
年度 2012 
授業コード DIE9013 
成績評価  
曜日時限 集中その他 
対象クラス 数理・環境システム専攻(〜12) 
見出し DIE9013 数理システム特別研究 
担当教員名 ⻲⽥ 修一、小野 忠良、榊原 道夫、澤見 英男、竹内 渉、⽥代 勤、直島 

好伸、 
単位数 15 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 数理システム特別研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード DIE9013 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Thesis Work of Mathematical System Science 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード DIE9023 
成績評価  
曜日時限 集中その他 
対象クラス 数理・環境システム専攻(〜12) 
見出し DIE9023 数理システムゼミナール 
担当教員名 ⻲⽥ 修一 
単位数 5 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 数理システムゼミナール 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード DIE9023 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Seminar of Mathematical System Science 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード DIE9033 
成績評価  
曜日時限 集中その他 
対象クラス 数理・環境システム専攻(〜12) 
見出し DIE9033 地球環境システム特別研究 
担当教員名 ⻲⽥ 修一、⽥邉 健茲、名取 真⼈、⻄村 敬一、⻄村 直樹、波⽥ 善夫、

福⽥ 勝 
単位数 15 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 地球環境システム特別研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード DIE9033 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Thesis Work of Geosphere Environmental System Science 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード DIE9043 
成績評価  
曜日時限 集中その他 
対象クラス 数理・環境システム専攻(〜12) 
見出し DIE9043 地球環境システムゼミナール 
担当教員名 ⻲⽥ 修一、⽥邉 健茲、名取 真⼈ 
単位数 5 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 地球環境システムゼミナール 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード DIE9043 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Seminar of Geosphere Environmental System Science 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード DSM9011 
成績評価 講義中に適宜問題を出すので、そのレポートを採点して、その後総合的に判断す

る。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 応用数学専攻(11〜12) 
見出し DSM9011 特別講義Ⅱ 
担当教員名 竹中 茂夫 
単位数 1 
教科書 とくに指定せず 
アクティブラーニング  
キーワード 代数学、幾何学、解析学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 特別講義Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 クーラント・ロビンズ 数学とは何か 岩波書店 
授業形態 講義 
注意備考 なるべく平易に話すつもりですので、気楽にただし聞き流すのではなく考えなが

ら受講してください。 
シラバスコード DSM9011 
実務経験のある教員  
達成目標 数学についての、基礎的な考え方を知る。 
受講者へのコメント  
連絡先 ２０号館８階 竹中研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 現代数学の知識を、非専門家向きに、かいつまんで話し、理解してもらうこと。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 代数１：自然数、四則、数学的帰納法について、高等学校以前で学んだ事を

現代数学はどうとらえているか（理論的に・厳密に）を講義する。 
2 回 代数２：二項定理および、関連するプログラムを紹介し、一般的な帰納法
（二重帰納法）について講義し、再帰的的定義について紹介する。 
3 回 代数３：素数の無限性を例にして、初歩的な代数的問題およびその考え方に
ついて、講義する。 
4 回 素数についての、教育用ビデオ教材「リーマン予想、天才たちの１５０年の



闘い」を鑑賞させて、レポートを提出させる。 
5 回 前回のビデオに関連して、その解説、関連する話題について講義する。 
6 回 代数４：現代数学における有理数の定義および、有理数で無い数（無理数）
の定義およびその性質について講義する。 
7 回 集合論１：数えるという事の抽象化を行い、無限という事の定義、および無
限の種類、数え方について講義し、具体的に整数と有理数は同じ数だけあること
が理解できるようにする。 
8 回 集合論２：無理数は、有理数より数が多い事を証明する。 
9 回 集合論３：論理と集合。 集合論と論理学との関係、および理論計算機との
関連について講義する。 
10 回 幾何学１：４つの円で平面はいくつに分けられるのか？ という問題をも
とにして、やさしい幾何学として平面の分割について講義する。 また、これが、
一般次元に拡張可能であることを出来るだけ分かりやすく説明する。 
11 回 幾何学２：やわらかい幾何学といわれる、トポロジーの基礎てきな概念を
講義する。 特に１２回目に予定しているヴィデオの意味が分かるように基礎概
念の理解を目指す。 
12 回 教育用ヴィデオ「ポアンカレ予想」を鑑賞後レポート提出 
13 回 解析学：極限の厳密な取り扱いかた（ε―δ 論法と呼ばれるもの）をなる
べく平易に講義する。 
14 回 複素数と三角関数、複素数の意味での微・積分について講義する。 
15 回 復習のための演習及びその解説をする。 

準備学習 1 回 数えるとは何を意味するのだろうかを考えてくること。 
2 回 数学的帰納法について復習してくること。 
3 回 素数について、知っていることをおもいだしておくこと。 
4 回 大学の立場からみた数の扱いについて、復習を行うこと。 
5 回 前回に見たビデオについて、自分なりにレポートを作っておくこと。 
6 回 有理数（分数）について、復習しておくこと。特にその４則について、なぜ
あのような計算方法になるのかを理解しておくこと。 
7 回 もう一度、数えるとは何であったかを考えてみること。 
8 回 ２の平方根とはどんなものかを考えてくること。 
9 回 論理とはどんなものか、また論理演算の持つ性質について復習しておくこ
と。 
10 回 平面上に４つの円を書く場合、その平面が最大限いくつに分割されるかを、
円が１つ、２つ、３つの場合とをあわせて考察してくること。 
11 回 球面と湯呑の表面はなぜ同じなのか、またドーナツの表面とはなぜ事なる
かを考えておくこと。 
12 回 １次元球面（単なる円周）、２次元球面（普通の球の表面）を考えて、３次
元球面についてかんがえておくこと。 
13 回 極限を単に、無限に近付いていくと考えて、厳密に理論展開できるかを考
察しておくこと。 
14 回 複素数についてこれまで習ったことを復習しておくこと。 
15 回 講義全体を振り返って、分かりにくかったところについて質問出来るよう



にしておくこと。 
尚、当日に小試験を行って、それについて解説を行う。 

 



年度 2012 
授業コード DSM9013 
成績評価  
曜日時限 集中その他 
対象クラス 応用数学専攻(〜12) 
見出し DSM9013 代数学特別研究 
担当教員名 大江 貴司、横川 賢二、吉⽥ 憲一、池⽥ 岳 
単位数 15 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 代数学特別研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード DSM9013 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Thesis Work of Algebra 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード DSM9023 
成績評価  
曜日時限 集中その他 
対象クラス 応用数学専攻(〜12) 
見出し DSM9023 代数学ゼミナール 
担当教員名 大江 貴司 
単位数 5 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 代数学ゼミナール 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード DSM9023 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Seminar of Algebra 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード DSM9033 
成績評価  
曜日時限 集中その他 
対象クラス 応用数学専攻(〜12) 
見出し DSM9033 幾何学特別研究 
担当教員名 大江 貴司、橋爪 道彦、山崎 正之、須藤 清一 
単位数 15 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 幾何学特別研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード DSM9033 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Thesis Work of Geometry 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード DSM9043 
成績評価  
曜日時限 集中その他 
対象クラス 応用数学専攻(〜12) 
見出し DSM9043 幾何学ゼミナール 
担当教員名 大江 貴司 
単位数 5 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 幾何学ゼミナール 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード DSM9043 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Seminar of Geometry 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード DSM9053 
成績評価  
曜日時限 集中その他 
対象クラス 応用数学専攻(〜12) 
見出し DSM9053 応用解析学特別研究 
担当教員名 大江 貴司、⻑渕 裕、春木 茂、村上 悟、⽥中 敏 
単位数 15 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 応用解析学特別研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード DSM9053 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Thesis Work of Applied Analysis 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード DSM9063 
成績評価  
曜日時限 集中その他 
対象クラス 応用数学専攻(〜12) 
見出し DSM9063 応用解析学ゼミナール 
担当教員名 大江 貴司 
単位数 5 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 応用解析学ゼミナール 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード DSM9063 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Seminar of Applied Analysis 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード DSM9073 
成績評価  
曜日時限 集中その他 
対象クラス 応用数学専攻(〜12) 
見出し DSM9073 情報数理学特別研究 
担当教員名 大江 貴司、澤江 隆一、高嶋 恵三、竹中 茂夫、中村 忠 
単位数 15 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 情報数理学特別研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード DSM9073 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 セミナー形式の授業であり、受講者２⼈のために授業アンケートは実施していな
い 

英文科目名 Thesis Work of Informatics and Applied Probability 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード DSM9083 
成績評価  
曜日時限 集中その他 
対象クラス 応用数学専攻(〜12) 
見出し DSM9083 情報数理学ゼミナール 
担当教員名 大江 貴司 
単位数 5 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 情報数理学ゼミナール 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード DSM9083 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Seminar of Informatics and Applied Probability 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード DSM9093 
成績評価  
曜日時限 集中その他 
対象クラス 応用数学専攻(〜12) 
見出し DSM9093 インターナショナルキャリア 
担当教員名 大江 貴司 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 インターナショナルキャリア 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード DSM9093 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 International Career 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード DSM90A3 
成績評価  
曜日時限 集中その他 
対象クラス 応用数学専攻(〜12) 
見出し DSM90A3 インターナショナルキャリア 
担当教員名 大江 貴司 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 インターナショナルキャリア 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード DSM90A3 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 International Career 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード DSR9011 
成績評価 レポートにより評価 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 材質理学専攻(〜12) 
見出し DSR9011 特別講義Ⅰ 
担当教員名 横山 祐典＊ 
単位数 1 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 特別講義Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード DSR9011 
実務経験のある教員  
達成目標 自らの研究の捉え方のヒントを得る 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 研究の進め方、考え方などを学ぶ 
対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  
準備学習 自分の研究に関する論文を読んでおく 

 



年度 2012 
授業コード DSR9012 
成績評価 主題課題のレポートで成績を評価する。 

基準点を設け、得点が１００点満点中６０点未満は不合格とする 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 材質理学専攻(〜12) 
見出し DSR9012 特別講義Ⅲ 
担当教員名 宮浦 憲夫 
単位数 1 
教科書 教科書は使わずプリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 有機化学、合成化学、有機金属化学、触媒化学 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 特別講義Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 遷移金属による有機合成、ヘゲダス著、村井訳、東京化学同⼈ 

遷移金属が拓く有機合成、辻 二郎、化学同⼈ 
授業形態 講義 
注意備考 化学専攻「化学特別講義」と同時に開講する。 
シラバスコード DSR9012 
実務経験のある教員  
達成目標 １）遷移金属錯体の素反応と触媒サイクルを理解できるようになること 

２）触媒反応を含めた合成経路を立案できるようになること 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 有機化学、有機金属化学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 金属錯体を用いた触媒反応には効率的、実用的な反応が多く、実験室のみならず

工業的製造法としても注目されている。たとえばノーベル化学賞でも、2001 年
の不⻫触媒、2005 年のメタセシス触媒、2010 年のクロスカップリング触媒と３
回連続で受賞対象となっている。 
本講義ではこれらの触媒を用いた有機合成化学の基礎と応用について学習する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容 1 回 序論：触媒を用いる有機合成は最も効率的な分子変換法として近年目覚ま

しい発展をとげた。この分野でわが国は先導的役割を果たしてきたが、歴史的経



緯、触媒的合成の利点と欠点などをグリーン化学の観点から学ぶ。 
2 回 錯体化学の基礎：触媒の調製や設計の基礎となる錯体の構造、配位子と配位
子数（１８電子則）など遷移金属錯体の基礎を学習する。 
3 回 反応機構：遷移金属触媒反応の触媒サイクルを構成する、酸化付加反応、還
元脱離反応、挿入反応、配位子交換反応（含トランスメタル化）など代表的素反
応を学習する。 
4 回 ヒドリド錯体の化学と水素化反応：不飽和結合の水素化反応は工業的に最
も用いられている実用的還元法である。また、不飽和結合に対する付加反応の基
礎となる触媒サイクルでもある。最近精⼒的に研究された不⻫水素化反応を含
め、代表的触媒と利用法を学習する。 
5 回 Heck 反応：医薬・農薬の製造に利用されている安価で実用的な反応である。
この反応を例として酸化付加・挿入・水素脱離を経る触媒サイクルを学ぶととも
に合成化学的利用について学習する。 
6 回 クロスカップリング反応：クロスカップリング反応は我が国で開発された
最も効率的な炭素―炭素結合形成法であり、医薬品から電子材料の開発までに利
用されている。酸化付加・トランスメタル化・還元脱離を経る反応機構と合成化
学的利用法について学習する。 
7 回 カルベン錯体の化学とメタセシス反応：不飽和結合の炭素原子を入れ替え
ることができるメタセシス反応は環形成法として利用されているが、工業的には
古くから末端アルケン製造に利用されてきた反応である。触媒となる金属カルベ
ン錯体の構造と化学的性質について学習する。 
8 回 カルボニル錯体の化学とカルボニル化反応：大量合成に適したカルボニル
化反応は安息香酸誘導体など医農薬の製造などにも使われる。一酸化炭素の挿入
を経る触媒サイクルと合成化学的利用法を学習する。 

準備学習 1 回 有機合成における有機金属化学の役割を理解すること。 
2 回 原子と電子構造、１８電子則など錯体化学の基礎についてあらかじめ学習
すること。 
3 回 プリントをあらかじめ配布するので事前に調べておくこと、また授業後は
学習した内容がどのような反応に含まれているか確認すること。 
4 回 関連する反応に触媒的ヒドロメタル化反応がある。白金触媒を用いたアル
ケンとヒドロシランの反応を例に水素化反応と同一の反応機構で説明できるこ
とを確認すること。 
5 回 同じ反応機構を経る反応に Wacker 反応がある。調査し、反応機構を確認す
ること。 
6 回 関連する合成反応にウールマン反応やウルフ反応がある。反応を調べ、得失
をクロスカップリング法と比較すること。 
7 回 金属カルベン錯体は金属イリドとも呼ばれる。有機化学で身近なリンイリ
ドである Wittig 試薬との相違を比較すること。 
8 回 現在最も大きなスケールで使われている反応にヒドロホルミル化反応があ
る。調査し、触媒サイクルを確認すること。 

 



年度 2012 
授業コード DSR9013 
成績評価  
曜日時限 集中その他 
対象クラス 材質理学専攻(〜12) 
見出し DSR9013 天然物有機化学特別研究 
担当教員名 山崎 重雄、大平 進、野崎 浩、濱⽥ 博喜、林 謙一郎 
単位数 15 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 天然物有機化学特別研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード DSR9013 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Thesis Work of Organic Natural Product Chemistry 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード DSR9022 
成績評価  
曜日時限 集中その他 
対象クラス 材質理学専攻(〜12) 
見出し DSR9022 特別講義Ⅱ 
担当教員名 竹居 孝二＊ 
単位数 1 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 特別講義Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード DSR9022 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Topics II 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード DSR9023 
成績評価  
曜日時限 集中その他 
対象クラス 材質理学専攻(〜12) 
見出し DSR9023 天然物有機化学ゼミナール 
担当教員名 山崎 重雄 
単位数 5 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 天然物有機化学ゼミナール 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード DSR9023 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード DSR9031 
成績評価  
曜日時限 集中その他 
対象クラス 材質理学専攻(〜12) 
見出し DSR9031 インターナショナルキャリア 
担当教員名 山崎 重雄 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 インターナショナルキャリア 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード DSR9031 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 International Career 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード DSR9032 
成績評価  
曜日時限 集中その他 
対象クラス 材質理学専攻(〜12) 
見出し DSR9032 インターナショナルキャリア 
担当教員名 山崎 重雄 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 インターナショナルキャリア 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード DSR9032 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 International Career 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード DSR9033 
成績評価  
曜日時限 集中その他 
対象クラス 材質理学専攻(〜12) 
見出し DSR9033 有機合成化学特別研究 
担当教員名 山崎 重雄、山⽥ 晴夫 
単位数 15 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 有機合成化学特別研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード DSR9033 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Thesis Work of Organic Synthetic Chemistry 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード DSR9043 
成績評価  
曜日時限 集中その他 
対象クラス 材質理学専攻(〜12) 
見出し DSR9043 有機合成化学ゼミナール 
担当教員名 山崎 重雄 
単位数 5 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 有機合成化学ゼミナール 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード DSR9043 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード DSR9053 
成績評価  
曜日時限 集中その他 
対象クラス 材質理学専攻(〜12) 
見出し DSR9053 生体機能化学特別研究 
担当教員名 山崎 重雄、尾堂 順一、⽥中 三男、野上 祐作、⻘木 宏之、三井 亮司 
単位数 15 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 生体機能化学特別研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード DSR9053 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Thesis Work of Biofunctional Chemistry 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード DSR9063 
成績評価  
曜日時限 集中その他 
対象クラス 材質理学専攻(〜12) 
見出し DSR9063 生体機能化学ゼミナール 
担当教員名 山崎 重雄 
単位数 5 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 生体機能化学ゼミナール 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード DSR9063 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード DSR9073 
成績評価  
曜日時限 集中その他 
対象クラス 材質理学専攻(〜12) 
見出し DSR9073 分子生物学特別研究 
担当教員名 山崎 重雄、淺⽥ 伸彦、池⽥ 正五、南 善子 
単位数 15 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答 記述なし 
科目名 分子生物学特別研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード DSR9073 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント 自分の研究だけでなく、広く興味を持てるようにして下さい。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね満足してもらえたようである 
英文科目名 Thesis Work of Molecular Biology 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 参加型の講義が出来るように改善していきたい。 
講義目的  
対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード DSR9083 
成績評価  
曜日時限 集中その他 
対象クラス 材質理学専攻(〜12) 
見出し DSR9083 分子生物学ゼミナール 
担当教員名 山崎 重雄 
単位数 5 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 分子生物学ゼミナール 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード DSR9083 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード DSR9093 
成績評価  
曜日時限 集中その他 
対象クラス 材質理学専攻(〜12) 
見出し DSR9093 臨床生命科学特別研究 
担当教員名 山崎 重雄、益岡 典芳、由谷 親夫、石原 浩二、松浦 信康 
単位数 15 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 臨床生命科学特別研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード DSR9093 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Thesis Work of Life Science 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード DSR90A3 
成績評価  
曜日時限 集中その他 
対象クラス 材質理学専攻(〜12) 
見出し DSR90A3 臨床生命科学ゼミナール 
担当教員名 山崎 重雄 
単位数 5 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 臨床生命科学ゼミナール 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード DSR90A3 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード DSR90B3 
成績評価  
曜日時限 集中その他 
対象クラス 材質理学専攻(〜12) 
見出し DSR90B3 分子設計特別研究 
担当教員名 山崎 重雄、赤司 治夫、豊⽥ 真司、山⽥ 真路 
単位数 15 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 分子設計特別研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード DSR90B3 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Thesis Work of Molecular Design 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード DSR90C3 
成績評価  
曜日時限 集中その他 
対象クラス 材質理学専攻(〜12) 
見出し DSR90C3 分子設計ゼミナール 
担当教員名 山崎 重雄、豊⽥ 真司 
単位数 5 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 分子設計ゼミナール 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード DSR90C3 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード DSR90D3 
成績評価  
曜日時限 集中その他 
対象クラス 材質理学専攻(〜12) 
見出し DSR90D3 錯体化学特別研究 
担当教員名 山崎 重雄、善木 道雄、横山 崇 
単位数 15 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 錯体化学特別研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード DSR90D3 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Thesis Work of Coordination Chemistry 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード DSR90E3 
成績評価  
曜日時限 集中その他 
対象クラス 材質理学専攻(〜12) 
見出し DSR90E3 錯体化学ゼミナール 
担当教員名 山崎 重雄 
単位数 5 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 錯体化学ゼミナール 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード DSR90E3 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード DSR90F3 
成績評価  
曜日時限 集中その他 
対象クラス 材質理学専攻(〜12) 
見出し DSR90F3 界面化学特別研究 
担当教員名 山崎 重雄、橘高 茂治、森重 國光 
単位数 15 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 界面化学特別研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード DSR90F3 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講生がいないので、何もかくことはありません。 
英文科目名 Thesis Work of Surface Chemistry 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード DSR90G3 
成績評価  
曜日時限 集中その他 
対象クラス 材質理学専攻(〜12) 
見出し DSR90G3 界面化学ゼミナール 
担当教員名 山崎 重雄 
単位数 5 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 界面化学ゼミナール 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード DSR90G3 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード DSR90H3 
成績評価  
曜日時限 集中その他 
対象クラス 材質理学専攻(〜12) 
見出し DSR90H3 無機固体科学特別研究 
担当教員名 山崎 重雄、大谷 槻男、林 宏哉 
単位数 15 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 無機固体科学特別研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード DSR90H3 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Thesis Work of Inorganic Solid State Chemistry 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード DSR90I3 
成績評価  
曜日時限 集中その他 
対象クラス 材質理学専攻(〜12) 
見出し DSR90I3 無機固体科学ゼミナール 
担当教員名 山崎 重雄 
単位数 5 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 無機固体科学ゼミナール 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード DSR90I3 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード DSR90J3 
成績評価  
曜日時限 集中その他 
対象クラス 材質理学専攻(〜12) 
見出し DSR90J3 理論物理特別研究 
担当教員名 山崎 重雄、金子 敏明、中川 幸子、宮川 和也 
単位数 15 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 理論物理特別研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード DSR90J3 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Thesis Work of Theoretical Physics 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード DSR90K3 
成績評価  
曜日時限 集中その他 
対象クラス 材質理学専攻(〜12) 
見出し DSR90K3 理論物理ゼミナール 
担当教員名 山崎 重雄 
単位数 5 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 理論物理ゼミナール 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード DSR90K3 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード DSR90L3 
成績評価  
曜日時限 集中その他 
対象クラス 材質理学専攻(〜12) 
見出し DSR90L3 極限物性特別研究 
担当教員名 山崎 重雄、財部 健一、藤井 佳子、森 嘉久 
単位数 15 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 極限物性特別研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード DSR90L3 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Thesis Work of Condensed Matters at Extreme Conditions 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード DSR90M3 
成績評価  
曜日時限 集中その他 
対象クラス 材質理学専攻(〜12) 
見出し DSR90M3 極限物性ゼミナール 
担当教員名 山崎 重雄 
単位数 5 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 極限物性ゼミナール 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード DSR90M3 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード DSR90N3 
成績評価  
曜日時限 集中その他 
対象クラス 材質理学専攻(〜12) 
見出し DSR90N3 固体物性特別研究 
担当教員名 山崎 重雄、中川 益生、平岡 裕、若村 国夫 
単位数 15 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 固体物性特別研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード DSR90N3 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Thesis Work of Condensed Matter Physics 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード DSR90P3 
成績評価  
曜日時限 集中その他 
対象クラス 材質理学専攻(〜12) 
見出し DSR90P3 固体物性ゼミナール 
担当教員名 山崎 重雄 
単位数 5 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 固体物性ゼミナール 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード DSR90P3 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード DSR90Q3 
成績評価  
曜日時限 集中その他 
対象クラス 材質理学専攻(〜12) 
見出し DSR90Q3 放射線物理特別研究 
担当教員名 山崎 重雄、伊代野 淳、川端 晃幸、豊⽥ 新、蜷川 清隆 
単位数 15 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 放射線物理特別研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード DSR90Q3 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Thesis Work of Radiation Physics 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード DSR90R3 
成績評価  
曜日時限 集中その他 
対象クラス 材質理学専攻(〜12) 
見出し DSR90R3 放射線物理ゼミナール 
担当教員名 山崎 重雄、豊⽥ 新 
単位数 5 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 放射線物理ゼミナール 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード DSR90R3 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード DSR90S3 
成績評価  
曜日時限 集中その他 
対象クラス 材質理学専攻(〜12) 
見出し DSR90S3 量子物性特別研究 
担当教員名 山崎 重雄、米⽥ 稔 
単位数 15 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 量子物性特別研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード DSR90S3 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Thesis Work of Properties of Materials 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード DSR90T3 
成績評価  
曜日時限 集中その他 
対象クラス 材質理学専攻(〜12) 
見出し DSR90T3 量子物性ゼミナール 
担当教員名 山崎 重雄 
単位数 5 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 量子物性ゼミナール 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード DSR90T3 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード DSR90U3 
成績評価  
曜日時限 集中その他 
対象クラス 材質理学専攻(〜12) 
見出し DSR90U3 地球物性特別研究 
担当教員名 山崎 重雄、板谷 徹丸、北岡 豪一、小林 祥一、⻄⼾ 裕嗣、兵藤 博信 
単位数 15 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 地球物性特別研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード DSR90U3 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Thesis Work of Geosciences 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード DSR90V3 
成績評価  
曜日時限 集中その他 
対象クラス 材質理学専攻(〜12) 
見出し DSR90V3 地球物性ゼミナール 
担当教員名 山崎 重雄 
単位数 5 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 地球物性ゼミナール 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード DSR90V3 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード DSR90W3 
成績評価  
曜日時限 集中その他 
対象クラス 材質理学専攻(〜12) 
見出し DSR90W3 コンプリヘンシブゼミナール 
担当教員名 山崎 重雄、豊⽥ 真司、益岡 典芳、⻄⼾ 裕嗣、豊⽥ 新、赤司 治夫、財

部 健一 
単位数 5 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 コンプリヘンシブゼミナール 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード DSR90W3 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Comprehensive Seminar 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード DTS9013 
成績評価  
曜日時限 集中その他 
対象クラス システム科学専攻(〜12) 
見出し DTS9013 情報処理特別研究 
担当教員名 金谷 輝⼈、神谷 茂保、小畑 正貴、大倉 充、島⽥ 英之、島⽥ 恭宏、道

⻄ 博行 
単位数 15 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 情報処理特別研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード DTS9013 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 対象学生なし 
英文科目名 Thesis Work of Information Processing 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード DTS9023 
成績評価  
曜日時限 集中その他 
対象クラス システム科学専攻(〜12) 
見出し DTS9023 情報処理ゼミナール 
担当教員名 金谷 輝⼈ 
単位数 5 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 情報処理ゼミナール 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード DTS9023 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Seminar of Information Processing 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード DTS9033 
成績評価  
曜日時限 集中その他 
対象クラス システム科学専攻(〜12) 
見出し DTS9033 情報通信特別研究 
担当教員名 金谷 輝⼈、小松 雅治、中川 紀美雄、信吉 輝己、東 恒⼈、宮垣 嘉也 
単位数 15 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 情報通信特別研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード DTS9033 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講者がないため，該当なし． 
英文科目名 Thesis Work of Communication Systems 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード DTS9043 
成績評価  
曜日時限 集中その他 
対象クラス システム科学専攻(〜12) 
見出し DTS9043 情報通信ゼミナール 
担当教員名 金谷 輝⼈、信吉 輝己 
単位数 5 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 情報通信ゼミナール 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード DTS9043 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Seminar of Communication Systems 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード DTS9053 
成績評価  
曜日時限 集中その他 
対象クラス システム科学専攻(〜12) 
見出し DTS9053 情報数理特別研究 
担当教員名 金谷 輝⼈、太⽥垣 博一、クルモフ バレリー、⻄原 典孝、南原 英生、岩

崎 彰典 
単位数 15 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 情報数理特別研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード DTS9053 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Thesis Work of Mathematical Informatics 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード DTS9063 
成績評価  
曜日時限 集中その他 
対象クラス システム科学専攻(〜12) 
見出し DTS9063 情報数理ゼミナール 
担当教員名 金谷 輝⼈ 
単位数 5 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 情報数理ゼミナール 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード DTS9063 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Seminar of Mathematical Informatics 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード DTS9073 
成績評価  
曜日時限 集中その他 
対象クラス システム科学専攻(〜12) 
見出し DTS9073 制御システム特別研究 
担当教員名 金谷 輝⼈、片岡 克己、高見 敏弘、堂⽥ 周治郎、林 紘三郎、丸山 祐一、

山⽥ 
単位数 15 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 制御システム特別研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード DTS9073 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Thesis Work of Control Systems 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード DTS9083 
成績評価  
曜日時限 集中その他 
対象クラス システム科学専攻(〜12) 
見出し DTS9083 制御システムゼミナール 
担当教員名 金谷 輝⼈、桑木 賢也 
単位数 5 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 制御システムゼミナール 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード DTS9083 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Seminar of Control Systems 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード DTS9092 
成績評価  
曜日時限 集中その他 
対象クラス システム科学専攻(〜12) 
見出し DTS9092 最適設計特別研究 
担当教員名 金谷 輝⼈、金枝 敏明、助台 榮一、⽥中 雅次、蜂谷 和明、横山 隆、荒

木 圭典 
単位数 15 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 最適設計特別研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード DTS9092 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Thesis Work of Optimum Design 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード DTS9093 
成績評価  
曜日時限 集中その他 
対象クラス システム科学専攻(〜12) 
見出し DTS9093 最適設計特別研究 
担当教員名 金谷 輝⼈、金枝 敏明、助台 榮一、⽥中 雅次、蜂谷 和明、横山 隆、荒

木 圭典 
単位数 15 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 最適設計特別研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード DTS9093 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Thesis Work of Optimum Design 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード DTS90A2 
成績評価  
曜日時限 集中その他 
対象クラス システム科学専攻(〜12) 
見出し DTS90A2 最適設計ゼミナール 
担当教員名 金谷 輝⼈ 
単位数 5 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 最適設計ゼミナール 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード DTS90A2 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Seminar of Optimum Design 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード DTS90A3 
成績評価  
曜日時限 集中その他 
対象クラス システム科学専攻(〜12) 
見出し DTS90A3 最適設計ゼミナール 
担当教員名 金谷 輝⼈ 
単位数 5 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 最適設計ゼミナール 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード DTS90A3 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Seminar of Optimum Design 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード DTS90B3 
成績評価  
曜日時限 集中その他 
対象クラス システム科学専攻(〜12) 
見出し DTS90B3 電子物理工学特別研究 
担当教員名 金谷 輝⼈、秋山 宜生、垣谷 公徳、河村 実生、山本 勲、笠 展幸、栗⽥ 

満史 
単位数 15 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答 この科目では授業アンケートを行っていません。 
科目名 電子物理工学特別研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード DTS90B3 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント この科目では授業アンケートを行っていません。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この科目では授業アンケートを行っていません。 
英文科目名 Thesis Work of Applied Electronic Physics 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 この科目では授業アンケートを行っていません。 
講義目的  
対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード DTS90C3 
成績評価  
曜日時限 集中その他 
対象クラス システム科学専攻(〜12) 
見出し DTS90C3 電子物理工学ゼミナール 
担当教員名 金谷 輝⼈ 
単位数 5 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 電子物理工学ゼミナール 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード DTS90C3 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Seminar of Applied Electronic Physics 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード DTS90D3 
成績評価  
曜日時限 集中その他 
対象クラス システム科学専攻(〜12) 
見出し DTS90D3 天然物生産システム特別研究 
担当教員名 金谷 輝⼈、大塚 隆尚、滝澤 昇、竹⽥ 邦雄、野上 潤造、森山 佳子 
単位数 15 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 天然物生産システム特別研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード DTS90D3 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 データ無し 
英文科目名 Thesis Work of Chemistry of Natural Products 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード DTS90E3 
成績評価  
曜日時限 集中その他 
対象クラス システム科学専攻(〜12) 
見出し DTS90E3 天然物生産システムゼミナール 
担当教員名 金谷 輝⼈、滝澤 昇 
単位数 5 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 天然物生産システムゼミナール 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード DTS90E3 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Seminar of Chemistry of Natural Products 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード DTS90F3 
成績評価  
曜日時限 集中その他 
対象クラス システム科学専攻(〜12) 
見出し DTS90F3 装置設計学特別研究 
担当教員名 金谷 輝⼈、岡本 直孝、平野 博之、宮原 敏郎、永谷 尚紀 
単位数 15 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 装置設計学特別研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード DTS90F3 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 データ無し 
英文科目名 Thesis Work of Chemistry of Natural Products 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード DTS90G3 
成績評価  
曜日時限 集中その他 
対象クラス システム科学専攻(〜12) 
見出し DTS90G3 装置設計学ゼミナール 
担当教員名 金谷 輝⼈、平野 博之 
単位数 5 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 装置設計学ゼミナール 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード DTS90G3 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 データ無し 
英文科目名 Seminar of Chemistry of Natural Products 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード DTS90H3 
成績評価  
曜日時限 集中その他 
対象クラス システム科学専攻(〜12) 
見出し DTS90H3 材料システム特別研究 
担当教員名 金谷 輝⼈、大寺 純蔵、折⽥ 明浩、冨永 敏弘、福原 実、竹崎 誠 
単位数 15 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 材料システム特別研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード DTS90H3 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 データ無し 
英文科目名 Thesis Work of Organic and Inorganic Materials 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード DTS90J3 
成績評価  
曜日時限 集中その他 
対象クラス システム科学専攻(〜12) 
見出し DTS90J3 材料システムゼミナール 
担当教員名 金谷 輝⼈、折⽥ 明浩 
単位数 5 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 材料システムゼミナール 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード DTS90J3 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 データ無し 
英文科目名 Seminar of 0rganic and Inorganic Materials 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年/2 年/3 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード FA013A1 
成績評価 評価にあたって， 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(06〜12),バイオ・応用化学科(06〜12),機械システム工学科(06〜12),電気

電子システム学科(06〜12),情報工学科(06〜12),知能機械工学科(06〜12),生体
医工学科(06〜12),建築学科(06〜12),工学プロジェクトコース(06〜12),生物地
球学部(06〜12) 

見出し FA013A1 入門物理 
担当教員名 山口 雅之＊ 
単位数 2 
教科書 作成教材を毎回配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード SI 単位，変位，x-t グラフ，v-t グラフ，速度，加速度，運動方程式，仕事，エネ

ルギー，エネルギーの原理，⼒学的エネルギー保存の法則 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 入門物理 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 新しい高校物理の教科書/山本明利他（講談社）：⼈物で語る物理入門/米沢富美

子（岩波新書） 
授業形態 講義 
注意備考 遅刻，欠席のないようにすること。特別な理由が認められる場合以外は，２年生

以上の履修は認めない。試験は定期試験期間中に行い，試験形態は筆記試験とす
る。 

シラバスコード FGG13A1 
実務経験のある教員  
達成目標 評価にあたって，日常の学習状況を特に重視する．日常の学習の成果（６０％），

定期試験（４０％）で成績を評価する。ただし，日常学習は（小テスト）：（課題）
＝２：１で評価する。これらの総得点を 100 点に換算し，60 点以上を合格とす
る。また，授業回数の 3 分の 1 以上の欠席がある場合と定期試験が未受験の場合
には無効とみなし，”Ｅ”と評価する。 

受講者へのコメント 継続的な科目であるので、講義を休むことなく、また、まとめて勉強するのでな
く、毎回必ず復習、課題をやってほしい。前回の内容が理解できていなければ、
講義が理解しにくい場合が多い。 

連絡先 講師控室 25 号館 ７階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 Ａ ほとんどの学生は課題に取り組むため、授業時間外にある程度学習している
ので大変よい。しかし、授業時間外に全く学習  しなかった者が２割以上、欠
席した者が２割いたのは残念である。 



Ｂ 授業を受けることで興味、関心を持ち、理解が深まり、技能が向上したこと
は大いに評価できる。 

英文科目名  
関連科目 物理学Ⅰ・Ⅱ，物理実験，⼒学Ⅰ・Ⅱなど 
次回に向けての改善変更予定 基礎学⼒の個⼈差が大きいので、計算能⼒の低い者にも配慮して講義を進めた

い。 
講義目的 物理学は理工系，医療系科目の基礎になっている。高校で物理が未履修，または

十分に学ぶことができなかった 1 年生を対象に，入門的な解説と演習を行う。物
理学の基本になる⼒やエネルギーを通して，物理的な見方や考え方にふれてい
く。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 教材配布（2 回目以降も毎回配布していく）と学習上の注意。物理量の国際

単位について説明し，平均の速さについての復習をする。 
課題１を提示し宿題(次回提出)とする。 
2 回 課題 1 の解説をする。赤いボールペンで各自の答えに加筆訂正する。添削
した課題 1 を回収する。  
運動の表し方１；変位を図示によって説明する。変位を使って平均の速度を定義
し，平均の速さとの関係に注意しながらその図示についても説明する。運動の様
子を表すのに重要な x-t グラフと呼ばれる変位-時間図から平均の速度や瞬間の
速度を定義する。 
課題 2 を提示する。 
１回目の学習内容について小テストを行う。小テストの答案を回収後解説をす
る。 
3 回 課題 1 を返却する。課題 2 の解説をし、添削を指示する。加筆訂正された
課題 2 を回収する。  
運動の表し方 2；x-t グラフとともに物体の運動の様子を表すのに重要な v-t グラ
フすなわち速度-時間グラフを等速直線運動の場合で説明し，グラフと時間軸で
囲まれる面積が変位になることを説明する。次に，一般の運動の場合の v-t グラ
フで平均の加速度および瞬間の加速度と呼ばれる物理量を定義する。自由落下す
る物体の x-t グラフと v-t グラフの作図と，その図から重⼒加速度を求める課題
３を提示する。 
２回目の学習内容について小テストを行い、小テストの答案を回収後解説をす
る。 
    
※今後、毎回前々回の課題の返却、前回の課題の解説、回収、前回の内容の小テ
スト、教材配布、今回の課題提示を行う。 
4 回 運動の表し方３；課題３の自由落下の v-t グラフが直線になることを確認
し，その傾きから，重⼒加速度を求める。直線になる v-t グラフは等加速度運度
を表していることを説明し，等加速度運動の重要な公式を導出する。 
5 回 ⼒について１；⼒をベクトルの代表例にとり、合⼒を平行四辺形もしくは三
角形の法則で作図する方法を説明する。線形代数を使ったやり方で合⼒の求め方
を説明し，作図したものと一致することを確認する。次に，⼒の分解の仕方を説



明する。 
6 回 ⼒について２；⼒のつりあいを説明し，今まで学習してきたことを利用し
て，つりあいの⼒を求める例題を解説する。 
7 回 ⼒について３；地球上の質量のある物体に作用する重⼒について説明し，そ
の大きさが算出できるようにする。⼒を測るのに重要なフックの法則を説明し，
弾性⼒が算出できるようにする。さらに，静止摩擦⼒について説明し，その大き
さが算出できるようにする。われわれの周りの物体の運動で無視できない動摩擦
⼒について説明し，その大きさが算出できるようにする。 
8 回 ⼒について４；⼒が物体に回転を起こさせる激しさをあらわす⼒のモーメ
ントについて説明し，それを使って重心の位置の算出方法を説明する。 
9 回 運動の法則１；運動方程式を正しく立てるためにも必要な作用反作用の法
則を説明する。次に，マクロな物体の運動を支配する運動の法則を説明し，運動
方程式と関連させて慣性の法則と質量について説明する。単位を上手にとれば運
動方程式が得られることを説明する。最後に運動方程式を立てる手順を説明す
る。 
10 回 運動の法則２；運動の法則の応用として自由落下をはじめとする重⼒場中
の物体の運動を考える。 
11 回 運動の法則３；運動方程式の応用例題を解く手順を確実に習得できるよう
に演習をする。 
12 回 仕事とエネルギー1；変位と同じ向きの⼒のする仕事を定義した後，変位
と⼒の向きが異なる一般的な場合の仕事を説明する。仕事をする速さを表す仕事
率について説明する。運動物体が運動エネルギーと呼ばれる仕事をする能⼒を秘
めていることを説明し，運動方程式を使用して運動エネルギーの式を導出する。
運動エネルギーの変化量が物体の受けた仕事に等しいということを述べている
エネルギーの原理（これは位置エネルギーを理解するのに必要であるし，後ほど
学習する⼒学的エネルギー保存の法則の導出にも使用する極めて重要な原理で
ある）について説明する。 
13 回 仕事とエネルギー2；エネルギーの原理を使い，高いところにある物体の
持つ仕事をする能⼒である重⼒による位置エネルギーの式を導出する。 
14 回 授業アンケートを実施する。  
仕事とエネルギー3；エネルギーの原理の援用により弾性⼒による位置エネルギ
ーについての式を導出する。次に重⼒の例を取り，保存⼒について説明する。重
⼒や弾性⼒など位置エネルギーを持つ⼒が⼒学的エネルギーを保存する保存⼒
であることを説明する。 
15 回 仕事とエネルギー４；⼒学的エネルギー保存の法則について説明する。 
課題 1５を演習させた後、解説する。定期試験の注意をする。最後に今後の学習
のアドバイスをする。 

準備学習 1 回 国際単位系について調べ，また義務教育課程で習った速さについて復習を
しておくこと。 
2 回 前回の学習の定着を確認しながら課題 1 をやり，小テストに備える。変位
と平均速度，ｘ−ｔグラフについて学習内容の概要を把握し，特にグラフの傾き
が何にあたるか考えておくこと。 



3 回 前回の講義を踏まえて，課題２を解いて小テストに備える。等速直線運動を
v-t グラフで表し，そのグラフと時間軸との間の面積が何に当たるかを予習して
おくこと。 
4 回 前回の学習内容を復習しながら課題 3 をやり、小テストに備える。等加速
度直線運動について予習しておくこと。 
5 回 前回の学習内容を復習しながら課題４をやり、小テストに備える。ベクトル
の合成・分解について予習しておくこと。 
6 回 前回の学習内容を復習しながら課題５をやり、小テストに備える。⼒の分
解・⼒のつりあいの概要について予習しておくこと。 
7 回 前回の学習内容を復習しながら課題６をやり、小テストに備える。重⼒・弾
性⼒・摩擦⼒について予習しておくこと。 
8 回 前回の学習内容を復習しながら課題７をやり、小テストに備える。⼒のモー
メントと重心についての概要を予習しておくこと。 
9 回 前回の学習内容を復習しながら課題８をやり、小テストに備える。作用反作
用の法則・慣性の法則および運動の法則の予習をしておくこと。 
10 回 前回の学習内容を復習しながら課題９をやり、小テストに備える。自由落
下の例で運動方程式を立てて，どのような運動をするか考えておくこと。 
11 回 前回の学習内容を復習しながら課題１０をやり、小テストに備える。運動
方程式は入門物理の学習項目中で重要なものであるから，運動方程式を立てる手
順をしっかりと身につけること。 
12 回 前回の学習内容を復習しながら課題１１をやり、小テストに備える。仕事
とエネルギーの学習に入るので，仕事，仕事率，運動エネルギー，エネルギーの
原理について予習をしておくこと。 
13 回 前回の学習内容を復習しながら課題１２をやり、小テストに備える。重⼒
による位置エネルギーについて予習しておくこと。 
14 回 前回の学習内容を復習しながら課題１３をやり、小テストに備える。弾性
⼒によるエネルギーと保存⼒の予習をしておくこと。 
15 回 前回の学習内容を復習しながら課題１４をやり、小テストに備える。位置
エネルギーを持つ⼒は保存⼒であることを理解し、⼒学的エネルギー保存の法則
について概要を予習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FA013C1 
成績評価 評価にあたって， 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 生物地球システム学科(06〜11),AA(総)(06〜11),AB(総)(06〜11) 
見出し FA013C1 入門物理(再) 
担当教員名 山口 雅之＊ 
単位数 2 
教科書 作成教材を毎回配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード SI 単位，変位，x-t グラフ，v-t グラフ，速度，加速度，運動方程式，仕事，エネ

ルギー，エネルギーの原理，⼒学的エネルギー保存の法則 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 入門物理(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 新しい高校物理の教科書/山本明利他（講談社）：⼈物で語る物理入門/米沢富美

子（岩波新書） 
授業形態 講義 
注意備考 遅刻，欠席のないようにすること。特別な理由が認められる場合以外は，２年生

以上の履修は認めない。試験は定期試験期間中に行い，試験形態は筆記試験とす
る。 

シラバスコード FIA13A1 
実務経験のある教員  
達成目標 評価にあたって，日常の学習状況を特に重視する．日常の学習の成果（６０％），

定期試験（４０％）で成績を評価する。ただし，日常学習は（小テスト）：（課題）
＝２：１で評価する。これらの総得点を 100 点に換算し，60 点以上を合格とす
る。また，授業回数の 3 分の 1 以上の欠席がある場合と定期試験が未受験の場合
には無効とみなし，”Ｅ”と評価する。 

受講者へのコメント  
連絡先 講師控室 25 号館 ７階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見   シラバスコード ＦＧＧ１３Ａ１ と同じ 
英文科目名  
関連科目 物理学Ⅰ・Ⅱ，物理実験，⼒学Ⅰ・Ⅱなど 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 物理学は理工系，医療系科目の基礎になっている。高校で物理が未履修，または

十分に学ぶことができなかった 1 年生を対象に，入門的な解説と演習を行う。物
理学の基本になる⼒やエネルギーを通して，物理的な見方や考え方にふれてい



く。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 教材配布（2 回目以降も毎回配布していく）と学習上の注意。物理量の国際

単位について説明し，平均の速さについての復習をする。 
課題１を提示し宿題(次回提出)とする。 
2 回 課題 1 の解説をする。赤いボールペンで各自の答えに加筆訂正する。添削
した課題 1 を回収する。  
運動の表し方１；変位を図示によって説明する。変位を使って平均の速度を定義
し，平均の速さとの関係に注意しながらその図示についても説明する。運動の様
子を表すのに重要な x-t グラフと呼ばれる変位-時間図から平均の速度や瞬間の
速度を定義する。 
課題 2 を提示する。 
１回目の学習内容について小テストを行う。小テストの答案を回収後解説をす
る。 
3 回 課題 1 を返却する。課題 2 の解説をし、添削を指示する。加筆訂正された
課題 2 を回収する。  
運動の表し方 2；x-t グラフとともに物体の運動の様子を表すのに重要な v-t グラ
フすなわち速度-時間グラフを等速直線運動の場合で説明し，グラフと時間軸で
囲まれる面積が変位になることを説明する。次に，一般の運動の場合の v-t グラ
フで平均の加速度および瞬間の加速度と呼ばれる物理量を定義する。自由落下す
る物体の x-t グラフと v-t グラフの作図と，その図から重⼒加速度を求める課題
３を提示する。 
２回目の学習内容について小テストを行い、小テストの答案を回収後解説をす
る。 
    
※今後、毎回前々回の課題の返却、前回の課題の解説、回収、前回の内容の小テ
スト、教材配布、今回の課題提示を行う。 
4 回 運動の表し方３；課題３の自由落下の v-t グラフが直線になることを確認
し，その傾きから，重⼒加速度を求める。直線になる v-t グラフは等加速度運度
を表していることを説明し，等加速度運動の重要な公式を導出する。 
5 回 ⼒について１；⼒をベクトルの代表例にとり、合⼒を平行四辺形もしくは三
角形の法則で作図する方法を説明する。線形代数を使ったやり方で合⼒の求め方
を説明し，作図したものと一致することを確認する。次に，⼒の分解の仕方を説
明する。 
6 回 ⼒について２；⼒のつりあいを説明し，今まで学習してきたことを利用し
て，つりあいの⼒を求める例題を解説する。 
7 回 ⼒について３；地球上の質量のある物体に作用する重⼒について説明し，そ
の大きさが算出できるようにする。⼒を測るのに重要なフックの法則を説明し，
弾性⼒が算出できるようにする。さらに，静止摩擦⼒について説明し，その大き
さが算出できるようにする。われわれの周りの物体の運動で無視できない動摩擦
⼒について説明し，その大きさが算出できるようにする。 
8 回 ⼒について４；⼒が物体に回転を起こさせる激しさをあらわす⼒のモーメ



ントについて説明し，それを使って重心の位置の算出方法を説明する。 
9 回 運動の法則１；運動方程式を正しく立てるためにも必要な作用反作用の法
則を説明する。次に，マクロな物体の運動を支配する運動の法則を説明し，運動
方程式と関連させて慣性の法則と質量について説明する。単位を上手にとれば運
動方程式が得られることを説明する。最後に運動方程式を立てる手順を説明す
る。 
10 回 運動の法則２；運動の法則の応用として自由落下をはじめとする重⼒場中
の物体の運動を考える。 
11 回 運動の法則３；運動方程式の応用例題を解く手順を確実に習得できるよう
に演習をする。 
12 回 仕事とエネルギー1；変位と同じ向きの⼒のする仕事を定義した後，変位
と⼒の向きが異なる一般的な場合の仕事を説明する。仕事をする速さを表す仕事
率について説明する。運動物体が運動エネルギーと呼ばれる仕事をする能⼒を秘
めていることを説明し，運動方程式を使用して運動エネルギーの式を導出する。
運動エネルギーの変化量が物体の受けた仕事に等しいということを述べている
エネルギーの原理（これは位置エネルギーを理解するのに必要であるし，後ほど
学習する⼒学的エネルギー保存の法則の導出にも使用する極めて重要な原理で
ある）について説明する。 
13 回 仕事とエネルギー2；エネルギーの原理を使い，高いところにある物体の
持つ仕事をする能⼒である重⼒による位置エネルギーの式を導出する。 
14 回 授業アンケートを実施する。  
仕事とエネルギー3；エネルギーの原理の援用により弾性⼒による位置エネルギ
ーについての式を導出する。次に重⼒の例を取り，保存⼒について説明する。重
⼒や弾性⼒など位置エネルギーを持つ⼒が⼒学的エネルギーを保存する保存⼒
であることを説明する。 
15 回 仕事とエネルギー４；⼒学的エネルギー保存の法則について説明する。 
課題 1５を演習させた後、解説する。定期試験の注意をする。最後に今後の学習
のアドバイスをする。 

準備学習 1 回 国際単位系について調べ，また義務教育課程で習った速さについて復習を
しておくこと。 
2 回 前回の学習の定着を確認しながら課題 1 をやり，小テストに備える。変位
と平均速度，ｘ−ｔグラフについて学習内容の概要を把握し，特にグラフの傾き
が何にあたるか考えておくこと。 
3 回 前回の講義を踏まえて，課題２を解いて小テストに備える。等速直線運動を
v-t グラフで表し，そのグラフと時間軸との間の面積が何に当たるかを予習して
おくこと。 
4 回 前回の学習内容を復習しながら課題 3 をやり、小テストに備える。等加速
度直線運動について予習しておくこと。 
5 回 前回の学習内容を復習しながら課題４をやり、小テストに備える。ベクトル
の合成・分解について予習しておくこと。 
6 回 前回の学習内容を復習しながら課題５をやり、小テストに備える。⼒の分
解・⼒のつりあいの概要について予習しておくこと。 



7 回 前回の学習内容を復習しながら課題６をやり、小テストに備える。重⼒・弾
性⼒・摩擦⼒について予習しておくこと。 
8 回 前回の学習内容を復習しながら課題７をやり、小テストに備える。⼒のモー
メントと重心についての概要を予習しておくこと。 
9 回 前回の学習内容を復習しながら課題８をやり、小テストに備える。作用反作
用の法則・慣性の法則および運動の法則の予習をしておくこと。 
10 回 前回の学習内容を復習しながら課題９をやり、小テストに備える。自由落
下の例で運動方程式を立てて，どのような運動をするか考えておくこと。 
11 回 前回の学習内容を復習しながら課題１０をやり、小テストに備える。運動
方程式は入門物理の学習項目中で重要なものであるから，運動方程式を立てる手
順をしっかりと身につけること。 
12 回 前回の学習内容を復習しながら課題１１をやり、小テストに備える。仕事
とエネルギーの学習に入るので，仕事，仕事率，運動エネルギー，エネルギーの
原理について予習をしておくこと。 
13 回 前回の学習内容を復習しながら課題１２をやり、小テストに備える。重⼒
による位置エネルギーについて予習しておくこと。 
14 回 前回の学習内容を復習しながら課題１３をやり、小テストに備える。弾性
⼒によるエネルギーと保存⼒の予習をしておくこと。 
15 回 前回の学習内容を復習しながら課題１４をやり、小テストに備える。位置
エネルギーを持つ⼒は保存⼒であることを理解し、⼒学的エネルギー保存の法則
について概要を予習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FA01512 
成績評価 提出課題（２０％）＋小テストの結果（３０％）＋定期試験（５０％）により成

績を評価する。但し、定期試験において基準点を設け、得点が１００点満点中、
６０点未満の場合は不合格とする。 

曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス GA(総)(06〜11),GB(総)(06〜11) 
見出し FA01512 入門生物(再) 
担当教員名 森本 政秀＊ 
単位数 2 
教科書 生物科学入門（三訂版）／石川統著／裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード 生命、進化、細菌、植物、動物、細胞、酵素、光合成、呼吸、生殖、遺伝、呼吸、

分化、ＤＮＡ，フェロモン、胚、ミトコンドリア 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 入門生物(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指定しない 
授業形態 講義 
注意備考 入門系は原則として１年生のみの受講です。２年生でも教職取得のために生物が

必要で、１年次未履修の⼈は受講してください。３年生以上の学生諸君の履修は
遠慮してください。どうしてもという⼈はチューターの許可を得ること。 

シラバスコード FIG15C2 
実務経験のある教員  
達成目標 生物や生命現象の基礎・基本的な内容を理解して、大学における専門分野の学習

を進めていくのに必要な能⼒を習得すること。 
受講者へのコメント ?授業の初めにやるまとめの問題は宿題の答合わせということで、時間の関係で

詳しくはやりません。わからないことがあれば、学習相談室にきてください。 
連絡先 ２５号館５Ｆ 学習相談室 ０８６−２５６−８４３８ 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この分野への理解が深まった（８６．４％）・授業の目標を達成できた（５２．
５％）、だいたいできた（３５．６％）・授業に満足（６１％）、ほぼ満足（２７．
１％）。いい評価をいただき、これからもいろいろ工夫をして、さらにいい授業が
できるようにしていきます。 

英文科目名  
関連科目 生物学、生物学実験 
次回に向けての改善変更予定 ?時々時間が足らなくて急いでやってしまうことがありますので注意します。 
講義目的 生物や生物現象に関する基本的な概念や原理・法則を理解するとともに、生物学



的な探究の過程と科学の方法を習得し、創造的な能⼒や態度を養う。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  講義の進め方について説明する。生物の特質、生物科学について説明す

る。 
2 回  生命の起源、進化など、生物の歴史を説明する。 
3 回  生物の分類法、細菌界、原生生物界について説明する。 
4 回  菌類界、植物界、動物界に分類し、生物の多様性について説明する。講義
の後半に第１回小テストを行う。 
5 回  生物が、機能上、構造上の単位として細胞から成り立っていることを説明
する。 
6 回  未分化な細胞が分化し、それらが集合して多様な組織や器官ができるこ
とを説明する。 
7 回  生態を構成する物質、酵素、光合成について説明する、 
8 回  解糖系と呼吸、遺伝子の発現、ＤＮＡの複製について説明する。講義の後
半に第２回小テストを行う。 
9 回  植物のいとなみ、動物の器官系について説明する。 
10 回  ⼈間の体内の神経系、内分泌系、免疫系について説明する。 
11 回  生物の殖えかたにおいて、性と生殖、配偶子形成について説明する。 
12 回  受精、胚発生、細胞分化と遺伝子について説明する。 
13 回  遺伝の法則について説明する。講義の後半で第３回小テストを行う。 
14 回  生物の個体と集団において、動物の生得的行動、動物の社会、生物群集
について説明する。 
15 回  生物と⼈間において、⼈間の起源と進化、ヒトの遺伝、ヒトゲノムにつ
いて説明する。講義の後半では、試験の「まとめ」、「解説」をする。 

準備学習 1 回  生物と生物科学の基本について学ぶため、教科書Ｐ．１〜Ｐ．１４まで読
んでおくこと。 
2 回  まとめの問題で復習を行い、生物の歴史について学ぶため、教科書Ｐ．１
８〜Ｐ．３５まで読んでおくこと。 
3 回  まとめの問題で復習を行い、生物の分類などを学ぶため、教科書Ｐ．３８
〜Ｐ．４９まで読んでおくこと。 
4 回  生物の多様性において、原生生物界までの復習をし、菌類界、植物界、動
物界などを学ぶため教科書Ｐ．５０〜Ｐ．６１まで読んでおくこと。第 1 回小テ
ストを行うので、準備をしておくこと。 
5 回  まとめの問題で復習をし、生物のつくりにおいて、細胞の構造について学
ぶため、教科書Ｐ．６３〜Ｐ．７１まで読んでおくこと。 
6 回  細胞の構造について復習をし、細胞分裂、動物の組織、植物の組織と組織
系について学ぶため、教科書Ｐ．７２〜Ｐ．８１まで読んでおくこと。 
7 回  まとめの問題で復習をし、生物のはたらきⅠにおいて、生態を構成する物
質、酵素、光合成について学ぶため、教科書Ｐ．８２〜Ｐ．９５まで読んでおく
こと。 
8 回  生物のはたらきⅠについて復習をし、解糖系と呼吸、遺伝子の発現、ＤＮ
Ａの複製について学ぶため、教科書Ｐ．９６〜Ｐ．１０８まで読んでおくこと。



第２回小テストを行うので、準備しておくこと。 
9 回  まとめの問題で復習をし、生物のはたらきⅡにおいて、植物のいとなみ、
動物の器官系について学ぶため、教科書Ｐ．１１０〜Ｐ．１１７まで読んでおく
こと。 
10 回  生物のはたらきⅡを復習し、神経系、内分泌系、免疫系について学ぶた
め、教科書Ｐ．１１８〜 
Ｐ．１３２まで読んでおくこと。 
11 回  まとめの問題で復習をし、生物の殖えかたにおいて、性と生殖、配偶子
形成について学ぶため、教科書Ｐ．１３４〜Ｐ．１４１まで読んでおくこと。 
12 回  性と生殖、配偶子形成の復習をし、次の過程の受精、胚発生、細胞分化
と遺伝子について学ぶため、教科書Ｐ．１４２〜Ｐ．１５７まで読んでおくこと。 
13 回  子が誕生するまでを復習し、その子の形質が親から伝えられる遺伝につ
いて学ぶため、教科書Ｐ． 
１５９〜Ｐ．１６５まで読んでおくこと。第３回小テストを行うので、準備して
おくこと。 
14 回  まとめの問題で復習をし、生物の個体と集団において、動物の生得的行
動、フェロモン、動物の社会、生物群集について学ぶため、教科書Ｐ．１６７〜
Ｐ．１８２まで読んでおくこと。 
15 回  まとめの問題で復習をし、生物としての⼈間において⼈類の起源と進化、
ヒトの遺伝、ヒトゲノムについて学ぶため、教科書Ｐ．１８３〜Ｐ．１９５まで
読んでおくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FA015C1 
成績評価 評価にあたって，日常の学習状況を特に重視する．日常の学習の成果（６０％），

定期試験（４０％）で成績を評価する．ただし，日常学習は（小テスト）：（課題）
＝２：１で評価する．これらの総得点を 100 点に換算し，60 点以上を合格とす
る．また，授業回数の 3 分の 1 以上の欠席がある場合と定期試験が未受験の場合
には無効とみなし，E と評価する． 

曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(06〜12),バイオ・応用化学科(06〜12),機械システム工学科(06〜12),電気

電子システム学科(06〜12),情報工学科(06〜12),知能機械工学科(06〜12),生体
医工学科(06〜12),建築学科(06〜12),工学プロジェクトコース(06〜12),生物地
球学部(06〜12) 

見出し FA015C1 入門物理 
担当教員名 沖 隆義 
単位数 2 
教科書 作成教材を適宜配布する． 
アクティブラーニング  
キーワード SI 単位，変位，x-t グラフ，v-t グラフ，速度，加速度，運動方程式，運動量原理，

仕事，エネルギー，エネルギー原理，⼒学的エネルギー保存の法則 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 良く分かり楽しかったというコメントを 5 名の⼈からもらい，うれしく思いまし

た．反面，物理Ⅱを履修した 1 名の⼈からは面白くないというコメントをもらい
ました．入門物理は本来高校で物理を履修していない⼈が受けるべきだと思いま
す．また説明が厳格かつ丁寧すぎて返って逆効果という⼈もいました．確かに，
詳細部分は自学自習に任せるべきです．しかし，精密科学である物理の初歩は厳
密に丁寧にやらないと，大学物理の役に立たないと思います．再テストは不公平
だという意見が 1 名ありましたが，最低点より高い点はつけていませんから不公
平では 

科目名 入門物理 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 新しい高校物理の教科書/山本明利他（講談社）：⼈物で語る物理入門/米沢富美

子/（岩波新書） 
授業形態 講義 
注意備考 遅刻，欠席のないようにすること．特別な理由が認められる場合以外は，２年生

以上の履修は認めない．試験は定期試験期間中に行い，試験形態は筆記試験とす
る．小テストの結果により必要な受講生には学習相談室で再テスト並びに学習指
導をする．疑問点の解消など，自主的に学習相談室に訪問することを期待する． 

シラバスコード FGG15C1 
実務経験のある教員  
達成目標 単なる暗記だけでなく，⼒学の法則を理解し，簡単な計算ができ，単位をつけて

数値が出せる． 



受講者へのコメント 入門物理はその趣旨から，受講者数が少ないことが理想ですが，多いクラスでは
125 名もいました．このことが，いろいろな障害を起こしているようです．物理
Ⅰを受講している⼈は入門物理の受講は遠慮してもらい，別の方法で学⼒向上に
対応していくことが必要だと感じました． 
 なお，基礎⼒を養うためには授業時間以外の学習時間がもう少し必要ですし，
再テストの呼びかけにも必ず応じることが必要です．再テストは基礎学⼒をつけ
てもらうためにやっています． 

連絡先 学習相談室 25 号館 5 階  Tel.: 086（256）8438 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 沖担当の入門物理をまとめて述べます．この授業を受けて理解や興味関心が高ま
ったと答えてくれた⼈が 92.7％いたのは幸甚です．目標を達成・ほぼ達成できた
⼈が 56.6％というのは少しさびしい．教員の熱意を多少にかかわらず感じてくれ
た⼈が 87.5％いたのはうれしい．授業に満足もしくはほぼ満足の⼈が 61％は微
妙です．自由設問で物理Ⅰを高校で履修していた⼈が 58.1％，これは少し高過
ぎ．単位が出なければ受けないと答えた⼈が 54.4％．再テストを勧められて全部
受けた⼈が 38.9％というのは困ります．その他に関しては以下 

英文科目名  
関連科目 物理学Ⅰ・Ⅱ，物理実験，⼒学Ⅰ・Ⅱなど 
次回に向けての改善変更予定 テキストの印字についてはよりはっきりと見えるように次回は改善します．スラ

イドの字が見えにくい視⼒の弱い⼈は第 1 回目で確認し，それをもとに席決めを
していますので見えにくい⼈は正確に申し出てください．いずれにしても受講者
数が減れば解決するのですが，今のところ⼈数制限も難しいと思います．どうか，
高校で物理を履修していない⼈のみ，受講をお願いします． 

講義目的 物理学は理工系，医療系科目の基礎になっている．高校で物理学が未履修，また
は十分に学ぶことができなかった 1 年生を対象に，入門的な解説と演習を行う．
物理学の基本になる⼒やエネルギーを通して，物理的な見方や考え方にふれてい
く． 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 教材配布（2 回目以降も適宜配布していく）と学習上の注意．物理量の国際

単位について説明し，平均の速さについての復習をする． 
課題１を提示し宿題とする． 
2 回 課題 1 の解説をする．赤いボールペンで各自の答えに加筆訂正する．添削
した課題 1 を回収する． 
  
運動の表し方１；変位を図示によって説明する．変位を使って平均の速度を定義
し，平均の速さとの関係に注意しながらその図示についても説明する．運動の様
子を表すのに重要な x-t グラフと呼ばれる変位-時間図から平均の速度や瞬間の
速度を定義する． 
  
課題 2 を提示する． 
3 回 課題 1 を返却し（返却課題はすべて成績を評価する），課題 2 の解説をし、



添削を指示する．加筆訂正された課題 2 は回収する． 
  
運動の表し方 2；x-t グラフとともに物体の運動の様子を表すのに重要な v-t グラ
フすなわち速度-時間グラフを等速直線運動の場合で説明し，グラフと時間軸で
囲まれる面積が変位になることを説明する．次に，一般の運動の場合の v-t グラ
フで平均の加速度および瞬間の加速度と呼ばれる物理量を定義する．自由落下す
る物体の x-t グラフと v-t グラフの作図と，その図から重⼒加速度を求める課題
３と課題４を提示する． 
4 回 課題 2 を返却する．  
運動の表し方３； 課題３の自由落下の v-t グラフが直線になることを確認し，
その傾きから，重⼒加速度を求める．直線になる v-t グラフは等加速度運度を表
していることを説明し，等加速度運動の重要な公式を導出する． 
今回の講義の知識を使う課題４を解説する．加筆訂正した課題 3 を回収する．（課
題 4 は回収しない．） 
次回は，第 1 回〜第 4 回分の小テスト 1 を行う． 
5 回 課題 3 を返却する．小テスト１を実施し回収する．  
⼒について１；⼒をベクトルの代表例に取り合⼒を平行四辺形もしくは 3 角形の
法則で作図する方法を説明する．線形代数を使ったやり方で合⼒の求め方を説明
し，作図したものと一致することを確認し，それに対応した課題 5 を提示する．
次に，⼒の分解の仕方を説明する．また，第 12 講で学習する仕事とよばれる物
理量と関係する内積について説明する． 
6 回 小テスト１の返却と注意をする．課題 5 の解説し，加筆訂正を指示する． 
  
⼒について２；ベクトルの外積について説明する．続いて⼒のつりあいを説明し，
今まで学習してきたことを利用して，つりあいの⼒を求める例題を解説する． 
課題 6 を提示し，課題 5 を回収する． 
7 回 課題 6 を解説し，加筆訂正を指示する．  
⼒について３；地球上の質量のある物体に作用する重⼒について説明し，その大
きさが算出できるようにする．⼒を測るのに重要なフックの法則を説明し，弾性
⼒が算出できるようにする．さらに，静止摩擦⼒について説明し，その大きさが
算出できるようにする． 
課題 6 を回収し，課題 7 を提示する． 
8 回 課題 7 を解説し，加筆訂正を指示する． 
  
⼒について４；われわれの周りの物体の運動で無視できない動摩擦⼒について説
明し，その大きさが算出できるようにする．次に，⼒が物体に回転を起こさせる
激しさをあらわす⼒のモーメントについて説明し，それを使って重心の位置の算
出方法を説明する． 
課題 7 を回収し，課題 8 を提示する． 
9 回 課題 8 を解説し，加筆訂正を指示する． 
  
運動の法則１；後ほど運動方程式を正しく立てるためにも必要な作用反作用の法



則を説明する．次に，マクロな物体の運動を支配する運動の法則を説明し，運動
方程式と関連させて慣性の法則と質量について説明する．最後に運動方程式を立
てる手順を説明する． 
次回は第 5 回から第 8 回までの小テスト２を実施する． 
課題 8 は回収し，課題 9 を提示する． 
10 回 課題 8 を返却する．小テスト２の実施回収後に課題 9 の解説を行う． 
  
運動の法則２；運動量原理を説明し，これから単位を上手にとれば運動方程式が
得られることを説明する．運動の法則の応用として自由落下をはじめとする重⼒
場中の物体の運動を考え，それに対応した課題 10 を提示する．（課題 9 は回収し
ない．） 
11 回 小テスト２の返却と注意を行い，課題 10 の解説をする．  
運動の法則３；運動方程式の応用例題．先ずは例題を誰かにあてながら解いてい
き，解く手順を確実に習得できるように演習をする． 
課題 10 を回収する． 
12 回 課題 10 を返却する． 
  
仕事とエネルギー1；変位と同じ向きの⼒のする仕事を定義した後，変位と⼒の
向きが異なる一般的な場合の仕事を説明する．仕事をする速さを表す仕事率につ
いて説明する．運動物体が運動エネルギーと呼ばれる仕事をする能⼒を秘めてい
ることを説明し，運動方程式を使用して運動エネルギーの式を導出する．運動エ
ネルギーの変化量が物体の受けた仕事に等しいということを述べているエネル
ギー原理（これは位置エネルギーを理解するのに必要であるし，後ほど学習する
⼒学的エネルギー保存の法則の導出にも使用する極めて重要な原理である）につ
いて説明する． 
課題 11 を提示する． 
13 回 課題 11 を解説し，訂正加筆の指示をする． 
  
仕事とエネルギー2；エネルギー原理を使い，高いところにある物体の持つ仕事
をする能⼒である重⼒による位置エネルギーの式を導出する．演習をした後，課
題 12 を提示し解く指示をする． 
課題 12 の解説をする．課題 12 は回収しないが，課題 11 は回収する． 
次回は，第 9〜13 回分の小テスト 3 を実施する． 
14 回 小テスト 3 を実施し回収後，授業アンケートを実施する． 
  
仕事とエネルギー3；前回に引き続き，エネルギーの原理の援用により弾性⼒に
よる位置エネルギーについての式を導出する．次に重⼒の例を取り，保存⼒につ
いて説明する．最後に，⼒学的エネルギー保存の法則について説明する． 
課題 13 と最後の回の内容に対応する課題 14 を提示する． 
15 回 小テスト 3 の返却と注意を行い，課題 13 の解説をして，添削の指示をす
る． 
仕事とエネルギー４；重⼒や弾性⼒など位置エネルギーを持つ⼒が⼒学的エネル



ギーを保存する保存⼒であることを説明する． 
  
提示しておいた課題 14 の解説を行った後，定期テストの注意をする． 
最後に今後の学習のアドバイスをする． 

準備学習 1 回 国際単位系について調べ，また義務教育課程で習った速さについて復習を
しておくこと． 
2 回 前回の学習の定着を確認しながら課題 1 をやり，変位と平均速度，ｘ−ｔ
グラフについて教材を読んで学習内容の概要を把握し，特にその傾きが何にあた
るか考えておくこと． 
3 回 前回の講義を踏まえて，課題２を解いておくこと．等速直線運動を v-t グラ
フで表し，その傾きと時間軸との間の面積が何に当たるかを予習しておくこと． 
4 回 第 3 回で学習したことを復習すること．課題 3 をやっておくこと．等加速
度直線運動について予習したうえで，課題４をやっておくこと． 
5 回 第 1 回〜第 4 回までの演習課題のうち，苦手なものをもう一度解き，小テ
スト 1 に備えること．すべての小テストは原則として課題から数値を変えて出題
するので，範囲の課題を 15 分以内でできるようにしておくこと．ベクトルの合
成・分解・内積について予習しておくこと． 
6 回 物理学で重要かつ必要なベクトルの演算にしっかりと習熟したうえで課題
５をやり，義務教育課程で学習した⼒のはたらきを復習しておくこと．⼒の分解・
⼒のつりあいの概要とベクトルの外積について予習しておくこと． 
7 回 物理学で重要かつ必要なベクトルの演算にしっかりと習熟したうえで課題
6 をやり，重⼒・弾性⼒・静止摩擦⼒について予習しておくこと． 
8 回 課題 7 をやり，摩擦角と静止摩擦係数・動摩擦⼒・⼒のモーメントと重心に
ついての概要を予習しておくこと． 
9 回 課題 8 をやり，作用反作用の法則・慣性の法則および運動の法則の予習を
しておくこと． 
10 回 第 5 回〜第 8 回分の課題を復習し，小テスト 2 に備えること．運動量原理
と運動方程式を予習し，自由落下の例で運動方程式を立てて，どのような運動を
するか考えておくこと．さらに，課題 9 をやっておくこと． 
11 回 課題９をもう一度復習した後，課題 10 をやっておくこと．運動方程式は
入門物理の学習項目中で重要なものであるから，運動方程式を立てる手順を課題
10 により，しっかりと身につけること． 
12 回 第 11 回目で説明した例題を完全に自⼒で解答できるようにしておくこと．
第 12 回以降は，入門物理の最後の重要項目である仕事とエネルギーの学習に入
るので，仕事，仕事率，運動エネルギー，エネルギー原理について予習をしてお
くこと． 
13 回 運動量原理とエネルギーの原理を復習したうえで課題 11 をやり，重⼒に
よる位置エネルギーについて予習しておくこと． 
14 回 第 9〜13 回分の課題を復習して小テスト３に備えること．弾性⼒によるエ
ネルギーと保存⼒・⼒学的エネルギー保存の法則の予習をしておくこと． 
15 回 14 回目の復習をしたうえで，課題 13 と課題 14 に独⼒で取り組んでおく
こと．位置エネルギーを持つ⼒は保存⼒であることについて概要を予習しておく



こと． 
 



年度 2012 
授業コード FA015C2 
成績評価 提出課題（２０％）＋小テストの結果（３０％）＋定期試験（５０％）により成

績を評価する。但し、定期試験において基準点を設け、得点が１００点満点中、
６０点未満の場合は不合格とする。 

曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用数学科(06〜12),化学科(06〜12),応用物理学科(06〜12),基礎理学科(06〜

12),生物化学科(06〜12),臨床生命科学科(06〜12),動物学科(06〜12),バイオ・応
用化学科(06〜12),知能機械工学科(06〜12),生体医工学科(06〜12),工学プロジ
ェクトコース(06〜12) 

見出し FA015C2 入門生物 
担当教員名 森本 政秀＊ 
単位数 2 
教科書 生物科学入門（三訂版）／石川統著／裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード 生命、進化、細菌、植物、動物、細胞、酵素、光合成、呼吸、生殖、遺伝、呼吸、

分化、ＤＮＡ，フェロモン、胚、ミトコンドリア 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 入門生物 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指定しない 
授業形態 講義 
注意備考 入門系は原則として１年生のみの受講です。２年生でも教職取得のために生物が

必要で、１年次未履修の⼈は受講してください。３年生以上の学生諸君の履修は
遠慮してください。どうしてもという⼈はチューターの許可を得ること。 

シラバスコード FSB15C2 
実務経験のある教員  
達成目標 生物や生命現象の基礎・基本的な内容を理解して、大学における専門分野の学習

を進めていくのに必要な能⼒を習得すること。 
受講者へのコメント 授業の初めにやるまとめの問題は宿題の答合わせということで、時間の関係で詳

しくはやりません。わからないことがあれば、学習相談室にきてください。 
連絡先 ２５号館５Ｆ 学習相談室 ０８６−２５６−８４３８ 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この分野への理解が深まった（８６．４％）・授業の目標を達成できた（５２．
５％）、だいたいできた（３５．６％）・授業に満足（６１％）、ほぼ満足（２７．
１％）。いい評価をいただき、これからもいろいろ工夫をして、さらにいい授業が
できるようにしていきます。 

英文科目名  



関連科目 生物学、生物学実験 
次回に向けての改善変更予定 時々時間が足らなくて急いでやってしまうことがありますので注意します。 
講義目的 生物や生物現象に関する基本的な概念や原理・法則を理解するとともに、生物学

的な探究の過程と科学の方法を習得し、創造的な能⼒や態度を養う。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  講義の進め方について説明する。生物の特質、生物科学について説明す

る。 
2 回  生命の起源、進化など、生物の歴史を説明する。 
3 回  生物の分類法、細菌界、原生生物界について説明する。 
4 回  菌類界、植物界、動物界に分類し、生物の多様性について説明する。講義
の後半に第１回小テストを行う。 
5 回  生物が、機能上、構造上の単位として細胞から成り立っていることを説明
する。 
6 回  未分化な細胞が分化し、それらが集合して多様な組織や器官ができるこ
とを説明する。 
7 回  生態を構成する物質、酵素、光合成について説明する、 
8 回  解糖系と呼吸、遺伝子の発現、ＤＮＡの複製について説明する。講義の後
半に第２回小テストを行う。 
9 回  植物のいとなみ、動物の器官系について説明する。 
10 回  ⼈間の体内の神経系、内分泌系、免疫系について説明する。 
11 回  生物の殖えかたにおいて、性と生殖、配偶子形成について説明する。 
12 回  受精、胚発生、細胞分化と遺伝子について説明する。 
13 回  遺伝の法則について説明する。講義の後半で第３回小テストを行う。 
14 回  生物の個体と集団において、動物の生得的行動、動物の社会、生物群集
について説明する。 
15 回  生物と⼈間において、⼈間の起源と進化、ヒトの遺伝、ヒトゲノムにつ
いて説明する。講義の後半では、試験の「まとめ」、「解説」をする。 

準備学習 1 回  生物と生物科学の基本について学ぶため、教科書Ｐ．１〜Ｐ．１４まで読
んでおくこと。 
2 回  まとめの問題で復習を行い、生物の歴史について学ぶため、教科書Ｐ．１
８〜Ｐ．３５まで読んでおくこと。 
3 回  まとめの問題で復習を行い、生物の分類などを学ぶため、教科書Ｐ．３８
〜Ｐ．４９まで読んでおくこと。 
4 回  生物の多様性において、原生生物界までの復習をし、菌類界、植物界、動
物界などを学ぶため教科書Ｐ．５０〜Ｐ．６１まで読んでおくこと。第 1 回小テ
ストを行うので、準備をしておくこと。 
5 回  まとめの問題で復習をし、生物のつくりにおいて、細胞の構造について学
ぶため、教科書Ｐ．６３〜Ｐ．７１まで読んでおくこと。 
6 回  細胞の構造について復習をし、細胞分裂、動物の組織、植物の組織と組織
系について学ぶため、教科書Ｐ．７２〜Ｐ．８１まで読んでおくこと。 
7 回  まとめの問題で復習をし、生物のはたらきⅠにおいて、生態を構成する物
質、酵素、光合成について学ぶため、教科書Ｐ．８２〜Ｐ．９５まで読んでおく



こと。 
8 回  生物のはたらきⅠについて復習をし、解糖系と呼吸、遺伝子の発現、ＤＮ
Ａの複製について学ぶため、教科書Ｐ．９６〜Ｐ．１０８まで読んでおくこと。
第２回小テストを行うので、準備しておくこと。 
9 回  まとめの問題で復習をし、生物のはたらきⅡにおいて、植物のいとなみ、
動物の器官系について学ぶため、教科書Ｐ．１１０〜Ｐ．１１７まで読んでおく
こと。 
10 回  生物のはたらきⅡを復習し、神経系、内分泌系、免疫系について学ぶた
め、教科書Ｐ．１１８〜 
Ｐ．１３２まで読んでおくこと。 
11 回  まとめの問題で復習をし、生物の殖えかたにおいて、性と生殖、配偶子
形成について学ぶため、教科書Ｐ．１３４〜Ｐ．１４１まで読んでおくこと。 
12 回  性と生殖、配偶子形成の復習をし、次の過程の受精、胚発生、細胞分化
と遺伝子について学ぶため、教科書Ｐ．１４２〜Ｐ．１５７まで読んでおくこと。 
13 回  子が誕生するまでを復習し、その子の形質が親から伝えられる遺伝につ
いて学ぶため、教科書Ｐ． 
１５９〜Ｐ．１６５まで読んでおくこと。第３回小テストを行うので、準備して
おくこと。 
14 回  まとめの問題で復習をし、生物の個体と集団において、動物の生得的行
動、フェロモン、動物の社会、生物群集について学ぶため、教科書Ｐ．１６７〜
Ｐ．１８２まで読んでおくこと。 
15 回  まとめの問題で復習をし、生物としての⼈間において⼈類の起源と進化、
ヒトの遺伝、ヒトゲノムについて学ぶため、教科書Ｐ．１８３〜Ｐ．１９５まで
読んでおくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FA015E1 
成績評価 評価にあたって，日常の学習状況を特に重視する．日常の学習の成果（６０％），

定期試験（４０％）で成績を評価する．ただし，日常学習は（小テスト）：（課題）
＝２：１で評価する．これらの総得点を 100 点に換算し，60 点以上を合格とす
る．また，授業回数の 3 分の 1 以上の欠席がある場合と定期試験が未受験の場合
には無効とみなし，E と評価する． 

曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 生物地球システム学科(06〜11),AA(総)(06〜11),AB(総)(06〜11) 
見出し FA015E1 入門物理(再) 
担当教員名 沖 隆義 
単位数 2 
教科書 作成教材を適宜配布する． 
アクティブラーニング  
キーワード SI 単位，変位，x-t グラフ，v-t グラフ，速度，加速度，運動方程式，運動量原理，

仕事，エネルギー，エネルギー原理，⼒学的エネルギー保存の法則 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 良く分かり楽しかったというコメントを 5 名の⼈からもらい，うれしく思いまし

た．反面，物理Ⅱを履修した 1 名の⼈からは面白くないというコメントをもらい
ました．入門物理は本来高校で物理を履修していない⼈が受けるべきだと思いま
す．また説明が厳格かつ丁寧すぎて返って逆効果という⼈もいました．確かに，
詳細部分は自学自習に任せるべきです．しかし，精密科学である物理の初歩は厳
密に丁寧にやらないと，大学物理の役に立たないと思います．再テストは不公平
だという意見が 1 名ありましたが，最低点より高い点はつけていませんから不公
平では 

科目名 入門物理(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 新しい高校物理の教科書/山本明利他（講談社）：⼈物で語る物理入門/米沢富美

子/（岩波新書） 
授業形態 講義 
注意備考 遅刻，欠席のないようにすること．特別な理由が認められる場合以外は，２年生

以上の履修は認めない．試験は定期試験期間中に行い，試験形態は筆記試験とす
る．小テストの結果により必要な受講生には学習相談室で再テスト並びに学習指
導をする．疑問点の解消など，自主的に学習相談室に訪問することを期待する． 

シラバスコード FIA15C1 
実務経験のある教員  
達成目標 単なる暗記だけでなく，⼒学の法則を理解し，簡単な計算ができ，単位をつけて

数値が出せる． 
受講者へのコメント 入門物理はその趣旨から，受講者数が少ないことが理想ですが，多いクラスでは

125 名もいました．このことが，いろいろな障害を起こしているようです．物理
Ⅰを受講している⼈は入門物理の受講は遠慮してもらい，別の方法で学⼒向上に



対応していくことが必要だと感じました． 
 なお，基礎⼒を養うためには授業時間以外の学習時間がもう少し必要ですし，
再テストの呼びかけにも必ず応じることが必要です．再テストは基礎学⼒をつけ
てもらうためにやっています． 

連絡先 学習相談室 25 号館 5 階  Tel.: 086（256）8438 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 沖担当の入門物理をまとめて述べます．この授業を受けて理解や興味関心が高ま
ったと答えてくれた⼈が 92.7％いたのは幸甚です．目標を達成・ほぼ達成できた
⼈が 56.6％というのは少しさびしい．教員の熱意を多少にかかわらず感じてくれ
た⼈が 87.5％いたのはうれしい．授業に満足もしくはほぼ満足の⼈が 61％は微
妙です．自由設問で物理Ⅰを高校で履修していた⼈が 58.1％，これは少し高過
ぎ．単位が出なければ受けないと答えた⼈が 54.4％．再テストを勧められて全部
受けた⼈が 38.9％というのは困ります．その他に関しては以下 

英文科目名  
関連科目 物理学Ⅰ・Ⅱ，物理実験，⼒学Ⅰ・Ⅱなど 
次回に向けての改善変更予定 テキストの印字についてはよりはっきりと見えるように次回は改善します．スラ

イドの字が見えにくい視⼒の弱い⼈は第 1 回目で確認し，それをもとに席決めを
していますので見えにくい⼈は正確に申し出てください．いずれにしても受講者
数が減れば解決するのですが，今のところ⼈数制限も難しいと思います．どうか，
高校で物理を履修していない⼈のみ，受講をお願いします． 

講義目的 物理学は理工系，医療系科目の基礎になっている．高校で物理学が未履修，また
は十分に学ぶことができなかった 1 年生を対象に，入門的な解説と演習を行う．
物理学の基本になる⼒やエネルギーを通して，物理的な見方や考え方にふれてい
く． 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 教材配布（2 回目以降も適宜配布していく）と学習上の注意．物理量の国際

単位について説明し，平均の速さについての復習をする． 
課題１を提示し宿題とする． 
2 回 課題 1 の解説をする．赤いボールペンで各自の答えに加筆訂正する．添削
した課題 1 を回収する． 
  
運動の表し方１；変位を図示によって説明する．変位を使って平均の速度を定義
し，平均の速さとの関係に注意しながらその図示についても説明する．運動の様
子を表すのに重要な x-t グラフと呼ばれる変位-時間図から平均の速度や瞬間の
速度を定義する． 
  
課題 2 を提示する． 
3 回 課題 1 を返却し（返却課題はすべて成績を評価する），課題 2 の解説をし、
添削を指示する．加筆訂正された課題 2 は回収する． 
  
運動の表し方 2；x-t グラフとともに物体の運動の様子を表すのに重要な v-t グラ



フすなわち速度-時間グラフを等速直線運動の場合で説明し，グラフと時間軸で
囲まれる面積が変位になることを説明する．次に，一般の運動の場合の v-t グラ
フで平均の加速度および瞬間の加速度と呼ばれる物理量を定義する．自由落下す
る物体の x-t グラフと v-t グラフの作図と，その図から重⼒加速度を求める課題
３と課題４を提示する． 
4 回 課題 2 を返却する．  
運動の表し方３； 課題３の自由落下の v-t グラフが直線になることを確認し，
その傾きから，重⼒加速度を求める．直線になる v-t グラフは等加速度運度を表
していることを説明し，等加速度運動の重要な公式を導出する． 
今回の講義の知識を使う課題４を解説する．加筆訂正した課題 3 を回収する．（課
題 4 は回収しない．） 
次回は，第 1 回〜第 4 回分の小テスト 1 を行う． 
5 回 課題 3 を返却する．小テスト１を実施し回収する．  
⼒について１；⼒をベクトルの代表例に取り合⼒を平行四辺形もしくは 3 角形の
法則で作図する方法を説明する．線形代数を使ったやり方で合⼒の求め方を説明
し，作図したものと一致することを確認し，それに対応した課題 5 を提示する．
次に，⼒の分解の仕方を説明する．また，第 12 講で学習する仕事とよばれる物
理量と関係する内積について説明する． 
6 回 小テスト１の返却と注意をする．課題 5 の解説し，加筆訂正を指示する． 
  
⼒について２；ベクトルの外積について説明する．続いて⼒のつりあいを説明し，
今まで学習してきたことを利用して，つりあいの⼒を求める例題を解説する． 
課題 6 を提示し，課題 5 を回収する． 
7 回 課題 6 を解説し，加筆訂正を指示する．  
⼒について３；地球上の質量のある物体に作用する重⼒について説明し，その大
きさが算出できるようにする．⼒を測るのに重要なフックの法則を説明し，弾性
⼒が算出できるようにする．さらに，静止摩擦⼒について説明し，その大きさが
算出できるようにする． 
課題 6 を回収し，課題 7 を提示する． 
8 回 課題 7 を解説し，加筆訂正を指示する． 
  
⼒について４；われわれの周りの物体の運動で無視できない動摩擦⼒について説
明し，その大きさが算出できるようにする．次に，⼒が物体に回転を起こさせる
激しさをあらわす⼒のモーメントについて説明し，それを使って重心の位置の算
出方法を説明する． 
課題 7 を回収し，課題 8 を提示する． 
9 回 課題 8 を解説し，加筆訂正を指示する． 
  
運動の法則１；後ほど運動方程式を正しく立てるためにも必要な作用反作用の法
則を説明する．次に，マクロな物体の運動を支配する運動の法則を説明し，運動
方程式と関連させて慣性の法則と質量について説明する．最後に運動方程式を立
てる手順を説明する． 



次回は第 5 回から第 8 回までの小テスト２を実施する． 
課題 8 は回収し，課題 9 を提示する． 
10 回 課題 8 を返却する．小テスト２の実施回収後に課題 9 の解説を行う． 
  
運動の法則２；運動量原理を説明し，これから単位を上手にとれば運動方程式が
得られることを説明する．運動の法則の応用として自由落下をはじめとする重⼒
場中の物体の運動を考え，それに対応した課題 10 を提示する．（課題 9 は回収し
ない．） 
11 回 小テスト２の返却と注意を行い，課題 10 の解説をする．  
運動の法則３；運動方程式の応用例題．先ずは例題を誰かにあてながら解いてい
き，解く手順を確実に習得できるように演習をする． 
課題 10 を回収する． 
12 回 課題 10 を返却する． 
  
仕事とエネルギー1；変位と同じ向きの⼒のする仕事を定義した後，変位と⼒の
向きが異なる一般的な場合の仕事を説明する．仕事をする速さを表す仕事率につ
いて説明する．運動物体が運動エネルギーと呼ばれる仕事をする能⼒を秘めてい
ることを説明し，運動方程式を使用して運動エネルギーの式を導出する．運動エ
ネルギーの変化量が物体の受けた仕事に等しいということを述べているエネル
ギー原理（これは位置エネルギーを理解するのに必要であるし，後ほど学習する
⼒学的エネルギー保存の法則の導出にも使用する極めて重要な原理である）につ
いて説明する． 
課題 11 を提示する． 
13 回 課題 11 を解説し，訂正加筆の指示をする． 
  
仕事とエネルギー2；エネルギー原理を使い，高いところにある物体の持つ仕事
をする能⼒である重⼒による位置エネルギーの式を導出する．演習をした後，課
題 12 を提示し解く指示をする． 
課題 12 の解説をする．課題 12 は回収しないが，課題 11 は回収する． 
次回は，第 9〜13 回分の小テスト 3 を実施する． 
14 回 小テスト 3 を実施し回収後，授業アンケートを実施する． 
  
仕事とエネルギー3；前回に引き続き，エネルギーの原理の援用により弾性⼒に
よる位置エネルギーについての式を導出する．次に重⼒の例を取り，保存⼒につ
いて説明する．最後に，⼒学的エネルギー保存の法則について説明する． 
課題 13 と最後の回の内容に対応する課題 14 を提示する． 
15 回 小テスト 3 の返却と注意を行い，課題 13 の解説をして，添削の指示をす
る． 
仕事とエネルギー４；重⼒や弾性⼒など位置エネルギーを持つ⼒が⼒学的エネル
ギーを保存する保存⼒であることを説明する． 
  
提示しておいた課題 14 の解説を行った後，定期テストの注意をする． 



最後に今後の学習のアドバイスをする． 
準備学習 1 回 国際単位系について調べ，また義務教育課程で習った速さについて復習を

しておくこと． 
2 回 前回の学習の定着を確認しながら課題 1 をやり，変位と平均速度，ｘ−ｔ
グラフについて教材を読んで学習内容の概要を把握し，特にその傾きが何にあた
るか考えておくこと． 
3 回 前回の講義を踏まえて，課題２を解いておくこと．等速直線運動を v-t グラ
フで表し，その傾きと時間軸との間の面積が何に当たるかを予習しておくこと． 
4 回 第 3 回で学習したことを復習すること．課題 3 をやっておくこと．等加速
度直線運動について予習したうえで，課題４をやっておくこと． 
5 回 第 1 回〜第 4 回までの演習課題のうち，苦手なものをもう一度解き，小テ
スト 1 に備えること．すべての小テストは原則として課題から数値を変えて出題
するので，範囲の課題を 15 分以内でできるようにしておくこと．ベクトルの合
成・分解・内積について予習しておくこと． 
6 回 物理学で重要かつ必要なベクトルの演算にしっかりと習熟したうえで課題
５をやり，義務教育課程で学習した⼒のはたらきを復習しておくこと．⼒の分解・
⼒のつりあいの概要とベクトルの外積について予習しておくこと． 
7 回 物理学で重要かつ必要なベクトルの演算にしっかりと習熟したうえで課題
6 をやり，重⼒・弾性⼒・静止摩擦⼒について予習しておくこと． 
8 回 課題 7 をやり，摩擦角と静止摩擦係数・動摩擦⼒・⼒のモーメントと重心に
ついての概要を予習しておくこと． 
9 回 課題 8 をやり，作用反作用の法則・慣性の法則および運動の法則の予習を
しておくこと． 
10 回 第 5 回〜第 8 回分の課題を復習し，小テスト 2 に備えること．運動量原理
と運動方程式を予習し，自由落下の例で運動方程式を立てて，どのような運動を
するか考えておくこと．さらに，課題 9 をやっておくこと． 
11 回 課題９をもう一度復習した後，課題 10 をやっておくこと．運動方程式は
入門物理の学習項目中で重要なものであるから，運動方程式を立てる手順を課題
10 により，しっかりと身につけること． 
12 回 第 11 回目で説明した例題を完全に自⼒で解答できるようにしておくこと．
第 12 回以降は，入門物理の最後の重要項目である仕事とエネルギーの学習に入
るので，仕事，仕事率，運動エネルギー，エネルギー原理について予習をしてお
くこと． 
13 回 運動量原理とエネルギーの原理を復習したうえで課題 11 をやり，重⼒に
よる位置エネルギーについて予習しておくこと． 
14 回 第 9〜13 回分の課題を復習して小テスト３に備えること．弾性⼒によるエ
ネルギーと保存⼒・⼒学的エネルギー保存の法則の予習をしておくこと． 
15 回 14 回目の復習をしたうえで，課題 13 と課題 14 に独⼒で取り組んでおく
こと．位置エネルギーを持つ⼒は保存⼒であることについて概要を予習しておく
こと． 

 



年度 2012 
授業コード FA017B1 
成績評価 課題提出 (60%) と定期試験 (40%) により成績を評価する。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(06〜12),バイオ・応用化学科(06〜12),機械システム工学科(06〜12),電気

電子システム学科(06〜12),情報工学科(06〜12),知能機械工学科(06〜12),生体
医工学科(06〜12),建築学科(06〜12),工学プロジェクトコース(06〜12),情報科
学科(06〜12),生物地球学部(06〜12) 

見出し FA017B1 入門数学 
担当教員名 春木 茂 
単位数 2 
教科書 ドリルと演習シリーズ 基礎数学／日本数学教育学会高専・大学部会教材研究グ

ループ TAMS 編／電気書院 
アクティブラーニング  
キーワード ２次関数，三角関数，指数関数，対数関数 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 入門数学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 教養の数学／「教養の数学」編集委員会編 ／学術図書出版社：計算⼒が身に付く

数学基礎／佐野公朗／学術図書出版社 
授業形態 講義 
注意備考 数学・情報教育センターと学習支援センターの指示に従って履修すること。高校

で学んだ数学の内容を整理や復習することが望ましい。 
シラバスコード FGG17A1 
実務経験のある教員  
達成目標 １年次の数学（微分積分学）を学ぶ上で必要な三角関数，指数関数，対数関数の

基本概念を理解し，これらの簡単な計算が自在にできるようになること。 
受講者へのコメント  
連絡先 第一学舎４階 春木研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 本科目に引き続き、学科の数学系科目を履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 1 年次の数学の単位修得に必要な数学の基本的内容を学習する．さらに，これを

理解して簡単な計算が自在にできるようにする。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 1 整式の加法・減法, 2 単項式の積と商, 3 整式の積について説明する。 



2 回 4 基本的な展開公式, 5 発展的な展開公式, 6 因数分解（共通因数）につい
て解説する。 
3 回 7 2 次式の因数分解, 8 因数分解（たすきがけ）, 9 因数分解（3 次式）につ
いて説明する。 
4 回 10 整式の除法, 12 分数式の約分・乗法・除法, 13 分数式の加法・減法につ
いて解説する。 
5 回 15 平方根を含む計算, 17 絶対値, 18 複素数について説明する。 
6 回 21 因数分解による 2 次方程式の解法, 22 解の公式による 2 次方程式の解
法, 23 2 次方程式の判別式について解説する。 
7 回 24 解と係数の関係, 25 2 次方程式の立式, 291 次不等式について説明する。 
8 回 30 2 次不等式, 41 y=b, y=ax+b, y=ax^2, y=a/x のグラフ, 42 2 次関数の標
準形について解説する。 
9 回 43 2 次関数のグラフと軸との共有点, 44 2 次関数のグラフと 2 次不等式, 61 
指数法則について説明する。 
10 回 62 指数関数とそのグラフ, 63 指数方程式・不等式, 64 対数の性質につい
て解説する。 
11 回 65 底の変換公式, 66 対数関数のグラフ, 67 対数方程式・不等式について
説明する。 
12 回 69 鋭角の三角比, 70 三角比の計算, 71 余弦定理について解説する。 
13 回 74 一般角と弧度法, 76 一般角の三角関数, 78 三角関数の性質について説
明する。 
14 回 79 正弦関数のグラフ, 80 余弦関数のグラフ, 83 三角関数の加法定理につ
いて解説する。 
15 回 総合的な演習の解法について説明する。 

準備学習 1 回 番号 1，2，3 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
2 回 番号 4，5，6 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
3 回 番号 7，8，9 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
4 回 番号 10，12，13 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
5 回 番号 15，17，18 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
6 回 番号 21，22，23 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
7 回 番号 24，25，29 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
8 回 番号 30，41，42 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
9 回 番号 43，44，61 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
10 回 番号 62，63，64 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
11 回 番号 65，66，67 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
12 回 番号 69，70，71 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
13 回 番号 74，76，78 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
14 回 番号 79，80，83 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
15 回 これまでの演習を復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FA017B2 
成績評価 課題提出等（３０％）定期考査（７０％） 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 応用数学科(06〜12),応用物理学科(06〜12),基礎理学科(06〜12),生物化学科(06

〜12),臨床生命科学科(06〜12),動物学科(06〜12),知能機械工学科(06〜12),生体
医工学科(06〜12),工学プロジェクトコース(06〜12) 

見出し FA017B2 入門化学 
担当教員名 二場 敬史＊ 
単位数 2 
教科書 Primary 大学テキスト これだけはおさえたい「化学」／井口洋夫・木下實・斎

藤幸一ほか／実教出版（ISBN978-4-407-31988-0） 
アクティブラーニング  
キーワード 高等学校化学分野の基礎知識を再確認する 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 入門化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 講義 
注意備考 入門系は原則として 1 年生のみの受講です。2 年生でも教職取得のために化学が

必要で、1 年次未履修の⼈は受講してください。3 年生以上の学生諸君の履修は
遠慮してください。どうしてもという⼈はチューターの許可を得ること。 

シラバスコード FSB17A2 
実務経験のある教員  
達成目標 日常生活の中で、生命科学、地球科学、環境科学等での化学分野への理解と応用

ができるような知識を身につけること。 
受講者へのコメント  
連絡先 学習相談室（２５号館５階 9:00〜17:00）にいます。 

ほかに数学、物理、生物、英語の担当者が常駐していますので、是非質問に来て
ください。 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 高等学校化学Ⅰ・Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 化学の基本的な知識を身につけ、各現象や反応が私たちの生活の身近な部分にど

のような影響を与えているのかを知ること。それにより化学の基礎を学び、その
関心を高め、さらに専門科目への準備と生活への応用として利用してもらいた



い。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション・講義内容の確認をする。また、第 1 章 3 節５より化

学の歴史について説明をする。 
2 回 1 節。物質の探求として、混合物と純物質、化合物と単体に分類する。さら
に混合物の分離方法にはどんなものがあるのかを紹介する。 
3 回 2 節。物質の構成粒子。原子の構造と分子の成り立ち、さらに電子配置とイ
オンのでき方について学習する。元素の性質と周期表は電子配置と関係が深いこ
と、その周期表にもとずく元素の分類、特徴についてもう一度確認する。 
4 回 3 節。物質量と化学反応式では、基本となる原子量、分子量、式量の概念を
理解し、これを活用して物質量とは何かを理解する。単位粒子であるアボガドロ
定数について学習する。 
5 回 化学結合と結晶の 1 回目は、原子・分子・イオンがどのように結合するのか
を学習する。そのうちのイオン結合の形成とイオン結晶の性質、また共有結合に
よる分子の形成とその構造式、分子の種類について説明する。 
6 回 化学結合と結晶の 2 回目は前回の続きとして分子間の結合や極性、水素結
合、配位結合などについて学習する。 
7 回 化学結合と結晶の 3 回目は金属結合の特徴や、その結晶格子の種類、性質
について学習する。さらに、原子半径、密度の計算をする。 
8 回 1 節 物質は温度、圧⼒によって気体・液体・固体のいずれかの状態をとり、
その状態の変化を集合状態と熱運動から説明する。変化に伴う熱の出入り、体積
や質量の変化について、また、蒸気圧と温度の関係から沸騰についても学習する。 
9 回 2 節 気体の性質 1 回目として ボイル・シャルルの法則より、体積、圧
⼒、温度の関係が計算できるようにする。さらに気体定数と状態方程式について
学び、気体の分子量を求めることができるようにする。 
10 回 気体の性質 2 回目。実在気体と理想気体の違いについて説明する。また、
混合気体の分圧と全圧についても学習する。 
11 回 3 節 溶液の 1 回目。溶解には物質と溶媒の極性が関係していることを理
解する。固体の溶解度は温度が高くなるほど大きくなることと、それを利用した
再結晶についても説明する。 
12 回 溶液の 2 回目。同じ温度では蒸気圧は溶液の方が溶媒より低くなり、また
半透膜で濃度が異なる溶液を仕切ると溶媒分子が移動する浸透について学習す
る。さらにコロイド溶液の性質について説明する。 
13 回 4 節 酸と塩基の 1 回目。酸・塩基の定義とは何か、オキソニウムイオン
とは何かについて学習する。さらに酸・塩基の強弱と電離の関係、酸性、中性、
塩基性の定義とｐH の意味につて説明する。 
14 回 酸・塩基の 2 回目 中和反応、塩の定義、中和における酸・塩基の量的関
係、中和滴定とｐH について説明する。 
15 回 5 節 酸化還元反応。酸化・還元とは何か、酸素、水素、電子の授受で説
明できることを確認する。さらに酸化数の概念、酸化剤・還元剤について学習す
る。 

準備学習 1 回 シラバスを確認し、教材に目を通しておくこと。古典法則もまとめておくこ



と。第 2 回の授業についても予習をしておくこと。 
2 回 「教科書 1.1〜1.2」  各現象、混合物の分離方法などについて、図・写真
等を見て今までに学習してきたものをまとめておくこと。（節末問題 1-1 をやっ
ておくこと。） 
3 回 「教科書 2.1〜2.3」 まず周期表での主な元素の位置を確認しておくこと。
元素の化学的性質と電子配置について調べておくこと。教科書の次回の範囲をよ
く見ておくこと。（節末問題 1-2 をやっておくこと。） 
4 回 「教科書 3.1〜3.4」 分子量、式量、の計算ができるようにしておくこと、
さらに組成式も作れるようにしておくこと。気体 1 モルの占める体積、分子の数、
モル質量とは何か調べておくこと。次回からの第 4 節をよく読んでおくこと。（節
末問題 1-3 をやっておくこと。） 
5 回 「教科書 4.1」 イオンの生成、種類についてよく復習しておくこと。再度、
組成式の作り方、名称についてもできるようにしておくこと。 
6 回 「教科書 4.2〜4.3」 分子間に働く⼒を考えるのに例としてドライアイスの
性質について調べておくこと。氷と水の違いを分子がどのような状態になってい
るのかも調べておくこと。 
7 回 「教科書 4.4」 今までに習った化学結合をまとめておくこと。金属はイオ
ン結晶と同じイオンからできているが、その性質、結合の仕方の違いを調べてお
くこと。（節末問題 1-4 をやっておくこと。） 
8 回 「第 2 章 1.1〜1.2」 分子運動、気体・液体・固体のそれぞれの現象につい
て、また蒸発、沸騰の違いは何か調べておくこと。次回の範囲も含めてよく見て
おくこと。（節末問題 2-1 をやっておくこと。） 
9 回 「教科書 2.1」 気体の体積、圧⼒、温度、物質量の関係がどのようなもの
であったか調べておくこと。 
10 回 「教科書 2.2」 実在気体とは何か、混合気体である空気の分子量はいく
らになるのか調べておくこと。（節末問題 2-2 をやっておくこと。） 
11 回 「教科書 3.1〜3.2」 今までに習った濃度計算についてまとめておくこと。
さらに、溶解という現象はどのようなものか、飽和溶液、溶解度の語句とあわせ
て調べておくこと。 
12 回 「教科書 3.3〜3.4」 溶液はなぜ凍りにくいのか。溶液の沸点、蒸気圧は
どうだろう調べておくこと。（節末問題 2-3 をやっておくこと。） 
13 回 「教科書第 3 章 4.1」 酸とは何か、塩基とは何か、今までに習ったもの
をまとめ、教科書の酸・塩基の範囲をよく復習しておくこと。 
14 回 「教科書 4.2〜4.3」 通話反応の特徴とそれにより生じる塩の性質、中和
滴定とは何か教科書をよく読んで置くこと。（節末問題 3-4 をやっておくこと。） 
15 回 「教科書 5.1〜5.2」 今までに習った酸化と還元とはどういったものであ
るのかをまとめておくこと。（節末問題 3-5 をやっておくこと。） 

 



年度 2012 
授業コード FA017C1 
成績評価 評価にあたって，日常の学習状況を特に重視する．日常の学習の成果（６０％），

定期試験（４０％）で成績を評価する．ただし，日常学習は（小テスト）：（課題）
＝２：１で評価する．これらの総得点を 100 点に換算し，60 点以上を合格とす
る．また，授業回数の 3 分の 1 以上の欠席がある場合と定期試験が未受験の場合
には無効とみなし，E と評価する． 

曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(06〜12),バイオ・応用化学科(06〜12),機械システム工学科(06〜12),電気

電子システム学科(06〜12),情報工学科(06〜12),知能機械工学科(06〜12),生体
医工学科(06〜12),建築学科(06〜12),工学プロジェクトコース(06〜12),生物地
球学部(06〜12) 

見出し FA017C1 入門物理 
担当教員名 沖 隆義 
単位数 2 
教科書 作成教材を適宜配布する． 
アクティブラーニング  
キーワード SI 単位，変位，x-t グラフ，v-t グラフ，速度，加速度，運動方程式，運動量原理，

仕事，エネルギー，エネルギー原理，⼒学的エネルギー保存の法則 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 良く分かり楽しかったというコメントを 5 名の⼈からもらい，うれしく思いまし

た．反面，物理Ⅱを履修した 1 名の⼈からは面白くないというコメントをもらい
ました．入門物理は本来高校で物理を履修していない⼈が受けるべきだと思いま
す．また説明が厳格かつ丁寧すぎて返って逆効果という⼈もいました．確かに，
詳細部分は自学自習に任せるべきです．しかし，精密科学である物理の初歩は厳
密に丁寧にやらないと，大学物理の役に立たないと思います．再テストは不公平
だという意見が 1 名ありましたが，最低点より高い点はつけていませんから不公
平では 

科目名 入門物理 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 新しい高校物理の教科書/山本明利他（講談社）：⼈物で語る物理入門/米沢富美

子/（岩波新書） 
授業形態 講義 
注意備考 遅刻，欠席のないようにすること．特別な理由が認められる場合以外は，２年生

以上の履修は認めない．試験は定期試験期間中に行い，試験形態は筆記試験とす
る．小テストの結果により必要な受講生には学習相談室で再テスト並びに学習指
導をする．疑問点の解消など，自主的に学習相談室に訪問することを期待する． 

シラバスコード FGG17B1 
実務経験のある教員  
達成目標 単なる暗記だけでなく，⼒学の法則を理解し，簡単な計算ができ，単位をつけて

数値が出せる． 



受講者へのコメント 入門物理はその趣旨から，受講者数が少ないことが理想ですが，多いクラスでは
125 名もいました．このことが，いろいろな障害を起こしているようです．物理
Ⅰを受講している⼈は入門物理の受講は遠慮してもらい，別の方法で学⼒向上に
対応していくことが必要だと感じました． 
 なお，基礎⼒を養うためには授業時間以外の学習時間がもう少し必要ですし，
再テストの呼びかけにも必ず応じることが必要です．再テストは基礎学⼒をつけ
てもらうためにやっています． 

連絡先 学習相談室 25 号館 5 階  Tel.: 086（256）8438 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 沖担当の入門物理をまとめて述べます．この授業を受けて理解や興味関心が高ま
ったと答えてくれた⼈が 92.7％いたのは幸甚です．目標を達成・ほぼ達成できた
⼈が 56.6％というのは少しさびしい．教員の熱意を多少にかかわらず感じてくれ
た⼈が 87.5％いたのはうれしい．授業に満足もしくはほぼ満足の⼈が 61％は微
妙です．自由設問で物理Ⅰを高校で履修していた⼈が 58.1％，これは少し高過
ぎ．単位が出なければ受けないと答えた⼈が 54.4％．再テストを勧められて全部
受けた⼈が 38.9％というのは困ります．その他に関しては以下 

英文科目名  
関連科目 物理学Ⅰ・Ⅱ，物理実験，⼒学Ⅰ・Ⅱなど 
次回に向けての改善変更予定 テキストの印字についてはよりはっきりと見えるように次回は改善します．スラ

イドの字が見えにくい視⼒の弱い⼈は第 1 回目で確認し，それをもとに席決めを
していますので見えにくい⼈は正確に申し出てください．いずれにしても受講者
数が減れば解決するのですが，今のところ⼈数制限も難しいと思います．どうか，
高校で物理を履修していない⼈のみ，受講をお願いします． 

講義目的 物理学は理工系，医療系科目の基礎になっている．高校で物理学が未履修，また
は十分に学ぶことができなかった 1 年生を対象に，入門的な解説と演習を行う．
物理学の基本になる⼒やエネルギーを通して，物理的な見方や考え方にふれてい
く． 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 教材配布（2 回目以降も適宜配布していく）と学習上の注意．物理量の国際

単位について説明し，平均の速さについての復習をする． 
課題１を提示し宿題とする． 
2 回 課題 1 の解説をする．赤いボールペンで各自の答えに加筆訂正する．添削
した課題 1 を回収する． 
  
運動の表し方１；変位を図示によって説明する．変位を使って平均の速度を定義
し，平均の速さとの関係に注意しながらその図示についても説明する．運動の様
子を表すのに重要な x-t グラフと呼ばれる変位-時間図から平均の速度や瞬間の
速度を定義する． 
  
課題 2 を提示する． 
3 回 課題 1 を返却し（返却課題はすべて成績を評価する），課題 2 の解説をし、



添削を指示する．加筆訂正された課題 2 は回収する． 
  
運動の表し方 2；x-t グラフとともに物体の運動の様子を表すのに重要な v-t グラ
フすなわち速度-時間グラフを等速直線運動の場合で説明し，グラフと時間軸で
囲まれる面積が変位になることを説明する．次に，一般の運動の場合の v-t グラ
フで平均の加速度および瞬間の加速度と呼ばれる物理量を定義する．自由落下す
る物体の x-t グラフと v-t グラフの作図と，その図から重⼒加速度を求める課題
３と課題４を提示する． 
4 回 課題 2 を返却する．  
運動の表し方３； 課題３の自由落下の v-t グラフが直線になることを確認し，
その傾きから，重⼒加速度を求める．直線になる v-t グラフは等加速度運度を表
していることを説明し，等加速度運動の重要な公式を導出する． 
今回の講義の知識を使う課題４を解説する．加筆訂正した課題 3 を回収する．（課
題 4 は回収しない．） 
次回は，第 1 回〜第 4 回分の小テスト 1 を行う． 
5 回 課題 3 を返却する．小テスト１を実施し回収する．  
⼒について１；⼒をベクトルの代表例に取り合⼒を平行四辺形もしくは 3 角形の
法則で作図する方法を説明する．線形代数を使ったやり方で合⼒の求め方を説明
し，作図したものと一致することを確認し，それに対応した課題 5 を提示する．
次に，⼒の分解の仕方を説明する．また，第 12 講で学習する仕事とよばれる物
理量と関係する内積について説明する． 
6 回 小テスト１の返却と注意をする．課題 5 の解説し，加筆訂正を指示する． 
  
⼒について２；ベクトルの外積について説明する．続いて⼒のつりあいを説明し，
今まで学習してきたことを利用して，つりあいの⼒を求める例題を解説する． 
課題 6 を提示し，課題 5 を回収する． 
7 回 課題 6 を解説し，加筆訂正を指示する．  
⼒について３；地球上の質量のある物体に作用する重⼒について説明し，その大
きさが算出できるようにする．⼒を測るのに重要なフックの法則を説明し，弾性
⼒が算出できるようにする．さらに，静止摩擦⼒について説明し，その大きさが
算出できるようにする． 
課題 6 を回収し，課題 7 を提示する． 
8 回 課題 7 を解説し，加筆訂正を指示する． 
  
⼒について４；われわれの周りの物体の運動で無視できない動摩擦⼒について説
明し，その大きさが算出できるようにする．次に，⼒が物体に回転を起こさせる
激しさをあらわす⼒のモーメントについて説明し，それを使って重心の位置の算
出方法を説明する． 
課題 7 を回収し，課題 8 を提示する． 
9 回 課題 8 を解説し，加筆訂正を指示する． 
  
運動の法則１；後ほど運動方程式を正しく立てるためにも必要な作用反作用の法



則を説明する．次に，マクロな物体の運動を支配する運動の法則を説明し，運動
方程式と関連させて慣性の法則と質量について説明する．最後に運動方程式を立
てる手順を説明する． 
次回は第 5 回から第 8 回までの小テスト２を実施する． 
課題 8 は回収し，課題 9 を提示する． 
10 回 課題 8 を返却する．小テスト２の実施回収後に課題 9 の解説を行う． 
  
運動の法則２；運動量原理を説明し，これから単位を上手にとれば運動方程式が
得られることを説明する．運動の法則の応用として自由落下をはじめとする重⼒
場中の物体の運動を考え，それに対応した課題 10 を提示する．（課題 9 は回収し
ない．） 
11 回 小テスト２の返却と注意を行い，課題 10 の解説をする．  
運動の法則３；運動方程式の応用例題．先ずは例題を誰かにあてながら解いてい
き，解く手順を確実に習得できるように演習をする． 
課題 10 を回収する． 
12 回 課題 10 を返却する． 
  
仕事とエネルギー1；変位と同じ向きの⼒のする仕事を定義した後，変位と⼒の
向きが異なる一般的な場合の仕事を説明する．仕事をする速さを表す仕事率につ
いて説明する．運動物体が運動エネルギーと呼ばれる仕事をする能⼒を秘めてい
ることを説明し，運動方程式を使用して運動エネルギーの式を導出する．運動エ
ネルギーの変化量が物体の受けた仕事に等しいということを述べているエネル
ギー原理（これは位置エネルギーを理解するのに必要であるし，後ほど学習する
⼒学的エネルギー保存の法則の導出にも使用する極めて重要な原理である）につ
いて説明する． 
課題 11 を提示する． 
13 回 課題 11 を解説し，訂正加筆の指示をする． 
  
仕事とエネルギー2；エネルギー原理を使い，高いところにある物体の持つ仕事
をする能⼒である重⼒による位置エネルギーの式を導出する．演習をした後，課
題 12 を提示し解く指示をする． 
課題 12 の解説をする．課題 12 は回収しないが，課題 11 は回収する． 
次回は，第 9〜13 回分の小テスト 3 を実施する． 
14 回 小テスト 3 を実施し回収後，授業アンケートを実施する． 
  
仕事とエネルギー3；前回に引き続き，エネルギーの原理の援用により弾性⼒に
よる位置エネルギーについての式を導出する．次に重⼒の例を取り，保存⼒につ
いて説明する．最後に，⼒学的エネルギー保存の法則について説明する． 
課題 13 と最後の回の内容に対応する課題 14 を提示する． 
15 回 小テスト 3 の返却と注意を行い，課題 13 の解説をして，添削の指示をす
る． 
仕事とエネルギー４；重⼒や弾性⼒など位置エネルギーを持つ⼒が⼒学的エネル



ギーを保存する保存⼒であることを説明する． 
  
提示しておいた課題 14 の解説を行った後，定期テストの注意をする． 
最後に今後の学習のアドバイスをする． 

準備学習 1 回 国際単位系について調べ，また義務教育課程で習った速さについて復習を
しておくこと． 
2 回 前回の学習の定着を確認しながら課題 1 をやり，変位と平均速度，ｘ−ｔ
グラフについて教材を読んで学習内容の概要を把握し，特にその傾きが何にあた
るか考えておくこと． 
3 回 前回の講義を踏まえて，課題２を解いておくこと．等速直線運動を v-t グラ
フで表し，その傾きと時間軸との間の面積が何に当たるかを予習しておくこと． 
4 回 第 3 回で学習したことを復習すること．課題 3 をやっておくこと．等加速
度直線運動について予習したうえで，課題４をやっておくこと． 
5 回 第 1 回〜第 4 回までの演習課題のうち，苦手なものをもう一度解き，小テ
スト 1 に備えること．すべての小テストは原則として課題から数値を変えて出題
するので，範囲の課題を 15 分以内でできるようにしておくこと．ベクトルの合
成・分解・内積について予習しておくこと． 
6 回 物理学で重要かつ必要なベクトルの演算にしっかりと習熟したうえで課題
５をやり，義務教育課程で学習した⼒のはたらきを復習しておくこと．⼒の分解・
⼒のつりあいの概要とベクトルの外積について予習しておくこと． 
7 回 物理学で重要かつ必要なベクトルの演算にしっかりと習熟したうえで課題
6 をやり，重⼒・弾性⼒・静止摩擦⼒について予習しておくこと． 
8 回 課題 7 をやり，摩擦角と静止摩擦係数・動摩擦⼒・⼒のモーメントと重心に
ついての概要を予習しておくこと． 
9 回 課題 8 をやり，作用反作用の法則・慣性の法則および運動の法則の予習を
しておくこと． 
10 回 第 5 回〜第 8 回分の課題を復習し，小テスト 2 に備えること．運動量原理
と運動方程式を予習し，自由落下の例で運動方程式を立てて，どのような運動を
するか考えておくこと．さらに，課題 9 をやっておくこと． 
11 回 課題９をもう一度復習した後，課題 10 をやっておくこと．運動方程式は
入門物理の学習項目中で重要なものであるから，運動方程式を立てる手順を課題
10 により，しっかりと身につけること． 
12 回 第 11 回目で説明した例題を完全に自⼒で解答できるようにしておくこと．
第 12 回以降は，入門物理の最後の重要項目である仕事とエネルギーの学習に入
るので，仕事，仕事率，運動エネルギー，エネルギー原理について予習をしてお
くこと． 
13 回 運動量原理とエネルギーの原理を復習したうえで課題 11 をやり，重⼒に
よる位置エネルギーについて予習しておくこと． 
14 回 第 9〜13 回分の課題を復習して小テスト３に備えること．弾性⼒によるエ
ネルギーと保存⼒・⼒学的エネルギー保存の法則の予習をしておくこと． 
15 回 14 回目の復習をしたうえで，課題 13 と課題 14 に独⼒で取り組んでおく
こと．位置エネルギーを持つ⼒は保存⼒であることについて概要を予習しておく



こと． 
 



年度 2012 
授業コード FA017C2 
成績評価 課題提出等（３０％）定期考査（７０％） 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 応用数学科(06〜12),応用物理学科(06〜12),基礎理学科(06〜12),生物化学科(06

〜12),臨床生命科学科(06〜12),動物学科(06〜12),知能機械工学科(06〜12),生体
医工学科(06〜12),工学プロジェクトコース(06〜12) 

見出し FA017C2 入門化学 
担当教員名 山本 峻三＊ 
単位数 2 
教科書 Primary 大学テキストこれだけはおさえたい「化学」／井口洋夫・木下實・斎藤

幸一／実教出版（ISBN978-4-407-31988-0） 
昨年度と異なっているので注意してください。 

アクティブラーニング  
キーワード 高等学校の基礎知識の確認をする。 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「この授業をうけて理解が深まりましたという」記述があった。こちらの意図し

たところは達成できたと思われる 
科目名 入門化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 講義 
注意備考 原則として 1 年生のみの受講です。2 年生でも教職取得のために必要で、1 年次

未履修という⼈は受講してください。3 年生以上の学生諸君の履修は遠慮してく
ださい。どうしてもという⼈はチューターの許可を得ること。 

シラバスコード FSB17B2 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的な観察⼒を育て、化学の基本法則を理解し、原子・分子や物質量の概念を

得ることができます。また授業の各単元で扱うそれぞれの現象に関する知識が理
解できます。たとえば、化学結合、物質の三態、気体の性質、固体の溶解度、希
薄溶液の性質などを理解し、物質量、溶液の濃度、ｐH の計算もできるように
なります。 

受講者へのコメント 講義内容で解からないところがあれば遠慮なく指摘してもらいたい。字が小さく
て見にくいとか、説明をもう一度してほしいということでもいい。また前の方の
席が空いているときは前に移動してもらいたい。前と後ろでは集中⼒が全然違う
と思われる。 

連絡先 非常勤講師室（25 号館 7 階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 項目１：86.9％が欠席 2 回以下であり、特に問題はない。項目２：時間外の学習
時間が 30 分程度とまったくしなかったがそれぞれ 34.8％と 21.7%であり、問題



である。期間中数回宿題を課したが、さらに回数多くの宿題を課すことで解決す
ることしかできないと思われる。項目３：宿題などに取り組んだが 69.6％と最も
多かった。今後は宿題の回数を増やすことで時間外の学習を促したい。項目４：
78.3％がこの分野への理解が深まったと答え、この分野への興味、関心が高まっ
たも 30.4％であった。本講義の目的はある程度達成されたと 

英文科目名  
関連科目 高等学校化学Ⅰ・化学Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 板書（字の大きさと消すタイミング）に関しては十分配慮するつもりである。ま

たそのつど教科書の該当箇所を指摘することにより板書との対応をはっきりさ
せる。 

講義目的 化学の基本的な知識を身につけ、各現象や反応が私たちの生活に身近な部分にど
のような影響を与えているのかを知ること。それにより、化学の基礎を学び、そ
の関心を高め、さらに専門科目への準備と生活の応用としてもらいたい。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション・講義内容の確認をする。また、第 1 章 3 節 5 より化

学の歴史について説明をする。 
2 回 1 節 物質の探求として、混合物と純物質、化合物と単体に分類する。さら
に混合物の分離方法にはどんなものがあるのかを紹介する。 
3 回 2 節 物質の構成粒子。 原子の構造と分子の成り立ち、さらに電子とイオ
ンのでき方について学習する。元素の性質と周期性は電子配置と関係が深いこ
と、周期表にもとずく元素の分類、特徴についてもう一度確認する。 
4 回 3 節 物質量と化学反応式では、基本となる原子量、分子量、式量の概念を
理解し、これを活用して物質量とは何かを理解する。単位粒子であるアボガドロ
定数について学習する。 
5 回 4 節 化学結合と結晶の１回目は、原子・分子・イオンがどのように結合す
るのかを学習する。そのうちのイオン結合の形成とイオン結晶の性質、また共有
結合による分子の形成とその構造式、分子の種類について説明する。 
6 回 化学結合と結晶の２回目は前回の続きとして分子間の結合や極性、水素結
合、配位結合などについて学習する。 
7 回 化学結合と結晶の３回目は金属結合の特徴やその結晶格子の種類、性質に
ついて学習する。さらに、原子半径、密度の計算をする。 
8 回 第 2 章 1 節 物質は温度、圧⼒によって気体・液体・固体のいずれかの状
態をとり、その状態の変化を集合状態と熱運動から説明する。変化に伴う熱の出
入り、体積や質量の関係について、また蒸気圧と温度の関係から沸騰についても
学習する。 
9 回 2 節 気体の性質の１回目としてボイル・シャルルの法則より、体積、圧⼒、
温度の関係が計算できるようにする。さらに気体定数と状態方程式について学
び、気体の分子量を求めることができるようにする。 
10 回 気体の性質の２回目は実在気体と理想気体の違いについて説明する。また、
混合気体の分圧と全圧についても学習する。 
11 回 3 節 溶液の１回目 溶解には物質と溶媒の極性が関係していることを理
解する。固体の溶解度は温度が高くなるほど大きくなることと、それを利用した



再結晶についても説明する。 
12 回 溶液の２回目 同じ温度では蒸気圧は溶液の方が溶媒より低くなり、また
半透膜で濃度の異なる溶液を仕切ると溶媒分子が移動する浸透について学習す
る。さらにコロイド溶液の性質について説明する。 
13 回 4 節 酸と塩基の１回目。 酸・塩基の定義とは、オキソニウムイオンと
は何かについて学習する。さらに酸・塩基の強弱と電離の関係、酸性・中性・塩
基性の定義とｐＨの意味について説明する。 
14 回 酸と塩基の２回目。 中和反応、塩の定義、中和における酸・塩基の量的
関係、中和滴定とｐＨについて説明する。 
15 回 5 節 酸化還元反応。 酸化・還元とは何か。酸素、水素、電子の授受で
説明できることを確認する。さらに酸加数の概念、酸化剤・還元剤について学習
する。 

準備学習 1 回 シラバスを確認し教材に目を通しておくこと。古典法則もまとめておくこ
と。第 2 回の授業につても予習をしておくこと。 
2 回 「教科書 1.1〜1.2」 各現象、混合物の分離方法などについて、図・写真等
を見て今までに学習してきたものをまとめておくこと。（節末問題 1-1 をやって
おくこと。） 
3 回 「教科書 2.1〜2.3」 まず周期表での主な元素の位置を確認しておくこと。
元素の化学的性質と電子配置について調べておくこと。教科書の次回の範囲をよ
く見ておくこと。（節末問題 1-2 をやっておくこと。） 
4 回 「教科書 3.1〜3.4」 分子量、式量の計算ができるようにしておく、さらに
組成式も作れるようにしておくこと。気体１モルの占める体積、分子の数、モル
質量とは何か調べておくこと。次回からの第４節をよく読んでおくこと。（節末
問題 1-3 をやっておくこと。） 
5 回 「教科書 4.1」 イオンの生成、種類についてよく復習をしておくこと。再
度、組成式の作り方、名称についてもできるようにしておくこと。 
6 回 「教科書 4.2〜4.3」 分子間に働く⼒を考えるのに例としてドライアイスの
性質を調べておくこと。氷と水の違いは分子がどのようになっているかも調べて
おくこと。 
7 回 「教科書 4.4」 今までに習った化学結合をまとめておくこと。金属はイオ
ン結晶と同じイオンからできているがその性質、結合の仕方を調べておくこと。
（節末問題 1-4 をやっておくこと。） 
8 回 「教科書第 2 章 1.1〜1.2」 分子の熱運動、気体・液体・固体のそれぞれの
現象について、また蒸発と沸騰の違いは何か調べておくこと。次回の範囲まで教
科書をよく見ておくこと。（節末問題 2-1 をやっておくこと。） 
9 回 「教科書 2.1」 気体の体積、圧⼒、温度、物質量の関係がどのようなもの
であったか調べておくこと。 
10 回 「教科書 2.2」 実在気体とは何か、混合気体である空気の分子量はいく
らになるのか調べておくこと。。（節末問題 2-2 をやっておくこと。） 
11 回 「教科書 3.1〜3.2」 今までに習った濃度計算についてまとめておくこと。
さらに、溶解という現象はどういうものか、飽和溶液、溶解度の語句も調べてお
くこと。 



12 回 「教科書 3.3〜3.4」 溶液はなぜ凍りにくいのか。溶液の沸点、蒸気圧は
どうだろうか調べておくこと。（節末問題 2-3 をやっておくこと。） 
13 回 「教科書第 3 章 4.1」 酸とは何か、塩基とは何か、今までに習ったもの
をまとめ、教科書の酸・塩基の範囲もよく復習しておくこと。 
14 回 「教科書 4.2〜4.3」 中和反応の特徴とそれにより生じる塩の性質、中和
滴定とは何か教科書をよく読んで置くこと。（節末問題 3-4 をやっておくこと。） 
15 回 「教科書 5.1〜5.2」 今までに習った酸化と還元とはどもようなものであ
るのかをまとめておくこと。（節末問題 3-5 をやっておくこと。） 

 



年度 2012 
授業コード FA017D1 
成績評価 評価にあたって， 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(06〜12),バイオ・応用化学科(06〜12),機械システム工学科(06〜12),電気

電子システム学科(06〜12),情報工学科(06〜12),知能機械工学科(06〜12),生体
医工学科(06〜12),建築学科(06〜12),工学プロジェクトコース(06〜12),生物地
球学部(06〜12) 

見出し FA017D1 入門物理 
担当教員名 山口 雅之＊ 
単位数 2 
教科書 作成教材を毎回配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード SI 単位，変位，x-t グラフ，v-t グラフ，速度，加速度，運動方程式，仕事，エネ

ルギー，エネルギーの原理，⼒学的エネルギー保存の法則 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 入門物理 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 新しい高校物理の教科書/山本明利他（講談社）：⼈物で語る物理入門/米沢富美

子（岩波新書） 
授業形態 講義 
注意備考 遅刻，欠席のないようにすること。特別な理由が認められる場合以外は，２年生

以上の履修は認めない。試験は定期試験期間中に行い，試験形態は筆記試験とす
る。 

シラバスコード FGG17C1 
実務経験のある教員  
達成目標 評価にあたって，日常の学習状況を特に重視する．日常の学習の成果（６０％），

定期試験（４０％）で成績を評価する。ただし，日常学習は（小テスト）：（課題）
＝２：１で評価する。これらの総得点を 100 点に換算し，60 点以上を合格とす
る。また，授業回数の 3 分の 1 以上の欠席がある場合と定期試験が未受験の場合
には無効とみなし，”Ｅ”と評価する。 

受講者へのコメント 継続的な科目であるので、講義を休むことなく、また、まとめて勉強をするので
なく毎回必ず復習、課題をやって欲しい。前回の内容が理解できてなければ講義
が理解しにくい場合がある。 

連絡先 講師控室 25 号館 ７階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 Ａ ほとんどの学生は課題に取り組むため、授業時間外にある程度学習している
ので大変よい。しかし、授業時間外に全く学習  しなかった者が３割以上、欠
席した者が約５割もいたことは残念である。 



Ｂ 授業を受けることで興味、関心を持ち、理解が深まり、技能が向上したこと
は大いに評価できる。 

英文科目名  
関連科目 物理学Ⅰ・Ⅱ，物理実験，⼒学Ⅰ・Ⅱなど 
次回に向けての改善変更予定 基礎学⼒の個⼈差が大きいので、計算能⼒の低い者にも配慮して講義を進めた

い。 
講義目的 物理学は理工系，医療系科目の基礎になっている。高校で物理が未履修，または

十分に学ぶことができなかった 1 年生を対象に，入門的な解説と演習を行う。物
理学の基本になる⼒やエネルギーを通して，物理的な見方や考え方にふれてい
く。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 教材配布（2 回目以降も毎回配布していく）と学習上の注意。物理量の国際

単位について説明し，平均の速さについての復習をする。 
課題１を提示し宿題(次回提出)とする。 
2 回 課題 1 の解説をする。赤いボールペンで各自の答えに加筆訂正する。添削
した課題 1 を回収する。  
運動の表し方１；変位を図示によって説明する。変位を使って平均の速度を定義
し，平均の速さとの関係に注意しながらその図示についても説明する。運動の様
子を表すのに重要な x-t グラフと呼ばれる変位-時間図から平均の速度や瞬間の
速度を定義する。 
課題 2 を提示する。 
１回目の学習内容について小テストを行う。小テストの答案を回収後解説をす
る。 
3 回 課題 1 を返却する。課題 2 の解説をし、添削を指示する。加筆訂正された
課題 2 を回収する。  
運動の表し方 2；x-t グラフとともに物体の運動の様子を表すのに重要な v-t グラ
フすなわち速度-時間グラフを等速直線運動の場合で説明し，グラフと時間軸で
囲まれる面積が変位になることを説明する。次に，一般の運動の場合の v-t グラ
フで平均の加速度および瞬間の加速度と呼ばれる物理量を定義する。自由落下す
る物体の x-t グラフと v-t グラフの作図と，その図から重⼒加速度を求める課題
３を提示する。 
２回目の学習内容について小テストを行い、小テストの答案を回収後解説をす
る。 
    
※今後、毎回前々回の課題の返却、前回の課題の解説、回収、前回の内容の小テ
スト、教材配布、今回の課題提示を行う。 
4 回 運動の表し方３；課題３の自由落下の v-t グラフが直線になることを確認
し，その傾きから，重⼒加速度を求める。直線になる v-t グラフは等加速度運度
を表していることを説明し，等加速度運動の重要な公式を導出する。 
5 回 ⼒について１；⼒をベクトルの代表例にとり、合⼒を平行四辺形もしくは三
角形の法則で作図する方法を説明する。線形代数を使ったやり方で合⼒の求め方
を説明し，作図したものと一致することを確認する。次に，⼒の分解の仕方を説



明する。 
6 回 ⼒について２；⼒のつりあいを説明し，今まで学習してきたことを利用し
て，つりあいの⼒を求める例題を解説する。 
7 回 ⼒について３；地球上の質量のある物体に作用する重⼒について説明し，そ
の大きさが算出できるようにする。⼒を測るのに重要なフックの法則を説明し，
弾性⼒が算出できるようにする。さらに，静止摩擦⼒について説明し，その大き
さが算出できるようにする。われわれの周りの物体の運動で無視できない動摩擦
⼒について説明し，その大きさが算出できるようにする。 
8 回 ⼒について４；⼒が物体に回転を起こさせる激しさをあらわす⼒のモーメ
ントについて説明し，それを使って重心の位置の算出方法を説明する。 
9 回 運動の法則１；運動方程式を正しく立てるためにも必要な作用反作用の法
則を説明する。次に，マクロな物体の運動を支配する運動の法則を説明し，運動
方程式と関連させて慣性の法則と質量について説明する。単位を上手にとれば運
動方程式が得られることを説明する。最後に運動方程式を立てる手順を説明す
る。 
10 回 運動の法則２；運動の法則の応用として自由落下をはじめとする重⼒場中
の物体の運動を考える。 
11 回 運動の法則３；運動方程式の応用例題を解く手順を確実に習得できるよう
に演習をする。 
12 回 仕事とエネルギー1；変位と同じ向きの⼒のする仕事を定義した後，変位
と⼒の向きが異なる一般的な場合の仕事を説明する。仕事をする速さを表す仕事
率について説明する。運動物体が運動エネルギーと呼ばれる仕事をする能⼒を秘
めていることを説明し，運動方程式を使用して運動エネルギーの式を導出する。
運動エネルギーの変化量が物体の受けた仕事に等しいということを述べている
エネルギーの原理（これは位置エネルギーを理解するのに必要であるし，後ほど
学習する⼒学的エネルギー保存の法則の導出にも使用する極めて重要な原理で
ある）について説明する。 
13 回 仕事とエネルギー2；エネルギーの原理を使い，高いところにある物体の
持つ仕事をする能⼒である重⼒による位置エネルギーの式を導出する。 
14 回 授業アンケートを実施する。  
仕事とエネルギー3；エネルギーの原理の援用により弾性⼒による位置エネルギ
ーについての式を導出する。次に重⼒の例を取り，保存⼒について説明する。重
⼒や弾性⼒など位置エネルギーを持つ⼒が⼒学的エネルギーを保存する保存⼒
であることを説明する。 
15 回 仕事とエネルギー４；⼒学的エネルギー保存の法則について説明する。 
課題 1５を演習させた後、解説する。定期試験の注意をする。最後に今後の学習
のアドバイスをする。 

準備学習 1 回 国際単位系について調べ，また義務教育課程で習った速さについて復習を
しておくこと。 
2 回 前回の学習の定着を確認しながら課題 1 をやり，小テストに備える。変位
と平均速度，ｘ−ｔグラフについて学習内容の概要を把握し，特にグラフの傾き
が何にあたるか考えておくこと。 



3 回 前回の講義を踏まえて，課題２を解いて小テストに備える。等速直線運動を
v-t グラフで表し，そのグラフと時間軸との間の面積が何に当たるかを予習して
おくこと。 
4 回 前回の学習内容を復習しながら課題 3 をやり、小テストに備える。等加速
度直線運動について予習しておくこと。 
5 回 前回の学習内容を復習しながら課題４をやり、小テストに備える。ベクトル
の合成・分解について予習しておくこと。 
6 回 前回の学習内容を復習しながら課題５をやり、小テストに備える。⼒の分
解・⼒のつりあいの概要について予習しておくこと。 
7 回 前回の学習内容を復習しながら課題６をやり、小テストに備える。重⼒・弾
性⼒・摩擦⼒について予習しておくこと。 
8 回 前回の学習内容を復習しながら課題７をやり、小テストに備える。⼒のモー
メントと重心についての概要を予習しておくこと。 
9 回 前回の学習内容を復習しながら課題８をやり、小テストに備える。作用反作
用の法則・慣性の法則および運動の法則の予習をしておくこと。 
10 回 前回の学習内容を復習しながら課題９をやり、小テストに備える。自由落
下の例で運動方程式を立てて，どのような運動をするか考えておくこと。 
11 回 前回の学習内容を復習しながら課題１０をやり、小テストに備える。運動
方程式は入門物理の学習項目中で重要なものであるから，運動方程式を立てる手
順をしっかりと身につけること。 
12 回 前回の学習内容を復習しながら課題１１をやり、小テストに備える。仕事
とエネルギーの学習に入るので，仕事，仕事率，運動エネルギー，エネルギーの
原理について予習をしておくこと。 
13 回 前回の学習内容を復習しながら課題１２をやり、小テストに備える。重⼒
による位置エネルギーについて予習しておくこと。 
14 回 前回の学習内容を復習しながら課題１３をやり、小テストに備える。弾性
⼒によるエネルギーと保存⼒の予習をしておくこと。 
15 回 前回の学習内容を復習しながら課題１４をやり、小テストに備える。位置
エネルギーを持つ⼒は保存⼒であることを理解し、⼒学的エネルギー保存の法則
について概要を予習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FA017G1 
成績評価 課題提出 (60%) と定期試験 (40%) により成績を評価する。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 生物地球システム学科(06〜11),AA(総)(06〜11),AB(総)(06〜11) 
見出し FA017G1 入門数学(再) 
担当教員名 春木 茂 
単位数 2 
教科書 ドリルと演習シリーズ 基礎数学／日本数学教育学会高専・大学部会教材研究グ

ループ TAMS 編／電気書院 
アクティブラーニング  
キーワード ２次関数，三角関数，指数関数，対数関数 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 入門数学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 教養の数学／「教養の数学」編集委員会編 ／学術図書出版社：計算⼒が身に付く

数学基礎／佐野公朗／学術図書出版社 
授業形態 講義 
注意備考 数学・情報教育センターと学習支援センターの指示に従って履修すること。高校

で学んだ数学の内容を整理や復習することが望ましい。 
シラバスコード FIA17A1 
実務経験のある教員  
達成目標 １年次の数学（微分積分学）を学ぶ上で必要な三角関数，指数関数，対数関数の

基本概念を理解し，これらの簡単な計算が自在にできるようになること。 
受講者へのコメント  
連絡先 第一学舎４階 春木研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 本科目に引き続き、学科の数学系科目を履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 1 年次の数学の単位修得に必要な数学の基本的内容を学習する．さらに，これを

理解して簡単な計算が自在にできるようにする。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 1 整式の加法・減法, 2 単項式の積と商, 3 整式の積について説明する。 

2 回 4 基本的な展開公式, 5 発展的な展開公式, 6 因数分解（共通因数）につい
て解説する。 
3 回 7 2 次式の因数分解, 8 因数分解（たすきがけ）, 9 因数分解（3 次式）につ



いて説明する。 
4 回 10 整式の除法, 12 分数式の約分・乗法・除法, 13 分数式の加法・減法につ
いて解説する。 
5 回 15 平方根を含む計算, 17 絶対値, 18 複素数について説明する。 
6 回 21 因数分解による 2 次方程式の解法, 22 解の公式による 2 次方程式の解
法, 23 2 次方程式の判別式について解説する。 
7 回 24 解と係数の関係, 25 2 次方程式の立式, 291 次不等式について説明する。 
8 回 30 2 次不等式, 41 y=b, y=ax+b, y=ax^2, y=a/x のグラフ, 42 2 次関数の標
準形について解説する。 
9 回 43 2 次関数のグラフと軸との共有点, 44 2 次関数のグラフと 2 次不等式, 61 
指数法則について説明する。 
10 回 62 指数関数とそのグラフ, 63 指数方程式・不等式, 64 対数の性質につい
て解説する。 
11 回 65 底の変換公式, 66 対数関数のグラフ, 67 対数方程式・不等式について
説明する。 
12 回 69 鋭角の三角比, 70 三角比の計算, 71 余弦定理について解説する。 
13 回 74 一般角と弧度法, 76 一般角の三角関数, 78 三角関数の性質について説
明する。 
14 回 79 正弦関数のグラフ, 80 余弦関数のグラフ, 83 三角関数の加法定理につ
いて解説する。 
15 回 総合的な演習の解法について説明する。 

準備学習 1 回 番号 1，2，3 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
2 回 番号 4，5，6 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
3 回 番号 7，8，9 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
4 回 番号 10，12，13 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
5 回 番号 15，17，18 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
6 回 番号 21，22，23 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
7 回 番号 24，25，29 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
8 回 番号 30，41，42 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
9 回 番号 43，44，61 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
10 回 番号 62，63，64 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
11 回 番号 65，66，67 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
12 回 番号 69，70，71 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
13 回 番号 74，76，78 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
14 回 番号 79，80，83 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
15 回 これまでの演習を復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FA017G2 
成績評価 課題提出等（３０％）定期考査（７０％） 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス GA(総)(06〜11),GB(総)(06〜11) 
見出し FA017G2 入門化学(再) 
担当教員名 二場 敬史＊ 
単位数 2 
教科書 Primary 大学テキスト これだけはおさえたい「化学」／井口洋夫・木下實・斎

藤幸一ほか／実教出版（ISBN978-4-407-31988-0） 
アクティブラーニング  
キーワード 高等学校化学分野の基礎知識を再確認する 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 入門化学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 講義 
注意備考 入門系は原則として 1 年生のみの受講です。2 年生でも教職取得のために化学が

必要で、1 年次未履修の⼈は受講してください。3 年生以上の学生諸君の履修は
遠慮してください。どうしてもという⼈はチューターの許可を得ること。 

シラバスコード FIG17A2 
実務経験のある教員  
達成目標 日常生活の中で、生命科学、地球科学、環境科学等での化学分野への理解と応用

ができるような知識を身につけること。 
受講者へのコメント  
連絡先 学習相談室（２５号館５階 9:00〜17:00）にいます。 

ほかに数学、物理、生物、英語の担当者が常駐していますので、是非質問に来て
ください。 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 高等学校化学Ⅰ・Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 化学の基本的な知識を身につけ、各現象や反応が私たちの生活の身近な部分にど

のような影響を与えているのかを知ること。それにより化学の基礎を学び、その
関心を高め、さらに専門科目への準備と生活への応用として利用してもらいた
い。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 オリエンテーション・講義内容の確認をする。また、第 1 章 3 節５より化
学の歴史について説明をする。 
2 回 1 節。物質の探求として、混合物と純物質、化合物と単体に分類する。さら
に混合物の分離方法にはどんなものがあるのかを紹介する。 
3 回 2 節。物質の構成粒子。原子の構造と分子の成り立ち、さらに電子配置とイ
オンのでき方について学習する。元素の性質と周期表は電子配置と関係が深いこ
と、その周期表にもとずく元素の分類、特徴についてもう一度確認する。 
4 回 3 節。物質量と化学反応式では、基本となる原子量、分子量、式量の概念を
理解し、これを活用して物質量とは何かを理解する。単位粒子であるアボガドロ
定数について学習する。 
5 回 化学結合と結晶の 1 回目は、原子・分子・イオンがどのように結合するのか
を学習する。そのうちのイオン結合の形成とイオン結晶の性質、また共有結合に
よる分子の形成とその構造式、分子の種類について説明する。 
6 回 化学結合と結晶の 2 回目は前回の続きとして分子間の結合や極性、水素結
合、配位結合などについて学習する。 
7 回 化学結合と結晶の 3 回目は金属結合の特徴や、その結晶格子の種類、性質
について学習する。さらに、原子半径、密度の計算をする。 
8 回 1 節 物質は温度、圧⼒によって気体・液体・固体のいずれかの状態をとり、
その状態の変化を集合状態と熱運動から説明する。変化に伴う熱の出入り、体積
や質量の変化について、また、蒸気圧と温度の関係から沸騰についても学習する。 
9 回 2 節 気体の性質 1 回目として ボイル・シャルルの法則より、体積、圧
⼒、温度の関係が計算できるようにする。さらに気体定数と状態方程式について
学び、気体の分子量を求めることができるようにする。 
10 回 気体の性質 2 回目。実在気体と理想気体の違いについて説明する。また、
混合気体の分圧と全圧についても学習する。 
11 回 3 節 溶液の 1 回目。溶解には物質と溶媒の極性が関係していることを理
解する。固体の溶解度は温度が高くなるほど大きくなることと、それを利用した
再結晶についても説明する。 
12 回 溶液の 2 回目。同じ温度では蒸気圧は溶液の方が溶媒より低くなり、また
半透膜で濃度が異なる溶液を仕切ると溶媒分子が移動する浸透について学習す
る。さらにコロイド溶液の性質について説明する。 
13 回 4 節 酸と塩基の 1 回目。酸・塩基の定義とは何か、オキソニウムイオン
とは何かについて学習する。さらに酸・塩基の強弱と電離の関係、酸性、中性、
塩基性の定義とｐH の意味につて説明する。 
14 回 酸・塩基の 2 回目 中和反応、塩の定義、中和における酸・塩基の量的関
係、中和滴定とｐH について説明する。 
15 回 5 節 酸化還元反応。酸化・還元とは何か、酸素、水素、電子の授受で説
明できることを確認する。さらに酸化数の概念、酸化剤・還元剤について学習す
る。 

準備学習 1 回 シラバスを確認し、教材に目を通しておくこと。古典法則もまとめておくこ
と。第 2 回の授業についても予習をしておくこと。 
2 回 「教科書 1.1〜1.2」  各現象、混合物の分離方法などについて、図・写真



等を見て今までに学習してきたものをまとめておくこと。（節末問題 1-1 をやっ
ておくこと。） 
3 回 「教科書 2.1〜2.3」 まず周期表での主な元素の位置を確認しておくこと。
元素の化学的性質と電子配置について調べておくこと。教科書の次回の範囲をよ
く見ておくこと。（節末問題 1-2 をやっておくこと。） 
4 回 「教科書 3.1〜3.4」 分子量、式量、の計算ができるようにしておくこと、
さらに組成式も作れるようにしておくこと。気体 1 モルの占める体積、分子の数、
モル質量とは何か調べておくこと。次回からの第 4 節をよく読んでおくこと。（節
末問題 1-3 をやっておくこと。） 
5 回 「教科書 4.1」 イオンの生成、種類についてよく復習しておくこと。再度、
組成式の作り方、名称についてもできるようにしておくこと。 
6 回 「教科書 4.2〜4.3」 分子間に働く⼒を考えるのに例としてドライアイスの
性質について調べておくこと。氷と水の違いを分子がどのような状態になってい
るのかも調べておくこと。 
7 回 「教科書 4.4」 今までに習った化学結合をまとめておくこと。金属はイオ
ン結晶と同じイオンからできているが、その性質、結合の仕方の違いを調べてお
くこと。（節末問題 1-4 をやっておくこと。） 
8 回 「第 2 章 1.1〜1.2」 分子運動、気体・液体・固体のそれぞれの現象につい
て、また蒸発、沸騰の違いは何か調べておくこと。次回の範囲も含めてよく見て
おくこと。（節末問題 2-1 をやっておくこと。） 
9 回 「教科書 2.1」 気体の体積、圧⼒、温度、物質量の関係がどのようなもの
であったか調べておくこと。 
10 回 「教科書 2.2」 実在気体とは何か、混合気体である空気の分子量はいく
らになるのか調べておくこと。（節末問題 2-2 をやっておくこと。） 
11 回 「教科書 3.1〜3.2」 今までに習った濃度計算についてまとめておくこと。
さらに、溶解という現象はどのようなものか、飽和溶液、溶解度の語句とあわせ
て調べておくこと。 
12 回 「教科書 3.3〜3.4」 溶液はなぜ凍りにくいのか。溶液の沸点、蒸気圧は
どうだろう調べておくこと。（節末問題 2-3 をやっておくこと。） 
13 回 「教科書第 3 章 4.1」 酸とは何か、塩基とは何か、今までに習ったもの
をまとめ、教科書の酸・塩基の範囲をよく復習しておくこと。 
14 回 「教科書 4.2〜4.3」 通話反応の特徴とそれにより生じる塩の性質、中和
滴定とは何か教科書をよく読んで置くこと。（節末問題 3-4 をやっておくこと。） 
15 回 「教科書 5.1〜5.2」 今までに習った酸化と還元とはどういったものであ
るのかをまとめておくこと。（節末問題 3-5 をやっておくこと。） 

 



年度 2012 
授業コード FA017G2a 
成績評価 課題提出等（３０％）定期考査（７０％） 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス BA(工)(07〜10),BB(工)(07〜10) 
見出し FA017G2a 入門化学(再) 
担当教員名 二場 敬史＊ 
単位数 2 
教科書 Primary 大学テキスト これだけはおさえたい「化学」／井口洋夫・木下實・斎

藤幸一ほか／実教出版（ISBN978-4-407-31988-0） 
アクティブラーニング  
キーワード 高等学校化学分野の基礎知識を再確認する 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 入門化学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 講義 
注意備考 入門系は原則として 1 年生のみの受講です。2 年生でも教職取得のために化学が

必要で、1 年次未履修の⼈は受講してください。3 年生以上の学生諸君の履修は
遠慮してください。どうしてもという⼈はチューターの許可を得ること。 

シラバスコード FTB17A2 
実務経験のある教員  
達成目標 日常生活の中で、生命科学、地球科学、環境科学等での化学分野への理解と応用

ができるような知識を身につけること。 
受講者へのコメント  
連絡先 学習相談室（２５号館５階 9:00〜17:00）にいます。 

ほかに数学、物理、生物、英語の担当者が常駐していますので、是非質問に来て
ください。 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 高等学校化学Ⅰ・Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 化学の基本的な知識を身につけ、各現象や反応が私たちの生活の身近な部分にど

のような影響を与えているのかを知ること。それにより化学の基礎を学び、その
関心を高め、さらに専門科目への準備と生活への応用として利用してもらいた
い。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 オリエンテーション・講義内容の確認をする。また、第 1 章 3 節５より化
学の歴史について説明をする。 
2 回 1 節。物質の探求として、混合物と純物質、化合物と単体に分類する。さら
に混合物の分離方法にはどんなものがあるのかを紹介する。 
3 回 2 節。物質の構成粒子。原子の構造と分子の成り立ち、さらに電子配置とイ
オンのでき方について学習する。元素の性質と周期表は電子配置と関係が深いこ
と、その周期表にもとずく元素の分類、特徴についてもう一度確認する。 
4 回 3 節。物質量と化学反応式では、基本となる原子量、分子量、式量の概念を
理解し、これを活用して物質量とは何かを理解する。単位粒子であるアボガドロ
定数について学習する。 
5 回 化学結合と結晶の 1 回目は、原子・分子・イオンがどのように結合するのか
を学習する。そのうちのイオン結合の形成とイオン結晶の性質、また共有結合に
よる分子の形成とその構造式、分子の種類について説明する。 
6 回 化学結合と結晶の 2 回目は前回の続きとして分子間の結合や極性、水素結
合、配位結合などについて学習する。 
7 回 化学結合と結晶の 3 回目は金属結合の特徴や、その結晶格子の種類、性質
について学習する。さらに、原子半径、密度の計算をする。 
8 回 1 節 物質は温度、圧⼒によって気体・液体・固体のいずれかの状態をとり、
その状態の変化を集合状態と熱運動から説明する。変化に伴う熱の出入り、体積
や質量の変化について、また、蒸気圧と温度の関係から沸騰についても学習する。 
9 回 2 節 気体の性質 1 回目として ボイル・シャルルの法則より、体積、圧
⼒、温度の関係が計算できるようにする。さらに気体定数と状態方程式について
学び、気体の分子量を求めることができるようにする。 
10 回 気体の性質 2 回目。実在気体と理想気体の違いについて説明する。また、
混合気体の分圧と全圧についても学習する。 
11 回 3 節 溶液の 1 回目。溶解には物質と溶媒の極性が関係していることを理
解する。固体の溶解度は温度が高くなるほど大きくなることと、それを利用した
再結晶についても説明する。 
12 回 溶液の 2 回目。同じ温度では蒸気圧は溶液の方が溶媒より低くなり、また
半透膜で濃度が異なる溶液を仕切ると溶媒分子が移動する浸透について学習す
る。さらにコロイド溶液の性質について説明する。 
13 回 4 節 酸と塩基の 1 回目。酸・塩基の定義とは何か、オキソニウムイオン
とは何かについて学習する。さらに酸・塩基の強弱と電離の関係、酸性、中性、
塩基性の定義とｐH の意味につて説明する。 
14 回 酸・塩基の 2 回目 中和反応、塩の定義、中和における酸・塩基の量的関
係、中和滴定とｐH について説明する。 
15 回 5 節 酸化還元反応。酸化・還元とは何か、酸素、水素、電子の授受で説
明できることを確認する。さらに酸化数の概念、酸化剤・還元剤について学習す
る。 

準備学習 1 回 シラバスを確認し、教材に目を通しておくこと。古典法則もまとめておくこ
と。第 2 回の授業についても予習をしておくこと。 
2 回 「教科書 1.1〜1.2」  各現象、混合物の分離方法などについて、図・写真



等を見て今までに学習してきたものをまとめておくこと。（節末問題 1-1 をやっ
ておくこと。） 
3 回 「教科書 2.1〜2.3」 まず周期表での主な元素の位置を確認しておくこと。
元素の化学的性質と電子配置について調べておくこと。教科書の次回の範囲をよ
く見ておくこと。（節末問題 1-2 をやっておくこと。） 
4 回 「教科書 3.1〜3.4」 分子量、式量、の計算ができるようにしておくこと、
さらに組成式も作れるようにしておくこと。気体 1 モルの占める体積、分子の数、
モル質量とは何か調べておくこと。次回からの第 4 節をよく読んでおくこと。（節
末問題 1-3 をやっておくこと。） 
5 回 「教科書 4.1」 イオンの生成、種類についてよく復習しておくこと。再度、
組成式の作り方、名称についてもできるようにしておくこと。 
6 回 「教科書 4.2〜4.3」 分子間に働く⼒を考えるのに例としてドライアイスの
性質について調べておくこと。氷と水の違いを分子がどのような状態になってい
るのかも調べておくこと。 
7 回 「教科書 4.4」 今までに習った化学結合をまとめておくこと。金属はイオ
ン結晶と同じイオンからできているが、その性質、結合の仕方の違いを調べてお
くこと。（節末問題 1-4 をやっておくこと。） 
8 回 「第 2 章 1.1〜1.2」 分子運動、気体・液体・固体のそれぞれの現象につい
て、また蒸発、沸騰の違いは何か調べておくこと。次回の範囲も含めてよく見て
おくこと。（節末問題 2-1 をやっておくこと。） 
9 回 「教科書 2.1」 気体の体積、圧⼒、温度、物質量の関係がどのようなもの
であったか調べておくこと。 
10 回 「教科書 2.2」 実在気体とは何か、混合気体である空気の分子量はいく
らになるのか調べておくこと。（節末問題 2-2 をやっておくこと。） 
11 回 「教科書 3.1〜3.2」 今までに習った濃度計算についてまとめておくこと。
さらに、溶解という現象はどのようなものか、飽和溶液、溶解度の語句とあわせ
て調べておくこと。 
12 回 「教科書 3.3〜3.4」 溶液はなぜ凍りにくいのか。溶液の沸点、蒸気圧は
どうだろう調べておくこと。（節末問題 2-3 をやっておくこと。） 
13 回 「教科書第 3 章 4.1」 酸とは何か、塩基とは何か、今までに習ったもの
をまとめ、教科書の酸・塩基の範囲をよく復習しておくこと。 
14 回 「教科書 4.2〜4.3」 通話反応の特徴とそれにより生じる塩の性質、中和
滴定とは何か教科書をよく読んで置くこと。（節末問題 3-4 をやっておくこと。） 
15 回 「教科書 5.1〜5.2」 今までに習った酸化と還元とはどういったものであ
るのかをまとめておくこと。（節末問題 3-5 をやっておくこと。） 

 



年度 2012 
授業コード FA017H1 
成績評価 評価にあたって，日常の学習状況を特に重視する．日常の学習の成果（６０％），

定期試験（４０％）で成績を評価する．ただし，日常学習は（小テスト）：（課題）
＝２：１で評価する．これらの総得点を 100 点に換算し，60 点以上を合格とす
る．また，授業回数の 3 分の 1 以上の欠席がある場合と定期試験が未受験の場合
には無効とみなし，E と評価する． 

曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 生物地球システム学科(06〜11),AA(総)(06〜11),AB(総)(06〜11) 
見出し FA017H1 入門物理(再) 
担当教員名 沖 隆義 
単位数 2 
教科書 作成教材を適宜配布する． 
アクティブラーニング  
キーワード SI 単位，変位，x-t グラフ，v-t グラフ，速度，加速度，運動方程式，運動量原理，

仕事，エネルギー，エネルギー原理，⼒学的エネルギー保存の法則 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 良く分かり楽しかったというコメントを 5 名の⼈からもらい，うれしく思いまし

た．反面，物理Ⅱを履修した 1 名の⼈からは面白くないというコメントをもらい
ました．入門物理は本来高校で物理を履修していない⼈が受けるべきだと思いま
す．また説明が厳格かつ丁寧すぎて返って逆効果という⼈もいました．確かに，
詳細部分は自学自習に任せるべきです．しかし，精密科学である物理の初歩は厳
密に丁寧にやらないと，大学物理の役に立たないと思います．再テストは不公平
だという意見が 1 名ありましたが，最低点より高い点はつけていませんから不公
平では 

科目名 入門物理(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 新しい高校物理の教科書/山本明利他（講談社）：⼈物で語る物理入門/米沢富美

子/（岩波新書） 
授業形態 講義 
注意備考 遅刻，欠席のないようにすること．特別な理由が認められる場合以外は，２年生

以上の履修は認めない．試験は定期試験期間中に行い，試験形態は筆記試験とす
る．小テストの結果により必要な受講生には学習相談室で再テスト並びに学習指
導をする．疑問点の解消など，自主的に学習相談室に訪問することを期待する． 

シラバスコード FIA17B1 
実務経験のある教員  
達成目標 単なる暗記だけでなく，⼒学の法則を理解し，簡単な計算ができ，単位をつけて

数値が出せる． 
受講者へのコメント 入門物理はその趣旨から，受講者数が少ないことが理想ですが，多いクラスでは

125 名もいました．このことが，いろいろな障害を起こしているようです．物理
Ⅰを受講している⼈は入門物理の受講は遠慮してもらい，別の方法で学⼒向上に



対応していくことが必要だと感じました． 
 なお，基礎⼒を養うためには授業時間以外の学習時間がもう少し必要ですし，
再テストの呼びかけにも必ず応じることが必要です．再テストは基礎学⼒をつけ
てもらうためにやっています． 

連絡先 学習相談室 25 号館 5 階  Tel.: 086（256）8438 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 沖担当の入門物理をまとめて述べます．この授業を受けて理解や興味関心が高ま
ったと答えてくれた⼈が 92.7％いたのは幸甚です．目標を達成・ほぼ達成できた
⼈が 56.6％というのは少しさびしい．教員の熱意を多少にかかわらず感じてくれ
た⼈が 87.5％いたのはうれしい．授業に満足もしくはほぼ満足の⼈が 61％は微
妙です．自由設問で物理Ⅰを高校で履修していた⼈が 58.1％，これは少し高過
ぎ．単位が出なければ受けないと答えた⼈が 54.4％．再テストを勧められて全部
受けた⼈が 38.9％というのは困ります．その他に関しては以下 

英文科目名  
関連科目 物理学Ⅰ・Ⅱ，物理実験，⼒学Ⅰ・Ⅱなど 
次回に向けての改善変更予定 テキストの印字についてはよりはっきりと見えるように次回は改善します．スラ

イドの字が見えにくい視⼒の弱い⼈は第 1 回目で確認し，それをもとに席決めを
していますので見えにくい⼈は正確に申し出てください．いずれにしても受講者
数が減れば解決するのですが，今のところ⼈数制限も難しいと思います．どうか，
高校で物理を履修していない⼈のみ，受講をお願いします． 

講義目的 物理学は理工系，医療系科目の基礎になっている．高校で物理学が未履修，また
は十分に学ぶことができなかった 1 年生を対象に，入門的な解説と演習を行う．
物理学の基本になる⼒やエネルギーを通して，物理的な見方や考え方にふれてい
く． 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 教材配布（2 回目以降も適宜配布していく）と学習上の注意．物理量の国際

単位について説明し，平均の速さについての復習をする． 
課題１を提示し宿題とする． 
2 回 課題 1 の解説をする．赤いボールペンで各自の答えに加筆訂正する．添削
した課題 1 を回収する． 
  
運動の表し方１；変位を図示によって説明する．変位を使って平均の速度を定義
し，平均の速さとの関係に注意しながらその図示についても説明する．運動の様
子を表すのに重要な x-t グラフと呼ばれる変位-時間図から平均の速度や瞬間の
速度を定義する． 
  
課題 2 を提示する． 
3 回 課題 1 を返却し（返却課題はすべて成績を評価する），課題 2 の解説をし、
添削を指示する．加筆訂正された課題 2 は回収する． 
  
運動の表し方 2；x-t グラフとともに物体の運動の様子を表すのに重要な v-t グラ



フすなわち速度-時間グラフを等速直線運動の場合で説明し，グラフと時間軸で
囲まれる面積が変位になることを説明する．次に，一般の運動の場合の v-t グラ
フで平均の加速度および瞬間の加速度と呼ばれる物理量を定義する．自由落下す
る物体の x-t グラフと v-t グラフの作図と，その図から重⼒加速度を求める課題
３と課題４を提示する． 
4 回 課題 2 を返却する．  
運動の表し方３； 課題３の自由落下の v-t グラフが直線になることを確認し，
その傾きから，重⼒加速度を求める．直線になる v-t グラフは等加速度運度を表
していることを説明し，等加速度運動の重要な公式を導出する． 
今回の講義の知識を使う課題４を解説する．加筆訂正した課題 3 を回収する．（課
題 4 は回収しない．） 
次回は，第 1 回〜第 4 回分の小テスト 1 を行う． 
5 回 課題 3 を返却する．小テスト１を実施し回収する．  
⼒について１；⼒をベクトルの代表例に取り合⼒を平行四辺形もしくは 3 角形の
法則で作図する方法を説明する．線形代数を使ったやり方で合⼒の求め方を説明
し，作図したものと一致することを確認し，それに対応した課題 5 を提示する．
次に，⼒の分解の仕方を説明する．また，第 12 講で学習する仕事とよばれる物
理量と関係する内積について説明する． 
6 回 小テスト１の返却と注意をする．課題 5 の解説し，加筆訂正を指示する． 
  
⼒について２；ベクトルの外積について説明する．続いて⼒のつりあいを説明し，
今まで学習してきたことを利用して，つりあいの⼒を求める例題を解説する． 
課題 6 を提示し，課題 5 を回収する． 
7 回 課題 6 を解説し，加筆訂正を指示する．  
⼒について３；地球上の質量のある物体に作用する重⼒について説明し，その大
きさが算出できるようにする．⼒を測るのに重要なフックの法則を説明し，弾性
⼒が算出できるようにする．さらに，静止摩擦⼒について説明し，その大きさが
算出できるようにする． 
課題 6 を回収し，課題 7 を提示する． 
8 回 課題 7 を解説し，加筆訂正を指示する． 
  
⼒について４；われわれの周りの物体の運動で無視できない動摩擦⼒について説
明し，その大きさが算出できるようにする．次に，⼒が物体に回転を起こさせる
激しさをあらわす⼒のモーメントについて説明し，それを使って重心の位置の算
出方法を説明する． 
課題 7 を回収し，課題 8 を提示する． 
9 回 課題 8 を解説し，加筆訂正を指示する． 
  
運動の法則１；後ほど運動方程式を正しく立てるためにも必要な作用反作用の法
則を説明する．次に，マクロな物体の運動を支配する運動の法則を説明し，運動
方程式と関連させて慣性の法則と質量について説明する．最後に運動方程式を立
てる手順を説明する． 



次回は第 5 回から第 8 回までの小テスト２を実施する． 
課題 8 は回収し，課題 9 を提示する． 
10 回 課題 8 を返却する．小テスト２の実施回収後に課題 9 の解説を行う． 
  
運動の法則２；運動量原理を説明し，これから単位を上手にとれば運動方程式が
得られることを説明する．運動の法則の応用として自由落下をはじめとする重⼒
場中の物体の運動を考え，それに対応した課題 10 を提示する．（課題 9 は回収し
ない．） 
11 回 小テスト２の返却と注意を行い，課題 10 の解説をする．  
運動の法則３；運動方程式の応用例題．先ずは例題を誰かにあてながら解いてい
き，解く手順を確実に習得できるように演習をする． 
課題 10 を回収する． 
12 回 課題 10 を返却する． 
  
仕事とエネルギー1；変位と同じ向きの⼒のする仕事を定義した後，変位と⼒の
向きが異なる一般的な場合の仕事を説明する．仕事をする速さを表す仕事率につ
いて説明する．運動物体が運動エネルギーと呼ばれる仕事をする能⼒を秘めてい
ることを説明し，運動方程式を使用して運動エネルギーの式を導出する．運動エ
ネルギーの変化量が物体の受けた仕事に等しいということを述べているエネル
ギー原理（これは位置エネルギーを理解するのに必要であるし，後ほど学習する
⼒学的エネルギー保存の法則の導出にも使用する極めて重要な原理である）につ
いて説明する． 
課題 11 を提示する． 
13 回 課題 11 を解説し，訂正加筆の指示をする． 
  
仕事とエネルギー2；エネルギー原理を使い，高いところにある物体の持つ仕事
をする能⼒である重⼒による位置エネルギーの式を導出する．演習をした後，課
題 12 を提示し解く指示をする． 
課題 12 の解説をする．課題 12 は回収しないが，課題 11 は回収する． 
次回は，第 9〜13 回分の小テスト 3 を実施する． 
14 回 小テスト 3 を実施し回収後，授業アンケートを実施する． 
  
仕事とエネルギー3；前回に引き続き，エネルギーの原理の援用により弾性⼒に
よる位置エネルギーについての式を導出する．次に重⼒の例を取り，保存⼒につ
いて説明する．最後に，⼒学的エネルギー保存の法則について説明する． 
課題 13 と最後の回の内容に対応する課題 14 を提示する． 
15 回 小テスト 3 の返却と注意を行い，課題 13 の解説をして，添削の指示をす
る． 
仕事とエネルギー４；重⼒や弾性⼒など位置エネルギーを持つ⼒が⼒学的エネル
ギーを保存する保存⼒であることを説明する． 
  
提示しておいた課題 14 の解説を行った後，定期テストの注意をする． 



最後に今後の学習のアドバイスをする． 
準備学習 1 回 国際単位系について調べ，また義務教育課程で習った速さについて復習を

しておくこと． 
2 回 前回の学習の定着を確認しながら課題 1 をやり，変位と平均速度，ｘ−ｔ
グラフについて教材を読んで学習内容の概要を把握し，特にその傾きが何にあた
るか考えておくこと． 
3 回 前回の講義を踏まえて，課題２を解いておくこと．等速直線運動を v-t グラ
フで表し，その傾きと時間軸との間の面積が何に当たるかを予習しておくこと． 
4 回 第 3 回で学習したことを復習すること．課題 3 をやっておくこと．等加速
度直線運動について予習したうえで，課題４をやっておくこと． 
5 回 第 1 回〜第 4 回までの演習課題のうち，苦手なものをもう一度解き，小テ
スト 1 に備えること．すべての小テストは原則として課題から数値を変えて出題
するので，範囲の課題を 15 分以内でできるようにしておくこと．ベクトルの合
成・分解・内積について予習しておくこと． 
6 回 物理学で重要かつ必要なベクトルの演算にしっかりと習熟したうえで課題
５をやり，義務教育課程で学習した⼒のはたらきを復習しておくこと．⼒の分解・
⼒のつりあいの概要とベクトルの外積について予習しておくこと． 
7 回 物理学で重要かつ必要なベクトルの演算にしっかりと習熟したうえで課題
6 をやり，重⼒・弾性⼒・静止摩擦⼒について予習しておくこと． 
8 回 課題 7 をやり，摩擦角と静止摩擦係数・動摩擦⼒・⼒のモーメントと重心に
ついての概要を予習しておくこと． 
9 回 課題 8 をやり，作用反作用の法則・慣性の法則および運動の法則の予習を
しておくこと． 
10 回 第 5 回〜第 8 回分の課題を復習し，小テスト 2 に備えること．運動量原理
と運動方程式を予習し，自由落下の例で運動方程式を立てて，どのような運動を
するか考えておくこと．さらに，課題 9 をやっておくこと． 
11 回 課題９をもう一度復習した後，課題 10 をやっておくこと．運動方程式は
入門物理の学習項目中で重要なものであるから，運動方程式を立てる手順を課題
10 により，しっかりと身につけること． 
12 回 第 11 回目で説明した例題を完全に自⼒で解答できるようにしておくこと．
第 12 回以降は，入門物理の最後の重要項目である仕事とエネルギーの学習に入
るので，仕事，仕事率，運動エネルギー，エネルギー原理について予習をしてお
くこと． 
13 回 運動量原理とエネルギーの原理を復習したうえで課題 11 をやり，重⼒に
よる位置エネルギーについて予習しておくこと． 
14 回 第 9〜13 回分の課題を復習して小テスト３に備えること．弾性⼒によるエ
ネルギーと保存⼒・⼒学的エネルギー保存の法則の予習をしておくこと． 
15 回 14 回目の復習をしたうえで，課題 13 と課題 14 に独⼒で取り組んでおく
こと．位置エネルギーを持つ⼒は保存⼒であることについて概要を予習しておく
こと． 

 



年度 2012 
授業コード FA017H2 
成績評価 課題提出等（３０％）定期考査（７０％） 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス GA(総)(06〜11),GB(総)(06〜11) 
見出し FA017H2 入門化学(再) 
担当教員名 山本 峻三＊ 
単位数 2 
教科書 Primary 大学テキストこれだけはおさえたい「化学」／井口洋夫・木下實・斎藤

幸一／実教出版（ISBN978-4-407-31988-0） 
昨年度と異なっているので注意してください。 

アクティブラーニング  
キーワード 高等学校の基礎知識の確認をする。 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「この授業をうけて理解が深まりましたという」記述があった。こちらの意図し

たところは達成できたと思われる 
科目名 入門化学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 講義 
注意備考 原則として 1 年生のみの受講です。2 年生でも教職取得のために必要で、1 年次

未履修という⼈は受講してください。3 年生以上の学生諸君の履修は遠慮してく
ださい。どうしてもという⼈はチューターの許可を得ること。 

シラバスコード FIG17B2 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的な観察⼒を育て、化学の基本法則を理解し、原子・分子や物質量の概念を

得ることができます。また授業の各単元で扱うそれぞれの現象に関する知識が理
解できます。たとえば、化学結合、物質の三態、気体の性質、固体の溶解度、希
薄溶液の性質などを理解し、物質量、溶液の濃度、ｐH の計算もできるように
なります。 

受講者へのコメント 講義内容で解からないところがあれば遠慮なく指摘してもらいたい。字が小さく
て見にくいとか、説明をもう一度してほしいということでもいい。また前の方の
席が空いているときは前に移動してもらいたい。前と後ろでは集中⼒が全然違う
と思われる。 

連絡先 非常勤講師室（25 号館 7 階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 項目１：86.9％が欠席 2 回以下であり、特に問題はない。項目２：時間外の学習
時間が 30 分程度とまったくしなかったがそれぞれ 34.8％と 21.7%であり、問題
である。期間中数回宿題を課したが、さらに回数多くの宿題を課すことで解決す
ることしかできないと思われる。項目３：宿題などに取り組んだが 69.6％と最も



多かった。今後は宿題の回数を増やすことで時間外の学習を促したい。項目４：
78.3％がこの分野への理解が深まったと答え、この分野への興味、関心が高まっ
たも 30.4％であった。本講義の目的はある程度達成されたと 

英文科目名  
関連科目 高等学校化学Ⅰ・化学Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 板書（字の大きさと消すタイミング）に関しては十分配慮するつもりである。ま

たそのつど教科書の該当箇所を指摘することにより板書との対応をはっきりさ
せる。 

講義目的 化学の基本的な知識を身につけ、各現象や反応が私たちの生活に身近な部分にど
のような影響を与えているのかを知ること。それにより、化学の基礎を学び、そ
の関心を高め、さらに専門科目への準備と生活の応用としてもらいたい。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション・講義内容の確認をする。また、第 1 章 3 節 5 より化

学の歴史について説明をする。 
2 回 1 節 物質の探求として、混合物と純物質、化合物と単体に分類する。さら
に混合物の分離方法にはどんなものがあるのかを紹介する。 
3 回 2 節 物質の構成粒子。 原子の構造と分子の成り立ち、さらに電子とイオ
ンのでき方について学習する。元素の性質と周期性は電子配置と関係が深いこ
と、周期表にもとずく元素の分類、特徴についてもう一度確認する。 
4 回 3 節 物質量と化学反応式では、基本となる原子量、分子量、式量の概念を
理解し、これを活用して物質量とは何かを理解する。単位粒子であるアボガドロ
定数について学習する。 
5 回 4 節 化学結合と結晶の１回目は、原子・分子・イオンがどのように結合す
るのかを学習する。そのうちのイオン結合の形成とイオン結晶の性質、また共有
結合による分子の形成とその構造式、分子の種類について説明する。 
6 回 化学結合と結晶の２回目は前回の続きとして分子間の結合や極性、水素結
合、配位結合などについて学習する。 
7 回 化学結合と結晶の３回目は金属結合の特徴やその結晶格子の種類、性質に
ついて学習する。さらに、原子半径、密度の計算をする。 
8 回 第 2 章 1 節 物質は温度、圧⼒によって気体・液体・固体のいずれかの状
態をとり、その状態の変化を集合状態と熱運動から説明する。変化に伴う熱の出
入り、体積や質量の関係について、また蒸気圧と温度の関係から沸騰についても
学習する。 
9 回 2 節 気体の性質の１回目としてボイル・シャルルの法則より、体積、圧⼒、
温度の関係が計算できるようにする。さらに気体定数と状態方程式について学
び、気体の分子量を求めることができるようにする。 
10 回 気体の性質の２回目は実在気体と理想気体の違いについて説明する。また、
混合気体の分圧と全圧についても学習する。 
11 回 3 節 溶液の１回目 溶解には物質と溶媒の極性が関係していることを理
解する。固体の溶解度は温度が高くなるほど大きくなることと、それを利用した
再結晶についても説明する。 
12 回 溶液の２回目 同じ温度では蒸気圧は溶液の方が溶媒より低くなり、また



半透膜で濃度の異なる溶液を仕切ると溶媒分子が移動する浸透について学習す
る。さらにコロイド溶液の性質について説明する。 
13 回 4 節 酸と塩基の１回目。 酸・塩基の定義とは、オキソニウムイオンと
は何かについて学習する。さらに酸・塩基の強弱と電離の関係、酸性・中性・塩
基性の定義とｐＨの意味について説明する。 
14 回 酸と塩基の２回目。 中和反応、塩の定義、中和における酸・塩基の量的
関係、中和滴定とｐＨについて説明する。 
15 回 5 節 酸化還元反応。 酸化・還元とは何か。酸素、水素、電子の授受で
説明できることを確認する。さらに酸加数の概念、酸化剤・還元剤について学習
する。 

準備学習 1 回 シラバスを確認し教材に目を通しておくこと。古典法則もまとめておくこ
と。第 2 回の授業につても予習をしておくこと。 
2 回 「教科書 1.1〜1.2」 各現象、混合物の分離方法などについて、図・写真等
を見て今までに学習してきたものをまとめておくこと。（節末問題 1-1 をやって
おくこと。） 
3 回 「教科書 2.1〜2.3」 まず周期表での主な元素の位置を確認しておくこと。
元素の化学的性質と電子配置について調べておくこと。教科書の次回の範囲をよ
く見ておくこと。（節末問題 1-2 をやっておくこと。） 
4 回 「教科書 3.1〜3.4」 分子量、式量の計算ができるようにしておく、さらに
組成式も作れるようにしておくこと。気体１モルの占める体積、分子の数、モル
質量とは何か調べておくこと。次回からの第４節をよく読んでおくこと。（節末
問題 1-3 をやっておくこと。） 
5 回 「教科書 4.1」 イオンの生成、種類についてよく復習をしておくこと。再
度、組成式の作り方、名称についてもできるようにしておくこと。 
6 回 「教科書 4.2〜4.3」 分子間に働く⼒を考えるのに例としてドライアイスの
性質を調べておくこと。氷と水の違いは分子がどのようになっているかも調べて
おくこと。 
7 回 「教科書 4.4」 今までに習った化学結合をまとめておくこと。金属はイオ
ン結晶と同じイオンからできているがその性質、結合の仕方を調べておくこと。
（節末問題 1-4 をやっておくこと。） 
8 回 「教科書第 2 章 1.1〜1.2」 分子の熱運動、気体・液体・固体のそれぞれの
現象について、また蒸発と沸騰の違いは何か調べておくこと。次回の範囲まで教
科書をよく見ておくこと。（節末問題 2-1 をやっておくこと。） 
9 回 「教科書 2.1」 気体の体積、圧⼒、温度、物質量の関係がどのようなもの
であったか調べておくこと。 
10 回 「教科書 2.2」 実在気体とは何か、混合気体である空気の分子量はいく
らになるのか調べておくこと。。（節末問題 2-2 をやっておくこと。） 
11 回 「教科書 3.1〜3.2」 今までに習った濃度計算についてまとめておくこと。
さらに、溶解という現象はどういうものか、飽和溶液、溶解度の語句も調べてお
くこと。 
12 回 「教科書 3.3〜3.4」 溶液はなぜ凍りにくいのか。溶液の沸点、蒸気圧は
どうだろうか調べておくこと。（節末問題 2-3 をやっておくこと。） 



13 回 「教科書第 3 章 4.1」 酸とは何か、塩基とは何か、今までに習ったもの
をまとめ、教科書の酸・塩基の範囲もよく復習しておくこと。 
14 回 「教科書 4.2〜4.3」 中和反応の特徴とそれにより生じる塩の性質、中和
滴定とは何か教科書をよく読んで置くこと。（節末問題 3-4 をやっておくこと。） 
15 回 「教科書 5.1〜5.2」 今までに習った酸化と還元とはどもようなものであ
るのかをまとめておくこと。（節末問題 3-5 をやっておくこと。） 

 



年度 2012 
授業コード FA017H2a 
成績評価 課題提出等（３０％）定期考査（７０％） 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス BA(工)(07〜10),BB(工)(07〜10) 
見出し FA017H2a 入門化学(再) 
担当教員名 山本 峻三＊ 
単位数 2 
教科書 Primary 大学テキストこれだけはおさえたい「化学」／井口洋夫・木下實・斎藤

幸一／実教出版（ISBN978-4-407-31988-0） 
昨年度と異なっているので注意してください。 

アクティブラーニング  
キーワード 高等学校の基礎知識の確認をする。 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「この授業をうけて理解が深まりましたという」記述があった。こちらの意図し

たところは達成できたと思われる 
科目名 入門化学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 講義 
注意備考 原則として 1 年生のみの受講です。2 年生でも教職取得のために必要で、1 年次

未履修という⼈は受講してください。3 年生以上の学生諸君の履修は遠慮してく
ださい。どうしてもという⼈はチューターの許可を得ること。 

シラバスコード FTB17B2 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的な観察⼒を育て、化学の基本法則を理解し、原子・分子や物質量の概念を

得ることができます。また授業の各単元で扱うそれぞれの現象に関する知識が理
解できます。たとえば、化学結合、物質の三態、気体の性質、固体の溶解度、希
薄溶液の性質などを理解し、物質量、溶液の濃度、ｐH の計算もできるように
なります。 

受講者へのコメント 講義内容で解からないところがあれば遠慮なく指摘してもらいたい。字が小さく
て見にくいとか、説明をもう一度してほしいということでもいい。また前の方の
席が空いているときは前に移動してもらいたい。前と後ろでは集中⼒が全然違う
と思われる。 

連絡先 非常勤講師室（25 号館 7 階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 項目１：86.9％が欠席 2 回以下であり、特に問題はない。項目２：時間外の学習
時間が 30 分程度とまったくしなかったがそれぞれ 34.8％と 21.7%であり、問題
である。期間中数回宿題を課したが、さらに回数多くの宿題を課すことで解決す
ることしかできないと思われる。項目３：宿題などに取り組んだが 69.6％と最も



多かった。今後は宿題の回数を増やすことで時間外の学習を促したい。項目４：
78.3％がこの分野への理解が深まったと答え、この分野への興味、関心が高まっ
たも 30.4％であった。本講義の目的はある程度達成されたと 

英文科目名  
関連科目 高等学校化学Ⅰ・化学Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 板書（字の大きさと消すタイミング）に関しては十分配慮するつもりである。ま

たそのつど教科書の該当箇所を指摘することにより板書との対応をはっきりさ
せる。 

講義目的 化学の基本的な知識を身につけ、各現象や反応が私たちの生活に身近な部分にど
のような影響を与えているのかを知ること。それにより、化学の基礎を学び、そ
の関心を高め、さらに専門科目への準備と生活の応用としてもらいたい。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション・講義内容の確認をする。また、第 1 章 3 節 5 より化

学の歴史について説明をする。 
2 回 1 節 物質の探求として、混合物と純物質、化合物と単体に分類する。さら
に混合物の分離方法にはどんなものがあるのかを紹介する。 
3 回 2 節 物質の構成粒子。 原子の構造と分子の成り立ち、さらに電子とイオ
ンのでき方について学習する。元素の性質と周期性は電子配置と関係が深いこ
と、周期表にもとずく元素の分類、特徴についてもう一度確認する。 
4 回 3 節 物質量と化学反応式では、基本となる原子量、分子量、式量の概念を
理解し、これを活用して物質量とは何かを理解する。単位粒子であるアボガドロ
定数について学習する。 
5 回 4 節 化学結合と結晶の１回目は、原子・分子・イオンがどのように結合す
るのかを学習する。そのうちのイオン結合の形成とイオン結晶の性質、また共有
結合による分子の形成とその構造式、分子の種類について説明する。 
6 回 化学結合と結晶の２回目は前回の続きとして分子間の結合や極性、水素結
合、配位結合などについて学習する。 
7 回 化学結合と結晶の３回目は金属結合の特徴やその結晶格子の種類、性質に
ついて学習する。さらに、原子半径、密度の計算をする。 
8 回 第 2 章 1 節 物質は温度、圧⼒によって気体・液体・固体のいずれかの状
態をとり、その状態の変化を集合状態と熱運動から説明する。変化に伴う熱の出
入り、体積や質量の関係について、また蒸気圧と温度の関係から沸騰についても
学習する。 
9 回 2 節 気体の性質の１回目としてボイル・シャルルの法則より、体積、圧⼒、
温度の関係が計算できるようにする。さらに気体定数と状態方程式について学
び、気体の分子量を求めることができるようにする。 
10 回 気体の性質の２回目は実在気体と理想気体の違いについて説明する。また、
混合気体の分圧と全圧についても学習する。 
11 回 3 節 溶液の１回目 溶解には物質と溶媒の極性が関係していることを理
解する。固体の溶解度は温度が高くなるほど大きくなることと、それを利用した
再結晶についても説明する。 
12 回 溶液の２回目 同じ温度では蒸気圧は溶液の方が溶媒より低くなり、また



半透膜で濃度の異なる溶液を仕切ると溶媒分子が移動する浸透について学習す
る。さらにコロイド溶液の性質について説明する。 
13 回 4 節 酸と塩基の１回目。 酸・塩基の定義とは、オキソニウムイオンと
は何かについて学習する。さらに酸・塩基の強弱と電離の関係、酸性・中性・塩
基性の定義とｐＨの意味について説明する。 
14 回 酸と塩基の２回目。 中和反応、塩の定義、中和における酸・塩基の量的
関係、中和滴定とｐＨについて説明する。 
15 回 5 節 酸化還元反応。 酸化・還元とは何か。酸素、水素、電子の授受で
説明できることを確認する。さらに酸加数の概念、酸化剤・還元剤について学習
する。 

準備学習 1 回 シラバスを確認し教材に目を通しておくこと。古典法則もまとめておくこ
と。第 2 回の授業につても予習をしておくこと。 
2 回 「教科書 1.1〜1.2」 各現象、混合物の分離方法などについて、図・写真等
を見て今までに学習してきたものをまとめておくこと。（節末問題 1-1 をやって
おくこと。） 
3 回 「教科書 2.1〜2.3」 まず周期表での主な元素の位置を確認しておくこと。
元素の化学的性質と電子配置について調べておくこと。教科書の次回の範囲をよ
く見ておくこと。（節末問題 1-2 をやっておくこと。） 
4 回 「教科書 3.1〜3.4」 分子量、式量の計算ができるようにしておく、さらに
組成式も作れるようにしておくこと。気体１モルの占める体積、分子の数、モル
質量とは何か調べておくこと。次回からの第４節をよく読んでおくこと。（節末
問題 1-3 をやっておくこと。） 
5 回 「教科書 4.1」 イオンの生成、種類についてよく復習をしておくこと。再
度、組成式の作り方、名称についてもできるようにしておくこと。 
6 回 「教科書 4.2〜4.3」 分子間に働く⼒を考えるのに例としてドライアイスの
性質を調べておくこと。氷と水の違いは分子がどのようになっているかも調べて
おくこと。 
7 回 「教科書 4.4」 今までに習った化学結合をまとめておくこと。金属はイオ
ン結晶と同じイオンからできているがその性質、結合の仕方を調べておくこと。
（節末問題 1-4 をやっておくこと。） 
8 回 「教科書第 2 章 1.1〜1.2」 分子の熱運動、気体・液体・固体のそれぞれの
現象について、また蒸発と沸騰の違いは何か調べておくこと。次回の範囲まで教
科書をよく見ておくこと。（節末問題 2-1 をやっておくこと。） 
9 回 「教科書 2.1」 気体の体積、圧⼒、温度、物質量の関係がどのようなもの
であったか調べておくこと。 
10 回 「教科書 2.2」 実在気体とは何か、混合気体である空気の分子量はいく
らになるのか調べておくこと。。（節末問題 2-2 をやっておくこと。） 
11 回 「教科書 3.1〜3.2」 今までに習った濃度計算についてまとめておくこと。
さらに、溶解という現象はどういうものか、飽和溶液、溶解度の語句も調べてお
くこと。 
12 回 「教科書 3.3〜3.4」 溶液はなぜ凍りにくいのか。溶液の沸点、蒸気圧は
どうだろうか調べておくこと。（節末問題 2-3 をやっておくこと。） 



13 回 「教科書第 3 章 4.1」 酸とは何か、塩基とは何か、今までに習ったもの
をまとめ、教科書の酸・塩基の範囲もよく復習しておくこと。 
14 回 「教科書 4.2〜4.3」 中和反応の特徴とそれにより生じる塩の性質、中和
滴定とは何か教科書をよく読んで置くこと。（節末問題 3-4 をやっておくこと。） 
15 回 「教科書 5.1〜5.2」 今までに習った酸化と還元とはどもようなものであ
るのかをまとめておくこと。（節末問題 3-5 をやっておくこと。） 

 



年度 2012 
授業コード FA017J1 
成績評価 評価にあたって， 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 生物地球システム学科(06〜11),AA(総)(06〜11),AB(総)(06〜11) 
見出し FA017J1 入門物理(再) 
担当教員名 山口 雅之＊ 
単位数 2 
教科書 作成教材を毎回配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード SI 単位，変位，x-t グラフ，v-t グラフ，速度，加速度，運動方程式，仕事，エネ

ルギー，エネルギーの原理，⼒学的エネルギー保存の法則 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 入門物理(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 新しい高校物理の教科書/山本明利他（講談社）：⼈物で語る物理入門/米沢富美

子（岩波新書） 
授業形態 講義 
注意備考 遅刻，欠席のないようにすること。特別な理由が認められる場合以外は，２年生

以上の履修は認めない。試験は定期試験期間中に行い，試験形態は筆記試験とす
る。 

シラバスコード FIA17C1 
実務経験のある教員  
達成目標 評価にあたって，日常の学習状況を特に重視する．日常の学習の成果（６０％），

定期試験（４０％）で成績を評価する。ただし，日常学習は（小テスト）：（課題）
＝２：１で評価する。これらの総得点を 100 点に換算し，60 点以上を合格とす
る。また，授業回数の 3 分の 1 以上の欠席がある場合と定期試験が未受験の場合
には無効とみなし，”Ｅ”と評価する。 

受講者へのコメント  
連絡先 講師控室 25 号館 ７階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  シラバスコード ＦＧＧ１７Ｃ１ と同じ 
英文科目名  
関連科目 物理学Ⅰ・Ⅱ，物理実験，⼒学Ⅰ・Ⅱなど 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 物理学は理工系，医療系科目の基礎になっている。高校で物理が未履修，または

十分に学ぶことができなかった 1 年生を対象に，入門的な解説と演習を行う。物
理学の基本になる⼒やエネルギーを通して，物理的な見方や考え方にふれてい



く。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 教材配布（2 回目以降も毎回配布していく）と学習上の注意。物理量の国際

単位について説明し，平均の速さについての復習をする。 
課題１を提示し宿題(次回提出)とする。 
2 回 課題 1 の解説をする。赤いボールペンで各自の答えに加筆訂正する。添削
した課題 1 を回収する。  
運動の表し方１；変位を図示によって説明する。変位を使って平均の速度を定義
し，平均の速さとの関係に注意しながらその図示についても説明する。運動の様
子を表すのに重要な x-t グラフと呼ばれる変位-時間図から平均の速度や瞬間の
速度を定義する。 
課題 2 を提示する。 
１回目の学習内容について小テストを行う。小テストの答案を回収後解説をす
る。 
3 回 課題 1 を返却する。課題 2 の解説をし、添削を指示する。加筆訂正された
課題 2 を回収する。  
運動の表し方 2；x-t グラフとともに物体の運動の様子を表すのに重要な v-t グラ
フすなわち速度-時間グラフを等速直線運動の場合で説明し，グラフと時間軸で
囲まれる面積が変位になることを説明する。次に，一般の運動の場合の v-t グラ
フで平均の加速度および瞬間の加速度と呼ばれる物理量を定義する。自由落下す
る物体の x-t グラフと v-t グラフの作図と，その図から重⼒加速度を求める課題
３を提示する。 
２回目の学習内容について小テストを行い、小テストの答案を回収後解説をす
る。 
    
※今後、毎回前々回の課題の返却、前回の課題の解説、回収、前回の内容の小テ
スト、教材配布、今回の課題提示を行う。 
4 回 運動の表し方３；課題３の自由落下の v-t グラフが直線になることを確認
し，その傾きから，重⼒加速度を求める。直線になる v-t グラフは等加速度運度
を表していることを説明し，等加速度運動の重要な公式を導出する。 
5 回 ⼒について１；⼒をベクトルの代表例にとり、合⼒を平行四辺形もしくは三
角形の法則で作図する方法を説明する。線形代数を使ったやり方で合⼒の求め方
を説明し，作図したものと一致することを確認する。次に，⼒の分解の仕方を説
明する。 
6 回 ⼒について２；⼒のつりあいを説明し，今まで学習してきたことを利用し
て，つりあいの⼒を求める例題を解説する。 
7 回 ⼒について３；地球上の質量のある物体に作用する重⼒について説明し，そ
の大きさが算出できるようにする。⼒を測るのに重要なフックの法則を説明し，
弾性⼒が算出できるようにする。さらに，静止摩擦⼒について説明し，その大き
さが算出できるようにする。われわれの周りの物体の運動で無視できない動摩擦
⼒について説明し，その大きさが算出できるようにする。 
8 回 ⼒について４；⼒が物体に回転を起こさせる激しさをあらわす⼒のモーメ



ントについて説明し，それを使って重心の位置の算出方法を説明する。 
9 回 運動の法則１；運動方程式を正しく立てるためにも必要な作用反作用の法
則を説明する。次に，マクロな物体の運動を支配する運動の法則を説明し，運動
方程式と関連させて慣性の法則と質量について説明する。単位を上手にとれば運
動方程式が得られることを説明する。最後に運動方程式を立てる手順を説明す
る。 
10 回 運動の法則２；運動の法則の応用として自由落下をはじめとする重⼒場中
の物体の運動を考える。 
11 回 運動の法則３；運動方程式の応用例題を解く手順を確実に習得できるよう
に演習をする。 
12 回 仕事とエネルギー1；変位と同じ向きの⼒のする仕事を定義した後，変位
と⼒の向きが異なる一般的な場合の仕事を説明する。仕事をする速さを表す仕事
率について説明する。運動物体が運動エネルギーと呼ばれる仕事をする能⼒を秘
めていることを説明し，運動方程式を使用して運動エネルギーの式を導出する。
運動エネルギーの変化量が物体の受けた仕事に等しいということを述べている
エネルギーの原理（これは位置エネルギーを理解するのに必要であるし，後ほど
学習する⼒学的エネルギー保存の法則の導出にも使用する極めて重要な原理で
ある）について説明する。 
13 回 仕事とエネルギー2；エネルギーの原理を使い，高いところにある物体の
持つ仕事をする能⼒である重⼒による位置エネルギーの式を導出する。 
14 回 授業アンケートを実施する。  
仕事とエネルギー3；エネルギーの原理の援用により弾性⼒による位置エネルギ
ーについての式を導出する。次に重⼒の例を取り，保存⼒について説明する。重
⼒や弾性⼒など位置エネルギーを持つ⼒が⼒学的エネルギーを保存する保存⼒
であることを説明する。 
15 回 仕事とエネルギー４；⼒学的エネルギー保存の法則について説明する。 
課題 1５を演習させた後、解説する。定期試験の注意をする。最後に今後の学習
のアドバイスをする。 

準備学習 1 回 国際単位系について調べ，また義務教育課程で習った速さについて復習を
しておくこと。 
2 回 前回の学習の定着を確認しながら課題 1 をやり，小テストに備える。変位
と平均速度，ｘ−ｔグラフについて学習内容の概要を把握し，特にグラフの傾き
が何にあたるか考えておくこと。 
3 回 前回の講義を踏まえて，課題２を解いて小テストに備える。等速直線運動を
v-t グラフで表し，そのグラフと時間軸との間の面積が何に当たるかを予習して
おくこと。 
4 回 前回の学習内容を復習しながら課題 3 をやり、小テストに備える。等加速
度直線運動について予習しておくこと。 
5 回 前回の学習内容を復習しながら課題４をやり、小テストに備える。ベクトル
の合成・分解について予習しておくこと。 
6 回 前回の学習内容を復習しながら課題５をやり、小テストに備える。⼒の分
解・⼒のつりあいの概要について予習しておくこと。 



7 回 前回の学習内容を復習しながら課題６をやり、小テストに備える。重⼒・弾
性⼒・摩擦⼒について予習しておくこと。 
8 回 前回の学習内容を復習しながら課題７をやり、小テストに備える。⼒のモー
メントと重心についての概要を予習しておくこと。 
9 回 前回の学習内容を復習しながら課題８をやり、小テストに備える。作用反作
用の法則・慣性の法則および運動の法則の予習をしておくこと。 
10 回 前回の学習内容を復習しながら課題９をやり、小テストに備える。自由落
下の例で運動方程式を立てて，どのような運動をするか考えておくこと。 
11 回 前回の学習内容を復習しながら課題１０をやり、小テストに備える。運動
方程式は入門物理の学習項目中で重要なものであるから，運動方程式を立てる手
順をしっかりと身につけること。 
12 回 前回の学習内容を復習しながら課題１１をやり、小テストに備える。仕事
とエネルギーの学習に入るので，仕事，仕事率，運動エネルギー，エネルギーの
原理について予習をしておくこと。 
13 回 前回の学習内容を復習しながら課題１２をやり、小テストに備える。重⼒
による位置エネルギーについて予習しておくこと。 
14 回 前回の学習内容を復習しながら課題１３をやり、小テストに備える。弾性
⼒によるエネルギーと保存⼒の予習をしておくこと。 
15 回 前回の学習内容を復習しながら課題１４をやり、小テストに備える。位置
エネルギーを持つ⼒は保存⼒であることを理解し、⼒学的エネルギー保存の法則
について概要を予習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FA019B1 
成績評価 課題提出 (60%) と定期試験 (40%) により成績を評価する。 
曜日時限 月曜日 9・10 時限 
対象クラス 理学部(06〜12),バイオ・応用化学科(06〜12),機械システム工学科(06〜12),電気

電子システム学科(06〜12),情報工学科(06〜12),知能機械工学科(06〜12),生体
医工学科(06〜12),建築学科(06〜12),工学プロジェクトコース(06〜12),情報科
学科(06〜12),生物地球学部(06〜12) 

見出し FA019B1 入門数学 
担当教員名 和⽥ 真治＊ 
単位数 2 
教科書 ドリルと演習シリーズ 基礎数学／日本数学教育学会高専・大学部会教材研究グ

ループ TAMS 編／電気書院 
アクティブラーニング  
キーワード ２次関数，三角関数，指数関数，対数関数 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 (前期)「微分積分の演習があればよかったと思う。」とあったが、反対に「授業の

進み具合が早い」と感じている⼈もいるのでこれ以上増やすのは無理です。学科
の科目で頑張ってください。「暑い」という指摘がありましたが、今年は 27 度で
集中管理していましたからどうしようもありません。節電のためにも仕方ありま
せん。「欠席数のカウントが怖かった」とあったが、これは致し方ない。カウント
してあげないと自分が何回休んだかわからない学生もいるので、E 判定を避ける
ためにやっていました。「時間内にできなかったら赤プリントを配布してやっ 

科目名 入門数学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 教養の数学／「教養の数学」編集委員会編 ／学術図書出版社：計算⼒が身に付く

数学基礎／佐野公朗／学術図書出版社 
授業形態 講義 
注意備考 数学・情報教育センターと学習支援センターの指示に従って履修すること。高校

で学んだ数学の内容を整理や復習することが望ましい。 
シラバスコード FGG19A1 
実務経験のある教員  
達成目標 １年次の数学（微分積分学）を学ぶ上で必要な三角関数，指数関数，対数関数の

基本概念を理解し，これらの簡単な計算が自在にできるようになること。 
受講者へのコメント (前期) しっかり予習して講義に臨んでほしい。解からない所があったり，赤プリ

ントをもらったら，必ず学習相談室に来てほしい。いっしょに頑張りましょう。 
連絡先 和⽥ ２５号館５階学習相談室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 (前期)A については、欠席回数 3・4 回の学生が 20％で、欠席するとわからなく
なるので、欠席しないでください。また、授業時間外の学習が 30 分程度の学生



が 50％で、その内訳は宿題に取り組んだ学生が 70％だったので、もっと予習に
⼒を入れてほしい。B については、理解が深まったや技能・技術が向上したが多
かった。C については、全体的に満足していると思われる。E については、少数
意見として 1 回の授業で扱う量が多いが 14%であったが、１５回で高校の数学
の三角関数まで終わるにはぎりぎりのゆっくりしたペースであることを理解し
て 

英文科目名  
関連科目 本科目に引き続き、学科の数学系科目を履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 (前期)説明の時間を少しでも少なくして，問題を解く時間をもう少し確保した

い。 
講義目的 1 年次の数学の単位修得に必要な数学の基本的内容を学習する．さらに，これを

理解して簡単な計算が自在にできるようにする。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 1 整式の加法・減法, 2 単項式の積と商, 3 整式の積について説明する。 

2 回 4 基本的な展開公式, 5 発展的な展開公式, 6 因数分解（共通因数）につい
て解説する。 
3 回 7 2 次式の因数分解, 8 因数分解（たすきがけ）, 9 因数分解（3 次式）につ
いて説明する。 
4 回 10 整式の除法, 12 分数式の約分・乗法・除法, 13 分数式の加法・減法につ
いて解説する。 
5 回 15 平方根を含む計算, 17 絶対値, 18 複素数について説明する。 
6 回 21 因数分解による 2 次方程式の解法, 22 解の公式による 2 次方程式の解
法, 23 2 次方程式の判別式について解説する。 
7 回 24 解と係数の関係, 25 2 次方程式の立式, 291 次不等式について説明する。 
8 回 30 2 次不等式, 41 y=b, y=ax+b, y=ax^2, y=a/x のグラフ, 42 2 次関数の標
準形について解説する。 
9 回 43 2 次関数のグラフと軸との共有点, 44 2 次関数のグラフと 2 次不等式, 61 
指数法則について説明する。 
10 回 62 指数関数とそのグラフ, 63 指数方程式・不等式, 64 対数の性質につい
て解説する。 
11 回 65 底の変換公式, 66 対数関数のグラフ, 67 対数方程式・不等式について
説明する。 
12 回 69 鋭角の三角比, 70 三角比の計算, 71 余弦定理について解説する。 
13 回 74 一般角と弧度法, 76 一般角の三角関数, 78 三角関数の性質について説
明する。 
14 回 79 正弦関数のグラフ, 80 余弦関数のグラフ, 83 三角関数の加法定理につ
いて解説する。 
15 回 総合的な演習の解法について説明する。 

準備学習 1 回 番号 1，2，3 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
2 回 番号 4，5，6 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
3 回 番号 7，8，9 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
4 回 番号 10，12，13 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 



5 回 番号 15，17，18 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
6 回 番号 21，22，23 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
7 回 番号 24，25，29 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
8 回 番号 30，41，42 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
9 回 番号 43，44，61 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
10 回 番号 62，63，64 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
11 回 番号 65，66，67 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
12 回 番号 69，70，71 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
13 回 番号 74，76，78 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
14 回 番号 79，80，83 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
15 回 これまでの演習を復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FA019C1 
成績評価 課題提出 (60%) と定期試験 (40%) により成績を評価する。 
曜日時限 月曜日 9・10 時限 
対象クラス 理学部(06〜12),バイオ・応用化学科(06〜12),機械システム工学科(06〜12),電気

電子システム学科(06〜12),情報工学科(06〜12),知能機械工学科(06〜12),生体
医工学科(06〜12),建築学科(06〜12),工学プロジェクトコース(06〜12),情報科
学科(06〜12),生物地球学部(06〜12) 

見出し FA019C1 入門数学 
担当教員名 成広 淳太郎＊ 
単位数 2 
教科書 ドリルと演習シリーズ 基礎数学／日本数学教育学会高専・大学部会教材研究グ

ループ TAMS 編／電気書院 
アクティブラーニング  
キーワード ２次関数，三角関数，指数関数，対数関数 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 入門数学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 教養の数学／「教養の数学」編集委員会編 ／学術図書出版社：計算⼒が身に付く

数学基礎／佐野公朗／学術図書出版社 
授業形態 講義 
注意備考 数学・情報教育センターと学習支援センターの指示に従って履修すること。高校

で学んだ数学の内容を整理や復習することが望ましい。 
シラバスコード FGG19B1 
実務経験のある教員  
達成目標 １年次の数学（微分積分学）を学ぶ上で必要な三角関数，指数関数，対数関数の

基本概念を理解し，これらの簡単な計算が自在にできるようになること。 
受講者へのコメント  
連絡先 成広 ２５号館７階非常勤講師控室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業時間外の学習について 
半数を上回る学生が全くしなかったと答えている。 
入門数学の性格上やむを得ない面もあるが、今後の指導に生かしていきたい。 

英文科目名  
関連科目 本科目に引き続き、学科の数学系科目を履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 1 年次の数学の単位修得に必要な数学の基本的内容を学習する．さらに，これを

理解して簡単な計算が自在にできるようにする。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 1 整式の加法・減法, 2 単項式の積と商, 3 整式の積について説明する。 

2 回 4 基本的な展開公式, 5 発展的な展開公式, 6 因数分解（共通因数）につい
て解説する。 
3 回 7 2 次式の因数分解, 8 因数分解（たすきがけ）, 9 因数分解（3 次式）につ
いて説明する。 
4 回 10 整式の除法, 12 分数式の約分・乗法・除法, 13 分数式の加法・減法につ
いて解説する。 
5 回 15 平方根を含む計算, 17 絶対値, 18 複素数について説明する。 
6 回 21 因数分解による 2 次方程式の解法, 22 解の公式による 2 次方程式の解
法, 23 2 次方程式の判別式について解説する。 
7 回 24 解と係数の関係, 25 2 次方程式の立式, 291 次不等式について説明する。 
8 回 30 2 次不等式, 41 y=b, y=ax+b, y=ax^2, y=a/x のグラフ, 42 2 次関数の標
準形について解説する。 
9 回 43 2 次関数のグラフと軸との共有点, 44 2 次関数のグラフと 2 次不等式, 61 
指数法則について説明する。 
10 回 62 指数関数とそのグラフ, 63 指数方程式・不等式, 64 対数の性質につい
て解説する。 
11 回 65 底の変換公式, 66 対数関数のグラフ, 67 対数方程式・不等式について
説明する。 
12 回 69 鋭角の三角比, 70 三角比の計算, 71 余弦定理について解説する。 
13 回 74 一般角と弧度法, 76 一般角の三角関数, 78 三角関数の性質について説
明する。 
14 回 79 正弦関数のグラフ, 80 余弦関数のグラフ, 83 三角関数の加法定理につ
いて解説する。 
15 回 総合的な演習の解法について説明する。 

準備学習 1 回 番号 1，2，3 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
2 回 番号 4，5，6 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
3 回 番号 7，8，9 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
4 回 番号 10，12，13 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
5 回 番号 15，17，18 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
6 回 番号 21，22，23 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
7 回 番号 24，25，29 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
8 回 番号 30，41，42 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
9 回 番号 43，44，61 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
10 回 番号 62，63，64 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
11 回 番号 65，66，67 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
12 回 番号 69，70，71 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
13 回 番号 74，76，78 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
14 回 番号 79，80，83 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
15 回 これまでの演習を復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FA019D1 
成績評価 課題提出等（３０％）定期考査（７０％） 
曜日時限 月曜日 9・10 時限 
対象クラス 応用数学科(06〜12),応用物理学科(06〜12),基礎理学科(06〜12),生物化学科(06

〜12),臨床生命科学科(06〜12),動物学科(06〜12),知能機械工学科(06〜12),生体
医 工 学 科 (06 〜 12), 工 学 プ ロ ジ ェ ク ト コ ー ス (06 〜 12),GA( 生 )(06 〜
12),GB(生)(06〜12) 

見出し FA019D1 入門化学 
担当教員名 二場 敬史＊ 
単位数 2 
教科書 Primary 大学テキスト これだけはおさえたい「化学」／井口洋夫・木下實・斎

藤幸一ほか／実教出版（ISBN978-4-407-31988-0） 
アクティブラーニング  
キーワード 高等学校化学分野の基礎知識を再確認する 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 教科書は平易なものが良いとありましたが、本年度高校教材に近いものにしまし

た。ほかに、学んでいなかった化学Ⅱの範囲が少しわかるようになり、よかった。
他の科目への関連が分かり受講してよかった。との声もありました。 

科目名 入門化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 講義 
注意備考 入門系は原則として 1 年生のみの受講です。2 年生でも教職取得のために化学が

必要で、1 年次未履修の⼈は受講してください。3 年生以上の学生諸君の履修は
遠慮してください。どうしてもという⼈はチューターの許可を得ること。 

シラバスコード FGG19C1 
実務経験のある教員  
達成目標 日常生活の中で、生命科学、地球科学、環境科学等での化学分野への理解と応用

ができるような知識を身につけること。 
受講者へのコメント 問題点があれば、授業中でも授業後でも指摘してください。また、演習プリント

についての質問は是非学習相談室を利用してください。他の化学系の質問も受け
付けます。本年度は、上級生の受講を極⼒遠慮してもらいましたので、講義中の
トイレもほとんどなくなりました。ただ、１年生中心の割には集中⼒を欠く⼈が
少数いるのが残念でした。全体に静かだったと思います。 

連絡先 学習相談室（２５号館５階 9:00〜17:00）にいます。 
ほかに数学、物理、生物、英語の担当者が常駐していますので、是非質問に来て
ください。 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 オリエンテーションでも説明したように、高等学校で３単位（計 105 時間）を 90



分 15 コマに各単元を要約しながらの授業でした。そのため少し進度が速すぎる
感があります。大切なポイントに演習を取り入れるようにはしたつもりですが、
今後もできるだけ、ゆっくりとみなさんが理解できるような進め方に工夫してい
きます。 

英文科目名  
関連科目 高等学校化学Ⅰ・Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 毎回言っていますが、演習問題をできるだけ授業中に解くなど、時間を割くよう

に努⼒します。 
講義目的 化学の基本的な知識を身につけ、各現象や反応が私たちの生活の身近な部分にど

のような影響を与えているのかを知ること。それにより化学の基礎を学び、その
関心を高め、さらに専門科目への準備と生活への応用として利用してもらいた
い。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション・講義内容の確認をする。また、第 1 章 3 節５より化

学の歴史について説明をする。 
2 回 1 節。物質の探求として、混合物と純物質、化合物と単体に分類する。さら
に混合物の分離方法にはどんなものがあるのかを紹介する。 
3 回 2 節。物質の構成粒子。原子の構造と分子の成り立ち、さらに電子配置とイ
オンのでき方について学習する。元素の性質と周期表は電子配置と関係が深いこ
と、その周期表にもとずく元素の分類、特徴についてもう一度確認する。 
4 回 3 節。物質量と化学反応式では、基本となる原子量、分子量、式量の概念を
理解し、これを活用して物質量とは何かを理解する。単位粒子であるアボガドロ
定数について学習する。 
5 回 化学結合と結晶の 1 回目は、原子・分子・イオンがどのように結合するのか
を学習する。そのうちのイオン結合の形成とイオン結晶の性質、また共有結合に
よる分子の形成とその構造式、分子の種類について説明する。 
6 回 化学結合と結晶の 2 回目は前回の続きとして分子間の結合や極性、水素結
合、配位結合などについて学習する。 
7 回 化学結合と結晶の 3 回目は金属結合の特徴や、その結晶格子の種類、性質
について学習する。さらに、原子半径、密度の計算をする。 
8 回 1 節 物質は温度、圧⼒によって気体・液体・固体のいずれかの状態をとり、
その状態の変化を集合状態と熱運動から説明する。変化に伴う熱の出入り、体積
や質量の変化について、また、蒸気圧と温度の関係から沸騰についても学習する。 
9 回 2 節 気体の性質 1 回目として ボイル・シャルルの法則より、体積、圧
⼒、温度の関係が計算できるようにする。さらに気体定数と状態方程式について
学び、気体の分子量を求めることができるようにする。 
10 回 気体の性質 2 回目。実在気体と理想気体の違いについて説明する。また、
混合気体の分圧と全圧についても学習する。 
11 回 3 節 溶液の 1 回目。溶解には物質と溶媒の極性が関係していることを理
解する。固体の溶解度は温度が高くなるほど大きくなることと、それを利用した
再結晶についても説明する。 
12 回 溶液の 2 回目。同じ温度では蒸気圧は溶液の方が溶媒より低くなり、また



半透膜で濃度が異なる溶液を仕切ると溶媒分子が移動する浸透について学習す
る。さらにコロイド溶液の性質について説明する。 
13 回 4 節 酸と塩基の 1 回目。酸・塩基の定義とは何か、オキソニウムイオン
とは何かについて学習する。さらに酸・塩基の強弱と電離の関係、酸性、中性、
塩基性の定義とｐH の意味につて説明する。 
14 回 酸・塩基の 2 回目 中和反応、塩の定義、中和における酸・塩基の量的関
係、中和滴定とｐH について説明する。 
15 回 5 節 酸化還元反応。酸化・還元とは何か、酸素、水素、電子の授受で説
明できることを確認する。さらに酸化数の概念、酸化剤・還元剤について学習す
る。 

準備学習 1 回 シラバスを確認し、教材に目を通しておくこと。古典法則もまとめておくこ
と。第 2 回の授業についても予習をしておくこと。 
2 回 「教科書 1.1〜1.2」  各現象、混合物の分離方法などについて、図・写真
等を見て今までに学習してきたものをまとめておくこと。（節末問題 1-1 をやっ
ておくこと。） 
3 回 「教科書 2.1〜2.3」 まず周期表での主な元素の位置を確認しておくこと。
元素の化学的性質と電子配置について調べておくこと。教科書の次回の範囲をよ
く見ておくこと。（節末問題 1-2 をやっておくこと。） 
4 回 「教科書 3.1〜3.4」 分子量、式量、の計算ができるようにしておくこと、
さらに組成式も作れるようにしておくこと。気体 1 モルの占める体積、分子の数、
モル質量とは何か調べておくこと。次回からの第 4 節をよく読んでおくこと。（節
末問題 1-3 をやっておくこと。） 
5 回 「教科書 4.1」 イオンの生成、種類についてよく復習しておくこと。再度、
組成式の作り方、名称についてもできるようにしておくこと。 
6 回 「教科書 4.2〜4.3」 分子間に働く⼒を考えるのに例としてドライアイスの
性質について調べておくこと。氷と水の違いを分子がどのような状態になってい
るのかも調べておくこと。 
7 回 「教科書 4.4」 今までに習った化学結合をまとめておくこと。金属はイオ
ン結晶と同じイオンからできているが、その性質、結合の仕方の違いを調べてお
くこと。（節末問題 1-4 をやっておくこと。） 
8 回 「第 2 章 1.1〜1.2」 分子運動、気体・液体・固体のそれぞれの現象につい
て、また蒸発、沸騰の違いは何か調べておくこと。次回の範囲も含めてよく見て
おくこと。（節末問題 2-1 をやっておくこと。） 
9 回 「教科書 2.1」 気体の体積、圧⼒、温度、物質量の関係がどのようなもの
であったか調べておくこと。 
10 回 「教科書 2.2」 実在気体とは何か、混合気体である空気の分子量はいく
らになるのか調べておくこと。（節末問題 2-2 をやっておくこと。） 
11 回 「教科書 3.1〜3.2」 今までに習った濃度計算についてまとめておくこと。
さらに、溶解という現象はどのようなものか、飽和溶液、溶解度の語句とあわせ
て調べておくこと。 
12 回 「教科書 3.3〜3.4」 溶液はなぜ凍りにくいのか。溶液の沸点、蒸気圧は
どうだろう調べておくこと。（節末問題 2-3 をやっておくこと。） 



13 回 「教科書第 3 章 4.1」 酸とは何か、塩基とは何か、今までに習ったもの
をまとめ、教科書の酸・塩基の範囲をよく復習しておくこと。 
14 回 「教科書 4.2〜4.3」 通話反応の特徴とそれにより生じる塩の性質、中和
滴定とは何か教科書をよく読んで置くこと。（節末問題 3-4 をやっておくこと。） 
15 回 「教科書 5.1〜5.2」 今までに習った酸化と還元とはどういったものであ
るのかをまとめておくこと。（節末問題 3-5 をやっておくこと。） 

 



年度 2012 
授業コード FA019E1 
成績評価 課題提出等（３０％）定期考査（７０％） 
曜日時限 月曜日 9・10 時限 
対象クラス GA(総)(06〜11),GB(総)(06〜11) 
見出し FA019E1 入門化学(再) 
担当教員名 二場 敬史＊ 
単位数 2 
教科書 Primary 大学テキスト これだけはおさえたい「化学」／井口洋夫・木下實・斎

藤幸一ほか／実教出版（ISBN978-4-407-31988-0） 
アクティブラーニング  
キーワード 高等学校化学分野の基礎知識を再確認する 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 入門化学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 講義 
注意備考 入門系は原則として 1 年生のみの受講です。2 年生でも教職取得のために化学が

必要で、1 年次未履修の⼈は受講してください。3 年生以上の学生諸君の履修は
遠慮してください。どうしてもという⼈はチューターの許可を得ること。 

シラバスコード FIG19C1 
実務経験のある教員  
達成目標 日常生活の中で、生命科学、地球科学、環境科学等での化学分野への理解と応用

ができるような知識を身につけること。 
受講者へのコメント  
連絡先 学習相談室（２５号館５階 9:00〜17:00）にいます。 

ほかに数学、物理、生物、英語の担当者が常駐していますので、是非質問に来て
ください。 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講生なし 
英文科目名  
関連科目 高等学校化学Ⅰ・Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 化学の基本的な知識を身につけ、各現象や反応が私たちの生活の身近な部分にど

のような影響を与えているのかを知ること。それにより化学の基礎を学び、その
関心を高め、さらに専門科目への準備と生活への応用として利用してもらいた
い。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 オリエンテーション・講義内容の確認をする。また、第 1 章 3 節５より化
学の歴史について説明をする。 
2 回 1 節。物質の探求として、混合物と純物質、化合物と単体に分類する。さら
に混合物の分離方法にはどんなものがあるのかを紹介する。 
3 回 2 節。物質の構成粒子。原子の構造と分子の成り立ち、さらに電子配置とイ
オンのでき方について学習する。元素の性質と周期表は電子配置と関係が深いこ
と、その周期表にもとずく元素の分類、特徴についてもう一度確認する。 
4 回 3 節。物質量と化学反応式では、基本となる原子量、分子量、式量の概念を
理解し、これを活用して物質量とは何かを理解する。単位粒子であるアボガドロ
定数について学習する。 
5 回 化学結合と結晶の 1 回目は、原子・分子・イオンがどのように結合するのか
を学習する。そのうちのイオン結合の形成とイオン結晶の性質、また共有結合に
よる分子の形成とその構造式、分子の種類について説明する。 
6 回 化学結合と結晶の 2 回目は前回の続きとして分子間の結合や極性、水素結
合、配位結合などについて学習する。 
7 回 化学結合と結晶の 3 回目は金属結合の特徴や、その結晶格子の種類、性質
について学習する。さらに、原子半径、密度の計算をする。 
8 回 1 節 物質は温度、圧⼒によって気体・液体・固体のいずれかの状態をとり、
その状態の変化を集合状態と熱運動から説明する。変化に伴う熱の出入り、体積
や質量の変化について、また、蒸気圧と温度の関係から沸騰についても学習する。 
9 回 2 節 気体の性質 1 回目として ボイル・シャルルの法則より、体積、圧
⼒、温度の関係が計算できるようにする。さらに気体定数と状態方程式について
学び、気体の分子量を求めることができるようにする。 
10 回 気体の性質 2 回目。実在気体と理想気体の違いについて説明する。また、
混合気体の分圧と全圧についても学習する。 
11 回 3 節 溶液の 1 回目。溶解には物質と溶媒の極性が関係していることを理
解する。固体の溶解度は温度が高くなるほど大きくなることと、それを利用した
再結晶についても説明する。 
12 回 溶液の 2 回目。同じ温度では蒸気圧は溶液の方が溶媒より低くなり、また
半透膜で濃度が異なる溶液を仕切ると溶媒分子が移動する浸透について学習す
る。さらにコロイド溶液の性質について説明する。 
13 回 4 節 酸と塩基の 1 回目。酸・塩基の定義とは何か、オキソニウムイオン
とは何かについて学習する。さらに酸・塩基の強弱と電離の関係、酸性、中性、
塩基性の定義とｐH の意味につて説明する。 
14 回 酸・塩基の 2 回目 中和反応、塩の定義、中和における酸・塩基の量的関
係、中和滴定とｐH について説明する。 
15 回 5 節 酸化還元反応。酸化・還元とは何か、酸素、水素、電子の授受で説
明できることを確認する。さらに酸化数の概念、酸化剤・還元剤について学習す
る。 

準備学習 1 回 シラバスを確認し、教材に目を通しておくこと。古典法則もまとめておくこ
と。第 2 回の授業についても予習をしておくこと。 
2 回 「教科書 1.1〜1.2」  各現象、混合物の分離方法などについて、図・写真



等を見て今までに学習してきたものをまとめておくこと。（節末問題 1-1 をやっ
ておくこと。） 
3 回 「教科書 2.1〜2.3」 まず周期表での主な元素の位置を確認しておくこと。
元素の化学的性質と電子配置について調べておくこと。教科書の次回の範囲をよ
く見ておくこと。（節末問題 1-2 をやっておくこと。） 
4 回 「教科書 3.1〜3.4」 分子量、式量、の計算ができるようにしておくこと、
さらに組成式も作れるようにしておくこと。気体 1 モルの占める体積、分子の数、
モル質量とは何か調べておくこと。次回からの第 4 節をよく読んでおくこと。（節
末問題 1-3 をやっておくこと。） 
5 回 「教科書 4.1」 イオンの生成、種類についてよく復習しておくこと。再度、
組成式の作り方、名称についてもできるようにしておくこと。 
6 回 「教科書 4.2〜4.3」 分子間に働く⼒を考えるのに例としてドライアイスの
性質について調べておくこと。氷と水の違いを分子がどのような状態になってい
るのかも調べておくこと。 
7 回 「教科書 4.4」 今までに習った化学結合をまとめておくこと。金属はイオ
ン結晶と同じイオンからできているが、その性質、結合の仕方の違いを調べてお
くこと。（節末問題 1-4 をやっておくこと。） 
8 回 「第 2 章 1.1〜1.2」 分子運動、気体・液体・固体のそれぞれの現象につい
て、また蒸発、沸騰の違いは何か調べておくこと。次回の範囲も含めてよく見て
おくこと。（節末問題 2-1 をやっておくこと。） 
9 回 「教科書 2.1」 気体の体積、圧⼒、温度、物質量の関係がどのようなもの
であったか調べておくこと。 
10 回 「教科書 2.2」 実在気体とは何か、混合気体である空気の分子量はいく
らになるのか調べておくこと。（節末問題 2-2 をやっておくこと。） 
11 回 「教科書 3.1〜3.2」 今までに習った濃度計算についてまとめておくこと。
さらに、溶解という現象はどのようなものか、飽和溶液、溶解度の語句とあわせ
て調べておくこと。 
12 回 「教科書 3.3〜3.4」 溶液はなぜ凍りにくいのか。溶液の沸点、蒸気圧は
どうだろう調べておくこと。（節末問題 2-3 をやっておくこと。） 
13 回 「教科書第 3 章 4.1」 酸とは何か、塩基とは何か、今までに習ったもの
をまとめ、教科書の酸・塩基の範囲をよく復習しておくこと。 
14 回 「教科書 4.2〜4.3」 通話反応の特徴とそれにより生じる塩の性質、中和
滴定とは何か教科書をよく読んで置くこと。（節末問題 3-4 をやっておくこと。） 
15 回 「教科書 5.1〜5.2」 今までに習った酸化と還元とはどういったものであ
るのかをまとめておくこと。（節末問題 3-5 をやっておくこと。） 

 



年度 2012 
授業コード FA019E1a 
成績評価 課題提出等（３０％）定期考査（７０％） 
曜日時限 月曜日 9・10 時限 
対象クラス BA(工)(07〜10),BB(工)(07〜10) 
見出し FA019E1a 入門化学(再) 
担当教員名 二場 敬史＊ 
単位数 2 
教科書 Primary 大学テキスト これだけはおさえたい「化学」／井口洋夫・木下實・斎

藤幸一ほか／実教出版（ISBN978-4-407-31988-0） 
アクティブラーニング  
キーワード 高等学校化学分野の基礎知識を再確認する 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 入門化学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 講義 
注意備考 入門系は原則として 1 年生のみの受講です。2 年生でも教職取得のために化学が

必要で、1 年次未履修の⼈は受講してください。3 年生以上の学生諸君の履修は
遠慮してください。どうしてもという⼈はチューターの許可を得ること。 

シラバスコード FTB19C1 
実務経験のある教員  
達成目標 日常生活の中で、生命科学、地球科学、環境科学等での化学分野への理解と応用

ができるような知識を身につけること。 
受講者へのコメント  
連絡先 学習相談室（２５号館５階 9:00〜17:00）にいます。 

ほかに数学、物理、生物、英語の担当者が常駐していますので、是非質問に来て
ください。 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講生なし 
英文科目名  
関連科目 高等学校化学Ⅰ・Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 化学の基本的な知識を身につけ、各現象や反応が私たちの生活の身近な部分にど

のような影響を与えているのかを知ること。それにより化学の基礎を学び、その
関心を高め、さらに専門科目への準備と生活への応用として利用してもらいた
い。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 オリエンテーション・講義内容の確認をする。また、第 1 章 3 節５より化
学の歴史について説明をする。 
2 回 1 節。物質の探求として、混合物と純物質、化合物と単体に分類する。さら
に混合物の分離方法にはどんなものがあるのかを紹介する。 
3 回 2 節。物質の構成粒子。原子の構造と分子の成り立ち、さらに電子配置とイ
オンのでき方について学習する。元素の性質と周期表は電子配置と関係が深いこ
と、その周期表にもとずく元素の分類、特徴についてもう一度確認する。 
4 回 3 節。物質量と化学反応式では、基本となる原子量、分子量、式量の概念を
理解し、これを活用して物質量とは何かを理解する。単位粒子であるアボガドロ
定数について学習する。 
5 回 化学結合と結晶の 1 回目は、原子・分子・イオンがどのように結合するのか
を学習する。そのうちのイオン結合の形成とイオン結晶の性質、また共有結合に
よる分子の形成とその構造式、分子の種類について説明する。 
6 回 化学結合と結晶の 2 回目は前回の続きとして分子間の結合や極性、水素結
合、配位結合などについて学習する。 
7 回 化学結合と結晶の 3 回目は金属結合の特徴や、その結晶格子の種類、性質
について学習する。さらに、原子半径、密度の計算をする。 
8 回 1 節 物質は温度、圧⼒によって気体・液体・固体のいずれかの状態をとり、
その状態の変化を集合状態と熱運動から説明する。変化に伴う熱の出入り、体積
や質量の変化について、また、蒸気圧と温度の関係から沸騰についても学習する。 
9 回 2 節 気体の性質 1 回目として ボイル・シャルルの法則より、体積、圧
⼒、温度の関係が計算できるようにする。さらに気体定数と状態方程式について
学び、気体の分子量を求めることができるようにする。 
10 回 気体の性質 2 回目。実在気体と理想気体の違いについて説明する。また、
混合気体の分圧と全圧についても学習する。 
11 回 3 節 溶液の 1 回目。溶解には物質と溶媒の極性が関係していることを理
解する。固体の溶解度は温度が高くなるほど大きくなることと、それを利用した
再結晶についても説明する。 
12 回 溶液の 2 回目。同じ温度では蒸気圧は溶液の方が溶媒より低くなり、また
半透膜で濃度が異なる溶液を仕切ると溶媒分子が移動する浸透について学習す
る。さらにコロイド溶液の性質について説明する。 
13 回 4 節 酸と塩基の 1 回目。酸・塩基の定義とは何か、オキソニウムイオン
とは何かについて学習する。さらに酸・塩基の強弱と電離の関係、酸性、中性、
塩基性の定義とｐH の意味につて説明する。 
14 回 酸・塩基の 2 回目 中和反応、塩の定義、中和における酸・塩基の量的関
係、中和滴定とｐH について説明する。 
15 回 5 節 酸化還元反応。酸化・還元とは何か、酸素、水素、電子の授受で説
明できることを確認する。さらに酸化数の概念、酸化剤・還元剤について学習す
る。 

準備学習 1 回 シラバスを確認し、教材に目を通しておくこと。古典法則もまとめておくこ
と。第 2 回の授業についても予習をしておくこと。 
2 回 「教科書 1.1〜1.2」  各現象、混合物の分離方法などについて、図・写真



等を見て今までに学習してきたものをまとめておくこと。（節末問題 1-1 をやっ
ておくこと。） 
3 回 「教科書 2.1〜2.3」 まず周期表での主な元素の位置を確認しておくこと。
元素の化学的性質と電子配置について調べておくこと。教科書の次回の範囲をよ
く見ておくこと。（節末問題 1-2 をやっておくこと。） 
4 回 「教科書 3.1〜3.4」 分子量、式量、の計算ができるようにしておくこと、
さらに組成式も作れるようにしておくこと。気体 1 モルの占める体積、分子の数、
モル質量とは何か調べておくこと。次回からの第 4 節をよく読んでおくこと。（節
末問題 1-3 をやっておくこと。） 
5 回 「教科書 4.1」 イオンの生成、種類についてよく復習しておくこと。再度、
組成式の作り方、名称についてもできるようにしておくこと。 
6 回 「教科書 4.2〜4.3」 分子間に働く⼒を考えるのに例としてドライアイスの
性質について調べておくこと。氷と水の違いを分子がどのような状態になってい
るのかも調べておくこと。 
7 回 「教科書 4.4」 今までに習った化学結合をまとめておくこと。金属はイオ
ン結晶と同じイオンからできているが、その性質、結合の仕方の違いを調べてお
くこと。（節末問題 1-4 をやっておくこと。） 
8 回 「第 2 章 1.1〜1.2」 分子運動、気体・液体・固体のそれぞれの現象につい
て、また蒸発、沸騰の違いは何か調べておくこと。次回の範囲も含めてよく見て
おくこと。（節末問題 2-1 をやっておくこと。） 
9 回 「教科書 2.1」 気体の体積、圧⼒、温度、物質量の関係がどのようなもの
であったか調べておくこと。 
10 回 「教科書 2.2」 実在気体とは何か、混合気体である空気の分子量はいく
らになるのか調べておくこと。（節末問題 2-2 をやっておくこと。） 
11 回 「教科書 3.1〜3.2」 今までに習った濃度計算についてまとめておくこと。
さらに、溶解という現象はどのようなものか、飽和溶液、溶解度の語句とあわせ
て調べておくこと。 
12 回 「教科書 3.3〜3.4」 溶液はなぜ凍りにくいのか。溶液の沸点、蒸気圧は
どうだろう調べておくこと。（節末問題 2-3 をやっておくこと。） 
13 回 「教科書第 3 章 4.1」 酸とは何か、塩基とは何か、今までに習ったもの
をまとめ、教科書の酸・塩基の範囲をよく復習しておくこと。 
14 回 「教科書 4.2〜4.3」 通話反応の特徴とそれにより生じる塩の性質、中和
滴定とは何か教科書をよく読んで置くこと。（節末問題 3-4 をやっておくこと。） 
15 回 「教科書 5.1〜5.2」 今までに習った酸化と還元とはどういったものであ
るのかをまとめておくこと。（節末問題 3-5 をやっておくこと。） 

 



年度 2012 
授業コード FA019F1 
成績評価 課題提出 (60%) と定期試験 (40%) により成績を評価する。 
曜日時限 月曜日 9・10 時限 
対象クラス 生物地球システム学科(06〜11),AA(総)(06〜11),AB(総)(06〜11) 
見出し FA019F1 入門数学(再) 
担当教員名 和⽥ 真治＊ 
単位数 2 
教科書 ドリルと演習シリーズ 基礎数学／日本数学教育学会高専・大学部会教材研究グ

ループ TAMS 編／電気書院 
アクティブラーニング  
キーワード ２次関数，三角関数，指数関数，対数関数 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 (前期)「微分積分の演習があればよかったと思う。」とあったが、反対に「授業の

進み具合が早い」と感じている⼈もいるのでこれ以上増やすのは無理です。学科
の科目で頑張ってください。「暑い」という指摘がありましたが、今年は 27 度で
集中管理していましたからどうしようもありません。節電のためにも仕方ありま
せん。「欠席数のカウントが怖かった」とあったが、これは致し方ない。カウント
してあげないと自分が何回休んだかわからない学生もいるので、E 判定を避ける
ためにやっていました。「時間内にできなかったら赤プリントを配布してやっ 

科目名 入門数学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 教養の数学／「教養の数学」編集委員会編 ／学術図書出版社：計算⼒が身に付く

数学基礎／佐野公朗／学術図書出版社 
授業形態 講義 
注意備考 数学・情報教育センターと学習支援センターの指示に従って履修すること。高校

で学んだ数学の内容を整理や復習することが望ましい。 
シラバスコード FIA19A1 
実務経験のある教員  
達成目標 １年次の数学（微分積分学）を学ぶ上で必要な三角関数，指数関数，対数関数の

基本概念を理解し，これらの簡単な計算が自在にできるようになること。 
受講者へのコメント (前期) しっかり予習して講義に臨んでほしい。解からない所があったり，赤プリ

ントをもらったら，必ず学習相談室に来てほしい。いっしょに頑張りましょう。 
連絡先 和⽥ ２５号館５階学習相談室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 (前期)A については、欠席回数 3・4 回の学生が 20％で、欠席するとわからなく
なるので、欠席しないでください。また、授業時間外の学習が 30 分程度の学生
が 50％で、その内訳は宿題に取り組んだ学生が 70％だったので、もっと予習に
⼒を入れてほしい。B については、理解が深まったや技能・技術が向上したが多
かった。C については、全体的に満足していると思われる。E については、少数



意見として 1 回の授業で扱う量が多いが 14%であったが、１５回で高校の数学
の三角関数まで終わるにはぎりぎりのゆっくりしたペースであることを理解し
て 

英文科目名  
関連科目 本科目に引き続き、学科の数学系科目を履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 (前期)説明の時間を少しでも少なくして，問題を解く時間をもう少し確保した

い。 
講義目的 1 年次の数学の単位修得に必要な数学の基本的内容を学習する．さらに，これを

理解して簡単な計算が自在にできるようにする。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 1 整式の加法・減法, 2 単項式の積と商, 3 整式の積について説明する。 

2 回 4 基本的な展開公式, 5 発展的な展開公式, 6 因数分解（共通因数）につい
て解説する。 
3 回 7 2 次式の因数分解, 8 因数分解（たすきがけ）, 9 因数分解（3 次式）につ
いて説明する。 
4 回 10 整式の除法, 12 分数式の約分・乗法・除法, 13 分数式の加法・減法につ
いて解説する。 
5 回 15 平方根を含む計算, 17 絶対値, 18 複素数について説明する。 
6 回 21 因数分解による 2 次方程式の解法, 22 解の公式による 2 次方程式の解
法, 23 2 次方程式の判別式について解説する。 
7 回 24 解と係数の関係, 25 2 次方程式の立式, 291 次不等式について説明する。 
8 回 30 2 次不等式, 41 y=b, y=ax+b, y=ax^2, y=a/x のグラフ, 42 2 次関数の標
準形について解説する。 
9 回 43 2 次関数のグラフと軸との共有点, 44 2 次関数のグラフと 2 次不等式, 61 
指数法則について説明する。 
10 回 62 指数関数とそのグラフ, 63 指数方程式・不等式, 64 対数の性質につい
て解説する。 
11 回 65 底の変換公式, 66 対数関数のグラフ, 67 対数方程式・不等式について
説明する。 
12 回 69 鋭角の三角比, 70 三角比の計算, 71 余弦定理について解説する。 
13 回 74 一般角と弧度法, 76 一般角の三角関数, 78 三角関数の性質について説
明する。 
14 回 79 正弦関数のグラフ, 80 余弦関数のグラフ, 83 三角関数の加法定理につ
いて解説する。 
15 回 総合的な演習の解法について説明する。 

準備学習 1 回 番号 1，2，3 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
2 回 番号 4，5，6 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
3 回 番号 7，8，9 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
4 回 番号 10，12，13 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
5 回 番号 15，17，18 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
6 回 番号 21，22，23 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
7 回 番号 24，25，29 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 



8 回 番号 30，41，42 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
9 回 番号 43，44，61 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
10 回 番号 62，63，64 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
11 回 番号 65，66，67 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
12 回 番号 69，70，71 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
13 回 番号 74，76，78 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
14 回 番号 79，80，83 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
15 回 これまでの演習を復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FA019G1 
成績評価 課題提出 (60%) と定期試験 (40%) により成績を評価する。 
曜日時限 月曜日 9・10 時限 
対象クラス 生物地球システム学科(06〜11),AA(総)(06〜11),AB(総)(06〜11) 
見出し FA019G1 入門数学(再) 
担当教員名 成広 淳太郎＊ 
単位数 2 
教科書 ドリルと演習シリーズ 基礎数学／日本数学教育学会高専・大学部会教材研究グ

ループ TAMS 編／電気書院 
アクティブラーニング  
キーワード ２次関数，三角関数，指数関数，対数関数 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 入門数学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 教養の数学／「教養の数学」編集委員会編 ／学術図書出版社：計算⼒が身に付く

数学基礎／佐野公朗／学術図書出版社 
授業形態 講義 
注意備考 数学・情報教育センターと学習支援センターの指示に従って履修すること。高校

で学んだ数学の内容を整理や復習することが望ましい。 
シラバスコード FIA19B1 
実務経験のある教員  
達成目標 １年次の数学（微分積分学）を学ぶ上で必要な三角関数，指数関数，対数関数の

基本概念を理解し，これらの簡単な計算が自在にできるようになること。 
受講者へのコメント  
連絡先 成広 ２５号館７階非常勤講師控室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 本科目に引き続き、学科の数学系科目を履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 1 年次の数学の単位修得に必要な数学の基本的内容を学習する．さらに，これを

理解して簡単な計算が自在にできるようにする。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 1 整式の加法・減法, 2 単項式の積と商, 3 整式の積について説明する。 

2 回 4 基本的な展開公式, 5 発展的な展開公式, 6 因数分解（共通因数）につい
て解説する。 
3 回 7 2 次式の因数分解, 8 因数分解（たすきがけ）, 9 因数分解（3 次式）につ



いて説明する。 
4 回 10 整式の除法, 12 分数式の約分・乗法・除法, 13 分数式の加法・減法につ
いて解説する。 
5 回 15 平方根を含む計算, 17 絶対値, 18 複素数について説明する。 
6 回 21 因数分解による 2 次方程式の解法, 22 解の公式による 2 次方程式の解
法, 23 2 次方程式の判別式について解説する。 
7 回 24 解と係数の関係, 25 2 次方程式の立式, 291 次不等式について説明する。 
8 回 30 2 次不等式, 41 y=b, y=ax+b, y=ax^2, y=a/x のグラフ, 42 2 次関数の標
準形について解説する。 
9 回 43 2 次関数のグラフと軸との共有点, 44 2 次関数のグラフと 2 次不等式, 61 
指数法則について説明する。 
10 回 62 指数関数とそのグラフ, 63 指数方程式・不等式, 64 対数の性質につい
て解説する。 
11 回 65 底の変換公式, 66 対数関数のグラフ, 67 対数方程式・不等式について
説明する。 
12 回 69 鋭角の三角比, 70 三角比の計算, 71 余弦定理について解説する。 
13 回 74 一般角と弧度法, 76 一般角の三角関数, 78 三角関数の性質について説
明する。 
14 回 79 正弦関数のグラフ, 80 余弦関数のグラフ, 83 三角関数の加法定理につ
いて解説する。 
15 回 総合的な演習の解法について説明する。 

準備学習 1 回 番号 1，2，3 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
2 回 番号 4，5，6 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
3 回 番号 7，8，9 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
4 回 番号 10，12，13 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
5 回 番号 15，17，18 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
6 回 番号 21，22，23 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
7 回 番号 24，25，29 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
8 回 番号 30，41，42 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
9 回 番号 43，44，61 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
10 回 番号 62，63，64 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
11 回 番号 65，66，67 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
12 回 番号 69，70，71 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
13 回 番号 74，76，78 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
14 回 番号 79，80，83 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
15 回 これまでの演習を復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FA02711 
成績評価 提出課題（２０％）＋小テストの結果（３０％）＋定期試験（５０％）により成

績を評価する。但し、定期試験において基準点を設け、得点が１００点満点中、
６０点未満の場合は不合格とする。 

曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス GA(総)(06〜11),GB(総)(06〜11) 
見出し FA02711 入門生物(再) 
担当教員名 森本 政秀＊ 
単位数 2 
教科書 生物科学入門（三訂版）／石川統著／裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード 生命、進化、細菌、植物、動物、細胞、酵素、光合成、呼吸、生殖、遺伝、呼吸、

分化、ＤＮＡ，フェロモン、胚、ミトコンドリア 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 入門生物(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指定しない 
授業形態 講義 
注意備考 入門系は原則として１年生のみの受講です。２年生でも教職取得のために生物が

必要で、１年次未履修の⼈は受講してください。３年生以上の学生諸君の履修は
遠慮してください。どうしてもという⼈はチューターの許可を得ること。 

シラバスコード FIG27B1 
実務経験のある教員  
達成目標 生物や生命現象の基礎・基本的な内容を理解して、大学における専門分野の学習

を進めていくのに必要な能⼒を習得すること。 
受講者へのコメント  
連絡先 ２５号館５Ｆ 学習相談室 ０８６−２５６−８４３８ 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 生物学、生物学実験 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生物や生物現象に関する基本的な概念や原理・法則を理解するとともに、生物学

的な探究の過程と科学の方法を習得し、創造的な能⼒や態度を養う。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  講義の進め方について説明する。生物の特質、生物科学について説明す

る。 



2 回  生命の起源、進化など、生物の歴史を説明する。 
3 回  生物の分類法、細菌界、原生生物界について説明する。 
4 回  菌類界、植物界、動物界に分類し、生物の多様性について説明する。講義
の後半に第１回小テストを行う。 
5 回  生物が、機能上、構造上の単位として細胞から成り立っていることを説明
する。 
6 回  未分化な細胞が分化し、それらが集合して多様な組織や器官ができるこ
とを説明する。 
7 回  生態を構成する物質、酵素、光合成について説明する、 
8 回  解糖系と呼吸、遺伝子の発現、ＤＮＡの複製について説明する。講義の後
半に第２回小テストを行う。 
9 回  植物のいとなみ、動物の器官系について説明する。 
10 回  ⼈間の体内の神経系、内分泌系、免疫系について説明する。 
11 回  生物の殖えかたにおいて、性と生殖、配偶子形成について説明する。 
12 回  受精、胚発生、細胞分化と遺伝子について説明する。 
13 回  遺伝の法則について説明する。講義の後半で第３回小テストを行う。 
14 回  生物の個体と集団において、動物の生得的行動、動物の社会、生物群集
について説明する。 
15 回  生物と⼈間において、⼈間の起源と進化、ヒトの遺伝、ヒトゲノムにつ
いて説明する。講義の後半では、試験の「まとめ」、「解説」をする。 

準備学習 1 回  生物と生物科学の基本について学ぶため、教科書Ｐ．１〜Ｐ．１４まで読
んでおくこと。 
2 回  まとめの問題で復習を行い、生物の歴史について学ぶため、教科書Ｐ．１
８〜Ｐ．３５まで読んでおくこと。 
3 回  まとめの問題で復習を行い、生物の分類などを学ぶため、教科書Ｐ．３８
〜Ｐ．４９まで読んでおくこと。 
4 回  生物の多様性において、原生生物界までの復習をし、菌類界、植物界、動
物界などを学ぶため教科書Ｐ．５０〜Ｐ．６１まで読んでおくこと。第 1 回小テ
ストを行うので、準備をしておくこと。 
5 回  まとめの問題で復習をし、生物のつくりにおいて、細胞の構造について学
ぶため、教科書Ｐ．６３〜Ｐ．７１まで読んでおくこと。 
6 回  細胞の構造について復習をし、細胞分裂、動物の組織、植物の組織と組織
系について学ぶため、教科書Ｐ．７２〜Ｐ．８１まで読んでおくこと。 
7 回  まとめの問題で復習をし、生物のはたらきⅠにおいて、生態を構成する物
質、酵素、光合成について学ぶため、教科書Ｐ．８２〜Ｐ．９５まで読んでおく
こと。 
8 回  生物のはたらきⅠについて復習をし、解糖系と呼吸、遺伝子の発現、ＤＮ
Ａの複製について学ぶため、教科書Ｐ．９６〜Ｐ．１０８まで読んでおくこと。
第２回小テストを行うので、準備しておくこと。 
9 回  まとめの問題で復習をし、生物のはたらきⅡにおいて、植物のいとなみ、
動物の器官系について学ぶため、教科書Ｐ．１１０〜Ｐ．１１７まで読んでおく
こと。 



10 回  生物のはたらきⅡを復習し、神経系、内分泌系、免疫系について学ぶた
め、教科書Ｐ．１１８〜 
Ｐ．１３２まで読んでおくこと。 
11 回  まとめの問題で復習をし、生物の殖えかたにおいて、性と生殖、配偶子
形成について学ぶため、教科書Ｐ．１３４〜Ｐ．１４１まで読んでおくこと。 
12 回  性と生殖、配偶子形成の復習をし、次の過程の受精、胚発生、細胞分化
と遺伝子について学ぶため、教科書Ｐ．１４２〜Ｐ．１５７まで読んでおくこと。 
13 回  子が誕生するまでを復習し、その子の形質が親から伝えられる遺伝につ
いて学ぶため、教科書Ｐ． 
１５９〜Ｐ．１６５まで読んでおくこと。第３回小テストを行うので、準備して
おくこと。 
14 回  まとめの問題で復習をし、生物の個体と集団において、動物の生得的行
動、フェロモン、動物の社会、生物群集について学ぶため、教科書Ｐ．１６７〜
Ｐ．１８２まで読んでおくこと。 
15 回  まとめの問題で復習をし、生物としての⼈間において⼈類の起源と進化、
ヒトの遺伝、ヒトゲノムについて学ぶため、教科書Ｐ．１８３〜Ｐ．１９５まで
読んでおくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FA02712 
成績評価 提出課題（２０％）＋小テストの結果（３０％）＋定期試験（５０％）により成

績を評価する。但し、定期試験において基準点を設け、得点が１００点満点中、
６０点未満の場合は不合格とする。 

曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス GA(総)(06〜11),GB(総)(06〜11) 
見出し FA02712 入門生物(再) 
担当教員名 森本 政秀＊ 
単位数 2 
教科書 生物科学入門（三訂版）／石川統著／裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード 生命、進化、細菌、植物、動物、細胞、酵素、光合成、呼吸、生殖、遺伝、呼吸、

分化、ＤＮＡ，フェロモン、胚、ミトコンドリア 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 入門生物(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指定しない 
授業形態 講義 
注意備考 入門系は原則として１年生のみの受講です。２年生でも教職取得のために生物が

必要で、１年次未履修の⼈は受講してください。３年生以上の学生諸君の履修は
遠慮してください。どうしてもという⼈はチューターの許可を得ること。 

シラバスコード FIG27B2 
実務経験のある教員  
達成目標 生物や生命現象の基礎・基本的な内容を理解して、大学における専門分野の学習

を進めていくのに必要な能⼒を習得すること。 
受講者へのコメント ?授業の初めにやるまとめの問題は宿題の答合わせということで、時間の関係で

詳しくはやりません。わからないことがあれば、学習相談室に来てください。 
連絡先 ２５号館５Ｆ 学習相談室 ０８６−２５６−８４３８ 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この分野への理解が深まった（７２．２％）・授業の目標を達成できた（３８．
９％）、だいたいできた（２７．８％）・授業に満足（４４．４％）、ほぼ満足（３
３．３％）。まあまあ評価をいただき、これからもいろいろ工夫をして、いい授業
ができるようにしていきます。 

英文科目名  
関連科目 生物学、生物学実験 
次回に向けての改善変更予定 ?時々時間が足らなくて急いでやってしまうことがありますので注意します 
講義目的 生物や生物現象に関する基本的な概念や原理・法則を理解するとともに、生物学



的な探究の過程と科学の方法を習得し、創造的な能⼒や態度を養う。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  講義の進め方について説明する。生物の特質、生物科学について説明す

る。 
2 回  生命の起源、進化など、生物の歴史を説明する。 
3 回  生物の分類法、細菌界、原生生物界について説明する。 
4 回  菌類界、植物界、動物界に分類し、生物の多様性について説明する。講義
の後半に第１回小テストを行う。 
5 回  生物が、機能上、構造上の単位として細胞から成り立っていることを説明
する。 
6 回  未分化な細胞が分化し、それらが集合して多様な組織や器官ができるこ
とを説明する。 
7 回  生態を構成する物質、酵素、光合成について説明する、 
8 回  解糖系と呼吸、遺伝子の発現、ＤＮＡの複製について説明する。講義の後
半に第２回小テストを行う。 
9 回  植物のいとなみ、動物の器官系について説明する。 
10 回  ⼈間の体内の神経系、内分泌系、免疫系について説明する。 
11 回  生物の殖えかたにおいて、性と生殖、配偶子形成について説明する。 
12 回  受精、胚発生、細胞分化と遺伝子について説明する。 
13 回  遺伝の法則について説明する。講義の後半で第３回小テストを行う。 
14 回  生物の個体と集団において、動物の生得的行動、動物の社会、生物群集
について説明する。 
15 回  生物と⼈間において、⼈間の起源と進化、ヒトの遺伝、ヒトゲノムにつ
いて説明する。講義の後半では、試験の「まとめ」、「解説」をする。 

準備学習 1 回  生物と生物科学の基本について学ぶため、教科書Ｐ．１〜Ｐ．１４まで読
んでおくこと。 
2 回  まとめの問題で復習を行い、生物の歴史について学ぶため、教科書Ｐ．１
８〜Ｐ．３５まで読んでおくこと。 
3 回  まとめの問題で復習を行い、生物の分類などを学ぶため、教科書Ｐ．３８
〜Ｐ．４９まで読んでおくこと。 
4 回  生物の多様性において、原生生物界までの復習をし、菌類界、植物界、動
物界などを学ぶため教科書Ｐ．５０〜Ｐ．６１まで読んでおくこと。第 1 回小テ
ストを行うので、準備をしておくこと。 
5 回  まとめの問題で復習をし、生物のつくりにおいて、細胞の構造について学
ぶため、教科書Ｐ．６３〜Ｐ．７１まで読んでおくこと。 
6 回  細胞の構造について復習をし、細胞分裂、動物の組織、植物の組織と組織
系について学ぶため、教科書Ｐ．７２〜Ｐ．８１まで読んでおくこと。 
7 回  まとめの問題で復習をし、生物のはたらきⅠにおいて、生態を構成する物
質、酵素、光合成について学ぶため、教科書Ｐ．８２〜Ｐ．９５まで読んでおく
こと。 
8 回  生物のはたらきⅠについて復習をし、解糖系と呼吸、遺伝子の発現、ＤＮ
Ａの複製について学ぶため、教科書Ｐ．９６〜Ｐ．１０８まで読んでおくこと。



第２回小テストを行うので、準備しておくこと。 
9 回  まとめの問題で復習をし、生物のはたらきⅡにおいて、植物のいとなみ、
動物の器官系について学ぶため、教科書Ｐ．１１０〜Ｐ．１１７まで読んでおく
こと。 
10 回  生物のはたらきⅡを復習し、神経系、内分泌系、免疫系について学ぶた
め、教科書Ｐ．１１８〜 
Ｐ．１３２まで読んでおくこと。 
11 回  まとめの問題で復習をし、生物の殖えかたにおいて、性と生殖、配偶子
形成について学ぶため、教科書Ｐ．１３４〜Ｐ．１４１まで読んでおくこと。 
12 回  性と生殖、配偶子形成の復習をし、次の過程の受精、胚発生、細胞分化
と遺伝子について学ぶため、教科書Ｐ．１４２〜Ｐ．１５７まで読んでおくこと。 
13 回  子が誕生するまでを復習し、その子の形質が親から伝えられる遺伝につ
いて学ぶため、教科書Ｐ． 
１５９〜Ｐ．１６５まで読んでおくこと。第３回小テストを行うので、準備して
おくこと。 
14 回  まとめの問題で復習をし、生物の個体と集団において、動物の生得的行
動、フェロモン、動物の社会、生物群集について学ぶため、教科書Ｐ．１６７〜
Ｐ．１８２まで読んでおくこと。 
15 回  まとめの問題で復習をし、生物としての⼈間において⼈類の起源と進化、
ヒトの遺伝、ヒトゲノムについて学ぶため、教科書Ｐ．１８３〜Ｐ．１９５まで
読んでおくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FA027A1 
成績評価 評価にあたって， 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(06〜12),バイオ・応用化学科(06〜12),機械システム工学科(06〜12),電気

電子システム学科(06〜12),情報工学科(06〜12),知能機械工学科(06〜12),生体
医工学科(06〜12),建築学科(06〜12),工学プロジェクトコース(06〜12),生物地
球学部(06〜12) 

見出し FA027A1 入門物理 
担当教員名 山口 雅之＊ 
単位数 2 
教科書 作成教材を毎回配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード SI 単位，変位，x-t グラフ，v-t グラフ，速度，加速度，運動方程式，仕事，エネ

ルギー，エネルギーの原理，⼒学的エネルギー保存の法則 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 話すスピードには気をつけます。 
科目名 入門物理 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 新しい高校物理の教科書/山本明利他（講談社）：⼈物で語る物理入門/米沢富美

子（岩波新書） 
授業形態 講義 
注意備考 遅刻，欠席のないようにすること。特別な理由が認められる場合以外は，２年生

以上の履修は認めない。試験は定期試験期間中に行い，試験形態は筆記試験とす
る。 

シラバスコード FGG27A1 
実務経験のある教員  
達成目標 評価にあたって，日常の学習状況を特に重視する．日常の学習の成果（６０％），

定期試験（４０％）で成績を評価する。ただし，日常学習は（小テスト）：（課題）
＝２：１で評価する。これらの総得点を 100 点に換算し，60 点以上を合格とす
る。また，授業回数の 3 分の 1 以上の欠席がある場合と定期試験が未受験の場合
には無効とみなし，”Ｅ”と評価する。 

受講者へのコメント 継続的な科目であるので、講義を休むことなく、また、まとめて勉強するのでな
く、毎回必ず復習、課題をやって欲しい。前回の内容が理解できてないと、講義
が理解しにくい場合がある。 

連絡先 講師控室 25 号館 ７階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 Ａ ほとんどの学生は課題に取り組むため、授業時間外にある程度学習している
ので大変よい。しかし、授業時間外に全く学習  しなかった者が２割以上、欠
席した者が３割以上いたことは残念である。 



Ｂ 授業を受けることで興味、関心を持ち、理解が深まり、技能が向上したこと
は大いに評価できる。 

英文科目名  
関連科目 物理学Ⅰ・Ⅱ，物理実験，⼒学Ⅰ・Ⅱなど 
次回に向けての改善変更予定 基礎学⼒の個⼈差が大きいので、計算能⼒の低い者にも配慮して講義を進めた

い。 
講義目的 物理学は理工系，医療系科目の基礎になっている。高校で物理が未履修，または

十分に学ぶことができなかった 1 年生を対象に，入門的な解説と演習を行う。物
理学の基本になる⼒やエネルギーを通して，物理的な見方や考え方にふれてい
く。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 教材配布（2 回目以降も毎回配布していく）と学習上の注意。物理量の国際

単位について説明し，平均の速さについての復習をする。 
課題１を提示し宿題(次回提出)とする。 
2 回 課題 1 の解説をする。赤いボールペンで各自の答えに加筆訂正する。添削
した課題 1 を回収する。  
運動の表し方１；変位を図示によって説明する。変位を使って平均の速度を定義
し，平均の速さとの関係に注意しながらその図示についても説明する。運動の様
子を表すのに重要な x-t グラフと呼ばれる変位-時間図から平均の速度や瞬間の
速度を定義する。 
課題 2 を提示する。 
１回目の学習内容について小テストを行う。小テストの答案を回収後解説をす
る。 
3 回 課題 1 を返却する。課題 2 の解説をし、添削を指示する。加筆訂正された
課題 2 を回収する。  
運動の表し方 2；x-t グラフとともに物体の運動の様子を表すのに重要な v-t グラ
フすなわち速度-時間グラフを等速直線運動の場合で説明し，グラフと時間軸で
囲まれる面積が変位になることを説明する。次に，一般の運動の場合の v-t グラ
フで平均の加速度および瞬間の加速度と呼ばれる物理量を定義する。自由落下す
る物体の x-t グラフと v-t グラフの作図と，その図から重⼒加速度を求める課題
３を提示する。 
２回目の学習内容について小テストを行い、小テストの答案を回収後解説をす
る。 
    
※今後、毎回前々回の課題の返却、前回の課題の解説、回収、前回の内容の小テ
スト、教材配布、今回の課題提示を行う。 
4 回 運動の表し方３；課題３の自由落下の v-t グラフが直線になることを確認
し，その傾きから，重⼒加速度を求める。直線になる v-t グラフは等加速度運度
を表していることを説明し，等加速度運動の重要な公式を導出する。 
5 回 ⼒について１；⼒をベクトルの代表例にとり、合⼒を平行四辺形もしくは三
角形の法則で作図する方法を説明する。線形代数を使ったやり方で合⼒の求め方
を説明し，作図したものと一致することを確認する。次に，⼒の分解の仕方を説



明する。 
6 回 ⼒について２；⼒のつりあいを説明し，今まで学習してきたことを利用し
て，つりあいの⼒を求める例題を解説する。 
7 回 ⼒について３；地球上の質量のある物体に作用する重⼒について説明し，そ
の大きさが算出できるようにする。⼒を測るのに重要なフックの法則を説明し，
弾性⼒が算出できるようにする。さらに，静止摩擦⼒について説明し，その大き
さが算出できるようにする。われわれの周りの物体の運動で無視できない動摩擦
⼒について説明し，その大きさが算出できるようにする。 
8 回 ⼒について４；⼒が物体に回転を起こさせる激しさをあらわす⼒のモーメ
ントについて説明し，それを使って重心の位置の算出方法を説明する。 
9 回 運動の法則１；運動方程式を正しく立てるためにも必要な作用反作用の法
則を説明する。次に，マクロな物体の運動を支配する運動の法則を説明し，運動
方程式と関連させて慣性の法則と質量について説明する。単位を上手にとれば運
動方程式が得られることを説明する。最後に運動方程式を立てる手順を説明す
る。 
10 回 運動の法則２；運動の法則の応用として自由落下をはじめとする重⼒場中
の物体の運動を考える。 
11 回 運動の法則３；運動方程式の応用例題を解く手順を確実に習得できるよう
に演習をする。 
12 回 仕事とエネルギー1；変位と同じ向きの⼒のする仕事を定義した後，変位
と⼒の向きが異なる一般的な場合の仕事を説明する。仕事をする速さを表す仕事
率について説明する。運動物体が運動エネルギーと呼ばれる仕事をする能⼒を秘
めていることを説明し，運動方程式を使用して運動エネルギーの式を導出する。
運動エネルギーの変化量が物体の受けた仕事に等しいということを述べている
エネルギーの原理（これは位置エネルギーを理解するのに必要であるし，後ほど
学習する⼒学的エネルギー保存の法則の導出にも使用する極めて重要な原理で
ある）について説明する。 
13 回 仕事とエネルギー2；エネルギーの原理を使い，高いところにある物体の
持つ仕事をする能⼒である重⼒による位置エネルギーの式を導出する。 
14 回 授業アンケートを実施する。  
仕事とエネルギー3；エネルギーの原理の援用により弾性⼒による位置エネルギ
ーについての式を導出する。次に重⼒の例を取り，保存⼒について説明する。重
⼒や弾性⼒など位置エネルギーを持つ⼒が⼒学的エネルギーを保存する保存⼒
であることを説明する。 
15 回 仕事とエネルギー４；⼒学的エネルギー保存の法則について説明する。 
課題 1５を演習させた後、解説する。定期試験の注意をする。最後に今後の学習
のアドバイスをする。 

準備学習 1 回 国際単位系について調べ，また義務教育課程で習った速さについて復習を
しておくこと。 
2 回 前回の学習の定着を確認しながら課題 1 をやり，小テストに備える。変位
と平均速度，ｘ−ｔグラフについて学習内容の概要を把握し，特にグラフの傾き
が何にあたるか考えておくこと。 



3 回 前回の講義を踏まえて，課題２を解いて小テストに備える。等速直線運動を
v-t グラフで表し，そのグラフと時間軸との間の面積が何に当たるかを予習して
おくこと。 
4 回 前回の学習内容を復習しながら課題 3 をやり、小テストに備える。等加速
度直線運動について予習しておくこと。 
5 回 前回の学習内容を復習しながら課題４をやり、小テストに備える。ベクトル
の合成・分解について予習しておくこと。 
6 回 前回の学習内容を復習しながら課題５をやり、小テストに備える。⼒の分
解・⼒のつりあいの概要について予習しておくこと。 
7 回 前回の学習内容を復習しながら課題６をやり、小テストに備える。重⼒・弾
性⼒・摩擦⼒について予習しておくこと。 
8 回 前回の学習内容を復習しながら課題７をやり、小テストに備える。⼒のモー
メントと重心についての概要を予習しておくこと。 
9 回 前回の学習内容を復習しながら課題８をやり、小テストに備える。作用反作
用の法則・慣性の法則および運動の法則の予習をしておくこと。 
10 回 前回の学習内容を復習しながら課題９をやり、小テストに備える。自由落
下の例で運動方程式を立てて，どのような運動をするか考えておくこと。 
11 回 前回の学習内容を復習しながら課題１０をやり、小テストに備える。運動
方程式は入門物理の学習項目中で重要なものであるから，運動方程式を立てる手
順をしっかりと身につけること。 
12 回 前回の学習内容を復習しながら課題１１をやり、小テストに備える。仕事
とエネルギーの学習に入るので，仕事，仕事率，運動エネルギー，エネルギーの
原理について予習をしておくこと。 
13 回 前回の学習内容を復習しながら課題１２をやり、小テストに備える。重⼒
による位置エネルギーについて予習しておくこと。 
14 回 前回の学習内容を復習しながら課題１３をやり、小テストに備える。弾性
⼒によるエネルギーと保存⼒の予習をしておくこと。 
15 回 前回の学習内容を復習しながら課題１４をやり、小テストに備える。位置
エネルギーを持つ⼒は保存⼒であることを理解し、⼒学的エネルギー保存の法則
について概要を予習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FA027A2 
成績評価 課題提出等（３０％）定期考査（７０％） 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 応用数学科(06〜12),応用物理学科(06〜12),基礎理学科(06〜12),生物化学科(06

〜12),臨床生命科学科(06〜12),動物学科(06〜12),知能機械工学科(06〜12),生体
医工学科(06〜12),工学プロジェクトコース(06〜12) 

見出し FA027A2 入門化学 
担当教員名 二場 敬史＊ 
単位数 2 
教科書 Primary 大学テキスト これだけはおさえたい「化学」／井口洋夫・木下實・斎

藤幸一ほか／実教出版（ISBN978-4-407-31988-0） 
アクティブラーニング  
キーワード 高等学校化学分野の基礎知識を再確認する 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 入門化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 講義 
注意備考 入門系は原則として 1 年生のみの受講です。2 年生でも教職取得のために化学が

必要で、1 年次未履修の⼈は受講してください。3 年生以上の学生諸君の履修は
遠慮してください。どうしてもという⼈はチューターの許可を得ること。 

シラバスコード FSB27A2 
実務経験のある教員  
達成目標 日常生活の中で、生命科学、地球科学、環境科学等での化学分野への理解と応用

ができるような知識を身につけること。 
受講者へのコメント  
連絡先 学習相談室（２５号館５階 9:00〜17:00）にいます。 

ほかに数学、物理、生物、英語の担当者が常駐していますので、是非質問に来て
ください。 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 高等学校化学Ⅰ・Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 化学の基本的な知識を身につけ、各現象や反応が私たちの生活の身近な部分にど

のような影響を与えているのかを知ること。それにより化学の基礎を学び、その
関心を高め、さらに専門科目への準備と生活への応用として利用してもらいた



い。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション・講義内容の確認をする。また、第 1 章 3 節５より化

学の歴史について説明をする。 
2 回 1 節。物質の探求として、混合物と純物質、化合物と単体に分類する。さら
に混合物の分離方法にはどんなものがあるのかを紹介する。 
3 回 2 節。物質の構成粒子。原子の構造と分子の成り立ち、さらに電子配置とイ
オンのでき方について学習する。元素の性質と周期表は電子配置と関係が深いこ
と、その周期表にもとずく元素の分類、特徴についてもう一度確認する。 
4 回 3 節。物質量と化学反応式では、基本となる原子量、分子量、式量の概念を
理解し、これを活用して物質量とは何かを理解する。単位粒子であるアボガドロ
定数について学習する。 
5 回 化学結合と結晶の 1 回目は、原子・分子・イオンがどのように結合するのか
を学習する。そのうちのイオン結合の形成とイオン結晶の性質、また共有結合に
よる分子の形成とその構造式、分子の種類について説明する。 
6 回 化学結合と結晶の 2 回目は前回の続きとして分子間の結合や極性、水素結
合、配位結合などについて学習する。 
7 回 化学結合と結晶の 3 回目は金属結合の特徴や、その結晶格子の種類、性質
について学習する。さらに、原子半径、密度の計算をする。 
8 回 1 節 物質は温度、圧⼒によって気体・液体・固体のいずれかの状態をとり、
その状態の変化を集合状態と熱運動から説明する。変化に伴う熱の出入り、体積
や質量の変化について、また、蒸気圧と温度の関係から沸騰についても学習する。 
9 回 2 節 気体の性質 1 回目として ボイル・シャルルの法則より、体積、圧
⼒、温度の関係が計算できるようにする。さらに気体定数と状態方程式について
学び、気体の分子量を求めることができるようにする。 
10 回 気体の性質 2 回目。実在気体と理想気体の違いについて説明する。また、
混合気体の分圧と全圧についても学習する。 
11 回 3 節 溶液の 1 回目。溶解には物質と溶媒の極性が関係していることを理
解する。固体の溶解度は温度が高くなるほど大きくなることと、それを利用した
再結晶についても説明する。 
12 回 溶液の 2 回目。同じ温度では蒸気圧は溶液の方が溶媒より低くなり、また
半透膜で濃度が異なる溶液を仕切ると溶媒分子が移動する浸透について学習す
る。さらにコロイド溶液の性質について説明する。 
13 回 4 節 酸と塩基の 1 回目。酸・塩基の定義とは何か、オキソニウムイオン
とは何かについて学習する。さらに酸・塩基の強弱と電離の関係、酸性、中性、
塩基性の定義とｐH の意味につて説明する。 
14 回 酸・塩基の 2 回目 中和反応、塩の定義、中和における酸・塩基の量的関
係、中和滴定とｐH について説明する。 
15 回 5 節 酸化還元反応。酸化・還元とは何か、酸素、水素、電子の授受で説
明できることを確認する。さらに酸化数の概念、酸化剤・還元剤について学習す
る。 

準備学習 1 回 シラバスを確認し、教材に目を通しておくこと。古典法則もまとめておくこ



と。第 2 回の授業についても予習をしておくこと。 
2 回 「教科書 1.1〜1.2」  各現象、混合物の分離方法などについて、図・写真
等を見て今までに学習してきたものをまとめておくこと。（節末問題 1-1 をやっ
ておくこと。） 
3 回 「教科書 2.1〜2.3」 まず周期表での主な元素の位置を確認しておくこと。
元素の化学的性質と電子配置について調べておくこと。教科書の次回の範囲をよ
く見ておくこと。（節末問題 1-2 をやっておくこと。） 
4 回 「教科書 3.1〜3.4」 分子量、式量、の計算ができるようにしておくこと、
さらに組成式も作れるようにしておくこと。気体 1 モルの占める体積、分子の数、
モル質量とは何か調べておくこと。次回からの第 4 節をよく読んでおくこと。（節
末問題 1-3 をやっておくこと。） 
5 回 「教科書 4.1」 イオンの生成、種類についてよく復習しておくこと。再度、
組成式の作り方、名称についてもできるようにしておくこと。 
6 回 「教科書 4.2〜4.3」 分子間に働く⼒を考えるのに例としてドライアイスの
性質について調べておくこと。氷と水の違いを分子がどのような状態になってい
るのかも調べておくこと。 
7 回 「教科書 4.4」 今までに習った化学結合をまとめておくこと。金属はイオ
ン結晶と同じイオンからできているが、その性質、結合の仕方の違いを調べてお
くこと。（節末問題 1-4 をやっておくこと。） 
8 回 「第 2 章 1.1〜1.2」 分子運動、気体・液体・固体のそれぞれの現象につい
て、また蒸発、沸騰の違いは何か調べておくこと。次回の範囲も含めてよく見て
おくこと。（節末問題 2-1 をやっておくこと。） 
9 回 「教科書 2.1」 気体の体積、圧⼒、温度、物質量の関係がどのようなもの
であったか調べておくこと。 
10 回 「教科書 2.2」 実在気体とは何か、混合気体である空気の分子量はいく
らになるのか調べておくこと。（節末問題 2-2 をやっておくこと。） 
11 回 「教科書 3.1〜3.2」 今までに習った濃度計算についてまとめておくこと。
さらに、溶解という現象はどのようなものか、飽和溶液、溶解度の語句とあわせ
て調べておくこと。 
12 回 「教科書 3.3〜3.4」 溶液はなぜ凍りにくいのか。溶液の沸点、蒸気圧は
どうだろう調べておくこと。（節末問題 2-3 をやっておくこと。） 
13 回 「教科書第 3 章 4.1」 酸とは何か、塩基とは何か、今までに習ったもの
をまとめ、教科書の酸・塩基の範囲をよく復習しておくこと。 
14 回 「教科書 4.2〜4.3」 通話反応の特徴とそれにより生じる塩の性質、中和
滴定とは何か教科書をよく読んで置くこと。（節末問題 3-4 をやっておくこと。） 
15 回 「教科書 5.1〜5.2」 今までに習った酸化と還元とはどういったものであ
るのかをまとめておくこと。（節末問題 3-5 をやっておくこと。） 

 



年度 2012 
授業コード FA027B1 
成績評価 提出課題（２０％）＋小テストの結果（３０％）＋定期試験（５０％）により成

績を評価する。但し、定期試験において基準点を設け、得点が１００点満点中、
６０点未満の場合は不合格とする。 

曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(06〜12),バイオ・応用化学科(06〜12),知能機械工学科(06〜12),生体医工

学科(06〜12),工学プロジェクトコース(06〜12),生物地球学部(06〜12) 
見出し FA027B1 入門生物 
担当教員名 森本 政秀＊ 
単位数 2 
教科書 生物科学入門（三訂版）／石川統著／裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード 生命、進化、細菌、植物、動物、細胞、酵素、光合成、呼吸、生殖、遺伝、呼吸、

分化、ＤＮＡ，フェロモン、胚、ミトコンドリア 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 入門生物 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指定しない 
授業形態 講義 
注意備考 入門系は原則として１年生のみの受講です。２年生でも教職取得のために生物が

必要で、１年次未履修の⼈は受講してください。３年生以上の学生諸君の履修は
遠慮してください。どうしてもという⼈はチューターの許可を得ること。 

シラバスコード FGG27B1 
実務経験のある教員  
達成目標 生物や生命現象の基礎・基本的な内容を理解して、大学における専門分野の学習

を進めていくのに必要な能⼒を習得すること。 
受講者へのコメント 入門ということなので、専門に行くまでの基礎の段階です。宿題などでわからな

いことがあれば、学習相談室を利用してください。休んだ時のプリントは、ちゃ
んと保管していますので、取りに来てください。 

連絡先 ２５号館５Ｆ 学習相談室 ０８６−２５６−８４３８ 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業の取り組みについては、86.4％の学生が宿題に取り組んでいたが、学習相談
室を利用したのは 1 名である。もう少し利用してほしい。授業を受けてよかった
点は 71.2％が理解が深まった。総合評価はややよかったと思う。 

英文科目名  
関連科目 生物学、生物学実験 
次回に向けての改善変更予定 時々、終わりの方で急いでやってしまったことがあったので、これからは、ない



ように心がける。 
講義目的 生物や生物現象に関する基本的な概念や原理・法則を理解するとともに、生物学

的な探究の過程と科学の方法を習得し、創造的な能⼒や態度を養う。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  講義の進め方について説明する。生物の特質、生物科学について説明す

る。 
2 回  生命の起源、進化など、生物の歴史を説明する。 
3 回  生物の分類法、細菌界、原生生物界について説明する。 
4 回  菌類界、植物界、動物界に分類し、生物の多様性について説明する。講義
の後半に第１回小テストを行う。 
5 回  生物が、機能上、構造上の単位として細胞から成り立っていることを説明
する。 
6 回  未分化な細胞が分化し、それらが集合して多様な組織や器官ができるこ
とを説明する。 
7 回  生態を構成する物質、酵素、光合成について説明する、 
8 回  解糖系と呼吸、遺伝子の発現、ＤＮＡの複製について説明する。講義の後
半に第２回小テストを行う。 
9 回  植物のいとなみ、動物の器官系について説明する。 
10 回  ⼈間の体内の神経系、内分泌系、免疫系について説明する。 
11 回  生物の殖えかたにおいて、性と生殖、配偶子形成について説明する。 
12 回  受精、胚発生、細胞分化と遺伝子について説明する。 
13 回  遺伝の法則について説明する。講義の後半で第３回小テストを行う。 
14 回  生物の個体と集団において、動物の生得的行動、動物の社会、生物群集
について説明する。 
15 回  生物と⼈間において、⼈間の起源と進化、ヒトの遺伝、ヒトゲノムにつ
いて説明する。講義の後半では、試験の「まとめ」、「解説」をする。 

準備学習 1 回  生物と生物科学の基本について学ぶため、教科書Ｐ．１〜Ｐ．１４まで読
んでおくこと。 
2 回  まとめの問題で復習を行い、生物の歴史について学ぶため、教科書Ｐ．１
８〜Ｐ．３５まで読んでおくこと。 
3 回  まとめの問題で復習を行い、生物の分類などを学ぶため、教科書Ｐ．３８
〜Ｐ．４９まで読んでおくこと。 
4 回  生物の多様性において、原生生物界までの復習をし、菌類界、植物界、動
物界などを学ぶため教科書Ｐ．５０〜Ｐ．６１まで読んでおくこと。第 1 回小テ
ストを行うので、準備をしておくこと。 
5 回  まとめの問題で復習をし、生物のつくりにおいて、細胞の構造について学
ぶため、教科書Ｐ．６３〜Ｐ．７１まで読んでおくこと。 
6 回  細胞の構造について復習をし、細胞分裂、動物の組織、植物の組織と組織
系について学ぶため、教科書Ｐ．７２〜Ｐ．８１まで読んでおくこと。 
7 回  まとめの問題で復習をし、生物のはたらきⅠにおいて、生態を構成する物
質、酵素、光合成について学ぶため、教科書Ｐ．８２〜Ｐ．９５まで読んでおく
こと。 



8 回  生物のはたらきⅠについて復習をし、解糖系と呼吸、遺伝子の発現、ＤＮ
Ａの複製について学ぶため、教科書Ｐ．９６〜Ｐ．１０８まで読んでおくこと。
第２回小テストを行うので、準備しておくこと。 
9 回  まとめの問題で復習をし、生物のはたらきⅡにおいて、植物のいとなみ、
動物の器官系について学ぶため、教科書Ｐ．１１０〜Ｐ．１１７まで読んでおく
こと。 
10 回  生物のはたらきⅡを復習し、神経系、内分泌系、免疫系について学ぶた
め、教科書Ｐ．１１８〜 
Ｐ．１３２まで読んでおくこと。 
11 回  まとめの問題で復習をし、生物の殖えかたにおいて、性と生殖、配偶子
形成について学ぶため、教科書Ｐ．１３４〜Ｐ．１４１まで読んでおくこと。 
12 回  性と生殖、配偶子形成の復習をし、次の過程の受精、胚発生、細胞分化
と遺伝子について学ぶため、教科書Ｐ．１４２〜Ｐ．１５７まで読んでおくこと。 
13 回  子が誕生するまでを復習し、その子の形質が親から伝えられる遺伝につ
いて学ぶため、教科書Ｐ． 
１５９〜Ｐ．１６５まで読んでおくこと。第３回小テストを行うので、準備して
おくこと。 
14 回  まとめの問題で復習をし、生物の個体と集団において、動物の生得的行
動、フェロモン、動物の社会、生物群集について学ぶため、教科書Ｐ．１６７〜
Ｐ．１８２まで読んでおくこと。 
15 回  まとめの問題で復習をし、生物としての⼈間において⼈類の起源と進化、
ヒトの遺伝、ヒトゲノムについて学ぶため、教科書Ｐ．１８３〜Ｐ．１９５まで
読んでおくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FA027B2 
成績評価 提出課題（２０％）＋小テストの結果（３０％）＋定期試験（５０％）により成

績を評価する。但し、定期試験において基準点を設け、得点が１００点満点中、
６０点未満の場合は不合格とする。 

曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 応用数学科(06〜12),化学科(06〜12),応用物理学科(06〜12),基礎理学科(06〜

12),生物化学科(06〜12),臨床生命科学科(06〜12),動物学科(06〜12),バイオ・応
用化学科(06〜12),知能機械工学科(06〜12),生体医工学科(06〜12),工学プロジ
ェクトコース(06〜12) 

見出し FA027B2 入門生物 
担当教員名 森本 政秀＊ 
単位数 2 
教科書 生物科学入門（三訂版）／石川統著／裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード 生命、進化、細菌、植物、動物、細胞、酵素、光合成、呼吸、生殖、遺伝、呼吸、

分化、ＤＮＡ，フェロモン、胚、ミトコンドリア 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 入門生物 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指定しない 
授業形態 講義 
注意備考 入門系は原則として１年生のみの受講です。２年生でも教職取得のために生物が

必要で、１年次未履修の⼈は受講してください。３年生以上の学生諸君の履修は
遠慮してください。どうしてもという⼈はチューターの許可を得ること。 

シラバスコード FSB27B2 
実務経験のある教員  
達成目標 生物や生命現象の基礎・基本的な内容を理解して、大学における専門分野の学習

を進めていくのに必要な能⼒を習得すること。 
受講者へのコメント 授業の初めにやるまとめの問題は宿題の答合わせということで、時間の関係で詳

しくはやりません。わからないことがあれば、学習相談室に来てください。 
連絡先 ２５号館５Ｆ 学習相談室 ０８６−２５６−８４３８ 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この分野への理解が深まった（７２．２％）・授業の目標を達成できた（３８．
９％）、だいたいできた（２７．８％）・授業に満足（４４．４％）、ほぼ満足（３
３．３％）。まあまあ評価をいただき、これからもいろいろ工夫をして、いい授業
ができるようにしていきます。 

英文科目名  



関連科目 生物学、生物学実験 
次回に向けての改善変更予定 時々時間が足らなくて急いでやってしまうことがありますので注意します。 
講義目的 生物や生物現象に関する基本的な概念や原理・法則を理解するとともに、生物学

的な探究の過程と科学の方法を習得し、創造的な能⼒や態度を養う。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  講義の進め方について説明する。生物の特質、生物科学について説明す

る。 
2 回  生命の起源、進化など、生物の歴史を説明する。 
3 回  生物の分類法、細菌界、原生生物界について説明する。 
4 回  菌類界、植物界、動物界に分類し、生物の多様性について説明する。講義
の後半に第１回小テストを行う。 
5 回  生物が、機能上、構造上の単位として細胞から成り立っていることを説明
する。 
6 回  未分化な細胞が分化し、それらが集合して多様な組織や器官ができるこ
とを説明する。 
7 回  生態を構成する物質、酵素、光合成について説明する、 
8 回  解糖系と呼吸、遺伝子の発現、ＤＮＡの複製について説明する。講義の後
半に第２回小テストを行う。 
9 回  植物のいとなみ、動物の器官系について説明する。 
10 回  ⼈間の体内の神経系、内分泌系、免疫系について説明する。 
11 回  生物の殖えかたにおいて、性と生殖、配偶子形成について説明する。 
12 回  受精、胚発生、細胞分化と遺伝子について説明する。 
13 回  遺伝の法則について説明する。講義の後半で第３回小テストを行う。 
14 回  生物の個体と集団において、動物の生得的行動、動物の社会、生物群集
について説明する。 
15 回  生物と⼈間において、⼈間の起源と進化、ヒトの遺伝、ヒトゲノムにつ
いて説明する。講義の後半では、試験の「まとめ」、「解説」をする。 

準備学習 1 回  生物と生物科学の基本について学ぶため、教科書Ｐ．１〜Ｐ．１４まで読
んでおくこと。 
2 回  まとめの問題で復習を行い、生物の歴史について学ぶため、教科書Ｐ．１
８〜Ｐ．３５まで読んでおくこと。 
3 回  まとめの問題で復習を行い、生物の分類などを学ぶため、教科書Ｐ．３８
〜Ｐ．４９まで読んでおくこと。 
4 回  生物の多様性において、原生生物界までの復習をし、菌類界、植物界、動
物界などを学ぶため教科書Ｐ．５０〜Ｐ．６１まで読んでおくこと。第 1 回小テ
ストを行うので、準備をしておくこと。 
5 回  まとめの問題で復習をし、生物のつくりにおいて、細胞の構造について学
ぶため、教科書Ｐ．６３〜Ｐ．７１まで読んでおくこと。 
6 回  細胞の構造について復習をし、細胞分裂、動物の組織、植物の組織と組織
系について学ぶため、教科書Ｐ．７２〜Ｐ．８１まで読んでおくこと。 
7 回  まとめの問題で復習をし、生物のはたらきⅠにおいて、生態を構成する物
質、酵素、光合成について学ぶため、教科書Ｐ．８２〜Ｐ．９５まで読んでおく



こと。 
8 回  生物のはたらきⅠについて復習をし、解糖系と呼吸、遺伝子の発現、ＤＮ
Ａの複製について学ぶため、教科書Ｐ．９６〜Ｐ．１０８まで読んでおくこと。
第２回小テストを行うので、準備しておくこと。 
9 回  まとめの問題で復習をし、生物のはたらきⅡにおいて、植物のいとなみ、
動物の器官系について学ぶため、教科書Ｐ．１１０〜Ｐ．１１７まで読んでおく
こと。 
10 回  生物のはたらきⅡを復習し、神経系、内分泌系、免疫系について学ぶた
め、教科書Ｐ．１１８〜 
Ｐ．１３２まで読んでおくこと。 
11 回  まとめの問題で復習をし、生物の殖えかたにおいて、性と生殖、配偶子
形成について学ぶため、教科書Ｐ．１３４〜Ｐ．１４１まで読んでおくこと。 
12 回  性と生殖、配偶子形成の復習をし、次の過程の受精、胚発生、細胞分化
と遺伝子について学ぶため、教科書Ｐ．１４２〜Ｐ．１５７まで読んでおくこと。 
13 回  子が誕生するまでを復習し、その子の形質が親から伝えられる遺伝につ
いて学ぶため、教科書Ｐ． 
１５９〜Ｐ．１６５まで読んでおくこと。第３回小テストを行うので、準備して
おくこと。 
14 回  まとめの問題で復習をし、生物の個体と集団において、動物の生得的行
動、フェロモン、動物の社会、生物群集について学ぶため、教科書Ｐ．１６７〜
Ｐ．１８２まで読んでおくこと。 
15 回  まとめの問題で復習をし、生物としての⼈間において⼈類の起源と進化、
ヒトの遺伝、ヒトゲノムについて学ぶため、教科書Ｐ．１８３〜Ｐ．１９５まで
読んでおくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FA027E2 
成績評価 課題提出等（３０％）定期考査（７０％） 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス GA(総)(06〜11),GB(総)(06〜11) 
見出し FA027E2 入門化学(再) 
担当教員名 二場 敬史＊ 
単位数 2 
教科書 Primary 大学テキスト これだけはおさえたい「化学」／井口洋夫・木下實・斎

藤幸一ほか／実教出版（ISBN978-4-407-31988-0） 
アクティブラーニング  
キーワード 高等学校化学分野の基礎知識を再確認する 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 入門化学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 講義 
注意備考 入門系は原則として 1 年生のみの受講です。2 年生でも教職取得のために化学が

必要で、1 年次未履修の⼈は受講してください。3 年生以上の学生諸君の履修は
遠慮してください。どうしてもという⼈はチューターの許可を得ること。 

シラバスコード FIG27A2 
実務経験のある教員  
達成目標 日常生活の中で、生命科学、地球科学、環境科学等での化学分野への理解と応用

ができるような知識を身につけること。 
受講者へのコメント  
連絡先 学習相談室（２５号館５階 9:00〜17:00）にいます。 

ほかに数学、物理、生物、英語の担当者が常駐していますので、是非質問に来て
ください。 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 高等学校化学Ⅰ・Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 化学の基本的な知識を身につけ、各現象や反応が私たちの生活の身近な部分にど

のような影響を与えているのかを知ること。それにより化学の基礎を学び、その
関心を高め、さらに専門科目への準備と生活への応用として利用してもらいた
い。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 オリエンテーション・講義内容の確認をする。また、第 1 章 3 節５より化
学の歴史について説明をする。 
2 回 1 節。物質の探求として、混合物と純物質、化合物と単体に分類する。さら
に混合物の分離方法にはどんなものがあるのかを紹介する。 
3 回 2 節。物質の構成粒子。原子の構造と分子の成り立ち、さらに電子配置とイ
オンのでき方について学習する。元素の性質と周期表は電子配置と関係が深いこ
と、その周期表にもとずく元素の分類、特徴についてもう一度確認する。 
4 回 3 節。物質量と化学反応式では、基本となる原子量、分子量、式量の概念を
理解し、これを活用して物質量とは何かを理解する。単位粒子であるアボガドロ
定数について学習する。 
5 回 化学結合と結晶の 1 回目は、原子・分子・イオンがどのように結合するのか
を学習する。そのうちのイオン結合の形成とイオン結晶の性質、また共有結合に
よる分子の形成とその構造式、分子の種類について説明する。 
6 回 化学結合と結晶の 2 回目は前回の続きとして分子間の結合や極性、水素結
合、配位結合などについて学習する。 
7 回 化学結合と結晶の 3 回目は金属結合の特徴や、その結晶格子の種類、性質
について学習する。さらに、原子半径、密度の計算をする。 
8 回 1 節 物質は温度、圧⼒によって気体・液体・固体のいずれかの状態をとり、
その状態の変化を集合状態と熱運動から説明する。変化に伴う熱の出入り、体積
や質量の変化について、また、蒸気圧と温度の関係から沸騰についても学習する。 
9 回 2 節 気体の性質 1 回目として ボイル・シャルルの法則より、体積、圧
⼒、温度の関係が計算できるようにする。さらに気体定数と状態方程式について
学び、気体の分子量を求めることができるようにする。 
10 回 気体の性質 2 回目。実在気体と理想気体の違いについて説明する。また、
混合気体の分圧と全圧についても学習する。 
11 回 3 節 溶液の 1 回目。溶解には物質と溶媒の極性が関係していることを理
解する。固体の溶解度は温度が高くなるほど大きくなることと、それを利用した
再結晶についても説明する。 
12 回 溶液の 2 回目。同じ温度では蒸気圧は溶液の方が溶媒より低くなり、また
半透膜で濃度が異なる溶液を仕切ると溶媒分子が移動する浸透について学習す
る。さらにコロイド溶液の性質について説明する。 
13 回 4 節 酸と塩基の 1 回目。酸・塩基の定義とは何か、オキソニウムイオン
とは何かについて学習する。さらに酸・塩基の強弱と電離の関係、酸性、中性、
塩基性の定義とｐH の意味につて説明する。 
14 回 酸・塩基の 2 回目 中和反応、塩の定義、中和における酸・塩基の量的関
係、中和滴定とｐH について説明する。 
15 回 5 節 酸化還元反応。酸化・還元とは何か、酸素、水素、電子の授受で説
明できることを確認する。さらに酸化数の概念、酸化剤・還元剤について学習す
る。 

準備学習 1 回 シラバスを確認し、教材に目を通しておくこと。古典法則もまとめておくこ
と。第 2 回の授業についても予習をしておくこと。 
2 回 「教科書 1.1〜1.2」  各現象、混合物の分離方法などについて、図・写真



等を見て今までに学習してきたものをまとめておくこと。（節末問題 1-1 をやっ
ておくこと。） 
3 回 「教科書 2.1〜2.3」 まず周期表での主な元素の位置を確認しておくこと。
元素の化学的性質と電子配置について調べておくこと。教科書の次回の範囲をよ
く見ておくこと。（節末問題 1-2 をやっておくこと。） 
4 回 「教科書 3.1〜3.4」 分子量、式量、の計算ができるようにしておくこと、
さらに組成式も作れるようにしておくこと。気体 1 モルの占める体積、分子の数、
モル質量とは何か調べておくこと。次回からの第 4 節をよく読んでおくこと。（節
末問題 1-3 をやっておくこと。） 
5 回 「教科書 4.1」 イオンの生成、種類についてよく復習しておくこと。再度、
組成式の作り方、名称についてもできるようにしておくこと。 
6 回 「教科書 4.2〜4.3」 分子間に働く⼒を考えるのに例としてドライアイスの
性質について調べておくこと。氷と水の違いを分子がどのような状態になってい
るのかも調べておくこと。 
7 回 「教科書 4.4」 今までに習った化学結合をまとめておくこと。金属はイオ
ン結晶と同じイオンからできているが、その性質、結合の仕方の違いを調べてお
くこと。（節末問題 1-4 をやっておくこと。） 
8 回 「第 2 章 1.1〜1.2」 分子運動、気体・液体・固体のそれぞれの現象につい
て、また蒸発、沸騰の違いは何か調べておくこと。次回の範囲も含めてよく見て
おくこと。（節末問題 2-1 をやっておくこと。） 
9 回 「教科書 2.1」 気体の体積、圧⼒、温度、物質量の関係がどのようなもの
であったか調べておくこと。 
10 回 「教科書 2.2」 実在気体とは何か、混合気体である空気の分子量はいく
らになるのか調べておくこと。（節末問題 2-2 をやっておくこと。） 
11 回 「教科書 3.1〜3.2」 今までに習った濃度計算についてまとめておくこと。
さらに、溶解という現象はどのようなものか、飽和溶液、溶解度の語句とあわせ
て調べておくこと。 
12 回 「教科書 3.3〜3.4」 溶液はなぜ凍りにくいのか。溶液の沸点、蒸気圧は
どうだろう調べておくこと。（節末問題 2-3 をやっておくこと。） 
13 回 「教科書第 3 章 4.1」 酸とは何か、塩基とは何か、今までに習ったもの
をまとめ、教科書の酸・塩基の範囲をよく復習しておくこと。 
14 回 「教科書 4.2〜4.3」 通話反応の特徴とそれにより生じる塩の性質、中和
滴定とは何か教科書をよく読んで置くこと。（節末問題 3-4 をやっておくこと。） 
15 回 「教科書 5.1〜5.2」 今までに習った酸化と還元とはどういったものであ
るのかをまとめておくこと。（節末問題 3-5 をやっておくこと。） 

 



年度 2012 
授業コード FA027E2a 
成績評価 課題提出等（３０％）定期考査（７０％） 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス BA(工)(07〜10),BB(工)(07〜10) 
見出し FA027E2a 入門化学(再) 
担当教員名 二場 敬史＊ 
単位数 2 
教科書 Primary 大学テキスト これだけはおさえたい「化学」／井口洋夫・木下實・斎

藤幸一ほか／実教出版（ISBN978-4-407-31988-0） 
アクティブラーニング  
キーワード 高等学校化学分野の基礎知識を再確認する 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 入門化学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 講義 
注意備考 入門系は原則として 1 年生のみの受講です。2 年生でも教職取得のために化学が

必要で、1 年次未履修の⼈は受講してください。3 年生以上の学生諸君の履修は
遠慮してください。どうしてもという⼈はチューターの許可を得ること。 

シラバスコード FTB27A2 
実務経験のある教員  
達成目標 日常生活の中で、生命科学、地球科学、環境科学等での化学分野への理解と応用

ができるような知識を身につけること。 
受講者へのコメント  
連絡先 学習相談室（２５号館５階 9:00〜17:00）にいます。 

ほかに数学、物理、生物、英語の担当者が常駐していますので、是非質問に来て
ください。 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 高等学校化学Ⅰ・Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 化学の基本的な知識を身につけ、各現象や反応が私たちの生活の身近な部分にど

のような影響を与えているのかを知ること。それにより化学の基礎を学び、その
関心を高め、さらに専門科目への準備と生活への応用として利用してもらいた
い。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 オリエンテーション・講義内容の確認をする。また、第 1 章 3 節５より化
学の歴史について説明をする。 
2 回 1 節。物質の探求として、混合物と純物質、化合物と単体に分類する。さら
に混合物の分離方法にはどんなものがあるのかを紹介する。 
3 回 2 節。物質の構成粒子。原子の構造と分子の成り立ち、さらに電子配置とイ
オンのでき方について学習する。元素の性質と周期表は電子配置と関係が深いこ
と、その周期表にもとずく元素の分類、特徴についてもう一度確認する。 
4 回 3 節。物質量と化学反応式では、基本となる原子量、分子量、式量の概念を
理解し、これを活用して物質量とは何かを理解する。単位粒子であるアボガドロ
定数について学習する。 
5 回 化学結合と結晶の 1 回目は、原子・分子・イオンがどのように結合するのか
を学習する。そのうちのイオン結合の形成とイオン結晶の性質、また共有結合に
よる分子の形成とその構造式、分子の種類について説明する。 
6 回 化学結合と結晶の 2 回目は前回の続きとして分子間の結合や極性、水素結
合、配位結合などについて学習する。 
7 回 化学結合と結晶の 3 回目は金属結合の特徴や、その結晶格子の種類、性質
について学習する。さらに、原子半径、密度の計算をする。 
8 回 1 節 物質は温度、圧⼒によって気体・液体・固体のいずれかの状態をとり、
その状態の変化を集合状態と熱運動から説明する。変化に伴う熱の出入り、体積
や質量の変化について、また、蒸気圧と温度の関係から沸騰についても学習する。 
9 回 2 節 気体の性質 1 回目として ボイル・シャルルの法則より、体積、圧
⼒、温度の関係が計算できるようにする。さらに気体定数と状態方程式について
学び、気体の分子量を求めることができるようにする。 
10 回 気体の性質 2 回目。実在気体と理想気体の違いについて説明する。また、
混合気体の分圧と全圧についても学習する。 
11 回 3 節 溶液の 1 回目。溶解には物質と溶媒の極性が関係していることを理
解する。固体の溶解度は温度が高くなるほど大きくなることと、それを利用した
再結晶についても説明する。 
12 回 溶液の 2 回目。同じ温度では蒸気圧は溶液の方が溶媒より低くなり、また
半透膜で濃度が異なる溶液を仕切ると溶媒分子が移動する浸透について学習す
る。さらにコロイド溶液の性質について説明する。 
13 回 4 節 酸と塩基の 1 回目。酸・塩基の定義とは何か、オキソニウムイオン
とは何かについて学習する。さらに酸・塩基の強弱と電離の関係、酸性、中性、
塩基性の定義とｐH の意味につて説明する。 
14 回 酸・塩基の 2 回目 中和反応、塩の定義、中和における酸・塩基の量的関
係、中和滴定とｐH について説明する。 
15 回 5 節 酸化還元反応。酸化・還元とは何か、酸素、水素、電子の授受で説
明できることを確認する。さらに酸化数の概念、酸化剤・還元剤について学習す
る。 

準備学習 1 回 シラバスを確認し、教材に目を通しておくこと。古典法則もまとめておくこ
と。第 2 回の授業についても予習をしておくこと。 
2 回 「教科書 1.1〜1.2」  各現象、混合物の分離方法などについて、図・写真



等を見て今までに学習してきたものをまとめておくこと。（節末問題 1-1 をやっ
ておくこと。） 
3 回 「教科書 2.1〜2.3」 まず周期表での主な元素の位置を確認しておくこと。
元素の化学的性質と電子配置について調べておくこと。教科書の次回の範囲をよ
く見ておくこと。（節末問題 1-2 をやっておくこと。） 
4 回 「教科書 3.1〜3.4」 分子量、式量、の計算ができるようにしておくこと、
さらに組成式も作れるようにしておくこと。気体 1 モルの占める体積、分子の数、
モル質量とは何か調べておくこと。次回からの第 4 節をよく読んでおくこと。（節
末問題 1-3 をやっておくこと。） 
5 回 「教科書 4.1」 イオンの生成、種類についてよく復習しておくこと。再度、
組成式の作り方、名称についてもできるようにしておくこと。 
6 回 「教科書 4.2〜4.3」 分子間に働く⼒を考えるのに例としてドライアイスの
性質について調べておくこと。氷と水の違いを分子がどのような状態になってい
るのかも調べておくこと。 
7 回 「教科書 4.4」 今までに習った化学結合をまとめておくこと。金属はイオ
ン結晶と同じイオンからできているが、その性質、結合の仕方の違いを調べてお
くこと。（節末問題 1-4 をやっておくこと。） 
8 回 「第 2 章 1.1〜1.2」 分子運動、気体・液体・固体のそれぞれの現象につい
て、また蒸発、沸騰の違いは何か調べておくこと。次回の範囲も含めてよく見て
おくこと。（節末問題 2-1 をやっておくこと。） 
9 回 「教科書 2.1」 気体の体積、圧⼒、温度、物質量の関係がどのようなもの
であったか調べておくこと。 
10 回 「教科書 2.2」 実在気体とは何か、混合気体である空気の分子量はいく
らになるのか調べておくこと。（節末問題 2-2 をやっておくこと。） 
11 回 「教科書 3.1〜3.2」 今までに習った濃度計算についてまとめておくこと。
さらに、溶解という現象はどのようなものか、飽和溶液、溶解度の語句とあわせ
て調べておくこと。 
12 回 「教科書 3.3〜3.4」 溶液はなぜ凍りにくいのか。溶液の沸点、蒸気圧は
どうだろう調べておくこと。（節末問題 2-3 をやっておくこと。） 
13 回 「教科書第 3 章 4.1」 酸とは何か、塩基とは何か、今までに習ったもの
をまとめ、教科書の酸・塩基の範囲をよく復習しておくこと。 
14 回 「教科書 4.2〜4.3」 通話反応の特徴とそれにより生じる塩の性質、中和
滴定とは何か教科書をよく読んで置くこと。（節末問題 3-4 をやっておくこと。） 
15 回 「教科書 5.1〜5.2」 今までに習った酸化と還元とはどういったものであ
るのかをまとめておくこと。（節末問題 3-5 をやっておくこと。） 

 



年度 2012 
授業コード FA027F1 
成績評価 評価にあたって， 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 生物地球システム学科(06〜11),AA(総)(06〜11),AB(総)(06〜11) 
見出し FA027F1 入門物理(再) 
担当教員名 山口 雅之＊ 
単位数 2 
教科書 作成教材を毎回配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード SI 単位，変位，x-t グラフ，v-t グラフ，速度，加速度，運動方程式，仕事，エネ

ルギー，エネルギーの原理，⼒学的エネルギー保存の法則 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 入門物理(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 新しい高校物理の教科書/山本明利他（講談社）：⼈物で語る物理入門/米沢富美

子（岩波新書） 
授業形態 講義 
注意備考 遅刻，欠席のないようにすること。特別な理由が認められる場合以外は，２年生

以上の履修は認めない。試験は定期試験期間中に行い，試験形態は筆記試験とす
る。 

シラバスコード FIA27A1 
実務経験のある教員  
達成目標 評価にあたって，日常の学習状況を特に重視する．日常の学習の成果（６０％），

定期試験（４０％）で成績を評価する。ただし，日常学習は（小テスト）：（課題）
＝２：１で評価する。これらの総得点を 100 点に換算し，60 点以上を合格とす
る。また，授業回数の 3 分の 1 以上の欠席がある場合と定期試験が未受験の場合
には無効とみなし，”Ｅ”と評価する。 

受講者へのコメント  
連絡先 講師控室 25 号館 ７階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見   シラバスコード ＦＧＧ２７Ａ１ と同じ 
英文科目名  
関連科目 物理学Ⅰ・Ⅱ，物理実験，⼒学Ⅰ・Ⅱなど 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 物理学は理工系，医療系科目の基礎になっている。高校で物理が未履修，または

十分に学ぶことができなかった 1 年生を対象に，入門的な解説と演習を行う。物
理学の基本になる⼒やエネルギーを通して，物理的な見方や考え方にふれてい



く。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 教材配布（2 回目以降も毎回配布していく）と学習上の注意。物理量の国際

単位について説明し，平均の速さについての復習をする。 
課題１を提示し宿題(次回提出)とする。 
2 回 課題 1 の解説をする。赤いボールペンで各自の答えに加筆訂正する。添削
した課題 1 を回収する。  
運動の表し方１；変位を図示によって説明する。変位を使って平均の速度を定義
し，平均の速さとの関係に注意しながらその図示についても説明する。運動の様
子を表すのに重要な x-t グラフと呼ばれる変位-時間図から平均の速度や瞬間の
速度を定義する。 
課題 2 を提示する。 
１回目の学習内容について小テストを行う。小テストの答案を回収後解説をす
る。 
3 回 課題 1 を返却する。課題 2 の解説をし、添削を指示する。加筆訂正された
課題 2 を回収する。  
運動の表し方 2；x-t グラフとともに物体の運動の様子を表すのに重要な v-t グラ
フすなわち速度-時間グラフを等速直線運動の場合で説明し，グラフと時間軸で
囲まれる面積が変位になることを説明する。次に，一般の運動の場合の v-t グラ
フで平均の加速度および瞬間の加速度と呼ばれる物理量を定義する。自由落下す
る物体の x-t グラフと v-t グラフの作図と，その図から重⼒加速度を求める課題
３を提示する。 
２回目の学習内容について小テストを行い、小テストの答案を回収後解説をす
る。 
    
※今後、毎回前々回の課題の返却、前回の課題の解説、回収、前回の内容の小テ
スト、教材配布、今回の課題提示を行う。 
4 回 運動の表し方３；課題３の自由落下の v-t グラフが直線になることを確認
し，その傾きから，重⼒加速度を求める。直線になる v-t グラフは等加速度運度
を表していることを説明し，等加速度運動の重要な公式を導出する。 
5 回 ⼒について１；⼒をベクトルの代表例にとり、合⼒を平行四辺形もしくは三
角形の法則で作図する方法を説明する。線形代数を使ったやり方で合⼒の求め方
を説明し，作図したものと一致することを確認する。次に，⼒の分解の仕方を説
明する。 
6 回 ⼒について２；⼒のつりあいを説明し，今まで学習してきたことを利用し
て，つりあいの⼒を求める例題を解説する。 
7 回 ⼒について３；地球上の質量のある物体に作用する重⼒について説明し，そ
の大きさが算出できるようにする。⼒を測るのに重要なフックの法則を説明し，
弾性⼒が算出できるようにする。さらに，静止摩擦⼒について説明し，その大き
さが算出できるようにする。われわれの周りの物体の運動で無視できない動摩擦
⼒について説明し，その大きさが算出できるようにする。 
8 回 ⼒について４；⼒が物体に回転を起こさせる激しさをあらわす⼒のモーメ



ントについて説明し，それを使って重心の位置の算出方法を説明する。 
9 回 運動の法則１；運動方程式を正しく立てるためにも必要な作用反作用の法
則を説明する。次に，マクロな物体の運動を支配する運動の法則を説明し，運動
方程式と関連させて慣性の法則と質量について説明する。単位を上手にとれば運
動方程式が得られることを説明する。最後に運動方程式を立てる手順を説明す
る。 
10 回 運動の法則２；運動の法則の応用として自由落下をはじめとする重⼒場中
の物体の運動を考える。 
11 回 運動の法則３；運動方程式の応用例題を解く手順を確実に習得できるよう
に演習をする。 
12 回 仕事とエネルギー1；変位と同じ向きの⼒のする仕事を定義した後，変位
と⼒の向きが異なる一般的な場合の仕事を説明する。仕事をする速さを表す仕事
率について説明する。運動物体が運動エネルギーと呼ばれる仕事をする能⼒を秘
めていることを説明し，運動方程式を使用して運動エネルギーの式を導出する。
運動エネルギーの変化量が物体の受けた仕事に等しいということを述べている
エネルギーの原理（これは位置エネルギーを理解するのに必要であるし，後ほど
学習する⼒学的エネルギー保存の法則の導出にも使用する極めて重要な原理で
ある）について説明する。 
13 回 仕事とエネルギー2；エネルギーの原理を使い，高いところにある物体の
持つ仕事をする能⼒である重⼒による位置エネルギーの式を導出する。 
14 回 授業アンケートを実施する。  
仕事とエネルギー3；エネルギーの原理の援用により弾性⼒による位置エネルギ
ーについての式を導出する。次に重⼒の例を取り，保存⼒について説明する。重
⼒や弾性⼒など位置エネルギーを持つ⼒が⼒学的エネルギーを保存する保存⼒
であることを説明する。 
15 回 仕事とエネルギー４；⼒学的エネルギー保存の法則について説明する。 
課題 1５を演習させた後、解説する。定期試験の注意をする。最後に今後の学習
のアドバイスをする。 

準備学習 1 回 国際単位系について調べ，また義務教育課程で習った速さについて復習を
しておくこと。 
2 回 前回の学習の定着を確認しながら課題 1 をやり，小テストに備える。変位
と平均速度，ｘ−ｔグラフについて学習内容の概要を把握し，特にグラフの傾き
が何にあたるか考えておくこと。 
3 回 前回の講義を踏まえて，課題２を解いて小テストに備える。等速直線運動を
v-t グラフで表し，そのグラフと時間軸との間の面積が何に当たるかを予習して
おくこと。 
4 回 前回の学習内容を復習しながら課題 3 をやり、小テストに備える。等加速
度直線運動について予習しておくこと。 
5 回 前回の学習内容を復習しながら課題４をやり、小テストに備える。ベクトル
の合成・分解について予習しておくこと。 
6 回 前回の学習内容を復習しながら課題５をやり、小テストに備える。⼒の分
解・⼒のつりあいの概要について予習しておくこと。 



7 回 前回の学習内容を復習しながら課題６をやり、小テストに備える。重⼒・弾
性⼒・摩擦⼒について予習しておくこと。 
8 回 前回の学習内容を復習しながら課題７をやり、小テストに備える。⼒のモー
メントと重心についての概要を予習しておくこと。 
9 回 前回の学習内容を復習しながら課題８をやり、小テストに備える。作用反作
用の法則・慣性の法則および運動の法則の予習をしておくこと。 
10 回 前回の学習内容を復習しながら課題９をやり、小テストに備える。自由落
下の例で運動方程式を立てて，どのような運動をするか考えておくこと。 
11 回 前回の学習内容を復習しながら課題１０をやり、小テストに備える。運動
方程式は入門物理の学習項目中で重要なものであるから，運動方程式を立てる手
順をしっかりと身につけること。 
12 回 前回の学習内容を復習しながら課題１１をやり、小テストに備える。仕事
とエネルギーの学習に入るので，仕事，仕事率，運動エネルギー，エネルギーの
原理について予習をしておくこと。 
13 回 前回の学習内容を復習しながら課題１２をやり、小テストに備える。重⼒
による位置エネルギーについて予習しておくこと。 
14 回 前回の学習内容を復習しながら課題１３をやり、小テストに備える。弾性
⼒によるエネルギーと保存⼒の予習をしておくこと。 
15 回 前回の学習内容を復習しながら課題１４をやり、小テストに備える。位置
エネルギーを持つ⼒は保存⼒であることを理解し、⼒学的エネルギー保存の法則
について概要を予習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FA031A1 
成績評価 課題提出等（３０％）定期考査（７０％） 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 応用数学科(06〜12),応用物理学科(06〜12),基礎理学科(06〜12),生物化学科(06

〜12),臨床生命科学科(06〜12),動物学科(06〜12),知能機械工学科(06〜12),生体
医 工 学 科 (06 〜 12), 工 学 プ ロ ジ ェ ク ト コ ー ス (06 〜 12),GA( 生 )(06 〜
12),GB(生)(06〜12) 

見出し FA031A1 入門化学 
担当教員名 山本 峻三＊ 
単位数 2 
教科書 Primary 大学テキストこれだけはおさえたい「化学」／井口洋夫・木下實・斎藤

幸一／実教出版（ISBN978-4-407-31988-0） 
昨年度と異なっているので注意してください。 

アクティブラーニング  
キーワード 高等学校の基礎知識の確認をする。 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 化学の基本的なことがわかったので、勉強して理解を深めたいという記述があっ

た。こちらの意図したところは達成できたと思われる。 
科目名 入門化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 講義 
注意備考 原則として 1 年生のみの受講です。2 年生でも教職取得のために必要で、1 年次

未履修という⼈は受講してください。3 年生以上の学生諸君の履修は遠慮してく
ださい。どうしてもという⼈はチューターの許可を得ること。 

シラバスコード FGG31A1 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的な観察⼒を育て、化学の基本法則を理解し、原子・分子や物質量の概念を

得ることができます。また授業の各単元で扱うそれぞれの現象に関する知識が理
解できます。たとえば、化学結合、物質の三態、気体の性質、固体の溶解度、希
薄溶液の性質などを理解し、物質量、溶液の濃度、ｐH の計算もできるように
なります。 

受講者へのコメント 講義内容で解からないところがあれば遠慮なく指摘してもらいたい。字が小さく
て見にくいとか、説明をもう一度してほしいということでもいい。また前の方の
席が空いているときは前に移動してもらいたい。前と後ろでは集中⼒が全然違う
と思われる。 

連絡先 非常勤講師室（25 号館 7 階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 項目１：88.8％が欠席 2 回以下であり、特に問題はない。 



項目２：時間外の学習時間が 30 分程度とまったくしなかったがそれぞれ 22.2％
と 11.1%であり、問題である。期間中数回宿題を課したが、さらに回数多くの宿
題を課すことで解決することしかできないと思われる。 
項目３：宿題などに取り組んだが 88.9％と最も多かった。今後は宿題の回数を増
やすことで時間外の学習を促したい。 
項目４：77.8％がこの分野への理解が深まったと答え、この分野への興味、関心
が高まったも 33.3％であった。本講義の目的はある程度達成さ 

英文科目名  
関連科目 高等学校化学Ⅰ・化学Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 板書（字の大きさと消すタイミング）に関しては十分配慮するつもりである。ま

たそのつど教科書の該当箇所を指摘することにより板書との対応をはっきりさ
せる。 

講義目的 化学の基本的な知識を身につけ、各現象や反応が私たちの生活に身近な部分にど
のような影響を与えているのかを知ること。それにより、化学の基礎を学び、そ
の関心を高め、さらに専門科目への準備と生活の応用としてもらいたい。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション・講義内容の確認をする。また、第 1 章 3 節 5 より化

学の歴史について説明をする。 
2 回 1 節 物質の探求として、混合物と純物質、化合物と単体に分類する。さら
に混合物の分離方法にはどんなものがあるのかを紹介する。 
3 回 2 節 物質の構成粒子。 原子の構造と分子の成り立ち、さらに電子とイオ
ンのでき方について学習する。元素の性質と周期性は電子配置と関係が深いこ
と、周期表にもとずく元素の分類、特徴についてもう一度確認する。 
4 回 3 節 物質量と化学反応式では、基本となる原子量、分子量、式量の概念を
理解し、これを活用して物質量とは何かを理解する。単位粒子であるアボガドロ
定数について学習する。 
5 回 4 節 化学結合と結晶の１回目は、原子・分子・イオンがどのように結合す
るのかを学習する。そのうちのイオン結合の形成とイオン結晶の性質、また共有
結合による分子の形成とその構造式、分子の種類について説明する。 
6 回 化学結合と結晶の２回目は前回の続きとして分子間の結合や極性、水素結
合、配位結合などについて学習する。 
7 回 化学結合と結晶の３回目は金属結合の特徴やその結晶格子の種類、性質に
ついて学習する。さらに、原子半径、密度の計算をする。 
8 回 第 2 章 1 節 物質は温度、圧⼒によって気体・液体・固体のいずれかの状
態をとり、その状態の変化を集合状態と熱運動から説明する。変化に伴う熱の出
入り、体積や質量の関係について、また蒸気圧と温度の関係から沸騰についても
学習する。 
9 回 2 節 気体の性質の１回目としてボイル・シャルルの法則より、体積、圧⼒、
温度の関係が計算できるようにする。さらに気体定数と状態方程式について学
び、気体の分子量を求めることができるようにする。 
10 回 気体の性質の２回目は実在気体と理想気体の違いについて説明する。また、
混合気体の分圧と全圧についても学習する。 



11 回 3 節 溶液の１回目 溶解には物質と溶媒の極性が関係していることを理
解する。固体の溶解度は温度が高くなるほど大きくなることと、それを利用した
再結晶についても説明する。 
12 回 溶液の２回目 同じ温度では蒸気圧は溶液の方が溶媒より低くなり、また
半透膜で濃度の異なる溶液を仕切ると溶媒分子が移動する浸透について学習す
る。さらにコロイド溶液の性質について説明する。 
13 回 4 節 酸と塩基の１回目。 酸・塩基の定義とは、オキソニウムイオンと
は何かについて学習する。さらに酸・塩基の強弱と電離の関係、酸性・中性・塩
基性の定義とｐＨの意味について説明する。 
14 回 酸と塩基の２回目。 中和反応、塩の定義、中和における酸・塩基の量的
関係、中和滴定とｐＨについて説明する。 
15 回 5 節 酸化還元反応。 酸化・還元とは何か。酸素、水素、電子の授受で
説明できることを確認する。さらに酸加数の概念、酸化剤・還元剤について学習
する。 

準備学習 1 回 シラバスを確認し教材に目を通しておくこと。古典法則もまとめておくこ
と。第 2 回の授業につても予習をしておくこと。 
2 回 「教科書 1.1〜1.2」 各現象、混合物の分離方法などについて、図・写真等
を見て今までに学習してきたものをまとめておくこと。（節末問題 1-1 をやって
おくこと。） 
3 回 「教科書 2.1〜2.3」 まず周期表での主な元素の位置を確認しておくこと。
元素の化学的性質と電子配置について調べておくこと。教科書の次回の範囲をよ
く見ておくこと。（節末問題 1-2 をやっておくこと。） 
4 回 「教科書 3.1〜3.4」 分子量、式量の計算ができるようにしておく、さらに
組成式も作れるようにしておくこと。気体１モルの占める体積、分子の数、モル
質量とは何か調べておくこと。次回からの第４節をよく読んでおくこと。（節末
問題 1-3 をやっておくこと。） 
5 回 「教科書 4.1」 イオンの生成、種類についてよく復習をしておくこと。再
度、組成式の作り方、名称についてもできるようにしておくこと。 
6 回 「教科書 4.2〜4.3」 分子間に働く⼒を考えるのに例としてドライアイスの
性質を調べておくこと。氷と水の違いは分子がどのようになっているかも調べて
おくこと。 
7 回 「教科書 4.4」 今までに習った化学結合をまとめておくこと。金属はイオ
ン結晶と同じイオンからできているがその性質、結合の仕方を調べておくこと。
（節末問題 1-4 をやっておくこと。） 
8 回 「教科書第 2 章 1.1〜1.2」 分子の熱運動、気体・液体・固体のそれぞれの
現象について、また蒸発と沸騰の違いは何か調べておくこと。次回の範囲まで教
科書をよく見ておくこと。（節末問題 2-1 をやっておくこと。） 
9 回 「教科書 2.1」 気体の体積、圧⼒、温度、物質量の関係がどのようなもの
であったか調べておくこと。 
10 回 「教科書 2.2」 実在気体とは何か、混合気体である空気の分子量はいく
らになるのか調べておくこと。。（節末問題 2-2 をやっておくこと。） 
11 回 「教科書 3.1〜3.2」 今までに習った濃度計算についてまとめておくこと。



さらに、溶解という現象はどういうものか、飽和溶液、溶解度の語句も調べてお
くこと。 
12 回 「教科書 3.3〜3.4」 溶液はなぜ凍りにくいのか。溶液の沸点、蒸気圧は
どうだろうか調べておくこと。（節末問題 2-3 をやっておくこと。） 
13 回 「教科書第 3 章 4.1」 酸とは何か、塩基とは何か、今までに習ったもの
をまとめ、教科書の酸・塩基の範囲もよく復習しておくこと。 
14 回 「教科書 4.2〜4.3」 中和反応の特徴とそれにより生じる塩の性質、中和
滴定とは何か教科書をよく読んで置くこと。（節末問題 3-4 をやっておくこと。） 
15 回 「教科書 5.1〜5.2」 今までに習った酸化と還元とはどもようなものであ
るのかをまとめておくこと。（節末問題 3-5 をやっておくこと。） 

 



年度 2012 
授業コード FA031C1 
成績評価 課題提出等（３０％）定期考査（７０％） 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス GA(総)(06〜11),GB(総)(06〜11) 
見出し FA031C1 入門化学(再) 
担当教員名 山本 峻三＊ 
単位数 2 
教科書 Primary 大学テキストこれだけはおさえたい「化学」／井口洋夫・木下實・斎藤

幸一／実教出版（ISBN978-4-407-31988-0） 
昨年度と異なっているので注意してください。 

アクティブラーニング  
キーワード 高等学校の基礎知識の確認をする。 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 化学の基本的なことがわかったので、勉強して理解を深めたいという記述があっ

た。こちらの意図したところは達成できたと思われる。 
科目名 入門化学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 講義 
注意備考 原則として 1 年生のみの受講です。2 年生でも教職取得のために必要で、1 年次

未履修という⼈は受講してください。3 年生以上の学生諸君の履修は遠慮してく
ださい。どうしてもという⼈はチューターの許可を得ること。 

シラバスコード FIG31A1 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的な観察⼒を育て、化学の基本法則を理解し、原子・分子や物質量の概念を

得ることができます。また授業の各単元で扱うそれぞれの現象に関する知識が理
解できます。たとえば、化学結合、物質の三態、気体の性質、固体の溶解度、希
薄溶液の性質などを理解し、物質量、溶液の濃度、ｐH の計算もできるように
なります。 

受講者へのコメント 講義内容で解からないところがあれば遠慮なく指摘してもらいたい。字が小さく
て見にくいとか、説明をもう一度してほしいということでもいい。また前の方の
席が空いているときは前に移動してもらいたい。前と後ろでは集中⼒が全然違う
と思われる。 

連絡先 非常勤講師室（25 号館 7 階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 項目１：88.8％が欠席 2 回以下であり、特に問題はない。 
項目２：時間外の学習時間が 30 分程度とまったくしなかったがそれぞれ 22.2％
と 11.1%であり、問題である。期間中数回宿題を課したが、さらに回数多くの宿
題を課すことで解決することしかできないと思われる。 



項目３：宿題などに取り組んだが 88.9％と最も多かった。今後は宿題の回数を増
やすことで時間外の学習を促したい。 
項目４：77.8％がこの分野への理解が深まったと答え、この分野への興味、関心
が高まったも 33.3％であった。本講義の目的はある程度達成さ 

英文科目名  
関連科目 高等学校化学Ⅰ・化学Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 板書（字の大きさと消すタイミング）に関しては十分配慮するつもりである。ま

たそのつど教科書の該当箇所を指摘することにより板書との対応をはっきりさ
せる。 

講義目的 化学の基本的な知識を身につけ、各現象や反応が私たちの生活に身近な部分にど
のような影響を与えているのかを知ること。それにより、化学の基礎を学び、そ
の関心を高め、さらに専門科目への準備と生活の応用としてもらいたい。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション・講義内容の確認をする。また、第 1 章 3 節 5 より化

学の歴史について説明をする。 
2 回 1 節 物質の探求として、混合物と純物質、化合物と単体に分類する。さら
に混合物の分離方法にはどんなものがあるのかを紹介する。 
3 回 2 節 物質の構成粒子。 原子の構造と分子の成り立ち、さらに電子とイオ
ンのでき方について学習する。元素の性質と周期性は電子配置と関係が深いこ
と、周期表にもとずく元素の分類、特徴についてもう一度確認する。 
4 回 3 節 物質量と化学反応式では、基本となる原子量、分子量、式量の概念を
理解し、これを活用して物質量とは何かを理解する。単位粒子であるアボガドロ
定数について学習する。 
5 回 4 節 化学結合と結晶の１回目は、原子・分子・イオンがどのように結合す
るのかを学習する。そのうちのイオン結合の形成とイオン結晶の性質、また共有
結合による分子の形成とその構造式、分子の種類について説明する。 
6 回 化学結合と結晶の２回目は前回の続きとして分子間の結合や極性、水素結
合、配位結合などについて学習する。 
7 回 化学結合と結晶の３回目は金属結合の特徴やその結晶格子の種類、性質に
ついて学習する。さらに、原子半径、密度の計算をする。 
8 回 第 2 章 1 節 物質は温度、圧⼒によって気体・液体・固体のいずれかの状
態をとり、その状態の変化を集合状態と熱運動から説明する。変化に伴う熱の出
入り、体積や質量の関係について、また蒸気圧と温度の関係から沸騰についても
学習する。 
9 回 2 節 気体の性質の１回目としてボイル・シャルルの法則より、体積、圧⼒、
温度の関係が計算できるようにする。さらに気体定数と状態方程式について学
び、気体の分子量を求めることができるようにする。 
10 回 気体の性質の２回目は実在気体と理想気体の違いについて説明する。また、
混合気体の分圧と全圧についても学習する。 
11 回 3 節 溶液の１回目 溶解には物質と溶媒の極性が関係していることを理
解する。固体の溶解度は温度が高くなるほど大きくなることと、それを利用した
再結晶についても説明する。 



12 回 溶液の２回目 同じ温度では蒸気圧は溶液の方が溶媒より低くなり、また
半透膜で濃度の異なる溶液を仕切ると溶媒分子が移動する浸透について学習す
る。さらにコロイド溶液の性質について説明する。 
13 回 4 節 酸と塩基の１回目。 酸・塩基の定義とは、オキソニウムイオンと
は何かについて学習する。さらに酸・塩基の強弱と電離の関係、酸性・中性・塩
基性の定義とｐＨの意味について説明する。 
14 回 酸と塩基の２回目。 中和反応、塩の定義、中和における酸・塩基の量的
関係、中和滴定とｐＨについて説明する。 
15 回 5 節 酸化還元反応。 酸化・還元とは何か。酸素、水素、電子の授受で
説明できることを確認する。さらに酸加数の概念、酸化剤・還元剤について学習
する。 

準備学習 1 回 シラバスを確認し教材に目を通しておくこと。古典法則もまとめておくこ
と。第 2 回の授業につても予習をしておくこと。 
2 回 「教科書 1.1〜1.2」 各現象、混合物の分離方法などについて、図・写真等
を見て今までに学習してきたものをまとめておくこと。（節末問題 1-1 をやって
おくこと。） 
3 回 「教科書 2.1〜2.3」 まず周期表での主な元素の位置を確認しておくこと。
元素の化学的性質と電子配置について調べておくこと。教科書の次回の範囲をよ
く見ておくこと。（節末問題 1-2 をやっておくこと。） 
4 回 「教科書 3.1〜3.4」 分子量、式量の計算ができるようにしておく、さらに
組成式も作れるようにしておくこと。気体１モルの占める体積、分子の数、モル
質量とは何か調べておくこと。次回からの第４節をよく読んでおくこと。（節末
問題 1-3 をやっておくこと。） 
5 回 「教科書 4.1」 イオンの生成、種類についてよく復習をしておくこと。再
度、組成式の作り方、名称についてもできるようにしておくこと。 
6 回 「教科書 4.2〜4.3」 分子間に働く⼒を考えるのに例としてドライアイスの
性質を調べておくこと。氷と水の違いは分子がどのようになっているかも調べて
おくこと。 
7 回 「教科書 4.4」 今までに習った化学結合をまとめておくこと。金属はイオ
ン結晶と同じイオンからできているがその性質、結合の仕方を調べておくこと。
（節末問題 1-4 をやっておくこと。） 
8 回 「教科書第 2 章 1.1〜1.2」 分子の熱運動、気体・液体・固体のそれぞれの
現象について、また蒸発と沸騰の違いは何か調べておくこと。次回の範囲まで教
科書をよく見ておくこと。（節末問題 2-1 をやっておくこと。） 
9 回 「教科書 2.1」 気体の体積、圧⼒、温度、物質量の関係がどのようなもの
であったか調べておくこと。 
10 回 「教科書 2.2」 実在気体とは何か、混合気体である空気の分子量はいく
らになるのか調べておくこと。。（節末問題 2-2 をやっておくこと。） 
11 回 「教科書 3.1〜3.2」 今までに習った濃度計算についてまとめておくこと。
さらに、溶解という現象はどういうものか、飽和溶液、溶解度の語句も調べてお
くこと。 
12 回 「教科書 3.3〜3.4」 溶液はなぜ凍りにくいのか。溶液の沸点、蒸気圧は



どうだろうか調べておくこと。（節末問題 2-3 をやっておくこと。） 
13 回 「教科書第 3 章 4.1」 酸とは何か、塩基とは何か、今までに習ったもの
をまとめ、教科書の酸・塩基の範囲もよく復習しておくこと。 
14 回 「教科書 4.2〜4.3」 中和反応の特徴とそれにより生じる塩の性質、中和
滴定とは何か教科書をよく読んで置くこと。（節末問題 3-4 をやっておくこと。） 
15 回 「教科書 5.1〜5.2」 今までに習った酸化と還元とはどもようなものであ
るのかをまとめておくこと。（節末問題 3-5 をやっておくこと。） 

 



年度 2012 
授業コード FA031C1a 
成績評価 課題提出等（３０％）定期考査（７０％） 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス BA(工)(07〜10),BB(工)(07〜10) 
見出し FA031C1a 入門化学(再) 
担当教員名 山本 峻三＊ 
単位数 2 
教科書 Primary 大学テキストこれだけはおさえたい「化学」／井口洋夫・木下實・斎藤

幸一／実教出版（ISBN978-4-407-31988-0） 
昨年度と異なっているので注意してください。 

アクティブラーニング  
キーワード 高等学校の基礎知識の確認をする。 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 化学の基本的なことがわかったので、勉強して理解を深めたいという記述があっ

た。こちらの意図したところは達成できたと思われる。 
科目名 入門化学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 講義 
注意備考 原則として 1 年生のみの受講です。2 年生でも教職取得のために必要で、1 年次

未履修という⼈は受講してください。3 年生以上の学生諸君の履修は遠慮してく
ださい。どうしてもという⼈はチューターの許可を得ること。 

シラバスコード FTB31A1 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的な観察⼒を育て、化学の基本法則を理解し、原子・分子や物質量の概念を

得ることができます。また授業の各単元で扱うそれぞれの現象に関する知識が理
解できます。たとえば、化学結合、物質の三態、気体の性質、固体の溶解度、希
薄溶液の性質などを理解し、物質量、溶液の濃度、ｐH の計算もできるように
なります。 

受講者へのコメント 講義内容で解からないところがあれば遠慮なく指摘してもらいたい。字が小さく
て見にくいとか、説明をもう一度してほしいということでもいい。また前の方の
席が空いているときは前に移動してもらいたい。前と後ろでは集中⼒が全然違う
と思われる。 

連絡先 非常勤講師室（25 号館 7 階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 項目１：88.8％が欠席 2 回以下であり、特に問題はない。 
項目２：時間外の学習時間が 30 分程度とまったくしなかったがそれぞれ 22.2％
と 11.1%であり、問題である。期間中数回宿題を課したが、さらに回数多くの宿
題を課すことで解決することしかできないと思われる。 



項目３：宿題などに取り組んだが 88.9％と最も多かった。今後は宿題の回数を増
やすことで時間外の学習を促したい。 
項目４：77.8％がこの分野への理解が深まったと答え、この分野への興味、関心
が高まったも 33.3％であった。本講義の目的はある程度達成さ 

英文科目名  
関連科目 高等学校化学Ⅰ・化学Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 板書（字の大きさと消すタイミング）に関しては十分配慮するつもりである。ま

たそのつど教科書の該当箇所を指摘することにより板書との対応をはっきりさ
せる。 

講義目的 化学の基本的な知識を身につけ、各現象や反応が私たちの生活に身近な部分にど
のような影響を与えているのかを知ること。それにより、化学の基礎を学び、そ
の関心を高め、さらに専門科目への準備と生活の応用としてもらいたい。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション・講義内容の確認をする。また、第 1 章 3 節 5 より化

学の歴史について説明をする。 
2 回 1 節 物質の探求として、混合物と純物質、化合物と単体に分類する。さら
に混合物の分離方法にはどんなものがあるのかを紹介する。 
3 回 2 節 物質の構成粒子。 原子の構造と分子の成り立ち、さらに電子とイオ
ンのでき方について学習する。元素の性質と周期性は電子配置と関係が深いこ
と、周期表にもとずく元素の分類、特徴についてもう一度確認する。 
4 回 3 節 物質量と化学反応式では、基本となる原子量、分子量、式量の概念を
理解し、これを活用して物質量とは何かを理解する。単位粒子であるアボガドロ
定数について学習する。 
5 回 4 節 化学結合と結晶の１回目は、原子・分子・イオンがどのように結合す
るのかを学習する。そのうちのイオン結合の形成とイオン結晶の性質、また共有
結合による分子の形成とその構造式、分子の種類について説明する。 
6 回 化学結合と結晶の２回目は前回の続きとして分子間の結合や極性、水素結
合、配位結合などについて学習する。 
7 回 化学結合と結晶の３回目は金属結合の特徴やその結晶格子の種類、性質に
ついて学習する。さらに、原子半径、密度の計算をする。 
8 回 第 2 章 1 節 物質は温度、圧⼒によって気体・液体・固体のいずれかの状
態をとり、その状態の変化を集合状態と熱運動から説明する。変化に伴う熱の出
入り、体積や質量の関係について、また蒸気圧と温度の関係から沸騰についても
学習する。 
9 回 2 節 気体の性質の１回目としてボイル・シャルルの法則より、体積、圧⼒、
温度の関係が計算できるようにする。さらに気体定数と状態方程式について学
び、気体の分子量を求めることができるようにする。 
10 回 気体の性質の２回目は実在気体と理想気体の違いについて説明する。また、
混合気体の分圧と全圧についても学習する。 
11 回 3 節 溶液の１回目 溶解には物質と溶媒の極性が関係していることを理
解する。固体の溶解度は温度が高くなるほど大きくなることと、それを利用した
再結晶についても説明する。 



12 回 溶液の２回目 同じ温度では蒸気圧は溶液の方が溶媒より低くなり、また
半透膜で濃度の異なる溶液を仕切ると溶媒分子が移動する浸透について学習す
る。さらにコロイド溶液の性質について説明する。 
13 回 4 節 酸と塩基の１回目。 酸・塩基の定義とは、オキソニウムイオンと
は何かについて学習する。さらに酸・塩基の強弱と電離の関係、酸性・中性・塩
基性の定義とｐＨの意味について説明する。 
14 回 酸と塩基の２回目。 中和反応、塩の定義、中和における酸・塩基の量的
関係、中和滴定とｐＨについて説明する。 
15 回 5 節 酸化還元反応。 酸化・還元とは何か。酸素、水素、電子の授受で
説明できることを確認する。さらに酸加数の概念、酸化剤・還元剤について学習
する。 

準備学習 1 回 シラバスを確認し教材に目を通しておくこと。古典法則もまとめておくこ
と。第 2 回の授業につても予習をしておくこと。 
2 回 「教科書 1.1〜1.2」 各現象、混合物の分離方法などについて、図・写真等
を見て今までに学習してきたものをまとめておくこと。（節末問題 1-1 をやって
おくこと。） 
3 回 「教科書 2.1〜2.3」 まず周期表での主な元素の位置を確認しておくこと。
元素の化学的性質と電子配置について調べておくこと。教科書の次回の範囲をよ
く見ておくこと。（節末問題 1-2 をやっておくこと。） 
4 回 「教科書 3.1〜3.4」 分子量、式量の計算ができるようにしておく、さらに
組成式も作れるようにしておくこと。気体１モルの占める体積、分子の数、モル
質量とは何か調べておくこと。次回からの第４節をよく読んでおくこと。（節末
問題 1-3 をやっておくこと。） 
5 回 「教科書 4.1」 イオンの生成、種類についてよく復習をしておくこと。再
度、組成式の作り方、名称についてもできるようにしておくこと。 
6 回 「教科書 4.2〜4.3」 分子間に働く⼒を考えるのに例としてドライアイスの
性質を調べておくこと。氷と水の違いは分子がどのようになっているかも調べて
おくこと。 
7 回 「教科書 4.4」 今までに習った化学結合をまとめておくこと。金属はイオ
ン結晶と同じイオンからできているがその性質、結合の仕方を調べておくこと。
（節末問題 1-4 をやっておくこと。） 
8 回 「教科書第 2 章 1.1〜1.2」 分子の熱運動、気体・液体・固体のそれぞれの
現象について、また蒸発と沸騰の違いは何か調べておくこと。次回の範囲まで教
科書をよく見ておくこと。（節末問題 2-1 をやっておくこと。） 
9 回 「教科書 2.1」 気体の体積、圧⼒、温度、物質量の関係がどのようなもの
であったか調べておくこと。 
10 回 「教科書 2.2」 実在気体とは何か、混合気体である空気の分子量はいく
らになるのか調べておくこと。。（節末問題 2-2 をやっておくこと。） 
11 回 「教科書 3.1〜3.2」 今までに習った濃度計算についてまとめておくこと。
さらに、溶解という現象はどういうものか、飽和溶液、溶解度の語句も調べてお
くこと。 
12 回 「教科書 3.3〜3.4」 溶液はなぜ凍りにくいのか。溶液の沸点、蒸気圧は



どうだろうか調べておくこと。（節末問題 2-3 をやっておくこと。） 
13 回 「教科書第 3 章 4.1」 酸とは何か、塩基とは何か、今までに習ったもの
をまとめ、教科書の酸・塩基の範囲もよく復習しておくこと。 
14 回 「教科書 4.2〜4.3」 中和反応の特徴とそれにより生じる塩の性質、中和
滴定とは何か教科書をよく読んで置くこと。（節末問題 3-4 をやっておくこと。） 
15 回 「教科書 5.1〜5.2」 今までに習った酸化と還元とはどもようなものであ
るのかをまとめておくこと。（節末問題 3-5 をやっておくこと。） 

 



年度 2012 
授業コード FA03511 
成績評価 提出課題（２０％）＋小テストの結果（３０％）＋定期試験（５０％）により成

績を評価する。但し、定期試験において基準点を設け、得点が１００点満点中、
６０点未満の場合は不合格とする。 

曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス GA(総)(06〜11),GB(総)(06〜11) 
見出し FA03511 入門生物(再) 
担当教員名 森本 政秀＊ 
単位数 2 
教科書 生物科学入門（三訂版）／石川統著／裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード 生命、進化、細菌、植物、動物、細胞、酵素、光合成、呼吸、生殖、遺伝、呼吸、

分化、ＤＮＡ，フェロモン、胚、ミトコンドリア 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 入門生物(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指定しない 
授業形態 講義 
注意備考 入門系は原則として１年生のみの受講です。２年生でも教職取得のために生物が

必要で、１年次未履修の⼈は受講してください。３年生以上の学生諸君の履修は
遠慮してください。どうしてもという⼈はチューターの許可を得ること。 

シラバスコード FIG35A1 
実務経験のある教員  
達成目標 生物や生命現象の基礎・基本的な内容を理解して、大学における専門分野の学習

を進めていくのに必要な能⼒を習得すること。 
受講者へのコメント  
連絡先 ２５号館５Ｆ 学習相談室 ０８６−２５６−８４３８ 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 生物学、生物学実験 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生物や生物現象に関する基本的な概念や原理・法則を理解するとともに、生物学

的な探究の過程と科学の方法を習得し、創造的な能⼒や態度を養う。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  講義の進め方について説明する。生物の特質、生物科学について説明す

る。 



2 回  生命の起源、進化など、生物の歴史を説明する。 
3 回  生物の分類法、細菌界、原生生物界について説明する。 
4 回  菌類界、植物界、動物界に分類し、生物の多様性について説明する。講義
の後半に第１回小テストを行う。 
5 回  生物が、機能上、構造上の単位として細胞から成り立っていることを説明
する。 
6 回  未分化な細胞が分化し、それらが集合して多様な組織や器官ができるこ
とを説明する。 
7 回  生態を構成する物質、酵素、光合成について説明する、 
8 回  解糖系と呼吸、遺伝子の発現、ＤＮＡの複製について説明する。講義の後
半に第２回小テストを行う。 
9 回  植物のいとなみ、動物の器官系について説明する。 
10 回  ⼈間の体内の神経系、内分泌系、免疫系について説明する。 
11 回  生物の殖えかたにおいて、性と生殖、配偶子形成について説明する。 
12 回  受精、胚発生、細胞分化と遺伝子について説明する。 
13 回  遺伝の法則について説明する。講義の後半で第３回小テストを行う。 
14 回  生物の個体と集団において、動物の生得的行動、動物の社会、生物群集
について説明する。 
15 回  生物と⼈間において、⼈間の起源と進化、ヒトの遺伝、ヒトゲノムにつ
いて説明する。講義の後半では、試験の「まとめ」、「解説」をする。 

準備学習 1 回  生物と生物科学の基本について学ぶため、教科書Ｐ．１〜Ｐ．１４まで読
んでおくこと。 
2 回  まとめの問題で復習を行い、生物の歴史について学ぶため、教科書Ｐ．１
８〜Ｐ．３５まで読んでおくこと。 
3 回  まとめの問題で復習を行い、生物の分類などを学ぶため、教科書Ｐ．３８
〜Ｐ．４９まで読んでおくこと。 
4 回  生物の多様性において、原生生物界までの復習をし、菌類界、植物界、動
物界などを学ぶため教科書Ｐ．５０〜Ｐ．６１まで読んでおくこと。第 1 回小テ
ストを行うので、準備をしておくこと。 
5 回  まとめの問題で復習をし、生物のつくりにおいて、細胞の構造について学
ぶため、教科書Ｐ．６３〜Ｐ．７１まで読んでおくこと。 
6 回  細胞の構造について復習をし、細胞分裂、動物の組織、植物の組織と組織
系について学ぶため、教科書Ｐ．７２〜Ｐ．８１まで読んでおくこと。 
7 回  まとめの問題で復習をし、生物のはたらきⅠにおいて、生態を構成する物
質、酵素、光合成について学ぶため、教科書Ｐ．８２〜Ｐ．９５まで読んでおく
こと。 
8 回  生物のはたらきⅠについて復習をし、解糖系と呼吸、遺伝子の発現、ＤＮ
Ａの複製について学ぶため、教科書Ｐ．９６〜Ｐ．１０８まで読んでおくこと。
第２回小テストを行うので、準備しておくこと。 
9 回  まとめの問題で復習をし、生物のはたらきⅡにおいて、植物のいとなみ、
動物の器官系について学ぶため、教科書Ｐ．１１０〜Ｐ．１１７まで読んでおく
こと。 



10 回  生物のはたらきⅡを復習し、神経系、内分泌系、免疫系について学ぶた
め、教科書Ｐ．１１８〜 
Ｐ．１３２まで読んでおくこと。 
11 回  まとめの問題で復習をし、生物の殖えかたにおいて、性と生殖、配偶子
形成について学ぶため、教科書Ｐ．１３４〜Ｐ．１４１まで読んでおくこと。 
12 回  性と生殖、配偶子形成の復習をし、次の過程の受精、胚発生、細胞分化
と遺伝子について学ぶため、教科書Ｐ．１４２〜Ｐ．１５７まで読んでおくこと。 
13 回  子が誕生するまでを復習し、その子の形質が親から伝えられる遺伝につ
いて学ぶため、教科書Ｐ． 
１５９〜Ｐ．１６５まで読んでおくこと。第３回小テストを行うので、準備して
おくこと。 
14 回  まとめの問題で復習をし、生物の個体と集団において、動物の生得的行
動、フェロモン、動物の社会、生物群集について学ぶため、教科書Ｐ．１６７〜
Ｐ．１８２まで読んでおくこと。 
15 回  まとめの問題で復習をし、生物としての⼈間において⼈類の起源と進化、
ヒトの遺伝、ヒトゲノムについて学ぶため、教科書Ｐ．１８３〜Ｐ．１９５まで
読んでおくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FA035A1 
成績評価 提出課題（２０％）＋小テストの結果（３０％）＋定期試験（５０％）により成

績を評価する。但し、定期試験において基準点を設け、得点が１００点満点中、
６０点未満の場合は不合格とする。 

曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(06〜12),バイオ・応用化学科(06〜12),知能機械工学科(06〜12),生体医工

学科(06〜12),工学プロジェクトコース(06〜12),生物地球学部(06〜12) 
見出し FA035A1 入門生物 
担当教員名 森本 政秀＊ 
単位数 2 
教科書 生物科学入門（三訂版）／石川統著／裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード 生命、進化、細菌、植物、動物、細胞、酵素、光合成、呼吸、生殖、遺伝、呼吸、

分化、ＤＮＡ，フェロモン、胚、ミトコンドリア 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 入門生物 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指定しない 
授業形態 講義 
注意備考 入門系は原則として１年生のみの受講です。２年生でも教職取得のために生物が

必要で、１年次未履修の⼈は受講してください。３年生以上の学生諸君の履修は
遠慮してください。どうしてもという⼈はチューターの許可を得ること。 

シラバスコード FGG35A1 
実務経験のある教員  
達成目標 生物や生命現象の基礎・基本的な内容を理解して、大学における専門分野の学習

を進めていくのに必要な能⼒を習得すること。 
受講者へのコメント 入門ということなので、専門に行くまでの基礎の段階です。宿題などでわからな

いことがあれば、学習相談室を利用してください。休んだ時のプリントは保管し
ていますので、取りに来てください。 

連絡先 ２５号館５Ｆ 学習相談室 ０８６−２５６−８４３８ 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業の取り組みについては、78.3％の学生が宿題に取り組んでいたが、学習相談
室を利用したのは 1 名である。もう少し利用してほしい。授業を受けてよかった
点は 82.6％が理解が深まった。総合評価はややよかったと思う。 

英文科目名  
関連科目 生物学、生物学実験 
次回に向けての改善変更予定 時々、終わりの方で急いでやってしまったことがあったので、これからはないよ



うに心がける。 
講義目的 生物や生物現象に関する基本的な概念や原理・法則を理解するとともに、生物学

的な探究の過程と科学の方法を習得し、創造的な能⼒や態度を養う。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  講義の進め方について説明する。生物の特質、生物科学について説明す

る。 
2 回  生命の起源、進化など、生物の歴史を説明する。 
3 回  生物の分類法、細菌界、原生生物界について説明する。 
4 回  菌類界、植物界、動物界に分類し、生物の多様性について説明する。講義
の後半に第１回小テストを行う。 
5 回  生物が、機能上、構造上の単位として細胞から成り立っていることを説明
する。 
6 回  未分化な細胞が分化し、それらが集合して多様な組織や器官ができるこ
とを説明する。 
7 回  生態を構成する物質、酵素、光合成について説明する、 
8 回  解糖系と呼吸、遺伝子の発現、ＤＮＡの複製について説明する。講義の後
半に第２回小テストを行う。 
9 回  植物のいとなみ、動物の器官系について説明する。 
10 回  ⼈間の体内の神経系、内分泌系、免疫系について説明する。 
11 回  生物の殖えかたにおいて、性と生殖、配偶子形成について説明する。 
12 回  受精、胚発生、細胞分化と遺伝子について説明する。 
13 回  遺伝の法則について説明する。講義の後半で第３回小テストを行う。 
14 回  生物の個体と集団において、動物の生得的行動、動物の社会、生物群集
について説明する。 
15 回  生物と⼈間において、⼈間の起源と進化、ヒトの遺伝、ヒトゲノムにつ
いて説明する。講義の後半では、試験の「まとめ」、「解説」をする。 

準備学習 1 回  生物と生物科学の基本について学ぶため、教科書Ｐ．１〜Ｐ．１４まで読
んでおくこと。 
2 回  まとめの問題で復習を行い、生物の歴史について学ぶため、教科書Ｐ．１
８〜Ｐ．３５まで読んでおくこと。 
3 回  まとめの問題で復習を行い、生物の分類などを学ぶため、教科書Ｐ．３８
〜Ｐ．４９まで読んでおくこと。 
4 回  生物の多様性において、原生生物界までの復習をし、菌類界、植物界、動
物界などを学ぶため教科書Ｐ．５０〜Ｐ．６１まで読んでおくこと。第 1 回小テ
ストを行うので、準備をしておくこと。 
5 回  まとめの問題で復習をし、生物のつくりにおいて、細胞の構造について学
ぶため、教科書Ｐ．６３〜Ｐ．７１まで読んでおくこと。 
6 回  細胞の構造について復習をし、細胞分裂、動物の組織、植物の組織と組織
系について学ぶため、教科書Ｐ．７２〜Ｐ．８１まで読んでおくこと。 
7 回  まとめの問題で復習をし、生物のはたらきⅠにおいて、生態を構成する物
質、酵素、光合成について学ぶため、教科書Ｐ．８２〜Ｐ．９５まで読んでおく
こと。 



8 回  生物のはたらきⅠについて復習をし、解糖系と呼吸、遺伝子の発現、ＤＮ
Ａの複製について学ぶため、教科書Ｐ．９６〜Ｐ．１０８まで読んでおくこと。
第２回小テストを行うので、準備しておくこと。 
9 回  まとめの問題で復習をし、生物のはたらきⅡにおいて、植物のいとなみ、
動物の器官系について学ぶため、教科書Ｐ．１１０〜Ｐ．１１７まで読んでおく
こと。 
10 回  生物のはたらきⅡを復習し、神経系、内分泌系、免疫系について学ぶた
め、教科書Ｐ．１１８〜 
Ｐ．１３２まで読んでおくこと。 
11 回  まとめの問題で復習をし、生物の殖えかたにおいて、性と生殖、配偶子
形成について学ぶため、教科書Ｐ．１３４〜Ｐ．１４１まで読んでおくこと。 
12 回  性と生殖、配偶子形成の復習をし、次の過程の受精、胚発生、細胞分化
と遺伝子について学ぶため、教科書Ｐ．１４２〜Ｐ．１５７まで読んでおくこと。 
13 回  子が誕生するまでを復習し、その子の形質が親から伝えられる遺伝につ
いて学ぶため、教科書Ｐ． 
１５９〜Ｐ．１６５まで読んでおくこと。第３回小テストを行うので、準備して
おくこと。 
14 回  まとめの問題で復習をし、生物の個体と集団において、動物の生得的行
動、フェロモン、動物の社会、生物群集について学ぶため、教科書Ｐ．１６７〜
Ｐ．１８２まで読んでおくこと。 
15 回  まとめの問題で復習をし、生物としての⼈間において⼈類の起源と進化、
ヒトの遺伝、ヒトゲノムについて学ぶため、教科書Ｐ．１８３〜Ｐ．１９５まで
読んでおくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FA03711 
成績評価 提出課題（２０％）＋小テストの結果（３０％）＋定期試験（５０％）により成

績を評価する。但し、定期試験において基準点を設け、得点が１００点満点中、
６０点未満の場合は不合格とする。 

曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス GA(総)(06〜11),GB(総)(06〜11) 
見出し FA03711 入門生物(再) 
担当教員名 森本 政秀＊ 
単位数 2 
教科書 生物科学入門（三訂版）／石川統著／裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード 生命、進化、細菌、植物、動物、細胞、酵素、光合成、呼吸、生殖、遺伝、呼吸、

分化、ＤＮＡ，フェロモン、胚、ミトコンドリア 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 入門生物(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指定しない 
授業形態 講義 
注意備考 入門系は原則として１年生のみの受講です。２年生でも教職取得のために生物が

必要で、１年次未履修の⼈は受講してください。３年生以上の学生諸君の履修は
遠慮してください。どうしてもという⼈はチューターの許可を得ること。 

シラバスコード FIG37A1 
実務経験のある教員  
達成目標 生物や生命現象の基礎・基本的な内容を理解して、大学における専門分野の学習

を進めていくのに必要な能⼒を習得すること。 
受講者へのコメント  
連絡先 ２５号館５Ｆ 学習相談室 ０８６−２５６−８４３８ 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 生物学、生物学実験 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生物や生物現象に関する基本的な概念や原理・法則を理解するとともに、生物学

的な探究の過程と科学の方法を習得し、創造的な能⼒や態度を養う。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  講義の進め方について説明する。生物の特質、生物科学について説明す

る。 



2 回  生命の起源、進化など、生物の歴史を説明する。 
3 回  生物の分類法、細菌界、原生生物界について説明する。 
4 回  菌類界、植物界、動物界に分類し、生物の多様性について説明する。講義
の後半に第１回小テストを行う。 
5 回  生物が、機能上、構造上の単位として細胞から成り立っていることを説明
する。 
6 回  未分化な細胞が分化し、それらが集合して多様な組織や器官ができるこ
とを説明する。 
7 回  生態を構成する物質、酵素、光合成について説明する、 
8 回  解糖系と呼吸、遺伝子の発現、ＤＮＡの複製について説明する。講義の後
半に第２回小テストを行う。 
9 回  植物のいとなみ、動物の器官系について説明する。 
10 回  ⼈間の体内の神経系、内分泌系、免疫系について説明する。 
11 回  生物の殖えかたにおいて、性と生殖、配偶子形成について説明する。 
12 回  受精、胚発生、細胞分化と遺伝子について説明する。 
13 回  遺伝の法則について説明する。講義の後半で第３回小テストを行う。 
14 回  生物の個体と集団において、動物の生得的行動、動物の社会、生物群集
について説明する。 
15 回  生物と⼈間において、⼈間の起源と進化、ヒトの遺伝、ヒトゲノムにつ
いて説明する。講義の後半では、試験の「まとめ」、「解説」をする。 

準備学習 1 回  生物と生物科学の基本について学ぶため、教科書Ｐ．１〜Ｐ．１４まで読
んでおくこと。 
2 回  まとめの問題で復習を行い、生物の歴史について学ぶため、教科書Ｐ．１
８〜Ｐ．３５まで読んでおくこと。 
3 回  まとめの問題で復習を行い、生物の分類などを学ぶため、教科書Ｐ．３８
〜Ｐ．４９まで読んでおくこと。 
4 回  生物の多様性において、原生生物界までの復習をし、菌類界、植物界、動
物界などを学ぶため教科書Ｐ．５０〜Ｐ．６１まで読んでおくこと。第 1 回小テ
ストを行うので、準備をしておくこと。 
5 回  まとめの問題で復習をし、生物のつくりにおいて、細胞の構造について学
ぶため、教科書Ｐ．６３〜Ｐ．７１まで読んでおくこと。 
6 回  細胞の構造について復習をし、細胞分裂、動物の組織、植物の組織と組織
系について学ぶため、教科書Ｐ．７２〜Ｐ．８１まで読んでおくこと。 
7 回  まとめの問題で復習をし、生物のはたらきⅠにおいて、生態を構成する物
質、酵素、光合成について学ぶため、教科書Ｐ．８２〜Ｐ．９５まで読んでおく
こと。 
8 回  生物のはたらきⅠについて復習をし、解糖系と呼吸、遺伝子の発現、ＤＮ
Ａの複製について学ぶため、教科書Ｐ．９６〜Ｐ．１０８まで読んでおくこと。
第２回小テストを行うので、準備しておくこと。 
9 回  まとめの問題で復習をし、生物のはたらきⅡにおいて、植物のいとなみ、
動物の器官系について学ぶため、教科書Ｐ．１１０〜Ｐ．１１７まで読んでおく
こと。 



10 回  生物のはたらきⅡを復習し、神経系、内分泌系、免疫系について学ぶた
め、教科書Ｐ．１１８〜 
Ｐ．１３２まで読んでおくこと。 
11 回  まとめの問題で復習をし、生物の殖えかたにおいて、性と生殖、配偶子
形成について学ぶため、教科書Ｐ．１３４〜Ｐ．１４１まで読んでおくこと。 
12 回  性と生殖、配偶子形成の復習をし、次の過程の受精、胚発生、細胞分化
と遺伝子について学ぶため、教科書Ｐ．１４２〜Ｐ．１５７まで読んでおくこと。 
13 回  子が誕生するまでを復習し、その子の形質が親から伝えられる遺伝につ
いて学ぶため、教科書Ｐ． 
１５９〜Ｐ．１６５まで読んでおくこと。第３回小テストを行うので、準備して
おくこと。 
14 回  まとめの問題で復習をし、生物の個体と集団において、動物の生得的行
動、フェロモン、動物の社会、生物群集について学ぶため、教科書Ｐ．１６７〜
Ｐ．１８２まで読んでおくこと。 
15 回  まとめの問題で復習をし、生物としての⼈間において⼈類の起源と進化、
ヒトの遺伝、ヒトゲノムについて学ぶため、教科書Ｐ．１８３〜Ｐ．１９５まで
読んでおくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FA037B1 
成績評価 提出課題（２０％）＋小テストの結果（３０％）＋定期試験（５０％）により成

績を評価する。但し、定期試験において基準点を設け、得点が１００点満点中、
６０点未満の場合は不合格とする。 

曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(06〜12),バイオ・応用化学科(06〜12),知能機械工学科(06〜12),生体医工

学科(06〜12),工学プロジェクトコース(06〜12),生物地球学部(06〜12) 
見出し FA037B1 入門生物 
担当教員名 森本 政秀＊ 
単位数 2 
教科書 生物科学入門（三訂版）／石川統著／裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード 生命、進化、細菌、植物、動物、細胞、酵素、光合成、呼吸、生殖、遺伝、呼吸、

分化、ＤＮＡ，フェロモン、胚、ミトコンドリア 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 入門生物 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指定しない 
授業形態 講義 
注意備考 入門系は原則として１年生のみの受講です。２年生でも教職取得のために生物が

必要で、１年次未履修の⼈は受講してください。３年生以上の学生諸君の履修は
遠慮してください。どうしてもという⼈はチューターの許可を得ること。 

シラバスコード FGG37A1 
実務経験のある教員  
達成目標 生物や生命現象の基礎・基本的な内容を理解して、大学における専門分野の学習

を進めていくのに必要な能⼒を習得すること。 
受講者へのコメント 入門ということなので、専門に行くまでの基礎の段階です。宿題などでわからな

いことがあれば、学習相談室を利用してください。休んだ時のプリントは保管し
てますので、取りに来てください。 

連絡先 ２５号館５Ｆ 学習相談室 ０８６−２５６−８４３８ 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業の取り組みについては、73.5％の学生が宿題に取り組んでいたが、学習相談
室を利用したのは、０名であった。もう少し利用してほしい。授業を受けてよか
った点は 73.5％が理解が深まった。総合評価はややよかったと思う。 

英文科目名  
関連科目 生物学、生物学実験 
次回に向けての改善変更予定 時々、終わりの方で急いでやってしまったことがあったので、これからはないよ



うに心がける。 
講義目的 生物や生物現象に関する基本的な概念や原理・法則を理解するとともに、生物学

的な探究の過程と科学の方法を習得し、創造的な能⼒や態度を養う。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  講義の進め方について説明する。生物の特質、生物科学について説明す

る。 
2 回  生命の起源、進化など、生物の歴史を説明する。 
3 回  生物の分類法、細菌界、原生生物界について説明する。 
4 回  菌類界、植物界、動物界に分類し、生物の多様性について説明する。講義
の後半に第１回小テストを行う。 
5 回  生物が、機能上、構造上の単位として細胞から成り立っていることを説明
する。 
6 回  未分化な細胞が分化し、それらが集合して多様な組織や器官ができるこ
とを説明する。 
7 回  生態を構成する物質、酵素、光合成について説明する、 
8 回  解糖系と呼吸、遺伝子の発現、ＤＮＡの複製について説明する。講義の後
半に第２回小テストを行う。 
9 回  植物のいとなみ、動物の器官系について説明する。 
10 回  ⼈間の体内の神経系、内分泌系、免疫系について説明する。 
11 回  生物の殖えかたにおいて、性と生殖、配偶子形成について説明する。 
12 回  受精、胚発生、細胞分化と遺伝子について説明する。 
13 回  遺伝の法則について説明する。講義の後半で第３回小テストを行う。 
14 回  生物の個体と集団において、動物の生得的行動、動物の社会、生物群集
について説明する。 
15 回  生物と⼈間において、⼈間の起源と進化、ヒトの遺伝、ヒトゲノムにつ
いて説明する。講義の後半では、試験の「まとめ」、「解説」をする。 

準備学習 1 回  生物と生物科学の基本について学ぶため、教科書Ｐ．１〜Ｐ．１４まで読
んでおくこと。 
2 回  まとめの問題で復習を行い、生物の歴史について学ぶため、教科書Ｐ．１
８〜Ｐ．３５まで読んでおくこと。 
3 回  まとめの問題で復習を行い、生物の分類などを学ぶため、教科書Ｐ．３８
〜Ｐ．４９まで読んでおくこと。 
4 回  生物の多様性において、原生生物界までの復習をし、菌類界、植物界、動
物界などを学ぶため教科書Ｐ．５０〜Ｐ．６１まで読んでおくこと。第 1 回小テ
ストを行うので、準備をしておくこと。 
5 回  まとめの問題で復習をし、生物のつくりにおいて、細胞の構造について学
ぶため、教科書Ｐ．６３〜Ｐ．７１まで読んでおくこと。 
6 回  細胞の構造について復習をし、細胞分裂、動物の組織、植物の組織と組織
系について学ぶため、教科書Ｐ．７２〜Ｐ．８１まで読んでおくこと。 
7 回  まとめの問題で復習をし、生物のはたらきⅠにおいて、生態を構成する物
質、酵素、光合成について学ぶため、教科書Ｐ．８２〜Ｐ．９５まで読んでおく
こと。 



8 回  生物のはたらきⅠについて復習をし、解糖系と呼吸、遺伝子の発現、ＤＮ
Ａの複製について学ぶため、教科書Ｐ．９６〜Ｐ．１０８まで読んでおくこと。
第２回小テストを行うので、準備しておくこと。 
9 回  まとめの問題で復習をし、生物のはたらきⅡにおいて、植物のいとなみ、
動物の器官系について学ぶため、教科書Ｐ．１１０〜Ｐ．１１７まで読んでおく
こと。 
10 回  生物のはたらきⅡを復習し、神経系、内分泌系、免疫系について学ぶた
め、教科書Ｐ．１１８〜 
Ｐ．１３２まで読んでおくこと。 
11 回  まとめの問題で復習をし、生物の殖えかたにおいて、性と生殖、配偶子
形成について学ぶため、教科書Ｐ．１３４〜Ｐ．１４１まで読んでおくこと。 
12 回  性と生殖、配偶子形成の復習をし、次の過程の受精、胚発生、細胞分化
と遺伝子について学ぶため、教科書Ｐ．１４２〜Ｐ．１５７まで読んでおくこと。 
13 回  子が誕生するまでを復習し、その子の形質が親から伝えられる遺伝につ
いて学ぶため、教科書Ｐ． 
１５９〜Ｐ．１６５まで読んでおくこと。第３回小テストを行うので、準備して
おくこと。 
14 回  まとめの問題で復習をし、生物の個体と集団において、動物の生得的行
動、フェロモン、動物の社会、生物群集について学ぶため、教科書Ｐ．１６７〜
Ｐ．１８２まで読んでおくこと。 
15 回  まとめの問題で復習をし、生物としての⼈間において⼈類の起源と進化、
ヒトの遺伝、ヒトゲノムについて学ぶため、教科書Ｐ．１８３〜Ｐ．１９５まで
読んでおくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FA047A1 
成績評価 課題提出 (60%) と定期試験 (40%) により成績を評価する。 
曜日時限 木曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(06〜12),バイオ・応用化学科(06〜12),機械システム工学科(06〜12),電気

電子システム学科(06〜12),情報工学科(06〜12),知能機械工学科(06〜12),生体
医工学科(06〜12),建築学科(06〜12),工学プロジェクトコース(06〜12),情報科
学科(06〜12),生物地球学部(06〜12) 

見出し FA047A1 入門数学 
担当教員名 和⽥ 真治＊ 
単位数 2 
教科書 ドリルと演習シリーズ 基礎数学／日本数学教育学会高専・大学部会教材研究グ

ループ TAMS 編／電気書院 
アクティブラーニング  
キーワード ２次関数，三角関数，指数関数，対数関数 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 (前期)「微分積分の演習があればよかったと思う。」とあったが、反対に「授業の

進み具合が早い」と感じている⼈もいるのでこれ以上増やすのは無理です。学科
の科目で頑張ってください。「暑い」という指摘がありましたが、今年は 27 度で
集中管理していましたからどうしようもありません。節電のためにも仕方ありま
せん。「欠席数のカウントが怖かった」とあったが、これは致し方ない。カウント
してあげないと自分が何回休んだかわからない学生もいるので、E 判定を避ける
ためにやっていました。「時間内にできなかったら赤プリントを配布してやっ 

科目名 入門数学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 教養の数学／「教養の数学」編集委員会編 ／学術図書出版社：計算⼒が身に付く

数学基礎／佐野公朗／学術図書出版社 
授業形態 講義 
注意備考 数学・情報教育センターと学習支援センターの指示に従って履修すること。高校

で学んだ数学の内容を整理や復習することが望ましい。 
シラバスコード FGG47A1 
実務経験のある教員  
達成目標 １年次の数学（微分積分学）を学ぶ上で必要な三角関数，指数関数，対数関数の

基本概念を理解し，これらの簡単な計算が自在にできるようになること。 
受講者へのコメント (前期) しっかり予習して講義に臨んでほしい。解からない所があったり，赤プリ

ントをもらったら，必ず学習相談室に来てほしい。いっしょに頑張りましょう。 
連絡先 和⽥ ２５号館５階学習相談室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 (前期)A については、欠席回数 3・4 回の学生が 20％で、欠席するとわからなく
なるので、欠席しないでください。また、授業時間外の学習が 30 分程度の学生



が 50％で、その内訳は宿題に取り組んだ学生が 70％だったので、もっと予習に
⼒を入れてほしい。B については、理解が深まったや技能・技術が向上したが多
かった。C については、全体的に満足していると思われる。E については、少数
意見として 1 回の授業で扱う量が多いが 14%であったが、１５回で高校の数学
の三角関数まで終わるにはぎりぎりのゆっくりしたペースであることを理解し
て 

英文科目名  
関連科目 本科目に引き続き、学科の数学系科目を履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 (前期)説明の時間を少しでも少なくして，問題を解く時間をもう少し確保した

い。 
講義目的 1 年次の数学の単位修得に必要な数学の基本的内容を学習する．さらに，これを

理解して簡単な計算が自在にできるようにする。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 1 整式の加法・減法, 2 単項式の積と商, 3 整式の積について説明する。 

2 回 4 基本的な展開公式, 5 発展的な展開公式, 6 因数分解（共通因数）につい
て解説する。 
3 回 7 2 次式の因数分解, 8 因数分解（たすきがけ）, 9 因数分解（3 次式）につ
いて説明する。 
4 回 10 整式の除法, 12 分数式の約分・乗法・除法, 13 分数式の加法・減法につ
いて解説する。 
5 回 15 平方根を含む計算, 17 絶対値, 18 複素数について説明する。 
6 回 21 因数分解による 2 次方程式の解法, 22 解の公式による 2 次方程式の解
法, 23 2 次方程式の判別式について解説する。 
7 回 24 解と係数の関係, 25 2 次方程式の立式, 291 次不等式について説明する。 
8 回 30 2 次不等式, 41 y=b, y=ax+b, y=ax^2, y=a/x のグラフ, 42 2 次関数の標
準形について解説する。 
9 回 43 2 次関数のグラフと軸との共有点, 44 2 次関数のグラフと 2 次不等式, 61 
指数法則について説明する。 
10 回 62 指数関数とそのグラフ, 63 指数方程式・不等式, 64 対数の性質につい
て解説する。 
11 回 65 底の変換公式, 66 対数関数のグラフ, 67 対数方程式・不等式について
説明する。 
12 回 69 鋭角の三角比, 70 三角比の計算, 71 余弦定理について解説する。 
13 回 74 一般角と弧度法, 76 一般角の三角関数, 78 三角関数の性質について説
明する。 
14 回 79 正弦関数のグラフ, 80 余弦関数のグラフ, 83 三角関数の加法定理につ
いて解説する。 
15 回 総合的な演習の解法について説明する。 

準備学習 1 回 番号 1，2，3 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
2 回 番号 4，5，6 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
3 回 番号 7，8，9 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
4 回 番号 10，12，13 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 



5 回 番号 15，17，18 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
6 回 番号 21，22，23 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
7 回 番号 24，25，29 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
8 回 番号 30，41，42 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
9 回 番号 43，44，61 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
10 回 番号 62，63，64 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
11 回 番号 65，66，67 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
12 回 番号 69，70，71 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
13 回 番号 74，76，78 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
14 回 番号 79，80，83 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
15 回 これまでの演習を復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FA047A2 
成績評価 課題提出 (60%) と定期試験 (40%) により成績を評価する。 
曜日時限 木曜日 7・8 時限 
対象クラス 応用数学科(06〜12),化学科(06〜12),応用物理学科(06〜12),基礎理学科(06〜

12),生物化学科(06〜12),臨床生命科学科(06〜12),動物学科(06〜12),バイオ・応
用化学科(06〜12),機械システム工学科(06〜12),電気電子システム学科(06〜
12),情報工学科(06〜12),知能機械工学科(06〜12),生体医工学科(06〜12),建築学
科(06〜12),工学プロジェクトコース(06〜12),情報科学科(06〜12) 

見出し FA047A2 入門数学 
担当教員名 和⽥ 真治＊ 
単位数 2 
教科書 ドリルと演習シリーズ 基礎数学／日本数学教育学会高専・大学部会教材研究グ

ループ TAMS 編／電気書院 
アクティブラーニング  
キーワード ２次関数，三角関数，指数関数，対数関数 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「理解できていなかった基礎の部分を理解できた。」とあったが，とてもうれし

く思います。しっかり理解して専門に役立ててください。「⻘プリントではなく
⻩プリントの内容をやりたかった。」とあったが，教科書の問題がほとんどでき
た学生(間違い 1，2 問)に⻘プリントは配っています。⻩プリントは教科書の問
題が３，４問まちがった学生用でやってきましたが，⻩プリントはほとんど配布
しなかったと思います。だから⻘プリントは間違い 0，1 問，⻩プリントは間違
い 2，3 問にしてみてもよいと思っています。学生の実態をみながらどちらでい
くか 

科目名 入門数学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 教養の数学／「教養の数学」編集委員会編 ／学術図書出版社：計算⼒が身に付く

数学基礎／佐野公朗／学術図書出版社 
授業形態 講義 
注意備考 数学・情報教育センターと学習支援センターの指示に従って履修すること。高校

で学んだ数学の内容を整理や復習することが望ましい。 
シラバスコード FII47A2 
実務経験のある教員  
達成目標 １年次の数学（微分積分学）を学ぶ上で必要な三角関数，指数関数，対数関数の

基本概念を理解し，これらの簡単な計算が自在にできるようになること。 
受講者へのコメント しっかり予習，復習して講義に臨んでほしい。解からない所があったり，赤プリ

ントをもらったら，必ず学習相談室に来てほしい。いっしょに頑張りましょう。
予習，復習している学生や，赤プリントを学習相談室で添削している学生は⼒が
ついています。 

連絡先 和⽥ ２５号館５階学習相談室 



合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 A については，欠席回数 3・4 回の学生が 11％で，前期より減った。この調子で
出席してほしい。また，授業時間外の学習が 2 時間程度の学生が 22％，1 時間程
度の学生が 33％，30 分程度の学生が 33％で，その内訳は宿題に取り組んだ学生
が 67％だったので，もっと指示された課題以外にも取り組んでほしい。B につい
ては，理解が深まった，学習方法の改善に役立ったが多かった。C については，
全体的に満足しているものと思われる。E については，少数意見として，理解し
やすいように，説明にもう少し工夫を加えてもらえると良いが 11％であっ 

英文科目名  
関連科目 本科目に引き続き、学科の数学系科目を履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 説明の時間を１０分ぐらいにして、問題を解く時間を１５分から２０分ぐらい確

保したい。 
講義目的 1 年次の数学の単位修得に必要な数学の基本的内容を学習する．さらに，これを

理解して簡単な計算が自在にできるようにする。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 1 整式の加法・減法, 2 単項式の積と商, 3 整式の積について説明する。 

2 回 4 基本的な展開公式, 5 発展的な展開公式, 6 因数分解（共通因数）につい
て解説する。 
3 回 7 2 次式の因数分解, 8 因数分解（たすきがけ）, 9 因数分解（3 次式）につ
いて説明する。 
4 回 10 整式の除法, 12 分数式の約分・乗法・除法, 13 分数式の加法・減法につ
いて解説する。 
5 回 15 平方根を含む計算, 17 絶対値, 18 複素数について説明する。 
6 回 21 因数分解による 2 次方程式の解法, 22 解の公式による 2 次方程式の解
法, 23 2 次方程式の判別式について解説する。 
7 回 24 解と係数の関係, 25 2 次方程式の立式, 291 次不等式について説明する。 
8 回 30 2 次不等式, 41 y=b, y=ax+b, y=ax^2, y=a/x のグラフ, 42 2 次関数の標
準形について解説する。 
9 回 43 2 次関数のグラフと軸との共有点, 44 2 次関数のグラフと 2 次不等式, 61 
指数法則について説明する。 
10 回 62 指数関数とそのグラフ, 63 指数方程式・不等式, 64 対数の性質につい
て解説する。 
11 回 65 底の変換公式, 66 対数関数のグラフ, 67 対数方程式・不等式について
説明する。 
12 回 69 鋭角の三角比, 70 三角比の計算, 71 余弦定理について解説する。 
13 回 74 一般角と弧度法, 76 一般角の三角関数, 78 三角関数の性質について説
明する。 
14 回 79 正弦関数のグラフ, 80 余弦関数のグラフ, 83 三角関数の加法定理につ
いて解説する。 
15 回 総合的な演習の解法について説明する。 

準備学習 1 回 番号 1，2，3 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 



2 回 番号 4，5，6 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
3 回 番号 7，8，9 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
4 回 番号 10，12，13 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
5 回 番号 15，17，18 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
6 回 番号 21，22，23 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
7 回 番号 24，25，29 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
8 回 番号 30，41，42 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
9 回 番号 43，44，61 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
10 回 番号 62，63，64 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
11 回 番号 65，66，67 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
12 回 番号 69，70，71 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
13 回 番号 74，76，78 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
14 回 番号 79，80，83 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
15 回 これまでの演習を復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FA047B1 
成績評価 課題提出 (60%) と定期試験 (40%) により成績を評価する。 
曜日時限 木曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(06〜12),バイオ・応用化学科(06〜12),機械システム工学科(06〜12),電気

電子システム学科(06〜12),情報工学科(06〜12),知能機械工学科(06〜12),生体
医工学科(06〜12),建築学科(06〜12),工学プロジェクトコース(06〜12),情報科
学科(06〜12),生物地球学部(06〜12) 

見出し FA047B1 入門数学 
担当教員名 池上 数一＊ 
単位数 2 
教科書 ドリルと演習シリーズ 基礎数学／日本数学教育学会高専・大学部会教材研究グ

ループ TAMS 編／電気書院 
アクティブラーニング  
キーワード ２次関数，三角関数，指数関数，対数関数 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 入門数学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 教養の数学／「教養の数学」編集委員会編 ／学術図書出版社：計算⼒が身に付く

数学基礎／佐野公朗／学術図書出版社 
授業形態 講義 
注意備考 数学・情報教育センターと学習支援センターの指示に従って履修すること。高校

で学んだ数学の内容を整理や復習することが望ましい。 
シラバスコード FGG47B1 
実務経験のある教員  
達成目標 １年次の数学（微分積分学）を学ぶ上で必要な三角関数，指数関数，対数関数の

基本概念を理解し，これらの簡単な計算が自在にできるようになること。 
受講者へのコメント  
連絡先 池上 ２５号館７階非常勤講師控室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 本科目に引き続き、学科の数学系科目を履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 1 年次の数学の単位修得に必要な数学の基本的内容を学習する．さらに，これを

理解して簡単な計算が自在にできるようにする。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 1 整式の加法・減法, 2 単項式の積と商, 3 整式の積について説明する。 



2 回 4 基本的な展開公式, 5 発展的な展開公式, 6 因数分解（共通因数）につい
て解説する。 
3 回 7 2 次式の因数分解, 8 因数分解（たすきがけ）, 9 因数分解（3 次式）につ
いて説明する。 
4 回 10 整式の除法, 12 分数式の約分・乗法・除法, 13 分数式の加法・減法につ
いて解説する。 
5 回 15 平方根を含む計算, 17 絶対値, 18 複素数について説明する。 
6 回 21 因数分解による 2 次方程式の解法, 22 解の公式による 2 次方程式の解
法, 23 2 次方程式の判別式について解説する。 
7 回 24 解と係数の関係, 25 2 次方程式の立式, 291 次不等式について説明する。 
8 回 30 2 次不等式, 41 y=b, y=ax+b, y=ax^2, y=a/x のグラフ, 42 2 次関数の標
準形について解説する。 
9 回 43 2 次関数のグラフと軸との共有点, 44 2 次関数のグラフと 2 次不等式, 61 
指数法則について説明する。 
10 回 62 指数関数とそのグラフ, 63 指数方程式・不等式, 64 対数の性質につい
て解説する。 
11 回 65 底の変換公式, 66 対数関数のグラフ, 67 対数方程式・不等式について
説明する。 
12 回 69 鋭角の三角比, 70 三角比の計算, 71 余弦定理について解説する。 
13 回 74 一般角と弧度法, 76 一般角の三角関数, 78 三角関数の性質について説
明する。 
14 回 79 正弦関数のグラフ, 80 余弦関数のグラフ, 83 三角関数の加法定理につ
いて解説する。 
15 回 総合的な演習の解法について説明する。 

準備学習 1 回 番号 1，2，3 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
2 回 番号 4，5，6 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
3 回 番号 7，8，9 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
4 回 番号 10，12，13 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
5 回 番号 15，17，18 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
6 回 番号 21，22，23 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
7 回 番号 24，25，29 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
8 回 番号 30，41，42 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
9 回 番号 43，44，61 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
10 回 番号 62，63，64 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
11 回 番号 65，66，67 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
12 回 番号 69，70，71 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
13 回 番号 74，76，78 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
14 回 番号 79，80，83 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
15 回 これまでの演習を復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FA047B2 
成績評価 課題提出 (60%) と定期試験 (40%) により成績を評価する。 
曜日時限 木曜日 7・8 時限 
対象クラス 応用数学科(06〜12),化学科(06〜12),応用物理学科(06〜12),基礎理学科(06〜

12),生物化学科(06〜12),臨床生命科学科(06〜12),動物学科(06〜12),バイオ・応
用化学科(06〜12),機械システム工学科(06〜12),電気電子システム学科(06〜
12),情報工学科(06〜12),知能機械工学科(06〜12),生体医工学科(06〜12),建築学
科(06〜12),工学プロジェクトコース(06〜12),情報科学科(06〜12) 

見出し FA047B2 入門数学 
担当教員名 成広 淳太郎＊ 
単位数 2 
教科書 ドリルと演習シリーズ 基礎数学／日本数学教育学会高専・大学部会教材研究グ

ループ TAMS 編／電気書院 
アクティブラーニング  
キーワード ２次関数，三角関数，指数関数，対数関数 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ?特になし 
科目名 入門数学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 教養の数学／「教養の数学」編集委員会編 ／学術図書出版社：計算⼒が身に付く

数学基礎／佐野公朗／学術図書出版社 
授業形態 講義 
注意備考 数学・情報教育センターと学習支援センターの指示に従って履修すること。高校

で学んだ数学の内容を整理や復習することが望ましい。 
シラバスコード FII47B2 
実務経験のある教員  
達成目標 １年次の数学（微分積分学）を学ぶ上で必要な三角関数，指数関数，対数関数の

基本概念を理解し，これらの簡単な計算が自在にできるようになること。 
受講者へのコメント ?コツコツと努⼒することの大切さを本学の授業で体得し、今後のさまざまの場

で役立ててほしい。 
連絡先 成広 ２５号館７階非常勤講師控室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ?学生の授業に取り組む姿勢や、まじめに努⼒する態度は評価できる。 満足度が
高いことにも安心した。 

英文科目名  
関連科目 本科目に引き続き、学科の数学系科目を履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 ?授業時間外の学習時間をもっと増加するような授業をすること。 
講義目的 1 年次の数学の単位修得に必要な数学の基本的内容を学習する．さらに，これを



理解して簡単な計算が自在にできるようにする。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 1 整式の加法・減法, 2 単項式の積と商, 3 整式の積について説明する。 

2 回 4 基本的な展開公式, 5 発展的な展開公式, 6 因数分解（共通因数）につい
て解説する。 
3 回 7 2 次式の因数分解, 8 因数分解（たすきがけ）, 9 因数分解（3 次式）につ
いて説明する。 
4 回 10 整式の除法, 12 分数式の約分・乗法・除法, 13 分数式の加法・減法につ
いて解説する。 
5 回 15 平方根を含む計算, 17 絶対値, 18 複素数について説明する。 
6 回 21 因数分解による 2 次方程式の解法, 22 解の公式による 2 次方程式の解
法, 23 2 次方程式の判別式について解説する。 
7 回 24 解と係数の関係, 25 2 次方程式の立式, 291 次不等式について説明する。 
8 回 30 2 次不等式, 41 y=b, y=ax+b, y=ax^2, y=a/x のグラフ, 42 2 次関数の標
準形について解説する。 
9 回 43 2 次関数のグラフと軸との共有点, 44 2 次関数のグラフと 2 次不等式, 61 
指数法則について説明する。 
10 回 62 指数関数とそのグラフ, 63 指数方程式・不等式, 64 対数の性質につい
て解説する。 
11 回 65 底の変換公式, 66 対数関数のグラフ, 67 対数方程式・不等式について
説明する。 
12 回 69 鋭角の三角比, 70 三角比の計算, 71 余弦定理について解説する。 
13 回 74 一般角と弧度法, 76 一般角の三角関数, 78 三角関数の性質について説
明する。 
14 回 79 正弦関数のグラフ, 80 余弦関数のグラフ, 83 三角関数の加法定理につ
いて解説する。 
15 回 総合的な演習の解法について説明する。 

準備学習 1 回 番号 1，2，3 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
2 回 番号 4，5，6 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
3 回 番号 7，8，9 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
4 回 番号 10，12，13 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
5 回 番号 15，17，18 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
6 回 番号 21，22，23 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
7 回 番号 24，25，29 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
8 回 番号 30，41，42 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
9 回 番号 43，44，61 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
10 回 番号 62，63，64 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
11 回 番号 65，66，67 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
12 回 番号 69，70，71 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
13 回 番号 74，76，78 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
14 回 番号 79，80，83 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
15 回 これまでの演習を復習しておくこと。 



 



年度 2012 
授業コード FA047C1 
成績評価 課題提出 (60%) と定期試験 (40%) により成績を評価する。 
曜日時限 木曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(06〜12),バイオ・応用化学科(06〜12),機械システム工学科(06〜12),電気

電子システム学科(06〜12),情報工学科(06〜12),知能機械工学科(06〜12),生体
医工学科(06〜12),建築学科(06〜12),工学プロジェクトコース(06〜12),情報科
学科(06〜12),生物地球学部(06〜12) 

見出し FA047C1 入門数学 
担当教員名 成広 淳太郎＊ 
単位数 2 
教科書 ドリルと演習シリーズ 基礎数学／日本数学教育学会高専・大学部会教材研究グ

ループ TAMS 編／電気書院 
アクティブラーニング  
キーワード ２次関数，三角関数，指数関数，対数関数 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 入門数学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 教養の数学／「教養の数学」編集委員会編 ／学術図書出版社：計算⼒が身に付く

数学基礎／佐野公朗／学術図書出版社 
授業形態 講義 
注意備考 数学・情報教育センターと学習支援センターの指示に従って履修すること。高校

で学んだ数学の内容を整理や復習することが望ましい。 
シラバスコード FGG47C1 
実務経験のある教員  
達成目標 １年次の数学（微分積分学）を学ぶ上で必要な三角関数，指数関数，対数関数の

基本概念を理解し，これらの簡単な計算が自在にできるようになること。 
受講者へのコメント  
連絡先 成広 ２５号館７階非常勤講師控室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 本科目に引き続き、学科の数学系科目を履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 1 年次の数学の単位修得に必要な数学の基本的内容を学習する．さらに，これを

理解して簡単な計算が自在にできるようにする。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 1 整式の加法・減法, 2 単項式の積と商, 3 整式の積について説明する。 



2 回 4 基本的な展開公式, 5 発展的な展開公式, 6 因数分解（共通因数）につい
て解説する。 
3 回 7 2 次式の因数分解, 8 因数分解（たすきがけ）, 9 因数分解（3 次式）につ
いて説明する。 
4 回 10 整式の除法, 12 分数式の約分・乗法・除法, 13 分数式の加法・減法につ
いて解説する。 
5 回 15 平方根を含む計算, 17 絶対値, 18 複素数について説明する。 
6 回 21 因数分解による 2 次方程式の解法, 22 解の公式による 2 次方程式の解
法, 23 2 次方程式の判別式について解説する。 
7 回 24 解と係数の関係, 25 2 次方程式の立式, 291 次不等式について説明する。 
8 回 30 2 次不等式, 41 y=b, y=ax+b, y=ax^2, y=a/x のグラフ, 42 2 次関数の標
準形について解説する。 
9 回 43 2 次関数のグラフと軸との共有点, 44 2 次関数のグラフと 2 次不等式, 61 
指数法則について説明する。 
10 回 62 指数関数とそのグラフ, 63 指数方程式・不等式, 64 対数の性質につい
て解説する。 
11 回 65 底の変換公式, 66 対数関数のグラフ, 67 対数方程式・不等式について
説明する。 
12 回 69 鋭角の三角比, 70 三角比の計算, 71 余弦定理について解説する。 
13 回 74 一般角と弧度法, 76 一般角の三角関数, 78 三角関数の性質について説
明する。 
14 回 79 正弦関数のグラフ, 80 余弦関数のグラフ, 83 三角関数の加法定理につ
いて解説する。 
15 回 総合的な演習の解法について説明する。 

準備学習 1 回 番号 1，2，3 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
2 回 番号 4，5，6 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
3 回 番号 7，8，9 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
4 回 番号 10，12，13 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
5 回 番号 15，17，18 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
6 回 番号 21，22，23 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
7 回 番号 24，25，29 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
8 回 番号 30，41，42 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
9 回 番号 43，44，61 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
10 回 番号 62，63，64 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
11 回 番号 65，66，67 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
12 回 番号 69，70，71 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
13 回 番号 74，76，78 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
14 回 番号 79，80，83 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
15 回 これまでの演習を復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FA047C2 
成績評価 評価にあたって，日常の学習状況を特に重視する．日常の学習の成果（６０％），

定期試験（４０％）で成績を評価する．ただし，日常学習は（小テスト）：（課題）
＝２：１で評価する．これらの総得点を 100 点に換算し，60 点以上を合格とす
る．また，授業回数の 3 分の 1 以上の欠席がある場合と定期試験が未受験の場合
には無効とみなし，E と評価する． 

曜日時限 木曜日 7・8 時限 
対象クラス 応用数学科(06〜12),化学科(06〜12),応用物理学科(06〜12),基礎理学科(06〜

12),生物化学科(06〜12),臨床生命科学科(06〜12),動物学科(06〜12),バイオ・応
用化学科(06〜12),機械システム工学科(06〜12),電気電子システム学科(06〜
12),情報工学科(06〜12),知能機械工学科(06〜12),生体医工学科(06〜12),建築学
科(06〜12),工学プロジェクトコース(06〜12) 

見出し FA047C2 入門物理 
担当教員名 沖 隆義 
単位数 2 
教科書 作成教材を適宜配布する． 
アクティブラーニング  
キーワード SI 単位，変位，x-t グラフ，v-t グラフ，速度，加速度，運動方程式，運動量原理，

仕事，エネルギー，エネルギー原理，⼒学的エネルギー保存の法則 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  1 名の⼈から手厳しいコメントをもらいました．おそらく高校物理を履修した

⼈だと思います．v-t 図の面積の話や単位換算などあまりに基本的なないように，
侮辱されているのではと思えたのかも知れません．しかし入門物理では欠かすこ
とができない事柄だと思います．丁寧すぎてポイントが分からないとの記述があ
りましたが，配布プリントの目次のところをみて，自分なりにポイントを整理す
べきです．自分に厳しく勉学に取り組んでください． 

科目名 入門物理 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 新しい高校物理の教科書/山本明利他（講談社）：⼈物で語る物理入門/米沢富美

子/（岩波新書） 
授業形態 講義 
注意備考 遅刻，欠席のないようにすること．特別な理由が認められる場合以外は，２年生

以上の履修は認めない．試験は定期試験期間中に行い，試験形態は筆記試験とす
る．小テストの結果により必要な受講生には学習相談室で再テスト並びに学習指
導をする．疑問点の解消など，自主的に学習相談室に訪問することを期待する． 

シラバスコード FSB47C2 
実務経験のある教員  
達成目標 単なる暗記だけでなく，⼒学の法則を理解し，簡単な計算ができ，単位をつけて

数値が出せる． 
受講者へのコメント  シラバスに載せた通りの評価を厳格に行いました．単位をとれなかった⼈もい



ますが，この授業に取り組んだ努⼒に応じて何か得るものがあったはずです．最
後まであきらめずに物理に対峙して勉強してください． 
 単位を取得した⼈も物理の学習の仕方を忘れずに努⼒を続けてください． 

連絡先 学習相談室 25 号館 5 階  Tel.: 086（256）8438 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 [A]授業に対するあなたの取り組み：欠席せず最後まで取り組んだ⼈は高い評価
ができます． 
[B]この授業におけるあなたの成⻑について：前向きなアンケート結果で安心し
ました．特に理解が深まったという回答が 47.4％であったのはうれしく思いま
す． 
[C]総合評価：良好な解答の割合が高く，今後の励みになりました． 
[D]自由設問：高校で物理未履修の⼈が 57.9％でした．この授業が大学の物理に
取り組むきっかけになってほしいと思います． 

英文科目名  
関連科目 物理学Ⅰ・Ⅱ，物理実験，⼒学Ⅰ・Ⅱなど 
次回に向けての改善変更予定  多様化度試験を必要学科で実施してもらい．特に物理未履修の⼈で入門を受け

たい⼈を優先して入門物理履修を実施すべきだと考えています． 
 配布プリントの文字が小さく見えにくいので，ポータルサイトに電子教材を複
数載せました．基本の確認に既に入門を履修した⼈にも利用してもらいたいと思
います．疑問点があれば学習相談に訪れてください． 

講義目的 物理学は理工系，医療系科目の基礎になっている．高校で物理学が未履修，また
は十分に学ぶことができなかった 1 年生を対象に，入門的な解説と演習を行う．
物理学の基本になる⼒やエネルギーを通して，物理的な見方や考え方にふれてい
く． 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 教材配布（2 回目以降も適宜配布していく）と学習上の注意．物理量の国際

単位について説明し，平均の速さについての復習をする． 
課題１を提示し宿題とする． 
2 回 課題 1 の解説をする．赤いボールペンで各自の答えに加筆訂正する．添削
した課題 1 を回収する． 
  
運動の表し方１；変位を図示によって説明する．変位を使って平均の速度を定義
し，平均の速さとの関係に注意しながらその図示についても説明する．運動の様
子を表すのに重要な x-t グラフと呼ばれる変位-時間図から平均の速度や瞬間の
速度を定義する． 
  
課題 2 を提示する． 
3 回 課題 1 を返却し（返却課題はすべて成績を評価する），課題 2 の解説をし、
添削を指示する．加筆訂正された課題 2 は回収する． 
  
運動の表し方 2；x-t グラフとともに物体の運動の様子を表すのに重要な v-t グラ



フすなわち速度-時間グラフを等速直線運動の場合で説明し，グラフと時間軸で
囲まれる面積が変位になることを説明する．次に，一般の運動の場合の v-t グラ
フで平均の加速度および瞬間の加速度と呼ばれる物理量を定義する．自由落下す
る物体の x-t グラフと v-t グラフの作図と，その図から重⼒加速度を求める課題
３と課題４を提示する． 
4 回 課題 2 を返却する．  
運動の表し方３； 課題３の自由落下の v-t グラフが直線になることを確認し，
その傾きから，重⼒加速度を求める．直線になる v-t グラフは等加速度運度を表
していることを説明し，等加速度運動の重要な公式を導出する． 
今回の講義の知識を使う課題４を解説する．加筆訂正した課題 3 を回収する．（課
題 4 は回収しない．） 
次回は，第 1 回〜第 4 回分の小テスト 1 を行う． 
5 回 課題 3 を返却する．小テスト１を実施し回収する．  
⼒について１；⼒をベクトルの代表例に取り合⼒を平行四辺形もしくは 3 角形の
法則で作図する方法を説明する．線形代数を使ったやり方で合⼒の求め方を説明
し，作図したものと一致することを確認し，それに対応した課題 5 を提示する．
次に，⼒の分解の仕方を説明する．また，第 12 講で学習する仕事とよばれる物
理量と関係する内積について説明する． 
6 回 小テスト１の返却と注意をする．課題 5 の解説し，加筆訂正を指示する． 
  
⼒について２；ベクトルの外積について説明する．続いて⼒のつりあいを説明し，
今まで学習してきたことを利用して，つりあいの⼒を求める例題を解説する． 
課題 6 を提示し，課題 5 を回収する． 
7 回 課題 6 を解説し，加筆訂正を指示する．  
⼒について３；地球上の質量のある物体に作用する重⼒について説明し，その大
きさが算出できるようにする．⼒を測るのに重要なフックの法則を説明し，弾性
⼒が算出できるようにする．さらに，静止摩擦⼒について説明し，その大きさが
算出できるようにする． 
課題 6 を回収し，課題 7 を提示する． 
8 回 課題 7 を解説し，加筆訂正を指示する． 
  
⼒について４；われわれの周りの物体の運動で無視できない動摩擦⼒について説
明し，その大きさが算出できるようにする．次に，⼒が物体に回転を起こさせる
激しさをあらわす⼒のモーメントについて説明し，それを使って重心の位置の算
出方法を説明する． 
課題 7 を回収し，課題 8 を提示する． 
9 回 課題 8 を解説し，加筆訂正を指示する． 
  
運動の法則１；後ほど運動方程式を正しく立てるためにも必要な作用反作用の法
則を説明する．次に，マクロな物体の運動を支配する運動の法則を説明し，運動
方程式と関連させて慣性の法則と質量について説明する．最後に運動方程式を立
てる手順を説明する． 



次回は第 5 回から第 8 回までの小テスト２を実施する． 
課題 8 は回収し，課題 9 を提示する． 
10 回 課題 8 を返却する．小テスト２の実施回収後に課題 9 の解説を行う． 
  
運動の法則２；運動量原理を説明し，これから単位を上手にとれば運動方程式が
得られることを説明する．運動の法則の応用として自由落下をはじめとする重⼒
場中の物体の運動を考え，それに対応した課題 10 を提示する．（課題 9 は回収し
ない．） 
11 回 小テスト２の返却と注意を行い，課題 10 の解説をする．  
運動の法則３；運動方程式の応用例題．先ずは例題を誰かにあてながら解いてい
き，解く手順を確実に習得できるように演習をする． 
課題 10 を回収する． 
12 回 課題 10 を返却する． 
  
仕事とエネルギー1；変位と同じ向きの⼒のする仕事を定義した後，変位と⼒の
向きが異なる一般的な場合の仕事を説明する．仕事をする速さを表す仕事率につ
いて説明する．運動物体が運動エネルギーと呼ばれる仕事をする能⼒を秘めてい
ることを説明し，運動方程式を使用して運動エネルギーの式を導出する．運動エ
ネルギーの変化量が物体の受けた仕事に等しいということを述べているエネル
ギー原理（これは位置エネルギーを理解するのに必要であるし，後ほど学習する
⼒学的エネルギー保存の法則の導出にも使用する極めて重要な原理である）につ
いて説明する． 
課題 11 を提示する． 
13 回 課題 11 を解説し，訂正加筆の指示をする． 
  
仕事とエネルギー2；エネルギー原理を使い，高いところにある物体の持つ仕事
をする能⼒である重⼒による位置エネルギーの式を導出する．演習をした後，課
題 12 を提示し解く指示をする． 
課題 12 の解説をする．課題 12 は回収しないが，課題 11 は回収する． 
次回は，第 9〜13 回分の小テスト 3 を実施する． 
14 回 小テスト 3 を実施し回収後，授業アンケートを実施する． 
  
仕事とエネルギー3；前回に引き続き，エネルギーの原理の援用により弾性⼒に
よる位置エネルギーについての式を導出する．次に重⼒の例を取り，保存⼒につ
いて説明する．最後に，⼒学的エネルギー保存の法則について説明する． 
課題 13 と最後の回の内容に対応する課題 14 を提示する． 
15 回 小テスト 3 の返却と注意を行い，課題 13 の解説をして，添削の指示をす
る． 
仕事とエネルギー４；重⼒や弾性⼒など位置エネルギーを持つ⼒が⼒学的エネル
ギーを保存する保存⼒であることを説明する． 
  
提示しておいた課題 14 の解説を行った後，定期テストの注意をする． 



最後に今後の学習のアドバイスをする． 
準備学習 1 回 国際単位系について調べ，また義務教育課程で習った速さについて復習を

しておくこと． 
2 回 前回の学習の定着を確認しながら課題 1 をやり，変位と平均速度，ｘ−ｔ
グラフについて教材を読んで学習内容の概要を把握し，特にその傾きが何にあた
るか考えておくこと． 
3 回 前回の講義を踏まえて，課題２を解いておくこと．等速直線運動を v-t グラ
フで表し，その傾きと時間軸との間の面積が何に当たるかを予習しておくこと． 
4 回 第 3 回で学習したことを復習すること．課題 3 をやっておくこと．等加速
度直線運動について予習したうえで，課題４をやっておくこと． 
5 回 第 1 回〜第 4 回までの演習課題のうち，苦手なものをもう一度解き，小テ
スト 1 に備えること．すべての小テストは原則として課題から数値を変えて出題
するので，範囲の課題を 15 分以内でできるようにしておくこと．ベクトルの合
成・分解・内積について予習しておくこと． 
6 回 物理学で重要かつ必要なベクトルの演算にしっかりと習熟したうえで課題
５をやり，義務教育課程で学習した⼒のはたらきを復習しておくこと．⼒の分解・
⼒のつりあいの概要とベクトルの外積について予習しておくこと． 
7 回 物理学で重要かつ必要なベクトルの演算にしっかりと習熟したうえで課題
6 をやり，重⼒・弾性⼒・静止摩擦⼒について予習しておくこと． 
8 回 課題 7 をやり，摩擦角と静止摩擦係数・動摩擦⼒・⼒のモーメントと重心に
ついての概要を予習しておくこと． 
9 回 課題 8 をやり，作用反作用の法則・慣性の法則および運動の法則の予習を
しておくこと． 
10 回 第 5 回〜第 8 回分の課題を復習し，小テスト 2 に備えること．運動量原理
と運動方程式を予習し，自由落下の例で運動方程式を立てて，どのような運動を
するか考えておくこと．さらに，課題 9 をやっておくこと． 
11 回 課題９をもう一度復習した後，課題 10 をやっておくこと．運動方程式は
入門物理の学習項目中で重要なものであるから，運動方程式を立てる手順を課題
10 により，しっかりと身につけること． 
12 回 第 11 回目で説明した例題を完全に自⼒で解答できるようにしておくこと．
第 12 回以降は，入門物理の最後の重要項目である仕事とエネルギーの学習に入
るので，仕事，仕事率，運動エネルギー，エネルギー原理について予習をしてお
くこと． 
13 回 運動量原理とエネルギーの原理を復習したうえで課題 11 をやり，重⼒に
よる位置エネルギーについて予習しておくこと． 
14 回 第 9〜13 回分の課題を復習して小テスト３に備えること．弾性⼒によるエ
ネルギーと保存⼒・⼒学的エネルギー保存の法則の予習をしておくこと． 
15 回 14 回目の復習をしたうえで，課題 13 と課題 14 に独⼒で取り組んでおく
こと．位置エネルギーを持つ⼒は保存⼒であることについて概要を予習しておく
こと． 

 



年度 2012 
授業コード FA047D1 
成績評価 課題提出等（３０％）定期考査（７０％） 
曜日時限 木曜日 7・8 時限 
対象クラス 応用数学科(06〜12),応用物理学科(06〜12),基礎理学科(06〜12),生物化学科(06

〜12),臨床生命科学科(06〜12),動物学科(06〜12),知能機械工学科(06〜12),生体
医 工 学 科 (06 〜 12), 工 学 プ ロ ジ ェ ク ト コ ー ス (06 〜 12),GA( 生 )(06 〜
12),GB(生)(06〜12) 

見出し FA047D1 入門化学 
担当教員名 山本 峻三＊ 
単位数 2 
教科書 Primary 大学テキストこれだけはおさえたい「化学」／井口洋夫・木下實・斎藤

幸一／実教出版（ISBN978-4-407-31988-0） 
昨年度と異なっているので注意してください。 

アクティブラーニング  
キーワード 高等学校の基礎知識の確認をする。 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 今までわからなかったことが少しわかるようになってよかったという記述があ

った。こちらの意図するところがある程度達成できたと思われる。授業が少し難
しいところもあった。板書をもう少し見やすく整理してほしいという意見も 1，
2 あった。板書に関してはもう少し気をつけるつもりである。 

科目名 入門化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 講義 
注意備考 原則として 1 年生のみの受講です。2 年生でも教職取得のために必要で、1 年次

未履修という⼈は受講してください。3 年生以上の学生諸君の履修は遠慮してく
ださい。どうしてもという⼈はチューターの許可を得ること。 

シラバスコード FGG47D1 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的な観察⼒を育て、化学の基本法則を理解し、原子・分子や物質量の概念を

得ることができます。また授業の各単元で扱うそれぞれの現象に関する知識が理
解できます。たとえば、化学結合、物質の三態、気体の性質、固体の溶解度、希
薄溶液の性質などを理解し、物質量、溶液の濃度、ｐH の計算もできるように
なります。 

受講者へのコメント 講義内容で解からないところがあれば遠慮なく指摘してもらいたい。字が小さく
て見にくいとか、説明をもう一度してほしいということでもいい。また前の方の
席が空いているときは前に移動してもらいたい。前と後ろでは集中⼒が全然違う
と思われる。 

連絡先 非常勤講師室（25 号館 7 階） 
合理的配慮が必要な学生への  



対応 
各項目評価に対する所見 項目１：87％以上が欠席 2 回以下で特に問題はない。 

項目２：時間外の学習時間が 30 分程度とまったくしなかったがそれぞれ 35.4％
と 25.0%であり、問題である。期間中数回宿題を課したが、さらに回数多くの宿
題を課すことで解決することしかできないと思われる。 
項目３：宿題などに取り組んだが 66.7％と最も多かった。今後は宿題の回数を増
やすことで時間外の学習を促したい。 
項目４：45.8％がこの分野への理解が深まったと答え、この分野への興味、関心
が高まったも 29.2％であった。本講義の目的はある程度達成されたと 

英文科目名  
関連科目 高等学校化学Ⅰ・化学Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 板書（字の大きさと消すタイミング）に関しては十分配慮するつもりである。ま

たそのつど教科書の該当箇所を指摘することにより板書との対応をはっきりさ
せる。 

講義目的 化学の基本的な知識を身につけ、各現象や反応が私たちの生活に身近な部分にど
のような影響を与えているのかを知ること。それにより、化学の基礎を学び、そ
の関心を高め、さらに専門科目への準備と生活の応用としてもらいたい。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション・講義内容の確認をする。また、第 1 章 3 節 5 より化

学の歴史について説明をする。 
2 回 1 節 物質の探求として、混合物と純物質、化合物と単体に分類する。さら
に混合物の分離方法にはどんなものがあるのかを紹介する。 
3 回 2 節 物質の構成粒子。 原子の構造と分子の成り立ち、さらに電子とイオ
ンのでき方について学習する。元素の性質と周期性は電子配置と関係が深いこ
と、周期表にもとずく元素の分類、特徴についてもう一度確認する。 
4 回 3 節 物質量と化学反応式では、基本となる原子量、分子量、式量の概念を
理解し、これを活用して物質量とは何かを理解する。単位粒子であるアボガドロ
定数について学習する。 
5 回 4 節 化学結合と結晶の１回目は、原子・分子・イオンがどのように結合す
るのかを学習する。そのうちのイオン結合の形成とイオン結晶の性質、また共有
結合による分子の形成とその構造式、分子の種類について説明する。 
6 回 化学結合と結晶の２回目は前回の続きとして分子間の結合や極性、水素結
合、配位結合などについて学習する。 
7 回 化学結合と結晶の３回目は金属結合の特徴やその結晶格子の種類、性質に
ついて学習する。さらに、原子半径、密度の計算をする。 
8 回 第 2 章 1 節 物質は温度、圧⼒によって気体・液体・固体のいずれかの状
態をとり、その状態の変化を集合状態と熱運動から説明する。変化に伴う熱の出
入り、体積や質量の関係について、また蒸気圧と温度の関係から沸騰についても
学習する。 
9 回 2 節 気体の性質の１回目としてボイル・シャルルの法則より、体積、圧⼒、
温度の関係が計算できるようにする。さらに気体定数と状態方程式について学
び、気体の分子量を求めることができるようにする。 



10 回 気体の性質の２回目は実在気体と理想気体の違いについて説明する。また、
混合気体の分圧と全圧についても学習する。 
11 回 3 節 溶液の１回目 溶解には物質と溶媒の極性が関係していることを理
解する。固体の溶解度は温度が高くなるほど大きくなることと、それを利用した
再結晶についても説明する。 
12 回 溶液の２回目 同じ温度では蒸気圧は溶液の方が溶媒より低くなり、また
半透膜で濃度の異なる溶液を仕切ると溶媒分子が移動する浸透について学習す
る。さらにコロイド溶液の性質について説明する。 
13 回 4 節 酸と塩基の１回目。 酸・塩基の定義とは、オキソニウムイオンと
は何かについて学習する。さらに酸・塩基の強弱と電離の関係、酸性・中性・塩
基性の定義とｐＨの意味について説明する。 
14 回 酸と塩基の２回目。 中和反応、塩の定義、中和における酸・塩基の量的
関係、中和滴定とｐＨについて説明する。 
15 回 5 節 酸化還元反応。 酸化・還元とは何か。酸素、水素、電子の授受で
説明できることを確認する。さらに酸加数の概念、酸化剤・還元剤について学習
する。 

準備学習 1 回 シラバスを確認し教材に目を通しておくこと。古典法則もまとめておくこ
と。第 2 回の授業につても予習をしておくこと。 
2 回 「教科書 1.1〜1.2」 各現象、混合物の分離方法などについて、図・写真等
を見て今までに学習してきたものをまとめておくこと。（節末問題 1-1 をやって
おくこと。） 
3 回 「教科書 2.1〜2.3」 まず周期表での主な元素の位置を確認しておくこと。
元素の化学的性質と電子配置について調べておくこと。教科書の次回の範囲をよ
く見ておくこと。（節末問題 1-2 をやっておくこと。） 
4 回 「教科書 3.1〜3.4」 分子量、式量の計算ができるようにしておく、さらに
組成式も作れるようにしておくこと。気体１モルの占める体積、分子の数、モル
質量とは何か調べておくこと。次回からの第４節をよく読んでおくこと。（節末
問題 1-3 をやっておくこと。） 
5 回 「教科書 4.1」 イオンの生成、種類についてよく復習をしておくこと。再
度、組成式の作り方、名称についてもできるようにしておくこと。 
6 回 「教科書 4.2〜4.3」 分子間に働く⼒を考えるのに例としてドライアイスの
性質を調べておくこと。氷と水の違いは分子がどのようになっているかも調べて
おくこと。 
7 回 「教科書 4.4」 今までに習った化学結合をまとめておくこと。金属はイオ
ン結晶と同じイオンからできているがその性質、結合の仕方を調べておくこと。
（節末問題 1-4 をやっておくこと。） 
8 回 「教科書第 2 章 1.1〜1.2」 分子の熱運動、気体・液体・固体のそれぞれの
現象について、また蒸発と沸騰の違いは何か調べておくこと。次回の範囲まで教
科書をよく見ておくこと。（節末問題 2-1 をやっておくこと。） 
9 回 「教科書 2.1」 気体の体積、圧⼒、温度、物質量の関係がどのようなもの
であったか調べておくこと。 
10 回 「教科書 2.2」 実在気体とは何か、混合気体である空気の分子量はいく



らになるのか調べておくこと。。（節末問題 2-2 をやっておくこと。） 
11 回 「教科書 3.1〜3.2」 今までに習った濃度計算についてまとめておくこと。
さらに、溶解という現象はどういうものか、飽和溶液、溶解度の語句も調べてお
くこと。 
12 回 「教科書 3.3〜3.4」 溶液はなぜ凍りにくいのか。溶液の沸点、蒸気圧は
どうだろうか調べておくこと。（節末問題 2-3 をやっておくこと。） 
13 回 「教科書第 3 章 4.1」 酸とは何か、塩基とは何か、今までに習ったもの
をまとめ、教科書の酸・塩基の範囲もよく復習しておくこと。 
14 回 「教科書 4.2〜4.3」 中和反応の特徴とそれにより生じる塩の性質、中和
滴定とは何か教科書をよく読んで置くこと。（節末問題 3-4 をやっておくこと。） 
15 回 「教科書 5.1〜5.2」 今までに習った酸化と還元とはどもようなものであ
るのかをまとめておくこと。（節末問題 3-5 をやっておくこと。） 

 



年度 2012 
授業コード FA047E1 
成績評価 課題提出等（３０％）定期考査（７０％） 
曜日時限 木曜日 7・8 時限 
対象クラス GA(総)(06〜11),GB(総)(06〜11) 
見出し FA047E1 入門化学(再) 
担当教員名 山本 峻三＊ 
単位数 2 
教科書 Primary 大学テキストこれだけはおさえたい「化学」／井口洋夫・木下實・斎藤

幸一／実教出版（ISBN978-4-407-31988-0） 
昨年度と異なっているので注意してください。 

アクティブラーニング  
キーワード 高等学校の基礎知識の確認をする。 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 今までわからなかったことが少しわかるようになってよかったという記述があ

った。こちらの意図するところがある程度達成できたと思われる。授業が少し難
しいところもあった。板書をもう少し見やすく整理してほしいという意見も 1，
2 あった。板書に関してはもう少し気をつけるつもりである。 

科目名 入門化学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 講義 
注意備考 原則として 1 年生のみの受講です。2 年生でも教職取得のために必要で、1 年次

未履修という⼈は受講してください。3 年生以上の学生諸君の履修は遠慮してく
ださい。どうしてもという⼈はチューターの許可を得ること。 

シラバスコード FIG47D1 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的な観察⼒を育て、化学の基本法則を理解し、原子・分子や物質量の概念を

得ることができます。また授業の各単元で扱うそれぞれの現象に関する知識が理
解できます。たとえば、化学結合、物質の三態、気体の性質、固体の溶解度、希
薄溶液の性質などを理解し、物質量、溶液の濃度、ｐH の計算もできるように
なります。 

受講者へのコメント 講義内容で解からないところがあれば遠慮なく指摘してもらいたい。字が小さく
て見にくいとか、説明をもう一度してほしいということでもいい。また前の方の
席が空いているときは前に移動してもらいたい。前と後ろでは集中⼒が全然違う
と思われる。 

連絡先 非常勤講師室（25 号館 7 階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 項目１：87％以上が欠席 2 回以下で特に問題はない。 
項目２：時間外の学習時間が 30 分程度とまったくしなかったがそれぞれ 35.4％



と 25.0%であり、問題である。期間中数回宿題を課したが、さらに回数多くの宿
題を課すことで解決することしかできないと思われる。 
項目３：宿題などに取り組んだが 66.7％と最も多かった。今後は宿題の回数を増
やすことで時間外の学習を促したい。 
項目４：45.8％がこの分野への理解が深まったと答え、この分野への興味、関心
が高まったも 29.2％であった。本講義の目的はある程度達成されたと 

英文科目名  
関連科目 高等学校化学Ⅰ・化学Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 板書（字の大きさと消すタイミング）に関しては十分配慮するつもりである。ま

たそのつど教科書の該当箇所を指摘することにより板書との対応をはっきりさ
せる。 

講義目的 化学の基本的な知識を身につけ、各現象や反応が私たちの生活に身近な部分にど
のような影響を与えているのかを知ること。それにより、化学の基礎を学び、そ
の関心を高め、さらに専門科目への準備と生活の応用としてもらいたい。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション・講義内容の確認をする。また、第 1 章 3 節 5 より化

学の歴史について説明をする。 
2 回 1 節 物質の探求として、混合物と純物質、化合物と単体に分類する。さら
に混合物の分離方法にはどんなものがあるのかを紹介する。 
3 回 2 節 物質の構成粒子。 原子の構造と分子の成り立ち、さらに電子とイオ
ンのでき方について学習する。元素の性質と周期性は電子配置と関係が深いこ
と、周期表にもとずく元素の分類、特徴についてもう一度確認する。 
4 回 3 節 物質量と化学反応式では、基本となる原子量、分子量、式量の概念を
理解し、これを活用して物質量とは何かを理解する。単位粒子であるアボガドロ
定数について学習する。 
5 回 4 節 化学結合と結晶の１回目は、原子・分子・イオンがどのように結合す
るのかを学習する。そのうちのイオン結合の形成とイオン結晶の性質、また共有
結合による分子の形成とその構造式、分子の種類について説明する。 
6 回 化学結合と結晶の２回目は前回の続きとして分子間の結合や極性、水素結
合、配位結合などについて学習する。 
7 回 化学結合と結晶の３回目は金属結合の特徴やその結晶格子の種類、性質に
ついて学習する。さらに、原子半径、密度の計算をする。 
8 回 第 2 章 1 節 物質は温度、圧⼒によって気体・液体・固体のいずれかの状
態をとり、その状態の変化を集合状態と熱運動から説明する。変化に伴う熱の出
入り、体積や質量の関係について、また蒸気圧と温度の関係から沸騰についても
学習する。 
9 回 2 節 気体の性質の１回目としてボイル・シャルルの法則より、体積、圧⼒、
温度の関係が計算できるようにする。さらに気体定数と状態方程式について学
び、気体の分子量を求めることができるようにする。 
10 回 気体の性質の２回目は実在気体と理想気体の違いについて説明する。また、
混合気体の分圧と全圧についても学習する。 
11 回 3 節 溶液の１回目 溶解には物質と溶媒の極性が関係していることを理



解する。固体の溶解度は温度が高くなるほど大きくなることと、それを利用した
再結晶についても説明する。 
12 回 溶液の２回目 同じ温度では蒸気圧は溶液の方が溶媒より低くなり、また
半透膜で濃度の異なる溶液を仕切ると溶媒分子が移動する浸透について学習す
る。さらにコロイド溶液の性質について説明する。 
13 回 4 節 酸と塩基の１回目。 酸・塩基の定義とは、オキソニウムイオンと
は何かについて学習する。さらに酸・塩基の強弱と電離の関係、酸性・中性・塩
基性の定義とｐＨの意味について説明する。 
14 回 酸と塩基の２回目。 中和反応、塩の定義、中和における酸・塩基の量的
関係、中和滴定とｐＨについて説明する。 
15 回 5 節 酸化還元反応。 酸化・還元とは何か。酸素、水素、電子の授受で
説明できることを確認する。さらに酸加数の概念、酸化剤・還元剤について学習
する。 

準備学習 1 回 シラバスを確認し教材に目を通しておくこと。古典法則もまとめておくこ
と。第 2 回の授業につても予習をしておくこと。 
2 回 「教科書 1.1〜1.2」 各現象、混合物の分離方法などについて、図・写真等
を見て今までに学習してきたものをまとめておくこと。（節末問題 1-1 をやって
おくこと。） 
3 回 「教科書 2.1〜2.3」 まず周期表での主な元素の位置を確認しておくこと。
元素の化学的性質と電子配置について調べておくこと。教科書の次回の範囲をよ
く見ておくこと。（節末問題 1-2 をやっておくこと。） 
4 回 「教科書 3.1〜3.4」 分子量、式量の計算ができるようにしておく、さらに
組成式も作れるようにしておくこと。気体１モルの占める体積、分子の数、モル
質量とは何か調べておくこと。次回からの第４節をよく読んでおくこと。（節末
問題 1-3 をやっておくこと。） 
5 回 「教科書 4.1」 イオンの生成、種類についてよく復習をしておくこと。再
度、組成式の作り方、名称についてもできるようにしておくこと。 
6 回 「教科書 4.2〜4.3」 分子間に働く⼒を考えるのに例としてドライアイスの
性質を調べておくこと。氷と水の違いは分子がどのようになっているかも調べて
おくこと。 
7 回 「教科書 4.4」 今までに習った化学結合をまとめておくこと。金属はイオ
ン結晶と同じイオンからできているがその性質、結合の仕方を調べておくこと。
（節末問題 1-4 をやっておくこと。） 
8 回 「教科書第 2 章 1.1〜1.2」 分子の熱運動、気体・液体・固体のそれぞれの
現象について、また蒸発と沸騰の違いは何か調べておくこと。次回の範囲まで教
科書をよく見ておくこと。（節末問題 2-1 をやっておくこと。） 
9 回 「教科書 2.1」 気体の体積、圧⼒、温度、物質量の関係がどのようなもの
であったか調べておくこと。 
10 回 「教科書 2.2」 実在気体とは何か、混合気体である空気の分子量はいく
らになるのか調べておくこと。。（節末問題 2-2 をやっておくこと。） 
11 回 「教科書 3.1〜3.2」 今までに習った濃度計算についてまとめておくこと。
さらに、溶解という現象はどういうものか、飽和溶液、溶解度の語句も調べてお



くこと。 
12 回 「教科書 3.3〜3.4」 溶液はなぜ凍りにくいのか。溶液の沸点、蒸気圧は
どうだろうか調べておくこと。（節末問題 2-3 をやっておくこと。） 
13 回 「教科書第 3 章 4.1」 酸とは何か、塩基とは何か、今までに習ったもの
をまとめ、教科書の酸・塩基の範囲もよく復習しておくこと。 
14 回 「教科書 4.2〜4.3」 中和反応の特徴とそれにより生じる塩の性質、中和
滴定とは何か教科書をよく読んで置くこと。（節末問題 3-4 をやっておくこと。） 
15 回 「教科書 5.1〜5.2」 今までに習った酸化と還元とはどもようなものであ
るのかをまとめておくこと。（節末問題 3-5 をやっておくこと。） 

 



年度 2012 
授業コード FA047E1a 
成績評価 課題提出等（３０％）定期考査（７０％） 
曜日時限 木曜日 7・8 時限 
対象クラス BA(工)(07〜10),BB(工)(07〜10) 
見出し FA047E1a 入門化学(再) 
担当教員名 山本 峻三＊ 
単位数 2 
教科書 Primary 大学テキストこれだけはおさえたい「化学」／井口洋夫・木下實・斎藤

幸一／実教出版（ISBN978-4-407-31988-0） 
昨年度と異なっているので注意してください。 

アクティブラーニング  
キーワード 高等学校の基礎知識の確認をする。 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 今までわからなかったことが少しわかるようになってよかったという記述があ

った。こちらの意図するところがある程度達成できたと思われる。授業が少し難
しいところもあった。板書をもう少し見やすく整理してほしいという意見も 1，
2 あった。板書に関してはもう少し気をつけるつもりである。 

科目名 入門化学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 講義 
注意備考 原則として 1 年生のみの受講です。2 年生でも教職取得のために必要で、1 年次

未履修という⼈は受講してください。3 年生以上の学生諸君の履修は遠慮してく
ださい。どうしてもという⼈はチューターの許可を得ること。 

シラバスコード FTB47D1 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的な観察⼒を育て、化学の基本法則を理解し、原子・分子や物質量の概念を

得ることができます。また授業の各単元で扱うそれぞれの現象に関する知識が理
解できます。たとえば、化学結合、物質の三態、気体の性質、固体の溶解度、希
薄溶液の性質などを理解し、物質量、溶液の濃度、ｐH の計算もできるように
なります。 

受講者へのコメント 講義内容で解からないところがあれば遠慮なく指摘してもらいたい。字が小さく
て見にくいとか、説明をもう一度してほしいということでもいい。また前の方の
席が空いているときは前に移動してもらいたい。前と後ろでは集中⼒が全然違う
と思われる。 

連絡先 非常勤講師室（25 号館 7 階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 項目１：87％以上が欠席 2 回以下で特に問題はない。 
項目２：時間外の学習時間が 30 分程度とまったくしなかったがそれぞれ 35.4％



と 25.0%であり、問題である。期間中数回宿題を課したが、さらに回数多くの宿
題を課すことで解決することしかできないと思われる。 
項目３：宿題などに取り組んだが 66.7％と最も多かった。今後は宿題の回数を増
やすことで時間外の学習を促したい。 
項目４：45.8％がこの分野への理解が深まったと答え、この分野への興味、関心
が高まったも 29.2％であった。本講義の目的はある程度達成されたと 

英文科目名  
関連科目 高等学校化学Ⅰ・化学Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 板書（字の大きさと消すタイミング）に関しては十分配慮するつもりである。ま

たそのつど教科書の該当箇所を指摘することにより板書との対応をはっきりさ
せる。 

講義目的 化学の基本的な知識を身につけ、各現象や反応が私たちの生活に身近な部分にど
のような影響を与えているのかを知ること。それにより、化学の基礎を学び、そ
の関心を高め、さらに専門科目への準備と生活の応用としてもらいたい。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション・講義内容の確認をする。また、第 1 章 3 節 5 より化

学の歴史について説明をする。 
2 回 1 節 物質の探求として、混合物と純物質、化合物と単体に分類する。さら
に混合物の分離方法にはどんなものがあるのかを紹介する。 
3 回 2 節 物質の構成粒子。 原子の構造と分子の成り立ち、さらに電子とイオ
ンのでき方について学習する。元素の性質と周期性は電子配置と関係が深いこ
と、周期表にもとずく元素の分類、特徴についてもう一度確認する。 
4 回 3 節 物質量と化学反応式では、基本となる原子量、分子量、式量の概念を
理解し、これを活用して物質量とは何かを理解する。単位粒子であるアボガドロ
定数について学習する。 
5 回 4 節 化学結合と結晶の１回目は、原子・分子・イオンがどのように結合す
るのかを学習する。そのうちのイオン結合の形成とイオン結晶の性質、また共有
結合による分子の形成とその構造式、分子の種類について説明する。 
6 回 化学結合と結晶の２回目は前回の続きとして分子間の結合や極性、水素結
合、配位結合などについて学習する。 
7 回 化学結合と結晶の３回目は金属結合の特徴やその結晶格子の種類、性質に
ついて学習する。さらに、原子半径、密度の計算をする。 
8 回 第 2 章 1 節 物質は温度、圧⼒によって気体・液体・固体のいずれかの状
態をとり、その状態の変化を集合状態と熱運動から説明する。変化に伴う熱の出
入り、体積や質量の関係について、また蒸気圧と温度の関係から沸騰についても
学習する。 
9 回 2 節 気体の性質の１回目としてボイル・シャルルの法則より、体積、圧⼒、
温度の関係が計算できるようにする。さらに気体定数と状態方程式について学
び、気体の分子量を求めることができるようにする。 
10 回 気体の性質の２回目は実在気体と理想気体の違いについて説明する。また、
混合気体の分圧と全圧についても学習する。 
11 回 3 節 溶液の１回目 溶解には物質と溶媒の極性が関係していることを理



解する。固体の溶解度は温度が高くなるほど大きくなることと、それを利用した
再結晶についても説明する。 
12 回 溶液の２回目 同じ温度では蒸気圧は溶液の方が溶媒より低くなり、また
半透膜で濃度の異なる溶液を仕切ると溶媒分子が移動する浸透について学習す
る。さらにコロイド溶液の性質について説明する。 
13 回 4 節 酸と塩基の１回目。 酸・塩基の定義とは、オキソニウムイオンと
は何かについて学習する。さらに酸・塩基の強弱と電離の関係、酸性・中性・塩
基性の定義とｐＨの意味について説明する。 
14 回 酸と塩基の２回目。 中和反応、塩の定義、中和における酸・塩基の量的
関係、中和滴定とｐＨについて説明する。 
15 回 5 節 酸化還元反応。 酸化・還元とは何か。酸素、水素、電子の授受で
説明できることを確認する。さらに酸加数の概念、酸化剤・還元剤について学習
する。 

準備学習 1 回 シラバスを確認し教材に目を通しておくこと。古典法則もまとめておくこ
と。第 2 回の授業につても予習をしておくこと。 
2 回 「教科書 1.1〜1.2」 各現象、混合物の分離方法などについて、図・写真等
を見て今までに学習してきたものをまとめておくこと。（節末問題 1-1 をやって
おくこと。） 
3 回 「教科書 2.1〜2.3」 まず周期表での主な元素の位置を確認しておくこと。
元素の化学的性質と電子配置について調べておくこと。教科書の次回の範囲をよ
く見ておくこと。（節末問題 1-2 をやっておくこと。） 
4 回 「教科書 3.1〜3.4」 分子量、式量の計算ができるようにしておく、さらに
組成式も作れるようにしておくこと。気体１モルの占める体積、分子の数、モル
質量とは何か調べておくこと。次回からの第４節をよく読んでおくこと。（節末
問題 1-3 をやっておくこと。） 
5 回 「教科書 4.1」 イオンの生成、種類についてよく復習をしておくこと。再
度、組成式の作り方、名称についてもできるようにしておくこと。 
6 回 「教科書 4.2〜4.3」 分子間に働く⼒を考えるのに例としてドライアイスの
性質を調べておくこと。氷と水の違いは分子がどのようになっているかも調べて
おくこと。 
7 回 「教科書 4.4」 今までに習った化学結合をまとめておくこと。金属はイオ
ン結晶と同じイオンからできているがその性質、結合の仕方を調べておくこと。
（節末問題 1-4 をやっておくこと。） 
8 回 「教科書第 2 章 1.1〜1.2」 分子の熱運動、気体・液体・固体のそれぞれの
現象について、また蒸発と沸騰の違いは何か調べておくこと。次回の範囲まで教
科書をよく見ておくこと。（節末問題 2-1 をやっておくこと。） 
9 回 「教科書 2.1」 気体の体積、圧⼒、温度、物質量の関係がどのようなもの
であったか調べておくこと。 
10 回 「教科書 2.2」 実在気体とは何か、混合気体である空気の分子量はいく
らになるのか調べておくこと。。（節末問題 2-2 をやっておくこと。） 
11 回 「教科書 3.1〜3.2」 今までに習った濃度計算についてまとめておくこと。
さらに、溶解という現象はどういうものか、飽和溶液、溶解度の語句も調べてお



くこと。 
12 回 「教科書 3.3〜3.4」 溶液はなぜ凍りにくいのか。溶液の沸点、蒸気圧は
どうだろうか調べておくこと。（節末問題 2-3 をやっておくこと。） 
13 回 「教科書第 3 章 4.1」 酸とは何か、塩基とは何か、今までに習ったもの
をまとめ、教科書の酸・塩基の範囲もよく復習しておくこと。 
14 回 「教科書 4.2〜4.3」 中和反応の特徴とそれにより生じる塩の性質、中和
滴定とは何か教科書をよく読んで置くこと。（節末問題 3-4 をやっておくこと。） 
15 回 「教科書 5.1〜5.2」 今までに習った酸化と還元とはどもようなものであ
るのかをまとめておくこと。（節末問題 3-5 をやっておくこと。） 

 



年度 2012 
授業コード FA047G1 
成績評価 課題提出 (60%) と定期試験 (40%) により成績を評価する。 
曜日時限 木曜日 7・8 時限 
対象クラス 生物地球システム学科(06〜11),AA(総)(06〜11),AB(総)(06〜11) 
見出し FA047G1 入門数学(再) 
担当教員名 和⽥ 真治＊ 
単位数 2 
教科書 ドリルと演習シリーズ 基礎数学／日本数学教育学会高専・大学部会教材研究グ

ループ TAMS 編／電気書院 
アクティブラーニング  
キーワード ２次関数，三角関数，指数関数，対数関数 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 (前期)「微分積分の演習があればよかったと思う。」とあったが、反対に「授業の

進み具合が早い」と感じている⼈もいるのでこれ以上増やすのは無理です。学科
の科目で頑張ってください。「暑い」という指摘がありましたが、今年は 27 度で
集中管理していましたからどうしようもありません。節電のためにも仕方ありま
せん。「欠席数のカウントが怖かった」とあったが、これは致し方ない。カウント
してあげないと自分が何回休んだかわからない学生もいるので、E 判定を避ける
ためにやっていました。「時間内にできなかったら赤プリントを配布してやっ 

科目名 入門数学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 教養の数学／「教養の数学」編集委員会編 ／学術図書出版社：計算⼒が身に付く

数学基礎／佐野公朗／学術図書出版社 
授業形態 講義 
注意備考 数学・情報教育センターと学習支援センターの指示に従って履修すること。高校

で学んだ数学の内容を整理や復習することが望ましい。 
シラバスコード FIA47A1 
実務経験のある教員  
達成目標 １年次の数学（微分積分学）を学ぶ上で必要な三角関数，指数関数，対数関数の

基本概念を理解し，これらの簡単な計算が自在にできるようになること。 
受講者へのコメント (前期) しっかり予習して講義に臨んでほしい。解からない所があったり，赤プリ

ントをもらったら，必ず学習相談室に来てほしい。いっしょに頑張りましょう。 
連絡先 和⽥ ２５号館５階学習相談室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 (前期)A については、欠席回数 3・4 回の学生が 20％で、欠席するとわからなく
なるので、欠席しないでください。また、授業時間外の学習が 30 分程度の学生
が 50％で、その内訳は宿題に取り組んだ学生が 70％だったので、もっと予習に
⼒を入れてほしい。B については、理解が深まったや技能・技術が向上したが多
かった。C については、全体的に満足していると思われる。E については、少数



意見として 1 回の授業で扱う量が多いが 14%であったが、１５回で高校の数学
の三角関数まで終わるにはぎりぎりのゆっくりしたペースであることを理解し
て 

英文科目名  
関連科目 本科目に引き続き、学科の数学系科目を履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 (前期)説明の時間を少しでも少なくして，問題を解く時間をもう少し確保した

い。 
講義目的 1 年次の数学の単位修得に必要な数学の基本的内容を学習する．さらに，これを

理解して簡単な計算が自在にできるようにする。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 1 整式の加法・減法, 2 単項式の積と商, 3 整式の積について説明する。 

2 回 4 基本的な展開公式, 5 発展的な展開公式, 6 因数分解（共通因数）につい
て解説する。 
3 回 7 2 次式の因数分解, 8 因数分解（たすきがけ）, 9 因数分解（3 次式）につ
いて説明する。 
4 回 10 整式の除法, 12 分数式の約分・乗法・除法, 13 分数式の加法・減法につ
いて解説する。 
5 回 15 平方根を含む計算, 17 絶対値, 18 複素数について説明する。 
6 回 21 因数分解による 2 次方程式の解法, 22 解の公式による 2 次方程式の解
法, 23 2 次方程式の判別式について解説する。 
7 回 24 解と係数の関係, 25 2 次方程式の立式, 291 次不等式について説明する。 
8 回 30 2 次不等式, 41 y=b, y=ax+b, y=ax^2, y=a/x のグラフ, 42 2 次関数の標
準形について解説する。 
9 回 43 2 次関数のグラフと軸との共有点, 44 2 次関数のグラフと 2 次不等式, 61 
指数法則について説明する。 
10 回 62 指数関数とそのグラフ, 63 指数方程式・不等式, 64 対数の性質につい
て解説する。 
11 回 65 底の変換公式, 66 対数関数のグラフ, 67 対数方程式・不等式について
説明する。 
12 回 69 鋭角の三角比, 70 三角比の計算, 71 余弦定理について解説する。 
13 回 74 一般角と弧度法, 76 一般角の三角関数, 78 三角関数の性質について説
明する。 
14 回 79 正弦関数のグラフ, 80 余弦関数のグラフ, 83 三角関数の加法定理につ
いて解説する。 
15 回 総合的な演習の解法について説明する。 

準備学習 1 回 番号 1，2，3 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
2 回 番号 4，5，6 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
3 回 番号 7，8，9 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
4 回 番号 10，12，13 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
5 回 番号 15，17，18 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
6 回 番号 21，22，23 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
7 回 番号 24，25，29 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 



8 回 番号 30，41，42 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
9 回 番号 43，44，61 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
10 回 番号 62，63，64 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
11 回 番号 65，66，67 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
12 回 番号 69，70，71 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
13 回 番号 74，76，78 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
14 回 番号 79，80，83 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
15 回 これまでの演習を復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FA047G2 
成績評価 課題提出 (60%) と定期試験 (40%) により成績を評価する。 
曜日時限 木曜日 7・8 時限 
対象クラス 生物地球システム学科(06〜11),建築学科(06〜11) 
見出し FA047G2 入門数学(再) 
担当教員名 和⽥ 真治＊ 
単位数 2 
教科書 ドリルと演習シリーズ 基礎数学／日本数学教育学会高専・大学部会教材研究グ

ループ TAMS 編／電気書院 
アクティブラーニング  
キーワード ２次関数，三角関数，指数関数，対数関数 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「理解できていなかった基礎の部分を理解できた。」とあったが，とてもうれし

く思います。しっかり理解して専門に役立ててください。「⻘プリントではなく
⻩プリントの内容をやりたかった。」とあったが，教科書の問題がほとんどでき
た学生(間違い 1，2 問)に⻘プリントは配っています。⻩プリントは教科書の問
題が３，４問まちがった学生用でやってきましたが，⻩プリントはほとんど配布
しなかったと思います。だから⻘プリントは間違い 0，1 問，⻩プリントは間違
い 2，3 問にしてみてもよいと思っています。学生の実態をみながらどちらでい
くか 

科目名 入門数学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 教養の数学／「教養の数学」編集委員会編 ／学術図書出版社：計算⼒が身に付く

数学基礎／佐野公朗／学術図書出版社 
授業形態 講義 
注意備考 数学・情報教育センターと学習支援センターの指示に従って履修すること。高校

で学んだ数学の内容を整理や復習することが望ましい。 
シラバスコード FIA47A2 
実務経験のある教員  
達成目標 １年次の数学（微分積分学）を学ぶ上で必要な三角関数，指数関数，対数関数の

基本概念を理解し，これらの簡単な計算が自在にできるようになること。 
受講者へのコメント しっかり予習，復習して講義に臨んでほしい。解からない所があったり，赤プリ

ントをもらったら，必ず学習相談室に来てほしい。いっしょに頑張りましょう。
予習，復習している学生や，赤プリントを学習相談室で添削している学生は⼒が
ついています。 

連絡先 和⽥ ２５号館５階学習相談室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 A については，欠席回数 3・4 回の学生が 11％で，前期より減った。この調子で
出席してほしい。また，授業時間外の学習が 2 時間程度の学生が 22％，1 時間程



度の学生が 33％，30 分程度の学生が 33％で，その内訳は宿題に取り組んだ学生
が 67％だったので，もっと指示された課題以外にも取り組んでほしい。B につい
ては，理解が深まった，学習方法の改善に役立ったが多かった。C については，
全体的に満足しているものと思われる。E については，少数意見として，理解し
やすいように，説明にもう少し工夫を加えてもらえると良いが 11％であっ 

英文科目名  
関連科目 本科目に引き続き、学科の数学系科目を履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 説明の時間を１０分ぐらいにして、問題を解く時間を１５分から２０分ぐらい確

保したい。 
講義目的 1 年次の数学の単位修得に必要な数学の基本的内容を学習する．さらに，これを

理解して簡単な計算が自在にできるようにする。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 1 整式の加法・減法, 2 単項式の積と商, 3 整式の積について説明する。 

2 回 4 基本的な展開公式, 5 発展的な展開公式, 6 因数分解（共通因数）につい
て解説する。 
3 回 7 2 次式の因数分解, 8 因数分解（たすきがけ）, 9 因数分解（3 次式）につ
いて説明する。 
4 回 10 整式の除法, 12 分数式の約分・乗法・除法, 13 分数式の加法・減法につ
いて解説する。 
5 回 15 平方根を含む計算, 17 絶対値, 18 複素数について説明する。 
6 回 21 因数分解による 2 次方程式の解法, 22 解の公式による 2 次方程式の解
法, 23 2 次方程式の判別式について解説する。 
7 回 24 解と係数の関係, 25 2 次方程式の立式, 291 次不等式について説明する。 
8 回 30 2 次不等式, 41 y=b, y=ax+b, y=ax^2, y=a/x のグラフ, 42 2 次関数の標
準形について解説する。 
9 回 43 2 次関数のグラフと軸との共有点, 44 2 次関数のグラフと 2 次不等式, 61 
指数法則について説明する。 
10 回 62 指数関数とそのグラフ, 63 指数方程式・不等式, 64 対数の性質につい
て解説する。 
11 回 65 底の変換公式, 66 対数関数のグラフ, 67 対数方程式・不等式について
説明する。 
12 回 69 鋭角の三角比, 70 三角比の計算, 71 余弦定理について解説する。 
13 回 74 一般角と弧度法, 76 一般角の三角関数, 78 三角関数の性質について説
明する。 
14 回 79 正弦関数のグラフ, 80 余弦関数のグラフ, 83 三角関数の加法定理につ
いて解説する。 
15 回 総合的な演習の解法について説明する。 

準備学習 1 回 番号 1，2，3 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
2 回 番号 4，5，6 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
3 回 番号 7，8，9 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
4 回 番号 10，12，13 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
5 回 番号 15，17，18 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 



6 回 番号 21，22，23 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
7 回 番号 24，25，29 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
8 回 番号 30，41，42 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
9 回 番号 43，44，61 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
10 回 番号 62，63，64 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
11 回 番号 65，66，67 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
12 回 番号 69，70，71 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
13 回 番号 74，76，78 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
14 回 番号 79，80，83 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
15 回 これまでの演習を復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FA047H1 
成績評価 課題提出 (60%) と定期試験 (40%) により成績を評価する。 
曜日時限 木曜日 7・8 時限 
対象クラス 生物地球システム学科(06〜11),AA(総)(06〜11),AB(総)(06〜11) 
見出し FA047H1 入門数学(再) 
担当教員名 池上 数一＊ 
単位数 2 
教科書 ドリルと演習シリーズ 基礎数学／日本数学教育学会高専・大学部会教材研究グ

ループ TAMS 編／電気書院 
アクティブラーニング  
キーワード ２次関数，三角関数，指数関数，対数関数 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 （１）「良く理解できた」 

かなり一生懸命頑張ったのでしょう．どの教科も本当の⼒は精一杯やって初めて
解るものです．その気持ちでやれば，いくらでものびますよ．しっかりやってく
ださいね． 
（２）「基礎が学び直せた」 
そうですね．基礎的な事柄が定着すれば，さらに高度な書物に目がむきます．急
ぐ必要はないですから，じっくり⼒を養うことです，支援室の先生方や，僕など
のいるときには，どうぞ質問してくださいね． 
（３）「数ＩＩＩ，Ｃをやりたかったのに，教科書が初歩すぎてものたりなかっ
た」 
そうですね．授業の始めの３０分 

科目名 入門数学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 教養の数学／「教養の数学」編集委員会編 ／学術図書出版社：計算⼒が身に付く

数学基礎／佐野公朗／学術図書出版社 
授業形態 講義 
注意備考 数学・情報教育センターと学習支援センターの指示に従って履修すること。高校

で学んだ数学の内容を整理や復習することが望ましい。 
シラバスコード FIA47B1 
実務経験のある教員  
達成目標 １年次の数学（微分積分学）を学ぶ上で必要な三角関数，指数関数，対数関数の

基本概念を理解し，これらの簡単な計算が自在にできるようになること。 
受講者へのコメント アンケートをみて感じるのは，高い学習意欲を持った子もかなりいました．大体

においてもう少し高内容を希望する学生が多いようです．一方この入門数学の内
容が理解できていない学生もたしかにいます．従ってかなり広い範囲をカバーし
ておきたい．理科系で重視される微積，線形代数など，その初歩的概念も彼らに
わかる範囲で教えておきたいきがしているが入門数学の位置ずけの問題もあり，
悩むところですが，幅広く基本的な内容 



を，まとめておき，これと教科書を併用しようと思っています． 
連絡先 池上 ２５号館７階非常勤講師控室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 全般に真面目に問題に向かう⼈が多かった．演習問題の板書もよくやりました
ね．特に理科系教科は理論だけでは定着しません．板書などで，あれこれ迷いな
がらとくことによって，思考⼒はついてくるものということを忘れず，これから
も，泥くさい努⼒を続けていって下さい．これからいろんな専門教科に出会いま
すが，基本は同じだと思います．よく考えて理解し，迷いながら問題を考える．
この繰り返しが大切ですよね．繰り返すといっても，常に新しい事柄へ進むわけ
ですから，退屈はしないでしょう．どん欲に積極的に取り組んでくださいね． 

英文科目名  
関連科目 本科目に引き続き、学科の数学系科目を履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 アンケートをみて感じるのは，高い学習意欲を持った子もかなりいました．大体

においてもう少し高内容を希望する学生が多いようです．一方この入門数学の内
容が理解できていない学生もたしかにいます．従ってかなり広い範囲をカバーし
ておきたい．理科系で重視される微積，線形代数など，その初歩的概念も彼らに
わかる範囲で教えておきたいきがしているが入門数学の位置ずけの問題もあり，
悩むところですが，幅広く基本的な内容を，まとめておき，これと教科書を併用
しようと思っています． 

講義目的 1 年次の数学の単位修得に必要な数学の基本的内容を学習する．さらに，これを
理解して簡単な計算が自在にできるようにする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 1 整式の加法・減法, 2 単項式の積と商, 3 整式の積について説明する。 

2 回 4 基本的な展開公式, 5 発展的な展開公式, 6 因数分解（共通因数）につい
て解説する。 
3 回 7 2 次式の因数分解, 8 因数分解（たすきがけ）, 9 因数分解（3 次式）につ
いて説明する。 
4 回 10 整式の除法, 12 分数式の約分・乗法・除法, 13 分数式の加法・減法につ
いて解説する。 
5 回 15 平方根を含む計算, 17 絶対値, 18 複素数について説明する。 
6 回 21 因数分解による 2 次方程式の解法, 22 解の公式による 2 次方程式の解
法, 23 2 次方程式の判別式について解説する。 
7 回 24 解と係数の関係, 25 2 次方程式の立式, 291 次不等式について説明する。 
8 回 30 2 次不等式, 41 y=b, y=ax+b, y=ax^2, y=a/x のグラフ, 42 2 次関数の標
準形について解説する。 
9 回 43 2 次関数のグラフと軸との共有点, 44 2 次関数のグラフと 2 次不等式, 61 
指数法則について説明する。 
10 回 62 指数関数とそのグラフ, 63 指数方程式・不等式, 64 対数の性質につい
て解説する。 
11 回 65 底の変換公式, 66 対数関数のグラフ, 67 対数方程式・不等式について
説明する。 



12 回 69 鋭角の三角比, 70 三角比の計算, 71 余弦定理について解説する。 
13 回 74 一般角と弧度法, 76 一般角の三角関数, 78 三角関数の性質について説
明する。 
14 回 79 正弦関数のグラフ, 80 余弦関数のグラフ, 83 三角関数の加法定理につ
いて解説する。 
15 回 総合的な演習の解法について説明する。 

準備学習 1 回 番号 1，2，3 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
2 回 番号 4，5，6 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
3 回 番号 7，8，9 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
4 回 番号 10，12，13 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
5 回 番号 15，17，18 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
6 回 番号 21，22，23 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
7 回 番号 24，25，29 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
8 回 番号 30，41，42 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
9 回 番号 43，44，61 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
10 回 番号 62，63，64 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
11 回 番号 65，66，67 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
12 回 番号 69，70，71 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
13 回 番号 74，76，78 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
14 回 番号 79，80，83 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
15 回 これまでの演習を復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FA047H2 
成績評価 課題提出 (60%) と定期試験 (40%) により成績を評価する。 
曜日時限 木曜日 7・8 時限 
対象クラス 生物地球システム学科(06〜11),建築学科(06〜11) 
見出し FA047H2 入門数学(再) 
担当教員名 成広 淳太郎＊ 
単位数 2 
教科書 ドリルと演習シリーズ 基礎数学／日本数学教育学会高専・大学部会教材研究グ

ループ TAMS 編／電気書院 
アクティブラーニング  
キーワード ２次関数，三角関数，指数関数，対数関数 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特になし 
科目名 入門数学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 教養の数学／「教養の数学」編集委員会編 ／学術図書出版社：計算⼒が身に付く

数学基礎／佐野公朗／学術図書出版社 
授業形態 講義 
注意備考 数学・情報教育センターと学習支援センターの指示に従って履修すること。高校

で学んだ数学の内容を整理や復習することが望ましい。 
シラバスコード FIA47B2 
実務経験のある教員  
達成目標 １年次の数学（微分積分学）を学ぶ上で必要な三角関数，指数関数，対数関数の

基本概念を理解し，これらの簡単な計算が自在にできるようになること。 
受講者へのコメント コツコツと努⼒することの大切さを本学の授業で体得し、今後のさまざまの場で

役立ててほしい。 
連絡先 成広 ２５号館７階非常勤講師控室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 学生の授業に取り組む姿勢や、まじめに努⼒する態度は評価できる。 
満足度が高いことにも安心した。 

英文科目名  
関連科目 本科目に引き続き、学科の数学系科目を履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 授業時間外の学習時間をもっと増加するような授業をすること。 
講義目的 1 年次の数学の単位修得に必要な数学の基本的内容を学習する．さらに，これを

理解して簡単な計算が自在にできるようにする。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 1 整式の加法・減法, 2 単項式の積と商, 3 整式の積について説明する。 

2 回 4 基本的な展開公式, 5 発展的な展開公式, 6 因数分解（共通因数）につい



て解説する。 
3 回 7 2 次式の因数分解, 8 因数分解（たすきがけ）, 9 因数分解（3 次式）につ
いて説明する。 
4 回 10 整式の除法, 12 分数式の約分・乗法・除法, 13 分数式の加法・減法につ
いて解説する。 
5 回 15 平方根を含む計算, 17 絶対値, 18 複素数について説明する。 
6 回 21 因数分解による 2 次方程式の解法, 22 解の公式による 2 次方程式の解
法, 23 2 次方程式の判別式について解説する。 
7 回 24 解と係数の関係, 25 2 次方程式の立式, 291 次不等式について説明する。 
8 回 30 2 次不等式, 41 y=b, y=ax+b, y=ax^2, y=a/x のグラフ, 42 2 次関数の標
準形について解説する。 
9 回 43 2 次関数のグラフと軸との共有点, 44 2 次関数のグラフと 2 次不等式, 61 
指数法則について説明する。 
10 回 62 指数関数とそのグラフ, 63 指数方程式・不等式, 64 対数の性質につい
て解説する。 
11 回 65 底の変換公式, 66 対数関数のグラフ, 67 対数方程式・不等式について
説明する。 
12 回 69 鋭角の三角比, 70 三角比の計算, 71 余弦定理について解説する。 
13 回 74 一般角と弧度法, 76 一般角の三角関数, 78 三角関数の性質について説
明する。 
14 回 79 正弦関数のグラフ, 80 余弦関数のグラフ, 83 三角関数の加法定理につ
いて解説する。 
15 回 総合的な演習の解法について説明する。 

準備学習 1 回 番号 1，2，3 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
2 回 番号 4，5，6 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
3 回 番号 7，8，9 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
4 回 番号 10，12，13 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
5 回 番号 15，17，18 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
6 回 番号 21，22，23 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
7 回 番号 24，25，29 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
8 回 番号 30，41，42 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
9 回 番号 43，44，61 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
10 回 番号 62，63，64 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
11 回 番号 65，66，67 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
12 回 番号 69，70，71 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
13 回 番号 74，76，78 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
14 回 番号 79，80，83 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
15 回 これまでの演習を復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FA047J1 
成績評価 課題提出 (60%) と定期試験 (40%) により成績を評価する。 
曜日時限 木曜日 7・8 時限 
対象クラス 生物地球システム学科(06〜11),AA(総)(06〜11),AB(総)(06〜11) 
見出し FA047J1 入門数学(再) 
担当教員名 成広 淳太郎＊ 
単位数 2 
教科書 ドリルと演習シリーズ 基礎数学／日本数学教育学会高専・大学部会教材研究グ

ループ TAMS 編／電気書院 
アクティブラーニング  
キーワード ２次関数，三角関数，指数関数，対数関数 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 入門数学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 教養の数学／「教養の数学」編集委員会編 ／学術図書出版社：計算⼒が身に付く

数学基礎／佐野公朗／学術図書出版社 
授業形態 講義 
注意備考 数学・情報教育センターと学習支援センターの指示に従って履修すること。高校

で学んだ数学の内容を整理や復習することが望ましい。 
シラバスコード FIA47C1 
実務経験のある教員  
達成目標 １年次の数学（微分積分学）を学ぶ上で必要な三角関数，指数関数，対数関数の

基本概念を理解し，これらの簡単な計算が自在にできるようになること。 
受講者へのコメント  
連絡先 成広 ２５号館７階非常勤講師控室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 本科目に引き続き、学科の数学系科目を履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 1 年次の数学の単位修得に必要な数学の基本的内容を学習する．さらに，これを

理解して簡単な計算が自在にできるようにする。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 1 整式の加法・減法, 2 単項式の積と商, 3 整式の積について説明する。 

2 回 4 基本的な展開公式, 5 発展的な展開公式, 6 因数分解（共通因数）につい
て解説する。 
3 回 7 2 次式の因数分解, 8 因数分解（たすきがけ）, 9 因数分解（3 次式）につ



いて説明する。 
4 回 10 整式の除法, 12 分数式の約分・乗法・除法, 13 分数式の加法・減法につ
いて解説する。 
5 回 15 平方根を含む計算, 17 絶対値, 18 複素数について説明する。 
6 回 21 因数分解による 2 次方程式の解法, 22 解の公式による 2 次方程式の解
法, 23 2 次方程式の判別式について解説する。 
7 回 24 解と係数の関係, 25 2 次方程式の立式, 291 次不等式について説明する。 
8 回 30 2 次不等式, 41 y=b, y=ax+b, y=ax^2, y=a/x のグラフ, 42 2 次関数の標
準形について解説する。 
9 回 43 2 次関数のグラフと軸との共有点, 44 2 次関数のグラフと 2 次不等式, 61 
指数法則について説明する。 
10 回 62 指数関数とそのグラフ, 63 指数方程式・不等式, 64 対数の性質につい
て解説する。 
11 回 65 底の変換公式, 66 対数関数のグラフ, 67 対数方程式・不等式について
説明する。 
12 回 69 鋭角の三角比, 70 三角比の計算, 71 余弦定理について解説する。 
13 回 74 一般角と弧度法, 76 一般角の三角関数, 78 三角関数の性質について説
明する。 
14 回 79 正弦関数のグラフ, 80 余弦関数のグラフ, 83 三角関数の加法定理につ
いて解説する。 
15 回 総合的な演習の解法について説明する。 

準備学習 1 回 番号 1，2，3 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
2 回 番号 4，5，6 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
3 回 番号 7，8，9 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
4 回 番号 10，12，13 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
5 回 番号 15，17，18 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
6 回 番号 21，22，23 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
7 回 番号 24，25，29 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
8 回 番号 30，41，42 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
9 回 番号 43，44，61 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
10 回 番号 62，63，64 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
11 回 番号 65，66，67 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
12 回 番号 69，70，71 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
13 回 番号 74，76，78 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
14 回 番号 79，80，83 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
15 回 これまでの演習を復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FA047J2 
成績評価 評価にあたって，日常の学習状況を特に重視する．日常の学習の成果（６０％），

定期試験（４０％）で成績を評価する．ただし，日常学習は（小テスト）：（課題）
＝２：１で評価する．これらの総得点を 100 点に換算し，60 点以上を合格とす
る．また，授業回数の 3 分の 1 以上の欠席がある場合と定期試験が未受験の場合
には無効とみなし，E と評価する． 

曜日時限 木曜日 7・8 時限 
対象クラス 生物地球システム学科(06〜11),建築学科(06〜11) 
見出し FA047J2 入門物理(再) 
担当教員名 沖 隆義 
単位数 2 
教科書 作成教材を適宜配布する． 
アクティブラーニング  
キーワード SI 単位，変位，x-t グラフ，v-t グラフ，速度，加速度，運動方程式，運動量原理，

仕事，エネルギー，エネルギー原理，⼒学的エネルギー保存の法則 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 1 名の⼈から手厳しいコメントをもらいました．おそらく高校物理を履修した⼈

だと思います．v-t 図の面積の話や単位換算などあまりに基本的なないように，
侮辱されているのではと思えたのかも知れません．しかし入門物理では欠かすこ
とができない事柄だと思います．丁寧すぎてポイントが分からないとの記述があ
りましたが，配布プリントの目次のところをみて，自分なりにポイントを整理す
べきです．自分に厳しく勉学に取り組んでください． 

科目名 入門物理(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 新しい高校物理の教科書/山本明利他（講談社）：⼈物で語る物理入門/米沢富美

子/（岩波新書） 
授業形態 講義 
注意備考 遅刻，欠席のないようにすること．特別な理由が認められる場合以外は，２年生

以上の履修は認めない．試験は定期試験期間中に行い，試験形態は筆記試験とす
る．小テストの結果により必要な受講生には学習相談室で再テスト並びに学習指
導をする．疑問点の解消など，自主的に学習相談室に訪問することを期待する． 

シラバスコード FIA47C2 
実務経験のある教員  
達成目標 単なる暗記だけでなく，⼒学の法則を理解し，簡単な計算ができ，単位をつけて

数値が出せる． 
受講者へのコメント シラバスに載せた通りの評価を厳格に行いました．単位をとれなかった⼈もいま

すが，この授業に取り組んだ努⼒に応じて何か得るものがあったはずです．最後
まであきらめずに物理に対峙して勉強してください．  単位を取得した⼈も物
理の学習の仕方を忘れずに努⼒を続けてください． 

連絡先 学習相談室 25 号館 5 階  Tel.: 086（256）8438 



合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 A]授業に対するあなたの取り組み：欠席せず最後まで取り組んだ⼈は高い評価が
できます． [B]この授業におけるあなたの成⻑について：前向きなアンケート結
果で安心しました．特に理解が深まったという回答が 47.4％であったのはうれし
く思います． [C]総合評価：良好な解答の割合が高く，今後の励みになりました． 
[D]自由設問：高校で物理未履修の⼈が 57.9％でした．この授業が大学の物理に
取り組むきっかけになってほしいと思います． 

英文科目名  
関連科目 物理学Ⅰ・Ⅱ，物理実験，⼒学Ⅰ・Ⅱなど 
次回に向けての改善変更予定 多様化度試験を必要学科で実施してもらい．特に物理未履修の⼈で入門を受けた

い⼈を優先して入門物理履修を実施すべきだと考えています．  配布プリント
の文字が小さく見えにくいので，ポータルサイトに電子教材を複数載せました．
基本の確認に既に入門を履修した⼈にも利用してもらいたいと思います．疑問点
があれば学習相談に訪れてください． 

講義目的 物理学は理工系，医療系科目の基礎になっている．高校で物理学が未履修，また
は十分に学ぶことができなかった 1 年生を対象に，入門的な解説と演習を行う．
物理学の基本になる⼒やエネルギーを通して，物理的な見方や考え方にふれてい
く． 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 教材配布（2 回目以降も適宜配布していく）と学習上の注意．物理量の国際

単位について説明し，平均の速さについての復習をする． 
課題１を提示し宿題とする． 
2 回 課題 1 の解説をする．赤いボールペンで各自の答えに加筆訂正する．添削
した課題 1 を回収する． 
  
運動の表し方１；変位を図示によって説明する．変位を使って平均の速度を定義
し，平均の速さとの関係に注意しながらその図示についても説明する．運動の様
子を表すのに重要な x-t グラフと呼ばれる変位-時間図から平均の速度や瞬間の
速度を定義する． 
  
課題 2 を提示する． 
3 回 課題 1 を返却し（返却課題はすべて成績を評価する），課題 2 の解説をし、
添削を指示する．加筆訂正された課題 2 は回収する． 
  
運動の表し方 2；x-t グラフとともに物体の運動の様子を表すのに重要な v-t グラ
フすなわち速度-時間グラフを等速直線運動の場合で説明し，グラフと時間軸で
囲まれる面積が変位になることを説明する．次に，一般の運動の場合の v-t グラ
フで平均の加速度および瞬間の加速度と呼ばれる物理量を定義する．自由落下す
る物体の x-t グラフと v-t グラフの作図と，その図から重⼒加速度を求める課題
３と課題４を提示する． 
4 回 課題 2 を返却する．  



運動の表し方３； 課題３の自由落下の v-t グラフが直線になることを確認し，
その傾きから，重⼒加速度を求める．直線になる v-t グラフは等加速度運度を表
していることを説明し，等加速度運動の重要な公式を導出する． 
今回の講義の知識を使う課題４を解説する．加筆訂正した課題 3 を回収する．（課
題 4 は回収しない．） 
次回は，第 1 回〜第 4 回分の小テスト 1 を行う． 
5 回 課題 3 を返却する．小テスト１を実施し回収する．  
⼒について１；⼒をベクトルの代表例に取り合⼒を平行四辺形もしくは 3 角形の
法則で作図する方法を説明する．線形代数を使ったやり方で合⼒の求め方を説明
し，作図したものと一致することを確認し，それに対応した課題 5 を提示する．
次に，⼒の分解の仕方を説明する．また，第 12 講で学習する仕事とよばれる物
理量と関係する内積について説明する． 
6 回 小テスト１の返却と注意をする．課題 5 の解説し，加筆訂正を指示する． 
  
⼒について２；ベクトルの外積について説明する．続いて⼒のつりあいを説明し，
今まで学習してきたことを利用して，つりあいの⼒を求める例題を解説する． 
課題 6 を提示し，課題 5 を回収する． 
7 回 課題 6 を解説し，加筆訂正を指示する．  
⼒について３；地球上の質量のある物体に作用する重⼒について説明し，その大
きさが算出できるようにする．⼒を測るのに重要なフックの法則を説明し，弾性
⼒が算出できるようにする．さらに，静止摩擦⼒について説明し，その大きさが
算出できるようにする． 
課題 6 を回収し，課題 7 を提示する． 
8 回 課題 7 を解説し，加筆訂正を指示する． 
  
⼒について４；われわれの周りの物体の運動で無視できない動摩擦⼒について説
明し，その大きさが算出できるようにする．次に，⼒が物体に回転を起こさせる
激しさをあらわす⼒のモーメントについて説明し，それを使って重心の位置の算
出方法を説明する． 
課題 7 を回収し，課題 8 を提示する． 
9 回 課題 8 を解説し，加筆訂正を指示する． 
  
運動の法則１；後ほど運動方程式を正しく立てるためにも必要な作用反作用の法
則を説明する．次に，マクロな物体の運動を支配する運動の法則を説明し，運動
方程式と関連させて慣性の法則と質量について説明する．最後に運動方程式を立
てる手順を説明する． 
次回は第 5 回から第 8 回までの小テスト２を実施する． 
課題 8 は回収し，課題 9 を提示する． 
10 回 課題 8 を返却する．小テスト２の実施回収後に課題 9 の解説を行う． 
  
運動の法則２；運動量原理を説明し，これから単位を上手にとれば運動方程式が
得られることを説明する．運動の法則の応用として自由落下をはじめとする重⼒



場中の物体の運動を考え，それに対応した課題 10 を提示する．（課題 9 は回収し
ない．） 
11 回 小テスト２の返却と注意を行い，課題 10 の解説をする．  
運動の法則３；運動方程式の応用例題．先ずは例題を誰かにあてながら解いてい
き，解く手順を確実に習得できるように演習をする． 
課題 10 を回収する． 
12 回 課題 10 を返却する． 
  
仕事とエネルギー1；変位と同じ向きの⼒のする仕事を定義した後，変位と⼒の
向きが異なる一般的な場合の仕事を説明する．仕事をする速さを表す仕事率につ
いて説明する．運動物体が運動エネルギーと呼ばれる仕事をする能⼒を秘めてい
ることを説明し，運動方程式を使用して運動エネルギーの式を導出する．運動エ
ネルギーの変化量が物体の受けた仕事に等しいということを述べているエネル
ギー原理（これは位置エネルギーを理解するのに必要であるし，後ほど学習する
⼒学的エネルギー保存の法則の導出にも使用する極めて重要な原理である）につ
いて説明する． 
課題 11 を提示する． 
13 回 課題 11 を解説し，訂正加筆の指示をする． 
  
仕事とエネルギー2；エネルギー原理を使い，高いところにある物体の持つ仕事
をする能⼒である重⼒による位置エネルギーの式を導出する．演習をした後，課
題 12 を提示し解く指示をする． 
課題 12 の解説をする．課題 12 は回収しないが，課題 11 は回収する． 
次回は，第 9〜13 回分の小テスト 3 を実施する． 
14 回 小テスト 3 を実施し回収後，授業アンケートを実施する． 
  
仕事とエネルギー3；前回に引き続き，エネルギーの原理の援用により弾性⼒に
よる位置エネルギーについての式を導出する．次に重⼒の例を取り，保存⼒につ
いて説明する．最後に，⼒学的エネルギー保存の法則について説明する． 
課題 13 と最後の回の内容に対応する課題 14 を提示する． 
15 回 小テスト 3 の返却と注意を行い，課題 13 の解説をして，添削の指示をす
る． 
仕事とエネルギー４；重⼒や弾性⼒など位置エネルギーを持つ⼒が⼒学的エネル
ギーを保存する保存⼒であることを説明する． 
  
提示しておいた課題 14 の解説を行った後，定期テストの注意をする． 
最後に今後の学習のアドバイスをする． 

準備学習 1 回 国際単位系について調べ，また義務教育課程で習った速さについて復習を
しておくこと． 
2 回 前回の学習の定着を確認しながら課題 1 をやり，変位と平均速度，ｘ−ｔ
グラフについて教材を読んで学習内容の概要を把握し，特にその傾きが何にあた
るか考えておくこと． 



3 回 前回の講義を踏まえて，課題２を解いておくこと．等速直線運動を v-t グラ
フで表し，その傾きと時間軸との間の面積が何に当たるかを予習しておくこと． 
4 回 第 3 回で学習したことを復習すること．課題 3 をやっておくこと．等加速
度直線運動について予習したうえで，課題４をやっておくこと． 
5 回 第 1 回〜第 4 回までの演習課題のうち，苦手なものをもう一度解き，小テ
スト 1 に備えること．すべての小テストは原則として課題から数値を変えて出題
するので，範囲の課題を 15 分以内でできるようにしておくこと．ベクトルの合
成・分解・内積について予習しておくこと． 
6 回 物理学で重要かつ必要なベクトルの演算にしっかりと習熟したうえで課題
５をやり，義務教育課程で学習した⼒のはたらきを復習しておくこと．⼒の分解・
⼒のつりあいの概要とベクトルの外積について予習しておくこと． 
7 回 物理学で重要かつ必要なベクトルの演算にしっかりと習熟したうえで課題
6 をやり，重⼒・弾性⼒・静止摩擦⼒について予習しておくこと． 
8 回 課題 7 をやり，摩擦角と静止摩擦係数・動摩擦⼒・⼒のモーメントと重心に
ついての概要を予習しておくこと． 
9 回 課題 8 をやり，作用反作用の法則・慣性の法則および運動の法則の予習を
しておくこと． 
10 回 第 5 回〜第 8 回分の課題を復習し，小テスト 2 に備えること．運動量原理
と運動方程式を予習し，自由落下の例で運動方程式を立てて，どのような運動を
するか考えておくこと．さらに，課題 9 をやっておくこと． 
11 回 課題９をもう一度復習した後，課題 10 をやっておくこと．運動方程式は
入門物理の学習項目中で重要なものであるから，運動方程式を立てる手順を課題
10 により，しっかりと身につけること． 
12 回 第 11 回目で説明した例題を完全に自⼒で解答できるようにしておくこと．
第 12 回以降は，入門物理の最後の重要項目である仕事とエネルギーの学習に入
るので，仕事，仕事率，運動エネルギー，エネルギー原理について予習をしてお
くこと． 
13 回 運動量原理とエネルギーの原理を復習したうえで課題 11 をやり，重⼒に
よる位置エネルギーについて予習しておくこと． 
14 回 第 9〜13 回分の課題を復習して小テスト３に備えること．弾性⼒によるエ
ネルギーと保存⼒・⼒学的エネルギー保存の法則の予習をしておくこと． 
15 回 14 回目の復習をしたうえで，課題 13 と課題 14 に独⼒で取り組んでおく
こと．位置エネルギーを持つ⼒は保存⼒であることについて概要を予習しておく
こと． 

 



年度 2012 
授業コード FA049A1 
成績評価 課題提出 (60%) と定期試験 (40%) により成績を評価する。 
曜日時限 木曜日 9・10 時限 
対象クラス 理学部(06〜12),バイオ・応用化学科(06〜12),機械システム工学科(06〜12),電気

電子システム学科(06〜12),情報工学科(06〜12),知能機械工学科(06〜12),生体
医工学科(06〜12),建築学科(06〜12),工学プロジェクトコース(06〜12),情報科
学科(06〜12),生物地球学部(06〜12) 

見出し FA049A1 入門数学 
担当教員名 池上 数一＊ 
単位数 2 
教科書 ドリルと演習シリーズ 基礎数学／日本数学教育学会高専・大学部会教材研究グ

ループ TAMS 編／電気書院 
アクティブラーニング  
キーワード ２次関数，三角関数，指数関数，対数関数 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 入門数学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 教養の数学／「教養の数学」編集委員会編 ／学術図書出版社：計算⼒が身に付く

数学基礎／佐野公朗／学術図書出版社 
授業形態 講義 
注意備考 数学・情報教育センターと学習支援センターの指示に従って履修すること。高校

で学んだ数学の内容を整理や復習することが望ましい。 
シラバスコード FGG49A1 
実務経験のある教員  
達成目標 １年次の数学（微分積分学）を学ぶ上で必要な三角関数，指数関数，対数関数の

基本概念を理解し，これらの簡単な計算が自在にできるようになること。 
受講者へのコメント  
連絡先 池上 ２５号館７階非常勤講師控室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 本科目に引き続き、学科の数学系科目を履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 1 年次の数学の単位修得に必要な数学の基本的内容を学習する．さらに，これを

理解して簡単な計算が自在にできるようにする。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 1 整式の加法・減法, 2 単項式の積と商, 3 整式の積について説明する。 



2 回 4 基本的な展開公式, 5 発展的な展開公式, 6 因数分解（共通因数）につい
て解説する。 
3 回 7 2 次式の因数分解, 8 因数分解（たすきがけ）, 9 因数分解（3 次式）につ
いて説明する。 
4 回 10 整式の除法, 12 分数式の約分・乗法・除法, 13 分数式の加法・減法につ
いて解説する。 
5 回 15 平方根を含む計算, 17 絶対値, 18 複素数について説明する。 
6 回 21 因数分解による 2 次方程式の解法, 22 解の公式による 2 次方程式の解
法, 23 2 次方程式の判別式について解説する。 
7 回 24 解と係数の関係, 25 2 次方程式の立式, 291 次不等式について説明する。 
8 回 30 2 次不等式, 41 y=b, y=ax+b, y=ax^2, y=a/x のグラフ, 42 2 次関数の標
準形について解説する。 
9 回 43 2 次関数のグラフと軸との共有点, 44 2 次関数のグラフと 2 次不等式, 61 
指数法則について説明する。 
10 回 62 指数関数とそのグラフ, 63 指数方程式・不等式, 64 対数の性質につい
て解説する。 
11 回 65 底の変換公式, 66 対数関数のグラフ, 67 対数方程式・不等式について
説明する。 
12 回 69 鋭角の三角比, 70 三角比の計算, 71 余弦定理について解説する。 
13 回 74 一般角と弧度法, 76 一般角の三角関数, 78 三角関数の性質について説
明する。 
14 回 79 正弦関数のグラフ, 80 余弦関数のグラフ, 83 三角関数の加法定理につ
いて解説する。 
15 回 総合的な演習の解法について説明する。 

準備学習 1 回 番号 1，2，3 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
2 回 番号 4，5，6 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
3 回 番号 7，8，9 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
4 回 番号 10，12，13 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
5 回 番号 15，17，18 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
6 回 番号 21，22，23 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
7 回 番号 24，25，29 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
8 回 番号 30，41，42 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
9 回 番号 43，44，61 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
10 回 番号 62，63，64 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
11 回 番号 65，66，67 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
12 回 番号 69，70，71 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
13 回 番号 74，76，78 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
14 回 番号 79，80，83 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
15 回 これまでの演習を復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FA049B1 
成績評価 課題提出 (60%) と定期試験 (40%) により成績を評価する。 
曜日時限 木曜日 9・10 時限 
対象クラス 生物地球システム学科(06〜11),AA(総)(06〜11),AB(総)(06〜11) 
見出し FA049B1 入門数学(再) 
担当教員名 池上 数一＊ 
単位数 2 
教科書 ドリルと演習シリーズ 基礎数学／日本数学教育学会高専・大学部会教材研究グ

ループ TAMS 編／電気書院 
アクティブラーニング  
キーワード ２次関数，三角関数，指数関数，対数関数 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「楽しかったもっと授業を続けたい」とコメントしたひとがいましたが，来年度

は同じ時間帯に行く予定ですので，質問などあれば持ってきてください．一緒に
考えますよ． 

科目名 入門数学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 教養の数学／「教養の数学」編集委員会編 ／学術図書出版社：計算⼒が身に付く

数学基礎／佐野公朗／学術図書出版社 
授業形態 講義 
注意備考 数学・情報教育センターと学習支援センターの指示に従って履修すること。高校

で学んだ数学の内容を整理や復習することが望ましい。 
シラバスコード FIA49A1 
実務経験のある教員  
達成目標 １年次の数学（微分積分学）を学ぶ上で必要な三角関数，指数関数，対数関数の

基本概念を理解し，これらの簡単な計算が自在にできるようになること。 
受講者へのコメント 全般に真面目に問題に向かう⼈が多かった．演習問題の板書もよくやりました

ね．特に理科系教科は理論だけでは定着しません．板書などで，あれこれ迷いな
がらとくことによって，思考⼒はついてくるものということを忘れず，これから
も，泥くさい努⼒を続けていって下さい．これからいろんな専門教科に出会いま
すが，基本は同じだと思います．よく考えて理解し，迷いながら問題を考える．
この繰り返しが大切ですよね．繰り返すといっても，常に新しい事柄へ進むわけ
ですから，退屈はしないでしょう．どん欲に積極的に取り組んでくださいね． 

連絡先 池上 ２５号館７階非常勤講師控室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 思ったより，理解できていたようでよかった．授業の最初に教科書の内容は基礎
的すぎるという意見や，微分積分も入れて欲しいという希望もあり，微分積分の
初歩的な問題を毎回授業のはじめに，３０分くらいやらせて，残り６０分を教科
書の説明にあてた．そのため教科書の進度予定に合わせるのに少し苦労したが，



学生達も理解する様に努⼒してくれた様です． 
英文科目名  
関連科目 本科目に引き続き、学科の数学系科目を履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 アンケートをみて感じるのは，高い学習意欲を持った子もかなりいました．大体

においてもう少し高内容を希望する学生が多いようです．一方この入門数学の内
容が理解できていない学生もたしかにいます．従ってかなり広い範囲をカバーし
ておきたい．理科系で重視される微積，線形代数など，その初歩的概念も彼らに
わかる範囲で教えておきたいきがしているが入門数学の位置ずけの問題もあり，
悩むところですが，幅広く基本的な内容を，まとめておき，これと教科書を併用
しようと思っています． 

講義目的 1 年次の数学の単位修得に必要な数学の基本的内容を学習する．さらに，これを
理解して簡単な計算が自在にできるようにする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 1 整式の加法・減法, 2 単項式の積と商, 3 整式の積について説明する。 

2 回 4 基本的な展開公式, 5 発展的な展開公式, 6 因数分解（共通因数）につい
て解説する。 
3 回 7 2 次式の因数分解, 8 因数分解（たすきがけ）, 9 因数分解（3 次式）につ
いて説明する。 
4 回 10 整式の除法, 12 分数式の約分・乗法・除法, 13 分数式の加法・減法につ
いて解説する。 
5 回 15 平方根を含む計算, 17 絶対値, 18 複素数について説明する。 
6 回 21 因数分解による 2 次方程式の解法, 22 解の公式による 2 次方程式の解
法, 23 2 次方程式の判別式について解説する。 
7 回 24 解と係数の関係, 25 2 次方程式の立式, 291 次不等式について説明する。 
8 回 30 2 次不等式, 41 y=b, y=ax+b, y=ax^2, y=a/x のグラフ, 42 2 次関数の標
準形について解説する。 
9 回 43 2 次関数のグラフと軸との共有点, 44 2 次関数のグラフと 2 次不等式, 61 
指数法則について説明する。 
10 回 62 指数関数とそのグラフ, 63 指数方程式・不等式, 64 対数の性質につい
て解説する。 
11 回 65 底の変換公式, 66 対数関数のグラフ, 67 対数方程式・不等式について
説明する。 
12 回 69 鋭角の三角比, 70 三角比の計算, 71 余弦定理について解説する。 
13 回 74 一般角と弧度法, 76 一般角の三角関数, 78 三角関数の性質について説
明する。 
14 回 79 正弦関数のグラフ, 80 余弦関数のグラフ, 83 三角関数の加法定理につ
いて解説する。 
15 回 総合的な演習の解法について説明する。 

準備学習 1 回 番号 1，2，3 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
2 回 番号 4，5，6 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
3 回 番号 7，8，9 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
4 回 番号 10，12，13 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 



5 回 番号 15，17，18 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
6 回 番号 21，22，23 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
7 回 番号 24，25，29 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
8 回 番号 30，41，42 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
9 回 番号 43，44，61 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
10 回 番号 62，63，64 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
11 回 番号 65，66，67 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
12 回 番号 69，70，71 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
13 回 番号 74，76，78 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
14 回 番号 79，80，83 の単元の奇数ページの例題を予習しておくこと。 
15 回 これまでの演習を復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FA053A1 
成績評価 評価にあたって， 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(06〜12),バイオ・応用化学科(06〜12),機械システム工学科(06〜12),電気

電子システム学科(06〜12),情報工学科(06〜12),知能機械工学科(06〜12),生体
医工学科(06〜12),建築学科(06〜12),工学プロジェクトコース(06〜12),生物地
球学部(06〜12) 

見出し FA053A1 入門物理 
担当教員名 山口 雅之＊ 
単位数 2 
教科書 作成教材を毎回配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード SI 単位，変位，x-t グラフ，v-t グラフ，速度，加速度，運動方程式，仕事，エネ

ルギー，エネルギーの原理，⼒学的エネルギー保存の法則 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 入門物理 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 新しい高校物理の教科書/山本明利他（講談社）：⼈物で語る物理入門/米沢富美

子（岩波新書） 
授業形態 講義 
注意備考 遅刻，欠席のないようにすること。特別な理由が認められる場合以外は，２年生

以上の履修は認めない。試験は定期試験期間中に行い，試験形態は筆記試験とす
る。 

シラバスコード FGG53A1 
実務経験のある教員  
達成目標 評価にあたって，日常の学習状況を特に重視する．日常の学習の成果（６０％），

定期試験（４０％）で成績を評価する。ただし，日常学習は（小テスト）：（課題）
＝２：１で評価する。これらの総得点を 100 点に換算し，60 点以上を合格とす
る。また，授業回数の 3 分の 1 以上の欠席がある場合と定期試験が未受験の場合
には無効とみなし，”Ｅ”と評価する。 

受講者へのコメント 継続的な科目であるので、講義を休むことなく、また、まとめて勉強をするので
なく、毎回必ず復習、課題をやって欲しい。前回の内容が理解できていなければ、
講義が理解しにくい場合がある。 

連絡先 講師控室 25 号館 ７階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 Ａ ほとんどの学生は課題に取り組むため、授業時間外にある程度学習をしてい
るので大変よい。しかし、授業時間外に全く学  習しなかった者が１割５分、
欠席した者が３割いたことは残念である。 



Ｂ 授業を受けることで興味、関心を持ち、理解が深まり、技能が向上したこと
は大いに評価できる。 

英文科目名  
関連科目 物理学Ⅰ・Ⅱ，物理実験，⼒学Ⅰ・Ⅱなど 
次回に向けての改善変更予定 基礎学⼒の個⼈差が大きいので、計算能⼒の低い者にも配慮して講義を進めた

い。 
講義目的 物理学は理工系，医療系科目の基礎になっている。高校で物理が未履修，または

十分に学ぶことができなかった 1 年生を対象に，入門的な解説と演習を行う。物
理学の基本になる⼒やエネルギーを通して，物理的な見方や考え方にふれてい
く。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 教材配布（2 回目以降も毎回配布していく）と学習上の注意。物理量の国際

単位について説明し，平均の速さについての復習をする。 
課題１を提示し宿題(次回提出)とする。 
2 回 課題 1 の解説をする。赤いボールペンで各自の答えに加筆訂正する。添削
した課題 1 を回収する。  
運動の表し方１；変位を図示によって説明する。変位を使って平均の速度を定義
し，平均の速さとの関係に注意しながらその図示についても説明する。運動の様
子を表すのに重要な x-t グラフと呼ばれる変位-時間図から平均の速度や瞬間の
速度を定義する。 
課題 2 を提示する。 
１回目の学習内容について小テストを行う。小テストの答案を回収後解説をす
る。 
3 回 課題 1 を返却する。課題 2 の解説をし、添削を指示する。加筆訂正された
課題 2 を回収する。  
運動の表し方 2；x-t グラフとともに物体の運動の様子を表すのに重要な v-t グラ
フすなわち速度-時間グラフを等速直線運動の場合で説明し，グラフと時間軸で
囲まれる面積が変位になることを説明する。次に，一般の運動の場合の v-t グラ
フで平均の加速度および瞬間の加速度と呼ばれる物理量を定義する。自由落下す
る物体の x-t グラフと v-t グラフの作図と，その図から重⼒加速度を求める課題
３を提示する。 
２回目の学習内容について小テストを行い、小テストの答案を回収後解説をす
る。 
    
※今後、毎回前々回の課題の返却、前回の課題の解説、回収、前回の内容の小テ
スト、教材配布、今回の課題提示を行う。 
4 回 運動の表し方３；課題３の自由落下の v-t グラフが直線になることを確認
し，その傾きから，重⼒加速度を求める。直線になる v-t グラフは等加速度運度
を表していることを説明し，等加速度運動の重要な公式を導出する。 
5 回 ⼒について１；⼒をベクトルの代表例にとり、合⼒を平行四辺形もしくは三
角形の法則で作図する方法を説明する。線形代数を使ったやり方で合⼒の求め方
を説明し，作図したものと一致することを確認する。次に，⼒の分解の仕方を説



明する。 
6 回 ⼒について２；⼒のつりあいを説明し，今まで学習してきたことを利用し
て，つりあいの⼒を求める例題を解説する。 
7 回 ⼒について３；地球上の質量のある物体に作用する重⼒について説明し，そ
の大きさが算出できるようにする。⼒を測るのに重要なフックの法則を説明し，
弾性⼒が算出できるようにする。さらに，静止摩擦⼒について説明し，その大き
さが算出できるようにする。われわれの周りの物体の運動で無視できない動摩擦
⼒について説明し，その大きさが算出できるようにする。 
8 回 ⼒について４；⼒が物体に回転を起こさせる激しさをあらわす⼒のモーメ
ントについて説明し，それを使って重心の位置の算出方法を説明する。 
9 回 運動の法則１；運動方程式を正しく立てるためにも必要な作用反作用の法
則を説明する。次に，マクロな物体の運動を支配する運動の法則を説明し，運動
方程式と関連させて慣性の法則と質量について説明する。単位を上手にとれば運
動方程式が得られることを説明する。最後に運動方程式を立てる手順を説明す
る。 
10 回 運動の法則２；運動の法則の応用として自由落下をはじめとする重⼒場中
の物体の運動を考える。 
11 回 運動の法則３；運動方程式の応用例題を解く手順を確実に習得できるよう
に演習をする。 
12 回 仕事とエネルギー1；変位と同じ向きの⼒のする仕事を定義した後，変位
と⼒の向きが異なる一般的な場合の仕事を説明する。仕事をする速さを表す仕事
率について説明する。運動物体が運動エネルギーと呼ばれる仕事をする能⼒を秘
めていることを説明し，運動方程式を使用して運動エネルギーの式を導出する。
運動エネルギーの変化量が物体の受けた仕事に等しいということを述べている
エネルギーの原理（これは位置エネルギーを理解するのに必要であるし，後ほど
学習する⼒学的エネルギー保存の法則の導出にも使用する極めて重要な原理で
ある）について説明する。 
13 回 仕事とエネルギー2；エネルギーの原理を使い，高いところにある物体の
持つ仕事をする能⼒である重⼒による位置エネルギーの式を導出する。 
14 回 授業アンケートを実施する。  
仕事とエネルギー3；エネルギーの原理の援用により弾性⼒による位置エネルギ
ーについての式を導出する。次に重⼒の例を取り，保存⼒について説明する。重
⼒や弾性⼒など位置エネルギーを持つ⼒が⼒学的エネルギーを保存する保存⼒
であることを説明する。 
15 回 仕事とエネルギー４；⼒学的エネルギー保存の法則について説明する。 
課題 1５を演習させた後、解説する。定期試験の注意をする。最後に今後の学習
のアドバイスをする。 

準備学習 1 回 国際単位系について調べ，また義務教育課程で習った速さについて復習を
しておくこと。 
2 回 前回の学習の定着を確認しながら課題 1 をやり，小テストに備える。変位
と平均速度，ｘ−ｔグラフについて学習内容の概要を把握し，特にグラフの傾き
が何にあたるか考えておくこと。 



3 回 前回の講義を踏まえて，課題２を解いて小テストに備える。等速直線運動を
v-t グラフで表し，そのグラフと時間軸との間の面積が何に当たるかを予習して
おくこと。 
4 回 前回の学習内容を復習しながら課題 3 をやり、小テストに備える。等加速
度直線運動について予習しておくこと。 
5 回 前回の学習内容を復習しながら課題４をやり、小テストに備える。ベクトル
の合成・分解について予習しておくこと。 
6 回 前回の学習内容を復習しながら課題５をやり、小テストに備える。⼒の分
解・⼒のつりあいの概要について予習しておくこと。 
7 回 前回の学習内容を復習しながら課題６をやり、小テストに備える。重⼒・弾
性⼒・摩擦⼒について予習しておくこと。 
8 回 前回の学習内容を復習しながら課題７をやり、小テストに備える。⼒のモー
メントと重心についての概要を予習しておくこと。 
9 回 前回の学習内容を復習しながら課題８をやり、小テストに備える。作用反作
用の法則・慣性の法則および運動の法則の予習をしておくこと。 
10 回 前回の学習内容を復習しながら課題９をやり、小テストに備える。自由落
下の例で運動方程式を立てて，どのような運動をするか考えておくこと。 
11 回 前回の学習内容を復習しながら課題１０をやり、小テストに備える。運動
方程式は入門物理の学習項目中で重要なものであるから，運動方程式を立てる手
順をしっかりと身につけること。 
12 回 前回の学習内容を復習しながら課題１１をやり、小テストに備える。仕事
とエネルギーの学習に入るので，仕事，仕事率，運動エネルギー，エネルギーの
原理について予習をしておくこと。 
13 回 前回の学習内容を復習しながら課題１２をやり、小テストに備える。重⼒
による位置エネルギーについて予習しておくこと。 
14 回 前回の学習内容を復習しながら課題１３をやり、小テストに備える。弾性
⼒によるエネルギーと保存⼒の予習をしておくこと。 
15 回 前回の学習内容を復習しながら課題１４をやり、小テストに備える。位置
エネルギーを持つ⼒は保存⼒であることを理解し、⼒学的エネルギー保存の法則
について概要を予習しておくこと。 
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各項目評価に対する所見  シラバスコード ＦＧＧ５３Ａ１ と同じ 
英文科目名  
関連科目 物理学Ⅰ・Ⅱ，物理実験，⼒学Ⅰ・Ⅱなど 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 物理学は理工系，医療系科目の基礎になっている。高校で物理が未履修，または

十分に学ぶことができなかった 1 年生を対象に，入門的な解説と演習を行う。物
理学の基本になる⼒やエネルギーを通して，物理的な見方や考え方にふれてい



く。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 教材配布（2 回目以降も毎回配布していく）と学習上の注意。物理量の国際

単位について説明し，平均の速さについての復習をする。 
課題１を提示し宿題(次回提出)とする。 
2 回 課題 1 の解説をする。赤いボールペンで各自の答えに加筆訂正する。添削
した課題 1 を回収する。  
運動の表し方１；変位を図示によって説明する。変位を使って平均の速度を定義
し，平均の速さとの関係に注意しながらその図示についても説明する。運動の様
子を表すのに重要な x-t グラフと呼ばれる変位-時間図から平均の速度や瞬間の
速度を定義する。 
課題 2 を提示する。 
１回目の学習内容について小テストを行う。小テストの答案を回収後解説をす
る。 
3 回 課題 1 を返却する。課題 2 の解説をし、添削を指示する。加筆訂正された
課題 2 を回収する。  
運動の表し方 2；x-t グラフとともに物体の運動の様子を表すのに重要な v-t グラ
フすなわち速度-時間グラフを等速直線運動の場合で説明し，グラフと時間軸で
囲まれる面積が変位になることを説明する。次に，一般の運動の場合の v-t グラ
フで平均の加速度および瞬間の加速度と呼ばれる物理量を定義する。自由落下す
る物体の x-t グラフと v-t グラフの作図と，その図から重⼒加速度を求める課題
３を提示する。 
２回目の学習内容について小テストを行い、小テストの答案を回収後解説をす
る。 
    
※今後、毎回前々回の課題の返却、前回の課題の解説、回収、前回の内容の小テ
スト、教材配布、今回の課題提示を行う。 
4 回 運動の表し方３；課題３の自由落下の v-t グラフが直線になることを確認
し，その傾きから，重⼒加速度を求める。直線になる v-t グラフは等加速度運度
を表していることを説明し，等加速度運動の重要な公式を導出する。 
5 回 ⼒について１；⼒をベクトルの代表例にとり、合⼒を平行四辺形もしくは三
角形の法則で作図する方法を説明する。線形代数を使ったやり方で合⼒の求め方
を説明し，作図したものと一致することを確認する。次に，⼒の分解の仕方を説
明する。 
6 回 ⼒について２；⼒のつりあいを説明し，今まで学習してきたことを利用し
て，つりあいの⼒を求める例題を解説する。 
7 回 ⼒について３；地球上の質量のある物体に作用する重⼒について説明し，そ
の大きさが算出できるようにする。⼒を測るのに重要なフックの法則を説明し，
弾性⼒が算出できるようにする。さらに，静止摩擦⼒について説明し，その大き
さが算出できるようにする。われわれの周りの物体の運動で無視できない動摩擦
⼒について説明し，その大きさが算出できるようにする。 
8 回 ⼒について４；⼒が物体に回転を起こさせる激しさをあらわす⼒のモーメ



ントについて説明し，それを使って重心の位置の算出方法を説明する。 
9 回 運動の法則１；運動方程式を正しく立てるためにも必要な作用反作用の法
則を説明する。次に，マクロな物体の運動を支配する運動の法則を説明し，運動
方程式と関連させて慣性の法則と質量について説明する。単位を上手にとれば運
動方程式が得られることを説明する。最後に運動方程式を立てる手順を説明す
る。 
10 回 運動の法則２；運動の法則の応用として自由落下をはじめとする重⼒場中
の物体の運動を考える。 
11 回 運動の法則３；運動方程式の応用例題を解く手順を確実に習得できるよう
に演習をする。 
12 回 仕事とエネルギー1；変位と同じ向きの⼒のする仕事を定義した後，変位
と⼒の向きが異なる一般的な場合の仕事を説明する。仕事をする速さを表す仕事
率について説明する。運動物体が運動エネルギーと呼ばれる仕事をする能⼒を秘
めていることを説明し，運動方程式を使用して運動エネルギーの式を導出する。
運動エネルギーの変化量が物体の受けた仕事に等しいということを述べている
エネルギーの原理（これは位置エネルギーを理解するのに必要であるし，後ほど
学習する⼒学的エネルギー保存の法則の導出にも使用する極めて重要な原理で
ある）について説明する。 
13 回 仕事とエネルギー2；エネルギーの原理を使い，高いところにある物体の
持つ仕事をする能⼒である重⼒による位置エネルギーの式を導出する。 
14 回 授業アンケートを実施する。  
仕事とエネルギー3；エネルギーの原理の援用により弾性⼒による位置エネルギ
ーについての式を導出する。次に重⼒の例を取り，保存⼒について説明する。重
⼒や弾性⼒など位置エネルギーを持つ⼒が⼒学的エネルギーを保存する保存⼒
であることを説明する。 
15 回 仕事とエネルギー４；⼒学的エネルギー保存の法則について説明する。 
課題 1５を演習させた後、解説する。定期試験の注意をする。最後に今後の学習
のアドバイスをする。 

準備学習 1 回 国際単位系について調べ，また義務教育課程で習った速さについて復習を
しておくこと。 
2 回 前回の学習の定着を確認しながら課題 1 をやり，小テストに備える。変位
と平均速度，ｘ−ｔグラフについて学習内容の概要を把握し，特にグラフの傾き
が何にあたるか考えておくこと。 
3 回 前回の講義を踏まえて，課題２を解いて小テストに備える。等速直線運動を
v-t グラフで表し，そのグラフと時間軸との間の面積が何に当たるかを予習して
おくこと。 
4 回 前回の学習内容を復習しながら課題 3 をやり、小テストに備える。等加速
度直線運動について予習しておくこと。 
5 回 前回の学習内容を復習しながら課題４をやり、小テストに備える。ベクトル
の合成・分解について予習しておくこと。 
6 回 前回の学習内容を復習しながら課題５をやり、小テストに備える。⼒の分
解・⼒のつりあいの概要について予習しておくこと。 



7 回 前回の学習内容を復習しながら課題６をやり、小テストに備える。重⼒・弾
性⼒・摩擦⼒について予習しておくこと。 
8 回 前回の学習内容を復習しながら課題７をやり、小テストに備える。⼒のモー
メントと重心についての概要を予習しておくこと。 
9 回 前回の学習内容を復習しながら課題８をやり、小テストに備える。作用反作
用の法則・慣性の法則および運動の法則の予習をしておくこと。 
10 回 前回の学習内容を復習しながら課題９をやり、小テストに備える。自由落
下の例で運動方程式を立てて，どのような運動をするか考えておくこと。 
11 回 前回の学習内容を復習しながら課題１０をやり、小テストに備える。運動
方程式は入門物理の学習項目中で重要なものであるから，運動方程式を立てる手
順をしっかりと身につけること。 
12 回 前回の学習内容を復習しながら課題１１をやり、小テストに備える。仕事
とエネルギーの学習に入るので，仕事，仕事率，運動エネルギー，エネルギーの
原理について予習をしておくこと。 
13 回 前回の学習内容を復習しながら課題１２をやり、小テストに備える。重⼒
による位置エネルギーについて予習しておくこと。 
14 回 前回の学習内容を復習しながら課題１３をやり、小テストに備える。弾性
⼒によるエネルギーと保存⼒の予習をしておくこと。 
15 回 前回の学習内容を復習しながら課題１４をやり、小テストに備える。位置
エネルギーを持つ⼒は保存⼒であることを理解し、⼒学的エネルギー保存の法則
について概要を予習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FA057A1 
成績評価 評価にあたって， 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(06〜12),バイオ・応用化学科(06〜12),機械システム工学科(06〜12),電気

電子システム学科(06〜12),情報工学科(06〜12),知能機械工学科(06〜12),生体
医工学科(06〜12),建築学科(06〜12),工学プロジェクトコース(06〜12),生物地
球学部(06〜12) 

見出し FA057A1 入門物理 
担当教員名 山口 雅之＊ 
単位数 2 
教科書 作成教材を毎回配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード SI 単位，変位，x-t グラフ，v-t グラフ，速度，加速度，運動方程式，仕事，エネ

ルギー，エネルギーの原理，⼒学的エネルギー保存の法則 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 板書の字の大きさには気をつけて大きくします。 
科目名 入門物理 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 新しい高校物理の教科書/山本明利他（講談社）：⼈物で語る物理入門/米沢富美

子（岩波新書） 
授業形態 講義 
注意備考 遅刻，欠席のないようにすること。特別な理由が認められる場合以外は，２年生

以上の履修は認めない。試験は定期試験期間中に行い，試験形態は筆記試験とす
る。 

シラバスコード FGG57A1 
実務経験のある教員  
達成目標 評価にあたって，日常の学習状況を特に重視する．日常の学習の成果（６０％），

定期試験（４０％）で成績を評価する。ただし，日常学習は（小テスト）：（課題）
＝２：１で評価する。これらの総得点を 100 点に換算し，60 点以上を合格とす
る。また，授業回数の 3 分の 1 以上の欠席がある場合と定期試験が未受験の場合
には無効とみなし，”Ｅ”と評価する。 

受講者へのコメント 継続的な科目であるので、講義を休むことなく、また、まとめて勉強をするので
なく、毎回必ず復習、課題をやって欲しい。前回の内容が理解できてないと、講
義が理解できにくい場合がある。 

連絡先 講師控室 25 号館 ７階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 Ａ ほとんどの学生は課題に取り組むため、授業時間外にある程度学習している
ので大変よい。しかし、授業時間外に全く学習  しなかった者が２割以上、欠
席した者が約５割もいたことは残念である。 



Ｂ 授業を受けることで興味、関心を持ち、理解が深まり、技能が向上したこと
は大いに評価できる。 

英文科目名  
関連科目 物理学Ⅰ・Ⅱ，物理実験，⼒学Ⅰ・Ⅱなど 
次回に向けての改善変更予定 基礎学⼒の個⼈差が大きいので、計算能⼒の低い者にも配慮して講義を進めた

い。 
講義目的 物理学は理工系，医療系科目の基礎になっている。高校で物理が未履修，または

十分に学ぶことができなかった 1 年生を対象に，入門的な解説と演習を行う。物
理学の基本になる⼒やエネルギーを通して，物理的な見方や考え方にふれてい
く。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 教材配布（2 回目以降も毎回配布していく）と学習上の注意。物理量の国際

単位について説明し，平均の速さについての復習をする。 
課題１を提示し宿題(次回提出)とする。 
2 回 課題 1 の解説をする。赤いボールペンで各自の答えに加筆訂正する。添削
した課題 1 を回収する。  
運動の表し方１；変位を図示によって説明する。変位を使って平均の速度を定義
し，平均の速さとの関係に注意しながらその図示についても説明する。運動の様
子を表すのに重要な x-t グラフと呼ばれる変位-時間図から平均の速度や瞬間の
速度を定義する。 
課題 2 を提示する。 
１回目の学習内容について小テストを行う。小テストの答案を回収後解説をす
る。 
3 回 課題 1 を返却する。課題 2 の解説をし、添削を指示する。加筆訂正された
課題 2 を回収する。  
運動の表し方 2；x-t グラフとともに物体の運動の様子を表すのに重要な v-t グラ
フすなわち速度-時間グラフを等速直線運動の場合で説明し，グラフと時間軸で
囲まれる面積が変位になることを説明する。次に，一般の運動の場合の v-t グラ
フで平均の加速度および瞬間の加速度と呼ばれる物理量を定義する。自由落下す
る物体の x-t グラフと v-t グラフの作図と，その図から重⼒加速度を求める課題
３を提示する。 
２回目の学習内容について小テストを行い、小テストの答案を回収後解説をす
る。 
    
※今後、毎回前々回の課題の返却、前回の課題の解説、回収、前回の内容の小テ
スト、教材配布、今回の課題提示を行う。 
4 回 運動の表し方３；課題３の自由落下の v-t グラフが直線になることを確認
し，その傾きから，重⼒加速度を求める。直線になる v-t グラフは等加速度運度
を表していることを説明し，等加速度運動の重要な公式を導出する。 
5 回 ⼒について１；⼒をベクトルの代表例にとり、合⼒を平行四辺形もしくは三
角形の法則で作図する方法を説明する。線形代数を使ったやり方で合⼒の求め方
を説明し，作図したものと一致することを確認する。次に，⼒の分解の仕方を説



明する。 
6 回 ⼒について２；⼒のつりあいを説明し，今まで学習してきたことを利用し
て，つりあいの⼒を求める例題を解説する。 
7 回 ⼒について３；地球上の質量のある物体に作用する重⼒について説明し，そ
の大きさが算出できるようにする。⼒を測るのに重要なフックの法則を説明し，
弾性⼒が算出できるようにする。さらに，静止摩擦⼒について説明し，その大き
さが算出できるようにする。われわれの周りの物体の運動で無視できない動摩擦
⼒について説明し，その大きさが算出できるようにする。 
8 回 ⼒について４；⼒が物体に回転を起こさせる激しさをあらわす⼒のモーメ
ントについて説明し，それを使って重心の位置の算出方法を説明する。 
9 回 運動の法則１；運動方程式を正しく立てるためにも必要な作用反作用の法
則を説明する。次に，マクロな物体の運動を支配する運動の法則を説明し，運動
方程式と関連させて慣性の法則と質量について説明する。単位を上手にとれば運
動方程式が得られることを説明する。最後に運動方程式を立てる手順を説明す
る。 
10 回 運動の法則２；運動の法則の応用として自由落下をはじめとする重⼒場中
の物体の運動を考える。 
11 回 運動の法則３；運動方程式の応用例題を解く手順を確実に習得できるよう
に演習をする。 
12 回 仕事とエネルギー1；変位と同じ向きの⼒のする仕事を定義した後，変位
と⼒の向きが異なる一般的な場合の仕事を説明する。仕事をする速さを表す仕事
率について説明する。運動物体が運動エネルギーと呼ばれる仕事をする能⼒を秘
めていることを説明し，運動方程式を使用して運動エネルギーの式を導出する。
運動エネルギーの変化量が物体の受けた仕事に等しいということを述べている
エネルギーの原理（これは位置エネルギーを理解するのに必要であるし，後ほど
学習する⼒学的エネルギー保存の法則の導出にも使用する極めて重要な原理で
ある）について説明する。 
13 回 仕事とエネルギー2；エネルギーの原理を使い，高いところにある物体の
持つ仕事をする能⼒である重⼒による位置エネルギーの式を導出する。 
14 回 授業アンケートを実施する。  
仕事とエネルギー3；エネルギーの原理の援用により弾性⼒による位置エネルギ
ーについての式を導出する。次に重⼒の例を取り，保存⼒について説明する。重
⼒や弾性⼒など位置エネルギーを持つ⼒が⼒学的エネルギーを保存する保存⼒
であることを説明する。 
15 回 仕事とエネルギー４；⼒学的エネルギー保存の法則について説明する。 
課題 1５を演習させた後、解説する。定期試験の注意をする。最後に今後の学習
のアドバイスをする。 

準備学習 1 回 国際単位系について調べ，また義務教育課程で習った速さについて復習を
しておくこと。 
2 回 前回の学習の定着を確認しながら課題 1 をやり，小テストに備える。変位
と平均速度，ｘ−ｔグラフについて学習内容の概要を把握し，特にグラフの傾き
が何にあたるか考えておくこと。 



3 回 前回の講義を踏まえて，課題２を解いて小テストに備える。等速直線運動を
v-t グラフで表し，そのグラフと時間軸との間の面積が何に当たるかを予習して
おくこと。 
4 回 前回の学習内容を復習しながら課題 3 をやり、小テストに備える。等加速
度直線運動について予習しておくこと。 
5 回 前回の学習内容を復習しながら課題４をやり、小テストに備える。ベクトル
の合成・分解について予習しておくこと。 
6 回 前回の学習内容を復習しながら課題５をやり、小テストに備える。⼒の分
解・⼒のつりあいの概要について予習しておくこと。 
7 回 前回の学習内容を復習しながら課題６をやり、小テストに備える。重⼒・弾
性⼒・摩擦⼒について予習しておくこと。 
8 回 前回の学習内容を復習しながら課題７をやり、小テストに備える。⼒のモー
メントと重心についての概要を予習しておくこと。 
9 回 前回の学習内容を復習しながら課題８をやり、小テストに備える。作用反作
用の法則・慣性の法則および運動の法則の予習をしておくこと。 
10 回 前回の学習内容を復習しながら課題９をやり、小テストに備える。自由落
下の例で運動方程式を立てて，どのような運動をするか考えておくこと。 
11 回 前回の学習内容を復習しながら課題１０をやり、小テストに備える。運動
方程式は入門物理の学習項目中で重要なものであるから，運動方程式を立てる手
順をしっかりと身につけること。 
12 回 前回の学習内容を復習しながら課題１１をやり、小テストに備える。仕事
とエネルギーの学習に入るので，仕事，仕事率，運動エネルギー，エネルギーの
原理について予習をしておくこと。 
13 回 前回の学習内容を復習しながら課題１２をやり、小テストに備える。重⼒
による位置エネルギーについて予習しておくこと。 
14 回 前回の学習内容を復習しながら課題１３をやり、小テストに備える。弾性
⼒によるエネルギーと保存⼒の予習をしておくこと。 
15 回 前回の学習内容を復習しながら課題１４をやり、小テストに備える。位置
エネルギーを持つ⼒は保存⼒であることを理解し、⼒学的エネルギー保存の法則
について概要を予習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FA057C1 
成績評価 評価にあたって， 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス 生物地球システム学科(06〜11),AA(総)(06〜11),AB(総)(06〜11) 
見出し FA057C1 入門物理(再) 
担当教員名 山口 雅之＊ 
単位数 2 
教科書 作成教材を毎回配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード SI 単位，変位，x-t グラフ，v-t グラフ，速度，加速度，運動方程式，仕事，エネ

ルギー，エネルギーの原理，⼒学的エネルギー保存の法則 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 入門物理(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 新しい高校物理の教科書/山本明利他（講談社）：⼈物で語る物理入門/米沢富美

子（岩波新書） 
授業形態 講義 
注意備考 遅刻，欠席のないようにすること。特別な理由が認められる場合以外は，２年生

以上の履修は認めない。試験は定期試験期間中に行い，試験形態は筆記試験とす
る。 

シラバスコード FIA57A1 
実務経験のある教員  
達成目標 評価にあたって，日常の学習状況を特に重視する．日常の学習の成果（６０％），

定期試験（４０％）で成績を評価する。ただし，日常学習は（小テスト）：（課題）
＝２：１で評価する。これらの総得点を 100 点に換算し，60 点以上を合格とす
る。また，授業回数の 3 分の 1 以上の欠席がある場合と定期試験が未受験の場合
には無効とみなし，”Ｅ”と評価する。 

受講者へのコメント  
連絡先 講師控室 25 号館 ７階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  シラバスコード ＦＧＧ５７Ａ１ と同じ 
英文科目名  
関連科目 物理学Ⅰ・Ⅱ，物理実験，⼒学Ⅰ・Ⅱなど 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 物理学は理工系，医療系科目の基礎になっている。高校で物理が未履修，または

十分に学ぶことができなかった 1 年生を対象に，入門的な解説と演習を行う。物
理学の基本になる⼒やエネルギーを通して，物理的な見方や考え方にふれてい



く。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 教材配布（2 回目以降も毎回配布していく）と学習上の注意。物理量の国際

単位について説明し，平均の速さについての復習をする。 
課題１を提示し宿題(次回提出)とする。 
2 回 課題 1 の解説をする。赤いボールペンで各自の答えに加筆訂正する。添削
した課題 1 を回収する。  
運動の表し方１；変位を図示によって説明する。変位を使って平均の速度を定義
し，平均の速さとの関係に注意しながらその図示についても説明する。運動の様
子を表すのに重要な x-t グラフと呼ばれる変位-時間図から平均の速度や瞬間の
速度を定義する。 
課題 2 を提示する。 
１回目の学習内容について小テストを行う。小テストの答案を回収後解説をす
る。 
3 回 課題 1 を返却する。課題 2 の解説をし、添削を指示する。加筆訂正された
課題 2 を回収する。  
運動の表し方 2；x-t グラフとともに物体の運動の様子を表すのに重要な v-t グラ
フすなわち速度-時間グラフを等速直線運動の場合で説明し，グラフと時間軸で
囲まれる面積が変位になることを説明する。次に，一般の運動の場合の v-t グラ
フで平均の加速度および瞬間の加速度と呼ばれる物理量を定義する。自由落下す
る物体の x-t グラフと v-t グラフの作図と，その図から重⼒加速度を求める課題
３を提示する。 
２回目の学習内容について小テストを行い、小テストの答案を回収後解説をす
る。 
    
※今後、毎回前々回の課題の返却、前回の課題の解説、回収、前回の内容の小テ
スト、教材配布、今回の課題提示を行う。 
4 回 運動の表し方３；課題３の自由落下の v-t グラフが直線になることを確認
し，その傾きから，重⼒加速度を求める。直線になる v-t グラフは等加速度運度
を表していることを説明し，等加速度運動の重要な公式を導出する。 
5 回 ⼒について１；⼒をベクトルの代表例にとり、合⼒を平行四辺形もしくは三
角形の法則で作図する方法を説明する。線形代数を使ったやり方で合⼒の求め方
を説明し，作図したものと一致することを確認する。次に，⼒の分解の仕方を説
明する。 
6 回 ⼒について２；⼒のつりあいを説明し，今まで学習してきたことを利用し
て，つりあいの⼒を求める例題を解説する。 
7 回 ⼒について３；地球上の質量のある物体に作用する重⼒について説明し，そ
の大きさが算出できるようにする。⼒を測るのに重要なフックの法則を説明し，
弾性⼒が算出できるようにする。さらに，静止摩擦⼒について説明し，その大き
さが算出できるようにする。われわれの周りの物体の運動で無視できない動摩擦
⼒について説明し，その大きさが算出できるようにする。 
8 回 ⼒について４；⼒が物体に回転を起こさせる激しさをあらわす⼒のモーメ



ントについて説明し，それを使って重心の位置の算出方法を説明する。 
9 回 運動の法則１；運動方程式を正しく立てるためにも必要な作用反作用の法
則を説明する。次に，マクロな物体の運動を支配する運動の法則を説明し，運動
方程式と関連させて慣性の法則と質量について説明する。単位を上手にとれば運
動方程式が得られることを説明する。最後に運動方程式を立てる手順を説明す
る。 
10 回 運動の法則２；運動の法則の応用として自由落下をはじめとする重⼒場中
の物体の運動を考える。 
11 回 運動の法則３；運動方程式の応用例題を解く手順を確実に習得できるよう
に演習をする。 
12 回 仕事とエネルギー1；変位と同じ向きの⼒のする仕事を定義した後，変位
と⼒の向きが異なる一般的な場合の仕事を説明する。仕事をする速さを表す仕事
率について説明する。運動物体が運動エネルギーと呼ばれる仕事をする能⼒を秘
めていることを説明し，運動方程式を使用して運動エネルギーの式を導出する。
運動エネルギーの変化量が物体の受けた仕事に等しいということを述べている
エネルギーの原理（これは位置エネルギーを理解するのに必要であるし，後ほど
学習する⼒学的エネルギー保存の法則の導出にも使用する極めて重要な原理で
ある）について説明する。 
13 回 仕事とエネルギー2；エネルギーの原理を使い，高いところにある物体の
持つ仕事をする能⼒である重⼒による位置エネルギーの式を導出する。 
14 回 授業アンケートを実施する。  
仕事とエネルギー3；エネルギーの原理の援用により弾性⼒による位置エネルギ
ーについての式を導出する。次に重⼒の例を取り，保存⼒について説明する。重
⼒や弾性⼒など位置エネルギーを持つ⼒が⼒学的エネルギーを保存する保存⼒
であることを説明する。 
15 回 仕事とエネルギー４；⼒学的エネルギー保存の法則について説明する。 
課題 1５を演習させた後、解説する。定期試験の注意をする。最後に今後の学習
のアドバイスをする。 

準備学習 1 回 国際単位系について調べ，また義務教育課程で習った速さについて復習を
しておくこと。 
2 回 前回の学習の定着を確認しながら課題 1 をやり，小テストに備える。変位
と平均速度，ｘ−ｔグラフについて学習内容の概要を把握し，特にグラフの傾き
が何にあたるか考えておくこと。 
3 回 前回の講義を踏まえて，課題２を解いて小テストに備える。等速直線運動を
v-t グラフで表し，そのグラフと時間軸との間の面積が何に当たるかを予習して
おくこと。 
4 回 前回の学習内容を復習しながら課題 3 をやり、小テストに備える。等加速
度直線運動について予習しておくこと。 
5 回 前回の学習内容を復習しながら課題４をやり、小テストに備える。ベクトル
の合成・分解について予習しておくこと。 
6 回 前回の学習内容を復習しながら課題５をやり、小テストに備える。⼒の分
解・⼒のつりあいの概要について予習しておくこと。 



7 回 前回の学習内容を復習しながら課題６をやり、小テストに備える。重⼒・弾
性⼒・摩擦⼒について予習しておくこと。 
8 回 前回の学習内容を復習しながら課題７をやり、小テストに備える。⼒のモー
メントと重心についての概要を予習しておくこと。 
9 回 前回の学習内容を復習しながら課題８をやり、小テストに備える。作用反作
用の法則・慣性の法則および運動の法則の予習をしておくこと。 
10 回 前回の学習内容を復習しながら課題９をやり、小テストに備える。自由落
下の例で運動方程式を立てて，どのような運動をするか考えておくこと。 
11 回 前回の学習内容を復習しながら課題１０をやり、小テストに備える。運動
方程式は入門物理の学習項目中で重要なものであるから，運動方程式を立てる手
順をしっかりと身につけること。 
12 回 前回の学習内容を復習しながら課題１１をやり、小テストに備える。仕事
とエネルギーの学習に入るので，仕事，仕事率，運動エネルギー，エネルギーの
原理について予習をしておくこと。 
13 回 前回の学習内容を復習しながら課題１２をやり、小テストに備える。重⼒
による位置エネルギーについて予習しておくこと。 
14 回 前回の学習内容を復習しながら課題１３をやり、小テストに備える。弾性
⼒によるエネルギーと保存⼒の予習をしておくこと。 
15 回 前回の学習内容を復習しながら課題１４をやり、小テストに備える。位置
エネルギーを持つ⼒は保存⼒であることを理解し、⼒学的エネルギー保存の法則
について概要を予習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB111A1 
成績評価 課題提出（２０％） 定期試験（８０％） 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 工学部(〜11),生物地球システム学科(〜11),社会情報学科(〜11) 
見出し fb111a1 科学英語Ⅰ 
担当教員名 鳥越 洋子＊ 
単位数 2 
教科書 VOA Science Briefs （南雲堂） 

Medicine Then and Now（Oxford University Press） 
アクティブラーニング  
キーワード Reading,Science,Technology 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 DVD などの教材も少し加えていきたいと思います。 
科目名 科学英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし 
授業形態 講義 
注意備考 辞書を持参すること。予習，復習をすること。 
シラバスコード FB111A1 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容のより高度な英文が読解できること 
受講者へのコメント なし 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この分野への理解が深まり，興味関心が高まってきているように思いました。 
英文科目名 Scientific English I 
関連科目 英語Ⅰ，Ⅱ，科学英語Ⅱ，Ⅲ，Ⅳ，英会話Ⅰ，Ⅱ，TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 授業時間外の勉強時間を増やすため，もう少し多くレポート等の課題を出すなど

の工夫をしたい。 
講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語を精読する 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 1 Hydroponics in Japan (VOA Science Briefs) 

Introduction (Medicine Then and Now) 
2 回 1 Hydroponics in Japan 
Early Medicine 
3 回 1 Hydroponics in Japan 
Early Medicine 
4 回 2 Waste Recycling 



Early Medicine 
5 回 2 Waste Recycling 
Doctors and Ideas 
6 回 2 Waste Recycling 
Doctors and Ideas 
7 回 Review 1〜2 
Doctors and Ideas 
8 回 3 Potassium and Strokes 
Hospitals and Surgery 
9 回 3 Potassium and Strokes 
Hospitals and Surgery 
10 回 3 Potassium and Strokes 
Hospitals and Surgery 
11 回 4 Autumn Colors 
Understanding the Body 
12 回 4 Autumn Colors 
Understanding the Body 
13 回 4 Autumn Colors 
Understanding the Body 
14 回 4 Autumn Colors 
Review 
15 回 Review3〜4 
Review 

準備学習 予習としては，英文を読み，新出単語,熟語の意味を辞書で調べ，内容の概略を捉
え，付属の CD を聞いてくること。１回目はシラバスを読んでくること。２回目
以降は，前回の授業の復習をきちんとしてくること。 

 



年度 2012 
授業コード FB111A2 
成績評価 課題提出（２０％） 定期試験（８０％） 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 工学部(〜11),生物地球システム学科(〜11),社会情報学科(〜11) 
見出し FB111A2 科学英語Ⅱ 
担当教員名 鳥越 洋子＊ 
単位数 2 
教科書 VOA Science Briefs （南雲堂） 

Medicine Then and Now （Oxford University Press） 
アクティブラーニング  
キーワード Reading,Science,Technology 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 DVD などの教材も少し加えていきたいと思います。 
科目名 科学英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし 
授業形態 講義 
注意備考 辞書を持参すること。予習，復習をすること。 
シラバスコード FB111A2 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容のより高度な英文が読解できること 
受講者へのコメント 毎日，こつこつと勉強を続けていってほしいと思います。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この分野への理解が深まり，技能技術が向上し，興味関心が高まってきているよ
うに思いました。  
 「この授業への目標を達成できましたか」「授業に対する教員の意欲は感じられ
ましたか」「この授業に満足しましたか」の３つの項目では，ほとんどの学生が満
足のいくものだったようです。 

英文科目名 Scientific English II 
関連科目 英語Ⅰ，Ⅱ，科学英語Ⅰ，Ⅲ，Ⅳ，英会話Ⅰ，Ⅱ，TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 授業時間外の勉強時間を増やすため，もう少し多くレポート等の課題を出すなど

の工夫をしたい。 
講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語を精読する 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 6 AIDS:The Greatest Plague 

Finding Cures 
2 回 6 AIDS:The Greatest Plague 



Finding Cures 
3 回 6 AIDS:The Greatest Plague 
Finding Cures 
4 回 7 Honeybees 
Medicine Today 
5 回 7 Honeybees 
Medicine Today 
6 回 7 Honeybees 
Medicine Today 
7 回 Review6〜7 
Medical Machines 
8 回 9 Hypnosis 
Medical Machines 
9 回 9 Hypnosis 
Medical Machines 
10 回 9 Hypnosis 
Medicine in the Future 
11 回 10 Sleep 
Medicine in the Future 
12 回 10 Sleep 
Medicine in the Future 
13 回 10 Sleep 
Review 
14 回 After Reading 
Review 
15 回 After Reading 
Review 

準備学習 予習としては，英文を読み，新出単語,熟語の意味を辞書で調べ，内容の概略を捉
え，付属の CD を聞いてくること。前回の授業の復習をきちんとしてくること。 

 



年度 2012 
授業コード FB111B1 
成績評価 定期試験（60％）、課題（20％）、小テスト（20％） 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 工学部(〜11),生物地球システム学科(〜11),社会情報学科(〜11) 
見出し FB111B1 科学英語Ⅰ 
担当教員名 佐藤 佳子＊ 
単位数 2 
教科書 Disaster／MARY McINTOSH 著／ Oxford 出版 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 自由記述に関しては教科書の感想を書いてほしいとお願いしていました。レベル

的に、自分に合っていると書いた⼈が 13 名、難しいと答えた⼈が 7 名、やさし
すぎると回答した⼈が 2 名でした。全員の希望に沿うことはできませんが、配布
物などでレベルを変えた教材を取り入れる予定です。 

科目名 科学英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プリント（資料）を配布する 
授業形態 講義 
注意備考 必ず辞書を持ってくること 
シラバスコード FB111B1 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容のより高度な英文が読解できること。 
受講者へのコメント 語学の学習では予習、復習が重要です。授業外の学習を心がけてください。授業

外の学習は教科書だけに限りません。興味のあることを通して英語学習に結び付
けることができるとよいですね。授業に対する達成感がやや低かったのが気にな
ります。学習者の側からは積極的に授業に参加するのが達成感の助けになると思
います。教師が考慮する点については次の欄で回答します。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 「授業時間外にどの程度学習したか」について、約 70%が 30 分以上学習してい
るのに対し、全くしなかった者が 28.6％でした。「この授業の目標を達成できた
か」についてできた、だいたいできたが合わせて約 57%、半分程度、少しできた
が合わせて約 43%でした。総合評価の設問である授業に対する満足度では約 78%
が満足、ほぼ満足でした。 

英文科目名 Scientific English I 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、科学英語Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 「授業の手法」について説明にもう少し工夫を加えることを希望する⼈が約 10%



いました。工夫をするように心がけます。わかりにくい場合はその場で質問をし
てもらえるともっと良いです。「もっと⿊板やプロジェクターを利用するとよい」
と回答した⼈が約 14%いました。板書を増やすようにしたいと思います。 

講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語を精読する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション  

1. Natural Disasters の reading と listening を通して、使用教科書の導入をする。 
2 回 1.1 Vesuvius の reading と listening を通して、科学的で英語らしい表現を
学習する。 
3 回 1.1 Vesuvius の reading と listening を通して、科学的で英語らしい表現を
学習する。 
4 回 1.2 Earthquakes  の reading と listening を通して、科学的で英語らしい表
現を学習する。 
5 回 1.2 Earthquakes  の reading と listening を通して、科学的で英語らしい表
現を学習する。 
6 回 1.3 The Asian Tsunami  の reading と listening を通して、科学的で英語ら
しい表現を学習する。 
7 回 1.3 The Asian Tsunami  の reading と listening を通して、科学的で英語ら
しい表現を学習する。 
8 回 1~7 回までの復習をする。 
9 回 1.4 Hurricane Katrina  の reading と listening を通して、科学的で英語ら
しい表現を学習する。 
10 回 1.4 Hurricane Katrina  の reading と listening を通して、科学的で英語
らしい表現を学習する。 
11 回 2.1 The Great Fire of London  の reading と listening を通して、科学的で
英語らしい表現を学習する。 
12 回 2.1 The Great Fire of London  の reading と listening を通して、科学的で
英語らしい表現を学習する。 
13 回 2.2 The Titanic  の reading と listening を通して、科学的で英語らしい表
現を学習する。 
14 回 2.2 The Titanic  の reading と listening を通して、科学的で英語らしい表
現を学習する。 
15 回 9~14 回までの復習、および前期のまとめをする。 

準備学習 1 回 シラバス、教科書をよく確認し、学習の過程をよく把握しておくこと。 
2 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、および予習として
単語の意味を調べておくこと。 
3 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、および予習として
単語の意味を調べておくこと。 
4 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、および予習として
単語の意味を調べておくこと。 
5 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、および予習として
単語の意味を調べておくこと。 



6 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、および予習として
単語の意味を調べておくこと。 
7 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、および予習として
単語の意味を調べておくこと。 
8 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、およびこれまでの
疑問点をまとめておくこと。 
9 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、および予習として
単語の意味を調べておくこと。 
10 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、および予習として
単語の意味を調べておくこと。 
11 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、および予習として
単語の意味を調べておくこと。 
12 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、および予習として
単語の意味を調べておくこと。 
13 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、および予習として
単語の意味を調べておくこと。 
14 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、および予習として
単語の意味を調べておくこと。 
15 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、前期の講義内容に
関する質問をまとめておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FB111B2 
成績評価 定期試験（60％）、課題（20％）、小テスト（20％） 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 工学部(〜11),生物地球システム学科(〜11),社会情報学科(〜11) 
見出し FB111B2 科学英語Ⅱ 
担当教員名 佐藤 佳子＊ 
単位数 2 
教科書 Disaster／MARY McINTOSH 著／ Oxford 出版 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「英語は避けて通れないと感じました。授業の初めのウォーミングアップをもう

少し真剣に取り組めばよかったと後悔しています。」→英語に対して少しでも興
味が高まったのであればよかったと思います。後悔が初めの一歩です。ウォーミ
ングアップでやったことは自習が可能です。ぜひ取り組んでください。「一年間
ありがとうございました」→こちらこそ、一年間一緒に勉強できてよかったです。
「寒い」→寒い冬でしたね。教務課に伝えます。 

科目名 科学英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プリント（資料）を配布する 
授業形態 講義 
注意備考 必ず辞書を持ってくること 
シラバスコード FB111B2 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容のより高度な英文が読解できること。 
受講者へのコメント この授業を受けてよかった点の中で、ほぼ半数が英語に対する興味が高まったと

いう回答をしています。英語に対する興味や関心を持ち続け、将来に生かしてく
ださい。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 約 54%が授業時間以外に 30 分〜2 時間学習したと回答した反面、約 46%が「全
くしなかった」と回答しています。授業に不満と回答した⼈はいませんでした。
教科書がもう少し平易なものがよいと答えた⼈がいた一方、教科書のレベルがも
っと高くてもよいという回答がありました。 

英文科目名 Scientific English II 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、科学英語Ⅰ・Ⅲ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 ⿊板やプロジェクタをもっと利用してほしいとの要望があったので、今後の課題

として努⼒します。 



講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語を精読する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション  

教科書 25 ページの human error および 62 ページ Disease の reading と listening
を通して、後期のオリエンテーションとする。 
2 回 2.3 Bhopal の reading と listening を通して、科学的で英語らしい表現を学
習する。 
3 回  2.3 Bhopal の reading と listening を通して、科学的で英語らしい表現を学
習する。 
4 回 2.4 Challenger and Columbia の reading と listening を通して、科学的で英
語らしい表現を学習する。 
5 回 2.4 Challenger and Columbia  の reading と listening を通して、科学的で英
語らしい表現を学習する。 
6 回 2.5 The Exxson Valdez  の reading と listening を通して、科学的で英語ら
しい表現を学習する。 
7 回 2.5 The Exxson Valdez  の reading と listening を通して、科学的で英語ら
しい表現を学習する。 
8 回 1~7 回までの復習をする。 
9 回 2.6 Chernobyl  の reading と listening を通して、科学的で英語らしい表現
を学習する。 
10 回 2.6 Chernobyl  の reading と listening を通して、科学的で英語らしい表現
を学習する。 
11 回 3.1 Eyam and the plague  の reading と listening を通して、科学的で英語
らしい表現を学習する。 
12 回 3.1 Eyam and the plague  の reading と listening を通して、科学的で英語
らしい表現を学習する。 
13 回 3.2 HIV/Aids  の reading と listening を通して、科学的で英語らしい表現
を学習する。 
14 回 3.2 HIV/Aids  の reading と listening を通して、科学的で英語らしい表現
を学習する。 
15 回 9~14 回までの復習、および後期のまとめをする。 

準備学習 1 回 シラバス、教科書をよく確認し、学習の過程をよく把握しておくこと。 
2 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、および予習として
単語の意味を調べておくこと。 
3 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、および予習として
単語の意味を調べておくこと。 
4 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、および予習として
単語の意味を調べておくこと。 
5 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、および予習として
単語の意味を調べておくこと。 
6 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、および予習として
単語の意味を調べておくこと。 



7 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、および予習として
単語の意味を調べておくこと。 
8 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、およびこれまでの
疑問点をまとめておくこと。 
9 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、および予習として
単語の意味を調べておくこと。 
10 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、および予習として
単語の意味を調べておくこと。 
11 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、および予習として
単語の意味を調べておくこと。 
12 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、および予習として
単語の意味を調べておくこと。 
13 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、および予習として
単語の意味を調べておくこと。 
14 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、および予習として
単語の意味を調べておくこと。 
15 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、前期の講義内容に
関する質問をまとめておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FB111C1 
成績評価 定期試験 70%、 課題・小テスト 30% 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 工学部(〜11),生物地球システム学科(〜11),社会情報学科(〜11) 
見出し FB111C1 科学英語Ⅰ 
担当教員名 山根 真由美＊ 
単位数 2 
教科書 Science Views／永⽥博⼈／成美堂 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 もう少し授業の進度を遅くしてほしいという声がありました。授業で皆さんに確

認した上で、後期は前期よりゆっくり進むことを心がけています。気になること
があれば、また声をかけてください。 

科目名 科学英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示します。 
授業形態 講義 
注意備考 辞書を必ず持参すること。 
シラバスコード FB111C1 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容の英文が辞書を使いながら読解できること。 
受講者へのコメント まじめに取り組む姿勢を頼もしく思っています。これからも英語⼒向上のため、

努⼒を続けて欲しいと思います。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね良好な評価をもらい、嬉しく思います。 
英文科目名 Scientific English I 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、科学英語Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 これからも受講者の声に耳を傾け、柔軟な対応を続けていきたいと思っていま

す。 
講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語への基礎的な読解⼒を養

う。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Chapter 1 の内容を、語彙・読解演習を中心に講義する。 

2 回 Chapter 1 の内容の定着を目指し、講義する。 
3 回 Chapter 2 の内容を、語彙・読解演習を中心に講義する。 
4 回 Chapter 2 の内容の定着を目指し、講義する。 



5 回 Chapter 3 の内容を、語彙・読解演習を中心に講義する。 
6 回 Chapter 3 の内容の定着を目指し、講義する。 
7 回 Chapter 4 の内容を、語彙・読解演習を中心に講義する。 
8 回 Chapter 4 の内容の定着を目指し、講義する。 
9 回 Chapter 5 の内容を、語彙・読解演習を中心に講義する。 
10 回 Chapter 5 の内容の定着を目指し、講義する。 
11 回 Chapter 6 の内容を、語彙・読解演習を中心に講義する。 
12 回 Chapter 6 の内容の定着を目指し、講義する。 
13 回 Chapter 7 の内容を、語彙・読解演習を中心に講義する。 
14 回 Chapter 7 の内容の定着を目指し、講義する。 
15 回 Chapter 7 の内容の定着を目指し、講義する。 

準備学習 1 回 Chapter 1 の内容を、辞書を用いて予習しておくこと。 
2 回 Chapter 1 の内容を、辞書を用いて予習しておくこと。 
3 回 Chapter 2 の内容を、辞書を用いて予習しておくこと。 
4 回 Chapter 2 の内容を、辞書を用いて予習しておくこと。 
5 回 Chapter 3 の内容を、辞書を用いて予習しておくこと。 
6 回 Chapter 3 の内容を、辞書を用いて予習しておくこと。 
7 回 Chapter 4 の内容を、辞書を用いて予習しておくこと。 
8 回 Chapter 4 の内容を、辞書を用いて予習しておくこと。 
9 回 Chapter 5 の内容を、辞書を用いて予習しておくこと。 
10 回 Chapter 5 の内容を、辞書を用いて予習しておくこと。 
11 回 Chapter 6 の内容を、辞書を用いて予習しておくこと。 
12 回 Chapter 6 の内容を、辞書を用いて予習しておくこと。 
13 回 Chapter 7 の内容を、辞書を用いて予習しておくこと。 
14 回 Chapter 7 の内容を、辞書を用いて予習しておくこと。 
15 回 Chapter 7 の内容を、辞書を用いて予習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB111C2 
成績評価 定期試験 70%、課題・小テスト 30% 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 工学部(〜11),生物地球システム学科(〜11),社会情報学科(〜11) 
見出し FB111C2 科学英語Ⅱ 
担当教員名 山根 真由美＊ 
単位数 2 
教科書 Science Views／永⽥博⼈／成美堂 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「繰り返すたびに日本語訳を少しずつ変えないでほしい」「遅刻者への対応が甘

い」という意見をもらいました。善処します。 
科目名 科学英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示します。 
授業形態 講義 
注意備考 辞書を必ず持参すること。 
シラバスコード FB111C2 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容の英文が辞書を使いながら読解できること。 
受講者へのコメント コミュニケーション手段としての英語を、今後の研究に役立ててほしいと思いま

す。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね良好な評価をもらい、嬉しく思います。 
英文科目名 Scientific English II 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、科学英語Ⅰ・Ⅲ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 これからもできるだけ学生の声に耳を傾け、授業を行っていきたいと思います。 
講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語への基礎的な読解⼒を養

う。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Chapter 11 の内容を、語彙・読解演習を中心に講義する。 

2 回 Chapter 11 の内容の定着を目指し、講義する。 
3 回 Chapter 12 の内容を、語彙・読解演習を中心に講義する。 
4 回 Chapter 12 の内容の定着を目指し、講義する。 
5 回 Chapter 13 の内容を、語彙・読解演習を中心に講義する。 
6 回 Chapter 13 の内容の定着を目指し、講義する。 



7 回 Chapter 14 の内容を、語彙・読解演習を中心に講義する。 
8 回 Chapter 14 の内容の定着を目指し、講義する。 
9 回 Chapter 15 の内容を、語彙・読解演習を中心に講義する。 
10 回 Chapter 15 の内容の定着を目指し、講義する。 
11 回 Chapter 16 の内容を、語彙・読解演習を中心に講義する。 
12 回 Chapter 16 の内容の定着を目指し、講義する。 
13 回 Chapter 17 の内容を、語彙・読解演習を中心に講義する。 
14 回 Chapter 17 の内容の定着を目指し、講義する。 
15 回 Chapter 17 の内容の定着を目指し、講義する。 

準備学習 1 回 Chapter 11 の内容を、辞書を用いて予習しておくこと。 
2 回 Chapter 11 の内容を、辞書を用いて予習しておくこと。 
3 回 Chapter 12 の内容を、辞書を用いて予習しておくこと。 
4 回 Chapter 12 の内容を、辞書を用いて予習しておくこと。 
5 回 Chapter 13 の内容を、辞書を用いて予習しておくこと。 
6 回 Chapter 13 の内容を、辞書を用いて予習しておくこと。 
7 回 Chapter 14 の内容を、辞書を用いて予習しておくこと。 
8 回 Chapter 14 の内容を、辞書を用いて予習しておくこと。 
9 回 Chapter 15 の内容を、辞書を用いて予習しておくこと。 
10 回 Chapter 15 の内容を、辞書を用いて予習しておくこと。 
11 回 Chapter 16 の内容を、辞書を用いて予習しておくこと。 
12 回 Chapter 16 の内容を、辞書を用いて予習しておくこと。 
13 回 Chapter 17 の内容を、辞書を用いて予習しておくこと。 
14 回 Chapter 17 の内容を、辞書を用いて予習しておくこと。 
15 回 Chapter 17 の内容を、辞書を用いて予習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB111D1 
成績評価 課題提出(30%)、試験(70%)により行う。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 工学部(〜11),生物地球システム学科(〜11),社会情報学科(〜11) 
見出し FB111D1 科学英語Ⅰ 
担当教員名 笠本 晃代＊ 
単位数 2 
教科書 Understanding Basic Science／Graham Hill and John Holman／英宝社 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 ほとんど書かれていない状態でしたので、要望など書いてもらえればと思いま

す。 
科目名 科学英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 英和辞典 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FB111D1 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容の英文が辞書を使いながら読解できること 
受講者へのコメント 予習や課題の量が多いのですが、全体的によくこなしてもらえていると思いま

す。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 練習問題の難しい部分については、もう少し詳しい説明を加えていく必要がある
と感じました。 

英文科目名 Scientific English I 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、科学英語Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 後期は、テキスト後半のより難解な和訳にチャレンジしていく予定です。 
講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語への基礎的な読解⼒を養

う 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 科学英語の目的・意義について説明する。 

2 回 UNIVERSE について説明する。 
3 回 THE SUN, THE EARTH AND THE MOON について説明する。 
4 回 LIVING THINGS について説明する。 
5 回 CELLS について説明する。 



6 回 BLOOD Ⅰについて説明する。 
7 回 BLOOD Ⅱについて説明する。 
8 回 ATOMS AND MOLECULES について説明する。 
9 回 MOVING PARTICLES について説明する。 
10 回 RUSTING について説明する。 
11 回 GRAVITATIONAL FORSE について説明する。 
12 回 FRICTION について説明する。 
13 回 PRESSURE について説明する。 
14 回 まとめと総復習をする。 
15 回 これまでの理解度を確認する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと 
2 回 P.6-7 の問題を解いておくこと 
3 回 P.11-12 の問題を解いておくこと 
4 回 P.16-17 の問題を解いておくこと 
5 回 P.21-22 の問題を解いておくこと 
6 回 P.26-27 の問題を解いておくこと 
7 回 P.31-32 の問題を解いておくこと 
8 回 P.36-37 の問題を解いておくこと 
9 回 P.42-43 の問題を解いておくこと 
10 回 P.47-48 の問題を解いておくこと 
11 回 P.52-53 の問題を解いておくこと 
12 回 P.57-58 の問題を解いておくこと 
13 回 P.62-63 の問題を解いておくこと 
14 回 学習内容を復習しておくこと 
15 回 学習内容を復習しておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FB111D2 
成績評価 課題提出(30%)、試験(70%)により行う。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 工学部(〜11),生物地球システム学科(〜11),社会情報学科(〜11) 
見出し FB111D2 科学英語Ⅱ 
担当教員名 笠本 晃代＊ 
単位数 2 
教科書 Understanding Basic Science／Graham Hill and John Holman／英宝社 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 空調に気をつけたいと思います。 
科目名 科学英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 英和辞典 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FB111D2 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容の英文が辞書を使いながら読解できること 
受講者へのコメント 課題が少し難しかったのですが、とてもよくがんばってもらえたと思っていま

す。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 もう少し理解しやすように板書を工夫したいと思います。 
英文科目名 Scientific English II 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、科学英語Ⅰ・Ⅲ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 分かりやすい説明を心がけたいと思います。 
講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語への基礎的な読解⼒を養

う 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 前期の内容を確認する。 

2 回 WEATHER MAPS について説明する。 
3 回 ENERGY Ⅰについて説明する。 
4 回 ENERGY Ⅱについて説明する。 
5 回 ENERGY RESOURCES について説明する。 
6 回 ENERGY IN THE FUTURE について説明する。 
7 回 INTERNAL COMBUSTION ENGINES について説明する。 



8 回 ELECTRICITY Ⅰについて説明する。 
9 回 ELECTRICITY Ⅱについて説明する。 
10 回 ELECTRIC RESISTANCE について説明する。 
11 回 MAGNETIC FIELDS について説明する。 
12 回 ELECTROMAGNETS について説明する。 
13 回 ELECTRIC MOTORS について説明する。 
14 回 まとめと総復習をする。 
15 回 これまでの理解度を確認する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと 
2 回 P.67-68 の問題を解いておくこと 
3 回 P.72-73 の問題を解いておくこと 
4 回 P.77-78 の問題を解いておくこと 
5 回 P.83-84 の問題を解いておくこと 
6 回 P.88-89 の問題を解いておくこと 
7 回 P.93-94 の問題を解いておくこと 
8 回 P.98-99 の問題を解いておくこと 
9 回 P.103-104 の問題を解いておくこと 
10 回 P,108-109 の問題を解いておくこと 
11 回 P.113-114 の問題を解いておくこと 
12 回 P.118-119 の問題を解いておくこと 
13 回 P.123-124 の問題を解いておくこと 
14 回 学習内容を復習しておくこと 
15 回 学習内容を復習しておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FB111E1 
成績評価 定期試験 70％, 小テスト 10％, レポート 10％, Class-work 10％ 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 工学部(〜11),生物地球システム学科(〜11),社会情報学科(〜11) 
見出し FB111E1 科学英語Ⅰ 
担当教員名 ⻄岡 啓治 
単位数 2 
教科書 Hopkins, A., and J. Potter. 2008. /Animals in Danger. Oxford Bookworms Library, 

Factfile. /Oxford: Oxford U.P. (ISBN 978-0-19-423378-8) 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 全体的にあまり記述がなかったので、すべての記述をまとめてどのクラスへも同

じコメント（→の後がコメントです）にします。 
１． もっと日本語を使って授業をしてほしい。 
→⻑い目でみれば、英語の授業は英語で受ける方が日常的な英語に慣れるのには
良いのではないかと考えています。分かりやすい英語を使うよう努⼒します、み
なさんも分かろうと努⼒してください。 
２． 教室が明るすぎてプロジェクターの映像がよく見えない。 
→わたしも気づいています。教務に改善を要望します。なるべく前の方に座って
ください。 

科目名 科学英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 英和, 和英, 英英などの辞書（電子辞書も可), Root and Trunk Sentences ＆ CD 
授業形態 講義 
注意備考 There are two class-works and a small test to build up your vocabulary and basic 

sentences. 
シラバスコード FB111E1 
実務経験のある教員  
達成目標 科学英語の語彙や構文を平易な英文を通して理解すること 
受講者へのコメント 授業で質問された場合、積極的に答えていただけることを希望します。反応がな

いと、こちらもやりにくいので。 
連絡先 ⻄岡研究室（六学舎 4 階, 1644） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業時間外の学習時間は 30 分程度が多い、そしてその内容も、宿題をするが多
かった。語学学習は、繰り返して学習することと、継続して学習することが重要
です。 

英文科目名 Scientific English I 



関連科目 英語 I・II, 科学英語 II・III・IV, 英会話 I・II, TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 １年間、私の授業を受けることにより英語の基礎である語彙⼒と基礎的英文が身

につくよう工夫します。 
講義目的 基本的な語彙・文法を習得しながら、科学に関する英文に慣れる 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Vocabulary notebook. Class-work. Small Test. Report. Presentation. Root ＆ 

Trunk Sentences CD. 
2 回 Chapter 1: Why are animals in danger? 
Key sentence: In 1900 there were 100,000 tigers in the world. 
3 回 Chapter 1: Why are animals in danger? 
Key sentence: We are never going to see a dodo alive again. 
4 回 Chapter 2: The effect of humans 
Key sentence: The birds there were not afraid of rats. 
5 回 Chapter 2: The effect of humans 
Key sentence: It is one of the biggest lakes in the world. 
6 回 Chapter 2: The effect of humans 
Key sentence: 75 million people are born in the world each year. 
7 回 Class-work (chapters 1 ＆ 2, R ＆ T=trucks 1-4), Review of chapters 1 ＆ 
2. Presentation and Report 
8 回 Chapter 3: Animals matter 
Key sentence: Where do they sleep? 
9 回 Chapter 3: Animals matter 
Key sentence: When somebody had smallpox, 30 per cent of the people near them 
died. 
10 回 Chapter 3: Animals matter 
Key sentence: When humans near them become ill, they get ill too. 
11 回 Small Test from Ch. 1 ＆ 2 and R ＆ T=Trucks 1-4. 
12 回 Chapter 4: On land 
Key sentence: To many people, the most interesting animals are the big land 
animals. 
13 回 Chapter 4: On land 
Key sentence: People hunt them for food or because they like hunting. 
14 回 Chapter 4: On land 
Key sentence: Very soon, scientists say, this species is going to be extinct. 
15 回 Review of chapters 3 ＆ 4. Examination guide. Questionnaire writing. 

準備学習 １．教材としてテキスト２種類、辞書(電子辞書も可）、ノートは必需品です。毎
回チェックすること。 
２．シラバスでその日のレッスンページを確認し、所定の形式で単語帳を作って
授業に臨むこと。 
３．復習も準備につながるので、前回読んだページを最低 3 回は音読しておくこ
と。耳から自分の英語を聞き日本語訳しなくても内容がほぼ理解できるようにな
ること。CD 等があれば聞く練習を怠らないこと。 



４．宿題をやって出席すること。 
 



年度 2012 
授業コード FB111E2 
成績評価 定期試験 70％, Small Test 10％, レポート 10％, Class-work 10％ 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 工学部(〜11),生物地球システム学科(〜11),社会情報学科(〜11) 
見出し FB111E2 科学英語Ⅱ 
担当教員名 ⻄岡 啓治 
単位数 2 
教科書 Hopkins, A., and J. Potter. 2008./ Animals in Danger. Oxford Bookworms Library, 

Factfiles./ Oxford: Oxford U.P. (ISBN 978-0-19-423379-8) 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「プリゼンテーションなど、良い経験になった」 

コメント---インプットの学習が多いので、アウトプットの学習をすべきと考えて
やっています。海外で英語を使わねばならない経験をするとたちまち気が付くの
ですが、日本ではそのことがピンときませんからね。 

科目名 科学英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 英和, 和英, 英英などの辞書（電子辞書も可), Root and Trunk Sentences＆CD 
授業形態 講義 
注意備考 There are two class-works and a small test to build up your vocabulary and basic 

sentences. 
シラバスコード FB111E2 
実務経験のある教員  
達成目標 科学英語の語彙や構文を平易な英文を通して理解すること 
受講者へのコメント --授業で質問された場合、積極的に答えていただけることを希望します。反応が

ないと、こちらもやりにくいので。また、授業準備としては、単語を調べてきて
ほしいのですが、授業で進むページを一度、目をとおすだけでもやってから出席
してくれればずいぶん分かりやすくなります。 
--会話練習では、教室の公用語は英語という意識で恥ずかしがらずに練習をして
ください。 

連絡先 ⻄岡研究室（六学舎 4 階, 1644） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 総合的には、無難な評価をいただいたようです。英語に対する必要性を感じてい
る⼈が多いからでしょうか。 

英文科目名 Scientific English II 
関連科目 英語 I・II, 科学英語 I・III・IV, 英会話 I・II, TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 授業以外での英語学習時間は 30 分程度が 18％と最も多かった。単語や英文を覚



えるには隙間時間が有効なので、1 日に 10 分勉強してくれると 1-2 時間の学習
時間になりますので、やってみてください。 

講義目的 基本的な語彙・文法を習得しながら、科学に関する英文に慣れる 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 1st semester results. 2nd semester schedule. Chapter 5 In the water 

2 回 Chapter 5: In the water 
Key Sentence: About 10 per cent of the people in the world live near the river. 
3 回 Chapter 5 In the water 
Key Sentence: Most countries stopped killing whales a number of years ago. 
4 回 Chapter 6 In the sky 
Key Sentence: They cannot live with people or other animals and they do not have 
many babies. 
5 回 Chapter 6 In the sky 
Key Sentence: Why did they stop coming? 
6 回 Class-work (chapters 5-6, R＆T=Trucks 1-4) Review of chapters 5＆6. 
Presentation＆Report. 
7 回 Chapter 7 What can countries do? 
Key Sentence: Which animals are disappearing fastest? 
8 回 Chapter 7 What can countries do? 
Key Sentence: Yellowstone National Park opened in 1872. 
9 回 Chapter 7 What can countries do? 
Key Sentence: 1.1 billion live in India and 1.6 billion are in China. 
10 回 Small Test (chapters 5-7, R＆T=trucks 5-8) 
Chapter 8 What can we do? 
11 回 Chapter 8 What can we do? 
Key Sentence: Mountain gorillas are big animals with long arms and long black 
hair. 
12 回 Chapter 8 What can we do? 
Key Sentence: We cannot all go to Africa, so what can we do? 
13 回 Chapter 10 'New' animals 
Key Sentence: Europeans wanted to hunt and kill okapis, but not all of them died. 
14 回 Chapter 10 'New' animals 
Key Sentence: Then, in 2004, they saw it again, about seven times. 
15 回 Examination Guide.  Questionnaire writing. 

準備学習 １．教材としてテキスト２種類、辞書(電子辞書も可）、ノートは必需品です。毎
回チェックすること。 
２．シラバスでその日のレッスンページを確認し、所定の形式で単語帳を作って
授業に臨むこと。 
３．復習も準備につながるので、前回読んだページを最低 3 回は音読しておくこ
と。耳から自分の英語を聞き日本語訳しなくても内容がほぼ理解できるようにな
ること。CD 等があれば聞く練習を怠らないこと。 
４．宿題をやって出席すること。 



 



年度 2012 
授業コード FB111F1 
成績評価 定期テスト 40％、中間テスト 30％、課題 20％、小テスト 10％ 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 工学部(〜11),生物地球システム学科(〜11),社会情報学科(〜11) 
見出し FB111F1 科学英語Ⅰ 
担当教員名 今城 暁子＊ 
単位数 2 
教科書 Oxford Read and Discover [Machines Then and Now] /  OXFORD 

UNIVERSITY PRESS 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 科学英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示します。 
授業形態 講義 
注意備考 毎回（初回を除く）、前回のチェック事項を確認してくること。また、辞書を持参

し積極的な態度で講義に臨むこと。 
シラバスコード FB111F1 
実務経験のある教員  
達成目標 科学英語の語彙や構文を平易な英文を通して理解すること。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Scientific English I 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、科学英語Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 基本的な語彙・文法を習得しながら、科学に関する英文に慣れる。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 科学英語の取り組み方を説明し、テキストの Introduction(p3)を学習する。 

2 回 1 The First Machines を読み、内容を理解し、文法事項等学習する。 
3 回 2 Round and Round を読み、内容を理解し、文法事項等学習する。 
4 回 3 Ramps and Cranes を読み、内容を理解し、文法事項等学習する。 
5 回 4 Water and Wind を読み、内容を理解し、文法事項等学習する。 
6 回 5 Telling the Time を読み、内容を理解し、文法事項等学習する。 
7 回 新聞記事等からテキストに関する英文を読み、内容を理解し、文法事項等学



習する。 
8 回 第 7 回までの重要事項の確認テストをして、その後解説する。 
9 回 6 Engines and Energy を読み、内容を理解し、文法事項等学習する。 
10 回 7 Flying Machines を読み、内容を理解し、文法事項等学習する。 
11 回 8 Communications を読み、内容を理解し、文法事項等学習する。 
12 回 9 Computers を読み、内容を理解し、文法事項等学習する。 
13 回 10 Big and Small を読み、内容を理解し、文法事項等学習する。 
14 回 新聞記事等からテキストに関する英文を読み、内容を理解し、文法事項等
学習する。 
15 回 第 14 回までの講義内容を復習する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく読み、講義内容を確認して講義に臨むこと。 
テキストの Introduction(p3)の質問の答えを考えてくること。 
2 回 前回のチェック事項を確認し、1 The First Machines を読み、語彙、構文を
調べて講義に臨むこと。 
3 回 前回のチェック事項を確認し、Activity 1 (pages 24-25)をしてくること。ま
た、2 Around and Around を読み、語彙、構文を調べて講義に臨むこと。 
4 回 前回のチェック事項を確認し、Activity 2 (pages 26-27)をしてくること。ま
た、3 Ramps and Cranes を読み、語彙、構文を調べて講義に臨むこと。 
5 回 前回のチェック事項を確認し、Activity 3 (pages 28-29)をしてくること。ま
た、4 Water and Wind を読み、語彙、構文を調べて講義に臨むこと。 
6 回 前回のチェック事項を確認し、Activity 4 (pages 30-31)をしてくること。ま
た、5 Telling the Time を読み、語彙、構文を調べて講義に臨むこと。 
7 回 前回のチェック事項を確認し、Activity 5 (pages 32-33)をしてくること。 
8 回 第 7 回までの内容を復習してテストに臨むこと。 
9 回 6 Engines and Energy を読み、語彙、構文を調べて講義に臨むこと。 
10 回 前回のチェック事項を確認し、Activity 6 (pages 34-35)をしてくること。
また、7 Flying Machines を読み、語彙、構文を調べて講義に臨むこと。 
11 回 前回のチェック事項を確認し、Activity 7 (pages 36-37)をしてくること。
また、8 Communications を読み、語彙、構文を調べて講義に臨むこと。 
12 回 前回のチェック事項を確認し、Activity 8 (pages 38-39)をしてくること。
また、9 Computers を読み、語彙、構文を調べて講義に臨むこと。 
13 回 前回のチェック事項を確認し、Activity 9 (pages 40-41)をしてくること。
また、10 Big and Small を読み、語彙、構文を調べて講義に臨むこと。 
14 回 前回のチェック事項を確認し、Activity 10 (pages 42-43)をしてくること。 
15 回 前回までの復習をして講義に臨むこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB111F2 
成績評価 定期テスト 40%、中間テスト 30%、 課題 20%、 小テスト 10% 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 工学部(〜11),生物地球システム学科(〜11),社会情報学科(〜11) 
見出し FB111F2 科学英語Ⅱ 
担当教員名 今城 暁子＊ 
単位数 2 
教科書 Oxford Read and Discover [Materials To Products] / OXFORD UNIVERSITY 

PRESS 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 科学英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示します 
授業形態 講義 
注意備考 辞書を持参し積極的な態度で講義に臨むこと 
シラバスコード FB111F2 
実務経験のある教員  
達成目標 科学英語の語彙や構文を平易な英文を通して理解すること。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Scientific English II 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、 科学英語Ⅰ・Ⅲ・Ⅳ、 英会話Ⅰ・Ⅱ、 TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 基本的な語彙、文法を習得しながら、科学に関する英文に慣れる。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 科学英語の取り組み方について説明し、テキストの Introduction を学習す

る。 
2 回 1 The First Materials を読み、内容を理解し、文法事項等学習する。 
3 回 1 The First Materials を読み、内容を理解し、文法事項等学習する。 
4 回 2 Rocks and Minerals を読み、内容を理解し、文法事項等学習する。 
5 回 2 Rocks and Minerals を読み、内容を理解し、文法事項等学習する。 
6 回 3 Glass and Concrete を読み、内容を理解し、文法事項等学習する。 
7 回 3 Glass and Concrete を読み、内容を理解し、文法事項等学習する。 



8 回 第７回までの重要事項の確認テストをし、その後解説する。 
9 回 4 Materials That We Grow を読み、内容を理解し、文法事項等学習する。 
10 回 4 Materials That We Grow を読み、内容を理解し、文法事項等学習する。 
11 回 5 Incredible Oil を読み、内容を理解し、文法事項等学習する。 
12 回 5 Incredible Oil を読み、内容を理解し、文法事項等学習する。 
13 回 6 New Materials を読み、内容を理解し、文法事項等学習する。 
14 回 6 New Materials を読み、内容を理解し、文法事項等学習する。 
15 回 第 14 回までの講義内容を復習する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく読み、講義内容を確認して講義に臨むこと。 
テキストの Introduction(p3)の質問の答えを考えてくること。 
2 回 前回のチェック事項を確認し、1 The First Materials を読み、語彙、構文を
調べて講義に臨むこと。 
3 回 前回のチェック事項を確認し、1 The First Matearials(続き)の語彙、構文を
調べて講義に臨むこと。また、Activity 1(テキスト pages 36-37)をしてくること。 
4 回 前回のチェック事項を確認し、2 Rocks and Materials を読み、語彙、構文
を調べて講義に臨むこと。 
5 回 前回のチェック事項を確認し、2 Rocks and Minerals(続き) の語彙、構文を
調べて講義に臨むこと。また、Activity 2(テキスト pages 38-39)をしてくること。 
6 回 前回のチェック事項を確認し、3 Glass and Concrete を読み、語彙、構文を
調べて講義に臨むこと。 
7 回 前回のチェック事項を確認し、3 Glass and Concrete(続き)を読み、語彙、
構文調べて講義に臨むこと。また、Activity 3(テキスト pages 40-41)をしてくる
こと。 
8 回 第 7 回までの講義内容を復習してテストに臨むこと。 
9 回 4 Materials That We Grow を読み語彙、構文を調べて講義に臨むこと。 
10 回 前回のチェック事項を確認し、4 Materials That We Grow (続き)の語彙、
構文を調べて講義に臨むこと。また、Activity 4(テキスト pages 42-43)をしてく
ること。 
11 回 前回のチェック事項を確認し、5 Incredible Oil の語彙、構文を調べて講義
に臨むこと。 
12 回 前回のチェック事項を確認し、5 Incredible Oil(続き)の語彙、構文を調べ
て講義に臨むこと。また、Activity 5(テキスト pages 44-45)をしてくること。 
13 回 前回のチェック事項を確認し、6 New Materials の語彙、構文を調べて講
義に臨むこと。 
14 回 前回のチェック事項を確認し、6 New Materials の語彙、構文を調べて講
義に臨むこと。また、Activity 6(テキスト pages 46-47)をしてくること。 
15 回 前回までの内容を復習して講義に臨むこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB113A1 
成績評価 演習（６０％）、定期試験（４０％） 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 応用物理学科(〜12),動物学科(〜12),電気電子システム学科(〜12),工学プロジェ

クトコース(〜12),社会情報学科(〜12) 
見出し FB113A1 ドイツ語Ⅰ 
担当教員名 三木 恒治 
単位数 2 
教科書 絵から入るドイツ語/⻄野：高池：三木/白水社 
アクティブラーニング  
キーワード 異文化理解、コミュニケーション能⼒ 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 貴重なご意見、ありがとうございました。 
科目名 ドイツ語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 授業には独和辞典を持参すること。 
シラバスコード FB113A1 
実務経験のある教員  
達成目標 文字と発音の基本を理解し、必要な表現⼒、語彙⼒をつける。 
受講者へのコメント 授業態度が全般的に良く、講義がしやすかったです。 
連絡先 １１号館８階、オフィスアワー別途参照 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 「机が低い」とのコメントが目立ちました。 
概ね良好でしたが、「話すのが少し早い」とのコメントがありました。 

英文科目名 German I 
関連科目 ドイツ語Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 話すスピードには細心の注意を払いたいと思います。 
講義目的 ⼈称変化、格変化、形容詞の変化など、ドイツ語文法の初歩の学習をねらいとす

る。基本的な会話表現を身につけたり、平易な文章を理解する読解⼒を養うとと
もに、ドイツ語圏の国々の文化や社会に対する理解を深める。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス 

2 回 アルファベート、つづりと発音（１） 
3 回 つづりと発音（２） 
4 回 動詞の現在⼈称変化（１） 
5 回 動詞の現在⼈称変化（２） 



6 回 第２章の読解 
7 回 動詞の現在⼈称変化（３） 
8 回 第３章の読解 
9 回 名詞と冠詞の格変化 
10 回 名詞の複数形 
11 回 第４章の読解 
12 回 前置詞 
13 回 ⼈称代名詞、所有冠詞 
14 回 第５章の読解 
15 回 ドイツ⼈のライフスタイルとまとめ 

準備学習 1 回 シラバスの内容を確認し、本講義の主旨を把握しておくこと。 
2 回 第１章の単語を調べて、辞書に慣れるようにすること。 
3 回 アルファベートを復習し、発音に慣れておくこと。また、「つづりと発音」
の単語の発音を復習しておくこと。 
4 回 単語の発音練習を中心に、第１章の復習をしておくこと。その際⺟音の発音
をしっかりと覚え込むこと。 
5 回 第２章の文法事項の復習をし、練習問題の単語を調べておくこと。 
6 回 練習問題を通じて第２章の重要事項の整理をし、読章の単語を調べておく
こと。 
7 回 第２章全般の復習をし、自己紹介の簡単なドイツ語の文を作成しておくこ
と。 
8 回 第３章の文法事項を復習し、練習問題、読章の単語を調べておくこと。 
9 回 動詞の⼈称変化を中心に、第３章の重要事項を整理しておくこと。 
10 回 第４章の文法事項を復習し、練習問題、読章の単語を調べておくこと。 
11 回 名詞、冠詞の格変化を中心に、第４章の重要事項を整理しておくこと。 
12 回 第５章の文法事項を復習し、練習問題の単語を調べておくこと。 
13 回 前置詞、代名詞の格変化を中心に、第５章の重要事項を整理しておくこと。 
14 回 第５章の読章の単語を調べておくこと。 
15 回 第１〜５章の重要部分に目を通しておくこと。また指示されたミニ会話の
文を覚えておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB113A2 
成績評価 演習（６０％）、定期試験（４０％） 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 応用物理学科(〜12),動物学科(〜12),電気電子システム学科(〜12),工学プロジェ

クトコース(〜12),社会情報学科(〜12) 
見出し FB113A2 ドイツ語Ⅱ 
担当教員名 三木 恒治 
単位数 2 
教科書 絵から入るドイツ語/⻄野：高池：三木/白水社 
アクティブラーニング  
キーワード 異文化理解、コミュニケーション能⼒ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「講義中、問題を解く時間が少ない」との意見が寄せられました。これは説明時

間との兼ね合いもあり難しい問題ですが、 
前向きに検討したいと思います。 

科目名 ドイツ語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 授業には独和辞典を持参すること。 
シラバスコード FB113A2 
実務経験のある教員  
達成目標 辞書の正しい使い方を身につけ、ある程度まとまった内容の文章が理解できる。 
受講者へのコメント 出席状況が芳しくない受講生も一部見られましたが、全体的には粘り強く取り組

んでくれたと思います。 
特に中間試験以降はよく頑張ってくれたという印象です。 

連絡先 １１号館８階、オフィスアワー別途参照 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 全般的に前回よりも改善できたという印象です。受講生の勉学に対する取り組み
にも熱意が感じられました。 

英文科目名 German II 
関連科目 ドイツ語Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定 今後とも、「わかりやすさ」を目指して創意工夫をして行きたいと思います。 
講義目的 ドイツ語Ⅰで学習した知識を基に、会話表現や文法の学習をさらに進め、初級文

法の一通りの知識を習得することをねらいとする。辞書を引きながら中級程度の
文章を理解することができるような読解⼒を養うと同時に、ドイツ語圏の文化や
社会に対する理解をさらに深める。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 形容詞の格変化、比較表現 
2 回 第６章の練習問題 
3 回 第６章の読章 
4 回 分離・非分離動詞、副文、現在分詞 
5 回 第７章の練習問題 
6 回 第７章の読章と話法の助動詞、未来形 
7 回 ＺＵ不定詞と第８章の練習問題 
8 回 第８章の読章と三基本形 
9 回 過去形、命令表現と第９章の練習問題 
10 回 第９章の読解 
11 回 ドイツ紹介 
12 回 現在完了と第１０章の練習問題 
13 回 第１０章の読章 
14 回 付録（受動・関係代名詞・接続法）の説明 
15 回 まとめ 

準備学習 1 回 ドイツ語Ⅰで学習した文法事項のポイントを復習しておくこと。 
2 回 第６章の文法事項を復習し、練習問題の単語を調べておくこと。 
3 回 形容詞の格変化、比較表現を中心に第６章の重要事項を整理して、読章の単
語を調べておくこと。 
4 回 第７章の文法事項を復習し、練習問題の単語を調べておくこと。 
5 回 枠構造、副文を中心に第７章の重要事項を整理しておくこと。 
6 回 第７章の読章の単語を調べておくこと。 
7 回 話法の助動詞の⼈称変化を覚え込み、第８章の練習問題１，２を調べておく
こと。 
8 回 話法の助動詞、未来形、ＺＵ不定詞の重要事項を整理し、第８章の読章を調
べておくこと。 
9 回 第９章の文法事項を復習し、練習問題の単語を調べておくこと。 
10 回 第９章の読章の単語を調べておくこと。 
11 回 指定されたミニ会話の重要表現を暗記しておくこと。 
12 回 第１０章の練習問題の単語を調べておくこと。 
13 回 現在完了形を中心に第１０章の重要事項を整理して、読章の単語を調べて
おくこと。 
14 回 付録の部分に目を通しておくこと。 
15 回 第６章〜第１０章の文法事項をまとめておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB113B1 
成績評価 2 回の小テスト（40％）、期末試験（60％） 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB113B1 ハングルⅠ 
担当教員名 柳 枝⻘＊ 
単位数 2 
教科書 必要に応じてコピーして配付する。 
アクティブラーニング  
キーワード 基本文字（24 文字）を読む・書く。 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特になし。 
科目名 ハングルⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「Beautiful KoreanⅠ−1 初級コース」、韓国語教育開発研究院、Beautiful 

Korean School 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FB113B1 
実務経験のある教員  
達成目標 世界で最も合理的な文字といわれている韓国語の文字（ハングル）を学ぶ。 
受講者へのコメント 家で予習ができるよう、教科書を使う予定。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 語学を学ぶということはただ言葉を覚えるだけでなく、その国の⼈々と文化を理
解することでもあります。 
韓国語との出会いをきっかけに自分以外の世界への、関心と理解を深めていけた
らいいですね。 
せっかくの機会です。ためらわずにどんどん韓国語を使ってみてください。 
受講後でも韓国語であいさつしましょう。 

英文科目名 Hangul I 
関連科目 ハングルⅡ 
次回に向けての改善変更予定 興味を持てたという回答もあり嬉しいです。 

後期もがんばりましょう。 
講義目的 韓国語の初歩を学ぶ。基本文字と簡単な日常会話を学ぶ。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション（韓国語はどんな言語？） 

2 回 １０の基本⺟音を覚える 



3 回 １４の基本子音を覚える 
4 回 書き方の練習 
5 回 読み方の練習①小テスト 
6 回 2 重⺟音の発音と書き方を覚える 
7 回 激音の発音と書き方を覚える 
8 回 濃音の発音と書き方を覚える 
9 回 文字の書き方と発音の復習 
10 回 文法の構造は日本語と瓜二つ ②小テスト 
11 回 あいさつ 
12 回 さまざまなあいさつ 
13 回 はじめまして 
14 回 自己紹介 
15 回 あいさつの復習と応用 

準備学習 1 回 シラバスよく確認し学習過程を把握しておくこと 
2 回 韓国語の文字であるハングルの仕組みを調べておくこと 
3 回 基本子音の発音と書き方を調べておくこと 
4 回 基本子音と基本⺟音の発音を調べておくこと 
5 回 子音と⺟音の発音と書き方を調べておくこと 
6 回 2 重⺟音の発音を調べておくこと 
7 回 激音の発音を調べておくこと 
8 回 濃音の発音を調べておくこと 
9 回 基本文字の発音を覚えておくこと 
10 回 韓国語の語順を調べておくこと 
11 回 ハングル文字の読み方・書き方を覚えておくこと 
12 回 あいさつとマナーを把握しておくこと 
13 回 初対面の⼈にするあいさつを考えておくこと 
14 回 自己紹介の内容をまとめておくこと 
15 回 学習した会話を暗記しておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FB113B2 
成績評価 2 回の小テスト（40％）、期末試験（60％） 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB113B2 ハングルⅡ 
担当教員名 柳 枝⻘＊ 
単位数 2 
教科書 必要に応じてコピーして配付する。 
アクティブラーニング  
キーワード ハングル文字 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 ハングルⅡ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「Beautiful KoreanⅠ−1 初級コース」、韓国語教育開発研究院、Beautiful 

Korean School 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FB113B2 
実務経験のある教員  
達成目標 ハングルの読み方、書き方を完全にマスターする。 
受講者へのコメント 継続は⼒なり。 

この授業で学んだことを時々振り返ったりして今後の生活に役立てていってく
ださい。 
月曜日・水曜日・木曜日には非常勤講師室にいますので質問等あればぜひ来てく
ださい。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 今後の授業の参考にしていきたいです。 
英文科目名 Hangul II 
関連科目 ハングルⅠ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 初級レベルの韓国語を習得することを目的とする。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション（前期の復習） 

2 回 家族 
3 回 これは何ですか。 
4 回 週末は何をしますか。 



5 回 役立つ数詞（漢数詞 14 文字を覚えると億まで数えられる） 
6 回 数詞の活用と応用（買物と時間）①小テスト 
7 回 食事のマナーと韓国料理 
8 回 電話番号は？ 
9 回 電話の決まり文句 
10 回 ソウルを歩く 
11 回 道を尋ねる ②小テスト 
12 回 漢字語彙をふやすコツ 
13 回 困った時の一言 
14 回 すぐ役立つ旅行会話５０ 
15 回 基本会話の復習 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと 
2 回 韓国語で家族の呼び名を調べておくこと 
3 回 親近にあるものを韓国語で調べておくこと 
4 回 自己の趣味や週末の過ごし方をまとめておくこと 
5 回 韓国の数字の数え方を調べておくこと 
6 回 数字の応用を把握しておくこと 
7 回 韓国食文化について調べておくこと 
8 回 困ったときの一言を考えておくこと 
9 回 電話の決まり文句を考えておくこと 
10 回 ソウルの名所を調べておくこと 
11 回 ソウルの名所を調べておくこと 
12 回 漢字語の読み方を把握しておくこと 
13 回 困ったときの一言をまとめておくこと 
14 回 役立つ旅行会話をまとめておくこと 
15 回 基本会話の覚えておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FB113C1 
成績評価 期末試験 100% 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜10),工学部(〜10),総合情報学部(〜10),生物地球学部(〜10) 
見出し FB113C1 科学英語Ⅲ 
担当教員名 河本 誠 
単位数 2 
教科書 プリント配布 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 科学英語Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし。 
授業形態 講義 
注意備考 正当な理由がある場合を除き、欠席は５回以上で評価なし(E)とする。 

英語の基礎が出来ており、自分の専門の分野の英文を読んでみようと思っている
意欲のある学生の受講を望む。 

シラバスコード FB113C1 
実務経験のある教員  
達成目標 「英文の構造をおさえた上で意味を取る」という部分に特に⼒点を置くことによ

り、そのことを身に付けさせる。 
受講者へのコメント  
連絡先 河本研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Scientific English III 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、科学英語Ⅰ・Ⅱ、科学英語Ⅳ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 科学・技術に関する普通の英文を正確に読み取ることが出来るようになることを

目的とする。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

次回からの発表の割り当てを行う。また、各自、読みたいと思う科学・技術に関
する文書を（主に）インターネットで探し、提出することを指示する。この中か
ら取捨選択することにより、５つの文書を読んでいくことにする。 
2 回 １つ目の文書を読み始める。事前に割り当てられた学生がパラグラフ全体



の日本語訳を発表する。そのあと、その発表の問題点を指摘したり、文法的な説
明を加えながら、日本語訳を繰り返す。質問がなければ、次のパラグラフに進ん
でいく。 
3 回 １つ目の文書を同じようにして読み進める。 
4 回 さらに１つ目の文書を同じようにして読み進める。 
5 回 ２つ目の文書を読み始める。事前に割り当てられた学生がパラグラフ全体
の日本語訳を発表する。そのあと、その発表の問題点を指摘したり、文法的な説
明を加えながら、日本語訳を繰り返す。質問がなければ、次のパラグラフに進ん
でいく。 
6 回 ２つ目の文書を同じようにして読み進める。 
7 回 さらに２つ目の文書を同じようにして読み進める。 
8 回 ３つ目の文書を読み始める。事前に割り当てられた学生がパラグラフ全体
の日本語訳を発表する。そのあと、その発表の問題点を指摘したり、文法的な説
明を加えながら、日本語訳を繰り返す。質問がなければ、次のパラグラフに進ん
でいく。 
9 回 ３つ目の文書を同じようにして読み進める。 
10 回 さらに３つ目の文書を同じようにして読み進める。 
11 回 ４つ目の文書を読み始める。事前に割り当てられた学生がパラグラフ全体
の日本語訳を発表する。そのあと、その発表の問題点を指摘したり、文法的な説
明を加えながら、日本語訳を繰り返す。質問がなければ、次のパラグラフに進ん
でいく。 
12 回 ４つ目の文書を同じようにして読み進める。 
13 回 さらに４つ目の文書を同じようにして読み進める。 
14 回 ５つ目の文書を読み始める。事前に割り当てられた学生がパラグラフ全体
の日本語訳を発表する。そのあと、その発表の問題点を指摘したり、文法的な説
明を加えながら、日本語訳を繰り返す。質問がなければ、次のパラグラフに進ん
でいく。 
15 回 ５つ目の文書を同じようにして読み進める。 

準備学習 1 回 特になし。 
2 回 １つ目の文書：発表担当の学生は自分で辞書を引いて十分準備しておくこ
と。発表担当でない学生は、読み進んでいく数パラグラフは自分で読んでおいて、
講義にうまく理解できていなかったところをしっかり意識すること。 
3 回 １つ目の文書：前回と同じように準備などすること。 
4 回 １つ目の文書：前回と同じように準備などすること。 
5 回 ２つ目の文書：発表担当の学生は自分で辞書を引いて十分準備しておくこ
と。発表担当でない学生は、読み進んでいく数パラグラフは自分で読んでおいて、
講義にうまく理解できていなかったところをしっかり意識すること。 
6 回 ２つ目の文書：前回と同じように準備などすること。 
7 回 ２つ目の文書：前回と同じように準備などすること。 
8 回 ３つ目の文書：発表担当の学生は自分で辞書を引いて十分準備しておくこ
と。発表担当でない学生は、読み進んでいく数パラグラフは自分で読んでおいて、
講義にうまく理解できていなかったところをしっかり意識すること。 



9 回 ３つ目の文書：前回と同じように準備などすること。 
10 回 ３つ目の文書：前回と同じように準備などすること。 
11 回 ４つ目の文書：発表担当の学生は自分で辞書を引いて十分準備しておくこ
と。発表担当でない学生は、読み進んでいく数パラグラフは自分で読んでおいて、
講義にうまく理解できていなかったところをしっかり意識すること。 
12 回 ４つ目の文書：前回と同じように準備などすること。 
13 回 ４つ目の文書：前回と同じように準備などすること。 
14 回 ５つ目の文書：発表担当の学生は自分で辞書を引いて十分準備しておくこ
と。発表担当でない学生は、読み進んでいく数パラグラフは自分で読んでおいて、
講義にうまく理解できていなかったところをしっかり意識すること。 
15 回 ５つ目の文書：前回と同じように準備などすること。 

 



年度 2012 
授業コード FB113C2 
成績評価 期末試験 100% 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜10),工学部(〜10),総合情報学部(〜10),生物地球学部(〜10) 
見出し FB113C2 科学英語Ⅳ 
担当教員名 河本 誠 
単位数 2 
教科書 プリント配布 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 科学英語Ⅳ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし。 
授業形態 講義 
注意備考 正当な理由がある場合を除き、欠席は５回以上で評価なし(E)とする。 

英語の基礎が出来ており、自分の専門の分野の英文を読んでみようと思っている
意欲のある学生の受講を望む。 

シラバスコード FB113C2 
実務経験のある教員  
達成目標 「英文の構造をおさえた上で意味を取る」という部分に特に⼒点を置くことによ

り、そのことを身に付けさせる。 
受講者へのコメント  
連絡先 河本研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Scientific English IV 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、科学英語Ⅰ・Ⅱ、科学英語Ⅲ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 科学・技術に関する普通の英文を正確に読み取ることが出来るようになることを

目的とする。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

次回からの発表の割り当てを行う。また、各自、読みたいと思う科学・技術に関
する文書を（主に）インターネットで探し、提出することを指示する。この中か
ら取捨選択することにより、５つの文書を読んでいくことにする。 
2 回 １つ目の文書を読み始める。事前に割り当てられた学生がパラグラフ全体



の日本語訳を発表する。そのあと、その発表の問題点を指摘したり、文法的な説
明を加えながら、日本語訳を繰り返す。質問がなければ、次のパラグラフに進ん
でいく。 
3 回 １つ目の文書を同じようにして読み進める。 
4 回 さらに１つ目の文書を同じようにして読み進める。 
5 回 ２つ目の文書を読み始める。事前に割り当てられた学生がパラグラフ全体
の日本語訳を発表する。そのあと、その発表の問題点を指摘したり、文法的な説
明を加えながら、日本語訳を繰り返す。質問がなければ、次のパラグラフに進ん
でいく。 
6 回 ２つ目の文書を同じようにして読み進める。 
7 回 さらに２つ目の文書を同じようにして読み進める。 
8 回 ３つ目の文書を読み始める。事前に割り当てられた学生がパラグラフ全体
の日本語訳を発表する。そのあと、その発表の問題点を指摘したり、文法的な説
明を加えながら、日本語訳を繰り返す。質問がなければ、次のパラグラフに進ん
でいく。 
9 回 ３つ目の文書を同じようにして読み進める。 
10 回 さらに３つ目の文書を同じようにして読み進める。 
11 回 ４つ目の文書を読み始める。事前に割り当てられた学生がパラグラフ全体
の日本語訳を発表する。そのあと、その発表の問題点を指摘したり、文法的な説
明を加えながら、日本語訳を繰り返す。質問がなければ、次のパラグラフに進ん
でいく。 
12 回 ４つ目の文書を同じようにして読み進める。 
13 回 さらに４つ目の文書を同じようにして読み進める。 
14 回 ５つ目の文書を読み始める。事前に割り当てられた学生がパラグラフ全体
の日本語訳を発表する。そのあと、その発表の問題点を指摘したり、文法的な説
明を加えながら、日本語訳を繰り返す。質問がなければ、次のパラグラフに進ん
でいく。 
15 回 ５つ目の文書を同じようにして読み進める。 

準備学習 1 回 特になし。 
2 回 １つ目の文書：発表担当の学生は自分で辞書を引いて十分準備しておくこ
と。発表担当でない学生は、読み進んでいく数パラグラフは自分で読んでおいて、
講義にうまく理解できていなかったところをしっかり意識すること。 
3 回 １つ目の文書：前回と同じように準備などすること。 
4 回 １つ目の文書：前回と同じように準備などすること。 
5 回 ２つ目の文書：発表担当の学生は自分で辞書を引いて十分準備しておくこ
と。発表担当でない学生は、読み進んでいく数パラグラフは自分で読んでおいて、
講義にうまく理解できていなかったところをしっかり意識すること。 
6 回 ２つ目の文書：前回と同じように準備などすること。 
7 回 ２つ目の文書：前回と同じように準備などすること。 
8 回 ３つ目の文書：発表担当の学生は自分で辞書を引いて十分準備しておくこ
と。発表担当でない学生は、読み進んでいく数パラグラフは自分で読んでおいて、
講義にうまく理解できていなかったところをしっかり意識すること。 



9 回 ３つ目の文書：前回と同じように準備などすること。 
10 回 ３つ目の文書：前回と同じように準備などすること。 
11 回 ４つ目の文書：発表担当の学生は自分で辞書を引いて十分準備しておくこ
と。発表担当でない学生は、読み進んでいく数パラグラフは自分で読んでおいて、
講義にうまく理解できていなかったところをしっかり意識すること。 
12 回 ４つ目の文書：前回と同じように準備などすること。 
13 回 ４つ目の文書：前回と同じように準備などすること。 
14 回 ５つ目の文書：発表担当の学生は自分で辞書を引いて十分準備しておくこ
と。発表担当でない学生は、読み進んでいく数パラグラフは自分で読んでおいて、
講義にうまく理解できていなかったところをしっかり意識すること。 
15 回 ５つ目の文書：前回と同じように準備などすること。 

 



年度 2012 
授業コード FB113D1 
成績評価 定期試験（60％）、課題（20％）、小テスト（20％） 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 建築学科(〜11),工学プロジェクトコース(〜11),情報科学科(〜11),建築学科(〜

11) 
見出し fb113d1 科学英語Ⅰ 
担当教員名 佐藤 佳子＊ 
単位数 2 
教科書 Science Views／Hiroto Nagata 著／ SEIBIDO 出版 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 授業ペースに関する記述については授業時間中に取りまとめ紹介しました。「文

法や単語を復讐するための基本的な問題を配ってほしい」「次のチャプターに進
む前に単語のプリントを配ってほしい」⇒毎回、重要項目を小テストの形式でま
とめるようにします。「テキストを丁寧に授業してほしい」⇒気を付けます。不明
点はその都度質問してください。「授業のペースが遅れがちなので先生のペース
でもっとレベルの高い授業にしてほしい」⇒これ以上授業のペースを上げること
は難しいように思います。物足りないようであれば、自習したものを提出してく
ださ 

科目名 科学英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プリント（資料）を配布する 
授業形態 講義 
注意備考 必ず辞書を持ってくること 
シラバスコード FB113D1 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容のより高度な英文が読解できること。 
受講者へのコメント 全体的に見て、熱心に学習していると感じました。中にはほぼ完全に教科書を理

解している⼈もいました。すばらしいです。ただ 3 回、4 回と欠席した⼈がかな
りいたことが気にかかります。休むとどうしても集中⼒が途切れます。欠席しな
いようにしてください。また授業外の学習を全くしなかった⼈は予習だけでもす
るようにしてください。教科書以外に自分の興味のあることを通して英語に触れ
るだけでも良いと思います。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業に欠席しなかった⼈が約 42%、よく頑張っていると思います。反面、3〜4 回
欠席した⼈も 38%いました。「授業時間外にどの程度学習したか」について全く
しなかった者が 20.8％いました。総合評価の設問である授業に対する満足度では



約 78%が満足、ほぼ満足と回答しました。 
英文科目名 Scientific English I 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、科学英語Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 「教科書がもう少し平易なものがよい」⇒配布物等でレベルを調整したいと思い

ます。「⿊板やプロジェクターをもっと利用したほうが良い」⇒板書を心がけま
す。「質問やディスカッションなど授業に参加したい」⇒考慮します。「はっきり
とした声で話してほしい」⇒自分でも早口すぎると感じることがあります。気を
付けます 

講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語を精読する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション  

Chapter 1: Early Life on Earth の reading と listening を通して、生命の誕生に関
する英語表現を学習する。 
2 回 Chapter 1: Early Life on Earth の reading と listening を通して、生命の誕生
に関する英語表現を学習する。 
3 回 Chapter 2: Why did dinosaurs become extinct? の reading と listening を通
して、恐⻯絶滅に関する英語表現を学習する。 
4 回 Chapter 3: Red List and Cloning の reading と listening を通して、クローン
に関する英語表現を学習する。 
5 回 Chapter 1-3 を復習する 
6 回 Chapter 4: The End of Civilization の reading と listening を通して、輸血に
関する英語表現を学習する。 
7 回 Chapter 5: Sex Change の reading と listening を通して、性決定遺伝子に関
する英語表現を学習する。 
8 回 Chapter 6: Invasive Species の reading と listening を通して、外来種に関す
る英語表現を学習する。 
9 回 Chapter 4-6 を中心に復習する。 
10 回 Chapter 7: Animals and Magnetism の reading と listening を通して、動物
と磁気に関する英語表現を学習する。 
11 回 Chapter 8: Man's Best Friend の reading と listening を通して、イヌの改
良に関する英語表現を学習する。 
12 回 Chapter 7, 8 を中心に復習する。 
13 回 Chapter 9: Prions の reading と listening を通して、BSE に関する英語表
現を学習する。 
14 回 Chapter 10: Autism の reading と listening を通して、自閉症に関する英語
表現を学習する。 
15 回 Chapter 9, 10 および前期の学習内容を復習する。 

準備学習 1 回 シラバス、教科書をよく確認し、学習の過程をよく把握しておくこと。 
2 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、および予習として
単語の意味を調べておくこと。 
3 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、および予習として
単語の意味を調べておくこと。 



4 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、および予習として
単語の意味を調べておくこと。 
5 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、およびこれまでの
疑問点をまとめておくこと。 
6 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、および予習として
単語の意味を調べておくこと。 
7 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、および予習として
単語の意味を調べておくこと。 
8 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、および予習として
単語の意味を調べておくこと。 
9 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、これまでの疑問点
をまとめておくこと。 
10 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、および予習として
単語の意味を調べておくこと。 
11 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、および予習として
単語の意味を調べておくこと。 
12 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、これまでの疑問点
をまとめておくこと。 
13 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、および予習として
単語の意味を調べておくこと。 
14 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、および予習として
単語の意味を調べておくこと。 
15 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、前期の講義内容に
関する質問をまとめておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FB113D2 
成績評価 定期試験（60％）、課題（20％）、小テスト（20％） 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 建築学科(〜11),工学プロジェクトコース(〜11),情報科学科(〜11),建築学科(〜

11) 
見出し FB113D2 科学英語Ⅱ 
担当教員名 佐藤 佳子＊ 
単位数 2 
教科書 Science Views／Hiroto Nagata 著／ SEIBIDO 出版 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 科学英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プリント（資料）を配布する 
授業形態 講義 
注意備考 必ず辞書を持ってくること 
シラバスコード FB113D2 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容のより高度な英文が読解できること。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Scientific English II 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、科学英語Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語を精読する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション  

Chapter 11: Blood Transfusion の reading と listening を通して、輸血に関する
英語表現を学習する。 
2 回 Chapter 11: Blood Transfusion の reading と listening を通して、輸血に関
する英語表現を学習する。 
3 回 Chapter 12: Tackling Pandemics の reading と listening を通して、感染に
関する英語表現を学習する。 
4 回 Chapter 13: Fresh Water Crisis の reading と listening を通して、環境問題



における水に関する英語表現を学習する。 
5 回 Chapter 11-13 を復習する。 
6 回 Chapter 14: Ecotourism の reading と listening を通して、エコツーリズム
に関する英語表現を学習する。 
7 回 Chapter1 5: Natural Disasters の reading と listening を通して、災害予知
に関する英語表現を学習する。 
8 回 Chapter 16: Sustainability の reading と listening を通して、持続可能な成
⻑に関する英語表現を学習する。 
9 回 Chapter 14-16 を中心に復習する。 
10 回 Chapter1 7: Biofuels の reading と listening を通して、バイオ燃料に関す
る英語表現を学習する。 
11 回 Chapter 18: Alternative Energy の reading と listening を通して、代替エ
ネルギーに関する英語表現を学習する。 
12 回 Chapter 17, 18 を中心に復習する。 
13 回 Chapter 19: Toxic Waste の reading と listening を通して、汚染土壌に関
する英語表現を学習する。 
14 回 Chapter 20: Bionic Humans の reading と listening を通して、再生医療に
関する英語表現を学習する。 
15 回 Chapter 19, 20 および後期の学習内容を復習する。 

準備学習 1 回 シラバス、教科書をよく確認し、学習の過程をよく把握しておくこと。 
2 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、および予習として
単語の意味を調べておくこと。 
3 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、および予習として
単語の意味を調べておくこと。 
4 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、および予習として
単語の意味を調べておくこと。 
5 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、およびこれまでの
疑問点をまとめておくこと。 
6 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、および予習として
単語の意味を調べておくこと。 
7 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、および予習として
単語の意味を調べておくこと。 
8 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、および予習として
単語の意味を調べておくこと。 
9 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、これまでの疑問点
をまとめておくこと。 
10 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、および予習として
単語の意味を調べておくこと。 
11 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、および予習として
単語の意味を調べておくこと。 
12 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、これまでの疑問点
をまとめておくこと。 



13 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、および予習として
単語の意味を調べておくこと。 
14 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、および予習として
単語の意味を調べておくこと。 
15 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、後期の講義内容に
関する質問をまとめておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FB113E1 
成績評価 多読の課題提出（３０％）、発表点（１０％）、定期試験（６０％） 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 建築学科(〜11),工学プロジェクトコース(〜11),情報科学科(〜11),建築学科(〜

11) 
見出し FB113E1 科学英語Ⅰ 
担当教員名 丸山 糸美 
単位数 2 
教科書 Asking Why?/ Masanobu Nakatsugawa 他/ KINSEIDO 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technolgy 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 科学英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜、プリントを配布する。 
授業形態 講義 
注意備考 必ず辞書を持参すること 
シラバスコード FB113E1 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容の英文が辞書を使いながら読解できること。 
受講者へのコメント  
連絡先 六学舎 4 階 丸山糸美研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Scientific English I 
関連科目 英語 I・II、科学英語 II・III・IV、英会話 I・II、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語への基礎的な読解⼒を養

う。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 多読をする。オリエンテーションを行う。 

2 回 多読をする。Lesson1(Why Do People Have Eyelashes?)を精読する。本文中
の代名詞（they,this）が表すものについて考える。また、関係代名詞の that の用
法と、It ~ that~ の強調構文について解説する。 
3 回 多読をする。Lesson2(Why Does Pepper Make You Sneeze?)を精読する。こ
の課に頻出する原級・比較級・最上級の基本形式について説明する。 
4 回 多読をする。Lesson2(Why Does Pepper Make You Sneeze?)を精読する。原



級・比較級・最上級構文の理解を深めるため、プリントを配布し練習問題を解く。
不定詞の基本用法を説明する。 
5 回 多読をする。Lesson3(Why Do We Fall in Love?)を精読する。覚えておくべ
き、頻出熟語について学習する。 
6 回 多読をする。Lesson4(Why Can't We Cure a Cold?)を精読する。関係代名詞
（that, which）と従位接続詞の基本用法について説明する。 
7 回 多読をする。Lesson5(Why Is the Number 7 Lucky?)を精読する。接続詞の
中でも、特に「同格の that」を取り上げ、説明する。 
8 回 多読をする。Lesson5(Why Is the Number 7 Lucky?)を精読する。that の様々
な用法に関する練習問題が載ったプリントを配布し、接続詞の that と関係代名
詞の that が区別できるよう指導する。 
9 回 多読をする。Lesson6(Why Does Our Hair Turn Gray?)を精読する。現在完
了形の基本用法を説明し、過去形との違いを明確にする。また、独立不定詞にも
言及する。 
10 回 多読をする。Lesson7(Why Is the Sea Saulty?)を精読する。so ~ that の構
文について例文を挙げて説明する。また、関係副詞( why, where, when, how )の
省略についても説明する。 
11 回 多読をする。Lesson7(Why Is the Sea Saulty?)を精読する。that's why や
that's because の意味と、接続詞 once について説明する。 
12 回 多読をする。Lesson8(Why Do Women Live Longer than Men?)を精読す
る。形式主語・形式目的語の it について、例文を挙げながら説明する。 
13 回 多読をする。Lesson9(Why Do Some Species Become Extinct?)を精読する。
関係副詞(where)と関係代名詞(which)の違いについて学ぶ。また、not only ~ but 
(also)の用法が使えるように指導する。 
14 回 多読をする。Lesson10(Why Are Tomatoes a Kind of Fruit?)を精読する。
過去の習慣的動作や状態を表す used to を、would との違いを明確にしながら説
明する。 
15 回 多読をする。Lesson10(Why Are Tomatoes a Kind of Fruit?)を精読する。
It seems that ~ , It turns out that ~ のような構文を解説する。また、接続詞 as の
多様な意味にも言及する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 Lesson1 の本文を読み、辞書や参考書を使って、分からない語彙や構文を調
べておくこと。 
3 回 Lesson2 の本文を読み、辞書や参考書を使って、分からない語彙や構文を調
べておくこと。 
4 回 Lesson2 の本文を読み直し、Comprehension Check の問題を解くこと。 
5 回 Lesson3 の本文を読み、辞書や参考書を使って、分からない語彙や構文を調
べておくこと。 
6 回 Lesson4 の本文を読み、辞書や参考書を使って、分からない語彙や構文を調
べておくこと。 
7 回 Lesson5 の本文を読み、辞書や参考書を使って、分からない語彙や構文を調
べておくこと。 



8 回 Lesson5 の本文を読み直し、Comprehension Check の問題を解くこと。 
9 回 Lesson6 の本文を読み、辞書や参考書を使って、分からない語彙や構文を調
べておくこと。 
10 回 Lesson7 の本文を読み、辞書や参考書を使って、分からない語彙や構文を
調べておくこと。 
11 回 Lesson7 の本文を読み直し、Comprehension Check の問題を解くこと。 
12 回 Lesson8 の本文を読み、辞書や参考書を使って、分からない語彙や構文を
調べておくこと。 
13 回 Lesson9 の本文を読み、辞書や参考書を使って、分からない語彙や構文を
調べておくこと。 
14 回 Lesson10 の本文を読み、辞書や参考書を使って、分からない語彙や構文を
調べておくこと。 
15 回 Lesson10 の本文を読み直し、Comprehension Check の問題を解くこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB113E2 
成績評価 多読の課題提出（３０％）、発表点（１０％）、定期試験（６０％） 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 建築学科(〜11),工学プロジェクトコース(〜11),情報科学科(〜11),建築学科(〜

11) 
見出し FB113E2 科学英語Ⅱ 
担当教員名 丸山 糸美 
単位数 2 
教科書 Asking Why?/ Masanobu Nakatsugawa 他/ KINSEIDO 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technolgy 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 科学英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜、プリントを配布する。 
授業形態 講義 
注意備考 必ず辞書を持参すること。 
シラバスコード FB113E2 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容の英文が辞書を使いながら読解できること。 
受講者へのコメント  
連絡先 六学舎 4 階 丸山糸美研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Scientific English II 
関連科目 英語 I・II、科学英語 I・III・IV、英会話 I・II、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語への基礎的な読解⼒を養

う。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 多読をする。Lesson11(Why Does the Wind Blow?)を精読する。現在分詞・

過去分詞の、形容詞としての基本用法について学習する。 
2 回 多読をする。Lesson11(Why Does the Wind Blow?)を精読する。the 比較級, 
the 比較級の構文について説明する。 
3 回 多読をする。Lesson12(Why Are Spider Webs So Strong?)を精読する。to 不
定詞の名詞的用法・形容詞的用法・副詞的用法の働きについて学習する。it ~ to 
~ 構文に言及する。 



4 回 多読をする。Lesson13(Why Do We Cry When We Cut an Onino?)を精読す
る。疑問詞を強調する it ~ that ~の強調構文について説明する。仮定法過去形に
言及する。 
5 回 多読をする。Lesson14(Why Do We Dream?)を精読する。複合関係詞
(whoever, whichever, whatever, whenever, however)の用法を学習する。 
6 回 多読をする。Lesson15(Why Are There 24 Hours in a Day?)を精読する。前
置詞+関係代名詞が関係副詞一語に置き換えられる文について説明する。関係副
詞の限定用法・継続用法を学ぶ。 
7 回 多読をする。Lesson15(Why Are There 24 Hours in a Day?)を精読する。It 
was not until ~ that ~ 構文について説明する。 
8 回 多読をする。Lesson16(Why Do Bugs Fly into Lights?)を精読する。日本語
の非・不・無などに相当する、否定や反対を意味する接頭辞（特に un- と dis- )
について学習する。 
9 回 多読をする。Lesson17(Why Do Chili Pellers Taste Hot and Mints Cold?)を
精読する。現在分詞・動名詞はどちらも~ing 形をとる。分詞との違いを明確に
し、動名詞の基本用法を解説する。 
10 回 多読をする。Lesson18(Why Do We Forget Things?)を精読する。受動態
( be + ~ing )の基本用法を学習する。 
11 回 多読をする。Lesson18(Why Do We Forget Things?)を精読する。比較級を
強める much、および more・less を用いた比較について説明する。 
12 回 多読をする。Lesson19(Why Is the Fibonacci Sequence So Important?)を精
読する。基数と序数を使った分数の表し方について学習する。 
13 回 多読をする。Lesson19(Why Is the Fibonacci Sequence So Important?)を精
読する。コンマ・ピリオド・コロン・セミコロン・ダッシュなどの記号について
学ぶ。 
14 回 多読をする。Lesson20(Why Don't Mosquitoes Attack Each Other?)を精読
する。to 不定詞の否定文について学習する。 
15 回 多読をする。Lesson21(Why Is the Sky Blue?)を精読する。様々な助動詞
（特に shoud）が内包するニュアンスを習得する。 

準備学習 1 回 Lesson11 の本文を読み、辞書や参考書を使って、分からない語彙や構文を
調べておくこと。 
2 回 Lesson11 の本文を読み直し、Comprehension Check の問題を解くこと。 
3 回 Lesson12 の本文を読み、辞書や参考書を使って、分からない語彙や構文を
調べておくこと。 
4 回 Lesson13 の本文を読み、辞書や参考書を使って、分からない語彙や構文を
調べておくこと。 
5 回 Lesson14 の本文を読み、辞書や参考書を使って、分からない語彙や構文を
調べておくこと。 
6 回 Lesson15 の本文を読み、辞書や参考書を使って、分からない語彙や構文を
調べておくこと。 
7 回 Lesson15 の本文を読み直し、Comprehension Check の問題を解くこと。 
8 回 Lesson16 の本文を読み、辞書や参考書を使って、分からない語彙や構文を



調べておくこと。 
9 回 Lesson17 の本文を読み、辞書や参考書を使って、分からない語彙や構文を
調べておくこと。 
10 回 Lesson18 の本文を読み、辞書や参考書を使って、分からない語彙や構文を
調べておくこと。 
11 回 Lesson18 の本文を読み直し、Comprehension Check の問題を解くこと。 
12 回 Lesson19 の本文を読み、辞書や参考書を使って、分からない語彙や構文を
調べておくこと。 
13 回 Lesson19 の本文を読み直し、Comprehension Check の問題を解くこと。 
14 回 Lesson20 の本文を読み、辞書や参考書を使って、分からない語彙や構文を
調べておくこと。 
15 回 Lesson21 の本文を読み、辞書や参考書を使って、分からない語彙や構文を
調べておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB113F1 
成績評価 定期テスト 40%、中間テスト 30%、 課題 20%、 小テスト 10% 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 建築学科(〜11),工学プロジェクトコース(〜11),情報科学科(〜11),建築学科(〜

11) 
見出し FB113F1 科学英語Ⅰ 
担当教員名 今城 暁子＊ 
単位数 2 
教科書 Oxford Read and Discover [Materials To Products] / OXFORD UNIVERSITY 

PRESS 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「親切で分かりやすかった」と書いてくれている⼈がいました。 

これからも分かりやすい授業を心掛けたいと思っています。 
科目名 科学英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示します 
授業形態 講義 
注意備考 辞書を持参し積極的な態度で講義に臨むこと 
シラバスコード FB113F1 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容の英文が辞書を使いながら読解できること 
受講者へのコメント 積極的に授業に参加することが大切です。 

欠席しないで予習時間を取り、授業に臨んでください。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 全受講者が教員の意欲を感じてくれ、大半の受講者が授業に満足してくれたこと
を嬉しく思いまいた。 
この分野への理解が深まり、興味関心も高まり、受講者が成⻑してくれたことを
喜ばしく思います。 

英文科目名 Scientific English I 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、 科学英語Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、 英会話Ⅰ・Ⅱ、 TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 受講者がより興味が持てるよう、講義内容を再度研究改善したいと思っていま

す。 
講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語への基礎的な読解⼒を養

う 
対象学年 2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 科学英語の取り組み方について説明し、テキストの Introduction を学習す
る。 
2 回 1 The First Materials を読み、内容を理解し、文法事項等学習する。 
3 回 1 The First Materials を読み、内容を理解し、文法事項等学習する。 
4 回 2 Rocks and Minerals を読み、内容を理解し、文法事項等学習する。 
5 回 3 Glass and Concrete を読み、内容を理解し、文法事項等学習する。 
6 回 3 Glass and Concrete を読み、内容を理解し、文法事項等学習する。 
7 回 4 Materials That We Grow を読み、内容を理解し、文法事項等学習する。 
8 回 第７回までの重要事項の確認テストをし、その後解説する。 
9 回 5 Incredible Oil を読み、内容を理解し、文法事項等学習する。 
10 回 5 Incredible Oil を読み、内容を理解し、文法事項等学習する。 
11 回 6 New Materials を読み、内容を理解し、文法事項等学習する。 
12 回 7 Finding Materials を読み、内容を理解し、文法事項等学習する。 
13 回 7 Finding Materials を読み、内容を理解し、文法事項等学習する。 
14 回 8 In the Future を読み、内容を理解し、文法事項等学習する。 
15 回 第 14 回までの講義内容を復習する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく読み、講義内容を確認して講義に臨むこと。 
テキストの Introduction(p3)の質問の答えを考えてくること。 
2 回 前回のチェック事項を確認し、1 The First Materials を読み、語彙、構文を
調べて講義に臨むこと。 
3 回 前回のチェック事項を確認し、1 The First Matearials(続き)の語彙、構文を
調べて講義に臨むこと。また、Activity 1(テキスト pages 36-37)をしてくること。 
4 回 前回のチェック事項を確認し、2 Rocks and Materials を読み語彙、構文を
調べて講義に臨むこと。 
5 回 前回のチェック事項を確認し、3 Glass andConcrete の語彙、構文を調べて
講義に臨むこと。また、Activity 2(テキスト pages 38-39)をしてくること。 
6 回 前回のチェック事項を確認し、3 Glass and Concrete(続き)を読み、語彙、
構文を調べておくこと。 
7 回 前回のチェック事項を確認し、Activity 3(テキスト pages 40-41)をしてくる
こと。また、4 Materials That We Grow を読み語彙、構文を調べておくこと。 
8 回 前回のチェック事項を確認し、Activity 4(テキスト pages 42-43)をしてくる
こと。また、第 7 回までの講義内容を復習してテストに臨むこと。 
9 回 5 Incredible Oil を読み語彙、構文を調べて講義に臨むこと。 
10 回 前回のチェック事項を確認し、5 Incredible Oil (続き)の語彙、構文を調べ
て講義に臨むこと。また、Activity 5(テキスト pages 44-45)をしてくること。 
11 回 前回のチェック事項を確認し、6 New Materials の語彙、構文を調べて講
義に臨むこと。 
12 回 前回のチェック事項を確認し、Activity 6(テキスト pages 46-47)をしてく
ること。また、7 Finding Materials を読み語彙、構文を調べて講義に臨むこと。 
13 回 前回のチェック事項を確認し、7 Finding Materials (続き)の語彙、構文を
調べて講義に臨むこと。また、Activity 7(テキスト pages 48-49)をしてくること。 
14 回 前回のチェック事項を確認し、8 In the Future の語彙、構文を調べて講義



に臨むこと。また、Activity 8(テキスト pages 50-51)をしてくること。 
15 回 前回までの内容を復習してくること。 

 



年度 2012 
授業コード FB113F2 
成績評価 定期テスト 40%、中間テスト 30%、 課題 20%、 小テスト 10% 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 建築学科(〜11),工学プロジェクトコース(〜11),情報科学科(〜11),建築学科(〜

11) 
見出し FB113F2 科学英語Ⅱ 
担当教員名 今城 暁子＊ 
単位数 2 
教科書 VOA Science Briefs / 南雲堂 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「丁寧に教えてくれてありがとうございました 」という記述がありました。こ

れからも丁寧に授業を進めていきたいと思っています。 
科目名 科学英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示します 
授業形態 講義 
注意備考 辞書を持参し、積極的な態度で講義に臨むこと。 
シラバスコード FB113F2 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容の英文が辞書を使いながら読解できること 
受講者へのコメント 毎回出席すること、授業時間以外の学習（予習、復習）をすること、そして積極

的に授業に参加することが大切です。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 教員の意欲を感じてくれた受講者も、授業に満足してくれた受講者も８５％以上
だったことをとても嬉しく思いました。 
また、この分野への理解が深まり、興味、関心が高まった受講者がとても多く、
受講者が成⻑してくれたことを喜ばしく思っています。 

英文科目名 Scientific English II 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、 科学英語Ⅰ・Ⅲ・Ⅳ、 英会話Ⅰ・Ⅱ、 TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 受講者がより興味が持てるよう、講義内容を再度研究、改善したいと思っていま

す。 
講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語への基礎的な読解⼒を養

う 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 後期テキスト(VOA Science Briefs)についての取り組み方を説明する。 



2 回 Unit 1 Hydroponics in Japan を読み、内容を理解し、文法事項等学習する。 
3 回 Unit 2 Waste Recycling を読み、内容を理解し、文法事項等学習する。 
4 回 Unit 3 El Nino を読み、内容を理解し、文法事項等学習する。 
5 回 Unit 4 Potassium and Strokes を読み、内容を理解し、文法事項等学習する。 
6 回 Unit 5 Autumn Colors を読み、内容を理解し、文法事項等学習する。 
7 回 Unit 6 AIDS: The Greatest Plague を読み、内容を理解し、文法事項等学習
する。 
8 回 第 7 回までの重要事項の確認テストをし、その後解説する。 
9 回 Unit 7 Honeybees を読み、内容を理解し、文法事項等学習する。 
10 回 Unit 8 The Moon's Influence on the Earth を読み、内容を理解し、文法事
項等学習する。 
11 回 Unit 9 Hypnosis を読み、内容を理解し、文法事項等学習する。 
12 回 Unit 10 Sleep を読み、内容を理解し、文法事項等学習する。 
13 回 Unit 11 Threats to the Environment を読み、内容を理解し、文法事項等
学習する。 
14 回 Unit 12 Dinosaur Disappearance を読み、内容を理解し、文法事項等学習
する。 
15 回 第 14 回までの講義内容を復習する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく読み講義内容を確認して講義に臨むこと。 
2 回 Unit 1 の本文を読み、語彙、構文を調べて講義に臨むこと。また本文中の
関係代名詞 that に下線を引いてくること。 
3 回 Unit 2 の本文を読み、語彙、構文を調べて講義に臨むこと。また自分が行
っているリサイクルについて考えてくること。 
4 回 Unit 3 の本文を読み、語彙、構文を調べて講義に臨むこと。また、講義の
理解度を上げるため「エルニーニョ」について調べてくること。 
5 回 Unit 4 の本文を読み、分からない語彙、構文を調べて講義に臨むこと。ま
た本文中の関係代名詞 who に下線を引いてくること。 
6 回 Unit 5 の本文を読み、語彙、構文を調べて講義に臨むこと。また、講義の
理解度を上げるため「光合成」について調べてくること。 
7 回 Unit 6 の本文を読み、語彙、構文を調べて講義に臨むこと。 
8 回 第 7 回までの内容を復習しテストに臨むこと。また Unit 7 の本文を読み、
語彙、構文を調べ、受動態の文に下線を引いてくること。 
9 回 前回の復習をして講義に臨むこと。 
10 回 Unit 8 の本文を読み、語彙、構文を調べて講義に臨むこと。また本文中の
that すべてに下線を引いてくること。 
11 回 Unit 9 の本文を読み、分からない語彙、構文を調べて講義に臨むこと。ま
た本文中の because,when に下線を引いてくること。 
12 回 Unit 10 の本文を読み、語彙、構文を調べて講義に臨むこと。 
13 回 Unit 11 の本文を読み、語彙、構文を調べて講義に臨むこと。また本文中
の現在完了の文に下線をひいてくること。 
14 回 Unit 12 の本文を読み、語彙、構文を調べて講義に臨むこと。また本文中
の「助動詞＋have ＋過去分詞」の文に下線を引いてくること。 



15 回 前回までの復習をして講義に臨むこと。 
 



年度 2012 
授業コード FB113G1 
成績評価 定期試験 70％, 小テスト 10％, レポート 10％, Class-work 10％ 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 建築学科(〜11),工学プロジェクトコース(〜11),情報科学科(〜11),建築学科(〜

11) 
見出し FB113G1 科学英語Ⅰ 
担当教員名 ⻄岡 啓治 
単位数 2 
教科書 Hopkins, A., and J. Potter. 2008. /Animals in Danger. Oxford Bookworms Library, 

Factfile. /Oxford: Oxford U.P. (ISBN 978-0-19-423378-8) 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 全体的にあまり記述がなかったので、すべての記述をまとめてどのクラスへも同

じコメント（→の後がコメントです）にします。 
１． もっと日本語を使って授業をしてほしい。 
→⻑い目でみれば、英語の授業は英語で受ける方が日常的な英語に慣れるのには
良いのではないかと考えています。分かりやすい英語を使うよう努⼒します、み
なさんも分かろうと努⼒してください。 
２． 教室が明るすぎてプロジェクターの映像がよく見えない。 
→わたしも気づいています。教務に改善を要望します。なるべく前の方に座って
ください。 

科目名 科学英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 英和, 和英, 英英などの辞書（電子辞書も可), Root and Trunk Sentences ＆ CD 
授業形態 講義 
注意備考 There are two class-works and a small test to build up your vocabulary and basic 

sentences. 
シラバスコード FB113G1 
実務経験のある教員  
達成目標 科学英語の語彙や構文を平易な英文を通して理解すること 
受講者へのコメント 授業で質問された場合、積極的に答えていただけることを希望します。反応がな

いと、こちらもやりにくいので。 
連絡先 ⻄岡研究室（六学舎 4 階, 1644） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業時間外の学習時間は 30 分程度が多い、そしてその内容も、宿題をするが多
かった。語学学習は、繰り返して学習することと、継続して学習することが重要
です。 



英文科目名 Scientific English I 
関連科目 英語 I・II, 科学英語 II・III・IV, 英会話 I・II, TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 １年間、私の授業を受けることにより英語の基礎である語彙⼒と基礎的英文が身

につくよう工夫します。 
講義目的 基本的な語彙・文法を習得しながら、科学に関する英文に慣れる 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Vocabulary notebook. Class-work. Small Test. Report. Presentation. Root ＆ 

Trunk Sentences CD. 
2 回 Chapter 1: Why are animals in danger? 
Key sentence: In 1900 there were 100,000 tigers in the world. 
3 回 Chapter 1: Why are animals in danger? 
Key sentence: We are never going to see a dodo alive again. 
4 回 Chapter 2: The effect of humans 
Key sentence: The birds there were not afraid of rats. 
5 回 Chapter 2: The effect of humans 
Key sentence: It is one of the biggest lakes in the world. 
6 回 Chapter 2: The effect of humans 
Key sentence: 75 million people are born in the world each year. 
7 回 Class-work (chapters 1 ＆ 2, R ＆ T=trucks 1-4), Review of chapters 1 ＆ 
2. Presentation and Report 
8 回 Chapter 3: Animals matter 
Key sentence: Where do they sleep? 
9 回 Chapter 3: Animals matter 
Key sentence: When somebody had smallpox, 30 per cent of the people near them 
died. 
10 回 Chapter 3: Animals matter 
Key sentence: When humans near them become ill, they get ill too. 
11 回 Small Test from Ch. 1 ＆ 2 and R ＆ T=Trucks 1-4. 
12 回 Chapter 4: On land 
Key sentence: To many people, the most interesting animals are the big land 
animals. 
13 回 Chapter 4: On land 
Key sentence: People hunt them for food or because they like hunting. 
14 回 Chapter 4: On land 
Key sentence: Very soon, scientists say, this species is going to be extinct. 
15 回 Review of chapters 3 ＆ 4. Examination guide. Questionnaire writing. 

準備学習 １．教材としてテキスト２種類、辞書(電子辞書も可）、ノートは必需品です。毎
回チェックすること。 
２．シラバスでその日のレッスンページを確認し、所定の形式で単語帳を作って
授業に臨むこと。 
３．復習も準備につながるので、前回読んだページを最低 3 回は音読しておくこ
と。耳から自分の英語を聞き日本語訳しなくても内容がほぼ理解できるようにな



ること。CD 等があれば聞く練習を怠らないこと。 
４．宿題をやって出席すること。 

 



年度 2012 
授業コード FB113G2 
成績評価 定期試験 70％, Small Test 10％, レポート 10％, Class-work 10％ 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 建築学科(〜11),工学プロジェクトコース(〜11),情報科学科(〜11),建築学科(〜

11) 
見出し FB113G2 科学英語Ⅱ 
担当教員名 ⻄岡 啓治 
単位数 2 
教科書 Hopkins, A., and J. Potter. 2008./ Animals in Danger. Oxford Bookworms Library, 

Factfiles./ Oxford: Oxford U.P. (ISBN 978-0-19-423379-8) 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「遅刻者の判定では、30 分過ぎていれば欠課扱いに」 

コメント---そうですね、そうしましょう。甘すぎるとよくありませんからね。 
科目名 科学英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 英和, 和英, 英英などの辞書（電子辞書も可), Root and Trunk Sentences＆CD 
授業形態 講義 
注意備考 There are two class-works and a small test to build up your vocabulary and basic 

sentences. 
シラバスコード FB113G2 
実務経験のある教員  
達成目標 科学英語の語彙や構文を平易な英文を通して理解すること 
受講者へのコメント 「英語の授業は暗記ばかりだったので、この講義を受けて初めて英語の理解が深

まったような気がします」というコメントがありました、うれしい限りです。英
語はパソコンと同じく、世界共通のツールです。ツールを使いこなせるよう、練
習、練習ですよね。 

連絡先 ⻄岡研究室（六学舎 4 階, 1644） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
総合的には、無難な評価をいただいたようです。英語に対する必要性を感じてい
る⼈が多いからでしょうか。 

英文科目名 Scientific English II 
関連科目 英語 I・II, 科学英語 I・III・IV, 英会話 I・II, TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 --宿題など指示された課題に取り組む⼈は 20％以上います、したがって、取り組

み安い課題をもう少し出すとやってくれると考えています。 
講義目的 基本的な語彙・文法を習得しながら、科学に関する英文に慣れる 



対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 1st semester results. 2nd semester schedule. Chapter 5 In the water 

2 回 Chapter 5: In the water 
Key Sentence: About 10 per cent of the people in the world live near the river. 
3 回 Chapter 5 In the water 
Key Sentence: Most countries stopped killing whales a number of years ago. 
4 回 Chapter 6 In the sky 
Key Sentence: They cannot live with people or other animals and they do not have 
many babies. 
5 回 Chapter 6 In the sky 
Key Sentence: Why did they stop coming? 
6 回 Class-work (chapters 5-6, R＆T=Trucks 1-4) Review of chapters 5＆6. 
Presentation＆Report. 
7 回 Chapter 7 What can countries do? 
Key Sentence: Which animals are disappearing fastest? 
8 回 Chapter 7 What can countries do? 
Key Sentence: Yellowstone National Park opened in 1872. 
9 回 Chapter 7 What can countries do? 
Key Sentence: 1.1 billion live in India and 1.6 billion are in China. 
10 回 Small Test (chapters 5-7, R＆T=trucks 5-8) 
Chapter 8 What can we do? 
11 回 Chapter 8 What can we do? 
Key Sentence: Mountain gorillas are big animals with long arms and long black 
hair. 
12 回 Chapter 8 What can we do? 
Key Sentence: We cannot all go to Africa, so what can we do? 
13 回 Chapter 10 'New' animals 
Key Sentence: Europeans wanted to hunt and kill okapis, but not all of them died. 
14 回 Chapter 10 'New' animals 
Key Sentence: Then, in 2004, they saw it again, about seven times. 
15 回 Examination Guide.  Questionnaire writing. 

準備学習 １．教材としてテキスト２種類、辞書(電子辞書も可）、ノートは必需品です。毎
回チェックすること。 
２．シラバスでその日のレッスンページを確認し、所定の形式で単語帳を作って
授業に臨むこと。 
３．復習も準備につながるので、前回読んだページを最低 3 回は音読しておくこ
と。耳から自分の英語を聞き日本語訳しなくても内容がほぼ理解できるようにな
ること。CD 等があれば聞く練習を怠らないこと。 
４．宿題をやって出席すること。 

 



年度 2012 
授業コード FB113H1 
成績評価 課題提出（３０％） 定期試験（７０％） 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 建築学科(〜11),工学プロジェクトコース(〜11),情報科学科(〜11),建築学科(〜

11) 
見出し FB113H1 科学英語Ⅰ 
担当教員名 鳥越 洋子＊ 
単位数 2 
教科書 Machines Then and Now （Oxford University Press） 
アクティブラーニング  
キーワード Reading,Science,Technology 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 授業の最後に質問の時間をとり，個別の質問にも対応するようにしていきたいと

思います。 
科目名 科学英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし 
授業形態 講義 
注意備考 辞書を持参すること。 
シラバスコード FB113H1 
実務経験のある教員  
達成目標 科学英語の語彙や構文を平易な英文を通して理解すること 
受講者へのコメント なし 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この授業を受けてよかった点は何ですかという質問に対し，この分野への理解が
深まり，興味関心が高まった⼈が多かったように思いました。 

英文科目名 Scientific English I 
関連科目 英語Ⅰ，Ⅱ，科学英語Ⅰ，Ⅲ，Ⅳ，英会話，Ⅰ，Ⅱ，TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 授業時間外の勉強時間を増やしてもらうよう，工夫していきたい。レポートや予

習復習の課題を今までよりも出すなどの手段を講じたい。 
講義目的 基本的な語彙・文法を習得しながら、科学に関する英文に慣れる. 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Lesson 1 The First Machines 

2 回 Lesson 2 Round and Round 
3 回 Lesson 3 Ramps and Cranes 
4 回 Lesson 4 Water and Wind 
5 回 Lesson 5 Telling the Time 



6 回 Lesson 6 Engines and Energy 
7 回 Review 
8 回 Lesson 7 Flying Machines 
9 回 Lesson 8 Communications 
10 回 Lesson 9 Computers 
11 回 Lesson 10 Big and Small 
12 回 Activities 1〜5 
13 回 Activities 6〜10 
14 回 Projects 
15 回 Review 

準備学習 予習としては，英文を読み，新出単語,熟語の意味を辞書で調べ，内容の概略を捉
えてくること。１回目はシラバスを読んでくること。２回目以降は，前回の授業
の復習をきちんとしてくること。 

 



年度 2012 
授業コード FB113H2 
成績評価 課題提出（３０％） 定期試験（７０％） 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 建築学科(〜11),工学プロジェクトコース(〜11),情報科学科(〜11),建築学科(〜

11) 
見出し FB113H2 科学英語Ⅱ 
担当教員名 鳥越 洋子＊ 
単位数 2 
教科書 Medicine Then and Now （Oxford University Press） 
アクティブラーニング  
キーワード Reading,Science,Technology 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 授業の最後に質問の時間をとり，個別の質問にも対応するようにしていきたいと

思います。 
科目名 科学英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし 
授業形態 講義 
注意備考 辞書を持参すること。予習，復習をすること。 
シラバスコード FB113H2 
実務経験のある教員  
達成目標 科学英語の語彙や構文を平易な英文を通して理解すること。 
受講者へのコメント 毎日，こつこつと勉強を続けていってほしいと思います。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この分野への理解が深まり，技能技術が向上し，興味関心が高まってきているよ
うに思いました。  
「授業時間外にどの程度学習しましたか」の項目では，１時間から３０分以下し
か勉強していない学生が多くいました。「この授業への目標を達成できましたか」
の項目では，ほとんどの学生がだいたい理解できていましたが，半分程度しか理
解できてなかった学生も少しいました。 

英文科目名 Scientific English II 
関連科目 英語Ⅰ，Ⅱ，科学英語Ⅰ，Ⅲ，Ⅳ，英会話Ⅰ，Ⅱ，TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 授業の予習・復習の量を増やすよう指導するとともに，宿題の量を増やしたり毎

回行っている小テストの量を増やしたりするなどの工夫をしていきたいと思い
ます。 また，英語に興味・関心を持ってもらえるよう，教科書に加え，楽しめる
教材なども随時加えていきたいと思います。 

講義目的 基本的な語彙・文法を習得しながら，科学に関する英文に慣れること。 



対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Before Reading 

2 回 Early Medicine 
3 回 Early Medicine 
4 回 Early Medicine 
5 回 Doctors and Ideas 
6 回 Doctors and Ideas 
7 回 Doctors and Ideas 
8 回 Review 
9 回 Hospitals and Surgery 
10 回 Hospitals and Surgery 
11 回 Hospitals and Surgery 
12 回 Understanding the Body 
13 回 Understanding the Body 
14 回 Understanding the Body 
15 回 Review 

準備学習 予習としては，英文を読み，新出単語,熟語の意味を辞書で調べ，内容の概略を捉
えること。前回の授業の復習をきちんとしてくること。 

 



年度 2012 
授業コード FB115A1 
成績評価 定期試験 70%、小テストの結果 30%により成績を評価する。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限、金曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB115A1 日本語会話(月･金) 
担当教員名 堂⽥ 左和子＊ 
単位数 4 
教科書 毎回プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 普通体、丁寧体、場面 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 日本語会話(月･金) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 みんなの日本語 初級Ⅱ／新日本語の中級／（スリーエーネッチワーク） 

「エリンが挑戦」（NHK 教育テレビ日本語講座）／日本放送出版協会 
授業形態 講義 
注意備考 最終試験は 30 回講義終了後行う。積極的な学習活動を望む。 

試験は定期試験期間中に行い、試験形態は会話試験と筆記試験とする。 
シラバスコード FB115A1 
実務経験のある教員  
達成目標 日常的なコミュニケーション、特に実生活で直面するであろう場面で相手の話を

理解し、自分の要求や考えが適切な表現で表せるようになる。また、スピーチの
練習を通して、⼈前で話せるようになる。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Japanese Conversation 
関連科目 日本語、日本語理解、日本語表現 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 講義 2 回を一組とし、1 回目に「みんなの日本語 初級Ⅱ」や「新日本語の中級」

にある文法、語彙、表現の定着を図り、2 回目にそれらを使った実際の場面、状
況を想定し、話したり、聞いたりできるようにする。また、CD、DVD を視聴し、
現代の若者の使用していることば、表現、アクセントなどを知らせる。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 自己紹介の仕方を練習する。 

2 回 言葉や文の引用の仕方や条件を表す文法・表現を復習し、練習する。 



3 回 「尋ねる・確かめる」場面での会話を練習する。 
スピーチをする。（自国や故郷の紹介） 
4 回 希望や要求を表す表現を復習し、練習する。 
スピーチをする。（自国や故郷の紹介） 
5 回 「頼む」場面での会話を練習する。 
スピーチをする。（自国や故郷） 
6 回 動詞の使役形を復習し、使役文の使い方を練習する。 
7 回 「許可をもらう」場面での会話を練習する。 
8 回 付帯状況を表す表現を学習する。 
9 回 「誘う・断る」場面での会話を練習する。 
10 回 理由を表す様々な表現を復習し、使い方を練習する。 
11 回 「買い物をする」場面での会話を練習する。 
12 回 会話体（普通体）の作り方、使い方を学習する。 
13 回 会話体を使って、実際に日本⼈学生と話す。 
14 回 動詞の受身形を復習し、受身文の作り方、使い方を練習する。 
スピーチをする。（趣味について） 
15 回 様々な世代の「⼈と付き合う」場面での会話の練習をする。 
スピーチをする。（趣味について） 
16 回 動詞の可能形や可能を表す表現を復習し、それらの使い方を練習する。 
スピーチをする。（趣味について） 
17 回 「褒める・謙遜する」する場面での会話を練習する。 
18 回 様々な「擬音語・擬態語」を調べ、その意味、使い方を学習する。 
19 回 「例える」（比喩）言葉、慣用句を調べ、練習する。 
20 回 後悔する表現を学習する。 
21 回 「⼈に相談したり、提案したりする」場面での会話を練習する。 
22 回 様態を表す表現を学習する。 
23 回 「症状を伝える」場面での会話を練習する。 
24 回 準備を表す表現や間接疑問文の作り方を学習する。 
25 回 様々なものを作ったり、使ったりする「手順を説明する」表現を練習する。 
26 回 意志や推量を表す様々な表現を復習し、練習する。 
27 回 話題について自分の「意見を言う」練習をする。 
28 回 日常会話で使われる縮約形を調べ、その作り方と使い方を学習する。 
29 回 会話体や縮約形を使って、友達と話す練習をする。 
30 回 グループで相談して、「計画を立てる」練習をする。 

準備学習 1 回 留学目的、将来の夢などが言えるようにしておくこと。 
2 回 引用・伝聞・条件表現を復習しておくこと。 
スピーチする学生は「自国や故郷の紹介」ができるようにしておくこと。 
3 回 日常生活で疑問に思うことや尋ねたいことをまとめておくこと。 
スピーチする学生は「自国や故郷の紹介」ができるようにしておくこと。 
4 回 使役表現の作り方・使い方の復習をしておくこと。 
スピーチする学生は「自国や故郷の紹介」ができるようにしておくこと。 
5 回 何かを頼むとき、相手によって変わる表現を復習しておくこと。 



6 回 使役表現の「許可を得る」使い方を復習しておくこと。 
7 回 許可が必要な場面を考えておくこと。 
8 回 「〜ながら」の作り方を復習しておくこと。 
9 回 誰かを誘った経験、断った／断られた経験をまとめておくこと。 
10 回 理由を言うさまざまな表現を復習しておくこと。 
11 回 買い物をするとき困ること、疑問に思うことをまとめておくこと。 
12 回 動詞、形容詞の普通体の復習をしておくこと。 
13 回 日本⼈の学生に聞きたいことを書き出しておくこと。 
スピーチする学生は「趣味について」話せるようにしておくこと。 
14 回 受身文の作り方、受身の表す意味を復習しておくこと。 
スピーチする学生は「趣味について」話せるようにしておくこと。 
15 回 日本の習慣と国の習慣を比べ、同じところ、異なるところをまとめておく
こと。 
スピーチする学生は「趣味について」話せるようにしておくこと。 
16 回 可能表現を復習しておくこと。 
17 回 ⼈を褒めたこと、⼈に褒められたことやそのとき何と答えたかをまとめて
おくこと。 
18 回 知っている擬音語や擬態語を書き出しておくこと。 
19 回 習った擬音語・擬態語を使って文を作っておくこと。 
20 回 自分の考えを⼈にわかりやすく説明する工夫を考えておくこと。 
21 回 困っている状況や理由をわかりやすく説明する方法を考えて 
22 回 習った擬態語や例えの表現を復習しておくこと。 
23 回 病気やけがの症状を書き書き出しておくこと。 
24 回 間接疑問文の作り方を復習しておくこと。 
25 回 料理の作り方を説明したり、電子辞書などを使うときに必要なことばを調
べておくこと。 
26 回 意志表示や推量を表す表現を復習しておくこと。 
27 回 「〜と思う」の復習をしておくこと。 
28 回 会話で使う「〜ちゃった（てしまった）」のような表現を書き出しておくこ
と。 
29 回 普通体、縮約形を復習しておくこと。 
30 回 日本で旅行したい所を想定し、情報を集めておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB115A2 
成績評価 2 回の小テスト（40％）、期末試験（60％） 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB115A2 ハングルⅡ 
担当教員名 柳 枝⻘＊ 
単位数 2 
教科書 必要に応じてコピーして配付する。 
アクティブラーニング  
キーワード ハングル文字 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 ハングルⅡ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「Beautiful KoreanⅠ−1 初級コース」、韓国語教育開発研究院、Beautiful 

Korean School 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FB115A2 
実務経験のある教員  
達成目標 ハングルの読み方、書き方を完全にマスターする。 
受講者へのコメント 継続は⼒なり。 

この授業で学んだことを時々振り返ったりして今後の生活に役立てていってく
ださい。 
月曜日・水曜日・木曜日には非常勤講師室にいますので質問等あればぜひ来てく
ださい。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 今後の授業の参考にしていきたいです。 
英文科目名 Hangul II 
関連科目 ハングルⅠ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 初級レベルの韓国語を習得することを目的とする。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション（前期の復習） 

2 回 家族 
3 回 これは何ですか。 
4 回 週末は何をしますか。 



5 回 役立つ数詞（漢数詞 14 文字を覚えると億まで数えられる） 
6 回 数詞の活用と応用（買物と時間）①小テスト 
7 回 食事のマナーと韓国料理 
8 回 電話番号は？ 
9 回 電話の決まり文句 
10 回 ソウルを歩く 
11 回 道を尋ねる ②小テスト 
12 回 漢字語彙をふやすコツ 
13 回 困った時の一言 
14 回 すぐ役立つ旅行会話５０ 
15 回 基本会話の復習 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと 
2 回 韓国語で家族の呼び名を調べておくこと 
3 回 親近にあるものを韓国語で調べておくこと 
4 回 自己の趣味や週末の過ごし方をまとめておくこと 
5 回 韓国の数字の数え方を調べておくこと 
6 回 数字の応用を把握しておくこと 
7 回 韓国食文化について調べておくこと 
8 回 困ったときの一言を考えておくこと 
9 回 電話の決まり文句を考えておくこと 
10 回 ソウルの名所を調べておくこと 
11 回 ソウルの名所を調べておくこと 
12 回 漢字語の読み方を把握しておくこと 
13 回 困ったときの一言をまとめておくこと 
14 回 役立つ旅行会話をまとめておくこと 
15 回 基本会話の覚えておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FB115B2 
成績評価 Grades will be based on the following. Homework, Worksheets and Quizes - 30%, 

Final Test - 70% 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 化学科(〜11),応用物理学科(〜11),基礎理学科(〜11),生物化学科(〜11),臨床生

命科学科(〜11),動物学科(〜11),工学部(〜11),総合情報学部(〜11),生物地球学
部(〜11) 

見出し fb115b2 英会話Ⅰ 
担当教員名 フィル ガッジェン＊ 
単位数 2 
教科書 Smart Choice 2nd Edition Starter(Oxford) 
アクティブラーニング  
キーワード Listening, Speaking, Conversation, Reading, Writing 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 英会話Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 None needed 
授業形態 講義 
注意備考 受講希望者が多い場合、⼈数を制限します。 
シラバスコード FB115B2 
実務経験のある教員  
達成目標 The students and the teacher will first go over the material and then practice it. 

The teacher will then call on individual students to allow them to practice 
responding and listening for information in English. The students will also work in 
groups going 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 English Conversation I 
関連科目 英語Ⅰ/Ⅱ, 科学英語Ⅰ/Ⅱ/Ⅲ/Ⅳ, 英会話Ⅱ，TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 To improve Survival English mainly listening and speaking skills but also reading 

and writing, the course will focus on a variety of daily situations that will be of use 
to university students. 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 



2 回 Unit 1: I`m a student. 
3 回 Unit 1: I`m a student. 
4 回 Unit 2: What`s your phone number? 
5 回 Unit 2: What`s your phone number? 
6 回 Unit 3: My family 
7 回 Unit 3: My family 
8 回 Unit 4: Do you like hip-hop? 
9 回 Unit 4: Do you like hip-hop? 
10 回 Unit 5: What do you do for fun? 
11 回 Unit 5: What do you do for fun? 
12 回 Unit 6: Can you play the guitar? 
13 回 Unit 6: Can you play the guitar? 
14 回 Review 
15 回 Review 

準備学習 1 回 Bring the textbook, notebook and writing instrument to class 
2 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
3 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
4 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
5 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
6 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
7 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
8 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
9 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
10 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
11 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
12 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
13 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
14 回 Review the information from Units 1, 2 and 3 
15 回 Review the information from Units 4, 5 and 6 

 



年度 2012 
授業コード FB115C1 
成績評価 Grades will be based on the following. Homework, Worksheets and Quizes - 30%, 

Final Test - 70% 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 化学科(〜11),応用物理学科(〜11),基礎理学科(〜11),生物化学科(〜11),臨床生

命科学科(〜11),動物学科(〜11),工学部(〜11),総合情報学部(〜11),生物地球学
部(〜11) 

見出し fb115c1 英会話Ⅰ 
担当教員名 フィル ガッジェン＊ 
単位数 2 
教科書 Smart Choice 2nd Edition Starter(Oxford) 
アクティブラーニング  
キーワード Listening, Speaking, Conversation, Reading, Writing 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 英会話Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 None needed 
授業形態 講義 
注意備考 受講希望者が多い場合、⼈数を制限します。 
シラバスコード FB115C1 
実務経験のある教員  
達成目標 The students and the teacher will first go over the material and then practice it. 

The teacher will then call on individual students to allow them to practice 
responding and listening for information in English. The students will also work in 
groups going 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 English Conversation I 
関連科目 英語Ⅰ/Ⅱ, 科学英語Ⅰ/Ⅱ/Ⅲ/Ⅳ, 英会話Ⅱ，TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 To improve Survival English mainly listening and speaking skills but also reading 

and writing, the course will focus on a variety of daily situations that will be of use 
to university students. 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 



2 回 Unit 1: I`m a student. 
3 回 Unit 1: I`m a student. 
4 回 Unit 2: What`s your phone number? 
5 回 Unit 2: What`s your phone number? 
6 回 Unit 3: My family 
7 回 Unit 3: My family 
8 回 Unit 4: Do you like hip-hop? 
9 回 Unit 4: Do you like hip-hop? 
10 回 Unit 5: What do you do for fun? 
11 回 Unit 5: What do you do for fun? 
12 回 Unit 6: Can you play the guitar? 
13 回 Unit 6: Can you play the guitar? 
14 回 Review 
15 回 Review 

準備学習 1 回 Bring the textbook, notebook and writing instrument to class 
2 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
3 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
4 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
5 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
6 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
7 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
8 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
9 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
10 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
11 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
12 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
13 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
14 回 Review the information from Units 1, 2 and 3 
15 回 Review the information from Units 4, 5 and 6 

 



年度 2012 
授業コード FB119A1 
成績評価 定期試験（50％）中間試験（20％）クイズ（10％）提出物等（２０％） 
曜日時限 月曜日 9・10 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB119A1 日本語 
担当教員名 ⻘井 由佳＊ 
単位数 4 
教科書 プリント配布 
アクティブラーニング  
キーワード 外国語としての日本語 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 日本語 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 講義 
注意備考 ・辞書を必ず持ってくること・積極的にクラスに参加し、自分で課題を見つける

姿勢を持つこと・30 回講義終了後に最終試験を実施する＊受講者のレベルやク
ラスの⼈数によっては、シラバスの内容を変更することがある 

シラバスコード FB119A1 
実務経験のある教員  
達成目標 初級の文法項目、特に、自他動詞、受身・使役・使役受身が正しく使えるように

する。中級の表現や語彙をできるだけ増やし、大学の講義や生活に役立てる。漢
字語彙を正しく読み、書けるようにする。日本語らしい表現や発音を身につける。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Japanese 
関連科目 日本語会話、日本語理解、日本語表現 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 初級で学んだ文法項目や語彙を確認し、正しく使えるようにする。基礎を固めた

後、中級、中上級レベルの表現を学び、大学での生活がスムーズに行えるように
する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。レベルチェック。 

2 回 文法① 初級の助詞の整理 
3 回 文法② 自動詞・他動詞 



4 回 文法③ V ている・V てある・V ておく 
5 回 漢字・語彙① 看板・注意書き などに使われる語彙 
6 回 漢字・語彙② コンピュータ関連の語彙 
7 回 漢字・語彙③ 自動販売機・リモコンなど 
8 回 文法④ 授受表現 
9 回 文法⑤ 受身・使役・使役受身 
10 回 文法⑥ 「よう・そう・らしい」など 
11 回 語彙④ 家事関連語彙（１） 
12 回 語彙⑤ 家事関連語彙（２） 
13 回 語彙⑥ 交通機関関連語彙 
14 回 前半まとめ；復習 
15 回 中間テスト、フィードバック 
16 回 文法⑦ 中級文法 「もの」 
17 回 文法⑧ 中級文法 「こと」 
18 回 文法⑨ 中級文法 「はず」「わけ」 
19 回 漢字・語彙⑦ いろいろな通知（１） 
20 回 漢字・語彙⑧ いろいろな通知（２） 
21 回 漢字・語彙⑨ 買いもの・レストラン関連語彙 
22 回 文法⑩ 「くらい」「ほど」 
23 回 文法⑪ 「だけ」「ばかり」 
24 回 文法⑫ 「〜う」「まい」 
25 回 文法⑬ 「敬語」 
26 回 漢字・語彙⑩ 家庭用品関連（１） 
27 回 漢字・語彙⑪ 家庭用品関連（２） 
28 回 漢字・語彙⑫ 性格の言葉 
29 回 漢字・語彙⑬ 病気表現 
30 回 後半まとめ 

準備学習 1 回 シラバスをよく読んでおくこと。 
2 回 初級で学んだ教科書、文法書などをもう一度読んでおくこと。 
3 回 自動詞・他動詞について復習しておくこと。 
4 回 自他動詞をきちんと覚えておくこと。 
5 回 街や学校にある「看板・注意書き」を注意して読んでおくこと。読めない言
葉、知らない言葉を集めてくること。 
6 回 コンピュータの部分の名前や作業について、日本語で表現できるか確認し
ておくこと。 
7 回 自動販売機・リモコンなどの名前や使い方について、どんな言葉があるか調
べておくこと。 
8 回 「あげる・もらう・くれる」について復習しておくこと。 
9 回 受身・使役などについて復習しておくこと。 
10 回 「ようだ・そうだ・らしい」について復習しておくこと。 
11 回 料理、掃除、洗濯などについて、どんな言葉があるか確認しておくこと。 
12 回 料理、掃除、洗濯などについて、どんな言葉があるか確認しておくこと。 



13 回 車や電車について、どんな言葉があるか確認しておくこと。 
14 回 今までのプリント、クイズなどをまとめ、苦手なところをチェックしてお
くこと。 
15 回 前回の復習を生かし、テストに備えること。 
16 回 既に知っている「もの」を使った表現について整理しておくこと。 
17 回 既に知っている「こと」を使った表現について整理しておくこと。 
18 回 既に知っている「はず」「わけ」を使った表現について整理しておくこと。 
19 回 料金通知や不在通知などに使われている言葉を調べてくること。 
20 回 ごみ収集に関するお知らせや、その他の掲示物に使われている言葉を調べ
てくること。 
21 回 買い物や食事に行ったとき、どんな言葉が必要か考えてくること。 
22 回 既に知っている「くらい」「ほど」を使った表現を整理しておくこと。 
23 回 既に知っている「だけ」「ばかり」を使った表現を整理しておくこと。 
24 回 意志形（意向形）の作り方を確認し、それを使った表現を整理しておくこ
と。 
25 回 既に知っている敬語表現について整理しておくこと。 
26 回 家庭用電化製品に書いてある注意を読んで、わからない言葉を調べてくる
こと。 
27 回 洗剤や医薬品などに書いてある注意を読んで、わからない言葉を調べてく
ること。 
28 回 ⼈の性格に関する表現を整理しておくこと。 
29 回 体の調子が悪い時、どんな表現をするか考えてくること。 
30 回 今までのプリント、クイズなどをまとめ、苦手なところをチェックしてお
くこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB121A1 
成績評価 課題提出（１０％）中間テスト（３０％）期末テスト（６０％）により行う 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB121A1 中国語Ⅰ 
担当教員名 林 侑靜（リン ユウジン）＊ 
単位数 2 
教科書 旅して学ぶ中国語／楊凱栄・張麗群／朝日出版社 
アクティブラーニング  
キーワード 会話・表現 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 楽しく授業が出来たことはとても嬉しいです。 

語学を通してコミュニケーションの⼒を高め、より良い表現、より適切な言葉で
意思を伝えることができると思います。 

科目名 中国語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プリント（資料）を随時配布する 
授業形態 講義 
注意備考 受講希望者が多い場合、⼈数を制限します。 
シラバスコード FB121A1 
実務経験のある教員  
達成目標 発音、基礎文法と簡単な会話が出来る様に 
受講者へのコメント 授業中に皆さんが真面目に発音練習をしたり、翻訳をしたり、メモを取るなどで

聴講に取り組んている様子をとても嬉しく思います。 
遅刻、欠席者も少なく授業も予定通りに進むことが出来ました。後期もこの真剣
な姿勢で継続してください。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この授業を通して、中国語に対して理解や関心が高まったとの回答は、この授業
の第一目的が達成されたことだと思います。 
皆さんが真面目に聴講していることだと思います。 

英文科目名 Chinese I 
関連科目 中国語Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 授業の進行は現在の形式で進みます。 

授業中での疑問や質問をもっとしても良いと思います。 
講義目的 テキストは中国の主な都市・地方を中心にした内容。その内容に沿って、 発音、

基礎文法を習得し、自己紹介、挨拶や簡単な基礎会話が出来るようになることを
目的とします。テキスト内容とビデオを参考にしながら中国の生活や風習文化、



および現在の中国を知ることができます。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションをする 

2 回 発音：声調、⺟音・複⺟音を学習する 
3 回 声調練習・子音・挨拶用語を学習する 
4 回 王府井へ行きましょう （どこへ行きます？・〜です・だれですか？）など
の表現を学習する 
5 回 鳥の巣はどこですか？ （疑問・所在・数字）などの表現を学習する 
6 回 天壇公園はここから遠いですか？ （形容詞・願望と意見）などの表現を学
習する 
7 回 北京ダック知ってますか？ （連動文・時間・少し〜）などの表現を学習す
る 
8 回 泰山へ登る （名前の言い方・〜をしてもいいですか？・A それとも B）な
どの表現を学習する 
9 回 中間試験をする・復習をする 
10 回 兵馬傭見ましたか？ （完了動詞・年月日・時間の幅）などの表現を学習
する 
11 回 四川の風景はとてもきれいです （できる・〜がしなければならない・親
族）などの表現を学習する 
12 回 ここで写真を撮りましょう （ちょっと〜・〜で・〜に）などの表現を学
習する 
13 回 そこにたくさんの少数⺠族が住んでいます （〜する必要がない・様態・
持続）などの表現を学習する 
14 回 明日、麗江を離れます （もうすぐ〜だ・程度・経験・お金）などの表現
を学習する 
15 回 第１課〜第１０課を総復習をする 
16 回 期末定期試験をする 

準備学習 1 回 シラバスをよく見て、講義計画や目的を確認しておくこと 
2 回 発音を予習しておくこと 
3 回 発音を予習しておくこと 
4 回 第１課【北京１】：単語と本文を予習しておくこと 
5 回 第２課【北京２】：単語と本文を予習しておくこと 
6 回 第３課【北京３】：単語と本文を予習しておくこと 
7 回 第４課【北京４】：単語と本文を予習しておくこと 
8 回 第５課【泰山・高山】：単語と本文を予習しておくこと 
9 回 第１課〜第５課を復習しておくこと 
10 回 第６課【⻄安】：単語と本文を予習しておくこと 
11 回 第７課【成都】：単語と本文を予習しておくこと 
12 回 第８課【九塞溝】：単語と本文を予習しておくこと 
13 回 第９課【雲南省１】：単語と本文を予習しておくこと 
14 回 第１０課【雲南省２】：単語と本文を予習しておくこと 
15 回 第６課〜第１０課を予習しておくこと 



 



年度 2012 
授業コード FB121A2 
成績評価 課題提出（１０％）中間テスト（３０％）期末テスト（６０％）により行う 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB121A2 中国語Ⅱ 
担当教員名 林 侑靜（リン ユウジン）＊ 
単位数 2 
教科書 旅して学ぶ中国語／楊凱栄・張麗群／朝日出版社 
アクティブラーニング  
キーワード 会話・表現 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 中国語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プリント（資料）を随時配布する 
授業形態 講義 
注意備考 受講希望者が多い場合、⼈数を制限します。 
シラバスコード FB121A2 
実務経験のある教員  
達成目標 基礎文法を完成・応用会話が出来るように 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Chinese II 
関連科目 中国語Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 前期に続きテキストの内容に沿って、文法やより応用的な会話⼒を高めます。テ

キスト内容とビデオを参考にしながら中国の各地方や⺠族の生活や風習文化、お
よび現在の中国を知ることができます。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションをする 

2 回 タクシ-できました （どうやて？・いつ、どこで？・すぐ・〜しないで）
などの表現を学習する 
3 回 明日一緒にぶらぶらいきましょう （なぜ？・もう少し〜・〜にお願い）な
どの表現を学習する 
4 回 良く見るべきだ （ＡはＢより〜・〜すべき・先に〜して、それから〜する）
などの表現を学習する 



5 回 第１１〜１３課を復習する 
6 回 すみません、新天地どうやて行きますか？ （何をしていますか？・〜にさ
れた・まだ）などの表現を学習する 
7 回 ここから歩いていきましょう （〜から・ますます〜・〜しなくでは・すこ
しも〜ない）などの表現を学習する 
8 回 お客さんはきっと多いでしょう （使役、持続、現在進行、程度）などの表
現を学習する 
9 回 中間試験をする・復習をする 
10 回 上には天国があり下には杭州があり （〜のほかに、〜のほかは・〜など・
ずっと〜）などの表現を学習する 
11 回 荷物を持ってください （もうすぐ〜だ・〜するはずだ・もし〜としたら）
などの表現を学習する 
12 回 多分、年に一度でしょう （〜だから〜・〜と、すぐ〜・けれとも、しか
し・何も、誰も）などの表現を学習する 
13 回 第１７課〜１９課の復習をする 
14 回 遠慮しないてください （まもらく〜だ・〜のために・すてに〜だ・見た
ところ〜のようだ）などの表現を学習する 
15 回 第１１〜２０課を総復習をする 
16 回 期末定期試験をする 

準備学習 1 回 シラバスをよく見て、講義計画や目的を確認しておくこと。 
2 回 第１１課【大連】：単語と本文を予習しておくこと 
3 回 第１２課【⻘島】：単語と本文を予習しておくこと 
4 回 第１３課【上海１】：単語と本文を予習しておくこと 
5 回 第１１〜１３課を予習しておくこと 
6 回 第１４課【【上海２】：単語と本文を予習しておくこと 
7 回 第１５課【【上海３】：単語と本文を予習しておくこと 
8 回 第１６課【【上海４】：単語と本文を予習しておくこと 
9 回 第１４〜１６課を予習しておくこと 
10 回 第１７課【杭州】：単語と本文を予習しておくこと 
11 回 第１８課【アモイ】：単語と本文を予習しておくこと 
12 回 第１９課【海南島】：単語と本文を予習しておくこと 
13 回 第１７課〜１９課を予習しておくこと 
14 回 第２０課【香港・桂林】：単語と本文を予習しておくこと 
15 回 第１１〜２０課を予習しておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FB121B1 
成績評価 定期試験 100％ 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB121B1 ハングルⅠ 
担当教員名 林 正黙＊ 
単位数 2 
教科書 新装版 できる韓国語 初級Ⅰ／李志瑛 著／ DEKIRU 出版） 
アクティブラーニング  
キーワード ハングル文字・日韓交流・簡単な日常会話 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 以前から申し上げてますが私はこのようなアンケートはほとんど教育的効果は

ないと思っています。一⼈の先生を多くの生徒が匿名で評価するというのは決し
て正しいやり方とは思えません。最近、日本の教育現場での様々な問題について
考えてみると講師も学生も自分の正体を明かして正々堂々とものが言えるよう
にした方がより良い結果を期待出来るのではないでしょうか。 
アンケートに自分の名前を書いてくれた生徒が沢山いたことは幸いに思ってい
ます。 

科目名 ハングルⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 韓国語文法辞典／白峰子 著／ 三修社 
授業形態 講義 
注意備考 受講希望者が多い場合、⼈数を制限します。 
シラバスコード FB121B1 
実務経験のある教員  
達成目標 1)ハングル文字の構成を理解し、読み書きができるようになる。 

2）挨拶などの簡単な日常会話を身につける。 
3）韓国のことに関心や興味を持つ。 

受講者へのコメント 語学を学ぶということは言葉だけではなくその国の歴史や文化も勉強してこそ
意味があると思います。そういう観点から私の講義は韓国語だけではなく韓国の
歴史や文化、日韓関係などまで含んだものになっています。真剣に講義を聴き、
アンケートに多くの生徒が意見を述べてくれたことに感謝しています。 

連絡先 pojagi@pony.ocn.ne.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし。 
英文科目名 Hangul I 
関連科目 本科目に引き続き「ハングルⅡ」を受講することが望ましい 
次回に向けての改善変更予定 特になし。 



講義目的 日韓関係は両国にとってますます重大な意味をもつ時代を迎えました。そこで、
お互いをより深く理解するためには言葉の壁を乗り越えなくてはいけないと思
います。ハングルを学ぶことで韓国語のみならず、大切なパートナーシップが求
められる隣国への歴史や文化にも親しんでもらうこと。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ハングル文字の歴史と構成にする。 

2 回 基本⺟音の読み方、書き方にする。 
3 回 子音の読み方、書き方にする。 
4 回 合成⺟音の読み方、書き方にする。 
5 回 パッチム（終声）の種類と読み書きにする。 
6 回 ハングル文字の復習と簡単な挨拶にする。 
7 回 第 1 課 私は日本⼈です 1 にする。 
8 回 第 1 課 私は日本⼈です 2 にする。 
9 回 第 2 課 日本⼈ではありません 1 にする。 
10 回 第 2 課 日本⼈ではありません 2 にする。 
11 回 第 3 課 それは何ですか 1 にする。 
12 回 第 3 課 それは何ですか 2 にする。 
13 回 第 4 課 約束があります 1 にする。 
14 回 第 4 課 約束があります 2 にする。 
15 回 映画の中の韓国語（映画鑑賞）にする。 

準備学習 1 回 韓国語及びハングル文字の基本構成を調べておくこと。 
2 回 基本⺟音 10 文字について予習すること。 
3 回 基本⺟音の復習と子音の予習すること。 
4 回 子音の復習と合成⺟音の予習すること。 
5 回 合成⺟音の復習とパッチムの予習すること。 
6 回 韓国語の語順について調べておくこと。 
7 回 韓国語の品詞について予習すること。 
8 回 第 1 課の本文を読むこと。 
9 回 指定詞の使い方について勉強すること。 
10 回 肯定文、否定文においての指定詞の活用について予習すること。 
11 回 「ヘヨ体」とは何か調べておくこと。 
12 回 疑問文について予習すること。 
13 回 「ニダ体」とは何か調べておくこと。 
14 回 存在詞について調べておくこと。 
15 回 第 4 課までの内容を復習すること。 

 



年度 2012 
授業コード FB121B2 
成績評価 定期試験 100％ 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB121B2 ハングルⅡ 
担当教員名 林 正黙＊ 
単位数 2 
教科書 新装版 できる韓国語 初級Ⅰ／李志瑛 著／DEKIRU 出版 
アクティブラーニング  
キーワード 日常会話、国際交流、文章の読み書き。 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 ハングルⅡ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 韓国語文法辞典／白峰子 著／三修社 
授業形態 講義 
注意備考 受講希望者が多い場合、⼈数を制限します。 
シラバスコード FB121B2 
実務経験のある教員  
達成目標 1）日常会話に必要な基礎レベルの会話能⼒を身につける。 

2）簡単な韓国語の文を読み書き出来るようにする。 
受講者へのコメント  
連絡先 pojagi@pony.ocn.ne.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Hangul II 
関連科目 ハングルⅠ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 韓国語の簡単な日常会話能⼒を身につけることで隣国である韓国及び韓国文化

に興味や関心を持ってもらい、国際⼈の感覚を実感出来る講義にする。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 第 5 課 会社はどこにありますか 1 にする。 

2 回 第 5 課 会社はどこにありますか 2 にする。 
3 回 第 6 課 週末には何をしますか 1 にする。 
4 回 第 6 課 週末には何をしますか 2 にする。 
5 回 第 7 課 そんなに遠くありません 1 にする。 
6 回 第 7 課 そんなに遠くありません 2 にする。 
7 回 第 8 課 いつ行きますか 1 にする。 



8 回 第 8 課 いつ行きますか 2 にする。 
9 回 第 9 課 釜山までどうやって行きますか 1 にする。 
10 回 第 9 課 釜山までどうやって行きますか 2 にする。 
11 回 第 10 課 何時からですか 1 にする。 
12 回 第 10 課 何時からですか 2 にする。 
13 回 第 11 課 いつ日本へ来ましたか 1 にする。 
14 回 第 11 課 いつ日本へ来ましたか 2 にする。 
15 回 映画の中の韓国語（映画鑑賞）にする。 

準備学習 1 回 ハングル文字の読み、書きを復習すること。 
2 回 第 5 課の内容を予習すること。 
3 回 韓国語の格式体について調べてみること。 
4 回 第 6 課の内容を予習すること。 
5 回 否定文の作り方について調べてみること。 
6 回 第 7 課の内容を予習すること。 
7 回 漢語数字について調べてみること。 
8 回 第 8 課の内容を予習すること。 
9 回 韓国語の非格式体について調べてみること。 
10 回 第 9 課の内容を予習すること。 
11 回 固有語数字について調べてみること。 
12 回 第 10 課の内容を予習すること。 
13 回 用言の過去形について調べてみること。 
14 回 第 11 課の内容を予習すること。 
15 回 第 5 課〜11 課の内容を復習すること。 

 



年度 2012 
授業コード FB121C1 
成績評価 Grades will be based on the following. Homework, Worksheets and Quizes - 30%, 

Final Test - 70% 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 応用数学科(11〜11) 
見出し FB121C1 英会話Ⅰ 
担当教員名 ギャビン トーマス＊ 
単位数 2 
教科書 Smart Choice 2nd Edition Starter(Oxford) 
アクティブラーニング  
キーワード Listening, Speaking, Conversation, Reading, Writing 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 英会話Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 None needed 
授業形態 講義 
注意備考 受講希望者が多い場合、⼈数を制限します。 
シラバスコード FB121C1 
実務経験のある教員  
達成目標 The students and the teacher will first go over the material and then practice it. 

The teacher will then call on individual students to allow them to practice 
responding and listening for information in English. The students will also work in 
groups going 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 English Conversation I 
関連科目 英語Ⅰ/Ⅱ, 科学英語Ⅰ/Ⅱ/Ⅲ/Ⅳ, 英会話Ⅱ，TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 To improve Survival English mainly listening and speaking skills but also reading 

and writing, the course will focus on a variety of daily situations that will be of use 
to university students. 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 Unit 1: I`m a student. 
3 回 Unit 1: I`m a student. 



4 回 Unit 2: What`s your phone number? 
5 回 Unit 2: What`s your phone number? 
6 回 Unit 3: My family 
7 回 Unit 3: My family 
8 回 Unit 4: Do you like hip-hop? 
9 回 Unit 4: Do you like hip-hop? 
10 回 Unit 5: What do you do for fun? 
11 回 Unit 5: What do you do for fun? 
12 回 Unit 6: Can you play the guitar? 
13 回 Unit 6: Can you play the guitar? 
14 回 Review 
15 回 Review 

準備学習 1 回 Bring the textbook, notebook and writing instrument to class 
2 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
3 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
4 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
5 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
6 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
7 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
8 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
9 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
10 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
11 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
12 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
13 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
14 回 Review the information from Units 1, 2 and 3 
15 回 Review the information from Units 4, 5 and 6 

 



年度 2012 
授業コード FB121C2 
成績評価 Grades will be based on the following. Homework, Worksheets and Quizes - 30%, 

Final Test - 70% 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 化学科(〜11),応用物理学科(〜11),基礎理学科(〜11),生物化学科(〜11),臨床生

命科学科(〜11),動物学科(〜11),バイオ・応用化学科(〜11),機械システム工学科
(〜11),電気電子システム学科(〜11),情報工学科(〜11),知能機械工学科(〜11),
生体医工学科(〜11),建築学科(〜11),工学プロジェクトコース(〜11),情報科学科
(〜11),生物地球システム学科(〜11),社会情報学科(〜11),建築学科(〜11) 

見出し FB121C2 英会話Ⅰ 
担当教員名 ギャビン トーマス＊ 
単位数 2 
教科書 smart Choice 2nd Edition Starter(oxford) 
アクティブラーニング  
キーワード Listening, Speaking, Conversation, Reading, Writing 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 英会話Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 None needed 
授業形態 講義 
注意備考 受講希望者が多い場合、⼈数を制限します。 
シラバスコード FB121C2 
実務経験のある教員  
達成目標 The students and the teacher will first go over the material and then practice it. 

The teacher will then call on individual students to allow them to practice 
responding and listening for information in English. The students will also work in 
groups going 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 English Conversation I 
関連科目 英語Ⅰ/Ⅱ, 科学英語Ⅰ/Ⅱ/Ⅲ/Ⅳ, 英会話Ⅰ，TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 To improve Survival English mainly listening and speaking skills but also reading 

and writing, the course will focus on a variety of daily situations that will be of use 
to university students. 



対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 Unit 7: What is she wearing? 
3 回 Unit 7: What is she wearing? 
4 回 Unit 8: Is there a desk? 
5 回 Unit 8: Is there a desk? 
6 回 Unit 9: The bank is on the corner. 
7 回 Unit 9: The bank is on the corner. 
8 回 Unit 10: Do we have any milk? 
9 回 Unit 10: Do we have any milk? 
10 回 Unit 11: Where were you all day? 
11 回 Unit 11: Where were you all day? 
12 回 Unit 12: What did you do? 
13 回 Unit 12: What did you do? 
14 回 Review 
15 回 Review 

準備学習 1 回 Bring the textbook, notebook and writing instrument to class 
2 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
3 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
4 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
5 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
6 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
7 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
8 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
9 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
10 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
11 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
12 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
13 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
14 回 Review the information from Units 7, 8 and 9 



15 回 Review the information from Units 10, 11 and 12 
 



年度 2012 
授業コード FB121D1 
成績評価 定期試験 ７０％、提出物とミニテスト ３０％ 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス  
見出し fb121d1 英語Ⅰ 
担当教員名 佐久川 豊子＊ 
単位数 2 
教科書 Aim High for the TOEIC Test/Kayoko Shiomi/SEIBIDO 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特になし。 
科目名 英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 英和辞典、和英辞典 
授業形態 講義 
注意備考 英語能⼒を確実に向上させるチャンスと考えて、積極的に授業に参加してくれる

ことを期待しています。 
シラバスコード FB121D1 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC400 点以上になるような英語⼒を身につけること。 
受講者へのコメント 熱意をもって。授業に取り組んでいることが、こちらにも伝わって来て、やりが

いを感じた。今後もこの調子でさらに向上をめざしてほしいと思います。 
連絡先 非常勤講師室、火曜日１．２限及び金曜日１．２， ５．６限の前後 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 学生の取り組みについては、ほぼ熱心であるし、授業の準備にも取り組んでいる
ことが分かった。総合評価も良いと思う。 

英文科目名 English I 
関連科目 英語Ⅰ/Ⅱ、 科学英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 前期の基礎の上に後期はペース アップを図り、実⼒の向上を目指したいと思

う。 
講義目的 聞き、話し、読み、書く、という４技能を用いた総合的なコミュニケーション能

⼒を養成する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 インストラクションとして、テキストの特徴と前期を通して学習していく

上での注意すべきことなどを説明する。 Unit 1-1 
2 回 Unit 1-2  TOEIC TEST におけるリスニング、リーディングに関して、 
注意すべきポイントを指摘しながら、練習問題をする。名詞、特に可算、不可算



名詞を学習する。 
3 回 Unit 2-1 名詞と冠詞をより具体的に学習する。 
4 回 Unit 2-2 特にリーディング問題を中心に学習する。 
5 回 Unit 3-1 接続詞、副詞を中心に学習する。 
6 回 Unit 3-2 指示文、文書の中の詳細情報を読み取る。 
7 回 Unit 4-1 日本語の応答と英語の応答の違い、および前置詞を学習する。 
8 回 Unit 4-2 カバーレターおよびスキミングを学習する。 
9 回 Unit 5-1 リスニングにおける位置関係の把握の問題、形容詞、比較級、最
上級などを学習する。復習をする。 
10 回 Unit 5-2 あいさつ文の特徴と読解の注意点を学習する。 
11 回 Unit 5-3 まとめと復習を中心にして、今までの学習内容を、話す、書く学
⼒につなげる学習をする。 
12 回 Unit 6-1  ビジネス場面でのリスニングと動詞の時制について学習する。 
13 回 Unit 6-2 動詞の時制、およびビジネスレター（謝罪文）また伝言メモなど
を学習する。 
14 回 Unit 6-3 TOEIC におけるリーディングの特徴と注意点について学習する。 
15 回 Unit 1-6 のまとめと復習をする。 

準備学習 1 回 テキストを購入し、Unit 1 の CD を聞くこと。 
2 回 6-9 ページの解らない単語を辞書で引くこと。 
3 回 Unit 2 の CD を聞き、10-14 ページの解らない単語を引くこと。 
4 回 15-17 ページの解らない単語を引いておくこと。 
5 回 18-20 ページの CD を聞き、18-22 ページの解らない単語を引いておくこ
と。 
6 回 23-25 ページの解らない単語を引いておくこと。 
7 回 Unit 4 の CD を聞いておくこと。26-30 ページの解らない単語をひいてお
くこと。 
8 回 31-33 ページの解らない単語を引いておくこと。 
9 回 Unit 5 の CD を聞いておくこと。34-38 ページの単語を引いておくこと。 
10 回 39-41 ページの単語を引いておくこと。review を再検討すること。 
11 回 Unit 6 の CD を聞いておくこと。42-45 ページの単語を引いておくこと。 
12 回 46-49 ページの単語を引いておくこと。 
13 回 今までのリーディングの部分を声を出して読んでおくこと。今までの文法
項目の説明の部分に目を通して、復習をしておくこと。 
14 回 特に動詞の時制について、復習しておく。 
15 回 今までの学習でわかりにくかったところ、疑問に思うことを、あらかじめ
チェックしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB121D2 
成績評価 定期試験 ７０％、 提出物とミニテスト ３０％ 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 応用物理学科(〜12),生物化学科(〜12),臨床生命科学科(〜12),動物学科(〜12) 
見出し FB121D2 英語Ⅱ 
担当教員名 佐久川 豊子＊ 
単位数 2 
教科書 Aim High for the TOEIC Test/Kayoko Shiomi/SEIBIDO 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 エアコンの音に対する苦情があり、それが熱心さをそぐことにつながるとすれば

心苦しいと思う。エアコン以外にも換気扇の音もあるので、授業中に細かく配慮
したいと思う。 

科目名 英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 英和辞典、和英辞典 
授業形態 講義 
注意備考 自分の将来像を視野にいれて、優れた英語⼒を獲得するため積極的に授業に参加

してくれることを期待しています。 
シラバスコード FB121D2 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC 400 点以上になるような英語⼒を身につけること。 
受講者へのコメント 熱心な授業態度に感心されられた。さらに自ら意欲的にパソコンなども活用して

英語を身近に使えるように、学⼒を発展させていってほしいと思っている。 
連絡先 非常勤講師室、火曜日 1,2 限、金曜日 1,2 限および 5,6 限の前後 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ほとんどの学生がとても熱心に取り組んでくれ、それがアンケート結果にも出て
いたと思う。テキストがやや難しかったが、よく予習などもしていたと思う。 

英文科目名 English II 
関連科目 英語Ⅰ/Ⅱ、科学英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 英語に対するモーティベーションを強く持てるような資料などを準備したいと

思う。 
講義目的 読み、話し、読み、書く、という４技能を用いた総合的なコミュニケーション能

⼒を養成する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 後期を通しての学習について、ポイントと注意点を説明する。Unit 7-1 ス

ポーツについてのリスニング問題をやりながら、好きなスポーツについての応答



練習をする。 
2 回 Unit 7-2 スポーツ選手とファンを結ぶ手紙の読解問題をして、書く練習も
する。 
3 回 Unit 7-3 復習をする。Unit 8-1 リスニング、不定詞の学習をする。 
4 回 Unit 8-2 セミナー案内状、留学案内の読解の学習をする。 
5 回 Unit 8-3 読解の内容とそれぞれの将来への展望について、話す練習をする。
復習をする。 
6 回 Unit 9-1 リスニング、および助動詞を中心に学習する。 
7 回 Unit 9-2 ビジネスレター、指示文の読解をとうして、助動詞に注目して、
その用法を学習する。 
8 回 Unit 10-1 リスニング、および関係代名詞を学習する。 
9 回 Unit 10-2 ⻑文の⽳埋め問題、英語表現から情報内容を推測する学習をす
る。 
10 回 Unit 10-3 復習を中心に情報の発信(話す、書く）練習をする。 
11 回 Unit 11-1 リスニング および関係副詞の学習をする。 
12 回 Unit 11-2 リーディングの学習を通して、書き手と読み手のお互いへの影
響を考え、書くことを通しての働きかけについて学習する。 
13 回 Unit 12-1 リスニングおよび仮定法の学習をする。 
14 回 Unit 12-2 りーディングを通して速読を学習する。 
15 回 Unit 9-12 復習を中心に学習する。 

準備学習 1 回 Unit 7 前半の単語調べと内容を大まかに把握しておくこと。 
2 回 Unit 7 後半の単語調べと内容の把握をしておくこと。 
3 回 Unit 7 の CD をもう一度聞きながら、声を出して一緒に読む練習をしてみ
ること。 
4 回 Unit 8 CD を聞き、58-62 ページの単語調べをしておくこと。 
5 回 Unit 8 後半の単語調べと大まかに内容を把握しておくこと。 
6 回 Unit 8 音読で英語がよりしっかりと身につくので、この Unit を音読してく
ること。Unit 9 
前半の単語調べをしてくること。 
7 回 Unit 9 後半の単語調べと大まかな内容の把握をしておくこと。 
8 回 Unit 10 前半の単語調べ、内容の把握をしておくこと。 
9 回 Unit 10 後半の単語調べ、内容の把握をしておくこと。 
10 回 Unit 10 助動詞、Text Completion の復習をしておくこと。 
11 回 Unit 11 前半の単語調べ、CD を聞いておくこと。 
12 回 Unit 11 後半の単語調べ、内容の把握をしておくこと。 
13 回 Unit 12 前半の単語調べ、内容の把握をしておくこと。 
14 回 Unit 12 後半の単語調べ、内容の把握をしておくこと。Unit 9-12 復習を
しておくこと。 
15 回 後期の学習の中で理解しにくかったことなどをチェックしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB121E1 
成績評価 試験６０％、小テスト２０％、提出物１０％、授業参加度１０％ 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス  
見出し FB121E1 英語Ⅰ 
担当教員名 赤羽 美鳥＊ 
単位数 2 
教科書 Aim High for the TOEIC Test/塩見佳代子・Richard Silver・滝⽥尚広/成美堂 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar,Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 とくになし 
科目名 英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 英和辞書（手持ちのもの、携帯電話の辞書は不可） 
授業形態 講義 
注意備考 欠席日数が 1/3 をこえる者は定期試験の受験資格を失う 
シラバスコード FB121E1 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC400 点相当になるような英語⼒を身につけること 
受講者へのコメント このクラスは、難しいテクストにチャレンジしているので、毎回予習や授業内容

の把握が大変だと思う。しかし、よくまじめに努⼒している学生が多く、感心し
ている。ただ、難しすぎると感じている⼈もいると思われる。自宅学習にしっか
りと取り組むかどうかで、授業内容の把握も違ってくるので、頑張ってほしい。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 Ａの週当たりの学習時間が、若干少ないようであった。Ｃの総合評価に関しては、
満足・ほぼ満足が 8 割であった。学生の皆さんのモチベーションの高さであると
思う。 

英文科目名 English I 
関連科目 英語 II、科学英語 I・II・III・IV、英会話 I・II、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 難しい箇所は、もう少し分かり易く説明したり、板書したりするつもりである。 
講義目的 聞き、話し、読み、書くという４技能を用いた総合的コミュニケーション能⼒を

養成する 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 テクストの確認、準備学習、復習などを含めた学習方法の説明、講義の進め

方について説明をする。 
2 回 Unit 1 Shopping(Part 1-3)を学習する。(進度については、変更する場合が



ある)。 
3 回 Unit 1(Part4-5)を学習する。 
4 回 Unit 1 (Part6-7)を学習する。 
5 回 Unit 2 Restaurant(Part1-3)を学習する。 
6 回 Unit 2 (Part4-5)を学習する。 
7 回 Unit 2(Part6-7)を学習する。 
8 回 Unit 3 Entertainment (Part 1-3)を学習する。 
9 回 Unit 3(Part4-5)を学習する。 
10 回 Unit 3（Part6-7)を学習する。 
11 回 Unit 4 Job Hunting(Part1-3)を学習する。 
12 回 Unit 4(Part4-5)を学習する。 
13 回 Unit 4(Part6-7)を学習をする。 
14 回 Unit 1-4 の review test をする。 
15 回 前期の復習をする。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、テクストに目を通しておくこと。 
2 回 分からない語彙など辞書で確認し、授業に備えておくこと。 
3 回 分からない語彙など辞書で確認し、授業に備えておくこと。 
4 回 分からない語彙など辞書で確認し、授業に備えておくこと。 
5 回 分からない語彙など辞書で確認し、授業に備えておくこと。 
6 回 分からない語彙など辞書で確認し、授業に備えておくこと。 
7 回 分からない語彙など辞書で確認し、授業に備えておくこと。 
8 回 分からない語彙など辞書で確認し、授業に備えておくこと。 
9 回 分からない語彙など辞書で確認し、授業に備えておくこと。 
10 回 分からない語彙など辞書で確認し、授業に備えておくこと。 
11 回 分からない語彙など辞書で確認し、授業に備えておくこと。 
12 回 分からない語彙など辞書で確認し、授業に備えておくこと。 
13 回 分からない語彙など辞書で確認し、授業に備えておくこと。 
14 回 分からない語彙など辞書で確認し、授業に備えておくこと。 
15 回 前期試験に向けて、十分復習をすること。 

 



年度 2012 
授業コード FB121E2 
成績評価 試験６０％、小テスト２０％、提出物１０％、授業参加度１０％ 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 応用物理学科(〜12),生物化学科(〜12),臨床生命科学科(〜12),動物学科(〜12) 
見出し FB121E2 英語Ⅱ 
担当教員名 赤羽 美鳥＊ 
単位数 2 
教科書 Aim High for the TOEIC Test/塩見佳代子・Richard Silver・滝⽥尚広/成美堂 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar,Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 リスニング⼒がアップした。→ただ聴くだけでなく、音読が大切です。今後も頑

張って下さい。文法の歴史的背景が聞けて勉強になった→私のこれまでの研究を
できるだけ皆さんへの授業に還元できるように頑張ります。 

科目名 英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 英和辞書（手持ちのもの、携帯電話の辞書は不可） 
授業形態 講義 
注意備考 欠席日数が 1/3 をこえる者は定期試験の受験資格を失う 
シラバスコード FB121E2 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC400 点相当になるような英語⼒を身につけること 
受講者へのコメント 今後は、授業で指示されたことをこなすだけでなく、自ら積極的に英語の勉強に

取り組んでほしい。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 このクラスは、ほとんどの学生が学習意欲が高く、受講態度もよかった。各項目
とも、あまり問題はなかった。 

英文科目名 English II 
関連科目 英語 I、科学英語 I・II・III・IV、英会話 I・II、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 今後も、分かりやすい授業に努めるとともに、皆さんが自分で勉強の幅を広げる

手助けをしていきたい。 
講義目的 聞き、話し、読み、書くという４技能を用いた総合的コミュニケーション能⼒を

養成する 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 後期の学習方法、授業の進め方について説明する。 

2 回 Unit 5 Hotel Stay(Part 1-3)を学習する。(進度については、変更する場合が
ある)。 



3 回 Unit 5(Part4-5)を学習する。 
4 回 Unit 5 (Part6-7)を学習する。 
5 回 Unit 6 Business(Part1-3)を学習する。 
6 回 Unit 6 (Part4-5)を学習する。 
7 回 Unit 6(Part6-7)を学習する。 
8 回 Unit 7 Sports (Part 1-3)を学習する。 
9 回 Unit 7(Part4-5)を学習する。 
10 回 Unit 8（Part6-7)を学習する。 
11 回 Unit-5-8 の review test をする。 
12 回 Unit 9 Services(Part1-3)を学習する。 
13 回 Unit 9(Part4-5)を学習をする。 
14 回 Unit 9(Part6-7)を学習する。 
15 回 後期の復習をする。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、テクストに目を通しておくこと。 
2 回 分からない語彙など辞書で確認し、授業に備えておくこと。 
3 回 分からない語彙など辞書で確認し、授業に備えておくこと。 
4 回 分からない語彙など辞書で確認し、授業に備えておくこと。 
5 回 分からない語彙など辞書で確認し、授業に備えておくこと。 
6 回 分からない語彙など辞書で確認し、授業に備えておくこと。 
7 回 分からない語彙など辞書で確認し、授業に備えておくこと。 
8 回 分からない語彙など辞書で確認し、授業に備えておくこと。 
9 回 分からない語彙など辞書で確認し、授業に備えておくこと。 
10 回 分からない語彙など辞書で確認し、授業に備えておくこと。 
11 回 分からない語彙など辞書で確認し、授業に備えておくこと。 
12 回 分からない語彙など辞書で確認し、授業に備えておくこと。 
13 回 分からない語彙など辞書で確認し、授業に備えておくこと。 
14 回 分からない語彙など辞書で確認し、授業に備えておくこと。 
15 回 後期試験に向けて、十分復習をすること。 

 



年度 2012 
授業コード FB121F1 
成績評価 提出課題 20%、 試験 80%により成績を評価する。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス  
見出し FB121F1 英語Ⅰ 
担当教員名 石⽥ 美佐江 
単位数 2 
教科書 smart CHOICE 2／Ken Wilson／Oxford University Press 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 スクリーンやプロジェクターなどの教材提示装置が「薄くて見えにくいときがあ

った。」---教室に差し込む光の加減などで 
見えにくくなる時があると思います。その場合には、比較的⼈数の割には広い教
室ですので、前の席に移動するように 
してください。よろしくお願いします。 
「理解が深まった」---このような評価をしてもらえて良かったと感じています。
ありがとう。後期も満足してもらえるよう 
続いて努⼒します。 

科目名 英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 辞書を必ず持参すること。 
シラバスコード FB121F1 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC300 点相当以上になるような英語⼒を身につけること。 
受講者へのコメント 「宿題などの指示された課題に取り組んだ」が 87.9％でしたので、英語 II では

さらに多くの学生がこの回答を選択してくれることを希望しています。 
「指示された課題以外の学習にも自主的に取り組んだ」が２件の回答でした。
TOEIC 受験など具体的な目標を皆さんがそれぞれ 
設定して、自主的に学習もしてください。 

連絡先 6 学舎 4 階石⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業について満足とほぼ満足の合計が 81.9％、教員の意欲が「感じられた」「少
し感じられた」の合計が 96.9％、 
授業の手法、授業の進行と教材の提示については「特にない」がそれぞれ 90.9％、
93.9％でしたので、特に問題がない評価を 
受けていると考えています。 



英文科目名 English I 
関連科目 英語 II 科学英語 I・II・III・IV 英会話 I・II TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 「1 回の授業で扱う量が少ない」「教科書や資料のレベルが、もう少し高くても良

い」「宿題など、授業時間外の学習方法を、 
はっきりと示してほしい」、「⿊板やプロジェクターなどを、もっと利用するとよ
い」、「授業の時間配分を考えて進めて 
ほしい」への回答がそれぞれ１つありましたので、これらの項目についてさらに
気を付けたいと考えています。 

講義目的 4 技能を用いた日常的コミュニケーション能⼒の養成を目指す。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 簡単な自己紹介文を作成する。 

英語学習方法や今後の講義について説明する。  
p2-p3 の Essential English にでてくる英語表現を練習する。 
2 回 Unit 1 How was your vacation?の Vocabulary や Grammar&Pronunciation に
ついて説明する。 
vacation や activities についての語彙、agreeing and disagreeing に関する文法、
word stress について説明し、練習問題を解説する。 
3 回 Unit 1 How was your vacation?の Listening や Reading について説明する。 
vacations についての話を聞いて内容を理解したり、mountain climing for charity
についての英文を読んで内容を理解する。 
4 回 Unit 2 I think it's exciting!の Vocabulary や Grammar&Pronunciation につ
いて説明する。 
movies や music についての語彙、-ing や-ed で終わる形容詞に関する文法、単語
の最後の ed の発音方法について説明し、練習問題を解説する。 
5 回 Unit 2 I think it's exciting!の Listening や Reading について説明する。 
relaxing についての話を聞いて内容を理解したり、the cost of hit movies につい
ての英文を読んで内容を理解する。 
6 回 Unit 3 Do it before you're 30!の Vocabulary や Grammar&Pronunciation
について説明する。 
extreme sports についての語彙、現在完了に関する文法、子音と⺟音の連結に関
する発音の方法について説明し、練習問題を解説する。 
7 回 Unit 3 Do it before you're 30!の Listening や Reading について説明する。 
３⼈の extreme athletes のインタヴューを聞いて内容を理解したり、Yves Rossy
さんについての英文を読んで内容を理解する。 
8 回 第１回から第７回までを復習する。 
p.22(音楽についての会話）の練習問題の解説をし、口に出して一緒に練習をす
る。 
p.23（Jen Jones さんについての英文）の練習問題を解説する。 
9 回  Unit 4  The best place in the world! の Vocabulary や
Grammar&Pronunciation について説明する。 
geography についての語彙、形容詞の最上級に関する文法、音声上の t の脱落に
ついて説明し、練習問題を解説する。 



10 回 Unit 4 The best place in the world!の Listening や Reading について説明
する。 
world geography についての話を聞いて内容を理解したり、Australia's most 
dangerous animals についての英文を読んで内容を理解する。 
11 回 Unit 5 Where's the party?の Vocabulary や Grammar&Pronunciation に
ついて説明する。 
celebrations についての語彙、時を表す副詞節に関する文法、副詞節のあとの音
声上の休止について説明し、練習問題を解説する。 
12 回 Unit 5 Where's the party?の Listening や Reading について説明する。 
New Year's traditions についての話を聞いて内容を理解したり、festivals in Brazil, 
peru, and Mexico についての英文を読んで内容を理解する。 
13 回 Unit 6 You should try it!の Vocabulary や Grammar&Pronunciation につ
いて説明する。 
lifestyles についての語彙、should や have to に関する文法、has to や have to の
発音について説明し、練習問題を解説する。 
14 回 Unit 6 You should try it!の Listening や Reading について説明する。 
lifestyles についての話を聞いて内容を理解したり、stress の対処法についての英
文を読んで内容を理解する。 
15 回 第９回から第１４回までの復習をする。 
p.42(vacation plans についての会話）の練習問題の解説をし、口に出して一緒に
練習をする。 
p.43（marathon についての英文）の練習問題を解説する。 

準備学習 1 回 シラバスの内容を確認しておくこと。 
簡単な英語での自己紹介文を考えておくこと。 
2 回 p2-p3 に出てきた英語表現を練習しておくこと。 
p4-p6 に出てくる単語を辞書で調べ、練習問題をしておくこと。 
3 回 前回の vacation や activities についての語彙、agreeing and disagreeing に関
する文法、word stress を復習しておくこと。 
p7-p9 の単語を辞書で調べ、p8 の英文を読み練習問題をしておくこと。 
4 回 前回の mountain climing for charity についての英文を復習しておくこと。 
p10-p12 の単語を辞書で調べ、練習問題をしておくこと。 
5 回 前回の movies や music についての語彙、-ing や-ed で終わる形容詞に関す
る文法、単語の最後の ed の発音の方法について復習しておくこと。 
p13-p15 の単語を辞書で調べ、p14 の英文を読み練習問題をしておくこと。 
6 回 前回の the cost of hit movies についての英文を復習しておくこと 
p16-p18 の単語を辞書で調べ、練習問題をしておくこと。 
7 回 前回の extreme sports についての語彙、現在完了に関する文法、子音と⺟音
の連結に関する発音の方法について復習しておくこと。 
p19-p21 の単語を辞書で調べ、p20 の英文を読み練習問題をしておくこと。 
8 回 Units 1-3 の練習問題を再度自分で行い、十分に理解しておくこと。 
Units 1-3 の Reading の英文の内容を確認しておくこと。 
Units 1-3 の Listening の英文を口にだして練習しておくこと。 



p22 と p23 の単語を辞書で調べ、英文を読み練習問題をしておくこと。 
9 回 p24-p26 の単語を辞書で調べ練習問題をしておくこと。 
10 回 前回の geography についての語彙、形容詞の最上級に関する文法、音声上
の t の脱落について復習しておくこと。 
p28-p29 の単語を辞書で調べ、p28 の英文を読み練習問題をしておくこと。 
11 回 前回の Australia's most dangerous animals についての英文を復習しておく
こと。 
p30-p32 の単語を辞書で調べ、練習問題をしておくこと。 
12 回 前回の celebrations についての語彙、時を表す副詞節に関する文法、副詞
節のあとの音声上の休止について復習しておくこと。 
p33-p35 の単語を辞書で調べ、p34 の英文を読んでおくこと。 
13 回 前回の New Year's traditions についての英文を復習しておくこと。 
p36-p38 の単語を辞書で調べ、練習問題をしておくこと。 
14 回 前回の lifestyles についての語彙、should や have to に関する文法、has to
や have to の発音を復習しておくこと。 
p40-p41 の単語を辞書で調べ、p40 を読んでおくこと。 
15 回 前回の stress の対処法についての英文を復習しておくこと。 
p42-p43 の単語を辞書で調べ、英文を読み練習問題をしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB121F2 
成績評価 提出課題 20%、 試験 80%により成績を評価する。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 応用物理学科(〜12),生物化学科(〜12),臨床生命科学科(〜12),動物学科(〜12) 
見出し FB121F2 英語Ⅱ 
担当教員名 石⽥ 美佐江 
単位数 2 
教科書 smart CHOICE 2／Ken Wilson／Oxford University Press 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「（空調節部）さむい」---服装を考えて、節電に協⼒してください。 
科目名 英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 講義 
注意備考 辞書を必ず持参すること 
シラバスコード FB121F2 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC300 点相当以上になるような英語⼒を身につけること。 
受講者へのコメント 授業時間外の学習時間が「1 時間以上」に 54.5%（3 時間以上が 1 ⼈）、「30 分程

度」に 30.3%の回答がありましたが、 
「全くしなかった」に 5 ⼈(15.2%)の回答があったことは残念です。教科書附属
のオンライン練習問題を課題として 2 週に 1 回程度課していましたが、取り組ま
なかった⼈がいたようです。勉強時間を確保することは大事であると思います。
英語の勉強を自主的にも続けてください。 
「1 回の授業で扱う量が少ない」に 2 ⼈、「教科書や資料のレベルが、もう少し高
くても良い」に 1 ⼈の回答がありました。 
受講クラスにつ 

連絡先 ６学舎４階石⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 「この分野への理解が深まった」に 75.8%、「この分野への興味、関心が高まっ
た」に 18.2%、「この分野での技能・技術が向上した」に 15.2%、「この分野と他
の分野との関連性がわかった」「学習方法の改善に役立った」にそれぞれ 1 ⼈の
回答が 
ありました。 
授業の目標を達成「できた」「だいたいできた」に 81.9%、教員の熱意が「感じ
られた」「少し感じられた」に 90.9%、 
「満足」「ほぼ満足」に 78.7%の回答がありました。 



授業の手法について「特にない」に 90.9%、授業の進行と教材の提示について「特
にない」 

英文科目名 English II 
関連科目 英語 I 科学英語 I・II・III・IV 英会話・I・II TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 資料提示などでパワーポイントなどをさらに活用したいと考えています。 
講義目的 4 技能を用いた日常的コミュニケーション能⼒の養成を目指す。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 前期の復習と Unit7 There are too many stores!の Vocabulary や Grammar

について説明する。 
ショッピングについての語彙、too/not enough/too many/too much の使い方に
ついて説明し、練習問題の解説をする。 
2 回 Unit 7 There are too many stores!の Pronunciation や Listening について説
明する。 
不満を表現する時の word stress について説明し練習をする。 
people's shopping preferences についての話をを聞いて内容を理解する。 
練習問題の解説をする。 
3 回 Unit 7 There are too many stores!の Reading について説明する。 
People's opinions of online shopping についての英文を読んで内容を理解する。 
練習問題の解説をする。 
4 回 Unit 8 I like guys who are creative.の Vocabulary や Grammar について説明
する。 
appearance and personality についての語彙、関係節についての文法を説明し、練
習問題の解説をする。 
5 回 Unit 8 I like guys who are creative.の Pronunciation、Listening や Reading
について説明する。 
Word stress and content words について説明し練習する。 
voicemail messages を聞いて内容を理解する。 
date suggestions についての英文を読んで内容を理解する。 
練習問題を解説する。 
6 回 Unit 9 What were you doing?の Vocabulary や Grammar について説明する。 
accidents and injuries についての語彙、過去進行形についての文法を説明し、練
習問題の解説をする。 
7 回 Unit 9 What were you doing?の Pronunciation、Listening や Reading につ
いて説明する。 
/y/と連結する音について説明し練習する。 
accidents and injuries についての話を聞いて内容を理解する。 
a six-year-old driver についての英文を読んで内容を理解する。 
練習問題を解説する。 
8 回 第１回から第７回までを復習する。 
p.62(ショッピングモールで出会った知⼈についての会話）の練習問題の解説を
し、口に出して練習をする。 
p.63（屋外あるいは屋内での事故の危険についての英文）の練習問題を解説する。 



9 回 Unit 10 It must be an elephant.の Vocabulary や Grammar について説明す
る。 
extreme natural events についての語彙、may、might、could、can't、must につい
ての文法を説明し、練習問題の解説をする。 
10 回 Unit 10 It must be an elephant.の Pronunciation、Listening や Reading に
ついて説明する。 
推量における word stress について説明し、口に出して練習する。 
extreme natural events についての話を聞いて内容を理解する。 
storm chasing についての英文を読んで内容を理解する。 
練習問題を解説する。 
11 回 Unit 11 I used to sing.の Vocabulary や Grammar について説明する。 
school activities についての語彙、used to の使い方について説明し、練習問題の
解説をする。 
12 回 Unit 11 I used to sing.の Pronunciation、Listening や Reading について説
明する。 
used to の発音の仕方について説明し、口に出して練習する。 
family history についてのインタヴューを聞いて内容を理解する。 
Cameron Diaz についての英文を読んで内容を理解する。 
練習問題を解説する。 
13 回 Unit 12 Living in a pyramid の Vocabulary や Grammar について説明する。 
places to live についての語彙、if 節と助動詞の使い方について説明し、練習問題
の解説をする。 
14 回 Unit 12 Living in a pyramid の Pronunciation、Listening や Reading につ
いて説明する。 
if you の発音の仕方について説明し、口に出して練習する。 
ラジオ番組での学生の話を聞いて内容を理解する。 
building projects of the future についての英文を読んで内容を理解する。 
練習問題を解説する。 
15 回 p.82(a job interview での会話）の練習問題の解説をし、口に出して練習を
する。 
p.83（地震が起こった時の対処法についての英文）の練習問題を解説する。 

準備学習 1 回 シラバスの内容を確認しておくこと。 
前期で学んだ部分、p2-p43 を復習しておくこと。 
p44-p46 の単語を辞書で調べ、練習問題をしておくこと。 
2 回 前回のショッピングについての語彙、too/not enough/too many/too much
の使い方を復習しておくこと。 
p47 の単語を辞書で調べ、問題(BEFORE YOU LISTEN)をしておくこと。 
3 回 前回の不満を表現する時の word stress を口に出して練習しておくこと。 
前回の Listening の people's shopping preferences についての話を口に出して練
習しておくこと。 
p48 の単語を辞書で調べ、People's opinions of online shopping についての英文
を読み、練習問題をしておくこと。 



4 回 前回の People's opinions of online shopping についての英文を復習しておく
こと。 
p50-p52 の単語を辞書で調べ、練習問題をしておくこと。 
5 回 前回の appearance and personality についての語彙、関係節についての文法
を復習しておくこと。 
p53-p54 の単語を辞書で調べ、date suggestions についての英文を読み、練習問
題をしておくこと。 
6 回 前回の voicemail messages を口に出して練習しておくこと。 
前回の date suggestions についての英文を復習しておくこと。 
p56-p58 の単語を辞書で調べ、練習問題をしておくこと。 
7 回 前回の accidents and injuries についての語彙、過去進行形についての文法
を復習しておくこと。 
p59-p60 の単語を辞書で調べ、a six-year-old driver についての英文を読み、練習
問題をしておくこと。 
8 回 Units7-9 の練習問題を再度行い、十分に理解しておくこと。 
p62-p63 の単語を辞書で調べ、英文を読み、練習問題をしておくこと。 
9 回 前回のショッピングモールで出会った知⼈についての会話を口に出して練
習すること。、 
屋外あるいは屋内での事故の危険についての英文を復習しておくこと。 
p64-p66 の単語を辞書で調べ、練習問題をしておくこと。 
10 回 前回の extreme natural events についての語彙、may、might、could、can't、
must についての文法を復習しておくこと。 
p67-p68 の単語を辞書で調べ、storm chasing についての英文を読み、練習問題を
しておくこと。 
11 回 前回の extreme natural events についての話を口に出して練習しておくこ
と。 
前回の storm chasing についての英文を復習しておくこと。 
p70-p72 の単語を辞書で調べ、練習問題をしておくこと。 
12 回 前回の school activities についての語彙、used to の使い方を復習しておく
こと。 
p73-p74 の単語を辞書で調べ、Cameron Diaz についての英文を読み、練習問題
をしておくこと。 
13 回 前回の family history についてのインタヴューを口にだして練習しておく
こと。 
前回の Cameron Diaz についての英文を復習しておくこと。 
p76-p78 の単語を辞書で調べ、練習問題をしておくこと。 
14 回 前回の places to live についての語彙、if 節と助動詞の使い方を復習してお
くこと。 
p79-p80 の単語を辞書で調べ、building projects of the future についての英文を
読み、練習問題をしておくこと。 
15 回 前回のラジオ番組での学生の話を口に出して練習しておくこと。 
前回の building projects of the future についての英文を復習しておくこと。 



p82-p83 の単語を辞書で調べ、英文を読み、練習問題をしておくこと。 
 



年度 2012 
授業コード FB121G1 
成績評価 定期試験 50%  Mini Test 40%  課題提出 10 % 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス  
見出し FB121G1 英語Ⅰ 
担当教員名 是近 成子＊ 
単位数 2 
教科書 The TOEIC TEST TRAINER Target 350/Masami Tanabe 他/センゲージ ラー

ニング株式会社 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 映画を導入したことが非常に興味をひき、効果があったようです。問題を解くだ

けではなく、映像を通して異文化を味わっていただきたいと思います。 
科目名 英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 英和辞書、和英辞書 
授業形態 講義 
注意備考 授業には必ず辞書を持参すること。授業内で頻繁に単語の意味を辞書で確認しま

す。 
シラバスコード FB121G1 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC300 点相当以上になるような英語⼒を身につけること 
受講者へのコメント 授業を通して学生が自主的に英語学習に取り組めるよう刺激ある授業を試みた

い。インターネット上にたくさんの TOEIC 教材が見つけられるので、授業内の
教科書だけではなく自分で見つけた教材をうまく使って学習することに挑戦し
て見て下さい。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業時間外の週あたり学習時間について、一番比重の多かった時間が 30 分程度
というのは少し残念です。もう少し自宅学習時間が増えるように授業を工夫して
いきたいとも考えますが、大学生として自学自習できる努⼒もしていただきたい
と思います。 

英文科目名 English I 
関連科目 英語 II、科学英語 I・II・III・IV、英会話 I・II、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 宿題、課題以外にも自主的に取り組める資料を提供していきたい。 
講義目的 ４技能を用いた日常的コミュニケ―ション能⼒の養成を目指す 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 TOEIC についての説明 
Pre-Test (Listening) 
2 回 Pre-Test (Reading) 
3 回 Unit 1 オフィスで Listening Part 
4 回 Unit 1 オフィスで Reading Part 
5 回 Unit 2 買い物 Listening Part 
6 回 Unit 2 買い物 Reading Part 
7 回 Unit 3 食事 Listening Part 
8 回 Unit 3 食事 Reading Part 
9 回 Mini Test 1 
10 回 Unit 4 健康・スポーツ Listening Part 
11 回 Unit 4 健康・スポ―ツ Reading Part 
12 回 Unit 5 コマーシャル Listening Part 
13 回 Unit 5 コマーシャル Reading Part 
14 回 Unit 6 数字 Listening Part 
15 回 Unit 6 数字 Reading Part/ Mini Test 2 

準備学習 教科書の内容に入ってからは、毎回授業の前にその日学習する予定の範囲の単語
を調べて予習を済ませておく。 

 



年度 2012 
授業コード FB121G2 
成績評価 定期試験 50%  Mini Test 20%  Post Test 20%  課題提出 10 % 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 応用物理学科(〜12),生物化学科(〜12),臨床生命科学科(〜12),動物学科(〜12) 
見出し FB121G2 英語Ⅱ 
担当教員名 是近 成子＊ 
単位数 2 
教科書 The TOEIC TEST TRAINER Target 350/Masami Tanabe 他/センゲージ ラー

ニング株式会社 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 TOEIC の教材を使用したので、既成のリスニング教材だけではなく生きた英語

が聴ける映画を授業の中で使用したのが楽しかったようです。今後も時々講義に
少しづつ取り入れていく予定です。 

科目名 英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 英和辞書、和英辞書 
授業形態 講義 
注意備考 授業には必ず辞書を持参すること。授業内で頻繁に単語の意味を辞書で確認しま

す。 
シラバスコード FB121G2 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC300 点相当以上になるような英語⼒を身につけること 
受講者へのコメント 遅刻や欠席も非常に少なく、勤勉な学生が多いため全体的に学習意欲の高いクラ

スだったと思います。その学習意欲を 4 年生まで保持できるよう努⼒することを
期待します。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 宿題への取り組みと自主学習への取り組みを合わせて 93%近くになっており、
多くの学生が積極的な学習姿勢を持っていました。今後も是非同じ姿勢で学習を
続けて欲しいと思います。 

英文科目名 English II 
関連科目 英語 I、科学英語 I・II・III・IV、英会話 I・II、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 授業時間外の学習時間が 30 分程度という学生が多いので、もう少し学習時間が

増加するような指導を行っていくよう心がけたいと思います。 
講義目的 ４技能を用いた日常的コミュニケ―ション能⼒の養成を目指す 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 Unit 7 日常生活のトラブル Listening Part 
2 回 Unit 7 日常生活のトラブル Reading Part 
3 回 Unit 8 余暇・社交 Listening Part 
4 回 Unit 8 余暇・社交 Reading Part 
5 回 Unit 9 ガイド Listening Part 
6 回 Unit 9 ガイド Reading Part 
7 回 Mini Test 1 
8 回 Unit 10 説明 Listening Part 
9 回 Unit 10 説明 Reading Part 
10 回 Unit 11 いろいろな国の英語１ Listening Part 
11 回 Unit 11 いろいろな国の英語１ Reading Part 
12 回 Unit 12 いろいろな国の英語２ Listening Part 
13 回 Unit 12 いろいろな国の英語２ Reading Part 
14 回 Post Test (Listening) 
15 回 Post Test (Reading) 

準備学習 教科書の内容に入ってからは、毎回授業の前にその日学習する予定の範囲の単語
を調べて予習を済ませておく。 

 



年度 2012 
授業コード FB121H1 
成績評価 試験 50％ 宿題、予習、復習小テスト 50％の合計で評価する 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス  
見出し FB121H1 英語Ⅰ 
担当教員名 下林 千賀子＊ 
単位数 2 
教科書 SUSSESSFUL KEYS TO THE TOEIC TEST1／ 

Atsushi Mizumoto, Mark D. Stafford／ 
PRASON LONGMAN 

アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 英語の理解が深まった。英語が苦手だけど、進むスピードがゆっくりだったので

わかりやすかった。自分の⼒を実感することができた。英語苦手だけどごめんな
さい。--(回答) 自分の⼒を知ることは大切な一歩です。引き続きどんどん勉強
して、今いるところから少しずつでも前進してくださいね。 
余談がおもしろかった。面白くて好きです。高校の先生に似ていて雰囲気がいい。
--好感を持ってくれてありがとう。話よく聞いてくれていてうれしいです。 あ
と厳しい意見もありました。辞書をもってきていない、予習をしてきていない⼈
にもっと厳しく 

科目名 英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 英和辞書 英英辞書 The TOEIC TEST TRAINER / Cengage 
授業形態 講義 
注意備考 ３分の１以上欠席すると単位は与えられません。出席は毎回とります。 

遅刻 3 回で一回欠席とみなします。 
辞書を持参すること。宿題は必ずやってくること。 

シラバスコード FB121H1 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC300 点相当以上になるような英語⼒を身につけること。 
受講者へのコメント 毎回の課題と予習をよくやってきてくれています。自分の英語の⼒の向上につな

がりますので、引き続き勉強してください。 
授業の取り組みも熱心でとてもいいと思います。授業以外でもリスニングＣＤを
繰り返し聞いて練習してください。 
実際に実行してくれている⼈もたくさんいるので 頼もしいです。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業時間以外の学習は 2 時間以上が 10％、1 時間程度が 33．3％、30 分程度が



50％で全くしなかった⼈は一⼈だけでした。 
毎回課題を出していたので家で学習していました。 
この授業におけるあなたの成⻑については、この分野への理解が深まったが
60％、興味関心が高まったが 16.7％、技能が向上したが 26.7％でした。授業の満
足度は、ほぼ満足以上が 80％ありました。 
辞書を積極的に使いましたか、の質問に対してＡＢ回答が 83．3 Ｃが 10％で
93.3％がふつう以上に使っていて、ＤＥが 6.6％つまり全く使わない⼈が 2 

英文科目名 English I 
関連科目 英語Ⅱ， 科学英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ， 英会話Ⅰ・Ⅱ， TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 一生懸命やっている⼈の中で やはり 辞書を使って取り組んでいない⼈が二

⼈ほどいます。 
自由記述で指摘があったように この対策をどうするか改善するべきところで
す。 

講義目的 4 技能を用いた日常的コミュニケーション能⼒の養成を目指す。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Introduction: Syllabus（授業計画、テキスト、出席、予習宿題等 

                           履修上の注意の説明をする） 
Unit 1 Daily life 日常生活で使われる単語とフレーズ表現を学習する 
           リスニング練習とディクテーションをする 
2 回 Unit 1 Daily life  日常生活で使われる単語とフレーズ表現を学習する 
     文法 品詞の違いを知る／リーディング 広告を読むこととする 
3 回 Unit 2 Places--場所を表す単語とフレーズ表現を学習する  
         リスニング練習とディクテーションをする 
4 回  Unit 2 Places  場 所 を 表 す 単 語 と フ レ ー ズ 表 現 を 学 習 す る              
リーディング 注文カタログ、カードを読むこととする 
5 回 Unit 3 People  職業名に関する単語とフレーズ表現を学習する 
         リスニング練習とディクテーションをする 
6 回 Unit 3 People  職業名に関する単語とフレーズ表現を学習する 
      文法 代名詞／リーディング 図表と手紙を読むこととする 
7 回 Unit 4 Travel 旅行、出張に関する単語とフレーズ表現を学習する 
        リスニング練習とディクテーションをする 
8 回 Unit 4 Travel 旅行、出張に関する単語とフレーズ表現を学習する 
        リーディング 案内を読むこととする 
9 回 Unit5Business ビジネスシーンで使われる単語とフレーズ表現を学習する 
       リスニング練習とディクテーションをする 
10 回 Unit5 Business ビジネスシーンで使われる単語とフレーズ表現を学習する 
       文法 動詞の形／リーディング 通知メモを読むこととする 
11 回 TOEIC テスト 350 点用の練習問題をする 
リスニング、リーディングの答え合わせと解説をする 
12 回 Unit 6 Office オフィスで使われる単語とフレーズ表現を学習する 
        リスニング練習とディクテーションをする 
13 回 Unit 6 Office オフィスで使われる単語とフレーズ表現を学習する 



         リーディング 手紙を読むこととする 
14 回 Unit 7 Techhnology テクノロジー関連の単語とフレーズ表現を学習する 
         リスニング練習とディクテーションをすることとする 
15 回 Unit 7 Techhnology テクノロジー関連の単語とフレーズ表現を学習する 
           リーディング 図表と手紙を読むこととする 
16 回 前期テスト Unit 1 - Unit 7 までのテストをする 

準備学習 リスニングパートの準備として、ユニットの最初の単語とフレーズ表現を学習し
てくること。 
リーディングパートの準備として リーディングパートの問題を自分で解いて
おくこと。 
ユニットごとに配布されるプリントを宿題としてやってくること。 
小テストの勉強をすること。 

 



年度 2012 
授業コード FB121H2 
成績評価 試験 50％ 宿題、予習、復習小テスト 50％の合計で評価する 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 応用物理学科(〜12),生物化学科(〜12),臨床生命科学科(〜12),動物学科(〜12) 
見出し FB121H2 英語Ⅱ 
担当教員名 下林 千賀子＊ 
単位数 2 
教科書 SUSSESSFUL KEYS TO THE TOEIC TEST1／ 

Atsushi Mizumoto, Mark D. Stafford／ 
PRASON LONGMAN 

アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「わかりやすかった。予習する習慣がついた。一年間ありがとうございました。

これからもっとがんばります。」 
「もっと勉強しなくてはいけないと思いました。TOEIC を受けてみようと思い
ました。英語頑張ります。課題をしっかりやることができた」  
「先生の授業は楽しかったです。英語をもっと勉強しようと思います。リスニン
グに多く取り組むことができ、以前よりよく聞き取れるようになった。TOEIC 受
けてみたいです。」「授業を受けて、なんとなくですが、今までより文章が分かっ
たり、リスニングの聞き取りができてきた気がします。 

科目名 英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 英和辞書 英英辞書 The TOEIC TEST TRAINER/ Cengage 
授業形態 講義 
注意備考 ３分の１以上欠席すると単位は与えられません。出席は毎回とります。 

遅刻 3 回で一回欠席とみなします。 
辞書を持参すること。 宿題を必ずしてくること 

シラバスコード FB121H2 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC 300 点相当以上がとれるような英語⼒を身につけること 
受講者へのコメント 3)課題に取り組んでいた⼈が 81.3％、21.9％の⼈は課題以外の学習にも取り組ん

で勉強していました。 
アンケートでもわかりますが、よく課題に取り組み、予習をしてきて、授業中も
集中して勉強できていました。 
英語能⼒の高い⼈が多かったので 英語をこれからもしっかり勉強して、
TOEIC の点を UP、就職にも役立ててください。 
期待しています。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への  



対応 
各項目評価に対する所見 B）この授業を受けてよかった点は、この分野への理解が深まった が 81.3％、

興味関心が深まった 21.9％、技能技術が向上した 18.8％ 7)この授業に満足し
ましたか の項目で、満足、ほぼ満足が 87.6％だった 

英文科目名 English II 
関連科目 英語Ⅱ， 科学英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ， 英会話Ⅰ・Ⅱ， TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 S クラスに上がりたい⼈は 成績が達していれば、希望を聞いてあげられるよ

うにしたい。 
講義目的 4 技能を用いた日常的コミュニケーション能⼒の養成を目指す。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  Unit 8 Personnel ⼈事に関連する語と表現を学習する 

          リスニング練習とディクテーションをする 
2 回 Unit 8 Personnel ⼈事に関連する語と表現を学習する 
          リーディング 記事を読むこととする 
3 回 Unit 9 Management 経営に関する語と表現を学習する 
          リスニング練習、ディクテーションをする 
4 回 Unit 9 Management 経営に関する語と表現を学習する 
       文法 接続詞を学ぶ／リーディング 通知を読むこととする 
5 回 Unit 10 Purchasing 売買に関する語と表現を学習する 
          リスニング練習、ディクテーションをする 
6 回 Unit 10 Purchasing 売買に関する語と表現を学習する 
          リーディング 手紙とレシートを読むこととする 
7 回 Unit 11 Finances 経営に関する語と表現を学習する 
          リスニング練習、ディクテーションをする 
8 回 Unit 11 Finances 経営に関する語と表現を学習する 
         文法 時制 ／リーディング レシピを読むこととする 
9 回 Unit 12 Media メディアに関する語と表現を学習する 
        リスニング練習、ディクテーションをする 
10 回 Unit 12 Media メディアに関する語と表現を学習する 
        リーディング 記事を読むこととする 
11 回 Unit 13 Entertainment 娯楽に関する語と表現を学習する 
         リスニング練習、ディクテーションをする 
12 回 Unit 13 Entertainment 娯楽に関する語と表現を学習する 
       文法 前置詞 ／リーディング E メールを読むこととする 
13 回 Unit 14 Health 健康に関する語と表現を学習する 
        リスニング練習、ディクテーションをする 
14 回 Unit 14 Health 健康に関する語と表現を学習する 
         リーディング FAX を読むこととする 
15 回 Unit 15 Restaurants レストラン「に関する語と表現を学習する 
        リスニング、熟語、アンケート申込用紙を読むこととする 
16 回 前期テスト Unit 8 - Unit 15 までのテストをする 

準備学習 リスニングパートの準備として、ユニットの最初の単語とフレーズ表現を学習し



てくること。 
リーディングパートの準備として リーディングパートの問題を自分で解いて
おくこと。 
ユニットごとに配布されるプリントを宿題としてやってくること。 
小テストの勉強をすること。 

 



年度 2012 
授業コード FB121J1 
成績評価 定期試験 60 点、演習課題 30 点、提出課題 10 点により評価する。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス  
見出し FB121J1 英語Ⅰ 
担当教員名 平松 進＊ 
単位数 2 
教科書 The TOEIC Test Trainer Target 350/⽥辺正美他/センゲージラーニング 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 演習問題の解答は、リスニングに関しては原稿を最後に配りますが、これは内容

の確認と事後の反復学習に役立ててもらうためです。リーディングについては、
授業中に担当教員の解説などを集中して聞いてもらう必要性があるでしょう。文
法能⼒が昨今日本でも海外でも見直されていますが、国際的に通用する正確で実
践的な英語⼒に欠かせない文法的アプローチを説いてきましたが、その価値に賛
同理解してくれて満足に思います。テキストは一応 TOEIC に焦点を当てていま
す。理科系なのになぜビジネス主体の TOEIC かという素直な疑問はよくわかり
ま 

科目名 英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない。 
授業形態 講義 
注意備考 授業回数の 3 分の 2 以上の出席を必要とし、遅刻・早退は 30 分以内とし 1 回に

つき 0.5 回分の欠席となる。 
シラバスコード FB121J1 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC300 点相当以上になるような英語⼒を身につけること。 
受講者へのコメント 各単元で重要事項の解説をした後、リスニングとリーディングの演習に攻略的に

取り組んでいますが、授業以外でも自発的で積極的な学習が現在以上に促進され
ることを強く願っています。授業は限定的であり、重要な内容確認とペースメー
カーの場が基本と思っていますので、皆さんからの積極的な質問等の投げかけを
強く期待しています。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 出席回数は、朝の 1・2 時限ということもあってか、実際には回答より少なかっ
たようです。授業時間外の学習の回答には、自発的努⼒の跡が見られ満足に思い
ます。英語への理解と興味、関心が高まりうれしく思います。授業の目標達成が
7 割以上達成できたことを満足に思います。教員の熱意に高い評価が与えられ一



層の励みとなります。 
英文科目名 English I 
関連科目 英語Ⅱ、科学英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 音声言語の本質をとらえて、次回以降一層英文の音声化(vocalization)を恒常的に

定着させようと思います。そうすれば、言語運用能⼒の着実な促進が促されると
期待しています。また、演習部門では、答えを求めるに際しての過程(process)を
一層強化して、多角的で内容豊富なものにしようと思います。 

講義目的 4 技能を用いた日常的コミュニケーション能⼒の養成を目指す。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。授業の進め方等を説明する。 

2 回 英語の音声体系と、取り組む各種学習法・訓練法を概観する。 
3 回 Pre-test(pp.8-15)に取り組み、解説する。 
4 回 Unit 1 オフィスで―自動詞と他動詞 Listening Section(pp.16-18)に取り組
み、解説する。 
5 回 Unit 1 オフィスで―自動詞と他動詞 Reading Section(pp.19-21)に取り組
み、解説する。 
6 回 Unit 2 買い物―形容詞・副詞・前置詞 Listening Section(pp.22-24)に取り
組み、解説する。 
7 回 Unit 2 買い物―形容詞・副詞・前置詞 Reading Section(pp.25-27)に取り組
み、解説する。 
8 回 Unit 3 食事―名詞と冠詞 Listening Section(pp.28-30)に取り組み、解説す
る。 
9 回 Unit 3 食事―名詞と冠詞 Reading Section(pp.31-33)に取り組み、解説す
る。 
10 回 Unit 4 健康・スポーツ―進行形 Listening Section(pp.34-36)に取り組み、
解説する。 
11 回 Unit 4 健康・スポーツ―進行形 Reading Section(pp.37-39)に取り組み、
解説する。 
12 回 Unit 5 コマーシャル―完了形 Listening Section (pp.40-42)に取り組み、
解説する。 
13 回 Unit 5 コマーシャル―完了形 Reading Section (pp.43-45)に取り組み、解
説する。 
14 回 Unit 6 数字―不定詞 Listening Section(pp.46-48)に取り組み、解説する。 
15 回 Unit 6 数字―不定詞 Reading Section(pp.49-51)に取り組み、解説する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく理解し、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 英語の発音記号(International Phonetic Alphabet(IPA)国際音標文字）を辞
書・参考書等で予習すること。 
3 回 Pre-test(pp.8-15)に取り組むこと。 
4 回 Unit 1 オフィスで―自動詞と他動詞 Listening Section(pp.16-18)をよく理
解し練習問題に取り組むこと。 
5 回 Unit 1 オフィスで―自動詞と他動詞 Reading Section(pp.19-21)をよく理
解し練習問題に取り組むこと。 



6 回 Unit 2 買い物―形容詞・副詞・前置詞 Listening Section(pp.22-24)をよく
理解し練習問題に取り組むこと。 
7 回 Unit 2 買い物―形容詞・副詞・前置詞 Reading Section(pp.25-27)をよく理
解し練習問題に取り組むこと。 
8 回 Unit 3 食事―名詞と冠詞 Listening Section(pp.28-30)をよく理解し練習問
題に取り組むこと。 
9 回 Unit 3 食事―名詞と冠詞 Reading Section(pp.31-33)をよく理解し練習問
題に取り組むこと。 
10 回 Unit 4 健康・スポーツ―進行形 Listening Section(pp.34-36)をよく理解し
練習問題に取り組むこと。 
11 回 Unit 4 健康・スポーツ―進行形 Reading Section(pp.37-39)をよく理解し
練習問題に取り組むこと。 
12 回 Unit 5 コマーシャル―完了形 Listening Section (pp.40-42)をよく理解し
練習問題に取り組むこと。 
13 回 Unit 5 コマーシャル―完了形 Reading Section (pp.43-45)をよく理解し練
習問題に取り組むこと。 
14 回 Unit 6 数字―不定詞 Listening Section(pp.46-48)をよく理解し練習問題
に取り組むこと。 
15 回 Unit 6 数字―不定詞 Reading Section(pp.49-51)をよく理解し練習問題に
取り組むこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB121J2 
成績評価 定期試験 60 点、演習課題 30 点、提出課題 10 点により評価する。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 応用物理学科(〜12),生物化学科(〜12),臨床生命科学科(〜12),動物学科(〜12) 
見出し FB121J2 英語Ⅱ 
担当教員名 平松 進＊ 
単位数 2 
教科書 The TOEIC Test Trainer Target 350/⽥辺正美他/センゲージラーニング 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  空調に関しては、可能な限り対応している。個別の要望は明示的に伝えて欲し

い。 
 リスニングの最後の方でバタバタしたので余裕が欲しいとの意見であるが、担
当者としても余裕が欲しいところであり、苦慮している。しかし、音声英語とし
ての重要性をきちんと理解してもらえたようで満足に思う。 

科目名 英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない。 
授業形態 講義 
注意備考 授業回数の 3 分の 2 以上の出席を必要とし、遅刻・早退は 30 分以内とし 1 回に

つき 0.5 回分の欠席となる。 
シラバスコード FB121J2 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC300 点相当以上になるような英語⼒を身につけること。 
受講者へのコメント  授業を概ねスムーズに進行することができた。ただ、予習にもっと時間をかけ

ていただければ効率的な運用が可能となる。今期に限定された授業ではなく、生
涯使っていく英語としての位置付けをしてきたつもりなので、その期待に応えて
欲しいと思う。 
 また、一部ではあるが遅刻や居眠りなども恒常的にあったりして、全体への悪
影響が直接・間接的に発生するので充分留意する必要があると思う。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  英語の分野への理解・興味・関心が深まり、そして高まり、技能・技術が向上
したことが高い比率となっていることに達成感を感じる。 
 目標の達成ができたことが高い比率をなっていることが好ましく思える。ただ
その一方で、満足度が期待した程には高くなく、これは今後の検討課題としたい。 

英文科目名 English II 



関連科目 英語Ⅰ、科学英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  教科書を中核として、取り扱いたい点、伝達したい点、取り組んでほしい点な

どが発展的に多々あるので、時間に追われる傾向がうかがえる。ある程度割愛で
きることは、思い切って省略し効率的な授業運営に努めたい。 

講義目的 4 技能を用いた日常的コミュニケーション能⼒の養成を目指す。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。授業の進め方等を説明する。 

2 回 Unit 7 日常生活のトラブル―動名詞 Listening Section(pp.52-54)に取り組
み、解説する。 
3 回 Unit 7 日常生活のトラブル―動名詞 Reading Section(pp.55-57)に取り組
み、解説する。 
4 回 Unit 8 余暇・社交―関係代名詞と関係副詞 Listening Section(pp.58-60)に
取り組み、解説する。 
5 回 Unit 8 余暇・社交―関係代名詞と関係副詞 Reading Section(pp.61-63)に取
り組み、解説する。 
6 回 Unit 9 ガイド―複文 Listening Section(pp.64-66)に取り組み、解説する。 
7 回 Unit 9 ガイド―複文 Reading Section(pp.67-69)に取り組み、解説する。 
8 回 Unit 10 説明―受動態 Listening Section(pp.70-72)に取り組み、解説する。 
9 回 Unit 10 説明―受動態 Reading Section(pp.73-75)に取り組み、解説する。 
10 回 Unit 11 いろいろな国の英語 1―分詞 Listening Section(pp.76-78)に取り
組み、解説する。 
11 回 Unit 11 いろいろな国の英語 1―分詞 Reading Section(pp.79-81)に取り組
み、解説する。 
12 回 Unit 12 いろいろな国の英語 2―比較表現 Listening Section (pp.82-84)に
取り組み、解説する。 
13 回 Unit 12 いろいろな国の英語 2―比較表現 Reading Section (pp.85-87)に
取り組み、解説する。 
14 回 Post-test(pp.88-95)に取り組み、解説する。 
15 回 今期の総合まとめを行い、併せて補助教材を使用する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく理解し、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 Unit 7 日常生活のトラブル―動名詞 Listening Section(pp.52-54)をよく理
解し練習問題に取り組むこと。 
3 回 Unit 7 日常生活のトラブル―動名詞 Reading Section(pp.55-57)をよく理
解し練習問題に取り組むこと。 
4 回 Unit 8 余暇・社交―関係代名詞と関係副詞 Listening Section(pp.58-60)を
よく理解し練習問題に取り組むこと。 
5 回 Unit 8 余暇・社交―関係代名詞と関係副詞 Reading Section(pp.61-63)をよ
く理解し練習問題に取り組むこと。 
6 回 Unit 9 ガイド―複文 Listening Section(pp.64-66)をよく理解し練習問題に
取り組むこと。 
7 回 Unit 9 ガイド―複文 Reading Section(pp.67-69)をよく理解し練習問題に
取り組むこと。 



8 回 Unit 10 説明―受動態 Listening Section(pp.70-72)をよく理解し練習問題
に取り組むこと。 
9 回 Unit 10 説明―受動態 Reading Section(pp.73-75)をよく理解し練習問題に
取り組むこと。 
10 回 Unit 11 いろいろな国の英語 1―分詞 Listening Section(pp.76-78)をよく
理解し練習問題に取り組むこと。 
11 回 Unit 11 いろいろな国の英語 1―分詞 Reading Section(pp.79-81)をよく理
解し練習問題に取り組むこと。 
12 回 Unit 12 いろいろな国の英語 2―比較表現 Listening Section (pp.82-84)を
よく理解し練習問題に取り組むこと。 
13 回 Unit 12 いろいろな国の英語 2―比較表現 Reading Section (pp.85-87)を
よく理解し練習問題に取り組むこと。 
14 回 Post-test(pp.88-95)に取り組むこと。 
15 回 今期取り組んだ内容を全般的に復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB121K1 
成績評価 多読の課題提出（３０％）、発表点（１０％）、定期試験（６０％） 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス  
見出し FB121K1 英語Ⅰ 
担当教員名 丸山 糸美 
単位数 2 
教科書 The TOEIC TEST TRAINER Target 350/Masami Tanabe 他/トムソンコーポレ

ーション株式会社 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar,Vocabulary,Communication,TOEIC 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義で資料を配布する 
授業形態 講義 
注意備考 毎回、辞書を持参すること。 
シラバスコード FB121K1 
実務経験のある教員  
達成目標 基礎的な語彙⼒・文法⼒をつけること。 
受講者へのコメント  
連絡先 六学舎４F 丸山研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 English I 
関連科目 英語 II、科学英語 I・II・III・IV、英会話 I・II、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 語彙⼒・文法⼒をつけ、日常的コミュニケーション能⼒を養成する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 多読をする。中学校・高校で学んだ基礎的文法の復習をする。 

2 回 多読をする。Pre-test(第１回)をすることによって、TOEIC テストの全体像
を把握する。 
3 回 多読をする。Unit 1 「オフィスでー自動詞と他動詞」について学習する。
自動詞と他動詞の違いについて、目的語の有無に言及することによって説明す
る。 
4 回 多読をする。Unit 1 「オフィスでー自動詞と他動詞」について学習する。
テキストの問題を解くことによって、自動詞と他動詞への理解を深める。 



5 回 多読をする。Unit ２ 「買い物ー形容詞・副詞・前置詞」について学習する。
形容詞と副詞の違いを、それぞれの使用例を示して説明する。 
6 回 多読をする。Unit ２ 「買い物ー形容詞・副詞・前置詞」について学習する。
前置詞の意味と用法を、例文を挙げて説明する。 
7 回 多読をする。Unit ３ 「食事ー名詞と冠詞」について学習する。普通名詞・
集合名詞・物質名詞・抽象名詞・固有名詞について、その違いや用法を、例文を
挙げて説明する。 
8 回 多読をする。Unit ３ 「食事ー名詞と冠詞」について学習する。名詞に伴う
定冠詞と不定冠詞、また無冠詞についても、基本用法を説明する。 
9 回 多読をする。Unit ４ 「健康・スポーツー進行形」について学習する。現在
進行形・過去進行形の基本用法を説明する。 
10 回 多読をする。Unit ４ 「健康・スポーツー進行形」について学習する。進
行形が、現在進行中のこと以外も表せることを、例文を挙げて説明する。 
11 回 多読をする。Unit ５ 「コマーシャルー完了形」について学習する。現在
完了形と過去完了形に関するプリントを配布し、完了形の基本用法を説明する。 
12 回 多読をする。Unit ５ 「コマーシャルー完了形」について学習する。前回
配布したプリントの応用問題を解き、完了形に関する理解を深める。 
13 回 多読をする。Unit ６ 「数字ー不定詞」について学習する。原形不定詞と
to 不定詞に関するプリントを配布し、不定詞の基本用法を説明する。名詞用法・
形容詞用法・副詞用法について理解する。 
14 回 多読をする。Unit ６ 「数字ー不定詞」について学習する。不定詞は分詞・
動名詞とともに準動詞と呼ばれる重要な文法項目である。前回配布したプリント
の練習問題を解くことによって、不定詞をより深く理解する。 
15 回 多読とまとめをする。これまでに学んだ文法事項（特に完了形と不定詞）
を重点的に復習する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習の過程をよく把握しておくこと。 
2 回 テキストの５〜７ページを読み、TOEIC について理解を深めておくこと。 
3 回 テキストの１９ページを読み、自動詞と他動詞の違いを理解しておくこと。 
4 回 Unit１の Part７に目を通し、分からない語彙や構文を調べておくこと。 
5 回 テキストの２５ページを読み、形容詞、副詞、前置詞について理解しておく
こと。 
6 回 Unit２の Part６に目を通し、分からない語彙や構文を調べておくこと。 
7 回 テキストの３１ページを読み、名詞の種類や冠詞について理解しておくこ
と。 
8 回 Unit３の Part７に目を通し、分からない語彙や構文を調べておくこと。 
9 回 テキストの３７ページを読み、進行形について理解しておくこと。 
10 回 Unit４の Part６に目を通し、分からない語彙や構文を調べておくこと。 
11 回 テキストの４３ページを読み、現在完了形と過去完了形について理解して
おくこと。 
12 回 Unit５の Part７に目を通し、分からない語彙や構文を調べておくこと。 
13 回 テキストの４９ページを読み、不定詞について理解しておくこと。 
14 回 Unit６の Part６に目を通し、分からない語彙や構文を調べておくこと。 



15 回 第１回から第１４回までの授業内容を復習し、理解しておくこと。 
 



年度 2012 
授業コード FB121K2 
成績評価 多読の課題提出（３０％）、発表点（１０％）、定期試験（６０％） 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 応用物理学科(〜12),生物化学科(〜12),臨床生命科学科(〜12),動物学科(〜12) 
見出し FB121K2 英語Ⅱ 
担当教員名 丸山 糸美 
単位数 2 
教科書 The TOEIC TEST TRAINER Target 350/Masami Tanabe 他/トムソンコーポレ

ーション株式会社 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication,TOEIC 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「楽しかった」とのコメントがありました。英語嫌いな学生さんが多い中、こん

なコメントを頂くと、教える側のやる気も高まります。ありがとう。 
（六学舎の教室のドアに関するクレームがあったが、もう使用されないので回答
しない） 

科目名 英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義で資料を配布する 
授業形態 講義 
注意備考 毎回、辞書を持参すること 
シラバスコード FB121K2 
実務経験のある教員  
達成目標 基礎的な語彙⼒・文法⼒をつけること。 
受講者へのコメント 朝１コマ目の授業だったので、後期になると遅刻や欠席が増えました。それが少

し残念に思いますが、学習態度は真面目な学生さんが多く、教えていて楽しいク
ラスでした。 

連絡先 六学舎４F 丸山研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 全項目において、おおむね高い評価を頂いた。特に「授業に対する教員の意欲が
感じられたか」という問いと、「この授業に満足しましたか」という問いに、どち
らも９１％の学生さんが「満足」「ほぼ満足」と回答しているので、教員として誇
らしく思っている。 

英文科目名 English II 
関連科目 英語 I、科学英語 I・II・III・IV、英会話 I・II、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 「授業時間外の学習にどのように取り組んだか」という問いに、「宿題などの指

示された課題に取り組んだ」が最も多かったので、今後はもっと宿題を出すこと
で時間外学習を増やしていけたら、と思っている。 



講義目的 語彙⼒・文法⼒をつけ、日常的コミュニケーション能⼒を養成する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 多読をする。Unit7「日常生活のトラブルー動名詞」について学習する。プ

リントを配布し、不定詞と比較しながら動名詞の基本的性質を説明する。不定詞
のみを目的語にとる動詞と動名詞のみを目的語にとる動詞についても言及する。 
2 回 多読をする。Unit7「日常生活のトラブルー動名詞」について学習する。前
回配布したプリントをもとに、動名詞の意味上の主語、および動名詞を含む慣用
表現について学ぶ。 
3 回 多読をする。Unit８「余暇・社交ー関係代名詞と関係副詞」について学習す
る。プリントを配布し、関係代名詞と関係副詞の基本的用法について説明する。 
4 回 多読をする。Unit８「余暇・社交ー関係代名詞と関係副詞」について学習す
る。関係詞の限定用法と非限定用法の意味の相違について説明する。前回配布し
たプリントの練習問題を解くことによって、関係代名詞と関係副詞の違いを理解
する。 
5 回 多読をする。Unit９「ガイドー複文」について学習する。単文・重文・複文
の違いについて説明する。また、それに伴う接続詞についても解説する。 
6 回 多読をする。Unit９「ガイドー複文」について学習する。構文理解の足掛か
りとなるよう、名詞節と副詞節を導く従位接続詞の基本的役割を説明する。 
7 回 多読をする。Unit１０「説明ー受動態」について学習する。受動態が使われ
るいくつかの理由に触れながら、受動態の基本形式について説明する。 
8 回 多読をする。Unit１０「説明ー受動態」について学習する。ｂｙをとらない
受動態にも言及しながら、テキストの練習問題を解く。 
9 回 多読をする。Unit１１「いろいろな国の英語１−分詞」について学習する。
プリントを配布し、中学・高校で学んだ現在分詞（進行形に用いる）と過去分詞
（受動態・完了形に用いる）の基本用法について復習する。 
10 回 多読をする。Unit１１「いろいろな国の英語１−分詞」について学習する。
分詞の基本的用法として、形容詞や補語としての働きがある。プリントの練習問
題を通して、分詞の基本的性質を理解する。 
11 回 多読をする。Unit１１「いろいろな国の英語１−分詞」について学習する。
プリントの問題を解きながら、知覚動詞、使役動詞と共に用いられる分詞の用法
を理解する。分詞構文の基本形式について説明する。 
12 回 多読をする。Unit１２「いろいろな国の英語２−比較表現」について学習
する。テキストに沿って、原級・比較級・最上級の基本形式を復習する。 
13 回 多読をする。Unit１２「いろいろな国の英語２−比較表現」について学習
する。数多く存在する比較級・最上級を含む慣用表現、比較級・最上級の重要構
文について学ぶ。 
14 回 多読をする。Posst-test(2)をする。 
15 回 多読をする。これまでに学習した重要な文法事項（特に動名詞・関係代名
詞・関係副詞・分詞）を復習する。 

準備学習 1 回 テキストの５５ページを読み、動名詞について理解しておくこと。 
2 回 Unit7 の Part7 に目を通し、分からない語彙や構文を調べておくこと。 
3 回 テキストの６１ページと６２ページを読み、関係代名詞と関係副詞につい



て理解しておくこと。 
4 回 Unit８の Part６に目を通し、分からない語彙や構文を調べておくこと。 
5 回 テキストの６７ページと６８ページを読み、複文と重文について理解して
おくこと。 
6 回 Unit９の Part7 に目を通し、分からない語彙や構文を調べておくこと。 
7 回 テキストの７３ページと７４ページを読み、受動態について理解しておく
こと。 
8 回 Unit１０の Part7 に目を通し、分からない語彙や構文を調べておくこと。 
9 回 テキストの７９ページを読み、分詞について理解しておくこと。 
10 回 Unit１１の Part６に目を通し、分からない語彙や構文を調べておくこと。 
11 回 分詞のプリントを何度も復習し、理解しておくこと。 
12 回 テキストの８５ページを読み、比較表現について理解しておくこと。 
13 回 Unit１２の Part６に目を通し、分からない語彙や構文を調べておくこと。 
14 回 テキストの９２ページと９３ページの Part６に目を通し、わからない語彙
や構文を調べておくこと。 
15 回 第１回から第１４回までの内容をよく理解し整理しておくこと。配布され
たプリントを読み返しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB121L1 
成績評価 課題提出(40%), 試験(60％) 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス  
見出し FB121L1 英語Ⅰ 
担当教員名 笠本 晃代＊ 
単位数 2 
教科書 J-Talk／Linda Lee, Kensaku Yoshida, Steve Ziolkowski／Oxford UP 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 ほとんど書かれていない状態でしたので、要望などあれば書いてもらえればと思

います。 
科目名 英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 英和辞典 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FB121L1 
実務経験のある教員  
達成目標 基礎的な語彙⼒、文法⼒をつけること 
受講者へのコメント 定期的に行う単語の小テストの準備を計画的にしていくと、予習と重ならずにで

きると思います。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 テキストについては、今後、やや物足りないと感じる受講者も出てくると思いま
すので、TOEIC 対策のプリントなどで補いたいと思います。 

英文科目名 English I 
関連科目 英語 II, 科学英語 I・II・III・IV, 英会話 I・II, TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 後期はもう少しスピードを上げてテキストを進めていく予定です。 
講義目的 語彙⼒、文法⼒をつけ、日常的コミュニケーション能⼒を養成する 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の進め方を説明する。 

2 回 Unit 1: Names について説明する。 
3 回 Unit 1: Names について説明する。 
4 回 Unit 2: Kiss, Bow, or Shake Hands?について説明する。 
5 回 Unit 2: Kiss, Bow, or Shake Hands?について説明する。 
6 回 Unit 1  ＆ 2 のまとめをする。 



7 回 Unit 3: Prized Possessions について説明する。 
8 回 Unit 3: Prized Possessions について説明する。 
9 回 Unit 4: Cheers!について説明する。 
10 回 Unit 4: Cheers!について説明する。 
11 回 Unit 3 ＆ 4 のまとめをする。 
12 回 Unit 5: What's the Occasion?について説明する。 
13 回 Unit 5: What's the Occasion?について説明する。 
14 回 Unit 6: First Dates について説明する。 
15 回 Unit 6: First Dates について説明する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習の過程を把握しておくこと 
2 回 P.6 の問題を解いておくこと 
3 回 P.7 の問題を解いておくこと 
4 回 P.12 の問題を解いておくこと 
5 回 P.13 の問題を解いておくこと 
6 回 Unit 1 & 2 の復習をしておくこと 
7 回 P.18 の問題を解いておくこと 
8 回 P.19 の問題を解いておくこと 
9 回 P.24 の問題を解いておくこと 
10 回 P.24 の問題を解いておくこと 
11 回 Unit 3 & 4 の復習をしておくこと 
12 回 P.30 の問題を解いておくこと 
13 回 P.31 の問題を解いておくこと 
14 回 P.36 の問題を解いておくこと 
15 回 P.37 の問題を解いておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FB121L2 
成績評価 課題提出(40%), 試験(60％) 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 応用物理学科(〜12),生物化学科(〜12),臨床生命科学科(〜12),動物学科(〜12) 
見出し FB121L2 英語Ⅱ 
担当教員名 笠本 晃代＊ 
単位数 2 
教科書 J-Talk／Linda Lee, Kensaku Yoshida, Steve Ziolkowski／Oxford UP 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 回答がありませんでした。 
科目名 英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 英和辞典 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FB121L2 
実務経験のある教員  
達成目標 基礎的な語彙⼒、文法⼒をつけること 
受講者へのコメント 課題が多めでしたが、よくがんばってもらえたと思っています。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 もう少し理解しやすい説明を心がけなければならないと感じています。 
英文科目名 English II 
関連科目 英語 I、 科学英語 I・II・III・IV、 英会話 I・II、 TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 質問の時間をもっととれるようにしたいと思います。 
講義目的 語彙⼒、文法⼒をつけ、日常的コミュニケーション能⼒を養成する 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 英語Ⅰで学習した内容の復習をする。 

2 回 Unit 7: On the Job について説明する。 
3 回 Unit 7: On the Job について説明する。 
4 回 Unit 8: A Gift For Me?について説明する。 
5 回 Unit 8: A Gift For Me?について説明する。 
6 回 Unit 7＆8 のまとめをする。 
7 回 Unit 9: Feast on This について説明する。 
8 回 Unit 9: Feast on This について説明する。 
9 回 Unit 10: Looking Good について説明する。 



10 回 Unit 10: Looking Good について説明する。 
11 回 Unit 9＆10 のまとめをする。 
12 回 Unit 11: That's Shocking!について説明する。 
13 回 Unit 11: That's Shocking!について説明する。 
14 回 Unit 11 のまとめをする。 
15 回 プリントの解説をする。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認して学習の過程を把握しておくこと 
2 回 P.42 の問題を解いておくこと 
3 回 P.43 の問題を解いておくこと 
4 回 P.48 の問題を解いておくこと 
5 回 P.49 の問題を解いておくこと 
6 回 Unit 7＆8 の復習をしておくこと 
7 回 P.54 の問題を解いておくこと 
8 回 P.55 の問題を解いておくこと 
9 回 P.60 の問題を解いておくこと 
10 回 P.61 の問題を解いておくこと 
11 回 Unit 9＆10 の復習をしておくこと 
12 回 P.66 の問題を解いておくこと 
13 回 P.67 の問題を解いておくこと 
14 回 Unit 11 の復習をしておくこと 
15 回 プリントの課題を解いておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FB121M1 
成績評価 授業への取り組み、課題及び小テスト 5０％、定期試験５０％により評価する。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス  
見出し FB121M1 英語Ⅰ 
担当教員名 井上 麻美子＊ 
単位数 2 
教科書 English Ace ／ 山本・大須賀・Rowlett ／成美堂 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 教室の広さと空調設備に関する要求以外の、テストの内容およびＣＤの流し方に

ついては、今後の授業中に対応していきます。 
科目名 英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない。プリント(課題)を配布する。 
授業形態 講義 
注意備考 英和辞書を持参すること。 
シラバスコード FB121M1 
実務経験のある教員  
達成目標 基礎的な語彙⼒・文法⼒をつけること。 
受講者へのコメント １・２次限の時間帯のためか、欠席、遅刻、居眠りをする受講生が増加する傾向

にありますので、引き続き積極的授業参加を心がけてください。前期と同様に、、
テキストと課題の予習を怠らず、真剣に授業に臨んでいる受講生が、年度末には、
英語の基礎⼒向上を実感できる授業を実現していきたいと思います。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ８割以上が「宿題など課題」に取り組み、時間差はあるものの９割近くが「時間
外学習」を行っている、と回答していることから、大多数が積極的に授業参加し
た姿勢がうかがえます。これに対して、「この分野への理解が深まった」、「授業の
目標を達成できた、だいたいできた」、「授業に満足、ほぼ満足」とした受講生の
割合がやや低いと感じました。 

英文科目名 English I 
関連科目 英語Ⅱ、科学英語Ⅰ・Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 アンケートで取り上げられている、授業の手法および進行についての意見を加味

し、受講生との意思の疎通を図りながら、この分野への理解を深め、目標の達成
感と授業に対する満足感を高めていく努⼒をしていきたい。 

講義目的 語彙⼒、文法⼒をつけ、日常的コミュニケーション能⼒を養成する。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 シラバスおよびテキストの内容を確認する。準備学習の仕方と授業の進め

方について説明する。 
2 回 U 1: My Hometown (Be 動詞) を学習する。 
3 回 Unit 1 の Reading と Writing を学習する。 
4 回 U 2: Hobbies (一般動詞) を学習する 
5 回 Unit 2 の Reading と Writing を学習する。 
6 回 U 3: Shopping (名詞・代名詞) を学習する。 
7 回 Unit 3 の Reading と Writing を学習する。 
8 回 課題プリントで、Unit 1 から Unit 3 の復習をしたのち、小テストを実施
する。 
9 回 U 4: Nature Quiz (Wh-疑問文)を学習する。 
10 回 Unit 4 の Reading と Writing を学習する。 
11 回 U 5: Dream House (前置詞) を学習する。 
12 回 U 6: Food (接続詞) を学習する。 
13 回 Unit 6 の Reading と Writing を学習する。 
14 回 U 7: First Date (過去形) を学習する。 
15 回 Unit 7 の Reading と Writing を学習する。前期の復習・授業アンケート・
授業内容に関する質疑応答を実施する。 

準備学習 1 回 シラバスを読み、テキストの内容に目を通すこと。 
2 回 Unit 1 の事前に指示した箇所のテキストの予習を行うこと。 
3 回 提出用課題を解き、事前に指示した箇所の予習を行うこと。 
4 回 Unit 2 の事前に指示した箇所の予習を行うこと。 
5 回 提出用課題を解き、事前に指示した箇所の予習を行うこと。 
6 回 Unit 3 の事前に指示した箇所の予習を行うこと。 
7 回 提出用課題を解き、事前に指示した箇所のテキストの予習を行うこと。 
8 回 Unit 1 から Unit 3 の復習を行うこと。 
9 回 Unit 4 の事前に指示した箇所の予習を行うこと。 
10 回 提出用課題を解き、事前に指示した箇所のテキストの予習を行うこと。 
11 回 Unit 5 の事前に指示した箇所の予習を行うこと。 
12 回 提出用課題を解き、Unit 6 の事前に指示した箇所の予習を行うこと。 
13 回 提出用課題を解き、事前に指示した箇所の予習を行うこと。 
14 回 Unit 7 の事前に指示した箇所の予習を行うこと。 
15 回 提出用課題を解き、Unit 7 の事前に指示した箇所の予習を行うこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB121M2 
成績評価 授業への取り組み、課題及び小テスト 5０％、定期試験５０％により評価する。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 応用物理学科(〜12),生物化学科(〜12),臨床生命科学科(〜12),動物学科(〜12) 
見出し FB121M2 英語Ⅱ 
担当教員名 井上 麻美子＊ 
単位数 2 
教科書 English Ace ／ 山本・大須賀・Rowlett ／成美堂 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない。プリント(課題)を配布する。 
授業形態 講義 
注意備考 英和辞書を持参すること。 
シラバスコード FB121M2 
実務経験のある教員  
達成目標 基礎的な語彙⼒・文法⼒をつけること。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 English II 
関連科目 英語Ⅰ、科学英語Ⅰ・Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 語彙⼒、文法⼒をつけ、日常的コミュニケーション能⼒を養成する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 U 8: Detective Story (進行形) を学習する。 

2 回 Unit 8 の Reading と Writing を学習する。 
3 回 U 9: Career (現在完了形) を学習する。 
4 回 Unit 9 の Reading と Writing を学習する。 
5 回 U 10: Parties (未来表現) を学習する。 
6 回 Unit 10 の Reading と Writing を学習する。 
7 回 U 11: Rules and Regulations (助動詞) を学習する。 
8 回 課題プリントで、Unit 8 から Unit 11 の復習をしたのち、小テストを実施
する。 



9 回 U 12: Invention & Discovery (受動態)を学習する。 
10 回 Unit 12 の Reading と Writing を学習する。 
11 回 U 13: Movie Reviews (形容詞・副詞) を学習する。 
12 回 Unit 13 の Reading と Writing を学習する。 
13 回 U 14: World Records (比較級・最上級) を学習する。 
14 回 U 15: Future Dream (不定詞・動名詞) を学習する。 
15 回 Unit 15 の Reading と Writing を学習する。後期の復習・授業アンケー
ト・授業内容に関する質疑応答を実施する。 

準備学習 1 回 Unit 8 の事前に指示した箇所の予習を行うこと。 
2 回 提出用課題を解き、事前に指示した箇所の予習を行うこと。 
3 回 Unit 9 の事前に指示した箇所の予習を行うこと。 
4 回 提出用課題を解き、事前に指示した箇所の予習を行うこと。 
5 回 Unit 10 の事前に指示した箇所の予習を行うこと。 
6 回 提出用課題を解き、事前に指示した箇所の予習を行うこと。 
7 回 Unit 11 の事前に指示した箇所の予習を行うこと。 
8 回 Unit 8 から Unit 11 の復習を行うこと。 
9 回 Unit 12 の事前に指示した箇所の予習を行うこと。 
10 回 提出用課題を解き、事前に指示した箇所の予習を行うこと。 
11 回 Unit 13 の事前に指示した箇所の予習を行うこと。 
12 回 提出用課題を解き、事前に指示した箇所の予習を行うこと。 
13 回 Unit 14 の事前に指示した箇所の予習を行うこと。 
14 回 提出用課題を解き、Unit 15 の事前に指示した箇所の予習を行うこと。 
15 回 提出用課題を解き、Unit 15 の事前に指示した箇所の予習を行うこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB121N1 
成績評価 課題３０％、定期試験７０％により成績を評価する。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス  
見出し FB121N1 英語Ⅰ 
担当教員名 橋本 信子＊ 
単位数 2 
教科書 English Ace コミュニケーションのための実践基礎英語 

／山本 厚子他／成美堂 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 １．7 月に入ったらクーラーをつけてほしい 回答：今年の夏は異常な暑さで、

厚 さ は こ た え ま し た ね 。 冷 房 を い つ か ら                     
入れるかは大学が決めることで、私にはどうすることもできません。 
２．ユニットが終わるごとに回答を配布してほしい 回答：授業の中で説明して
い ま す の で 、 し っ か り 聴 い て く だ さ い 。 配 布 さ                         
された回答を見るだけでは理解できないはずです。 
３．学生の学⼒を考慮してほしい。内容が難しすぎる 回答：．テキストはこの
クラス用に大 

科目名 英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 英和・和英辞書を持参すること。 
シラバスコード FB121N1 
実務経験のある教員  
達成目標 基礎的な語彙⼒・文法⼒をつけること。 
受講者へのコメント 学習にどのように取り組んだか、授業を受けてよかったかどうか、の項目に無回

答の⼈がいるのが気がかりです。シラバスに授業のための準備について記載して
いますので、ぜひ利用していただきたいと思います。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 全般的に意欲的に取り組んでくださったようです。ただ、シラバスを利用して授
業の準備をしている⼈は少なかったようです。 

英文科目名 English I 
関連科目 英語Ⅱ， 科学英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ， 英会話Ⅰ・Ⅱ， TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 授業の目標の達成が十分にできていないと感じている⼈がかなりいるので、授業



内容の理解度をあげられるように努⼒します。 
講義目的 語彙⼒、文法⼒をつけ、日常的コミュニケーション能⼒を養成する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。講義の進め方を説明する。 

英語で自己紹介をする。 
2 回 Unit 1 My Hometown 故郷を紹介しよう 
be 動詞について説明する。 
3 回 Unit 1 My Hometown 故郷を紹介しよう 
be 動詞について説明する。 
4 回 Unit 2 Hobbies 趣味もいろいろ 
一般動詞について説明する。 
5 回 Unit 2 Hobbies 趣味もいろいろ 
一般動詞について説明する。 
6 回 Unit 3 Shopping 買い物に行くならどこ？ 
名詞・代名詞について説明する。 
7 回 Unit 3 Shopping 買い物に行くならどこ？ 
名詞・代名詞について説明する。 
8 回 Unit 4 Nature Quiz クイズに挑戦 
Wh 疑問文について説明する。 
9 回 Unit 4 Nature Quiz クイズに挑戦  
Wh 疑問文について説明する。 
10 回 Unit 5 Dream House 理想的な住まいとは？ 
前置詞について説明する。 
11 回 Unit 5 Dream House 理想的な住まいとは？ 
前置詞について説明する。 
12 回 Unit 6 Food 好きな食べ物は何？ 
接続詞について説明する。 
13 回 Unit 6 Food 好きな食べ物は何？ 
接続詞について説明する。 
14 回 Unit 7 First Date デートは最初が肝心 
過去形について説明する。 
15 回 Unit 7 First Date デートは最初が肝心  
過去形について説明する。 

準備学習 1 回 英語での自己紹介を考えておくこと。 
2 回 Unit 1 My Hometown （be 動詞）の文法問題を 
解いておくこと。 
3 回 Unit 1 My Hometown （be 動詞）のリーディングで 
分からない単語を調べて訳しておくこと。 
4 回 Unit 2 Hobbies （一般動詞）の文法問題を 
解いておくこと。 
5 回 Unit 2 Hobbies （一般動詞）のリーディングで 
分からない単語を調べて訳しておくこと。 



6 回 Unit 3 Shopping （名詞・代名詞）の文法問題を 
解いておくこと。 
7 回 Unit 3 Shopping （名詞・代名詞）のリーディングで 
分からない単語を調べて訳しておくこと。 
8 回 Unit 4 Nature Quiz （Wh 疑問文）の文法問題を 
解いておくこと。 
9 回 Unit 4 Nature Quiz （Wh 疑問文）のリーディングで 
分からない単語を調べて訳しておくこと。 
10 回 Unit 5 Dream House （前置詞）の文法問題を 
解いておくこと。 
11 回 Unit 5 Dream House （前置詞）のリーディングで 
分からない単語を調べて訳しておくこと。 
12 回 Unit 6 Food （接続詞）の文法問題を 
解いておくこと。 
13 回 Unit 6 Food （接続詞）のリーディングで 
分からない単語を調べて訳しておくこと。 
14 回 Unit 7 First Date （過去形）の文法問題を 
解いておくこと。 
15 回 Unit 7 First Date （過去形）のリーディングで 
分からない単語を調べて訳しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB121N2 
成績評価 課題３０％、定期試験７０％により成績を評価する。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 応用物理学科(〜12),生物化学科(〜12),臨床生命科学科(〜12),動物学科(〜12) 
見出し FB121N2 英語Ⅱ 
担当教員名 橋本 信子＊ 
単位数 2 
教科書 English Ace コミュニケーションのための実践基礎英語 

／山本 厚子他／成美堂 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 英語に関心を持ってもらえるように、授業に関連して楽しい話を時々はさんだの

ですが、理解してもらえていない⼈もいたようで、反省しています。ためになっ
たと書いてくれた⼈がいて嬉しいです。アガサ・クリスティーの作品については、
たまたまテキストにその名が出てきたので、関心を広げてほしいと思ったので
す。 
私語をしている⼈に注意はしたつもりでが、十分ではなかったようですね。あま
り注意をしていると、それにばかり時間をとられて授業が中断されるので、なか
なか難しいです。 

科目名 英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 英和・和英辞書を持参すること。 
シラバスコード FB121N2 
実務経験のある教員  
達成目標 基礎的な語彙⼒・文法⼒をつけること。 
受講者へのコメント もともと英語は苦手という⼈が多かったように思いますが、苦手意識を克服し

て、英語を楽しいものだと感じてほしいです。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 大部分の⼈が積極的に取り組んでくださっていたようですが、授業意外に全く学
習しなかった⼈も数名いるのは少し残念です。 
予習をして授業に出席すれば、理解がぐんと増します。 

英文科目名 English II 
関連科目 英語Ⅰ， 科学英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ， 英会話Ⅰ・Ⅱ， TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 説明が足りないと感じた⼈がいたようなので、関連の例文を挙げるなどして、説



明に工夫をしたいと思います。 
講義目的 語彙⼒、文法⼒をつけ、日常的コミュニケーション能⼒を養成する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Unit 8 Detective Story 探偵は真実を求める 

進行形について説明する。 
2 回 Unit 8 Detective Story 探偵は真実を求める 
進行形について説明する。 
3 回 Unit 9 Career 経歴を話そう 
現在完了形について説明する。 
4 回 Unit 9 Career 経歴を話そう  
現在完了形について説明する。 
5 回 Unit 10 Parties パーティーに行こう！  
未来表現について説明する。 
6 回 Unit 10 Parties パーティーに行こう！   
未来表現について説明する。 
7 回 Unit 11 Rules & Regulations ルールにもお国柄 
助動詞について説明する。 
8 回 Unit 11 Rules & Regulations ルールにもお国柄 
助動詞について説明する。 
9 回 Unit 12 Invention & Discovery 発明、発見がひらめきが大切  
受動態について説明する。 
10 回 Unit 12 Invention & Discovery 発明、発見がひらめきが大切   
受動態について説明する。 
11 回 Unit 13 Movie Reviews 映画評論  
形容詞・副詞について説明する。 
12 回 Unit 13 Movie Reviews 映画評論  
形容詞・副詞について説明する。 
13 回 Unit 14 World Records 世界記録もさまざま  
比較級・最上級について説明する。 
14 回 Unit 14 World Records 世界記録もさまざま   
比較級・最上級について説明する。 
15 回 Unit 15 Future Dream 将来の夢を語ろう 
不定詞・動名詞について説明する。 

準備学習 1 回 Unit 8 Detective Story （進行形）の文法問題を 
解いておくこと。 
2 回 Unit 8 Detective Story （進行形）のリーディングで 
分からない単語を調べて訳しておくこと。 
3 回 Unit 9 Career （現在完了形）の文法問題を 
解いておくこと。 
4 回 Unit 9 Career （現在完了形）のリーディングで 
分からない単語を調べて訳しておくこと。 
5 回 Unit 10 Parties （未来表現）の文法問題を 



解いておくこと。 
6 回 Unit 10 Parties （未来表現）のリーディングで 
分からない単語を調べて訳しておくこと。 
7 回 Unit 11 Rules & Regulations （助動詞）の文法問題を 
解いておくこと。 
8 回 Unit 11 Rules & Regulations （助動詞）のリーディングで 
分からない単語を調べて訳しておくこと。 
9 回 Unit 12 Invention & Discovery （受動態）の文法問題を 
解いておくこと。 
10 回 Unit 12 Invention & Discovery （受動態）のリーディングで 
分からない単語を調べて訳しておくこと。 
11 回 Unit 13 Movie Reviews （形容詞・副詞）の文法問題を 
解いておくこと。 
12 回 Unit 13 Movie Reviews （形容詞・副詞）のリーディングで 
分からない単語を調べて訳しておくこと。 
13 回 Unit 14 World Records（比較級・最上級）の文法問題を 
解いておくこと。 
14 回 Unit 14 World Records（比較級・最上級）のリーディングで 
分からない単語を調べて訳しておくこと。 
15 回 Unit 15 Future Dream （不定詞・動名詞）の文法問題を解いて、 
リーディングで分からない単語を調べて訳しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB121P1 
成績評価 演習（６０％）、定期試験（４０％） 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 応用数学科(〜12),SA(〜12),SB(〜12),生体医工学科(〜12),建築学科(〜12),工学

プロジェクトコース(〜12),建築学科(〜12) 
見出し FB121P1 ドイツ語Ⅰ 
担当教員名 三木 恒治 
単位数 2 
教科書 絵から入るドイツ語/⻄野：高池：三木/白水社 
アクティブラーニング  
キーワード 異文化理解、コミュニケーション能⼒ 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 貴重なご意見、ありがとうございました。「問題を解く時間がもう少し欲しい」 

という回答が何名かありましたので、今後検討したいと思います。 
科目名 ドイツ語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 授業には独和辞典を持参すること。 
シラバスコード FB121P1 
実務経験のある教員  
達成目標 文字と発音の基本を理解し、必要な表現⼒、語彙⼒をつける。 
受講者へのコメント 授業態度は良かったと思いますが、一コマ目のせいか遅刻が多かった 

印象があります。時刻は守って欲しいものです。 
連絡先 １１号館８階、オフィスアワー別途参照 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね良好でした。「机が低い」とのコメントが寄せられました。 
英文科目名 German I 
関連科目 ドイツ語Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 より丁寧な、「わかりやすい」講義を目指して頑張ります。 
講義目的 ⼈称変化、格変化、形容詞の変化など、ドイツ語文法の初歩の学習をねらいとす

る。基本的な会話表現を身につけたり、平易な文章を理解する読解⼒を養うとと
もに、ドイツ語圏の国々の文化や社会に対する理解を深める。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス 

2 回 アルファベート、つづりと発音（１） 
3 回 つづりと発音（２） 
4 回 動詞の現在⼈称変化（１） 



5 回 動詞の現在⼈称変化（２） 
6 回 第２章の読解 
7 回 動詞の現在⼈称変化（３） 
8 回 第３章の読解 
9 回 名詞と冠詞の格変化 
10 回 名詞の複数形 
11 回 第４章の読解 
12 回 前置詞 
13 回 ⼈称代名詞、所有冠詞 
14 回 第５章の読解 
15 回 ドイツ⼈のライフスタイルとまとめ 

準備学習 1 回 シラバスの内容をよく確認し、本講義の主旨を把握しておくこと。 
2 回 第１章の単語を調べて、少しでも辞書に慣れるようにすること。 
3 回 アルファベートの発音を復習し、「つづりと発音」を調べておくこと。 
4 回 第１章を復習し、⺟音の発音を覚え込んでおくこと。 
5 回 第２章の文法事項の復習をし、練習問題の単語を調べておくこと。 
6 回 第２章の重要事項を整理し、読章の単語を調べておくこと。 
7 回 第３章の文法事項の復習をし、練習問題の単語を調べておくこと。 
8 回 動詞の⼈称変化を中心に第３章の重要事項を整理し、読章の単語を調べて
おくこと。 
9 回 第４章の文法事項の復習をし、練習問題の単語を調べておくこと。 
10 回 名詞と冠詞の格変化を中心に第４章の重要事項を整理し、読章の単語を調
べておくこと。 
11 回 指定されたミニ会話の表現を暗記しておくこと。 
12 回 第５章の文法事項を復習し、練習問題の単語を調べておくこと。 
13 回 前置詞、代名詞の⼈称変化を中心に第５章の重要事項を整理しておくこと。 
14 回 第５章の読章の単語を調べておくこと。 
15 回 第１〜５章の重要部分に目を通しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB121P2 
成績評価 演習（６０％）、定期試験（４０％） 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 応用数学科(〜12),基礎理学科(〜12),生体医工学科(〜12),建築学科(〜12),工学

プロジェクトコース(〜12),建築学科(〜12) 
見出し FB121P2 ドイツ語Ⅱ 
担当教員名 三木 恒治 
単位数 2 
教科書 絵から入るドイツ語/⻄野：高池：三木/白水社 
アクティブラーニング  
キーワード 異文化理解、コミュニケーション能⼒ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「覚えることが多くて大変だ」というコメントがありました。初習外国語ですか

らやむ終えない部分はありますが、できるだけ要点を能率的にまとめて行くよう
工夫します。 

科目名 ドイツ語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 授業には独和辞典を持参すること。 
シラバスコード FB121P2 
実務経験のある教員  
達成目標 辞書の正しい使い方を身につけ、ある程度まとまった内容の文章が理解できる。 
受講者へのコメント １・２時限、冬季にもかかわらず遅刻が少なかったのには感心しました。全体的

にきちんと取り組んで 
頂いたことを感謝しています。 

連絡先 １１号館８階、オフィスアワー別途参照 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 全般的に改善できたという印象です。受講生の勉学に対する熱意も後押ししてく
れた感じです。 

英文科目名 German II 
関連科目 ドイツ語Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定 今後とも「わかりやすさ」を目指し、皆さんの興味を引けるよう頑張りたいと思

います。 
講義目的 ドイツ語Ⅰで学習した知識を基に、会話表現や文法の学習をさらに進め、初級文

法の一通りの知識を習得することをねらいとする。辞書を引きながら中級程度の
文章を理解することができるような読解⼒を養うと同時に、ドイツ語圏の文化や
社会に対する理解をさらに深める。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 形容詞の格変化、比較表現 

2 回 第６章の練習問題 
3 回 第６章の読章 
4 回 分離・非分離動詞、副文、現在分詞 
5 回 第７章の練習問題 
6 回 第７章の読章と話法の助動詞、未来形 
7 回 ＺＵ不定詞と第８章の練習問題 
8 回 第８章の読章と三基本形 
9 回 過去形、命令表現と第９章の練習問題 
10 回 第９章の読解 
11 回 ドイツ紹介 
12 回 現在完了と第１０章の練習問題 
13 回 第１０章の読解 
14 回 付録（受動・関係代名詞・接続法）の説明 
15 回 まとめ 

準備学習 1 回 ドイツ語Ⅰで学習した文法事項のポイントを復習しておくこと。 
2 回 第６章の文法事項を復習し、練習問題の単語を調べておくこと。 
3 回 形容詞の格変化、比較表現を中心に第６章の重要事項を整理して、読章の単
語を調べておくこと。 
4 回 第７章の文法事項を復習し、練習問題の単語を調べておくこと。 
5 回 枠構造、副文を中心に第７章の重要事項を整理しておくこと。 
6 回 第７章の読章の単語を調べておくこと。 
7 回 話法の助動詞の⼈称変化を覚え込み、第８章の練習問題１，２を調べておく
こと。 
8 回 話法の助動詞、未来形、ＺＵ不定詞の重要事項を整理して、第８章の読章を
調べておくこと。 
9 回 第９章の文法事項を復習して、練習問題の単語を調べておくこと。 
10 回 第９章の読章の単語を調べておくこと。 
11 回 指定されたミニ会話の重要表現を暗記しておくこと。 
12 回 第１０章の練習問題の単語を調べておくこと。 
13 回 現在完了形を中心に第１０章の重要事項を整理して、読章の単語を調べて
おくこと。 
14 回 付録の部分に目を通しておくこと。 
15 回 第５章〜第１０章の文法事項をまとめておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB123A1 
成績評価 課題提出（１０％）中間テスト（３０％）期末テスト（６０％）により行う 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB123A1 中国語Ⅰ 
担当教員名 林 侑靜（リン ユウジン）＊ 
単位数 2 
教科書 旅して学ぶ中国語／楊凱栄・張麗群／朝日出版社 
アクティブラーニング  
キーワード 会話・表現 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 楽しく授業が出来たことはとても嬉しいです。 

語学を通してコミュニケーションの⼒を高め、より良い表現、より適切な言葉で
意思を伝えることができると思います。 

科目名 中国語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プリント（資料）を随時配布する 
授業形態 講義 
注意備考 受講希望者が多い場合、⼈数を制限します。 
シラバスコード FB123A1 
実務経験のある教員  
達成目標 発音、基礎文法と簡単な会話が出来る様に 
受講者へのコメント 授業中に皆さんが真面目に発音練習をしたり、翻訳をしたり、メモを取るなどで

聴講に取り組んている様子をとても嬉しく思います。 
遅刻、欠席者も少なく授業も予定通りに進むことが出来ました。後期もこの真剣
な姿勢で継続してください。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この授業を通して、中国語に対して理解や関心が高まったとの回答は、この授業
の第一目的が達成されたことだと思います。 
皆さんが真面目に聴講していることだと思います。 

英文科目名 Chinese I 
関連科目 中国語Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 授業の進行は現在の形式で進みます。 

授業中での疑問や質問をもっとしても良いと思います。 
私語や携帯電話を使用している⼈は自粛してください。 

講義目的 テキストは中国の主な都市・地方を中心にした内容。その内容に沿って、 発音、
基礎文法を習得し、自己紹介、挨拶や簡単な基礎会話が出来るようになることを



目的とします。テキスト内容とビデオを参考にしながら中国の生活や風習文化、
および現在の中国を知ることができます。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションをする 

2 回 発音：声調、⺟音・複⺟音を学習する 
3 回 声調練習・子音・挨拶用語を学習する 
4 回 王府井へ行きましょう （どこへ行きます？・〜です・だれですか？）など
の表現を学習する 
5 回 鳥の巣はどこですか？ （疑問・所在・数字）などの表現を学習する 
6 回 天壇公園はここから遠いですか？ （形容詞・願望と意見）などの表現を学
習する 
7 回 北京ダック知ってますか？ （連動文・時間・少し〜）などの表現を学習す
る 
8 回 泰山へ登る （名前の言い方・〜をしてもいいですか？・A それとも B）な
どの表現を学習する 
9 回 中間試験をする・復習をする 
10 回 兵馬傭見ましたか？ （完了動詞・年月日・時間の幅）などの表現を学習
する 
11 回 四川の風景はとてもきれいです （できる・〜がしなければならない・親
族）などの表現を学習する 
12 回 ここで写真を撮りましょう （ちょっと〜・〜で・〜に）などの表現を学
習する 
13 回 そこにたくさんの少数⺠族が住んでいます （〜する必要がない・様態・
持続）などの表現を学習する 
14 回 明日、麗江を離れます （もうすぐ〜だ・程度・経験・お金）などの表現
を学習する 
15 回 第１課〜第１０課を総復習をする 
16 回 期末定期試験をする 

準備学習 1 回 シラバスをよく見て、講義計画や目的を確認しておくこと 
2 回 発音を予習しておくこと 
3 回 発音を予習しておくこと 
4 回 第１課【北京１】：単語と本文を予習しておくこと 
5 回 第２課【北京２】：単語と本文を予習しておくこと 
6 回 第３課【北京３】：単語と本文を予習しておくこと 
7 回 第４課【北京４】：単語と本文を予習しておくこと 
8 回 第５課【泰山・高山】：単語と本文を予習しておくこと 
9 回 第１課〜第５課を復習しておくこと 
10 回 第６課【⻄安】：単語と本文を予習しておくこと 
11 回 第７課【成都】：単語と本文を予習しておくこと 
12 回 第８課【九塞溝】：単語と本文を予習しておくこと 
13 回 第９課【雲南省１】：単語と本文を予習しておくこと 
14 回 第１０課【雲南省２】：単語と本文を予習しておくこと 



15 回 第６課〜第１０課を予習しておくこと 
 



年度 2012 
授業コード FB123A2 
成績評価 課題提出（１０％）中間テスト（３０％）期末テスト（６０％）により行う 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB123A2 中国語Ⅱ 
担当教員名 林 侑靜（リン ユウジン）＊ 
単位数 2 
教科書 旅して学ぶ中国語／楊凱栄・張麗群／朝日出版社 
アクティブラーニング  
キーワード 会話・表現 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 一年間通して授業を受けて、中国語に関心が高まった、今後の就職活動にも役に

立つと思ったと 
の感想については大変良かったです。 
現在各大手企業は中国語が出来る社員の需求が増加しています。 
少しでも身につけて今後の⼒になれば良いことだと思います。 

科目名 中国語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プリント（資料）を随時配布する 
授業形態 講義 
注意備考 受講希望者が多い場合、⼈数を制限します。 
シラバスコード FB123A2 
実務経験のある教員  
達成目標 基礎文法を完成・応用会話が出来るように 
受講者へのコメント 中国語の授業内容を少し理解できたことで、発音の聞き取りも慣れたと思います

が、もう少し授業中に質問しても良いと思います。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Chinese II 
関連科目 中国語Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定 会話の発音練習時間を増やします。 
講義目的 前期に続きテキストの内容に沿って、文法やより応用的な会話⼒を高めます。テ

キスト内容とビデオを参考にしながら中国の各地方や⺠族の生活や風習文化、お
よび現在の中国を知ることができます。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションをする 

2 回 タクシ-できました （どうやて？・いつ、どこで？・すぐ・〜しないで）



などの表現を学習する 
3 回 明日一緒にぶらぶらいきましょう （なぜ？・もう少し〜・〜にお願い）な
どの表現を学習する 
4 回 良く見るべきだ （ＡはＢより〜・〜すべき・先に〜して、それから〜する）
などの表現を学習する 
5 回 第１１〜１３課を復習する 
6 回 すみません、新天地どうやて行きますか？ （何をしていますか？・〜にさ
れた・まだ）などの表現を学習する 
7 回 ここから歩いていきましょう （〜から・ますます〜・〜しなくでは・すこ
しも〜ない）などの表現を学習する 
8 回 お客さんはきっと多いでしょう （使役、持続、現在進行、程度）などの表
現を学習する 
9 回 中間試験をする・復習をする 
10 回 上には天国があり下には杭州があり （〜のほかに、〜のほかは・〜など・
ずっと〜）などの表現を学習する 
11 回 荷物を持ってください （もうすぐ〜だ・〜するはずだ・もし〜としたら）
などの表現を学習する 
12 回 多分、年に一度でしょう （〜だから〜・〜と、すぐ〜・けれとも、しか
し・何も、誰も）などの表現を学習する 
13 回 第１７課〜１９課の復習をする 
14 回 遠慮しないてください （まもらく〜だ・〜のために・すてに〜だ・見た
ところ〜のようだ）などの表現を学習する 
15 回 第１１〜２０課を総復習をする 
16 回 期末定期試験をする 

準備学習 1 回 シラバスをよく見て、講義計画や目的を確認しておくこと。 
2 回 第１１課【大連】：単語と本文を予習しておくこと 
3 回 第１２課【⻘島】：単語と本文を予習しておくこと 
4 回 第１３課【上海１】：単語と本文を予習しておくこと 
5 回 第１１〜１３課を予習しておくこと 
6 回 第１４課【【上海２】：単語と本文を予習しておくこと 
7 回 第１５課【【上海３】：単語と本文を予習しておくこと 
8 回 第１６課【【上海４】：単語と本文を予習しておくこと 
9 回 第１４〜１６課を予習しておくこと 
10 回 第１７課【杭州】：単語と本文を予習しておくこと 
11 回 第１８課【アモイ】：単語と本文を予習しておくこと 
12 回 第１９課【海南島】：単語と本文を予習しておくこと 
13 回 第１７課〜１９課を予習しておくこと 
14 回 第２０課【香港・桂林】：単語と本文を予習しておくこと 
15 回 第１１〜２０課を予習しておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FB123B1 
成績評価 定期試験（１００％） 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB123B1 中国語Ⅰ 
担当教員名 華 信来＊ 
単位数 2 
教科書 中村俊也、謝謀、綾部武彦、頼明・「みんなで中国語」朝日出版社 
アクティブラーニング  
キーワード 発音、会話、文化 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 中国語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 講義 
注意備考 受講希望者が多い場合、⼈数を制限します。 
シラバスコード FB123B1 
実務経験のある教員  
達成目標 一部の略字、基本の文法と自己紹介の習得。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Chinese I 
関連科目 中国語Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 中国語の発音と基礎段階の文型と文法事項を習得し、今後の勉強への基礎づくり

をめざす。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 入門（中国とは？中国語とは？)についてを勉強する 

2 回 声調、単⺟音、複合⺟音、会話を勉強する 
3 回 子音、鼻音、軽声、会話を勉強する 
4 回 声調変化、年月日の言い方、会話を勉強する 
5 回 的、是、在、会話を勉強する 
6 回 有（所有）、有（存在）、会話を勉強する 
7 回 看、要、会話を勉強する 
8 回 量詞、去、自己紹介、略字、会話を勉強する 



9 回 形容詞述語文、喜歓、会話を勉強する 
10 回 主述述語文、程度補語、略字、会話を勉強する 
11 回 時間の言い方、略字、会話を勉強する 
12 回 曜日の言い方、略字、会話を勉強する 
13 回 時間詞の位置、在を勉強する 
14 回 Ｖ了を勉強する 
15 回 連動文を勉強する 

準備学習 1 回 シラバスを読んで授業内容などを把握すること 
2 回 声調、⺟音（Ｐ２〜Ｐ３）を読むこと 
3 回 子音、鼻音（Ｐ４〜Ｐ６）を読むこと 
4 回 声調、⺟音、子音を復習すること 
5 回 ⼈称代詞（Ｐ１１）を読むこと 
6 回 きのう、きょう、あした（Ｐ１７）を読むこと 
7 回 指示代詞（Ｐ２３）を読むこと 
8 回 習った名詞を調べること 
9 回 新出単語（Ｐ３４）を読むこと 
10 回 指示代詞（場所）（Ｐ３９）を読むこと 
11 回 数の言い方（Ｐ５）を復習すること 
12 回 数１〜６を言えるように練習すること 
13 回 時間と曜日の言い方を読むこと 
14 回 動詞を復習すること 
15 回 品詞を復習すること 

 



年度 2012 
授業コード FB123B2 
成績評価 定期試験（１００％） 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB123B2 中国語Ⅱ 
担当教員名 華 信来＊ 
単位数 2 
教科書 中村俊也、謝謀、綾部武彦、頼明・「みんなで中国語」朝日出版社 
アクティブラーニング  
キーワード 略字、文法、会話 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 中国語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない。 
授業形態 講義 
注意備考 受講希望者が多い場合、⼈数を制限します。 
シラバスコード FB123B2 
実務経験のある教員  
達成目標 ある程度の略字、文法と会話の習得。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Chinese II 
関連科目 中国語Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 中国語Ⅰで習得した能⼒を土台にし、文型と文法事項を習得し、比較的簡単な文

章の読解⼒を養成することを主たる目的とする。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 中国語Ⅰを復習する 

2 回 想、要、住在、会話を勉強する 
3 回 給、略字、会話を勉強する 
4 回 限定語、会話を勉強する 
5 回 是〜的、略字、会話を勉強する 
6 回 会、会話を勉強する 
7 回 結果補語、略字、会話を勉強する 
8 回 過、略字、会話を勉強する 



9 回 要、会話を勉強する 
10 回 方向補語、略字、会話を勉強する 
11 回 別、略字、会話を勉強する 
12 回 在、会話を勉強する 
13 回 可是、比を勉強する 
14 回 Ｖ着、時間補語を勉強する 
15 回 手紙を勉強する 

準備学習 1 回 発音、文法、略字、会話を復習すること 
2 回 習った地名を調べること 
3 回 ⼈称代詞を復習すること 
4 回 名詞を調べること 
5 回 地名、年、月、日を復習すること 
6 回 動詞を読むこと 
7 回 過去（時制）を調べること 
8 回 動詞を復習すること 
9 回 目的語を読むこと 
10 回 来、去動作の方向を理解すること 
11 回 動詞をまとめること 
12 回 現在進行形を予習すること 
13 回 動詞、形容詞を読むこと 
14 回 動詞、数を読むこと 
15 回 まとめ、復習をすること 

 



年度 2012 
授業コード FB123C1 
成績評価 定期試験（100％） 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB123C1 ハングルⅠ 
担当教員名 林 正黙＊ 
単位数 2 
教科書 できる韓国語 新装版  初級Ⅰ／李志瑛 著／ＤＥＫＩＲＵ出版 
アクティブラーニング  
キーワード ハングル文字・日韓交流・簡単な日常会話 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 ハングルⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 白峰子 著 「韓国語文法辞典」（三修社） 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FB123C1 
実務経験のある教員  
達成目標 1)ハングル文字の構成を理解し、読み書きができるようになる。2）挨拶などの

簡単な日常会話を身につける。3）韓国のことに関心や興味を持つ。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Hangul I 
関連科目 本科目に引き続き「ハングルⅡ」を受講することが望ましい 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 日韓関係は両国にとってますます重大な意味をもつ時代を迎えました。そこで、

お互いをより深く理解するためには言葉の壁を乗り越えなくてはいけないと思
います。ハングルを学ぶことで韓国語のみならず、大切なパートナーシップが求
められる隣国への歴史や文化にも親しんでもらうこと。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ハングル文字の歴史と構成にする。 

2 回 基本⺟音の読み方、書き方にする。 
3 回 子音の読み方、書き方にする。 
4 回 合成⺟音の読み方、書き方にする。 
5 回 パッチム（終声）の種類と読み、書きにする。 



6 回 ハングル文字の復習と簡単な挨拶にする。 
7 回 第 1 課 私は日本⼈です 1 にする。 
8 回 第 1 課 私は日本⼈です 2 にする。 
9 回 第 2 課 日本⼈ではありません 1 にする。 
10 回 第 2 課 日本⼈ではありません 2 にする。 
11 回 第 3 課 それは何ですか 1 にする。 
12 回 第 3 課 それは何ですか 2 にする。 
13 回 第 4 課 約束があります 1 にする。 
14 回 第 4 課 約束があります 2 にする。 
15 回 映画の中の韓国語（映画鑑賞）にする。 

準備学習 1 回 韓国語及びハングル文字の基本構成を調べておくこと。 
2 回 基本⺟音 10 文字について予習すること。 
3 回 基本⺟音の復習と子音の予習すること。 
4 回 子音の復習と合成⺟音の予習すること。 
5 回 合成⺟音の復習とパッチムの予習すること。 
6 回 韓国語の語順について調べておくこと。 
7 回 韓国語の品詞について予習すること。 
8 回 第 1 課の本文を読むこと。 
9 回 指定詞の使い方について勉強すること。 
10 回 肯定文、否定文においての指定詞の活用について予習すること。 
11 回 「ヘヨ体」とは何か調べておくこと。 
12 回 疑問文について予習すること。 
13 回 「ニダ体」とは何か調べておくこと。 
14 回 存在詞について調べておくこと。 
15 回 第 4 課までの内容を復習すること。 

 



年度 2012 
授業コード FB123C2 
成績評価 定期試験 100％ 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB123C2 ハングルⅡ 
担当教員名 林 正黙＊ 
単位数 2 
教科書 新装版 できる韓国語 初級Ⅰ／李志瑛 著／DEKIRU 出版 
アクティブラーニング  
キーワード 日常会話、国際交流、文章の読み書き。 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 ハングルⅡ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 韓国語文法辞典／白峰子 著／三修社 
授業形態 講義 
注意備考 受講希望者が多い場合、⼈数を制限します。 
シラバスコード FB123C2 
実務経験のある教員  
達成目標 1）日常会話に必要な基礎レベルの会話能⼒を身につける。 

2）簡単な韓国語の文を読み書き出来るようにする。 
受講者へのコメント  
連絡先 pojagi@pony.ocn.ne.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Hangul II 
関連科目 ハングルⅠ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 韓国語の簡単な日常会話能⼒を身につけることで隣国である韓国及び韓国文化

に興味や関心を持ってもらい、国際⼈の感覚を実感出来る講義にする。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 第 5 課 会社はどこにありますか 1 にする。 

2 回 第 5 課 会社はどこにありますか 2 にする。 
3 回 第 6 課 週末には何をしますか 1 にする。 
4 回 第 6 課 週末には何をしますか 2 にする。 
5 回 第 7 課 そんなに遠くありません 1 にする。 
6 回 第 7 課 そんなに遠くありません 2 にする。 
7 回 第 8 課 いつ行きますか 1 にする。 



8 回 第 8 課 いつ行きますか 2 にする。 
9 回 第 9 課 釜山までどうやって行きますか 1 にする。 
10 回 第 9 課 釜山までどうやって行きますか 2 にする。 
11 回 第 10 課 何時からですか 1 にする。 
12 回 第 10 課 何時からですか 2 にする。 
13 回 第 11 課 いつ日本へ来ましたか 1 にする。 
14 回 第 11 課 いつ日本へ来ましたか 2 にする。 
15 回 映画の中の韓国語（映画鑑賞）にする。 

準備学習 1 回 ハングル文字の読み、書きを復習すること。 
2 回 第 5 課の内容を予習すること。 
3 回 韓国語の格式体について調べてみること。 
4 回 第 6 課の内容を予習すること。 
5 回 否定文の作り方について調べてみること。 
6 回 第 7 課の内容を予習すること。 
7 回 漢語数字について調べてみること。 
8 回 第 8 課の内容を予習すること。 
9 回 韓国語の非格式体について調べてみること。 
10 回 第 9 課の内容を予習すること。 
11 回 固有語数字について調べてみること。 
12 回 第 10 課の内容を予習すること。 
13 回 用言の過去形について調べてみること。 
14 回 第 11 課の内容を予習すること。 
15 回 第 5 課〜11 課の内容を復習すること。 

 



年度 2012 
授業コード FB123D1 
成績評価 期末試験 100% 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜10),工学部(〜10),総合情報学部(〜10),生物地球学部(〜10) 
見出し FB123D1 科学英語Ⅲ 
担当教員名 河本 誠 
単位数 2 
教科書 プリント配布 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 科学英語Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし。 
授業形態 講義 
注意備考 正当な理由がある場合を除き、欠席は５回以上で評価なし(E)とする。 

英語の基礎が出来ており、自分の専門の分野の英文を読んでみようと思っている
意欲のある学生の受講を望む。 

シラバスコード FB123D1 
実務経験のある教員  
達成目標 「英文の構造をおさえた上で意味を取る」という部分に特に⼒点を置くことによ

り、そのことを身に付けさせる。 
受講者へのコメント  
連絡先 河本研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Scientific English III 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、科学英語Ⅰ・Ⅱ、科学英語Ⅳ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 科学・技術に関する普通の英文を正確に読み取ることが出来るようになることを

目的とする。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

次回からの発表の割り当てを行う。また、各自、読みたいと思う科学・技術に関
する文書を（主に）インターネットで探し、提出することを指示する。この中か
ら取捨選択することにより、５つの文書を読んでいくことにする。 
2 回 １つ目の文書を読み始める。事前に割り当てられた学生がパラグラフ全体



の日本語訳を発表する。そのあと、その発表の問題点を指摘したり、文法的な説
明を加えながら、日本語訳を繰り返す。質問がなければ、次のパラグラフに進ん
でいく。 
3 回 １つ目の文書を同じようにして読み進める。 
4 回 さらに１つ目の文書を同じようにして読み進める。 
5 回 ２つ目の文書を読み始める。事前に割り当てられた学生がパラグラフ全体
の日本語訳を発表する。そのあと、その発表の問題点を指摘したり、文法的な説
明を加えながら、日本語訳を繰り返す。質問がなければ、次のパラグラフに進ん
でいく。 
6 回 ２つ目の文書を同じようにして読み進める。 
7 回 さらに２つ目の文書を同じようにして読み進める。 
8 回 ３つ目の文書を読み始める。事前に割り当てられた学生がパラグラフ全体
の日本語訳を発表する。そのあと、その発表の問題点を指摘したり、文法的な説
明を加えながら、日本語訳を繰り返す。質問がなければ、次のパラグラフに進ん
でいく。 
9 回 ３つ目の文書を同じようにして読み進める。 
10 回 さらに３つ目の文書を同じようにして読み進める。 
11 回 ４つ目の文書を読み始める。事前に割り当てられた学生がパラグラフ全体
の日本語訳を発表する。そのあと、その発表の問題点を指摘したり、文法的な説
明を加えながら、日本語訳を繰り返す。質問がなければ、次のパラグラフに進ん
でいく。 
12 回 ４つ目の文書を同じようにして読み進める。 
13 回 さらに４つ目の文書を同じようにして読み進める。 
14 回 ５つ目の文書を読み始める。事前に割り当てられた学生がパラグラフ全体
の日本語訳を発表する。そのあと、その発表の問題点を指摘したり、文法的な説
明を加えながら、日本語訳を繰り返す。質問がなければ、次のパラグラフに進ん
でいく。 
15 回 ５つ目の文書を同じようにして読み進める。 

準備学習 1 回 特になし。 
2 回 １つ目の文書：発表担当の学生は自分で辞書を引いて十分準備しておくこ
と。発表担当でない学生は、読み進んでいく数パラグラフは自分で読んでおいて、
講義にうまく理解できていなかったところをしっかり意識すること。 
3 回 １つ目の文書：前回と同じように準備などすること。 
4 回 １つ目の文書：前回と同じように準備などすること。 
5 回 ２つ目の文書：発表担当の学生は自分で辞書を引いて十分準備しておくこ
と。発表担当でない学生は、読み進んでいく数パラグラフは自分で読んでおいて、
講義にうまく理解できていなかったところをしっかり意識すること。 
6 回 ２つ目の文書：前回と同じように準備などすること。 
7 回 ２つ目の文書：前回と同じように準備などすること。 
8 回 ３つ目の文書：発表担当の学生は自分で辞書を引いて十分準備しておくこ
と。発表担当でない学生は、読み進んでいく数パラグラフは自分で読んでおいて、
講義にうまく理解できていなかったところをしっかり意識すること。 



9 回 ３つ目の文書：前回と同じように準備などすること。 
10 回 ３つ目の文書：前回と同じように準備などすること。 
11 回 ４つ目の文書：発表担当の学生は自分で辞書を引いて十分準備しておくこ
と。発表担当でない学生は、読み進んでいく数パラグラフは自分で読んでおいて、
講義にうまく理解できていなかったところをしっかり意識すること。 
12 回 ４つ目の文書：前回と同じように準備などすること。 
13 回 ４つ目の文書：前回と同じように準備などすること。 
14 回 ５つ目の文書：発表担当の学生は自分で辞書を引いて十分準備しておくこ
と。発表担当でない学生は、読み進んでいく数パラグラフは自分で読んでおいて、
講義にうまく理解できていなかったところをしっかり意識すること。 
15 回 ５つ目の文書：前回と同じように準備などすること。 

 



年度 2012 
授業コード FB123D2 
成績評価 期末試験 100% 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜10),工学部(〜10),総合情報学部(〜10),生物地球学部(〜10) 
見出し FB123D2 科学英語Ⅳ 
担当教員名 河本 誠 
単位数 2 
教科書 プリント配布 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 科学英語Ⅳ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし。 
授業形態 講義 
注意備考 正当な理由がある場合を除き、欠席は５回以上で評価なし(E)とする。 

英語の基礎が出来ており、自分の専門の分野の英文を読んでみようと思っている
意欲のある学生の受講を望む。 

シラバスコード FB123D2 
実務経験のある教員  
達成目標 「英文の構造をおさえた上で意味を取る」という部分に特に⼒点を置くことによ

り、そのことを身に付けさせる。 
受講者へのコメント  
連絡先 河本研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Scientific English IV 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、科学英語Ⅰ・Ⅱ、科学英語Ⅲ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 科学・技術に関する普通の英文を正確に読み取ることが出来るようになることを

目的とする。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

次回からの発表の割り当てを行う。また、各自、読みたいと思う科学・技術に関
する文書を（主に）インターネットで探し、提出することを指示する。この中か
ら取捨選択することにより、５つの文書を読んでいくことにする。 
2 回 １つ目の文書を読み始める。事前に割り当てられた学生がパラグラフ全体



の日本語訳を発表する。そのあと、その発表の問題点を指摘したり、文法的な説
明を加えながら、日本語訳を繰り返す。質問がなければ、次のパラグラフに進ん
でいく。 
3 回 １つ目の文書を同じようにして読み進める。 
4 回 さらに１つ目の文書を同じようにして読み進める。 
5 回 ２つ目の文書を読み始める。事前に割り当てられた学生がパラグラフ全体
の日本語訳を発表する。そのあと、その発表の問題点を指摘したり、文法的な説
明を加えながら、日本語訳を繰り返す。質問がなければ、次のパラグラフに進ん
でいく。 
6 回 ２つ目の文書を同じようにして読み進める。 
7 回 さらに２つ目の文書を同じようにして読み進める。 
8 回 ３つ目の文書を読み始める。事前に割り当てられた学生がパラグラフ全体
の日本語訳を発表する。そのあと、その発表の問題点を指摘したり、文法的な説
明を加えながら、日本語訳を繰り返す。質問がなければ、次のパラグラフに進ん
でいく。 
9 回 ３つ目の文書を同じようにして読み進める。 
10 回 さらに３つ目の文書を同じようにして読み進める。 
11 回 ４つ目の文書を読み始める。事前に割り当てられた学生がパラグラフ全体
の日本語訳を発表する。そのあと、その発表の問題点を指摘したり、文法的な説
明を加えながら、日本語訳を繰り返す。質問がなければ、次のパラグラフに進ん
でいく。 
12 回 ４つ目の文書を同じようにして読み進める。 
13 回 さらに４つ目の文書を同じようにして読み進める。 
14 回 ５つ目の文書を読み始める。事前に割り当てられた学生がパラグラフ全体
の日本語訳を発表する。そのあと、その発表の問題点を指摘したり、文法的な説
明を加えながら、日本語訳を繰り返す。質問がなければ、次のパラグラフに進ん
でいく。 
15 回 ５つ目の文書を同じようにして読み進める。 

準備学習 1 回 特になし。 
2 回 １つ目の文書：発表担当の学生は自分で辞書を引いて十分準備しておくこ
と。発表担当でない学生は、読み進んでいく数パラグラフは自分で読んでおいて、
講義にうまく理解できていなかったところをしっかり意識すること。 
3 回 １つ目の文書：前回と同じように準備などすること。 
4 回 １つ目の文書：前回と同じように準備などすること。 
5 回 ２つ目の文書：発表担当の学生は自分で辞書を引いて十分準備しておくこ
と。発表担当でない学生は、読み進んでいく数パラグラフは自分で読んでおいて、
講義にうまく理解できていなかったところをしっかり意識すること。 
6 回 ２つ目の文書：前回と同じように準備などすること。 
7 回 ２つ目の文書：前回と同じように準備などすること。 
8 回 ３つ目の文書：発表担当の学生は自分で辞書を引いて十分準備しておくこ
と。発表担当でない学生は、読み進んでいく数パラグラフは自分で読んでおいて、
講義にうまく理解できていなかったところをしっかり意識すること。 



9 回 ３つ目の文書：前回と同じように準備などすること。 
10 回 ３つ目の文書：前回と同じように準備などすること。 
11 回 ４つ目の文書：発表担当の学生は自分で辞書を引いて十分準備しておくこ
と。発表担当でない学生は、読み進んでいく数パラグラフは自分で読んでおいて、
講義にうまく理解できていなかったところをしっかり意識すること。 
12 回 ４つ目の文書：前回と同じように準備などすること。 
13 回 ４つ目の文書：前回と同じように準備などすること。 
14 回 ５つ目の文書：発表担当の学生は自分で辞書を引いて十分準備しておくこ
と。発表担当でない学生は、読み進んでいく数パラグラフは自分で読んでおいて、
講義にうまく理解できていなかったところをしっかり意識すること。 
15 回 ５つ目の文書：前回と同じように準備などすること。 

 



年度 2012 
授業コード FB123E1 
成績評価 Grades will be based on the following. Homework, Worksheets and Quizes - 30%, 

Final Test - 70% 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 化学科(〜11),応用物理学科(〜11),基礎理学科(〜11),生物化学科(〜11),臨床生

命科学科(〜11),動物学科(〜11),工学部(〜11),総合情報学部(〜11),生物地球学
部(〜11) 

見出し fb123e1 英会話Ⅰ 
担当教員名 ギャビン トーマス＊ 
単位数 2 
教科書 Smart Choice 2nd Edition Starter(Oxford) 
アクティブラーニング  
キーワード Listening, Speaking, Conversation, Reading, Writing 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 英会話Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 None needed 
授業形態 講義 
注意備考 受講希望者が多い場合、⼈数を制限します。 
シラバスコード FB123E1 
実務経験のある教員  
達成目標 The students and the teacher will first go over the material and then practice it. 

The teacher will then call on individual students to allow them to practice 
responding and listening for information in English. The students will also work in 
groups going 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 English Conversation I 
関連科目 英語Ⅰ/Ⅱ, 科学英語Ⅰ/Ⅱ/Ⅲ/Ⅳ, 英会話Ⅱ，TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 To improve Survival English mainly listening and speaking skills but also reading 

and writing, the course will focus on a variety of daily situations that will be of use 
to university students. 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 



2 回 Unit 1: I`m a student. 
3 回 Unit 1: I`m a student. 
4 回 Unit 2: What`s your phone number? 
5 回 Unit 2: What`s your phone number? 
6 回 Unit 3: My family 
7 回 Unit 3: My family 
8 回 Unit 4: Do you like hip-hop? 
9 回 Unit 4: Do you like hip-hop? 
10 回 Unit 5: What do you do for fun? 
11 回 Unit 5: What do you do for fun? 
12 回 Unit 6: Can you play the guitar? 
13 回 Unit 6: Can you play the guitar? 
14 回 Review 
15 回 Review 

準備学習 1 回 Bring the textbook, notebook and writing instrument to class 
2 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
3 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
4 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
5 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
6 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
7 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
8 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
9 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
10 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
11 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
12 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
13 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
14 回 Review the information from Units 1, 2 and 3 
15 回 Review the information from Units 4, 5 and 6 

 



年度 2012 
授業コード FB123E2 
成績評価 Grades will be based on the following. Homework, Worksheets and Quizes - 30%, 

Final Test - 70% 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 化学科(〜11),応用物理学科(〜11),基礎理学科(〜11),生物化学科(〜11),臨床生

命科学科(〜11),動物学科(〜11),工学部(〜11),総合情報学部(〜11),生物地球学
部(〜11) 

見出し fb123e2 英会話Ⅰ 
担当教員名 ギャビン トーマス＊ 
単位数 2 
教科書 Smart Choice 2nd Edition Starter(Oxford) 
アクティブラーニング  
キーワード Listening, Speaking, Conversation, Reading, Writing 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 英会話Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 None needed 
授業形態 講義 
注意備考 受講希望者が多い場合、⼈数を制限します。 
シラバスコード FB123E2 
実務経験のある教員  
達成目標 The students and the teacher will first go over the material and then practice it. 

The teacher will then call on individual students to allow them to practice 
responding and listening for information in English. The students will also work in 
groups going 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 English Conversation I 
関連科目 英語Ⅰ/Ⅱ, 科学英語Ⅰ/Ⅱ/Ⅲ/Ⅳ, 英会話Ⅱ，TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 To improve Survival English mainly listening and speaking skills but also reading 

and writing, the course will focus on a variety of daily situations that will be of use 
to university students. 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 



2 回 Unit 1: I`m a student. 
3 回 Unit 1: I`m a student. 
4 回 Unit 2: What`s your phone number? 
5 回 Unit 2: What`s your phone number? 
6 回 Unit 3: My family 
7 回 Unit 3: My family 
8 回 Unit 4: Do you like hip-hop? 
9 回 Unit 4: Do you like hip-hop? 
10 回 Unit 5: What do you do for fun? 
11 回 Unit 5: What do you do for fun? 
12 回 Unit 6: Can you play the guitar? 
13 回 Unit 6: Can you play the guitar? 
14 回 Review 
15 回 Review 

準備学習 1 回 Bring the textbook, notebook and writing instrument to class 
2 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
3 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
4 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
5 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
6 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
7 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
8 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
9 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
10 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
11 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
12 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
13 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
14 回 Review the information from Units 1, 2 and 3 
15 回 Review the information from Units 4, 5 and 6 

 



年度 2012 
授業コード FB125A1 
成績評価 期末試験 80%、 小テスト 20% 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用数学科(〜12),化学科(〜12),基礎理学科(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し fb125a1 英語Ⅰ 
担当教員名 松岡 由美子＊ 
単位数 2 
教科書 Aim High for the TOEIC Test 「TOEIC テスト総合実践演習 CD 付」／ 塩見佳

代子、Richard Silver、 滝⽥尚広 ／ 成美堂 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 ・いろいろな練習ができて楽しかった。要点をまとめてほしいです。 

→リスニング、文法、リーディング、ペアワークなど、TOEIC 演習を中心に様々
な練習をしましたが、楽しく取り組んでもらえて嬉しく思います。要点もまとめ
るようにします。 
・分かりやすかった。 
→丁寧で分かりやすい授業を心掛けているので、このように感じてもらえて大変
嬉しく励みになります。きっとご自身も予習、復習を頑張り、授業にまじめに取
り組んだからだと思います。一⼈でも多くの受講生にこのような感想を持っても
らえるようにさらに努⼒したいと思います。 

科目名 英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 英和辞典 
授業形態 講義 
注意備考 必ず予習をし、英和辞典を持参して授業に臨むこと。付属の CD を聞いてしっか

りリスニングの復習をすること。期末試験は 15 回講義終了後実施する。 
シラバスコード FB125A1 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC400 点相当以上になるような英語⼒を身につけること。 
受講者へのコメント 出席率も良く、私語もなく、全受講生が大変真摯な態度で受講してくれたことに、

とても感謝しています。私にとっては大変楽しいクラスでした。授業は、受講生
とともに作り上げてゆくものだと改めて感じさせてもらえました。難しいテキス
トにもかかわらず、ほとんどの受講生が予習復習をよく頑張ってくれたと感心し
ています。後期もさらなるレベルアップを目指してほしいと思います。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 [A]〜[B]の項目では、出席率も良く、授業時間外の学習にも積極的に取り組めて
おり、この分野への理解が深まり、興味、関心も高まったという受講生が大多数



で、嬉しく思います。ごく一部に、欠席回数が多く、授業時間外学習時間の少な
い学生が見られたのは残念に思います。[C]の項目では、とても満足のゆく評価
を得ることができて、嬉しく思います。[E]の項目では約 80％の受講生が特にな
いと回答しておりますが、さらに目標達成のため、努⼒したいと思います。 

英文科目名 English I 
関連科目 英語Ⅱ、科学英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 特に大きな変更予定はありません。TOEIC 対策のみならず、総合的な英語⼒の

向上を目指してゆきます。 
講義目的 聞き、話し、読み、書く、という 4 技能を用いた総合的なコミュニケーション能

⼒を養成する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション、Unit 1 SHOPPING のリスニング演習をする。 

2 回 Unit 1 SHOPPING のリスニングの解答、dictation、 解説をする。 
3 回 Unit 1 SHOPPING の文法項目（加算・不可算名詞）の説明、リーディング
演習、解答、解説をする。 
4 回 Unit 2 RESTAURANT のリスニング演習、解答、dictation、解説をする。 
5 回 Unit 2 RESTAURANT の文法項目（名詞と冠詞）の説明、リーディング演
習、解答、解説をする。 
6 回 Unit 3 ENTERTAINMENT のリスニング演習、解答、dictation、解説をす
る。 
7 回 Unit 3 ENTERTAINMENT の文法項目（接続詞・副詞）の説明、リーディ
ング演習、解答、解説をする。 
8 回 Unit 4 JOB HUNTING のリスニング演習、解答、dictation、解説をする。 
9 回 Unit 4 JOB HUNTING の文法項目（前置詞）の説明、リーディング演習、
解答、解説をする。 
10 回 Unit 5 HOTEL STAY のリスニング演習、解答、dictation、解説をする。 
11 回 Unit 5 HOTEL STAY の文法項目（形容詞、比較級・最上級）の説明、リ
ーディング演習、解答、解説をする。 
12 回 Unit 6 BUSINESS のリスニング演習、解答、dictation、解説をする。 
13 回 Unit 6 BUSINESS の文法項目（verb tense 動詞の時制）の説明、リーディ
ング演習、解答、解説をする。 
14 回 小テストをする。 
REVIEW TEST 1 の演習、解答、解説をする。 
15 回 REVIEW TEST 1 の解説をする。 
前期の学習の総まとめをする。 

準備学習 1 回 テキストを購入し，巻頭の説明を読んで、TOEIC について理解しておくこ
と。 
CD を聞いて、Unit 1 のリスニングパートの問題を解いておくこと。 
2 回 CD を聞いて、Unit 1 のリスニングパートの復習をしておくこと。 
3 回 Unit 1 のリーディングパートの問題を解き、分からない単語や熟語、語法
などを辞書を引いて調べ、英文の内容を理解しておくこと。理解できなかった部
分を授業で解決できるよう、問題点を把握しておくこと。 



4 回 CD を聞いて、Unit 2 のリスニングパートの問題を解いておくこと。 
5 回 Unit 2 のリーディングパートの問題を解き、分からない単語や熟語、語法
などを辞書を引いて調べ、英文の内容を理解しておくこと。理解できなかった部
分を授業で解決できるよう、問題点を把握しておくこと。 
6 回 CD を聞いて、Unit 3 のリスニングパートの問題を解いておくこと。 
7 回 Unit 3 のリーディングパートの問題を解き、分からない単語や熟語、語法
などを辞書を引いて調べ、英文の内容を理解しておくこと。理解できなかった部
分を授業で解決できるよう、問題点を把握しておくこと。 
8 回 CD を聞いて、Unit 4 のリスニングパートの問題を解いておくこと。 
9 回 Unit 4 のリーディングパートの問題を解き、分からない単語や熟語、語法
などを辞書を引いて調べ、英文の内容を理解しておくこと。理解できなかった部
分を授業で解決できるよう、問題点を把握しておくこと。 
10 回 CD を聞いて、Unit 5 のリスニングパートの問題を解いておくこと。 
11 回 Unit 5 のリーディングパートの問題を解き、分からない単語や熟語、語法
などを辞書を引いて調べ、英文の内容を理解しておくこと。理解できなかった部
分を授業で解決できるよう、問題点を把握しておくこと。 
12 回 CD を聞いて、Unit 6 のリスニングパートの問題を解いておくこと。 
13 回 Unit 6 のリーディングパートの問題を解き、分からない単語や熟語、語法
などを辞書を引いて調べ、英文の内容を理解しておくこと。理解できなかった部
分を授業で解決できるよう、問題点を把握しておくこと。 
14 回 小テストに備えて、Unit 1 〜 Unit 6 で学習した内容をしっかり復習して
おくこと。 
15 回 REVIEW TEST 1 をもう一度辞書を使って解き直し、復習をしておくこ
と。 
前期に学習した内容を総復習し、問題点があれば質問できるようにまとめておく
こと。 

 



年度 2012 
授業コード FB125A2 
成績評価 期末試験 80%、 小テスト 20% 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用数学科(〜12),化学科(〜12),基礎理学科(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB125A2 英語Ⅱ 
担当教員名 松岡 由美子＊ 
単位数 2 
教科書 Aim High for the TOEIC Test 「TOEIC テスト総合実践演習 CD 付」／ 塩見佳

代子、Richard Silver、 滝⽥尚広 ／ 成美堂 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ・調度いいスピードと，理解しやすい授業だった。 

・すごく楽しい授業でした。 
・先生がやさしいです。 
→難しい教材を使用したにもかかわらず，理解しやすく，楽しく学習してもらえ
たというコメントは，励みになります。私にとっても楽しいクラスでした。また，
厳しく注意しなければならない場面もなく，やさしい先生でいさせてくれたこと
に感謝します。 
・CD を使った方がリスニングはしやすいと思います。 
→CD の方が使いやすく，音質も良いのですが，トラックの途中からかけること
ができないのが難点です。カセットでは，スピードの調節 

科目名 英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 英和辞典 
授業形態 講義 
注意備考 必ず予習をし、英和辞典を持参して授業に臨むこと。付属の CD を聞いてしっか

りリスニングの復習をすること。期末試験は 15 回講義終了後実施する。 
シラバスコード FB125A2 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC400 点相当以上になるような英語⼒を身につけること。 
受講者へのコメント 出席率も良く，私語もなく，全受講生が大変真摯な態度で受講してくれたことに，

とても感謝しています。受講生の皆さんの予習，復習の努⼒と，授業での集中⼒
にはいつも感心していました。TOEIC 対策の教材を学習して自信をつけたと思
うので，ぜひ TOEIC にチャレンジして，さらなるレベルアップを目指して欲し
いです。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 [A]の項目では，出席率が大変良く，授業時間外学習にも積極的に取り組めてお



り，感心しました。[B]の項目では，この分野への理解が深まった(84%)をはじ
め，自身の成⻑を実感してもらえており，とても嬉しく思います。[C]の項目で
は，どれも高い評価を受け，特に，92%の受講生が授業に対する教員の熱意を「感
じられた」と回答し，満足できていたことをとても嬉しく思います。[E]の項目で
は 92%の受講生が特にないと回答していますが，さらに努⼒したいと思います。 

英文科目名 English II 
関連科目 英語Ⅰ、科学英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 特に大きな変更予定はありません。引き続き，授業改善に努めます。 
講義目的 聞き、話し、読み、書く、という 4 技能を用いた総合的なコミュニケーション能

⼒を養成する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション、Unit 7 SPORTS のリスニング演習をする。 

2 回 Unit 7 SPORTS のリスニングの解答、dictation、 解説をする。 
3 回 Unit 7 SPORTS の文法項目（動名詞・分詞）の説明、リーディング演習、
解答、解説をする。 
4 回 Unit 8 EDUCATION のリスニング演習、解答、dictation、解説をする。 
5 回 Unit 8 EDUCATION の文法項目（to 不定詞）の説明、リーディング演習、
解答、解説をする。 
6 回 Unit 9 SERVICES のリスニング演習、解答、dictation、解説をする。 
7 回 Unit 9 SERVICES の文法項目（modal verb 助動詞）の説明、リーディング
演習、解答、解説をする。 
8 回 Unit 10 HOUSING のリスニング演習、解答、dictation、解説をする。 
9 回 Unit 10 HOUSING の文法項目（relative pronouns 関係代名詞）の説明、
リーディング演習、解答、解説をする。 
10 回 Unit 11 ENVIRONMENT のリスニング演習、解答、dictation、解説をす
る。 
11 回 Unit 11 ENVIRONMENT の文法項目（relative adverbs 関係副詞）の説
明、リーディング演習、解答、解説をする。 
12 回 Unit 12 VACATION のリスニング演習、解答、dictation、解説をする。 
13 回 Unit 12 VACATION の文法項目（仮定法）の説明、リーディング演習、
解答、解説をする。 
14 回 小テストをする。 
REVIEW TEST 2 の演習、解答、解説をする。 
15 回 REVIEW TEST 2 の解説をする。 
後期の学習の総まとめをする。 

準備学習 1 回 CD を聞いて、Unit 7 のリスニングパートの問題を解いておくこと。 
2 回 CD を聞いて、Unit 7 のリスニングパートの復習をしておくこと。 
3 回 Unit 7 のリーディングパートの問題を解き、分からない単語や熟語、語法
などを辞書を引いて調べ、英文の内容を理解しておくこと。理解できなかった部
分を授業で解決できるよう、問題点を把握しておくこと。 
4 回 CD を聞いて、Unit 8 のリスニングパートの問題を解いておくこと。 
5 回 Unit 8 のリーディングパートの問題を解き、分からない単語や熟語、語法



などを辞書を引いて調べ、英文の内容を理解しておくこと。理解できなかった部
分を授業で解決できるよう、問題点を把握しておくこと。 
6 回 CD を聞いて、Unit 9 のリスニングパートの問題を解いておくこと。 
7 回 Unit 9 のリーディングパートの問題を解き、分からない単語や熟語、語法
などを辞書を引いて調べ、英文の内容を理解しておくこと。理解できなかった部
分を授業で解決できるよう、問題点を把握しておくこと。 
8 回 CD を聞いて、Unit 10 のリスニングパートの問題を解いておくこと。 
9 回 Unit 10 のリーディングパートの問題を解き、分からない単語や熟語、語法
などを辞書を引いて調べ、英文の内容を理解しておくこと。理解できなかった部
分を授業で解決できるよう、問題点を把握しておくこと。 
10 回 CD を聞いて、Unit 11 のリスニングパートの問題を解いておくこと。 
11 回 Unit 11 のリーディングパートの問題を解き、分からない単語や熟語、語
法などを辞書を引いて調べ、英文の内容を理解しておくこと。理解できなかった
部分を授業で解決できるよう、問題点を把握しておくこと。 
12 回 CD を聞いて、Unit 12 のリスニングパートの問題を解いておくこと。 
13 回 Unit 12 のリーディングパートの問題を解き、分からない単語や熟語、語
法などを辞書を引いて調べ、英文の内容を理解しておくこと。理解できなかった
部分を授業で解決できるよう、問題点を把握しておくこと。 
14 回 小テストに備えて、Unit 7 〜 Unit 12 で学習した内容をしっかり復習し
ておくこと。 
15 回 REVIEW TEST 2 をもう一度辞書を使って解き直し、復習をしておくこ
と。 
後期に学習した内容を総復習し、問題点があれば質問できるようにまとめておく
こと。 

 



年度 2012 
授業コード FB125B1 
成績評価 定期試験 60 点、演習課題 30 点、提出課題 10 点により評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用数学科(〜12),化学科(〜12),基礎理学科(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB125B1 英語Ⅰ 
担当教員名 平松 進＊ 
単位数 2 
教科書 The TOEIC Test Trainer Target 350/⽥辺正美他/センゲージラーニング 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 風が強く配布資料が飛ばされたりするとありますが、夏場などはエアコンが集中

管理されているので、致し方ないと思います。ホワイトボードにして欲しいとの
ことですが、これも現状では無理かと思います。授業の終了時間が迫った場合、
早口になってしまいがちですがよく留意して授業を進めようと思います。リスニ
ングの解説をもう少し詳しくして欲しくリーディングもやりたいとのことです
が、限られた時間内で精いっぱいやっているつもりです。改善の一方法として質
問等を授業以外にどしどしして欲しいと思います。一方で、リスニングが高まっ
たという 

科目名 英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない。 
授業形態 講義 
注意備考 授業回数の 3 分の 2 以上の出席を必要とし、遅刻・早退は 30 分以内とし 1 回に

つき 0.5 回分の欠席となる。 
シラバスコード FB125B1 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC300 点相当以上になるような英語⼒を身につけること。 
受講者へのコメント 毎回、全員に質問等を問いかけて理解度を確認していますが、その際の反応の速

さを期待しています。訓練の賜物でしょうか、「分からない」といういう「即答」
はほぼ皆無で、反応時間も平均 10 秒以内で授業もほぼスムーズに進行させるこ
とができました。ただ、一⼈一⼈の皆さんの発言は教室の全員に聞こえる程度の
大きさと明瞭さを強く求めたいと思います。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業時間外の学習に積極的に取り組んでいる様子が分かり安心しました。ただ、
効率的授業運営と効果の点からは週当たり 3 時間以上の学習が必要ですので一
層励んでもらいたいと念願します。英語への理解、関心、技能などが高まったと
いうことで大いに満足しました。 



英文科目名 English I 
関連科目 英語Ⅱ、科学英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 解説部分だけでは、学生の理解度が把握が困難です。そこで、演習部分の役割が

重要ですが、理解度だけでなくどこにつまずきを覚えやすいとかも掴めます。さ
らに、担当教員が思いもしなかったような新鮮な発見ができることがあります。
次回以降、言ってみれば「対話型」の演習を促進させたいと思います。90 分があ
っという間に過ぎて忙しくもありますが、双方に手ごたえが感じられるはずで
す。また、音声化(vocalization)を日常的に取り入れる習慣形成も図りたいと思い
ます。 

講義目的 4 技能を用いた日常的コミュニケーション能⼒の養成を目指す。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。授業の進め方等を説明する。 

2 回 英語の音声体系と、取り組む各種学習法・訓練法を概観する。 
3 回 Pre-test(pp.8-15)に取り組み、解説する。 
4 回 Unit 1 オフィスで―自動詞と他動詞 Listening Section(pp.16-18)に取り組
み、解説する。 
5 回 Unit 1 オフィスで―自動詞と他動詞 Reading Section(pp.19-21)に取り組
み、解説する。 
6 回 Unit 2 買い物―形容詞・副詞・前置詞 Listening Section(pp.22-24)に取り
組み、解説する。 
7 回 Unit 2 買い物―形容詞・副詞・前置詞 Reading Section(pp.25-27)に取り組
み、解説する。 
8 回 Unit 3 食事―名詞と冠詞 Listening Section(pp.28-30)に取り組み、解説す
る。 
9 回 Unit 3 食事―名詞と冠詞 Reading Section(pp.31-33)に取り組み、解説す
る。 
10 回 Unit 4 健康・スポーツ―進行形 Listening Section(pp.34-36)に取り組み、
解説する。 
11 回 Unit 4 健康・スポーツ―進行形 Reading Section(pp.37-39)に取り組み、
解説する。 
12 回 Unit 5 コマーシャル―完了形 Listening Section (pp.40-42)に取り組み、
解説する。 
13 回 Unit 5 コマーシャル―完了形 Reading Section (pp.43-45)に取り組み、解
説する。 
14 回 Unit 6 数字―不定詞 Listening Section(pp.46-48)に取り組み、解説する。 
15 回 Unit 6 数字―不定詞 Reading Section(pp.49-51)に取り組み、解説する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく理解し、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 英語の発音記号(International Phonetic Alphabet(IPA)国際音標文字）を辞
書・参考書等で予習すること。 
3 回 Pre-test(pp.8-15)に取り組むこと。 
4 回 Unit 1 オフィスで―自動詞と他動詞 Listening Section(pp.16-18)をよく理
解し練習問題に取り組むこと。 



5 回 Unit 1 オフィスで―自動詞と他動詞 Reading Section(pp.19-21)をよく理
解し練習問題に取り組むこと。 
6 回 Unit 2 買い物―形容詞・副詞・前置詞 Listening Section(pp.22-24)をよく
理解し練習問題に取り組むこと。 
7 回 Unit 2 買い物―形容詞・副詞・前置詞 Reading Section(pp.25-27)をよく理
解し練習問題に取り組むこと。 
8 回 Unit 3 食事―名詞と冠詞 Listening Section(pp.28-30)をよく理解し練習問
題に取り組むこと。 
9 回 Unit 3 食事―名詞と冠詞 Reading Section(pp.31-33)をよく理解し練習問
題に取り組むこと。 
10 回 Unit 4 健康・スポーツ―進行形 Listening Section(pp.34-36)をよく理解し
練習問題に取り組むこと。 
11 回 Unit 4 健康・スポーツ―進行形 Reading Section(pp.37-39)をよく理解し
練習問題に取り組むこと。 
12 回 Unit 5 コマーシャル―完了形 Listening Section (pp.40-42)をよく理解し
練習問題に取り組むこと。 
13 回 Unit 5 コマーシャル―完了形 Reading Section (pp.43-45)をよく理解し練
習問題に取り組むこと。 
14 回 Unit 6 数字―不定詞 Listening Section(pp.46-48)をよく理解し練習問題
に取り組むこと。 
15 回 Unit 6 数字―不定詞 Reading Section(pp.49-51)をよく理解し練習問題に
取り組むこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB125B2 
成績評価 定期試験 60 点、演習課題 30 点、提出課題 10 点により評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用数学科(〜12),化学科(〜12),基礎理学科(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB125B2 英語Ⅱ 
担当教員名 平松 進＊ 
単位数 2 
教科書 The TOEIC Test Trainer Target 350/⽥辺正美他/センゲージラーニング 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  「寒い」というのはおそらく冬場のことであると思えるが、空調が集中管理な

ので微調整はできない。このことにもかなり気配りをしているが、席の移動など
である程度解決できるので、遠慮なく移動して欲しい。TOEIC に興味を持って
もらえたとはうれしい限りである。分かりやすい授業とのコメントは大変ありが
たく感じるが、安住することなく自分に厳しくして更なる改善に努めたい。 

科目名 英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない。 
授業形態 講義 
注意備考 授業回数の 3 分の 2 以上の出席を必要とし、遅刻・早退は 30 分以内とし 1 回に

つき 0.5 回分の欠席となる。 
シラバスコード FB125B2 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC300 点相当以上になるような英語⼒を身につけること。 
受講者へのコメント  課された演習は、事前にかなり処理できるようにしているので、授業では効率

的な運営ができるように協⼒をお願いしたい。事前の準備不足で時間がかかるの
は浪費でありもったいない。 
 授業は学生と教員との相互作用と交流で構成され運営されるので、意思疎通を
活発にお願いしたい。例えば、疑問・質問などがあれば担当教員をつかまえて質
問攻めにするくらいの意欲を期待したい。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  授業を受けてよかったとの意見が多く、担当者としてやりがいを感じる。結果
として満足度も高くうれしく思う。その中で、授業の目標達成について、「半分程
度できた」「少しできた」がそれぞれ 13%程度あり少し残念に感じる。ただ、授
業満足度が全体的として 80%を超えていたことはうれしく感じる。 

英文科目名 English II 



関連科目 英語Ⅰ、科学英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  授業の目標達成について、受講者の皆さんが満足できるようさらに微に入り細

に入り工夫を重ねる必要を感じる。そのために pretest と posttest を導入してい
るのであるが、説明と講評に十分な時間が割けないのが現状であるが、何とかそ
の時間を作り出したい。また解説にメリハリをつけることも工夫したい。こうす
ることで、授業の達成感もさらに向上するものと信じる。 

講義目的 4 技能を用いた日常的コミュニケーション能⼒の養成を目指す。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。授業の進め方等を説明する。 

2 回 Unit 7 日常生活のトラブル―動名詞 Listening Section(pp.52-54)に取り組
み、解説する。 
3 回 Unit 7 日常生活のトラブル―動名詞 Reading Section(pp.55-57)に取り組
み、解説する。 
4 回 Unit 8 余暇・社交―関係代名詞と関係副詞 Listening Section(pp.58-60)に
取り組み、解説する。 
5 回 Unit 8 余暇・社交―関係代名詞と関係副詞 Reading Section(pp.61-63)に取
り組み、解説する。 
6 回 Unit 9 ガイド―複文 Listening Section(pp.64-66)に取り組み、解説する。 
7 回 Unit 9 ガイド―複文 Reading Section(pp.67-69)に取り組み、解説する。 
8 回 Unit 10 説明―受動態 Listening Section(pp.70-72)に取り組み、解説する。 
9 回 Unit 10 説明―受動態 Reading Section(pp.73-75)に取り組み、解説する。 
10 回 Unit 11 いろいろな国の英語 1―分詞 Listening Section(pp.76-78)に取り
組み、解説する。 
11 回 Unit 11 いろいろな国の英語 1―分詞 Reading Section(pp.79-81)に取り組
み、解説する。 
12 回 Unit 12 いろいろな国の英語 2―比較表現 Listening Section (pp.82-84)に
取り組み、解説する。 
13 回 Unit 12 いろいろな国の英語 2―比較表現 Reading Section (pp.85-87)に
取り組み、解説する。 
14 回 Post-test(pp.88-95)に取り組み、解説する。 
15 回 今期の総合まとめを行い、併せて補助教材を使用する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく理解し、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 Unit 7 日常生活のトラブル―動名詞 Listening Section(pp.52-54)をよく理
解し練習問題に取り組むこと。 
3 回 Unit 7 日常生活のトラブル―動名詞 Reading Section(pp.55-57)をよく理
解し練習問題に取り組むこと。 
4 回 Unit 8 余暇・社交―関係代名詞と関係副詞 Listening Section(pp.58-60)を
よく理解し練習問題に取り組むこと。 
5 回 Unit 8 余暇・社交―関係代名詞と関係副詞 Reading Section(pp.61-63)をよ
く理解し練習問題に取り組むこと。 
6 回 Unit 9 ガイド―複文 Listening Section(pp.64-66)をよく理解し練習問題に
取り組むこと。 



7 回 Unit 9 ガイド―複文 Reading Section(pp.67-69)をよく理解し練習問題に
取り組むこと。 
8 回 Unit 10 説明―受動態 Listening Section(pp.70-72)をよく理解し練習問題
に取り組むこと。 
9 回 Unit 10 説明―受動態 Reading Section(pp.73-75)をよく理解し練習問題に
取り組むこと。 
10 回 Unit 11 いろいろな国の英語 1―分詞 Listening Section(pp.76-78)をよく
理解し練習問題に取り組むこと。 
11 回 Unit 11 いろいろな国の英語 1―分詞 Reading Section(pp.79-81)をよく理
解し練習問題に取り組むこと。 
12 回 Unit 12 いろいろな国の英語 2―比較表現 Listening Section (pp.82-84)を
よく理解し練習問題に取り組むこと。 
13 回 Unit 12 いろいろな国の英語 2―比較表現 Reading Section (pp.85-87)を
よく理解し練習問題に取り組むこと。 
14 回 Post-test(pp.88-95)に取り組むこと。 
15 回 今期取り組んだ内容を全般的に復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB125C1 
成績評価 提出課題 20%、 試験 80%により成績を評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用数学科(〜12),化学科(〜12),基礎理学科(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB125C1 英語Ⅰ 
担当教員名 石⽥ 美佐江 
単位数 2 
教科書 smart CHOICE 2／Ken Wilson／Oxford University Press 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「暑い」---節電のために協⼒してください。 

「インターネットの通信が悪い」---インターネットの接続環境が良くないようで
す。情報処理センターに相談したこともありますが、申し訳ないのですが今のと
ころ何ともできません。 
「後期もよろしくお願いします。」---後期も一緒に頑張りましょう。 
「とても楽しい授業だったと思います。後期も楽しみにしています。」---ありが
とう。引き続き後期も努⼒します。 
「前期間ありがとうございました。苦手な英語が得意になれるといいです。」---
まずは苦手意識をなくしてもらえるような 

科目名 英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 辞書を必ず持参すること。 
シラバスコード FB125C1 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC300 点相当以上になるような英語⼒を身につけること。 
受講者へのコメント 「宿題などの指示された課題に取り組んだ」が 79.4％、「指示された課題以外の

学習にも自主的に取り組んだ」17.6％でしたので、さらに多くの⼈がこれらの項
目に回答してくれるよう希望します。授業での勉強だけでなく、TOEIC 受験な
どの目標を 
各自がもって自主的に勉強しましょう。 

連絡先 6 学舎 4 階石⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業について「満足」「ほぼ満足」が 76.5％、教員の意欲が「感じられた」「少し
感じられた」が 97.1％でしたので、 
特に問題はないと考えています。授業の手法について「毎回の学習目標を明示し
てほしい」「1 回の授業で扱う量が少ない」がそれぞれ 2 件、「説明にもう少し工



夫を加えてもらえるとよい」が 3 件、「教科書や資料のレベルが、もう少し高く
ても良い」が 4 件でした。英語クラスはレベル別になってはいますが、クラス内
で習熟度が高い方の数⼈の学生にとっては、教科書のレベルがすこしもの足りな
かったのだろうと考えています。 

英文科目名 English I 
関連科目 英語 II 科学英語 I・II・III・IV 英会話 I・II TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 「板書、スライド、配布資料がよく見えなかった」が 3 件、「⿊板やプロジェク

ターなどを、もっと利用するとよい」が 2 件回答がありましたので、英語 II では
これらに気を付けたいと考えています。 

講義目的 4 技能を用いた日常的コミュニケーション能⼒の養成を目指す。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 簡単な自己紹介文を作成する。 

英語学習方法や今後の講義について説明する。  
p2-p3 の Essential English にでてくる英語表現を練習する。 
2 回 Unit 1 How was your vacation?の Vocabulary や Grammar&Pronunciation に
ついて説明する。 
vacation や activities についての語彙、agreeing and disagreeing に関する文法、
word stress について説明し、練習問題を解説する。 
3 回 Unit 1 How was your vacation?の Listening や Reading について説明する。 
vacations についての話を聞いて内容を理解したり、mountain climing for charity
についての英文を読んで内容を理解する。 
4 回 Unit 2 I think it's exciting!の Vocabulary や Grammar&Pronunciation につ
いて説明する。 
movies や music についての語彙、-ing や-ed で終わる形容詞に関する文法、単語
の最後の ed の発音方法について説明し、練習問題を解説する。 
5 回 Unit 2 I think it's exciting!の Listening や Reading について説明する。 
relaxing についての話を聞いて内容を理解したり、the cost of hit movies につい
ての英文を読んで内容を理解する。 
6 回 Unit 3 Do it before you're 30!の Vocabulary や Grammar&Pronunciation
について説明する。 
extreme sports についての語彙、現在完了に関する文法、子音と⺟音の連結に関
する発音の方法について説明し、練習問題を解説する。 
7 回 Unit 3 Do it before you're 30!の Listening や Reading について説明する。 
３⼈の extreme athletes のインタヴューを聞いて内容を理解したり、Yves Rossy
さんについての英文を読んで内容を理解する。 
8 回 第１回から第７回までを復習する。 
p.22(音楽についての会話）の練習問題の解説をし、口に出して一緒に練習をす
る。 
p.23（Jen Jones さんについての英文）の練習問題を解説する。 
9 回  Unit 4  The best place in the world! の Vocabulary や
Grammar&Pronunciation について説明する。 
geography についての語彙、形容詞の最上級に関する文法、音声上の t の脱落に



ついて説明し、練習問題を解説する。 
10 回 Unit 4 The best place in the world!の Listening や Reading について説明
する。 
world geography についての話を聞いて内容を理解したり、Australia's most 
dangerous animals についての英文を読んで内容を理解する。 
11 回 Unit 5 Where's the party?の Vocabulary や Grammar&Pronunciation に
ついて説明する。 
celebrations についての語彙、時を表す副詞節に関する文法、副詞節のあとの音
声上の休止について説明し、練習問題を解説する。 
12 回 Unit 5 Where's the party?の Listening や Reading について説明する。 
New Year's traditions についての話を聞いて内容を理解したり、festivals in Brazil, 
peru, and Mexico についての英文を読んで内容を理解する。 
13 回 Unit 6 You should try it!の Vocabulary や Grammar&Pronunciation につ
いて説明する。 
lifestyles についての語彙、should や have to に関する文法、has to や have to の
発音について説明し、練習問題を解説する。 
14 回 Unit 6 You should try it!の Listening や Reading について説明する。 
lifestyles についての話を聞いて内容を理解したり、stress の対処法についての英
文を読んで内容を理解する。 
15 回 第９回から第１４回までの復習をする。 
p.42(vacation plans についての会話）の練習問題の解説をし、口に出して一緒に
練習をする。 
p.43（marathon についての英文）の練習問題を解説する。 

準備学習 1 回 シラバスの内容を確認しておくこと。 
簡単な英語での自己紹介文を考えておくこと。 
2 回 p2-p3 に出てきた英語表現を練習しておくこと。 
p4-p6 に出てくる単語を辞書で調べ、練習問題をしておくこと。 
3 回 前回の vacation や activities についての語彙、agreeing and disagreeing に関
する文法、word stress を復習しておくこと。 
p7-p9 の単語を辞書で調べ、p8 の英文を読み練習問題をしておくこと。 
4 回 前回の mountain climing for charity についての英文を復習しておくこと。 
p10-p12 の単語を辞書で調べ、練習問題をしておくこと。 
5 回 前回の movies や music についての語彙、-ing や-ed で終わる形容詞に関す
る文法、単語の最後の ed の発音の方法について復習しておくこと。 
p13-p15 の単語を辞書で調べ、p14 の英文を読み練習問題をしておくこと。 
6 回 前回の the cost of hit movies についての英文を復習しておくこと 
p16-p18 の単語を辞書で調べ、練習問題をしておくこと。 
7 回 前回の extreme sports についての語彙、現在完了に関する文法、子音と⺟音
の連結に関する発音の方法について復習しておくこと。 
p19-p21 の単語を辞書で調べ、p20 の英文を読み練習問題をしておくこと。 
8 回 Units 1-3 の練習問題を再度自分で行い、十分に理解しておくこと。 
Units 1-3 の Reading の英文の内容を確認しておくこと。 



Units 1-3 の Listening の英文を口にだして練習しておくこと。 
p22 と p23 の単語を辞書で調べ、英文を読み練習問題をしておくこと。 
9 回 p24-p26 の単語を辞書で調べ練習問題をしておくこと。 
10 回 前回の geography についての語彙、形容詞の最上級に関する文法、音声上
の t の脱落について復習しておくこと。 
p28-p29 の単語を辞書で調べ、p28 の英文を読み練習問題をしておくこと。 
11 回 前回の Australia's most dangerous animals についての英文を復習しておく
こと。 
p30-p32 の単語を辞書で調べ、練習問題をしておくこと。 
12 回 前回の celebrations についての語彙、時を表す副詞節に関する文法、副詞
節のあとの音声上の休止について復習しておくこと。 
p33-p35 の単語を辞書で調べ、p34 の英文を読んでおくこと。 
13 回 前回の New Year's traditions についての英文を復習しておくこと。 
p36-p38 の単語を辞書で調べ、練習問題をしておくこと。 
14 回 前回の lifestyles についての語彙、should や have to に関する文法、has to
や have to の発音を復習しておくこと。 
p40-p41 の単語を辞書で調べ、p40 を読んでおくこと。 
15 回 前回の stress の対処法についての英文を復習しておくこと。 
p42-p43 の単語を辞書で調べ、英文を読み練習問題をしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB125C2 
成績評価 提出課題 20%、 試験 80%により成績を評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用数学科(〜12),化学科(〜12),基礎理学科(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB125C2 英語Ⅱ 
担当教員名 石⽥ 美佐江 
単位数 2 
教科書 smart CHOICE 2／Ken Wilson／Oxford University Press 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「1 年間ありがとうございました。」---楽しく授業ができてうれしく思っていま

す。ありがとう。 
「バイト場で海外の⼈と話せた時嬉しかったです。外国⼈の彼女欲しい」---授業
での勉強が英語での会話に 
役立ったのなら幸いです。これからもあなたの世界が広がることを願っていま
す。 
「色々な単語が手得できた」（原文のまま）---語彙を増やすことは大切であると
思います。今後も努⼒してください。 
「Wifi のせつびがわるく授業のさまたげとなった」---電波状況が悪いせいかイ
ンターネットがうまくつながらず残念な時が 
ありま 

科目名 英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 講義 
注意備考 辞書を必ず持参すること 
シラバスコード FB125C2 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC300 点相当以上になるような英語⼒を身につけること。 
受講者へのコメント まずは、概ね良好な評価で良かったと思っています。 

授業にも真面目に取り組んでもらえました。 
しかし、授業時間以外の勉強時間として「全くしなかった」に 17.6%の回答があ
りました。教科書附属のオンライン練習問題に取り組む課題を 2 週に 1 回程度課
していたのですが、取り組まなかった⼈がいるのは残念です。教員が課した課題
にはきちんと 
取り組んでください。 

連絡先 ６学舎４階石⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 



各項目評価に対する所見 「この分野への理解が深まった」に 70.6%、「この分野への興味、関心が高まっ
た」に 26.5%、「この分野での技能・技術が向上した」「この分野と他の分野との
関連性がわかった」「今後の進路の参考になった」「学習方法の改善に役立った」
にそれぞれ 1 ⼈の回答があった。 
目標を達成「できた」「だいたいできた」に 85.3%、教員の意欲「感じられた」
「少し感じられた」に 97%、「満足」「ほぼ満足」に 91.2%の回答であった。 
授業の手法について「特にない」に 100%、授業の進行と教材の提示について「特
にない」に 97.1% 

英文科目名 English II 
関連科目 英語 I 科学英語 I・II・III・IV 英会話・I・II TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 資料提示などでパワーポイントなどをさらに活用することを考えています。 
講義目的 4 技能を用いた日常的コミュニケーション能⼒の養成を目指す。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 前期の復習と Unit7 There are too many stores!の Vocabulary や Grammar

について説明する。 
ショッピングについての語彙、too/not enough/too many/too much の使い方に
ついて説明し、練習問題の解説をする。 
2 回 Unit 7 There are too many stores!の Pronunciation や Listening について説
明する。 
不満を表現する時の word stress について説明し練習をする。 
people's shopping preferences についての話をを聞いて内容を理解する。 
練習問題の解説をする。 
3 回 Unit 7 There are too many stores!の Reading について説明する。 
People's opinions of online shopping についての英文を読んで内容を理解する。 
練習問題の解説をする。 
4 回 Unit 8 I like guys who are creative.の Vocabulary や Grammar について説明
する。 
appearance and personality についての語彙、関係節についての文法を説明し、練
習問題の解説をする。 
5 回 Unit 8 I like guys who are creative.の Pronunciation、Listening や Reading
について説明する。 
Word stress and content words について説明し練習する。 
voicemail messages を聞いて内容を理解する。 
date suggestions についての英文を読んで内容を理解する。 
練習問題を解説する。 
6 回 Unit 9 What were you doing?の Vocabulary や Grammar について説明する。 
accidents and injuries についての語彙、過去進行形についての文法を説明し、練
習問題の解説をする。 
7 回 Unit 9 What were you doing?の Pronunciation、Listening や Reading につ
いて説明する。 
/y/と連結する音について説明し練習する。 
accidents and injuries についての話を聞いて内容を理解する。 



a six-year-old driver についての英文を読んで内容を理解する。 
練習問題を解説する。 
8 回 第１回から第７回までを復習する。 
p.62(ショッピングモールで出会った知⼈についての会話）の練習問題の解説を
し、口に出して練習をする。 
p.63（屋外あるいは屋内での事故の危険についての英文）の練習問題を解説する。 
9 回 Unit 10 It must be an elephant.の Vocabulary や Grammar について説明す
る。 
extreme natural events についての語彙、may、might、could、can't、must につい
ての文法を説明し、練習問題の解説をする。 
10 回 Unit 10 It must be an elephant.の Pronunciation、Listening や Reading に
ついて説明する。 
推量における word stress について説明し、口に出して練習する。 
extreme natural events についての話を聞いて内容を理解する。 
storm chasing についての英文を読んで内容を理解する。 
練習問題を解説する。 
11 回 Unit 11 I used to sing.の Vocabulary や Grammar について説明する。 
school activities についての語彙、used to の使い方について説明し、練習問題の
解説をする。 
12 回 Unit 11 I used to sing.の Pronunciation、Listening や Reading について説
明する。 
used to の発音の仕方について説明し、口に出して練習する。 
family history についてのインタヴューを聞いて内容を理解する。 
Cameron Diaz についての英文を読んで内容を理解する。 
練習問題を解説する。 
13 回 Unit 12 Living in a pyramid の Vocabulary や Grammar について説明する。 
places to live についての語彙、if 節と助動詞の使い方について説明し、練習問題
の解説をする。 
14 回 Unit 12 Living in a pyramid の Pronunciation、Listening や Reading につ
いて説明する。 
if you の発音の仕方について説明し、口に出して練習する。 
ラジオ番組での学生の話を聞いて内容を理解する。 
building projects of the future についての英文を読んで内容を理解する。 
練習問題を解説する。 
15 回 p.82(a job interview での会話）の練習問題の解説をし、口に出して練習を
する。 
p.83（地震が起こった時の対処法についての英文）の練習問題を解説する。 

準備学習 1 回 シラバスの内容を確認しておくこと。 
前期で学んだ部分、p2-p43 を復習しておくこと。 
p44-p46 の単語を辞書で調べ、練習問題をしておくこと。 
2 回 前回のショッピングについての語彙、too/not enough/too many/too much
の使い方を復習しておくこと。 



p47 の単語を辞書で調べ、問題(BEFORE YOU LISTEN)をしておくこと。 
3 回 前回の不満を表現する時の word stress を口に出して練習しておくこと。 
前回の Listening の people's shopping preferences についての話を口に出して練
習しておくこと。 
p48 の単語を辞書で調べ、People's opinions of online shopping についての英文
を読み、練習問題をしておくこと。 
4 回 前回の People's opinions of online shopping についての英文を復習しておく
こと。 
p50-p52 の単語を辞書で調べ、練習問題をしておくこと。 
5 回 前回の appearance and personality についての語彙、関係節についての文法
を復習しておくこと。 
p53-p54 の単語を辞書で調べ、date suggestions についての英文を読み、練習問
題をしておくこと。 
6 回 前回の voicemail messages を口に出して練習しておくこと。 
前回の date suggestions についての英文を復習しておくこと。 
p56-p58 の単語を辞書で調べ、練習問題をしておくこと。 
7 回 前回の accidents and injuries についての語彙、過去進行形についての文法
を復習しておくこと。 
p59-p60 の単語を辞書で調べ、a six-year-old driver についての英文を読み、練習
問題をしておくこと。 
8 回 Units7-9 の練習問題を再度行い、十分に理解しておくこと。 
p62-p63 の単語を辞書で調べ、英文を読み、練習問題をしておくこと。 
9 回 前回のショッピングモールで出会った知⼈についての会話を口に出して練
習すること。、 
屋外あるいは屋内での事故の危険についての英文を復習しておくこと。 
p64-p66 の単語を辞書で調べ、練習問題をしておくこと。 
10 回 前回の extreme natural events についての語彙、may、might、could、can't、
must についての文法を復習しておくこと。 
p67-p68 の単語を辞書で調べ、storm chasing についての英文を読み、練習問題を
しておくこと。 
11 回 前回の extreme natural events についての話を口に出して練習しておくこ
と。 
前回の storm chasing についての英文を復習しておくこと。 
p70-p72 の単語を辞書で調べ、練習問題をしておくこと。 
12 回 前回の school activities についての語彙、used to の使い方を復習しておく
こと。 
p73-p74 の単語を辞書で調べ、Cameron Diaz についての英文を読み、練習問題
をしておくこと。 
13 回 前回の family history についてのインタヴューを口にだして練習しておく
こと。 
前回の Cameron Diaz についての英文を復習しておくこと。 
p76-p78 の単語を辞書で調べ、練習問題をしておくこと。 



14 回 前回の places to live についての語彙、if 節と助動詞の使い方を復習してお
くこと。 
p79-p80 の単語を辞書で調べ、building projects of the future についての英文を
読み、練習問題をしておくこと。 
15 回 前回のラジオ番組での学生の話を口に出して練習しておくこと。 
前回の building projects of the future についての英文を復習しておくこと。 
p82-p83 の単語を辞書で調べ、英文を読み、練習問題をしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB125D1 
成績評価 課題３０％、定期試験７０％で評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用数学科(〜12),化学科(〜12),基礎理学科(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB125D1 英語Ⅰ 
担当教員名 橋本 信子＊ 
単位数 2 
教科書 THE TOEIC TEST TRAINER Target 350／山口昌彦、松浦浩子／センゲージ ラ

ーニング株式会社 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 聞き取りにくい もっとはっきりと話してほしい 回答：板書したり、あたった

⼈ が 答 え る と き に 声 が 小 さ く て 聞 き 取 れ な い 場                       
合にその⼈のそばに行ったりと、マイクのそばを離れたときに聞き取りにく                       
かったのだと思います。今後は気を付けます。 
授業中にうるさい⼈が多い 周りの⼈がうるさくてリスニングが聞き取りにく
い  ： ひ ど い ⼈ に は 注 意 し て い ま す が 、 迷 惑 を 被                           
っている⼈がいるのなら放 

科目名 英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 英和・和英辞書を持参すること。 
シラバスコード FB125P1 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC300 点相当以上になるような英語⼒を身につけること。 
受講者へのコメント ＴＯＩＥＣ対策のテキストのために、授業は問題を解くことを中心にして進めて

きました。 
そのために授業外の学習が不十分になっているようです。英語学習にはさまざま
な手段があります。 
日常生活の中で英語に触れる努⼒をしてください。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業外での学習時間が少なすぎるようです。学習目標や授業外の学習に対する指
示を求めているようです。 

英文科目名 English I 
関連科目 英語Ⅱ， 科学英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ， 英会話Ⅰ・Ⅱ， TOEIC セミナー 



次回に向けての改善変更予定 授業外の学習ができるように、課題の出し方を工夫します。 
聞き取りやすいように、マイクから離れては話さないように気を付けます。 
理解を助けるために板書の仕方を工夫します。 

講義目的 4 技能を用いた日常的コミュニケーション能⼒の養成を目指す。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。講義の進め方を説明する。 

英語で自己紹介をする。 
2 回 Pre-test Unit 1 オフィスで 
自動詞と他動詞について説明する。 
3 回 Unit 1 オフィスで 
自動詞と他動詞について説明する。 
4 回 Unit 1 オフィスで 
自動詞と他動詞について説明する。 
5 回 Unit 2 買い物 
形容詞・副詞・前置詞について説明する。 
6 回 Unit 2 買い物 
形容詞・副詞・前置詞について説明する。 
7 回 Unit 3 食事 
名詞と冠詞について説明する。 
8 回 Unit 3 食事 
名詞と冠詞について説明する。 
9 回 Unit 4 健康・スポーツ 
進行形について説明する。 
10 回 Unit 4 健康・スポーツ 
進行形について説明する。 
11 回 Unit 5 コマーシャル 
完了形について説明する。 
12 回 Unit 5 コマーシャル 
完了形について説明する。 
13 回 Unit 6 数字 
不定詞について説明する。 
14 回 Unit 6 数字 
不定詞について説明する。 
15 回 Unit 6 数字 
不定詞について説明する。 

準備学習 1 回 英語での自己紹介を考えておくこと。 
2 回 Unit 1 のリーディングセクションの問題を解き、 
分からない単語を調べて訳しておくこと。 
3 回 Unit 1 のリーディングセクションの問題を解き、 
分からない単語を調べて訳しておくこと。 
4 回 Unit 1 のリーディングセクションの問題を解き、 
分からない単語を調べて訳しておくこと。 



5 回 Unit 2 のリーディングセクションの問題を解き、 
分からない単語を調べて訳しておくこと。 
6 回 Unit 2 のリーディングセクションの問題を解き、 
分からない単語を調べて訳しておくこと。 
7 回 Unit 3 のリーディングセクションの問題を解き、 
分からない単語を調べて訳しておくこと。 
8 回 Unit 3 のリーディングセクションの問題を解き、 
分からない単語を調べて訳しておくこと。 
9 回 Unit 4 のリーディングセクションの問題を解き、 
分からない単語を調べて訳しておくこと。 
10 回 Unit 4 のリーディングセクションの問題を解き、 
分からない単語を調べて訳しておくこと。 
11 回 Unit 5 のリーディングセクションの問題を解き、 
分からない単語を調べて訳しておくこと。 
12 回 Unit 5 のリーディングセクションの問題を解き、 
分からない単語を調べて訳しておくこと。 
13 回 Unit 6 のリーディングセクションの問題を解き、 
分からない単語を調べて訳しておくこと。 
14 回 Unit 6 のリーディングセクションの問題を解き、 
分からない単語を調べて訳しておくこと。 
15 回 Unit 6 のリーディングセクションの問題を解き、 
分からない単語を調べて訳しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB125D2 
成績評価 課題３０％、定期試験７０％で評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用数学科(〜12),化学科(〜12),基礎理学科(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB125D2 英語Ⅱ 
担当教員名 橋本 信子＊ 
単位数 2 
教科書 THE TOEIC TEST TRAINER Target 350／山口昌彦、松浦浩子／センゲージ ラ

ーニング株式会社 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 勘違いをして注意をしたのでしたら申し訳ないと思います。 

英語に少し自信を持てるようになった⼈、英語圏の国に対する関心を持った⼈な
どがいて、本当に嬉しい限りです。 

科目名 英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 英和・和英辞書を持参すること。 
シラバスコード FB125P2 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC300 点相当以上になるような英語⼒を身につけること。 
受講者へのコメント 予習をすると授業の理解度が増して、授業が面白く感じられると思います。ぜひ

予習をしてください。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業以外の学習時間が０や３０分程度という⼈がほとんどなのは、とても残念で
す。 
せっかくのシラバスもあまり利用されていないようです。 

英文科目名 English II 
関連科目 英語Ⅰ， 科学英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ， 英会話Ⅰ・Ⅱ， TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 難易度については、もう少しレベルの高いものを望む声と、もう少し易しくとい

う声の両方があり、その点を見極めながら授業を進める必要を感じました。授業
の妨げとなる行為に対する注意をもっとしてほしいという要望があるので、その
点に注意を払いたいと思います。 

講義目的 4 技能を用いた日常的コミュニケーション能⼒の養成を目指す。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 Unit 7 日常生活のトラブル 
動名詞について説明する。 
2 回 Unit 7 日常生活のトラブル 
動名詞について説明する。 
3 回 Unit 7 日常生活のトラブル 
動名詞について説明する。 
4 回 Unit 8 余暇・社交 
関係代名詞と関係副詞について説明する。 
5 回 Unit 8 余暇・社交 
関係代名詞と関係副詞について説明する。 
6 回 Unit 9 ガイド 
複文について説明する。 
7 回 Unit 9 ガイド 
複文について説明する。 
8 回 Unit 10 説明 
受動態について説明する。 
9 回 Unit 10 説明 
受動態について説明する。 
10 回 Unit 11 いろいろな国の英語１ 
分詞について説明する。 
11 回 Unit 11 いろいろな国の英語１ 
分詞について説明する。 
12 回 Unit 12 いろいろな国の英語２ 
比較表現について説明する。 
13 回 Unit 12 いろいろな国の英語２ 
比較表現について説明する。 
14 回 Unit 12 いろいろな国の英語２ 
比較表現について説明する。 
15 回 Post-test 
今まで学んだことを確認する。 

準備学習 1 回 Unit 7 のリーディングセクションの問題を解き、 
分からない単語を調べて訳しておくこと。 
2 回 Unit 7 のリーディングセクションの問題を解き、 
分からない単語を調べて訳しておくこと。 
3 回 Unit 7 のリーディングセクションの問題を解き、 
分からない単語を調べて訳しておくこと。 
4 回 Unit 8 のリーディングセクションの問題を解き、 
分からない単語を調べて訳しておくこと。 
5 回 Unit 8 のリーディングセクションの問題を解き、 
分からない単語を調べて訳しておくこと。 
6 回 Unit 9 のリーディングセクションの問題を解き、 
分からない単語を調べて訳しておくこと。 



7 回 Unit 9 のリーディングセクションの問題を解き、 
分からない単語を調べて訳しておくこと。 
8 回 Unit 10 のリーディングセクションの問題を解き、 
分からない単語を調べて訳しておくこと。 
9 回 Unit 10 のリーディングセクションの問題を解き、 
分からない単語を調べて訳しておくこと。 
10 回 Unit 11 のリーディングセクションの問題を解き、 
分からない単語を調べて訳しておくこと。 
11 回 Unit 11 のリーディングセクションの問題を解き、 
分からない単語を調べて訳しておくこと。 
12 回 Unit 12 のリーディングセクションの問題を解き、 
分からない単語を調べて訳しておくこと。 
13 回 Unit 12 のリーディングセクションの問題を解き、 
分からない単語を調べて訳しておくこと。 
14 回 Unit 12 のリーディングセクションの問題を解き、 
分からない単語を調べて訳しておくこと。 
15 回 リーディングセクションの文法説明を読んでおくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB125E1 
成績評価 定期試験 70％, 小テスト 10％, レポート 10％, Class-work (vocabulary test) 10％ 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用数学科(〜12),化学科(〜12),基礎理学科(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB125E1 英語Ⅰ 
担当教員名 ⻄岡 啓治 
単位数 2 
教科書 Liz and John Soars./ American Headway 1 Second edition./Oxford: Oxford U.P. 

(ISBN 978-0-19-472945-1) 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 全体的にあまり記述がなかったので、すべての記述をまとめてどのクラスへも同

じコメント（→の後がコメントです）にします。 
１． もっと日本語を使って授業をしてほしい。 
→⻑い目でみれば、英語の授業は英語で受ける方が日常的な英語に慣れるのには
良いのではないかと考えています。分かりやすい英語を使うよう努⼒します、み
なさんも分かろうと努⼒してください。 
２． 教室が明るすぎてプロジェクターの映像がよく見えない。 
→わたしも気づいています。教務に改善を要望します。なるべく前の方に座って
ください。 

科目名 英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 英和, 和英, 英英などの辞書（電子辞書も可), Root and Trunk Sentences ＆ CD 
授業形態 講義 
注意備考 There are two class-works and a small test to improve your vocabulary and everyday 

English. 
シラバスコード FB125E1 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC 300 点相当以上になるような英語⼒を身につけること 
受講者へのコメント 授業で質問された場合、積極的に答えていただけることを希望します。反応がな

いと、こちらもやりにくいので。 
連絡先 ⻄岡研究室（六学舎 4 階, 1644） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業時間外の学習時間は 30 分程度が多い、そしてその内容も、宿題をするが多
かった。語学学習の効率は、繰り返して学習することと、継続して学習すること
です。日常の生活のなかで、niche time を利用して学習してください。 

英文科目名 English I 



関連科目 英語 II, 科学英語 I・II・III・IV, 英会話 I・II, TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 １年間、私の授業を受けることにより英語学習の方法が少しでも改善されるよ

う、工夫します。 
講義目的 ４技能を用いた日常的コミュニケーション能⼒の養成を目指す 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Vocabulary notebook. Class-work. Small Test. Report.  

Root ＆ Trunk Sentences---Textbook & CD 
2 回 Unit 1: Hello and good-bye.  R ＆ T=Trucks 1 ＆ 2. 
Key Sentence: Emma.  What's your name? 
3 回 Unit 1: Hello and good-bye.  R ＆ T=Trucks 3 ＆ 4. 
Key Sentence: A Cadillac is an American car. 
4 回 Unit 2: Meeting people.  R ＆ T=Trucks 5 ＆ 6. 
Key Sentence: What's your last name? 
5 回 Unit 2: Meeting people + R ＆ T=Trucks 7 ＆ 8 
Key Sentence: How much is 60￠ and 55￠? 
6 回 Unit 3: The world of work 
Key Sentence: He speaks four languages. 
7 回 Unit 3: The world of work 
Key Sentence: What time does he get up? 
8 回 Review of Units 1-3. Small Test. Presentation ＆ Review. 
9 回 Unit 4: Take it easy! 
Key Sentence: What do you do? 
10 回 Unit 4: Take it easy! Presentation. 
Key Sentence: How do you come to school? 
11 回 Unit 5: Where do you live? Presentation. 
Key Sentence: Is there a computer? / Where is it? 
12 回 Unit 5: Where do you live? Presentation. 
Key Sentence: Are there some good restaurants near the beach house 
13 回 Unit 6: Can you speak English? Presentation. 
Key Sentence: The homework was very difficut yesterday. 
14 回 Unit 6: Can you speak English? Presentation. 
Key Sentence: I was at Sergio's party on Saturday. 
15 回 Review of Units 4-6. Presentation. Examination Guide. Questionare writing. 

準備学習 １．教材としてテキスト２種類、辞書(電子辞書も可）、ノートは必需品です。毎
回チェックすること。 
２．シラバスでその日のレッスンページを確認し、所定の形式で単語帳を作って
授業に臨むこと。 
３．復習も準備につながるので、前回読んだページを最低 3 回は音読しておくこ
と。耳から自分の英語を聞き日本語訳しなくても内容がほぼ理解できるようにな
ること。 
４．宿題をやって出席すること。 

 



年度 2012 
授業コード FB125E2 
成績評価 定期試験 70％、小テスト 10％、レポート 10％、Class-work (vocabulary test) 10％ 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用数学科(〜12),化学科(〜12),基礎理学科(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB125E2 英語Ⅱ 
担当教員名 ⻄岡 啓治 
単位数 2 
教科書 Liz and John Soars/ Amerian Headway 1 Second edition/ Oxford: Oxford U.P. 

(ISBN 978-0-19-472945-1) 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「プリゼンは良い経験だった」「プリゼン、英文作成（レポート）は面白くまじめ

に取り組めた」 
コメント---そう考えていただけてうれしいです。英語はパソコンのように世界共
通のツールと感じていただけると、このようなコメントになるのかな。 

科目名 英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 英和, 和英, 英英などの辞書（電子辞書も可), Root and Trunk Sentences 
授業形態 講義 
注意備考 There are two class-works and a small test to improve your vocabulary and everyday 

English. 
シラバスコード FB125E2 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC 300 点相当以上になるような英語⼒を身につけること 
受講者へのコメント  
連絡先 ⻄岡研究室（六学舎 4 階, 1644） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 総合的には、無難な評価をいただいたようです。英語に対する必要性を感じてい
る⼈が多いからでしょうか。 

英文科目名 English II 
関連科目 英語 I, 科学英語 I・II・III・IV, 英会話 I・II, TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 --授業以外での英語学習時間は 30 分程度が 18％と最も多かった。単語や英文を

覚えるには隙間時間が有効なので、1 日に 10 分勉強してくれると 1-2 時間の学
習時間になりますので、やってみてください。 
--宿題など指示された課題に取り組む⼈は 20％以上います、したがって、取り組
み安い課題をもう少し出すとやってくれると考えています。 

講義目的 ４技能を用いた日常的コミュニケーション能⼒の養成を目指す 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 1st Semester Result: Class-work, Small Test, Report, and Examination. 2nd 

Semester Schedule. Unit 7: CD listening. 
2 回 Unit 7: Then and now. 
Key Sentence: I didn't go to New York, I went to Chicago. 
3 回 Unit 7: On the Job. 
Key Sentence: Lucian Freud was born in Berlin, Germany, but now he lives in 
London. 
4 回 Unit 8: A date to remember 
Key Sentence: I got up at eight o'clock this morning. 
5 回 Unit 8: A date to remember 
Key Sentence: She went to the dance on Saturday night and she met Frank. 
6 回 Unit 9: Food you like! 
Key Sentence: Do you like swimming? 
7 回 Unit 9: Food you like! 
Key Sentence: Would you like some coffee? 
8 回 Review of Units 7-9. Class-work ＆ Small Test. 
Presentation ＆ Report. 
9 回 Unit 10: Looking Good! 
Key Sentence: I'm not wearing a suit. 
10 回 Unit 10: Looking Good! 
Key Sentence: John's a vegetarian.  He doesn't eat meat. 
11 回 Unit 11 Life's an adventure! 
Key Sentence: What are you going to eat? 
12 回 Unit 11 Life's an adventure! 
Key Sentence: The country is cleaner than the town. 
13 回 Unit 12: Have your ever? 
Key Sentence: Have you ever been to Barcelona? 
14 回 Unit 12: Have your ever? 
Key Sentence: 
15 回 Review of Units 10-12. Presentation. Examination guide. Questionaire 
writing. 

準備学習 １．教材としてテキスト２種類、辞書(電子辞書も可）、ノートは必需品です。毎
回チェックすること。 
２．シラバスでその日のレッスンページを確認し、所定の形式で単語帳を作って
授業に臨むこと。 
３．復習も準備につながるので、前回読んだページを最低 3 回は音読しておくこ
と。耳から自分の英語を聞き日本語訳しなくても内容がほぼ理解できるようにな
ること。CD 等があれば聞く練習を怠らないこと。 
４．宿題をやって出席すること。 

 



年度 2012 
授業コード FB125F1 
成績評価 試験（６０％）小テスト（２０％）提出課題（１０％）授業参加度（１０％）に

より行う。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用数学科(〜12),化学科(〜12),基礎理学科(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB125F1 英語Ⅰ 
担当教員名 赤羽 美鳥＊ 
単位数 2 
教科書 English Ace / 山本厚子・大須賀直子・真野千佳子・岡本京子・Benedict 

Rowlett/ 成美堂 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 とくになし 
科目名 英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 英和辞典（手持ちのもの） 携帯電話の辞書は不可 
授業形態 講義 
注意備考 欠席日数が 1/3 をこえる者は、試験の受験資格を失う。辞書は必ず持参すること。

予習・復習をしっかり行うこと。 
シラバスコード FB125F1 
実務経験のある教員  
達成目標 基礎的な語彙⼒・文法⼒をつけること 
受講者へのコメント このクラスでは、英語の基本を徹底することを目標にしている。特に英語が苦手

な⼈には、いかに興味・関心を持ってもらうかが課題であると思っている。英語、
日本語に限らず、言葉はコミュニケーションの重要なツールである。外国語を学
ぶことは、コミュニケーション能⼒も磨くことにもなることに気づいてもらえた
らうれしく思う。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 Ａの「週当たりの学習時間」が若干少ないようである。Ｂの授業を受けてよかっ
た点は、「理解が深まった・興味、関心が高まった」が８割近くあった。今後も興
味関心をもってもらえるよう努⼒するつもりである。Ｃの「総合評価」では、「満
足・ほぼ満足」が 7 割ほどあった。 

英文科目名 English I 
関連科目 英語 II, 科学英語 I・II・III・IV, 英会話 I・II, TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 自宅学習の時間が少ないようであるので、もう少し丁寧に、自宅での学習方法を

説明したいと思う。 



講義目的 語彙⼒、文法⼒をつけ、日常的コミュニケーション能⼒の基礎を養成する 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 テキストの確認、準備学習、復習などを含めた学習方法の説明、 

講義の進め方についての説明をする。 
2 回 Unit 1 be 動詞  文法事項や難しい語彙を説明しながら、テキストの問題に
取り組む。音読も練習する。 
3 回 Unit 2 一般動詞  文法事項や難しい語彙を説明しながら、テキストの問題
に取り組む。音読も練習する。Unit 1 の復習テスト 
4 回 Unit 3 名詞・代名詞（前半） 文法事項や難しい語彙を説明しながら、テ
キストの問題に取り組む。音読も練習する。Unit 2 の復習テスト 
5 回 Unit 3（後半） 文法事項や難しい語彙を説明しながら、テキストの問題に
取り組む。音読も練習する。 
6 回 Unit 4 Wh 疑問文（前半）  文法事項や難しい語彙を説明しながら、テ
キストの問題に取り組む。音読も練習する。Unit 3 の復習テスト 
7 回 Unit 4（後半）  文法事項や難しい語彙を説明しながら、テキストの問題に
取り組む。音読も練習する。 
8 回 Unit 5 前置詞（前半） 文法事項や難しい語彙を説明しながら、テキストの
問題に取り組む。音読も練習する。 Unit 4 の復習テスト 
9 回 Unit 5（後半） 文法事項や難しい語彙を説明しながら、テキストの問題に
取り組む。音読も練習する。 
10 回 Unit 6 接続詞（前半） 文法事項や難しい語彙を説明しながら、テキスト
の問題に取り組む。音読も練習する。 Unit 5 の復習テスト 
11 回 Unit 6（後半） 文法事項や難しい語彙を説明しながら、テキストの問題に
取り組む。音読も練習する。 
12 回 Unit 7 過去形（前半） 文法事項や難しい語彙を説明しながら、テキスト
の問題に取り組む。音読も練習する。Unit 6 の復習テスト 
13 回 Unit 7（後半） 文法事項や難しい語彙を説明しながら、テキストの問題に
取り組む。音読も練習する。 
14 回 Unit 8 進行形（前半） 文法事項や難しい語彙を説明しながら、テキスト
の問題に取り組む。音読も練習する。 Unit 7 の復習テスト 
15 回 Unit 8（後半） 文法事項や難しい語彙を説明しながら、テキストの問題に
取り組む。音読も練習する。 前期の総まとめ 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、テキストに目を通しておくこと 
2 回 分からない語彙を辞書で調べながら、テキストの問題を予習し、分からない
箇所をチェックする。 
英文の音読もすること。 
3 回 分からない語彙を辞書で調べながら、テキストの問題を予習し、分からない
箇所をチェックする。 
英文の音読もすること。 
4 回 分からない語彙を辞書で調べながら、テキストの問題を予習し、分からない
箇所をチェックする。 
英文の音読もすること。 



5 回 分からない語彙を辞書で調べながら、テキストの問題を予習し、分からない
箇所をチェックする。 
英文の音読もすること。 
6 回 分からない語彙を辞書で調べながら、テキストの問題を予習し、分からない
箇所をチェックする。 
英文の音読もすること。 
7 回 分からない語彙を辞書で調べながら、テキストの問題を予習し、分からない
箇所をチェックする。 
英文の音読もすること。 
8 回 分からない語彙を辞書で調べながら、テキストの問題を予習し、分からない
箇所をチェックする。 
英文の音読もすること。 
9 回 分からない語彙を辞書で調べながら、テキストの問題を予習し、分からない
箇所をチェックする。 
英文の音読もすること。 
10 回 分からない語彙を辞書で調べながら、テキストの問題を予習し、分からな
い箇所をチェックする。 
英文の音読もすること。 
11 回 分からない語彙を辞書で調べながら、テキストの問題を予習し、分からな
い箇所をチェックする。 
英文の音読もすること。 
12 回 分からない語彙を辞書で調べながら、テキストの問題を予習し、分からな
い箇所をチェックする。 
英文の音読もすること。 
13 回 分からない語彙を辞書で調べながら、テキストの問題を予習し、分からな
い箇所をチェックする。 
英文の音読もすること。 
14 回 分からない語彙を辞書で調べながら、テキストの問題を予習し、分からな
い箇所をチェックする。 
英文の音読もすること。 
15 回 分からない語彙を辞書で調べながら、テキストの問題を予習し、分からな
い箇所をチェックする。 
英文の音読もすること。前期に学んだことを振り返り、分からない箇所をチェッ
クし、試験に備えること。 

 



年度 2012 
授業コード FB125F2 
成績評価 試験（６０％）小テスト（２０％）提出課題（１０％）授業参加度（１０％）に

より行う。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用数学科(〜12),化学科(〜12),基礎理学科(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB125F2 英語Ⅱ 
担当教員名 赤羽 美鳥＊ 
単位数 2 
教科書 English Ace / 山本厚子・大須賀直子・真野千佳子・岡本京子・Benedict 

Rowlett/ 成美堂 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 分かりやすい授業でした。→今後も努⼒します。 
科目名 英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 英和辞典（手持ちのもの） 携帯電話の辞書は不可 
授業形態 講義 
注意備考 欠席日数が 1/3 をこえる者は、試験の受験資格を失う。辞書は必ず持参すること。

予習・復習をしっかり行うこと。 
シラバスコード FB125F2 
実務経験のある教員  
達成目標 基礎的な語彙⼒・文法⼒をつけること 
受講者へのコメント 少しでも理解できた喜びが、自宅学習の意欲につながると思うので、さらに授業

に工夫をし、分かりやすい授業にする努⼒をしていきたい。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 自宅での学習時間が短い⼈が、若干いた。英語が苦手と思っている⼈がその傾向
にあるようだ。 

英文科目名 English II 
関連科目 英語 I, 科学英語 I・II・III・IV, 英会話 I・II, TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 苦手なことに取り組む努⼒は、英語にとどまらず、あらゆることにつながってい

るので、今後も頑張ってほしい。 
講義目的 語彙⼒、文法⼒をつけ、日常的コミュニケーション能⼒の基礎を養成する 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 前期のおさらい。後期の授業内容についての説明をする。 

2 回 Unit 9 現在完了形（前半）  文法事項や難しい語彙を説明しながら、テ
キストの問題に取り組む。音読も練習する。 



3 回 Unit 9（後半）  文法事項や難しい語彙を説明しながら、テキストの問題
に取り組む。音読も練習する。 
4 回 Unit 10 未来表現（前半）  文法事項や難しい語彙を説明しながら、テキ
ストの問題に取り組む。音読も練習する。Unit 9 の復習テスト 
5 回 Unit 10（後半）  文法事項や難しい語彙を説明しながら、テキストの問題
に取り組む。音読も練習する。 
6 回 Unit 11 助動詞（前半）  文法事項や難しい語彙を説明しながら、テキス
トの問題に取り組む。音読も練習する。Unit 10 の復習テスト 
7 回 Unit 11（後半）  文法事項や難しい語彙を説明しながら、テキストの問題
に取り組む。音読も練習する。 
8 回 Unit 12 受動態（前半）  文法事項や難しい語彙を説明しながら、テキス
トの問題に取り組む。音読も練習する。 Unit 11 の復習テスト 
9 回 Unit 12（後半）  文法事項や難しい語彙を説明しながら、テキストの問題
に取り組む。音読も練習する。 
10 回 Unit 13 形容詞・副詞（前半）  文法事項や難しい語彙を説明しながら、
テキストの問題に取り組む。音読も練習する。 Unit 12 の復習テスト 
11 回 Unit 13（後半）  文法事項や難しい語彙を説明しながら、テキストの問題
に取り組む。音読も練習する。 
12 回 Unit 14 比較級・最上級（前半）  文法事項や難しい語彙を説明しながら、
テキストの問題に取り組む。音読も練習する。Unit 13 の復習テスト 
13 回 Unit 14（後半）  文法事項や難しい語彙を説明しながら、テキストの問題
に取り組む。音読も練習する。 
14 回 Unit 15 不定詞・動名詞（前半）  文法事項や難しい語彙を説明しなが
ら、テキストの問題に取り組む。音読も練習する。 Unit 14 の復習テスト 
15 回 Unit 15（後半）  文法事項や難しい語彙を説明しながら、テキストの問題
に取り組む。音読も練習する。 後期の総まとめ 

準備学習 1 回 前期に理解できていなかった個所を、自分なりにチェックしておくこと。 
2 回 分からない語彙を辞書で調べながら、テキストの問題を予習し、分からない
箇所をチェックする。 
英文の音読もすること。 
3 回 分からない語彙を辞書で調べながら、テキストの問題を予習し、分からない
箇所をチェックする。 
英文の音読もすること。 
4 回 分からない語彙を辞書で調べながら、テキストの問題を予習し、分からない
箇所をチェックする。 
英文の音読もすること。 
5 回 分からない語彙を辞書で調べながら、テキストの問題を予習し、分からない
箇所をチェックする。 
英文の音読もすること。 
6 回 分からない語彙を辞書で調べながら、テキストの問題を予習し、分からない
箇所をチェックする。 
英文の音読もすること。 



7 回 分からない語彙を辞書で調べながら、テキストの問題を予習し、分からない
箇所をチェックする。 
英文の音読もすること。 
8 回 分からない語彙を辞書で調べながら、テキストの問題を予習し、分からない
箇所をチェックする。 
英文の音読もすること。 
9 回 分からない語彙を辞書で調べながら、テキストの問題を予習し、分からない
箇所をチェックする。 
英文の音読もすること。 
10 回 分からない語彙を辞書で調べながら、テキストの問題を予習し、分からな
い箇所をチェックする。 
英文の音読もすること。 
11 回 分からない語彙を辞書で調べながら、テキストの問題を予習し、分からな
い箇所をチェックする。 
英文の音読もすること。 
12 回 分からない語彙を辞書で調べながら、テキストの問題を予習し、分からな
い箇所をチェックする。 
英文の音読もすること。 
13 回 分からない語彙を辞書で調べながら、テキストの問題を予習し、分からな
い箇所をチェックする。 
英文の音読もすること。 
14 回 分からない語彙を辞書で調べながら、テキストの問題を予習し、分からな
い箇所をチェックする。 
英文の音読もすること。 
15 回 分からない語彙を辞書で調べながら、テキストの問題を予習し、分からな
い箇所をチェックする。 
英文の音読もすること。後期に学んだことを振り返り、分からない箇所をチェッ
クし、試験に備えること。 

 



年度 2012 
授業コード FB125G1 
成績評価 授業への取り組み、課題及び小テスト 5０％、定期試験５０％により評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用数学科(〜12),化学科(〜12),基礎理学科(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB125G1 英語Ⅰ 
担当教員名 井上 麻美子＊ 
単位数 2 
教科書 English Ace ／ 山本・大須賀・Rowlett ／成美堂 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない。プリント(課題)を配布する。 
授業形態 講義 
注意備考 英和辞書を持参すること。 
シラバスコード FB125G1 
実務経験のある教員  
達成目標 基礎的な語彙⼒・文法⼒をつけること。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 English I 
関連科目 英語Ⅱ、科学英語Ⅰ・Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 語彙⼒、文法⼒をつけ、日常的コミュニケーション能⼒を養成する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 シラバスおよびテキストの内容を確認する。準備学習の仕方と授業の進め

方について説明する。 
2 回 U 1: My Hometown (Be 動詞) を学習する。 
3 回 Unit 1 の Reading と Writing を学習する。 
4 回 U 2: Hobbies (一般動詞) を学習する 
5 回 Unit 2 の Reading と Writing を学習する。 
6 回 U 3: Shopping (名詞・代名詞) を学習する。 
7 回 Unit 3 の Reading と Writing を学習する。 
8 回 課題プリントで、Unit 1 から Unit 3 の復習をしたのち、小テストを実施



する。 
9 回 U 4: Nature Quiz (Wh-疑問文)を学習する。 
10 回 Unit 4 の Reading と Writing を学習する。 
11 回 U 5: Dream House (前置詞) を学習する。 
12 回 U 6: Food (接続詞) を学習する。 
13 回 Unit 6 の Reading と Writing を学習する。 
14 回 U 7: First Date (過去形) を学習する。 
15 回 Unit 7 の Reading と Writing を学習する。前期の復習・授業アンケート・
授業内容に関する質疑応答を実施する。 

準備学習 1 回 シラバスを読み、テキストの内容に目を通すこと。 
2 回 Unit 1 の事前に指示した箇所のテキストの予習を行うこと。 
3 回 提出用課題を解き、事前に指示した箇所の予習を行うこと。 
4 回 Unit 2 の事前に指示した箇所の予習を行うこと。 
5 回 提出用課題を解き、事前に指示した箇所の予習を行うこと。 
6 回 Unit 3 の事前に指示した箇所の予習を行うこと。 
7 回 提出用課題を解き、事前に指示した箇所のテキストの予習を行うこと。 
8 回 Unit 1 から Unit 3 の復習を行うこと。 
9 回 Unit 4 の事前に指示した箇所の予習を行うこと。 
10 回 提出用課題を解き、事前に指示した箇所のテキストの予習を行うこと。 
11 回 Unit 5 の事前に指示した箇所の予習を行うこと。 
12 回 提出用課題を解き、Unit 6 の事前に指示した箇所の予習を行うこと。 
13 回 提出用課題を解き、事前に指示した箇所の予習を行うこと。 
14 回 Unit 7 の事前に指示した箇所の予習を行うこと。 
15 回 提出用課題を解き、Unit 7 の事前に指示した箇所の予習を行うこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB125G2 
成績評価 授業への取り組み、課題及び小テスト 5０％、定期試験５０％により評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用数学科(〜12),化学科(〜12),基礎理学科(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB125G2 英語Ⅱ 
担当教員名 井上 麻美子＊ 
単位数 2 
教科書 English Ace ／ 山本・大須賀・Rowlett ／成美堂 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 回答すべきコメントはありませんでした。 
科目名 英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない。プリント(課題)を配布する。 
授業形態 講義 
注意備考 英和辞書を持参すること。 
シラバスコード FB125G2 
実務経験のある教員  
達成目標 基礎的な語彙⼒・文法⼒をつけること。 
受講者へのコメント 前期と比較して、欠席者が増加しましたが、引き続き真剣に授業に臨んだ受講者

も多くみられました。今後は、テキストと課題の予習・復習を自主的に行い、さ
らに英語の基礎⼒向上を目指してください。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ８割以上が「宿題など課題」に取り組んだと回答している一方、「時間外学習」を
「全くしなかった」受講者が多く、「授業の目標を達成できた」、「授業に満足」と
した割合がやや低いと感じました。 

英文科目名 English II 
関連科目 英語Ⅰ、科学英語Ⅰ・Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 授業アンケートの内容を参考にして、受講者との意思の疎通を図りながら、学習

意欲を掻き立て、目標の達成感と授業への満足感を高めていく努⼒をしていきた
い。 

講義目的 語彙⼒、文法⼒をつけ、日常的コミュニケーション能⼒を養成する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 U 8: Detective Story (進行形) を学習する。 

2 回 Unit 8 の Reading と Writing を学習する。 
3 回 U 9: Career (現在完了形) を学習する。 



4 回 Unit 9 の Reading と Writing を学習する。 
5 回 U 10: Parties (未来表現) を学習する。 
6 回 Unit 10 の Reading と Writing を学習する。 
7 回 U 11: Rules and Regulations (助動詞) を学習する。 
8 回 課題プリントで、Unit 8 から Unit 11 の復習をしたのち、小テストを実施
する。 
9 回 U 12: Invention & Discovery (受動態)を学習する。 
10 回 Unit 12 の Reading と Writing を学習する。 
11 回 U 13: Movie Reviews (形容詞・副詞) を学習する。 
12 回 Unit 13 の Reading と Writing を学習する。 
13 回 U 14: World Records (比較級・最上級) を学習する。 
14 回 U 15: Future Dream (不定詞・動名詞) を学習する。 
15 回 Unit 15 の Reading と Writing を学習する。後期の復習・授業アンケー
ト・授業内容に関する質疑応答を実施する。 

準備学習 1 回 Unit 8 の事前に指示した箇所の予習を行うこと。 
2 回 提出用課題を解き、事前に指示した箇所の予習を行うこと。 
3 回 Unit 9 の事前に指示した箇所の予習を行うこと。 
4 回 提出用課題を解き、事前に指示した箇所の予習を行うこと。 
5 回 Unit 10 の事前に指示した箇所の予習を行うこと。 
6 回 提出用課題を解き、事前に指示した箇所の予習を行うこと。 
7 回 Unit 11 の事前に指示した箇所の予習を行うこと。 
8 回 Unit 8 から Unit 11 の復習を行うこと。 
9 回 Unit 12 の事前に指示した箇所の予習を行うこと。 
10 回 提出用課題を解き、事前に指示した箇所の予習を行うこと。 
11 回 Unit 13 の事前に指示した箇所の予習を行うこと。 
12 回 提出用課題を解き、事前に指示した箇所の予習を行うこと。 
13 回 Unit 14 の事前に指示した箇所の予習を行うこと。 
14 回 提出用課題を解き、Unit 15 の事前に指示した箇所の予習を行うこと。 
15 回 提出用課題を解き、Unit 15 の事前に指示した箇所の予習を行うこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB125H1 
成績評価 多読の課題提出（３０％）、発表点（１０％）、定期試験（６０％） 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用数学科(〜12),化学科(〜12),基礎理学科(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB125H1 英語Ⅰ 
担当教員名 丸山 糸美 
単位数 2 
教科書 The TOEIC TEST TRAINER Target 350/Masami Tanabe 他/トムソンコーポレ

ーション株式会社 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar,Vocabulary,Communication,TOEIC 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 自由記述はありませんでした。 
科目名 英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義で資料を配布する 
授業形態 講義 
注意備考 毎回、辞書を持参すること。 
シラバスコード FB125H1 
実務経験のある教員  
達成目標 基礎的な語彙⼒・文法⼒をつけること。 
受講者へのコメント もっと積極的に発言し、グループ発表の時間を使ってコミュニケーション⼒を高

めてください。 
連絡先 六学舎４F 丸山研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 「授業に対する教員の意欲」「授業に対する満足度」が、いずれも高率であったの
で、後期も同様の授業を続けたいと思います。 

英文科目名 English I 
関連科目 英語 II、科学英語 I・II・III・IV、英会話 I・II、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 「授業時間外の学習」を「全くしなかった」⼈が６０％近くもいたので、授業時

間外で学習できるような課題を提出しようと考えています。 
講義目的 語彙⼒・文法⼒をつけ、日常的コミュニケーション能⼒を養成する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 多読をする。中学校・高校で学んだ基礎的文法の復習をする。 

2 回 多読をする。Pre-test(第１回)をすることによって、TOEIC テストの全体像
を把握する。 
3 回 多読をする。Unit 1 「オフィスでー自動詞と他動詞」について学習する。
自動詞と他動詞の違いについて、目的語の有無に言及することによって説明す



る。 
4 回 多読をする。Unit 1 「オフィスでー自動詞と他動詞」について学習する。
テキストの問題を解くことによって、自動詞と他動詞への理解を深める。 
5 回 多読をする。Unit ２ 「買い物ー形容詞・副詞・前置詞」について学習する。
形容詞と副詞の違いを、それぞれの使用例を示して説明する。 
6 回 多読をする。Unit ２ 「買い物ー形容詞・副詞・前置詞」について学習する。
前置詞の意味と用法を、例文を挙げて説明する。 
7 回 多読をする。Unit ３ 「食事ー名詞と冠詞」について学習する。普通名詞・
集合名詞・物質名詞・抽象名詞・固有名詞について、その違いや用法を、例文を
挙げて説明する。 
8 回 多読をする。Unit ３ 「食事ー名詞と冠詞」について学習する。名詞に伴う
定冠詞と不定冠詞、また無冠詞についても、基本用法を説明する。 
9 回 多読をする。Unit ４ 「健康・スポーツー進行形」について学習する。現在
進行形・過去進行形の基本用法を説明する。 
10 回 多読をする。Unit ４ 「健康・スポーツー進行形」について学習する。進
行形が、現在進行中のこと以外も表せることを、例文を挙げて説明する。 
11 回 多読をする。Unit ５ 「コマーシャルー完了形」について学習する。現在
完了形と過去完了形に関するプリントを配布し、完了形の基本用法を説明する。 
12 回 多読をする。Unit ５ 「コマーシャルー完了形」について学習する。前回
配布したプリントの応用問題を解き、完了形に関する理解を深める。 
13 回 多読をする。Unit ６ 「数字ー不定詞」について学習する。原形不定詞と
to 不定詞に関するプリントを配布し、不定詞の基本用法を説明する。名詞用法・
形容詞用法・副詞用法について理解する。 
14 回 多読をする。Unit ６ 「数字ー不定詞」について学習する。不定詞は分詞・
動名詞とともに準動詞と呼ばれる重要な文法項目である。前回配布したプリント
の練習問題を解くことによって、不定詞をより深く理解する。 
15 回 多読とまとめをする。これまでに学んだ文法事項（特に完了形と不定詞）
を重点的に復習する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習の過程をよく把握しておくこと。 
2 回 テキストの５〜７ページを読み、TOEIC について理解を深めておくこと。 
3 回 テキストの１９ページを読み、自動詞と他動詞の違いを理解しておくこと。 
4 回 Unit１の Part７に目を通し、分からない語彙や構文を調べておくこと。 
5 回 テキストの２５ページを読み、形容詞、副詞、前置詞について理解しておく
こと。 
6 回 Unit２の Part６に目を通し、分からない語彙や構文を調べておくこと。 
7 回 テキストの３１ページを読み、名詞の種類や冠詞について理解しておくこ
と。 
8 回 Unit３の Part７に目を通し、分からない語彙や構文を調べておくこと。 
9 回 テキストの３７ページを読み、進行形について理解しておくこと。 
10 回 Unit４の Part６に目を通し、分からない語彙や構文を調べておくこと。 
11 回 テキストの４３ページを読み、現在完了形と過去完了形について理解して
おくこと。 



12 回 Unit５の Part７に目を通し、分からない語彙や構文を調べておくこと。 
13 回 テキストの４９ページを読み、不定詞について理解しておくこと。 
14 回 Unit６の Part６に目を通し、分からない語彙や構文を調べておくこと。 
15 回 第１回から第１４回までの授業内容を復習し、理解しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB125H2 
成績評価 多読の課題提出（３０％）、発表点（１０％）、定期試験（６０％） 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用数学科(〜12),化学科(〜12),基礎理学科(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB125H2 英語Ⅱ 
担当教員名 丸山 糸美 
単位数 2 
教科書 The TOEIC TEST TRAINER Target 350/Masami Tanabe 他/トムソンコーポレ

ーション株式会社 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication,TOEIC 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「授業を受けてより理解が深まった」とのコメントがあり、うれしく思います。 

（六学舎の教室に関する様々なクレームがあったが、もう使用されないので回答
しない） 

科目名 英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義で資料を配布する 
授業形態 講義 
注意備考 毎回、辞書を持参すること 
シラバスコード FB125H2 
実務経験のある教員  
達成目標 基礎的な語彙⼒・文法⼒をつけること。 
受講者へのコメント 明るく、楽しいクラスでした。これからもこのクラスで見せてくれた積極性を無

くさないで、様々な学習に取り組んで下さい。 
連絡先 六学舎４F 丸山研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 全項目において、おおむね高い評価を頂いた。特に「授業に対する教員の意欲が
感じられたか」という問いに８９％、「この授業に満足しましたか」という問いに
８１％の学生さんが「満足」「ほぼ満足」と回答しているので、教員として誇らし
く思っている。 

英文科目名 English II 
関連科目 英語 I、科学英語 I・II・III・IV、英会話 I・II、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 「授業時間外の学習にどのように取り組んだか」という問いに、「宿題などの指

示された課題に取り組んだ」が３７％と最も多かったので、今後はもっと宿題を
出すことで時間外学習を増やしていけたら、と思っている。 

講義目的 語彙⼒・文法⼒をつけ、日常的コミュニケーション能⼒を養成する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 多読をする。Unit7「日常生活のトラブルー動名詞」について学習する。プ
リントを配布し、不定詞と比較しながら動名詞の基本的性質を説明する。不定詞
のみを目的語にとる動詞と動名詞のみを目的語にとる動詞についても言及する。 
2 回 多読をする。Unit7「日常生活のトラブルー動名詞」について学習する。前
回配布したプリントをもとに、動名詞の意味上の主語、および動名詞を含む慣用
表現について学ぶ。 
3 回 多読をする。Unit８「余暇・社交ー関係代名詞と関係副詞」について学習す
る。プリントを配布し、関係代名詞と関係副詞の基本的用法について説明する。 
4 回 多読をする。Unit８「余暇・社交ー関係代名詞と関係副詞」について学習す
る。関係詞の限定用法と非限定用法の意味の相違について説明する。前回配布し
たプリントの練習問題を解くことによって、関係代名詞と関係副詞の違いを理解
する。 
5 回 多読をする。Unit９「ガイドー複文」について学習する。単文・重文・複文
の違いについて説明する。また、それに伴う接続詞についても解説する。 
6 回 多読をする。Unit９「ガイドー複文」について学習する。構文理解の足掛か
りとなるよう、名詞節と副詞節を導く従位接続詞の基本的役割を説明する。 
7 回 多読をする。Unit１０「説明ー受動態」について学習する。受動態が使われ
るいくつかの理由に触れながら、受動態の基本形式について説明する。 
8 回 多読をする。Unit１０「説明ー受動態」について学習する。ｂｙをとらない
受動態にも言及しながら、テキストの練習問題を解く。 
9 回 多読をする。Unit１１「いろいろな国の英語１−分詞」について学習する。
プリントを配布し、中学・高校で学んだ現在分詞（進行形に用いる）と過去分詞
（受動態・完了形に用いる）の基本用法について復習する。 
10 回 多読をする。Unit１１「いろいろな国の英語１−分詞」について学習する。
分詞の基本的用法として、形容詞や補語としての働きがある。プリントの練習問
題を通して、分詞の基本的性質を理解する。 
11 回 多読をする。Unit１１「いろいろな国の英語１−分詞」について学習する。
プリントの問題を解きながら、知覚動詞、使役動詞と共に用いられる分詞の用法
を理解する。分詞構文の基本形式について説明する。 
12 回 多読をする。Unit１２「いろいろな国の英語２−比較表現」について学習
する。テキストに沿って、原級・比較級・最上級の基本形式を復習する。 
13 回 多読をする。Unit１２「いろいろな国の英語２−比較表現」について学習
する。数多く存在する比較級・最上級を含む慣用表現、比較級・最上級の重要構
文について学ぶ。 
14 回 多読をする。Posst-test(2)をする。 
15 回 多読をする。これまでに学習した重要な文法事項（特に動名詞・関係代名
詞・関係副詞・分詞）を復習する。 

準備学習 1 回 テキストの５５ページを読み、動名詞について理解しておくこと。 
2 回 Unit7 の Part7 に目を通し、分からない語彙や構文を調べておくこと。 
3 回 テキストの６１ページと６２ページを読み、関係代名詞と関係副詞につい
て理解しておくこと。 
4 回 Unit８の Part６に目を通し、分からない語彙や構文を調べておくこと。 



5 回 テキストの６７ページと６８ページを読み、複文と重文について理解して
おくこと。 
6 回 Unit９の Part7 に目を通し、分からない語彙や構文を調べておくこと。 
7 回 テキストの７３ページと７４ページを読み、受動態について理解しておく
こと。 
8 回 Unit１０の Part7 に目を通し、分からない語彙や構文を調べておくこと。 
9 回 テキストの７９ページを読み、分詞について理解しておくこと。 
10 回 Unit１１の Part６に目を通し、分からない語彙や構文を調べておくこと。 
11 回 分詞のプリントを何度も復習し、理解しておくこと。 
12 回 テキストの８５ページを読み、比較表現について理解しておくこと。 
13 回 Unit１２の Part６に目を通し、分からない語彙や構文を調べておくこと。 
14 回 テキストの９２ページと９３ページの Part６に目を通し、わからない語彙
や構文を調べておくこと。 
15 回 第１回から第１４回までの内容をよく理解し整理しておくこと。配布され
たプリントを読み返しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB125J1 
成績評価 試験 50％ 宿題、予習、復習小テスト 50％の合計で評価する 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用数学科(〜12),化学科(〜12),基礎理学科(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB125J1 英語Ⅰ 
担当教員名 下林 千賀子＊ 
単位数 2 
教科書 English  Ace ／ Atsuko Yamamoto, Naoko Osuka, Chikako Mano, Kyoko 

Okamoto, Benedict Rowlett／SEIBIDO 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 ＜記述＞英語が苦手だったけど、この授業を受けて少し苦手じゃなくなりまし

た。 
中学から苦手だった英語に少し関心が持てたためこの授業を受けてよかったで
す。 
理解が深まった。英語がんばります。これくらいの難しさでこのまま続けてくだ
さい。 
とてもわかりやすかったです。一から英語を勉強することができてよかった。 
英語への興味が深くなった。 楽しかった。 ‐‐＜回答＞前向きに取り組んで
くれていてよかったです。 
英語が楽しくなったらしめたものです。⼒ついてきますよ。 
Unit ごとの日本語訳を口頭でするのも良いけど、訳を 

科目名 英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 英和辞書 
授業形態 講義 
注意備考 ３分の１以上欠席すると単位は与えられません。出席は毎回とります。 

遅刻 3 回で一回欠席とみなします。英和辞書を持参すること。  
宿題は必ずやってきましょう。 

シラバスコード FB125J1 
実務経験のある教員  
達成目標 基礎的な語彙⼒・文法⼒をつけること。 
受講者へのコメント 英語に前向きに取り組んで 課題もしっかりやってきてくれているのでとても

いいです。 
英語楽しくできるといいですね。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業時間以外の学習は 30 分から 2 時間が 88.3％。2 時間以上が 2.9％、1 時間



程度が 23.5％、30 分程度が 61.8％で全くしなかった⼈は 4 ⼈でした。 
毎回課題を出していたので家で学習していました。 
この授業におけるあなたの成⻑については、この分野への理解が深まったが
67.6％、興味関心が高まったが 17.6％、技能が向上したが 17.6％でした。あとこ
の分野と他の分野の関連がわかった 8.8％。進路の参考になったコミュニケーシ
ョンやプレゼンテーションなどの実社会で必要な⼒が高まったという回答もあ
りました。授 

英文科目名 English I 
関連科目 英語Ⅱ， 科学英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ， 英会話Ⅰ・Ⅱ， TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 Unit ごとの日本語訳を口頭でするのも良いけど、訳を配ってください。という要

望に対して。後期はリーディングの文が⻑くなってきたので、訳を書いてもらう
ように英語をプリントアウトして配っています。予習で自分で訳を書き込んでも
らって、授業中に間違えた所を直すようにしていきます。 

講義目的 語彙⼒、文法⼒をつけ、日常的コミュニケーション能⼒を養成する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Introduction: Syllabus 授業計画、テキスト、テスト、予習宿題、 

                         履修上の注意など説明 
Unit 1 My Hometown    リスニング練習、文法 be 動詞を学習する 
2 回 Unit 1 My Hometown 故郷を紹介しよう  
           スピーキング、リーディング、ライティングをする 

準備学習 宿題と小テストの勉強をすること 
語句、文法、リーディング、ライティングの予習をすること 

 



年度 2012 
授業コード FB125J2 
成績評価 試験 50％ 宿題、予習、復習小テスト 50％の合計で評価する 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用数学科(〜12),化学科(〜12),基礎理学科(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB125J2 英語Ⅱ 
担当教員名 下林 千賀子＊ 
単位数 2 
教科書 English  Ace ／ Atsuko Yamamoto, Naoko Osuka, Chikako Mano, Kyoko 

Okamoto, Benedict Rowlett／SEIBIDO 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「英語が理解できてきました。この教科の理解が深まった。お疲れ様でした。」と

いう自由記述がありました。 
 回答「お疲れさまでした。今度は科学英語です。続けて、がんばって勉強して
ください。」 

科目名 英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 英和辞書 
授業形態 講義 
注意備考 ３分の１以上欠席すると単位は与えられません。出席は毎回とります。 

遅刻 3 回で一回欠席とみなします。英和辞書を持参すること。  
宿題は必ずやってきましょう。 

シラバスコード FB125J2 
実務経験のある教員  
達成目標 基礎的な語彙⼒・文法⼒をつけること。 
受講者へのコメント 課題を毎回出していましたが、復習テストもリーディングの課題もよく勉強して

きてました。わかるようになれば 
勉強も苦痛でなく、楽しくできるようになりますね。引き続き勉強を続けて向上
してください。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 3)授業時間以外の学習にどのように取り組みましたか。に対して、宿題などの指
示された課題に取り組んだ 83.3％。 
B)この授業を受けてよかった点はなんですかに対して、この分野への理解が深ま
った 86.7％、興味関心が深まった 16.7％、 
 技能技術が向上したが 10.0％。 

英文科目名 English II 



関連科目 英語Ⅱ， 科学英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ， 英会話Ⅰ・Ⅱ， TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 語彙⼒、文法⼒をつけ、日常的コミュニケーション能⼒を養成する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Unit 8 Detective Story 探偵は真実を求める 

          スピーキング、リーディング、ライティングをする 
2 回 Unit 9 career 経歴を話そう  
        語句、リスニング、文法 現在完了形を学習する 
3 回 Unit 9 career 経歴を話そう  
        スピーキング、リーディング、ライティングをする 
4 回 Unit 10 Parties パーティーに行こう！ 
         語句、リスニング練習、文法 未来表現を学習する 
5 回 Unit 10 Parties パーティーに行こう！ 
         スピーキング、リーディング、ライティングをする 
6 回 Unit 11 Rules and Regulations ルールにもお国柄 
         語句、リスニング練習、文法 助動詞を学習する 
7 回 Unit 11 Rules and Regulations ルールにもお国柄 
          スピーキング、リーディング、ライティングをする 
8 回 Unit 12 Invention and Discovery 発明発見はひらめきが必要 
         語句、リスニング練習、文法 受動態を学習する 
9 回 Unit 12 Invention and Discovery 発明発見はひらめきが必要 
           スピーキング、リーディング、ライティングをする 
10 回 Unit 13 Movie Reviews 映画評論 
         語句、リスニング練習、文法 形容詞／副詞を学習する 
11 回 Unit 13 Movie Reviews 映画評論 
           スピーキング、リーディング、ライティングをする 
12 回 Unit 14 World Records 世界記録もさまざま 
        語句、リスニング練習、文法 比較級／最上級を学習する 
13 回 Unit 14 World Records 世界記録もさまざま 
          スピーキング、リーディング、ライティングをする 
14 回 Unit 15 Future Dream 将来の夢を語ろう 
        語句、リスニング練習、文法 不定詞／動名詞を学習する 
15 回 Unit 15 Future Dream 将来の夢を語ろう 
          スピーキング、リーディング、ライティングをする 
16 回 後期テスト Unit9−Unit15 までのテストをする 

準備学習 宿題と小テストの勉強をすること。 
テキストの語句、文法、リーディング、ライティングの予習をすること 

 



年度 2012 
授業コード FB125K1 
成績評価 課題提出（１０％）中間テスト（３０％）期末テスト（６０％）により行う 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB125K1 中国語Ⅰ 
担当教員名 林 侑靜（リン ユウジン）＊ 
単位数 2 
教科書 旅して学ぶ中国語／楊凱栄・張麗群／朝日出版社 
アクティブラーニング  
キーワード 会話・表現 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 楽しく授業が出来たことはとても嬉しいです。 

語学を通してコミュニケーションの⼒を高め、より良い表現、より適切な言葉で
意思を伝えることができると思います。 

科目名 中国語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プリント（資料）を随時配布する 
授業形態 講義 
注意備考 受講希望者が多い場合、⼈数を制限します。 
シラバスコード FB125K1 
実務経験のある教員  
達成目標 発音、基礎文法と簡単な会話が出来る様に 
受講者へのコメント 授業中に皆さんが真面目に発音練習をしたり、翻訳をしたり、メモを取るなどで

聴講に取り組んている様子をとても嬉しく思います。 
遅刻、欠席者も少なく授業も予定通りに進むことが出来ました。後期もこの真剣
な姿勢で継続してください。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この授業を通して、中国語に対して理解や関心が高まったとの回答は、この授業
の第一目的が達成されたことだと思います。 
皆さんが真面目に聴講していることだと思います。 

英文科目名 Chinese I 
関連科目 中国語Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 授業の進行は現在の形式で進みます。 

授業中での疑問や質問をもっとしても良いと思います。 
私語や携帯電話を使用している⼈は自粛してください。 

講義目的 テキストは中国の主な都市・地方を中心にした内容。その内容に沿って、 発音、
基礎文法を習得し、自己紹介、挨拶や簡単な基礎会話が出来るようになることを



目的とします。テキスト内容とビデオを参考にしながら中国の生活や風習文化、
および現在の中国を知ることができます。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションをする 

2 回 発音：声調、⺟音・複⺟音を学習する 
3 回 声調練習・子音・挨拶用語を学習する 
4 回 王府井へ行きましょう （どこへ行きます？・〜です・だれですか？）など
の表現を学習する 
5 回 鳥の巣はどこですか？ （疑問・所在・数字）などの表現を学習する 
6 回 天壇公園はここから遠いですか？ （形容詞・願望と意見）などの表現を学
習する 
7 回 北京ダック知ってますか？ （連動文・時間・少し〜）などの表現を学習す
る 
8 回 泰山へ登る （名前の言い方・〜をしてもいいですか？・A それとも B）な
どの表現を学習する 
9 回 中間試験をする・復習をする 
10 回 兵馬傭見ましたか？ （完了動詞・年月日・時間の幅）などの表現を学習
する 
11 回 四川の風景はとてもきれいです （できる・〜がしなければならない・親
族）などの表現を学習する 
12 回 ここで写真を撮りましょう （ちょっと〜・〜で・〜に）などの表現を学
習する 
13 回 そこにたくさんの少数⺠族が住んでいます （〜する必要がない・様態・
持続）などの表現を学習する 
14 回 明日、麗江を離れます （もうすぐ〜だ・程度・経験・お金）などの表現
を学習する 
15 回 第１課〜第１０課を総復習をする 
16 回 期末定期試験をする 

準備学習 1 回 シラバスをよく見て、講義計画や目的を確認しておくこと 
2 回 発音を予習しておくこと 
3 回 発音を予習しておくこと 
4 回 第１課【北京１】：単語と本文を予習しておくこと 
5 回 第２課【北京２】：単語と本文を予習しておくこと 
6 回 第３課【北京３】：単語と本文を予習しておくこと 
7 回 第４課【北京４】：単語と本文を予習しておくこと 
8 回 第５課【泰山・高山】：単語と本文を予習しておくこと 
9 回 第１課〜第５課を復習しておくこと 
10 回 第６課【⻄安】：単語と本文を予習しておくこと 
11 回 第７課【成都】：単語と本文を予習しておくこと 
12 回 第８課【九塞溝】：単語と本文を予習しておくこと 
13 回 第９課【雲南省１】：単語と本文を予習しておくこと 
14 回 第１０課【雲南省２】：単語と本文を予習しておくこと 



15 回 第６課〜第１０課を予習しておくこと 
 



年度 2012 
授業コード FB125K2 
成績評価 課題提出（１０％）中間テスト（３０％）期末テスト（６０％）により行う 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB125K2 中国語Ⅱ 
担当教員名 林 侑靜（リン ユウジン）＊ 
単位数 2 
教科書 旅して学ぶ中国語／楊凱栄・張麗群／朝日出版社 
アクティブラーニング  
キーワード 会話・表現 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 一年間通して授業を受けて、中国語に関心が高まった、今後の就職活動にも役に

立つと思ったと 
の感想については大変良かったです。 
現在各大手企業は中国語が出来る社員の需求が増加しています。 
少しでも身につけて今後の⼒になれば良いことだと思います。 

科目名 中国語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プリント（資料）を随時配布する 
授業形態 講義 
注意備考 受講希望者が多い場合、⼈数を制限します。 
シラバスコード FB125K2 
実務経験のある教員  
達成目標 基礎文法を完成・応用会話が出来るように 
受講者へのコメント 中国語の授業内容を少し理解できたことで、発音の聞き取りも慣れたと思います

が、もう少し授業中に質問しても良いと思います。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Chinese II 
関連科目 中国語Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定 会話の発音練習時間を増やします。 
講義目的 前期に続きテキストの内容に沿って、文法やより応用的な会話⼒を高めます。テ

キスト内容とビデオを参考にしながら中国の各地方や⺠族の生活や風習文化、お
よび現在の中国を知ることができます。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションをする 

2 回 タクシ-できました （どうやて？・いつ、どこで？・すぐ・〜しないで）



などの表現を学習する 
3 回 明日一緒にぶらぶらいきましょう （なぜ？・もう少し〜・〜にお願い）な
どの表現を学習する 
4 回 良く見るべきだ （ＡはＢより〜・〜すべき・先に〜して、それから〜する）
などの表現を学習する 
5 回 第１１〜１３課を復習する 
6 回 すみません、新天地どうやて行きますか？ （何をしていますか？・〜にさ
れた・まだ）などの表現を学習する 
7 回 ここから歩いていきましょう （〜から・ますます〜・〜しなくでは・すこ
しも〜ない）などの表現を学習する 
8 回 お客さんはきっと多いでしょう （使役、持続、現在進行、程度）などの表
現を学習する 
9 回 中間試験をする・復習をする 
10 回 上には天国があり下には杭州があり （〜のほかに、〜のほかは・〜など・
ずっと〜）などの表現を学習する 
11 回 荷物を持ってください （もうすぐ〜だ・〜するはずだ・もし〜としたら）
などの表現を学習する 
12 回 多分、年に一度でしょう （〜だから〜・〜と、すぐ〜・けれとも、しか
し・何も、誰も）などの表現を学習する 
13 回 第１７課〜１９課の復習をする 
14 回 遠慮しないてください （まもらく〜だ・〜のために・すてに〜だ・見た
ところ〜のようだ）などの表現を学習する 
15 回 第１１〜２０課を総復習をする 
16 回 期末定期試験をする 

準備学習 1 回 シラバスをよく見て、講義計画や目的を確認しておくこと。 
2 回 第１１課【大連】：単語と本文を予習しておくこと 
3 回 第１２課【⻘島】：単語と本文を予習しておくこと 
4 回 第１３課【上海１】：単語と本文を予習しておくこと 
5 回 第１１〜１３課を予習しておくこと 
6 回 第１４課【【上海２】：単語と本文を予習しておくこと 
7 回 第１５課【【上海３】：単語と本文を予習しておくこと 
8 回 第１６課【【上海４】：単語と本文を予習しておくこと 
9 回 第１４〜１６課を予習しておくこと 
10 回 第１７課【杭州】：単語と本文を予習しておくこと 
11 回 第１８課【アモイ】：単語と本文を予習しておくこと 
12 回 第１９課【海南島】：単語と本文を予習しておくこと 
13 回 第１７課〜１９課を予習しておくこと 
14 回 第２０課【香港・桂林】：単語と本文を予習しておくこと 
15 回 第１１〜２０課を予習しておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FB125L1 
成績評価 定期試験（１００％） 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB125L1 中国語Ⅰ 
担当教員名 華 信来＊ 
単位数 2 
教科書 中村俊也、謝謀、綾部武彦、頼明・「みんなで中国語」朝日出版社 
アクティブラーニング  
キーワード 発音、会話、文化 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 中国語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 講義 
注意備考 受講希望者が多い場合、⼈数を制限します。 
シラバスコード FB125L1 
実務経験のある教員  
達成目標 一部の略字、基本の文法と自己紹介の習得。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Chinese I 
関連科目 中国語Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 中国語の発音と基礎段階の文型と文法事項を習得し、今後の勉強への基礎づくり

をめざす。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 入門（中国とは？中国語とは？)についてを勉強する 

2 回 声調、単⺟音、複合⺟音、会話を勉強する 
3 回 子音、鼻音、軽声、会話を勉強する 
4 回 声調変化、年月日の言い方、会話を勉強する 
5 回 的、是、在、会話を勉強する 
6 回 有（所有）、有（存在）、会話を勉強する 
7 回 看、要、会話を勉強する 
8 回 量詞、去、自己紹介、略字、会話を勉強する 



9 回 形容詞述語文、喜歓、会話を勉強する 
10 回 主述述語文、程度補語、略字、会話を勉強する 
11 回 時間の言い方、略字、会話を勉強する 
12 回 曜日の言い方、略字、会話を勉強する 
13 回 時間詞の位置、在を勉強する 
14 回 Ｖ了を勉強する 
15 回 連動文を勉強する 

準備学習 1 回 シラバスを読んで授業内容などを把握すること 
2 回 声調、⺟音（Ｐ２〜Ｐ３）を読むこと 
3 回 子音、鼻音（Ｐ４〜Ｐ６）を読むこと 
4 回 声調、⺟音、子音を復習すること 
5 回 ⼈称代詞（Ｐ１１）を読むこと 
6 回 きのう、きょう、あした（Ｐ１７）を読むこと 
7 回 指示代詞（Ｐ２３）を読むこと 
8 回 習った名詞を調べること 
9 回 新出単語（Ｐ３４）を読むこと 
10 回 指示代詞（場所）（Ｐ３９）を読むこと 
11 回 数の言い方（Ｐ５）を復習すること 
12 回 数１〜６を言えるように練習すること 
13 回 時間と曜日の言い方を読むこと 
14 回 動詞を復習すること 
15 回 品詞を復習すること 

 



年度 2012 
授業コード FB125L2 
成績評価 定期試験（１００％） 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB125L2 中国語Ⅱ 
担当教員名 華 信来＊ 
単位数 2 
教科書 中村俊也、謝謀、綾部武彦、頼明・「みんなで中国語」朝日出版社 
アクティブラーニング  
キーワード 略字、文法、会話 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 中国語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない。 
授業形態 講義 
注意備考 受講希望者が多い場合、⼈数を制限します。 
シラバスコード FB125L2 
実務経験のある教員  
達成目標 ある程度の略字、文法と会話の習得。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Chinese II 
関連科目 中国語Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 中国語Ⅰで習得した能⼒を土台にし、文型と文法事項を習得し、比較的簡単な文

章の読解⼒を養成することを主たる目的とする。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 中国語Ⅰを復習する 

2 回 想、要、住在、会話を勉強する 
3 回 給、略字、会話を勉強する 
4 回 限定語、会話を勉強する 
5 回 是〜的、略字、会話を勉強する 
6 回 会、会話を勉強する 
7 回 結果補語、略字、会話を勉強する 
8 回 過、略字、会話を勉強する 



9 回 要、会話を勉強する 
10 回 方向補語、略字、会話を勉強する 
11 回 別、略字、会話を勉強する 
12 回 在、会話を勉強する 
13 回 可是、比を勉強する 
14 回 Ｖ着、時間補語を勉強する 
15 回 手紙を勉強する 

準備学習 1 回 発音、文法、略字、会話を復習すること 
2 回 習った地名を調べること 
3 回 ⼈称代詞を復習すること 
4 回 名詞を調べること 
5 回 地名、年、月、日を復習すること 
6 回 動詞を読むこと 
7 回 過去（時制）を調べること 
8 回 動詞を復習すること 
9 回 目的語を読むこと 
10 回 来、去動作の方向を理解すること 
11 回 動詞をまとめること 
12 回 現在進行形を予習すること 
13 回 動詞、形容詞を読むこと 
14 回 動詞、数を読むこと 
15 回 まとめ、復習をすること 

 



年度 2012 
授業コード FB125M1 
成績評価 Grades will be based on the following. Homework, Worksheets and Quizes - 30%, 

Final Test - 70% 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 化学科(〜11),応用物理学科(〜11),基礎理学科(〜11),生物化学科(〜11),臨床生

命科学科(〜11),動物学科(〜11),工学部(〜11),総合情報学部(〜11),生物地球学
部(〜11) 

見出し fb125m1 英会話Ⅰ 
担当教員名 ギャビン トーマス＊ 
単位数 2 
教科書 Smart Choice 2nd Edition Starter(Oxford) 
アクティブラーニング  
キーワード Listening, Speaking, Conversation, Reading, Writing 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 英会話Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 None needed 
授業形態 講義 
注意備考 受講希望者が多い場合、⼈数を制限します。 
シラバスコード FB125M1 
実務経験のある教員  
達成目標 The students and the teacher will first go over the material and then practice it. 

The teacher will then call on individual students to allow them to practice 
responding and listening for information in English. The students will also work in 
groups going 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 English Conversation I 
関連科目 英語Ⅰ/Ⅱ, 科学英語Ⅰ/Ⅱ/Ⅲ/Ⅳ, 英会話Ⅱ，TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 To improve Survival English mainly listening and speaking skills but also reading 

and writing, the course will focus on a variety of daily situations that will be of use 
to university students. 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 



2 回 Unit 1: I`m a student. 
3 回 Unit 1: I`m a student. 
4 回 Unit 2: What`s your phone number? 
5 回 Unit 2: What`s your phone number? 
6 回 Unit 3: My family 
7 回 Unit 3: My family 
8 回 Unit 4: Do you like hip-hop? 
9 回 Unit 4: Do you like hip-hop? 
10 回 Unit 5: What do you do for fun? 
11 回 Unit 5: What do you do for fun? 
12 回 Unit 6: Can you play the guitar? 
13 回 Unit 6: Can you play the guitar? 
14 回 Review 
15 回 Review 

準備学習 1 回 Bring the textbook, notebook and writing instrument to class 
2 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
3 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
4 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
5 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
6 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
7 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
8 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
9 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
10 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
11 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
12 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
13 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
14 回 Review the information from Units 1, 2 and 3 
15 回 Review the information from Units 4, 5 and 6 

 



年度 2012 
授業コード FB125M2 
成績評価 Grades will be based on the following. Homework, Worksheets and Quizes - 30%, 

Final Test - 70% 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜11),工学部(〜11),総合情報学部(〜11),生物地球学部(〜11) 
見出し FB125M2 英会話Ⅱ 
担当教員名 ギャビン トーマス＊ 
単位数 2 
教科書 smart Choice 2nd Edition Starter(oxford) 
アクティブラーニング  
キーワード Listening, Speaking, Conversation, Reading, Writing 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 英会話Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 None needed 
授業形態 講義 
注意備考 受講希望者が多い場合、⼈数を制限します。 
シラバスコード FB125M2 
実務経験のある教員  
達成目標 The students and the teacher will first go over the material and then practice it. 

The teacher will then call on individual students to allow them to practice 
responding and listening for information in English. The students will also work in 
groups going 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 English Conversation II 
関連科目 英語Ⅰ/Ⅱ, 科学英語Ⅰ/Ⅱ/Ⅲ/Ⅳ, 英会話Ⅰ，TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 To improve Survival English mainly listening and speaking skills but also reading 

and writing, the course will focus on a variety of daily situations that will be of use 
to university students. 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 Unit 7: What is she wearing? 
3 回 Unit 7: What is she wearing? 



4 回 Unit 8: Is there a desk? 
5 回 Unit 8: Is there a desk? 
6 回 Unit 9: The bank is on the corner. 
7 回 Unit 9: The bank is on the corner. 
8 回 Unit 10: Do we have any milk? 
9 回 Unit 10: Do we have any milk? 
10 回 Unit 11: Where were you all day? 
11 回 Unit 11: Where were you all day? 
12 回 Unit 12: What did you do? 
13 回 Unit 12: What did you do? 
14 回 Review 
15 回 Review 

準備学習 1 回 Bring the textbook, notebook and writing instrument to class 
2 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
3 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
4 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
5 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
6 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
7 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
8 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
9 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
10 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
11 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
12 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
13 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
14 回 Review the information from Units 7, 8 and 9 
15 回 Review the information from Units 10, 11 and 12 

 



年度 2012 
授業コード FB125N1 
成績評価 Grades will be based on the following. Homework, Worksheets and Quizes - 30%, 

Final Test - 70% 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 化学科(〜11),応用物理学科(〜11),基礎理学科(〜11),生物化学科(〜11),臨床生

命科学科(〜11),動物学科(〜11),工学部(〜11),総合情報学部(〜11),生物地球学
部(〜11) 

見出し fb125n1 英会話Ⅰ 
担当教員名 デイビット ニール 
単位数 2 
教科書 Smart Choice 2nd Edition Starter(Oxford) 
アクティブラーニング  
キーワード Listening, Speaking, Conversation, Reading, Writing 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 Please write your true feelings on the class questionnaire. 
科目名 英会話Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 None needed 
授業形態 講義 
注意備考 受講希望者が多い場合、⼈数を制限します。 
シラバスコード FB125N1 
実務経験のある教員  
達成目標 The students and the teacher will first go over the material and then practice it. 

The teacher will then call on individual students to allow them to practice 
responding and listening for information in English. The students will also work in 
groups going 

受講者へのコメント Please keep studying hard. 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 Thank you for your important feedback. 
英文科目名 English Conversation I 
関連科目 英語Ⅰ/Ⅱ, 科学英語Ⅰ/Ⅱ/Ⅲ/Ⅳ, 英会話Ⅱ，TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 There will be no changes for next years class. 
講義目的 To improve Survival English mainly listening and speaking skills but also reading 

and writing, the course will focus on a variety of daily situations that will be of use 
to university students. 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 



2 回 Unit 1: I`m a student. 
3 回 Unit 1: I`m a student. 
4 回 Unit 2: What`s your phone number? 
5 回 Unit 2: What`s your phone number? 
6 回 Unit 3: My family 
7 回 Unit 3: My family 
8 回 Unit 4: Do you like hip-hop? 
9 回 Unit 4: Do you like hip-hop? 
10 回 Unit 5: What do you do for fun? 
11 回 Unit 5: What do you do for fun? 
12 回 Unit 6: Can you play the guitar? 
13 回 Unit 6: Can you play the guitar? 
14 回 Review 
15 回 Review 

準備学習 1 回 Bring the textbook, notebook and writing instrument to class 
2 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
3 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
4 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
5 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
6 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
7 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
8 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
9 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
10 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
11 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
12 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
13 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
14 回 Review the information from Units 1, 2 and 3 
15 回 Review the information from Units 4, 5 and 6 

 



年度 2012 
授業コード FB125N2 
成績評価 Grades will be based on the following. Homework, Worksheets and Quizes - 30%, 

Final Test - 70% 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜11),工学部(〜11),総合情報学部(〜11),生物地球学部(〜11) 
見出し FB125N2 英会話Ⅱ 
担当教員名 デイビット ニール 
単位数 2 
教科書 smart Choice 2nd Edition Starter(oxford) 
アクティブラーニング  
キーワード Listening, Speaking, Conversation, Reading, Writing 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 英会話Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 None needed 
授業形態 講義 
注意備考 受講希望者が多い場合、⼈数を制限します。 
シラバスコード FB125N2 
実務経験のある教員  
達成目標 The students and the teacher will first go over the material and then practice it. 

The teacher will then call on individual students to allow them to practice 
responding and listening for information in English. The students will also work in 
groups going 

受講者へのコメント  
連絡先 第六学舎４階 ニール研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 English Conversation II 
関連科目 英語Ⅰ/Ⅱ, 科学英語Ⅰ/Ⅱ/Ⅲ/Ⅳ, 英会話Ⅰ，TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 To improve Survival English mainly listening and speaking skills but also reading 

and writing, the course will focus on a variety of daily situations that will be of use 
to university students. 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 Unit 7: What is she wearing? 
3 回 Unit 7: What is she wearing? 



4 回 Unit 8: Is there a desk? 
5 回 Unit 8: Is there a desk? 
6 回 Unit 9: The bank is on the corner. 
7 回 Unit 9: The bank is on the corner? 
8 回 Unit 10: Do we have any milk? 
9 回 Unit 10: Do we have any milk? 
10 回 Unit 11: Where were you all day? 
11 回 Unit 11: Where were you all day? 
12 回 Unit 12: What did you do? 
13 回 Unit 12: What did you do? 
14 回 Review 
15 回 Review 

準備学習 1 回 Bring the textbook, notebook and writing instrument to class 
2 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
3 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
4 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
5 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
6 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
7 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
8 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
9 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
10 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
11 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
12 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
13 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
14 回 Review the information from Units 7, 8 and 9 
15 回 Review the information from Units 10, 11 and 12 

 



年度 2012 
授業コード FB127A1 
成績評価 定期試験（１００％） 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB127A1 中国語Ⅰ 
担当教員名 華 信来＊ 
単位数 2 
教科書 中村俊也、謝謀、綾部武彦、頼明・「みんなで中国語」朝日出版社 
アクティブラーニング  
キーワード 発音、会話、文化 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 中国語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 講義 
注意備考 受講希望者が多い場合、⼈数を制限します。 
シラバスコード FB127A1 
実務経験のある教員  
達成目標 一部の略字、基本の文法と自己紹介の習得。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Chinese I 
関連科目 中国語Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 中国語の発音と基礎段階の文型と文法事項を習得し、今後の勉強への基礎づくり

をめざす。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 入門（中国とは？中国語とは？)についてを勉強する 

2 回 声調、単⺟音、複合⺟音、会話を勉強する 
3 回 子音、鼻音、軽声、会話を勉強する 
4 回 声調変化、年月日の言い方、会話を勉強する 
5 回 的、是、在、会話を勉強する 
6 回 有（所有）、有（存在）、会話を勉強する 
7 回 看、要、会話を勉強する 
8 回 量詞、去、自己紹介、略字、会話を勉強する 



9 回 形容詞述語文、喜歓、会話を勉強する 
10 回 主述述語文、程度補語、略字、会話を勉強する 
11 回 時間の言い方、略字、会話を勉強する 
12 回 曜日の言い方、略字、会話を勉強する 
13 回 時間詞の位置、在を勉強する 
14 回 Ｖ了を勉強する 
15 回 連動文を勉強する 

準備学習 1 回 シラバスを読んで授業内容などを把握すること 
2 回 声調、⺟音（Ｐ２〜Ｐ３）を読むこと 
3 回 子音、鼻音（Ｐ４〜Ｐ６）を読むこと 
4 回 声調、⺟音、子音を復習すること 
5 回 ⼈称代詞（Ｐ１１）を読むこと 
6 回 きのう、きょう、あした（Ｐ１７）を読むこと 
7 回 指示代詞（Ｐ２３）を読むこと 
8 回 習った名詞を調べること 
9 回 新出単語（Ｐ３４）を読むこと 
10 回 指示代詞（場所）（Ｐ３９）を読むこと 
11 回 数の言い方（Ｐ５）を復習すること 
12 回 数１〜６を言えるように練習すること 
13 回 時間と曜日の言い方を読むこと 
14 回 動詞を復習すること 
15 回 品詞を復習すること 

 



年度 2012 
授業コード FB127A2 
成績評価 定期試験（１００％） 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB127A2 中国語Ⅱ 
担当教員名 華 信来＊ 
単位数 2 
教科書 中村俊也、謝謀、綾部武彦、頼明・「みんなで中国語」朝日出版社 
アクティブラーニング  
キーワード 略字、文法、会話 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 中国語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない。 
授業形態 講義 
注意備考 受講希望者が多い場合、⼈数を制限します。 
シラバスコード FB127A2 
実務経験のある教員  
達成目標 ある程度の略字、文法と会話の習得。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Chinese II 
関連科目 中国語Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 中国語Ⅰで習得した能⼒を土台にし、文型と文法事項を習得し、比較的簡単な文

章の読解⼒を養成することを主たる目的とする。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 中国語Ⅰを復習する 

2 回 想、要、住在、会話を勉強する 
3 回 給、略字、会話を勉強する 
4 回 限定語、会話を勉強する 
5 回 是〜的、略字、会話を勉強する 
6 回 会、会話を勉強する 
7 回 結果補語、略字、会話を勉強する 
8 回 過、略字、会話を勉強する 



9 回 要、会話を勉強する 
10 回 方向補語、略字、会話を勉強する 
11 回 別、略字、会話を勉強する 
12 回 在、会話を勉強する 
13 回 可是、比を勉強する 
14 回 Ｖ着、時間補語を勉強する 
15 回 手紙を勉強する 

準備学習 1 回 発音、文法、略字、会話を復習すること 
2 回 習った地名を調べること 
3 回 ⼈称代詞を復習すること 
4 回 名詞を調べること 
5 回 地名、年、月、日を復習すること 
6 回 動詞を読むこと 
7 回 過去（時制）を調べること 
8 回 動詞を復習すること 
9 回 目的語を読むこと 
10 回 来、去動作の方向を理解すること 
11 回 動詞をまとめること 
12 回 現在進行形を予習すること 
13 回 動詞、形容詞を読むこと 
14 回 動詞、数を読むこと 
15 回 まとめ、復習をすること 

 



年度 2012 
授業コード FB127B1 
成績評価 Grades will be based on the following. Homework, Worksheets and Quizes - 30%, 

Final Test - 70% 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 化学科(〜11),応用物理学科(〜11),基礎理学科(〜11),生物化学科(〜11),臨床生

命科学科(〜11),動物学科(〜11),工学部(〜11),総合情報学部(〜11),生物地球学
部(〜11) 

見出し fb127b1 英会話Ⅰ 
担当教員名 デイビット ニール 
単位数 2 
教科書 Smart Choice 2nd Edition Starter(Oxford) 
アクティブラーニング  
キーワード Listening, Speaking, Conversation, Reading, Writing 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 Please write your true feelings on the class questionnaire. 
科目名 英会話Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 None needed 
授業形態 講義 
注意備考 受講希望者が多い場合、⼈数を制限します。 
シラバスコード FB127B1 
実務経験のある教員  
達成目標 The students and the teacher will first go over the material and then practice it. 

The teacher will then call on individual students to allow them to practice 
responding and listening for information in English. The students will also work in 
groups going 

受講者へのコメント Please keep studying hard. 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 Thank you for your important feedback. 
英文科目名 English Conversation I 
関連科目 英語Ⅰ/Ⅱ, 科学英語Ⅰ/Ⅱ/Ⅲ/Ⅳ, 英会話Ⅱ，TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 There will be no changes for next years class. 
講義目的 To improve Survival English mainly listening and speaking skills but also reading 

and writing, the course will focus on a variety of daily situations that will be of use 
to university students. 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 



2 回 Unit 1: I`m a student. 
3 回 Unit 1: I`m a student. 
4 回 Unit 2: What`s your phone number? 
5 回 Unit 2: What`s your phone number? 
6 回 Unit 3: My family 
7 回 Unit 3: My family 
8 回 Unit 4: Do you like hip-hop? 
9 回 Unit 4: Do you like hip-hop? 
10 回 Unit 5: What do you do for fun? 
11 回 Unit 5: What do you do for fun? 
12 回 Unit 6: Can you play the guitar? 
13 回 Unit 6: Can you play the guitar? 
14 回 Review 
15 回 Review 

準備学習 1 回 Bring the textbook, notebook and writing instrument to class 
2 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
3 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
4 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
5 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
6 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
7 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
8 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
9 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
10 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
11 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
12 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
13 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
14 回 Review the information from Units 1, 2 and 3 
15 回 Review the information from Units 4, 5 and 6 

 



年度 2012 
授業コード FB127B2 
成績評価 Grades will be based on the following. Homework, Worksheets and Quizes - 30%, 

Final Test - 70% 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜11),工学部(〜11),総合情報学部(〜11),生物地球学部(〜11) 
見出し FB127B2 英会話Ⅱ 
担当教員名 デイビット ニール 
単位数 2 
教科書 smart Choice 2nd Edition Starter(oxford) 
アクティブラーニング  
キーワード Listening, Speaking, Conversation, Reading, Writing 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 英会話Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 None needed 
授業形態 講義 
注意備考 受講希望者が多い場合、⼈数を制限します。 
シラバスコード FB127B2 
実務経験のある教員  
達成目標 The students and the teacher will first go over the material and then practice it. 

The teacher will then call on individual students to allow them to practice 
responding and listening for information in English. The students will also work in 
groups going 

受講者へのコメント  
連絡先 第六学舎４階 ニール研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 English Conversation II 
関連科目 英語Ⅰ/Ⅱ, 科学英語Ⅰ/Ⅱ/Ⅲ/Ⅳ, 英会話Ⅰ，TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 To improve Survival English mainly listening and speaking skills but also reading 

and writing, the course will focus on a variety of daily situations that will be of use 
to university students. 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 Unit 7: What is she wearing? 
3 回 Unit 7: What is she wearing? 



4 回 Unit 8: Is there a desk? 
5 回 Unit 8: Is there a desk? 
6 回 Unit 9: The bank is on the corner. 
7 回 Unit 9: The bank is on the corner? 
8 回 Unit 10: Do we have any milk? 
9 回 Unit 10: Do we have any milk? 
10 回 Unit 11: Where were you all day? 
11 回 Unit 11: Where were you all day? 
12 回 Unit 12: What did you do? 
13 回 Unit 12: What did you do? 
14 回 Review 
15 回 Review 

準備学習 1 回 Bring the textbook, notebook and writing instrument to class 
2 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
3 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
4 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
5 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
6 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
7 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
8 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
9 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
10 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
11 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
12 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
13 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
14 回 Review the information from Units 7, 8 and 9 
15 回 Review the information from Units 10, 11 and 12 

 



年度 2012 
授業コード FB129A1 
成績評価 定期試験：70％（聴解：30％、口頭：40％）   課題：30％ 
曜日時限 火曜日 9・10 時限 
対象クラス 理学部(12〜12),工学部(12〜12),総合情報学部(12〜12),生物地球学部(12〜12) 
見出し FB129A1 基礎日本語 
担当教員名 佐藤 美穂＊ 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード 聞く、話す 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 この項目への記載はなかった。 
科目名 基礎日本語 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 講義 
注意備考 毎回の出席、積極的な授業参加を望む。宿題は毎回出す。 

初回に教科書を持ってくること。 
シラバスコード FB129A1 
実務経験のある教員  
達成目標 ①日本語を使って、自分のことや気持ち、考えが話せる。 

②相手のことや気持ち、意見がわかる。 
③日本語を使って既定のテーマについて意見交換ができる。 

受講者へのコメント 毎回作文提出が宿題として課されるが、添削された作文を書き直し、話せるよう
にする練習が会話上達のために必要である。 

連絡先 mihosato0919@yahoo.co.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね良い結果が得られたが、基礎学習指導に特化した授業であったため、一部の
学生には１時限で扱う量が少なく感じられたかもしれない。 

英文科目名 Basic Japanese 
関連科目 日本語、日本語会話、日本語表現、日本語理解 
次回に向けての改善変更予定 スライドについては、文字やイラストを見やすくし、切り替えスピードを学生の

理解に合わせる努⼒をする。 
使用教材については、学生のレベルや要望を取り入れて決める。 
説明については、学生の身近な話題から例を取り出し理解を促していく。 

講義目的 日本語を聞いて話すことに中心をおいた授業である。日本語の基礎的表現と学生
の経験や感情を結びつけるため、学生に各課のテーマに沿った日本語を聞く、読
む、話す、書く練習をさせ、学生自身の経験や感情を表現できるようにし、さら



に意見交換ができるようにする。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。講義の進め方を説明する。 

１．昨日のことについて話されている日本語の文章を再生したり聞き取ったりし
た後、自分自身のことについて話したり書いたりする。 
2 回 ２．明日や来年のことについて話されている日本語の文章を再生したり聞
き取ったりした後、自分自身のことについて話したり書いたりする。 
3 回 ３．毎日の習慣について話されている日本語の文章を再生したり聞き取っ
たりした後、自分自身のことについて話したり書いたりする。 
4 回 ４．楽しかったことや楽しみなことについて話されている日本語の文章を
再生したり聞き取ったりした後、自分自身のことについて話したり書いたりす
る。 
5 回 ５．持っているものについて話されている日本語の文章を再生したり聞き
取ったりした後、自分自身のことについて話したり書いたりする。 
6 回 ６．お金の間違いについて話されている日本語の文章を再生したり聞き取
ったりした後、自分自身のことについて話したり書いたりする。 
7 回 ７．驚いたことについて話されている日本語の文章を再生したり聞き取っ
たりした後、自分自身のことについて話したり書いたりする。 
8 回 ８．住んでいるところについて話されている日本語の文章を再生したり聞
き取ったりした後、自分自身のことについて話したり書いたりする。 
9 回 ９．○○の日の紹介について話されている日本語の文章を再生したり聞き
取ったりした後、自分自身のことについて話したり書いたりする。 
10 回 １０．好きなことについて話されている日本語の文章を再生したり聞き取
ったりした後、自分自身のことについて話したり書いたりする。 
11 回 １１．プレゼントについて話されている日本語の文章を再生したり聞き取
ったりした後、自分自身のことについて話したり書いたりする。 
12 回 １２．５年後の私について話されている日本語の文章を再生したり聞き取
ったりした後、自分自身のことについて話したり書いたりする。 
13 回 １３．初めての体験について話されている日本語の文章を再生したり聞き
取ったりした後、自分自身のことについて話したり書いたりする。 
14 回 １４．お勧めについて話されている日本語の文章を再生したり聞き取った
りした後、自分自身のことについて話したり書いたりする。 
15 回 １５．もったいないと思うことについて話されている日本語の文章を再生
したり聞き取ったりした後、自分自身のことについて話したり書いたりする。 

準備学習 1 回 講義の進め方を確認する。１回目の CD を聞いてスクリプトを読む。授業
中に書いて正しい日本語に直された作文を話せるようにすること。 
2 回 ２回目の CD を聞いてスクリプトを読む。授業中に書いて正しい日本語に
直された作文を話せるようにすること。 
3 回 ３回目の CD を聞いてスクリプトを読む。授業中に書いて正しい日本語に
直された作文を話せるようにすること。 
4 回 ４回目の CD を聞いてスクリプトを読む。授業中に書いて正しい日本語に
直された作文を話せるようにすること。 



5 回 ５回目の CD を聞いてスクリプトを読む。授業中に書いて正しい日本語に
直された作文を話せるようにすること。 
6 回 ６回目の CD を聞いてスクリプトを読む。授業中に書いて正しい日本語に
直された作文を話せるようにすること。 
7 回 ７回目の CD を聞いてスクリプトを読む。授業中に書いて正しい日本語に
直された作文を話せるようにすること。 
8 回 ８回目の CD を聞いてスクリプトを読む。授業中に書いて正しい日本語に
直された作文を話せるようにすること。 
9 回 ９回目の CD を聞いてスクリプトを読む。授業中に書いて正しい日本語に
直された作文を話せるようにすること。 
10 回 １０回目の CD を聞いてスクリプトを読む。授業中に書いて正しい日本語
に直された作文を話せるようにすること。 
11 回 １１回目の CD を聞いてスクリプトを読む。授業中に書いて正しい日本語
に直された作文を話せるようにすること。 
12 回 １２回目の CD を聞いてスクリプトを読む。授業中に書いて正しい日本語
に直された作文を話せるようにすること。 
13 回 １３回目の CD を聞いてスクリプトを読む。授業中に書いて正しい日本語
に直された作文を話せるようにすること。 
14 回 １４回目の CD を聞いてスクリプトを読む。授業中に書いて正しい日本語
に直された作文を話せるようにすること。 
15 回 １５回目の CD を聞いてスクリプトを読む。授業中に書いて正しい日本語
に直された作文を話せるようにすること。 

 



年度 2012 
授業コード FB131A1 
成績評価 講義内試験 50％、定期試験 50％により成績を評価する。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB131A1 ハングルⅠ 
担当教員名 浅利 典正＊ 
単位数 2 
教科書  韓国語学習者に分かりやすいハンドアウトを作成し配布します。その他ＣＤ、

ビデオ教材を準備します。 
アクティブラーニング  
キーワード 韓国語能⼒試験、資格取得、国際交流、⼈間形成 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 ハングルⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて紹介します。 
授業形態 講義 
注意備考  韓国への留学を考えている方、韓国語能⼒試験の資格取得に挑戦しようと思っ

ている方は随時相談にのります。 
シラバスコード FB131A1 
実務経験のある教員  
達成目標  韓国語能⼒試験は、初級（１−２級）、中級（３−４級）、上級（５−６級）と

なっており、岡山市でも受験できます。まず初級（１−２級）に挑戦し、自信を
つけよう。 
 また、日常生活に必要な単語を覚えると同時に、どこの国の⼈たちとも友達に
なろうとする気持ちをもてるようになりましょう。近年、岡山理科大学にも外国
⼈留学生が増えてきているので、見かけたら積極的に声をかけるようにしてくだ
さい。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Hangul I 
関連科目 ハングルⅡ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  本講義はビデオ・ＣＤ等の視聴覚教材を使用しながら韓国に親しんでもらい、

自らの韓国語能⼒試験の受験対策や留学経験を踏まえて、「韓国語能⼒試験対策」
を視野に入れた講義構成にします。韓国語を楽しみながら韓国語能⼒試験の資格



取得に挑戦してみましょう。ただし、受講者の韓国語レベルによっては講義内容
が変更される場合があります。 
 尚、オリエンテーションに出席しなかった学生の履修は一切認めませんので、
必ずオリエンテーションに出席してください。もし受講者が定員を超えた場合
は、エントリーシートを作成してもらい、その記述内 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 顔合わせ、オリエンテーション。講義の進め方を説明する。 

2 回 ハングル文字の読み書き（基本⺟音）・簡単な挨拶を練習する。 
3 回 ハングル文字の読み書き（平音）・簡単な日常会話を練習する。 
4 回 ハングル文字の読み書き（激音）・簡単な日常会話を練習する。 
5 回 ハングル文字の読み書き（濃音）・簡単な自己紹介を練習する。 
6 回 講義内試験に関する対策講義を実施する。 
7 回 講義内試験を実施する。試験前に重要なポイントを説明する。 
8 回 講義内試験の結果を報告し、今後の課題を説明する。 
9 回 小テスト１回目を実施する。試験前に重要なポイントを説明する。 
10 回 文章形成や自分の名前の書き方を練習する。 
11 回 小テスト２回目を実施する。試験前に重要なポイントを説明する。 
12 回 会話文作成や聴き取りの練習をする。 
13 回 小テスト３回目を実施する。試験前に重要なポイントを説明する。 
14 回 ３回にわたる小テストの結果を報告し、今後の課題を説明する。 
15 回 定期試験に関する対策講義を実施する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく読んでからオリエンテーションに出席すること。 
2 回 ハンドアウトに基づいて、ハングル文字の読み書き（基本⺟音）を予習をし
ておくこと。 
3 回 ハンドアウトに基づいて、ハングル文字の読み書き（平音）を予習をしてお
くこと。 
4 回 ハンドアウトに基づいて、ハングル文字の読み書き（激音）を予習をしてお
くこと。 
5 回 ハンドアウトに基づいて、ハングル文字の読み書き（濃音）を予習をしてお
くこと。 
6 回 前回までに学習した内容を復習しておくこと。 
7 回 講義内試験を実施するので、前回までに学習した内容をよく勉強しておく
こと。 
8 回 今後の課題を説明するので、予習しておくこと。 
9 回 あらかじめ試験範囲を指定しておくので復習しておくこと。 
10 回 ハンドアウトに基づいて、文章形成や名前の書き方を予習をしておくこと。 
11 回 あらかじめ試験範囲を指定しておくので復習しておくこと。 
12 回 ハンドアウトに基づいて、会話文作成や聴き取りの予習をしておくこと。 
13 回 あらかじめ試験範囲を指定しておくので復習しておくこと。 
14 回 今後の課題を説明するので、予習しておくこと。 
15 回 前回までに学習した内容を復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB131A2 
成績評価 講義内試験 50％、定期試験 50％により成績を評価する。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB131A2 ハングルⅡ 
担当教員名 柳 枝⻘＊ 
単位数 2 
教科書  韓国語学習者に分かりやすいハンドアウトを作成し配布します。その他ＣＤ、

ビデオ教材を準備します。 
アクティブラーニング  
キーワード 韓国語能⼒試験、資格取得、国際交流、⼈間形成 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 ハングルⅡ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて紹介します。 
授業形態 講義 
注意備考  韓国への留学を考えている方、韓国語能⼒試験の資格取得に挑戦しようと思っ

ている方は随時相談にのります。 
シラバスコード FB131A2 
実務経験のある教員  
達成目標  韓国語能⼒試験は、初級（１−２級）、中級（３−４級）、上級（５−６級）と

なっており、岡山市でも受験できます。まず初級（１−２級）に挑戦し、自信を
つけよう。 
 また、日常生活に必要な単語を覚えると同時に、どこの国の⼈たちとも友達に
なろうとする気持ちをもてるようになりましょう。近年、岡山理科大学にも外国
⼈留学生が増えてきているので、見かけたら積極的に声をかけるようにしてくだ
さい。 

受講者へのコメント 継続は⼒なり。 
この授業で学んだことを時々振り返ったりして今後の生活に役立てていってく
ださい。 
月曜日・水曜日・木曜日には非常勤講師室にいますので質問等あればぜひ来てく
ださい。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 今後の授業の参考にしていきたいです。 
英文科目名 Hangul II 
関連科目 ハングルⅠ 



次回に向けての改善変更予定  
講義目的  本講義はビデオ・ＣＤ等の視聴覚教材を使用しながら韓国に親しんでもらい、

自らの韓国語能⼒試験の受験対策や留学経験を踏まえて、「韓国語能⼒試験対策」
を視野に入れた講義構成にします。韓国語を楽しみながら韓国語能⼒試験の資格
取得に挑戦してみましょう。ただし、受講者の韓国語レベルによっては講義内容
が変更される場合があります。 
 尚、オリエンテーションに出席しなかった学生の履修は一切認めませんので、
必ずオリエンテーションに出席してください。もし受講者が定員を超えた場合
は、エントリーシートを作成してもらい、その記述内 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 顔合わせ、オリエンテーション。講義の進め方を説明する。 

2 回 ハングルⅠで学習した内容を再確認する。 
3 回 ハングル文字の読み書き（複合⺟音）・日常会話を練習する。 
4 回 小テスト１回目を実施する。試験前に重要なポイントを説明する。 
5 回 旅行先で使える日常会話を練習する。 
6 回 小テスト２回目を実施する。試験前に重要なポイントを説明する。 
7 回 キャンパス内の留学生に使える日常会話を練習する。 
8 回 講義内試験に関する対策講義を実施する。 
9 回 講義内試験を実施する。試験前に重要なポイントを説明する。 
10 回 文章形成や⼈名・地名の書き方を練習する。 
11 回 ハングル文字の読み書き（パッチム）・日常会話を練習する。 
12 回 ハングル文字の読み書き（パッチム）・日常会話を練習する。 
13 回 自己紹介・読解の練習をする 
14 回 小テスト３回目を実施する。試験前に重要なポイントを説明する。 
15 回 定期試験に関する対策講義を実施する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく読んでからオリエンテーションに出席すること。 
2 回 前期のハンドアウトを見て、再復習しておくこと。 
3 回 ハンドアウトに基づいて、ハングル文字の読み書き（複合⺟音）を予習をし
ておくこと。 
4 回 あらかじめ試験範囲を指定しておくので復習しておくこと。 
5 回 ハンドアウトに基づいて、旅行先で使える日常会話を予習をしておくこと。 
6 回 あらかじめ試験範囲を指定しておくので復習しておくこと。 
7 回 ハンドアウトに基づいて、キャンパス内の留学生に使える日常会話を予習
をしておくこと。 
8 回 前回までに学習した内容を復習しておくこと。 
9 回 講義内試験を実施するので、前回までに学習した内容をよく勉強しておく
こと。 
10 回 ハンドアウトに基づいて、文章形成や⼈名・地名の書き方を予習をしてお
くこと。 
11 回 ハンドアウトに基づいて、ハングル文字の読み書き（パッチム）を予習を
しておくこと。 
12 回 ハンドアウトに基づいて、ハングル文字の読み書き（パッチム）を予習し



ておくこと。 
13 回 ハンドアウトに基づいて、自己紹介・読解を予習しておくこと。 
14 回 あらかじめ試験範囲を指定しておくので復習しておくこと。 
15 回 前回までに学習した内容を復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB131B1 
成績評価 Grades will be based on the following. Homework, Worksheets and Quizes - 30%, 

Final Test - 70% 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 応用数学科(11〜11) 
見出し fb131b1 英会話Ⅰ 
担当教員名 デイビット ニール 
単位数 2 
教科書 Smart Choice 2nd Edition Starter(Oxford) 
アクティブラーニング  
キーワード Listening, Speaking, Conversation, Reading, Writing 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 Please write your true feelings on the class questionnaire. 
科目名 英会話Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 None needed 
授業形態 講義 
注意備考 受講希望者が多い場合、⼈数を制限します。 
シラバスコード FB131B1 
実務経験のある教員  
達成目標 The students and the teacher will first go over the material and then practice it. 

The teacher will then call on individual students to allow them to practice 
responding and listening for information in English. The students will also work in 
groups going 

受講者へのコメント Please keep studying hard. 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 Thank you for your important feedback. 
英文科目名 English Conversation I 
関連科目 英語Ⅰ/Ⅱ, 科学英語Ⅰ/Ⅱ/Ⅲ/Ⅳ, 英会話Ⅱ，TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 There will be no changes for next years class. 
講義目的 To improve Survival English mainly listening and speaking skills but also reading 

and writing, the course will focus on a variety of daily situations that will be of use 
to university students. 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 Unit 1: I`m a student. 
3 回 Unit 1: I`m a student. 



4 回 Unit 2: What`s your phone number? 
5 回 Unit 2: What`s your phone number? 
6 回 Unit 3: My family 
7 回 Unit 3: My family 
8 回 Unit 4: Do you like hip-hop? 
9 回 Unit 4: Do you like hip-hop? 
10 回 Unit 5: What do you do for fun? 
11 回 Unit 5: What do you do for fun? 
12 回 Unit 6: Can you play the guitar? 
13 回 Unit 6: Can you play the guitar? 
14 回 Review 
15 回 Review 

準備学習 1 回 Bring the textbook, notebook and writing instrument to class 
2 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
3 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
4 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
5 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
6 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
7 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
8 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
9 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
10 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
11 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
12 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
13 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
14 回 Review the information from Units 1, 2 and 3 
15 回 Review the information from Units 4, 5 and 6 

 



年度 2012 
授業コード FB131B2 
成績評価 Grades will be based on the following. Homework, Worksheets and Quizes - 30%, 

Final Test - 70% 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 応用数学科(11〜11) 
見出し fb131b2 英会話Ⅰ 
担当教員名 デイビット ニール 
単位数 2 
教科書 Smart Choice 2nd Edition Starter(Oxford) 
アクティブラーニング  
キーワード Listening, Speaking, Conversation, Reading, Writing 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 英会話Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 None needed 
授業形態 講義 
注意備考 受講希望者が多い場合、⼈数を制限します。 
シラバスコード FB131B2 
実務経験のある教員  
達成目標 The students and the teacher will first go over the material and then practice it. 

The teacher will then call on individual students to allow them to practice 
responding and listening for information in English. The students will also work in 
groups going 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 English Conversation I 
関連科目 英語Ⅰ/Ⅱ, 科学英語Ⅰ/Ⅱ/Ⅲ/Ⅳ, 英会話Ⅱ，TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 To improve Survival English mainly listening and speaking skills but also reading 

and writing, the course will focus on a variety of daily situations that will be of use 
to university students. 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 Unit 1: I`m a student. 
3 回 Unit 1: I`m a student. 



4 回 Unit 2: What`s your phone number? 
5 回 Unit 2: What`s your phone number? 
6 回 Unit 3: My family 
7 回 Unit 3: My family 
8 回 Unit 4: Do you like hip-hop? 
9 回 Unit 4: Do you like hip-hop? 
10 回 Unit 5: What do you do for fun? 
11 回 Unit 5: What do you do for fun? 
12 回 Unit 6: Can you play the guitar? 
13 回 Unit 6: Can you play the guitar? 
14 回 Review 
15 回 Review 

準備学習 1 回 Bring the textbook, notebook and writing instrument to class 
2 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
3 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
4 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
5 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
6 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
7 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
8 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
9 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
10 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
11 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
12 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
13 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
14 回 Review the information from Units 1, 2 and 3 
15 回 Review the information from Units 4, 5 and 6 

 



年度 2012 
授業コード FB131C1 
成績評価 定期試験 70%、 課題・小テスト 30% 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 情報科学科(〜12),生物地球システム学科(〜12),社会情報学科(〜12),生物地球学

科(〜12) 
見出し fb131c1 英語Ⅰ 
担当教員名 山根 真由美＊ 
単位数 2 
教科書 Aim High for the TOEIC Test／塩見佳代子／成美堂 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「小テストが多かった」という声がありました。授業で確認すると、前期のペー

スで実施してほしいという声が多数でしたので、このペースでいかせてもらおう
と思っています。気になることがあれば、また声をかけてください。 

科目名 英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示します。 
授業形態 講義 
注意備考 辞書を必ず持参すること。 
シラバスコード FB131C1 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC400 点相当以上になるような英語⼒を身につけること。 
受講者へのコメント まじめに取り組む姿勢を頼もしく思っています。これからも英語⼒向上のため、

努⼒を続けてほしいと思います。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね良好な評価をもらい、嬉しく思います。 
英文科目名 English I 
関連科目 英語Ⅱ、科学英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 これからも受講者の声に耳を傾け、柔軟な対応を続けていきたいと思っていま

す。 
講義目的 聞き、話し、読み、書く、という４技能を用いた総合的なコミュニケーション能

⼒を養成する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Unit 1 の語彙、文法、リスニング問題を中心に講義する。 

2 回 Unit 1 の読解問題を中心に講義する。Unit 内容の定着を目標とする。 
3 回 Unit 2 の語彙、文法、リスニング問題を中心に講義する。 



4 回 Unit 2 の読解問題を中心に講義する。Unit 内容の定着を目標とする。 
5 回 Unit 3 の語彙、文法、リスニング問題を中心に講義する。 
6 回 Unit 3 の読解問題を中心に講義する。Unit 内容の定着を目標とする。 
7 回 Unit 4 の語彙、文法、リスニング問題を中心に講義する。 
8 回 Unit 4 の読解問題を中心に講義する。Unit 内容の定着を目標とする。 
9 回 Unit 5 の語彙、文法、リスニング問題を中心に講義する。 
10 回 Unit 5 の読解問題を中心に講義する。Unit 内容の定着を目標とする。 
11 回 Unit 6 の語彙、文法、リスニング問題を中心に講義する。 
12 回 Unit 6 の読解問題を中心に講義する。Unit 内容の定着を目標とする。 
13 回 Unit 7 の語彙、文法、リスニング問題を中心に講義する。 
14 回 Unit 7 の読解問題を中心に講義する。Unit 内容の定着を目標とする。 
15 回 実践演習を行う。これまでの講義内容の定着と実践を目標とする。 

準備学習 1 回 Unit 1 の内容を、辞書・CD を用いて予習しておくこと。 
2 回 Unit 1 の内容を、辞書・CD を用いて予習しておくこと。 
3 回 Unit 2 の内容を、辞書・CD を用いて予習しておくこと。 
4 回 Unit 2 の内容を、辞書・CD を用いて予習しておくこと。 
5 回 Unit 3 の内容を、辞書・CD を用いて予習しておくこと。 
6 回 Unit 3 の内容を、辞書・CD を用いて予習しておくこと。 
7 回 Unit 4 の内容を、辞書・CD を用いて予習しておくこと。 
8 回 Unit 4 の内容を、辞書・CD を用いて予習しておくこと。 
9 回 Unit 5 の内容を、辞書・CD を用いて予習しておくこと。 
10 回 Unit 5 の内容を、辞書・CD を用いて予習しておくこと。 
11 回 Unit 6 の内容を、辞書・CD を用いて予習しておくこと。 
12 回 Unit 6 の内容を、辞書・CD を用いて予習しておくこと。 
13 回 Unit 7 の内容を、辞書・CD を用いて予習しておくこと。 
14 回 Unit 7 の内容を、辞書・CD を用いて予習しておくこと。 
15 回 辞書を用いて課題を予習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB131C2 
成績評価 定期試験 70%、 課題・小テスト 30% 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 情報科学科(〜12),生物地球システム学科(〜12),社会情報学科(〜12),生物地球学

科(〜12) 
見出し FB131C2 英語Ⅱ 
担当教員名 山根 真由美＊ 
単位数 2 
教科書 Aim High for the TOEIC Test／塩見佳代子／成美堂 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 好意的な意見をもらい、嬉しく思います。 
科目名 英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示します。 
授業形態 講義 
注意備考 辞書を必ず持参すること。 
シラバスコード FB131C2 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC 400 点相当以上になるような英語⼒を身につけること。 
受講者へのコメント 培った英語⼒を使い、多くのことを吸収・発信してほしいと思います。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね良好な評価をもらい、嬉しく思います。 
英文科目名 English II 
関連科目 英語Ⅰ、科学英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 これからもできるだけ学生の声に耳を傾け、授業を行っていきたいと思います。 
講義目的 聞き、話し、読み、書く、という 4 技能を用いた総合的なコミュニケーション能

⼒を養成する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Unit 8 の語彙、文法、リスニング問題を中心に講義する。 

2 回 Unit 8 の読解問題を中心に講義する。Unit 内容の定着を目標とする。 
3 回 Unit 9 の語彙、文法、リスニング問題を中心に講義する。 
4 回 Unit 9 の読解問題を中心に講義する。Unit 内容の定着を目標とする。 
5 回 Unit 10 の語彙、文法、リスニング問題を中心に講義する。 
6 回 Unit 10 の読解問題を中心に講義する。Unit 内容の定着を目標とする。 
7 回 Unit 11 の語彙、文法、リスニング問題を中心に講義する。 



8 回 Unit 11 の読解問題を中心に講義する。Unit 内容の定着を目標とする。 
9 回 Unit 12 の語彙、文法、リスニング問題を中心に講義する。 
10 回 Unit 12 の読解問題を中心に講義する。Unit 内容の定着を目標とする。 
11 回 Review Test 1 の内容を中心に講義する。 
12 回 Review Test 2 の内容を中心に講義する。 
13 回 Review Test 3 の内容を中心に講義する。 
14 回 実践演習を行う。これまでの講義内容の定着と実践を目標とする。 
15 回 実践演習を行う。これまでの講義内容の定着と実践を目標とする。 

準備学習 1 回 Unit 8 の内容を、辞書・CD を用いて予習しておくこと。 
2 回 Unit 8 の内容を、辞書・CD を用いて予習しておくこと。 
3 回 Unit 9 の内容を、辞書・CD を用いて予習しておくこと。 
4 回 Unit 9 の内容を、辞書・CD を用いて予習しておくこと。 
5 回 Unit 10 の内容を、辞書・CD を用いて予習しておくこと。 
6 回 Unit 10 の内容を、辞書・CD を用いて予習しておくこと。 
7 回 Unit 11 の内容を、辞書・CD を用いて予習しておくこと。 
8 回 Unit 11 の内容を、辞書・CD を用いて予習しておくこと。 
9 回 Unit 12 の内容を、辞書・CD を用いて予習しておくこと。 
10 回 Unit 12 の内容を、辞書・CD を用いて予習しておくこと。 
11 回 Review Test 1 の内容を辞書を用いて予習しておくこと。 
12 回 Review Test 2 の内容を辞書を用いて予習しておくこと。 
13 回 Review Test 3 の内容を辞書を用いて予習しておくこと。 
14 回 辞書を用いて課題を予習しておくこと。 
15 回 辞書を用いて課題を予習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB131D1 
成績評価 多読の課題提出（３０％）、発表点（１０％）、定期試験（６０％） 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 情報科学科(〜12),生物地球システム学科(〜12),社会情報学科(〜12),生物地球学

科(〜12) 
見出し FB131D1 英語Ⅰ 
担当教員名 丸山 糸美 
単位数 2 
教科書 Aim High for the TOEIC Test/ Kayoko Shiomi 他/ 成美堂 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar,Vocabulary,Communication, TOEIC 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に資料を配布する 
授業形態 講義 
注意備考 毎回、辞書を持参すること。 
シラバスコード FB131D1 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC300 点相当以上になるような英語⼒を身につけること。 
受講者へのコメント  
連絡先 六学舎４F 丸山研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 English I 
関連科目 英語 II、科学英語 I・II・III・IV、英会話 I・II、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ４技能を用いた日常的コミュニケーション能⼒の養成を目指す。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 多読をする。基礎的文法の復習をする。 

2 回 多読をする。Unit1(SHOPPING)-名詞（加算・不加算名詞）について学習
する。アナウンス情報の聞き取りを行う。 
3 回 多読をする。Unit1(SHOPPING)-名詞（加算・不加算名詞）について学習
する。セールへの招待状と広告を読み、その特徴を捉える。 
4 回 多読をする。Unit２(RESTAURANT)-名詞と冠詞について学習する。電話
番号の読み方を学び、数字の聞き取りを行う。また、序数と基数についても学習
する。 



5 回 多読をする。Unit２(RESTAURANT)-名詞と冠詞について学習する。ホテ
ルの宿泊客にあてた歓迎文と、レストランでの割引特典の具体例を読み、その２
つの文の目的と、それらがどのように関連しているかを把握する。 
6 回 多読をする。Unit３(ENTERTAINMENT)-接続詞と副詞について学習する。
平叙文への賛成と、否定文への賛成の違いを学ぶ。 
7 回 多読をする。Unit３(ENTERTAINMENT)-接続詞と副詞について学習する。
接続詞には等位接続詞（and,but,or,so,for)と従位接続詞(when, because, since 等）
がある。また、順序を表す副詞や頻度を表す副詞について学習する。 
8 回 多読をする。Unit４(JOB HUNTING)-前置詞（句）について学習する。動
詞と副詞をキーワードとした、アドバイス要点の聞き取りを行う。 
9 回 多読をする。Unit４(JOB HUNTING)-前置詞（句）について学習する。時
や場所を表す前置詞、２つ以上の語が結合して前置詞の役割をする前置詞句につ
いて学ぶ。カバーレターの書き方を説明する。 
10 回 多読をする。Unit５(HOTEL STAY)-形容詞（比較級・最上級）について
学習する。音のリエゾンに注意しながら、案内説明のリスニングを行う。 
11 回 多読をする。Unit５(HOTEL STAY)-形容詞（比較級・最上級）について
学習する。形容詞には限定用法と叙述用法がある。形容詞の比較をする場合の、
規則的変化と不規則的変化について説明する。 
12 回 多読をする。Unit６(BUSINESS)-動詞の時制について学習する。固有名詞
と数字に注意しながら、ビジネスニュースのヘッドラインの聞き取りを行う。 
13 回 多読をする。Unit６(BUSINESS)-動詞の時制について学習する。動詞には
自動詞と他動詞があり、動作の起きるときにより、現在形、過去形、現在完了形、
未来形などが使われる。それぞれの時制の基本用法について解説する。 
14 回 多読をする。Unit７(SPORTS)-動名詞・分詞ついて学習する。音のリダク
ションに注意しながら、スポーツニュースの聞き取りを行う。動名詞は主語・目
的語・補語としての働き以外にも、前置詞の目的語として使われる。動名詞を目
的語にとる動詞(finish, enjoy 等）について解説する。 
15 回 多読をする。Unit７(SPORTS)-動名詞・分詞ついて学習する。分詞には現
在分詞と過去分詞があり、それぞれ限定用法と叙述用法がある。動名詞も現在分
詞も形は同じであるが、その違いを理解する必要がある。分詞構文の基本用法に
ついて説明する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習の過程をよく把握しておくこと。 
2 回 Unit1 の自習用 CD を聞き、Tip for Part1~4 を予習しておくこと。 
3 回 テキストの５ページを読み、加算名詞と不加算名詞の違いを理解しておく
こと。 
4 回 Unit２の自習用 CD を聞き、Tip for Part1~4 を予習しておくこと。 
5 回 テキストの１３ページを読み、名詞と冠詞について理解しておくこと。 
6 回 Unit３の自習用 CD を聞き、Tip for Part1~4 を予習しておくこと。 
7 回 テキストの３１ページを読み、名詞の種類や冠詞について理解しておくこ
と。 
8 回 Unit４の自習用 CD を聞き、Tip for Part1~4 を予習しておくこと。 
9 回 テキストの３７ページを読み、進行形について理解しておくこと。 



10 回 Unit５の自習用 CD を聞き、Tip for Part1~4 を予習しておくこと。 
11 回 テキストの４３ページを読み、現在完了形と過去完了形について理解して
おくこと。 
12 回 Unit６の自習用 CD を聞き、Tip for Part1~4 を予習しておくこと。 
13 回 テキストの４９ページを読み、不定詞について理解しておくこと。 
14 回 Unit７の自習用 CD を聞き、Tip for Part1~4 を予習しておくこと。 
15 回 テキストの５３ページを読み、動名詞と分詞について理解しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB131D2 
成績評価 多読の課題提出（３０％）、発表点（１０％）、定期試験（６０％） 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 情報科学科(〜12),生物地球システム学科(〜12),社会情報学科(〜12),生物地球学

科(〜12) 
見出し FB131D2 英語Ⅱ 
担当教員名 丸山 糸美 
単位数 2 
教科書 Aim High for the TOEIC Test/ Kayoko Shiommi 他/ SEIBIDO 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 自由記述はありません。 
科目名 英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義で資料を配布する 
授業形態 講義 
注意備考 毎回、辞書を持参すること 
シラバスコード FB131D2 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC300 点相当以上になるような英語⼒を身につけること 
受講者へのコメント 朝１コマ目の授業なので、遅刻が多かったのが気になりました。社会⼈になるた

めの修業の場と思い、１コマ目の授業に遅刻をしないよう努⼒して下さい。積極
的に挙手をして発言した⼈が多かったことは、このクラスの良かった点です。ど
んなことにもその積極性を失わないで、前向きに学習してしてください。 

連絡先 六学舎４F 丸山研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 全項目において、おおむね高い評価を頂いた。特に「授業に対する教員の意欲が
感じられたか」という問いに９７％の学生さんが「満足」「ほぼ満足」と回答して
いるので、教員として誇らしく思っている。 

英文科目名 English II 
関連科目 英語 I、科学英語 I・II・III・IV、英会話 I・II、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 「授業時間外の学習にどのように取り組んだか」という問いに、「宿題などの指

示された課題に取り組んだ」が最も多かったので、今後はもっと宿題を出すこと
で時間外学習を増やしていけたら、と思っている。 

講義目的 ４技能を用いた日常的コミュニケーション能⼒の育成を目指す 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 多読をする。Unit8(EDUCATION)ーto 不定詞について学習する。ニュース



の聞き取りを行う。to 不定詞の、名詞的用法・形容詞的用法・副詞的用法の３つ
の基本用法を復習する。 
2 回 多読をする。Unit8(EDUCATION)ーto 不定詞について学習する。他動詞に
は、to 不定詞を目的語にとるものと動名詞を目的語にとるものがある。また、動
名詞と不定詞で意味が異なるものもあり、それらの違いを学ぶ。セミナー案内状
を読み、重要な情報を把握する。 
3 回 多読をする。Unit9(SERVICES)ー助動詞について学習する。会社の宣伝の
聞き取りを行う。Can I ~ や Can you ~ は、「〜ができるか」どうかを聞くだけ
でなく、許可を得たいときや、可能性、依頼、勧誘をする時にも使われる。助動
詞 can の様々な用途について学ぶ。 
4 回 多読をする。Unit9(SERVICES)ー助動詞について学習する。助動詞には can
以外にも may, will, shall, must, might, woud, have to などがある。それぞれの使
用法について説明する。 
5 回 多読をする。Unit10(HOSING)ー関係代名詞について学習する。位置関係
について述べた聞き取りを行う。関係代名詞(who,whose,whom,that)は先行詞を
修飾し、２つの文をつなぐ働きをする。それぞれの用法の違いについて説明する。 
6 回 多読をする。Unit10(HOSING)ー関係代名詞について学習する。関係代名
詞には、限定用法と継続用法があるが、意味の違いを説明する。また、what は先
行詞を含んだ関係代名詞で、「〜すること」という意味であることを学ぶ。 
7 回 多読をする。Unit11(ENVIRONMENT)ー関係副詞について学習する。直接
表現と間接表現に注意しながら、説明の聞き取りを行う。関係副詞(when, why, 
where, how)には、時や場所、理由や方法を説明する文を結びつける働きがある
ことを学ぶ。 
8 回 多読をする。Unit11(ENVIRONMENT)ー複合関係詞について学習する。
whenever, wherever, however は複合関係詞と呼ばれ、それぞれ no matter when, 
no matter where, no matter how と置き換えられることを学ぶ。 
9 回 多読をする。Unit12(VACATION)ー仮定法について学習する。アナウンス
の聞き取りを行う。if を用いた仮定法現在・仮定法過去・仮定法過去完了の基本
用を説明する。 
10 回 多読をする。Unit12(VACATION)ー仮定法について学習する。if を用いな
い仮定法の様々な用法を説明する。観光情報案内文を読み、その中に出てくる仮
定法を理解する。 
11 回 多読をする。前期・後期で学んだ文法事項を復習する。特に比較級・最上
級、不定詞・動名詞・分詞に関するプリントを配布し、説明を加えた後、練習問
題を解く。 
12 回 多読をする。前期・後期で学んだ文法事項を復習する。特に関係代名詞・
関係副詞と仮定法に関するプリントを配布し、説明を加えた後、練習問題を解く。 
13 回 多読をする。REVIEW TEST １のリーディング問題を解く。正解を発表
し、各自、間違った箇所を確認する。分からない箇所についての質問を受け付け
る。 
14 回 多読をする。REVIEW TEST ２のリーディング問題を解く。正解を発表
し、各自、間違った箇所を確認する。分からない箇所についての質問を受け付け



る。 
15 回 多読をする。REVIEW TEST ３のリーディング問題を解く。正解を発表
し、各自、間違った箇所を確認する。分からない箇所についての質問を受け付け
る。 

準備学習 1 回 テキストの６１ページを読み、to 不定詞について理解しておくこと。 
2 回 Unit８の Part７に目を通し、分からない語彙や構文を調べておくこと。 
3 回 テキストの６９ページを読み、助動詞について理解しておくこと。 
4 回 Unit９の Part７に目を通し、分からない語彙や構文を調べておくこと。 
5 回 テキストの７７ページを読み、関係代名詞について理解しておくこと。 
6 回 Unit１０の Part7 に目を通し、分からない語彙や構文を調べておくこと。 
7 回 テキストの８５ページを読み、関係副詞について理解しておくこと。 
8 回 Unit１１の Part7 に目を通し、分からない語彙や構文を調べておくこと。 
9 回 テキストの９３ページを読み、仮定法について理解しておくこと。 
10 回 Unit１２の Part７に目を通し、分からない語彙や構文を調べておくこと。 
11 回 分詞・動名詞・不定詞・比較級・最上級を中心に、これまで学習した文法
事項を復習すること。 
12 回 仮定法・関係詞を中心に、これまで学習した文法事項を復習すること。 
13 回 自習用 CD を利用して、PREVIE TEST 1 のリスニング問題をやってお
くこと。 
14 回 自習用 CD を利用して、PREVIE TEST ２ のリスニング問題をやってお
くこと。 
15 回 自習用 CD を利用して、PREVIE TEST ３ のリスニング問題をやってお
くこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB131E1 
成績評価 定期試験 70％, 小テスト 10％, レポート 10％, Class-work (vocabulary test) 10％ 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 情報科学科(〜12),生物地球システム学科(〜12),社会情報学科(〜12),生物地球学

科(〜12) 
見出し FB131E1 英語Ⅰ 
担当教員名 ⻄岡 啓治 
単位数 2 
教科書 Liz and John Soars./ American Headway 1 Second edition./Oxford: Oxford U.P. 

(ISBN 978-0-19-472945-1) 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 全体的にあまり記述がなかったので、すべての記述をまとめてどのクラスへも同

じコメント（→の後がコメントです）にします。 
１． もっと日本語を使って授業をしてほしい。 
→⻑い目でみれば、英語の授業は英語で受ける方が日常的な英語に慣れるのには
良いのではないかと考えています。分かりやすい英語を使うよう努⼒します、み
なさんも分かろうと努⼒してください。 
２． 教室が明るすぎてプロジェクターの映像がよく見えない。 
→わたしも気づいています。教務に改善を要望します。なるべく前の方に座って
ください。 

科目名 英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 英和, 和英, 英英などの辞書（電子辞書も可), Root and Trunk Sentences ＆ CD 
授業形態 講義 
注意備考 There are two class-works and a small test to improve your vocabulary and everyday 

English. 
シラバスコード FB131E1 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC 300 点相当以上になるような英語⼒を身につけること 
受講者へのコメント 会話練習では、教室の公用語は英語という意識で恥ずかしがらずに練習をしてく

ださい。 
連絡先 ⻄岡研究室（六学舎 4 階, 1644） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業時間外の学習時間は 30 分程度が多い、そしてその内容も、宿題をするが多
かった。語学学習の効率は、繰り返して学習することと、継続して学習すること
です。日常の生活のなかで、niche time を利用して学習してください。 



英文科目名 English I 
関連科目 英語 II, 科学英語 I・II・III・IV, 英会話 I・II, TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 １年間、私の授業を受けることにより英語学習の方法が少しでも改善されるよ

う、工夫します。 
講義目的 ４技能を用いた日常的コミュニケーション能⼒の養成を目指す 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Vocabulary notebook. Class-work. Small Test. Report.  

Root ＆ Trunk Sentences---Textbook & CD 
2 回 Unit 1: Hello and good-bye.  R ＆ T=Trucks 1 ＆ 2. 
Key Sentence: Emma.  What's your name? 
3 回 Unit 1: Hello and good-bye.  R ＆ T=Trucks 3 ＆ 4. 
Key Sentence: A Cadillac is an American car. 
4 回 Unit 2: Meeting people.  R ＆ T=Trucks 5 ＆ 6. 
Key Sentence: What's your last name? 
5 回 Unit 2: Meeting people + R ＆ T=Trucks 7 ＆ 8 
Key Sentence: How much is 60￠ and 55￠? 
6 回 Unit 3: The world of work 
Key Sentence: He speaks four languages. 
7 回 Unit 3: The world of work 
Key Sentence: What time does he get up? 
8 回 Review of Units 1-3. Small Test. Presentation ＆ Review. 
9 回 Unit 4: Take it easy! 
Key Sentence: What do you do? 
10 回 Unit 4: Take it easy! Presentation. 
Key Sentence: How do you come to school? 
11 回 Unit 5: Where do you live? Presentation. 
Key Sentence: Is there a computer? / Where is it? 
12 回 Unit 5: Where do you live? Presentation. 
Key Sentence: Are there some good restaurants near the beach house 
13 回 Unit 6: Can you speak English? Presentation. 
Key Sentence: The homework was very difficut yesterday. 
14 回 Unit 6: Can you speak English? Presentation. 
Key Sentence: I was at Sergio's party on Saturday. 
15 回 Review of Units 4-6. Presentation. Examination Guide. Questionare writing. 

準備学習 １．教材としてテキスト２種類、辞書(電子辞書も可）、ノートは必需品です。毎
回チェックすること。 
２．シラバスでその日のレッスンページを確認し、所定の形式で単語帳を作って
授業に臨むこと。 
３．復習も準備につながるので、前回読んだページを最低 3 回は音読しておくこ
と。耳から自分の英語を聞き日本語訳しなくても内容がほぼ理解できるようにな
ること。 
４．宿題をやって出席すること。 



 



年度 2012 
授業コード FB131E2 
成績評価 定期試験 70％、小テスト 10％、レポート 10％、Class-work (vocabulary test) 10％ 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 情報科学科(〜12),生物地球システム学科(〜12),社会情報学科(〜12),生物地球学

科(〜12) 
見出し FB131E2 英語Ⅱ 
担当教員名 ⻄岡 啓治 
単位数 2 
教科書 Liz and John Soars/ Amerian Headway 1 Second edition/ Oxford: Oxford U.P. 

(ISBN 978-0-19-472945-1) 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「自分の英語⼒とクラスのレベルが合っていない」 

コメント---クラスレベルが高すぎるのなら、ついてゆけるよう、学習時間を増や
すべし。レベルが低すぎる場合は、合うレベルの教材を利用して自主的にやるべ
し。どんなレベルに行こうが学習する意欲がなければ、ダメですよ。 

科目名 英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 英和, 和英, 英英などの辞書（電子辞書も可), Root and Trunk Sentences 
授業形態 講義 
注意備考 There are two class-works and a small test to improve your vocabulary and everyday 

English. 
シラバスコード FB131E2 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC 300 点相当以上になるような英語⼒を身につけること 
受講者へのコメント --授業で質問された場合、積極的に答えていただけることを希望します。反応が

ないと、こちらもやりにくいので。また、授業準備としては、単語を調べてきて
ほしいのですが、授業で進むページを一度、目をとおすだけでもやってから出席
してくれればずいぶん分かりやすくなります。 
--会話練習では、教室の公用語は英語という意識で恥ずかしがらずに練習をして
ください。 

連絡先 ⻄岡研究室（六学舎 4 階, 1644） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 総合的には、無難な評価をいただいたようです。英語に対する必要性を感じてい
る⼈が多いからでしょうか。 

英文科目名 English II 
関連科目 英語 I, 科学英語 I・II・III・IV, 英会話 I・II, TOEIC セミナー 



次回に向けての改善変更予定 --１年間、私の授業を受けることにより英語学習の方法が少しでも改善されるよ
う、工夫します。 
--宿題など指示された課題に取り組む⼈は 20％以上います、したがって、取り組
み安い課題をもう少し出すとやってくれると考えています。 

講義目的 ４技能を用いた日常的コミュニケーション能⼒の養成を目指す 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 1st Semester Result: Class-work, Small Test, Report, and Examination. 2nd 

Semester Schedule. Unit 7: CD listening. 
2 回 Unit 7: Then and now. 
Key Sentence: I didn't go to New York, I went to Chicago. 
3 回 Unit 7: On the Job. 
Key Sentence: Lucian Freud was born in Berlin, Germany, but now he lives in 
London. 
4 回 Unit 8: A date to remember 
Key Sentence: I got up at eight o'clock this morning. 
5 回 Unit 8: A date to remember 
Key Sentence: She went to the dance on Saturday night and she met Frank. 
6 回 Unit 9: Food you like! 
Key Sentence: Do you like swimming? 
7 回 Unit 9: Food you like! 
Key Sentence: Would you like some coffee? 
8 回 Review of Units 7-9. Class-work ＆ Small Test. 
Presentation ＆ Report. 
9 回 Unit 10: Looking Good! 
Key Sentence: I'm not wearing a suit. 
10 回 Unit 10: Looking Good! 
Key Sentence: John's a vegetarian.  He doesn't eat meat. 
11 回 Unit 11 Life's an adventure! 
Key Sentence: What are you going to eat? 
12 回 Unit 11 Life's an adventure! 
Key Sentence: The country is cleaner than the town. 
13 回 Unit 12: Have your ever? 
Key Sentence: Have you ever been to Barcelona? 
14 回 Unit 12: Have your ever? 
Key Sentence: 
15 回 Review of Units 10-12. Presentation. Examination guide. Questionaire 
writing. 

準備学習 １．教材としてテキスト２種類、辞書(電子辞書も可）、ノートは必需品です。毎
回チェックすること。 
２．シラバスでその日のレッスンページを確認し、所定の形式で単語帳を作って
授業に臨むこと。 
３．復習も準備につながるので、前回読んだページを最低 3 回は音読しておくこ



と。耳から自分の英語を聞き日本語訳しなくても内容がほぼ理解できるようにな
ること。CD 等があれば聞く練習を怠らないこと。 
４．宿題をやって出席すること。 

 



年度 2012 
授業コード FB131F1 
成績評価 試験６０％、小テスト２０％、提出物１０％、授業参加度１０％ 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 情報科学科(〜12),生物地球システム学科(〜12),社会情報学科(〜12),生物地球学

科(〜12) 
見出し FB131F1 英語Ⅰ 
担当教員名 赤羽 美鳥＊ 
単位数 2 
教科書 Smart Choice 2/Ken Wilson/Oxford 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「訳などのスピードが速かった」―もう少しゆっくりします。 

「分かりやすかった」−分かり易いようにさらに努⼒します。 
「音読」−音読はとても大切です。これからもどんどんやります。 

科目名 英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 英和辞典（手持ちのもの、携帯電話の辞書は不可） 
授業形態 講義 
注意備考 欠席日数が 1/3 を超える者は、定期試験の受験資格を失う 
シラバスコード FB131F1 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC300 点相当になるような英語⼒を身につけること 
受講者へのコメント このクラスでは、英語の基本の徹底はもちろんであるが、とにかく間違いを恐れ

ずにコミュニケーションをとることを目標にしている。大きな声で、自分の言い
たいことを⼈に伝えることの喜びを味わってほしい。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 Ａの「週当たりの学習時間」が若干少なかった。Ｃの「満足度」は「満足・ほぼ
満足」が８割ほどであった。 

英文科目名 English I 
関連科目 英語 II、科学英語 I・II・III・IV、英会話 I・II、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 自宅学習の時間が少ないので、もう少し具体的な課題を出すなどしたいと思って

いる。 
講義目的 ４技能を用いた日常的コミュニケーション能⼒の養成を目指す 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 テクストの確認、準備学習、復習などを含めた学習方法の説明、講義の進め

方についての説明をする。 



2 回 Unit 1 How was your vacation?（前半）Agreeing と Disagreeing の応答の仕
方について学習する。 
3 回 Unit 1（後半）リーディングの学習をする。 
4 回 Unit 2 I think it's exciting!（前半）-ing, -ed で終わる形容詞について学習す
る。Unit 1 の小テストをする。 
5 回 Unit 2（後半）リーディングの学習をする。 
6 回 Unit 3 Do it before you're 30!（前半）現在形について学習する。 
Unit 2 の小テストをする。 
7 回 Unit 3（後半）リーディングの学習をする。 
8 回 Unit 1-3 の review をする。 
9 回 Unit 4 The best place in the world!（前半）形容詞の最上級について学習す
る。 
10 回 Unit 4（後半）リーディングの学習をする。 
11 回 Unit 5 Where's the party?（前半）副詞句について学習する。Unit 4 の小テ
ストをする。 
12 回 Unit 5（後半）リーディングの学習をする。 
13 回 Unit 6 We should try it!（前半）should と have to について学習する。Unit 
5 の小テストをする。 
14 回 Unit 6（後半）リーディングの学習をする。 
15 回 Unit4-6 の review をする。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、テクストに目を通しておくこと。 
2 回 分からない語彙を辞書で調べ、授業に備えておくこと。 
3 回 分からない語彙を辞書で調べ、授業に備えておくこと。 
4 回 分からない語彙を辞書で調べ、授業に備えておくこと。Unit 1 の復習を十
分すること。 
5 回 分からない語彙を辞書で調べ、授業に備えておくこと。 
6 回 分からない語彙を辞書で調べ、授業に備えておくこと。Unit 2 の復習を十
分すること。 
7 回 分からない語彙を辞書で調べ、授業に備えておくこと。 
8 回 分からない語彙を辞書で調べ、授業に備えておくこと。Unit 1-3 の復習を十
分すること。 
9 回 分からない語彙を辞書で調べ、授業に備えておくこと。 
10 回 分からない語彙を辞書で調べ、授業に備えておくこと。Unit 4 の復習を十
分すること。 
11 回 分からない語彙を辞書で調べ、授業に備えておくこと。 
12 回 分からない語彙を辞書で調べ、授業に備えておくこと。Unit 5 の復習を十
分すること。 
13 回 分からない語彙を辞書で調べ、授業に備えておくこと。 
14 回 分からない語彙を辞書で調べ、授業に備えておくこと。Unit 4-6 の復習を
十分すること。 
15 回 定期試験に備え、十分復習すること。 

 



年度 2012 
授業コード FB131F2 
成績評価 試験６０％、小テスト２０％、提出物１０％、授業参加度１０％ 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 情報科学科(〜12),生物地球システム学科(〜12),社会情報学科(〜12),生物地球学

科(〜12) 
見出し FB131F2 英語Ⅱ 
担当教員名 赤羽 美鳥＊ 
単位数 2 
教科書 Smart Choice 2/Ken Wilson/Oxford 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 英語の読みが分かるようになり、訳すのも面白く感じられるようになりました→

本来、英語を学ぶことは苦痛ではなく、異文化体験という楽しいことだというこ
がわかってもらえてうれしいです。 

科目名 英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 英和辞典（手持ちのもの、携帯電話の辞書は不可） 
授業形態 講義 
注意備考 欠席日数が 1/3 を超える者は、定期試験の受験資格を失う 
シラバスコード FB131F2 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC300 点相当になるような英語⼒を身につけること 
受講者へのコメント 欠席、遅刻が多い⼈は英語が苦手な⼈に多い傾向にあるようだ。苦手なことに取

り組んでそれを少しでも理解する喜びを味わってほしい。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 自宅学習の時間が少ない⼈が若干いた。欠席しがちな⼈も見受けられた。 
英文科目名 English II 
関連科目 英語 I、科学英語 I・II・III・IV、英会話 I・II、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 英語に苦手意識を持っている⼈に、いかに分かりやすい授業をするかが課題であ

る。さらに工夫して、理解しやすい授業を心がけたい。 
講義目的 ４技能を用いた日常的コミュニケーション能⼒の養成を目指す 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 後期の学習方法、授業の進め方について説明をする。 

2 回 Unit 7 There are too many stores!（前半）too/not enough; too many/ too 
much について学習する。 
3 回 Unit 7（後半）リーディングの学習をする。 



4 回 Unit 8 I like guys who are smart.（前半）関係代名詞（主格）について学習
する。Unit 7 の小テストをする。 
5 回 Unit 8（後半）リーディングの学習をする。 
6 回 Unit 9 What were you doing?（前半）過去進行形について学習する。 
Unit 8 の小テストをする。 
7 回 Unit 9（後半）リーディングの学習をする。 
8 回 Unit 7-9 の review をする。 
9 回 Unit 10 It must be an earthquake!（前半）may, might, could, can't, and must
について学習する。 
10 回 Unit 10（後半）リーディングの学習をする。 
11 回 Unit 11 I used to sing.（前半）used to について学習する。Unit 10 の小テ
ストをする。 
12 回 Unit 11（後半）リーディングの学習をする。 
13 回 Unit 12 Living in a pyramid.（前半）if 節について学習する。Unit 11 の小
テストをする。 
14 回 Unit 12（後半）リーディングの学習をする。 
15 回 Unit10-12 の review をする。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、テクストに目を通しておくこと。 
2 回 分からない語彙を辞書で調べ、授業に備えておくこと。 
3 回 分からない語彙を辞書で調べ、授業に備えておくこと。 
4 回 分からない語彙を辞書で調べ、授業に備えておくこと。Unit 7 の復習を十
分すること。 
5 回 分からない語彙を辞書で調べ、授業に備えておくこと。 
6 回 分からない語彙を辞書で調べ、授業に備えておくこと。Unit 8 の復習を十
分すること。 
7 回 分からない語彙を辞書で調べ、授業に備えておくこと。 
8 回 分からない語彙を辞書で調べ、授業に備えておくこと。Unit 7-9 の復習を十
分すること。 
9 回 分からない語彙を辞書で調べ、授業に備えておくこと。 
10 回 分からない語彙を辞書で調べ、授業に備えておくこと。Unit 10 の復習を
十分すること。 
11 回 分からない語彙を辞書で調べ、授業に備えておくこと。 
12 回 分からない語彙を辞書で調べ、授業に備えておくこと。Unit 11 の復習を
十分すること。 
13 回 分からない語彙を辞書で調べ、授業に備えておくこと。 
14 回 分からない語彙を辞書で調べ、授業に備えておくこと。Unit 10-12 の復習
を十分すること。 
15 回 定期試験に備え、十分復習すること。 

 



年度 2012 
授業コード FB131G1 
成績評価 課題提出３０％、講義中に発生するアクティビィテイー等の提出物２０％、定期

試験５０％により成績を評価する。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 情報科学科(〜12),生物地球システム学科(〜12),社会情報学科(〜12),生物地球学

科(〜12) 
見出し FB131G1 英語Ⅰ 
担当教員名 バーデン 京子＊ 
単位数 2 
教科書 Ken Wilson, Smart Choice Student Book 2,Oxford University Press 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 部屋が暑かったというコメントが多かったですが、確かに暑かったですね。脱げ

るように重ね着をして授業に臨みましょう。 
科目名 英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 講義 
注意備考 必ず辞書を持参すること。電子辞書も可とする。ただし、授業中に携帯電話の辞

書機能の使用は不可とする。 
シラバスコード FB131G1 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC300 点相当以上になるような英語⼒を身につけること。 
受講者へのコメント 朝一番の授業でしたが、遅刻も欠席もあまりなく、みなさんよく頑張りましたね。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね授業に満足してくれていたようで、非常に喜ばしい。 
英文科目名 English I 
関連科目 英語Ⅱ、科学英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 更なるコミュニケーション能⼒の向上を目指す授業にしていきたいと思います。 
講義目的 ４技能を用いた日常的コミュニケーション能⼒の養成を目指す。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションにて講義の概要説明をする。アクティビィティーにて

自己紹介をする。 
2 回  Warm-up な ら び に Unit 1 How was your vacation? の Vocabulary 、
Conversation をする。 
3 回 Warm-up ならびに Unit 1 How was your vacation?の Language Practice、



Pronunciation、Listening をする。 
4 回 Warm-up ならびに Unit 1 How was your vacation?の Reading、Activity を
する。 
5 回 Warm-up ならびに Unit 2 I think it's exciting!の Vocabulary、Conversation
をする。 
6 回 Warm-up ならびに Unit 2 I think it's exciting!の Language Practice、
Pronunciation、Listening をする。 
7 回 Warm-up ならびに Unit 2 I think it's exciting!の Reading、Activity をする。 
8 回 Warm-up ならびに Unit 3 Do it before you're 30!の Vocabulary、Conversation
をする。 
9 回 Warm-up ならびに Unit 3 Do it before you're 30!の Language Practice、
Pronunciation、Listening をする。 
10 回 Warm-up ならびに Unit 3 Do it before you're 30!の Reading、Activity をす
る。 
11 回 Warm-up ならびに Review Units 1-3 で Unit1 から 3 までの復習をする。 
12 回 Warm-up ならびに Unit 4 The best place in the world!の Vocabulary、
Conversation をする。 
13 回 Warm-up ならびに Unit 4 The best place in the world!の Language Practice、
Pronunciation、Listening をする。 
14 回 Warm-up ならびに Unit 4 The best place in the world!の Reading、Activity
をする。 
15 回 試験に備えて Unit 1 から 4 で学習した語彙や文法の総復習をする。試験
問題の傾向を説明する。 
16 回 定期試験を実施する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、教科書に目を通しておくこと。 
2 回 課題の単語プリントの新出単語の意味を調べておくこと。 
3 回 課題の単語プリントの新出単語の意味を調べておくこと。 
4 回 課題の単語プリントの新出単語の意味を調べておくこと。 
5 回 課題の単語プリントの新出単語の意味を調べておくこと。 
6 回 課題の単語プリントの新出単語の意味を調べておくこと。 
7 回 課題の単語プリントの新出単語の意味を調べておくこと。 
8 回 課題の単語プリントの新出単語の意味を調べておくこと。 
9 回 課題の単語プリントの新出単語の意味を調べておくこと。 
10 回 課題の単語プリントの新出単語の意味を調べておくこと。 
11 回 教科書の Review Units 1-3 を前もって見ておくこと。 
12 回 課題の単語プリントの新出単語の意味を調べておくこと。 
13 回 課題の単語プリントの新出単語の意味を調べておくこと。 
14 回 課題の単語プリントの新出単語の意味を調べておくこと。 
15 回 いままでに学習したことでよく理解できなかったところや質問事項をまと
めておくこと。 
16 回 試験に備えて勉強をしておくこと。未提出の単語プリントがあれば提出す
ること。 



 



年度 2012 
授業コード FB131G2 
成績評価 課題提出３０％、講義中に発生するアクティビィティー等の提出物２０％、試験

５０％により成績を評価する。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 情報科学科(〜12),生物地球システム学科(〜12),社会情報学科(〜12),生物地球学

科(〜12) 
見出し FB131G2 英語Ⅱ 
担当教員名 バーデン 京子＊ 
単位数 2 
教科書 Ken Wilson, Smart Choice Student Book 2, Oxford University Press 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar、Vocabulary、Communication、TOEIC 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 英語は嫌だが、授業は楽しかったというコメントは素直に嬉しい。 

空調に対する不満が多かったが、どうすることも出来なかったので心苦しい。 
科目名 英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 講義 
注意備考 必ず辞書を持参すること。電子辞書も可とする。ただし、授業中に携帯電話の辞

書機能の使用は不可とする。 
シラバスコード FB131G2 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC300 点相当以上になるような英語⼒を身につけること。 
受講者へのコメント 朝一番の授業にもかかわらず、ほとんどの学生が欠席・遅刻をすることなく出席

していたのは大変良かった。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この授業に満足の学生が大多数であったのは非常に喜ばしい。 
またこの分野への関心が深まった等の肯定的に捉えてくれていたのも非常に喜
ばしい。 

英文科目名 English II 
関連科目 英語Ⅰ、科学英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 もう少し授業外の学習を促すようにしていきたい。 
講義目的 ４技能を用いた日常的コミュニケーション能⼒の養成を目指す。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションにて講義の概要説明をする。アクティビィテイーにて

自己紹介をする。 



2 回 Warm-up ならびに Unit 5 Where's the party?の Vocabulary、Converation、
Language Practice をする。 
3 回 Warm-up ならびに Unit 5 Where's the party?の Pronunciation、Listening、
Reading、Activity をする。 
4 回 Warm-up ならびに Unit 6 You should try it!の Vocabulary、Converation、
Language Practice をする。 
5 回 Warm-up ならびに Unit 6 You should try it!の Pronunciation、Listening、
Reading、Activity をする。 
6 回 Review Units 5-6 で Unit5 と 6 の復習をする。 
7 回 Warm-up ならびに Unit 7 There are too many stores!の Vocabulary、
Converation、Language Practice をする。 
8 回 Warm-up ならびに Unit 7 There are too many stores!の Pronunciation、
Listening、Reading、Activity をする。 
9 回 Warm-up ならびに Unit 8 I like guys who are smart.の Vocabulary、
Converation、Language Practice をする。 
10 回 Warm-up ならびに Unit 8 I like guys who are smart.の Pronunciation、
Listening、Reading、Activity をする。 
11 回  Warm-up な ら び に Unit 9 What were you doing? の Vocabulary 、
Converation、Language Practice をする。 
12 回 Warm-up ならびに Unit 9 What were you doing?の Pronunciation、
Listening、Reading、Activity をする。 
13 回 Review Units 7-9 で Unit7 から 9 までの復習をする。 
14 回 Warm-up ならびに Unit 10 I used to sing.の Vocabulary、Converation、
Language Practice をする。 
15 回 試験に備えて、Unit 5 から 10 で学習した語彙や文法の総復習をする。試
験問題の傾向を説明する。 
16 回 定期試験 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、教科書に目を通しておくこと。 
2 回 課題の単語プリントの新出単語の意味を調べておくこと。 
3 回 課題の単語プリントの新出単語の意味を調べておくこと。 
4 回 課題の単語プリントの新出単語の意味を調べておくこと。 
5 回 課題の単語プリントの新出単語の意味を調べておくこと。 
6 回 教科書の Review Units 5-6 を前もって見ておくこと。 
7 回 課題の単語プリントの新出単語の意味を調べておくこと。 
8 回 課題の単語プリントの新出単語の意味を調べておくこと。 
9 回 課題の単語プリントの新出単語の意味を調べておくこと。 
10 回 課題の単語プリントの新出単語の意味を調べておくこと。 
11 回 課題の単語プリントの新出単語の意味を調べておくこと。 
12 回 課題の単語プリントの新出単語の意味を調べておくこと。 
13 回 教科書の Review Units 7-9 を前もって見ておくこと。 
14 回 課題の単語プリントの新出単語の意味を調べておくこと。 
15 回 いままでに学習したところでよく理解できなかったところや質問事項をま



とめておくこと。 
16 回 試験に備えて勉強をしておくこと。未提出の単語プリントがあれば提出す
ること。 

 



年度 2012 
授業コード FB131H1 
成績評価 定期試験 60 点、小テスト 20 点、課題 20 点 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 情報科学科(〜12),生物地球システム学科(〜12),社会情報学科(〜12),生物地球学

科(〜12) 
見出し FB131H1 英語Ⅰ 
担当教員名 小野 順子＊ 
単位数 2 
教科書 First Primer <Revised Edition>（基礎からの英語入門）/佐藤哲三 他/南雲堂 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 教室が暑いという意見が寄せられた。私もそのように感じたので、温度管理をお

願いしたい。 
科目名 英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要なし。 
授業形態 講義 
注意備考 英語は国際語なので、将来必ず必要になります。しっかり辞書を引いて予習して

おくこと。練習問題の補足として、必要に応じてプリントを配布する。 
シラバスコード FB131H1 
実務経験のある教員  
達成目標 基礎的な語彙⼒・文法⼒をつけること。 
受講者へのコメント 予習を週２時間程度は、必ずやってきて欲しい。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 全般的に特に問題はなかった。学生は分野への理解が深まり、私の仕事ぶりに対
して高い評価を与えてくれた。しかし、大多数の学生は、課題をまじめにしてき
たが、予習に割く時間が少なかった。 

英文科目名 English I 
関連科目 英語 II、科学英語 I・II・III・IV、英会話 I・II、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 今の授業で学生からの不満はなく、満足してくれているので特に変更はない。し

かし、課題量を増やしたい。 
講義目的 語彙⼒、文法⼒をつけ、日常的コミュニケーション能⼒を養成する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。この講義の目標を提示し、授業の進め方を説明する。 

2 回 be 動詞の意味を説明し、否定分と疑問文、さらに There is (are) 構文とそ
の否定文、疑問文を説明する。さらに、それらに関する文法、英作、⻑文問題を



する。 
3 回 一般動詞の現在形とその否定文、疑問文を説明する。さらに、それらに関す
る文法、英作、⻑文問題をする。 
4 回 一般動詞の過去形とその否定文、疑問文について解説する。さらに、それら
に関する文法、英作、⻑文問題をする。 
5 回 現在進行形と過去進行形、それらの否定文と疑問文を説明する。さらに、そ
れらに関する文法、英作、⻑文問題をする。 
6 回 未来形とその否定文、疑問文について説明する。さらに、それらに関する文
法、英作、⻑文問題をする。 
7 回 助動詞とその過去形について説明する。さらにそれらに関する文法、英作、
⻑文問題をする。 
8 回 小テストを実施する。名詞、冠詞について説明する。さらにそれらに関する
文法、英作、⻑文問題をする。 
9 回 代名詞について説明する。さらにそれに関する文法、英作、⻑文問題をす
る。 
10 回 前置詞について説明する。さらにそれに関する文法、英作、⻑文問題をす
る。 
11 回 第１１回 形容詞、副詞について説明する。さらにそれらに関する文法、
英作、⻑文問題をする。 
12 回 原級、比較級、最上級について説明する。 
13 回 原級、比較級、最上級に関する文法、英作、⻑文問題をする。 
14 回 命令文、感嘆文について説明する。 
15 回 命令文、感嘆文に関する文法、英作、⻑文問題をする。 
16 回 定期試験を実施する。 

準備学習 1 回 シラバスを見て、テキストとその学習内容を確認しておくこと。 
2 回 テキスト p.14、be 動詞についての解説を読んでおくこと。練習問題 p.15-
16 を解いておくこと。 
3 回 テキスト p.17、一般動詞（現在）についての解説を読んでおくこと。練習問
題 p.18-19 を解いておくこと。 
4 回 テキスト p.20、一般動詞（過去）についての解説を読んでおくこと。練習問
題 p.21-22 を解いておくこと。 
5 回 テキスト p.23、進行形についての解説を読んでおくこと。練習問題 p.24-25
を解いておくこと。 
6 回 テキスト p.26、未来形についての解説を読んでおくこと。練習問題 p.27-28
を解いておくこと。 
7 回 テキスト p.29、助動詞についての解説を読んでおくこと。練習問題 p.30-31
を解いておくこと。 
8 回 テキスト p.32、名詞、冠詞についての解説を読んでおくこと。練習問題 p.33-
34 を解いておくこと。小テストの準備をしておくこと。 
9 回 テキスト p.35、代名詞についての解説を読んでおくこと。練習問題 p.36-37
を解いておくこと。 
10 回 テキスト p.38、前置詞についての解説を読んでおくこと。練習問題 p.39-



40 を解いておくこと。 
11 回 テキスト p.41、形容詞、副詞についての解説を読んでおくこと。練習問題
p.42-43 を解いておくこと。 
12 回 テキスト p.44、比較についての解説を読んでおくこと。 
13 回 テキスト p.45-46、比較についての練習問題を解いておくこと。 
14 回 テキスト p.47、命令文、感嘆文についての解説を読んでおくこと。 
15 回 テキスト p.48-49、命令文、感嘆文についての練習問題 p.48-49 を解いて
おくこと。 
16 回 定期試験のための準備をしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB131H2 
成績評価 定期試験 60 点、小テスト 20 点、課題 20 点 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 情報科学科(〜12),生物地球システム学科(〜12),社会情報学科(〜12),生物地球学

科(〜12) 
見出し FB131H2 英語Ⅱ 
担当教員名 小野 順子＊ 
単位数 2 
教科書 First Primer <Revised Edition>（基礎からの英語入門）/佐藤哲三 他/南雲堂 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 質問がありませんでした。 
科目名 英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要なし。 
授業形態 講義 
注意備考 英語は国際語なので、将来必ず必要になります。しっかり辞書を引いて予習して

おくこと。練習問題の補足として、必要に応じてプリントを配布する。 
シラバスコード FB131H2 
実務経験のある教員  
達成目標 基礎的な語彙⼒・文法⼒をつけること。 
受講者へのコメント 予習、復習はしていますが、時間をかけて学習していません。授業外に学習する

時間を週当たり２時間程度はとるようにしてください。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 各項目につき、問題はありませんでした。 
英文科目名 English II 
関連科目 英語 I、科学英語 I・II・III・IV、英会話 I・II、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 変更なし。 
講義目的 語彙⼒、文法⼒をつけ、日常的コミュニケーション能⼒を養成する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 接続詞を説明し、さらに、それらに関する文法、英作、⻑文問題をする。 

2 回 不定詞・動名詞を説明し、さらに、それらに関する文法、英作、⻑文問題を
する。 
3 回 受動態を説明する。さらに、それに関する文法、英作、⻑文問題をする。 
4 回 現在完了形について解説する。さらに、それに関する文法、英作、⻑文問題
をする。 



5 回 接続詞を含む構文、時制の一致を説明する。さらに、それらに関する文法、
英作、⻑文問題をする。 
6 回 ５つの基本文型について説明する。さらに、それに関する文法、英作、⻑文
問題をする。 
7 回 各種疑問文について説明する。さらにそれらに関する文法、英作、⻑文問題
をする。 
8 回 小テストを実施する。不定詞を使った構文について説明する。 
9 回 不定詞を使った構文に関する文法、英作、⻑文問題をする。 
10 回 it の特別用法について説明する。 
11 回 it の特別用法に関する文法、英作、⻑文問題をする。 
12 回 分詞、動名詞の用法について説明する。 
13 回 分詞、動名詞に関する文法、英作、⻑文問題をする。 
14 回 関係代名詞について説明する。 
15 回 関係代名詞に関する文法、英作、⻑文問題をする。 
16 回 定期試験を実施する。 

準備学習 1 回 テキスト p.50、接続詞についての解説を読んでおくこと。練習問題 p.51-52
を解いておくこと。 
2 回 テキスト p.53、不定詞、動名詞についての解説を読んでおくこと。練習問
題 p.54-55 を解いておくこと。 
3 回 テキスト p.56、受動態についての解説を読んでおくこと。練習問題 p.57-58
を解いておくこと。 
4 回 テキスト p.59、現在完了形についての解説を読んでおくこと。練習問題 p.60-
61 を解いておくこと。 
5 回 テキスト p.62、接続詞、時制の一致についての解説を読んでおくこと。練
習問題 p.63-64 を解いておくこと。 
6 回 テキスト p.65、５つの基本文型についての解説を読んでおくこと。練習問
題 p.66-67 を解いておくこと。 
7 回 テキスト p.68、各種疑問文についての解説を読んでおくこと。練習問題 p.69-
70 を解いておくこと。 
8 回 テキスト p.71、不定詞を含む構文についての解説を読んでおくこと。小テ
ストの準備をしておくこと。 
9 回 不定詞、およびそれを含む構文に関する練習問題 p.72-73 を解いておくこ
と。 
10 回 テキスト p.74、it の特別用法についての解説を読んでおくこと。 
11 回 it の特別用法に関する練習問題 p.75-76 を解いておくこと。 
12 回 テキスト p.77、分詞、動名詞の用法についての解説を読んでおくこと。 
13 回 分詞、動名詞の用法についての練習問題 p.78-79、を解いておくこと。 
14 回 テキスト p.80、関係代名詞についての解説を読んでおくこと。 
15 回 関係代名詞についての練習問題 p.81-82 を解いておくこと。 
16 回 定期試験のための準備をしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB131J1 
成績評価 定期試験 50%、課題（レポート）30%、プレゼンテーション 20%とする。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 情報科学科(〜12),生物地球システム学科(〜12),社会情報学科(〜12),生物地球学

科(〜12) 
見出し FB131J1 英語Ⅰ 
担当教員名 小迫 勝＊ 
単位数 2 
教科書 English Ace コミュニケーションのための実践基礎英語／山本 厚子・大須賀 

直子・真野 千佳子・岡本 京子・Benedict Rowlett／ 成美堂 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 テストをやさしくしてほしい、との要望もあり、授業時間に復習のための小テス

トを頻繁に実施して、理解の徹底に努めている。 
科目名 英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 研究社新英和中辞典 
授業形態 講義 
注意備考 授業に能動的に参加すること。 
シラバスコード FB131J1 
実務経験のある教員  
達成目標 基礎的な語彙⼒・文法⼒をつけること。 
受講者へのコメント 授業中の声をだしての発音練習など、もっと実践してほしい。全体として、予習、

復習もまだまだ足りない。最初から、自分は英語が苦手である、嫌いである、と
いう態度で、机に伏せている学生がいる。英語の初歩から着実に習得させていこ
うとする教員の気持に応えてほしい。 

連絡先 教務課 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業時間以外に３時間程度の学習者が２名、１時間程度が８名いるというのは喜
ばしい。宿題や課題以外にも取り組んだ学生が合計５９．４％も評価できる。こ
の分野への理解が深まったのが、４３．８％で、技能、技術が向上したのが２５％
であるのも、今後の教育に勇気づけられる。学生の目標達成ができた、あるいは、
だいたいできた学生をあわせると、５０％を少し下回っている。さらに向上させ
るべく教員の一段の努⼒目標としたい。教員の熱意は感じられた、あるいは、少
しかんじられたのをあわせて、６５．６％であった。これも、さらに熱を込めて
い 

英文科目名 English I 



関連科目 英語 II、科学英語 I・II・III・IV、英会話 I・II、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 理解しやすいように、もっと工夫をしてゆきたい。よく聞き取れるように、話す

スピードを遅くしたい。板書も見えにくいところがあったようなので、どの角度
からでも見えるように気をつけてゆきたい。 

講義目的 語彙⼒、文法⼒をつけ、日常的コミュニケーション能⼒を養成する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。講義の進め方を説明する。 

Unit 1 の問題を解き、その解説をする。 
3 回 Unit 2 の問題を解き、その解説をする。 
5 回 Unit 3 の問題を解き、その解説をする。 
7 回 Unit 4 の問題を解き、その解説をする。 
9 回 Unit 5 の問題を解き、その解説をする。 
11 回 Unit 6 の問題を解き、その解説をする。 
13 回 Unit 7 の問題を解き、その解説をする。 
15 回 Unit 8（前半）の問題を解き、その解説をする。 

準備学習 1 回 Unit 1 の予習をすること。 
3 回 Unit 1 の復習と、Unit 2 の予習をすること。 
5 回 Unit 2 の復習と、Unit 3 の予習をすること。 
7 回 Unit 3 の復習と、Unit 4 の予習をすること。 
9 回 Unit 4 の復習と、Unit 5 の予習をすること。 
11 回 Unit 5 の復習と、Unit 6 の予習をすること。 
13 回 Unit 6 の復習と、Unit 7 の予習をすること。 
15 回 Unit 7 の復習と、Unit 8（前半）の予習をすること。 

 



年度 2012 
授業コード FB131J2 
成績評価 定期試験 50%、課題（レポート）30%、プレゼンテーション 20%。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 情報科学科(〜12),生物地球システム学科(〜12),社会情報学科(〜12),生物地球学

科(〜12) 
見出し FB131J2 英語Ⅱ 
担当教員名 小迫 勝＊ 
単位数 2 
教科書 English Ace コミュニケーションのための実践基礎英語／山本厚子・大須賀直子

他／成美堂 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 教室への狸の乱入を防ぐ柵をもうけてほしいとあった。これは大学の事務側の対

応への要望であろう。 
科目名 英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 研究社新英和中辞典 
授業形態 講義 
注意備考 授業への能動的な参加をすること。 
シラバスコード FB131J2 
実務経験のある教員  
達成目標 基礎的な語彙⼒・文法⼒をつけること。 
受講者へのコメント 基礎⼒をつけさせようとしている教員の熱意に全く反応を示さない学生が少⼈

数ではあるが、存在した。英語の学習にたいする意欲を捨てないでほしい。 
連絡先 教務課 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業時間外の学習を「全くしなかった」学生が 45.2%と多かった点と授業の満足
度が普通であったのが 48.4%出会った点に注目したい。 

英文科目名 English II 
関連科目 英語 I、科学英語 I・II・III・IV、英会話 I・II、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 授業時間外の学習時間を多くとらせる工夫をしたい。満足度を上げる努⼒も続け

る必要がある。 
講義目的 語彙⼒、文法⼒をつけ、日常的コミュニケーション能⼒を養成する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。講義の進め方を説明する。 

Unit 8（後半）の問題を解き、その解説をする。 
2 回 Unit 9 の問題を解き、その解説をする。 



4 回 Unit 10 の問題を解き、その解説をする。 
6 回 Unit 11 の問題を解き、その解説をする。 
8 回 Unit 12 の問題を解き、その解説をする。 
10 回 Unit 13 の問題を解き、その解説をする。 
12 回 Unit 14 の問題を解き、その解説をする。 
14 回 Unit 15 の問題を解き、その解説をする。 

準備学習 1 回 Unit 8（後半）の予習をすること。 
2 回 Unit 8 の復習をし、Unit 9 の予習をすること。 
4 回 Unit 9 の復習をし、Unit 10 の予習をすること。 
6 回 Unit 10 の復習をし、Unit 11 の予習をすること。 
8 回 Unit 11 の復習をし、Unit 12 の予習をすること。 
10 回 Unit 12 の復習をし、Unit 13 の予習をすること。 
12 回 Unit 13 の復習をし、Unit 14 の予習をすること。 
14 回 Unit 14 の復習をし、Unit 15 の予習をすること。 

 



年度 2012 
授業コード FB131K1 
成績評価 定期試験（６０％）と 提出課題（４０％）の合計で最終評価をする。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 情報科学科(〜12),生物地球システム学科(〜12),社会情報学科(〜12),生物地球学

科(〜12) 
見出し FB131K1 英語Ⅰ 
担当教員名 嶋村 優枝＊ 
単位数 2 
教科書 Smart CHOICE 1 / Ken Wilson / OXFORD UNIVERSITY PRESS 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「教室をもっと涼しく」するのは、大学の省エネ対策もあり難しいので、団扇な

どの使用を認めます。 
科目名 英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない。（必要に応じてプリントを配布する。） 
授業形態 講義 
注意備考 毎回英和辞書を持参すること。 
シラバスコード FB131K1 
実務経験のある教員  
達成目標 基礎的な語彙⼒・文法⼒をつけること。 
受講者へのコメント 授業に対する教員の熱意は十分に感じ取ってくれていますが、授業時間外の学習

時間が少なめです。 
後期は、教科書の予習だけでなく、返却された課題の見直しを含めて、復習に⼒
を注いで、更に理解度を高めてください。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 出席率の高い受講生が多い一方で、３-４回欠席した受講生も少なくない。1・2
時限のためか、遅刻も目立ったが、受講生自身は課題や課題以外の学習に取り組
んだと認識している。また、授業を通じて理解が深まり、関心が高まったと感じ
ている受講生が多く、程度に差はあるが、全員が授業の目標を達成できたと答え
ている。 

英文科目名 English I 
関連科目 英語 Ⅱ, 科学英語 Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ,  英会話 Ⅰ・Ⅱ, TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 課題提出に慣れたので、後期は課題作成時間の短縮に取り組む。 

前期は、ページを指定して発表を募っても、発表者が多くなかったが、後期は教
科書内容にも慣れたので、積極的に発表する受講生の増加を期待する。 



講義目的 語彙⼒、文法⼒をつけ、日常的コミュニケーション能⼒を養成する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション後、リスニング演習と文法事項確認を行う。 

2 回 Unit 1 Nice to meet you! のリスニング問題・文法問題・読解に取り組みな
がら、内容を正しく理解する。Unit 1 の内容把握を確認するため、復習課題を提
出する。 
3 回 前回提出の課題が返却される。解答例提示と解説を基に、各自確認して誤り
を訂正する。Unit 2 What do you do? のリスニング問題・文法問題・読解に取り
組みながら、内容を正しく理解する。Unit 1 の内容把握を確認するため、復習課
題を提出する。 
4 回 前回提出の課題が返却される。解答例提示と解説を基に、各自確認して誤り
を訂正する。Unit 3 Do you like spicy food? のリスニング問題・文法問題・読解
に取り組みながら、内容を正しく理解する。Unit 3 の内容把握を確認するため、
復習課題を提出する。 
5 回 前回提出の課題が返却される。解答例提示と解説を基に、各自確認して誤り
を訂正する。Review のリスニング問題・文法問題・読解に取り組みながら、Unit 
1 から Unit 3 の内容を復習する。Review の内容把握を確認するため、復習課題
を提出する。 
6 回 前回提出の課題が返却される。解答例提示と解説を基に、各自確認して誤り
を訂正する。Unit 4 How often do you do yoga? のリスニング問題・文法問題に
取り組みながら、内容を正しく理解する。Unit 4 の内容把握を確認するため、復
習課題を提出する。 
7 回 前回提出の課題が返却される。解答例提示と解説を基に、各自確認して誤り
を訂正する。Unit 4 How often do you do yoga?  のリスニング問題・読解に取り
組みながら、内容を正しく理解する。Unit 4 の内容把握を確認するため、復習課
題を提出する。 
8 回 前回提出の課題が返却される。解答例提示と解説を基に、各自確認して誤り
を訂正する。Unit 5 What are you watching? のリスニング問題・文法問題・読解
に取り組みながら、内容を正しく理解する。Unit 5 の内容把握を確認するため、
復習課題を提出する。 
9 回 前回提出の課題が返却される。解答例提示と解説を基に、各自確認して誤り
を訂正する。Unit 5 What are you watching? のリスニング問題・文法問題・読解
に取り組みながら、内容を正しく理解する。Unit 5 の内容把握を確認するため、
復習課題を提出する。 
10 回 前回提出の課題が返却される。解答例提示と解説を基に、各自確認して誤
りを訂正する。Unit 6 Where were you yesterday? のリスニング問題・文法問題・
読解に取り組みながら、内容を正しく理解する。Unit 6 の内容把握を確認するた
め、復習課題を提出する。 
11 回 前回提出の課題が返却される。解答例提示と解説を基に、各自確認して誤
りを訂正する。Unit 6 Where were you yesterday? のリスニング問題・文法問題・
読解に取り組みながら、内容を正しく理解する。Unit 6 の内容把握を確認するた
め、復習課題を提出する。 



12 回 前回提出の課題が返却される。解答例提示と解説を基に、各自確認して誤
りを訂正する。Review のリスニング問題・文法問題・読解に取り組みながら、
Unit 4 から Unit 6 の内容を復習する。Review の内容把握を確認するため、復
習課題を提出する。 
13 回 前回提出の課題が返却される。解答例提示と解説を基に、各自確認して誤
りを訂正する。Review のリスニング問題・文法問題・読解に取り組みながら、
Unit 4 から Unit 6 の内容を復習する。Review の内容把握を確認するため、復
習課題を提出する。 
14 回 前回提出の課題が返却される。解答例提示と解説を基に、各自確認して誤
りを訂正する。Smart Talk の Unit 1 から Unit 3 を利用して、文法と発音の復
習をする。復習事項確認のため、課題を提出する。 
15 回 前回提出の課題が返却される。解答例提示と解説を基に、各自確認して誤
りを訂正する。Smart Talk の Unit 4 から Unit 6 を利用して、文法と発音の復
習をする。復習事項確認のため、課題を提出する。 

準備学習 1 回 英和辞書を準備し、教科書の目次と Unit 0 に目を通しておくこと。 
2 回 Unit 1 の Language Practice の文法事項を予習しておくこと。Reading を
音読し、内容把握をしておくこと。 
3 回 Unit 2 の Language Practice の文法事項を予習しておくこと。Reading を
音読し、内容把握をしておくこと。 
4 回 Unit 3 の Language Practice の文法事項を予習しておくこと。Reading を
音読し、内容把握をしておくこと。 
5 回 Review の Conversation の文法事項を予習しておくこと。Reading を音読
し、内容把握をしておくこと。 
6 回 Unit 4 の Language Practice の文法事項を予習しておくこと。Reading を
音読し、内容把握をしておくこと。 
7 回 Unit 4 の Language Practice の文法事項を予習しておくこと。Reading を
音読し、内容把握をしておくこと。 
8 回 Unit 5 の Language Practice の文法事項を予習しておくこと。Reading を
音読し、内容把握をしておくこと。 
9 回 Unit 5 の Language Practice の文法事項を予習しておくこと。Reading を
音読し、内容把握をしておくこと。 
10 回 Unit 6 の Language Practice の文法事項を予習しておくこと。Reading を
音読し、内容把握をしておくこと。 
11 回 Unit 6 の Language Practice の文法事項を予習しておくこと。Reading を
音読し、内容把握をしておくこと。 
12 回 Review の Conversation の文法事項を予習しておくこと。Reading を音
読し、内容把握をしておくこと。 
13 回 Review の Conversation の文法事項を予習しておくこと。Reading を音
読し、内容把握をしておくこと。 
14 回 Smart Talk の Unit 1 から Unit 3 までの問題を練習しておくこと。 
15 回 Smart Talk の Unit 4 から Unit 6 までの問題を練習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB131K2 
成績評価 定期試験（６０％）と 提出課題（４０％）の合計で最終評価をする。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 情報科学科(〜12),生物地球システム学科(〜12),社会情報学科(〜12),生物地球学

科(〜12) 
見出し FB131K2 英語Ⅱ 
担当教員名 嶋村 優枝＊ 
単位数 2 
教科書 Smart CHOICE 1 / Ken Wilson / OXFORD UNIVERSITY PRESS 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「温度環境が悪い」との訴えは、教室によっては冷房が入るまで暑すぎるとか、

暖房が全く効いていないとの日頃の嘆きを表したものと感じます。省エネの時代
ですが、暖房不足で教室でコートが脱げないと言う受講生もいるので、学校側に
善処をお願いしたいところです。 

科目名 英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない。（必要に応じてプリントを配布する。） 
授業形態 講義 
注意備考 毎回英和辞書を持参すること。 
シラバスコード FB131K2 
実務経験のある教員  
達成目標 基礎的な語彙⼒・文法⼒をつけること。 
受講者へのコメント 授業終わりの課題作成にかかる時間に個⼈差があり、授業の開始・終了時間を守

って欲しいと答えた受講生も１名いますが、授業内容を理解していれば、十分足
りる時間を与えているので、能率よく作成できるよう努⼒することが必要です。 
評価判定の課題と定期試験の割合はこれでよいと考えている受講生が多いので、
今後も毎回の課題にきちんと取り組んでください。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 約半数の受講生は、出席率１００％を達成しているが、３・４回欠席した受講生
も１／３いる。授業以外の学習時間についても、２／３の受講生は時間の⻑短は
あっても、やっているが、１／３は全くしなかったと答えている。 
その反面、２／３が目標達成できたと感じ、授業に満足している。ほぼ満足も合
わせると９０％が授業に満足と答えている。授業を受けてよかった点が多岐にわ
たっている事と合わせると、授業での取り組みを各受講生が肯定的に捉えている
ように見受けられる。 



英文科目名 English II 
関連科目 英語 Ⅰ, 科学英語 Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ,  英会話 Ⅰ・Ⅱ, TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 同一の受講生かどうかは不明ですが、１名が「教科書のレベルはもう少し高くて

もよい」「１回の授業で扱う量が少ない」と答えており、対照的に、２名は「授業
の目標達成ができなかった」と答えているので、課題内容を更に工夫します。 

講義目的 語彙⼒、文法⼒をつけ、日常的コミュニケーション能⼒を養成する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 リスニング演習と文法事項確認後、教科書 Writing の Unit 1 から Unit 6 

を読む。 
復習の課題を提出する。 
2 回 前回提出の課題が返却される。解答例提示と解説を基に、各自確認して誤り
を訂正する。Unit 7 Which one is cheaper? のリスニング問題・文法問題に取り
組みながら、内容を正しく理解する。Unit 7 の内容把握を確認するため、復習課
題を提出する。 
3 回 前回提出の課題が返却される。解答例提示と解説を基に、各自確認して誤り
を訂正する。Unit 7 Which one is cheaper? の読解に取り組みながら、内容を正
しく理解する。Unit 7 の内容把握を確認するため、復習課題を提出する。 
4 回 前回提出の課題が返却される。解答例提示と解説を基に、各自確認して誤り
を訂正する。Unit 8 What's she like? のリスニング問題・文法問題に取り組みな
がら、内容を正しく理解する。Unit 8 の内容把握を確認するため、復習課題を提
出する。 
5 回 前回提出の課題が返却される。解答例提示と解説を基に、各自確認して誤り
を訂正する。Unit 8 What's she like? のリスニング問題・文法問題・読解に取り
組みながら、内容を正しく理解する。Unit 8 の内容把握を確認するため、復習課
題を提出する。 
6 回 前回提出の課題が返却される。解答例提示と解説を基に、各自確認して誤り
を訂正する。Unit 9 What can you do there? のリスニング問題・文法問題に取り
組みながら、内容を正しく理解する。Unit 9 の内容把握を確認するため、復習課
題を提出する。 
7 回 前回提出の課題が返却される。解答例提示と解説を基に、各自確認して誤り
を訂正する。Unit 9 What can you do there? のリスニング問題・読解に取り組み
ながら、内容を正しく理解する。Unit 9 の内容把握を確認するため、復習課題を
提出する。 
8 回 前回提出の課題が返却される。解答例提示と解説を基に、各自確認して誤り
を訂正する。Review のリスニング問題・文法問題・読解に取り組みながら、Unit 
7 から Unit 9 の内容を復習する。Review の内容把握を確認するため、復習課題
を提出する。 
9 回 前回提出の課題が返却される。解答例提示と解説を基に、各自確認して誤り
を訂正する。Unit 10 Is there a bank near here? のリスニング問題・文法問題に
取り組みながら、内容を正しく理解する。Unit 10 の内容把握を確認するため、
復習課題を提出する。 
10 回 前回提出の課題が返却される。解答例提示と解説を基に、各自確認して誤



りを訂正する。Unit 10 Is there a bank near here? のリスニング問題・文法問題・
読解に取り組みながら、内容を正しく理解する。Unit 10 の内容把握を確認する
ため、復習課題を提出する。 
11 回 前回提出の課題が返却される。解答例提示と解説を基に、各自確認して誤
りを訂正する。Unit 11 Did you have a good time? のリスニング問題・文法問題
に取り組みながら、内容を正しく理解する。Unit 11 の内容把握を確認するため、
復習課題を提出する。 
12 回 前回提出の課題が返却される。解答例提示と解説を基に、各自確認して誤
りを訂正する。Unit 11 Did you have a good time? のリスニング問題・文法問題・
読解に取り組みながら、内容を正しく理解する。Unit 11 の内容把握を確認する
ため、復習課題を提出する。 
13 回 前回提出の課題が返却される。解答例提示と解説を基に、各自確認して誤
りを訂正する。Unit 12 I'm going to go by car. のリスニング問題・文法問題・読
解に取り組みながら、内容を正しく理解する。Unit 12 の内容把握を確認するた
め、復習課題を提出する。 
14 回 前回提出の課題が返却される。解答例提示と解説を基に、各自確認して誤
りを訂正する。Unit 12 I'm going to go by car. のリスニング問題・文法問題・読
解に取り組みながら、内容を正しく理解する。Unit 12 の内容把握を確認するた
め、復習課題を提出する。 
15 回 前回提出の課題が返却される。解答例提示と解説を基に、各自確認して誤
りを訂正する。Review のリスニング問題・文法問題・読解に取り組みながら、
Unit 10 から Unit 12 の内容を復習する。Review の内容把握を確認するため、
復習課題を提出する。 

準備学習 1 回 英和辞書を準備し、教科書の Writing の Unit 1 から Unit 6 を読み内容把
握をしておくこと。 
2 回 Unit 7 の各練習問題と Language Practice の文法事項を予習しておくこと。 
3 回 Unit 7 の Reading を音読し、内容把握をしておくこと。 
4 回 Unit 8 の各練習問題と Language Practice の文法事項を予習しておくこと。 
5 回 Unit 8 の Reading を音読し、内容把握をしておくこと。 
6 回 Unit 9 の各練習問題と Language Practice の文法事項を予習しておくこと。 
7 回 Unit 9 の Reading を音読し、内容把握をしておくこと。 
8 回 Review の Conversation の文法事項を予習しておくこと。Reading を音読
し、内容把握をしておくこと。 
9 回 Unit 10 の各練習問題と Language Practice の文法事項を予習しておくこ
と。Reading を音読し、内容把握をしておくこと。 
10 回 Unit 10 の各練習問題と Language Practice の文法事項を予習しておくこ
と。Reading を音読し、内容把握をしておくこと。 
11 回 Unit 11 の各練習問題と Language Practice の文法事項を予習しておくこ
と。Reading を音読し、内容把握をしておくこと。 
12 回 Unit 11 の各練習問題と Language Practice の文法事項を予習しておくこ
と。Reading を音読し、内容把握をしておくこと。 
13 回 Unit 12 の各練習問題と Language Practice の文法事項を予習しておくこ



と。Reading を音読し、内容把握をしておくこと。 
14 回 Unit 12 の各練習問題と Language Practice の文法事項を予習しておくこ
と。Reading を音読し、内容把握をしておくこと。 
15 回 Review の Conversation の文法事項を予習しておくこと。Reading を音
読し、内容把握をしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB131L1 
成績評価 定期試験(80％)、小テスト(20％)により行う。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 情報科学科(〜12),生物地球システム学科(〜12),社会情報学科(〜12),生物地球学

科(〜12) 
見出し FB131L1 英語Ⅰ 
担当教員名 大野 浩恵＊ 
単位数 2 
教科書 English Ace(コミュニケーションのための実践基礎英語)／山本厚子・大須賀直

子・真野千佳子・岡本京子・Benedict Rowlett／成美堂 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 授業のスピードが遅いと感じた学生がいました。この授業は、基礎を中心として

おり、英語が苦手な学生にも頑張って苦手意識を克服してもらいたいと思ってい
るので、一部の学生にとっては多少授業の進むスピードが遅く感じたかもしれま
せん。 

科目名 英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない。 
授業形態 講義 
注意備考 必ず英和辞書を持参すること。 
シラバスコード FB131L1 
実務経験のある教員  
達成目標 基礎的な語彙⼒・文法⼒をつけること。 
受講者へのコメント これからも指示された課題に毎回取り組み、予習や復習にも自主的に取り組んで

勉強してください。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 宿題などの課題に取り組み、英語への理解、関心が高まったと答えた学生が多か
った。また、この授業に満足したと答えた学生の割合が多かった。 

英文科目名 English I 
関連科目 英語Ⅱ、科学英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 英語への理解、関心がさらに高まるよう、関連する資料を提示したり、課題など

を増やしていきたいと思う。 
講義目的 語彙⼒、文法⼒をつけ、日常的コミュニケーション能⼒の基礎を養成する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Orientation 



Unit 1: My Hometown 
2 回 Unit 1: My Hometown 
3 回 Unit 1 Review 
Unit 2: Hobbies 
4 回 Unit 2: Hobbies 
5 回 Unit 2 Review 
Unit 3: Shopping 
6 回 Unit 3: Shopping 
7 回 Unit 3 Review 
Unit 4: Nature Quiz 
8 回 Unit 4: Nature Quiz 
9 回 Unit 4 Review 
Unit 5: Dream House 
10 回 Unit 5: Dream House 
11 回 Unit 5 Review 
Unit 6: Food 
12 回 Unit 6: Food 
13 回 Unit 6 Review 
Unit 7: First Date 
14 回 Unit 7: First Date 
15 回 Unit 7 Review 
Unit 8: Detective Story 

準備学習 1 回 予習：Unit 1 の前半部分を読み、問題を解いておくこと。 
復習：講義の内容を把握し、理解しておくこと。 
2 回 予習：Unit 1 の後半部分を読み、問題を解いておくこと。 
復習：講義の内容を把握し、理解しておくこと。 
3 回 予習：Unit 2 の前半部分を読み、問題を解いておくこと。 
復習：講義の内容を把握し、理解しておくこと。 
4 回 予習：Unit 2 の後半部分を読み、問題を解いておくこと。 
復習：講義の内容を把握し、理解しておくこと。 
5 回 予習：Unit 3 の前半部分を読み、問題を解いておくこと。 
復習：講義の内容を把握し、理解しておくこと。 
6 回 予習：Unit 3 の後半部分を読み、問題を解いておくこと。 
復習：講義の内容を把握し、理解しておくこと。 
7 回 予習：Unit 4 の前半部分を読み、問題を解いておくこと。 
復習：講義の内容を把握し、理解しておくこと。 
8 回 予習：Unit 4 の後半部分を読み、問題を解いておくこと。 
復習：講義の内容を把握し、理解しておくこと。 
9 回 予習：Unit 5 の前半部分を読み、問題を解いておくこと。 
復習：講義の内容を把握し、理解しておくこと。 
10 回 予習：Unit 5 の後半部分を読み、問題を解いておくこと。 
復習：講義の内容を把握し、理解しておくこと。 



11 回 予習：Unit 6 の前半部分を読み、問題を解いておくこと。 
復習：講義の内容を把握し、理解しておくこと。 
12 回 予習：Unit 6 の後半部分を読み、問題を解いておくこと。 
復習：講義の内容を把握し、理解しておくこと。 
13 回 予習：Unit 7 の前半部分を読み、問題を解いておくこと。 
復習：講義の内容を把握し、理解しておくこと。 
14 回 予習：Unit 7 の後半部分を読み、問題を解いておくこと。 
復習：講義の内容を把握し、理解しておくこと。 
15 回 予習：Unit 8 の前半部分を読み、問題を解いておくこと。 
復習：講義の内容を把握し、理解しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB131L2 
成績評価 定期試験(80％)、小テスト(20％)により行う。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 情報科学科(〜12),生物地球システム学科(〜12),社会情報学科(〜12),生物地球学

科(〜12) 
見出し FB131L2 英語Ⅱ 
担当教員名 大野 浩恵＊ 
単位数 2 
教科書 English Ace(コミュニケーションのための実践基礎英語)／山本厚子・大須賀直

子・真野千佳子・岡本京子・Benedict Rowlett／成美堂 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ・授業がとてもわかりやすく、質問にもしっかりと答えてくれ、以前は英語が嫌

いだったが、この授業を受けて好きになった、二年生に上がっても先生の授業を
受けたいと答えてくれた学生がいました。ありがたいことです。少しでも多くの
学生が英語を好きになってくれるとうれしいです。 
・板書がとても丁寧に書かれていて見やすかったと答えてくれた学生がいまし
た。後ろの方の座席の学生にも見やすいように、丁寧に、かつ適度な大きさの字
を書くように心がけました。 
・授業のスピードが遅いと感じた学生がいました。この授業は、基礎を中心とし
てお 

科目名 英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない。 
授業形態 講義 
注意備考 必ず英和辞書を持参すること。 
シラバスコード FB131L2 
実務経験のある教員  
達成目標 基礎的な語彙⼒・文法⼒をつけること。 
受講者へのコメント これからも予習や復習にも自主的に取り組んで勉強してください。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 宿題などの課題に取り組み、英語への理解が深まったと答えた学生の割合が多か
った。また、この授業に満足したと答えた学生の割合も多かった。 

英文科目名 English II 
関連科目 英語 I, 科学英語 I・II・III・IV, 英会話 I・II, TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 英語への理解、関心がさらに高まるよう、関連する資料を提示したり、課題など



を増やしていこうと思う。 
講義目的 語彙⼒、文法⼒をつけ、日常的コミュニケーション能⼒の基礎を養成する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Unit 8: Detective Story 

2 回 Unit 8 Review 
Unit 9: Career 
3 回 Unit 9: Career 
4 回 Unit 9 Review 
Unit 10: Parties 
5 回 Unit 10: Parties 
6 回 Unit 10 Review 
Unit 11: Rules and Regulations 
7 回 Unit 11: Rules and Regulations 
8 回 Unit 11 Review 
Unit 12: Invention & Discovery 
9 回 Unit 12: Invention & Discovery 
10 回 Unit 12 Review 
Unit 13: Movie Reviews 
11 回 Unit 13: Movie Reviews 
12 回 Unit 13 Review 
Unit 14: World Records 
13 回 Unit 14: World Records 
14 回 Unit 14 Review 
Unit 15: Future Dream 
15 回 Unit 15: Future Dream 
Unit 15 Review 

準備学習 1 回 予習：Unit 8 の後半部分の内容を読み、問題を解いておくこと。 
復習：講義の内容を把握し、理解しておくこと。 
2 回 予習：Unit 9 の前半部分の内容を読み、問題を解いておくこと。 
復習：講義の内容を把握し、理解しておくこと。 
3 回 予習：Unit 9 の後半部分の内容を読み、問題を解いておくこと。 
復習：講義の内容を把握し、理解しておくこと。 
4 回 予習：Unit 10 の前半部分の内容を読み、問題を解いておくこと。 
復習：講義の内容を把握し、理解しておくこと。 
5 回 予習：Unit 10 の後半部分の内容を読み、問題を解いておくこと。 
復習：講義の内容を把握し、理解しておくこと。 
6 回 予習：Unit 11 の前半部分の内容を読み、問題を解いておくこと。 
復習：講義の内容を把握し、理解しておくこと。 
7 回 予習：Unit 11 の後半部分の内容を読み、問題を解いておくこと。 
復習：講義の内容を把握し、理解しておくこと。 
8 回 予習：Unit 12 の前半部分の内容を読み、問題を解いておくこと。 
復習：講義の内容を把握し、理解しておくこと。 



9 回 予習：Unit 12 の後半部分の内容を読み、問題を解いておくこと。 
復習：講義の内容を把握し、理解しておくこと。 
10 回 予習：Unit 13 の前半部分の内容を読み、問題を解いておくこと。 
復習：講義の内容を把握し、理解しておくこと。 
11 回 予習：Unit 13 の後半部分の内容を読み、問題を解いておくこと。 
復習：講義の内容を把握し、理解しておくこと。 
12 回 予習：Unit 14 の前半部分の内容を読み、問題を解いておくこと。 
復習：講義の内容を把握し、理解しておくこと。 
13 回 予習：Unit 14 の後半部分の内容を読み、問題を解いておくこと。 
復習：講義の内容を把握し、理解しておくこと。 
14 回 予習：Unit 15 の前半部分の内容を読み、問題を解いておくこと。 
復習：講義の内容を把握し、理解しておくこと。 
15 回 予習：Unit 15 の後半部分の内容を読み、問題を解いておくこと。 
復習：講義の内容を把握し、理解しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB133A1 
成績評価 講義内試験 50％、定期試験 50％により成績を評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB133A1 ハングルⅠ 
担当教員名 浅利 典正＊ 
単位数 2 
教科書  韓国語学習者に分かりやすいハンドアウトを作成し配布します。その他ＣＤ、

ビデオ教材を準備します。 
アクティブラーニング  
キーワード 韓国語能⼒試験、資格取得、国際交流、⼈間形成 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 ハングルⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて紹介します。 
授業形態 講義 
注意備考  韓国への留学を考えている方、韓国語能⼒試験の資格取得に挑戦しようと思っ

ている方は随時相談にのります。 
シラバスコード FB133A1 
実務経験のある教員  
達成目標  韓国語能⼒試験は、初級（１−２級）、中級（３−４級）、上級（５−６級）と

なっており、岡山市でも受験できます。まず初級（１−２級）に挑戦し、自信を
つけよう。 
 また、日常生活に必要な単語を覚えると同時に、どこの国の⼈たちとも友達に
なろうとする気持ちをもてるようになりましょう。近年、岡山理科大学にも外国
⼈留学生が増えてきているので、見かけたら積極的に声をかけるようにしてくだ
さい。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Hangul I 
関連科目 ハングルⅡ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  本講義はビデオ・ＣＤ等の視聴覚教材を使用しながら韓国に親しんでもらい、

自らの韓国語能⼒試験の受験対策や留学経験を踏まえて、「韓国語能⼒試験対策」
を視野に入れた講義構成にします。韓国語を楽しみながら韓国語能⼒試験の資格



取得に挑戦してみましょう。ただし、受講者の韓国語レベルによっては講義内容
が変更される場合があります。 
 尚、オリエンテーションに出席しなかった学生の履修は一切認めませんので、
必ずオリエンテーションに出席してください。もし受講者が定員を超えた場合
は、エントリーシートを作成してもらい、その記述内 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 顔合わせ、オリエンテーション。講義の進め方を説明する。 

2 回 ハングル文字の読み書き（基本⺟音）・簡単な挨拶を練習する。 
3 回 ハングル文字の読み書き（平音）・簡単な日常会話を練習する。 
4 回 ハングル文字の読み書き（激音）・簡単な日常会話を練習する。 
5 回 ハングル文字の読み書き（濃音）・簡単な自己紹介を練習する。 
6 回 講義内試験に関する対策講義を実施する。 
7 回 講義内試験を実施する。試験前に重要なポイントを説明する。 
8 回 講義内試験の結果を報告し、今後の課題を説明する。 
9 回 小テスト１回目を実施する。試験前に重要なポイントを説明する。 
10 回 文章形成や自分の名前の書き方を練習する。 
11 回 小テスト２回目を実施する。試験前に重要なポイントを説明する。 
12 回 会話文作成や聴き取りの練習をする。 
13 回 小テスト３回目を実施する。試験前に重要なポイントを説明する。 
14 回 ３回にわたる小テストの結果を報告し、今後の課題を説明する。 
15 回 定期試験に関する対策講義を実施する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく読んでからオリエンテーションに出席すること。 
2 回 ハンドアウトに基づいて、ハングル文字の読み書き（基本⺟音）を予習をし
ておくこと。 
3 回 ハンドアウトに基づいて、ハングル文字の読み書き（平音）を予習をしてお
くこと。 
4 回 ハンドアウトに基づいて、ハングル文字の読み書き（激音）を予習をしてお
くこと。 
5 回 ハンドアウトに基づいて、ハングル文字の読み書き（濃音）を予習をしてお
くこと。 
6 回 前回までに学習した内容を復習しておくこと。 
7 回 講義内試験を実施するので、前回までに学習した内容をよく勉強しておく
こと。 
8 回 今後の課題を説明するので、予習しておくこと。 
9 回 あらかじめ試験範囲を指定しておくので復習しておくこと。 
10 回 ハンドアウトに基づいて、文章形成や名前の書き方を予習をしておくこと。 
11 回 あらかじめ試験範囲を指定しておくので復習しておくこと。 
12 回 ハンドアウトに基づいて、会話文作成や聴き取りの予習をしておくこと。 
13 回 あらかじめ試験範囲を指定しておくので復習しておくこと。 
14 回 今後の課題を説明するので、予習しておくこと。 
15 回 前回までに学習した内容を復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB133A2 
成績評価 講義内試験 50％、定期試験 50％により成績を評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB133A2 ハングルⅡ 
担当教員名 柳 枝⻘＊ 
単位数 2 
教科書  韓国語学習者に分かりやすいハンドアウトを作成し配布します。その他ＣＤ、

ビデオ教材を準備します。 
アクティブラーニング  
キーワード 韓国語能⼒試験、資格取得、国際交流、⼈間形成 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 ハングルⅡ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて紹介します。 
授業形態 講義 
注意備考  韓国への留学を考えている方、韓国語能⼒試験の資格取得に挑戦しようと思っ

ている方は随時相談にのります。 
シラバスコード FB133A2 
実務経験のある教員  
達成目標  韓国語能⼒試験は、初級（１−２級）、中級（３−４級）、上級（５−６級）と

なっており、岡山市でも受験できます。まず初級（１−２級）に挑戦し、自信を
つけよう。 
 また、日常生活に必要な単語を覚えると同時に、どこの国の⼈たちとも友達に
なろうとする気持ちをもてるようになりましょう。近年、岡山理科大学にも外国
⼈留学生が増えてきているので、見かけたら積極的に声をかけるようにしてくだ
さい。 

受講者へのコメント 継続は⼒なり。 
この授業で学んだことを時々振り返ったりして今後の生活に役立てていってく
ださい。 
月曜日・水曜日・木曜日には非常勤講師室にいますので質問等あればぜひ来てく
ださい。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 今後の授業の参考にしていきたいです。 
英文科目名 Hangul II 
関連科目 ハングルⅠ 



次回に向けての改善変更予定  
講義目的  本講義はビデオ・ＣＤ等の視聴覚教材を使用しながら韓国に親しんでもらい、

自らの韓国語能⼒試験の受験対策や留学経験を踏まえて、「韓国語能⼒試験対策」
を視野に入れた講義構成にします。韓国語を楽しみながら韓国語能⼒試験の資格
取得に挑戦してみましょう。ただし、受講者の韓国語レベルによっては講義内容
が変更される場合があります。 
 尚、オリエンテーションに出席しなかった学生の履修は一切認めませんので、
必ずオリエンテーションに出席してください。もし受講者が定員を超えた場合
は、エントリーシートを作成してもらい、その記述内 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 顔合わせ、オリエンテーション。講義の進め方を説明する。 

2 回 ハングルⅠで学習した内容を再確認する。 
3 回 ハングル文字の読み書き（複合⺟音）・日常会話を練習する。 
4 回 小テスト１回目を実施する。試験前に重要なポイントを説明する。 
5 回 旅行先で使える日常会話を練習する。 
6 回 小テスト２回目を実施する。試験前に重要なポイントを説明する。 
7 回 キャンパス内の留学生に使える日常会話を練習する。 
8 回 講義内試験に関する対策講義を実施する。 
9 回 講義内試験を実施する。試験前に重要なポイントを説明する。 
10 回 文章形成や⼈名・地名の書き方を練習する。 
11 回 ハングル文字の読み書き（パッチム）・日常会話を練習する。 
12 回 ハングル文字の読み書き（パッチム）・日常会話を練習する。 
13 回 自己紹介・読解の練習をする 
14 回 小テスト３回目を実施する。試験前に重要なポイントを説明する。 
15 回 定期試験に関する対策講義を実施する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく読んでからオリエンテーションに出席すること。 
2 回 前期のハンドアウトを見て、再復習しておくこと。 
3 回 ハンドアウトに基づいて、ハングル文字の読み書き（複合⺟音）を予習をし
ておくこと。 
4 回 あらかじめ試験範囲を指定しておくので復習しておくこと。 
5 回 ハンドアウトに基づいて、旅行先で使える日常会話を予習をしておくこと。 
6 回 あらかじめ試験範囲を指定しておくので復習しておくこと。 
7 回 ハンドアウトに基づいて、キャンパス内の留学生に使える日常会話を予習
をしておくこと。 
8 回 前回までに学習した内容を復習しておくこと。 
9 回 講義内試験を実施するので、前回までに学習した内容をよく勉強しておく
こと。 
10 回 ハンドアウトに基づいて、文章形成や⼈名・地名の書き方を予習をしてお
くこと。 
11 回 ハンドアウトに基づいて、ハングル文字の読み書き（パッチム）を予習し
ておくこと。 
12 回 ハンドアウトに基づいて、ハングル文字の読み書き（パッチム）を予習し



ておくこと。 
13 回 ハンドアウトに基づいて、自己紹介・読解を予習しておくこと。 
14 回 あらかじめ試験範囲を指定しておくので復習しておくこと。 
15 回 前回までに学習した内容を復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB133B1 
成績評価 単位は、受験した TOEIC（公開テスト・IP テスト）のスコアにより（３００点

以上）認定される。前期申請の場合は「TOEIC セミナーⅠ」（２単位）、後期申請
の場合は「TOEIC セミナーⅡ」（２単位）として単位認定される。認定された単
位は進級・卒業に必要なＢ１群の単位となる（情報工学科 CE コースを除く）。ま
た、７００点以上を取得した学生は学⻑より表彰される。 

曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB133B1 ＴＯＥＩＣセミナー（認定科目） 
担当教員名 嶋村 優枝＊ 
単位数 2 
教科書 Forerunner to Power-Up English / JACET リスニング研究会 / 南雲堂 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 ＴＯＥＩＣセミナー（認定科目） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない。 
授業形態 演習 
注意備考 英和辞書を持参すること。 
シラバスコード FB133B1 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC を受験し、得点を伸ばす。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 英語 Ⅰ・Ⅱ,  科学英語 Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ,  英会話 Ⅰ・Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 TOEIC の問題形式に慣れる。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションの後、リスニング演習と文法事項の確認をする。リスニ

ング問題の課題を提出する。 
2 回 前回提出した課題が返却される。解答例と解説を基に、各自確認・訂正をす
る。 
Unit 1 の問題演習をする。復習のための課題を提出する。 



3 回 前回提出した課題が返却される。解答例と解説を基に、各自確認・訂正をす
る。 
Unit 2 の問題演習をする。復習のための課題を提出する。 
4 回 前回提出した課題が返却される。解答例と解説を基に、各自確認・訂正をす
る。 
Unit 3 の問題演習をする。復習のための課題を提出する。 
5 回 前回提出した課題が返却される。解答例と解説を基に、各自確認・訂正をす
る。 
Unit 4 の問題演習をする。復習のための課題を提出する。 
6 回 前回提出した課題が返却される。解答例と解説を基に、各自確認・訂正をす
る。 
Unit 5 の問題演習をする。復習のための課題を提出する。 
7 回 前回提出した課題が返却される。解答例と解説を基に、各自確認・訂正をす
る。 
Unit 6 の問題演習をする。復習のための課題を提出する。 
8 回 前回提出した課題が返却される。解答例と解説を基に、各自確認・訂正をす
る。 
Unit 7 の問題演習をする。復習のための課題を提出する。 
9 回 前回提出した課題が返却される。解答例と解説を基に、各自確認・訂正をす
る。 
Unit 8 の問題演習をする。復習のための課題を提出する。 
10 回 前回提出した課題が返却される。解答例と解説を基に、各自確認・訂正を
する。 
Unit 9 の問題演習をする。復習のための課題を提出する。 
11 回 前回提出した課題が返却される。解答例と解説を基に、各自確認・訂正を
する。 
Unit 10 の問題演習をする。復習のための課題を提出する。 
12 回 前回提出した課題が返却される。解答例と解説を基に、各自確認・訂正を
する。 
Unit 11 の問題演習をする。復習のための課題を提出する。 
13 回 前回提出した課題が返却される。解答例と解説を基に、各自確認・訂正を
する。 
Unit 12 の問題演習をする。復習のための課題を提出する。 
14 回 前回提出した課題が返却される。解答例と解説を基に、各自確認・訂正を
する。 
プリント①の問題演習をする。課題を提出する。 
15 回 前回提出した課題が返却される。解答例と解説を基に、各自確認・訂正を
する。 
プリント②の問題演習をする。復習のための課題を提出する。 

準備学習 1 回 英和辞典を準備すること。教科書の目次に目を通し CD を聴いてみること。 
2 回 Unit 1 の各問題を予習すること。⻑文は内容把握しておくこと。 
3 回 Unit 2 の各問題を予習すること。⻑文は内容把握しておくこと。 



4 回 Unit 3 の各問題を予習すること。⻑文は内容把握しておくこと。 
5 回 Unit 4 の各問題を予習すること。⻑文は内容把握しておくこと。 
6 回 Unit 5 の各問題を予習すること。⻑文は内容把握しておくこと。 
7 回 Unit 6 の各問題を予習すること。⻑文は内容把握しておくこと。 
8 回 Unit 7 の各問題を予習すること。⻑文は内容把握しておくこと。 
9 回 Unit 8 の各問題を予習すること。⻑文は内容把握しておくこと。 
10 回 Unit 9 の各問題を予習すること。⻑文は内容把握しておくこと。 
11 回 Unit 10 の各問題を予習すること。⻑文は内容把握しておくこと。 
12 回 Unit 11 の各問題を予習すること。⻑文は内容把握しておくこと。 
13 回 Unit 12 の各問題を予習すること。⻑文は内容把握しておくこと。 
14 回 Unit 1 から Unit 12 までの復習をしておくこと。新出語彙は発音練習も
すること。 
15 回 Unit 1 から Unit 12 までの復習をしておくこと。新出語彙の発音練習も
すること。 

 



年度 2012 
授業コード FB133B2 
成績評価 単位は、受験した TOEIC（公開テスト・IP テスト）のスコアにより（３００点

以上）認定される。前期申請の場合は「TOEIC セミナーⅠ」（２単位）、後期申請
の場合は「TOEIC セミナーⅡ」（２単位）として単位認定される。認定された単
位は進級・卒業に必要なＢ１群の単位となる（情報工学科 CE コースを除く）。ま
た、７００点以上を取得した学生は学⻑より表彰される。 

曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB133B2 ＴＯＥＩＣセミナー（認定科目） 
担当教員名 嶋村 優枝＊ 
単位数 2 
教科書 Forerunner to Power-Up English / JACET リスニング研究会 / 南雲堂 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 ＴＯＥＩＣセミナー（認定科目） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない。 
授業形態 演習 
注意備考 英和辞書を持参すること。 
シラバスコード FB133B2 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC を受験し、得点を伸ばす。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 英語 Ⅰ・Ⅱ,  科学英語 Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ,  英会話 Ⅰ・Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 TOEIC の問題形式に慣れる。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションの後、リスニング演習と文法事項の確認をする。リスニ

ング問題の課題を提出する。 
2 回 前回提出した課題が返却される。解答例と解説を基に、各自確認・訂正をす
る。 
Unit 13 の問題演習をする。復習のための課題を提出する。 



3 回 前回提出した課題が返却される。解答例と解説を基に、各自確認・訂正をす
る。 
Unit 14 の問題演習をする。復習のための課題を提出する。 
4 回 前回提出した課題が返却される。解答例と解説を基に、各自確認・訂正をす
る。 
Unit 15 の問題演習をする。復習のための課題を提出する。 
5 回 前回提出した課題が返却される。解答例と解説を基に、各自確認・訂正をす
る。 
Unit 16 の問題演習をする。復習のための課題を提出する。 
6 回 前回提出した課題が返却される。解答例と解説を基に、各自確認・訂正をす
る。 
Unit 17 の問題演習をする。復習のための課題を提出する。 
7 回 前回提出した課題が返却される。解答例と解説を基に、各自確認・訂正をす
る。 
Unit 18 の問題演習をする。復習のための課題を提出する。 
8 回 前回提出した課題が返却される。解答例と解説を基に、各自確認・訂正をす
る。 
Unit 19 の問題演習をする。復習のための課題を提出する。 
9 回 前回提出した課題が返却される。解答例と解説を基に、各自確認・訂正をす
る。 
Unit 20 の問題演習をする。復習のための課題を提出する。 
10 回 前回提出した課題が返却される。解答例と解説を基に、各自確認・訂正を
する。 
Unit 21 の問題演習をする。復習のための課題を提出する。 
11 回 前回提出した課題が返却される。解答例と解説を基に、各自確認・訂正を
する。 
Unit 22 の問題演習をする。復習のための課題を提出する。 
12 回 前回提出した課題が返却される。解答例と解説を基に、各自確認・訂正を
する。 
Unit 23 の問題演習をする。復習のための課題を提出する。 
13 回 前回提出した課題が返却される。解答例と解説を基に、各自確認・訂正を
する。 
Unit 24 の問題演習をする。復習のための課題を提出する。 
14 回 前回提出した課題が返却される。解答例と解説を基に、各自確認・訂正を
する。 
プリント③の問題演習をする。課題を提出する。 
15 回 前回提出した課題が返却される。解答例と解説を基に、各自確認・訂正を
する。 
プリント④の問題演習をする。復習のための課題を提出する。 

準備学習 1 回 英和辞典を準備すること。教科書の目次に目を通し CD を聴いてみること。 
2 回 Unit 13 の各問題を予習すること。⻑文は内容把握しておくこと。 
3 回 Unit 14 の各問題を予習すること。⻑文は内容把握しておくこと。 



4 回 Unit 15 の各問題を予習すること。⻑文は内容把握しておくこと。 
5 回 Unit 16 の各問題を予習すること。⻑文は内容把握しておくこと。 
6 回 Unit 17 の各問題を予習すること。⻑文は内容把握しておくこと。 
7 回 Unit 18 の各問題を予習すること。⻑文は内容把握しておくこと。 
8 回 Unit 19 の各問題を予習すること。⻑文は内容把握しておくこと。 
9 回 Unit 20 の各問題を予習すること。⻑文は内容把握しておくこと。 
10 回 Unit 21 の各問題を予習すること。⻑文は内容把握しておくこと。 
11 回 Unit 22 の各問題を予習すること。⻑文は内容把握しておくこと。 
12 回 Unit 23 の各問題を予習すること。⻑文は内容把握しておくこと。 
13 回 Unit 24 の各問題を予習すること。⻑文は内容把握しておくこと。 
14 回 Unit 13 から Unit 24 までの復習をしておくこと。新出語彙は発音練習も
すること。 
15 回 Unit 13 から Unit 24 までの復習をしておくこと。新出語彙の発音練習も
すること。 

 



年度 2012 
授業コード FB133C1 
成績評価 定期試験(80％)、小テスト(20％)により行う。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜11),情報工学科(〜11),知能機械工学科(〜11),工学プロジ

ェクトコース(〜11) 
見出し fb133c1 科学英語Ⅰ 
担当教員名 大野 浩恵＊ 
単位数 2 
教科書 Science Views(最新科学を知る)／永⽥博⼈・Bill Benfield／成美堂 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 中間テストをしてほしいという学生がいたが、各章の終わりに毎回小テストを行

っており、それ以上のテストは学生にも負担となり、必要ないと考えている。 
科目名 科学英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない。 
授業形態 講義 
注意備考 必ず英和辞書を持参すること。 
シラバスコード FB133C1 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容のより高度な英文が読解できること。 
受講者へのコメント 分からないことがあれば、どんな小さなことでもかまわないので、質問してきて

ください。 
これからも宿題や課題に積極的に取り組んでください。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 宿題などの課題に取り組み、英語への理解が深まったと答えた学生が多かった。
逆に、教員に質問したと答えた学生はいなかった。 

英文科目名 Scientific English I 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、科学英語Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 その分野に関連した資料を提示したり、課題をふやしたりして、英語への理解、

関心がさらに高まるように努⼒したい。 
講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語を精読する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Orientation 

2 回 Chapter 1: Early Life on Earth 
3 回 Chapter 1: Early Life on Earth 



Chapter 1 Review 
Chapter 2: Why Did Dinosaurs Become Extinct? 
4 回 Chapter 2: Why Did Dinosaurs Become Extinct? 
Chapter 2 Review 
5 回 Chapter 3: Red List and Cloning 
6 回 Chapter 3: Red List and Cloning 
Chapter 3 Review 
Chapter 4: The End of Civilization 
7 回 Chapter 4: The End of Civilization 
Chapter 4 Review 
8 回 Chapter 5: Sex Change 
9 回 Chapter 5: Sex Change 
Chapter 5 Review 
Chapter 6: Invasive Species 
10 回 Chapter 6: Invasive Species 
Chapter 6 Review 
11 回 Chapter 7: Animals and Magnetism 
12 回 Chapter 7: Animals and Magnetism 
Chapter 7 Review 
Chapter 8: Man's Best Friend 
13 回 Chapter 8: Man's Best Friend 
Chapter 8 Review 
14 回 Chapter 9: Prions 
15 回 Chapter 9: Prions 
Chapter 9 Review 

準備学習 1 回 予習：シラバスの内容を確認しておくこと。 
2 回 予習：Chapter 1 の英文を読んで（音読も含む）内容を把握し、辞書で分か
らない語彙を調べること。 
復習：講義の内容を理解しておくこと。 
3 回 予習：Chapter 1 の練習問題を解いておくこと。Chapter 2 の英文を読んで
（音読も含む）内容を把握し、辞書で分からない語彙を調べること。 
復習：講義の内容を理解しておくこと。 
4 回 予習：Chapter 2 の練習問題を解いておくこと。 
復習：講義の内容を理解しておくこと。 
5 回 予習：Chapter 3 の英文を読んで（音読も含む）内容を把握し、辞書で分か
らない語彙を調べること。 
復習：講義の内容を理解しておくこと。 
6 回 予習：Chapter 3 の練習問題を解いておくこと。Chapter 4 の英文を読んで
（音読も含む）内容を把握し、辞書で分からない語彙を調べること。 
復習：講義の内容を理解しておくこと。 
7 回 予習：Chapter 4 の練習問題を解いておくこと。 
復習：講義の内容を理解しておくこと。 



8 回 予習：Chapter 5 の英文を読んで（音読も含む）内容を把握し、辞書で分か
らない語彙を調べること。 
復習：講義の内容を理解しておくこと。 
9 回 予習：Chapter 5 の練習問題を解いておくこと。Chapter 6 の英文を読んで
（音読も含む）内容を把握し、辞書で分からない語彙を調べること。 
復習：講義の内容を理解しておくこと。 
10 回 予習：Chapter 6 の練習問題を解いておくこと。 
復習：講義の内容を理解しておくこと。 
11 回 予習：Chapter 7 の英文を読んで（音読も含む）内容を把握し、辞書で分か
らない語彙を調べること。 
復習：講義の内容を理解しておくこと。 
12 回 予習：Chapter 7 の練習問題を解いておくこと。Chapter 8 の英文を読んで
（音読も含む）内容を把握し、辞書で分からない語彙を調べること。 
復習：講義の内容を理解しておくこと。 
13 回 予習：Chapter 8 の練習問題を解いておくこと。 
復習：講義の内容を理解しておくこと。 
14 回 予習：Chapter 9 の英文を読んで（音読も含む）内容を把握し、辞書で分か
らない語彙を調べること。 
復習：講義の内容を理解しておくこと。 
15 回 予習：Chapter 9 の練習問題を解いておくこと。 
復習：講義の内容を理解しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB133C2 
成績評価 定期試験(80％)、小テスト(20％)により行う。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜11),情報工学科(〜11),知能機械工学科(〜11),工学プロジ

ェクトコース(〜11) 
見出し FB133C2 科学英語Ⅱ 
担当教員名 大野 浩恵＊ 
単位数 2 
教科書 Science Views(最新科学を知る)／永⽥博⼈・Bill Benfield／成美堂 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 科学英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない。 
授業形態 講義 
注意備考 必ず英和辞書を持参すること。 
シラバスコード FB133C2 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容のより高度な英文が読解できること。 
受講者へのコメント 分からないことがあれば、どんな小さなことでもかまわないので、質問してくだ

さい。また、これからも宿題や課題に積極的に取り組んでください。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 宿題などの課題に取り組み、英語への理解が深まったと答えた学生が多かった。
逆に、教員に質問したと答えた学生はいなかった。 

英文科目名 Scientific English II 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、科学英語Ⅰ・Ⅲ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 その分野に関連した資料を提示したり、課題をふやしたりして、英語への理解、

関心がさらに高まるように努⼒したい。 
講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語を精読する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Chapter 10: Autism 

2 回 Chapter 10: Autism 
Chapter 10 Review 
Chapter 11: Blood Transfusion 
3 回 Chapter 11: Blood Transfusion 



Chapter 11 Review 
4 回 Chapter 12: Tackling Pandemics 
5 回 Chapter 12: Tackling Pandemics 
Chapter 12 Review 
Chapter 13: Fresh Water Crisis 
6 回 Chapter 13: Fresh Water Crisis 
Chapter 13 Review 
7 回 Chapter 14: Ecotourism 
8 回 Chapter 14: Ecotourism 
Chapter 14 Review 
Chapter 15: Natural Disasters 
9 回 Chapter 15: Natural Disasters 
Chapter 15 Review 
10 回 Chapter 16: Sustainability 
11 回 Chapter 16: Sustainability 
Chapter 16 Review 
Chapter 17: Biofuels 
12 回 Chapter 17: Biofuels  
Chapter 17 Review 
13 回 Chapter 18: Alternative Energy 
Chapter 18 Review 
14 回 Chapter 19: Toxic Waste 
Chapter 19 Review 
15 回 Chapter 20: Bionic Humans 
Chapter 20 Review 

準備学習 1 回 予習：Chapter 10 の英文を読んで（音読も含む）内容を把握し、辞書で分か
らない語彙を調べること。 
復習：講義の内容を理解しておくこと。 
2 回 予習：Chapter 10 の練習問題を解いておくこと。Chapter 11 の英文を読ん
で（音読も含む）内容を把握し、辞書で分からない語彙を調べること。 
復習：講義の内容を理解しておくこと。 
3 回 予習：Chapter 11 の練習問題を解いておくこと。 
復習：講義の内容を理解しておくこと。 
4 回 予習：Chapter 12 の英文を読んで（音読も含む）内容を把握し、辞書で分か
らない語彙を調べること。 
復習：講義の内容を理解しておくこと。 
5 回 予習：Chapter 12 の練習問題を解いておくこと。Chapter 13 の英文を読ん
で（音読も含む）内容を把握し、辞書で分からない語彙を調べること。 
復習：講義の内容を理解しておくこと。 
6 回 予習：Chapter 13 の練習問題を解いておくこと。 
復習：講義の内容を理解しておくこと。 
7 回 予習：Chapter 14 の英文を読んで（音読も含む）内容を把握し、辞書で分か



らない語彙を調べること。 
復習：講義の内容を理解しておくこと。 
8 回 予習：Chapter 14 の練習問題を解いておくこと。Chapter 15 の英文を読ん
で（音読も含む）内容を把握し、辞書で分からない語彙を調べること。 
復習：講義の内容を理解しておくこと。 
9 回 予習：Chapter 15 の練習問題を解いておくこと。 
復習：講義の内容を理解しておくこと。 
10 回 予習：Chapter 16 の英文を読んで（音読も含む）内容を把握し、辞書で分
からない語彙を調べること。 
復習：講義の内容を理解しておくこと。 
11 回 予習：Chapter 16 の練習問題を解いておくこと。Chapter 17 の英文を読ん
で（音読も含む）内容を把握し、辞書で分からない語彙を調べること。 
復習：講義の内容を理解しておくこと。 
12 回 予習：Chapter 17 の練習問題を解いておくこと。 
復習：講義の内容を理解しておくこと。 
13 回 予習：Chapter 18 の英文を読んで（音読も含む）内容を把握し、辞書で分
からない語彙を調べ、練習問題を解いておくこと。 
復習：講義の内容を理解しておくこと。 
14 回 予習：Chapter 19 の英文を読んで（音読も含む）内容を把握し、辞書で分
からない語彙を調べ、練習問題を解いておくこと。 
復習：講義の内容を理解しておくこと。 
15 回 予習：Chapter 20 の英文を読んで（音読も含む）内容を把握し、辞書で分
からない語彙を調べ、練習問題を解いておくこと。 
復習：講義の内容を理解しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB133D1 
成績評価 定期試験 70％, Small Test 10％, レポート 10％, Class-work 10％ 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜11),情報工学科(〜11),知能機械工学科(〜11),工学プロジ

ェクトコース(〜11) 
見出し FB133D1 科学英語Ⅰ 
担当教員名 ⻄岡 啓治 
単位数 2 
教科書 Hopkins, A., and J. Potter. 2008./ Animals in Danger./ Oxford Bookworms 

Library, Factfile. Oxford: Oxford U.P. (ISBN 978-0-19-423379-8) 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 全体的にあまり記述がなかったので、すべての記述をまとめてどのクラスへも同

じコメント（→の後がコメントです）にします。 
１． もっと日本語を使って授業をしてほしい。 
→⻑い目でみれば、英語の授業は英語で受ける方が日常的な英語に慣れるのには
良いのではないかと考えています。分かりやすい英語を使うよう努⼒します、み
なさんも分かろうと努⼒してください。 
２． 教室が明るすぎてプロジェクターの映像がよく見えない。 
→わたしも気づいています。教務に改善を要望します。なるべく前の方に座って
ください。 

科目名 科学英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 英和, 和英, 英英などの辞書（電子辞書も可), Root and Trunk Sentences ＆ CD 
授業形態 講義 
注意備考 There are two class-works and a small test to build up your vocabulary and basic 

sentences. 
シラバスコード FB133D1 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容の英文が辞書を使いながら読解できること 
受講者へのコメント 授業で質問された場合、積極的に答えていただけることを希望します。反応がな

いと、こちらもやりにくいので。 
連絡先 ⻄岡研究室（六学舎 4 階, 1644） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業時間外の学習時間は 30 分程度が多い、そしてその内容も、宿題をするが多
かった。語学学習は、繰り返して学習することと、継続して学習することが重要
です。 



英文科目名 Scientific English I 
関連科目 英語 I・II, 科学英語 II・III・IV, 英会話 I・II, TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 １年間、私の授業を受けることにより英語学習の方法が少しでも改善されるよ

う、工夫します。 
講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語への基礎的な読解⼒を養

う 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Vocabulary notebook. Class-work. Small Test. Report. Presentation. Root ＆ 

Trunk Sentences CD. 
2 回 Chapter 1: Why are animals in danger? R ＆ T=trucks 1 ＆ 2. 
Key Sentence: In 1900 there were 100,000 tigers in the world. 
3 回 Chapter 1: Why are animals in danger? R ＆ T=trucks 3 ＆ 4. 
Key Sentence: We are never going to see a dodo alive again. 
4 回 Chapter 2: The effect of humans. R ＆ T=trucks 5 ＆ 6. 
Key Sentence: Some of them hunted dodos−not for food, but because they liked 
hunting. 
5 回 Chapter 2: The effect of humans. R ＆ T=trucks 7 ＆ 8 
Key Sentence: The birds there were not afraid of rats. 
6 回 Class-work (Chapters 1-2, R ＆ T=Trucks 1-4), Review of chapters 1-3. 
Presentation ＆ Report. 
7 回 Chapter 3: Animals matter 
Key Sentence: Where do they sleep? 
8 回 Chapter 3: Animals matter 
Key Sentence: When humans near them beome ill, they get ill too. 
9 回 Chapter 4: On land 
Key Sentence: To many people, the most interesting animals are the big land 
animals. 
10 回 Chapter 4: On land 
Key Sentence: Very soon, scientists say, this species is going to be extinct. 
11 回 Small Test (Chapters 1-4, R ＆ T=trucks 5-8) 
12 回 Chapter 5: In the water 
Key Sentence: About 10 per cent of the people in the world live near the river. 
13 回 Chapter 5: In the water 
Key Sentence: Most countries stopped killing whales a number of years ago. 
14 回 Internet Learning Sites. 
15 回 Internet Learning Sites. Examination Guide, Questionaire writing. 

準備学習 １．教材としてテキスト２種類、辞書(電子辞書も可）、ノートは必需品です。毎
回チェックすること。 
２．シラバスでその日のレッスンページを確認し、所定の形式で単語帳を作って
授業に臨むこと。 
３．復習も準備につながるので、前回読んだページを最低 3 回は音読しておくこ
と。耳から自分の英語を聞き日本語訳しなくても内容がほぼ理解できるようにな



ること。CD 等があれば聞く練習を怠らないこと。 
４．宿題をやって出席すること。 

 



年度 2012 
授業コード FB133D2 
成績評価 定期試験 70％, Small Test 10％, レポート 10％, Class-work 10％ 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜11),情報工学科(〜11),知能機械工学科(〜11),工学プロジ

ェクトコース(〜11) 
見出し FB133D2 科学英語Ⅱ 
担当教員名 ⻄岡 啓治 
単位数 2 
教科書 Hopkins, A., and J. Potter. 2008./ Animals in Danger. Oxford Bookworms Library, 

Factfile./ Oxford: Oxford U.P. (ISBN 978-0-19-423379-8) 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「重要なことは英語で言うのをやめてほしい。」 

コメント---重要なことほど、皆さんも耳を傾けるので、もっともよい練習になり
ます。止めるわけにはゆきません。 

科目名 科学英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 英和, 和英, 英英などの辞書（電子辞書も可), Root and Trunk Sentences＆CD 
授業形態 講義 
注意備考 There are two class-works and a small test to build up your vocabulary and basic 

sentences. 
シラバスコード FB133D2 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容の英文が辞書を使いながら読解できること 
受講者へのコメント 授業で質問された場合、積極的に答えていただけることを希望します。反応がな

いと、こちらもやりにくいので。また、授業準備としては、単語を調べてきてほ
しいのですが、授業で進むページを一度、目をとおすだけでもやってから出席し
てくれればずいぶん分かりやすくなります。 

連絡先 ⻄岡研究室（六学舎 4 階, 1644） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 総合的には、無難な評価をいただいたようです。英語に対する必要性を感じてい
る⼈が多いからでしょうか。 

英文科目名 Scientific English II 
関連科目 英語 I・II, 科学英語 I・III・IV, 英会話 I・II, TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 --１年間、私の授業を受けることにより英語学習の方法が少しでも改善されるよ

う、工夫します。 
--宿題など指示された課題に取り組む⼈は 20％以上います、したがって、取り組



み安い課題をもう少し出すとやってくれると考えています。 
講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語への基礎的な読解⼒を養

う 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 1st semester results. 2nd semester schedule. Chapter 6 In the sky 

Key Sentence: They cannot live with people or other animals and they do not have 
many babies. 
2 回 Chapter 6 In the sky 
Key Sentence: Why did they stop coming? 
3 回 Chapter 7 What can countries do? 
Key Sentence: Which animals are disappearing fastest? 
4 回 Chapter 7 What can countries do? 
Key Sentence: 1.1 billion live in India and 1.6 billion are in China. 
5 回 Class-work (Chapters 6 ＆7, R＆T=Trucks 1-4), Review of chapters 6＆7. 
Presentation ＆ Report 
6 回 Chapter 8 What can we do? 
Key Sentence: Mountain gorillas are big animals with long arms and long black 
hair. 
7 回 Chapter 8 What can we do? 
Key Sentence: We cannot all go to Africa. 
8 回 Chapter 9 What can zoos do? 
Key Sentence: The bad zoos are often in towns, and they are old and dirty. 
9 回 Chapter 9 What can zoos do? 
Key Sentence: People in Jamaica are learning not to be afraid of the boas but to 
protect them. 
10 回 Small Test (Chapters 6-9, R＆T=trucks 5-8) Chapter 10 'New' animals 
11 回 Chapter 10 'New' animals 
Key Sentence: Europeans wanted to hunt and kill okapis, but not all of them died. 
12 回 Chapter 10 'New' animals 
Key Sentence: Then, in 2004, they saw it again, about seven times. 
13 回 Internet Learning Sites 
14 回 Internet Learning Sites 
15 回 Examination Guide. Questionnaire writing. 

準備学習 １．教材としてテキスト２種類、辞書(電子辞書も可）、ノートは必需品です。毎
回チェックすること。 
２．シラバスでその日のレッスンページを確認し、所定の形式で単語帳を作って
授業に臨むこと。 
３．復習も準備につながるので、前回読んだページを最低 3 回は音読しておくこ
と。耳から自分の英語を聞き日本語訳しなくても内容がほぼ理解できるようにな
ること。CD 等があれば聞く練習を怠らないこと。 
４．宿題をやって出席すること。 

 



年度 2012 
授業コード FB133E1 
成績評価 期末試験 100% 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜11),情報工学科(〜11),知能機械工学科(〜11),工学プロジ

ェクトコース(〜11) 
見出し FB133E1 科学英語Ⅰ 
担当教員名 河本 誠 
単位数 2 
教科書 Science Views（最新科学を知る）／永⽥／成美堂 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 科学英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし。 
授業形態 講義 
注意備考 正当な理由がある場合を除き、欠席は５回以上で評価なし(E)とする。 
シラバスコード FB133E1 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容の英文が辞書を使いながら読解できること。 
受講者へのコメント  
連絡先 河本研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Scientific English I 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、科学英語Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、ＴＯＥＩＣセミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語への基礎的な読解⼒を養

う。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

次回からの発表割り当てを行う。 
2 回 Ch.1 Early Life on Earth を読み始める。１パラグラフごとに担当学生が日
本語訳を発表し、そのあとコメントを加えながら日本語訳を繰り返す。質問がな
ければ、次のパラグラフに進んでいく。 
3 回 Ch.1 Early Life on Earth を引き続き読み進める。 
4 回 Ch.2 Why Did Dinosaurs Become Extinct? を読み始める。１パラグラフご



とに担当学生が日本語訳を発表し、そのあとコメントを加えながら日本語訳を繰
り返す。質問がなければ、次のパラグラフに進んでいく。 
5 回 Ch.2 Why Did Dinosaurs Become Extinct? を引き続き読み進める。 
6 回 Ch.3 Red List and Cloning を読み始める。１パラグラフごとに担当学生が
日本語訳を発表し、そのあとコメントを加えながら日本語訳を繰り返す。質問が
なければ、次のパラグラフに進んでいく。 
7 回 Ch.3 Red List and Cloning を引き続き読み進める。 
8 回 Ch.4 The End of Civilization を読み始める。１パラグラフごとに担当学生
が日本語訳を発表し、そのあとコメントを加えながら日本語訳を繰り返す。質問
がなければ、次のパラグラフに進んでいく。 
9 回 Ch.4 The End of Civilization を引き続き読み進める。 
10 回 Ch.5 Sex Change を読み始める。１パラグラフごとに担当学生が日本語訳
を発表し、そのあとコメントを加えながら日本語訳を繰り返す。質問がなければ、
次のパラグラフに進んでいく。 
11 回 Ch.5 Sex Change を引き続き読み進める。 
12 回 Ch.6 Invasive Species を読み始める。１パラグラフごとに学生が日本語訳
を発表し、そのあとコメントを加えながら日本語訳を繰り返す。質問がなければ、
次のパラグラフに進んでいく。 
13 回 Ch.6 Invasive Species を引き続き読み進める。 
14 回 Ch.7 Animals and Magnetism を読み始める。１パラグラフごとに担当学
生が日本語訳を発表し、そのあとコメントを加えながら日本語訳を繰り返す。質
問がなければ、次のパラグラフに進んでいく。 
15 回 Ch.7 Animals and Magnetism を引き続き読み進める。 

準備学習 1 回 特になし。 
2 回 Ch.1 Early Life on Earth：発表者は必ず自分で十分に調べておくこと。発表
担当でない⼈は、講義の最初のパラグラフぐらいは自分で読んでおき、講義のと
きのどこが間違っていたか、確認するようにすること。 
3 回 Ch.1 Early Life on Earth：前回と同じように準備などすること。 
4 回 Ch.2 Why Did Dinosaurs Become Extinct?：発表者は必ず自分で十分に調べ
ておくこと。発表担当でない⼈は、講義の最初のパラグラフぐらいは自分で読ん
でおき、講義のときのどこが間違っていたか、確認するようにすること。 
5 回 Ch.2 Why Did Dinosaurs Become Extinct?：前回と同じように準備などする
こと。 
6 回 Ch.3 Red List and Cloning：発表者は必ず自分で十分に調べておくこと。発
表担当でない⼈は、講義の最初のパラグラフぐらいは自分で読んでおき、講義の
ときのどこが間違っていたか、確認するようにすること。 
7 回 Ch.3 Red List and Cloning：前回と同じように準備などすること。 
8 回 Ch.4 The End of Civilization：発表者は必ず自分で十分に調べておくこと。
発表担当でない⼈は、講義の最初のパラグラフぐらいは自分で読んでおき、講義
のときのどこが間違っていたか、確認するようにすること。 
9 回 Ch.4 The End of Civilization：前回と同じように準備などすること。 
10 回 Ch.5 Sex Change：発表者は必ず自分で十分に調べておくこと。発表担当



でない⼈は、講義の最初のパラグラフぐらいは自分で読んでおき、講義のときの
どこが間違っていたか、確認するようにすること。 
11 回 Ch.5 Sex Change：前回と同じように準備などすること。 
12 回 Ch.6 Invasive Species：発表者は必ず自分で十分に調べておくこと。発表担
当でない⼈は、講義の最初のパラグラフぐらいは自分で読んでおき、講義のとき
のどこが間違っていたか、確認するようにすること。 
13 回 Ch.6 Invasive Species：前回と同じように準備などすること。 
14 回 Ch.7 Animals and Magnetism：発表者は必ず自分で十分に調べておくこと。
発表担当でない⼈は、講義の最初のパラグラフぐらいは自分で読んでおき、講義
のときのどこが間違っていたか、確認するようにすること。 
15 回 Ch.7 Animals and Magnetism：前回と同じように準備などすること。 

 



年度 2012 
授業コード FB133E2 
成績評価 期末試験 100% 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜11),情報工学科(〜11),知能機械工学科(〜11),工学プロジ

ェクトコース(〜11) 
見出し FB133E2 科学英語Ⅱ 
担当教員名 河本 誠 
単位数 2 
教科書 Science Views（最新科学を知る）／永⽥／成美堂 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 科学英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし。 
授業形態 講義 
注意備考 正当な理由がある場合を除き、欠席は５回以上で評価なし(E)とする。 
シラバスコード FB133E2 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容の英文が辞書を使いながら読解できること。 
受講者へのコメント  
連絡先 河本研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Scientific English II 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、科学英語Ⅰ・Ⅲ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、ＴＯＥＩＣセミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語への基礎的な読解⼒を養

う。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

次回からの発表割り当てを行う。 
2 回 Ch.10 Prions を読み始める。１パラグラフごとに担当学生が日本語訳を発
表し、そのあとコメントを加えながら日本語訳を繰り返す。質問がなければ、次
のパラグラフに進んでいく。 
3 回 Ch.10 Prions を引き続き読み進める。 
4 回 Ch.11 Autism を読み始める。１パラグラフごとに担当学生が日本語訳を発



表し、そのあとコメントを加えながら日本語訳を繰り返す。質問がなければ、次
のパラグラフに進んでいく。 
5 回 Ch.11 Autism を引き続き読み進める。 
6 回 Ch.12 Blood Transfusion を読み始める。１パラグラフごとに担当学生が日
本語訳を発表し、そのあとコメントを加えながら日本語訳を繰り返す。質問がな
ければ、次のパラグラフに進んでいく。 
7 回 Ch.12 Blood Transfusion を引き続き読み進める。 
8 回 Ch.13 Tackling Pandemis を読み始める。１パラグラフごとに担当学生が日
本語訳を発表し、そのあとコメントを加えながら日本語訳を繰り返す。質問がな
ければ、次のパラグラフに進んでいく。 
9 回 Ch.13 Tackling Pandemis を引き続き読み進める。 
10 回 Ch.13 Fresh Water Crisis を読み始める。１パラグラフごとに担当学生が
日本語訳を発表し、そのあとコメントを加えながら日本語訳を繰り返す。質問が
なければ、次のパラグラフに進んでいく。 
11 回 Ch.13 Fresh Water Crisis を引き続き読み進める。 
12 回 Ch.14 Ecotourism を読み始める。１パラグラフごとに学生が日本語訳を
発表し、そのあとコメントを加えながら日本語訳を繰り返す。質問がなければ、
次のパラグラフに進んでいく。 
13 回 Ch.14 Ecotourism を引き続き読み進める。 
14 回 Ch.15 Natural Disasters を読み始める。１パラグラフごとに担当学生が日
本語訳を発表し、そのあとコメントを加えながら日本語訳を繰り返す。質問がな
ければ、次のパラグラフに進んでいく。 
15 回 Ch.15 Natural Disasters を引き続き読み進める。 

準備学習 1 回 特になし。 
2 回 Ch.10 Prions：発表者は必ず自分で十分に調べておくこと。発表担当でない
⼈は、講義の最初のパラグラフぐらいは自分で読んでおき、講義のときのどこが
間違っていたか、確認するようにすること。 
3 回 Ch.10 Prions：前回と同じように準備などすること。 
4 回 Ch.11 Autism：発表者は必ず自分で十分に調べておくこと。発表担当でな
い⼈は、講義の最初のパラグラフぐらいは自分で読んでおき、講義のときのどこ
が間違っていたか、確認するようにすること。 
5 回 Ch.11 Autism：前回と同じように準備などすること。 
6 回 Ch.12 Blood Transfusion：発表者は必ず自分で十分に調べておくこと。発表
担当でない⼈は、講義の最初のパラグラフぐらいは自分で読んでおき、講義のと
きのどこが間違っていたか、確認するようにすること。 
7 回 Ch.12 Blood Transfusion：前回と同じように準備などすること。 
8 回 Ch.13 Tackling Pandemis：発表者は必ず自分で十分に調べておくこと。発
表担当でない⼈は、講義の最初のパラグラフぐらいは自分で読んでおき、講義の
ときのどこが間違っていたか、確認するようにすること。 
9 回 Ch.13 Tackling Pandemis：前回と同じように準備などすること。 
10 回 Ch.5 Sex Change：発表者は必ず自分で十分に調べておくこと。発表担当
でない⼈は、講義の最初のパラグラフぐらいは自分で読んでおき、講義のときの



どこが間違っていたか、確認するようにすること。 
11 回 Ch.5 Sex Change：前回と同じように準備などすること。 
12 回 Ch.14 Ecotourism：発表者は必ず自分で十分に調べておくこと。発表担当
でない⼈は、講義の最初のパラグラフぐらいは自分で読んでおき、講義のときの
どこが間違っていたか、確認するようにすること。 
13 回 Ch.14 Ecotourism：前回と同じように準備などすること。 
14 回 Ch.15 Natural Disasters：発表者は必ず自分で十分に調べておくこと。発
表担当でない⼈は、講義の最初のパラグラフぐらいは自分で読んでおき、講義の
ときのどこが間違っていたか、確認するようにすること。 
15 回 Ch.15 Natural Disasters：前回と同じように準備などすること。 

 



年度 2012 
授業コード FB133F1 
成績評価 課題（単語プリント）２５％、提出物（要約）２５％、定期試験５０％により成

績を評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜11),情報工学科(〜11),知能機械工学科(〜11),工学プロジ

ェクトコース(〜11) 
見出し FB133F1 科学英語Ⅰ 
担当教員名 バーデン 京子＊ 
単位数 2 
教科書 Fact Files Climate Change,Oxford University Press 
アクティブラーニング  
キーワード Reading、Science、Technology 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 部屋が暑かったというコメントが多かったですが、確かに暑かったですね。 

⼈数の割に部屋が小さいのではというコメントがありましたが、確かに出入りが
煩雑でしたね。 

科目名 科学英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 英和辞書 
授業形態 講義 
注意備考 必ず辞書を持参すること。電子辞書も可とする。ただし、授業中に携帯電話の辞

書機能の使用は不可とする。 
シラバスコード FB133F1 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容の英文が辞書を使いながら読解できること。 
受講者へのコメント わからないところなどもっと積極的に教師に尋ねて下さいね。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業にはまあまあ満足しているようでした。 
英文科目名 Scientific English I 
関連科目 英語Ⅰ･Ⅱ、科学英語Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 皆さんの理解がより深まるような授業を心がけたい。 
講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語への基礎的な読解⼒を養

う。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションにて講義の概要説明をする。教科書の Before Reading 

Activity をする。 
2 回 Chapter 1 What is climate change?を黙読・音読・和訳し、内容を要約する。 



3 回 Chapter 2 How does our climate work?を黙読・音読・和訳し、内容を要約す
る。 
4 回 Chapter 3 Getting warmer を黙読・音読・和訳し、内容を要約する。 
5 回 Chapter 4 Wetter - and drier を黙読・音読・和訳し、内容を要約する。 
6 回 Chapter 1-4 の復習と巻末の After Reading Activity をする。 
7 回 Chapter 5 Extreme weather を黙読・音読・和訳し、内容を要約する。 
8 回 Chapter 6 Slow or sudden change?を黙読・音読・和訳し、内容を要約する。 
9 回 Chapter 7 How bad will it get?を黙読・音読・和訳し、内容を要約する。 
10 回 Chapter 5-7 の内容の確認をし、After Reading Activity をする。 
11 回 Chapter 8 Is it all bad?を黙読・音読・和訳し、内容を要約する。 
12 回 Chapter 9 Carbon を黙読・音読・和訳し、内容を要約する。 
13 回 Chapter 10 What are our government doing?を黙読・音読・和訳し、内容
を要約する。 
14 回 Chapter 11 What can you do?を黙読・音読・和訳し、内容を要約する。 
15 回 Chapter 8-11 の内容の確認をし、巻末の After Reading Activity をする。試
験問題の傾向を説明する。 
16 回 定期試験を実施する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、教科書に目を通しておくこと。 
2 回 課題の単語プリントの新出単語の意味を調べておくこと。 
3 回 課題の単語プリントの新出単語の意味を調べておくこと。 
4 回 課題の単語プリントの新出単語の意味を調べておくこと。 
5 回 課題の単語プリントの新出単語の意味を調べておくこと。 
6 回 Chapter 1-4 の学習内容を確認しておくこと。 
7 回 課題の単語プリントの新出単語の意味を調べておくこと 
8 回 課題の単語プリントの新出単語の意味を調べておくこと。 
9 回 課題の単語プリントの新出単語の意味を調べておくこと。 
10 回 Chapter 5-7 の学習内容を確認しておくこと。 
11 回 課題の単語プリントの新出単語の意味を調べておくこと。 
12 回 課題の単語プリントの新出単語の意味を調べておくこと。 
13 回 課題の単語プリントの新出単語の意味を調べておくこと。 
14 回 課題の単語プリントの新出単語の意味を調べておくこと。 
15 回 Chapter 8-11 の学習内容を確認しておくこと。 
16 回 試験に備えて、Unit 1 から 11 までをもう一度読んで内容を確認しておく
こと。授業中に書いた各 Unit の要約にも目を通しておくこと。未提出の単語プ
リントがあれば提出すること。 

 



年度 2012 
授業コード FB133F2 
成績評価 課題（単語プリント）２５％、提出物（要約）２５％、定期試験５０％により成

績を評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜11),情報工学科(〜11),知能機械工学科(〜11),工学プロジ

ェクトコース(〜11) 
見出し FB133F2 科学英語Ⅱ 
担当教員名 バーデン 京子＊ 
単位数 2 
教科書 Fact Files Recycling、Oxford University Press 
アクティブラーニング  
キーワード Reading、Science、Technology 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 自由記述はなかった。 
科目名 科学英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 英和辞書 
授業形態 講義 
注意備考 必ず辞書を持参すること。電子辞書も可とする。ただし、携帯電話の辞書機能の

使用は不可とする。 
シラバスコード FB133F2 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容の英文が辞書を使いながら読解できること。 
受講者へのコメント 授業中にもっと質問をして欲しかったです。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業に不満足の学生がいなかったようで、喜ばしい。また分野への理解が深まっ
たようで良かった。 

英文科目名 Scientific English II 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、科学英語Ⅰ・Ⅲ・Ⅳ、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 授業時間以外に全く学習しなかった学生が 7 名もいたのには驚いた。課題を出し

ていたはずなのだが。 
講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語への基礎的な読解⼒を養

う。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションにて講義の概要説明をする。Chapter 1 The rubbish 

problem を黙読・音読・和訳し、内容を要約する。 
2 回 Chapter 2 5,000 years of rubbish and recycling の前半を黙読・音読・和訳



し、内容を要約する。 
3 回 Chapter 2 5,000 years of rubbish and recycling の後半を黙読・音読・和訳し、
内容を要約する。 
4 回 Chapter 3 Our throwaway world の前半を黙読・音読・和訳し、内容を要約
する。 
5 回 Chapter 3 Our throwaway world の後半を黙読・音読・和訳し、内容を要約
する。 
6 回 Chapter 4 Glass and paper を黙読・音読・和訳し、内容を要約する。 
7 回 Chapter 5 Metal and plastic の前半を黙読・音読・和訳し、内容を要約する。 
8 回 Chapter 5 Metal and plastic の後半を黙読・音読・和訳し、内容を要約する。 
9 回 Chapter 6 Other problems の前半を黙読・音読・和訳し、内容を要約する。 
10 回 Chapter 6 Other problems の後半を黙読・音読・和訳し、内容を要約する。 
11 回 Chapter 7 Paper houses and Everest bells の前半を黙読・音読・和訳し、内
容を要約する。 
12 回 Chapter 7 Paper houses and Everest bells の後半を黙読・音読・和訳し、内
容を要約する。 
13 回 Chapter 8 Recycling around the world の前半を黙読・音読・和訳し、内容
を要約する。 
14 回 Chapter 8 Recycling around the world の後半を黙読・音読・和訳し、内容
を要約する。 
15 回 Chapter 1-8 の内容の確認をし、巻末にある After Reading Activity をする。
試験問題の傾向を説明する。 
16 回 定期試験を実施する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、Chapter 1 The rubbish problem で出てくるわから
ない単語は前もって意味を調べておくこと。 
2 回 課題の単語プリントの新出単語の意味を調べておくこと。 
3 回 課題の単語プリントの新出単語の意味を調べておくこと。 
4 回 課題の単語プリントの新出単語の意味を調べておくこと。 
5 回 課題の単語プリントの新出単語の意味を調べておくこと。 
6 回 課題の単語プリントの新出単語の意味を調べておくこと。 
7 回 課題の単語プリントの新出単語の意味を調べておくこと。 
8 回 課題の単語プリントの新出単語の意味を調べておくこと。 
9 回 課題の単語プリントの新出単語の意味を調べておくこと 
10 回 課題の単語プリントの新出単語の意味を調べておくこと。 
11 回 課題の単語プリントの新出単語の意味を調べておくこと。 
12 回 課題の単語プリントの新出単語の意味を調べておくこと。 
13 回 課題の単語プリントの新出単語の意味を調べておくこと。 
14 回 課題の単語プリントの新出単語の意味を調べておくこと。 
15 回 Chapter 1-8 の学習内容を確認しておくこと。 
16 回 試験に備えて、Unit 1 から 8 までをもう一度読んで内容を確認しておくこ
と。授業中に書いた各 Unit の要約にも目を通しておくこと。未提出の単語プリ
ントがあれば提出すること。 



 



年度 2012 
授業コード FB133G1 
成績評価 授業への取り組み、課題および小テスト５０％、定期試験５０％により評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜11),情報工学科(〜11),知能機械工学科(〜11),工学プロジ

ェクトコース(〜11) 
見出し FB133G1 科学英語Ⅰ 
担当教員名 井上 麻美子＊ 
単位数 2 
教科書 Asking Why? ／ 中津川・Clankie ／ 金星堂 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 空調設備に関する要求を除いて、テキストの全訳プリント配布と発表者の事前氏

名の希望については、授業中に回答します。 
科目名 科学英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない。プリント(課題)を配布する。 
授業形態 講義 
注意備考 英和辞書を持参すること。 
シラバスコード FB133G1 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的な内容の英文が辞書を使いながら読解できること。 
受講者へのコメント 比較的出席率もよく、課題の毎回提出を怠らず、私語の注意も必要とせず、熱心

な受講生が多いクラスです。この学習意欲に、より一層の予習、発表および発言
が加われば、目標の達成感が増すことに結びついていくと考えます。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ９割以上が、「宿題など課題に取り組んだ」、時間差はあるものの「時間外学習」
を行っている、と回答していることから、積極的に授業参加した姿勢がうかがえ
ます。これに対して、「授業の目標を達成できた、だいたいできた」、「授業に満
足、ほぼ満足」とした受講者の割合がやや低いと感じました。 

英文科目名 Scientific English I 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、科学英語Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 アンケートで取り上げられている、授業の手法および進行についての意見を加味

し、受講生との意思の疎通を図りながら、科学英語への理解を深め、目標の達成
感と授業に対する満足感を高めていく努⼒をしていきたい。 

講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語への基礎的な読解⼒を養
う。 



対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 テキストの内容を概観し、授業の過程について説明する。 

2 回 Lesson 1: Why Do People Have Eyelashes? を読解する。 
3 回 Lesson 1 の残部および Lesson 2 を学習する。 
4 回 Lesson 2: Why Does Pepper Make You Sneeze? を読解する。 
5 回 Lesson 3: Why Do We Fall in Love? を読解する。 
6 回 Lesson 3 の残部および Lesson 4 を学習する。 
7 回 Lesson 4: Why Can't We Cure a Cold? を読解する。 
8 回 課題プリントで Unit 1 から Unit 4 の復習をした後、小テストを実施する。 
9 回 Lesson 5: Why Is the Number 7 Lucky? を読解する。 
10 回 Lesson 6: Why Does Our Hair Turn Gray? を読解する。 
11 回 Lesson 7: Why Is the Sea Salty? を読解する。 
12 回 Lesson 8: Why Do Women Live Longer than Men? を読解する。 
13 回 Lesson 9: Why Do Some Species Become Extinct? を読解する。 
14 回 Lesson 10: Why Are Tomatoes a Kind of Fruit? を読解する。 
15 回 Unit 5 から Unit 10 の復習・授業アンケート・授業内容に関する質疑応
答を実施する。 

準備学習 提出用課題(配布プリント)を解き、事前に指示した箇所の予習・復習を行うこと。 
 



年度 2012 
授業コード FB133G2 
成績評価 授業への取り組み、課題および小テスト５０％、定期試験５０％により評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜11),情報工学科(〜11),知能機械工学科(〜11),工学プロジ

ェクトコース(〜11) 
見出し FB133G2 科学英語Ⅱ 
担当教員名 井上 麻美子＊ 
単位数 2 
教科書 Asking Why? ／ 中津川・Clankie ／ 金星堂 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「予習によって勉強する⼒がついた」という望ましい感想がありました。「全員

が全訳の宿題を提出する」、「テスト勉強のため、本文の訳文がほしい」、との意見
に関しては、全訳は授業中に行っていますので、授業に集中し、自己点検して下
さい。また、「発表の自発性で点をつけないでほしい」という希望については、シ
ラバスに公表していますように、成績評価の一部に発表点を加えていますが、自
主的な発表だけで評価しているわけではありません。 

科目名 科学英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない。プリント(課題)を配布する。 
授業形態 講義 
注意備考 英和辞書を持参すること。 
シラバスコード FB133G2 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的な内容の英文が辞書を使いながら読解できること。 
受講者へのコメント 前期同様に、出席率もよく、課題提出を怠らず、熱心な受講者が多いクラスでし

た。「この分野への理解が深まった」とした割合も少し向上しましたので、今後
は、指示された課題以外の学習にも自主的に取り組むことにより、さらに学習の
達成感が増すと考えます。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ９割以上が、「宿題など課題に取り組んだ」、「時間外学習」を行った、と回答して
いることから、前期同様に、積極的に授業参加した姿勢がうかがえます。これに
対して、「授業の目標を達成できた」、「授業に満足した」、とした受講者の割合は
変化が見られず、依然としてやや低いと感じました。 

英文科目名 Scientific English II 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、科学英語Ⅰ・Ⅲ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、TOEIC セミナー 



次回に向けての改善変更予定 授業アンケートの内容を参考にして、受講者との意思の疎通を図りながら、学習
意欲を掻き立て、目標の達成感と授業への満足感を高めていく努⼒をしていきた
い。 

講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語への基礎的な読解⼒を養
う。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Lesson 11: Why Does the Wind Blow? を読解する。 

2 回 Lesson 11 の残部および Lesson 12 を学習する。 
3 回 Lesson 12: Why Are Spider Webs So Strong? を読解する。 
4 回 Lesson 13: Why Do We Cry When We Cut an Onion? を読解する。 
5 回 Lesson 13 の残部および Lesson 14 を学習する。 
6 回 Lesson 14: Why Do We Dream? を読解する。 
7 回 Lesson 15: Why Are There 24 Hours in a Day? を読解する。 
8 回 課題プリントで Unit 11 から Unit 15 の復習をした後、小テストを実施す
る。 
9 回 Lesson 16: Why Do Bugs Fly into Lights? を読解する。 
10 回 Lesson 17: Why Do Chili Peppers Taste Hot and Mints Cold? を読解する。 
11 回 Lesson 18: Why Do We Forget Things? を読解する。 
12 回 Lesson 19: Why Is the Fibonacci Sequence So Important? を読解する。 
13 回 Lesson 20: Why Don't Mosquitoes Attach Each Other? を読解する。 
14 回 Lesson 21: Why Is the Sky Blue? を読解する。 
15 回 Unit 16 から Unit 21 の復習・授業アンケート・授業内容に関する質疑応
答を実施する。 

準備学習 提出用課題(配布プリント)を解き、事前に指示した箇所の予習・復習を行うこと。 
 



年度 2012 
授業コード FB133H1 
成績評価 試験 80%と提出課題 20%により成績を評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜11),情報工学科(〜11),知能機械工学科(〜11),工学プロジ

ェクトコース(〜11) 
見出し FB133H1 科学英語Ⅰ 
担当教員名 石⽥ 美佐江 
単位数 2 
教科書 Materials To Products／Alex Raynham／OXFORD UNIVERSITY PRESS 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「特になし」 
科目名 科学英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示します 
授業形態 講義 
注意備考 辞書を持参すること。 
シラバスコード FB133H1 
実務経験のある教員  
達成目標 科学英語の語彙や構文を平易な英文を通して理解すること。 
受講者へのコメント 「欠席回数」が 3・4 回と回答した数が 6 件ありました。やむを得ない理由以外

で欠席しないようにしましょう。また、「週当足りの学習時間」について「全くし
なかった」との回答が 30.8％ありました。授業後に復習することは大切ですの
で、復習には時間をとりましょう。 

連絡先 6 学舎 4 階石⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業について「満足」と「ほぼ満足」が 80.8％、教員の意欲が「感じられた」「少
し感じられた」が 92.3％、「授業手法」、「授業の進行と教材の提示」については
「特にない」がそれぞれ 92.3％ですので、特に問題はないと考えています。 

英文科目名 Scientific English I 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、 科学英語Ⅰ・Ⅲ・Ⅳ、 英会話Ⅰ・Ⅱ、 TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 「授業中に質問やディスカッション、発表、共同作業等、受講生が授業に参加で

きるようにしてほしい」、「宿題など、授業時間外の学習方法を、はっきりと示し
てほしい」がそれぞれ 1 件ありました。後期はこれらのことにもより注意したい
と思っています。 

講義目的 基本的な語彙、文法を習得しながら、科学に関する英文に慣れる。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 英語学習の方法について説明する。 
シラバスをもとに今後の講義について説明する。 
教科書 p3 の Introduction を説明する。 
2 回 Unit1 The First Materials の p4-p5 の Flint and Fur と Wood and Plant につ
いての英文読み、語彙や文法事項等について説明する。 
3 回 Unit1 The First Materials の p6-p7 の Clay、Bronze and Iron、Stone につ
いての英文を読み、語彙や文法事項等について説明する。 
p36-p37 の練習問題を説明する。 
4 回 Unit2 Rocks and Minerals の p8-p9 の Stone、Gems、Crystal についての英
文を読み、語彙や文法事項等について説明する。 
。 
5 回 Unit2 Rocks and Minerals の p10-p11 の Metals についての英文を読み、語
彙や文法事項等について説明する。 
p38-p39 の練習問題を説明する。 
6 回 Unit3 Glass and Concrete の p12-p13 の Glass についての英文を読み、 
語彙や文法事項等について説明する。 
7 回 Unit3 Glass and Concrete の p14-p15 の Concrete についての英文を読み、
語彙や文法事項等について説明する。 
p40-p41 の練習問題を説明する。 
8 回 Units1-3 までの内容や語彙・文法事項等を再度確認する。 
9 回 Unit4 Materials That We Grow の p16-p17 の Cotton や Wool についての英
文を読み、語彙や文法事項等について説明する。 
10 回 Unit4 Materials That We Grow の p18-p19 の Paper、Pearls、Rubber につ
いての英文を読み、語彙や文法事項等について説明する。 
p42-p43 の練習問題を説明する。 
11 回 Unit5 Incredible Oil の p20-p21 の Oil and Natural Gas についての英文を
読み、語彙や文法事項等について説明する。 
12 回 Unit5 Incredible Oil の p22-p23 の Plastics、Nylon、Acrylic についての英
文を読み、語彙や文法事項等について説明する。 
p44-p45 の練習問題を説明する。 
13 回 Unit6 New Materials の p24-p25 の Silicon、Fiber-Optic Cables、Liquid 
Crystals についての英文を読み、語彙や文法事項等について説明する。 
。 
14回 Unit6 New Materials の p26-p27の Composite Materials、Aerogels、Recycled 
Materials についての英文を読み、語彙や文法事項等について説明する。 
p46-p47 の練習問題を説明する。 
15 回 Unit7 finding Materials の p28-p29 の Seeing Under the Ground、Drilling
についての英文を読み、語彙や文法事項等について説明する。 
Units4-6 までの内容や語彙・文法事項等を再度確認する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく読み、講義内容を確認して講義に臨むこと。 
教科書の p3 の Introduction の質問の答えを考えてくること。 
2 回 Unit1 The First Materials の p4-p5 を読み、語彙を辞書で調べ読んでおくこ



と。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
3 回 前回の Unit1 The First Materials の p4-p5 の語彙や内容を復習しておくこ
と。 
Unit1 The First Materials の p6-p7 を読み、語彙を辞書で調べ読んでおくこと。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
pages36-37 の練習問題をしてくること。 
4 回 前回の Unit1 The First Materials の p6-p7 の語彙や内容を復習しておくこ
と。 
Unit2 Rocks and Minerals の p8-p9 を読み、語彙を辞書で調べ読んでおくこと。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
5 回 前回の Unit2 Rocks and Minerals の p8-p9 の語彙や内容を復習しておくこ
と。 
Unit2 Rocks and Minerals の p10-p11 を読み、語彙を辞書で調べ読んでおくこ
と。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
pages38-39 の練習問題をしてくること。 
6 回 前回の Unit2 Rocks and Minerals の p10-p11 の語彙や内容を復習しておく
こと。 
Unit3 Glass and Concrete の p12-p13 を読み、語彙を辞書で調べ読んでおくこと。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
7 回 前回の Unit3 Glass and Concrete の p12-p13 の語彙や内容を復習しておく
こと。 
Unit3 Glass and Concrete の p14-p15 を読み、語彙を辞書で調べ読んでおくこと。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
pages40-41 の練習問題をしてくること。 
8 回 Units1-3 までを復習し、語彙、文法、内容を確認しておくこと。 
9 回 Unit4 Materials That We Grow の p16-p17 を読み、語彙を辞書で調べ読ん
でおくこと。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
10 回 前回の Unit4 Materials That We Grow の p16-p17 の語彙や内容を復習し
ておくこと。 
Unit4 Materials That We Grow の p18-p19 を読み、語彙を辞書で調べ読んでおく
こと。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
pages42-43 の練習問題をしてくること。 
11 回 前回の Unit4 Materials That We Grow の p18-p19 の語彙や内容を復習し
ておくこと。 
Unit5 Incredible Oil の p20-p21 を読み、語彙を辞書で調べ読んでおくこと。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
12 回 前回の Unit5 Incredible Oil の p20-p21 の語彙や内容を復習しておくこと。 
Unit5 Incredible Oil の p22-p23 を読み、語彙を辞書で調べ読んでおくこと。 



知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
pages44-45 の練習問題をしてくること。 
13 回 前回の Unit5 Incredible Oil の p22-p23 の語彙や内容を復習しておくこと。 
Unit6 New Materials の p24-p25 を読み、語彙を辞書で調べ読んでおくこと。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
14 回 前回の Unit6 New Materials の p24-p25 の語彙や内容を復習しておくこ
と。 
Unit6 New Materials の p26-p27 を読み、語彙を辞書で調べ読んでおくこと。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
pages46-47 の練習問題をしてくること。 
15 回 Unit7 finding Materials の p28-p29 を読み、語彙を辞書で調べ読んでおく
こと。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
Units4-6 までを復習し、語彙、文法、内容を確認しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB133H2 
成績評価 試験 80%と提出課題 20%により成績を評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜11),情報工学科(〜11),知能機械工学科(〜11),工学プロジ

ェクトコース(〜11) 
見出し FB133H2 科学英語Ⅱ 
担当教員名 石⽥ 美佐江 
単位数 2 
教科書 Incredible Energy ／ Louise & Richard Spilsbury ／ OXFORD UNIVERSITY 

PRESS 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 回答がありませんでした。 
科目名 科学英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示します。 
授業形態 講義 
注意備考 辞書を持参すること。 
シラバスコード FB133H2 
実務経験のある教員  
達成目標 科学英語の語彙や構文を平易な英文を通して理解すること。 
受講者へのコメント 授業時間以外の学習を「全くしなかった」に 7 ⼈(33.3%)の回答がありました。

英語が特に苦手な⼈が多いクラスでした。教員が指示した課題には最低限取り組
み、勉強することが大切です。語学⼒アップのためには時間がかかります。 
「教科書や資料のレベルが、もう少し高くてもよい」に 1 ⼈回答がありました。
受講クラスについては、教員に遠慮なく相談 
してください。 

連絡先 6 学舎 4 階石⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 「この分野への理解が深まった」に 52.4%、「この分野への興味、関心が高まっ
た」に 33.3%、「この分野での技能・技術が 
向上した」「この分野と他の分野との関連性がわかった」「今後の進路の参考にな
った」にそれぞれ 9.5%、「学習方法の改善に役立った」に 14.3%の回答がありま
した。 
目標を達成「できた」「だいたいできた」に 57.1%、教員の意欲が「感じられた」
「少し感じられた」に 90.5%、「満足」 
「ほぼ満足」に 71.4%の回答がありました。 
概ね問題のない評価であると考えています。 



英文科目名 Scientific English II 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、 科学英語Ⅰ・Ⅲ・Ⅳ、 英会話Ⅰ・Ⅱ、 TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 資料提示などにパワーポイントなどをさらに活用することを考えています。 
講義目的 基本的な語彙、文法を習得しながら、科学に関する英文に慣れる。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 シラバスをもとに今後の講義について説明する。 

教科書 p3 の Introduction を説明する。  
Unit1 Energy Everywhere の p4-p5 の Converting Energy や Different Types of 
Energy についての英文を読み、語彙や文法事項等について説明する。 
2 回 Unit1 Energy Everywhere の p6-p7 の How Potential Energy Works や From 
High to Low についての英文を読み、語彙や文法事項等について説明する。 
p36-p37 の練習問題を説明する。 
3 回 Unit2 Heat Energy の p8-p9 の How We Get Heat や EnergyInside Hot 
Things についての英文を読み、語彙や文法事項等について説明する。 
4 回 Unit2 Heat Energy の p10-p11 の How Heat Energy Moves や Insulators に
ついての英文を読み、語彙や文法事項等について説明する。 
p38-p39 の練習問題を説明する。 
5 回 Unit3 Sound and Light の p12-p13 の Sound や Radio Waves についての英
文を読み、語彙や文法事項等について説明する。 
6 回 Unit3 Sound and Light の p14-p15 の light や Lasers についての英文を読
み、語彙や文法事項等について説明する。 
p40-p41 の練習問題を説明する。 
7 回 Unit4 Chemical Energy の p16-p17 の Using Chemical Energy についての英
文を読み、語彙や文法事項等について説明する。 
8 回 Units1-3 までの内容や語彙・文法事項等を再度確認する。 
9 回 Unit4 Chemical Energy の p18-p19 の Food Energy、Food Chains、Chemicals 
in the Ocean についての英文を読み、語彙や文法事項等について説明する。 
p42-p43 の練習問題を説明する。 
10 回 Unit5 Electricity の p20-p21 の What Is Electricity?や How Electricity Moves
についての英文を読み、語彙や文法事項等について説明する。 
。 
11 回 Unit5 Electricity の p22-p23 の Using Electricity や Using Batteries につい
ての英文を読み、語彙や文法事項等について説明する。 
p44-p45 の練習問題を説明する。 
12 回 Unit6 Fuels for Enegy の p24-p25 の Fossil Fuels、Getting Coal、Getting 
Oil and Gas についての英文を読み、語彙や文法事項等について説明する。 
13 回 Unit6 Fuels for Enegy の p26-p27 の Fossil Fuels for Electricity や Nuclear 
energy についての英文を読み、語彙や文法事項等について説明する。 
p46-p47 の練習問題を説明する。 
14 回 Unit7 Problems with Fuels の p28-p29 の Non-Renewable Fuels や Dirty 
Air についての英文を読み、語彙や文法事項等について説明する。 
15 回 Unit7 Problems with Fuels の p30-p31 の Seeing Greenhouse Gas Probems



や Nuclear Problems についての英文を読み、語彙や文法事項等について説明す
る。 
p48-p49 の練習問題を説明する。 
Units4-6 までの内容や語彙・文法事項等を再度確認する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく読み、講義内容を確認して講義に臨むこと。 
教科書の p3 の Introduction の質問の答えを考えてくること。 
Unit1 Energy Everywhere の p4-p5 のを読み、語彙を辞書で調べ読んでおくこと。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
2 回 前回の Unit1 Energy Everywhere の p4-p5 の語彙や内容を復習しておくこ
と。 
Unit1 Energy Everywhere の p6-p7 を読み、語彙を辞書で調べ読んでおくこと。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
pages36-37 の練習問題をしてくること。 
3 回 前回の Unit1 Energy Everywhere p6-p7 の語彙や内容を復習しておくこと。 
Unit2 Heat Energy の p8-p9 を読み、語彙を辞書で調べ読んでおくこと。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
4 回 前回の Unit2 Heat Energy p8-p9 の語彙や内容を復習しておくこと。 
Unit2 Heat Energy の p10-p11 を読み、語彙を辞書で調べ読んでおくこと。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
pages38-39 の練習問題をしてくること。 
5 回 前回の Unit2 Heat Energy p10-p11 の語彙や内容を復習しておくこと。 
Unit3 Sound and Light の p12-p13 を読み、語彙を辞書で調べ読んでおくこと。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
6 回 前回の Unit3 Sound and Light p12-p13 の語彙や内容を復習しておくこと。 
Unit3 Sound and Light の p14-p15 を読み、語彙を辞書で調べ読んでおくこと。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
pages40-41 の練習問題をしてくること。 
7 回 前回の Unit3 Sound and Light p14-p15 の語彙や内容を復習しておくこと。 
Unit4 Chemical Energy の p16-p17 を読み、語彙を辞書で調べ読んでおくこと。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
8 回 Units1-3 までを復習し、語彙、文法、内容を確認しておくこと。 
9 回 Unit4 Chemical Energy の p18-p19 を読み、語彙を辞書で調べ読んでおくこ
と。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
pages42-43 の練習問題をしてくること。 
10 回 前回の Unit4 Chemical Energy の p18-p19 の語彙や内容を復習しておくこ
と。 
Unit5 Electricity の p20-p21 を読み、語彙を辞書で調べ読んでおくこと。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
11 回 前回の Unit5 Electricity p20-p21 の語彙や内容を復習しておくこと。 
Unit5 Electricity の p22-p23 を読み、語彙を辞書で調べ読んでおくこと。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 



pages44-45 の練習問題をしてくること。 
12 回 前回の Unit5 Electricity p22-p23 の語彙や内容を復習しておくこと。 
Unit6 Fuels for Enegy の p24-p25 を読み、語彙を辞書で調べ読んでおくこと。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
13 回 前回の Unit6 Fuels for Enegy p24-p25 の語彙や内容を復習しておくこと。 
Unit6 Fuels for Enegy の p26-p27 を読み、語彙を辞書で調べ読んでおくこと。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
pages46-47 の練習問題をしてくること。 
14 回 前回の Unit6 Fuels for Enegy p26-p27 の語彙や内容を復習しておくこと。 
Unit7 Problems with Fuels の p28-p29 を読み、語彙を辞書で調べ読んでおくこ
と。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
15 回 前回の Unit7 Problems with Fuels の p28-p29 の語彙や内容を復習してお
くこと。 
Unit7 Problems with Fuels の p30-p31 を読み、語彙を辞書で調べ読んでおくこ
と。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
pages48-49 の練習問題をしてくること。 
Units4-6 までを復習し、語彙、文法、内容を確認しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB133J1 
成績評価 定期試験 70%、 課題・小テスト 30% 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜11),情報工学科(〜11),知能機械工学科(〜11),工学プロジ

ェクトコース(〜11) 
見出し FB133J1 科学英語Ⅰ 
担当教員名 山根 真由美＊ 
単位数 2 
教科書 VOA Science Briefs／鈴木寛次／南雲堂 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「日本語訳をゆっくり言って欲しい」という声がありました。授業で皆さんに確

認し、後期は前期よりゆっくり訳を言うよう心がけています。気になることがあ
れば、また声をかけてください。 

科目名 科学英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示します。 
授業形態 講義 
注意備考 辞書を必ず持参すること。 
シラバスコード FB133J1 
実務経験のある教員  
達成目標 科学英語の語彙や構文を平易な英文を通して理解すること。 
受講者へのコメント まじめに取り組む学生が多く、頼もしく思ってます。これからも英語⼒向上のた

め、努⼒を続けてほしいと思います。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね良好な評価をもらい、嬉しく思います。 
英文科目名 Scientific English I 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、科学英語Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 これからも受講者の声に耳を傾け、柔軟な対応を続けていきたいと思っていま

す。 
講義目的 基本的な語彙・文法を習得しながら、科学に関する英文に慣れる。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Unit 1 の本文を日本語訳し、Exercises の確認をする。ユニット内容の定

着を目標とする。 
2 回 Unit 2 の本文を日本語訳し、Exercises の確認をする。ユニット内容の定
着を目標とする。 



3 回 Unit 3 の本文を日本語訳し、Exercises の確認をする。ユニット内容の定
着を目標とする。 
4 回 Unit 4 の本文を日本語訳し、Exercises の確認をする。ユニット内容の定
着を目標とする。 
5 回 Unit 5 の本文を日本語訳し、Exercises の確認をする。ユニット内容の定
着を目標とする。 
6 回 Unit 6 の本文を日本語訳し、Exercises の確認をする。ユニット内容の定
着を目標とする。 
7 回 Unit 7 の本文を日本語訳し、Exercises の確認をする。ユニット内容の定
着を目標とする。 
8 回 Unit 8 の本文を日本語訳し、Exercises の確認をする。ユニット内容の定
着を目標とする。 
9 回 Unit 9 の本文を日本語訳し、Exercises の確認をする。ユニット内容の定
着を目標とする。 
10 回 Unit 10 の本文を日本語訳し、Exercises の確認をする。ユニット内容の
定着を目標とする。 
11 回 課題演習 文法事項、英文読解の演習を行う。課題内容の定着を目標とす
る。 
12 回 課題演習 文法事項、英文読解の演習を行う。課題内容の定着を目標とす
る。 
13 回 課題演習 文法事項、英文読解の演習を行う。課題内容の定着を目標とす
る。 
14 回 課題演習 文法事項、英文読解の演習を行う。課題内容の定着を目標とす
る。 
15 回 課題演習 文法事項、英文読解の演習を行う。課題内容の定着を目標とす
る。 

準備学習 1 回 辞書を用いて Unit 1 の英文を日本語訳できるようにし、Exercises を解いて
おくこと。 
2 回 辞書を用いて Unit 2 の英文を日本語訳できるようにし、Exercises を解いて
おくこと。 
3 回 辞書を用いて Unit 3 の英文を日本語訳できるようにし、Exercises を解いて
おくこと。 
4 回 辞書を用いて Unit 4 の英文を日本語訳できるようにし、Exercises を解いて
おくこと。 
5 回 辞書を用いて Unit 5 の英文を日本語訳できるようにし、Exercises を解いて
おくこと。 
6 回 辞書を用いて Unit 6 の英文を日本語訳できるようにし、Exercises を解いて
おくこと。 
7 回 辞書を用いて Unit 7 の英文を日本語訳できるようにし、Exercises を解いて
おくこと。 
8 回 辞書を用いて Unit 8 の英文を日本語訳できるようにし、Exercises を解いて
おくこと。 



9 回 辞書を用いて Unit 9 の英文を日本語訳できるようにし、Exercises を解いて
おくこと。 
10 回 辞書を用いて Unit 10 の英文を日本語訳できるようにし、Exercises を解い
ておくこと。 
11 回 辞書を用いて課題の英文を日本語訳できるようにし、Exercises を解いてお
くこと。 
12 回 辞書を用いて課題の英文を日本語訳できるようにし、Exercises を解いてお
くこと。 
13 回 辞書を用いて課題の英文を日本語訳できるようにし、Exercises を解いてお
くこと。 
14 回 辞書を用いて課題の英文を日本語訳できるようにし、Exercises を解いてお
くこと。 
15 回 辞書を用いて課題の英文を日本語訳できるようにし、Exercises を解いてお
くこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB133J2 
成績評価 定期試験 70%、課題・小テスト 30% 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜11),情報工学科(〜11),知能機械工学科(〜11),工学プロジ

ェクトコース(〜11) 
見出し FB133J2 科学英語Ⅱ 
担当教員名 山根 真由美＊ 
単位数 2 
教科書 VOA Science Briefs／鈴木寛次／南雲堂 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「日本語訳がほしい」という声がありました。英文から直接理解する習慣をつけ

てほしいので、日本語訳のプリントは作らないようにしています。その代わりと
して、英文構造の解説後に日本語訳を口で確認していました。どうしても困る場
合はまた声をかけてください。 

科目名 科学英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示します。 
授業形態 講義 
注意備考 辞書を必ず持参すること。 
シラバスコード FB133J2 
実務経験のある教員  
達成目標 科学英語の語彙や構文を平易な英文を通して理解すること。 
受講者へのコメント 培った英語⼒を、今後の研究に役立ててほしいと思います。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね良好な評価をもらい、嬉しく思います。 
英文科目名 Scientific English II 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、科学英語Ⅰ・Ⅲ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 これからもできるだけ学生の声に耳を傾け、授業を行っていきたいと思います。 
講義目的 基本的な語彙・文法を習得しながら、科学に関する英文に慣れる。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Unit 11 を日本語訳し、Exercises の確認をする。ユニット内容の定着を目

標とする。 
2 回 Unit 12 を日本語訳し、Exercises の確認をする。ユニット内容の定着を目
標とする。 
3 回 Unit 13 を日本語訳し、Exercises の確認をする。ユニット内容の定着を目



標とする。 
4 回 Unit 14 を日本語訳し、Exercises の確認をする。ユニット内容の定着を目
標とする。 
5 回 Unit 15 を日本語訳し、Exercises の確認をする。ユニット内容の定着を目
標とする。 
6 回 Unit 16 を日本語訳し、Exercises の確認をする。ユニット内容の定着を目
標とする。 
7 回 Unit 17 を日本語訳し、Exercises の確認をする。ユニット内容の定着を目
標とする。 
8 回 Unit 18 を日本語訳し、Exercises の確認をする。ユニット内容の定着を目
標とする。 
9 回 Unit 19 を日本語訳し、Exercises の確認をする。ユニット内容の定着を目
標とする。 
10 回 Unit 20 を日本語訳し、Exercises の確認をする。ユニット内容の定着を
目標とする。 
11 回 課題演習 文法事項、英文読解の演習を行う。課題内容の定着を目標とす
る。 
12 回 課題演習 文法事項、英文読解の演習を行う。課題内容の定着を目標とす
る。 
13 回 課題演習 文法事項、英文読解の演習を行う。課題内容の定着を目標とす
る。 
14 回 課題演習 文法事項、英文読解の演習を行う。課題内容の定着を目標とす
る。 
15 回 課題演習 文法事項、英文読解の演習を行う。課題内容の定着を目標とす
る。 

準備学習 1 回 辞書を用いて Unit 11 の英文を日本語訳できるようにし、Exercises を解い
ておくこと。 
2 回 辞書を用いて Unit 12 の英文を日本語訳できるようにし、Exercises を解い
ておくこと。 
3 回 辞書を用いて Unit 13 の英文を日本語訳できるようにし、Exercises を解い
ておくこと。 
4 回 辞書を用いて Unit 14 の英文を日本語訳できるようにし、Exercises を解い
ておくこと。 
5 回 辞書を用いて Unit 15 の英文を日本語訳できるようにし、Exercises を解い
ておくこと。 
6 回 辞書を用いて Unit 16 の英文を日本語訳できるようにし、Exercises を解い
ておくこと。 
7 回 辞書を用いて Unit 17 の英文を日本語訳できるようにし、Exercises を解い
ておくこと。 
8 回 辞書を用いて Unit 18 の英文を日本語訳できるようにし、Exercises を解い
ておくこと。 
9 回 辞書を用いて Unit 19 の英文を日本語訳できるようにし、Exercises を解い



ておくこと。 
10 回 辞書を用いて Unit 20 の英文を日本語訳できるようにし、Exercises を解い
ておくこと。 
11 回 辞書を用いて課題の英文を日本語訳できるようにし、Exercises を解いてお
くこと。 
12 回 辞書を用いて課題の英文を日本語訳できるようにし、Exercises を解いてお
くこと。 
13 回 辞書を用いて課題の英文を日本語訳できるようにし、Exercises を解いてお
くこと。 
14 回 辞書を用いて課題の英文を日本語訳できるようにし、Exercises を解いてお
くこと。 
15 回 辞書を用いて課題の英文を日本語訳できるようにし、Exercises を解いてお
くこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB133K1 
成績評価 期末試験 70%、 小テスト 30% 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜11),情報工学科(〜11),知能機械工学科(〜11),工学プロジ

ェクトコース(〜11) 
見出し FB133K1 科学英語Ⅰ 
担当教員名 松岡 由美子＊ 
単位数 2 
教科書 VOA Science Briefs 「VOA やさしい科学リーディング」／Kanji Suzuki, Shigeru 

Nakahata, Hoseph Benson／南雲堂 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特にありません。 
科目名 科学英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 英和辞典 
授業形態 講義 
注意備考 必ず予習・復習をし、英和辞典を持参して授業に臨むこと。期末試験は 15 回講

義終了後実施する。 
シラバスコード FB133K1 
実務経験のある教員  
達成目標 科学英語の語彙や構文を平易な英文を通して理解すること。 
受講者へのコメント ほとんどの受講生が、出席率も良く、私語もなく、真摯な態度で受講してくれた

ことに、とても感謝しています。毎回丁寧に予習をし、難しい科学英語に積極的
に挑戦した受講生の頑張りと成⻑には、大変感心しました。一方、一部に欠席が
多かったり、予習や受講態度に改善がみられない受講生がいたことを残念に思い
ますが、今後の成⻑に期待しています。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 [A]〜[B]の項目では、出席率も良く、授業時間外の学習にも積極的に取り組めて
おり、この分野への理解が深まり、興味、関心も高まったという受講生が大多数
で、嬉しく思います。授業時間外学習が 3 時間以上という受講生もいて、感心し
ました。ごく一部に、欠席回数が多く、授業時間外学習時間の少ない学生が見ら
れたのは残念に思います。[C]の項目では、おおむね満足のゆく評価を得ること
ができて、嬉しく思います。[E]の項目では約 80％の受講生が特にないと回答し
ておりますが、さらに目標達成のため、努⼒したいと思います。 

英文科目名 Scientific English I 



関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、科学英語Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 特に大きな変更予定はありません。基礎的な文法の復習や音読の練習も加えて、

読解⼒の向上を目指してゆきます。 
講義目的 基本的な語彙・文法を習得しながら、科学に関する英文に慣れる。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション、Unit 1: Hydroponics in Japan の英文を読み、解説を

する。 
2 回 Unit 1: Hydroponics in Japan の EXERCISES の解答をしながら、英文内容
の理解の確認、構文や英文法の訓練及び応用練習をする。 
Unit 2: Waste Recycling の英文を読み、解説をする。 
3 回 Unit 2: Waste Recycling の EXERCISES の解答をしながら、英文内容の理
解の確認、構文や英文法の訓練及び応用練習をする。 
Unit 3: El Nino の英文を読み、解説をする。 
4 回 Unit 3: El Nino の EXERCISES の解答をしながら、英文内容の理解の確
認、構文や英文法の訓練及び応用練習をする。 
Unit 4: Potassium and Strokes の英文を読み、解説をする。 
5 回 Unit 4: Potassium and Strokes の EXERCISES の解答をしながら、英文内
容の理解の確認、構文や英文法の訓練及び応用練習をする。 
Unit 5: Autumn Colors の英文を読み、解説をする。 
6 回 Unit 5: Autumn Colors の EXERCISES の解答をしながら、英文内容の理
解の確認、構文や英文法の訓練及び応用練習をする。 
Unit 6: AIDS: The Greatest Plague の英文を読み、解説をする。 
7 回 Unit 6: AIDS: The Greatest Plague の EXERCISES の解答をしながら、英
文内容の理解の確認、構文や英文法の訓練及び応用練習をする。 
Unit 7: Honeybees の英文を読み、解説をする。 
8 回 小テストをする。 
Unit 7: Honeybees の EXERCISES の解答をしながら、英文内容の理解の確認、
構文や英文法の訓練及び応用練習をする。 
Unit 8: The Moon's Influence on the Earth の英文を読み、解説をする。 
9 回 Unit 8: The Moon's Influence on the Earth の EXERCISES の解答をしなが
ら、英文内容の理解の確認、構文や英文法の訓練及び応用練習をする。 
Unit 9: Hypnosis の英文を読み、解説をする。 
10 回 Unit 9: Hypnosis の EXERCISES の解答をしながら、英文内容の理解の
確認、構文や英文法の訓練及び応用練習をする。 
Unit 10: Sleep の英文を読み、解説をする。 
11 回 Unit 10: Sleep の EXERCISES の解答をしながら、英文内容の理解の確
認、構文や英文法の訓練及び応用練習をする。 
配布プリントで読解演習をする。 
12 回 配布プリントで読解演習をする。 
13 回 配布プリントで読解演習をする。 
14 回 配布プリントで読解演習をする。 
15 回 配布プリントで読解演習をする。 



前期の学習の総まとめをする。 
準備学習 1 回 テキストを購入し、Unit 1 の英文を読み、分からない単語や熟語、語法な

どを辞書を引いて調べておくこと。 
2 回 Unit 1 の英文の復習をし、EXERCISES の問題を解いておくこと。 
Unit 2 の英文を読み、分からない単語や熟語、語法などを辞書を引いて調べてお
くこと。 
3 回 Unit 2 の英文の復習をし、EXERCISES の問題を解いておくこと。 
Unit 3 の英文を読み、分からない単語や熟語、語法などを辞書を引いて調べてお
くこと。 
4 回 Unit 3 の英文の復習をし、EXERCISES の問題を解いておくこと。 
Unit 4 の英文を読み、分からない単語や熟語、語法などを辞書を引いて調べてお
くこと。 
5 回 Unit 4 の英文の復習をし、EXERCISES の問題を解いておくこと。 
Unit 5 の英文を読み、分からない単語や熟語、語法などを辞書を引いて調べてお
くこと。 
6 回 Unit 5 の英文の復習をし、EXERCISES の問題を解いておくこと。 
Unit 6 の英文を読み、分からない単語や熟語，語法などを辞書を引いて調べてお
くこと。 
7 回 Unit 6 の英文の復習をし、EXERCISES の問題を解いておくこと。 
Unit 7 の英文を読み、分からない単語や熟語、語法などを辞書を引いて調べてお
くこと。 
小テストに備えて、Unit 1 〜 Unit 6 の総復習をしておくこと。 
8 回 Unit 7 の英文の復習をし、EXERCISES の問題を解いておくこと。 
Unit 8 の英文を読み、分からない単語や熟語、語法などを辞書を引いて調べてお
くこと。 
9 回 Unit 8 の英文の復習をし、EXERCISES の問題を解いておくこと。 
Unit 9 の英文を読み、分からない単語や熟語、語法などを辞書を引いて調べてお
くこと。 
10 回 Unit 9 の英文の復習をし、EXERCISES の問題を解いておくこと。 
Unit 10 の英文を読み、分からない単語や熟語、語法などを辞書を引いて調べて
おくこと。 
11 回 Unit 10 の英文の復習をし、EXERCISES の問題を解いておくこと。 
配布プリントの指示された箇所の英文を読み、分からない単語や熟語、語法など
を辞書を引いて調べておくこと。 
12 回 配布プリントの指示された箇所の英文を読み、分からない単語や熟語、語
法などを辞書を引いて調べておくこと。 
13 回 配布プリントの指示された箇所の英文を読み、分からない単語や熟語、語
法などを辞書を引いて調べておくこと。 
14 回 配布プリントの指示された箇所の英文を読み、分からない単語や熟語、語
法などを辞書を引いて調べておくこと。 
15 回 配布プリントの指示された箇所の英文を読み、分からない単語や熟語、語
法などを辞書を引いて調べておくこと。 



前期の学習の総復習をして、質問事項があればまとめておくこと。 
 



年度 2012 
授業コード FB133K2 
成績評価 期末試験 70%、 小テスト 30% 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜11),情報工学科(〜11),知能機械工学科(〜11),工学プロジ

ェクトコース(〜11) 
見出し FB133K2 科学英語Ⅱ 
担当教員名 松岡 由美子＊ 
単位数 2 
教科書 VOA Science Briefs 「VOA やさしい科学リーディング」／Kanji Suzuki, Shigeru 

Nakahata, Hoseph Benson／南雲堂 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特にありません。 
科目名 科学英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 英和辞典 
授業形態 講義 
注意備考 必ず予習・復習をし、英和辞典を持参して授業に臨むこと。期末試験は 15 回講

義終了後実施する。 
シラバスコード FB133K2 
実務経験のある教員  
達成目標 科学英語の語彙や構文を平易な英文を通して理解すること。 
受講者へのコメント ほとんどの受講生が真摯な態度で受講してくれたことに，とても感謝していま

す。毎回丁寧に予習をし，集中して授業を受けた受講生達の読解⼒の伸びの大き
さには感心しました。今後も頑張って欲しいと思います。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 [A]〜[B]の項目では，積極的に授業に出席し，授業時間外学習に取り組み，自身
の成⻑を実感できた学生が多くいた一方で，一部に，欠席回数が多かったり，十
分に予習復習に時間がとれていない学生がいたのは残念に思います。[C]の項目
では，おおむね満足のゆく評価を得ることができて，嬉しく思います。[E]の項目
では，89.5%の学生が特にないと回答していますが，さらに努⼒したいと思いま
す。 

英文科目名 Scientific English II 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、科学英語Ⅰ・Ⅲ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 特に大きな変更予定はありません。基礎的な文法の復習や音読の練習も加えて，

読解⼒の向上を目指します。 



講義目的 基本的な語彙・文法を習得しながら、科学に関する英文に慣れる。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション、Unit 11: Threats to the Environment の英文を読み、

解説をする。 
2 回 Unit 11: Threats to the Environment の EXERCISES の解答をしながら、
英文内容の理解の確認、構文や英文法の訓練及び応用練習をする。 
Unit 12: Dinosaur Disappearance の英文を読み、解説をする。 
3 回 Unit 12: Dinosaur Disappearance の EXERCISES の解答をしながら、英文
内容の理解の確認、構文や英文法の訓練及び応用練習をする。 
Unit 13: Artists and Sickness の英文を読み、解説をする。 
4 回 Unit 13: Artists and Sickness の EXERCISES の解答をしながら、英文内容
の理解の確認、構文や英文法の訓練及び応用練習をする。 
Unit 14: Hiccups の英文を読み、解説をする。 
5 回 Unit 14: Hiccups の EXERCISES の解答をしながら、英文内容の理解の確
認、構文や英文法の訓練及び応用練習をする。 
Unit 15: Water and Health の英文を読み、解説をする。 
6 回 Unit 15: Water and Health の EXERCISES の解答をしながら、英文内容の
理解の確認、構文や英文法の訓練及び応用練習をする。 
Unit 16: Life Expectancy Limits の英文を読み、解説をする。 
7 回 Unit 16: Life Expectancy Limits の EXERCISES の解答をしながら、英文
内容の理解の確認、構文や英文法の訓練及び応用練習をする。 
Unit 17: Dyslexia の英文を読み、解説をする。 
8 回 小テストをする。 
Unit 17: Dyslexia の EXERCISES の解答をしながら、英文内容の理解の確認、
構文や英文法の訓練及び応用練習をする。 
Unit 18: CPR の英文を読み、解説をする。 
9 回 Unit 18: CPR の EXERCISES の解答をしながら、英文内容の理解の確認、
構文や英文法の訓練及び応用練習をする。 
Unit 19: Age and Memory の英文を読み、解説をする。 
10 回 Unit 19: Age and Memory の EXERCISES の解答をしながら、英文内容
の理解の確認、構文や英文法の訓練及び応用練習をする。 
Unit 20: Dental Care Advances の英文を読み、解説をする。 
11 回 Unit 20: Dental Care Advances の EXERCISES の解答をしながら、英文
内容の理解の確認、構文や英文法の訓練及び応用練習をする。 
配布プリントで読解演習をする。 
12 回 配布プリントで読解演習をする。 
13 回 配布プリントで読解演習をする。 
14 回 配布プリントで読解演習をする。 
15 回 配布プリントで読解演習をする。 
後期の学習の総まとめをする。 

準備学習 1 回 Unit 11 の英文を読み、分からない単語や熟語、語法などを辞書を引いて調
べておくこと。 



2 回 Unit 11 の英文の復習をし、EXERCISES の問題を解いておくこと。 
Unit 12 の英文を読み、分からない単語や熟語、語法などを辞書を引いて調べて
おくこと。 
3 回 Unit 12 の英文の復習をし、EXERCISES の問題を解いておくこと。 
Unit 13 の英文を読み、分からない単語や熟語、語法などを辞書を引いて調べて
おくこと。 
4 回 Unit 13 の英文の復習をし、EXERCISES の問題を解いておくこと。 
Unit 14 の英文を読み、分からない単語や熟語、語法などを辞書を引いて調べて
おくこと。 
5 回 Unit 14 の英文の復習をし、EXERCISES の問題を解いておくこと。 
Unit 15 の英文を読み、分からない単語や熟語、語法などを辞書を引いて調べて
おくこと。 
6 回 Unit 15 の英文の復習をし、EXERCISES の問題を解いておくこと。 
Unit 16 の英文を読み、分からない単語や熟語，語法などを辞書を引いて調べて
おくこと。 
7 回 Unit 16 の英文の復習をし、EXERCISES の問題を解いておくこと。 
Unit 17 の英文を読み、分からない単語や熟語、語法などを辞書を引いて調べて
おくこと。 
小テストに備えて、Unit 11 〜 Unit 16 の総復習をしておくこと。 
8 回 Unit 17 の英文の復習をし、EXERCISES の問題を解いておくこと。 
Unit 18 の英文を読み、分からない単語や熟語、語法などを辞書を引いて調べて
おくこと。 
9 回 Unit 18 の英文の復習をし、EXERCISES の問題を解いておくこと。 
Unit 19 の英文を読み、分からない単語や熟語、語法などを辞書を引いて調べて
おくこと。 
10 回 Unit 19 の英文の復習をし、EXERCISES の問題を解いておくこと。 
Unit 20 の英文を読み、分からない単語や熟語、語法などを辞書を引いて調べて
おくこと。 
11 回 Unit 20 の英文の復習をし、EXERCISES の問題を解いておくこと。 
配布プリントの指示された箇所の英文を読み、分からない単語や熟語、語法など
を辞書を引いて調べておくこと。 
12 回 配布プリントの指示された箇所の英文を読み、分からない単語や熟語、語
法などを辞書を引いて調べておくこと。 
13 回 配布プリントの指示された箇所の英文を読み、分からない単語や熟語、語
法などを辞書を引いて調べておくこと。 
14 回 配布プリントの指示された箇所の英文を読み、分からない単語や熟語、語
法などを辞書を引いて調べておくこと。 
15 回 配布プリントの指示された箇所の英文を読み、分からない単語や熟語、語
法などを辞書を引いて調べておくこと。 
後期の学習の総復習をして、質問事項があればまとめておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB135A1 
成績評価 小テストまたは小レポート（40％）、定期試験（60％） 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB135A1 中国語Ⅰ 
担当教員名 支 洪涛＊ 
単位数 2 
教科書 ビデオで学ぶ入門中国語 一年生のころ（改訂版）／相原 茂 ほか／朝日出版社 
アクティブラーニング  
キーワード ⺟音、子音、四声、動詞述語文、形容詞述語文、疑問文、日中対照 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 中国語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義の際、適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 後期、引き続き支の担当する「中国語Ⅱ」を受講することが望ましい。 

受講希望者が多い場合、⼈数を制限する。 
シラバスコード FB135A1 
実務経験のある教員  
達成目標 音声構造及び簡単な構文を理解し、中国語の基礎的な知識を身に付け、中国語を

使ってあいさつや簡単な日常会話ができること。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Chinese I 
関連科目 中国語Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 中国語の音声を構成する子音・⺟音・声調及び簡単な構文についての説明を通じ

て、中国語に関する基礎的な知識を理解させ、中国語能⼒の養成の基礎を培って
もらう。なお、理解を深めるために、中国語の表現上の特徴や日中両言語の類似
点と相違点を取り上げる。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション、中国語について概説する。 

2 回 単⺟音、複⺟音、四声などについて説明する。 
3 回 子音を中心に説明する。 
4 回 鼻音を伴う⺟音を中心に説明する。 



5 回 軽声、声調の付け方、声調変化、アル化音などについて説明する。 
6 回 「是」構文、⼈称代名詞、諾否疑問文などについて説明する。 
7 回 副詞「也」「都」、助詞「的」、疑問詞疑問文などについて説明する。 
8 回 動詞述語文、反復疑問文などについて説明する。 
9 回 形容詞述語文、程度を表す副詞などについて説明する。 
10 回 選択疑問文を中心に説明する。 
11 回 比較文、助動詞「要」などについて説明する。 
12 回 「在」構文を中心に説明する。 
13 回 「有」構文を中心に説明する。 
14 回 中国文化理解の内容を取り上げる。 
15 回 前期のまとめを行う。 

準備学習 1 回 特になし 
2 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠席
していた者は出席した者に聞く） 
3 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠席
していた者は出席した者に聞く） 
4 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠席
していた者は出席した者に聞く） 
5 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠席
していた者は出席した者に聞く） 
6 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠席
していた者は出席した者に聞く） 
7 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠席
していた者は出席した者に聞く） 
8 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠席
していた者は出席した者に聞く） 
9 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠席
していた者は出席した者に聞く） 
10 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠
席していた者は出席した者に聞く） 
11 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠
席していた者は出席した者に聞く） 
12 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠
席していた者は出席した者に聞く） 
13 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠
席していた者は出席した者に聞く） 
14 回 特になし。 
15 回 前期の講義内容について不明な点があれば、質問を整理しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB135A2 
成績評価 小テストまたは小レポート（40％）、定期試験（60％） 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB135A2 中国語Ⅱ 
担当教員名 支 洪涛＊ 
単位数 2 
教科書 ビデオで学ぶ入門中国語 一年生のころ（改訂版）／相原 茂 ほか／朝日出版社 
アクティブラーニング  
キーワード 前置詞、アスペクト、補語、助動詞、異文化理解 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「分かりやすかった」という自由記述がたくさんあり、うれしかった。励みにな

る。 
科目名 中国語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義の際、適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 支の担当する中国語Ⅰを履修しておくことが望ましい。 

受講希望者が多い場合、⼈数を制限する。 
シラバスコード FB135A2 
実務経験のある教員  
達成目標 発音や構文に対する理解を深め、中国語の初歩的理解⼒と初歩的作文能⼒を養成

する。 
受講者へのコメント 成績評価で分かるように多くの受講者が授業によく取り組んでくれた。岡山理科

大学の中国語の授業が１年間だけで、物足りないかと思うが、今度、ラジオや⺠
間講座を通じて学習を継続してほしい。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 総合評価で、「満足」と「ほぼ満足」と答えた⼈が合わせて８１％だったので、講
義内容及び方法が多くの学生に支持されたと思われる。 

英文科目名 Chinese II 
関連科目 中国語Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定 空調設備に対するクレーム（日によって寒かったり、暑かったりするとのこと）

があったが、「集中管理」から「個別管理」へ変更してもらえないかと、大学側に
進言してみたいと思う。 

講義目的 中国語の常用表現の学習を通じて、中国語に関する基礎的な知識を理解させ、中
国語の初歩的応用能⼒を養成してもらう。また、異文化理解を深めるために、中
国の名勝や中国⼈の生活習慣などを紹介する。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 年月日や時刻の言い方などについて説明する。 

2 回 「了」その１を紹介し、「不」と「没」の違いを中心に説明する。 
3 回 「了」その２を紹介し、前置詞を中心に説明する。 
4 回 進行形の表し方を中心に説明する。 
5 回 「了」その３を紹介し、数詞とものの数え方について説明する。 
6 回 結果補語、持続状態を表す「着」などについて説明する。 
7 回 助動詞「会」、動詞の重ね型などについて説明する。 
8 回 二重目的語をとる動詞、経験を表す「過」などについて説明する。 
9 回 補語を導く助詞「得」を中心に説明する。 
10 回 助動詞「能」を中心に説明する。 
11 回 「会」と「能」の使い分けについて説明する。 
12 回 「使役表現」を中心に説明する。 
13 回 「把」構文を中心に説明する。 
14 回 中国文化理解の内容を取り上げる。 
15 回 後期のまとめを行う。 

準備学習 1 回 中国語Ⅰの内容を確認しておくこと（支が担当のものに限らない）。 
2 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠席
していた者は出席した者に聞く） 
3 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠席
していた者は出席した者に聞く） 
4 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠席
していた者は出席した者に聞く） 
5 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠席
していた者は出席した者に聞く） 
6 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠席
していた者は出席した者に聞く） 
7 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠席
していた者は出席した者に聞く） 
8 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠席
していた者は出席した者に聞く） 
9 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠席
していた者は出席した者に聞く） 
10 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠
席していた者は出席した者に聞く） 
11 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠
席していた者は出席した者に聞く） 
12 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠
席していた者は出席した者に聞く） 
13 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠
席していた者は出席した者に聞く） 
14 回 特になし。 



15 回 後期の講義内容について不明な点があれば、質問を整理しておくこと。 
 



年度 2012 
授業コード FB135B1 
成績評価 Grades will be based on the following. Homework, Worksheets and Quizes - 30%, 

Final Test - 70% 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 化学科(〜11),応用物理学科(〜11),基礎理学科(〜11),生物化学科(〜11),臨床生

命科学科(〜11),動物学科(〜11),工学部(〜11),総合情報学部(〜11),生物地球学
部(〜11) 

見出し fb135b1 英会話Ⅰ 
担当教員名 デイビット ニール 
単位数 2 
教科書 Smart Choice 2nd Edition Starter(Oxford) 
アクティブラーニング  
キーワード Listening, Speaking, Conversation, Reading, Writing 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 Please write your true feelings on the class questionnaire. 
科目名 英会話Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 None needed 
授業形態 講義 
注意備考 受講希望者が多い場合、⼈数を制限します。 
シラバスコード FB135B1 
実務経験のある教員  
達成目標 The students and the teacher will first go over the material and then practice it. 

The teacher will then call on individual students to allow them to practice 
responding and listening for information in English. The students will also work in 
groups going 

受講者へのコメント Please keep studying hard. 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 Thank you for your important feedback. 
英文科目名 English Conversation I 
関連科目 英語Ⅰ/Ⅱ, 科学英語Ⅰ/Ⅱ/Ⅲ/Ⅳ, 英会話Ⅱ，TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 There will be no changes for next years class. 
講義目的 To improve Survival English mainly listening and speaking skills but also reading 

and writing, the course will focus on a variety of daily situations that will be of use 
to university students. 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 



2 回 Unit 1: I`m a student. 
3 回 Unit 1: I`m a student. 
4 回 Unit 2: What`s your phone number? 
5 回 Unit 2: What`s your phone number? 
6 回 Unit 3: My family 
7 回 Unit 3: My family 
8 回 Unit 4: Do you like hip-hop? 
9 回 Unit 4: Do you like hip-hop? 
10 回 Unit 5: What do you do for fun? 
11 回 Unit 5: What do you do for fun? 
12 回 Unit 6: Can you play the guitar? 
13 回 Unit 6: Can you play the guitar? 
14 回 Review 
15 回 Review 

準備学習 1 回 Bring the textbook, notebook and writing instrument to class 
2 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
3 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
4 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
5 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
6 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
7 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
8 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
9 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
10 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
11 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
12 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
13 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
14 回 Review the information from Units 1, 2 and 3 
15 回 Review the information from Units 4, 5 and 6 

 



年度 2012 
授業コード FB135B2 
成績評価 Grades will be based on the following. Homework, Worksheets and Quizes - 30%, 

Final Test - 70% 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜11),工学部(〜11),総合情報学部(〜11),生物地球学部(〜11) 
見出し FB135B2 英会話Ⅱ 
担当教員名 デイビット ニール 
単位数 2 
教科書 smart Choice 2nd Edition Starter(oxford) 
アクティブラーニング  
キーワード Listening, Speaking, Conversation, Reading, Writing 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 英会話Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 None needed 
授業形態 講義 
注意備考 受講希望者が多い場合、⼈数を制限します。 
シラバスコード FB135B2 
実務経験のある教員  
達成目標 The students and the teacher will first go over the material and then practice it. 

The teacher will then call on individual students to allow them to practice 
responding and listening for information in English. The students will also work in 
groups going 

受講者へのコメント  
連絡先 第六学舎４階 ニール研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 English Conversation II 
関連科目 英語Ⅰ/Ⅱ, 科学英語Ⅰ/Ⅱ/Ⅲ/Ⅳ, 英会話Ⅰ，TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 To improve Survival English mainly listening and speaking skills but also reading 

and writing, the course will focus on a variety of daily situations that will be of use 
to university students. 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 Unit 7: What is she wearing? 
3 回 Unit 7: What is she wearing? 



4 回 Unit 8: Is there a desk? 
5 回 Unit 8: Is there a desk? 
6 回 Unit 9: The bank is on the corner. 
7 回 Unit 9: The bank is on the corner? 
8 回 Unit 10: Do we have any milk? 
9 回 Unit 10: Do we have any milk? 
10 回 Unit 11: Where were you all day? 
11 回 Unit 11: Where were you all day? 
12 回 Unit 12: What did you do? 
13 回 Unit 12: What did you do? 
14 回 Review 
15 回 Review 

準備学習 1 回 Bring the textbook, notebook and writing instrument to class 
2 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
3 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
4 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
5 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
6 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
7 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
8 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
9 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
10 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
11 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
12 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
13 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
14 回 Review the information from Units 7, 8 and 9 
15 回 Review the information from Units 10, 11 and 12 

 



年度 2012 
授業コード FB135C1 
成績評価 授業への取り組み、課題および小テスト５０％、定期試験５０％により評価する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 機械システム工学科(〜11),電気電子システム学科(〜11),生体医工学科(〜11),工

学プロジェクトコース(〜11) 
見出し fb135c1 科学英語Ⅰ 
担当教員名 井上 麻美子＊ 
単位数 2 
教科書 Asking Why? ／ 中津川・Clankie ／ 金星堂 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 数名の、授業の進め方が速い、一定でないという指摘がありましたが、具体的に

どのような内容であるのかに関して授業中に直接意見を聞いて上で、解決したい
と思います。 

科目名 科学英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない。プリント(課題)を配布する。 
授業形態 講義 
注意備考 英和辞書を持参すること。 
シラバスコード FB135C1 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容のより高度な英文が読解できること。 
受講者へのコメント 全般的に出席率が非常によく、課題の毎回提出を怠らず、熱心な受講者が多いク

ラスだと感じました。これまで通りの予習に加えて、より一層の積極的な発表お
よび発言を希望します。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 全員が「宿題など課題に取り組んだ」、９割以上が時間差はあるものの「時間外学
習」を行っている、と回答していることから、積極的に授業参加した姿勢がうか
がえます。これに対して、「授業の目標を達成できた、だいたいできた」、「授業に
満足、ほぼ満足」とした受講者の割合がやや低いと感じました。 

英文科目名 Scientific English I 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、科学英語Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 アンケートに取り上げられている、授業の手法および進行についての意見を加味

し、受講生との意思の疎通を図りながら、科学英語への理解を深め、目標の達成
感と授業に対する満足感を高めていく努⼒をしていきたい。 

講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語を精読する。 



対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 テキストの内容を概観し、授業の過程について説明する。 

2 回 Lesson 1: Why Do People Have Eyelashes? を読解する。 
3 回 Lesson 1 の残部および Lesson 2 を学習する。 
4 回 Lesson 2: Why Does Pepper Make You Sneeze? を読解する。 
5 回 Lesson 3: Why Do We Fall in Love? を読解する。 
6 回 Lesson 3 の残部および Lesson 4 を学習する。 
7 回 Lesson 4: Why Can't We Cure a Cold? を読解する。 
8 回 課題プリントで Unit 1 から Unit 4 の復習をした後、小テストを実施する。 
9 回 Lesson 5: Why Is the Number 7 Lucky? を読解する。 
10 回 Lesson 6: Why Does Our Hair Turn Gray? を読解する。 
11 回 Lesson 7: Why Is the Sea Salty? を読解する。 
12 回 Lesson 8: Why Do Women Live Longer than Men? を読解する。 
13 回 Lesson 9: Why Do Some Species Become Extinct? を読解する。 
14 回 Lesson 10: Why Are Tomatoes a Kind of Fruit? を読解する。 
15 回 Unit 5 から Unit 10 の復習・授業アンケート・授業内容に関する質疑応
答を実施する。 

準備学習 提出用課題(配布プリント)を解き、事前に指示した箇所の予習・復習を行うこと。 
 



年度 2012 
授業コード FB135C2 
成績評価 授業への取り組み、課題および小テスト５０％、定期試験５０％により評価する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 機械システム工学科(〜11),電気電子システム学科(〜11),生体医工学科(〜11),工

学プロジェクトコース(〜11) 
見出し FB135C2 科学英語Ⅱ 
担当教員名 井上 麻美子＊ 
単位数 2 
教科書 Asking Why? ／ 中津川・Clankie ／ 金星堂 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 回答すべきコメントはありませんでした。 
科目名 科学英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない。プリント(課題)を配布する。 
授業形態 講義 
注意備考 英和辞書を持参すること。 
シラバスコード FB135C2 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容のより高度な英文が読解できること。 
受講者へのコメント 前期同様に、欠席者が少なく、熱心な受講者が大半を占めるクラスでした。今後

は、これまで通りの予習に加えて、より一層の積極的な発表および発言を希望し
ます。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ９割以上が「宿題など課題に取り組んだ」、「時間外学習」を行っている、と回答
していることから、前期同様に、積極的に授業参加した姿勢がうかがえます。ま
た、「授業の目標を達成できた、だいたいできた」とした受講者の割合がやや高ま
りました。 

英文科目名 Scientific English II 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、科学英語Ⅰ・Ⅲ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 授業アンケートの内容を参考にして、受講者との意思の疎通を図りながら、この

分野への理解を深め、目標の達成感を高めていく努⼒をしていきたい。 
講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語を精読する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Lesson 11: Why Does the Wind Blow? を読解する。 

2 回 Lesson 11 の残部および Lesson 12 を学習する。 



3 回 Lesson 12: Why Are Spider Webs So Strong? を読解する。 
4 回 Lesson 13: Why Do We Cry When We Cut an Onion? を読解する。 
5 回 Lesson 13 の残部および Lesson 14 を学習する。 
6 回 Lesson 14: Why Do We Dream? を読解する。 
7 回 Lesson 15: Why Are There 24 Hours in a Day? を読解する。 
8 回 課題プリントで Unit 11 から Unit 15 の復習をした後、小テストを実施す
る。 
9 回 Lesson 16: Why Do Bugs Fly into Lights? を読解する。 
10 回 Lesson 17: Why Do Chili Peppers Taste Hot and Mints Cold? を読解する。 
11 回 Lesson 18: Why Do We Forget Things? を読解する。 
12 回 Lesson 19: Why Is the Fibonacci Sequence So Important? を読解する。 
13 回 Lesson 20: Why Don't Mosquitoes Attach Each Other? を読解する。 
14 回 Lesson 21: Why Is the Sky Blue? を読解する。 
15 回 Unit 16 から Unit 21 の復習・授業アンケート・授業内容に関する質疑応
答を実施する。 

準備学習 提出用課題(配布プリント)を解き、事前に指示した箇所の予習・復習を行うこと。 
 



年度 2012 
授業コード FB135D1 
成績評価 定期試験 70％, Small Test 10％, レポート 10％, Class-work 10％ 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 機械システム工学科(〜11),電気電子システム学科(〜11),生体医工学科(〜11),工

学プロジェクトコース(〜11) 
見出し FB135D1 科学英語Ⅰ 
担当教員名 ⻄岡 啓治 
単位数 2 
教科書 Hopkins, A., and J. Potter. 2008./ Animals in Danger./ Oxford Bookworms 

Library, Factfile. Oxford: Oxford U.P. (ISBN 978-0-19-423379-8) 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 全体的にあまり記述がなかったので、すべての記述をまとめてどのクラスへも同

じコメント（→の後がコメントです）にします。 
１． もっと日本語を使って授業をしてほしい。 
→⻑い目でみれば、英語の授業は英語で受ける方が日常的な英語に慣れるのには
良いのではないかと考えています。分かりやすい英語を使うよう努⼒します、み
なさんも分かろうと努⼒してください。 
２． 教室が明るすぎてプロジェクターの映像がよく見えない。 
→わたしも気づいています。教務に改善を要望します。なるべく前の方に座って
ください。 

科目名 科学英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 英和, 和英, 英英などの辞書（電子辞書も可), Root and Trunk Sentences ＆ CD 
授業形態 講義 
注意備考 There are two class-works and a small test to build up your vocabulary and basic 

sentences. 
シラバスコード FB135D1 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容の英文が辞書を使いながら読解できること 
受講者へのコメント 授業で質問された場合、積極的に答えていただけることを希望します。反応がな

いと、こちらもやりにくいので。また、授業準備としては、単語を調べてきてほ
しいのですが、今日やるページを一度、目をとおすだけでもやってから出席して
くれればずいぶん分かりやすくなります。 

連絡先 ⻄岡研究室（六学舎 4 階, 1644） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業時間外の学習時間は 30 分程度が多い、そしてその内容も、宿題をするが多
かった。語学学習は、繰り返して学習することと、継続して学習することが重要



です。 
英文科目名 Scientific English I 
関連科目 英語 I・II, 科学英語 II・III・IV, 英会話 I・II, TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 １年間、私の授業を受けることにより語彙⼒とてきすといが身につくよう工夫し

ます。 
講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語への基礎的な読解⼒を養

う 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Vocabulary notebook. Class-work. Small Test. Report. Presentation. Root ＆ 

Trunk Sentences CD. 
2 回 Chapter 1: Why are animals in danger? R ＆ T=trucks 1 ＆ 2. 
Key Sentence: In 1900 there were 100,000 tigers in the world. 
3 回 Chapter 1: Why are animals in danger? R ＆ T=trucks 3 ＆ 4. 
Key Sentence: We are never going to see a dodo alive again. 
4 回 Chapter 2: The effect of humans. R ＆ T=trucks 5 ＆ 6. 
Key Sentence: Some of them hunted dodos−not for food, but because they liked 
hunting. 
5 回 Chapter 2: The effect of humans. R ＆ T=trucks 7 ＆ 8 
Key Sentence: The birds there were not afraid of rats. 
6 回 Class-work (Chapters 1-2, R ＆ T=Trucks 1-4), Review of chapters 1-3. 
Presentation ＆ Report. 
7 回 Chapter 3: Animals matter 
Key Sentence: Where do they sleep? 
8 回 Chapter 3: Animals matter 
Key Sentence: When humans near them beome ill, they get ill too. 
9 回 Chapter 4: On land 
Key Sentence: To many people, the most interesting animals are the big land 
animals. 
10 回 Chapter 4: On land 
Key Sentence: Very soon, scientists say, this species is going to be extinct. 
11 回 Small Test (Chapters 1-4, R ＆ T=trucks 5-8) 
12 回 Chapter 5: In the water 
Key Sentence: About 10 per cent of the people in the world live near the river. 
13 回 Chapter 5: In the water 
Key Sentence: Most countries stopped killing whales a number of years ago. 
14 回 Internet Learning Sites. 
15 回 Internet Learning Sites. Examination Guide, Questionaire writing. 

準備学習 １．教材としてテキスト２種類、辞書(電子辞書も可）、ノートは必需品です。毎
回チェックすること。 
２．シラバスでその日のレッスンページを確認し、所定の形式で単語帳を作って
授業に臨むこと。 
３．復習も準備につながるので、前回読んだページを最低 3 回は音読しておくこ



と。耳から自分の英語を聞き日本語訳しなくても内容がほぼ理解できるようにな
ること。CD 等があれば聞く練習を怠らないこと。 
４．宿題をやって出席すること。 

 



年度 2012 
授業コード FB135D2 
成績評価 定期試験 70％, Small Test 10％, レポート 10％, Class-work 10％ 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 機械システム工学科(〜11),電気電子システム学科(〜11),生体医工学科(〜11),工

学プロジェクトコース(〜11) 
見出し FB135D2 科学英語Ⅱ 
担当教員名 ⻄岡 啓治 
単位数 2 
教科書 Hopkins, A., and J. Potter. 2008./ Animals in Danger. Oxford Bookworms Library, 

Factfile./ Oxford: Oxford U.P. (ISBN 978-0-19-423379-8) 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ありませんでした。 
科目名 科学英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 英和, 和英, 英英などの辞書（電子辞書も可), Root and Trunk Sentences＆CD 
授業形態 講義 
注意備考 There are two class-works and a small test to build up your vocabulary and basic 

sentences. 
シラバスコード FB135D2 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容の英文が辞書を使いながら読解できること 
受講者へのコメント 授業で質問された場合、積極的に答えていただけることを希望します。反応がな

いと、こちらもやりにくいので。また、授業準備としては、単語を調べてきてほ
しいのですが、授業で進むページを一度、目をとおすだけでもやってから出席し
てくれればずいぶん分かりやすくなります。 

連絡先 ⻄岡研究室（六学舎 4 階, 1644） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 総合的には、無難な評価をいただいたようです。英語に対する必要性を感じてい
る⼈が多いからでしょうか。 

英文科目名 Scientific English II 
関連科目 英語 I・II, 科学英語 I・III・IV, 英会話 I・II, TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 １年間、私の授業を受けることにより英語学習の方法が少しでも改善されるよ

う、工夫します。また、宿題など指示された課題に取り組む⼈は 20％以上いま
す、したがって、取り組み安い課題をもう少し出すとやってくれると考えていま
す。 

講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語への基礎的な読解⼒を養



う 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 1st semester results. 2nd semester schedule. Chapter 6 In the sky 

Key Sentence: They cannot live with people or other animals and they do not have 
many babies. 
2 回 Chapter 6 In the sky 
Key Sentence: Why did they stop coming? 
3 回 Chapter 7 What can countries do? 
Key Sentence: Which animals are disappearing fastest? 
4 回 Chapter 7 What can countries do? 
Key Sentence: 1.1 billion live in India and 1.6 billion are in China. 
5 回 Class-work (Chapters 6 ＆7, R＆T=Trucks 1-4), Review of chapters 6＆7. 
Presentation ＆ Report 
6 回 Chapter 8 What can we do? 
Key Sentence: Mountain gorillas are big animals with long arms and long black 
hair. 
7 回 Chapter 8 What can we do? 
Key Sentence: We cannot all go to Africa. 
8 回 Chapter 9 What can zoos do? 
Key Sentence: The bad zoos are often in towns, and they are old and dirty. 
9 回 Chapter 9 What can zoos do? 
Key Sentence: People in Jamaica are learning not to be afraid of the boas but to 
protect them. 
10 回 Small Test (Chapters 6-9, R＆T=trucks 5-8) Chapter 10 'New' animals 
11 回 Chapter 10 'New' animals 
Key Sentence: Europeans wanted to hunt and kill okapis, but not all of them died. 
12 回 Chapter 10 'New' animals 
Key Sentence: Then, in 2004, they saw it again, about seven times. 
13 回 Internet Learning Sites 
14 回 Internet Learning Sites 
15 回 Examination Guide. Questionnaire writing. 

準備学習 １．教材としてテキスト２種類、辞書(電子辞書も可）、ノートは必需品です。毎
回チェックすること。 
２．シラバスでその日のレッスンページを確認し、所定の形式で単語帳を作って
授業に臨むこと。 
３．復習も準備につながるので、前回読んだページを最低 3 回は音読しておくこ
と。耳から自分の英語を聞き日本語訳しなくても内容がほぼ理解できるようにな
ること。CD 等があれば聞く練習を怠らないこと。 
４．宿題をやって出席すること。 

 



年度 2012 
授業コード FB135E1 
成績評価 定期試験６０％ 小テスト２０％ 提出物１０％ 授業参加度１０％ 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 機械システム工学科(〜11),電気電子システム学科(〜11),生体医工学科(〜11),工

学プロジェクトコース(〜11) 
見出し FB135E1 科学英語Ⅰ 
担当教員名 赤羽 美鳥＊ 
単位数 2 
教科書 Asking Why? The Science of Everyday Life 日常科学の Q&A/中津川雅宣/金星堂 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「受講者数が多い」―このクラスは、教室の大きさに比べて受講者が多く、夏場

は大変であった。それにもかかわらず、皆頑張ったと思う。 
科目名 科学英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 英和辞典（手持ちのもの） 
授業形態 講義 
注意備考 必ず英和辞書を持参のこと（但し携帯電話の辞書は不可） 

出欠は厳密にとる。欠席日数が 1/3 をこえる者は、定期試験の受験資格を失う。 
シラバスコード FB135E1 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容の英文が辞書を使いながら読解できること。 
受講者へのコメント このクラスは、科学ものの読解であるので、興味のある⼈とそうでない⼈に分か

れてしまうようだ。また、英語の基礎の習熟度によっても、理解度に開きがある
ようだ。英語に苦手意識がある⼈も、少しでも理解できるという発見があれば、
学習意欲にもつながると思うので、頑張ってほしい。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 Ａの「週当たりの学習時間」であるが、熱心に取り組んでいる⼈と、そうでない
⼈とで、二極化がみられた。 
Ｃの「満足度」は、「満足・ほぼ満足」が 7 割であった。Ｅの「授業の手法」の中
で、「授業で扱う量が多い」「教科書がもう少し平易なものがよい」が少ないなが
らあった。 

英文科目名 Scientific English I 
関連科目 英語 I・II 、科学英語 II、英会話 I・II、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 自宅学習をもっとしっかりできるように、具体的な課題を工夫するつもりであ

る。 



講義目的 専門分野の英語文献への移行する前段階として、科学英語への基礎的な読解⼒を
養う。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 テクストの確認、準備学習、復習などを含めた学習方法の説明、講義の進め

方について説明する。 
2 回 Unit 1 Why do people have eyelashes?を学習する。 
（音読、日本語訳、語彙、文法事項など） 
3 回 Unit1 の小テストをする。Unit 2 Why does pepper make you sneeze?を学習
する。（音読、日本語訳、文法事項など） 
4 回 Unit2 の小テストをする。Unit 3 Why do we fall in love?を学習する。（音読、
日本語訳、語彙、文法事項など） 
5 回 Unit3 の小テストをする。Unit 4 Why can't we cure cold?を学習する。（音
読、日本語訳、語彙、文法事項など） 
6 回 Unit4 の小テストをする。Unit 5 Why is the number 7 lucky?を学習する。
（音読、日本語訳、語彙、文法事項など） 
7 回 Unit5 の小テストをする。Unit 6 Why does our hair turn gray?を学習する。
（音読、日本語訳、語彙、文法事項など） 
8 回 これまでの復習をする。基本的な文法学習、リスニングなどをする。 
9 回 Unit6 の小テストをする。Unit 7 Why is the sea salty?を学習する。 
（音読、日本語訳、語彙、文法事項など） 
10 回 Unit7 の小テストをする。Unit 8 Why do women live longer than men?を
学習する。（音読、日本語訳、語彙、文法事項など） 
11 回 Unit8 の小テストをする。Unit 9 Why do some species become extinct?を
学習する。（音読、日本語訳、語彙、文法事項など） 
12 回 Unit9 の小テストをする。Unit 10 Why are tomatoes a kind of fruit?を学習
する。（音読、日本語訳、語彙、文法事項など） 
13 回 Unit10 の小テストをする。Unit 11 Why does the wind blow?を学習する。
（音読、日本語訳、語彙、文法事項など） 
14 回 Unit11 の小テストをする。基本的な文法学習、リスニングの練習をなどを
する。 
15 回 前期の復習をする。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、テキストに目を通しておくこと。 
2 回 分からない語彙を辞書で調べながら、テクストの問題を予習し、分からない
箇所をチェックすること。併せて、英文の音読もしっかり行っておくこと。 
3 回 分からない語彙を辞書で調べながら、テクストの問題を予習し、分からない
箇所をチェックすること。併せて、英文の音読もしっかり行っておくこと。 
4 回 分からない語彙を辞書で調べながら、テクストの問題を予習し、分からない
箇所をチェックすること。併せて、英文の音読もしっかり行っておくこと。 
5 回 分からない語彙を辞書で調べながら、テクストの問題を予習し、分からない
箇所をチェックすること。併せて、英文の音読もしっかり行っておくこと。 
6 回 分からない語彙を辞書で調べながら、テクストの問題を予習し、分からない
箇所をチェックすること。併せて、英文の音読もしっかり行っておくこと。 



7 回 分からない語彙を辞書で調べながら、テクストの問題を予習し、分からない
箇所をチェックすること。併せて、英文の音読もしっかり行っておくこと。 
8 回 前半に行った内容を十分復習しておくこと。 
9 回 分からない語彙を辞書で調べながら、テクストの問題を予習し、分からない
箇所をチェックすること。併せて、英文の音読もしっかり行っておくこと。 
10 回 分からない語彙を辞書で調べながら、テクストの問題を予習し、分からな
い箇所をチェックすること。併せて、英文の音読もしっかり行っておくこと。 
11 回 分からない語彙を辞書で調べながら、テクストの問題を予習し、分からな
い箇所をチェックすること。併せて、英文の音読もしっかり行っておくこと。 
12 回 分からない語彙を辞書で調べながら、テクストの問題を予習し、分からな
い箇所をチェックすること。併せて、英文の音読もしっかり行っておくこと。 
13 回 分からない語彙を辞書で調べながら、テクストの問題を予習し、分からな
い箇所をチェックすること。併せて、英文の音読もしっかり行っておくこと。 
14 回 前期の試験に向けて、準備をはじめること。 
15 回 定期試験に向けての学習をしっかりと行うこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB135E2 
成績評価 定期試験６０％ 小テスト２０％ 提出物１０％ 授業参加度１０％ 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 機械システム工学科(〜11),電気電子システム学科(〜11),生体医工学科(〜11),工

学プロジェクトコース(〜11) 
見出し FB135E2 科学英語Ⅱ 
担当教員名 赤羽 美鳥＊ 
単位数 2 
教科書 Asking Why? The Science of Everyday Life 日常科学の Q&A/中津川雅宣/金星堂 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 教室の環境への要望があった。 
科目名 科学英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 英和辞典（手持ちのもの） 
授業形態 講義 
注意備考 必ず英和辞書を持参のこと（但し携帯電話の辞書は不可） 

出欠は厳密にとる。欠席日数が 1/3 をこえる者は、定期試験の受験資格を失う。 
シラバスコード FB135E2 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容の英文が辞書を使いながら読解できること。 
受講者へのコメント このクラスは、多くの⼈が明るく元気で雰囲気がよかったように思う。今後もポ

ジティブに頑張ってほしい。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 自宅学習の時間が少ない⼈が、一年次より増える傾向がある。 
英文科目名 Scientific English II 
関連科目 英語 I・II 、科学英語 I、英会話 I・II、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 二年生になると少し慣れもあってか、学習時間が少なくなる傾向がある。いかに

自宅学習をしっかり行うかの工夫が必要だと思う。 
講義目的 専門分野の英語文献への移行する前段階として、科学英語への基礎的な読解⼒を

養う。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 前期の復習、基本的な文法事項の学習、音読の練習などをする。 

2 回 Unit 12 Why are spider webs so strong?を学習する。（音読、日本語訳、語
彙、文法事項など） 
3 回 Unit12 の小テストをする。Unit 13 Why do we cry when we cut an onion?を



学習する。（音読、日本語訳、文法事項など） 
4 回 Unit13 の小テストをする。Unit 14 Why do we dream?を学習する。（音読、
日本語訳、語彙、文法事項など） 
5 回 Unit14 の小テストをする。基本的な文法事項の学習、音読の練習などをす
る。 
6 回 Unit 15 Why are there 24 hours in a day?を学習する。（音読、日本語訳、語
彙、文法事項など） 
7 回 Unit15 の小テストをする。Unit 16 Why do bugs fly into lights?を学習する。
（音読、日本語訳、語彙、文法事項など） 
8 回 これまでの復習をする。基本的な文法学習、リスニングなどをする。 
9 回 Unit 17 Why do chili peppers taste hot and mints cold?を学習する。（音読、
日本語訳、語彙、文法事項など） 
10 回 Uni17 の小テストをする。Unit 18 Why do we forget things?を学習する。
（音読、日本語訳、語彙、文法事項など） 
11 回 Unit18 の小テストをする。Unit 19 Why is the Fibonacci Sequence so 
important?を学習する。（音読、日本語訳、語彙、文法事項など） 
12 回 Unit19 の小テストをする。Unit20 Why don't mosquitoes attack each other?
を学習する。（音読、日本語訳、語彙、文法事項など） 
13 回 Unit20 の小テストをする。Unit 21 Why is the sky blue?を学習する。（音
読、日本語訳、語彙、文法事項など） 
14 回 Unit21 の小テストをする。基本的な文法学習、リスニングの練習をなどを
する 
15 回 後期の復習をする。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、テクストに目を通しておくこと 
2 回 分からない語彙を辞書で調べながら、テクストの問題を予習し、分からない
箇所をチェックすること。併せて、英文の音読もしっかり行っておくこと。 
3 回 分からない語彙を辞書で調べながら、テクストの問題を予習し、分からない
箇所をチェックすること。併せて、英文の音読もしっかり行っておくこと。 
4 回 分からない語彙を辞書で調べながら、テクストの問題を予習し、分からない
箇所をチェックすること。併せて、英文の音読もしっかり行っておくこと。 
5 回 今までに学習したことを十分復習しておくこと。 
6 回 分からない語彙を辞書で調べながら、テクストの問題を予習し、分からない
箇所をチェックすること。併せて、英文の音読もしっかり行っておくこと。 
7 回 分からない語彙を辞書で調べながら、テクストの問題を予習し、分からない
箇所をチェックすること。併せて、英文の音読もしっかり行っておくこと。 
8 回 前半に行った内容を十分復習しておくこと 
9 回 分からない語彙を辞書で調べながら、テクストの問題を予習し、分からない
箇所をチェックすること。併せて、英文の音読もしっかり行っておくこと。 
10 回 分からない語彙を辞書で調べながら、テクストの問題を予習し、分からな
い箇所をチェックすること。併せて、英文の音読もしっかり行っておくこと。 
11 回 分からない語彙を辞書で調べながら、テクストの問題を予習し、分からな
い箇所をチェックすること。併せて、英文の音読もしっかり行っておくこと。 



12 回 分からない語彙を辞書で調べながら、テクストの問題を予習し、分からな
い箇所をチェックすること。併せて、英文の音読もしっかり行っておくこと。 
13 回 分からない語彙を辞書で調べながら、テクストの問題を予習し、分からな
い箇所をチェックすること。併せて、英文の音読もしっかり行っておくこと。 
14 回 後期の試験に向けて、準備をはじめること 
15 回 定期試験に向けての学習をしっかりと行うこと 

 



年度 2012 
授業コード FB135F1 
成績評価 期末試験 70%、 小テスト 30% 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 機械システム工学科(〜11),電気電子システム学科(〜11),生体医工学科(〜11),工

学プロジェクトコース(〜11) 
見出し FB135F1 科学英語Ⅰ 
担当教員名 松岡 由美子＊ 
単位数 2 
教科書 Oxford Bookworms Library Factfiles : Disaster! (OUP) 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 ・良い授業でした。分かりやすかったです。後期もおねがいします。 

→丁寧で分かりやすい授業を心掛けているので、このように感じてもらえて大変
嬉しく励みになります。きっとご自身も予習、復習を頑張り、授業にまじめに取
り組んだからだと思います。一⼈でも多くの受講生にこのような感想を持っても
らえるようにさらに努⼒したいと思います。後期も、一緒に頑張りましょう。 

科目名 科学英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 英和辞典 
授業形態 講義 
注意備考 必ず予習・復習をし、英和辞典を持参して授業に臨むこと。期末試験は 15 回講

義終了後実施する。 
シラバスコード FB135F1 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容の英文が辞書を使いながら読解できること。 
受講者へのコメント 出席率も良く、私語もなく、ほとんどの受講生が大変真摯な態度で受講してくれ

たことに、とても感謝しています。私にとっては大変楽しいクラスでした。授業
は、受講生とともに作り上げてゆくものだと改めて感じさせてもらえました。難
しいテキストにもかかわらず、ほとんどの受講生が予習復習をよく頑張ってくれ
たと思います。後期もさらなるレベルアップを目指してほしいと思います。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 [A]〜[B]の項目では、出席率も良く、授業時間外の学習にも積極的に取り組めて
おり、この分野への理解が深まり、興味、関心も高まったという受講生が大多数
で、嬉しく思います。授業時間外学習が 3 時間以上という受講生もいて、感心し
ました。ごく一部に、欠席回数が多く、授業時間外学習時間の少ない学生が見ら
れたのは残念に思います。[C]の項目では、とても満足のゆく評価を得ることが
できて、嬉しく思います。[E]の項目では約 90％の受講生が特にないと回答して



おりますが、さらに目標達成のため、努⼒したいと思います。 
英文科目名 Scientific English I 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、 科学英語Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、 英会話Ⅰ・Ⅱ、 TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 特に大きな変更予定はありません。基礎的な文法を復習しながら、読解⼒向上を

目指してゆきます。 
講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語への基礎的な読解⼒を養

う。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション、Can we survive? の英文を読み、解説をする。英文中

の重要な文法、語法、構文の説明をする。 
2 回 1 Natural disasters、 1.1 Vesvius の英文を読み、解説をする。英文中の重
要な文法、語法、構文の説明をする。 
3 回 1.1 Vesvius の英文を読み、解説をする。英文中の重要な文法、語法、構文
の説明をする。 
4 回 p.77 ACTIVITIES  1.1 Vesvius の練習問題の解答をしながら、英文内容の
理解を確認する。 
1.2 Earthquakes の英文を読み、解説をする。英文中の重要な文法、語法、構文の
説明をする。 
5 回 1.2 Earthquakes の英文を読み、解説をする。英文中の重要な文法、語法、
構文の説明をする。 
6 回 1.2 Earthquakes の英文を読み、解説をする。英文中の重要な文法、語法、
構文の説明をする。 
7 回 p.77 ACTIVITIES  1.2 Earthquakes の練習問題の解答をしながら、英文内
容の理解を確認する。 
1.3 The Asian Tsunami の英文を読み、解説をする。英文中の重要な文法、語法、
構文の説明をする。 
8 回 小テストをする。 
1.3 The Asian Tsunami の英文を読み、解説をする。英文中の重要な文法、語法、
構文の説明をする。 
9 回 1.3 The Asian Tsunami の英文を読み、解説をする。英文中の重要な文法、
語法、構文の説明をする。 
10 回 1.4 Hurricane Katrina の英文を読み、解説をする。英文中の重要な文法、
語法、構文の説明をする。 
11 回 1.4 Hurricane Katrina の英文を読み、解説をする。英文中の重要な文法、
語法、構文の説明をする。 
12 回 p.78 ACTIVITIES  1.3 The Asian Tsunami and 1.4 Hurricane Katrina の
練習問題の解答をしながら、英文内容の理解を確認する。 
2 Human error の英文を読み、解説をする。英文中の重要な文法、語法、構文の
説明をする。 
13 回 2.1 The Great Fire of London の英文を読み、解説をする。英文中の重要
な文法、語法、構文の説明をする。 
14 回 2.1 The Great Fire of London の英文を読み、解説をする。英文中の重要



な文法、語法、構文の説明をする。 
15 回 p.78 ACTIVITIES 2.1 The Great Fire of London の練習問題の解答をしな
がら、英文内容の理解を確認する。 
前期の学習の総まとめをする。 

準備学習 1 回 テキストを購入し、Can we survive? の英文を読み、分からない単語や熟語，
語法などを辞書を引いて調べておくこと。 
2 回 1 Natural disasters と 1.1 Vesuvius の英文を読み、分からない単語や熟語、
語法などを辞書を引いて調べておくこと。 
3 回 1.1 Vesuvius の英文を読み、分からない単語や熟語、語法などを辞書を引い
て調べておくこと。 
4 回 1.1 Vesuvius の復習をして、p.77 ACTIVITIES  1.1 の練習問題を解いてお
くこと。 
1.2 Earthquakes の英文を読み、分からない単語や熟語、語法などを辞書を引い
て調べておくこと。 
5 回 1.2 Earthquakes の英文を読み、分からない単語や熟語、語法などを辞書を
引いて調べておくこと。 
6 回 1.2 Earthquakes の英文を読み、分からない単語や熟語、語法などを辞書を
引いて調べておくこと。 
7 回 1.2 Earthquakes の復習をして、p.77 ACTIVITIES  1.2 の練習問題を解い
ておくこと。 
1.3 The Asian Tsunami の英文を読み、分からない単語や熟語、語法などを辞書
を引いて調べておくこと。 
8 回 1.3 The Asian Tsunami の英文を読み、分からない単語や熟語、語法などを
辞書を引いて調べておくこと。 
小テストに備えて、Can we survive? 〜 1.2 Earthquakes までを総復習しておく
こと。 
9 回 1.3 The Asian Tsunami の英文を読み、分からない単語や熟語、語法などを
辞書を引いて調べておくこと。 
10 回 1.4 Hurricane Katrina の英文を読み、分からない単語や熟語、語法などを
辞書を引いて調べておくこと。 
11 回 1.4 Hurricane Katrina の英文を読み、分からない単語や熟語、語法などを
辞書を引いて調べておくこと。 
12 回 1.3 The Asian Tsunami と 1.4 Hurricane Katrina の復習をして、p.78 
ACTIVITIES  1.3 and 1.4 の練習問題を解いておくこと。 
2 Human error の英文を読み、分からない単語や熟語、語法などを辞書を引いて
調べておくこと。 
13 回 2.1 The Great Fire of London の英文を読み、分からない単語や熟語、語
法などを辞書を引いて調べておくこと。 
14 回 2.1 The Great Fire of London の英文を読み、分からない単語や熟語、語
法などを辞書を引いて調べておくこと。 
15 回 2.1 The Great Fire of London の復習をして、p.78 ACTIVITIES  2.1 の
練習問題を解いておくこと。 



前期の学習の総復習をして、質問事項があればまとめておくこと。 
 



年度 2012 
授業コード FB135F2 
成績評価 期末試験 70%、 小テスト 30% 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 機械システム工学科(〜11),電気電子システム学科(〜11),生体医工学科(〜11),工

学プロジェクトコース(〜11) 
見出し FB135F2 科学英語Ⅱ 
担当教員名 松岡 由美子＊ 
単位数 2 
教科書 Oxford Bookworms Library Factfiles : Disaster! (OUP) 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ・楽しかった。 

・良かったです。 
→楽しく学習でき，良かったというコメントをもらえて，励みになります。今後
も楽しく英語学習を継続して，さらにレベルアップしてください。 

科目名 科学英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 英和辞典 
授業形態 講義 
注意備考 必ず予習・復習をし、英和辞典を持参して授業に臨むこと。期末試験は 15 回講

義終了後実施する。 
シラバスコード FB135F2 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容の英文が辞書を使いながら読解できること。 
受講者へのコメント 出席率も良く，私語もなく，ほぼ全受講生が大変真摯な態度で受講してくれたこ

とに感謝しています。受講生の皆さんの予習，復習の努⼒と，授業での集中⼒に
はいつも感心していました。辞書を引いて，英文の構造をとらえながら読解する
⼒を身につけたと思うので，英文の専門書の読解にもチャレンジして欲しいと思
います。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 [A]〜[B]の項目では，大多数の受講生が，出席率も良く，授業時間外学習にも積
極的に取り組め，自身の成⻑も実感しており，嬉しく思います。[C]の項目では，
どれも高い評価を受け，特に，90.6%の受講生が教員の熱意を「感じられた」「少
し感じられた」と回答し，満足できていたことをとても嬉しく思います。[E]の項
目では，81.3%の受講生が特にないと回答していますが，さらに努⼒したいと思
います。 



英文科目名 Scientific English II 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、 科学英語Ⅰ・Ⅲ・Ⅳ、 英会話Ⅰ・Ⅱ、 TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 特に大きな変更予定はありません。基礎的な文法の復習や音読の練習も加えて，

読解⼒の向上を目指します。 
講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語への基礎的な読解⼒を養

う。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション、2.2 The Titanic の英文を読み、解説をする。英文中

の重要な文法、語法、構文の説明をする。 
2 回 2.2 The Titanic の英文を読み、解説をする。英文中の重要な文法、語法、
構文の説明をする。 
3 回 2.2 The Titanic の英文を読み、解説をする。英文中の重要な文法、語法、
構文の説明をする。 
4 回 p.78 ACTIVITIES  2.2 The Titanic の練習問題の解答をしながら、英文内
容の理解を確認する。 
2.3 Bhopal の英文を読み、解説をする。英文中の重要な文法、語法、構文の説明
をする。 
5 回 2.3 Bhopal の英文を読み、解説をする。英文中の重要な文法、語法、構文
の説明をする。 
6 回 2.3 Bhopal の英文を読み、解説をする。英文中の重要な文法、語法、構文
の説明をする。 
7 回 p.79 ACTIVITIES  2.3 Bhopal の練習問題の解答をしながら、英文内容の
理解を確認する。 
2.4 Challenger and Columbia の英文を読み、解説をする。英文中の重要な文法、
語法、構文の説明をする。 
8 回 小テストをする。 
2.4 Challenger and Columbia の英文を読み、解説をする。英文中の重要な文法、
語法、構文の説明をする。 
9 回 2.4 Challenger and Columbia の英文を読み、解説をする。英文中の重要な
文法、語法、構文の説明をする。 
10 回 2.5 The Exxon Valdez の英文を読み、解説をする。英文中の重要な文法、
語法、構文の説明をする。 
11 回 2.5 The Exxon Valdez の英文を読み、解説をする。英文中の重要な文法、
語法、構文の説明をする。 
12 回 p.79 ACTIVITIES  2.4 Challenger and Columbia and  2.5 The Exxon 
Valdez の練習問題の解答をしながら、英文内容の理解を確認する。 
2.6 Chernobyl の英文を読み、解説をする。英文中の重要な文法、語法、構文の
説明をする。 
13 回 2.6 Chernobyl の英文を読み、解説をする。英文中の重要な文法、語法、
構文の説明をする。 
14 回 2.6 Chernobyl の英文を読み、解説をする。英文中の重要な文法、語法、
構文の説明をする。 



15 回 p.80 ACTIVITIES 2.6 Chernobyl の練習問題の解答をしながら、英文内容
の理解を確認する。 
後期の学習の総まとめをする。 

準備学習 1 回 2.2 The Titanic の英文を読み、分からない単語や熟語，語法などを辞書を
引いて調べておくこと。 
2 回 2.2 The Titanic の英文を読み、分からない単語や熟語、語法などを辞書を
引いて調べておくこと。 
3 回 2.2 The Titanic の英文を読み、分からない単語や熟語、語法などを辞書を
引いて調べておくこと。 
4 回 2.2 The Titanic の復習をして、p.78 ACTIVITIES  2.2 の練習問題を解い
ておくこと。 
2.3 Bhopal の英文を読み、分からない単語や熟語、語法などを辞書を引いて調べ
ておくこと。 
5 回 2.3 Bhopal の英文を読み、分からない単語や熟語、語法などを辞書を引い
て調べておくこと。 
6 回 2.3 Bhopal の英文を読み、分からない単語や熟語、語法などを辞書を引い
て調べておくこと。 
7 回 2.3 Bhopal の復習をして、p.79 ACTIVITIES  2.3 の練習問題を解いてお
くこと。 
2.4 Challenger and Columbia の英文を読み、分からない単語や熟語、語法などを
辞書を引いて調べておくこと。 
8 回 2.4 Challenger and Columbia の英文を読み、分からない単語や熟語、語法
などを辞書を引いて調べておくこと。 
小テストに備えて、2.2 The Titanic 〜 2.3 Bhopal までを総復習しておくこと。 
9 回 2.4 Challenger and Columbia の英文を読み、分からない単語や熟語、語法
などを辞書を引いて調べておくこと。 
10 回 2.5 The Exxon Valdez の英文を読み、分からない単語や熟語、語法などを
辞書を引いて調べておくこと。 
11 回 2.5 The Exxon Valdez の英文を読み、分からない単語や熟語、語法などを
辞書を引いて調べておくこと。 
12 回 2.4 Challenger and Columbia と 2.5 The Exxon Valdez の復習をして、
p.79 ACTIVITIES  2.4 and 2.5 の練習問題を解いておくこと。 
2.6 Chernobyl の英文を読み、分からない単語や熟語、語法などを辞書を引いて
調べておくこと。 
13 回 2.6 Chernobyl の英文を読み、分からない単語や熟語、語法などを辞書を
引いて調べておくこと。 
14 回 2.6 Chernobyl の英文を読み、分からない単語や熟語、語法などを辞書を
引いて調べておくこと。 
15 回 2.6 Chernobyl の復習をして、p.80 ACTIVITIES  2.6 の練習問題を解い
ておくこと。 
後期の学習の総復習をして、質問事項があればまとめておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB135G1 
成績評価 試験 80%と提出課題 20%により成績を評価する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 機械システム工学科(〜11),電気電子システム学科(〜11),生体医工学科(〜11),工

学プロジェクトコース(〜11) 
見出し FB135G1 科学英語Ⅰ 
担当教員名 石⽥ 美佐江 
単位数 2 
教科書 Materials To Products／Alex Raynham／OXFORD UNIVERSITY PRESS 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 科学英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示します 
授業形態 講義 
注意備考 辞書を持参すること。 
シラバスコード FB135G1 
実務経験のある教員  
達成目標 科学英語の語彙や構文を平易な英文を通して理解すること。 
受講者へのコメント  
連絡先 6 学舎 4 階石⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Scientific English I 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、 科学英語Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、 英会話Ⅰ・Ⅱ、 TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 基本的な語彙、文法を習得しながら、科学に関する英文に慣れる。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 英語学習の方法について説明する。 

シラバスをもとに今後の講義について説明する。 
教科書 p3 の Introduction を説明する。 
2 回 Unit1 The First Materials の p4-p5 の Flint and Fur と Wood and Plant につ
いての英文読み、語彙や文法事項等について説明する。 
3 回 Unit1 The First Materials の p6-p7 の Clay、Bronze and Iron、Stone につ
いての英文を読み、語彙や文法事項等について説明する。 
p36-p37 の練習問題を説明する。 



4 回 Unit2 Rocks and Minerals の p8-p9 の Stone、Gems、Crystal についての英
文を読み、語彙や文法事項等について説明する。 
。 
5 回 Unit2 Rocks and Minerals の p10-p11 の Metals についての英文を読み、語
彙や文法事項等について説明する。 
p38-p39 の練習問題を説明する。 
6 回 Unit3 Glass and Concrete の p12-p13 の Glass についての英文を読み、 
語彙や文法事項等について説明する。 
7 回 Unit3 Glass and Concrete の p14-p15 の Concrete についての英文を読み、
語彙や文法事項等について説明する。 
p40-p41 の練習問題を説明する。 
8 回 Units1-3 までの内容や語彙・文法事項等を再度確認する。 
9 回 Unit4 Materials That We Grow の p16-p17 の Cotton や Wool についての英
文を読み、語彙や文法事項等について説明する。 
10 回 Unit4 Materials That We Grow の p18-p19 の Paper、Pearls、Rubber につ
いての英文を読み、語彙や文法事項等について説明する。 
p42-p43 の練習問題を説明する。 
11 回 Unit5 Incredible Oil の p20-p21 の Oil and Natural Gas についての英文を
読み、語彙や文法事項等について説明する。 
12 回 Unit5 Incredible Oil の p22-p23 の Plastics、Nylon、Acrylic についての英
文を読み、語彙や文法事項等について説明する。 
p44-p45 の練習問題を説明する。 
13 回 Unit6 New Materials の p24-p25 の Silicon、Fiber-Optic Cables、Liquid 
Crystals についての英文を読み、語彙や文法事項等について説明する。 
。 
14回 Unit6 New Materials の p26-p27の Composite Materials、Aerogels、Recycled 
Materials についての英文を読み、語彙や文法事項等について説明する。 
p46-p47 の練習問題を説明する。 
15 回 Unit7 finding Materials の p28-p29 の Seeing Under the Ground、Drilling
についての英文を読み、語彙や文法事項等について説明する。 
Units4-6 までの内容や語彙・文法事項等を再度確認する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく読み、講義内容を確認して講義に臨むこと。 
教科書の p3 の Introduction の質問の答えを考えてくること。 
2 回 Unit1 The First Materials の p4-p5 を読み、語彙を辞書で調べ読んでおくこ
と。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
3 回 前回の Unit1 The First Materials の p4-p5 の語彙や内容を復習しておくこ
と。 
Unit1 The First Materials の p6-p7 を読み、語彙を辞書で調べ読んでおくこと。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
pages36-37 の練習問題をしてくること。 
4 回 前回の Unit1 The First Materials の p6-p7 の語彙や内容を復習しておくこ



と。 
Unit2 Rocks and Minerals の p8-p9 を読み、語彙を辞書で調べ読んでおくこと。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
5 回 前回の Unit2 Rocks and Minerals の p8-p9 の語彙や内容を復習しておくこ
と。 
Unit2 Rocks and Minerals の p10-p11 を読み、語彙を辞書で調べ読んでおくこ
と。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
pages38-39 の練習問題をしてくること。 
6 回 前回の Unit2 Rocks and Minerals の p10-p11 の語彙や内容を復習しておく
こと。 
Unit3 Glass and Concrete の p12-p13 を読み、語彙を辞書で調べ読んでおくこと。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
7 回 前回の Unit3 Glass and Concrete の p12-p13 の語彙や内容を復習しておく
こと。 
Unit3 Glass and Concrete の p14-p15 を読み、語彙を辞書で調べ読んでおくこと。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
pages40-41 の練習問題をしてくること。 
8 回 Units1-3 までを復習し、語彙、文法、内容を確認しておくこと。 
9 回 Unit4 Materials That We Grow の p16-p17 を読み、語彙を辞書で調べ読ん
でおくこと。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
10 回 前回の Unit4 Materials That We Grow の p16-p17 の語彙や内容を復習し
ておくこと。 
Unit4 Materials That We Grow の p18-p19 を読み、語彙を辞書で調べ読んでおく
こと。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
pages42-43 の練習問題をしてくること。 
11 回 前回の Unit4 Materials That We Grow の p18-p19 の語彙や内容を復習し
ておくこと。 
Unit5 Incredible Oil の p20-p21 を読み、語彙を辞書で調べ読んでおくこと。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
12 回 前回の Unit5 Incredible Oil の p20-p21 の語彙や内容を復習しておくこと。 
Unit5 Incredible Oil の p22-p23 を読み、語彙を辞書で調べ読んでおくこと。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
pages44-45 の練習問題をしてくること。 
13 回 前回の Unit5 Incredible Oil の p22-p23 の語彙や内容を復習しておくこと。 
Unit6 New Materials の p24-p25 を読み、語彙を辞書で調べ読んでおくこと。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
14 回 前回の Unit6 New Materials の p24-p25 の語彙や内容を復習しておくこ
と。 
Unit6 New Materials の p26-p27 を読み、語彙を辞書で調べ読んでおくこと。 



知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
pages46-47 の練習問題をしてくること。 
15 回 前回の Unit6 New Materials の p26-p27 の語彙や内容を復習しておくこ
と。 
Unit7 finding Materials の p28-p29 を読み、語彙を辞書で調べ読んでおくこと。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
Units4-6 までを復習し、語彙、文法、内容を確認しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB135G2 
成績評価 試験 80%と提出課題 20%により成績を評価する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 機械システム工学科(〜11),電気電子システム学科(〜11),生体医工学科(〜11),工

学プロジェクトコース(〜11) 
見出し FB135G2 科学英語Ⅱ 
担当教員名 石⽥ 美佐江 
単位数 2 
教科書 Incredible Energy ／ Louise & Richard Spilsbury ／ OXFORD UNIVERSITY 

PRESS 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「動物園かと思うくらいうるさかった」---教員の指示なく突然発言する学生がい

ましたが、授業内容に即していることが 
大半でしたし、彼なりの授業に参加しようとする姿勢は認めてもらいたいと思い
ます。授業に関係のない単なる私語については、今後もきちんと指導していきま
す。 
「とてもよい授業でした。」---ありがとうございます。今後もこのような評価を
受けられるよう努⼒します。 

科目名 科学英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示します。 
授業形態 講義 
注意備考 辞書を持参すること。 
シラバスコード FB135G2 
実務経験のある教員  
達成目標 科学英語の語彙や構文を平易な英文を通して理解すること。 
受講者へのコメント 「授業時間以外に学習を全くしなかった」に 30.3%の回答がありました。「宿題

などの指示された課題に取り組んだ」への回答は 57.6%でした。英語が苦手な学
生が多くいましたが、教員が指示した課題にはまじめに取り組んでほしいと思い
ます。 
「板書、スライド、配布資料がよく見えなかった」に 1 ⼈回答がありました。受
講数の割には広い教室でしたので、よく見える位置に移動してくださるようお願
いします。 
「1 回の授業で扱う量が少ない」「教科書や資料のレベルが、もう少し高くても良
い」にそれぞれ 1 ⼈回答がありました。受講 
クラス 

連絡先 6 学舎 4 階石⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への  



対応 
各項目評価に対する所見 「この分野への理解がふかまった」が 72.7%、「この分野への興味、関心が高ま

った」が 21.2%、「この分野での技能・技術が向上した」「この分野と他の分野と
の関連性がわかった」がそれぞれ 1 ⼈、「今後の進路の参考になった」が 2 ⼈の
回答でした。 
目標達成が「できた」「だいたいできた」の合計が 69.7%、教員の意欲が「感じ
られた」「少し感じられた」が 75.8%、「満足」「ほぼ満足」が 75.7%でした。 
授業の手法については「特にない」が 93.9%、授業の進行と教材の提示について
も「特にない」が 90.9%でした。 
 

英文科目名 Scientific English II 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、 科学英語Ⅰ・Ⅲ・Ⅳ、 英会話Ⅰ・Ⅱ、 TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 資料提示などにパワーポイントなどをさらに活用することを考えています。 
講義目的 基本的な語彙、文法を習得しながら、科学に関する英文に慣れる。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 シラバスをもとに今後の講義について説明する。 

教科書 p3 の Introduction を説明する。  
Unit1 Energy Everywhere の p4-p5 の Converting Energy や Different Types of 
Energy についての英文を読み、語彙や文法事項等について説明する。 
2 回 Unit1 Energy Everywhere の p6-p7 の How Potential Energy Works や From 
High to Low についての英文を読み、語彙や文法事項等について説明する。 
p36-p37 の練習問題を説明する。 
3 回 Unit2 Heat Energy の p8-p9 の How We Get Heat や EnergyInside Hot 
Things についての英文を読み、語彙や文法事項等について説明する。 
4 回 Unit2 Heat Energy の p10-p11 の How Heat Energy Moves や Insulators に
ついての英文を読み、語彙や文法事項等について説明する。 
p38-p39 の練習問題を説明する。 
5 回 Unit3 Sound and Light の p12-p13 の Sound や Radio Waves についての英
文を読み、語彙や文法事項等について説明する。 
6 回 Unit3 Sound and Light の p14-p15 の light や Lasers についての英文を読
み、語彙や文法事項等について説明する。 
p40-p41 の練習問題を説明する。 
7 回 Unit4 Chemical Energy の p16-p17 の Using Chemical Energy についての英
文を読み、語彙や文法事項等について説明する。 
8 回 Units1-3 までの内容や語彙・文法事項等を再度確認する。 
9 回 Unit4 Chemical Energy の p18-p19 の Food Energy、Food Chains、Chemicals 
in the Ocean についての英文を読み、語彙や文法事項等について説明する。 
p42-p43 の練習問題を説明する。 
10 回 Unit5 Electricity の p20-p21 の What Is Electricity?や How Electricity Moves
についての英文を読み、語彙や文法事項等について説明する。 
。 
11 回 Unit5 Electricity の p22-p23 の Using Electricity や Using Batteries につい



ての英文を読み、語彙や文法事項等について説明する。 
p44-p45 の練習問題を説明する。 
12 回 Unit6 Fuels for Enegy の p24-p25 の Fossil Fuels、Getting Coal、Getting 
Oil and Gas についての英文を読み、語彙や文法事項等について説明する。 
13 回 Unit6 Fuels for Enegy の p26-p27 の Fossil Fuels for Electricity や Nuclear 
energy についての英文を読み、語彙や文法事項等について説明する。 
p46-p47 の練習問題を説明する。 
14 回 Unit7 Problems with Fuels の p28-p29 の Non-Renewable Fuels や Dirty 
Air についての英文を読み、語彙や文法事項等について説明する。 
15 回 Unit7 Problems with Fuels の p30-p31 の Seeing Greenhouse Gas Probems
や Nuclear Problems についての英文を読み、語彙や文法事項等について説明す
る。 
p48-p49 の練習問題を説明する。 
Units4-6 までの内容や語彙・文法事項等を再度確認する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく読み、講義内容を確認して講義に臨むこと。 
教科書の p3 の Introduction の質問の答えを考えてくること。 
Unit1 Energy Everywhere の p4-p5 のを読み、語彙を辞書で調べ読んでおくこと。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
2 回 前回の Unit1 Energy Everywhere の p4-p5 の語彙や内容を復習しておくこ
と。 
Unit1 Energy Everywhere の p6-p7 を読み、語彙を辞書で調べ読んでおくこと。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
pages36-37 の練習問題をしてくること。 
3 回 前回の Unit1 Energy Everywhere p6-p7 の語彙や内容を復習しておくこと。 
Unit2 Heat Energy の p8-p9 を読み、語彙を辞書で調べ読んでおくこと。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
4 回 前回の Unit2 Heat Energy p8-p9 の語彙や内容を復習しておくこと。 
Unit2 Heat Energy の p10-p11 を読み、語彙を辞書で調べ読んでおくこと。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
pages38-39 の練習問題をしてくること。 
5 回 前回の Unit2 Heat Energy p10-p11 の語彙や内容を復習しておくこと。 
Unit3 Sound and Light の p12-p13 を読み、語彙を辞書で調べ読んでおくこと。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
6 回 前回の Unit3 Sound and Light p12-p13 の語彙や内容を復習しておくこと。 
Unit3 Sound and Light の p14-p15 を読み、語彙を辞書で調べ読んでおくこと。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
pages40-41 の練習問題をしてくること。 
7 回 前回の Unit3 Sound and Light p14-p15 の語彙や内容を復習しておくこと。 
Unit4 Chemical Energy の p16-p17 を読み、語彙を辞書で調べ読んでおくこと。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
8 回 Units1-3 までを復習し、語彙、文法、内容を確認しておくこと。 
9 回 Unit4 Chemical Energy の p18-p19 を読み、語彙を辞書で調べ読んでおくこ



と。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
pages42-43 の練習問題をしてくること。 
10 回 前回の Unit4 Chemical Energy の p18-p19 の語彙や内容を復習しておくこ
と。 
Unit5 Electricity の p20-p21 を読み、語彙を辞書で調べ読んでおくこと。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
11 回 前回の Unit5 Electricity p20-p21 の語彙や内容を復習しておくこと。 
Unit5 Electricity の p22-p23 を読み、語彙を辞書で調べ読んでおくこと。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
pages44-45 の練習問題をしてくること。 
12 回 前回の Unit5 Electricity p22-p23 の語彙や内容を復習しておくこと。 
Unit6 Fuels for Enegy の p24-p25 を読み、語彙を辞書で調べ読んでおくこと。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
13 回 前回の Unit6 Fuels for Enegy p24-p25 の語彙や内容を復習しておくこと。 
Unit6 Fuels for Enegy の p26-p27 を読み、語彙を辞書で調べ読んでおくこと。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
pages46-47 の練習問題をしてくること。 
14 回 前回の Unit6 Fuels for Enegy p26-p27 の語彙や内容を復習しておくこと。 
Unit7 Problems with Fuels の p28-p29 を読み、語彙を辞書で調べ読んでおくこ
と。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
15 回 前回の Unit7 Problems with Fuels の p28-p29 の語彙や内容を復習してお
くこと。 
Unit7 Problems with Fuels の p30-p31 を読み、語彙を辞書で調べ読んでおくこ
と。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
pages48-49 の練習問題をしてくること。 
Units4-6 までを復習し、語彙、文法、内容を確認しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB135H1 
成績評価 期末試験 100% 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 機械システム工学科(〜11),電気電子システム学科(〜11),生体医工学科(〜11),工

学プロジェクトコース(〜11) 
見出し FB135H1 科学英語Ⅰ 
担当教員名 河本 誠 
単位数 2 
教科書 INTO THE FRONTIER（知のフロンティア１）／中里／南雲堂 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「わかりやすかった」という二⼈と「なし」の一⼈のコメントだけなので、概ね

この形で行けばよいと考えます。 
科目名 科学英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし。 
授業形態 講義 
注意備考 正当な理由がある場合を除き、欠席は５回以上で評価なし(E)とする。 
シラバスコード FB135H1 
実務経験のある教員  
達成目標 科学英語の語彙や構文を平易な英文を通して理解すること。 
受講者へのコメント 特になし 
連絡先 河本研究室。 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし 
英文科目名 Scientific English I 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、科学英語Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、ＴＯＩＥＣセミナー 
次回に向けての改善変更予定 より身が入るように、文単位の割り当てに加え、その日の最初の英文について、

全員にプリントで作業し提出してもらい、それを講義に取り込む。 
講義目的 基本的な語彙・文法を習得しながら、科学に関する英文に慣れる。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 第１課 While you sleep: この最初から、１文ずつ学生に発表させる。ま
ず、学生に単語の意味を聞き、次に文の中の意味的塊部分の構造をこちらで示し
た後、この部分の意味を聞き、最終的に文全体の意味を聞く。 
3 回 第１課 While you sleep: 引き続き、同じようにして読み進める。 
4 回 第１課 While you sleep: 引き続き、同じようにして読み進める。 



5 回 第２課 Your good health: この最初から、１文ずつ学生に発表させる。ま
ず、学生に単語の意味を聞き、次に文の中の意味的塊部分の構造をこちらで示し
た後、この部分の意味を聞き、最終的に文全体の意味を聞く。 
6 回 第２課 Your good health: 引き続き、同じようにして読み進める。 
7 回 第２課 Your good health: 引き続き、同じようにして読み進める。 
8 回 第３課 Twenty-one again: この最初から、１文ずつ学生に発表させる。
まず、学生に単語の意味を聞き、次に文の中の意味的塊部分の構造をこちらで示
した後、この部分の意味を聞き、最終的に文全体の意味を聞く。 
9 回 第３課 Twenty-one again: 引き続き、同じようにして読み進める。 
10 回 第３課 Twenty-one again: 引き続き、同じようにして読み進める。 
11 回 第４課 Yawning shows we're just big babies: この最初から、１文ずつ学
生に発表させる。まず、学生に単語の意味を聞き、次に文の中の意味的塊部分の
構造をこちらで示した後、この部分の意味を聞き、最終的に文全体の意味を聞く。 
12 回 第４課 Yawning shows we're just big babies: 引き続き、同じようにして
読み進める。 
13 回 第４課 Yawning shows we're just big babies: 引き続き、同じようにして
読み進める。 
14 回 第５課 Under Pressure: この最初から、１文ずつ学生に発表させる。ま
ず、学生に単語の意味を聞き、次に文の中の意味的塊部分の構造をこちらで示し
た後、この部分の意味を聞き、最終的に文全体の意味を聞く。 
15 回 第５課 Under Pressure: 引き続き、同じようにして読み進める。 

準備学習 1 回 特になし。教科書を準備しておくこと。 
2 回 第１課 While you sleep: 読み進んだ範囲のところを復習すること。 
3 回 第１課 While you sleep: 読み進んだ範囲のところを復習すること。 
4 回 第１課 While you sleep: 読み進んだ範囲のところを復習すること。 
5 回 第２課 Your good health: 読み進んだ範囲のところを復習すること。 
6 回 第２課 Your good health: 読み進んだ範囲のところを復習すること。進ん
だ範囲のところを復習すること。 
7 回 第２課 Your good health: 読み進んだ範囲のところを復習すること。進ん
だ範囲のところを復習すること。 
8 回 第３課 Twenty-one again: 読み進んだ範囲のところを復習すること。 
9 回 第３課 Twenty-one again: 読み進んだ範囲のところを復習すること。 
10 回 第３課 Twenty-one again: 読み進んだ範囲のところを復習すること。 
11 回 第４課 Yawning shows we're just big babies: 読み進んだ範囲のところを
復習すること。 
12 回 第４課 Yawning shows we're just big babies: 読み進んだ範囲のところを
復習すること。 
13 回 第４課 Yawning shows we're just big babies: 読み進んだ範囲のところを
復習すること。 
14 回 第５課 Under Pressure: 読み進んだ範囲のところを復習すること。 
15 回 第５課 Under Pressure: 読み進んだ範囲のところを復習すること。 

 



年度 2012 
授業コード FB135H2 
成績評価 期末試験 100% 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 機械システム工学科(〜11),電気電子システム学科(〜11),生体医工学科(〜11),工

学プロジェクトコース(〜11) 
見出し FB135H2 科学英語Ⅱ 
担当教員名 河本 誠 
単位数 2 
教科書 INTO THE FRONTIER（知のフロンティア１）／中里／南雲堂 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 科学英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし。 
授業形態 講義 
注意備考 正当な理由がある場合を除き、欠席は５回以上で評価なし(E)とする。 
シラバスコード FB135H2 
実務経験のある教員  
達成目標 科学英語の語彙や構文を平易な英文を通して理解すること。 
受講者へのコメント  
連絡先 河本研究室。 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Scientific English II 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、科学英語Ⅰ・Ⅲ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、ＴＯＩＥＣセミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 基本的な語彙・文法を習得しながら、科学に関する英文に慣れる。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 第７課 Gene therapy rejuvenates muscle: この最初から、１文ずつ学生に
発表させる。まず、学生に単語の意味を聞き、次に文の中の意味的塊部分の構造
をこちらで示した後、この部分の意味を聞き、最終的に文全体の意味を聞く。 
3 回 第７課 Gene therapy rejuvenates muscle: 引き続き、同じようにして読み
進める。 
4 回 第７課 Gene therapy rejuvenates muscle: 引き続き、同じようにして読み
進める。 



5 回 第８課 Space healing： この最初から、１文ずつ学生に発表させる。ま
ず、学生に単語の意味を聞き、次に文の中の意味的塊部分の構造をこちらで示し
た後、この部分の意味を聞き、最終的に文全体の意味を聞く。 
6 回 第８課 Space healing: 引き続き、同じようにして読み進める。 
7 回 第８課 Space healing: 引き続き、同じようにして読み進める。 
8 回 第９課 On the scent: この最初から、１文ずつ学生に発表させる。まず、
学生に単語の意味を聞き、次に文の中の意味的塊部分の構造をこちらで示した
後、この部分の意味を聞き、最終的に文全体の意味を聞く。 
9 回 第９課 On the scent: 引き続き、同じようにして読み進める。 
10 回 第９課 On the scent: 引き続き、同じようにして読み進める。 
11 回 第１０課 Poles apart: この最初から、１文ずつ学生に発表させる。まず、
学生に単語の意味を聞き、次に文の中の意味的塊部分の構造をこちらで示した
後、この部分の意味を聞き、最終的に文全体の意味を聞く。 
12 回 第１０課 Poles apart: 引き続き、同じようにして読み進める。 
13 回 第１０課 Poles apart： 引き続き、同じようにして読み進める。 
14 回 第１１課 It all fits: この最初から、１文ずつ学生に発表させる。まず、
学生に単語の意味を聞き、次に文の中の意味的塊部分の構造をこちらで示した
後、この部分の意味を聞き、最終的に文全体の意味を聞く。 
15 回 第１１課 It all fits: 引き続き、同じようにして読み進める。 

準備学習 1 回 特になし。教科書を準備しておくこと。 
2 回 第７課 Gene therapy rejuvenates muscle: 読み進んだ範囲のところを復
習すること。 
3 回 第７課 Gene therapy rejuvenates muscle: 読み進んだ範囲のところを復
習すること。 
4 回 第７課 Gene therapy rejuvenates muscle: 読み進んだ範囲のところを復
習すること。 
5 回 第８課 Space healing: 読み進んだ範囲のところを復習すること。 
6 回 第８課 Space healing: 読み進んだ範囲のところを復習すること。 
7 回 第８課 Space healing: 読み進んだ範囲のところを復習すること。 
8 回 第９課 On the scent: 読み進んだ範囲のところを復習すること。 
9 回 第９課 On the scent: 読み進んだ範囲のところを復習すること。 
10 回 第９課 On the scent: 読み進んだ範囲のところを復習すること。 
11 回 第１０課 Poles apart: 読み進んだ範囲のところを復習すること。 
12 回 第１０課 Poles apart: 読み進んだ範囲のところを復習すること。 
13 回 第１０課 Poles apart: 読み進んだ範囲のところを復習すること。 
14 回 第１１課 It all fits: 読み進んだ範囲のところを復習すること。 
15 回 第１１課 It all fits: 読み進んだ範囲のところを復習すること。 

 



年度 2012 
授業コード FB137A1 
成績評価 小テストまたは小レポート（40％）、定期試験（60％） 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB137A1 中国語Ⅰ 
担当教員名 支 洪涛＊ 
単位数 2 
教科書 ビデオで学ぶ入門中国語 一年生のころ（改訂版）／相原 茂 ほか／朝日出版社 
アクティブラーニング  
キーワード ⺟音、子音、四声、動詞述語文、形容詞述語文、疑問文、日中対照 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 中国語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義の際、適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 後期、引き続き支の担当する「中国語Ⅱ」を受講することが望ましい。 

受講希望者が多い場合、⼈数を制限する。 
シラバスコード FB137A1 
実務経験のある教員  
達成目標 音声構造及び簡単な構文を理解し、中国語の基礎的な知識を身に付け、中国語を

使ってあいさつや簡単な日常会話ができること。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Chinese I 
関連科目 中国語Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 中国語の音声を構成する子音・⺟音・声調及び簡単な構文についての説明を通じ

て、中国語に関する基礎的な知識を理解させ、中国語能⼒の養成の基礎を培って
もらう。なお、理解を深めるために、中国語の表現上の特徴や日中両言語の類似
点と相違点を取り上げる。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション、中国語について概説する。 

2 回 単⺟音、複⺟音、四声などについて説明する。 
3 回 子音を中心に説明する。 
4 回 鼻音を伴う⺟音を中心に説明する。 



5 回 軽声、声調の付け方、声調変化、アル化音などについて説明する。 
6 回 「是」構文、⼈称代名詞、諾否疑問文などについて説明する。 
7 回 副詞「也」「都」、助詞「的」、疑問詞疑問文などについて説明する。 
8 回 動詞述語文、反復疑問文などについて説明する。 
9 回 形容詞述語文、程度を表す副詞などについて説明する。 
10 回 選択疑問文を中心に説明する。 
11 回 比較文、助動詞「要」などについて説明する。 
12 回 「在」構文を中心に説明する。 
13 回 「有」構文を中心に説明する。 
14 回 中国文化理解の内容を取り上げる。 
15 回 前期のまとめを行う。 

準備学習 1 回 特になし 
2 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠席
していた者は出席した者に聞く） 
3 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠席
していた者は出席した者に聞く） 
4 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠席
していた者は出席した者に聞く） 
5 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠席
していた者は出席した者に聞く） 
6 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠席
していた者は出席した者に聞く） 
7 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠席
していた者は出席した者に聞く） 
8 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠席
していた者は出席した者に聞く） 
9 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠席
していた者は出席した者に聞く） 
10 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠
席していた者は出席した者に聞く） 
11 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠
席していた者は出席した者に聞く） 
12 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠
席していた者は出席した者に聞く） 
13 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠
席していた者は出席した者に聞く） 
14 回 特になし。 
15 回 前期の講義内容について不明な点があれば、質問を整理しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB137A2 
成績評価 小テストまたは小レポート（40％）、定期試験（60％） 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB137A2 中国語Ⅱ 
担当教員名 支 洪涛＊ 
単位数 2 
教科書 ビデオで学ぶ入門中国語 一年生のころ（改訂版）／相原 茂 ほか／朝日出版社 
アクティブラーニング  
キーワード 前置詞、アスペクト、補語、助動詞、異文化理解 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「分かりやすかった」という自由記述がたくさんあり、うれしかった。励みにな

る。 
科目名 中国語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義の際、適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 支の担当する中国語Ⅰを履修しておくことが望ましい。 

受講希望者が多い場合、⼈数を制限する。 
シラバスコード FB137A2 
実務経験のある教員  
達成目標 発音や構文に対する理解を深め、中国語の初歩的理解⼒と初歩的作文能⼒を養成

する。 
受講者へのコメント 成績評価で分かるように多くの受講者が授業によく取り組んでくれた。「意欲が

沸いた」との声もあって、うれしかった。岡山理科大学の中国語の授業が１年間
だけで、物足りないかと思うが、今度、ラジオや⺠間講座を通じて学習を継続し
てほしい。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 総合評価で、「満足」と「ほぼ満足」と答えた⼈が合わせて７９．７％だったの
で、講義内容及び方法が多くの学生に支持されたと思われる。 

英文科目名 Chinese II 
関連科目 中国語Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定 空調設備に関するクレーム（日によって寒かったり、暑かったりするとのこと）

があったが、「集中管理」から「個別管理」へ変更してもらえないかと、大学側に
進言してみたいと思う。 
「教室が狭い」という意見も大学側に伝える。 

講義目的 中国語の常用表現の学習を通じて、中国語に関する基礎的な知識を理解させ、中



国語の初歩的応用能⼒を養成してもらう。また、異文化理解を深めるために、中
国の名勝や中国⼈の生活習慣などを紹介する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 年月日や時刻の言い方などについて説明する。 

2 回 「了」その１を紹介し、「不」と「没」の違いを中心に説明する。 
3 回 「了」その２を紹介し、前置詞を中心に説明する。 
4 回 進行形の表し方を中心に説明する。 
5 回 「了」その３を紹介し、数詞とものの数え方について説明する。 
6 回 結果補語、持続状態を表す「着」などについて説明する。 
7 回 助動詞「会」、動詞の重ね型などについて説明する。 
8 回 二重目的語をとる動詞、経験を表す「過」などについて説明する。 
9 回 補語を導く助詞「得」を中心に説明する。 
10 回 助動詞「能」を中心に説明する。 
11 回 「会」と「能」の使い分けについて説明する。 
12 回 「使役表現」を中心に説明する。 
13 回 「把」構文を中心に説明する。 
14 回 中国文化理解の内容を取り上げる。 
15 回 後期のまとめを行う。 

準備学習 1 回 中国語Ⅰの内容を確認しておくこと（支が担当のものに限らない）。 
2 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠席
していた者は出席した者に聞く） 
3 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠席
していた者は出席した者に聞く） 
4 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠席
していた者は出席した者に聞く） 
5 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠席
していた者は出席した者に聞く） 
6 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠席
していた者は出席した者に聞く） 
7 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠席
していた者は出席した者に聞く） 
8 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠席
していた者は出席した者に聞く） 
9 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠席
していた者は出席した者に聞く） 
10 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠
席していた者は出席した者に聞く） 
11 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠
席していた者は出席した者に聞く） 
12 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠
席していた者は出席した者に聞く） 
13 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠



席していた者は出席した者に聞く） 
14 回 特になし。 
15 回 後期の講義内容について不明な点があれば、質問を整理しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB137B1 
成績評価 Grades will be based on the following. Homework, Worksheets and Quizes - 30%, 

Final Test - 70% 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 化学科(〜11),応用物理学科(〜11),基礎理学科(〜11),生物化学科(〜11),臨床生

命科学科(〜11),動物学科(〜11),工学部(〜11),総合情報学部(〜11),生物地球学
部(〜11) 

見出し fb137b1 英会話Ⅰ 
担当教員名 フィル ガッジェン＊ 
単位数 2 
教科書 Smart Choice 2nd Edition Starter(Oxford) 
アクティブラーニング  
キーワード Listening, Speaking, Conversation, Reading, Writing 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 英会話Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 None needed 
授業形態 講義 
注意備考 受講希望者が多い場合、⼈数を制限します。 
シラバスコード FB137B1 
実務経験のある教員  
達成目標 The students and the teacher will first go over the material and then practice it. 

The teacher will then call on individual students to allow them to practice 
responding and listening for information in English. The students will also work in 
groups going 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 English Conversation I 
関連科目 英語Ⅰ/Ⅱ, 科学英語Ⅰ/Ⅱ/Ⅲ/Ⅳ, 英会話Ⅱ，TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 To improve Survival English mainly listening and speaking skills but also reading 

and writing, the course will focus on a variety of daily situations that will be of use 
to university students. 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 



2 回 Unit 1: I`m a student. 
3 回 Unit 1: I`m a student. 
4 回 Unit 2: What`s your phone number? 
5 回 Unit 2: What`s your phone number? 
6 回 Unit 3: My family 
7 回 Unit 3: My family 
8 回 Unit 4: Do you like hip-hop? 
9 回 Unit 4: Do you like hip-hop? 
10 回 Unit 5: What do you do for fun? 
11 回 Unit 5: What do you do for fun? 
12 回 Unit 6: Can you play the guitar? 
13 回 Unit 6: Can you play the guitar? 
14 回 Review 
15 回 Review 

準備学習 1 回 Bring the textbook, notebook and writing instrument to class 
2 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
3 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
4 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
5 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
6 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
7 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
8 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
9 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
10 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
11 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
12 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
13 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
14 回 Review the information from Units 1, 2 and 3 
15 回 Review the information from Units 4, 5 and 6 

 



年度 2012 
授業コード FB137B2 
成績評価 Grades will be based on the following. Homework, Worksheets and Quizes - 30%, 

Final Test - 70% 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜11),工学部(〜11),総合情報学部(〜11),生物地球学部(〜11) 
見出し FB137B2 英会話Ⅱ 
担当教員名 フィル ガッジェン＊ 
単位数 2 
教科書 smart Choice 2nd Edition Starter(oxford) 
アクティブラーニング  
キーワード Listening, Speaking, Conversation, Reading, Writing 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 英会話Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 None needed 
授業形態 講義 
注意備考 受講希望者が多い場合、⼈数を制限します。 
シラバスコード FB137B2 
実務経験のある教員  
達成目標 The students and the teacher will first go over the material and then practice it. 

The teacher will then call on individual students to allow them to practice 
responding and listening for information in English. The students will also work in 
groups going 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 English Conversation II 
関連科目 英語Ⅰ/Ⅱ, 科学英語Ⅰ/Ⅱ/Ⅲ/Ⅳ, 英会話Ⅰ，TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 To improve Survival English mainly listening and speaking skills but also reading 

and writing, the course will focus on a variety of daily situations that will be of use 
to university students. 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 Unit 7: What is she wearing? 
3 回 Unit 7: What is she wearing? 



4 回 Unit 8: Is there a desk? 
5 回 Unit 8: Is there a desk? 
6 回 Unit 9: The bank is on the corner. 
7 回 Unit 9: The bank is on the corner. 
8 回 Unit 10: Do we have any milk? 
9 回 Unit 10: Do we have any milk? 
10 回 Unit 11: Where were you all day? 
11 回 Unit 11: Where were you all day? 
12 回 Unit 12: What did you do? 
13 回 Unit 12: What did you do? 
14 回 Review 
15 回 Review 

準備学習 1 回 Bring the textbook, notebook and writing instrument to class 
2 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
3 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
4 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
5 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
6 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
7 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
8 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
9 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
10 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
11 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
12 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
13 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
14 回 Review the information from Units 7, 8 and 9 
15 回 Review the information from Units 10, 11 and 12 

 



年度 2012 
授業コード FB137C1 
成績評価 Grades will be based on the following. Homework, Worksheets and Quizes - 30%, 

Final Test - 70% 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 化学科(〜11),応用物理学科(〜11),基礎理学科(〜11),生物化学科(〜11),臨床生

命科学科(〜11),動物学科(〜11),工学部(〜11),総合情報学部(〜11),生物地球学
部(〜11) 

見出し fb137c1 英会話Ⅰ 
担当教員名 デイビット ニール 
単位数 2 
教科書 Smart Choice 2nd Edition Starter(Oxford) 
アクティブラーニング  
キーワード Listening, Speaking, Conversation, Reading, Writing 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 Please write your true feelings on the class questionnaire. 
科目名 英会話Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 None needed 
授業形態 講義 
注意備考 受講希望者が多い場合、⼈数を制限します。 
シラバスコード FB137C1 
実務経験のある教員  
達成目標 The students and the teacher will first go over the material and then practice it. 

The teacher will then call on individual students to allow them to practice 
responding and listening for information in English. The students will also work in 
groups going 

受講者へのコメント Please keep studying hard. 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 Thank you for your important feedback. 
英文科目名 English Conversation I 
関連科目 英語Ⅰ/Ⅱ, 科学英語Ⅰ/Ⅱ/Ⅲ/Ⅳ, 英会話Ⅱ，TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 There will be no changes for next years class. 
講義目的 To improve Survival English mainly listening and speaking skills but also reading 

and writing, the course will focus on a variety of daily situations that will be of use 
to university students. 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 



2 回 Unit 1: I`m a student. 
3 回 Unit 1: I`m a student. 
4 回 Unit 2: What`s your phone number? 
5 回 Unit 2: What`s your phone number? 
6 回 Unit 3: My family 
7 回 Unit 3: My family 
8 回 Unit 4: Do you like hip-hop? 
9 回 Unit 4: Do you like hip-hop? 
10 回 Unit 5: What do you do for fun? 
11 回 Unit 5: What do you do for fun? 
12 回 Unit 6: Can you play the guitar? 
13 回 Unit 6: Can you play the guitar? 
14 回 Review 
15 回 Review 

準備学習 1 回 Bring the textbook, notebook and writing instrument to class 
2 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
3 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
4 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
5 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
6 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
7 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
8 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
9 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
10 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
11 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
12 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
13 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
14 回 Review the information from Units 1, 2 and 3 
15 回 Review the information from Units 4, 5 and 6 

 



年度 2012 
授業コード FB137C2 
成績評価 Grades will be based on the following. Homework, Worksheets and Quizes - 30%, 

Final Test - 70% 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜11),工学部(〜11),総合情報学部(〜11),生物地球学部(〜11) 
見出し FB137C2 英会話Ⅱ 
担当教員名 デイビット ニール 
単位数 2 
教科書 smart Choice 2nd Edition Starter(oxford) 
アクティブラーニング  
キーワード Listening, Speaking, Conversation, Reading, Writing 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 英会話Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 None needed 
授業形態 講義 
注意備考 受講希望者が多い場合、⼈数を制限します。 
シラバスコード FB137C2 
実務経験のある教員  
達成目標 The students and the teacher will first go over the material and then practice it. 

The teacher will then call on individual students to allow them to practice 
responding and listening for information in English. The students will also work in 
groups going 

受講者へのコメント  
連絡先 第六学舎４階 ニール研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 English Conversation II 
関連科目 英語Ⅰ/Ⅱ, 科学英語Ⅰ/Ⅱ/Ⅲ/Ⅳ, 英会話Ⅰ，TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 To improve Survival English mainly listening and speaking skills but also reading 

and writing, the course will focus on a variety of daily situations that will be of use 
to university students. 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 Unit 7: What is she wearing? 
3 回 Unit 7: What is she wearing? 



4 回 Unit 8: Is there a desk? 
5 回 Unit 8: Is there a desk? 
6 回 Unit 9: The bank is on the corner. 
7 回 Unit 9: The bank is on the corner? 
8 回 Unit 10: Do we have any milk? 
9 回 Unit 10: Do we have any milk? 
10 回 Unit 11: Where were you all day? 
11 回 Unit 11: Where were you all day? 
12 回 Unit 12: What did you do? 
13 回 Unit 12: What did you do? 
14 回 Review 
15 回 Review 

準備学習 1 回 Bring the textbook, notebook and writing instrument to class 
2 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
3 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
4 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
5 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
6 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
7 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
8 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
9 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
10 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
11 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
12 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
13 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
14 回 Review the information from Units 7, 8 and 9 
15 回 Review the information from Units 10, 11 and 12 

 



年度 2012 
授業コード FB139A1 
成績評価 定期試験 70%、小テスト 30% 
曜日時限 水曜日 9・10 時限、木曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB139A1 日本語会話(水･木) 
担当教員名 梅川 ゆう子＊ 
単位数 4 
教科書 毎回プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 普通体、丁寧体、場面 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 中国⼈ばかりで日本にいるのか中国にいるのかわからなくなるというコメント

が寄せられたので、今後は日本⼈を招いて話す時間等を設けるなど、日本で学習
しているのだと感じられるような授業にしたい。 

科目名 日本語会話(水･木) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 みんなの日本語 初級Ⅱ／スリーエーネットワーク：新日本語の中級／スリーエ

ーネットワーク：エリンが挑戦／NHK 教育テレビ日本語講座：マンガで学ぶ日
本語会話術／アルク：会話に挑戦！ 中級前期からの日本語ロールプレイ／スリ
ーエーネットワーク 

授業形態 講義 
注意備考 木曜日 7・8 時限の授業も必ず履修すること。 

最終試験は 30 回講義終了後行う。積極的な学習活動を望む。 
シラバスコード FB139A1 
実務経験のある教員  
達成目標 日常的なコミュニケーション、特に実生活で直面するであろう場面で相手の話を

理解し、自分の要求や考えが適切な表現で表せるようになる。 
受講者へのコメント 学生数が少なく、国籍がほぼみんな同じで、既にお互いのことを知っている者同

士だったため、会話練習の内容によっては面白みに欠けるものであったかもしれ
ないが、もう少し積極的に日本語を使う努⼒をし、学習内容の定着を図ってほし
かった。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 今回の履修者は欠席や遅刻が多く、その結果が試験の結果にも影響していたが、
内容的にはほぼ満足しているとの結果が得られた。学習への取り組みに関しては
自己評価が実際より多少高いように感じられた。 

英文科目名 Japanese Conversation 
関連科目 日本語、日本語理解、日本語表現 



次回に向けての改善変更予定 今後も国籍が同じ学生のみになる可能性が高いため、そういった場合にも話すこ
と、聞くことに興味・関心がもてるような内容を模索する必要がある。 

講義目的 講義 2 回を一組とし、1 回目に「みんなの日本語 初級Ⅱ」や「新日本語の中級」
にある文法、語彙、表現の定着を図り、2 日目にそれらを使った実際の場面、状
況を仮定し、話したり、聞いたりできるようにする。また、CD、DVD を視聴し、
現代の若者の使用していることば、表現、アクセントなどを知らせる。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 自己紹介をする。来日した目的や将来の夢について話せるようにする。 

2 回 引用したり条件を伝えたりする表現を学習する。 
3 回 尋ねたり、確かめたりするための表現を学習する。 
4 回 希望を伝える表現や使役形を使った表現を学習する。 
5 回 依頼表現を学習する。 
6 回 使役形を使って許可を得られるようにする。 
7 回 許可を得るための表現を学習する。 
8 回 付帯状況を表す表現を学習する。 
9 回 誘い方、断り方を学習する。 
10 回 理由を説明するための表現を学習する。 
11 回 買い物の場面で使用する表現を学習する。 
12 回 会話体を使って話す練習をする。 
13 回 受身形を使って話す練習をする。 
14 回 ⼈と付き合う場合に必要な表現を学習する。 
15 回 中間試験を行う。試験終了後、出題内容についての解説を行う。14 回目ま
でに学んだ日本語を使い話す練習をする。 
16 回 可能形を使って話す練習をする。 
17 回 褒める、謙遜するといった表現を学習する。 
18 回 擬音語・擬態語を学習する。 
19 回 例える場合の表現を学習する。 
20 回 説明の仕方や後悔したことを話す表現を学習する。 
21 回 相談したり提案したりする場合の表現を学習する。 
22 回 様態を伝える表現を学習する。 
23 回 症状を伝える表現を学習する。 
24 回 準備内容を伝える表現や、間接疑問の形を学習する。 
25 回 手順を説明する表現を学習する。 
26 回 意思・推量を伝える表現を学習する。 
27 回 意見を言うための表現を学習する。 
28 回 縮約形を使った表現を学習する。 
29 回 友達と話す場合の話し方練習する。 
30 回 計画を立てる場合に必要な表現を学習する。 

準備学習 1 回 留学目的、将来の夢などが言えるようにしておくこと。 
2 回 引用・伝聞・条件表現を復習しておくこと。 
3 回 日常生活で疑問に思うことや尋ねたいことをまとめておくこと。 
4 回 使役表現の作り方・使い方の復習をしておくこと。 



5 回 何かを頼むとき、相手によって変わる表現を復習しておくこと。 
6 回 使役表現の「許可を得る」使い方を復習しておくこと。 
7 回 許可が必要な場面を考えておくこと。 
8 回 「〜ながら」の作り方を復習しておくこと。 
9 回 誰かを誘った経験、断った／断られた経験をまとめておくこと。 
10 回 理由を言うさまざまな表現を復習しておくこと。 
11 回 買い物をするとき困ること、疑問に思うことをまとめておくこと。 
12 回 動詞、形容詞の普通体の復習をしておくこと。 
13 回 受身文の作り方、受身の表す意味を復習しておくこと。 
14 回 日本の習慣と国の習慣を比べ、同じところ、異なるところをまとめておく
こと。 
15 回 中間試験を行うので、１回目から 14 回目までに学習した内容をよく復習
しておくこと。 
16 回 可能表現を復習しておくこと。 
17 回 ⼈を褒めたこと、⼈に褒められたことやそのとき何と答えたかをまとめて
おくこと。 
18 回 知っている擬音語や擬態語を書き出しておくこと。 
19 回 習った擬音語・擬態語を使って文を作っておくこと。 
20 回 自分の考えを⼈にわかりやすく説明する工夫を考えておくこと。 
21 回 困っている状況や理由をわかりやすく説明する方法を考えておくこと。 
22 回 習った擬態語や例えの表現を復習しておくこと。 
23 回 病気やけがの症状を書き出しておくこと。 
24 回 間接疑問文の作り方を復習しておくこと。 
25 回 料理の作り方を説明したり、電子辞書などを使うときに必要なことばを調
べておくこと。 
26 回 意思表示や推量を表す表現を復習しておくこと。 
27 回 「〜と思う」の復習をしておくこと。 
28 回 会話で使う「〜ちゃった（てしまった）」のような表現を書き出しておくこ
と。 
29 回 普通体、縮約形を復習しておくこと。 
30 回 日本で旅行したい所を想定し、情報を集めておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB139A2 
成績評価 定期試験（50％）中間試験（20％）クイズ（10％）提出物等（２０％） 
曜日時限 水曜日 9・10 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB139A2 日本語理解 
担当教員名 ⻘井 由佳＊ 
単位数 2 
教科書 プリント配布 
アクティブラーニング  
キーワード 外国語としての日本語 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 日本語理解 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 講義 
注意備考 ・辞書を必ず持ってくること・積極的にクラスに参加し、自分で課題を見つける

姿勢を持つこと・15 回講義終了後に最終試験を実施する＊受講者のレベルやク
ラスの⼈数によっては、シラバスの内容を変更することがある。 

シラバスコード FB139A2 
実務経験のある教員  
達成目標 中級・中上級の表現や語彙を増やし、大学の講義に役立てる。「見ればわかる」で

はなく「聞いて理解できる」を目標にする。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Japanese Comprehension 
関連科目 日本語、日本語会話、日本語表現 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 大学の講義に必要な中級・中上級の表現を増やし、整理する。「知っている」だけ

ではなく「使える」ようにするため、口頭で練習したり、実際に文を作ってみる。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 文法① 「時」に関する表現（１） 

2 回 文法② 「時」に関する表現（２） 
3 回 漢字・語彙① 「自然と⼈間」 
4 回 漢字・語彙② 「日本文化」 
5 回 文法③ 原因・理由 



6 回 漢字・語彙③ 「社会・教育」 
7 回 中間テスト フィードバック 
8 回 文法④ 「結果」「逆説」 
9 回 文法⑤ 条件表現（１） 
10 回 文法⑥ 条件表現（２） 
11 回 漢字・語彙④ 「政治・経済」 
12 回 漢字・語彙⑤ 「産業」 
13 回 漢字語彙⑥ 「マスコミ」 
14 回 文法⑦ 「強調」 
15 回 復習 

準備学習 1 回 時間に関係のある表現を整理しておくこと。 
2 回 先週の文型をよく復習しておくこと。 
3 回 「季節・自然」についての言葉について考えてくること。 
4 回 「日本文化」についてどんな言葉があるか、考えてくること。 
5 回 原因・理由を述べる表現を整理しておくこと。 
6 回 「社会・教育」について話す時必要な語彙を集めてくること。 
7 回 今までのプリント、クイズなどをまとめ、試験に備えること。 
8 回 「結果」を述べる表現や、「逆説」の表現を復習しておくこと。 
9 回 「と」「ば」「たら」「なら」などについて復習しておくこと。 
10 回 前回の表現をよく覚えてくること。 
11 回 「政治・経済」について話す時必要な語彙を調べてくること。 
12 回 「産業」について話す時必要な語彙を調べてくること。 
13 回 「マスコミ」に関連する語彙を調べてくること。 
14 回 強調する表現について整理しておくこと。 
15 回 今までのプリント、クイズなどをまとめ、苦手なところをチェックしてお
くこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB141A1 
成績評価 2 回の小テスト（40％）、期末試験（60％） 
曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB141A1 ハングルⅠ 
担当教員名 柳 枝⻘＊ 
単位数 2 
教科書 必要に応じてコピーして配付する。 
アクティブラーニング  
キーワード 基本文字（24 文字）を読む・書く。 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特になし。 
科目名 ハングルⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「Beautiful KoreanⅠ−1 初級コース」、韓国語教育開発研究院、Beautiful 

Korean School 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FB141A1 
実務経験のある教員  
達成目標 世界で最も合理的な文字といわれている韓国語の文字（ハングル）を学ぶ。 
受講者へのコメント 語学を学ぶということはただ言葉を覚えるだけでなく、その国の⼈々と文化を理

解することでもあります。 
韓国語との出会いをきっかけに自分以外の世界への、関心と理解を深めていけた
らいいですね。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 次の授業への参考にしていきたい。 
英文科目名 Hangul I 
関連科目 ハングルⅡ 
次回に向けての改善変更予定 教科書を使う予定。 
講義目的 韓国語の初歩を学ぶ。基本文字と簡単な日常会話を学ぶ。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション（韓国語はどんな言語？） 

2 回 １０の基本⺟音を覚える 
3 回 １４の基本子音を覚える 
4 回 書き方の練習 
5 回 読み方の練習①小テスト 



6 回 2 重⺟音の発音と書き方を覚える 
7 回 激音の発音と書き方を覚える 
8 回 濃音の発音と書き方を覚える 
9 回 文字の書き方と発音の復習 
10 回 文法の構造は日本語と瓜二つ ②小テスト 
11 回 あいさつ 
12 回 さまざまなあいさつ 
13 回 はじめまして 
14 回 自己紹介 
15 回 あいさつの復習と応用 

準備学習 1 回 シラバスよく確認し学習過程を把握しておくこと 
2 回 韓国語の文字であるハングルの仕組みを調べておくこと 
3 回 基本子音の発音と書き方を調べておくこと 
4 回 基本子音と基本⺟音の発音を調べておくこと 
5 回 子音と⺟音の発音と書き方を調べておくこと 
6 回 2 重⺟音の発音を調べておくこと 
7 回 激音の発音を調べておくこと 
8 回 濃音の発音を調べておくこと 
9 回 基本文字の発音を覚えておくこと 
10 回 韓国語の語順を調べておくこと 
11 回 ハングル文字の読み方・書き方を覚えておくこと 
12 回 あいさつとマナーを把握しておくこと 
13 回 初対面の⼈にするあいさつを考えておくこと 
14 回 自己紹介の内容をまとめておくこと 
15 回 学習した会話を暗記しておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FB141A2 
成績評価 2 回の小テスト（40％）、期末試験（60％） 
曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB141A2 ハングルⅡ 
担当教員名 柳 枝⻘＊ 
単位数 2 
教科書 必要に応じてコピーして配付する。 
アクティブラーニング  
キーワード 基本文字（24 文字）を読む・書く。 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 ハングルⅡ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「Beautiful KoreanⅠ−1 初級コース」、韓国語教育開発研究院、Beautiful 

Korean School 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FB141A2 
実務経験のある教員  
達成目標 世界で最も合理的な文字といわれている韓国語の文字（ハングル）を学ぶ。 
受講者へのコメント 継続は⼒なり。 

この授業で学んだことを時々振り返ったりして今後の生活に役立てていってく
ださい。 
月曜日・水曜日・木曜日には非常勤講師室にいますので質問等あればぜひ来てく
ださい。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 今後の授業の参考にしていきたいです。 
英文科目名 Hangul II 
関連科目 ハングルⅡ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 韓国語の初歩を学ぶ。基本文字と簡単な日常会話を学ぶ。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション（韓国語はどんな言語？） 

2 回 １０の基本⺟音を覚える 
3 回 １４の基本子音を覚える 
4 回 書き方の練習 



5 回 読み方の練習①小テスト 
6 回 2 重⺟音の発音と書き方を覚える 
7 回 激音の発音と書き方を覚える 
8 回 濃音の発音と書き方を覚える 
9 回 文字の書き方と発音の復習 
10 回 文法の構造は日本語と瓜二つ ②小テスト 
11 回 あいさつ 
12 回 さまざまなあいさつ 
13 回 はじめまして 
14 回 自己紹介 
15 回 あいさつの復習と応用 

準備学習 1 回 シラバスよく確認し学習過程を把握しておくこと 
2 回 韓国語の文字であるハングルの仕組みを調べておくこと 
3 回 基本子音の発音と書き方を調べておくこと 
4 回 基本子音と基本⺟音の発音を調べておくこと 
5 回 子音と⺟音の発音と書き方を調べておくこと 
6 回 2 重⺟音の発音を調べておくこと 
7 回 激音の発音を調べておくこと 
8 回 濃音の発音を調べておくこと 
9 回 基本文字の発音を覚えておくこと 
10 回 韓国語の語順を調べておくこと 
11 回 ハングル文字の読み方・書き方を覚えておくこと 
12 回 あいさつとマナーを把握しておくこと 
13 回 初対面の⼈にするあいさつを考えておくこと 
14 回 自己紹介の内容をまとめておくこと 
15 回 学習した会話を暗記しておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FB141B1 
成績評価 Grades will be based on the following. Homework, Worksheets and Quizes - 30%, 

Final Test - 70% 
曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス 化学科(〜11),応用物理学科(〜11),基礎理学科(〜11),生物化学科(〜11),臨床生

命科学科(〜11),動物学科(〜11),工学部(〜11),総合情報学部(〜11) 
見出し fb141b1 英会話Ⅰ 
担当教員名 デイビット ニール 
単位数 2 
教科書 Smart Choice 2nd Edition Starter(Oxford) 
アクティブラーニング  
キーワード Listening, Speaking, Conversation, Reading, Writing 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 Please write your true feelings on the class questionnaire. 
科目名 英会話Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 None needed 
授業形態 講義 
注意備考 受講希望者が多い場合、⼈数を制限します。 
シラバスコード FB141B1 
実務経験のある教員  
達成目標 The students and the teacher will first go over the material and then practice it. 

The teacher will then call on individual students to allow them to practice 
responding and listening for information in English. The students will also work in 
groups going 

受講者へのコメント Please keep studying hard. 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 Thank you for your important feedback. 
英文科目名 English Conversation I 
関連科目 英語Ⅰ/Ⅱ, 科学英語Ⅰ/Ⅱ/Ⅲ/Ⅳ, 英会話Ⅱ，TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 There will be no changes for next years class. 
講義目的 To improve Survival English mainly listening and speaking skills but also reading 

and writing, the course will focus on a variety of daily situations that will be of use 
to university students. 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 Unit 1: I`m a student. 



3 回 Unit 1: I`m a student. 
4 回 Unit 2: What`s your phone number? 
5 回 Unit 2: What`s your phone number? 
6 回 Unit 3: My family 
7 回 Unit 3: My family 
8 回 Unit 4: Do you like hip-hop? 
9 回 Unit 4: Do you like hip-hop? 
10 回 Unit 5: What do you do for fun? 
11 回 Unit 5: What do you do for fun? 
12 回 Unit 6: Can you play the guitar? 
13 回 Unit 6: Can you play the guitar? 
14 回 Review 
15 回 Review 

準備学習 1 回 Bring the textbook, notebook and writing instrument to class 
2 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
3 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
4 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
5 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
6 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
7 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
8 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
9 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
10 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
11 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
12 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
13 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
14 回 Review the information from Units 1, 2 and 3 
15 回 Review the information from Units 4, 5 and 6 

 



年度 2012 
授業コード FB141B2 
成績評価 Grades will be based on the following. Homework, Worksheets and Quizes - 30%, 

Final Test - 70% 
曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス MA(理)(11〜11),MB(理)(11〜11) 
見出し FB141B2 英会話Ⅰ 
担当教員名 デイビット ニール 
単位数 2 
教科書 first CHOICE Student Book (Oxford) 
アクティブラーニング  
キーワード Listening, Speaking, Conversation, Reading, Writing 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 英会話Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 None needed 
授業形態 講義 
注意備考 受講希望者が多い場合、⼈数を制限します。 
シラバスコード FB141B2 
実務経験のある教員  
達成目標 The students and the teacher will first go over the material and then practice it. 

The teacher will then call on individual students to allow them to practice 
responding and listening for information in English. The students will also work in 
groups going 

受講者へのコメント  
連絡先 第六学舎４階 ニール研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 English Conversation I 
関連科目 英語Ⅰ/Ⅱ, 科学英語Ⅰ/Ⅱ/Ⅲ/Ⅳ, 英会話Ⅰ，TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 To improve Survival English mainly listening and speaking skills but also reading 

and writing, the course will focus on a variety of daily situations that will be of use 
to university students. 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 Unit 7: What is she wearing? 
3 回 Unit 7: What is she wearing? 



4 回 Unit 8: Is there a desk? 
5 回 Unit 8: Is there a desk? 
6 回 Unit 9: The bank is on the corner. 
7 回 Unit 9: The bank is on the corner? 
8 回 Unit 10: Do we have any milk? 
9 回 Unit 10: Do we have any milk? 
10 回 Unit 11: Where were you all day? 
11 回 Unit 11: Where were you all day? 
12 回 Unit 12: What did you do? 
13 回 Unit 12: What did you do? 
14 回 Review 
15 回 Review 

準備学習 1 回 Bring the textbook, notebook and writing instrument to class 
2 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
3 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
4 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
5 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
6 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
7 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
8 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
9 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
10 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
11 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
12 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
13 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
14 回 Review the information from Units 7, 8 and 9 
15 回 Review the information from Units 10, 11 and 12 

 



年度 2012 
授業コード FB141C2 
成績評価 定期試験：70％（聴解：30％、口頭：40％）   課題：30％ 
曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス 理学部(12〜12),工学部(12〜12),総合情報学部(12〜12),生物地球学部(12〜12) 
見出し FB141C2 基礎日本語 
担当教員名 佐藤 美穂＊ 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード 聞く、話す 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 基礎日本語 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 講義 
注意備考 毎回の出席、積極的な授業参加を望む。宿題は毎回出す。 

初回に教科書を持ってくること。 
シラバスコード FB141C2 
実務経験のある教員  
達成目標 ①日本語を使って、自分のことや気持ち、考えが話せる。 

②相手のことや気持ち、意見がわかる。 
③日本語を使って既定のテーマについて意見交換ができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 mihosato0919@yahoo.co.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Basic Japanese 
関連科目 日本語、日本語会話、日本語表現、日本語理解 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 日本語を聞いて話すことに中心をおいた授業である。日本語の基礎的表現と学生

の経験や感情を結びつけるため、学生に各課のテーマに沿った日本語を聞く、読
む、話す、書く練習をさせ、学生自身の経験や感情を表現できるようにし、さら
に意見交換ができるようにする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。講義の進め方を説明する。 

１．昨日のことについて話されている日本語の文章を再生したり聞き取ったりし
た後、自分自身のことについて話したり書いたりする。 



2 回 ２．明日や来年のことについて話されている日本語の文章を再生したり聞
き取ったりした後、自分自身のことについて話したり書いたりする。 
3 回 ３．毎日の習慣について話されている日本語の文章を再生したり聞き取っ
たりした後、自分自身のことについて話したり書いたりする。 
4 回 ４．楽しかったことや楽しみなことについて話されている日本語の文章を
再生したり聞き取ったりした後、自分自身のことについて話したり書いたりす
る。 
5 回 ５．持っているものについて話されている日本語の文章を再生したり聞き
取ったりした後、自分自身のことについて話したり書いたりする。 
6 回 ６．お金の間違いについて話されている日本語の文章を再生したり聞き取
ったりした後、自分自身のことについて話したり書いたりする。 
7 回 ７．驚いたことについて話されている日本語の文章を再生したり聞き取っ
たりした後、自分自身のことについて話したり書いたりする。 
8 回 ８．住んでいるところについて話されている日本語の文章を再生したり聞
き取ったりした後、自分自身のことについて話したり書いたりする。 
9 回 ９．○○の日の紹介について話されている日本語の文章を再生したり聞き
取ったりした後、自分自身のことについて話したり書いたりする。 
10 回 １０．好きなことについて話されている日本語の文章を再生したり聞き取
ったりした後、自分自身のことについて話したり書いたりする。 
11 回 １１．プレゼントについて話されている日本語の文章を再生したり聞き取
ったりした後、自分自身のことについて話したり書いたりする。 
12 回 １２．５年後の私について話されている日本語の文章を再生したり聞き取
ったりした後、自分自身のことについて話したり書いたりする。 
13 回 １３．初めての体験について話されている日本語の文章を再生したり聞き
取ったりした後、自分自身のことについて話したり書いたりする。 
14 回 １４．お勧めについて話されている日本語の文章を再生したり聞き取った
りした後、自分自身のことについて話したり書いたりする。 
15 回 １５．もったいないと思うことについて話されている日本語の文章を再生
したり聞き取ったりした後、自分自身のことについて話したり書いたりする。 

準備学習 1 回 講義の進め方を確認する。１回目の CD を聞いてスクリプトを読む。授業
中に書いて正しい日本語に直された作文を話せるようにすること。 
2 回 ２回目の CD を聞いてスクリプトを読む。授業中に書いて正しい日本語に
直された作文を話せるようにすること。 
3 回 ３回目の CD を聞いてスクリプトを読む。授業中に書いて正しい日本語に
直された作文を話せるようにすること。 
4 回 ４回目の CD を聞いてスクリプトを読む。授業中に書いて正しい日本語に
直された作文を話せるようにすること。 
5 回 ５回目の CD を聞いてスクリプトを読む。授業中に書いて正しい日本語に
直された作文を話せるようにすること。 
6 回 ６回目の CD を聞いてスクリプトを読む。授業中に書いて正しい日本語に
直された作文を話せるようにすること。 
7 回 ７回目の CD を聞いてスクリプトを読む。授業中に書いて正しい日本語に



直された作文を話せるようにすること。 
8 回 ８回目の CD を聞いてスクリプトを読む。授業中に書いて正しい日本語に
直された作文を話せるようにすること。 
9 回 ９回目の CD を聞いてスクリプトを読む。授業中に書いて正しい日本語に
直された作文を話せるようにすること。 
10 回 １０回目の CD を聞いてスクリプトを読む。授業中に書いて正しい日本語
に直された作文を話せるようにすること。 
11 回 １１回目の CD を聞いてスクリプトを読む。授業中に書いて正しい日本語
に直された作文を話せるようにすること。 
12 回 １２回目の CD を聞いてスクリプトを読む。授業中に書いて正しい日本語
に直された作文を話せるようにすること。 
13 回 １３回目の CD を聞いてスクリプトを読む。授業中に書いて正しい日本語
に直された作文を話せるようにすること。 
14 回 １４回目の CD を聞いてスクリプトを読む。授業中に書いて正しい日本語
に直された作文を話せるようにすること。 
15 回 １５回目の CD を聞いてスクリプトを読む。授業中に書いて正しい日本語
に直された作文を話せるようにすること。 

 



年度 2012 
授業コード FB143A1 
成績評価 定期試験(70%) 課題(30%) 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス 応用数学科(〜11),化学科(〜11),臨床生命科学科(〜11) 
見出し fb143a1 科学英語Ⅰ 
担当教員名 嶋村 優枝＊ 
単位数 2 
教科書 Understanding Basic Science / 岡本糸美他 / 英宝社 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 後期は、使用教室が違うので、「寒い」「マイクの音量が小さい」等の教室の問題

は解決すると思われます。 
教職実習の公欠によって課題提出が出来ない時、発表によって代わりに得点する
方式は、別の方法が取れないかとの意見がありました。 
残念ですが、今の所よい案がありません。発表が様々に役立ち、また、高い得点
もできるので利用してください。 
「全文の日本語訳を繰り返して欲しい。ゆっくり言ってほしい。」は、なるべく要
望に応えますが、全訳を日本語で書き写すことに⼒を使い過ぎないでください。
授業でも伝えているとおり、部分訳を繰 

科目名 科学英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 講義 
注意備考 辞書を毎回持参すること 
シラバスコード FB143A1 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容のより高度な英文が読解できること。 
受講者へのコメント 授業時間外の学習時間は、十分に取れているようですが、全くしなかったという

受講生も少しいます。授業は予習を前提としているので、予習時間を確保して、
理解度を高めてください。積極的に質問をした受講生は少なめですが、遠慮なく
質問をして疑問点は解決しておきましょう。学習方法の改善に役立ったという受
講生も僅かながらいます。今後も、より能率的で自分に合った学習方法に改善し
てください。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 3-4 回欠席した受講生が１名いるが、出席率は非常に高い。受講生は、課題等へ
の取り組みも出来たと認識しており、この分野への理解が深まり、興味・関心も
高まり、技能・技術が向上したと感じている。反面、多数の受講生が、授業の目



標は『だいたい』達成できたと考えている。授業への満足度も高いので、目標達
成を高いレベルに設定している受講生が過半数を占めていると思われる。 

英文科目名 Scientific English I 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ, 科学英語Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ, 英会話Ⅰ・Ⅱ, TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 課題作成にも慣れたので、後期は理解した内容を自分の言葉で表す際、日本語で

はなく、英語でまとめるようにします。本文を引用するのは、ほぼ全員が最適の
部分を選べていますから、文法に誤りのない簡潔な表現で、正確に伝えられるよ
う練習しましょう。 
前期は、返却課題の解答例を全て板書しましたが、後期は、解答例の重要部分の
みを板書します。聞き取った英文が、正しく書き取れるように、綴りも確認しま
しょう。 

講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語を精読する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションの後、教科書の内容理解および予習の準備として、リス

ニング演習と科学的内容の英文読解演習をおこなう。 
2 回 Lesson 1 の音読と内容理解の確認をする。Lesson 1  の内容に関するリス
ニング問題と作文問題に取り組んだ後、Lesson 1 の復習課題を提出する。 
3 回 前回の課題が返却される。解答例の提示と解説により、各自確認・訂正をす
る。Lesson 2 の音読と内容理解を確認する。Lesson 2 の内容に関するリスニン
グ問題と作文問題に取り組んだ後、復習課題を提出する。 
4 回 前回の課題が返却される。解答例の提示と解説により、各自確認・訂正をす
る。Lesson 3 の音読と内容理解を確認する。Lesson 3 の内容に関するリスニン
グ問題と作文問題に取り組んだ後、復習課題を提出する。 
5 回 前回の課題が返却される。解答例の提示と解説により、各自確認・訂正をす
る。Lesson 4 の音読と内容理解を確認する。Lesson 4 の内容に関するリスニン
グ問題と作文問題に取り組んだ後、復習課題を提出する。 
6 回 前回の課題が返却される。解答例の提示と解説により、各自確認・訂正をす
る。Lesson 5 の音読と内容理解を確認する。Lesson 5 の内容に関するリスニン
グ問題と作文問題に取り組んだ後、復習課題を提出する。 
7 回 前回の課題が返却される。解答例の提示と解説により、各自確認・訂正をす
る。Lesson 6 の音読と内容理解の確認をする。Lesson 6 の内容に関するリスニ
ング問題と作文問題に取り組んだ後、復習課題を提出する。 
8 回 前回の課題が返却される。解答例の提示と解説により、各自確認・訂正をす
る。Lesson 7 の音読と内容理解の確認をする。Lesson 7 の内容に関するリスニ
ング問題と作文問題に取り組んだ後、復習課題を提出する。 
9 回 前回の課題が返却される。解答例の提示と解説により、各自確認・訂正をす
る。Lesson 8 の音読と内容理解の確認をする。Lesson 8 の内容に関するリスニ
ング問題と作文問題に取り組んだ後、復習課題を提出する。 
10 回 前回の課題が返却される。解答例の提示と解説により、各自確認・訂正を
する。Lesson 9 の音読と内容理解を確認する。Lesson 9 の内容に関するリスニ
ング問題と作文問題に取り組んだ後、復習課題を提出する。 
11 回 前回の課題が返却される。解答例の提示と解説により、各自確認・訂正を



する。Lesson 10 の音読と内容理解を確認する。Lesson 10 の内容に関するリス
ニング問題と作文問題に取り組んだ後、復習課題を提出する。 
12 回 前回の課題が返却される。解答例の提示と解説により、各自確認・訂正を
する。Lesson 11 の音読と内容理解を確認する。Lesson 11 の内容に関するリス
ニング問題と作文問題に取り組んだ後、復習課題を提出する。 
13 回 前回の課題が返却される。解答例の提示と解説により、各自確認・訂正を
する。Lesson 12 の音読と内容理解を確認する。Lesson 12 の内容に関するリス
ニング問題と作文問題に取り組んだ後、復習課題を提出する。 
14 回 前回の課題が返却される。解答例の提示と解説により、各自確認・訂正を
する。 
関連資料①の音読と内容理解を確認する。復習課題を提出する。 
15 回 前回の課題が返却される。解答例の提示と解説により、各自確認・訂正を
する。 
関連資料②の音読と内容理解を確認する。復習課題を提出する。 

準備学習 1 回 教科書の目次と各章の構成を見ること。 
2 回 Lesson 1 UNIVERSE の音読練習と内容理解をすること。 
3 回 Lesson 2 THE SUN,THE EARTH AND THE MOON の音読練習と内容理
解をすること。 
4 回 Lesson 3 LIVING THINGS の音読練習と内容理解をすること。 
5 回 Lesson 4 CELLS の音読練習と内容理解をすること。 
6 回 Lesson 5 BLOOD I の音読練習と内容理解をすること。 
7 回 Lesson 6 BLOOD Ⅱ の音読練習と内容理解をすること。 
8 回 Lesson 7 ATOMS AND MOLECULES の音読練習と内容理解をすること。 
9 回 Lesson 8 MOVING PARTICLES の音読練習と内容理解をすること。 
10 回 Lesson 9 RUSTING の音読練習と内容理解をすること。 
11 回 Lesson 10 GRAVITATIONAL FORCE を読む。音読練習と内容理解をす
る。 
12 回 Lesson 11 FRICTION の音読練習と内容理解をすること。 
13 回 Lesson 12 PRESSURE を読む。音読練習と内容理解をする。 
14 回 関連資料プリント①の音読練習と内容把握をすること。 
15 回 関連資料プリント②の音読練習と内容把握をすること。 

 



年度 2012 
授業コード FB143A2 
成績評価 定期試験(70%) 課題(30%) 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス 応用数学科(〜11),化学科(〜11),臨床生命科学科(〜11) 
見出し FB143A2 科学英語Ⅱ 
担当教員名 嶋村 優枝＊ 
単位数 2 
教科書 Understanding Basic Science / 岡本糸美他 / 英宝社 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「和訳問題は不要」との意見は理解できますが、文脈をきちんと捉えられている

かを確認するには、やはり当分必要です。読解内容を正確に伝える表現を磨くこ
とも有益です。これと対極にある「和訳が速すぎる」「色々な訳文を統一してほし
い」とのご意見にも、時間があれば要望にお応えしたいと思いますが、なかなか
難しいことです。個別に質問して戴くのがよいと思います。また、教室の暖房に
関して「教室があまりにも寒い」「暖かくして欲しい」との声には日常的に接して
きましたが、学校側にお願いするほかはありません。 

科目名 科学英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 講義 
注意備考 辞書を毎回持参すること 
シラバスコード FB143A2 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容のより高度な英文が読解できること。 
受講者へのコメント 毎回の授業準備のやり方は、前期に比べて格段によくなっていました。多くの受

講生が予習のコツを掴んだようです。アンケートでは、配布した資料を利用した
と答えた受講生が少ないように思われます。「１回の授業で扱う量が多い」と感
じた受講生も少しいるので、教科書の内容理解に忙しく、手が廻らなかったので
しょうか。評価判定の際の定期試験と課題の割合については、ほとんどの受講生
がこれでよいと感じているようなので、今後もこの割合を続行します。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 半数の受講生が、出席率１００％を達成し、授業時間外学習に、時間の⻑短はあ
るものの８０％が取り組んだと答えている。授業の目標達成感と授業の満足度
も、だいたいを合わせると８０％ができた・満足と感じており、自主的な学習と
の関連がうかがえる。反面、僅かながら「１回の授業で扱う量が多い」「教科書や
資料が少し平易なものの方がよい」と答えた受講生もいる。 



総合的には、授業を受けてよかった点も多岐にわたっており、それぞれの取り組
みを肯定的に捉えているようである。 

英文科目名 Scientific English II 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ, 科学英語Ⅰ・Ⅲ・Ⅳ, 英会話Ⅰ・Ⅱ, TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 「説明を詳しく」と「時間配分のバランス」の両立を目指して工夫しますが、課

題と定期試験との割合はこれまで通りとします。 
講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語を精読する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 リスニング演習と科学的内容の英文読解演習をする。文法問題に取り組み、

解答・解説を確認する。 
2 回 Lesson 13 の音読と内容理解を確認する。Lesson 13 の内容に関するリスニ
ング問題と作文問題に取り組み、復習課題を提出する。 
3 回 前回の課題が返却される。解答例の提示と解説により、各自確認・訂正をす
る。Lesson 14 の音読と内容理解を確認する。Lesson 14 の内容に関するリスニ
ング問題と作文問題に取り組み、復習課題を提出する。 
4 回 前回の課題が返却される。解答例の提示と解説により、各自確認・訂正をす
る。Lesson 15 の音読と内容理解を確認する。Lesson 15 の内容に関するリスニ
ング問題と作文問題に取り組み、復習課題を提出する。 
5 回 前回の課題が返却される。解答例の提示と解説により、各自確認・訂正をす
る。Lesson 16 の音読と内容理解を確認する。Lesson 16 の内容に関するリスニ
ング問題と作文問題に取り組み、復習課題を提出する。 
6 回 前回の課題が返却される。解答例の提示と解説により、各自確認・訂正をす
る。Lesson 17 の音読と内容理解を確認する。Lesson 17 の内容に関するリスニ
ング問題と作文問題に取り組み、復習課題を提出する。 
7 回 前回の課題が返却される。解答例の提示と解説により、各自確認・訂正をす
る。Lesson 18 の音読と内容理解を確認する。Lesson 18 の内容に関するリスニ
ング問題と作文問題に取り組み、復習課題を提出する。 
8 回 前回の課題が返却される。解答例の提示と解説により、各自確認・訂正をす
る。Lesson 19 の音読と内容理解を確認する。Lesson 19 の内容に関するリスニ
ング問題と作文問題に取り組み、復習課題を提出する。 
9 回 前回の課題が返却される。解答例の提示と解説により、各自確認・訂正をす
る。Lesson 20 の音読と内容理解を確認する。Lesson 20 の内容に関するリスニ
ング問題と作文問題に取り組み、復習課題を提出する。 
10 回 前回の課題が返却される。解答例の提示と解説により、各自確認・訂正を
する。Lesson 21 の音読と内容理解を確認する。Lesson 21 の内容に関するリス
ニング問題と作文問題に取り組み、復習課題を提出する。 
11 回 前回の課題が返却される。解答例の提示と解説により、各自確認・訂正を
する。Lesson 22 の音読と内容理解を確認する。Lesson 22 の内容に関するリス
ニング問題と作文問題に取り組み、復習課題を提出する。 
12 回 前回の課題が返却される。解答例の提示と解説により、各自確認・訂正を
する。Lesson 23 の音読と内容理解を確認する。Lesson 23 の内容に関するリス
ニング問題と作文問題に取り組み、復習課題を提出する。 



13 回 前回の課題が返却される。解答例の提示と解説により、各自確認・訂正を
する。Lesson 24 の音読と内容理解を確認する。Lesson 24 の内容に関するリス
ニング問題と作文問題に取り組み、復習課題を提出する。 
14 回 前回の課題が返却される。解答例の提示と解説により、各自確認・訂正を
する。 
関連資料③の音読と内容理解を確認する。関連資料③の復習課題を提出する。 
15 回 前回の課題が返却される。解答例の提示と解説により、各自確認・訂正を
する。 
関連資料④の音読と内容理解を確認する。関連資料④の復習課題を提出する。 

準備学習 1 回 Lesson 1 から Lesson 12 までの文法問題をすること。 
2 回 Lesson 13 WEATHER MAPS の音読練習と内容理解をすること。 
3 回 Lesson 14 ENERGY I の音読練習と内容理解をすること。 
4 回 Lesson 15 ENERGY Ⅱ の音読練習と内容理解をすること。 
5 回 Lesson 16 ENERGY RESOURCES の音読練習と内容理解をすること。 
6 回 Lesson 17 ENERGY IN THE FUTURE の音読練習と内容理解をすること。 
7 回 Lesson 18 INTERNAL COMBUSTION ENGINES の音読練習と内容理解
をすること。 
8 回 Lesson 19 ELECTRICITY I の音読練習と内容理解をすること。 
9 回 Lesson 20 ELECTRICITY Ⅱ の音読練習と内容理解をすること。 
10 回 Lesson 21 ELECTRIC RESISTANCE の音読練習と内容理解をすること。 
11 回 Lesson 22 MAGNETIC FIELDS の音読練習と内容理解をすること。 
12 回 Lesson 23 ELECTROMAGNETS の音読練習と内容理解をすること。 
13 回 Lesson 24 ELECTRIC MOTORS の音読練習と内容理解をすること。 
14 回 関連資料プリント③の音読練習と内容把握をすること。 
15 回 関連資料プリント④の音読練習と内容把握をすること。 

 



年度 2012 
授業コード FB143B1 
成績評価 提出課題 25％、授業時での日本語訳発表 25％、定期試験 50％により成績を評価

する。 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス 応用数学科(〜11),化学科(〜11),臨床生命科学科(〜11) 
見出し FB143B1 科学英語Ⅰ 
担当教員名 金倉 かおり＊ 
単位数 2 
教科書 Science Views 最新科学を知る／永⽥ 博⼈  Bill Benfield／成美堂 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 前期は予習が大変だったと思うが、後期も同じように取り組んでほしい。 
科目名 科学英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FB143B1 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容のより高度な英文が読解できること。 
受講者へのコメント 英語学習に熱心であり、みな一様に高い英語基礎⼒を持っていることがよくわか

った。またクラス全ての学生において英語⼒以外の点でも優れたものを持ってい
ることが感じられた。TOEIC、英検など英語の資格試験のほかにも課外活動など
様々なことに挑戦し、視野を広めていってほしい。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 各項目ともに「普通」以上の評価が多かった。不満な点もあったとは思うが、こ
れまでの授業のやり方に大きな問題はなかったのだと思われる。 

英文科目名 Scientific English I 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、科学英語Ⅰ/Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 ⿊板にはできるだけ丁寧な文字で書くように努⼒したい。英文和訳に終始するの

ではなく、英文を英語のままで解釈できるように指導していきたい。 
講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語を精読する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の進め方を説明する。Chapter 1 の Basic Words の解説、Reading の前

半部分の読解と解説をする。 
2 回 Chapter 1 Reading の後半部分の読解と解説をし、Chapter の Reading 以外



の部分を解説する。 
3 回 Chapter 2 の Basic Words の解説、Reading の前半部分の読解と解説をす
る。 
4 回 Chapter 2 Reading の後半部分の読解と解説をし、Chapter の Reading 以外
の部分を解説する。 
5 回 Chapter 3 の Basic Words の解説、Reading の前半部分の読解と解説をす
る。 
6 回 Chapter 3 Reading の後半部分の読解と解説をし、Chapter の Reading 以外
の部分を解説する。 
7 回 Chapter 4 の Basic Words の解説、Reading の前半部分の読解と解説をす
る。 
8 回 Chapter 4 Reading の後半部分の読解と解説をし、Chapter の Reading 以外
の部分を解説する。 
9 回 Chapter 5 の Basic Words の解説、Reading の前半部分の読解と解説をす
る。 
10 回 Chapter 5 Reading の後半部分の読解と解説をし、Chapter の Reading 以
外の部分を解説する。 
11 回 Chapter 6 の Basic Words の解説、Reading の前半部分の読解と解説をす
る。 
12 回 Chapter 6 Reading の後半部分の読解と解説をし、Chapter の Reading 以
外の部分を解説する。 
13 回 Chapter 7 の Basic Words の解説、Reading の前半部分の読解と解説をす
る。 
14 回 Chapter 7 Reading の後半部分の読解と解説をし、Chapter の Reading 以
外の部分を解説する。 
15 回 前期のまとめをする。時間的に余裕があれば TOEIC の練習問題などをす
る。 

準備学習 1 回 Chapter 1 の Basic Words の 5 文、Reading の前半部分の日本語訳ができる
ように予習を行うこと。 
2 回 Chapter 1 Reading の後半部分の日本語訳ができるように予習を行うこと。
Reading 以外の部分はあらかじめ問題を解いておくこと。 
3 回 Chapter 2 の Basic Words の 5 文、Reading の前半部分の日本語訳ができる
ように予習を行うこと。 
4 回 Chapter 2 Reading の後半部分の日本語訳ができるように予習を行うこと。
Reading 以外の部分はあらかじめ問題を解いておくこと。 
5 回 Chapter 3 の Basic Words の 5 文、Reading の前半部分の日本語訳ができる
ように予習を行うこと。 
6 回 Chapter 3 Reading の後半部分の日本語訳ができるように予習を行うこと。
Reading 以外の部分はあらかじめ問題を解いておくこと。 
7 回 Chapter 4 の Basic Words の 5 文、Reading の前半部分の日本語訳ができる
ように予習を行うこと。 
8 回 Chapter 4 Reading の後半部分の日本語訳ができるように予習を行うこと。



Reading 以外の部分はあらかじめ問題を解いておくこと。 
9 回 Chapter 5 の Basic Words の 5 文、Reading の前半部分の日本語訳ができる
ように予習を行うこと。 
10 回 Chapter 5 Reading の後半部分の日本語訳ができるように予習を行うこと。
Reading 以外の部分はあらかじめ問題を解いておくこと。 
11 回 Chapter 6 の Basic Words の 5 文、Reading の前半部分の日本語訳ができ
るように予習を行うこと。 
12 回 Chapter 6 Reading の後半部分の日本語訳ができるように予習を行うこと。
Reading 以外の部分はあらかじめ問題を解いておくこと。 
13 回 Chapter 7 の Basic Words の 5 文、Reading の前半部分の日本語訳ができ
るように予習を行うこと。 
14 回 Chapter 7 Reading の後半部分の日本語訳ができるように予習を行うこと。
Reading 以外の部分はあらかじめ問題を解いておくこと。 
15 回 Chapter 1〜7 までの内容を復習しておくことが望ましい。 

 



年度 2012 
授業コード FB143B2 
成績評価 提出課題 25％、授業時での日本語訳発表 25％、定期試験 50％により成績を評価

する。 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス 応用数学科(〜11),化学科(〜11),臨床生命科学科(〜11) 
見出し FB143B2 科学英語Ⅱ 
担当教員名 金倉 かおり＊ 
単位数 2 
教科書 Science Views 最新科学を知る／永⽥ 博⼈  Bill Benfield／成美堂 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 個々の学生の資質や性格が違う限り様々な意見があるのは当然なことだと思っ

ている。不満に関しては「理解⼒の少し上」を目指した結果として受けとめたい。 
科目名 科学英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FB143B2 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容のより高度な英文が読解できること。 
受講者へのコメント 意欲的で努⼒を怠らない資質に恵まれた学生が多かったが、活発さが足りない印

象も受けた。読解⼒は高いレベルに達しているので英会話などを受講して話す練
習をすれば、社会で活躍できる⼈材になれると思う。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業の進め方にはまだ改善の余地があると思うが、全般的にみて授業内容に対す
る不満は少ない印象を受けた。 

英文科目名 Scientific English II 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、科学英語Ⅰ/Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 英文和訳だけに偏ることなく、英文を英文のまま理解させる指導を目指していき

たい。 
講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語を精読する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の進め方を説明する。Chapter 11 の Basic Words の解説、Reading の

前半部分の読解と解説をする。 
2 回 Chapter 11 Reading の後半部分の読解と解説をし、Chapter の Reading 以



外の部分を解説する。 
3 回 Chapter 12 の Basic Words の解説、Reading の前半部分の読解と解説をす
る。 
4 回 Chapter 12 Reading の後半部分の読解と解説をし、Chapter の Reading 以
外の部分を解説する。 
5 回 Chapter 13 の Basic Words の解説、Reading の前半部分の読解と解説をす
る。 
6 回 Chapter 13 Reading の後半部分の読解と解説をし、Chapter の Reading 以
外の部分を解説する。 
7 回 Chapter 14 の Basic Words の解説、Reading の前半部分の読解と解説をす
る。 
8 回 Chapter 14 Reading の後半部分の読解と解説をし、Chapter の Reading 以
外の部分を解説する。 
9 回 Chapter 15 の Basic Words の解説、Reading の前半部分の読解と解説をす
る。 
10 回 Chapter 15 Reading の後半部分の読解と解説をし、Chapter の Reading 以
外の部分を解説する。 
11 回 Chapter 16 の Basic Words の解説、Reading の前半部分の読解と解説をす
る。 
12 回 Chapter 16 Reading の後半部分の読解と解説をし、Chapter の Reading 以
外の部分を解説する。 
13 回 Chapter 17 の Basic Words の解説、Reading の前半部分の読解と解説をす
る。 
14 回 Chapter 17 Reading の後半部分の読解と解説をし、Chapter の Reading 以
外の部分を解説する。 
15 回 後期のまとめをする。時間的に余裕があれば TOEIC の練習問題などをす
る。 

準備学習 1 回 Chapter 11 の Basic Words の 5 文、Reading の前半部分の日本語訳ができ
るように予習を行うこと。 
2 回 Chapter 11 Reading の後半部分の日本語訳ができるように予習を行うこと。
Reading 以外の部分はあらかじめ問題を解いておくこと。 
3 回 Chapter 12 の Basic Words の 5 文、Reading の前半部分の日本語訳ができ
るように予習を行うこと。 
4 回 Chapter 12 Reading の後半部分の日本語訳ができるように予習を行うこと。
Reading 以外の部分はあらかじめ問題を解いておくこと。 
5 回 Chapter 13 の Basic Words の 5 文、Reading の前半部分の日本語訳ができ
るように予習を行うこと。 
6 回 Chapter 13 Reading の後半部分の日本語訳ができるように予習を行うこと。
Reading 以外の部分はあらかじめ問題を解いておくこと。 
7 回 Chapter 14 の Basic Words の 5 文、Reading の前半部分の日本語訳ができ
るように予習を行うこと。 
8 回 Chapter 14 Reading の後半部分の日本語訳ができるように予習を行うこと。



Reading 以外の部分はあらかじめ問題を解いておくこと。 
9 回 Chapter 15 の Basic Words の 5 文、Reading の前半部分の日本語訳ができ
るように予習を行うこと。 
10 回 Chapter 15 Reading の後半部分の日本語訳ができるように予習を行うこ
と。Reading 以外の部分はあらかじめ問題を解いておくこと。 
11 回 Chapter 16 の Basic Words の 5 文、Reading の前半部分の日本語訳ができ
るように予習を行うこと。 
12 回 Chapter 16 Reading の後半部分の日本語訳ができるように予習を行うこ
と。Reading 以外の部分はあらかじめ問題を解いておくこと。 
13 回 Chapter 17 の Basic Words の 5 文、Reading の前半部分の日本語訳ができ
るように予習を行うこと。 
14 回 Chapter 17 Reading の後半部分の日本語訳ができるように予習を行うこ
と。Reading 以外の部分はあらかじめ問題を解いておくこと。 
15 回 Chapter 11〜17 までの内容を復習しておくことが望ましい。 

 



年度 2012 
授業コード FB143C1 
成績評価 試験 80%、提出課題 20%により成績を評価する。 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス 応用数学科(〜11),化学科(〜11),臨床生命科学科(〜11) 
見出し FB143C1 科学英語Ⅰ 
担当教員名 石⽥ 美佐江 
単位数 2 
教科書 Disaster!／ Mary Mcintosh ／ Oxford University Press 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「たまにスライドを使って動画を見たり、定着度に応じて工夫があったのでよか

った」---工夫について評価してもらえて良かったです。ありがとう。 
「英語が苦手な自分ですが、石⽥先生が優しく指導して下さったので楽しく勉強
することができました。」---苦手意識をなくしてもらえるよう和やかな雰囲気の
中で英語に取り組んでもらえるよう今後も努⼒します。後期も一緒にがんばりま
しょう。 
「とても良い授業でした。本当にすごい先生だと感じました。尊敬できる先生で
す。」---教える励みになるコメントをありがとう。とてもうれしいです 

科目名 科学英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 辞書を持参すること。 
シラバスコード FB143C1 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容の英文が辞書を使いながら読解できること。 
受講者へのコメント 「宿題などの指示された課題に取り組んだ」が 69.7%ですので、指示した課題に

は全員が取り組んでほしいと思います。 
また、「指示された課題以外の学習にも自主的に取り組んだ」「シラバス、授業で
提示された教科書、参考書、資料を利用して 
勉強した」がそれぞれ 12.1%ですので、自主的にに英語の勉強に取り組んでもら
いたいと思っています。 
「マイクを使うか、もっと大きな声で話してほしい」、「はっきりとした声で話し
てくれると、よく聞き取れたと思う」がそれぞれ 1 件、「板書、スライド、配布
資料が良く見えなかった」が 2 件あり 

連絡先 6 学舎 4 階石⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業については「満足」「ほぼ満足」が 63.7％、教員の意欲が 90.9％でした。授



業の手法、授業の進行と教材の提示については「特にない」がそれぞれ 78.8％、
75.8％でした。 

英文科目名 Scientific English I 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、 科学英語Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、 英会話Ⅰ・Ⅱ、 TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 「毎回の学習目標を明示してほしい」が 1 件、「理解しやすいように、説明にも

う少し工夫を加えてもらえるとよい」が 2 件、 
「宿題など、授業時間外の学習方法を、はっきりと示してほしい」、「板書やプロ
ジェクターなどを、もっと利用するとよい」がそれぞれ 1 件ありましたので、後
期はこれらの点に気を付けたいと思います。 
「授業の開始、終了時刻を守ってほしい」「授業の時間配分を考えて進めてほし
い」がそれぞれ 5 件ありましたが、これは 
授業の最後にその日に進んだ箇所に出てきた単語の単語集を作成してもらって
いたために、⼈によっては 

講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語への基礎的な読解⼒を養
う。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 シラバスをもとに今後の講義について説明する。 

英語の勉強方法について説明する。 
p1 の Can we survive? の英文を読み、語彙や文法事項等について説明する。 
2 回 Chapter1 Natural disasters の 1.1 Vesvius pages2-3 の英文を読み、語彙や文
法事項等について説明する。 
Chapter1 で書かれている概要を理解する。 
Vesvius 火山の噴火の状況についての英文の内容を正確に 
読み取る。 
3 回 1.1 Vesvius pages5-6 の英文を読み、語彙や文法事項等について説明する。 
Vesvius 火山噴火が後世にもたらしたものについての英文の内容を正確に読み取
る。 
4 回 1.2 Earthquakes pages7-8 の英文を読み、語彙や文法事項等について説明す
る。 
1.2 Earthquakes で書かれている概要を理解する。 
1976 年の Tangshan 地震についての英文の内容を正確に読み取る。 
5 回 1.2 Earthquakes pages9-11 の英文を読み、語彙や文法事項等について説明
する。 
1976 年の Tangshan 地震についての英文の内容を正確に読み取る。 
6 回 1.2 Earthquakes pages11-13 の英文を読み、語彙や文法事項等について説明
する。 
1995 年の神⼾の地震についての英文の内容を正確に読み取る。 
7 回 1.3 The Asian Tsunami pages14-16 の英文を読み、語彙や文法事項等につい
て説明する。 
2004 年にアジアで発生した津波についての英文の内容を正確に読み取る。 
8 回 第１回から第７回までの内容を確認する。 
9 回 1.3 The Asian Tsunami pages17-19 の英文を読み、語彙や文法事項等につい



て説明する。 
津波の被害者たちについての英文の内容を正確に読み取る。 
10 回 1.4 Hurricane Katrina pages20-22 の英文を読み、語彙や文法事項等につい
て説明する。 
New Orleans の地理的状況など、ハリケーンによる被害拡大の要因についての英
文の内容を正確に読み取る。 
11 回 1.4 Hurricane Katrina pages22-24 の英文を読み、語彙や文法事項等につい
て説明する。 
New Orleans の刑務所や Superdome で起こった出来事、Hurricane Katrina から
得られた教訓についての英文の内容を正確に読み取る。 
12 回 Chapter2 Human error pages25-27 の英文を読み、語彙や文法事項等につ
いて説明する。 
Chapter2 で書かれている概要を理解する。 
ロンドンの大火の火元と原因、延焼地域についての英文の内容を正確に読み取
る。 
13 回 2.1 The Great Fire of London pages27-29 の英文を読み、語彙や文法事項
等について説明する。 
King Charles が命じた消化活動やその後の復興計画についての英文の内容を正確
に読み取る。 
14 回 2.2 The Titanic pages30-33 の英文を読み、語彙や文法事項等について説明
する。 
Titanic 号と出航から氷山に衝突するまでの出来事についての英文の内容を正確
に読み取る。 
15 回 2.2 The Titanic pages34-36 の英文を読み、語彙や文法事項等について説明
する。 
生き残った乗客のうちの二⼈のその後の⼈生についての英文の内容を正確に読
み取る。 

準備学習 1 回 シラバスをよく読み、講義の内容を確認して講義に臨むこと。 
p1 の Can we survive? の英文を読み、語彙を辞書で調べ読んでおくこと。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
2 回 前回の p1 の Can we survive? にでてきた語彙や内容を復習しておくこと。 
Chapter1 Natural disasters の 1.1 Vesvius pages2-3 に出てくる語彙を辞書で調べ
読んでおくこと。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
3 回 前回の Chapter1 Natural disasters の 1.1 Vesvius pages2-3 にでてきた語彙
や内容を復習しておくこと。 
1.1 Vesvius pages5-6 に出てくる語彙を辞書で調べ読んでおくこと。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
4 回 前回の 1.1 Vesvius pages5-6 にでてきた語彙や内容を復習しておくこと。 
1.2 Earthquakes pages7-8 に出てくる語彙を辞書で調べ読んでおくこと。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
5 回 前回の 1.2 Earthquakes pages7-8 にでてきた語彙や内容を復習しておくこ



と。 
1.2 Earthquakes pages9-11 に出てくる語彙を辞書で調べ読んでおくこと。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
6 回 前回の 1.2 Earthquakes pages9-11 にでてきた語彙や内容を復習しておくこ
と。 
1.2 Earthquakes pages11-13 に出てくる語彙を辞書で調べ読んでおくこと。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
7 回 前回の 1.2 Earthquakes pages11-13 にでてきた語彙や内容を復習しておく
こと。 
1.3 The Asian Tsunami pages14-16 に出てくる語彙を辞書で調べ読んでおくこ
と。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
8 回 第１回から第７回までを復習し、語彙、文法、内容を確認しておくこと。 
9 回 1.3 The Asian Tsunami pages17-19 に出てくる語彙を辞書で調べ読んでお
くこと。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
10 回 前回の 1.3 The Asian Tsunami pages17-19 にでてきた語彙や内容を復習し
ておくこと。 
1.4 Hurricane Katrina pages20-22 に出てくる語彙を辞書で調べ読んでおくこと。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
11 回 前回の 1.4 Hurricane Katrina pages20-22 にでてきた語彙や内容を復習し
ておくこと。 
1.4 Hurricane Katrina pages22-24 に出てくる語彙を辞書で調べ読んでおくこと。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
12 回 前回の 1.4 Hurricane Katrina pages22-24 にでてきた語彙や内容を復習し
ておくこと。 
Chapter2 Human error pages25-27 に出てくる語彙を辞書で調べ読んでおくこ
と。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
13 回 前回の Chapter2 Human error pages25-27 にでてきた語彙や内容を復習し
ておくこと。 
2.1 The Great Fire of London pages27-29 に出てくる語彙を辞書で調べ読んでお
くこと。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
14 回 前回の 2.1 The Great Fire of London pages27-29 にでてきた語彙や内容を
復習しておくこと。 
2.2 The Titanic pages30-33 に出てくる語彙を辞書で調べ読んでおくこと。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
15 回 前回の 2.2 The Titanic pages30-33 にでてきた語彙や内容を復習しておく
こと。 
2.2 The Titanic pages34-36 に出てくる語彙を辞書で調べ読んでおくこと。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 



第９回から第１４回までの復習をしておくこと。 
 



年度 2012 
授業コード FB143C2 
成績評価 試験 80%、提出課題 20%により成績を評価する。 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス 応用数学科(〜11),化学科(〜11),臨床生命科学科(〜11) 
見出し FB143C2 科学英語Ⅱ 
担当教員名 石⽥ 美佐江 
単位数 2 
教科書 Disaster!／ Mary Mcintosh ／ Oxford University Press 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「日本語訳がしんどかった」----読解の授業ですので日本語訳を必ずしも求めて

いたわけではありません。文章の構成や内容理解に注意してもらいたいと考えて
います。英語を読む機会をできるだけつくり、⻑い英文を読んで理解することに
慣れ 
ましょう。 

科目名 科学英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 辞書を持参すること。 
シラバスコード FB143C2 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容の英文が辞書を使いながら読解できること。 
受講者へのコメント 「板書、スライド、配布資料がよく見えなかった」に 1 ⼈回答がありました。受

講生数の割には広い教室でしたので、よく見える位置に移動するか、見えにくい
場合はその都度指摘してくださるようお願いします。 
「授業時間外に学習を全くしなかった」との回答が 3 ⼈(10.3%)、30 分程度が
(37.9%)でした。授業の準備をする必要があります。英語⼒をあげるためにはあ
る程度の勉強時間を確保する必要がらいます。 
その一方で、「指示された課題以外の学習にも自主的に取り組んだ」との回答が 4
⼈(13.8%)ありました。自主的に勉強す 

連絡先 6 学舎 4 階石⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 「「この分野への理解が深まった」に回答した学生が 79.3%、「この分野への興味、
関心が高まった」が 13.8%、「この分野での技能・技術が向上した」20.7％でし
た。 
「今後の進路の参考になった」「学習方法の改善に役立った」にもそれぞれ 1 ⼈
が回答しました。 



目標達成については、「できた」「だいたいできた」の合計が 89.7%、教員の意欲
が「感じられた」「少し感じられた」の合計が 82.8%、「「満足」「ほぼ満足」の合
計が 75.9%でした。 
授業の手法については、「特にない」が 86.2%、授業の進行と教材の提示に 

英文科目名 Scientific English II 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、 科学英語Ⅰ・Ⅲ・Ⅳ、 英会話Ⅰ・Ⅱ、 TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 資料提示などにパワーポイントなどをさらに活用することを考えています。 
講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語への基礎的な読解⼒を養

う。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 シラバスをもとに今後の講義について説明する。  

2.3 Bhopal の pages37-38 の英文読み、語彙や文法事項等について説明する。 
1984 年にインドの Bhopal で発生した工場事故の発生状況と被害状況について
の英文の内容を正確に読み取る。 
2 回 2.3 Bhopal の pages39-40 の英文読み、語彙や文法事項等について説明する。 
1984 年にインドの Bhopal で発生した工場事故の被害者のその後の⼈生につい
ての英文の内容を正確に読み取る。 
3 回 2.4 Challenger and Columbia の pages41-43 の英文読み、語彙や文法事項等
について説明する。 
1986 年に打ち上げられた Challenger 号のミッションについての英文の内容を正
確に読み取る。 
4 回 2.4 Challenger and Columbia の pages43-45 の英文読み、語彙や文法事項等
について説明する。 
打ち上げ前日から事故発生までの状況についての英文の内容を正確に読み取る。 
5 回 2.4 Challenger and Columbia の pages45-47 の英文読み、語彙や文法事項等
について説明する。 
Columbia 号の事故についての英文の内容を正確に読み取る。 
6 回 2.5 The Exxon Valdez の pages48-50 の英文読み、語彙や文法事項等につい
て説明する。 
オイルタンカーExxon Valdez 号の事故発生原因についての英文の内容を正確に
読み取る。 
7 回 2.5 The Exxon Valdez の pages50-52 の英文読み、語彙や文法事項等につい
て説明する。 
オイルタンカーExxon Valdez 号の事故による被害状況と被害拡大原因と被害を
受けた⼈々についての英文の内容を正確に読み取る。 
8 回 第１回から第７回までの内容を再度確認する。 
9 回 2.6 Chernobyl の pages53-55 の英文読み、語彙や文法事項等について説明
する。 
Chernobyl 事故にあったある家族についての英文の内容を正確に読み取る。 
10 回 2.6 Chernobyl の pages56-57 の英文読み、語彙や文法事項等について説明
する。 
事故の状況と USSR 政府の対応についての英文の内容を正確に読み取る。 



11 回 2.6 Chernobyl の pages58-61 の英文読み、語彙や文法事項等について説明
する。 
事故後の放射線の影響についての英文の内容を正確に読み取る。 
12 回 3.1 Eyam and the plague の pages62-64 の英文読み、語彙や文法事項等に
ついて説明する。 
Eyam 村と plague についての英文の内容を正確に読み取る。 
13 回 3.1 Eyam and the plague の pages65-66 の英文読み、語彙や文法事項等に
ついて説明する。 
plague と伝承歌 
14 回 3.2 HIV/Aids-a modern plague の pages67-68 の英文読み、語彙や文法事
項等について説明する。 
HIV/Aids という病気についての英文の内容を正確に読み取る。 
15 回  3.2 HIV/Aids-a modern plague の pages69-70 の英文読み、語彙や文法事
項等について説明する。 
HIV/Aids 患者についての英文の内容を正確に読み取る。 

準備学習 1 回 シラバスをよく読み、講義内容を確認して講義に臨むこと。 
2.3 Bhopal の pages37-38 に出てくる語彙を辞書で調べ読んでおくこと。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
2 回 前回の 2.3 Bhopal の pages37-38 にでてきた語彙や内容を復習しておくこ
と。 
2.3 Bhopal の pages39-40 に出てくる語彙を辞書で調べ読んでおくこと。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
3 回 前回の 2.3 Bhopal の pages39-40 にでてきた語彙や内容を復習しておくこ
と。 
2.4 Challenger and Columbia の pages41-43 に出てくる語彙を辞書で調べ読んで
おくこと。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
4 回 前回の 2.4 Challenger and Columbia の pages41-43 にでてきた語彙や内容
を復習しておくこと。 
2.4 Challenger and Columbia の pages43-45 に出てくる語彙を辞書で調べ読んで
おくこと。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
5 回 前回の 2.4 Challenger and Columbia の pages43-45 にでてきた語彙や内容
を復習しておくこと。 
2.4 Challenger and Columbia の pages45-47 に出てくる語彙を辞書で調べ読んで
おくこと。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
6 回 前回の 2.4 Challenger and Columbia の pages45-47 にでてきた語彙や内容
を復習しておくこと。 
2.5 The Exxon Valdez の pages48-50 に出てくる語彙を辞書で調べ読んでおくこ
と。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 



7 回 2.5 The Exxon Valdez の pages48-50 にでてきた語彙や内容を復習しておく
こと。 
2.5 The Exxon Valdez の pages50-52 に出てくる語彙を辞書で調べ読んでおくこ
と。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
8 回 第１回から第７回までを復習し、語彙、文法、内容を確認しておくこと。 
9 回 2.6 Chernobyl の pages53-55 に出てくる語彙を辞書で調べ読んでおくこと。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
10 回 前回の 2.6 Chernobyl の pages53-55 にでてきた語彙や内容を復習してお
くこと。 
2.6 Chernobyl の pages56-57 に出てくる語彙を辞書で調べ読んでおくこと。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
11 回 前回の 2.6 Chernobyl の pages56-57 にでてきた語彙や内容を復習してお
くこと。 
2.6 Chernobyl の pages58-61 に出てくる語彙を辞書で調べ読んでおくこと。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
12 回 前回の 2.6 Chernobyl の pages58-61 にでてきた語彙や内容を復習してお
くこと。 
3.1 Eyam and the plague の pages62-64 に出てくる語彙を辞書で調べ読んでおく
こと。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
13 回 前回の 3.1 Eyam and the plague の pages62-64 にでてきた語彙や内容を復
習しておくこと。 
3.1 Eyam and the plague の pages65-66 に出てくる語彙を辞書で調べ読んでおく
こと。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
14 回 前回の 3.1 Eyam and the plague の pages65-66 にでてきた語彙や内容を復
習しておくこと。 
3.2 HIV/Aids-a modern plague の pages67-68 に出てくる語彙を辞書で調べ読ん
でおくこと。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
15 回 前回の 3.2 HIV/Aids-a modern plague の pages67-68 にでてきた語彙や内
容を復習しておくこと。 
 3.2 HIV/Aids-a modern plague の pages69-70 に出てくる語彙を辞書で調べ読ん
でおくこと。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB143D1 
成績評価 定期試験（60％）、課題（20％）、小テスト（20％） 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス 応用数学科(〜11),化学科(〜11),臨床生命科学科(〜11) 
見出し FB143D1 科学英語Ⅰ 
担当教員名 佐藤 佳子＊ 
単位数 2 
教科書 Disaster／MARY McINTOSH 著／ Oxford 出版 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 全部に回答するのは無理ですが、以下にできるだけ回答します。 

「授業のペースが速くて大変」「毎回あてられるのは苦痛」「もう少しスピードを
落として」⇒できるだけゆっくりできるようにしてみます。 
「ちょうど良い」「わかりやすい解説だった」「レベルは今のままがよい」⇒あり
がとうございます。レベルは今より高くしないようにしようと思います。 
「どうせ英語で話すならネイティブな発音をしてほしい」⇒ネイティブの先生の
授業もありますよ。ぜひ受講してください。 
「科学の内容には一切触れないのだろうか」「科学に関する英語をした 

科目名 科学英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プリント（資料）を配布する 
授業形態 講義 
注意備考 必ず辞書を持ってくること 
シラバスコード FB143D1 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容のより高度な英文が読解できること。 
受講者へのコメント 半数以上の⼈が予習に 1 時間以上かけています。それ自体は評価できます。教科

書以外のことでもよいので少しでも多く英語に触れる時間を持つように心がけ
ることが大切と思います。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 「授業時間外にどの程度学習したか」について、全くしなかった者が 16.1％いま
した。 
「この授業の目標を達成できたか」についてできた、だいたいできたが合わせて
約 71%、半分程度、少しできたが合わせて約 26%でした。 
総合評価の設問である授業に対する満足度では約 64%が満足、ほぼ満足、また普
通が 19.4％。やや不満、不満が 9.7%でした。 
授業の説明が不十分と感じた⼈が 22.6%いました。 



英文科目名 Scientific English I 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、科学英語Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 授業の説明が不十分であると感じた⼈が予想以上に多かったので改善を心がけ

ます。毎回の重要項目は小テスト形式でプリントします。参考にしてください。
それでも不十分であればその都度質問をしてください。質問は歓迎します。 

講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語を精読する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション  

1. Natural Disasters の reading と listening を通して、使用教科書の導入をする。 
2 回 1.1 Vesuvius の reading と listening を通して、科学的で英語らしい表現を
学習する。 
3 回 1.1 Vesuvius の reading と listening を通して、科学的で英語らしい表現を
学習する。 
4 回 1.2 Earthquakes  の reading と listening を通して、科学的で英語らしい表
現を学習する。 
5 回 1.2 Earthquakes  の reading と listening を通して、科学的で英語らしい表
現を学習する。 
6 回 1.3 The Asian Tsunami  の reading と listening を通して、科学的で英語ら
しい表現を学習する。 
7 回 1.3 The Asian Tsunami  の reading と listening を通して、科学的で英語ら
しい表現を学習する。 
8 回 1~7 回までの復習をする。 
9 回 1.4 Hurricane Katrina  の reading と listening を通して、科学的で英語ら
しい表現を学習する。 
10 回 1.4 Hurricane Katrina  の reading と listening を通して、科学的で英語
らしい表現を学習する。 
11 回 2.1 The Great Fire of London  の reading と listening を通して、科学的で
英語らしい表現を学習する。 
12 回 2.1 The Great Fire of London  の reading と listening を通して、科学的で
英語らしい表現を学習する。 
13 回 2.2 The Titanic  の reading と listening を通して、科学的で英語らしい表
現を学習する。 
14 回 2.2 The Titanic  の reading と listening を通して、科学的で英語らしい表
現を学習する。 
15 回 9~14 回までの復習、および前期のまとめをする。 

準備学習 1 回 シラバス、教科書をよく確認し、学習の過程をよく把握しておくこと。 
2 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、および予習として
単語の意味を調べておくこと。 
3 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、および予習として
単語の意味を調べておくこと。 
4 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、および予習として
単語の意味を調べておくこと。 



5 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、および予習として
単語の意味を調べておくこと。 
6 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、および予習として
単語の意味を調べておくこと。 
7 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、および予習として
単語の意味を調べておくこと。 
8 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、およびこれまでの
疑問点をまとめておくこと。 
9 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、および予習として
単語の意味を調べておくこと。 
10 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、および予習として
単語の意味を調べておくこと。 
11 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、および予習として
単語の意味を調べておくこと。 
12 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、および予習として
単語の意味を調べておくこと。 
13 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、および予習として
単語の意味を調べておくこと。 
14 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、および予習として
単語の意味を調べておくこと。 
15 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、前期の講義内容に
関する質問をまとめておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FB143D2 
成績評価 定期試験（60％）、課題（20％）、小テスト（20％） 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス 応用数学科(〜11),化学科(〜11),臨床生命科学科(〜11) 
見出し FB143D2 科学英語Ⅱ 
担当教員名 佐藤 佳子＊ 
単位数 2 
教科書 Disaster／MARY McINTOSH 著／ Oxford 出版 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 教室が寒いという指摘がありました。教務課に伝えます。 
科目名 科学英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プリント（資料）を配布する 
授業形態 講義 
注意備考 必ず辞書を持ってくること 
シラバスコード FB143D2 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容のより高度な英文が読解できること。 
受講者へのコメント クラスの多くの⼈が英語に興味をもっていることが感じられました。これからも

高い意欲を持ち続けてください。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 全体的に出席率もよく、ほぼ全員が指示された学習にきちんと取り組んでいまし
た。60%以上の⼈が英語への理解、関心が高まったと回答しました。80%以上が
授業に満足、ほぼ満足と回答しました。 

英文科目名 Scientific English II 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、科学英語Ⅰ・Ⅲ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 後期のアンケートとということもあり、授業の手法や、進行、教科書について特

に要望はありませんでした。教師の反省点として、手法、進行が単調になりがち
であったので多様な授業の進め方を検討したいと思います。 

講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語を精読する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション  

教科書 25 ページの human error および 62 ページ Disease の reading と listening
を通して、後期のオリエンテーションとする。 
2 回 2.3 Bhopal の reading と listening を通して、科学的で英語らしい表現を学



習する。 
3 回  2.3 Bhopal の reading と listening を通して、科学的で英語らしい表現を学
習する。 
4 回 2.4 Challenger and Columbia の reading と listening を通して、科学的で英
語らしい表現を学習する。 
5 回 2.4 Challenger and Columbia  の reading と listening を通して、科学的で英
語らしい表現を学習する。 
6 回 2.5 The Exxson Valdez  の reading と listening を通して、科学的で英語ら
しい表現を学習する。 
7 回 2.5 The Exxson Valdez  の reading と listening を通して、科学的で英語ら
しい表現を学習する。 
8 回 1~7 回までの復習をする。 
9 回 2.6 Chernobyl  の reading と listening を通して、科学的で英語らしい表現
を学習する。 
10 回 2.6 Chernobyl  の reading と listening を通して、科学的で英語らしい表現
を学習する。 
11 回 3.1 Eyam and the plague  の reading と listening を通して、科学的で英語
らしい表現を学習する。 
12 回 3.1 Eyam and the plague  の reading と listening を通して、科学的で英語
らしい表現を学習する。 
13 回 3.2 HIV/Aids  の reading と listening を通して、科学的で英語らしい表現
を学習する。 
14 回 3.2 HIV/Aids  の reading と listening を通して、科学的で英語らしい表現
を学習する。 
15 回 9~14 回までの復習、および後期のまとめをする。 

準備学習 1 回 シラバス、教科書をよく確認し、学習の過程をよく把握しておくこと。 
2 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、および予習として
単語の意味を調べておくこと。 
3 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、および予習として
単語の意味を調べておくこと。 
4 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、および予習として
単語の意味を調べておくこと。 
5 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、および予習として
単語の意味を調べておくこと。 
6 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、および予習として
単語の意味を調べておくこと。 
7 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、および予習として
単語の意味を調べておくこと。 
8 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、およびこれまでの
疑問点をまとめておくこと。 
9 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、および予習として
単語の意味を調べておくこと。 



10 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、および予習として
単語の意味を調べておくこと。 
11 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、および予習として
単語の意味を調べておくこと。 
12 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、および予習として
単語の意味を調べておくこと。 
13 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、および予習として
単語の意味を調べておくこと。 
14 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、および予習として
単語の意味を調べておくこと。 
15 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、前期の講義内容に
関する質問をまとめておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FB143E1 
成績評価 小テスト３０％, 定期試験７０％により成績を評価する。 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス 応用数学科(〜11),化学科(〜11),臨床生命科学科(〜11) 
見出し FB143E1 科学英語Ⅰ 
担当教員名 浅利 明子＊ 
単位数 2 
教科書 Factfiles Recycling with the CD / Sue Stewart / Oxford University Press 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 授業の最初にする Warm-up activities は Listening のみならず、英語の４技能

を培う基本的トレーニングです。すぐに効果が表れなくてもコツコツとトレーニ
ングを重ねて行きましょう。授業中に理解できなかった箇所は遠慮なく授業後に
質問に来てください。 

科目名 科学英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし。 
授業形態 講義 
注意備考 科学英語用のノート(形式は問わない）を準備すること。 

英和辞書（電子辞書でもよい）を毎回持参すること。 
シラバスコード FB143E1 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容の英文が辞書を使いながら読解できること。 
受講者へのコメント 遅刻者のいない集中度の高いクラスを目指します。遅刻をしないように心がけて

ください。高校の時に使用した辞書でよろしいですので、英和辞書を必ず持参し
ましょう。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 クラス内に英語⼒の差が見られますので、数⼈の学生さんにはもう少しゆっくり
進めたほうが良かったのかもしれません。 
全体的には真面目に取り組んでいました。 

英文科目名 Scientific English I 
関連科目 英語 I・II、 科学英語 II・III・IV、  英会話 I・II、 TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 全体のバランスを見ながら授業を進めてまいります。 
講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語への基礎的な読解⼒を養

う。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 授業の進め方を説明する。Warm-up Activities をする。 
2 回 Chapter 1 で使用されている重要構文、語彙等ポイントを押さえながら訳読
する。テキストの内容に関して、自分の意見を発表できるようにする。(グループ
ワークで意見交換をした後で、グループの意見を纏めて発表する場合もある。) 
できる限り英語で表現できるようにする。音読の練習をする。 
3 回 Chapter 2 で使用されている重要構文、語彙等ポイントを押さえながら読解
⼒を養う。テキストの内容に関して、自分の意見を発表できるようにする。(グル
ープワークで意見交換をした後で、グループの意見を纏めて発表する場合もあ
る。) できる限り英語で表現できるようにする。音読の練習をする。 
4 回 Chapter 3 で使用されている重要構文、語彙等ポイントを押さえながら読解
⼒を養う。テキストの内容に関して、自分の意見を発表できるようにする。(グル
ープワークで意見交換をした後で、グループの意見を纏めて発表する場合もあ
る。) できる限り英語で表現できるようにする。音読の練習をする。 
5 回 Chapter 1〜Chapter 3 の小テストを実施する。テストの解説をする。 
6 回 Chapter 4 で使用されている重要構文、語彙等ポイントを押さえながら読解
⼒を養う。テキストの内容に関して、自分の意見を発表できるようにする。(グル
ープワークで意見交換をした後で、グループの意見を纏めて発表する場合もあ
る。) できる限り英語で表現できるようにする。音読の練習をする。 
7 回 Chapter 5 で使用されている重要構文、語彙等ポイントを押さえながら読解
⼒を養う。テキストの内容に関して、自分の意見を発表できるようにする。(グル
ープワークで意見交換をした後で、グループの意見を纏めて発表する場合もあ
る。) できる限り英語で表現できるうにする。音読の練習をする。 
8 回 Chapter 6 で使用されている重要構文、語彙等ポイントを押さえながら読解
⼒を養う。テキストの内容に関して、自分の意見を発表できるようにする。(グル
ープワークで意見交換をした後で、グループの意見を纏めて発表する場合もあ
る。) できる限り英語で表現できるようにする。音読の練習をする。 
9 回 Chapter 4〜Chapter 6 の小テストを実施する。テストの解説をする。 
10 回 Chapter 7 で使用されている重要構文、語彙等ポイントを押さえながら読
解⼒を養う。。テキストの内容に関して、自分の意見を発表できるようにする。
(グループワークで意見交換をした後で、グループの意見を纏めて発表する場合
もある。) できる限り英語で表現できるようにする。音読の練習をする。 
11 回 Chapter 8 で使用されている重要構文、語彙等ポイントを押さえながら読
解⼒を養う。テキストの内容に関して、自分の意見を発表できるようにする。(グ
ループワークで意見交換をした後で、グループの意見を纏めて発表する場合もあ
る。) できる限り英語で表現できるうにする。音読の練習をする。 
12 回 Chapter 9 で使用されている重要構文、語彙等ポイントを押さえながら読
解⼒を養う。テキストの内容に関して、自分の意見を発表できるようにする。(グ
ループワークで意見交換をした後で、グループの意見を纏めて発表する場合もあ
る。) できる限り英語で表現できるようにする。音読の練習をする。 
13 回 Chapter 10 で使用されている重要構文、語彙等ポイントを押さえながら
読解⼒を養う。テキストの内容に関して、自分の意見を発表できるようにする。
(グループワークで意見交換をした後で、グループの意見を纏めて発表する場合



もある。) できる限り英語で表現できるようにする。音読の練習をする。 
14 回 Chapter 7〜Chapter 10 の小テストを実施する。テストの解説をする。 
15 回 定期試験対策授業をする。 

準備学習 1 回 シラバスを確認して、学習の過程を把握しておくこと。 
Chapter 1 のテキストを読む前に、CD を何度も聞き、内容がどの程度 理解でき
たか、ノートに書き留めておくこと。（英語で書き留めておくことが望ましいが
日本語でもよい。） 
2 回 Chapter 1 のテキストを読む前に、CD を何度も聞き、内容がどの程度 理
解できたか、ノートに書き留めておくこと。（英語で書き留めておくことが望ま
しいが日本語でもよい。）その後でテキストを読むこと。分からない単語は辞書
で調べてくること。聞いて理解できた内容と読んで理解できた内容を比較してみ
ること。 
3 回 Chapter 2 のテキストを読む前に、CD を何度も聞き、内容がどの程度 理
解できたか、ノートに書き留めておくこと。（英語で書き留めておくことが望ま
しいが日本語でもよい。）その後でテキストを読むこと。分からない単語は辞書
で調べてくること。聞いて理解できた内容と読んで理解できた内容を比較してみ
ること。 
4 回 Chapter 3 のテキストを読む前に、CD を何度も聞き、内容がどの程度 理
解できたか、ノートに書き留めておくこと。（英語で書き留めておくことが望ま
しいが日本語でもよい。）その後でテキストを読むこと。分からない単語は辞書
で調べてくること。聞いて理解できた内容と読んで理解できた内容を比較してみ
ること。 
5 回 Chapter 1〜Chapter 3 の重要ポイントに目を通しておくこと。学習した英
語表現を声に出したり、書いたりしてトレーニングをしておくこと。 
6 回 Chapter 4 のテキストを読む前に、CD を何度も聞き、内容がどの程度 理
解できたか、ノートに書き留めておくこと。（英語で書き留めておくことが望ま
しいが日本語でもよい。）その後でテキストを読むこと。分からない単語は辞書
で調べてくること。聞いて理解できた内容と読んで理解できた内容を比較してみ
ること。 
7 回 Chapter 5 のテキストを読む前に、CD を何度も聞き、内容がどの程度 理
解できたか、ノートに書き留めておくこと。（英語で書き留めておくことが望ま
しいが日本語でもよい。）その後でテキストを読むこと。分からない単語は辞書
で調べてくること。聞いて理解できた内容と読んで理解できた内容を比較してみ
ること。 
8 回 Chapter 6 のテキストを読む前に、CD を何度も聞き、内容がどの程度 理
解できたか、ノートに書き留めておくこと。（英語で書き留めておくことが望ま
しいが日本語でもよい。）その後でテキストを読むこと。分からない単語は辞書
で調べてくること。聞いて理解できた内容と読んで理解できた内容を比較してみ
ること。 
9 回 Chapter 4〜Chapter 6 の重要ポイントに目を通しておくこと。学習した英
語表現を声に出したり、書いたりしてトレーニングをしておくこと。 
10 回 Chapter 7 のテキストを読む前に、CD を何度も聞き、内容がどの程度 理



解できたか、ノートに書き留めておくこと。（英語で書き留めておくことが望ま
しいが日本語でもよい。）その後でテキストを読むこと。分からない単語は辞書
で調べてくること。聞いて理解できた内容と読んで理解できた内容を比較してみ
ること。 
11 回 Chapter 8 のテキストを読む前に、CD を何度も聞き、内容がどの程度 理
解できたか、ノートに書き留めておくこと。（英語で書き留めておくことが望ま
しいが日本語でもよい。）その後でテキストを読むこと。分からない単語は辞書
で調べてくること。聞いて理解できた内容と読んで理解できた内容を比較してみ
ること。 
12 回 Chapter 9 のテキストを読む前に、CD を何度も聞き、内容がどの程度 理
解できたか、ノートに書き留めておくこと。（英語で書き留めておくことが望ま
しいが日本語でもよい。）その後でテキストを読むこと。分からない単語は辞書
で調べてくること。聞いて理解できた内容と読んで理解できた内容を比較してみ
ること。 
13 回 Chapter 10 のテキストを読む前に、CD を何度も聞き、内容がどの程度 理
解できたか、ノートに書き留めておくこと。（英語で書き留めておくことが望ま
しいが日本語でもよい。）その後でテキストを読むこと。分からない単語は辞書
で調べてくること。聞いて理解できた内容と読んで理解できた内容を比較してみ
ること。 
14 回 Chapter 7〜Chapter 10 の重要ポイントに目を通しておくこと。学習した
英語表現を声に出したり、書いたりしてトレーニングをしておくこと。 
15 回 Chapter 1〜Chapter 10 の重要ポイントに目を通しておくこと。学習した
英語表現を声に出したり、書いたりしてトレーニングをしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB143E2 
成績評価 小テスト 20％, 定期試験 80％により成績を評価する。 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス 応用数学科(〜11),化学科(〜11),臨床生命科学科(〜11) 
見出し FB143E2 科学英語Ⅱ 
担当教員名 浅利 明子＊ 
単位数 2 
教科書 Factfiles Disaster! with the CD / Mary McIntosh / Oxford University Press 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  

「先生の授業、とても楽しかったです。プリントが纏められていて、勉強しやす
かった。」「分かりやすかった。」等の感想を読みうれしく思いました。「ペアワー
クをもっと取り入れてほしい。」との意見、分かりました。お互いに意見交換する
ことは大切なことですね。 

科目名 科学英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし。 
授業形態 講義 
注意備考 科学英語用のノート(形式は問わない）を準備すること。 

英和辞書（電子辞書でもよい）を毎回持参すること。 
シラバスコード FB143E2 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容のより高度な英文が読解できること。 
受講者へのコメント 週 3 時間以上学習し、熱心に取り組んだ受講者もいますが、全体的に、テキスト

のＣＤをもっと聞いて、授業時間（90 分）と同じだけの予習、並びに復習をする
ように心がけましょう。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 テキストのポイントを纏めたハンドアウトを使用しての授業が、部分的に功を奏
したように思われます。 
この分野への理解が深まり、大部分の学生がハンドアウトを中心に取り組んでお
ります。 
その反面、自分で積極的に疑問点を見出して、質問する姿勢がやや不足している
ように見受けられます。 

英文科目名 Scientific English II 
関連科目 英語 I・II、 科学英語 I・III・IV、  英会話 I・II、 TOEIC セミナー 



次回に向けての改善変更予定 読解⼒並びに、「コミュニケーション⼒やプレゼンテーション⼒などの実社会で
必要な⼒が高まった」の項目に⼒を注いでまいりましたが、今後もテキストの内
容に関して、自分の意見が発表できるように、更なる改善をしてまいります。今
後も、無遅刻・無欠席の集中⼒のある授業を目指します。 

講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語を精読する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 授業の進め方を説明する。Warm-up Activities をする。 

2 回 1.1 Vesuvious で使用されている重要構文、語彙等ポイントを押さえながら
読解する。テキストの内容に関して、英語でクイズを出し合い内容理解を深める。 
シャドーイングをする。 
3 回 1.2 Earthquakes で使用されている重要構文、語彙等ポイントを押さえなが
ら読解する。テキストの内容に関して、英語でクイズを出し合い内容理解を深め
る。 シャドーイングをする。 
4 回 1.3 The Asian Tsunami で使用されている重要構文、語彙等ポイントを押さ
えながら読解する。テキストの内容に関して、英語でクイズを出し合い内容理解
を深める。 シャドーイングをする。 
5 回 1.4 Hurricane Katrina で使用されている重要構文、語彙等ポイントを押さ
えながら読解する。テキストの内容に関して、英語でクイズを出し合い内容理解
を深める。 シャドーイングをする。 
6 回 1.1 ~ 1.4 までの小テストを実施する。テストの解説をする。 
7 回 2.1 The Great Fire of London で使用されている重要構文、語彙等ポイント
を押さえながらの読解する。テキストの内容に関して、英語でクイズを出し合い
内容理解を深める。 シャドーイングをする。 
8 回 2.2 The Titanic で使用されている重要構文、語彙等ポイントを押さえなが
ら読解する。テキストの内容に関して、英語でクイズを出し合い内容理解を深め
る。 シャドーイングをする。 
9 回 2.3 Bhopal で使用されている重要構文、語彙等ポイントを押さえながら読
解する。テキストの内容に関して、英語でクイズを出し合い内容理解を深める。 
シャドーイングをする。 
10 回 2.4 Challenger and Columbia で使用されている重要構文、語彙等ポイント
を押さえながら読解する。テキストの内容に関して、英語でクイズを出し合い内
容理解を深める。 シャドーイングをする。 
11 回 2.5 The Exxon Valdez で使用されている重要構文、語彙等ポイントを押さ
えながら読解する。テキストの内容に関して、英語でクイズを出し合い内容理解
を深める。 シャドーイングをする。 
12 回 2.6 Chernobyl で使用されている重要構文、語彙等ポイントを押さえなが
ら読解する。テキストの内容に関して、英語でクイズを出し合い内容理解を深め
る。 シャドーイングをする。 
13 回 2.1 ~ 2.6 までの小テストを実施する。テストの解説をする。 
14 回 3.1 Eyam and plague で使用されている重要構文、語彙等ポイントを押さ
えながら読解する。テキストの内容に関して、英語でクイズを出し合い内容理解
を深める。 シャドーイングをする。 



15 回 3.2 HIV / Aids - a modern plague で使用されている重要構文、語彙等ポイ
ントを押さえながら読解する。テキストの内容に関して、英語でクイズを出し合
い内容理解を深める。 シャドーイングをする。 

準備学習 1 回 シラバスを確認して、学習の過程を把握しておくこと。 
1.1 Vesuvious のテキストを読む前に、CD を何度も聞き、内容がどの程度 理解
できたか、ノートに書き留めておくこと。（英語で書き留めておくことが望まし
い） 
2 回 1.1 Vesuvious のテキストを読む前に、CD を何度も聞き、内容がどの程度 
理解できたか、ノートに書き留めておくこと。（英語で書き留めておくことが望
ましい）その後でテキストの下読みをしておくこと。英語で要約してみること。 
3 回 1.2 Earthquakes のテキストを読む前に、CD を何度も聞き、内容がどの程
度 理解できたか、ノートに書き留めておくこと。（英語で書き留めておくことが
望ましい）その後でテキストの下読みをしておくこと。英語で要約してみること。 
4 回 1.3 The Asian Tsunami のテキストを読む前に、CD を何度も聞き、内容が
どの程度 理解できたか、ノートに書き留めておくこと。（英語で書き留めておく
ことが望ましい）その後でテキストの下読みをしておくこと。英語で要約してみ
ること。 
5 回 1.4 Hurricane Katrina のテキストを読む前に、CD を何度も聞き、内容がど
の程度 理解できたか、ノートに書き留めておくこと。（英語で書き留めておくこ
とが望ましい）その後でテキストの下読みをしておくこと。英語で要約してみる
こと。 
6 回 1.1 ~ 1.4 まで重要なポイントに目を通しておくこと。重要表現は声に出し
たり、書いたりしてトレーニングを重ねること。 
7 回 2.1 The Great Fire of London のテキストを読む前に、CD を何度も聞き、
内容がどの程度 理解できたか、ノートに書き留めておくこと。（英語で書き留め
ておくことが望ましい）その後でテキストの下読みをしておくこと。英語で要約
してみること。 
8 回 2.2 The Titanic のテキストを読む前に、CD を何度も聞き、内容がどの程
度 理解できたか、ノートに書き留めておくこと。（英語で書き留めておくことが
望ましい）その後でテキストの下読みをしておくこと。英語で要約してみること。 
9 回 2.3 Bhopal のテキストを読む前に、CD を何度も聞き、内容がどの程度 理
解できたか、ノートに書き留めておくこと。（英語で書き留めておくことが望ま
しい）その後でテキストの下読みをしておくこと。英語で要約してみること。 
10 回 2.4 Challenger and Columbia のテキストを読む前に、CD を何度も聞き、
内容がどの程度 理解できたか、ノートに書き留めておくこと。（英語で書き留め
ておくことが望ましい）その後でテキストの下読みをしておくこと。英語で要約
してみること。 
11 回 2.5 The Exxon Valdez のテキストを読む前に、CD を何度も聞き、内容が
どの程度 理解できたか、ノートに書き留めておくこと。（英語で書き留めておく
ことが望ましい）その後でテキストの下読みをしておくこと。英語で要約してみ
ること。 
12 回 2.6 Chernobyl のテキストを読む前に、CD を何度も聞き、内容がどの程



度 理解できたか、ノートに書き留めておくこと。（英語で書き留めておくことが
望ましい）その後でテキストの下読みをしておくこと。英語で要約してみること。 
13 回 2.1 ~ 2.6 間での重要なポイントに目を通しておくこと。 重要表現は声
に出したり、書いたりしてトレーニングを重ねること。 
14 回 3.1 Eyam and the plague のテキストを読む前に、CD を何度も聞き、内容
がどの程度 理解できたか、ノートに書き留めておくこと。（英語で書き留めてお
くことが望ましい）その後でテキストの下読みをしておくこと。英語で要約して
みること。 
15 回 3.2 HIV / Adis - a modern plague のテキストを読む前に、CD を何度も聞
き、内容がどの程度 理解できたか、ノートに書き留めておくこと。（英語で書き
留めておくことが望ましい）その後でテキストの下読みをしておくこと。英語で
要約してみること。 

 



年度 2012 
授業コード FB143F1 
成績評価 多読の課題提出（３０％）、発表点（１０％）、定期試験（６０％） 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス 応用数学科(〜11),化学科(〜11),臨床生命科学科(〜11) 
見出し FB143F1 科学英語Ⅰ 
担当教員名 丸山 糸美 
単位数 2 
教科書 Asking Why?/ Masanobu Nakatsugawa 他/ KINSEIDO 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technolgy 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「メモをとる時間が欲しい」とのコメントがありました。以後、気をつけたいと

思いますが、教員の和訳をそのまま記述する必要はありません。大切なのは構文
を読み取ることであり、それさえ解れば和訳は各自、自分の言葉を使って表現す
ればよいと思います。 

科目名 科学英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜、プリントを配布する。 
授業形態 講義 
注意備考 必ず辞書を持参すること 
シラバスコード FB143F1 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容の英文が辞書を使いながら読解できること。 
受講者へのコメント 後期も積極的に発言して下さい。 
連絡先 六学舎 4 階 丸山糸美研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 「この授業に満足・ほぼ満足」と回答した⼈が約８８％と高率だったことを、う
れしく思います。また、全項目において概ね高評価でした。後期も前期と同じよ
うに良い評価が得られるような授業を行いたいと思います。 

英文科目名 Scientific English I 
関連科目 英語 I・II、科学英語 II・III・IV、英会話 I・II、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 特にありません。 
講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語への基礎的な読解⼒を養

う。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 多読をする。オリエンテーションを行う。 

2 回 多読をする。Lesson1(Why Do People Have Eyelashes?)を精読する。本文中
の代名詞（they,this）が表すものについて考える。また、関係代名詞の that の用



法と、It ~ that~ の強調構文について解説する。 
3 回 多読をする。Lesson2(Why Does Pepper Make You Sneeze?)を精読する。こ
の課に頻出する原級・比較級・最上級の基本形式について説明する。 
4 回 多読をする。Lesson2(Why Does Pepper Make You Sneeze?)を精読する。原
級・比較級・最上級構文の理解を深めるため、プリントを配布し練習問題を解く。
不定詞の基本用法を説明する。 
5 回 多読をする。Lesson3(Why Do We Fall in Love?)を精読する。覚えておくべ
き、頻出熟語について学習する。 
6 回 多読をする。Lesson4(Why Can't We Cure a Cold?)を精読する。関係代名詞
（that, which）と従位接続詞の基本用法について説明する。 
7 回 多読をする。Lesson5(Why Is the Number 7 Lucky?)を精読する。接続詞の
中でも、特に「同格の that」を取り上げ、説明する。 
8 回 多読をする。Lesson5(Why Is the Number 7 Lucky?)を精読する。that の様々
な用法に関する練習問題が載ったプリントを配布し、接続詞の that と関係代名
詞の that が区別できるよう指導する。 
9 回 多読をする。Lesson6(Why Does Our Hair Turn Gray?)を精読する。現在完
了形の基本用法を説明し、過去形との違いを明確にする。また、独立不定詞にも
言及する。 
10 回 多読をする。Lesson7(Why Is the Sea Saulty?)を精読する。so ~ that の構
文について例文を挙げて説明する。また、関係副詞( why, where, when, how )の
省略についても説明する。 
11 回 多読をする。Lesson7(Why Is the Sea Saulty?)を精読する。that's why や
that's because の意味と、接続詞 once について説明する。 
12 回 多読をする。Lesson8(Why Do Women Live Longer than Men?)を精読す
る。形式主語・形式目的語の it について、例文を挙げながら説明する。 
13 回 多読をする。Lesson9(Why Do Some Species Become Extinct?)を精読する。
関係副詞(where)と関係代名詞(which)の違いについて学ぶ。また、not only ~ but 
(also)の用法が使えるように指導する。 
14 回 多読をする。Lesson10(Why Are Tomatoes a Kind of Fruit?)を精読する。
過去の習慣的動作や状態を表す used to を、would との違いを明確にしながら説
明する。 
15 回 多読をする。Lesson10(Why Are Tomatoes a Kind of Fruit?)を精読する。
It seems that ~ , It turns out that ~ のような構文を解説する。また、接続詞 as の
多様な意味にも言及する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 Lesson1 の本文を読み、辞書や参考書を使って、分からない語彙や構文を調
べておくこと。 
3 回 Lesson2 の本文を読み、辞書や参考書を使って、分からない語彙や構文を調
べておくこと。 
4 回 Lesson2 の本文を読み直し、Comprehension Check の問題を解くこと。 
5 回 Lesson3 の本文を読み、辞書や参考書を使って、分からない語彙や構文を調
べておくこと。 



6 回 Lesson4 の本文を読み、辞書や参考書を使って、分からない語彙や構文を調
べておくこと。 
7 回 Lesson5 の本文を読み、辞書や参考書を使って、分からない語彙や構文を調
べておくこと。 
8 回 Lesson5 の本文を読み直し、Comprehension Check の問題を解くこと。 
9 回 Lesson6 の本文を読み、辞書や参考書を使って、分からない語彙や構文を調
べておくこと。 
10 回 Lesson7 の本文を読み、辞書や参考書を使って、分からない語彙や構文を
調べておくこと。 
11 回 Lesson7 の本文を読み直し、Comprehension Check の問題を解くこと。 
12 回 Lesson8 の本文を読み、辞書や参考書を使って、分からない語彙や構文を
調べておくこと。 
13 回 Lesson9 の本文を読み、辞書や参考書を使って、分からない語彙や構文を
調べておくこと。 
14 回 Lesson10 の本文を読み、辞書や参考書を使って、分からない語彙や構文を
調べておくこと。 
15 回 Lesson10 の本文を読み直し、Comprehension Check の問題を解くこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB143F2 
成績評価 多読の課題提出（３０％）、発表点（１０％）、定期試験（６０％） 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス 応用数学科(〜11),化学科(〜11),臨床生命科学科(〜11) 
見出し FB143F2 科学英語Ⅱ 
担当教員名 丸山 糸美 
単位数 2 
教科書 Asking Why?/ Masanobu Nakatsugawa 他/ KINSEIDO 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technolgy 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「ありがとうございました」の言葉以外、自由記述はありません。 

（六学舎の教室の照明に関するクレームがあったが、もう使用されないので回答
しない） 

科目名 科学英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜、プリントを配布する。 
授業形態 講義 
注意備考 必ず辞書を持参すること。 
シラバスコード FB143F2 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容の英文が辞書を使いながら読解できること。 
受講者へのコメント 大変真面目に英語学習に取り組むクラスなので、気持ちよく教えることができま

した。今後も何らかの形で英語の学習を継続して下さい。 
連絡先 六学舎 4 階 丸山糸美研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 全項目において、おおむね高い評価を頂いたので、教員として満足している。た
だ、「授業時間外にどの程度、学習したか」という質問で、「全くしなかった」学
生が３分の１もいることに対し、改善をはからねば、と思う。 

英文科目名 Scientific English II 
関連科目 英語 I・II、科学英語 I・III・IV、英会話 I・II、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 「授業時間外にどの程度、学習したか」という質問で、「全くしなかった」学生が

３分の１もいることに対する改善策として、今後はなるべくこまめにレポートや
宿題を出そうと思う。 

講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語への基礎的な読解⼒を養
う。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 多読をする。Lesson11(Why Does the Wind Blow?)を精読する。現在分詞・



過去分詞の、形容詞としての基本用法について学習する。 
2 回 多読をする。Lesson11(Why Does the Wind Blow?)を精読する。the 比較級, 
the 比較級の構文について説明する。 
3 回 多読をする。Lesson12(Why Are Spider Webs So Strong?)を精読する。to 不
定詞の名詞的用法・形容詞的用法・副詞的用法の働きについて学習する。it ~ to 
~ 構文に言及する。 
4 回 多読をする。Lesson13(Why Do We Cry When We Cut an Onino?)を精読す
る。疑問詞を強調する it ~ that ~の強調構文について説明する。仮定法過去形に
言及する。 
5 回 多読をする。Lesson14(Why Do We Dream?)を精読する。複合関係詞
(whoever, whichever, whatever, whenever, however)の用法を学習する。 
6 回 多読をする。Lesson15(Why Are There 24 Hours in a Day?)を精読する。前
置詞+関係代名詞が関係副詞一語に置き換えられる文について説明する。関係副
詞の限定用法・継続用法を学ぶ。 
7 回 多読をする。Lesson15(Why Are There 24 Hours in a Day?)を精読する。It 
was not until ~ that ~ 構文について説明する。 
8 回 多読をする。Lesson16(Why Do Bugs Fly into Lights?)を精読する。日本語
の非・不・無などに相当する、否定や反対を意味する接頭辞（特に un- と dis- )
について学習する。 
9 回 多読をする。Lesson17(Why Do Chili Pellers Taste Hot and Mints Cold?)を
精読する。現在分詞・動名詞はどちらも~ing 形をとる。分詞との違いを明確に
し、動名詞の基本用法を解説する。 
10 回 多読をする。Lesson18(Why Do We Forget Things?)を精読する。受動態
( be + ~ing )の基本用法を学習する。 
11 回 多読をする。Lesson18(Why Do We Forget Things?)を精読する。比較級を
強める much、および more・less を用いた比較について説明する。 
12 回 多読をする。Lesson19(Why Is the Fibonacci Sequence So Important?)を精
読する。基数と序数を使った分数の表し方について学習する。 
13 回 多読をする。Lesson19(Why Is the Fibonacci Sequence So Important?)を精
読する。コンマ・ピリオド・コロン・セミコロン・ダッシュなどの記号について
学ぶ。 
14 回 多読をする。Lesson20(Why Don't Mosquitoes Attack Each Other?)を精読
する。to 不定詞の否定文について学習する。 
15 回 多読をする。Lesson21(Why Is the Sky Blue?)を精読する。様々な助動詞
（特に shoud）が内包するニュアンスを習得する。 

準備学習 1 回 Lesson11 の本文を読み、辞書や参考書を使って、分からない語彙や構文を
調べておくこと。 
2 回 Lesson11 の本文を読み直し、Comprehension Check の問題を解くこと。 
3 回 Lesson12 の本文を読み、辞書や参考書を使って、分からない語彙や構文を
調べておくこと。 
4 回 Lesson13 の本文を読み、辞書や参考書を使って、分からない語彙や構文を
調べておくこと。 



5 回 Lesson14 の本文を読み、辞書や参考書を使って、分からない語彙や構文を
調べておくこと。 
6 回 Lesson15 の本文を読み、辞書や参考書を使って、分からない語彙や構文を
調べておくこと。 
7 回 Lesson15 の本文を読み直し、Comprehension Check の問題を解くこと。 
8 回 Lesson16 の本文を読み、辞書や参考書を使って、分からない語彙や構文を
調べておくこと。 
9 回 Lesson17 の本文を読み、辞書や参考書を使って、分からない語彙や構文を
調べておくこと。 
10 回 Lesson18 の本文を読み、辞書や参考書を使って、分からない語彙や構文を
調べておくこと。 
11 回 Lesson18 の本文を読み直し、Comprehension Check の問題を解くこと。 
12 回 Lesson19 の本文を読み、辞書や参考書を使って、分からない語彙や構文を
調べておくこと。 
13 回 Lesson19 の本文を読み直し、Comprehension Check の問題を解くこと。 
14 回 Lesson20 の本文を読み、辞書や参考書を使って、分からない語彙や構文を
調べておくこと。 
15 回 Lesson21 の本文を読み、辞書や参考書を使って、分からない語彙や構文を
調べておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB143G1 
成績評価 定期テスト 40％、中間テスト 30％、課題 20％、小テスト 10％ 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス 応用数学科(〜11),化学科(〜11),臨床生命科学科(〜11) 
見出し FB143G1 科学英語Ⅰ 
担当教員名 今城 暁子＊ 
単位数 2 
教科書 Oxford Read and Discover [Why We Recycle] / OXFORD UNIVERSITY PRESS 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「少し英語が分かるようになり、好きになった」と書いている受講者が数名いま

した。 
その逆に「基礎よりもっと科学実験などの英作文をしたい」という受講者もいま
した。 
全受講者が満足出来る授業は難しいですが、それを目標として頑張ります。 
「教室が狭い、暑い」という記述がありました。 
改善してもらえるようお願いしてみます。 

科目名 科学英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示します。 
授業形態 講義 
注意備考 毎回（初回を除く）、前回のチェック事項を確認してくること。また、辞書を持参

し積極的な態度で講義に臨むこと。 
シラバスコード FB143G1 
実務経験のある教員  
達成目標 科学英語の語彙や構文を平易な英文を通して理解すること。 
受講者へのコメント 積極的に授業に参加することが大切です。 

欠席しないで予習時間を取り、授業に臨んでください。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ほぼ全受講者が教員の意欲を感じてくれ、授業に満足してくれました。 
またこの分野への理解が深まり、技術が向上したと感じた受講者も多くいてとて
も嬉しく思いました。 

英文科目名 Scientific English I 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、科学英語Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 受講者がより興味が持てるよう、講義内容を再度研究、改善したいと思っていま

す。 



講義目的 基本的な語彙・文法を習得しながら、科学に関する英文に慣れる。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 科学英語の取り組み方を説明し、テキストの Introduction(p3)を学習する。 

2 回 1 Too Much Waste を読み、内容を理解し、文法事項等学習する。 
3 回 2 Reduce, Reuse, Recycle を読み、内容を理解し、文法事項等学習する。 
4 回 3 What Can We Recycle? を読み、内容を理解し、文法事項等学習する。 
5 回 4 Paper を読み、内容を理解し、文法事項等学習する。 
6 回 5 Plastic を読み、内容を理解し、文法事項等学習する。 
7 回 新聞記事等からテキストに関する英文を読み、内容を理解し、文法事項等学
習する。 
8 回 第 7 回までの重要事項の確認テストをして、その後解説する。 
9 回 6 Glass を読み、内容を理解し、文法事項等学習する。 
10 回 7 Metal を読み、内容を理解し、文法事項等学習する。 
11 回 8 Food Waste を読み、内容を理解し、文法事項等学習する。 
12 回 9 Problems For Earth を読み、内容を理解し、文法事項等学習する。 
13 回 10 What Can You Do? を読み、内容を理解し、文法事項等学習する。 
14 回 新聞記事等からテキストに関する英文を読み、内容を理解し、文法事項等
学習する。 
15 回 第 14 回までの講義内容を復習する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく読み、講義内容を確認して講義に臨むこと。 
テキストの Introduction(p3)の質問の答えを考えてくること。 
2 回 前回のチェック事項を確認し、1 Too Much Waste を読み、語彙、構文を調
べて講義に臨むこと。 
3 回 前回のチェック事項を確認し、Activity 1 (pages 24-25)をしてくること。ま
た、2 Reduce, Reuse, Recycle を読み、語彙、構文を調べて講義に臨むこと。 
4 回 前回のチェック事項を確認し、Activity 2 (pages 26-27)をしてくること。ま
た、3 What Can We Recycle? を読み、語彙、構文を調べて講義に臨むこと。 
5 回 前回のチェック事項を確認し、Activity 3 (pages 28-29)をしてくること。ま
た、4 Paper を読み、語彙、構文を調べて講義に臨むこと。 
6 回 前回のチェック事項を確認し、Activity 4 (pages 30-31)をしてくること。ま
た、5 Plastic を読み、語彙、構文を調べて講義に臨むこと。 
7 回 前回のチェック事項を確認し、Activity 5 (pages 32-33)をしてくること。 
8 回 第 7 回までの内容を復習してテストに臨むこと。 
9 回 6 Glass を読み、語彙、構文を調べて講義に臨むこと。 
10 回 前回のチェック事項を確認し、Activity 6 (pages 34-35)をしてくること。
また、7 Metal を読み、語彙、構文を調べて講義に臨むこと。 
11 回 前回のチェック事項を確認し、Activity 7 (pages 36-37)をしてくること。
また、8 Food Waste を読み、語彙、構文を調べて講義に臨むこと。 
12 回 前回のチェック事項を確認し、Activity 8 (pages 38-39)をしてくること。
また、9 Problems for Earth を読み、語彙、構文を調べて講義に臨むこと。 
13 回 前回のチェック事項を確認し、Activity 9 (pages 40-41)をしてくること。
また、10 What Can You Do? を読み、語彙、構文を調べて講義に臨むこと。 



14 回 前回のチェック事項を確認し、Activity 10 (pages 42-43)をしてくること。 
15 回 前回までの内容を復習して講義に臨むこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB143G2 
成績評価 定期テスト 40%、中間テスト 30%、 課題 20%、 小テスト 10% 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス 応用数学科(〜11),化学科(〜11),臨床生命科学科(〜11) 
見出し FB143G2 科学英語Ⅱ 
担当教員名 今城 暁子＊ 
単位数 2 
教科書 Oxford Read and Discover [Medicine Then and Now] /  OXFORD 

UNIVERSITY PRESS 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「マイクのノイズがひどい」という記述がありました。係の⼈に直してもらうよ

うお願いしてみます。 
科目名 科学英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示します 
授業形態 講義 
注意備考 辞書を持参し積極的な態度で講義に臨むこと 
シラバスコード FB143G2 
実務経験のある教員  
達成目標 科学英語の語彙や構文を平易な英文を通して理解すること。 
受講者へのコメント 積極的に授業に参加することが大切です。欠席しないで、１時間程度の予習、復

習時間を取り、授業に臨んで下さい。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 大半の受講者が、教員の意欲を感じてくれ、授業に満足してくれたことを嬉しく
思いました。 
また、「この分野への理解が深まった」と答えた受講者が全受講者の 36.4％、「興
味、関心が高まった」と答えた受講者が 27.3％、「この分野での技能、技術が向
上した」と答えた受講者が 40.9％もいました。たくさんの受講者が成⻑してくれ
たことを喜んでいます。 

英文科目名 Scientific English II 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、 科学英語Ⅰ・Ⅲ・Ⅳ、 英会話Ⅰ・Ⅱ、 TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 受講者がより興味が持てるよう、講義内容を再度研究、改善したいと思っていま

す。 
講義目的 基本的な語彙、文法を習得しながら、科学に関する英文に慣れる。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 科学英語の取り組み方について説明し、テキストの Introduction を学習す
る。 
2 回 1 Early Medicine を読み、内容を理解し、文法事項等学習する。 
3 回 1 Early Medicine を読み、内容を理解し、文法事項等学習する。 
4 回 2 Doctors and Ideas を読み、内容を理解し、文法事項等学習する。 
5 回 2 Doctors and Ideas を読み、内容を理解し、文法事項等学習する。 
6 回 3 Hospitals and Surgery を読み、内容を理解し、文法事項等学習する。 
7 回 3 Hospitals and Surgery を読み、内容を理解し、文法事項等学習する。 
8 回 第７回までの重要事項の確認テストをし、その後解説する。 
9 回 4 Understanding the Body を読み、内容を理解し、文法事項等学習する。 
10 回 4 Understanding the Body を読み、内容を理解し、文法事項等学習する。 
11 回 5 Finding Cures を読み、内容を理解し、文法事項等学習する。 
12 回 5 Finding Cures を読み、内容を理解し、文法事項等学習する。 
13 回 6 Medicine Today を読み、内容を理解し、文法事項等学習する。 
14 回 6 Medicine Today を読み、内容を理解し、文法事項等学習する。 
15 回 第 14 回までの講義内容を復習する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく読み、講義内容を確認して講義に臨むこと。 
テキストの Introduction(p3)の質問の答えを考えてくること。 
2 回 前回のチェック事項を確認し、1 Early Medicine を読み、語彙、構文を調べ
て講義に臨むこと。 
3 回 前回のチェック事項を確認し、1 Early Medicien(続き)の語彙、構文を調べ
て講義に臨むこと。また、Activity 1(テキスト pages 36-37)をしてくること。 
4 回 前回のチェック事項を確認し、2 Doctors and Ideas を読み、語彙、構文を
調べて講義に臨むこと。 
5 回 前回のチェック事項を確認し、2 Doctors and Ideas(続き) の語彙、構文を
調べて講義に臨むこと。また、Activity 2(テキスト pages 38-39)をしてくること。 
6 回 前回のチェック事項を確認し、3 Hospitals and Surgery を読み、語彙、構文
を調べて講義に臨むこと。 
7 回 前回のチェック事項を確認し、3 Hospitals and Surgery (続き)を読み、語彙、
構文調べて講義に臨むこと。また、Activity 3(テキスト pages 40-41)をしてくる
こと。 
8 回 第 7 回までの講義内容を復習してテストに臨むこと。 
9 回 4 Understanding the Body を読み語彙、構文を調べて講義に臨むこと。 
10 回 前回のチェック事項を確認し、4 Understanding the Body (続き)の語彙、
構文を調べて講義に臨むこと。また、Activity 4(テキスト pages 42-43)をしてく
ること。 
11 回 前回のチェック事項を確認し、5 Finding Cures の語彙、構文を調べて講
義に臨むこと。 
12 回 前回のチェック事項を確認し、5 Finding Cures (続き)の語彙、構文を調べ
て講義に臨むこと。また、Activity 5(テキスト pages 44-45)をしてくること。 
13 回 前回のチェック事項を確認し、6 Medicine Today  の語彙、構文を調べて
講義に臨むこと。 



14 回 前回のチェック事項を確認し、6 Medicine Today(続き) の語彙、構文を調
べて講義に臨むこと。また、Activity 6(テキスト pages 46-47)をしてくること。 
15 回 前回までの内容を復習して講義に臨むこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB143H1 
成績評価 期末試験 100% 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス 応用数学科(〜11),化学科(〜11),臨床生命科学科(〜11) 
見出し FB143H1 科学英語Ⅰ 
担当教員名 河本 誠 
単位数 2 
教科書 INTO THE FRONTIER（知のフロンティア１）／中里／南雲堂 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「たまに、前回出来ていない部分を飛ばしてそのまま授業することがあった」と

の唯一のコメントがあっただけであり、「概ねこの形で行けばよいと考えます。 
科目名 科学英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし。 
授業形態 講義 
注意備考 正当な理由がある場合を除き、欠席は５回以上で評価なし(E)とする。 
シラバスコード FB143H1 
実務経験のある教員  
達成目標 科学英語の語彙や構文を平易な英文を通して理解すること。 
受講者へのコメント 特になし。 
連絡先 河本研究室。 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし。 
英文科目名 Scientific English I 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、科学英語Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、ＴＯＩＥＣセミナー 
次回に向けての改善変更予定 より身が入るように、文単位の割り当てに加え、その日の最初の英文について、

全員にプリントで作業し提出してもらい、それを講義に取り込む。 
講義目的 基本的な語彙・文法を習得しながら、科学に関する英文に慣れる。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 第１課 While you sleep: この最初から、１文ずつ学生に発表させる。ま
ず、学生に単語の意味を聞き、次に文の中の意味的塊部分の構造をこちらで示し
た後、この部分の意味を聞き、最終的に文全体の意味を聞く。 
3 回 第１課 While you sleep: 引き続き、同じようにして読み進める。 
4 回 第１課 While you sleep: 引き続き、同じようにして読み進める。 
5 回 第２課 Your good health: この最初から、１文ずつ学生に発表させる。ま



ず、学生に単語の意味を聞き、次に文の中の意味的塊部分の構造をこちらで示し
た後、この部分の意味を聞き、最終的に文全体の意味を聞く。 
6 回 第２課 Your good health: 引き続き、同じようにして読み進める。 
7 回 第２課 Your good health: 引き続き、同じようにして読み進める。 
8 回 第３課 Twenty-one again: この最初から、１文ずつ学生に発表させる。
まず、学生に単語の意味を聞き、次に文の中の意味的塊部分の構造をこちらで示
した後、この部分の意味を聞き、最終的に文全体の意味を聞く。 
9 回 第３課 Twenty-one again: 引き続き、同じようにして読み進める。 
10 回 第３課 Twenty-one again: 引き続き、同じようにして読み進める。 
11 回 第４課 Yawning shows we're just big babies: この最初から、１文ずつ学
生に発表させる。まず、学生に単語の意味を聞き、次に文の中の意味的塊部分の
構造をこちらで示した後、この部分の意味を聞き、最終的に文全体の意味を聞く。 
12 回 第４課 Yawning shows we're just big babies: 引き続き、同じようにして
読み進める。 
13 回 第４課 Yawning shows we're just big babies: 引き続き、同じようにして
読み進める。 
14 回 第５課 Under Pressure: この最初から、１文ずつ学生に発表させる。ま
ず、学生に単語の意味を聞き、次に文の中の意味的塊部分の構造をこちらで示し
た後、この部分の意味を聞き、最終的に文全体の意味を聞く。 
15 回 第５課 Under Pressure: 引き続き、同じようにして読み進める。 

準備学習 1 回 特になし。教科書を準備しておくこと。 
2 回 第１課 While you sleep: 読み進んだ範囲のところを復習すること。 
3 回 第１課 While you sleep: 読み進んだ範囲のところを復習すること。 
4 回 第１課 While you sleep: 読み進んだ範囲のところを復習すること。 
5 回 第２課 Your good health: 読み進んだ範囲のところを復習すること。 
6 回 第２課 Your good health: 読み進んだ範囲のところを復習すること。進ん
だ範囲のところを復習すること。 
7 回 第２課 Your good health: 読み進んだ範囲のところを復習すること。進ん
だ範囲のところを復習すること。 
8 回 第３課 Twenty-one again: 読み進んだ範囲のところを復習すること。 
9 回 第３課 Twenty-one again: 読み進んだ範囲のところを復習すること。 
10 回 第３課 Twenty-one again: 読み進んだ範囲のところを復習すること。 
11 回 第４課 Yawning shows we're just big babies: 読み進んだ範囲のところを
復習すること。 
12 回 第４課 Yawning shows we're just big babies: 読み進んだ範囲のところを
復習すること。 
13 回 第４課 Yawning shows we're just big babies: 読み進んだ範囲のところを
復習すること。 
14 回 第５課 Under Pressure: 読み進んだ範囲のところを復習すること。 
15 回 第５課 Under Pressure: 読み進んだ範囲のところを復習すること。 

 



年度 2012 
授業コード FB143H2 
成績評価 期末試験 100% 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス 応用数学科(〜11),化学科(〜11),臨床生命科学科(〜11) 
見出し FB143H2 科学英語Ⅱ 
担当教員名 河本 誠 
単位数 2 
教科書 INTO THE FRONTIER（知のフロンティア１）／中里／南雲堂 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 科学英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし。 
授業形態 講義 
注意備考 正当な理由がある場合を除き、欠席は５回以上で評価なし(E)とする。 
シラバスコード FB143H2 
実務経験のある教員  
達成目標 科学英語の語彙や構文を平易な英文を通して理解すること。 
受講者へのコメント  
連絡先 河本研究室。 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Scientific English II 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、科学英語Ⅰ・Ⅲ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、ＴＯＩＥＣセミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 基本的な語彙・文法を習得しながら、科学に関する英文に慣れる。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 第７課 Gene therapy rejuvenates muscle: この最初から、１文ずつ学生に
発表させる。まず、学生に単語の意味を聞き、次に文の中の意味的塊部分の構造
をこちらで示した後、この部分の意味を聞き、最終的に文全体の意味を聞く。 
3 回 第７課 Gene therapy rejuvenates muscle: 引き続き、同じようにして読み
進める。 
4 回 第７課 Gene therapy rejuvenates muscle: 引き続き、同じようにして読み
進める。 
5 回 第８課 Space healing： この最初から、１文ずつ学生に発表させる。ま



ず、学生に単語の意味を聞き、次に文の中の意味的塊部分の構造をこちらで示し
た後、この部分の意味を聞き、最終的に文全体の意味を聞く。 
6 回 第８課 Space healing: 引き続き、同じようにして読み進める。 
7 回 第８課 Space healing: 引き続き、同じようにして読み進める。 
8 回 第９課 On the scent: この最初から、１文ずつ学生に発表させる。まず、
学生に単語の意味を聞き、次に文の中の意味的塊部分の構造をこちらで示した
後、この部分の意味を聞き、最終的に文全体の意味を聞く。 
9 回 第９課 On the scent: 引き続き、同じようにして読み進める。 
10 回 第９課 On the scent: 引き続き、同じようにして読み進める。 
11 回 第１０課 Poles apart: この最初から、１文ずつ学生に発表させる。まず、
学生に単語の意味を聞き、次に文の中の意味的塊部分の構造をこちらで示した
後、この部分の意味を聞き、最終的に文全体の意味を聞く。 
12 回 第１０課 Poles apart: 引き続き、同じようにして読み進める。 
13 回 第１０課 Poles apart： 引き続き、同じようにして読み進める。 
14 回 第１１課 It all fits: この最初から、１文ずつ学生に発表させる。まず、
学生に単語の意味を聞き、次に文の中の意味的塊部分の構造をこちらで示した
後、この部分の意味を聞き、最終的に文全体の意味を聞く。 
15 回 第１１課 It all fits: 引き続き、同じようにして読み進める。 

準備学習 1 回 特になし。教科書を準備しておくこと。 
2 回 第７課 Gene therapy rejuvenates muscle: 読み進んだ範囲のところを復
習すること。 
3 回 第７課 Gene therapy rejuvenates muscle: 読み進んだ範囲のところを復
習すること。 
4 回 第７課 Gene therapy rejuvenates muscle: 読み進んだ範囲のところを復
習すること。 
5 回 第８課 Space healing: 読み進んだ範囲のところを復習すること。 
6 回 第８課 Space healing: 読み進んだ範囲のところを復習すること。 
7 回 第８課 Space healing: 読み進んだ範囲のところを復習すること。 
8 回 第９課 On the scent: 読み進んだ範囲のところを復習すること。 
9 回 第９課 On the scent: 読み進んだ範囲のところを復習すること。 
10 回 第９課 On the scent: 読み進んだ範囲のところを復習すること。 
11 回 第１０課 Poles apart: 読み進んだ範囲のところを復習すること。 
12 回 第１０課 Poles apart: 読み進んだ範囲のところを復習すること。 
13 回 第１０課 Poles apart: 読み進んだ範囲のところを復習すること。 
14 回 第１１課 It all fits: 読み進んだ範囲のところを復習すること。 
15 回 第１１課 It all fits: 読み進んだ範囲のところを復習すること。 

 



年度 2012 
授業コード FB143J1 
成績評価 課題（２０点）と試験（８０点）で評価する。 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス 応用数学科(〜11),化学科(〜11),臨床生命科学科(〜11) 
見出し FB143J1 科学英語Ⅰ 
担当教員名 橋本 信子＊ 
単位数 2 
教科書 Why We Recycle／Fiona Undrill／Oxford University Press 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 ⿊板をもっと使ってほしい ：そのように努⼒します。 

私語をするなど受講態度の悪い学生にきちんと注意してほしい ：していたつも
り で す が 、 ま だ 足 り な か っ た よ う で す 。 も っ                             
と努⼒します。 
授業の時間配分を考えてほしい ：時間が足らなくなった時に説明が不十分であ
ったようです。時間配分に気を付けます。 
中間テストをしてほしい ：各ユニットが終わると確認を兼ねて練習問題のプリ
ントをやってもらいました。中間テストの代              わり
のつもりでした。 

科目名 科学英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜支持する。 
授業形態 講義 
注意備考 辞書を必ず持参すること。 
シラバスコード FB143J1 
実務経験のある教員  
達成目標 科学英語の語彙や構文を平易な英文を通して理解すること。 
受講者へのコメント 自発的な学習が大変少ないのは残念です。シラバスに準備学習などが記載されて

いますので、ぜひ参考にしてください。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 出席状況はそれほど悪くないですが、授業以外には全く学習していない⼈がいる
のは残念です。しかし、ほとんどの⼈が授業を受けて何らかの成⻑を自覚できて
いるようです。 

英文科目名 Scientific English I 
関連科目 英語 I・II、科学英語 II・III・IV、英会話 I/・II、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 授業の進め方や、説明、時間配分などへの工夫、受講生の参加型授業への転換な



どの要望に沿えるように努⼒します。 
講義目的 基本的な語彙・文法を習得しながら、科学に関する英文に慣れる。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 英語の学習方法について説明する。 

講義の進め方について説明する。 
Introduction の英文の解説をし、文法の説明をする。 
2 回 Unit1 Too Much Waste(p4-p5)の英文の解説をし、語彙や文法の説明をす
る。 
関連した練習問題（p24-p25）をする。 
3 回 Unit2 Reduce, Reuse, Recyle(p6-p7)の英文の解説をし、語彙や文法の説明
をする。 
関連した練習問題(p25-p26)をする。 
4 回 Unit3 What Can We Recycle?(p8-p9)の英文の解説をし、語彙や文法の説明
をする。 
関連した練習問題（p28-p29)をする。 
5 回 Unit4 Paper(p10-p11)の英文の解説をし、語彙や文法の説明をする。 
関連した練習問題(p30-p31)をする。 
6 回 Unit5 Plastic(p12-p13)の英文の解説をし,語彙や文法の説明をする。 
関連した練習問題(p32-p33)をする。 
7 回 Unit6 Glass(p14-15)の英文の解説をし,語彙や文法の説明をする。 
関連した練習問題(p34-p35)をする。 
8 回 Unit7 Metal(p16-p17)の英文の解説をし,語彙や文法の説明をする。 
関連した練習問題(p36-p37)をする。 
9 回 Unit8 Food Waste(p18-p19)の英文の解説をし,語彙や文法の説明をする。 
関連した練習問題(p38-p39)をする。 
10 回 Unit9 Problems for Earth(p20-p21)の英文の解説をし,語彙や文法の説明を
する。 
関連した練習問題(p40-p41)をする。 
11 回 Unit10 What Can We Do?(p22-p23)の英文の解説をし、語彙や文法の説明
をする。 
関連した練習問題(p42-p43)をする。 
12 回 Unit1〜Unit5 の復習をし、語彙や文法などの重要事項を再度確認する。 
13 回 Unit6〜Unit10 の復習をし、語彙や文法などの重要事項を再度確認する。 
14 回 Project1 Recycling Poster(p44)の練習問題をして、poster を作成する。 
15 回 Unit 1〜Unit10 で学んだ英語表現を用いて、リサイクルについての自分の
考えを英文で表現し、発表する。 

準備学習 1 回 シラバスを読んで、講義の内容を把握して講義に備えること。 
Introduction(p3)の単語を調べて読んでおくこと。 
分からない単語や理解できない箇所にしるしをつけておくこと。 
2 回 Introduction(p3)の疑問文に対する答えを英語で書いておくこと。 
Unit1 Too Much Waste(p2-p3)の単語を調べて読んでおくこと。 
分からない単語や理解できない箇所にしるしをつけておくこと。 



3 回 Unit1 Too Much Waste の語彙や文法の復習をすること。 
Unit2 Reduce, Reuse, Recycle(p6-p7)の単語を調べて読んでおくこと。 
分からない単語や理解できない箇所にしるしをつけておくこと。 
4 回 Unit2 Reduce, Reuse, Recyle?(p6-p7)の語彙や文法の復習をすること。 
Unit3 What Can We Recycle?(p8-p9)の単語を調べて読んでおくこと。 
分からない単語や理解できない箇所にしるしをつけておくこと。 
5 回 Unit3 What Can We Recycle?(p8-p9)の語彙や文法の復習をすること。 
Unit4 Paper(p10-p11)の単語を調べて読んでおくこと。 
分からない単語や理解できない箇所にしるしをつけておくこと。 
6 回 Unit4 Paper(p10-p11)の語彙や文法の復習をすること。 
Unit5 Plastic(p12-p13)の単語を調べて読んでおくこと。 
分からない単語や理解できない箇所にしるしをつけておくこと。 
7 回 Unit5 Plastic(pp12-p13)の語彙や文法の復習をすること。 
Unit6 Glass の単語を調べて読んでおくこと。 
分からない単語や理解できない箇所にしるしをつけておくこと。 
8 回 Unit6 Paper(p14-p15)の語彙や文法の復習をすること。 
Unit7 Metal(p16-p17)の単語を調べて読んでおくこと。 
分からない単語や理解できない箇所にしるしをつけておくこと。 
9 回 Unit7 Metal(p16-p17)の語彙や文法の復習をすること。 
Unit8 Food Waste(p18-p19)の単語を調べて読んでおくこと。 
分からない単語や理解できない箇所にしるしをつけておくこと。 
10 回 Unit8 Food Waste(p18-p19)の語彙や文法の復習をすること。 
Unit9 Problems for Earth(p20-p21)の単語を調べて読んでおくこと。 
分からない単語や理解できない箇所にしるしをつけておくこと。 
11 回 Unit9 Problems for Earth(p20-p21)の語彙や文法の復習をすること。 
Unit10 What Can You Do?(P22-P23)の単語を調べて読んでおくこと。 
分からない単語や理解できない箇所にしるしをつけておくこと。 
12 回 Unit1〜Unit5 の復習をして、十分理解できていない箇所があればしるしを
つけておくこと。 
13 回 Unit6〜Unit10 の復習をして、十分理解出来ていない箇所があればしるし
をつけておくこと。 
14 回 テキストで学んだことを基に、recycle を啓発する英語のポスターにはどの
ような語を入れるべきかについてよく考えておくこと。 
p44 の練習問題について答えを考えておくこと。 
15 回 テキストで学んだ語彙や表現を用いて、リサイクルについての自分の考え
を英文でまとめてみること。 

 



年度 2012 
授業コード FB143J2 
成績評価 課題（２０点）と試験（８０点）で評価する。 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス 応用数学科(〜11),化学科(〜11),臨床生命科学科(〜11) 
見出し FB143J2 科学英語Ⅱ 
担当教員名 橋本 信子＊ 
単位数 2 
教科書 Medicine Then and Now／Louise & Richard Spilsbury／Oxford University Press 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 テキストに関して指摘されていることがよく理解できませんが、医療の歴史を扱

ったものなので瀉血の図などがあったので、気分が悪いということでしょうか。 
テキストに関連した話をしていたつもりですが、関連性を十分理解していただけ
るように話せていなかったことは反省します。 
授業が分かりやすかったと思ってくださった⼈がいたのは嬉しいです。 

科目名 科学英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜支持する。 
授業形態 講義 
注意備考 辞書を必ず持参すること。 
シラバスコード FB143J2 
実務経験のある教員  
達成目標 科学英語の語彙や構文を平易な英文を通して理解すること。 
受講者へのコメント 予習をして受講すれば、学習効果がぐんと高まります。 

ぜひ、予習をしていただきたいと思います。 
欠席はできるだけしないようにしていただきたいです。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 欠席が多いように感じます。授業時間以外（予習や復習など）の学習が少ないの
は残念です。 
せっかくのシラバスも利用者はたった一⼈では活かされていません。 

英文科目名 Scientific English II 
関連科目 英語 I・II、科学英語 I・III・IV、英会話 I/・II、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 説明を分かりやすくするための工夫を考えたいと思います。教科書が難しすぎた

と感じている⼈が（一⼈ですが）いるので、 
テキストの選択にもっと⼒を入れたいと思います。 
板書する時には、マイクを手に持つことを忘れないようにします。 



講義目的 基本的な語彙・文法を習得しながら、科学に関する英文に慣れる。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の進め方について説明する。 

Introduction(p3)の英文の解説をし、語彙や文法の説明をする。 
2 回 Unit1 Early Medicine(p4-p5)の英文の解説をし、語彙や文法について説明す
る。 
3 回 Unit1 Early Medicine(p6-p7)の英文の解説をし、語彙や文法について説明す
る。 
関連した練習問題(p36-p37)をする。 
4 回 Unit2 Doctors and Ideas(p8-p9)の英文の解説をし、語彙や文法の説明をす
る。 
5 回 Unit2 Doctors and Ideas(p10-p11)の英文の説明をし、語彙や文法の説明を
する。 
関連した練習問題(p38-p39)をする。 
6 回 Unit3 Hospitals and Surgery(p12-p13)の英文の解説をし、語彙や文法の説
明をする。 
7 回 Unit3 Hospitals and Surgery(p14-p15)の英文の解説をし、語彙や文法の説
明をする。 
関連した練習問題(p40-p41)をする。 
8 回 Unit4 Understanding the Body(p16-p17)の英文の解説をし、語彙や文法の
説明をする。 
9 回 Unit4 Understanding the Body(p18-p19)の英文の解説をし、語彙や文法の
説明をする。 
関連した練習問題(p42-p43)をする。 
10 回 Unit5 Finding Cures(p20-p21)の英文の解説をし、語彙や文法について説
明する。 
11 回 Unit5 Finding Cures(p22-p23)の英文について解説し、語彙や文法につい
て説明する。 
関連した練習問題(p44-p45)をする。 
12 回 Unit6 Medicine Today(p24-p25)の英文の解説をし、語彙や文法について
説明する。 
13 回 Unit6 Medicine Today(p26-p27)の英文について解説し、語彙や文法につ
いて説明する。 
関連した練習問題(p46-p47)をする。 
14 回 Unit7 Medical Machines(p28-p31)の英文の解説をし、語彙や文法について
説明する。 
関連した練習問題(p48-p49)をする。 
15 回 Unit8 Medicine in the Future(p32-p35)の英文の解説をし、語彙や文法に
ついて説明する。 
関連した練習問題(p50-p51)をする。 

準備学習 1 回 シラバスを読んで、講義の内容を把握して講義に備えること。 
Introduction(p3)の単語を調べておくこと。 



分からない単語や理解できない箇所にしるしをつけておくこと。 
2 回 Introduction(p3)を復習して理解を深めておくこと。 
Unit1 Early Medicine(p4-p5)の単語を調べて読んでおくこと。 
分からない単語や理解できない箇所にしるしをつけておくこと。 
3 回 Unit1 Early Medicine(p4-p5)を復習して理解を深めておくこと。 
Unit1 Early Medicine(p6-p7)の単語を調べて読んでおくこと。 
分からない単語や理解できない箇所にしるしをつけておくこと。 
練習問題(p36-37)をしておくこと。 
4 回 Unit1 Early Medicine(p6-p7)を復習して理解を深めておくこと。 
Unit2 Doctors and Ideas(p8-p9)の単語を調べて読んでおくこと。 
分からない単語や理解できない箇所にしるしをつけておくこと。 
5 回 Unit2 Doctors and Ideas(p8-p9)を復習して理解を深めておくこと。 
Unit2 Doctors and Ideas(p10-p11)の単語を調べて読んでおくこと。 
分からない単語や理解できない箇所にしるしをつけておくこと。 
練習問題(p38-39)をしておくこと。 
6 回 Unit2 Docotor and Ideas(p10-p11)の復習をして理解を深めておくこと。 
Unit3 Hospitals and Surgery(p12-p13)の単語を調べて読んでおくこと。 
分からない単語や理解できない箇所にしるしをつけておくこと。 
7 回 Unit3 Hospitals and Surgery(p12-p13)の復習をして理解を深めておくこと。 
Unit3 Hospitals and Surgery(p14-p15)の単語を調べて読んでおくこと。 
分からない単語や理解できない箇所にしるしをつけておくこと。 
練習問題(p40-p41)をしておくこと。 
8 回 Unit3 Hospitals and Surgery(p14-p15)の復習をして理解を深めておくこと。 
Unit4 Understanding the Body(p16-P17)の単語を調べて読んでおくこと。 
分からない単語や理解できない箇所にしるしをつけておくこと。 
9 回 Unit4 Understanding the Body(p16-p17)の復習をして理解を深めておくこ
と。 
Unit4 Understanding the Body(p18-p19)の単語を調べて読んでおくこと。 
分からない単語や理解できない箇所にしるしをつけておくこと。 
練習問題(p42-p43)をしておくこと。 
10 回 Unit4 Understanding the Body(p18-p19)の復習をして理解を深めておくこ
と。 
Unit5 Finding Cures(p20-p21)の単語を調べて読んでおくこと。 
分からない単語や理解できない箇所にしるしをつけておくこと。 
11 回 Unit5 Finding Cures(p20-p21)の復習をして理解を深めておくこと。 
Unit5 Finding Cures(p22-p23)の単語を調べて読んでおくこと。 
分からない単語や理解できない箇所にしるしをつけておくこと。 
練習問題(p44-p45)をしておくこと。 
12 回 Unit5 Finding Cures(p22-p23)の復習をして理解を深めておくこと。 
Unit6 Medicine Today(p24-p25)の単語を調べて読んでおくこと。 
分からない単語や理解できない箇所にしるしをつけておくこと。 
13 回 Unit6 Medicine Today(p24-p25)の復習をして理解を深めておくこと。 



Unit6 Medicine Today(p26-p27)の単語を調べて読んでおくこと。 
分からない単語や理解できない箇所にしるしをつけておくこと。 
練習問題(p46-p47)をしておくこと。 
14 回 Unit6 Medicine Today(p26-p27)の復習をして理解を深めておくこと。 
Unit7  Medical Machines(p28-p31)の単語を調べて読んでおくこと。 
分からない単語や理解できない箇所にしるしをつけておくこと。 
練習問題(p48-p49)をしておくこと 
15 回 Unit7  Medical Machines(p28-p31)の復習をして理解を深めておくこと。 
Unit8 Medicine in the Future(p32-p35)の単語を調べて読んでおくこと。 
分からない単語や理解できない箇所にしるしをつけておくこと。 
練習問題(p50-p51)をしておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FB143K1 
成績評価 課題提出 20%、 小テスト 20%、 定期試験 60% 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス 応用数学科(〜11),化学科(〜11),臨床生命科学科(〜11) 
見出し FB143K1 科学英語Ⅰ 
担当教員名 是近 成子＊ 
単位数 2 
教科書 Why We Recycle：Discover 4／ Fiona Undrill／ Oxford University Press 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 各国のリサイクルのことを学べたのは本当に良かったです。これからも関心を深

めていきましょう。 
科目名 科学英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 英和・和英辞書 
授業形態 講義 
注意備考 最初の授業の時に教科書を購入して教室に持参すること。毎回の授業には必ず辞

書を携帯すること。 
シラバスコード FB143K1 
実務経験のある教員  
達成目標 科学英語の語彙や構文を平易な英文を通して理解すること。 
受講者へのコメント この分野への理解、興味、関心が高まったのはとてもよいことだと思います。さ

らに知識を深められように努⼒していきたい。わからない 
箇所についての質問を受ける時間も用意しているので、質問する勇気を持ちまし
ょう。また授業の後でも構いませんから、自分が理解できない箇所はすぐに質問
して納得いくようにしましょう。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業外学習時間が「全くしなかった」という学生が 9.1%いたのは非常に残念で
す。毎回、課題だけでなく予習をしてくるようにして欲しいものです。 

英文科目名 Scientific English I 
関連科目 英語 I・II、科学英語 I/II・III・IV、 英会話 I・II、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 殆どの学生は授業に満足できているようですが、英文の説明等により配慮して時

間をとっていきたい。 
講義目的 基本的な語彙、文法を習得しながら、科学に関する英文に慣れる。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Introduction.授業の進め方と予習、復習のやり方の説明をする。 



2 回 Too Much Waste 
3 回 What Can We Recycle 
4 回 Paper 
5 回 Plastic 
6 回 Activities & Mini Test 
7 回 Glass 
8 回 Metal 
9 回 Food Waste 
10 回 Problems for Earth 
11 回 What Can You Do 
12 回 Activities & Mini Test 
13 回 Supplement 
14 回 Review (L. 1~10) 
15 回 Project 

準備学習 毎回の授業の前には、授業予定の内容文の中にある難解な単語、文章等を前もっ
て辞書、あるいは参考書で調べておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB143K2 
成績評価 課題提出 20%、 小テスト 20%、 定期試験 60% 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス 応用数学科(〜11),化学科(〜11),臨床生命科学科(〜11) 
見出し FB143K2 科学英語Ⅱ 
担当教員名 是近 成子＊ 
単位数 2 
教科書 Machnes Then and Now：Discover 4／ Fiona Undrill／ Oxford University Press 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 科学英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 英和・和英辞書 
授業形態 講義 
注意備考 最初の授業の時に教科書を購入して教室に持参すること。毎回の授業には必ず辞

書を携帯すること。 
シラバスコード FB143K2 
実務経験のある教員  
達成目標 科学英語の語彙や構文を平易な英文を通して理解すること。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Scientific English II 
関連科目 英語 I・II、科学英語 I・III・IV、 英会話 I・II、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 基本的な語彙、文法を習得しながら、科学に関する英文に慣れる。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Introduction.授業の進め方と予習、復習のやり方の説明をする。 

2 回 The First Machines 
3 回 Round and Round 
4 回 Ramps and Cranes 
5 回 Water and Wind 
6 回 Telling the Time 
7 回 Activities & Mini Test 
8 回 Engines and Energy 



9 回 Flying Machines 
10 回 Communications 
11 回 Computers 
12 回 Activities & Mini Test 
13 回 Supplement 
14 回 Review (L. 1~10) 
15 回 Project 

準備学習 毎回の授業の前には、授業予定の内容文の中にある難解な単語、文章等を前もっ
て辞書、あるいは参考書で調べておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB143L1 
成績評価 2 回の小テスト（40％）、期末試験（60％） 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB143L1 ハングルⅠ 
担当教員名 柳 枝⻘＊ 
単位数 2 
教科書 必要に応じてコピーして配付する。 
アクティブラーニング  
キーワード ハングル文字 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特になし。 
科目名 ハングルⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「Beautiful KoreanⅠ−1 初級コース」、韓国語教育開発研究院、Beautiful 

Korean School 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FB143L1 
実務経験のある教員  
達成目標 ハングルの読み方、書き方を完全にマスターする。 
受講者へのコメント 語学を学ぶということはただ言葉を覚えるだけでなく、その国の⼈々と文化を理

解することでもあります。 
韓国語との出会いをきっかけに自分以外の世界への、関心と理解を深めていけた
らいいですね。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 次の授業への参考にしていきたい。 
英文科目名 Hangul I 
関連科目 ハングルⅠ 
次回に向けての改善変更予定 教科書を使う予定。 
講義目的 初級レベルの韓国語を習得することを目的とする。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション（前期の復習） 

2 回 家族 
3 回 これは何ですか。 
4 回 週末は何をしますか。 
5 回 役立つ数詞（漢数詞 14 文字を覚えると億まで数えられる） 



6 回 数詞の活用と応用（買物と時間）①小テスト 
7 回 食事のマナーと韓国料理 
8 回 電話番号は？ 
9 回 電話の決まり文句 
10 回 ソウルを歩く 
11 回 道を尋ねる ②小テスト 
12 回 漢字語彙をふやすコツ 
13 回 困った時の一言 
14 回 すぐ役立つ旅行会話５０ 
15 回 基本会話の復習 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと 
2 回 韓国語で家族の呼び名を調べておくこと 
3 回 親近にあるものを韓国語で調べておくこと 
4 回 自己の趣味や週末の過ごし方をまとめておくこと 
5 回 韓国の数字の数え方を調べておくこと 
6 回 数字の応用を把握しておくこと 
7 回 韓国食文化について調べておくこと 
8 回 困ったときの一言を考えておくこと 
9 回 電話の決まり文句を考えておくこと 
10 回 ソウルの名所を調べておくこと 
11 回 ソウルの名所を調べておくこと 
12 回 漢字語の読み方を把握しておくこと 
13 回 困ったときの一言をまとめておくこと 
14 回 役立つ旅行会話をまとめておくこと 
15 回 基本会話の覚えておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FB143L2 
成績評価 2 回の小テスト（40％）、期末試験（60％） 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB143L2 ハングルⅡ 
担当教員名 柳 枝⻘＊ 
単位数 2 
教科書 必要に応じてコピーして配付する。 
アクティブラーニング  
キーワード ハングル文字 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 ハングルⅡ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「Beautiful KoreanⅠ−1 初級コース」、韓国語教育開発研究院、Beautiful 

Korean School 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FB143L2 
実務経験のある教員  
達成目標 ハングルの読み方、書き方を完全にマスターする。 
受講者へのコメント 継続は⼒なり。 

この授業で学んだことを時々振り返ったりして今後の生活に役立てていってく
ださい。 
月曜日・水曜日・木曜日には非常勤講師室にいますので質問等あればぜひ来てく
ださい。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 今後の授業の参考にしていきたいです。 
英文科目名 Hangul II 
関連科目 ハングルⅠ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 初級レベルの韓国語を習得することを目的とする。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション（前期の復習） 

2 回 家族 
3 回 これは何ですか。 
4 回 週末は何をしますか。 



5 回 役立つ数詞（漢数詞 14 文字を覚えると億まで数えられる） 
6 回 数詞の活用と応用（買物と時間）①小テスト 
7 回 食事のマナーと韓国料理 
8 回 電話番号は？ 
9 回 電話の決まり文句 
10 回 ソウルを歩く 
11 回 道を尋ねる ②小テスト 
12 回 漢字語彙をふやすコツ 
13 回 困った時の一言 
14 回 すぐ役立つ旅行会話５０ 
15 回 基本会話の復習 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと 
2 回 韓国語で家族の呼び名を調べておくこと 
3 回 親近にあるものを韓国語で調べておくこと 
4 回 自己の趣味や週末の過ごし方をまとめておくこと 
5 回 韓国の数字の数え方を調べておくこと 
6 回 数字の応用を把握しておくこと 
7 回 韓国食文化について調べておくこと 
8 回 困ったときの一言を考えておくこと 
9 回 電話の決まり文句を考えておくこと 
10 回 ソウルの名所を調べておくこと 
11 回 ソウルの名所を調べておくこと 
12 回 漢字語の読み方を把握しておくこと 
13 回 困ったときの一言をまとめておくこと 
14 回 役立つ旅行会話をまとめておくこと 
15 回 基本会話の覚えておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FB143M1 
成績評価 演習（６０％）、定期試験（４０％） 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜12),生物地球システム学科(〜12),生物地球学科(〜12) 
見出し FB143M1 ドイツ語Ⅰ 
担当教員名 三木 恒治 
単位数 2 
教科書 絵から入るドイツ語/⻄野：高池：三木/白水社 
アクティブラーニング  
キーワード 異文化理解、コミュニケーション能⼒ 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 貴重なご意見、ありがとうございました。 

ドイツに興味を持てるようになったという回答が多かったようで、 
こちらもある程度達成感があります。一⼈でも多くの受講生にドイツに 
興味関心を持ってもらえるよう、これからも工夫して行きたいと思います。 

科目名 ドイツ語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 授業には独和辞典を持参すること。 
シラバスコード FB143M1 
実務経験のある教員  
達成目標 文字と発音の基本を理解し、必要な表現⼒、語彙⼒をつける。 
受講者へのコメント このクラスは非常に授業に対する取り組みが前向き 

という印象を受けました。 
連絡先 １１号館８階、オフィスアワー別途参照 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 「机が低い」とのコメントが寄せられました。 
概ね良好でした。 

英文科目名 German I 
関連科目 ドイツ語Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 今後も皆さんが興味を持てる授業を目指したいと思います。 
講義目的 ⼈称変化、格変化、形容詞の変化など、ドイツ語文法の初歩の学習をねらいとす

る。基本的な会話表現を身につけたり、平易な文章を理解する読解⼒を養うとと
もに、ドイツ語圏の国々の文化や社会に対する理解を深める。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス 

2 回 アルファベート、つづりと発音（１） 



3 回 つづりと発音（２） 
4 回 動詞の現在⼈称変化（１） 
5 回 動詞の現在⼈称変化（２） 
6 回 第２章の読解 
7 回 動詞の現在⼈称変化（３） 
8 回 第３章の読解 
9 回 名詞と冠詞の格変化 
10 回 名詞の複数形 
11 回 第４章の読解 
12 回 前置詞 
13 回 ⼈称代名詞、所有冠詞 
14 回 第５章の読解 
15 回 ドイツ⼈のライフスタイルとまとめ 

準備学習 1 回 シラバスの内容をよく確認し、本講義の主旨を把握しておくこと。 
2 回 第１章の単語を調べて、少しでも辞書に慣れるようにすること。 
3 回 アルファベートの発音に慣れておくこと。また「つづりと発音」の発音を調
べておくこと。 
4 回 「つづりと発音」の復習をして、⺟音の発音を覚え込んでおくこと。 
5 回 第２章の文法事項の復習をし、練習問題の単語を調べておくこと。 
6 回 第２章の重要事項を整理し、読章の単語を調べておくこと。 
7 回 第２章全般の復習をし、自己紹介の簡単な文を作成しておくこと。 
8 回 第３章の文法事項を復習し、練習問題の単語を調べておくこと。 
9 回 動詞の⼈称変化を中心に第３章の重要事項を整理し、読章の単語を調べて
おくこと。 
10 回 第４章の文法事項を復習し、練習問題の単語を調べておくこと。 
11 回 名詞と冠詞の格変化を中心に第４章の重要事項を整理し、読章の単語を調
べておくこと。 
12 回 第５章の文法事項を復習し、練習問題の単語を調べておくこと。 
13 回 前置詞、代名詞の格変化を中心に第５章の重要事項を整理し、読章の単語
を調べておくこと。 
14 回 指定されたミニ会話の重要表現を暗記しておくこと。 
15 回 第１〜５章の重要部分に目を通しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB143M2 
成績評価 演習（６０％）、定期試験（４０％） 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜12),生物地球システム学科(〜12),生物地球学科(〜12) 
見出し FB143M2 ドイツ語Ⅱ 
担当教員名 三木 恒治 
単位数 2 
教科書 絵から入るドイツ語/⻄野：高池：三木/白水社 
アクティブラーニング  
キーワード 異文化理解、コミュニケーション能⼒ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ドイツ語以外の、地理、歴史、文化等を紹介した時間が予想外に評判が良くてあ

りがたかったです。 
今後とも授業に多様性を持たせるこうした工夫を考えて行きたいと思います。そ
れからエアコンの 
音がうるさかったという苦情も寄せられましたが、エアコン操作については座る
場所による温度差 
などの問題も含め、十分に配慮したいと思います。 

科目名 ドイツ語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 授業には独和辞典を持参すること。 
シラバスコード FB143M2 
実務経験のある教員  
達成目標 辞書の正しい使い方を身につけ、ある程度まとまった内容の文章が理解できる。 
受講者へのコメント 受講生の大半が女子ということもあり、まじめに取り組んでくれたという印象が

非常に強いです。 
連絡先 １１号館８階、オフィスアワー別途参照 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 全般的に改善できたという印象です。皆さんの熱意も大きな後押しとなった感じ
です。 

英文科目名 German II 
関連科目 ドイツ語Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定 今後とも皆さんの熱意、興味を引き出せるような「魅⼒ある講義」を追究して行

きたいと思います。 
講義目的 ドイツ語Ⅰで学習した知識を基に、会話表現や文法の学習をさらに進め、初級文

法の一通りの知識を習得することをねらいとする。辞書を引きながら中級程度の



文章を理解することができるような読解⼒を養うと同時に、ドイツ語圏の文化や
社会に対する理解をさらに深める。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 形容詞の格変化、比較表現 

2 回 第６章の練習問題 
3 回 第６章の読章 
4 回 分離・非分離動詞、副文、現在分詞 
5 回 第７章の練習問題 
6 回 第７章の読章と話法の助動詞、未来形 
7 回 ＺＵ不定詞と第８章の練習問題 
8 回 第８章の読章と三基本形 
9 回 過去形、命令表現と第９章の練習問題 
10 回 第９章の読章 
11 回 ドイツ紹介 
12 回 現在完了と第１０章の練習問題 
13 回 第１０章の読章 
14 回 付録（受動・関係代名詞・接続法）の説明 
15 回 まとめ 

準備学習 1 回 ドイツ語Ⅰで学習した文法事項のポイントを復習しておくこと。 
2 回 第６章の文法事項を復習し、練習問題の単語を調べておくこと。 
3 回 形容詞の格変化、比較変化を中心に第６章の重要事項を整理して、読章の単
語を調べておくこと。 
4 回 第７章の文法事項を復習し、練習問題の単語を調べておくこと。 
5 回 枠構造、副文を中心に第７章の重要事項を整理しておくこと。 
6 回 第７章の読章の単語を調べておくこと。 
7 回 話法の助動詞の⼈称変化を覚え込み、第８章の練習問題１，２を調べておく
こと。 
8 回 話法の助動詞、未来形、ＺＵ不定詞の重要事項を整理し、第８章の読章を調
べておくこと。 
9 回 第９章の文法事項を復習し、練習問題の単語を調べておくこと。 
10 回 第９章の読章の単語を調べておくこと。 
11 回 指定されたミニ会話の重要表現を暗記しておくこと。 
12 回 第１０章の練習問題の単語を調べておくこと。 
13 回 現在完了形を中心に第１０章の重要事項を整理して、読章の単語を調べて
おくこと。 
14 回 付録の部分に目を通しておくこと。 
15 回 第６章〜第１０章の文法事項をまとめておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB145A1 
成績評価 筆記テスト２回（６０％）定期試験（口頭発表）（３０％） 課題提出 （１０％） 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB145A1 フランス語Ⅰ 
担当教員名 ⻄本 眞理子＊ 
単位数 2 
教科書 パスカル・オ・ジャポン 藤⽥裕二著 白水社 
アクティブラーニング  
キーワード 伝える心 男・女・単数・複数 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 楽しんでくれて、ありがとう。フランスも是非行ってみましょう。冬は寒いです

が、旅行費用が格安です。最初はパリ１週間くらいのツアーがおすすめです。 
科目名 フランス語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 パスポート仏和・和仏小辞典 白水社 
授業形態 講義 
注意備考 辞書を持参すること 
シラバスコード FB145A1 
実務経験のある教員  
達成目標 フランス語とフランス文化に親しむ。フランス語で簡単なコミュニケーションが

できる。 
受講者へのコメント 語学の学習はスポーツと同じ。読んで、聞いて、発音してと、身体を使って繰り

返すことで自然に身についていきます。カタカナは発音のメモとして活用しまし
ょう。ペアでの会話練習は、とても効果があります。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 全体に出席率もよく、時間の差はありますが、ほとんどの学生が時間外の学習を
行っていました。授業での達成感も得られています。肯定的に取り組めている様
子がうかがえます。 

英文科目名 French I 
関連科目 フランス語Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 ペアでの会話練習の時間が思うようにとれない時があったので、時間配分に注意

します。 
講義目的 日本に興味を抱いてやってきたフランス⼈を観光案内するとしたら、どんな知識

が必要だろう。外国からきた若者は、日本の何を知りたいと思っているだろう。
相手を思いやることが、コミュニケーションの第一歩。初歩の文法を学びながら、
小グループでの口頭練習を通して日常の会話を学び、異文化への理解を深める。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ０課 教室で使うフランス語表現を口頭練習する。 フランス語のアルフ

ァベットの発音を学び、自分の名前をアルファベットで言えるようにする。 
2 回 １課 主語⼈称代名詞と動詞 etre, 第一群規則動詞について説明する。国籍
の言い方を口頭練習する。 
3 回 ２課 職業を表す名詞と形容詞の性・数の一致について説明する。自分の名
前と職業を言う、口頭練習をる。前課の Dialogue のディクテと練習問題をする。 
4 回 フランス語の発音と綴り字の読み方について説明する。０〜２課の復習を
する。前課の Dialogue のディクテと練習問題をする。 
5 回 ３課 名詞と不定冠詞、指示代名詞、形容詞の位置について説明する。もの
を尋ねる言い方の口頭練習をする。前課の Dialogue のディクテと練習問題をす
る。 
6 回 ４課 定冠詞、疑問文の作り方、疑問形容詞について説明する。好きなもの
の言い方の口頭練習をする。前課の Dialogue のディクテと練習問題をする。 
7 回 Exercices１ の練習問題を通して１〜４課の復習をする。ＣＤを聞いて、
フランス語の書き取りをする。パリの歴史的建造物のビデオを見て、フランス文
化に関心を持ち、感想を提出する。前課の Dialogue のディクテと練習問題をす
る。 
8 回 ５課 否定文と疑問代名詞 qui について説明する。誰かを尋ねる言い方の
口頭練習をする。 
9 回 ６課 前置詞と定冠詞の縮約、指示形容詞、否定疑問文の応答について説明
する。 １回目の筆記テストをする。前課の Dialogue のディクテと練習問題を
する。 
10 回 ６課 前置詞と定冠詞の縮約、指示形容詞、否定疑問文の応答について説
明する。 疑問文に対する答え方の口頭練習をする。前課の Dialogue のディク
テと練習問題をする。 
11 回 ７課 ⼈称代名詞の強勢形、所有形容詞について説明する。所有の言い方
について口頭練習する。前課の Dialogue のディクテと練習問題をする。 
12 回 ８課 疑問代名詞 que 場所を表す前置詞について説明する。何をしてい
るかを言う口頭練習をする。前課の Dialogue のディクテと練習問題をする。 
13 回 Exercices２ の練習問題を通して５〜８課の復習をする。パリの公園と通
りのビデオを見て、フランスの都市環境に関心を持つようにする。感想を提出す
る。 
14 回 筆記テスト２回目。 これまでの口頭練習の復習をする。 
15 回 口頭発表説明と練習をする。 

準備学習 予習：教科書付属のＣＤを聞き、音読をすること。新出単語の意味を調べ、メモ
しておくこと。 
復習：その日のノートを読み返し、できなかった練習問題を整理、もう一度やっ
てみること。付属のＣＤを繰り返し聞き、音読すること。 

 



年度 2012 
授業コード FB145A2 
成績評価 筆記テスト２回 （６０％） 定期試験(口頭発表）（３０％） 課題提出 （１

０％） 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB145A2 フランス語Ⅱ 
担当教員名 ⻄本 眞理子＊ 
単位数 2 
教科書 パスカル・オ・ジャポン 藤⽥裕二著 白水社 
アクティブラーニング  
キーワード 伝える心 男・女・単数・複数 異文化交流 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 教室が夏寒くて、冬暑い、のは事実です。エアコンの調節をこまめにするように

します。今回受講生は１９名で、理想的な⼈数でした。私の方からは調節できな
いので、今回の受講生はラッキーでした。私にとっても、良い雰囲気で、楽しい
時間でした。 

科目名 フランス語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 パスポート仏和・和仏小辞典 白水社 
授業形態 講義 
注意備考 辞書を持参すること 
シラバスコード FB145A2 
実務経験のある教員  
達成目標 フランス語とフランス文化に親しむ。フランス語で時刻や天候など、周囲の状況

が話せる。実用フランス語検定５級程度の初級文法の知識と日常の会話表現を身
につける。 

受講者へのコメント 履修者が少なかったので、一⼈一⼈に細かく対応できました。会話練習では、「先
生、やりましょう」と、積極的に声がかかりました。とても楽しく取り組めたと
思います。思いを伝える、コミュニケーション⼒が確実に身についています。目
があったら、Bonjour ! タイミングの取り方もうまくなりました。語学は便利な
ツールです。これからもテレビやラジオを活用して、続けてください。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 多くの学生が、積極的に授業に参加していました。８０％の学生が授業外にも予
習・復習をしていることは嬉しい限りです。授業の目標である、文法の基礎とコ
ミュニケーション⼒の育成について、多くの学生が手応えを感じており、満足し
ています。 

英文科目名 French II 



関連科目 フランス語Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定 ビデオの機械操作がうまくいかず、時間配分がずれて会話練習の時間が短くなっ

てしまったことがありました。次年度からは DVD になり、頭出しが容易になっ
たので、配分がやりやすくなるのではないかと思います。 

講義目的 もしもフランス⼈の友⼈が出来たら、何を話すだろう。自分や家族の紹介や趣味、
好きな食べ物など、身近な話題をとりあげて、フランス語で話してみよう。 
積極的に異文化に触れ、コミュニケーションする⼒を養う。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ９課 否定文における冠詞の変形、女性形容詞の特殊な形を説明する。兄弟

姉妹を聞く口頭練習をする。１〜８課のビデオを見て、前期の復習をする。 
2 回 １０課 年齢のあらわし方、疑問副詞について説明する。年齢の言い方を口
頭練習する。前課の Dialogue のディクテと練習問題をする。 
3 回 １１課 時刻の言い方、時の前置詞について説明する。時刻の言い方の口頭
練習をする。前課の Dialogue のディクテと練習問題をする。 
4 回 Exercices３ ９〜１１課の復習をする。パリの鉄道駅のビデオを見て、感想
を提出する。前課の Dialogue のディクテと練習問題をする。 
5 回 １２課 補語⼈称代名詞、指示代名詞について説明する。質問に、補語⼈称
代名詞を使って答える口頭練習をする。 
6 回 １３課 代名動詞、近接未来、近接過去について説明する。代名動詞を使っ
て、一日の生活を言う口頭練習をする。前課の Dialogue のディクテと練習問題
をする。 
7 回 １４課 部分冠詞、中性代名詞について説明する。１回目の筆記テストをす
る。部分冠詞と中性名詞 en をつかった表現の口頭練習をする。前課の Dialogue
のディクテと練習問題をする。 
8 回 教科書巻末の実用フランス語検定試験５級模擬試験問題を説明する。聞き
取りの練習をする。 
9 回 １５課 命令形、中性代名詞について説明する。天候の表現の口頭練習をす
る。天候の表現の口頭練習をする。前課の Dialogue のディクテと練習問題をす
る。 
10 回 Exercices４ １２〜１５課の復習をする。フランスのワインにに関するビ
デオを見て、感想を提出する。前課の Dialogue のディクテと練習問題をする。 
11 回 １６課 比較級、指示代名詞について説明する。比較の口頭練習をする。 
12 回 １７課 複合過去について説明する。複合過去を使って、先週したことを
言う口頭練習をする。前課の Dialogue のディクテと練習問題をする。 
13 回 １８課 単純未来形について説明する。来週することを単純未来で言う口
頭練習をする。前課の Dialogue のディクテと練習問題をする。 
14 回 Exercices５ １６〜１８課の復習をする。２回目の筆記テストをする。前
課の Dialogue のディクテと練習問題をする。 
15 回 口頭発表説明と練習をする。 

準備学習 予習：教科書付属のＣＤを聞き、音読すること。新出単語の意味を調べ、メモし
ておくこと。 
復習：その日のノートを読み返し、できなかった練習問題を整理、もう一度やっ



てみること。付属のＣＤを繰り返し聞き、音読すること。 
 



年度 2012 
授業コード FB145B1 
成績評価 小テストまたは小レポート（40％）、定期試験（60％） 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB145B1 中国語Ⅰ 
担当教員名 支 洪涛＊ 
単位数 2 
教科書 ビデオで学ぶ入門中国語 一年生のころ（改訂版）／相原 茂 ほか／朝日出版社 
アクティブラーニング  
キーワード ⺟音、子音、四声、動詞述語文、形容詞述語文、疑問文、日中対照 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 中国語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義の際、適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 後期、引き続き支の担当する「中国語Ⅱ」を受講することが望ましい。 

受講希望者が多い場合、⼈数を制限する。 
シラバスコード FB145B1 
実務経験のある教員  
達成目標 音声構造及び簡単な構文を理解し、中国語の基礎的な知識を身に付け、中国語を

使ってあいさつや簡単な日常会話ができること。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Chinese I 
関連科目 中国語Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 中国語の音声を構成する子音・⺟音・声調及び簡単な構文についての説明を通じ

て、中国語に関する基礎的な知識を理解させ、中国語能⼒の養成の基礎を培って
もらう。なお、理解を深めるために、中国語の表現上の特徴や日中両言語の類似
点と相違点を取り上げる。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション、中国語について概説する。 

2 回 単⺟音、複⺟音、四声などについて説明する。 
3 回 子音を中心に説明する。 
4 回 鼻音を伴う⺟音を中心に説明する。 



5 回 軽声、声調の付け方、声調変化、アル化音などについて説明する。 
6 回 「是」構文、⼈称代名詞、諾否疑問文などについて説明する。 
7 回 副詞「也」「都」、助詞「的」、疑問詞疑問文などについて説明する。 
8 回 動詞述語文、反復疑問文などについて説明する。 
9 回 形容詞述語文、程度を表す副詞などについて説明する。 
10 回 選択疑問文を中心に説明する。 
11 回 比較文、助動詞「要」などについて説明する。 
12 回 「在」構文を中心に説明する。 
13 回 「有」構文を中心に説明する。 
14 回 中国文化理解の内容を取り上げる。 
15 回 前期のまとめを行う。 

準備学習 1 回 特になし 
2 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠席
していた者は出席した者に聞く） 
3 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠席
していた者は出席した者に聞く） 
4 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠席
していた者は出席した者に聞く） 
5 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠席
していた者は出席した者に聞く） 
6 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠席
していた者は出席した者に聞く） 
7 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠席
していた者は出席した者に聞く） 
8 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠席
していた者は出席した者に聞く） 
9 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠席
していた者は出席した者に聞く） 
10 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠
席していた者は出席した者に聞く） 
11 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠
席していた者は出席した者に聞く） 
12 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠
席していた者は出席した者に聞く） 
13 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠
席していた者は出席した者に聞く） 
14 回 特になし。 
15 回 前期の講義内容について不明な点があれば、質問を整理しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB145B2 
成績評価 小テストまたは小レポート（40％）、定期試験（60％） 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB145B2 中国語Ⅱ 
担当教員名 支 洪涛＊ 
単位数 2 
教科書 ビデオで学ぶ入門中国語 一年生のころ（改訂版）／相原 茂 ほか／朝日出版社 
アクティブラーニング  
キーワード 前置詞、アスペクト、補語、助動詞、異文化理解 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「いびきをかいていた⼈」への注意が遅かって、悪かった。珍しいケースだった

が、今後、もっと早く気づいて対応できたらと思う。 
科目名 中国語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義の際、適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 支の担当する中国語Ⅰを履修しておくことが望ましい。 

受講希望者が多い場合、⼈数を制限する。 
シラバスコード FB145B2 
実務経験のある教員  
達成目標 発音や構文に対する理解を深め、中国語の初歩的理解⼒と初歩的作文能⼒を養成

する。 
受講者へのコメント 成績評価で分かるように多くの受講者が授業によく取り組んでくれた。岡山理科

大学の中国語の授業が１年間だけで、物足りないかと思うが、今度、ラジオや⺠
間講座を通じて学習を継続してほしい。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 総合評価で、「満足」と「ほぼ満足」と答えた⼈が合わせて７６．４％で、ほかの
クラスよりやや低かったが、講義内容及び方法が多くの学生に支持されたと思わ
れる。 

英文科目名 Chinese II 
関連科目 中国語Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定 「教室が狭い」という意見があったが、大学側に伝える。改善されるのを期待し

ている。 
「空調が暑い」という意見もあったが、「集中管理」から「個別管理」へ変更して
もらえるよう、大学側に進言してみる。 

講義目的 中国語の常用表現の学習を通じて、中国語に関する基礎的な知識を理解させ、中



国語の初歩的応用能⼒を養成してもらう。また、異文化理解を深めるために、中
国の名勝や中国⼈の生活習慣などを紹介する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 年月日や時刻の言い方などについて説明する。 

2 回 「了」その１を紹介し、「不」と「没」の違いを中心に説明する。 
3 回 「了」その２を紹介し、前置詞を中心に説明する。 
4 回 進行形の表し方を中心に説明する。 
5 回 「了」その３を紹介し、数詞とものの数え方について説明する。 
6 回 結果補語、持続状態を表す「着」などについて説明する。 
7 回 助動詞「会」、動詞の重ね型などについて説明する。 
8 回 二重目的語をとる動詞、経験を表す「過」などについて説明する。 
9 回 補語を導く助詞「得」を中心に説明する。 
10 回 助動詞「能」を中心に説明する。 
11 回 「会」と「能」の使い分けについて説明する。 
12 回 「使役表現」を中心に説明する。 
13 回 「把」構文を中心に説明する。 
14 回 中国文化理解の内容を取り上げる。 
15 回 後期のまとめを行う。 

準備学習 1 回 中国語Ⅰの内容を確認しておくこと（支が担当のものに限らない）。 
2 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠席
していた者は出席した者に聞く） 
3 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠席
していた者は出席した者に聞く） 
4 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠席
していた者は出席した者に聞く） 
5 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠席
していた者は出席した者に聞く） 
6 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠席
していた者は出席した者に聞く） 
7 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠席
していた者は出席した者に聞く） 
8 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠席
していた者は出席した者に聞く） 
9 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠席
していた者は出席した者に聞く） 
10 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠
席していた者は出席した者に聞く） 
11 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠
席していた者は出席した者に聞く） 
12 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠
席していた者は出席した者に聞く） 
13 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠



席していた者は出席した者に聞く） 
14 回 特になし。 
15 回 後期の講義内容について不明な点があれば、質問を整理しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB145C1 
成績評価 英作文３０％、定期試験７０％により成績を評価する。 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜10),工学部(〜10),総合情報学部(〜10),生物地球学部(〜10) 
見出し FB145C1 科学英語Ⅲ 
担当教員名 バーデン 京子＊ 
単位数 2 
教科書 フランシス・J・クディラ、ブライアン・J・フリン著：技術英語の基礎（改訂新

版）、朝日出版社 
アクティブラーニング  
キーワード Science, Technology 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 英作文をもっと細かく添削してあげたかったのですが、なにぶんにも生徒数が多

かったため、全員の作文を添削することができませんでした。申し訳ない。 
科目名 科学英語Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 英和・和英辞書 
授業形態 講義 
注意備考 英作文があるので、必ず英和・和英の辞書の両方を持参すること。電子辞書も可

とする。ただし、授業中に携帯電話の辞書機能の使用は不可とする。 
シラバスコード FB145C1 
実務経験のある教員  
達成目標 テクニカルライティングらしい英訳ができるような英作文能⼒を身につけるこ

と。 
受講者へのコメント 授業後などに積極的に質問にきたり、熱心に授業に取り組んでくれましたね。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね授業に満足してくれたようで、喜ばしい。 
英文科目名 Scientific English III 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、科学英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 皆さんがよりこなれた英文を書けるようになる指導を心がけたい。 
講義目的 科学英語Ⅰ・Ⅱにて科学英語の基礎的な読解⼒を養った上で、この科学英語Ⅲで

は、テクニカルライティングや論文の英訳方法を学習する。文法項目に沿って体
系的に学習し、その文法項目を含んだ英作文の実践をする。日本⼈の英訳の典型
的な間違いの修正方法を学習したり、技術/工業英語独特な表現法を学習する。
また、更なる読解⼒を身につけるために、科学英語Ⅰ・Ⅱで学習したものより科
学的内容が高度な英文の scanning（情報検索読み）および skimming（大意把握
読み）の練習も行う。 



対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションにて講義の概要説明をする。現時点での科学英語⼒を

測るために、実際に使用されているの工業英検 3 級の問題を試しにする。 
2 回 第１課 単数形と複数形、実践問題、scanning または skimming 練習をす
る。 
3 回 第２課 名詞と代名詞、実践問題、scanning または skimming 練習をする。
英作文をする。 
4 回 第３課 形容詞、実践問題、scanning または skimming 練習をする。 
5 回 第４課 不定冠詞、実践問題、scanning または skimming 練習をする。英作
文をする。 
6 回 第５課 配分詞、実践問題、scanning または skimming 練習をする。 
7 回 第６課 定冠詞、実践問題、scanning または skimming 練習をする。 
8 回 第１課から第６課までで学習した文法項目を確認する。scanning または
skimming 練習をする。英作文をする。 
9 回 第７課 重要な形容詞 another, other, the other(s)、実践問題、scanning ま
たは skimming 練習をする。 
10 回 第８課 副詞、実践問題、scanning または skimming 練習をする。英作文
をする。 
11 回 第９課 比較法、実践問題、scanning または skimming 練習をする。 
12 回 第１０課 動詞（現在形・現在進行形）、実践問題、scanning または skimming
練習をする。英作文をする。 
13 回 第１１課 動詞（現在完了形）、実践問題、scanning または skimming 練習
をする。 
14 回 第１２課 他動詞/自動詞、実践問題、scanning または skimming 練習をす
る。英作文をする。 
15 回 第７課から第１２課までで学習した文法項目を確認する。授業中にした英
作文の内容の再確認をする。試験問題の傾向を説明する。 
16 回 定期試験を実施する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 学習する箇所の新出単語の意味を前もって調べておくこと。 
3 回 学習する箇所の新出単語の意味を前もって調べておくこと。 
4 回 学習する箇所の新出単語の意味を前もって調べておくこと。 
5 回 学習する箇所の新出単語の意味を前もって調べておくこと。 
6 回 学習する箇所の新出単語の意味を前もって調べておくこと。 
7 回 学習する箇所の新出単語の意味を前もって調べておくこと。 
8 回 学習する箇所の新出単語の意味を前もって調べておくこと。 
9 回 学習する箇所の新出単語の意味を前もって調べておくこと。 
10 回 学習する箇所の新出単語の意味を前もって調べておくこと。 
11 回 学習する箇所の新出単語の意味を前もって調べておくこと。 
12 回 学習する箇所の新出単語の意味を前もって調べておくこと。 
13 回 学習する箇所の新出単語の意味を前もって調べておくこと。 
14 回 学習する箇所の新出単語の意味を前もって調べておくこと。 



15 回 いままでに学習したことでよく理解できなかったところや質問事項をまと
めておくこと。 
16 回 試験に備えて第１課から１２課までの文法項目についてまとめておくこ
と。授業中に自分が作った英作文と添削個所を比較して、間違えやすい個所や陥
りやすい過ちなどを確認すること。 

 



年度 2012 
授業コード FB145C2 
成績評価 英作文３０％、定期試験７０％により成績を評価する。 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜10),工学部(〜10),総合情報学部(〜10),生物地球学部(〜10) 
見出し FB145C2 科学英語Ⅳ 
担当教員名 バーデン 京子＊ 
単位数 2 
教科書 フランシス・J・クディラ、ブライアン・J・フリン著：技術英語の基礎（改訂新

版）、朝日出版社 
アクティブラーニング  
キーワード Science, Technology 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 この授業を受講することで、科学英文を書くための技術を学べたというコメント

があったのは、」非常に喜ばしい。 
科目名 科学英語Ⅳ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 英和・和英辞書 
授業形態 講義 
注意備考 英作文があるので、必ず英和・和英の辞書の両方を持参すること。電子辞書も可

とする。ただし、授業中に携帯電話の辞書機能の使用は不可とする。 
シラバスコード FB145C2 
実務経験のある教員  
達成目標 テクニカルライティングらしい英訳ができるような英作文能⼒を身につけるこ

と。 
受講者へのコメント みなさんよく頑張って難解な科学英作文に取り組んでいました。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業に満足した学生がほとんどだったが、不満の学生が一⼈いたようだが、授業
中にこうして欲しいとかああして欲しいとか要望を言って欲しかった。 

英文科目名 Scientific English IV 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、科学英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 授業外の学習を全くしなかったという学生が 7 名いた。敢えて課題を出さなかっ

たのであるが、やはり課題を出した方が良かったのかもしれない。 
講義目的 科学英語Ⅰ・Ⅱにて科学英語の基礎的な読解⼒を養った上で、この科学英語Ⅲで

は、テクニカルライティングや論文の英訳方法を学習する。文法項目に沿って体
系的に学習し、その文法項目を含んだ英作文の実践をする。日本⼈の英訳の典型
的な間違いの修正方法を学習したり、技術/工業英語独特な表現法を学習する。
また、更なる読解⼒を身につけるために、科学英語Ⅰ・Ⅱで学習したものより科



学的内容が高度な英文の scanning（情報検索読み）および skimming（大意把握
読み）の練習をする。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションにて講義の概要説明をする。科学英語Ⅲの定期試験問

題での間違いや誤りを訂正する。 
2 回 第１３課 前置詞Ⅰ、実践問題、scanning または skimming 練習をする。 
3 回 第１４課 前置詞Ⅱ、実践問題、scanning または skimming 練習をする。英
作文をする。 
4 回 第１５課 助動詞Ⅰ、実践問題、scanning または skimming 練習をする。 
5 回 第１６課 助動詞Ⅱ、実践問題、scanning または skimming 練習をする。英
作文をする。 
6 回 第１７課 複合動詞、実践問題、scanning または skimming 練習をする。 
7 回 第１８課 形式主語、実践問題、scanning または skimming 練習をする。 
8 回 第１３課から第１８課までで学習した文法項目を確認する。scanning また
は skimming 練習をする。英作文をする。 
9 回 第１９課 接続詞、実践問題、scanning または skimming 練習をする。 
10 回 第２０課 句、実践問題、scanning または skimming 練習をする。英作文
をする。 
11 回 第２１課 節Ⅰ、実践問題、scanning または skimming 練習をする。 
12 回 第２２課 節Ⅱ、実践問題、scanning または skimming 練習をする。英作
文をする。 
13 回 第２３課 並行法およびその他の論理、実践問題、scanning または
skimming 練習をする。 
14 回 第２４課 句読法とスタイル、実践問題、scanning または skimming 練習
をする。英作文をする。 
15 回 第１９課から第２４課までで学習した文法項目を確認する。授業中にした
英作文の内容の再確認をする。試験問題の傾向を説明する。 
16 回 定期試験を実施する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 学習する箇所の新出単語の意味を前もって調べておくこと。 
3 回 学習する箇所の新出単語の意味を前もって調べておくこと。 
4 回 学習する箇所の新出単語の意味を前もって調べておくこと。 
5 回 学習する箇所の新出単語の意味を前もって調べておくこと。 
6 回 学習する箇所の新出単語の意味を前もって調べておくこと。 
7 回 学習する箇所の新出単語の意味を前もって調べておくこと。 
8 回 学習する箇所の新出単語の意味を前もって調べておくこと。 
9 回 学習する箇所の新出単語の意味を前もって調べておくこと。 
10 回 学習する箇所の新出単語の意味を前もって調べておくこと。 
11 回 学習する箇所の新出単語の意味を前もって調べておくこと。 
12 回 学習する箇所の新出単語の意味を前もって調べておくこと。 
13 回 学習する箇所の新出単語の意味を前もって調べておくこと。 
14 回 学習する箇所の新出単語の意味を前もって調べておくこと。 



15 回 いままでに学習したことでよく理解できなかったところや質問事項をまと
めておくこと。 
16 回 試験に備えて第１３課から２４課までの文法項目についてまとめておくこ
と。授業中に自分が作った英作文と添削個所を比較して、間違えやすい個所や陥
りやすい過ちなどを確認すること。 

 



年度 2012 
授業コード FB145D1 
成績評価 小テスト３０％, 定期試験７０％により成績を評価する。 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用物理学科(〜11),基礎理学科(〜11),生物化学科(〜11),動物学科(〜11) 
見出し fb145d1 科学英語Ⅰ 
担当教員名 浅利 明子＊ 
単位数 2 
教科書 Factfiles Recycling with the CD / Sue Stewart / Oxford University Press 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「英語で質問されてたが、何を言っているのか理解できない。」とのことですが、

その日に習った内容についての質問ですので、予習復習をして、授業にしっかり
取り組んでいれば理解できます。頑張ってください。 

科目名 科学英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし。 
授業形態 講義 
注意備考 科学英語用のノート(形式は問わない）を準備すること。 

英和辞書（電子辞書でもよい）を毎回持参すること。 
シラバスコード FB145D1 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容のより高度な英文が読解できること。 
受講者へのコメント 授業はこれまで通り、ほぼ英語で進めていきます。英語を使うことに慣れましょ

う。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 クラス全体が能動的に授業に取り組んでおり、うれしく思っています。 
英文科目名 Scientific English I 
関連科目 英語 I・II、 科学英語 II・III・IV、  英会話 I・II、 TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 全体のバランスを見ながら進度を調節してまいります。 
講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語を精読する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 授業の進め方を説明する。Warm-up Activities をする。 

2 回 Chapter 1 で使用されている重要構文、語彙等ポイントを押さえながら精読
する。テキストの内容に関して、自分の意見を発表できるようにする。(グループ
ワークで意見交換をした後で、グループの意見を纏めて発表する場合もある。) 
できる限り英語で表現できるようにする。音読の練習をする。 



3 回 Chapter 2 で使用されている重要構文、語彙等ポイントを押さえながら精読
する。テキストの内容に関して、自分の意見を発表できるようにする。(グループ
ワークで意見交換をした後で、グループの意見を纏めて発表する場合もある。) 
できる限り英語で表現できるようにする。音読の練習をする。 
4 回 Chapter 3 で使用されている重要構文、語彙等ポイントを押さえながら精読
する。テキストの内容に関して、自分の意見を発表できるようにする。(グループ
ワークで意見交換をした後で、グループの意見を纏めて発表する場合もある。) 
できる限り英語で表現できるようにする。音読の練習をする。 
5 回 Chapter 1〜Chapter 3 の小テストを実施する。テストの解説をする。 
6 回 Chapter 4 で使用されている重要構文、語彙等ポイントを押さえながら精読
する。テキストの内容に関して、自分の意見を発表できるようにする。(グループ
ワークで意見交換をした後で、グループの意見を纏めて発表する場合もある。) 
できる限り英語で表現できるようにする。音読の練習をする。 
7 回 Chapter 5 で使用されている重要構文、語彙等ポイントを押さえながら精読
する。テキストの内容に関して、自分の意見を発表できるようにする。(グループ
ワークで意見交換をした後で、グループの意見を纏めて発表する場合もある。) 
できる限り英語で表現できるようにする。音読の練習をする。 
8 回 Chapter 6 で使用されている重要構文、語彙等ポイントを押さえながら精読
する。テキストの内容に関して、自分の意見を発表できるようにする。(グループ
ワークで意見交換をした後で、グループの意見を纏めて発表する場合もある。) 
できる限り英語で表現できるようにする。音読の練習をする。 
9 回 Chapter 4〜Chapter 6 の小テストを実施する。テストの解説をする。 
10 回 Chapter 7 で使用されている重要構文、語彙等ポイントを押さえながら精
読する。テキストの内容に関して、自分の意見を発表できるようにする。(グルー
プワークで意見交換をした後で、グループの意見を纏めて発表する場合もある。) 
できる限り英語で表現できるようにする。音読の練習をする。 
11 回 Chapter 8 で使用されている重要構文、語彙等ポイントを押さえながら精
読する。テキストの内容に関して、自分の意見を発表できるようにする。(グルー
プワークで意見交換をした後で、グループの意見を纏めて発表する場合もある。) 
できる限り英語で表現できるようにする。音読の練習をする。 
12 回 Chapter 9 で使用されている重要構文、語彙等ポイントを押さえながら精
読する。テキストの内容に関して、自分の意見を発表できるようにする。(グルー
プワークで意見交換をした後で、グループの意見を纏めて発表する場合もある。) 
できる限り英語で表現できるようにする。音読の練習をする。 
13 回 Chapter 10 で使用されている重要構文、語彙等ポイントを押さえながら
精読する。テキストの内容に関して、自分の意見を発表できるようにする。(グル
ープワークで意見交換をした後で、グループの意見を纏めて発表する場合もあ
る。) できる限り英語で表現できるようにする。音読の練習をする。 
14 回 Chapter 7〜Chapter 10 の小テストを実施する。テストの解説をする。 
15 回 定期試験対策授業をする。 

準備学習 1 回 シラバスを確認して、学習の過程を把握しておくこと。 
Chapter 1 のテキストを読む前に、CD を何度も聞き、内容がどの程度 理解でき



たか、ノートに書き留めておくこと。（英語で書き留めておくことが望ましいが
日本語でもよい。） 
2 回 Chapter 1 のテキストを読む前に、CD を何度も聞き、内容がどの程度 理
解できたか、ノートに書き留めておくこと。（英語で書き留めておくことが望ま
しいが日本語でもよい。）その後でテキストを読むこと。分からない単語は辞書
で調べてくること。聞いて理解できた内容と読んで理解できた内容を比較してみ
ること。 
3 回 Chapter 2 のテキストを読む前に、CD を何度も聞き、内容がどの程度 理
解できたか、ノートに書き留めておくこと。（英語で書き留めておくことが望ま
しいが日本語でもよい。）その後でテキストを読むこと。分からない単語は辞書
で調べてくること。聞いて理解できた内容と読んで理解できた内容を比較してみ
ること。 
4 回 Chapter 3 のテキストを読む前に、CD を何度も聞き、内容がどの程度 理
解できたか、ノートに書き留めておくこと。（英語で書き留めておくことが望ま
しいが日本語でもよい。）その後でテキストを読むこと。分からない単語は辞書
で調べてくること。聞いて理解できた内容と読んで理解できた内容を比較してみ
ること。 
5 回 Chapter 1〜Chapter 3 の重要ポイントに目を通しておくこと。学習した英
語表現を声に出したり、書いたりしてトレーニングをしておくこと。 
6 回 Chapter 4 のテキストを読む前に、CD を何度も聞き、内容がどの程度 理
解できたか、ノートに書き留めておくこと。（英語で書き留めておくことが望ま
しいが日本語でもよい。）その後でテキストを読むこと。分からない単語は辞書
で調べてくること。聞いて理解できた内容と読んで理解できた内容を比較してみ
ること。 
7 回 Chapter 5 のテキストを読む前に、CD を何度も聞き、内容がどの程度 理
解できたか、ノートに書き留めておくこと。（英語で書き留めておくことが望ま
しいが日本語でもよい。）その後でテキストを読むこと。分からない単語は辞書
で調べてくること。聞いて理解できた内容と読んで理解できた内容を比較してみ
ること。 
8 回 Chapter 6 のテキストを読む前に、CD を何度も聞き、内容がどの程度 理
解できたか、ノートに書き留めておくこと。（英語で書き留めておくことが望ま
しいが日本語でもよい。）その後でテキストを読むこと。分からない単語は辞書
で調べてくること。聞いて理解できた内容と読んで理解できた内容を比較してみ
ること。 
9 回 Chapter 4〜Chapter 6 の重要ポイントに目を通しておくこと。学習した英
語表現を声に出したり、書いたりしてトレーニングをしておくこと。 
10 回 Chapter 7 のテキストを読む前に、CD を何度も聞き、内容がどの程度 理
解できたか、ノートに書き留めておくこと。（英語で書き留めておくことが望ま
しいが日本語でもよい。）その後でテキストを読むこと。分からない単語は辞書
で調べてくること。聞いて理解できた内容と読んで理解できた内容を比較してみ
ること。 
11 回 Chapter 8 のテキストを読む前に、CD を何度も聞き、内容がどの程度 理



解できたか、ノートに書き留めておくこと。（英語で書き留めておくことが望ま
しいが日本語でもよい。）その後でテキストを読むこと。分からない単語は辞書
で調べてくること。聞いて理解できた内容と読んで理解できた内容を比較してみ
ること。 
12 回 Chapter 9 のテキストを読む前に、CD を何度も聞き、内容がどの程度 理
解できたか、ノートに書き留めておくこと。（英語で書き留めておくことが望ま
しいが日本語でもよい。）その後でテキストを読むこと。分からない単語は辞書
で調べてくること。聞いて理解できた内容と読んで理解できた内容を比較してみ
ること。 
13 回 Chapter 10 のテキストを読む前に、CD を何度も聞き、内容がどの程度 理
解できたか、ノートに書き留めておくこと。（英語で書き留めておくことが望ま
しいが日本語でもよい。）その後でテキストを読むこと。分からない単語は辞書
で調べてくること。聞いて理解できた内容と読んで理解できた内容を比較してみ
ること。 
14 回 Chapter 7〜Chapter 10 の重要ポイントに目を通しておくこと。学習した
英語表現を声に出したり、書いたりしてトレーニングをしておくこと。 
15 回 Chapter 1〜Chapter 10 の重要ポイントに目を通しておくこと。学習した
英語表現を声に出したり、書いたりしてトレーニングをしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB145D2 
成績評価 小テスト 20％, 定期試験 80％により成績を評価する。 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用物理学科(〜11),基礎理学科(〜11),生物化学科(〜11),動物学科(〜11) 
見出し FB145D2 科学英語Ⅱ 
担当教員名 浅利 明子＊ 
単位数 2 
教科書 Factfiles Disaster! with the CD / Mary McIntosh / Oxford University Press 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 リスニング⼒が身についたとの記述、うれしく思います。しかし、少しでも油断

すると、すぐに落ちてしまいます。毎日ＣＤを聞きましょう。 
科目名 科学英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし。 
授業形態 講義 
注意備考 科学英語用のノート(形式は問わない）を準備すること。 

英和辞書（電子辞書でもよい）を毎回持参すること。 
シラバスコード FB145D2 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容のより高度な英文が読解できること。 
受講者へのコメント 授業以外でも、テキストのＣＤを何度も聞くように申しましたが、まだまだ不十

分です。毎日聞いて、英語耳を作ってください。 
又、シャドーイングやオーバーラッピングを習慣づけて、コミュニケーション⼒
やプレゼンテーション⼒に繋げていきましょう。 
基本的な読解⼒は身についています。テキスト以外にもできるだけ多くの英文に
触れ、語彙を増やし、更なる英語⼒アップを目指しましょう。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 教員の準備したハンドアウトに従って授業を進めましたので、この分野への理解
も深まっており、指示された課題には熱心に取り組めております。指示された課
題を更に発展させ、自分なりの学習方法を見出せるようになることが、今後の課
題かと思われます。 

英文科目名 Scientific English II 
関連科目 英語 I・II、 科学英語 I・III・IV、  英会話 I・II、 TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 日本語に訳す時間を省いて、すなわち、音読で内容が理解できるようにトレーニ

ングをしていきたいと思います。 



講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語を精読する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 授業の進め方を説明する。Warm-up Activities をする。 

2 回 1.1 Vesuvious で使用されている重要構文、語彙等ポイントを押さえながら
精読する。テキストの内容に関して、英語でクイズを出し合い内容理解を深める。 
シャドーイングをする。 
3 回 1.2 Earthquakes で使用されている重要構文、語彙等ポイントを押さえなが
ら精読する。テキストの内容に関して、英語でクイズを出し合い内容理解を深め
る。 シャドーイングをする。 
4 回 1.3 The Asian Tsunami で使用されている重要構文、語彙等ポイントを押さ
えながら精読する。テキストの内容に関して、英語でクイズを出し合い内容理解
を深める。 シャドーイングをする。 
5 回 1.4 Hurricane Katrina で使用されている重要構文、語彙等ポイントを押さ
えながら精読する。テキストの内容に関して、英語でクイズを出し合い内容理解
を深める。 シャドーイングをする。 
6 回 1.1 ~ 1.4 までの小テストを実施する。テストの解説をする。 
7 回 2.1 The Great Fire of London で使用されている重要構文、語彙等ポイント
を押さえながら精読する。テキストの内容に関して、英語でクイズを出し合い内
容理解を深める。 シャドーイングをする。 
8 回 2.2 The Titanic で使用されている重要構文、語彙等ポイントを押さえなが
ら精読する。テキストの内容に関して、英語でクイズを出し合い内容理解を深め
る。 シャドーイングをする。 
9 回 2.3 Bhopal で使用されている重要構文、語彙等ポイントを押さえながら精
読する。テキストの内容に関して、英語でクイズを出し合い内容理解を深める。 
シャドーイングをする。 
10 回 2.4 Challenger and Columbia で使用されている重要構文、語彙等ポイント
を押さえながら精読する。テキストの内容に関して、英語でクイズを出し合い内
容理解を深める。 シャドーイングをする。 
11 回 2.5 The Exxon Valdez で使用されている重要構文、語彙等ポイントを押さ
えながら精読する。テキストの内容に関して、英語でクイズを出し合い内容理解
を深める。 シャドーイングをする。 
12 回 2.6 Chernobyl で使用されている重要構文、語彙等ポイントを押さえなが
ら精読する。テキストの内容に関して、英語でクイズを出し合い内容理解を深め
る。 シャドーイングをする。 
13 回 2.1 ~ 2.6 までの小テストを実施する。テストの解説をする。 
14 回 3.1 Eyam and plague で使用されている重要構文、語彙等ポイントを押さ
えながら精読する。テキストの内容に関して、英語でクイズを出し合い内容理解
を深める。 シャドーイングをする。 
15 回 3.2 HIV / Aids - a modern plague で使用されている重要構文、語彙等ポイ
ントを押さえながら精読する。テキストの内容に関して、英語でクイズを出し合
い内容理解を深める。 シャドーイングをする。 

準備学習 1 回 シラバスを確認して、学習の過程を把握しておくこと。 



1.1 Vesuvious のテキストを読む前に、CD を何度も聞き、内容がどの程度 理解
できたか、ノートに書き留めておくこと。（英語で書き留めておくことが望まし
い） 
2 回 1.1 Vesuvious のテキストを読む前に、CD を何度も聞き、内容がどの程度 
理解できたか、ノートに書き留めておくこと。（英語で書き留めておくことが望
ましい）その後でテキストを精読すること。英語で要約してみること。 
3 回 1.2 Earthquakes のテキストを読む前に、CD を何度も聞き、内容がどの程
度 理解できたか、ノートに書き留めておくこと。（英語で書き留めておくことが
望ましい）その後でテキストを精読すること。英語で要約してみること。 
4 回 1.3 The Asian Tsunami のテキストを読む前に、CD を何度も聞き、内容が
どの程度 理解できたか、ノートに書き留めておくこと。（英語で書き留めておく
ことが望ましい）その後でテキストを精読すること。英語で要約してみること。 
5 回 1.4 Hurricane Katrina のテキストを読む前に、CD を何度も聞き、内容がど
の程度 理解できたか、ノートに書き留めておくこと。（英語で書き留めておくこ
とが望ましい）その後でテキストを精読すること。英語で要約してみること。 
6 回 1.1 ~ 1.4 まで重要なポイントに目を通しておくこと。重要表現は声に出し
たり、書いたりしてトレーニングを重ねること。 
7 回 2.1 The Great Fire of London のテキストを読む前に、CD を何度も聞き、
内容がどの程度 理解できたか、ノートに書き留めておくこと。（英語で書き留め
ておくことが望ましい）その後でテキストを精読すること。英語で要約してみる
こと。 
8 回 2.2 The Titanic のテキストを読む前に、CD を何度も聞き、内容がどの程
度 理解できたか、ノートに書き留めておくこと。（英語で書き留めておくことが
望ましい）その後でテキストを精読すること。英語で要約してみること。 
9 回 2.3 Bhopal のテキストを読む前に、CD を何度も聞き、内容がどの程度 理
解できたか、ノートに書き留めておくこと。（英語で書き留めておくことが望ま
しい）その後でテキストを精読すること。英語で要約してみること。 
10 回 2.4 Challenger and Columbia のテキストを読む前に、CD を何度も聞き、
内容がどの程度 理解できたか、ノートに書き留めておくこと。（英語で書き留め
ておくことが望ましい）その後でテキストを精読すること。英語で要約してみる
こと。 
11 回 2.5 The Exxon Valdez のテキストを読む前に、CD を何度も聞き、内容が
どの程度 理解できたか、ノートに書き留めておくこと。（英語で書き留めておく
ことが望ましい）その後でテキストを精読すること。英語で要約してみること。 
12 回 2.6 Chernobyl のテキストを読む前に、CD を何度も聞き、内容がどの程
度 理解できたか、ノートに書き留めておくこと。（英語で書き留めておくことが
望ましい）その後でテキストを精読すること。英語で要約してみること。 
13 回 2.1 ~ 2.6 間での重要なポイントに目を通しておくこと。 重要表現は声
に出したり、書いたりしてトレーニングを重ねること。 
14 回 3.1 Eyam and the plague のテキストを読む前に、CD を何度も聞き、内容
がどの程度 理解できたか、ノートに書き留めておくこと。（英語で書き留めてお
くことが望ましい）その後でテキストを精読すること。英語で要約してみること。 



15 回 3.2 HIV / Adis - a modern plague のテキストを読む前に、CD を何度も聞
き、内容がどの程度 理解できたか、ノートに書き留めておくこと。（英語で書き
留めておくことが望ましい）その後でテキストを精読すること。英語で要約して
みること。 

 



年度 2012 
授業コード FB145E1 
成績評価 課題提出 20%、小テスト 20%、定期試験 60% 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用物理学科(〜11),基礎理学科(〜11),生物化学科(〜11),動物学科(〜11) 
見出し FB145E1 科学英語Ⅰ 
担当教員名 是近 成子＊ 
単位数 2 
教科書 Science Views／ Hiroto Nagata, Bill Benfield／ SEIBIDO 
アクティブラーニング  
キーワード Reading , Science, Technology 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 習熟度別のクラス分けには短所もあるかもしれませんが、ほぼ同じ学習能⼒の学

生と学習を深めていけるという⻑所もあります。また、さらに高度な英語能⼒を
養える教材を使って授業を行っているので、各自の能⼒を更に伸ばすこともでき
ると思います。 

科目名 科学英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 英和・和英辞書 
授業形態 講義 
注意備考 最初の講義の際に教科書を必ず持参すること。毎回の授業に辞書を携帯するこ

と。 
シラバスコード FB145E1 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容のより高度な英文が読解できること。 
受講者へのコメント さまざまな専門分野の学生を対象とした科学英語の授業ですから、あまり興味の

わかない内容もあるかもしれません。しかし、専門だけではなく他の分野の見識
を広めることも大学生の教養だと思いますので、予習、復習等に努めて下さい。
欠席の少ない、とても学習意欲の高いクラスだと思います。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 宿題や課題等が学生の自宅学習時間を左右していることに責任を感じます。適切
な指示をするように努⼒していきたいと思いますが、大学生として自主的な学習
ができるように試みてほしいと思います。 

英文科目名 Scientific English I 
関連科目 英語 I・II、科学英語 I/II、英会話 I・II、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 前期では教科書だけではなく、調べ学習をした内容をクラスでグループ内で発表

するという形式をとった授業もありましたが、できればＰＣを使ってのプレゼン
テーションができるような授業に発展させて行きたいと考えています。 



講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語を精読する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Introduction。講義の進め方と授業のための予習、復習のやり方、小テスト

について説明する。 
2 回 1. Early Life on Earth 
3 回 Why Did Dinosaurs Become Extinct? 1 
4 回 Why Did Dinosaurs Become Extinct? 2 
5 回 Red List and Cloning 1 
6 回 Red List and Cloning 2 
7 回 The End of Civilization 
8 回 Review & Minitest 
9 回 Part II Sex Change 
10 回 Invasive Species 
11 回 Animals and Magnetism 
12 回 Man's Best Friend 
13 回 Prions 
14 回 Autism 
15 回 Review & Mini Test 

準備学習 毎回新出単語を必ず辞書で調べておくこと。各英文の読解をノートに書いておく
こと。 

 



年度 2012 
授業コード FB145E2 
成績評価 課題提出 20%、小テスト 20%、定期試験 60% 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用物理学科(〜11),基礎理学科(〜11),生物化学科(〜11),動物学科(〜11) 
見出し FB145E2 科学英語Ⅱ 
担当教員名 是近 成子＊ 
単位数 2 
教科書 Science Views／ Hiroto Nagata, Bill Benfield／ SEIBIDO 
アクティブラーニング  
キーワード Reading , Science, Technology 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 自由記述の回答がなかったので、所見は特にありません。 
科目名 科学英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 英和・和英辞書 
授業形態 講義 
注意備考 最初の講義の際に教科書を必ず持参すること。毎回の授業に辞書を携帯するこ

と。 
シラバスコード FB145E2 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容のより高度な英文が読解できること。 
受講者へのコメント 科学英語への興味、関心が高まり、理解が深まった学生がほとんどなので、授業

を通して学習への刺激を与えることができたと思います。今後も科学英語へ興味
と関心を深めていって下さい。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 後期になると欠席が多くなったのが気になりました。授業時間外の学習時間は 1
時間〜2 時間が中心となっており、理系の学生としては適当な時間だと思います。 

英文科目名 Scientific English II 
関連科目 英語 I・II、科学英語 I・II、英会話 I・II、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 授業時間外の学習を｢全くしなかった｣という学生がわずかでもいたという点が

残念です。すべての学生が自宅学主を行えるように課題の指示等を的確に指導し
ていく予定です。 

講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語を精読する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Introduction。講義の進め方と授業のための予習、復習のやり方、小テスト

について説明する。 
2 回 Blood Transfusion 



3 回 Tackling Pandemics 1 
4 回 Tackling Pandemics 2 
5 回 Fresh Water Crisis 
6 回 Ecotourism 
7 回 Natural Disasters 
8 回 sustainablity 
9 回 Biofuels 
10 回 Alternative Enery 
11 回 Toxic Waste 
12 回 Bionic Humans 1 
13 回 Bionic Humans 2 
14 回 Supplement 
15 回 Review & Mini Test 

準備学習 毎回新出単語を必ず辞書で調べておくこと。各英文の読解をノートに書いておく
こと。 

 



年度 2012 
授業コード FB145F1 
成績評価 授業への取り組み、課題および小テスト５０％、定期試験５０％により評価する。 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用物理学科(〜11),基礎理学科(〜11),生物化学科(〜11),動物学科(〜11) 
見出し FB145F1 科学英語Ⅰ 
担当教員名 井上 麻美子＊ 
単位数 2 
教科書 Asking Why? ／ 中津川・Clankie ／ 金星堂 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 授業の進め方が速い、という数名の意見がありました。毎回、質問の有無、疑問

点の確認を行いつつ進行しているつもりですが、授業中に直接意見を聞いて上
で、対応したいと思います。学生の発表時に声が聞こえない場合、授業への積極
的参加の一環として、その都度指摘してください。 

科目名 科学英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない。プリント(課題)を配布する。 
授業形態 講義 
注意備考 英和辞書を持参すること。 
シラバスコード FB145F1 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的な内容の英文が辞書を使いながら読解できること。 
受講者へのコメント 一部に欠席が目立ちますが、課題の毎回提出を怠らず、熱心な受講者も数多くみ

られるクラスだと感じました。これまで通りの予習に加えて、より一層の積極的
な発表および発言を希望します。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ８割以上が「宿題など課題」に取り組み、９割以上が時間差はあるものの「時間
外学習」と回答していることから、積極的に授業に臨んだ姿勢がうかがえます。
これに対して、授業の目標を「達成できた、だいたいできた」、授業に「満足、ほ
ぼ満足」とした受講者の割合がやや低いと感じました。 

英文科目名 Scientific English I 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、科学英語Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 アンケートで取り上げられている、授業の手法および進行についての意見および

自由記述欄の内容を加味し、受講生との意思の疎通を図りながら、学習意欲をか
きたて、目標の達成感と授業への満足感を高めていく努⼒をしていきたい。 

講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語への基礎的な読解⼒を養



う。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 テキストの内容を概観し、授業の過程について説明する。 

2 回 Lesson 1: Why Do People Have Eyelashes? を読解する。 
3 回 Lesson 1 の残部および Lesson 2 を学習する。 
4 回 Lesson 2: Why Does Pepper Make You Sneeze? を読解する。 
5 回 Lesson 3: Why Do We Fall in Love? を読解する。 
6 回 Lesson 3 の残部および Lesson 4 を学習する。 
7 回 Lesson 4: Why Can't We Cure a Cold? を読解する。 
8 回 課題プリントで Unit 1 から Unit 4 の復習をした後、小テストを実施する。 
9 回 Lesson 5: Why Is the Number 7 Lucky? を読解する。 
10 回 Lesson 6: Why Does Our Hair Turn Gray? を読解する。 
11 回 Lesson 7: Why Is the Sea Salty? を読解する。 
12 回 Lesson 8: Why Do Women Live Longer than Men? を読解する。 
13 回 Lesson 9: Why Do Some Species Become Extinct? を読解する。 
14 回 Lesson 10: Why Are Tomatoes a Kind of Fruit? を読解する。 
15 回 Unit 5 から Unit 10 の復習・授業アンケート・授業内容に関する質疑応
答を実施する。 

準備学習 提出用課題(配布プリント)を解き、事前に指示した箇所の予習・復習を行うこと。 
 



年度 2012 
授業コード FB145F2 
成績評価 授業への取り組み、課題および小テスト５０％、定期試験５０％により評価する。 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用物理学科(〜11),基礎理学科(〜11),生物化学科(〜11),動物学科(〜11) 
見出し FB145F2 科学英語Ⅱ 
担当教員名 井上 麻美子＊ 
単位数 2 
教科書 Asking Why? ／ 中津川・Clankie ／ 金星堂 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「テスト中は、よく見回りをしてください」というコメントがありました。誤解

を招かないように、試験中には、一層の注意を心がけたいと思います。 
科目名 科学英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない。プリント(課題)を配布する。 
授業形態 講義 
注意備考 英和辞書を持参すること。 
シラバスコード FB145F2 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的な内容の英文が辞書を使いながら読解できること。 
受講者へのコメント 一部に欠席が目立ちましたが、熱心に授業に臨んだ受講者が数多くみられまし

た。これまで通りの予習に加えて、より一層の積極的な発表および発言を希望し
ます。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ９割以上が「宿題など課題に取り組んだ」、１名を除いて「時間外学習を行った」
としているので、前期以上に、積極的に授業参加した姿勢がうかがえます。これ
に対して、「授業の目標を達成できた」、「授業に満足」とした受講者の割合にはあ
まり変化が見られず、やや低いと感じました。 

英文科目名 Scientific English II 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、科学英語Ⅰ・Ⅲ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 授業アンケートの内容を参考にして、受講者との意思の疎通を図りながら、学習

意欲を掻き立て、目標の達成感と授業への満足感を高めていく努⼒をしていきた
い。 

講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語への基礎的な読解⼒を養
う。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 Lesson 11: Why Does the Wind Blow? を読解する。 
2 回 Lesson 11 の残部および Lesson 12 を学習する。 
3 回 Lesson 12: Why Are Spider Webs So Strong? を読解する。 
4 回 Lesson 13: Why Do We Cry When We Cut an Onion? を読解する。 
5 回 Lesson 13 の残部および Lesson 14 を学習する。 
6 回 Lesson 14: Why Do We Dream? を読解する。 
7 回 Lesson 15: Why Are There 24 Hours in a Day? を読解する。 
8 回 課題プリントで Unit 11 から Unit 15 の復習をした後、小テストを実施す
る。 
9 回 Lesson 16: Why Do Bugs Fly into Lights? を読解する。 
10 回 Lesson 17: Why Do Chili Peppers Taste Hot and Mints Cold? を読解する。 
11 回 Lesson 18: Why Do We Forget Things? を読解する。 
12 回 Lesson 19: Why Is the Fibonacci Sequence So Important? を読解する。 
13 回 Lesson 20: Why Don't Mosquitoes Attach Each Other? を読解する。 
14 回 Lesson 21: Why Is the Sky Blue? を読解する。 
15 回 Unit 16 から Unit 21 の復習・授業アンケート・授業内容に関する質疑応
答を実施する。 

準備学習 提出用課題(配布プリント)を解き、事前に指示した箇所の予習・復習を行うこと。 
 



年度 2012 
授業コード FB145G1 
成績評価 試験 80%、提出課題 20%により成績を評価する。 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用物理学科(〜11),基礎理学科(〜11),生物化学科(〜11),動物学科(〜11) 
見出し FB145G1 科学英語Ⅰ 
担当教員名 石⽥ 美佐江 
単位数 2 
教科書 Disaster!／ Mary Mcintosh ／ Oxford University Press 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「文脈ごとの単語の使い方、訳のしかたの教え方がよかったように思う」---良い

評価をしてくれてありがとう。文脈を理解することは重要であると思います。 
「訳を⿊板に書くとかまとめてプリントにして配るとかしてほしかった」---日本
語訳に過剰にとらわれることなく、論理の展開や文脈などを理解してもらいたい
と思っています。後期はまとめのプリントを作成し配布します。 

科目名 科学英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 辞書を持参すること。 
シラバスコード FB145G1 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容の英文が辞書を使いながら読解できること。 
受講者へのコメント 3・4 回欠席した⼈が 7 ⼈もいます。特別な理由以外では欠席しないようにしま

しょう。 
「指示された課題以外の学習にも自主的に取り組んだ」が 12.9%、「シラバス、
授業で提示された教科書や参考書、資料を利用して勉強した」が 6.5%ですので、
自主的に英語の勉強に取り組んでもらいたいと思っています。 

連絡先 6 学舎 4 階石⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 「満足」「ほぼ満足」の合計が 71%、「教員の意欲が感じられた」「少し感じられ
た」の合計が 87.1%、「授業の手法について、特にない」が 90.3%、「授業の進行
と教材の提示について、特にない」が 90.3%でした。特別な問題はない評価であ
ると思っています。 

英文科目名 Scientific English I 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、 科学英語Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、 英会話Ⅰ・Ⅱ、 TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 「理解しやすいように、説明にもう少し工夫を加えてもらえるとよい」が 3 件、



「⿊板やプロジェクターなどを、もっと利用するとよい」が 1 件ありましたので、
後期はまとめのプリントを配布したり、もっと⿊板やプロジェクターを利用しま
す。 
「授業の開始、終了時刻を守ってほしい」「授業の時間配分を考えて進めてほし
い」がそれぞれ 2 件ありましたが、これは授業の最後にその日に進んだ箇所に出
てきた単語の単語集を作成してもらっていることに対する意見であると思いま
す。中には時間内に終了できない⼈がいますので、後期は授業の最後に作成して 

講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語への基礎的な読解⼒を養
う。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 シラバスをもとに今後の講義について説明する。 

英語の勉強方法について説明する。 
p1 の Can we survive? の英文を読み、語彙や文法事項等について説明する。 
2 回 Chapter1 Natural disasters の 1.1 Vesvius pages2-3 の英文を読み、語彙や文
法事項等について説明する。 
Chapter1 で書かれている概要を理解する。 
Vesvius 火山の噴火の状況についての英文の内容を正確に読み取る。 
3 回 1.1 Vesvius pages5-6 の英文を読み、語彙や文法事項等について説明する。 
Vesvius 火山噴火が後世にもたらしたものについての英文の内容を正確に読み取
る。 
4 回 1.2 Earthquakes pages7-8 の英文を読み、語彙や文法事項等について説明す
る。 
1.2 Earthquakes で書かれている概要を理解する。 
1976 年の Tangshan 地震についての英文の内容を正確に読み取る。 
5 回 1.2 Earthquakes pages9-11 の英文を読み、語彙や文法事項等について説明
する。 
1976 年の Tangshan 地震についての英文の内容を正確に読み取る。 
6 回 1.2 Earthquakes pages11-13 の英文を読み、語彙や文法事項等について説明
する。 
1995 年の神⼾の地震についての英文の内容を正確に読み取る。 
7 回 1.3 The Asian Tsunami pages14-16 の英文を読み、語彙や文法事項等につい
て説明する。 
2004 年にアジアで発生した津波についての英文の内容を正確に読み取る。 
8 回 第１回から第７回までの内容を確認する。 
9 回 1.3 The Asian Tsunami pages17-19 の英文を読み、語彙や文法事項等につい
て説明する。 
津波の被害者たちについての英文の内容を正確に読み取る。 
10 回 1.4 Hurricane Katrina pages20-22 の英文を読み、語彙や文法事項等につい
て説明する。 
New Orleans の地理的状況など、ハリケーンによる被害拡大の要因についての英
文の内容を正確に読み取る。 
11 回 1.4 Hurricane Katrina pages22-24 の英文を読み、語彙や文法事項等につい



て説明する。 
New Orleans の刑務所や Superdome で起こった出来事、Hurricane Katrina から
得られた教訓についての英文の内容を正確に読み取る。 
12 回 Chapter2 Human error pages25-27 の英文を読み、語彙や文法事項等につ
いて説明する。 
Chapter2 で書かれている概要を理解する。 
ロンドンの大火の火元と原因、延焼地域についての英文の内容を正確に読み取
る。 
13 回 2.1 The Great Fire of London pages27-29 の英文を読み、語彙や文法事項
等について説明する。 
King Charles が命じた消化活動やその後の復興計画についての英文の内容を正確
に読み取る。 
14 回 2.2 The Titanic pages30-33 の英文を読み、語彙や文法事項等について説明
する。 
Titanic 号と出航から氷山に衝突するまでの出来事についての英文の内容を正確
に読み取る。 
15 回 2.2 The Titanic pages34-36 の英文を読み、語彙や文法事項等について説明
する。 
生き残った乗客のうちの二⼈のその後の⼈生についての英文の内容を正確に読
み取る。 

準備学習 1 回 シラバスをよく読み、講義の内容を確認して講義に臨むこと。 
p1 の Can we survive? の英文を読み、語彙を辞書で調べ読んでおくこと。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
2 回 前回の p1 の Can we survive? にでてきた語彙や内容を復習しておくこと。 
Chapter1 Natural disasters の 1.1 Vesvius pages2-3 に出てくる語彙を辞書で調べ
読んでおくこと。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
3 回 前回の Chapter1 Natural disasters の 1.1 Vesvius pages2-3 にでてきた語彙
や内容を復習しておくこと。 
1.1 Vesvius pages5-6 に出てくる語彙を辞書で調べ読んでおくこと。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
4 回 前回の 1.1 Vesvius pages5-6 にでてきた語彙や内容を復習しておくこと。 
1.2 Earthquakes pages7-8 に出てくる語彙を辞書で調べ読んでおくこと。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
5 回 前回の 1.2 Earthquakes pages7-8 にでてきた語彙や内容を復習しておくこ
と。 
1.2 Earthquakes pages9-11 に出てくる語彙を辞書で調べ読んでおくこと。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
6 回 前回の 1.2 Earthquakes pages9-11 にでてきた語彙や内容を復習しておくこ
と。 
1.2 Earthquakes pages11-13 に出てくる語彙を辞書で調べ読んでおくこと。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 



7 回 前回の 1.2 Earthquakes pages11-13 にでてきた語彙や内容を復習しておく
こと。 
1.3 The Asian Tsunami pages14-16 に出てくる語彙を辞書で調べ読んでおくこ
と。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
8 回 第１回から第７回までを復習し、語彙、文法、内容を確認しておくこと。 
9 回 1.3 The Asian Tsunami pages17-19 に出てくる語彙を辞書で調べ読んでお
くこと。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
10 回 前回の 1.3 The Asian Tsunami pages17-19 にでてきた語彙や内容を復習し
ておくこと。 
1.4 Hurricane Katrina pages20-22 に出てくる語彙を辞書で調べ読んでおくこと。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
11 回 前回の 1.4 Hurricane Katrina pages20-22 にでてきた語彙や内容を復習し
ておくこと。 
1.4 Hurricane Katrina pages22-24 に出てくる語彙を辞書で調べ読んでおくこと。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
12 回 前回の 1.4 Hurricane Katrina pages22-24 にでてきた語彙や内容を復習し
ておくこと。 
Chapter2 Human error pages25-27 に出てくる語彙を辞書で調べ読んでおくこ
と。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
13 回 前回の Chapter2 Human error pages25-27 にでてきた語彙や内容を復習し
ておくこと。 
2.1 The Great Fire of London pages27-29 に出てくる語彙を辞書で調べ読んでお
くこと。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
14 回 前回の 2.1 The Great Fire of London pages27-29 にでてきた語彙や内容を
復習しておくこと。 
2.2 The Titanic pages30-33 に出てくる語彙を辞書で調べ読んでおくこと。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
15 回 前回の 2.2 The Titanic pages30-33 にでてきた語彙や内容を復習しておく
こと。 
2.2 The Titanic pages34-36 に出てくる語彙を辞書で調べ読んでおくこと。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
第９回から第１４回までの復習をしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB145G2 
成績評価 試験 80%、提出課題 20%により成績を評価する。 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用物理学科(〜11),基礎理学科(〜11),生物化学科(〜11),動物学科(〜11) 
見出し FB145G2 科学英語Ⅱ 
担当教員名 石⽥ 美佐江 
単位数 2 
教科書 Disaster!／ Mary Mcintosh ／ Oxford University Press 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「とてもわかりやすく教えてくださったので、読解⼒が少し上がった気がしま

す。」 
→ありがとうございます。教員の努⼒と授業の効果にたいする肯定的な評価をう
れしく思います。今後の励みになります。 

科目名 科学英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 辞書を持参すること。 
シラバスコード FB145G2 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容の英文が辞書を使いながら読解できること。 
受講者へのコメント 「学習を全くしなかった」に 20%の回答がありました。授業の準備は必要です。

シラバスの準備学習を参考にしてください。 
勉強時間を確保してください。 
その一方で、「指示された課題以外の学習にも自主的に取り組んだ」の回答が 20%
ありました。地道に英語学習を続けることが 
英語⼒アップの秘訣であると思いますので、授業でお話しした英語勉強法を参考
に今後も自主的に英語学習に取り組んでください。 

連絡先 6 学舎 4 階石⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 「この分野への理解が深まった」が 76.7%「この授業の目標を達成できた」「だ
いたいできた」の合計が、76.6% 
「教員の意欲が感じられた」「少し感じられた」の合計が 93.4%「この授業に満
足」「ほぼ満足」の合計が 90%ですので、 
 特に問題はないと考えます。 
授業の手法について、「毎回の学習目標を明示してほしい」1 ⼈、「1 回の授業で
扱う量が多い」1 ⼈の回答がありましたが、 



「特にない」が 93.3%ですので、特に問題はないと考えます。 
授業の進行と教材の提示については、「受講者数が多すぎる」に 1 ⼈、「板書、 

英文科目名 Scientific English II 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、 科学英語Ⅰ・Ⅲ・Ⅳ、 英会話Ⅰ・Ⅱ、 TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 資料提示などにパワーポイントなどをさらに活用することを考えています。 
講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語への基礎的な読解⼒を養

う。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 シラバスをもとに今後の講義について説明する。  

2.3 Bhopal の pages37-38 の英文読み、語彙や文法事項等について説明する。 
1984 年にインドの Bhopal で発生した工場事故の発生状況と被害状況について
の英文の内容を正確に読み取る。 
2 回 2.3 Bhopal の pages39-40 の英文読み、語彙や文法事項等について説明する。 
1984 年にインドの Bhopal で発生した工場事故の被害者のその後の⼈生につい
ての英文の内容を正確に読み取る。 
3 回 2.4 Challenger and Columbia の pages41-43 の英文読み、語彙や文法事項等
について説明する。 
1986 年に打ち上げられた Challenger 号のミッションについての英文の内容を正
確に読み取る。 
4 回 2.4 Challenger and Columbia の pages43-45 の英文読み、語彙や文法事項等
について説明する。 
打ち上げ前日から事故発生までの状況についての英文の内容を正確に読み取る。 
5 回 2.4 Challenger and Columbia の pages45-47 の英文読み、語彙や文法事項等
について説明する。 
Columbia 号の事故についての英文の内容を正確に読み取る。 
6 回 2.5 The Exxon Valdez の pages48-50 の英文読み、語彙や文法事項等につい
て説明する。 
オイルタンカーExxon Valdez 号の事故発生原因についての英文の内容を正確に
読み取る。 
7 回 2.5 The Exxon Valdez の pages50-52 の英文読み、語彙や文法事項等につい
て説明する。 
オイルタンカーExxon Valdez 号の事故の被害状況と被害拡大原因と被害を受け
た⼈々についての英文の内容を正確に読み取る。 
8 回 第１回から第７回までの内容を再度確認する。 
9 回 2.6 Chernobyl の pages53-55 の英文読み、語彙や文法事項等について説明
する。 
Chernobyl 事故にあったある家族についての英文の内容を正確に読み取る。 
10 回 2.6 Chernobyl の pages56-57 の英文読み、語彙や文法事項等について説明
する。 
事故の状況と USSR 政府の対応についての英文の内容を正確に読み取る。 
11 回 2.6 Chernobyl の pages58-61 の英文読み、語彙や文法事項等について説明
する。 



事故後の放射線の影響についての英文の内容を正確に読み取る。 
12 回 3.1 Eyam and the plague の pages62-64 の英文読み、語彙や文法事項等に
ついて説明する。 
Eyam 村と plague についての英文の内容を正確に読み取る。 
13 回 3.1 Eyam and the plague の pages65-66 の英文読み、語彙や文法事項等に
ついて説明する。 
plague と伝承歌 
14 回 3.2 HIV/Aids-a modern plague の pages67-68 の英文読み、語彙や文法事
項等について説明する。 
HIV/Aids という病気についての英文の内容を正確に読み取る。 
15 回  3.2 HIV/Aids-a modern plague の pages69-70 の英文読み、語彙や文法事
項等について説明する。 
HIV/Aids 患者についての英文の内容を正確に読み取る。 

準備学習 1 回 シラバスをよく読み、講義内容を確認して講義に臨むこと。 
2.3 Bhopal の pages37-38 に出てくる語彙を辞書で調べ読んでおくこと。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
2 回 前回の 2.3 Bhopal の pages37-38 にでてきた語彙や内容を復習しておくこ
と。 
2.3 Bhopal の pages39-40 に出てくる語彙を辞書で調べ読んでおくこと。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
3 回 前回の 2.3 Bhopal の pages39-40 にでてきた語彙や内容を復習しておくこ
と。 
2.4 Challenger and Columbia の pages41-43 に出てくる語彙を辞書で調べ読んで
おくこと。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
4 回 前回の 2.4 Challenger and Columbia の pages41-43 にでてきた語彙や内容
を復習しておくこと。 
2.4 Challenger and Columbia の pages43-45 に出てくる語彙を辞書で調べ読んで
おくこと。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
5 回 前回の 2.4 Challenger and Columbia の pages43-45 にでてきた語彙や内容
を復習しておくこと。 
2.4 Challenger and Columbia の pages45-47 に出てくる語彙を辞書で調べ読んで
おくこと。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
6 回 前回の 2.4 Challenger and Columbia の pages45-47 にでてきた語彙や内容
を復習しておくこと。 
2.5 The Exxon Valdez の pages48-50 に出てくる語彙を辞書で調べ読んでおくこ
と。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
7 回 2.5 The Exxon Valdez の pages48-50 にでてきた語彙や内容を復習しておく
こと。 



2.5 The Exxon Valdez の pages50-52 に出てくる語彙を辞書で調べ読んでおくこ
と。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
8 回 第１回から第７回までを復習し、語彙、文法、内容を確認しておくこと。 
9 回 2.6 Chernobyl の pages53-55 に出てくる語彙を辞書で調べ読んでおくこと。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
10 回 前回の 2.6 Chernobyl の pages53-55 にでてきた語彙や内容を復習してお
くこと。 
2.6 Chernobyl の pages56-57 に出てくる語彙を辞書で調べ読んでおくこと。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
11 回 前回の 2.6 Chernobyl の pages56-57 にでてきた語彙や内容を復習してお
くこと。 
2.6 Chernobyl の pages58-61 に出てくる語彙を辞書で調べ読んでおくこと。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
12 回 前回の 2.6 Chernobyl の pages58-61 にでてきた語彙や内容を復習してお
くこと。 
3.1 Eyam and the plague の pages62-64 に出てくる語彙を辞書で調べ読んでおく
こと。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
13 回 前回の 3.1 Eyam and the plague の pages62-64 にでてきた語彙や内容を復
習しておくこと。 
3.1 Eyam and the plague の pages65-66 に出てくる語彙を辞書で調べ読んでおく
こと。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
14 回 前回の 3.1 Eyam and the plague の pages65-66 にでてきた語彙や内容を復
習しておくこと。 
3.2 HIV/Aids-a modern plague の pages67-68 に出てくる語彙を辞書で調べ読ん
でおくこと。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 
15 回 前回の 3.2 HIV/Aids-a modern plague の pages67-68 にでてきた語彙や内
容を復習しておくこと。 
 3.2 HIV/Aids-a modern plague の pages69-70 に出てくる語彙を辞書で調べ読ん
でおくこと。 
知らなかった単語や内容がわからない箇所に印をつけておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB145H1 
成績評価 期末試験 100% 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用物理学科(〜11),基礎理学科(〜11),生物化学科(〜11),動物学科(〜11) 
見出し FB145H1 科学英語Ⅰ 
担当教員名 河本 誠 
単位数 2 
教科書 Science Views（最新科学を知る）／永⽥／成美堂 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 科学英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし。 
授業形態 講義 
注意備考 正当な理由がある場合を除き、欠席は５回以上で評価なし(E)とする。 
シラバスコード FB145H1 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容の英文が辞書を使いながら読解できること。 
受講者へのコメント  
連絡先 河本研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Scientific English I 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、科学英語Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、ＴＯＥＩＣセミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語への基礎的な読解⼒を養

う。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

次回からの発表割り当てを行う。 
2 回 Ch.1 Early Life on Earth を読み始める。１パラグラフごとに担当学生が日
本語訳を発表し、そのあとコメントを加えながら日本語訳を繰り返す。質問がな
ければ、次のパラグラフに進んでいく。 
3 回 Ch.1 Early Life on Earth を引き続き読み進める。 
4 回 Ch.2 Why Did Dinosaurs Become Extinct? を読み始める。１パラグラフご
とに担当学生が日本語訳を発表し、そのあとコメントを加えながら日本語訳を繰



り返す。質問がなければ、次のパラグラフに進んでいく。 
5 回 Ch.2 Why Did Dinosaurs Become Extinct? を引き続き読み進める。 
6 回 Ch.3 Red List and Cloning を読み始める。１パラグラフごとに担当学生が
日本語訳を発表し、そのあとコメントを加えながら日本語訳を繰り返す。質問が
なければ、次のパラグラフに進んでいく。 
7 回 Ch.3 Red List and Cloning を引き続き読み進める。 
8 回 Ch.4 The End of Civilization を読み始める。１パラグラフごとに担当学生
が日本語訳を発表し、そのあとコメントを加えながら日本語訳を繰り返す。質問
がなければ、次のパラグラフに進んでいく。 
9 回 Ch.4 The End of Civilization を引き続き読み進める。 
10 回 Ch.5 Sex Change を読み始める。１パラグラフごとに担当学生が日本語訳
を発表し、そのあとコメントを加えながら日本語訳を繰り返す。質問がなければ、
次のパラグラフに進んでいく。 
11 回 Ch.5 Sex Change を引き続き読み進める。 
12 回 Ch.6 Invasive Species を読み始める。１パラグラフごとに学生が日本語訳
を発表し、そのあとコメントを加えながら日本語訳を繰り返す。質問がなければ、
次のパラグラフに進んでいく。 
13 回 Ch.6 Invasive Species を引き続き読み進める。 
14 回 Ch.7 Animals and Magnetism を読み始める。１パラグラフごとに担当学
生が日本語訳を発表し、そのあとコメントを加えながら日本語訳を繰り返す。質
問がなければ、次のパラグラフに進んでいく。 
15 回 Ch.7 Animals and Magnetism を引き続き読み進める。 

準備学習 1 回 特になし。 
2 回 Ch.1 Early Life on Earth：発表者は必ず自分で十分に調べておくこと。発表
担当でない⼈は、講義の最初のパラグラフぐらいは自分で読んでおき、講義のと
きのどこが間違っていたか、確認するようにすること。 
3 回 Ch.1 Early Life on Earth：前回と同じように準備などすること。 
4 回 Ch.2 Why Did Dinosaurs Become Extinct?：発表者は必ず自分で十分に調べ
ておくこと。発表担当でない⼈は、講義の最初のパラグラフぐらいは自分で読ん
でおき、講義のときのどこが間違っていたか、確認するようにすること。 
5 回 Ch.2 Why Did Dinosaurs Become Extinct?：前回と同じように準備などする
こと。 
6 回 Ch.3 Red List and Cloning：発表者は必ず自分で十分に調べておくこと。発
表担当でない⼈は、講義の最初のパラグラフぐらいは自分で読んでおき、講義の
ときのどこが間違っていたか、確認するようにすること。 
7 回 Ch.3 Red List and Cloning：前回と同じように準備などすること。 
8 回 Ch.4 The End of Civilization：発表者は必ず自分で十分に調べておくこと。
発表担当でない⼈は、講義の最初のパラグラフぐらいは自分で読んでおき、講義
のときのどこが間違っていたか、確認するようにすること。 
9 回 Ch.4 The End of Civilization：前回と同じように準備などすること。 
10 回 Ch.5 Sex Change：発表者は必ず自分で十分に調べておくこと。発表担当
でない⼈は、講義の最初のパラグラフぐらいは自分で読んでおき、講義のときの



どこが間違っていたか、確認するようにすること。 
11 回 Ch.5 Sex Change：前回と同じように準備などすること。 
12 回 Ch.6 Invasive Species：発表者は必ず自分で十分に調べておくこと。発表担
当でない⼈は、講義の最初のパラグラフぐらいは自分で読んでおき、講義のとき
のどこが間違っていたか、確認するようにすること。 
13 回 Ch.6 Invasive Species：前回と同じように準備などすること。 
14 回 Ch.7 Animals and Magnetism：発表者は必ず自分で十分に調べておくこと。
発表担当でない⼈は、講義の最初のパラグラフぐらいは自分で読んでおき、講義
のときのどこが間違っていたか、確認するようにすること。 
15 回 Ch.7 Animals and Magnetism：前回と同じように準備などすること。 

 



年度 2012 
授業コード FB145H2 
成績評価 期末試験 100% 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用物理学科(〜11),基礎理学科(〜11),生物化学科(〜11),動物学科(〜11) 
見出し FB145H2 科学英語Ⅱ 
担当教員名 河本 誠 
単位数 2 
教科書 Science Views（最新科学を知る）／永⽥／成美堂 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 科学英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし。 
授業形態 講義 
注意備考 正当な理由がある場合を除き、欠席は５回以上で評価なし(E)とする。 
シラバスコード FB145H2 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容の英文が辞書を使いながら読解できること。 
受講者へのコメント  
連絡先 河本研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Scientific English II 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、科学英語Ⅰ・Ⅲ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、ＴＯＥＩＣセミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語への基礎的な読解⼒を養

う。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

次回からの発表割り当てを行う。 
2 回 Ch.10 Prions を読み始める。１パラグラフごとに担当学生が日本語訳を発
表し、そのあとコメントを加えながら日本語訳を繰り返す。質問がなければ、次
のパラグラフに進んでいく。 
3 回 Ch.10 Prions を引き続き読み進める。 
4 回 Ch.11 Autism を読み始める。１パラグラフごとに担当学生が日本語訳を発
表し、そのあとコメントを加えながら日本語訳を繰り返す。質問がなければ、次



のパラグラフに進んでいく。 
5 回 Ch.11 Autism を引き続き読み進める。 
6 回 Ch.12 Blood Transfusion を読み始める。１パラグラフごとに担当学生が日
本語訳を発表し、そのあとコメントを加えながら日本語訳を繰り返す。質問がな
ければ、次のパラグラフに進んでいく。 
7 回 Ch.12 Blood Transfusion を引き続き読み進める。 
8 回 Ch.13 Tackling Pandemis を読み始める。１パラグラフごとに担当学生が日
本語訳を発表し、そのあとコメントを加えながら日本語訳を繰り返す。質問がな
ければ、次のパラグラフに進んでいく。 
9 回 Ch.13 Tackling Pandemis を引き続き読み進める。 
10 回 Ch.13 Fresh Water Crisis を読み始める。１パラグラフごとに担当学生が
日本語訳を発表し、そのあとコメントを加えながら日本語訳を繰り返す。質問が
なければ、次のパラグラフに進んでいく。 
11 回 Ch.13 Fresh Water Crisis を引き続き読み進める。 
12 回 Ch.14 Ecotourism を読み始める。１パラグラフごとに学生が日本語訳を
発表し、そのあとコメントを加えながら日本語訳を繰り返す。質問がなければ、
次のパラグラフに進んでいく。 
13 回 Ch.14 Ecotourism を引き続き読み進める。 
14 回 Ch.15 Natural Disasters を読み始める。１パラグラフごとに担当学生が日
本語訳を発表し、そのあとコメントを加えながら日本語訳を繰り返す。質問がな
ければ、次のパラグラフに進んでいく。 
15 回 Ch.15 Natural Disasters を引き続き読み進める。 

準備学習 1 回 特になし。 
2 回 Ch.10 Prions：発表者は必ず自分で十分に調べておくこと。発表担当でない
⼈は、講義の最初のパラグラフぐらいは自分で読んでおき、講義のときのどこが
間違っていたか、確認するようにすること。 
3 回 Ch.10 Prions：前回と同じように準備などすること。 
4 回 Ch.11 Autism：発表者は必ず自分で十分に調べておくこと。発表担当でな
い⼈は、講義の最初のパラグラフぐらいは自分で読んでおき、講義のときのどこ
が間違っていたか、確認するようにすること。 
5 回 Ch.11 Autism：前回と同じように準備などすること。 
6 回 Ch.12 Blood Transfusion：発表者は必ず自分で十分に調べておくこと。発表
担当でない⼈は、講義の最初のパラグラフぐらいは自分で読んでおき、講義のと
きのどこが間違っていたか、確認するようにすること。 
7 回 Ch.12 Blood Transfusion：前回と同じように準備などすること。 
8 回 Ch.13 Tackling Pandemis：発表者は必ず自分で十分に調べておくこと。発
表担当でない⼈は、講義の最初のパラグラフぐらいは自分で読んでおき、講義の
ときのどこが間違っていたか、確認するようにすること。 
9 回 Ch.13 Tackling Pandemis：前回と同じように準備などすること。 
10 回 Ch.5 Sex Change：発表者は必ず自分で十分に調べておくこと。発表担当
でない⼈は、講義の最初のパラグラフぐらいは自分で読んでおき、講義のときの
どこが間違っていたか、確認するようにすること。 



11 回 Ch.5 Sex Change：前回と同じように準備などすること。 
12 回 Ch.14 Ecotourism：発表者は必ず自分で十分に調べておくこと。発表担当
でない⼈は、講義の最初のパラグラフぐらいは自分で読んでおき、講義のときの
どこが間違っていたか、確認するようにすること。 
13 回 Ch.14 Ecotourism：前回と同じように準備などすること。 
14 回 Ch.15 Natural Disasters：発表者は必ず自分で十分に調べておくこと。発
表担当でない⼈は、講義の最初のパラグラフぐらいは自分で読んでおき、講義の
ときのどこが間違っていたか、確認するようにすること。 
15 回 Ch.15 Natural Disasters：前回と同じように準備などすること。 

 



年度 2012 
授業コード FB145J1 
成績評価 課題（２０点）と試験（８０点）で評価する。 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用物理学科(〜11),基礎理学科(〜11),生物化学科(〜11),動物学科(〜11) 
見出し FB145J1 科学英語Ⅰ 
担当教員名 橋本 信子＊ 
単位数 2 
教科書 Asking Why?／中津川 雅宣 クランキー・ショーン／金星堂 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 声が聞き取りにくい 回答：マイクから離れて話すことのないように気を付けま

す。 
予習をしていない⼈への対応がまずい 回答：受講者は予習をして出席すること
を 求 め ら れ て い る こ と を 理 解 し て い た                           
だきたいと思います。他の⼈達に迷惑がかかります。 
問題が分からない⼈への対応が不快である 回答：丁寧に接しているつもりです
が、そのような印象を与えたとしたら反省します。 
                       考えもしないで分からない
といわず、あきらめずに取り組んで 

科目名 科学英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜支持する。 
授業形態 講義 
注意備考 辞書を必ず持参すること。 
シラバスコード FB145J1 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容の英文が辞書を使いながら読解できること。 
受講者へのコメント 出席することが何より重要なことだと思ってほしいです。 

授業外の学習を全くしていない⼈がいるのは気がかりです。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 出席状況は比較的良く、少⼈数ながら、学習に際してシラバスを利用している⼈
もいます。 
教員の授業への意欲を感じてくれている⼈がかなりいます。 

英文科目名 Scientific English I 
関連科目 英語 I・II、科学英語 II・III・IV、英会話 I/・II、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 理解を助ける説明や板書への工夫、はっきりと聞き取りやすい声で話すこと、授



業の邪魔になる私語への対処などへの要望に応えられるように努⼒します。1 回
に扱う量が多すぎるという指摘に対しては、適切な量を考えます。 

講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語への基礎的な読解⼒を養
う。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 英語の学習の仕方を説明する。 

講義の進め方を説明する。 
2 回 Lesson1 Why Do People Have Eyelashes?(p1-p4)の語彙を確認する。 
英文の解説をし、文法の説明をする。 
内容理解を確認して、練習問題をする。 
3 回 Lesson2 Why Does Pepper Make You Sneeze?(p5-p8)の語彙を確認する。 
英文の解説をし、文法の説明をする。 
内容理解を確認して、練習問題をする。 
4 回 Lesson3 Why Do We Fall in Love?(p9-p12)の語彙を確認する。 
英文の解説をし、文法の説明をする。 
内容理解を確認して、練習問題をする。 
5 回 Lesson4 Why Can't We Cure a Cold?(p13-p16)の語彙を確認する。 
英文の解説をし、文法の説明をする。 
内容理解を確認して、練習問題をする。 
6 回 Lesson5 Why Is the Number 7 Lucky?(p17-p20)の語彙を確認する。 
英文の解説をし、文法の説明をする。 
内容理解を確認して、練習問題をする。 
7 回 Lesson1〜lesson5 までの語彙と文法事項を再度確認し、復習する。 
8 回 Lesson6 Why Does Our Hair Turn Gray?(p21-p24)の語彙を確認する。 
英文の解説をし、文法の説明をする。 
内容理解を確認して、練習問題をする。 
9 回 Lesson7 Why Is the Sea Salty?(p25-p28)の語彙を確認する。 
英文の解説をし、文法の説明をする。 
内容理解を確認して、練習問題をする。 
10 回 Lesson8 Why Do Women Live Longer than Men?(p29-p32)の語彙を確認
する。 
英文の解説をし、文法の説明をする。 
内容理解を確認して、練習問題をする。 
11 回 Lesson9 Why Do Some Species Become Extinct?(p33-p36)の語彙を確認す
る。 
英文の解説をし、文法の説明をする。 
内容理解を確認して、練習問題をする。 
12 回 Lesson10 Why Are Tomatoes a Kind of Fruit?(p37-p40)の語彙を確認する。 
英文の解説をし、文法の説明をする。 
内容理解を確認して、練習問題をする。 
13 回 Lesson6〜Lesson10 までの語彙と文法事項を再度確認し、復習する。 
14 回 Lesson1〜Lesson5 までの重要文型を再度確認し、それを利用して英文を



作成する。 
15 回 Lesson6〜lesson10 までの 重要文型を再度確認し、それを利用して英文を
作成する。 

準備学習 1 回 シラバスを読んで、講義内容を把握して講義に備えること。 
2 回 Lesson1 Why Do People Have Eyelashes?(p1-p4) の単語の意味を調べ、英
文を読んでおくこと。 
分からない単語や理解できない箇所にしるしをつけておくこと。 
3 回 Lesson1 Why Do People Have Eyelashes?(p1-p4)を読み直し、文法事項を復
習しておくこと。Lesson2 Why Does Pepper Make You Sneeze?(p5-p8) の単語
の意味を調べ、英文を読んでおくこと。 
分からない単語や理解できない箇所にしるしをつけておくこと。 
4 回 Lesson2 Why Does Pepper Make You Sneeze?(p5-p8)を読み直し、文法事項
を復習しておくこと。Lesson3 Why Do We Fall in Love?(p9-p12) の単語の意味
を調べ、英文を読んでおくこと。 
分からない単語や理解できない箇所にしるしをつけておくこと。 
5 回 Lesson3 Why Do We Fall in Love?(p9-p12) を読み直し、文法事項を復習し
ておくこと。Lesson4 Why Can't We Cure a Cold?(p10-p12) の単語の意味を調
べ、英文を読んでおくこと。 
分からない単語や理解できない箇所にしるしをつけておくこと。 
6 回 Lesson4 Why Can't We Cure a Cold?(p10-p12)を読み直し、文法事項を復習
しておくこと。Lesson5 Why Is the Number 7 Lucky?(p13-p20) の単語の意味を
調べ、英文を読んでおくこと。 
分からない単語や理解できない箇所にしるしをつけておくこと。 
7 回 Lesson1〜Lesson5 までの語彙や文法事項を復習し、理解の不十分な箇所に
しるしをしておくこと。 
8 回 Lesson6 Why Does Our Hair Turn Gray?(p21-p24) の単語の意味を調べ、
英文を読んでおくこと。 
分からない単語や理解できない箇所にしるしをつけておくこと。 
9 回 Lesson6 Why Does Our Hair Turn Gray?(p21-p24)を読み直し、文法事項を
復習しておくこと。Lesson7 Why Is the Sea Salty?(p25-p28) の単語の意味を調
べ、英文を読んでおくこと。 
分からない単語や理解できない箇所にしるしをつけておくこと。 
10 回 Lesson7 Why Is the Sea Salty?(p25-p28)を読み直し、文法事項を復習して
おくこと。 
Lesson8 Why Do Women Live Longer than Men?(p29-p32) の単語の意味を調
べ、英文を読んでおくこと。 
分からない単語や理解できない箇所にしるしをつけておくこと。 
11 回 Lesson8 Why Do Women Live Longer than Men?(p29-p32)を読み直し、
文法事項を復習しておくこと。 
Lesson9 Why Do Some Species Become Extinct?(p33-p36) の単語の意味を調べ、
英文を読んでおくこと。 
分からない単語や理解できない箇所にしるしをつけておくこと。 



12 回 Lesson9 Why Do Some Species Become Extinct?(p33-p36)を読み直し、文
法事項を復習しておくこと。 
Lesson10 Why Are Tomatoes a Kind of Fruit?(p37-p40) の単語の意味を調べ、英
文を読んでおくこと。 
分からない単語や理解できない箇所にしるしをつけておくこと。 
13 回 Lesson6〜Lesson10 までの語彙や文法事項を復習し、理解の不十分な箇所
にしるしをしておくこと。 
14 回 Lesson1〜Lesson5 までの重要文型にしるしをつけて復習しておくこと。 
15 回 Lesson6〜Lesson10 までの重要文型にしるしをつけて復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB145J2 
成績評価 課題（２０点）と試験（８０点）で評価する。 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用物理学科(〜11),基礎理学科(〜11),生物化学科(〜11),動物学科(〜11) 
見出し FB145J2 科学英語Ⅱ 
担当教員名 橋本 信子＊ 
単位数 2 
教科書 Asking Why?／中津川 雅宣 クランキー・ショーン／金星堂 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 一生懸命努⼒してくださった様子が分かるコメントをいただいて、嬉しいです。 

授業の終わりごろに来た⼈を出席扱いにはしていません。そのことについて、説
明しておくべきでした。 
次回の準備について説明したり、頑張ってくるようにと励ましの声かけが出来る
ので、顔を出すだけでも出してほしいです。 
全く来ない⼈には、私の方から、働きかけをすることも出来ませんから。 

科目名 科学英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜支持する。 
授業形態 講義 
注意備考 辞書を必ず持参すること。 
シラバスコード FB145J2 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容の英文が辞書を使いながら読解できること。 
受講者へのコメント 予習をして受講をすると理解がぐんと増します。ぜひ、予習をしていただきたい

です。 
シラバスを利用し、欠席をしないように努めていただきたいです。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 出席状況は比較的良かったように思います。他のクラスと同様に、自主的な学習
時間が短すぎるようです。 
シラバスを利用している⼈が比較的多いのは嬉しいことでした。 

英文科目名 Scientific English II 
関連科目 英語 I・II、科学英語 I・III・IV、英会話 I/・II、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 学習目標の提示、説明の仕方の工夫などについての要望があるので、それに向け

て努⼒したいと思います。 
常時、マイクを通して話しているつもりですが、うっかり離れていることもある



ようなので、反省しています。 
難易度については、相反する要望があるので、それぞれの⼈の理解に合わせる必
要があることを感じています。 
相反する要望に応えることはなかなか難しいですが、努⼒してみようと思いま
す。 

講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語への基礎的な読解⼒を養
う。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Lesson11(p41-p44)の語彙の意味を確認する。 

英文の解説をし、文法の説明をする。 
内容理解を確認して、練習問題をする。 
2 回 Lesson12 Why Are Spider Webs So Strong?(p45-p48)の語彙の意味を確認す
る。 
英文の解説をし、文法の説明をする。 
内容理解を確認して、練習問題をする。 
3 回 Lesson13 Why Do We Cry When We Cut an Onion?(p49-p52)の語彙の意味
を確認する。 
英文の解説をし、文法の説明をする。 
内容理解を確認して、練習問題をする。 
4 回 Lesson14 Why Do We Dream?(p53-p56)の語彙の意味を確認する。 
英文の解説をし、文法の説明をする。 
内容理解を確認して、練習問題をする。 
5 回 Lesson15 Why Are There 24 Hours in a Day?(p57-p60)の語彙の意味を確認
する。 
英文の解説をし、文法の説明をする。 
内容理解を確認して、練習問題をする。 
6 回 Lesson11〜Lesson15 までの語彙や文法事項を復習する。 
7 回 Lesson16 Why Do Bugs Fly into Lights?(p61-p64)の語彙の意味を確認する。 
英文の解説をし、文法の説明をする。 
内容理解を確認して、練習問題をする。 
8 回 Lesson17 Why Do Chili Peppers Taste Hot and Mints Cold?(p65-p68)の語
彙の意味を確認する。 
英文の解説をし、文法の説明をする。 
内容理解を確認して、練習問題をする。 
9 回 Lesson18 Why Do we Forget Things?(p69-p72)の語彙の意味を確認する。 
英文の解説をし、文法の説明をする。 
内容理解を確認して、練習問題をする。 
10 回 Unit19 Why Is the Fibonacci Sequence So Important?(p73-p76)の語彙の意
味を確認する。 
英文の解説をし、文法の説明をする。 
内容理解を確認して、練習問題をする。 
11 回 Lesson20 Why Don't Mosquitoes Attack Each Other?(p77-p80)の語彙の意



味を確認する。 
英文の解説をし、文法の説明をする。 
内容理解を確認して、練習問題をする。 
12 回 Lesson21 Why Is the Sky Blue?(p81-p84)の語彙の意味を確認する。 
英文の解説をし、文法の説明をする。 
内容理解を確認して、練習問題をする。 
13 回 Lesson16〜Lesson21 までの語彙や文法事項を復習する。 
14 回 Lesson11〜Lesson15 までの重要文型を復習し、それを応用した文章を作
成する。 
15 回 Lesson16〜Lesson21 までの重要文型を復習し、それを応用した文章を作
成する。 

準備学習 1 回 シラバスを読んで講義内容を把握し、講義に備えること。 
Lesson11 Why Does the Wind Blow?(p41-p44)の単語を調べて読んでおくこと。 
分からない単語や理解できない箇所にしるしをしておくこと。 
2 回 Lesson11 Why Does the Wind Blow?(p41-p44)の語彙や文法事項を復習し
ておくこと。 
Lesson12 Why Are Spider Webs So Strong?(p45-p48)の単語を調べて読んでおく
こと。 
分からない単語や理解できない箇所にしるしをしておくこと。 
3 回 Lesson12 Why Are Spider Webs So Strong?(p45-p48)の語彙や文法事項を復
習しておくこと。 
Lesson13 Why Do We Cry When We Cut an Onion?(p49-p52)の単語を調べて読
んでおくこと。 
分からない単語や理解できない箇所にしるしをしておくこと。 
4 回 Lesson13 Why Do We Cry When We Cut an Onion?(p49-p52)の語彙や文法
事項を復習しておくこと。 
Lesson14 Why Do We Dream?(p53-p56)の単語を調べて読んでおくこと。 
分からない単語や理解できない箇所にしるしをしておくこと。 
5 回 Lesson14 Why Do We Dream?(p53-p56)の語彙や文法事項を復習しておく
こと。 
Lesson15 Why Are There 24 Hours in a Day?(p57-p60)の単語を調べて読んでお
くこと。 
分からない単語や理解できない箇所にしるしをしておくこと。 
6 回 Lesson11〜Lesson15 までの語彙や文法事項の復習をしておくこと。 
7 回 Lesson16 Why Do Bugs Fly into Lights?(p61-p64)の単語を調べて読んでお
くこと。 
分からない単語や理解できない箇所にしるしをしておくこと。 
8 回 Lesson16 Why Do Bugs Fly into Lights?(p61-p64)の語彙や文法事項を復習
しておくこと。 
Lesson17 Why Do Chili Peppers Taste Hot and Mints Cold?(p65-p68)の単語を
調べて読んでおくこと。 
分からない単語や理解できない箇所にしるしをしておくこと。 



9 回 Lesson17 Why Do Chili Peppers Taste Hot and Mints Cold?(p65-p68)の語
彙や文法事項を復習しておくこと。 
Lesson18 Why Do We Forget Things?(p69-p72)の単語を調べて読んでおくこと。 
分からない単語や理解できない箇所にしるしをしておくこと。 
10 回 Lesson18 Why Do We Forget Things?(p69-p72)の語彙や文法事項を復習
しておくこと。 
Lesson19 Why Is the Fibonacci Sequence So Important?(p73-p76)の単語を調べ
て読んでおくこと。 
分からない単語や理解できない箇所にしるしをしておくこと。 
11 回 Lesson19 Why Is the Fibonacci Sequence So Important?(p73-p76)の語彙や
文法事項を復習しておくこと。 
Lesson20 Why Don't Mosquitoes Attack Each Other?(p77-p80)の単語を調べて読
んでおくこと。 
分からない単語や理解できない箇所にしるしをしておくこと。 
12 回 Lesson20 Why Don't Mosquitoes Attack Each Other?(p77-p80)の語彙や文
法事項を復習しておくこと。 
Lesson21 Why Is the Sky Blue?(p81-p84)の単語を調べて読んでおくこと。 
分からない単語や理解できない箇所にしるしをしておくこと。 
13 回 Lesson16〜Lesson21 までの語彙や文法事項を復習しておくこと。 
14 回 Lesson11〜Lesson15 の重要文型を復習しておくこと。 
重要文型にしるしをしておくこと。 
15 回 Lesson16〜Lesson21 の重要文型を復習しておくこと。 
重要文型にしるしをしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB145K1 
成績評価 定期試験（60％）、課題（20％）、小テスト（20％） 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用物理学科(〜11),基礎理学科(〜11),生物化学科(〜11),動物学科(〜11) 
見出し FB145K1 科学英語Ⅰ 
担当教員名 佐藤 佳子＊ 
単位数 2 
教科書 Disaster／MARY McINTOSH 著／ Oxford 出版 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 すべての記述に回答することはできないので以下にまとめます。 

「このレベルでよい」「特に難しいこともなくわかりやすかった、発表したくな
い」「これぐらいでよい」⇒レベルがあっていると感じていて安心しました。 
「教材がむずかしい」「進むのが速い」「難しい」「予習の量が多い」⇒プリント等
でレベルを調節したいと思います。 
「はっきり話してほしい」「聞き取りにくい」⇒マイクを使います。 
「英語で意見を言えるような時間が欲しい、文を作ったり実用的な英語授業がし
たい」⇒科学英語Ⅱでは reading が中心となるので spea 

科目名 科学英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プリント（資料）を配布する 
授業形態 講義 
注意備考 必ず辞書を持ってくること 
シラバスコード FB145K1 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容のより高度な英文が読解できること。 
受講者へのコメント 毎回の重要項目は小テストの形で提示します。復習に役立ててください。 

一般的なコメントとなりますが、英語の授業時間は限られています。自分の興味
のあることを英語と結び付け、できるだけ英語と接触する時間を持ってほしいと
思います。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 「授業時間外にどの程度学習したか」について、約 70%が 30 分以上学習してい
るのに対し、全くしなかった者が 22％でした。 
「この授業の目標を達成できたか」についてできた、だいたいできたが合わせて
約 60%、半分程度、少しできたが合わせて約 33%でした。 
総合評価の設問である授業に対する満足度では約 63%が満足、ほぼ満足でした。 



英文科目名 Scientific English I 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、科学英語Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 ⿊板の使用を増やします。マイクを使用します。 

配布物でレベルの調整を行います。 
質問の時間を設けます。 

講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語を精読する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション  

1. Natural Disasters の reading と listening を通して、使用教科書の導入をする。 
2 回 1.1 Vesuvius の reading と listening を通して、科学的で英語らしい表現を
学習する。 
3 回 1.1 Vesuvius の reading と listening を通して、科学的で英語らしい表現を
学習する。 
4 回 1.2 Earthquakes  の reading と listening を通して、科学的で英語らしい表
現を学習する。 
5 回 1.2 Earthquakes  の reading と listening を通して、科学的で英語らしい表
現を学習する。 
6 回 1.3 The Asian Tsunami  の reading と listening を通して、科学的で英語ら
しい表現を学習する。 
7 回 1.3 The Asian Tsunami  の reading と listening を通して、科学的で英語ら
しい表現を学習する。 
8 回 1~7 回までの復習をする。 
9 回 1.4 Hurricane Katrina  の reading と listening を通して、科学的で英語ら
しい表現を学習する。 
10 回 1.4 Hurricane Katrina  の reading と listening を通して、科学的で英語
らしい表現を学習する。 
11 回 2.1 The Great Fire of London  の reading と listening を通して、科学的で
英語らしい表現を学習する。 
12 回 2.1 The Great Fire of London  の reading と listening を通して、科学的で
英語らしい表現を学習する。 
13 回 2.2 The Titanic  の reading と listening を通して、科学的で英語らしい表
現を学習する。 
14 回 2.2 The Titanic  の reading と listening を通して、科学的で英語らしい表
現を学習する。 
15 回 9~14 回までの復習、および前期のまとめをする。 

準備学習 1 回 シラバス、教科書をよく確認し、学習の過程をよく把握しておくこと。 
2 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、および予習として
単語の意味を調べておくこと。 
3 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、および予習として
単語の意味を調べておくこと。 
4 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、および予習として
単語の意味を調べておくこと。 



5 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、および予習として
単語の意味を調べておくこと。 
6 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、および予習として
単語の意味を調べておくこと。 
7 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、および予習として
単語の意味を調べておくこと。 
8 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、およびこれまでの
疑問点をまとめておくこと。 
9 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、および予習として
単語の意味を調べておくこと。 
10 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、および予習として
単語の意味を調べておくこと。 
11 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、および予習として
単語の意味を調べておくこと。 
12 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、および予習として
単語の意味を調べておくこと。 
13 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、および予習として
単語の意味を調べておくこと。 
14 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、および予習として
単語の意味を調べておくこと。 
15 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、前期の講義内容に
関する質問をまとめておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FB145K2 
成績評価 定期試験（60％）、課題（20％）、小テスト（20％） 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用物理学科(〜11),基礎理学科(〜11),生物化学科(〜11),動物学科(〜11) 
見出し FB145K2 科学英語Ⅱ 
担当教員名 佐藤 佳子＊ 
単位数 2 
教科書 Disaster／MARY McINTOSH 著／ Oxford 出版 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「次の授業に前回の復習をかねた小テストをしてくるること」がよかったという

コメントがありました。学習の役に立ててよかったです。 
科目名 科学英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プリント（資料）を配布する 
授業形態 講義 
注意備考 必ず辞書を持ってくること 
シラバスコード FB145K2 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的内容のより高度な英文が読解できること。 
受講者へのコメント 授業にまじめに取り組んでいる⼈が多く、英語に対する興味も高いと感じまし

た。さらに学習を続けてください。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 全体的に出席率はよかったです。60%は授業時間以外に少なくとも 30 分以上学
習をしたと回答しましたが、39%が全くしなかったと回答しました。授業を不満
に感じた⼈はいませんでした。 

英文科目名 Scientific English II 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、科学英語Ⅰ・Ⅲ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 授業時間以外に英語に触れることができるような課題を考えたいと思います。 
講義目的 専門分野の英語文献へ移行する前段階として、科学英語を精読する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション  

教科書 25 ページの human error および 62 ページ Disease の reading と listening
を通して、後期のオリエンテーションとする。 
2 回 2.3 Bhopal の reading と listening を通して、科学的で英語らしい表現を学
習する。 



3 回  2.3 Bhopal の reading と listening を通して、科学的で英語らしい表現を学
習する。 
4 回 2.4 Challenger and Columbia の reading と listening を通して、科学的で英
語らしい表現を学習する。 
5 回 2.4 Challenger and Columbia  の reading と listening を通して、科学的で英
語らしい表現を学習する。 
6 回 2.5 The Exxson Valdez  の reading と listening を通して、科学的で英語ら
しい表現を学習する。 
7 回 2.5 The Exxson Valdez  の reading と listening を通して、科学的で英語ら
しい表現を学習する。 
8 回 1~7 回までの復習をする。 
9 回 2.6 Chernobyl  の reading と listening を通して、科学的で英語らしい表現
を学習する。 
10 回 2.6 Chernobyl  の reading と listening を通して、科学的で英語らしい表現
を学習する。 
11 回 3.1 Eyam and the plague  の reading と listening を通して、科学的で英語
らしい表現を学習する。 
12 回 3.1 Eyam and the plague  の reading と listening を通して、科学的で英語
らしい表現を学習する。 
13 回 3.2 HIV/Aids  の reading と listening を通して、科学的で英語らしい表現
を学習する。 
14 回 3.2 HIV/Aids  の reading と listening を通して、科学的で英語らしい表現
を学習する。 
15 回 9~14 回までの復習、および後期のまとめをする。 

準備学習 1 回 シラバス、教科書をよく確認し、学習の過程をよく把握しておくこと。 
2 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、および予習として
単語の意味を調べておくこと。 
3 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、および予習として
単語の意味を調べておくこと。 
4 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、および予習として
単語の意味を調べておくこと。 
5 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、および予習として
単語の意味を調べておくこと。 
6 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、および予習として
単語の意味を調べておくこと。 
7 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、および予習として
単語の意味を調べておくこと。 
8 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、およびこれまでの
疑問点をまとめておくこと。 
9 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、および予習として
単語の意味を調べておくこと。 
10 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、および予習として



単語の意味を調べておくこと。 
11 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、および予習として
単語の意味を調べておくこと。 
12 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、および予習として
単語の意味を調べておくこと。 
13 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、および予習として
単語の意味を調べておくこと。 
14 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、および予習として
単語の意味を調べておくこと。 
15 回 前回の確認の質問に答えられるように復習をすること、前期の講義内容に
関する質問をまとめておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FB145L1 
成績評価 小テスト・ワークシート等(20%)、レポート・課題(30%)、定期試験(50%)として

評価する。 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用物理学科(〜11),基礎理学科(〜11),生物化学科(〜11),動物学科(〜11) 
見出し FB145L1 科学英語Ⅰ 
担当教員名 ⻄川 憲一 
単位数 2 
教科書 English for Science／南雲堂 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 みなさんの科学的英文の読解に対する理解がより深まるように、これからもさま

ざまな取り組みをしていきます。 
科目名 科学英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 各自の専門分野の学習と同様重要なものであるとの意識で臨むこと。また、自己

の知識や見識を深めるよう努⼒すること。講義時には辞書を携行することが望ま
しい。 

シラバスコード FB145L1 
実務経験のある教員  
達成目標 科学英語の語彙や構文を平易な英文を通して理解すること。 
受講者へのコメント 一所懸命取り組んでいる⼈々もいるのですが、一方で余り熱心ではない⼈も見受

けられました。今後の研究や大学での学習において、(説明的)英文を読み解くと
いうことは不可欠な要素です。本講義では将来そういった英文を読み進めていく
ことに備えて、その英文読解の仕方に関するさまざまな方法について取り上げて
います。本講義で取り上げたことが今後生かしていけるよう各自で予復習を是非
しておいてください。大学の講義は「自らがどのように取り組むか」によって多
くのことを得られるかどうかが大きく変わってきます。そして得ようとした⼈と
得よ 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね好評価をいただきありがとうございます。みなさんの学習がより深まるよう
に工夫を加えながら後期も取り組みたいと思います。一緒に取り組んでいきまし
ょう。もちろん、質問も歓迎です。 

英文科目名 Scientific English I 



関連科目 英語 I・II、 科学英語Ⅱ・III・IV、 英会話 I・II、 TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 みなさんの科学的英文の読解に対する理解がより深まるように、これからもさま

ざまな取り組みをしていきます。 
講義目的 基本的な語彙・文法を習得しながら、科学に関する英文に慣れる。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Orientation and Introduction 

2 回 Unit 1-1 Language Focus: Classifying / Topic Focus: The Composition of 
Matter 
3 回 Unit 1-2 Main Reading: The Infinitesimal Atom (1) 
4 回 Unit 1-2 Main Reading: The Infinitesimal Atom (2) 
5 回 Unit 2-1 Language Focus: Comparing / Topic Focus: The Elements 
6 回 Unit 2-2 Main Reading: The Life-Supporting Gasses (1) 
7 回 Unit 2-2 Main Reading: The Life-Supporting Gasses (2) 
8 回 Review (Unit 1 and 2) and Supplementary 
9 回 Unit 3-1 Language Focus: Cause and Effect / Topic Focus: Color, Light, 
and Sound 
10 回 Unit 3-2 Main Reading: The Infinitesimal Atom (1) 
11 回 Unit 3-2 Main Reading: The Infinitesimal Atom (1) 
12 回 Unit 4-1 Language Focus: Hypothesizing / Topic Focus: Motion and 
Gravity 
13 回 Unit 4-2 Main Reading: Newton Explains Motion (1) 
14 回 Unit 4-2 Main Reading: Newton Explains Motion (2) 
15 回 Review (Unit 3 and 4) and Supplementary 

準備学習 1 回 シラバスの内容をよく確認し、本講義の学習内容および過程を把握してお
くこと。 
2 回 Sentence Patterns で示されている語彙や表現の内容をあらかじめ辞書等で
確認しておくこと。 
3 回 Vocabulary Building の説明および表に目を通し、Vocabulary in Context の
各問題に解答しておくこと。また、⻑文で書かれていることはどんなことかおお
まかな予想を立てておくことこと。 
4 回 前回の内容を復習し、⻑文についてわからない語句や表現などについても
辞書等であらかじめ調べておくこと。 
5 回 Sentence Patterns で示されている語彙や表現の内容をあらかじめ辞書等で
確認しておくこと。 
6 回 Vocabulary Building の説明および表に目を通し、Vocabulary in Context の
各問題に解答しておくこと。また、⻑文で書かれていることはどんなことかおお
まかな予想を立てておくこと。 
7 回 前回の内容を復習し、⻑文についてわからない語句や表現などについても
辞書等であらかじめ調べておくこと。 
8 回 前時までの要点 (特に Language Focus) を確認し、復習しておくこと。 
9 回 Sentence Patterns で示されている語彙や表現の内容をあらかじめ辞書等で
確認しておくこと。 



10 回 Vocabulary Building の説明および表に目を通し、Vocabulary in Context 
の各問題に解答しておくこと。また、⻑文で書かれていることはどんなことかお
おまかな予想を立てておくこと。 
11 回 前回の内容を復習し、⻑文についてわからない語句や表現などについても
辞書等であらかじめ調べておくこと。 
12 回 Sentence Patterns で示されている語彙や表現の内容をあらかじめ辞書等
で確認しておくこと。 
13 回 Vocabulary Building の説明および表に目を通し、Vocabulary in Context 
の各問題に解答しておくこと。また、⻑文で書かれていることはどんなことかお
おまかな予想を立てておくこと。 
14 回 前回の内容を復習し、⻑文についてわからない語句や表現などについても
辞書等であらかじめ調べておくこと。 
15 回 前時までの要点 (特に Language Focus) を確認し、復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB145L2 
成績評価 小テスト・ワークシート等(20%)、レポート・課題(30%)、定期試験(50%)として

評価する。 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用物理学科(〜11),基礎理学科(〜11),生物化学科(〜11),動物学科(〜11) 
見出し FB145L2 科学英語Ⅱ 
担当教員名 ⻄川 憲一 
単位数 2 
教科書 English for Science／南雲堂 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 科学英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 各自の専門分野の学習と同様重要なものであるとの意識で臨むこと。また、自己

の知識や見識を深めるよう努⼒すること。講義時には辞書を携行することが望ま
しい。 

シラバスコード FB145L2 
実務経験のある教員  
達成目標 科学英語の語彙や構文を平易な英文を通して理解すること。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Scientific English II 
関連科目 英語 I・II、 科学英語Ⅰ・III・IV、 英会話 I・II、 TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 基本的な語彙や文法を習得しながら、科学に関する英文に慣れる。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Orientation and Introduction 

2 回 Unit 5-1 Language Focus: Defining / Topic Focus: Energy 
3 回 Unit 5-2 Main Reading: E = mc^2 (1) 
4 回 Unit 5-2 Main Reading: E = mc^2 (2) 
5 回 Unit 6-1 Language Focus: Exemplifying / Topic Focus: Heat 
6 回 Unit 6-2 Main Reading: How Heat Is Transferred (1) 



7 回 Unit 6-2 Main Reading: How Heat Is Transferred (2) 
8 回 Review (Unit 5 and 6) and Supplementary 
9 回 Unit 9-1 Language Focus: Caliculating / Topic Focus: Liquids and Gases 
10 回 Unit 9-2 Main Reading: What Makes Objects Float? (1) 
11 回 Unit 9-2 Main Reading: What Makes Objects Float? (2) 
12 回 Unit 11-1 Language Focus: Describing / Topic Focus: The Universe 
13 回 Unit 11-2 Main Reading: The Moon A Nice Place to Visit? (1) 
14 回 Unit 11-2 Main Reading: The Moon A Nice Place to Visit? (2) 
15 回 Review (Unit 9 and 11) and Supplementary 

準備学習 1 回 シラバスの内容をよく確認し、本講義の学習内容および過程を把握してお
くこと。 
2 回 Sentence Patterns で示されている語彙や表現の内容をあらかじめ辞書等で
確認しておくこと。 
3 回 Vocabulary Building の説明および表に目を通し、Vocabulary in Context の
各問題に解答しておくこと。また、⻑文で書かれていることはどんなことかおお
まかな予想を立てておくこと。 
4 回 前回の内容を復習し、⻑文についてわからない語句や表現などについても
辞書等であらかじめ調べておくこと。 
5 回 Sentence Patterns で示されている語彙や表現の内容をあらかじめ辞書等で
確認しておくこと。 
6 回 Vocabulary Building の説明および表に目を通し、Vocabulary in Context の
各問題に解答しておくこと。また、⻑文で書かれていることはどんなことかおお
まかな予想を立てておくこと。 
7 回 前回の内容を復習し、⻑文についてわからない語句や表現などについても
辞書等であらかじめ調べておくこと。 
8 回 前時までの要点 (特に Language Focus) を確認し、復習しておくこと。 
9 回 Sentence Patterns で示されている語彙や表現の内容をあらかじめ辞書等で
確認しておくこと。 
10 回 Vocabulary Building の説明および表に目を通し、Vocabulary in Context 
の各問題に解答しておくこと。また、⻑文で書かれていることはどんなことかお
おまかな予想を立てておくこと。 
11 回 前回の内容を復習し、⻑文についてわからない語句や表現などについても
辞書等であらかじめ調べておくこと。 
12 回 Sentence Patterns で示されている語彙や表現の内容をあらかじめ辞書等
で確認しておくこと。 
13 回 Vocabulary Building の説明および表に目を通し、Vocabulary in Context 
の各問題に解答しておくこと。また、⻑文で書かれていることはどんなことかお
おまかな予想を立てておくこと。 
14 回 前回の内容を復習し、⻑文についてわからない語句や表現などについても
辞書等であらかじめ調べておくこと。 
15 回 前時までの要点 (特に Language Focus) を確認し、復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB145M1 
成績評価 定期テスト 40％、中間テスト 30％、課題 20％、小テスト 10％ 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用物理学科(〜11),基礎理学科(〜11),生物化学科(〜11),動物学科(〜11) 
見出し FB145M1 科学英語Ⅰ 
担当教員名 今城 暁子＊ 
単位数 2 
教科書 Oxford Read and Discover [Why We Recycle] / OXFORD UNIVERSITY PRESS 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「教室が狭くて暑い」という記述がありました。 

改善してもらえるようお願いしてみます。 
科目名 科学英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示します。 
授業形態 講義 
注意備考 毎回（初回を除く）、前回のチェック事項を確認してくること。また、辞書を持参

し積極的な態度で講義に臨むこと。 
シラバスコード FB145M1 
実務経験のある教員  
達成目標 科学英語の語彙や構文を平易な英文を通して理解すること。 
受講者へのコメント 積極的に授業に参加することが大切です。 

欠席しないで予習時間を取り、授業に臨んでください。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ほぼ全受講者が、教員の意欲を感じてくれ、授業に満足してくれました。 
また、学習方法の改善に役立ったという受講者も数名いて嬉しく思いました。 

英文科目名 Scientific English I 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、科学英語Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 受講者がより興味が持てるよう、講義内容を再度研究、改善したいと思っていま

す。 
講義目的 基本的な語彙・文法を習得しながら、科学に関する英文に慣れる。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 科学英語の取り組み方を説明し、テキストの Introduction(p3)を学習する。 

2 回 1 Too Much Waste を読み、内容を理解し、文法事項等学習する。 
3 回 2 Reduce, Reuse, Recycle を読み、内容を理解し、文法事項等学習する。 
4 回 3 What Can We Recycle? を読み、内容を理解し、文法事項等学習する。 



5 回 4 Paper を読み、内容を理解し、文法事項等学習する。 
6 回 5 Plastic を読み、内容を理解し、文法事項等学習する。 
7 回 新聞記事等からテキストに関する英文を読み、内容を理解し、文法事項等学
習する。 
8 回 第 7 回までの重要事項の確認テストをして、その後解説する。 
9 回 6 Glass を読み、内容を理解し、文法事項等学習する。 
10 回 7 Metal を読み、内容を理解し、文法事項等学習する。 
11 回 8 Food Waste を読み、内容を理解し、文法事項等学習する。 
12 回 9 Problems For Earth を読み、内容を理解し、文法事項等学習する。 
13 回 10 What Can You Do? を読み、内容を理解し、文法事項等学習する。 
14 回 新聞記事等からテキストに関する英文を読み、内容を理解し、文法事項等
学習する。 
15 回 第 14 回までの講義内容を復習する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく読み、講義内容を確認して講義に臨むこと。 
テキストの Introduction(p3)の質問の答えを考えてくること。 
2 回 前回のチェック事項を確認し、1 Too Much Waste を読み、語彙、構文を調
べて講義に臨むこと。 
3 回 前回のチェック事項を確認し、Activity 1 (pages 24-25)をしてくること。ま
た、2 Reduce, Reuse, Recycle を読み、語彙、構文を調べて講義に臨むこと。 
4 回 前回のチェック事項を確認し、Activity 2 (pages 26-27)をしてくること。ま
た、3 What Can We Recycle? を読み、語彙、構文を調べて講義に臨むこと。 
5 回 前回のチェック事項を確認し、Activity 3 (pages 28-29)をしてくること。ま
た、4 Paper を読み、語彙、構文を調べて講義に臨むこと。 
6 回 前回のチェック事項を確認し、Activity 4 (pages 30-31)をしてくること。ま
た、5 Plastic を読み、語彙、構文を調べて講義に臨むこと。 
7 回 前回のチェック事項を確認し、Activity 5 (pages 32-33)をしてくること。 
8 回 第 7 回までの内容を復習してテストに臨むこと。 
9 回 6 Glass を読み、語彙、構文を調べて講義に臨むこと。 
10 回 前回のチェック事項を確認し、Activity 6 (pages 34-35)をしてくること。
また、7 Metal を読み、語彙、構文を調べて講義に臨むこと。 
11 回 前回のチェック事項を確認し、Activity 7 (pages 36-37)をしてくること。
また、8 Food Waste を読み、語彙、構文を調べて講義に臨むこと。 
12 回 前回のチェック事項を確認し、Activity 8 (pages 38-39)をしてくること。
また、9 Problems for Earth を読み、語彙、構文を調べて講義に臨むこと。 
13 回 前回のチェック事項を確認し、Activity 9 (pages 40-41)をしてくること。
また、10 What Can You Do? を読み、語彙、構文を調べて講義に臨むこと。 
14 回 前回のチェック事項を確認し、Activity 10 (pages 42-43)をしてくること。 
15 回 前回までの内容を復習をして講義に臨むこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB145M2 
成績評価 定期テスト 40%、中間テスト 30%、 課題 20%、 小テスト 10% 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用物理学科(〜11),基礎理学科(〜11),生物化学科(〜11),動物学科(〜11) 
見出し FB145M2 科学英語Ⅱ 
担当教員名 今城 暁子＊ 
単位数 2 
教科書 Oxford Read and Discover [Medicine Then and Now] /  OXFORD 

UNIVERSITY PRESS 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「教室が狭い」という記述がありました。 係の方にお願いしてみます。 
科目名 科学英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示します 
授業形態 講義 
注意備考 辞書を持参し積極的な態度で講義に臨むこと 
シラバスコード FB145M2 
実務経験のある教員  
達成目標 科学英語の語彙や構文を平易な英文を通して理解すること。 
受講者へのコメント 積極的に授業に参加することが大切です。欠席しないで、予習、復習時間を取り、

授業に臨んでください。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 指示された課題に取り組んでくれた受講者は全受講者の 82.6％と多いのですが、
課題以外に取り組んでくれた受講者が少なく、残念に思いました。 
この分野への理解が深まったと答えた受講者は 73.9％だったので、受講者が成⻑
してくれたことを喜んでいます。 
また、大半の受講者が教員の意欲を感じてくれ、満足してくれたことを嬉しく思
いました。 

英文科目名 Scientific English II 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、 科学英語Ⅰ・Ⅲ・Ⅳ、 英会話Ⅰ・Ⅱ、 TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 受講者がより興味が持てるよう、講義内容を再度研究、改善したいと思っていま

す。 
講義目的 基本的な語彙、文法を習得しながら、科学に関する英文に慣れる。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 科学英語の取り組み方について説明し、テキストの Introduction を学習す



る。 
2 回 1 Early Medicine を読み、内容を理解し、文法事項等学習する。 
3 回 1 Early Medicine を読み、内容を理解し、文法事項等学習する。 
4 回 2 Doctors and Ideas を読み、内容を理解し、文法事項等学習する。 
5 回 2 Doctors and Ideas を読み、内容を理解し、文法事項等学習する。 
6 回 3 Hospitals and Surgery を読み、内容を理解し、文法事項等学習する。 
7 回 3 Hospitals and Surgery を読み、内容を理解し、文法事項等学習する。 
8 回 第７回までの重要事項の確認テストをし、その後解説する。 
9 回 4 Understanding the Body を読み、内容を理解し、文法事項等学習する。 
10 回 4 Understanding the Body を読み、内容を理解し、文法事項等学習する。 
11 回 5 Finding Cures を読み、内容を理解し、文法事項等学習する。 
12 回 5 Finding Cures を読み、内容を理解し、文法事項等学習する。 
13 回 6 Medicine Today を読み、内容を理解し、文法事項等学習する。 
14 回 6 Medicine Today を読み、内容を理解し、文法事項等学習する。 
15 回 第 14 回までの講義内容を復習する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく読み、講義内容を確認して講義に臨むこと。 
テキストの Introduction(p3)の質問の答えを考えてくること。 
2 回 前回のチェック事項を確認し、1 Early Medicine を読み、語彙、構文を調べ
て講義に臨むこと。 
3 回 前回のチェック事項を確認し、1 Early Medicien(続き)の語彙、構文を調べ
て講義に臨むこと。また、Activity 1(テキスト pages 36-37)をしてくること。 
4 回 前回のチェック事項を確認し、2 Doctors and Ideas を読み、語彙、構文を
調べて講義に臨むこと。 
5 回 前回のチェック事項を確認し、2 Doctors and Ideas(続き) の語彙、構文を
調べて講義に臨むこと。また、Activity 2(テキスト pages 38-39)をしてくること。 
6 回 前回のチェック事項を確認し、3 Hospitals and Surgery を読み、語彙、構文
を調べて講義に臨むこと。 
7 回 前回のチェック事項を確認し、3 Hospitals and Surgery (続き)を読み、語彙、
構文調べて講義に臨むこと。また、Activity 3(テキスト pages 40-41)をしてくる
こと。 
8 回 第 7 回までの講義内容を復習してテストに臨むこと。 
9 回 4 Understanding the Body を読み語彙、構文を調べて講義に臨むこと。 
10 回 前回のチェック事項を確認し、4 Understanding the Body (続き)の語彙、
構文を調べて講義に臨むこと。また、Activity 4(テキスト pages 42-43)をしてく
ること。 
11 回 前回のチェック事項を確認し、5 Finding Cures の語彙、構文を調べて講
義に臨むこと。 
12 回 前回のチェック事項を確認し、5 Finding Cures (続き)の語彙、構文を調べ
て講義に臨むこと。また、Activity 5(テキスト pages 44-45)をしてくること。 
13 回 前回のチェック事項を確認し、6 Medicine Today  の語彙、構文を調べて
講義に臨むこと。 
14 回 前回のチェック事項を確認し、6 Medicine Today(続き) の語彙、構文を調



べて講義に臨むこと。また、Activity 6(テキスト pages 46-47)をしてくること。 
15 回 前回までの内容を復習して講義に臨むこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB145N1 
成績評価 各 Unit ごとに実施する小テスト３０％、中間テスト２０％、学期末テスト５０％

により、成績を評価する。 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用物理学科(〜11),基礎理学科(〜11),生物化学科(〜11),動物学科(〜11) 
見出し FB145N1 科学英語Ⅰ 
担当教員名 林 玉美＊ 
単位数 2 
教科書 Machines Then and Now 

Robert Quinn 
OXFORD UNIVERSITY PRESS 
ISBN 978-0-19-464437-2 

アクティブラーニング  
キーワード Reading,  Science,  Technology 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 テキストは、平易な英文で書かれているため、内容が薄く、物足りなく感じた学

生も多かったと思う。 
そのように思えるというのは、向上心があるからであり、今後の自主的な学習に
期待する。 

科目名 科学英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし。 
授業形態 講義 
注意備考 積極的な授業参加、3 分の 2 以上の出席を必要とする。 
シラバスコード FB145N1 
実務経験のある教員  
達成目標 科学英語の語彙や構文を平易な英文を通して理解すること。 
受講者へのコメント 正確な英文容理解のためには、基本的な文法の理解と単語⼒が必須であるが、こ

のテキストは平易なため、多くの学生は上手に訳していた。今後、このような平
易な英文を多読することで、英語への苦手感を払拭し、自分の興味のある記事も
読めるようになってもらいたい。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 各ユニットごとに、文法事項の確認、和訳、練習問題、確認問題があり、さらに
単語テストもあったため、すべき課題が多く、学生たちはそれなりの努⼒をした
という認識があるようだ。 

英文科目名 Scientific English I 
関連科目 科学英語Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、 英語Ⅰ・Ⅱ、 英会話Ⅰ・Ⅱ、 TOEIC セミナー 



次回に向けての改善変更予定 後期は、文法事項が少しステップアップしているので、理解を確実なものにする
ためにも英作文を取り入れたい。 
前期の単語テストは、全員よくできていたので、後期は出題数を増やす予定であ
る。 

講義目的 基本的な語彙・文法を習得しながら、科学に関する英文に慣れる。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。テキストの紹介と学習目的について説明する。 

読解⼒確認のために、簡単なテストをする。 
Intoduction “機械とは”を解読する。 
2 回 Unit 1 ー The First Machiens “最初の機械”を解読する。 
Activity 1  確認問題、小テストをする。 
3 回 Unit 2 ー Round and Round “車輪”を解読する。 
Activity 2 確認問題、小テストをする。 
4 回 Unit 3 ー Ramps and Cranes “スロープと起重機”を解読する。 
Activity 3 確認問題、小テストをする。 
5 回 Unit 4 ー Water and Wind “水と風”を解読する。 
Activity 3 確認問題、小テストをする。 
6 回 Unit 5 ー Telling the Time “時を告げる”を解読する。 
Activity 4 確認問題、小テストをする。 
7 回 Unit 6 ー Engines and Energy “エンジンとエネルギー”を解読する。 
Activity 5 確認問題、小テストをする。 
Unit 1〜5 までを範囲とする中間テストをする。 
8 回 Unit 7 ー Flying Machines “飛行機”を解読する。 
Activity 7 確認問題、小テストをする。 
9 回 Unit 8 ー Communications “コミュニケーション”を解読する。 
Activity 8 確認問題、小テストをする。 
10 回 Unit 9 ー Computers “コンピューター”を解読する。 
Activity 9 確認問題、小テストをする。 
11 回 Unit 10 ー Big and Small “大と小”を解読する。 
Activity 10 確認問題、小テストをする。 
12 回 Project 1 ー A Machines Survey “機械との関わり”を解読する。 
機械全般について、各自 Question and Response をする。 
Unit 6〜10 までを範囲とする中間テストをする。 
13 回 Project 2 ー A Machines Survey “機械との関わり”を解読する。  
現在の機械と自分との関わりについて、簡単に描写する。 
14 回 Project 3 ー A Machine Poster “機械の説明”を解読する。 
自分の好きな機械について、各自 Question and Response をする。 
15 回 Project 4 ー A Machine Poster “機械の説明”を解読する。 
自分の好きな機械について、詳細な説明をする。 

準備学習 1 回 テキストを持参すること。 
Contents と Introduction を読んでおくこと。 
2 回 Unit 1 を予習して、わからない単語を調べて、ノートに書き出しておくこ



と。 
各自、小テストの確認を行うこと。 
3 回 Unit 2 を予習して、わからない単語を調べて、ノートに書き出しておくこ
と。 
各自、小テストの確認を行うこと。 
4 回 Unit 3 を予習して、わからない単語を調べて、ノートに書き出しておくこ
と。 
各自、小テストの確認を行うこと。 
5 回 Unit 4 を予習して、わからない単語を調べて、ノートに書き出しておくこ
と。 
各自、小テストの確認を行うこと。 
6 回 Unit 5 を予習して、わからない単語を調べて、ノートに書き出しておくこ
と。 
各自、小テストの確認を行うこと。 
7 回 Unit 6 を予習して、わからない単語を調べて、ノートに書き出しておくこ
と。 
各自、小テストの確認を行うこと。 
Unit 1〜5 までを範囲とする中間テストの準備をしておくこと。 
8 回 Unit 7 を予習して、わからない単語を調べて、ノートに書き出しておくこ
と。 
各自、小テストの確認を行うこと。 
9 回 Unit 8 を予習して、わからない単語を調べて、ノートに書き出しておくこ
と。 
各自、小テストの確認を行うこと。 
10 回 Unit 9 を予習して、わからない単語を調べて、ノートに書き出しておくこ
と。 
各自、小テストの確認を行うこと。 
11 回 Unit 10 を予習して、わからない単語を調べて、ノートに書き出しておく
こと。 
各自、小テストの確認を行うこと。 
12 回 Project 1 の予習として、テキストの Question に答えを書き込んでおくこ
と。 
Unit 6〜10 までを範囲とする中間テストの準備をしておくこと。 
13 回 Project 2 の課題作成のための下調べをしておくこと。 
14 回 Project 3 の予習として、テキストの Question に答えを書き込んでおくこ
と。 
15 回 Project 4 の課題作成のための下調べをしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB145N2 
成績評価 各 Unit ごとに実施する小テスト３０％、中間テスト２０％、学期末テスト５０％

により、成績を評価する。 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用物理学科(〜11),基礎理学科(〜11),生物化学科(〜11),動物学科(〜11) 
見出し FB145N2 科学英語Ⅱ 
担当教員名 林 玉美＊ 
単位数 2 
教科書 Why We Recycle 

Fiona Undrill 
OXFORD UNIVERSITY PRESS 
ISBN 978-0-19-464444-0 

アクティブラーニング  
キーワード Reading,  Science,  Technology 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 教室のドアの開閉音がかなり大きいので、授業中の出入りの際には、気をつけて

開け閉めしましょう。 
科目名 科学英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし。 
授業形態 講義 
注意備考 積極的な授業参加、3 分の 2 以上の出席を必要とする。 
シラバスコード FB145N2 
実務経験のある教員  
達成目標 科学英語の語彙や構文を平易な英文を通して理解すること。 
受講者へのコメント 多くの学生さんが英語への苦手意識を持っているようだが、単語や熟語の意味が

解れば、文頭から訳しても正確に文意がつかめることが解ったと思う。今後、自
分の好きな分野でいいので、日常的にもっと英語に触れ、多くの新しい知識を吸
収していってほしいと願う。これからも、がんばってください。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ほとんどの学生さんが、宿題や小テストなどの課題によく取り組んだという自覚
があるようで、真面目な学習態度で科学英語に挑んだことが伺える。テキストは
読みやすい反面、理科系の学生さんにふさわしい最先端の知識は含まれておら
ず、物足りなかったのではないかと思う。 

英文科目名 Scientific English II 
関連科目 科学英語Ⅰ・Ⅲ・Ⅳ、 英語Ⅰ・Ⅱ、 英会話Ⅰ・Ⅱ、 TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 教室が広いため、発表の際、学生さんの声が聞き取り難かったり、⿊板の字が見



え難かったりしたことがあると思う。今後、なるべく前の方の席に座ってもらう
よう、指導していきたい。科学英語なので、関連した最先端の知識に関心を向け
るべく、参考資料などを配布していきたい。 

講義目的 基本的な語彙・文法を習得しながら、科学に関する英文に慣れる。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。テキストの紹介と学習目的について説明する。 

読解⼒確認のために、簡単なテストをする。 
Intoduction “リサイクルとは”を解読する。 
2 回 Unit 1 ー Too Much Waste “大量のゴミ”を解読する。 
Activity 1  確認問題、小テストをする。 
3 回 Unit 2 ー Reduce, Reuse, Recycle “減らす、再使用する、再利用する”を
解読する。 
Activity 2 確認問題、小テストをする。 
4 回 Unit 3 ー What Can We Recycle ？ “リサイクルできるもの”を解読す
る。 
Activity 3 確認問題、小テストをする。 
5 回 Unit 4 ー Paper “紙”を解読する。 
Activity 3 確認問題、小テストをする。 
6 回 Unit 5 ー Plastic “プラスチック”を解読する。 
Activity 4 確認問題、小テストをする。 
7 回 Unit 6 ー Glass “ガラス”を解読する。 
Activity 5 確認問題、小テストをする。 
Unit 1〜5 までを範囲とする中間テストをする。 
8 回 Unit 7 ー Metal “金属”を解読する。 
Activity 7 確認問題、小テストをする。 
9 回 Unit 8 ー Food Waste “食べ物の無駄”を解読する。 
Activity 8 確認問題、小テストをする。 
10 回 Unit 9 ー Problems for Earth “地球に対する問題”を解読する。 
Activity 9 確認問題、小テストをする。 
11 回 Unit 10 ー What Can You Do ? “あなたにできること”を解読する。 
Activity 10 確認問題、小テストをする。 
12 回 Project 1 ー A Recycling Poster “リサイクルについて考える”を解読す
る。 
リサイクル全般について、各自 Question and Response をする。 
Unit 6〜10 までを範囲とする中間テストをする。 
13 回 Project 2 ー A Recycling Poster “リサイクルについて考える”を解読す
る。 
リサイクルが必要な理由について、簡単に説明する。 
14 回 Project 3 ー A Recycling Survey “リサイクルとの関わり”を解読する。 
自分が実行しているリサイクルについて、各自 Question and Response をする。 
15 回 Project 4 ー A Recycling Survey “リサイクルとの関わり”を解読する。 
自分が実行しているリサイクルについて、簡単な説明をする。 



準備学習 1 回 テキストを持参すること。 
Contents と Introduction を読んでおくこと。 
2 回 Unit 1 を予習して、わからない単語を調べて、ノートに書き出しておくこ
と。 
各自、小テストの確認を行うこと。 
3 回 Unit 2 を予習して、わからない単語を調べて、ノートに書き出しておくこ
と。 
各自、小テストの確認を行うこと。 
4 回 Unit 3 を予習して、わからない単語を調べて、ノートに書き出しておくこ
と。 
各自、小テストの確認を行うこと。 
5 回 Unit 4 を予習して、わからない単語を調べて、ノートに書き出しておくこ
と。 
各自、小テストの確認を行うこと。 
6 回 Unit 5 を予習して、わからない単語を調べて、ノートに書き出しておくこ
と。 
各自、小テストの確認を行うこと。 
7 回 Unit 6 を予習して、わからない単語を調べて、ノートに書き出しておくこ
と。 
各自、小テストの確認を行うこと。 
Unit 1〜5 までを範囲とする中間テストの準備をしておくこと。 
8 回 Unit 7 を予習して、わからない単語を調べて、ノートに書き出しておくこ
と。 
各自、小テストの確認を行うこと。 
9 回 Unit 8 を予習して、わからない単語を調べて、ノートに書き出しておくこ
と。 
各自、小テストの確認を行うこと。 
10 回 Unit 9 を予習して、わからない単語を調べて、ノートに書き出しておくこ
と。 
各自、小テストの確認を行うこと。 
11 回 Unit 10 を予習して、わからない単語を調べて、ノートに書き出しておく
こと。 
各自、小テストの確認を行うこと。 
12 回 Project 1 の予習として、テキストの Question に答えを書き込んでおくこ
と。 
Unit 6〜10 までを範囲とする中間テストの準備をしておくこと。 
13 回 Project 2 の課題作成のための下調べをしておくこと。 
14 回 Project 3 の予習として、テキストの Question に答えを書き込んでおくこ
と。 
15 回 Project 4 の課題作成のための下調べをしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB145P1 
成績評価 提出課題 20％、小テストの結果 30％、定期試験 50％により成績を評価する。 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用物理学科(〜11),基礎理学科(〜11),生物化学科(〜11),動物学科(〜11) 
見出し FB145P1 科学英語Ⅰ 
担当教員名 金倉 かおり＊ 
単位数 2 
教科書 VOA Science Briefs  VOA やさしい科学リーディング／鈴木 寛次／南雲堂 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 同じクラスでも英語が比較的得意な学生と英語に対する苦手意識が強い学生が

混在しているので、全ての学生が満足できる授業にするのは難しいのが現実だ
が、個々の能⼒を少しでも引き上げ、また潜在的な能⼒をできるだけ引き出せる
ように努⼒していきたい。 

科目名 科学英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FB145P1 
実務経験のある教員  
達成目標 科学英語の語彙や構文を平易な英文を通して理解すること。 
受講者へのコメント 中学から学習してきて大学 2 年まで。今年が英語を学習する最後の機会になる学

生が多いかもしれない。しかし、生産拠点の海外移転などで、企業においてはこ
れまで以上に英語⼒は重要視されてきている。社会に出てからは、英語をやり直
したいと思ってもなかなか時間がとれないのが現実である。学生である今のうち
に努⼒してほしい。その努⼒は決して無駄にはならないし、いつか必ず役立つ時
が来ると思う。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 各項目ともに「普通」以上の評価が大半をしめていた。個⼈的に不満な点を感じ
る学生もいたとは思うが、全体的に見てこれまでの授業に大きな問題はなかった
のだと解釈した。 

英文科目名 Scientific English I 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、科学英語Ⅰ/Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 ⿊板の文字はわかりやすく丁寧に書くように努⼒したい。英文和訳に終始するこ

となく、基本的な文法の復習と練習問題を充実させていきたい。 



講義目的 基本的な語彙・文法を習得しながら、科学に関する英文に慣れる。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の進め方を説明する。Unit 1 の前半部分の読解と解説をする。 

2 回 Unit 1 の後半部分の読解と解説をする。 
3 回 Unit 2 の前半部分の読解と解説をする。 
4 回 Unit 2 の後半部分の読解と解説をする。 
5 回 Unit 3 の前半部分の読解と解説をする。 
6 回 Unit 3 の後半部分の読解と解説をする。 
7 回 Unit 4 の前半部分の読解と解説をする。 
8 回 Unit 4 の後半部分の読解と解説をする。 
9 回 Unit 5 の前半部分の読解と解説をする。 
10 回 Unit 5 の後半部分の読解と解説をする。 
11 回 Unit 6 の前半部分の読解と解説をする。 
12 回 Unit 6 の後半部分の読解と解説をする。 
13 回 Unit 7 の前半部分の読解と解説をする。 
14 回 Unit 7 の後半部分の読解と解説をする。 
15 回 Unit １〜７までのまとめと復習をする。 

準備学習 1 回 Unit 1 の前半部分の単語を調べておくこと。 
2 回 Unit 1 の後半部分の単語を調べておくこと。 
3 回 Unit 2 の前半部分の単語を調べておくこと。 
4 回 Unit 2 の後半部分の単語を調べておくこと。 
5 回 Unit 3 の前半部分の単語を調べておくこと。 
6 回 Unit 3 の後半部分の単語を調べておくこと。 
7 回 Unit 4 の前半部分の単語を調べておくこと。 
8 回 Unit 4 の後半部分の単語を調べておくこと。 
9 回 Unit 5 の前半部分の単語を調べておくこと。 
10 回 Unit 5 の後半部分の単語を調べておくこと。 
11 回 Unit 6 の前半部分の単語を調べておくこと。 
12 回 Unit 6 の後半部分の単語を調べておくこと。 
13 回 Unit 7 の前半部分の単語を調べておくこと。 
14 回 Unit 7 の後半部分の単語を調べておくこと。 
15 回 Unit 1〜7 までの内容を復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB145P2 
成績評価 提出課題 20％、小テストの結果 30％、定期試験 50％により成績を評価する。 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用物理学科(〜11),基礎理学科(〜11),生物化学科(〜11),動物学科(〜11) 
見出し FB145P2 科学英語Ⅱ 
担当教員名 金倉 かおり＊ 
単位数 2 
教科書 VOA Science Briefs  VOA やさしい科学リーディング／鈴木 寛次／南雲堂 
アクティブラーニング  
キーワード Reading, Science, Technology 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 個々の学生の資質や性格が違う限り、様々な意見があるのは当然のことだと思

う。不満に関しては「理解⼒の少し上」を目指した結果として受けとめたい。 
科目名 科学英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FB145P2 
実務経験のある教員  
達成目標 科学英語の語彙や構文を平易な英文を通して理解すること。 
受講者へのコメント 英語⼒に恵まれた学生が少なからず含まれていて、授業の進行を助けてもらっ

た。必修が終わっても英会話や科学英語Ⅲ．Ⅳなどで引き続き英語の学習を続け
てほしい。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 全般的にみて授業に対する大きな不満は感じられない数値だった。 
英文科目名 Scientific English II 
関連科目 英語Ⅰ・Ⅱ、科学英語Ⅰ/Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 英文和訳だけに偏ることなく、発音練習なども取り入れていきたい。 
講義目的 基本的な語彙・文法を習得しながら、科学に関する英文に慣れる。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の進め方を説明する。Unit 10 の前半部分の読解と解説をする。 

2 回 Unit 10 の後半部分の読解と解説をする。 
3 回 Unit 11 の前半部分の読解と解説をする。 
4 回 Unit 11 の後半部分の読解と解説をする。 
5 回 Unit 12 の前半部分の読解と解説をする。 
6 回 Unit 12 の後半部分の読解と解説をする。 



7 回 Unit 13 の前半部分の読解と解説をする。 
8 回 Unit 13 の後半部分の読解と解説をする。 
9 回 Unit 14 の前半部分の読解と解説をする。 
10 回 Unit 14 の後半部分の読解と解説をする。 
11 回 Unit 15 の前半部分の読解と解説をする。 
12 回 Unit 15 の後半部分の読解と解説をする。 
13 回 Unit 16 の前半部分の読解と解説をする。 
14 回 Unit 16 の後半部分の読解と解説をする。 
15 回 Unit 10〜16 のまとめと復習をする。 

準備学習 1 回 Unit 10 の前半部分の単語を調べておくこと。 
2 回 Unit 10 の後半部分の単語を調べておくこと。 
3 回 Unit 11 の前半部分の単語を調べておくこと。 
4 回 Unit 11 の後半部分の単語を調べておくこと。 
5 回 Unit 12 の前半部分の単語を調べておくこと。 
6 回 Unit 12 の後半部分の単語を調べておくこと。 
7 回 Unit 13 の前半部分の単語を調べておくこと。 
8 回 Unit 13 の後半部分の単語を調べておくこと。 
9 回 Unit 14 の前半部分の単語を調べておくこと。 
10 回 Unit 14 の後半部分の単語を調べておくこと。 
11 回 Unit 15 の前半部分の単語を調べておくこと。 
12 回 Unit 15 の後半部分の単語を調べておくこと。 
13 回 Unit 16 の前半部分の単語を調べておくこと。 
14 回 Unit 16 の後半部分の単語を調べておくこと。 
15 回 Unit 10〜16 の内容を復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB145R1 
成績評価 中間試験（４０％）、定期試験（６０％） 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス 生物化学科(〜12),知能機械工学科(〜12),工学プロジェクトコース(〜12),情報科

学科(〜12) 
見出し FB145R1 ドイツ語Ⅰ 
担当教員名 髙池 久隆 
単位数 2 
教科書 絵から入るドイツ語／⻄野 雅二・髙池 久隆・三木 恒治／（白水社）： 独和

辞典／（第１回目の授業の際、辞書の種類、出版社などについてガイダンスを行
なうので、辞書を第１回目の授業前に購入する必要はない。） 

アクティブラーニング  
キーワード ドイツ語、ドイツ文化 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 ・5 回以上休んだ⼈に、理由があれば許すというのはどうかと思う。 

  →5 回以上欠席すれば単位認定の資格を失うのが原則です。後期からはこの
点を繰り返しアナウンスし、欠席の多い⼈が出ないように注意喚起を行なってい
ます。 

科目名 ドイツ語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 毎回必ず、教科書・独和辞典を持参のこと。 
シラバスコード FB145R1 
実務経験のある教員  
達成目標 独和辞典を使えば、平易なドイツ語の文章を正確に理解できること。 
受講者へのコメント  
連絡先 一学舎３階 髙池研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 【E】 
８） 
「理解しやすいように、説明にもう少し工夫を」（４名） 
 →さらに工夫したいと思います。 
「１回の授業で扱う量が少ない」（１名）「教科書のレベルがもう少し高くても良
い」（１名） 
 →クラスの中にこのように思っている⼈がいるだろうことは承知しています
が、クラス全体を見渡したとき現状程度とせざるをえません。 
「受講生が授業に参加できるように」（１名） 
 →一区切りついたところで、質問を促すようにしていますが、さらに頻繁に行



なうようにしたいと思います。 
９） 
「⿊板をもっと利用すると良い」（１名） 

英文科目名 German I 
関連科目 ドイツ語 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ドイツ語文法の最重要ポイントについて学びつつ、１）ドイツ語で書かれた比較

的平易な文章を読んで内容を正確に理解する、２）簡単な会話的表現を使って意
思の伝達をはかる、３）自分自身で簡単なドイツ語の文章を書いてみる、などの
経験を積むことによって、総合的なドイツ語運用能⼒の基礎習得を目指す。（原
則として現在時称のみを扱う。） 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ドイツ語の学習を始める準備として、ドイツ語がどのような言葉であるの

か、についての説明をする。 
2 回 ドイツ語発音の基本についての説明をする。 
3 回 発音について復習するとともに、動詞の現在⼈称変化についての説明をす
る。 
4 回 動詞の現在⼈称変化について復習するとともに、練習問題に関する解説を
する。 
5 回 文章読解を通じて、動詞の現在⼈称変化についての理解が進むよう、さらに
詳しい説明をする。 
6 回 不規則変化動詞の現在⼈称変化についての説明をする。 
7 回 不規則変化動詞の現在⼈称変化について復習するとともに、練習問題に関
する解説をする。 
8 回 文章読解を通じて、不規則変化動詞の変化についての理解が進むよう、さら
に詳しい説明をする。 
9 回 名詞と冠詞類の変化についての説明をする。 
10 回 名詞と冠詞類の変化について復習するとともに、練習問題に関する解説を
する。 
11 回 文章読解を通じて、名詞と冠詞類の変化についての理解が進むよう、さら
に詳しい説明をする。 
12 回 前置詞、⼈称代名詞の用法についての説明をする。 
13 回 前置詞、⼈称代名詞の用法について復習するとともに、練習問題に関する
解説をする。 
14 回 文章読解を通じて、前置詞、⼈称代名詞の用法についての理解が進むよう、
さらに詳しい説明をする。 
15 回 定期試験に向けての総括をする。 

準備学習 1 回 シラバスを読み、質問事項を整理しておくこと。 
2 回 第１回の内容について、質問事項を整理しておくこと。 
3 回 Ｌｅｋｔｉｏｎ ２ １１ページを読み、動詞の現在⼈称変化について質問
事項を整理しておくこと。 
4 回 Ｌｅｋｔｉｏｎ ２ １３ページの練習問題に出てくる単語の意味を独和辞



典で確認しておくこと。 
5 回 Ｌｅｋｔｉｏｎ ２ １２ページの文章に出てくる単語の意味を独和辞典で
確認しておくこと。 
6 回 Ｌｅｋｔｉｏｎ ３ １５ページを読み、不規則変化動詞の現在⼈称変化に
ついて質問事項を整理しておくこと。 
7 回 Ｌｅｋｔｉｏｎ ３ １７ページの練習問題に出てくる単語の意味を独和辞
典で確認しておくこと。 
8 回 Ｌｅｋｔｉｏｎ ３ １６ページの文章に出てくる単語の意味を独和辞典で
確認しておくこと。 
9 回 Ｌｅｋｔｉｏｎ ４ １９ページを読み、名詞と冠詞類の変化について質問
事項を整理しておくこと。 
10 回 Ｌｅｋｔｉｏｎ ４ ２１ページの練習問題に出てくる単語の意味を独和
辞典で確認しておくこと。 
11 回 Ｌｅｋｔｉｏｎ ４ ２０ページの文章に出てくる単語の意味を独和辞典
で確認しておくこと。 
12 回 Ｌｅｋｔｉｏｎ ５ ２３ページを読み、前置詞、⼈称代名詞の用法につい
て質問事項を整理しておくこと。 
13 回 Ｌｅｋｔｉｏｎ ５ ２５ページの練習問題に出てくる単語の意味を独和
辞典で確認しておくこと。 
14 回 Ｌｅｋｔｉｏｎ ５ ２４ページの文章に出てくる単語の意味を独和辞典
で確認しておくこと。 
15 回 Ｌｅｋｔｉｏｎ １〜５を復習し、質問事項を整理しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB145R2 
成績評価 中間試験（４０％）、定期試験（６０％） 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス 生物化学科(〜12),知能機械工学科(〜12),工学プロジェクトコース(〜12),情報科

学科(〜12) 
見出し FB145R2 ドイツ語Ⅱ 
担当教員名 髙池 久隆 
単位数 2 
教科書 絵から入るドイツ語／⻄野 雅二・髙池 久隆・三木 恒治／（白水社）： 独和

辞典（指定なし） 
アクティブラーニング  
キーワード ドイツ語、ドイツ文化 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特別のコメントはありませんでした。 
科目名 ドイツ語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 毎回必ず、教科書・独和辞典を持参のこと。 
シラバスコード FB145R2 
実務経験のある教員  
達成目標 独和辞典を使えば、平易なドイツ語の文章を正確に理解できること。 
受講者へのコメント 外国語、外国への関心が深まることを願っています。 
連絡先 一学舎３階 髙池研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ８）「毎回の学習目標明示を」をマークした⼈が一名いました。一層気を付けたい
と思います。 

英文科目名 German II 
関連科目 ドイツ語 I 
次回に向けての改善変更予定 特にありません。 
講義目的 ドイツ語文法の最重要ポイントについて学びつつ、１）ドイツ語で書かれた比較

的平易な文章を読んで内容を正確に理解する、２）簡単な会話的表現を使って意
思の伝達をはかる、３）自分自身で簡単なドイツ語の文章を書いてみる、などの
経験を積むことによって、総合的なドイツ語運用能⼒の基礎習得を目指す。（現
在時称以外に過去・現在完了・未来などの時称を扱う。） 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 形容詞の格変化・比較変化についての説明をする。 

2 回 形容詞の格変化・比較変化について復習するとともに、練習問題に関する解



説をする。 
3 回 分離動詞・非分離動詞、副文についての説明をする。 
4 回 分離動詞・非分離動詞、副文について復習するとともに、練習問題に関する
解説をする。 
5 回 文章読解を通じて、分離動詞・非分離動詞、副文についての理解が進むよ
う、さらに詳しい説明をする。 
6 回 話法の助動詞、未来、zu 不定詞についての説明をする。 
7 回 話法の助動詞、未来、zu 不定詞について復習するとともに、練習問題に関
する解説をする。 
8 回 文章読解を通じて、話法の助動詞、未来、zu 不定詞についての理解が進む
よう、さらに詳しい説明をする。 
9 回 動詞の３基本形、過去⼈称変化についての説明をする。 
10 回 動詞の３基本形、過去⼈称変化について復習するとともに、練習問題に関
する解説をする。 
11 回 文章読解を通じて、動詞の３基本形、過去⼈称変化についての理解が進む
よう、さらに詳しい説明をする。 
12 回 現在完了についての説明をする。 
13 回 現在完了について復習するとともに、練習問題に関する解説をする。 
14 回 文章読解を通じて、現在完了についての理解が進むよう、さらに詳しい説
明をする。 
15 回 定期試験に向けての総括をする。 

準備学習 1 回 Ｌｅｋｔｉｏｎ ６ ２７ページを読んで、形容詞の変化について質問事項
を整理しておくこと。 
2 回 Ｌｅｋｔｉｏｎ ６ ２９ページの練習問題に出てくる単語の意味を独和辞
典で確認しておくこと。 
3 回 Ｌｅｋｔｉｏｎ ７ ３１ページを読んで、分離動詞・非分離動詞、副文に
ついて質問事項を整理しておくこと。 
4 回 Ｌｅｋｔｉｏｎ ７ ２９ページの練習問題に出てくる単語の意味を独和辞
典で確認しておくこと。 
5 回 Ｌｅｋｔｉｏｎ ７ ２８ページの文章に出てくる単語の意味を独和辞典で
確認しておくこと。 
6 回 Ｌｅｋｔｉｏｎ ８ ３５ページを読んで、話法の助動詞、未来、zu 不定詞
について質問事項を整理しておくこと。 
7 回 Ｌｅｋｔｉｏｎ ８ ３７ページの練習問題に出てくる単語の意味を独和辞
典で確認しておくこと。 
8 回 Ｌｅｋｔｉｏｎ ８ ３６ページの文章に出てくる単語の意味を独和辞典で
確認しておくこと。 
9 回 Ｌｅｋｔｉｏｎ ９ ３９ページを読んで、動詞の３基本形、過去⼈称変化
について質問事項を整理しておくこと。 
10 回 Ｌｅｋｔｉｏｎ ９ ４１ページの練習問題に出てくる単語の意味を独和
辞典で確認しておくこと。 
11 回 Ｌｅｋｔｉｏｎ ９ ４０ページの文章に出てくる単語の意味を独和辞典



で確認しておくこと。 
12 回 Ｌｅｋｔｉｏｎ １０ ４３ページを読んで、現在完了について質問事項
を整理しておくこと。 
13 回 Ｌｅｋｔｉｏｎ １０ ４５ページの練習問題に出てくる単語の意味を独
和辞典で確認しておくこと。 
14 回 Ｌｅｋｔｉｏｎ １０ ４４ページの文章に出てくる単語の意味を独和辞
典で確認しておくこと。 
15 回 Ｌｅｋｔｉｏｎ ６〜１０を復習し、質問事項を整理しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB147A1 
成績評価 筆記テスト２回（６０％）定期試験（口頭発表）（３０％） 課題提出 （１０％） 
曜日時限 木曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB147A1 フランス語Ⅰ 
担当教員名 ⻄本 眞理子＊ 
単位数 2 
教科書 パスカル・オ・ジャポン 藤⽥裕二著 白水社 
アクティブラーニング  
キーワード 伝える心 男・女・単数・複数 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 フランス語を楽しんでくれてありがとう。語学は異文化への窓のようなもの。フ

ランスへも、ぜひ行ってみてください。冬は寒いですが、料金は夏の半額です。 
筆記体について：筆記体を読む練習のために、教科書の例文を筆記体で板書して
います。 

科目名 フランス語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 パスポート仏和・和仏小辞典 白水社 
授業形態 講義 
注意備考 辞書を持参すること 
シラバスコード FB147A1 
実務経験のある教員  
達成目標 フランス語とフランス文化に親しむ。フランス語で簡単なコミュニケーションが

できる。 
受講者へのコメント 会話練習で、積極的に相手を見つけるのは勇気のいることですが、回を重ねる毎

に多くの⼈がスムースに相手を見つけられるようになりました。台詞がしっかり
頭に入っていると、表情にも余裕が出てきます。笑顔で会話できるって、素晴ら
しい！ 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 欠席が多い⼈ほど授業外の学習が少なく、自己評価も低くなっています。授業を
通して、フランス語とフランス文化に関心が高くなっていることを、とても嬉し
く思います。 

英文科目名 French I 
関連科目 フランス語Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 文法の練習問題に時間を使いすぎて、会話の時間が少なくなるときがありまし

た。時間配分に注意して、会話の時間を確保していきたいと思います。 
講義目的 日本に興味を抱いてやってきたフランス⼈を観光案内するとしたら、どんな知識



が必要だろう。外国からきた若者は、日本の何を知りたいと思っているだろう。
相手を思いやることが、コミュニケーションの第一歩。初歩の文法を学びながら、
小グループでの口頭練習を通して日常の会話を学び、異文化への理解を深める。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ０課 教室で使うフランス語表現を口頭練習する。 フランス語のアルフ

ァベットの発音を学び、自分の名前をアルファベットで言えるようにする。 
2 回 １課 主語⼈称代名詞と動詞 etre, 第一群規則動詞について説明する。国籍
の言い方を口頭練習する。 
3 回 ２課 職業を表す名詞と形容詞の性・数の一致について説明する。自分の名
前と職業を言う、口頭練習をる。前課の Dialogue のディクテと練習問題をする。 
4 回 フランス語の発音と綴り字の読み方について説明する。０〜２課の復習を
する。前課の Dialogue のディクテと練習問題をする。 
5 回 ３課 名詞と不定冠詞、指示代名詞、形容詞の位置について説明する。もの
を尋ねる言い方の口頭練習をする。前課の Dialogue のディクテと練習問題をす
る。 
6 回 ４課 定冠詞、疑問文の作り方、疑問形容詞について説明する。好きなもの
の言い方の口頭練習をする。前課の Dialogue のディクテと練習問題をする。 
7 回 Exercices１ の練習問題を通して１〜４課の復習をする。ＣＤを聞いて、
フランス語の書き取りをする。パリの歴史的建造物のビデオを見て、フランス文
化に関心を持ち、感想を提出する。前課の Dialogue のディクテと練習問題をす
る。 
8 回 ５課 否定文と疑問代名詞 qui について説明する。誰かを尋ねる言い方の
口頭練習をする。 
9 回 ６課 前置詞と定冠詞の縮約、指示形容詞、否定疑問文の応答について説明
する。 １回目の筆記テストをする。前課の Dialogue のディクテと練習問題を
する。 
10 回 ６課 前置詞と定冠詞の縮約、指示形容詞、否定疑問文の応答について説
明する。 疑問文に対する答え方の口頭練習をする。前課の Dialogue のディク
テと練習問題をする。 
11 回 ７課 ⼈称代名詞の強勢形、所有形容詞について説明する。所有の言い方
について口頭練習する。前課の Dialogue のディクテと練習問題をする。 
12 回 ８課 疑問代名詞 que 場所を表す前置詞について説明する。何をしてい
るかを言う口頭練習をする。前課の Dialogue のディクテと練習問題をする。 
13 回 Exercices２ の練習問題を通して５〜８課の復習をする。パリの公園と通
りのビデオを見て、フランスの都市環境に関心を持つようにする。感想を提出す
る。 
14 回 筆記テスト２回目。 これまでの口頭練習の復習をする。 
15 回 口頭発表説明と練習をする。 

準備学習 予習：教科書付属のＣＤを聞き、音読をすること。新出単語の意味を調べ、メモ
しておくこと。 
復習：その日のノートを読み返し、できなかった練習問題を整理、もう一度やっ
てみること。付属のＣＤを繰り返し聞き、音読すること。 



 



年度 2012 
授業コード FB147A2 
成績評価 筆記テスト２回 （６０％） 定期試験(口頭発表）（３０％） 課題提出 （１

０％） 
曜日時限 木曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB147A2 フランス語Ⅱ 
担当教員名 ⻄本 眞理子＊ 
単位数 2 
教科書 パスカル・オ・ジャポン 藤⽥裕二著 白水社 
アクティブラーニング  
キーワード 伝える心 男・女・単数・複数 異文化交流 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 会話を楽しむことができたのは、本当に良かったです。難しいセリフも１００回

繰り返せば噛まずにしゃべることが出来る！ 呪文のようにとなえて、話せるフ
ランス語を目指しましょう。 

科目名 フランス語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 パスポート仏和・和仏小辞典 白水社 
授業形態 講義 
注意備考 辞書を持参すること 
シラバスコード FB147A2 
実務経験のある教員  
達成目標 フランス語とフランス文化に親しむ。フランス語で時刻や天候など、周囲の状況

が話せる。実用フランス語検定５級程度の初級文法の知識と日常の会話表現を身
につける。 

受講者へのコメント 相手を探して会話する、パーティー形式会話練習はコミュニケーション⼒の養成
に大変効果があります。「カードの提出」という義務感もありますが、みんなこの
時間を楽しめたようです。基礎的な文法の知識と、辞書を引くことが出来れば、
自⼒で学習することはさほど難しいことではありません。これからもフランス語
を続けて、幅広い活動に役立ててください。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 半数の学生が無欠席で、９割が３０分以上の予習・復習をしていました。語学の
学習の意義と方法に素直に受け入れて、積極的に取り組めていたことを嬉しく思
います。また、授業の目標の達成についても、できた、だいたいできたが７０％
以上で、学習の成果に手応えをかんじてもらえたようです。 

英文科目名 French II 
関連科目 フランス語Ⅰ 



次回に向けての改善変更予定 機械操作がいまひとつ得意ではないので、画像が消えたり、音声がでなかったり
とトラブルがありました。今年度からは DVD になり、より操作が簡単になった
ので、時間も有効に使えると思います。 

講義目的 もしもフランス⼈の友⼈が出来たら、何を話すだろう。自分や家族の紹介や趣味、
好きな食べ物など、身近な話題をとりあげて、フランス語で話してみよう。 
積極的に異文化に触れ、コミュニケーションする⼒を養う。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ９課 否定文における冠詞の変形、女性形容詞の特殊な形を説明する。兄弟

姉妹を聞く口頭練習をする。１〜８課のビデオを見て、前期の復習をする。 
2 回 １０課 年齢のあらわし方、疑問副詞について説明する。年齢の言い方を口
頭練習する。前課の Dialogue のディクテと練習問題をする。 
3 回 １１課 時刻の言い方、時の前置詞について説明する。時刻の言い方の口頭
練習をする。前課の Dialogue のディクテと練習問題をする。 
4 回 Exercices３ ９〜１１課の復習をする。パリの鉄道駅のビデオを見て、感想
を提出する。前課の Dialogue のディクテと練習問題をする。 
5 回 １２課 補語⼈称代名詞、指示代名詞について説明する。質問に、補語⼈称
代名詞を使って答える口頭練習をする。 
6 回 １３課 代名動詞、近接未来、近接過去について説明する。代名動詞を使っ
て、一日の生活を言う口頭練習をする。前課の Dialogue のディクテと練習問題
をする。 
7 回 １４課 部分冠詞、中性代名詞について説明する。１回目の筆記テストをす
る。部分冠詞と中性名詞 en をつかった表現の口頭練習をする。前課の Dialogue
のディクテと練習問題をする。 
8 回 教科書巻末の実用フランス語検定試験５級模擬試験問題を説明する。聞き
取りの練習をする。 
9 回 １５課 命令形、中性代名詞について説明する。天候の表現の口頭練習をす
る。天候の表現の口頭練習をする。前課の Dialogue のディクテと練習問題をす
る。 
10 回 Exercices４ １２〜１５課の復習をする。フランスのワインにに関するビ
デオを見て、感想を提出する。前課の Dialogue のディクテと練習問題をする。 
11 回 １６課 比較級、指示代名詞について説明する。比較の口頭練習をする。 
12 回 １７課 複合過去について説明する。複合過去を使って、先週したことを
言う口頭練習をする。前課の Dialogue のディクテと練習問題をする。 
13 回 １８課 単純未来形について説明する。来週することを単純未来で言う口
頭練習をする。前課の Dialogue のディクテと練習問題をする。 
14 回 Exercices５ １６〜１８課の復習をする。２回目の筆記テストをする。前
課の Dialogue のディクテと練習問題をする。 
15 回 口頭発表説明と練習をする。 

準備学習 予習：教科書付属のＣＤを聞き、音読すること。新出単語の意味を調べ、メモし
ておくこと。 
復習：その日のノートを読み返し、できなかった練習問題を整理、もう一度やっ
てみること。付属のＣＤを繰り返し聞き、音読すること。 



 



年度 2012 
授業コード FB147B1 
成績評価 小テストまたは小レポート（40％）、定期試験（60％） 
曜日時限 木曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB147B1 中国語Ⅰ 
担当教員名 支 洪涛＊ 
単位数 2 
教科書 ビデオで学ぶ入門中国語 一年生のころ（改訂版）／相原 茂 ほか／朝日出版社 
アクティブラーニング  
キーワード ⺟音、子音、四声、動詞述語文、形容詞述語文、疑問文、日中対照 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 中国語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義の際、適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 後期、引き続き支の担当する「中国語Ⅱ」を受講することが望ましい。 

受講希望者が多い場合、⼈数を制限する。 
シラバスコード FB147B1 
実務経験のある教員  
達成目標 音声構造及び簡単な構文を理解し、中国語の基礎的な知識を身に付け、中国語を

使ってあいさつや簡単な日常会話ができること。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Chinese I 
関連科目 中国語Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 中国語の音声を構成する子音・⺟音・声調及び簡単な構文についての説明を通じ

て、中国語に関する基礎的な知識を理解させ、中国語能⼒の養成の基礎を培って
もらう。なお、理解を深めるために、中国語の表現上の特徴や日中両言語の類似
点と相違点を取り上げる。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション、中国語について概説する。 

2 回 単⺟音、複⺟音、四声などについて説明する。 
3 回 子音を中心に説明する。 
4 回 鼻音を伴う⺟音を中心に説明する。 



5 回 軽声、声調の付け方、声調変化、アル化音などについて説明する。 
6 回 「是」構文、⼈称代名詞、諾否疑問文などについて説明する。 
7 回 副詞「也」「都」、助詞「的」、疑問詞疑問文などについて説明する。 
8 回 動詞述語文、反復疑問文などについて説明する。 
9 回 形容詞述語文、程度を表す副詞などについて説明する。 
10 回 選択疑問文を中心に説明する。 
11 回 比較文、助動詞「要」などについて説明する。 
12 回 「在」構文を中心に説明する。 
13 回 「有」構文を中心に説明する。 
14 回 中国文化理解の内容を取り上げる。 
15 回 前期のまとめを行う。 

準備学習 1 回 特になし 
2 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠席
していた者は出席した者に聞く） 
3 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠席
していた者は出席した者に聞く） 
4 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠席
していた者は出席した者に聞く） 
5 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠席
していた者は出席した者に聞く） 
6 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠席
していた者は出席した者に聞く） 
7 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠席
していた者は出席した者に聞く） 
8 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠席
していた者は出席した者に聞く） 
9 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠席
していた者は出席した者に聞く） 
10 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠
席していた者は出席した者に聞く） 
11 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠
席していた者は出席した者に聞く） 
12 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠
席していた者は出席した者に聞く） 
13 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠
席していた者は出席した者に聞く） 
14 回 特になし。 
15 回 前期の講義内容について不明な点があれば、質問を整理しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB147B2 
成績評価 小テストまたは小レポート（40％）、定期試験（60％） 
曜日時限 木曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB147B2 中国語Ⅱ 
担当教員名 支 洪涛＊ 
単位数 2 
教科書 ビデオで学ぶ入門中国語 一年生のころ（改訂版）／相原 茂 ほか／朝日出版社 
アクティブラーニング  
キーワード 前置詞、アスペクト、補語、助動詞、異文化理解 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「分かりやすかった」との自由記述、うれしかった。たいへん励みになる。 
科目名 中国語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義の際、適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 支の担当する中国語Ⅰを履修しておくことが望ましい。 

受講希望者が多い場合、⼈数を制限する。 
シラバスコード FB147B2 
実務経験のある教員  
達成目標 発音や構文に対する理解を深め、中国語の初歩的理解⼒と初歩的作文能⼒を養成

する。 
受講者へのコメント 成績評価で分かるように多くの受講者が授業によく取り組んでくれた。岡山理科

大学の中国語の授業が１年間だけで、物足りないかと思うが、今度、ラジオや⺠
間講座を通じて学習を継続してほしい。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 総合評価で、「満足」と「ほぼ満足」と答えた⼈が合わせて８４．２％だったの
で、講義内容及び方法が多くの学生に支持されたと思われる。 

英文科目名 Chinese II 
関連科目 中国語Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 中国語の常用表現の学習を通じて、中国語に関する基礎的な知識を理解させ、中

国語の初歩的応用能⼒を養成してもらう。また、異文化理解を深めるために、中
国の名勝や中国⼈の生活習慣などを紹介する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 年月日や時刻の言い方などについて説明する。 

2 回 「了」その１を紹介し、「不」と「没」の違いを中心に説明する。 



3 回 「了」その２を紹介し、前置詞を中心に説明する。 
4 回 進行形の表し方を中心に説明する。 
5 回 「了」その３を紹介し、数詞とものの数え方について説明する。 
6 回 結果補語、持続状態を表す「着」などについて説明する。 
7 回 助動詞「会」、動詞の重ね型などについて説明する。 
8 回 二重目的語をとる動詞、経験を表す「過」などについて説明する。 
9 回 補語を導く助詞「得」を中心に説明する。 
10 回 助動詞「能」を中心に説明する。 
11 回 「会」と「能」の使い分けについて説明する。 
12 回 「使役表現」を中心に説明する。 
13 回 「把」構文を中心に説明する。 
14 回 中国文化理解の内容を取り上げる。 
15 回 後期のまとめを行う。 

準備学習 1 回 中国語Ⅰの内容を確認しておくこと（支が担当のものに限らない）。 
2 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠席
していた者は出席した者に聞く） 
3 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠席
していた者は出席した者に聞く） 
4 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠席
していた者は出席した者に聞く） 
5 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠席
していた者は出席した者に聞く） 
6 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠席
していた者は出席した者に聞く） 
7 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠席
していた者は出席した者に聞く） 
8 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠席
していた者は出席した者に聞く） 
9 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠席
していた者は出席した者に聞く） 
10 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠
席していた者は出席した者に聞く） 
11 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠
席していた者は出席した者に聞く） 
12 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠
席していた者は出席した者に聞く） 
13 回 前回の指示に従って学習予定の語句を可能な限り予習しておくこと。（欠
席していた者は出席した者に聞く） 
14 回 特になし。 
15 回 後期の講義内容について不明な点があれば、質問を整理しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB147C2 
成績評価 提出課題 20％、定期試験 80％により成績を評価する。 
曜日時限 木曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB147C2 日本語表現 
担当教員名 堂⽥ 左和子＊ 
単位数 2 
教科書 教科書は使わない。毎回講義内容に練習問題をつけたプリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 書きことば、文体、表現 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 日本語表現 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 大学・大学院 留学生の日本語②作文編／アカデミック・ジャパニーズ研究会／

（アルク） 
留学生のためのここがたいせつ文章表現のルール／石⿊ 圭／（スリーエー） 

授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験期間中に行い、試験形態は作文と筆記試験とする。 
シラバスコード FB147C2 
実務経験のある教員  
達成目標 さまざまな書式で要求される文体・表現を使って、適切な文が書けるようになる。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Japanese Expressions 
関連科目 日本語、日本語会話、日本語理解 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 今までに学習者は日本語の基礎的な文法や日常生活に必要な語彙を学習してき

た。また、日常生活ではそれらを使用して、話したり、聞いたりできるようにな
っている。この講義では日本語で文を書くのに必要な基礎知識―表記（文字、外
来語、原稿用紙の使い方）、表現（文体の統一、書きことば）、書式（手紙文、意
見文、説明文、レポート文）など―を説明し、それらの知識を使って目的に沿っ
た文が書けるようにする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 表記のしかた（文字・記号の書き方/句読点の打ち方）を練習する。  

＊自己紹介文を書く。 



2 回 文体と書きことば（「だ・である」体／連用中止形／書きことば）を復習し、
練習する。  
＊先輩への手紙や友達へのメール文を書く。 
3 回 段落に分ける（文章の構成／段落内の構成）方法を学習する。 
 ＊「日本語」について書く。 
4 回 「は」と「が」の違いを知り、使い方を学習する。  
＊「自国の有名な⼈」の紹介文を書く。 
5 回 「テーマを述べる」表現について学習する。  
＊「自国の特別なもの」について書く。 
6 回 「理由・経過を述べる」表現を復習し、練習する。  
＊「私が日本へ来るまで」について書く。 
7 回 「定義をする」方法、動詞を名詞化する「こと」と「の」の違い、使い方を
学習する。  
＊「ゴミのリサイクル」について書く。 
8 回 「判明していることを述べる」表現を学習する。  
＊「環境問題」について書く。 
9 回 「問題点を述べる」表現（間接疑問文の使い方を含む）について学習する。 
＊「日本/日本⼈について理解できないこと」について書く。 
10 回 ことばや文を「引用する」方法について学習する。  
＊「各国の国⺠性」について書く。 
11 回 「解決策を述べる」方法、特に接続詞の使い方について学習する。 
＊「インターネット」の問題点を述べ、提言を書く。 
12 回 「手順を述べる」方法（特に接続表現）について学習する。  
＊「料理/ゲーム」などの作り方や使い方を書く。 
13 回 文中での「指示詞」の使い方を学習する。  
＊各自の興味あることや趣味について書く。 
14 回 「意見を述べる（同意・反論）」ときの表現について学習する。  
＊社会的な現象・問題について自分の意見を書く。 
15 回 「図表や資料を読む」とき、数量や変化を表す表現が適切に使えるように
練習する。 
＊グラフを見てわかることを書く。 

準備学習 1 回 新聞や教科書を見て、日本語の書き方の特徴をつかんでおくこと。 
2 回 文末の形（ます形・普通形）の復習をしておくこと。 
3 回 第１回の講義で習った原稿用紙の使い方を復習しておくこと。 
4 回 既習の「は」と「が」について復習しておくこと。 
5 回 各自の「国」にある特別なものについて調べておくこと。 
6 回 理由を述べるとき使う表現「〜ので」「〜から」「〜て」や理由を表す接続詞
を復習しておくこと。 
7 回 動詞につく「こと」「の」の使い方を復習しておくこと。 
8 回 最近問題になっていることについて調べ、自分の意見を持っておくこと。 
9 回 間接疑問文の作り方の復習をしておくこと。 
10 回 既習の伝聞表現について復習しておくこと。 



11 回 既習の接続詞の意味や使い方を復習しておくこと。 
12 回 順番を表す表現を調べておくこと。 
13 回 会話文での「こ・そ・あ・ど」ことばについて復習しておくこと。 
14 回 最近問題になっていることについて調べ、自分の意見を持っておくこと。 
15 回 今までに実験などで得たデータやグラフが日本語で表現できるかためして
おくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB147D1 
成績評価 単位は、受験した TOEIC（公開テスト・IP テスト）のスコアにより（３００点

以上）認定される。前期申請の場合は「TOEIC セミナーⅠ」（２単位）、後期申請
の場合は「TOEIC セミナーⅡ」（２単位）として単位認定される。認定された単
位は進級・卒業に必要なＢ１群の単位となる（情報工学科 CE コースを除く）。ま
た、７００点以上を取得した学生は学⻑より表彰される。 

曜日時限 木曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB147D1 ＴＯＥＩＣセミナー（認定科目） 
担当教員名 浅利 明子＊ 
単位数 2 
教科書 SEIZE THE ESSENCE OF THE TOEIC TEST / Masako Yasumaru  etc. / 

KINSEIDO 
アクティブラーニング  
キーワード Listening, Reading, Vocabulary, Grammar, Memorization 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 ＴＯＥＩＣセミナー（認定科目） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業で紹介する。 
授業形態 演習 
注意備考 TOEIC セミナー用のノート（形式は問わない）、英和辞書(電子辞書）を毎回持

ってくること。遅刻をしないこと。 
シラバスコード FB147D1 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC Test の対処の仕方, 英語を聞く耳の筋肉(聞く⼒), 英語を話す口の筋肉

(話す⼒), 英語を書く手の筋肉(書く⼒)をつけて行きます。 TOEIC のトレーニ
ングを通して、国際⼈として, 自己成⻑を追及し続ける能⼒を身につける。
TOEIC スコア最低３００点、最高６００点以上を目指す。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 英語 I・II, 科学英語 I・II・III・IV, 英会話 I・II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 授業は TOEIC Test に不可欠な基本的スキル(Listening, Vocabulary, Grammar, 

Reading, Memorization, Imagination, etc.) の強化トレーニングで始まります。そ



の後で、 テキストを使用して、TOEIC Test 解法のポイントと重要文法項目を
設定し,  総合的な英語運用能⼒の向上に努めます。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Orientation.  Warm-up Exercises. 

2 回 Warm-up Exercises.  
Part1:写真を客観的に判断する 
Part2:一般疑問の質問に慣れる 
3 回 Warm-up Exercises. 
Part5:主語と動詞の呼応関係をマスターする 
Part7:広告に慣れる 
4 回 Warm-up Exercises.  
Part1:単語に惑わされないようにする 
Part3:話している⼈物に関する質問に慣れる 
5 回 Warm-up Exercises.  
Part5:形容詞と副詞をマスターする 
Part7:広告に慣れる 
6 回 Warm-up Exercises.  
Part1:動詞の時制を聞き取る 
Part4:広告に慣れる 
7 回 Warm-up Exercises.  
Part5:時制の一致、副詞節の中の時制をマスターする 
Part7:ホームページに慣れる 
8 回 Warm-up Exercises. 
Part1:動詞の内容を聞き分ける 
Part2:疑問詞で始まる疑問文に慣れる 
9 回 Warm-up Exercises.  
Part6:進行形、完了形をマスターする 
Part7:通知文書に慣れる 
10 回 Warm-up Exercises.  
Part1:類似した発音を聞き分ける 
Part3:「何が起こっているのか」を問う質問に慣れる 
11 回 Warm-up Exercises.  
Part5:受動態をマスターする 
Part7:社内回覧に慣れる 
12 回 Warm-up Exercises. 
Part1:場所や位置関係に注意する 
Part4:公共の場でのアナウンスや留守番電話に慣れる 
13 回 Warm-up Exercises.  
Part5:分詞構文をマスターする 
Part7:ビジネスレターに慣れる 
14 回 Warm-up Exercises.  
Review Test(Part1,2,3,4,5,6,7) 



15 回 TOEIC IP テストの実施 
準備学習 Warm-up Exercises で取り上げた TOEIC Test 頻出英単語や重要構文の含まれ

た例文を毎日声に出したり、書いたりして、口と指先で覚えること。教科書添付
の CD を毎日聞くこと。授業では教科書以外の TOEIC Test 問題にも取組む。
授業で取組んだ問題は教科書の問題も含めて、受験までに少なくとも３回繰り返
しやってみること。 

 



年度 2012 
授業コード FB147D2 
成績評価 単位は、受験した TOEIC（公開テスト・IP テスト）のスコアにより（３００点

以上）認定される。前期申請の場合は「TOEIC セミナーⅠ」（２単位）、後期申請
の場合は「TOEIC セミナーⅡ」（２単位）として単位認定される。認定された単
位は進級・卒業に必要なＢ１群の単位となる（情報工学科 CE コースを除く）。ま
た、７００点以上を取得した学生は学⻑より表彰される。 

曜日時限 木曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB147D2 ＴＯＥＩＣセミナー（認定科目） 
担当教員名 浅利 明子＊ 
単位数 2 
教科書 SEIZE THE ESSENCE OF THE TOEIC TEST / Masako Yasumaru  etc. / 

KINSEIDO 
アクティブラーニング  
キーワード Listening, Reading, Vocabulary, Grammar, Memorization 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 ＴＯＥＩＣセミナー（認定科目） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業で紹介する。 
授業形態 演習 
注意備考 TOEIC セミナー用のノート（形式は問わない）、英和辞書(電子辞書）を毎回持

ってくること。遅刻をしないこと。 
シラバスコード FB147D2 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC Test の対処の仕方, 英語を聞く耳の筋肉(聞く⼒), 英語を話す口の筋肉

(話す⼒), 英語を書く手の筋肉(書く⼒)をつけて行きます。 TOEIC のトレーニ
ングを通して、国際⼈として, 自己成⻑を追及し続ける能⼒を身につける。
TOEIC スコア最低３００点、最高６００点以上を目指す。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 英語 I・II, 科学英語 I・II・III・IV, 英会話 I・II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 授業は TOEIC Test に不可欠な基本的スキル(Listening, Vocabulary, Grammar, 

Reading, Memorization, Imagination, etc.) の強化トレーニングで始まります。そ



の後で、 テキストを使用して、TOEIC Test 解法のポイントと重要文法項目を
設定し,  総合的な英語運用能⼒の向上に努めます。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Orientation.  Warm-up Exercises. 

2 回 Warm-up Exercises.  
Part1:欠落する音に慣れる 
Part2:慣用表現に注意する 
3 回 Warm-up Exercises. 
Part5:不定詞と動名詞をマスターする 
Part7:ホームページに慣れる 
4 回 Warm-up Exercises.  
Part1:状況を正確に捉える 
Part3:数値、曜日、時間を尋ねる問題に慣れる 
5 回 Warm-up Exercises.  
Part6:助動詞の用法をマスターする 
Part7:社内回覧に慣れる 
6 回 Warm-up Exercises.  
Part1:⼈の姿勢を表す表現を覚える 
Part4:数値、曜日、時間を尋ねる問題に慣れる 
7 回 Warm-up Exercises.  
Part5:関係代名詞、関係副詞をマスターする 
Part7:新聞記事、論説記事に慣れる 
8 回 Warm-up Exercises. 
Part1:アクセントを意識する 
Part2:変則的な応答問題に注意する 
9 回 Warm-up Exercises.  
Part5:比較級をマスターする 
Part7:2 つの英文問題に慣れる 
10 回 Warm-up Exercises.  
Part1:多義語、同音異義語に気をつける 
Part3:「⻑文のリスニングに慣れる 
11 回 Warm-up Exercises.  
Part5:前置詞、前置詞句をマスターする 
Part7:通知文書に慣れる 
12 回 Warm-up Exercises. 
Part1:和製英語に注意する 
Part4:天気予報、ニュースに慣れる 
13 回 Warm-up Exercises.  
Part6:倒置、省略、強調構文をマスターする 
Part7:ビジネス関連の英文に慣れる 
14 回 Warm-up Exercises.  
Review Test(Part1,2,3,4,5,6,7) 



15 回 TOEIC IP テストの実施 
準備学習 Warm-up Exercises で取り上げた TOEIC Test 頻出英単語や重要構文の含まれ

た例文を毎日声に出したり、書いたりして、口と指先で覚えること。教科書添付
の CD を毎日聞くこと。授業では教科書以外の TOEIC Test 問題にも取組む。
授業で取組んだ問題は教科書の問題も含めて、受験までに少なくとも３回繰り返
しやってみること。 

 



年度 2012 
授業コード FB149A1 
成績評価 定期試験（50％）中間試験（20％）クイズ（10％）提出物等（２０％） 
曜日時限 木曜日 9・10 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB149A1 日本語 
担当教員名 ⻘井 由佳＊ 
単位数 4 
教科書 プリント配布 
アクティブラーニング  
キーワード 外国語としての日本語 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 日本語 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 講義 
注意備考 ・辞書を必ず持ってくること・積極的にクラスに参加し、自分で課題を見つける

姿勢を持つこと・30 回講義終了後に最終試験を実施する＊受講者のレベルやク
ラスの⼈数によっては、シラバスの内容を変更することがある 

シラバスコード FB149A1 
実務経験のある教員  
達成目標 初級の文法項目、特に、自他動詞、受身・使役・使役受身が正しく使えるように

する。中級の表現や語彙をできるだけ増やし、大学の講義や生活に役立てる。漢
字語彙を正しく読み、書けるようにする。日本語らしい表現や発音を身につける。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Japanese 
関連科目 日本語会話、日本語理解、日本語表現 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 初級で学んだ文法項目や語彙を確認し、正しく使えるようにする。基礎を固めた

後、中級、中上級レベルの表現を学び、大学での生活がスムーズに行えるように
する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。レベルチェック。 

2 回 文法① 初級の助詞の整理 
3 回 文法② 自動詞・他動詞 



4 回 文法③ V ている・V てある・V ておく 
5 回 漢字・語彙① 看板・注意書き などに使われる語彙 
6 回 漢字・語彙② コンピュータ関連の語彙 
7 回 漢字・語彙③ 自動販売機・リモコンなど 
8 回 文法④ 授受表現 
9 回 文法⑤ 受身・使役・使役受身 
10 回 文法⑥ 「よう・そう・らしい」など 
11 回 語彙④ 家事関連語彙（１） 
12 回 語彙⑤ 家事関連語彙（２） 
13 回 語彙⑥ 交通機関関連語彙 
14 回 前半まとめ；復習 
15 回 中間テスト、フィードバック 
16 回 文法⑦ 中級文法 「もの」 
17 回 文法⑧ 中級文法 「こと」 
18 回 文法⑨ 中級文法 「はず」「わけ」 
19 回 漢字・語彙⑦ いろいろな通知（１） 
20 回 漢字・語彙⑧ いろいろな通知（２） 
21 回 漢字・語彙⑨ 買いもの・レストラン関連語彙 
22 回 文法⑩ 「くらい」「ほど」 
23 回 文法⑪ 「だけ」「ばかり」 
24 回 文法⑫ 「〜う」「まい」 
25 回 文法⑬ 「敬語」 
26 回 漢字・語彙⑩ 家庭用品関連（１） 
27 回 漢字・語彙⑪ 家庭用品関連（２） 
28 回 漢字・語彙⑫ 性格の言葉 
29 回 漢字・語彙⑬ 病気表現 
30 回 後半まとめ 

準備学習 1 回 シラバスをよく読んでおくこと。 
2 回 初級で学んだ教科書、文法書などをもう一度読んでおくこと。 
3 回 自動詞・他動詞について復習しておくこと。 
4 回 自他動詞をきちんと覚えておくこと。 
5 回 街や学校にある「看板・注意書き」を注意して読んでおくこと。読めない言
葉、知らない言葉を集めてくること。 
6 回 コンピュータの部分の名前や作業について、日本語で表現できるか確認し
ておくこと。 
7 回 自動販売機・リモコンなどの名前や使い方について、どんな言葉があるか調
べておくこと。 
8 回 「あげる・もらう・くれる」について復習しておくこと。 
9 回 受身・使役などについて復習しておくこと。 
10 回 「ようだ・そうだ・らしい」について復習しておくこと。 
11 回 料理、掃除、洗濯などについて、どんな言葉があるか確認しておくこと。 
12 回 料理、掃除、洗濯などについて、どんな言葉があるか確認しておくこと。 



13 回 車や電車について、どんな言葉があるか確認しておくこと。 
14 回 今までのプリント、クイズなどをまとめ、苦手なところをチェックしてお
くこと。 
15 回 前回の復習を生かし、テストに備えること。 
16 回 既に知っている「もの」を使った表現について整理しておくこと。 
17 回 既に知っている「こと」を使った表現について整理しておくこと。 
18 回 既に知っている「はず」「わけ」を使った表現について整理しておくこと。 
19 回 料金通知や不在通知などに使われている言葉を調べてくること。 
20 回 ごみ収集に関するお知らせや、その他の掲示物に使われている言葉を調べ
てくること。 
21 回 買い物や食事に行ったとき、どんな言葉が必要か考えてくること。 
22 回 既に知っている「くらい」「ほど」を使った表現を整理しておくこと。 
23 回 既に知っている「だけ」「ばかり」を使った表現を整理しておくこと。 
24 回 意志形（意向形）の作り方を確認し、それを使った表現を整理しておくこ
と。 
25 回 既に知っている敬語表現について整理しておくこと。 
26 回 家庭用電化製品に書いてある注意を読んで、わからない言葉を調べてくる
こと。 
27 回 洗剤や医薬品などに書いてある注意を読んで、わからない言葉を調べてく
ること。 
28 回 ⼈の性格に関する表現を整理しておくこと。 
29 回 体の調子が悪い時、どんな表現をするか考えてくること。 
30 回 今までのプリント、クイズなどをまとめ、苦手なところをチェックしてお
くこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB151A1 
成績評価 授業への取り組み（30％）、小テスト（30％）、期末試験（40％）で総合的に評価

する。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB151A1 ハングルⅠ 
担当教員名 河 智弘＊ 
単位数 2 
教科書 講義の中で提示する。 
アクティブラーニング  
キーワード 韓国語、韓国文化、異文化理解。 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 ハングルⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし。 
授業形態 講義 
注意備考 ノートを用意すること。 
シラバスコード FB151A1 
実務経験のある教員  
達成目標 韓国語の文字、発音を丁寧に習得する。その上、簡単な自己紹介、日常会話がで

きるように練習を行う。韓国の文化や現代韓国事情にも触れて、総合的な側面で
韓国語を学んでいく。韓国語能⼒試験 1 級合格を目標とする。 

受講者へのコメント  
連絡先 jihonghajp@yahoo.co.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Hangul I 
関連科目 ハングルⅡ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 韓国語の基礎を習得するために必要な文字、発音を学んだ上で、簡単な会話文を

ロールプレイなどで実践する。文字、発音をマスターして、実際に使える日常会
話が駆使できることを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 1 回 授業の内容を確認すること。 

2 回〜4 回 ハングルの文字を書きながら十分復習すること。 
5 回〜14 回 韓国語を読み書きの練習を行うこと。教科書で予習、復習を十分す



ること。 
15 回 前期で学んだ内容を総復習をすること。 

 



年度 2012 
授業コード FB151A2 
成績評価 授業への取り組み（30％）、小テスト（30％）、期末試験（40％）で総合的に評価

する。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB151A2 ハングルⅡ 
担当教員名 河 智弘＊ 
単位数 2 
教科書 講義の中で提示する。 
アクティブラーニング  
キーワード 韓国語、韓国文化、異文化理解。 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 ハングルⅡ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし。 
授業形態 講義 
注意備考 ノートを用意すること。 
シラバスコード FB151A2 
実務経験のある教員  
達成目標 前期で学んだ韓国語の基礎の文字、発音を生かして場面の中で適当な会話ができ

るように繰り返し練習を行う。基本文型と文法を会話文の中で習得し、日韓の文
化の比較になる読解文も取り入れる。韓国語能⼒試験 1 級合格を目標とする。 

受講者へのコメント  
連絡先 jihonghajp@yahoo.co.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Hangul II 
関連科目 ハングルⅡ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 前期で学んだ韓国語の基礎を生かして、会話、慣用的な表現などを用いて読み、

書き、聞き取り、話すことをバランスよく習得していくことを目的とする。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 1 回 後期の授業の内容を確認すること。 

2 回〜14 回 会話文の読む練習の予習を行うこと。ノートに書きながら復習を十
分行うこと。 
15 回 後期で学んだ内容を総復習をすること。 



 



年度 2012 
授業コード FB151B1 
成績評価 Mini Test 20%, 課題等提出 20%、定期試験 60% 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB151B1 英語Ⅰ 
担当教員名 是近 成子＊ 
単位数 2 
教科書 Smart Choice 1／ Ken Wilson／Oxford University Press 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 辞書を必ず持参すること。 
シラバスコード FB151B1 
実務経験のある教員  
達成目標 基礎的な語彙⼒、文法⼒をつけること。 
受講者へのコメント とても出席率の良いクラスでした。会話教材を扱っっていたので、今後英語を使

う職種に進む学生には就職の際に大いに役に立つと思います。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 一回の授業で扱う量が少ないとのことですが、シラバス通りに授業を行っている
ので教科書の進み具合は予定通りです。教科書以外にプリントでさまざまな教材
を用意していますので、バラエティーに富んだ英語学習ができていると思いま
す。 

英文科目名 English I 
関連科目 英語 II, 科学英語 I・II・III・IV, 英会話 I・II, TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 同じ国からの留学生ばかりなので、なかなか異文化理解まで学習内容、会話内容

を広めることができませんでした。できるだけ他の国に関する教材等をクラスで
使用していきたいと考えています。 

講義目的 語彙⼒、文法⼒をつけ、日常的コミュニケーション能⼒を養成する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Introduction & 授業の進め方、予習、復習のやり方等の説明 

2 回 Essential English 
3 回 Nice to meet you! 



4 回 What do you do? 
5 回 Do you like spicy food? 
6 回 Review Units 1~3 
7 回 How often do you do yoga? 
8 回 What are you watching? 
9 回 Where were you yesterday? 
10 回 Review Units 4~6 
11 回 Listening Activities 1 
12 回 Listening Activies 2 
13 回 Projects 1 
14 回 Projects 2 
15 回 Total Review Units 1~6 

準備学習 毎回の授業の前に新出単語の意味を辞書で調べておく。前回の授業で与えられた
課題等を確実に学習して提出すること。 

 



年度 2012 
授業コード FB151B2 
成績評価 Mini Test 20%, 課題等提出 20%、定期試験 60% 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB151B2 英語Ⅱ 
担当教員名 是近 成子＊ 
単位数 2 
教科書 Smart Choice 1／ Ken Wilson／Oxford University Press 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 自由記述の回答はなかったので、所見は特にありません。 
科目名 英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 辞書を必ず持参すること。 
シラバスコード FB151B2 
実務経験のある教員  
達成目標 基礎的な語彙⼒、文法⼒をつけること。 
受講者へのコメント 履修者が少ないクラスだったため学生は授業の準備が大変だったにもかかわら

ず、課題も確実に提出されており、とても勤勉な学生だったと思います。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 週あたり学習時間が 1 時間〜3 時間と、かなり自宅学習が多いクラスでした。教
材に on-line でのリスニング教材がついていたので授業外でも興味を持って学習
できていたようです。 

英文科目名 English II 
関連科目 英語 I, 科学英語 I・II・III・IV, 英会話 I・II, TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 主に中国と韓国の留学生が対象のクラスなので、会話を中心とした教材を使用し

ています。異文化理解を深めるためにも、各国の文化の違いをテーマにとりあげ
た内容も取り入れていきたいと考えています。 

講義目的 語彙⼒、文法⼒をつけ、日常的コミュニケーション能⼒を養成する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Which one is cheaper? 

2 回 What's she like? 
3 回 What can you do there? 
4 回 Review Units 7~9 



5 回 Is there a bank near here? 
6 回 Supplement 1 
7 回 Did you have a good time? 
8 回 I'm going to go by car. 
9 回 Review Units 10~12 
10 回 Supplement 2 
11 回 Listening Activities 1 
12 回 Listening Activities 2 
13 回 Projects 1 
14 回 Projects 2 
15 回 Total Review Units 1~12 

準備学習 毎回の授業の前に新出単語の意味を辞書で調べておく。前回の授業で与えられた
課題等を確実に学習して提出すること。 

 



年度 2012 
授業コード FB151C1 
成績評価 Grades will be based on the following. Homework, Worksheets and Quizes - 30%, 

Final Test - 70% 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 化学科(〜11),応用物理学科(〜11),基礎理学科(〜11),生物化学科(〜11),臨床生

命科学科(〜11),動物学科(〜11),工学部(〜11),総合情報学部(〜11),生物地球学
部(〜11) 

見出し fb151c1 英会話Ⅰ 
担当教員名 バーデン 京子＊ 
単位数 2 
教科書 Smart Choice 2nd Edition Starter(Oxford) 
アクティブラーニング  
キーワード Listening, Speaking, Conversation, Reading, Writing 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 コミュニケーション能⼒が向上したような気がしたとのこと、とてもよかったで

す。 
科目名 英会話Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 None needed 
授業形態 講義 
注意備考 受講希望者が多い場合、⼈数を制限します。 
シラバスコード FB151C1 
実務経験のある教員  
達成目標 The students and the teacher will first go over the material and then practice it. 

The teacher will then call on individual students to allow them to practice 
responding and listening for information in English. The students will also work in 
groups going 

受講者へのコメント 部屋が暑かったというコメントが多かったですね。確かに暑かったですね。窓が
東側にしかなかったですものね。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業に概ね満足してくれたようで喜ばしい。 
英文科目名 English Conversation I 
関連科目 英語Ⅰ/Ⅱ, 科学英語Ⅰ/Ⅱ/Ⅲ/Ⅳ, 英会話Ⅱ，TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 更なるコミュニケーション能⼒が向上するような授業を心がけたい。 
講義目的 To improve Survival English mainly listening and speaking skills but also reading 

and writing, the course will focus on a variety of daily situations that will be of use 
to university students. 



対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 Unit 1: I`m a student. 
3 回 Unit 1: I`m a student. 
4 回 Unit 2: What`s your phone number? 
5 回 Unit 2: What`s your phone number? 
6 回 Unit 3: My family 
7 回 Unit 3: My family 
8 回 Unit 4: Do you like hip-hop? 
9 回 Unit 4: Do you like hip-hop? 
10 回 Unit 5: What do you do for fun? 
11 回 Unit 5: What do you do for fun? 
12 回 Unit 6: Can you play the guitar? 
13 回 Unit 6: Can you play the guitar? 
14 回 Review 
15 回 Review 

準備学習 1 回 Bring the textbook, notebook and writing instrument to class 
2 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
3 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
4 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
5 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
6 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
7 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
8 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
9 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
10 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
11 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
12 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
13 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
14 回 Review the information from Units 1, 2 and 3 



15 回 Review the information from Units 4, 5 and 6 
 



年度 2012 
授業コード FB151C2 
成績評価 Grades will be based on the following. Homework, Worksheets and Quizes - 30%, 

Final Test - 70% 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 理学部(〜11),工学部(〜11),総合情報学部(〜11),生物地球学部(〜11) 
見出し FB151C2 英会話Ⅱ 
担当教員名 バーデン 京子＊ 
単位数 2 
教科書 smart Choice 2nd Edition Starter(oxford) 
アクティブラーニング  
キーワード Listening, Speaking, Conversation, Reading, Writing 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 教室に対する不満（狭い・寒い等）が多かったが、これに関しては私はどうする

ことも出来なかったので心苦しい。 
⼈とコミュニケーションをとるのが楽しかったというコメントは素直に嬉しい。 

科目名 英会話Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 None needed 
授業形態 講義 
注意備考 受講希望者が多い場合、⼈数を制限します。 
シラバスコード FB151C2 
実務経験のある教員  
達成目標 The students and the teacher will first go over the material and then practice it. 

The teacher will then call on individual students to allow them to practice 
responding and listening for information in English. The students will also work in 
groups going 

受講者へのコメント みなさん積極的にペアワークやグループワークに参加していました。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業の満足度は、全員が普通から満足で非常に喜ばしい。 
英文科目名 English Conversation II 
関連科目 英語Ⅰ/Ⅱ, 科学英語Ⅰ/Ⅱ/Ⅲ/Ⅳ, 英会話Ⅰ，TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 授業の性質上課題を出していなかったが、授業外の学習を促すよう心がけたい。 
講義目的 To improve Survival English mainly listening and speaking skills but also reading 

and writing, the course will focus on a variety of daily situations that will be of use 
to university students. 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 



2 回 Unit 7: What is she wearing? 
3 回 Unit 7: What is she wearing? 
4 回 Unit 8: Is there a desk? 
5 回 Unit 8: Is there a desk? 
6 回 Unit 9: The bank is on the corner. 
7 回 Unit 9: The bank is on the corner. 
8 回 Unit 10: Do we have any milk? 
9 回 Unit 10: Do we have any milk? 
10 回 Unit 11: Where were you all day? 
11 回 Unit 11: Where were you all day? 
12 回 Unit 12: What did you do? 
13 回 Unit 12: What did you do? 
14 回 Review 
15 回 Review 

準備学習 1 回 Bring the textbook, notebook and writing instrument to class 
2 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
3 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
4 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
5 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
6 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
7 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
8 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
9 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
10 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
11 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
12 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
13 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
14 回 Review the information from Units 7, 8 and 9 
15 回 Review the information from Units 10, 11 and 12 

 



年度 2012 
授業コード FB151D1 
成績評価 中間試験（４０％）、定期試験（６０％） 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス 化学科(〜12),バイオ・応用化学科(〜12),工学プロジェクトコース(〜12) 
見出し FB151D1 ドイツ語Ⅰ 
担当教員名 髙池 久隆 
単位数 2 
教科書 絵から入るドイツ語／⻄野 雅二・髙池 久隆・三木 恒治／（白水社）： 独和

辞典／（第１回目の授業の際、辞書の種類、出版社などについてガイダンスを行
なうので、辞書を第１回目の授業前に購入する必要はない。） 

アクティブラーニング  
キーワード ドイツ語、ドイツ文化 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 ・発音をうまくなりたい。 

  →原則的に、例文の読みを３回は繰り返してもらうようにしていますが、「発
音をうまくなる」には、ネイティブスピーカーの発音   を繰り返しまねるこ
とです。テレビ、ラジオのドイツ語講座などを試してみてください。 
・初めてドイツ語を勉強する⼈でも分かるように詳しく教えてほしかった。 
  →常にそのように意識してはいるのですが、一層工夫したいと思います。 
・試験のとき電子辞書でもよいのでは？ 
  →公平性の面から許可できません。 

科目名 ドイツ語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 毎回必ず、教科書・独和辞典を持参のこと。 
シラバスコード FB151D1 
実務経験のある教員  
達成目標 独和辞典を使えば、平易なドイツ語の文章を正確に理解できること。 
受講者へのコメント  
連絡先 一学舎３階 髙池研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 【E】 
８） 
「説明にもう少し工夫を」（３名） →工夫します。 
「1 回の授業で扱う量が少ない」（２名）「教科書のレベルがもう少し高くても良
い」（１名） 
 →クラスの中にこのような不満を持つ⼈がいるだろうことは承知しています
が、クラス全体を見渡したとき現状程度とせざるをえません。 



「授業時間外の学習方法明示を」（１名）→周知を心がけます。 
９） 
「受講者数が多すぎる」（３名） 
 →今年度のこのクラスはこれまで経験がないほど受講生が多く私も驚いてい
ます。受講生による選択の結果なのでご辛抱下さい。 
「⿊板をも 

英文科目名 German I 
関連科目 ドイツ語 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ドイツ語文法の最重要ポイントについて学びつつ、１）ドイツ語で書かれた比較

的平易な文章を読んで内容を正確に理解する、２）簡単な会話的表現を使って意
思の伝達をはかる、３）自分自身で簡単なドイツ語の文章を書いてみる、などの
経験を積むことによって、総合的なドイツ語運用能⼒の基礎習得を目指す。（原
則として現在時称のみを扱う。） 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ドイツ語の学習を始める準備として、ドイツ語がどのような言葉であるの

か、についての説明をする。 
2 回 ドイツ語発音の基本についての説明をする。 
3 回 発音について復習するとともに、動詞の現在⼈称変化についての説明をす
る。 
4 回 動詞の現在⼈称変化について復習するとともに、練習問題に関する解説を
する。 
5 回 文章読解を通じて、動詞の現在⼈称変化についての理解が進むよう、さらに
詳しい説明をする。 
6 回 不規則変化動詞の現在⼈称変化についての説明をする。 
7 回 不規則変化動詞の現在⼈称変化について復習するとともに、練習問題に関
する解説をする。 
8 回 文章読解を通じて、不規則変化動詞の変化についての理解が進むよう、さら
に詳しい説明をする。 
9 回 名詞と冠詞類の変化についての説明をする。 
10 回 名詞と冠詞類の変化について復習するとともに、練習問題に関する解説を
する。 
11 回 文章読解を通じて、名詞と冠詞類の変化についての理解が進むよう、さら
に詳しい説明をする。 
12 回 前置詞、⼈称代名詞の用法についての説明をする。 
13 回 前置詞、⼈称代名詞の用法について復習するとともに、練習問題に関する
解説をする。 
14 回 文章読解を通じて、前置詞、⼈称代名詞の用法についての理解が進むよう、
さらに詳しい説明をする。 
15 回 定期試験に向けての総括をする。 

準備学習 1 回 シラバスを読み、質問事項を整理しておくこと。 
2 回 第１回の内容について、質問事項を整理しておくこと。 



3 回 Ｌｅｋｔｉｏｎ ２ １１ページを読み、動詞の現在⼈称変化について質問
事項を整理しておくこと。 
4 回 Ｌｅｋｔｉｏｎ ２ １３ページの練習問題に出てくる単語の意味を独和辞
典で確認しておくこと。 
5 回 Ｌｅｋｔｉｏｎ ２ １２ページの文章に出てくる単語の意味を独和辞典で
確認しておくこと。 
6 回 Ｌｅｋｔｉｏｎ ３ １５ページを読み、不規則変化動詞の現在⼈称変化に
ついて質問事項を整理しておくこと。 
7 回 Ｌｅｋｔｉｏｎ ３ １７ページの練習問題に出てくる単語の意味を独和辞
典で確認しておくこと。 
8 回 Ｌｅｋｔｉｏｎ ３ １６ページの文章に出てくる単語の意味を独和辞典で
確認しておくこと。 
9 回 Ｌｅｋｔｉｏｎ ４ １９ページを読み、名詞と冠詞類の変化について質問
事項を整理しておくこと。 
10 回 Ｌｅｋｔｉｏｎ ４ ２１ページの練習問題に出てくる単語の意味を独和
辞典で確認しておくこと。 
11 回 Ｌｅｋｔｉｏｎ ４ ２０ページの文章に出てくる単語の意味を独和辞典
で確認しておくこと。 
12 回 Ｌｅｋｔｉｏｎ ５ ２３ページを読み、前置詞、⼈称代名詞の用法につい
て質問事項を整理しておくこと。 
13 回 Ｌｅｋｔｉｏｎ ５ ２５ページの練習問題に出てくる単語の意味を独和
辞典で確認しておくこと。 
14 回 Ｌｅｋｔｉｏｎ ５ ２４ページの文章に出てくる単語の意味を独和辞典
で確認しておくこと。 
15 回 Ｌｅｋｔｉｏｎ １〜５を復習し、質問事項を整理しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB151D2 
成績評価 中間試験（４０％）、定期試験（６０％） 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス 化学科(〜12),バイオ・応用化学科(〜12),工学プロジェクトコース(〜12) 
見出し FB151D2 ドイツ語Ⅱ 
担当教員名 髙池 久隆 
単位数 2 
教科書 絵から入るドイツ語／⻄野 雅二・髙池 久隆・三木 恒治／（白水社）： 独和

辞典（指定なし） 
アクティブラーニング  
キーワード ドイツ語、ドイツ文化 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ・話し言葉をもっと → バランスは難しいのですが、配慮したいと思います。 

・寒かった → 授業中にそのことをアピールしてください。おそらく座る場所
によっても差があると思います。 

科目名 ドイツ語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 毎回必ず、教科書・独和辞典を持参のこと。 
シラバスコード FB151D2 
実務経験のある教員  
達成目標 独和辞典を使えば、平易なドイツ語の文章を正確に理解できること。 
受講者へのコメント 外国語、外国への関心が深まることを願っています。 
連絡先 一学舎３階 髙池研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ８）「毎回の学習目標明示を」をマークした⼈が二名いました。一層明確にするよ
う心がけます。 
  「説明にもう少し工夫を」をマークした⼈が一名いました。わかりやすい説
明を求めて工夫をしたいと思います。 
９）「受講者数が多すぎる」をマークした⼈が二名いました。後期は少し減りまし
たが、50 名を超える受講者は外国語の授業として多すぎるのは確かですが、やむ
をえませんでした。 

英文科目名 German II 
関連科目 ドイツ語 I 
次回に向けての改善変更予定 特にありません。 
講義目的 ドイツ語文法の最重要ポイントについて学びつつ、１）ドイツ語で書かれた比較

的平易な文章を読んで内容を正確に理解する、２）簡単な会話的表現を使って意



思の伝達をはかる、３）自分自身で簡単なドイツ語の文章を書いてみる、などの
経験を積むことによって、総合的なドイツ語運用能⼒の基礎習得を目指す。（現
在時称以外に過去・現在完了・未来などの時称を扱う。） 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 形容詞の格変化・比較変化についての説明をする。 

2 回 形容詞の格変化・比較変化について復習するとともに、練習問題に関する解
説をする。 
3 回 分離動詞・非分離動詞、副文についての説明をする。 
4 回 分離動詞・非分離動詞、副文について復習するとともに、練習問題に関する
解説をする。 
5 回 文章読解を通じて、分離動詞・非分離動詞、副文についての理解が進むよ
う、さらに詳しい説明をする。 
6 回 話法の助動詞、未来、zu 不定詞についての説明をする。 
7 回 話法の助動詞、未来、zu 不定詞について復習するとともに、練習問題に関
する解説をする。 
8 回 文章読解を通じて、話法の助動詞、未来、zu 不定詞についての理解が進む
よう、さらに詳しい説明をする。 
9 回 動詞の３基本形、過去⼈称変化についての説明をする。 
10 回 動詞の３基本形、過去⼈称変化について復習するとともに、練習問題に関
する解説をする。 
11 回 文章読解を通じて、動詞の３基本形、過去⼈称変化についての理解が進む
よう、さらに詳しい説明をする。 
12 回 現在完了についての説明をする。 
13 回 現在完了について復習するとともに、練習問題に関する解説をする。 
14 回 文章読解を通じて、現在完了についての理解が進むよう、さらに詳しい説
明をする。 
15 回 定期試験に向けての総括をする。 

準備学習 1 回 Ｌｅｋｔｉｏｎ ６ ２７ページを読んで、形容詞の変化について質問事項
を整理しておくこと。 
2 回 Ｌｅｋｔｉｏｎ ６ ２９ページの練習問題に出てくる単語の意味を独和辞
典で確認しておくこと。 
3 回 Ｌｅｋｔｉｏｎ ７ ３１ページを読んで、分離動詞・非分離動詞、副文に
ついて質問事項を整理しておくこと。 
4 回 Ｌｅｋｔｉｏｎ ７ ２９ページの練習問題に出てくる単語の意味を独和辞
典で確認しておくこと。 
5 回 Ｌｅｋｔｉｏｎ ７ ２８ページの文章に出てくる単語の意味を独和辞典で
確認しておくこと。 
6 回 Ｌｅｋｔｉｏｎ ８ ３５ページを読んで、話法の助動詞、未来、zu 不定詞
について質問事項を整理しておくこと。 
7 回 Ｌｅｋｔｉｏｎ ８ ３７ページの練習問題に出てくる単語の意味を独和辞
典で確認しておくこと。 
8 回 Ｌｅｋｔｉｏｎ ８ ３６ページの文章に出てくる単語の意味を独和辞典で



確認しておくこと。 
9 回 Ｌｅｋｔｉｏｎ ９ ３９ページを読んで、動詞の３基本形、過去⼈称変化
について質問事項を整理しておくこと。 
10 回 Ｌｅｋｔｉｏｎ ９ ４１ページの練習問題に出てくる単語の意味を独和
辞典で確認しておくこと。 
11 回 Ｌｅｋｔｉｏｎ ９ ４０ページの文章に出てくる単語の意味を独和辞典
で確認しておくこと。 
12 回 Ｌｅｋｔｉｏｎ １０ ４３ページを読んで、現在完了について質問事項
を整理しておくこと。 
13 回 Ｌｅｋｔｉｏｎ １０ ４５ページの練習問題に出てくる単語の意味を独
和辞典で確認しておくこと。 
14 回 Ｌｅｋｔｉｏｎ １０ ４４ページの文章に出てくる単語の意味を独和辞
典で確認しておくこと。 
15 回 Ｌｅｋｔｉｏｎ ６〜１０を復習し、質問事項を整理しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB151E1 
成績評価 各 Unit ごとに実施する小テスト４０％、学期末テスト６０％により、成績を評

価する。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜12),機械システム工学科(〜12),知能機械工学科(〜12),建

築学科(〜12),工学プロジェクトコース(〜12),建築学科(〜12) 
見出し FB151E1 英語Ⅰ 
担当教員名 林 玉美＊ 
単位数 2 
教科書 “Aim High for the TOEIC Test” 

Kayoko Shiomi, Richard Silver, Naohiro Takita 
SEIBIDO (成美堂） 
ISBN 978-4-7919-5087-4 

アクティブラーニング  
キーワード Grammer, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 後期も、文法事項の解説には十分時間を割く予定であるが、最後のユニットまで

完了するためには、授業のスピードアップも必要となるので、予習をしっかりし
て、授業に備えてほしい。 

科目名 英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし。 
授業形態 講義 
注意備考 積極的な授業参加、3 分の 2 以上の出席を必要とする。 
シラバスコード FB151E1 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC400 点相当以上になるような英語⼒を身につけること。 
受講者へのコメント テキストのレベルが高い上、ネイティブスピーカーのしゃべるスピードが速いの

で、予習は必ずしてほしい。 
受講生の多くは、TOEIC 英語の学習に必要な英語の基礎⼒が備わっているので、
予習、復習をしっかりすることで、相当の得点アップが望める。 
卒業までに、自分に合った方法で段階的に目標スコアをクリアしていき、就職に
役立ててもらいたい。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ビジネスや海外生活の体験がない１年生には、TOEIC 英語の設定場面は未知な
ものが多く、また、使用されている慣用表現やビジネス用語もわかりにくかった
ようだが、自分なりに努⼒したという認識があるようだ。 



英文科目名 English I 
関連科目 英語Ⅱ、 科学英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、 英会話Ⅰ・Ⅱ、 TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 前期に引き続き、重要単語の解説プリントは配布する予定である。 

単語テストの出題数は、前期より、10 問増えて 30 問になる予定である。 
講義目的 聞き、話し、読み、書く、という４技能を用いた総合的なコミュニケーション能

⼒を養成する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。テキストの紹介と学習目的について説明する。 

TOEIC のプレテストをする。 
2 回 Unit 1 ー “Shopping” Part 1 ~ 4 Listening 
写真描写問題（物の状態と場所）、応答問題（Yes・No 疑問文）、会話問題（聞き
間違いやすい数字）、説明文問題（アナウンス情報の聞き取り／日にち）につい
て、リスニングのウォームアップ練習をした後、実践問題をする。 
3 回 Unit 1 ー “Shopping” Part 5 ~ 7 Reading 
短文⽳埋め問題（名詞／加算・不加算名詞）、⻑文⽳埋め問題（セールへの招待
状）、読解問題（文書の目的と条件）について、文法解説をした後、リーディング
の実践問題をする。 
4 回 Unit 2 ー “Restaurant” Part 1 ~ 4 Listening 
写真描写問題（１⼈の⼈物の動作）、応答問題（肯定・平叙文）、会話問題（数字
／住所・番地）、説明文問題（アナウンス情報の聞き取り／電話番号）について、
リスニングのウォームアップ練習をした後、実践問題をする。 
5 回 Unit 2 ー “Restaurant” Part 5 ~ 7 Reading 
短文⽳埋め問題（名詞・冠詞）、⻑文⽳埋め問題（レストラン情報・案内）、読解
問題（２文書の関連）について、文法解説をした後、リーディングの実践問題を
する。 
6 回 Unit 3 ー “Entertainment” Part 1 ~ 4 Listening 
写真描写問題（複数⼈物の動作）、応答問題（否定・平叙文）、会話問題（名前と
綴り）、説明文問題（芸能ニュース情報の聞き取り／ｗh-情報）について、リスニ
ングのウォームアップ練習をした後、実践問題をする。 
7 回 Unit 3 ー “Entertainment” Part 5 ~ 7 Reading 
短文⽳埋め問題（接続詞・副詞）、⻑文⽳埋め問題（チケット購入方法／指示文）、
読解問題（文書の主題と詳細情報／skimming）について、文法解説をした後、リ
ーディングの実践問題をする。 
8 回 Unit 4 ー “Job Hunting” Part 1 ~ 4 Listening 
写真描写問題（１⼈の⼈物の動作と状況）、応答問題（否定・疑問文）、会話問題
（can と can't の聞き取り）、説明文問題（アドバイス要点の聞き取り／キーワー
ド：動詞・副詞）について、リスニングのウォームアップ練習をした後、実践問
題をする。 
9 回 Unit 4 ー “Job Hunting” Part 5 ~ 7 Reading 
短文⽳埋め問題（接続詞／句）、⻑文⽳埋め問題（カバーレター）、読解問題（文
書の概要把握／skimming）について、文法解説をした後、リーディングの実践問
題をする。 



10 回 Unit 5 ー “Hotel Stay” Part 1 ~ 4 Listening 
写真描写問題（物の状態と位置）、応答問題（付加疑問文）、会話問題（音のリエ
ゾン／chech in・chichen）、説明文問題（案内説明の聞き取り／wh-情報）につい
て、リスニングのウォームアップ練習をした後、実践問題をする。 
11 回 Unit 5 ー “Hotel Stay” Part 5 ~ 7 Reading 
短文⽳埋め問題（形容詞／比較級・最上級）、⻑文⽳埋め問題（ホテル宿泊客への
歓迎挨拶文）、読解問題（２文書の概要把握と数字の拾い読み／skimming）につ
いて、文法解説をした後、リーディングの実践問題をする。 
12 回 Unit 6 ー “Business” Part 1 ~ 4 Listening 
写真描写問題（１⼈の⼈物の動作と場所）、応答問題（What 疑問文）、会話問題
（考えや気持ちを表す表現）、説明文問題（ビジネスニュースのヘッドラインの
聞き取り／固有名詞・数字）について、リスニングのウォームアップ練習をした
後、実践問題をする。 
13 回 Unit 6 ー “Business” Part 5 ~ 7 Reading 
短文⽳埋め問題（動詞の時制）、⻑文⽳埋め問題（ビジネスレター／謝罪文）、読
解問題（要件の整理）について、文法解説をした後、リーディングの実践問題を
する。 
14 回 Review Test 1 ー Unit 1 ~ 3 Listening・Reading 
前期で学習した TOEIC テストの熟達度を確認するために、リスニングとリーデ
ィングの復習問題を各自する。 
15 回 Review Test 2 ー Unit 4 ~ 6 Listening・Reading  
前期で学習した TOEIC テストの熟達度を確認するために、リスニングとリーデ
ィングの復習問題を各自する。 

準備学習 1 回 テキストを持参すること。 
Contents と Introduction を読んでおくこと。 
2 回 Unit 1、Listening を予習し、わからない単語を調べて、ノートに書き出し
ておくこと。 
3 回 Unit 1、Reading を予習し、わからない単語を調べて、ノートに書き出して
おくこと。 
小テスト“Close Listening, Unit 1”を各自行い、提出すること。 
4 回 Unit 2、Listening を予習し、わからない単語を調べて、ノートに書き出し
ておくこと。 
小テスト“語彙＆文法復習小テスト, Unit 1”を各自行い、提出すること。 
5 回 Unit 2、Reading を予習し、わからない単語を調べて、ノートに書き出して
おくこと。 
小テスト“Close Listening, Unit 2”を各自行い、提出すること。 
6 回 Unit 3、Listening を予習し、わからない単語を調べて、ノートに書き出し
ておくこと。 
小テスト“語彙＆文法復習小テスト, Unit 2”を各自行い、提出すること。 
7 回 Unit 3、Reading を予習し、わからない単語を調べて、ノートに書き出して
おくこと。 
小テスト“Close Listening, Unit 3”を各自行い、提出すること。 



8 回 Unit 4、Listening を予習し、わからない単語を調べて、ノートに書き出し
ておくこと。 
小テスト“語彙＆文法復習小テスト, Unit 3”を各自行い、提出すること。 
9 回 Unit 4、Reading を予習し、わからない単語を調べて、ノートに書き出して
おくこと。 
小テスト“Close Listening, Unit 4”を各自行い、提出すること。 
10 回 Unit 5、Listening を予習し、わからない単語を調べて、ノートに書き出し
ておくこと。 
小テスト“語彙＆文法復習小テスト, Unit 4”を各自行い、提出すること。 
11 回 Unit 5、Reading を予習し、わからない単語を調べて、ノートに書き出し
ておくこと。 
小テスト“Close Listening, Unit 5”を各自行い、提出すること。 
12 回 Unit 6、Listening を予習し、わからない単語を調べて、ノートに書き出し
ておくこと。 
小テスト“語彙＆文法復習小テスト, Unit 5”を各自行い、提出すること。 
13 回 Unit 6、Reading を予習し、わからない単語を調べて、ノートに書き出し
ておくこと。 
小テスト“Close Listening, Unit 6”を各自行い、提出すること。 
14 回 Review Test 1 を各自行うこと。 
小テスト“語彙＆文法復習小テスト, Unit 6”を各自行い、提出すること。 
15 回 Review Test 2 を各自行うこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB151E2 
成績評価 各 Unit ごとに実施する小テスト４０％、学期末テスト６０％により、成績を評

価する。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜12),機械システム工学科(〜12),知能機械工学科(〜12),建

築学科(〜12),工学プロジェクトコース(〜12),建築学科(〜12) 
見出し FB151E2 英語Ⅱ 
担当教員名 林 玉美＊ 
単位数 2 
教科書 “Aim High for the TOEIC Test” 

Kayoko Shiomi, Richard Silver, Naohiro Takita 
SEIBIDO (成美堂） 
ISBN 978-4-7919-5087-4 

アクティブラーニング  
キーワード Grammer, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 難しかったようですが、とにかく頑張ったのだから、今後の英語学習に生かして

いってほしい。 
科目名 英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし。 
授業形態 講義 
注意備考 積極的な授業参加、3 分の 2 以上の出席を必要とする。 
シラバスコード FB151E2 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC400 点相当以上になるような英語⼒を身につけること。 
受講者へのコメント ＴＯＥＩＣ英語は、慣れれば決して難しいものではなく、ビジネスや異文化交流

の場面で必須の単語や表現ばかりなので、1 年間授業で学習したことを足がかり
に今後も積極的に挑戦していってほしい。やればやるほど、得点は伸びますよ。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ビジネスや異文化習慣を扱った英語には慣れていない上に、テキストのレベルが
高く、授業の目標を達成できたと感じた学生が少ないのは理解できる。したがっ
て、満足感も必ずしも得られなかったと思うが、それでも、課題に一生懸命取り
組み、ＴＯＥＩＣへの理解が深まったと感じている学生は多いようだ。 

英文科目名 English II 
関連科目 英語Ⅰ、 科学英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、 英会話Ⅰ・Ⅱ、 TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 テキストがハイレベルだったので、完全にやることより、得点を伸ばすために必



要な基本的知識をしっかり身につけることを重視して、残りは自主的な取り組み
によってやっていけるよう、サポートしていきたい。 

講義目的 聞き、話し、読み、書く、という４技能を用いた総合的なコミュニケーション能
⼒を養成する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Unit 7 ー “Sports” Part 1 ~ 4 Listening 

写真描写問題（複数⼈物の動作と状況）、応答問題（Who・Which 疑問文）、会話
問題（音のリダクション／want to）、説明文問題（スポーツニュースの聞き取り
／選手・チーム名・点数）について、リスニングのウォームアップ練習をした後、
実践問題をする。 
2 回 Unit 7 ー “Sports” Part 5 ~ 7 Reading 
短文⽳埋め問題（動名詞・分詞）、⻑文⽳埋め問題（ファンへの感謝状）、読解問
題（詳細な説明内容の把握）について、文法解説をした後、リーディングの実践
問題をする。 
3 回 Unit 8 ー “Education” Part 1 ~ 4 Listening 
写真描写問題（複数⼈物の動作と状態）、応答問題（Where 疑問文）、会話問題（音
のリダクション／going to）、説明文問題（ニュース発表の聞き取り／分数・パー
セント）について、リスニングのウォームアップ練習をした後、実践問題をする。 
4 回 Unit 8 ー “Education” Part 5 ~ 7 Reading 
短文⽳埋め問題（to 不定詞）、⻑文⽳埋め問題（セミナー案内状）、読解問題（各
パートの内容理解）について、文法解説をした後、リーディングの実践問題をす
る。 
5 回 Unit 9 ー “Services” Part 1 ~ 4 Listening 
写真描写問題（複数⼈物の動作・場所・周りの状況）、応答問題（when 疑問文）、
会話問題（can のいろいろな意味／能⼒・許可・依頼・可能性・推量）、説明文問
題（宣伝内容の聞き取り／会社名・サービス内容）について、リスニングのウォ
ームアップ練習をした後、実践問題をする。 
6 回 Unit 9 ー “Services” Part 5 ~ 7 Reading 
短文⽳埋め問題（助動詞）、⻑文⽳埋め問題（ビジネスレター／勧誘・依頼文）、
読解問題（指示文の理解）について、文法解説をした後、リーディングの実践問
題をする。 
7 回 Unit 10 ー “Housing” Part 1 ~ 4 Listening 
写真描写問題（物の状態と位置）、応答問題（How 疑問文）、会話問題（住居の種
類と⻑所・短所）、説明文問題（アナウンスの聞き取り／位置関係：部屋のレイア
ウト）について、リスニングのウォームアップ練習をした後、実践問題をする。 
8 回 Unit 10 ー “Housing” Part 5 ~ 7 Reading 
短文⽳埋め問題（関係代名詞）、⻑文⽳埋め問題（住宅見学会のお知らせ文）、読
解問題（情報内容の推測）について、文法解説をした後、リーディングの実践問
題をする。 
9 回 Unit 11 ー “Environment” Part 1 ~ 4 Listening 
写真描写問題（建物の状態・周りの状況・風景）、応答問題（Why 疑問文）、会話
問題（事実と意見／fact・opinion）、説明文問題（（説明の聞き取り／直接表現・



比喩表現）について、リスニングのウォームアップ練習をした後、実践問題をす
る。 
10 回 Unit 11 ー “Environment” Part 5 ~ 7 Reading 
短文⽳埋め問題（関係副詞）、⻑文⽳埋め問題（節水協⼒のお知らせ・依頼文）、
読解問題（書き手の意図と読み手の行動推測）について、文法解説をした後、リ
ーディングの実践問題をする。 
11 回 Unit 12 ー “Vacation” Part 1 ~ 4 Listening 
写真描写問題（複数⼈物の動作・周りの状況・風景）、応答問題（依頼・提案文）、
会話問題（行きたい所・したいこと）、説明文問題（アナウンスの聞き取り・置き
換え表現／paraphrase）について、リスニングのウォームアップ練習をした後、
実践問題をする。 
12 回 Unit 12 ー “Vacation” Part 5 ~ 7 Reading 
短文⽳埋め問題（仮定法）、⻑文⽳埋め問題（観光情報案内）、読解問題（２文書
の概要把握と情報の拾い読み／skimming・scanning）について、文法解説をした
後、リーディングの実践問題をする。 
13 回 Review Test 2 ー Unit 7 ~ 9 Listening・Reading 
後期で学習した TOEIC テストの熟達度を確認するために、リスニングとリーデ
ィングの復習問題を各自する。 
14 回 Review Test 3 ー Unit 10 ~ 12 Listening・Reading 
後期で学習した TOEIC テストの熟達度を確認するために、リスニングとリーデ
ィングの復習問題を各自する。 
15 回 Review Test の結果を各パートごとに見直し、各自弱点を確認する。  
TOEIC のポストテストをする。 

準備学習 1 回 テキストを持参すること。 
Unit 7、Listening を予習し、わからない単語を調べて、ノートに書き出しておく
こと。 
2 回 Unit 7、Reading を予習し、わからない単語を調べて、ノートに書き出して
おくこと。 
小テスト“Close Listening, Unit 7”を各自行い、提出すること。 
3 回 Unit 8、Listening を予習し、わからない単語を調べて、ノートに書き出し
ておくこと。 
小テスト“語彙＆文法復習小テスト, Unit 7”を各自行い、提出すること。 
4 回 Unit 8、Reading を予習し、わからない単語を調べて、ノートに書き出して
おくこと。 
小テスト“Close Listening, Unit 8”を各自行い、提出すること。 
5 回 Unit 9、Listening を予習し、わからない単語を調べて、ノートに書き出し
ておくこと。 
小テスト“語彙＆文法復習小テスト, Unit 8”を各自行い、提出すること。 
6 回 Unit 9、Reading を予習し、わからない単語を調べて、ノートに書き出して
おくこと。 
小テスト“Close Listening, Unit 9”を各自行い、提出すること。 
7 回 Unit 10、Listening を予習し、わからない単語を調べて、ノートに書き出し



ておくこと。 
小テスト“語彙＆文法復習小テスト, Unit 9”を各自行い、提出すること。 
8 回 Unit 10、Reading を予習し、わからない単語を調べて、ノートに書き出し
ておくこと。 
小テスト“Close Listening, Unit 10”を各自行い、提出すること。 
9 回 Unit 11、Listening を予習し、わからない単語を調べて、ノートに書き出し
ておくこと。 
小テスト“語彙＆文法復習小テスト, Unit 10”を各自行い、提出すること。 
10 回 Unit 11、Reading を予習し、わからない単語を調べて、ノートに書き出し
ておくこと。 
小テスト“Close Listening, Unit 11”を各自行い、提出すること。 
11 回 Unit 12、Listening を予習し、わからない単語を調べて、ノートに書き出
しておくこと。 
小テスト“語彙＆文法復習小テスト, Unit 11”を各自行い、提出すること。 
12 回 Unit 12、Reading を予習し、わからない単語を調べて、ノートに書き出し
ておくこと。 
小テスト“Close Listening, Unit 12”を各自行い、提出すること。 
13 回 Review Test 2 を各自行うこと。 
小テスト“語彙＆文法復習小テスト, Unit 12”を各自行い、提出すること。 
14 回 Review Test 3 を各自行うこと。 
15 回 Review Test の結果を見直し、分からない箇所をノートに書き出しておく
こと。 

 



年度 2012 
授業コード FB151F1 
成績評価 小テスト・ワークシート等(20%)、レポート・課題(30%)、定期試験(50%)として

評価する。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜12),機械システム工学科(〜12),知能機械工学科(〜12),建

築学科(〜12),工学プロジェクトコース(〜12),建築学科(〜12) 
見出し FB151F1 英語Ⅰ 
担当教員名 ⻄川 憲一 
単位数 2 
教科書 SUCCESSFUL KEYS TO THE TOEIC TEST 1 [Second Edition]／桐原書店・

Pearson Longman 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 本講義で取り上げている内容として TOEIC があります。TOEIC、特にリスニン

グ・セクションでは音声を聴いて答えるわけですが、なかなか言われている英文
が頭に浮かんでこないこともあるでしょう。読み上げられた英文を視覚的に確認
することで、音のつながり方、音と文字(または語句)との関係などを理解してほ
しいので、リスニング・セクションのところではスクリーンによる提示も併せて
行いながら説明をしています。自由記述でのコメント欄から、こういった取り組
みを役立ててもらえていることがうかがえて、当方としてもうれしく思ってい 

科目名 英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 各自の専門分野の学習と同様重要なものであるとの意識で臨むこと。また、自己

の知識や見識を深めるよう努⼒すること。講義時には辞書を携行することが望ま
しい。説明のためにパワーポイント等の電子教材をプロジェクターなどで提示す
る場合がある。 

シラバスコード FB151F1 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC 300 点相当以上となるような英語⼒を身につけること。 
受講者へのコメント １・2 時限目ということもあり、開始時間に間に合わない⼈も時折見かけました。

また、欠席が目立つ⼈もいます。大学の講義は「自らがどのように取り組むか」
によって多くのことを得られるかどうかが大きく変わってきます。そして得よう
とした⼈と得ようとしなかった⼈との差は決して小さくはありません。後期は大
学生活にも慣れてきたり、また季節的には寒い時期に向かいます。今一度、気を
引き締めて後期の講義に臨んでください。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への  



対応 
各項目評価に対する所見 概ね好評価をいただき、「理解が深まった」との回答も多く、ありがとうございま

す。みなさんの学習がより深まるように後期も取り組みたいと思います。さて、
初めて見る語句や不明の語句はあらかじめ調べておくことが大切ですし、一通り
問題を解いてみてから講義に臨むことでより理解が深まることもあります。今回
十分にできていなかったと感じている⼈は後期取り組んでみましょう。もちろ
ん、質問も歓迎です。一緒に取り組んでいきましょう。 

英文科目名 English I 
関連科目 英語Ⅱ, 科学英語Ⅰ/Ⅱ/Ⅲ/Ⅳ, 英会話Ⅰ/Ⅱ, TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 みなさんの学習がより深まるようにいろいろ取り組みたいと思います。 
講義目的 4 技能を用いた日常的コミュニケーション能⼒の養成を目指す。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  Orientation and Introduction 

2 回  Unit 1 Daily Life (1) 
3 回  Unit 1 Daily Life (2) 
4 回  Unit 2 Places (1) 
5 回  Unit 2 Places (2) 
6 回  Unit 3 People (1) 
7 回  Unit 3 People (2) 
8 回  Review (Units 1, 2, and 3) 
9 回  Unit 4 Travel (1) 
10 回  Unit 4 Travel (2) 
11 回  Unit 5 Business (1) 
12 回  Unit 5 Business (2) 
13 回  Unit 6 Office (1) 
14 回  Unit 6 Office (2) 
15 回  Review (Units 4, 5, and 6) 

準備学習 1 回 シラバスの内容をよく確認し、本講義の学習内容および過程を把握してお
くこと。 
2 回 事前に Warm-up の各問題 (Check Your Vocaburary!/Word Association) 
を解答して各語句が表す意味・概念を理解しておくこと。また、これらの語句や 
p.1, p.2 で示されているポイント(囲み部分)などを参考にして、本章のテーマに
ついて把握しておくこと。 
3 回 p.4 で示されているポイント (囲み部分) を読んで理解しておくこと。加え
て、Tips で取り上げられている文法事項の内容・概念を確認し、また、広告を読
む場合の注意点はどこかを予測しておくこと。 
4 回 事前に Warm-up の各問題 (Check Your Vocaburary!/Word Association) 
を解答して各語句が表す意味・概念を理解しておくこと。また、これらの語句や 
p.7, p.8 で示されているポイント (囲み部分) などを参考にして、本章のテーマ
について把握しておくこと。 
5 回 カードを読む場合の注意点を考えながら、あらかじめ各問題の英文を読み、
大事だと思われる箇所はどこか見当をつけておくこと。また、その英文のアウト



ラインについても大まかに把握しておくこと。 
6 回 事前に Warm-up の各問題 (Check Your Vocaburary!/Word Association) 
を解答して各語句が表す意味・概念を理解しておくこと。また、これらの語句や
p.13, p.14 で示されているポイント (囲み部分) などを参考にして、本章のテー
マについて把握しておくこと。 
7 回 p.16 で示されているポイント (囲み部分) を読んで理解しておくこと。加
えて、Tips で取り上げられている文法事項の内容・概念を確認し、また、図表か
ら読み取る場合の注意点はどこかを予測しておくこと。 
8 回 ここまでの各 Unit の内容を復習しておくこと。 
9 回 事前に Warm-up の各問題 (Check Your Vocaburary!/Word Association) 
を解答して各語句が表す意味・概念を理解しておくこと。また、これらの語句や
p.19, p.20 で示されているポイント (囲み部分) などを参考にして、本章のテー
マについて把握しておくこと。 
10 回 あらかじめ各問題の英文を読み、大事だと思われる箇所はどこか見当をつ
けておくこと。また、その英文のアウトラインについても大まかに把握しておく
こと。 
11 回 事前に Warm-up の各問題 (Check Your Vocaburary!/Word Association) 
を解答して各語句が表す意味・概念を理解しておくこと。また、これらの語句や 
p.25, p.26 で示されているポイント (囲み部分) などを参考にして、本章のテー
マについて把握しておくこと。 
12 回 p.28 で示されているポイント (囲み部分) を読んで理解しておく。加え
て、Tips で取り上げられている文法事項の内容・概念を確認し、また、通知やメ
モを読む場合の注意点はどこかを予測しておくこと。 
13 回 事前に Warm-up の各問題 (Check Your Vocaburary!/Word Association) 
を解答して各語句が表す意味・概念を理解しておくこと。また、これらの語句や
p.31, p.32 で示されているポイント (囲み部分) などを参考にして、本章のテー
マについて把握しておくこと。 
14 回 手紙を読む場合の注意点を考えながら、あらかじめ各問題の英文を読み、
大事だと思われる箇所はどこか見当をつけておくこと。また、その英文のアウト
ラインについても大まかに把握しておくこと。 
15 回 ここまでの各 Unit の内容を復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB151F2 
成績評価 小テスト・ワークシート等(20%)、レポート・課題(30%)、定期試験(50%)として

評価する。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜12),機械システム工学科(〜12),知能機械工学科(〜12),建

築学科(〜12),工学プロジェクトコース(〜12),建築学科(〜12) 
見出し FB151F2 英語Ⅱ 
担当教員名 ⻄川 憲一 
単位数 2 
教科書 SUCCESSFUL KEYS TO THE TOEIC TEST 1 [Second Edition]／桐原書店・

Pearson Longman 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 各自の専門分野の学習と同様重要なものであるとの意識で臨むこと。また、自己

の知識や見識を深めるよう努⼒すること。講義時には辞書を携行することが望ま
しい。説明のためにパワーポイント等の電子教材をプロジェクターなどで提示す
る場合がある。 

シラバスコード FB151F2 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC 300 点相当以上となるような英語⼒を身につけること。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 English II 
関連科目 英語Ⅰ, 科学英語Ⅰ/Ⅱ/Ⅲ/Ⅳ, 英会話Ⅰ/Ⅱ, TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 4 技能を用いた日常的コミュニケーション能⼒の養成を目指す。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Orientation and Introduction 

2 回 Unit 7 Technology (1) 
3 回 Unit 7 Technology (2) 



4 回 Unit 8 Personnel (1) 
5 回 Unit 8 Personnel (2) 
6 回 Unit 9 Management (1) 
7 回 Unit 9 Management (2) 
8 回 Review (Units 7, 8, and 9) 
9 回 Unit 10 Purchasing (1) 
10 回 Unit 10 Purchasing (2) 
11 回 Unit 11 Finances (1) 
12 回 Unit 11 Finances (2) 
13 回 Unit 12 Media (1) 
14 回 Unit 12 Media (2) 
15 回 Review (Units 10, 11, and 12) 

準備学習 1 回 シラバスの内容をよく確認し、本講義の学習内容および過程を把握してお
くこと。 
2 回 事前に Warm-up の各問題 (Check Your Vocaburary! / Word Association) 
を解答して各語句が表す意味・概念を理解しておくこと。また、これらの語句や 
p.37, p.38 で示されているポイント (囲み部分) などを参考にして、本章のテー
マについて把握しておくこと。 
3 回 p.40 で示されているポイント (囲み部分) を読んで理解しておくこと。加
えて、Tips で取り上げられている文法事項の内容・概念を確認し、また、図表か
ら読み取る場合の注意点はどこかを予測しておくこと。 
4 回 事前に Warm-up の各問題 (Check Your Vocaburary! / Word Association) 
を解答して各語句が表す意味・概念を理解しておくこと。また、これらの語句や 
p.43, p.44 で示されているポイント (囲み部分) などを参考にして、本章のテー
マについて把握しておくこと。 
5 回 新聞などの記事を読む場合の注意点を考えながら、あらかじめ各問題の英
文を読み、大事だと思われる箇所はどこか見当をつけておくこと。また、その英
文のアウトラインについても大まかに把握しておくこと。 
6 回 事前に Warm-up の各問題 (Check Your Vocaburary! / Word Association) 
を解答して各語句が表す意味・概念を理解しておくこと。また、これらの語句や 
p.49, p.50 で示されているポイント (囲み部分) などを参考にして、本章のテー
マについて把握しておくこと。 
7 回 p.52 で示されているポイント (囲み部分) を読んで理解しておくこと。加
えて、Tips で取り上げられている文法事項の内容・概念を確認し、また、通知お
よび告知を読む場合の注意点はどこかを予測しておくこと。 
8 回 ここまでの各 Unit の内容を復習しておくこと。 
9 回 事前に Warm-up の各問題 (Check Your Vocaburary! / Word Association) 
を解答して各語句が表す意味・概念を理解しておくこと。また、これらの語句や 
p.55, p.56 で示されているポイント (囲み部分) などを参考にして、本章のテー
マについて把握しておくこと。 
10 回 あらかじめ各問題の英文を読み、大事だと思われる箇所はどこか見当をつ
けておくこと。また、その英文のアウトラインについても大まかに把握しておく



こと。 
11 回 事前に Warm-up の各問題 (Check Your Vocaburary! / Word Association) 
を解答して各語句が表す意味・概念を理解しておくことまた、これらの語句や 
p.61, p.62 で示されているポイント (囲み部分) などを参考にして、本章のテー
マについて把握しておくこと。 
12 回 p.64 で示されているポイント (囲み部分) を読んで理解しておくこと。加
えて、Tips で取り上げられている文法事項の内容・概念を確認し、また、レシピ
から読み取る場合の注意点はどこかを予測しておくこと。 
13 回 事前に Warm-up の各問題 (Check Your Vocaburary! / Word Association) 
を解答して各語句が表す意味・概念を理解しておくこと。また、これらの語句や 
p.67, p.68 で示されているポイント (囲み部分) などを参考にして、本章のテー
マについて把握しておくこと。 
14 回 手紙を読む場合の注意点を考えながら、あらかじめ各問題の英文を読み、
大事だと思われる箇所はどこか見当をつけておくこと。また、その英文のアウト
ラインについても大まかに把握しておくこと。 
15 回 ここまでの各 Unit の内容を復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB151G1 
成績評価 試験 50％ 宿題、予習、復習小テスト 50％の合計で評価する 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜12),機械システム工学科(〜12),知能機械工学科(〜12),建

築学科(〜12),工学プロジェクトコース(〜12),建築学科(〜12) 
見出し FB151G1 英語Ⅰ 
担当教員名 下林 千賀子＊ 
単位数 2 
教科書 SUSSESSFUL KEYS TO THE TOEIC TEST1／ 

Atsushi Mizumoto, Mark D. Stafford／ 
PRASON LONGMAN 

アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特になし。Good Job。 --特にありませんでした。 
科目名 英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 英和辞書 英英辞書 The TOEIC TEST TRAINER / Cengage 
授業形態 講義 
注意備考 ３分の１以上欠席すると単位は与えられません。出席は毎回とります。 

遅刻 3 回で一回欠席とみなします。 
辞書を持参すること。宿題は必ずやってくること。 

シラバスコード FB151G1 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC300 点相当以上になるような英語⼒を身につけること。 
受講者へのコメント 毎回の課題と予習をよくやってきています。自分の英語の⼒の向上につながりま

すので、引き続き勉強してください。 
授業以外でもリスニングＣＤを繰り返し聞いて練習してください。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業時間以外の学習は 3 時間以上が 3.2％2 時間以上が 10％、1 時間程度が
29％、30 分程度が 42％で全くしなかった⼈が 4 ⼈でした。毎回課題を出してい
たので家で学習していた⼈が多かったです。 
この授業におけるあなたの成⻑については、この分野への理解が深まったが
55％、興味関心が高まったが 16％、技能が向上したが 19.4％でした。授業の満
足度は、ふつうから満足が 97％ありました。 

英文科目名 English I 
関連科目 英語Ⅱ， 科学英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ， 英会話Ⅰ・Ⅱ， TOEIC セミナー 



次回に向けての改善変更予定 一生懸命やっている⼈の中で やはり 辞書を持ってこない⼈がいます。辞書を
積極的に使いましたかの質問に対して、ＡＢ評価が 67.8％Ｃが 19.4％でＡＢＣ
が 86.2％。ＤＥが 13％、つまり 4 ⼈いました。この⼈たちは予習を全然してい
ないと答えた⼈と重なるのでしょう。 
この対策をどうするか改善するべきところです。 

講義目的 4 技能を用いた日常的コミュニケーション能⼒の養成を目指す。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Introduction: Syllabus（授業計画、テキスト、出席、予習宿題等 

                           履修上の注意の説明をする） 
Unit 1 Daily life 日常生活で使われる単語とフレーズ表現を学習する 
           リスニング練習とディクテーションをする 
2 回 Unit 1 Daily life  日常生活で使われる単語とフレーズ表現を学習する 
     文法 品詞の違いを知る／リーディング 広告を読むこととする 
3 回 Unit 2 Places--場所を表す単語とフレーズ表現を学習する  
         リスニング練習とディクテーションをする 
4 回  Unit 2 Places  場 所 を 表 す 単 語 と フ レ ー ズ 表 現 を 学 習 す る              
リーディング 注文カタログ、カードを読むこととする 
5 回 Unit 3 People  職業名に関する単語とフレーズ表現を学習する 
         リスニング練習とディクテーションをする 
6 回 Unit 3 People  職業名に関する単語とフレーズ表現を学習する 
      文法 代名詞／リーディング 図表と手紙を読むこととする 
7 回 Unit 4 Travel 旅行、出張に関する単語とフレーズ表現を学習する 
        リスニング練習とディクテーションをする 
8 回 Unit 4 Travel 旅行、出張に関する単語とフレーズ表現を学習する 
        リーディング 案内を読むこととする 
9 回 Unit5Business ビジネスシーンで使われる単語とフレーズ表現を学習する 
       リスニング練習とディクテーションをする 
10 回 Unit5 Business ビジネスシーンで使われる単語とフレーズ表現を学習する 
       文法 動詞の形／リーディング 通知メモを読むこととする 
11 回 TOEIC テスト 350 点用の練習問題をする 
リスニング、リーディングの答え合わせと解説をする 
12 回 Unit 6 Office オフィスで使われる単語とフレーズ表現を学習する 
        リスニング練習とディクテーションをする 
13 回 Unit 6 Office オフィスで使われる単語とフレーズ表現を学習する 
         リーディング 手紙を読むこととする 
14 回 Unit 7 Techhnology テクノロジー関連の単語とフレーズ表現を学習する 
         リスニング練習とディクテーションをすることとする 
15 回 Unit 7 Techhnology テクノロジー関連の単語とフレーズ表現を学習する 
           リーディング 図表と手紙を読むこととする 
16 回 前期テスト Unit 1 - Unit 7 までのテストをする 

準備学習 リスニングパートの準備として、ユニットの最初の単語とフレーズ表現を学習し
てくること。 



リーディングパートの準備として リーディングパートの問題を自分で解いて
おくこと。 
ユニットごとに配布されるプリントを宿題としてやってくること。 
小テストの勉強をすること。 

 



年度 2012 
授業コード FB151G2 
成績評価 試験 50％ 宿題、予習、復習小テスト 50％の合計で評価する 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜12),機械システム工学科(〜12),知能機械工学科(〜12),建

築学科(〜12),工学プロジェクトコース(〜12),建築学科(〜12) 
見出し FB151G2 英語Ⅱ 
担当教員名 下林 千賀子＊ 
単位数 2 
教科書 SUSSESSFUL KEYS TO THE TOEIC TEST1／ 

Atsushi Mizumoto, Mark D. Stafford／ 
PRASON LONGMAN 

アクティブラーニング  
キーワード TOEIC. Listening, Reading, Grammar, Vocabulary. 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 英和辞書 英英辞書 The TOEIC TRAINER /CENGAGE 
授業形態 講義 
注意備考 ３分の１以上欠席すると単位は与えられません。出席は毎回とります。 

遅刻 3 回で一回欠席とみなします。 
辞書を持参すること。 

シラバスコード FB151G2 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC 300 点相当以上がとれるような英語⼒を身につけること 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 English II 
関連科目 科学英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 4 技能を用いた日常的コミュニケーション能⼒の養成を目指す。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  Unit 8 Personnel ⼈事に関連する語と表現を学習する 

          リスニング練習とディクテーションをする 
2 回 Unit 8 Personnel ⼈事に関連する語と表現を学習する 
          リーディング 記事を読むこととする 



3 回 Unit 9 Management 経営に関する語と表現を学習する 
          リスニング練習、ディクテーションをする 
4 回 Unit 9 Management 経営に関する語と表現を学習をする 
       文法 接続詞を学ぶ／リーディング 通知を読むこととする 
5 回 Unit 10 Purchasing 売買に関する語と表現を学習する 
           リスニング練習、ディクテーションをする 
6 回 Unit 10 Purchasing 売買に関する語と表現を学習する 
           リーディング 手紙とレシートを読むこととする 
7 回 Unit 11 Finances 経営に関する語と表現を学習する 
          リスニング練習、ディクテーションをする 
8 回 Unit 11 Finances 経営に関する語と表現を学習する 
         文法 時制 ／リーディング レシピを読むこととする 
9 回 Unit 12 Media メディアに関する語と表現を学習する 
        リスニング練習、ディクテーションをする 
10 回 Unit 12 Media メディアに関する語と表現を学ぶ 
        リーディング 記事を読む 
11 回 Unit 13 Entertainment 娯楽に関する語と表現を学習する 
        リスニング練習、ディクテーションをする 
12 回 Unit 13 Entertainment 娯楽に関する語と表現を学習する 
       文法 前置詞 ／リーディング E メールを読むこととする 
13 回 Unit 14 Health 健康に関する語と表現を学習する 
        リスニング練習、ディクテーションをする 
14 回 Unit 14 Health 健康に関する語と表現を学習する 
         リーディング FAX を読むこととする 
15 回 Unit 15 Restaurants レストラン「に関する語と表現を学習する 
        リスニング、熟語、アンケート申込用紙を読むこととする 
16 回 前期テスト Unit 8 - Unit 15 までのテストをする 

準備学習 リスニングパートの準備として、ユニットの最初の単語とフレーズ表現を学習し
てくること。 
リーディングパートの準備として リーディングパートの問題を自分で解いて
おくこと。 
ユニットごとに配布されるプリントを宿題としてやってくること。 
小テストの勉強をすること。 

 



年度 2012 
授業コード FB151H1 
成績評価 期末試験 50%、課題（レポート）30%、プレゼンテーション 20%。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜12),機械システム工学科(〜12),知能機械工学科(〜12),建

築学科(〜12),工学プロジェクトコース(〜12),建築学科(〜12) 
見出し FB151H1 英語Ⅰ 
担当教員名 小迫 勝＊ 
単位数 2 
教科書 Successful Keys To The TOEIC Test 1 : レベル別 TOEIC テスト総合トレーニン

グ１[第 2 版]／水本篤・Mark D.Stafford／ピアソン桐原 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 細かい解説が理解を助けたとのコメントは勇気をもらった。さらに工夫をこらし

て、英語への興味、関心を覚えさせたい。「リスニングの訓練は英語の勉強をして
いる気がしない」、というコメントは理解しがたい。コミュニケーション能⼒と
して、英語の読む、書く、聞く、話す、４技能のバランスよい技能習得は必須で
あるはずである。リスニング技能向上のためのスキルは、他のスキル同様に、さ
らに高めさせる必要があると考えている。 

科目名 英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 研究社新英和中辞典 
授業形態 講義 
注意備考 授業に能動的に取り組むこと。 
シラバスコード FB151H1 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC300 点相当以上になるような英語⼒を身につけること。 
受講者へのコメント 授業の目標達成が、できた、あるいは、だいたいできた、学生が合わせて５７．

５％、半分程度が３３％である。もっと向上させるために、授業中に理解できな
かったことへの質問なり、説明をもっと詳しくしてほしいなどの要望、あるいは、
教員に求める事柄など、遠慮しないで発言して欲しい。 

連絡先 教務課 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業以外の学習を２時間程度している学生が６％、１時間程度が２４＆％であっ
た。３０分程度が３９％で、あわせて７０％ほどである。もう少し時間を増やす
ように指導したい。宿題など課題に取り組んだのが６０％強、課題以外の学習に
取り組んだのが９％、授業などで示された材料で学習したのが９％というのは、
ある程度評価できる。しかし、もう少し、数字をあげたい。英語への理解が深ま
ったのが５４．５％、興味、関心が高まったのが１８％、技能が向上したのが同



じく１８％であった。この結果は少なからず評価できるが、さらに高めてゆきた
い。 

英文科目名 English I 
関連科目 英語 II、科学英語 I・II・III・IV、英会話 I・II、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 理解しやすいように、説明にもっと工夫をこらす要望が１２％あるので、さらに

興味をもてるように工夫をこらしたい。しかしその一方で、１回の授業で扱う量
が少ないと感じている学生が９％いる。到達度の違う学生をどちらも満足しても
らうのは、容易いことではないが、工夫をこらしたい。教科書のレベルがもう少
し高くてもよい学生が９％いる。教科書の内容をより高くすべく、さらに高度の
情報を盛り込みたい。 

講義目的 4 技能を用いた日常的コミュニケーション能⼒の養成を目指す。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。講義内容と進め方の説明をする。 

Unit 1 の問題を解き、解説をする。 
3 回 Unit 2 の問題を解き、解説をする。 
5 回 Unit 3 の問題を解き、解説をする。 
7 回 Unit 4 の問題を解き、解説をする。 
9 回 Unit 5 の問題を解き、解説をする。 
11 回 Unit 6 の問題を解き、解説をする。 
13 回 Unit 7 の問題を解き、解説をする。 
15 回 Unit 8（前半）の問題を解き、解説をする。 

準備学習 1 回 Unit 1 の予習をすること。 
3 回 Unit 1 の復習をし、Unit 2 の予習をすること。 
5 回 Unit 2 の復習をし、Unit 3 の予習をすること。 
7 回 Unit 3 の復習をし、Unit 4 の予習をすること。 
9 回 Unit 4 の復習をし、Unit 5 の予習をすること。 
11 回 Unit 5 の復習をし、Unit 6 の予習をすること。 
13 回 Unit 6 の復習をし、Unit 7 の予習をすること。 
15 回 Unit 7 の復習をし、Unit 8 の予習をすること。 

 



年度 2012 
授業コード FB151H2 
成績評価 期末試験 50%、課題（レポート）30%、プレゼンテーション 20%。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜12),機械システム工学科(〜12),知能機械工学科(〜12),建

築学科(〜12),工学プロジェクトコース(〜12),建築学科(〜12) 
見出し FB151H2 英語Ⅱ 
担当教員名 小迫 勝＊ 
単位数 2 
教科書 Successful Keys To The TOEIC Test 1 レベル別 TOEIC テスト総合トレーニン

グ１／水本 篤・Mark D.Stafford／ピアソン桐原 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary,Communication,TOEIC 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「わかりやすい授業だった」とのコメントは今後の方針への一つの指標となりあ

りがたい。 
科目名 英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 研究社新英和中辞典 
授業形態 講義 
注意備考 授業に能動的に臨むこと。 
シラバスコード FB151H2 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC300 点相当以上になるような英語⼒を身につけること。 
受講者へのコメント 教室での質問やコメントが皆無であった。その都度、授業のスピードや難易度な

ど自由に意見を寄せて欲しい。 
連絡先 教務課 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この授業の満足度が普通であったとの評価が 31.3%、やや不満が 6.3%であった
ことに注目したい。また、１回の授業で扱う量が少ないが 9.4&%であった点も注
目したい。 

英文科目名 English II 
関連科目 英語 I、科学英語 I・II・III・IV、英会話 I・II、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 授業の進度をもう少しあげてゆきたい。 
講義目的 4 技能を用いた日常的コミュニケーション能⼒の養成を目指す。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション：授業の内容と進め方について説明する。 

Unit 8（後半）の問題を解き、解説をする。 
2 回 Unit 9 の問題を解き、解説をする。 



4 回 Unit 10 の問題を解き、解説をする。 
6 回 Unit 11 の問題を解き、解説をする。 
8 回 Unit 12 の問題を解き、解説をする。 
10 回 Unit 13 の問題を解き、解説をする。 
12 回 Unit 14 の問題を解き、解説をする。 
14 回 Unit 15 の問題を解き、解説をする。 

準備学習 1 回 Unit 8 の前半を復習し、後半を予習すること。 
2 回 Unit 8 の復習をし、Unit 9 の予習をすること。 
4 回 Unit 9 の復習をし、Unit 10 の予習をすること。 
6 回 Unit 10 の復習をし、Unit 11 の予習をすること。 
8 回 Unit 11 の復習をし、Unit 12 の予習をすること。 
10 回 Unit 12 の復習をし、Unit 13 の予習をすること。 
12 回 Unit 13 の復習をし、Unit 14 の予習をすること。 
14 回 Unit 14 の復習をし、Unit 15 の予習をすること。 

 



年度 2012 
授業コード FB151J1 
成績評価 定期試験（８０％） 課題提出（２０％） 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜12),機械システム工学科(〜12),知能機械工学科(〜12),建

築学科(〜12),工学プロジェクトコース(〜12),建築学科(〜12) 
見出し FB151J1 英語Ⅰ 
担当教員名 鳥越 洋子＊ 
単位数 2 
教科書 Aim High for the TOEIC Test (成美堂) 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar,Vocabulary,Communication,TOEIC 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 辞書を持ってくること。 
シラバスコード FB151J1 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC300 点相当以上になるような英語⼒を身につけること 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 English I 
関連科目 英語Ⅱ，科学英語Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ，Ⅳ，英会話Ⅰ，Ⅱ，TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ４技能を用いた日常的コミュニケーション能⼒の養成を目指す。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Unit 1 Shopping 

2 回 Unit 1 Shopping 
3 回 Unit 2 Restaurant 
4 回 Unit 2 Restaurant 
5 回 Unit 3 Entertainment 
6 回 Unit 3 Entertainment 
7 回 Review 
8 回 Unit 4 Job Hunting 



9 回 Unit 4 Job Hunting 
10 回 Unit 5 Hotel Stay 
11 回 Unit 5 Hotel Stay 
12 回 Unit 6 Business 
13 回 Unit 6 Business 
14 回 Review 
15 回 Review 

準備学習 予習としては，英文を読み，新出単語,熟語の意味を辞書で調べ，内容の概略を捉
え，付属の CD を聞いてくること。１回目はシラバスを読んでくること。２回目
以降は，前回の授業の復習をきちんとしてくること。 

 



年度 2012 
授業コード FB151J2 
成績評価 定期試験（８０％） 課題提出（２０％） 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜12),機械システム工学科(〜12),知能機械工学科(〜12),建

築学科(〜12),工学プロジェクトコース(〜12),建築学科(〜12) 
見出し FB151J2 英語Ⅱ 
担当教員名 鳥越 洋子＊ 
単位数 2 
教科書 Aim in High for the TOEIC Test (成美堂) 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar,Vocabulary,Communication,TOEIC 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 辞書を持ってくること。 
シラバスコード FB151J2 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC300 点相当以上になるような英語⼒を身につけること 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 English II 
関連科目 英語Ⅱ，科学英語Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ，Ⅳ，英会話Ⅰ，Ⅱ，TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 4 技能を用いた日常的コミュニケーション能⼒の養成を目指す 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Unit 7 Sports 

2 回 Unit 7 Sports 
3 回 Unit 8 Education 
4 回 Unit 8 Education 
5 回 Unit 9 Services 
6 回 Unit 9 Services 
7 回 Review 
8 回 Unit 10 Housing 



9 回 Unit 10 Housing 
10 回 Unit 11 Environment 
11 回 Unit 11 Environment 
12 回 Unit 12 Vacation 
13 回 Unit 12 Vacation 
14 回 Review 
15 回 Review 

準備学習 予習としては，英文を読み，新出単語,熟語の意味を辞書で調べ，内容の概略を捉
え，付属の CD を聞いてくること。前回の授業の復習をきちんとしてくること。 

 



年度 2012 
授業コード FB151K1 
成績評価 定期試験６０点、小テスト２０点、課題２０点で評価する。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜12),機械システム工学科(〜12),知能機械工学科(〜12),建

築学科(〜12),工学プロジェクトコース(〜12),建築学科(〜12) 
見出し FB151K1 英語Ⅰ 
担当教員名 ⻄前 和世＊ 
単位数 2 
教科書 First Primer 〈 Revised Edition 〉/Tetsuzo Sato, Shinji Abematsu, and many 

others/Nan'un-do 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特になし。 
科目名 英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 参考書は使用しない。 
授業形態 講義 
注意備考 毎回英和辞書を持参すること。 
シラバスコード FB151K1 
実務経験のある教員  
達成目標 基礎的な語彙⼒・文法⼒をつけること。 
受講者へのコメント 多くの学生が真面目に学習に取り組んでいる。これまで体系的に把握できなかっ

た文法事項を理解しようと努めている学生の態度は好ましい。一方でこの科目に
関心を持てない数名の学生がいるのも事実であるが、総じて楽しく授業をするこ
とができた。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 教科書は高校迄の既習文法事項の復習であるため、数名の学生は授業内容に物足
らなさを感じたようである。「教科書のレベルがもう少し高くてもよい」（３名）、
「一回の授業で扱う量が少ない」(２名）などの回答があった。全体としては授業
に対する満足度は「普通」レベルを含めて回答者数の９割に達しているので、前
期の授業状況を踏まえつつさらに授業進度を上げることに配慮したい。 

英文科目名 English I 
関連科目 英語 II. 科学英語 I・II・III・IV, 英会話 I・II, TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 後期は科学英語に繋がるように英文構造の枠組みを理解するという到達目標を

明示し、学生にその自覚を促したい。また一回の学習量を増やしていきたい。 
講義目的 語彙⼒、文法⼒をつけ、日常的コミュニケーション能⼒を養成する。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス。予習や授業の進め方について説明する。数字の読み方、基本的

な図形の英語表現を学習する。 
2 回 Let's Get Back to the Basics (pp.4〜8) の問題を解きながら基本的な英文を
復習する。 
3 回 Let's Get Back to the Basics (pp.9〜13) の問題を解きながら基本的な英文
を復習する。 
4 回 Unit 1  be 動詞について学習する。 
5 回 Unit 2 一般動詞(現在)について学習する。 
6 回 Unit 3 一般動詞(過去)について学習する。 
7 回 Unit 4 進行形について学習する。 
8 回 Unit 5 未来形について学習する。 
9 回 Unit 1〜5 までの学習内容を復習して、小テストを実施する。その後テスト
の解説をする。 
10 回 Unit 6 助動詞について学習する。 
11 回 Unit 7 名詞・冠詞について学習する。 
12 回 Unit 8 代名詞について学習する。 
13 回 Unit 9 前置詞について学習する。 
14 回 Unit 10 形容詞・副詞について学習する。 
15 回 Unit 11 比較について学習する。 

準備学習 1 回 シラバスを読んで学習過程や到達目標を確認しておくこと。 
2 回 Let's Get Back to the Basics (pp.4〜8)の日本文を英文にしておくこと。 
3 回 Let's Get Back to the Basics (pp.9〜13)の日本文を英文にしておくこと。 
4 回 Unit 1 １４ページを読んで be 動詞について予習しておくこと。 
１５ページの練習問題を解いておくこと。 
5 回 Unit 2 １７ページを読んで一般動詞(現在形)について予習しておくこと。 
１８ページの練習問題を解いておくこと。 
6 回 Unit 3 ２０ページを読んで一般動詞(過去形)について予習しておくこと。 
２１ページの練習問題を解いておくこと。 
7 回 Unit 4 ２３ページを読んで進行形について予習しておくこと。 
２４ページの練習問題解いておくこと。 
8 回 Unit 5 ２６ページを読んで未来形について予習しておくこと。 
２７ページの練習問題を解いておくこと。 
9 回 小テストに備えて Unit 1〜5 までの復習をしておくこと。 
10 回 Unit 6 ２９ページを読んで助動詞について予習しておくこと。 
３０ページの練習問題を解いておくこと。 
11 回 Unit 7 ３２ページを読んで名詞・冠詞について予習しておくこと。 
３３ページの練習問題を解いておくこと。 
12 回 Unit 8 ３５ページを読んで代名詞 について予習しておくこと。 
３６ページの練習問題を解いておくこと。 
13 回 Unit 9 ３８ページを読んで前置詞について予習しておくこと。 
３９ページの練習問題を解いておくこと。 



14 回 Unit 10 ４１ページを読んで形容詞・副詞について予習しておくこと。 
４２ぺージの練習問題を解いておくこと。 
15 回 Unit 11 ４４ページを読んで比較について予習しておくこと。 
４５ページの練習問題を解いておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB151K2 
成績評価 定期試験６０点、小テスト２０点、課題２０点で評価する。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜12),機械システム工学科(〜12),知能機械工学科(〜12),建

築学科(〜12),工学プロジェクトコース(〜12),建築学科(〜12) 
見出し FB151K2 英語Ⅱ 
担当教員名 ⻄前 和世＊ 
単位数 2 
教科書 First Primer 〈 Revised Edition 〉/Tetsuzo Sato, Shinji Abematsu, and many 

others/Nan'un-do 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 参考書は使用しない。 
授業形態 講義 
注意備考 毎回英和辞書を持参すること。 
シラバスコード FB151K2 
実務経験のある教員  
達成目標 基礎的な語彙⼒・文法⼒をつけること。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 English II 
関連科目 英語 I. 科学英語 I・II・III・IV, 英会話 I・II, TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 語彙⼒、文法⼒をつけ、日常的コミュニケーション能⼒を養成する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Unit 12 命令文・感嘆文について学習する。 

2 回 Unit 13 接続詞(I)について学習する。 
3 回 Unit 14 不定詞(I)・動名詞(I)について学習する。 
4 回 Unit 15 受動態について学習する。 
5 回 Unit 16 現在完了形について学習する。 
6 回 Unit 17 接続詞(II)・時制の一致について学習する。 
7 回 Unit 12〜17 までの学習内容を復習して、小テストを実施する。その後テス



トの解説をする。 
8 回 Unit 18 ５つの基本文型について学習する。 
9 回 Unit 19 各種疑問文について学習する。 
10 回 Unit 20 不定詞(II)について学習する。 
11 回 Unit 21 It の特別用法について学習する。 
12 回 Unit 22 分詞・動名詞(II)について学習する。 
13 回 Unit 23 関係代名詞について学習する。 
14 回 プリントを配付し読解問題を解く。 
15 回 後期の学習を復習をする。 

準備学習 1 回 Unit 12 ４７ページを読んで命令文・感嘆文について予習しておくこと。 
４８ページの練習問題を解いておくこと。 
2 回 Unit 13 ５０ページを読んで接続詞について予習しておくこと。 
５１ページの練習問題を解いておくこと。 
3 回 Unit 14 ５３ページを読んで不定詞・動名詞について予習しておくこと。 
５４ページの練習問題を解いておくこと。 
4 回 Unit 15 ５６ページを読んで受動態について予習しておくこと。 
５７ページの練習問題を解いておくこと。 
5 回 Unit 16 ５９ページを読んで現在完了形について予習しておくこと。 
６０ページの練習問題を解いておくこと。 
6 回 Unit 17 ６２ページを読んで接続詞・時制の一致について予習しておくこ
と。 
６３ぺージの練習問題を解いておくこと。 
7 回 小テストに備えて Unit 12〜17 までの復習をしておくこと。 
8 回 Unit 18 ６５ページを読んで５つの基本文型について予習しておくこと。 
６６ページの練習問題を解いておくこと。 
9 回 Unit 19 ６８ページを読んで各種疑問文について予習しておくこと。 
６９ページの練習問題を解いておくこと。 
10 回 Unit 20 ７１ページを読んで不定詞について予習しておくこと。 
７２ページの練習問題を解いておくこと。 
11 回 Unit 21 ７４ページを読んで It の特別用法について予習しておくこと。 
７５ページの練習問題を解いておくこと。 
12 回 Unit 22 ７７ページを読んで分詞・動名詞 について予習しておくこと。 
７８ページの練習問題を解いておくこと。 
13 回 Unit 23 ８０ページを読んで関係代名詞について予習しておくこと。 
８１ページの練習問題を解いておくこと。 
14 回 知らない単語を辞書で調べて、配付されたプリントを読んでくること。 
15 回 後期の学習で理解できなかった箇所を明確にしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB151L1 
成績評価 定期試験 60 点、小テスト 20 点、課題 20 点 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜12),機械システム工学科(〜12),知能機械工学科(〜12),建

築学科(〜12),工学プロジェクトコース(〜12),建築学科(〜12) 
見出し FB151L1 英語Ⅰ 
担当教員名 小野 順子＊ 
単位数 2 
教科書 First Primer <Revised Edition>（基礎からの英語入門）/佐藤哲三 他/南雲堂 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 教室が暑いという意見が寄せられた。私もそのように感じたので、温度管理をお

願いしたい。 
字を丁寧にという要望があったので以後気を付ける。 
私語がうるさいという意見があった。よく注意はしていたのだが、私語は他の学
生に迷惑であるということを徹底させたい。 

科目名 英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要なし。 
授業形態 講義 
注意備考 英語は国際語なので、将来必ず必要になります。しっかり辞書を引いて予習して

おくこと。練習問題の補足として、必要に応じてプリントを配布する。 
シラバスコード FB151L1 
実務経験のある教員  
達成目標 基礎的な語彙⼒・文法⼒をつけること。 
受講者へのコメント 予習を週２時間程度は、必ずやってきて欲しい。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 全般的に特に問題はなかった。学生は分野への理解が深まり、私の仕事ぶりに対
して高い評価を与えてくれた。しかし、大多数の学生は、課題をまじめにしてき
たが、予習に割く時間が少なかった。 

英文科目名 English I 
関連科目 英語 II、科学英語 I・II・III・IV、英会話 I・II、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 今の授業で学生からの不満はなく、満足してくれているので特に変更はない。し

かし、課題量を増やしたい。 
講義目的 語彙⼒、文法⼒をつけ、日常的コミュニケーション能⼒を養成する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 イントロダクション。この講義の目標を提示し、授業の進め方を説明する。 
2 回 be 動詞の意味を説明し、否定分と疑問文、さらに There is (are) 構文とそ
の否定文、疑問文を説明する。さらに、それらに関する文法、英作、⻑文問題を
する。 
3 回 一般動詞の現在形とその否定文、疑問文を説明する。さらに、それらに関す
る文法、英作、⻑文問題をする。 
4 回 一般動詞の過去形とその否定文、疑問文について解説する。さらに、それら
に関する文法、英作、⻑文問題をする。 
5 回 現在進行形と過去進行形、それらの否定文と疑問文を説明する。さらに、そ
れらに関する文法、英作、⻑文問題をする。 
6 回 未来形とその否定文、疑問文について説明する。さらに、それらに関する文
法、英作、⻑文問題をする。 
7 回 助動詞とその過去形について説明する。さらにそれらに関する文法、英作、
⻑文問題をする。 
8 回 小テストを実施する。名詞、冠詞について説明する。さらにそれらに関する
文法、英作、⻑文問題をする。 
9 回 代名詞について説明する。さらにそれに関する文法、英作、⻑文問題をす
る。 
10 回 前置詞について説明する。さらにそれに関する文法、英作、⻑文問題をす
る。 
11 回 第１１回 形容詞、副詞について説明する。さらにそれらに関する文法、
英作、⻑文問題をする。 
12 回 原級、比較級、最上級について説明する。 
13 回 原級、比較級、最上級に関する文法、英作、⻑文問題をする。 
14 回 命令文、感嘆文について説明する。 
15 回 命令文、感嘆文に関する文法、英作、⻑文問題をする。 
16 回 定期試験を実施する。 

準備学習 1 回 シラバスを見て、テキストとその学習内容を確認しておくこと。 
2 回 テキスト p.14、be 動詞についての解説を読んでおくこと。練習問題 p.15-
16 を解いておくこと。 
3 回 テキスト p.17、一般動詞（現在）についての解説を読んでおくこと。練習問
題 p.18-19 を解いておくこと。 
4 回 テキスト p.20、一般動詞（過去）についての解説を読んでおくこと。練習問
題 p.21-22 を解いておくこと。 
5 回 テキスト p.23、進行形についての解説を読んでおくこと。練習問題 p.24-25
を解いておくこと。 
6 回 テキスト p.26、未来形についての解説を読んでおくこと。練習問題 p.27-28
を解いておくこと。 
7 回 テキスト p.29、助動詞についての解説を読んでおくこと。練習問題 p.30-31
を解いておくこと。 
8 回 テキスト p.32、名詞、冠詞についての解説を読んでおくこと。練習問題 p.33-
34 を解いておくこと。小テストの準備をしておくこと。 



9 回 テキスト p.35、代名詞についての解説を読んでおくこと。練習問題 p.36-37
を解いておくこと。 
10 回 テキスト p.38、前置詞についての解説を読んでおくこと。練習問題 p.39-
40 を解いておくこと。 
11 回 テキスト p.41、形容詞、副詞についての解説を読んでおくこと。練習問題
p.42-43 を解いておくこと。 
12 回 テキスト p.44、比較についての解説を読んでおくこと。 
13 回 テキスト p.45-46、比較についての練習問題を解いておくこと。 
14 回 テキスト p.47、命令文、感嘆文についての解説を読んでおくこと。 
15 回 テキスト p.48-49、命令文、感嘆文についての練習問題 p.48-49 を解いて
おくこと。 
16 回 定期試験のための準備をしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB151L2 
成績評価 定期試験 60 点、小テスト 20 点、課題 20 点 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜12),機械システム工学科(〜12),知能機械工学科(〜12),建

築学科(〜12),工学プロジェクトコース(〜12),建築学科(〜12) 
見出し FB151L2 英語Ⅱ 
担当教員名 小野 順子＊ 
単位数 2 
教科書 First Primer <Revised Edition>（基礎からの英語入門）/佐藤哲三 他/南雲堂 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 質問がありませんでした。 
科目名 英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要なし。 
授業形態 講義 
注意備考 英語は国際語なので、将来必ず必要になります。しっかり辞書を引いて予習して

おくこと。練習問題の補足として、必要に応じてプリントを配布する。 
シラバスコード FB151L2 
実務経験のある教員  
達成目標 基礎的な語彙⼒・文法⼒をつけること。 
受講者へのコメント 予習、復習はしていますが、時間をかけて学習していません。授業外に学習する

時間を週当たり２時間程度はとるようにしてください。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 各項目につき、問題はありませんでした。 
英文科目名 English II 
関連科目 英語 I、科学英語 I・II・III・IV、英会話 I・II、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 変更なし。 
講義目的 語彙⼒、文法⼒をつけ、日常的コミュニケーション能⼒を養成する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 接続詞を説明し、さらに、それらに関する文法、英作、⻑文問題をする。 

2 回 不定詞・動名詞を説明し、さらに、それらに関する文法、英作、⻑文問題を
する。 
3 回 受動態を説明する。さらに、それに関する文法、英作、⻑文問題をする。 
4 回 現在完了形について解説する。さらに、それに関する文法、英作、⻑文問題
をする。 



5 回 接続詞を含む構文、時制の一致を説明する。さらに、それらに関する文法、
英作、⻑文問題をする。 
6 回 ５つの基本文型について説明する。さらに、それに関する文法、英作、⻑文
問題をする。 
7 回 各種疑問文について説明する。さらにそれらに関する文法、英作、⻑文問題
をする。 
8 回 小テストを実施する。不定詞を使った構文について説明する。 
9 回 不定詞を使った構文に関する文法、英作、⻑文問題をする。 
10 回 it の特別用法について説明する。 
11 回 it の特別用法に関する文法、英作、⻑文問題をする。 
12 回 分詞、動名詞の用法について説明する。 
13 回 分詞、動名詞に関する文法、英作、⻑文問題をする。 
14 回 関係代名詞について説明する。 
15 回 関係代名詞に関する文法、英作、⻑文問題をする。 
16 回 定期試験を実施する。 

準備学習 1 回 テキスト p.50、接続詞についての解説を読んでおくこと。練習問題 p.51-52
を解いておくこと。 
2 回 テキスト p.53、不定詞、動名詞についての解説を読んでおくこと。練習問
題 p.54-55 を解いておくこと。 
3 回 テキスト p.56、受動態についての解説を読んでおくこと。練習問題 p.57-58
を解いておくこと。 
4 回 テキスト p.59、現在完了形についての解説を読んでおくこと。練習問題 p.60-
61 を解いておくこと。 
5 回 テキスト p.62、接続詞、時制の一致についての解説を読んでおくこと。練
習問題 p.63-64 を解いておくこと。 
6 回 テキスト p.65、５つの基本文型についての解説を読んでおくこと。練習問
題 p.66-67 を解いておくこと。 
7 回 テキスト p.68、各種疑問文についての解説を読んでおくこと。練習問題 p.69-
70 を解いておくこと。 
8 回 テキスト p.71、不定詞を含む構文についての解説を読んでおくこと。小テ
ストの準備をしておくこと。 
9 回 不定詞、およびそれを含む構文に関する練習問題 p.72-73 を解いておくこ
と。 
10 回 テキスト p.74、it の特別用法についての解説を読んでおくこと。 
11 回 it の特別用法に関する練習問題 p.75-76 を解いておくこと。 
12 回 テキスト p.77、分詞、動名詞の用法についての解説を読んでおくこと。 
13 回 分詞、動名詞の用法についての練習問題 p.78-79、を解いておくこと。 
14 回 テキスト p.80、関係代名詞についての解説を読んでおくこと。 
15 回 関係代名詞についての練習問題 p.81-82 を解いておくこと。 
16 回 定期試験のための準備をしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB151M1 
成績評価 定期試験 ７０％、提出物とミニテスト ３０％ 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜12),機械システム工学科(〜12),知能機械工学科(〜12),建

築学科(〜12),工学プロジェクトコース(〜12),建築学科(〜12) 
見出し FB151M1 英語Ⅰ 
担当教員名 佐久川 豊子＊ 
単位数 2 
教科書 First Primer <Revised Edition> /Tetsuzo Sato/NAN'UN-DO 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 教科書のレベルについては、いつも最も苦慮する問題です。基本を大事にしつつ、

実際に使える英語をめざしたいと思います。 
科目名 英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 英和辞典、和英辞典 
授業形態 講義 
注意備考 日々、努⼒を積み重ねることで、着実に英語⼒を身につけることができます。授

業に前向きに参加してくれることを期待しています。 
シラバスコード FB151M1 
実務経験のある教員  
達成目標 基礎的な語彙⼒、文法⼒をつけること。 
受講者へのコメント 真面目に取り組んでいる気持ちは十分にこちらに伝わっています。疑問に思うこ

とがあれば、積極的に質問をしてほしいと思います。 
連絡先 非常勤講師室、火曜日 1,2 限および金曜日 1,2 限と 5,6 限の前後 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業時間にはほぼ熱心に取り組んでいると思うが、時間外の取り組みは少ない学
生が約半数いることがわかった。今後の課題だと思う。 

英文科目名 English I 
関連科目 英語Ⅱ、科学英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 できるだけ、興味を引き、関心を持てるような、例文や話題を考えて授業で使え

るようにしたいと思います。 
講義目的 語彙⼒、文法⼒をつけ、日常的コミュニケーション能⼒を養成する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテイション、Unit 1-1 be 動詞の基本と応用を学習する。テキスト

４−１３ページの基本的な文の問題は、各ユニットの中で随時 
取り入れて学習する。 



2 回 Unit 1-2 be 動詞、Unit 2-1 一般動詞（現在形）を学習する。 
3 回 Unit 2-2 一般動詞の応用、Unit 3-1 一般動詞（過去形）の基本を学び、話
す練習をする。 
4 回 Unit 3-2 過去形の応用を学習する。 
5 回 Unit 4-1 進行形の基本を学習し、シャドウイングなどを用いて話す練習を
する。⻑文問題を学習する。 
6 回 Unit 5-1 未来形の基本を学習する。 
7 回 Unit 5-2 未来形の応用とリスニングを学習する。 
8 回 Unit 6-1 助動詞の役割、使い方を学習する。 
9 回 Unit 6-2 助動詞の応用と話す学習する。 
10 回 Unit 7 名詞、冠詞の基本と応用を学習する。 
11 回 Unit 8 代名詞の基本と応用を学習する。 
12 回 Unit 9 前置詞の基本と応用を学習する。 
13 回 Unit 10 形容詞・副詞の基本と応用を学習する。 
14 回 Unit 11 比較の学習をする。 
15 回 Unit 12 命令文・感嘆文を学習する。今までの総復習をする。 

準備学習 1 回 テキストを購入しておくこと。Unit 1 の解らない単語を辞書で引いておく
こと。 
2 回 Unit 1 CD を聞いておくこと。 
3 回 Unit 2 単語を引いておくこと。CD をきいておくこと。 
4 回 Unit 2 英文を音読すること。 
5 回 Unit 3 単語を引き、大まかな内容を把握しておくこと。 
6 回 Unit 3 ⻑文問題の予習をしておくこと。 
7 回 Unit 4 単語を引いておくこと。 
8 回 Unit 5 単語を引き、内容を把握しておくこと。 
9 回 Unit 6 単語を引き、内容の把握をしておくこと。 
10 回 Unit 7 単語を引き、内容の 
11 回 Unit 8 単語を引き、内容の把握をしておくこと。 
12 回 Unit 9 単語を引き、ないようの把握をしておくこと。 
13 回 Unit 10 単語を引き、内容の把握をしておくこと。 
14 回 Unit 11 単語を引き、内容の把握をしておくこと。 
15 回 Unit 12 単語を引き、内容の把握をしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB151M2 
成績評価 定期試験 ７０％、 提出物とミニテスト ３０％ 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜12),機械システム工学科(〜12),知能機械工学科(〜12),建

築学科(〜12),工学プロジェクトコース(〜12),建築学科(〜12) 
見出し FB151M2 英語Ⅱ 
担当教員名 佐久川 豊子＊ 
単位数 2 
教科書 First Primer<Revised Edition> /Tetsuzo Sato/Nan'un-do 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 英和辞典、和英辞典 
授業形態 講義 
注意備考 日々の努⼒の積み重ねが着実な理解と英語⼒の向上につながります。積極的に授

業に参加してくれることを期待しています。 
シラバスコード FB151M2 
実務経験のある教員  
達成目標 基礎的な語彙⼒、文法⼒をつけること。 
受講者へのコメント  
連絡先 非常勤講師室 火曜日 1,2 限、金曜日 1,2 限と 5,6 限の前後 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 English II 
関連科目 英語Ⅰ、 科学英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 語彙⼒、文法⼒をつけ、日常的コミュニケーション能⼒を養成する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Unit 13 接続詞の基本と応用を学習する。 

2 回 Unit 14-1 不定詞、動名詞の基本を学習する。 
3 回 Unit 14-2 不定詞、動名詞の応用を学習する。 
4 回 Unit 15 受動態の基本と応用を学習する。 
5 回 Unit 16-1 現在完了形の基本を学習する。 
6 回 Unit 16-2 現在完了形の応用を学習する。 
7 回 Unit 17 接続詞、時制の一致を学習する。 



8 回 Unit 18 ５文型を学習する。 
9 回 Unit 19 疑問文に関する学習をする。 
10 回 Unit 20 不定詞の応用を学習する。 
11 回 Unit 21 It の特別用法について学習する。 
12 回 Unit 22-1 分詞、動名詞についての基本を学習する。 
13 回 Unit 22-2 分詞、動名詞の応用を学習する。 
14 回 Unit 23-1 関係代名詞の基本の学習をする。 
15 回 Unit 23-2 関係代名詞の応用を学習する。後期の総復習をする。 

準備学習 各回の講義内容に即して、その Unit の単語で解らないものを辞書で調べておき、
大まかに内容を把握しておくこと。また、CD を聞いておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB151N1 
成績評価 定期試験(80％)、小テスト(20％)により行う。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜12),機械システム工学科(〜12),知能機械工学科(〜12),建

築学科(〜12),工学プロジェクトコース(〜12),建築学科(〜12) 
見出し FB151N1 英語Ⅰ 
担当教員名 大野 浩恵＊ 
単位数 2 
教科書 English Ace(コミュニケーションのための実践基礎英語)／山本厚子・大須賀直

子・真野千佳子・岡本京子・Benedict Rowlett／成美堂 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない。 
授業形態 講義 
注意備考 必ず英和辞書を持参すること。 
シラバスコード FB151N1 
実務経験のある教員  
達成目標 基礎的な語彙⼒・文法⼒をつけること。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 English I 
関連科目 英語Ⅱ、科学英語Ⅰ･Ⅱ･Ⅲ･Ⅳ、英会話Ⅰ･Ⅱ、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 語彙⼒、文法⼒をつけ、日常的コミュニケーション能⼒の基礎を養成する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Orientation 

Unit 1: My Hometown 
2 回 Unit 1: My Hometown 
3 回 Unit 1 Review 
Unit 2: Hobbies 
4 回 Unit 2: Hobbies 
5 回 Unit 2 Review 



Unit 3: Shopping 
6 回 Unit 3: Shopping 
7 回 Unit 3 Review 
Unit 4: Nature Quiz 
8 回 Unit 4: Nature Quiz 
9 回 Unit 4 Review 
Unit 5: Dream House 
10 回 Unit 5: Dream House 
11 回 Unit 5 Review 
Unit 6: Food 
12 回 Unit 6: Food 
13 回 Unit 6 Review 
Unit 7: First Date 
14 回 Unit 7: First Date 
15 回 Unit 7 Review 
Unit 8: Detective Story 

準備学習 1 回 予習：Unit 1 の前半部分を読み、問題を解いておくこと。 
復習：講義の内容を把握し、理解しておくこと。 
2 回 予習：Unit 1 の後半部分を読み、問題を解いておくこと。 
復習：講義の内容を把握し、理解しておくこと。 
3 回 予習：Unit 2 の前半部分を読み、問題を解いておくこと。 
復習：講義の内容を把握し、理解しておくこと。 
4 回 予習：Unit 2 の後半部分を読み、問題を解いておくこと。 
復習：講義の内容を把握し、理解しておくこと。 
5 回 予習：Unit 3 の前半部分を読み、問題を解いておくこと。 
復習：講義の内容を把握し、理解しておくこと。 
6 回 予習：Unit 3 の後半部分を読み、問題を解いておくこと。 
復習：講義の内容を把握し、理解しておくこと。 
7 回 予習：Unit 4 の前半部分を読み、問題を解いておくこと。 
復習：講義の内容を把握し、理解しておくこと。 
8 回 予習：Unit 4 の後半部分を読み、問題を解いておくこと。 
復習：講義の内容を把握し、理解しておくこと。 
9 回 予習：Unit 5 の前半部分を読み、問題を解いておくこと。 
復習：講義の内容を把握し、理解しておくこと。 
10 回 予習：Unit 5 の後半部分を読み、問題を解いておくこと。 
復習：講義の内容を把握し、理解しておくこと。 
11 回 予習：Unit 6 の前半部分を読み、問題を解いておくこと。 
復習：講義の内容を把握し、理解しておくこと。 
12 回 予習：Unit 6 の後半部分を読み、問題を解いておくこと。 
復習：講義の内容を把握し、理解しておくこと。 
13 回 予習：Unit 7 の前半部分を読み、問題を解いておくこと。 
復習：講義の内容を把握し、理解しておくこと。 



14 回 予習：Unit 7 の後半部分を読み、問題を解いておくこと。 
復習：講義の内容を把握し、理解しておくこと。 
15 回 予習：Unit 8 の前半部分を読み、問題を解いておくこと。 
復習：講義の内容を把握し、理解しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB151N2 
成績評価 定期試験(80％)、小テスト(20％)により行う。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜12),機械システム工学科(〜12),知能機械工学科(〜12),建

築学科(〜12),工学プロジェクトコース(〜12),建築学科(〜12) 
見出し FB151N2 英語Ⅱ 
担当教員名 大野 浩恵＊ 
単位数 2 
教科書 English Ace(コミュニケーションのための実践基礎英語)／山本厚子・大須賀直

子・真野千佳子・岡本京子・Benedict Rowlett／成美堂 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ・授業がとてもわかりやすかったと答えた学生がいました。これからもできるだ

けわかりやすい授業をするよう心がけたいと思います。 
・一⼈一⼈指名して発表するので、より理解が深まったと答えた学生がいました。
これからも一方通行の授業ではなく、学生一⼈一⼈の理解を考慮した授業をして
いきたいと思います。 

科目名 英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない。 
授業形態 講義 
注意備考 必ず英和辞書を持参すること。 
シラバスコード FB151N2 
実務経験のある教員  
達成目標 基礎的な語彙⼒・文法⼒をつけること。 
受講者へのコメント これからも予習や復習にも自主的に取り組んで勉強してください。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 宿題などの課題に取り組み、英語への理解、関心が高まったと答えた学生が多か
った。また、この授業に満足したと答えた学生の割合が多かった。 

英文科目名 English II 
関連科目 英語 I、科学英語 I・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、英会話 I・Ⅱ、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 英語への理解、関心がさらに高まるよう、関連する資料を提示したり、課題など

を増やしていきたいと思う。 
講義目的 語彙⼒、文法⼒をつけ、日常的コミュニケーション能⼒の基礎を養成する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Unit 8: Detective Story 



2 回 Unit 8 Review 
Unit 9: Career 
3 回 Unit 9: Career 
4 回 Unit 9 Review 
Unit 10: Parties 
5 回 Unit 10: Parties 
6 回 Unit 10 Review 
Unit 11: Rules and Regulations 
7 回 Unit 11: Rules and Regulations 
8 回 Unit 11 Review 
Unit 12: Invention & Discovery 
9 回 Unit 12: Invention & Discovery 
10 回 Unit 12 Review 
Unit 13: Movie Reviews 
11 回 Unit 13: Movie Reviews 
12 回 Unit 13 Review 
Unit 14: World Records 
13 回 Unit 14: World Records 
14 回 Unit 14 Review 
Unit 15: Future Dream 
15 回 Unit 15: Future Dream 
Unit 15 Review 

準備学習 1 回 予習：Unit 8 の後半部分を読み、問題を解いておくこと。 
復習：講義の内容を把握し、理解しておくこと。 
2 回 予習：Unit 9 の前半部分を読み、問題を解いておくこと。 
復習：講義の内容を把握し、理解しておくこと。 
3 回 予習：Unit 9 の後半部分を読み、問題を解いておくこと。 
復習：講義の内容を把握し、理解しておくこと。 
4 回 予習：Unit 10 の前半部分を読み、問題を解いておくこと。 
復習：講義の内容を把握し、理解しておくこと。 
5 回 予習：Unit 10 の後半部分を読み、問題を解いておくこと。 
復習：講義の内容を把握し、理解しておくこと。 
6 回 予習：Unit 11 の前半部分を読み、問題を解いておくこと。 
復習：講義の内容を把握し、理解しておくこと。 
7 回 予習：Unit 11 の後半部分を読み、問題を解いておくこと。 
復習：講義の内容を把握し、理解しておくこと。 
8 回 予習：Unit 12 の前半部分を読み、問題を解いておくこと。 
復習：講義の内容を把握し、理解しておくこと。 
9 回 予習：Unit 12 の後半部分を読み、問題を解いておくこと。 
復習：講義の内容を把握し、理解しておくこと。 
10 回 予習：Unit 13 の前半部分を読み、問題を解いておくこと。 
復習：講義の内容を把握し、理解しておくこと。 



11 回 予習：Unit 13 の後半部分を読み、問題を解いておくこと。 
復習：講義の内容を把握し、理解しておくこと。 
12 回 予習：Unit 14 の前半部分を読み、問題を解いておくこと。 
復習：講義の内容を把握し、理解しておくこと。 
13 回 予習：Unit 14 の後半部分を読み、問題を解いておくこと。 
復習：講義の内容を把握し、理解しておくこと。 
14 回 予習：Unit 15 の前半部分を読み、問題を解いておくこと。 
復習：講義の内容を把握し、理解しておくこと。 
15 回 予習：Unit 15 の後半部分を読み、問題を解いておくこと。 
復習：講義の内容を把握し、理解しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB153A1 
成績評価 授業への取り組み（30％）、小テスト（30％）、期末試験（40％）で総合的に評価

する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB153A1 ハングルⅠ 
担当教員名 河 智弘＊ 
単位数 2 
教科書 講義の中で提示する。 
アクティブラーニング  
キーワード 韓国語、韓国文化、異文化理解。 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 ハングルⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし。 
授業形態 講義 
注意備考 ノートを用意すること。 
シラバスコード FB153A1 
実務経験のある教員  
達成目標 韓国語の文字、発音を丁寧に習得する。その上、簡単な自己紹介、日常会話がで

きるように練習を行う。韓国の文化や現代韓国事情にも触れて、総合的な側面で
韓国語を学んでいく。韓国語能⼒試験 1 級合格を目標とする。 

受講者へのコメント  
連絡先 jihonghajp@yahoo.co.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Hangul I 
関連科目 ハングルⅡ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 韓国語の基礎を習得するために必要な文字、発音を学んだ上で、簡単な会話文を

ロールプレイなどで実践する。文字、発音をマスターして、実際に使える日常会
話が駆使できることを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 1 回 授業の内容を確認すること。 

2 回〜4 回 ハングルの文字を書きながら十分復習すること。 
5 回〜14 回 韓国語を読み書きの練習を行うこと。教科書で予習、復習を十分す



ること。 
15 回 前期で学んだ内容を総復習をすること。 

 



年度 2012 
授業コード FB153A2 
成績評価 授業への取り組み（30％）、小テスト（30％）、期末試験（40％）で総合的に評価

する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB153A2 ハングルⅡ 
担当教員名 河 智弘＊ 
単位数 2 
教科書 講義の中で提示する。 
アクティブラーニング  
キーワード 韓国語、韓国文化、異文化理解。 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 ハングルⅡ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし。 
授業形態 講義 
注意備考 ノートを用意すること。 
シラバスコード FB153A2 
実務経験のある教員  
達成目標 前期で学んだ韓国語の基礎の文字、発音を生かして場面の中で適当な会話ができ

るように繰り返し練習を行う。基本文型と文法を会話文の中で習得し、日韓の文
化の比較になる読解文も取り入れる。韓国語能⼒試験 1 級合格を目標とする。 

受講者へのコメント  
連絡先 jihonghajp@yahoo.co.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Hangul II 
関連科目 ハングルⅡ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 前期で学んだ韓国語の基礎を生かして、会話、慣用的な表現などを用いて読み、

書き、聞き取り、話すことをバランスよく習得していくことを目的とする。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 1 回 後期の授業の内容を確認すること。 

2 回〜14 回 会話文の読む練習の予習を行うこと。ノートに書きながら復習を十
分行うこと。 
15 回 後期で学んだ内容を総復習をすること。 



 



年度 2012 
授業コード FB155A1 
成績評価 演習（２０%）、課題（２０%）、複数回の小試験（３０%）、定期試験（３０%）

の総合評価 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB155A1 フランス語Ⅰ 
担当教員名 石井 成⼈＊ 
単位数 2 
教科書 「⻘い風船」」／朝日出版社 
アクティブラーニング  
キーワード フランス語、外国語 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 フランス語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 仏和辞書（例 プチロワイヤル、スタンダード、クラウンなど）（教室で紹介、指

示を行う予定） 
授業形態 講義 
注意備考 小試験について・・・授業の途中で学習した範囲ごとに確認のための課題、小試

験を複数回実施する予定 
シラバスコード FB155A1 
実務経験のある教員  
達成目標 フランス語文法の基礎を知ることで、一文の基本となる動詞の活用変化をふまえ

た仏作文の経験をすること、またさらにフランス語辞書を使いこなしながら、フ
ランス語の文章を読むことが出来ることを目指す。 

受講者へのコメント  
連絡先 質問、問い合わせは elmar35@yahoo.co.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 French I 
関連科目 フランス語 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 既習の英語とは大きく異なる部分も多いフランス語の、綴り字、発音、日常会話

表現、そして基本文法を学習していく。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 フランス語講義概説 

2 回 名詞の性と数の学習 
3 回 テキスト本文や練習問題を利用しての演習 



4 回 ER 規則動詞の活用と否定形・疑問形の学習 
5 回 テキスト本文や練習問題を利用しての演習 
6 回 形容詞の性・数の一致の学習 
7 回 テキスト本文や練習問題を利用しての演習 
8 回 不規則動詞の活用変化の学習 
9 回 テキスト本文や練習問題を利用しての演習 
10 回 さまざまな不規則動詞の活用を学習 
11 回 テキスト本文や練習問題を利用しての演習 
12 回 ALLER/VENIR を用いた近接未来・過去の学習 
13 回 テキスト本文や練習問題を利用しての演習 
14 回 直接法現在形全般の学習 
15 回 前期の学習内容を整理・再確認 

準備学習 1 回 なし 
2 回 なし 
3 回 フランス語名詞・冠詞、性と数の復習 
4 回 前回までの復習 
5 回 規則動詞活用の復習 
6 回 前回までの復習 
7 回 形容詞性・数一致の復習 
8 回 前回までの復習 
9 回 不規則動詞活用の復習 
10 回 前回までの復習 
11 回 不規則動詞変化表利用の復習 
12 回 前回までの復習 
13 回 不規則動詞 ALLER・VENIR 活用と用法の復習 
14 回 前回の復習 
15 回 半期の総復習 

 



年度 2012 
授業コード FB155A2 
成績評価 演習（２０%）、課題（２０%）、複数回の小試験（３０%）、定期試験（３０%）

の総合評価 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB155A2 フランス語Ⅱ 
担当教員名 石井 成⼈＊ 
単位数 2 
教科書 「⻘い風船」／朝日出版社 
アクティブラーニング  
キーワード フランス語、外国語 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 フランス語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 仏和辞書（例 プチロワイヤル、スタンダード、クラウンなど）（教室で紹介、指

示を行う予定） 
授業形態 講義 
注意備考 小試験について・・・授業の途中で学習した範囲ごとに確認のための課題、小試

験を複数回実施する予定 
シラバスコード FB155A2 
実務経験のある教員  
達成目標 フランス語文法の基礎を知ることで、一文の基本となる動詞の活用変化をふまえ

た仏作文の経験をすること、またさらにフランス語辞書を使いこなしながら、フ
ランス語の文章を読むことが出来ることを目指す。 

受講者へのコメント  
連絡先 質問・問い合わせは elmar35@yahoo.co.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 French II 
関連科目 フランス語 I 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 既習の英語とは大きく異なる部分も多いフランス語の、綴り字、発音、日常会話

表現、そして基本文法を学習していく。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 フランス語後期授業概説 

2 回 ⼈称代名詞の学習 
3 回 テキスト本文、練習問題で演習 



4 回 代名動詞の学習 
5 回 テキスト本文、練習問題で演習 
6 回 過去形１・複合過去形を学習 
7 回 テキスト本文、練習問題で演習 
8 回 過去形２・半過去形を学習 
9 回 テキスト本文、練習問題で演習 
10 回 未来形を学習 
11 回 テキスト本文、練習問題で演習 
12 回 フランス語動詞・条件法を学習 
13 回 テキスト本文、練習問題で演習 
14 回 フランス語動詞・接続法を学習 
15 回 後期学習内容の整理・まとめ 

準備学習 1 回 なし 
2 回 前期内容の確認、復習 
3 回 ⼈称代名詞の復習 
4 回 前回までの復習 
5 回 代名動詞の活用と用法の復習 
6 回 前回までの復習 
7 回 複合過去形の復習 
8 回 前回までの復習 
9 回 半過去形の復習 
10 回 前回までの復習 
11 回 未来形の活用、用法の復習 
12 回 フランス語動詞の法と時制の復習 
13 回 前回までの復習 
14 回 フランス語動詞の法と時制の復習 
15 回 ここまでの総復習 

 



年度 2012 
授業コード FB155B1 
成績評価 期末テスト 100％により行う 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB155B1 中国語Ⅰ 
担当教員名 矯 学真＊ 
単位数 2 
教科書 『中国語の世界』（ＣＤ付） 姜波・矯学真著 

ISBN978-4-88730-959-3 大学教育出版 
アクティブラーニング  
キーワード 中国言葉・文化への了解 交流できる会話能⼒ 正しい文章表現 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 相互研修にもなることが期待します。真に感謝します。 
科目名 中国語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業の時指示します。 
授業形態 講義 
注意備考 ● 中国に関して相談に乗ります。努⼒さえすれば、中国語が上手になります。

授業に応じて、授業中中国の映画もみます。 
● 「受講希望者が多い場合、⼈数を制限します。」 
 これにより、クラス間の⼈数較差の是正や教育効果の向上を目指しており、実
施方法の詳細については後日連絡致します。何卒ご協⼒のほどよろしくお願い申
し上げます。 
 なお、この件に関しまして何かご質問がございましたら、下記宛てにご連絡下
さい。 
問合せ先： 
語学関係教務担当 
石⽥美佐江 （内線 3645 外線 086-256-9516 メールアドレス is 

シラバスコード FB155B1 
実務経験のある教員  
達成目標 中国語を使って簡単な日常会話ができること。発音・文法・会話を分かりやすく

説明し、繰り返し練習します。読む・書く・聞く、話す⼒を身につけ、役に立つ
中国語を面白く勉強しましょう。 

受講者へのコメント アンケート、多くの方に回答を頂きまして、ありがとうございます。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 本当に、いいアドバイスです。 
英文科目名 Chinese I 



関連科目 「中国語Ⅰ」に引き続き「中国語Ⅱ」を受講することが望ましいです。 
次回に向けての改善変更予定 自己研修を促すことになる。 
講義目的 中国語の発音・声調（イントネーション）をわかりやすく説明します。習得した

基礎文法・慣用句を応用できるように工夫します。実用的な会話を想定して、簡
単な会話練習を重ねます。ビデオ・漫画などの補助教材も使い、言葉の勉強と共
に中国の社会・文化・習慣などに触れます。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 中国語とは。中国語の特徴、勉強法などを紹介します。１.漢字だけ使うこ

と ２.簡体字使うこと ３.「ピンイン」で発音すること ４.声調が重要であるに
ついて説明する。 
2 回 中国語の発音Ⅰ(子音、⺟音、複合⺟音)（よく使う挨拶の言葉）１.ピンイン 
２.中国語の音節構造 ３.簡体字 ４.⺟音 ５.声調 ６.子音 ７.複合⺟音につい
て説明する。 
3 回 中国語の発音Ⅱ(鼻⺟音)（中国の発音で漢詩を楽しむ）８.鼻⺟音 ９.声調
の変化 10.儿化音について説明する。 
4 回 第１課 お名前は何ですか？(本文、新しい単語と基本文型１)１. ⼈称代名
詞 ２．主語＋述語（動詞）＋目的語３．請＋動詞/動詞文 ４．副詞＋述語につ
いて説明する。 
5 回 基本文型における会話と練習１から説明する。 
6 回 第２課 私も嬉しいです。(本文、新しい単語と基本文型２)１．主語＋述語
（形容詞文） ２．主語＋是＋目的語３．的＋名詞 ４．指示代名詞について説明
する。 
7 回 基本文型における会話と練習２から説明する。 
8 回 第３課 私は肉まん二つ食べます。 (本文、新しい単語と基本文型３)１．
数字 ２．主語＋述語+（数＋助数詞）＋目的語３．疑問詞を使った疑問文 ４.終
助詞(ne)、 省略疑問文について説明する。 
9 回 基本文型における会話と練習３から説明する。 
10 回 第４課 カード払いいいですか？ (本文、新しい単語と基本文型４)１.時
の表現 ２.想（助動詞）＋動詞３.動詞の重ね と 動詞＋一下 ４.可以+動詞につ
いて説明する。 
11 回 基本文型における会話と練習４から説明する。 
12 回 第５課 サッカー観戦が好きですか？ (本文、新しい単語と基本文型５)
１.好きの表現 ２.選択疑問文（それとも）３.接続詞 但是 ４.前置詞（為） ＋
名詞について説明する。 
13 回 基本文型における会話と練習５から説明する。 
14 回 第６課 昨日、万里の⻑城に行きました。 (本文、新しい単語と基本文型
６)１.「了」過去・完了 ２．動詞+（過） 経験を表す。３．如果…,(就）…。
（もし・・・） ４．・・・べき（・・・しなければならない）の表現について説
明する。 
15 回 基本文型における会話と練習６まとめて復習から説明する。 

準備学習 1 回 指定教科書の目次とシラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 教科書とその付 CD により「ピンイン」の発音を予習すること。 



3 回 教科書とその付 CD により「ピンイン」の発音を練習、予習すること。 
4 回 第１課 お名前は何ですか？(本文などの聴く、読む練習を予習すること。) 
5 回 第１課の復習と練習１を予習すること。 
6 回 第２課 私も嬉しいです。(本文などの聴く、読む練習を予習すること。) 
7 回 第２課の復習と練習２を予習すること。 
8 回 第３課 私は肉まん二つ食べます。 (本文などの聴く、読む練習を予習する
こと。) 
9 回 第３課の復習と練習３を予習すること。 
10 回 第４課 カード払いいいですか？ (本文などの聴く、読む練習を予習す
ること。) 
11 回 第４課の復習と練習４を予習すること。 
12 回 第５課 サッカー観戦が好きですか？ (本文などの聴く、読む練習を予習
すること。) 
13 回 第５課の復習と練習５を予習すること。 
14 回 第６課 昨日、万里の⻑城に行きました。 (本文などの聴く、読む練習を
予習すること。) 
15 回 第６課の復習と練習６を予習すること。 

 



年度 2012 
授業コード FB155B2 
成績評価 期末テスト 100％により行う 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB155B2 中国語Ⅱ 
担当教員名 矯 学真＊ 
単位数 2 
教科書 『中国語の世界』（ＣＤ付） 姜波・矯学真著 ISBN978-4-88730-959-3 大学教

育出版 
アクティブラーニング  
キーワード 中国言葉・文化への了解 交流できる会話能⼒ 正しい文章表現 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 中国語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業の時指示します。 
授業形態 講義 
注意備考 ● 中国に関して相談に乗ります。努⼒さえすれば、中国語が上手になります。

授業に応じて、授業中中国の映画もみます。 
● 「受講希望者が多い場合、⼈数を制限します。」 
 これにより、クラス間の⼈数較差の是正や教育効果の向上を目指しており、実
施方法の詳細については後日連絡致します。何卒ご協⼒のほどよろしくお願い申
し上げます。 
 なお、この件に関しまして何かご質問がございましたら、下記宛てにご連絡下
さい。 
問合せ先： 
語学関係教務担当 
石⽥美佐江 （内線 3645 外線 086-256-9516 メールアドレス is 

シラバスコード FB155B2 
実務経験のある教員  
達成目標 中国語を使って簡単な日常会話ができること。発音・文法・会話を分かりやすく

説明し、繰り返し練習します。読む・書く・聞く、話す⼒を身につけ、役に立つ
中国語を面白く勉強しましょう。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Chinese II 



関連科目 「中国語Ⅰ」に引き続き「中国語Ⅱ」を受講することが望ましいです。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 中国語の発音・声調（イントネーション）をわかりやすく説明します。習得した

基礎文法・慣用句を応用できるように工夫します。実用的な会話を想定して、簡
単な会話練習を重ねます。ビデオ・漫画などの補助教材も使い、言葉の勉強と共
に中国の社会・文化・習慣などに触れます。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 第７課 すぐ先生に電話をします。(本文、新しい単語と基本文型７)１．「在」

+場所 +動詞 ２．主語+教+⼈（に）+物事（を）３．動詞「?」＋⼈（に）物
（を） ４．能＋動詞について説明する。 
2 回 基本文型における会話と練習７から説明する。 
3 回 第８課 コンサートにご招待します。(本文、新しい単語と基本文型８)１.
副詞 在・正・正在 ２.（請） +⼈ +動作 （招待するの表現）３.先+動作１,
然后+動作２ ４.去/来＋動詞について説明する。 
4 回 基本文型における会話と練習８から説明する。 
5 回 第９課 私は風邪ぎみです。(本文、新しい単語と基本文型９)１．好像… 
２．把＋名詞＋動詞３．因為…,所以…。 ４．要+ 述語について説明する。 
6 回 基本文型における会話と練習９から説明する。 
7 回 第 10 課 国際ホテルまでお願いします。(本文、新しい単語と基本文型 10)
１．「動詞＋好」 ２．从+名詞３．是…的 ４．听説…について説明する。 
8 回 基本文型における会話と練習 10 から説明する。 
9 回 第 11 課 昨日よく休めましたか？ (本文、新しい単語と基本文型 11)１．
動詞+得+形容詞 ２．前置詞 名詞＋比＋名詞３．前置詞 …和… ４．比喩の
言い方 如… 似…について説明する。 
10 回 基本文型における会話と練習 11 から説明する。 
11 回 第 12 課 読みながら書きます。(本文、新しい単語と基本文型 12)１．会、
能 （できる） ２．どのように・・・する３．…しながら…する ４．動詞+
在について説明する。 
12 回 基本文型における会話と練習 12 から説明する。 
13 回 第 13 課 友達の実家でお正月を過ごし。(本文、新しい単語と基本文型 13)
１．連体修飾「的」の使い方 ２．会…的 可能性が有ること３．しないように、
禁止の表現 ４．交通手段、材料 、道具などの表現について説明する。 
14 回 基本文型における会話と練習 13 から説明する。 
15 回 まとめて復習する。 

準備学習 1 回 第７課 すぐ先生に電話をします。(教科書とその付 CD により本文などの
聴く、読む練習を予習すること。) 
2 回 第７課の復習と練習７を予習すること。 
3 回 第８課 コンサートにご招待します。(本文などの聴く、読む練習を予習す
ること。) 
4 回 第８課の復習と練習８を予習すること。 
5 回 第９課 私は風邪ぎみです。(本文などの聴く、読む練習を予習すること。) 
6 回 第９課の復習と練習９を予習すること。 



7 回 第 10 課 国際ホテルまでお願いします。(本文などの聴く、読む練習を予
習すること。) 
8 回 第 10 課の復習と練習 10 を予習すること。 
9 回 第 11 課 昨日よく休めましたか？ (本文などの聴く、読む練習を予習する
こと。) 
10 回 第 11 課の復習と練習 11 を予習すること。 
11 回 第 12 課 読みながら書きます。(本文などの聴く、読む練習を予習するこ
と。) 
12 回 第 12 課の復習と練習 12 を予習すること。 
13 回 第 13 課 友達の実家でお正月を過ごし。(本文などの聴く、読む練習を予
習すること。) 
14 回 第 13 課の復習と練習 13 を予習すること。 
15 回 第７課〜第 13 課の復習を行うこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB155C1 
成績評価 Grades will be based on the following. Homework, Worksheets and Quizes - 30%, 

Final Test - 70% 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 化学科(〜11),応用物理学科(〜11),基礎理学科(〜11),生物化学科(〜11),臨床生

命科学科(〜11),動物学科(〜11),工学部(〜11),総合情報学部(〜11),生物地球学
部(〜11) 

見出し fb155c1 英会話Ⅰ 
担当教員名 フィル ガッジェン＊ 
単位数 2 
教科書 Smart Choice 2nd Edition Starter(Oxford) 
アクティブラーニング  
キーワード Listening, Speaking, Conversation, Reading, Writing 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 英会話Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 None needed 
授業形態 講義 
注意備考 受講希望者が多い場合、⼈数を制限します。 
シラバスコード FB155C1 
実務経験のある教員  
達成目標 The students and the teacher will first go over the material and then practice it. 

The teacher will then call on individual students to allow them to practice 
responding and listening for information in English. The students will also work in 
groups going 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 English Conversation I 
関連科目 英語Ⅰ/Ⅱ, 科学英語Ⅰ/Ⅱ/Ⅲ/Ⅳ, 英会話Ⅱ，TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 To improve Survival English mainly listening and speaking skills but also reading 

and writing, the course will focus on a variety of daily situations that will be of use 
to university students. 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 



2 回 Unit 1: I`m a student. 
3 回 Unit 1: I`m a student. 
4 回 Unit 2: What`s your phone number? 
5 回 Unit 2: What`s your phone number? 
6 回 Unit 3: My family 
7 回 Unit 3: My family 
8 回 Unit 4: Do you like hip-hop? 
9 回 Unit 4: Do you like hip-hop? 
10 回 Unit 5: What do you do for fun? 
11 回 Unit 5: What do you do for fun? 
12 回 Unit 6: Can you play the guitar? 
13 回 Unit 6: Can you play the guitar? 
14 回 Review 
15 回 Review 

準備学習 1 回 Bring the textbook, notebook and writing instrument to class 
2 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
3 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
4 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
5 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
6 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
7 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
8 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
9 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
10 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
11 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
12 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
13 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
14 回 Review the information from Units 1, 2 and 3 
15 回 Review the information from Units 4, 5 and 6 

 



年度 2012 
授業コード FB155C2 
成績評価 Grades will be based on the following. Homework, Worksheets and Quizes - 30%, 

Final Test - 70% 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜11),工学部(〜11),総合情報学部(〜11),生物地球学部(〜11) 
見出し FB155C2 英会話Ⅱ 
担当教員名 フィル ガッジェン＊ 
単位数 2 
教科書 smart Choice 2nd Edition Starter(oxford) 
アクティブラーニング  
キーワード Listening, Speaking, Conversation, Reading, Writing 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 英会話Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 None needed 
授業形態 講義 
注意備考 受講希望者が多い場合、⼈数を制限します。 
シラバスコード FB155C2 
実務経験のある教員  
達成目標 The students and the teacher will first go over the material and then practice it. 

The teacher will then call on individual students to allow them to practice 
responding and listening for information in English. The students will also work in 
groups going 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 English Conversation II 
関連科目 英語Ⅰ/Ⅱ, 科学英語Ⅰ/Ⅱ/Ⅲ/Ⅳ, 英会話Ⅰ，TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 To improve Survival English mainly listening and speaking skills but also reading 

and writing, the course will focus on a variety of daily situations that will be of use 
to university students. 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 Unit 7: What is she wearing? 
3 回 Unit 7: What is she wearing? 



4 回 Unit 8: Is there a desk? 
5 回 Unit 8: Is there a desk? 
6 回 Unit 9: The bank is on the corner. 
7 回 Unit 9: The bank is on the corner. 
8 回 Unit 10: Do we have any milk? 
9 回 Unit 10: Do we have any milk? 
10 回 Unit 11: Where were you all day? 
11 回 Unit 11: Where were you all day? 
12 回 Unit 12: What did you do? 
13 回 Unit 12: What did you do? 
14 回 Review 
15 回 Review 

準備学習 1 回 Bring the textbook, notebook and writing instrument to class 
2 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
3 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
4 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
5 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
6 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
7 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
8 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
9 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
10 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
11 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
12 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
13 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
14 回 Review the information from Units 7, 8 and 9 
15 回 Review the information from Units 10, 11 and 12 

 



年度 2012 
授業コード FB155D1 
成績評価 中間試験（４０％）、定期試験（６０％） 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 機械システム工学科(〜12),情報工学科(〜12),工学プロジェクトコース(〜12) 
見出し FB155D1 ドイツ語Ⅰ 
担当教員名 髙池 久隆 
単位数 2 
教科書 絵から入るドイツ語／⻄野 雅二・髙池 久隆・三木 恒治／（白水社）： 独和

辞典／（第１回目の授業の際、辞書の種類、出版社などについてガイダンスを行
なうので、辞書を第１回目の授業前に購入する必要はない。） 

アクティブラーニング  
キーワード ドイツ語、ドイツ文化 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 （自由記述欄の記入なし） 
科目名 ドイツ語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 毎回必ず、教科書・独和辞典を持参のこと。 
シラバスコード FB155D1 
実務経験のある教員  
達成目標 独和辞典を使えば、平易なドイツ語の文章を正確に理解できること。 
受講者へのコメント  
連絡先 一学舎３階 髙池研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 【E】 
８） 
「毎回の学習目標を明示してほしい」（1 名） 
 →シラバスにも明示していますが、さらに口頭でも明示するように気をつけた
いと思います。 
「1 回の授業で扱う量が少ない」（1 名） 
 →クラスの中にこのような不満を持つ⼈がいるだろうことは承知しています
が、クラス全体を見渡したとき現状程度とせざるをえません。 

英文科目名 German I 
関連科目 ドイツ語 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ドイツ語文法の最重要ポイントについて学びつつ、１）ドイツ語で書かれた比較

的平易な文章を読んで内容を正確に理解する、２）簡単な会話的表現を使って意



思の伝達をはかる、３）自分自身で簡単なドイツ語の文章を書いてみる、などの
経験を積むことによって、総合的なドイツ語運用能⼒の基礎習得を目指す。（原
則として現在時称のみを扱う。） 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ドイツ語の学習を始める準備として、ドイツ語がどのような言葉であるの

か、についての説明をする。 
2 回 ドイツ語発音の基本についての説明をする。 
3 回 発音について復習するとともに、動詞の現在⼈称変化についての説明をす
る。 
4 回 動詞の現在⼈称変化について復習するとともに、練習問題に関する解説を
する。 
5 回 文章読解を通じて、動詞の現在⼈称変化についての理解が進むよう、さらに
詳しい説明をする。 
6 回 不規則変化動詞の現在⼈称変化についての説明をする。 
7 回 不規則変化動詞の現在⼈称変化について復習するとともに、練習問題に関
する解説をする。 
8 回 文章読解を通じて、不規則変化動詞の変化についての理解が進むよう、さら
に詳しい説明をする。 
9 回 名詞と冠詞類の変化についての説明をする。 
10 回 名詞と冠詞類の変化について復習するとともに、練習問題に関する解説を
する。 
11 回 文章読解を通じて、名詞と冠詞類の変化についての理解が進むよう、さら
に詳しい説明をする。 
12 回 前置詞、⼈称代名詞の用法についての説明をする。 
13 回 前置詞、⼈称代名詞の用法について復習するとともに、練習問題に関する
解説をする。 
14 回 文章読解を通じて、前置詞、⼈称代名詞の用法についての理解が進むよう、
さらに詳しい説明をする。 
15 回 定期試験に向けての総括をする。 

準備学習 1 回 シラバスを読み、質問事項を整理しておくこと。 
2 回 第１回の内容について、質問事項を整理しておくこと。 
3 回 Ｌｅｋｔｉｏｎ ２ １１ページを読み、動詞の現在⼈称変化について質問
事項を整理しておくこと。 
4 回 Ｌｅｋｔｉｏｎ ２ １３ページの練習問題に出てくる単語の意味を独和辞
典で確認しておくこと。 
5 回 Ｌｅｋｔｉｏｎ ２ １２ページの文章に出てくる単語の意味を独和辞典で
確認しておくこと。 
6 回 Ｌｅｋｔｉｏｎ ３ １５ページを読み、不規則変化動詞の現在⼈称変化に
ついて質問事項を整理しておくこと。 
7 回 Ｌｅｋｔｉｏｎ ３ １７ページの練習問題に出てくる単語の意味を独和辞
典で確認しておくこと。 
8 回 Ｌｅｋｔｉｏｎ ３ １６ページの文章に出てくる単語の意味を独和辞典で



確認しておくこと。 
9 回 Ｌｅｋｔｉｏｎ ４ １９ページを読み、名詞と冠詞類の変化について質問
事項を整理しておくこと。 
10 回 Ｌｅｋｔｉｏｎ ４ ２１ページの練習問題に出てくる単語の意味を独和
辞典で確認しておくこと。 
11 回 Ｌｅｋｔｉｏｎ ４ ２０ページの文章に出てくる単語の意味を独和辞典
で確認しておくこと。 
12 回 Ｌｅｋｔｉｏｎ ５ ２３ページを読み、前置詞、⼈称代名詞の用法につい
て質問事項を整理しておくこと。 
13 回 Ｌｅｋｔｉｏｎ ５ ２５ページの練習問題に出てくる単語の意味を独和
辞典で確認しておくこと。 
14 回 Ｌｅｋｔｉｏｎ ５ ２４ページの文章に出てくる単語の意味を独和辞典
で確認しておくこと。 
15 回 Ｌｅｋｔｉｏｎ １〜５を復習し、質問事項を整理しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB155D2 
成績評価 中間試験（４０％）、定期試験（６０％） 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 機械システム工学科(〜12),情報工学科(〜12),工学プロジェクトコース(〜12) 
見出し FB155D2 ドイツ語Ⅱ 
担当教員名 髙池 久隆 
単位数 2 
教科書 絵から入るドイツ語／⻄野 雅二・髙池 久隆・三木 恒治／（白水社）： 独和

辞典（指定なし） 
アクティブラーニング  
キーワード ドイツ語、ドイツ文化 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特別のコメントはありませんでした。 
科目名 ドイツ語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 毎回必ず、教科書・独和辞典を持参のこと。 
シラバスコード FB155D2 
実務経験のある教員  
達成目標 独和辞典を使えば、平易なドイツ語の文章を正確に理解できること。 
受講者へのコメント 外国語、外国への関心が深まることを願っています。 
連絡先 一学舎３階 髙池研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ８）「説明にもう少し工夫を」をマークした⼈が一⼈いました。わかりやすい説明
を心がけたいと思います。 
９）「⿊板をもっと利用」をマークした⼈が一⼈いました。わかりやすい板書を心
がけたいと思います。 

英文科目名 German II 
関連科目 ドイツ語 I 
次回に向けての改善変更予定 特にありません。 
講義目的 ドイツ語文法の最重要ポイントについて学びつつ、１）ドイツ語で書かれた比較

的平易な文章を読んで内容を正確に理解する、２）簡単な会話的表現を使って意
思の伝達をはかる、３）自分自身で簡単なドイツ語の文章を書いてみる、などの
経験を積むことによって、総合的なドイツ語運用能⼒の基礎習得を目指す。（現
在時称以外に過去・現在完了・未来などの時称を扱う。） 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 形容詞の格変化・比較変化についての説明をする。 



2 回 形容詞の格変化・比較変化について復習するとともに、練習問題に関する解
説をする。 
3 回 分離動詞・非分離動詞、副文についての説明をする。 
4 回 分離動詞・非分離動詞、副文について復習するとともに、練習問題に関する
解説をする。 
5 回 文章読解を通じて、分離動詞・非分離動詞、副文についての理解が進むよ
う、さらに詳しい説明をする。 
6 回 話法の助動詞、未来、zu 不定詞についての説明をする。 
7 回 話法の助動詞、未来、zu 不定詞について復習するとともに、練習問題に関
する解説をする。 
8 回 文章読解を通じて、話法の助動詞、未来、zu 不定詞についての理解が進む
よう、さらに詳しい説明をする。 
9 回 動詞の３基本形、過去⼈称変化についての説明をする。 
10 回 動詞の３基本形、過去⼈称変化について復習するとともに、練習問題に関
する解説をする。 
11 回 文章読解を通じて、動詞の３基本形、過去⼈称変化についての理解が進む
よう、さらに詳しい説明をする。 
12 回 現在完了についての説明をする。 
13 回 現在完了について復習するとともに、練習問題に関する解説をする。 
14 回 文章読解を通じて、現在完了についての理解が進むよう、さらに詳しい説
明をする。 
15 回 定期試験に向けての総括をする。 

準備学習 1 回 Ｌｅｋｔｉｏｎ ６ ２７ページを読んで、形容詞の変化について質問事項
を整理しておくこと。 
2 回 Ｌｅｋｔｉｏｎ ６ ２９ページの練習問題に出てくる単語の意味を独和辞
典で確認しておくこと。 
3 回 Ｌｅｋｔｉｏｎ ７ ３１ページを読んで、分離動詞・非分離動詞、副文に
ついて質問事項を整理しておくこと。 
4 回 Ｌｅｋｔｉｏｎ ７ ２９ページの練習問題に出てくる単語の意味を独和辞
典で確認しておくこと。 
5 回 Ｌｅｋｔｉｏｎ ７ ２８ページの文章に出てくる単語の意味を独和辞典で
確認しておくこと。 
6 回 Ｌｅｋｔｉｏｎ ８ ３５ページを読んで、話法の助動詞、未来、zu 不定詞
について質問事項を整理しておくこと。 
7 回 Ｌｅｋｔｉｏｎ ８ ３７ページの練習問題に出てくる単語の意味を独和辞
典で確認しておくこと。 
8 回 Ｌｅｋｔｉｏｎ ８ ３６ページの文章に出てくる単語の意味を独和辞典で
確認しておくこと。 
9 回 Ｌｅｋｔｉｏｎ ９ ３９ページを読んで、動詞の３基本形、過去⼈称変化
について質問事項を整理しておくこと。 
10 回 Ｌｅｋｔｉｏｎ ９ ４１ページの練習問題に出てくる単語の意味を独和
辞典で確認しておくこと。 



11 回 Ｌｅｋｔｉｏｎ ９ ４０ページの文章に出てくる単語の意味を独和辞典
で確認しておくこと。 
12 回 Ｌｅｋｔｉｏｎ １０ ４３ページを読んで、現在完了について質問事項
を整理しておくこと。 
13 回 Ｌｅｋｔｉｏｎ １０ ４５ページの練習問題に出てくる単語の意味を独
和辞典で確認しておくこと。 
14 回 Ｌｅｋｔｉｏｎ １０ ４４ページの文章に出てくる単語の意味を独和辞
典で確認しておくこと。 
15 回 Ｌｅｋｔｉｏｎ ６〜１０を復習し、質問事項を整理しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB155E1 
成績評価 定期試験６０点、小テスト４０点で評価する。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 電気電子システム学科(〜12),情報工学科(〜12),生体医工学科(〜12),工学プロジ

ェクトコース(〜12) 
見出し FB155E1 英語Ⅰ 
担当教員名 ⻄前 和世＊ 
単位数 2 
教科書 Aim High for the TOEIC Test/Kayoko Shiomi, Richard Silver, Naohiro 

Takita/SEIBIDO 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特になし。 
科目名 英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業中に指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 毎回予習をして授業に臨むこと。英和辞書を持参すること。 
シラバスコード FB155E1 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC400 点相当以上になるような英語⼒を身につけること。 
受講者へのコメント 学生達が真摯に授業に取り組んでいるのが好ましかった。TOEIC への取り組み

は社会の趨勢でもあり、就職・進学を視野に入れると避けて通ることのできない
分野なので、後期も引き続き努⼒して必ず TOEIC 受験に挑戦してほしい。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 教科書は TOEIC の練習問題を扱っているものを使用した。難易度からするとレ
ベルの高いテキストであったが、多くの学生は特に不満はないようであった。む
しろ「もう少し高くても良い」（１名）、「１回の授業で扱う量が少ない」（１名）
などの要望も寄せられた。授業に対する満足度については「普通」(５名）を含め
て、回答者全員が「満足」「やや満足」と答えているので、後期も今の授業形態を
維持して行きたい。 

英文科目名 English I 
関連科目 英語 II, 科学英語 I・II・III・IV, 英会話 I・II, TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 来年度の科学英語に向けて、英文構造の枠組みを正しく理解できるよう配慮しつ

つ授業を進めたい。 
また「授業中の私語に注意してほしい」という要望が１名から寄せられたので、



この点に留意したい。 
講義目的 聞き、話し、読み、書く、という４技能を用いた総合的なコミュニケーション能

⼒を養成する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス。予習や授業の進め方について説明する。TOEIC テストの形式

について説明し、簡単な予備テストを行う。 
2 回 Unit 1 Shopping の Listening Part 1〜4 の問題を解いて、解説する。 
3 回 Unit 1 Shopping の Reading Part 5〜7 の問題を解いて、解説する。 
4 回 Unit 2 Restaurant の Listening Part 1〜4 の問題を解いて、解説する。 
5 回 Unit 2 Restaurant の Reading Part 5〜7 の問題を解いて、解説する。 
6 回 Unit 3 Entertainment の Listening Part 1〜4 の問題を解いて、解説する。 
7 回 Unit 3 Entertainment の Reading Part 5〜7 の問題を解いて、解説する。 
8 回 Unit 4 Job Hunting の Listening Part 1〜4 の問題を解いて、解説する。 
9 回 Unit 4 Job Hunting の Reading Part 5〜7 の問題を解いて、解説する。 
10 回 Review Test 1 (Unit 1〜4)  解答とその解説をする。 
11 回 Unit 5 Hotel Stay の Listening Part 1〜4 の問題を解いて、解説する。 
12 回 Unit 5 Hotel Stay の Reading Part 5〜7 の問題を解いて、解説する。 
13 回 Unit 6 Business の Listening Part 1〜4 の問題を解いて、解説する 
14 回 Unit 6 Business の Reading Part 5〜7 の問題を解いて、解説する。 
15 回 前期の学習を復習する。 

準備学習 1 回 シラバスを読んで学習過程や到達目標を確認しておくこと。TOEIC のテス
ト形式について調べておくこと。 
2 回 自習用 CD を聞いて、Unit 1 Shopping の Listening Part 1〜4 の問題を解
いておくこと。 
3 回 ５ページを読んで名詞(可算・不可算名詞）について予習しておくこと。 
Unit 1 Shopping の Reading Part 5〜7 の問題を解いておくこと。 
4 回 自習用 CD を聞いて、Unit 2 Restaurant の Listening Part 1〜4 の問題を
解いておくこと。 
5 回 １３ページを読んで名詞と冠詞について予習しておくこと。 
Unit 2 Restaurant の Reading Part 5〜7 の問題を解いておくこと。 
6 回 自習用 CD を聞いて、Unit 3 Entertainment の Listening Part 1〜4 の問題
を解いておくこと。 
7 回 ２１ページを読んで接続詞・副詞について予習しておくこと。 
Unit 3 Entertainment の Reading Part 5〜7 の問題を解いておくこと。 
8 回 自習用 CD を聞いて、Unit 4 Job Hunting の Listening Part 1〜4 の問題
を解いておくこと。 
9 回 ２９ページを読んで前置詞・前置詞(句)について予習しておくこと。 
Unit 4 Job Hunting の Reading Part 5〜7 の問題を解いておくこと。 
10 回 Review Test 1 に備えて Unit 1〜4 までの復習をしておくこと。 
11 回 自習用 CD を聞いて、Unit 5 Hotel Stay の Listening Part 1〜4 の問題を
解いておくこと。 
12 回 ３７ページを読んで形容詞（比較級・最上級）について予習しておくこと。 



Unit 5 Hotel Stay の Reading Part 5〜7 の問題を解いておくこと。 
13 回 自習用 CD を聞いて、Unit 6 Business の Listening Part 1〜4 の問題を解
いておくこと。 
14 回 ４５ページを読んで動詞の時制について予習しておくこと。 
Unit 6 Business の Reading Part 5〜7 の問題を解いておくこと。 
15 回 前期の学習で理解できなかった箇所を明確にしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB155E2 
成績評価 定期試験６０点、小テスト４０点で評価する。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 電気電子システム学科(〜12),情報工学科(〜12),生体医工学科(〜12),工学プロジ

ェクトコース(〜12) 
見出し FB155E2 英語Ⅱ 
担当教員名 ⻄前 和世＊ 
単位数 2 
教科書 Aim High for the TOEIC Test/Kayoko Shiomi, Richard Silver, Naohiro 

Takita/SEIBIDO 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業中に指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 毎回予習をして授業に臨むこと。英和辞書を持参すること。 
シラバスコード FB155E2 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC400 点相当以上になるような英語⼒を身につけること。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 English II 
関連科目 英語 I, 科学英語 I・II・III・IV, 英会話 I・II, TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 聞き、話し、読み、書く、という４技能を用いた総合的なコミュニケーション能

⼒を養成する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Unit 7 Sports の Listening Part 1〜4 の問題を解いて、解説する。 

2 回 Unit 7 Sports の Reading Part 5〜7  の問題を解いて、解説する。 
3 回 Unit 8 Education の Listening Part 1〜4 の問題を解いて、解説する。 
4 回 Unit 8 Education の Reading Part 5〜7 の問題を解いて、解説する。 
5 回 Review Test 2 (Unit 5〜8) 解答とその解説をする。 
6 回 Unit 9 Services の Listening Part 1〜4 の問題を解いて、解説する。 



7 回 Unit 9 Services の Reading Part 5〜7 の問題を解いて、解説する。 
8 回 Unit 10 Housing の Listening Part 1〜4 の問題を解いて、解説する。 
9 回 Unit 10 Housing の Reading Part 5〜7 の問題を解いて、解説する。 
10 回 Unit 11 Environment の Listening Part 1〜4 の問題を解いて、解説する。 
11 回 Unit 11 Environment の Reading Part 5〜7 の問題を解いて、解説する。 
12 回 Unit 12 Vacation の Listening Part 1〜4 の問題を解いて、解説する。 
13 回 Unit 12 Vacation の Reading Part 5〜7 の問題を解いて、解説する 
14 回 Review Test 3 (Unit 9 〜12）解答とその解説をする。 
15 回 後期の学習を復習する。 

準備学習 1 回 自習用 CD を聞いて、Unit 7 Sports の Listening Part 1〜4 の問題を解い
ておくこと。 
2 回 ５３ページを読んで動名詞・分詞について予習しておくこと。 
Unit 7 Sports の Reading Part 5〜7 の問題を解いておくこと。 
3 回 自習用 CD を聞いて、Unit 8 Education の Listening Part 1〜4 の問題を解
いておくこと。 
4 回 ６１ページを読んで to 不定詞について予習しておくこと。 
Unit 8 Education の Reading Part 5〜7 の問題を解いておくこと。 
5 回 Rrview Test 2 に備えて Unit 5〜8 を復習しておくこと。 
6 回 自習用 CD を聞いて、Unit 9 Services の Listening Part 1〜4 の問題を解い
ておくこと。 
7 回 ６９ページを読んで助動詞について予習しておくこと。 
Unit 9 Services の Reading Part 5〜7 の問題を解いておくこと。 
8 回 自習用 CD を聞いて、Unit 10 Housing の Listening Part 1〜4 の問題を
解いておくこと。 
9 回 ７７ページを読んで関係代名詞について予習しておくこと。 
Unit 10 Housing の Reading Part 5〜7 の問題を解いておくこと。 
10 回 自習用 CD を聞いて、Unit 11 Environment の Listening Part 1〜4 の問
題を解いておくこと。 
11 回 ８５ページを読んで関係副詞について予習しておくこと。 
Unit 11 Environment の Reading Part 5〜7 の問題を解いておくこと。 
12 回 自習用 CD を聞いて、Unit 12 Vacation の Listening Part 1〜4 の問題を
解いておくこと。 
13 回 ９３ページを読んで仮定法について予習しておくこと。 
Unit 12 Vacation の Reading Part 5〜7 の問題を解いておくこと。 
14 回 Review Test 3 に備えて Unit 9〜12 を復習しておくこと。 
15 回 後期の学習で理解できなかった箇所を明確にしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB155F1 
成績評価 多読の課題提出（３０％）、発表点（１０％）、定期試験（６０％） 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 電気電子システム学科(〜12),情報工学科(〜12),生体医工学科(〜12),工学プロジ

ェクトコース(〜12) 
見出し FB155F1 英語Ⅰ 
担当教員名 丸山 糸美 
単位数 2 
教科書 Aim High for the TOEIC Test/ Kayoko Shiomi 他/ 成美堂 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar,Vocabulary,Communication, TOEIC 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 (1)「リスニング音声がカセットテープで音質が悪すぎる」とのコメントがありま

した。こういった意見は以前にもありました。確かにＣＤのほうが音質が良いの
ですが、ＣＤでは特定の箇所だけを繰り返し聞くことができません。細かい操作
ができないので、カセットを利用しています。また、リスニングの一方法として、
わざとノイズを混ぜたものがあります。それは、実生活においては、必ずしもは
っきりとクリアーな音ばかりを聞いている訳ではないからです。むしろ、周りに
様々な音がある中で聞き取らねばならない方が多いかもしれません。そういう意 

科目名 英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に資料を配布する 
授業形態 講義 
注意備考 毎回、辞書を持参すること。 
シラバスコード FB155F1 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC300 点相当以上になるような英語⼒を身につけること。 
受講者へのコメント とても真面目で、真剣に取り組む姿勢がみられる良いクラスです。後期も前期同

様にがんばってください。 
連絡先 六学舎４F 丸山研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 一番うれしかったのは、Ｃの総合評価で、「授業に対する教員の意欲が感じられ
ましたか」という問いに、７７，５％の学生さんが「感じられた」と評価してく
れたことです。後期も熱意をもって教えたいと思います。 

英文科目名 English I 
関連科目 英語 II、科学英語 I・II・III・IV、英会話 I・II、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 特になし。 
講義目的 ４技能を用いた日常的コミュニケーション能⼒の養成を目指す。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 多読をする。基礎的文法の復習をする。 

2 回 多読をする。Unit1(SHOPPING)-名詞（加算・不加算名詞）について学習
する。アナウンス情報の聞き取りを行う。 
3 回 多読をする。Unit1(SHOPPING)-名詞（加算・不加算名詞）について学習
する。セールへの招待状と広告を読み、その特徴を捉える。 
4 回 多読をする。Unit２(RESTAURANT)-名詞と冠詞について学習する。電話
番号の読み方を学び、数字の聞き取りを行う。また、序数と基数についても学習
する。 
5 回 多読をする。Unit２(RESTAURANT)-名詞と冠詞について学習する。ホテ
ルの宿泊客にあてた歓迎文と、レストランでの割引特典の具体例を読み、その２
つの文の目的と、それらがどのように関連しているかを把握する。 
6 回 多読をする。Unit３(ENTERTAINMENT)-接続詞と副詞について学習する。
平叙文への賛成と、否定文への賛成の違いを学ぶ。 
7 回 多読をする。Unit３(ENTERTAINMENT)-接続詞と副詞について学習する。
接続詞には等位接続詞（and,but,or,so,for)と従位接続詞(when, because, since 等）
がある。また、順序を表す副詞や頻度を表す副詞について学習する。 
8 回 多読をする。Unit４(JOB HUNTING)-前置詞（句）について学習する。動
詞と副詞をキーワードとした、アドバイス要点の聞き取りを行う。 
9 回 多読をする。Unit４(JOB HUNTING)-前置詞（句）について学習する。時
や場所を表す前置詞、２つ以上の語が結合して前置詞の役割をする前置詞句につ
いて学ぶ。カバーレターの書き方を説明する。 
10 回 多読をする。Unit５(HOTEL STAY)-形容詞（比較級・最上級）について
学習する。音のリエゾンに注意しながら、案内説明のリスニングを行う。 
11 回 多読をする。Unit５(HOTEL STAY)-形容詞（比較級・最上級）について
学習する。形容詞には限定用法と叙述用法がある。形容詞の比較をする場合の、
規則的変化と不規則的変化について説明する。 
12 回 多読をする。Unit６(BUSINESS)-動詞の時制について学習する。固有名詞
と数字に注意しながら、ビジネスニュースのヘッドラインの聞き取りを行う。 
13 回 多読をする。Unit６(BUSINESS)-動詞の時制について学習する。動詞には
自動詞と他動詞があり、動作の起きるときにより、現在形、過去形、現在完了形、
未来形などが使われる。それぞれの時制の基本用法について解説する。 
14 回 多読をする。Unit７(SPORTS)-動名詞・分詞ついて学習する。音のリダク
ションに注意しながら、スポーツニュースの聞き取りを行う。動名詞は主語・目
的語・補語としての働き以外にも、前置詞の目的語として使われる。動名詞を目
的語にとる動詞(finish, enjoy 等）について解説する。 
15 回 多読をする。Unit７(SPORTS)-動名詞・分詞ついて学習する。分詞には現
在分詞と過去分詞があり、それぞれ限定用法と叙述用法がある。動名詞も現在分
詞も形は同じであるが、その違いを理解する必要がある。分詞構文の基本用法に
ついて説明する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習の過程をよく把握しておくこと。 
2 回 Unit1 の自習用 CD を聞き、Tip for Part1~4 を予習しておくこと。 



3 回 テキストの５ページを読み、加算名詞と不加算名詞の違いを理解しておく
こと。 
4 回 Unit２の自習用 CD を聞き、Tip for Part1~4 を予習しておくこと。 
5 回 テキストの１３ページを読み、名詞と冠詞について理解しておくこと。 
6 回 Unit３の自習用 CD を聞き、Tip for Part1~4 を予習しておくこと。 
7 回 テキストの３１ページを読み、名詞の種類や冠詞について理解しておくこ
と。 
8 回 Unit４の自習用 CD を聞き、Tip for Part1~4 を予習しておくこと。 
9 回 テキストの３７ページを読み、進行形について理解しておくこと。 
10 回 Unit５の自習用 CD を聞き、Tip for Part1~4 を予習しておくこと。 
11 回 テキストの４３ページを読み、現在完了形と過去完了形について理解して
おくこと。 
12 回 Unit６の自習用 CD を聞き、Tip for Part1~4 を予習しておくこと。 
13 回 テキストの４９ページを読み、不定詞について理解しておくこと。 
14 回 Unit７の自習用 CD を聞き、Tip for Part1~4 を予習しておくこと。 
15 回 テキストの５３ページを読み、動名詞と分詞について理解しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB155F2 
成績評価 多読の課題提出（３０％）、発表点（１０％）、定期試験（６０％） 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 電気電子システム学科(〜12),情報工学科(〜12),生体医工学科(〜12),工学プロジ

ェクトコース(〜12) 
見出し FB155F2 英語Ⅱ 
担当教員名 丸山 糸美 
単位数 2 
教科書 Aim High for the TOEIC Test/ Kayoko Shiommi 他/ SEIBIDO 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「とても参考になりました」という感謝のコメントがありました。うれしかった

のですが、具体的に何が参考になったのか、書いて欲しかったと思います。 
（六学舎の教室の照明に関するクレームがあったが、もう使用されないので回答
しない） 

科目名 英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義で資料を配布する 
授業形態 講義 
注意備考 毎回、辞書を持参すること 
シラバスコード FB155F2 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC300 点相当以上になるような英語⼒を身につけること 
受講者へのコメント 出席率がよく、私語も少なく、非常にまじめな学習意欲のあるクラスだったので、

楽しく教えることが出来ました。 
連絡先 六学舎４F 丸山研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 全項目において、おおむね高い評価を頂いた。特に「授業に対する教員の意欲が
感じられたか」という問いに９４％、「この授業に満足しましたか」という問いに
８９％の学生さんが「満足」「ほぼ満足」と回答しているので、教員として誇らし
く思っている。 

英文科目名 English II 
関連科目 英語 I、科学英語 I・II・III・IV、英会話 I・II、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 「授業時間外にどの程度、学習したか」という質問で、「全くしなかった」学生が

４６％もいることに対する改善策として、今後はなるべくこまめにレポートや宿
題を出そうと思う。 

講義目的 ４技能を用いた日常的コミュニケーション能⼒の育成を目指す 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 多読をする。Unit8(EDUCATION)ーto 不定詞について学習する。ニュース

の聞き取りを行う。to 不定詞の、名詞的用法・形容詞的用法・副詞的用法の３つ
の基本用法を復習する。 
2 回 多読をする。Unit8(EDUCATION)ーto 不定詞について学習する。他動詞に
は、to 不定詞を目的語にとるものと動名詞を目的語にとるものがある。また、動
名詞と不定詞で意味が異なるものもあり、それらの違いを学ぶ。セミナー案内状
を読み、重要な情報を把握する。 
3 回 多読をする。Unit9(SERVICES)ー助動詞について学習する。会社の宣伝の
聞き取りを行う。Can I ~ や Can you ~ は、「〜ができるか」どうかを聞くだけ
でなく、許可を得たいときや、可能性、依頼、勧誘をする時にも使われる。助動
詞 can の様々な用途について学ぶ。 
4 回 多読をする。Unit9(SERVICES)ー助動詞について学習する。助動詞には can
以外にも may, will, shall, must, might, woud, have to などがある。それぞれの使
用法について説明する。 
5 回 多読をする。Unit10(HOSING)ー関係代名詞について学習する。位置関係
について述べた聞き取りを行う。関係代名詞(who,whose,whom,that)は先行詞を
修飾し、２つの文をつなぐ働きをする。それぞれの用法の違いについて説明する。 
6 回 多読をする。Unit10(HOSING)ー関係代名詞について学習する。関係代名
詞には、限定用法と継続用法があるが、意味の違いを説明する。また、what は先
行詞を含んだ関係代名詞で、「〜すること」という意味であることを学ぶ。 
7 回 多読をする。Unit11(ENVIRONMENT)ー関係副詞について学習する。直接
表現と間接表現に注意しながら、説明の聞き取りを行う。関係副詞(when, why, 
where, how)には、時や場所、理由や方法を説明する文を結びつける働きがある
ことを学ぶ。 
8 回 多読をする。Unit11(ENVIRONMENT)ー複合関係詞について学習する。
whenever, wherever, however は複合関係詞と呼ばれ、それぞれ no matter when, 
no matter where, no matter how と置き換えられることを学ぶ。 
9 回 多読をする。Unit12(VACATION)ー仮定法について学習する。アナウンス
の聞き取りを行う。if を用いた仮定法現在・仮定法過去・仮定法過去完了の基本
用を説明する。 
10 回 多読をする。Unit12(VACATION)ー仮定法について学習する。if を用いな
い仮定法の様々な用法を説明する。観光情報案内文を読み、その中に出てくる仮
定法を理解する。 
11 回 多読をする。前期・後期で学んだ文法事項を復習する。特に比較級・最上
級、不定詞・動名詞・分詞に関するプリントを配布し、説明を加えた後、練習問
題を解く。 
12 回 多読をする。前期・後期で学んだ文法事項を復習する。特に関係代名詞・
関係副詞と仮定法に関するプリントを配布し、説明を加えた後、練習問題を解く。 
13 回 多読をする。REVIEW TEST １のリーディング問題を解く。正解を発表
し、各自、間違った箇所を確認する。分からない箇所についての質問を受け付け
る。 



14 回 多読をする。REVIEW TEST ２のリーディング問題を解く。正解を発表
し、各自、間違った箇所を確認する。分からない箇所についての質問を受け付け
る。 
15 回 多読をする。REVIEW TEST ３のリーディング問題を解く。正解を発表
し、各自、間違った箇所を確認する。分からない箇所についての質問を受け付け
る。 

準備学習 1 回 テキストの６１ページを読み、to 不定詞について理解しておくこと。 
2 回 Unit８の Part７に目を通し、分からない語彙や構文を調べておくこと。 
3 回 テキストの６９ページを読み、助動詞について理解しておくこと。 
4 回 Unit９の Part７に目を通し、分からない語彙や構文を調べておくこと。 
5 回 テキストの７７ページを読み、関係代名詞について理解しておくこと。 
6 回 Unit１０の Part7 に目を通し、分からない語彙や構文を調べておくこと。 
7 回 テキストの８５ページを読み、関係副詞について理解しておくこと。 
8 回 Unit１１の Part7 に目を通し、分からない語彙や構文を調べておくこと。 
9 回 テキストの９３ページを読み、仮定法について理解しておくこと。 
10 回 Unit１２の Part７に目を通し、分からない語彙や構文を調べておくこと。 
11 回 分詞・動名詞・不定詞・比較級・最上級を中心に、これまで学習した文法
事項を復習すること。 
12 回 仮定法・関係詞を中心に、これまで学習した文法事項を復習すること。 
13 回 自習用 CD を利用して、PREVIE TEST 1 のリスニング問題をやってお
くこと。 
14 回 自習用 CD を利用して、PREVIE TEST ２ のリスニング問題をやってお
くこと。 
15 回 自習用 CD を利用して、PREVIE TEST ３ のリスニング問題をやってお
くこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB155G1 
成績評価 各 Unit ごとに実施する小テスト５０％、学期末テスト５０％により、成績を評

価する。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 電気電子システム学科(〜12),情報工学科(〜12),生体医工学科(〜12),工学プロジ

ェクトコース(〜12) 
見出し FB155G1 英語Ⅰ 
担当教員名 林 玉美＊ 
単位数 2 
教科書 “Aim High for the TOEIC Test” 

Kayoko Shiomi, Richard Silver, Naohiro Takita 
SEIBIDO (成美堂） 
ISBN 978-4-7919-5087-4 

アクティブラーニング  
キーワード Grammer, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 文法が面倒で、苦痛に感じる学生もいることと思うが、正確な文意の理解には文

法の理解も不可避です。がんばってください。 
科目名 英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし。 
授業形態 講義 
注意備考 積極的な授業参加、3 分の 2 以上の出席を必要とする。 
シラバスコード FB155G1 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC300 点相当以上になるような英語⼒を身につけること。 
受講者へのコメント １年生には、かなりレベルの高いテキストで、特にネイティブスピーカーのしゃ

べるスピードが速いため、予習は不可欠である。 
このテキストを参考に、自分なりの学習方法で、段階的に TOEIC の目標スコア
をクリアしていき、卒業までに高いスコアを取得してもらいたい。 
引き続き、文法事項の解説にも十分時間を作予定であるが、最後のユニットまで
完了させるためにも、予習や宿題を必ずやってほしい。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 TOEIC テストには不慣れな学生が多く、また、ビジネスや海外生活の経験がな
い１年生には、使用される英語表現や場面状況の理解は困難であったと思われ
る。それにもかかわらず、多くの学生はがんばって課題に取り組んでいたようだ。 

英文科目名 English I 



関連科目 英語Ⅱ、 科学英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、 英会話Ⅰ・Ⅱ、 TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 前期の途中から、重要な単語の解説プリントを配っていたが、後期も配る予定で

ある。 
単語テストの出題数は、前期より、10 問増えて 30 問になるとなる予定である。 

講義目的 聞き、話し、読み、書く、という４技能を用いた日常的なコミュニケーション能
⼒の養成を目指す。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。テキストの紹介と学習目的について説明する。 

TOEIC のプレテストをする。 
2 回 Unit 1 ー “Shopping” Part 1 ~ 4 Listening 
写真描写問題（物の状態と場所）、応答問題（Yes・No 疑問文）、会話問題（聞き
間違いやすい数字）、説明文問題（アナウンス情報の聞き取り／日にち）につい
て、リスニングのウォームアップ練習をした後、実践問題をする。 
3 回 Unit 1 ー “Shopping” Part 5 ~ 7 Reading 
短文⽳埋め問題（名詞／加算・不加算名詞）、⻑文⽳埋め問題（セールへの招待
状）、読解問題（文書の目的と条件）について、文法解説をした後、リーディング
の実践問題をする。 
4 回 Unit 2 ー “Restaurant” Part 1 ~ 4 Listening 
写真描写問題（１⼈の⼈物の動作）、応答問題（肯定・平叙文）、会話問題（数字
／住所・番地）、説明文問題（アナウンス情報の聞き取り／電話番号）について、
リスニングのウォームアップ練習をした後、実践問題をする。 
5 回 Unit 2 ー “Restaurant” Part 5 ~ 7 Reading 
短文⽳埋め問題（名詞・冠詞）、⻑文⽳埋め問題（レストラン情報・案内）、読解
問題（２文書の関連）について、文法解説をした後、リーディングの実践問題を
する。 
6 回 Unit 3 ー “Entertainment” Part 1 ~ 4 Listening 
写真描写問題（複数⼈物の動作）、応答問題（否定・平叙文）、会話問題（名前と
綴り）、説明文問題（芸能ニュース情報の聞き取り／ｗh-情報）について、リスニ
ングのウォームアップ練習をした後、実践問題をする。 
7 回 Unit 3 ー “Entertainment” Part 5 ~ 7 Reading 
短文⽳埋め問題（接続詞・副詞）、⻑文⽳埋め問題（チケット購入方法／指示文）、
読解問題（文書の主題と詳細情報／skimming）について、文法解説をした後、リ
ーディングの実践問題をする。 
8 回 Unit 4 ー “Job Hunting” Part 1 ~ 4 Listening 
写真描写問題（１⼈の⼈物の動作と状況）、応答問題（否定・疑問文）、会話問題
（can と can't の聞き取り）、説明文問題（アドバイス要点の聞き取り／キーワー
ド：動詞・副詞）について、リスニングのウォームアップ練習をした後、実践問
題をする。 
9 回 Unit 4 ー “Job Hunting” Part 5 ~ 7 Reading 
短文⽳埋め問題（接続詞／句）、⻑文⽳埋め問題（カバーレター）、読解問題（文
書の概要把握／skimming）について、文法解説をした後、リーディングの実践問
題をする。 



10 回 Unit 5 ー “Hotel Stay” Part 1 ~ 4 Listening 
写真描写問題（物の状態と位置）、応答問題（付加疑問文）、会話問題（音のリエ
ゾン／chech in・chichen）、説明文問題（案内説明の聞き取り／wh-情報）につい
て、リスニングのウォームアップ練習をした後、実践問題をする。 
11 回 Unit 5 ー “Hotel Stay” Part 5 ~ 7 Reading 
短文⽳埋め問題（形容詞／比較級・最上級）、⻑文⽳埋め問題（ホテル宿泊客への
歓迎挨拶文）、読解問題（２文書の概要把握と数字の拾い読み／skimming）につ
いて、文法解説をした後、リーディングの実践問題をする。 
12 回 Unit 6 ー “Business” Part 1 ~ 4 Listening 
写真描写問題（１⼈の⼈物の動作と場所）、応答問題（What 疑問文）、会話問題
（考えや気持ちを表す表現）、説明文問題（ビジネスニュースのヘッドラインの
聞き取り／固有名詞・数字）について、リスニングのウォームアップ練習をした
後、実践問題をする。 
13 回 Unit 6 ー “Business” Part 5 ~ 7 Reading 
短文⽳埋め問題（動詞の時制）、⻑文⽳埋め問題（ビジネスレター／謝罪文）、読
解問題（要件の整理）について、文法解説をした後、リーディングの実践問題を
する。 
14 回 Review Test 1 ー Unit 1 ~ 3 Listening・Reading 
前期で学習した TOEIC テストの熟達度を確認するために、リスニングとリーデ
ィングの復習問題を各自する。 
15 回 Review Test 2 ー Unit 4 ~ 6 Listening・Reading  
前期で学習した TOEIC テストの熟達度を確認するために、リスニングとリーデ
ィングの復習問題を各自する。 

準備学習 1 回 テキストを持参すること。 
Contents と Introduction を読んでおくこと。 
2 回 Unit 1、Listening を予習し、わからない単語を調べて、ノートに書き出し
ておくこと。 
3 回 Unit 1、Reading を予習し、わからない単語を調べて、ノートに書き出して
おくこと。 
小テスト“Close Listening, Unit 1”を各自行い、提出すること。 
4 回 Unit 2、Listening を予習し、わからない単語を調べて、ノートに書き出し
ておくこと。 
小テスト“語彙＆文法復習小テスト, Unit 1”を各自行い、提出すること。 
5 回 Unit 2、Reading を予習し、わからない単語を調べて、ノートに書き出して
おくこと。 
小テスト“Close Listening, Unit 2”を各自行い、提出すること。 
6 回 Unit 3、Listening を予習し、わからない単語を調べて、ノートに書き出し
ておくこと。 
小テスト“語彙＆文法復習小テスト, Unit 2”を各自行い、提出すること。 
7 回 Unit 3、Reading を予習し、わからない単語を調べて、ノートに書き出して
おくこと。 
小テスト“Close Listening, Unit 3”を各自行い、提出すること。 



8 回 Unit 4、Listening を予習し、わからない単語を調べて、ノートに書き出し
ておくこと。 
小テスト“語彙＆文法復習小テスト, Unit 3”を各自行い、提出すること。 
9 回 Unit 4、Reading を予習し、わからない単語を調べて、ノートに書き出して
おくこと。 
小テスト“Close Listening, Unit 4”を各自行い、提出すること。 
10 回 Unit 5、Listening を予習し、わからない単語を調べて、ノートに書き出し
ておくこと。 
小テスト“語彙＆文法復習小テスト, Unit 4”を各自行い、提出すること。 
11 回 Unit 5、Reading を予習し、わからない単語を調べて、ノートに書き出し
ておくこと。 
小テスト“Close Listening, Unit 5”を各自行い、提出すること。 
12 回 Unit 6、Listening を予習し、わからない単語を調べて、ノートに書き出し
ておくこと。 
小テスト“語彙＆文法復習小テスト, Unit 5”を各自行い、提出すること。 
13 回 Unit 6、Reading を予習し、わからない単語を調べて、ノートに書き出し
ておくこと。 
小テスト“Close Listening, Unit 6”を各自行い、提出すること。 
14 回 Review Test 1 を各自行うこと。 
小テスト“語彙＆文法復習小テスト, Unit 6”を各自行い、提出すること。 
15 回 Review Test 2 を各自行うこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB155G2 
成績評価 各 Unit ごとに実施する小テスト５０％、学期末テスト５０％により、成績を評

価する。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 電気電子システム学科(〜12),情報工学科(〜12),生体医工学科(〜12),工学プロジ

ェクトコース(〜12) 
見出し FB155G2 英語Ⅱ 
担当教員名 林 玉美＊ 
単位数 2 
教科書 “Aim High for the TOEIC Test” 

Kayoko Shiomi, Richard Silver, Naohiro Takita 
SEIBIDO (成美堂） 
ISBN 978-4-7919-5087-4 

アクティブラーニング  
キーワード Grammer, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ビジネス文書は、特有の表現や専門用語が使われているため、和訳を求めるのは

“酷”だったことでしょう。1 年間、ご苦労様でした。 
科目名 英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし。 
授業形態 講義 
注意備考 積極的な授業参加、3 分の 2 以上の出席を必要とする。 
シラバスコード FB155G2 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC300 点相当以上になるような英語⼒を身につけること。 
受講者へのコメント テキストは適切な選択ではなかったかもしれないと途中から感じ、文法や単語の

解説を重視して、テキストの進行を遅らせた。しかし、それがＴＯＥＩＣの得点
を伸ばすことには至らず、文意の理解も困難なままであったと思う。今後は、自
分なりの目標を設定して、さまざまなツールから自分に合った教材や方法を選択
して、実⼒アップを図ってほしい。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 1 年生の皆さんには未知のビジネスや異文化社会の用語や記述が多く、また、リ
スニングのトークスピードも速かったため、理解が困難であったと思う。だから、
目標を充分に達成できたと感じた学生は決して多くなかったようだ。授業以外の
学習時間としては、30 分程度というのが最多なのは残念だが、ＴＯＥＩＣを体験
して、英語への理解は深まったようなので、これからもチャレンジを続けてほし
い。 



英文科目名 English II 
関連科目 英語Ⅱ、 科学英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、 英会話Ⅰ・Ⅱ、 TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 テキストの内容すべてを理解するというのではなく、得点を上げるためのテクニ

ックを教えつつ、授業を進めていきたい。 
講義目的 聞き、話し、読み、書く、という４技能を用いた日常的なコミュニケーション能

⼒の養成を目指す。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Unit 7 ー “Sports” Part 1 ~ 4 Listening 

写真描写問題（複数⼈物の動作と状況）、応答問題（Who・Which 疑問文）、会話
問題（音のリダクション／want to）、説明文問題（スポーツニュースの聞き取り
／選手・チーム名・点数）について、リスニングのウォームアップ練習をした後、
実践問題をする。 
2 回 Unit 7 ー “Sports” Part 5 ~ 7 Reading 
短文⽳埋め問題（動名詞・分詞）、⻑文⽳埋め問題（ファンへの感謝状）、読解問
題（詳細な説明内容の把握）について、文法解説をした後、リーディングの実践
問題をする。 
3 回 Unit 8 ー “Education” Part 1 ~ 4 Listening 
写真描写問題（複数⼈物の動作と状態）、応答問題（Where 疑問文）、会話問題（音
のリダクション／going to）、説明文問題（ニュース発表の聞き取り／分数・パー
セント）について、リスニングのウォームアップ練習をした後、実践問題をする。 
4 回 Unit 8 ー “Education” Part 5 ~ 7 Reading 
短文⽳埋め問題（to 不定詞）、⻑文⽳埋め問題（セミナー案内状）、読解問題（各
パートの内容理解）について、文法解説をした後、リーディングの実践問題をす
る。 
5 回 Unit 9 ー “Services” Part 1 ~ 4 Listening 
写真描写問題（複数⼈物の動作・場所・周りの状況）、応答問題（when 疑問文）、
会話問題（can のいろいろな意味／能⼒・許可・依頼・可能性・推量）、説明文問
題（宣伝内容の聞き取り／会社名・サービス内容）について、リスニングのウォ
ームアップ練習をした後、実践問題をする。 
6 回 Unit 9 ー “Services” Part 5 ~ 7 Reading 
短文⽳埋め問題（助動詞）、⻑文⽳埋め問題（ビジネスレター／勧誘・依頼文）、
読解問題（指示文の理解）について、文法解説をした後、リーディングの実践問
題をする。 
7 回 Unit 10 ー “Housing” Part 1 ~ 4 Listening 
写真描写問題（物の状態と位置）、応答問題（How 疑問文）、会話問題（住居の種
類と⻑所・短所）、説明文問題（アナウンスの聞き取り／位置関係：部屋のレイア
ウト）について、リスニングのウォームアップ練習をした後、実践問題をする。 
8 回 Unit 10 ー “Housing” Part 5 ~ 7 Reading 
短文⽳埋め問題（関係代名詞）、⻑文⽳埋め問題（住宅見学会のお知らせ文）、読
解問題（情報内容の推測）について、文法解説をした後、リーディングの実践問
題をする。 
9 回 Unit 11 ー “Environment” Part 1 ~ 4 Listening 



写真描写問題（建物の状態・周りの状況・風景）、応答問題（Why 疑問文）、会話
問題（事実と意見／fact・opinion）、説明文問題（（説明の聞き取り／直接表現・
比喩表現）について、リスニングのウォームアップ練習をした後、実践問題をす
る。 
10 回 Unit 11 ー “Environment” Part 5 ~ 7 Reading 
短文⽳埋め問題（関係副詞）、⻑文⽳埋め問題（節水協⼒のお知らせ・依頼文）、
読解問題（書き手の意図と読み手の行動推測）について、文法解説をした後、リ
ーディングの実践問題をする。 
11 回 Unit 12 ー “Vacation” Part 1 ~ 4 Listening 
写真描写問題（複数⼈物の動作・周りの状況・風景）、応答問題（依頼・提案文）、
会話問題（行きたい所・したいこと）、説明文問題（アナウンスの聞き取り・置き
換え表現／paraphrase）について、リスニングのウォームアップ練習をした後、
実践問題をする。 
12 回 Unit 12 ー “Vacation” Part 5 ~ 7 Reading 
短文⽳埋め問題（仮定法）、⻑文⽳埋め問題（観光情報案内）、読解問題（２文書
の概要把握と情報の拾い読み／skimming・scanning）について、文法解説をした
後、リーディングの実践問題をする。 
13 回 Review Test 2 ー Unit 7 ~ 9 Listening・Reading 
後期で学習した TOEIC テストの熟達度を確認するために、リスニングとリーデ
ィングの復習問題を各自する。 
14 回 Review Test 3 ー Unit 10 ~ 12 Listening・Reading 
後期で学習した TOEIC テストの熟達度を確認するために、リスニングとリーデ
ィングの復習問題を各自する。 
15 回 Review Test の結果を各パートごとに見直し、各自弱点を確認する。  
TOEIC のポストテストをする。 

準備学習 1 回 テキストを持参すること。 
Unit 7、Listening を予習し、わからない単語を調べて、ノートに書き出しておく
こと。 
2 回 Unit 7、Reading を予習し、わからない単語を調べて、ノートに書き出して
おくこと。 
小テスト“Close Listening, Unit 7”を各自行い、提出すること。 
3 回 Unit 8、Listening を予習し、わからない単語を調べて、ノートに書き出し
ておくこと。 
小テスト“語彙＆文法復習小テスト, Unit 7”を各自行い、提出すること。 
4 回 Unit 8、Reading を予習し、わからない単語を調べて、ノートに書き出して
おくこと。 
小テスト“Close Listening, Unit 8”を各自行い、提出すること。 
5 回 Unit 9、Listening を予習し、わからない単語を調べて、ノートに書き出し
ておくこと。 
小テスト“語彙＆文法復習小テスト, Unit 8”を各自行い、提出すること。 
6 回 Unit 9、Reading を予習し、わからない単語を調べて、ノートに書き出して
おくこと。 



小テスト“Close Listening, Unit 9”を各自行い、提出すること。 
7 回 Unit 10、Listening を予習し、わからない単語を調べて、ノートに書き出し
ておくこと。 
小テスト“語彙＆文法復習小テスト, Unit 9”を各自行い、提出すること。 
8 回 Unit 10、Reading を予習し、わからない単語を調べて、ノートに書き出し
ておくこと。 
小テスト“Close Listening, Unit 10”を各自行い、提出すること。 
9 回 Unit 11、Listening を予習し、わからない単語を調べて、ノートに書き出し
ておくこと。 
小テスト“語彙＆文法復習小テスト, Unit 10”を各自行い、提出すること。 
10 回 Unit 11、Reading を予習し、わからない単語を調べて、ノートに書き出し
ておくこと。 
小テスト“Close Listening, Unit 11”を各自行い、提出すること。 
11 回 Unit 12、Listening を予習し、わからない単語を調べて、ノートに書き出
しておくこと。 
小テスト“語彙＆文法復習小テスト, Unit 11”を各自行い、提出すること。 
12 回 Unit 12、Reading を予習し、わからない単語を調べて、ノートに書き出し
ておくこと。 
小テスト“Close Listening, Unit 12”を各自行い、提出すること。 
13 回 Review Test 2 を各自行うこと。 
小テスト“語彙＆文法復習小テスト, Unit 12”を各自行い、提出すること。 
14 回 Review Test 3 を各自行うこと。 
15 回 Review Test の結果を見直し、分からない箇所をノートに書き出しておく
こと。 

 



年度 2012 
授業コード FB155H1 
成績評価 小テスト・ワークシート等(20%)、レポート・課題(30%)、定期試験(50%)として

評価する。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 電気電子システム学科(〜12),情報工学科(〜12),生体医工学科(〜12),工学プロジ

ェクトコース(〜12) 
見出し FB155H1 英語Ⅰ 
担当教員名 ⻄川 憲一 
単位数 2 
教科書 SUCCESSFUL KEYS TO THE TOEIC TEST 1 [Second Edition]／桐原書店・

Pearson Longman 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 本講義で取り上げている内容として TOEIC があります。TOEIC、特にリスニン

グ・セクションでは音声を聴いて答えるわけですが、なかなか言われている英文
が頭に浮かんでこないこともあるでしょう。読み上げられた英文を視覚的に確認
することで、音のつながり方、音と文字(または語句)との関係などを理解してほ
しいので、リスニング・セクションのところではスクリーンによる提示も併せて
行いながら説明をしています。自由記述でのコメント欄から、こういった取り組
みを役立ててもらえていることがうかがえて、当方としてもうれしく思ってい 

科目名 英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 各自の専門分野の学習と同様重要なものであるとの意識で臨むこと。また、自己

の知識や見識を深めるよう努⼒すること。講義時には辞書を携行することが望ま
しい。説明のためにパワーポイント等の電子教材をプロジェクターなどで提示す
る場合がある。 

シラバスコード FB155H1 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC 300 点相当以上となるような英語⼒を身につけること。 
受講者へのコメント 開始時間に間に合わない⼈も時折見かけました。また、欠席が目立つ⼈も若干で

すがいます。大学の講義は「自らがどのように取り組むか」によって多くのこと
を得られるかどうかが大きく変わってきます。そして得ようとした⼈と得ようと
しなかった⼈との差は決して小さくはありません。後期は大学生活にも慣れてき
たり、また季節的には寒い時期に向かいます。今一度、気を引き締めて後期の講
義に臨んでください。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への  



対応 
各項目評価に対する所見 概ね好評価をいただき、「理解が深まった」との回答も多く、ありがとうございま

す。みなさんの学習がより深まるように後期も取り組みたいと思います。さて、
初めて見る語句や不明の語句はあらかじめ調べておくことが大切ですし、一通り
問題を解いてみてから講義に臨むことでより理解が深まることもあります。今回
十分にできていなかったと感じている⼈は後期取り組んでみましょう。もちろ
ん、質問も歓迎です。一緒に取り組んでいきましょう。 

英文科目名 English I 
関連科目 英語Ⅱ, 科学英語Ⅰ/Ⅱ/Ⅲ/Ⅳ, 英会話Ⅰ/Ⅱ, TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 みなさんの学習がより深まるようにいろいろ取り組みたいと思います。 
講義目的 4 技能を用いた日常的コミュニケーション能⼒の養成を目指す。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  Orientation and Introduction 

2 回  Unit 1 Daily Life (1) 
3 回  Unit 1 Daily Life (2) 
4 回  Unit 2 Places (1) 
5 回  Unit 2 Places (2) 
6 回  Unit 3 People (1) 
7 回  Unit 3 People (2) 
8 回  Review (Units 1, 2, and 3) 
9 回  Unit 4 Travel (1) 
10 回  Unit 4 Travel (2) 
11 回  Unit 5 Business (1) 
12 回  Unit 5 Business (2) 
13 回  Unit 6 Office (1) 
14 回  Unit 6 Office (2) 
15 回  Review (Units 4, 5, and 6) 

準備学習 1 回 シラバスの内容をよく確認し、本講義の学習内容および過程を把握してお
くこと。 
2 回 事前に Warm-up の各問題 (Check Your Vocaburary!/Word Association) 
を解答して各語句が表す意味・概念を理解しておくこと。また、これらの語句や 
p.1, p.2 で示されているポイント(囲み部分)などを参考にして、本章のテーマに
ついて把握しておくこと。 
3 回 p.4 で示されているポイント (囲み部分) を読んで理解しておくこと。加え
て、Tips で取り上げられている文法事項の内容・概念を確認し、また、広告を読
む場合の注意点はどこかを予測しておくこと。 
4 回 事前に Warm-up の各問題 (Check Your Vocaburary!/Word Association) 
を解答して各語句が表す意味・概念を理解しておくこと。また、これらの語句や 
p.7, p.8 で示されているポイント (囲み部分) などを参考にして、本章のテーマ
について把握しておくこと。 
5 回 カードを読む場合の注意点を考えながら、あらかじめ各問題の英文を読み、
大事だと思われる箇所はどこか見当をつけておくこと。また、その英文のアウト



ラインについても大まかに把握しておくこと。 
6 回 事前に Warm-up の各問題 (Check Your Vocaburary!/Word Association) 
を解答して各語句が表す意味・概念を理解しておくこと。また、これらの語句や
p.13, p.14 で示されているポイント (囲み部分) などを参考にして、本章のテー
マについて把握しておくこと。 
7 回 p.16 で示されているポイント (囲み部分) を読んで理解しておくこと。加
えて、Tips で取り上げられている文法事項の内容・概念を確認し、また、図表か
ら読み取る場合の注意点はどこかを予測しておくこと。 
8 回 ここまでの各 Unit の内容を復習しておくこと。 
9 回 事前に Warm-up の各問題 (Check Your Vocaburary!/Word Association) 
を解答して各語句が表す意味・概念を理解しておくこと。また、これらの語句や
p.19, p.20 で示されているポイント (囲み部分) などを参考にして、本章のテー
マについて把握しておくこと。 
10 回 あらかじめ各問題の英文を読み、大事だと思われる箇所はどこか見当をつ
けておくこと。また、その英文のアウトラインについても大まかに把握しておく
こと。 
11 回 事前に Warm-up の各問題 (Check Your Vocaburary!/Word Association) 
を解答して各語句が表す意味・概念を理解しておくこと。また、これらの語句や 
p.25, p.26 で示されているポイント (囲み部分) などを参考にして、本章のテー
マについて把握しておくこと。 
12 回 p.28 で示されているポイント (囲み部分) を読んで理解しておく。加え
て、Tips で取り上げられている文法事項の内容・概念を確認し、また、通知やメ
モを読む場合の注意点はどこかを予測しておくこと。 
13 回 事前に Warm-up の各問題 (Check Your Vocaburary!/Word Association) 
を解答して各語句が表す意味・概念を理解しておくこと。また、これらの語句や
p.31, p.32 で示されているポイント (囲み部分) などを参考にして、本章のテー
マについて把握しておくこと。 
14 回 手紙を読む場合の注意点を考えながら、あらかじめ各問題の英文を読み、
大事だと思われる箇所はどこか見当をつけておくこと。また、その英文のアウト
ラインについても大まかに把握しておくこと。 
15 回 ここまでの各 Unit の内容を復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB155H2 
成績評価 小テスト・ワークシート等(20%)、レポート・課題(30%)、定期試験(50%)として

評価する。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 電気電子システム学科(〜12),情報工学科(〜12),生体医工学科(〜12),工学プロジ

ェクトコース(〜12) 
見出し FB155H2 英語Ⅱ 
担当教員名 ⻄川 憲一 
単位数 2 
教科書 SUCCESSFUL KEYS TO THE TOEIC TEST 1 [Second Edition]／桐原書店・

Pearson Longman 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 各自の専門分野の学習と同様重要なものであるとの意識で臨むこと。また、自己

の知識や見識を深めるよう努⼒すること。講義時には辞書を携行することが望ま
しい。説明のためにパワーポイント等の電子教材をプロジェクターなどで提示す
る場合がある。 

シラバスコード FB155H2 
実務経験のある教員  
達成目標 TOEIC 300 点相当以上となるような英語⼒を身につけること。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 English II 
関連科目 英語Ⅰ, 科学英語Ⅰ/Ⅱ/Ⅲ/Ⅳ, 英会話Ⅰ/Ⅱ, TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 4 技能を用いた日常的コミュニケーション能⼒の養成を目指す。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Orientation and Introduction 

2 回 Unit 7 Technology (1) 
3 回 Unit 7 Technology (2) 



4 回 Unit 8 Personnel (1) 
5 回 Unit 8 Personnel (2) 
6 回 Unit 9 Management (1) 
7 回 Unit 9 Management (2) 
8 回 Review (Units 7, 8, and 9) 
9 回 Unit 10 Purchasing (1) 
10 回 Unit 10 Purchasing (2) 
11 回 Unit 11 Finances (1) 
12 回 Unit 11 Finances (2) 
13 回 Unit 12 Media (1) 
14 回 Unit 12 Media (2) 
15 回 Review (Units 10, 11, and 12) 

準備学習 1 回 シラバスの内容をよく確認し、本講義の学習内容および過程を把握してお
くこと。 
2 回 事前に Warm-up の各問題 (Check Your Vocaburary! / Word Association) 
を解答して各語句が表す意味・概念を理解しておくこと。また、これらの語句や 
p.37, p.38 で示されているポイント (囲み部分) などを参考にして、本章のテー
マについて把握しておくこと。 
3 回 p.40 で示されているポイント (囲み部分) を読んで理解しておくこと。加
えて、Tips で取り上げられている文法事項の内容・概念を確認し、また、図表か
ら読み取る場合の注意点はどこかを予測しておくこと。 
4 回 事前に Warm-up の各問題 (Check Your Vocaburary! / Word Association) 
を解答して各語句が表す意味・概念を理解しておくこと。また、これらの語句や 
p.43, p.44 で示されているポイント (囲み部分) などを参考にして、本章のテー
マについて把握しておくこと。 
5 回 新聞などの記事を読む場合の注意点を考えながら、あらかじめ各問題の英
文を読み、大事だと思われる箇所はどこか見当をつけておくこと。また、その英
文のアウトラインについても大まかに把握しておくこと。 
6 回 事前に Warm-up の各問題 (Check Your Vocaburary! / Word Association) 
を解答して各語句が表す意味・概念を理解しておくこと。また、これらの語句や 
p.49, p.50 で示されているポイント (囲み部分) などを参考にして、本章のテー
マについて把握しておくこと。 
7 回 p.52 で示されているポイント (囲み部分) を読んで理解しておくこと。加
えて、Tips で取り上げられている文法事項の内容・概念を確認し、また、通知お
よび告知を読む場合の注意点はどこかを予測しておくこと。 
8 回 ここまでの各 Unit の内容を復習しておくこと。 
9 回 事前に Warm-up の各問題 (Check Your Vocaburary! / Word Association) 
を解答して各語句が表す意味・概念を理解しておくこと。また、これらの語句や 
p.55, p.56 で示されているポイント (囲み部分) などを参考にして、本章のテー
マについて把握しておくこと。 
10 回 あらかじめ各問題の英文を読み、大事だと思われる箇所はどこか見当をつ
けておくこと。また、その英文のアウトラインについても大まかに把握しておく



こと。 
11 回 事前に Warm-up の各問題 (Check Your Vocaburary! / Word Association) 
を解答して各語句が表す意味・概念を理解しておくことまた、これらの語句や 
p.61, p.62 で示されているポイント (囲み部分) などを参考にして、本章のテー
マについて把握しておくこと。 
12 回 p.64 で示されているポイント (囲み部分) を読んで理解しておくこと。加
えて、Tips で取り上げられている文法事項の内容・概念を確認し、また、レシピ
から読み取る場合の注意点はどこかを予測しておくこと。 
13 回 事前に Warm-up の各問題 (Check Your Vocaburary! / Word Association) 
を解答して各語句が表す意味・概念を理解しておくこと。また、これらの語句や 
p.67, p.68 で示されているポイント (囲み部分) などを参考にして、本章のテー
マについて把握しておくこと。 
14 回 手紙を読む場合の注意点を考えながら、あらかじめ各問題の英文を読み、
大事だと思われる箇所はどこか見当をつけておくこと。また、その英文のアウト
ラインについても大まかに把握しておくこと。 
15 回 ここまでの各 Unit の内容を復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB155J1 
成績評価 定期試験 60 点、小テスト 20 点、課題 20 点 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 電気電子システム学科(〜12),情報工学科(〜12),生体医工学科(〜12),工学プロジ

ェクトコース(〜12) 
見出し FB155J1 英語Ⅰ 
担当教員名 小野 順子＊ 
単位数 2 
教科書 First Primer <Revised Edition>（基礎からの英語入門）/佐藤哲三 他/南雲堂 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 教室が狭いという意見が寄せられた。教室は広くはないが、私にとって学生の顔

もよく見えて、名前も覚えやすく、よい広さだと思っている。感謝の言葉もあっ
てうれしく思った。 

科目名 英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要なし。 
授業形態 講義 
注意備考 英語は国際語なので、将来必ず必要になります。しっかり辞書を引いて予習して

おくこと。練習問題の補足として、必要に応じてプリントを配布する。 
シラバスコード FB155J1 
実務経験のある教員  
達成目標 基礎的な語彙⼒・文法⼒をつけること。 
受講者へのコメント 予習を週２時間程度は、必ずやってきて欲しい。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 全般的に特に問題はなかった。学生は分野への理解が深まり、私の仕事ぶりに対
して高い評価を与えてくれた。しかし、大多数の学生は、課題をまじめにしてき
たが、予習に割く時間が少なかった。 

英文科目名 English I 
関連科目 英語 II、科学英語 I・II・III・IV、英会話 I・II、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 今の授業で学生からの不満はなく、満足してくれているので特に変更はない。し

かし、課題量を増やしたい。 
講義目的 語彙⼒、文法⼒をつけ、日常的コミュニケーション能⼒を養成する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。この講義の目標を提示し、授業の進め方を説明する。 

2 回 be 動詞の意味を説明し、否定分と疑問文、さらに There is (are) 構文とそ



の否定文、疑問文を説明する。さらに、それらに関する文法、英作、⻑文問題を
する。 
3 回 一般動詞の現在形とその否定文、疑問文を説明する。さらに、それらに関す
る文法、英作、⻑文問題をする。 
4 回 一般動詞の過去形とその否定文、疑問文について解説する。さらに、それら
に関する文法、英作、⻑文問題をする。 
5 回 現在進行形と過去進行形、それらの否定文と疑問文を説明する。さらに、そ
れらに関する文法、英作、⻑文問題をする。 
6 回 未来形とその否定文、疑問文について説明する。さらに、それらに関する文
法、英作、⻑文問題をする。 
7 回 助動詞とその過去形について説明する。さらにそれらに関する文法、英作、
⻑文問題をする。 
8 回 小テストを実施する。名詞、冠詞について説明する。さらにそれらに関する
文法、英作、⻑文問題をする。 
9 回 代名詞について説明する。さらにそれに関する文法、英作、⻑文問題をす
る。 
10 回 前置詞について説明する。さらにそれに関する文法、英作、⻑文問題をす
る。 
11 回 第１１回 形容詞、副詞について説明する。さらにそれらに関する文法、
英作、⻑文問題をする。 
12 回 原級、比較級、最上級について説明する。 
13 回 原級、比較級、最上級に関する文法、英作、⻑文問題をする。 
14 回 命令文、感嘆文について説明する。 
15 回 命令文、感嘆文に関する文法、英作、⻑文問題をする。 
16 回 定期試験を実施する。 

準備学習 1 回 シラバスを見て、テキストとその学習内容を確認しておくこと。 
2 回 テキスト p.14、be 動詞についての解説を読んでおくこと。練習問題 p.15-
16 を解いておくこと。 
3 回 テキスト p.17、一般動詞（現在）についての解説を読んでおくこと。練習問
題 p.18-19 を解いておくこと。 
4 回 テキスト p.20、一般動詞（過去）についての解説を読んでおくこと。練習問
題 p.21-22 を解いておくこと。 
5 回 テキスト p.23、進行形についての解説を読んでおくこと。練習問題 p.24-25
を解いておくこと。 
6 回 テキスト p.26、未来形についての解説を読んでおくこと。練習問題 p.27-28
を解いておくこと。 
7 回 テキスト p.29、助動詞についての解説を読んでおくこと。練習問題 p.30-31
を解いておくこと。 
8 回 テキスト p.32、名詞、冠詞についての解説を読んでおくこと。練習問題 p.33-
34 を解いておくこと。小テストの準備をしておくこと。 
9 回 テキスト p.35、代名詞についての解説を読んでおくこと。練習問題 p.36-37
を解いておくこと。 



10 回 テキスト p.38、前置詞についての解説を読んでおくこと。練習問題 p.39-
40 を解いておくこと。 
11 回 テキスト p.41、形容詞、副詞についての解説を読んでおくこと。練習問題
p.42-43 を解いておくこと。 
12 回 テキスト p.44、比較についての解説を読んでおくこと。 
13 回 テキスト p.45-46、比較についての練習問題を解いておくこと。 
14 回 テキスト p.47、命令文、感嘆文についての解説を読んでおくこと。 
15 回 テキスト p.48-49、命令文、感嘆文についての練習問題 p.48-49 を解いて
おくこと。 
16 回 定期試験のための準備をしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB155J2 
成績評価 定期試験 60 点、小テスト 20 点、課題 20 点 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 電気電子システム学科(〜12),情報工学科(〜12),生体医工学科(〜12),工学プロジ

ェクトコース(〜12) 
見出し FB155J2 英語Ⅱ 
担当教員名 小野 順子＊ 
単位数 2 
教科書 First Primer <Revised Edition>（基礎からの英語入門）/佐藤哲三 他/南雲堂 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 質問がありませんでした。 
科目名 英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要なし。 
授業形態 講義 
注意備考 英語は国際語なので、将来必ず必要になります。しっかり辞書を引いて予習して

おくこと。練習問題の補足として、必要に応じてプリントを配布する。 
シラバスコード FB155J2 
実務経験のある教員  
達成目標 基礎的な語彙⼒・文法⼒をつけること。 
受講者へのコメント 予習、復習はしていますが、時間をかけて学習していません。授業外に学習する

時間を週当たり２時間程度はとるようにしてください。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 各項目につき、問題はありませんでした。 
英文科目名 English II 
関連科目 英語 I、科学英語 I・II・III・IV、英会話 I・II、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 変更なし。 
講義目的 語彙⼒、文法⼒をつけ、日常的コミュニケーション能⼒を養成する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 接続詞を説明し、さらに、それらに関する文法、英作、⻑文問題をする。 

2 回 不定詞・動名詞を説明し、さらに、それらに関する文法、英作、⻑文問題を
する。 
3 回 受動態を説明する。さらに、それに関する文法、英作、⻑文問題をする。 
4 回 現在完了形について解説する。さらに、それに関する文法、英作、⻑文問題
をする。 



5 回 接続詞を含む構文、時制の一致を説明する。さらに、それらに関する文法、
英作、⻑文問題をする。 
6 回 ５つの基本文型について説明する。さらに、それに関する文法、英作、⻑文
問題をする。 
7 回 各種疑問文について説明する。さらにそれらに関する文法、英作、⻑文問題
をする。 
8 回 小テストを実施する。不定詞を使った構文について説明する。 
9 回 不定詞を使った構文に関する文法、英作、⻑文問題をする。 
10 回 it の特別用法について説明する。 
11 回 it の特別用法に関する文法、英作、⻑文問題をする。 
12 回 分詞、動名詞の用法について説明する。 
13 回 分詞、動名詞に関する文法、英作、⻑文問題をする。 
14 回 関係代名詞について説明する。 
15 回 関係代名詞に関する文法、英作、⻑文問題をする。 
16 回 定期試験を実施する。 

準備学習 1 回 テキスト p.50、接続詞についての解説を読んでおくこと。練習問題 p.51-52
を解いておくこと。 
2 回 テキスト p.53、不定詞、動名詞についての解説を読んでおくこと。練習問
題 p.54-55 を解いておくこと。 
3 回 テキスト p.56、受動態についての解説を読んでおくこと。練習問題 p.57-58
を解いておくこと。 
4 回 テキスト p.59、現在完了形についての解説を読んでおくこと。練習問題 p.60-
61 を解いておくこと。 
5 回 テキスト p.62、接続詞、時制の一致についての解説を読んでおくこと。練
習問題 p.63-64 を解いておくこと。 
6 回 テキスト p.65、５つの基本文型についての解説を読んでおくこと。練習問
題 p.66-67 を解いておくこと。 
7 回 テキスト p.68、各種疑問文についての解説を読んでおくこと。練習問題 p.69-
70 を解いておくこと。 
8 回 テキスト p.71、不定詞を含む構文についての解説を読んでおくこと。小テ
ストの準備をしておくこと。 
9 回 不定詞、およびそれを含む構文に関する練習問題 p.72-73 を解いておくこ
と。 
10 回 テキスト p.74、it の特別用法についての解説を読んでおくこと。 
11 回 it の特別用法に関する練習問題 p.75-76 を解いておくこと。 
12 回 テキスト p.77、分詞、動名詞の用法についての解説を読んでおくこと。 
13 回 分詞、動名詞の用法についての練習問題 p.78-79、を解いておくこと。 
14 回 テキスト p.80、関係代名詞についての解説を読んでおくこと。 
15 回 関係代名詞についての練習問題 p.81-82 を解いておくこと。 
16 回 定期試験のための準備をしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB155K1 
成績評価 定期試験 ７０％、提出物とミニテスト ３０％ 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 電気電子システム学科(〜12),情報工学科(〜12),生体医工学科(〜12),工学プロジ

ェクトコース(〜12) 
見出し FB155K1 英語Ⅰ 
担当教員名 佐久川 豊子＊ 
単位数 2 
教科書 First Primer <Revised Edition> /Tetsuzo Sato/NAN'UN-DO 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特になし。 
科目名 英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 英和辞典、和英辞典 
授業形態 講義 
注意備考 日々、努⼒を積み重ねることで、着実に英語⼒を身につけることができます。授

業に前向きに参加してくれることを期待しています。 
シラバスコード FB155K1 
実務経験のある教員  
達成目標 基礎的な語彙⼒、文法⼒をつけること。 
受講者へのコメント 関心を持って、真面目に取り組んでいることは、こちらに十分に伝わっています。

疑問に思うことがあれば、質問をしてください。より理解が深まると思います。 
連絡先 非常勤講師室、火曜日 1,2 限および金曜日 1,2 限と 5,6 限の前後 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 真面目に授業に取り組んでいることが分かったが、授業時間外での学習はあまり
できていないことも、わかった。今後の課題だと思う。 

英文科目名 English I 
関連科目 英語Ⅱ、科学英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 興味を感じてもらえる、例文や話題を考えて授業で使えるように考えたいと思い

ます。 
講義目的 語彙⼒、文法⼒をつけ、日常的コミュニケーション能⼒を養成する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテイション、Unit 1-1 be 動詞の基本と応用を学習する。テキスト

４−１３ページの基本的な文の問題は、各ユニットの中で随時 
取り入れて学習する。 
2 回 Unit 1-2 be 動詞、Unit 2-1 一般動詞（現在形）を学習する。 



3 回 Unit 2-2 一般動詞の応用、Unit 3-1 一般動詞（過去形）の基本を学び、話
す練習をする。 
4 回 Unit 3-2 過去形の応用を学習する。 
5 回 Unit 4-1 進行形の基本を学習し、シャドウイングなどを用いて話す練習を
する。⻑文問題を学習する。 
6 回 Unit 5-1 未来形の基本を学習する。 
7 回 Unit 5-2 未来形の応用とリスニングを学習する。 
8 回 Unit 6-1 助動詞の役割、使い方を学習する。 
9 回 Unit 6-2 助動詞の応用と話す学習する。 
10 回 Unit 7 名詞、冠詞の基本と応用を学習する。 
11 回 Unit 8 代名詞の基本と応用を学習する。 
12 回 Unit 9 前置詞の基本と応用を学習する。 
13 回 Unit 10 形容詞・副詞の基本と応用を学習する。 
14 回 Unit 11 比較の学習をする。 
15 回 Unit 12 命令文・感嘆文を学習する。今までの総復習をする。 

準備学習 1 回 テキストを購入しておくこと。Unit 1 の解らない単語を辞書で引いておく
こと。 
2 回 Unit 1 CD を聞いておくこと。 
3 回 Unit 2 単語を引いておくこと。CD をきいておくこと。 
4 回 Unit 2 英文を音読すること。 
5 回 Unit 3 単語を引き、大まかな内容を把握しておくこと。 
6 回 Unit 3 ⻑文問題の予習をしておくこと。 
7 回 Unit 4 単語を引いておくこと。 
8 回 Unit 5 単語を引き、内容を把握しておくこと。 
9 回 Unit 6 単語を引き、内容の把握をしておくこと。 
10 回 Unit 7 単語を引き、内容の 
11 回 Unit 8 単語を引き、内容の把握をしておくこと。 
12 回 Unit 9 単語を引き、ないようの把握をしておくこと。 
13 回 Unit 10 単語を引き、内容の把握をしておくこと。 
14 回 Unit 11 単語を引き、内容の把握をしておくこと。 
15 回 Unit 12 単語を引き、内容の把握をしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB155K2 
成績評価 定期試験 ７０％、 提出物とミニテスト ３０％ 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 電気電子システム学科(〜12),情報工学科(〜12),生体医工学科(〜12),工学プロジ

ェクトコース(〜12) 
見出し FB155K2 英語Ⅱ 
担当教員名 佐久川 豊子＊ 
単位数 2 
教科書 First Primer<Revised Edition> /Tetsuzo Sato/Nan'un-do 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 学生数の多さに対して教室が窮屈だったとの指摘があった。事情が許せば今後考

慮したい。 
科目名 英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 英和辞典、和英辞典 
授業形態 講義 
注意備考 日々の努⼒の積み重ねが着実な理解と英語⼒の向上につながります。積極的に授

業に参加してくれることを期待しています。 
シラバスコード FB155K2 
実務経験のある教員  
達成目標 基礎的な語彙⼒、文法⼒をつけること。 
受講者へのコメント 文法の基本が習得できたと思うので、それを生かして、読みやすい英語の本を読

んだり、パソコンなども利用して英語による情報なども積極的に学習に活用して
ほしいと思います。 

連絡先 非常勤講師室 火曜日 1,2 限、金曜日 1,2 限と 5,6 限の前後 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ほとんどの学生が真面目に授業に取り組んでいたが、アンケートの結果からもそ
れがうかがえた。基本的な文法を重視した授業だったが、基本をおさえつつ、ど
う、応用へとつなげて行くかに、苦心したがおおむねそれも理解し受け止めてく
れたと思われる。 

英文科目名 English II 
関連科目 英語Ⅰ、 科学英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 学習内容をさらに発展させようという、意欲を高めるための資料などを活用して

いきたいと考えている。 
講義目的 語彙⼒、文法⼒をつけ、日常的コミュニケーション能⼒を養成する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 Unit 13 接続詞の基本と応用を学習する。 
2 回 Unit 14-1 不定詞、動名詞の基本を学習する。 
3 回 Unit 14-2 不定詞、動名詞の応用を学習する。 
4 回 Unit 15 受動態の基本と応用を学習する。 
5 回 Unit 16-1 現在完了形の基本を学習する。 
6 回 Unit 16-2 現在完了形の応用を学習する。 
7 回 Unit 17 接続詞、時制の一致を学習する。 
8 回 Unit 18 ５文型を学習する。 
9 回 Unit 19 疑問文に関する学習をする。 
10 回 Unit 20 不定詞の応用を学習する。 
11 回 Unit 21 It の特別用法について学習する。 
12 回 Unit 22-1 分詞、動名詞についての基本を学習する。 
13 回 Unit 22-2 分詞、動名詞の応用を学習する。 
14 回 Unit 23-1 関係代名詞の基本の学習をする。 
15 回 Unit 23-2 関係代名詞の応用を学習する。後期の総復習をする。 

準備学習 各回の講義内容に即して、その Unit の単語で解らないものを辞書で調べておき、
大まかに内容を把握しておくこと。また、CD を聞いておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB155L1 
成績評価 定期試験 60 点、演習課題 30 点、提出課題 10 点により評価する。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 電気電子システム学科(〜12),情報工学科(〜12),生体医工学科(〜12),工学プロジ

ェクトコース(〜12) 
見出し FB155L1 英語Ⅰ 
担当教員名 平松 進＊ 
単位数 2 
教科書 The TOEIC Test Trainer Target 350/⽥辺正美他/センゲージラーニング 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「英語を聞き取ることができそうで良い」との記述に手ごたえを感じます。「⿊

板にいろいろ書いて何を写せばよいか分かりづらい」とのことです。特に重要な
ことはその旨を明言していますのでよく留意して聞いてもらえると助かります。
もちろん、すべてを写す必要などはありません。口頭だけでは分かりにくいこと
の補助として板書を行うことも多いからです。 

科目名 英語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない。 
授業形態 講義 
注意備考 授業回数の 3 分の 2 以上の出席を必要とし、遅刻・早退は 30 分以内とし 1 回に

つき 0.5 回分の欠席となる。 
シラバスコード FB155L1 
実務経験のある教員  
達成目標 基礎的な語彙⼒・文法⼒をつけること。 
受講者へのコメント 極めて積極的な⼈と、今一歩十分でない⼈との対照が感じられた授業でした。積

極的な⼈の姿勢が、クラス全体に好影響を及ぼすことを期待しています。教科書
のレベルが若干高いと感じた⼈がいるとは思いますが、相対的に見てよく取り組
んでいたと思います。このことは演習部分での反応の良さに現れていました。例
え自信がなくても明瞭な応対ぶりでした。また自発的な学習を一層して欲しいと
思います。そして、質問等をもっと積極的に担当教員に投げかけて欲しいと強く
期待しています。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 午後からの授業ですが、回答以上に出席が十分ではないようです。授業期間外で
の学習が 1 時間から 2 時間が大半を占めていることは残念です。3 時間以上は取
り組んでほしいと思います。英語への理解、興味、関心、技能が高まったとのこ
とで大いに満足を覚えます。 



英文科目名 English I 
関連科目 英語Ⅱ、科学英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定 定型的な質問にとどまらず、ブレーンストーミングを狙った変化球に富んだ質問

に前期の初め頃は当惑していた模様ですが、前期終了までには訓練の成果が手堅
く感じられました。ですから、レベルは高くなるでしょうが、臨機応変に自由自
在な問いかけをして深みのある「対話型授業」をいっそう進めていきたいと思い
ます。また、ともすれば苦手意識を持ちやすい英語の音声化を今まで以上に取り
入れていきたいと思います。 

講義目的 語彙⼒、文法⼒をつけ、日常的コミュニケーション能⼒を養成する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。授業の進め方等を説明する。 

2 回 英語の音声体系と、取り組む各種学習法・訓練法を概観する。 
3 回 Pre-test(pp.8-15)に取り組み、解説する。 
4 回 Unit 1 オフィスで―自動詞と他動詞 Listening Section(pp.16-18)に取り組
み、解説する。 
5 回 Unit 1 オフィスで―自動詞と他動詞 Reading Section(pp.19-21)に取り組
み、解説する。 
6 回 Unit 2 買い物―形容詞・副詞・前置詞 Listening Section(pp.22-24)に取り
組み、解説する。 
7 回 Unit 2 買い物―形容詞・副詞・前置詞 Reading Section(pp.25-27)に取り組
み、解説する。 
8 回 Unit 3 食事―名詞と冠詞 Listening Section(pp.28-30)に取り組み、解説す
る。 
9 回 Unit 3 食事―名詞と冠詞 Reading Section(pp.31-33)に取り組み、解説す
る。 
10 回 Unit 4 健康・スポーツ―進行形 Listening Section(pp.34-36)に取り組み、
解説する。 
11 回 Unit 4 健康・スポーツ―進行形 Reading Section(pp.37-39)に取り組み、
解説する。 
12 回 Unit 5 コマーシャル―完了形 Listening Section (pp.40-42)に取り組み、
解説する。 
13 回 Unit 5 コマーシャル―完了形 Reading Section (pp.43-45)に取り組み、解
説する。 
14 回 Unit 6 数字―不定詞 Listening Section(pp.46-48)に取り組み、解説する。 
15 回 Unit 6 数字―不定詞 Reading Section(pp.49-51)に取り組み、解説する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく理解し、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 英語の発音記号(International Phonetic Alphabet(IPA)国際音標文字）を辞
書・参考書等で予習すること。 
3 回 Pre-test(pp.8-15)に取り組むこと。 
4 回 Unit 1 オフィスで―自動詞と他動詞 Listening Section(pp.16-18)をよく理
解し練習問題に取り組むこと。 
5 回 Unit 1 オフィスで―自動詞と他動詞 Reading Section(pp.19-21)をよく理



解し練習問題に取り組むこと。 
6 回 Unit 2 買い物―形容詞・副詞・前置詞 Listening Section(pp.22-24)をよく
理解し練習問題に取り組むこと。 
7 回 Unit 2 買い物―形容詞・副詞・前置詞 Reading Section(pp.25-27)をよく理
解し練習問題に取り組むこと。 
8 回 Unit 3 食事―名詞と冠詞 Listening Section(pp.28-30)をよく理解し練習問
題に取り組むこと。 
9 回 Unit 3 食事―名詞と冠詞 Reading Section(pp.31-33)をよく理解し練習問
題に取り組むこと。 
10 回 Unit 4 健康・スポーツ―進行形 Listening Section(pp.34-36)をよく理解し
練習問題に取り組むこと。 
11 回 Unit 4 健康・スポーツ―進行形 Reading Section(pp.37-39)をよく理解し
練習問題に取り組むこと。 
12 回 Unit 5 コマーシャル―完了形 Listening Section (pp.40-42)をよく理解し
練習問題に取り組むこと。 
13 回 Unit 5 コマーシャル―完了形 Reading Section (pp.43-45)をよく理解し練
習問題に取り組むこと。 
14 回 Unit 6 数字―不定詞 Listening Section(pp.46-48)をよく理解し練習問題
に取り組むこと。 
15 回 Unit 6 数字―不定詞 Reading Section(pp.49-51)をよく理解し練習問題に
取り組むこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB155L2 
成績評価 定期試験 60 点、演習課題 30 点、提出課題 10 点により評価する。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 電気電子システム学科(〜12),情報工学科(〜12),生体医工学科(〜12),工学プロジ

ェクトコース(〜12) 
見出し FB155L2 英語Ⅱ 
担当教員名 平松 進＊ 
単位数 2 
教科書 The TOEIC Test Trainer Target 350/⽥辺正美他/センゲージラーニング 
アクティブラーニング  
キーワード Grammar, Vocabulary, Communication, TOEIC 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  「冬はいいが夏が暑かった」に関して、エアコンが集中管理になっており、調

整ができないので理解願いたい。 
 「問題に対して詳しい解説をしてくれて理解しやすかった」とは、安堵した。
実は、たえず時間との戦いで定刻に終了するには詳しい説明ができず⻭がゆい思
いを自覚していたからである。 

科目名 英語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない。 
授業形態 講義 
注意備考 授業回数の 3 分の 2 以上の出席を必要とし、遅刻・早退は 30 分以内とし 1 回に

つき 0.5 回分の欠席となる。 
シラバスコード FB155L2 
実務経験のある教員  
達成目標 基礎的な語彙⼒・文法⼒をつけること。 
受講者へのコメント  取り扱う内容のレベルが少し高めであろうとの分析と判断で授業を進めたが、

予想以上に努⼒してもらえて嬉しく思う。ただ、細かく見ると、理解不足の点も
散見されるはずなので、担当者にどんどんぶつかって活用して欲しいと願う。再
三、申した通り、いつでも質問、相談に応じる時間と環境を作り対応させていた
だく用意ができている。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  この授業を受けてよかった点が、「この分野への理解の深まり、興味・関心の高
まり、技能・技術の向上」が相当高く大変やりがいを感じる。 
 目標達成も 8 割以上で満足に思う。 
 その一方で満足度が「普通」が 29%で意外に映り、満足度が向上するような創
意工夫が肝要だと痛感する。 



英文科目名 English II 
関連科目 英語Ⅰ、科学英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、英会話Ⅰ・Ⅱ、TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  どこがよく分かり、反対にどこがよく分かりにくいかを受講者の反応などから

読み取るような高い感受性を絶えず磨く実践を自分自身に課したい。こうしたこ
とが、満足度の向上へとつながると確信する。また、現実的な緊急性がなくとも、
そしてたとえ時間は多少余計にかかっても英語の音声面をさらに体得してもら
えるよう実践したいと感じる。 

講義目的 語彙⼒、文法⼒をつけ、日常的コミュニケーション能⼒を養成する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。授業の進め方等を説明する。 

2 回 Unit 7 日常生活のトラブル―動名詞 Listening Section(pp.52-54)に取り組
み、解説する。 
3 回 Unit 7 日常生活のトラブル―動名詞 Reading Section(pp.55-57)に取り組
み、解説する。 
4 回 Unit 8 余暇・社交―関係代名詞と関係副詞 Listening Section(pp.58-60)に
取り組み、解説する。 
5 回 Unit 8 余暇・社交―関係代名詞と関係副詞 Reading Section(pp.61-63)に取
り組み、解説する。 
6 回 Unit 9 ガイド―複文 Listening Section(pp.64-66)に取り組み、解説する。 
7 回 Unit 9 ガイド―複文 Reading Section(pp.67-69)に取り組み、解説する。 
8 回 Unit 10 説明―受動態 Listening Section(pp.70-72)に取り組み、解説する。 
9 回 Unit 10 説明―受動態 Reading Section(pp.73-75)に取り組み、解説する。 
10 回 Unit 11 いろいろな国の英語 1―分詞 Listening Section(pp.76-78)に取り
組み、解説する。 
11 回 Unit 11 いろいろな国の英語 1―分詞 Reading Section(pp.79-81)に取り組
み、解説する。 
12 回 Unit 12 いろいろな国の英語 2―比較表現 Listening Section (pp.82-84)に
取り組み、解説する。 
13 回 Unit 12 いろいろな国の英語 2―比較表現 Reading Section (pp.85-87)に
取り組み、解説する。 
14 回 Post-test(pp.88-95)に取り組み、解説する。 
15 回 今期の総合まとめを行い、併せて補助教材を使用する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく理解し、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 Unit 7 日常生活のトラブル―動名詞 Listening Section(pp.52-54)をよく理
解し練習問題に取り組むこと。 
3 回 Unit 7 日常生活のトラブル―動名詞 Reading Section(pp.55-57)をよく理
解し練習問題に取り組むこと。 
4 回 Unit 8 余暇・社交―関係代名詞と関係副詞 Listening Section(pp.58-60)を
よく理解し練習問題に取り組むこと。 
5 回 Unit 8 余暇・社交―関係代名詞と関係副詞 Reading Section(pp.61-63)をよ
く理解し練習問題に取り組むこと。 
6 回 Unit 9 ガイド―複文 Listening Section(pp.64-66)をよく理解し練習問題に



取り組むこと。 
7 回 Unit 9 ガイド―複文 Reading Section(pp.67-69)をよく理解し練習問題に
取り組むこと。 
8 回 Unit 10 説明―受動態 Listening Section(pp.70-72)をよく理解し練習問題
に取り組むこと。 
9 回 Unit 10 説明―受動態 Reading Section(pp.73-75)をよく理解し練習問題に
取り組むこと。 
10 回 Unit 11 いろいろな国の英語 1―分詞 Listening Section(pp.76-78)をよく
理解し練習問題に取り組むこと。 
11 回 Unit 11 いろいろな国の英語 1―分詞 Reading Section(pp.79-81)をよく理
解し練習問題に取り組むこと。 
12 回 Unit 12 いろいろな国の英語 2―比較表現 Listening Section (pp.82-84)を
よく理解し練習問題に取り組むこと。 
13 回 Unit 12 いろいろな国の英語 2―比較表現 Reading Section (pp.85-87)を
よく理解し練習問題に取り組むこと。 
14 回 Post-test(pp.88-95)に取り組むこと。 
15 回 今期取り組んだ内容を全般的に復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB157A2 
成績評価 期末テスト 100％により行う 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB157A2 中国語Ⅱ 
担当教員名 矯 学真＊ 
単位数 2 
教科書 『中国語の世界』（ＣＤ付） 姜波・矯学真著 ISBN978-4-88730-959-3 大学教

育出版 
アクティブラーニング  
キーワード 中国言葉・文化への了解 交流できる会話能⼒ 正しい文章表現 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 中国語Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業の時指示します。 
授業形態 講義 
注意備考 ● 中国に関して相談に乗ります。努⼒さえすれば、中国語が上手になります。

授業に応じて、授業中中国の映画もみます。 
● 「受講希望者が多い場合、⼈数を制限します。」 
 これにより、クラス間の⼈数較差の是正や教育効果の向上を目指しており、実
施方法の詳細については後日連絡致します。何卒ご協⼒のほどよろしくお願い申
し上げます。 
 なお、この件に関しまして何かご質問がございましたら、下記宛てにご連絡下
さい。 
問合せ先： 
語学関係教務担当 
石⽥美佐江 （内線 3645 外線 086-256-9516 メールアドレス is 

シラバスコード FB157A2 
実務経験のある教員  
達成目標 中国語を使って簡単な日常会話ができること。発音・文法・会話を分かりやすく

説明し、繰り返し練習します。読む・書く・聞く、話す⼒を身につけ、役に立つ
中国語を面白く勉強しましょう。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Chinese II 



関連科目 「中国語Ⅰ」に引き続き「中国語Ⅱ」を受講することが望ましいです。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 中国語の発音・声調（イントネーション）をわかりやすく説明します。習得した

基礎文法・慣用句を応用できるように工夫します。実用的な会話を想定して、簡
単な会話練習を重ねます。ビデオ・漫画などの補助教材も使い、言葉の勉強と共
に中国の社会・文化・習慣などに触れます。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 第７課 すぐ先生に電話をします。(本文、新しい単語と基本文型７)１．「在」

+場所 +動詞 ２．主語+教+⼈（に）+物事（を）３．動詞「?」＋⼈（に）物
（を） ４．能＋動詞について説明する。 
2 回 基本文型における会話と練習７から説明する。 
3 回 第８課 コンサートにご招待します。(本文、新しい単語と基本文型８)１.
副詞 在・正・正在 ２.（請） +⼈ +動作 （招待するの表現）３.先+動作１,
然后+動作２ ４.去/来＋動詞について説明する。 
4 回 基本文型における会話と練習８から説明する。 
5 回 第９課 私は風邪ぎみです。(本文、新しい単語と基本文型９)１．好像… 
２．把＋名詞＋動詞３．因為…,所以…。 ４．要+ 述語について説明する。 
6 回 基本文型における会話と練習９から説明する。 
7 回 第 10 課 国際ホテルまでお願いします。(本文、新しい単語と基本文型 10)
１．「動詞＋好」 ２．从+名詞３．是…的 ４．听説…について説明する。 
8 回 基本文型における会話と練習 10 から説明する。 
9 回 第 11 課 昨日よく休めましたか？ (本文、新しい単語と基本文型 11)１．
動詞+得+形容詞 ２．前置詞 名詞＋比＋名詞３．前置詞 …和… ４．比喩の
言い方 如… 似…について説明する。 
10 回 基本文型における会話と練習 11 から説明する。 
11 回 第 12 課 読みながら書きます。(本文、新しい単語と基本文型 12)１．会、
能 （できる） ２．どのように・・・する３．…しながら…する ４．動詞+
在について説明する。 
12 回 基本文型における会話と練習 12 から説明する。 
13 回 第 13 課 友達の実家でお正月を過ごし。(本文、新しい単語と基本文型 13)
１．連体修飾「的」の使い方 ２．会…的 可能性が有ること３．しないように、
禁止の表現 ４．交通手段、材料 、道具などの表現について説明する。 
14 回 基本文型における会話と練習 13 から説明する。 
15 回 まとめて復習する。 

準備学習 1 回 第７課 すぐ先生に電話をします。(教科書とその付 CD により本文などの
聴く、読む練習を予習すること。) 
2 回 第７課の復習と練習７を予習すること。 
3 回 第８課 コンサートにご招待します。(本文などの聴く、読む練習を予習す
ること。) 
4 回 第８課の復習と練習８を予習すること。 
5 回 第９課 私は風邪ぎみです。(本文などの聴く、読む練習を予習すること。) 
6 回 第９課の復習と練習９を予習すること。 



7 回 第 10 課 国際ホテルまでお願いします。(本文などの聴く、読む練習を予
習すること。) 
8 回 第 10 課の復習と練習 10 を予習すること。 
9 回 第 11 課 昨日よく休めましたか？ (本文などの聴く、読む練習を予習する
こと。) 
10 回 第 11 課の復習と練習 11 を予習すること。 
11 回 第 12 課 読みながら書きます。(本文などの聴く、読む練習を予習するこ
と。) 
12 回 第 12 課の復習と練習 12 を予習すること。 
13 回 第 13 課 友達の実家でお正月を過ごし。(本文などの聴く、読む練習を予
習すること。) 
14 回 第 13 課の復習と練習 13 を予習すること。 
15 回 第７課〜第 13 課の復習を行うこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB157B1 
成績評価 期末テスト 100％により行う 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB157B1 中国語Ⅰ 
担当教員名 矯 学真＊ 
単位数 2 
教科書 『中国語の世界』（ＣＤ付） 姜波・矯学真著 

ISBN978-4-88730-959-3 大学教育出版 
アクティブラーニング  
キーワード 中国言葉・文化への了解 交流できる会話能⼒ 正しい文章表現 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 相互研修にもなることが期待します。真に感謝します。 
科目名 中国語Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業の時指示します。 
授業形態 講義 
注意備考 ● 中国に関して相談に乗ります。努⼒さえすれば、中国語が上手になります。

授業に応じて、授業中中国の映画もみます。 
● 「受講希望者が多い場合、⼈数を制限します。」 
 これにより、クラス間の⼈数較差の是正や教育効果の向上を目指しており、実
施方法の詳細については後日連絡致します。何卒ご協⼒のほどよろしくお願い申
し上げます。 
 なお、この件に関しまして何かご質問がございましたら、下記宛てにご連絡下
さい。 
問合せ先： 
語学関係教務担当 
石⽥美佐江 （内線 3645 外線 086-256-9516 メールアドレス is 

シラバスコード FB157B1 
実務経験のある教員  
達成目標 中国語を使って簡単な日常会話ができること。発音・文法・会話を分かりやすく

説明し、繰り返し練習します。読む・書く・聞く、話す⼒を身につけ、役に立つ
中国語を面白く勉強しましょう。 

受講者へのコメント アンケート、多くの方に回答を頂きまして、ありがとうございます。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 本当に、いいアドバイスです。 
英文科目名 Chinese I 



関連科目 「中国語Ⅰ」に引き続き「中国語Ⅱ」を受講することが望ましいです。 
次回に向けての改善変更予定 自己研修を促すことになる。 
講義目的 中国語の発音・声調（イントネーション）をわかりやすく説明します。習得した

基礎文法・慣用句を応用できるように工夫します。実用的な会話を想定して、簡
単な会話練習を重ねます。ビデオ・漫画などの補助教材も使い、言葉の勉強と共
に中国の社会・文化・習慣などに触れます。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 中国語とは。中国語の特徴、勉強法などを紹介します。１.漢字だけ使うこ

と ２.簡体字使うこと ３.「ピンイン」で発音すること ４.声調が重要であるに
ついて説明する。 
2 回 中国語の発音Ⅰ(子音、⺟音、複合⺟音)（よく使う挨拶の言葉）１.ピンイン 
２.中国語の音節構造 ３.簡体字 ４.⺟音 ５.声調 ６.子音 ７.複合⺟音につい
て説明する。 
3 回 中国語の発音Ⅱ(鼻⺟音)（中国の発音で漢詩を楽しむ）８.鼻⺟音 ９.声調
の変化 10.儿化音について説明する。 
4 回 第１課 お名前は何ですか？(本文、新しい単語と基本文型１)１. ⼈称代名
詞 ２．主語＋述語（動詞）＋目的語３．請＋動詞/動詞文 ４．副詞＋述語につ
いて説明する。 
5 回 基本文型における会話と練習１から説明する。 
6 回 第２課 私も嬉しいです。(本文、新しい単語と基本文型２)１．主語＋述語
（形容詞文） ２．主語＋是＋目的語３．的＋名詞 ４．指示代名詞について説明
する。 
7 回 基本文型における会話と練習２から説明する。 
8 回 第３課 私は肉まん二つ食べます。 (本文、新しい単語と基本文型３)１．
数字 ２．主語＋述語+（数＋助数詞）＋目的語３．疑問詞を使った疑問文 ４.終
助詞(ne)、 省略疑問文について説明する。 
9 回 基本文型における会話と練習３から説明する。 
10 回 第４課 カード払いいいですか？ (本文、新しい単語と基本文型４)１.時
の表現 ２.想（助動詞）＋動詞３.動詞の重ね と 動詞＋一下 ４.可以+動詞につ
いて説明する。 
11 回 基本文型における会話と練習４から説明する。 
12 回 第５課 サッカー観戦が好きですか？ (本文、新しい単語と基本文型５)
１.好きの表現 ２.選択疑問文（それとも）３.接続詞 但是 ４.前置詞（為） ＋
名詞について説明する。 
13 回 基本文型における会話と練習５から説明する。 
14 回 第６課 昨日、万里の⻑城に行きました。 (本文、新しい単語と基本文型
６)１.「了」過去・完了 ２．動詞+（過） 経験を表す。３．如果…,(就）…。
（もし・・・） ４．・・・べき（・・・しなければならない）の表現について説
明する。 
15 回 基本文型における会話と練習６まとめて復習から説明する。 

準備学習 1 回 指定教科書の目次とシラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 教科書とその付 CD により「ピンイン」の発音を予習すること。 



3 回 教科書とその付 CD により「ピンイン」の発音を練習、予習すること。 
4 回 第１課 お名前は何ですか？(本文などの聴く、読む練習を予習すること。) 
5 回 第１課の復習と練習１を予習すること。 
6 回 第２課 私も嬉しいです。(本文などの聴く、読む練習を予習すること。) 
7 回 第２課の復習と練習２を予習すること。 
8 回 第３課 私は肉まん二つ食べます。 (本文などの聴く、読む練習を予習する
こと。) 
9 回 第３課の復習と練習３を予習すること。 
10 回 第４課 カード払いいいですか？ (本文などの聴く、読む練習を予習す
ること。) 
11 回 第４課の復習と練習４を予習すること。 
12 回 第５課 サッカー観戦が好きですか？ (本文などの聴く、読む練習を予習
すること。) 
13 回 第５課の復習と練習５を予習すること。 
14 回 第６課 昨日、万里の⻑城に行きました。 (本文などの聴く、読む練習を
予習すること。) 
15 回 第６課の復習と練習６を予習すること。 

 



年度 2012 
授業コード FB157B2 
成績評価 Grades will be based on the following. Homework, Worksheets and Quizes - 30%, 

Final Test - 70% 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス 化学科(〜11),応用物理学科(〜11),基礎理学科(〜11),生物化学科(〜11),臨床生

命科学科(〜11),動物学科(〜11),工学部(〜11),総合情報学部(〜11),生物地球学
部(〜11) 

見出し fb157b2 英会話Ⅰ 
担当教員名 フィル ガッジェン＊ 
単位数 2 
教科書 Smart Choice 2nd Edition Starter(Oxford) 
アクティブラーニング  
キーワード Listening, Speaking, Conversation, Reading, Writing 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 英会話Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 None needed 
授業形態 講義 
注意備考 受講希望者が多い場合、⼈数を制限します。 
シラバスコード FB157B2 
実務経験のある教員  
達成目標 The students and the teacher will first go over the material and then practice it. 

The teacher will then call on individual students to allow them to practice 
responding and listening for information in English. The students will also work in 
groups going 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 English Conversation I 
関連科目 英語Ⅰ/Ⅱ, 科学英語Ⅰ/Ⅱ/Ⅲ/Ⅳ, 英会話Ⅱ，TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 To improve Survival English mainly listening and speaking skills but also reading 

and writing, the course will focus on a variety of daily situations that will be of use 
to university students. 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 



2 回 Unit 1: I`m a student. 
3 回 Unit 1: I`m a student. 
4 回 Unit 2: What`s your phone number? 
5 回 Unit 2: What`s your phone number? 
6 回 Unit 3: My family 
7 回 Unit 3: My family 
8 回 Unit 4: Do you like hip-hop? 
9 回 Unit 4: Do you like hip-hop? 
10 回 Unit 5: What do you do for fun? 
11 回 Unit 5: What do you do for fun? 
12 回 Unit 6: Can you play the guitar? 
13 回 Unit 6: Can you play the guitar? 
14 回 Review 
15 回 Review 

準備学習 1 回 Bring the textbook, notebook and writing instrument to class 
2 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
3 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
4 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
5 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
6 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
7 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
8 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
9 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
10 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
11 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
12 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
13 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
14 回 Review the information from Units 1, 2 and 3 
15 回 Review the information from Units 4, 5 and 6 

 



年度 2012 
授業コード FB157C1 
成績評価 Grades will be based on the following. Homework, Worksheets and Quizes - 30%, 

Final Test - 70% 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス 化学科(〜11),応用物理学科(〜11),基礎理学科(〜11),生物化学科(〜11),臨床生

命科学科(〜11),動物学科(〜11),工学部(〜11),総合情報学部(〜11),生物地球学
部(〜11) 

見出し fb157c1 英会話Ⅰ 
担当教員名 フィル ガッジェン＊ 
単位数 2 
教科書 Smart Choice 2nd Edition Starter(Oxford) 
アクティブラーニング  
キーワード Listening, Speaking, Conversation, Reading, Writing 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 英会話Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 None needed 
授業形態 講義 
注意備考 受講希望者が多い場合、⼈数を制限します。 
シラバスコード FB157C1 
実務経験のある教員  
達成目標 The students and the teacher will first go over the material and then practice it. 

The teacher will then call on individual students to allow them to practice 
responding and listening for information in English. The students will also work in 
groups going 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 English Conversation I 
関連科目 英語Ⅰ/Ⅱ, 科学英語Ⅰ/Ⅱ/Ⅲ/Ⅳ, 英会話Ⅱ，TOEIC セミナー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 To improve Survival English mainly listening and speaking skills but also reading 

and writing, the course will focus on a variety of daily situations that will be of use 
to university students. 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 



2 回 Unit 1: I`m a student. 
3 回 Unit 1: I`m a student. 
4 回 Unit 2: What`s your phone number? 
5 回 Unit 2: What`s your phone number? 
6 回 Unit 3: My family 
7 回 Unit 3: My family 
8 回 Unit 4: Do you like hip-hop? 
9 回 Unit 4: Do you like hip-hop? 
10 回 Unit 5: What do you do for fun? 
11 回 Unit 5: What do you do for fun? 
12 回 Unit 6: Can you play the guitar? 
13 回 Unit 6: Can you play the guitar? 
14 回 Review 
15 回 Review 

準備学習 1 回 Bring the textbook, notebook and writing instrument to class 
2 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
3 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
4 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
5 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
6 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
7 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
8 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
9 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this week. 
Look up any words you do not know. 
10 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
11 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
12 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
13 回 Review what was covered last week and look at what will be covered this 
week. Look up any words you do not know. 
14 回 Review the information from Units 1, 2 and 3 
15 回 Review the information from Units 4, 5 and 6 

 



年度 2012 
授業コード FB21111 
成績評価 ・授業への参加度（10％） 

・小テスト（10％） 
・課題提出（80％） 
※5 回欠席すると評価対象としない。早退・遅刻は 2 回で 1 回の欠席とする。遅
刻は 20 分まで、それ以降の入室は認めない。 
※1 点でも課題の未提出物がある場合や協同作業および口頭発表での欠席がある
場合は、評価対象としない。 

曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 理学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB21111 文章表現法Ⅰ 
担当教員名 松尾 美香 
単位数 2 
教科書 特定の教科書は指定しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 考える⼒、書く⼒、読む⼒、論理的、表現、コミュニケーション 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 文章の作成方法が理解ができた、わかりやすい授業だったとの回答をもらい、さ

らに理解が深められる授業に努めたい。 
科目名 文章表現法Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 ・授業中の飲食、私語は禁止する。 

・携帯電話の電源は切り、机の上に置かずしまっておくこと。 
・授業中で配布する資料の予備は保管しないため、欠席した場合は、出席者から
コピーをしておくこと。 
・当日、欠席により課題提出が遅れる場合は、事前に受け付ける。 
・受講生の既習知識や進度によって、一部、シラバスの変更の場合がある。 

シラバスコード FB21111 
実務経験のある教員  
達成目標 ①自分の考えや主張を具体的に書くことができる。 

②分かりやすい文章の条件を説明することができる。 
③800 字程度の論理的な文章を書くことができる。 

受講者へのコメント 日ごろから、活字になれるよう努めてほしい。 
連絡先 1 学舎 3F（松尾研究室） 

E-Mail：matsuo@are.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 各項目において、概ね、評価が高かった。 



英文科目名 Technical Writing I 
関連科目 文章表現法Ⅱ、プレゼンテーションⅠ、プレゼンテーションⅡ 
次回に向けての改善変更予定 実社会で活用できる知識となる授業内容に努めたい。 
講義目的 文章を書くということは、思考することであり、かつ相手に伝えていくことであ

る。文章と言っても、事務的な文章から企画書、報告書等のビジネス文書、小論
文、レポートなど様々な文章があるが、文章の目的はどれも共通している。 
そこで、この授業では文章の書き方の基本的なルールを示し、学生や社会⼈とし
て必要な文章表現上の知識や技術を身につけることを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス 

講義の概要、進め方、評価方法等の説明をする。 
2 回 自分史づくり 
自己紹介文を作成する。 
3 回 分かりやすい文章の条件① 
よい文章と悪い文章を比較する。 
4 回 分かりやすい文章の条件② 
分かりやすい文章の原則を学習する。 
5 回 論理的な文章の基本構造 
論理的な文章の基本構造を学習する。 
6 回 論理的な文章の基本スキル 
論理的な文章の基本スキルを学習する。 
7 回 論理的な文章の作成 
あるテーマに基づき、構成を考え、論理的な文章を作成する。 
8 回 論理的な文章の作成 
構成を考えたうえで、全体をまとめ、論理的な文章を作成する。 
9 回 要約トレーニング①（資料活用） 
資料を用いて、要約を作成する。 
10 回 要約トレーニング②（視聴覚教材活用） 
視聴覚教材を用いて、要約を作成する。 
11 回 要約トレーニング③（協同作業） 
グループで要約を作成する。 
12 回 口頭発表の技術 
口頭発表のスキルを学習する。 
13 回 ビジネス文書の書き方 
ビジネス文書の書き方を学習する。 
14 回 ビジネス文書の作成 
ビジネス文書を作成する。 
15 回 まとめ 
これまでの学習を確認する。 

準備学習 1 回 講義の目的を理解し、シラバスを確認しておくこと。 
2 回 授業内容を確認し、自分史づくりのための材料を考えておくこと。 
3 回 自分史づくりから自分の文章⼒を把握しておくこと。 



4 回 良い文章と悪い文章の違いを理解しておくこと。 
5 回 論理的とは何かを考えておくこと。 
6 回 論理的な文章の基本構造を理解しておくこと。 
7 回 あるテーマについての考え・理由・根拠を考えておくこと。 
8 回 どのような筋道でまとめるのかを考えておくこと。 
9 回 要点・要約・要旨とは何かを考えておくこと。 
10 回 文章の要約のコツを理解しておくこと。 
11 回 視聴覚教材の要約を作成しておくこと。 
12 回 口頭発表できる準備をしておくこと。 
13 回 ビジネス文書とはどのようなものがあるのかを調べておくこと。 
14 回 ビジネス文書の書き方を理解しておくこと。 
15 回 これまで学習したことを再確認しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB21112 
成績評価 ・授業への参加度（10％） 

・小テスト（10％） 
・課題提出（80％） 
※5 回欠席すると評価対象としない。早退・遅刻は 2 回で 1 回の欠席とする。遅
刻は 20 分まで、それ以降の入室は認めない。 
※1 点でも課題の未提出物がある場合や協同作業および口頭発表での欠席がある
場合は、評価対象としない。 

曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 工学部(〜12),総合情報学部(〜12) 
見出し FB21112 文章表現法Ⅰ 
担当教員名 松尾 美香 
単位数 2 
教科書 特定の教科書は指定しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 考える⼒、書く⼒、読む⼒、論理的、表現、コミュニケーション 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 文章作成の方法が理解できた」とのコメントをもらい、さらに理解が深められる

授業に努めたい。 
科目名 文章表現法Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 ・授業中の飲食、私語は禁止する。 

・携帯電話の電源は切り、机の上に置かずしまっておくこと。 
・授業中で配布する資料の予備は保管しないため、欠席した場合は、出席者から
コピーをしておくこと。 
・当日、欠席により課題提出が遅れる場合は、事前に受け付ける。 
・受講生の既習知識や進度によって、一部、シラバスの変更の場合がある。 

シラバスコード FB21112 
実務経験のある教員  
達成目標 ①自分の考えや主張を具体的に書くことができる。 

②分かりやすい文章の条件を説明することができる。 
③800 字程度の論理的な文章を書くことができる。 

受講者へのコメント 日ごろから活字に慣れるよう努めてほしい。 
連絡先 1 学舎 3F（松尾研究室） 

E-Mail：matsuo@are.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 各項目において、概ね、評価が高かった。 



英文科目名 Technical Writing I 
関連科目 文章表現法Ⅱ、プレゼンテーションⅠ、プレゼンテーションⅡ 
次回に向けての改善変更予定 実社会で活用できる授業内容に努めたい。 
講義目的 文章を書くということは、思考することであり、かつ相手に伝えていくことであ

る。文章と言っても、事務的な文章から企画書、報告書等のビジネス文書、小論
文、レポートなど様々な文章があるが、文章の目的はどれも共通している。 
そこで、この授業では文章の書き方の基本的なルールを示し、学生や社会⼈とし
て必要な文章表現上の知識や技術を身につけることを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス 

講義の概要、進め方、評価方法等の説明をする。 
2 回 自分史づくり 
自己紹介文を作成する。 
3 回 分かりやすい文章の条件① 
よい文章と悪い文章を比較する。 
4 回 分かりやすい文章の条件② 
分かりやすい文章の原則を学習する。 
5 回 論理的な文章の基本構造 
論理的な文章の基本構造を学習する。 
6 回 論理的な文章の基本スキル 
論理的な文章の基本スキルを学習する。 
7 回 論理的な文章の作成 
あるテーマに基づき、構成を考え、論理的な文章を作成する。 
8 回 論理的な文章の作成 
構成を考えたうえで、全体をまとめ、論理的な文章を作成する。 
9 回 要約トレーニング①（資料活用） 
資料を用いて、要約を作成する。 
10 回 要約トレーニング②（視聴覚教材活用） 
視聴覚教材を用いて、要約を作成する。 
11 回 要約トレーニング③（協同作業） 
グループで要約を作成する。 
12 回 口頭発表の技術 
口頭発表のスキルを学習する。 
13 回 ビジネス文書の書き方 
ビジネス文書の書き方を学習する。 
14 回 ビジネス文書の作成 
ビジネス文書を作成する。 
15 回 まとめ 
これまでの学習を確認する。 

準備学習 1 回 講義の目的を理解し、シラバスを確認しておくこと。 
2 回 授業内容を確認し、自分史づくりのための材料を考えておくこと。 
3 回 自分史づくりから自分の文章⼒を把握しておくこと。 



4 回 良い文章と悪い文章の違いを理解しておくこと。 
5 回 論理的とは何かを考えておくこと。 
6 回 論理的な文章の基本構造を理解しておくこと。 
7 回 あるテーマについての考え・理由・根拠を考えておくこと。 
8 回 どのような筋道でまとめるのかを考えておくこと。 
9 回 要点・要約・要旨とは何かを考えておくこと。 
10 回 文章の要約のコツを理解しておくこと。 
11 回 視聴覚教材の要約を作成しておくこと。 
12 回 口頭発表できる準備をしておくこと。 
13 回 ビジネス文書とはどのようなものがあるのかを調べておくこと。 
14 回 ビジネス文書の書き方を理解しておくこと。 
15 回 これまで学習したことを再確認しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB21121 
成績評価 試験(100%)により成績を評価する。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB21121 考古学 
担当教員名 白石 純 
単位数 2 
教科書 使用しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 考古理化学、文化財、文化財科学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 別になし 
科目名 考古学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 考古学ゼミナール／江上波夫／山川出版社：考古学の基礎知識／広瀬和雄／角川

選書 
授業形態 講義 
注意備考 なし 
シラバスコード FB21121 
実務経験のある教員  
達成目標 理系。文系を問わず、さまざまな知識、学問に応用できるように発想や資料分析

法の仕方の基礎知識を獲得することを目標とする。 
受講者へのコメント 少しでもこの分野を理解してもらうため、視覚により極⼒情報を取り入れて、わ

かりやすい講義内容にした。 
連絡先 21 号館 6F 白石研究室 086-256-9655 shiraish@big.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この分野への興味や関心が少しでも高まったようである。 
英文科目名 Archaeology 
関連科目 なし 
次回に向けての改善変更予定 今後、新しい情報を取り入れて、講義内容に工夫をしていきたい。 
講義目的 考古学がなぜ必要であるのか。どんな学問であるのか。現代社会においてどのよ

うに役立っているのか。歴史が不得意な受講生にも理解しやすいように解説す
る。具体的には考古学における資料の分析や研究方法について解説し、考古学で
扱う分析資料の分類や基礎的な知識を理解させる。また、考古学における年代決
定法(相対年代・絶対年代)について理解させることで、考古学が⼈文学的研究法
のみでなく、自然科学的分析法によっても研究されていることを学習することを
目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 考古学がなぜ必要かについて実例を挙げながら説明する。 
2 回 考古学はどんな学問か。考古学の定義について実例を挙げながら説明する。 
3 回 考古学の研究対象・時間的範囲・地域的範囲ついて実例を挙げながら説明す
る。 
4 回 いろいろな考古学(時代・地域・宗教・その他)について実例を挙げながら説
明する。 
5 回 考古学はどのように発達したか、について実例を挙げながら説明する。 
6 回 考古学資料の種類(遺跡･遺構・遺物)について実例を挙げながら説明する。 
7 回 考古学の研究方法(型式学・一括遺物と共存関係)について実例を挙げながら
説明する。 
8 回 考古学で用いられる年代測定法(放射性炭素法・考古地磁気法・年輪年代法)
について実例を挙げながら説明する。 
9 回 旧石器時代前半について実例を挙げながら説明する。 
10 回 旧石器時代後半について実例を挙げながら説明する。 
11 回 縄文時代草創期、早期、前期について実例を挙げながら説明する。 
12 回 縄文時代中期、後期、晩期について実例を挙げながら説明する。 
13 回 弥生時代前期、中期について実例を挙げながら説明する。 
14 回 弥生時代後期について実例を挙げながら説明する。 
15 回 古墳時代について実例を挙げながら説明する。 

準備学習 シラバスを確認し、考古学の目的、定義、研究方法、年代測定、先史・原始時代
の考古学について、図書館等で調べておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB21131 
成績評価 中間テスト（３０％）および定期試験（７０％）による。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB21131 日本の文化と歴史Ⅰ 
担当教員名 ⻄野 雅二 
単位数 2 
教科書 プリント（資料）を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 日本文化、日本語表現、昔話 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 自由記述なし（？） 
科目名 日本の文化と歴史Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜、指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 ※中国からの留学生の場合、日本の漢字と中国語簡体字の違いに注意すること。 

※辞書（電子辞書でよい）を携行する事。 
シラバスコード FB21131 
実務経験のある教員  
達成目標 日本語を⺟語とする⼈が日本語を話す上で基礎として持っている(と思われる)

「桃太郎」、「かぐや姫」等に関する知識を習得して、自分の言葉で表現すること
ができるようになること。投書欄の記事を理解し、それに対して自分の言葉で賛
否などの表現ができること。 

受講者へのコメント 今後とも日本語や日本文化に親しみ、日本に留学して良かった、と思えるように
頑張ってください。 

連絡先 ⻄野研究室（２１号館７階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 大いに満足してもらえたようで、私としてもやりがいがあります。 
英文科目名 Culture and History of Japan I 
関連科目 日本の文化と歴史 II 
次回に向けての改善変更予定 今後とも皆さんに満足してもらえるような講義になるよう努⼒します。 
講義目的 岡山の昔話、日本の昔話、新聞の投書記事等を見ていくなかで、留学生に、日本

の文化や歴史、風俗、習慣について理解を深め、日本での生活と日本語により一
層なじんでもらうことを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。担当者（⻄野）および岡山理科大学について日本語で

説明する。 



2 回 ー 岡山の昔話 ー 
配布資料により、岡山に伝わる昔話を読み、その内容について解説する。また、
発音がしっかりとできるように、口頭での発音指導をする。さらに、岡山の昔話
に見られる文化と自国の文化とを比較し口頭発表をしてもらうよう指導する。 
5 回 ー 日本の昔話 ー 
配布資料により、日本に伝わる昔話を読み、その内容について解説する。また、
発音がしっかりとできるように、口頭での発音指導をする。さらに、日本の昔話
に見られる文化と自国の文化とを比較し口頭発表をしてもらうよう指導する。 
9 回 中間試験をおこなうので、第 1 回から第 8 回までの内容をよく理解し整理
しておくこと。試験終了後に出題内容について解説する。 
10 回 ー 新聞記事の日本語 ー 
新聞記事のなかで、比較的読みやすく、また日本の文化や社会を見ることができ
るものとして、読者の投書欄がある。これらを資料として配布し、声に出して読
めるように指導する。さらに、内容理解、ならびに口頭での日本語の上達を目指
し、口頭発表をしてもらうよう指導する。 
14 回 ー 日本語作文 ー 
第 13 回までで見てきた岡山や日本の文化や社会について、文章により表現がで
きるように指導する。 

準備学習 1 回 自分自身のことを日本語で口頭により紹介できるよう準備しておくこと。 
2 回 配布資料に目をとおし、日本語として読めない漢字があれば、読み方を予習
しておくこと。また、講義終了後は、文章が口頭でスラスラと読めるよう、何度
も読んで練習しておくこと。さらに、岡山のことばと標準的なことばの違いにと
まどわないよう、注意して整理しておくこと。 
5 回 配布資料に目をとおし、日本語として読めない漢字があれば、読み方を予習
しておくこと。また、講義終了後は、文章が口頭でスラスラと読めるよう、何度
も読んで練習しておくこと。さらに、文章の中で見た文化や社会について整理し
ておくこと。 
9 回 第 1 回から第 8 回までの内容を復習しておくこと。 
10 回 配布資料に目をとおし、日本語として読めない漢字があれば、読み方を予
習しておくこと。また、講義終了後は、文章が口頭でスラスラと読めるよう、何
度も読んで練習しておくこと。さらに、新聞記事の中で見た文化や社会について
整理しておくこと。 
14 回 自分のことばで日本文化について作文ができるようにしておくこと。また、
返却された作文の点検箇所について自分で整理しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB21311 
成績評価 定期試験（100%）により評価する。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB21311 環境と社会 
担当教員名 井上 堅太郎＊ 
単位数 2 
教科書 講義資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 環境 公害健康被害（公害病） 一般廃棄物 産業廃棄物 リサイクル 循環型

社会 拡大生産者責任 自然保護 自然環境保全 生物多様性保全 地球温暖
化 地球環境保全 持続可能な開発（発展） 環境政策 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 環境と社会 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FB21311 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）⼈類の文明と環境および環境問題の関係の経緯を理解できるようになるこ

と 
（２）地球環境問題を初めとする環境問題の現状を理解できるようになること 
（３）社会経済活動における環境配慮、持続的に発展する社会構築の緊要性を理
解できるうようになること 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Environment and Society 
関連科目 環境管理 環境政策 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ⼈類の文明と環境および環境問題の関係の経緯、環境問題の現状、社会経済活動

における環境配慮と持続的に発展する社会構築の緊要性などを理解することと
なるよう講義する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 火の使用、農耕・牧畜などの始まりから、都市の形成、科学技術の駆使に至



るこれまでの文明の経緯と環境問題の関係を概説する。 
2 回 大気・水・陸地・生物生態系からなる環境とそれらに影響を与える⼈類の社
会経済活動について、概説する。 
3 回 日本における水俣病、イタイイタイ病、四日市ぜんそく等の公害（環境汚
染）健康被害の発生の経緯と被害補償について講義する。 
4 回 環境汚染による健康被害の発生と環境基準について講義する。 
5 回 第二次世界大戦後の公害・公害紛争の多発、四大公害裁判および公害紛争処
理の仕組等について講義する。 
6 回 日本における一般廃棄物、産業廃棄物の発生・増加の経緯、それらの処理・
処分の仕組みの構築の経緯、現在の処理・処分の仕組みと課題等について講義す
る。 
7 回 廃棄物・不要物の排出抑制の経緯、資源化・リサイクルへの取組みの経緯、
および循環型社会構築への取組みと課題等について講義する。 
8 回 日本の自然環境、自然環境の破壊と保護をめぐる経緯、現在の自然環境保
全・生物多様性保全の仕組みと課題について講義する。 
9 回 環境の要素としての地球の大気環境、海洋、森林・野生生物、⼈類への食料
供給等について講義する。 
10 回 地球の大気環境に係る地球温暖化、オゾン層破壊、酸性雨等の問題につい
て、実状、⼈類の社会経済活動との関係等について講義する。 
11 回 地球温暖化、オゾン層破壊、森林・生物多様性の減少等に対する国際社会
の取組みの経緯・現状・課題について講義する。 
12 回 地球規模の環境問題に対処してきた国際社会の取組みの経緯について、⼈
間環境宣言、ナイロビ宣言、リオ宣言などを取り上げ、その意義を講義するとと
もに、これからの課題について講義する。 
13 回 開発に伴う環境影響を最小化するための社会的な制度である環境影響評価
制度の構築の経緯、現状・課題について講義する。 
14 回 事業活動が環境に与える影響に関する環境責任について、事業者（産業界）
における認識の変遷、現状および課題について講義する。 
15 回 ⼈類社会の環境配慮の仕組である環境政策の形成過程と課題について講義
する。 

準備学習 1 回 火の使用、農耕・牧畜、都市形成、科学技術等の⼈類の文明史上の主要なで
きごとについて予習しておくこと。 
2 回 ⼈類と生物の環境である地球について、その主要な要素である大気、水、大
陸について予習しておくこと。 
3 回 水俣病、四日市ぜんそく等の公害病の発生について予習しておくこと。 
4 回 環境汚染物質（有害物質）による健康影響（健康被害）の発生、公害健康被
害補償法について予習しておくこと。 
5 回 「四大公害裁判」、公害紛争処理法について予習しておくこと。 
6 回 ごみ・し尿等の一般廃棄物、製造業等から排出される産業廃棄物の発生に経
緯、およびそれらに対する処理・処分の社会的な取組みについて予習しておくこ
と。 
7 回 容器包装法、家電リサイクル法、自動車リサイクル法等によるリサイクルの



仕組を予習しておくこと。 
8 回 日本の自然の特徴について、森林，国立公園等の自然公園、野生生物種数と
絶滅危惧種数等について予習しておくこと。 
9 回 太陽系と地球の成り立ち、地球の大気圏・水圏の形成と推移、生物の出現と
進化について予習しておくこと。 
10 回 地球温暖化、オゾン層破壊、酸性雨について予習しておくこと。 
11 回 気候変動枠組条約、ウィーン条約、生物多様性条約について予習しておく
こと。 
12 回 「⼈間環境宣言」、「リオデジャネイロ宣言」および「持続可能な開発」に
ついて予習しておくこと。 
13 回 「環境影響評価」の概念、「環境影響評価法」の概要を予習しておくこと。 
14 回 「環境報告書」の概念、「環境マネジメントシステム（ISO14000 シリーズ）」
について予習しておくこと。 
15 回 １回〜14 回までの講義から、公害（環境汚染）対策、自然環境保全対策、
廃棄物処理・リサイクル対策、地球環境保全対策について復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB21312 
成績評価 定期試験（70％）とレポート・ミニテスト（30％）により評価する。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB21312 環境と社会 
担当教員名 山下 栄次 
単位数 2 
教科書 環境科学概論/山下栄次・阪本博・若村国夫・野上祐作・坂本尚史・安藤生大共著

/大学教育出版（2006） 
必要に応じてプリントを配布する。 

アクティブラーニング  
キーワード 安全と安心、自然環境、社会環境、環境関連法規、地域環境問題 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 環境と社会 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ⼈間・環境・安全/北野太・及川紀久雄/共立出版（2005） 

図説環境科学/（社）環境情報科学センター編/朝倉書店（1994） 
授業形態 講義 
注意備考 レポートの提出期限と様式を守ること。 

講義の中でミニテストを 10 回程度行う。 
シラバスコード FB21312 
実務経験のある教員  
達成目標 環境問題を自然環境と社会環境の両面から理解し認識することができること。化

学物質の環境中での挙動と⼈体影響についての基本知識を持つことができるこ
と。環境保全の方策を模索することができること。 

受講者へのコメント  
連絡先 山下研究室 12 号館 1 階 技術科学研究所 

yamasita@bme.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Environment and Society 
関連科目 地球環境科学、環境関連法規、社会学、水圏科学、気象学、毒性学、分析化学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 わが国における生活に密着した水と空気の問題を自然環境と社会環境の側面か

ら概観する。まず、安全と安心に関する基本的な概念を述べる。次いで、水質汚
濁、上水道、大気汚染を取り上げ、環境中の化学物質の挙動の歴史、現状、⼈体
影響、問題点、対策などについて述べる。そして、今後の日本の環境を保全する



方策について考察する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 環境と社会のガイダンスをする。 

2 回 自然環境と社会環境，Community と Sociiety について講義をする。 
3 回 安全性と安心感について講義をする。 
4 回 水と社会生活，利水目的，わが国の水質汚濁の歴史について講義をする。 
5 回 上水道の歴史と岡山の上水道について講義をする。 
6 回 下水道について講義をする。 
7 回 水質の保全，水質の環境基準について講義をする。 
8 回 工場排水の規制について講義をする。 
9 回 富栄養化，アオコ，赤潮について講義をする。 
10 回 生活と空気，空気の⼈体影響について講義をする。 
11 回 わが国の都市大気汚染の歴史について講義をする。 
12 回 大気の保全，大気の環境基準について講義をする。 
13 回 労働環境，事務所ビル内空気について講義をする。 
14 回 シックハウス症候群，花粉症，たばこについて講義をする。 
15 回 今後の日本の環境を保全する方策について講義をする。 

準備学習 1 回 シラバスを読み講義の内容の概要を把握しておくこと。 
2 回 教科書の該当部分を予習しておくこと。 
3 回 配布したプリントの当該部分を予習しておくこと。 
4 回 教科書の該当部分を予習しておくこと。 
5 回 教科書の該当部分を予習しておくこと。 
6 回 教科書の該当部分を予習しておくこと。 
7 回 教科書の該当部分を予習しておくこと。 
8 回 教科書の該当部分を予習しておくこと。 
9 回 教科書の該当部分を予習しておくこと。 
10 回 教科書の該当部分を予習しておくこと。 
11 回 教科書の該当部分を予習しておくこと。 
12 回 教科書の該当部分を予習しておくこと。 
13 回 教科書の該当部分を予習しておくこと。 
14 回 教科書の該当部分を予習しておくこと。 
15 回 教科書の該当部分を予習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB213A2 
成績評価 定期試験８０％、レポート２０％ 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB213A2 文学 
担当教員名 三木 恒治 
単位数 2 
教科書 「新しく読むドイツ文学」/三木恒治/蜻文庫 
アクティブラーニング  
キーワード 文学、社会 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「外国の文学に触れる機会が与えられてよかった」というコメントがありまし

た。これが一般教養の外国文学の大きな意義ですので、教える側にとってもあり
がたい話です。 

科目名 文学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示します。 
授業形態 講義 
注意備考 作品は、原則として日本語訳を参考にして説明します。 
シラバスコード FB213A2 
実務経験のある教員  
達成目標 作品に登場するさまざまな世界や⼈間像を考察することによって、文学や社会の

構造に対する理解を深めてゆくことを目標としています。 
受講者へのコメント 大部分の受講生は熱意を持って取り組んでくれたと感じていますが、一部ほとん

どやる気のない受講生もいて残念でした。講義科目という性格もあり、緊張感が
持てなかったのかもしれませんが、私自身ももう少し興味を引ける工夫をすれば
よかったのかなと少し反省しています。 

連絡先 １１号館８階、オフィスアワー別途参照 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 前回に比べ、改善できたという印象です。 
英文科目名 Literature 
関連科目 ドイツ語Ⅰ、Ⅱ（ただし受講にあたって習得の必要はまったくありません。） 
次回に向けての改善変更予定 上述したように、「面白さ」「わかりやすさ」の創意工夫を今後して行きたいと思

います。 
講義目的 ドイツ語圏の文学の主要作品を手がかりとして、ヨーロッパ文化の特質、ドイツ

⼈のものの考え方、日本と⻄洋の違いについて、さまざまな観点から考えてみた
いと思います。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 ガイダンス 
2 回 ヨーロッパとドイツ 
3 回 「ニーベルンゲンの歌」 英雄の⼈間像に見るゲルマン気質について 
4 回 「エミーリア・ガロッティー」 近代市⺠悲劇の誕生 
5 回 「若きヴェルテルの悩み」 若者の情熱と社会の確執をめぐって 
6 回 「ファウスト」 ⼈間の飽くなき欲望の行き着くところ 
7 回 「⻘い花」 真理を求める果てしなき憧れ 
8 回 「金髪のエックベルト」 夢と現実の相克に引き裂かれる⼈間像 
9 回 「グリムのメルヘン」 メルヘンに託された庶⺠の願望 
10 回 「みずうみ」 過ぎ去った⻘春時代と⼈生の無常 
11 回 「変身」 不条理な世界に取り込まれる現代⼈の悲劇 
12 回 「トーニオ・クレーガー」 市⺠と芸術家の間で 
13 回 「魔の山」 現代社会の精神的混迷の縮図 
14 回 ドイツの叙情詩 
15 回 全体のまとめ 

準備学習 1 回 シラバスの内容を確認し、講義の主旨を把握しておくこと。 
2 回 ヨーロッパの地図を見て、ドイツの位置関係を確認しておくこと。 
3 回 テキストの第一章に目を通して、物語の概略を理解しておくこと。 
4 回 テキストの第二章に目を通して、物語の概略を理解しておくこと。 
5 回 テキストの第三章に目を通して、物語の概略を理解しておくこと。 
6 回 テキストの第四章に目を通して、物語の概略を理解しておくこと。また前回
配付のゲーテの年譜を必ず持参すること。 
7 回 テキストの第五章に目を通して、物語の概略を理解しておくこと。 
8 回 テキストの第六章に目を通して、物語の概略を理解しておくこと。 
9 回 テキストの第七章に目を通して、物語の概略を理解しておくこと。 
10 回 テキストの第八章に目を通して、物語の概略を理解しておくこと。 
11 回 テキストの第九章に目を通して、物語の概略を理解しておくこと。 
12 回 テキストの第十章に目を通して、物語の概略を理解しておくこと。 
13 回 テキストの第十一章に目を通して、物語の概略を理解して、複雑な⼈間関
係を整理しておくこと。また前回配付のトーマス・マン資料を必ず持参すること。 
14 回 テキストの第十二章に目を通しておくこと。 
15 回 講義中指示したテキストの重要箇所を確認しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB21511 
成績評価 ・授業への参加度（10％） 

・小テスト（10％） 
・課題提出（80％） 
※5 回欠席すると評価対象としない。早退・遅刻は 2 回で 1 回の欠席とする。遅
刻は 20 分まで、それ以降の入室は認めない。 
※1 点でも課題の未提出物がある場合や協同作業および口頭発表での欠席がある
場合は、評価対象としない。 

曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB21511 文章表現法Ⅰ 
担当教員名 松尾 美香 
単位数 2 
教科書 特定の教科書は指定しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 考える⼒、書く⼒、読む⼒、論理的、表現、コミュニケーション 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 文章の作成方法が理解できた、わかりやすい授業だったとの回答をもらい、さら

に理解が深められる授業に努めたい。 
科目名 文章表現法Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 ・授業中の飲食、私語は禁止する。 

・携帯電話の電源は切り、机の上に置かずしまっておくこと。 
・授業中で配布する資料の予備は保管しないため、欠席した場合は、出席者から
コピーをしておくこと。 
・当日、欠席により課題提出が遅れる場合は、事前に受け付ける。 
・受講生の既習知識や進度によって、一部、シラバスの変更の場合がある。 

シラバスコード FB21511 
実務経験のある教員  
達成目標 ①自分の考えや主張を具体的に書くことができる。 

②分かりやすい文章の条件を説明することができる。 
③800 字程度の論理的な文章を書くことができる。 

受講者へのコメント 日ごろから、活字になれるように努めてほしい。 
連絡先 1 学舎 3F（松尾研究室） 

E-Mail：matsuo@are.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 各項目において、概ね評価が高かった。 



英文科目名 Technical Writing I 
関連科目 文章表現法Ⅱ、プレゼンテーションⅠ、プレゼンテーションⅡ 
次回に向けての改善変更予定 実社会で活用できる知識となる授業内容に努める。 
講義目的 文章を書くということは、思考することであり、かつ相手に伝えていくことであ

る。文章と言っても、事務的な文章から企画書、報告書等のビジネス文書、小論
文、レポートなど様々な文章があるが、文章の目的はどれも共通している。 
そこで、この授業では文章の書き方の基本的なルールを示し、学生や社会⼈とし
て必要な文章表現上の知識や技術を身につけることを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス 

講義の概要、進め方、評価方法等の説明をする。 
2 回 自分史づくり 
自己紹介文を作成する。 
3 回 分かりやすい文章の条件① 
よい文章と悪い文章を比較する。 
4 回 分かりやすい文章の条件② 
分かりやすい文章の原則を学習する。 
5 回 論理的な文章の基本構造 
論理的な文章の基本構造を学習する。 
6 回 論理的な文章の基本スキル 
論理的な文章の基本スキルを学習する。 
7 回 論理的な文章の作成 
あるテーマに基づき、構成を考え、論理的な文章を作成する。 
8 回 論理的な文章の作成 
構成を考えたうえで、全体をまとめ、論理的な文章を作成する。 
9 回 要約トレーニング①（資料活用） 
資料を用いて、要約を作成する。 
10 回 要約トレーニング②（視聴覚教材活用） 
視聴覚教材を用いて、要約を作成する。 
11 回 要約トレーニング③（協同作業） 
グループで要約を作成する。 
12 回 口頭発表の技術 
口頭発表のスキルを学習する。 
13 回 ビジネス文書の書き方 
ビジネス文書の書き方を学習する。 
14 回 ビジネス文書の作成 
ビジネス文書を作成する。 
15 回 まとめ 
これまでの学習を確認する。 

準備学習 1 回 講義の目的を理解し、シラバスを確認しておくこと。 
2 回 授業内容を確認し、自分史づくりのための材料を考えておくこと。 
3 回 自分史づくりから自分の文章⼒を把握しておくこと。 



4 回 良い文章と悪い文章の違いを理解しておくこと。 
5 回 論理的とは何かを考えておくこと。 
6 回 論理的な文章の基本構造を理解しておくこと。 
7 回 あるテーマについての考え・理由・根拠を考えておくこと。 
8 回 どのような筋道でまとめるのかを考えておくこと。 
9 回 要点・要約・要旨とは何かを考えておくこと。 
10 回 文章の要約のコツを理解しておくこと。 
11 回 視聴覚教材の要約を作成しておくこと。 
12 回 口頭発表できる準備をしておくこと。 
13 回 ビジネス文書とはどのようなものがあるのかを調べておくこと。 
14 回 ビジネス文書の書き方を理解しておくこと。 
15 回 これまで学習したことを再確認しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB21512 
成績評価 ・授業への参加度（10％） 

・小テスト（10％） 
・課題提出（80％） 
※5 回欠席すると評価対象としない。早退・遅刻は 2 回で 1 回の欠席とする。遅
刻は 20 分まで、それ以降の入室は認めない。 
※1 点でも課題の未提出物がある場合や協同作業および口頭発表での欠席がある
場合は、評価対象としない。 

曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 工学部(〜12),総合情報学部(〜12) 
見出し FB21512 文章表現法Ⅰ 
担当教員名 松尾 美香 
単位数 2 
教科書 特定の教科書は指定しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 考える⼒、書く⼒、読む⼒、論理的、表現、コミュニケーション 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「分かりやすい授業だった」とのコメントをもらい、さらに理解が深められる授

業に努めたい。 
科目名 文章表現法Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 ・授業中の飲食、私語は禁止する。 

・携帯電話の電源は切り、机の上に置かずしまっておくこと。 
・授業中で配布する資料の予備は保管しないため、欠席した場合は、出席者から
コピーをしておくこと。 
・当日、欠席により課題提出が遅れる場合は、事前に受け付ける。 
・受講生の既習知識や進度によって、一部、シラバスの変更の場合がある。 

シラバスコード FB21512 
実務経験のある教員  
達成目標 ①自分の考えや主張を具体的に書くことができる。 

②分かりやすい文章の条件を説明することができる。 
③800 字程度の論理的な文章を書くことができる。 

受講者へのコメント 日ごろから活字に慣れるように努めてほしい。 
連絡先 1 学舎 3F（松尾研究室） 

E-Mail：matsuo@are.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 各項目において、概ね、評価が高かった。 



英文科目名 Technical Writing I 
関連科目 文章表現法Ⅱ、プレゼンテーションⅠ、プレゼンテーションⅡ 
次回に向けての改善変更予定 実社会で活用できる知識を提供したい。 
講義目的 文章を書くということは、思考することであり、かつ相手に伝えていくことであ

る。文章と言っても、事務的な文章から企画書、報告書等のビジネス文書、小論
文、レポートなど様々な文章があるが、文章の目的はどれも共通している。 
そこで、この授業では文章の書き方の基本的なルールを示し、学生や社会⼈とし
て必要な文章表現上の知識や技術を身につけることを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス 

講義の概要、進め方、評価方法等の説明をする。 
2 回 自分史づくり 
自己紹介文を作成する。 
3 回 分かりやすい文章の条件① 
よい文章と悪い文章を比較する。 
4 回 分かりやすい文章の条件② 
分かりやすい文章の原則を学習する。 
5 回 論理的な文章の基本構造 
論理的な文章の基本構造を学習する。 
6 回 論理的な文章の基本スキル 
論理的な文章の基本スキルを学習する。 
7 回 論理的な文章の作成 
あるテーマに基づき、構成を考え、論理的な文章を作成する。 
8 回 論理的な文章の作成 
構成を考えたうえで、全体をまとめ、論理的な文章を作成する。 
9 回 要約トレーニング①（資料活用） 
資料を用いて、要約を作成する。 
10 回 要約トレーニング②（視聴覚教材活用） 
視聴覚教材を用いて、要約を作成する。 
11 回 要約トレーニング③（協同作業） 
グループで要約を作成する。 
12 回 口頭発表の技術 
口頭発表のスキルを学習する。 
13 回 ビジネス文書の書き方 
ビジネス文書の書き方を学習する。 
14 回 ビジネス文書の作成 
ビジネス文書を作成する。 
15 回 まとめ 
これまでの学習を確認する。 

準備学習 1 回 講義の目的を理解し、シラバスを確認しておくこと。 
2 回 授業内容を確認し、自分史づくりのための材料を考えておくこと。 
3 回 自分史づくりから自分の文章⼒を把握しておくこと。 



4 回 良い文章と悪い文章の違いを理解しておくこと。 
5 回 論理的とは何かを考えておくこと。 
6 回 論理的な文章の基本構造を理解しておくこと。 
7 回 あるテーマについての考え・理由・根拠を考えておくこと。 
8 回 どのような筋道でまとめるのかを考えておくこと。 
9 回 要点・要約・要旨とは何かを考えておくこと。 
10 回 文章の要約のコツを理解しておくこと。 
11 回 視聴覚教材の要約を作成しておくこと。 
12 回 口頭発表できる準備をしておくこと。 
13 回 ビジネス文書とはどのようなものがあるのかを調べておくこと。 
14 回 ビジネス文書の書き方を理解しておくこと。 
15 回 これまで学習したことを再確認しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB21521 
成績評価 課題提出（30%）、課題添削・修正作業（30%）、中間提出（20%）、最終提出（20%）

の総合評価 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB21521 文章表現法Ⅰ 
担当教員名 石井 成⼈＊ 
単位数 2 
教科書 教室にてプリント配布予定 
アクティブラーニング  
キーワード 文章表現、作文、アウトライン、要約 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 文章表現法Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 講義 
注意備考 インターネット上の課題システムを毎回利用して授業を行う。講義の性質上、あ

る程度受講制限を行う場合もある。 
シラバスコード FB21521 
実務経験のある教員  
達成目標 文章のアウトラインの重要性を理解し、それに基づいて 800 字の小論文を独⼒で

完成できること。 
受講者へのコメント  
連絡先 質問・問い合わせは elmar35@yahoo.co.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Technical Writing I 
関連科目 プレゼンテーション 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 小論文、レポートなどの作成において必要とされる、論理的で明晰な文章の書き

方の基礎を受講者が身につけること 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 「文章表現法」講義概説 

2 回 文章の構成、アウトラインについて 
3 回 アウトライン作成の実際 
4 回 アウトラインの推敲 
5 回 アウトラインの完成 



6 回 序論・本論・結論の作成１ 
7 回 序論・本論・結論の作成２ 
8 回 序論・本論・結論の作成３ 
9 回 序論・本論・結論の作成４ 
10 回 ８００字小論文の完成・提出 
11 回 別テーマによる二本目論文の作成 
12 回 アウトライン添削・修正 
13 回 ８００字小論文作成 
14 回 ８００字小論文添削・修正 
15 回 ８００字小論文の完成 

準備学習 1 回 なし 
2 回 なし 
3 回 課題テーマの草案 
4 回 アウトラインの作成、修正 
5 回 アウトラインの作成、修正 
6 回 アウトラインの仕上げ 
7 回 ８００字小論文、序論の作成 
8 回 ８００字小論文、本論の作成 
9 回 ８００字小論文、結論の作成 
10 回 ８００字小論文の仕上げ 
11 回 アウトラインの復習 
12 回 アウトライン作成１ 
13 回 アウトライン作成２ 
14 回 ８００字小論文作成 
15 回 ８００字小論文仕上げ 

 



年度 2012 
授業コード FB21522 
成績評価 課題提出（30%）、課題添削・修正作業（30%）、中間提出（20%）、最終提出（20%）

の総合評価 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 工学部(〜12),総合情報学部(〜12) 
見出し FB21522 プレゼンテーションⅠ 
担当教員名 石井 成⼈＊ 
単位数 2 
教科書 教室にてプリント等配布予定 
アクティブラーニング  
キーワード プレゼンテーション、PowerPoint、非言語的コミュニケーション、自己表現 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 プレゼンテーションⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし 
授業形態 講義 
注意備考 インターネット上の課題システムを毎回利用して授業を行う。講義の性格上、あ

る程度受講制限を行う場合もある。 
シラバスコード FB21522 
実務経験のある教員  
達成目標 PowerPoint を用いながらプレゼンテーションにおける非言語的要素の重要性を

理解した発表を行うことができる。 
受講者へのコメント  
連絡先 質問・問い合わせは elmar35@yahoo.co.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Presentation Skills I 
関連科目 文章表現法、およびその他のプレゼンテーション 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 聴衆を前にした単独での発表の場において、自らの考えを明瞭勝つ論理的に伝え

るための技法の基礎を身につける。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 授業概説 

2 回 非言語的コミュニケーションの特徴、スクリプトの作成 
3 回 模擬発表とプレゼンテーションスクリプトの改良 
4 回 リハーサル・プレゼンテーションの実施 
5 回 PowerPoint 利用のプレゼンテーション 



6 回 PowerPoint 資料の改良 
7 回 PowerPoint 資料を使ったリハーサル・プレゼンテーション 
8 回 プレゼンテーションの実施 
9 回 別テーマによる二本目プレゼンテーション準備 
10 回 要点を押さえたスクリプトに改良 
11 回 説得⼒のある実証的なスクリプトに改良 
12 回 無駄のない効果的なパワーポイント資料に改良 
13 回 インパクトのあるパワーポイント資料に改良 
14 回 リハーサル・プレゼンテーション 
15 回 最終プレゼンテーション 

準備学習 1 回 なし 
2 回 スクリプト準備 
3 回 スクリプト修正 
4 回 プレゼンテーション練習とスクリプト修正 
5 回 プレゼンテーション改良 
6 回 PowerPoint の作成 
7 回 PowerPoint の修正 
8 回 プレゼンテーション準備の仕上げ 
9 回 なし 
10 回 スクリプト・PowerPoint 資料準備 
11 回 スクリプト・PowerPoint 資料準備 
12 回 スクリプト・PowerPoint 資料準備 
13 回 スクリプト・PowerPoint 資料準備 
14 回 最終プレゼンテーション準備 
15 回 最終プレゼンテーション準備の仕上げ 

 



年度 2012 
授業コード FB21531 
成績評価 小テスト（２週間につき１回程度行なう）４０点 中間試験 ３０点 期末試験 

３０点 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB21531 政治学 
担当教員名 前⽥ 浩＊ 
単位数 2 
教科書 テキスト： 真淵・久米・北山著『はじめて出会う政治学【第３版】』有斐閣アル

マ 
アクティブラーニング  
キーワード 現代政治 政治学 現代社会 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 暑い、湿度が高い、という問題は⼈数のためでもあります。⼈数の多さは変更で

きないので、講義中に申し出てください。 
板書が見づらい点は改善して行きたい。 

科目名 政治学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FB21531 
実務経験のある教員  
達成目標 現代政治についての基本的知識を修得する。また現代の政治について自分の考え

方を文章で表現することができる。 
受講者へのコメント 政治や時事問題に関心を持った⼈は、これからも関心を持ち続けてください。 
連絡先 欠席・質問・問合せ先 mae◎law.okayama-u.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ８割を超える⼈が欠席２回以内であったので、出席率はよい。他方で、この分野
の理解が深まったという⼈が６割強であり、その差を埋めるようにしていきた
い。やや不満と不満である⼈を合わせて、約３％であったのはよかった。 

英文科目名 Political Science 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 ⼈数が多いので、これまでも気を付けていたが、教室の後ろのほうの⼈にも読み

やすいように板書し、また、学生の状態やマナーにもより配慮したい。 
講義目的 本講義では、政治学の基礎知識を学ぶとともに、現代の社会や政治を自分の頭で

捉えるための視点と考え方を身につける。また、現在進行中の重要な時事問題を
講義の素材として活用し、現代政治を理解する。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス〜講義方針と講義予定 

2 回 第１章 組織された集団（１） 
3 回 第１章 組織された集団（２） 
4 回 第２章 官と⺠の関係（１） 
5 回 第２章 官と⺠の関係（２） 
6 回 第３章 大企業と政治（１） 
7 回 第３章 大企業と政治（２） 
8 回 中間試験 
9 回 第４章 選挙と政治 
10 回 第５章 地方分権 
11 回 第７章 国会 
12 回 第８章 内閣と総理大臣 
13 回 第９章 官僚 
14 回 第１０章 冷戦の終わり 
15 回 講義のまとめ 

準備学習 1 回 なし 
2 回 第１章（前半）を読んでくる 
3 回 第１章（前半）の復習・第１章（後半）を読んでくる 
4 回 第１章（後半）の復習・第２章（前半）を読んでくる 
5 回 第２章（前半）の復習・第２章（後半）を読んでくる 
6 回 第２章（後半）の復習・第３章（前半）を読んでくる 
7 回 第３章（前半）の復習・第３章（後半）を読んでくる 
8 回 第１章・第２章・第３章の復習・まとめ 
9 回 第４章を読んでくる 
10 回 第４章の復習・第５章を読んでくる 
11 回 第５章の復習・第７章を読んでくる 
12 回 第７章の復習・第８章を読んでくる 
13 回 第８章の復習・第９章を読んでくる 
14 回 第９章の復習・第１０章を読んでくる 
15 回 第４章から第１０章の復習 

 



年度 2012 
授業コード FB21541 
成績評価 定期試験(80%)と小テスト(20%)で評価する。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB21541 国際関係論 
担当教員名 砂川 和泉＊ 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 国際機構、国際連合、国際法 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 教室の設備について、いくつかの要望があった。私だけでは対処できないことも

含まれているので、大学に要望してください。 
担当教員が定時に講義をはじめないのに、遅刻者に厳しいとの指摘があった。今
後、なるべく定時に始めるように努めます。ただ、遅刻者に厳しいとは思ってい
ません。昨年度後期も今期と同じような対応をしたところ、「遅刻者に甘い。もっ
と厳しくするように」という意見もありました。遅刻者に対する対応は今後の検
討課題とさせてください。 

科目名 国際関係論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 定員 100 名。先着順に受講を許可するので、初回の講義に必ず出席し、教室の前

から詰めて着席してください。 
シラバスコード FB21541 
実務経験のある教員  
達成目標 ①国際関係における基本的な空間秩序について説明できる。 

②主要な国際機構の基本的な仕組みについて説明できる。 
③国際紛争を処理するための基本的な仕組みについて説明できる。 
④平和を維持するための基本的な仕組みについて説明できる。 
⑤国際社会における⼈権保障の基本的な仕組みについて説明できる。 

受講者へのコメント ほとんどの学生はまじめに受講してくれたので、私もやりやすかったです。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 「満足」と「ほぼ満足」をあわせると 8 割を超えているので、講義に大きな問題
点はなかったと理解している。今後、満足度がさらに高まるように努めます。 

英文科目名 Approaches to Transnational Relations 
関連科目  



次回に向けての改善変更予定 授業時間以外の学習時間が少なかったので、今後は小テストを実施したり、課題
を増やすなどの対応を考えている。 

講義目的  国際社会に政府は存在しないが、完全な無秩序状態という訳ではなく､そこに
は一定の秩序が形成されている。この秩序の基盤となる仕組みや規則等を解説す
ることにより、国際社会の基本的な構造を明らかにする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。講義の進め方を説明する。 

2 回 国際関係の歴史について説明する。 
3 回 国際関係における空間秩序(1)領土について説明する。 
4 回 国際関係における空間秩序(2)海洋について説明する。 
5 回 国際関係における空間秩序(3)国際化地域等について説明する。 
6 回 国際関係における国家機関について説明する。 
7 回 国際機構(1)国際機構の概念と歴史について説明する。 
8 回 国際機構(2)国際連合の仕組みについて説明する。 
9 回 国際機構(3)地域的な国際機構について説明する。 
10 回 国際紛争の解決(1)国際紛争の平和的解決方法について説明する。 
11 回 国際紛争の解決(2)国際裁判について説明する。 
12 回 平和の維持(1)戦争の違法化について説明する。 
13 回 平和の維持(2)国際連合による安全保障について説明する。 
14 回 平和の維持(3)平和維持活動について説明する。 
15 回 ⼈権の国際的保障について説明する。 

準備学習 1 回 新聞の国際面に目を通しておくこと。 
2 回 前回配布したプリントを読んでおくこと。 
3 回 前回配布したプリントを読んでおくこと。 
4 回 前回配布したプリントを読んでおくこと。 
5 回 前回配布したプリントを読んでおくこと。 
6 回 前回配布したプリントを読んでおくこと。 
7 回 前回配布したプリントを読んでおくこと。 
8 回 前回配布したプリントを読んでおくこと。 
9 回 前回配布したプリントを読んでおくこと。 
10 回 前回配布したプリントを読んでおくこと。 
11 回 前回配布したプリントを読んでおくこと。 
12 回 前回配布したプリントを読んでおくこと。 
13 回 前回配布したプリントを読んでおくこと。 
14 回 前回配布したプリントを読んでおくこと。 
15 回 前回配布したプリントを読んでおくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB21711 
成績評価 演習（60％）定期試験（40％） 原則として、演習をすべて行うことが定期試験

の受験資格となる。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB21711 文章表現法Ⅰ 
担当教員名 藤野 薫＊ 
単位数 2 
教科書 藤野薫・三木恒治・世良利和著／「文章表現法Ⅰ基礎編」／蜻文庫 
アクティブラーニング  
キーワード 文章表現、小論文、日本語、就職活動 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 文章表現法Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 1.講義の性質上、ある程度の⼈数制限を設けることがある。 

2.受講希望者は必ずテキストを購入し、初回の講義に出席すること。 
3.講義には必ず国語辞典（通信機能のない電子辞書も可）を持参すること。 
4.講義中の飲食や無断入退室は禁じる。講義中は通信器機の電源を切ること。 
5.受講マナーを守らない者や指示に従わない者は「評価不能」とする。 

シラバスコード FB21711 
実務経験のある教員  
達成目標 文章表現の目的を理解し、800 字程度の文章をわかりやすく書くことができる。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Technical Writing I 
関連科目 プレゼンテーションⅠ、プレゼンテーションⅡ、文章表現法Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 一般社会で通用する文章を書くために、基本的な取り組みの姿勢とスキルを身に

つける。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 文章スキルの大切さ、テキストと講義の進め方について説明する。 

2 回 受講シートの記入について説明する。 
3 回 文章を要約する①：参考文を読みながら、アウトラインの作成を指導する。 



4 回 文章を要約する②：参考文を読みながら、文章の組み立てを説明する。 
5 回 文章を要約する③：参考文を要約する。 
6 回 文章を書くときの注意点①：文章表現の形式とルールについて解説する。 
7 回 経験や知識の文章化と構成のパターンについて解説する。 
8 回 経験や知識を文章化する。 
9 回 文章を書くときの注意点②：正確でわかりやすい表現について解説する。 
10 回 対立する意見を使った文章構成について解説する。 
11 回 情報の収集と引用、意見のまとめ方について解説する。 
12 回 対立する意見を使って文章を構成する。 
13 回 800 字の構成について解説する。 
14 回 800 字の文章を構成する。 
15 回 文章表現のポイントをまとめ、定期試験について説明する。 

準備学習 1 回 予習：シラバスを読み、テキストを購入しておくこと。 
復習：受講上の注意を再確認すること。 
2 回 予習：受講シート記入上の注意を読んでおくこと。 
復習：記入した内容を自己点検すること。 
3 回 予習：指示された参考文を読んでおくこと。 
復習：アウトラインの大切さを確認すること。 
4 回 予習：指示された参考文を読んでおくこと。 
復習：文章の基本的な組み立てを確認すること。 
5 回 予習：文章の要約についてまとめておくこと。 
復習：取り組んだ要約を自己点検すること。 
6 回 予習：文章の基本的な書き方を確認しておくこと。 
復習：文章表現の形式とルールをまとめること。 
7 回 予習：文章の構成について考えておくこと。 
復習：文章構成のパターンについて確認すること。 
8 回 予習：文章化するための材料をまとめておくこと。 
復習：取り組んだ文章化について自己点検すること。 
9 回 予習：文章表現の注意点について考えておくこと。 
復習：正確でわかりやすい表現のポイントをまとめること。 
10 回 予習：指示されたテーマについて自分の意見をまとめておくこと。 
復習：対立する意見による文章構成の要点を確認すること。 
11 回 予習：指示されたテーマについて情報や資料を集めておくこと。 
復習：講義で出された意見を整理すること。 
12 回 予習：指示されたテーマについて自分の意見をまとめておくこと。 
復習：構成した文章を自己点検すること。 
13 回 予習：800 字の参考文を読んでくること。 
復習：構成のポイントを整理すること。 
14 回 予習：指示されたテーマについて情報や資料を集めておくこと。 
復習：構成した文章を自己点検すること。 
15 回 予習：文章表現に取り組む姿勢について考えてくること。 
復習：文章表現のポイントをまとめること。 



 



年度 2012 
授業コード FB21712 
成績評価 課題提出（30%）、課題添削・修正作業（30%）、中間提出（20%）、最終提出（20%）

の総合評価 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 工学部(〜12),総合情報学部(〜12) 
見出し FB21712 文章表現法Ⅰ 
担当教員名 石井 成⼈＊ 
単位数 2 
教科書 教室にてプリント配布予定 
アクティブラーニング  
キーワード 文章表現、作文、アウトライン、要約 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 文章表現法Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 講義 
注意備考 インターネット上の課題システムを毎回利用して授業を行う。講義の性質上、あ

る程度受講制限を行う場合もある。 
シラバスコード FB21712 
実務経験のある教員  
達成目標 文章のアウトラインの重要性を理解し、それに基づいて 800 字の小論文を独⼒で

完成できること。 
受講者へのコメント  
連絡先 質問・問い合わせは elmar35@yahoo.co.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Technical Writing I 
関連科目 プレゼンテーション 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 小論文、レポートなどの作成において必要とされる、論理的で明晰な文章の書き

方の基礎を受講者が身につけること 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 「文章表現法」講義概説 

2 回 文章の構成、アウトラインについて 
3 回 アウトライン作成の実際 
4 回 アウトラインの推敲 
5 回 アウトラインの完成 



6 回 序論・本論・結論の作成１ 
7 回 序論・本論・結論の作成２ 
8 回 序論・本論・結論の作成３ 
9 回 序論・本論・結論の作成４ 
10 回 ８００字小論文の完成・提出 
11 回 別テーマによる二本目論文の作成 
12 回 アウトライン添削・修正 
13 回 ８００字小論文作成 
14 回 ８００字小論文添削・修正 
15 回 ８００字小論文の完成 

準備学習 1 回 なし 
2 回 なし 
3 回 課題テーマの草案 
4 回 アウトラインの作成、修正 
5 回 アウトラインの作成、修正 
6 回 アウトラインの仕上げ 
7 回 ８００字小論文、序論の作成 
8 回 ８００字小論文、本論の作成 
9 回 ８００字小論文、結論の作成 
10 回 ８００字小論文の仕上げ 
11 回 アウトラインの復習 
12 回 アウトライン作成１ 
13 回 アウトライン作成２ 
14 回 ８００字小論文作成 
15 回 ８００字小論文仕上げ 

 



年度 2012 
授業コード FB21721 
成績評価 課題提出（30%）、課題添削・修正作業（30%）、中間提出（20%）、最終提出（20%）

の総合評価 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB21721 プレゼンテーションⅠ 
担当教員名 石井 成⼈＊ 
単位数 2 
教科書 教室にてプリント等配布予定 
アクティブラーニング  
キーワード プレゼンテーション、PowerPoint、非言語的コミュニケーション、自己表現 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 プレゼンテーションⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし 
授業形態 講義 
注意備考 インターネット上の課題システムを毎回利用して授業を行う。講義の性格上、あ

る程度受講制限を行う場合もある。 
シラバスコード FB21721 
実務経験のある教員  
達成目標 PowerPoint を用いながらプレゼンテーションにおける非言語的要素の重要性を

理解した発表を行うことができる。 
受講者へのコメント  
連絡先 質問・問い合わせは elmar35@yahoo.co.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Presentation Skills I 
関連科目 文章表現法、およびその他のプレゼンテーション 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 聴衆を前にした単独での発表の場において、自らの考えを明瞭勝つ論理的に伝え

るための技法の基礎を身につける。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 授業概説 

2 回 非言語的コミュニケーションの特徴、スクリプトの作成 
3 回 模擬発表とプレゼンテーションスクリプトの改良 
4 回 リハーサル・プレゼンテーションの実施 
5 回 PowerPoint 利用のプレゼンテーション 



6 回 PowerPoint 資料の改良 
7 回 PowerPoint 資料を使ったリハーサル・プレゼンテーション 
8 回 プレゼンテーションの実施 
9 回 別テーマによる二本目プレゼンテーション準備 
10 回 要点を押さえたスクリプトに改良 
11 回 説得⼒のある実証的なスクリプトに改良 
12 回 無駄のない効果的なパワーポイント資料に改良 
13 回 インパクトのあるパワーポイント資料に改良 
14 回 リハーサル・プレゼンテーション 
15 回 最終プレゼンテーション 

準備学習 1 回 なし 
2 回 スクリプト準備 
3 回 スクリプト修正 
4 回 プレゼンテーション練習とスクリプト修正 
5 回 プレゼンテーション改良 
6 回 PowerPoint の作成 
7 回 PowerPoint の修正 
8 回 プレゼンテーション準備の仕上げ 
9 回 なし 
10 回 スクリプト・PowerPoint 資料準備 
11 回 スクリプト・PowerPoint 資料準備 
12 回 スクリプト・PowerPoint 資料準備 
13 回 スクリプト・PowerPoint 資料準備 
14 回 最終プレゼンテーション準備 
15 回 最終プレゼンテーション準備の仕上げ 

 



年度 2012 
授業コード FB21722 
成績評価 定期試験８０％、レポート２０％ 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB21722 文学 
担当教員名 三木 恒治 
単位数 2 
教科書 「新しく読むドイツ文学」/三木恒治/蜻文庫 
アクティブラーニング  
キーワード 文学、社会 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「ドイツについて興味が持てた」というポジティブな回答もありましたが、「話

すスピードが速い」という回答が複数ありました。自分ではさほど速く話してい
る自覚がないのですが、今後は意識してゆっくり話すよう心がけたいと思いま
す。 

科目名 文学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示します。 
授業形態 講義 
注意備考 作品は、原則として日本語訳を参考にして説明します。 
シラバスコード FB21722 
実務経験のある教員  
達成目標 作品に登場するさまざまな世界や⼈間像を考察することによって、文学や社会の

構造に対する理解を深めてゆくことを目標としています。 
受講者へのコメント ほとんどの受講生は熱意を持って取り組んでくれたと思います。ただ一部やる気

の全く見られない受講生もおり残念でした。 
私自身の創意工夫の問題も含めて、今後検討課題としたいと思います。 

連絡先 １１号館８階、オフィスアワー別途参照 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 全般的に改善できたという印象です。 
英文科目名 Literature 
関連科目 ドイツ語Ⅰ、Ⅱ（ただし受講にあたって習得の必要はまったくありません。） 
次回に向けての改善変更予定 上述した事とも関連しますが、受講生の興味を少しでも引けるよう努⼒したいと

思います。 
講義目的 ドイツ語圏の文学の主要作品を手がかりとして、ヨーロッパ文化の特質、ドイツ

⼈のものの考え方、日本と⻄洋の違いについて、さまざまな観点から考えてみた
いと思います。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 ガイダンス 
2 回 ヨーロッパとドイツ 
3 回 「ニーベルンゲンの歌」 英雄の⼈間像に見るゲルマン気質について 
4 回 「エミーリア・ガロッティー」 近代市⺠悲劇の誕生 
5 回 「若きヴェルテルの悩み」 若者の情熱と社会の確執をめぐって 
6 回 「ファウスト」 ⼈間の飽くなき欲望の行き着くところ 
7 回 「⻘い花」 真理を求める果てしなき憧れ 
8 回 「金髪のエックベルト」 夢と現実の相克に引き裂かれる⼈間像 
9 回 「グリムのメルヘン」 メルヘンに託された庶⺠の願望 
10 回 「みずうみ」 過ぎ去った⻘春時代と⼈生の無常 
11 回 「変身」 不条理な世界に取り込まれる現代⼈の悲劇 
12 回 「トーニオ・クレーガー」 市⺠と芸術家の間で 
13 回 「魔の山」 現代社会の精神的混迷の縮図 
14 回 ドイツの叙情詩 
15 回 全体のまとめ 

準備学習 1 回 シラバスの内容を確認し、講義の主旨を把握しておくこと。 
2 回 ヨーロッパの地図を見て、ドイツの位置関係を確認しておくこと。 
3 回 テキストの第一章に目を通して、物語の概略を理解しておくこと。 
4 回 テキストの第二章に目を通して、物語の概略を理解しておくこと。 
5 回 テキストの第三章に目を通して、物語の概略を理解しておくこと。 
6 回 テキストの第四章に目を通して、物語の概略を理解しておくこと。また前回
配付のゲーテの年譜を必ず持参すること。 
7 回 テキストの第五章に目を通して、物語の概略を理解しておくこと。 
8 回 テキストの第六章に目を通して、物語の概略を理解しておくこと。 
9 回 テキストの第七章に目を通して、物語の概略を理解しておくこと。 
10 回 テキストの第八章に目を通して、物語の概略を理解しておくこと。 
11 回 テキストの第九章に目を通して、物語の概略を理解しておくこと。 
12 回 テキストの第十章に目を通して、物語の概略を理解しておくこと。 
13 回 テキストの第十一章に目を通して、物語の概略を理解して複雑な⼈間関係
を整理しておくこと。また前回配付のトーマス・マン資料を必ず持参すること。 
14 回 テキストの第十二章に目を通しておくこと。 
15 回 講義中指示したテキストの重要箇所を確認しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB21731 
成績評価 定期試験(80%)、小テスト(20%)により成績を評価する。但し、定期試験におい

て基準点を設置し、その得点が 100 点満点中、60 点未満の場合は不合格とする。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB21731 日本史 
担当教員名 小林 博昭 
単位数 2 
教科書 使用しない。講義の進行過程で、資料をプリント等で配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 古代、弥生時代、古墳時代、日本史 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 日本史 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義の進行過程で適宜紹介する 
授業形態 講義 
注意備考 就活等で欠席した場合、活動報告書を提出することが必要となる。 
シラバスコード FB21731 
実務経験のある教員  
達成目標 我が国の基層文化のもととなっている古代史における諸要素を時系列の中で客

観的に把握し、その因果関係をはじめ、歴史的な事象とその背景について、分析
できる⼒と、その分析結果について深く考察できる⼒を育成する。 

受講者へのコメント  
連絡先 13 号館 2 階 小林（博）研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Japanese History 
関連科目 遺跡と遺物の基礎、遺跡と遺物（いずれも社会情報学科 A 群科目） 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 主として、日本列島内における古代史を扱う。具体的には物質文化の発達過程に

視座をおき、列島の弥生時代から古墳時代までの⼈類が製作した「もの」から、
当時の文化を復原し、時系列の中でそれらの変遷の様相や、極東アジア地域から
の文化伝播の問題に関して講義を展開する。そのプロセスで歴史的な事象から得
られる情報について、批判、そして客観的に再構築できる能⼒を養成する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。講義の進め方を説明する。くわえて弥生時代の特色に

ついて説明する。 



2 回 弥生時代の時期区分、弥生時代に海外から伝播した技術について、水⽥によ
るコメ作り技術について、具体例をスライドプロジェクター、配布プリントや
OHC を使用しながら説明する。 
3 回 前回に続いて、水⽥によるコメ作りの技術について説明し、さらにガラス加
工技術について、具体例をスライドプロジェクター、配布プリントや OHC を使
用しながら説明する。 
4 回 弥生時代におこなわれた⻘銅器加工技術について、具体例をスライドプロ
ジェクター、配布プリントや OHC を使用しながら説明する。 
5 回 前回から続いて、⻘銅器加工技術と⻘銅製武器の変遷過程について説明し
た後、鉄器の加工技術について OHC を用いて、配布プリントを中心に説明する。 
6 回 古墳時代へつなげる意味で、弥生時代の墓制の変遷について、⻄日本の各地
域における例を今回以降説明する。今回は、そのなかで北部九州の具体例をスラ
イドプロジェクター、配布プリントや OHC を使用しながら説明する。 
7 回 畿内の弥生時代における墓構築技術と社会的背景について、さらに日本海
側、とくに出雲地域における弥生時代の特定集団墓について、その具体例をスラ
イドプロジェクター、配布プリントや OHC を使用しながら説明する。 
8 回 瀬⼾内地域、とくに岡山県の特定集団墓、さらに特定個⼈墓とその特徴につ
いて具体例をスライドプロジェクター、配布プリントや OHC を使用しながら説
明する。 
9 回 小テストを実施し、解説とまとめをおこなう。古墳出現前夜の様相につい
て、その具体例をスライドプロジェクター、配布プリントや OHC を使用しなが
ら説明する。さらに箸墓を中心に、出現期古墳の特色を説明する。 
10 回 古墳時代の時期区分と古墳時代前期の物質文化と技術について、その具体
例をスライドプロジェクター、配布プリントや OHC を使用しながら説明する。 
11 回 古墳時代中、後期の物質文化と採用された技術、社会的背景について、そ
の具体例をスライドプロジェクター、配布プリントや OHC を使用しながら説明
する。 
12 回 前回に続いて古墳時代後期の物質文化と採用された技術、社会的背景につ
いて説明する。さらに、古墳時代末期について説明する。これに加えて、古墳時
代に残された金石文について、そこから読み取れる大陸との交渉の状況等、その
具体例をスライドプロジェクター、配布プリントや OHC を使用しながら説明す
る。 
13 回 小テストを実施し、まとめと解説をおこなう。前回に続いて、金石文のな
かから、具体例をスライドプロジェクター、配布プリントや OHC を使用しなが
ら説明する。とくに金石文が伝える情報として、当時の大王を中心とした社会や
その統治範囲について、その具体例をスライドプロジェクター、配布プリントや
OHC を使用しながら説明する。 
14 回 古墳時代のロジステックスについて、それら具体例をスライドプロジェク
ター、配布プリントや OHC を使用しながら説明する。 
15 回 第 1 回から第 14 回までの講義内容の整理とまとめ、補足説明をおこない、
受講生の理解の深化を促す。 

準備学習 1 回 弥生時代の特色についてノートを中心に復習すること。弥生時代のコメ作



りについて、図書館等で予習しておくこと。 
2 回 弥生時代の水⽥によるコメ作り技術について十分に復習すること。弥生時
代のガラス製品について図書館等で予習しておくこと。 
3 回 弥生時代のガラスについて、復習すること。弥生時代に製作、使用された⻘
銅器について、 
図書館等で予習しておくこと。 
4 回 ⻘銅器加工技術について、配布プリントを中心に復習すること。弥生時代の
鉄器について 
どのような種類があるのか、図書館等で予習しておくこと。 
5 回 鉄器加工技術や⻘銅製武器の変遷について、十分な復習をおこなうこと。弥
生時代の墓について、その概略を図書館等で予習しておくこと。 
6 回 北部九州の弥生時代の墓制について復習をおこなうこと。畿内の弥生時代
の墓制、とくに方形周溝墓について図書館等で予習しておくこと。 
7 回 畿内の弥生時代における墓構築技術と社会的背景について説明できるよう
に復習をおこなうこと。出雲地域における弥生時代の特定集団墓について、その
構築技術などを図書館等で予習しておくこと。 
8 回 岡山県の特定集団墓、さらに特定個⼈墓とその特徴について復習を十分お
こなうこと。 
小テストをおこなうので、今まで講義した内容をよく理解し、整理しておくこと。
さらに奈良県所在の箸墓古墳について、図書館等で予習しておくこと。 
9 回 古墳出現前夜の様相について、また箸墓などの出現期古墳の特色を説明で
きるように復習すること。古墳時代の概略を図書館等で予習しておくこと。 
10 回 古墳時代の時期区分と古墳時代前期古墳の特色について復習すること。中
期の古墳について 
図書館等で予習しておくこと。 
11 回 古墳時代中期の物質文化と採用された技術、社会的背景について、十分に
復習をすること。 
後期古墳の特色について図書館等で予習しておくこと。 
12 回 後期古墳の特色や、金石文について配布プリントを中心に復習すること。
小テストを実施するので、いままでの講義の内容を理解し、整理しておくこと。
さらに古墳時代中期の倭五王について図書館等で予習しておくこと。 
13 回 当時の大王とその版図について十分復習をおこなうこと。古墳時代の物流、
とくにアクセサリー類や塩の需要と供給について、図書館等で予習しておくこ
と。 
14 回  古墳時代のロジステックスについて、それら具体例を配布プリントを中
心に復習しておくこと。第 1 回からこれまでの講義の内容のまとめと整理を各自
おこない、質問などをノートにメモしておくこと。 
15 回 第 1 回から第 14 回までの講義のポイントを各自まとめて、十分理解して
おくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB21741 
成績評価 小テスト（２週間につき１回程度行なう）４０点 中間試験 ３０点 期末試験 

３０点 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB21741 政治学 
担当教員名 前⽥ 浩＊ 
単位数 2 
教科書 テキスト： 真淵・久米・北山著『はじめて出会う政治学【第３版】』有斐閣アル

マ 
アクティブラーニング  
キーワード 現代政治 政治学 現代社会 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 ニュースを見てた⼈は、これからも続けてほしい。 
科目名 政治学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FB21741 
実務経験のある教員  
達成目標 現代政治についての基本的知識を修得する。また現代の政治について自分の考え

方を文章で表現することができる。 
受講者へのコメント 政治や時事問題に関心を持った⼈は、これからも関心を持ち続けてください。 
連絡先 欠席・質問・問合せ先 mae◎law.okayama-u.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ８割の⼈が欠席２回以内であったので出席率はよく、この分野の理解が深まった
という⼈が約７７％であり、およそ目標は達成できた。やや不満と不満である⼈
を合わせて、０％であったのはよかった。 

英文科目名 Political Science 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 これまでも気を付けていたが、より読みやすいように板書したい。 
講義目的 本講義では、政治学の基礎知識を学ぶとともに、現代の社会や政治を自分の頭で

捉えるための視点と考え方を身につける。また、現在進行中の重要な時事問題を
講義の素材として活用し、現代政治を理解する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス〜講義方針と講義予定 

2 回 第１章 組織された集団（１） 



3 回 第１章 組織された集団（２） 
4 回 第２章 官と⺠の関係（１） 
5 回 第２章 官と⺠の関係（２） 
6 回 第３章 大企業と政治（１） 
7 回 第３章 大企業と政治（２） 
8 回 中間試験 
9 回 第４章 選挙と政治 
10 回 第５章 地方分権 
11 回 第７章 国会 
12 回 第８章 内閣と総理大臣 
13 回 第９章 官僚 
14 回 第１０章 冷戦の終わり 
15 回 講義のまとめ 

準備学習 1 回 なし 
2 回 第１章（前半）を読んでくる 
3 回 第１章（前半）の復習・第１章（後半）を読んでくる 
4 回 第１章（後半）の復習・第２章（前半）を読んでくる 
5 回 第２章（前半）の復習・第２章（後半）を読んでくる 
6 回 第２章（後半）の復習・第３章（前半）を読んでくる 
7 回 第３章（前半）の復習・第３章（後半）を読んでくる 
8 回 第１章・第２章・第３章の復習・まとめ 
9 回 第４章を読んでくる 
10 回 第４章の復習・第５章を読んでくる 
11 回 第５章の復習・第７章を読んでくる 
12 回 第７章の復習・第８章を読んでくる 
13 回 第８章の復習・第９章を読んでくる 
14 回 第９章の復習・第１０章を読んでくる 
15 回 第４章から第１０章の復習 

 



年度 2012 
授業コード FB21751 
成績評価 定期試験(80%)と小テスト(20%)で評価する。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB21751 国際関係論 
担当教員名 砂川 和泉＊ 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 国際機構、国際連合、国際法 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 教室の設備について、いくつかの要望があった。私だけでは対処できないことも

含まれているので、大学に要望してください。 
課題をもっと増やしても良いという要望があった。次年度は課題を増やすか小テ
ストを実施する予定です。 

科目名 国際関係論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 定員 100 名。先着順に受講を許可するので、初回の講義に必ず出席し、教室の前

から詰めて着席してください。 
シラバスコード FB21751 
実務経験のある教員  
達成目標 ①国際関係における基本的な空間秩序について説明できる。 

②主要な国際機構の基本的な仕組みについて説明できる。 
③国際紛争を処理するための基本的な仕組みについて説明できる。 
④平和を維持するための基本的な仕組みについて説明できる。 
⑤国際社会における⼈権保障の基本的な仕組みについて説明できる。 

受講者へのコメント ほとんどの学生はまじめに受講してくれたので、私もやりやすかったです。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 「満足」と「ほぼ満足」をあわせると 8 割を超えているので、講義に大きな問題
点はなかったと理解している。今後、満足度がさらに高まるように努めます。 

英文科目名 Approaches to Transnational Relations 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 授業時間以外の学習時間が少なかったので、今後は小テストを実施したり、課題

を増やすなどの対応を考えている。 
講義目的  国際社会に政府は存在しないが、完全な無秩序状態という訳ではなく､そこに



は一定の秩序が形成されている。この秩序の基盤となる仕組みや規則等を解説す
ることにより、国際社会の基本的な構造を明らかにする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。講義の進め方を説明する。 

2 回 国際関係の歴史について説明する。 
3 回 国際関係における空間秩序(1)領土について説明する。 
4 回 国際関係における空間秩序(2)海洋について説明する。 
5 回 国際関係における空間秩序(3)国際化地域等について説明する。 
6 回 国際関係における国家機関について説明する。 
7 回 国際機構(1)国際機構の概念と歴史について説明する。 
8 回 国際機構(2)国際連合の仕組みについて説明する。 
9 回 国際機構(3)地域的な国際機構について説明する。 
10 回 国際紛争の解決(1)国際紛争の平和的解決方法について説明する。 
11 回 国際紛争の解決(2)国際裁判について説明する。 
12 回 平和の維持(1)戦争の違法化について説明する。 
13 回 平和の維持(2)国際連合による安全保障について説明する。 
14 回 平和の維持(3)平和維持活動について説明する。 
15 回 ⼈権の国際的保障について説明する。 

準備学習 1 回 新聞の国際面に目を通しておくこと。 
2 回 前回配布したプリントを読んでおくこと。 
3 回 前回配布したプリントを読んでおくこと。 
4 回 前回配布したプリントを読んでおくこと。 
5 回 前回配布したプリントを読んでおくこと。 
6 回 前回配布したプリントを読んでおくこと。 
7 回 前回配布したプリントを読んでおくこと。 
8 回 前回配布したプリントを読んでおくこと。 
9 回 前回配布したプリントを読んでおくこと。 
10 回 前回配布したプリントを読んでおくこと。 
11 回 前回配布したプリントを読んでおくこと。 
12 回 前回配布したプリントを読んでおくこと。 
13 回 前回配布したプリントを読んでおくこと。 
14 回 前回配布したプリントを読んでおくこと。 
15 回 前回配布したプリントを読んでおくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB22111 
成績評価 レポート(30 点)／小テスト(20 点)／定期試験(50 点) 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB22111 法学 
担当教員名 中⻄ 俊二 
単位数 2 
教科書 テキスト法学／中⻄俊二著／大学教育出版 
アクティブラーニング  
キーワード 法の解釈、二重の基準、信義誠実の原則、罪刑法定主義 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 授業が聞き取りやすく、択一問題がり復習もできた。図で説明してくれるので分

かりやすかったとの記述がある反面、復習のときに図だけでは分かりにくかった
との記述もあった。基本的に図と文字による両者で板書しているが、文字による
説明は、拙著の教科書があるので、それを復習材料にすれば、文字による復習は
できると考える。 

科目名 法学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 現代社会における法学入門第２版／斎藤信宰編／成文堂／法学六法／信山社 
授業形態 講義 
注意備考 新聞等を読み、政治的・社会的事象に対する法的意識と関心をもって講義に出席

すること。『法学六法』(信山社)は常に机上に置き、参照しながら受講すること。
毎回、教科書巻末の択一問題を解き提出してもらうので、教科書を忘れず持参す
ること。 

シラバスコード FB22111 
実務経験のある教員  
達成目標 公法と私法、⺠事法と刑事法の基礎概念の理解と区別ができること。日々生起す

る政治的・社会的事象に対して、法的問題構成と解決ができるリーガルマインド
(法的判断能⼒)を養成すること。 

受講者へのコメント [A]授業に対する取り組み：授業時間外週当たり時間数：「全くしなかった」が３
９．４％、「３０分程度」が３３．３％、「１時間程度」が２１．２％、１週間の
授業時間外の学習時間が余りにも少ない。１日に換算すれば１０分にも満たな
い。これでは、講義内容をよく理解することは難しい。もっと自ら意欲的に学習
に取り組むべきである。 

連絡先 第一学舎３階研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 [B]授業における成⻑：この授業を受けてよかった点：「この分野への理解が深ま
った」が４８．５％、「この分野への興味・関心が高まった」が５７．６％であっ
た。[C]総合評価：教員の意欲：「感じられた」が６３．６％、「少し感じられた」



が２７．３％、授業満足度：「満足」が２１．２％、「ほぼ満足」が４５．５％、
「普通」が３０．３％であった。授業目標の達成：「できた」は３．０％、「だい
たいできた」が５４．５％、「半分程度できた」が２１．２％であった。授業目標
を学生は本当にシラバス等見て理解しているのかと疑問に思う。 

英文科目名 Law 
関連科目 日本国憲法 
次回に向けての改善変更予定 授業目標を達成できたと感じる学生が極めて少ないので、授業の中で、最近の新

聞紙に掲載される法律問題等も紹介しながら、 
法学における基本三法(憲法・⺠法・刑法)の目標を教示していきたい。 

講義目的 普段は気に留めないが、私たちは、常に法規範に取り巻かれて生活している。い
ざお互いの利益が衝突したり権利が侵害されると、法が顕在化し、私たちは法に
則って問題を解決することになる。法は社会のおける問題解決基準となり得る。
では、法とは何か。判例を通して、身近な具体的問題を取り上げつつ、自由・財
産・犯罪等の観点から法というものを考察する。なお、その回の講義内容の理解
度をはかるため、毎回授業の最後に教科書巻末の択一問題を解答し提出してもら
う。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションを兼ねて、法とは何かについて説明する。項目として

は、法の内容、法と道徳との関係（「カルネアデスの板」）、法の理念、法の分類、
法の適用（三段論法）、法の解釈について触れ、判例としては、「ガソリンカー転
覆事件」「電気窃盗事件」等を取り上げることとする。 
2 回 今回から４回は、基本三法の内憲法を講義する。プライバシー権等のいわゆ
る新しい⼈権の根拠規定としての憲法１３条の幸福追求権の内容としていかな
る権利が保障されるかを受講生とともに考察する。「『エホバの証⼈』輸血拒否事
件」等の判例を取り上げることとする。 
3 回 法の下の平等を定める憲法１４条の意義と合理的な差別と非合理的差別さ
らに絶対的平等・相対的平等について考察する。判例は、「堀木訴訟」「嫡出性の
有無による法定相続分差別事件」「議員定数不均衡と選挙の平等」を取り上げ説
明する。 
4 回 憲法１９条の思想・良心の自由、２０条の信教の自由、２３条の学問の自由
を取り上げ、それらの⼈権保障の意義を判例を引用しながら考察する。判例とし
ては、「三菱樹脂事件」「津地鎮祭事件」「劇団ポポロ事件」等を取り上げ講義す
る。 
5 回 憲法２１条の表現の自由について講義する。精神的自由の経済的自由に対
する優越的地位と憲法２１条の⺠主主義的意義について、報道の自由、取材の自
由、検閲を取り上げて考察する。具体的には、「博多駅事件」「札幌税関事件」「ノ
ンフィクション『逆転』事件」等の判例を事例研究の対象とする。 
6 回 今回から５回は、⺠法について講義する。日本⺠法の成立の経緯を踏まえ
て、⺠法とは何かについて考察する。⺠法の私的自治の原則等の基本原理とその
修正について説明する。また、「宇奈月温泉事件」および「信玄公旗掛松事件」の
判例を引用しつつ、⺠法１条の信義誠実の則と権利濫用の禁止について考察す
る。 



7 回 物権と債権の特徴と債務不履行について講義する。物権的請求権、動産と不
動産、不動産の二重譲渡および債務不履行の類型、効果、損害賠償の範囲につい
て事例に基づいて説明する。 
8 回 債権の発生原因としての契約ならびに債権の対外的効⼒としての債権者代
位権（⺠法４２３）および詐害行為取消権（⺠法４２４条）について講義する。
契約については、有償契約・無償契約、要物契約・諾成契約、有名契約・無名契
約・混合契約の区別ができるようにする。また、債務者の責任財産の保全を目的
とする債権者代位権と詐害行為取消権の適用事例を取り上げて２つの権利の効
果について考察する。 
9 回 制限行為能⼒者及び意思表示並びに不法行為について講義する。教科書の
表に基づいて制限行為能⼒者の比較をする。また、意思と表示の不一致や詐欺・
強迫による意思表示について説明する。さらに、不法行為については損害賠償額
に関して判例「富喜丸事件」を取り上げることにする。使用者責任（⺠法７１５
条）については、最高裁昭和３９年２月４日の損賠賠償請求事件を用い外形理論
について考察する。 
10 回 ⺠法の最終回として親族法と相続法を講義する。婚姻の成立要件、婚姻の
無効・取消しについて判例を取り上げて具体的事例を考察する。また、離婚につ
いては、離婚原因及び有責配偶者からの離婚が認められるかという問題を判例の
動向について考察する。相続については、法定相続分、限定承認、遺留分制度等
について説明する。 
11 回 今回から５回にわたって刑法を講義する。刑法とは何かについて問題提起
し、旧派と新派の刑法理論を概観する。刑法の大原則である罪刑法定主義につい
て、意義、内容、機能（⼈権保障機能）について解説する。また、犯罪の定義を
踏まえて、犯罪成立のための因果関係理論について判例に基づいた考察をする。 
12 回 不作為犯と事実の錯誤について講義する。不真正不作為犯の要件としての
作為義務並びに故意に関する客体の錯誤と方法の錯誤の問題について考察をす
る。新宿⻄口で発生した強盗殺⼈未遂事件に関する最高裁の判例を事例として取
り上げることにする。 
13 回 違法性阻却事由の代表である正当防衛と緊急避難について講義する。なぜ
正当防衛あるいは緊急避難のためにした行為は違法性がなくなるのか、本質、「止
むをえない行為」と補充の原則、法益の均衡等の観点から両者の比較的考察をす
る。喧嘩と正当防衛について、最高裁の殺⼈被告事件を引用する。 
14 回 過剰防衛と過剰避難の意義と「過剰」についての認識について解説する。
判例としては、最高裁昭和３４年２月５日の殺⼈被告事件を取り上げ量的過剰に
ついて理解を深めることにする。また、誤想過剰防衛の例として「英国騎士道事
件」を引用し、刑法３６条２項の問題を考察する。責任阻却事由として故意の問
題を扱い、有名な「たぬき・むじな事件」「もま・むささび事件」について見識を
広めることにする。さらに、未遂犯と不能犯についても言及する。 
15 回 共犯について講義する。共同正犯・教唆犯・幇助犯とは何か、間接正犯と
は何かについて、事例を挙げて考察する。共同正犯の要件および共謀共同正犯を
理解するために最高裁判決「練馬事件」を事例として引用する。さらに、共犯と
中止および離脱の問題を判例の事例を通して解説する。 



準備学習 1 回 【オリエンテーション】「法学を学ぶにあたって」を読んでおくこと。 
2 回 【幸福追求と法】教科書を読み、新しい⼈権について予習しておくこと。 
3 回 【法の下の平等】教科書を読み、法の下の平等について予習しておくこと。 
4 回 【思想・良心の自由】教科書を読み、思想・良心の自由及び信教の自由につ
いて予習しておくこと。 
5 回 【表現の自由】教科書を読み、表現の自由について予習しておくこと。 
6 回 【⺠法の原理】教科書を読み、⺠法の沿⾰について予習しておくこと。 
7 回 【物権と債権】教科書を読み、物権と債権について予習しておくこと。 
8 回 【債権の発生原因と責任財産の保全】教科書を読み、債権の発生原因につい
て予習しておくこと。 
9 回 【法律行為と不法行為】教科書を読み、法律行為について予習しておくこ
と。 
10 回 【親族法と相続法】教科書を読み、婚姻と離婚について予習しておくこと。 
11 回 【刑法の基礎理論】教科書を読み、刑法の概略について予習しておくこと。 
12 回 【不作為犯と事実の錯誤】教科書を読み、不作為犯について予習しておく
こと。 
13 回 【違法性阻却事由】教科書を読み、正当防衛について予習しておくこと。 
14 回 【過剰防衛と過剰避難】教科書を読み、過剰防衛について予習しておくこ
と。 
15 回 【共犯】教科書を読み、共犯について予習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB22112 
成績評価 定期試験（100%）により評価する。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB22112 環境と社会 
担当教員名 井上 堅太郎＊ 
単位数 2 
教科書 講義資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 環境 公害健康被害（公害病） 一般廃棄物 産業廃棄物 リサイクル 循環型

社会 拡大生産者責任 自然保護 自然環境保全 生物多様性保全 地球温暖
化 地球環境保全 持続可能な開発（発展） 環境政策 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 環境と社会 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FB22112 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）⼈類の文明と環境および環境問題の関係の経緯を理解できるようになるこ

と 
（２）地球環境問題を初めとする環境問題の現状を理解できるようになること 
（３）社会経済活動における環境配慮、持続的に発展する社会構築の緊要性を理
解できるようになること 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Environment and Society 
関連科目 環境管理 環境政策 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ⼈類の文明と環境および環境問題の関係の経緯、環境問題の現状、社会経済活動

における環境配慮と持続的に発展する社会構築の緊要性などを理解することと
なるよう講義する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 火の使用、農耕・牧畜などの始まりから、都市の形成、科学技術の駆使に至



るこれまでの文明の経緯と環境問題の関係を概説する。 
2 回 大気・水・陸地・生物生態系からなる環境とそれらに影響を与える⼈類の社
会経済活動について、概説する。 
3 回 日本における水俣病、イタイイタイ病、四日市ぜんそく等の公害（環境汚
染）健康被害の発生の経緯と被害補償について講義する。 
4 回 環境汚染による健康被害の発生と環境基準について講義する。 
5 回 第二次世界大戦後の公害・公害紛争の多発、四大公害裁判および公害紛争処
理の仕組等について講義する。 
6 回 日本における一般廃棄物、産業廃棄物の発生・増加の経緯、それらの処理・
処分の仕組みの構築の経緯、現在の処理・処分の仕組みと課題等について講義す
る。 
7 回 廃棄物・不要物の排出抑制の経緯、資源化・リサイクルへの取組みの経緯、
および循環型社会構築への取組みと課題等について講義する。 
8 回 日本の自然環境、自然環境の破壊と保護をめぐる経緯、現在の自然環境保
全・生物多様性保全の仕組みと課題について講義する。 
9 回 環境の要素としての地球の大気環境、海洋、森林・野生生物、⼈類への食料
供給等について講義する。 
10 回 地球の大気環境に係る地球温暖化、オゾン層破壊、酸性雨等の問題につい
て、実状、⼈類の社会経済活動との関係等について講義する。 
11 回 地球温暖化、オゾン層破壊、森林・生物多様性の減少等に対する国際社会
の取組みの経緯・現状・課題について講義する。 
12 回 地球規模の環境問題に対処してきた国際社会の取組みの経緯について、⼈
間環境宣言、ナイロビ宣言、リオ宣言などを取り上げ、その意義を講義するとと
もに、これからの課題について講義する。 
13 回 開発に伴う環境影響を最小化するための社会的な制度である環境影響評価
制度の構築の経緯、現状・課題について講義する。 
14 回 事業活動が環境に与える影響に関する環境責任について、事業者（産業界）
における認識の変遷、現状および課題について講義する。 
15 回 ⼈類社会の環境配慮の仕組である環境政策の形成過程と課題について講義
する。 

準備学習 1 回 火の使用、農耕・牧畜、都市形成、科学技術等の⼈類の文明史上の主要なで
きごとについて予習しておくこと。 
2 回 ⼈類と生物の環境である地球について、その主要な要素である大気、水、大
陸について予習しておくこと。 
3 回 水俣病、四日市ぜんそく等の公害病の発生について予習しておくこと。 
4 回 環境汚染物質（有害物質）による健康影響（健康被害）の発生、公害健康被
害補償法について予習しておくこと。 
5 回 「四大公害裁判」、公害紛争処理法について予習しておくこと。 
6 回 ごみ・し尿等の一般廃棄物、製造業等から排出される産業廃棄物の発生に経
緯、およびそれらに対する処理・処分の社会的な取組みについて予習しておくこ
と。 
7 回 容器包装法、家電リサイクル法、自動車リサイクル法等によるリサイクルの



仕組を予習しておくこと。 
8 回 日本の自然の特徴について、森林，国立公園等の自然公園、野生生物種数と
絶滅危惧種数等について予習しておくこと。 
9 回 太陽系と地球の成り立ち、地球の大気圏・水圏の形成と推移、生物の出現と
進化について予習しておくこと。 
10 回 地球温暖化、オゾン層破壊、酸性雨について予習しておくこと。 
11 回 気候変動枠組条約、ウィーン条約、生物多様性条約について予習しておく
こと。 
12 回 「⼈間環境宣言」、「リオデジャネイロ宣言」および「持続可能な開発」に
ついて予習しておくこと。 
13 回 「環境影響評価」の概念、「環境影響評価法」の概要を予習しておくこと。 
14 回 「環境報告書」の概念、「環境マネジメントシステム（ISO14000 シリーズ）」
について予習しておくこと。 
15 回 １回?14 回までの講義から、公害（環境汚染）対策、自然環境保全対策、
廃棄物処理・リサイクル対策、地球環境保全対策について復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB22122 
成績評価 レポート(30 点)／小テスト(20 点)／定期試験(50 点) 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB22122 法学 
担当教員名 中⻄ 俊二 
単位数 2 
教科書 テキスト法学／中⻄俊二著／大学教育出版 

法学六法’１２／信山社 
アクティブラーニング  
キーワード 法の解釈、二重の基準、信義誠実の原則、罪刑法定主義 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「エアコンを調整してくれないので、冬は寒くて勉強どころではなかった」とい

う記述が１件あったが、エアコンはついていたと思うし、本当に寒ければ他の受
講生からも訴えがあったはずだが他に同様な記述はない。エアコンの温度は一定
温度に設定されており、教員が適当に変更することはできないので、設定温度に
ついては学務部等で考えてもらうしかないと思われる。 

科目名 法学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 現代社会における法学入門第２版／斎藤信宰編／成文堂／法学六法／信山社 
授業形態 講義 
注意備考 新聞等を読み、政治的・社会的事象に対する法的意識と関心をもって講義に出席

すること。『法学六法』(信山社)は常に机上に置き、参照しながら受講すること。
毎回、教科書巻末の択一問題を解き提出してもらうので、教科書を忘れず持参す
ること。 

シラバスコード FB22122 
実務経験のある教員  
達成目標 公法と私法、⺠事法と刑事法の基礎概念の理解と区別ができること。日々生起す

る政治的・社会的事象に対して、法的問題構成と解決ができるリーガルマインド
(法的判断能⼒)を養成すること。 

受講者へのコメント 普段からニュース・新聞記事等の法律問題に関心をもち、問題意識をもって講義
に出席してもらいたい。専門科目ではなくても予習・復習の励行は是非とも必要
である。 

連絡先 第一学舎３階研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 [A]2)授業時間外の学習時間について、「全くしなかった」が 46.6％いる。予習・
復習の重要性を講義で強調していきたい。[B]授業における成⻑について、「この
分野への理解が深まった」が 69.0％、「この分野への興味・関心が高まった」が
34.5％であった。[C]授業満足度では、「満足」が 31.0％、「ほぼ満足」が 37.9％



であった。 
英文科目名 Law 
関連科目 日本国憲法 
次回に向けての改善変更予定 授業の満足度における「満足」が 50 パーセントを超えることを目標に、授業内

容の充実に努⼒したい。 
講義目的 普段は気に留めないが、私たちは、常に法規範に取り巻かれて生活している。い

ざお互いの利益が衝突したり権利が侵害されると、法が顕在化し、私たちは法に
則って問題を解決することになる。法は社会のおける問題解決基準となり得る。
では、法とは何か。判例を通して、身近な具体的問題を取り上げつつ、自由・財
産・犯罪等の観点から法というものを考察する。なお、その回の講義内容の理解
度をはかるため、毎回授業の最後に教科書巻末の択一問題を解答し提出してもら
う。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションを兼ねて、法とは何かについて説明する。項目として

は、法の内容、法と道徳との関係（「カルネアデスの板」）、法の理念、法の分類、
法の適用（三段論法）、法の解釈について触れ、判例としては、「ガソリンカー転
覆事件」「電気窃盗事件」等を取り上げることとする。 
2 回 今回から４回は、基本三法の内憲法を講義する。プライバシー権等のいわゆ
る新しい⼈権の根拠規定としての憲法１３条の幸福追求権の内容としていかな
る権利が保障されるかを受講生とともに考察する。「『エホバの証⼈』輸血拒否事
件」等の判例を取り上げることとする。 
3 回 法の下の平等を定める憲法１４条の意義と合理的な差別と非合理的差別さ
らに絶対的平等・相対的平等について考察する。判例は、「堀木訴訟」「嫡出性の
有無による法定相続分差別事件」「議員定数不均衡と選挙の平等」を取り上げ説
明する。 
4 回 憲法１９条の思想・良心の自由、２０条の信教の自由、２３条の学問の自由
を取り上げ、それらの⼈権保障の意義を判例を引用しながら考察する。判例とし
ては、「三菱樹脂事件」「津地鎮祭事件」「劇団ポポロ事件」等を取り上げ講義す
る。 
5 回 憲法２１条の表現の自由について講義する。精神的自由の経済的自由に対
する優越的地位と憲法２１条の⺠主主義的意義について、報道の自由、取材の自
由、検閲を取り上げて考察する。具体的には、「博多駅事件」「札幌税関事件」「ノ
ンフィクション『逆転』事件」等の判例を事例研究の対象とする。 
6 回 今回から５回は、⺠法について講義する。日本⺠法の成立の経緯を踏まえ
て、⺠法とは何かについて考察する。⺠法の私的自治の原則等の基本原理とその
修正について説明する。また、「宇奈月温泉事件」および「信玄公旗掛松事件」の
判例を引用しつつ、⺠法１条の信義誠実の則と権利濫用の禁止について考察す
る。 
7 回 物権と債権の特徴と債務不履行について講義する。物権的請求権、動産と不
動産、不動産の二重譲渡および債務不履行の類型、効果、損害賠償の範囲につい
て事例に基づいて説明する。 
8 回 債権の発生原因としての契約ならびに債権の対外的効⼒としての債権者代



位権（⺠法４２３）および詐害行為取消権（⺠法４２４条）について講義する。
契約については、有償契約・無償契約、要物契約・諾成契約、有名契約・無名契
約・混合契約の区別ができるようにする。また、債務者の責任財産の保全を目的
とする債権者代位権と詐害行為取消権の適用事例を取り上げて２つの権利の効
果について考察する。 
9 回 制限行為能⼒者及び意思表示並びに不法行為について講義する。教科書の
表に基づいて制限行為能⼒者の比較をする。また、意思と表示の不一致や詐欺・
強迫による意思表示について説明する。さらに、不法行為については損害賠償額
に関して判例「富喜丸事件」を取り上げることにする。使用者責任（⺠法７１５
条）については、最高裁昭和３９年２月４日の損賠賠償請求事件を用い外形理論
について考察する。 
10 回 ⺠法の最終回として親族法と相続法を講義する。婚姻の成立要件、婚姻の
無効・取消しについて判例を取り上げて具体的事例を考察する。また、離婚につ
いては、離婚原因及び有責配偶者からの離婚が認められるかという問題を判例の
動向について考察する。相続については、法定相続分、限定承認、遺留分制度等
について説明する。 
11 回 今回から５回にわたって刑法を講義する。刑法とは何かについて問題提起
し、旧派と新派の刑法理論を概観する。刑法の大原則である罪刑法定主義につい
て、意義、内容、機能（⼈権保障機能）について解説する。また、犯罪の定義を
踏まえて、犯罪成立のための因果関係理論について判例に基づいた考察をする。 
12 回 不作為犯と事実の錯誤について講義する。不真正不作為犯の要件としての
作為義務並びに故意に関する客体の錯誤と方法の錯誤の問題について考察をす
る。新宿⻄口で発生した強盗殺⼈未遂事件に関する最高裁の判例を事例として取
り上げることにする。 
13 回 違法性阻却事由の代表である正当防衛と緊急避難について講義する。なぜ
正当防衛あるいは緊急避難のためにした行為は違法性がなくなるのか、本質、「止
むをえない行為」と補充の原則、法益の均衡等の観点から両者の比較的考察をす
る。喧嘩と正当防衛について、最高裁の殺⼈被告事件を引用する。 
14 回 過剰防衛と過剰避難の意義と「過剰」についての認識について解説する。
判例としては、最高裁昭和３４年２月５日の殺⼈被告事件を取り上げ量的過剰に
ついて理解を深めることにする。また、誤想過剰防衛の例として「英国騎士道事
件」を引用し、刑法３６条２項の問題を考察する。責任阻却事由として故意の問
題を扱い、有名な「たぬき・むじな事件」「もま・むささび事件」について見識を
広めることにする。さらに、未遂犯と不能犯についても言及する。 
15 回 共犯について講義する。共同正犯・教唆犯・幇助犯とは何か、間接正犯と
は何かについて、事例を挙げて考察する。共同正犯の要件および共謀共同正犯を
理解するために最高裁判決「練馬事件」を事例として引用する。さらに、共犯と
中止および離脱の問題を判例の事例を通して解説する。 

準備学習 1 回 【オリエンテーション】「法学を学ぶにあたって」を読んでおくこと。 
2 回 【幸福追求と法】教科書を読み、新しい⼈権について予習しておくこと。 
3 回 【法の下の平等】教科書を読み、法の下の平等について予習しておくこと。 
4 回 【思想・良心の自由】教科書を読み、思想・良心の自由及び信教の自由につ



いて予習しておくこと。 
5 回 【表現の自由】教科書を読み、表現の自由について予習しておくこと。 
6 回 【⺠法の原理】教科書を読み、⺠法の沿⾰について予習しておくこと。 
7 回 【物権と債権】教科書を読み、物権と債権について予習しておくこと。 
8 回 【債権の発生原因と責任財産の保全】教科書を読み、債権の発生原因につい
て予習しておくこと。 
9 回 【法律行為と不法行為】教科書を読み、法律行為について予習しておくこ
と。 
10 回 【親族法と相続法】教科書を読み、婚姻と離婚について予習しておくこと。 
11 回 【刑法の基礎理論】教科書を読み、刑法の概略について予習しておくこと。 
12 回 【不作為犯と事実の錯誤】教科書を読み、不作為犯について予習しておく
こと。 
13 回 【違法性阻却事由】教科書を読み、正当防衛について予習しておくこと。 
14 回 【過剰防衛と過剰避難】教科書を読み、過剰防衛について予習しておくこ
と。 
15 回 【共犯】教科書を読み、共犯について予習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB22311 
成績評価 ・授業への参加度（10％） 

・小テスト（10％） 
・課題提出（80％） 
※5 回欠席すると評価対象としない。早退・遅刻は 2 回で 1 回の欠席とする。遅
刻は 20 分まで、それ以降の入室は認めない。 
※1 点でも課題の未提出物がある場合や協同作業および口頭発表での欠席がある
場合は、評価対象としない。 

曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB22311 文章表現法Ⅰ 
担当教員名 松尾 美香 
単位数 2 
教科書 特定の教科書は指定しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 考える⼒、書く⼒、読む⼒、論理的、表現、コミュニケーション 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 文章の作成方法が理解できた、わかりやすい授業だったとの回答をもらい、さら

に理解が深められる授業に努めたい。 
科目名 文章表現法Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 ・授業中の飲食、私語は禁止する。 

・携帯電話の電源は切り、机の上に置かずしまっておくこと。 
・授業中で配布する資料の予備は保管しないため、欠席した場合は、出席者から
コピーをしておくこと。 
・当日、欠席により課題提出が遅れる場合は、事前に受け付ける。 
・受講生の既習知識や進度によって、一部、シラバスの変更の場合がある。 

シラバスコード FB22311 
実務経験のある教員  
達成目標 ①自分の考えや主張を具体的に書くことができる。 

②分かりやすい文章の条件を説明することができる。 
③800 字程度の論理的な文章を書くことができる。 

受講者へのコメント 日ごろから、活字になれるよう努めてほしい。 
連絡先 1 学舎 3F（松尾研究室） 

E-Mail：matsuo@are.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 各項目において、評価が高かった。 



英文科目名 Technical Writing I 
関連科目 文章表現法Ⅱ、プレゼンテーションⅠ、プレゼンテーションⅡ 
次回に向けての改善変更予定 実社会で活用できる知識となる授業内容に努める。 
講義目的 文章を書くということは、思考することであり、かつ相手に伝えていくことであ

る。文章と言っても、事務的な文章から企画書、報告書等のビジネス文書、小論
文、レポートなど様々な文章があるが、文章の目的はどれも共通している。 
そこで、この授業では文章の書き方の基本的なルールを示し、学生や社会⼈とし
て必要な文章表現上の知識や技術を身につけることを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス 

講義の概要、進め方、評価方法等の説明をする。 
2 回 自分史づくり 
自己紹介文を作成する。 
3 回 分かりやすい文章の条件① 
よい文章と悪い文章を比較する。 
4 回 分かりやすい文章の条件② 
分かりやすい文章の原則を学習する。 
5 回 論理的な文章の基本構造 
論理的な文章の基本構造を学習する。 
6 回 論理的な文章の基本スキル 
論理的な文章の基本スキルを学習する。 
7 回 論理的な文章の作成 
あるテーマに基づき、構成を考え、論理的な文章を作成する。 
8 回 論理的な文章の作成 
構成を考えたうえで、全体をまとめ、論理的な文章を作成する。 
9 回 要約トレーニング①（資料活用） 
資料を用いて、要約を作成する。 
10 回 要約トレーニング②（視聴覚教材活用） 
視聴覚教材を用いて、要約を作成する。 
11 回 要約トレーニング③（協同作業） 
グループで要約を作成する。 
12 回 口頭発表の技術 
口頭発表のスキルを学習する。 
13 回 ビジネス文書の書き方 
ビジネス文書の書き方を学習する。 
14 回 ビジネス文書の作成 
ビジネス文書を作成する。 
15 回 まとめ 
これまでの学習を確認する。 

準備学習 1 回 講義の目的を理解し、シラバスを確認しておくこと。 
2 回 授業内容を確認し、自分史づくりのための材料を考えておくこと。 
3 回 自分史づくりから自分の文章⼒を把握しておくこと。 



4 回 良い文章と悪い文章の違いを理解しておくこと。 
5 回 論理的とは何かを考えておくこと。 
6 回 論理的な文章の基本構造を理解しておくこと。 
7 回 あるテーマについての考え・理由・根拠を考えておくこと。 
8 回 どのような筋道でまとめるのかを考えておくこと。 
9 回 要点・要約・要旨とは何かを考えておくこと。 
10 回 文章の要約のコツを理解しておくこと。 
11 回 視聴覚教材の要約を作成しておくこと。 
12 回 口頭発表できる準備をしておくこと。 
13 回 ビジネス文書とはどのようなものがあるのかを調べておくこと。 
14 回 ビジネス文書の書き方を理解しておくこと。 
15 回 これまで学習したことを再確認しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB22312 
成績評価 ・授業への参加度（10％） 

・小テスト（10％） 
・課題提出（80％） 
※5 回欠席すると評価対象としない。早退・遅刻は 2 回で 1 回の欠席とする。遅
刻は 20 分まで、それ以降の入室は認めない。 
※1 点でも課題の未提出物がある場合や協同作業および口頭発表での欠席がある
場合は、評価対象としない。 

曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 工学部(〜12),総合情報学部(〜12) 
見出し FB22312 文章表現法Ⅰ 
担当教員名 松尾 美香 
単位数 2 
教科書 特定の教科書は指定しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 考える⼒、書く⼒、読む⼒、論理的、表現、コミュニケーション 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「分かりやすい授業だった」とのコメントをもらい、さらに理解が深められる授

業に努めたい。 
科目名 文章表現法Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 ・授業中の飲食、私語は禁止する。 

・携帯電話の電源は切り、机の上に置かずしまっておくこと。 
・授業中で配布する資料の予備は保管しないため、欠席した場合は、出席者から
コピーをしておくこと。 
・当日、欠席により課題提出が遅れる場合は、事前に受け付ける。 
・受講生の既習知識や進度によって、一部、シラバスの変更の場合がある。 

シラバスコード FB22312 
実務経験のある教員  
達成目標 ①自分の考えや主張を具体的に書くことができる。 

②分かりやすい文章の条件を説明することができる。 
③800 字程度の論理的な文章を書くことができる。 

受講者へのコメント 日ごろから活字になれるよう努めてほしい。 
連絡先 1 学舎 3F（松尾研究室） 

E-Mail：matsuo@are.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 各項目において、概ね、評価が高かった。 



英文科目名 Technical Writing I 
関連科目 文章表現法Ⅱ、プレゼンテーションⅠ、プレゼンテーションⅡ 
次回に向けての改善変更予定 実社会で活用できる知識を提供したい。 
講義目的 文章を書くということは、思考することであり、かつ相手に伝えていくことであ

る。文章と言っても、事務的な文章から企画書、報告書等のビジネス文書、小論
文、レポートなど様々な文章があるが、文章の目的はどれも共通している。 
そこで、この授業では文章の書き方の基本的なルールを示し、学生や社会⼈とし
て必要な文章表現上の知識や技術を身につけることを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス 

講義の概要、進め方、評価方法等の説明をする。 
2 回 自分史づくり 
自己紹介文を作成する。 
3 回 分かりやすい文章の条件① 
よい文章と悪い文章を比較する。 
4 回 分かりやすい文章の条件② 
分かりやすい文章の原則を学習する。 
5 回 論理的な文章の基本構造 
論理的な文章の基本構造を学習する。 
6 回 論理的な文章の基本スキル 
論理的な文章の基本スキルを学習する。 
7 回 論理的な文章の作成 
あるテーマに基づき、構成を考え、論理的な文章を作成する。 
8 回 論理的な文章の作成 
構成を考えたうえで、全体をまとめ、論理的な文章を作成する。 
9 回 要約トレーニング①（資料活用） 
資料を用いて、要約を作成する。 
10 回 要約トレーニング②（視聴覚教材活用） 
視聴覚教材を用いて、要約を作成する。 
11 回 要約トレーニング③（協同作業） 
グループで要約を作成する。 
12 回 口頭発表の技術 
口頭発表のスキルを学習する。 
13 回 ビジネス文書の書き方 
ビジネス文書の書き方を学習する。 
14 回 ビジネス文書の作成 
ビジネス文書を作成する。 
15 回 まとめ 
これまでの学習を確認する。 

準備学習 1 回 講義の目的を理解し、シラバスを確認しておくこと。 
2 回 授業内容を確認し、自分史づくりのための材料を考えておくこと。 
3 回 自分史づくりから自分の文章⼒を把握しておくこと。 



4 回 良い文章と悪い文章の違いを理解しておくこと。 
5 回 論理的とは何かを考えておくこと。 
6 回 論理的な文章の基本構造を理解しておくこと。 
7 回 あるテーマについての考え・理由・根拠を考えておくこと。 
8 回 どのような筋道でまとめるのかを考えておくこと。 
9 回 要点・要約・要旨とは何かを考えておくこと。 
10 回 文章の要約のコツを理解しておくこと。 
11 回 視聴覚教材の要約を作成しておくこと。 
12 回 口頭発表できる準備をしておくこと。 
13 回 ビジネス文書とはどのようなものがあるのかを調べておくこと。 
14 回 ビジネス文書の書き方を理解しておくこと。 
15 回 これまで学習したことを再確認しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB22321 
成績評価 演習（講義内でのプレゼンテーション等）８０％、定期試験２０％ 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(11〜12),生物地球学部(11〜12) 
見出し FB22321 教養演習 
担当教員名 三木 恒治 
単位数 2 
教科書 プリント配布 
アクティブラーニング  
キーワード 旅、文化、自己表現 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「話が嫌いだったのが、好きになれた」「⼈前でしゃべるのに慣れた」という 

意見が多数寄せられたのは、非常に嬉しかったです。自分自身もこの講義を通じ
て 
成⻑できている部分があります。これからも受講生の立場を配慮して、講義をよ
り 
魅⼒的なものにして行きたいと思います。 

科目名 教養演習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示します。 
授業形態 演習 
注意備考 旅に関する情報、知識を、書物等を通じて日頃から収集するよう心がけてくださ

い。 
シラバスコード FB22321 
実務経験のある教員  
達成目標 学習テーマについて調べた内容を「まとめる」ことによって豊かな表現⼒を育み、

グループ作業を通じて協調性を身につけることを目標としています。 
受講者へのコメント 皆さん、積極的に取り組んで頂いたという印象です。 

回を追う毎に、表現⼒、構成⼒を飛躍的にアップさせた 
受講生も多くいたように思われます。この講義で学んだ 
基本的なスキルに磨きをかけるよう、今後とも努⼒を怠 
らないでください。 

連絡先 １１号館８階、オフィスアワー別途参照 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 全般的に受講生に満足して頂いたようで、安心しています。 
英文科目名 Seminar on Liberal Arts 
関連科目 プレゼンテーションⅠ、Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 特に講義の方針を変えるつもりはありませんが、工学部、総合情報学部の 



学生は「教養演習」という科目を敬遠している傾向があるようなので、 
もう少し科目の特性がアピールできたらと思います。 

講義目的 「旅と文化」をテーマにさまざまなことを調べ、発表や討論によって「自分を表
現する」⼒を養うことをねらいとしています。また資料やレジュメの作成方法を
学ぶことによって、卒論や就職活動の基礎学⼒を身につけることも目指していま
す。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス 

2 回 印象的な旅（１） 
3 回 印象的な旅（２） 
4 回 印象的な旅（３） 
5 回 岡山について語る（１） 
6 回 岡山について語る（２） 
7 回 岡山について語る（３） 
8 回 旅の豆知識（１） 
9 回 グループ学習（１） 
10 回 グループ学習（２） 
11 回 グループ学習（３） 
12 回 旅の豆知識（３） 
13 回 レジュメの作成方法 
14 回 ディスカッション、５分間スピーチの要領 
15 回 総まとめ 

準備学習 1 回 シラバスの内容を確認し、講義の主旨を把握しておくこと。 
2 回 自分の経験した旅について、話ができるように準備しておくこと。 
3 回 自分の経験した旅について、話ができるように準備しておくこと。 
4 回 自分の経験した旅について、話ができるように準備しておくこと。 
5 回 自分の体験の範囲内で、「岡山」について話ができるように準備しておくこ
と。 
6 回 自分の体験の範囲内で、「岡山」について話ができるように準備しておくこ
と。 
7 回 自分の体験の範囲内で、「岡山」について話ができるように準備しておくこ
と。 
8 回 これまでの話の進め方について、問題点を確認しておくこと。 
9 回 グループ毎にテーマを決めて、それについて調べておくこと。 
10 回 グループ毎にテーマを決めて、それについて調べておくこと。 
11 回 グループ毎にテーマを決めて、それについて調べておくこと。 
12 回 資料の作成方法、プレゼンテーションの方法について復習しておくこと。 
13 回 旅に関する体験等を扱った文献を調べてみること。 
14 回 レジュメの作成方法について復習しておくこと。 
15 回 これまでの学習を通じて、「自己表現能⼒」がどの程度身に付いたか、確認
すること。 

 



年度 2012 
授業コード FB22322 
成績評価 演習（講義内でのプレゼンテーション等）８０％、定期試験２０％ 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 工学部(11〜12),総合情報学部(11〜12) 
見出し FB22322 教養演習 
担当教員名 三木 恒治 
単位数 2 
教科書 プリント配布 
アクティブラーニング  
キーワード 旅、文化、自己表現 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 教養演習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示します。 
授業形態 演習 
注意備考 旅に関する情報、知識を、書物等を通じて日頃から収集するよう心がけてくださ

い。 
シラバスコード FB22322 
実務経験のある教員  
達成目標 学習テーマについて調べた内容を「まとめる」ことによって豊かな表現⼒を育み、

グループ作業を通じて協調性を身につけることを目標としています。 
受講者へのコメント 理学部の学生はこの科目を多数受講してくれるのですが、工学部の学生にはとっ

つきにくい 
科目なのかなという感想を持ちました。どちらかというと理系の話が苦手な学生
にこそ受講 
して頂き、プレゼンの⼒をつけてもらいたいと思います。ふるって受講してくだ
さい。 

連絡先 １１号館８階、オフィスアワー別途参照 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講者がゼロでした。 
英文科目名 Seminar on Liberal Arts 
関連科目 プレゼンテーションⅠ、Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 「旅と文化」をテーマにさまざまなことを調べ、発表や討論によって「自分を表

現する」⼒を養うことをねらいとしています。また資料やレジュメの作成方法を
学ぶことによって、卒論や就職活動の基礎学⼒を身につけることも目指していま
す。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス 

2 回 印象的な旅（１） 
3 回 印象的な旅（２） 
4 回 印象的な旅（３） 
5 回 岡山について語る（１） 
6 回 岡山について語る（２） 
7 回 岡山について語る（３） 
8 回 旅の豆知識（１） 
9 回 グループ学習（１） 
10 回 グループ学習（２） 
11 回 グループ学習（３） 
12 回 旅の豆知識（３） 
13 回 レジュメの作成方法 
14 回 ディスカッション、５分間スピーチの要領 
15 回 総まとめ 

準備学習 1 回 シラバスの内容を確認し、講義の主旨を把握しておくこと。 
2 回 自分の経験した旅について、話ができるように準備しておくこと。 
3 回 自分の経験した旅について、話ができるように準備しておくこと。 
4 回 自分の経験した旅について、話ができるように準備しておくこと。 
5 回 自分の体験の範囲内で、「岡山」について話ができるように準備しておくこ
と。 
6 回 自分の体験の範囲内で、「岡山」について話ができるように準備しておくこ
と。 
7 回 自分の体験の範囲内で、「岡山」について話ができるように準備しておくこ
と。 
8 回 これまでの話の進め方について、問題点を確認しておくこと。 
9 回 グループ毎にテーマを決めて、それについて調べておくこと。 
10 回 グループ毎にテーマを決めて、それについて調べておくこと。 
11 回 グループ毎にテーマを決めて、それについて調べておくこと。 
12 回 資料の作成方法、プレゼンテーションの方法について復習しておくこと。 
13 回 旅に関する体験等を扱った文献を調べてみること。 
14 回 レジュメの作成方法について復習しておくこと。 
15 回 これまでの学習を通じて、「自己表現能⼒」がどの程度身に付いたか、確認
すること。 

 



年度 2012 
授業コード FB22331 
成績評価 定期試験において 100 パーセント評価する。得点 100 点中 60 点以下は不合格と

する。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB22331 倫理と宗教 
担当教員名 ⽥路 慧＊ 
単位数 2 
教科書 ⼈生観の哲学／⽥路 慧／ふくろう出版 
アクティブラーニング  
キーワード 善と悪、理性と信仰、神と霊魂、自由と平等、⼈格と自由。 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 倫理と宗教 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ⼈間と生命／⽥路 慧／ふくろう出版 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FB22331 
実務経験のある教員  
達成目標 倫理と宗教に関する基礎的的知識・教養を体得するとともに自ら探求する動機を

与える。さらに倫理的・宗教的思考⼒を鍛え、発言し行動する⼒、コミュニケー
ション⼒を身に着ける。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Ethics and Religion 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 倫理と宗教は⼈間存在の基底をなす事柄である。われわれ⼈間は倫理と宗教を離

れて生きることは出来ない。しかるに現代は倫理と宗教に⼈々は無関心で無視す
ることも多い。その果ては⼈々の心は荒廃し空虚となり、不安や焦燥に駆られ、
非行や犯罪、アル中、うつ病、自殺が蔓延することとなった。本講義では倫理と
宗教の基礎的知識を教授すると共に、学生たちが正当な倫理的・宗教的思考⼒を
体得し、混迷する社会をたくましく生き抜く⼒を身に着けることを目指す。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ⼈間・自己・社会・自然・霊界・超越者、肉体・精神・霊魂、性・生老病死・



不老不死、慣習・習俗・掟・道徳・法、業と運命と自由、恩寵・罪・罰、信仰と
理性など「倫理と宗教」の基礎概念を講義する。 
2 回 ⼈生において逃れることの出来ない限界状況・危機的状況における⼈間の
倫理と宗教について映画『⼈間』を活用し講義する。 
3 回 前回に続き倫理と宗教の根源である限界状況における⼈間のあり方を、⼈
間の自我の構造の分析を通して講義する。 
4 回 日本古代における倫理と宗教について「死と再生」の古神道を中心に抗議す
る。 
5 回 中国古代における倫理と宗教について、孔子と老子、儒教と道教を中心に講
議する。 
6 回 古代ギリシャにおける倫理と宗教について、ソクラテスを中心に講義する。 
7 回 旧約聖書における倫理と宗教についてユダヤ教・キリスト教・イスラム教を
中心に講義する。 
8 回 キリスト教思想における倫理と宗教についてカトリックとプロテスタント
を中心に講義する。 
9 回 ⻄洋近代における倫理と宗教についてデカルト・カントとロックの思想を
中心に講義する。 
10 回 原始仏教における倫理と宗教についてゴータマ・ブッダの『ダンマパダ』
を中心に講義する。 
11 回 大乗仏教における倫理と宗教について『般若心経』と『無量寿経』を中心
に講義する。 
12 回 日本中・近世における倫理と宗教について法然と親鸞の思想を中心に講義
する。 
13 回 日本中・近世における倫理と宗教について道元・日蓮・尊徳を中心に講義
する。 
14 回 現代社会における倫理と宗教の諸問題についてカルト教団の問題を中心に
講義する。 
15 回 前回に続き現代社会における倫理と宗教の諸問題を国家と宗教の関係を中
心に講義する。 

準備学習 1 回 講義の内容を確認し、テキストとともに関連のある新聞・雑誌の記事や文献
などを読み、また関連のあるテレビ・ラジオ番組なども視聴しておくこと。 
2 回 テキスト『⼈生観の哲学』の「ヤスパース」の章をよく読んでおくこと。 
3 回 これまで自分が直面した不安・苦悩・闘争・運・挫折・罪・後悔・絶望など
限界状況の体験を思い出し整理しておくこと。 
4 回 正月の初詣や彼岸の墓参りなどの体験や、神や仏や霊、仏壇や神棚、お寺や
神社についてどう思うか整理しておくこと。 
5 回 テキストの「孔子」の章をよく読しておくこと。 
6 回 テキストの「ソクラテス」の章をよく読んでおくこと。 
7 回 テキストの「イエス・キリスト」の章、旧約聖書・新約聖書をよく読んでお
くこと。 
8 回 ルターなどの宗教改⾰関連の文献を読んでおくこと。近くにキリスト教会
があれば訪ねて見ること。 



9 回 テキストの「デカルト」「カント」「ロック」の章をよく読んでおくこと。 
10 回 テキストの「ゴータマ・ブッダー釈尊」の章を良く読んでおくこと。 
11 回 日本⼈の大好きな色即是空の『般若心経』や「念仏」について調べておく
こと。また機会をつくってお寺に行き仏像を拝見したりお説教を聴いておくこ
と。 
12 回 テキストの「親鸞」の章をよく読んでおくこと。五木寛之の小説『親鸞』
を読んでおくこと。 
13 回 テキストの「道元」とくに「二宮尊徳」の章をよく読んでおくこと。 
14 回 新興宗教や除霊・呪術、オカルトやカルト教団について調べておくこと。 
15 回 現代社会における倫理と宗教の諸問題を調べ理解し心構えをもっておくこ
と。 

 



年度 2012 
授業コード FB22332 
成績評価 定期試験（１００％） 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB22332 比較文化論 
担当教員名 小阪 清行＊ 
単位数 2 
教科書 講義ノート『コラージュ 比較文化 ― ドイツ文化を軸として ― 』(1,000 円)を

使用。理大丸善店にて販売 
アクティブラーニング  
キーワード ドイツ、歴史、文学、宗教（仏教、キリスト教、ユダヤ教）、ユダヤ⼈問題、ルタ

ー、ゲーテ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 比較文化論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FB22332 
実務経験のある教員  
達成目標 「ドイツ的なるものとは何か？ドイツ文化を支えるものは何か？」「われわれを

取り囲む仏教とはいかなる宗教か？それはキリスト教など一神教とどこが違う
のか？あるいはどこに共通点が見いだせるのか？」「なぜユダヤ⼈は迫害された
のか？」などの素朴な問いの解明。 

受講者へのコメント  
連絡先 テキストに教師の HP の URL が書いてある。そこからメールを送信することが

可能 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Comparative Cultures 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 「アメリカ的発想＝グローバル・スタンダード」という風潮を憂える。仏教・日

本文学を通して東洋的・日本的ものの見方、ルター・ゲーテなどを通してゲルマ
ン的・ヨーロッパ的ものの見方、およびユダヤ教・ユダヤ⼈問題についても考え
てみたい。担当者が⻑年携わってきたドイツ文化に軸足を置いて、また国際共通
語を介しての実際の経験などをベースにして、多角的視野の獲得を目差したいと



願っている。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 ヨーロッパの言語について 
3 回 ドイツの歴史 
4 回 ルターと宗教改⾰ 
5 回 ヒトラー時代のドイツ 
6 回 東⻄ドイツの統一と現代ドイツの課題 
7 回 宗教一般 
8 回 仏教 
9 回 キリスト教 
10 回 ユダヤ教とユダヤ⼈の歴史 
11 回 ユダヤ⼈問題 
12 回 ドイツの文学・思想・音楽 
13 回 ゲーテ 
14 回 まとめと試験発表 
15 回 定期試験 

準備学習  
 



年度 2012 
授業コード FB22341 
成績評価 小テスト 40％、学期末試験 60％によって評価する。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB22341 経済学 
担当教員名 三原 裕子 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 経済学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 産業組織論／春名章二／中央経済社 ：ミクロ経済学／芦谷政浩／有斐閣 ：現

代のミクロ経済学 情報とゲームの応用ミクロ／丸山雅祥 成生達彦／創文社
刊 

授業形態 講義 
注意備考 教科書は指定せず、適宜レジュメを配布します。また、必要に応じて参考文献を

紹介します。また、本講義では連立方程式、一変数関数の微分および多変数関数
の微分を多用しながら講義を行います。 

シラバスコード FB22341 
実務経験のある教員  
達成目標 ①経済学の基礎的な知識を身に着け、理論的に物事が判断できるための⼒を養

う。 
②新聞記事を読み、自分自身で政策の効果が評価できるようになるための知識を
身につける。 

受講者へのコメント B2 群の科目であるため、現在日本経済が抱える課題の一つである財政破たんに
ついての考察を行った。経済学では数学と経済学の知識を同時に使うため、数学
が得意な学生が必ずしも経済学では有利であるとは限らない。経済学では経済現
象についてどのように分析しているかを少しでも味わってもらえると幸いです。 

連絡先 21 号館 7 階 三原研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業を受けて良かった点として最も回答割合の多かったものは「理解が深まっ
た」「興味、関心が高まった」であった。9 割弱の学生が満足していると回答して
いる。一方で、この授業の目標の達成については「できなかった」と回答してる
学生も 3％存在している。 
手法については「一回あたりの授業で扱う量が多い」と回答する学生の割合が
13％であった。 



英文科目名 Economics 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 難易度が高い内容を 15 回で行ったため、練習問題を解き、小テストを行う時間

が十分に確保できませんでした。これについては、今後の課題とします。 
講義目的 経済学では消費者、生産者、政府の行動に着目しながら経済現象を説明する。本

講義ではこの中でも特に生産者の行動に焦点をあてた産業組織論の基礎的な知
識を整理し、競争形態の差異が経済に及ぼす影響について把握することを目的と
する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス。授業の進め方および産業組織論について説明する。 

2 回 授業に必要な数学について説明する。第 2 回は連立方程式および一変数関
数の微分について行う。 
3 回 授業に必要な数学について説明する。第 3 回は多変数関数の微分について
行う。 
4 回 完全競争市場下における企業の利潤最大化行動および社会余剰について説
明する。 
5 回 独占市場における企業の利潤最大化行動と社会余剰について説明する。 
6 回 自然独占Ⅰ. 平均費用逓減産業および社会余剰について説明する。 
7 回 自然独占Ⅱ. 政府の介入方法として限界費用価格規制について説明する。 
8 回 自然独占Ⅲ. 政府の介入方法として平均費用価格規制、二部料金制につい
て説明する。 
9 回 第 4 回から第 8 回までの練習問題を解きその解説を行う。 
10 回 価格戦略Ⅰ. 価格差別およびその種類について説明する。 
11 回 価格戦略Ⅱ. ダンピングについて説明する。 
12 回 価格戦略Ⅲ. 価格戦略としての二部料金制について説明する。 
13 回 価格戦略Ⅳ. ダイナミック・プライシングについて説明する。 
14 回 価格差別Ⅲ. 抱き合わせ販売について説明する。 
15 回 第 10 回から第 14 回までの練習問題を解きその解説を行う。 

準備学習 1 回 経済学における産業組織論の位置づけおよびその目的について復習をして
おくこと。 
2 回 連立方程式と一変数関数の微分について復習をしておくこと。 
3 回 偏微分について復習をしておくこと。 
4 回 完全競争市場の性質について整理しておくこと。 
5 回 独占市場と完全競争市場の違いを整理しておくこと。 
6 回 平均費用逓減産業とはどのような産業かについて復習をしておくこと。 
7 回 限界費用価格規制について図示と言葉によって説明できるように復習をし
ておくこと。 
8 回 平均費用価格規制と限界費用価格規制それぞれの問題点について整理して
おくこと。 
9 回 第 4 回から第 8 回までの議論を整理しておくこと。 
10 回 価格差別にはどのような種類があるかについて復習をしておくこと。 
11 回 ダンピングと引き起こす問題について復習をしておくこと。 



12 回 二部料金制によって生じるジレンマについて復習をしておくこと。 
13 回 ダイナミック・プライシングにはどのようなものがあるのかについて整理
しておくこと。 
14 回 抱き合わせ販売について企業の利潤という観点から説明できるように復習
をしておくこと。 
15 回 第 4 回から第 14 回までの質問事項を整理しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB22342 
成績評価 定期テスト（80％） レポート（20％） 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB22342 社会と⼈間 
担当教員名 榎原 宥＊ 
単位数 2 
教科書 使用しない。講義中にレジメを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 市⺠性、社会的責任、ルールと秩序 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特記事項なし。 
科目名 社会と⼈間 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FB22342 
実務経験のある教員  
達成目標 憶測や予見を排して問題点を観察し、自主的・主体的に｢社会的に妥当｣な判断が

出来る習慣をつけること。社会に対する関心を高めること。 
受講者へのコメント 講義の成否の第一義的責任は、講師にあることは言うまでもないが、講師・受講

者のコミュニケーションにより、授業はより有意義なものになる。従って、講義
時間中にも疑問、質問を投げかける等積極的、自主的な授業参加を期待する。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ｢この授業を受けてよかった点｣の項目で、｢この分野への理解、興味、関心が深ま
った、高まった｣という結果が得られたかどうかが講師にとって最大の関心事で
ある。100％に近づくよう、時宜を得た社会問題の取り上げ、講義内容の充実に
努めたい。その結果、受講者の、社会への関心が高まり、良き市⺠として成⻑す
ることを期待する。 

英文科目名 Society and Human Beings 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 up-to-date な社会問題を取り入れることで、受講者が、｢社会と⼈間｣の関係を、

興味を持って考える機会を提供することに心掛けたい。 
講義目的 ｢⼈間｣が集まるところに｢社会｣が出現します。そして、この｢社会｣には一定のル

ールと秩序が存在します。そこでは、そのルールと秩序を巡って、色々な対立が
起き、様々な⼈間模様、社会問題が生まれます。この講義では、｢市⺠性｣｢社会的



責任｣｢ルールと秩序｝をキーワードとし、日々起こる時事問題を教材として、皆
が、良き市⺠として成⻑し、社会とどのように関わっていけばよいかを学びます。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション ― ｢社会とは一体何だろう｣というテーマで講義内

容を説明する。 
2 回 市⺠性の授業 ― 社会参画の意義について解説する。 
3 回 行政への市⺠参加（１） ― 日本の女性の社会進出は何故進まないか、ジ
ェンダー・フリーについて解説する。 
4 回 行政への市⺠参加（２） ― 過労死するひと、失業で自殺するひとが何故
増えるのか、ワークシェアリングについて解説する。 
5 回 今日の話題（１）を取り上げ、解説する。 
6 回 CSR―企業の社会的責任（１）―企業市⺠が社会から求められるものは何
か、企業の社会的責任について解説する。 
7 回 CSR―企業の社会的責任（２）―ボランタリズム（自主･自立精神）につい
て解説する。 
8 回 立法への市⺠参加（１）憲法 ― 私達を見つめる究極のルール― 憲法改
定論議について解説する。 
9 回 立法への市⺠参加（２）憲法ー特に憲法第九条について議論する。 
10 回 立法への市⺠参加（３）― 遺伝子ビジネスを考え、プライバシー保護に
ついて解説する。 
11 回 今日の話題（２）を取り上げ、解説する。 
12 回 司法への市⺠参加（１）― 裁判員制度・検察審査会につて議論する。 
13 回 司法への市⺠参加（２）― 死刑は犯罪抑止⼒になるか、を議論する。 
14 回 地球環境 ―COP17． ｢ポスト京都議定書｣における国家間の対立につい
て解説する。 
15 回 講義を総括する。 

準備学習 1 回 シラバスを読み、授業内容を把握しておくこと。 
2 回 日本での選挙の投票率について調べておくこと。 
3 回 アファーマティブ・アクションとは何か、を調べておくこと。 
4 回 ワーク・ライフ・バランスとは何を意味するか、を調べておくこと。 
5 回 後日指示する。 
6 回 あなたにとって、企業の良し悪しを判断する基準は何か、を考えておくこ
と。 
7 回 アメリカの公⺠権運動について調べておくこと。 
8 回 日本国憲法の前文を読んでおくこと。 
9 回 靖国問題とは何か、予備知識を持って受講のこと。 
10 回 現時点で、将来の病気の発症時期が予測できたら、あなたはどうするか、
を考えておくこと。 
11 回 後日指示する。 
12 回 日本の裁判員制度の概要を調べておくこと。 
13 回 今日の死刑制度廃止議論についてどう思うか、考えておくこと。 
14 回 ｢COP17｣とは何か、を調べておくこと。 



15 回 今までの講義での質問、疑問を纏めておくこと。 
 



年度 2012 
授業コード FB22351 
成績評価 定期試験（１００％） 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB22351 比較文化論 
担当教員名 小阪 清行＊ 
単位数 2 
教科書 講義ノート『コラージュ 比較文化 ― ドイツ文化を軸として ― 』(1,000 円)を

使用。理大丸善店にて販売 
アクティブラーニング  
キーワード ドイツ、歴史、文学、宗教（仏教、キリスト教、ユダヤ教）、ユダヤ⼈問題、ルタ

ー、ゲーテ 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特になし。 
科目名 比較文化論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FB22351 
実務経験のある教員  
達成目標 「ドイツ的なるものとは何か？ドイツ文化を支えるものは何か？」「われわれを

取り囲む仏教とはいかなる宗教か？それはキリスト教など一神教とどこが違う
のか？あるいはどこに共通点が見いだせるのか？」「なぜユダヤ⼈は迫害された
のか？」などの素朴な問いの解明。 

受講者へのコメント 特になし。 
連絡先 テキストに教師の HP の URL が書いてある。そこからメールを送信することが

可能 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 以前より少しは平均値が向上しているようなので、今後も向上するよう努めるつ
もり。 

英文科目名 Comparative Cultures 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 D の値が低いようなので、少し声を大きくするつもり。 
講義目的 「アメリカ的発想＝グローバル・スタンダード」という風潮を憂える。仏教・日

本文学を通して東洋的・日本的ものの見方、ルター・ゲーテなどを通してゲルマ
ン的・ヨーロッパ的ものの見方、およびユダヤ教・ユダヤ⼈問題についても考え
てみたい。担当者が⻑年携わってきたドイツ文化に軸足を置いて、また国際共通



語を介しての実際の経験などをベースにして、多角的視野の獲得を目差したいと
願っている。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 ヨーロッパの言語について 
3 回 ドイツの歴史 
4 回 ルターと宗教改⾰ 
5 回 ヒトラー時代のドイツ 
6 回 東⻄ドイツの統一と現代ドイツの課題 
7 回 宗教一般 
8 回 仏教 
9 回 キリスト教 
10 回 ユダヤ教とユダヤ⼈の歴史 
11 回 ユダヤ⼈問題 
12 回 ドイツの文学・思想・音楽 
13 回 ゲーテ 
14 回 まとめと試験発表 
15 回 定期試験 

準備学習  
 



年度 2012 
授業コード FB22352 
成績評価 各種スポーツの進行、運営（３０％）、知識と技術（６０％）安全への配慮（１

０％） 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB22352 生涯スポーツⅠ 
担当教員名 吉村 直樹＊ 
単位数 1 
教科書 適宜指示する 
アクティブラーニング  
キーワード バドミントン、テニス、バレーボール、バスケットボール、卓球、スポーツ傷害 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生涯スポーツⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 実験実習 
注意備考 初回は２５号館柔道場で行う。生涯スポーツは加計記念体育館で行います。四季

を味わいながら山越えを楽しみましょう！ 
シラバスコード FB22352 
実務経験のある教員  
達成目標 各種スポーツのルールを理解し、ゲームの進行、運営が出来ること。スポーツ傷

害の予防ができること。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Lifelong Sports I 
関連科目 生涯スポーツⅡ、Ⅲ健康の科学、福祉環境論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生涯の各ステージにおいて、環境や能⼒に応じたスポーツ活動を安全に継続的に

実践する能⼒や態度を養う。スポーツ活動を観戦、支援（ボランティア）する楽
しさも身につけたい。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス（講義概要、種目、安全管理など） 

2 回 バドミントン 
3 回 バドミントン 
4 回 バドミントン 



5 回 硬式テニス、ソフトボール 
6 回 硬式テニス、ソフトボール 
7 回 硬式テニス、ソフトボール 
8 回 バレーボール 
9 回 バレーボール 
10 回 バレーボール 
11 回 バスケットボール 
12 回 バスケットボール 
13 回 バスケットボール 
14 回 卓球、フットサル 
15 回 卓球、フットサル 

準備学習 1 回 シラバスを見て、どのような種目をするのか把握しておくこと。 
2 回 バドミントンのルールについて調べておくこと。 
3 回 バドミントンの基本技術について調べておくこと。 
4 回 試合ルールについて調べておくこと。 
5 回 硬式テニスやソフトボールのルールについて調べておくこと。 
6 回 硬式テニスやソフトボールのルールについて調べておくこと。 
7 回 野外スポーツの疾病、傷害予防について調べておくこと。 
8 回 バレーボールのルールについて調べておくこと。 
9 回 バレーボールのルールについて調べておくこと。 
10 回 試合の運営について考えておくこと。 
11 回 バスケットボールのルールについて調べておくこと。 
12 回 バスケットボールのルールについて調べておくこと。 
13 回 試合の運営について考えておくこと。 
14 回 ルールについて調べておくこと。 
15 回 ルールについて調べておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB22361 
成績評価 定期テスト（80％） レポート（20％） 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB22361 社会と⼈間 
担当教員名 榎原 宥＊ 
単位数 2 
教科書 使用しない。講義中にレジメを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 市⺠性、社会的責任、ルールと秩序 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 評価して貰った点は、一層の高評価を得られるように、改善すべき点は、改善す

る努⼒をします。 
科目名 社会と⼈間 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FB22361 
実務経験のある教員  
達成目標 憶測や予見を排して問題点を観察し、自主的・主体的に｢社会的に妥当｣な判断が

出来る習慣をつけること。社会に対する関心を高めること。 
受講者へのコメント 授業の成否の一義的な責任は講師にありますが、受講者の積極的な授業への参画

が授業をより有益なものにすることは間違いありません。講義時間中に質問をし
たり、疑問を投げかける等、自主的な授業参加を期待します。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 講師にとって重要な評価項目は、この授業を受けて良かったかどうか、です。「講
義分野への理解が深まった」「講義分野への興味、関心が高まった」という学生の
比率が高まるよう、時宜を得た講義内容の充実に努めます。その結果、受講者の
社会への関心が深まり、社会性の向上に繋がることを期待します。 

英文科目名 Society and Human Beings 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 授業計画の修正は行いませんが、より身近な社会問題を話題にして、受講生の社

会への関心を高めることができるようにします。 
講義目的 ｢⼈間｣が集まるところに｢社会｣が出現します。そして、この｢社会｣には一定のル

ールと秩序が存在します。そこでは、そのルールと秩序を巡って、色々な対立が
起き、様々な⼈間模様、社会問題が生まれます。この講義では、｢市⺠性｣｢社会的



責任｣｢ルールと秩序｝をキーワードとし、日々起こる時事問題を教材として、皆
が、良き市⺠として成⻑し、社会とどのように関わっていけばよいかを学びます。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション ― ｢社会とは一体何だろう｣というテーマで講義内

容を説明する。 
2 回 市⺠性の授業 ― 社会参画の意義について解説する。 
3 回 行政への市⺠参加（１） ― 日本の女性の社会進出は何故進まないか、ジ
ェンダー・フリーについて解説する。 
4 回 行政への市⺠参加（２） ― 過労死するひと、失業で自殺するひとが何故
増えるのか、ワークシェアリングについて解説する。 
5 回 今日の話題（１）を取り上げ、解説する。 
6 回 CSR―企業の社会的責任（１）―企業市⺠が社会から求められるものは何
か、企業の社会的責任について解説する。 
7 回 CSR―企業の社会的責任（２）―ボランタリズム（自主･自立精神）につい
て解説する。 
8 回 立法への市⺠参加（１）憲法 ― 私達を見つめる究極のルール― 憲法改
定論議について解説する。 
9 回 立法への市⺠参加（２）憲法ー特に憲法第九条について議論する。 
10 回 立法への市⺠参加（３）― 遺伝子ビジネスを考え、プライバシー保護に
ついて解説する。 
11 回 今日の話題（２）を取り上げ、解説する。 
12 回 司法への市⺠参加（１）― 裁判員制度・検察審査会につて議論する。 
13 回 司法への市⺠参加（２）― 死刑は犯罪抑止⼒になるか、を議論する。 
14 回 地球環境 ―COP17． ｢ポスト京都議定書｣における国家間の対立につい
て解説する。 
15 回 講義を総括する。 

準備学習 1 回 シラバスを読み、授業内容を把握しておくこと。 
2 回 日本での選挙の投票率について調べておくこと。 
3 回 アファーマティブ・アクションとは何か、を調べておくこと。 
4 回 ワーク・ライフ・バランスとは何を意味するか、を調べておくこと。 
5 回 後日指示する。 
6 回 あなたにとって、企業の良し悪しを判断する基準は何か、を考えておくこ
と。 
7 回 アメリカの公⺠権運動について調べておくこと。 
8 回 日本国憲法の前文を読んでおくこと。 
9 回 靖国問題とは何か、予備知識を持って受講のこと。 
10 回 現時点で、将来の病気の発症時期が予測できたら、あなたはどうするか、
を考えておくこと。 
11 回 後日指示する。 
12 回 日本の裁判員制度の概要を調べておくこと。 
13 回 今日の死刑制度廃止議論についてどう思うか、考えておくこと。 
14 回 ｢COP17｣とは何か、を調べておくこと。 



15 回 今までの講義での質問、疑問を纏めておくこと。 
 



年度 2012 
授業コード FB22362 
成績評価 技術、スコア（６０％）、ルール、マナーなどの知識（４０％） 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB22362 生涯スポーツⅡ(ゴルフ) 
担当教員名 ⻄村 次郎 
単位数 1 
教科書 適宜指示する 
アクティブラーニング  
キーワード アイアンクラブ、パター、バンカー、グリーン 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生涯スポーツⅡ(ゴルフ) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 実験実習 
注意備考 初回は２５号館柔道場で行います。笹ヶ瀬みのるゴルフ練習場で実施します。ク

ラブ、靴は貸し出します。 
シラバスコード FB22362 
実務経験のある教員  
達成目標 ゴルフの基本的な技術を習得するとともに、ルールやマナーも身につける。 
受講者へのコメント  
連絡先 一学舎３階 ⻄村（次）研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Lifelong Sports II 
関連科目 生涯スポーツⅠ、Ⅲ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生涯スポーツとしてゴルフは広く普及している。ショートアイアンを使った基本

練習からバンカーショット、パターなどショートコースでプレーできる基本的技
術、ルール、マナー、知識を習得する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス（講義の概要、ゴルフの歴史、ルール、マナーなど）をおこなう。 

2 回 ショートアイアンの基礎練習をおこなう。 
3 回 ショートアイアンの基礎練習をおこなう。 
4 回 ショートアイアンの基礎練習をおこなう。 
5 回 ショートアイアンの応用練習をおこなう。 
6 回 パターの基礎練習をおこなう。 



7 回 グリーンでのパター練習をおこなう。 
8 回 バンカーショットの基礎練習をおこなう。 
9 回 バンカーショットの基礎練習をおこなう。 
10 回 総合練習をおこなう。 
11 回 ショートコースでのラウンドをおこなう。 
12 回 ミドルアイアンの基礎練習をおこなう。 
13 回 ミドルアイアンの基礎練習をおこなう。 
14 回 ラウンドを想定した総合練習をおこなう。 
15 回 ショートコースでのラウンドをおこなう。 

準備学習 1 回 シラバスを見て、講義概要を把握しておくこと。 
2 回 ゴルフの起源、歴史について調べておくこと。 
3 回 ルールについて調べておくこと。 
4 回 ルールについて調べておくこと。 
5 回 マナーについて調べておくこと。 
6 回 グリーン上でのマナーについて調べておくこと。 
7 回 グリーン上でのマナーについて調べておくこと。 
8 回 バンカー内でのマナーとルールについて調べておくこと。 
9 回 バンカー内でのマナーとルールについて調べておくこと。 
10 回 効果的な練習法について考えておくこと。 
11 回 体調管理やルール、マナーの確認をしておくこと。 
12 回 ゴルフの⼒学について考えておくこと。 
13 回 ゴルフの⼒学について考えておくこと。 
14 回 ルールとマナーの確認をしておくこと。 
15 回 コース戦略を考えておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB22371 
成績評価 各種スポーツの進行、運営（３０％）、知識と技術（６０％）安全への配慮（１

０％） 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB22371 生涯スポーツⅠ 
担当教員名 吉村 直樹＊ 
単位数 1 
教科書 適宜指示する 
アクティブラーニング  
キーワード バドミントン、テニス、バレーボール、バスケットボール、卓球、スポーツ傷害 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 生涯スポーツⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 実験実習 
注意備考 初回は２５号館柔道場で行う。生涯スポーツは加計記念体育館で行います。四季

を味わいながら山越えを楽しみましょう！ 
シラバスコード FB22371 
実務経験のある教員  
達成目標 各種スポーツのルールを理解し、ゲームの進行、運営が出来ること。スポーツ傷

害の予防ができること。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Lifelong Sports I 
関連科目 生涯スポーツⅡ、Ⅲ健康の科学、福祉環境論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生涯の各ステージにおいて、環境や能⼒に応じたスポーツ活動を安全に継続的に

実践する能⼒や態度を養う。スポーツ活動を観戦、支援（ボランティア）する楽
しさも身につけたい。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス（講義概要、種目、安全管理など） 

2 回 バドミントン 
3 回 バドミントン 
4 回 バドミントン 



5 回 硬式テニス、ソフトボール 
6 回 硬式テニス、ソフトボール 
7 回 硬式テニス、ソフトボール 
8 回 バレーボール 
9 回 バレーボール 
10 回 バレーボール 
11 回 バスケットボール 
12 回 バスケットボール 
13 回 バスケットボール 
14 回 卓球、フットサル 
15 回 卓球、フットサル 

準備学習 1 回 シラバスを見て、どのような種目をするのか把握しておくこと。 
2 回 バドミントンのルールについて調べておくこと。 
3 回 バドミントンの基本技術について調べておくこと。 
4 回 試合ルールについて調べておくこと。 
5 回 硬式テニスやソフトボールのルールについて調べておくこと。 
6 回 硬式テニスやソフトボールのルールについて調べておくこと。 
7 回 野外スポーツの疾病、傷害予防について調べておくこと。 
8 回 バレーボールのルールについて調べておくこと。 
9 回 バレーボールのルールについて調べておくこと。 
10 回 試合の運営について考えておくこと。 
11 回 バスケットボールのルールについて調べておくこと。 
12 回 バスケットボールのルールについて調べておくこと。 
13 回 試合の運営について考えておくこと。 
14 回 ルールについて調べておくこと。 
15 回 ルールについて調べておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB223G2 
成績評価 小テスト（10％程度）＋ 出席カードの記入と提出（10％程度）＋平常の提出物

（30％程度）＋最終提出物（20％程度）＋ 定期試験（30％程度） 
なお、試験は定期試験期間中に行う。試験形態は筆記とする。 

曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(09〜10),工学部(09〜10),総合情報学部(09〜10),生物地球学部(09〜10) 
見出し FB223G2 文章表現法Ⅲ 
担当教員名 皿⽥ 琢司 
単位数 2 
教科書 刊行物の形態のものは使用しない。配付資料を適宜用いる。 
アクティブラーニング  
キーワード 文章表現⼒、文章作法、小論文、論作文、論述試験、教員採用試験、教員試験 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 提出されたものを添削し再提出を指示する過程については、厳しいという意見が

ありました。各受講者が自らの課題を見付けられる支援に徹するよう添削要領の
改善を検討します。なお、教職に必要な資質能⼒の水準は、受講者によってでは
なく教育現場の実態にもとづいているものであることを忘れないようにしまし
ょう。 

科目名 文章表現法Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 受験校種の学習指導要領（受験予定の校種の最新年度版。文科省ウェブサイトか

らダウンロードしたものでもよい）。このほか適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 ○信頼される教員をめざそうとする強い目的意識をもって学習に取り組むこと

が望ましい。 
○担当教科の魅⼒等を周知することを目的とした読書を励行していることが望
ましい。 
○授業第１回開始までに、学内のコンピュータ実習室とマルチメディア教室内の
PC 操作用のアカウントを控えておき、常時使えるようにしておくこと（問い合
わせは情報処理センター事務室［１１号館４階］へ）。 
○大学でアドレスを交付されたウエブメールを常時使えるようにしておき、送受
信の状況を頻繁に確認すること（問い合わせは情報処理センター事務室［１１号
館４階 

シラバスコード FB223G2 
実務経験のある教員  
達成目標 １．文章表現法Ⅰ、Ⅱの学習目標を十分に達成した上で、教員に求められる資 

 質能⼒の一つとして文章表現⼒を身につけている意義を簡潔に説明できるこ 
 と。 
２．教職に関する授業科目で修得した知見や自ら収集した教職に関する時事情 
 報等をもとに、適切な表現を用い、与えられた主題に即して自らの考えを 



 800〜900 字程度の文章にまとめることができること。 
受講者へのコメント どのような資格も、それらに見合うだけの資質能⼒を身に付けて初めて意味のあ

るものとなります。教職の特質に照らして自らの課題を見付け、学業や読書をは
じめ自らの日常生活のさまざまな面を見直して目標に近づきましょう。 

連絡先 13 号館 3 階皿⽥研究室 salad＠chem.ous.ac.jp 086-256-9714 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 課題の分析に努めるとともに、教職に必要な「書いて考えを伝える能⼒」と受講
者の学習実態を勘案し、指導方針の修正を検討します。 

英文科目名 Technical Writing III 
関連科目 ○１〜２年次開講Ｃ群科目（基礎理学科生は教育学原論、教育心理学に代えてそ

れぞれ教育基礎論、学習・発達論）及び文章表現法Ⅰ、Ⅱをすべて修得している
ことが望ましい。 
○教育実習の研究Ⅰを同時に履修中であるか、修得していることが望ましい。 

次回に向けての改善変更予定 教職に必要とされる「書いて考えを伝える能⼒」のあり方と受講者の学習実態を
勘案し、指導方針の修正を検討します。 

講義目的 次のことを受講者が修得することを目的とする。 
 １．いわゆる教員採用試験の論作文問題に有効に対応できる文章作法の基礎 
 ２．中学校または高等学校の教員に求められる文章構成⼒の基礎 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。教員採用試験における論作文の出題傾向を踏まえ、講

義概要と受講要領を説明する。 
2 回 「読まれる」小論文をめざして。教員に求められる資質能⼒をもとに文章作
成⼒の意義を考察する。 
3 回 小論文の組み立てと表現技法のあり方を説明する。 
第１課題（教職の志望動機、理想の教師像、使命感・職業観等）の作成を指示し、
作成要領の要点を説明する。 
4 回 第１課題について、グループ学習を通して互いの作品の成果と課題を検討
する。 
5 回 第１課題（修正版）について、グループ学習を通して互いの作品の成果と課
題を再検討する。 
6 回 第１課題（再修正版）の一つについて、グループ学習を通して文章表現のあ
り方を実践的に検討する。 
7 回 新聞の社説から最近の教育時事を取り上げ、要約を試みるとともに表現技
法のあり方を検討する（その１）。 
第２課題（実践的指導⼒［識見、指導方針、方法原理等］）の作成を指示し、作成
要領の要点を説明する。 
8 回 第２課題について、グループ学習を通して互いの作品の成果と課題を検討
する。 
9 回 第２課題（修正版）について、グループ学習を通して互いの作品の成果と課
題を再検討する。 
10 回 第２課題（再修正版）の一つについて、グループ学習を通して文章表現の



あり方を実践的に検討する。 
11 回 新聞の社説から最近の教育時事を取り上げ、要約を試みるとともに表現技
法のあり方を検討する（その２）。 
第３課題（児童・生徒の理解と対応のあり方）の作成を指示し、作成要領の要点
を説明する。 
12 回 第３課題について、グループ学習を通して互いの作品の成果と課題を検討
する。 
13 回 第３課題（修正版）について、グループ学習を通して互いの作品の成果と
課題を再検討する。 
14 回 第３課題（再修正版）の一つについて、グループ学習を通して文章表現の
あり方を実践的に検討する。 
15 回 新聞の社説から最近の教育時事を取り上げ、要約を試みるとともに表現技
法のあり方を検討する（その３）。 
最終課題の作成・提出要領を説明する。 
文章表現⼒を高めるための研究と修養の意義を説明し、具体的な取り組みを勧奨
する。 

準備学習 1 回 受験予定の都道府県市の教員採用試験で出題された論作文の過去３年分（内
容・形式）を控えておくこと。 
学内のコンピュータ実習室を使えるよう必要なアカウントを確認し控えておく
こと。 
2 回 前時の授業で提示された設問から１つを選び、所定の要領で答案を作成し
ておくこと。 
3 回 前時の学習に基づいて答案を見直し、所定の要領で作成し直しておくこと。 
4 回 前時の学習に基づいて答案を再度見直し、所定の要領で答案を作成してお
くこと。 
5 回 前時までの学習内容に基づき、前時の原稿を修正しておくこと。 
6 回 前時までの学習内容に基づき、前時の原稿を再修正し完成しておくこと。 
7 回 前時の授業で扱った論説記事に使われている有用な表現を用いて文例作り
を練習し、修得しておくこと。 
前時の授業で提示された出題内容から１つを選び、所定の様式で書き終えておく
こと。 
8 回 前時の学習内容に基づき、前時の原稿を修正しておくこと。 
9 回 前時までの学習内容に基づき、前時の原稿を再修正しておくこと。 
10 回 前時までの学習内容に基づき、前時の原稿を再修正し完成しておくこと。 
11 回 前時の授業で扱った論説記事に使われている有用な表現を用いて文例作り
を練習し、修得しておくこと。 
前時の授業で提示された出題内容から１つを選び、所定の様式で書き終えておく
こと。 
12 回 前時の学習内容に基づき、前時の原稿を修正しておくこと。 
13 回 前時までの学習内容に基づき、前時の原稿を再修正しておくこと。 
14 回 前時までの学習内容に基づき、前時の原稿を再修正し完成しておくこと。 
15 回 前時の授業で扱った論説記事に使われている有用な表現を用いて文例作り



を練習し、修得しておくこと。 
課題（提出物）を読み直して問題点があれば修正し、完成しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB22511 
成績評価 ・授業への参加度（10％） 

・小テスト（10％） 
・課題提出（80％） 
※5 回欠席すると評価対象としない。早退・遅刻は 2 回で 1 回の欠席とする。遅
刻は 20 分まで、それ以降の入室は認めない。 
※1 点でも課題の未提出物がある場合や協同作業および口頭発表での欠席がある
場合は、評価対象としない。 

曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB22511 文章表現法Ⅰ 
担当教員名 松尾 美香 
単位数 2 
教科書 特定の教科書は指定しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 考える⼒、書く⼒、読む⼒、論理的、表現、コミュニケーション 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 文章の作成方法が理解できた、わかりやすい授業だったとの回答をもらい、さら

に理解が深められる授業に努めたい。 
科目名 文章表現法Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 ・授業中の飲食、私語は禁止する。 

・携帯電話の電源は切り、机の上に置かずしまっておくこと。 
・授業中で配布する資料の予備は保管しないため、欠席した場合は、出席者から
コピーをしておくこと。 
・当日、欠席により課題提出が遅れる場合は、事前に受け付ける。 
・受講生の既習知識や進度によって、一部、シラバスの変更の場合がある。 

シラバスコード FB22511 
実務経験のある教員  
達成目標 ①自分の考えや主張を具体的に書くことができる。 

②分かりやすい文章の条件を説明することができる。 
③800 字程度の論理的な文章を書くことができる。 

受講者へのコメント 日ごろから、活字に慣れるように努めてほしい。 
連絡先 1 学舎 3F（松尾研究室） 

E-Mail：matsuo@are.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 各項目において、概ね、評価が高かった。 



英文科目名 Technical Writing I 
関連科目 文章表現法Ⅱ、プレゼンテーションⅠ、プレゼンテーションⅡ 
次回に向けての改善変更予定 実社会で活用できる知識となる授業内容に努めたい。 
講義目的 文章を書くということは、思考することであり、かつ相手に伝えていくことであ

る。文章と言っても、事務的な文章から企画書、報告書等のビジネス文書、小論
文、レポートなど様々な文章があるが、文章の目的はどれも共通している。 
そこで、この授業では文章の書き方の基本的なルールを示し、学生や社会⼈とし
て必要な文章表現上の知識や技術を身につけることを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス 

講義の概要、進め方、評価方法等の説明をする。 
2 回 自分史づくり 
自己紹介文を作成する。 
3 回 分かりやすい文章の条件① 
よい文章と悪い文章を比較する。 
4 回 分かりやすい文章の条件② 
分かりやすい文章の原則を学習する。 
5 回 論理的な文章の基本構造 
論理的な文章の基本構造を学習する。 
6 回 論理的な文章の基本スキル 
論理的な文章の基本スキルを学習する。 
7 回 論理的な文章の作成 
あるテーマに基づき、構成を考え、論理的な文章を作成する。 
8 回 論理的な文章の作成 
構成を考えたうえで、全体をまとめ、論理的な文章を作成する。 
9 回 要約トレーニング①（資料活用） 
資料を用いて、要約を作成する。 
10 回 要約トレーニング②（視聴覚教材活用） 
視聴覚教材を用いて、要約を作成する。 
11 回 要約トレーニング③（協同作業） 
グループで要約を作成する。 
12 回 口頭発表の技術 
口頭発表のスキルを学習する。 
13 回 ビジネス文書の書き方 
ビジネス文書の書き方を学習する。 
14 回 ビジネス文書の作成 
ビジネス文書を作成する。 
15 回 まとめ 
これまでの学習を確認する。 

準備学習 1 回 講義の目的を理解し、シラバスを確認しておくこと。 
2 回 授業内容を確認し、自分史づくりのための材料を考えておくこと。 
3 回 自分史づくりから自分の文章⼒を把握しておくこと。 



4 回 良い文章と悪い文章の違いを理解しておくこと。 
5 回 論理的とは何かを考えておくこと。 
6 回 論理的な文章の基本構造を理解しておくこと。 
7 回 あるテーマについての考え・理由・根拠を考えておくこと。 
8 回 どのような筋道でまとめるのかを考えておくこと。 
9 回 要点・要約・要旨とは何かを考えておくこと。 
10 回 文章の要約のコツを理解しておくこと。 
11 回 視聴覚教材の要約を作成しておくこと。 
12 回 口頭発表できる準備をしておくこと。 
13 回 ビジネス文書とはどのようなものがあるのかを調べておくこと。 
14 回 ビジネス文書の書き方を理解しておくこと。 
15 回 これまで学習したことを再確認しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB22512 
成績評価 ・授業への参加度（10％） 

・小テスト（10％） 
・課題提出（80％） 
※5 回欠席すると評価対象としない。早退・遅刻は 2 回で 1 回の欠席とする。遅
刻は 20 分まで、それ以降の入室は認めない。 
※1 点でも課題の未提出物がある場合や協同作業および口頭発表での欠席がある
場合は、評価対象としない。 

曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 工学部(〜12),総合情報学部(〜12) 
見出し FB22512 文章表現法Ⅰ 
担当教員名 松尾 美香 
単位数 2 
教科書 特定の教科書は指定しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 考える⼒、書く⼒、読む⼒、論理的、表現、コミュニケーション 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「分かりやすくてよかった」とのコメントをもらい、さらに理解が深められる授

業に努めたい。 
科目名 文章表現法Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 ・授業中の飲食、私語は禁止する。 

・携帯電話の電源は切り、机の上に置かずしまっておくこと。 
・授業中で配布する資料の予備は保管しないため、欠席した場合は、出席者から
コピーをしておくこと。 
・当日、欠席により課題提出が遅れる場合は、事前に受け付ける。 
・受講生の既習知識や進度によって、一部、シラバスの変更の場合がある。 

シラバスコード FB22512 
実務経験のある教員  
達成目標 ①自分の考えや主張を具体的に書くことができる。 

②分かりやすい文章の条件を説明することができる。 
③800 字程度の論理的な文章を書くことができる。 

受講者へのコメント 日ごろから、活字に慣れるよう努めてほしい。 
連絡先 1 学舎 3F（松尾研究室） 

E-Mail：matsuo@are.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 各項目において、概ね、評価が高かった。 



英文科目名 Technical Writing I 
関連科目 文章表現法Ⅱ、プレゼンテーションⅠ、プレゼンテーションⅡ 
次回に向けての改善変更予定 実社会で活用できる知識を提供したい。 
講義目的 文章を書くということは、思考することであり、かつ相手に伝えていくことであ

る。文章と言っても、事務的な文章から企画書、報告書等のビジネス文書、小論
文、レポートなど様々な文章があるが、文章の目的はどれも共通している。 
そこで、この授業では文章の書き方の基本的なルールを示し、学生や社会⼈とし
て必要な文章表現上の知識や技術を身につけることを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス 

講義の概要、進め方、評価方法等の説明をする。 
2 回 自分史づくり 
自己紹介文を作成する。 
3 回 分かりやすい文章の条件① 
よい文章と悪い文章を比較する。 
4 回 分かりやすい文章の条件② 
分かりやすい文章の原則を学習する。 
5 回 論理的な文章の基本構造 
論理的な文章の基本構造を学習する。 
6 回 論理的な文章の基本スキル 
論理的な文章の基本スキルを学習する。 
7 回 論理的な文章の作成 
あるテーマに基づき、構成を考え、論理的な文章を作成する。 
8 回 論理的な文章の作成 
構成を考えたうえで、全体をまとめ、論理的な文章を作成する。 
9 回 要約トレーニング①（資料活用） 
資料を用いて、要約を作成する。 
10 回 要約トレーニング②（視聴覚教材活用） 
視聴覚教材を用いて、要約を作成する。 
11 回 要約トレーニング③（協同作業） 
グループで要約を作成する。 
12 回 口頭発表の技術 
口頭発表のスキルを学習する。 
13 回 ビジネス文書の書き方 
ビジネス文書の書き方を学習する。 
14 回 ビジネス文書の作成 
ビジネス文書を作成する。 
15 回 まとめ 
これまでの学習を確認する。 

準備学習 1 回 講義の目的を理解し、シラバスを確認しておくこと。 
2 回 授業内容を確認し、自分史づくりのための材料を考えておくこと。 
3 回 自分史づくりから自分の文章⼒を把握しておくこと。 



4 回 良い文章と悪い文章の違いを理解しておくこと。 
5 回 論理的とは何かを考えておくこと。 
6 回 論理的な文章の基本構造を理解しておくこと。 
7 回 あるテーマについての考え・理由・根拠を考えておくこと。 
8 回 どのような筋道でまとめるのかを考えておくこと。 
9 回 要点・要約・要旨とは何かを考えておくこと。 
10 回 文章の要約のコツを理解しておくこと。 
11 回 視聴覚教材の要約を作成しておくこと。 
12 回 口頭発表できる準備をしておくこと。 
13 回 ビジネス文書とはどのようなものがあるのかを調べておくこと。 
14 回 ビジネス文書の書き方を理解しておくこと。 
15 回 これまで学習したことを再確認しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB22521 
成績評価 演習（60％）定期試験（40％） 原則として、演習をすべて行うことが定期試験

の受験資格となる。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB22521 プレゼンテーションⅠ 
担当教員名 世良 利和＊ 
単位数 2 
教科書 世良利和・藤野薫著／「プレゼンテーションⅠ 基礎編」／蜻文庫 
アクティブラーニング  
キーワード プレゼンテーション、コミュニケーション、日本語表現、就職活動、キャリア支

援 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 今後の進路に役立てて下さい。 
科目名 プレゼンテーションⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 1.講義の性質上、ある程度の⼈数制限を設けることがある。 

2.受講希望者は必ずテキストを購入し、初回の講義に出席すること。 
3.講義中の飲食や無断入退室は禁じる。講義中は通信器機の電源を切ること。 
4.受講マナーを守らない者や指示に従わない者は「評価不能」とする。 

シラバスコード FB22521 
実務経験のある教員  
達成目標 与えられたテーマで数分程度のスクリプトを構成し、発表することができる。 
受講者へのコメント 全体に積極的な授業参加でした。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 参考になりました。 
英文科目名 Presentation Skills I 
関連科目 プレゼンテーションⅡ、文章表現法Ⅰ、文章表現法Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 特になし。 
講義目的 自分の考えをわかりやすく、印象的に他⼈に伝えるための基本を身につける。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 「①プレゼンテーションの大切さ ②テキストと講義の進め方 ③受講シ

ートの記入と提出」について説明する。 
2 回 プレゼンテーションの基本を解説する。 
3 回 スクリプトの組み立てを解説する。 



4 回 プレゼンテーション演習①を行い、演習を講評する。 
5 回 ⼈前で話すためのポイントを解説する。 
6 回 印象で損をしないためのポイントを解説する。 
7 回 プレゼンテーション演習②を行い、演習を講評する。 
8 回 グループ・ミーティングを実施する。 
9 回 つかみ・アイコンタクト・身ぶりといった技法を解説する。 
10 回 ⼈の話を聞くことについて解説する。 
11 回 ペアを組む意味について解説する。 
12 回 ペアによる相互評価とディスカッションについて解説する。 
13 回 プレゼンテーション演習③を行い、演習を講評する。 
14 回 ツールと事前準備について解説する。 
15 回 プレゼンテーションをまとめ、定期試験について説明する。 

準備学習 1 回 予習：シラバスを読み、テキストを購入しておくこと。 
復習：受講上の注意を再確認すること。 
2 回 予習：テキスト第 1 章を読んでおくこと。 
復習：プレゼンテーションの基本についてまとめること。 
3 回 予習：テキスト第 2 章を読んでおくこと。 
復習：スクリプトの組み立てを確認すること。 
4 回 予習：指示されたテーマで短いプレゼンテーションを準備しておくこと。 
復習：講評で指摘された点を確認すること。 
5 回 予習：演習①のレポートを書き、テキスト第 3 章を読んでおくこと。 
復習：⼈前で話すためのポイントを確認すること。 
6 回 予習：テキスト第 4 章を読んでおくこと。 
復習：印象で損をしないための技法を確認すること。 
7 回 予習：指示されたテーマでプレゼンテーションを準備しておくこと。 
復習：講評で指摘された点を確認すること。 
8 回 予習：演習②のレポートを準備しておくこと。 
復習：グループ・ミーティングでの問題点を確認すること。 
9 回 予習：テキスト第 5 章を読んでおくこと。 
復習：つかみ・アイコンタクト・身ぶりについて確認すること。 
10 回 予習：テキスト第 6 章を読んでおくこと。 
復習：⼈の話を聞くためのポイントを確認すること。 
11 回 予習：テキスト第 7 章を読んでおくこと。 
復習：ペアを組む意味を確認すること。 
12 回 予習：指示されたテーマについて調べておくこと。 
復習：ディスカッションの内容と評価についてまとめておくこと。 
13 回 予習：ペアによるプレゼンテーションを準備しておくこと。 
復習：講評で指摘された点を確認すること。 
14 回 予習：テキスト第 8 章を読んでおくこと。 
復習：ツールと事前準備について確認すること。 
15 回 予習：前回までの内容を確認しておくこと。 
復習：プレゼンテーションのポイントについてまとめること。 



 



年度 2012 
授業コード FB22522 
成績評価 演習（60％）定期試験（40％） 原則として、演習をすべて行うことが定期試験

の受験資格となる。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 工学部(〜12),総合情報学部(〜12) 
見出し FB22522 文章表現法Ⅰ 
担当教員名 世良 利和＊ 
単位数 2 
教科書 藤野薫・三木恒治・世良利和著／「文章表現法Ⅰ基礎編」／蜻文庫 
アクティブラーニング  
キーワード 文章表現、小論文、日本語、就職活動 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特になし 
科目名 文章表現法Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 1.講義の性質上、ある程度の⼈数制限を設けることがある。 

2.受講希望者は必ずテキストを購入し、初回の講義に出席すること。 
3.講義には必ず国語辞典（通信機能のない電子辞書も可）を持参すること。 
4.講義中の飲食や無断入退室は禁じる。講義中は通信器機の電源を切ること。 
5.受講マナーを守らない者や指示に従わない者は「評価不能」とする。 

シラバスコード FB22522 
実務経験のある教員  
達成目標 文章表現の目的を理解し、800 字程度の文章をわかりやすく書くことができる。 
受講者へのコメント 半期、よくがんばってくれました。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 参考にします。 
英文科目名 Technical Writing I 
関連科目 プレゼンテーションⅠ、プレゼンテーションⅡ、文章表現法Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 特になし 
講義目的 一般社会で通用する文章を書くために、基本的な取り組みの姿勢とスキルを身に

つける。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 文章スキルの大切さ、テキストと講義の進め方について説明する。 

2 回 受講シートの記入について説明する。 
3 回 文章を要約する①：参考文を読みながら、アウトラインの作成を指導する。 



4 回 文章を要約する②：参考文を読みながら、文章の組み立てを説明する。 
5 回 文章を要約する③：参考文を要約する。 
6 回 文章を書くときの注意点①：文章表現の形式とルールについて解説する。 
7 回 経験や知識の文章化と構成のパターンについて解説する。 
8 回 経験や知識を文章化する。 
9 回 文章を書くときの注意点②：正確でわかりやすい表現について解説する。 
10 回 対立する意見を使った文章構成について解説する。 
11 回 情報の収集と引用、意見のまとめ方について解説する。 
12 回 対立する意見を使って文章を構成する。 
13 回 800 字の構成について解説する。 
14 回 800 字の文章を構成する。 
15 回 文章表現のポイントをまとめ、定期試験について説明する。 

準備学習 1 回 予習：シラバスを読み、テキストを購入しておくこと。 
復習：受講上の注意を再確認すること。 
2 回 予習：受講シート記入上の注意を読んでおくこと。 
復習：記入した内容を自己点検すること。 
3 回 予習：指示された参考文を読んでおくこと。 
復習：アウトラインの大切さを確認すること。 
4 回 予習：指示された参考文を読んでおくこと。 
復習：文章の基本的な組み立てを確認すること。 
5 回 予習：文章の要約についてまとめておくこと。 
復習：取り組んだ要約を自己点検すること。 
6 回 予習：文章の基本的な書き方を確認しておくこと。 
復習：文章表現の形式とルールをまとめること。 
7 回 予習：文章の構成について考えておくこと。 
復習：文章構成のパターンについて確認すること。 
8 回 予習：文章化するための材料をまとめておくこと。 
復習：取り組んだ文章化について自己点検すること。 
9 回 予習：文章表現の注意点について考えておくこと。 
復習：正確でわかりやすい表現のポイントをまとめること。 
10 回 予習：指示されたテーマについて自分の意見をまとめておくこと。 
復習：対立する意見による文章構成の要点を確認すること。 
11 回 予習：指示されたテーマについて情報や資料を集めておくこと。 
復習：講義で出された意見を整理すること。 
12 回 予習：指示されたテーマについて自分の意見をまとめておくこと。 
復習：構成した文章を自己点検すること。 
13 回 予習：800 字の参考文を読んでくること。 
復習：構成のポイントを整理すること。 
14 回 予習：指示されたテーマについて情報や資料を集めておくこと。 
復習：構成した文章を自己点検すること。 
15 回 予習：文章表現に取り組む姿勢について考えてくること。 
復習：文章表現のポイントをまとめること。 



 



年度 2012 
授業コード FB22531 
成績評価 定期試験（100％） 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB22531 心理学 
担当教員名 三島 勝正 
単位数 2 
教科書 心理学概説／稲⽥準子、細⽥和雅、松本卓三（編）／ナカニシヤ出版 
アクティブラーニング  
キーワード 心理学の歴史と方法、動機、感情、パーソナリティ 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 教室の設備については、できるだけ良い環境で学習できるように大学側へ要望し

ています。 
科目名 心理学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 学んだことを自分の問題としてもとらえ、平素からよく考えていくことを望む。 

受講希望者が多数の場合、⼈数制限をすることがある。 
シラバスコード FB22531 
実務経験のある教員  
達成目標 心理学の歴史と方法、動機、感情、パーソナリティについての基本的な知識を理

解し、説明できること。 
受講者へのコメント 学んだことを自分の問題としてもとらえ、平素からよく考えていくことを望んで

います。 
連絡先 第一学舎３階 三島研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 多くの学生から心理学に対する興味・関心が高まり、理解が深まったとの回答が
あり、うれしく思います。授業後の復習をすることで心理学と仲良しになりまし
ょう。 

英文科目名 Psychology 
関連科目 社会心理学 
次回に向けての改善変更予定 特にありません。 
講義目的 現代心理学が明らかにした⼈間の行動の仕組に関する研究成果を、特定の学派や

立場にかたよらないように体系化して概説する。そして、心理学に関する基本的
な知識を理解させ、よりよい⼈間性の育成を目指す。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス。講義の進め方を説明する。 



2 回 心理学とは何かについて説明する。 
3 回 心理学の歴史（前半）について説明する。 
4 回 心理学の歴史（後半）について説明する。 
5 回 心理学の方法について説明する。 
6 回 動機（１） 動機づけについて説明する。 
7 回 動機（２） 動機の分類について説明する。 
8 回 動機（３） １次的動機について説明する。 
9 回 動機（４） １次的動機について説明する。 
10 回 感情とはについて説明する。 
11 回 感情（１） 情動の分類と発達的分化について説明する。 
12 回 感情（２） 情動の理論について説明する。 
13 回 パーソナリティとは何かについて説明する。 
14 回 パーソナリティの理論（１） 精神分析論について説明する。 
15 回 パーソナリティの理論（２） 類型論について説明する。 

準備学習 1 回 シラバスを読んで、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
3 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
4 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
5 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
6 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
7 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
8 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
9 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
10 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
11 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
12 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
13 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
14 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
15 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB22532 
成績評価 レポート（８０％）、定期試験（２０％） 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 工学部(11〜12),総合情報学部(11〜12) 
見出し FB22532 教養演習 
担当教員名 髙池 久隆 
単位数 2 
教科書 コピーを配布するので教科書の購入は必要なし。 
アクティブラーニング  
キーワード 比較文化、異文化理解、討論 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特別のコメントはありませんでした。 
科目名 教養演習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード FB22532 
実務経験のある教員  
達成目標 様々なテーマに対して自らの考えを整理し、説得⼒のある発言が行なえること。 
受講者へのコメント この授業をきっかけとして、⼈前で論理的に話す訓練を続けてください。 
連絡先 一学舎３階 髙池研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ７）ほとんどの⼈が「満足」あるいは「ほぼ満足」と回答していますが、一名、
「やや不満」をマークしている⼈がいました。残念ですが、改善の工夫を続けな
ければと思いました。 

英文科目名 Seminar on Liberal Arts 
関連科目 比較文化論 
次回に向けての改善変更予定 特にありません。 
講義目的 この演習は次の２つを柱とする。 

１）教員側が選んだ新聞記事を読みながら議論をする。 
２）各受講者が関心を持つ問題（分野を問わない）についての簡単な個⼈発表を
行なう。 
上記のような作業を行なうことにより、思考能⼒、表現能⼒の向上を目指す。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 演習の進め方、方針などについて説明をする。 

2 回 受講生に、自己紹介などをまじえた５分程度の発表を順番に行なうことを
求め、発表・質疑応答の際心がけるべきことについての説明をする。（１） 



3 回 受講生に、自己紹介などをまじえた５分程度の発表を順番に行なうことを
求め、発表・質疑応答の際心がけるべきことについての説明をする。（２） 
4 回 受講生に、自己紹介などをまじえた５分程度の発表を順番に行なうことを
求め、発表・質疑応答の際心がけるべきことについての説明をする。（３） 
5 回 教員側が選んだ新聞記事を題材として、文章を正確に読み、それをもとに議
論するための訓練をする。（１） 
6 回 教員側が選んだ新聞記事を題材として、文章を正確に読み、それをもとに議
論するための訓練をする。（２） 
7 回 教員側が選んだ新聞記事を題材として、文章を正確に読み、それをもとに議
論するための訓練をする。（３） 
8 回 教員側が選んだ新聞記事を題材として、文章を正確に読み、それをもとに議
論するための訓練をする。（４） 
9 回 受講生自らが選んだ新聞記事を資料として発表・討論をする。（１） 
10 回 受講生自らが選んだ新聞記事を資料として発表・討論をする。（２） 
発表用レジュメ作成についての説明をする。 
11 回 受講生自らが選んだ新聞記事を資料として発表・討論をする。（３） 
12 回 レジュメを用意した個⼈発表を行ない、討論をする。（１） 
13 回 レジュメを用意した個⼈発表を行ない、討論をする。（２） 
14 回 レジュメを用意した個⼈発表を行ない、討論をする。（３） 
15 回 レジュメを用意した個⼈発表を行ない、討論をする。（４） 

準備学習 1 回 シラバスを読んで、質問事項を整理しておくこと。 
2 回 自分自身の特徴について整理しておくこと。 
3 回 故郷の言語的特徴について調べておくこと。 
4 回 岡山の文化的特徴について調べておくこと。 
5 回 前回配布した資料を読み、質問事項を整理しておくこと。 
6 回 前回配布した資料を読み、質問事項を整理しておくこと。 
7 回 前回配布した資料を読み、質問事項を整理しておくこと。 
8 回 前回配布した資料を読み、質問事項を整理しておくこと。 
9 回 前回配布した資料を読み、質問事項を整理しておくこと。 
10 回 前回配布した資料を読み、質問事項を整理しておくこと。 
11 回 前回配布した資料を読み、質問事項を整理しておくこと。 
12 回 発表者はレジュメ・資料を用意し、他の受講生は配布した資料を読み、質
問事項を整理しておくこと。 
13 回 発表者はレジュメ・資料を用意し、他の受講生は配布した資料を読み、質
問事項を整理しておくこと。 
14 回 発表者はレジュメ・資料を用意し、他の受講生は配布した資料を読み、質
問事項を整理しておくこと。 
15 回 発表者はレジュメ・資料を用意し、他の受講生は配布した資料を読み、質
問事項を整理しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB22541 
成績評価 定期試験において 100 パーセント評価する。得点 100 点中 60 点以下は不合格と

する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB22541 倫理と宗教 
担当教員名 ⽥路 慧＊ 
単位数 2 
教科書 ⼈生観の哲学／⽥路 慧／ふくろう出版 
アクティブラーニング  
キーワード 善と悪、理性と信仰、神と霊魂、自由と平等、⼈格と自由。 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 倫理と宗教 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ⼈間と生命／⽥路 慧／ふくろう出版 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FB22541 
実務経験のある教員  
達成目標 倫理と宗教に関する基礎的的知識・教養を体得するとともに自ら探求する動機を

与える。さらに倫理的・宗教的思考⼒を鍛え、発言し行動する⼒、コミュニケー
ション⼒を身に着ける。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Ethics and Religion 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 倫理と宗教は⼈間存在の基底をなす事柄である。われわれ⼈間は倫理と宗教を離

れて生きることは出来ない。しかるに現代は倫理と宗教に⼈々は無関心で無視す
ることも多い。その果ては⼈々の心は荒廃し空虚となり、不安や焦燥に駆られ、
非行や犯罪、アル中、うつ病、自殺が蔓延することとなった。本講義では倫理と
宗教の基礎的知識を教授すると共に、学生たちが正当な倫理的・宗教的思考⼒を
体得し、混迷する社会をたくましく生き抜く⼒を身に着けることを目指す。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ⼈間・自己・社会・自然・霊界・超越者、肉体・精神・霊魂、性・生老病死・



不老不死、慣習・習俗・掟・道徳・法、業と運命と自由、恩寵・罪・罰、信仰と
理性など「倫理と宗教」の基礎概念を講義する。 
2 回 ⼈生において逃れることの出来ない限界状況・危機的状況における⼈間の
倫理と宗教について映画『⼈間』を活用し講義する。 
3 回 前回に続き倫理と宗教の根源である限界状況における⼈間のあり方を、⼈
間の自我の構造の分析を通して講義する。 
4 回 日本古代における倫理と宗教について「死と再生」の古神道を中心に抗議す
る。 
5 回 中国古代における倫理と宗教について、孔子と老子、儒教と道教を中心に講
議する。 
6 回 古代ギリシャにおける倫理と宗教について、ソクラテスを中心に講義する。 
7 回 旧約聖書における倫理と宗教についてユダヤ教・キリスト教・イスラム教を
中心に講義する。 
8 回 キリスト教思想における倫理と宗教についてカトリックとプロテスタント
を中心に講義する。 
9 回 ⻄洋近代における倫理と宗教についてデカルト・カントとロックの思想を
中心に講義する。 
10 回 原始仏教における倫理と宗教についてゴータマ・ブッダの『ダンマパダ』
を中心に講義する。 
11 回 大乗仏教における倫理と宗教について『般若心経』と『無量寿経』を中心
に講義する。 
12 回 日本中・近世における倫理と宗教について法然と親鸞の思想を中心に講義
する。 
13 回 日本中・近世における倫理と宗教について道元・日蓮・尊徳を中心に講義
する。 
14 回 現代社会における倫理と宗教の諸問題についてカルト教団の問題を中心に
講義する。 
15 回 前回に続き現代社会における倫理と宗教の諸問題を国家と宗教の関係を中
心に講義する。 

準備学習 1 回 講義の内容を確認し、テキストとともに関連のある新聞・雑誌の記事や文献
などを読み、また関連のあるテレビ・ラジオ番組なども視聴しておくこと。 
2 回 テキスト『⼈生観の哲学』の「ヤスパース」の章をよく読んでおくこと。 
3 回 これまで自分が直面した不安・苦悩・闘争・運・挫折・罪・後悔・絶望など
限界状況の体験を思い出し整理しておくこと。 
4 回 正月の初詣や彼岸の墓参りなどの体験や、神や仏や霊、仏壇や神棚、お寺や
神社についてどう思うか整理しておくこと。 
5 回 テキストの「孔子」の章をよく読しておくこと。 
6 回 テキストの「ソクラテス」の章をよく読んでおくこと。 
7 回 テキストの「イエス・キリスト」の章、旧約聖書・新約聖書をよく読んでお
くこと。 
8 回 ルターなどの宗教改⾰関連の文献を読んでおくこと。近くにキリスト教会
があれば訪ねて見ること。 



9 回 テキストの「デカルト」「カント」「ロック」の章をよく読んでおくこと。 
10 回 テキストの「ゴータマ・ブッダー釈尊」の章を良く読んでおくこと。 
11 回 日本⼈の大好きな色即是空の『般若心経』や「念仏」について調べておく
こと。また機会をつくってお寺に行き仏像を拝見したりお説教を聴いておくこ
と。 
12 回 テキストの「親鸞」の章をよく読んでおくこと。五木寛之の小説『親鸞』
を読んでおくこと。 
13 回 テキストの「道元」とくに「二宮尊徳」の章をよく読んでおくこと。 
14 回 新興宗教や除霊・呪術、オカルトやカルト教団について調べておくこと。 
15 回 現代社会における倫理と宗教の諸問題を調べ理解し心構えをもっておくこ
と。 

 



年度 2012 
授業コード FB22542 
成績評価 定期試験（100％） 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB22542 心理学 
担当教員名 三島 勝正 
単位数 2 
教科書 心理学概説／稲⽥準子、細⽥和雅、松本卓三（編）／ナカニシヤ出版 
アクティブラーニング  
キーワード 心理学の歴史と方法、動機、感情、パーソナリティ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 おもしろいお話が聞けて良かったとか、我々の行動を科学的な側面から分析して

みることは楽しいことだと思ったという感想がありました。今後もより良い講義
になるように、皆さん自身もできるだけ良い環境を確保し、講義に集中してほし
いと思います。 

科目名 心理学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 学んだことを自分の問題としてもとらえ、平素からよく考えていくことを望む。 

受講希望者が多数の場合、⼈数制限をすることがある。 
シラバスコード FB22542 
実務経験のある教員  
達成目標 心理学の歴史と方法、動機、感情、パーソナリティについての基本的な知識を理

解し、説明できること。 
受講者へのコメント 学んだことを自分の問題としてもとらえ、平素からよく考えていくことを望んで

います。 
連絡先 第一学舎３階 三島研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 心理学に対する興味・関心が高まり、理解が深まったとの多くの回答があり、う
れしく思います。授業に対する私の意欲も伝わっているようですので、復習の時
間を確保することにより、心理学と仲良しになりましょう。 

英文科目名 Psychology 
関連科目 社会心理学 
次回に向けての改善変更予定 特にありません。 
講義目的 現代心理学が明らかにした⼈間の行動の仕組に関する研究成果を、特定の学派や

立場にかたよらないように体系化して概説する。そして、心理学に関する基本的
な知識を理解させ、よりよい⼈間性の育成を目指す。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス。講義の進め方を説明する。 

2 回 心理学とは何かについて説明する。 
3 回 心理学の歴史（前半）について説明する。 
4 回 心理学の歴史（後半）について説明する。 
5 回 心理学の方法について説明する。 
6 回 動機（１） 動機づけについて説明する。 
7 回 動機（２） 動機の分類について説明する。 
8 回 動機（３） １次的動機について説明する。 
9 回 動機（４） １次的動機について説明する。 
10 回 感情とはについて説明する。 
11 回 感情（１） 情動の分類と発達的分化について説明する。 
12 回 感情（２） 情動の理論について説明する。 
13 回 パーソナリティとは何かについて説明する。 
14 回 パーソナリティの理論（１） 精神分析論について説明する。 
15 回 パーソナリティの理論（２） 類型論について説明する。 

準備学習 1 回 シラバスを読んで、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
3 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
4 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
5 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
6 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
7 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
8 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
9 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
10 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
11 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
12 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
13 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
14 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
15 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB22551 
成績評価 各種スポーツの進行、運営（３０％）、知識と技術（６０％）安全への配慮（１

０％） 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB22551 生涯スポーツⅠ 
担当教員名 ⻄村 次郎 
単位数 1 
教科書 適宜指示する 
アクティブラーニング  
キーワード バドミントン、テニス、バレーボール、バスケットボール、卓球、スポーツ傷害 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 生涯スポーツⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 実験実習 
注意備考 初回は２５号館柔道場で行う。生涯スポーツは加計記念体育館で行います。四季

を味わいながら山越えを楽しみましょう！ 
シラバスコード FB22551 
実務経験のある教員  
達成目標 各種スポーツのルールを理解するとともに、実践し、ゲームの進行、運営が出来

ること。スポーツ傷害の予防ができること。 
受講者へのコメント  
連絡先 一学舎３階 ⻄村（次）研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Lifelong Sports I 
関連科目 生涯スポーツⅡ、Ⅲ健康の科学、福祉環境論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ライフステージにおいて、それぞれの環境や能⼒に応じたスポーツ活動を安全に

継続的に実践する能⼒や態度を養う。スポーツ活動を観戦、支援（ボランティア）
する楽しさも身につけたい。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス（講義概要、種目、安全管理など）をする。 

2 回 バドミントンの基礎をおこなう。 
3 回 バドミントンのゲームをおこなう。 
4 回 バドミントンのゲームをおこなう。 



5 回 硬式テニス、ソフトボールの基礎をおこなう。 
6 回 硬式テニス、ソフトボールのゲームをおこなう。 
7 回 硬式テニス、ソフトボールのゲームをおこなう。 
8 回 バレーボールの基礎をおこなう。 
9 回 バレーボールのゲームをおこなう。 
10 回 バレーボールのゲームをおこなう。 
11 回 バスケットボールの基礎をおこなう。 
12 回 バスケットボールのゲームをおこなう。 
13 回 バスケットボールのゲームをおこなう。 
14 回 卓球、フットサルのゲームをおこなう。 
15 回 卓球、フットサルのゲームをおこなう。 

準備学習 1 回 シラバスを見て、どのような種目をするのか把握しておくこと。 
2 回 バドミントンのルールについて調べておくこと。 
3 回 バドミントンの基本技術について調べておくこと。 
4 回 試合ルールについて調べておくこと。 
5 回 硬式テニスやソフトボールのルールについて調べておくこと。 
6 回 硬式テニスやソフトボールのルールについて調べておくこと。 
7 回 野外スポーツの疾病、傷害予防について調べておくこと。 
8 回 バレーボールのルールについて調べておくこと。 
9 回 バレーボールのルールについて調べておくこと。 
10 回 試合の運営について考えておくこと。 
11 回 バスケットボールのルールについて調べておくこと。 
12 回 バスケットボールのルールについて調べておくこと。 
13 回 試合の運営について考えておくこと。 
14 回 ルールについて調べておくこと。 
15 回 ルールについて調べておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB22552 
成績評価 レポート(30 点)／小テスト(20 点)／定期試験(50 点) 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB22552 法学 
担当教員名 中⻄ 俊二 
単位数 2 
教科書 テキスト法学／中⻄俊二著／大学教育出版 

法学六法’１２／信山社 
アクティブラーニング  
キーワード 法の解釈、二重の基準、信義誠実の原則、罪刑法定主義 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「教室が寒い」あるいは「教室が狭い」という記述が１件あった。しかし、エア

コンの調整は一定温度に大学側で設定されており、担当教員は設定温度を変更で
きない。まして、配当教室は学務の方で他の講義との関係から決められたもので、
如何ともしがたい。ただ、授業を受けるのにどうしても我慢ができないようなら
授業中でも知らせてくれれば、学務部の方へ連絡し善処をお願いする。 

科目名 法学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 現代社会における法学入門第２版／斎藤信宰編／成文堂／法学六法／信山社 
授業形態 講義 
注意備考 新聞等を読み、政治的・社会的事象に対する法的意識と関心をもって講義に出席

すること。『法学六法』(信山社)は常に机上に置き、参照しながら受講すること。
毎回、教科書巻末の択一問題を解き提出してもらうので、教科書を忘れず持参す
ること。 

シラバスコード FB22552 
実務経験のある教員  
達成目標 公法と私法、⺠事法と刑事法の基礎概念の理解と区別ができること。日々生起す

る政治的・社会的事象に対して、法的問題構成と解決ができるリーガルマインド
(法的判断能⼒)を養成すること。 

受講者へのコメント 普段からニュース・新聞等の法律問題に関心を持ち、問題意識をもって講義に出
席してもらいたい。予習・復習は講義内容を理解するためには是非励行して欲し
い。 

連絡先 第一学舎３階研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 [A]2)授業時間外の学習について。「全くしなかった」が 46.4％。「30 分程度」が
28.6％であった。[B]授業における成⻑について、「この分野への理解が深まった」
が 66.7％、「この分野への興味・関心が高まった」が 31.0％であった。[C]総合評
価における授業満足度について、「満足」が 35.7％、「ほぼ満足」が 38.1％であっ



た。予習・復習の重要性を受講生はよく認識していないと思われる。 
英文科目名 Law 
関連科目 日本国憲法 
次回に向けての改善変更予定 講義で取り扱う事例を教科書の判例だけでなく、最近の新聞・法律雑誌等から取

材した適当な法律問題を授業でも解説し、受講者の興味・関心を高めよう努めた
い。授業満足度の「満足」が 50 パーセントを超えることを目標に授業内容の充
実を図りたい。 

講義目的 普段は気に留めないが、私たちは、常に法規範に取り巻かれて生活している。い
ざお互いの利益が衝突したり権利が侵害されると、法が顕在化し、私たちは法に
則って問題を解決することになる。法は社会のおける問題解決基準となり得る。
では、法とは何か。判例を通して、身近な具体的問題を取り上げつつ、自由・財
産・犯罪等の観点から法というものを考察する。なお、その回の講義内容の理解
度をはかるため、毎回授業の最後に教科書巻末の択一問題を解答し提出してもら
う。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションを兼ねて、法とは何かについて説明する。項目として

は、法の内容、法と道徳との関係（「カルネアデスの板」）、法の理念、法の分類、
法の適用（三段論法）、法の解釈について触れ、判例としては、「ガソリンカー転
覆事件」「電気窃盗事件」等を取り上げることとする。 
2 回 今回から４回は、基本三法の内憲法を講義する。プライバシー権等のいわゆ
る新しい⼈権の根拠規定としての憲法１３条の幸福追求権の内容としていかな
る権利が保障されるかを受講生とともに考察する。「『エホバの証⼈』輸血拒否事
件」等の判例を取り上げることとする。 
3 回 法の下の平等を定める憲法１４条の意義と合理的な差別と非合理的差別さ
らに絶対的平等・相対的平等について考察する。判例は、「堀木訴訟」「嫡出性の
有無による法定相続分差別事件」「議員定数不均衡と選挙の平等」を取り上げ説
明する。 
4 回 憲法１９条の思想・良心の自由、２０条の信教の自由、２３条の学問の自由
を取り上げ、それらの⼈権保障の意義を判例を引用しながら考察する。判例とし
ては、「三菱樹脂事件」「津地鎮祭事件」「劇団ポポロ事件」等を取り上げ講義す
る。 
5 回 憲法２１条の表現の自由について講義する。精神的自由の経済的自由に対
する優越的地位と憲法２１条の⺠主主義的意義について、報道の自由、取材の自
由、検閲を取り上げて考察する。具体的には、「博多駅事件」「札幌税関事件」「ノ
ンフィクション『逆転』事件」等の判例を事例研究の対象とする。 
6 回 今回から５回は、⺠法について講義する。日本⺠法の成立の経緯を踏まえ
て、⺠法とは何かについて考察する。⺠法の私的自治の原則等の基本原理とその
修正について説明する。また、「宇奈月温泉事件」および「信玄公旗掛松事件」の
判例を引用しつつ、⺠法１条の信義誠実の則と権利濫用の禁止について考察す
る。 
7 回 物権と債権の特徴と債務不履行について講義する。物権的請求権、動産と不
動産、不動産の二重譲渡および債務不履行の類型、効果、損害賠償の範囲につい



て事例に基づいて説明する。 
8 回 債権の発生原因としての契約ならびに債権の対外的効⼒としての債権者代
位権（⺠法４２３）および詐害行為取消権（⺠法４２４条）について講義する。
契約については、有償契約・無償契約、要物契約・諾成契約、有名契約・無名契
約・混合契約の区別ができるようにする。また、債務者の責任財産の保全を目的
とする債権者代位権と詐害行為取消権の適用事例を取り上げて２つの権利の効
果について考察する。 
9 回 制限行為能⼒者及び意思表示並びに不法行為について講義する。教科書の
表に基づいて制限行為能⼒者の比較をする。また、意思と表示の不一致や詐欺・
強迫による意思表示について説明する。さらに、不法行為については損害賠償額
に関して判例「富喜丸事件」を取り上げることにする。使用者責任（⺠法７１５
条）については、最高裁昭和３９年２月４日の損賠賠償請求事件を用い外形理論
について考察する。 
10 回 ⺠法の最終回として親族法と相続法を講義する。婚姻の成立要件、婚姻の
無効・取消しについて判例を取り上げて具体的事例を考察する。また、離婚につ
いては、離婚原因及び有責配偶者からの離婚が認められるかという問題を判例の
動向について考察する。相続については、法定相続分、限定承認、遺留分制度等
について説明する。 
11 回 今回から５回にわたって刑法を講義する。刑法とは何かについて問題提起
し、旧派と新派の刑法理論を概観する。刑法の大原則である罪刑法定主義につい
て、意義、内容、機能（⼈権保障機能）について解説する。また、犯罪の定義を
踏まえて、犯罪成立のための因果関係理論について判例に基づいた考察をする。 
12 回 不作為犯と事実の錯誤について講義する。不真正不作為犯の要件としての
作為義務並びに故意に関する客体の錯誤と方法の錯誤の問題について考察をす
る。新宿⻄口で発生した強盗殺⼈未遂事件に関する最高裁の判例を事例として取
り上げることにする。 
13 回 違法性阻却事由の代表である正当防衛と緊急避難について講義する。なぜ
正当防衛あるいは緊急避難のためにした行為は違法性がなくなるのか、本質、「止
むをえない行為」と補充の原則、法益の均衡等の観点から両者の比較的考察をす
る。喧嘩と正当防衛について、最高裁の殺⼈被告事件を引用する。 
14 回 過剰防衛と過剰避難の意義と「過剰」についての認識について解説する。
判例としては、最高裁昭和３４年２月５日の殺⼈被告事件を取り上げ量的過剰に
ついて理解を深めることにする。また、誤想過剰防衛の例として「英国騎士道事
件」を引用し、刑法３６条２項の問題を考察する。責任阻却事由として故意の問
題を扱い、有名な「たぬき・むじな事件」「もま・むささび事件」について見識を
広めることにする。さらに、未遂犯と不能犯についても言及する。 
15 回 共犯について講義する。共同正犯・教唆犯・幇助犯とは何か、間接正犯と
は何かについて、事例を挙げて考察する。共同正犯の要件および共謀共同正犯を
理解するために最高裁判決「練馬事件」を事例として引用する。さらに、共犯と
中止および離脱の問題を判例の事例を通して解説する。 

準備学習 1 回 【オリエンテーション】「法学を学ぶにあたって」を読んでおくこと。 
2 回 【幸福追求と法】教科書を読み、新しい⼈権について予習しておくこと。 



3 回 【法の下の平等】教科書を読み、法の下の平等について予習しておくこと。 
4 回 【思想・良心の自由】教科書を読み、思想・良心の自由及び信教の自由につ
いて予習しておくこと。 
5 回 【表現の自由】教科書を読み、表現の自由について予習しておくこと。 
6 回 【⺠法の原理】教科書を読み、⺠法の沿⾰について予習しておくこと。 
7 回 【物権と債権】教科書を読み、物権と債権について予習しておくこと。 
8 回 【債権の発生原因と責任財産の保全】教科書を読み、債権の発生原因につい
て予習しておくこと。 
9 回 【法律行為と不法行為】教科書を読み、法律行為について予習しておくこ
と。 
10 回 【親族法と相続法】教科書を読み、婚姻と離婚について予習しておくこと。 
11 回 【刑法の基礎理論】教科書を読み、刑法の概略について予習しておくこと。 
12 回 【不作為犯と事実の錯誤】教科書を読み、不作為犯について予習しておく
こと。 
13 回 【違法性阻却事由】教科書を読み、正当防衛について予習しておくこと。 
14 回 【過剰防衛と過剰避難】教科書を読み、過剰防衛について予習しておくこ
と。 
15 回 【共犯】教科書を読み、共犯について予習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB22562 
成績評価 各種スポーツの進行、運営（３０％）、知識と技術（６０％）安全への配慮（１

０％） 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB22562 生涯スポーツⅠ 
担当教員名 ⻄村 次郎 
単位数 1 
教科書 適宜指示する 
アクティブラーニング  
キーワード バドミントン、テニス、バレーボール、バスケットボール、卓球、スポーツ傷害 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生涯スポーツⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 実験実習 
注意備考 初回は２５号館柔道場で行う。生涯スポーツは加計記念体育館で行います。四季

を味わいながら山越えを楽しみましょう！ 
シラバスコード FB22562 
実務経験のある教員  
達成目標 各種スポーツのルールを理解するとともに、実践し、ゲームの進行、運営が出来

ること。スポーツ傷害の予防ができること。 
受講者へのコメント  
連絡先 一学舎３階 ⻄村（次）研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Lifelong Sports I 
関連科目 生涯スポーツⅡ、Ⅲ健康の科学、福祉環境論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ライフステージにおいて、それぞれの環境や能⼒に応じたスポーツ活動を安全に

継続的に実践する能⼒や態度を養う。スポーツ活動を観戦、支援（ボランティア）
する楽しさも身につけたい。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス（講義概要、種目、安全管理など）をする。 

2 回 バドミントンの基礎をおこなう。 
3 回 バドミントンのゲームをおこなう。 
4 回 バドミントンのゲームをおこなう。 



5 回 硬式テニス、ソフトボールの基礎をおこなう。 
6 回 硬式テニス、ソフトボールのゲームをおこなう。 
7 回 硬式テニス、ソフトボールのゲームをおこなう。 
8 回 バレーボールの基礎をおこなう。 
9 回 バレーボールのゲームをおこなう。 
10 回 バレーボールのゲームをおこなう。 
11 回 バスケットボールの基礎をおこなう。 
12 回 バスケットボールのゲームをおこなう。 
13 回 バスケットボールのゲームをおこなう。 
14 回 卓球、フットサルのゲームをおこなう。 
15 回 卓球、フットサルのゲームをおこなう。 

準備学習 1 回 シラバスを見て、どのような種目をするのか把握しておくこと。 
2 回 バドミントンのルールについて調べておくこと。 
3 回 バドミントンの基本技術について調べておくこと。 
4 回 試合ルールについて調べておくこと。 
5 回 硬式テニスやソフトボールのルールについて調べておくこと。 
6 回 硬式テニスやソフトボールのルールについて調べておくこと。 
7 回 野外スポーツの疾病、傷害予防について調べておくこと。 
8 回 バレーボールのルールについて調べておくこと。 
9 回 バレーボールのルールについて調べておくこと。 
10 回 試合の運営について考えておくこと。 
11 回 バスケットボールのルールについて調べておくこと。 
12 回 バスケットボールのルールについて調べておくこと。 
13 回 試合の運営について考えておくこと。 
14 回 ルールについて調べておくこと。 
15 回 ルールについて調べておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB22711 
成績評価 レポート（８０％）、定期試験（２０％） 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(11〜12),生物地球学部(11〜12) 
見出し FB22711 教養演習 
担当教員名 髙池 久隆 
単位数 2 
教科書 コピーを配布するので教科書の購入は必要なし。 
アクティブラーニング  
キーワード 比較文化、異文化理解、討論 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 ・テスト等を更に明確にしてほしい。 

 →テスト（２０点分・論述式）のテーマは当日発表としましたので、不安を感
じたのかもしれませんが、文章⼒を確認するテストでした。 
・（その他、６⼈の⼈からは、「⼈前で自分の意見を言うのに慣れることができた」、
「楽しかった」等、肯定的な意見を戴きました。少しでも、皆さんの将来に役立
てば大変うれしく思います。） 

科目名 教養演習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード FB22711 
実務経験のある教員  
達成目標 様々なテーマに対して自らの考えを整理し、説得⼒のある発言が行なえること。 
受講者へのコメント  
連絡先 一学舎３階 髙池研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 【E】 
９） 
「受講者数が多すぎる」（４名） 
 →演習科目としては確かに多すぎるのですが、キャリア科目のひとつとして、
受け入れ限度数を超えていませんので、やむをえませんでした。結果的に一⼈ひ
とりの発表回数が少なくなったのは残念でした。 
「私語への注意を」（１名） 
 →注意していたつもりですが、残念ながら充分ではなかったようです。 
「授業の時間配分を考えて」（２名） 
 →進行の都合上、充分な時間を確保できなかった発表者には申し訳ありません
でした。 



英文科目名 Seminar on Liberal Arts 
関連科目 比較文化論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 この演習は次の２つを柱とする。 

１）教員側が選んだ新聞記事を読みながら議論をする。 
２）各受講者が関心を持つ問題（分野を問わない）についての簡単な個⼈発表を
行なう。 
上記のような作業を行なうことにより、思考能⼒、表現能⼒の向上を目指す。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 演習の進め方、方針などについて説明をする。 

2 回 受講生に、自己紹介などをまじえた５分程度の発表を順番に行なうことを
求め、発表・質疑応答の際心がけるべきことについての説明をする。（１） 
3 回 受講生に、自己紹介などをまじえた５分程度の発表を順番に行なうことを
求め、発表・質疑応答の際心がけるべきことについての説明をする。（２） 
4 回 受講生に、自己紹介などをまじえた５分程度の発表を順番に行なうことを
求め、発表・質疑応答の際心がけるべきことについての説明をする。（３） 
5 回 教員側が選んだ新聞記事を題材として、文章を正確に読み、それをもとに議
論するための訓練をする。（１） 
6 回 教員側が選んだ新聞記事を題材として、文章を正確に読み、それをもとに議
論するための訓練をする。（２） 
7 回 教員側が選んだ新聞記事を題材として、文章を正確に読み、それをもとに議
論するための訓練をする。（３） 
8 回 教員側が選んだ新聞記事を題材として、文章を正確に読み、それをもとに議
論するための訓練をする。（４） 
9 回 受講生自らが選んだ新聞記事を資料として発表・討論をする。（１） 
10 回 受講生自らが選んだ新聞記事を資料として発表・討論をする。（２） 
発表用レジュメ作成についての説明をする。 
11 回 受講生自らが選んだ新聞記事を資料として発表・討論をする。（３） 
12 回 レジュメを用意した個⼈発表を行ない、討論をする。（１） 
13 回 レジュメを用意した個⼈発表を行ない、討論をする。（２） 
14 回 レジュメを用意した個⼈発表を行ない、討論をする。（３） 
15 回 レジュメを用意した個⼈発表を行ない、討論をする。（４） 

準備学習 1 回 シラバスを読んで、質問事項を整理しておくこと。 
2 回 自分自身の特徴について整理しておくこと。 
3 回 故郷の言語的特徴について調べておくこと。 
4 回 岡山の文化的特徴について調べておくこと。 
5 回 前回配布した資料を読み、質問事項を整理しておくこと。 
6 回 前回配布した資料を読み、質問事項を整理しておくこと。 
7 回 前回配布した資料を読み、質問事項を整理しておくこと。 
8 回 前回配布した資料を読み、質問事項を整理しておくこと。 
9 回 前回配布した資料を読み、質問事項を整理しておくこと。 
10 回 前回配布した資料を読み、質問事項を整理しておくこと。 



11 回 前回配布した資料を読み、質問事項を整理しておくこと。 
12 回 発表者はレジュメ・資料を用意し、他の受講生は配布した資料を読み、質
問事項を整理しておくこと。 
13 回 発表者はレジュメ・資料を用意し、他の受講生は配布した資料を読み、質
問事項を整理しておくこと。 
14 回 発表者はレジュメ・資料を用意し、他の受講生は配布した資料を読み、質
問事項を整理しておくこと。 
15 回 発表者はレジュメ・資料を用意し、他の受講生は配布した資料を読み、質
問事項を整理しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB22712 
成績評価 毎回のレポート：３０％， ペア・プレゼン：３０％，個⼈プレゼン：２０％， 

定期試験（レポート）：２０％ 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 工学部(〜12),総合情報学部(〜12) 
見出し FB22712 プレゼンテーションⅠ 
担当教員名 飯⽥ 哲司＊、上村 明子＊、松⽥ 周司＊ 
単位数 2 
教科書 各回にプリント・資料を配布 
アクティブラーニング  
キーワード コミュニケーション⼒，非言語コミュニケーション，メディア⼒，パワーポイン

ト，解説，アサーティブ（自己主張），右脳活性化，行動経済学 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 プレゼンテーションⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用せず 
授業形態 講義 
注意備考 ・パソコン設置教室を使用 

・ワーク、演習にウエイトを置くため、受講⼈数は実習室の 8 割程度までとする。 
シラバスコード FB22712 
実務経験のある教員  
達成目標 ・社会で活かせるコミュニケーション⼒・プレゼン⼒について理解する 

・自己の表現⼒を把握し、体験ワークと発表演習を通じてレベルアップする 
・プレゼンの武器としてのパワーポイント活用をマスターする 
・議論〜プレゼンを通じて、他者に自己主張することができる 
・議論〜プレゼンを通じて、他者に説得⼒のある理由づけができる 
・議論〜プレゼンを通じて、他者を共感させる表現ができる 

受講者へのコメント  
連絡先 教務課を通じて 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Presentation Skills I 
関連科目 プレゼンテーションⅡおよび文章表現法Ⅰ、Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 実社会で必要とされる伝達⼒・表現⼒の意味を知り、実践的な体験型ワークを通

じてその習得を図る。 
（ペアワーク・グループワークおよび発表機会における自己表現⼒の強化） 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 【オリエンテーション】 社会で必要とされる伝達⼒・表現⼒とは何かを知

り、コミュニケーション⼒・プレゼン⼒強化のポイントを解説する 
2 回 【伝達⼒アップトレーニング①】 自己紹介、質問・インタビュー、セール
ストークの演習を通じて、個々の伝達⼒を診断・強化する 
3 回 【伝達⼒アップトレーニング②】 自己開示と反射について学び、非言語コ
ミュニケーション⼒アップの演習を実施する 
4 回 【伝達⼒アップトレーニング③】 グループディスカッション演習を通じ
て、集団の中での伝達⼒診断とチームワーク⼒の強化を実施する 
5 回 【発想⼒養成トレーニング】 右脳活性化によるひらめき⼒アップのトレー
ニングと行動経済学に基づく伝達⼒の実践を解説する 
6 回 【プレゼン魅⼒アップ術①】 説得⼒・納得⼒をアップさせるプレゼンの基
本テクニックを、体験ワークを通じて習得する 
7 回 【プレゼン魅⼒アップ術②】 説得⼒・納得⼒をさらにアップさせるプレゼ
ンの応用テクニックを、体験ワークを通じて習得する 
8 回 【プレゼン体験演習①】 実社会での事例を踏まえたプレゼン⼒強化の体験
トレーニングを実施する 
9 回 【プレゼン体験演習②】 現場で活かせるプレゼン⼒アップの体験トレーニ
ングと日常的な強化法について解説する 
10 回 【表眼⼒アップ演習】 表現⼒をアップさせるための意識・スキルについ
て学び、体験ワークを通じての自己診断と強化訓練を実施する 
11 回 【プレゼン・ソフトの基礎知識】 マイクロソフト・パワーポイントの基
本操作の確認を実施する 
12 回 【図解の技術】 抽象的な内容、複雑な内容を図を用いて説明する方法を
解説する 
13 回 【ストーリー作りの技術】 聞き手に理解しやすいストーリー作りのコツ
を解説する 
14 回 【プレゼン実演①】 作成した資料を元にプレゼンを行い、知識の定着を
実施する 
15 回 【プレゼン実演②】 作成した資料を元にプレゼンを行い、知識の定着を
実施する 
16 回 【定期試験】 講義のまとめレポート 

準備学習 求める能⼒向上を、連続的な体験演習を通じてステップアップしていく方式のた
め、毎回欠席・遅刻なく参加すること。 
またペアワーク・グループワークでは、毎回パートナーやメンバーを替えてトレ
ーニングすることにより効果を上げたいため、受講者間の交流意識を高め、自主
的・積極的に席のチェンジを行う姿勢で体験型ワークに臨むこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB22721 
成績評価 定期試験（100％） 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB22721 心理学 
担当教員名 三島 勝正 
単位数 2 
教科書 心理学概説／稲⽥準子、細⽥和雅、松本卓三（編）／ナカニシヤ出版 
アクティブラーニング  
キーワード 心理学の歴史と方法、動機、感情、パーソナリティ 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 教室の設備については、できるだけ良い環境で学習できるように大学側へ要望し

ています。 
科目名 心理学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 学んだことを自分の問題としてもとらえ、平素からよく考えていくことを望む。 

受講希望者が多数の場合、⼈数制限をすることがある。 
シラバスコード FB22721 
実務経験のある教員  
達成目標 心理学の歴史と方法、動機、感情、パーソナリティについての基本的な知識を理

解し、説明できること。 
受講者へのコメント 学んだことを自分の問題としてもとらえ、平素からよく考えていくことを望んで

います。 
連絡先 第一学舎３階 三島研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 多くの学生から心理学に対する興味・関心が高まり、理解が深まったとの回答が
あり、うれしく思います。授業後の復習をすることで心理学と仲良しになりまし
ょう。 

英文科目名 Psychology 
関連科目 社会心理学 
次回に向けての改善変更予定 特にありません。 
講義目的 現代心理学が明らかにした⼈間の行動の仕組に関する研究成果を、特定の学派や

立場にかたよらないように体系化して概説する。そして、心理学に関する基本的
な知識を理解させ、よりよい⼈間性の育成を目指す。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス。講義の進め方を説明する。 



2 回 心理学とは何かについて説明する。 
3 回 心理学の歴史（前半）について説明する。 
4 回 心理学の歴史（後半）について説明する。 
5 回 心理学の方法について説明する。 
6 回 動機（１） 動機づけについて説明する。 
7 回 動機（２） 動機の分類について説明する。 
8 回 動機（３） １次的動機について説明する。 
9 回 動機（４） １次的動機について説明する。 
10 回 感情とはについて説明する。 
11 回 感情（１） 情動の分類と発達的分化について説明する。 
12 回 感情（２） 情動の理論について説明する。 
13 回 パーソナリティとは何かについて説明する。 
14 回 パーソナリティの理論（１） 精神分析論について説明する。 
15 回 パーソナリティの理論（２） 類型論について説明する。 

準備学習 1 回 シラバスを読んで、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
3 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
4 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
5 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
6 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
7 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
8 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
9 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
10 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
11 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
12 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
13 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
14 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
15 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB22722 
成績評価 定期試験（100％） 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB22722 心理学 
担当教員名 三島 勝正 
単位数 2 
教科書 心理学概説／稲⽥準子、細⽥和雅、松本卓三（編）／ナカニシヤ出版 
アクティブラーニング  
キーワード 心理学の歴史と方法、動機、感情、パーソナリティ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 心理学に対する興味が高まり、受講してよかったとか、心理学に対して勘違いし

ていたところが分かったのでよかったという感想がありました。今後もより良い
講義になるように、皆さん自身もできるだけ良い環境を確保し、講義に集中して
ほしいと思います。 

科目名 心理学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 学んだことを自分の問題としてもとらえ、平素からよく考えていくことを望む。 

受講希望者が多数の場合、⼈数制限をすることがある。 
シラバスコード FB22722 
実務経験のある教員  
達成目標 心理学の歴史と方法、動機、感情、パーソナリティについての基本的な知識を理

解し、説明できること。 
受講者へのコメント 学んだことを自分の問題としてもとらえ、平素からよく考えていくことを望んで

います。 
連絡先 第一学舎３階 三島研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 心理学に対する興味・関心が高まり、理解が深まったとの多くの回答があり、う
れしく思います。授業に対する私の意欲も伝わっているようですので、復習の時
間を確保することにより、心理学と仲良しになりましょう。 

英文科目名 Psychology 
関連科目 社会心理学 
次回に向けての改善変更予定 特にありません。 
講義目的 現代心理学が明らかにした⼈間の行動の仕組に関する研究成果を、特定の学派や

立場にかたよらないように体系化して概説する。そして、心理学に関する基本的
な知識を理解させ、よりよい⼈間性の育成を目指す。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス。講義の進め方を説明する。 

2 回 心理学とは何かについて説明する。 
3 回 心理学の歴史（前半）について説明する。 
4 回 心理学の歴史（後半）について説明する。 
5 回 心理学の方法について説明する。 
6 回 動機（１） 動機づけについて説明する。 
7 回 動機（２） 動機の分類について説明する。 
8 回 動機（３） １次的動機について説明する。 
9 回 動機（４） １次的動機について説明する。 
10 回 感情とはについて説明する。 
11 回 感情（１） 情動の分類と発達的分化について説明する。 
12 回 感情（２） 情動の理論について説明する。 
13 回 パーソナリティとは何かについて説明する。 
14 回 パーソナリティの理論（１） 精神分析論について説明する。 
15 回 パーソナリティの理論（２） 類型論について説明する。 

準備学習 1 回 シラバスを読んで、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
3 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
4 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
5 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
6 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
7 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
8 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
9 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
10 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
11 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
12 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
13 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
14 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
15 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB22731 
成績評価 各種スポーツの進行、運営（３０％）、知識と技術（６０％）安全への配慮（１

０％） 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB22731 生涯スポーツⅠ 
担当教員名 ⻄村 次郎 
単位数 1 
教科書 適宜指示する 
アクティブラーニング  
キーワード バドミントン、テニス、バレーボール、バスケットボール、卓球、スポーツ傷害 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 生涯スポーツⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 実験実習 
注意備考 初回は２５号館柔道場で行う。生涯スポーツは加計記念体育館で行います。四季

を味わいながら山越えを楽しみましょう！ 
シラバスコード FB22731 
実務経験のある教員  
達成目標 各種スポーツのルールを理解するとともに、実践し、ゲームの進行、運営が出来

ること。スポーツ傷害の予防ができること。 
受講者へのコメント  
連絡先 一学舎３階 ⻄村（次）研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Lifelong Sports I 
関連科目 生涯スポーツⅡ、Ⅲ健康の科学、福祉環境論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ライフステージにおいて、それぞれの環境や能⼒に応じたスポーツ活動を安全に

継続的に実践する能⼒や態度を養う。スポーツ活動を観戦、支援（ボランティア）
する楽しさも身につけたい。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス（講義概要、種目、安全管理など）をする。 

2 回 バドミントンの基礎をおこなう。 
3 回 バドミントンのゲームをおこなう。 
4 回 バドミントンのゲームをおこなう。 



5 回 硬式テニス、ソフトボールの基礎をおこなう。 
6 回 硬式テニス、ソフトボールのゲームをおこなう。 
7 回 硬式テニス、ソフトボールのゲームをおこなう。 
8 回 バレーボールの基礎をおこなう。 
9 回 バレーボールのゲームをおこなう。 
10 回 バレーボールのゲームをおこなう。 
11 回 バスケットボールの基礎をおこなう。 
12 回 バスケットボールのゲームをおこなう。 
13 回 バスケットボールのゲームをおこなう。 
14 回 卓球、フットサルのゲームをおこなう。 
15 回 卓球、フットサルのゲームをおこなう。 

準備学習 1 回 シラバスを見て、どのような種目をするのか把握しておくこと。 
2 回 バドミントンのルールについて調べておくこと。 
3 回 バドミントンの基本技術について調べておくこと。 
4 回 試合ルールについて調べておくこと。 
5 回 硬式テニスやソフトボールのルールについて調べておくこと。 
6 回 硬式テニスやソフトボールのルールについて調べておくこと。 
7 回 野外スポーツの疾病、傷害予防について調べておくこと。 
8 回 バレーボールのルールについて調べておくこと。 
9 回 バレーボールのルールについて調べておくこと。 
10 回 試合の運営について考えておくこと。 
11 回 バスケットボールのルールについて調べておくこと。 
12 回 バスケットボールのルールについて調べておくこと。 
13 回 試合の運営について考えておくこと。 
14 回 ルールについて調べておくこと。 
15 回 ルールについて調べておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB22732 
成績評価 各種スポーツの進行、運営（３０％）、知識と技術（６０％）安全への配慮（１

０％） 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB22732 生涯スポーツⅠ 
担当教員名 ⻄村 次郎 
単位数 1 
教科書 適宜指示する 
アクティブラーニング  
キーワード バドミントン、テニス、バレーボール、バスケットボール、卓球、スポーツ傷害 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生涯スポーツⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 実験実習 
注意備考 初回は２５号館柔道場で行う。生涯スポーツは加計記念体育館で行います。四季

を味わいながら山越えを楽しみましょう！ 
シラバスコード FB22732 
実務経験のある教員  
達成目標 各種スポーツのルールを理解するとともに、実践し、ゲームの進行、運営が出来

ること。スポーツ傷害の予防ができること。 
受講者へのコメント  
連絡先 一学舎３階 ⻄村（次）研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Lifelong Sports I 
関連科目 生涯スポーツⅡ、Ⅲ健康の科学、福祉環境論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ライフステージにおいて、それぞれの環境や能⼒に応じたスポーツ活動を安全に

継続的に実践する能⼒や態度を養う。スポーツ活動を観戦、支援（ボランティア）
する楽しさも身につけたい。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス（講義概要、種目、安全管理など）をする。 

2 回 バドミントンの基礎をおこなう。 
3 回 バドミントンのゲームをおこなう。 
4 回 バドミントンのゲームをおこなう。 



5 回 硬式テニス、ソフトボールの基礎をおこなう。 
6 回 硬式テニス、ソフトボールのゲームをおこなう。 
7 回 硬式テニス、ソフトボールのゲームをおこなう。 
8 回 バレーボールの基礎をおこなう。 
9 回 バレーボールのゲームをおこなう。 
10 回 バレーボールのゲームをおこなう。 
11 回 バスケットボールの基礎をおこなう。 
12 回 バスケットボールのゲームをおこなう。 
13 回 バスケットボールのゲームをおこなう。 
14 回 卓球、フットサルのゲームをおこなう。 
15 回 卓球、フットサルのゲームをおこなう。 

準備学習 1 回 シラバスを見て、どのような種目をするのか把握しておくこと。 
2 回 バドミントンのルールについて調べておくこと。 
3 回 バドミントンの基本技術について調べておくこと。 
4 回 試合ルールについて調べておくこと。 
5 回 硬式テニスやソフトボールのルールについて調べておくこと。 
6 回 硬式テニスやソフトボールのルールについて調べておくこと。 
7 回 野外スポーツの疾病、傷害予防について調べておくこと。 
8 回 バレーボールのルールについて調べておくこと。 
9 回 バレーボールのルールについて調べておくこと。 
10 回 試合の運営について考えておくこと。 
11 回 バスケットボールのルールについて調べておくこと。 
12 回 バスケットボールのルールについて調べておくこと。 
13 回 試合の運営について考えておくこと。 
14 回 ルールについて調べておくこと。 
15 回 ルールについて調べておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB22741 
成績評価 演習（60％）定期試験（40％）原則として、演習をすべて行うことが定期試験の

受験資格となる。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(09〜11),工学部(09〜11),総合情報学部(09〜11),生物地球学部(09〜11) 
見出し FB22741 文章表現法Ⅱ 
担当教員名 世良 利和＊ 
単位数 2 
教科書 世良利和・藤野薫著／「文章表現Ⅱ応用編」／蜻文庫 
アクティブラーニング  
キーワード 文章表現、小論文、レポート、日本語表現、エントリーシート、就職活動 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 文章表現のスキルを役立てて下さい。 
科目名 文章表現法Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 1.講義の性質上、ある程度の⼈数制限を設けることがある。 

2.受講希望者は必ずテキストを購入し、初回の講義に出席すること。 
3.講義には必ず国語辞典（通信機能のない電子辞書も可）を持参すること。 
4.講義中の飲食や無断入退室は禁じる。講義中は通信器機の電源を切ること。 
5.受講マナーを守らない者や指示に従わない者は「評価不能」とする。 

シラバスコード FB22741 
実務経験のある教員  
達成目標 エントリーシートや筆記課題への対応⼒を身につける。 
受講者へのコメント 全体に積極的な授業参加でした。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 参考になりました。 
英文科目名 Technical Writing II 
関連科目 プレゼンテーションⅠ、プレゼンテーションⅡ、文章表現法Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定 特になし。 
講義目的 文章スキルの基本を確認しながら、さまざまな種類の文章に触れて表現の幅を広

げる。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 文章スキルの大切さや講義の進め方、テキストについて説明する。 

2 回 受講シートを提出する。 
3 回 文章表現の注意点①：リライトのポイントを解説する。 



4 回 小論文を書く①：800 字の組み立てを説明する。 
5 回 小論文を書く②：800 字の組み立てを文章化する。 
6 回 ストーリーを書く①：400 字のストーリーを構想する。 
7 回 ストーリーを書く②：800 字のストーリーを構想する。 
8 回 文章表現の注意点②：表記・表現のポイントを解説する。 
9 回 広告文を書く①：指示されたテーマで広告コピーを構想する。 
10 回 広告文を書く②：広告コピーを講評する。 
11 回 文章実務の実例①：ビジネスレターや履歴書について解説する。 
12 回 エントリーシートのポイントを解説する。 
13 回 エントリーシートに記入する。 
14 回 文章実務の実例②：契約書や企画書について解説する。 
15 回 文章スキルのポイントをまとめ、定期試験について説明する。 

準備学習 1 回 予習：シラバスを読み、テキストを購入しておくこと。 
復習：受講上の注意を再確認すること。 
2 回 予習：受講シート記入上の注意を読んでおくこと。 
復習：記入した内容を自己点検すること。 
3 回 予習：文章表現で大切な点をまとめること。 
復習：リライトのポイントを整理すること。 
4 回 予習：文章の組み立て方を理解しておくこと。 
復習：800 字の組み立てのポイントを整理すること。 
5 回 予習：指示されたテーマについて調べておくこと。 
復習：組み立てた文章を自己点検すること。 
6 回 予習：ストーリーの基本構成を理解しておくこと。 
復習：ストーリーのポイントを整理すること。 
7 回 予習：指示されたテーマについて構想しておくこと。 
復習：800 字のストーリーをリライトすること。 
8 回 予習：正しい文章表現について考えておくこと。 
復習：表記・表現のポイントをまとめること。 
9 回 予習：広告表現の実例を収集しておくこと。 
復習：広告コピーのポイントを整理すること。 
10 回 予習：指示されたテーマについて情報を集めておくこと。 
復習：広告コピーを自己点検すること。 
11 回 予習：ビジネスレターや履歴書の実例に触れておくこと。 
復習：ビジネスレターや履歴書のポイントを整理すること。 
12 回 予習：エントリーシートの実例に触れておくこと。 
復習：エントリーシートのポイントを整理すること。 
13 回 予習：自己分析に取り組むこと。 
復習：エントリーシートを自己点検すること。 
14 回 予習：契約書や企画書の実例に触れておくこと。 
復習：契約書や企画書のポイントをまとめること。 
15 回 予習：実用的な文章表現に取り組む姿勢について考えておくこと。 
復習：文章表現で大切な点を整理しておくこと。 



 



年度 2012 
授業コード FB22742 
成績評価 課題（60％）定期試験（40％） 原則として、課題をすべて提出することが定期

試験の受験資格となる。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(09〜12),工学部(09〜12),総合情報学部(09〜12),生物地球学部(09〜12) 
見出し FB22742 ボランティア論 
担当教員名 世良 利和＊ 
単位数 2 
教科書 「ボランティアもう一つの情報社会」／金子 郁容／岩波書店 
アクティブラーニング  
キーワード ボランティア NPO 社会貢献 福祉 企業 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 ボランティア論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 1.受講希望者は必ずテキストを購入し、初回の講義に出席すること。 

2.ボランティア経験の有無は問わない。 
3.講義中の飲食や無断入退室は禁じる。講義中は通信器機の電源を切ること。 
4.受講マナーを守らない者や指示に従わない者は「評価不能」とする。 

シラバスコード FB22742 
実務経験のある教員  
達成目標 ボランティア活動の可能性と問題点を理解する。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introduction to Volunteer 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ボランティアを多角的な視点から分析し、その背景・歴史・現状について考える。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の進め方とテキスト、テーマの背景について説明する。 

2 回 ボランティアのイメージについて考察する。 
3 回 ボランティアのきっかけと実例を検証する。 
4 回 ボランティアの特徴を分析する。 
5 回 ボランティアの可能性について考察する。 



6 回 第 2 回から第 5 回までのまとめを行い、提出課題を配布する。 
7 回 ボランティアの発生と歴史について検証する。 
8 回 近代社会の成立とボランティアの関係を考察する。 
9 回 現代社会の矛盾とボランティアの関係を考察する。 
10 回 第 7 回から第 9 回までのまとめを行い、提出課題を配布する。 
11 回 ボランティアと報酬について検証する。 
12 回 企業の社会的責任（CSR）について考察する。 
13 回 特定非営利活動法⼈（NPO）について解説する。 
14 回 ボランティアの現状と問題点について考察する。 
15 回 第 11 回から第 14 回までのまとめを行い、定期試験について説明する。 

準備学習 1 回 予習：テキストを購入し、シラバスに目を通しておくこと。 
復習：受講上の注意を再確認すること。 
2 回 予習：ボランティアの体験やイメージをまとめておくこと。 
復習：ボランティアについての多様な視点を確認すること。 
3 回 予習：ボランティアのきっかけについて考えておくこと。 
復習：ボランティアの実例をまとめること。 
4 回 予習：ボランティアの特徴について考えておくこと。 
復習：ボランティアの定義をまとめること。 
5 回 予習：ボランティアの可能性について考えておくこと。 
復習：ボランティアが果たす役割をまとめること。 
6 回 予習：前回までの講義内容を整理しておくこと。 
復習：提出した課題の内容を自己点検すること。 
7 回 予習：ボランティアの発生について考えておくこと。 
復習：ボランティアの歴史をまとめること。 
8 回 予習：近代社会の特徴について考えておくこと。 
復習：近代社会とボランティアの関係をまとめること。 
9 回 予習：現代社会の歪みについて考えておくこと。 
復習：現代社会とボランティアの関係をまとめること。 
10 回 予習：第 7 回から前回までの講義内容を整理しておくこと。 
復習：提出した課題の内容を自己点検すること。 
11 回 予習：ボランティアの無償性について考えておくこと。 
復習：ボランティアの報酬についてまとめること。 
12 回 予習：企業のボランティア活動について考えておくこと。 
復習：企業の社会的責任についてまとめること。 
13 回 予習：NPO の基本を理解しておくこと。 
復習：NPO の役割と問題点をまとめること。 
14 回 予習：ボランティアの現状について考えておくこと。 
復習：ボランティアの問題点をまとめること。 
15 回 予習：第 11 回から前回までの内容を整理しておくこと。 
復習：講義全体のポイントをまとめること。 

 



年度 2012 
授業コード FB23111 
成績評価 レポート(30 点)／小テスト(20 点)／定期考査(50 点) 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB23111 日本国憲法 
担当教員名 中⻄ 俊二 
単位数 2 
教科書 テキスト日本国憲法(改訂版)／中⻄俊二／大学教育出版 
アクティブラーニング  
キーワード 国⺠主権、基本的⼈権、個⼈の尊厳、平和主義、法の支配 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 授業中しゃべり続ける学生がいたとの記述については、これまでも注意はしてき

たが、さらに観察して他の学生の邪魔にならないように指導していきたい。憲法
を受けてよかったとの意見もあり、勇気づけられた。遅刻を多くしてしまったの
で、自分の意識を改善するように心がけるという記述があり、「遅刻届け」を作っ
てよかったと思う。口頭の部分は板書してほしいとの記述があったが、すべて板
書することは時間的に無理があり重要な部分は必ず板書するようにしている。そ
の上、拙著『日本国憲法』を教科書にしているので、分からない部分はそれを読
めば 

科目名 日本国憲法 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 法学六法／信山社／憲法判例百選 I[第５版]別冊ジュリスト／有斐閣 
授業形態 講義 
注意備考 新聞等を読み、日々生起する政治的・社会的事象に対して憲法的問題意識をもっ

て講義に出席すること。『法学六法』(信山社)は常に机上に置き、参照しながら受
講すること。毎回、教科書巻末の択一問題を解き提出すること。 

シラバスコード FB23111 
実務経験のある教員  
達成目標 「個⼈の尊厳」を基本とする「法の支配」の理解と国⺠主権・基本的⼈権・平和

主義という基本原理に立って、政治的・社会的問題に対して憲法的論究ができる
こと。 

受講者へのコメント [A]授業に対する取り組み：週当たり字学習時間：「全くしなかった」が４３．８％、
「３０分程度」が３９．６％であり、授業時間外の学習時間がきわめて少ない。
これでは、なかなか授業目標は達成できない。 
勉強は自分から自分の意志で学習する習慣をつけるべきである。 

連絡先 第一学舎３階研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 [B]授業における成⻑：「この分野への理解が深まった」は６０．４％、「この分野
への興味・関心が高まった」は４３．２％であった。 



[C]総合評価：教員の意欲：「感じられた」が７２．９％、満足度：「満足」が４
３．８％、「ほぼ満足」が３３．３％、「不満」が２．１％(１⼈)。目標達成：「で
きた」が８．３％、「だいたいできた」が５２．１％であった。目標達成の数値が
増加するようにしたい。 

英文科目名 The Constitution of Japan 
関連科目 法学 
次回に向けての改善変更予定 最近の新聞紙等に掲載される最高裁の判例等を紹介しつつ、問題意識を深める指

導を行う。 
講義目的 憲法は、国家と国⺠の関係を規律する国家の根本法である。では、日本国憲法は、

いかなる理念と根本原理に基づいて成立しているのか。いかなる基本的⼈権の制
限・侵害が問題とされ、その侵害からの救済はどのようにして可能となるのか。
具体的事件に関わる判例を適宜取り上げ、基本的⼈権と違憲審査制に焦点を当て
て、日本国憲法の法理を考察する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションをかねて憲法とは何かを考え、広義と狭義の意味を解

説する。日本国憲法がいかなる経緯から制定されるに至ったか、明治憲法の改正
手続きに言及する。 
2 回 国家と憲法の関係および立憲主義の意義と内容について講義する。特に三
権分立がどのような機能をはたしているかを解説する。さらに、明治憲法の特徴
にも言及する。 
3 回 国⺠主権と憲法の最高法規性について考える。憲法は国法秩序の最高法規
と解されているが、それは何故なのか、個⼈の尊厳および国⺠主権との関係で理
解を深めるよう解説する。憲法９６条は、憲法改正を定めるが、改正に限界はな
いのか問題提起をする。さらに、憲法８１条の違憲審査制に関わって司法消極主
義について説明する。 
4 回 自由主義的⺠主制と平和主義を取り扱い、自由の確保と憲法９条の戦争の
放棄について解説する。判例として「恵庭事件」および「⻑沼事件」を取り上げ
ることにする。憲法９条の解釈を理解し、集団的自衛権にも言及する。 
5 回 憲法の私⼈間効⼒について解説する。憲法は、基本的に国家と国⺠の関係を
規律するものであるが、憲法規定は私⼈間にも及ぶのかをいう重要な問題を、「三
菱樹脂事件」および「昭和女子大事件」を判例として取り上げ、基本的⼈権の保
障の法的効果として、私⼈による権利侵害を防ぐために憲法規定はどのように私
⼈間に適用されるべきかを考えることにする。 
6 回 憲法１３条の幸福追求権という包括的⼈権規定を根拠とするいわゆる「新
しい⼈権」の内容と判例について講義する。判例としては、「『宴のあと』事件」
「京都府学連事件」「北方ジャーナル事件」「大阪空港公害訴訟事件」等を取り上
げ、「新しい⼈権」について考察する。 
7 回 憲法１４条の「法の下の平等」の趣旨と合理的な差別並びに判例について解
説する。憲法違反とならない合理的な差別か否かを判断するため、「二重の基準」
について言及する。さらに、判例として「堀木訴訟」「尊属殺⼈事件」「議員定数
不均衡と選挙の平等」を取り上げることにする。 
8 回 憲法１９条の思想・良心の自由と判例について講義する。保障の内容と他の



精神的自由権との関係を理解させるように解説する。判例としては、「良心の自
由と謝罪広告の強制」「麹町中学内申書事件」「国歌⻫唱等と思想・良心の自由」
等を取り上げることにする。 
9 回 憲法２０条の信教の自由の内容と限界について講義する。その理解を深め
るため、「政教分離の原則」を憲法２０条３項および８９条との関係で解説する。
判例としては、「津地鎮祭事件」「愛媛県玉串料訴訟」「剣道実技拒否事件」等を取
り上げることにする。 
10 回 憲法２３条が保障する学問の自由の内容と大学の自治について講義する。
制度的保障としての大学の自治における学生の地位についても言及する。判例と
しては、「旭川学テ事件」「劇団ポポロ事件」を取り上げることにする。 
11 回 ⺠主主義国家において最も重要な⼈権の一つである憲法２１条１項の表現
の自由について講義する。表現の自由の内容としての知る権利、報道の自由、取
材の自由について説明し、取材源秘匿の自由については問題提起する。また、表
現の自由の経済的自由に対する優越的地位について解説する。さらに、２１条２
項の検閲の問題として税関検査を取り上げる。判例は、「猿払事件」「博多駅事件」
「新潟県公安条例事件」「チャタレイ事件」等を取り扱い受講生の理解を深める
ことにする。 
12 回 憲法２２条１項の定める経済的自由について講義する。同条の保障する職
業選択の自由および２９条１項の財産権保障規定に由来する営業の自由とその
制限について解説する。制限の内容としては、消極目的規制と積極目的規制の違
いによる合憲性判定基準の区別を理解させるように授業を進めることにする。取
り上げる判例としては、「薬局開設の距離制限事件」「小売市場距離制限事件」「公
衆浴場の適正配置規制事件」等とする。 
13 回 ⼈身の自由に焦点を当てて講義する。具体的には、憲法１８条の奴隷的拘
束からの自由、３１条の適正手続の保障、３３条以下の令状主義、３７条の迅速
な公開裁判を受ける権利、３８条の自己負罪の拒否について解説する。判例とし
ては、「川崎⺠商事件」「緊急逮捕前の捜索・差押事件」「ポケット所持品検査事
件」「高⽥事件」等を取り上げることにする。 
14 回 憲法２５条の保障する生存権について講義する。成立の背景として福祉国
家と生存権の関係、法的性質および生存権と環境権について解説する。判例とし
ては、「朝日訴訟」「堀木訴訟」「大阪空港公害訴訟事件」「厚木基地公害訴訟事件」
を取り上げることにする。 
15 回 国務請求権と参政権について講義する。前者については、憲法１７条の国
家賠償請求権を、後者については、４０条については、刑事補償請求権を取り扱
うことにする。いずれも明治憲法下では認められなかった基本的⼈権である。ま
た、３２条の裁判を受ける権利について８２条の「裁判」との関係に言及する。
判例としては、「板まんだら事件」を取り上げることとする。国⺠主権のあらわれ
としての参政権については、国⺠投票制についても説明をするとともに、選挙の
原則について理解できるように授業を進めることにする。 

準備学習 1 回 【オリエンテーション 憲法とは何か】法学六法にある日本国憲法の前文を
読んでおくこと。 
2 回 【憲法と立憲主義】教科書を読み、立憲主義について予習しておくこと。 



3 回 【憲法の最高法規性】教科書を読み、憲法の最高法規性について予習してお
くこと。 
4 回 【自由主義的⺠主制と平和主義】教科書を読み、⺠主制について予習してお
くこと。 
5 回 【憲法の私⼈間効⼒】教科書を読み、憲法規定の適用範囲について予習して
おくこと。 
6 回 【新しい⼈権】教科書を読み、新しい⼈権について予習しておくこと。 
7 回 【法の下の平等】教科書を読み、法の下の平等について予習しておくこと。 
8 回 【思想・良心の自由】教科書を読み、思想・良心の自由について予習してお
くこと。 
9 回 【信教の自由】教科書を読み、信教の自由について予習しておくこと。 
10 回 【学問の自由】教科書を読み、学問の自由について予習しておくこと。 
11 回 【表現の自由】教科書を読み、表現の自由について予習しておくこと。 
12 回 【経済的自由】教科書を読み、経済的自由について予習しておくこと。 
13 回 【⼈身の自由】教科書を読み、令状主義について予習しておくこと。 
14 回 【生存権】教科書を読み、生存権について予習しておくこと。 
15 回 【国務請求権と参政権】国務請求権および参政権について教科書を読み、
予習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB23112 
成績評価 出席とレポート、試験。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB23112 哲学 
担当教員名 山口 信夫＊ 
単位数 2 
教科書 山口信夫『疎まれし者デカルト』(世界思想社）2009 年。2310 円 
アクティブラーニング  
キーワード 哲学、フランス、デカルト、18 世紀、現代、思想史。 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 哲学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 教室で提示。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FB23112 
実務経験のある教員  
達成目標 ⼈文系の入門的テキストが一⼈で読解できるようになることを目指す。 
受講者へのコメント  
連絡先 岡山大学文学部、北キャンパス、法文第 1 号館４F. ２５１−７３９２， 

nobu@cc.okayama-u.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Philosophy 
関連科目 論理学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 思想の変遷と展開における歴史的問題の理解。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 この授業について 

2 回 デカルト哲学と現代 
3 回 デカルト哲学の基本的構造１ 
4 回 デカルト哲学の基本的構造２ 
5 回 デカルト哲学の基本的構造３ 
6 回 デカルト哲学の基本的構造４ 
7 回 デカルト哲学の基本的構造５ 
8 回 ①アカデミー・フランセーズにおけるコンクールとデカルト神話１ 



9 回 ②アカデミー・フランセーズにおけるコンクールとデカルト神話２ 
10 回 ③『デカルト伝』の作者、バーイエとデカルト神話の展開 
11 回 ④ヴォルテールのデカルト批判とデカルト神話 
12 回 ⑤デカルト対ニュートン 
13 回 ⑥演劇化されたデカルト 
14 回 ⑦フランス⾰命期におけるデカルト像 
15 回 授業のまとめ 

準備学習 1 回 これまで、哲学についてどのように考えていたかをまとめておいてくださ
い。 
2 回 事前配布の資料の予習 
3 回 事前配布の資料の予習 
4 回 事前配布の資料の予習 
5 回 事前配布の資料の予習 
6 回 事前配布の資料の予習 
7 回 事前配布の資料の予習 
8 回 教科書第 1 章の予習 
9 回 教科書第２章の予習 
10 回 教科書第３章の予習 
11 回 教科書第４章の予習 
12 回 教科書第５章の予習 
13 回 教科書第６章の予習 
14 回 教科書第７章の予習 
15 回 この授業の感想について考えてください。 

 



年度 2012 
授業コード FB23121 
成績評価 毎回の講義のミニ感想文（３０％）、中間レポート（２０％）、期末試験（５０％） 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB23121 社会と⼈間 
担当教員名 市場 恵子＊ 
単位数 2 
教科書 『愛する・愛される〜デートＤＶをなくす若者のレッスン７』／山口のり子／梨

の木舎 
アクティブラーニング  
キーワード 自尊感情、セックス、ジェンダー、セクシュアリティ、性的マイノリティ、性感

染症、障がい、虐待、いじめ、ＤＶ、デートＤＶ、セクハラ、アカハラ、パワハ
ラ、原発、放射能、日本軍「慰安婦」、貧困、ホームレス、犯罪、傾聴、アサーテ
ィブ・トレーニング 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 社会と⼈間 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 砂川秀樹『カミングアウトレターズ』（太郎次郎社）、上川あや『変えてゆく勇気』 

(岩波新書)、沼崎一郎『男はなぜ暴⼒を選ぶのか』（かもがわブックレット）、レ
ジリエンス『傷ついたあなたへ（１・２）』（梨の木舎）、山⽥真『小児科医が診た
放射能と子どもたち』（クレヨンハウス）、VAWW-NET ジャパン『NHK 番組改
変と政治介入―女性国際戦犯法廷をめぐって何が起きたか』（世羅書房）、森⽥汐
生『ことばに出そう！自分の気持ち』（すばる舎） 

授業形態 講義 
注意備考 なし 
シラバスコード FB23121 
実務経験のある教員  
達成目標 性差別や⼈権侵害が起きやすい権⼒構造に気づき、自他の意識変⾰・行動変容に

応用できる⼒を身につけましょう。自尊感情を高め、自分も相手も尊重する自己
表現のこつを学び、平和で対等なパートナーシップを築いていきましょう。 

受講者へのコメント  
連絡先 自宅ＰＣ：kei3@po1.oninet.ne.jp 

自宅電話・ファクス：０８６−２７７−７５２２ 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Society and Human Beings 
関連科目 日常生活論・社会福祉など 



次回に向けての改善変更予定  
講義目的 性や⼈権に関する基礎知識を学び、現代社会で起きている様々な問題や、そこに

暮す多様な⼈間の存在を理解します。⼈権を守ったり、回復していくために必要
な視点や、被害者支援の方法についても学び、他者と対等につながっていくため
のコミュニケーション・スキルを練習します。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 【自尊感情とジェンダー 〜「女らしく／男らしく」より「自分らしく」】

性に関する３つのキーワード「sex,gender, sexuarity」と、「エンパワメント」の
理念を学ぶ 
2 回 【性の多様性と可変性 〜みんなちがって、みんないい】性同一性障害・性
分化疾患・同性愛など、性的少数者の存在を知り、偏見や差別意識を改める 
3 回 【リプロダクティブ・ヘルス＆ライツ】妊娠・出産・中絶・不妊など、生殖
に関する基本的な知識を学び、性の自己決定を尊重し合える関係を築く 
4 回 【障がいとともに生きる 〜安積遊歩さん『車椅子の私が好き』】「障がい」
の概念を見直し、私たち自身の中にある差別感や社会のバリアについて考える 
5 回 【子どもへの暴⼒防止（Ⅰ） 〜ＣＡＰ小学生版（いじめ・誘拐・性的虐待）】
子どもの権利・エンパワメント・虐待の事実と神話・いじめや性暴⼒への対処法
を学ぶ 
6 回 【子どもへの暴⼒防止（Ⅱ） 〜ティーンズＣＡＰ（痴漢・いじめ・体罰・
デートレイプ）】お互いに尊重し合える対等なパートナーシップを学ぶ 
7 回 【震災と原発〜３・１１に学ぶ】東日本大震災は福島第 1 原発の事故を引き
起こし、放射能を拡散させる大惨事になった。原発の神話を検証し、エネルギー
シフトを考える 
8 回 【キャンパス・ハラスメント〜セクハラ・アカハラ・パワハラを防ぐために】
なぜハラスメントが起きるのか、起きた場合の対策や防止のためにできることを
考える 
9 回 【日本軍「慰安婦」問題とメディア 〜女性国際戦犯法廷は何を裁いたか？】
戦時性暴⼒は今も繰り返されている。不処罰の連鎖を断つための試みとメディア
の対応を紹介する 
10 回 【「ホームレス」と貧困 〜ビデオ『「ホームレス」と出会う子どもたち』】
若者による「ホームレス」襲撃事件や、野宿生活者の実態を知り、私たちにでき
ることを探る 
11 回 【育 育児とジェンダー 〜ワーク・ライフ・バランスをめざして】映画
『クレーマー・クレーマー』を視覚教材にして、父親の育児への積極的な参加を
考える 
12 回 【おひとりさまの老後〜介護とジェンダー】介護疲れから虐待・心中に追
い込まれる⼈もいる。映画「折り梅」を観てこれからの介護を考える 
13 回 【アミティ（米国の犯罪者更生施設） 〜ビデオ『隠された過去への叫び
声』】アメリカの受刑者更生施設「アミティ」の実践を知り、加害者の更生には何
が必要かを学ぶ 
14 回 【アサーティブ・トレーニング（Ⅰ） 〜安全ルールと傾聴のレッスン】
安全ルールを確認した上で、実際に２⼈組になってもらい、受容・共感しながら



傾聴の練習をする 
15 回 【アサーティブ・トレーニング（Ⅱ） 〜あなたは「ノー」が言えますか？】
コミュニケーションパターンを学び、自分のクセに気づく。実際に「ノー」と断
る練習もする 

準備学習 1 回 【自尊感情とジェンダー 〜「女らしく／男らしく」より「自分らしく」】
シラバスを確認し、学習の過程を把握しておくこと。教科書『自分を愛すること』
を読んでおくこと。 
2 回 【性の多様性と可変性 〜みんなちがって、みんないい】テレビ番組や雑誌
などで、性的少数者を差別・嘲笑したりする場面はないか、チェックしてみるこ
と。 
3 回 【リプロダクティブ・ヘルス＆ライツ】男性性器・女性性器の科学的名称、
主な性感染症の種類など、復習して覚えておこと。 
4 回 【障がいとともに生きる 〜安積遊歩さん『車椅子の私が好き』】トイレ・
エレベーター・ＡＴＭ・自販機など、障がいをもつ⼈にとって住みよい街かチェ
ックしてみること。 
5 回 【子どもへの暴⼒防止（Ⅰ） 〜ＣＡＰ小学生版（いじめ・誘拐・性的虐待）】
子どもへの暴⼒にはどんなものがあるか。虐待やいじめの現状について、調べて
おくこと。 
6 回 【子どもへの暴⼒防止（Ⅱ） 〜ティーンズＣＡＰ（痴漢・いじめ・体罰・
デートレイプ）】教科書『愛する・愛される』を読んでくること。 
7 回 【震災と原発〜3・11 に学ぶ】原発事故後の報道がどんなものだったか、ま
た、チェルノブイリ原発事故による外部被ばく・内部被ばくがどんなものだった
か、電⼒にはどんなものがあるか、調べておく 
8 回 【キャンパス・ハラスメント〜セクハラ・アカハラ・パワハラを防ぐために】
本学ではセクハラ・アカハラ・パワハラを防止するためにどんな対策が行われて
いるか、調べておくこと。 
9 回 【日本軍「慰安婦」問題とメディア 〜女性国際戦犯法廷は何を裁いたか？】
「慰安婦」とは何を意味する言葉か、調べておく 
10 回 【「ホームレス」と貧困 〜ビデオ『「ホームレス」と出会う子どもたち』】
野宿生活者はなぜ野宿に至ったのか、どんなところでどんな生活をされているの
か考えてみること。 
11 回 【育 育児とジェンダー 〜ワーク・ライフ・バランスをめざして】将来、
子育てをするとき、父として⺟としてどんな社会や職場が望ましいか、考えてく
る 
12 回 【おひとりさまの老後〜介護とジェンダー】高齢者を主に誰がどこで介護
しているか、身近な介護問題を調べてくること。 
13 回 【アミティ（米国の犯罪者更生施設） 〜ビデオ『隠された過去への叫び
声』】日本では少年院や刑務所に入った⼈は、どのような教育を受けて、社会復帰
しているのか、調べておく 
14 回 【アサーティブ・トレーニング（Ⅰ） 〜安全ルールと傾聴のレッスン】
⼈の話を「聴く」ときには、どんなことに配慮したらいいだろうか、考えておく
こと。 



15 回 【アサーティブ・トレーニング（Ⅱ） 〜あなたは「ノー」が言えますか？】
自分の気持ちや欲求を率直に伝えられているだろうか、日常の会話を振り返って
みること。 

 



年度 2012 
授業コード FB23122 
成績評価 レポート(30 点)／小テスト(20 点)／定期考査(50 点) 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB23122 日本国憲法 
担当教員名 中⻄ 俊二 
単位数 2 
教科書 テキスト日本国憲法(改訂版)／中⻄俊二／大学教育出版 
アクティブラーニング  
キーワード 国⺠主権、基本的⼈権、個⼈の尊厳、平和主義、法の支配 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 教科書を読むだけなら家でもできる、この授業でしか教わることのできない内容

を講義してほしいという記述が１件あった。しかし、授業で教科書を読んでいる
だけではなく、最近の事例等も解説している。例えば、大阪地検特捜部による「障
害者郵便制度悪用事件」に係る証拠隠滅事件等を取り上げ、国家賠償法等の問題
として解説している。講義をよく聴いていないのではないか。また、予習・復習
がなされていないのではないかと危惧する。 

科目名 日本国憲法 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 法学六法／信山社／憲法判例百選 I[第５版]別冊ジュリスト／有斐閣 
授業形態 講義 
注意備考 新聞等を読み、日々生起する政治的・社会的事象に対して憲法的問題意識をもっ

て講義に出席すること。『法学六法』(信山社)は常に机上に置き、参照しながら受
講すること。毎回、教科書巻末の択一問題を解き提出すること。 

シラバスコード FB23122 
実務経験のある教員  
達成目標 「個⼈の尊厳」を基本とする「法の支配」の理解と国⺠主権・基本的⼈権・平和

主義という基本原理に立って、政治的・社会的問題に対して憲法的論究ができる
こと。 

受講者へのコメント 新聞等に記載される憲法問題に関心をもち、予習・復習を励行してもらいたい。 
連絡先 第一学舎３階研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 [A]時間外学習について、「全くしなかった」が 41.5％、「30 分程度」が 45，3％
であった。もう少し予習・復習をしてもらいたい、[B]この授業における成⻑に
ついて、「この分野への理解が深まった」が 56.6％、「この分野への興味・関心が
高まった」が 34.0％であった。[C]総合評価のおける授業満足度については、「満
足」が 30.2％、「ほぼ満足」が 34.0％で合わせて 64.2％であった。両者を合わせ
て 70％以上を目標に努⼒したい。 



英文科目名 The Constitution of Japan 
関連科目 法学 
次回に向けての改善変更予定 教科書の判例だけでなく、より現代的憲法的話題を新聞・ニュース等から取材し、

条文との関係からより興味を高めるように講義していく。 
講義目的 憲法は、国家と国⺠の関係を規律する国家の根本法である。では、日本国憲法は、

いかなる理念と根本原理に基づいて成立しているのか。いかなる基本的⼈権の制
限・侵害が問題とされ、その侵害からの救済はどのようにして可能となるのか。
具体的事件に関わる判例を適宜取り上げ、基本的⼈権と違憲審査制に焦点を当て
て、日本国憲法の法理を考察する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションをかねて憲法とは何かを考え、広義と狭義の意味を解

説する。日本国憲法がいかなる経緯から制定されるに至ったか、明治憲法の改正
手続きに言及する。 
2 回 国家と憲法の関係および立憲主義の意義と内容について講義する。特に三
権分立がどのような機能をはたしているかを解説する。さらに、明治憲法の特徴
にも言及する。 
3 回 国⺠主権と憲法の最高法規性について考える。憲法は国法秩序の最高法規
と解されているが、それは何故なのか、個⼈の尊厳および国⺠主権との関係で理
解を深めるよう解説する。憲法９６条は、憲法改正を定めるが、改正に限界はな
いのか問題提起をする。さらに、憲法８１条の違憲審査制に関わって司法消極主
義について説明する。 
4 回 自由主義的⺠主制と平和主義を取り扱い、自由の確保と憲法９条の戦争の
放棄について解説する。判例として「恵庭事件」および「⻑沼事件」を取り上げ
ることにする。憲法９条の解釈を理解し、集団的自衛権にも言及する。 
5 回 憲法の私⼈間効⼒について解説する。憲法は、基本的に国家と国⺠の関係を
規律するものであるが、憲法規定は私⼈間にも及ぶのかをいう重要な問題を、「三
菱樹脂事件」および「昭和女子大事件」を判例として取り上げ、基本的⼈権の保
障の法的効果として、私⼈による権利侵害を防ぐために憲法規定はどのように私
⼈間に適用されるべきかを考えることにする。 
6 回 憲法１３条の幸福追求権という包括的⼈権規定を根拠とするいわゆる「新
しい⼈権」の内容と判例について講義する。判例としては、「『宴のあと』事件」
「京都府学連事件」「北方ジャーナル事件」「大阪空港公害訴訟事件」等を取り上
げ、「新しい⼈権」について考察する。 
7 回 憲法１４条の「法の下の平等」の趣旨と合理的な差別並びに判例について解
説する。憲法違反とならない合理的な差別か否かを判断するため、「二重の基準」
について言及する。さらに、判例として「堀木訴訟」「尊属殺⼈事件」「議員定数
不均衡と選挙の平等」を取り上げることにする。 
8 回 憲法１９条の思想・良心の自由と判例について講義する。保障の内容と他の
精神的自由権との関係を理解させるように解説する。判例としては、「良心の自
由と謝罪広告の強制」「麹町中学内申書事件」「国歌⻫唱等と思想・良心の自由」
等を取り上げることにする。 
9 回 憲法２０条の信教の自由の内容と限界について講義する。その理解を深め



るため、「政教分離の原則」を憲法２０条３項および８９条との関係で解説する。
判例としては、「津地鎮祭事件」「愛媛県玉串料訴訟」「剣道実技拒否事件」等を取
り上げることにする。 
10 回 憲法２３条が保障する学問の自由の内容と大学の自治について講義する。
制度的保障としての大学の自治における学生の地位についても言及する。判例と
しては、「旭川学テ事件」「劇団ポポロ事件」を取り上げることにする。 
11 回 ⺠主主義国家において最も重要な⼈権の一つである憲法２１条１項の表現
の自由について講義する。表現の自由の内容としての知る権利、報道の自由、取
材の自由について説明し、取材源秘匿の自由については問題提起する。また、表
現の自由の経済的自由に対する優越的地位について解説する。さらに、２１条２
項の検閲の問題として税関検査を取り上げる。判例は、「猿払事件」「博多駅事件」
「新潟県公安条例事件」「チャタレイ事件」等を取り扱い受講生の理解を深める
ことにする。 
12 回 憲法２２条１項の定める経済的自由について講義する。同条の保障する職
業選択の自由および２９条１項の財産権保障規定に由来する営業の自由とその
制限について解説する。制限の内容としては、消極目的規制と積極目的規制の違
いによる合憲性判定基準の区別を理解させるように授業を進めることにする。取
り上げる判例としては、「薬局開設の距離制限事件」「小売市場距離制限事件」「公
衆浴場の適正配置規制事件」等とする。 
13 回 ⼈身の自由に焦点を当てて講義する。具体的には、憲法１８条の奴隷的拘
束からの自由、３１条の適正手続の保障、３３条以下の令状主義、３７条の迅速
な公開裁判を受ける権利、３８条の自己負罪の拒否について解説する。判例とし
ては、「川崎⺠商事件」「緊急逮捕前の捜索・差押事件」「ポケット所持品検査事
件」「高⽥事件」等を取り上げることにする。 
14 回 憲法２５条の保障する生存権について講義する。成立の背景として福祉国
家と生存権の関係、法的性質および生存権と環境権について解説する。判例とし
ては、「朝日訴訟」「堀木訴訟」「大阪空港公害訴訟事件」「厚木基地公害訴訟事件」
を取り上げることにする。 
15 回 国務請求権と参政権について講義する。前者については、憲法１７条の国
家賠償請求権を、後者については、４０条については、刑事補償請求権を取り扱
うことにする。いずれも明治憲法下では認められなかった基本的⼈権である。ま
た、３２条の裁判を受ける権利について８２条の「裁判」との関係に言及する。
判例としては、「板まんだら事件」を取り上げることとする。国⺠主権のあらわれ
としての参政権については、国⺠投票制についても説明をするとともに、選挙の
原則について理解できるように授業を進めることにする。 

準備学習 1 回 【オリエンテーション 憲法とは何か】法学六法にある日本国憲法の前文を
読んでおくこと。 
2 回 【憲法と立憲主義】教科書を読み、立憲主義について予習しておくこと。 
3 回 【憲法の最高法規性】教科書を読み、憲法の最高法規性について予習してお
くこと。 
4 回 【自由主義的⺠主制と平和主義】教科書を読み、⺠主制について予習してお
くこと。 



5 回 【憲法の私⼈間効⼒】教科書を読み、憲法規定の適用範囲について予習して
おくこと。 
6 回 【新しい⼈権】教科書を読み、新しい⼈権について予習しておくこと。 
7 回 【法の下の平等】教科書を読み、法の下の平等について予習しておくこと。 
8 回 【思想・良心の自由】教科書を読み、思想・良心の自由について予習してお
くこと。 
9 回 【信教の自由】教科書を読み、信教の自由について予習しておくこと。 
10 回 【学問の自由】教科書を読み、学問の自由について予習しておくこと。 
11 回 【表現の自由】教科書を読み、表現の自由について予習しておくこと。 
12 回 【経済的自由】教科書を読み、経済的自由について予習しておくこと。 
13 回 【⼈身の自由】教科書を読み、令状主義について予習しておくこと。 
14 回 【生存権】教科書を読み、生存権について予習しておくこと。 
15 回 【国務請求権と参政権】国務請求権および参政権について教科書を読み、
予習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB23132 
成績評価 毎回の講義のミニ感想文（３０％）、中間レポート（２０％）、期末試験（５０％） 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB23132 社会と⼈間 
担当教員名 市場 恵子＊ 
単位数 2 
教科書 『愛する・愛される〜デートＤＶをなくす若者のレッスン７』／山口のり子／梨

の木舎 
アクティブラーニング  
キーワード 自尊感情、セックス、ジェンダー、セクシュアリティ、性的マイノリティ、性感

染症、障がい、虐待、いじめ、ＤＶ、デートＤＶ、セクハラ、アカハラ、パワハ
ラ、原発、放射能、日本軍「慰安婦」、貧困、ホームレス、犯罪、傾聴、アサーテ
ィブ・トレーニング 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 社会と⼈間 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 砂川秀樹『カミングアウトレターズ』（太郎次郎社）、上川あや『変えてゆく勇気』 

(岩波新書)、沼崎一郎『男はなぜ暴⼒を選ぶのか』（かもがわブックレット）、レ
ジリエンス『傷ついたあなたへ（１・２）』（梨の木舎）、山⽥真『小児科医が診た
放射能と子どもたち』（クレヨンハウス）、VAWW-NET ジャパン『NHK 番組改
変と政治介入―女性国際戦犯法廷をめぐって何が起きたか』（世羅書房）、森⽥汐
生『ことばに出そう！自分の気持ち』（すばる舎） 

授業形態 講義 
注意備考 なし 
シラバスコード FB23132 
実務経験のある教員  
達成目標 性差別や⼈権侵害が起きやすい権⼒構造に気づき、自他の意識変⾰・行動変容に

応用できる⼒を身につけましょう。自尊感情を高め、自分も相手も尊重する自己
表現のこつを学び、平和で対等なパートナーシップを築いていきましょう。 

受講者へのコメント  
連絡先 自宅ＰＣ：kei3@po1.oninet.ne.jp 

自宅電話・ファクス：０８６−２７７−７５２２ 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Society and Human Beings 
関連科目 日常生活論・社会福祉など 



次回に向けての改善変更予定  
講義目的 性や⼈権に関する基礎知識を学び、現代社会で起きている様々な問題や、そこに

暮す多様な⼈間の存在を理解します。⼈権を守ったり、回復していくために必要
な視点や、被害者支援の方法についても学び、他者と対等につながっていくため
のコミュニケーション・スキルを練習します。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 【自尊感情とジェンダー 〜「女らしく／男らしく」より「自分らしく」】

性に関する３つのキーワード「sex,gender, sexuarity」と、「エンパワメント」の
理念を学ぶ 
2 回 【性の多様性と可変性 〜みんなちがって、みんないい】性同一性障害・性
分化疾患・同性愛など、性的少数者の存在を知り、偏見や差別意識を改める 
3 回 【リプロダクティブ・ヘルス＆ライツ】妊娠・出産・中絶・不妊など、生殖
に関する基本的な知識を学び、性の自己決定を尊重し合える関係を築く 
4 回 【障がいとともに生きる 〜安積遊歩さん『車椅子の私が好き』】「障がい」
の概念を見直し、私たち自身の中にある差別感や社会のバリアについて考える 
5 回 【子どもへの暴⼒防止（Ⅰ） 〜ＣＡＰ小学生版（いじめ・誘拐・性的虐待）】
子どもの権利・エンパワメント・虐待の事実と神話・いじめや性暴⼒への対処法
を学ぶ 
6 回 【子どもへの暴⼒防止（Ⅱ） 〜ティーンズＣＡＰ（痴漢・いじめ・体罰・
デートレイプ）】お互いに尊重し合える対等なパートナーシップを学ぶ 
7 回 【震災と原発〜３・１１に学ぶ】東日本大震災は福島第 1 原発の事故を引き
起こし、放射能を拡散させる大惨事になった。原発の神話を検証し、エネルギー
シフトを考える 
8 回 【キャンパス・ハラスメント〜セクハラ・アカハラ・パワハラを防ぐために】
なぜハラスメントが起きるのか、起きた場合の対策や防止のためにできることを
考える 
9 回 【日本軍「慰安婦」問題とメディア 〜女性国際戦犯法廷は何を裁いたか？】
戦時性暴⼒は今も繰り返されている。不処罰の連鎖を断つための試みとメディア
の対応を紹介する 
10 回 【「ホームレス」と貧困 〜ビデオ『「ホームレス」と出会う子どもたち』】
若者による「ホームレス」襲撃事件や、野宿生活者の実態を知り、私たちにでき
ることを探る 
11 回 【育 育児とジェンダー 〜ワーク・ライフ・バランスをめざして】映画
『クレーマー・クレーマー』を視覚教材にして、父親の育児への積極的な参加を
考える 
12 回 【おひとりさまの老後〜介護とジェンダー】介護疲れから虐待・心中に追
い込まれる⼈もいる。映画「折り梅」を観てこれからの介護を考える 
13 回 【アミティ（米国の犯罪者更生施設） 〜ビデオ『隠された過去への叫び
声』】アメリカの受刑者更生施設「アミティ」の実践を知り、加害者の更生には何
が必要かを学ぶ 
14 回 【アサーティブ・トレーニング（Ⅰ） 〜安全ルールと傾聴のレッスン】
安全ルールを確認した上で、実際に２⼈組になってもらい、受容・共感しながら



傾聴の練習をする 
15 回 【アサーティブ・トレーニング（Ⅱ） 〜あなたは「ノー」が言えますか？】
コミュニケーションパターンを学び、自分のクセに気づく。実際に「ノー」と断
る練習もする 

準備学習 1 回 【自尊感情とジェンダー 〜「女らしく／男らしく」より「自分らしく」】
シラバスを確認し、学習の過程を把握しておくこと。教科書『自分を愛すること』
を読んでおくこと。 
2 回 【性の多様性と可変性 〜みんなちがって、みんないい】テレビ番組や雑誌
などで、性的少数者を差別・嘲笑したりする場面はないか、チェックしてみるこ
と。 
3 回 【リプロダクティブ・ヘルス＆ライツ】男性性器・女性性器の科学的名称、
主な性感染症の種類など、復習して覚えておこと。 
4 回 【障がいとともに生きる 〜安積遊歩さん『車椅子の私が好き』】トイレ・
エレベーター・ＡＴＭ・自販機など、障がいをもつ⼈にとって住みよい街かチェ
ックしてみること。 
5 回 【子どもへの暴⼒防止（Ⅰ） 〜ＣＡＰ小学生版（いじめ・誘拐・性的虐待）】
子どもへの暴⼒にはどんなものがあるか。虐待やいじめの現状について、調べて
おくこと。 
6 回 【子どもへの暴⼒防止（Ⅱ） 〜ティーンズＣＡＰ（痴漢・いじめ・体罰・
デートレイプ）】教科書『愛する・愛される』を読んでくること。 
7 回 【震災と原発〜3・11 に学ぶ】原発事故後の報道がどんなものだったか、ま
た、チェルノブイリ原発事故による外部被ばく・内部被ばくがどんなものだった
か、電⼒にはどんなものがあるか、調べておく 
8 回 【キャンパス・ハラスメント〜セクハラ・アカハラ・パワハラを防ぐために】
本学ではセクハラ・アカハラ・パワハラを防止するためにどんな対策が行われて
いるか、調べておくこと。 
9 回 【日本軍「慰安婦」問題とメディア 〜女性国際戦犯法廷は何を裁いたか？】
「慰安婦」とは何を意味する言葉か、調べておく 
10 回 【「ホームレス」と貧困 〜ビデオ『「ホームレス」と出会う子どもたち』】
野宿生活者はなぜ野宿に至ったのか、どんなところでどんな生活をされているの
か考えてみること。 
11 回 【育 育児とジェンダー 〜ワーク・ライフ・バランスをめざして】将来、
子育てをするとき、父として⺟としてどんな社会や職場が望ましいか、考えてく
る 
12 回 【おひとりさまの老後〜介護とジェンダー】高齢者を主に誰がどこで介護
しているか、身近な介護問題を調べてくること。 
13 回 【アミティ（米国の犯罪者更生施設） 〜ビデオ『隠された過去への叫び
声』】日本では少年院や刑務所に入った⼈は、どのような教育を受けて、社会復帰
しているのか、調べておく 
14 回 【アサーティブ・トレーニング（Ⅰ） 〜安全ルールと傾聴のレッスン】
⼈の話を「聴く」ときには、どんなことに配慮したらいいだろうか、考えておく
こと。 



15 回 【アサーティブ・トレーニング（Ⅱ） 〜あなたは「ノー」が言えますか？】
自分の気持ちや欲求を率直に伝えられているだろうか、日常の会話を振り返って
みること。 

 



年度 2012 
授業コード FB23311 
成績評価 受講態度（30％）・試験（70％）による評価 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(11〜12),生物地球学部(11〜12) 
見出し FB23311 企業と⼈間 
担当教員名 ⽥邉 麻里子＊ 
単位数 2 
教科書 必要に応じて教示 
アクティブラーニング  
キーワード 計画・工夫・向上心・論理的・具体的・判断 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 講義は 講師と受講者の皆さん方との共同作業です。 

私も楽しく講義をさせていただきました。感謝しています。 
ハード面のコメントやリクエストは、教務課にお伝えしておきますね。 

科目名 企業と⼈間 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて資料を配布 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FB23311 
実務経験のある教員  
達成目標 当事者意識を喚起することによって、自分では気づいていない潜在能⼒や可能性

を最大限に伸ばす。 
受講者へのコメント 参加型の講義でしたから 大変だったと思います。 

毎回、課題に真剣に取り組んでくださり ありがとうございました。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 皆さんが積極的に受講してくれたからこその結果です。 
ありがとうございました。 

英文科目名 Industry and Humans 
関連科目 特になし 
次回に向けての改善変更予定 ①映像より、⿊板に手書きで書くことを心がけていますので、今後もプロジェク

ターの利用は考えていません。 
⿊板には もっと見やすく書くようにします。 
②受講者数が多い点、申し訳ない。できるだけばらけるように指導します。 

講義目的 会社や経済のしくみ、組織⼈に求められる能⼒を具体的に理解する。 
より良い⼈間関係の構築や自己の能⼒を発揮するために不可欠な知識や能⼒を
習得する。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の最終目的、各講義の概要、学生に期待する事柄、社会⼈としての考え

方について説明する。 
2 回 社会⼈/組織⼈に求められる能⼒、責任と義務について説明する。 
3 回 コミュニケーション⼒（伝える技術）を習得する。 
4 回 コミュニケーション⼒（相手を意識する/特定の相手にアピールする技術）
を習得する。 
5 回 コミュニケーション⼒（書く技術）を習得する。 
6 回 コミュニケーション⼒（聞き取る⼒・読み取る技術）を習得する。 
7 回 より良い⼈間関係を築くための「心のメカニズム」について説明する。 
8 回 経済のしくみ/基礎的な経済知識について説明する。 
9 回 経済のしくみ/基礎的な経済用語を説明する。 
10 回 ケーススタディに基づき、状況に応じた適切な判断について説明する。 
11 回 ケーススタディに基づき、状況に応じた適切な判断について説明する。 
12 回 ケーススタディに基づき、状況に応じた適切な判断について説明する。 
13 回 ケーススタディに基づき、状況に応じた適切な判断について説明する。 
14 回 先達の企業⼈・経営者・実業家のエピソードを通して、彼等の仕事の仕方
/考え方/生きざまを分析する。 
15 回 先達の企業⼈・経営者・実業家のエピソードを通して、彼等の仕事の仕方
/考え方/生きざまを分析する。 

準備学習 1 回 シラバスを読んで講義の全体像を把握しておくこと。 
2 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
3 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
4 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
5 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
6 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
7 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
8 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
9 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
10 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
11 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
12 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
13 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
14 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
15 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB23312 
成績評価 受講態度（30％）・試験（70％）による評価 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 工学部(11〜12),総合情報学部(11〜12) 
見出し FB23312 企業と⼈間 
担当教員名 ⽥邉 麻里子＊ 
単位数 2 
教科書 必要に応じて教示 
アクティブラーニング  
キーワード 計画・工夫・向上心・論理的・具体的・判断 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 みんなの顔を思い出しながら、嬉しく楽しく拝読しました。 

ありがとう。 
科目名 企業と⼈間 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて資料を配布 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FB23312 
実務経験のある教員  
達成目標 当事者意識を喚起することによって、自分では気づいていない潜在能⼒や可能性

を最大限に伸ばす。 
受講者へのコメント 講義は、主役である諸君とサポートする立場である私の共同事業です。 

諸君が真剣に課題に取り組んでくれた成果が、今回の評価につながったと思いま
す。 
私も楽しく講義を行うことができました。受講者諸君に感謝しています。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 高い評価をありがとう。 
英文科目名 Industry and Humans 
関連科目 特になし 
次回に向けての改善変更予定 板書書きをもっと綺麗に書くようにします。 
講義目的 会社や経済のしくみ、組織⼈に求められる能⼒を具体的に理解する。 

より良い⼈間関係の構築や自己の能⼒を発揮するために不可欠な知識や能⼒を
習得する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の最終目的、各講義の概要、学生に期待する事柄、社会⼈としての考え

方について説明する。 



2 回 社会⼈/組織⼈に求められる能⼒、責任と義務について説明する。 
3 回 コミュニケーション⼒（伝える技術）を習得する。 
4 回 コミュニケーション⼒（相手を意識する/特定の相手にアピールする技術）
を習得する。 
5 回 コミュニケーション⼒（書く技術）を習得する。 
6 回 コミュニケーション⼒（聞き取る⼒・読み取る技術）を習得する。 
7 回 より良い⼈間関係を築くための「心のメカニズム」について説明する。 
8 回 経済のしくみ/基礎的な経済知識について説明する。 
9 回 経済のしくみ/基礎的な経済用語を説明する。 
10 回 ケーススタディに基づき、状況に応じた適切な判断について説明する。 
11 回 ケーススタディに基づき、状況に応じた適切な判断について説明する。 
12 回 ケーススタディに基づき、状況に応じた適切な判断について説明する。 
13 回 ケーススタディに基づき、状況に応じた適切な判断について説明する。 
14 回 先達の企業⼈・経営者・実業家のエピソードを通して、彼等の仕事の仕方
/考え方/生きざまを分析する。 
15 回 先達の企業⼈・経営者・実業家のエピソードを通して、彼等の仕事の仕方
/考え方/生きざまを分析する。 

準備学習 1 回 シラバスを読んで講義の全体像を把握しておくこと。 
2 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
3 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
4 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
5 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
6 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
7 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
8 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
9 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
10 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
11 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
12 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
13 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
14 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
15 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB23321 
成績評価 課題提出３回（３０％）、定期試験（７０％） 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB23321 福祉環境論 
担当教員名 ⻄村 次郎 
単位数 2 
教科書 適宜配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 幸福追求の権利、障がい者、高齢者、バリアフリー、ユニバーサルデザイン 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 少子高齢社会、介護の問題は、我々、一⼈ひとりの問題である。 

問題解決のための方策を創造して下さい。 
科目名 福祉環境論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜紹介する 
授業形態 講義 
注意備考 車椅子の擬似体験なども予定しているので、受講者の積極性を期待しています。 

見て、触れて、考えましょう。 
シラバスコード FB23321 
実務経験のある教員  
達成目標 障がい者や高齢者の課題について、それらは限定された特別なものではなく、社

会全体や一⼈ひとりの⼈間の共通課題として捉えられること。 
受講者へのコメント 福祉とは一⼈ひとりの⼈間の幸福である。福祉を単眼的に観るのではなく 

複眼的に観る、視野を持って欲しい。 
連絡先 一学舎３階 ⻄村（次）研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 学生一⼈ひとりの「生きがい感」を育むように 
努めていきたい。 

英文科目名 Welfare Environmental Science 
関連科目 健康の科学。、生涯スポーツⅡ（ヨット）では、障がいのある学生も受講できるよ

うに、ユニバーサルデザインのヨットを使っています。 
次回に向けての改善変更予定 視聴覚教材を充実させたい。 
講義目的 ⼈間尊重の視点に立ち、障がい者や高齢者の幸福追求の権利（自己実現）や生き

がい感獲得の方策について考え、一⼈ひとりの⼈間の幸せについて探求したい。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 本講義のガイダンス（福祉の目的、意義、講義概要）をする。 

2 回 幸福追求の権利と福祉ー世界⼈権宣言、日本国憲法、障がい者の権利宣言に



ついて解説する。 
3 回 生命⼒にあふれた⼈、街、社会 Ⅰについて説明する。 
4 回 生命⼒にあふれた⼈、街、社会 Ⅱについて説明する。 
5 回 バリアフリーとユニバーサルデザインについて説明する。 
6 回 福祉用具について説明する。 
7 回 心と身体 D.M.D 症について Ⅰについて説明する。 
8 回 心と身体 D.M.D 症について Ⅱについて説明する。 
9 回 動物介在療法と動物介在活動について説明する。 
10 回 動物介在活動（犬）の見学と体験をする。 
11 回 車椅子と障がい者スポーツについて説明する。 
12 回 車椅子の擬似体験を実施する。 
13 回 高齢者の心と身体 Ⅰについて解説する。 
14 回 高齢者の心と身体 Ⅱについて解説する。 
15 回 「⼈間の幸せ」について考える。 

準備学習 1 回 シラバスをよく読んで講義の全体像を把握しておくこと。 
受講者調整の可能性があるので必ず出席のこと。 
2 回 ⼈間の生涯（誕生、生、死など）、幸せについて考えておくこと。 
3 回 私たちをとりまく環境（⼈、街、社会）について考えておくこと。 
4 回 私たちをとりまく環境（⼈、街、社会）について考えておくこと。 
5 回 バリアフリー、ユニバーサルデザインについて調べておくこと。 
6 回 福祉用具について調べておくこと。 
7 回 「障害」について考えておくこと。 
8 回 「障害」について考えておくこと。 
9 回 動物介在療法について調べておくこと。 
10 回 動物介在活動について調べておくこと。 
11 回 車椅子について調べておくこと。 
12 回 道路や建物のチェックポイントの確認をしておくこと。 
13 回 老いることについて考えておくこと。 
14 回 老いることについて考えておくこと。 
15 回 自己実現の意味について考えておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB23322 
成績評価 出席とレポート、試験。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB23322 哲学 
担当教員名 山口 信夫＊ 
単位数 2 
教科書 山口信夫『疎まれし者デカルト』(世界思想社）2009 年。2310 円 
アクティブラーニング  
キーワード 哲学、フランス、デカルト、18 世紀、現代、思想史。 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 哲学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 教室で提示。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FB23322 
実務経験のある教員  
達成目標 ⼈文系の入門的テキストが一⼈で読解できるようになることを目指す。 
受講者へのコメント  
連絡先 岡山大学文学部、北キャンパス、法文第 1 号館４F. ２５１−７３９２， 

nobu@cc.okayama-u.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Philosophy 
関連科目 論理学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 思想の変遷と展開における歴史的問題の理解。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 この授業について 

2 回 デカルト哲学と現代 
3 回 デカルト哲学の基本的構造１ 
4 回 デカルト哲学の基本的構造２ 
5 回 デカルト哲学の基本的構造３ 
6 回 デカルト哲学の基本的構造４ 
7 回 デカルト哲学の基本的構造５ 
8 回 ①アカデミー・フランセーズにおけるコンクールとデカルト神話１ 



9 回 ②アカデミー・フランセーズにおけるコンクールとデカルト神話２ 
10 回 ③『デカルト伝』の作者、バーイエとデカルト神話の展開 
11 回 ④ヴォルテールのデカルト批判とデカルト神話 
12 回 ⑤デカルト対ニュートン 
13 回 ⑥演劇化されたデカルト 
14 回 ⑦フランス⾰命期におけるデカルト像 
15 回 授業のまとめ 

準備学習 1 回 これまで、哲学についてどのように考えていたかをまとめておいてくださ
い。 
2 回 事前配布の資料の予習 
3 回 事前配布の資料の予習 
4 回 事前配布の資料の予習 
5 回 事前配布の資料の予習 
6 回 事前配布の資料の予習 
7 回 事前配布の資料の予習 
8 回 教科書第 1 章の予習 
9 回 教科書第２章の予習 
10 回 教科書第３章の予習 
11 回 教科書第４章の予習 
12 回 教科書第５章の予習 
13 回 教科書第６章の予習 
14 回 教科書第７章の予習 
15 回 この授業の感想について考えてください。 

 



年度 2012 
授業コード FB23331 
成績評価 課題２回（３０％）、定期試験（７０％） 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB23331 健康の科学 
担当教員名 吉村 直樹＊ 
単位数 2 
教科書 プリント類などを適宜配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 妊娠・出産、⻘年期、生活習慣病、疾病、心身相関、欲求、適応機制、生涯スポ

ーツ 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 健康の科学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プリント類などを適宜配布する 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FB23331 
実務経験のある教員  
達成目標 ⼈間の誕生、乳幼児期、⻘年期から老年期まで、各ライフステージの特徴を理解

し、それに応じた基礎的なヘルスプロモーションができること。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Health and Physical Science 
関連科目 福祉環境論、生涯スポーツⅠ、Ⅱ、Ⅲ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 一⼈ひとりの⼈間の自己実現と深く関わっている、生涯におけるヘルスプロモー

ションについて理解し、実践していく態度を育成する。私たちをとりまく社会や
環境についても理解を深め、健康との関わりについて考える。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 健康の科学の目的と内容 

2 回 健康の定義 
3 回 ⼈類誕生と健康観の変遷 
4 回 ヒトから⼈間へ 
5 回 ⻘年期の健康 



6 回 生活習慣病（中高年以降の健康） 
7 回 疾病構造の変化 
8 回 感染症 
9 回 現在社会の健康とストレス 
10 回 心身相関（心身症） 
11 回 欲求と適応機制 
12 回 ⼈間理解Ⅰ（昔話・童話の世界から） 
13 回 ⼈間理解Ⅱ（無意識の世界） 
14 回 自然と⼈間（文明がもたらしたもの） 
15 回 生涯スポーツ（健康とスポーツ） 

準備学習 1 回 シラバスを確認し、講義の内容を把握しておくこと 
2 回 自分自身の健康観を考えておくこと 
3 回 宇宙に眼を向け、⼈類誕生を知ってみよう 
4 回 妊娠・出産の科学、乳児、幼児の成⻑の過程を調べておくこと 
5 回 思春期、⻘年期の心身の変化を調べておくこと 
6 回 ライフスタイルが健康のキーポイントになることの理解 
7 回 疾病構造が変化した内容を調べておくこと 
8 回 感染症と性感染症について調べておくこと 
9 回 社会状況が私たちにおよぼす影響について調べておくこと 
10 回 心身相関のしくみと心身症の疾病について調べておくこと 
11 回 適応機制の種類を調べておくこと 
12 回 昔話・童話を調べて読んでおくこと（グリム童話、イソップ童話、⺠話な
ど） 
13 回 心とは何か、調べておくこと 
14 回 文明が⼈間にもたらしたもの。自然の偉大さについて考えておくこと 
15 回 生涯スポーツについて調べておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FB23332 
成績評価 課題２回（３０％）、定期試験（７０％） 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB23332 健康の科学 
担当教員名 吉村 直樹＊ 
単位数 2 
教科書 プリント類などを適宜配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 妊娠・出産、⻘年期、生活習慣病、疾病、心身相関、欲求、適応機制、生涯スポ

ーツ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 健康の科学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プリント類などを適宜配布する 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FB23332 
実務経験のある教員  
達成目標 ⼈間の誕生、乳幼児期、⻘年期から老年期まで、各ライフステージの特徴を理解

し、それに応じた基礎的なヘルスプロモーションができること。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Health and Physical Science 
関連科目 福祉環境論、生涯スポーツⅠ、Ⅱ、Ⅲ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 一⼈ひとりの⼈間の自己実現と深く関わっている、生涯におけるヘルスプロモー

ションについて理解し、実践していく態度を育成する。私たちをとりまく社会や
環境についても理解を深め、健康との関わりについて考える。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 健康の科学の目的と内容 

2 回 健康の定義 
3 回 ⼈類誕生と健康観の変遷 
4 回 ヒトから⼈間へ 
5 回 ⻘年期の健康 



6 回 生活習慣病（中高年以降の健康） 
7 回 疾病構造の変化 
8 回 感染症 
9 回 現在社会の健康とストレス 
10 回 心身相関（心身症） 
11 回 欲求と適応機制 
12 回 ⼈間理解Ⅰ（昔話・童話の世界から） 
13 回 ⼈間理解Ⅱ（無意識の世界） 
14 回 自然と⼈間（文明がもたらしたもの） 
15 回 生涯スポーツ（健康とスポーツ） 

準備学習 1 回 シラバスを確認し、講義の内容を把握しておくこと 
2 回 自分自身の健康観を考えておくこと 
3 回 宇宙に眼を向け、⼈類誕生を知ってみよう 
4 回 妊娠・出産の科学、乳児、幼児の成⻑の過程を調べておくこと 
5 回 思春期、⻘年期の心身の変化を調べておくこと 
6 回 ライフスタイルが健康のキーポイントになることの理解 
7 回 疾病構造が変化した内容を調べておくこと 
8 回 感染症と性感染症について調べておくこと 
9 回 社会状況が私たちにおよぼす影響について調べておくこと 
10 回 心身相関のしくみと心身症の疾病について調べておくこと 
11 回 適応機制の種類を調べておくこと 
12 回 昔話・童話を調べて読んでおくこと（グリム童話、イソップ童話、⺠話な
ど） 
13 回 心とは何か、調べておくこと 
14 回 文明が⼈間にもたらしたもの。自然の偉大さについて考えておくこと 
15 回 生涯スポーツについて調べておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FB23341 
成績評価 中間試験(40%)、定期試験(60%)により成績を評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB23341 論理学 
担当教員名 中島 聰 
単位数 2 
教科書 論理学/中島 聰/ふくろう出版 
アクティブラーニング  
キーワード ⻄洋論理学の歴史 概念・命題・推理 論理的推論の形態と技法 自然言語の記

号処理 論理式の真偽計算 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 理解し易いように説明にもう少し工夫をして欲しい、という⼈が 10%ほどいま

した。自分で予習・復習しておくことが、講義の理解の前提になります。是非毎
週やってください。 
また声が聞き取りにくいという意見もありました。後ろのほうに座る受講生が多
く、なかには私語する者もいて、周りの⼈たちが困っているという話も聞いてい
ます。このような授業態度の者には厳しく注意・指導を引き続きしていくつもり
です。 

科目名 論理学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 教科書巻末に掲載した参考文献を参照してください。 
授業形態 講義 
注意備考 論理学はその内容が文系理系の両分野にわたる学問です。学習成果を確実に積み

上げていくには復習が大切です。毎週講義の後は必ず復習をして、不明な箇所は
次週にでも質問してください。理解できるまで指導します。 

シラバスコード FB23341 
実務経験のある教員  
達成目標 1)各論理学の基礎的な事項について正確な理解ができること。  

2)初級的な推論の問題演習を通して、その技法を習得すること。  
3)社会生活上での問題解決能⼒や幅広い場でのコミュニケーション能⼒が展開
ができるようになること。 

受講者へのコメント この論理学は理系の色彩も強い科目なので復習が大事です。教科書をよく理解し
て受講するようにしてください。 

連絡先 21 号館 7 階 中島(聰)研究室 086−256−9630  nakashima@soci.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 宿題として指示した課題へ積極的に取り組んだ⼈が多く、それが試験の結果につ
ながっていると思います。この分野への理解・興味関心が深まった⼈が 75%もあ
ったことは満足しています。 



英文科目名 Logic 
関連科目 基礎科目なので、B2 群科目には特に関連した科目はありません。講義への準備

学習と復習の徹底が大切です。 
次回に向けての改善変更予定 文系・理系にまたがった色彩の強い科目です。内容のレベルも高めになり、範囲

が多岐に渡るため、もう少しゆっくりと、分かりやすく説明することに心がけた
いと思っています。 

講義目的 伝統的論理学、帰納論理学、命題論理学、述語論理学という⻄洋の代表的な四つ
の論理学を取り上げ、各々の論理学の基礎的な事項を学習します。おそらく論理
学は大学で初めて学習する科目でしょう。論理学は根本的・形式的な学問です。
基礎的な知識・技法をしっかり学習することで、社会生活上での問題解決能⼒や
言語表現⼒・プレゼンテーション等のコミュニケーション能⼒の上達も可能とな
ります。このように論理学の基礎的な学習とその応用・展開を目的としています。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。序論として、論理学の定義・その学問的な特徴・論理

的な推論の形態について説明する。 
2 回 ⻄洋の論理学の歴史を解説する。 
3 回 伝統的論理学(1) 名辞(概念)の意味と種類、外延と内包、定義について説
明する。 
4 回 伝統的論理学(2) 命題(判断)の性質・種類・標準形式、周延不周延につい
て説明する。 
5 回 伝統的論理学(3) 直接推理の性質、種類として対当推理・変形推理につい
て説明する。 
6 回 伝統的論理学(4) 間接推理のうち、定言的三段論法の形式・要素、格式の
基本形について説明する。 
7 回 中間試験とその解説をする。 
8 回 帰納論理学(1) 帰納法の性質・種類、ミルの五つの実験的探求の方法につ
いて説明する。 
9 回 帰納論理学(2) パースのアブダクション(仮説形成推理)の論理形式・性質・
特徴を説明する。 
10 回 帰納論理学(3) デューイの道具主義と探求の五つの論理過程を説明する。 
11 回 命題論理学(1) 命題論理学の基本と論理式作成の手順を解説する。 
12 回 命題論理学(2) 真理値分析、つまり命題論理式の真偽計算の方法を三つ
説明する。 
13 回 命題論理学(3) 三つの命題形式の性質・特徴と真偽計算の方法(恒真性テ
スト・恒偽性テスト)を説明する。 
14 回 述語論理学(1) 述語論理学の基本的立場と量化式の作成の方法を解説す
る。 
15 回 述語論理学(2) 解釈の意味と妥当式の真偽判定の方法(妥当性テスト・矛
盾性テスト)を説明する。 

準備学習 1 回 授業内容の全体を、シラバスで確認しておくこと。 
2 回 教科書第一部「⻄洋論理学の思想史的背景」を読み、⻄洋論理学の歴史の概
略を把握しておくこと。 



3 回 教科書第二部「名辞」を読み、名辞(概念)の意味、外延と内包、種類、定義
について理解しておくこと。 
4 回 教科書第二部「命題」を読み、命題(判断)の性質、種類と標準形式、周延不
周延について理解しておくこと。 
5 回 教科書第二部「直接推理」を読み、推理の性質、その種類として対当推理・
変形推理について理解しておくこと。 
6 回 教科書第二部「間接推理」を読み、定言的三段論法の形式・要素、格式の基
本形について理解しておくこと。 
7 回 第 1 回から第 6 回までの内容をよく復習しておくこと。 
8 回 教科書第二部「帰納法」を読み、帰納法の性質・種類、ミルの実験的探求の
方法について理解してくこと。 
9 回 教科書第二部「仮説形成推理と探求の論理」を読み、パースのアブダクショ
ンの性質を理解しておくこと。 
10 回 教科書第二部「仮説形成推理と探求の論理」を読み、デューイの道具主義
と探究の過程を理解しておくこと。 
11 回 教科書第二部「命題論理学の基本的事項」を踏まえ、論理式の作成手順を
理解しておくこと。 
12 回 教科書第二部「命題計算」を読み、命題論理式の真偽計算の方法を理解し
ておくこと。 
13 回 教科書第二部「恒真式・恒偽式」を読み、三種類の命題形式の性質と真偽
計算の方法を理解しておくこと。 
14 回 教科書第二部「述語と量化」を読み、述語論理学の基本的立場と量化式の
作成の方法を理解しておくこと。 
15 回 教科書第二部「妥当式 矛盾式」を読み、解釈の意味と妥当式の真偽判定
の方法を理解しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB23342 
成績評価 積極性（２０％）、ルール・マナーの遵守（２０％）、協調性（２０％）、安全への

配慮（２０％）、技術（２０％） 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB23342 生涯スポーツⅠ 
担当教員名 森 博史 
単位数 1 
教科書 教科書は使用しない。必要な場合、資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード バドミントン、バレーボール、バスケットボール、ルール、審判法、チームワー

ク 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「楽しくスポーツができてよかった」「学部や学科が違う、たくさんの⼈と仲よ

くできた」「体を動かせて楽しかった」「みんなが積極的に行動できる雰囲気でよ
かった」「自分は技術はありませんでしたが、とても楽しかった」「講義をうけて、
毎週この時間が楽しみになった」などの回答があり、講義の目的（主体的にスポ
ーツを行ったり楽しんだりすることで、生涯にわたってスポーツを実践していけ
る習慣や能⼒を育てる）が達成できている⼈が多いと実感した。 

科目名 生涯スポーツⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし。 
授業形態 実験実習 
注意備考 １回目の授業は、大学２５号館２階（トレーニングルームⅡ：柔道場）で行う。 

２回目以降は、笹ヶ瀬キャンパス（加計記念体育館・グラウンド・テニスコート）
で行う。 
受講希望者が多数の場合、⼈数調整を行う（定員６０⼈）。 

シラバスコード FB23342 
実務経験のある教員  
達成目標 ①授業における各スポーツ種目の歴史・特性・ルール・審判法等を理解すること。 

②各スポーツ種目を楽しむためのチームワーク（協⼒、助け合い）について理解
すること。 
③コミュニケーション能⼒（受講者同士がお互いに考えを伝達し合うこと）を身
に付けること。 

受講者へのコメント 生活習慣の一部として継続される“生涯スポーツが”、健康的ライフスタイルの形
成とＱＯＬ（Quality of Life）の向上に大きな役割を果たしていることを理解し、
今後の生活に適度の身体活動（運動やスポーツ）を取り入れてもらいたい。 

連絡先 第一学舎３階 森 博史研究室 mori@dls.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 



各項目評価に対する所見 【Ｃ】総合評価 
５）この授業の目標を達成できましたか 
ほとんどの受講者が「できた」「だいたいできた」の回答であった。今後も目標が
達成できる授業にしたい。 
６）授業に対する教員の意欲が感じられましたか 
「感じられた」の回答が多かった。今後も意欲的に取り組みたい。 
７）この授業に満足しましたか 
「満足」「ほぼ満足」の回答が多かった。より満足度の高い授業を行っていきた
い。 

英文科目名 Lifelong Sports I 
関連科目 健康の科学、生涯スポーツⅡ、生涯スポーツⅢを履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 運動やスポーツが、より楽しく感じられるような講義にしたい。 
講義目的 だれでも健康で明るく、生きがいのある豊かな⼈生を送りたいと思う。そのため

のひとつの手段として、私たちはスポーツ（運動）に取り組んでいこうと考える
ものである。講義で取り上げる種目を通して、主体的にスポーツを行ったり楽し
んだりすることで、生涯にわたってスポーツを実践していける習慣や能⼒を育て
る。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の実施場所、内容・目的・受講の心得について説明する。 

2 回 施設・設備の利用方法と留意事項の説明を行った後、“体ほぐし運動”を行い
ながら、「体⼒」について説明をする。 
3 回 バドミントンの歴史、用具（ラケット、シャトル、ポール、ネット）の準備
と片付けの仕方、基本技術（ラケットの握り方、ショットの種類と打ち方、サー
ブの打ち方）の説明を行った後、練習をする。 
4 回 シングルスのルールと審判法の説明を行った後、班に分かれて練習とゲー
ムをする。 
5 回 ダブルスのルールと審判法の説明を行った後、班に分かれて練習とゲーム
をする。 
6 回 選択種目（ソフトボール、テニス）の説明を行った後、種目別に分かれて練
習とゲームをする。 
7 回 バレーボール（６⼈制）の歴史、用具（ボール、ポール、ネット、得点板）
の準備と片付けの仕方、基本技術（オーバーハンドパス、アンダーハンドパス、
サーブ、スパイク）を説明を行った後、班に分かれて練習をする。 
8 回 バレーボール（６⼈制）のルールと審判法の説明を行った後、班に分かれて
練習とゲームをする。 
9 回 バレーボール（６⼈制）のチームワークと戦術について説明を行った後、班
に分かれて練習とゲームをする。 
10 回 選択種目（フットサル、卓球）の説明を行った後、種目別に分かれて練習
とゲームをする。 
11 回 バスケットボールの歴史、用具（ボール、得点板）の準備と片付けの仕方、
基本技術（ドリブル、シュート、パス）の説明を行った後、班に分かれて練習を
する。 



12 回 バスケットボールのルールと審判法、オフェンス（攻撃）とディフェンス
（防御）について説明を行った後、班に分かれて練習とゲームをする。 
13 回 バスケットボールのチームワークと戦術について説明を行った後、班に分
かれて練習とゲームをする。 
14 回 選択種目（ソフトボール、テニス、フットサル、卓球）の説明を行った後、
種目別に分かれて練習とゲームをする。 
15 回 選択種目（バドミントン、バレーボール、バスケットボール）別に分かれ
て練習とゲームをする。 
講義全体のまとめをする。 

準備学習 1 回 授業内容の確認。次回授業までに「体⼒」について予習を行うこと。 
2 回 次回授業までに、バドミントンの用具や基本技術について予習を行うこと。 
3 回 「体⼒」について復習を行うこと。次回の授業までに、バドミントンのシン
グルスについて予習を行うこと。 
4 回 バドミントンの基本技術（ラケットの振り方、ショットの種類と打ち方、サ
ーブの打ち方）について復習を行うこと。次回授業までに、バドミントンのダブ
ルスについて予習を行うこと。 
5 回 シングルスについて復習を行うこと。次回授業までに、ソフトボールとテニ
スについて予習を行うこと。 
6 回 ダブルスについて復習を行うこと。次回授業までに、バレーボール（６⼈
制）の歴史、用具、基本技術について予習を行うこと。 
7 回 選択種目（ソフトボール、テニス）について復習を行うこと。次回授業まで
に、バレーボール（６⼈制）のルールと審判法について予習を行うこと。 
8 回 バレーボール（６⼈制）について復習を行うこと。次回授業までに、バレー
ボール（団体種目のゲーム）を楽しむために必要なチームワーク（協⼒と助け合
いの方法）について予習を行うこと。 
9 回 バレーボール（６⼈制）のルールと審判法について復習を行うこと。次回授
業までに、フットサル、卓球について予習を行うこと。 
10 回 バレーボールに必要なチームワークについて復習を行うこと。次回授業ま
でに、バスケットボールの歴史、用具、基本技術について予習を行うこと。 
11 回 選択種目（フットサル、卓球）について復習を行うこと。次回授業までに、
バスケットボールのルールと審判法について予習を行うこと。 
12 回 バスケットボールについて復習を行うこと。次回授業までに、バスケット
ボール（団体種目のゲーム）を楽しむために必要なチームワーク（協⼒と助け合
いの方法）について予習を行うこと。 
13 回 バスケットボールのルールと審判法について復習を行うこと。次回授業ま
でに、ソフトボール、テニス、フットサル、卓球について復習と予習を行うこと。 
14 回 バスケットボールに必要なチームワークについて復習を行うこと。次回授
業までに、バドミントン、バレーボール、バスケットボールについて復習と予習
を行うこと。 
15 回 選択種目（ソフトボール、テニス、フットサル、卓球）について復習を行
うこと。生涯にわたって主体的にスポーツを行ったり楽しんだりするために必要
な事柄をまとめ、生涯スポーツの意義と役割について予習を行うことが望まし



い。 
 



年度 2012 
授業コード FB23511 
成績評価 課題発表、討論への参加状況（５０％）、定期試験（５０％） 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(11〜12),生物地球学部(11〜12) 
見出し FB23511 教養演習 
担当教員名 ⻄村 次郎 
単位数 2 
教科書 適宜配布する 
アクティブラーニング  
キーワード チクセントミハイ、マスロー、エリクソン、高次動機、⼈間性の最高価値 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 幅広い教養によって、専門性を深めることができます。 

「生きることは学ぶこと」です。主体的な学びを継続して下さい。 
科目名 教養演習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 演習 
注意備考 少⼈数（３０名程度）クラス 
シラバスコード FB23511 
実務経験のある教員  
達成目標 チクセントミハイの「楽しむということ」やマスローの「至高経験」、「創造的⼈

間」について理解する。日本文化や異文化についても理解を深める。 
受講者へのコメント 主体的な「学び」の本質的な意味について考え、自分自身の納得のいく 

価値観を確立して欲しい。 
連絡先 一学舎３階 ⻄村（次）研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 アカデミックスキルを応用、発展させ「⼈間⼒」の育成につながるように 
努めたい。 

英文科目名 Seminar on Liberal Arts 
関連科目 福祉環境論 
次回に向けての改善変更予定 学生主体のプレゼンテーションを活性化したい。 
講義目的 ⼈生の一回性を認識し、既存の枠組みにとらわれず、一⼈ひとりの⼈間がよりよ

く生きていくための手がかりを考える。自己存在を明確にし、自己形成をはかる。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス（講義概要、目的など） 

2 回 ⼈生と「楽しむということ」について考える。 
ライフステージの特徴と生老病死について考える。 
3 回 ⼈生と「楽しむということ」について考える。 



自己実現と至高経験について説明する。 
4 回 ⼈生と楽しむということについて考える。 
チクセントミハイの「楽しむということ」とマスローの「創造的⼈間」について
考える。 
5 回 課題発表をする。 
6 回 課題発表をする。 
7 回 ⼈間理解について考える。 
性格と⼈格について説明する。 
8 回 ⼈間理解について考える。 
性格検査をおこなう。適応と不適応、アスペルガー、自閉症、多動性について説
明する。 
9 回 ⼈間理解について考える。 
「単眼的に観る」ことと「複眼的に観る」ことについて考える。 
10 回 課題発表をする。 
11 回 アイデンティティーについて考える。 
12 回 アイデンティティーの心理学を解説する。 
日本文化の特徴について考える。 
13 回 異文化理解について考える。 
14 回 課題発表をする。 
15 回 課題発表をする。 

準備学習 1 回 シラバスを見て講義内容を把握しておくこと。 
2 回 チクセントミハイの「楽しむということ」を読んでおくこと。 
3 回 チクセントミハイの「楽しむということ」を読んでおくこと。 
4 回 チクセントミハイの「楽しむということ」を読んでおくこと。 
マスローの「創造的⼈間」について考えておくこと。 
5 回 課題発表の準備をしておくこと。 
6 回 課題発表の準備をしておくこと。 
7 回 性格と⼈格について調べておくこと。 
8 回 性格検査について調べておくこと。 
9 回 ⼈間理解について考えておくこと。 
10 回 課題発表の準備をしておくこと。 
11 回 アイデンティティーについて考えておくこと。 
12 回 日本文化の特徴について調べておくこと。 
13 回 異文化理解について考えておくこと。 
14 回 課題発表の準備をしておくこと。 
15 回 課題発表の準備をしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB23512 
成績評価 定期テスト（80％）課題提出（20％） 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 工学部(11〜12),総合情報学部(11〜12) 
見出し FB23512 企業と⼈間 
担当教員名 榎原 宥＊ 
単位数 2 
教科書 使用しない。講義中にレジメを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 石の上にも三年、キャリア・アンカー、マーケティング 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特記事項なし。 
科目名 企業と⼈間 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要あれば、講義中に適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 マーケティングの SWQT 分析演習では、グループ活動を予定しているので、チ

ームワークの成果を最大にするために、特にこの講義期間には、受講者の全員参
加を強く希望します。 

シラバスコード FB23512 
実務経験のある教員  
達成目標 自分達が今置かれている就職状況を理解し、組織の中で発揮出来うる自分の強さ

を棚卸し、何処に出しても恥ずかしくない自分（能⼒）を見つけ出すこと。マー
ケティングの基礎知識を身に付けること。 

受講者へのコメント 講義の成否の第一義的責任は、講師にあることは言うまでもないが、特に、この
講義では、講師と受講生のコミュニケーションが、講義内容をより有意義なもの
にする。授業に集中するとともに、講義内容に対する疑問、質問を積極的に講師
に投げかけて欲しい。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ｢この授業を受けてよかった点｣の項目で、｢この分野の理解が深まった、興味、関
心が高まった｣という結果が得られたかが、講師の関心事である。実際の就職ま
では、まだ時間のある受講生も多いが、出来るだけ早い段階から準備ができるよ
うに、企業関連の役立つ情報を伝えたい。その結果、働くことへのモチベーショ
ンが高まることを期待する。 

英文科目名 Industry and Humans 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 up-to-date な就職、企業情報を適宜提供することに心掛ける。 



講義目的 東日本大震災、欧州金融・財政危機と、企業を取り巻く環境は、刻々としかもス
ピードをもって変化し続けています。また、今春の大学新卒者就職内定率は就職
氷河期と言われた時期をも下回る厳しい状況が続いています。このような時期だ
からこそ、この講義では、働くことの意義や、就職戦線を勝ち抜く個々⼈の強さ
を見つける作業をし、更に、組織の中で個々⼈を生かす手段としてのマーケティ
ングの基礎知識と、その分析手法を学びます。企業から求められる⼈材となれる
よう事前の準備をしておきましょう。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 働くことの意義、企業経験紹介、就職戦線の現状を説明する。 

2 回 組織と個⼈（１） ― 求められる⼈材について解説する。 
3 回 組織と個⼈（２） ― SPI、キャリアー・アンカーについて解説する。 
4 回 組織と個⼈（３） ― スペシャリストか、ジェネラリストか、野球脳かサ
ッカー脳について解説する。 
5 回 マーケティング（１） ― 組織の中で個⼈を輝かすものとして、マーケテ
ィングの重要性について解説する。 
6 回 組織と個⼈（４） ― 組織に身を置いてみることの意義、組織の持つ意味
合いについて解説する。 
7 回 マーケティング（２） ― マーケティングの基礎知識を説明する。。 
8 回 マーケティング（３） ― マーケティング分析手法の SWOT 分析につい
て解説する。 
9 回 マーケティング（４） ― 外部環境要因分析を中心として、SWOT 分析
の演習（１）をする。 
10 回 マーケティング（５） ― 前回に引き続き、SWOT 分析の演習（２）を
する。 
11 回 組織と個⼈（５） ― アメリカ式求職方法、⼈材の流動性について解説
する。 
12 回 組織と個⼈（６） ― 正社員か非正社員か、働き方の功罪について解説
する。 
13 回 マーケティング（６） ― 前回までの演習（１）、（２）を踏まえ、産学
協同の種を探す為に、SWOT 分析の演習（３）をする。 
14 回 マーケティング（７） ― SWQT 分析演習纏め、発表をする。 
15 回 講義の総括をする。 

準備学習 1 回 シラバスを読み、授業内容を把握しておくこと。 
2 回 大学新卒者の採用に当り､企業が重視する採用基準は何か、を考えておくこ
と。 
3 回 君は何が得意で、何が不得意か、を考えておくこと。 
4 回 将来、どのような職種で働きたいか、イメージしておくこと。 
5 回 ｢マーケティング｣という言葉から何をイメージするか、を考えておくこと。 
6 回 君達の関係者（親兄弟等）の勤務先の組織を聞いておくこと。 
7 回 第 5 回講義内容の復習をしておくこと。 
8 回 SWOT とはある英語の頭文字だが、それぞれ何の頭文字か推測しておくこ
と。 



9 回 後日の指示に従うこと。 
10 回 後日の指示に従うこと。 
12 回 非正規雇用が増大している背景を今一度考えておくこと。 
13 回 演習の進捗具合による。後日の指示に従うこと。 
14 回 演習の進捗具合による。後日の指示に従うこと。 
15 回 今までの講義での疑問、質問を纏めておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB23521 
成績評価 定期テスト（80％）課題提出（20％） 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(11〜12),生物地球学部(11〜12) 
見出し FB23521 企業と⼈間 
担当教員名 榎原 宥＊ 
単位数 2 
教科書 使用しない。講義中にレジメを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 石の上にも三年、キャリア・アンカー、マーケティング 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 評価を貰った点については一層の高評価を得られるよう、足らなかった分は改善

するように努めます。、 
科目名 企業と⼈間 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要あれば、講義中に適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 マーケティングの SWQT 分析演習では、グループ活動を予定しているので、チ

ームワークの成果を最大にするために、特にこの講義期間には、受講者の全員参
加を強く希望します。 

シラバスコード FB23521 
実務経験のある教員  
達成目標 自分達が今置かれている就職状況を理解し、組織の中で発揮出来うる自分の強さ

を棚卸し、何処に出しても恥ずかしくない自分（能⼒）を見つけ出すこと。マー
ケティングの基礎知識を身に付けること。 

受講者へのコメント 授業をより有益なものにする為に、講義内容への質問をしたり、講師からの質問
に答えたりと、積極的・自主的な授業参加を期待します。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 講師にとって、重要な評価項目は、この授業を受けて良かったかどうかです。そ
の意味で、「講義分野への理解が深まった」「この分野への興味、関心が高まった」
という学生の比率が大きくなるよう、情報提供に努めます。その結果、受講生の、
働くことへのモティベーションが高まることを期待しています。 

英文科目名 Industry and Humans 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 講義の基本計画の修正はありませんが、リアルタイムの企業関連情報を提供し

て、講義内容の充実に努めます。 
講義目的 東日本大震災、欧州金融・財政危機と、企業を取り巻く環境は、刻々としかもス



ピードをもって変化し続けています。また、今春の大学新卒者就職内定率は就職
氷河期と言われた時期をも下回る厳しい状況が続いています。このような時期だ
からこそ、この講義では、働くことの意義や、就職戦線を勝ち抜く個々⼈の強さ
を見つける作業をし、更に、組織の中で個々⼈を生かす手段としてのマーケティ
ングの基礎知識と、その分析手法を学びます。企業から求められる⼈材となれる
よう事前の準備をしておきましょう。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 働くことの意義、企業経験紹介、就職戦線の現状を説明する。 

2 回 組織と個⼈（１） ― 求められる⼈材について解説する。 
3 回 組織と個⼈（２） ― SPI、キャリアー・アンカーについて解説する。 
4 回 組織と個⼈（３） ― スペシャリストか、ジェネラリストか、野球脳かサ
ッカー脳について解説する。 
5 回 マーケティング（１） ― 組織の中で個⼈を輝かすものとして、マーケテ
ィングの重要性について解説する。 
6 回 組織と個⼈（４） ― 組織に身を置いてみることの意義、組織の持つ意味
合いについて解説する。 
7 回 マーケティング（２） ― マーケティングの基礎知識を説明する。。 
8 回 マーケティング（３） ― マーケティング分析手法の SWOT 分析につい
て解説する。 
9 回 マーケティング（４） ― 外部環境要因分析を中心として、SWOT 分析
の演習（１）をする。 
10 回 マーケティング（５） ― 前回に引き続き、SWOT 分析の演習（２）を
する。 
11 回 組織と個⼈（５） ― アメリカ式求職方法、⼈材の流動性について解説
する。 
12 回 組織と個⼈（６） ― 正社員か非正社員か、働き方の功罪について解説
する。 
13 回 マーケティング（６） ― 前回までの演習（１）、（２）を踏まえ、産学
協同の種を探す為に、SWOT 分析の演習（３）をする。 
14 回 マーケティング（７） ― SWQT 分析演習纏め、発表をする。 
15 回 講義の総括をする。 

準備学習 1 回 シラバスを読み、授業内容を把握しておくこと。 
2 回 大学新卒者の採用に当り､企業が重視する採用基準は何か、を考えておくこ
と。 
3 回 君は何が得意で、何が不得意か、を考えておくこと。 
4 回 将来、どのような職種で働きたいか、イメージしておくこと。 
5 回 ｢マーケティング｣という言葉から何をイメージするか、を考えておくこと。 
6 回 君達の関係者（親兄弟等）の勤務先の組織を聞いておくこと。 
7 回 第 5 回講義内容の復習をしておくこと。 
8 回 SWOT とはある英語の頭文字だが、それぞれ何の頭文字か推測しておくこ
と。 
9 回 後日の指示に従うこと。 



10 回 後日の指示に従うこと。 
12 回 非正規雇用が増大している背景を今一度考えておくこと。 
13 回 演習の進捗具合による。後日の指示に従うこと。 
14 回 演習の進捗具合による。後日の指示に従うこと。 
15 回 今までの講義での疑問、質問を纏めておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB23522 
成績評価 定期試験（100％） 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB23522 社会心理学 
担当教員名 三島 勝正 
単位数 2 
教科書 心理学概説／稲⽥準子、細⽥和雅、松本卓三（編）／ナカニシヤ出版 
アクティブラーニング  
キーワード 対⼈行動、コミュニケーション 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 社会に対する視野が広がったという感想がありましたが、多くの学生に社会心理

学という学問のおもしろさに気づいてほしいものです。 
科目名 社会心理学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 学んだことを自分の問題としてもとらえ、平素からよく考えていくことを望む。 

受講希望者が多数の場合、⼈数制限をすることがある。 
シラバスコード FB23522 
実務経験のある教員  
達成目標 対⼈行動、コミュニケーションについての基本的な知識を理解し、説明できるこ

と。 
受講者へのコメント 学んだことを自分の問題としてもとらえ、平素からよく考えていくことを望んで

います。 
連絡先 第一学舎３階 三島研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業に対する私の意欲は伝わっているようですので、この調子で頑張りましょ
う。 

英文科目名 Social Psychology 
関連科目 心理学 
次回に向けての改善変更予定 特にありません 。 
講義目的 現代社会心理学が明らかにした⼈間の社会的行動に関する研究成果を、特定の学

派や立場にかたよらないように体系化して概説する。そして、社会心理学に関す
る基本的な知識を理解させ、よりよい⼈間性の育成を目指す。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス。講義の進め方を説明する。 

2 回 社会心理学とは何かについて説明する。 



3 回 社会的行動の動機（１） 社会的行動について説明する。 
4 回 社会的行動の動機（２） 達成動機について説明する。 
5 回 社会的行動の動機（３） 親和動機について説明する。 
6 回 社会的行動の動機（４） 社会化について説明する。 
7 回 社会的行動の動機（５） 社会化について説明する。 
8 回 対⼈認知（１） 対⼈認知の諸側面について説明する。 
9 回 対⼈認知（２） 感情の認知について説明する。 
10 回 対⼈認知（３） パーソナリティの認知について説明する。 
11 回 対⼈関係（１） 対⼈交渉について説明する。 
12 回 対⼈関係（２） 対⼈魅⼒について説明する。 
13 回 対⼈関係（３） 攻撃と援助について説明する。 
14 回 社会的態度について説明する。 
15 回 コミュニケーションについて説明する。 

準備学習 1 回 シラバスを読んで、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
3 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
4 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
5 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
6 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
7 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
8 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
9 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
10 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
11 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
12 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
13 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
14 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
15 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB23531 
成績評価 定期試験（100％） 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB23531 心理学 
担当教員名 三島 勝正 
単位数 2 
教科書 心理学概説／稲⽥準子、細⽥和雅、松本卓三（編）／ナカニシヤ出版 
アクティブラーニング  
キーワード 心理学の歴史と方法、動機、感情、パーソナリティ 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 心理学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 学んだことを自分の問題としてもとらえ、平素からよく考えていくことを望む。 

受講希望者が多数の場合、⼈数制限をすることがある。 
シラバスコード FB23531 
実務経験のある教員  
達成目標 心理学の歴史と方法、動機、感情、パーソナリティについての基本的な知識を理

解し、説明できること。 
受講者へのコメント  
連絡先 第一学舎３階 三島研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Psychology 
関連科目 社会心理学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 現代心理学が明らかにした⼈間の行動の仕組に関する研究成果を、特定の学派や

立場にかたよらないように体系化して概説する。そして、心理学に関する基本的
な知識を理解させ、よりよい⼈間性の育成を目指す。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス。講義の進め方を説明する。 

2 回 心理学とは何かについて説明する。 
3 回 心理学の歴史（前半）について説明する。 
4 回 心理学の歴史（後半）について説明する。 
5 回 心理学の方法について説明する。 



6 回 動機（１） 動機づけについて説明する。 
7 回 動機（２） 動機の分類について説明する。 
8 回 動機（３） １次的動機について説明する。 
9 回 動機（４） １次的動機について説明する。 
10 回 感情とはについて説明する。 
11 回 感情（１） 情動の分類と発達的分化について説明する。 
12 回 感情（２） 情動の理論について説明する。 
13 回 パーソナリティとは何かについて説明する。 
14 回 パーソナリティの理論（１） 精神分析論について説明する。 
15 回 パーソナリティの理論（２） 類型論について説明する。 

準備学習 1 回 シラバスを読んで、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
3 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
4 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
5 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
6 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
7 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
8 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
9 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
10 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
11 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
12 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
13 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
14 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
15 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB23532 
成績評価 試験(100%)により成績を評価する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB23532 考古学 
担当教員名 白石 純 
単位数 2 
教科書 使用しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 考古理化学、文化財、文化財科学 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 教室が狭いという記述があったが、他の広い教室が空いていなくて迷惑をかけま

した。 
板書が汚く見えにくいとの記述があったが、今後気をつけます。 

科目名 考古学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 考古学ゼミナール／江上波夫／山川出版社：考古学の基礎知識／広瀬和雄／角川

選書 
授業形態 講義 
注意備考 なし 
シラバスコード FB23532 
実務経験のある教員  
達成目標 理系。文系を問わず、さまざまな知識、学問に応用できるように発想や資料分析

法の仕方の基礎知識を獲得することを目標とする。 
受講者へのコメント 熱心に受講していたと感じた。 
連絡先 21 号館 6F 白石研究室 086-256-9655 shiraish@big.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業満足度で不満が 3 名ほどいた。できるだけ満足できるように努⼒します。 
授業の手法では理解しやすいように工夫を加えてほしい学生が 7 名いた。理解し
やすいように改善します。 

英文科目名 Archaeology 
関連科目 なし 
次回に向けての改善変更予定 毎回、最新の情報を提供できるよう改善していきます。 
講義目的 考古学がなぜ必要であるのか。どんな学問であるのか。現代社会においてどのよ

うに役立っているのか。歴史が不得意な受講生にも理解しやすいように解説す
る。具体的には考古学における資料の分析や研究方法について解説し、考古学で
扱う分析資料の分類や基礎的な知識を理解させる。また、考古学における年代決
定法(相対年代・絶対年代)について理解させることで、考古学が⼈文学的研究法



のみでなく、自然科学的分析法によっても研究されていることを学習することを
目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 考古学がなぜ必要かについて実例を挙げながら説明する。 

2 回 考古学はどんな学問か。考古学の定義について実例を挙げながら説明する。 
3 回 考古学の研究対象・時間的範囲・地域的範囲ついて実例を挙げながら説明す
る。 
4 回 いろいろな考古学(時代・地域・宗教・その他)について実例を挙げながら説
明する。 
5 回 考古学はどのように発達したか、について実例を挙げながら説明する。 
6 回 考古学資料の種類(遺跡･遺構・遺物)について実例を挙げながら説明する。 
7 回 考古学の研究方法(型式学・一括遺物と共存関係)について実例を挙げながら
説明する。 
8 回 考古学で用いられる年代測定法(放射性炭素法・考古地磁気法・年輪年代法)
について実例を挙げながら説明する。 
9 回 旧石器時代前半について実例を挙げながら説明する。 
10 回 旧石器時代後半について実例を挙げながら説明する。 
11 回 縄文時代草創期、早期、前期について実例を挙げながら説明する。 
12 回 縄文時代中期、後期、晩期について実例を挙げながら説明する。 
13 回 弥生時代前期、中期について実例を挙げながら説明する。 
14 回 弥生時代後期について実例を挙げながら説明する。 
15 回 古墳時代について実例を挙げながら説明する。 

準備学習 シラバスを確認し、考古学の目的、定義、研究方法、年代測定、先史・原始時代
の考古学について、図書館等で調べておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB23541 
成績評価 積極性（２０％）、ルール・マナーの遵守（２０％）、協調性（２０％）、安全への

配慮（２０％）、技術（２０％） 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB23541 生涯スポーツⅠ 
担当教員名 森 博史 
単位数 1 
教科書 教科書は使用しない。必要な場合、資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード バドミントン、バレーボール、バスケットボール、ルール、審判法、チームワー

ク 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「移動の山道を整備して欲しい」との要望について。学園の土地ではないので、

なかなか難しい問題である。 
科目名 生涯スポーツⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし。 
授業形態 実験実習 
注意備考 １回目の授業は、大学２５号館２階（トレーニングルームⅡ：柔道場）で行う。 

２回目以降は、笹ヶ瀬キャンパス（加計記念体育館・グラウンド・テニスコート）
で行う。 
受講希望者が多数の場合、⼈数調整を行う（定員６０⼈）。 

シラバスコード FB23541 
実務経験のある教員  
達成目標 ①授業における各スポーツ種目の歴史・特性・ルール・審判法等を理解すること。 

②各スポーツ種目を楽しむためのチームワーク（協⼒、助け合い）について理解
すること。 
③コミュニケーション能⼒（受講者同士がお互いに考えを伝達し合うこと）を身
に付けること。 

受講者へのコメント 学部、学科、学年、男女の枠を超えた授業に積極的に参加しスポーツ（運動）を
したことは、ルールの理解と遵守、マナー、協調性、公正、安全への配慮、コミ
ュニケーション能⼒等が養われたと思います。今後の生活に役立ててほしい。 
また、生活習慣病の予防やクオリティーオブライフ（QOL）のため、適度な運動
を生活の中に取り入れることが重要であることを理解してほしい。 

連絡先 第一学舎３階 森 博史研究室 mori@dls.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 C,総合評価 
より目標達成ができ、満足度の高い内容になるよう、意欲を持って授業をしたい。 



英文科目名 Lifelong Sports I 
関連科目 健康の科学、生涯スポーツⅡ、生涯スポーツⅢを履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 より楽しい授業にしたい。 
講義目的 だれでも健康で明るく、生きがいのある豊かな⼈生を送りたいと思う。そのため

のひとつの手段として、私たちはスポーツ（運動）に取り組んでいこうと考える
ものである。講義で取り上げる種目を通して、主体的にスポーツを行ったり楽し
んだりすることで、生涯にわたってスポーツを実践していける習慣や能⼒を育て
る。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の実施場所、内容・目的・受講の心得について説明する。 

2 回 施設・設備の利用方法と留意事項の説明を行った後、“体ほぐし運動”を行い
ながら、「体⼒」について説明をする。 
3 回 バドミントンの歴史、用具（ラケット、シャトル、ポール、ネット）の準備
と片付けの仕方、基本技術（ラケットの握り方、ショットの種類と打ち方、サー
ブの打ち方）の説明を行った後、練習をする。 
4 回 シングルスのルールと審判法の説明を行った後、班に分かれて練習とゲー
ムをする。 
5 回 ダブルスのルールと審判法の説明を行った後、班に分かれて練習とゲーム
をする。 
6 回 選択種目（ソフトボール、テニス）の説明を行った後、種目別に分かれて練
習とゲームをする。 
7 回 バレーボール（６⼈制）の歴史、用具（ボール、ポール、ネット、得点板）
の準備と片付けの仕方、基本技術（オーバーハンドパス、アンダーハンドパス、
サーブ、スパイク）を説明を行った後、班に分かれて練習をする。 
8 回 バレーボール（６⼈制）のルールと審判法の説明を行った後、班に分かれて
練習とゲームをする。 
9 回 バレーボール（６⼈制）のチームワークと戦術について説明を行った後、班
に分かれて練習とゲームをする。 
10 回 選択種目（フットサル、卓球）の説明を行った後、種目別に分かれて練習
とゲームをする。 
11 回 バスケットボールの歴史、用具（ボール、得点板）の準備と片付けの仕方、
基本技術（ドリブル、シュート、パス）の説明を行った後、班に分かれて練習を
する。 
12 回 バスケットボールのルールと審判法、オフェンス（攻撃）とディフェンス
（防御）について説明を行った後、班に分かれて練習とゲームをする。 
13 回 バスケットボールのチームワークと戦術について説明を行った後、班に分
かれて練習とゲームをする。 
14 回 選択種目（ソフトボール、テニス、フットサル、卓球）の説明を行った後、
種目別に分かれて練習とゲームをする。 
15 回 選択種目（バドミントン、バレーボール、バスケットボール）別に分かれ
て練習とゲームをする。 
講義全体のまとめをする。 



準備学習 1 回 授業内容の確認。次回授業までに「体⼒」について予習を行うこと。 
2 回 次回授業までに、バドミントンの用具や基本技術について予習を行うこと。 
3 回 「体⼒」について復習を行うこと。次回の授業までに、バドミントンのシン
グルスについて予習を行うこと。 
4 回 バドミントンの基本技術（ラケットの振り方、ショットの種類と打ち方、サ
ーブの打ち方）について復習を行うこと。次回授業までに、バドミントンのダブ
ルスについて予習を行うこと。 
5 回 シングルスについて復習を行うこと。次回授業までに、ソフトボールとテニ
スについて予習を行うこと。 
6 回 ダブルスについて復習を行うこと。次回授業までに、バレーボール（６⼈
制）の歴史、用具、基本技術について予習を行うこと。 
7 回 選択種目（ソフトボール、テニス）について復習を行うこと。次回授業まで
に、バレーボール（６⼈制）のルールと審判法について予習を行うこと。 
8 回 バレーボール（６⼈制）について復習を行うこと。次回授業までに、バレー
ボール（団体種目のゲーム）を楽しむために必要なチームワーク（協⼒と助け合
いの方法）について予習を行うこと。 
9 回 バレーボール（６⼈制）のルールと審判法について復習を行うこと。次回授
業までに、フットサル、卓球について予習を行うこと。 
10 回 バレーボールに必要なチームワークについて復習を行うこと。次回授業ま
でに、バスケットボールの歴史、用具、基本技術について予習を行うこと。 
11 回 選択種目（フットサル、卓球）について復習を行うこと。次回授業までに、
バスケットボールのルールと審判法について予習を行うこと。 
12 回 バスケットボールについて復習を行うこと。次回授業までに、バスケット
ボール（団体種目のゲーム）を楽しむために必要なチームワーク（協⼒と助け合
いの方法）について予習を行うこと。 
13 回 バスケットボールのルールと審判法について復習を行うこと。次回授業ま
でに、ソフトボール、テニス、フットサル、卓球について復習と予習を行うこと。 
14 回 バスケットボールに必要なチームワークについて復習を行うこと。次回授
業までに、バドミントン、バレーボール、バスケットボールについて復習と予習
を行うこと。 
15 回 選択種目（ソフトボール、テニス、フットサル、卓球）について復習を行
うこと。生涯にわたって主体的にスポーツを行ったり楽しんだりするために必要
な事柄をまとめ、生涯スポーツの意義と役割について予習を行うことが望まし
い。 

 



年度 2012 
授業コード FB23542 
成績評価 受講態度（30％）・試験（70％）による評価。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB23542 社会と⼈間 
担当教員名 ⽥邉 麻里子＊ 
単位数 2 
教科書 必要に応じて 指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード 情報・視野・判断・常識 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 みんなの顔を思い出しながら、嬉しく楽しく拝読しました。 

ありがとう 
科目名 社会と⼈間 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて 資料を配布する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FB23542 
実務経験のある教員  
達成目標 学士という最高学府の肩書きを持つ社会⼈・日本⼈として、常識のある判断と行

動ができるようになること。 
受講者へのコメント 講義は、主役である諸君とサポートする立場である私の共同事業です。 

諸君の目の輝きが 私の話に勢いをつけました。 
みんなのおかげで、楽しく講義を行うことができ感謝しています。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 高い評価をありがとう。 
英文科目名 Society and Human Beings 
関連科目 特になし 
次回に向けての改善変更予定 板書書きをもっと綺麗に書くようにします。 

早口になるところ、今後は 気を付けます。 
講義目的 国内・地域社会だけでなく、グローバルで総合的な観点で我々が直面する様々な

問題を捉えられるようになること。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の最終目的、各講義の概要、及び学生に期待することなどを説明する。 

2 回 社会通念・社会常識について知り、現状の自分のレベルを自覚する。 
3 回 文化論・日本⼈論について説明する。 



4 回 今、世界で何が起こっているか――日本のおかれている立場を説明する ① 
5 回 今、世界で何が起こっているか――日本のおかれている立場を説明する ② 
6 回 今、世界で何が起こっているか――日本のおかれている立場を説明する ③ 
7 回 今、世界で何が起こっているか――日本のおかれている立場を説明する ④ 
8 回 今、世界で何が起こっているか――日本のおかれている立場を説明する ⑤ 
9 回 今、世界で何が起こっているか――日本のおかれている立場を説明する ⑥ 
10 回 今、世界で何が起こっているか――日本のおかれている立場を説明する 
⑦ 
11 回 今、世界で何が起こっているか――日本のおかれている立場を説明する 
⑧ 
12 回 今、世界で何が起こっているか――日本のおかれている立場を説明する 
⑨ 
13 回 今、世界で何が起こっているか――日本のおかれている立場を説明する 
⑩ 
14 回 今、世界で何が起こっているか――日本のおかれている立場を説明する 
⑪ 
15 回 読んでおくべき書物などの紹介をする。 

準備学習 1 回 シラバスを読んで講義の全体像を把握しておくこと。 
2 回 経済新聞の経済/国際面に目を通し、名作と言われている本を読んでおくこ
と。 
3 回 経済新聞の経済/国際面に目を通し、名作と言われている本を読んでおくこ
と。 
4 回 経済新聞の経済/国際面に目を通し、名作と言われている本を読んでおくこ
と。 
5 回 経済新聞の経済/国際面に目を通し、名作と言われている本を読んでおくこ
と。 
6 回 経済新聞の経済/国際面に目を通し、名作と言われている本を読んでおくこ
と。 
7 回 経済新聞の経済/国際面に目を通し、名作と言われている本を読んでおくこ
と。 
8 回 経済新聞の経済/国際面に目を通し、名作と言われている本を読んでおくこ
と。 
9 回 経済新聞の経済/国際面に目を通し、名作と言われている本を読んでおくこ
と。 
10 回 経済新聞の経済/国際面に目を通し、名作と言われている本を読んでおく
こと。 
11 回 経済新聞の経済/国際面に目を通し、名作と言われている本を読んでおく
こと。 
12 回 経済新聞の経済/国際面に目を通し、名作と言われている本を読んでおく
こと。 
13 回 経済新聞の経済/国際面に目を通し、名作と言われている本を読んでおく
こと。 



14 回 経済新聞の経済/国際面に目を通し、名作と言われている本を読んでおく
こと。 
15 回 経済新聞の経済/国際面に目を通し、名作と言われている本を読んでおく
こと。 

 



年度 2012 
授業コード FB23551 
成績評価 課題に対する取り組み方（50％） 及び 試験（50％）の両面から総合的に評価

します。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(09〜10),工学部(09〜10),総合情報学部(09〜10) 
見出し FB23551 企業と⼈間Ⅱ 
担当教員名 ⽥邉 麻里子＊ 
単位数 2 
教科書 必要に応じて 指示します。 
アクティブラーニング  
キーワード 自主性・自立 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 コメント ありがとうございました。 

嬉しく受け止めています。 
科目名 企業と⼈間Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて 資料を配布します。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FB23551 
実務経験のある教員  
達成目標 自分の潜在能⼒や可能性に気づき自信をもつようになること。 

失敗を恐れないようになること。 
物怖じせずに、物事にぶつかっていくようになること。 

受講者へのコメント 毎回 自分で課題を探すことから始めなければならない講義でしたから、大変だ
ったと思います。 
予想以上に私の期待に応えてくれた諸君は 私の誇りです。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 講義は 私と諸君との共同作業です。 
楽しい講義ができたのは、諸君のおかげです。感謝しています。 

英文科目名 Industry and Humans II 
関連科目 ⽥邉麻里子講師の「企業と⼈間」「企業と⼈間Ⅰ」のどちらかを事前に履修してい

ることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 ディスカッションの時間をもっと多く取り入れるべきでした。 

15 回の講義では 物足りなかったかもしれません。 
講義目的 ひとことで言えば『ビジネスセンス養成講座』です。「問題発見能⼒」「分析⼒」

「プレゼンテーション⼒」「チームワーク」「リーダーシップ」などを実践的に学



びます。毎回与えられた課題やケーススタディについて、各自が考え発表するこ
とによって就職時に不可欠な自己 PR ⼒や論理的に考える⼒を強化します。受講
者各自が課題やケーススタディに取り組み自分で考えることが求められますの
で、講師から事前に資料を読んでくることや考えをまとめておくことなどの事前
学習も要求されます。少⼈数制のため、受講希望者が多数の場合は選抜します。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の最終目的、各講義の概要解説、及び学生に期待することなどを説明す

る。 
2 回 プレゼンテーション⼒を習得する ① 
3 回 プレゼンテーション⼒を習得する ② 
4 回 プレゼンテーション⼒を習得する ③ 
5 回 優れた経営者の企業戦略を分析し、彼等の仕事の仕方/モノの考え方/判断
⼒を研究する ① 
6 回 優れた経営者の企業戦略を分析し、彼等の仕事の仕方/モノの考え方/判断
⼒を研究する ② 
7 回 ケーススタディを通し、状況に応じた最前の判断とは何かを分析する。① 
8 回 ケーススタディを通し、状況に応じた最前の判断とは何かを分析する。② 
9 回 ケーススタディを通し、状況に応じた最前の判断とは何かを分析する。③ 
10 回 ケーススタディを通してリーダーシップを研究する ① 
11 回 ケーススタディを通してリーダーシップを研究する ② 
12 回 ケーススタディを通してリーダーシップを研究する ③ 
13 回 ケーススタディを通してリーダーシップを研究する ④ 
14 回 自分という商品を開発企画する。 
15 回 自分という商品のプレゼンテーションする。 

準備学習 1 回 シラバスを読んで講義の全体像を把握しておくこと。 
2 回 経済新聞に目を通しておくこと。 
3 回 経済新聞に目を通しておくこと。 
4 回 経済新聞に目を通しておくこと。 
5 回 経済新聞に目を通しておくこと。 
6 回 経済新聞に目を通しておくこと。 
7 回 経済新聞に目を通しておくこと。 
8 回 経済新聞に目を通しておくこと。 
9 回 経済新聞に目を通しておくこと。 
10 回 経済新聞に目を通しておくこと。 
11 回 経済新聞に目を通しておくこと。 
12 回 経済新聞に目を通しておくこと。 
13 回 経済新聞に目を通しておくこと。 
14 回 経済新聞に目を通しておくこと。 
15 回 経済新聞に目を通しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB23552 
成績評価 定期試験（９０％）レポート（１０％） 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB23552 福祉環境論 
担当教員名 岸本 征子＊ 
単位数 2 
教科書 「社会福祉論」 野口勝己.赤木正典他 建帛社 
アクティブラーニング  
キーワード 福祉＝幸せ・尊厳・自己実現・諸制度の原理と原則 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  講義中に数度、疑問・質問・感想等の記述が可能な出欠者カードを配布したた

め、自由記述の欄に質問事項がなかった。「教卓が板書を邪魔した」の記述につい
ては、講義中受講者の申し出により解消している。 

科目名 福祉環境論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用せず。必要に応じて参考資料を配布する。 
授業形態 講義 
注意備考 最終講義日（１５回）以降を定期試験日とする。実施日時等については講義の中

で伝える。 
シラバスコード FB23552 
実務経験のある教員  
達成目標 社会福祉（福祉６法）を全般的に理解する。特に児童福祉、高齢者福祉、障害者

福祉、公的扶助についてはより深く理解する。 
受講者へのコメント 初回の講義で目的や内容、進め方を伝えた。ほとんどの受講者がよく理解し、社

会福祉に関する興味・関心を持ってもらえたと思う。ただ、初回・２回目と欠席
している受講者は、講義を受ける心構えに多少のずれがあったようである。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講者一⼈ひとり、内容の受け止め方に違いが生じるのは当然のことである。し
かし、社会福祉分野に関心が持てたことは、将来社会で活躍するうえで多少とも
役立つと思う。 

英文科目名 Welfare Environmental Science 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  初回・2 回目欠席の受講者が数名いることから、講義の中で確認のため繰り返

し、講義目的や内容、進め方を伝えるように心がける。 
講義目的 福祉とは社会全体の中で、個⼈が保障されることである。しかし近年わが国の福

祉をとりまく環境はめまぐるしく変化している。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 福祉とは…現代と社会福祉（オリエンテーションを含む） 

2 回 福祉の制度と法律 
3 回 戦後日本の社会経済と家族の変動ー出生率、結婚・夫婦関係の変化ー 
4 回 児童福祉…子どもをとりまく社会環境の変化ー児童虐待(定義と要因）ー 
5 回 児童福祉…子どもをとりまく福祉環境の変化ー児童虐待（予防と対応）− 
6 回 児童福祉…子どもをとりまく福祉環境の変化ー少子化ー 
7 回 児童福祉…子どもをとりまく環境の変化ー非行少年ー 
8 回 高齢者福祉…高齢社会の到来。講義前半のまとめ（福祉に関する理解や疑
問、質問についてレポート作成） 
9 回 質問疑問への回答。高齢者福祉…高齢者をとりまく環境の変化−高齢者福
祉の３本柱ー 
10 回 高齢者福祉…高齢者をとりまく環境の変化ー介護保険制度ー 
11 回 障害者福祉…障害者の⼈権とノーマライゼーション 
12 回 障害者福祉…地域で共に生きるとは、自立支援とは 
13 回 障害者福祉…障害者をとりまく環境と制度 
14 回 公的扶助…生活保護制度 
15 回 社会福祉について基本理念を総体的に復習してまとめとする。（質疑を含
む） 

準備学習 1 回 福祉（社会福祉）についてイメージやその内容を具体的に説明できるか 
2 回 生活の中で福祉に関する制度や法律が身近なものとして感じられているか 
3 回 わが国が戦後、劇的な復興を遂げた印象的なものは何か 
4 回 児童に関する新聞等の記事に目をとおしておく 
5 回 新聞やテレビのニュースで児童の虐待に関する報道があれば目をとおして
おく 
6 回 少子化が社会にもたらす影響や子ども自身の成⻑に与える影響を考える 
7 回 少年非行は新聞やテレビのニュースでどのように報道されているか 
8 回 前半の講義を受けて学べたもの、感じた事、疑問に思う事は何か等まとめる 
9 回 少子化と高齢化の関連を調べておく 
10 回 地域の中で高齢者が、安心して生活できるための対応が身近でなされてい
るか 
11 回 障害とはどういうことか考えておく 
12 回 現在の地域環境で障害者の生きにくさを考える 
13 回 地域社会で共に生きていくとはどういうことか考える 
14 回 生活保護という用語とその意味は何か 
15 回 これからの生活で社会福祉が身近なものとして受け止められたか（疑問も
含む） 

 



年度 2012 
授業コード FB23562 
成績評価 積極性（２０％）、ルール・マナーの遵守（２０％）、協調性（２０％）、安全への

配慮（２０％）、技術（２０％） 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB23562 生涯スポーツⅡ(テニス) 
担当教員名 森 博史 
単位数 1 
教科書 教科書は使用しない。必要な場合、資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード グラウンドストローク、サーブ、レシーブ、ネットプレー、シングルス、ダブル

ス 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「楽しかった。ルールが分かった」「テニスが少しは上手になった（技術が上がっ

た）」「腕が痛くならなくなりました」などの回答があり、講義の目的（主体的に
スポーツを行ったり楽しんだりすることで、生涯にわたってスポーツを実践して
いける習慣や能⼒を育てる）が達成できている⼈が多いと実感した。 
また、「行きの時間がかかり、近場でできたらよい」「雨が降るとコートがボコボ
コになる場合があり、試合が出来にくかった」との回答があった。場所や設備が
十分とはいえないが、工夫して良い授業にしたい。 

科目名 生涯スポーツⅡ(テニス) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし。 
授業形態 実験実習 
注意備考 １回目の授業は大学２５号館２階（トレーニングルームⅡ：柔道場）で行う。 

２回目以降は、笹ヶ瀬キャンパスのテニスコート（雨天時は加計記念体育館）で
行う。 
受講希望者が多数の場合、⼈数調整を行う（２５⼈程度）。 

シラバスコード FB23562 
実務経験のある教員  
達成目標 ①テニスの技術（グラウンドストローク、サーブ、レシーブ、ボレー、スマッシ

ュ）を習得すること。 
②シングルス、ダブルスのゲームのルールと審判法を習得すること。 
③テニスを楽しむため、プレースタイルや戦術を考えられる能⼒を身に付けるこ
と。 
④ルールを遵守する態度やマナーを身に付けること。 

受講者へのコメント テニスは生涯スポーツに最適な種目だ。生活習慣の一部として継続される“生涯
スポーツが”、健康的ライフスタイルの形成とＱＯＬ（Quality of Life）の向上に
大きな役割を果たしていることを理解し、今後の生活に適度の身体活動（運動や
スポーツ）を取り入れてもらいたい。是非、テニスを継続してほしい。 



連絡先 第一学舎３階 森 博史研究室 mori@dls.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 【Ｃ】総合評価 ５）この授業の目標を達成できましたか ほとんどの受講者が「で
きた」「だいたいできた」の回答であった。今後も目標が達成できる授業にした
い。 ６）授業に対する教員の意欲が感じられましたか 「感じられた」の回答が
多かった。今後も意欲的に取り組みたい。 ７）この授業に満足しましたか 全員
「満足」の回答であった。より満足度の高い授業を行っていきたい。 

英文科目名 Lifelong Sports II 
関連科目 生涯スポーツⅠ、生涯スポーツⅢ、健康の科学を履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 テニスが、より楽しく感じられるような講義にしたい。 
講義目的 テニスの技術を修得すると同時に、体⼒の向上や、公正・協⼒・責任などの社会

的態度を身につけ、生涯を通じて継続的にスポーツ（運動）を実践していける習
慣や態度を育てる。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義（テニス）の実施場所、内容・目的・受講の心得、テニスの歴史、ラケ

ット、コート、シューズ、ボールについて説明をする。 
2 回 テニス場の使用方法とマナーについて説明をおこなった後、ラケットとボ
ールに慣れる練習をする。 
3 回 フォアハンドストロークのグリップ（ラケットの握り方）、スタンス（打つ
ときの足の開き具合）、インパクト（打点）、スイング（ラケットの振り方）につ
いて説明を行った後、練習をする。 
4 回 バックハンドストロークのグリップ（ラケットの握り方）、スタンス（打つ
ときの足の開き具合）、）、インパクト（打点）、スイング（ラケットの振り方）に
ついて説明を行った後、練習をする。 
5 回 グラウンドストロークで、ボールの打ち合いが続くこと（ラリーの応酬）を
目的とした簡易ゲームをする。 
6 回 サーブの打ち方（グリップ、トス、打点、入れる範囲）と、レシーブ（サー
ブを打ち返すこと）の説明を行った後、練習をする。 
7 回 サーブ・レシーブから始める、グラウンドストロークでの簡易ゲームをす
る。 
8 回 ネットプレー ： ボレー（グリップ、インパクト、ポジション、フットワー
ク）と、スマッシュ（グリップ、インパクト、フットワーク）の説明を行った後、
練習をする。 
9 回 ゲームのどのような場面で、ボレーとスマッシュが使われるかの説明を行
った後、練習をする。 
10 回 シングルスのゲーム① ： ルール、審判法の説明を行った後、ゲームをす
る。 
11 回 シングルスのゲーム② ： プレースタイル（ベースラインプレーヤ、ネッ
トプレーヤー）の説明を行った後、ゲームをする。 
12 回 ダブルスのゲーム① ： ルール、陣型（平行陣、雁行陣）の説明を行った
後、ゲームをする。 



13 回 ダブルスのゲーム② ： コンビネーションの説明を行った後、ゲームをす
る。 
14 回 シングルスのゲーム③ ： 自分のプレースタイルと戦術を考えながらゲー
ムをする。 
15 回 ダブルスのゲーム③ ： 戦術を考えながらゲームをする。講義全体のまと
めをする。 

準備学習 1 回 受業内容の確認。次回の授業までに、テニス用のシューズを用意しておくこ
と。 
2 回 テニスの歴史、ラケット、コート、シューズ、ボールについて復習を行うこ
と。次回授業までに、フォアハンドストロークについて予習を行うこと。 
3 回 ラケットでボールを打ったときのイメージトレーニングをし、復習を行う
こと。次回授業までに、バックハンドストロークについて予習を行うこと。 
4 回 フォアハンドストロークのイメージトレーニングをし、復習を行うこと。次
回授業までに、フォアハンドストロークとバックハンドストロークの予習を行う
こと。 
5 回 バックハンドストロークのイメージトレーニングをし、復習を行うこと。次
回授業までに、サーブの打ち方とレシーブについて予習を行うこと。 
6 回 グラウンドストロークでボールの打ち合いをしているイメージトレーニン
グをし、復習を行うこと。次回授業までに、サーブとレシーブについて予習を行
うこと。 
7 回 サーブの打ち方とレシーブについてイメージトレーニングをし、復習を行
うこと。次回授業までに、ネットプレー（ボレー、スマッシュ）について予習を
行うこと。 
8 回 サーブ・レシーブからグラウンドストロークにつなげるイメージトレーニ
ングをし、復習を行うこと。次回授業までに、ゲームでネットプレー（ボレー、
スマッシュ）が使われる状況の予習を行うこと。 
9 回 ネットプレー（ボレー、スマッシュ）についてイメージトレーニングをし、
復習を行うこと。次回授業までに、シングルスのルールと審判法について予習を
行うこと。 
10 回 ゲームでネットプレー（ボレー、スマッシュ）をしているイメージトレー
ニングをし、復習を行うこと。次回授業までに、ベースラインプレーヤーとネッ
トプレーヤーについて予習を行うこと。 
11 回 シングルスのゲーム（ルール、審判法）について復習を行うこと。次回授
業までに、ダブルスのルール、審判法、陣型（平行陣、雁行陣）について予習を
行うこと。 
12 回 シングルスのゲームについてイメージトレーニングをし、復習を行うこと。
次回授業までに、ダブルスのコンビネーションについて予習を行うこと。 
13 回 ダブルスのゲーム（ルール、審判法）について復習を行うこと。次回授業
までに、シングルスの戦術について予習を行うこと。 
14 回 ダブルスのゲームについてイメージトレーニングをし、復習を行うこと。
次回授業までに、ダブルスの戦術について予習を行うこと。 
15 回 プレースタイルと戦術について復習を行うこと。テニスを通して、生涯ス



ポーツの意義と役割について予習することが望ましい。 
 



年度 2012 
授業コード FB235K2 
成績評価 小テスト  30 点（10 点×３回） 

期末テスト 70 点 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB235K2 政治学 
担当教員名 松村 博行 
単位数 2 
教科書 はじめて出会う政治学第３版／北山俊哉他／有斐閣アルマ／2009 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 政治学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業内で適宜紹介する 
授業形態 講義 
注意備考 担当教員は、学習者たる皆さんに最大限の敬意をもって講義を行います。受講生

の皆さんも、学習者としての自負と責務をしっかりと認識して講義に臨んで下さ
い。とりわけ、他の受講生の妨害になる振る舞いについては厳しく対処します。 

シラバスコード FB235K2 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）日本の政治制度の概要を知る。 

（２）政治参加の方法について学ぶ。 
（３）国際社会における日本の果たすべき役割などについて、自己との関わりの
なかから考える。 

受講者へのコメント  
連絡先 松村研究室（21 号館 7 階） 

yuki-mat@soci.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Political Science 
関連科目 政治学、行政学、日本国憲法論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 皆さんの多くは「政治」という言葉を聞くと、国会議員や官僚たちが織りなす、

何やら遠い世界の話のようにイメージしていることと思います。しかし私たちの
日々の暮らしのなかには、実は政治とつながるさまざまな出来事が潜んでいま
す。 



この講義は、そうしたわれわれの身の回りのできごとを切り口に、私たちを取り
巻く、そして私たちが構成する「政治」とはどのようなものなのかを学びます。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンスとして講義の進め方を説明する。また政治にかかわる時事的な

トピックスを紹介しながら政治、あるいは政治学のイメージを概説する。 
2 回 １章「組織された集団」。自らの利益実現を目指して政治や行政に働きかけ
る利益集団の機能や問題点について説明する。 
3 回 ２章「官と⺠の関係」。「市場の失敗」と「政府の失敗」について説明し、市
場経済における政府の役割の限界について説明する。 
4 回 ３章「大企業と政府」。財界とよばれる経営者集団が政治に影響を及ぼし、
自らの思い通りの政策を実現する一方、大企業にとってあまり魅⼒のない政策が
生まれるのはなぜなのか解説する。 
5 回 ４章「選挙と政治」その１。有権者がどのような基準で政治家に投票するの
か、その投票行動について説明する。 
6 回 ４章「選挙と政治」その２。日本の選挙制度と政党制の戦後史について学
び、両者の深い関係について説明する。 
●第１回小テスト 
7 回 ５章「地方分権」。なぜ今地方分権が叫ばれるのか、その理由を日本の中央
−地方関係の特徴を説明するなかから考察する。 
8 回 ６章「マスメディアと政治」。マスコミによって⼈々の政治的意識の形成や
投票行動はどのように影響されるのか、また賢くマスコミを活用する方法はどの
ようなものかについて説明する。 
9 回 ７章「国会」。日本の国会の特徴、与党と野党との関係、そして法律ができ
るまでの駆け引きについて説明する。 
10 回 ８章「内閣と総理大臣」。議院内閣制と大統領制を比較し、日本の総理大臣
にはリーダーシップが欠けると言われる原因について解説する。 
11 回 1-10 回までの復習 
●第２回小テスト 
12 回 10 章「冷戦の終わりからテロとの戦いへ」その１。第二次世界大戦後の日
本を取り巻く国際政治の歴史について概説する。 
13 回 10 章「冷戦の終わりからテロとの戦いへ」その２。戦後日本の外交政策に
ついて説明する。 
14 回 11 章「経済交渉」。なぜ日米の間に摩擦という問題が起こったのか、そし
てなぜ摩擦が沈静化したのかについて説明する。 
15 回 12 章「国境を越える政治」。経済のグローバル化が進展し、国家以外のア
クターが国際政治の舞台で大きな影響⼒を持つようになった背景と、現状につい
て解説する。 
●第 3 回小テスト 

準備学習 1 回 日本の政治に関するニュースを見ておくこと。 
2 回 テキスト第１章を読み、業界団体と呼ばれるもののイメージを構築してお
くこと。 
3 回 テキスト第２章を読み、公共財と自然独占について理解を深めておくこと。 



4 回 テキスト第３章を読み、財界の影響⼒について理解したのち、新聞やニュー
スなどから今日において財界が政治に影響を与えている事例を見つけておくこ
と。 
5 回 テキスト第４章１節を読み、政策投票がなぜ難しいのか理解しておくこと。 
6 回 テキスト第４章２節を読み、中選挙区制と小選挙区制の特徴とそれぞれの
違いについて理解をしておくこと。第 1 回小テストに向けてこれまでの講義内容
を復習しておくこと。 
7 回 テキスト第５章を読み、日本の中央−地方関係の特徴について理解してお
くこと。また新聞やニュースなどから地方分権を求める議論をみつけ、その要求
の特徴について調べておくこと。 
8 回 テキスト第６章を読み、有権者の投票行動に与えるマスメディアの影響⼒
について理解しておくこと。 
9 回 テキスト第７章を読み、日本の国会がどのように運営されているのかを理
解しておくこと。 
10 回 テキスト第８章を読み、議院内閣制について理解しておくこと。 
11 回 小テストに備え、第７回から１０回までの講義内容を復習しておくこと。 
12 回 テキスト第 10 章１節を読み、第二次世界大戦後の国際政治の動きについ
て理解しておくこと。また「冷戦」について自分で調べておくこと。 
13 回 テキスト第 10 章２節を読み、戦後日本の外交政策について理解しておく
こと。また、吉⽥茂、日米安全保障条約について自分で調べておくこと。 
14 回 テキスト第 11 章を読み、日米貿易経済摩擦の変遷と顛末について理解し
ておくこと。 
15 回 テキスト第 12 章を読み、グローバル化という現象の意味について理解し
ておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB23711 
成績評価 定期試験（100％） 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB23711 心理学 
担当教員名 三島 勝正 
単位数 2 
教科書 心理学概説／稲⽥準子、細⽥和雅、松本卓三（編）／ナカニシヤ出版 
アクティブラーニング  
キーワード 心理学の歴史と方法、動機、感情、パーソナリティ 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 心理学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 学んだことを自分の問題としてもとらえ、平素からよく考えていくことを望む。 

受講希望者が多数の場合、⼈数制限をすることがある。 
シラバスコード FB23711 
実務経験のある教員  
達成目標 心理学の歴史と方法、動機、感情、パーソナリティについての基本的な知識を理

解し、説明できること。 
受講者へのコメント  
連絡先 第一学舎３階 三島研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Psychology 
関連科目 社会心理学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 現代心理学が明らかにした⼈間の行動の仕組に関する研究成果を、特定の学派や

立場にかたよらないように体系化して概説する。そして、心理学に関する基本的
な知識を理解させ、よりよい⼈間性の育成を目指す。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス。講義の進め方を説明する。 

2 回 心理学とは何かについて説明する。 
3 回 心理学の歴史（前半）について説明する。 
4 回 心理学の歴史（後半）について説明する。 
5 回 心理学の方法について説明する。 



6 回 動機（１） 動機づけについて説明する。 
7 回 動機（２） 動機の分類について説明する。 
8 回 動機（３） １次的動機について説明する。 
9 回 動機（４） １次的動機について説明する。 
10 回 感情とはについて説明する。 
11 回 感情（１） 情動の分類と発達的分化について説明する。 
12 回 感情（２） 情動の理論について説明する。 
13 回 パーソナリティとは何かについて説明する。 
14 回 パーソナリティの理論（１） 精神分析論について説明する。 
15 回 パーソナリティの理論（２） 類型論について説明する。 

準備学習 1 回 シラバスを読んで、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
3 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
4 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
5 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
6 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
7 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
8 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
9 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
10 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
11 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
12 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
13 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
14 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
15 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB23712 
成績評価 受講態度（30％）・試験（70％）による評価 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 工学部(11〜12),総合情報学部(11〜12) 
見出し FB23712 企業と⼈間 
担当教員名 ⽥邉 麻里子＊ 
単位数 2 
教科書 必要に応じて教示する 
アクティブラーニング  
キーワード 計画・工夫・向上心・論理的・具体的・判断 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 みんなの顔を思い出しながら、嬉しく楽しく拝読しました。 

ありがとう。 
科目名 企業と⼈間 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて資料を配布する 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FB23712 
実務経験のある教員  
達成目標 当事者意識を喚起することによって、自分では気づいていない潜在能⼒や可能性

を最大限に伸ばす。 
受講者へのコメント 講義は、主役である諸君とサポートする立場である私の共同事業です。 

諸君が真剣に課題に取り組んでくれた成果が、今回の評価につながったと思いま
す。 
私も楽しく講義を行うことができました。受講者諸君に感謝しています。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 高い評価をありがとう 
英文科目名 Industry and Humans 
関連科目 特になし 
次回に向けての改善変更予定 板書は もっと読み易く書くように努⼒します。 
講義目的 会社や経済のしくみ、組織⼈に求められる能⼒を具体的に理解する。 

より良い⼈間関係の構築や自己の能⼒を発揮するために不可欠な知識や能⼒を
習得する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の最終目的、各講義の概要、学生に期待する事柄、社会⼈としての考え

方について説明する。 



2 回 社会⼈/組織⼈に求められる能⼒、責任と義務について説明する。 
3 回 コミュニケーション⼒（伝える技術）を習得する。 
4 回 コミュニケーション⼒（相手を意識する/特定の相手にアピールする技術）
を習得する。 
5 回 コミュニケーション⼒（書く技術）を習得する。 
6 回 コミュニケーション⼒（聞き取る⼒・読み取る技術）を習得する。 
7 回 より良い⼈間関係を築くための「心のメカニズム」について説明する。 
8 回 経済のしくみ/基礎的な経済知識について説明する。 
9 回 経済のしくみ/基礎的な経済用語を説明する。 
10 回 ケーススタディに基づき、状況に応じた適切な判断について説明する。 
11 回 ケーススタディに基づき、状況に応じた適切な判断について説明する。 
12 回 ケーススタディに基づき、状況に応じた適切な判断について説明する。 
13 回 ケーススタディに基づき、状況に応じた適切な判断について説明する。 
14 回 先達の企業⼈・経営者・実業家のエピソードを通して、彼等の仕事の仕方
/考え方/生きざまを分析する。 
15 回 先達の企業⼈・経営者・実業家のエピソードを通して、彼等の仕事の仕方
/考え方/生きざまを分析する。 

準備学習 1 回 シラバスを読んで講義の全体像を把握しておくこと。 
2 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
3 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
4 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
5 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
6 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
7 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
8 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
9 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
10 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
11 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
12 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
13 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
14 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
15 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB23721 
成績評価 受講態度（30％）・試験（70％）による評価。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB23721 社会と⼈間 
担当教員名 ⽥邉 麻里子＊ 
単位数 2 
教科書 必要に応じて 指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード 情報・視野・判断・常識 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 受講者数が多く 申し訳ない。 

でも 仕方がないのよ〜。 
科目名 社会と⼈間 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて 資料を配布する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FB23721 
実務経験のある教員  
達成目標 学士という最高学府の肩書きを持つ社会⼈・日本⼈として、常識のある判断と行

動ができるようになること。 
受講者へのコメント 諸君が目を輝かして聴いてくれるのが、何よりの励みでした。 

つい 話に熱が入りました。 
楽しく講義ができたのは 諸君のおかげです！ 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講者諸君と一緒に学んだ講義でした。社会は広いようで狭く、世界の⼈々はい
ろいろな点でこれほど違っているのに、どうして同じようなことをしているので
しょう、、、、。正に、「事実は小説より奇なり」ですね。 
毎回 取り上げたいテーマが多く困りました。 

英文科目名 Society and Human Beings 
関連科目 特になし 
次回に向けての改善変更予定 板書書きは できるだけ見やすく綺麗に書くようにします。 
講義目的 国内・地域社会だけでなく、グローバルで総合的な観点で我々が直面する様々な

問題を捉えられるようになること。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の最終目的、各講義の概要、及び学生に期待することなどを説明する。 



2 回 社会通念・社会常識について知り、現状の自分のレベルを自覚する。 
3 回 日本文化論・日本⼈論について説明する。 
4 回 今、世界で何が起こっているか――日本のおかれている立場を説明する ① 
5 回 今、世界で何が起こっているか――日本のおかれている立場を説明する ② 
6 回 今、世界で何が起こっているか――日本のおかれている立場を説明する ③ 
7 回 今、世界で何が起こっているか――日本のおかれている立場を説明する ④ 
8 回 今、世界で何が起こっているか――日本のおかれている立場を説明する ⑤ 
9 回 今、世界で何が起こっているか――日本のおかれている立場を説明する ⑥ 
10 回 今、世界で何が起こっているか――日本のおかれている立場を説明する 
⑦ 
11 回 今、世界で何が起こっているか――日本のおかれている立場を説明する 
⑧ 
12 回 今、世界で何が起こっているか――日本のおかれている立場を説明する 
⑨ 
13 回 今、世界で何が起こっているか――日本のおかれている立場を説明する 
⑩ 
14 回 今、世界で何が起こっているか――日本のおかれている立場を説明する 
⑪ 
15 回 社会に出る前に読んでおくべき書物などの紹介をする。 

準備学習 1 回 シラバスを読んで講義の全体像を把握しておくこと。 
2 回 経済新聞の経済/国際面に目を通し、名作と言われている本を読んでおくこ
と。 
3 回 経済新聞の経済/国際面に目を通し、名作と言われている本を読んでおくこ
と。 
4 回 経済新聞の経済/国際面に目を通し、名作と言われている本を読んでおくこ
と。 
5 回 経済新聞の経済/国際面に目を通し、名作と言われている本を読んでおくこ
と。 
6 回 経済新聞の経済/国際面に目を通し、名作と言われている本を読んでおくこ
と。 
7 回 経済新聞の経済/国際面に目を通し、名作と言われている本を読んでおくこ
と。 
8 回 経済新聞の経済/国際面に目を通し、名作と言われている本を読んでおくこ
と。 
9 回 経済新聞の経済/国際面に目を通し、名作と言われている本を読んでおくこ
と。 
10 回 経済新聞の経済/国際面に目を通し、名作と言われている本を読んでおく
こと。 
11 回 経済新聞の経済/国際面に目を通し、名作と言われている本を読んでおく
こと。 
12 回 経済新聞の経済/国際面に目を通し、名作と言われている本を読んでおく
こと。 



13 回 経済新聞の経済/国際面に目を通し、名作と言われている本を読んでおく
こと。 
14 回 経済新聞の経済/国際面に目を通し、名作と言われている本を読んでおく
こと。 
15 回 経済新聞の経済/国際面に目を通し、名作と言われている本を読んでおく
こと。 

 



年度 2012 
授業コード FB23722 
成績評価 定期試験（100％） 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB23722 社会心理学 
担当教員名 三島 勝正 
単位数 2 
教科書 心理学概説／稲⽥準子、細⽥和雅、松本卓三（編）／ナカニシヤ出版 
アクティブラーニング  
キーワード 対⼈行動、コミュニケーション 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 とても楽しい講義だったという感想がありましたが、多くの学生に社会心理学と

いう学問のおもしろさに気づいてほしいものです。 
科目名 社会心理学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 学んだことを自分の問題としてもとらえ、平素からよく考えていくことを望む。 

受講希望者が多数の場合、⼈数制限をすることがある。 
シラバスコード FB23722 
実務経験のある教員  
達成目標 対⼈行動、コミュニケーションについての基本的な知識を理解し、説明できるこ

と。 
受講者へのコメント 学んだことを自分の問題としてもとらえ、平素からよく考えていくことを望んで

います。 
連絡先 第一学舎３階 三島研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業に対する私の意欲は伝わっているようですので、この調子で頑張りましょ
う。 

英文科目名 Social Psychology 
関連科目 心理学 
次回に向けての改善変更予定 特にありません。 
講義目的 現代社会心理学が明らかにした⼈間の社会的行動に関する研究成果を、特定の学

派や立場にかたよらないように体系化して概説する。そして、社会心理学に関す
る基本的な知識を理解させ、よりよい⼈間性の育成を目指す。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス。講義の進め方を説明する。 

2 回 社会心理学とは何かについて説明する。 



3 回 社会的行動の動機（１） 社会的行動について説明する。 
4 回 社会的行動の動機（２） 達成動機について説明する。 
5 回 社会的行動の動機（３） 親和動機について説明する。 
6 回 社会的行動の動機（４） 社会化について説明する。 
7 回 社会的行動の動機（５） 社会化について説明する。 
8 回 対⼈認知（１） 対⼈認知の諸側面について説明する。 
9 回 対⼈認知（２） 感情の認知について説明する。 
10 回 対⼈認知（３） パーソナリティの認知について説明する。 
11 回 対⼈関係（１） 対⼈交渉について説明する。 
12 回 対⼈関係（２） 対⼈魅⼒について説明する。 
13 回 対⼈関係（３） 攻撃と援助について説明する。 
14 回 社会的態度について説明する。 
15 回 コミュニケーションについて説明する。 

準備学習 1 回 シラバスを読んで、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
3 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
4 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
5 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
6 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
7 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
8 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
9 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
10 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
11 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
12 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
13 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
14 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
15 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB23731 
成績評価 積極性（２０％）、ルール・マナーの遵守（２０％）、協調性（２０％）、安全への

配慮（２０％）、技術（２０％） 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB23731 生涯スポーツⅡ(ゴルフ) 
担当教員名 森 博史 
単位数 1 
教科書 教科書は使用しない。必要な場合、資料を配付する。 
アクティブラーニング  
キーワード クラブ（アイアン、パター、ドライバー、フェアウエイウッド）、バンカー、グリ

ーン、マナー 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「ゴルフの楽しさが分かった」「ゴルフを続けていくきっかけができた」「ゴルフ

が上手くなったような気がする」「コースのラウンドが楽しかった」「また受講し
たい」の記述があり、講義のの目標が達成できたのではないかと思われる。 

科目名 生涯スポーツⅡ(ゴルフ) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし。 
授業形態 実験実習 
注意備考 １回目の授業は大学２５号館２階（トレーニングルームⅡ：柔道場）で行う。 

２回目以降は「みのるゴルフ笹ヶ瀬」で行う（実費：入場料・ボール代が必要）。
クラブは無料で貸し出す。 
受講希望者が多数の場合、⼈数調整を行う（２０⼈程度）。 

シラバスコード FB23731 
実務経験のある教員  
達成目標 ①ゴルフの基本（グリップ、スタンス、スイングなど）を習得すること。 

②ラウンドで必要なショット（ティーショット、アプローチショット、バンカー
ショット、パット）を習得すること。 
③ラウンド（コースを回る）を経験することで、ゴルフについて理解を深めるこ
と。 
④ルールを遵守する態度やマナーを身に付けること。 

受講者へのコメント 授業で習得した技術、ルール、社会的態度（マナー）を今後の生活に役立ててほ
しい。また、生涯にわたってゴルフ（スポーツ）を実践してほしい。 

連絡先 一学舎３階 森 博史研究室 mori@dls.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 C,総合評価 
より目標達成ができ、満足度の高い内容になるよう、意欲を持って授業をしたい。 



英文科目名 Lifelong Sports II 
関連科目 生涯スポーツⅠ、生涯スポーツⅢ、健康の科学 
次回に向けての改善変更予定 より楽しい授業にしたい。 
講義目的 ゴルフ競技では、最大１４本までのクラブ（ウッド、アイアン、ウェッジ、パタ

ー）が使用できる。各クラブの基礎技術を習得し、ショートコースでのラウンド
を体験する。また、ルールを理解し、重要視されるマナーについても知識を深め、
社会的態度を育てる。さらに、生涯を通じて継続的にスポーツ（運動）を実践し
ていける習慣や態度を育てる。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義（ゴルフ）の実施場所・内容・目的・受講の心得、ゴルフの歴史、クラ

ブ、シューズ、ボールについて説明する。 
2 回 練習場の利用方法とマナー、グリップ（クラブの握り方）、スタンス（打つ
ときの足の開き具合）、スイング（クラブの振り方）、ボールの位置（打点）につ
いて説明を行った後、ボールを打つことに慣れる練習をする。 
3 回 ウェッジの練習① ： スタンスと打点、スイングについて説明を行った後、
練習をする。 
4 回 ウェッジの練習② ： 打球（方向、角度、距離）を安定させるための練習を
する。 
5 回 ウェッジの練習③ ： アプローチショット（ホールにめがけて打つ寄せ打
ち）の重要性について説明を行った後、距離を設定し（３０ヤード、５０ヤード、
８０ヤード）練習をする。 
6 回 ショートアイアンの練習 ： ウェッジ・９番・８番アイアンごとのスタンス
と打点、打球（角度、飛距離）について説明を行った後、練習をする。 
7 回 パターの練習 ： グリーン上でのルールとマナー、パットの打ち方について
説明を行った後、ツーパット（２打）でホール（カップ）に入れる練習をする。 
8 回 バンカーショットの練習 ： バンカー（砂地）内でのルールとマナー、バン
カーショットの打ち方（スタンスとボールの位置、ボールのとらえ方）について
説明を行った後、練習をする。 
9 回 ミドルアイアンの練習 ： ７番・６番・５番アイアンごとのスタンスと打
点、打球（角度、飛距離）について説明を行った後、練習をする。 
10 回 ロングアイアンの練習 ： ４番・３番アイアンごとのスタンスと打点、打
球（角度、飛距離）について説明を行った後、練習をする。 
11 回 フェアウエイウッドの練習 ： フェアウエイウッドのスタンスと打点、打
球（角度、飛距離）について説明を行った後、練習をする。 
12 回 ドライバーの練習 ： ドライバーのスタンスと打点、打球（角度、飛距離）
についての説明を行った後、練習をする。 
13 回 ラウンドを想定した練習① ： ショートコースのラウンドで使用するクラ
ブ（ウエッジ〜８番アイアン、パター）の総合練習をする。 
14 回 ラウンドを想定した練習② ： ティーショット、アプローチショット、バ
ンカーショット、パットの総合練習をする。 
15 回 ショートコースでのラウンド ： コースに出たときのルールとマナー、ス
コアーカードのつけ方、組み合わせ、プレー条件について説明を行った後、ラウ



ンドをする。講義全体のまとめをする。 
準備学習 1 回 授業内容の確認。次回の授業までに、ゴルフクラブの握り方（グリップ）に

ついて予習を行うこと。 
2 回 ゴルフの歴史、クラブ、ボール、シューズについて復習を行うこと。次回授
業までに、ウェッジの種類と特性について予習を行うこと。 
3 回 練習場でのマナー、グリップ、スタンスの復習を行うこと。次回授業まで
に、ウェッジの打ち方について予習を行うこと。 
4 回 ウエッジの打ち方について復習を行うこと。次回授業までに、ウェッジでの
距離の打ち分け方の予習を行うこと。 
5 回 ウエッジの打ち方について復習を行うこと。次回授業までに、ショートアイ
アンの種類と特性について予習を行うこと。 
6 回 ウエッジでの距離の打ち分け方について復習を行うこと。次回授業までに、
グリーン上でのルールとマナー、パターの打ち方について予習を行うこと。 
7 回 ショートアイアンの種類と打ち方、飛距離について復習を行うこと。次回授
業までに、バンカー（砂地）内でのルールとマナー、バンカーショットの打ち方
について予習を行うこと。 
8 回 グリーン上のルールとマナー、パターの打ち方について復習を行うこと。次
回授業までに、ミドルアイアンの種類と特性について予習を行うこと。 
9 回 バンカー（砂地）でのルールとマナー、バンカーショットの打ち方について
復習を行うこと。次回授業までに、ロングアイアンの種類と特性について予習を
行うこと。 
10 回 ミドルアイアンの種類と打ち方、飛距離について復習を行うこと。次回授
業までに、フェアウエイウッドの種類と特性、打ち方について予習を行うこと。 
11 回 ロングアイアンの種類と打ち方、ボールの飛距離について復習を行うこと。
次回の授業までに、ドライバーの特性について予習を行うこと。 
12 回 フェアウエイウッドの種類と打ち方、飛距離について復習を行うこと。次
回授業までに、ゴルフコースについて予習を行うこと 
13 回 ドライバーの打ち方と、飛距離について復習を行うこと。次回授業までに、
ティーショット、アプローチショット、バンカーショット、パターについて予習
を行うこと。 
14 回 ショートコースのラウンドで使用する、ウエッジ〜８番アイアン、パター
の復習を行うこと。次回授業までにコースの下調べをし、ラウンドの予習を行う
こと。 
15 回 ティーショット、アプローチショット、バンカーショット、ルールとマナ
ーについて復習を行うこと。ゴルフを通して、生涯スポーツの意義と役割につい
て予習を行うことが望ましい。 

 



年度 2012 
授業コード FB23732 
成績評価 試験（100%） 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB23732 経済学 
担当教員名 （野村證券）＊ 
単位数 2 
教科書 適宜、資料をコピーして配布 
アクティブラーニング  
キーワード 金融、企業、経営 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 経済学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「証券投資の基礎」 野村證券投資情報部 編／丸善株式会社 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FB23732 
実務経験のある教員  
達成目標 経済において証券市場が果たす役割はきわめて大きいものであるが、その実態は

どのようなものかを現場の鋭い実務感覚をベースに分かりやすく解説していき
たい。証券市場と証券投資の現実を知ることは、将来の資産運用に役立つ知識を
得るだけではなく、生きた経済を肌で感じる機会に出会うことでもある。多くの
意欲的な学生諸君が受講して、自らの学問的感覚を磨いてくれることを期待して
いる。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Economics 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 直接金融への期待が高まる現在、資本市場に求められる役割とは何か。金融ビッ

グバン以降、激変する日本の資本市場の全容と投資とリスク＆リターンの考え
方、株式投資・債券投資・グローバル証券投資・分散投資の方法など実務の観点
から解説します。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス 



2 回 経済情報の捉え方 
3 回 金融資本市場の役割とその変化 
4 回 証券投資のリスク・リターン 
5 回 ポートフォリオ・マネジメント 
6 回 債券市場の役割と投資の考え方Ⅰ 
7 回 債券市場の役割と投資の考え方Ⅱ 
8 回 株式市場の役割と投資の考え方Ⅰ 
9 回 株式市場の役割と投資の考え方Ⅱ 
10 回 外国為替相場とその変動要因について 
11 回 投資信託の役割とその仕組み 
12 回 日本の株式市場史 
13 回 財務分析と企業評価について 
14 回 資本市場における投資家心理 
15 回 資産運用とライフ・プランニング 

準備学習 1 回 メディアなどを通じ経済の流れに日々関心を持っておくこと 
2 回 メディアなどを通じ経済の流れに日々関心を持っておくこと 
3 回 メディアなどを通じ経済の流れに日々関心を持っておくこと 
4 回 メディアなどを通じ経済の流れに日々関心を持っておくこと 
5 回 メディアなどを通じ経済の流れに日々関心を持っておくこと 
6 回 メディアなどを通じ経済の流れに日々関心を持っておくこと 
7 回 メディアなどを通じ経済の流れに日々関心を持っておくこと 
8 回 メディアなどを通じ経済の流れに日々関心を持っておくこと 
9 回 メディアなどを通じ経済の流れに日々関心を持っておくこと 
10 回 メディアなどを通じ経済の流れに日々関心を持っておくこと 
11 回 メディアなどを通じ経済の流れに日々関心を持っておくこと 
12 回 メディアなどを通じ経済の流れに日々関心を持っておくこと 
13 回 メディアなどを通じ経済の流れに日々関心を持っておくこと 
14 回 メディアなどを通じ経済の流れに日々関心を持っておくこと 
15 回 メディアなどを通じ経済の流れに日々関心を持っておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FB23741 
成績評価 スコアのアベレージ（８０％），態度、姿勢、技術等（２０％） 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB23741 生涯スポーツⅡ(ボウリング) 
担当教員名 吉村 直樹＊ 
単位数 1 
教科書 適宜指示する 
アクティブラーニング  
キーワード 専門の追求、技術、体⼒、健康、礼儀 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 生涯スポーツⅡ(ボウリング) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 実験実習 
注意備考 【目の講義は大学２５号館２階・トレーニングルームⅡ（柔道場）に集合のこと。】

実技場所・岡山フェアレーン（岡山市北区清心町 16-31） 有料実費定員オーバ
ーの場合⼈数制限する場合がある。 

シラバスコード FB23741 
実務経験のある教員  
達成目標 初歩から始めて専門的にボウリングを追求する事で技術⼒、⼈間性の協調、健康

増進を計る。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Lifelong Sports II 
関連科目 生涯スポーツⅠ、Ⅲ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 より深くボウリングを理解することを目的にする。専門的にボウリングに取り組

むことから生涯スポーツの糸口になればと考えている。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 生涯スポーツⅡ（ボウリング）の目的、内容、心得 

2 回 ボウリング学習の意義と性質、基本動作タイミング 
3 回 スコア・スペアのとり方３・６・９理論、⑦⑩スペアアングル 
4 回 スコア・スペアのとり方３・６・９理論、⑦⑩スペアアングル 
5 回 規格について、アドレス、スイング、スタンス、練習投球 



6 回 規格について、アドレス、スイング、スタンス、練習投球 
7 回 ３・１・２理論、リーグ戦について練習投球 
8 回 リーグ戦第１週、投球練習、リーグ戦２ゲーム 
9 回 リーグスタディング説明、練習投球、リーグ戦２ゲーム 
10 回 リーグ戦第３週、練習投球、リーグ戦２ゲーム 
11 回 リーグ戦第４週、練習投球、リーグ戦２ゲーム 
12 回 リーグ戦第５週、練習投球、リーグ戦２ゲーム 
13 回 リーグ戦第６週、練習投球、リーグ戦２ゲーム 
14 回 リーグ戦第７週、練習投球、リーグ戦２ゲーム 
15 回 リーグ戦表彰、２ゲームのハイフレーム、総括 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し講義の内容を把握しておくこと。 
2 回 ボウリングの歴史、マナー、シューズ、ボウルについて調べてみておくこ
と。 
3 回 スコアのつけ方を事前に調べてみておくこと。 
4 回 前回の講義の反省点を考えておくこと。 
5 回 アドレス、スタンス、スイングについて事前に調べイメージトレーニングを
しておくこと。 
6 回 前回の講義の反省点を考えておくこと。 
7 回 リーグ戦のやり方について調べておくこと。 
8 回 スコアアップを計る為のイメージトレーニングをしておくこと。 
9 回 前回の講義の反省をしておくこと。 
10 回 スコアアップを計る為のイメージトレーニングをしておくこと。 
11 回 今迄のアベレージスコアを出して、よりスコアを高める為の努⼒を考えて
おくこと。 
12 回 よりスコアアップを計る為のイメージトレーニングをしておくこと。 
13 回 自分の得意、不得意が何であるかを考えておくこと。 
14 回 講義の終了に向けて、今迄の反省をしておくこと。 
15 回 ボウリングスコアのアップに重要な心・技・体の充実を計るにはどのよう
にしたらよいか考えておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB23742 
成績評価 スコアのアベレージ（８０％），態度、姿勢、技術等（２０％） 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB23742 生涯スポーツⅡ(ボウリング) 
担当教員名 吉村 直樹＊ 
単位数 1 
教科書 適宜指示する 
アクティブラーニング  
キーワード 専門の追求、技術、体⼒、健康、礼儀 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生涯スポーツⅡ(ボウリング) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 実験実習 
注意備考 【目の講義は大学２５号館２階・トレーニングルームⅡ（柔道場）に集合のこと。】

実技場所・岡山フェアレーン（岡山市北区清心町 16-31） 有料実費定員オーバ
ーの場合⼈数制限する場合がある。 

シラバスコード FB23742 
実務経験のある教員  
達成目標 初歩から始めて専門的にボウリングを追求する事で技術⼒、⼈間性の協調、健康

増進を計る。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Lifelong Sports II 
関連科目 生涯スポーツⅠ、Ⅲ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 より深くボウリングを理解することを目的にする。専門的にボウリングに取り組

むことから生涯スポーツの糸口になればと考えている。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 生涯スポーツⅡ（ボウリング）の目的、内容、心得 

2 回 ボウリング学習の意義と性質、基本動作タイミング 
3 回 スコア・スペアのとり方３・６・９理論、⑦⑩スペアアングル 
4 回 スコア・スペアのとり方３・６・９理論、⑦⑩スペアアングル 
5 回 規格について、アドレス、スイング、スタンス、練習投球 



6 回 規格について、アドレス、スイング、スタンス、練習投球 
7 回 ３・１・２理論、リーグ戦について練習投球 
8 回 リーグ戦第１週、投球練習、リーグ戦２ゲーム 
9 回 リーグスタディング説明、練習投球、リーグ戦２ゲーム 
10 回 リーグ戦第３週、練習投球、リーグ戦２ゲーム 
11 回 リーグ戦第４週、練習投球、リーグ戦２ゲーム 
12 回 リーグ戦第５週、練習投球、リーグ戦２ゲーム 
13 回 リーグ戦第６週、練習投球、リーグ戦２ゲーム 
14 回 リーグ戦第７週、練習投球、リーグ戦２ゲーム 
15 回 リーグ戦表彰、２ゲームのハイフレーム、総括 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し講義の内容を把握しておくこと。 
2 回 ボウリングの歴史、マナー、シューズ、ボウルについて調べてみておくこ
と。 
3 回 スコアのつけ方を事前に調べてみておくこと。 
4 回 前回の講義の反省点を考えておくこと。 
5 回 アドレス、スタンス、スイングについて事前に調べイメージトレーニングを
しておくこと。 
6 回 前回の講義の反省点を考えておくこと。 
7 回 リーグ戦のやり方について調べておくこと。 
8 回 スコアアップを計る為のイメージトレーニングをしておくこと。 
9 回 前回の講義の反省をしておくこと。 
10 回 スコアアップを計る為のイメージトレーニングをしておくこと。 
11 回 今迄のアベレージスコアを出して、よりスコアを高める為の努⼒を考えて
おくこと。 
12 回 よりスコアアップを計る為のイメージトレーニングをしておくこと。 
13 回 自分の得意、不得意が何であるかを考えておくこと。 
14 回 講義の終了に向けて、今迄の反省をしておくこと。 
15 回 ボウリングスコアのアップに重要な心・技・体の充実を計るにはどのよう
にしたらよいか考えておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB23911 
成績評価 調査レポート(30 点)／集団討論(20 点)／定期試験(50 点) 
曜日時限 水曜日 9・10 時限 
対象クラス 理学部(04〜11),工学部(04〜11),総合情報学部(04〜11),生物地球学部(04〜11) 
見出し FB23911 科学技術倫理 
担当教員名 中⻄ 俊二 
単位数 2 
教科書 技術者の倫理入門(第４版)／杉本泰治・高城重厚／丸善 
アクティブラーニング  
キーワード 公衆優先の原則、技術者の専門性、法と倫理、説明責任、コンプライアンス 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 企業との関係を深く考えることができた、また、集団討論で発言する機会が与え

られたのはよかったとの記述は心強いものを感じた。 
科目名 科学技術倫理 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 科学技術倫理／中⻄俊二／(講義概要であり、授業で配布する)／科学技術と倫理

／石⽥三千雄他／ナカニシヤ出版 
授業形態 講義 
注意備考 基本的に毎回パワーポイントを 15 分程度使用する。また、スペースシャトル・

チャンレジャー事故については２回、コンプライアンスについては５回、それに
関するＤＶＤを各２０分程度見て科学技術倫理上の問題点を考え、その対策につ
いて自己の意見を簡単にまとめて配布用紙に記載し提出してもらう。新聞等を読
み、日々生起する社会的事象に対して科学技術倫理的問題意識と関心をもって講
義に出席すること。集団討論では、積極的に自己の意見を発表すること。 

シラバスコード FB23911 
実務経験のある教員  
達成目標 １ 技術者倫理、公衆、コンプライアンス、知的財産権などの基本概念について具

体的説明ができること。 
２ 技術者倫理が関係する事件を分析し、問題点の指摘と自己の改善策を提示で
きること。 
３ 技術者倫理・コンプライアンスに関わる DVD を見て、集団討論の中で自己
の意見を主張できること。 

受講者へのコメント [A]授業時間外の学習時間(週当たり)：「全くしなかった」が４３．８％、「３０分
程度」が２５％、「１時間程度」が３１．３％で、学生はほとんど授業以外では予
習・復習をしていないことが分かる。将来技術者等専門家になるという意識をも
って、 
積極的に授業の予習等に取り組んでもらいたい。 

連絡先 第一学舎３階研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 



各項目評価に対する所見 [B]この授業の成⻑について：「この分野への理解が深まった」が６８．８％。「こ
の分野への興味・関心が高まった」が４３．８％であった。 
科学技術倫理への理解や興味・関心が深まったと評価してくれる学生がいるの
は、大変心強いと考える。 
[C]教員の意欲：７５％が感じられたと答えてくれている。また、満足度：５０％
が満足、２５％がほぼ満足と回答している。 
まずまずの評価と考えられる。 

英文科目名 Science and Engineering Ethics 
関連科目 法学 
次回に向けての改善変更予定 [C]授業目標の達成：「できた」が２５％、「だいたいできた」が６２．５％であっ

たので、「できた」がもっと増加するように、授業の目標を授業の中で具体的事例
を通して粘り強く教えていきたい。 

講義目的 科学技術は、⼈間の活動範囲を大幅に拡大し、新しい活動の可能性を増大させた
が、一方で、ねつ造・偽造・偽装等の不正行為も生じ、責任の範囲や在り方が拡
大・変容してきた。技術者としては、公衆の安全・健康及び福利を最優先しなけ
ればならない。国内外の典型的事例を取り上げ、科学技術の時代における状況に
ふさわしい専門職としての技術者の普遍的道徳的意識の在り方及び倫理ならび
に法を考究する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションを兼ねて、科学技術倫理とは何かについて問題提起を

する。応用倫理学の一つである科学倫理学がなぜ必要なのか、倫理違反の不正行
為やモラル上の不一致の事例を取り上げて講義する。事故と安全確保のための要
素についても解説する。 
2 回 技術者と倫理の関係について講義する。技術者倫理の目的および NSPE 綱
領の倫理規程について解説する。また、技術者の使命について考えるために、「日
本海中部地震」「有珠山・三宅島噴火」「東京・埼玉 80 万⼾停電」等の事例を取
り上げることにする。さらに、フェイルセーフ、フールプルーフについても説明
する。 
3 回 組織の中の一⼈の⼈の役割について考えるため、「チャレンジャー号事故」
を取り上げ、組織の中で働く個⼈の倫理および個⼈を超える倫理について講義す
る。チャレンジャー号事故を DVD で見ることにより、現実感をもって組織の中
の技術者の在り方について考察する。また、スペースシャトルが爆発する原因と
なったジョイントローテーションについて説明する。 
4 回 モラル上の⼈間関係について講義する。公衆と技術倫理の観点から技術倫
理の必要性について考察する。組織(企業)の利益と公衆の利益との利益相反の事
例として、「雪印食品牛肉偽装事件」を取り上げることにする。授業の後半で前回
の「チャレンジャー号事故」の DVD をもう一度見て、組織とその中の技術者の
利益相反について第１回目の集団討論を行うことにする。集団討論では、クラス
の受講生を６班に分け、議⻑を決めて自由に自己の意見を発表し展開する。グル
ープの一⼈一⼈がこのスペースシャトルの爆発についてプレゼンテーションが
できるようにする。 
5 回 技術者のアイデンティティは何なのかについて考察する。科学技術をにな



う⼈々として科学者、技術者、技能者、作業員を取り上げ、その区別ができるよ
うにする。また、「JCO 臨界事故」を取り上げ技術者と公衆の関係について理解
するため、科学技術の知識・経験・能⼒の観点を重視する。また、現時点におい
て、東日本大震災による福島第一原子⼒発電所の事故についても考察を加えるこ
ととする。 
6 回 技術者の資格について講義する。専門職としての技術者に求められる条件、
資格について説明する。技術者の国際間流動化の問題を取り上げ、流動化の基準
および WTO,APEC 等の国際的組織について知見を広めることにする。PE 制度
および技術者教育に関係して ABET、JABEE の活動等を学習する。 
7 回 倫理実行の方法としてモラル問題の理性的解決方法について講義する。争
点の明瞭化、線引き問題、相反問題を取り扱うことにする。争点の明確化では、
事実関係の争点・概念上の争点・適用上の争点に分析して考察する。また、線引
き問題は事例を用いてどこまでの行為は許されるかについて考察する。二律背反
状況を解決する相反問題と線引き問題との関係についても学習する。また、「三
菱自動車リコール欠陥隠し事件」を取り上げ、企業側の姿勢と対応の問題を考え
るとともに米国と日本のリコール制度に言及する。 
8 回 コンプライアンス I(法令遵守)について講義する。コンプライアンスの意義
と必要性、企業における倫理向上、法令遵守活動、組織的違法行為、注意義務違
反行為、事後責任、説明責任について解説する。事例として、「カネミ油症事件」
取り上げ PCB の混入と刑事上の責任、不法行為と⺠事上の責任について考察す
る。 
9 回 コンプライアンス II として予防倫理について講義する。予防倫理としての
技術倫理、予防倫理における教育目標、倫理を研究することの目標について解説
する。また、コンプライアンス事例を DVD(1)で見て問題点を考察する。 
10 回 法的責任とモラル責任について講義する。モラルの資質、モラルに反する
事項、⺠事・刑事上の法的責任について解説する。また、コンプライアンスの事
例 DVD(2)を見て、それをもとに集団討論の第２回を実施する。前回と同様、ク
ラスを６班に分け議⻑を決めて各自自己の意見を積極的に述べる訓練をする。 
11 回 コンプライアンスと規制法令について講義する。モラルに結びつく基礎的
資質である正直性・真実性・信頼性に関係して企業活動、信義誠実の原則、技術
者の責任について解説する。コンプライアンスの事例 DVD(3)を約 20 分見て、
事例に関する倫理的・法的知識を吸収するとともに自己の意見を入れて事例に関
するまとめを配布された用紙に記載し提出する。 
12 回 説明責任について講義する。説明責任と信頼関係、インフォームドコンセ
ント、公衆、技術者と社会、GM 食品の安全性について解説する。コンプライア
ンスの事例 DVD(4)を約 20 分見て、事例に関する倫理的・法的知識を吸収する
とともに自己の意見を入れて事例に関するまとめを配布された用紙に記載し提
出する。 
13 回 警笛鳴らし(内部告発)について講義する。内部告発の定義、内部告発正当
化の基準、使用者解雇権の濫用御、倫理的に違反する企業の行為、内部告発すべ
きかどうかの判断基準、内部告発の問題点および公益通報者保護法について解説
する。事例として「富里病院医師解雇事件」を取り上げることとする。コンプラ



イアンスの事例 DVD(5)(最終回)を約 20 分見て、事例に関する倫理的・法的知
識を吸収するとともに自己の意見を入れて事例に関するまとめを配布された用
紙に記載し提出する。 
14 回 技術者の財産的権利について講義する。発明と特許ならびにその侵害に対
する法的責任について解説する。事例としては、「新潟鉄工資料持ち出し事件」お
よび「⻘色 LED 特許紛争事件」を取り上げ、知的財産権・職務発明・専用実施
権について学習する。 
15 回 科学技術が問われる現場について講義する。科学技術の役割、専門職とし
ての技術者、公衆の要求、組織における倫理、忠実義務と公衆責任について解説
する。これまでの講義のまとめとして、『講義概要』巻末のスライド資料について
パワーポイントを用いて再度概括的に説明する。 

準備学習 1 回 【オリエンテーション】教科書を読み、倫理とは何かを考えておくこと。 
2 回 【技術者と倫理】教科書を読み、技術者の専門性と倫理について予習してお
くこと。 
3 回 【組織の中の一⼈の⼈の役割】教科書を読み、組織員としての技術者の在り
方について予習しておくこと。 
4 回 【モラル上の⼈間関係】チャレンジャー事故を復習するとともに、教科書で
モラルと⼈間関係について予習しておくこと。 
5 回 【技術者のアイデンティティ】教科書を読み、JCO 臨界事故について予習
しておくこと。 
6 回 【技術者の資格】教科書を読み、技術者の資格について予習しておくこと。 
7 回 【倫理実行の方法】教科書を読み、倫理実行の方法について線引き問題等を
予習しておくこと。 
8 回 【コンプライアンス I(法令遵守)】教科書を読み、コンプライアンスおよび
カネミ油症事件について予習しておくこと。 
9 回 【コンプライアンス II(予防倫理)】学習事例を踏まえ、事故を起こさないた
めに技術者の予め考慮すべき問題点について考えておくこと。 
10 回 【法的責任とモラル責任】既に取り上げた教科書のカネミ油症事件を思い
出しながらに法とモラルの境界域の責任について予習しておくこと。 
11 回 【正直性・真実性・信頼性】前回の講義内容であるモラルの資質の理解を
ふまえて技術者の責任についれ予習しておくこと。 
12 回 【説明責任】教科書を読んで、説明責任について予習しておくこと。 
13 回 【警笛鳴らし(内部告発)】教科書を読み、内部告発とは何かについて予習
をしておくこと。 
14 回 【技術者の財産的権利】教科書を読み、技術者の特許権等の財産的権利に
ついて予習しておくこと。 
15 回 【科学技術が問われる現場】これまでの講義を振り返り、科学技術の役割
と専門職として技術者のあり方を整理しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB24111 
成績評価 ・プレゼン作成作業への参加状況（20％） 

・与えられた課題に対するプレゼンテーション（80％） 
 発表内容の内訳は、内容構成（40％）、話し方（30％）、図表の使い方（30％）
とする。 
 ※5 回欠席すると評価対象としない。早退・遅刻は、2 回で 1 回の欠席とする。
遅刻は 20 分まで、それ以降の入室は認めない。 
 ※プレゼン発表の欠席の場合は、その時点で評価対象としない。 

曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス 理学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB24111 プレゼンテーションⅠ 
担当教員名 松尾 美香 
単位数 2 
教科書 特定の教科書は指定しない。 
アクティブラーニング  
キーワード コミュニケーション、プレゼンテーション、グループワーク、パワーポイント、

情報収集、情報分析 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 自由記述なし 
科目名 プレゼンテーションⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 ・授業中の飲食、私語は禁止する。ただし、私語については、グループワークを

行うときはこの限りではない。 
・携帯電話の電源は切り、机の上に置かずしまっておくこと。 
・授業で配布する資料の予備は保管しないため、出席者からコピーしてもらうこ
と。 
・グループワークがあるため、理由なき欠席は認めない。 
・パワーポイントを利用した実習をおこなう。 
・受講生の既習知や進度によって、一部シラバスの変更の場合がある。 

シラバスコード FB24111 
実務経験のある教員  
達成目標 ①自分の考えや主張を具体的に述べることができる。 

②パワーポイントの使用方法を学び、説得⼒ある視覚に訴えるプレゼンテーショ
ンスライドを作成することができる。 
③聴衆を前にした発表の場で、自分の考えや主張を論理的に伝え、説得させるこ
とができる。 

受講者へのコメント まずは出席し、グループワークに参加すること。 
連絡先 1 学舎 3F（松尾研究室） 



E‐Mail：matsuo@are.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 各項目において、概ね評価が高かった。 
英文科目名 Presentation Skills I 
関連科目 プレゼンテーションⅡ、文章表現法Ⅰ、文章表現法Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 今後もこの内容をベースとするが、実社会で活用できる応用的な学習内容を取り

入れ、充実した内容に努める。 
講義目的 学生であれば、卒業研究や就職活動において、社会⼈であれば社内での成果報告

会や企画提案、社外での発表や新製品の売り込みなどプレゼンテーションを行う
機会が増えており、相手に効果的に情報を伝え、了承・意思決定させる必要性が
高まっている。そこで、この授業では、自分の考えや主張を相手に正確に理解、
納得させられるよう、コミュニケーション能⼒をベースに、明確かつ効果的に伝
える説得⼒ある表現⼒を養うことを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス 

講義の概要、進め方、評価方法等の説明をする。 
2 回 プレゼンテーションの基本 
プレゼンテーションの重要性を知り、プレゼンテーションの定義を学習する。 
3 回 プレゼンテーションの準備 
プレゼンテーションの構成や心得について学習する。 
4 回 プレゼンテーションの進め方 
相手を説得する過程や態度等ついて学習する。 
5 回 プレゼンテーションの作成 
商品プロモーション制作を実施する。 
6 回 プレゼンテーションの実践① 
商品プロモーション発表とフィードバックを実施する。 
7 回 プレゼンテーションの実践② 
商品プロモーション発表とフィードバックを実施する。 
8 回 情報収集と分析 
情報の収集方法や分析方法を学習する。 
9 回 パワーポイントの基本 
機能や特徴を学習する。 
10 回 パワーポイントの応用 
視覚資料を作成する。 
11 回 最終プレゼンテーション作成- 
グループ内でプレゼン用の資料作成などの準備をする。 
12 回 最終プレゼンテーションリハーサル① 
最終プレゼンテーションリハーサルを実施する。 
13 回 最終プレゼンテーションリハーサル② 
最終プレゼンテーションリハーサルを実施する。 
14 回 最終プレゼンテーション① 



発表とフィードバックを実施する。 
15 回 最終プレゼンテーション② 
発表とフィードバックを実施する。 

準備学習 1 回 講義の目的を理解し、シラバスを確認しておくこと。 
2 回 授業内容を確認すること。 
3 回 プレゼンテーションの基本を理解しておくこと。 
4 回 プレゼンテーションの構成について理解しておくこと。 
5 回 プレゼンの目標を明確にし、ストーリ構成を考えておくこと。 
6 回 相手を引きつける工夫を考えておくこと。 
7 回 相手を引き付ける工夫を考えておくこと。 
8 回 商品プロモーション発表を自らフィードバックし、改善点を理解しておく
こと。 
9 回 情報の整理や分析の方法について理解をしておくこと。 
10 回 パワーポイントの基礎的な操作方法を理解しておくこと。 
11 回 パワーポイントで視覚資料が作成できるようにしておくこと。 
12 回 プレゼン用の資料作成の準備を完了させておくこと。 
13 回 プレゼン用の資料作成の準備を完了させておくこと。 
14 回 決められた手順と制限時間に従ってスピーチができ、配布資料やスライド
を使用したプレゼンができるようにしておくこと。 
15 回 決められた手順と制限時間に従ってスピーチができ、配布資料やスライド
を使用したプレゼンができるようにしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB24112 
成績評価 課題提出 10 回(50%)、試験 1 回目（25%）定期試験（試験 2 回目）(25%)、60

点以上を合格とする。 
曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス 工学部(〜12),総合情報学部(〜12) 
見出し FB24112 文章表現法Ⅰ 
担当教員名 中島 和美＊ 
単位数 2 
教科書 教科書は使用しない。適宜プリント（資料）を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 文章表現、作文、アウトライン、要約 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 文章表現法Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示します。 
授業形態 講義 
注意備考 ・インターネットを利用した課題提出システムを使って、毎回、課題提出があり

ます。 
・課題提出システムの登録操作と講義登録確認のために第 1 回目、2 回目の講義
は必ず出席してください。その際、大学で交付された ID とパスワードが必要と
なります。 
・15 回の講義終了後に定期試験を実施します。 

シラバスコード FB24112 
実務経験のある教員  
達成目標 ・文章要約や小論文作成に必要な発想ならびに技法を使えるようになること。 

・要約文や小論文を作成するための「アウトライン」の重要性を理解し、文章で
記述できること。 
・与えられた課題について、アウトラインに基づいて、800 字の論理的で明晰な
文章を独⼒で完成させることができること。 

受講者へのコメント  
連絡先 講義中に指示します。 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Technical Writing I 
関連科目 「文章表現法 II」「プレゼンテーション I および II」を受講することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 小論文・レポート等の作成において必要とされる論理的で明晰な文章（800 字）



の書き方の基礎を受講者が身につけることを目的とします。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ＜オリエンテーション＞講義内容・目標・日程の説明、および課題提出シス

テムの登録操作について説明をする。 
2 回 ＜テキスト①の要約＞：「アウトラインの形式」とはどのようなものかを確
解説し、「アウトライン」をつくる手順の説明とアウトライン作成のシミュレー
ションをする。 
3 回 ＜テキスト①の要約＞：アウトラインの再構成と文章作成における基本ル
ールを説明し、実際に要約文を作成する。 
4 回 ＜テキスト②の要約＞：新しい課題テキストの内容を理解するとともに、ア
ウトラインを作成する。 
5 回 ＜テキスト②の要約＞要約文を作成する際に注意すべき点を解説する。と
くに、要約文作成が失敗する原因とわかりにくい文章を生み出す原因を分析す
る。 
6 回 ＜小論文作成 テーマ①＞与えられたテーマをもとに、どのように自らア
イデアを出してアウトラインを作成すればよいのか、シミュレーションする。 
7 回 ＜小論文作成 テーマ①＞アウトラインの再構成と、「序論」「本論①」「本
論②」「結論」の構造とそれぞれの役割について説明する。 
8 回 ＜小論文作成 テーマ①＞「序論」「本論①」「本論②」「結論」の展開の仕
方を説明し、第一回目の小論文を作成する。 
9 回 ＜小論文作成 テーマ①＞ 前回の小論文の修正を行いながら、最終仕上
げをする。 
10 回 ＜小論文作成 テーマ②＞新しいテーマで発想のシミュレーションを行
い、アウトラインを作成する。 
11 回 ＜小論文作成 テーマ②＞前回のアウトラインを修正し、第一回目の小論
文を作成する。 
12 回 ＜小論文作成 テーマ②＞前回の小論文の修正を行いながら、最終仕上げ
をする。 
13 回 ＜小論文作成 テーマ③＞最後の課題テーマについて、これまで学習して
きたことを復習しながら、新たにアウトラインを作成する。 
14 回 ＜小論文作成 テーマ③＞前回のアウトラインを再構成する。 
15 回 ＜小論文作成 テーマ③＞ アウトラインを修正しながら、第一回目の小
論文を作成する。（次回の定期試験で小論文作成 2 回目として文章を完成させ、
提出する。） 

準備学習 1 回 シラバスに目を通し、学習目標や講義内容を把握しておくこと。 
2 回 課題提出システムへの登録を完了させ、パソコン操作に慣れておくこと。 
3 回 「アウトライン（設計図）」と「要約文／小論文（完成品）」の形式の違いを
認識しておくこと。 
4 回 アウトラインをつくる上での手順や注意点を復習しておくこと。 
5 回 文章②のテキストをよく読み、内容をきちんと理解しておくこと。 
6 回 要約と逆の発想で小論文作成を行うので、要約文を作るときの過程を復習
しておくこと。 



7 回 アウトラインのもととなるアイデアを自分で考えておくこと。 
8 回 序論の問題提起文と結論の対応関係、事例が適切かどうかを確認しておく
こと。 
9 回 本論の展開の仕方、事例の比較の仕方を復習しておくこと。 
10 回 小論文作成の手順や注意点などを復習しておくこと。 
11 回 アウトラインのもととなるアイデアを自分でよく考えておくこと。 
12 回 自分の論理展開にぶれがないかどうか、よくみなおしておくこと。 
13 回 発想シミュレーションの手順に基づいて、アウトラインのもととなるアイ
デアを自分で考えておくこと。 
14 回 二分法、それぞれの段落の展開の仕方を確認しておくこと。 
15 回 論旨の一貫性、小論文の最終チェック項目内容を確認しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB24122 
成績評価 ・プレゼン作成作業への参加状況（20％） 

・与えられた課題に対するプレゼンテーション（80％） 
 発表内容の内訳は、内容構成（40％）、話し方（30％）、図表の使い方（30％）
とする。 
 ※5 回欠席すると評価対象としない。早退・遅刻は、2 回で 1 回の欠席とする。
遅刻は 20 分まで、それ以降の入室は認めない。 
 ※プレゼン発表の欠席の場合は、その時点で評価対象としない。 

曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス 工学部(〜12),総合情報学部(〜12) 
見出し FB24122 プレゼンテーションⅠ 
担当教員名 松尾 美香 
単位数 2 
教科書 特定の教科書は指定しない。 
アクティブラーニング  
キーワード コミュニケーション、プレゼンテーション、グループワーク、パワーポイント、

情報収集、情報分析 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「自分のためになった」との回答をもらい、さらに理解を深められる授業に努め

たい。 
科目名 プレゼンテーションⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 ・授業中の飲食、私語は禁止する。ただし、私語については、グループワークを

行うときはこの限りではない。 
・携帯電話の電源は切り、机の上に置かずしまっておくこと。 
・授業で配布する資料の予備は保管しないため、出席者からコピーしてもらうこ
と。 
・グループワークがあるため、理由なき欠席は認めない。 
・パワーポイントを利用した実習をおこなう。 
・受講生の既習知や進度によって、一部シラバスの変更の場合がある。 

シラバスコード FB24122 
実務経験のある教員  
達成目標 ①自分の考えや主張を具体的に述べることができる。 

②パワーポイントの使用方法を学び、説得⼒ある視覚に訴えるプレゼンテーショ
ンスライドを作成することができる。 
③聴衆を前にした発表の場で、自分の考えや主張を論理的に伝え、説得させるこ
とができる。 

受講者へのコメント まずは出席し、グループワークに参加すること。 



連絡先 1 学舎 3F（松尾研究室） 
E‐Mail：matsuo@are.ous.ac.jp 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 各項目において、概ね評価が高かった。 
英文科目名 Presentation Skills I 
関連科目 プレゼンテーションⅡ、文章表現法Ⅰ、文章表現法Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 今後もこの内容をベースとするが、実社会で応用的な内容を取り入れ、充実した

内容に努めたい。 
講義目的 学生であれば、卒業研究や就職活動において、社会⼈であれば社内での成果報告

会や企画提案、社外での発表や新製品の売り込みなどプレゼンテーションを行う
機会が増えており、相手に効果的に情報を伝え、了承・意思決定させる必要性が
高まっている。そこで、この授業では、自分の考えや主張を相手に正確に理解、
納得させられるよう、コミュニケーション能⼒をベースに、明確かつ効果的に伝
える説得⼒ある表現⼒を養うことを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス 

講義の概要、進め方、評価方法等の説明をする。 
2 回 プレゼンテーションの基本 
プレゼンテーションの重要性を知り、プレゼンテーションの定義を学習する。 
3 回 プレゼンテーションの準備 
プレゼンテーションの構成や心得について学習する。 
4 回 プレゼンテーションの進め方 
相手を説得する過程や態度等ついて学習する。 
5 回 プレゼンテーションの作成 
商品プロモーション制作を実施する。 
6 回 プレゼンテーションの実践① 
商品プロモーション発表とフィードバックを実施する。 
7 回 プレゼンテーションの実践② 
商品プロモーション発表とフィードバックを実施する。 
8 回 情報収集と分析 
情報の収集方法や分析方法を学習する。 
9 回 パワーポイントの基本 
機能や特徴を学習する。 
10 回 パワーポイントの応用 
視覚資料を作成する。 
11 回 最終プレゼンテーション作成- 
グループ内でプレゼン用の資料作成などの準備をする。 
12 回 最終プレゼンテーションリハーサル① 
最終プレゼンテーションリハーサルを実施する。 
13 回 最終プレゼンテーションリハーサル② 
最終プレゼンテーションリハーサルを実施する。 



14 回 最終プレゼンテーション① 
発表とフィードバックを実施する。 
15 回 最終プレゼンテーション② 
発表とフィードバックを実施する。 

準備学習 1 回 講義の目的を理解し、シラバスを確認しておくこと。 
2 回 授業内容を確認すること。 
3 回 プレゼンテーションの基本を理解しておくこと。 
4 回 プレゼンテーションの構成について理解しておくこと。 
5 回 プレゼンの目標を明確にし、ストーリ構成を考えておくこと。 
6 回 相手を引きつける工夫を考えておくこと。 
7 回 相手を引き付ける工夫を考えておくこと。 
8 回 商品プロモーション発表を自らフィードバックし、改善点を理解しておく
こと。 
9 回 情報の整理や分析の方法について理解をしておくこと。 
10 回 パワーポイントの基礎的な操作方法を理解しておくこと。 
11 回 パワーポイントで視覚資料が作成できるようにしておくこと。 
12 回 プレゼン用の資料作成の準備を完了させておくこと。 
13 回 プレゼン用の資料作成の準備を完了させておくこと。 
14 回 決められた手順と制限時間に従ってスピーチができ、配布資料やスライド
を使用したプレゼンができるようにしておくこと。 
15 回 決められた手順と制限時間に従ってスピーチができ、配布資料やスライド
を使用したプレゼンができるようにしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB24131 
成績評価 課題提出３回（３０％）、定期試験（７０％） 
曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB24131 健康の科学 
担当教員名 ⻄村 次郎 
単位数 2 
教科書 適宜配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 自己実現、至高経験、マスロー、健康、スポーツ、オリンピック 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「⼈間の幸せ」と「身体」「心」は深く結びついている。 

「豊かな⼈生」を目指して欲しい。 
科目名 健康の科学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜配布する 
授業形態 講義 
注意備考 受講者が多数の場合、⼈数制限をすることがある。 
シラバスコード FB24131 
実務経験のある教員  
達成目標 自我同一性、自己実現などの概念が理解できること。感染症の予防や生涯におけ

るヘルスプロモーションを理解し、実践できること。 
受講者へのコメント 「⼈間の幸せ」と自己実現とは深く結びついている。 

自己実現を果たすうえで、「身体」と「心」のバランスを 
保つことが重要なテーマとなる。「身体」と「心」についてしっかりと学んでほし
い。 

連絡先 一学舎３階 ⻄村（次）研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 アカデミックスキルを応用、発展させ「⼈間⼒」の育成につながるように努めた
い。 

英文科目名 Health and Physical Science 
関連科目 生涯スポーツⅠ、Ⅱ、Ⅲ福祉環境論 
次回に向けての改善変更予定 視聴覚教材を充実させたい。 
講義目的 心と身体は相互に密接な関係をもっている。⻘年期は第二の誕生ともいわれ、一

⼈の絶対的存在として納得のいく価値観を確立する時期である。そのためにも、
自己実現、至高経験、⼈間理解の意味について探究したい。心と身体活動、社会
との関わりについて、基本的な知識と理解を深めて、健康の保持増進に努める態
度を育成したい。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス（講義の概要、健康の意義）をおこなう。 

2 回 健康と自己実現との関わり、 ⼈生の一回性の認識、生きがい感の創造につ
いて説明する。 
3 回 創造的⼈間と至高経験、 マスローの心理学について説明する。 
4 回 ⼈間理解の心理学について説明する。 
5 回 ⼈間らしさの心理学について説明する。 
6 回 ＹＧ性格検査をおこなう。 
7 回 スポーツ文化について考える。スポーツの意味、歴史について説明する。 
8 回 スポーツ文化について考える。 オリンピック、スポーツとメディア、政治
について説明する。 
9 回 スポーツ文化について考える。 障がい者スポーツについて説明する。 
10 回 スポーツについて考える。 勝利至上主義とドーピングについて説明する。 
11 回 スポーツについて考える。 生涯スポーツと競技スポーツについて説明す
る。 
12 回 スポーツ傷害の予防について説明する。 
13 回 スポーツと栄養について説明する。 
14 回 性感染症について説明する。 
15 回 エイズについて説明する。 

準備学習 1 回 心と身体の健康について考えておくこと。受講者多数の場合、⼈数制限をす
るので必ず出席のこと。 
2 回 自己実現の意味について考えておくこと。 
3 回 創造的⼈間について考えておくこと。 
4 回 ⼈間理解について調べておくこと。 
5 回 性格と⼈格について調べておくこと。 
6 回 性格検査の目的について考えておくこと。 
7 回 スポーツの目的について考えておくこと。 
8 回 スポーツの魅⼒について考えておくこと。 
9 回 障がい者スポーツについて調べておくこと。 
10 回 競技スポーツについて考えておくこと。 
11 回 生涯スポーツについて考えておくこと。 
12 回 スポーツ時の傷害体験についてまとめておくこと。 
13 回 食生活についてまとめておくこと。 
14 回 性感染症の予防について調べておくこと。 
15 回 エイズについて調べておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB24132 
成績評価 試験(100%) 
曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB24132 考古学 
担当教員名 白石 純 
単位数 2 
教科書 使用しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 考古理化学、文化財、文化財科学 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 板書の文字が小さいとのこと。できるだけ大きく書きます。 
科目名 考古学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 江上波夫「考古学ゼミナール」(山川出版社)、広瀬和雄「考古学の基礎知識」(角

川選書) 
授業形態 講義 
注意備考 なし 
シラバスコード FB24132 
実務経験のある教員  
達成目標 理系。文系を問わず、さまざまな知識、学問に応用できるように発想や資料分析

法の仕方の基礎知識を獲得することを目標とする。 
受講者へのコメント 全体的に熱心に受講していました。 
連絡先 アイソトープ実験棟 2 階 白石研究室  

shiraish@rins.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業満足度でやや不満が 6 名いた。満足できよう改善します。 
板書、スライドが見えにくいとのこと。教室が広いため後ろの方の席では見えな
かったようである。工夫します。 

英文科目名 Archaeology 
関連科目 なし 
次回に向けての改善変更予定 より理解しやすいように、工夫をしていきます。 
講義目的 考古学がなぜ必要であるのか。どんな学問であるのか。現代社会においてどのよ

うに役立っているのか。歴史が不得意な受験生にも理解しやすいように解説す
る。具体的には考古学における資料の分析や研究方法について解説し、考古学で
扱う分析資料の分類や基礎的な知識を理解させる。また、考古学における年代決
定法(相対年代・絶対年代)について理解させることで、考古学が⼈文学的研究法
のみでなく、自然科学的分析法によっても研究されていることを学習する。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 考古学がなぜ必要かについて実例を挙げながら説明する。 

2 回 考古学はどんな学問か。考古学の定義について実例を挙げながら説明する。 
3 回 考古学の研究対象・時間的範囲・地域的範囲ついて実例を挙げながら説明す
る。 
4 回 いろいろな考古学(時代・地域・宗教・その他)について実例を挙げながら説
明する。 
5 回 考古学はどのように発達したか、について実例を挙げながら説明する。 
6 回 考古学資料の種類(遺跡･遺構・遺物)について実例を挙げながら説明する。 
7 回 考古学の研究方法(型式学・一括遺物と共存関係)について実例を挙げながら
説明する。 
8 回 考古学で用いられる年代測定法(放射性炭素法・考古地磁気法・年輪年代法)
について実例を挙げながら説明する。 
9 回 旧石器時代前半について実例を挙げながら説明する。 
10 回 旧石器時代後半について実例を挙げながら説明する。 
11 回 縄文時代草創期、早期、前期について実例を挙げながら説明する。 
12 回 縄文時代中期、後期、晩期について実例を挙げながら説明する。 
13 回 弥生時代前期、中期について実例を挙げながら説明する。 
14 回 弥生時代後期について実例を挙げながら説明する。 
15 回 古墳時代について実例を挙げながら説明する。 

準備学習 シラバスを確認し、考古学の目的、定義、研究方法、年代測定、先史・原始時代
の考古学について、図書館等で調べておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB24142 
成績評価 課題提出３回（３０％）、定期試験（７０％） 
曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB24142 福祉環境論 
担当教員名 ⻄村 次郎 
単位数 2 
教科書 適宜配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 幸福追求の権利、障がい者、高齢者、バリアフリー、ユニバーサルデザイン 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 知的思考⼒と⼈格的思考⼒を鍛えて欲しい。 
科目名 福祉環境論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜紹介する 
授業形態 講義 
注意備考 車椅子の擬似体験なども予定しているので、受講者の積極性を期待しています。 

見て、触れて、考えましょう。 
シラバスコード FB24142 
実務経験のある教員  
達成目標 障がい者や高齢者の課題について、それらは限定された特別なものではなく、社

会全体や一⼈ひとりの⼈間の共通課題として捉えられること。 
受講者へのコメント 福祉とは一⼈ひとりの⼈間の幸福である。福祉を単眼的に観るのではなく複眼的

に観る、視野を持って欲しい。 
連絡先 一学舎３階 ⻄村（次）研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 学生一⼈ひとりの「生きがい感」を育むように努めていきたい。 
英文科目名 Welfare Environmental Science 
関連科目 健康の科学。、生涯スポーツⅡ（ヨット）では、障がいのある学生も受講できるよ

うに、ユニバーサルデザインのヨットを使っています。 
次回に向けての改善変更予定 視聴覚教材を充実させたい。 
講義目的 ⼈間尊重の視点に立ち、障がい者や高齢者の幸福追求の権利（自己実現）や生き

がい感獲得の方策について考え、一⼈ひとりの⼈間の幸せについて探求したい。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 本講義のガイダンス（福祉の目的、意義、講義概要）をする。 

2 回 幸福追求の権利と福祉ー世界⼈権宣言、日本国憲法、障がい者の権利宣言に
ついて解説する。 
3 回 生命⼒にあふれた⼈、街、社会 Ⅰについて説明する。 



4 回 生命⼒にあふれた⼈、街、社会 Ⅱについて説明する。 
5 回 バリアフリーとユニバーサルデザインについて説明する。 
6 回 福祉用具について説明する。 
7 回 心と身体 D.M.D 症について Ⅰについて説明する。 
8 回 心と身体 D.M.D 症について Ⅱについて説明する。 
9 回 動物介在療法と動物介在活動について説明する。 
10 回 動物介在活動（犬）の見学と体験をする。 
11 回 車椅子と障がい者スポーツについて説明する。 
12 回 車椅子の擬似体験を実施する。 
13 回 高齢者の心と身体 Ⅰについて解説する。 
14 回 高齢者の心と身体 Ⅱについて解説する。 
15 回 「⼈間の幸せ」について考える。 

準備学習 1 回 シラバスをよく読んで講義の全体像を把握しておくこと。 
受講者調整の可能性があるので必ず出席のこと。 
2 回 ⼈間の生涯（誕生、生、死など）、幸せについて考えておくこと。 
3 回 私たちをとりまく環境（⼈、街、社会）について考えておくこと。 
4 回 私たちをとりまく環境（⼈、街、社会）について考えておくこと。 
5 回 バリアフリー、ユニバーサルデザインについて調べておくこと。 
6 回 福祉用具について調べておくこと。 
7 回 「障害」について考えておくこと。 
8 回 「障害」について考えておくこと。 
9 回 動物介在療法について調べておくこと。 
10 回 動物介在活動について調べておくこと。 
11 回 車椅子について調べておくこと。 
12 回 道路や建物のチェックポイントの確認をしておくこと。 
13 回 老いることについて考えておくこと。 
14 回 老いることについて考えておくこと。 
15 回 自己実現の意味について考えておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB24311 
成績評価 定期試験（100％） 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB24311 心理学 
担当教員名 三島 勝正 
単位数 2 
教科書 心理学概説／稲⽥準子、細⽥和雅、松本卓三（編）／ナカニシヤ出版 
アクティブラーニング  
キーワード 心理学の歴史と方法、動機、感情、パーソナリティ 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 心理学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 学んだことを自分の問題としてもとらえ、平素からよく考えていくことを望む。 

受講希望者が多数の場合、⼈数制限をすることがある。 
シラバスコード FB24311 
実務経験のある教員  
達成目標 心理学の歴史と方法、動機、感情、パーソナリティについての基本的な知識を理

解し、説明できること。 
受講者へのコメント  
連絡先 第一学舎３階 三島研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Psychology 
関連科目 社会心理学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 現代心理学が明らかにした⼈間の行動の仕組に関する研究成果を、特定の学派や

立場にかたよらないように体系化して概説する。そして、心理学に関する基本的
な知識を理解させ、よりよい⼈間性の育成を目指す。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス。講義の進め方を説明する。 

2 回 心理学とは何かについて説明する。 
3 回 心理学の歴史（前半）について説明する。 
4 回 心理学の歴史（後半）について説明する。 
5 回 心理学の方法について説明する。 



6 回 動機（１） 動機づけについて説明する。 
7 回 動機（２） 動機の分類について説明する。 
8 回 動機（３） １次的動機について説明する。 
9 回 動機（４） １次的動機について説明する。 
10 回 感情とはについて説明する。 
11 回 感情（１） 情動の分類と発達的分化について説明する。 
12 回 感情（２） 情動の理論について説明する。 
13 回 パーソナリティとは何かについて説明する。 
14 回 パーソナリティの理論（１） 精神分析論について説明する。 
15 回 パーソナリティの理論（２） 類型論について説明する。 

準備学習 1 回 シラバスを読んで、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
3 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
4 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
5 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
6 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
7 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
8 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
9 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
10 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
11 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
12 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
13 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
14 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
15 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB24312 
成績評価 定期試験（100％） 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB24312 社会心理学 
担当教員名 三島 勝正 
単位数 2 
教科書 心理学概説／稲⽥準子、細⽥和雅、松本卓三（編）／ナカニシヤ出版 
アクティブラーニング  
キーワード 対⼈行動、コミュニケーション 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 社会心理学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 学んだことを自分の問題としてもとらえ、平素からよく考えていくことを望む。 

受講希望者が多数の場合、⼈数制限をすることがある。 
シラバスコード FB24312 
実務経験のある教員  
達成目標 対⼈行動、コミュニケーションについての基本的な知識を理解し、説明できるこ

と。 
受講者へのコメント  
連絡先 第一学舎３階 三島研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Social Psychology 
関連科目 心理学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 現代社会心理学が明らかにした⼈間の社会的行動に関する研究成果を、特定の学

派や立場にかたよらないように体系化して概説する。そして、社会心理学に関す
る基本的な知識を理解させ、よりよい⼈間性の育成を目指す。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス。講義の進め方を説明する。 

2 回 社会心理学とは何かについて説明する。 
3 回 社会的行動の動機（１） 社会的行動について説明する。 
4 回 社会的行動の動機（２） 達成動機について説明する。 
5 回 社会的行動の動機（３） 親和動機について説明する。 



6 回 社会的行動の動機（４） 社会化について説明する。 
7 回 社会的行動の動機（５） 社会化について説明する。 
8 回 対⼈認知（１） 対⼈認知の諸側面について説明する。 
9 回 対⼈認知（２） 感情の認知について説明する。 
10 回 対⼈認知（３） パーソナリティの認知について説明する。 
11 回 対⼈関係（１） 対⼈交渉について説明する。 
12 回 対⼈関係（２） 対⼈魅⼒について説明する。 
13 回 対⼈関係（３） 攻撃と援助について説明する。 
14 回 社会的態度について説明する。 
15 回 コミュニケーションについて説明する。 

準備学習 1 回 シラバスを読んで、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
3 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
4 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
5 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
6 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
7 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
8 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
9 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
10 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
11 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
12 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
13 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
14 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 
15 回 教科書の該当箇所を読んでおくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB24321 
成績評価 途中に小テストを行う（３０点分）。残りは、期末テストで評価する。 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB24321 法学 
担当教員名 葛生 栄二郎＊ 
単位数 2 
教科書 とくにないが、『六法』を用いる。また、随時、プリントを配る。 
アクティブラーニング  
キーワード 法、道徳、⺠法、刑法 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 法学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 『現代法学２５講』／大澤正男編／成文堂 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FB24321 
実務経験のある教員  
達成目標 達成目標  法というものの考え方、いわゆる legal mind を身につけることが目標

である。 
受講者へのコメント  
連絡先 ekuzuu@post.ndsu.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Law 
関連科目 日本国憲法 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 法の構造や法の理念について、理解を深めること。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 法という概念を明らかにする。 

2 回 法と道徳との違いを明らかにする。 
3 回 国法の体系について論じる。 
4 回 法における「⼈」の概念を論じる。 
5 回 子の嫡出性について論じる。 
6 回 未成年者と法との関係を論じる。 
7 回 少年法と現代の少年問題を検討する。 
8 回 婚姻の成立要件について説明する。（１） 



9 回 婚姻の成立要件について説明する。（２） 
10 回 婚姻の効果を明らかにする。 
11 回 夫婦別氏制を考える。 
12 回 夫婦の財産関係について説明する。 
13 回 離婚制度について説明する。 
14 回 刑法の基礎的理念を解説する。 
15 回 裁判員制度と死刑制度について論じる。 

準備学習 1 回 『六法』を準備すること 
2 回 各自,法と道徳との違いを考えてくること 
3 回 イギリスの法体系を調べておくこと 
4 回 胚、胎児、出生の過程のなかで、⼈はいつ⼈になるのか、考えてくること 
5 回 嫡出性という概念について調べてくること 
6 回 １８歳成⼈という議論がある。これについて調べてくること 
7 回 少年犯罪の現状を調べてくること 
8 回  現代の家族の多様化について調べてくること 
9 回 現代の家族の多様化について調べてくること 
10 回 事実婚、同性婚について調べてくること 
11 回 夫婦別姓の議論について調べてくること 
12 回 結婚前の両者の持ち物は結婚後誰のものか、考えてくること 
13 回 家庭裁判所の仕組みについて調べてくること 
14 回 罪刑法定主義について調べてくること 
15 回 死刑制度は廃止すべきか、存続すべきか考えてくること 

 



年度 2012 
授業コード FB24322 
成績評価 課題２回（３０％）、定期試験（７０％） 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB24322 健康の科学 
担当教員名 吉村 直樹＊ 
単位数 2 
教科書 プリント類などを適宜配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 妊娠・出産、⻘年期、生活習慣病、疾病、心身相関、欲求、適応機制、生涯スポ

ーツ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 健康の科学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プリント類などを適宜配布する 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FB24322 
実務経験のある教員  
達成目標 ⼈間の誕生、乳幼児期、⻘年期から老年期まで、各ライフステージの特徴を理解

し、それに応じた基礎的なヘルスプロモーションができること。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Health and Physical Science 
関連科目 福祉環境論、生涯スポーツⅠ、Ⅱ、Ⅲ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 一⼈ひとりの⼈間の自己実現と深く関わっている、生涯におけるヘルスプロモー

ションについて理解し、実践していく態度を育成する。私たちをとりまく社会や
環境についても理解を深め、健康との関わりについて考える。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 健康の科学の目的と内容 

2 回 健康の定義 
3 回 ⼈類誕生と健康観の変遷 
4 回 ヒトから⼈間へ 
5 回 ⻘年期の健康 



6 回 生活習慣病（中高年以降の健康） 
7 回 疾病構造の変化 
8 回 感染症 
9 回 現在社会の健康とストレス 
10 回 心身相関（心身症） 
11 回 欲求と適応機制 
12 回 ⼈間理解Ⅰ（昔話・童話の世界から） 
13 回 ⼈間理解Ⅱ（無意識の世界） 
14 回 自然と⼈間（文明がもたらしたもの） 
15 回 生涯スポーツ（健康とスポーツ） 

準備学習 1 回 シラバスを確認し、講義の内容を把握しておくこと 
2 回 自分自身の健康観を考えておくこと 
3 回 宇宙に眼を向け、⼈類誕生を知ってみよう 
4 回 妊娠・出産の科学、乳児、幼児の成⻑の過程を調べておくこと 
5 回 思春期、⻘年期の心身の変化を調べておくこと 
6 回 ライフスタイルが健康のキーポイントになることの理解 
7 回 疾病構造が変化した内容を調べておくこと 
8 回 感染症と性感染症について調べておくこと 
9 回 社会状況が私たちにおよぼす影響について調べておくこと 
10 回 心身相関のしくみと心身症の疾病について調べておくこと 
11 回 適応機制の種類を調べておくこと 
12 回 昔話・童話を調べて読んでおくこと（グリム童話、イソップ童話、⺠話な
ど） 
13 回 心とは何か、調べておくこと 
14 回 文明が⼈間にもたらしたもの。自然の偉大さについて考えておくこと 
15 回 生涯スポーツについて調べておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FB24331 
成績評価 課題２回（３０％）、定期試験（７０％） 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB24331 健康の科学 
担当教員名 吉村 直樹＊ 
単位数 2 
教科書 プリント類などを適宜配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 妊娠・出産、⻘年期、生活習慣病、疾病、心身相関、欲求、適応機制、生涯スポ

ーツ 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 健康の科学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プリント類などを適宜配布する 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FB24331 
実務経験のある教員  
達成目標 ⼈間の誕生、乳幼児期、⻘年期から老年期まで、各ライフステージの特徴を理解

し、それに応じた基礎的なヘルスプロモーションができること。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Health and Physical Science 
関連科目 福祉環境論、生涯スポーツⅠ、Ⅱ、Ⅲ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 一⼈ひとりの⼈間の自己実現と深く関わっている、生涯におけるヘルスプロモー

ションについて理解し、実践していく態度を育成する。私たちをとりまく社会や
環境についても理解を深め、健康との関わりについて考える。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 健康の科学の目的と内容 

2 回 健康の定義 
3 回 ⼈類誕生と健康観の変遷 
4 回 ヒトから⼈間へ 
5 回 ⻘年期の健康 



6 回 生活習慣病（中高年以降の健康） 
7 回 疾病構造の変化 
8 回 感染症 
9 回 現在社会の健康とストレス 
10 回 心身相関（心身症） 
11 回 欲求と適応機制 
12 回 ⼈間理解Ⅰ（昔話・童話の世界から） 
13 回 ⼈間理解Ⅱ（無意識の世界） 
14 回 自然と⼈間（文明がもたらしたもの） 
15 回 生涯スポーツ（健康とスポーツ） 

準備学習 1 回 シラバスを確認し、講義の内容を把握しておくこと 
2 回 自分自身の健康観を考えておくこと 
3 回 宇宙に眼を向け、⼈類誕生を知ってみよう 
4 回 妊娠・出産の科学、乳児、幼児の成⻑の過程を調べておくこと 
5 回 思春期、⻘年期の心身の変化を調べておくこと 
6 回 ライフスタイルが健康のキーポイントになることの理解 
7 回 疾病構造が変化した内容を調べておくこと 
8 回 感染症と性感染症について調べておくこと 
9 回 社会状況が私たちにおよぼす影響について調べておくこと 
10 回 心身相関のしくみと心身症の疾病について調べておくこと 
11 回 適応機制の種類を調べておくこと 
12 回 昔話・童話を調べて読んでおくこと（グリム童話、イソップ童話、⺠話な
ど） 
13 回 心とは何か、調べておくこと 
14 回 文明が⼈間にもたらしたもの。自然の偉大さについて考えておくこと 
15 回 生涯スポーツについて調べておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FB24332 
成績評価 積極性（２０％）、ルール・マナーの遵守（２０％）、協調性（２０％）、安全への

配慮（２０％）、技術（２０％） 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB24332 生涯スポーツⅠ 
担当教員名 森 博史 
単位数 1 
教科書 教科書は使用しない。必要な場合、資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード バドミントン、バレーボール、バスケットボール、ルール、審判法、チームワー

ク 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「楽しかった」「体を動かして他学科の方と仲よくなれた」「普段あまり運動する

機会がないのでとても良かった」「いろいろなスポーツができてよかった」「座学
ばかりなので、運動できる機会があって良かった」「他の学科との友達の輪が大
きくなって良かった」などの回答があり、講義の目的（主体的にスポーツを行っ
たり楽しんだりすることで、生涯にわたってスポーツを実践していける習慣や能
⼒を育てる）が達成できている⼈が多いと実感した。 

科目名 生涯スポーツⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし。 
授業形態 実験実習 
注意備考 １回目の授業は、大学２５号館２階（トレーニングルームⅡ：柔道場）で行う。 

２回目以降は、笹ヶ瀬キャンパス（加計記念体育館・グラウンド・テニスコート）
で行う。 
受講希望者が多数の場合、⼈数調整を行う（定員６０⼈）。 

シラバスコード FB24332 
実務経験のある教員  
達成目標 ①授業における各スポーツ種目の歴史・特性・ルール・審判法等を理解すること。 

②各スポーツ種目を楽しむためのチームワーク（協⼒、助け合い）について理解
すること。 
③コミュニケーション能⼒（受講者同士がお互いに考えを伝達し合うこと）を身
に付けること。 

受講者へのコメント 生活習慣の一部として継続される“生涯スポーツが”、健康的ライフスタイルの形
成とＱＯＬ（Quality of Life）の向上に大きな役割を果たしていることを理解し、
今後の生活に適度の身体活動（運動やスポーツ）を取り入れてもらいたい 

連絡先 第一学舎３階 森 博史研究室 mori@dls.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 



各項目評価に対する所見 【Ｃ】総合評価 ５）この授業の目標を達成できましたか ほとんどの受講者が「で
きた」「だいたいできた」の回答であった。今後も目標が達成できる授業にした
い。 ６）授業に対する教員の意欲が感じられましたか 「感じられた」の回答が
多かった。今後も意欲的に取り組みたい。 ７）この授業に満足しましたか 「満
足」「ほぼ満足」の回答が多かった。より満足度の高い授業を行っていきたい。 

英文科目名 Lifelong Sports I 
関連科目 健康の科学、生涯スポーツⅡ、生涯スポーツⅢを履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 運動やスポーツが、より楽しく感じられるような講義にしたい。 
講義目的 だれでも健康で明るく、生きがいのある豊かな⼈生を送りたいと思う。そのため

のひとつの手段として、私たちはスポーツ（運動）に取り組んでいこうと考える
ものである。講義で取り上げる種目を通して、主体的にスポーツを行ったり楽し
んだりすることで、生涯にわたってスポーツを実践していける習慣や能⼒を育て
る。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の実施場所、内容・目的・受講の心得について説明する。 

2 回 施設・設備の利用方法と留意事項の説明を行った後、“体ほぐし運動”を行い
ながら、「体⼒」について説明をする。 
3 回 バドミントンの歴史、用具（ラケット、シャトル、ポール、ネット）の準備
と片付けの仕方、基本技術（ラケットの握り方、ショットの種類と打ち方、サー
ブの打ち方）の説明を行った後、練習をする。 
4 回 シングルスのルールと審判法の説明を行った後、班に分かれて練習とゲー
ムをする。 
5 回 ダブルスのルールと審判法の説明を行った後、班に分かれて練習とゲーム
をする。 
6 回 選択種目（ソフトボール、テニス）の説明を行った後、種目別に分かれて練
習とゲームをする。 
7 回 バレーボール（６⼈制）の歴史、用具（ボール、ポール、ネット、得点板）
の準備と片付けの仕方、基本技術（オーバーハンドパス、アンダーハンドパス、
サーブ、スパイク）を説明を行った後、班に分かれて練習をする。 
8 回 バレーボール（６⼈制）のルールと審判法の説明を行った後、班に分かれて
練習とゲームをする。 
9 回 バレーボール（６⼈制）のチームワークと戦術について説明を行った後、班
に分かれて練習とゲームをする。 
10 回 選択種目（フットサル、卓球）の説明を行った後、種目別に分かれて練習
とゲームをする。 
11 回 バスケットボールの歴史、用具（ボール、得点板）の準備と片付けの仕方、
基本技術（ドリブル、シュート、パス）の説明を行った後、班に分かれて練習を
する。 
12 回 バスケットボールのルールと審判法、オフェンス（攻撃）とディフェンス
（防御）について説明を行った後、班に分かれて練習とゲームをする。 
13 回 バスケットボールのチームワークと戦術について説明を行った後、班に分
かれて練習とゲームをする。 



14 回 選択種目（ソフトボール、テニス、フットサル、卓球）の説明を行った後、
種目別に分かれて練習とゲームをする。 
15 回 選択種目（バドミントン、バレーボール、バスケットボール）別に分かれ
て練習とゲームをする。 
講義全体のまとめをする。 

準備学習 1 回 授業内容の確認。次回授業までに「体⼒」について予習を行うこと。 
2 回 次回授業までに、バドミントンの用具や基本技術について予習を行うこと。 
3 回 「体⼒」について復習を行うこと。次回の授業までに、バドミントンのシン
グルスについて予習を行うこと。 
4 回 バドミントンの基本技術（ラケットの振り方、ショットの種類と打ち方、サ
ーブの打ち方）について復習を行うこと。次回授業までに、バドミントンのダブ
ルスについて予習を行うこと。 
5 回 シングルスについて復習を行うこと。次回授業までに、ソフトボールとテニ
スについて予習を行うこと。 
6 回 ダブルスについて復習を行うこと。次回授業までに、バレーボール（６⼈
制）の歴史、用具、基本技術について予習を行うこと。 
7 回 選択種目（ソフトボール、テニス）について復習を行うこと。次回授業まで
に、バレーボール（６⼈制）のルールと審判法について予習を行うこと。 
8 回 バレーボール（６⼈制）について復習を行うこと。次回授業までに、バレー
ボール（団体種目のゲーム）を楽しむために必要なチームワーク（協⼒と助け合
いの方法）について予習を行うこと。 
9 回 バレーボール（６⼈制）のルールと審判法について復習を行うこと。次回授
業までに、フットサル、卓球について予習を行うこと。 
10 回 バレーボールに必要なチームワークについて復習を行うこと。次回授業ま
でに、バスケットボールの歴史、用具、基本技術について予習を行うこと。 
11 回 選択種目（フットサル、卓球）について復習を行うこと。次回授業までに、
バスケットボールのルールと審判法について予習を行うこと。 
12 回 バスケットボールについて復習を行うこと。次回授業までに、バスケット
ボール（団体種目のゲーム）を楽しむために必要なチームワーク（協⼒と助け合
いの方法）について予習を行うこと。 
13 回 バスケットボールのルールと審判法について復習を行うこと。次回授業ま
でに、ソフトボール、テニス、フットサル、卓球について復習と予習を行うこと。 
14 回 バスケットボールに必要なチームワークについて復習を行うこと。次回授
業までに、バドミントン、バレーボール、バスケットボールについて復習と予習
を行うこと。 
15 回 選択種目（ソフトボール、テニス、フットサル、卓球）について復習を行
うこと。生涯にわたって主体的にスポーツを行ったり楽しんだりするために必要
な事柄をまとめ、生涯スポーツの意義と役割について予習を行うことが望まし
い。 

 



年度 2012 
授業コード FB24341 
成績評価 積極性（２０％）、ルール・マナーの遵守（２０％）、協調性（２０％）、安全への

配慮（２０％）、技術（２０％） 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB24341 生涯スポーツⅠ 
担当教員名 森 博史 
単位数 1 
教科書 教科書は使用しない。必要な場合、資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード バドミントン、バレーボール、バスケットボール、ルール、審判法、チームワー

ク 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「いろいろな⼈と楽しくふれあえて良かった」「いろいろなスポーツができて良

かった」「話し合ってルールを決めたりすることでコミュニケーションの学習に
もつながった」と記述があり、講義の目標が達成できていると感じた。 
「移動の山道の整備をして欲しい」との要望について、学園の土地ではないので、
難しい問題である。 

科目名 生涯スポーツⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし。 
授業形態 実験実習 
注意備考 １回目の授業は、大学２５号館２階（トレーニングルームⅡ：柔道場）で行う。 

２回目以降は、笹ヶ瀬キャンパス（加計記念体育館・グラウンド・テニスコート）
で行う。 
受講希望者が多数の場合、⼈数調整を行う（定員６０⼈）。 

シラバスコード FB24341 
実務経験のある教員  
達成目標 ①授業における各スポーツ種目の歴史・特性・ルール・審判法等を理解すること。 

②各スポーツ種目を楽しむためのチームワーク（協⼒、助け合い）について理解
すること。 
③コミュニケーション能⼒（受講者同士がお互いに考えを伝達し合うこと）を身
に付けること。 

受講者へのコメント 学部、学科、学年、男女の枠を超えた授業に積極的に参加しスポーツ（運動）を
したことは、ルールの理解と遵守、マナー、協調性、公正、安全への配慮、コミ
ュニケーション能⼒等が養われたと思います。今後の生活に役立ててほしい。 
また、生活習慣病の予防やクオリティーオブライフ（QOL）のため、適度な運動
を生活の中に取り入れることが重要であることを理解してほしい。 

連絡先 第一学舎３階 森 博史研究室 mori@dls.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への  



対応 
各項目評価に対する所見 C,総合評価 

より目標達成ができ、満足度の高い内容になるよう、意欲を持って授業をしたい。 
英文科目名 Lifelong Sports I 
関連科目 健康の科学、生涯スポーツⅡ、生涯スポーツⅢを履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 より楽しい授業にしたい。 
講義目的 だれでも健康で明るく、生きがいのある豊かな⼈生を送りたいと思う。そのため

のひとつの手段として、私たちはスポーツ（運動）に取り組んでいこうと考える
ものである。講義で取り上げる種目を通して、主体的にスポーツを行ったり楽し
んだりすることで、生涯にわたってスポーツを実践していける習慣や能⼒を育て
る。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の実施場所、内容・目的・受講の心得について説明する。 

2 回 施設・設備の利用方法と留意事項の説明を行った後、“体ほぐし運動”を行い
ながら、「体⼒」について説明をする。 
3 回 バドミントンの歴史、用具（ラケット、シャトル、ポール、ネット）の準備
と片付けの仕方、基本技術（ラケットの握り方、ショットの種類と打ち方、サー
ブの打ち方）の説明を行った後、練習をする。 
4 回 シングルスのルールと審判法の説明を行った後、班に分かれて練習とゲー
ムをする。 
5 回 ダブルスのルールと審判法の説明を行った後、班に分かれて練習とゲーム
をする。 
6 回 選択種目（ソフトボール、テニス）の説明を行った後、種目別に分かれて練
習とゲームをする。 
7 回 バレーボール（６⼈制）の歴史、用具（ボール、ポール、ネット、得点板）
の準備と片付けの仕方、基本技術（オーバーハンドパス、アンダーハンドパス、
サーブ、スパイク）を説明を行った後、班に分かれて練習をする。 
8 回 バレーボール（６⼈制）のルールと審判法の説明を行った後、班に分かれて
練習とゲームをする。 
9 回 バレーボール（６⼈制）のチームワークと戦術について説明を行った後、班
に分かれて練習とゲームをする。 
10 回 選択種目（フットサル、卓球）の説明を行った後、種目別に分かれて練習
とゲームをする。 
11 回 バスケットボールの歴史、用具（ボール、得点板）の準備と片付けの仕方、
基本技術（ドリブル、シュート、パス）の説明を行った後、班に分かれて練習を
する。 
12 回 バスケットボールのルールと審判法、オフェンス（攻撃）とディフェンス
（防御）について説明を行った後、班に分かれて練習とゲームをする。 
13 回 バスケットボールのチームワークと戦術について説明を行った後、班に分
かれて練習とゲームをする。 
14 回 選択種目（ソフトボール、テニス、フットサル、卓球）の説明を行った後、
種目別に分かれて練習とゲームをする。 



15 回 選択種目（バドミントン、バレーボール、バスケットボール）別に分かれ
て練習とゲームをする。 
講義全体のまとめをする。 

準備学習 1 回 授業内容の確認。次回授業までに「体⼒」について予習を行うこと。 
2 回 次回授業までに、バドミントンの用具や基本技術について予習を行うこと。 
3 回 「体⼒」について復習を行うこと。次回の授業までに、バドミントンのシン
グルスについて予習を行うこと。 
4 回 バドミントンの基本技術（ラケットの振り方、ショットの種類と打ち方、サ
ーブの打ち方）について復習を行うこと。次回授業までに、バドミントンのダブ
ルスについて予習を行うこと。 
5 回 シングルスについて復習を行うこと。次回授業までに、ソフトボールとテニ
スについて予習を行うこと。 
6 回 ダブルスについて復習を行うこと。次回授業までに、バレーボール（６⼈
制）の歴史、用具、基本技術について予習を行うこと。 
7 回 選択種目（ソフトボール、テニス）について復習を行うこと。次回授業まで
に、バレーボール（６⼈制）のルールと審判法について予習を行うこと。 
8 回 バレーボール（６⼈制）について復習を行うこと。次回授業までに、バレー
ボール（団体種目のゲーム）を楽しむために必要なチームワーク（協⼒と助け合
いの方法）について予習を行うこと。 
9 回 バレーボール（６⼈制）のルールと審判法について復習を行うこと。次回授
業までに、フットサル、卓球について予習を行うこと。 
10 回 バレーボールに必要なチームワークについて復習を行うこと。次回授業ま
でに、バスケットボールの歴史、用具、基本技術について予習を行うこと。 
11 回 選択種目（フットサル、卓球）について復習を行うこと。次回授業までに、
バスケットボールのルールと審判法について予習を行うこと。 
12 回 バスケットボールについて復習を行うこと。次回授業までに、バスケット
ボール（団体種目のゲーム）を楽しむために必要なチームワーク（協⼒と助け合
いの方法）について予習を行うこと。 
13 回 バスケットボールのルールと審判法について復習を行うこと。次回授業ま
でに、ソフトボール、テニス、フットサル、卓球について復習と予習を行うこと。 
14 回 バスケットボールに必要なチームワークについて復習を行うこと。次回授
業までに、バドミントン、バレーボール、バスケットボールについて復習と予習
を行うこと。 
15 回 選択種目（ソフトボール、テニス、フットサル、卓球）について復習を行
うこと。生涯にわたって主体的にスポーツを行ったり楽しんだりするために必要
な事柄をまとめ、生涯スポーツの意義と役割について予習を行うことが望まし
い。 

 



年度 2012 
授業コード FB243G1 
成績評価 授業各時の発表・提出物 (50〜70％程度) ＋ 定期試験 (30〜50％程度)。受講状

況により見直すことがある。 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(09〜10),工学部(09〜10),総合情報学部(09〜10),生物地球学部(09〜10) 
見出し FB243G1 プレゼンテーションⅢ 
担当教員名 皿⽥ 琢司 
単位数 2 
教科書 必要に応じて配付資料または提示資料を用いる。刊行物は必要に応じて各自が用

意。 
アクティブラーニング  
キーワード 教員採用試験、教員の資質能⼒、実践的指導⼒、⼈物重視、教師⼒、教育観、教

師像 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  教員になるということは、面接に対応できる外見や形式だけを整えるというこ

とではありません。面接突破よりも先にある「望ましい教員像」、「理想とする教
員像」、「信頼される教員像」を自らのものにしましょう。努⼒し続ける姿勢を児
童生徒の指導にも生かせることを期待しています。 

科目名 プレゼンテーションⅢ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 学習指導要領（希望校種の最新版。文科省ウェブサイトからダウンロードしても

よい）。 
受験希望都道府県市の教員採用試験で過去出題された内容（各自治体の情報公開
制度を利用してもよい）。 
その他適宜指示する。 

授業形態 講義 
注意備考 ○信頼される教員をめざそうとする強い目的意識をもって学業に取り組むこと

が望ましい。 
○不断に学び続け、自らの知見を絶えず見直す習慣を身につけていること、担当
教科の意義や魅⼒を的確に伝えられるよう専攻分野の読書（ただし一般向け）を
励行していること、これらの知見の活用に努めることが望ましい。 
○日常生活のあらゆる場面で望ましい話し方や聴き方を観察、応用するなどして
絶えず検討し続けることが望ましい。 
○30 名程度以内の少⼈数指導とする。受講希望者が多数に上る場合には、第１回
授業出席者のうち受験予定の採用試験で面 

シラバスコード FB243G1 
実務経験のある教員  
達成目標  講義目的に挙げた各事項について、次のことができるようになること。 

  ○身につけた知見を論理的に組み立て、説得的に説明できる。 
  ○自信をもって明瞭に発話し、聴く者に好感を与えるよう表現できる。 



  ○聴く者の理解を促すことを意識し、表情や語調等に注意しながら話すこと
が 
   できる。 
  ○聴く者の理解度に即して、用語や構成等を柔軟に変えて話すことができ
る。 

受講者へのコメント  どのような資格も、それらに見合うだけの資質能⼒を身に付けて初めて意味の
あるものとなります。教職の特質に照らして自らの課題を見付け、学業や読書を
はじめ自らの日常生活のさまざまな面を見直して目標に近づきましょう。 

連絡先 １３号館３階皿⽥研究室 salad＠chem.ous.ac.jp 086-256-9714 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  課題の分析に努めるとともに、教職に必要な「話して考えを伝える能⼒」「他者
の考えを傾聴する態度」と受講者の学習実態を勘案し、指導方針の修正を検討し
ます。 

英文科目名 Presentation Skills III 
関連科目 ○１〜２年次開講Ｃ群科目（基礎理学科生は教育学原論、教育心理学に代えてそ

れぞれ教育基礎論、学習・発達論）及びプレゼンテーションⅠ、Ⅱをすべて良好
な成績で修得していることが望ましい。 
○教育実習の研究Ⅰ・Ⅱを同時に履修中であるか、修得していることが望ましい。 

次回に向けての改善変更予定  教職に必要な「話して考えを伝える能⼒」「他者の考えを傾聴する態度」のあり
方と受講者の学習実態を勘案し、指導方針の修正を検討します。 

講義目的  将来教員をめざす者が次の各事項を理解し、口頭で明瞭に表現する技能と方法
を修得することを目的とする。 
  １．志望動機、理想的教師像、教職の意義、担当教科を学ぶ目的・意義・魅
⼒ 
  ２．教員に求められる実践的指導⼒、学校に期待される役割 
  ３．学校現場で想定される具体的な場面における基本的な対応方針 
  ４．上記についての課題や見通し 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。教員の資質とプレゼンテーション能⼒について説明

する。 
2 回 教員採用試験における面接と討論を主題に、出題傾向と評価の観点を説明
する。 
3 回 個⼈面接と集団面接の基本。簡単な自己紹介を通して話し方（視線、表情を
含む）のポイントを説明する。 
4 回 個⼈面接と集団面接の練習（１）―自己アピールと志望動機を例に、実践練
習、相互評価、指導講評を行う。 
5 回 個⼈面接と集団面接の練習（２）―時事問題を例に、実践練習、相互評価、
指導講評を行う。 
6 回 個⼈面接と集団面接の練習（３）―教育理念・教育政策を例に、実践練習、
相互評価、指導講評を行う。 
7 回 個⼈面接と集団面接の練習（４）―学習指導の方針・原則を例に、実践練習、



相互評価、指導講評を行う。 
8 回 個⼈面接と集団面接の練習（５）―具体的問題の対応を例に、実践練習、相
互評価、指導講評を行う。 
9 回 集団討論の基本―教員の資質能⼒と期待される役割を例に、実践練習、相互
評価、指導講評を行う。 
10 回 集団討論の練習（１）―最近の⻘少年の行動傾向を例に、実践練習、相互
評価、指導講評を行う。 
11 回 集団討論の練習（２）―「生きる⼒」「確かな学⼒」を例に、実践練習、相
互評価、指導講評を行う。 
12 回 集団討論の練習（３）―「地域と学校」「⼈権教育」を例に、実践練習、相
互評価、指導講評を行う。 
13 回 集団討論の練習（４）―キャリア教育と情報教育とを例に、実践練習、相
互評価、指導講評を行う。 
14 回 集団討論の練習（５）―生徒指導上の問題事案を例に、実践練習、相互評
価、指導講評を行う。 
15 回 面接と討論の総括―教員としての研究と修養（その見直しを含む）を継続
する意義を説明する。 

準備学習 1 回 受験予定の都道府県市の教員採用試験のうち、過去３年間の面接または討
論の出題内容及び形式を整理しておくこと。 
2 回 受験予定の都道府県市が公表している教育施策の基本方針と望ましい教師
像を整理しておくこと。 
3 回 前時までに整理した主題から３〜４題を選び、それぞれ１分程度で話せる
よう要点をノートに整理しておくこと。 
選択した主題をもとに、生徒にとって理解しやすい話し方（視線や表情を含む）
を検討し練習しておくこと。 
4 回 前時までの学習成果の定着・伸⻑、課題の克服、新たな課題の発見・克服に
それぞれ努めること。 
前時の授業で提示された主題について、生徒にとって理解しやすい話し方を検討
し練習しておくこと。 
5 回 前時までの学習成果の定着・伸⻑、課題の克服、新たな課題の発見・克服に
それぞれ努めること。 
前時の授業で提示された主題について、生徒にとって理解しやすい話し方を検討
し練習しておくこと。 
6 回 前時までの学習成果の定着・伸⻑、課題の克服、新たな課題の発見・克服に
それぞれ努めること。 
前時の授業で提示された主題について、生徒にとって理解しやすい話し方を検討
し練習しておくこと。 
7 回 前時までの学習成果の定着・伸⻑、課題の克服、新たな課題の発見・克服に
それぞれ努めること。 
前時の授業で提示された主題について、生徒にとって理解しやすい話し方を検討
し練習しておくこと。 
8 回 前時までの学習成果の定着・伸⻑、課題の克服、新たな課題の発見・克服に



それぞれ努めること。 
前時の授業で提示された主題について、生徒にとって理解しやすい話し方を検討
し練習しておくこと。 
9 回 前時までの学習成果の定着・伸⻑、課題の克服、新たな課題の発見・克服に
それぞれ努めること。 
前時の授業で提示された主題について、生徒にとって理解しやすい話し方を検討
し練習しておくこと。 
10 回 前時までの学習成果の定着・伸⻑、課題の克服、新たな課題の発見・克服
にそれぞれ努めること。 
前時の授業で提示された主題について、生徒にとって理解しやすい話し方を検討
し練習しておくこと。 
11 回 前時までの学習成果の定着・伸⻑、課題の克服、新たな課題の発見・克服
にそれぞれ努めること。 
前時の授業で提示された主題について、生徒にとって理解しやすい話し方を検討
し練習しておくこと。 
12 回 前時までの学習成果の定着・伸⻑、課題の克服、新たな課題の発見・克服
にそれぞれ努めること。 
前時の授業で提示された主題について、生徒にとって理解しやすい話し方を検討
し練習しておくこと。 
13 回 前時までの学習成果の定着・伸⻑、課題の克服、新たな課題の発見・克服
にそれぞれ努めること。 
前時の授業で提示された主題について、生徒にとって理解しやすい話し方を検討
し練習しておくこと。 
14 回 前時までの学習成果の定着・伸⻑、課題の克服、新たな課題の発見・克服
にそれぞれ努めること。 
前時の授業で提示された主題について、生徒にとって理解しやすい話し方を検討
し練習しておくこと。 
15 回 これまでの学習全体を振り返り、学習成果の定着・伸⻑と課題の克服にな
お一層努めること。 

 



年度 2012 
授業コード FB24511 
成績評価 演習（60％）定期試験（40％） 原則として、演習をすべて行うことが定期試験

の受験資格となる。 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB24511 文章表現法Ⅰ 
担当教員名 藤野 薫＊ 
単位数 2 
教科書 藤野薫・三木恒治・世良利和著／「文章表現法Ⅰ基礎編」／蜻文庫 
アクティブラーニング  
キーワード 文章表現、小論文、日本語、就職活動 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 文章表現法Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 1.講義の性質上、ある程度の⼈数制限を設けることがある。 

2.受講希望者は必ずテキストを購入し、初回の講義に出席すること。 
3.講義には必ず国語辞典（通信機能のない電子辞書も可）を持参すること。 
4.講義中の飲食や無断入退室は禁じる。講義中は通信器機の電源を切ること。 
5.受講マナーを守らない者や指示に従わない者は「評価不能」とする。 

シラバスコード FB24511 
実務経験のある教員  
達成目標 文章表現の目的を理解し、800 字程度の文章をわかりやすく書くことができる。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Technical Writing I 
関連科目 プレゼンテーションⅠ、プレゼンテーションⅡ、文章表現法Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 一般社会で通用する文章を書くために、基本的な取り組みの姿勢とスキルを身に

つける。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 文章スキルの大切さ、テキストと講義の進め方について説明する。 

2 回 受講シートの記入について説明する。 
3 回 文章を要約する①：参考文を読みながら、アウトラインの作成を指導する。 



4 回 文章を要約する②：参考文を読みながら、文章の組み立てを説明する。 
5 回 文章を要約する③：参考文を要約する。 
6 回 文章を書くときの注意点①：文章表現の形式とルールについて解説する。 
7 回 経験や知識の文章化と構成のパターンについて解説する。 
8 回 経験や知識を文章化する。 
9 回 文章を書くときの注意点②：正確でわかりやすい表現について解説する。 
10 回 対立する意見を使った文章構成について解説する。 
11 回 情報の収集と引用、意見のまとめ方について解説する。 
12 回 対立する意見を使って文章を構成する。 
13 回 800 字の構成について解説する。 
14 回 800 字の文章を構成する。 
15 回 文章表現のポイントをまとめ、定期試験について説明する。 

準備学習 1 回 予習：シラバスを読み、テキストを購入しておくこと。 
復習：受講上の注意を再確認すること。 
2 回 予習：受講シート記入上の注意を読んでおくこと。 
復習：記入した内容を自己点検すること。 
3 回 予習：指示された参考文を読んでおくこと。 
復習：アウトラインの大切さを確認すること。 
4 回 予習：指示された参考文を読んでおくこと。 
復習：文章の基本的な組み立てを確認すること。 
5 回 予習：文章の要約についてまとめておくこと。 
復習：取り組んだ要約を自己点検すること。 
6 回 予習：文章の基本的な書き方を確認しておくこと。 
復習：文章表現の形式とルールをまとめること。 
7 回 予習：文章の構成について考えておくこと。 
復習：文章構成のパターンについて確認すること。 
8 回 予習：文章化するための材料をまとめておくこと。 
復習：取り組んだ文章化について自己点検すること。 
9 回 予習：文章表現の注意点について考えておくこと。 
復習：正確でわかりやすい表現のポイントをまとめること。 
10 回 予習：指示されたテーマについて自分の意見をまとめておくこと。 
復習：対立する意見による文章構成の要点を確認すること。 
11 回 予習：指示されたテーマについて情報や資料を集めておくこと。 
復習：講義で出された意見を整理すること。 
12 回 予習：指示されたテーマについて自分の意見をまとめておくこと。 
復習：構成した文章を自己点検すること。 
13 回 予習：800 字の参考文を読んでくること。 
復習：構成のポイントを整理すること。 
14 回 予習：指示されたテーマについて情報や資料を集めておくこと。 
復習：構成した文章を自己点検すること。 
15 回 予習：文章表現に取り組む姿勢について考えてくること。 
復習：文章表現のポイントをまとめること。 



 



年度 2012 
授業コード FB24512 
成績評価 演習（60％）定期試験（40％） 原則として、演習をすべて行うことが定期試験

の受験資格となる。 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス 工学部(〜12),総合情報学部(〜12) 
見出し FB24512 文章表現法Ⅰ 
担当教員名 藤野 薫＊ 
単位数 2 
教科書 藤野薫・三木恒治・世良利和著／「文章表現法Ⅰ基礎編」／蜻文庫 
アクティブラーニング  
キーワード 文章表現、小論文、日本語、就職活動 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特になし 
科目名 文章表現法Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 1.講義の性質上、ある程度の⼈数制限を設けることがある。 

2.受講希望者は必ずテキストを購入し、初回の講義に出席すること。 
3.講義には必ず国語辞典（通信機能のない電子辞書も可）を持参すること。 
4.講義中の飲食や無断入退室は禁じる。講義中は通信器機の電源を切ること。 
5.受講マナーを守らない者や指示に従わない者は「評価不能」とする。 

シラバスコード FB24512 
実務経験のある教員  
達成目標 文章表現の目的を理解し、800 字程度の文章をわかりやすく書くことができる。 
受講者へのコメント 半年間よくやってくれました。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 今後の参考にします。 
英文科目名 Technical Writing I 
関連科目 プレゼンテーションⅠ、プレゼンテーションⅡ、文章表現法Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 キャリア支援科目としての必要性の周知徹底 
講義目的 一般社会で通用する文章を書くために、基本的な取り組みの姿勢とスキルを身に

つける。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 文章スキルの大切さ、テキストと講義の進め方について説明する。 

2 回 受講シートの記入について説明する。 
3 回 文章を要約する①：参考文を読みながら、アウトラインの作成を指導する。 



4 回 文章を要約する②：参考文を読みながら、文章の組み立てを説明する。 
5 回 文章を要約する③：参考文を要約する。 
6 回 文章を書くときの注意点①：文章表現の形式とルールについて解説する。 
7 回 経験や知識の文章化と構成のパターンについて解説する。 
8 回 経験や知識を文章化する。 
9 回 文章を書くときの注意点②：正確でわかりやすい表現について解説する。 
10 回 対立する意見を使った文章構成について解説する。 
11 回 情報の収集と引用、意見のまとめ方について解説する。 
12 回 対立する意見を使って文章を構成する。 
13 回 800 字の構成について解説する。 
14 回 800 字の文章を構成する。 
15 回 文章表現のポイントをまとめ、定期試験について説明する。 

準備学習 1 回 予習：シラバスを読み、テキストを購入しておくこと。 
復習：受講上の注意を再確認すること。 
2 回 予習：受講シート記入上の注意を読んでおくこと。 
復習：記入した内容を自己点検すること。 
3 回 予習：指示された参考文を読んでおくこと。 
復習：アウトラインの大切さを確認すること。 
4 回 予習：指示された参考文を読んでおくこと。 
復習：文章の基本的な組み立てを確認すること。 
5 回 予習：文章の要約についてまとめておくこと。 
復習：取り組んだ要約を自己点検すること。 
6 回 予習：文章の基本的な書き方を確認しておくこと。 
復習：文章表現の形式とルールをまとめること。 
7 回 予習：文章の構成について考えておくこと。 
復習：文章構成のパターンについて確認すること。 
8 回 予習：文章化するための材料をまとめておくこと。 
復習：取り組んだ文章化について自己点検すること。 
9 回 予習：文章表現の注意点について考えておくこと。 
復習：正確でわかりやすい表現のポイントをまとめること。 
10 回 予習：指示されたテーマについて自分の意見をまとめておくこと。 
復習：対立する意見による文章構成の要点を確認すること。 
11 回 予習：指示されたテーマについて情報や資料を集めておくこと。 
復習：講義で出された意見を整理すること。 
12 回 予習：指示されたテーマについて自分の意見をまとめておくこと。 
復習：構成した文章を自己点検すること。 
13 回 予習：800 字の参考文を読んでくること。 
復習：構成のポイントを整理すること。 
14 回 予習：指示されたテーマについて情報や資料を集めておくこと。 
復習：構成した文章を自己点検すること。 
15 回 予習：文章表現に取り組む姿勢について考えてくること。 
復習：文章表現のポイントをまとめること。 



 



年度 2012 
授業コード FB24513 
成績評価 企業体験（企業レポート含む）(50％)、体験発表（プレゼン内容、プレゼン技術

等）(50％) により評価する。 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜10),工学部(〜10),総合情報学部(〜10),生物地球学部(〜10) 
見出し FB24513 インターンシップ 
担当教員名 山本 忠嗣＊ 
単位数 2 
教科書 教科書は使用しない。 

インターンシップ・キャンパスウェブのサイトを利用する。 
http://www.campusweb.or.jp/internship/web/ 

アクティブラーニング  
キーワード インターンシップ、企業研修 
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 インターンシップ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 キャリアセンターホームページ 

http://www.job.office.ous.ac.jp/ 
授業形態 実験実習 
注意備考 賠償保険：インターンシップ前に、学生課で「学研災付帯賠償責任保険」（1 年間

210 円）へ必ず加入すること。 
履修登録：制限外科目（前期の履修登録を必ず確認すること） 
実施場所：学内・学外など、様々な形で講義・講習・実習が行われるので、注意
すること。 
実施期間：不定期かつ随時実施するので、電子メールや WEB サイトの環境を準
備すること。 

シラバスコード FB24513 
実務経験のある教員  
達成目標 ・インターンシップ参加の心構えを身につけること。 

・インターンシップを通して実社会の現状を把握すること。 
・インターンシップ終了後、自らの経験をまとめるととともに、プレゼンテーシ
ョンができること。 
・社会に貢献できる⼈材となること。（建学の理念） 

受講者へのコメント  
連絡先 なし 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  



英文科目名 Internship 
関連科目 文章表現法Ⅰ、文章表現法Ⅱ、プレゼンテーションⅠ、プレゼンテーションⅡ、

教養演習、企業と⼈間、キャリア形成講座、企業情報特論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 インターンシップとは、実社会の企業等において、学生が将来の職業・キャリア

選択に関連した就業体験をすることによって、社会や企業の実情を知り、学生が
自らの職業適性や将来設計を考えるとともに、大学における学習教育目標の達成
を向上・促進する学習制度です。 
講義内容：年間スケジュールの目安を例示したもので、受入企業と学生の状況に
よって異なります。 
対象学生：企業受入がマッチングし、その実習を修了した学生のみ、単位申請で
きます。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ・インターンシップの流れについて概要説明をする。 

・キャリアセンター資料（岡山理科大学就職支援マガジンＭＥ等）をベースに自
己ＰＲの作成方法を説明する。 
・評価方法について説明する。 
2 回 ・Internship Campusweb にログインして個⼈の ID とパスワードを取得す
る。 
・取得した個⼈の ID とパスワードでログインし自己プロフィールを記載する。 
・企業検索システムの検索方法を理解する。 
3 回 ・自己プロフィール 企業応募資料を完成し大学に応募資料を送付する。 
・就職ガイダンス DVD からエントリーシートの記載方法を紹介する。 
4 回 面接の受け方（DVD による説明）、学内面接について説明する。 
5 回 企業への応募方法について説明する。（書類選考で選ばれれば面談の連絡が
来る − 随時企業面談を行う − 面談で合格すれば受入通知が届く） 
企業応募は出来るだけ早く行う（定員に達すると締め切られる可能性あり） 
6 回 学内面接の実施を実施する。 
４回に分けて学内面接を行い、企業への応募を完了する。 
7 回 ・インターンシップ報告書の作成について説明する。（プレゼンテーション
の作成方法） 
・インターンシップの流れについて説明する。（誓約書 報告書様式配布 保険
の案内） 
8 回 インターンシップの事前研修会を実施する。 
インターンシップの実施＜８〜９月夏季休業中の１週間から２週間程度＞ 
9 回 インターンシップ体験報告を実施する。 
10 回 体験発表に必要なプレゼンテーションの基本について説明する。 
11 回 プレゼンテーション構想（何を発表のポイントにするか）について説明す
る。 
12 回 プレゼンテーション資料を作成する。 
13 回 インターンシップ体験発表会を実施する。 
14 回 インターンシップ体験発表会を実施する。 



15 回 インターンシップ体験発表会を実施する。 
準備学習 1 回 インターンシップの意義等を事前に確認しておくこと。 

2 回 メーリングリストに登録するメールアドレスを連絡すること。 
キャリアセンター資料を読んで自己ＰＲを作成しておくこと。 
3 回 インターンシップを体験したい企業候補を２社決め、企業研究を行ってお
くこと。 
4 回 自己プロフィールを完成させ応募企業を決め応募（大学に）すること。 
5 回 面接で指摘された項目の修正しておくこと。 
6 回 エントリーシートを提出すること。 
7 回 インターンシップの流れについて、事前に確認しておくこと。 
8 回 インターンシップ実施前に必要な手続きは、すべて完了しておくこと。 
9 回 インターンシップ先での実習内容をよくまとめておくこと。 
10 回 プレゼンテーションについて基本的な事柄を事前にチェックしておくこ
と。 
11 回 プレゼンテーション構想を策定すること。 
12 回 プレゼンテーション用資料をよくまとめておくこと。 
13 回 発表者は事前準備をしておくこと。 
14 回 発表者は事前準備をしておくこと。 
15 回 発表者は事前準備をしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB24521 
成績評価 演習（60％）定期試験（40％） 原則として、演習をすべて行うことが定期試験

の受験資格となる。 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB24521 文章表現法Ⅰ 
担当教員名 世良 利和＊ 
単位数 2 
教科書 藤野薫・三木恒治・世良利和著／「文章表現法Ⅰ基礎編」／蜻文庫 
アクティブラーニング  
キーワード 文章表現、小論文、日本語、就職活動 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 文章表現法Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 1.講義の性質上、ある程度の⼈数制限を設けることがある。 

2.受講希望者は必ずテキストを購入し、初回の講義に出席すること。 
3.講義には必ず国語辞典（通信機能のない電子辞書も可）を持参すること。 
4.講義中の飲食や無断入退室は禁じる。講義中は通信器機の電源を切ること。 
5.受講マナーを守らない者や指示に従わない者は「評価不能」とする。 

シラバスコード FB24521 
実務経験のある教員  
達成目標 文章表現の目的を理解し、800 字程度の文章をわかりやすく書くことができる。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Technical Writing I 
関連科目 プレゼンテーションⅠ、プレゼンテーションⅡ、文章表現法Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 一般社会で通用する文章を書くために、基本的な取り組みの姿勢とスキルを身に

つける。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 文章スキルの大切さ、テキストと講義の進め方について説明する。 

2 回 受講シートの記入について説明する。 
3 回 文章を要約する①：参考文を読みながら、アウトラインの作成を指導する。 



4 回 文章を要約する②：参考文を読みながら、文章の組み立てを説明する。 
5 回 文章を要約する③：参考文を要約する。 
6 回 文章を書くときの注意点①：文章表現の形式とルールについて解説する。 
7 回 経験や知識の文章化と構成のパターンについて解説する。 
8 回 経験や知識を文章化する。 
9 回 文章を書くときの注意点②：正確でわかりやすい表現について解説する。 
10 回 対立する意見を使った文章構成について解説する。 
11 回 情報の収集と引用、意見のまとめ方について解説する。 
12 回 対立する意見を使って文章を構成する。 
13 回 800 字の構成について解説する。 
14 回 800 字の文章を構成する。 
15 回 文章表現のポイントをまとめ、定期試験について説明する。 

準備学習 1 回 予習：シラバスを読み、テキストを購入しておくこと。 
復習：受講上の注意を再確認すること。 
2 回 予習：受講シート記入上の注意を読んでおくこと。 
復習：記入した内容を自己点検すること。 
3 回 予習：指示された参考文を読んでおくこと。 
復習：アウトラインの大切さを確認すること。 
4 回 予習：指示された参考文を読んでおくこと。 
復習：文章の基本的な組み立てを確認すること。 
5 回 予習：文章の要約についてまとめておくこと。 
復習：取り組んだ要約を自己点検すること。 
6 回 予習：文章の基本的な書き方を確認しておくこと。 
復習：文章表現の形式とルールをまとめること。 
7 回 予習：文章の構成について考えておくこと。 
復習：文章構成のパターンについて確認すること。 
8 回 予習：文章化するための材料をまとめておくこと。 
復習：取り組んだ文章化について自己点検すること。 
9 回 予習：文章表現の注意点について考えておくこと。 
復習：正確でわかりやすい表現のポイントをまとめること。 
10 回 予習：指示されたテーマについて自分の意見をまとめておくこと。 
復習：対立する意見による文章構成の要点を確認すること。 
11 回 予習：指示されたテーマについて情報や資料を集めておくこと。 
復習：講義で出された意見を整理すること。 
12 回 予習：指示されたテーマについて自分の意見をまとめておくこと。 
復習：構成した文章を自己点検すること。 
13 回 予習：800 字の参考文を読んでくること。 
復習：構成のポイントを整理すること。 
14 回 予習：指示されたテーマについて情報や資料を集めておくこと。 
復習：構成した文章を自己点検すること。 
15 回 予習：文章表現に取り組む姿勢について考えてくること。 
復習：文章表現のポイントをまとめること。 



 



年度 2012 
授業コード FB24522 
成績評価 演習（60％）定期試験（40％） 原則として、演習をすべて行うことが定期試験

の受験資格となる。 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス 工学部(〜12),総合情報学部(〜12) 
見出し FB24522 文章表現法Ⅰ 
担当教員名 世良 利和＊ 
単位数 2 
教科書 藤野薫・三木恒治・世良利和著／「文章表現法Ⅰ基礎編」／蜻文庫 
アクティブラーニング  
キーワード 文章表現、小論文、日本語、就職活動 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 文章表現法Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 1.講義の性質上、ある程度の⼈数制限を設けることがある。 

2.受講希望者は必ずテキストを購入し、初回の講義に出席すること。 
3.講義には必ず国語辞典（通信機能のない電子辞書も可）を持参すること。 
4.講義中の飲食や無断入退室は禁じる。講義中は通信器機の電源を切ること。 
5.受講マナーを守らない者や指示に従わない者は「評価不能」とする。 

シラバスコード FB24522 
実務経験のある教員  
達成目標 文章表現の目的を理解し、800 字程度の文章をわかりやすく書くことができる。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Technical Writing I 
関連科目 プレゼンテーションⅠ、プレゼンテーションⅡ、文章表現法Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 一般社会で通用する文章を書くために、基本的な取り組みの姿勢とスキルを身に

つける。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 文章スキルの大切さ、テキストと講義の進め方について説明する。 

2 回 受講シートの記入について説明する。 
3 回 文章を要約する①：参考文を読みながら、アウトラインの作成を指導する。 



4 回 文章を要約する②：参考文を読みながら、文章の組み立てを説明する。 
5 回 文章を要約する③：参考文を要約する。 
6 回 文章を書くときの注意点①：文章表現の形式とルールについて解説する。 
7 回 経験や知識の文章化と構成のパターンについて解説する。 
8 回 経験や知識を文章化する。 
9 回 文章を書くときの注意点②：正確でわかりやすい表現について解説する。 
10 回 対立する意見を使った文章構成について解説する。 
11 回 情報の収集と引用、意見のまとめ方について解説する。 
12 回 対立する意見を使って文章を構成する。 
13 回 800 字の構成について解説する。 
14 回 800 字の文章を構成する。 
15 回 文章表現のポイントをまとめ、定期試験について説明する。 

準備学習 1 回 予習：シラバスを読み、テキストを購入しておくこと。 
復習：受講上の注意を再確認すること。 
2 回 予習：受講シート記入上の注意を読んでおくこと。 
復習：記入した内容を自己点検すること。 
3 回 予習：指示された参考文を読んでおくこと。 
復習：アウトラインの大切さを確認すること。 
4 回 予習：指示された参考文を読んでおくこと。 
復習：文章の基本的な組み立てを確認すること。 
5 回 予習：文章の要約についてまとめておくこと。 
復習：取り組んだ要約を自己点検すること。 
6 回 予習：文章の基本的な書き方を確認しておくこと。 
復習：文章表現の形式とルールをまとめること。 
7 回 予習：文章の構成について考えておくこと。 
復習：文章構成のパターンについて確認すること。 
8 回 予習：文章化するための材料をまとめておくこと。 
復習：取り組んだ文章化について自己点検すること。 
9 回 予習：文章表現の注意点について考えておくこと。 
復習：正確でわかりやすい表現のポイントをまとめること。 
10 回 予習：指示されたテーマについて自分の意見をまとめておくこと。 
復習：対立する意見による文章構成の要点を確認すること。 
11 回 予習：指示されたテーマについて情報や資料を集めておくこと。 
復習：講義で出された意見を整理すること。 
12 回 予習：指示されたテーマについて自分の意見をまとめておくこと。 
復習：構成した文章を自己点検すること。 
13 回 予習：800 字の参考文を読んでくること。 
復習：構成のポイントを整理すること。 
14 回 予習：指示されたテーマについて情報や資料を集めておくこと。 
復習：構成した文章を自己点検すること。 
15 回 予習：文章表現に取り組む姿勢について考えてくること。 
復習：文章表現のポイントをまとめること。 



 



年度 2012 
授業コード FB24531 
成績評価 ・授業への参加度（10％） 

・小テスト（10％） 
・課題提出（80％） 
※5 回欠席すると評価対象としない。早退・遅刻は 2 回で 1 回の欠席とする。遅
刻は 20 分まで、それ以降の入室は認めない。 
※1 点でも課題の未提出物がある場合や協同作業および口頭発表での欠席がある
場合は、評価対象としない。 

曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB24531 文章表現法Ⅰ 
担当教員名 松尾 美香 
単位数 2 
教科書 特定の教科書は指定しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 考える⼒、書く⼒、読む⼒、論理的、表現、コミュニケーション 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 文章の作成方法が理解できた、わかりやすい授業だったとの回答をもらい、さら

に理解が深められる授業に努めたい。 
科目名 文章表現法Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 ・授業中の飲食、私語は禁止する。 

・携帯電話の電源は切り、机の上に置かずしまっておくこと。 
・授業中で配布する資料の予備は保管しないため、欠席した場合は、出席者から
コピーをしておくこと。 
・当日、欠席により課題提出が遅れる場合は、事前に受け付ける。 
・受講生の既習知識や進度によって、一部、シラバスの変更の場合がある。 

シラバスコード FB24531 
実務経験のある教員  
達成目標 ①自分の考えや主張を具体的に書くことができる。 

②分かりやすい文章の条件を説明することができる。 
③800 字程度の論理的な文章を書くことができる。 

受講者へのコメント 日ごろから、活字に慣れるように努めたい。 
連絡先 1 学舎 3F（松尾研究室） 

E-Mail：matsuo@are.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 各項目において、概ね、評価が高かった。 



英文科目名 Technical Writing I 
関連科目 文章表現法Ⅱ、プレゼンテーションⅠ、プレゼンテーションⅡ 
次回に向けての改善変更予定 実社会で活用できる知識となる授業内容に努める。 
講義目的 文章を書くということは、思考することであり、かつ相手に伝えていくことであ

る。文章と言っても、事務的な文章から企画書、報告書等のビジネス文書、小論
文、レポートなど様々な文章があるが、文章の目的はどれも共通している。 
そこで、この授業では文章の書き方の基本的なルールを示し、学生や社会⼈とし
て必要な文章表現上の知識や技術を身につけることを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス 

講義の概要、進め方、評価方法等の説明をする。 
2 回 自分史づくり 
自己紹介文を作成する。 
3 回 分かりやすい文章の条件① 
よい文章と悪い文章を比較する。 
4 回 分かりやすい文章の条件② 
分かりやすい文章の原則を学習する。 
5 回 論理的な文章の基本構造 
論理的な文章の基本構造を学習する。 
6 回 論理的な文章の基本スキル 
論理的な文章の基本スキルを学習する。 
7 回 論理的な文章の作成 
あるテーマに基づき、構成を考え、論理的な文章を作成する。 
8 回 論理的な文章の作成 
構成を考えたうえで、全体をまとめ、論理的な文章を作成する。 
9 回 要約トレーニング①（資料活用） 
資料を用いて、要約を作成する。 
10 回 要約トレーニング②（視聴覚教材活用） 
視聴覚教材を用いて、要約を作成する。 
11 回 要約トレーニング③（協同作業） 
グループで要約を作成する。 
12 回 口頭発表の技術 
口頭発表のスキルを学習する。 
13 回 ビジネス文書の書き方 
ビジネス文書の書き方を学習する。 
14 回 ビジネス文書の作成 
ビジネス文書を作成する。 
15 回 まとめ 
これまでの学習を確認する。 

準備学習 1 回 講義の目的を理解し、シラバスを確認しておくこと。 
2 回 授業内容を確認し、自分史づくりのための材料を考えておくこと。 
3 回 自分史づくりから自分の文章⼒を把握しておくこと。 



4 回 良い文章と悪い文章の違いを理解しておくこと。 
5 回 論理的とは何かを考えておくこと。 
6 回 論理的な文章の基本構造を理解しておくこと。 
7 回 あるテーマについての考え・理由・根拠を考えておくこと。 
8 回 どのような筋道でまとめるのかを考えておくこと。 
9 回 要点・要約・要旨とは何かを考えておくこと。 
10 回 文章の要約のコツを理解しておくこと。 
11 回 視聴覚教材の要約を作成しておくこと。 
12 回 口頭発表できる準備をしておくこと。 
13 回 ビジネス文書とはどのようなものがあるのかを調べておくこと。 
14 回 ビジネス文書の書き方を理解しておくこと。 
15 回 これまで学習したことを再確認しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB24532 
成績評価 ・授業への参加度（10％） 

・小テスト（10％） 
・課題提出（80％） 
※5 回欠席すると評価対象としない。早退・遅刻は 2 回で 1 回の欠席とする。遅
刻は 20 分まで、それ以降の入室は認めない。 
※1 点でも課題の未提出物がある場合や協同作業および口頭発表での欠席がある
場合は、評価対象としない。 

曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス 工学部(〜12),総合情報学部(〜12) 
見出し FB24532 文章表現法Ⅰ 
担当教員名 松尾 美香 
単位数 2 
教科書 特定の教科書は指定しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 考える⼒、書く⼒、読む⼒、論理的、表現、コミュニケーション 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「とても参考になった」とのコメントをもらい、さらに理解が深められる授業に

努めたい。 
科目名 文章表現法Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 ・授業中の飲食、私語は禁止する。 

・携帯電話の電源は切り、机の上に置かずしまっておくこと。 
・授業中で配布する資料の予備は保管しないため、欠席した場合は、出席者から
コピーをしておくこと。 
・当日、欠席により課題提出が遅れる場合は、事前に受け付ける。 
・受講生の既習知識や進度によって、一部、シラバスの変更の場合がある。 

シラバスコード FB24532 
実務経験のある教員  
達成目標 ①自分の考えや主張を具体的に書くことができる。 

②分かりやすい文章の条件を説明することができる。 
③800 字程度の論理的な文章を書くことができる。 

受講者へのコメント 日ごろから、活字に慣れるよう努めてほしい。 
連絡先 1 学舎 3F（松尾研究室） 

E-Mail：matsuo@are.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 各項目について、概ね、評価が高かった。 



英文科目名 Technical Writing I 
関連科目 文章表現法Ⅱ、プレゼンテーションⅠ、プレゼンテーションⅡ 
次回に向けての改善変更予定 実社会で活用できる知識を提供したい。 
講義目的 文章を書くということは、思考することであり、かつ相手に伝えていくことであ

る。文章と言っても、事務的な文章から企画書、報告書等のビジネス文書、小論
文、レポートなど様々な文章があるが、文章の目的はどれも共通している。 
そこで、この授業では文章の書き方の基本的なルールを示し、学生や社会⼈とし
て必要な文章表現上の知識や技術を身につけることを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス 

講義の概要、進め方、評価方法等の説明をする。 
2 回 自分史づくり 
自己紹介文を作成する。 
3 回 分かりやすい文章の条件① 
よい文章と悪い文章を比較する。 
4 回 分かりやすい文章の条件② 
分かりやすい文章の原則を学習する。 
5 回 論理的な文章の基本構造 
論理的な文章の基本構造を学習する。 
6 回 論理的な文章の基本スキル 
論理的な文章の基本スキルを学習する。 
7 回 論理的な文章の作成 
あるテーマに基づき、構成を考え、論理的な文章を作成する。 
8 回 論理的な文章の作成 
構成を考えたうえで、全体をまとめ、論理的な文章を作成する。 
9 回 要約トレーニング①（資料活用） 
資料を用いて、要約を作成する。 
10 回 要約トレーニング②（視聴覚教材活用） 
視聴覚教材を用いて、要約を作成する。 
11 回 要約トレーニング③（協同作業） 
グループで要約を作成する。 
12 回 口頭発表の技術 
口頭発表のスキルを学習する。 
13 回 ビジネス文書の書き方 
ビジネス文書の書き方を学習する。 
14 回 ビジネス文書の作成 
ビジネス文書を作成する。 
15 回 まとめ 
これまでの学習を確認する。 

準備学習 1 回 講義の目的を理解し、シラバスを確認しておくこと。 
2 回 授業内容を確認し、自分史づくりのための材料を考えておくこと。 
3 回 自分史づくりから自分の文章⼒を把握しておくこと。 



4 回 良い文章と悪い文章の違いを理解しておくこと。 
5 回 論理的とは何かを考えておくこと。 
6 回 論理的な文章の基本構造を理解しておくこと。 
7 回 あるテーマについての考え・理由・根拠を考えておくこと。 
8 回 どのような筋道でまとめるのかを考えておくこと。 
9 回 要点・要約・要旨とは何かを考えておくこと。 
10 回 文章の要約のコツを理解しておくこと。 
11 回 視聴覚教材の要約を作成しておくこと。 
12 回 口頭発表できる準備をしておくこと。 
13 回 ビジネス文書とはどのようなものがあるのかを調べておくこと。 
14 回 ビジネス文書の書き方を理解しておくこと。 
15 回 これまで学習したことを再確認しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB24541 
成績評価 受講態度（30％）・試験（70％）による評価 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(11〜12),生物地球学部(11〜12) 
見出し FB24541 企業と⼈間 
担当教員名 ⽥邉 麻里子＊ 
単位数 2 
教科書 必要に応じて教示する 
アクティブラーニング  
キーワード 計画・工夫・向上心・論理的・具体的・判断 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 講義は 講師と受講者の皆さん方との共同作業です。 

私も楽しく講義をさせていただきました。感謝しています。 
ハード面のコメントやリクエストは、教務課にお伝えしておきますね。 

科目名 企業と⼈間 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて資料を配布する 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FB24541 
実務経験のある教員  
達成目標 当事者意識を喚起することによって、自分では気づいていない潜在能⼒や可能性

を最大限に伸ばす。 
受講者へのコメント 参加型の講義でしたから 大変だったと思います。 

毎回、課題に真剣に取り組んでくださり ありがとうございました。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 皆さんが積極的に受講してくれたからこその結果です。 
ありがとうございました。 

英文科目名 Industry and Humans 
関連科目 特になし 
次回に向けての改善変更予定 ①映像より、⿊板に手書きで書くことを心がけていますので、今後もプロジェク

ターの利用は考えていません。 
⿊板には もっと見やすく書くようにします。 
②受講者数が多い点、申し訳ない。できるだけばらけるように指導します。 

講義目的 会社や経済のしくみ、組織⼈に求められる能⼒を具体的に理解する。 
より良い⼈間関係の構築や自己の能⼒を発揮するために不可欠な知識や能⼒を
習得する。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の最終目的、各講義の概要、学生に期待する事柄、社会⼈としての考え

方について説明する。 
2 回 社会⼈/組織⼈に求められる能⼒、責任と義務について説明する。 
3 回 コミュニケーション⼒（伝える技術）を習得する。 
4 回 コミュニケーション⼒（相手を意識する/特定の相手にアピールする技術）
を習得する。 
5 回 コミュニケーション⼒（書く技術）を習得する。 
6 回 コミュニケーション⼒（聞き取る⼒・読み取る技術）を習得する。 
7 回 より良い⼈間関係を築くための「心のメカニズム」について説明する。 
8 回 経済のしくみ/基礎的な経済知識について説明する。 
9 回 経済のしくみ/基礎的な経済用語を説明する。 
10 回 ケーススタディに基づき、状況に応じた適切な判断について説明する。 
11 回 ケーススタディに基づき、状況に応じた適切な判断について説明する。 
12 回 ケーススタディに基づき、状況に応じた適切な判断について説明する。 
13 回 ケーススタディに基づき、状況に応じた適切な判断について説明する。 
14 回 先達の企業⼈・経営者・実業家のエピソードを通して、彼等の仕事の仕方
/考え方/生きざまを分析する。 
15 回 先達の企業⼈・経営者・実業家のエピソードを通して、彼等の仕事の仕方
/考え方/生きざまを分析する。 

準備学習 1 回 シラバスを読んで講義の全体像を把握しておくこと。 
2 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
3 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
4 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
5 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
6 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
7 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
8 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
9 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
10 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
11 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
12 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
13 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
14 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
15 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB24542 
成績評価 課題提出(60％)定期試験(40％)60 点以上を合格とする。  

定期試験の受講資格は原則として必要な課題を提出できたものに限る。 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス 工学部(〜12),総合情報学部(〜12) 
見出し FB24542 文章表現法Ⅰ 
担当教員名 尾崎 美恵＊ 
単位数 2 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード 己を知り、相手の心をつかもう 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 課題提出まで 4 日間あるので、時間的には問題がないと思うので現在、提出期限

の延⻑は考えていない。 
科目名 文章表現法Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 必要に応じ参考資料を配布 
授業形態 講義 
注意備考 受講生の⼈数によっては授業のスケジュール変更もありえる。講義の性格上、毎

回文章作成の課題提出があり、課題も授業もかなり厳しいことを理解した上で、
受講すること。 
原則として、無断で３回以上課題提出ができていない学生並びに無断で３回以上
講義を休んだ学生は試験を受けられない。文章は手書きではなく、パソコンのワ
ード機能を使って作成し、課題提出はインターネットを利用する。 

シラバスコード FB24542 
実務経験のある教員  
達成目標 自分の過去、現在、未来の出来事を通して自己分析をする。 

自分自身の言葉で自分の体験や意思を明確に表現する。 
決められた文字数で説得⼒のある文章を作成する。 

受講者へのコメント 目的意識を持って学生生活を送ってほしい 
連絡先 bonjourmie@kyf.biglobe.ne.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 まじめではあるが、指示待ちで授業を受けている学生が多い。もう少し主体的に
授業に参加してほしい 

英文科目名 Technical Writing I 
関連科目 プレゼンテーションⅠ、プレゼンテーションⅡ、文章表現法Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 将来に対して双方が刺激を受けれるように履修学生を増やしていきたい 
講義目的 自分の経験を言葉にして文章にまとめ、それを更に、相手が興味を引く文章にす



る。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 就職活動におけるエントリーシートの役割 

自己体験を言語化し、それを的確に他⼈に伝えるポイントを説明する 
インターネットによる講座の履修登録について説明する。 
①「今、熱中していることは？」スクリプトの作成を指導する。 
2 回 受講生何⼈かの提出課題①を皆で共有し「どうすれば説得⼒のある文章が
書けるか」話し合い、その考察で得たポイントを基に個々が提出課題①を修正出
来るように指導する。 
②「あなたのセールスポイントは？」スクリプトの作成を指導する。 
3 回 受講生何⼈かの提出課題②を皆で共有し「どうすれば説得⼒のある文章が
書けるか」話し合い、その考察で得たポイントを基に個々が提出課題②を修正出
来るように指導する。 
③「あなたの得意なことは？」スクリプトの作成を指導する。 
4 回 受講生何⼈かの提出課題③を皆で共有し「どうすれば説得⼒のある文章が
書けるか」話し合い、その考察で得たポイントを基に個々が提出課題③を修正出
来るように指導する。 
④「あなたにとって⼈生最大のピンチは？」スクリプトの作成を指導する。 
5 回 受講生何⼈かの提出課題④を皆で共有し「どうすれば説得⼒のある文章が
書けるか」話し合い、その考察で得たポイントを基に個々が提出課題④を修正出
来るように指導する。 
⑤「あなたの趣味は？」スクリプトの作成を指導する。 
6 回 受講生何⼈かの提出課題⑤を皆で共有し「どうすれば説得⼒のある文章が
書けるか」話し合い、その考察で得たポイントを基に個々が提出課題⑤を修正出
来るように指導する。 
⑥「あなたの尊敬する⼈物は？」スクリプトの作成を指導する。 
7 回 受講生何⼈かの提出課題⑥を皆で共有し「どうすれば説得⼒のある文章が
書けるか」話し合い、その考察で得たポイントを基に個々が提出課題⑥を修正出
来るように指導する。 
⑦「最近、関心のあることは？」スクリプトの作成を指導する。 
8 回 受講生何⼈かの提出課題⑦を皆で共有し「どうすれば説得⼒のある文章が
書けるか」話し合い、その考察で得たポイントを基に個々が提出課題⑦を修正出
来るように指導する。 
⑧「あなたのターニングポイントは？」スクリプトの作成を指導する。 
9 回 受講生何⼈かの提出課題⑧を皆で共有し「どうすれば説得⼒のある文章が
書けるか」話し合い、その考察で得たポイントを基に個々が提出課題⑧を修正出
来るように指導する。 
⑨「あなたにとって１番大切なものは？」スクリプトの作成を指導する。 
10 回 受講生何⼈かの提出課題⑨を皆で共有し「どうすれば説得⼒のある文章が
書けるか」話し合い、その考察で得たポイントを基に個々が提出課題⑨を修正出
来るように指導する。 
⑩「最近のニュースで印象に残っていることは？」スクリプトの作成を指導する。 



11 回 受講生何⼈かの提出課題⑩を皆で共有し「どうすれば説得⼒のある文章が
書けるか」話し合い、その考察で得たポイントを基に個々が提出課題⑩を修正出
来るように指導する。 
⑪「あなたをキーワードで表現してください」スクリプトの作成を指導する。 
12 回 受講生何⼈かの提出課題⑪を皆で共有し「どうすれば説得⼒のある文章が
書けるか」話し合い、その考察で得たポイントを基に個々が提出課題⑪を修正出
来るように指導する。 
⑫「あなたの夢は？」スクリプトの作成を指導する。 
13 回 受講生何⼈かの提出課題⑫を皆で共有し「どうすれば説得⼒のある文章が
書けるか」話し合い、その考察で得たポイントを基に個々が提出課題⑫を修正出
来るように指導する。 
⑬「あなたの職業感は？」スクリプトの作成を指導する。 
14 回 受講生何⼈かの提出課題⑬を皆で共有し「どうすれば説得⼒のある文章が
書けるか」話し合い、その考察で得たポイントを基に個々が提出課題⑬を修正出
来るように指導する。 
⑭「あなたの 5 年後は？」スクリプトの作成を指導する。 
15 回 受講生何⼈かの提出課題⑭を皆で共有し「どうすれば説得⼒のある文章が
書けるか」話し合い、その考察で得たポイントを基に個々が提出課題⑭を修正出
来るように指導する。 
⑮「あなたの志望動機は？」スクリプトの作成を指導する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。 
大学のキャリヤセンターやインターネットで就職情報を集めておくこと。 
①「今、あなたが熱中してることは？」スクリプトを６００字で作成すること 
2 回 復習：①のスクリプトを４００字に修正して、それを２００字にまとめるこ
と。 
予習：②「あなたのセールスポイントは？」スクリプトを６００字で作成するこ
と。 
3 回 復習：②のスクリプトを４００字に修正して、それを２００字にまとめるこ
と。 
予習③「あなたの得意なことは？」スクリプトを６００字で作成すること。 
4 回 復習：③のスクリプトを４００字に修正して、それを２００字にまとめるこ
と。 
予習：④「あなたにとって⼈生最大のピンチは？」スクリプトを６００字で作成
すること。 
5 回 復習：④のスクリプトを４００字に修正して、それを２００字にまとめるこ
と。 
予習：⑤「あなたの趣味は？」スクリプトを６００字で作成すること。 
6 回 復習：⑤のスクリプトを４００字に修正して、それを２００字にまとめるこ
と。 
予習：⑥「あなたの尊敬する⼈物は？」スクリプトを６００字で作成すること。 
7 回 復習：⑥のスクリプトを４００字に修正して、それを２００字にまとめるこ
と。 



予習：⑦「最近、関心あることは？」スクリプトを６００字で作成すること。 
8 回 復習：⑦のスクリプトを４００字に修正して、それを２００字にまとめるこ
と。 
予習：⑧「あなたのターニングポイントは？」スクリプトを６００字で作成する
こと。 
9 回 復習：⑧のスクリプトを４００字に修正して、それを２００字にまとめるこ
と。 
予習：⑨「あなたにとって１番大切にしているのものは？」スクリプトを６００
字で作成すること。 
10 回 復習：⑨のスクリプトを４００字に修正して、それを２００字にまとめる
こと。 
予習：⑩「最近のニュースで印象に残っていることは？」スクリプトを６００字
で作成すること。 
11 回 復習：⑩のスクリプトを４００字に修正して、それを２００字にまとめる
こと。 
予習：⑪「あなたをキーワードで表現してください？」スクリプトを６００字で
作成すること。 
12 回 復習：⑪のスクリプトを４００字に修正して、それを２００字にまとめる
こと。 
予習：⑫「あなたの夢は？」スクリプトを６００字で作成すること。 
13 回 復習：⑫のスクリプトを４００字に修正して、それを２００字にまとめる
こと。 
予習：⑬「あなたの職業感は？」スクリプトを６００字で作成すること。 
14 回 復習：⑬のスクリプトを４００字に修正して、それを２００字にまとめる
こと。 
予習：⑭「あなたの 5 年後は？」スクリプトを６００字で作成すること。 
15 回 復習：⑭のスクリプトを４００字に修正して、それを２００字にまとめる
こと。 
予習：⑮「あなたの志望動機は？」スクリプトを６００字で作成すること。 

 



年度 2012 
授業コード FB24551 
成績評価 レポート(20%)、定期試験(80%) 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB24551 哲学 
担当教員名 吉谷 啓次＊ 
単位数 2 
教科書 『哲学の歴史』／新⽥義弘／講談社現代新書 977 
アクティブラーニング  
キーワード 知識、学問(科学)、経験、体験、時間 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 哲学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 『⻄洋哲学史 古代から中世へ』／熊野純彦／岩波新書：『⻄洋哲学史 近代か

ら現代へ』／熊野純彦／岩波新書 
授業形態 講義 
注意備考 教室内で迷惑行為をしないこと。 
シラバスコード FB24551 
実務経験のある教員  
達成目標 哲学についての偏見をとり除き、学問としての哲学書が解読できるようになる。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Philosophy 
関連科目 論理学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 哲学はその古代ギリシアにおける成立のときから、「われわれがものを知る」と

はいかなることであるのかを問題にしてきた、優れて⻄洋的な学問である。その
⻄洋哲学の歴史を概観することによって、哲学的思考のかたちに触れてもらう。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション 

2 回 哲学の原型(1)、ギリシアにおける哲学の成立 
3 回 哲学の原型(2)、二種類の「知」と時間 
4 回 哲学の原型(3)、近代哲学の成立 
5 回 知る主体としての「自己意識」の成立 
6 回 物心二元論と「認識」という世界との関係 



7 回 理性批判と理性の外部 
8 回 知の自己展開、弁証法という構図 
9 回 意識の外部、「認識」の限界 
10 回 経験から体験へ 
11 回 「意識する」ということの構造 
12 回 物があるということ、物が体験されるということ 
13 回 時間の中での知識のあり方 
14 回 「生命」という謎 
15 回 定期試験 

準備学習 1 回 シラバスをよく読んで、授業を選択すること。 
2 回 教科書の該当箇所を確認しておくこと。 
3 回 教科書の該当箇所を確認しておくこと。 
4 回 教科書の該当箇所を確認しておくこと。 
5 回 教科書の該当箇所を確認しておくこと。 
6 回 教科書の該当箇所を確認しておくこと。 
7 回 教科書の該当箇所を確認しておくこと。 
8 回 教科書の該当箇所を確認しておくこと。 
9 回 教科書の該当箇所を確認しておくこと。 
10 回 教科書の該当箇所を確認しておくこと。 
11 回 教科書の該当箇所を確認しておくこと。 
12 回 教科書の該当箇所を確認しておくこと。 
13 回 教科書の該当箇所を確認しておくこと。 
14 回 教科書の該当箇所を確認しておくこと。 
15 回 自分の言葉で解答を作ること。 

 



年度 2012 
授業コード FB24552 
成績評価 受講態度（30％）・試験（70％）による評価 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス 工学部(11〜12),総合情報学部(11〜12) 
見出し FB24552 企業と⼈間 
担当教員名 ⽥邉 麻里子＊ 
単位数 2 
教科書 必要に応じて教示する 
アクティブラーニング  
キーワード 計画・工夫・向上心・論理的・具体的・判断 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 みんなの顔を思い出しながら、嬉しく楽しく拝読しました。 

ありがとう 
科目名 企業と⼈間 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて資料を配布する 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FB24552 
実務経験のある教員  
達成目標 当事者意識を喚起することによって、自分では気づいていない潜在能⼒や可能性

を最大限に伸ばす。 
受講者へのコメント 講義は、主役である諸君とサポートする立場である私の共同事業です。 

諸君が真剣に課題に取り組んでくれた成果が、今回の評価につながったと思いま
す。 
私も楽しく講義を行うことができました。 
受講者諸君に感謝しています。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 高い評価をありがとう。 
英文科目名 Industry and Humans 
関連科目 特になし 
次回に向けての改善変更予定 板書は もっと読み易く書くように努⼒します。  

「毎回の着地点を明確にしてほしい」という貴重なコメントをもらいました。 
次回からは 講義の冒頭か合議終了時に、講義の着地点をお話しするようにしま
す。 

講義目的 会社や経済のしくみ、組織⼈に求められる能⼒を具体的に理解する。 
より良い⼈間関係の構築や自己の能⼒を発揮するために不可欠な知識や能⼒を



習得する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の最終目的、各講義の概要、学生に期待する事柄、社会⼈としての考え

方について説明する。 
2 回 社会⼈/組織⼈に求められる能⼒、責任と義務について説明する。 
3 回 コミュニケーション⼒（伝える技術）を習得する。 
4 回 コミュニケーション⼒（相手を意識する/特定の相手にアピールする技術）
を習得する。 
5 回 コミュニケーション⼒（書く技術）を習得する。 
6 回 コミュニケーション⼒（聞き取る⼒・読み取る技術）を習得する。 
7 回 より良い⼈間関係を築くための「心のメカニズム」について説明する。 
8 回 経済のしくみ/基礎的な経済知識について説明する。 
9 回 経済のしくみ/基礎的な経済用語を説明する。 
10 回 ケーススタディに基づき、状況に応じた適切な判断について説明する。 
11 回 ケーススタディに基づき、状況に応じた適切な判断について説明する。 
12 回 ケーススタディに基づき、状況に応じた適切な判断について説明する。 
13 回 ケーススタディに基づき、状況に応じた適切な判断について説明する。 
14 回 先達の企業⼈・経営者・実業家のエピソードを通して、彼等の仕事の仕方
/考え方/生きざまを分析する。 
15 回 先達の企業⼈・経営者・実業家のエピソードを通して、彼等の仕事の仕方
/考え方/生きざまを分析する。 

準備学習 1 回 シラバスを読んで講義の全体像を把握しておくこと。 
2 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
3 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
4 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
5 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
6 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
7 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
8 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
9 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
10 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
11 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
12 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
13 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
14 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
15 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB24561 
成績評価 成績は、授業の最後に行われるテストの結果（６０％）と、随時提出していただ

く予定の｢課題図書・課題行事レポートや小レポート（授業についての感想や質
問）（４０％）を加味して、総合的に評価します。なお、｢課題図書・課題行事レ
ポート｣については、開講時に説明します。 

曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB24561 日本国憲法 
担当教員名 山口 和秀＊ 
単位数 2 
教科書 杉原泰雄著『憲法読本〔第３版〕』（岩波ジュニア新書）。講義レジュメや資料のプ

リント及びビデオ等を用いて講義します。 
アクティブラーニング  
キーワード 近代憲法、現代憲法、立憲主義、主権、⼈権、権⼒分立、平和（国際協調）主義、

憲法改正 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 日本国憲法 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 開講時に｢課題（参考）図書｣の一覧表（プリント）を配布します。 
授業形態 講義 
注意備考 座席は前のほうに詰めて座るようにしてください。レポート及び質問・注文をど

しどし提出してください。質問・注文には丁寧に答えるつもりです。 
シラバスコード FB24561 
実務経験のある教員  
達成目標 この授業を通じて、受講生の皆さんが、（１）近代憲法の歴史的展開（＝憲法の世

界史）についての基礎知識を整理・習得し、（２）憲法の世界史の中で日本国憲法
が持つ諸特徴について理解を深め、そのことによって、（３）今日の政治的・社会
的諸問題とその解決方法を憲法と結びつけて考えることができるようになるた
めの前提条件を習得すること。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 The Constitution of Japan 
関連科目 法学、その他の社会科学系の科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 市⺠⾰命期に始まる近代憲法の歴史的展開を概観し、日本国憲法を世界の憲法史



の中に位置づけ、その特徴を明らかにする。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ｢そもそも憲法とは？｣（開講の辞）…「憲法とは何か」について講義する。

併せて、授業の進め方、課題（参考）図書、レポートの作製・提出要領等につい
て説明する。 
2 回 憲法の世界史１．近代市⺠⾰命と憲法（17 世紀）①イギリス市⺠⾰命と憲
法 
 憲法が、近代市⺠⾰命期（17・18 世紀）の⻄欧において、どのように誕生した
のかについて講義する｡まず、17 世紀イギリスで誕生した憲法とその特徴につい
て、「権利章典」（1689 年）などの資料を用いて説明する。 
3 回 憲法の世界史 １．近代市⺠⾰命と憲法（18 世紀）②アメリカ独立戦争・
フランス⾰命と憲法 
 18 世紀のアメリカにおいて制定された合衆国憲法とその特徴について、「独立
宣言」（1776 年）や憲法典（1788 年）などの資料を用いて説明する。 
4 回 憲法の世界史 １．近代市⺠⾰命と憲法（18 世紀）②アメリカ独立戦争・
フランス⾰命と憲法 
 18 世紀のフランスにおいて制定された 1791 年憲法、1793 年憲法の概要と特
徴を「フランス⼈権宣言」（1789 年）などの資料を用いて説明する。 
5 回 憲法の世界史 ２．近代憲法の確立と普及（19 世紀） ①立憲主義の確立
（イギリス・フランス） 
 １）自由主義的立憲主義の確立（イギリス） 
 １９世紀のイギリスにおける議会中心主義（「国会主権」）と自由放任主義の確
立過程の概要を講義する。 
6 回 憲法の世界史 ２．近代憲法の確立と普及（19 世紀） ①立憲主義の確立
（イギリス・フランス） 
 ２）自由主義的立憲主義の確立（フランス） 
 19 世紀後半のフランス第三共和制期における議会中心主義の確立経緯につい
て説明する。 
7 回 憲法の世界史 ２．近代憲法の確立と普及（19 世紀）  
 ３）近代憲法の普及と外見的立憲主義（ドイツ・日本） 
 近代国家の形成、憲法の制定の波が⻄欧からヨーロッパ全体、更には「極東」
の日本にまで拡がる中で登場することになった「外見的立憲主義」と呼ばれる、
ドイツや日本の憲法の諸特徴について説明する。 
8 回 憲法の世界史 ２．近代憲法の確立と普及（19 世紀）   
 ４）大日本帝国憲法（明治憲法）の制定とその運用 
 戦前の日本における大日本帝国憲法（明治憲法）の制定経緯とその内容及びそ
の後の運用の概略について講義する。 
9 回 憲法の世界史 ３．近代憲法の現代的変容（20 世紀） １）第一次世界大
戦と憲法（社会主義憲法の登場） 
 ロシア⾰命（1917 年）後の社会主義の立場からの権利宣言（「勤労者・被搾取
⼈⺠の権利宣言」（1918 年）や社会主義憲法の諸特徴について説明する。 
10 回 憲法の世界史 ３．近代憲法の現代的変容（20 世紀） ２）第一次世界大



戦と憲法（資本主義憲法の現代的変容） 
 第一次世界大戦後のドイツのワイマール憲法（「ドイツ・ライヒ憲法」（1918
年））の成立経緯と内容上の諸特徴（「社会権」や「社会化条項」）について説明す
る。 
11 回 憲法の世界史 ３．近代憲法の現代的変容（20 世紀） ３）第二次世界大
戦と憲法（現代的変容の体系化） 
 第二次大戦後の⻄側諸国の憲法（資本主義憲法）に共通して見られるようにな
った「現代的変容」状況を概観し、体系的に整理・説明する。 
12 回 憲法の世界史と日本国憲法 １．日本国憲法の内容とその特徴 
 憲法の世界史との関係において日本国憲法が持つ内容上の諸特徴について説
明する。 
13 回 憲法の世界史と日本国憲法 ２．日本国憲法の制定過程とその特徴（｢押し
付け｣憲法？） 
 日本国憲法の制定過程を概観し、その特徴について説明する。 
14 回 憲法の世界史と日本国憲法 ３．日本国憲法の運用とその特徴（一） 
 1947 年 5 月 3 日の日本国憲法施行から今日までの 60 数年にわたる日本国憲
法の運用における諸特徴について説明する。 
（一）では主権原理や権⼒分立の統治機構に関わる領域での特徴について説明す
る。 
15 回 憲法の世界史と日本国憲法 ３．日本国憲法の運用とその特徴（二） 
（二）では⼈権保障の領域での運用上の諸特徴について考える。 
16 回 試験 

準備学習 1 回 シラバスで本講義の目的、達成目標、講義計画を確認しておくこと。 
2 回 配布したレジュメ③~④の「イギリス市⺠⾰命と憲法」の部分、及び資料①
の「権利章典（1689 年）」に目を通しておくこと。 
3 回 レジュメ⑤、「独立宣言」（別紙資料②）に目を通しておくこと。 
4 回 レジュメ⑥⑦、「フランス⼈権宣言」（別紙資料④）に目を通しておくこと。 
5 回 レジュメ⑧に目を通しておくこと。 
6 回 レジュメ⑨~⑪に目を通しておくこと。 
7 回 レジュメ⑫に目を通しておくこと。 
8 回 レジュメ⑫〜⑬、「大日本帝国憲法」（別紙資料⑤）、「大日本帝国憲法第二章
（臣⺠権利義務）と日本国憲法第三章（国⺠の権利義務）との対比」（別紙資料
⑥）を読んでおくこと。 
9 回 レジュメ⑭、「勤労被搾取⼈⺠の権利宣言」（別紙資料⑦）に目を通しておく
こと。 
10 回 レジュメ⑮、「ワイマール憲法の内容概略」（別紙資料⑧）、「ワイマール憲
法の崩壊過程」（補足資料①）等に目を通しておくこと。 
11 回 レジュメ⑮と別紙資料⑨（フランス第四共和国憲法、ドイツ連邦共和国基
本法、イタリア共和国憲法の抄訳）、「第二次大戦後の各国憲法制定過程（概要）」
（補足資料④）に目を通しておくこと。 
12 回 レジュメ⑯、⑰、「ドイツにおける憲法裁判所と『憲法忠誠』について」（補
足資料②）に目を通しておくこと。 



13 回 レジュメ⑱〜⑲（できれば、樋口陽一『比較の中の日本国憲法』（岩波新
書）の「Ⅰ 日本国憲法をめぐる普遍と特殊」にも！）目を通しておくこと。 
14 回 レジュメ⑱〜⑲（できれば、樋口陽一『比較の中の日本国憲法』（岩波新
書）の「Ⅰ 日本国憲法をめぐる普遍と特殊」にも！）目を通しておくこと。 
15 回 レジュメ⑱〜⑲（できれば、樋口陽一『比較の中の日本国憲法』（岩波新
書）の「Ⅰ 日本国憲法をめぐる普遍と特殊」にも！）目を通しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB24562 
成績評価 成績は、授業の最後に行われるテストの結果（６０％）と、随時提出していただ

く予定の｢課題図書・課題行事レポートや小レポート（授業についての感想や質
問）（４０％）を加味して、総合的に評価します。なお、｢課題図書・課題行事レ
ポート｣については、開講時に説明します。 

曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB24562 日本国憲法 
担当教員名 山口 和秀＊ 
単位数 2 
教科書 杉原泰雄著『憲法読本〔第３版〕』（岩波ジュニア新書）。講義レジュメや資料のプ

リント及びビデオ等を用いて講義します。 
アクティブラーニング  
キーワード 近代憲法、現代憲法、立憲主義、主権、⼈権、権⼒分立、平和（国際協調）主義、

憲法改正 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 日本国憲法 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 開講時に｢課題（参考）図書｣の一覧表（プリント）を配布します。 
授業形態 講義 
注意備考 座席は前のほうに詰めて座るようにしてください。レポート及び質問・注文をど

しどし提出してください。質問・注文には丁寧に答えるつもりです。 
シラバスコード FB24562 
実務経験のある教員  
達成目標 この授業を通じて、受講生の皆さんが、（１）近代憲法の歴史的展開（＝憲法の世

界史）についての基礎知識を整理・習得し、（２）憲法の世界史の中で日本国憲法
が持つ諸特徴について理解を深め、そのことによって、（３）今日の政治的・社会
的諸問題とその解決方法を憲法と結びつけて考えることができるようになるた
めの前提条件を習得すること。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 The Constitution of Japan 
関連科目 法学、その他の社会科学系の科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 市⺠⾰命期に始まる近代憲法の歴史的展開を概観し、日本国憲法を世界の憲法史



の中に位置づけ、その特徴を明らかにする。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ｢そもそも憲法とは？｣（開講の辞）…「憲法とは何か」について講義する。

併せて、授業の進め方、課題（参考）図書、レポートの作製・提出要領等につい
て説明する。 
2 回 憲法の世界史１．近代市⺠⾰命と憲法（17 世紀）①イギリス市⺠⾰命と憲
法 
 憲法が、近代市⺠⾰命期（17・18 世紀）の⻄欧において、どのように誕生した
のかについて講義する｡まず、17 世紀イギリスで誕生した憲法とその特徴につい
て、「権利章典」（1689 年）などの資料を用いて説明する。 
3 回 憲法の世界史 １．近代市⺠⾰命と憲法（18 世紀）②アメリカ独立戦争・
フランス⾰命と憲法 
 18 世紀のアメリカにおいて制定された合衆国憲法とその特徴について、「独立
宣言」（1776 年）や憲法典（1788 年）などの資料を用いて説明する。 
4 回 憲法の世界史 １．近代市⺠⾰命と憲法（18 世紀）②アメリカ独立戦争・
フランス⾰命と憲法 
 18 世紀のフランスにおいて制定された 1791 年憲法、1793 年憲法の概要と特
徴を「フランス⼈権宣言」（1789 年）などの資料を用いて講義する。 
5 回 憲法の世界史 ２．近代憲法の確立と普及（19 世紀） ①立憲主義の確立
（イギリス・フランス） 
 １）自由主義的立憲主義の確立（イギリス） 
 １９世紀のイギリスにおける議会中心主義（「国会主権」）と自由放任主義の確
立過程の概要を講義する。 
6 回 憲法の世界史 ２．近代憲法の確立と普及（19 世紀） ①立憲主義の確立
（イギリス・フランス） 
 ２）自由主義的立憲主義の確立（フランス） 
 19 世紀後半のフランス第三共和制期における議会中心主義の確立経緯につい
て説明する。 
7 回 憲法の世界史 ２．近代憲法の確立と普及（19 世紀）  
 ３）近代憲法の普及と外見的立憲主義（ドイツ・日本） 
 近代国家の形成、憲法の制定の波が⻄欧からヨーロッパ全体、更には「極東」
の日本にまで拡がる中で登場することになった「外見的立憲主義」と呼ばれる、
ドイツや日本の憲法の諸特徴について説明する。 
8 回 憲法の世界史 ２．近代憲法の確立と普及（19 世紀）   
 ４）大日本帝国憲法（明治憲法）の制定とその運用 
 戦前の日本における大日本帝国憲法（明治憲法）の制定経緯とその内容及びそ
の後の運用の概略について講義する。 
9 回 憲法の世界史 ３．近代憲法の現代的変容（20 世紀） １）第一次世界大
戦と憲法（社会主義憲法の登場） 
 ロシア⾰命（1917 年）後の社会主義の立場からの権利宣言（「勤労者・被搾取
⼈⺠の権利宣言」（1918 年）や社会主義憲法の諸特徴について説明する。 
10 回 憲法の世界史 ３．近代憲法の現代的変容（20 世紀） ２）第一次世界大



戦と憲法（資本主義憲法の現代的変容） 
 第一次世界大戦後のドイツのワイマール憲法（「ドイツ・ライヒ憲法」（1918
年））の成立経緯と内容上の諸特徴（「社会権」や「社会化条項」）について説明す
る。 
11 回 憲法の世界史 ３．近代憲法の現代的変容（20 世紀） ３）第二次世界大
戦と憲法（現代的変容の体系化） 
 第二次大戦後の⻄側諸国の憲法（資本主義憲法）に共通して見られるようにな
った「現代的変容」状況を概観し、体系的に整理・説明する。 
12 回 憲法の世界史と日本国憲法 １．日本国憲法の内容とその特徴 
 憲法の世界史との関係において日本国憲法が持つ内容上の諸特徴について説
明する。 
13 回 憲法の世界史と日本国憲法 ２．日本国憲法の制定過程とその特徴（｢押し
付け｣憲法？） 
 日本国憲法の制定過程を概観し、その特徴について説明する。 
14 回 憲法の世界史と日本国憲法 ３．日本国憲法の運用とその特徴（一） 
 1947 年 5 月 3 日の日本国憲法施行から今日までの 60 数年にわたる日本国憲
法の運用における諸特徴について説明する。 
（一）では主権原理や権⼒分立の統治機構に関わる領域での特徴について説明す
る。 
15 回 憲法の世界史と日本国憲法 ３．日本国憲法の運用とその特徴（二） 
（二）では⼈権保障の領域での運用上の諸特徴について考える。 
16 回 試験 

準備学習 1 回 シラバスで本講義の目的、達成目標、講義計画を確認しておくこと。 
2 回 配布したレジュメ③~④の「イギリス市⺠⾰命と憲法」の部分、及び資料①
の「権利章典（1689 年）」に目を通しておくこと。 
3 回 レジュメ⑤、「独立宣言」（別紙資料②）に目を通しておくこと。 
4 回 レジュメ⑥⑦、「フランス⼈権宣言」（別紙資料④）に目を通しておくこと。 
5 回 レジュメ⑧に目を通しておくこと。 
6 回 レジュメ⑨~⑪に目を通しておくこと。 
7 回 レジュメ⑫に目を通しておくこと。 
8 回 レジュメ⑫〜⑬、「大日本帝国憲法」（別紙資料⑤）、「大日本帝国憲法第二章
（臣⺠権利義務）と日本国憲法第三章（国⺠の権利義務）との対比」（別紙資料
⑥）を読んでおくこと。 
9 回 レジュメ⑭、「勤労被搾取⼈⺠の権利宣言」（別紙資料⑦）に目を通しておく
こと。 
10 回 レジュメ⑮、「ワイマール憲法の内容概略」（別紙資料⑧）、「ワイマール憲
法の崩壊過程」（補足資料①）等に目を通しておくこと。 
11 回 レジュメ⑮と別紙資料⑨（フランス第四共和国憲法、ドイツ連邦共和国基
本法、イタリア共和国憲法の抄訳）、「第二次大戦後の各国憲法制定過程（概要）」
（補足資料④）に目を通しておくこと。 
12 回 レジュメ⑯、⑰、「ドイツにおける憲法裁判所と『憲法忠誠』について」（補
足資料②）に目を通しておくこと。 



13 回 レジュメ⑱〜⑲（できれば、樋口陽一『比較の中の日本国憲法』（岩波新
書）の「Ⅰ 日本国憲法をめぐる普遍と特殊」にも！）目を通しておくこと。 
14 回 レジュメ⑱〜⑲（できれば、樋口陽一『比較の中の日本国憲法』（岩波新
書）の「Ⅰ 日本国憲法をめぐる普遍と特殊」にも！）目を通しておくこと。 
15 回 レジュメ⑱〜⑲（できれば、樋口陽一『比較の中の日本国憲法』（岩波新
書）の「Ⅰ 日本国憲法をめぐる普遍と特殊」にも！）目を通しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB24571 
成績評価 レポート（20％）期末試験（80％）により成績評価を行う。 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス 工学部(〜12),総合情報学部(〜12) 
見出し FB24571 法学 
担当教員名 菅川 健二＊ 
単位数 2 
教科書 法の世界へ/池⽥真朗ほか著/出版社 有斐閣 
アクティブラーニング  
キーワード 法の支配 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 同上 
科目名 法学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 できれば「小六法」を準備すること。出版社はいろいろあるが、迷う場合は、三

省堂「新六法」を推奨する。 
授業形態 講義 
注意備考 特になし 
シラバスコード FB24571 
実務経験のある教員  
達成目標 ⺠法、刑法等身近な法律の基本的な考え方を理解し、具体的な事件に直面したと

き、解決方法を身に付けることを目標とする。 
受講者へのコメント 特になし。 
連絡先 e-mail：kenji@sugekawa.gr.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし。 
英文科目名 Law 
関連科目 日本国憲法 
次回に向けての改善変更予定 板書をできるだけわかりやすく書きたいと思います。 
講義目的 本講は、私たちが一生涯で関わる（あるいは関わるかもしれない)さまざまな法

制度について、その基本構造を理解し、法学的なものの見方を身に付けることを
目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。法学を学ぶ心構えと法とは何かを説明する。 

2 回 日常生活と契約との係わり、契約とは何かを説明する。 
3 回 日常生活と契約について、具体的な契約の内容(不動産、お金の取引等）を
説明する。 
4 回 日常生活においてよく起こるアクシデント（交通事故、医療事故、欠陥商



品、悪徳商法）への対応を説明する。 
5 回 家族関係（結婚、離婚、親子、相続）の法について説明する。 
6 回 雇用社会のルール（雇用、労働条件、労働基本権）について説明する。 
7 回 企業と法の係わり（企業の正体、株主、舵取り）について説明する。 
8 回 犯罪と刑罰（罪刑法定主義、犯罪の構成要件、少年犯罪）について説明する。 
9 回 紛争の解決方法（裁判とその他の解決方法）について説明する。 
10 回 生活の保障（年金、医療、介護、子育て）について説明する。 
11 回 公害・環境保護と法の係わりについて説明する。 
12 回 税金と私たちの暮らしの係わりについて説明する。 
13 回 地方自治と住⺠との係わりについて説明する。 
14 回 憲法と私たちの生活の係わりについて説明する。 
15 回 国際社会と法（国際法、条約）の係わりについて説明する。 

準備学習 1 回  教科書を準備すること。 
2 回 教科書の関係部分(日常生活と契約）の予習を行うこと。 
3 回 教科書の関係部分(日常生活と契約）の復習・予習を行うこと。 
4 回 教科書の関係部分（日常生活のアクシデント）の予習を行うこと。 
5 回 教科書の関係部分(家族関係）の予習を行うこと。 
6 回 教科書の関係部分（雇用社会のルール）の予習を行うこと。 
7 回 教科書の関係部分（企業と法）の予習を行うこと。 
8 回 刑法のあらましについて予習しておくこと。 
9 回 教科書の関係部分（紛争の解決）の予習を行うこと。 
10 回 教科書の関係部分（生存権の保障）の予習を行うこと。 
11 回 環境問題についての最近の新聞記事を読んでおくこと。 
12 回 税金のあらましについて予習しておくこと。 
13 回 県や市町村の仕事のあらましについて予習しておくこと。 
14 回 教科書の関係部分（憲法と私たちの生活）の予習を行うこと。 
15 回 最近の国際紛争の新聞記事を読んでおくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB24572 
成績評価 レポート（20％）期末試験（80％）により成績評価を行う。 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB24572 法学 
担当教員名 菅川 健二＊ 
単位数 2 
教科書 法の世界へ/池⽥真朗ほか著/出版社 有斐閣 
アクティブラーニング  
キーワード 法の支配 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 出席者の確認はできるだけしたいと思うが、受講者が多く困難であり、レポート

の提出等を通じて行いたい。 
科目名 法学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 できれば「小六法」を準備すること。出版社はいろいろあるが、迷う場合は、三

省堂「新六法」を推奨する。 
授業形態 講義 
注意備考 特になし 
シラバスコード FB24572 
実務経験のある教員  
達成目標 ⺠法、刑法等身近な法律の基本的な考え方を理解し、具体的な事件に直面したと

き、解決方法を身に付けることを目標とする。 
受講者へのコメント 私語は他⼈の迷惑となるので慎んでほしい。 
連絡先 e-mail：kenji@sugekawa.gr.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし。 
英文科目名 Law 
関連科目 日本国憲法 
次回に向けての改善変更予定 板書はできるだけわかりやすくしたい。 
講義目的 本講は、私たちが一生涯で関わる（あるいは関わるかもしれない)さまざまな法

制度について、その基本構造を理解し、法学的なものの見方を身に付けることを
目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。法学を学ぶ心構えと法とは何かを説明する。 

2 回 日常生活と契約との係わり、契約とは何かを説明する。 
3 回 日常生活と契約について、具体的な契約の内容(不動産、お金の取引等）を
説明する。 



4 回 日常生活においてよく起こるアクシデント（交通事故、医療事故、欠陥商
品、悪徳商法）への対応を説明する。 
5 回 家族関係（結婚、離婚、親子、相続）の法について説明する。 
6 回 雇用社会のルール（雇用、労働条件、労働基本権）について説明する。 
7 回 企業と法の係わり（企業の正体、株主、舵取り）について説明する。 
8 回 犯罪と刑罰（罪刑法定主義、犯罪の構成要件、少年犯罪）について説明する。 
9 回 紛争の解決方法（裁判とその他の解決方法）について説明する。 
10 回 生活の保障（年金、医療、介護、子育て）について説明する。 
11 回 公害・環境保護と法の係わりについて説明する。 
12 回 税金と私たちの暮らしの係わりについて説明する。 
13 回 地方自治と住⺠との係わりについて説明する。 
14 回 憲法と私たちの生活の係わりについて説明する。 
15 回 国際社会と法（国際法、条約）の係わりについて説明する。 

準備学習 1 回  教科書を準備すること。 
2 回 教科書の関係部分(日常生活と契約）の予習を行うこと。 
3 回 教科書の関係部分(日常生活と契約）の復習・予習を行うこと。 
4 回 教科書の関係部分（日常生活のアクシデント）の予習を行うこと。 
5 回 教科書の関係部分(家族関係）の予習を行うこと。 
6 回 教科書の関係部分（雇用社会のルール）の予習を行うこと。 
7 回 教科書の関係部分（企業と法）の予習を行うこと。 
8 回 刑法のあらましについて予習しておくこと。 
9 回 教科書の関係部分（紛争の解決）の予習を行うこと。 
10 回 教科書の関係部分（生存権の保障）の予習を行うこと。 
11 回 環境問題についての最近の新聞記事を読んでおくこと。 
12 回 税金のあらましについて予習しておくこと。 
13 回 県や市町村の仕事のあらましについて予習しておくこと。 
14 回 教科書の関係部分（憲法と私たちの生活）の予習を行うこと。 
15 回 最近の国際紛争の新聞記事を読んでおくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB24581 
成績評価 平常点 15％，レポート 15％、期末試験 70％ 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB24581 日本国憲法 
担当教員名 矢吹 香月＊ 
単位数 2 
教科書 『憲法とそれぞれの⼈権』現代憲法教育研究会編(法律文化社) 
アクティブラーニング  
キーワード 立憲主義 基本的⼈権 個⼈の尊厳 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 日本国憲法 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 『憲法フィールドノート』棟居快行(日本評論社)『基本的⼈権の事件簿』棟居快

行他著(有斐閣) 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FB24581 
実務経験のある教員  
達成目標 自らの⼈権を守り，相手を尊重するためのルールを考える⼒を身につける。日本

で生起している憲法問題について、その憲法的意味を理解し共感し判断すること
ができること。 

受講者へのコメント 予習・復習の時間を増やし、疑問に思うことを講義中に質問して欲しい。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 多くの学生が真摯に講義に取り組んでいたことが窺える。 
英文科目名 The Constitution of Japan 
関連科目 特になし 
次回に向けての改善変更予定 講義を聞くだけでなく、参加できるように工夫したい。 
講義目的 歴史的な，あるいは現実に生起している憲法問題を取り上げ，それがいかなる意

味で憲法問題であるのか，どのような解決が試みられているのかを学習する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 法とは何かについて説明する 

2 回 憲法とは① 
3 回 憲法とは② 
4 回 憲法と司法①：裁判所のはたらき１ 
5 回 憲法と司法②：裁判所のはたらき２ 



6 回 憲法と司法③：裁判員制度 
7 回 憲法と法教育 
8 回 憲法と消費者①：⺠法との関係 
9 回 憲法と消費者②：環境権を考える 
10 回 憲法と消費者③：医療契約から自己決定権を考える 
11 回 憲法とお金 
12 回 憲法と労働：女性労働者 
13 回 憲法と家族①：結婚について 
14 回 憲法と家族②：子どもについて 
15 回 憲法と家族③：子どもの⼈権 
16 回 試験 

準備学習 1 回 オリエンテーションを行う。特に準備は必要ない。 
2 回 教科書の「憲法の目的」を読んでくること。 
3 回 教科書の「２つの憲法のあいだに」を読んでくること。 
4 回 教科書の「裁判所の働きと私たちのかかわり」を読んでくること。 
5 回 教科書の該当部分を読んでくること。 
6 回 教科書のコラム②を読んでくること。 
7 回 教科書のコラム③④⑤を読んでくること。 
8 回 事前配布レジュメを読んでくること。 
9 回 教科書の「よりよい環境とくらし」を読んでくること。 
10 回 事前配布のレジュメを読んでくること。 
11 回 事前配布のレジュメを読んでくること。 
12 回 教科書の「性差を超えて」を読んでくること。 
13 回 教科書の「法の下の平等」部分を読んでくること。 
14 回 教科書の「法の下の平等」部分を読んでくること。 
15 回 教科書の「⼈格をもつ子どもたち」を読んでくること。 

 



年度 2012 
授業コード FB24582 
成績評価 課題提出３回（３０％）、定期試験（７０％） 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB24582 健康の科学 
担当教員名 ⻄村 次郎 
単位数 2 
教科書 適宜配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 自己実現、至高経験、マスロー、健康、スポーツ、オリンピック 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 知的思考⼒と⼈格的思考⼒を鍛えてください。 
科目名 健康の科学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜配布する 
授業形態 講義 
注意備考 受講者が多数の場合、⼈数制限をすることがある。 
シラバスコード FB24582 
実務経験のある教員  
達成目標 自我同一性、自己実現などの概念が理解できること。感染症の予防や生涯におけ

るヘルスプロモーションを理解し、実践できること。 
受講者へのコメント 「⼈間の幸せ」と自己実現とは深く結びついている。自己実現を果たすうえで、

「身体」と「心」のバランスを保つことが重要なテーマとなる。「身体」と「心」
「社会との関わり」についてしっかりと学んでほしい。 

連絡先 一学舎３階 ⻄村（次）研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 アカデミックスキルを応用、発展させ「⼈間⼒」の育成につながるように努めた
い。 

英文科目名 Health and Physical Science 
関連科目 生涯スポーツⅠ、Ⅱ、Ⅲ福祉環境論 
次回に向けての改善変更予定 視聴覚教材を充実させたい 
講義目的 心と身体は相互に密接な関係をもっている。⻘年期は第二の誕生ともいわれ、一

⼈の絶対的存在として納得のいく価値観を確立する時期である。そのためにも、
自己実現、至高経験、⼈間理解の意味について探究したい。心と身体活動、社会
との関わりについて、基本的な知識と理解を深めて、健康の保持増進に努める態
度を育成したい。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス（講義の概要、健康の意義）をおこなう。 



2 回 健康と自己実現との関わり、 ⼈生の一回性の認識、生きがい感の創造につ
いて説明する。 
3 回 創造的⼈間と至高経験、 マスローの心理学について説明する。 
4 回 ⼈間理解の心理学について説明する。 
5 回 ⼈間らしさの心理学について説明する。 
6 回 ＹＧ性格検査をおこなう。 
7 回 スポーツ文化について考える。スポーツの意味、歴史について説明する。 
8 回 スポーツ文化について考える。 オリンピック、スポーツとメディア、政治
について説明する。 
9 回 スポーツ文化について考える。 障がい者スポーツについて説明する。 
10 回 スポーツについて考える。 勝利至上主義とドーピングについて説明する。 
11 回 スポーツについて考える。 生涯スポーツと競技スポーツについて説明す
る。 
12 回 スポーツ傷害の予防について説明する。 
13 回 スポーツと栄養について説明する。 
14 回 性感染症について説明する。 
15 回 エイズについて説明する。 

準備学習 1 回 心と身体の健康について考えておくこと。受講者多数の場合、⼈数制限をす
るので必ず出席のこと。 
2 回 自己実現の意味について考えておくこと。 
3 回 創造的⼈間について考えておくこと。 
4 回 ⼈間理解について調べておくこと。 
5 回 性格と⼈格について調べておくこと。 
6 回 性格検査の目的について考えておくこと。 
7 回 スポーツの目的について考えておくこと。 
8 回 スポーツの魅⼒について考えておくこと。 
9 回 障がい者スポーツについて調べておくこと。 
10 回 競技スポーツについて考えておくこと。 
11 回 生涯スポーツについて考えておくこと。 
12 回 スポーツ時の傷害体験についてまとめておくこと。 
13 回 食生活についてまとめておくこと。 
14 回 性感染症の予防について調べておくこと。 
15 回 エイズについて調べておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB24591 
成績評価 各種スポーツの進行、運営（３０％）、知識と技術（６０％）安全への配慮（１

０％） 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB24591 生涯スポーツⅠ 
担当教員名 吉村 直樹＊ 
単位数 1 
教科書 適宜指示する 
アクティブラーニング  
キーワード バドミントン、テニス、バレーボール、バスケットボール、卓球、スポーツ傷害 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 生涯スポーツⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 実験実習 
注意備考 初回は２５号館柔道場で行う。生涯スポーツは加計記念体育館で行います。四季

を味わいながら山越えを楽しみましょう！ 
シラバスコード FB24591 
実務経験のある教員  
達成目標 各種スポーツのルールを理解し、ゲームの進行、運営が出来ること。スポーツ傷

害の予防ができること。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Lifelong Sports I 
関連科目 生涯スポーツⅡ、Ⅲ健康の科学、福祉環境論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生涯の各ステージにおいて、環境や能⼒に応じたスポーツ活動を安全に継続的に

実践する能⼒や態度を養う。スポーツ活動を観戦、支援（ボランティア）する楽
しさも身につけたい。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス（講義概要、種目、安全管理など） 

2 回 バドミントン 
3 回 バドミントン 
4 回 バドミントン 



5 回 硬式テニス、ソフトボール 
6 回 硬式テニス、ソフトボール 
7 回 硬式テニス、ソフトボール 
8 回 バレーボール 
9 回 バレーボール 
10 回 バレーボール 
11 回 バスケットボール 
12 回 バスケットボール 
13 回 バスケットボール 
14 回 卓球、フットサル 
15 回 卓球、フットサル 

準備学習 1 回 シラバスを見て、どのような種目をするのか把握しておくこと。 
2 回 バドミントンのルールについて調べておくこと。 
3 回 バドミントンの基本技術について調べておくこと。 
4 回 試合ルールについて調べておくこと。 
5 回 硬式テニスやソフトボールのルールについて調べておくこと。 
6 回 硬式テニスやソフトボールのルールについて調べておくこと。 
7 回 野外スポーツの疾病、傷害予防について調べておくこと。 
8 回 バレーボールのルールについて調べておくこと。 
9 回 バレーボールのルールについて調べておくこと。 
10 回 試合の運営について考えておくこと。 
11 回 バスケットボールのルールについて調べておくこと。 
12 回 バスケットボールのルールについて調べておくこと。 
13 回 試合の運営について考えておくこと。 
14 回 ルールについて調べておくこと。 
15 回 ルールについて調べておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB24592 
成績評価 各種スポーツの進行、運営（３０％）、知識と技術（６０％）安全への配慮（１

０％） 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB24592 生涯スポーツⅠ 
担当教員名 吉村 直樹＊ 
単位数 1 
教科書 適宜指示する 
アクティブラーニング  
キーワード バドミントン、テニス、バレーボール、バスケットボール、卓球、スポーツ傷害 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生涯スポーツⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 実験実習 
注意備考 初回は２５号館柔道場で行う。生涯スポーツは加計記念体育館で行います。四季

を味わいながら山越えを楽しみましょう！ 
シラバスコード FB24592 
実務経験のある教員  
達成目標 各種スポーツのルールを理解し、ゲームの進行、運営が出来ること。スポーツ傷

害の予防ができること。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Lifelong Sports I 
関連科目 生涯スポーツⅡ、Ⅲ健康の科学、福祉環境論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生涯の各ステージにおいて、環境や能⼒に応じたスポーツ活動を安全に継続的に

実践する能⼒や態度を養う。スポーツ活動を観戦、支援（ボランティア）する楽
しさも身につけたい。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス（講義概要、種目、安全管理など） 

2 回 バドミントン 
3 回 バドミントン 
4 回 バドミントン 



5 回 硬式テニス、ソフトボール 
6 回 硬式テニス、ソフトボール 
7 回 硬式テニス、ソフトボール 
8 回 バレーボール 
9 回 バレーボール 
10 回 バレーボール 
11 回 バスケットボール 
12 回 バスケットボール 
13 回 バスケットボール 
14 回 卓球、フットサル 
15 回 卓球、フットサル 

準備学習 1 回 シラバスを見て、どのような種目をするのか把握しておくこと。 
2 回 バドミントンのルールについて調べておくこと。 
3 回 バドミントンの基本技術について調べておくこと。 
4 回 試合ルールについて調べておくこと。 
5 回 硬式テニスやソフトボールのルールについて調べておくこと。 
6 回 硬式テニスやソフトボールのルールについて調べておくこと。 
7 回 野外スポーツの疾病、傷害予防について調べておくこと。 
8 回 バレーボールのルールについて調べておくこと。 
9 回 バレーボールのルールについて調べておくこと。 
10 回 試合の運営について考えておくこと。 
11 回 バスケットボールのルールについて調べておくこと。 
12 回 バスケットボールのルールについて調べておくこと。 
13 回 試合の運営について考えておくこと。 
14 回 ルールについて調べておくこと。 
15 回 ルールについて調べておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB245G2 
成績評価 授業各時の発表・提出物 (50〜70％程度) ＋ 定期試験 (30〜50％程度)。受講状

況により見直すことがある。 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(09〜10),工学部(09〜10),総合情報学部(09〜10),生物地球学部(09〜10) 
見出し FB245G2 プレゼンテーションⅢ 
担当教員名 皿⽥ 琢司 
単位数 2 
教科書 必要に応じて配付資料または提示資料を用いる。刊行物は必要に応じて各自が用

意。 
アクティブラーニング  
キーワード 教員採用試験、教員の資質能⼒、実践的指導⼒、⼈物重視、教師⼒、教育観、教

師像 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 教員になるということは、面接に対応できる外見や形式だけを整えるということ

ではありません。面接突破よりも先にある「望ましい教員像」、「理想とする教員
像」、「信頼される教員像」を自らのものにしましょう。努⼒し続ける姿勢を児童
生徒の指導にも生かせることを期待しています。 

科目名 プレゼンテーションⅢ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 学習指導要領（希望校種の最新版。文科省ウェブサイトからダウンロードしても

よい）。 
受験希望都道府県市の教員採用試験で過去出題された内容（各自治体の情報公開
制度を利用してもよい）。 
その他適宜指示する。 

授業形態 講義 
注意備考 ○信頼される教員をめざそうとする強い目的意識をもって学業に取り組むこと

が望ましい。 
○不断に学び続け、自らの知見を絶えず見直す習慣を身につけていること、担当
教科の意義や魅⼒を的確に伝えられるよう専攻分野の読書（ただし一般向け）を
励行していること、これらの知見の活用に努めることが望ましい。 
○日常生活のあらゆる場面で望ましい話し方や聴き方を観察、応用するなどして
絶えず検討し続けることが望ましい。 
○30 名程度以内の少⼈数指導とする。受講希望者が多数に上る場合には、第１回
授業出席者のうち受験予定の採用試験で面 

シラバスコード FB245G2 
実務経験のある教員  
達成目標  講義目的に挙げた各事項について、次のことができるようになること。 

  ○身につけた知見を論理的に組み立て、説得的に説明できる。 
  ○自信をもって明瞭に発話し、聴く者に好感を与えるよう表現できる。 



  ○聴く者の理解を促すことを意識し、表情や語調等に注意しながら話すこと
が 
   できる。 
  ○聴く者の理解度に即して、用語や構成等を柔軟に変えて話すことができ
る。 

受講者へのコメント どのような資格も、それらに見合うだけの資質能⼒を身に付けて初めて意味のあ
るものとなります。教職の特質に照らして自らの課題を見付け、学業や読書をは
じめ自らの日常生活のさまざまな面を見直して目標に近づきましょう。 

連絡先 １３号館３階皿⽥研究室 salad＠chem.ous.ac.jp 086-256-9714 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 課題の分析に努めるとともに、教職に必要な「話して考えを伝える能⼒」「他者の
考えを傾聴する態度」と受講者の学習実態を勘案し、指導方針の修正を検討しま
す。 

英文科目名 Presentation Skills III 
関連科目 ○１〜２年次開講Ｃ群科目（基礎理学科生は教育学原論、教育心理学に代えてそ

れぞれ教育基礎論、学習・発達論）及びプレゼンテーションⅠ、Ⅱをすべて良好
な成績で修得していることが望ましい。 
○教育実習の研究Ⅰ・Ⅱを同時に履修中であるか、修得していることが望ましい。 

次回に向けての改善変更予定 教職に必要な「話して考えを伝える能⼒」「他者の考えを傾聴する態度」のあり方
と受講者の学習実態を勘案し、指導方針の修正を検討します。 

講義目的  将来教員をめざす者が次の各事項を理解し、口頭で明瞭に表現する技能と方法
を修得することを目的とする。 
  １．志望動機、理想的教師像、教職の意義、担当教科を学ぶ目的・意義・魅
⼒ 
  ２．教員に求められる実践的指導⼒、学校に期待される役割 
  ３．学校現場で想定される具体的な場面における基本的な対応方針 
  ４．上記についての課題や見通し 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。教員の資質とプレゼンテーション能⼒について説明

する。 
2 回 教員採用試験における面接と討論を主題に、出題傾向と評価の観点を説明
する。 
3 回 個⼈面接と集団面接の基本。簡単な自己紹介を通して話し方（視線、表情を
含む）のポイントを説明する。 
4 回 個⼈面接と集団面接の練習（１）―自己アピールと志望動機を例に、実践練
習、相互評価、指導講評を行う。 
5 回 個⼈面接と集団面接の練習（２）―時事問題を例に、実践練習、相互評価、
指導講評を行う。 
6 回 個⼈面接と集団面接の練習（３）―教育理念・教育政策を例に、実践練習、
相互評価、指導講評を行う。 
7 回 個⼈面接と集団面接の練習（４）―学習指導の方針・原則を例に、実践練習、



相互評価、指導講評を行う。 
8 回 個⼈面接と集団面接の練習（５）―具体的問題の対応を例に、実践練習、相
互評価、指導講評を行う。 
9 回 集団討論の基本―教員の資質能⼒と期待される役割を例に、実践練習、相互
評価、指導講評を行う。 
10 回 集団討論の練習（１）―最近の⻘少年の行動傾向を例に、実践練習、相互
評価、指導講評を行う。 
11 回 集団討論の練習（２）―「生きる⼒」「確かな学⼒」を例に、実践練習、相
互評価、指導講評を行う。 
12 回 集団討論の練習（３）―「地域と学校」「⼈権教育」を例に、実践練習、相
互評価、指導講評を行う。 
13 回 集団討論の練習（４）―キャリア教育と情報教育とを例に、実践練習、相
互評価、指導講評を行う。 
14 回 集団討論の練習（５）―生徒指導上の問題事案を例に、実践練習、相互評
価、指導講評を行う。 
15 回 面接と討論の総括―教員としての研究と修養（その見直しを含む）を継続
する意義を説明する。 

準備学習 1 回 受験予定の都道府県市の教員採用試験のうち、過去３年間の面接または討
論の出題内容及び形式を整理しておくこと。 
2 回 受験予定の都道府県市が公表している教育施策の基本方針と望ましい教師
像を整理しておくこと。 
3 回 前時までに整理した主題から３〜４題を選び、それぞれ１分程度で話せる
よう要点をノートに整理しておくこと。 
選択した主題をもとに、生徒にとって理解しやすい話し方（視線や表情を含む）
を検討し練習しておくこと。 
4 回 前時までの学習成果の定着・伸⻑、課題の克服、新たな課題の発見・克服に
それぞれ努めること。 
前時の授業で提示された主題について、生徒にとって理解しやすい話し方を検討
し練習しておくこと。 
5 回 前時までの学習成果の定着・伸⻑、課題の克服、新たな課題の発見・克服に
それぞれ努めること。 
前時の授業で提示された主題について、生徒にとって理解しやすい話し方を検討
し練習しておくこと。 
6 回 前時までの学習成果の定着・伸⻑、課題の克服、新たな課題の発見・克服に
それぞれ努めること。 
前時の授業で提示された主題について、生徒にとって理解しやすい話し方を検討
し練習しておくこと。 
7 回 前時までの学習成果の定着・伸⻑、課題の克服、新たな課題の発見・克服に
それぞれ努めること。 
前時の授業で提示された主題について、生徒にとって理解しやすい話し方を検討
し練習しておくこと。 
8 回 前時までの学習成果の定着・伸⻑、課題の克服、新たな課題の発見・克服に



それぞれ努めること。 
前時の授業で提示された主題について、生徒にとって理解しやすい話し方を検討
し練習しておくこと。 
9 回 前時までの学習成果の定着・伸⻑、課題の克服、新たな課題の発見・克服に
それぞれ努めること。 
前時の授業で提示された主題について、生徒にとって理解しやすい話し方を検討
し練習しておくこと。 
10 回 前時までの学習成果の定着・伸⻑、課題の克服、新たな課題の発見・克服
にそれぞれ努めること。 
前時の授業で提示された主題について、生徒にとって理解しやすい話し方を検討
し練習しておくこと。 
11 回 前時までの学習成果の定着・伸⻑、課題の克服、新たな課題の発見・克服
にそれぞれ努めること。 
前時の授業で提示された主題について、生徒にとって理解しやすい話し方を検討
し練習しておくこと。 
12 回 前時までの学習成果の定着・伸⻑、課題の克服、新たな課題の発見・克服
にそれぞれ努めること。 
前時の授業で提示された主題について、生徒にとって理解しやすい話し方を検討
し練習しておくこと。 
13 回 前時までの学習成果の定着・伸⻑、課題の克服、新たな課題の発見・克服
にそれぞれ努めること。 
前時の授業で提示された主題について、生徒にとって理解しやすい話し方を検討
し練習しておくこと。 
14 回 前時までの学習成果の定着・伸⻑、課題の克服、新たな課題の発見・克服
にそれぞれ努めること。 
前時の授業で提示された主題について、生徒にとって理解しやすい話し方を検討
し練習しておくこと。 
15 回 これまでの学習全体を振り返り、学習成果の定着・伸⻑と課題の克服にな
お一層努めること。 

 



年度 2012 
授業コード FB247101 
成績評価 毎回の講義ごとに、別途指示するテーマにより提出されたレポートを担当教員が

評価する。レポート（１００％） 
曜日時限 木曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜11),工学部(〜11),総合情報学部(〜11),生物地球学部(〜11) 
見出し FB247101 企業情報特論 
担当教員名 新倉 正和 
単位数 2 
教科書 毎週プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 経営理念、経営戦略、技術マネジメント（MOT)、産学連携 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 企業情報特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 藤末健三著 「技術経営入門」 日経 BP 社発行 
授業形態 講義 
注意備考 企業経営者の講義であるから、入社面接の際の注意事項と同様な態度で受講する

こと。 
シラバスコード FB247101 
実務経験のある教員  
達成目標 企業や社会に貢献する技術者として、身に付けるべき素養として、・経営理念と

企業活動のあるべき姿・戦略的経営および商品戦略・技術経営と研究開発戦略・
企業における⼈材育成・企業にとっての地域社会との関わりと社会貢献・産学官
連携と大学への期待 

受講者へのコメント  
連絡先 教務部（２５号館６階）および学外連携推進室（一学舎１階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Business Leader Lecture Series 
関連科目 技術マネジメント、企業等体験実習（インターンシップ）、科学技術倫理、プレゼ

ンテーション 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 経済活動や企業間競争のグローバリゼーションの急速な展開に伴い、本質的な市

場ニーズを正確に把握し、それに対応した事業戦略・技術開発戦略を構築するこ
とが、企業の重要な課題になっている。本科目では、確固たる経営理念のもとに
企業や産業界をリードしている卓越した経営者等に、企業活動のあるべき姿、事
業・商品戦略、研究開発戦略、求められる技術者像と⼈材育成、企業と大学の連



携や地域貢献、等について、判りやすくお話いただく。これにより企業や社会に
貢献する技術者として持つべき素養を身に付ける。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  講義課目概要、MOMOTAROU 登録説明＆レポート作成指導 

2 回  委嘱教授による講演（サービス関係企業経営幹部） 
3 回  委嘱教授による講演（文化芸術・産業分野有識者） 
4 回  委嘱教授による講演（食品関係企業経営幹部） 
5 回  委嘱教授による講演（服飾メーカー経営幹部） 
6 回  委嘱教授による講演（繊維・衣料メーカー経営幹部） 
7 回  委嘱教授による講演（マスコミ関係経営幹部） 
8 回  委嘱教授による講演（システム関係企業経営幹部） 
9 回  委嘱教授による講演（政治・社会分野有識者） 
10 回  委嘱教授による講演（食品関係企業経営幹部） 
11 回  委嘱教授による講演（教育界有識者） 
12 回  委嘱教授による講演（コピー機メーカー経営幹部） 
13 回  委嘱教授による講演（金融機関経営幹部） 
14 回  委嘱教授による講演（マスコミ関係経営幹部） 
15 回  委嘱教授による講演（服飾メーカー経営幹部） 

準備学習  
 



年度 2012 
授業コード FB24711 
成績評価 演習（60％）定期試験（40％） 原則として、演習をすべて行うことが定期試験

の受験資格となる。 
曜日時限 木曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB24711 文章表現法Ⅰ 
担当教員名 藤野 薫＊ 
単位数 2 
教科書 藤野薫・三木恒治・世良利和著／「文章表現法Ⅰ基礎編」／蜻文庫 
アクティブラーニング  
キーワード 文章表現、小論文、日本語、就職活動 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 文章表現法Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 1.講義の性質上、ある程度の⼈数制限を設けることがある。 

2.受講希望者は必ずテキストを購入し、初回の講義に出席すること。 
3.講義には必ず国語辞典（通信機能のない電子辞書も可）を持参すること。 
4.講義中の飲食や無断入退室は禁じる。講義中は通信器機の電源を切ること。 
5.受講マナーを守らない者や指示に従わない者は「評価不能」とする。 

シラバスコード FB24711 
実務経験のある教員  
達成目標 文章表現の目的を理解し、800 字程度の文章をわかりやすく書くことができる。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Technical Writing I 
関連科目 プレゼンテーションⅠ、プレゼンテーションⅡ、文章表現法Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 一般社会で通用する文章を書くために、基本的な取り組みの姿勢とスキルを身に

つける。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 文章スキルの大切さ、テキストと講義の進め方について説明する。 

2 回 受講シートの記入について説明する。 
3 回 文章を要約する①：参考文を読みながら、アウトラインの作成を指導する。 



4 回 文章を要約する②：参考文を読みながら、文章の組み立てを説明する。 
5 回 文章を要約する③：参考文を要約する。 
6 回 文章を書くときの注意点①：文章表現の形式とルールについて解説する。 
7 回 経験や知識の文章化と構成のパターンについて解説する。 
8 回 経験や知識を文章化する。 
9 回 文章を書くときの注意点②：正確でわかりやすい表現について解説する。 
10 回 対立する意見を使った文章構成について解説する。 
11 回 情報の収集と引用、意見のまとめ方について解説する。 
12 回 対立する意見を使って文章を構成する。 
13 回 800 字の構成について解説する。 
14 回 800 字の文章を構成する。 
15 回 文章表現のポイントをまとめ、定期試験について説明する。 

準備学習 1 回 予習：シラバスを読み、テキストを購入しておくこと。 
復習：受講上の注意を再確認すること。 
2 回 予習：受講シート記入上の注意を読んでおくこと。 
復習：記入した内容を自己点検すること。 
3 回 予習：指示された参考文を読んでおくこと。 
復習：アウトラインの大切さを確認すること。 
4 回 予習：指示された参考文を読んでおくこと。 
復習：文章の基本的な組み立てを確認すること。 
5 回 予習：文章の要約についてまとめておくこと。 
復習：取り組んだ要約を自己点検すること。 
6 回 予習：文章の基本的な書き方を確認しておくこと。 
復習：文章表現の形式とルールをまとめること。 
7 回 予習：文章の構成について考えておくこと。 
復習：文章構成のパターンについて確認すること。 
8 回 予習：文章化するための材料をまとめておくこと。 
復習：取り組んだ文章化について自己点検すること。 
9 回 予習：文章表現の注意点について考えておくこと。 
復習：正確でわかりやすい表現のポイントをまとめること。 
10 回 予習：指示されたテーマについて自分の意見をまとめておくこと。 
復習：対立する意見による文章構成の要点を確認すること。 
11 回 予習：指示されたテーマについて情報や資料を集めておくこと。 
復習：講義で出された意見を整理すること。 
12 回 予習：指示されたテーマについて自分の意見をまとめておくこと。 
復習：構成した文章を自己点検すること。 
13 回 予習：800 字の参考文を読んでくること。 
復習：構成のポイントを整理すること。 
14 回 予習：指示されたテーマについて情報や資料を集めておくこと。 
復習：構成した文章を自己点検すること。 
15 回 予習：文章表現に取り組む姿勢について考えてくること。 
復習：文章表現のポイントをまとめること。 



 



年度 2012 
授業コード FB24712 
成績評価 演習（60％）定期試験（40％） 原則として、演習をすべて行うことが定期試験

の受験資格となる。 
曜日時限 木曜日 7・8 時限 
対象クラス 工学部(〜12),総合情報学部(〜12) 
見出し FB24712 文章表現法Ⅰ 
担当教員名 藤野 薫＊ 
単位数 2 
教科書 藤野薫・三木恒治・世良利和著／「文章表現法Ⅰ基礎編」／蜻文庫 
アクティブラーニング  
キーワード 文章表現、小論文、日本語、就職活動 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特になし 
科目名 文章表現法Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 1.講義の性質上、ある程度の⼈数制限を設けることがある。 

2.受講希望者は必ずテキストを購入し、初回の講義に出席すること。 
3.講義には必ず国語辞典（通信機能のない電子辞書も可）を持参すること。 
4.講義中の飲食や無断入退室は禁じる。講義中は通信器機の電源を切ること。 
5.受講マナーを守らない者や指示に従わない者は「評価不能」とする。 

シラバスコード FB24712 
実務経験のある教員  
達成目標 文章表現の目的を理解し、800 字程度の文章をわかりやすく書くことができる。 
受講者へのコメント 半年間よくやってくれました。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 今後の参考にします。 
英文科目名 Technical Writing I 
関連科目 プレゼンテーションⅠ、プレゼンテーションⅡ、文章表現法Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 キャリア支援科目としての必要性の周知徹底 
講義目的 一般社会で通用する文章を書くために、基本的な取り組みの姿勢とスキルを身に

つける。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 文章スキルの大切さ、テキストと講義の進め方について説明する。 

2 回 受講シートの記入について説明する。 
3 回 文章を要約する①：参考文を読みながら、アウトラインの作成を指導する。 



4 回 文章を要約する②：参考文を読みながら、文章の組み立てを説明する。 
5 回 文章を要約する③：参考文を要約する。 
6 回 文章を書くときの注意点①：文章表現の形式とルールについて解説する。 
7 回 経験や知識の文章化と構成のパターンについて解説する。 
8 回 経験や知識を文章化する。 
9 回 文章を書くときの注意点②：正確でわかりやすい表現について解説する。 
10 回 対立する意見を使った文章構成について解説する。 
11 回 情報の収集と引用、意見のまとめ方について解説する。 
12 回 対立する意見を使って文章を構成する。 
13 回 800 字の構成について解説する。 
14 回 800 字の文章を構成する。 
15 回 文章表現のポイントをまとめ、定期試験について説明する。 

準備学習 1 回 予習：シラバスを読み、テキストを購入しておくこと。 
復習：受講上の注意を再確認すること。 
2 回 予習：受講シート記入上の注意を読んでおくこと。 
復習：記入した内容を自己点検すること。 
3 回 予習：指示された参考文を読んでおくこと。 
復習：アウトラインの大切さを確認すること。 
4 回 予習：指示された参考文を読んでおくこと。 
復習：文章の基本的な組み立てを確認すること。 
5 回 予習：文章の要約についてまとめておくこと。 
復習：取り組んだ要約を自己点検すること。 
6 回 予習：文章の基本的な書き方を確認しておくこと。 
復習：文章表現の形式とルールをまとめること。 
7 回 予習：文章の構成について考えておくこと。 
復習：文章構成のパターンについて確認すること。 
8 回 予習：文章化するための材料をまとめておくこと。 
復習：取り組んだ文章化について自己点検すること。 
9 回 予習：文章表現の注意点について考えておくこと。 
復習：正確でわかりやすい表現のポイントをまとめること。 
10 回 予習：指示されたテーマについて自分の意見をまとめておくこと。 
復習：対立する意見による文章構成の要点を確認すること。 
11 回 予習：指示されたテーマについて情報や資料を集めておくこと。 
復習：講義で出された意見を整理すること。 
12 回 予習：指示されたテーマについて自分の意見をまとめておくこと。 
復習：構成した文章を自己点検すること。 
13 回 予習：800 字の参考文を読んでくること。 
復習：構成のポイントを整理すること。 
14 回 予習：指示されたテーマについて情報や資料を集めておくこと。 
復習：構成した文章を自己点検すること。 
15 回 予習：文章表現に取り組む姿勢について考えてくること。 
復習：文章表現のポイントをまとめること。 



 



年度 2012 
授業コード FB24721 
成績評価 演習（60％）定期試験（40％） 原則として、演習をすべて行うことが定期試験

の受験資格となる。 
曜日時限 木曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB24721 文章表現法Ⅰ 
担当教員名 世良 利和＊ 
単位数 2 
教科書 藤野薫・三木恒治・世良利和著／「文章表現法Ⅰ基礎編」／蜻文庫 
アクティブラーニング  
キーワード 文章表現、小論文、日本語、就職活動 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 文章表現法Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 1.講義の性質上、ある程度の⼈数制限を設けることがある。 

2.受講希望者は必ずテキストを購入し、初回の講義に出席すること。 
3.講義には必ず国語辞典（通信機能のない電子辞書も可）を持参すること。 
4.講義中の飲食や無断入退室は禁じる。講義中は通信器機の電源を切ること。 
5.受講マナーを守らない者や指示に従わない者は「評価不能」とする。 

シラバスコード FB24721 
実務経験のある教員  
達成目標 文章表現の目的を理解し、800 字程度の文章をわかりやすく書くことができる。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Technical Writing I 
関連科目 プレゼンテーションⅠ、プレゼンテーションⅡ、文章表現法Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 一般社会で通用する文章を書くために、基本的な取り組みの姿勢とスキルを身に

つける。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 文章スキルの大切さ、テキストと講義の進め方について説明する。 

2 回 受講シートの記入について説明する。 
3 回 文章を要約する①：参考文を読みながら、アウトラインの作成を指導する。 



4 回 文章を要約する②：参考文を読みながら、文章の組み立てを説明する。 
5 回 文章を要約する③：参考文を要約する。 
6 回 文章を書くときの注意点①：文章表現の形式とルールについて解説する。 
7 回 経験や知識の文章化と構成のパターンについて解説する。 
8 回 経験や知識を文章化する。 
9 回 文章を書くときの注意点②：正確でわかりやすい表現について解説する。 
10 回 対立する意見を使った文章構成について解説する。 
11 回 情報の収集と引用、意見のまとめ方について解説する。 
12 回 対立する意見を使って文章を構成する。 
13 回 800 字の構成について解説する。 
14 回 800 字の文章を構成する。 
15 回 文章表現のポイントをまとめ、定期試験について説明する。 

準備学習 1 回 予習：シラバスを読み、テキストを購入しておくこと。 
復習：受講上の注意を再確認すること。 
2 回 予習：受講シート記入上の注意を読んでおくこと。 
復習：記入した内容を自己点検すること。 
3 回 予習：指示された参考文を読んでおくこと。 
復習：アウトラインの大切さを確認すること。 
4 回 予習：指示された参考文を読んでおくこと。 
復習：文章の基本的な組み立てを確認すること。 
5 回 予習：文章の要約についてまとめておくこと。 
復習：取り組んだ要約を自己点検すること。 
6 回 予習：文章の基本的な書き方を確認しておくこと。 
復習：文章表現の形式とルールをまとめること。 
7 回 予習：文章の構成について考えておくこと。 
復習：文章構成のパターンについて確認すること。 
8 回 予習：文章化するための材料をまとめておくこと。 
復習：取り組んだ文章化について自己点検すること。 
9 回 予習：文章表現の注意点について考えておくこと。 
復習：正確でわかりやすい表現のポイントをまとめること。 
10 回 予習：指示されたテーマについて自分の意見をまとめておくこと。 
復習：対立する意見による文章構成の要点を確認すること。 
11 回 予習：指示されたテーマについて情報や資料を集めておくこと。 
復習：講義で出された意見を整理すること。 
12 回 予習：指示されたテーマについて自分の意見をまとめておくこと。 
復習：構成した文章を自己点検すること。 
13 回 予習：800 字の参考文を読んでくること。 
復習：構成のポイントを整理すること。 
14 回 予習：指示されたテーマについて情報や資料を集めておくこと。 
復習：構成した文章を自己点検すること。 
15 回 予習：文章表現に取り組む姿勢について考えてくること。 
復習：文章表現のポイントをまとめること。 



 



年度 2012 
授業コード FB24722 
成績評価 課題提出(60％)定期試験(40％)60 点以上を合格とする。  

定期試験の受講資格は原則として必要な課題を提出できたものに限る。 
曜日時限 木曜日 7・8 時限 
対象クラス 工学部(〜12),総合情報学部(〜12) 
見出し FB24722 文章表現法Ⅰ 
担当教員名 尾崎 美恵＊ 
単位数 2 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード 己を知り、相手の心をつかもう 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 将来に対する明確な目標を持って頑張ってほしい 
科目名 文章表現法Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 必要に応じ参考資料を配布 
授業形態 講義 
注意備考 受講生の⼈数によっては授業のスケジュール変更もありえる。講義の性格上、毎

回文章作成の課題提出があり、課題も授業もかなり厳しいことを理解した上で、
受講すること。 
原則として、無断で３回以上課題提出ができていない学生並びに無断で３回以上
講義を休んだ学生は試験を受けられない。文章は手書きではなく、パソコンのワ
ード機能を使って作成し、課題提出はインターネットを利用する。 

シラバスコード FB24722 
実務経験のある教員  
達成目標 自分の過去、現在、未来の出来事を通して自己分析をする。 

自分自身の言葉で自分の体験や意思を明確に表現する。 
決められた文字数で説得⼒のある文章を作成する。 

受講者へのコメント この授業を参考として残された大学生活をどの様に過ごせばよいか、充実した時
間を送ってほしい 

連絡先 bonjourmie@kyf.biglobe.ne.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 積極的に取り組む学生が多かった 
英文科目名 Technical Writing I 
関連科目 プレゼンテーションⅠ、プレゼンテーションⅡ、文章表現法Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 自分の経験を言葉にして文章にまとめ、それを更に、相手が興味を引く文章にす

る。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 就職活動におけるエントリーシートの役割 

自己体験を言語化し、それを的確に他⼈に伝えるポイントを説明する 
インターネットによる講座の履修登録について説明する。 
①「今、熱中していることは？」スクリプトの作成を指導する。 
2 回 受講生何⼈かの提出課題①を皆で共有し「どうすれば説得⼒のある文章が
書けるか」話し合い、その考察で得たポイントを基に個々が提出課題①を修正出
来るように指導する。 
②「あなたのセールスポイントは？」スクリプトの作成を指導する。 
3 回 受講生何⼈かの提出課題②を皆で共有し「どうすれば説得⼒のある文章が
書けるか」話し合い、その考察で得たポイントを基に個々が提出課題②を修正出
来るように指導する。 
③「あなたの得意なことは？」スクリプトの作成を指導する。 
4 回 受講生何⼈かの提出課題③を皆で共有し「どうすれば説得⼒のある文章が
書けるか」話し合い、その考察で得たポイントを基に個々が提出課題③を修正出
来るように指導する。 
④「あなたにとって⼈生最大のピンチは？」スクリプトの作成を指導する。 
5 回 受講生何⼈かの提出課題④を皆で共有し「どうすれば説得⼒のある文章が
書けるか」話し合い、その考察で得たポイントを基に個々が提出課題④を修正出
来るように指導する。 
⑤「あなたの趣味は？」スクリプトの作成を指導する。 
6 回 受講生何⼈かの提出課題⑤を皆で共有し「どうすれば説得⼒のある文章が
書けるか」話し合い、その考察で得たポイントを基に個々が提出課題⑤を修正出
来るように指導する。 
⑥「あなたの尊敬する⼈物は？」スクリプトの作成を指導する。 
7 回 受講生何⼈かの提出課題⑥を皆で共有し「どうすれば説得⼒のある文章が
書けるか」話し合い、その考察で得たポイントを基に個々が提出課題⑥を修正出
来るように指導する。 
⑦「最近、関心のあることは？」スクリプトの作成を指導する。 
8 回 受講生何⼈かの提出課題⑦を皆で共有し「どうすれば説得⼒のある文章が
書けるか」話し合い、その考察で得たポイントを基に個々が提出課題⑦を修正出
来るように指導する。 
⑧「あなたのターニングポイントは？」スクリプトの作成を指導する。 
9 回 受講生何⼈かの提出課題⑧を皆で共有し「どうすれば説得⼒のある文章が
書けるか」話し合い、その考察で得たポイントを基に個々が提出課題⑧を修正出
来るように指導する。 
⑨「あなたにとって１番大切なものは？」スクリプトの作成を指導する。 
10 回 受講生何⼈かの提出課題⑨を皆で共有し「どうすれば説得⼒のある文章が
書けるか」話し合い、その考察で得たポイントを基に個々が提出課題⑨を修正出
来るように指導する。 
⑩「最近のニュースで印象に残っていることは？」スクリプトの作成を指導する。 
11 回 受講生何⼈かの提出課題⑩を皆で共有し「どうすれば説得⼒のある文章が



書けるか」話し合い、その考察で得たポイントを基に個々が提出課題⑩を修正出
来るように指導する。 
⑪「あなたをキーワードで表現してください」スクリプトの作成を指導する。 
12 回 受講生何⼈かの提出課題⑪を皆で共有し「どうすれば説得⼒のある文章が
書けるか」話し合い、その考察で得たポイントを基に個々が提出課題⑪を修正出
来るように指導する。 
⑫「あなたの夢は？」スクリプトの作成を指導する。 
13 回 受講生何⼈かの提出課題⑫を皆で共有し「どうすれば説得⼒のある文章が
書けるか」話し合い、その考察で得たポイントを基に個々が提出課題⑫を修正出
来るように指導する。 
⑬「あなたの職業感は？」スクリプトの作成を指導する。 
14 回 受講生何⼈かの提出課題⑬を皆で共有し「どうすれば説得⼒のある文章が
書けるか」話し合い、その考察で得たポイントを基に個々が提出課題⑬を修正出
来るように指導する。 
⑭「あなたの 5 年後は？」スクリプトの作成を指導する。 
15 回 受講生何⼈かの提出課題⑭を皆で共有し「どうすれば説得⼒のある文章が
書けるか」話し合い、その考察で得たポイントを基に個々が提出課題⑭を修正出
来るように指導する。 
⑮「あなたの志望動機は？」スクリプトの作成を指導する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。 
大学のキャリヤセンターやインターネットで就職情報を集めておくこと。 
①「今、あなたが熱中してることは？」スクリプトを６００字で作成すること 
2 回 復習：①のスクリプトを４００字に修正して、それを２００字にまとめるこ
と。 
予習：②「あなたのセールスポイントは？」スクリプトを６００字で作成するこ
と。 
3 回 復習：②のスクリプトを４００字に修正して、それを２００字にまとめるこ
と。 
予習③「あなたの得意なことは？」スクリプトを６００字で作成すること。 
4 回 復習：③のスクリプトを４００字に修正して、それを２００字にまとめるこ
と。 
予習：④「あなたにとって⼈生最大のピンチは？」スクリプトを６００字で作成
すること。 
5 回 復習：④のスクリプトを４００字に修正して、それを２００字にまとめるこ
と。 
予習：⑤「あなたの趣味は？」スクリプトを６００字で作成すること。 
6 回 復習：⑤のスクリプトを４００字に修正して、それを２００字にまとめるこ
と。 
予習：⑥「あなたの尊敬する⼈物は？」スクリプトを６００字で作成すること。 
7 回 復習：⑥のスクリプトを４００字に修正して、それを２００字にまとめるこ
と。 
予習：⑦「最近、関心あることは？」スクリプトを６００字で作成すること。 



8 回 復習：⑦のスクリプトを４００字に修正して、それを２００字にまとめるこ
と。 
予習：⑧「あなたのターニングポイントは？」スクリプトを６００字で作成する
こと。 
9 回 復習：⑧のスクリプトを４００字に修正して、それを２００字にまとめるこ
と。 
予習：⑨「あなたにとって１番大切にしているのものは？」スクリプトを６００
字で作成すること。 
10 回 復習：⑨のスクリプトを４００字に修正して、それを２００字にまとめる
こと。 
予習：⑩「最近のニュースで印象に残っていることは？」スクリプトを６００字
で作成すること。 
11 回 復習：⑩のスクリプトを４００字に修正して、それを２００字にまとめる
こと。 
予習：⑪「あなたをキーワードで表現してください？」スクリプトを６００字で
作成すること。 
12 回 復習：⑪のスクリプトを４００字に修正して、それを２００字にまとめる
こと。 
予習：⑫「あなたの夢は？」スクリプトを６００字で作成すること。 
13 回 復習：⑫のスクリプトを４００字に修正して、それを２００字にまとめる
こと。 
予習：⑬「あなたの職業感は？」スクリプトを６００字で作成すること。 
14 回 復習：⑬のスクリプトを４００字に修正して、それを２００字にまとめる
こと。 
予習：⑭「あなたの 5 年後は？」スクリプトを６００字で作成すること。 
15 回 復習：⑭のスクリプトを４００字に修正して、それを２００字にまとめる
こと。 
予習：⑮「あなたの志望動機は？」スクリプトを６００字で作成すること。 

 



年度 2012 
授業コード FB24731 
成績評価 受講態度（30％）・試験（70％）による評価 
曜日時限 木曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(11〜12),生物地球学部(11〜12) 
見出し FB24731 企業と⼈間 
担当教員名 ⽥邉 麻里子＊ 
単位数 2 
教科書 必要に応じて教示する。 
アクティブラーニング  
キーワード 計画・工夫・向上心・論理的・具体的・判断 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 講義は 講師と受講者の皆さん方との共同作業です。 

私も楽しく講義をさせていただきました。感謝しています。 
ハード面のコメントやリクエストは、教務課にお伝えしておきますね。 

科目名 企業と⼈間 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて資料を配布する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FB24731 
実務経験のある教員  
達成目標 当事者意識を喚起することによって、自分では気づいていない潜在能⼒や可能性

を最大限に伸ばす。 
受講者へのコメント 参加型の講義でしたから 大変だったと思います。 

毎回、課題に真剣に取り組んでくださり ありがとうございました。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 皆さんが積極的に受講してくれたからこその結果です。 
ありがとうございました。 

英文科目名 Industry and Humans 
関連科目 特になし 
次回に向けての改善変更予定 ①映像より、⿊板に手書きで書くことを心がけていますので、今後もプロジェク

ターの利用は考えていません。 
⿊板には もっと見やすく書くようにします。 
②受講者数が多い点、申し訳ない。できるだけばらけるように指導します。 

講義目的 会社や経済のしくみ、組織⼈に求められる能⼒を具体的に理解する。 
より良い⼈間関係の構築や自己の能⼒を発揮するために不可欠な知識や能⼒を
習得する。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の最終目的、各講義の概要、学生に期待する事柄、社会⼈としての考え

方について説明する。 
2 回 社会⼈/組織⼈に求められる能⼒、責任と義務について説明する。 
3 回 コミュニケーション⼒（伝える技術）を習得する。 
4 回 コミュニケーション⼒（相手を意識する/特定の相手にアピールする技術）
を習得する。 
5 回 コミュニケーション⼒（書く技術）を習得する。 
6 回 コミュニケーション⼒（聞き取る⼒・読み取る技術）を習得する。 
7 回 より良い⼈間関係を築くための「心のメカニズム」について説明する。 
8 回 経済のしくみ/基礎的な経済知識について説明する。 
9 回 経済のしくみ/基礎的な経済用語を説明する。 
10 回 ケーススタディに基づき、状況に応じた適切な判断について説明する。 
11 回 ケーススタディに基づき、状況に応じた適切な判断について説明する。 
12 回 ケーススタディに基づき、状況に応じた適切な判断について説明する。 
13 回 ケーススタディに基づき、状況に応じた適切な判断について説明する。 
14 回 先達の企業⼈・経営者・実業家のエピソードを通して、彼等の仕事の仕方
/考え方/生きざまを分析する。 
15 回 先達の企業⼈・経営者・実業家のエピソードを通して、彼等の仕事の仕方
/考え方/生きざまを分析する。 

準備学習 1 回 シラバスを読んで講義の全体像を把握しておくこと。 
2 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
3 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
4 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
5 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
6 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
7 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
8 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
9 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
10 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
11 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
12 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
13 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
14 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
15 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB24732 
成績評価 受講態度（30％）・試験（70％）による評価 
曜日時限 木曜日 7・8 時限 
対象クラス 工学部(11〜12),総合情報学部(11〜12) 
見出し FB24732 企業と⼈間 
担当教員名 ⽥邉 麻里子＊ 
単位数 2 
教科書 必要に応じて教示する。 
アクティブラーニング  
キーワード 計画・工夫・向上心・論理的・具体的・判断 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 みんなの顔を思い出しながら、嬉しく楽しく拝読しました。 

ありがとう 
科目名 企業と⼈間 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて資料を配布する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FB24732 
実務経験のある教員  
達成目標 当事者意識を喚起することによって、自分では気づいていない潜在能⼒や可能性

を最大限に伸ばす。 
受講者へのコメント 講義は、主役である諸君とサポートする立場である私の共同事業です。 

諸君が真剣に課題に取り組んでくれた成果が、今回の評価につながったと思いま
す。 
私も楽しく講義を行うことができました。 
受講者諸君に感謝しています。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 高い評価をありがとう。 
英文科目名 Industry and Humans 
関連科目 特になし 
次回に向けての改善変更予定 板書は もっと読み易く書くように、また書いた文字はすぐ消さないようにしま

す。 
講義目的 会社や経済のしくみ、組織⼈に求められる能⼒を具体的に理解する。 

より良い⼈間関係の構築や自己の能⼒を発揮するために不可欠な知識や能⼒を
習得する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 講義の最終目的、各講義の概要、学生に期待する事柄、社会⼈としての考え
方について説明する。 
2 回 社会⼈/組織⼈に求められる能⼒、責任と義務について説明する。 
3 回 コミュニケーション⼒（伝える技術）を習得する。 
4 回 コミュニケーション⼒（相手を意識する/特定の相手にアピールする技術）
を習得する。 
5 回 コミュニケーション⼒（書く技術）を習得する。 
6 回 コミュニケーション⼒（聞き取る⼒・読み取る技術）を習得する。 
7 回 より良い⼈間関係を築くための「心のメカニズム」について説明する。 
8 回 経済のしくみ/基礎的な経済知識について説明する。 
9 回 経済のしくみ/基礎的な経済用語を説明する。 
10 回 ケーススタディに基づき、状況に応じた適切な判断について説明する。 
11 回 ケーススタディに基づき、状況に応じた適切な判断について説明する。 
12 回 ケーススタディに基づき、状況に応じた適切な判断について説明する。 
13 回 ケーススタディに基づき、状況に応じた適切な判断について説明する。 
14 回 先達の企業⼈・経営者・実業家のエピソードを通して、彼等の仕事の仕方
/考え方/生きざまを分析する。 
15 回 先達の企業⼈・経営者・実業家のエピソードを通して、彼等の仕事の仕方
/考え方/生きざまを分析する。 

準備学習 1 回 シラバスを読んで講義の全体像を把握しておくこと。 
2 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
3 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
4 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
5 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
6 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
7 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
8 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
9 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
10 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
11 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
12 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
13 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
14 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 
15 回 経済新聞に目を通す習慣をつけておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB24741 
成績評価 ・毎回のレポート 60％・課題ワークへの取り組み姿勢 20％・最終レポート 20％ 
曜日時限 木曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB24741 キャリア形成講座 
担当教員名 飯⽥ 哲司＊、桑⽥ 朋美＊ 
単位数 2 
教科書 毎回プリントを配布 
アクティブラーニング  
キーワード 社会⼈基礎⼒、コミュニケーション⼒、課題解決⼒、自己表現⼒、自己分析・自

己理解、偶発的行動論、セルフコントロール、企画発想、アサーティブ、ゆとり
世代 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 キャリア形成講座 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FB24741 
実務経験のある教員  
達成目標 ・コミュニケーション⼒、課題解決⼒、自己表現等のレベルアップを、ペアワー

クおよび 演習を通じて実現する 
・自己分析と自己理解について、個働と協働の両視点から実施し、答え・課題等
をつかむ 
・発想〜会議〜プレゼン〜検証の過程から、実社会での企画展開を体験し、自分
の個性・ 特徴・強み・弱みを知る 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Career Design 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ・社会で必要とされる⼒（コミュニケーション⼒・課題解決⼒・チーム⼒・自己

表現⼒） を実践的な演習を通じて習得する 
・実践的ワークを通じて、主張⼒・傾聴⼒・展開⼒を徹底強化する 
・就活対策のみならず、社会⼈となった以降に役立つ生涯キャリア形成の意識と



実践⼒に ついて学ぶ 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 【オリエンテーション】 キャリア形成とは何か、実社会で求められる社会

⼈基礎⼒とは何かを確認し、その習得を目的とした講義を開始する 
2 回 【自分を知る】 自己分析・自己診断チェックと体験型交流ワークを通じ
て、自己認識を深めるとともに自分の高め方・活かし方について理解する 
3 回 【コミュニケーションの強化①】 現代社会におけるコミュニケーションの
意味・目的を知り、「話すこと」の基本と応用技術を体験ワークにより理解・習得
する 
4 回 【コミュニケーションの強化②】 コミュニケーション能⼒のさらなる向上
を目指し、「聴くこと」の基本とスキルアップのための実践トレーニングを実施
する 
5 回 【セルフ・コントロール】 ビジネスマインドの軸である「チームワーク⼒」
の発揮と強化を視野に入れた自己コントロール法について、体験ワークを通じて
理解・習得する 
6 回 【社会が求める⼈材とは】 現代社会で求められる能⼒とは何かを知り、そ
の能⼒の習得法と実践現場での活かし方について、理解を深める 
7 回 【キャリア形成新理論】 キャリアプランニングの考え方・方法の歴史的変
化を学び、あらたなキャリア形成のあり方と自分への活かし方を理解する 
8 回 【実践的表現⼒強化演習】 集団の中での自分の活かし方を知る基礎である
ブレインストーミングを通じて、自己理解と表現能⼒のアップを図る演習を実施
する 
9 回 【印象マネジメント】 自己表現⼒の向上のための印象⼒マネジメントにつ
いて体験ワークを通じて学び、自己理解と自己認識を深めるとともに表現⼒アッ
プを理解・実践する 
10 回 【ビジネスマインド基礎演習】 ビジネス現場ならびに対⼈マネジメント
の分野で活かされる「ビジネス心理学（行動経済学）」「脳科学」「一般常識⼒」に
ついての基礎を学び、その応用と展開策を実社会事例から研究する 
11 回 【実践的ビジネスマナー養成】 社会の実践現場で活かすマナー＆ビジネ
スマナーの考え方と意味を知り、その基礎⼒・応用⼒を実技演習により習得する 
12 回 【チーム強化演習演習】 企業内研修でも実施されるチームワーク⼒強化
ワークを体験し、課題解決⼒のための考え方と個働協働のあり方について理解す
る 
13 回 【発想⼒強化トレーニング】 能⼒要件として注目度の高い「発想⼒」「ラ
テラルシンキング」について、その強化方法を学び、習得のための実践的トレー
ニングを実施する 
14 回 【世代間コミュニケーション】 ゆとり世代に対する社会の認識と対応実
態を知り、自己および世代の変⾰方向と能⼒向上についての具体策をプランする 
15 回 【就活対策特別講義】 就活を制する重要キーワードを学び、そこから浮
かび上がる⼈財要件と成⻑ステップについて理解を深め、実践・行動する自分づ
くりを行う 
16 回 【最終レポート】 講座のまとめレポート 



準備学習 ・体験型ワーク（ペアワーク、グループワーク）を軸とした講義につき、積極的
な交流と 参画の姿勢・意識で臨むこと 
・能⼒向上について、ステップアップ方式（連続的な積み上げ方式）で実施する
ため、毎 回を欠席・遅刻せず参加のこと 
・実社会の実践的な課題・テーマを取り上げる内容であり、平素よりニュースを
チェック する等、社会情勢にも関心を持つこと 

 



年度 2012 
授業コード FB24742 
成績評価 ・毎回のレポート 60％・課題ワークへの取り組み姿勢 20％・最終レポート 20％ 
曜日時限 木曜日 7・8 時限 
対象クラス 工学部(〜12),総合情報学部(〜12) 
見出し FB24742 キャリア形成講座 
担当教員名 飯⽥ 哲司＊、桑⽥ 朋美＊ 
単位数 2 
教科書 毎回プリントを配布 
アクティブラーニング  
キーワード 社会⼈基礎⼒、コミュニケーション⼒、課題解決⼒、自己表現⼒、自己分析・自

己理解、偶発的行動論、セルフコントロール、企画発想、アサーティブ、ゆとり
世代 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 キャリア形成講座 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FB24742 
実務経験のある教員  
達成目標 ・コミュニケーション⼒、課題解決⼒、自己表現等のレベルアップを、ペアワー

クおよび 演習を通じて実現する 
・自己分析と自己理解について、個働と協働の両視点から実施し、答え・課題等
をつかむ 
・発想〜会議〜プレゼン〜検証の過程から、実社会での企画展開を体験し、自分
の個性・ 特徴・強み・弱みを知る 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Career Design 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ・社会で必要とされる⼒（コミュニケーション⼒・課題解決⼒・チーム⼒・自己

表現⼒） を実践的な演習を通じて習得する 
・実践的ワークを通じて、主張⼒・傾聴⼒・展開⼒を徹底強化する 
・就活対策のみならず、社会⼈となった以降に役立つ生涯キャリア形成の意識と



実践⼒に ついて学ぶ 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 【オリエンテーション】 キャリア形成とは何か、実社会で求められる社会

⼈基礎⼒とは何かを確認し、その習得を目的とした講義を開始する 
2 回 【自分を知る】 自己分析・自己診断チェックと体験型交流ワークを通じ
て、自己認識を深めるとともに自分の高め方・活かし方について理解する 
3 回 【コミュニケーションの強化①】 現代社会におけるコミュニケーションの
意味・目的を知り、「話すこと」の基本と応用技術を体験ワークにより理解・習得
する 
4 回 【コミュニケーションの強化②】 コミュニケーション能⼒のさらなる向上
を目指し、「聴くこと」の基本とスキルアップのための実践トレーニングを実施
する 
5 回 【セルフ・コントロール】 ビジネスマインドの軸である「チームワーク⼒」
の発揮と強化を視野に入れた自己コントロール法について、体験ワークを通じて
理解・習得する 
6 回 【社会が求める⼈材とは】 現代社会で求められる能⼒とは何かを知り、そ
の能⼒の習得法と実践現場での活かし方について、理解を深める 
7 回 【キャリア形成新理論】 キャリアプランニングの考え方・方法の歴史的変
化を学び、あらたなキャリア形成のあり方と自分への活かし方を理解する 
8 回 【実践的表現⼒強化演習】 集団の中での自分の活かし方を知る基礎である
ブレインストーミングを通じて、自己理解と表現能⼒のアップを図る演習を実施
する 
9 回 【印象マネジメント】 自己表現⼒の向上のための印象⼒マネジメントにつ
いて体験ワークを通じて学び、自己理解と自己認識を深めるとともに表現⼒アッ
プを理解・実践する 
10 回 【ビジネスマインド基礎演習】 ビジネス現場ならびに対⼈マネジメント
の分野で活かされる「ビジネス心理学（行動経済学）」「脳科学」「一般常識⼒」に
ついての基礎を学び、その応用と展開策を実社会事例から研究する 
11 回 【実践的ビジネスマナー養成】 社会の実践現場で活かすマナー＆ビジネ
スマナーの考え方と意味を知り、その基礎⼒・応用⼒を実技演習により習得する 
12 回 【チーム強化演習演習】 企業内研修でも実施されるチームワーク⼒強化
ワークを体験し、課題解決⼒のための考え方と個働協働のあり方について理解す
る 
13 回 【発想⼒強化トレーニング】 能⼒要件として注目度の高い「発想⼒」「ラ
テラルシンキング」について、その強化方法を学び、習得のための実践的トレー
ニングを実施する 
14 回 【世代間コミュニケーション】 ゆとり世代に対する社会の認識と対応実
態を知り、自己および世代の変⾰方向と能⼒向上についての具体策をプランする 
15 回 【就活対策特別講義】 就活を制する重要キーワードを学び、そこから浮
かび上がる⼈財要件と成⻑ステップについて理解を深め、実践・行動する自分づ
くりを行う 
16 回 【最終レポート】 講座のまとめレポート 



準備学習 ・体験型ワーク（ペアワーク、グループワーク）を軸とした講義につき、積極的
な交流と 参画の姿勢・意識で臨むこと 
・能⼒向上について、ステップアップ方式（連続的な積み上げ方式）で実施する
ため、毎 回を欠席・遅刻せず参加のこと 
・実社会の実践的な課題・テーマを取り上げる内容であり、平素よりニュースを
チェック する等、社会情勢にも関心を持つこと 

 



年度 2012 
授業コード FB24751 
成績評価 レポート(20%)、定期試験(80%) 
曜日時限 木曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB24751 哲学 
担当教員名 吉谷 啓次＊ 
単位数 2 
教科書 『哲学の歴史』／新⽥義弘／講談社現代新書 977 
アクティブラーニング  
キーワード 知識、学問(科学)、経験、体験、時間 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 哲学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 『⻄洋哲学史 古代から中世へ』／熊野純彦／岩波新書：『⻄洋哲学史 近代か

ら現代へ』／熊野純彦／岩波新書 
授業形態 講義 
注意備考 教室内で迷惑行為をしないこと。 
シラバスコード FB24751 
実務経験のある教員  
達成目標 哲学についての偏見をとり除き、学問としての哲学書が解読できるようになる。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Philosophy 
関連科目 論理学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 哲学はその古代ギリシアにおける成立のときから、「われわれがものを知る」と

はいかなることであるのかを問題にしてきた、優れて⻄洋的な学問である。その
⻄洋哲学の歴史を概観することによって、哲学的思考のかたちに触れてもらう。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション 

2 回 哲学の原型(1)、ギリシアにおける哲学の成立 
3 回 哲学の原型(2)、二種類の「知」と時間 
4 回 哲学の原型(3)、近代哲学の成立 
5 回 知る主体としての「自己意識」の成立 
6 回 物心二元論と「認識」という世界との関係 



7 回 理性批判と理性の外部 
8 回 知の自己展開、弁証法という構図 
9 回 意識の外部、「認識」の限界 
10 回 経験から体験へ 
11 回 「意識する」ということの構造 
12 回 物があるということ、物が体験されるということ 
13 回 時間の中での知識のあり方 
14 回 「生命」という謎 
15 回 定期試験 

準備学習 1 回 シラバスをよく読んで、授業を選択すること。 
2 回 教科書の該当箇所を確認しておくこと。 
3 回 教科書の該当箇所を確認しておくこと。 
4 回 教科書の該当箇所を確認しておくこと。 
5 回 教科書の該当箇所を確認しておくこと。 
6 回 教科書の該当箇所を確認しておくこと。 
7 回 教科書の該当箇所を確認しておくこと。 
8 回 教科書の該当箇所を確認しておくこと。 
9 回 教科書の該当箇所を確認しておくこと。 
10 回 教科書の該当箇所を確認しておくこと。 
11 回 教科書の該当箇所を確認しておくこと。 
12 回 教科書の該当箇所を確認しておくこと。 
13 回 教科書の該当箇所を確認しておくこと。 
14 回 教科書の該当箇所を確認しておくこと。 
15 回 自分の言葉で解答を作ること。 

 



年度 2012 
授業コード FB24752 
成績評価 課題提出（２０％），期末試験（８０％） 
曜日時限 木曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB24752 経済学 
担当教員名 横尾 昌紀＊ 
単位数 2 
教科書 『ゲーム理論・入門』，岡⽥章著，有斐閣アルマ 
アクティブラーニング  
キーワード 経済学，戦略，戦略的状況，戦略的思考，ゲーム理論，ナッシュ均衡，部分ゲー

ム完全均衡，完全ベイジアン均衡，進化． 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 経済学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 『ミクロ経済学 戦略的アプローチ』，梶井厚志・松井彰彦著，日本評論社 
授業形態 講義 
注意備考 参考書として挙げた『ミクロ経済学 戦略的アプローチ』（以前教科書として指

定）をすでに入手している場合は，新たに教科書を買う必要はありません． 
シラバスコード FB24752 
実務経験のある教員  
達成目標 ・戦略形表現のゲームの構造を理解する． 

・簡単な戦略形ゲームにおける純粋戦略のナッシュ均衡を求める． 
・簡単な戦略形ゲームにおける混合戦略のナッシュ均衡を求める． 
・展開形表現のゲームの構造を理解する． 
・簡単な展開形ゲームにおける部分ゲーム完全均衡を求める． 
・簡単な展開形ゲームと戦略形ゲームの関連，およびナッシュ均衡と部分ゲーム
完全均衡の関係を理解する． 
・簡単な不完備情報のゲームの記述法を理解する． 
・簡単な不完備情報ゲームで完全ベイジアン均衡を求める． 
・簡単なレプリケータダイナミクスの記述の仕方 

受講者へのコメント  
連絡先 電子メール： yokoo@e.okayama-u.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Economics 
関連科目 社会と⼈間 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 現代の経済学のひとつの基礎を成す理論であるゲーム理論の基礎を講義します．
⼈々の意思決定が相互に依存している状況，すなわち，駆け引きのある状況を「戦
略的状況」と呼びます．ゲーム理論はそのような状況をシステマティックに分析
するために開発された比較的新しい学問分野です．このゲーム理論の学習を通じ
て，「戦略的思考」を身につけることを目的とします． 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 経済学の概要とゲーム理論の関係について 

2 回 囚⼈のジレンマ 
3 回 戦略形ゲームとナッシュ均衡 
4 回 戦略形ゲームの応用例：価格競争，家事の分担，ＯＳの選択等 
5 回 混合戦略のナッシュ均衡：ジャンケンの‘必勝法’ 
6 回 展開形ゲームと部分ゲーム完全均衡 
7 回 展開形ゲームの応用例（１）：参入阻止ゲーム，ネズミ講，チェインストア
パラドクス 
8 回 展開形ゲームと戦略形ゲームの関係について 
9 回 展開形ゲームの応用例（２）：「裁量かルールか？」あるいは「なぜ大学の講
義にシラバスが必要なのか？」 
10 回 非対称情報ゲームと完全ベイジアン均衡 
11 回 労働市場の分析（１）：シグナリングゲーム，あるいは「あなたはなぜ大学
へ行くのか？」 
12 回 労働市場の分析（２）：シグナリングゲーム，あるいは「あなたはなぜ大学
へ行くのか？」 
13 回 進化と合理性 
14 回 レプリケータダイナミクスと進化的安定戦略（１） 
15 回 レプリケータダイナミクスと進化的安定戦略（２） 

準備学習 1 回 教科書の第１章を授業の前か後に読んでおいてください． 
2 回 教科書の第２章と第５章の最初の節を読んでおいてください． 
3 回 教科書の第３章と４章を読んでおいてください． 
4 回 教科書の第３章と４章を読んでおいてください． 
5 回 教科書の第４章と５章を読んでおいてください． 
6 回 教科書の第６章を読んでおいてください． 
7 回 教科書の第６章を読んでおいてください． 
8 回 教科書の第６章を読んでおいてください． 
9 回 配布した資料を読んでおいてください． 
10 回 教科書の第８章を読んでおいてください． 
11 回 教科書の第８章を読んでおいてください． 
12 回 教科書の第８章を読んでおいてください． 
13 回 教科書の第１１章を読んでおいてください． 
14 回 教科書の第１１章を読んでおいてください． 
15 回 教科書の第１１章を読んでおいてください． 

 



年度 2012 
授業コード FB24761 
成績評価 小レポート(３０％)、各自製作したミニ新聞、定期試験（７０％） 
曜日時限 木曜日 9・10 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB24761 マスメディア論 
担当教員名 ⽥邉 麻里子＊ 
単位数 2 
教科書 毎回資料を配布 
アクティブラーニング  
キーワード 情報、ジャーナリズム、プライバシー、⼈権 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 嬉しいコメントをたくさんありがとう。有難く受け止めています。 

ほかの講義にも役に立つようなコメントや意見をたくさんいただきました。繰り
返します、ありがとう。 
ハード面へのコメントは教務課に伝えておきますね。 

科目名 マスメディア論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 講義 
注意備考 図書館などで新聞、雑誌を読み比べてみる 
シラバスコード FB24761 
実務経験のある教員  
達成目標 パソコン、携帯電話などを通しての報道の流れが、どんどん膨れ上がってきてい

ます。文字離れが進んでいます。社会の表面的な出来事だけでなく、ニュースの
底に流れる様々な動きを、新聞・週刊誌・テレビなどで、じっくり掘り下げ検証
する 

受講者へのコメント 私の「マスメディア論」を取ってくれた諸君 ありがとう。 
映画ファンなものですから、どうしても映画中心になりがちでした。ちょっと反
省。 
私にとっても楽しい講義でした。感謝しています。 

連絡先 加計教育振興会（9 号館 1 階） 
h-kobayashi@edu.kake.ac.jp 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 講義は私と学生諸君の共同作業です。 
楽しく講義ができたのはみんなのおかげです。 

英文科目名 Mass Media-Theory and Practice 
関連科目 企業と⼈間Ⅰ、Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 板書を読みやすくするように努⼒します。 



講義目的 激しく揺れ動く世界の流れ――いま、新聞、週刊誌、ラジオ、テレビなどマスメ
ディアの報道に大きな関心が寄せられています。同時に「情報」の伝達や「報道」
の在り方が様々な分野で問い直されています。真実の報道とは？メディアが今伝
えるべきことは何なのか？新聞の軸がぶれるという声も聞きます。テレビの報道
がワイドショー化しているという苦情もあります。⼈権・プライバシーへの配慮
が欠けているという批判もあります。改めて、マスコミの役割とは何なのか、将
来展望を加えながら考察します。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 マスメディアの役割と重要性 
3 回 世界・日本の新聞の歴史と現状 
4 回 全国紙、ブロック紙、地方紙の存在意義 
5 回 プライバシーとメディア〈１〉（その考え方） 
6 回 プライバシーとメディア〈２〉（有名⼈とは） 
7 回 情報と取材（記者会見とリーク） 
8 回 メディアと⼈権 
9 回 実名報道か仮名か。敬称は？ 
10 回 新聞と週刊誌報道の違いは？ 
11 回 テレビとニュース報道 
12 回 ミニコミ紙作りに挑戦〈１〉 
13 回 ミニコミ紙作りに挑戦〈２〉 
14 回 新聞・雑誌など紙媒体の将来予測 
15 回 ミニコミ紙作りに挑戦（３） 

準備学習 1 回 シラバスを確認して講義内容の全体を把握する 
2 回 新聞やテレビで世の中の動きに関心を持つ 
3 回 図書館で新聞数紙を読み比べてみる 
4 回 図書館で新聞数紙を読み比べてみる 
5 回 図書館で新聞数紙を読み比べてみる 
6 回 テレビ、ラジオなどのニュースを視聴して世界の流れに関心を持つ 
7 回 テレビ、ラジオなどのニュースを視聴して世界の流れに関心を持つ 
8 回 図書館を利用し、週刊誌を読み比べてみる 
9 回 図書館を利用し、週刊誌を読み比べてみる 
10 回 社会の動きと、メディアの報道について自分なりの考えをまとめてみる 
11 回 社会の動きと、メディアの報道について自分なりの考えをまとめてみる 
12 回 社会の動きと、メディアの報道について自分なりの考えをまとめてみる 
13 回 社会の動きと、メディアの報道について自分なりの考えをまとめてみる 
14 回 社会の動きと、メディアの報道について自分なりの考えをまとめてみる 
15 回 社会の動きと、メディアの報道について自分なりの考えをまとめてみる 

 



年度 2012 
授業コード FB24762 
成績評価 レポート（20％）、期末試験（80％）により成績評価を行う。 
曜日時限 木曜日 7・8 時限 
対象クラス 工学部(〜12),総合情報学部(〜12) 
見出し FB24762 日本国憲法 
担当教員名 菅川 健二＊ 
単位数 2 
教科書 入門の法律 図解でわかる憲法/高野泰衡著/ 日本実業出版社 
アクティブラーニング  
キーワード 国⺠主権 基本的⼈権 平和主義 三権分立 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 上記のとおり。 
科目名 日本国憲法 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「小六法」出版社はどこでもよい。 
授業形態 講義 
注意備考 特になし。 
シラバスコード FB24762 
実務経験のある教員  
達成目標 基本的⼈権や日本の統治構造の基本的な事項を理解し、具体的な政策決定や事件

を通して日本国憲法の果たす役割を認識することを目標とする。 
受講者へのコメント 私語は他⼈の迷惑になるので慎んでほしい。 
連絡先 e-mail: kenji@sugekawa.gr.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし。 
英文科目名 The Constitution of Japan 
関連科目 法学 政治学 
次回に向けての改善変更予定 板書はできるだけわかりやすくしたい。 
講義目的 憲法は、基本的⼈権と国家の統治構造及びその運用方法を定めた最高法規であ

り、すべての法律や命令の基本となる法である。本講は、⻑年わたる政治、行政
の経験を基に、憲法に関わる具体的な問題を取り上げて、それらを通じて憲法の
役割を考えていくことを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。講義の進め方と憲法の性格について説明する。 

2 回 日本国憲法の生い立ちとその基本的な考え方を説明する。 
3 回 国⺠主権と象徴天皇ついて説明する。 
4 回 平和主義（戦争放棄、自衛隊と安全保障条約）について説明する。 
5 回 基本的⼈権（1）。⼈権尊重の原理と公共の福祉との関係について説明する。 



6 回 基本的⼈権（2）。⼈権の体系と法の下の平等について説明する。 
7 回 基本的⼈権（3）。自由権（精神的自由権、⼈身の自由）について説明する。 
8 回 基本的⼈権（4）。自由権（経済的自由権）、 社会権（生存権等）その他の
⼈権について説明する。 
9 回 統治機構（1）。三権分立と 国会（国権の最高機関）について説明する。 
10 回 統治機構（2）。内閣（議院内閣制）について説明する。 
11 回 統治機構（3）。裁判所（司法権の独立等）について説明する。 
12 回 統治機構（4）。財政について説明する。 
13 回 統治機構（5）。地方自治（地方自治の本旨）について説明する。 
14 回 憲法の保障と憲法改正手続きについて説明する。 
15 回 憲法改正をめぐる動向、憲法改正の論点等について説明する。 

準備学習 1 回 教科書を用意すること。 
2 回 教科書の憲法の意義と歴史に係る部分の予習をすること。 
3 回 憲法の前文を読んでおくこと。 教科書の日本国憲法の成立に係る部分の
予習をすること。 
4 回 憲法第九条を読んでおくこと。 教科書の戦争をしないという選択に係る
部分の予習をすること。 
5 回 教科書の基本的⼈権とは何かに係る部分の予習をすること。 
6 回 教科書の基本的⼈権とは何かに係る該当部分の予習をすること。 
7 回 教科書の⼈間の精神活動に関する自由に係る部分の予習をすること。 
8 回 教科書の保障されなければならないその他の⼈権に係る部分の予習をする
こと。 
9 回 教科書の政治を行うシステムに係る該当部分の予習をすること。 
10 回 教科書の政治を行うシステムの該当部分の予習をすること。 
11 回 教科書の政治を行うシステムの該当部分の予習をすること。 
12 回 教科書の政治を行うシステムの該当部分の予習をすること。 
13 回 教科書の政治を行うシステムに係る該当部分の予習をすること。 
14 回 教科書の憲法の保障と憲法改正に係る部分の予習をすること。 
15 回 憲法改正に係る最近の論調を新聞等で読んでおくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB24771 
成績評価 課題提出（２０％），期末試験（８０％） 
曜日時限 木曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB24771 経済学 
担当教員名 横尾 昌紀＊ 
単位数 2 
教科書 『ゲーム理論・入門』／岡⽥章著／有斐閣アルマ 
アクティブラーニング  
キーワード 経済学，戦略，戦略的状況，戦略的思考，ゲーム理論，ナッシュ均衡，部分ゲー

ム完全均衡，完全ベイジアン均衡，進化． 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 経済学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 『ミクロ経済学 戦略的アプローチ』／梶井厚志・松井彰彦著／日本評論社 
授業形態 講義 
注意備考 参考書として挙げた『ミクロ経済学 戦略的アプローチ』（以前教科書として指

定）をすでに入手している場合は，新たに教科書を買う必要はありません． 
シラバスコード FB24771 
実務経験のある教員  
達成目標 ・戦略形表現のゲームの構造を理解する． 

・簡単な戦略形ゲームにおける純粋戦略のナッシュ均衡を求める． 
・簡単な戦略形ゲームにおける混合戦略のナッシュ均衡を求める． 
・展開形表現のゲームの構造を理解する． 
・簡単な展開形ゲームにおける部分ゲーム完全均衡を求める． 
・簡単な展開形ゲームと戦略形ゲームの関連，およびナッシュ均衡と部分ゲーム
完全均衡の関係を理解する． 
・簡単な不完備情報のゲームの記述法を理解する． 
・簡単な不完備情報ゲームで完全ベイジアン均衡を求める． 
・簡単なレプリケータダイナミクスの記述の仕方 

受講者へのコメント  
連絡先 電子メール： yokoo@e.okayama-u.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Economics 
関連科目 社会と⼈間 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 現代の経済学のひとつの基礎を成す理論であるゲーム理論の基礎を講義します．
⼈々の意思決定が相互に依存している状況，すなわち，駆け引きのある状況を「戦
略的状況」と呼びます．ゲーム理論はそのような状況をシステマティックに分析
するために開発された比較的新しい学問分野です．このゲーム理論の学習を通じ
て，「戦略的思考」を身につけることを目的とします． 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 経済学の概要とゲーム理論の関係について 

2 回 囚⼈のジレンマ 
3 回 戦略形ゲームとナッシュ均衡 
4 回 戦略形ゲームの応用例：価格競争，家事の分担，ＯＳの選択等 
5 回 混合戦略のナッシュ均衡：ジャンケンの‘必勝法’ 
6 回 展開形ゲームと部分ゲーム完全均衡 
7 回 展開形ゲームの応用例（１）：参入阻止ゲーム，ネズミ講，チェインストア
パラドクス 
8 回 展開形ゲームと戦略形ゲームの関係について 
9 回 展開形ゲームの応用例（２）：「裁量かルールか？」あるいは「なぜ大学の講
義にシラバスが必要なのか？」 
10 回 非対称情報ゲームと完全ベイジアン均衡 
11 回 労働市場の分析（１）：シグナリングゲーム，あるいは「あなたはなぜ大学
へ行くのか？」 
12 回 労働市場の分析（２）：シグナリングゲーム，あるいは「あなたはなぜ大学
へ行くのか？」 
13 回 進化と合理性 
14 回 レプリケータダイナミクスと進化的安定戦略（１） 
15 回 レプリケータダイナミクスと進化的安定戦略（２） 

準備学習 1 回 教科書の第１章を授業の前か後に読んでおいてください． 
2 回 教科書の第２章と第５章の最初の節を読んでおいてください． 
3 回 教科書の第３章と４章を読んでおいてください． 
4 回 教科書の第３章と４章を読んでおいてください． 
5 回 教科書の第４章と５章を読んでおいてください． 
6 回 教科書の第６章を読んでおいてください． 
7 回 教科書の第６章を読んでおいてください． 
8 回 教科書の第６章を読んでおいてください． 
9 回 配布した資料を読んでおいてください． 
10 回 教科書の第８章を読んでおいてください． 
11 回 教科書の第８章を読んでおいてください． 
12 回 教科書の第８章を読んでおいてください． 
13 回 教科書の第１１章を読んでおいてください． 
14 回 教科書の第１１章を読んでおいてください． 
15 回 教科書の第１１章を読んでおいてください． 

 



年度 2012 
授業コード FB24772 
成績評価 小レポート(３０％)、各自製作したミニ新聞、定期試験（７０％） 
曜日時限 木曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB24772 マスメディア論 
担当教員名 喜多 功＊ 
単位数 2 
教科書 毎回資料を配布 
アクティブラーニング  
キーワード 情報、ジャーナリズム、プライバシー、⼈権 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 マスメディア論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 講義 
注意備考 図書館などで新聞、雑誌を読み比べてみる 
シラバスコード FB24772 
実務経験のある教員  
達成目標 パソコン、携帯電話などを通しての報道の流れが、どんどん膨れ上がってきてい

ます。文字離れが進んでいます。社会の表面的な出来事だけでなく、ニュースの
底に流れる様々な動きを、新聞・週刊誌・テレビなどで、じっくり掘り下げ検証
する 

受講者へのコメント  
連絡先 加計教育振興会（9 号館 1 階） 

h-kobayashi@edu.kake.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mass Media-Theory and Practice 
関連科目 企業と⼈間Ⅰ、Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 激しく揺れ動く世界の流れ――いま、新聞、週刊誌、ラジオ、テレビなどマスメ

ディアの報道に大きな関心が寄せられています。同時に「情報」の伝達や「報道」
の在り方が様々な分野で問い直されています。真実の報道とは？メディアが今伝
えるべきことは何なのか？新聞の軸がぶれるという声も聞きます。テレビの報道
がワイドショー化しているという苦情もあります。⼈権・プライバシーへの配慮
が欠けているという批判もあります。改めて、マスコミの役割とは何なのか、将
来展望を加えながら考察します。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 マスメディアの役割と重要性 
3 回 世界・日本の新聞の歴史と現状 
4 回 全国紙、ブロック紙、地方紙の存在意義 
5 回 プライバシーとメディア〈１〉（その考え方） 
6 回 プライバシーとメディア〈２〉（有名⼈とは） 
7 回 情報と取材（記者会見とリーク） 
8 回 メディアと⼈権 
9 回 実名報道か仮名か。敬称は？ 
10 回 新聞と週刊誌報道の違いは？ 
11 回 テレビとニュース報道 
12 回 ミニコミ紙作りに挑戦〈１〉 
13 回 ミニコミ紙作りに挑戦〈２〉 
14 回 新聞・雑誌など紙媒体の将来予測 
15 回 ミニコミ紙作りに挑戦（３） 

準備学習 1 回 シラバスを確認して講義内容の全体を把握する 
2 回 新聞やテレビで世の中の動きに関心を持つ 
3 回 図書館で新聞数紙を読み比べてみる 
4 回 図書館で新聞数紙を読み比べてみる 
5 回 図書館で新聞数紙を読み比べてみる 
6 回 テレビ、ラジオなどのニュースを視聴して世界の流れに関心を持つ 
7 回 テレビ、ラジオなどのニュースを視聴して世界の流れに関心を持つ 
8 回 図書館を利用し、週刊誌を読み比べてみる 
9 回 図書館を利用し、週刊誌を読み比べてみる 
10 回 社会の動きと、メディアの報道について自分なりの考えをまとめてみる 
11 回 社会の動きと、メディアの報道について自分なりの考えをまとめてみる 
12 回 社会の動きと、メディアの報道について自分なりの考えをまとめてみる 
13 回 社会の動きと、メディアの報道について自分なりの考えをまとめてみる 
14 回 社会の動きと、メディアの報道について自分なりの考えをまとめてみる 
15 回 社会の動きと、メディアの報道について自分なりの考えをまとめてみる 

 



年度 2012 
授業コード FB24781 
成績評価 レポート（20％）、期末試験（80％）により成績評価を行う。 
曜日時限 木曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB24781 日本国憲法 
担当教員名 菅川 健二＊ 
単位数 2 
教科書 入門の法律 図解でわかる憲法/高野泰衡著/ 日本実業出版社 
アクティブラーニング  
キーワード 国⺠主権 基本的⼈権 平和主義 三権分立 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 同上 
科目名 日本国憲法 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「小六法」出版社はどこでもよい。 
授業形態 講義 
注意備考 特になし。 
シラバスコード FB24781 
実務経験のある教員  
達成目標 基本的⼈権や日本の統治構造の基本的な事項を理解し、具体的な政策決定や事件

を通して日本国憲法の果たす役割を認識することを目標とする。 
受講者へのコメント 特になし。 
連絡先 e-mail: kenji@sugekawa.gr.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし。 
英文科目名 The Constitution of Japan 
関連科目 法学 政治学 
次回に向けての改善変更予定 板書をできるだけわかりやすく書きたいと思います。 
講義目的 憲法は、基本的⼈権と国家の統治構造及びその運用方法を定めた最高法規であ

り、すべての法律や命令の基本となる法である。本講は、⻑年わたる政治、行政
の経験を基に、憲法に関わる具体的な問題を取り上げて、それらを通じて憲法の
役割を考えていくことを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。講義の進め方と憲法の性格について説明する。 

2 回 日本国憲法の生い立ちとその基本的な考え方を説明する。 
3 回 国⺠主権と象徴天皇ついて説明する。 
4 回 平和主義（戦争放棄、自衛隊と安全保障条約）について説明する。 
5 回 基本的⼈権（1）。⼈権尊重の原理と公共の福祉との関係について説明する。 



6 回 基本的⼈権（2）。⼈権の体系と法の下の平等について説明する。 
7 回 基本的⼈権（3）。自由権（精神的自由権、⼈身の自由）について説明する。 
8 回 基本的⼈権（4）。自由権（経済的自由権）、 社会権（生存権等）その他の
⼈権について説明する。 
9 回 統治機構（1）。三権分立と 国会（国権の最高機関）について説明する。 
10 回 統治機構（2）。内閣（議院内閣制）について説明する。 
11 回 統治機構（3）。裁判所（司法権の独立等）について説明する。 
12 回 統治機構（4）。財政について説明する。 
13 回 統治機構（5）。地方自治（地方自治の本旨）について説明する。 
14 回 憲法の保障と憲法改正手続きについて説明する。 
15 回 憲法改正をめぐる動向、憲法改正の論点等について説明する。 

準備学習 1 回 教科書を用意すること。 
2 回 教科書の憲法の意義と歴史に係る部分の予習をすること。 
3 回 憲法の前文を読んでおくこと。 教科書の日本国憲法の成立に係る部分の
予習をすること。 
4 回 憲法第九条を読んでおくこと。 教科書の戦争をしないという選択に係る
部分の予習をすること。 
5 回 教科書の基本的⼈権とは何かに係る部分の予習をすること。 
6 回 教科書の基本的⼈権とは何かに係る該当部分の予習をすること。 
7 回 教科書の⼈間の精神活動に関する自由に係る部分の予習をすること。 
8 回 教科書の保障されなければならないその他の⼈権に係る部分の予習をする
こと。 
9 回 教科書の政治を行うシステムに係る該当部分の予習をすること。 
10 回 教科書の政治を行うシステムの該当部分の予習をすること。 
11 回 教科書の政治を行うシステムの該当部分の予習をすること。 
12 回 教科書の政治を行うシステムの該当部分の予習をすること。 
13 回 教科書の政治を行うシステムに係る該当部分の予習をすること。 
14 回 教科書の憲法の保障と憲法改正に係る部分の予習をすること。 
15 回 憲法改正に係る最近の論調を新聞等で読んでおくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB24782 
成績評価 演習（60％）定期試験（40％） 原則として、演習をすべて行うことが定期試験

の受験資格となる。 
曜日時限 木曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(09〜11),工学部(09〜11),総合情報学部(09〜11),生物地球学部(09〜11) 
見出し FB24782 プレゼンテーションⅡ 
担当教員名 世良 利和＊ 
単位数 2 
教科書 世良利和・藤野薫／「プレゼンテーションⅡ実用編」／蜻文庫 
アクティブラーニング  
キーワード プレゼンテーション、コミュニケーション、日本語表現、就職活動、キャリア支

援 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特になし 
科目名 プレゼンテーションⅡ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 1.講義の性質上、ある程度の⼈数制限を設けることがある。 

2.受講希望者は必ずテキストを購入し、初回の講義に出席すること。 
3.講義中の飲食や無断入退室は禁じる。講義中は通信器機の電源を切ること。 
4.受講マナーを守らない者や指示に従わない者は「評価不能」とする。 

シラバスコード FB24782 
実務経験のある教員  
達成目標 プレゼンテーションの技法と応用⼒を身に着ける。 
受講者へのコメント 全 15 回ご苦労様でした。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 今後の参考とします。 
英文科目名 Presentation Skills II 
関連科目 プレゼンテーションⅠ、文章表現法Ⅰ、文章表現法Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 特になし 
講義目的 就職活動やビジネスに必要な社会⼈基礎⼒を養う。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 「①プレゼンテーションとは何か ②テキストと講義の進め方 ③受講シ

ートの記入と提出」について説明する。 
2 回 プレゼンテーション用ツールの要点を解説する。 
3 回 自己分析の大切さについて解説する。 



4 回 プレゼンテーション演習①を行い、演習を講評する。 
5 回 情報の収集と整理、スクリプトの作成について解説する。 
6 回 プレゼンテーションの技法と効果について解説する。 
7 回 ディスカッションとディベートについて解説する。 
8 回 グループ・ディスカッションについて解説する。 
9 回 プレゼンテーション演習②を行い、演習を講評する。 
10 回 クレームの発生と対応について解説する。 
11 回 企業研究について解説する。 
12 回 プレゼンテーション演習③を行い、演習を講評する。 
13 回 エントリーシートと面接について解説する。 
14 回 採用試験の実例について解説する。 
15 回 プレゼンテーションの応用をまとめ、定期試験について説明する。 

準備学習 1 回 予習：シラバスを読み、テキストを購入しておくこと。 
復習：受講上の注意を再確認すること。 
2 回 予習：テキスト第 1 章を読んでおくこと。 
復習：プレゼンテーション用ツールの要点を確認すること。 
3 回 予習：テキスト第 2 章を読んでおくこと。 
復習：自己分析について確認すること。 
4 回 予習：指示されたテーマでプレゼンテーションを準備してくること。 
復習：講評で指摘された点を確認すること。 
5 回 予習：テキスト第 3 章を読んでおくこと。 
復習：スクリプトの書き方を確認すること。 
6 回 予習：テキスト第 4 章を読んでおくこと。 
復習：プレゼンテーションの技法を確認すること。 
7 回 予習：テキスト第 5 章を読んでおくこと。 
復習：ディスカッションとディベートの要点を確認すること。 
8 回 予習：指示されたテーマについて情報を集めておくこと。 
復習：グループ・ディスカッションの問題点を確認すること。 
9 回 予習：グループ・プレゼンテーションを準備しておくこと。 
復習：講評で指摘された点を確認すること。 
10 回 予習：テキスト第 6 章を読んでおくこと。 
復習：クレームの発生と対応を確認すること。 
11 回 予習：テキスト第 7 章を読んでおくこと。 
復習：企業研究のポイントをまとめること。 
12 回 予習：興味のある企業についてのプレゼンテーションを準備してくること。 
復習：講評で指摘された点を確認すること。 
13 回 予習：テキスト第 8 章を読んでおくこと。 
復習：エントリーシートの書き方を確認すること。 
14 回 予習：エントリーシートを完成させておくこと。 
復習：採用試験のポイントを確認すること。 
15 回 予習：テキスト第 9 章を読んでおくこと。 
復習：優れたプレゼンテーションのポイントについて考えること。 



 



年度 2012 
授業コード FB24791 
成績評価 レポートの内容（50%）、発表会の内容（50%）によって評価する。発表会の評価

には、受講生相互の評価も加味する。 
曜日時限 木曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(12〜12),工学部(12〜12),総合情報学部(12〜12),生物地球学部(12〜12) 
見出し FB24791 科学・工作ボランティア入門 
担当教員名 高原 周一、クルモフ バレリー、小野 忠良、吉村 功＊、森⽥ 明義＊、武

⽥ 芳紀 
単位数 2 
教科書 使用しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 楽しい実験・工作、科学・工作教室、ボランティア活動 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 教室が狭いという意見がありました．準備の時に他の部屋も押さえているので，

希望する班には他の部屋に移動してもらうように指導します． 
班で自由に実験の練習などをする時間が足りなかったという意見がありました
が，講習等の時間もある程度確保する必要があるので，準備時間を増やすのはか
なり難しいと考えています．時間外に班で集まったり，電子メール等を活用して
意見交換するなどして，準備を進めていただければと思います． 
説明の時間が少し⻑すぎたという意見がありました．科学ボランティアリーダー
関係の説明，発表会の説明，ボランテ 

科目名 科学・工作ボランティア入門 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「科学的とはどういうことか」板倉聖宣/著・仮説社、「仮説実験授業の ABC 楽

しい授業への招待」板倉聖宣/著・仮説社、「サイエンスシアター シリーズ」板倉
聖宣ほか/著・仮説社、「ものづくりハンドブック 1〜7」たのしい授業編集委員
会/編・仮説社、「おもしろ実験・ものづくり事典」左巻健男・内村浩/編著・東京
書籍、「小学生の 100 円ショップ大実験」学研、「大⼈もハマる週末面白実験」左
巻健男・滝川洋二・こうのにしき/編著・講談社 

授業形態 講義 
注意備考 一部の講義は土曜日に行う予定であるので注意すること。受講者が多数の場合は

受講制限することがあるので、ガイダンス（＝初回の講義）には 必ず出席するこ
と。発表会の材料費は受講生の自己負担とする。ガイダンスおよびその後の開講
日時の情報は、教務の掲示板および以下のサイトに掲載される。 
http://www.chem.ous.ac.jp/~takahara/vst/ 
なお、本講義は卒業時に「科学ボランティアリーダー」の資格認定を受けたい場
合は必修の講義である。科学ボランティアリーダー資格認定制度については、以
下のサ 

シラバスコード FB24791 
実務経験のある教員  



達成目標 1. 科学ボランティア活動の意義と楽しさを理解し、これに積極的に参加する意
欲をもつこと。 
2. 科学ボランティア活動を行う上で最低限必要となる知識・能⼒を身につける。 
3. 非専門分野も含む科学・技術全般に関心をもつ。 
4. 地域での科学ボランティア活動の現状を知る。 
5. 社会⼈として必要な企画⼒、情報収集⼒、問題解決⼒、チームワークとリーダ
ーシップ、コミュニケーション⼒などを身につけること。 

受講者へのコメント この授業で身につけた⼒を地域での科学ボランティア活動に活用して下さい．ま
た，科学ボランティアリーダーを目指して，科学ボランティア実践指導Ⅰ・Ⅱ等
も履修することをお勧めします． 

連絡先 理学部化学科 高原周一  
（13 号館 3 階、e-mail: takahara[アットマーク]chem.ous.ac.jp  
TEL: 086-256-9607） 
もしくは科学ボランティアセンター  
（16 号館 1 階、e-mail: svc[アットマーク]office.ous.ac.jp  
TEL: 086-256-9570） 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業時間外の学習については全くしなかったが 3 割弱，30 分程度を含めると 6
割弱になり，改善を要する． 
時間外学習の内容として「関連する図書や資料を自分で探して勉強」が 4 割程度
あり，通常の授業に比べれば高率であるが，この授業の性質から考えると，もっ
と高率を目指す必要がある． 
この授業を受けてよかった点については「この分野への理解が深まった」が 4 割
程度，「この分野への興味・関心が高まった」が 5 割弱，「コミュニケーション⼒
やプレゼンテーション⼒などの実社会で必要な⼒が高まった」が 5 割強であり，
ある程度のレベルは確 

英文科目名 Introduction to Volunteer Activitiy for Science and Technology 
関連科目 科学ボランティア実践指導Ⅰ・Ⅱ（B3 群）、科学ボランティア活動（B3 群）、ボ

ランティア活動（認定科目、B2 群） 
次回に向けての改善変更予定 今年度まで班ごとの指導教員を固定していなかったが，来年度は指導を強化する

ためにゆるやかに固定したい． 
各受講生に，時間外にどのような準備をどの程度の時間行ったかを自己申告さ
せ，班で取りまとめて報告させることを検討する． 
制度の説明やボランティア情報の提供をより効率的・効果的に行うため，制度説
明の冊子の作成，映像の活用等を検討する． 

講義目的 科学は本来楽しいものであり、その楽しさを科学イベント等により⻘少年や一般
市⺠と共有する科学ボランティア活動が市⺠権を得るようになってきた。これ
は、科学技術立国日本の土台を揺るがしかねない⻘少年の理工系離れに対する有
⼒な対策としても注目されている。本講義では、地域で活躍している外部講師お
よび科学ボランティアセンターコーディネーターの講習により科学ボランティ
ア活動を実践的に紹介する。また、グループを組んで、自分たちで選んだ楽しい



実験・工作（基本的に身近な材料を使ってできるもの）を準備し、発表会で披露
してもらう 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ※ 第１回と第２回は土曜日に連続して行う。 

ガイダンス（講義内容と進め方の説明） 
理科離れの現状、科学ボランティア活動の意義について説明するとともに、地域
で行われている活動を紹介する。また、科学ボランティアリーダー資格認定制度
を説明する。本講義の過去の受講生などが準備した楽しい科学実験を体験する。 
3 回 科学ボランティアセンターコーディネーターによる講習（１） 
講師： 森⽥明義 先生 
内容： プラズマボールで遊ぼう 
発表会準備（１） 
グループ分けを行い、発表内容を検討する。 
4 回 科学ボランティアセンターコーディネーターによる講習（２） 
講師： 吉村功 先生 
内容： フックの顕微鏡作り 
発表会準備（２） 
グループごとに発表会内容を検討する。 
5 回 ※ 第５回と第６回は土曜日に連続して行う。 
外部講師による講習 
講師： 岡崎則武 先生（岡山県立玉野光南高等学校・教諭） 
内容： たのしい科学の伝統と科学ボランティア活動 
発表会準備（３） 
発表会内容を確定する。 
7 回 発表会準備（４） 
安全についての講習を行う。 
実験器具およびプレゼンテーションなどの準備を行う。 
8 回 発表会準備（５） 
発表会企画書および配布資料の書き方について説明する。 
実験器具およびプレゼンテーションなどの準備を行う。 
9 回 発表会準備（６） 
実験器具およびプレゼンテーションなどの準備を行う。 
10 回 発表会準備（７） 
発表会の進行の詳細について説明する。 
実験器具およびプレゼンテーションなどの準備を行う。 
11 回 発表会準備（８） 
発表会の予行演習を行う。 
12 回 発表会準備（９） 
発表会本番の準備を行う。 
13 回 ※ 第 13 回〜第 15 回は土曜日に連続して行う。 
発表会、発表会の反省、レポート作成を行う。 

準備学習 1 回 シラバスを読んでおくこと。 



3 回 本やインターネットで発表会に使えそうな実験内容を調べること。 
4 回 本やインターネットで発表会に使えそうな実験内容を調べること。 
5 回 発表会の内容についての各⼈の提案をレポートにまとめること。 
7 回 発表会での実験内容に関連すること（原理・類似の実験など）を調べるこ
と。 
8 回 科学・技術に関する本を読んで読書感想文を書くこと。 
9 回 各⼈が分担した作業（物品の確保、シナリオの作成など）を行うこと。 
10 回 企画書・発表会配布資料の原稿を作成すること。 
各⼈が分担した作業（物品の確保、シナリオの作成など）を行うこと。 
11 回 企画書・発表会配布資料の原稿を完成させること。 
発表会予行演習に向けて各自が担当内容を再確認すること。 
12 回 企画書・発表会配布資料の原稿を修正すること。 
発表会予行演習の反省点と改善策についてまとめておくこと。 
13 回 発表会に向けて各自が担当内容を再確認すること。 
ポートフォリオを整理しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB24912 
成績評価 講義毎のレポート結果および最終講のレポート結果により判断する。ペーパーテ

ストは実施しない。 
曜日時限 木曜日 9・10 時限 
対象クラス 理学部(12〜12),工学部(12〜12),総合情報学部(12〜12),生物地球学部(12〜12) 
見出し FB24912 現代⼈の科学(放射線の科学) 
担当教員名 小野 忠良、沢⽥ 昭二＊ 
単位数 1 
教科書 事前に資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 原子、原子核、電磁波、アルファ線、ベータ線、放射線、放射能、放射線量、被

爆、原子⼒発電所、原子爆弾、医学的利用、 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 現代⼈の科学(放射線の科学) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 放射能のはなし／野口邦和／新日本出版社 

放射能 地震 津波 正しく怖がる１００知識／河⽥恵昭、小出裕章、坂本廣子
ほか監修／集英社 
ブルーバックス B-1359 世界の放射線被曝地調査／高⽥純著／講談社 
知っていますか？ 放射線の利用／岩崎⺠子著／放射線医学総合研究所 
ブルーバックス B-1518 放射線利用の基礎知識／東嶋和子著／講談社 
放射線技術学シリーズ 放射線生物学／江島洋介、木村博編者／オーム社 
ブルーバックス B-860 ⼈は放射線になぜ弱いか／近藤宗平著／講談社 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FB24912 
実務経験のある教員  
達成目標 ○放射線の基本的なことが理解できること。 

○原発事故による放射線被害や健康への影響などに関するニュースや話題、新聞
記事、書籍などに 関心を示し、科学的知識に基づいて考えられるようになるこ
と。 
○非専門分野も含む様々な理系分野について興味や関心を持つようになること。 

受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 5 階 小野（忠）研究室 tel: (086)-256-9619 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  



関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 講義は、ほとんど数式を使わないで、原子と原子核の構造と性質、核エネルギー、

放射線の種類と性質、放射線の⼈体への影響と安全基準などについて基礎的な知
識の取得と理解を目指す。大学構内での放射線量の測定を含む。この講義内容を
理解することにより、現在、日本や世界で大問題になっている福島原子⼒発電所
の事故による放射能流出と汚染、被ばく、安全性のことなどについて科学的知識
を基礎にして考えることができるようになること。なお、講義では高校での物理
の履修を前提にしない。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンスをする。 

2 回 原子と原子核の構造と性質について講義する。その後、問題提起と討論をお
こない、講義と討論に関するレポートの作成・提出を課す。 
3 回 電磁波と核エネルギーについて講義する。その後、問題提起と討論をおこな
い、講義と討論に関するレポートの作成・提出を課す。 
4 回 放射線の種類について講義する。その後、問題提起と討論をおこない、講義
と討論に関するレポートの作成・提出を課す。 
5 回 放射線の⼈体への影響について講義する。その後、問題提起と討論をおこな
い、講義と討論に関するレポートの作成・提出を課す。 
6 回 放射線の利用ー医学などでの平和利用と原子爆弾について講義する。その
後、問題提起と討論をおこない、講義と討論に関するレポートの作成・提出を課
す。 
7 回 学内における放射線量を測定をする。測定量の結果発表と討論をする。測定
と討論に関するレポートの作成・提出を課す。 
8 回 まとめと総合討論をする。 

準備学習 1 回 シラバスを読んでこのコースではどういうテーマが取り上げられるかを確
認し、また、講義の目的、達成目標についても把握しておくこと。 
2 回 事前に渡された資料や高校の物理の教科書などに目を通して、原子と原子
核の構造と性質について調べておくこと。 
3 回 事前に渡された資料や高校の物理の教科書などに目を通して、電磁波と核
エネルギーについて調べておくこと。 
4 回 事前に渡された資料や高校の物理の教科書などに目を通して、放射線の種
類について調べておくこと。 
5 回  事 前 に 渡 さ れ た 資 料 や 放 射 線 医 学 総 合 研 究 所
（http://www.nirs.go.jp/index.shtml）のホームページを訪問して放射線の⼈体へ
の 影 響 に つ い て 調 べ て お く こ と 。 広 島 平 和 記 念 館 ウ ェ ブ サ イ ト
（ http://www.pcf.city.hiroshima.jp/ ）、 ⻑ 崎 原 爆 資 料 館 ウ ェ ブ サ イ ト
（http://www1.city.nagasaki.nagasaki.jp/peace/japanese/abm/）も訪問して、原
子爆弾の影響などについても調べておくこと。 
6 回  事 前 に 渡 さ れ た 資 料 や 放 射 線 医 学 総 合 研 究 所
（http://www.nirs.go.jp/index.shtml）ウェブサイト、広島平和記念館ウェブサイ
ト （ http://www.pcf.city.hiroshima.jp/ ）、 ⻑ 崎 原 爆 資 料 館 の ウ ェ ブ サ イ ト



（http://www1.city.nagasaki.nagasaki.jp/peace/japanese/abm/）を訪問して、放
射線の医学的利用のことや原子爆弾の被害や影響などについて調べておくこと。 
7 回 事前に渡された資料で放射線量測定の方法、学内の測定地点について調べ、
考えておくこと。 
8 回 第１回?第７回までに渡された資料に目を通し、放射線に対する理解が得ら
れたか、また、日本の将来に関わるエネルギー、原子⼒発電や被爆のこと、原子
爆弾などの核兵器、医学への利用などについて、放射線についての知識を基に科
学的に考えたり、討論したりするきっかけとなったか、などについて考えをまと
めておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB24922 
成績評価 毎回授業レポート(50％)およびまとめのレポート(50％) 
曜日時限 木曜日 9・10 時限 
対象クラス 理学部(12〜12),工学部(12〜12),総合情報学部(12〜12),生物地球学部(12〜12) 
見出し FB24922 現代⼈の科学(観察でわかる自然の仕組み) 
担当教員名 山口 一裕、吉村 功＊ 
単位数 1 
教科書 使用しない。プリントを配布。 
アクティブラーニング  
キーワード 自然観察，生物，岩石 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 非常によいコメントばかりなので、これからも楽しい面白い実験を取り入れた授

業を展開したい。 
科目名 現代⼈の科学(観察でわかる自然の仕組み) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 受講希望者が 50 名を超えるときは受講制限を行うので，初回の講義日には必ず

出席すること。 
5 回と 6 回目の授業は実験の関係で土曜日に集中して行う予定であるので掲示板
で確認すること。 

シラバスコード FB24922 
実務経験のある教員  
達成目標 身近な自然や自然現象に興味をもち、関連の本や観察に親しめるようになる。 

 非専門分野も含む様々な理系分野について興味を持つようになる。 
 分野横断的な知の楽しさを具体例を挙げて説明できるようになる。 

受講者へのコメント 楽しい実験や実習を通してより自然に親しんでもらいたい。 
連絡先 科学ボランティアセンター(16 号館 1 階，e-mail：svc[アトマーク]office.ous.ac.jp 

もしくは 
理 学 部 基 礎 理 学 科 山 口 一 裕 (7 号 館 1 階 ， e-mail ： yamaguti[ ア ト マ ー
ク]das.ous.ac.jp 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 毎回実験を取り入れた授業展開で出席率も高い。自然への興味・関心が高まった
との評価も高いのは大変うれしいことです。 

英文科目名  
関連科目 科学・工作ボランティア入門 
次回に向けての改善変更予定 予習・復習の自主的な学習があるともっと自然を理解できるともうので改善した

い。 



講義目的 生物・岩石等の身近な自然を題材にし、それらを注意深く観察することで、その
中に潜んでいる様々な自然の不思議や原理を認識させる。また、それぞれの題材
が生物・地学のみならず、他の理科分野（物理・化学）や数学ともつながってい
ることを解説し、分野横断的な知の楽しさを理解させる。扱うテーマは，植物の
形に潜む数学，虫の目の世界，生物発光，生物によるケイ素の循環，生物と岩石，
理科大の石から知る地球の歴史など。科学の各分野（物理・化学・生物・地学）
および数学についての基礎知識の修得を前提とせず、わかりやすい説明に徹す
る。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 「現代⼈の科学」の全体ガイダンス 

2 回 植物の形にひそむ数学 
3 回 虫の目の世界 
目の進化の話，ピンホールカメラの作成 
4 回 理科大学の岩石から知る地球の歴史 
5 回 生物によってつくられた岩石 1 カルシウム 
6 回 生物によってつくられた岩石 2 ケイ素 
7 回 生物発光 ウミホタルの発光現象の謎 
8 回 進化と動物の性戦略 
これまでのまとめ 

準備学習 1 回 シラバスをよく読んでおくこと。 
2 回 復習：前回の講義内容についてのレポートを作成する。 
予習：授業内容をインターネット，書籍で事前に調査しておく。 
3 回 復習：前回の講義内容についてのレポートを作成する。 
予習：授業内容をインターネット，書籍で事前に調査しておく。 
4 回 復習：前回の講義内容についてのレポートを作成する。 
予習：授業内容をインターネット，書籍で事前に調査しておく。 
5 回 復習：前回の講義内容についてのレポートを作成する。 
予習：授業内容をインターネット，書籍で事前に調査しておく。 
6 回 復習：前回の講義内容についてのレポートを作成する。 
予習：授業内容をインターネット，書籍で事前に調査しておく。 
7 回 復習：前回の講義内容についてのレポートを作成する。 
予習：授業内容をインターネット，書籍で事前に調査しておく。 
8 回 復習：前回の講義内容についてのレポートを作成する。 

 



年度 2012 
授業コード FB24932 
成績評価 毎回の授業時のレポート（50％）、およびまとめのレポート（50％）として評価

する。 
曜日時限 木曜日 9・10 時限 
対象クラス 理学部(12〜12),工学部(12〜12),総合情報学部(12〜12),生物地球学部(12〜12) 
見出し FB24932 現代⼈の科学(天文学の歴史と現代科学の成立) 
担当教員名 滝澤 昇、高見 寿＊、中⼒ 眞一 
単位数 1 
教科書 使用しない。プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 科学史、星座、占星術、天動説、地動説、万有引⼒、素粒子、宇宙論、科学的な

ものの見方 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 現代⼈の科学(天文学の歴史と現代科学の成立) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 1. 「現代⼈の科学」として 6 つの講義が開講されているが、ガイダンス（＝1 回

目の講義）は共同で行う。履修制限を行うことがあるので、受講希望者は必ずガ
イダンスに出席すること。ガイダンスは後期の授業開始後最初の木曜日 9・10 時
限目に行う。ガイダンスの場所は教務の掲示板に掲示する。 
2. 本講義の定員は 100 名程度である。 
3. 本講義は後期の前半に行う。具体的な日程はガイダンス時に示す。 
※ ガイダンスのみ通常と異なる教室で行う可能性があるので注意すること。 

シラバスコード FB24932 
実務経験のある教員  
達成目標 1. 天体の運動を科学的な用語を使って説明できる。 

2. 科学的なものの見方とは何かについて自分なりの意見を持ち、それを他者に
説明できる。 
3. 量的に検討することの重要性を認識する。 

受講者へのコメント  
連絡先 科 学 ボ ラ ン テ ィ ア セ ン タ ー （ 16 号 館 1 階 、 e − mail ： svc[ ア ト マ ー ク ] 

office.ous.ac.jp)  
または  
中⼒眞一（自然科学研究所、21 号館 5 階） 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  



英文科目名  
関連科目 科学・工作ボランティア入門 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 天文学の歴史は自然科学の発達の歴史でもある。特に、地動説から天動説への転

換は、近代科学の確立でもある。このような天文学の歴史を題材にして、科学的
なものの見方を養う。また、天体現象の中に貫かれているニュートン⼒学につい
て実験・簡単な計算を交えて明らかにすることで、ニュートン⼒学が身近な現象
（物体の落下など）から天体現象までを遍く支配していることを実感するととも
に、量的に検討することの重要性を認識する。最後に現代の科学では宇宙をどの
ようにとらえているかを学ぶ。 
 ⼒学および数学についての基礎知識の修得を前提と 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 この講義の履修方法と概要についてのガイダンスを行う。 

この授業の開講形態が通常の講義とは異るので、必ずオリエンテーションには出
席すること。 
2 回 古代⼈は宇宙をどのように理解していたかを理解し、星座と星占いの関係
について考える。 
3 回 天動説と地動説、それぞれによって惑星の運動はどのように理解されたか
について学ぶ。 
4 回 日食と月食の起きる理由を理解し、時刻と暦、現在の迷信について考える。 
5 回 地動説とケプラーの法則に基づいて、惑星の運動について理解する。 
6 回 ニュートンの万有引⼒とアインシュタインの重⼒理論について理解する 
7 回 古典⼒学とミクロの世界の法則について理解する。 
8 回 素粒子の世界と宇宙論について理解する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく読み、本講義の趣旨を承知しておくこと。 
この授業の開講形態が通常の講義とは異るので、必ずオリエンテーションには出
席すること。 
2 回 前回の講義内容を復習し、インターネット・本による追加調査を行っておく
こと 
3 回 前回の講義内容を復習し、インターネット・本による追加調査を行っておく
こと 
4 回 前回の講義内容を復習し、インターネット・本による追加調査を行っておく
こと 
5 回 前回の講義内容を復習し、インターネット・本による追加調査を行っておく
こと 
6 回 前回の講義内容を復習し、インターネット・本による追加調査を行っておく
こと 
7 回 前回の講義内容を復習し、インターネット・本による追加調査を行っておく
こと 
8 回 まとめのレポートを作成するために、これまで収集した資料を整理してお
くこと 

 



年度 2012 
授業コード FB24942 
成績評価 毎回の授業時のレポートの結果とまとめのレポート結果により評価する。 
曜日時限 木曜日 9・10 時限 
対象クラス 理学部(12〜12),工学部(12〜12),総合情報学部(12〜12),生物地球学部(12〜12) 
見出し FB24942 現代⼈の科学(原子⼒発電を考える) 
担当教員名 小野 忠良、小野 文久 
単位数 1 
教科書 事前に渡す資料 
アクティブラーニング  
キーワード 原子⼒発電、原発の安全性、地震、放射能、食品汚染、内部被曝、核廃棄物、再

生可能エネルギー、エネルギー政策 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 現代⼈の科学(原子⼒発電を考える) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「大震災・原発事故とメヂア」／メヂア総合研究所・放送レポート編集委員会編

／大月書展 
「福島原発メルトダウン」／広瀬隆／朝日新書 
「日本の原発、どこで違えたの j か」／内橋克⼈／朝日新聞出版 
「｢科学の目｣で原発災害を考える」／不破哲三／日本共産党中央委員会出版局 
「原発の闇 その源流と野望を暴く」／赤旗編集局／新日本出版社 
「隠される原子⼒ 核の真実」／小出裕章／創史社 
「放射能事件ファイル」／野口邦和／新日本出版社 
「原子⼒神話からの解放」／高木仁三郎／光文社 
「原発抜き・地域再生の温暖化対策へ」／吉井秀 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FB24942 
実務経験のある教員  
達成目標 原発や日本のエネルギーのあり方に関するニュースや話題、新聞記事、書籍など

に関心を示し、また、それらについて科学的知識に基づいて考えられるようにな
る。 
非専門分野も含む様々な理系ぶんやについて興味や関心をもつようになる。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２１号館５階 小野（忠）tel: (086)256-9619 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  



関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 講義は、原子⼒発電の仕組みと安全性、原子⼒発電所事故の特異性、原子⼒発電

の優位性と経済性の検証、日本のエネルギーの現在と将来のあり方について、科
学的知識の獲得を目指す。講義内容を理解することにより、日本社会の愁眉の大
問題である、原子⼒発電をめぐる諸問題や課題について、科学的知識を基礎に考
えることができるようになる。なお、現代⼈の科学ー放射線の科学を受講してい
ることが望ましい。 
 なお、科学の各分野（物理，化学、生物、地学）および数学についての基礎知
識の習得を前提としない。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンスおよび放射能と放射線について講義し、その後、討論する。 

2 回 原子⼒発電導入歴史的経過、原子⼒発電の仕組みと安全性、原子核崩壊につ
いて講義し、その後、討論する。 
3 回 原子⼒発電所事故とその特異性について講義し、その後、討論する。 
4 回 原子⼒発電の優位性と経済性の検証について講義し、その後、討論する。 
5 回 日本の原子⼒開発計画について講義し、その後、討論する。 
6 回 日本のエネルギー資源と将来に向けたエネルギー開発について講義し、そ
の後、討論する。 
7 回 原子⼒発電をめぐる日本と外国の動きについて講義し、その後、討論する。 
8 回 原子⼒発電の問題点や今後のあり方、原発政策の問題点やあり方、日本の将
来のエネルギーのあり方などについて討論とまとめをし、レポート作成・提出を
課す。 

準備学習 1 回 シラバスに目を通し、この講義で取り上げるテーマについて確認し、講義目
的と達成目標について把握しておくこと。現代⼈の科学ー放射線の科学を受講し
た⼈は、そこで渡された資料や参考書などで放射能と放射線について復習してお
くこと。 
2 回 渡された資料や参考書により、原子⼒発電導入歴史的経過、原子⼒発電の仕
組みと安全性、原子核崩壊について調べておくこと。 
3 回 渡された資料や参考書により、原子⼒発電所事故とその特異性について調
べておくこと。 
4 回 渡された資料や参考書により、原子⼒発電の優位性と経済性の検証につい
て調べておくこと。 
5 回 渡された資料や参考書により、日本の原子⼒開発計画について調べておく
こと。 
6 回 渡された資料や参考書により、日本のエネルギー資源と将来に向けたエネ
ルギー開発について調べておくこと。 
7 回 渡された資料や参考書により、原子⼒発電をめぐる日本と外国の動きにつ
いて調べておくこと。 
8 回 第１回?７回目の講義中に渡された資料や参考書に目を通し、原子⼒発電の
問題点や今後のあり方、原発政策の問題点やあり方、日本の将来のエネルギーの
あり方などについて、考えをまとめておくこと。 



 



年度 2012 
授業コード FB24952 
成績評価 毎回の授業でのレポート（70%）、まとめのレポート（10%）、小テスト（20%）

の結果により評価する。 
曜日時限 木曜日 9・10 時限 
対象クラス 理学部(12〜12),工学部(12〜12),総合情報学部(12〜12),生物地球学部(12〜12) 
見出し FB24952 現代⼈の科学(実験で理解する電磁波の世界) 
担当教員名 高原 周一、森⽥ 明義＊、武⽥ 芳紀＊ 
単位数 1 
教科書 なし。必要に応じてプリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 電磁波、電子レンジ、アンテナ、偏光 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 もう少し難しい内容でもよかったと思う．→考慮したいとは思いますが，現状で

よいという受講生が多数派だと感じていますので，レベルを大きく変えることは
できないと思っています． 
明るい時にしかできない実験があったので前期にやった方がよかったのでは．→
「現代⼈の科学」全体を後期に開講することになっているので，当面は難しいと
思いますが，前期にも開講するようになったときには考慮します． 

科目名 現代⼈の科学(実験で理解する電磁波の世界) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし。 
授業形態 講義 
注意備考 1. 「現代⼈の科学」として 6 つの講義が開講されているが、ガイダンス（＝1 回

目の講義）は共同で行う。履修制限を行うことがあるので、受講希望者は必ずガ
イダンスに出席すること。ガイダンスは後期の授業開始後最初の木曜日 9・10 時
限目に行う。ガイダンスの場所は教務の掲示板に掲示する。 
2. 本講義の定員は 100 名程度である。 
3. 本講義は後期の後半に行う。具体的な日程はガイダンス時に示す。 
※ ガイダンスのみ後期の最初に通常と異なる教室で行うので注意すること。 

シラバスコード FB24952 
実務経験のある教員  
達成目標 1. 電磁波とは何かということについて概要を理解すること。 

2. 電磁波の発生と反射・吸収の仕組みについて概要を理解し、定性的な問題に答
えることができること。 
3. 偏光とは何かということについて概要を理解し、定性的な問題に答えること
ができること。 
4．電磁波が様々な現象や技術に関わっていることを理解すること。 
5. 科学における予測・討論・実験の楽しさと重要性を実感すること。 

受講者へのコメント 専門分野と少し離れても，たのしい科学がたくさんあることを実感してもらえた
と思います．今後も様々な分野の科学に興味をもち，たのしく学び続けて下さい．



また，たのしい実験がしたい⼈は科学ボランティアセンターに遊びに来て下さ
い． 

連絡先 科 学 ボ ラ ン テ ィ ア セ ン タ ー （ 16 号 館 1 階 、 e − mail ： svc[ ア ト マ ー
ク]office.ous.ac.jp)  
もしくは  
高原周一（理学部化学科、13 号館 3 階） 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 総合評価として目標達成は 100％の受講生が肯定的に回答（「できた」，「だいた
いできた」），満足度も 96％の受講生が肯定的に回答（満足・ほぼ満足）してお
り，高い評価が得られたと考えている．また，「この分野への理解が深まった」，
「この分野への興味・関心が高まった」との回答が，それぞれ 78％と 74％であ
ったことも評価できる．さらに，特筆すべきは，自由設問欄で聞いた「今後の大
学での専門分野や自然科学全般の学習に役立つと思うか」という設問で，74％の
学生が肯定的回答をしたということである．自由設問欄で，この授業の進 

英文科目名  
関連科目 科学・工作ボランティア入門，科学ボランティア実践指導Ⅰ・Ⅱ，科学ボランテ

ィア活動 
次回に向けての改善変更予定 少し内容が多すぎて，予定していた実験・工作ができなかったり，時間超過する

回があったので，全体的に内容を少し減らしたい．またシラバスで書いていた小
テストが時間の関係でできなかったので，定期テスト期間中にテストを行うこと
にしたい． 

講義目的 現代の科学技術になくてはならない電磁波を題材に取り上げ、予測→討論→実験
による検証という流れで双方的に授業を進行させることにより、電磁波の基本を
楽しく修得するとともに科学的なものの見方を育成する。電磁波は、天文学、化
学、物理、生物など自然科学の多くの分野に深く関係し、その知識・技術は⼈間
の生活の多方面で応用されている。このような電磁波の世界の分野横断的な広が
りを実感してもらう。科学についての基礎知識の修得を前提とせず、わかりやす
い説明に徹する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス： 「現代⼈の科学」の授業の進め方について説明する。 

2 回 電子レンジと電磁波（１）： 色々なものが電子レンジで加熱されるかどう
かを実験で調べることを通して、電磁波と物質との相互作用について理解する。 
3 回 電子レンジと電磁波（２）： 色々な金属を電子レンジに入れた場合に何が
起こるか実験で調べることを通して、電磁波と自由電子との相互作用について理
解する。電磁波の周波数と波⻑の関係について説明する。 
4 回 電子レンジと電磁波（３）： 光とマイクロ波の共通点・相違点を実験で確
かめ、電磁波についての理解を深める。電磁波の反射・吸収についてまとめの説
明を行う。電磁波の伝播について説明する。 
5 回 電波を発生させてみよう： 電波の発生と受信について、いくつかの簡単な
実験を通して理解する。 
6 回 電波とアンテナ： アンテナの原理を、いくつかの簡単な実験や電波のモデ



ルを使って理解する。 
7 回 電磁波と光・偏光： 偏光の発生原理と性質について、偏光板を使ったいく
つかの実験を通して理解する。 
8 回 偏光をキャッチしよう： 自然界や身近にある偏光について、偏光の発見の
歴史やいくつかの実験と実例を通して理解するとともに、電磁波の世界について
のイメージを作る。 

準備学習 1 回 シラバスを読んでおくこと。 
2 回 前回の内容を復習すること。 
3 回 電磁波と物質の相互作用について復習すること。 
4 回 電子レンジについて本やインターネットで調べてみること。 
5 回 光とマイクロ波の共通点・相違点について復習すること。 
6 回 電波について復習すること。 
7 回 アンテナについて本やインターネットで調べてみること。 
8 回 電磁波と光、偏光について復習すること。 
まとめのレポートを作成すること。 

 



年度 2012 
授業コード FB24962 
成績評価 課題提出(100%) 
曜日時限 木曜日 9・10 時限 
対象クラス 理学部(12〜12),工学部(12〜12),総合情報学部(12〜12),生物地球学部(12〜12) 
見出し FB24962 現代⼈の科学(環境・医療データの仮説と検証) 
担当教員名 山本 英二、津⽥ 敏秀＊ 
単位数 1 
教科書 なし。必要に応じてプリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 因果レベル，個⼈と集団，決定論と蓋然性，実験と観察，反事実と因果 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 現代⼈の科学(環境・医療データの仮説と検証) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 津⽥敏秀(2011)， 医学と仮説(岩波科学ライブラリー184)，岩波書店 
授業形態 講義 
注意備考 1. 履修制限を設けることがある。（定員 100 名程度） 

2. 受講希望者は必ず初回の講義に出席すること。 
シラバスコード FB24962 
実務経験のある教員  
達成目標 環境・医療における事例研究を通じて，仮説設定とその検証における観察研究の

重要性とその方法論について学び，因果関係を考えるときの視点として生かせる
様になることが目標になる． 

受講者へのコメント  
連絡先 山本英二（情報科学科） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 なぜタバコやピロリ菌が発がん物質と言えるのか．放射線被曝と，その後に発症

した癌との因果関係はどのように証明されるのか．水俣病，森永ヒ素ミルク中毒
事件，O157 食中毒事件などの具体例を通じて，「実験によるメカニズムの解明こ
そ科学」という陥りやすい問題点を示し，因果関係の解明における観察研究の重
要性を明らかにする． 
特に⼈の健康問題に関しては，検証可能な仮説を設定し，観察を通じて検証する
との認識が必要となる．因果関係とは何か，因果関係を検証するにはどうすれば
よいかを考える上での，基本的な事項の整理と，検証のた 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス，実験と観察 

2 回 科学とは何か（科学と仮説） 
3 回 食中毒事件と水俣病 
4 回 クスリの効果と副作用 
5 回 症例対照研究とオッズ比 
6 回 放射線の疫学 
7 回 法問題と水俣病 
8 回 反事実と因果モデル 

準備学習 シラバスを読んでおくことと，全階の内容を復習しておくこと．また，講義課題
についてインターネットで課題に関連した情報を学んでおくこと． 

 



年度 2012 
授業コード FB25111 
成績評価 課題提出 14 回分(56%)，定期試験(44%)， 60 点以上を合格とする。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 理学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB25111 文章表現法Ⅰ 
担当教員名 生⽥ 夏樹＊ 
単位数 2 
教科書 なし。 
アクティブラーニング  
キーワード 文章表現、作文、アウトライン、要約 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特になし。 
科目名 文章表現法Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プリント（資料）を配布する。 
授業形態 講義 
注意備考 課題点も成績評価に含まれるので、毎回の課題を必ず提出すること。 
シラバスコード FB25111 
実務経験のある教員  
達成目標 ① 文章を要約するために必要な発想ならびに技法を習得すること。  

② 文章を作成するための「アウトライン」の重要性を理解すること。  
③ 与えられた課題について、アウトラインに基づいて 800 字の作文を独⼒で完
成させることができること。 

受講者へのコメント 毎回、開講初日に「遅刻しないように」と注意を促しているが、小数ながら遅刻
する受講者がある。遅刻して教室に入ると、その日の実習作業のポイントなどの
説明を聞き逃してしまうので、授業開始時刻に遅れないように。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 「この分野への理解が深まった、興味関心が高まった」「この分野での技能・技術
が向上した」との回答が、かなりの割合を占めていて一先ず安心した。 

英文科目名 Technical Writing I 
関連科目 「文章表現法 II」「プレゼンテーション I および II」 
次回に向けての改善変更予定 特になし。 
講義目的 小論文、レポート等の作成において必要とされる、論理的で明晰な文章の書き方

の基礎を受講者が身につけることである。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションを実施する。 

2 回 文章①（「使用後を考えなかった兵器」）を要約する(1) 第 1 課題：アウト



ラインを作成する。 
3 回 文章①を要約する(2) 第２課題：要約本文を作成する。 
4 回 文章②（「はたして科学者はパズルを解いているのか」）を要約する(1) 第３
課題：アウトラインを作成する。 
5 回 文章②を要約する(2) 第４課題：要約本文を作成する。 
6 回 与えられたテーマ A（「協⼒のあり方について」）の文章を作成する（1） 第
５課題：アウトライン１回目を作成する。 
7 回 与えられたテーマ A の文章を作成する（2） 第６課題：アウトライン２回
目を作成する。 
8 回 与えられたテーマ A の文章を作成する（3） 第７課題：本文を作成する。 
9 回 与えられたテーマ B（「私の職業観」）の文章を作成する（1） 第 8 課題：
アウトラインを作成する。 
10 回 与えられたテーマ B（「私の職業観」）の文章を作成する（1） 第９課題：
本文を作成する。 
11 回 与えられたテーマ C（「創造性について」）の文章を作成する（1） 第 10
課題：アウトライン 1 回目を作成する。 
12 回 与えられたテーマ C の文章を作成する（1） 第 11 課題：アウトライン 2
回目を作成する。 
13 回 与えられたテーマ C の文章を作成する（2） 第 12 課題：本文を作成す
る。 
14 回 与えられたテーマ D(「情報について」）の文章を作成する（1） 第 13 課
題：アウトライン 1 回目を作成する。 
15 回 与えられたテーマ D の文章を作成する（2） 第 14 課題：アウトライン 2
回目を作成する。 

準備学習 1 回 特に無いが、学内でパソコンを使用するためのアカウントを準備しておく
こと。 
2 回 前回、配布のプリントに目を通しておくこと。 
3 回 前回提出した課題へのコメントを一読しておくこと。（アウトラインに改良
すべき所がある場合は、改良したファイルを用意しておくこと。） 
4 回 前回提出した課題へのコメントを一読しておくこと。 
次回の要約のための課題文を通読しておくこと。 
5 回 前回提出した課題へのコメントを一読しておくこと。 
（アウトラインに改良すべき所がある場合は、改良したファイルを用意しておく
こと。） 
6 回 前回提出した課題へのコメントを一読しておくこと。 
日常生活の様々な場面で見られる「協⼒」の例について考えておくこと。 
7 回 前回提出した課題へのコメントを一読しておくこと。 
（アウトラインに改良すべき所がある場合は、改良したファイルを用意しておく
こと。） 
8 回 前回提出した課題へのコメントを一読しておくこと。 
（アウトラインに改良すべき所がある場合は、改良したファイルを用意しておく
こと。） 



9 回 前回提出した課題へのコメントを一読しておくこと。 
これまでに、部活やアルバイトの経験があるなら、そこからどのようなことを学
んだかを考えてみること。そのような経験がない場合も、将来、社会⼈となった
場合に、どのような心構えを持って生きて行くかについて考えておくこと。 
10 回 前回提出した課題へのコメントを一読しておくこと。 
（アウトラインに改良すべき所がある場合は、改良したファイルを用意しておく
こと。） 
11 回 前回提出した課題へのコメントを一読しておくこと。 
「創造性」が発揮される場としてどのようなものがあるか、例を考えておくこと。 
必要なら、インターネットで検索して事例を探してみること。 
12 回 前回提出した課題へのコメントを一読しておくこと。 
（アウトラインに改良すべき所がある場合は、改良したファイルを用意しておく
こと。） 
13 回 前回提出した課題へのコメントを一読しておくこと。 
（アウトラインに改良すべき所がある場合は、改良したファイルを用意しておく
こと。） 
14 回 前回提出した課題へのコメントを一読しておくこと。 
「情報について」という題で小論文を書く場合、序論に入れる問題提起のフレー
ズとしてどのようなものが考えられるか、ノートに列挙してみること。 
15 回 前回提出した課題につけられたコメントを一読しておくこと。 
（アウトラインに改良すべきところがある場合は、改良したファイルを用意して
おくこと。） 

 



年度 2012 
授業コード FB25112 
成績評価 課題提出 14 回分(56%)，定期試験(44%)， 60 点以上を合格とする。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 工学部(〜12),総合情報学部(〜12) 
見出し FB25112 文章表現法Ⅰ 
担当教員名 生⽥ 夏樹＊ 
単位数 2 
教科書 なし。 
アクティブラーニング  
キーワード 文章表現、作文、アウトライン、要約 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「わかりやすくてとてもよかったです」という記述があって、ひとまず安心した。 
科目名 文章表現法Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プリント（資料）を配布する。 
授業形態 講義 
注意備考 課題点も成績評価に含まれるので、毎回の課題をきちんと提出すること。 
シラバスコード FB25112 
実務経験のある教員  
達成目標 ① 文章を要約するために必要な発想ならびに技法を習得すること。  

② 文章を作成するための「アウトライン」の重要性を理解すること。  
③ 与えられた課題について、アウトラインに基づいて 800 字の作文を独⼒で完
成させることができること。 

受講者へのコメント この授業は実習が主体となっており、授業の前半で、その日に取り組む課題に関
して、キーポイントや注意点について説明した後、実習に入る。従って、遅刻を
しないよう心掛けて欲しい。遅刻して教室に入ると、大事なポイントを聞き逃し
てしまい、作業に支障が出るので。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業に対する満足度に関して、「満足」と「ほぼ満足」を合わせると、ほぼ 100 パ
ーセントとなっているが、「積極的に教員に質問した」という回答が皆無であっ
たので、学生がもっと質問しやすくなるよう工夫する必要性を痛感した。 

英文科目名 Technical Writing I 
関連科目 「文章表現法 II」「プレゼンテーション I および II」 
次回に向けての改善変更予定 特になし。 
講義目的 小論文、レポート等の作成において必要とされる、論理的で明晰な文章の書き方

の基礎を受講者が身につけることである。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 オリエンテーションを実施する。 
2 回 文章①（「使用後を考えなかった兵器」）を要約する(1) 第 1 課題：アウト
ラインを作成する。 
3 回 文章①を要約する(2) 第２課題：要約本文を作成する。 
4 回 文章②（「はたして科学者はパズルを解いているのか」）を要約する(1) 第３
課題：アウトラインを作成する。 
5 回 文章②を要約する(2) 第４課題：要約本文を作成する。 
6 回 与えられたテーマ A（「協⼒のあり方について」）の文章を作成する（1） 第
５課題：アウトライン１回目を作成する。 
7 回 与えられたテーマ A の文章を作成する（2） 第６課題：アウトライン２回
目を作成する。 
8 回 与えられたテーマ A の文章を作成する（3） 第７課題：本文を作成する。 
9 回 与えられたテーマ B（「私の職業観」）の文章を作成する（1） 第 8 課題：
アウトラインを作成する。 
10 回 与えられたテーマ B の文章を作成する（2） 第 9 課題：本文を作成する。 
11 回 与えられたテーマ C（「創造性について」）の文章を作成する（1） 第 10
課題：アウトライン 1 回目を作成する。 
12 回 与えられたテーマ C の文章を作成する（2） 第 11 課題：アウトライン 2
回目を作成する。 
13 回 与えられたテーマ C の文章を作成する（3） 第 12 課題：本文を作成す
る。 
14 回 与えられたテーマ D(「情報について」）の文章を作成する（1） 第 13 課
題：アウトライン 1 回目を作成する。 
15 回 与えられたテーマ D(「情報について」）の文章を作成する（2） 第 14 課
題：アウトライン 2 回目を作成する。 

準備学習 1 回 特に無いが、学内でパソコンを使用するためのアカウントを準備しておく
こと。 
2 回 前回、配布のプリントに目を通しておくこと。 
3 回 前回提出した課題へのコメントを一読しておくこと。 
（アウトラインに改良すべき所がある場合は、改良したファイルを用意しておく
こと。） 
4 回 前回提出した課題へのコメントを一読しておくこと。 
次回の要約のための課題文を通読しておくこと。 
5 回 前回提出した課題へのコメントを一読しておくこと。 
（アウトラインに改良すべき所がある場合は、改良したファイルを用意しておく
こと。） 
6 回 前回提出した課題へのコメントを一読しておくこと。 
日常生活の様々な場面で見られる「協⼒」の例について考えておくこと。 
7 回 前回提出した課題へのコメントを一読しておくこと。 
（アウトラインに改良すべき所がある場合は、改良したファイルを用意しておく
こと。） 
8 回 前回提出した課題へのコメントを一読しておくこと。 



（アウトラインに改良すべき所がある場合は、改良したファイルを用意しておく
こと。） 
9 回 前回提出した課題へのコメントを一読しておくこと。 
これまでに、部活やアルバイトの経験があるなら、そこからどのようなことを学
んだかを考えてみること。そのような経験がない場合も、将来、社会⼈となった
場合に、どのような心構えを持って生きて行くかについて考えておくこと。 
10 回 前回提出した課題へのコメントを一読しておくこと。 
アウトラインに改良すべき所がある場合は、改良したファイルを用意しておくこ
と。 
11 回 前回提出した課題へのコメントを一読しておくこと。 
「創造性」が発揮される場としてどのようなものがあるか、例を考えておくこと。 
必要なら、インターネットで検索して事例を探してみること。 
12 回 前回提出した課題へのコメントを一読しておくこと。 
アウトラインに改良すべき所がある場合は、改良したファイルを用意しておくこ
と。 
13 回 前回提出した課題へのコメントを一読しておくこと。 
アウトラインに改良すべき所がある場合は、改良したファイルを用意しておくこ
と。 
14 回 前回提出した課題へのコメントを一読しておくこと。 
情報について」という題で小論文を書く場合、序論に入れる問題提起のフレーズ
としてどのようなものが考えられるか、ノートに列挙してみること。 
15 回 前回提出した課題につけられたコメントを一読しておくこと。 
アウトラインに改良すべきところがある場合は、改良したファイルを用意してお
くこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB25121 
成績評価 定期試験（７０％）、提出課題（３０％）により成績を評価する。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB25121 健康の科学 
担当教員名 森 博史 
単位数 2 
教科書 講義で資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 健康観、生活習慣病、マズローの欲求階層説、心身症、自己実現 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「体の仕組みや病気等にあまり興味がなかったのですが、授業を受けて興味がわ

いたので、自分の健康を管理できるようにしていきたい」「大学生活での⼈との
つきあい方や健康について理解を深めることができた」「聞き取りやすく、分か
りやすかった」「進度が速すぎる」「スライドの字が小さい」等のの記述があり、
不備な点は改善し、より分かりやすく内容のある講義にしていきたいと感じた。 

科目名 健康の科学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指定しない。 
授業形態 講義 
注意備考 課題の提出期限を守ること。受講希望者が多数の場合、⼈数調整をすることがあ

る。 
シラバスコード FB25121 
実務経験のある教員  
達成目標 ①きわめて多様な価値観が共存する今日の社会の中では、心身両面の健康課題も

多い。 
 健康を保持増進するためには、正しい知識と適切な行動が重要であることが理
解できること。 
②生活習慣病とその予防法を理解すること。 
③マズローの欲求階層説と、適応規制について理解すること。 
④心身症について正しく理解すること。 
⑤自己実現に必要な能⼒について理解すること。 

受講者へのコメント 現在では、自分自身で健康を獲得していかなければならないという考えにたち、
将来にわたってよりよく生きていくために、健康について主体的に学び、考え、
判断し、責任ある決定をすることができるようになってください。 

連絡先 第一学舎３階 森 博史研究室 mori@dls.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 A、授業に対するあなたの取り組み方について 
「授業時間外に学習を全くしなかった」と「宿題などの指示された課題に取り組



んだ」の回答が多かった。将来にわたってよりよく生きていくために、主体的に
学んでほしい。 
B、この授業におけるあなたの成⻑について 
「この分野への理解が深まった」「この分野への興味・関心が高まった」という回
答が多かったのはよかった。 
C、総合評価 
より目標達成ができ、満足度が高くなるよう、意欲を持って授業をしたい。 
E、授業の手法について 
「板書やスライドの切り替えなど、授業の進行が速すぎた」 

英文科目名 Health and Physical Science 
関連科目 生涯スポーツⅠ、Ⅱ、Ⅲを履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 より興味・関心がわく教材や旬の話題を取り入れていきたい。また、質問や発言

の機会を増やし、積極的に講義に参加できるようにしたい。また、授業の進行が
速すぎないように注意したい。 

講義目的 世界有数の⻑寿国となったわが国ではあるが、国⺠が健康を謳歌し、元気で活気
のある生活を送れているかは疑問である。近年の健康問題は、生活習慣病（ガン・
脳卒中・心臓病など）や心の病気（心身症など）が主要となり、ライフスタイル
（個⼈や集団の生き方）が健康水準に大きく影響していることが明らかになって
いる。現在では、自分自身で健康を獲得していかなければならないという考えに
たち、将来にわたってよりよく生きていくために、一⼈ひとりが健康について主
体的に学び、考え、判断し、責任ある決定をすることができるようにする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の進め方、内容・目的・受講の心得について説明する。ホメオスタシス

（恒常性）について説明する。 
2 回 健康を意識し始める思春期以降、いろいろと変化する健康観（健康の捉え
方）と、健康の定義について説明する。 
3 回 わが国の平均寿命と死亡率からみた健康水準の変化と、死亡状況と傷病状
況からみた疾病構造の変化について説明する。 
4 回 「成⼈病」という用語が「生活習慣病」に変わった経緯と、「自業自得病」
といわれる理由を説明する。また、病気を進行させる生活習慣について説明する。 
5 回 主な生活習慣病の病名と症状について説明する。 
6 回 サイレントキラー（忍び寄る沈黙の殺⼈者）について説明する。 
7 回 生活習慣病の予防法（定期健診・食生活・運動・休養）について説明する。 
8 回 マズローの欲求階層説について説明する。 
9 回 適応機制（自我防衛機制）の種類と問題点について説明する。 
10 回 メンタルヘルス（精神衛生）を理解するため、ストレスとストレスマネジ
メントについて説明する。 
11 回 現代社会の抱える問題がストレスの原因となり、⼈々の精神状態に様々な
ひずみを与えていることについて説明する。 
12 回 心身相関の仕組みと心身症について説明する。 
13 回 嗜好品が及ぼす健康への影響について説明する。 
14 回 性感染症（ＳＴＤ）の種類と問題点（増加の原因）について説明する。 



15 回 価値観の変化と自己実現（自己形成と精神の健康）について説明する。講
義全体のまとめをする。 

準備学習 1 回 授業内容の確認と復習。次回授業までに、健康観（健康の捉え方）と健康の
定義について予習を行うこと。 
2 回 ホメオスタシス（恒常性）について説明できるように復習を行うこと。次回
授業までに、わが国の疾病構造の歴史的変遷について予習を行うこと。。 
3 回 近年の健康の定義について説明できるように復習を行うこと。次回授業ま
でに、「成⼈病」が「生活習慣病」といわれるようになった経緯について予習を行
うこと。 
4 回 わが国の健康水準と疾病構造の変化について復習を行うこと。次回授業ま
でに、メタボリックシンドロームについて予習を行うこと。 
5 回 「成⼈病」が「生活習慣病」といわれるようになった経緯について説明でき
るように復習を行うこと。次回授業までに、サイレントキラー（忍び寄る沈黙の
殺⼈者）とよばれる生活習慣病について予習を行うこと。 
6 回 生活習慣病について復習を行うこと。次回授業までに、生活習慣病の予防法
について予習を行うこと。 
7 回 サイレントキラー（忍び寄る沈黙の殺⼈者）について説明できるように復習
を行うこと。次回授業までに、マズローの欲求階層説について予習を行うこと。 
8 回 生活習慣病の予防法について復習を行うこと。次回授業までに、適応機制に
ついて予習を行うこと。 
9 回 マズローの欲求階層説について説明できるように復習を行うこと。次回授
業までに、ストレッサーとストレスについて予習を行うこと。 
10 回 適応機制の問題点について説明できるように復習を行うこと。次回授業ま
でに、現代社会とストレスについて予習を行うこと。 
11 回 ストレスとストレスマネジメントについて復習を行うこと。次回授業まで
に、心身症について予習を行うこと。 
12 回 現代社会の抱える問題が⼈々の精神状態に与えているひずみについて復習
を行うこと。次回授業までに、どのような嗜好品が健康へ影響を与えているかに
ついて予習を行うこと。 
13 回 心身相関の仕組みと心身症について説明ができるように復習を行うこと。
次回授業までに、性感染症（STD)の種類と問題点について予習を行うこと。 
14 回 嗜好品が及ぼす健康への影響について復習を行うこと。次回授業までに、
自己実現とはどのようなことか予習を行うこと。 
15 回 性感染症の予防について復習を行うこと。自分自身で健康を獲得していか
なければならないという考えと、心身の健康においては、個々⼈の生活の質
（QOL）や生きがいが重要な要因となることを理解し、生活習慣について予習す
ることが望ましい。 

 



年度 2012 
授業コード FB25122 
成績評価 定期試験（７０％）、提出課題（３０％）により成績を評価する。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB25122 健康の科学 
担当教員名 森 博史 
単位数 2 
教科書 講義で資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 健康観、生活習慣病、マズローの欲求階層説、心身症、自己実現 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「知らなかったことについても健康について学べて良かった」「熱血的で良かっ

た」「健康について考えるきっかけになった」の回答があった。健康についてしっ
かり考えられる⼒を付け社会に出てほしい。 

科目名 健康の科学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指定しない。 
授業形態 講義 
注意備考 課題の提出期限を守ること。受講希望者が多数の場合、⼈数調整をすることがあ

る。 
シラバスコード FB25122 
実務経験のある教員  
達成目標 ①きわめて多様な価値観が共存する今日の社会の中では、心身両面の健康課題も

多い。 
 健康を保持増進するためには、正しい知識と適切な行動が重要であることが理
解できること。 
②生活習慣病とその予防法を理解すること。 
③マズローの欲求階層説と、適応規制について理解すること。 
④心身症について正しく理解すること。 
⑤自己実現に必要な能⼒について理解すること。 

受講者へのコメント 近年の健康問題は、生活習慣病や心の病気が主因となり、ライフスタイルが健康
水準に大きく影響していることを理解し、自分自身で健康を獲得するため、主体
的に学び、考え、判断し、責任ある決定をしてほしい。 

連絡先 第一学舎３階 森 博史研究室 mori@dls.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 【Ｂ】この授業におけるあなたの成⻑について 授業を受けて「この分野への理
解が深まった」「この分野への興味、関心が高まった」という回答が多かった。 
【Ｃ】総合評価 「目標を達成できた」「目標をだいたい達成できた」「教員の意
欲が感じられた」「授業に満足した」「授業にほぼ満足できた」の回答が多かった。



今後も意欲を持って、満足度の高い授業を行っていきたい。 
また、【Ｅ】この授業の目標を達成するために、どのような点を考慮してほしいと
感じているか 「１回の授業で扱う量が多い」「スライドの切り替えなど、授業進
行が速すぎ 

英文科目名 Health and Physical Science 
関連科目 生涯スポーツⅠ、Ⅱ、Ⅲを履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 健康について、より理解を深められるような講義にしていきたい。 
講義目的 世界有数の⻑寿国となったわが国ではあるが、国⺠が健康を謳歌し、元気で活気

のある生活を送れているかは疑問である。近年の健康問題は、生活習慣病（ガン・
脳卒中・心臓病など）や心の病気（心身症など）が主要となり、ライフスタイル
（個⼈や集団の生き方）が健康水準に大きく影響していることが明らかになって
いる。現在では、自分自身で健康を獲得していかなければならないという考えに
たち、将来にわたってよりよく生きていくために、一⼈ひとりが健康について主
体的に学び、考え、判断し、責任ある決定をすることができるようにする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の進め方、内容・目的・受講の心得について説明する。ホメオスタシス

（恒常性）について説明する。 
2 回 健康を意識し始める思春期以降、いろいろと変化する健康観（健康の捉え
方）と、健康の定義について説明する。 
3 回 わが国の平均寿命と死亡率からみた健康水準の変化と、死亡状況と傷病状
況からみた疾病構造の変化について説明する。 
4 回 「成⼈病」という用語が「生活習慣病」に変わった経緯と、「自業自得病」
といわれる理由を説明する。また、病気を進行させる生活習慣について説明する。 
5 回 主な生活習慣病の病名と症状について説明する。 
6 回 サイレントキラー（忍び寄る沈黙の殺⼈者）について説明する。 
7 回 生活習慣病の予防法（定期健診・食生活・運動・休養）について説明する。 
8 回 マズローの欲求階層説について説明する。 
9 回 適応機制（自我防衛機制）の種類と問題点について説明する。 
10 回 メンタルヘルス（精神衛生）を理解するため、ストレスとストレスマネジ
メントについて説明する。 
11 回 現代社会の抱える問題がストレスの原因となり、⼈々の精神状態に様々な
ひずみを与えていることについて説明する。 
12 回 心身相関の仕組みと心身症について説明する。 
13 回 嗜好品が及ぼす健康への影響について説明する。 
14 回 性感染症（ＳＴＤ）の種類と問題点（増加の原因）について説明する。 
15 回 価値観の変化と自己実現（自己形成と精神の健康）について説明する。講
義全体のまとめをする。 

準備学習 1 回 授業内容の確認と復習。次回授業までに、健康観（健康の捉え方）と健康の
定義について予習を行うこと。 
2 回 ホメオスタシス（恒常性）について説明できるように復習を行うこと。次回
授業までに、わが国の疾病構造の歴史的変遷について予習を行うこと。。 
3 回 近年の健康の定義について説明できるように復習を行うこと。次回授業ま



でに、「成⼈病」が「生活習慣病」といわれるようになった経緯について予習を行
うこと。 
4 回 わが国の健康水準と疾病構造の変化について復習を行うこと。次回授業ま
でに、メタボリックシンドロームについて予習を行うこと。 
5 回 「成⼈病」が「生活習慣病」といわれるようになった経緯について説明でき
るように復習を行うこと。次回授業までに、サイレントキラー（忍び寄る沈黙の
殺⼈者）とよばれる生活習慣病について予習を行うこと。 
6 回 生活習慣病について復習を行うこと。次回授業までに、生活習慣病の予防法
について予習を行うこと。 
7 回 サイレントキラー（忍び寄る沈黙の殺⼈者）について説明できるように復習
を行うこと。次回授業までに、マズローの欲求階層説について予習を行うこと。 
8 回 生活習慣病の予防法について復習を行うこと。次回授業までに、適応機制に
ついて予習を行うこと。 
9 回 マズローの欲求階層説について説明できるように復習を行うこと。次回授
業までに、ストレッサーとストレスについて予習を行うこと。 
10 回 適応機制の問題点について説明できるように復習を行うこと。次回授業ま
でに、現代社会とストレスについて予習を行うこと。 
11 回 ストレスとストレスマネジメントについて復習を行うこと。次回授業まで
に、心身症について予習を行うこと。 
12 回 現代社会の抱える問題が⼈々の精神状態に与えているひずみについて復習
を行うこと。次回授業までに、どのような嗜好品が健康へ影響を与えているかに
ついて予習を行うこと。 
13 回 心身相関の仕組みと心身症について説明ができるように復習を行うこと。
次回授業までに、性感染症（STD)の種類と問題点について予習を行うこと。 
14 回 嗜好品が及ぼす健康への影響について復習を行うこと。次回授業までに、
自己実現とはどのようなことか予習を行うこと。 
15 回 性感染症の予防について復習を行うこと。自分自身で健康を獲得していか
なければならないという考えと、心身の健康においては、個々⼈の生活の質
（QOL）や生きがいが重要な要因となることを理解し、生活習慣について予習す
ることが望ましい。 

 



年度 2012 
授業コード FB25132 
成績評価 調査レポート(30 点)／集団討論(20 点)／定期試験(50 点) 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 理学部(04〜11),工学部(04〜11),総合情報学部(04〜11),生物地球学部(04〜11) 
見出し FB25132 科学技術倫理 
担当教員名 中⻄ 俊二 
単位数 2 
教科書 技術者の倫理入門(第４版)／杉本泰治・高城重厚／丸善 
アクティブラーニング  
キーワード 公衆優先の原則、技術者の専門性、法と倫理、説明責任、コンプライアンス 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 毎回の授業の最後に提出する小レポート(事例等のまとめ)の作成にもっと時間

を割いてほしいという要望が１名の受講生からあったが、講義の内容が終了する
残り時間を小レポート作成に当てている。一応１０分を目安にしており、それ以
上を割くことは授業の内容を削減することになるので難しい。１０分あれば十分
作成できるはずであり、書くことに慣れるよう努⼒してもらいたい。 

科目名 科学技術倫理 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 科学技術倫理／中⻄俊二／(講義概要であり、授業で配布する)／科学技術と倫理

／石⽥三千雄他／ナカニシヤ出版 
授業形態 講義 
注意備考 基本的に毎回パワーポイントを 15 分程度使用する。また、スペースシャトル・

チャンレジャー事故については２回、コンプライアンスについては５回、それに
関するＤＶＤを各２０分程度見て科学技術倫理上の問題点を考え、その対策につ
いて自己の意見を簡単にまとめて配布用紙に記載し提出してもらう。新聞等を読
み、日々生起する社会的事象に対して科学技術倫理的問題意識と関心をもって講
義に出席すること。集団討論では、積極的に自己の意見を発表すること。 

シラバスコード FB25132 
実務経験のある教員  
達成目標 １ 技術者倫理、公衆、コンプライアンス、知的財産権などの基本概念について具

体的説明ができること。 
２ 技術者倫理が関係する事件を分析し、問題点の指摘と自己の改善策を提示で
きること。 
３ 技術者倫理・コンプライアンスに関わる DVD を見て、集団討論の中で自己
の意見を主張できること。 

受講者へのコメント 集団討論を２回行ったが、受講生はディベイトすることに慣れてなく、全く発言
しない者もいる。自己の考えを堂々と主張できことはエンジニアにとっても大事
なことである。恥かしがらずもっと積極的に発言してもらいたい。また、毎回事
例研究等をまとめて提出してもらっているが、書くことにも慣れておらず提出ま
でに非常に時間がかかる。普段から自分の考えをノート等に 



書く訓練を必要である。自己の考えを述べることも自己の考えを書類に書くこと
も、社会に出て要求される重要な能⼒である。 

連絡先 第一学舎３階研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 [A]2)授業時間外の学習時間についは、「全くしなかった」が 55％を占めており、
30 分程度が 30％であった。もう少し予習・復習をしてもらいたい。[B]では、「こ
の分野への理解が深まった」が 68％を占めていた。[C]7)満足度については、「満
足」が 36.7％、「ほぼ満足」が 31.7％で合わせて 68.4％であった。両者を合わせ
て 70％以上を目指したい。 

英文科目名 Science and Engineering Ethics 
関連科目 法学 
次回に向けての改善変更予定 予習・復習の重要性および討論・書くことの重要性を授業でも強調していきたい。

より受講生が主体的に興味をもって講義に関われるように福島原発等の現代的
問題を頻繁に取り上げていく予定である。 

講義目的 科学技術は、⼈間の活動範囲を大幅に拡大し、新しい活動の可能性を増大させた
が、一方で、ねつ造・偽造・偽装等の不正行為も生じ、責任の範囲や在り方が拡
大・変容してきた。技術者としては、公衆の安全・健康及び福利を最優先しなけ
ればならない。国内外の典型的事例を取り上げ、科学技術の時代における状況に
ふさわしい専門職としての技術者の普遍的道徳的意識の在り方及び倫理ならび
に法を考究する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションを兼ねて、科学技術倫理とは何かについて問題提起を

する。応用倫理学の一つである科学倫理学がなぜ必要なのか、倫理違反の不正行
為やモラル上の不一致の事例を取り上げて講義する。事故と安全確保のための要
素についても解説する。 
2 回 技術者と倫理の関係について講義する。技術者倫理の目的および NSPE 綱
領の倫理規程について解説する。また、技術者の使命について考えるために、「日
本海中部地震」「有珠山・三宅島噴火」「東京・埼玉 80 万⼾停電」等の事例を取
り上げることにする。さらに、フェイルセーフ、フールプルーフについても説明
する。 
3 回 組織の中の一⼈の⼈の役割について考えるため、「チャレンジャー号事故」
を取り上げ、組織の中で働く個⼈の倫理および個⼈を超える倫理について講義す
る。チャレンジャー号事故を DVD で見ることにより、現実感をもって組織の中
の技術者の在り方について考察する。また、スペースシャトルが爆発する原因と
なったジョイントローテーションについて説明する。 
4 回 モラル上の⼈間関係について講義する。公衆と技術倫理の観点から技術倫
理の必要性について考察する。組織(企業)の利益と公衆の利益との利益相反の事
例として、「雪印食品牛肉偽装事件」を取り上げることにする。授業の後半で前回
の「チャレンジャー号事故」の DVD をもう一度見て、組織とその中の技術者の
利益相反について第１回目の集団討論を行うことにする。集団討論では、クラス
の受講生を６班に分け、議⻑を決めて自由に自己の意見を発表し展開する。グル



ープの一⼈一⼈がこのスペースシャトルの爆発についてプレゼンテーションが
できるようにする。 
5 回 技術者のアイデンティティは何なのかについて考察する。科学技術をにな
う⼈々として科学者、技術者、技能者、作業員を取り上げ、その区別ができるよ
うにする。また、「JCO 臨界事故」を取り上げ技術者と公衆の関係について理解
するため、科学技術の知識・経験・能⼒の観点を重視する。また、現時点におい
て、東日本大震災による福島第一原子⼒発電所の事故についても考察を加えるこ
ととする。 
6 回 技術者の資格について講義する。専門職としての技術者に求められる条件、
資格について説明する。技術者の国際間流動化の問題を取り上げ、流動化の基準
および WTO,APEC 等の国際的組織について知見を広めることにする。PE 制度
および技術者教育に関係して ABET、JABEE の活動等を学習する。 
7 回 倫理実行の方法としてモラル問題の理性的解決方法について講義する。争
点の明瞭化、線引き問題、相反問題を取り扱うことにする。争点の明確化では、
事実関係の争点・概念上の争点・適用上の争点に分析して考察する。また、線引
き問題は事例を用いてどこまでの行為は許されるかについて考察する。二律背反
状況を解決する相反問題と線引き問題との関係についても学習する。また、「三
菱自動車リコール欠陥隠し事件」を取り上げ、企業側の姿勢と対応の問題を考え
るとともに米国と日本のリコール制度に言及する。 
8 回 コンプライアンス I(法令遵守)について講義する。コンプライアンスの意義
と必要性、企業における倫理向上、法令遵守活動、組織的違法行為、注意義務違
反行為、事後責任、説明責任について解説する。事例として、「カネミ油症事件」
取り上げ PCB の混入と刑事上の責任、不法行為と⺠事上の責任について考察す
る。 
9 回 コンプライアンス II として予防倫理について講義する。予防倫理としての
技術倫理、予防倫理における教育目標、倫理を研究することの目標について解説
する。また、コンプライアンス事例を DVD(1)で見て問題点を考察する。 
10 回 法的責任とモラル責任について講義する。モラルの資質、モラルに反する
事項、⺠事・刑事上の法的責任について解説する。また、コンプライアンスの事
例 DVD(2)を見て、それをもとに集団討論の第２回を実施する。前回と同様、ク
ラスを６班に分け議⻑を決めて各自自己の意見を積極的に述べる訓練をする。 
11 回 コンプライアンスと規制法令について講義する。モラルに結びつく基礎的
資質である正直性・真実性・信頼性に関係して企業活動、信義誠実の原則、技術
者の責任について解説する。コンプライアンスの事例 DVD(3)を約 20 分見て、
事例に関する倫理的・法的知識を吸収するとともに自己の意見を入れて事例に関
するまとめを配布された用紙に記載し提出する。 
12 回 説明責任について講義する。説明責任と信頼関係、インフォームドコンセ
ント、公衆、技術者と社会、GM 食品の安全性について解説する。コンプライア
ンスの事例 DVD(4)を約 20 分見て、事例に関する倫理的・法的知識を吸収する
とともに自己の意見を入れて事例に関するまとめを配布された用紙に記載し提
出する。 
13 回 警笛鳴らし(内部告発)について講義する。内部告発の定義、内部告発正当



化の基準、使用者解雇権の濫用御、倫理的に違反する企業の行為、内部告発すべ
きかどうかの判断基準、内部告発の問題点および公益通報者保護法について解説
する。事例として「富里病院医師解雇事件」を取り上げることとする。コンプラ
イアンスの事例 DVD(5)(最終回)を約 20 分見て、事例に関する倫理的・法的知
識を吸収するとともに自己の意見を入れて事例に関するまとめを配布された用
紙に記載し提出する。 
14 回 技術者の財産的権利について講義する。発明と特許ならびにその侵害に対
する法的責任について解説する。事例としては、「新潟鉄工資料持ち出し事件」お
よび「⻘色 LED 特許紛争事件」を取り上げ、知的財産権・職務発明・専用実施
権について学習する。 
15 回 科学技術が問われる現場について講義する。科学技術の役割、専門職とし
ての技術者、公衆の要求、組織における倫理、忠実義務と公衆責任について解説
する。これまでの講義のまとめとして、『講義概要』巻末のスライド資料について
パワーポイントを用いて再度概括的に説明する。 

準備学習 1 回 【オリエンテーション】教科書を読み、倫理とは何かを考えておくこと。 
2 回 【技術者と倫理】教科書を読み、技術者の専門性と倫理について予習してお
くこと。 
3 回 【組織の中の一⼈の⼈の役割】教科書を読み、組織員としての技術者の在り
方について予習しておくこと。 
4 回 【モラル上の⼈間関係】チャレンジャー事故を復習するとともに、教科書で
モラルと⼈間関係について予習しておくこと。 
5 回 【技術者のアイデンティティ】教科書を読み、JCO 臨界事故について予習
しておくこと。 
6 回 【技術者の資格】教科書を読み、技術者の資格について予習しておくこと。 
7 回 【倫理実行の方法】教科書を読み、倫理実行の方法について線引き問題等を
予習しておくこと。 
8 回 【コンプライアンス I(法令遵守)】教科書を読み、コンプライアンスおよび
カネミ油症事件について予習しておくこと。 
9 回 【コンプライアンス II(予防倫理)】学習事例を踏まえ、事故を起こさないた
めに技術者の予め考慮すべき問題点について考えておくこと。 
10 回 【法的責任とモラル責任】既に取り上げた教科書のカネミ油症事件を思い
出しながらに法とモラルの境界域の責任について予習しておくこと。 
11 回 【正直性・真実性・信頼性】前回の講義内容であるモラルの資質の理解を
ふまえて技術者の責任についれ予習しておくこと。 
12 回 【説明責任】教科書を読んで、説明責任について予習しておくこと。 
13 回 【警笛鳴らし(内部告発)】教科書を読み、内部告発とは何かについて予習
をしておくこと。 
14 回 【技術者の財産的権利】教科書を読み、技術者の特許権等の財産的権利に
ついて予習しておくこと。 
15 回 【科学技術が問われる現場】これまでの講義を振り返り、科学技術の役割
と専門職として技術者のあり方を整理しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB251D1 
成績評価 定期試験（８０％）、小レポート（２０％） 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB251D1 文学 
担当教員名 髙池 久隆 
単位数 2 
教科書 増補 ドイツ文学案内／手塚 富雄、神品 芳夫／ （岩波文庫） 
アクティブラーニング  
キーワード 文学、ドイツ 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 ・もう少し説明を板書してほしかった。 

→ここはとくに重要という点を板書するようにしています。 
・ドイツ文学の考え方がよく分からなかった。話の内容がぜんぜん伝わってこな
かった。 
→残念です。工夫を続けます。 

科目名 文学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 新しく読むドイツ文学／三木 恒治／（あきづ文庫） 
授業形態 講義 
注意備考 作品の日本語訳を利用するので、ドイツ語についての知識の有無は問わない。 
シラバスコード FB251D1 
実務経験のある教員  
達成目標 言語の多義性に対する認識を得ること。文学作品の解釈において複数の解答があ

りうることを理解し、自らの解釈を作品内の言葉によって根拠づけることができ
るようになること。 

受講者へのコメント  
連絡先 一学舎３階 髙池研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 【E】 
８） 
「毎回の学習目標明示を」（３名）→毎回の学習内容はシラバスで明示していま
すが、口頭でも説明するように努めたいと思います。 
「説明にもう少し工夫を」（６名）→理解しやすい説明になるよう工夫します。 
「１回の授業で扱う量が少ない」（１名） 
→クラスの中にこのように思っている⼈がいるだろうことは承知していますが、
クラス全体を見渡したとき現状程度とせざるをえません。 
「教科書は少し平易なものが良い」（４名） 
→少し古めの本ですので、言葉遣いがやや難解という印象はあるのですが、他に



適当なものがないとい 
英文科目名 Literature 
関連科目 比較文化論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 外国の文学作品を読む場合、それを生み出した国・時代に固有な文化が色濃く反

映していることを認識すると同時に、時空を超える普遍的問題の数々にも出会
う。本講義では、ドイツ語圏の文学を対象として、各作家・作品に見られる諸問
題を検討する。そのことを通じて、今の日本に住む私たちにとって距離的にも時
代的にも大きく隔たる作家・作品の抱える問題が特殊性と普遍性の両面を持って
いることについての理解を目指す。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の進め方、成績評価、などについての説明をする。 

2 回 ドイツ文学の特徴について概観する。 
3 回 ドイツ中世の文学について説明する。 
4 回 レッシングを中心に啓蒙主義時代の文学について説明する。 
5 回 若いゲーテの文学活動について説明する。 
6 回 円熟期のゲーテ、ならびに若いシラーの文学活動について説明する。 
7 回 円熟期のシラーの文学活動について説明する。 
8 回 ロマン派に属する詩⼈たち（シュレーゲル兄弟、ノヴァーリス他）の文学活
動について説明する。 
9 回 ハイネの文学活動について説明する。 
10 回 トーマス・マンの文学活動について説明する。（１） 
11 回 トーマス・マンの文学活動について説明する。（２） 
12 回 カフカの文学活動について説明する。（１） 
13 回 カフカの文学活動について説明する。（２） 
14 回 第二次世界大戦後のドイツにおける文学状況を概観する。（１） 
15 回 第二次世界大戦後のドイツにおける文学状況を概観する。（２） 

準備学習 1 回 シラバスをよく読み、質問事項を整理しておくこと。 
2 回 テキストの１５〜２３ページ（序説）を読み、質問事項を整理しておくこ
と。 
3 回 テキストの２４〜３６ページ（中世期）を読み、質問事項を整理しておくこ
と。 
4 回 テキストの５１〜５７ページ（啓蒙主義とレッシング）を読み、質問事項を
整理しておくこと。 
5 回 テキストの５８〜７０ページ（シュトゥルム・ウント・ドラングの地盤）を
読み、質問事項を整理しておくこと。 
6 回 テキストの７１〜１２３ページ（ゲーテ）を読み、質問事項を整理しておく
こと。 
7 回 テキストの１２４〜１３９ページ（シラー）を読み、質問事項を整理してお
くこと。 
8 回 テキストの１６７〜１８７ページ（ロマン主義）を読み、質問事項を整理し
ておくこと。 



9 回 テキストの１９７〜２０１ページ（ハイネ）を読み、質問事項を整理してお
くこと。 
10 回 テキストの２８４〜２８８ページ（トーマス・マン）を読み、質問事項を
整理しておくこと。 
11 回 配布したプリントを読み、作品についての自らの考えを整理しておくこと。 
12 回 テキストの２８０〜２８１ページ（カフカ）を読み、質問事項を整理して
おくこと。 
13 回 配布したプリントを読み、作品についての自らの考えを整理しておくこと。 
14 回 テキストの２８９〜３０７ページ（第二次世界大戦以降）を読み、質問事
項を整理しておくこと。 
15 回 配布したプリントを読み、作品についての自らの考えを整理しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB251D2 
成績評価 定期試験（８０％）、小レポート（２０％） 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB251D2 比較文化論 
担当教員名 髙池 久隆 
単位数 2 
教科書 ドイツ⼈の価値観／岩村 偉史／ （三修社） 
アクティブラーニング  
キーワード 文化、異文化、比較文化、ドイツ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ・同じことの繰り返しが多い → そのように感じる⼈がいることも承知してい

ますが、多くの⼈の理解を目指す立場から、重要と思われることは繰り返すよう
にしています。 
・出席の取り方についてもう少し改善を → 名簿が整うまでは少し時間がかか
りますが、厳重な出欠管理は教員の責務の一つと考えていますので、短時間で正
確な出欠確認を心がけたいと思います。 
・「介護等体験」などでの欠席も欠席一回であることを最初に説明してほしい。 
→ これまでも折に触れ説明はしていますが、２０１３年度からはさらに徹底す
るようにしています。 
 

科目名 比較文化論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 新聞やテレビ・ラジオのニュースなどを通して世界の動きに注目してほしい。 
シラバスコード FB251D2 
実務経験のある教員  
達成目標 文化の多様性について認識できること。さまざまな習慣の相違に遭遇したとき、

優劣を問うのではなく、相違を生み出す文化的背景に関心を持つことができるこ
と。 

受講者へのコメント 外国文化への関心をふまえつつ日本の文化にも目を向けてください。 
連絡先 一学舎３階 髙池研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ８）「説明にもう少し工夫を」をマークした⼈が五名いました。丁寧な説明を心が
けたいと思います。 
９）「受講者が多すぎる」をマークした⼈が七名いました。１００名以上という受
講者数は多いのですが、自由な受講の観点からやむを得ないことだと考えます。 
  「⿊板をもっと利用」をマークした⼈が七名いました。もっと丁寧な板書を



心がけたいと思います。 
英文科目名 Comparative Cultures 
関連科目 文学 
次回に向けての改善変更予定 特にありません。 
講義目的 異質な文化圏との比較を通じて自らの価値観を常に相対化することは、今日の社

会を生きるために欠かせない姿勢である。本講義では、日本とドイツを比較し、
文化の特殊・普遍の諸相について考察する。このことを通じて、受講生が固定化
した価値観を柔軟に相対化できるよう、その手がかりの提供を目指す。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の進め方、成績評価、などについての説明をする。 

2 回 ドイツの自然と言葉について概観する。 
3 回 ドイツの歴史と政治体制について説明する。 
4 回 ドイツにおける街づくりの特徴について説明する。 
5 回 ドイツにおける環境問題への取り組みについて説明する。 
6 回 ドイツ社会におけるキリスト教の影響⼒について説明する。 
7 回 ドイツにおける女性の社会的地位をめぐる問題について説明する。 
8 回 ドイツにおける⼈々の暮らしについて説明する。 
9 回 ドイツにおける食生活について説明する。 
10 回 ドイツにおける資格と職業の関係について説明する。 
11 回 ドイツにおける教育問題について説明する。 
12 回 ドイツ⼈と労働について説明する。 
13 回 ドイツ再統一がもたらした課題について説明する。 
14 回 ドイツにおける社会福祉について説明する。 
15 回 「中欧の国」としてのドイツの課題について説明する。 

準備学習 1 回 シラバスを読み、質問事項を整理しておくこと。 
2 回 テキストの１６〜２９ページ（自然と言葉）を読み、質問事項を整理してお
くこと。 
3 回 テキストの３０〜５０ページ（連邦共和国とは）を読み、質問事項を整理し
ておくこと。 
4 回 テキストの５１〜６４ページ（都市と交通）を読み、質問事項を整理してお
くこと。 
5 回 テキストの６５〜８４ページ（環境と秩序）を読み、質問事項を整理してお
くこと。 
6 回 テキストの８５〜１１５ページ（暮らしの中のキリスト教）を読み、質問事
項を整理しておくこと。 
7 回 テキストの１１６〜１３４ページ（女性をめぐる状況）を読み、質問事項を
整理しておくこと。 
8 回 テキストの１３５〜１４８ページ（住居と暮らし）を読み、質問事項を整理
しておくこと。 
9 回 テキストの１４９〜１６５ページ（食生活）を読み、質問事項を整理してお
くこと。 
10 回 テキストの１６６〜１７６ページ（資格を大切にする社会）を読み、質問



事項を整理しておくこと。 
11 回 テキストの１７７〜１９６ページ（教育の現場では）を読み、質問事項を
整理しておくこと。 
12 回 テキストの１９７〜２１６ページ（ドイツ⼈の働き方）を読み、質問事項
を整理しておくこと。 
13 回 テキストの２１７〜２２９ページ（ドイツ再統一から２０年）を読み、質
問事項を整理しておくこと。 
14 回 テキストの２３０〜２６０ページ（社会的市場経済の国）を読み、質問事
項を整理しておくこと。 
15 回 テキストの２６１〜２８７ページ（「中欧の国」ドイツ）を読み、質問事項
を整理しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB25311 
成績評価 課題提出 14 回分(56%)，定期試験(44%)， 60 点以上を合格とする。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB25311 文章表現法Ⅰ 
担当教員名 生⽥ 夏樹＊ 
単位数 2 
教科書 なし。 
アクティブラーニング  
キーワード 文章表現、作文、アウトライン、要約 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「説明が分かり易かった」「文章を書くスキルが上がったと思う」といったコメ

ントが含まれていて、教員として嬉しかった。 
科目名 文章表現法Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プリント（資料）を配布する。 
授業形態 講義 
注意備考 課題点も成績評価に含まれるので、毎回の課題をきちんと提出すること。 
シラバスコード FB25311 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント 毎回、授業の始めに、その日の実習作業のポイントなどを説明した後、作業に入

るので、遅刻しないように。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 「この分野への理解が深まった、興味関心が高まった」「この分野での技能・技術
が向上した」との回答が、かなりの割合を占めていて一先ず安心した。 
また、「満足」と「ほぼ満足」を合わせて 9 割弱となっていて良かった。 

英文科目名 Technical Writing I 
関連科目 「文章表現法 II」「プレゼンテーション I および II」 
次回に向けての改善変更予定 特になし。 
講義目的 小論文、レポート等の作成において必要とされる、論理的で明晰な文章の書き方

の基礎を受講者が身につけることである。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションを実施する。 

2 回 文章①（「使用後を考えなかった兵器」）を要約する(1) 第 1 課題：アウト
ラインを作成する。 
3 回 文章①を要約する(2) 第２課題：要約本文を作成する。 



4 回 文章②（「はたして科学者はパズルを解いているのか」）を要約する(1) 第３
課題：アウトラインを作成する。 
5 回 文章②を要約する(2) 第４課題：要約本文を作成する。 
6 回 与えられたテーマ A（「協⼒のあり方について」）の文章を作成する（1） 第
５課題：アウトライン１回目を作成する。 
7 回 与えられたテーマ A の文章を作成する（2） 第６課題：アウトライン２回
目を作成する。 
8 回 与えられたテーマ A の文章を作成する（3） 第７課題：本文を作成する。 
9 回 与えられたテーマ B（「私の職業観」）の文章を作成する（4） 第８課題：
アウトラインを作成する。 
10 回 与えられたテーマ B の文章を作成する（2） 第 9 課題：本文を作成する。 
11 回 与えられたテーマ C（「創造性について」）の文章を作成する（1） 第 10
課題：アウトライン 1 回目を作成する。 
12 回 与えられたテーマ C の文章を作成する（2） 第 11 課題：アウトライン 2
回目を作成する。 
13 回 与えられたテーマ C の文章を作成する（2） 第 12 課題：本文を作成す
る。 
14 回 与えられたテーマ D(「情報について」）の文章を作成する（1） 第 13 課
題：アウトラインを作成する。 
15 回 与えられたテーマ D の文章を作成する（2） 第 14 課題：アウトライン 2
回目を作成する。 

準備学習 1 回 特に無いが、学内でパソコンを使用するためのアカウントを準備しておく
こと。 
2 回 前回、配布のプリントに目を通しておくこと。 
3 回 前回提出した課題へのコメントを一読しておくこと。 
（アウトラインに改良すべき所がある場合は、改良したファイルを用意しておく
こと。） 
4 回 前回提出した課題へのコメントを一読しておくこと。 
次回の要約のための課題文を通読しておくこと。 
5 回 前回提出した課題へのコメントを一読しておくこと。 
（アウトラインに改良すべき所がある場合は、改良したファイルを用意しておく
こと。） 
6 回 前回提出した課題へのコメントを一読しておくこと。 
日常生活の様々な場面で見られる「協⼒」の例について考えておくこと。 
7 回 前回提出した課題へのコメントを一読しておくこと。 
（アウトラインに改良すべき所がある場合は、改良したファイルを用意しておく
こと。） 
8 回 前回提出した課題へのコメントを一読しておくこと。 
（アウトラインに改良すべき所がある場合は、改良したファイルを用意しておく
こと。） 
9 回 前回提出した課題へのコメントを一読しておくこと。 
これまでに、部活やアルバイトの経験があるなら、そこからどのようなことを学



んだかを考えてみること。そのような経験がない場合も、将来、社会⼈となった
場合に、どのような心構えを持って生きて行くかについて考えておくこと。 
10 回 前回提出した課題へのコメントを一読しておくこと。 
（アウトラインに改良すべき所がある場合は、改良したファイルを用意しておく
こと。） 
11 回 前回提出した課題へのコメントを一読しておくこと。 
「創造性」が発揮される場としてどのようなものがあるか、例を考えておくこと。 
必要なら、インターネットで検索して事例を探してみること。 
12 回 前回提出した課題へのコメントを一読しておくこと。 
（アウトラインに改良すべき所がある場合は、改良したファイルを用意しておく
こと。） 
13 回 前回提出した課題へのコメントを一読しておくこと。 
（アウトラインに改良すべき所がある場合は、改良したファイルを用意しておく
こと。） 
14 回 前回提出した課題へのコメントを一読しておくこと。 
「情報について」という題で小論文を書く場合、序論に入れる問題提起のフレー
ズとしてどのようなものが考えられるか、ノートに列挙してみること。 
15 回 前回提出した課題につけられたコメントを一読しておくこと。 
（アウトラインに改良すべきところがある場合は、改良したファイルを用意して
おくこと。） 

 



年度 2012 
授業コード FB25312 
成績評価 課題提出(60％)定期試験(40％)60 点以上を合格とする。  

定期試験の受講資格は原則として必要な課題を提出できたものに限る。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 工学部(〜12),総合情報学部(〜12) 
見出し FB25312 文章表現法Ⅰ 
担当教員名 尾崎 美恵＊ 
単位数 2 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード 己を知り、相手の心をつかもう 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 残された学生生活を悔いのない様に過ごしてほしい。 
科目名 文章表現法Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 必要に応じ参考資料を配布 
授業形態 講義 
注意備考 受講生の⼈数によっては授業のスケジュール変更もありえる。講義の性格上、毎

回文章作成の課題提出があり、課題も授業もかなり厳しいことを理解した上で、
受講すること。 
原則として、無断で３回以上課題提出ができていない学生並びに無断で３回以上
講義を休んだ学生は試験を受けられない。文章は手書きではなく、パソコンのワ
ード機能を使って作成し、課題提出はインターネットを利用する。 

シラバスコード FB25312 
実務経験のある教員  
達成目標 自分の過去、現在、未来の出来事を通して自己分析をする。 

自分自身の言葉で自分の体験や意思を明確に表現する。 
決められた文字数で説得⼒のある文章を作成する。 

受講者へのコメント 自分を正面から捉え、自分が何者なのかじっくり考えてほしい 
連絡先 bonjourmie@kyf.biglobe.ne.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この授業を通じて、何をしなければならないか気づいてほしい 
英文科目名 Technical Writing I 
関連科目 プレゼンテーションⅠ、プレゼンテーションⅡ、文章表現法Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 多くの学生が参加できるように努⼒していきたい 
講義目的 自分の経験を言葉にして文章にまとめ、それを更に、相手が興味を引く文章にす

る。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 就職活動におけるエントリーシートの役割 
自己体験を言語化し、それを的確に他⼈に伝えるポイントを説明する 
インターネットによる講座の履修登録について説明する。 
①「今、熱中していることは？」スクリプトの作成を指導する。 
2 回 受講生何⼈かの提出課題①を皆で共有し「どうすれば説得⼒のある文章が
書けるか」話し合い、その考察で得たポイントを基に個々が提出課題①を修正出
来るように指導する。 
②「あなたのセールスポイントは？」スクリプトの作成を指導する。 
3 回 受講生何⼈かの提出課題②を皆で共有し「どうすれば説得⼒のある文章が
書けるか」話し合い、その考察で得たポイントを基に個々が提出課題②を修正出
来るように指導する。 
③「あなたの得意なことは？」スクリプトの作成を指導する。 
4 回 受講生何⼈かの提出課題③を皆で共有し「どうすれば説得⼒のある文章が
書けるか」話し合い、その考察で得たポイントを基に個々が提出課題③を修正出
来るように指導する。 
④「あなたにとって⼈生最大のピンチは？」スクリプトの作成を指導する。 
5 回 受講生何⼈かの提出課題④を皆で共有し「どうすれば説得⼒のある文章が
書けるか」話し合い、その考察で得たポイントを基に個々が提出課題④を修正出
来るように指導する。 
⑤「あなたの趣味は？」スクリプトの作成を指導する。 
6 回 受講生何⼈かの提出課題⑤を皆で共有し「どうすれば説得⼒のある文章が
書けるか」話し合い、その考察で得たポイントを基に個々が提出課題⑤を修正出
来るように指導する。 
⑥「あなたの尊敬する⼈物は？」スクリプトの作成を指導する。 
7 回 受講生何⼈かの提出課題⑥を皆で共有し「どうすれば説得⼒のある文章が
書けるか」話し合い、その考察で得たポイントを基に個々が提出課題⑥を修正出
来るように指導する。 
⑦「最近、関心のあることは？」スクリプトの作成を指導する。 
8 回 受講生何⼈かの提出課題⑦を皆で共有し「どうすれば説得⼒のある文章が
書けるか」話し合い、その考察で得たポイントを基に個々が提出課題⑦を修正出
来るように指導する。 
⑧「あなたのターニングポイントは？」スクリプトの作成を指導する。 
9 回 受講生何⼈かの提出課題⑧を皆で共有し「どうすれば説得⼒のある文章が
書けるか」話し合い、その考察で得たポイントを基に個々が提出課題⑧を修正出
来るように指導する。 
⑨「あなたにとって１番大切なものは？」スクリプトの作成を指導する。 
10 回 受講生何⼈かの提出課題⑨を皆で共有し「どうすれば説得⼒のある文章が
書けるか」話し合い、その考察で得たポイントを基に個々が提出課題⑨を修正出
来るように指導する。 
⑩「最近のニュースで印象に残っていることは？」スクリプトの作成を指導する。 
11 回 受講生何⼈かの提出課題⑩を皆で共有し「どうすれば説得⼒のある文章が
書けるか」話し合い、その考察で得たポイントを基に個々が提出課題⑩を修正出



来るように指導する。 
⑪「あなたをキーワードで表現してください」スクリプトの作成を指導する。 
12 回 受講生何⼈かの提出課題⑪を皆で共有し「どうすれば説得⼒のある文章が
書けるか」話し合い、その考察で得たポイントを基に個々が提出課題⑪を修正出
来るように指導する。 
⑫「あなたの夢は？」スクリプトの作成を指導する。 
13 回 受講生何⼈かの提出課題⑫を皆で共有し「どうすれば説得⼒のある文章が
書けるか」話し合い、その考察で得たポイントを基に個々が提出課題⑫を修正出
来るように指導する。 
⑬「あなたの職業感は？」スクリプトの作成を指導する。 
14 回 受講生何⼈かの提出課題⑬を皆で共有し「どうすれば説得⼒のある文章が
書けるか」話し合い、その考察で得たポイントを基に個々が提出課題⑬を修正出
来るように指導する。 
⑭「あなたの 5 年後は？」スクリプトの作成を指導する。 
15 回 受講生何⼈かの提出課題⑭を皆で共有し「どうすれば説得⼒のある文章が
書けるか」話し合い、その考察で得たポイントを基に個々が提出課題⑭を修正出
来るように指導する。 
⑮「あなたの志望動機は？」スクリプトの作成を指導する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。 
大学のキャリヤセンターやインターネットで就職情報を集めておくこと。 
①「今、あなたが熱中してることは？」スクリプトを６００字で作成すること 
2 回 復習：①のスクリプトを４００字に修正して、それを２００字にまとめるこ
と。 
予習：②「あなたのセールスポイントは？」スクリプトを６００字で作成するこ
と。 
3 回 復習：②のスクリプトを４００字に修正して、それを２００字にまとめるこ
と。 
予習③「あなたの得意なことは？」スクリプトを６００字で作成すること。 
4 回 復習：③のスクリプトを４００字に修正して、それを２００字にまとめるこ
と。 
予習：④「あなたにとって⼈生最大のピンチは？」スクリプトを６００字で作成
すること。 
5 回 復習：④のスクリプトを４００字に修正して、それを２００字にまとめるこ
と。 
予習：⑤「あなたの趣味は？」スクリプトを６００字で作成すること。 
6 回 復習：⑤のスクリプトを４００字に修正して、それを２００字にまとめるこ
と。 
予習：⑥「あなたの尊敬する⼈物は？」スクリプトを６００字で作成すること。 
7 回 復習：⑥のスクリプトを４００字に修正して、それを２００字にまとめるこ
と。 
予習：⑦「最近、関心あることは？」スクリプトを６００字で作成すること。 
8 回 復習：⑦のスクリプトを４００字に修正して、それを２００字にまとめるこ



と。 
予習：⑧「あなたのターニングポイントは？」スクリプトを６００字で作成する
こと。 
9 回 復習：⑧のスクリプトを４００字に修正して、それを２００字にまとめるこ
と。 
予習：⑨「あなたにとって１番大切にしているのものは？」スクリプトを６００
字で作成すること。 
10 回 復習：⑨のスクリプトを４００字に修正して、それを２００字にまとめる
こと。 
予習：⑩「最近のニュースで印象に残っていることは？」スクリプトを６００字
で作成すること。 
11 回 復習：⑩のスクリプトを４００字に修正して、それを２００字にまとめる
こと。 
予習：⑪「あなたをキーワードで表現してください？」スクリプトを６００字で
作成すること。 
12 回 復習：⑪のスクリプトを４００字に修正して、それを２００字にまとめる
こと。 
予習：⑫「あなたの夢は？」スクリプトを６００字で作成すること。 
13 回 復習：⑫のスクリプトを４００字に修正して、それを２００字にまとめる
こと。 
予習：⑬「あなたの職業感は？」スクリプトを６００字で作成すること。 
14 回 復習：⑬のスクリプトを４００字に修正して、それを２００字にまとめる
こと。 
予習：⑭「あなたの 5 年後は？」スクリプトを６００字で作成すること。 
15 回 復習：⑭のスクリプトを４００字に修正して、それを２００字にまとめる
こと。 
予習：⑮「あなたの志望動機は？」スクリプトを６００字で作成すること。 

 



年度 2012 
授業コード FB25321 
成績評価 期末試験（100％） 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB25321 外国史 
担当教員名 志野 敏夫 
単位数 2 
教科書 各⼈のもつ「高校世界史」（高校時代の教科書） 
アクティブラーニング  
キーワード ヨーロッパ⼈の世界観、近代、明治維新 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 外国史 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に紹介する 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FB25321 
実務経験のある教員  
達成目標 1.現代ヨーロッパ社会の前提としての、前近代ヨーロッパ史を理解する 

2.「近代」とはどのようなものであるかを理解する 
3.明治維新を世界史的な視野の中で理解する 
4.年号を覚えることだけが歴史の勉強ではないことを理解する 

受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 7 階、志野研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 World History 
関連科目 東アジアの歴史 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 現代社会は 19 世紀のヨーロッパによる世界侵略がベースとなって形作られてい

ることを理解するとともに、そのヨーロッパ⼈の世界観に影響を与えたヨーロッ
パの歴史についても理解する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション、および、歴史を学ぶことの意義について講義する。 

2 回 歴史を学ぶときに留意すべき点、特にテキストクリティークについて講義
する。 
3 回 現代ヨーロッパの前提としてのヨーロッパ古代史、とくに、古代ギリシャの



「⺠主政治」について講義する。 
4 回 引き続き現代ヨーロッパの前提としてのヨーロッパ古代史、とくに、古代ロ
ーマの「皇帝」の意味と、キリスト教の考え方・普及について講義する 
5 回 現代ヨーロッパの前提としてのヨーロッパ中世史、とくに、キリスト教教会
の政治的支配について講義する 
6 回 引き続き現代ヨーロッパの前提としてのヨーロッパ中世史、とくに、封建制
と闘争の歴史について講義する。 
7 回 現代ヨーロッパの前提としてのヨーロッパ近世史、とくに、中世の変質の概
要について講義する。 
8 回 引き続き現代ヨーロッパの前提としてのヨーロッパ近世史、とくに、ルネサ
ンスと近代科学への変化について講義する。 
9 回 引き続き現代ヨーロッパの前提としてのヨーロッパ近世史、とくに、キリス
ト教会、政治の変化について講義する。 
10 回 近代社会の形成について講義する。 
11 回 近代社会の成立と資本主義・帝国主義について講義する。 
12 回 ヨーロッパ列強による世界侵略について講義する。 
13 回 列強の侵略と、中国の近代化について講義する。 
14 回 列強の侵略と、日本の近代化について講義する。 
15 回 帝国主義と世界分割、特にアジア方面について講義する。 

準備学習 1 回 歴史の勉強を「暗記モノ」と考えてよいのか。歴史をなぜ学ぶのかを考えて
おくこと。 
2 回 歴史を学ぶ意義についての前回の復習をしておくこと。 
3 回 高校世界史（古代ギリシャ・ローマ）の復習をしておくこと。 
4 回 「⺠主主義」に対する現代ヨーロッパ⼈の思いについての前回の復習と、キ
リスト教の基本的教義について予習しておくこと。 
5 回 高校世界史（中世ヨーロッパ）の復習をしておくこと。 
6 回 教会が政治を支配することについての前回の復習をしておくこと。 
7 回 現代の世界政治のグローバルスタンダードとヨーロッパ中世封建制社会と
の関連について復習するとともに、高校世界史（近世ヨーロッパ）の復習をして
おくこと。 
8 回 近代科学の考え方についての前回の復習をしておくこと。 
9 回 前回の復習をしておくこと。 
10 回 高校世界史（近代ヨーロッパ）の復習をしておくこと。 
11 回 近代社会の要諦についての前回の復習をしておくこと。 
12 回 高校世界史（東アジアへの列強の侵略）の復習をしておくこと。 
13 回 高校世界史（清末）の復習をしておくこと。 
14 回 高校日本史（幕末・明治維新）の復習、とくに日本の近代化に焦点を置い
て復習をしておくこおと。 
15 回 日本の近代化を世界史に位置付けた前回の復習をしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB25322 
成績評価 定期試験（８０％）、小レポート（２０％） 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB25322 比較文化論 
担当教員名 髙池 久隆 
単位数 2 
教科書 ドイツ⼈の価値観／岩村 偉史／ （三修社） 
アクティブラーニング  
キーワード 文化、異文化、比較文化、ドイツ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ・前回の授業の振り返りが⻑い。→ バランスに気を配るようにします。 

・あまり厳密に出欠確認しないでほしい。 → 厳密に行ないます。 
・プリントがあればもっとわかりやすい。 → テキストの記述が多く、ポイン
トをピックアップしているくらいですので、プリントを配って関心が拡散するこ
とを避けたいと思い、あえて配布を控えています。 

科目名 比較文化論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 新聞やテレビ・ラジオのニュースなどを通して世界の動きに注目してほしい。 
シラバスコード FB25322 
実務経験のある教員  
達成目標 文化の多様性について認識できること。さまざまな習慣の相違に遭遇したとき、

優劣を問うのではなく、相違を生み出す文化的背景に関心を持つことができるこ
と。 

受講者へのコメント 外国文化への関心をふまえつつ日本文化にも目を向けてください。 
連絡先 一学舎３階 髙池研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ８）「毎回の学習目標明示を」をマークした⼈が五名いました。心がけます。 
  「説明に工夫を」をマークした⼈が三名いました。丁寧な説明を心がけます。 
９）「受講者が多すぎる」をマークした⼈が１２名いました。１００名を超える受
講生は多すぎると思いますが、自由な受講という観点からやむを得ないと考えま
す。 
  「⿊板をもっと利用」をマークした⼈が四名いました。丁寧な板書を心がけ
ます。 
  「私語への注意」をマークした⼈が三名いました。気づいた時には注意して
いるのですが、徹底するようにします。 



英文科目名 Comparative Cultures 
関連科目 文学 
次回に向けての改善変更予定 特にありません。 
講義目的 異質な文化圏との比較を通じて自らの価値観を常に相対化することは、今日の社

会を生きるために欠かせない姿勢である。本講義では、日本とドイツを比較し、
文化の特殊・普遍の諸相について考察する。このことを通じて、受講生が固定化
した価値観を柔軟に相対化できるよう、その手がかりの提供を目指す。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の進め方、成績評価、などについての説明をする。 

2 回 ドイツの自然と言葉について概観する。 
3 回 ドイツの歴史と政治体制について説明する。 
4 回 ドイツにおける街づくりの特徴について説明する。 
5 回 ドイツにおける環境問題への取り組みについて説明する。 
6 回 ドイツ社会におけるキリスト教の影響⼒について説明する。 
7 回 ドイツにおける女性の社会的地位をめぐる問題について説明する。 
8 回 ドイツにおける⼈々の暮らしについて説明する。 
9 回 ドイツにおける食生活について説明する。 
10 回 ドイツにおける資格と職業の関係について説明する。 
11 回 ドイツにおける教育問題について説明する。 
12 回 ドイツ⼈と労働について説明する。 
13 回 ドイツ再統一がもたらした課題について説明する。 
14 回 ドイツにおける社会福祉について説明する。 
15 回 「中欧の国」としてのドイツの課題について説明する。 

準備学習 1 回 シラバスを読み、質問事項を整理しておくこと。 
2 回 テキストの１６〜２９ページ（自然と言葉）を読み、質問事項を整理してお
くこと。 
3 回 テキストの３０〜５０ページ（連邦共和国とは）を読み、質問事項を整理し
ておくこと。 
4 回 テキストの５１〜６４ページ（都市と交通）を読み、質問事項を整理してお
くこと。 
5 回 テキストの６５〜８４ページ（環境と秩序）を読み、質問事項を整理してお
くこと。 
6 回 テキストの８５〜１１５ページ（暮らしの中のキリスト教）を読み、質問事
項を整理しておくこと。 
7 回 テキストの１１６〜１３４ページ（女性をめぐる状況）を読み、質問事項を
整理しておくこと。 
8 回 テキストの１３５〜１４８ページ（住居と暮らし）を読み、質問事項を整理
しておくこと。 
9 回 テキストの１４９〜１６５ページ（食生活）を読み、質問事項を整理してお
くこと。 
10 回 テキストの１６６〜１７６ページ（資格を大切にする社会）を読み、質問
事項を整理しておくこと。 



11 回 テキストの１７７〜１９６ページ（教育の現場では）を読み、質問事項を
整理しておくこと。 
12 回 テキストの１９７〜２１６ページ（ドイツ⼈の働き方）を読み、質問事項
を整理しておくこと。 
13 回 テキストの２１７〜２２９ページ（ドイツ再統一から２０年）を読み、質
問事項を整理しておくこと。 
14 回 テキストの２３０〜２６０ページ（社会的市場経済の国）を読み、質問事
項を整理しておくこと。 
15 回 テキストの２６１〜２８７ページ（「中欧の国」ドイツ）を読み、質問事項
を整理しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB25331 
成績評価 定期試験（８０％）、小レポート（２０％） 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB25331 文学 
担当教員名 髙池 久隆 
単位数 2 
教科書 増補 ドイツ文学案内／手塚 富雄、神品 芳夫／ （岩波文庫） 
アクティブラーニング  
キーワード 文学、ドイツ 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 ・テストのためだけの講義のような気がしておもしろくない。 

→テストのためだけ、というつもりはないのですが、授業である以上、テストの
ことは常に念頭にあります。 
・記憶に残すための板書が欲しかった。→ここはとくに重要という点を板書する
ようにしています。 

科目名 文学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 新しく読むドイツ文学／三木 恒治／（あきづ文庫） 
授業形態 講義 
注意備考 作品の日本語訳を利用するので、ドイツ語についての知識の有無は問わない。 
シラバスコード FB25331 
実務経験のある教員  
達成目標 言語の多義性に対する認識を得ること。文学作品の解釈において複数の解答があ

りうることを理解し、自らの解釈を作品内の言葉によって根拠づけることができ
るようになること。 

受講者へのコメント  
連絡先 一学舎３階 髙池研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 【E】 
８） 
「説明にもう少し工夫を」（１名）→努⼒を続けます。 
「教科書をもう少し平易なものに」（１名） 
→少し古めの本ですので、言葉遣いがやや難解という印象はあるのですが、他に
適当なものがないという判断をしています。（値段のことも無視できません） 
９） 
「はっきりした声で」（１名）→そのように努めます。 
「板書が良く見えなかった」（１名）→文字の配置に配慮します。 
「⿊板をもっと利用して」（１名）→ここはとくに重要という点を板書するよう



にしています。 
「授業の開始、終了時間を守ってほしい」（１名） 

英文科目名 Literature 
関連科目 比較文化論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 外国の文学作品を読む場合、それを生み出した国・時代に固有な文化が色濃く反

映していることを認識すると同時に、時空を超える普遍的問題の数々にも出会
う。本講義では、ドイツ語圏の文学を対象として、各作家・作品に見られる諸問
題を検討する。そのことを通じて、今の日本に住む私たちにとって距離的にも時
代的にも大きく隔たる作家・作品の抱える問題が特殊性と普遍性の両面を持って
いることについての理解を目指す。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の進め方、成績評価、などについての説明をする。 

2 回 ドイツ文学の特徴について概観する。 
3 回 ドイツ中世の文学について説明する。 
4 回 レッシングを中心に啓蒙主義時代の文学について説明する。 
5 回 若いゲーテの文学活動について説明する。 
6 回 円熟期のゲーテ、ならびに若いシラーの文学活動について説明する。 
7 回 円熟期のシラーの文学活動について説明する。 
8 回 ロマン派に属する詩⼈たち（シュレーゲル兄弟、ノヴァーリス他）の文学活
動について説明する。 
9 回 ハイネの文学活動について説明する。 
10 回 トーマス・マンの文学活動について説明する。（１） 
11 回 トーマス・マンの文学活動について説明する。（２） 
12 回 カフカの文学活動について説明する。（１） 
13 回 カフカの文学活動について説明する。（２） 
14 回 第二次世界大戦後のドイツにおける文学状況を概観する。（１） 
15 回 第二次世界大戦後のドイツにおける文学状況を概観する。（２） 

準備学習 1 回 シラバスをよく読み、質問事項を整理しておくこと。 
2 回 テキストの１５〜２３ページ（序説）を読み、質問事項を整理しておくこ
と。 
3 回 テキストの２４〜３６ページ（中世期）を読み、質問事項を整理しておくこ
と。 
4 回 テキストの５１〜５７ページ（啓蒙主義とレッシング）を読み、質問事項を
整理しておくこと。 
5 回 テキストの５８〜７０ページ（シュトゥルム・ウント・ドラングの地盤）を
読み、質問事項を整理しておくこと。 
6 回 テキストの７１〜１２３ページ（ゲーテ）を読み、質問事項を整理しておく
こと。 
7 回 テキストの１２４〜１３９ページ（シラー）を読み、質問事項を整理してお
くこと。 
8 回 テキストの１６７〜１８７ページ（ロマン主義）を読み、質問事項を整理し



ておくこと。 
9 回 テキストの１９７〜２０１ページ（ハイネ）を読み、質問事項を整理してお
くこと。 
10 回 テキストの２８４〜２８８ページ（トーマス・マン）を読み、質問事項を
整理しておくこと。 
11 回 配布したプリントを読み、作品についての自らの考えを整理しておくこと。 
12 回 テキストの２８０〜２８１ページ（カフカ）を読み、質問事項を整理して
おくこと。 
13 回 配布したプリントを読み、作品についての自らの考えを整理しておくこと。 
14 回 テキストの２８９〜３０７ページ（第二次世界大戦以降）を読み、質問事
項を整理しておくこと。 
15 回 配布したプリントを読み、作品についての自らの考えを整理しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB25332 
成績評価 定期試験(100%) 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB25332 経済学 
担当教員名 山下 賢二＊ 
単位数 2 
教科書 ① １からの経済学／中谷武・中村保編著（碩学舎／中央経済社） 

ISBN : 9784502680809 
② プリント(ホームページからダウンロード。URL は第 1 回目の講義で指示す
る。） 

アクティブラーニング  
キーワード ミクロ経済学・マクロ経済学・家計・企業・政府・消費・投資・市場・国⺠所得・

経済政策 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 率直な意見に感謝する。 
科目名 経済学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 講義では，微分（偏微分・全微分含む）を多用する。高校で「数学Ⅲ」を履修し

ていることが望ましい。試験は定期試験期間中に行い、試験形態は筆記試験とす
る。 

シラバスコード FB25332 
実務経験のある教員  
達成目標 基本的な経済理論を理解できるようになること，様々な経済問題を科学的・論理

的に把握できるようになること 
受講者へのコメント 経済学の初歩的な部分を講義したが、機会があればコンソーシアム岡山などを利

用して基礎〜応用レベルの経済学もまなんでもらえればありがたい。 
また、講義の中で利用した数学の知識については他分野を学習する上でも役立つ
ものである。 

連絡先 岡山商科大学経済学部 山下賢二研究室 kenyamashita@po.osu.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 妥当な評価である。 
良い評価を得ているので継続する。 

英文科目名 Economics 
関連科目 企業と⼈間 
次回に向けての改善変更予定 よりわかりやすい講義に努める。 



講義目的 経済現象は日々変化しており，その把握は経済理論の助けなしでは困難なものが
ある。本講義では，経済現象に対する科学的・論理的な冷静なる視点を養うこと
を目的として，若干の数学を用いながら，経済理論の最も基本的な部分を講義す
る。主として，個々の経済主体や個々の市場の経済行動を取り扱うミクロ経済理
論について講義するが，国レベルでの経済行動を取り扱うマクロ経済理論につい
ても講義する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 経済学とは何かについての概要を講義する。 

2 回 ミクロ経済理論のうち消費者の理論について講義する。 
特に消費者行動の原則と効用の概念について講義する。 
3 回 ミクロ経済理論のうち消費者の理論について講義する。 
特に無差別曲線と効用関数の関係について講義する。 
4 回 ミクロ経済理論のうち消費者の理論について講義する。 
特に最適消費点の導出について講義する。 
5 回 ミクロ経済理論のうち消費者の理論について講義する。 
特に最適消費点を解析的に求める方法について講義する。 
6 回 ミクロ経済理論のうち企業の理論について講義する。 
特に企業行動の原則と生産関数について講義する。 
7 回 ミクロ経済理論のうち企業の理論について講義する。 
特に生産関数と等量曲線の関係について講義する。 
8 回 ミクロ経済理論のうち企業の理論について講義する。 
特に生産関数と費用関数の関係について講義する。 
9 回 ミクロ経済理論のうち企業の理論について講義する。 
特にＳ字型短期生産関数を用いた損益分岐点、操業停止点の導出について講義す
る。 
10 回 ミクロ経済理論のうち企業の理論について講義する。 
特にＳ字型短期費用関数を用いた損益分岐点、操業停止点の導出について講義す
る。 
11 回 ミクロ経済理論のうち市場の理論について講義する。 
特に完全競争市場の有様について講義する。 
12 回 ミクロ経済理論のうち市場の理論について講義する。 
特に不完全競争市場の有様について講義する。 
13 回 マクロ経済理論について講義する。 
特に国⺠所得の概念について講義する。 
14 回 マクロ経済理論について講義する。 
特に⻑期の理論の概要と⻑期における経済政策について講義する。 
15 回 マクロ経済理論について講義する。 
特に短期の理論の概要と短期における経済政策について講義する。 

準備学習 1 回 新聞などから経済ニュースを読んでおくこと（※内容は何でもよい。） 
2 回 1.微分の復習をしておくこと 2.第 1 回目の講義で指示したホームページか
ら資料をダウンロードしておくこと 
3 回 第 2 回目の講義の復習をしておくこと 



4 回 第 3 回目の講義の復習をしておくこと 
5 回 第 4 回目の講義の復習をしておくこと 
6 回 企業行動の原則について考えておくこと 
7 回 第 6 回目の講義の復習をしておくこと 
8 回 第 7 回目の講義の復習をしておくこと 
9 回 第 8 回目の講義の復習をしておくこと 
10 回 第 9 回目の講義の復習をしておくこと 
11 回 1.企業の理論で取り扱った「完全競争市場」がどのようなものかについて
復習をしておくこと 2.独占市場について考えておくこと 
12 回 第 11 回目の講義の復習をしておくこと 
13 回 GDP（国内総生産）や経済成⻑に関する新聞記事を読んでおくこと（※ど
の新聞でもよい） 
14 回 1.第 13 回目の講義の復習をしておくこと 
2.最近の失業問題についての新聞記事を読んでおくこと（※どの新聞でもよい） 
3.財政政策・金融政策についての新聞記事を読んでおくこと（※同上） 
15 回 第 14 回目の講義の復習をしておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FB25341 
成績評価 定期試験(100%) 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB25341 経済学 
担当教員名 山下 賢二＊ 
単位数 2 
教科書 ① １からの経済学／中谷武・中村保編著（碩学舎／中央経済社） 

ISBN : 9784502680809 
② プリント(ホームページからダウンロード。URL は第 1 回目の講義で指示す
る。） 

アクティブラーニング  
キーワード ミクロ経済学・マクロ経済学・家計・企業・政府・消費・投資・市場・国⺠所得・

経済政策 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 適切な回答であった。 
科目名 経済学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 講義では，微分（偏微分・全微分含む）を多用する。高校で「数学Ⅲ」を履修し

ていることが望ましい。試験は定期試験期間中に行い、試験形態は筆記試験とす
る。 

シラバスコード FB25341 
実務経験のある教員  
達成目標 基本的な経済理論を理解できるようになること，様々な経済問題を科学的・論理

的に把握できるようになること 
受講者へのコメント 手法などは他科目にも応用できるだろうから、時に応じて思い出してほしい。 
連絡先 岡山商科大学経済学部 山下賢二研究室 kenyamashita@po.osu.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 適切な評価である。 
英文科目名 Economics 
関連科目 企業と⼈間 
次回に向けての改善変更予定 当該期は若干、⿊板の字が乱れ気味だったとのことなので注意する。 
講義目的 経済現象は日々変化しており，その把握は経済理論の助けなしでは困難なものが

ある。本講義では，経済現象に対する科学的・論理的な冷静なる視点を養うこと
を目的として，若干の数学を用いながら，経済理論の最も基本的な部分を講義す
る。主として，個々の経済主体や個々の市場の経済行動を取り扱うミクロ経済理



論について講義するが，国レベルでの経済行動を取り扱うマクロ経済理論につい
ても講義する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 経済学とは何かについての概要を講義する。 

2 回 ミクロ経済理論のうち消費者の理論について講義する。 
特に消費者行動の原則と効用の概念について講義する。 
3 回 ミクロ経済理論のうち消費者の理論について講義する。 
特に無差別曲線と効用関数の関係について講義する。 
4 回 ミクロ経済理論のうち消費者の理論について講義する。 
特に最適消費点の導出について講義する。 
5 回 ミクロ経済理論のうち消費者の理論について講義する。 
特に最適消費点を解析的に求める方法について講義する。 
6 回 ミクロ経済理論のうち企業の理論について講義する。 
特に企業行動の原則と生産関数について講義する。 
7 回 ミクロ経済理論のうち企業の理論について講義する。 
特に生産関数と等量曲線の関係について講義する。 
8 回 ミクロ経済理論のうち企業の理論について講義する。 
特に生産関数と費用関数の関係について講義する。 
9 回 ミクロ経済理論のうち企業の理論について講義する。 
特にＳ字型短期生産関数を用いた損益分岐点、操業停止点の導出について講義す
る。 
10 回 ミクロ経済理論のうち企業の理論について講義する。 
特にＳ字型短期費用関数を用いた損益分岐点、操業停止点の導出について講義す
る。 
11 回 ミクロ経済理論のうち市場の理論について講義する。 
特に完全競争市場の有様について講義する。 
12 回 ミクロ経済理論のうち市場の理論について講義する。 
特に不完全競争市場の有様について講義する。 
13 回 マクロ経済理論について講義する。 
特に国⺠所得の概念について講義する。 
14 回 マクロ経済理論について講義する。 
特に⻑期の理論の概要と⻑期における経済政策について講義する。 
15 回 マクロ経済理論について講義する。 
特に短期の理論の概要と短期における経済政策について講義する。 

準備学習 1 回 新聞などから経済ニュースを読んでおくこと（※内容は何でもよい。） 
2 回 1.微分の復習をしておくこと 2.第 1 回目の講義で指示したホームページか
ら資料をダウンロードしておくこと 
3 回 第 2 回目の講義の復習をしておくこと 
4 回 第 3 回目の講義の復習をしておくこと 
5 回 第 4 回目の講義の復習をしておくこと 
6 回 企業行動の原則について考えておくこと 
7 回 第 6 回目の講義の復習をしておくこと 



8 回 第 7 回目の講義の復習をしておくこと 
9 回 第 8 回目の講義の復習をしておくこと 
10 回 第 9 回目の講義の復習をしておくこと 
11 回 1.企業の理論で取り扱った「完全競争市場」がどのようなものかについて
復習をしておくこと 2.独占市場について考えておくこと 
12 回 第 11 回目の講義の復習をしておくこと 
13 回 GDP（国内総生産）や経済成⻑に関する新聞記事を読んでおくこと（※ど
の新聞でもよい） 
14 回 1.第 13 回目の講義の復習をしておくこと 
2.最近の失業問題についての新聞記事を読んでおくこと（※どの新聞でもよい） 
3.財政政策・金融政策についての新聞記事を読んでおくこと（※同上） 
15 回 第 14 回目の講義の復習をしておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FB25342 
成績評価 小テスト（30％）、期末試験（70％） 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB25342 日本の文化と歴史Ⅱ 
担当教員名 志野 敏夫 
単位数 2 
教科書 特にない 
アクティブラーニング  
キーワード 日本文化、日本の歴史、日本の地理、日本語 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 日本の文化と歴史Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に紹介する 
授業形態 講義 
注意備考 辞書・翻訳機は必携のこと。留学生はできる限り受講すること。 
シラバスコード FB25342 
実務経験のある教員  
達成目標 1.音読み、訓読みの区別になれる 

2.日本の地方について、基本的な事項を覚える 
3.日本の習慣や文化を理解する 
4.よりこなれた日本語を話せるようにする 

受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 7 階、志野研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Culture and History of Japan II 
関連科目 東アジアの歴史 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 日本語の文化的背景を理解しつつ、日本語表現を学習する 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 漢字の音読み・訓読みについて講義する 

2 回 岡山の地理について講義する 
3 回 岡山の歴史について講義する 
4 回 日本の地方区分と都道府県を教える 
5 回 北海道地方と東北地方の地理と文化について講義する 
6 回 北陸地方の地理と文化について講義する 



7 回 関東地方の地理と文化について講義する 
8 回 これまでの復習ののち、小テストを実施、その後その解説を行う 
9 回 中部地方の地理と文化を講義する 
10 回 近畿地方の地理と文化を講義する 
11 回 中国地方の地理と文化を講義する 
12 回 四国地方の地理と文化を講義する 
13 回 九州地方・沖縄地方の地理と文化を講義する 
14 回 日本の正月にまつわる習慣を紹介する。 
15 回 いままでの復習を行なう。 

準備学習 1 回 前期開講の「日本の文化と歴史Ⅰ」の復習をしておくこと。 
2 回 漢字の読み方についての前回講義の復習をしておくこと。 
3 回 前回講義の復習をし、岡山の主要都市を覚えておくこと。 
4 回 前回講義の復習をしておくこと。 
5 回 前回講義の復習をし、北海道・東北地方の県名・県庁所在地を覚えておくこ
と。 
6 回 前回講義の復習をし、また北陸地方の県名・県庁所在地を覚えておくこと。 
7 回 前回講義の復習をし、関東地方の県名・県庁所在地を覚えておくこと。 
8 回 これまでの復習をし、日本の県名・県庁所在地を覚えておくこと。 
9 回 これまでの復習をし、中部地方の県名・県庁所在地を覚えておくこと。 
10 回 前回講義の復習をし、近畿地方の県名・県庁所在地を覚えておくこと。 
11 回 前回講義の復習をし、中国地方の県名・県庁所在地を覚えておくこと。 
12 回 前回講義の復習をし、四国地方の県名・県庁所在地を覚えておくこと。 
13 回 前回講義の復習をし、」九州・沖縄地方の県名・県庁所在地を覚えておくこ
と。 
14 回 いままでの復習をしておくこと。 
15 回 いままでの復習をしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB25352 
成績評価 定期試験において 100 パーセント評価する。得点 100 点中 60 点以下は不合格と

する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB25352 倫理と宗教 
担当教員名 ⽥路 慧＊ 
単位数 2 
教科書 ⼈生観の哲学／⽥路 慧／ふくろう出版 
アクティブラーニング  
キーワード 善と悪、理性と信仰、神と霊魂、自由と平等、⼈格と自由。 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 テキスト・講義が難しいとのことであるが、難しいからこそ自ら努⼒し、何度も

読み、予習・復習をして、また質問をして、理解するよう努⼒すべきである。や
さしいこと、わかりやすいことばかりばかり求めていては、全く成⻑しない。精
神的にも肉体的にも困難に取り組み、自ら努⼒するべきではないか。自分を鍛え
ることが大切である。 

科目名 倫理と宗教 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ⼈間と生命／⽥路 慧／ふくろう出版 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FB25352 
実務経験のある教員  
達成目標 倫理と宗教に関する基礎的的知識・教養を体得するとともに自ら探求する動機を

与える。さらに倫理的・宗教的思考⼒を鍛え、発言し行動する⼒、コミュニケー
ション⼒を身に着ける。 

受講者へのコメント 折角、学生の根源的倫理的・宗教的思考⼒、表現⼒、コミュニケーション⼒を育
成するため、問答法・討論形式の講義を行い、レポート提出、論述式試験を行っ
ているのに、学生の自発的、主体的な参加意欲が低く、発言も少ないのが残念で
ある。自分の意見を持っていないようである。自分から思考⼒・表現⼒を養って
おかないと就職の時など将来困るのではないか。与えられることに慣れきってい
るようである。もっと積極的にならないと暗記だけでは何も身に付かないであろ
う。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 一応予想通りで問題ないと思う。 
英文科目名 Ethics and Religion 



関連科目  
次回に向けての改善変更予定 受講者が多く、大教室なので後ろの方に座ると⿊板が見にくいのは当然である。

できるだけ大きな字を書くが、学生もできるだけ前方に座り、更に板書に頼らず、
講義自体をノートすべきである。私語がほとんどなく、講義中の出入りも少ない
のは感心である。 

講義目的 倫理と宗教は⼈間存在の基底をなす事柄である。われわれ⼈間は倫理と宗教を離
れて生きることは出来ない。しかるに現代は倫理と宗教に⼈々は無関心で無視す
ることも多い。その果ては⼈々の心は荒廃し空虚となり、不安や焦燥に駆られ、
非行や犯罪、アル中、うつ病、自殺が蔓延することとなった。本講義では倫理と
宗教の基礎的知識を教授すると共に、学生たちが正当な倫理的・宗教的思考⼒を
体得し、混迷する社会をたくましく生き抜く⼒を身に着けることを目指す。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ⼈間・自己・社会・自然・霊界・超越者、肉体・精神・霊魂、性・生老病死・

不老不死、慣習・習俗・掟・道徳・法、業と運命と自由、恩寵・罪・罰、信仰と
理性など「倫理と宗教」の基礎概念を講義する。 
2 回 ⼈生において逃れることの出来ない限界状況・危機的状況における⼈間の
倫理と宗教について映画『⼈間』を活用し講義する。 
3 回 前回に続き倫理と宗教の根源である限界状況における⼈間のあり方を、⼈
間の自我の構造の分析を通して講義する。 
4 回 日本古代における倫理と宗教について「死と再生」の古神道を中心に抗議す
る。 
5 回 中国古代における倫理と宗教について、孔子と老子、儒教と道教を中心に講
議する。 
6 回 古代ギリシャにおける倫理と宗教について、ソクラテスを中心に講義する。 
7 回 旧約聖書における倫理と宗教についてユダヤ教・キリスト教・イスラム教を
中心に講義する。 
8 回 キリスト教思想における倫理と宗教についてカトリックとプロテスタント
を中心に講義する。 
9 回 ⻄洋近代における倫理と宗教についてデカルト・カントとロックの思想を
中心に講義する。 
10 回 原始仏教における倫理と宗教についてゴータマ・ブッダの『ダンマパダ』
を中心に講義する。 
11 回 大乗仏教における倫理と宗教について『般若心経』と『無量寿経』を中心
に講義する。 
12 回 日本中・近世における倫理と宗教について法然と親鸞の思想を中心に講義
する。 
13 回 日本中・近世における倫理と宗教について道元・日蓮・尊徳を中心に講義
する。 
14 回 現代社会における倫理と宗教の諸問題についてカルト教団の問題を中心に
講義する。 
15 回 前回に続き現代社会における倫理と宗教の諸問題を国家と宗教の関係を中
心に講義する。 



準備学習 1 回 講義の内容を確認し、テキストとともに関連のある新聞・雑誌の記事や文献
などを読み、また関連のあるテレビ・ラジオ番組なども視聴しておくこと。 
2 回 テキスト『⼈生観の哲学』の「ヤスパース」の章をよく読んでおくこと。 
3 回 これまで自分が直面した不安・苦悩・闘争・運・挫折・罪・後悔・絶望など
限界状況の体験を思い出し整理しておくこと。 
4 回 正月の初詣や彼岸の墓参りなどの体験や、神や仏や霊、仏壇や神棚、お寺や
神社についてどう思うか整理しておくこと。 
5 回 テキストの「孔子」の章をよく読しておくこと。 
6 回 テキストの「ソクラテス」の章をよく読んでおくこと。 
7 回 テキストの「イエス・キリスト」の章、旧約聖書・新約聖書をよく読んでお
くこと。 
8 回 ルターなどの宗教改⾰関連の文献を読んでおくこと。近くにキリスト教会
があれば訪ねて見ること。 
9 回 テキストの「デカルト」「カント」「ロック」の章をよく読んでおくこと。 
10 回 テキストの「ゴータマ・ブッダー釈尊」の章を良く読んでおくこと。 
11 回 日本⼈の大好きな色即是空の『般若心経』や「念仏」について調べておく
こと。また機会をつくってお寺に行き仏像を拝見したりお説教を聴いておくこ
と。 
12 回 テキストの「親鸞」の章をよく読んでおくこと。五木寛之の小説『親鸞』
を読んでおくこと。 
13 回 テキストの「道元」とくに「二宮尊徳」の章をよく読んでおくこと。 
14 回 新興宗教や除霊・呪術、オカルトやカルト教団について調べておくこと。 
15 回 現代社会における倫理と宗教の諸問題を調べ理解し心構えをもっておくこ
と。 

 



年度 2012 
授業コード FB25511 
成績評価 課題（小レポート）３０％、試験７０％によって評価する。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB25511 マスメディア論 
担当教員名 木村 邦彦 
単位数 2 
教科書 適宜、資料などを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 情報社会、マス・コミュニケーション、ジャーナリズム 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 マスメディア論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜、紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 日ごろ、社会の動きに関心を持って講義に出席して欲しい。 
シラバスコード FB25511 
実務経験のある教員  
達成目標 ・マスメディアには「情報の伝達」という本来の役割に加えて、「権⼒の監視」と

いう重要な 役割があることを学ぶ。 
・マスメディアは、新聞や放送の“オールド・メディア”に、インターネットの“ニ
ュー・メ ディア”が加わり、マルチメディアの世界を作っている。市⺠は、マス
メディアに利用されるのでなく、逆に、マスメディアを利用しなければならない
ことを学び、今なすべきことを考える。 

受講者へのコメント  
連絡先 木村邦彦研究室（２１号館７階）kimura@soci.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mass Media-Theory and Practice 
関連科目 ジャーナリズム論、情報メディア、情報と社会、コミュニケーションを履修する

ことが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 「情報」を伝える「マスメディア」には、活字メディアの「新聞」「出版」と、電

波メディアの「電信」「放送（ラジオ、テレビ）」、映像メディアには「写真」「映
画」があり、他に「広告」が加わる。近年登場した「インターネット」も“ニュー・
マスメディア”として、大きな役割を持ってきている。いわばマルチメディアの
時代だが、同時に、いくつかの問題が噴出し始めている。講義では、マスメディ



アを理解するために、それぞれのメディアの特徴、役割、流れを学びながら、課
題を探る。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 マスメディアの概略と社会における役割についての説明する。 

2 回 インターネット時代の中で変化する放送をテーマに学習する。ラジオ、テレ
ビの変遷をたどりながら、現代における課題を考察する。 
3 回 課題を突き付けられたテレビを取り上げて、これからのあり方を考察する。
業界の自浄作用を焦点に学習する。 
4 回 放送のデジタル化に焦点を合わせ、インターネットとの融合を考察する。 
5 回 インターネットと活字メディア、なかでも新聞との融合を学習する。焦点に
「インターネットの広がりで、新聞はなくなるのか」をおき、欧米、日本の状況
をもとに考察する。 
6 回 インターネット時代における新聞の生き残り策を学習する。欧米における
コンパクト化、日本におけるカラー化から電子化への歩みと課題を考察する。 
7 回 揺れ動く新聞に焦点を合わせる。新聞雑学ともいえる、新聞の種類、発行部
数の変遷、広告の変遷などを学び、欧米、日本の新聞について考察する。 
8 回 中間まとめとして、インターネットと放送、新聞の融合について復習する。 
9 回 新聞をテーマに学習する。日本の新聞の特徴である「パックジャーナリズ
ム」を取り上げ、記者クラブの存在について考察する。 
10 回 新聞のマスメディア機能を考える。取材、編集から制作までを学習すると
ともに、”生命線”ともいえるニュースの価値判断について考察する。 
11 回 コミュニテー社会におけるマスメディアとして、フリーペーパーをテーマ
に学習する。日本と欧米のフリーペーパーの違いを取り上げ、さらにインターネ
ット時代を絡めての日本のフリーペーパーについて考察する。 
12 回 マスメディアの一角を担う広告をテーマに取り上げて、役割と課題を学習
する。 
広告業界の外部講師を招いて、動きが激しい現場の生の動きを紹介、学習する。 
13 回 活字メディアでもある出版をテーマに、主として雑誌の変遷を考察する。
電子化の中での存在価値について、学習する。 
14 回 マスメディアとしての映像の歴史を学習する。歴史の瞬間を切り取ると言
われた写真の登場、映画への変遷を学習する。 
15 回 マスメディアは“第 4 の権⼒”といわれる。地位を固めてきた経過とともに、
現在のマスメディアの抱える課題をまとめ、将来のあり方を考察する。 

準備学習 前回の学習内容を復習、理解して講義に臨むこと。 
日々のニュースに接しておくこと。できれば、というより、文書⼒などを身に着
けるためにも、必ず日々の新聞を読んで講義に出席すること。 
講義は、最近の社会の動きをテーマにする。毎講義、気になったり、関心のあっ
たニュースを書いてもらうので、コンパクトにまとめてくること。 

 



年度 2012 
授業コード FB25512 
成績評価 課題提出(60％)定期試験(40％)60 点以上を合格とする。  

定期試験の受講資格は原則として必要な課題を提出できたものに限る。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 工学部(〜12),総合情報学部(〜12) 
見出し FB25512 文章表現法Ⅰ 
担当教員名 尾崎 美恵＊ 
単位数 2 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード 己を知り、相手の心をつかもう 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 文章表現法Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 必要に応じ参考資料を配布 
授業形態 講義 
注意備考 受講生の⼈数によっては授業のスケジュール変更もありえる。講義の性格上、毎

回文章作成の課題提出があり、課題も授業もかなり厳しいことを理解した上で、
受講すること。 
原則として、無断で３回以上課題提出ができていない学生並びに無断で３回以上
講義を休んだ学生は試験を受けられない。文章は手書きではなく、パソコンのワ
ード機能を使って作成し、課題提出はインターネットを利用する。 

シラバスコード FB25512 
実務経験のある教員  
達成目標 自分の過去、現在、未来の出来事を通して自己分析をする。 

自分自身の言葉で自分の体験や意思を明確に表現する。 
決められた文字数で説得⼒のある文章を作成する。 

受講者へのコメント  
連絡先 bonjourmie@kyf.biglobe.ne.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Technical Writing I 
関連科目 プレゼンテーションⅠ、プレゼンテーションⅡ、文章表現法Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 自分の経験を言葉にして文章にまとめ、それを更に、相手が興味を引く文章にす

る。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 就職活動におけるエントリーシートの役割 
自己体験を言語化し、それを的確に他⼈に伝えるポイントを説明する 
インターネットによる講座の履修登録について説明する。 
①「今、熱中していることは？」スクリプトの作成を指導する。 
2 回 受講生何⼈かの提出課題①を皆で共有し「どうすれば説得⼒のある文章が
書けるか」話し合い、その考察で得たポイントを基に個々が提出課題①を修正出
来るように指導する。 
②「あなたのセールスポイントは？」スクリプトの作成を指導する。 
3 回 受講生何⼈かの提出課題②を皆で共有し「どうすれば説得⼒のある文章が
書けるか」話し合い、その考察で得たポイントを基に個々が提出課題②を修正出
来るように指導する。 
③「あなたの得意なことは？」スクリプトの作成を指導する。 
4 回 受講生何⼈かの提出課題③を皆で共有し「どうすれば説得⼒のある文章が
書けるか」話し合い、その考察で得たポイントを基に個々が提出課題③を修正出
来るように指導する。 
④「あなたにとって⼈生最大のピンチは？」スクリプトの作成を指導する。 
5 回 受講生何⼈かの提出課題④を皆で共有し「どうすれば説得⼒のある文章が
書けるか」話し合い、その考察で得たポイントを基に個々が提出課題④を修正出
来るように指導する。 
⑤「あなたの趣味は？」スクリプトの作成を指導する。 
6 回 受講生何⼈かの提出課題⑤を皆で共有し「どうすれば説得⼒のある文章が
書けるか」話し合い、その考察で得たポイントを基に個々が提出課題⑤を修正出
来るように指導する。 
⑥「あなたの尊敬する⼈物は？」スクリプトの作成を指導する。 
7 回 受講生何⼈かの提出課題⑥を皆で共有し「どうすれば説得⼒のある文章が
書けるか」話し合い、その考察で得たポイントを基に個々が提出課題⑥を修正出
来るように指導する。 
⑦「最近、関心のあることは？」スクリプトの作成を指導する。 
8 回 受講生何⼈かの提出課題⑦を皆で共有し「どうすれば説得⼒のある文章が
書けるか」話し合い、その考察で得たポイントを基に個々が提出課題⑦を修正出
来るように指導する。 
⑧「あなたのターニングポイントは？」スクリプトの作成を指導する。 
9 回 受講生何⼈かの提出課題⑧を皆で共有し「どうすれば説得⼒のある文章が
書けるか」話し合い、その考察で得たポイントを基に個々が提出課題⑧を修正出
来るように指導する。 
⑨「あなたにとって１番大切なものは？」スクリプトの作成を指導する。 
10 回 受講生何⼈かの提出課題⑨を皆で共有し「どうすれば説得⼒のある文章が
書けるか」話し合い、その考察で得たポイントを基に個々が提出課題⑨を修正出
来るように指導する。 
⑩「最近のニュースで印象に残っていることは？」スクリプトの作成を指導する。 
11 回 受講生何⼈かの提出課題⑩を皆で共有し「どうすれば説得⼒のある文章が
書けるか」話し合い、その考察で得たポイントを基に個々が提出課題⑩を修正出



来るように指導する。 
⑪「あなたをキーワードで表現してください」スクリプトの作成を指導する。 
12 回 受講生何⼈かの提出課題⑪を皆で共有し「どうすれば説得⼒のある文章が
書けるか」話し合い、その考察で得たポイントを基に個々が提出課題⑪を修正出
来るように指導する。 
⑫「あなたの夢は？」スクリプトの作成を指導する。 
13 回 受講生何⼈かの提出課題⑫を皆で共有し「どうすれば説得⼒のある文章が
書けるか」話し合い、その考察で得たポイントを基に個々が提出課題⑫を修正出
来るように指導する。 
⑬「あなたの職業感は？」スクリプトの作成を指導する。 
14 回 受講生何⼈かの提出課題⑬を皆で共有し「どうすれば説得⼒のある文章が
書けるか」話し合い、その考察で得たポイントを基に個々が提出課題⑬を修正出
来るように指導する。 
⑭「あなたの 5 年後は？」スクリプトの作成を指導する。 
15 回 受講生何⼈かの提出課題⑭を皆で共有し「どうすれば説得⼒のある文章が
書けるか」話し合い、その考察で得たポイントを基に個々が提出課題⑭を修正出
来るように指導する。 
⑮「あなたの志望動機は？」スクリプトの作成を指導する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。 
大学のキャリヤセンターやインターネットで就職情報を集めておくこと。 
①「今、あなたが熱中してることは？」スクリプトを６００字で作成すること 
2 回 復習：①のスクリプトを４００字に修正して、それを２００字にまとめるこ
と。 
予習：②「あなたのセールスポイントは？」スクリプトを６００字で作成するこ
と。 
3 回 復習：②のスクリプトを４００字に修正して、それを２００字にまとめるこ
と。 
予習③「あなたの得意なことは？」スクリプトを６００字で作成すること。 
4 回 復習：③のスクリプトを４００字に修正して、それを２００字にまとめるこ
と。 
予習：④「あなたにとって⼈生最大のピンチは？」スクリプトを６００字で作成
すること。 
5 回 復習：④のスクリプトを４００字に修正して、それを２００字にまとめるこ
と。 
予習：⑤「あなたの趣味は？」スクリプトを６００字で作成すること。 
6 回 復習：⑤のスクリプトを４００字に修正して、それを２００字にまとめるこ
と。 
予習：⑥「あなたの尊敬する⼈物は？」スクリプトを６００字で作成すること。 
7 回 復習：⑥のスクリプトを４００字に修正して、それを２００字にまとめるこ
と。 
予習：⑦「最近、関心あることは？」スクリプトを６００字で作成すること。 
8 回 復習：⑦のスクリプトを４００字に修正して、それを２００字にまとめるこ



と。 
予習：⑧「あなたのターニングポイントは？」スクリプトを６００字で作成する
こと。 
9 回 復習：⑧のスクリプトを４００字に修正して、それを２００字にまとめるこ
と。 
予習：⑨「あなたにとって１番大切にしているのものは？」スクリプトを６００
字で作成すること。 
10 回 復習：⑨のスクリプトを４００字に修正して、それを２００字にまとめる
こと。 
予習：⑩「最近のニュースで印象に残っていることは？」スクリプトを６００字
で作成すること。 
11 回 復習：⑩のスクリプトを４００字に修正して、それを２００字にまとめる
こと。 
予習：⑪「あなたをキーワードで表現してください？」スクリプトを６００字で
作成すること。 
12 回 復習：⑪のスクリプトを４００字に修正して、それを２００字にまとめる
こと。 
予習：⑫「あなたの夢は？」スクリプトを６００字で作成すること。 
13 回 復習：⑫のスクリプトを４００字に修正して、それを２００字にまとめる
こと。 
予習：⑬「あなたの職業感は？」スクリプトを６００字で作成すること。 
14 回 復習：⑬のスクリプトを４００字に修正して、それを２００字にまとめる
こと。 
予習：⑭「あなたの 5 年後は？」スクリプトを６００字で作成すること。 
15 回 復習：⑭のスクリプトを４００字に修正して、それを２００字にまとめる
こと。 
予習：⑮「あなたの志望動機は？」スクリプトを６００字で作成すること。 

 



年度 2012 
授業コード FB25521 
成績評価 レポート(30 点)／小テスト(20 点)／定期考査(50 点) 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB25521 日本国憲法 
担当教員名 中⻄ 俊二 
単位数 2 
教科書 テキスト日本国憲法(改訂版)／中⻄俊二／大学教育出版 
アクティブラーニング  
キーワード 国⺠主権、基本的⼈権、個⼈の尊厳、平和主義、法の支配 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 レベルが高く、内容も良いとの評価をしてくれる記述、また、憲法について知ら

なかったことを知ることができて良かったとの記述がある一方、説明が分からな
いとの記述もあった。受講生の授業への積極性の有無が評価が分かれる原因では
ないかと思う。全く予習も復習もしなければ、そして教科書も見なければどんな
講義でも理解は難しいと考える。 

科目名 日本国憲法 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 法学六法／信山社／憲法判例百選 I[第５版]別冊ジュリスト／有斐閣 
授業形態 講義 
注意備考 新聞等を読み、日々生起する政治的・社会的事象に対して憲法的問題意識をもっ

て講義に出席すること。『法学六法』(信山社)は常に机上に置き、参照しながら受
講すること。毎回、教科書巻末の択一問題を解き提出すること。 

シラバスコード FB25521 
実務経験のある教員  
達成目標 「個⼈の尊厳」を基本とする「法の支配」の理解と国⺠主権・基本的⼈権・平和

主義という基本原理に立って、政治的・社会的問題に対して憲法的論究ができる
こと。 

受講者へのコメント [A]授業に対する取り組み：授業時間外の週当たり学習時間：「全くしなかった」
が４９．４％、「３０分程度」が３２、６％、「１時間程度」が１２．４％であっ
た。週当たりの学習時間であるから、１日に換算すれば１０分以下ということに
なる。これで、学習目標が達成できるわけがない。努⼒が必要である。 

連絡先 第一学舎３階研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 [B]授業における成⻑：授業のよかった点：「この分野への理解が深まった」が４
９．４％、「この分野への興味・関心が高まった」が３４．８％であった。[c]総
合評価：教員の意欲：「感じられた」が５２．８％、「少し感じられた」が２５．
８％、授業満足度：「満足」が２５．８％、「ほぼ満足」が３２．６％、「普通」が
３６．０％であった。教員の意欲で「少し」とはどういう状態を意味するのか学



生に訊いてみたい。 
英文科目名 The Constitution of Japan 
関連科目 法学 
次回に向けての改善変更予定 授業満足度の「満足」の割合がより増加するように、日頃から最近の最高裁判例

等を引用して基本的⼈権の保障という授業目標を教示していきたい。 
講義目的 憲法は、国家と国⺠の関係を規律する国家の根本法である。では、日本国憲法は、

いかなる理念と根本原理に基づいて成立しているのか。いかなる基本的⼈権の制
限・侵害が問題とされ、その侵害からの救済はどのようにして可能となるのか。
具体的事件に関わる判例を適宜取り上げ、基本的⼈権と違憲審査制に焦点を当て
て、日本国憲法の法理を考察する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションをかねて憲法とは何かを考え、広義と狭義の意味を解

説する。日本国憲法がいかなる経緯から制定されるに至ったか、明治憲法の改正
手続きに言及する。 
2 回 国家と憲法の関係および立憲主義の意義と内容について講義する。特に三
権分立がどのような機能をはたしているかを解説する。さらに、明治憲法の特徴
にも言及する。 
3 回 国⺠主権と憲法の最高法規性について考える。憲法は国法秩序の最高法規
と解されているが、それは何故なのか、個⼈の尊厳および国⺠主権との関係で理
解を深めるよう解説する。憲法９６条は、憲法改正を定めるが、改正に限界はな
いのか問題提起をする。さらに、憲法８１条の違憲審査制に関わって司法消極主
義について説明する。 
4 回 自由主義的⺠主制と平和主義を取り扱い、自由の確保と憲法９条の戦争の
放棄について解説する。判例として「恵庭事件」および「⻑沼事件」を取り上げ
ることにする。憲法９条の解釈を理解し、集団的自衛権にも言及する。 
5 回 憲法の私⼈間効⼒について解説する。憲法は、基本的に国家と国⺠の関係を
規律するものであるが、憲法規定は私⼈間にも及ぶのかをいう重要な問題を、「三
菱樹脂事件」および「昭和女子大事件」を判例として取り上げ、基本的⼈権の保
障の法的効果として、私⼈による権利侵害を防ぐために憲法規定はどのように私
⼈間に適用されるべきかを考えることにする。 
6 回 憲法１３条の幸福追求権という包括的⼈権規定を根拠とするいわゆる「新
しい⼈権」の内容と判例について講義する。判例としては、「『宴のあと』事件」
「京都府学連事件」「北方ジャーナル事件」「大阪空港公害訴訟事件」等を取り上
げ、「新しい⼈権」について考察する。 
7 回 憲法１４条の「法の下の平等」の趣旨と合理的な差別並びに判例について解
説する。憲法違反とならない合理的な差別か否かを判断するため、「二重の基準」
について言及する。さらに、判例として「堀木訴訟」「尊属殺⼈事件」「議員定数
不均衡と選挙の平等」を取り上げることにする。 
8 回 憲法１９条の思想・良心の自由と判例について講義する。保障の内容と他の
精神的自由権との関係を理解させるように解説する。判例としては、「良心の自
由と謝罪広告の強制」「麹町中学内申書事件」「国歌⻫唱等と思想・良心の自由」
等を取り上げることにする。 



9 回 憲法２０条の信教の自由の内容と限界について講義する。その理解を深め
るため、「政教分離の原則」を憲法２０条３項および８９条との関係で解説する。
判例としては、「津地鎮祭事件」「愛媛県玉串料訴訟」「剣道実技拒否事件」等を取
り上げることにする。 
10 回 憲法２３条が保障する学問の自由の内容と大学の自治について講義する。
制度的保障としての大学の自治における学生の地位についても言及する。判例と
しては、「旭川学テ事件」「劇団ポポロ事件」を取り上げることにする。 
11 回 ⺠主主義国家において最も重要な⼈権の一つである憲法２１条１項の表現
の自由について講義する。表現の自由の内容としての知る権利、報道の自由、取
材の自由について説明し、取材源秘匿の自由については問題提起する。また、表
現の自由の経済的自由に対する優越的地位について解説する。さらに、２１条２
項の検閲の問題として税関検査を取り上げる。判例は、「猿払事件」「博多駅事件」
「新潟県公安条例事件」「チャタレイ事件」等を取り扱い受講生の理解を深める
ことにする。 
12 回 憲法２２条１項の定める経済的自由について講義する。同条の保障する職
業選択の自由および２９条１項の財産権保障規定に由来する営業の自由とその
制限について解説する。制限の内容としては、消極目的規制と積極目的規制の違
いによる合憲性判定基準の区別を理解させるように授業を進めることにする。取
り上げる判例としては、「薬局開設の距離制限事件」「小売市場距離制限事件」「公
衆浴場の適正配置規制事件」等とする。 
13 回 ⼈身の自由に焦点を当てて講義する。具体的には、憲法１８条の奴隷的拘
束からの自由、３１条の適正手続の保障、３３条以下の令状主義、３７条の迅速
な公開裁判を受ける権利、３８条の自己負罪の拒否について解説する。判例とし
ては、「川崎⺠商事件」「緊急逮捕前の捜索・差押事件」「ポケット所持品検査事
件」「高⽥事件」等を取り上げることにする。 
14 回 憲法２５条の保障する生存権について講義する。成立の背景として福祉国
家と生存権の関係、法的性質および生存権と環境権について解説する。判例とし
ては、「朝日訴訟」「堀木訴訟」「大阪空港公害訴訟事件」「厚木基地公害訴訟事件」
を取り上げることにする。 
15 回 国務請求権と参政権について講義する。前者については、憲法１７条の国
家賠償請求権を、後者については、４０条については、刑事補償請求権を取り扱
うことにする。いずれも明治憲法下では認められなかった基本的⼈権である。ま
た、３２条の裁判を受ける権利について８２条の「裁判」との関係に言及する。
判例としては、「板まんだら事件」を取り上げることとする。国⺠主権のあらわれ
としての参政権については、国⺠投票制についても説明をするとともに、選挙の
原則について理解できるように授業を進めることにする。 

準備学習 1 回 【オリエンテーション 憲法とは何か】法学六法にある日本国憲法の前文を
読んでおくこと。 
2 回 【憲法と立憲主義】教科書を読み、立憲主義について予習しておくこと。 
3 回 【憲法の最高法規性】教科書を読み、憲法の最高法規性について予習してお
くこと。 
4 回 【自由主義的⺠主制と平和主義】教科書を読み、⺠主制について予習してお



くこと。 
5 回 【憲法の私⼈間効⼒】教科書を読み、憲法規定の適用範囲について予習して
おくこと。 
6 回 【新しい⼈権】教科書を読み、新しい⼈権について予習しておくこと。 
7 回 【法の下の平等】教科書を読み、法の下の平等について予習しておくこと。 
8 回 【思想・良心の自由】教科書を読み、思想・良心の自由について予習してお
くこと。 
9 回 【信教の自由】教科書を読み、信教の自由について予習しておくこと。 
10 回 【学問の自由】教科書を読み、学問の自由について予習しておくこと。 
11 回 【表現の自由】教科書を読み、表現の自由について予習しておくこと。 
12 回 【経済的自由】教科書を読み、経済的自由について予習しておくこと。 
13 回 【⼈身の自由】教科書を読み、令状主義について予習しておくこと。 
14 回 【生存権】教科書を読み、生存権について予習しておくこと。 
15 回 【国務請求権と参政権】国務請求権および参政権について教科書を読み、
予習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB25522 
成績評価 課題（小レポート）３０％、試験７０％によって評価する。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し fb25522 マスメディア論 
担当教員名 木村 邦彦 
単位数 2 
教科書 適宜、資料などを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 情報社会、マス・コミュニケーション、ジャーナリズム 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 マスメディア論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜、紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 日ごろ、社会の動きに関心を持って講義に出席して欲しい。 
シラバスコード FB25522 
実務経験のある教員  
達成目標 ・マスメディアには「情報の伝達」という本来の役割に加えて、「権⼒の監視」と

いう重要な 役割があることを学ぶ。 
・マスメディアは、新聞や放送の“オールド・メディア”に、インターネットの“ニ
ュー・メ ディア”が加わり、マルチメディアの世界を作っている。市⺠は、マス
メディアに利用されるのでなく、逆に、マスメディアを利用しなければならない
ことを学び、今なすべきことを考える。 

受講者へのコメント  
連絡先 木村邦彦研究室（２１号館７階）kimura@soci.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mass Media-Theory and Practice 
関連科目 ジャーナリズム論、情報メディア、情報と社会、コミュニケーションを履修する

ことが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 「情報」を伝える「マスメディア」には、活字メディアの「新聞」「出版」と、電

波メディアの「電信」「放送（ラジオ、テレビ）」、映像メディアには「写真」「映
画」があり、他に「広告」が加わる。近年登場した「インターネット」も“ニュー・
マスメディア”として、大きな役割を持ってきている。いわばマルチメディアの
時代だが、同時に、いくつかの問題が噴出し始めている。講義では、マスメディ



アを理解するために、それぞれのメディアの特徴、役割、流れを学びながら、課
題を探る。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 マスメディアの概略と社会における役割についての説明する。 

2 回 インターネット時代の中で変化する放送をテーマに学習する。ラジオ、テレ
ビの変遷をたどりながら、現代における課題を考察する。 
3 回 課題を突き付けられたテレビを取り上げて、これからのあり方を考察する。
業界の自浄作用を焦点に学習する。 
4 回 放送のデジタル化に焦点を合わせ、インターネットとの融合を考察する。 
5 回 インターネットと活字メディア、なかでも新聞との融合を学習する。焦点に
「インターネットの広がりで、新聞はなくなるのか」をおき、欧米、日本の状況
をもとに考察する。 
6 回 インターネット時代における新聞の生き残り策を学習する。欧米における
コンパクト化、日本におけるカラー化から電子化への歩みと課題を考察する。 
7 回 揺れ動く新聞に焦点を合わせる。新聞雑学ともいえる、新聞の種類、発行部
数の変遷、広告の変遷などを学び、欧米、日本の新聞について考察する。 
8 回 中間まとめとして、インターネットと放送、新聞の融合について復習する。 
9 回 新聞をテーマに学習する。日本の新聞の特徴である「パックジャーナリズ
ム」を取り上げ、記者クラブの存在について考察する。 
10 回 新聞のマスメディア機能を考える。取材、編集から制作までを学習すると
ともに、”生命線”ともいえるニュースの価値判断について考察する。 
11 回 コミュニテー社会におけるマスメディアとして、フリーペーパーをテーマ
に学習する。日本と欧米のフリーペーパーの違いを取り上げ、さらにインターネ
ット時代を絡めての日本のフリーペーパーについて考察する。 
12 回 マスメディアの一角を担う広告をテーマに取り上げて、役割と課題を学習
する。 
広告業界の外部講師を招いて、動きが激しい現場の生の動きを紹介、学習する。 
13 回 活字メディアでもある出版をテーマに、主として雑誌の変遷を考察する。
電子化の中での存在価値について、学習する。 
14 回 マスメディアとしての映像の歴史を学習する。歴史の瞬間を切り取ると言
われた写真の登場、映画への変遷を学習する。 
15 回 マスメディアは“第 4 の権⼒”といわれる。地位を固めてきた経過とともに、
現在のマスメディアの抱える課題をまとめ、将来のあり方を考察する。 

準備学習 前回の学習内容を復習、理解して講義に臨むこと。 
日々のニュースに接しておくこと。できれば、というより、文書⼒などを身に着
けるためにも、必ず日々の新聞を読んで講義に出席すること。 
講義は、最近の社会の動きをテーマにする。毎講義、気になったり、関心のあっ
たニュースを書いてもらうので、コンパクトにまとめてくること。 

 



年度 2012 
授業コード FB25531 
成績評価 定期試験（７０％）、提出課題（３０％）により成績を評価する。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB25531 健康の科学 
担当教員名 森 博史 
単位数 2 
教科書 講義で資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 健康観、生活習慣病、マズローの欲求階層説、心身症、自己実現 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「聴き取りやすい講義だった」「生活の中で必要な知識が高まった」「一般教養を

学べて満足しました。今回の授業を活かして、良い社会⼈になりたい」「スライド
の文字を大きくして欲しい」の記述があり、不備な点は改善し、より分かりやす
く内容のある講義にしていきたい。 

科目名 健康の科学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指定しない。 
授業形態 講義 
注意備考 課題の提出期限を守ること。受講希望者が多数の場合、⼈数調整をすることがあ

る。 
シラバスコード FB25531 
実務経験のある教員  
達成目標 ①きわめて多様な価値観が共存する今日の社会の中では、心身両面の健康課題も

多い。 
 健康を保持増進するためには、正しい知識と適切な行動が重要であることが理
解できること。 
②生活習慣病とその予防法を理解すること。 
③マズローの欲求階層説と、適応規制について理解すること。 
④心身症について正しく理解すること。 
⑤自己実現に必要な能⼒について理解すること。 

受講者へのコメント 現在では、自分自身で健康を獲得していかなければならないという考えにたち、
将来にわたってよりよく生きていくために、健康について主体的に学び、考え、
判断し、責任ある決定をすることができるようになってほしい。 

連絡先 第一学舎３階 森 博史研究室 mori@dls.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 A、授業に対するあなたの取り組み方について 
「授業時間外に学習を全くしなかった」と「宿題などの指示された課題に取り組
んだ」の回答が多かった。将来にわたってよりよく生きていくために、主体的に



学んでほしい。 
B、「この分野への理解が深まった」「この分野への興味・関心が高まった」とい
う回答が多かったのはよかった。 
C、総合評価 
より目標達成ができ、満足度が高くなるよう、意欲を持って授業をしたい。 

英文科目名 Health and Physical Science 
関連科目 生涯スポーツⅠ、Ⅱ、Ⅲを履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 より興味・関心がわく教材や旬の話題を取り入れていきたい。また、質問や発言

の機会を増やし、積極的に授業に参加できるようにしたい。 
講義目的 世界有数の⻑寿国となったわが国ではあるが、国⺠が健康を謳歌し、元気で活気

のある生活を送れているかは疑問である。近年の健康問題は、生活習慣病（ガン・
脳卒中・心臓病など）や心の病気（心身症など）が主要となり、ライフスタイル
（個⼈や集団の生き方）が健康水準に大きく影響していることが明らかになって
いる。現在では、自分自身で健康を獲得していかなければならないという考えに
たち、将来にわたってよりよく生きていくために、一⼈ひとりが健康について主
体的に学び、考え、判断し、責任ある決定をすることができるようにする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の進め方、内容・目的・受講の心得について説明する。ホメオスタシス

（恒常性）について説明する。 
2 回 健康を意識し始める思春期以降、いろいろと変化する健康観（健康の捉え
方）と、健康の定義について説明する。 
3 回 わが国の平均寿命と死亡率からみた健康水準の変化と、死亡状況と傷病状
況からみた疾病構造の変化について説明する。 
4 回 「成⼈病」という用語が「生活習慣病」に変わった経緯と、「自業自得病」
といわれる理由を説明する。また、病気を進行させる生活習慣について説明する。 
5 回 主な生活習慣病の病名と症状について説明する。 
6 回 サイレントキラー（忍び寄る沈黙の殺⼈者）について説明する。 
7 回 生活習慣病の予防法（定期健診・食生活・運動・休養）について説明する。 
8 回 マズローの欲求階層説について説明する。 
9 回 適応機制（自我防衛機制）の種類と問題点について説明する。 
10 回 メンタルヘルス（精神衛生）を理解するため、ストレスとストレスマネジ
メントについて説明する。 
11 回 現代社会の抱える問題がストレスの原因となり、⼈々の精神状態に様々な
ひずみを与えていることについて説明する。 
12 回 心身相関の仕組みと心身症について説明する。 
13 回 嗜好品が及ぼす健康への影響について説明する。 
14 回 性感染症（ＳＴＤ）の種類と問題点（増加の原因）について説明する。 
15 回 価値観の変化と自己実現（自己形成と精神の健康）について説明する。講
義全体のまとめをする。 

準備学習 1 回 授業内容の確認と復習。次回授業までに、健康観（健康の捉え方）と健康の
定義について予習を行うこと。 
2 回 ホメオスタシス（恒常性）について説明できるように復習を行うこと。次回



授業までに、わが国の疾病構造の歴史的変遷について予習を行うこと。。 
3 回 近年の健康の定義について説明できるように復習を行うこと。次回授業ま
でに、「成⼈病」が「生活習慣病」といわれるようになった経緯について予習を行
うこと。 
4 回 わが国の健康水準と疾病構造の変化について復習を行うこと。次回授業ま
でに、メタボリックシンドロームについて予習を行うこと。 
5 回 「成⼈病」が「生活習慣病」といわれるようになった経緯について説明でき
るように復習を行うこと。次回授業までに、サイレントキラー（忍び寄る沈黙の
殺⼈者）とよばれる生活習慣病について予習を行うこと。 
6 回 生活習慣病について復習を行うこと。次回授業までに、生活習慣病の予防法
について予習を行うこと。 
7 回 サイレントキラー（忍び寄る沈黙の殺⼈者）について説明できるように復習
を行うこと。次回授業までに、マズローの欲求階層説について予習を行うこと。 
8 回 生活習慣病の予防法について復習を行うこと。次回授業までに、適応機制に
ついて予習を行うこと。 
9 回 マズローの欲求階層説について説明できるように復習を行うこと。次回授
業までに、ストレッサーとストレスについて予習を行うこと。 
10 回 適応機制の問題点について説明できるように復習を行うこと。次回授業ま
でに、現代社会とストレスについて予習を行うこと。 
11 回 ストレスとストレスマネジメントについて復習を行うこと。次回授業まで
に、心身症について予習を行うこと。 
12 回 現代社会の抱える問題が⼈々の精神状態に与えているひずみについて復習
を行うこと。次回授業までに、どのような嗜好品が健康へ影響を与えているかに
ついて予習を行うこと。 
13 回 心身相関の仕組みと心身症について説明ができるように復習を行うこと。
次回授業までに、性感染症（STD)の種類と問題点について予習を行うこと。 
14 回 嗜好品が及ぼす健康への影響について復習を行うこと。次回授業までに、
自己実現とはどのようなことか予習を行うこと。 
15 回 性感染症の予防について復習を行うこと。自分自身で健康を獲得していか
なければならないという考えと、心身の健康においては、個々⼈の生活の質
（QOL）や生きがいが重要な要因となることを理解し、生活習慣について予習す
ることが望ましい。 

 



年度 2012 
授業コード FB25532 
成績評価 レポート(30 点)／小テスト(20 点)／定期考査(50 点) 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB25532 日本国憲法 
担当教員名 中⻄ 俊二 
単位数 2 
教科書 テキスト日本国憲法(改訂版)／中⻄俊二／大学教育出版 
アクティブラーニング  
キーワード 国⺠主権、基本的⼈権、個⼈の尊厳、平和主義、法の支配 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 教科書を変えて欲しいという要望が１件あったが、その理由が書いてない。使用

教科書は講義担当の中⻄本⼈が執筆したもので、最後に復習を兼ねて提出用択一
問題を用意している。用語等が難しい部分があるかもしれないが、適宜「用語の
意味」というページを設けてわざわざ法律用語の解説も分かりやすく行ってい
る。2011 年に改訂もしている。教科書を変更する必要性を見いだせない。 

科目名 日本国憲法 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 法学六法／信山社／憲法判例百選 I[第５版]別冊ジュリスト／有斐閣 
授業形態 講義 
注意備考 新聞等を読み、日々生起する政治的・社会的事象に対して憲法的問題意識をもっ

て講義に出席すること。『法学六法』(信山社)は常に机上に置き、参照しながら受
講すること。毎回、教科書巻末の択一問題を解き提出すること。 

シラバスコード FB25532 
実務経験のある教員  
達成目標 「個⼈の尊厳」を基本とする「法の支配」の理解と国⺠主権・基本的⼈権・平和

主義という基本原理に立って、政治的・社会的問題に対して憲法的論究ができる
こと。 

受講者へのコメント 新聞やニュースに関心を持ち、憲法問題を意識して、講義に出席してもらいらい。
予習・復習の励行は講義内容を理解する上で必須のことである。 

連絡先 第一学舎３階研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 [A]2)授業時間外の学習について、「全くしなかった」が 59.4％もいた。もう少し
予習・復習を励行してもらいたい。[B]授業における成⻑について、「この分野へ
の理解が深まった」が 69.6％、「この分野への興味・関心が高まった」が 21.7％
であった。[C]の授業満足度では、「満足」が 44.9％、「ほぼ満足」が 24.6％であ
った。「満足」が 50 パーセントを超えるように努⼒したい。 

英文科目名 The Constitution of Japan 



関連科目 法学 
次回に向けての改善変更予定 教科書の判例だけでなく、より現代的憲法的話題を新聞・ニュース・法律雑誌か

ら取材し、条文と関係づけて分かりやすく解説していく。 
講義目的 憲法は、国家と国⺠の関係を規律する国家の根本法である。では、日本国憲法は、

いかなる理念と根本原理に基づいて成立しているのか。いかなる基本的⼈権の制
限・侵害が問題とされ、その侵害からの救済はどのようにして可能となるのか。
具体的事件に関わる判例を適宜取り上げ、基本的⼈権と違憲審査制に焦点を当て
て、日本国憲法の法理を考察する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションをかねて憲法とは何かを考え、広義と狭義の意味を解

説する。日本国憲法がいかなる経緯から制定されるに至ったか、明治憲法の改正
手続きに言及する。 
2 回 国家と憲法の関係および立憲主義の意義と内容について講義する。特に三
権分立がどのような機能をはたしているかを解説する。さらに、明治憲法の特徴
にも言及する。 
3 回 国⺠主権と憲法の最高法規性について考える。憲法は国法秩序の最高法規
と解されているが、それは何故なのか、個⼈の尊厳および国⺠主権との関係で理
解を深めるよう解説する。憲法９６条は、憲法改正を定めるが、改正に限界はな
いのか問題提起をする。さらに、憲法８１条の違憲審査制に関わって司法消極主
義について説明する。 
4 回 自由主義的⺠主制と平和主義を取り扱い、自由の確保と憲法９条の戦争の
放棄について解説する。判例として「恵庭事件」および「⻑沼事件」を取り上げ
ることにする。憲法９条の解釈を理解し、集団的自衛権にも言及する。 
5 回 憲法の私⼈間効⼒について解説する。憲法は、基本的に国家と国⺠の関係を
規律するものであるが、憲法規定は私⼈間にも及ぶのかをいう重要な問題を、「三
菱樹脂事件」および「昭和女子大事件」を判例として取り上げ、基本的⼈権の保
障の法的効果として、私⼈による権利侵害を防ぐために憲法規定はどのように私
⼈間に適用されるべきかを考えることにする。 
6 回 憲法１３条の幸福追求権という包括的⼈権規定を根拠とするいわゆる「新
しい⼈権」の内容と判例について講義する。判例としては、「『宴のあと』事件」
「京都府学連事件」「北方ジャーナル事件」「大阪空港公害訴訟事件」等を取り上
げ、「新しい⼈権」について考察する。 
7 回 憲法１４条の「法の下の平等」の趣旨と合理的な差別並びに判例について解
説する。憲法違反とならない合理的な差別か否かを判断するため、「二重の基準」
について言及する。さらに、判例として「堀木訴訟」「尊属殺⼈事件」「議員定数
不均衡と選挙の平等」を取り上げることにする。 
8 回 憲法１９条の思想・良心の自由と判例について講義する。保障の内容と他の
精神的自由権との関係を理解させるように解説する。判例としては、「良心の自
由と謝罪広告の強制」「麹町中学内申書事件」「国歌⻫唱等と思想・良心の自由」
等を取り上げることにする。 
9 回 憲法２０条の信教の自由の内容と限界について講義する。その理解を深め
るため、「政教分離の原則」を憲法２０条３項および８９条との関係で解説する。



判例としては、「津地鎮祭事件」「愛媛県玉串料訴訟」「剣道実技拒否事件」等を取
り上げることにする。 
10 回 憲法２３条が保障する学問の自由の内容と大学の自治について講義する。
制度的保障としての大学の自治における学生の地位についても言及する。判例と
しては、「旭川学テ事件」「劇団ポポロ事件」を取り上げることにする。 
11 回 ⺠主主義国家において最も重要な⼈権の一つである憲法２１条１項の表現
の自由について講義する。表現の自由の内容としての知る権利、報道の自由、取
材の自由について説明し、取材源秘匿の自由については問題提起する。また、表
現の自由の経済的自由に対する優越的地位について解説する。さらに、２１条２
項の検閲の問題として税関検査を取り上げる。判例は、「猿払事件」「博多駅事件」
「新潟県公安条例事件」「チャタレイ事件」等を取り扱い受講生の理解を深める
ことにする。 
12 回 憲法２２条１項の定める経済的自由について講義する。同条の保障する職
業選択の自由および２９条１項の財産権保障規定に由来する営業の自由とその
制限について解説する。制限の内容としては、消極目的規制と積極目的規制の違
いによる合憲性判定基準の区別を理解させるように授業を進めることにする。取
り上げる判例としては、「薬局開設の距離制限事件」「小売市場距離制限事件」「公
衆浴場の適正配置規制事件」等とする。 
13 回 ⼈身の自由に焦点を当てて講義する。具体的には、憲法１８条の奴隷的拘
束からの自由、３１条の適正手続の保障、３３条以下の令状主義、３７条の迅速
な公開裁判を受ける権利、３８条の自己負罪の拒否について解説する。判例とし
ては、「川崎⺠商事件」「緊急逮捕前の捜索・差押事件」「ポケット所持品検査事
件」「高⽥事件」等を取り上げることにする。 
14 回 憲法２５条の保障する生存権について講義する。成立の背景として福祉国
家と生存権の関係、法的性質および生存権と環境権について解説する。判例とし
ては、「朝日訴訟」「堀木訴訟」「大阪空港公害訴訟事件」「厚木基地公害訴訟事件」
を取り上げることにする。 
15 回 国務請求権と参政権について講義する。前者については、憲法１７条の国
家賠償請求権を、後者については、４０条については、刑事補償請求権を取り扱
うことにする。いずれも明治憲法下では認められなかった基本的⼈権である。ま
た、３２条の裁判を受ける権利について８２条の「裁判」との関係に言及する。
判例としては、「板まんだら事件」を取り上げることとする。国⺠主権のあらわれ
としての参政権については、国⺠投票制についても説明をするとともに、選挙の
原則について理解できるように授業を進めることにする。 

準備学習 1 回 【オリエンテーション 憲法とは何か】法学六法にある日本国憲法の前文を
読んでおくこと。 
2 回 【憲法と立憲主義】教科書を読み、立憲主義について予習しておくこと。 
3 回 【憲法の最高法規性】教科書を読み、憲法の最高法規性について予習してお
くこと。 
4 回 【自由主義的⺠主制と平和主義】教科書を読み、⺠主制について予習してお
くこと。 
5 回 【憲法の私⼈間効⼒】教科書を読み、憲法規定の適用範囲について予習して



おくこと。 
6 回 【新しい⼈権】教科書を読み、新しい⼈権について予習しておくこと。 
7 回 【法の下の平等】教科書を読み、法の下の平等について予習しておくこと。 
8 回 【思想・良心の自由】教科書を読み、思想・良心の自由について予習してお
くこと。 
9 回 【信教の自由】教科書を読み、信教の自由について予習しておくこと。 
10 回 【学問の自由】教科書を読み、学問の自由について予習しておくこと。 
11 回 【表現の自由】教科書を読み、表現の自由について予習しておくこと。 
12 回 【経済的自由】教科書を読み、経済的自由について予習しておくこと。 
13 回 【⼈身の自由】教科書を読み、令状主義について予習しておくこと。 
14 回 【生存権】教科書を読み、生存権について予習しておくこと。 
15 回 【国務請求権と参政権】国務請求権および参政権について教科書を読み、
予習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB25542 
成績評価 定期試験（７０％）、提出課題（３０％）により成績を評価する。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB25542 健康の科学 
担当教員名 森 博史 
単位数 2 
教科書 講義で資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 健康観、生活習慣病、マズローの欲求階層説、心身症、自己実現 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「健康についてはそれなりしか気にしていなかったが、この講義で深く考えるこ

とができようになり良かった」「声が聞き取りやすくて、説明もわかりやすかっ
た」の回答があった。健康についてしっかり考えられる⼒を付け社会に出てほし
い。 

科目名 健康の科学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指定しない。 
授業形態 講義 
注意備考 課題の提出期限を守ること。受講希望者が多数の場合、⼈数調整をすることがあ

る。 
シラバスコード FB25542 
実務経験のある教員  
達成目標 ①きわめて多様な価値観が共存する今日の社会の中では、心身両面の健康課題も

多い。 
 健康を保持増進するためには、正しい知識と適切な行動が重要であることが理
解できること。 
②生活習慣病とその予防法を理解すること。 
③マズローの欲求階層説と、適応規制について理解すること。 
④心身症について正しく理解すること。 
⑤自己実現に必要な能⼒について理解すること。 

受講者へのコメント 近年の健康問題は、生活習慣病や心の病気が主因となり、ライフスタイルが健康
水準に大きく影響していることを理解し、自分自身で健康を獲得するため、主体
的に学び、考え、判断し、責任ある決定をしてほしい。 

連絡先 第一学舎３階 森 博史研究室 mori@dls.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 【Ｂ】この授業におけるあなたの成⻑について 授業を受けて「この分野への理
解が深まった」「この分野への興味、関心が高まった」という回答が多かった。 
【Ｃ】総合評価 「目標を達成できた」「目標をだいたい達成できた」「教員の意



欲が感じられた」「授業に満足した」「授業にほぼ満足できた」の回答が多かった。
今後も意欲を持って、満足度の高い授業を行っていきたい。 また、【Ｅ】この授
業の目標を達成するために、どのような点を考慮してほしいと感じているか 
「１回の授業で扱う量が多い」「スライドの切り替えなど、授業進行が速すぎ 

英文科目名 Health and Physical Science 
関連科目 生涯スポーツⅠ、Ⅱ、Ⅲを履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 健康について、より理解を深められるような講義にしていきたい。 
講義目的 世界有数の⻑寿国となったわが国ではあるが、国⺠が健康を謳歌し、元気で活気

のある生活を送れているかは疑問である。近年の健康問題は、生活習慣病（ガン・
脳卒中・心臓病など）や心の病気（心身症など）が主要となり、ライフスタイル
（個⼈や集団の生き方）が健康水準に大きく影響していることが明らかになって
いる。現在では、自分自身で健康を獲得していかなければならないという考えに
たち、将来にわたってよりよく生きていくために、一⼈ひとりが健康について主
体的に学び、考え、判断し、責任ある決定をすることができるようにする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の進め方、内容・目的・受講の心得について説明する。ホメオスタシス

（恒常性）について説明する。 
2 回 健康を意識し始める思春期以降、いろいろと変化する健康観（健康の捉え
方）と、健康の定義について説明する。 
3 回 わが国の平均寿命と死亡率からみた健康水準の変化と、死亡状況と傷病状
況からみた疾病構造の変化について説明する。 
4 回 「成⼈病」という用語が「生活習慣病」に変わった経緯と、「自業自得病」
といわれる理由を説明する。また、病気を進行させる生活習慣について説明する。 
5 回 主な生活習慣病の病名と症状について説明する。 
6 回 サイレントキラー（忍び寄る沈黙の殺⼈者）について説明する。 
7 回 生活習慣病の予防法（定期健診・食生活・運動・休養）について説明する。 
8 回 マズローの欲求階層説について説明する。 
9 回 適応機制（自我防衛機制）の種類と問題点について説明する。 
10 回 メンタルヘルス（精神衛生）を理解するため、ストレスとストレスマネジ
メントについて説明する。 
11 回 現代社会の抱える問題がストレスの原因となり、⼈々の精神状態に様々な
ひずみを与えていることについて説明する。 
12 回 心身相関の仕組みと心身症について説明する。 
13 回 嗜好品が及ぼす健康への影響について説明する。 
14 回 性感染症（ＳＴＤ）の種類と問題点（増加の原因）について説明する。 
15 回 価値観の変化と自己実現（自己形成と精神の健康）について説明する。講
義全体のまとめをする。 

準備学習 1 回 授業内容の確認と復習。次回授業までに、健康観（健康の捉え方）と健康の
定義について予習を行うこと。 
2 回 ホメオスタシス（恒常性）について説明できるように復習を行うこと。次回
授業までに、わが国の疾病構造の歴史的変遷について予習を行うこと。。 
3 回 近年の健康の定義について説明できるように復習を行うこと。次回授業ま



でに、「成⼈病」が「生活習慣病」といわれるようになった経緯について予習を行
うこと。 
4 回 わが国の健康水準と疾病構造の変化について復習を行うこと。次回授業ま
でに、メタボリックシンドロームについて予習を行うこと。 
5 回 「成⼈病」が「生活習慣病」といわれるようになった経緯について説明でき
るように復習を行うこと。次回授業までに、サイレントキラー（忍び寄る沈黙の
殺⼈者）とよばれる生活習慣病について予習を行うこと。 
6 回 生活習慣病について復習を行うこと。次回授業までに、生活習慣病の予防法
について予習を行うこと。 
7 回 サイレントキラー（忍び寄る沈黙の殺⼈者）について説明できるように復習
を行うこと。次回授業までに、マズローの欲求階層説について予習を行うこと。 
8 回 生活習慣病の予防法について復習を行うこと。次回授業までに、適応機制に
ついて予習を行うこと。 
9 回 マズローの欲求階層説について説明できるように復習を行うこと。次回授
業までに、ストレッサーとストレスについて予習を行うこと。 
10 回 適応機制の問題点について説明できるように復習を行うこと。次回授業ま
でに、現代社会とストレスについて予習を行うこと。 
11 回 ストレスとストレスマネジメントについて復習を行うこと。次回授業まで
に、心身症について予習を行うこと。 
12 回 現代社会の抱える問題が⼈々の精神状態に与えているひずみについて復習
を行うこと。次回授業までに、どのような嗜好品が健康へ影響を与えているかに
ついて予習を行うこと。 
13 回 心身相関の仕組みと心身症について説明ができるように復習を行うこと。
次回授業までに、性感染症（STD)の種類と問題点について予習を行うこと。 
14 回 嗜好品が及ぼす健康への影響について復習を行うこと。次回授業までに、
自己実現とはどのようなことか予習を行うこと。 
15 回 性感染症の予防について復習を行うこと。自分自身で健康を獲得していか
なければならないという考えと、心身の健康においては、個々⼈の生活の質
（QOL）や生きがいが重要な要因となることを理解し、生活習慣について予習す
ることが望ましい。 

 



年度 2012 
授業コード FB25552 
成績評価 定期試験において 100 パーセント評価する。得点 100 点中 60 点以下は不合格と

する。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB25552 倫理と宗教 
担当教員名 ⽥路 慧＊ 
単位数 2 
教科書 ⼈生観の哲学／⽥路 慧／ふくろう出版 
アクティブラーニング  
キーワード 善と悪、理性と信仰、神と霊魂、自由と平等、⼈格と自由。 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 テキストや講義が難しいとのことであるが、難しいからこそ、自ら予習復習・質

問し、理解するよう努⼒すべきである。やさしいわかりやすいことばかり暗記し
ても成⻑しない。脳は退化するばかりである。与えられることを期待するよりも、
自ら積極的に獲得するよう努⼒することが大切である。分からなければもっと質
問すべきである。 

科目名 倫理と宗教 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ⼈間と生命／⽥路 慧／ふくろう出版 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FB25552 
実務経験のある教員  
達成目標 倫理と宗教に関する基礎的的知識・教養を体得するとともに自ら探求する動機を

与える。さらに倫理的・宗教的思考⼒を鍛え、発言し行動する⼒、コミュニケー
ション⼒を身に着ける。 

受講者へのコメント 倫理的・宗教的知識だけでなく、根源的思考⼒・表現⼒・コミュニケーション⼒
を育成するために、問答法・討論形式の講義形態をとり、レポート提出や論述式
試験を行っているのに、受動的な暗記教育に慣れているためか、自発的・主体的
な学習意欲・参加意欲が低いのが残念である。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 だいたい予想通りの評価で妥当なものだと思う。ただ評価する学生の署名がない
ので、無責任な評価も見られる。 

英文科目名 Ethics and Religion 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 板書の字が読みずらいとのことであるが、大教室で後ろに座れば見づらいのは当



然である。できるだけ大きな字で板書するが、もっと前方に座り，板書に頼らず、
ノートを取りながら講義を聞くべきである。講義では板書よりノートが大事。 

講義目的 倫理と宗教は⼈間存在の基底をなす事柄である。われわれ⼈間は倫理と宗教を離
れて生きることは出来ない。しかるに現代は倫理と宗教に⼈々は無関心で無視す
ることも多い。その果ては⼈々の心は荒廃し空虚となり、不安や焦燥に駆られ、
非行や犯罪、アル中、うつ病、自殺が蔓延することとなった。本講義では倫理と
宗教の基礎的知識を教授すると共に、学生たちが正当な倫理的・宗教的思考⼒を
体得し、混迷する社会をたくましく生き抜く⼒を身に着けることを目指す。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ⼈間・自己・社会・自然・霊界・超越者、肉体・精神・霊魂、性・生老病死・

不老不死、慣習・習俗・掟・道徳・法、業と運命と自由、恩寵・罪・罰、信仰と
理性など「倫理と宗教」の基礎概念を講義する。 
2 回 ⼈生において逃れることの出来ない限界状況・危機的状況における⼈間の
倫理と宗教について映画『⼈間』を活用し講義する。 
3 回 前回に続き倫理と宗教の根源である限界状況における⼈間のあり方を、⼈
間の自我の構造の分析を通して講義する。 
4 回 日本古代における倫理と宗教について「死と再生」の古神道を中心に抗議す
る。 
5 回 中国古代における倫理と宗教について、孔子と老子、儒教と道教を中心に講
議する。 
6 回 古代ギリシャにおける倫理と宗教について、ソクラテスを中心に講義する。 
7 回 旧約聖書における倫理と宗教についてユダヤ教・キリスト教・イスラム教を
中心に講義する。 
8 回 キリスト教思想における倫理と宗教についてカトリックとプロテスタント
を中心に講義する。 
9 回 ⻄洋近代における倫理と宗教についてデカルト・カントとロックの思想を
中心に講義する。 
10 回 原始仏教における倫理と宗教についてゴータマ・ブッダの『ダンマパダ』
を中心に講義する。 
11 回 大乗仏教における倫理と宗教について『般若心経』と『無量寿経』を中心
に講義する。 
12 回 日本中・近世における倫理と宗教について法然と親鸞の思想を中心に講義
する。 
13 回 日本中・近世における倫理と宗教について道元・日蓮・尊徳を中心に講義
する。 
14 回 現代社会における倫理と宗教の諸問題についてカルト教団の問題を中心に
講義する。 
15 回 前回に続き現代社会における倫理と宗教の諸問題を国家と宗教の関係を中
心に講義する。 

準備学習 1 回 講義の内容を確認し、テキストとともに関連のある新聞・雑誌の記事や文献
などを読み、また関連のあるテレビ・ラジオ番組なども視聴しておくこと。 
2 回 テキスト『⼈生観の哲学』の「ヤスパース」の章をよく読んでおくこと。 



3 回 これまで自分が直面した不安・苦悩・闘争・運・挫折・罪・後悔・絶望など
限界状況の体験を思い出し整理しておくこと。 
4 回 正月の初詣や彼岸の墓参りなどの体験や、神や仏や霊、仏壇や神棚、お寺や
神社についてどう思うか整理しておくこと。 
5 回 テキストの「孔子」の章をよく読しておくこと。 
6 回 テキストの「ソクラテス」の章をよく読んでおくこと。 
7 回 テキストの「イエス・キリスト」の章、旧約聖書・新約聖書をよく読んでお
くこと。 
8 回 ルターなどの宗教改⾰関連の文献を読んでおくこと。近くにキリスト教会
があれば訪ねて見ること。 
9 回 テキストの「デカルト」「カント」「ロック」の章をよく読んでおくこと。 
10 回 テキストの「ゴータマ・ブッダー釈尊」の章を良く読んでおくこと。 
11 回 日本⼈の大好きな色即是空の『般若心経』や「念仏」について調べておく
こと。また機会をつくってお寺に行き仏像を拝見したりお説教を聴いておくこ
と。 
12 回 テキストの「親鸞」の章をよく読んでおくこと。五木寛之の小説『親鸞』
を読んでおくこと。 
13 回 テキストの「道元」とくに「二宮尊徳」の章をよく読んでおくこと。 
14 回 新興宗教や除霊・呪術、オカルトやカルト教団について調べておくこと。 
15 回 現代社会における倫理と宗教の諸問題を調べ理解し心構えをもっておくこ
と。 

 



年度 2012 
授業コード FB25711 
成績評価 中間試験(40%)、定期試験(60%)により成績を評価する。 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB25711 論理学 
担当教員名 中島 聰 
単位数 2 
教科書 論理学/中島 聰/ふくろう出版 
アクティブラーニング  
キーワード ⻄洋論理学の歴史 概念・命題・推理 論理的推論の形態と技法 自然言語の記

号処理 論理式の真偽計算 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 理解し易いように説明にもう少し工夫をして欲しい、という⼈が 10%ほどいま

した。自分で予習・復習しておくことが、講義の理解の前提になります。是非毎
週やってください。 
また声が聞き取りにくいという意見もありました。後ろのほうに座る受講生が多
く、なかには私語する者もいて、周りの⼈たちが困っているという話も聞いてい
ます。このような授業態度の者には厳しく注意・指導を引き続きしていくつもり
です。 

科目名 論理学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 教科書巻末に掲載した参考文献を参照してください。 
授業形態 講義 
注意備考 論理学はその内容が文系理系の両分野にわたる学問です。学習成果を確実に積み

上げていくには復習が大切です。毎週講義の後は必ず復習をして、不明な箇所は
次週にでも質問してください。理解できるまで指導します。 

シラバスコード FB25711 
実務経験のある教員  
達成目標 1)各論理学の基礎的な事項について正確な理解ができること。  

2)初級的な推論の問題演習を通して、その技法を習得すること。  
3)社会生活上での問題解決能⼒や幅広い場でのコミュニケーション能⼒が展開
ができるようになること。 

受講者へのコメント この論理学は理系の色彩も強い科目なので復習が大事です。教科書をよく理解し
て受講するようにしてください。 

連絡先 21 号館 7 階 中島(聰)研究室 086−256−9630  nakashima@soci.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 宿題として指示した課題へ積極的に取り組んだ⼈が多く、それが試験の結果につ
ながっていると思います。この分野への理解・興味関心が深まった⼈が 75%もあ
ったことは満足しています。 



英文科目名 Logic 
関連科目 基礎科目なので、B2 群科目には特に関連した科目はありません。講義への準備

学習と復習の徹底が大切です。 
次回に向けての改善変更予定 文系・理系にまたがった色彩の強い科目です。内容のレベルも高めになり、範囲

が多岐に渡るため、もう少しゆっくりと、分かりやすく説明することに心がけた
いと思っています。 

講義目的 伝統的論理学、帰納論理学、命題論理学、述語論理学という⻄洋の代表的な四つ
の論理学を取り上げ、各々の論理学の基礎的な事項を学習します。おそらく論理
学は大学で初めて学習する科目でしょう。論理学は根本的・形式的な学問です。
基礎的な知識・技法をしっかり学習することで、社会生活上での問題解決能⼒や
言語表現⼒・プレゼンテーション等のコミュニケーション能⼒の上達も可能とな
ります。このように論理学の基礎的な学習とその応用・展開を目的としています。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。序論として、論理学の定義・その学問的な特徴・論理

的な推論の形態について説明する。 
2 回 ⻄洋の論理学の歴史を解説する。 
3 回 伝統的論理学(1) 名辞(概念)の意味と種類、外延と内包、定義について説
明する。 
4 回 伝統的論理学(2) 命題(判断)の性質・種類・標準形式、周延不周延につい
て説明する。 
5 回 伝統的論理学(3) 直接推理の性質、種類として対当推理・変形推理につい
て説明する。 
6 回 伝統的論理学(4) 間接推理のうち、定言的三段論法の形式・要素、格式の
基本形について説明する。 
7 回 中間試験とその解説をする。 
8 回 帰納論理学(1) 帰納法の性質・種類、ミルの五つの実験的探求の方法につ
いて説明する。 
9 回 帰納論理学(2) パースのアブダクション(仮説形成推理)の論理形式・性質・
特徴を説明する。 
10 回 帰納論理学(3) デューイの道具主義と探求の五つの論理過程を説明する。 
11 回 命題論理学(1) 命題論理学の基本と論理式作成の手順を解説する。 
12 回 命題論理学(2) 真理値分析、つまり命題論理式の真偽計算の方法を三つ
説明する。 
13 回 命題論理学(3) 三つの命題形式の性質・特徴と真偽計算の方法(恒真性テ
スト・恒偽性テスト)を説明する。 
14 回 述語論理学(1) 述語論理学の基本的立場と量化式の作成の方法を解説す
る。 
15 回 述語論理学(2) 解釈の意味と妥当式の真偽判定の方法(妥当性テスト・矛
盾性テスト)を説明する。 

準備学習 1 回 授業内容の全体を、シラバスで確認しておくこと。 
2 回 教科書第一部「⻄洋論理学の思想史的背景」を読み、⻄洋論理学の歴史の概
略を把握しておくこと。 



3 回 教科書第二部「名辞」を読み、名辞(概念)の意味、外延と内包、種類、定義
について理解しておくこと。 
4 回 教科書第二部「命題」を読み、命題(判断)の性質、種類と標準形式、周延不
周延について理解しておくこと。 
5 回 教科書第二部「直接推理」を読み、推理の性質、その種類として対当推理・
変形推理について理解しておくこと。 
6 回 教科書第二部「間接推理」を読み、定言的三段論法の形式・要素、格式の基
本形について理解しておくこと。 
7 回 第 1 回から第 6 回までの内容をよく復習しておくこと。 
8 回 教科書第二部「帰納法」を読み、帰納法の性質・種類、ミルの実験的探求の
方法について理解してくこと。 
9 回 教科書第二部「仮説形成推理と探求の論理」を読み、パースのアブダクショ
ンの性質を理解しておくこと。 
10 回 教科書第二部「仮説形成推理と探求の論理」を読み、デューイの道具主義
と探究の過程を理解しておくこと。 
11 回 教科書第二部「命題論理学の基本的事項」を踏まえ、論理式の作成手順を
理解しておくこと。 
12 回 教科書第二部「命題計算」を読み、命題論理式の真偽計算の方法を理解し
ておくこと。 
13 回 教科書第二部「恒真式・恒偽式」を読み、三種類の命題形式の性質と真偽
計算の方法を理解しておくこと。 
14 回 教科書第二部「述語と量化」を読み、述語論理学の基本的立場と量化式の
作成の方法を理解しておくこと。 
15 回 教科書第二部「妥当式 矛盾式」を読み、解釈の意味と妥当式の真偽判定
の方法を理解しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB25712 
成績評価 中間試験(40%)、定期試験(60%)により成績を評価する。 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB25712 論理学 
担当教員名 中島 聰 
単位数 2 
教科書 論理学/中島 聰/ふくろう出版 
アクティブラーニング  
キーワード ⻄洋論理学の歴史 概念・命題・推理 論理的推論の形態と技法 自然言語の記

号処理 論理式の真偽計算 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 論理学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 教科書巻末に掲載した参考文献を参照してください。 
授業形態 講義 
注意備考 論理学はその内容が文系理系の両分野にわたる学問です。学習成果を確実に積み

上げていくには復習が大切です。毎週講義の後は必ず復習をして、不明な箇所は
次週にでも質問してください。理解できるまで指導します。 

シラバスコード FB25712 
実務経験のある教員  
達成目標 1)各論理学の基礎的な事項について正確な理解ができること。  

2)初級的な推論の問題演習を通して、その技法を習得すること。  
3)社会生活上での問題解決能⼒や幅広い場でのコミュニケーション能⼒が展開
ができるようになること。 

受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 7 階 中島(聰)研究室 086−256−9630  nakashima@soci.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Logic 
関連科目 基礎科目なので、B2 群科目には特に関連した科目はありません。講義への準備

学習と復習の徹底が大切です。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 伝統的論理学、帰納論理学、命題論理学、述語論理学という⻄洋の代表的な四つ

の論理学を取り上げ、各々の論理学の基礎的な事項を学習します。おそらく論理
学は大学で初めて学習する科目でしょう。論理学は根本的・形式的な学問です。
基礎的な知識・技法をしっかり学習することで、社会生活上での問題解決能⼒や



言語表現⼒・プレゼンテーション等のコミュニケーション能⼒の上達も可能とな
ります。このように論理学の基礎的な学習とその応用・展開を目的としています。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。序論として、論理学の定義・その学問的な特徴・論理

的な推論の形態について説明する。 
2 回 ⻄洋の論理学の歴史を解説する。 
3 回 伝統的論理学(1) 名辞(概念)の意味と種類、外延と内包、定義について説
明する。 
4 回 伝統的論理学(2) 命題(判断)の性質・種類・標準形式、周延不周延につい
て説明する。 
5 回 伝統的論理学(3) 直接推理の性質、種類として対当推理・変形推理につい
て説明する。 
6 回 伝統的論理学(4) 間接推理のうち、定言的三段論法の形式・要素、格式の
基本形について説明する。 
7 回 中間試験とその解説をする。 
8 回 帰納論理学(1) 帰納法の性質・種類、ミルの五つの実験的探求の方法につ
いて説明する。 
9 回 帰納論理学(2) パースのアブダクション(仮説形成推理)の論理形式・性質・
特徴を説明する。 
10 回 帰納論理学(3) デューイの道具主義と探求の五つの論理過程を説明する。 
11 回 命題論理学(1) 命題論理学の基本と論理式作成の手順を解説する。 
12 回 命題論理学(2) 真理値分析、つまり命題論理式の真偽計算の方法を三つ
説明する。 
13 回 命題論理学(3) 三つの命題形式の性質・特徴と真偽計算の方法(恒真性テ
スト・恒偽性テスト)を説明する。 
14 回 述語論理学(1) 述語論理学の基本的立場と量化式の作成の方法を解説す
る。 
15 回 述語論理学(2) 解釈の意味と妥当式の真偽判定の方法(妥当性テスト・矛
盾性テスト)を説明する。 

準備学習 1 回 授業内容の全体を、シラバスで確認しておくこと。 
2 回 教科書第一部「⻄洋論理学の思想史的背景」を読み、⻄洋論理学の歴史の概
略を把握しておくこと。 
3 回 教科書第二部「名辞」を読み、名辞(概念)の意味、外延と内包、種類、定義
について理解しておくこと。 
4 回 教科書第二部「命題」を読み、命題(判断)の性質、種類と標準形式、周延不
周延について理解しておくこと。 
5 回 教科書第二部「直接推理」を読み、推理の性質、その種類として対当推理・
変形推理について理解しておくこと。 
6 回 教科書第二部「間接推理」を読み、定言的三段論法の形式・要素、格式の基
本形について理解しておくこと。 
7 回 第 1 回から第 6 回までの内容をよく復習しておくこと。 
8 回 教科書第二部「帰納法」を読み、帰納法の性質・種類、ミルの実験的探求の



方法について理解してくこと。 
9 回 教科書第二部「仮説形成推理と探求の論理」を読み、パースのアブダクショ
ンの性質を理解しておくこと。 
10 回 教科書第二部「仮説形成推理と探求の論理」を読み、デューイの道具主義
と探究の過程を理解しておくこと。 
11 回 教科書第二部「命題論理学の基本的事項」を踏まえ、論理式の作成手順を
理解しておくこと。 
12 回 教科書第二部「命題計算」を読み、命題論理式の真偽計算の方法を理解し
ておくこと。 
13 回 教科書第二部「恒真式・恒偽式」を読み、三種類の命題形式の性質と真偽
計算の方法を理解しておくこと。 
14 回 教科書第二部「述語と量化」を読み、述語論理学の基本的立場と量化式の
作成の方法を理解しておくこと。 
15 回 教科書第二部「妥当式 矛盾式」を読み、解釈の意味と妥当式の真偽判定
の方法を理解しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB25722 
成績評価 定期試験(80%)、小テスト(20%)により成績を評価する。但し、定期試験におい

て基準点を設置し、その得点が 100 点満点中、60 点未満の場合は不合格とする。 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB25722 日本史 
担当教員名 小林 博昭 
単位数 2 
教科書 使用しない。講義の進行過程で、資料をプリント等で配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 古代、弥生時代、古墳時代、日本史 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 教室が汚い---->自分らで納得できるまで掃除をする意思はあるのか? 

戦国?江⼾時代を扱ってほしい。------>古文献の読解が伴うが、要望した学生は、
ついてこれるのか? 
難しい漢字は避けてほしい。------>専門用語ゆえに避けることは不可能。 

科目名 日本史 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義の進行過程で適宜紹介する 
授業形態 講義 
注意備考 就活等で欠席した場合、活動報告書を提出することが必要となるので、十分注意

すること。 
シラバスコード FB25722 
実務経験のある教員  
達成目標 我が国の基層文化のもととなっている古代史における諸要素を時系列の中で客

観的に把握し、その因果関係をはじめ、歴史的な事象とその背景について、分析
できる⼒と、その分析結果について深く考察できる⼒を育成する。 

受講者へのコメント より一層、満足度の高い講義をめざす。 
連絡先 13 号館 2 階 小林（博）研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 とくに問題無し。 
英文科目名 Japanese History 
関連科目 遺跡と遺物の基礎、遺跡と遺物（いずれも社会情報学科 A 群科目） 
次回に向けての改善変更予定 OHC スクリーンに上映された画像をより見やすく改善したい。 
講義目的 主として、日本列島内における古代史を扱う。具体的には物質文化の発達過程に

視座をおき、列島の弥生時代から古墳時代までの⼈類が製作した「もの」から、
当時の文化を復原し、時系列の中でそれらの変遷の様相や、極東アジア地域から
の文化伝播の問題に関して講義を展開する。そのプロセスで歴史的な事象から得



られる情報について、批判、そして客観的に再構築できる能⼒を養成する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。講義の進め方を説明する。くわえて弥生時代の特色に

ついて説明する。 
2 回 弥生時代の時期区分、弥生時代に海外から伝播した技術について、水⽥によ
るコメ作り技術について、具体例をスライドプロジェクター、配布プリントや
OHC を使用しながら説明する。 
3 回 前回に続いて、水⽥によるコメ作りの技術について説明し、さらにガラス加
工技術について、具体例をスライドプロジェクター、配布プリントや OHC を使
用しながら説明する。 
4 回 弥生時代におこなわれた⻘銅器加工技術について、具体例をスライドプロ
ジェクター、配布プリントや OHC を使用しながら説明する。 
5 回 前回から続いて、⻘銅器加工技術と⻘銅製武器の変遷過程について説明し
た後、鉄器の加工技術について OHC を用いて、配布プリントを中心に説明する。 
6 回 古墳時代へつなげる意味で、弥生時代の墓制の変遷について、⻄日本の各地
域における例を今回以降説明する。今回は、そのなかで北部九州の具体例をスラ
イドプロジェクター、配布プリントや OHC を使用しながら説明する。 
7 回 畿内の弥生時代における墓構築技術と社会的背景について、さらに日本海
側、とくに出雲地域における弥生時代の特定集団墓について、その具体例をスラ
イドプロジェクター、配布プリントや OHC を使用しながら説明する。 
8 回 瀬⼾内地域、とくに岡山県の特定集団墓、さらに特定個⼈墓とその特徴につ
いて具体例をスライドプロジェクター、配布プリントや OHC を使用しながら説
明する。 
9 回 小テストを実施し、解説とまとめをおこなう。古墳出現前夜の様相につい
て、その具体例をスライドプロジェクター、配布プリントや OHC を使用しなが
ら説明する。さらに箸墓を中心に、出現期古墳の特色を説明する。 
10 回 古墳時代の時期区分と古墳時代前期の物質文化と技術について、その具体
例をスライドプロジェクター、配布プリントや OHC を使用しながら説明する。 
11 回 古墳時代中、後期の物質文化と採用された技術、社会的背景について、そ
の具体例をスライドプロジェクター、配布プリントや OHC を使用しながら説明
する。 
12 回 前回に続いて古墳時代後期の物質文化と採用された技術、社会的背景につ
いて説明する。さらに、古墳時代末期について説明する。これに加えて、古墳時
代に残された金石文について、そこから読み取れる大陸との交渉の状況等、その
具体例をスライドプロジェクター、配布プリントや OHC を使用しながら説明す
る。 
13 回 小テストを実施し、まとめと解説をおこなう。前回に続いて、金石文のな
かから、具体例をスライドプロジェクター、配布プリントや OHC を使用しなが
ら説明する。とくに金石文が伝える情報として、当時の大王を中心とした社会や
その統治範囲について、その具体例をスライドプロジェクター、配布プリントや
OHC を使用しながら説明する。 
14 回 古墳時代のロジステックスについて、それら具体例をスライドプロジェク



ター、配布プリントや OHC を使用しながら説明する。 
15 回 第 1 回から第 14 回までの講義内容の整理とまとめ、補足説明をおこない、
受講生の理解の深化を促す。 

準備学習 1 回 弥生時代の特色についてノートを中心に復習すること。弥生時代のコメ作
りについて、図書館等で予習しておくこと。 
2 回 弥生時代の水⽥によるコメ作り技術について十分に復習すること。弥生時
代のガラス製品について図書館等で予習しておくこと。 
3 回 弥生時代のガラスについて、復習すること。弥生時代に製作、使用された⻘
銅器について、 
図書館等で予習しておくこと。 
4 回 ⻘銅器加工技術について、配布プリントを中心に復習すること。弥生時代の
鉄器について 
どのような種類があるのか、図書館等で予習しておくこと。 
5 回 鉄器加工技術や⻘銅製武器の変遷について、十分な復習をおこなうこと。弥
生時代の墓について、その概略を図書館等で予習しておくこと。 
6 回 北部九州の弥生時代の墓制について復習をおこなうこと。畿内の弥生時代
の墓制、とくに方形周溝墓について図書館等で予習しておくこと。 
7 回 畿内の弥生時代における墓構築技術と社会的背景について説明できるよう
に復習をおこなうこと。出雲地域における弥生時代の特定集団墓について、その
構築技術などを図書館等で予習しておくこと。 
8 回 岡山県の特定集団墓、さらに特定個⼈墓とその特徴について復習を十分お
こなうこと。 
小テストをおこなうので、今まで講義した内容をよく理解し、整理しておくこと。
さらに奈良県所在の箸墓古墳について、図書館等で予習しておくこと。 
9 回 古墳出現前夜の様相について、また箸墓などの出現期古墳の特色を説明で
きるように復習すること。古墳時代の概略を図書館等で予習しておくこと。 
10 回 古墳時代の時期区分と古墳時代前期古墳の特色について復習すること。中
期の古墳について 
図書館等で予習しておくこと。 
11 回 古墳時代中期の物質文化と採用された技術、社会的背景について、十分に
復習をすること。 
後期古墳の特色について図書館等で予習しておくこと。 
12 回 後期古墳の特色や、金石文について配布プリントを中心に復習すること。
小テストを実施するので、いままでの講義の内容を理解し、整理しておくこと。
さらに古墳時代中期の倭五王について図書館等で予習しておくこと。 
13 回 当時の大王とその版図について十分復習をおこなうこと。古墳時代の物流、
とくにアクセサリー類や塩の需要と供給について、図書館等で予習しておくこ
と。 
14 回  古墳時代のロジステックスについて、それら具体例を配布プリントを中
心に復習しておくこと。第 1 回からこれまでの講義の内容のまとめと整理を各自
おこない、質問などをノートにメモしておくこと。 
15 回 第 1 回から第 14 回までの講義のポイントを各自まとめて、十分理解して



おくこと。 
 



年度 2012 
授業コード FB25732 
成績評価 定期試験の得点による。 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB25732 科学技術と⼈間 
担当教員名 若村 国夫 
単位数 2 
教科書 プリント配布（適当な教科書が見つかればそれに変える） 
アクティブラーニング  
キーワード 日欧技術比較、伝統技術、環境、社会、経済、産業⾰命、大英帝国、戦争、技術

アイデア、風土、グローバル化 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 １．プリント配布にかかる時間については方法を考えます。 

２．小問の解答は次の講義の時に示したいと思います。 
３．教室の狭さと空調機の効きの悪さは教務課に伝えます。 

科目名 科学技術と⼈間 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 高校の教科書「世界史」 
授業形態 講義 
注意備考 地球温暖化、自然破壊、日本の伝統技術の消滅、近隣諸国との資源争奪戦など、

技術立国日本の足下を揺るがす現象が多い中、本講義の内容を知っておくこと
は、科学技術を学ぶ者にとって大いに有用である。学科の専門如何にとらわれず
科学者、技術者の品格を得る一助として受講を薦める。本講義は筆者の３０年に
渡る尤も⻄洋的科学である物理学の研究と日欧伝統技術の研究とを融合させ、さ
らに歴史や経済などの知識を加えた内容として構成している。 

シラバスコード FB25732 
実務経験のある教員  
達成目標 ２１世紀の技術の進むべき方向を自ら考えられる素地を準備する。地球温暖化軽

減の技術の方向や技術社会、グローバル化の行く道を日本の伝統技術思考や産業
⾰命前後の社会の構造変化や⻄洋の論理などから考察する。 

受講者へのコメント  
連絡先 若村研究室 ７号館１階（電話：０８６−２５６−９４０４） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Science-Technology and Human Beings 
関連科目 特になし 
次回に向けての改善変更予定 時代に合わせて、中国とアメリカの技術や思考法の特徴についても紹介します。 
講義目的 科学技術が⼈間社会に与えてきた影響、文化との密接な関係、目先にとらわれな



い多様な技術アイデアの重要性などを、技術の歴史や固有性、風土などを通して
認識する。最近の環境問題や中国、ロシアの台頭なども視野に入れ、科学技術と
自然との関係や科学技術が与えてきた社会変遷を考える。⼈間社会を根本から変
えたエネルギー獲得の歴史的な装置のデモンストレーションも取り入れ、授業に
変化を持たせる。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 はじめに 

2 回 風土に左右される技術と文化 1 
3 回 風土に左右される技術と文化 2 
4 回 江⼾時代の生活と技術、幕末の近代化 
5 回 世界の先頭を走った中国の技術と思考 
6 回 ⻄洋の技術①：中世から出発する⻄洋の技術の歴史 
7 回 ⻄洋の技術②：大航海時代から産業⾰命へ 
8 回 ⻄洋の技術③:科学技術の国・イギリスが世界の覇者になれた理由 
9 回 水車に見る日欧技術比較論 
10 回 船に見る日欧技術比較論 
11 回 農業から産業へ：産業⾰命が変えた社会経済構造 
12 回 技術が変えた経済大国の順位 
13 回 技術の発展と⼈間疎外 
14 回 科学技術が変えた戦争 
15 回 科学技術の負の側面と２１世紀の科学技術 

準備学習 1 回 特に無し 
2 回 身の周りの自然や風俗に関心を持つ 
3 回 第 2 回の講義内容の復習 
4 回 第 3 回の講義内容の復習 
5 回 第 4 回の講義内容の復習 
6 回 第 5 回の講義内容の復習 
7 回 第 6 回の講義内容の復習 
8 回 第 7 回の講義内容の復習 
9 回 第 8 回の講義内容の復習 
10 回 第 9 回の講義内容の復習 
11 回 第 10 回の講義内容の復習 
12 回 第 11 回の講義内容の復習 
13 回 第 12 回の講義内容の復習 
14 回 第 13 回の講義内容の復習 
15 回 第 14 回の講義内容の復習 

 



年度 2012 
授業コード FB25742 
成績評価 課題提出 70％、小テスト 20％、授業への参加度 10％ 

※５回欠席すると評価対象としない。早退・遅刻は２回で１回の欠席とする。遅
刻は 20 分まで。それ以降の入室は認めない。 

曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス 工学部(〜12),総合情報学部(〜12) 
見出し FB25742 文章表現法Ⅰ 
担当教員名 佐藤 美穂＊ 
単位数 2 
教科書 特定の教科書は指定しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 書き方のルール、構造、論理的、読み手、文章表現 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 文章表現法Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 講義 
注意備考 ・授業中の飲食、私語は禁止する。 

・携帯電話の電源は切り、机の上に置かず、しまっておくこと。 
・授業中に配布する資料の予備は保管しないため、欠席した場合は、出席者の資
料をコピーすること。 
・当日、欠席により課題提出が遅れる場合は、事前に受け取る。 
・受講生の既習知識や進度によって、一部、シラバスを変更する場合がある。 

シラバスコード FB25742 
実務経験のある教員  
達成目標 ①日本語の文章の書き方のルールに従って文章を書くことができる。 

②論理的な文章を書くことができる。 
③読み手をに配慮したわかりやすい文章を書くことができる。 
④自分の考えや自分について文章表現できる。 

受講者へのコメント  
連絡先 mihosato0919@yahoo.co.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Technical Writing I 
関連科目 日本語表現法Ⅰ・Ⅱ、プレゼンテーションⅠ・Ⅱ、日本語関連授業 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 日本語の文章の書き方の基本的ルール、文や文章の構造を理解し、読み手を意識



したわかりやすい文章表現の方法を身につけることを目的とする。さらに話し合
いを通して文章を推敲する⼒を養うことを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス 

講義の概要、進め方、評価方法等を理解する。 
2 回 自己紹介文を作成する。 
3 回 表記のしかた 
句読点の使い方、よく使われる記号、カタカナ表記の効果を学習する。 
4 回 文体 
文の種類と文体、連用中止形を学習する。 
5 回 話し言葉と書き言葉 
話し言葉と書き言葉の表現の違いを理解する。 
6 回 正しい文の構造① 
主語と述語の関係、修飾する言葉とされる言葉の関係を理解する。 
7 回 正しい文の構造② 
文末の制限を学習する。簡潔な文を書く練習をする。 
8 回 文のつながり 
指示語の使い方と接続詞の種類と使い方を学習する。 
9 回 段落 
段落の中心文と支持文、段落のつながりを学習する。 
10 回 要約文① 
要約の仕方を学習する。１つの文章をグループで分担して要約する。 
11 回 要約文② 
グループ内で要約文を持ち寄り、各要約から文章の最終を予測する。 
12 回 意見文を書く① 
意見文の表現と書き方を学習しアウトラインを作成する。 
13 回 意見文を書く② 
作成した意見文のアウトラインを基に意見文を作成する。 
14 回 自分をアピールする文を書く① 
必要な表現を学習し、自分について整理するための表を作成する。 
15 回 自分をアピールする文を書く② 
自分をアピールする文を作成する。 

準備学習 1 回 授業内容の確認をすること。第２回授業までに自分の性格を表す言葉を調
べておくこと。 
2 回 性格を表す言葉と表現について復習すること。第３回授業までに自分の国
の言葉と日本語で書くときのルールの違いについて考えてくること。また、どん
な言葉にカタカナが使われているか、どんな時にカタカナを使うか調べておくこ
と。 
3 回 日本語の文章の記号と使い方、カタカナ表記の効果について復習、小テスト
の準備をすること。第４回授業までに、子どもが読むために書かれた新聞の文章
と大⼈が読むために書かれた新聞の文章の違いについて考えてくること。 
4 回 復習により一つの文章に一つの文体が使われることを確認すること。また



連用中止形の作り方と使い方を復習、小テストの準備をすること。第５回授業ま
でに自分の国の話し言葉と書き言葉の違いの例を考えてくること。 
5 回 日本語で話すときと書くときの言葉の使い分けを復習、小テストの準備を
すること。第６回授業までに助詞「は」「が」、形容詞の活用、名詞修飾について
の基礎知識を整理しておくこと。 
6 回 復習により、わかりやすい文を書くために必要な言葉の関係を確認、小テス
トの準備をすること。 
7 回 復習により文末の制限についての知識と簡潔な文を書くために必要な事項
を確認、小テストの準備をすること。第８回授業までに指示詞と接続詞について
の基礎知識を確認しておくこと。 
8 回 指示詞「こ」の系列と「そ」の系列の使い方、接続詞の使い方を復習、小テ
ストの準備をすること。第９回授業までに段落についての基礎知識を確認してお
くこと。 
9 回 段落内の構造について復習すること。復習により一貫性のある文章を書く
ためには段落のつながりを考える必要性があることを確認すること。 
10 回 １段落の要約の仕方、複数の段落の要約の仕方を復習すること。第 11 回
授業までに要約文を完成させておくこと。 
11 回 あるテーマに沿った内容のアウトラインを考えておくこと。 
12 回 あるテーマに沿った内容のアウトラインを完成させておくこと。 
13 回 第 12 回授業で意見交換した内容を踏まえて書いた文章を推敲すること。
第 14 回授業までに自分のことについて何がアピールできるか考えておくこと。 
14 回 自分についての表を完成させておくこと。 
15 回 これまで学習したことを確認しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB29011 
成績評価 レポート、課題（６０％）、最終試験（４０％）により評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB29011 福祉環境論 
担当教員名 松上 京子＊ 
単位数 2 
教科書 車椅子から⻘空がみえる／松上京子／小学館； チェアウォーカーという生き方

／松上京子／小学館 
アクティブラーニング  
キーワード バリアフリー、ユニバーサルデザイン、障害者、幸福追求の権利、障害者スポー

ツ、レクリエーション 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 福祉環境論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FB29011 
実務経験のある教員  
達成目標 福祉環境の現状を学び、その問題点や改善すべき点について自ら考え、行動を起

こしていけるような積極的な態度を養う。優しさや思いやりの心を育成しなが
ら、社会の一員としての責任を持てるような態度を身につける。 

受講者へのコメント  
連絡先 matsuue@mb.aikis.or.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Welfare Environmental Science 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ひとりひとりの⼈間が⼈間らしく生きることの大切さを知り、それを物理的、精

神的に支える社会環境のあり方について、具体的な話や体験を中心として考え
る。そして⼈間性を深めることを目指す。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。福祉環境論について講義の進め方を説明する。 

2 回 幸福追求の権利。憲法に記された基本的⼈権や、障害を持つアメリカ⼈法、
新バリアフリー法などについて説明する。 



3 回 福祉用具の現状。多様な車椅子や自助具、福祉車両などについて説明する。 
4 回 住みやすい家。日常生活を支える住みやすい家について実例をあげながら
説明する。 
5 回 バリアフリーについて。物理的、精神的、制度的バリアフリーについて例を
あげながら説明する。 
6 回 ユニバーサルデザイン①。身近にあるユニバーサルデザインについて検証
する。 
7 回 ユニバーサルデザイン②。ユニバーサルデザインについて調べてきたこと
を各自発表し、総括する。 
8 回 疑似体験。車椅子、アイマスク、視野狭窄などの疑似体験をする。 
9 回 住みやすいまち①。多目的トイレ、障害者用駐車スペースなどについて説明
する。 
10 回 住みやすいまち②。あらゆる⼈にとって利用しやすい公共の乗り物、宿泊
施設、地域サービスなどについて説明する。 
11 回 車椅子利用者との外出を想定して立ててきた旅のプランについて各自発表
し、総括する。 
12 回 障害者スポーツとレクリエーションについて、いくつかの例をあげながら
その効用について説明する。 
13 回 海外の福祉環境。いくつかの国の福祉環境に触れ、日本との違いについて
説明する。 
14 回 障害者の雇用の現状について。雇う側、雇われる側の注意点、働き方のス
タイルについて説明する。 
15 回 講義全体のまとめ。⼈間らしく生きること。学び、働き、遊びといった活
動を通し、⼈間の生きがいについて考察する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 憲法に記された幸福追求の権利について目を通しておくこと。 
3 回 福祉用具について資料などを集め調べておくこと。 
4 回 バリアフリー住宅について調べておくこと。 
5 回 物理的なバリア、制度的なバリアとは何か考えてみること。 
6 回 身近にあるユニバーサルデザインについて調べておくこと。 
7 回 ユニバーサルデザインについて調べたことをまとめ、発表する準備をして
おくこと。 
8 回 車椅子体験やアイマスク体験での注意点、介助の仕方などを考えておくこ
と。 
9 回 まちのバリアフリーについて具体的な例を見つけ、考えてみること。 
10 回 まちのバリアフリーについて具体的な例を見つけ、考えてみること。 
11 回 車椅子利用者との外出、旅のプランについて考え、発表できるように準備
しておくこと。 
12 回 さまざまな障害者スポーツやレクリエーションについて調べてみること。 
13 回 バリアフリーに着目して、アメリカと日本の違いについて自分なりに考え
てみること。 
14 回 障害者の雇用問題について調べてみること。 



15 回 ⼈の幸せをテーマに、これまで学んだ社会環境について復習し、考えをま
とめておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB29012 
成績評価 定期試験の点数で評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 理学部(11〜12),工学部(11〜12),総合情報学部(11〜12),生物地球学部(11〜12) 
見出し FB29012 岡山学(VOD) 
担当教員名 ⻲⽥ 修一、⻄⼾ 裕嗣、北川 文夫、志野 敏夫、⻄村 敬一、能美 洋介、

北岡 豪 
単位数 2 
教科書 適宜、プリントなどを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 岡山、地域学、旭川、蒜山、真庭、岡山平野、地質、植生、温泉、歴史、考古、

文化、情報 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 岡山学(VOD) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 岡山理科大学『岡山学』研究会編『旭川を科学する』Part1〜4（シリ−ズ『岡山

学』3〜6）、吉備⼈出版 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FB29012 
実務経験のある教員  
達成目標 １．岡山の自然科学的特徴を記述できる。 

２．岡山を考古学・歴史学の観点から見た要点を記述できる。 
３．岡山の文化的特徴を記述できる。 
４．地域を調べる分析手法について、その成果と解釈を記述できる。 
５．岡山県下の自然と文化のつながりを記述することができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 ⻲⽥修一 

21 号館 6 階 
086-256-9621 
ka_me_da◎big.ous.ac.jp（◎を＠にして下さい） 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Okayamaology 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  本講義では、岡山の自然･歴史･文化などいろいろなことがらについて、地球科



学・植物学・考古学・歴史学・情報科学など多様な分野から検討する。 
 それぞれの講義は独立しているのであるが、これらの内容をいくつか組み合わ
せて、また総合的に理解することによって、多様で深みのある岡山が見えてくる
ものと考えている。これらの講義を通して岡山の自然･歴史･文化について、知っ
ていただければ幸いである。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 「旭川の概要（能美）」というテーマで、能美が旭川の上流から下流までの

概要を説明する。 
2 回 「蒜山の地史（⻄⼾）」というテーマで、⻄⼾が旭川最上流部に位置する蒜
山地域の地史について説明する。 
3 回 「蒜山の自然と植物（波⽥）」というテーマで、波⽥が旭川最上流部の蒜山
地域の自然と植物について説明する。 
4 回 「遺構や遺物から見た原始・古代の蒜山（白石）」というテーマで、白石が
旭川最上流部の蒜山地域の原始・古代について考古資料を基に説明する。 
5 回 「岡山地方の深層温泉（北岡）」というテーマで、北岡が岡山県地域の深層
温泉について説明する。 
6 回 「神庭滝とその周辺の岩石（能美）」というテーマで、能美が旭川上流部に
位置する神庭滝とその周辺の岩石について説明する。 
7 回 「旭川中流域の自然と植生（波⽥）」というテーマで、波⽥が旭川中流域の
自然と植生について説明する。 
8 回 「久世に白猪屯倉はあったのか（⻲⽥）」というテーマで、⻲⽥が旭川中流
域の久世地域あったと言われている白猪屯倉について説明する。 
9 回 「志呂神社と誕生寺川流域（志野）」というテーマで、志野が旭川中流域の
建部地域にある志呂神社と誕生寺川流域について説明する。 
10 回 「岡山平野の地形（能美）」というテーマで、能美が旭川下流域の岡山平野
の地形について説明する。 
11 回 「岡山市北部の 20 年間の森林植生変化（波⽥・太⽥）」というテーマで、
波⽥と太⽥が旭川下流域の岡山市北部の 20 年間分の森林植生変化について説明
する。 
12 回 「旭川下流域における河原の植物の変遷（波⽥）」というテーマで、波⽥が
旭川下流域の河原の植物の変遷について説明する。 
13 回 「水辺環境の不思議を調べる（北岡）」というテーマで、北岡が旭川下流域
の水辺環境について説明する。 
14 回 「古写真 DB で見る昭和 9 年台風被害（北川）」というテーマで、北川が
古写真に残された昭和 9 年の旭川下流域の台風被害について説明する。 
15 回 「重⼒で見た岡山平野の基盤構造と地震災害（⻄村敬一）」というテーマ
で、⻄村敬一が児島湾干拓地から岡山平野にかけての基盤構造と地震災害につい
て説明する。 

準備学習 1 回 書籍や Web を用いて旭川に関して調べておくこと 
2 回 書籍や Web を用いて蒜山地域に関して調べておくこと 
3 回 書籍や Web を用いて蒜山地域に関して調べておくこと 
4 回 書籍や Web を用いて蒜山地域に関して調べておくこと 



5 回 書籍や Web を用いて岡山の温泉に関して調べておくこと 
6 回 書籍や Web を用いて神庭滝や鍾乳洞に関して調べておくこと 
7 回 書籍や Web を用いて旭川中流域に関して調べておくこと 
8 回 書籍や Web を用いて白猪屯倉（しらいのみやけ）に関して調べておくこと 
9 回 書籍や Web を用いて志呂神社に関して調べておくこと 
10 回 書籍や Web を用いて岡山平野に関して調べておくこと 
11 回 書籍や Web を用いて岡山市の森林に関して調べておくこと 
12 回 書籍や Web を用いて旭川下流域の河原の植物に関して調べておくこと 
13 回 書籍や Web を用いて旭川下流域の水辺環境に関して調べておくこと 
14 回 書籍や Web を用いて昭和 9 年の室⼾台風に関して調べておくこと 
15 回 書籍や Web を用いて重⼒や児島湾干拓に関して調べておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FB29021 
成績評価 艤装、帆走技術、解装、海でのマナー（７０％）、安全に対する知識（３０％） 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB29021 生涯スポーツⅡ(ヨット) 
担当教員名 ⻄村 次郎、森 博史、藤川 貴司＊ 
単位数 1 
教科書 適宜指示する 
アクティブラーニング  
キーワード ディンギー、マリンスポーツ、海図、天気図、安全備品、ヨットレース 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 生涯スポーツⅡ(ヨット) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 実験実習 
注意備考 岡山県瀬⼾内市牛窓ヨットハーバーで実施する（前期集中、宿泊）。事前に説明会

を実施するので（２５号館７Ｆに掲示します）希望者は必ず参加のこと。初心者
や障がいのある学生も受講できます。天候などにより変更になる場合がありま
す。 

シラバスコード FB29021 
実務経験のある教員  
達成目標 安全、環境に配慮して楽しくマリンスポーツが行えること。基本的な帆走技術を

習得すること。 
受講者へのコメント  
連絡先 一学舎３階 ⻄村（次）研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Lifelong Sports II 
関連科目 生涯スポーツⅠ、Ⅲ 健康の科学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 科学技術の進歩とともに、新しい素材、用具が開発されスポーツ空間も拡大して

いる。岡山県は瀬⼾内海と穏やかな気候というマリンスポーツの実施に絶好の環
境にある。風の⼒で動くヨット技術を習得し、自然の安全、保護にも配慮しなが
ら共存していく態度を身につけたい。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス（講義概要、マリンスポーツ）をおこなう。 

2 回 ヨット基礎知識、海のマナーについて説明する。 



3 回 ヨットの基礎知識（抵抗、復元⼒、浮⼒、安全性、帆走の原理）について説
明する。 
4 回 マリンスポーツの安全教育をおこなう。 
5 回 海図、潮、天気図の見方について説明する。 
6 回 水に慣れる、艇体を使っての遊びをおこなう。 
7 回 艤装、陸上での帆走練習、沈の起こし方をおこなう。 
8 回 離岸、接岸、基本的な海上帆走練習をおこなう。 
9 回 港内での帆走、アビーム、ランニング、クローズホールドをおこなう。 
10 回 海上での基本的な帆走をおこなう。 
11 回 海上での帆走をおこなう。 
12 回 無⼈島往復帆走（島に上陸、磯遊び）をおこなう。 
13 回 三角レースをおこなう。 
14 回 解装、艇体や用具の手入れ、片付けをおこなう。 
15 回 海の安全知識（応用編）学び、実践をする。 

準備学習 1 回 シラバスを見て講義内容を把握しておくこと。 
2 回 ヨットの科学について調べておくこと。 
3 回 ヨットの科学について調べておくこと。 
4 回 海での安全管理について考えておくこと。 
5 回 海での安全管理について考えておくこと。 
6 回 救命胴衣やヨットの艇体について調べる 
7 回 艤装について調べておくこと。 
8 回 ヨットの走らせ方を確認しておくこと。 
9 回 ヨットの走らせ方を確認確認しておくこと。 
10 回 海の法律、ルール、マナーを確認しておくこと。 
11 回 海の法律、ルール、マナーを確認しておくこと。 
12 回 磯の生物などを調べておくこと。 
13 回 ヨットレースの方法を調べておくこと。 
14 回 解装の手順を確認しておくこと。 
15 回 総合的な海の安全に対する知識をまとめておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB29022 
成績評価 総合滑降（７０％）、マナー、安全への態度、知識（３０％） 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FB29022 生涯スポーツⅡ(スキー) 
担当教員名 ⻄村 次郎、森 博史、吉村 直樹＊、山口 立雄＊、⿊⽥ 隆之＊、杉本 博

＊ 
単位数 1 
教科書 適宜指示する 
アクティブラーニング  
キーワード ボーゲン、パラレル、ウエーデルン、斜滑降、横滑り 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生涯スポーツⅡ(スキー) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 実験実習 
注意備考 後期集中講義（予定：３泊４日鳥取県大山スキー場）。事前に説明会を実施するの

で希望者は必ず参加のこと。 
シラバスコード FB29022 
実務経験のある教員  
達成目標 一⼈ひとりの技術に応じて、雪面の状況に合った基本的な滑降ができること。雪

山でのマナー、安全に対する知識、判断⼒を身につける。 
受講者へのコメント  
連絡先 一学舎３階 ⻄村（次）研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Lifelong Sports II 
関連科目 生涯スポーツⅠ、Ⅲ、健康の科学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 冬のスポーツの代表ともいえるスキーは歴史も古く、これまで多くの⼈々に親し

まれてきた。生涯スポーツとしてスキー技術の向上を目指すとともに、マナー、
安全に対する知識も身につける。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス（講義概要、目的）をおこなう。 

2 回 スキーの特性、安全とマナーについて説明する。 
3 回 雪に慣れる、スキー板の脱着、転倒起立をおこなう。 
4 回 平地歩行、方向転換、滑降、登降をおこなう。 



5 回 直滑降、プルーク、プルークボーゲンをおこなう。 
6 回 斜滑降、横滑り、山まわり、プルークターンをおこなう。 
7 回 シュテムターンをおこなう。 
8 回 パラレルをおこなう。 
9 回 ウエーデルンをおこなう。 
10 回 制限滑降、新雪滑降をおこなう。 
11 回 安全、危機管理について説明する。 
12 回 総合滑降をおこなう。 
13 回 総合滑降をおこなう。 
14 回 総合滑降をおこなう。 
15 回 総合滑降をおこなう。 

準備学習 1 回 シラバスを見て、講義内容を把握しておくこと。 
2 回 スキーの楽しみ方について考えておくこと。 
3 回 スキー板や靴のはき方について調べておくこと。 
4 回 基本的な技術について調べておくこと。 
5 回 基本的な技術について調べておくこと。 
6 回 基本的な技術について調べておくこと。 
7 回 基本的な技術について調べておくこと。 
8 回 基本的な技術について調べておくこと。 
9 回 基礎から応用の技術について調べておくこと。 
10 回 さまざまな条件下の技術について調べておくこと。 
11 回 野外スポーツ（山）の安全に関する知識をまとめておくこと。 
12 回 スキーの総合的な知識を確認しておくこと。 
13 回 自分の技術を把握しておくこと。 
14 回 自分の技術の把握と課題 
15 回 自分の技術の把握と課題 

 



年度 2012 
授業コード FB29031 
成績評価 シーカヤック、スノーケリングの技術、安全に対する知識（７０％）、奄美の自然

や文化に対する知識（３０％） 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 理学部(09〜12),工学部(09〜12),総合情報学部(09〜12),生物地球学部(09〜12) 
見出し FB29031 生涯スポーツⅢ 
担当教員名 ⻄村 次郎、森 博史、森 一治＊、高野 洋志＊ 
単位数 2 
教科書 適宜指示する 
アクティブラーニング  
キーワード エコツーリズム、自然、シーカヤック、スノーケリング、文化 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 生涯スポーツⅢ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 実験実習 
注意備考 ⿅児島県奄美大島瀬⼾内町で実施予定。天候や諸事情により日程が変更になる場

合があります。事前に説明会を実施するので希望者は必ず参加のこと。予定地で
ある大島海峡、加計呂麻島海域は海面が非常に穏やかで透明度も高く、美しい場
所です。 

シラバスコード FB29031 
実務経験のある教員  
達成目標 シーカヤックやスノーケリングの基本的技術の習得。安全に対する理解を深め危

険回避ができること。自然や文化の保全、保護に関われること。 
受講者へのコメント  
連絡先 一学舎３階 ⻄村（次）研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Lifelong Sports III 
関連科目 生涯スポーツⅠ、Ⅱ、健康の科学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 エコツーリズムのための野外スポーツにおいて、基本技法の一つにシーカヤッ

ク、スノーケリングがあげられる。このような海でのフィールド活動の技術を身
につけるとともに、自然の素晴らしさや厳しさを体感し学びたい。地域の自然環
境や文化の保全、保護について理解を深め、大切に守っていく態度を養いたい。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 海の安全と知識について説明する。 



2 回 海の安全と知識について説明する。 
3 回 エコツーリズムについて説明する。 
4 回 エコツーリズムについて説明する。 
5 回 奄美大島の自然と気候について説明する。 
6 回 奄美大島の自然と気候について説明する。 
7 回 奄美大島の動物と植物について説明する。 
8 回 奄美大島の伝統文化について説明する。 
9 回 シーカヤックの部分名称と取り扱い方について説明する。 
10 回 シーカヤックの部分名称と取り扱い方について説明する。 
11 回 陸上でのカヤック、パドル練習をおこなう。 
12 回 陸上でのカヤック、パドル練習をおこなう。。 
13 回 静水海域での練習 フェザーリング、乗り降り、スプレーカバーの脱着の
練習をおこなう。 
14 回 静水海域での練習 リーニングターン、バウラダー、リバーススイープの
練習をおこなう。 
15 回 静水海域での総合練習をおこなう。 
16 回 静水海域での総合練習をおこなう。 
17 回 一般海域での練習 波や風への対処法をおこなう。 
18 回 一般海域での練習 波や風への対処法をおこなう。 
19 回 一般海域で練習 波や風への対処法をおこなう。 
20 回 総合練習をおこなう。 
21 回 総合練習をおこなう。 
22 回 総合練習をおこなう。 
23 回 スノーケリングの基礎（マスク着脱、フィン着脱、プール実習）をおこな
う。 
24 回 スノーケリングの基礎（プール実習）をおこなう。 
25 回 海の安全について説明する。 
26 回 海の安全について説明する。 
27 回 静水海域での練習をおこなう。 
28 回 静水海域での練習をおこなう。 
29 回 総合練習をおこなう。 
30 回 総合練習をおこなう。 

準備学習 1 回 海の安全について調べておくこと。 
2 回 海の安全について調べておくこと。 
3 回 エコツーリズムについて調べておくこと。 
4 回 エコツーリズムについて調べておくこと。 
5 回 奄美大島の自然について調べておくこと。 
6 回 奄美大島の自然について調べておくこと。 
7 回 奄美大島の動植物について調べておくこと。 
8 回 奄美大島の動植物について調べておくこと。 
9 回 シーカヤックについて調べておくこと。 
10 回 シーカヤックの取り扱いについて調べておくこと。 



11 回 基本操作を調べておくこと。 
12 回 基本操作を調べておくこと。 
13 回 基本技術を調べておくこと。 
14 回 基本技術を調べておくこと。 
15 回 基本技術の確認をしておくこと。 
16 回 基本技術の確認をしておくこと。 
17 回 波や風に対する基礎知識を調べておくこと。 
18 回 波や風に対する基礎知識を調べておくこと。 
19 回 波や風に対する基礎知識を調べておくこと。 
20 回 海の基礎知識を調べておくこと。 
21 回 海の基礎知識を調べておくこと。 
22 回 海の基礎知識を調べておくこと。 
23 回 スノーケリングの基礎知識を調べておくこと。 
24 回 スノーケリングの基礎知識、用具について調べておくこと。 
25 回 危険な生物について調べておくこと。 
26 回 潮流や波、風について調べておくこと。 
27 回 基本的な技術の確認をしておくこと。 
28 回 基本的な技術の確認をしておくこと。 
29 回 応用技術の確認をしておくこと。 
30 回 応用技術の確認をしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB29032 
成績評価 毎回の授業において自己の活動をレポートとして提出する。(10%)科学イベント

での科学ボランティア体験の活動報告書で総合評価する(20%)。報告書の記載内
容は，(1)活動日時・場所・実働時間、(2)活動内容(詳細に)、(3)活動の自己評価
(400 字程度)などである。イベントでの評価は，活動報告書とともに事後自己評
価(10%)，受講生相互の評価(10%)も加味する。班毎に事前レポート（企画書）
(20%)，実験配布資料（実験書）(10%)，事後レポート(実験マニュアル）(20%)
の提出。 

曜日時限 集中その他 
対象クラス 理学部(12〜12),工学部(12〜12),総合情報学部(12〜12),生物地球学部(12〜12) 
見出し FB29032 科学ボランティア実践指導Ⅰ 
担当教員名 山口 一裕、吉村 功＊、森⽥ 明義＊、武⽥ 芳紀＊、高見 寿＊、滝澤 昇、

猪口 
単位数 1 
教科書 使用しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 地域での実践 科学イベント 科学ボランティア 楽しい科学実験 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 グループ内での連絡や実験時間の確保について問題提起されています。このほと

んどはクループ内での役割分担をしっかり決めることや話し合いで解決できる
問題なので学生間の連携をしっかりとれるようにしたいと思います。実験に対す
る原理の説明方法や実験の方法など教員によってその⼈なりのカラーがでます。
どの方法が一番良いのか⼾惑うことも多いと思いますが、答えは一つではないの
で、自分たちでしっかり話し合って決めることも大切です。楽しく発表できた、
⼈にわかりやすく説明する⼒が身についたなど期待していた成果があり、よかっ
たと思い 

科目名 科学ボランティア実践指導Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 全体講義(1 回目・2 回目)は土曜日の午後に行う予定であるが、科学イベント準

備はチームごとに担当教員と相談して日時を決定する。受講者が多数の場合は受
講制限することがあるので、初回の講義（別途掲示）は 必ず出席すること。この
授業は本学の科学ボランティアリーダー認定の必修科目である。 
科学ボランティアリーダー認定制度については、以下のサイトに説明がある。 
http://ridai-svc.org 

シラバスコード FB29032 
実務経験のある教員  
達成目標 1) 地域の科学ボランティア活動に積極的に参画・協⼒する意欲をもつ。 

2) 科学イベントへのブースの出展が、教材開発・選定から準備、実施まで自⼒で



できるようになる。 
3) 科学イベントへのブースの出展に必要な科学的知識を習得することができ
る。 
4) 社会⼈として必要な企画⼒、情報収集⼒、問題解決⼒、チームワーク、リーダ
ーシップ、コミュニケーション⼒などを身につける。 

受講者へのコメント 科学博物園でのブース出展ということでより実践的な授業になっています。自分
たちでグループをつくり、企画・運営・実施することで自主性を養ってもらえる
と考えています。受け身な授業態度ではなにも得られない授業になっています。
積極的な出席を希望します。 

連絡先 科学ボランティアセンター 
（16 号館 1 階、e−mail：svc[アトマーク]office.ous.ac.jp) 
もしくは理学部基礎理学科 山口一裕 
（7 号館 1 階、e-mail:yamaguti〔アトマーク〕das.ous.ac.jp） 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 前期の入門に対して科学ボランティアの実践を行う授業です。図書館などを利用
してしっかり資料収集や実践にあたっての問題を自ら解決することができてい
ると思います。科学ボランティアへの理解や興味・関心が高まったに対して高評
価をもらっています。 

英文科目名 Practical Course for Science Educational Volunteer Activitie I 
関連科目 科学・工作ボランティア入門、科学ボランティア実践指導Ⅱ、ボランティア活動

（認定科目、B2 群） 
次回に向けての改善変更予定 集中講義になっていますので、学生の希望する時間に授業を行っています。しか

し 1 グループの学生は複数の学科にまたがっているので時間調整が難しいこと
があります。何とか完全できるように検討する予定です。 

講義目的 チームを組んで地域などで開催される科学イベント（例えば本学の大学祭企画
「わくわく科学の広場」など）で科学ボランティア活動を 2 時間以上実践する（主
にブース出展形式）。この科学ボランティア活動を安全かつ効果的に実施できる
よう、主にチームごとに決めた指導教員が手厚く事前・事後指導を行う。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  ガイダンス（講義内容と進め方の説明）理科大学認定資格：科学ボランテ

ィアリーダーとは？出展可能な科学イベント（科学博物園など）の紹介 
2 回  チームおよび指導教員の決定 
3 回  科学イベント準備（１） チーム毎に他のメンバーに書籍紹介を行う。出展
内容決定 毎回活動レポート作成 
4 回  科学イベント準備（２） 実験器具およびプレゼンテーションなどの準備 
毎回活動レポート作成 
5 回  科学イベント準備（３） 発表会予行演習 毎回活動レポート作成 
6 回  科学イベント準備（４） 仕上げ 事前レポートと実験配布資料(実験書）
の作成 毎回活動レポート作成 
7 回  科学イベント実施(わくわく科学の広場などの科学イベント) 発表会レポ
ート作成 相互評価票の作成 



8 回  事後指導、レポート作成 事後レポートの作成，事後自己評価と授業アン
ケート 

準備学習 1 回 科学工作ボランティア入門の授業の復習をすること。このシラバスを読ん
で授業内容と科学ボランティアリーダーについて理解しておくこと。 
2 回 第 1 回授業で紹介された科学イベントでどのような実験をしたいかを考え
ておく。チームメンバーが決定している場合は実験内容を決定するための話合い
をグループで行っておくこと。関心のある分野の自然科学の書籍を読んでおくこ
と。 
3 回 チーム内での事前準備 実験内容決定のための情報を書籍やインターネッ
トで収集する。 
4 回 チーム内での事前準備 実験に必要な器具や予備実験の内容を考えておく。 
5 回 チーム内での事前準備 発表会での実験の流れと役割分担を考えておく。 
6 回 チーム内での事前準備 事前レポートと実験配布資料(実験書）作成の準備 
7 回 チーム内での科学イベント発表会の事前準備 
8 回 事後レポート作成のための準備 

 



年度 2012 
授業コード FB29041 
成績評価 レポートの内容（50%）、発表会の内容（50%）によって評価する。発表会の評価

には、受講生相互の評価も加味する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 理学部(12〜12),工学部(12〜12),総合情報学部(12〜12),生物地球学部(12〜12) 
見出し FB29041 科学・工作ボランティア入門 
担当教員名 高原 周一、クルモフ バレリー、小野 忠良、吉村 功＊、森⽥ 明義＊、武

⽥ 芳紀 
単位数 2 
教科書 使用しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 楽しい実験・工作、科学・工作教室、ボランティア活動 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 教室が狭いという意見がありました．準備の時に他の部屋も押さえているので，

希望する班には他の部屋に移動してもらうように指導します． 
班で自由に実験の練習などをする時間が足りなかったという意見がありました
が，講習等の時間もある程度確保する必要があるので，準備時間を増やすのはか
なり難しいと考えています．時間外に班で集まったり，電子メール等を活用して
意見交換するなどして，準備を進めていただければと思います． 
説明の時間が少し⻑すぎたという意見がありました．科学ボランティアリーダー
関係の説明，発表会の説明，ボランテ 

科目名 科学・工作ボランティア入門 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「科学的とはどういうことか」板倉聖宣/著・仮説社、「仮説実験授業の ABC 楽

しい授業への招待」板倉聖宣/著・仮説社、「サイエンスシアター シリーズ」板倉
聖宣ほか/著・仮説社、「ものづくりハンドブック 1〜7」たのしい授業編集委員
会/編・仮説社、「おもしろ実験・ものづくり事典」左巻健男・内村浩/編著・東京
書籍、「小学生の 100 円ショップ大実験」学研、「大⼈もハマる週末面白実験」左
巻健男・滝川洋二・こうのにしき/編著・講談社 

授業形態 講義 
注意備考 講義は基本的に土曜日の午後に行う予定。一部の講義は土曜日に行う予定である

ので注意すること。受講者が多数の場合は受講制限することがあるので、ガイダ
ンス（＝初回の講義）には 必ず出席すること。発表会の材料費は受講生の自己負
担とする。ガイダンスおよびその後の開講日時の情報は、教務の掲示板および以
下のサイトに掲載される。 
http://www.chem.ous.ac.jp/~takahara/vst/ 
なお、本講義は卒業時に「科学ボランティアリーダー」の資格認定を受けたい場
合は必修の講義である。科学ボランティア 

シラバスコード FB29041 
実務経験のある教員  



達成目標 1. 科学ボランティア活動の意義と楽しさを理解し、これに積極的に参加する意
欲をもつこと。 
2. 科学ボランティア活動を行う上で最低限必要となる知識・能⼒を身につける。 
3. 非専門分野も含む科学・技術全般に関心をもつ。 
4. 地域での科学ボランティア活動の現状を知る。 
5. 社会⼈として必要な企画⼒、情報収集⼒、問題解決⼒、チームワークとリーダ
ーシップ、コミュニケーション⼒などを身につけること。 

受講者へのコメント この授業で身につけた⼒を地域での科学ボランティア活動に活用して下さい．ま
た，科学ボランティアリーダーを目指して，科学ボランティア実践指導Ⅰ・Ⅱ等
も履修することをお勧めします． 

連絡先 理学部化学科 高原周一  
（13 号館 3 階、e-mail: takahara[アットマーク]chem.ous.ac.jp  
TEL: 086-256-9607） 
もしくは科学ボランティアセンター  
（16 号館 1 階、e-mail: svc[アットマーク]office.ous.ac.jp  
TEL: 086-256-9570） 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業時間外の学習については全くしなかったが 1 割程度，30 分程度を含めると
35%程度になり，改善を要する． 
時間外学習の内容として「関連する図書や資料を自分で探して勉強」が 5 割強あ
り，通常の授業に比べれば高率であるが，この授業の性質から考えると，もっと
高率を目指す必要がある． 
この授業を受けてよかった点については「この分野への理解が深まった」が 5 割
程度，「この分野への興味・関心が高まった」が 6 割程度，「コミュニケーション
⼒やプレゼンテーション⼒などの実社会で必要な⼒が高まった」が 5 割強であ
り，ある程度のレベ 

英文科目名 Introduction to Volunteer Activitiy for Science and Technology 
関連科目 科学ボランティア実践指導Ⅰ・Ⅱ（B3 群）、科学ボランティア活動（B3 群）、ボ

ランティア活動（認定科目、B2 群） 
次回に向けての改善変更予定 今年度まで班ごとの指導教員を固定していなかったが，来年度は指導を強化する

ためにゆるやかに固定したい． 
各受講生に，時間外にどのような準備をどの程度の時間行ったかを自己申告さ
せ，班で取りまとめて報告させることを検討する． 
制度の説明やボランティア情報の提供をより効率的・効果的に行うため，制度説
明の冊子の作成，映像の活用等を検討する． 

講義目的 科学は本来楽しいものであり、その楽しさを科学イベント等により⻘少年や一般
市⺠と共有する科学ボランティア活動が市⺠権を得るようになってきた。これ
は、科学技術立国日本の土台を揺るがしかねない⻘少年の理工系離れに対する有
⼒な対策としても注目されている。本講義では、地域で活躍している外部講師お
よび科学ボランティアセンターコーディネーターの講習により科学ボランティ
ア活動を実践的に紹介する。また、グループを組んで、自分たちで選んだ楽しい



実験・工作（基本的に身近な材料を使ってできるもの）を準備し、発表会で披露
してもらう 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス（講義内容と進め方の説明） 

理科離れの現状、科学ボランティア活動の意義について説明するとともに、地域
で行われている活動を紹介する。また、科学ボランティアリーダー資格認定制度
を説明する。本講義の過去の受講生などが準備した楽しい科学実験を体験する。 
3 回 科学ボランティアセンターコーディネーターによる講習（１） 
講師： 森⽥明義 先生 
内容： プラズマボールで遊ぼう 
科学ボランティアセンターコーディネーターによる講習（２） 
講師： 吉村功 先生 
内容： フックの顕微鏡作り 
発表会準備（１） 
グループ分けを行い、発表内容を検討する。 
5 回 外部講師による講習 
講師： 岡崎則武 先生（岡山県立玉野光南高等学校・教諭） 
内容： たのしい科学の伝統と科学ボランティア活動 
発表会準備（２） 
発表会内容を確定する。 
7 回 発表会準備（３） 
安全についての講習を行う。 
発表会企画書および配布資料の書き方について説明する。 
実験器具およびプレゼンテーションなどの準備を行う。 
9 回 発表会準備（４） 
発表会の進行の詳細について説明する。 
実験器具およびプレゼンテーションなどの準備を行う。 
11 回 発表会準備（５） 
発表会の予行演習を行う。 
発表会本番の準備を行う。 
13 回 発表会、発表会の反省、レポート作成を行う。 

準備学習 1 回 シラバスを読んでおくこと。 
3 回 本やインターネットで発表会に使えそうな実験内容を調べること。 
5 回 発表会の内容についての各⼈の提案をレポートにまとめること。 
7 回 発表会での実験内容に関連すること（原理・類似の実験など）を調べるこ
と。 
科学・技術に関する本を読んで読書感想文を書くこと。 
9 回 各⼈が分担した作業（物品の確保、シナリオの作成など）を行うこと。 
企画書・発表会配布資料の原稿を作成すること。 
11 回 企画書・発表会配布資料の原稿を完成させること。 
発表会予行演習に向けて各自が担当内容を再確認すること。 
13 回 企画書・発表会配布資料の原稿を修正すること。 



発表会予行演習の反省点と改善策についてまとめておくこと。 
発表会に向けて各自が担当内容を再確認すること。 
ポートフォリオを整理しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FB29051 
成績評価 毎回の授業において自己の活動をレポートとして提出する。科学イベントでの科

学ボランティア体験の活動報告書で総合評価する。 
報告書の記載内容は，(1)活動日時・場所・実働時間、(2)活動内容(詳細に)、(3)
活動の自己評価(400 字程度)などである。イベントでの評価は、活動報告書とと
もに教員の評価ならびに受講生相互の評価も加味する。 

曜日時限 集中その他 
対象クラス 理学部(09〜11),工学部(09〜11),総合情報学部(09〜11) 
見出し FB29051 科学ボランティア実践指導Ⅱ(前期) 
担当教員名 滝澤 昇、山口 一裕、米⽥ 稔、高原 周一、クルモフ バレリー、小野 忠

良、吉村 
単位数 1 
教科書 使用しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 地域での実践 科学イベント 科学ボランティア 楽しい科学実験 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 個別指導の授業のため、アンケート期間には調査を実施していません。個別に独

自の調査を行いまいした。 
科目名 科学ボランティア実践指導Ⅱ(前期) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 ・受講希望者は必ず前期の初めに開催されるガイダンスに参加し、前期に履修登

録すること。前期期間中に実践の機会が得られなかった場合は、前期の受講届け
は取り消されるので、後期に受講することができる。 
・主にチームごとに決めた指導教員が事前・事後指導を行う。 
・講義(ガイダンス等)は基本的に土曜日の午後に行うが、科学イベント準備はチ
ームごとに担当教員と相談して日時を決定する。受講者が多数の場合は受講制限
することがあるので、初回の講義（別途掲示）は 必ず出席すること。 
・この授業は本学の科学ボランティアリーダー認定 

シラバスコード FB29051 
実務経験のある教員  
達成目標 1) 地域の科学ボランティア活動に積極的に参画・協⼒する意欲をもつこと。 

2) 科学実験教室や科学実験ショーが、教材開発・選定から準備、実施まで自⼒で
できるようになること。 
3) 科学実験教室や科学実験ショーの実施に必要な科学的知識を習得することが
できること。 
4) 社会⼈として必要な企画⼒、情報収集⼒、問題解決⼒、チームワークとリーダ
ーシップ、コミュニケーション⼒などを身につけること。 

受講者へのコメント 個別指導の授業のため、アンケート期間には調査を実施していません。個別に独



自の調査を行いまいした。 
連絡先 ○工学部 バイオ・応用化学科 滝澤 昇研究室：12 号館５階電話：086-256-

9552 
電子メール：takizawan[アトマーク]dac.ous.ac.jp 
○科学ボランティアセンター所在：16 号館１階電話：086-256-9570 
電子メール：ｓｖｃ[アトマーク]office.ous.ac.jp 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 個別指導の授業のため、アンケート期間には調査を実施していません。個別に独
自の調査を行いまいした。 

英文科目名 Practical Course for Science Educational Volunteer Activities II 
関連科目 科学・工作ボランティア入門、科学ボランティア実践指導 Ｉ 、科学ボランテ

ィア活動 
次回に向けての改善変更予定 個別指導の授業のため、アンケート期間には調査を実施していません。個別に独

自の調査を行いまいした。 
講義目的 チームを組んで地域などで開催される科学イベントで講師として科学ボランテ

ィア活動を２時間以上実践する（現地での準備時間等を含む。ただし 40 分以上
の教室形式、またはサイエンスショーを実践する）ことができるようになること。
またこの科学ボランティア活動を安全かつ効果的に実施できるようなること。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス（講義内容と進め方の説明を受けこの講義の意義と進め方を理

解する。 
また理科大学認定資格：科学ボランティアリーダーの詳細説明と出展可能な科学
イベントの紹介をうける。 
2 回 チームおよび指導教員が決定され、各グループで活動方針・内容についての
討論をする。 
3 回 科学イベント準備（１）： 出展内容を決定し 、次回までにメンバー各自が
やっておくべきこと（宿題）を決める。 
4 回 科学イベント準備（２）： 事前準備に基づいて実験器具およびプレゼンテー
ションなどの準備・練習をし、次回までの宿題を決める。 
5 回 科学イベント準備（３）： 発表会予行練習をする。 
6 回 科学イベント準備（４）： 発表会に向けて練習を重ね仕上げる。 
7 回 科学イベントを実施する。 
8 回 事後指導を受け、レポートを作成する。 

準備学習 1 回 このシラバスをよく読んでこの講義の内容を理解するとともに、「科学ボラ
ンティアリーダー」について理解しておくこと。 
2 回 第１回ガイダンスで紹介された情報に基づいて、どのイベントで、どのよう
な活動をしたいかを考ておくこと。 
3 回 前回の討論に基づいて、内容を各自考案し、チームメンバーと情報を交換し
ておくこと。 
4 回 各自持ち帰った宿題をすること。さらに必要に応じ、随時チーム打ち合わせ
を持つこと。 



6 回 各自持ち帰った宿題をすること。さらに必要に応じ、随時チーム打ち合わせ
を持つこと。 
7 回 本番に備え、チームで随時練習をすること。また必要な道具類を最終チェッ
クしておくこと。 
8 回 反省点を各自で整理後、チームでディスカッションすること。 

 



年度 2012 
授業コード FB29052 
成績評価 毎回の授業において自己の活動をレポートとして提出する。科学イベントでの科

学ボランティア体験の活動報告書で総合評価する。 
報告書の記載内容は，(1)活動日時・場所・実働時間、(2)活動内容(詳細に)、(3)
活動の自己評価(400 字程度)などである。イベントでの評価は、活動報告書とと
もに教員の評価ならびに受講生相互の評価も加味する。 

曜日時限 集中その他 
対象クラス 理学部(09〜11),工学部(09〜11),総合情報学部(09〜11) 
見出し FB29052 科学ボランティア実践指導Ⅱ(後期) 
担当教員名 滝澤 昇、山口 一裕、米⽥ 稔、高原 周一、クルモフ バレリー、小野 忠

良、吉村 
単位数 1 
教科書 使用しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 地域での実践 科学イベント 科学ボランティア 楽しい科学実験 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 科学ボランティア実践指導Ⅱ(後期) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 ・この講義は、原則として前期に受講すること。ただし後期にこの講義を受講希

望する場合は、履修登録前に科学ボランティアセンターに出向き、教員に受講希
望の旨を申し出て説明を受けること。 
・主にチームごとに決めた指導教員が事前・事後指導を行う。 
・講義(ガイダンス等)は基本的に土曜日の午後に行うが、科学イベント準備はチ
ームごとに担当教員と相談して日時を決定する。受講者が多数の場合は受講制限
することがあるので、初回の講義（別途掲示）は 必ず出席すること。 
・この授業は本学の科学ボランティアリーダー認定制度の必修科目 

シラバスコード FB29052 
実務経験のある教員  
達成目標 1) 地域の科学ボランティア活動に積極的に参画・協⼒する意欲をもつこと。 

2) 科学実験教室や科学実験ショーが、教材開発・選定から準備、実施まで自⼒で
できるようになること。 
3) 科学実験教室や科学実験ショーの実施に必要な科学的知識を習得することが
できること。 
4) 社会⼈として必要な企画⼒、情報収集⼒、問題解決⼒、チームワークとリーダ
ーシップ、コミュニケーション⼒などを身につけること。 

受講者へのコメント 是非今後も活動を継続してください 
連絡先 ○工学部 バイオ・応用化学科 滝澤 昇研究室：12 号館５階電話：086-256-



9552 
電子メール：takizawan[アトマーク]dac.ous.ac.jp 
○科学ボランティアセンター所在：16 号館１階電話：086-256-9570 
電子メール：ｓｖｃ[アトマーク]office.ous.ac.jp 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 実践する中で、科学ボランティア活動の意義への理解や運営⼒のみならず、ジェ
ネリックスキルの向上を自身で感じていることが判ります。 

英文科目名 Practical Course for Science Educational Volunteer Activities II 
関連科目 科学・工作ボランティア入門、科学ボランティア実践指導 Ｉ 、ボランティア

活動（認定科目、B2 群） 
次回に向けての改善変更予定 ジェネリックスキルの評価法を自己評価だけでなく客観的な方法を検討します。 
講義目的 チームを組んで地域などで開催される科学イベントで講師として科学ボランテ

ィア活動を２時間以上実践する（現地での準備時間等を含む。ただし 40 分以上
の教室形式、またはサイエンスショーを実践する）ことができるようになること。
またこの科学ボランティア活動を安全かつ効果的に実施できるようなること。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス（講義内容と進め方の説明を受けこの講義の意義と進め方を理

解する。 
また理科大学認定資格：科学ボランティアリーダーの詳細説明と出展可能な科学
イベントの紹介をうける。 
2 回 チームおよび指導教員が決定され、各グループで活動方針・内容についての
討論をする。 
3 回 科学イベント準備（１）： 出展内容を決定し 、次回までにメンバー各自が
やっておくべきこと（宿題）を決める。 
4 回 科学イベント準備（２）： 事前準備に基づいて実験器具およびプレゼンテー
ションなどの準備・練習をし、次回までの宿題を決める。 
5 回 科学イベント準備（３）： 発表会予行練習をする。 
6 回 科学イベント準備（４）： 発表会に向けて練習を重ね仕上げる。 
7 回 科学イベントを実施する。 
8 回 事後指導を受け、レポートを作成する。 

準備学習 1 回 このシラバスをよく読んでこの講義の内容を理解するとともに、「科学ボラ
ンティアリーダー」について理解しておくこと。 
2 回 第１回ガイダンスで紹介された情報に基づいて、どのイベントで、どのよう
な活動をしたいかを考ておくこと。 
3 回 前回の討論に基づいて、内容を各自考案し、チームメンバーと情報を交換し
ておくこと。 
4 回 各自持ち帰った宿題をすること。さらに必要に応じ、随時チーム打ち合わせ
を持つこと。 
6 回 各自持ち帰った宿題をすること。さらに必要に応じ、随時チーム打ち合わせ
を持つこと。 
7 回 本番に備え、チームで随時練習をすること。また必要な道具類を最終チェッ



クしておくこと。 
8 回 反省点を各自で整理後、チームでディスカッションすること。 

 



年度 2012 
授業コード FCD1111 
成績評価 定期試験（１００％）で行い、１００点満点中６０点以上を合格とする。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12),教職特別

課程(〜12) 
見出し FCD1111 教育心理学 
担当教員名 中島 弘徳 
単位数 2 
教科書 曽我雅比児・皿⽥琢司編著『現代社会における⼈間と教育―理論と実践の探究』

大学教育出版 
アクティブラーニング  
キーワード 学習、発達、教育、評価、心理学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 出席については、⼈数が多いので取りそびれていますが、今後善処します。 

プロジェクターに映す時の文字については、ファイルを配るなどで対応したいと
思います。 

科目名 教育心理学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて講義の場で指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 準備学習ついては講義計画に示しているが、詳細については講義内で指示する。 
シラバスコード FCD1111 
実務経験のある教員  
達成目標 ①学習や発達（発達の障害を含む）とはどのような概念かが理解できるようにな

る。 
②教育活動の効果的実践のための知識が理解できるようになる。 
③教育評価のやり方について理解ができるようになる。 

受講者へのコメント 身近な例に、教育心理学のネタはありますので、今後も参考にしてもらえると嬉
しいです。 

連絡先 14 号館３階 中島研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 介護体験、教育実習を体験していない学生さんが多いので、なるべく身近な例を
挙げたのが良かったと思います。 

英文科目名 Educational Psychology 
関連科目 教育相談の理論と方法 
次回に向けての改善変更予定 プロジェクターの映し方について、なるべく簡単にしようと思います。 
講義目的 本講義では、教育心理学の主な柱である、学習、発達、適応、評価のうち、学習

と学習に関連する理論、発達障害を含めた発達の諸特徴、そして、教育評価の理



論を理解しながら、教育を効果的に行うための知識を習得することを目的とす
る。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。講義の概要について説明する。 

2 回 教育心理学の教育における位置づけと歴史について説明する。 
3 回 学習の過程（１)：外界からの情報を取り入れるまでの過程について説明す
る。 
4 回 学習の過程（２）S−R 連合理論について説明する。 
5 回 学習の過程（３）認知学習について説明する。 
6 回 動機・情緒・フラストレーションについて説明する。 
7 回 記憶のメカニズムと特徴について説明する。 
8 回 忘却のメカニズムについて説明する。 
9 回 心身の発達（１）発達の規定要因について説明する。 
10 回 心身の発達（２）発達の原理について説明する。 
11 回 発達段階について説明する。 
12 回 発達課題について説明する。 
13 回 発達障害の理解について説明する。 
14 回 発達障害を持つ生徒の援助について説明する。 
15 回 教育評価について説明する。 

準備学習 1 回 学校教育の目的について、教育基本法、学校教育法を読んで考えておくこ
と。 
2 回 教育の目的と教育心理の関連について予想を立てておくこと。 
3 回 感覚・知覚・認知について予習をしておくこと。 
4 回 各学習理論について予習しておくこと。 
5 回 S-R 連合理論について復習しておくこと。 
6 回 学習について復習しておくこと。 
7 回 学習と動機づけの関連について復習しておくこと。 
8 回 各自の記憶の仕方について復習しておくこと。 
9 回 忘却のメカニズムについて復習しておくこと。 
10 回 発達の規程要因ついて予習しておくこと。 
11 回 発達の原理について復習しておくこと。 
12 回 発達の段階の特徴について復習しておくこと。 
13 回 発達課題の特徴について復習しておくこと。 
14 回 発達障害の理論ついて復習しておくこと。 
15 回 教育評価について予習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD1112 
成績評価 定期試験（１００％）で行い、１００点満点中６０点以上を合格とする。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12),教職特別

課程(〜12) 
見出し FCD1112 教育心理学 
担当教員名 中島 弘徳 
単位数 2 
教科書 曽我雅比児・皿⽥琢司編著『現代社会における⼈間と教育−理論と実践の探究−』

大学教育出版 
アクティブラーニング  
キーワード 学習、発達、教育、評価、心理学 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 教職を目指す学生として自覚が持て、責任が取れるような対応をして行きたいと

思います。 
科目名 教育心理学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて講義の場で指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 準備学習ついては講義計画に示しているが、詳細については講義内で指示する。 
シラバスコード FCD1112 
実務経験のある教員  
達成目標 ①学習や発達（発達の障害を含む）とはどのような概念かが理解できるようにな

る。 
②教育活動の効果的実践のための知識が理解できるようになる。 
③教育評価のやり方について理解ができるようになる。 

受講者へのコメント きちっと受講したことが、成果につながると思いますので、これからもがんばっ
て行ってください。 

連絡先 14 号館３階 中島研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 教職を目指す皆さんになるべく理解しやすいように講義をしたことが評価され
たと思います。 

英文科目名 Educational Psychology 
関連科目 教育相談の理論と方法 
次回に向けての改善変更予定 ⼈数が多い講義なかでの出席学生の把握について工夫していく予定です。 
講義目的 本講義では、教育心理学の主な柱である、学習、発達、適応、評価のうち、学習

と学習に関連する理論、発達障害を含めた発達の諸特徴、そして、教育評価の理
論を理解しながら、教育を効果的に行うための知識を習得することを目的とす



る。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。講義の概要について説明する。 

2 回 教育心理学の教育における位置づけと歴史について説明する。 
3 回 学習の過程（１)：外界からの情報を取り入れるまでの過程について説明す
る。 
4 回 学習の過程（２）S−R 連合理論について説明する。 
5 回 学習の過程（３）認知学習について説明する。 
6 回 動機・情緒・フラストレーションについて説明する。 
7 回 記憶のメカニズムと特徴について説明する。 
8 回 忘却のメカニズムについて説明する。 
9 回 心身の発達（１）発達の規定要因について説明する。 
10 回 心身の発達（２）発達の原理について説明する。 
11 回 発達段階について説明する。 
12 回 発達課題について説明する。 
13 回 発達障害の理解について説明する。 
14 回 発達障害を持つ生徒の援助について説明する。 
15 回 教育評価について説明する。 

準備学習 1 回 学校教育の目的について、教育基本法、学校教育法を読んで考えておくこ
と。 
2 回 教育の目的と教育心理の関連について予想を立てておくこと。 
3 回 感覚・知覚・認知について予習をしておくこと。 
4 回 各学習理論について予習しておくこと。 
5 回 S-R 連合理論について復習しておくこと。 
6 回 学習について復習しておくこと。 
7 回 学習と動機づけの関連について復習しておくこと。 
8 回 各自の記憶の仕方について復習しておくこと。 
9 回 忘却のメカニズムについて復習しておくこと。 
10 回 発達の規程要因ついて予習しておくこと。 
11 回 発達の原理について復習しておくこと。 
12 回 発達の段階の特徴について復習しておくこと。 
13 回 発達課題の特徴について復習しておくこと。 
14 回 発達障害の理論ついて復習しておくこと。 
15 回 教育評価について予習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD1121 
成績評価 講義受講状況（10％）と課題提出物の内容（40％）ならびに定期試験（50％）に

より評価を行う。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 機械システム工学科(〜11),電気電子システム学科(〜11),情報工学科(〜11),知能

機械工学科(〜11),生体医工学科(〜11),建築学科(〜11),工学プロジェクトコース
(〜11) 

見出し FCD1121 技術科教育法Ⅰ 
担当教員名 塗木 利明 
単位数 2 
教科書 新しい技術・家庭 技術分野／文部科学省検定済教科書／東京書籍 
アクティブラーニング  
キーワード 技術・家庭科、技術科、技術分野、指導計画、学習指導案 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 なし 
科目名 技術科教育法Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 １.文部科学省検定済教科書「技術・家庭 技術分野」開隆堂 

２.文部科学省検定済教科書「技術・家庭 技術分野」教育図書 
３.中学校学習指導要領解説―技術・家庭編―東京書籍 
４.「現代社会における⼈間と教育」 曽我雅比児・皿⽥琢司編著 大学教育出版 

授業形態 講義 
注意備考 準備学習の詳細については講義中に指示する。 
シラバスコード FCD1121 
実務経験のある教員  
達成目標 1.中学校の技術科教員に必要な教育方法を理解する。 

2.それらを生かした学習指導案が作成できる。 
受講者へのコメント 技術科教師として必要な、教科の歴史、性格・目標・内容、年間指導計画、指導

案など基本的な内容を学習しました。これからも生徒にわかる授業を実践するに
はどうしたらよいかという問題意識を持って学習に取り組んでください。 

連絡先 研究室：工学実習棟２階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 [A]２）の「授業時間以外にどの程度学習しましたか」の質問で「全くしなかっ
た」から「３時間以上」まで広い回答がありました。これは皆さん一⼈ひとりの
技術科教師になる！という目的意識の高さにかかわっているように思います。日
ごろの積み重ねが最終的に結果に表れます。しっかり頑張りましょう。 

英文科目名 Teaching Method of Technical Arts I 
関連科目 技術科教育法Ⅱ、技術科教育法Ⅲ、技術科教育法Ⅳ 



次回に向けての改善変更予定 技術科教育に関する中学校現場の情報も紹介しながら進めていきたいと考えて
います。 

講義目的 中学校の技術科教員免許状を取得するための必修科目であり、教師に必要な技術
科教育法の理論を講義する。内容としては、技術科教育の変遷、目標、学習内容、
学習指導法、評価、施設・設備、指導計画および学習指導案について、具体的な
例を取り扱いながら、資質の高い技術科教師を目指して講義を進める。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。講義の進め方を説明する。それぞれが受けた技術・家

庭科の学習を振り返り教職の意義を検討する。 
2 回 前身である職業科、職業・家庭科について解説する。 
3 回 技術・家庭科についての改訂の歴史を解説する。 
4 回 技術・家庭科の性格・目標および内容について解説する。 
5 回 技術分野の内容を解説する。 
6 回 技術・家庭科の学習形態と指導法について解説する。 
7 回 技術・家庭科の評価と評定について解説する。 
8 回 生徒指導要録、施設・設備と安全管理について解説する。 
9 回 指導計画の作成法を説明する。 
10 回 年間指導計画の事例を解説する。 
11 回 年間指導計画を作成する。 
12 回 学習指導案の作成法を説明する。 
13 回 学習指導案の事例を解説する。 
14 回 学習指導案を作成する。 
15 回 学習指導案を仕上げる。 

準備学習 1 回 自分が受けた「技術・家庭科」の授業を思い出し、内容・製作題材を書き出
しておくこと。 
2 回 参考書４．の第 10 章 2 節(1)(2)を読んでおくこと。 
3 回 参考書４．の第 10 章 2 節(3)の該当箇所を読んでおくこと。 
4 回 参考書４．の第 10 章 2 節(3)の該当箇所を読んでおくこと。 
5 回 教科書の内容に目を通しておくこと。 
6 回 プロジェクト法について調べてくること 
7 回 評価と評定の違いを調べておくこと。 
8 回 生徒指導要録とは何かを調べておくこと。 
9 回 指導計画とは何かについて調べておくこと 
10 回 前回の学習内容を復習しておくこと。 
11 回 授業練習で取り上げたい内容の指導案事例を調べてくること 
12 回 学習指導案とは何かについて調べておくこと。 
13 回 前回の学習内容を復習しておくこと。 
14 回 授業練習で取り上げたい内容の指導案事例を調べてくること。 
15 回 講義終了時に指導案が提出できるように準備すること。 

 



年度 2012 
授業コード FCD1122 
成績評価 講義受講状況（10％）と課題提出物の内容（20％）と模擬授業（20％）ならびに

定期試験（50％）により総合的に評価を行う。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 機械システム工学科(〜11),電気電子システム学科(〜11),情報工学科(〜11),知能

機械工学科(〜11),生体医工学科(〜11),建築学科(〜11),工学プロジェクトコース
(〜11) 

見出し FCD1122 技術科教育法Ⅱ 
担当教員名 塗木 利明 
単位数 2 
教科書 中学校技術・家庭 技術分野／文部科学省検定済教科書／開隆堂 
アクティブラーニング  
キーワード 技術科、技術科教育法 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 回答を要する記述なし 
科目名 技術科教育法Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 １．文部科学省検定済教科書「新しい技術・家庭 技術分野」東京書籍 

２．文部科学省検定済教科書「技術・家庭 技術分野」教育図書 
３．中学校学習指導要領解説―技術・家庭編―文部科学省・教育図書 
４．他必要に応じて講義中に提示する。 

授業形態 講義 
注意備考 「技術科教育法Ⅰ」を習得していること。 
シラバスコード FCD1122 
実務経験のある教員  
達成目標 技術科教師に必要とされる指導⼒を模擬授業を通して身につける。 
受講者へのコメント 模擬授業並びに採用試験の過去問（専門教養と実技試験）を通して、技術科教育

の方法を学習しました。技術科教員になりたいという熱意が成果の大小につなが
ります。自覚を持って臨んでください。 

連絡先 研究室：工学実習棟２階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業時間以外の学習時間がやや少ないことがやや気になりますが、約８割の受講
生が授業に満足したということで担当者としても満足しています。体験を通して
学ぶという教科の性格を大切にして授業を進めている結果だと理解しています。 

英文科目名 Teaching Method of Technical Arts II 
関連科目 技術科教育法Ⅰ、技術科教育法Ⅲ、技術科教育法Ⅳ、 
次回に向けての改善変更予定 受講生それぞれが持っている知識・技術によって、基本的なものから応用的なも

のまで課題の質と量を調節したいと思っています。 



講義目的 中学校の技術科教員免許状を取得するための必修科目であり、技術科教育法の演
習にあたる講義である。技術分野の指導法を模擬授業を通して具体的に実践する
ことにより、技術科教師に必要とされる指導⼒の向上を目的とする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 技術科教育の現状と課題を概観する。 

2 回 ＤＶＤを視聴し、よい授業の条件を検討する。 
3 回 前回の内容を振り返り、よい授業の条件について議論する。 
4 回 材料と加工について教科書の内容を確認し検討する。 
5 回 エネルギー変換について教科書の内容を確認し検討する。 
6 回 生物育成について教科書の内容を確認し検討する。 
7 回 情報について教科書の内容を確認し検討する。 
8 回 指導案を作成する。 
9 回 指導案を検討する。 
10 回 主に板書指導に焦点を当てて模擬授業を実施し、相互評価と研究協議を行
う。 
11 回 主に発問・指名に焦点を当てて模擬授業を実施し、相互評価と研究協議を
行う。 
12 回 主にノート指導・机間指導に焦点を当てて模擬授業を実施し、相互評価と
研究協議を行う。 
13 回 主に情報機器の使い方に焦点を当てて模擬授業を実施し、相互評価と研究
協議を行う。 
14 回 主に教材・教具に焦点を当てて模擬授業を実施し、相互評価と研究協議を
行う。 
15 回 講義の成果と課題をまとめレポートを作成する。 

準備学習 1 回 技術科教育法Ⅰで学習した内容を整理して授業に臨むこと。 
2 回 自分が受けた技術科の授業を振り返り、授業の構成や指導法を確認するこ
と。 
3 回 前回の内容を振り返り、よい授業について自分の考えをまとめて臨むこと。 
4 回 教科書の該当箇所を読み課題を持って授業に臨むこと。 
5 回 教科書の該当箇所を読み課題を持って授業に臨むこと。 
6 回 教科書の該当箇所を読み課題を持って授業に臨むこと。 
7 回 教科書の該当箇所を読み課題を持って授業に臨むこと。 
8 回 指導内容を検討し指導案の作成法を復習して授業に臨むこと。 
9 回 原案を作成して授業に臨むこと。 
10 回 授業実施者は授業練習をすること、それ以外は指導案に目を通し流れを把
握すること。 
11 回 授業実施者は授業練習をすること、それ以外は指導案に目を通し流れを把
握すること。 
12 回 授業実施者は授業練習をすること、それ以外は指導案に目を通し流れを把
握すること。 
13 回 授業実施者は授業練習をすること、それ以外は指導案に目を通し流れを把
握すること。 



14 回 授業実施者は授業練習をすること、それ以外は指導案に目を通し流れを把
握すること。 
15 回 前回までの学習内容を整理すること。 

 



年度 2012 
授業コード FCD1131 
成績評価 レポート（30％）と定期試験（70％）で評価する。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 応用数学科(〜11),基礎理学科(〜11),電気電子システム学科(〜11),情報工学科

(〜11),情報科学科(〜11),生物地球システム学科(〜11),社会情報学科(〜11) 
見出し FCD1131 情報科教育法Ⅰ 
担当教員名 草野 泰秀＊ 
単位数 2 
教科書 高等学校情報科用教科書「高校情報Ａ」（実教出版 情報 060） 
アクティブラーニング  
キーワード 高等学校、情報、学習指導、学習指導案コンピュータ、インターネット、マルチ

メディア、ネチケット、セキュリティ 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 学生の理解に合わせて，もっと詳しく説明するようにします。 

 内容を精選して，進度をゆっくりします。 
科目名 情報科教育法Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業中に資料を配付 
授業形態 講義 
注意備考 少なくとも文書作成ソフト（Word）、表計算ソフト（Excel）、プレゼンテーショ

ンソフト（Power Point）、インターネット閲覧ソフト（Internet Explorer）につ
いては基本的な操作ができること。 
※ これらのソフトは基本的な使い方ができるものとして講義・演習を進めま
す。 

シラバスコード FCD1131 
実務経験のある教員  
達成目標 情報教育と普通教科「情報」の目標、及び「情報」の各科目の特徴を理解するこ

と。 
普通教科「情報Ａ」の４つの領域とそれぞれの領域の具体的な内容を知ること。 
各内容について、その指導法と指導上の留意点を理解すること。 
学習指導案を作成し、それに基づいて学習指導をすることができるようになるこ
と。 
校内における情報科教員の役割を知り、コンピュータ教室を運営するための知識
を習得すること。 

受講者へのコメント 講義のある日は，午前７時前には，２５号館の非常勤室いますので，分からない
ことがあれば，積極的に質問等に来て欲しいです。分かるまで，丁寧にお答えし
ます。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 



各項目評価に対する所見 情報機器や情報通信ネットワークなどを適切に活用して情報を収集，処理，表現
するとともに効果的にコミュニケーションを行う能⼒を養う情報科の教員を育
成できるようにと指導を心がけました。しかし，受講者の⼈数が多すぎて，私一
⼈では，パソコンの操作においては十分な指導ができかねました。実技を伴う教
科は，できれば３５⼈以下で，AT が１⼈は必要だと思います。おおむね受け入
れてもらえているようでしたが，やや不満もあるようでした。 

英文科目名 Teaching Method of Information Literacy I 
関連科目 引き続き「情報科教育法Ⅱ」を受講することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 内容をさらに精選して進度をもう少しゆっくりして，理解を深めさせて，知識技

能の定着度のアップをはかります。また，１講座の受講⼈数を減少させるように，
講座数を増やす措置等を検討して頂いています。 

講義目的 高等学校の普通教科「情報」の目標と内容及びその指導法と指導上の留意点を理
解させ、指導技術の習得を図って、情報科教員免許を取得できるようにする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 情報教育の概要、実習用パソコン及びネットワークの利用方法と利用上の

注意点について解説する。 
2 回 情報教育と教科「情報」の関係普通教科「情報」の科目と各科目の特徴につ
いて解説する。 
3 回 普通教科「情報Ａ」の目標と内容「情報活用」の指導と指導上の留意点（１）
について解説する。 
4 回 「情報の収集・発信」の指導と指導上の留意点（１）について解説する。 
5 回 「情報の収集・発信」の指導と指導上の留意点（２）について解説する。 
6 回 「情報の統合的処理」の指導と指導上の留意点（１）について解説する。 
7 回 「情報の統合的処理」の指導と指導上の留意点（２）について解説する。 
8 回 「情報活用」の指導と指導上の留意点（２）について解説する。 
9 回 「情報機器の発達」の指導と指導上の留意点（１）について解説する。 
10 回 「情報機器の発達」の指導と指導上の留意点（２）について解説する。 
11 回 コンピュータ室の整備と運用について解説する。 
12 回 情報Ａの年間指導計画と学習指導案の作成法について解説する。 
13 回 学習指導案の作成（修正と仕上げ）について解説する。 
14 回 著作権、著作物の利用について解説する。 
15 回 授業のためのソフトとデータ、参考資料まとめと補足について解説する。 

準備学習 1 回 パソコン（Windows）の基本操作ができるとともに、パソコンで文書作成や
表計算、ホームページの閲覧ができるなど、パソコンの基本的な利用ができるよ
うになっておくこと。 
2 回 教科書「高校情報Ａ（実教出版）」にざっと目を通しておくこと。 
3 回 教科書「高校情報Ａ」の第１章を読んで、内容を理解しておくこと。 
4 回 教科書「高校情報Ａ」の第２章の第１節・第２節を読んで、内容を理解して
おくこと。教科書に載っている Web 検索及び電子メールの送受信については実
際に試しておくこと。 
5 回 教科書「高校情報Ａ」の第２章の第３節・第４節を読んで、内容を理解して
おくこと。 



6 回 教科書「高校情報Ａ」の第３章の第１節を読んで、内容を理解しておくこ
と。教科書に載っている音声の録音及び画像処理については実際に試みておくこ
と。 
7 回 教科書「高校情報Ａ」の第３章の第２節を読んで、内容を理解しておくこ
と。教科書に載っているプレゼンテーションスライド及び Web ページの作成に
ついては実際に試みておくこと。 
8 回 教科書「高校情報Ａ」の第４章を読んで、内容を理解しておくこと。教科書
に載っている基本的な関数やグラフ化、分析方法については実際に試してみてお
くこと。 
9 回 教科書「高校情報Ａ」の第５章の第１節を読んで、内容を理解しておくこ
と。教科書に載っている例題や問題については自分で解答してみることこと。 
10 回 教科書「高校情報Ａ」の第５章の第２節・第３節を読んで、内容を理解し
ておくこと。教科書に載っている例題や問題については自分で解答してみるこ
と。簡単には解答できない例題もあるが、その場合はその理由を明確にしておく
こと。 
11 回 これまで行ってきたパソコン実習で、よく理解できなかったものなどの復
習をしておくこと。 
12 回 学習指導案の作成実習では、教科書のどの部分を取り上げて指導案を作成
するのかあらかじめ指示するので、その授業を行うにはどのような教材・教具を
使い、授業をどのように進めていけばよいか、どのような点に留意したらよいか
などを具体的に考えておくこと。 
13 回 学習指導案を可能な範囲で書き上げておくこと。 
14 回 教科書の第２章第４節の「３知的財産権」及び口絵の「著作権とモラル」
をよく読んでおくこと。 
15 回 教科書の各章の章末問題に解答しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD1132 
成績評価 課題レポート（20％）と最終テスト課題（80％）で評価する。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 応用数学科(〜11),基礎理学科(〜11),電気電子システム学科(〜11),情報工学科

(〜11),情報科学科(〜11),生物地球システム学科(〜11),社会情報学科(〜11) 
見出し FCD1132 情報科教育法Ⅱ 
担当教員名 草野 泰秀＊ 
単位数 2 
教科書 文部科学省 高等学校学習指導要領解説 情報編実教出版 高等学校情報科用

教科書「高校情報Ａ」 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 進数計算について，さらにゆっくりと丁寧に説明するようにします。 
科目名 情報科教育法Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業中に配付するプリント 
授業形態 講義 
注意備考 最終試験の内容は授業中に指示する。 
シラバスコード FCD1132 
実務経験のある教員  
達成目標 達成すべき目標は以下のようにまとめられる。（１）パワーポイントで教材を作

成できる。 
（２）文字と画像をうまく組み合わせた教材を作成できる。 
（３）パワーポイント教材に自分の目標とする指導内容にバランスよく組み込め
る。 
（４）情報倫理について正しく指導できる。 
（５）教材と口述をバランスよく配合して指導ができる。 
（６）クラスにあう生徒の知的水準を活かした授業を達成するための教育構成方
法について身につける。 
（７）情報科の評価を教材の中に埋め込んで合理的に指導できる教材を作成でき
る。 
（８）教育実習で指導教 

受講者へのコメント 将来教員になることををめざして情報科教育法Ⅱを選択した学生は，目的意識も
高く，真剣に講義を聴く姿勢があることがうかがえた。今後も，その真剣さ，熱
意をもって，希望を達成してほしい。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講者⼈数が少⼈数であることもあって講義内容も各学生に行き届いたようで



ある。各項目の教員に対する満足度は良く，講義内容および講義方法が学生に支
持されたと思われる。 

英文科目名 Teaching Method of Information Literacy II 
関連科目 情報科教育法Ⅰも合わせて履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 特に大きな変更はないが，理解すべき重要な箇所を今までよりさらに強調する。 
講義目的 この講義（実習を含む）は、情報課教育法Ⅰとともに高等学校教科「情報」の教

員免許を取得させるために必要な教師としての基礎的な知識，教養、指導能⼒、
実務能⼒を涵養するための講義である。情報課教育法Ⅰで学んだ教科の設立目
的、教科の構造、指導目的、指導方法、教育の構成、教師としての知識、教育に
関する教養的知識、学校教育における常識と教師の役割、教育の社会的目的と構
造など情報科教師として弁えるべき基本的な学習事項について再度確認し復習
することから始め、教育の実践方法について深く考えるとともに教材作成や模擬
授業の実施 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 本講義の目的と教科の目標授業実施方法について解説する。 

2 回 教科「情報」の設立目的、実施方法、教科科目の復習と教育内容、教育方法、
授業実施方法の構成について解説する。 
3 回 教科指導の３つの目標とそれらを実現する授業のありかた・評価方法につ
いて解説する。 
4 回 学習指導案の詳細化と教材作成と教材の構造化（実習を含む）について解説
する。 
5 回 情報に関する教材知識を整理し系統的指導の在り方について解説する。 
6 回 情報科教育における教育委員会等の取組みの実際の実例について解説する。 
7 回 教育委員会レベルで実施された情報科教育研修の教材と指導方法の実例に
ついて解説する。 
8 回 情報科の教育実習とその指導の在り方、指導方法について解説する。 
9 回 情報科教育実習についての指導方法、指導反省レポートについて解説する。 
10 回 情報科教育実習におけるトラブルと指導教員の指導と実習生の学習のあり
かたについて解説する。 
11 回 学校教育と学校運営の校務とコンピュータの管理、教師の責任について解
説する。 
12 回 情報教育実践の在り方についての教育学者による授業実践の授業構造とそ
の設計方法について解説する。 
13 回 生徒の視点から見た情報科教育における教育実践の在り方について解説す
る。 
14 回 情報科の学習指導案作成とパワーポイントによる模擬授業について解説す
る。 
15 回 情報科のパワーポイントによる模擬授業について解説する。 

準備学習 1 回 シラバスを確認すること。 
2 回 情報科教育法Ⅰの概要について調べること。 
3 回 情報科学習と情報社会についての理解状態について調べること。 
4 回 学習指導案の実例について整理すること。 



5 回 情報に関する教材知識を整理し系統的指導の在り方を考慮すること。 
6 回 情報科教育における到達度・教育評価の在り方について事前に調べること。 
7 回 情報通信ネットワークのしくみと生活・社会の変化について調べること。 
8 回 教育実習での重要事項について web で調べること。 
9 回 情報科教育実習についてどう指導するべきか考えてくること。 
10 回 情報科教育実習ににおける過去の事例にはどんなものがあるか調べてくる
こと。 
11 回 学校における情報機器の管理はどうあるべきか考えてくること。 
12 回 教育実習を実施する際のキーポイントについて考えてくること。 
13 回 あなたが教育実習に行くときの自分としての授業がわかる構成要素、教師
として授業を設計する要諦を考えてくること。 
14 回 パワーポイントによる授業について考え他の教師の実践を調べること。 
15 回 よくわかるプレゼンテーションとは何かについて調べること。 

 



年度 2012 
授業コード FCD1141 
成績評価 毎回課すレポート（１００％）で行い，１００点満点中６０点以上を合格とする。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 応用数学科(〜10),基礎理学科(〜10),情報科学科(〜10) 
見出し FCD1141 数学教育法Ⅲ 
担当教員名 洲脇 史朗 
単位数 2 
教科書 教員採用試験「専門教養 数学科」・一ツ橋書店 
アクティブラーニング  
キーワード 数学教育，模擬授業，教員採用試験 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「役に立った」というコメントは励みになる。 
科目名 数学教育法Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 中学校学習指導要領解説（数学編），高等学校学習指導要領解説（数学編・理数

編） 
授業形態 講義 
注意備考 「数学教育法Ⅰ」を修得していることが望ましい。数学教師を目指す者に限る。

レポート作成は毎回準備学習と講義内で行うが，詳細については講義内で指示す
る。 

シラバスコード FCD1141 
実務経験のある教員  
達成目標 ①教育実習でより良い授業を行う⼒がつく。 

②教員採用試験の模擬授業に合格する⼒がつく。 
③教員採用試験の専門教養に合格する⼒がつく。 

受講者へのコメント 出した課題に対して、多くの者が熱心に取り組んでいるが、さらなる努⼒を期待
する。 

連絡先 洲脇研究室 １１号館８階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 どの項目もおおむね満足できる状況であった。 
英文科目名 Teaching Method of Mathematics III 
関連科目 数学教育法Ⅰ，数学教育法Ⅱ，数学教育法Ⅳ 
次回に向けての改善変更予定 大きく変更する予定はないが、解説にさらなる工夫をしていきたい。 
講義目的 高等学校・中学校の数学教師になることを強く希望する者のための選択科目であ

る。将来の数学教師としての⼒量を高めるため，数学の各分野における具体的な
課題に取り組み，その模擬授業を通して，数学を分かりやすく伝えるとともに，
生徒の創造性を高めるための指導法を研究していく。 

対象学年 3 年/4 年 



授業内容 1 回 方程式と不等式（Ⅱ−前半）の指導法を例題を解きながら解説する。 
2 回 方程式と不等式（Ⅱ−後半）の指導法を例題を解きながら解説する。 
3 回 平面図形（Ⅱ−前半）の指導法を例題を解きながら解説する。 
4 回 平面図形（Ⅱ−後半）の指導法を例題を解きながら解説する。 
5 回 ベクトル（Ⅱ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
6 回 関数（Ⅱ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
7 回 三角関数（Ⅱ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
8 回 確率・場合の数（Ⅱ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
9 回 集合・論理（Ⅱ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
10 回 空間座標（Ⅱ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
11 回 行列と数列（Ⅱ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
12 回 微分（Ⅱ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
13 回 積分（Ⅱ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
14 回 総合（Ⅱ−１）の指導法を例題を解きながら解説する。 
15 回 総合（Ⅱ−２）の指導法を例題を解きながら解説する。 

準備学習 1 回 教科書「方程式と不等式（Ⅱ）」の前半問題を解いてくること。 
2 回 教科書「方程式と不等式（Ⅱ）」の後半問題を解いてくること。 
3 回 教科書「平面図形（Ⅱ）」の前半問題を解いてくること。 
4 回 教科書「平面図形（Ⅱ）」の後半問題を解いてくること。 
5 回 教科書「ベクトル（Ⅱ）」の問題を解いてくること。 
6 回 教科書「関数（Ⅱ）」の問題を解いてくること。 
7 回 教科書「三角関数（Ⅱ）」の問題を解いてくること。 
8 回 教科書「確率・場合の数（Ⅱ）」の問題を解いてくること。 
9 回 教科書「集合・論理（Ⅱ）」の問題を解いてくること。 
10 回 教科書「空間座標（Ⅱ）」の問題を解いてくること。 
11 回 教科書「行列と数列（Ⅱ）」の問題を解いてくること。 
12 回 教科書「微分（Ⅱ）」の問題を解いてくること。 
13 回 教科書「積分（Ⅱ）」の問題を解いてくること。 
14 回 教科書「総合（Ⅱ）」の前半問題を解いてくること。 
15 回 教科書「総合（Ⅱ）」の後半問題を解いてくること。 

 



年度 2012 
授業コード FCD1142 
成績評価 毎回課すレポート（１００％）で行い，１００点満点中６０点以上を合格とする。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 応用数学科(〜10),基礎理学科(〜10),情報科学科(〜10) 
見出し FCD1142 数学教育法Ⅳ 
担当教員名 洲脇 史朗 
単位数 2 
教科書 教員採用試験「専門教養 数学科」・一ツ橋書店 
アクティブラーニング  
キーワード 数学教育，模擬授業，教員採用試験 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 別解が参考になったようで，良かった。 
科目名 数学教育法Ⅳ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 中学校学習指導要領解説（数学編），高等学校学習指導要領解説（数学編・理数

編） 
授業形態 講義 
注意備考 「数学教育法Ⅰ」を修得していること。数学教師を目指す者に限る。レポート作

成は毎回準備学習と講義内で行うが，詳細については講義内で指示する。「教職
セミナー」は日程がまだ決まっていないので、決まり次第授業内で連絡する。 

シラバスコード FCD1142 
実務経験のある教員  
達成目標 ①教育実習で質の高い授業を行う⼒がつく。 

②教員採用試験の模擬授業に合格する十分な⼒がつく。 
③教員採用試験の専門教養に合格する十分な⼒がつく。 

受講者へのコメント この成果を教員採用試験に生かしましょう。 
連絡先 洲脇研究室 １１号館８階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 目標もほとんど達成できており，学生もほとんどが満足しており，良かったと思
っている。 

英文科目名 Teaching Method of Mathematics IV 
関連科目 数学教育法Ⅰ，数学教育法Ⅱ，数学教育法Ⅲ 
次回に向けての改善変更予定 特になし 
講義目的 高等学校・中学校の数学教師になることを強く希望する者のための選択科目であ

る。将来の数学教師としての⼒量を高めるため，数学の各分野における具体的な
課題に取り組み，その模擬授業を通して，数学を分かりやすく伝えるとともに，
生徒の興味関心を高めるための指導法を研究していく。 

対象学年 3 年/4 年 



授業内容 1 回 方程式と不等式（Ⅲ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
2 回 平面図形（Ⅲ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
3 回 ベクトル（Ⅲ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
4 回 関数（Ⅲ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
5 回 三角関数（Ⅲ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
6 回 確率・場合の数（Ⅲ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
7 回 「教職セミナー（Ⅰ）」において教員として資質向上を解説する。 
8 回 「教職セミナー（Ⅱ」において教員として資質向上を解説する。 
9 回 集合・論理（Ⅲ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
10 回 空間座標（Ⅲ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
11 回 行列と数列（Ⅲ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
12 回 微分（Ⅲ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
13 回 積分（Ⅲ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
14 回 総合（Ⅲ−前半）の指導法を例題を解きながら解説する。 
15 回 総合（Ⅲ−後半）の指導法を例題を解きながら解説する。 

準備学習 1 回 教科書「方程式と不等式（Ⅲ）」の問題を解いてくること。 
2 回 教科書「平面図形（Ⅲ）」の問題を解いてくること。 
3 回 教科書「ベクトル（Ⅲ）」の問題を解いてくること。 
4 回 教科書「関数（Ⅲ）」の問題を解いてくること。 
5 回 教科書「三角関数（Ⅲ）」の問題を解いてくること。 
6 回 教科書「確率・場合の数（Ⅲ）」の問題を解いてくること。 
7 回 自分が教職についた場合を想定してくること。 
8 回 自分が教職についた場合を想定してくること。 
9 回 教科書「集合・論理（Ⅲ）」の問題を解いてくること。 
10 回 教科書「空間座標（Ⅲ）」の問題を解いてくること。 
11 回 教科書「行列と数列（Ⅲ）」の問題を解いてくること。 
12 回 教科書「微分（Ⅲ）」の問題を解いてくること。 
13 回 教科書「積分（Ⅲ）」の問題を解いてくること。 
14 回 教科書「総合（Ⅲ）」の前半問題を解いてくること。 
15 回 教科書「総合（Ⅲ）」の後半問題を解いてくること。 

 



年度 2012 
授業コード FCD1311 
成績評価 平素の学習の取り組み（提出物）（10〜15％）、課題の作成と提出（15〜35％）、

定期試験の評定点（55〜75％）を総合して評価する。なお、これらの比率は受講
状況により見直すことがある。 

曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12),教職特別

課程(〜12) 
見出し FCD1311 教育学原論 
担当教員名 皿⽥ 琢司 
単位数 2 
教科書 現代社会における⼈間と教育―理論と実践の探究／曽我 雅比児・皿⽥ 琢司

（編著）／大学教育出版 
アクティブラーニング  
キーワード 教育観、教育理念、教育史、教育思想、教育職員免許法、教職課程、公教育、社

会教育、生涯学習、博物館学芸員課程、博物館法 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  授業で扱われる基礎理論と実際の学習支援への適用との関連づけに苦心して

いる様子がうかがえます。授業と並行して、専攻分野の学業や読書を中心に、そ
の分野の学習支援を実際に経験する活動を取り入れてみましょう。 
 受講クラスによって、椅子、教材提示装置、空調設備、マイク（スピーカー）
について不調の訴えと改善の要望がありました。いずれの点についても関係部署
に伝えて改修を要請します。 
 授業の感想を書く時間を増やしてほしいとの要望がありました（１名）。教員
側でも見直しを検討しますが、受講する皆さんもめざす資格の要件に 

科目名 教育学原論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 ○取得をめざす資格の特性を理解し、高い目的意識をもって学業に取り組む態度

が求められる。 
○日ごろから新聞に目を通すこと、特に専攻分野と教育に関する記事に親しむこ
とが望ましい。 
○専攻分野の意義・魅⼒等を広い視野から伝えられるよう読書を励行しているこ
とが望ましい。 
○授業内容の理解にあたっては、普段の学業・読書等との関連を意識することが
望ましい。 
○授業内容の復習にあたっては、教育にかかわる具体的な言動への反映を意識す
ることが望ましい。 
○指導計画は受講状況により変更することがある。 
○試験は筆記形態により 



シラバスコード FCD1311 
実務経験のある教員  
達成目標 ○⼈間にとってなぜ教育が必要であるかを説明することができる。 

○教育思想や教育観を中心とした教育史の大要を整理することができる。 
○教育の目的・目標、内容、方法がどのような要素から成り立ってきたかを 
 説明することができる。 
○公教育を成り立たせてきた基本的な考え方について説明することができる。 
○望ましい教育のあり方を考えるための基本的な手がかりについて説明する 
 ことができる。 

受講者へのコメント  どのような資格も、それらに見合うだけの資質能⼒を身に付けて初めて意味の
あるものとなります。それらに照らして自らの課題を見付け、学業や読書をはじ
め自らの日常生活のさまざまな面を見直して目標に近づきましょう。 

連絡先 １３号館３階皿⽥研究室 salad＠chem.ous.ac.jp 086-256-9714 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  課題の分析に努めるとともに、教育・学習支援に必要とされる基礎理論と受講
者の学習実態を勘案し、指導方針の修正を検討します。 

英文科目名 Principles of Education 
関連科目 ○基礎理学科生は教育基礎論（Ａ群科目）を履修すること。 

○教員免許状または博物館学芸員資格の希望者を対象とする。本科目担当教員は 
 ２名であるが、教員免許状の取得を希望せず学芸員資格の取得のみを希望する 
 者は、皿⽥担当の教育学原論を受講すること。 
○教員免許状の取得を希望する１年次生は、本年度中に１年次開講Ｃ群科目をす 
 べて修得することが望ましい。 
○学芸員資格取得を希望する１年次生は、本年度中に１年次開講Ｄ群科目をすべ 
 て修得することが望ましい。 

次回に向けての改善変更予定  教育・学習支援に必要とされる基礎理論と受講者の学習実態を勘案し、指導方
針の修正を検討します。 

講義目的  教育職員免許法施行規則第６条及び博物館法施行規則第１条に基づき、学校の
教員または社会教育の指導系職員に求められる教育の基礎理論のうち教育（生涯
学習に関するものを含む。）の理念並びに教育に関する歴史及び思想を（受講者
が）修得することを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。本科目を学ぶ意義と目的について説明する。 

2 回 教育とは何か(1)。教育の意義と理念について説明する。 
3 回 教育とは何か(2) 近代教育思想を概観しながら教育観を考察する。 
4 回 社会の動向と教育目的の関連について、年表を通して考察する。 
5 回 教育の歴史と思想(1) ―⻄洋の教育目的観の変遷について説明する。 
6 回 教育の歴史と思想(2) ―日本の教育目的観の変遷について説明する。 
7 回 「教育を受ける権利」を支える(1) ―公教育の基本的な考え方について説明
する。 
8 回 「教育を受ける権利」を支える(2) ―公教育制度の基本的な成り立ちについ



て説明する。 
9 回 何を教えるか(1) ―教育内容の歴史的変遷について説明する。 
10 回 何を教えるか(2) ―教育内容の基本的な成り立ちについて説明する。 
11 回 どのようにして教育するか ―学習指導の基本的な考え方について説明す
る。 
12 回 どのようにして教育するか ―生活指導の基本的な考え方について説明す
る。 
13 回 生涯にわたって学ぶ⼒を育てる ―生涯学習の基本的な考え方について説
明する。 
14 回 教育の過程と成果を生かす ―教育評価の基本的な考え方について説明す
る。 
15 回 教育を展望する ―教育の現状の把握と分析に必要な基本的な視点を振り
返る。 

準備学習 1 回 シラバスと教科書に目を通し、学習の過程を把握して見通しをもっておく
こと。 
2 回 教科書の該当箇所（巻末資料を含む）と配付資料に目を通し、課題に取り組
むとともに学業・読書など普段の生活との関連を考えてノートに整理しておくこ
と。 
3 回 教科書の該当箇所（巻末資料を含む）と配付資料に目を通し、復習と課題に
取り組むとともに得られた知見をどのように活用すべきかを考えてノートに整
理しておくこと。 
4 回 教科書の該当箇所（巻末資料を含む）と配付資料に目を通し、復習と課題に
取り組むとともに得られた知見をどのように活用すべきかを考えてノートに整
理しておくこと。 
5 回 教科書の該当箇所（巻末資料を含む）と配付資料に目を通し、復習と課題に
取り組むとともに得られた知見をどのように活用すべきかを考えてノートに整
理しておくこと。 
6 回 教科書の該当箇所（巻末資料を含む）と配付資料に目を通し、復習と課題に
取り組むとともに得られた知見をどのように活用すべきかを考えてノートに整
理しておくこと。 
7 回 教科書の該当箇所（巻末資料を含む）と配付資料に目を通し、復習と課題に
取り組むとともに得られた知見をどのように活用すべきかを考えてノートに整
理しておくこと。 
8 回 教科書の該当箇所（巻末資料を含む）と配付資料に目を通し、復習と課題に
取り組むとともに得られた知見をどのように活用すべきかを考えてノートに整
理しておくこと。 
9 回 教科書の該当箇所（巻末資料を含む）と配付資料に目を通し、復習と課題に
取り組むとともに得られた知見をどのように活用すべきかを考えてノートに整
理しておくこと。 
10 回 教科書の該当箇所（巻末資料を含む）と配付資料に目を通し、復習と課題
に取り組むとともに得られた知見をどのように活用すべきかを考えてノートに
整理しておくこと。 



11 回 教科書の該当箇所（巻末資料を含む）と配付資料に目を通し、復習と課題
に取り組むとともに得られた知見をどのように活用すべきかを考えてノートに
整理しておくこと。 
12 回 教科書の該当箇所（巻末資料を含む）と配付資料に目を通し、復習と課題
に取り組むとともに得られた知見をどのように活用すべきかを考えてノートに
整理しておくこと。 
13 回 教科書の該当箇所（巻末資料を含む）と配付資料に目を通し、復習と課題
に取り組むとともに得られた知見をどのように活用すべきかを考えてノートに
整理しておくこと。 
14 回 教科書の該当箇所（巻末資料を含む）と配付資料に目を通し、復習と課題
に取り組むとともに得られた知見をどのように活用すべきかを考えてノートに
整理しておくこと。 
15 回 教科書の該当箇所（巻末資料を含む）と配付資料に目を通し、復習と課題
に取り組むとともに得られた知見をどのように活用すべきかを考えてノートに
整理しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD1312 
成績評価 平素の学習の取り組み（提出物）（10〜15％）、課題の作成と提出（15〜35％）、

定期試験の評定点（55〜75％）を総合して評価する。なお、これらの比率は受講
状況により見直すことがある。 

曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12),教職特別

課程(〜12) 
見出し FCD1312 教育学原論 
担当教員名 皿⽥ 琢司 
単位数 2 
教科書 現代社会における⼈間と教育―理論と実践の探究／曽我 雅比児・皿⽥ 琢司

（編著）／大学教育出版 
アクティブラーニング  
キーワード 教育観、教育理念、教育史、教育思想、教育職員免許法、教職課程、公教育、社

会教育、生涯学習、博物館学芸員課程、博物館法 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 授業で扱われる基礎理論と実際の学習支援への適用との関連づけに苦心してい

る様子がうかがえます。授業と並行して、各自の専攻分野の学業や読書を中心に、
その分野の学習支援を実際に経験する活動を取り入れてみましょう。 
 授業の感想を書く時間を見直してほしいとの要望がありました。教員側でも見
直しを検討します。受講する皆さんもめざす資格の要件に見合うよう事前学習を
充実することによって「理解するのが精一杯」という水準を脱するとともに、主
題について実践的思考を深めながら授業に臨むよう努めましょう。 

科目名 教育学原論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 ○取得をめざす資格の特性を理解し、高い目的意識をもって学業に取り組む態度

が求められる。 
○日ごろから新聞に目を通すこと、特に専攻分野と教育に関する記事に親しむこ
とが望ましい。 
○専攻分野の意義・魅⼒等を広い視野から伝えられるよう読書を励行しているこ
とが望ましい。 
○授業内容の理解にあたっては、普段の学業・読書等との関連を意識することが
望ましい。 
○授業内容の復習にあたっては、教育にかかわる具体的な言動への反映を意識す
ることが望ましい。 
○指導計画は受講状況により変更することがある。 
○試験は筆記形態により 

シラバスコード FCD1312 



実務経験のある教員  
達成目標 ○⼈間にとってなぜ教育が必要であるかを説明することができる。 

○教育思想や教育観を中心とした教育史の大要を整理することができる。 
○教育の目的・目標、内容、方法がどのような要素から成り立ってきたかを 
 説明することができる。 
○公教育を成り立たせてきた基本的な考え方について説明することができる。 
○望ましい教育のあり方を考えるための基本的な手がかりについて説明する 
 ことができる。 

受講者へのコメント どのような資格も、それらに見合うだけの資質能⼒を身に付けて初めて意味のあ
るものとなります。それらに照らして自らの課題を見付け、学業や読書をはじめ
自らの日常生活のさまざまな面を見直して目標に近づきましょう。 

連絡先 １３号館３階皿⽥研究室 salad＠chem.ous.ac.jp 086-256-9714 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 課題の分析に努めるとともに、教育・学習支援に必要とされる基礎理論と受講者
の学習実態を勘案し、指導方針の修正を検討します。 

英文科目名 Principles of Education 
関連科目 ○基礎理学科生は教育基礎論（Ａ群科目）を履修すること。 

○教員免許状または博物館学芸員資格の希望者を対象とする。本科目担当教員は 
 ２名であるが、教員免許状の取得を希望せず学芸員資格の取得のみを希望する 
 者は、皿⽥担当の教育学原論を受講すること。 
○教員免許状の取得を希望する１年次生は、本年度中に１年次開講Ｃ群科目をす 
 べて修得することが望ましい。 
○学芸員資格取得を希望する１年次生は、本年度中に１年次開講Ｄ群科目をすべ 
 て修得することが望ましい。 

次回に向けての改善変更予定 教育・学習支援に必要とされる基礎理論と受講者の学習実態を勘案し、指導方針
の修正を検討します。 

講義目的  教育職員免許法施行規則第６条及び博物館法施行規則第１条に基づき、学校の
教員または社会教育の指導系職員に求められる教育の基礎理論のうち教育（生涯
学習に関するものを含む。）の理念並びに教育に関する歴史及び思想を（受講者
が）修得することを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。本科目を学ぶ意義と目的について説明する。 

2 回 教育とは何か(1)。教育の意義と理念について説明する。 
3 回 教育とは何か(2) 近代教育思想を概観しながら教育観を考察する。 
4 回 社会の動向と教育目的の関連について、年表を通して考察する。 
5 回 教育の歴史と思想(1) ―⻄洋の教育目的観の変遷について説明する。 
6 回 教育の歴史と思想(2) ―日本の教育目的観の変遷について説明する。 
7 回 「教育を受ける権利」を支える(1) ―公教育の基本的な考え方について説明
する。 
8 回 「教育を受ける権利」を支える(2) ―公教育制度の基本的な成り立ちについ
て説明する。 



9 回 何を教えるか(1) ―教育内容の歴史的変遷について説明する。 
10 回 何を教えるか(2) ―教育内容の基本的な成り立ちについて説明する。 
11 回 どのようにして教育するか ―学習指導の基本的な考え方について説明す
る。 
12 回 どのようにして教育するか ―生活指導の基本的な考え方について説明す
る。 
13 回 生涯にわたって学ぶ⼒を育てる ―生涯学習の基本的な考え方について説
明する。 
14 回 教育の過程と成果を生かす ―教育評価の基本的な考え方について説明す
る。 
15 回 教育を展望する ―教育の現状の把握と分析に必要な基本的な視点を振り
返る。 

準備学習 1 回 シラバスと教科書に目を通し、学習の過程を把握して見通しをもっておく
こと。 
2 回 教科書の該当箇所（巻末資料を含む）と配付資料に目を通し、課題に取り組
むとともに学業・読書など普段の生活との関連を考えてノートに整理しておくこ
と。 
3 回 教科書の該当箇所（巻末資料を含む）と配付資料に目を通し、復習と課題に
取り組むとともに得られた知見をどのように活用すべきかを考えてノートに整
理しておくこと。 
4 回 教科書の該当箇所（巻末資料を含む）と配付資料に目を通し、復習と課題に
取り組むとともに得られた知見をどのように活用すべきかを考えてノートに整
理しておくこと。 
5 回 教科書の該当箇所（巻末資料を含む）と配付資料に目を通し、復習と課題に
取り組むとともに得られた知見をどのように活用すべきかを考えてノートに整
理しておくこと。 
6 回 教科書の該当箇所（巻末資料を含む）と配付資料に目を通し、復習と課題に
取り組むとともに得られた知見をどのように活用すべきかを考えてノートに整
理しておくこと。 
7 回 教科書の該当箇所（巻末資料を含む）と配付資料に目を通し、復習と課題に
取り組むとともに得られた知見をどのように活用すべきかを考えてノートに整
理しておくこと。 
8 回 教科書の該当箇所（巻末資料を含む）と配付資料に目を通し、復習と課題に
取り組むとともに得られた知見をどのように活用すべきかを考えてノートに整
理しておくこと。 
9 回 教科書の該当箇所（巻末資料を含む）と配付資料に目を通し、復習と課題に
取り組むとともに得られた知見をどのように活用すべきかを考えてノートに整
理しておくこと。 
10 回 教科書の該当箇所（巻末資料を含む）と配付資料に目を通し、復習と課題
に取り組むとともに得られた知見をどのように活用すべきかを考えてノートに
整理しておくこと。 
11 回 教科書の該当箇所（巻末資料を含む）と配付資料に目を通し、復習と課題



に取り組むとともに得られた知見をどのように活用すべきかを考えてノートに
整理しておくこと。 
12 回 教科書の該当箇所（巻末資料を含む）と配付資料に目を通し、復習と課題
に取り組むとともに得られた知見をどのように活用すべきかを考えてノートに
整理しておくこと。 
13 回 教科書の該当箇所（巻末資料を含む）と配付資料に目を通し、復習と課題
に取り組むとともに得られた知見をどのように活用すべきかを考えてノートに
整理しておくこと。 
14 回 教科書の該当箇所（巻末資料を含む）と配付資料に目を通し、復習と課題
に取り組むとともに得られた知見をどのように活用すべきかを考えてノートに
整理しておくこと。 
15 回 教科書の該当箇所（巻末資料を含む）と配付資料に目を通し、復習と課題
に取り組むとともに得られた知見をどのように活用すべきかを考えてノートに
整理しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD1321 
成績評価 毎回課すレポート（１００％）で行い，１００点満点中６０点以上を合格とする。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 応用数学科(〜11),基礎理学科(〜11),情報科学科(〜11) 
見出し FCD1321 数学教育法Ⅰ 
担当教員名 洲脇 史朗 
単位数 2 
教科書 監修：正⽥実，編集：洲脇史朗・「算数・数学教育の理論と実践」・現代教育社 
アクティブラーニング  
キーワード 学校教育，数学教育 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「楽しかった」の意見には励まされる。 
科目名 数学教育法Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 中学校学習指導要領解説（数学編），高等学校学習指導要領解説（数学編・理数

編） 
授業形態 講義 
注意備考 レポート作成は毎回講義の最後２０分間で行う。準備学習については講義計画に

示しているが，詳細については講義内で指示する。 
シラバスコード FCD1321 
実務経験のある教員  
達成目標 ①学校教育の目的を理解する。 

②学校教育の目的を実行するための具体例を考えることができる。 
③数学教育の目的を理解する。 
④数学教育の目的を実行するための具体例を考えることができる。 

受講者へのコメント 指示した課題に熱心に取り組んでおり、今後は自主的に課題を見つけてほしい。 
連絡先 洲脇史朗研究室 １１号館８階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 どの項目もおおむね満足できる状況であった。 
英文科目名 Teaching Method of Mathematics I 
関連科目 数学教育法Ⅱ，数学教育法Ⅲ，数学教育法Ⅳ 
次回に向けての改善変更予定 大きな変更は考えておらず、今の方針に工夫を加えていきたい。 
講義目的 中学校・高等学校の数学教員免許状を取得するための必修科目であり，学校教育

の目的からはじめて，数学教育の目的やその実践法を講義する。 
その内容は数学教育の歴史，目標，内容，方法，評価等の各分野について，中学
校・高等学校の両面から考察する。 
更に数学教育の実践面で，知識・理解・技能のみならず，数学的な見方・考え方
や数学に対する興味・関心・態度を高め，数学の教科指導に明るい教師としての



資質を養成する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 学校教育の目的と数学教育の目的について解説する。 

2 回 算数と数学の違いについて解説する。 
3 回 数学的考え方の育成と数学を活用する態度形成について解説する。 
4 回 国際比較による算数・数学教育の課題について解説する。 
5 回 目標を見直すことの意義について解説する。 
6 回 中学校数学科の目標と変遷について解説する。 
7 回 高等学校数学科の目標と変遷について解説する。 
8 回 算数・数学科の学習構造について解説する。 
9 回 文字・記号の活用と証明の意義について解説する。 
10 回 中学校における指導計画について解説する。 
11 回 新しい指導観・評価観について解説する。 
12 回 指導の目標と評価の規準について解説する。 
13 回 関心・意欲・態度を高める指導と評価について解説する。 
14 回 自己評価の教育的意義について解説する。 
15 回 望ましい算数・数学教師の資質について解説する。 

準備学習 1 回 学校教育の目的と数学教育の目的について考えてくること。 
2 回 教科書 1 章 1 節を読み課題をもって授業に望むこと。 
3 回 教科書 1 章３節を読み課題をもって授業に望むこと。 
4 回 教科書 1 章４節を読み課題をもって授業に望むこと。 
5 回 教科書２章１節を読み課題をもって授業に望むこと。 
6 回 教科書２章３節を読み課題をもって授業に望むこと。 
7 回 教科書２章４節を読み課題をもって授業に望むこと。 
8 回 教科書３章１節を読み課題をもって授業に望むこと。 
9 回 教科書３章３節を読み課題をもって授業に望むこと。 
10 回 教科書３章６節を読み課題をもって授業に望むこと。 
11 回 教科書４章１節を読み課題をもって授業に望むこと。 
12 回 教科書４章２節を読み課題をもって授業に望むこと。 
13 回 教科書４章３節を読み課題をもって授業に望むこと。 
14 回 教科書４章４節を読み課題をもって授業に望むこと。 
15 回 教科書６章１節を読み課題をもって授業に望むこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD1322 
成績評価 講義受講状況（10％）、課題提出（10％）、作品（30％）、定期試験（50％）によ

り評価を行う。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 機械システム工学科(〜12),電気電子システム学科(〜12),情報工学科(〜12),知能

機械工学科(〜12),生体医工学科(〜12),建築学科(〜12),工学プロジェクトコース
(〜12),教職特別課程(〜12) 

見出し FCD1322 木材加工 
担当教員名 塗木 利明 
単位数 2 
教科書 技術教育選書 木材の性質と加工／井上裕之他著／開隆堂 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 記述なし 
科目名 木材加工 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて講義中に提示する。 
授業形態 講義 
注意備考 中学校技術科教員免許状取得希望者は必ず履修しなければならない。電子教材を

液晶プロジェクターで投影し授業を行っている。 
シラバスコード FCD1322 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）木材の基本的な特性が説明できる。 

（２）木材の加工法および木工具・木工機械の使用法を説明できる。 
（３）木材の基本的な加工ができる。 

受講者へのコメント 技術科教員免許取得に必要な２年生開講の木材加工実習に向けて、基礎的・基本
的な内容を学習する科目です。ここで学んだ知識・技能を木材加工実習に大いに
役立ててもらいたいと思います。 

連絡先 研究室：工学実習棟２階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業時間外の学習時間が少ないのが気になるところですが、受講生のほとんどが
中学校技術科教師を目指しているため、積極的に取り組んでくれた様子が現れた
結果でした。 

英文科目名 Wood Working 
関連科目 木材加工実習 
次回に向けての改善変更予定 受講生の⼈数や知識・技能の定着状況によって、より広く深い内容も取り入れて

いきたいと思います。 



講義目的 中学校学習指導要領に示されている木材加工の内容をふまえ、木材加工の基本的
な材料、木工具、工作機械および加工法の知識と技能について実践を加味しなが
ら講義する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。講義の進め方と木材加工教育の歴史と意義を説明す

る。 
2 回 木材の種類と構造について解説する。 
3 回 木材の性質について解説する。 
4 回 木質材料・緊結材について解説する。 
5 回 塗装について解説する。 
6 回 木工具のかんな、のこぎりについてその構造と使用法について解説する。 
7 回 のみ、きり、その他の木工具の構造と使用法について解説する。 
8 回 木工機械の構造と使用法について解説する。 
9 回 基本工作法として木取りについて解説する。 
10 回 基本工作法としてけがきについて解説する。 
11 回 基本工作法として切断について解説する。 
12 回 基本工作法としてかんな削りについて解説する。 
13 回 基本工作法として組立てについて解説する。 
14 回 基本工作法として塗装について解説する。 
15 回 今までのまとめと評価をする。 

準備学習 1 回 教科書序章を読み課題をもって授業に臨むこと。 
2 回 教科書１章を読み課題をもって授業に臨むこと。 
3 回 教科書２章を読み課題をもって授業に臨むこと。 
4 回 教科書３章を読み課題をもって授業に臨むこと。 
5 回 教科書７章を読み課題をもって授業に臨むこと。 
6 回 教科書４章１節・２節を読み課題をもって授業に臨むこと。 
7 回 教科書４章３節〜７節を読み課題をもって授業に臨むこと。 
8 回 教科書５章１節〜３節を読み課題をもって授業に臨むこと。 
9 回 教科書６章１節を読み課題をもって授業に臨むこと。 
10 回 教科書６章２節１.を読み課題をもって授業に臨むこと。 
11 回 教科書６章２節２.を読み課題をもって授業に臨むこと。 
12 回 教科書６章２節３.を読み課題をもって授業に臨むこと。 
13 回 教科書６章２節６.を読み課題をもって授業に臨むこと。 
14 回 教科書６章２節１項を読み課題をもって授業に臨むこと。 
15 回 講義内容を振り返り、作品評価の観点について考えてくること。 

 



年度 2012 
授業コード FCD1331 
成績評価 レポート（30％）と定期試験（70％）で評価する。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 応用数学科(〜11),基礎理学科(〜11),電気電子システム学科(〜11),情報工学科

(〜11),情報科学科(〜11),生物地球システム学科(〜11),社会情報学科(〜11) 
見出し FCD1331 情報科教育法Ⅰ 
担当教員名 草野 泰秀＊ 
単位数 2 
教科書 高等学校情報科用教科書「高校情報Ａ」（実教出版 情報 060） 
アクティブラーニング  
キーワード 高等学校、情報、学習指導、学習指導案コンピュータ、インターネット、マルチ

メディア、ネチケット、セキュリティ 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 ホワイトボードに書かないで，ディスプレイに書いて中間モニタに表示するよう

にします。 
学生の理解に合わせて，もっと詳しく説明するようにします。 
内容を精選して，進度をゆっくりします。 

科目名 情報科教育法Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業中に資料を配付 
授業形態 講義 
注意備考 少なくとも文書作成ソフト（Word）、表計算ソフト（Excel）、プレゼンテーショ

ンソフト（Power Point）、インターネット閲覧ソフト（Internet Explorer）につ
いては基本的な操作ができること。 
※ これらのソフトは基本的な使い方ができるものとして講義・演習を進めま
す。 

シラバスコード FCD1331 
実務経験のある教員  
達成目標 情報教育と普通教科「情報」の目標、及び「情報」の各科目の特徴を理解するこ

と。 
普通教科「情報Ａ」の４つの領域とそれぞれの領域の具体的な内容を知ること。 
各内容について、その指導法と指導上の留意点を理解すること。 
学習指導案を作成し、それに基づいて学習指導をすることができるようになるこ
と。 
校内における情報科教員の役割を知り、コンピュータ教室を運営するための知識
を習得すること。 

受講者へのコメント 講義のある日は，午前７時前には，２５号館の非常勤室いますので，分からない
ことがあれば，積極的に質問等に来て欲しいです。分かるまで，丁寧にお答えし
ます。 

連絡先  



合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 情報機器や情報通信ネットワークなどを適切に活用して情報を収集，処理，表現
するとともに効果的にコミュニケーションを行う能⼒を養う情報科の教員を育
成できるようにと指導を心がけました。このクラスは受講者⼈数が比較的少な
く，おおむね受け入れてもらえているようでした。 

英文科目名 Teaching Method of Information Literacy I 
関連科目 引き続き「情報科教育法Ⅱ」を受講することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 内容をさらに精選して進度をもう少しゆっくりして，理解を深めさせて，知識技

能の定着度のアップをはかります。 
講義目的 高等学校の普通教科「情報」の目標と内容及びその指導法と指導上の留意点を理

解させ、指導技術の習得を図って、情報科教員免許を取得できるようにする。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 情報教育の概要、実習用パソコン及びネットワークの利用方法と利用上の

注意点について解説する。 
2 回 情報教育と教科「情報」の関係普通教科「情報」の科目と各科目の特徴につ
いて解説する。 
3 回 普通教科「情報Ａ」の目標と内容「情報活用」の指導と指導上の留意点（１）
について解説する。 
4 回 「情報の収集・発信」の指導と指導上の留意点（１）について解説する。 
5 回 「情報の収集・発信」の指導と指導上の留意点（２）について解説する。 
6 回 「情報の統合的処理」の指導と指導上の留意点（１）について解説する。 
7 回 「情報の統合的処理」の指導と指導上の留意点（２）について解説する。 
8 回 「情報活用」の指導と指導上の留意点（２）について解説する。 
9 回 「情報機器の発達」の指導と指導上の留意点（１）について解説する。 
10 回 「情報機器の発達」の指導と指導上の留意点（２）について解説する。 
11 回 コンピュータ室の整備と運用について解説する。 
12 回 情報Ａの年間指導計画と学習指導案の作成法について解説する。 
13 回 学習指導案の作成（修正と仕上げ）について解説する。 
14 回 著作権、著作物の利用について解説する。 
15 回 授業のためのソフトとデータ、参考資料まとめと補足について解説する。 

準備学習 1 回 パソコン（Windows）の基本操作ができるとともに、パソコンで文書作成や
表計算、ホームページの閲覧ができるなど、パソコンの基本的な利用ができるよ
うになっておくこと。 
2 回 教科書「高校情報Ａ（実教出版）」にざっと目を通しておくこと。 
3 回 教科書「高校情報Ａ」の第１章を読んで、内容を理解しておくこと。 
4 回 教科書「高校情報Ａ」の第２章の第１節・第２節を読んで、内容を理解して
おくこと。教科書に載っている Web 検索及び電子メールの送受信については実
際に試しておくこと。 
5 回 教科書「高校情報Ａ」の第２章の第３節・第４節を読んで、内容を理解して
おくこと。 
6 回 教科書「高校情報Ａ」の第３章の第１節を読んで、内容を理解しておくこ



と。教科書に載っている音声の録音及び画像処理については実際に試みておくこ
と。 
7 回 教科書「高校情報Ａ」の第３章の第２節を読んで、内容を理解しておくこ
と。教科書に載っているプレゼンテーションスライド及び Web ページの作成に
ついては実際に試みておくこと。 
8 回 教科書「高校情報Ａ」の第４章を読んで、内容を理解しておくこと。教科書
に載っている基本的な関数やグラフ化、分析方法については実際に試してみてお
くこと。 
9 回 教科書「高校情報Ａ」の第５章の第１節を読んで、内容を理解しておくこ
と。教科書に載っている例題や問題については自分で解答してみることこと。 
10 回 教科書「高校情報Ａ」の第５章の第２節・第３節を読んで、内容を理解し
ておくこと。教科書に載っている例題や問題については自分で解答してみるこ
と。簡単には解答できない例題もあるが、その場合はその理由を明確にしておく
こと。 
11 回 これまで行ってきたパソコン実習で、よく理解できなかったものなどの復
習をしておくこと。 
12 回 学習指導案の作成実習では、教科書のどの部分を取り上げて指導案を作成
するのかあらかじめ指示するので、その授業を行うにはどのような教材・教具を
使い、授業をどのように進めていけばよいか、どのような点に留意したらよいか
などを具体的に考えておくこと。 
13 回 学習指導案を可能な範囲で書き上げておくこと。 
14 回 教科書の第２章第４節の「３知的財産権」及び口絵の「著作権とモラル」
をよく読んでおくこと。 
15 回 教科書の各章の章末問題に解答しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD1332 
成績評価 毎回課すレポート（１００％）で行い，１００点満点中６０点以上を合格とする。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 応用数学科(〜11),基礎理学科(〜11),情報科学科(〜11) 
見出し FCD1332 数学教育法Ⅱ 
担当教員名 洲脇 史朗 
単位数 2 
教科書 教員採用試験「専門教養 数学科」・一ツ橋書店 
アクティブラーニング  
キーワード 数学教育，模擬授業 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「うまくない発表にきつい注意をしてほしい」とのこと。自信をなくさない程度

にやりましょう。 
科目名 数学教育法Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 中学校学習指導要領解説（数学編），高等学校学習指導要領解説（数学編・理数

編） 
授業形態 講義 
注意備考 「数学教育法Ⅰ」を修得していること。レポート作成は毎回準備学習と講義内で

行うが，詳細については講義内で指示する。「教職セミナー」は日程がまだ決まっ
ていないので、決まり次第授業内で連絡する。 

シラバスコード FCD1332 
実務経験のある教員  
達成目標 ①「数学教育法Ⅰ」で学んだ理論が実践できる。 

②教育実習で授業を行う自信がつく。 
③教員としての資質が向上する。 

受講者へのコメント この講義を教育実習にいかしましょう。 
連絡先 洲脇研究室 １１号館８階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 目標もおおむね達成できており，学生も多くが満足しており，良かったと思って
いる。 

英文科目名 Teaching Method of Mathematics II 
関連科目 数学教育法Ⅰ，数学教育法Ⅲ，数学教育法Ⅳ 
次回に向けての改善変更予定 特にない。 
講義目的 中学校の数学教員免許状を取得するための必修科目であり，「数学教育法Ⅰ」で

学んだ理論を実践する講義である。数学教員の免許状を所有する者にふさわしい
⼒量を高めるため，数学の各分野における具体的な課題に取り組み，その模擬授
業を通して，数学を分かりやすく伝えるための板書や説明の仕方を研究する。 



対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 方程式と不等式（Ⅰ）の指導法を例題を解きながら解説する。 

2 回 平面図形（Ⅰ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
3 回 ベクトル（Ⅰ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
4 回 関数（Ⅰ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
5 回 三角関数（Ⅰ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
6 回 確率・場合の数（Ⅰ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
7 回 「教職セミナー（Ⅰ）」において教員として資質向上を解説する。 
8 回 「教職セミナー（Ⅱ）」において教員として資質向上を解説する。 
9 回 集合・論理（Ⅰ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
10 回 空間座標（Ⅰ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
11 回 行列と数列（Ⅰ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
12 回 微分（Ⅰ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
13 回 積分（Ⅰ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
14 回 総合（Ⅰ−前半）の指導法を例題を解きながら解説する。 
15 回 総合（Ⅰ−後半）の指導法を例題を解きながら解説する。 

準備学習 1 回 教科書「方程式と不等式（Ⅰ）」の前半問題を解いてくる。 
2 回 教科書「平面図形（Ⅰ）」の前半問題を解いてくる。 
3 回 教科書「ベクトル（Ⅰ）」の問題を解いてくる。 
4 回 教科書「関数（Ⅰ）」の問題を解いてくる。 
5 回 教科書「三角関数（Ⅰ）」の問題を解いてくる。 
6 回 教科書「確率・場合の数（Ⅰ）」の問題を解いてくる。 
7 回 自分が教職に就いた場合を想定してくる。 
8 回 自分が教職に就いた場合を想定してくる。 
9 回 教科書「集合・論理（Ⅰ）」の問題を解いてくる。 
10 回 教科書「空間座標（Ⅰ）」の問題を解いてくる。 
11 回 教科書「行列と数列（Ⅰ）」の問題を解いてくる。 
12 回 教科書「微分（Ⅰ）」の問題を解いてくる。 
13 回 教科書「積分（Ⅰ）」の問題を解いてくる。 
14 回 教科書「総合（Ⅰ）」の前半問題を解いてくる。 
15 回 教科書「総合（Ⅰ）」の後半問題を解いてくる。 

 



年度 2012 
授業コード FCD1341 
成績評価 レポートや小テストを考慮しつつ、定期試験によって、成績を評価する。なお、

博物館学芸員養成課程の最終段階である「博物館実習」において、履修生は、外
部へのインターンシップを伴う館園実習を履修しなければならない。当然のこと
ながら、館園実習では、勤務態度及び来館者への接遇態度に関する資質が厳しく
問われることなる。そのため、本講義の合否に関しては、平素の受講態度（館園
見学を含む）に関する教員所見を重視することになる。 

曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜11),工学部(〜11),総合情報学部(〜11) 
見出し FCD1341 博物館学Ⅱ 
担当教員名 篠原 徹＊ 
単位数 2 
教科書 『新しい博物館学』／全国大学博物館学講座協議会⻄日本部会編／芙蓉書房出版 
アクティブラーニング  
キーワード 博物館資料論、博物館資料保存論 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 博物館学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中、適宜、指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 止むを得ない事情で欠席する場合は、正当な事由を明記し、これを証する者が記

名・押印した文書を事前に提出すること。また、講義時、参考資料を配布するこ
とがあるが、欠席者への事後配布は行わないので注意すること。 

シラバスコード FCD1341 
実務経験のある教員  
達成目標 ・博物館資料の収集・博物館資料の整理保管・博物館資料の保存・博物館資料の

展示・博物館における調査研究活動の意義と方法 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Museum Science II 
関連科目 博物館学Ⅰ、教育学原論（基礎理学科は教育基礎論）、博物館学Ⅲ、視聴覚教育メ

ディア論、生涯学習概論、博物館実習（館園実習を含む）、自然史Ⅰ（動物学科は
動物史、生物地球システム学科は⼈類学概論Ⅰ）、自然史Ⅱ（動物学科は進化動物
学、生物地球システム学科は⼈類学概論Ⅱ）、文化史Ⅰ（社会情報学科は遺跡と遺
物）、文化史Ⅱ（社会情報学科は⺠俗学） 



次回に向けての改善変更予定  
講義目的 博物館資料の収集、整理保管・展示等に関する理論や方法に関する知識・技術の

習得を図る。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

 本講義の内容を概説する。 
2 回 博物館資料論(1) 
 「博物館資料」に関する内容を講義する。 
3 回 博物館資料論(2) 
 「コレクションと資料価値」に関する内容を講義する。 
4 回 博物館資料論(3) 
 「博物館の機能と役割」に関する内容を講義する。 
5 回 博物館資料論(4) 
 「収集の方法」に関する内容を講義する。 
6 回 博物館資料論(5) 
 「採集発掘・購入・借入など」に関する内容を講義する。 
7 回 博物館資料論(6) 
 「登録」に関する内容を講義する。 
8 回 博物館資料保存論(1) 
 「博物館における環境制御技術」に関する内容を講義する。 
9 回 博物館資料保存論(2) 
 「温湿度」に関する内容を講義する。 
10 回 博物館資料保存論(3) 
 「光と熱」に関する内容を講義する。 
11 回 博物館資料保存論(4) 
 「生物被害とＩＰＭ」に関する内容を講義する。 
12 回 博物館資料保存論(5) 
 「修復・修理」に関する内容を講義する。 
13 回 博物館資料保存論(6) 
 「自然環境の保護」に関する内容を講義する。 
14 回 博物館資料論(7) 
 「調査研究活動」に関する内容を講義する。 
15 回 博物館資料論(8) 
 「資料の活用」に関する内容を講義する。 

準備学習 1 回 『教職・博物館学芸員履修の手引き』の「2.博物館学芸員課程」を読んでお
くこと。 
2 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
3 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
4 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
5 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
6 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
7 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 



8 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
9 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
10 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
11 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
12 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
13 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
14 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
15 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD1342 
成績評価 提出課題 40％，定期試験 60％により成績を評価する。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 化学科(〜10),応用物理学科(〜10),基礎理学科(〜10),生物化学科(〜10),臨床生

命科学科(〜10),動物学科(〜10),バイオ・応用化学科(〜10),生物地球システム学
科(〜10),生物地球学科(〜10) 

見出し FCD1342 理科教育法Ⅳ 
担当教員名 岡本 弥彦 
単位数 2 
教科書 中学校学習指導要領解説理科編／文部科学省／大日本図書：高等学校学習指導要

領解説理科編理数編／文部科学省／実教出版 
アクティブラーニング  
キーワード 理科教育，物理的領域，生物的領域，指導方法，観察・実験法 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  以下のとおり，前向きな回答を得た。授業の更なるレベルアップを目指したい。 

「模擬授業の計画づくりには苦労したが，⼒になったと思う。」「とても役だっ
た。」「授業を受けて成⻑することができた。意識の向上につながった講義だと思
う。」 

科目名 理科教育法Ⅳ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験期間中に行い，試験形態は筆記試験（持ち込み不可）とする。 
シラバスコード FCD1342 
実務経験のある教員  
達成目標 ①中・高等学校における物理・生物的領域の教材研究及び授業研究等の演習を通

して，実践的な指導⼒の基礎・基本を身に付ける。 
②中・高等学校の理科教員として，物理・生物的領域における幅広い知識と，観
察・実験に関する知識・技能を習得する。 
③習得した知識や技能等を物理・生物的領域の学習指導に活用できる能⼒を身に
付ける。 
④理科における問題解決学習の意義や方法を理解する。 

受講者へのコメント  指示した課題に対して十分に取り組むだけでなく，各自で課題を見いだして自
主的・探究的な学習を進めていただきたい。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 【A】授業への取組 
 授業時間外に２時間以上学習した学生が 57％，指示された課題に取り組んだ
学生が 85％，指示された課題以外の学習にも自主的に取り組んだ学生が 30％と



の回答となり，概ね良好な結果となっている。 
【B】授業による成⻑ 
 85％の学生が，この分野への理解が深まったと回答しており，概ね良好な結果
となっている。 
【C】総合評価 
 目標達成度，教員の意欲，授業満足度の全ての項目で，肯定的な回答の割合が
約８割以上あり，概ね良好な結果となっている。 
【D】自由設定（無し）  
【E】授業の考慮点 
 授業の 

英文科目名 Teaching Method of Science IV 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  特に問題はないと考えるが，学生の自主的な学習が更に進められるよう，適切

な課題の指示などを行っていきたい。 
講義目的  物理的領域においては，科学概念「エネルギー」を柱として，エネルギーの見

方，エネルギーの変換と保存，エネルギー資源の有効活用に関する指導方法と観
察・実験法を理解する。生物的領域においては，科学概念「生命」を柱として，
生物の構造と機能，生物の多様性と共通性，生命の連続性，生物と環境の関わり
に関する指導方法と観察・実験法を理解する。また，小・中・高等学校の接続に
配慮した理科指導や問題解決学習の意義・方法についても認識を深める。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 理科教育における科学概念の捉え方を解説したうえで，物理的領域の指導

における「エネルギー」の内容構成を説明するとともに，小・中・高等学校の接
続に配慮した物理的領域の指導の系統性について説明する。 
2 回 物理的領域の教材開発や指導展開について，具体的な教材や実践例を挙げ
ながら解説する。 
3 回 物理的領域における観察・実験法について，具体例を挙げながら解説すると
ともに，実験器具の使用方法や観察・実験における留意事項などを説明する。 
4 回 「エネルギーの見方」に関する学習内容（⼒と圧⼒，光と音など）の取り扱
いについて解説するとともに，その評価問題を通して指導方法・評価方法の工夫
について考察する。 
5 回 「エネルギーの見方」に関する学習内容（運動の規則性，エネルギーの変換
など）の取り扱いについて解説するとともに，その評価問題を通して指導方法・
評価方法の工夫について考察する。 
6 回 「エネルギーの変換と保存」に関する学習内容（電流，磁界など）の取り扱
いについて解説するとともに，その評価問題を通して指導方法・評価方法の工夫
について考察する。 
7 回 「エネルギー資源の有効活用」に関する学習内容（科学技術の発展，エネル
ギー資源など）の取り扱いについて解説するとともに，その評価問題を通して指
導方法・評価方法の工夫について考察する。 
8 回 生物的領域の指導における「生命」の内容構成を説明するとともに，小・中・
高等学校の接続に配慮した生物的領域の指導の系統性について説明する。 



9 回 生物的領域の教材開発や指導展開について，具体的な教材や実践例を挙げ
ながら解説する。 
10 回 生物的領域における観察・実験法について，具体例を挙げながら解説する
とともに，実験器具の使用方法や観察・実験における留意事項などを説明する。 
11 回 「生物の構造と機能」及び「生物の多様性と共通性」に関する学習内容（植
物の体のつくりと働き，植物の仲間など）の取り扱いについて解説するとともに，
その評価問題を通して指導方法・評価方法の工夫について考察する。 
12 回 「生物の構造と機能」及び「生物の多様性と共通性」に関する学習内容（動
物の体のつくりと働き，動物の仲間など）の取り扱いについて解説するとともに，
その評価問題を通して指導方法・評価方法の工夫について考察する。 
13 回 「生命の連続性」に関する学習内容（細胞，生殖など）の取り扱いについ
て解説するとともに，その評価問題を通して指導方法・評価方法の工夫について
考察する。 
14 回 「生物と環境のかかわり」に関する学習内容（生物と環境など）の取り扱
いについて解説するとともに，その評価問題を通して指導方法・評価方法の工夫
について考察する。 
15 回 理科における問題解決学習の意義や方法を解説したうえで，「エネルギー」
「生命」に関する教材を多面的・総合的に解釈して授業を展開する指導方法を説
明する。 

準備学習 1 回 【復習】「エネルギー」概念の特性と具体的な学習内容を説明できるように
しておくこと。 
【予習】中学校学習指導要領解説理科編の p.18-22，高等学校学習指導要領解説
理科編理数編の p.25 を読んでおくこと。 
2 回 【復習】物理的領域の指導の特性を説明できるようにしておくこと。 
【予習】物理的領域での観察・実験で使用される実験器具をリストアップしてお
くこと。 
3 回 【復習】物理的領域に関する実験器具の使用方法や留意事項を理解しておく
こと。 
【予習】提示する評価問題（授業で配付）の解答例を考えておくこと。 
4 回 【復習】⼒と圧⼒，光と音などに関して，指導方法・評価方法を理解してお
くこと。 
【予習】提示する評価問題（授業で配付）の解答例を考えておくこと。 
5 回 【復習】運動の規則性，エネルギーの変換などに関して，指導方法・評価方
法を理解しておくこと。 
【予習】提示する評価問題（授業で配付）の解答例を考えておくこと。 
6 回 【復習】電流，磁界などに関して，指導方法・評価方法を理解しておくこと。 
【予習】提示する評価問題（授業で配付）の解答例を考えておくこと。 
7 回 【復習】科学技術の発展，エネルギー資源などに関して，指導方法・評価方
法を理解しておくこと。 
【予習】理科教育における科学概念の捉え方を再確認し，説明できるようにして
おくこと。 
8 回 【復習】「生命」概念の特性と具体的な学習内容を説明できるようにしてお



くこと。 
【予習】中学校学習指導要領解説理科編の p.58-62，高等学校学習指導要領解説
理科編理数編の p.73 を読んでおくこと。 
9 回 【復習】生物的領域の指導の特性を説明できるようにしておくこと。 
【予習】生物的領域での観察・実験で使用される実験器具をリストアップしてお
くこと。 
10 回 【復習】生物的領域に関する実験器具の使用方法や留意事項を理解してお
くこと。 
【予習】提示する評価問題（授業で配付）の解答例を考えておくこと。 
11 回 【復習】植物の体のつくりと働き，植物の仲間などに関して，指導方法・
評価方法を理解しておくこと。 
【予習】提示する評価問題（授業で配付）の解答例を考えておくこと。 
12 回 【復習】動物の体のつくりと働き，動物の仲間などに関して，指導方法・
評価方法を理解しておくこと。 
【予習】提示する評価問題（授業で配付）の解答例を考えておくこと。 
13 回 【復習】細胞，生殖などに関して，指導方法・評価方法を理解しておくこ
と。 
【予習】提示する評価問題（授業で配付）の解答例を考えておくこと。 
14 回 【復習】生物と環境などに関して，指導方法・評価方法を理解しておくこ
と。 
【予習】中学校学習指導要領解説理科編の p.98-99「(2) 十分な観察，実験の時
間や探究する時間の設定」を読んでおくこと。 
15 回 【復習】問題解決学習の意義や方法を説明できるようにしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD13H1 
成績評価 定期テスト  50％ （道徳に対する自分の考えをもつことができると同時に道

徳教育の意義を理解できたか） 
レポート   20％ （講義内容に関する感想と問題意識の有無） 
実習点    30％ （実習の表現⼒、発表⼒、意欲、態度） 

曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜10),工学部(〜10),総合情報学部(〜10),生物地球学部(〜10) 
見出し FCD13H1 道徳教育の研究 
担当教員名 野島 淑子＊ 
単位数 2 
教科書 中学校学習指導要領解説 道徳編 平成 20 年 9 月 （文部科学省） 
アクティブラーニング  
キーワード ⼈間としての生き方  

生きる基盤としての道徳性 
道徳的価値の自覚 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答 授業中、他のことをしているのを注意すべきかどうかは悩むところでした。中学

生なら当然すべきことですが。 
善悪の判断、他者への迷惑、わかってやっていると思います。でも注意すべきで
しょうか。 

科目名 道徳教育の研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 道徳教育論           中村 清  東洋観出版社 

構造化方式の道徳授業      金井 肇  明治図書 
「心のノート」を生かす道徳授業 金井 肇/全国道徳授業実践研究会  明治
図書 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FCD13H1 
実務経験のある教員  
達成目標 ・道徳教育の意義を理解し、道徳の重要性を理解できるようにすること。 

・道徳授業における指導方法や工夫を身につけることによって授業実践が出来る
ようにする。  
・自分自身の生き方を謙虚に見つめる機会とすること。 

受講者へのコメント 毎回のレポートを読ませてもらうのは楽しみでした。自分の考えを持っている⼈
が多く、頼もしく思いました。課題に熱心に取り組んでくれた⼈の⼒量は確実に
上がっているのを感じました。うれしく思いました。反面、授業への姿勢に疑問
を感じる⼈も時にあったのは残念なことでした。 
 教師の仕事は手間ひまかければきりがありませんが、かけただけのことはある
と思います。近い将来、自信を持って子どもたちと道徳教育の大切さと楽しさを



共有してくれることを期待しています。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 学生の皆さんへの講義は初体験だったので緊張もしましたが、道徳教育への理解
や興味関心が高まった回答が多かったので大変うれしいことでした。授業科目の
多い⼈は、学習時間を確保するのも大変だと思いますが、主体的な学習をしない
と自分のものになりません。スキルを磨くためには時間をかけてください。授業
者の願いや意欲を感じてくれた⼈が多く大変感謝です。授業内容については、反
省もあります。今後の課題とします。 

英文科目名 Studies of Moral Education 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 時間配分や内容を精選して、楽しく学習できるよう考えたいと思います。 
講義目的  道徳は、⼈の生涯にわたる生き方の問題に深く関わってくる。昨今、社会のモ

ラル低下が問題になり、その影響を強く受ける子どもたちの「心の教育」が重要
課題となっている。特に生育期における道徳教育の意義は大きい。学校教育の現
状と課題を概観し、道徳教育の基本的立場と「道徳の時間」について考える。よ
りよく生きていくための基盤となる道徳性を育てるにはどうすればよいか。道徳
的価値についての理解を深め、単なる徳目主義に陥いることなく、価値の自覚を
図るための指導のあり方を検討していく。実際に授業をつくっていく作業を通し
て、ね 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

学校における道徳教育の実際を紹介し、子どもたちの実態を説明する。 
講義内容の概略を説明する。 
2 回 我が国の伝統的道徳と戦前の道徳教育の歴史について解説する。 
3 回 我が国の戦後の道徳教育の歴史について解説する。今後の道徳教育の課題
について考えていけるようにする。 
4 回 ⼈間の成⻑過程における道徳性の発達や道徳論について解説する。 
5 回 現在の学校における道徳教育の現状とその意義について説明する。 
6 回 学校における道徳教育の指導計画について解説する。 
7 回 「道徳の時間」のねらいと目標について解説する。 
8 回 道徳の内容項目と指導の観点について解説する。 
（①主として自分自身に関すること、②主として他の⼈とのかかわりに関するこ
と） 
9 回 道徳の内容項目と指導の観点について解説する。 
（③主として自然や崇高なものとのかかわりに関すること、④主として集団や社
会とのかかわりに関すること） 
10 回 「道徳の時間」の授業のつくり方について解説し実習指導をする。 
（基本的な考え方と指導案のつくりかたについて説明する） 
11 回 「道徳の時間」の授業のつくり方について解説し、実習指導をする。 
（資料との選択と教材について説明する） 



12 回 「道徳の時間」の授業のつくり方について説明し、実習指導をする。 
（発問の工夫、指導案作成の実習をする） 
13 回 「道徳の時間」の模擬授業の実践をする。 
（グループで作成した指導案を基に、実際の教室に見立てて道徳授業をする。） 
14 回 「道徳の時間」の模擬授業の実践をする。 
（グループで作成した指導案を基に、実際の教室に見立てて道徳授業をする。） 
15 回 まとめをする。 
（道徳の評価のあり方や学級経営、学校と家庭・地域社会との連携など学校にお
ける道徳教育に対する課題について自分の考えをまとめる。） 

準備学習 1 回 自分自身を振り返り、自分の道徳性について考えてみること。 
2 回 明治や戦前までの興味のある歴史上の⼈物について簡単に調べておくこと。 
3 回 戦後の近隣諸国に対する自分の考えをまとめてみること。 
4 回 自分の⼈格形成に最も影響を与えている⼈たちについて考えておくこと。 
5 回 解説書 第 1 章 第 1 節「道徳教育改訂の要点」  第 2 節「道徳教育の
基本的な在り方」を読んでおくこと。 
6 回 解説書 第 4 章 「道徳の指導計画」 第 6 章 「教育活動全体を通して
行う指導」を読んでおくこと。 
7 回 解説書 第 5 章 「道徳の時間の指導」を読んでおくこと。 
8 回 解説書 第 3 章「道徳の内容」を読んでおくこと。 
9 回 解説書 第 3 章「道徳の内容」を読んでおくこと。 
10 回 解説書 第 5 章 第 2 節「学習指導案の内容とその作成」を読んでおくこ
と。 
11 回 解説書 第 5 章 第 2 節「学習指導案の内容とその作成」を読んでおくこ
と。 
12 回 解説書 第 5 章 第３節「学習指導の多様な展開」を読んでおくこと。 
13 回 参考書などで道徳授業記録を参照しておくこと。 
14 回 参考書などで道徳授業記録を参照しておくこと。 
15 回 解説書 第 7 節「家庭や地域社会との連携」 第 8 章「生徒理解に基づく
道徳教育の評価」を読んでおくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD1511 
成績評価 提出課題（２０％）と試験（８０％）で評価する。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(08〜12),工学部(08〜12),総合情報学部(08〜12),生物地球学部(08〜12),

教職特別課程(08〜12) 
見出し FCD1511 教職論 
担当教員名 横⽥ 美枝子＊ 
単位数 2 
教科書 実教出版「教職必修 新教職論（改訂版）」 
アクティブラーニング  
キーワード 教職の意義，教師像 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  なし 
科目名 教職論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FCD1511 
実務経験のある教員  
達成目標 教師としての自らの在り方を探りながら、教職についての理解を深め、将来、学

校教育に真剣に取り組もうとする自己の教師像を明確にすることができる。 
受講者へのコメント  教職を目指す学生が受講していると思いますが、全体的にまじめに真剣に受講

できていました。しかし、５回以上の欠席者が何⼈かいたことも事実で、残念に
思います。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  それなりの評価をいただき、やりがいを感じました。改善点をしっかりとらえ
て次の授業に向け、修正していきたいと思います。 

英文科目名 Studies of Teaching Profession 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 とても受講者が多く、困惑しました。改善点として、もう一講座増やしていただ

けるよう強く要望します。学生の把握（特に遅れてくる、途中で抜けるなど）が
できにくい状況です。 
 講義の内容としては、次回からディスカッション等を適度に取り入れ、教師サ
イドの一方的な授業にならないよう配慮したいと思います。 

講義目的 本講義は教員免許状を取得するための必修科目である。そのため、教職の意義、
及び教師に課せられた使命・役割等について考察するとともに、これからの教師



に求められる資質や素養について基礎的な知識や内容を学び、教師になろうとす
る意欲を高めることにある。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 教職の意義について解説する。（オリエンテーションを含む） 

2 回 教員の職務と服務について解説する。 
3 回 教員の資質向上と研修について解説する。 
4 回 学校の歴史と求められる教師像について解説する。 
5 回 教員の養成・採用について解説する。 
6 回 学校の組織と運営について解説する。 
7 回 学級経営と学習指導について解説する。 
8 回 学校教育の現状と課題について解説する。 
9 回 生徒指導の考え方について解説する。 
10 回 事例研究（いじめ問題への具体的対応）について解説する。 
11 回 事例研究（不当問題への具体的対応）について解説する。 
12 回 事例研究（特別支援教育）について解説する。 
13 回 事例研究（学校の危機管理）について解説する。 
14 回 新世紀の教育改⾰の視点について解説する。 
15 回 自己の考察と自分の目指す教師像について解説する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 地方公務員法第 30 条とはどのような内容か調べておくこと。 
3 回 教員に求められる資質能⼒とはどのようなものか、また、教員の研修内容に
ついて調べておくこと。 
4 回 我々にとって学校は当たり前の存在であるが、どのような歴史をたどる中
で現在のような学校教育が行われるようになったのか、特に、明治時代以降の学
校制度について調べておくこと。 
5 回 昨年度の教員採用試験問題（出題内容）に目を通しておくこと。 
6 回 学校の定義はどのような法律でなされているのか、また、校務を運営する組
織を表す校務分掌とはどのようなものか調べておくこと。 
7 回 学習指導案とはどのようなものか調べておくこと。 
8 回 近年、学校教育で話題になっている事柄に関心を持ち、その概要を調べてお
くこと。 
9 回 文部科学省の「平成 20 年度 児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に
関する調査」について概略に目を通しておくこと。 
10 回 いじめの定義を調べておくこと。 
11 回 昨年度の小中学校不登校の状況、高等学校の⻑期欠席及び中途退学の状況
を調べておくこと。 
12 回 学校や関係諸機関で行われている特別支援教育について調べておくこと。 
13 回 近年、学校・園において起こった悲惨な事故や事件を調べておくこと。 
14 回 2000 年 12 月に出された「教育改⾰国⺠会議」の“17 の提案”を調べておく
こと。 
15 回 心に残る教師像や講義を通し、自分の中で確立した教師像を明確にしてお
くこと。 



 



年度 2012 
授業コード FCD1512 
成績評価 提出課題 20％，定期試験 80％により成績を評価する。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12),教職特別

課程(〜12) 
見出し FCD1512 教職論 
担当教員名 岡本 弥彦 
単位数 2 
教科書 中学校学習指導要領／文部科学省／東山書房：高等学校学習指導要領／文部科学

省／東山書房 
アクティブラーニング  
キーワード 教職，学校教育，学習指導要領，教育課程，学⼒ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  以下のとおり，前向きな回答を得た。授業の更なるレベルアップを目指したい。 

「教師についての意識が高くなった。」「本当に為になる授業であった。」「いろい
ろなことが学べて，すごく充実した授業であった。」「教職についての知識が深ま
った。」 
 一方，「１回の欠席で５点減点は重い。」との意見があったが，授業への参加を
重視するという授業の趣旨から理解していただきたい。 

科目名 教職論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験期間中に行い，試験形態は筆記試験（持ち込み不可）とする。 
シラバスコード FCD1512 
実務経験のある教員  
達成目標 ①教職に関する基礎・基本的な知識を身に付ける。 

②学校教育における今日的な課題について問題意識をもち，自ら考える⼒を身に
付ける。 
③教育課程の編成，学校の管理・運営，学校と家庭・地域との連携などに関する
基本的な知識や考え方を身に付ける。 
④進路に教職を選択することの可否について考えるとともに，各自の教育観を身
に付ける。 

受講者へのコメント  指示した課題に対して十分に取り組むだけでなく，各自で課題を見いだして自
主的・探究的な学習を進めていただきたい。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 【A】授業への取組 
 授業時間外に 30 分以下しか学習していない学生が 72％もおり，指示された課



題以外の学習にも自主的に取り組んだ学生が 21％しかいないため，学生の学習
意欲や自主性を高める工夫が必要である。 
【B】授業による成⻑ 
 87％の学生が，この分野への理解が深まったと回答しており，概ね良好な結果
となっている。 
【C】総合評価 
 目標達成度，教員の意欲，授業満足度の全ての項目で，肯定的な回答の割合が
約８割以上あり，概ね良好な結果となっている。 
【D】自由設定（無し）  
【E】授業の考慮点 
 授業の手法 

英文科目名 Studies of Teaching Profession 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  授業時間外での学習時間を確保する点から，適度な課題の指示などを図ってい

きたい。 
講義目的  本授業科目は，教職への志向と一体感の形成に関する科目として開設されてい

るものである。そのため，教職の意義，教員の役割・職務内容等について，今日
的な教育課題を踏まえながら学ぶ。そして，この授業を通して得られた知識・情
報等を基に，学生自身が「教師とは何か，教職とは何か」について考察し，自ら
の進路に教職を選択することの可否について考察する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 大学における教員養成の位置付けや教員免許状の種類などを解説するとと

もに，近年の教員の採用状況や教員免許取得に向けての心構えなどを説明する。 
2 回 中央教育審議会答申などに基づいた我が国の学校教育の方向性や，学⼒低
下・不登校・高等学校中途退学などの今日的な課題を取り上げ，これからの児童
生徒に求められる資質・能⼒やその指導の在り方について解説する。 
3 回 学校教育法などで定められている学校・教員の定義や種類を説明するとと
もに，職業としての教員の特殊性について解説する。 
4 回 学校教育の目的・目標や教育課程の編成について説明するとともに，教育課
程編成の基準である学習指導要領の法的位置付けや内容・構成について説明す
る。 
5 回 教育法令や学習指導要領などを取り上げながら，学⼒についての様々なと
らえ方を説明する。 
6 回 学⼒における学習意欲の位置付けを解説するとともに，学習意欲を高める
授業の条件について， 
事例を基に考察する。 
7 回 学習指導の定義・構成・目標などについて解説するとともに，指導方法の種
類や留意事項などについて説明する。 
8 回 学習の指導と評価との関係を解説したうえで，学習評価の種類や方法など
について説明するとともに，ペーパーテストによる評価の工夫・改善について考
察する。 
9 回 教科外の指導（主に特別活動）における担任教員の役割や，学級運営の目



標・方針の立案などについて説明する。 
10 回 特色ある学校づくりに関して，総合的な学習の時間や学校設定教科・科目
の趣旨を踏まえながら解説するとともに，それらの指導方法について事例を挙げ
ながら説明する。 
11 回 開かれた学校づくりに関して，学校の説明責任や保護者・地域との協⼒の
意義を踏まえながら解説するとともに，学校自己評価の目標・内容・方法などに
ついて事例を挙げながら説明する。 
12 回 指導要録及び出席簿の作成意義・内容・機能や，通知票の内容・機能など
について解説するとともに，学校における公簿の種類や位置付け，開示などにつ
いて解説する。 
13 回 教員研修の種類や取り扱い，教員の服務などについて，事例を挙げて解説
するとともに，職業としての教員のイメージや実態について説明する。 
14 回 環境教育を学校の教育活動全体で進めることを例として挙げながら，カリ
キュラム評価について解説する。 
15 回 本授業を通して得られた知識・情報・考え方などに基づいて，学生自身が
進路に教職を選択することの可否について考察する。 

準備学習 1 回 【復習】大学における教員養成の位置付けや教員免許状の種類を説明できる
ようにしておくこと。 
【予習】インターネット（文部科学省のホームページ等）により，中央教育審議
会答申（平成 20 年 1 月 17 日）を検索し，その中の「３．子どもたちの現状と課
題」「４．課題の背景・原因」を読んでおくこと。 
2 回 【復習】中央教育審議会の位置付け及び「生きる⼒」の趣旨・内容を説明で
きるようにしておくこと。 
【予習】図書館やインターネットにより，次の法令を検索し，読んでおくこと。
教育基本法（第９条），学校教育法（第１条，第７条，第 60 条，第 61 条），教育
職員免許法（第２条），教育公務員特例法（第２条） 
3 回 【復習】学校教育法で定められている学校・教員の定義や種類を説明できる
ようにしておくこと。 
【予習】図書館やインターネットにより，次の法令を検索し，読んでおくこと。
教育基本法（第１条，第２条，第５条），学校教育法（第 21 条，第 45 条，第 46
条，第 50 条，第 51 条），学校教育法施行規則（第 72 条，第 73 条，第 74 条，
第 83 条，第 84 条） 
4 回 【復習】学習指導要領の法的位置付けや内容・構成を説明できるようにして
おくこと。 
【予習】中央教育審議会答申（平成 20 年 1 月 17 日）の「５．学習指導要領改訂
の基本的な考え方」を読んでおくこと。また，図書館やインターネットにより，
次の法令を検索し，読んでおくこと。教育基本法（第１条，第２条，第５条），学
校教育法（第 30 条） 
5 回 【復習】学⼒観の変遷を理解し，現在重視されている学⼒について説明でき
るようにしておくこと。 
【予習】生徒の学習意欲を高めるためには，どのような配慮が必要かを各自考え
ておくこと。 



6 回 【復習】学習意欲を高める授業の条件を説明できるようにしておくこと。 
【予習】教科等の学習指導を成り立たせるためには，その構成要素として何が必
要かを各自考えておくこと。 
7 回 【復習】学習指導の定義・構成・目標を理解しておくこと。 
【予習】提示する評価問題（授業で配付）の解答例を考えておくこと。 
8 回 【復習】学習評価の種類や方法を説明できるようにしておくこと。 
【予習】特別活動に位置付けられる教育活動をリストアップしておくこと。 
9 回 【復習】特別活動における担任教員の役割や学級運営の要点について理解し
ておくこと。 
【予習】中学校又は高等学校において各自が学習した「総合的な学習の時間」の
内容について発表できるようにしておくこと。 
10 回 【復習】総合的な学習の時間や学校設定教科・科目の趣旨を説明できるよ
うにしておくこと。 
【予習】学校自己評価票の例（授業で配付）の回答例を作成しておくこと。 
11 回 【復習】開かれた学校づくりの具体的な方策を説明できるようにしておく
こと。 
【予習】小・中・高校生のときの各自の通知票を見直し（思い出し），特徴を見い
だしておくこと。 
12 回 【復習】指導要録・出席簿・通知票の機能を説明できるようにしておくこ
と。 
【予習】職業としての教員のイメージについて考え，発表できるようにしておく
こと。 
13 回 【復習】教員研修の種類や取り扱い，教員の服務について理解しておくこ
と。 
【予習】小・中・高等学校で受けてきた環境教育（各自が環境教育と考えるもの
で構わない）の例を，できるだけ多く挙げておくこと。 
14 回 【復習】カリキュラム評価の進め方を説明できるようにしておくこと。 
【予習】自分の進路に教職を選択することの可否について考え，発表できるよう
にしておくこと。 
15 回 【復習】授業全体を振り返り，進路に教職を選択することの可否について
改めて考察し，その結果を論じることができるようにしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD1521 
成績評価 館園見学におけるワークシート及びレポート（30％）、小テスト（20％）、定期試

験（50％）によって、成績を評価する。なお、博物館学芸員養成課程の最終段階
である「博物館実習」において、履修生は、外部へのインターンシップを伴う館
園実習を履修しなければならない。当然のことながら、館園実習では、勤務態度
及び来館者への接遇態度に関する資質が厳しく問われることなる。そのため、本
講義の合否に関しては、平素の受講態度（館園見学を含む）に関する教員所見を
重視することになる。 

曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(12〜12),工学部(12〜12),総合情報学部(12〜12),生物地球学部(12〜12) 
見出し FCD1521 博物館概論 
担当教員名 徳澤 啓一、井島 真知＊ 
単位数 2 
教科書 全国大学博物館学講座協議会⻄日本部会編 『新時代の博物館学』（芙蓉書房出

版） 
アクティブラーニング  
キーワード 博物館学の目的・方法・構成、博物館の定義、博物館の歴史と現状 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 博物館概論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中、適宜、指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 止むを得ない事情で欠席する場合は、正当な事由を明記し、これを証する者が記

名・押印した文書を事前に提出すること。また、講義時、参考資料を配布するこ
とがあるが、欠席者への事後配布は行わないので注意すること。 

シラバスコード FCD1521 
実務経験のある教員  
達成目標 ・博物館の目的と機能・博物館の歴史・博物館の現状・博物館倫理・博物館関係

法令・生涯学習と博物館 
受講者へのコメント  
連絡先 徳澤啓一研究室（７号館４階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introduction to Museum 
関連科目 生涯学習概論、博物館経営論、博物館資料論、博物館資料保存論、博物館展示論、

教育学原論（基礎理学科：教育基礎論）、博物館教育論、博物館情報論、博物館実
習Ⅰ、博物館実習Ⅱ（生物地球学部：野外博物館実習Ⅰ〜Ⅹ）自然史Ⅰ（動物学



科：地史・古生物学、生物地球学部：地球科学概論Ⅰ）、自然史Ⅱ（動物学科：進
化動物学、生物地球学部：生物科学概論）、文化史Ⅰ（社会情報学科：遺跡と遺
物、生物地球学部：考古学概論Ⅰ）、文化史Ⅱ（動物学科：動物誌、社会情報学科：
⺠俗学） 

次回に向けての改善変更予定  
講義目的 博物館に関する基礎的知識を理解し、専門性の基礎となる能⼒を養う。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

 本講義の内容を概説する。 
2 回 博物館学の目的・方法・構成(1) 
  「博物館学の目的・方法・構成」に関する内容を講義する。 
3 回 博物館学の目的・方法・構成(2) 
  「博物館学史」に関する内容を講義する。 
4 回 博物館の定義(1) 
  「定義（類縁機関との違いを含む）」に関する内容を講義する。 
5 回 博物館の定義(2) 
  「種類（館種、設置者別、法的区分等）」に関する内容を講義する。 
6 回 博物館の定義(3) 
  「目的，機能」に関する内容を講義する。 
7 回 博物館の歴史と現状(1) 
  「我が国及び諸外国の博物館の歴史①」に関する内容を講義する。 
8 回 博物館の歴史と現状(2) 
  「我が国及び諸外国の博物館の歴史②」に関する内容を講義する。 
9 回 博物館の歴史と現状(3) 
  「我が国及び諸外国の博物館の歴史③」に関する内容を講義する。 
10 回 博物館の歴史と現状(4) 
 「我が国及び諸外国の博物館の歴史④」に関する内容を講義する。 
11 回 博物館の歴史と現状(5) 
  「我が国及び諸外国の博物館の現状①」に関する内容を講義する。 
12 回 博物館の歴史と現状(6) 
  「我が国及び諸外国の博物館の現状②」に関する内容を講義する。 
13 回 博物館の歴史と現状(7) 
  「学芸員の役割（定義、役割）」に関する内容を講義する。 
14 回 博物館の歴史と現状(8) 
  「学芸員の役割（実態）」に関する内容を講義する。 
15 回 博物館の歴史と現状(9) 
  「博物館関係法令」に関する内容を講義する。 

準備学習 1 回 『教職・博物館学芸員履修の手引き』の「2.博物館学芸員課程」を読んでお
くこと。 
2 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
3 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
4 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 



5 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
6 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
7 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
8 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
9 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
10 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
11 回 見学館園のホームページを検索し、事前に配布されたレポート用紙の「事
前の調査」の欄を記入しておくこと。 
12 回 見学館園のホームページを検索し、事前に配布されたレポート用紙の「事
前の調査」の欄を記入しておくこと。 
13 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
14 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
15 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD1522 
成績評価 館園見学におけるワークシート及びレポート（30％）、小テスト（20％）、定期試

験（50％）によって、成績を評価する。なお、博物館学芸員養成課程の最終段階
である「博物館実習」において、履修生は、外部へのインターンシップを伴う館
園実習を履修しなければならない。当然のことながら、館園実習では、勤務態度
及び来館者への接遇態度に関する資質が厳しく問われることなる。そのため、本
講義の合否に関しては、平素の受講態度（館園見学を含む）に関する教員所見を
重視することになる。 

曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(12〜12),工学部(12〜12),総合情報学部(12〜12),生物地球学部(12〜12) 
見出し FCD1522 博物館概論 
担当教員名 徳澤 啓一、井島 真知＊ 
単位数 2 
教科書 全国大学博物館学講座協議会⻄日本部会編 『新時代の博物館学』（芙蓉書房出

版） 
アクティブラーニング  
キーワード 博物館学の目的・方法・構成、博物館の定義、博物館の歴史と現状 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 教室の設備や清掃状態に関するものが多かったですが、大学側でもリニューアル

を進めて、少しずつですが、きれいになっています。皆さんも自分たちの学ぶ場
所ですから、日頃からきれいに使うように心がけてやってください。 

科目名 博物館概論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中、適宜、指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 止むを得ない事情で欠席する場合は、正当な事由を明記し、これを証する者が記

名・押印した文書を事前に提出すること。また、講義時、参考資料を配布するこ
とがあるが、欠席者への事後配布は行わないので注意すること。 

シラバスコード FCD1522 
実務経験のある教員  
達成目標 ・博物館の目的と機能・博物館の歴史・博物館の現状・博物館倫理・博物館関係

法令・生涯学習と博物館 
受講者へのコメント 博物館学芸員養成課程ということもあり、漠然としているようですが、進路及び

資格取得の意義をある程度理解している受講者が多いように思いました。しか
し、教員資格と同じように「先生」として、子どもたちをはじめとして、多くの
皆さんに接しなければならない立場になるという意識が欠けている受講者もい
るようです。身だしなみ、言葉づかいなど日ごろからきちんとして欲しいと思い
ます。 

連絡先 徳澤啓一研究室（７号館４階） 
合理的配慮が必要な学生への  



対応 
各項目評価に対する所見 この分野への理解が深まった、今後の進路の参考になったという回答が多いよう

です。これからもできるだけ多くの館園の事例を紹介して、皆さんの職業観の形
成に役立つようにしたいと思います。 

英文科目名 Introduction to Museum 
関連科目 生涯学習概論、博物館経営論、博物館資料論、博物館資料保存論、博物館展示論、

教育学原論（基礎理学科：教育基礎論）、博物館教育論、博物館情報論、博物館実
習Ⅰ、博物館実習Ⅱ（生物地球学部：野外博物館実習Ⅰ〜Ⅹ）自然史Ⅰ（動物学
科：地史・古生物学、生物地球学部：地球科学概論Ⅰ）、自然史Ⅱ（動物学科：進
化動物学、生物地球学部：生物科学概論）、文化史Ⅰ（社会情報学科：遺跡と遺
物、生物地球学部：考古学概論Ⅰ）、文化史Ⅱ（動物学科：動物誌、社会情報学科：
⺠俗学） 

次回に向けての改善変更予定 館園見学での課題レポートに関して、自由記述を少なくして、講義で説明したテ
クニカルな内容を実地で再確認してもらうようなワークシートを作成しようと
思います。せっかくの館園見学ですから、皆さんの印象や感想も汲み上げてみた
いとは思っていますが。 

講義目的 博物館に関する基礎的知識を理解し、専門性の基礎となる能⼒を養う。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

 本講義の内容を概説する。 
2 回 博物館学の目的・方法・構成(1) 
  「博物館学の目的・方法・構成」に関する内容を講義する。 
3 回 博物館学の目的・方法・構成(2) 
  「博物館学史」に関する内容を講義する。 
4 回 博物館の定義(1) 
  「定義（類縁機関との違いを含む）」に関する内容を講義する。 
5 回 博物館の定義(2) 
  「種類（館種、設置者別、法的区分等）」に関する内容を講義する。 
6 回 博物館の定義(3) 
  「目的，機能」に関する内容を講義する。 
7 回 博物館の歴史と現状(1) 
  「我が国及び諸外国の博物館の歴史①」に関する内容を講義する。 
8 回 博物館の歴史と現状(2) 
  「我が国及び諸外国の博物館の歴史②」に関する内容を講義する。 
9 回 博物館の歴史と現状(3) 
  「我が国及び諸外国の博物館の歴史③」に関する内容を講義する。 
10 回 博物館の歴史と現状(4) 
 「我が国及び諸外国の博物館の歴史④」に関する内容を講義する。 
11 回 博物館の歴史と現状(5) 
  「我が国及び諸外国の博物館の現状①」に関する内容を講義する。 
12 回 博物館の歴史と現状(6) 
  「我が国及び諸外国の博物館の現状②」に関する内容を講義する。 



13 回 博物館の歴史と現状(7) 
  「学芸員の役割（定義、役割）」に関する内容を講義する。 
14 回 博物館の歴史と現状(8) 
  「学芸員の役割（実態）」に関する内容を講義する。 
15 回 博物館の歴史と現状(9) 
  「博物館関係法令」に関する内容を講義する。 

準備学習 1 回 『教職・博物館学芸員履修の手引き』の「2.博物館学芸員課程」を読んでお
くこと。 
2 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
3 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
4 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
5 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
6 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
7 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
8 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
9 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
10 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
11 回 見学館園のホームページを検索し、事前に配布されたレポート用紙の「事
前の調査」の欄を記入しておくこと。 
12 回 見学館園のホームページを検索し、事前に配布されたレポート用紙の「事
前の調査」の欄を記入しておくこと。 
13 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
14 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
15 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD1531 
成績評価 提出課題 40％，定期試験 60％により成績を評価する。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 化学科(〜11),応用物理学科(〜11),基礎理学科(〜11),生物化学科(〜11),臨床生

命科学科(〜11),動物学科(〜11),バイオ・応用化学科(〜11),生物地球システム学
科(〜11),生物地球学科(〜11) 

見出し FCD1531 理科教育法Ⅰ 
担当教員名 岡本 弥彦 
単位数 2 
教科書 中学校学習指導要領解説理科編／文部科学省／大日本図書：高等学校学習指導要

領解説理科編理数編／文部科学省／実教出版 
アクティブラーニング  
キーワード 理科教育，学習指導要領，指導方法，授業計画 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  以下のとおり，肯定的で前向きな意見が多かったが，教材提示方法や話し方な

どが十分でないとの指摘もあったので，改善していきたい。 
「生徒にとってとても受けやすい講義でした。」 
「理科教師を目指しており，幅広くときには深く勉強することができました。あ
りがとうございました。」 
「この授業から実習などで必要な知識が得られたと思う。まだまだ勉強が足りて
いないと自覚していたが，とても実のある授業だった。」 
「配布資料がしっかりまとまっていて，内容も教え方も良く，文句なしの素晴ら
しい講義でした。」 
「半年間ありがとう 

科目名 理科教育法Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 理科授業⼒向上講座／堀 哲夫・市川秀貴編著／東洋館出版 
授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験期間中に行い，試験形態は筆記試験（持ち込み不可）とする。 
シラバスコード FCD1531 
実務経験のある教員  
達成目標 ①理科教育の現状と課題について理解を深める。 

②科学の基本的な見方や概念，理科教育に必要な理念や方法等について理解す
る。 
③中・高等学校の理科教員として必要な知識や技能等を習得する。 
④習得した知識や技能等を理科の学習指導に活用できる能⼒を身に付ける。 

受講者へのコメント  指示した課題に対して十分に取り組むだけでなく，各自で課題を見いだして自
主的・探究的な学習を進めていただきたい。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への  



対応 
各項目評価に対する所見 【A】授業への取組 

 授業時間外に 30 分以下しか学習していない学生が 68％もおり，指示された課
題以外の学習にも自主的に取り組んだ学生が 14％しかいないため，学生の学習
意欲や自主性を高める工夫が必要である。 
【B】授業による成⻑ 
 約８割の学生が，この分野への理解が深まったと回答しており，概ね良好な結
果となっている。 
【C】総合評価 
 目標達成度，教員の意欲，授業満足度の全ての項目で，肯定的な回答の割合が
８割以上あり，良好な結果となっている。 
【D】自由設定（無し）  
【E】授業の考慮点 
 授業の手法，授業 

英文科目名 Teaching Method of Science I 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  授業時間外での学習時間を確保する点から，適度な課題の指示などを図ってい

きたい。 
 また，受講者数への対応については，コマ数を増やすなど，時間割を工夫した
い。 

講義目的 理科教育の現状と課題や，中・高等学校の学習指導要領の変遷と内容を理解した
うえで，理科教育の効果的な指導方法について考察する。また，理科の学習評価
や学習指導案の作成について，実例に基づいて理解するとともに，観察・実験の
安全な指導法，理科教育と他の教育活動との関連等について理解を深める。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 国際的な学⼒調査（生徒の学習到達度調査 PISA，国際数学・理科教育動向

調査 TIMSS）や教育課程実施状況調査などの結果を踏まえながら，理科教育の
現状と課題を説明する。 
2 回 中央教育審議会答申（平成 20 年 1 月 17 日）における「理数教育の充実」
に関する提言に基づき，学習指導要領における理科の改善の基本方針などを解説
する。 
3 回 学習指導要領における理科の目標（中・高等学校の理科の目標や各分野・各
科目の目標）の趣旨や解釈などについて解説するとともに，各分野・各科目の内
容や内容の取り扱いを概説する。 
4 回 科学の基本的な見方や概念である「エネルギー」「粒子」「生命」「地球」に
ついて解説するとともに，それらに基づいて，小・中・高等学校を通じた理科の
学習内容の系統性について解説する。 
5 回 科学的な思考⼒・表現⼒の育成の重要性を解説し，その具体的な手立てとし
て，科学的リテラシー（科学的な疑問を認識することなど）を育成する指導方法
について説明する。 
6 回 理科教育における観察・実験の意義を解説するとともに，基本的な観察・実
験技能や，指導計画における観察・実験の位置付けなどについて説明する。 



7 回 環境教育や防災教育の視点に立った指導など，理科における実生活・実社会
との関連を重視した学習内容を紹介しながら，理科を学ぶことの意義や有用性，
理科における「豊かな心」の育成の重要性を解説する。 
8 回 理科の目標と評価の観点との関係を解説したうえで，観点別学習状況の評
価の各観点に関する考え方を説明するとともに，学習指導における評価規準の設
定について例を挙げながら説明する。 
9 回 学習指導案の意義を解説したうえで，学習指導案の様式，内容，作成上の留
意事項などについて説明するとともに，授業実践での基本的な留意事項を説明す
る。 
10 回 物理的領域及び化学的領域（中学校理科の第１分野，高等学校理科の物理・
化学に関する科目）について，学習指導要領の改訂を踏まえながら，内容や内容
の取り扱いなどを解説するとともに，具体的な学習指導案を例示する。 
11 回 物理的領域及び化学的領域（中学校理科の第１分野，高等学校理科の物理・
化学に関する科目）について，学生よる模擬授業を実施し，授業の工夫・改善の
ボイントについて考察する。 
12 回 生物的領域及び地学的領域（中学校理科の第２分野，高等学校理科の生物・
地学に関する科目）について，学習指導要領の改訂を詰まえながら，内容や内容
の取り扱いなどを解説するとともに，具体的な学習指導案を例示する。 
13 回 生物的領域及び地学的領域（中学校理科の第２分野，高等学校理科の生物・
地学に関する科目）について，学生よる模擬授業を実施し，授業の工夫・改善の
ボイントについて考察する。 
14 回 各領域の観察・実験及び野外観察における事故防止や，薬品類の管理体制・
管理方法・廃液処理などについて解説する。 
15 回 理科教育の課題を踏まえながら，これからの理科教育の方向性について説
明するとともに，それを実現するための新しい指導方法の例を紹介する。 

準備学習 1 回 【復習】理科教育の現状と課題について，その概要を説明できるようにして
おくこと。 
【予習】中学校学習指導要領解説理科編の p.1-6，高等学校学習指導要領解説理
科編理数編の p.1-6 を読んでおくこと。 
2 回 【復習】学習指導要領における理科の改善の基本方針を説明できるようにし
ておくこと。 
【予習】中学校学習指導要領における理科の目標及び各分野の目標，高等学校学
習指導要領における理科の目標及び各科目の目標を読んでおくこと。 
3 回 【復習】理科の目標の趣旨を説明できるようにしておくこと。 
【予習】高等学校学習指導要領解説理科編理数編の p.8-11 を読み，理科の内容
構成の概要を理解しておくこと。 
4 回 【復習】各科学概念の特徴を説明できるようにしておくこと。 
【予習】インターネット（文部科学省のホームページ等）により，生徒の学習到
達度調査 PISA における「科学的リテラシー」について調べ，その概要を把握し
ておくこと。 
5 回 【復習】科学的リテラシーの定義や内容を説明できるようにしておくこと。 
【予習】中・高等学校で実際に各自が体験した観察・実験を例として，理科の授



業において観察・実験はどのような意義をもっているのかについて考えておくこ
と。 
6 回 【復習】観察・実験の意義を説明できるようにしておくこと。また，基本的
な観察・実験技能を理解しておくこと。 
【予習】生徒から「理科をなぜ学ばなければならないのか。」と尋ねられたとき，
どのように答えるかを考えておくこと。 
7 回 【復習】理科を学ぶことの意義や有用性を説明できるようにしておくこと。 
【予習】第３回の授業内容を再確認し，理科の目標について説明できるようにし
ておくこと。 
8 回 【復習】評価の観点の種類や内容を説明できるようにしておくこと。 
【予習】中学校学習指導要領解説理科編の p.97-98 を読み，指導計画の作成に当
たっての配慮事項を理解しておくこと。 
9 回 【復習】学習指導案の作成の仕方を理解しておくこと。 
【予習】物理的領域又は化学的領域の学習内容を各自取り上げ，学習指導案（本
時案）を作成しておくこと。 
10 回 【復習】物理的領域及び化学的領域の内容の特徴を説明できるようにして
おくこと。 
【予習】各自が作成した学習指導案を工夫・改善し，模擬授業ができるようにし
ておくこと。 
11 回 【復習】模擬授業の評価を基に，各自が作成した学習指導案を更に工夫・
改善し，提出できるようにしておくこと。 
【予習】生物的領域又は地学的領域の学習内容を各自取り上げ，学習指導案（本
時案）を作成しておくこと。 
12 回 【復習】生物的領域及び地学的領域の内容の特徴を説明できるようにして
おくこと。 
【予習】各自が作成した学習指導案を工夫・改善し，模擬授業ができるようにし
ておくこと。 
13 回 【復習】模擬授業の評価を基に，各自が作成した学習指導案を更に工夫・
改善し，提出できるようにしておくこと。 
【予習】観察・実験及び野外観察において起こりやすい事故を，できるだけ多く
考えておくこと。 
14 回 【復習】事故防止や薬品類の管理体制・管理方法・廃液処理を説明できる
ようにしておくこと。 
【予習】本授業全体を振り返り，理科教育の課題を再確認しておくこと。 
15 回 【復習】理科教育に関して，各自の指導観を論じることができるようにし
ておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD1532 
成績評価 毎回課すレポート（１００％）で行い，１００点満点中６０点以上を合格とする。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用数学科(〜10),基礎理学科(〜10),情報科学科(〜10) 
見出し FCD1532 数学教育法Ⅳ 
担当教員名 洲脇 史朗 
単位数 2 
教科書 教員採用試験「専門教養 数学科」・一ツ橋書店 
アクティブラーニング  
キーワード 数学教育，模擬授業，教員採用試験 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 分かりやすかったとのこと。良かった。 
科目名 数学教育法Ⅳ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 中学校学習指導要領解説（数学編），高等学校学習指導要領解説（数学編・理数

編） 
授業形態 講義 
注意備考 「数学教育法Ⅰ」を修得していること。数学教師を目指す者に限る。レポート作

成は毎回準備学習と講義内で行うが，詳細については講義内で指示する。「教職
セミナー」は日程がまだ決まっていないので、決まり次第授業内で連絡する。 

シラバスコード FCD1532 
実務経験のある教員  
達成目標 ①教育実習で質の高い授業を行う⼒がつく。 

②教員採用試験の模擬授業に合格する十分な⼒がつく。 
③教員採用試験の専門教養に合格する十分な⼒がつく。 

受講者へのコメント この成果を教員採用試験に生かしましょう。 
連絡先 洲脇研究室 １１号館８階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 目標もほとんど達成できており，学生もほとんどが満足しており，良かったと思
っている。 

英文科目名 Teaching Method of Mathematics IV 
関連科目 数学教育法Ⅰ，数学教育法Ⅱ，数学教育法Ⅲ 
次回に向けての改善変更予定 特になし。 
講義目的 高等学校・中学校の数学教師になることを強く希望する者のための選択科目であ

る。将来の数学教師としての⼒量を高めるため，数学の各分野における具体的な
課題に取り組み，その模擬授業を通して，数学を分かりやすく伝えるとともに，
生徒の興味関心を高めるための指導法を研究していく。 

対象学年 3 年/4 年 



授業内容 1 回 方程式と不等式（Ⅲ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
2 回 平面図形（Ⅲ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
3 回 ベクトル（Ⅲ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
4 回 関数（Ⅲ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
5 回 三角関数（Ⅲ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
6 回 確率・場合の数（Ⅲ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
7 回 「教職セミナー（Ⅰ）」において教員として資質向上を解説する。 
8 回 「教職セミナー（Ⅱ」において教員として資質向上を解説する。 
9 回 集合・論理（Ⅲ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
10 回 空間座標（Ⅲ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
11 回 行列と数列（Ⅲ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
12 回 微分（Ⅲ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
13 回 積分（Ⅲ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
14 回 総合（Ⅲ−前半）の指導法を例題を解きながら解説する。 
15 回 総合（Ⅲ−後半）の指導法を例題を解きながら解説する。 

準備学習 1 回 教科書「方程式と不等式（Ⅲ）」の問題を解いてくること。 
2 回 教科書「平面図形（Ⅲ）」の問題を解いてくること。 
3 回 教科書「ベクトル（Ⅲ）」の問題を解いてくること。 
4 回 教科書「関数（Ⅲ）」の問題を解いてくること。 
5 回 教科書「三角関数（Ⅲ）」の問題を解いてくること。 
6 回 教科書「確率・場合の数（Ⅲ）」の問題を解いてくること。 
7 回 自分が教職についた場合を想定してくること。 
8 回 自分が教職についた場合を想定してくること。 
9 回 教科書「集合・論理（Ⅲ）」の問題を解いてくること。 
10 回 教科書「空間座標（Ⅲ）」の問題を解いてくること。 
11 回 教科書「行列と数列（Ⅲ）」の問題を解いてくること。 
12 回 教科書「微分（Ⅲ）」の問題を解いてくること。 
13 回 教科書「積分（Ⅲ）」の問題を解いてくること。 
14 回 教科書「総合（Ⅲ）」の前半問題を解いてくること。 
15 回 教科書「総合（Ⅲ）」の後半問題を解いてくること。 

 



年度 2012 
授業コード FCD1541 
成績評価 平素の学習状況（20〜40％）と定期試験（80〜60％）とを総合して評価する。な

お、受講状況によりこの比率を見直すことがある。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜10),工学部(〜10),総合情報学部(〜10),生物地球学部(〜10) 
見出し FCD1541 生涯学習概論 
担当教員名 皿⽥ 琢司 
単位数 2 
教科書 生涯学習社会の構築／佐々木正治（編著）／福村出版 
アクティブラーニング  
キーワード 生涯学習体系、生涯教育、社会教育主事、図書館司書、博物館学芸員、生涯学習

振興法、学習プログラム、リカレント教育、自己主導的学習 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  自分の専攻分野についてどのような学習需要や学習機会があるかをさまざま

な角度から想定し、博物館を中心にして支援のあり方をさまざまな角度から例示
してみましょう。そのためには日ごろから問題意識を高めて博物館情報の収集に
努めるとともに、事前学習を充実しましょう。 
 話す速度について見直しの要望がありました。時事問題の取り扱いを含め、所
定の時間内に予定の量の内容を伝えようとしたことによるものでした。時間配分
の見直しを検討します。 
 資料の両面印刷はノートに貼り付けづらいため控えてほしい旨の要望があり
ました。貼付の 

科目名 生涯学習概論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 教育と⼈間の探究／曽我雅比児・皿⽥琢司（編著）／大学教育出版 

その他、講義の際に適宜提示し、必要に応じて指示、解説等を行う。 
授業形態 講義 
注意備考 ○広く⼈々の学習を支援するための公的資格の一つの取得をめざしていること

を深く自覚し、高い意欲をもって学習に取り組むことが望ましい。 
○日ごろから新聞に目を通すこと、特に社会教育施設を中心に⼈々の学ぶ機会を
拡充する施策や、具体的な学習支援のあり方に関心をもつことが望ましい。 
○授業の理解や復習にあたっては、普段の生活（学業・読書を含む）との関連を
意識するとともに、得られた知見をどのように活用すべきかについても多角的・
多面的に考えることが望ましい。 
○試験は定期試験期間中に行う。試験形態は筆記とする。 

シラバスコード FCD1541 
実務経験のある教員  
達成目標 ○学習需要の多様化を背景とする生涯学習の意義と基本的特質について説明で

きること。 
○生涯学習社会の構築に関わる生涯学習振興施策の意義と基本的課題について



説明できること。 
○生涯学習・社会教育の法制・制度・行政の基本的な役割とその原則について説
明できること。 
○生涯学習における学習課題とその支援の基本的な原則について、主として博物
館及び学芸員を例に説明できること。 

受講者へのコメント  どのような資格も、それらに見合うだけの資質能⼒を身に付けて初めて意味の
あるものとなります。学芸員資格に必要とされる資質能⼒に照らして自らの課題
を見付け、学業や読書をはじめ学生生活のさまざまな面を見直して資格の取得を
めざしましょう。 

連絡先 １３号館３階皿⽥研究室 salad＠chem.ous.ac.jp 086-256-9714 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  課題の分析に努めるとともに、学習機会の拡充その他の学習活動の支援に必要
とされる基礎理論と受講者の学習実態を勘案し、指導方針の修正を検討します。 

英文科目名 Studies of Life-long Learning 
関連科目 教育学原論（基礎理学科生は教育基礎論）及び博物館学Ⅰを含め、学芸員課程１

〜２年次開講科目をすべて修得していることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  学習機会の拡充その他の学習活動の支援に必要とされる基礎理論と受講者の

学習実態を勘案し、指導方針の修正を検討します。 
講義目的  博物館法施行規則第１条に基づき、生涯学習及び社会教育の本質と意義、生涯

学習の振興に関わる法制・行政・施策、教育・学習の諸領域間の関連、専門的職
員の基本的役割、学習機会の拡充など広く学習支援に関わる基本的な原理・原則
について講義し、社会教育の専門的職員に必要な生涯学習に関する基礎的知見を
修得させることを通して、学習機会の拡充を含め広く学習支援を行える社会教育
の専門的職員としての基礎的素養を培う。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション ―講義概要と受講要領を説明する。 

2 回 生涯学習の意義と特質 ―教育の基本的な考え方との関わりから説明する。 
3 回 生涯教育論・生涯学習論の生成と展開（１）―諸外国の変遷を中心に説明す
る。 
4 回 生涯教育論・生涯学習論の生成と展開（２）―国内の変遷を中心に説明す
る。 
5 回 生涯学習社会構築の理念と構想 ―学習需要の多様化との関わりから説明す
る。 
6 回 生涯学習の振興に関わる法制・行政・関連施策の動向（１）―1970〜80 年
代を中心に説明する。 
7 回 生涯学習の振興に関わる法制・行政・関連施策の動向（２）―1990 年代以
降を中心に説明する。 
8 回 生涯学習のまちづくり施策の展開 ―学習機会の多様化と拡大を中心に説明
する。 
9 回 生涯学習事業計画の策定と社会教育行政の基本的な考え方について説明す
る。 



10 回 生涯学習と教育・学習諸領域間の関連（１）―学校教育との連携を中心に
説明する。 
11 回 生涯学習と教育・学習諸領域間の関連（２）―家庭教育の支援を中心に説
明する。 
12 回 生涯学習・社会教育施設等の管理と運営に関する基本的な考え方について
説明する。 
13 回 生涯学習・社会教育における支援者・指導者の基本的な役割について説明
する。 
14 回 生涯学習の内容・方法・形態（学習情報の提供と学習相談を含む）の基本
的な考え方について説明する。 
15 回 生涯学習成果の評価・認証と活用に関する基本的な考え方について説明す
る。 

準備学習 1 回 教科書及びシラバスに目を通し、学習の過程を把握して見通しをもってお
くこと。 
2 回 教科書の該当箇所と配付資料に目を通して大要を把握し、所定の課題に取
り組むとともに重要な語句や概念を整理しておくこと。 
3 回 教科書の該当箇所と配付資料に目を通して大要を把握し、復習と所定の課
題に取り組むとともに重要な語句や概念を整理しておくこと。 
4 回 教科書の該当箇所と配付資料に目を通して大要を把握し、復習と所定の課
題に取り組むとともに重要な語句や概念を整理しておくこと。 
5 回 教科書の該当箇所と配付資料に目を通して大要を把握し、復習と所定の課
題に取り組むとともに重要な語句や概念を整理しておくこと。 
6 回 教科書の該当箇所と配付資料に目を通して大要を把握し、復習と所定の課
題に取り組むとともに重要な語句や概念を整理しておくこと。 
7 回 教科書の該当箇所と配付資料に目を通して大要を把握し、復習と所定の課
題に取り組むとともに重要な語句や概念を整理しておくこと。 
8 回 教科書の該当箇所と配付資料に目を通して大要を把握し、復習と所定の課
題に取り組むとともに重要な語句や概念を整理しておくこと。 
9 回 教科書の該当箇所と配付資料に目を通して大要を把握し、復習と所定の課
題に取り組むとともに重要な語句や概念を整理しておくこと。 
10 回 教科書の該当箇所と配付資料に目を通して大要を把握し、復習と所定の課
題に取り組むとともに重要な語句や概念を整理しておくこと。 
11 回 教科書の該当箇所と配付資料に目を通して大要を把握し、復習と所定の課
題に取り組むとともに重要な語句や概念を整理しておくこと。 
12 回 教科書の該当箇所と配付資料に目を通して大要を把握し、復習と所定の課
題に取り組むとともに重要な語句や概念を整理しておくこと。 
13 回 教科書の該当箇所と配付資料に目を通して大要を把握し、復習と所定の課
題に取り組むとともに重要な語句や概念を整理しておくこと。 
14 回 教科書の該当箇所と配付資料に目を通して大要を把握し、復習と所定の課
題に取り組むとともに重要な語句や概念を整理しておくこと。 
15 回 教科書と配付資料の全体に目を通し、重要な語句や概念を中心にこれまで
の学習内容を整理しておくこと。 



 



年度 2012 
授業コード FCD1542 
成績評価 定期試験は行わず、担当教員の作成した個⼈カルテ（５０％）、毎時間の活動状況

（３０％）、学生の作成した個⼈カルテ（２０％）をもとに、教員としての資質と
その向上を総合的に判断して評価する。１００点満点中６０点以上を合格とす
る。 

曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 教職特別課程(12〜12) 
見出し FCD1542 教職実践演習（中・高） 
担当教員名 横⽥ 美枝子＊ 
単位数 2 
教科書 使用しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 教職実践，履修カルテ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 教職実践演習（中・高） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて資料を配布する。 
授業形態 演習 
注意備考 教育実習Ⅱを修得していること。 
シラバスコード FCD1542 
実務経験のある教員  
達成目標 教員としての使命感や責任感、教育的愛情等をもって、学級や教科を担当しつつ、

教科指導、生徒指導等の職務を実践できる。 
受講者へのコメント 少⼈数でしたが、みなさんとても熱心に受講し、私自身も大変勉強になりました。

グループでの話し合いの場面では、いろ 
いろな考えや意見を聞くことができ、今後の参考にすることができました。 
 ４月から全員現場にでることを想定しての授業でしたが、その点をよく理解し
てもらい意欲的に取り組んだと思います。たくさんの苦労や失敗があると思いま
すが、明るく前向きにがんばってください。現場でのみなさんの活躍を心から祈
っています。 

連絡先 洲脇史朗研究室 １１号館８階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  初めての講義内容だったので多少の不安はあったが、それなりの評価がでてい
たので安心している。今後とも自己研修を重ねてさらに充実した内容にしていき
たい。 

英文科目名 Practical Seminar for Teacher Education 
関連科目 教育実習Ⅰ、教育実習Ⅱ 



次回に向けての改善変更予定  今年度の内容ををもう一度見直し、できるだけ多くの演習やグループ討議を授
業の中に取り入れていきたい。また、教育現場の今の課題にも目を向け、即戦⼒
として働ける⼒を身につけさせたい。 

講義目的 演習を中心とした授業で、必要に応じて小集団で活動する。 
自己診断ならびに指導教員のアドバイスを基に各自の履修カルテを作成し、模擬
授業・ロールプレイング・事例研究等を通して、不足している知識や技能を補う
と共に、優れた能⼒をより伸ばしていく。 

対象学年 1 年 
授業内容 1 回 これまでの学修の振り返りについての講義，履修カルテの作成，小グループ

の決定をする。 
2 回 教職の意義や教員の役割についての講義とグループ討論・ロールプレイン
グをする。 
3 回 教職の意義や教員の役割についてのグループ討論・ロールプレイングの続
きとまとめをする。 
4 回 子どもに対する責任等についての講義とグループ討論・ロールプレイング
をする。 
5 回 子どもに対する責任等についてのグループ討論・ロールプレイングの続き
とまとめをする。 
6 回 社会性や対⼈関係（保護者を含む）能⼒についての講義とグループ討論・ロ
ールプレイングをする。 
7 回 社会性や対⼈関係（保護者を含む）能⼒についてのグループ討論・ロールプ
レイングの続きとまとめをする。 
8 回 生徒理解や学級経営についての講義とグループ討論・ロールプレイングを
する。 
9 回 生徒理解や学級経営についてのグループ討論・ロールプレイングの続きと
まとめをする。 
10 回 学級経営・特別活動・補充授業等に関する学校現場の見学・調査（１）を
する。 
11 回 学級経営・特別活動・補充授業等に関する学校現場の見学・調査（２）を
する。 
12 回 学級経営・特別活動・補充授業等に関する学校現場の見学・調査（３）を
する。 
13 回 学級経営・特別活動・補充授業等案の作成と発表をする。 
14 回 学級経営・特別活動・補充授業等のグループ討論とまとめをする。 
15 回 資質能⼒向上の確認・今後の課題の発表と、履修カルテの完成をする。 

準備学習 1 回 自分のこれまでの学修成果と教員としての⼒量の評価をしてくること。 
2 回 教職の意義や教員の役割について自分の意見をまとめてくること。 
3 回 前時の討議やロールプレイングの内容をまとめてくること。 
4 回 子どもに対する責任等について自分の意見をまとめてくること。 
5 回 前時の討議やロールプレイングの内容をまとめてくること。 
6 回 社会性や対⼈関係（保護者を含む）能⼒について自分の意見をまとめてくる
こと。 



7 回 前時の討議やロールプレイングの内容をまとめてくること。 
8 回 生徒理解や学級経営について自分の意見をまとめてくること。 
9 回 前時の討議やロールプレイングの内容をまとめてくること。 
10 回 岡山理科大学附属高等学校の学級経営・特別活動・補充授業等について調
べてくること。 
11 回 前時の反省を行い，見学・調査の新たな観点を見いだしてくること。 
12 回 前時の反省を行い，見学・調査のより高い観点を見いだしてくること。 
13 回 ３回の見学・調査の成果を踏まえて，学級経営・特別活動・補充授業等案
を考えてくること。 
14 回 前時の発表を基に学級経営・特別活動・補充授業等の新たな課題を見つけ
てくること。 
15 回 この講義での成果と今後の課題についてまとめてくること。 

 



年度 2012 
授業コード FCD1551 
成績評価 毎回課すレポート（１００％）で行い，１００点満点中６０点以上を合格とする。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用数学科(〜10),基礎理学科(〜10),情報科学科(〜10) 
見出し FCD1551 数学教育法Ⅲ 
担当教員名 洲脇 史朗 
単位数 2 
教科書 教員採用試験「専門教養 数学科」・一ツ橋書店 
アクティブラーニング  
キーワード 数学教育，模擬授業，教員採用試験 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「役にたった」というコメントには励まされる。 
科目名 数学教育法Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 中学校学習指導要領解説（数学編），高等学校学習指導要領解説（数学編・理数

編） 
授業形態 講義 
注意備考 「数学教育法Ⅰ」を修得していることが望ましい。数学教師を目指す者に限る。

レポート作成は毎回準備学習と講義内で行うが，詳細については講義内で指示す
る。 

シラバスコード FCD1551 
実務経験のある教員  
達成目標 ①教育実習でより良い授業を行う⼒がつく。 

②教員採用試験の模擬授業に合格する⼒がつく。 
③教員採用試験の専門教養に合格する⼒がつく。 

受講者へのコメント 課題に対して熱心に取り組んでいたが、さらなる努⼒を期待したい。 
連絡先 洲脇研究室 １１号館８階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 どの項目もおおむね満足できる状況であった。 
英文科目名 Teaching Method of Mathematics III 
関連科目 数学教育法Ⅰ，数学教育法Ⅱ，数学教育法Ⅳ 
次回に向けての改善変更予定 大きく変更する予定はないが、解説にさらなる工夫をしていきたい。 
講義目的 高等学校・中学校の数学教師になることを強く希望する者のための選択科目であ

る。将来の数学教師としての⼒量を高めるため，数学の各分野における具体的な
課題に取り組み，その模擬授業を通して，数学を分かりやすく伝えるとともに，
生徒の創造性を高めるための指導法を研究していく。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 方程式と不等式（Ⅱ−前半）の指導法を例題を解きながら解説する。 



2 回 方程式と不等式（Ⅱ−後半）の指導法を例題を解きながら解説する。 
3 回 平面図形（Ⅱ−前半）の指導法を例題を解きながら解説する。 
4 回 平面図形（Ⅱ−後半）の指導法を例題を解きながら解説する。 
5 回 ベクトル（Ⅱ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
6 回 関数（Ⅱ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
7 回 三角関数（Ⅱ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
8 回 確率・場合の数（Ⅱ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
9 回 集合・論理（Ⅱ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
10 回 空間座標（Ⅱ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
11 回 行列と数列（Ⅱ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
12 回 微分（Ⅱ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
13 回 積分（Ⅱ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
14 回 総合（Ⅱ−１）の指導法を例題を解きながら解説する。 
15 回 総合（Ⅱ−２）の指導法を例題を解きながら解説する。 

準備学習 1 回 教科書「方程式と不等式（Ⅱ）」の前半問題を解いてくること。 
2 回 教科書「方程式と不等式（Ⅱ）」の後半問題を解いてくること。 
3 回 教科書「平面図形（Ⅱ）」の前半問題を解いてくること。 
4 回 教科書「平面図形（Ⅱ）」の後半問題を解いてくること。 
5 回 教科書「ベクトル（Ⅱ）」の問題を解いてくること。 
6 回 教科書「関数（Ⅱ）」の問題を解いてくること。 
7 回 教科書「三角関数（Ⅱ）」の問題を解いてくること。 
8 回 教科書「確率・場合の数（Ⅱ）」の問題を解いてくること。 
9 回 教科書「集合・論理（Ⅱ）」の問題を解いてくること。 
10 回 教科書「空間座標（Ⅱ）」の問題を解いてくること。 
11 回 教科書「行列と数列（Ⅱ）」の問題を解いてくること。 
12 回 教科書「微分（Ⅱ）」の問題を解いてくること。 
13 回 教科書「積分（Ⅱ）」の問題を解いてくること。 
14 回 教科書「総合（Ⅱ）」の前半問題を解いてくること。 
15 回 教科書「総合（Ⅱ）」の後半問題を解いてくること。 

 



年度 2012 
授業コード FCD15L2 
成績評価 講義レポート（20％）、定期試験（80％）により評価する。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜10),工学部(〜10),総合情報学部(〜10),生物地球学部(〜10) 
見出し FCD15L2 特別活動の研究 
担当教員名 野瀬 重⼈ 
単位数 2 
教科書  中学校学習指導要領（平成 20 年）解説―特別活動編― 文部科学省 
アクティブラーニング  
キーワード 学習指導要領、学級活動、生徒会活動、学校行事、国旗・国歌、自主的実践的な

態度 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  自由記述は次の二つであった。 

① ゆとりのあるスペース 
② チャイムが始まる前、講義ではないと言いつつ講義になっている。 
〈回答〉講義に使用した教室が狭かったことはお詫びしたい。今後は教室の環境
には十分に気をつけていきたい。 
    講義は、チャイムが鳴ってからと思っている。講義の前に連絡等のこと
をしたことがあるが、これを講義と誤解 
   されたのではないかと思う。しかし、これからはいっそう気をつけて誤解
のないように講義を行っていきたい。 

科目名 特別活動の研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  高等学校学習指導要領解説（平成 21 年）―特別活動編― 文部科学省 

 講義に必要な資料を別途配付する。 
授業形態 講義 
注意備考  試験は定期試験期間中におこない、試験形態は筆記試験とする。 
シラバスコード FCD15L2 
実務経験のある教員  
達成目標  ①中学校・高等学校の学習指導要領（特別活動）の内容が理解できる。 

 ②視聴覚資料等の模擬体験やボランティア活動等の実体験をすることにより、
学校現場での実践⼒を身につける。 
 ③特別活動の学習は、成⻑する生徒の⼈間形成の上で極めて重要な部分を担っ
ていることが理解できる。 

受講者へのコメント  講義の内容をしっかりと記憶して、学校現場では十分に働いてほしい。 
連絡先  野瀬重⼈ 岡山理科大学理学部  

 野瀬研究室（10 学舎５偕） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  中・高等学校で必修の「特別活動」の指導方法に関する講義で、この講義の単



位がないと教員免許が取得できない。この科目は、教科書が無いという科目で、
日々教師が自分で学習計画を立てて授業を実践するものである。入学試験に出題
されない科目なので、学校現場で少し軽く見られるきらいがあったが、昨今学級
等で「いじめ」が発生している現状において俄に重要視されるようになった。そ
のため、学生は熱心に講義に参加して、その内容も十分に理解ができたように思
う。 

英文科目名 Studies of Pupil Activities 
関連科目 「道徳教育の研究」と同時履修が望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  学習指導要領の学習が中心になっているので、事前学習が難しい現状にある。

次年度は宿題等を出して、授業時間外の学習時間を増やして行きたい。 
講義目的  中・高等学校の教員として「特別活動」の授業を行うときには、この教科には

教科書がないので、学習指導要領の内容を十分に理解する。 
 この教科の実際の教育活動の理解には、ビデオ教材等で模擬体験させることに
より、実践⼒のある能⼒を身につけることができる。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  中学校学習指導要領（特別活動）〈以下「特別活動」と称する〉の概要を

説明する。 
2 回  小学校と高等学校の学習指導要領（特別活動）の概要を説明する。 
3 回  「特別活動」内の「特別活動の目標」及び「特別活動の基本的な性格と教
育的意義」について説明する。 
4 回  「特別活動」内の「学級活動」に含まれる目標及び内容について、その概
要を説明する。 
5 回  「特別活動」内の「学級活動」に含まれる「学級や学校の生活づくり」に
ついて説明する。 
6 回  「学級や学校の生活づくり」に関する視聴覚資料（ビデオ教材）を使い、
指導の実態を視聴し、話し合いをする。これまでの講義の内容で不明な点につい
て質問を受け、そのことについて説明をする。 
7 回  「特別活動」内の「学級活動」に含まれる「適応と成⻑及び健康安全」に
ついてその前半を説明する。 
8 回  「特別活動」内の「学級活動」に含まれる「適応と成⻑及び健康安全」に
ついてその後半を説明する。 
9 回  「特別活動」内の「学級活動」に含まれる「学業と進路」について説明す
る。 
10 回  「特別活動」内の「生徒会活動」の目標及び内容の説明をする。 
11 回  「生徒会活動」に関する視聴覚資料（ビデオ教材）を使い、指導の実態
を視聴し、話し合いをする。これまでの講義の内容で不明な点について質問を受
け、そのことについて説明をする。 
12 回  「特別活動」内の「学校行事」の目標及び内容の説明をする。 
13 回  「特別活動」の「指導計画の作成と内容の取り扱い」について説明する。 
14 回  高等学校学習指導要領（特別活動）の目標及び「ホームルーム活動」の
概要について説明する。 
15 回  高等学校学習指導要領（特別活動）の「生徒会活動」及び「学校行事」



について概要を説明する。 
準備学習 1 回  平成 20 年中学校の学習指導要領解説（特別活動編）の 117 ページから

119 ページまでを予習しておくこと。 
2 回  資料として配付した小学校と高等学校の学習指導要領（特別活動）を予習
しておくこと。 
3 回  平成 20 年改訂中学校学習指導要領解説（特別活動編）〈教科書として設
定〉の「特別活動の目標」及び「特別活動の基本的な性格と教育的意義」の部分
と前回配付した資料を予習しておくこと。 
4 回  教科書内の「学級活動」に含まれる「学級活動の目標」、「学級活動の内容」
及び配付した資料を予習しておくこと。 
5 回  教科書内の「学級活動」に含まれる「学級や学校の生活づくり」及び配付
した資料を予習しておくこと。 
6 回  講義の第１回から第５回までの内容について復習し、疑問があれば講義
で質問をすること。 
7 回  教科書内の「学級活動」に含まれる「適応と成⻑及び健康安全」について、
ア「思春期の不安や悩みとその解決」からオ「望ましい⼈間関係の確立」までの
予習をしておくこと。配付した資料も予習しておくこと。 
8 回  教科書内の「学級活動」に含まれる「適応と成⻑及び健康安全」について、
カ「ボランティア活動の意義の理解と参加」からケ「食育の観点を踏まえた学校
給食と望ましい食習慣の形成」までの予習をしておくこと。配付した資料も予習
しておくこと。 
9 回  教科書内の「学級活動」に含まれる「学業と進路」について予習をしてお
くこと。配付した資料も予習しておくこと。 
10 回  教科書内の「生徒会活動」に含まれる目標及び内容について予習をして
おくこと。配付した資料も予習しておくこと。 
11 回  講義の第７回から第 10 回までの内容について復習し、疑問があれば講
義で質問をすること。 
12 回  教科書内の「学校行事」に含まれる目標及び内容について予習をしてお
くこと。配付した資料も予習しておくこと。 
13 回  教科書内の「指導計画の作成と内容の取り扱い」について予習をしてお
くこと。配付した資料も予習しておくこと。 
14 回  配付資料（高等学校学習指導要領・特別活動の目標及び「ホームルーム
活動」）の予習をしておくこと。 
15 回  配付資料（高等学校学習指導要領・特別活動の「生徒会活動」及び「学
校行事」）の予習をしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD1711 
成績評価 提出課題（２０％）と試験（８０％）で評価する。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12),教職特別

課程(〜12) 
見出し FCD1711 教職論 
担当教員名 横⽥ 美枝子＊ 
単位数 2 
教科書 実教出版「教職必修 新教職論（改訂版）」 
アクティブラーニング  
キーワード 教職の意義，教師像 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  記述なし 
科目名 教職論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FCD1711 
実務経験のある教員  
達成目標 教師としての自らの在り方を探りながら、教職についての理解を深め、将来、学

校教育に真剣に取り組もうとする自己の教師像を明確にすることができる。 
受講者へのコメント  ほとんどの受講者が真面目に授業を受け、毎回の振り返りレポートもきちんと

提出する学生が多かったように思います。授業をしていて教職を目指す学生の意
欲、真剣さ、熱意が感じられました。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  この分野への理解が深まり、興味、関心が高まったという項目で、多くの学生
が評価してくれたことをありがたく思います。 

英文科目名 Studies of Teaching Profession 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  板書の方法（構造的な板書）、文字の大きさなど、一層理解しやすい授業内容に

工夫し、また、教科書の使用頻度が少なかったのでその点も改めていこうと思い
ます。このクラスも１００⼈を超す受講者で、できれば８０⼈前後で、もう一ク
ラス増やすことを要望します。 

講義目的 本講義は教員免許状を取得するための必修科目である。そのため、教職の意義、
及び教師に課せられた使命・役割等について考察するとともに、これからの教師
に求められる資質や素養について基礎的な知識や内容を学び、教師になろうとす



る意欲を高めることにある。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 教職の意義について解説する。（オリエンテーションを含む） 

2 回 教員の職務と服務について解説する。 
3 回 教員の資質向上と研修について解説する。 
4 回 学校の歴史と求められる教師像について解説する。 
5 回 教員の養成・採用について解説する。 
6 回 学校の組織と運営について解説する。 
7 回 学級経営と学習指導について解説する。 
8 回 学校教育の現状と課題について解説する。 
9 回 生徒指導の考え方について解説する。 
10 回 事例研究（いじめ問題への具体的対応）について解説する。 
11 回 事例研究（不当問題への具体的対応）について解説する。 
12 回 事例研究（特別支援教育）について解説する。 
13 回 事例研究（学校の危機管理）について解説する。 
14 回 新世紀の教育改⾰の視点について解説する。 
15 回 自己の考察と自分の目指す教師像について解説する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 地方公務員法第 30 条とはどのような内容か調べておくこと。 
3 回 教員に求められる資質能⼒とはどのようなものか、また、教員の研修内容に
ついて調べておくこと。 
4 回 我々にとって学校は当たり前の存在であるが、どのような歴史をたどる中
で現在のような学校教育が行われるようになったのか、特に、明治時代以降の学
校制度について調べておくこと。 
5 回 昨年度の教員採用試験問題（出題内容）に目を通しておくこと。 
6 回 学校の定義はどのような法律でなされているのか、また、校務を運営する組
織を表す校務分掌とはどのようなものか調べておくこと。 
7 回 学習指導案とはどのようなものか調べておくこと。 
8 回 近年、学校教育で話題になっている事柄に関心を持ち、その概要を調べてお
くこと。 
9 回 文部科学省の「平成 20 年度 児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に
関する調査」について概略に目を通しておくこと。 
10 回 いじめの定義を調べておくこと。 
11 回 昨年度の小中学校不登校の状況、高等学校の⻑期欠席及び中途退学の状況
を調べておくこと。 
12 回 学校や関係諸機関で行われている特別支援教育について調べておくこと。 
13 回 近年、学校・園において起こった悲惨な事故や事件を調べておくこと。 
14 回 2000 年 12 月に出された「教育改⾰国⺠会議」の“17 の提案”を調べておく
こと。 
15 回 心に残る教師像や講義を通し、自分の中で確立した教師像を明確にしてお
くこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD1712 
成績評価 定期試験は行わず、担当教員の作成した個⼈カルテ（５０％）、毎時間の活動状況

（３０％）、学生の作成した個⼈カルテ（２０％）をもとに、教員としての資質と
その向上を総合的に判断して評価する。１００点満点中６０点以上を合格とす
る。 

曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 別科(12〜12),教職特別課程(12〜12) 
見出し FCD1712 教職実践演習（中・高） 
担当教員名 横⽥ 美枝子＊ 
単位数 2 
教科書 使用しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 教職実践，履修カルテ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 教職実践演習（中・高） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて資料を配布する。 
授業形態 演習 
注意備考 教育実習Ⅱを修得していること。 
シラバスコード FCD1712 
実務経験のある教員  
達成目標 教員としての使命感や責任感、教育的愛情等をもって、学級や教科を担当しつつ、

教科指導、生徒指導等の職務を実践できる。 
受講者へのコメント  演習、ディスカッション等、どの内容にもみなさん意欲的に真剣に取り組んで

いました。模擬授業の実践に当たっては、指導案の作成から積極的で授業後の反
省会では、さまざまな考えを聞くことができ、充実した１５回を終えることがで
きました。現場での活躍を願うとともに今、居る場所で必要とされる教員をめざ
して努⼒してほしいと思います。 

連絡先 洲脇史朗研究室 １１号館８階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  予想以上によい評価をしてもらい感謝している。今後とも自己研鑚に励み、さ
らにレベルアップしていきたい。 

英文科目名 Practical Seminar for Teacher Education 
関連科目 教育実習Ⅰ、教育実習Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  今年度の内容をさらに充実させ、現場に即した役立つものに修正していきた

い。 
講義目的 演習を中心とした授業で、必要に応じて小集団で活動する。 



自己診断ならびに指導教員のアドバイスを基に各自の履修カルテを作成し、模擬
授業・ロールプレイング・事例研究等を通して、不足している知識や技能を補う
と共に、優れた能⼒をより伸ばしていく。 

対象学年 1 年 
授業内容 1 回 これまでの学修の振り返りについての講義，履修カルテの作成，小グループ

の決定をする。 
2 回 教職の意義や教員の役割についての講義とグループ討論・ロールプレイン
グをする。 
3 回 教職の意義や教員の役割についてのグループ討論・ロールプレイングの続
きとまとめをする。 
4 回 子どもに対する責任等についての講義とグループ討論・ロールプレイング
をする。 
5 回 子どもに対する責任等についてのグループ討論・ロールプレイングの続き
とまとめをする。 
6 回 社会性や対⼈関係（保護者を含む）能⼒についての講義とグループ討論・ロ
ールプレイングをする。 
7 回 社会性や対⼈関係（保護者を含む）能⼒についてのグループ討論・ロールプ
レイングの続きとまとめをする。 
8 回 生徒理解や学級経営についての講義とグループ討論・ロールプレイングを
する。 
9 回 生徒理解や学級経営についてのグループ討論・ロールプレイングの続きと
まとめをする。 
10 回 学級経営・特別活動・補充授業等に関する学校現場の見学・調査（１）を
する。 
11 回 学級経営・特別活動・補充授業等に関する学校現場の見学・調査（２）を
する。 
12 回 学級経営・特別活動・補充授業等に関する学校現場の見学・調査（３）を
する。 
13 回 学級経営・特別活動・補充授業等案の作成と発表をする。 
14 回 学級経営・特別活動・補充授業等のグループ討論とまとめをする。 
15 回 資質能⼒向上の確認・今後の課題の発表と、履修カルテの完成をする。 

準備学習 1 回 自分のこれまでの学修成果と教員としての⼒量の評価をしてくること。 
2 回 教職の意義や教員の役割について自分の意見をまとめてくること。 
3 回 前時の討議やロールプレイングの内容をまとめてくること。 
4 回 子どもに対する責任等について自分の意見をまとめてくること。 
5 回 前時の討議やロールプレイングの内容をまとめてくること。 
6 回 社会性や対⼈関係（保護者を含む）能⼒について自分の意見をまとめてくる
こと。 
7 回 前時の討議やロールプレイングの内容をまとめてくること。 
8 回 生徒理解や学級経営について自分の意見をまとめてくること。 
9 回 前時の討議やロールプレイングの内容をまとめてくること。 
10 回 岡山理科大学附属高等学校の学級経営・特別活動・補充授業等について調



べてくること。 
11 回 前時の反省を行い，見学・調査の新たな観点を見いだしてくること。 
12 回 前時の反省を行い，見学・調査のより高い観点を見いだしてくること。 
13 回 ３回の見学・調査の成果を踏まえて，学級経営・特別活動・補充授業等案
を考えてくること。 
14 回 前時の発表を基に学級経営・特別活動・補充授業等の新たな課題を見つけ
てくること。 
15 回 この講義での成果と今後の課題についてまとめてくること。 

 



年度 2012 
授業コード FCD1713 
成績評価 館園見学におけるワークシート及びレポート（30％）、小テスト（20％）、定期試

験（50％）によって、成績を評価する。なお、博物館学芸員養成課程の最終段階
である「博物館実習」において、履修生は、外部へのインターンシップを伴う館
園実習を履修しなければならない。当然のことながら、館園実習では、勤務態度
及び来館者への接遇態度に関する資質が厳しく問われることなる。そのため、本
講義の合否に関しては、平素の受講態度（館園見学を含む）に関する教員所見を
重視することになる。 

曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜10),工学部(〜10),総合情報学部(〜10) 
見出し FCD1713 博物館実習 
担当教員名 徳澤 啓一、白石 純、高橋 亮雄、名取 真⼈ 
単位数 3 
教科書 講義中、適宜、指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード 事前の指導、実務実習、館園見学、館園実習、事後の指導 
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 博物館実習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 全国大学博物館学講座協議会⻄日本部会編 『博物館実習マニュアル』（芙蓉書

房出版） 
授業形態 実験実習 
注意備考 止むを得ない事情で欠席する場合は、正当な事由を明記し、これを証する者が記

名・押印した文書を事前に提出すること。また、講義時、参考資料を配布するこ
とがあるが、欠席者への事後配布は行わないので注意すること。 

シラバスコード FCD1713 
実務経験のある教員  
達成目標 見学を含む学内実習や館園実習での現場体験を通し、多様な館種の実態や学芸員

の業務を理解し、実践的能⼒を養う。 
受講者へのコメント  
連絡先 徳澤啓一研究室（７号館４階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Museum Work Training 
関連科目 博物館学Ⅰ、博物館学Ⅱ、教育学原論（基礎理学科は教育基礎論）、視聴覚教育メ

ディア論、生涯学習概論、博物館実習（館園実習を含む）、自然史Ⅰ（動物学科は
動物史、生物地球システム学科は⼈類学概論Ⅰ）、自然史Ⅱ（動物学科は進化動物



学、生物地球システム学科は⼈類学概論Ⅱ）、文化史Ⅰ（社会情報学科は遺跡と遺
物）、文化史Ⅱ（社会情報学科は⺠俗学） 

次回に向けての改善変更予定  
講義目的 博物館資料の収集、整理保管、展示等についての博物館における実習 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 事前の指導(1) 実務実習に関するオリエンテーション 

2 回 館園見学及び館園実習に関する事前の指導(1) 
 館園実習（原則、夏期休暇中、インターンシップ形式で実施する） 
  実習期間は、５日以上とする。 
  基本的には、受け入れ館園の方針に従うものとする。 
  
 （館園実習実施計画例） 
  １日目 館園実習 資料の取扱い及び整理分類に関するもの 
  ２日目 館園実習 資料の調査・研究方法に関するもの 
  ３日目 館園実習 標本等の実物（１次）資料の作成に関するもの 
  ４日目 館園実習 展示の方法（企画・立案・展示製作・列品・図録製           
作等）に関するもの 
  ５日目 館園実習 教育普及活動（展示解説等）に関するもの 
3 回 実務実習(1) 
 「資料の取り扱い及び整理・分類に関するもの①」とする。 
4 回 実務実習(2) 
 「資料の取り扱い及び整理・分類に関するもの②」とする。 
5 回 実務実習(3) 
 「資料の取り扱い及び整理・分類に関するもの③」とする。 
6 回 実務実習(4) 
 「資料の取り扱い及び整理・分類に関するもの④」とする。 
7 回 実務実習(5) 
 「資料の調査・研究方法に関するもの①」とする。 
8 回 実務実習(6) 
 「資料の調査・研究方法に関するもの②」とする。 
9 回 実務実習(7) 
 「資料の調査・研究方法に関するもの③」とする。 
10 回 実務実習(8) 
 「資料の調査・研究方法に関するもの④」とする。 
11 回 実務実習(9) 
 「標本等の実物（１次）資料の作成に関するもの①」とする。 
12 回 実務実習(10) 
 「標本等の実物（１次）資料の作成に関するもの②」とする。 
13 回 実務実習(11) 
 「標本等の実物（１次）資料の作成に関するもの③」とする。 
14 回 実務実習(12) 
 「標本等の実物（１次）資料の作成に関するもの④」とする。 



15 回 事後の指導(1) 
16 回 館園見学及び館園実習に関する事前の指導(2) 
17 回 館園見学（正課学外活動）(1) 
18 回 館園見学（正課学外活動）(2) 
19 回 館園見学及び館園実習に関する事後の指導 
20 回 事前の指導(2) 
 「実務実習に関するオリエンテーション」とする。 
21 回 実務実習(13) 
 「模型等の製作（２次）資料の作成に関するもの①」とする。 
22 回 実務実習(14) 
 「模型等の製作（２次）資料の作成に関するもの②」とする。 
23 回 実務実習(15)  
 「模型等の製作（２次）資料の作成に関するもの③」とする。 
24 回 実務実習(16)  
 「模型等の製作（２次）資料の作成に関するもの④」とする。 
25 回 実務実習(17) 
 「展示の方法（企画・立案・展示製作・列品・図録製作等）に関するもの①」
とする。 
26 回 実務実習(18) 
 「展示の方法（企画・立案・展示製作・列品・図録製作等）に関するもの②」
とする。 
27 回 実務実習(19) 
 「展示の方法（企画・立案・展示製作・列品・図録製作等）に関するもの③」
とする。 
28 回 実務実習(20) 
 「展示の方法（企画・立案・展示製作・列品・図録製作等）に関するもの④」
とする。 
29 回 実務実習(21) 
 「教育普及活動（展示解説等）に関するもの」とする。 
30 回 事後の指導(2) 
 「定期試験を含むもの」とする。 

準備学習 1 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
2 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
3 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
4 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
5 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
6 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
7 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
8 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
9 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
10 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
11 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 



12 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
13 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
14 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
15 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
16 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
17 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
18 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
19 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
20 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
21 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
22 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
23 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
24 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
25 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
26 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
27 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
28 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
29 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
30 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD19D1 
成績評価 平素の演習における学習態度（50〜60％）、課題の作成・提出の取り組み（40〜

50％）を総合して評価する。この比率は受講状況により見直すことがある。筆記
試験は実施しない。 

曜日時限 月曜日 9・10 時限 
対象クラス 理学部(〜09),工学部(〜09),総合情報学部(〜09) 
見出し FCD19D1 教育実習の研究Ⅱ 
担当教員名 曽我 雅比児、皿⽥ 琢司、洲脇 史朗、塗木 利明、中島 弘徳、岡本 弥彦 
単位数 2 
教科書 教科書は使用しない。必要に応じて資料を配付または貸与する。 
アクティブラーニング  
キーワード 教員採用試験、実践的指導⼒、教育実習、面接・討論、小論文 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 教育実習の研究Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 学習指導要領（受験予定の校種の最新版。文科省ウェブサイトからダウンロード

してもよい）。その他適宜指示する。 
授業形態 演習 
注意備考 ○公立学校の教員採用試験または私立学校教員適性検査を受験する者を主たる

履修対象者とする。 
○日常の言動や習慣を常に見直し、高い意欲をもって学習に取り組む態度が強く
望まれる。 

シラバスコード FCD19D1 
実務経験のある教員  
達成目標 ○不断の学習に基づき、教師に必要な資質能⼒がどのようなものであるかを説明

することができる。 
○上記の理解を含めて、次のことについて口頭及び筆記により明瞭に説明するこ
とができる。 
・志望動機、理想の教師像、教職及び教科の魅⼒、教師の実践的指導⼒ 
・学校や教師に期待される役割（普遍的役割と時代状況に即した役割） 
・現行の教育政策の概要とそれに対する自らの意見 
・学校現場において想定される問題状況への基本的な対応方針 

受講者へのコメント  
連絡先 曽我研究室：１４号館４階、中島研究室：１４号館３階、皿⽥研究室：１３号館

３階、教育開発支援課：２５号館６階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  



英文科目名 Studies of Teaching Practices II 
関連科目 ○１〜３年次開講Ａ群及びＣ群科目のうち教免必修科目及び単位数をすべて修

得していることが望ましい。 
○教育実習Ⅰ、Ⅱを修得していること、教育実習の研究Ⅰの仮評価がＲであるこ
とが望ましい。 
○各教科教育法Ⅲ、Ⅳ、文章表現法Ⅲ、プレゼンテーションⅢをすべて修得して
いるか、同時に履修していることが望ましい。 

次回に向けての改善変更予定  
講義目的 教育実習を終えた者を対象に、次の各要素からなる実践的指導⼒をなお一層高め

ることを目的とする。 
・教師として必要な論理的思考⼒及び文章構成⼒ 
・集団におけるリーダーシップ、協調性及び調整能⼒ 
・学習理論の知識と学習指導の⼒量 
・教職に必要な知見（教育観、子ども観、教材観等） 
・「生きる⼒」の育成に求められるカウンセリング 
・マインド、生徒指導観及び学級経営観 

対象学年 4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。受講要領と講義概要を説明する。 

2 回 学校の意義と機能について、演習を含めて説明する。 
3 回 教師の使命と職責について、演習を含めて説明する。 
4 回 小論文の作成と添削指導Ⅰをする。 
5 回 生徒理解と生徒指導について、演習を含めて説明する。 
6 回 教育課程及び学習指導の理論と方法について、演習を含めて説明する。 
7 回 小論文の作成と添削指導Ⅱをする。 
8 回 学習集団の特質と指導①について、演習を含めて説明する。 
9 回 学習集団の特質と指導②について、演習を含めて説明する。 
10 回 小論文の作成と添削指導Ⅲをする。 
11 回 家庭、地域及び学校間の連携協⼒について、演習を含めて説明する。 
12 回 現代の教育改⾰の動向について、演習を含めて説明する。 
13 回 小論文の作成と添削指導Ⅳをする。 
14 回 学校教育の課題と展望について、演習を含めて説明する。 
15 回 教員の資質能⼒を高める研究と修養について、演習を含めて説明する。 

準備学習 1 回 受験予定の都道府県市の教員採用試験の要項について概要を把握しておく
こと。 
2 回 教育学原論（基礎理学科生は教育基礎論）及び教育行政学（または学校経
営）を復習して学校本来の意義と機能について知識を再確認し、自分の言葉（口
頭及び筆記）で表現できるようにしておくこと。 
3 回 教職論（08 年度以前入学生は現代教師論）、教育学原論（基礎理学科生は教
育基礎論）、及び教育行政学（または学校経営）を復習して教員の資質能⼒や期待
される役割等について知識を再確認し、自分の言葉（口頭及び筆記）で表現でき
るようにしておくこと。 
4 回 教員採用試験で出題される小論文の出題傾向を把握しておく。原稿用紙の



基本的な使い方を修得しておくこと（括弧、句読点、言葉遣い等を含む）。 
5 回 教育心理学（基礎理学科生は学習・発達論）、生徒・進路指導論（07 年度以
前入学生は生徒指導等の研究）、教育相談の研究を復習して生徒理解と生徒指導
のあり方について知識を再確認し、自分の言葉（口頭及び筆記）で表現できるよ
うにしておくこと。 
6 回 教育学原論（基礎理学科生は教育基礎論）、教育課程論、及び各教科教育法
Ⅰを復習して教育課程の編成や学習指導に関する基本原理について知識を再確
認し、自分の言葉（口頭及び筆記）で表現できるようにしておくこと。 
7 回 授業後の添削指導で指摘された弱点を確かめ、課題の克服に努めておくこ
と。 
8 回 教育課程論、各教科教育法Ⅰ、及び教育の方法と技術（07 年度以前入学生
は教育工学）を復習して学習集団の基本的対応のあり方ついて知識を再確認し、
自分の言葉（口頭及び筆記）で表現できるようにしておくこと。 
9 回 教育課程論、特別活動の研究、及び道徳教育の研究を復習して生徒集団の基
本的対応のあり方ついて知識を再確認し、自分の言葉（口頭及び筆記）で表現で
きるようにしておくこと。 
10 回 授業後の添削指導でさらに指摘された弱点を再確認し、課題の克服に努め
ておくこと。 
11 回 教育学原論（基礎理学科生は教育基礎論）、教育行政学（または学校経営）、
教育課程論、及び総合演習を復習して家庭、地域、学校の間の連携協⼒のあり方
について知識を再確認し、自分の言葉（口頭及び筆記）で表現できるようにして
おくこと。 
12 回 前回までの学習内容を復習し、学校を中心とした教育改⾰の概要について
自分の言葉（口頭及び筆記）で表現できるようにしておくこと。 
13 回 授業後の添削指導までに指摘された弱点を総復習し、課題を完全に克服し
ておくこと。 
14 回 前回までの学習内容を復習して学校教育をめぐる課題等を整理し、今後必
要とされる取り組みについて自分の言葉（口頭及び筆記）で表現できるようにし
ておくこと。 
15 回 前回までの学習内容を総復習して教員としての自己の課題等を整理し、今
後必要とされる取り組みと決意について自分の言葉（口頭及び筆記）で表現でき
るようにしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD19E1 
成績評価 平素の演習における学習態度（50〜60％）、課題の作成・提出の取り組み（40〜

50％）を総合して評価する。この比率は受講状況により見直すことがある。筆記
試験は実施しない。 

曜日時限 月曜日 9・10 時限 
対象クラス 別科(12〜12),教職特別課程(12〜12) 
見出し FCD19E1 教育実習実践指導 
担当教員名 曽我 雅比児、皿⽥ 琢司、洲脇 史朗、塗木 利明、中島 弘徳、岡本 弥彦 
単位数 2 
教科書 教科書は使用しない。必要に応じて資料を配付または貸与する。 
アクティブラーニング  
キーワード 教員採用試験、実践的指導⼒、教育実習、面接・討論、小論文 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 教育実習実践指導 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 学習指導要領（受験予定の校種の最新版。文科省ウェブサイトからダウンロード

してもよい）。その他適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 ○公立学校の教員採用試験または私立学校教員適性検査を受験する者を主たる

履修対象者とする。 
○日常の言動や習慣を常に見直し、高い意欲をもって学習に取り組む態度が強く
望まれる。 

シラバスコード FCD19E1 
実務経験のある教員  
達成目標 ○不断の学習に基づき、教師に必要な資質能⼒がどのようなものであるかを説明

することができる。 
○上記の理解を含めて、次のことについて口頭及び筆記により明瞭に説明するこ
とができる。 
・志望動機、理想の教師像、教職及び教科の魅⼒、教師の実践的指導⼒ 
・学校や教師に期待される役割（普遍的役割と時代状況に即した役割） 
・現行の教育政策の概要とそれに対する自らの意見 
・学校現場において想定される問題状況への基本的な対応方針 

受講者へのコメント  
連絡先 曽我研究室：１４号館４階、中島研究室：１４号館３階、皿⽥研究室：１３号館

３階、教育開発支援課：２５号館６階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  



英文科目名 Empirical Guidance for Teaching Practice 
関連科目 ○１〜３年次開講Ａ群及びＣ群科目のうち教免必修科目及び単位数をすべて修

得していることが望ましい。 
○教育実習Ⅰ、Ⅱを修得していること、教育実習の研究Ⅰの仮評価がＲであるこ
とが望ましい。 
○各教科教育法Ⅲ、Ⅳ、文章表現法Ⅲ、プレゼンテーションⅢを同時に履修して
いるか、履修予定であることが望ましい。 

次回に向けての改善変更予定  
講義目的 教育実習を履修中及び修得した者を対象に、次の各要素からなる実践的指導⼒を

なお一層高めることを目的とする。 
・教師として必要な論理的思考⼒及び文章構成⼒ 
・集団におけるリーダーシップ、協調性及び調整能⼒ 
・学習理論の知識と学習指導の⼒量 
・教職に必要な知見（教育観、子ども観、教材観等） 
・「生きる⼒」の育成に求められるカウンセリング 
・マインド、生徒指導観及び学級経営観 

対象学年 1 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。受講要領と講義概要を説明する。 

2 回 学校の意義と機能について、演習を含めて説明する。 
3 回 教師の使命と職責について、演習を含めて説明する。 
4 回 小論文の作成と添削指導Ⅰをする。 
5 回 生徒理解と生徒指導について、演習を含めて説明する。 
6 回 教育課程及び学習指導の理論と方法について、演習を含めて説明する。 
7 回 小論文の作成と添削指導Ⅱをする。 
8 回 学習集団の特質と指導①について、演習を含めて説明する。 
9 回 学習集団の特質と指導②について、演習を含めて説明する。 
10 回 小論文の作成と添削指導Ⅲをする。 
11 回 家庭、地域及び学校間の連携協⼒について、演習を含めて説明する。 
12 回 現代の教育改⾰の動向について、演習を含めて説明する。 
13 回 小論文の作成と添削指導Ⅳをする。 
14 回 学校教育の課題と展望について、演習を含めて説明する。 
15 回 教員の資質能⼒を高める研究と修養について、演習を含めて説明する。 

準備学習 1 回 受験予定の都道府県市の教員採用試験の要項について概要を把握しておく
こと。 
2 回 教育学原論及び教育行政学（または学校経営）を復習して学校本来の意義と
機能について知識を再確認し、自分の言葉（口頭及び筆記）で表現できるように
しておくこと。 
3 回 教職論、教育学原論、及び教育行政学（または学校経営）を復習して教員の
資質能⼒や期待される役割等について知識を再確認し、自分の言葉（口頭及び筆
記）で表現できるようにしておくこと。 
4 回 教員採用試験で出題される小論文の出題傾向を把握しておく。原稿用紙の
基本的な使い方を修得しておくこと（括弧、句読点、言葉遣い等を含む）。 



5 回 教育心理学、生徒・進路指導論、教育相談の理論と方法を復習して生徒理解
と生徒指導のあり方について知識を再確認し、自分の言葉（口頭及び筆記）で表
現できるようにしておくこと。 
6 回 教育学原論、教育課程論、及び各教科教育法Ⅰを復習して教育課程の編成や
学習指導に関する基本原理について知識を再確認し、自分の言葉（口頭及び筆記）
で表現できるようにしておくこと。 
7 回 授業後の添削指導で指摘された弱点を確かめ、課題の克服に努めておくこ
と。 
8 回 教育課程論、各教科教育法Ⅰ、及び教育の方法と技術を復習して学習集団の
基本的対応のあり方ついて知識を再確認し、自分の言葉（口頭及び筆記）で表現
できるようにしておくこと。 
9 回 教育課程論、特別活動の理論と方法、及び道徳教育の理論と方法を復習して
生徒集団の基本的対応のあり方ついて知識を再確認し、自分の言葉（口頭及び筆
記）で表現できるようにしておくこと。 
10 回 授業後の添削指導でさらに指摘された弱点を再確認し、課題の克服に努め
ておくこと。 
11 回 教育学原論、教育行政学（または学校経営）、及び教育課程論を復習して家
庭、地域、学校の間の連携協⼒のあり方について知識を再確認し、自分の言葉（口
頭及び筆記）で表現できるようにしておくこと。 
12 回 前回までの学習内容を復習し、学校を中心とした教育改⾰の概要について
自分の言葉（口頭及び筆記）で表現できるようにしておくこと。 
13 回 授業後の添削指導までに指摘された弱点を総復習し、課題を完全に克服し
ておくこと。 
14 回 前回までの学習内容を復習して学校教育をめぐる課題等を整理し、今後必
要とされる取り組みについて自分の言葉（口頭及び筆記）で表現できるようにし
ておくこと。 
15 回 前回までの学習内容を総復習して教員としての自己の課題等を整理し、今
後必要とされる取り組みと決意について自分の言葉（口頭及び筆記）で表現でき
るようにしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD2111 
成績評価 課題提出（30％）と試験（70％）で評価する。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12),教職特別

課程(〜12) 
見出し FCD2111 教育心理学 
担当教員名 秋山 弥＊ 
単位数 2 
教科書 「教師の仕事とは何か」 秋山 弥・作⽥ 良三編著（北大路書房） 
アクティブラーニング  
キーワード 学習・発達・性格・対⼈スキル・教師の指導性・生徒理解・教育評価 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 教育心理学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義の際に適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FCD2111 
実務経験のある教員  
達成目標 ・学習のメカニズムが説明できること 

・性格形成のプロセスが説明できること 
・社会性及び対⼈スキルについて説明できること 
・理想的な教師の指導性について説明できること 
・生徒理解について具体例をあげ説明できること 
・教育評価の問題点について説明できること 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Educational Psychology 
関連科目 教職関連科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 学習・性格・社会性・発達等心理学の基礎的知識を学習し、生徒理解の方法・教

師の指導性のありかた・教育評価の困難性等について考察することにより、教師
としての資質について考える機会をもうけることを講義目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 教育心理学の目的・意味等について考察する。 



2 回 発達における遺伝の影響について複数の学説を提示し、遺伝について考察
する。 
3 回 発達における学習の意味について複数の学説を提示し学習について考察す
る。 
4 回 性格形成の要因について複数の理論を提示し性格の成り立ちについて考察
する。 
5 回 知能と創造性の内容・関連性について説明し賢さについて考察する。 
6 回 認知の発達とメカニズムについて詳細に説明する。 
7 回 児童期・⻘年期の社会性について解説し対⼈スキルの重要性について考察
する。 
8 回 過去の教師の指導性研究について説明し研究の問題点について考察する。 
9 回 現在の指導性研究について説明し理想の教師像について考察する。 
10 回 教師の指導性の実践的研究について説明し実践的行動について考察する。 
11 回 生徒理解に必要な視点・カウンセリングの基本について説明し生徒対応に
ついて考察する。 
12 回 生徒理解のための事例研究について説明し、教師の実践的対応の仕方につ
いて考察する。 
13 回 多様な教育評価があることを知らせ評価の困難性について考察する。 
14 回 妥当性・信頼性のある教育評価及び生徒を伸張させる評価について考察す
る。 
15 回 学習理論・社会性・指導性・生徒理解・教育評価等について評価する。 

準備学習 1 回 教科書を読み教育心理学の概観を把握すること。 
2 回 遺伝について事前に調べておくこと。 
3 回 ⼈間の学習能⼒について事前に調べておくこと。 
4 回 自己の性格はどのようにして形成されたのかについて考えておくこと。 
5 回 賢さについて日常生活の中から考えておくこと。 
6 回 認知能⼒とはどのような事柄なのか考えておくこと。 
7 回 社会性とは具体的にどのような事なのか考えておくこと。 
8 回 理想の教師像について考えておくこと。 
9 回 前回の授業の復習をしておくこと。 
10 回 前回の授業の復習をしておくこと。 
11 回 ⼈の理解について考えておくこと。 
12 回 前回の授業の復習をしておくこと。 
13 回 評価について考えておくこと。 
14 回 前回の授業について復習しておくこと。 
15 回 学習理論・社会性・指導性・生徒理解・教育評価等について復習しておく
ことこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD2112 
成績評価 課題提出（30％）と試験（70％）で評価する。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12),教職特別

課程(〜12) 
見出し FCD2112 教育心理学 
担当教員名 秋山 弥＊ 
単位数 2 
教科書 「教師の仕事とは何か」 秋山 弥・作⽥ 良三編著（北大路書房） 
アクティブラーニング  
キーワード 学習・発達・性格・対⼈スキル・教師の指導性・生徒理解・教育評価 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 教育心理学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義の際に適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FCD2112 
実務経験のある教員  
達成目標 ・学習のメカニズムが説明できること 

・性格形成のプロセスが説明できること 
・社会性及び対⼈スキルについて説明できること 
・理想的な教師の指導性について説明できること 
・生徒理解について具体例をあげ説明できること 
・教育評価の問題点について説明できること 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Educational Psychology 
関連科目 教職関連科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 学習・性格・社会性・発達等心理学の基礎的知識を学習し、生徒理解の方法・教

師の指導性のありかた・教育評価の困難性等について考察することにより、教師
としての資質について考える機会をもうけることを講義目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 教育心理学の目的・意味等について考察する。 



2 回 発達における遺伝の影響について複数の学説を提示し、遺伝について考察
する。 
3 回 発達における学習の意味について複数の学説を提示し学習について考察す
る。 
4 回 性格形成の要因について複数の理論を提示し性格の成り立ちについて考察
する。 
5 回 知能と創造性の内容・関連性について説明し賢さについて考察する。 
6 回 認知の発達とメカニズムについて詳細に説明する。 
7 回 児童期・⻘年期の社会性について解説し対⼈スキルの重要性について考察
する。 
8 回 過去の教師の指導性研究について説明し研究の問題点について考察する。 
9 回 現在の指導性研究について説明し理想の教師像について考察する。 
10 回 教師の指導性の実践的研究について説明し実践的行動について考察する。 
11 回 生徒理解に必要な視点・カウンセリングの基本について説明し生徒対応に
ついて考察する。 
12 回 生徒理解のための事例研究について説明し、教師の実践的対応の仕方につ
いて考察する。 
13 回 多様な教育評価があることを知らせ評価の困難性について考察する。 
14 回 妥当性・信頼性のある教育評価及び生徒を伸張させる評価について考察す
る。 
15 回 学習理論・社会性・指導性・生徒理解・教育評価等について評価する。 

準備学習 1 回 教科書を読み教育心理学の概観を把握すること。 
2 回 遺伝について事前に調べておくこと。 
3 回 ⼈間の学習能⼒について事前に調べておくこと。 
4 回 自己の性格はどのようにして形成されたのかについて考えておくこと。 
5 回 賢さについて日常生活の中から考えておくこと。 
6 回 認知能⼒とはどのような事柄なのか考えておくこと。 
7 回 社会性とは具体的にどのような事なのか考えておくこと。 
8 回 理想の教師像について考えておくこと。 
9 回 前回の授業の復習をしておくこと。 
10 回 前回の授業の復習をしておくこと。 
11 回 ⼈の理解について考えておくこと。 
12 回 前回の授業の復習をしておくこと。 
13 回 評価について考えておくこと。 
14 回 前回の授業について復習しておくこと。 
15 回 学習理論・社会性・指導性・生徒理解・教育評価等について復習しておく
ことこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD2121 
成績評価 提出課題 40％，定期試験 60％により成績を評価する。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 化学科(〜11),応用物理学科(〜11),基礎理学科(〜11),生物化学科(〜11),臨床生

命科学科(〜11),動物学科(〜11),バイオ・応用化学科(〜11),生物地球システム学
科(〜11),生物地球学科(〜11) 

見出し FCD2121 理科教育法Ⅰ 
担当教員名 岡本 弥彦 
単位数 2 
教科書 中学校学習指導要領解説理科編／文部科学省／大日本図書：高等学校学習指導要

領解説理科編理数編／文部科学省／実教出版 
アクティブラーニング  
キーワード 理科教育，学習指導要領，指導方法，授業計画 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  以下のとおり，前向きな回答を得た。授業の更なるレベルアップを目指したい。 

「教員のやりがいや魅⼒を改めて感じることができた。」 
科目名 理科教育法Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 理科授業⼒向上講座／堀 哲夫・市川秀貴編著／東洋館出版 
授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験期間中に行い，試験形態は筆記試験（持ち込み不可）とする。 
シラバスコード FCD2121 
実務経験のある教員  
達成目標 ①理科教育の現状と課題について理解を深める。 

②科学の基本的な見方や概念，理科教育に必要な理念や方法等について理解す
る。 
③中・高等学校の理科教員として必要な知識や技能等を習得する。 
④習得した知識や技能等を理科の学習指導に活用できる能⼒を身に付ける。 

受講者へのコメント  指示した課題に対して十分に取り組むだけでなく，各自で課題を見いだして自
主的・探究的な学習を進めていただきたい。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 【A】授業への取組 
 授業時間外に 30 分以下しか学習していない学生が 74％もおり，指示された課
題以外の学習にも自主的に取り組んだ学生が 13％しかいないため，学生の学習
意欲や自主性を高める工夫が必要である。 
【B】授業による成⻑ 
 約８割の学生が，この分野への理解が深まったと回答しており，概ね良好な結
果となっている。 



【C】総合評価 
 目標達成度での肯定的な回答が約７割，教員の意欲，授業満足度での肯定的な
回答の割合が 10 割であり，良好な結果となっている。 
【D】自由設定（無し）  
【E】授業の考慮点 
 授業 

英文科目名 Teaching Method of Science I 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  授業時間外での学習時間を確保する点から，適度な課題の指示などを図ってい

きたい。 
 また，学生の理解度等に応じた授業進行の工夫にも努めたい。 

講義目的 理科教育の現状と課題や，中・高等学校の学習指導要領の変遷と内容を理解した
うえで，理科教育の効果的な指導方法について考察する。また，理科の学習評価
や学習指導案の作成について，実例に基づいて理解するとともに，観察・実験の
安全な指導法，理科教育と他の教育活動との関連等について理解を深める。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 国際的な学⼒調査（生徒の学習到達度調査 PISA，国際数学・理科教育動向

調査 TIMSS）や教育課程実施状況調査などの結果を踏まえながら，理科教育の
現状と課題を説明する。 
2 回 中央教育審議会答申（平成 20 年 1 月 17 日）における「理数教育の充実」
に関する提言に基づき，学習指導要領における理科の改善の基本方針などを解説
する。 
3 回 学習指導要領における理科の目標（中・高等学校の理科の目標や各分野・各
科目の目標）の趣旨や解釈などについて解説するとともに，各分野・各科目の内
容や内容の取り扱いを概説する。 
4 回 科学の基本的な見方や概念である「エネルギー」「粒子」「生命」「地球」に
ついて解説するとともに，それらに基づいて，小・中・高等学校を通じた理科の
学習内容の系統性について解説する。 
5 回 科学的な思考⼒・表現⼒の育成の重要性を解説し，その具体的な手立てとし
て，科学的リテラシー（科学的な疑問を認識することなど）を育成する指導方法
について説明する。 
6 回 理科教育における観察・実験の意義を解説するとともに，基本的な観察・実
験技能や，指導計画における観察・実験の位置付けなどについて説明する。 
7 回 環境教育や防災教育の視点に立った指導など，理科における実生活・実社会
との関連を重視した学習内容を紹介しながら，理科を学ぶことの意義や有用性，
理科における「豊かな心」の育成の重要性を解説する。 
8 回 理科の目標と評価の観点との関係を解説したうえで，観点別学習状況の評
価の各観点に関する考え方を説明するとともに，学習指導における評価規準の設
定について例を挙げながら説明する。 
9 回 学習指導案の意義を解説したうえで，学習指導案の様式，内容，作成上の留
意事項などについて説明するとともに，授業実践での基本的な留意事項を説明す
る。 



10 回 物理的領域及び化学的領域（中学校理科の第１分野，高等学校理科の物理・
化学に関する科目）について，学習指導要領の改訂を踏まえながら，内容や内容
の取り扱いなどを解説するとともに，具体的な学習指導案を例示する。 
11 回 物理的領域及び化学的領域（中学校理科の第１分野，高等学校理科の物理・
化学に関する科目）について，学生よる模擬授業を実施し，授業の工夫・改善の
ボイントについて考察する。 
12 回 生物的領域及び地学的領域（中学校理科の第２分野，高等学校理科の生物・
地学に関する科目）について，学習指導要領の改訂を詰まえながら，内容や内容
の取り扱いなどを解説するとともに，具体的な学習指導案を例示する。 
13 回 生物的領域及び地学的領域（中学校理科の第２分野，高等学校理科の生物・
地学に関する科目）について，学生よる模擬授業を実施し，授業の工夫・改善の
ボイントについて考察する。 
14 回 各領域の観察・実験及び野外観察における事故防止や，薬品類の管理体制・
管理方法・廃液処理などについて解説する。 
15 回 理科教育の課題を踏まえながら，これからの理科教育の方向性について説
明するとともに，それを実現するための新しい指導方法の例を紹介する。 

準備学習 1 回 【復習】理科教育の現状と課題について，その概要を説明できるようにして
おくこと。 
【予習】中学校学習指導要領解説理科編の p.1-6，高等学校学習指導要領解説理
科編理数編の p.1-6 を読んでおくこと。 
2 回 【復習】学習指導要領における理科の改善の基本方針を説明できるようにし
ておくこと。 
【予習】中学校学習指導要領における理科の目標及び各分野の目標，高等学校学
習指導要領における理科の目標及び各科目の目標を読んでおくこと。 
3 回 【復習】理科の目標の趣旨を説明できるようにしておくこと。 
【予習】高等学校学習指導要領解説理科編理数編の p.8-11 を読み，理科の内容
構成の概要を理解しておくこと。 
4 回 【復習】各科学概念の特徴を説明できるようにしておくこと。 
【予習】インターネット（文部科学省のホームページ等）により，生徒の学習到
達度調査 PISA における「科学的リテラシー」について調べ，その概要を把握し
ておくこと。 
5 回 【復習】科学的リテラシーの定義や内容を説明できるようにしておくこと。 
【予習】中・高等学校で実際に各自が体験した観察・実験を例として，理科の授
業において観察・実験はどのような意義をもっているのかについて考えておくこ
と。 
6 回 【復習】観察・実験の意義を説明できるようにしておくこと。また，基本的
な観察・実験技能を理解しておくこと。 
【予習】生徒から「理科をなぜ学ばなければならないのか。」と尋ねられたとき，
どのように答えるかを考えておくこと。 
7 回 【復習】理科を学ぶことの意義や有用性を説明できるようにしておくこと。 
【予習】第３回の授業内容を再確認し，理科の目標について説明できるようにし
ておくこと。 



8 回 【復習】評価の観点の種類や内容を説明できるようにしておくこと。 
【予習】中学校学習指導要領解説理科編の p.97-98 を読み，指導計画の作成に当
たっての配慮事項を理解しておくこと。 
9 回 【復習】学習指導案の作成の仕方を理解しておくこと。 
【予習】物理的領域又は化学的領域の学習内容を各自取り上げ，学習指導案（本
時案）を作成しておくこと。 
10 回 【復習】物理的領域及び化学的領域の内容の特徴を説明できるようにして
おくこと。 
【予習】各自が作成した学習指導案を工夫・改善し，模擬授業ができるようにし
ておくこと。 
11 回 【復習】模擬授業の評価を基に，各自が作成した学習指導案を更に工夫・
改善し，提出できるようにしておくこと。 
【予習】生物的領域又は地学的領域の学習内容を各自取り上げ，学習指導案（本
時案）を作成しておくこと。 
12 回 【復習】生物的領域及び地学的領域の内容の特徴を説明できるようにして
おくこと。 
【予習】各自が作成した学習指導案を工夫・改善し，模擬授業ができるようにし
ておくこと。 
13 回 【復習】模擬授業の評価を基に，各自が作成した学習指導案を更に工夫・
改善し，提出できるようにしておくこと。 
【予習】観察・実験及び野外観察において起こりやすい事故を，できるだけ多く
考えておくこと。 
14 回 【復習】事故防止や薬品類の管理体制・管理方法・廃液処理を説明できる
ようにしておくこと。 
【予習】本授業全体を振り返り，理科教育の課題を再確認しておくこと。 
15 回 【復習】理科教育に関して，各自の指導観を論じることができるようにし
ておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD2122 
成績評価 提出課題 20％、定期試験 70％により成績を評価する。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FCD2122 文化史Ⅰ 
担当教員名 白石 純 
単位数 2 
教科書 適宜プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 土器、備前焼、窯 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 受講者⼈数に比べ、教室が広かったとのこと。今後は教室の変更も考えます。 
科目名 文化史Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 日本の美術 9／建石 徹／至文堂：食べ物の考古学／佐原 真／学生社 
授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験中に行い、試験形態は筆記試験とする。 
シラバスコード FCD2122 
実務経験のある教員  
達成目標 現代、日常的に使用している「うつわ」が日本文化のなかで、どのように出現し、

時代と共にどのように変化してきたか。考古学的なうつわの変遷や食文化の変化
の情報から追究することで、身近な生活のなかに存在する食の道具の 1 つである
「うつわ」を通じて日本の食文化を理解することをを目標とする。 

受講者へのコメント 特になし 
連絡先 21 号館６F 白石研究室 086-256-9655 shiraish@big.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし 
英文科目名 Cultural History I 
関連科目 なし 
次回に向けての改善変更予定 講義内容はほぼ理解できているようであったが、より理解しやすくするために、

さらに工夫することを考える。 
講義目的 ⼈間生活のなかで、もっとも基本的な「食文化」に焦点をあて、その主要な道具

である「うつわ」がどのように食生活に関わっていたかを理解し、やきものを通
じて食生活文化の変遷を考える。また、うつわに盛られた食文化についても考古
学的に検証し、やきものとそれらに盛られた食べ物を観察することで、日本の食
文化の変遷や地域性について理解することを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 うつわの歴史・見方について実例を挙げながら説明する。 



2 回 うつわの移り変わりについて実例を挙げながら説明する。 
3 回 土器の出現について実例を挙げながら説明する。 
4 回 縄文土器(草創期・早期)について実例を挙げながら説明する。 
5 回 縄文土器(前期・中期)について実例を挙げながら説明する。 
6 回 縄文土器(後期・晩期)について実例を挙げながら説明する。 
7 回 弥生土器(前期・中期)について実例を挙げながら説明する。 
8 回 弥生土器(後期)について実例を挙げながら説明する。 
9 回 土師器について実例を挙げながら説明する。 
10 回 須恵器について実例を挙げながら説明する。 
11 回 古代・中世土器について実例を挙げながら説明する。 
12 回 先史時代の食生活について実例を挙げながら説明する。 
13 回 古代の食生活について実例を挙げながら説明する。 
14 回 中世・近世の食生活について実例を挙げながら説明する。 
15 回 近代の岡山県内の食生活について実例を挙げながら説明する。 

準備学習 シラバスを確認し、うつわの時代的変遷や地域性、先史時代、原始時代、歴史時
代の食生活について、図書館で調べておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD2132 
成績評価 館園見学におけるワークシート及びレポート（30％）、小テスト（20％）、定期試

験（50％）によって、成績を評価する。なお、博物館学芸員養成課程の最終段階
である「博物館実習」において、履修生は、外部へのインターンシップを伴う館
園実習を履修しなければならない。当然のことながら、館園実習では、勤務態度
及び来館者への接遇態度に関する資質が厳しく問われることなる。そのため、本
講義の合否に関しては、平素の受講態度（館園見学を含む）に関する教員所見を
重視することになる。 

曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 理学部(〜11),工学部(〜11),総合情報学部(〜11),生物地球学部(〜11) 
見出し FCD2132 博物館学Ⅲ 
担当教員名 徳澤 啓一 
単位数 2 
教科書 『新時代の博物館学』／全国大学博物館学講座協議会⻄日本部会編／芙蓉書房出

版 
アクティブラーニング  
キーワード 博物館経営論・博物館情報論 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 教室の設備や清掃状態に関するものが多かったですが、大学側でもリニューアル

を進めて、少しずつですが、きれいになっています。皆さんも自分たちの学ぶ場
所ですから、日頃からきれいに使うように心がけてやってください。また休講の
連絡が伝わらなかったことがありました。これは教員と職員の情報伝達がうまく
いかなかったからです。今後改善します。 

科目名 博物館学Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中、適宜、指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 止むを得ない事情で欠席する場合は、正当な事由を明記し、これを証する者が記

名・押印した文書を事前に提出すること。また、講義時、参考資料を配布するこ
とがあるが、欠席者への事後配布は行わないので注意すること。 

シラバスコード FCD2132 
実務経験のある教員  
達成目標 ・博物館の行財政制度・ミュージアム・マネージメント・博物館の職員及び施設・

設備・博物館における教育普及活動の意義と方法・博物館における情報の意義・
博物館における情報の提供と活用の方法・博物館における情報機器 

受講者へのコメント 博物館学芸員養成課程ということもあり、漠然としているようですが、進路及び
資格取得の意義をある程度理解している受講者が多いように思いました。しか
し、教員資格と同じように「先生」として、子どもたちをはじめとして、多くの
皆さんに接しなければならない立場になるという意識が欠けている受講者もい
るようです。身だしなみ、言葉づかいなど日ごろからきちんとして欲しいと思い



ます。 
連絡先 徳澤啓一研究室（７号館４階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この分野への理解が深まった、今後の進路の参考になったという回答が多いよう
です。これからもできるだけ多くの館園の事例を紹介して、皆さんの職業観の形
成に役立つようにしたいと思います。 

英文科目名 Museum Science III 
関連科目 博物館学Ⅰ、博物館学Ⅱ、教育学原論（基礎理学科は教育基礎論）、視聴覚教育メ

ディア論、生涯学習概論、博物館実習（館園実習を含む）、自然史Ⅰ（動物学科は
動物史、生物地球システム学科は⼈類学概論Ⅰ）、自然史Ⅱ（動物学科は進化動物
学、生物地球システム学科は⼈類学概論Ⅱ）、文化史Ⅰ（社会情報学科は遺跡と遺
物）、文化史Ⅱ（社会情報学科は⺠俗学） 

次回に向けての改善変更予定 館園見学での課題レポートに関して、自由記述を少なくして、講義で説明したテ
クニカルな内容を実地で再確認してもらうようなワークシートを作成しようと
思います。せっかくの館園見学ですから、皆さんの印象や感想も汲み上げてみた
いとは思っていますが。 

講義目的 ・博物館経営及び博物館における教育普及活動について理解を図る。・博物館に
おける情報の意義と活用方法について理解を図る。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

 本講義の内容を概説する。 
2 回 博物館経営論(1) 
 「博物館の利用者」に関する内容を講義する。 
3 回 博物館経営論(2) 
 「学校教育・社会教育との連携」に関する内容を講義する。 
4 回 博物館経営論(3) 
 「子どもの博物館」に関する内容を講義する。 
5 回 博物館経営論(4) 
 「ハンズオン」に関する内容を講義する。 
6 回 博物館経営論(5) 
 「インタープリテーション」に関する内容を講義する。 
7 回 博物館経営論(6) 
 「展示更新と費用対効果」に関する内容を講義する。 
8 回 博物館経営論(7) 
 「行財政制度」に関する内容を講義する。 
9 回 博物館経営論(8) 
 「博物館評価」に関する内容を講義する。 
10 回 博物館情報論(1) 
 「博物館情報の種類」に関する内容を講義する。 
11 回 博物館情報論(2) 
 「視聴覚情報と展示技術」に関する内容を講義する。 



12 回 博物館情報論(3) 
 「情報端末の変遷と⾰新」に関する内容を講義する。 
13 回 博物館情報論(4) 
 「情報管理と知的財産」に関する内容を講義する。 
14 回 博物館情報論(5) 
 「ドキュメンテーションとデータベース」に関する内容を講義する。 
15 回 博物館情報論(6) 
 「情報の活用と発信」に関する内容を講義する。 

準備学習 1 回 『教職・博物館学芸員課程履修の手引き』の「２．博物館学芸員課程」を読
んでおくこと。 
2 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
3 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
4 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
5 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
6 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
7 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
8 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
9 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
10 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
11 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
12 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
13 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
14 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
15 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD2311 
成績評価 課題提出（30％）と試験（70％）で評価する。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12),教職特別

課程(〜12) 
見出し FCD2311 教育心理学 
担当教員名 秋山 弥＊ 
単位数 2 
教科書 「教師の仕事とは何か」 秋山 弥・作⽥ 良三編著（北大路書房） 
アクティブラーニング  
キーワード 学習・発達・性格・対⼈スキル・教師の指導性・生徒理解・教育評価 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 教育心理学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義の際に適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FCD2311 
実務経験のある教員  
達成目標 ・学習のメカニズムが説明できること 

・性格形成のプロセスが説明できること 
・社会性及び対⼈スキルについて説明できること 
・理想的な教師の指導性について説明できること 
・生徒理解について具体例をあげ説明できること 
・教育評価の問題点について説明できること 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Educational Psychology 
関連科目 教職関連科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 学習・性格・社会性・発達等心理学の基礎的知識を学習し、生徒理解の方法・教

師の指導性のありかた・教育評価の困難性等について考察することにより、教師
としての資質について考える機会をもうけることを講義目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 教育心理学の目的・意味等について考察する。 



2 回 発達における遺伝の影響について複数の学説を提示し、遺伝について考察
する。 
3 回 発達における学習の意味について複数の学説を提示し学習について考察す
る。 
4 回 性格形成の要因について複数の理論を提示し性格の成り立ちについて考察
する。 
5 回 知能と創造性の内容・関連性について説明し賢さについて考察する。 
6 回 認知の発達とメカニズムについて詳細に説明する。 
7 回 児童期・⻘年期の社会性について解説し対⼈スキルの重要性について考察
する。 
8 回 過去の教師の指導性研究について説明し研究の問題点について考察する。 
9 回 現在の指導性研究について説明し理想の教師像について考察する。 
10 回 教師の指導性の実践的研究について説明し実践的行動について考察する。 
11 回 生徒理解に必要な視点・カウンセリングの基本について説明し生徒対応に
ついて考察する。 
12 回 生徒理解のための事例研究について説明し、教師の実践的対応の仕方につ
いて考察する。 
13 回 多様な教育評価があることを知らせ評価の困難性について考察する。 
14 回 妥当性・信頼性のある教育評価及び生徒を伸張させる評価について考察す
る。 
15 回 学習理論・社会性・指導性・生徒理解・教育評価等について評価する。 

準備学習 1 回 教科書を読み教育心理学の概観を把握すること。 
2 回 遺伝について事前に調べておくこと。 
3 回 ⼈間の学習能⼒について事前に調べておくこと。 
4 回 自己の性格はどのようにして形成されたのかについて考えておくこと。 
5 回 賢さについて日常生活の中から考えておくこと。 
6 回 認知能⼒とはどのような事柄なのか考えておくこと。 
7 回 社会性とは具体的にどのような事なのか考えておくこと。 
8 回 理想の教師像について考えておくこと。 
9 回 前回の授業の復習をしておくこと。 
10 回 前回の授業の復習をしておくこと。 
11 回 ⼈の理解について考えておくこと。 
12 回 前回の授業の復習をしておくこと。 
13 回 評価について考えておくこと。 
14 回 前回の授業について復習しておくこと。 
15 回 学習理論・社会性・指導性・生徒理解・教育評価等について復習しておく
ことこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD2312 
成績評価 課題提出（30％）と試験（70％）で評価する。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12),教職特別

課程(〜12) 
見出し FCD2312 教育心理学 
担当教員名 秋山 弥＊ 
単位数 2 
教科書 「教師の仕事とは何か」 秋山 弥・作⽥ 良三編著（北大路書房） 
アクティブラーニング  
キーワード 学習・発達・性格・対⼈スキル・教師の指導性・生徒理解・教育評価 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 教育心理学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義の際に適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FCD2312 
実務経験のある教員  
達成目標 ・学習のメカニズムが説明できること 

・性格形成のプロセスが説明できること 
・社会性及び対⼈スキルについて説明できること 
・理想的な教師の指導性について説明できること 
・生徒理解について具体例をあげ説明できること 
・教育評価の問題点について説明できること 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Educational Psychology 
関連科目 教職関連科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 学習・性格・社会性・発達等心理学の基礎的知識を学習し、生徒理解の方法・教

師の指導性のありかた・教育評価の困難性等について考察することにより、教師
としての資質について考える機会をもうけることを講義目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 教育心理学の目的・意味等について考察する。 



2 回 発達における遺伝の影響について複数の学説を提示し、遺伝について考察
する。 
3 回 発達における学習の意味について複数の学説を提示し学習について考察す
る。 
4 回 性格形成の要因について複数の理論を提示し性格の成り立ちについて考察
する。 
5 回 知能と創造性の内容・関連性について説明し賢さについて考察する。 
6 回 認知の発達とメカニズムについて詳細に説明する。 
7 回 児童期・⻘年期の社会性について解説し対⼈スキルの重要性について考察
する。 
8 回 過去の教師の指導性研究について説明し研究の問題点について考察する。 
9 回 現在の指導性研究について説明し理想の教師像について考察する。 
10 回 教師の指導性の実践的研究について説明し実践的行動について考察する。 
11 回 生徒理解に必要な視点・カウンセリングの基本について説明し生徒対応に
ついて考察する。 
12 回 生徒理解のための事例研究について説明し、教師の実践的対応の仕方につ
いて考察する。 
13 回 多様な教育評価があることを知らせ評価の困難性について考察する。 
14 回 妥当性・信頼性のある教育評価及び生徒を伸張させる評価について考察す
る。 
15 回 学習理論・社会性・指導性・生徒理解・教育評価等について評価する。 

準備学習 1 回 教科書を読み教育心理学の概観を把握すること。 
2 回 遺伝について事前に調べておくこと。 
3 回 ⼈間の学習能⼒について事前に調べておくこと。 
4 回 自己の性格はどのようにして形成されたのかについて考えておくこと。 
5 回 賢さについて日常生活の中から考えておくこと。 
6 回 認知能⼒とはどのような事柄なのか考えておくこと。 
7 回 社会性とは具体的にどのような事なのか考えておくこと。 
8 回 理想の教師像について考えておくこと。 
9 回 前回の授業の復習をしておくこと。 
10 回 前回の授業の復習をしておくこと。 
11 回 ⼈の理解について考えておくこと。 
12 回 前回の授業の復習をしておくこと。 
13 回 評価について考えておくこと。 
14 回 前回の授業について復習しておくこと。 
15 回 学習理論・社会性・指導性・生徒理解・教育評価等について復習しておく
ことこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD2321 
成績評価 課題提出等普段の受講態度の評価点(20%)と試験の得点(80%)をあわせて評価す

る。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜11),工学部(〜11),総合情報学部(〜11),生物地球学部(〜11) 
見出し FCD2321 教育行政学 
担当教員名 曽我 雅比児 
単位数 2 
教科書 曽我雅比児『公教育と教育行政』大学教育出版 
アクティブラーニング  
キーワード 公教育、教育基本法、文部科学省、教育委員会、学校運営 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 教育行政学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じ適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FCD2321 
実務経験のある教員  
達成目標 ・近代公教育制度の成立との関連で教育行政の概念を理解する。 

・欧米主要国家における近代公教育制度の成立に関する歴史的流れと主要⼈物に
ついて把握する。 
・明治から今日に至る我が国の公教育の歴史的流れと教育行政の役割を理解す
る。 
・憲法や教育基本法の教育条項を理解する。 
・文部科学省や教育委員会の組織と機能を把握する。 
・学校の管理運営や教員の服務・研修についての基本的な事柄を把握する。 

受講者へのコメント  
連絡先 14 号館４階 曽我研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Educational Administration 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 教育行政についての基礎・基本的認識の獲得を目標にすえる。講義のプロセスは、

近代公教育制度の成立と発展という観点から、教育行政の意義、性格、機能、課
題等を考察することになる。時間が許せば、学校組織および運営論についても論



じたい。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 教育行政とは何かを説明する。 

2 回 ２つの公教育思想を紹介する。 
3 回 ⻄欧諸国における義務教育制度の成立を概説する。 
4 回 日本教育行政小史１―戦前の教育行政を概説する。 
5 回 日本教育行政小史２―戦後改⾰と教育行政を概説する。 
6 回 教育行政と教育法を概説する。 
7 回 日本国憲法と教育基本法を概説する。 
8 回 これまでのまとめと中間テストをする。 
9 回 現代教育行政の基本原理を概説する。 
10 回 中央教育行政の組織と機能を概説する。 
11 回 地方教育行政の組織と機能を概説する。 
12 回 学校の管理と運営を概説する。 
13 回 教育課程の行政を概説する。 
14 回 教職員の種類と免許を概説する。 
15 回 教員の任免、研修、服務を概説する。 

準備学習 1 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
2 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
3 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
4 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
5 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
6 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
7 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
8 回 試験の準備をすること。 
9 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
10 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
11 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
12 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
13 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
14 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
15 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD2322 
成績評価 毎回課すレポート（１００％）で行い，１００点満点中６０点以上を合格とする。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 応用数学科(〜11),基礎理学科(〜11),情報科学科(〜11) 
見出し FCD2322 数学教育法Ⅱ 
担当教員名 洲脇 史朗 
単位数 2 
教科書 教員採用試験「専門教養 数学科」・一ツ橋書店 
アクティブラーニング  
キーワード 数学教育，模擬授業 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特になし。 
科目名 数学教育法Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 中学校学習指導要領解説（数学編），高等学校学習指導要領解説（数学編・理数

編） 
授業形態 講義 
注意備考 「数学教育法Ⅰ」を修得していること。レポート作成は毎回準備学習と講義内で

行うが，詳細については講義内で指示する。「教職セミナー」は日程がまだ決まっ
ていないので、決まり次第授業内で連絡する。 

シラバスコード FCD2322 
実務経験のある教員  
達成目標 ①「数学教育法Ⅰ」で学んだ理論が実践できる。 

②教育実習で授業を行う自信がつく。 
③教員としての資質が向上する。 

受講者へのコメント この成果を教育実習に生かしましょう。 
連絡先 洲脇研究室 １１号館８階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 目標もおおむね達成できており，学生も多くが満足しており，良かったと思って
いる。 

英文科目名 Teaching Method of Mathematics II 
関連科目 数学教育法Ⅰ，数学教育法Ⅲ，数学教育法Ⅳ 
次回に向けての改善変更予定 特になし。 
講義目的 中学校の数学教員免許状を取得するための必修科目であり，「数学教育法Ⅰ」で

学んだ理論を実践する講義である。数学教員の免許状を所有する者にふさわしい
⼒量を高めるため，数学の各分野における具体的な課題に取り組み，その模擬授
業を通して，数学を分かりやすく伝えるための板書や説明の仕方を研究する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 方程式と不等式（Ⅰ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
2 回 平面図形（Ⅰ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
3 回 ベクトル（Ⅰ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
4 回 関数（Ⅰ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
5 回 三角関数（Ⅰ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
6 回 確率・場合の数（Ⅰ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
7 回 「教職セミナー（Ⅰ）」において教員として資質向上を解説する。 
8 回 「教職セミナー（Ⅱ）」において教員として資質向上を解説する。 
9 回 集合・論理（Ⅰ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
10 回 空間座標（Ⅰ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
11 回 行列と数列（Ⅰ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
12 回 微分（Ⅰ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
13 回 積分（Ⅰ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
14 回 総合（Ⅰ−前半）の指導法を例題を解きながら解説する。 
15 回 総合（Ⅰ−後半）の指導法を例題を解きながら解説する。 

準備学習 1 回 教科書「方程式と不等式（Ⅰ）」の前半問題を解いてくる。 
2 回 教科書「平面図形（Ⅰ）」の前半問題を解いてくる。 
3 回 教科書「ベクトル（Ⅰ）」の問題を解いてくる。 
4 回 教科書「関数（Ⅰ）」の問題を解いてくる。 
5 回 教科書「三角関数（Ⅰ）」の問題を解いてくる。 
6 回 教科書「確率・場合の数（Ⅰ）」の問題を解いてくる。 
7 回 自分が教職に就いた場合を想定してくる。 
8 回 自分が教職に就いた場合を想定してくる。 
9 回 教科書「集合・論理（Ⅰ）」の問題を解いてくる。 
10 回 教科書「空間座標（Ⅰ）」の問題を解いてくる。 
11 回 教科書「行列と数列（Ⅰ）」の問題を解いてくる。 
12 回 教科書「微分（Ⅰ）」の問題を解いてくる。 
13 回 教科書「積分（Ⅰ）」の問題を解いてくる。 
14 回 教科書「総合（Ⅰ）」の前半問題を解いてくる。 
15 回 教科書「総合（Ⅰ）」の後半問題を解いてくる。 

 



年度 2012 
授業コード FCD2331 
成績評価 定期試験、レポートにより評価する． 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜11),工学部(〜11),総合情報学部(〜11),生物地球学部(〜11) 
見出し FCD2331 視聴覚教育メディア論 
担当教員名 高橋 亮雄 
単位数 2 
教科書 資料を配布する． 
アクティブラーニング  
キーワード 博物館、視聴覚メディア、展示 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 積極的に博物館館へ行くようになった、内容が理解しやすかった等のコメントを

多く頂いた。今後もよりよい講義づくりを行っていきたい。 
科目名 視聴覚教育メディア論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 加藤ほか 編 （2000）新版博物館学講座 9 博物館展示法．雄山閣出版．キャ

スリーン・マックリーン（2003）博物館をみせる ⼈々のための展示プランニン
グ．玉川大学出版会．佐賀啓男（2002）視聴覚メディアと教育．樹村房．McCarthy 
B. & 

授業形態 講義 
注意備考 講義計画は必要に応じて変更されることがある． 
シラバスコード FCD2331 
実務経験のある教員  
達成目標 博物館展示を作る上で、学芸員が最低限学んでおくべき視聴覚メディアの活用法

を身につける． 
受講者へのコメント 一緒に博物館の楽しみ方を探してみませんか？ 
連絡先 研究室（13 号館 1 階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 各項目についておおむね良好なアンケート結果をいただいた。今後さらに充実し
た講義となるよう努⼒したい。 

英文科目名 Audio-Visual Media Studies 
関連科目 自然史 I・II、文化史 I・II、博物館学 I・II・III 
次回に向けての改善変更予定 より具体的な教材を準備し積極的に利用したい。 
講義目的 博物館における展示は、博物館から利用者へのメッセージが込められたメディア

である．この講義では、博物館展示における視聴覚メディアの効果的な活用法に
ついて講義するとともに、実際の活用例についても紹介する． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 



2 回 博物館の主要機能と存在意義 
3 回 博物館展示と視聴覚メディア 
4 回 メディアとしての博物館資料 1 − 一次資料 
5 回 メディアとしての博物館資料 1 − 二次資料 
6 回 資料の保存、管理、研究 
7 回 展示デザイン 
8 回 ラベルと解説パネル 
9 回 展示の種類と効果 1 
10 回 展示の種類と効果 2 
11 回 展示の種類と効果 3 
12 回 参加型展示と体験型展示 
13 回 展示評価 
14 回 博物館利用者 
15 回 まとめ 

準備学習 1 回 博物館園の展示をみて、それらにどのようなメッセージが込められている
か、どのような教育効果がもたらされるか、どういった工夫がみられるか、など
について研究しておくこと． 
2 回 すでに履修した D 群教科について復習しておくこと． 
3 回 博物館や動物園等で用いられているメディアについてまとめておくこと． 
4 回 一次資料について、博物館見学実習で解説していただいた内容をまとめて
おくこと． 
5 回 二次資料について、博物館見学実習で解説していただいた内容をまとめて
おくこと． 
6 回 博物館学 II で学習した内容を復習しておくこと． 
7 回 自分が興味深く感じた展示にはどのようなデザインが施されていたか、思
い出しておくこと． 
8 回 身の回りのポスターや解説をみて、読みやすい案内や解説とはどういった
ものか、研究しておくこと． 
9 回 事前に配布されたプリントに目を通しておくこと． 
10 回 事前に配布されたプリントに目を通しておくこと． 
11 回 事前に配布されたプリントに目を通しておくこと． 
12 回 事前に配布されたプリントに目を通しておくこと． 
13 回 事前に配布されたプリントに目を通しておくこと． 
14 回 事前に配布されたプリントに目を通しておくこと． 
15 回 配布された全てのプリントおよび講義のノートをもとに、講義の内容を復
習しておくこと． 

 



年度 2012 
授業コード FCD2341 
成績評価 講義受講状況（10％）と課題提出物の内容（40％）ならびに定期試験（50％）に

より総合的に評価を行う。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜10),工学部(〜10),総合情報学部(〜10),生物地球学部(〜10) 
見出し FCD2341 技術科教育法Ⅲ 
担当教員名 塗木 利明 
単位数 2 
教科書 技術・家庭 技術分野／文部科学省検定済教科書／教育図書 
アクティブラーニング  
キーワード 技術科、技術科教育法 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  「採用試験の問題に慣れることも大切ですが、実際に様々な工具を使って行っ

たほうが身についた」という記述からは主旨がわかりにくいのですが、講義中何
回か取り組んでいる教員採用試験対策について、専門教養の筆記試験よりも実技
試験の対策により重点をおいてほしいということだと理解し、その方向で回答し
ます。技術科は理論を実技で実践する中で身につけていく教科として位置付けら
れています。実技に直接出てくる表面的な技術・技能だけでなく、その奥の深い
理論も⼈間の成⻑にはとても大切です。理論と実技がバランスよく身につくよう
努⼒し 

科目名 技術科教育法Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 １．文部科学省検定済教科書「新しい技術・家庭 技術分野」東京書籍 

２．文部科学省検定済教科書「技術・家庭 技術分野」開隆堂 
３．中学校学習指導要領解説―技術・家庭編―文部科学省・教育図書 
４．他必要に応じて講義中に提示する。 

授業形態 講義 
注意備考 「技術科教育法Ⅰ」を習得していること。 
シラバスコード FCD2341 
実務経験のある教員  
達成目標 将来の中学校技術科教師として、技術分野をわかりやすく伝えるための教材を研

究・開発できる。 
受講者へのコメント 技術科教師になるための選択教科ということで、少数の強い目的意識を持った受

講生が毎年集まります。課題意識を持ってしっかり頑張ってください。 
連絡先 研究室：工学実習棟２階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業に熱心に取り組んだ結果、多くのことを吸収し、それが総合評価にも反映さ
れて教員としては大変満足しています。 



英文科目名 Teaching Method of Technical Arts III 
関連科目 技術科教育法Ⅰ、技術科教育法Ⅱ、技術科教育法Ⅳ、 
次回に向けての改善変更予定 最新の採用試験情報やその対策についても触れたいと考えています。 
講義目的 中学校の技術科教師になることを強く希望する者のための選択科目である。教材

開発に焦点を当てて技術科の各分野における具体的な課題に取り組みながら、技
術科教師としての⼒量を高めるための研究・実践をする。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 中学校学習指導要領と技術科教育法について解説する。 

2 回 技術科の授業について指導法と指導形態を解説する。 
3 回 技術科教育と職業観・勤労観の育成とキャリア教育について検討する。 
4 回 技術科教育と安全教育について検討する。 
5 回 技術科教育と環境教育について検討する。 
6 回 技術科教育と地域との連携について検討する。 
7 回 技術科教育と感性の育成について検討する。 
8 回 技術科教育と創造性の育成について検討する。 
9 回 技術科教育と倫理観の育成について検討する。 
10 回 技術科教育と情報モラルの育成について検討する。 
11 回 技術科教育と特別活動との関連について検討する。 
12 回 技術科教育と道徳の指導との関連について検討する。 
13 回 技術科教育と総合的な学習の時間との関連について検討する。 
14 回 技術科教育における言語活動の推進と読解⼒の育成について検討する。 
15 回 講義の成果と課題をまとめレポートを作成する。 

準備学習 1 回 中学校学習指導要領第一章総則と第２章第８節を読むこと。 
2 回 技術科教育の意義を復習し、効果的な指導法について考えてくること。 
3 回 教科書の該当箇所を読み課題をもって授業に臨むこと。 
4 回 教科書の該当箇所を読み課題を持って授業に臨むこと。 
5 回 教科書の該当箇所を読み課題を持って授業に臨むこと。 
6 回 教科書の該当箇所を読み課題を持って授業に臨むこと。 
7 回 教科書の該当箇所を読み課題を持って授業に臨むこと。 
8 回 教科書の該当箇所を読み課題を持って授業に臨むこと。 
9 回 教科書の該当箇所を読み課題を持って授業に臨むこと。 
10 回 教科書の該当箇所を読み課題を持って授業に臨むこと。 
11 回 教科書の該当箇所を読み課題を持って授業に臨むこと。 
12 回 教科書の該当箇所を読み課題を持って授業に臨むこと。 
13 回 教科書の該当箇所を読み課題を持って授業に臨むこと。 
14 回 教科書の該当箇所を読み課題を持って授業に臨むこと。 
15 回 授業を振り返り成果と課題をまとめること。 

 



年度 2012 
授業コード FCD2511 
成績評価 ２回の中間テスト及び最終試験の合計得点で評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12),教職特別

課程(〜12) 
見出し FCD2511 教育課程論 
担当教員名 住野 好久＊ 
単位数 2 
教科書 中学校学習指導要領解説−総則編／文部科学省：高等学校学習指導要領解説−総

則編／文部科学省 
＊２冊とも購入する。 

アクティブラーニング  
キーワード 教育課程 学習指導要領 教育目標 指導内容 授業時数 教育実践 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 教育課程論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて講義の中で紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FCD2511 
実務経験のある教員  
達成目標 １）教育課程の概念と構造、教育課程に関する法令、学習指導要領について理解

する。２）教育課程編成の原理、今日求められる教育課程実践のあり方を理解す
る。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Studies of Curriculum Studies 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 教員免許状取得のための必修科目であり、教育実践における教育課程の意義、教

育課程編成の原理と方法、学習指導要領、教育課程実践のあり方について理解し、
教師に求められる基礎的・基本的な知識を習得する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 「教育課程」の意義を学習する。 

2 回 「教育課程」と公教育の関係を学習する。 



3 回 「教育課程」（教育の目的・目標）に関する法令を学習する。 
4 回 「教育課程」（指導内容）に関する法令を学習する。 
5 回 「教育課程」（授業時数）に関する法令を学習する。 
6 回 高等学校学習指導要領の特徴を学習し、中間試験①の実施・解説をする。 
7 回 「学習指導要領」とは何かを学習する。 
8 回 「学習指導要領」の変遷（〜1958 年）を学習する。 
9 回 「学習指導要領」の変遷（〜1989 年）を学習する。 
10 回 「学習指導要領」の変遷（〜2008 年）を学習する。 
11 回 新「学習指導要領」の全体的特徴を学習する。 
12 回 新「学習指導要領」の個別的特徴を学習し、中間試験②の実施・解説をす
る。 
13 回 新「学習指導要領」が求める教育実践（数学）を学習する。 
14 回 新「学習指導要領」が求める教育実践（理科）を学習する。 
15 回 新「学習指導要領」が求める教育実践（特別活動）を学習する。 

準備学習 1 回 各自教科書を購入して、第２章第１節を読むこと。 
2 回 教科書第２章第２節を読むこと。 
3 回 教科書第２章第２節を読むこと。 
4 回 教科書第２章第２節を読むこと。 
5 回 教科書第２章第２節を読むむこと。 
6 回 教科書第３章第２節を読むこと。 
7 回 文部科学省のＨＰで学習指導要領を調べること。 
8 回 年表プリントを読むこと。 
9 回 年表プリントを読むこと。 
10 回 年表プリントを読むこと。 
11 回 教科書第１章を読むこと。 
12 回 教科書第１章を読むこと。 
13 回 教科書第３章５節を読むこと。 
14 回 教科書第３章５節を読むこと。 
15 回 教科書第３章５節を読むこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD2512 
成績評価 ２回の中間テスト及び最終試験の合計得点で評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12),教職特別

課程(〜12) 
見出し FCD2512 教育課程論 
担当教員名 住野 好久＊ 
単位数 2 
教科書 中学校学習指導要領解説−総則編／文部科学省：高等学校学習指導要領解説−総

則編／文部科学省 
＊２冊とも購入する。 

アクティブラーニング  
キーワード 教育課程 学習指導要領 教育目標 指導内容 授業時数 教育実践 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 教育課程論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて講義の中で紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FCD2512 
実務経験のある教員  
達成目標 １）教育課程の概念と構造、教育課程に関する法令、学習指導要領について理解

する。２）教育課程編成の原理、今日求められる教育課程実践のあり方を理解す
る。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Studies of Curriculum Studies 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 教員免許状取得のための必修科目であり、教育実践における教育課程の意義、教

育課程編成の原理と方法、学習指導要領、教育課程実践のあり方について理解し、
教師に求められる基礎的・基本的な知識を習得する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 「教育課程」の意義を学習する。 

2 回 「教育課程」と公教育の関係を学習する。 



3 回 「教育課程」（教育の目的・目標）に関する法令を学習する。 
4 回 「教育課程」（指導内容）に関する法令を学習する。 
5 回 「教育課程」（授業時数）に関する法令を学習する。 
6 回 高等学校学習指導要領の特徴を学習し、中間試験①の実施・解説をする。 
7 回 「学習指導要領」とは何かを学習する。 
8 回 「学習指導要領」の変遷（〜1958 年）を学習する。 
9 回 「学習指導要領」の変遷（〜1989 年）を学習する。 
10 回 「学習指導要領」の変遷（〜2008 年）を学習する。 
11 回 新「学習指導要領」の全体的特徴を学習する。 
12 回 新「学習指導要領」の個別的特徴を学習し、中間試験②の実施・解説をす
る。 
13 回 新「学習指導要領」が求める教育実践（数学）を学習する。 
14 回 新「学習指導要領」が求める教育実践（理科）を学習する。 
15 回 新「学習指導要領」が求める教育実践（特別活動）を学習する。 

準備学習 1 回 各自教科書を購入して、第２章第１節を読むこと。 
2 回 教科書第２章第２節を読むこと。 
3 回 教科書第２章第２節を読むこと。 
4 回 教科書第２章第２節を読むこと。 
5 回 教科書第２章第２節を読むむこと。 
6 回 教科書第３章第２節を読むこと。 
7 回 文部科学省のＨＰで学習指導要領を調べること。 
8 回 年表プリントを読むこと。 
9 回 年表プリントを読むこと。 
10 回 年表プリントを読むこと。 
11 回 教科書第１章を読むこと。 
12 回 教科書第１章を読むこと。 
13 回 教科書第３章５節を読むこと。 
14 回 教科書第３章５節を読むこと。 
15 回 教科書第３章５節を読むこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD2521 
成績評価 課題提出等普段の受講態度の評価点(20%)と試験の得点(80%)をあわせて評価す

る。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜11),工学部(〜11),総合情報学部(〜11),生物地球学部(〜11) 
見出し FCD2521 教育行政学 
担当教員名 曽我 雅比児 
単位数 2 
教科書 曽我雅比児『公教育と教育行政』大学教育出版 
アクティブラーニング  
キーワード 公教育、教育基本法、文部科学省、教育委員会、学校運営 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 教育行政学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じ適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FCD2521 
実務経験のある教員  
達成目標 ・近代公教育制度の成立との関連で教育行政の概念を理解する。 

・欧米主要国家における近代公教育制度の成立に関する歴史的流れと主要⼈物に
ついて把握する。 
・明治から今日に至る我が国の公教育の歴史的流れと教育行政の役割を理解す
る。 
・憲法や教育基本法の教育条項を理解する。 
・文部科学省や教育委員会の組織と機能を把握する。 
・学校の管理運営や教員の服務・研修についての基本的な事柄を把握する。 

受講者へのコメント  
連絡先 14 号館４階 曽我研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Educational Administration 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 教育行政についての基礎・基本的認識の獲得を目標にすえる。講義のプロセスは、

近代公教育制度の成立と発展という観点から、教育行政の意義、性格、機能、課
題等を考察することになる。時間が許せば、学校組織および運営論についても論



じたい。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 教育行政とは何かを説明する。 

2 回 ２つの公教育思想を紹介する。 
3 回 ⻄欧諸国における義務教育制度の成立を概説する。 
4 回 日本教育行政小史１―戦前の教育行政を概説する。 
5 回 日本教育行政小史２―戦後改⾰と教育行政を概説する。 
6 回 教育行政と教育法を概説する。 
7 回 日本国憲法と教育基本法を概説する。 
8 回 これまでのまとめと中間テストをする。 
9 回 現代教育行政の基本原理を概説する。 
10 回 中央教育行政の組織と機能を概説する。 
11 回 地方教育行政の組織と機能を概説する。 
12 回 学校の管理と運営を概説する。 
13 回 教育課程の行政を概説する。 
14 回 教職員の種類と免許を概説する。 
15 回 教員の任免、研修、服務を概説する。 

準備学習 1 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
2 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
3 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
4 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
5 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
6 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
7 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
8 回 試験の準備をすること。 
9 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
10 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
11 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
12 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
13 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
14 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
15 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD2522 
成績評価 定期試験（６０％）とリポート（４０％）で評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜11),工学部(〜11),総合情報学部(〜11),生物地球学部(〜11) 
見出し FCD2522 教育の方法と技術 
担当教員名 竹井 皓三＊ 
単位数 2 
教科書 使用しない 
アクティブラーニング  
キーワード メディアリテラシー ＡＲＣＳ動機付け 参画授業 授業分析 教授学習過程

の最適化 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 教育の方法と技術 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 平沢 茂編著 教育の方法と技術 図書文化社柴⽥ 義松編著 教育の方法と

技術 学文社島宗 理 著 インストラクショナルデザイン 産業図書 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FCD2522 
実務経験のある教員  
達成目標 教室学習における生徒と教員の関係に着目し、その関係を決定付けるメディア環

境やコミュニケーション環境に目を向けることができるようになるとともに、生
徒の意欲を引き出すための努⼒が必要であることを理解できる。 

受講者へのコメント 将来教壇に立つという前提で、講義に参加し、自主的な学習を進めてほしい。 
講義の進行が早いと言うことは、各講義の終了後短い時間でも復習をしておくこ
とを勧めます。 
特に必要な内容以外はレジメの作成はしません。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 時間外の学習の取り組みがやや弱いように思われる。 
講義時間等々における教員に対する質問が少ないのは残念である。 
この分野に対する理解が深まったり興味関心が高まることは大変良い。 
講義の進行が早すぎると意見が多いように思われるが、それほどとはおもってい
ない。 

英文科目名 Educational Method and Technique 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 スライドの転換等については今少し時間を取るようにします。 



講義目的 学校教育における、教授者の授業に対する意識やもっている技術は、非常に大き
な影響⼒を持っている。そこで、この講義では、授業実施するにおいて、どのよ
うな知識や技術ならびに意欲を必要としているかについて、概論を述べて、今後
の教職に対する意欲を身につけさせたい。・教育におけるメディアリテラシーの
重要性・学習における動機付けの果たす役割・学習に参加する態度の育成と生涯
学習・授業⼒向上の必要性と授業分析をする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションで講義概要を解説する。 

2 回 教育の方法と技術の目指すところである「教授学習過程の最適化」の意味に
ついて解説する。 
3 回 教室におけるメディア環境とその意義について解説する。 
4 回 プレゼンテーションの特性と効果について解説する。 
5 回 教室内における教材教具とその効果について解説する。 
6 回 メディア教材・教具の特性とその効果的な活用について解説する。 
7 回 メディアリテラシー論（１）について解説する。 
8 回 メディアリテラシー論（２）について解説する。 
9 回 市販の教室用学習ソフトの例と使用上の留意点（１）デジタルコンテンツの
教育利用の例について解説する。 
10 回 市販の教室用学習ソフトの例と使用上の留意点（２）について解説する。 
11 回 授業における動機付け理論（１）について解説する。 
12 回 授業における動機付け理論（２）について解説する。 
13 回 授業分析と授業評価（１）について解説する。 
14 回 授業分析と授業評価（２）について解説する。 
15 回 「教授学習過程の最適化」における各論の果たす役割について統一的に解
説する。 

準備学習 1 回 自分自身が教職を目指している理由と方向性を明確にし、意識しておくこ
と。 
2 回 「教授」と「学習」について、さまざまな教育場面での関係について考えて
おくこと。 
3 回 今までの自身の受けてきた学習環境を思い起こし、その中でどのような「メ
ディアを使った教授」が行われてきたのかを想起し、教室メディアに関心を持っ
ておくこと。 
4 回 プレゼンテーションのあり方について関心を持つとともに、その効果につ
いても考えておくこと。 
5 回 教室内における教材教具には、それぞれ目的があって配置されている。その
目的について関心を持っておくこと。 
6 回 最近の教室にはメディア教材・教具が数多く配置されたり、使用されてい
る。どのようなものが、どのように使用されているのかについて、関心を持って
おくこと。 
7 回 メディアリテラシーあるいは情報リテラシーについて、その意味について
簡単に調べておくこと。 
8 回 前日の講義から、メディアリテラシーの教育における役割について考えて



おくこと。 
9 回 教室における教授スタイルには多様なものがあることに気づき、関心を持
つこと。 
10 回 前時の講義から、学習ソフトの利用における留意点について考えておくこ
と。 
11 回 よりよい授業の進め方について、あらかじめ予想をしておくこと。 
12 回 前時の方法での動機付けについて、自分が利用する場合にはどのように使
うか考えておくこと。 
13 回 「授業分析」「授業評価」についてこの言葉の意味を調べておくこと。 
14 回 前時の方法以外の授業分析や授業評価の方法がないか調べておくこと。 
15 回 今期の学習の内容を改めて復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD2531 
成績評価 定期試験（６０％）とリポート（４０％）で評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜11),工学部(〜11),総合情報学部(〜11),生物地球学部(〜11) 
見出し FCD2531 教育の方法と技術 
担当教員名 竹井 皓三＊ 
単位数 2 
教科書 使用しない 
アクティブラーニング  
キーワード メディアリテラシー ＡＲＣＳ動機付け 参画授業 授業分析 教授学習過程

の最適化 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 疑問に思った点があったら，レポートの最後に質問などを記入してほしい。 
科目名 教育の方法と技術 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 平沢 茂編著 教育の方法と技術 図書文化社柴⽥ 義松編著 教育の方法と

技術 学文社島宗 理 著 インストラクショナルデザイン 産業図書 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FCD2531 
実務経験のある教員  
達成目標 教室学習における生徒と教員の関係に着目し、その関係を決定付けるメディア環

境やコミュニケーション環境に目を向けることができるようになるとともに、生
徒の意欲を引き出すための努⼒が必要であることを理解できる。 

受講者へのコメント 採用試験の問題も検討しながら授業内容の向上を目指したい。 
授業スピードはその時間の予定内容をすませたいためであり今少し内容を検討
したい。 
興味を持った講義内容があれば，是非図書館などで，調べてほしい。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業内容の幅が広く，必要と思われる学習のほんの少ししか取り上げることでき
ないため，非常に駆け足の内容になったことが 
残念である。教育機器や授業設計に関する内容を増やしたいとは考えているが，
時間数や設備の関係で，困難である。 

英文科目名 Educational Method and Technique 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 内容については，大幅な変更はしないが，重点的に講義をする部分を増やしてい

きたい。 



講義目的 学校教育における、教授者の授業に対する意識やもっている技術は、非常に大き
な影響⼒を持っている。そこで、この講義では、授業実施するにおいて、どのよ
うな知識や技術ならびに意欲を必要としているかについて、概論を述べて、今後
の教職に対する意欲を身につけさせたい。・教育におけるメディアリテラシーの
重要性・学習における動機付けの果たす役割・学習に参加する態度の育成と生涯
学習・授業⼒向上の必要性と授業分析をする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションで講義概要を解説する。 

2 回 教育の方法と技術の目指すところである「教授学習過程の最適化」の意味に
ついて解説する。 
3 回 教室におけるメディア環境とその意義について解説する。 
4 回 プレゼンテーションの特性と効果について解説する。 
5 回 教室内における教材教具とその効果について解説する。 
6 回 メディア教材・教具の特性とその効果的な活用について解説する。 
7 回 メディアリテラシー論（１）について解説する。 
8 回 メディアリテラシー論（２）について解説する。 
9 回 市販の教室用学習ソフトの例と使用上の留意点（１）デジタルコンテンツの
教育利用の例について解説する。 
10 回 市販の教室用学習ソフトの例と使用上の留意点（２）について解説する。 
11 回 授業における動機付け理論（１）について解説する。 
12 回 授業における動機付け理論（２）について解説する。 
13 回 授業分析と授業評価（１）について解説する。 
14 回 授業分析と授業評価（２）について解説する。 
15 回 「教授学習過程の最適化」における各論の果たす役割について統一的に解
説する。 

準備学習 1 回 自分自身が教職を目指している理由と方向性を明確にし、意識しておくこ
と。 
2 回 「教授」と「学習」について、さまざまな教育場面での関係について考えて
おくこと。 
3 回 今までの自身の受けてきた学習環境を思い起こし、その中でどのような「メ
ディアを使った教授」が行われてきたのかを想起し、教室メディアに関心を持っ
ておくこと。 
4 回 プレゼンテーションのあり方について関心を持つとともに、その効果につ
いても考えておくこと。 
5 回 教室内における教材教具には、それぞれ目的があって配置されている。その
目的について関心を持っておくこと。 
6 回 最近の教室にはメディア教材・教具が数多く配置されたり、使用されてい
る。どのようなものが、どのように使用されているのかについて、関心を持って
おくこと。 
7 回 メディアリテラシーあるいは情報リテラシーについて、その意味について
簡単に調べておくこと。 
8 回 前日の講義から、メディアリテラシーの教育における役割について考えて



おくこと。 
9 回 教室における教授スタイルには多様なものがあることに気づき、関心を持
つこと。 
10 回 前時の講義から、学習ソフトの利用における留意点について考えておくこ
と。 
11 回 よりよい授業の進め方について、あらかじめ予想をしておくこと。 
12 回 前時の方法での動機付けについて、自分が利用する場合にはどのように使
うか考えておくこと。 
13 回 「授業分析」「授業評価」についてこの言葉の意味を調べておくこと。 
14 回 前時の方法以外の授業分析や授業評価の方法がないか調べておくこと。 
15 回 今期の学習の内容を改めて復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD2532 
成績評価 期末に実施する試験（70％）と授業中に課す小レポート（30％）の成績により評

価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜11),工学部(〜11),総合情報学部(〜11),生物地球学部(〜11) 
見出し FCD2532 学校経営 
担当教員名 高瀬 淳＊ 
単位数 2 
教科書 使用しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 公教育、教育法制、学校教育、マネジメント 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 学校経営 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業中に指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FCD2532 
実務経験のある教員  
達成目標 社会における学校教育の役割と教育制度の関する仕組みの理解と、それを踏まえ

た学校経営の課題等についての基本的な認識を持てるようにする 
受講者へのコメント  
連絡先 takase@cc.okayama-u.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 School Administration 
関連科目 教職に関する科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 教員に必要な資質・能⼒を育むため、現代日本における学校教育制度がどのよう

な理念と内容で構成されているかについて教育の社会的機能の側面から概説す
るとともに、学校経営・制度をめぐる課題について取り上げ、これからの教育の
在り方に関する方向について論じていく。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 【学校の法制と課題（オリエンテーション）】 

今日の学校が、どのような法律等によって規定され、存在しているのかを明らか
にし、そこでの教育活動に従事する教員に求められる専門職性について発問す
る。 



2 回 【現代社会と学校教育の役割・機能①】 
現代社会の特色として少子高齢社会を取り上げ、生涯学習の観点から、児童生徒
のライフコースを踏まえた学校教育の在り方について検討する。 
3 回 【現代社会と学校教育の役割・機能②】 
現代社会の特色として知識基盤社会を取り上げ、国⺠の幸福追求権の観点から、
児童生徒に求められる資質能⼒を踏まえた学校教育の在り方について検討する。 
4 回 【学校の種類と目的】 
学校教育法に定められた学校の種類・目標を明らかにし、国⺠の教育を受ける権
利を保障する学校としての法的な位置づけについて理解する。 
5 回 【学校の機能と役割①】 
近代の学校が、社会の富や地位の再分配という機能を有していることを明らかに
した上で、それが法の下の平等の実現に寄与していることを検討する。 
6 回 【学校の機能と役割②】 
学校が日本国憲法に定められた「教育を受ける権利」を保障することを意図した
ものであることについて、個⼈の幸福追求権と生存権との関わりから理解する。 
7 回 【学校の機能と役割③】 
学校が有する「公の性質」の一部として、専門職である教員に求められる資質・
能⼒について検討する。 
8 回 【児童生徒の管理①】 
児童生徒の「教育を受ける権利」を保障する観点から、保護者の就学義務や行政
による就学指導にかかる制度的な枠組みについて理解する。 
9 回 【児童生徒の管理②】 
児童生徒の「教育を受ける権利」を保障する観点から、校⻑及び教員による児童
生徒への懲戒の意味について理解する。 
10 回 【児童生徒の管理③】 
児童生徒の「教育を受ける権利」を保障する観点から、児童生徒の学籍並びに指
導の記録の原簿である指導要録の意味について理解する。 
11 回 【学校の組織と経営①】 
学校における様々な事務（校務）の内容や校⻑の校務掌理権等について理解する。 
12 回 【学校の組織と経営②】 
校経営に必要な校務分掌体制や職員会議等の位置づけについて検討する。 
13 回 【学校の組織と経営③】 
学校教育法の改正によって新しく設置された職の役割等を明らかにした上で、
個々の教職員が学校経営に参画することの意義について検討する。 
14 回 【学校の組織と経営④】 
学校の組織マネジメントの基本的な考え方・進め方等について、岡山県を事例と
しつつ検討する。 
15 回 【望ましい学校経営の実現に向けて（まとめ）】 
第 1〜14 回の講義を踏まえ、これからの学校経営に求められる事項や教員として
の姿勢について検討する。 

準備学習 1 回 【学校の法制と課題（オリエンテーション）】 
既習の教職に関する科目で学んだ内容を確認しておくこと。 



2 回 【現代社会と学校教育の役割・機能①】 
現代社会の特色や課題について、自分なりの見解を形づくっておくこと。 
3 回 【現代社会と学校教育の役割・機能②】 
第 2 回の授業内容を確認するとともに、日本国憲法第 13 条の条文を読んでおく
こと。 
4 回 【学校の種類と目的】 
教育基本法第 6 条及び学校教育法第 1 条の条文を読んでおくこと。 
5 回 【学校の機能と役割①】 
第 4 回の内容を教育の機会均等という観点から確認しておくこと。 
6 回 【学校の機能と役割②】 
学歴社会の問題点だけでなく意義について調べておくこと。 
7 回 【学校の機能と役割③】 
教職の意義等について既習の教職に関する科目の内容を確認しておくこと。 
8 回 【児童生徒の管理①】 
第 1〜7 回の学修を踏まえ、日本国憲法に定められた「教育を受ける権利」につ
いて整理しておくこと。 
9 回 【児童生徒の管理②】 
学校教育法第 11 条の条文を読んでおくこと。 
10 回 【児童生徒の管理③】 
第 8・9 回の内容を教員の役割・責務との関係から整理しておくこと。 
11 回 【学校の組織と経営①】 
日本における教育委員会制度の特色について調べておくこと。 
12 回 【学校の組織と経営②】 
第 11 回の内容について確認しておくこと。 
13 回 【学校の組織と経営③】 
学校の組織的な運営が求められる背景について、地域社会からの信頼と学⼒観の
転換をキーワードに検討しておくこと。 
14 回 【学校の組織と経営④】 
PDCA サイクルの概要について調べておくこと。 
15 回 【望ましい学校経営の実現に向けて（まとめ）】 
第 1〜14 回の内容を踏まえ、学校経営に参画する教員のあり方について自分なり
の見解を整理しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD2542 
成績評価 課題の提出（20％）と試験（80％）により評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 化学科(〜11),応用物理学科(〜11),基礎理学科(〜11),生物化学科(〜11),臨床生

命科学科(〜11),動物学科(〜11),バイオ・応用化学科(〜11),生物地球システム学
科(〜11),生物地球学科(〜11) 

見出し FCD2542 理科教育法Ⅱ 
担当教員名 延本 大作＊ 
単位数 2 
教科書 文部科学省 中学校学習指導要領解説（平成 20 年９月）理科編（大日本図書） 
アクティブラーニング  
キーワード 中学校学習指導要領，高等学校学習指導要領，総合的な学習の時間 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「中学以来の内容は忘れていることが多いので，丁寧に教えてほしい。」 

「繰り返しの説明があり，重要な部分の時間が削られるので計画的にしてほし
い。」 
    →計画的になるように改善したい。 
「最新の内容・情報で授業を進めてほしい。」 
    →講義の内容・目的に合わせて，従来のもの，最新のものをおりまぜていき
たい。 

科目名 理科教育法Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 中学校・高等学校の理科教科書（講義で指示する）文部科学省 高等学校学習指

導要領解説（平成 21 年 12 月）理科編・理数編（実教出版） 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FCD2542 
実務経験のある教員  
達成目標 中学校・高等学校の理科教育に必要な各種の能⼒習得のための実体験活動を通し

て，理科授業をスムーズに実践できること。また，総合的な学習の時間において
も十分に指導できる幅の広い能⼒を身に付ける。 

受講者へのコメント 教職課程の講義ということを大部分の方が理解していたことはよかった。 
 さらに，将来は教師として生徒に接することを考えて，講義形式の場合は講義
時間の２倍の時間をかけて，自分でも調べるという態度で臨んでもらいたい。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 Ａ：「授業への取組」 
 授業時間外に全く学習していない学生が３割もおり，今後は毎回，小課題の提
出を求めていきたい。 



Ｂ：「授業による成⻑」 
 ７割が理解が深まった。３割が興味関心が高まった。３割が今後の進路の参考
になった。と回答しており，無回答はわずかであり，おおむね良好な結果となっ
ている。 
Ｃ：「総合評価」 
 目標達成度，教員の意欲，授業満足度はいずれも７割程度が肯定的に回答して
おり，否定的な回答は１割未満であった。おおむね良好であるが，全員が満足で
きるものとなるように努めていきたい。 
Ｅ：授業の考慮点 

英文科目名 Teaching Method of Science II 
関連科目 理科教育法Ⅰを履修した後に受講すること。 
次回に向けての改善変更予定 講義内容の精選をしたい。また，毎回，小課題の提出を求めていきたい。 
講義目的 中学校・高等学校における理科教員に必要な知識や技能を習得させることによ

り，学校現場で活躍できる教員を育成する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 理科教育と学習指導要領について解説する。 

2 回 理科教育の概要について（中学校）解説する。 
3 回 理科教育の概要について（高等学校）解説する。 
4 回 理科教育の指導・中学校・高等学校物理領域について解説する。 
5 回 理科教育の指導・中学校・高等学校化学領域について解説する。 
6 回 理科教育の指導・中学校・高等学校生物領域について解説する。 
7 回 理科教育の指導・中学校・高等学校地学領域について解説する。 
8 回 学習指導案の作成（１）について解説する。 
9 回 学習指導案の作成（２）について解説する。 
10 回 学習指導案の作成（３）について解説する。 
11 回 学習指導案の作成（４）について解説する。 
12 回 理科における安全教育について解説する。 
13 回 理科学習の評価、教材の製作について解説する。 
14 回 総合的な学習の時間と理科教育について解説する。 
15 回 理科教育の現状と課題について解説する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し，学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 中学校学習指導要領解説理科編の「理科の目標」を熟読しておくこと。 
3 回 高等学校学習指導要領の「理科の目標」を熟読しておくこと。 
4 回 中学校学習指導要領解説理科編の「物理領域の内容」を調べておくこと。 
5 回 中学校学習指導要領解説理科編の「化学領域の内容」を調べておくこと。 
6 回 中学校学習指導要領解説理科編の「生物領域の内容」を調べておくこと。 
7 回 中学校学習指導要領解説理科編の「地学領域の内容」を調べておくこと。 
8 回 中学校または高等学校の理科教科書の展開を調べておくこと。 
9 回 第８回講義で配付する「学習指導案の作成要領」を熟読しておくこと。 
10 回 「学習指導案の作成要領」を熟読しておくこと。 
11 回 「学習指導案の作成要領」を熟読しておくこと。 
12 回 中学校学習指導要領解説理科編の「内容の取扱い」を熟読しておくこと。 



13 回 中学校学習指導要領解説理科編の「指導計画の作成」を熟読しておくこと。 
14 回 中学校学習指導要領解説理科編の「科学技術と⼈間」「自然と⼈間」を調べ
ておくこと。 
15 回 中学校学習指導要領解説理科編の「総説」を熟読しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD25H1 
成績評価 講義レポート（20％）、定期試験（80％）により評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜10),工学部(〜10),総合情報学部(〜10) 
見出し FCD25H1 特別活動の研究 
担当教員名 野瀬 重⼈ 
単位数 2 
教科書  中学校学習指導要領（平成 20 年）解説―特別活動編― 文部科学省 
アクティブラーニング  
キーワード 学習指導要領、学級活動、生徒会活動、学校行事、国旗・国歌、自主的実践的な

態度 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「配付したプリントをもう一度読み返して勉強した」、「学生の理解に応じて板書

をしてくれた」、「講義内容が多すぎて理解しにくい（プリントが多い）」、「高等
学校の話題が参考になった」等の自由記述をいただいた。これらの記述を参考と
して、資料に基づいた理解しやすい講義を目指してがんばりたいと考えている。 

科目名 特別活動の研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  高等学校学習指導要領解説（平成 21 年）―特別活動編― 文部科学省 

 講義に必要な資料を別途配付する。 
授業形態 講義 
注意備考  試験は定期試験期間中におこない、試験形態は筆記試験とする。 
シラバスコード FCD25H1 
実務経験のある教員  
達成目標  ①中学校・高等学校の学習指導要領（特別活動）の内容が理解できる。 

 ②視聴覚資料等の模擬体験やボランティア活動等の実体験をすることにより、
学校現場での実践⼒を身につける。 
 ③特別活動の学習は、成⻑する生徒の⼈間形成の上で極めて重要な部分を担っ
ていることが理解できる。 

受講者へのコメント 「特別活動」の内容は、「学級活動」や「生徒会活動」、「学校行事」の三つの内容
から構成されている。その内容は、学校における様々な⼈間関係にその指導の重
点があり、いじめなどが各地に起きている現状においてはきわめて重要性が増し
ていると考えている。講義は終わったが、受講した学生は、今一度講義内容を復
習してより深く理解し、学校現場では間違いのない指導ができるよう期待してい
る。 

連絡先  野瀬重⼈ 岡山理科大学理学部  
 野瀬研究室（10 学舎５偕） 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ［Ａ］「出席」の欄では、欠席数「０回」の学生が 48.5％、「１回」が 12.1％であ



り、出席率のよい講座であった。授業時間外にどの程度学習したのかの欄では、
「30 分程度」と「全くしなかった」の和が 84.9％となりここに大きな問題があ
ると感じている。時間外の学習の内容では、「宿題などの指示された課題」が最も
多く 36.4％であり「自主学習」は少ない現状であった。ここにも一つの課題があ
ると思う。 
［Ｂ］「この授業におけるあなたの成⻑について」の欄では、「この分野への理解
が深まった」が 69.7％、「この分野への興 

英文科目名 Studies of Pupil Activities 
関連科目 「道徳教育の研究」と同時履修が望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  アンケートの結果から、時間外学習の時間が少ないということが分かったの

で、次回からは時間外学習が積極的にできるような講義内容にレベルアップして
いきたい。そのことに加えて、日常に起きる様々な社会現象を講義の中に取り入
れ、学習成果をあげていきたい。 

講義目的  中・高等学校の教員として「特別活動」の授業を行うときには、この教科には
教科書がないので、学習指導要領の内容を十分に理解する。 
 この教科の実際の教育活動の理解には、ビデオ教材等で模擬体験させることに
より、実践⼒のある能⼒を身につけることができる。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  中学校学習指導要領（特別活動）〈以下「特別活動」と称する〉の概要を

説明する。 
2 回  小学校と高等学校の学習指導要領（特別活動）の概要を説明する。 
3 回  「特別活動」内の「特別活動の目標」及び「特別活動の基本的な性格と教
育的意義」について説明する。 
4 回  「特別活動」内の「学級活動」に含まれる目標及び内容について、その概
要を説明する。 
5 回  「特別活動」内の「学級活動」に含まれる「学級や学校の生活づくり」に
ついて説明する。 
6 回  「学級や学校の生活づくり」に関する視聴覚資料（ビデオ教材）を使い、
指導の実態を視聴し、話し合いをする。これまでの講義の内容で不明な点につい
て質問を受け、そのことについて説明をする。 
7 回  「特別活動」内の「学級活動」に含まれる「適応と成⻑及び健康安全」に
ついてその前半を説明する。 
8 回  「特別活動」内の「学級活動」に含まれる「適応と成⻑及び健康安全」に
ついてその後半を説明する。 
9 回  「特別活動」内の「学級活動」に含まれる「学業と進路」について説明す
る。 
10 回  「特別活動」内の「生徒会活動」の目標及び内容の説明をする。 
11 回  「生徒会活動」に関する視聴覚資料（ビデオ教材）を使い、指導の実態
を視聴し、話し合いをする。これまでの講義の内容で不明な点について質問を受
け、そのことについて説明をする。 
12 回  「特別活動」内の「学校行事」の目標及び内容の説明をする。 
13 回  「特別活動」の「指導計画の作成と内容の取り扱い」について説明する。 



14 回  高等学校学習指導要領（特別活動）の目標及び「ホームルーム活動」の
概要について説明する。 
15 回  高等学校学習指導要領（特別活動）の「生徒会活動」及び「学校行事」
について概要を説明する。 

準備学習 1 回  平成 20 年中学校の学習指導要領解説（特別活動編）の 117 ページから
119 ページまでを予習しておくこと。 
2 回  資料として配付した小学校と高等学校の学習指導要領（特別活動）を予習
しておくこと。 
3 回  平成 20 年改訂中学校学習指導要領解説（特別活動編）〈教科書として設
定〉の「特別活動の目標」及び「特別活動の基本的な性格と教育的意義」の部分
と前回配付した資料を予習しておくこと。 
4 回  教科書内の「学級活動」に含まれる「学級活動の目標」、「学級活動の内容」
及び配付した資料を予習しておくこと。 
5 回  教科書内の「学級活動」に含まれる「学級や学校の生活づくり」及び配付
した資料を予習しておくこと。 
6 回  講義の第１回から第５回までの内容について復習し、疑問があれば講義
で質問をすること。 
7 回  教科書内の「学級活動」に含まれる「適応と成⻑及び健康安全」について、
ア「思春期の不安や悩みとその解決」からオ「望ましい⼈間関係の確立」までの
予習をしておくこと。配付した資料も予習しておくこと。 
8 回  教科書内の「学級活動」に含まれる「適応と成⻑及び健康安全」について、
カ「ボランティア活動の意義の理解と参加」からケ「食育の観点を踏まえた学校
給食と望ましい食習慣の形成」までの予習をしておくこと。配付した資料も予習
しておくこと。 
9 回  教科書内の「学級活動」に含まれる「学業と進路」について予習をしてお
くこと。配付した資料も予習しておくこと。 
10 回  教科書内の「生徒会活動」に含まれる目標及び内容について予習をして
おくこと。配付した資料も予習しておくこと。 
11 回  講義の第７回から第 10 回までの内容について復習し、疑問があれば講
義で質問をすること。 
12 回  教科書内の「学校行事」に含まれる目標及び内容について予習をしてお
くこと。配付した資料も予習しておくこと。 
13 回  教科書内の「指導計画の作成と内容の取り扱い」について予習をしてお
くこと。配付した資料も予習しておくこと。 
14 回  配付資料（高等学校学習指導要領・特別活動の目標及び「ホームルーム
活動」）の予習をしておくこと。 
15 回  配付資料（高等学校学習指導要領・特別活動の「生徒会活動」及び「学
校行事」）の予習をしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD2711 
成績評価 ２回の中間テスト及び最終試験の合計得点で評価する。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12),教職特別

課程(〜12) 
見出し FCD2711 教育課程論 
担当教員名 住野 好久＊ 
単位数 2 
教科書 中学校学習指導要領解説−総則編／文部科学省：高等学校学習指導要領解説−総

則編／文部科学省 
＊２冊とも購入する。 

アクティブラーニング  
キーワード 教育課程 学習指導要領 教育目標 指導内容 授業時数 教育実践 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 教育課程論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて講義の中で紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FCD2711 
実務経験のある教員  
達成目標 １）教育課程の概念と構造、教育課程に関する法令、学習指導要領について理解

する。２）教育課程編成の原理、今日求められる教育課程実践のあり方を理解す
る。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Studies of Curriculum Studies 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 教員免許状取得のための必修科目であり、教育実践における教育課程の意義、教

育課程編成の原理と方法、学習指導要領、教育課程実践のあり方について理解し、
教師に求められる基礎的・基本的な知識を習得する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 「教育課程」の意義を学習する。 

2 回 「教育課程」と公教育の関係を学習する。 



3 回 「教育課程」（教育の目的・目標）に関する法令を学習する。 
4 回 「教育課程」（指導内容）に関する法令を学習する。 
5 回 「教育課程」（授業時数）に関する法令を学習する。 
6 回 高等学校学習指導要領の特徴を学習し、中間試験①の実施・解説をする。 
7 回 「学習指導要領」とは何かを学習する。 
8 回 「学習指導要領」の変遷（〜1958 年）を学習する。 
9 回 「学習指導要領」の変遷（〜1989 年）を学習する。 
10 回 「学習指導要領」の変遷（〜2008 年）を学習する。 
11 回 新「学習指導要領」の全体的特徴を学習する。 
12 回 新「学習指導要領」の個別的特徴を学習し、中間試験②の実施・解説をす
る。 
13 回 新「学習指導要領」が求める教育実践（数学）を学習する。 
14 回 新「学習指導要領」が求める教育実践（理科）を学習する。 
15 回 新「学習指導要領」が求める教育実践（特別活動）を学習する。 

準備学習 1 回 各自教科書を購入して、第２章第１節を読むこと。 
2 回 教科書第２章第２節を読むこと。 
3 回 教科書第２章第２節を読むこと。 
4 回 教科書第２章第２節を読むこと。 
5 回 教科書第２章第２節を読むむこと。 
6 回 教科書第３章第２節を読むこと。 
7 回 文部科学省のＨＰで学習指導要領を調べること。 
8 回 年表プリントを読むこと。 
9 回 年表プリントを読むこと。 
10 回 年表プリントを読むこと。 
11 回 教科書第１章を読むこと。 
12 回 教科書第１章を読むこと。 
13 回 教科書第３章５節を読むこと。 
14 回 教科書第３章５節を読むこと。 
15 回 教科書第３章５節を読むこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD2712 
成績評価 ２回の中間テスト及び最終試験の合計得点で評価する。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12),教職特別

課程(〜12) 
見出し FCD2712 教育課程論 
担当教員名 住野 好久＊ 
単位数 2 
教科書 中学校学習指導要領解説−総則編／文部科学省：高等学校学習指導要領解説−総

則編／文部科学省 
＊２冊とも購入する。 

アクティブラーニング  
キーワード 教育課程 学習指導要領 教育目標 指導内容 授業時数 教育実践 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 教育課程論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて講義の中で紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FCD2712 
実務経験のある教員  
達成目標 １）教育課程の概念と構造、教育課程に関する法令、学習指導要領について理解

する。２）教育課程編成の原理、今日求められる教育課程実践のあり方を理解す
る。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Studies of Curriculum Studies 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 教員免許状取得のための必修科目であり、教育実践における教育課程の意義、教

育課程編成の原理と方法、学習指導要領、教育課程実践のあり方について理解し、
教師に求められる基礎的・基本的な知識を習得する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 「教育課程」の意義を学習する。 

2 回 「教育課程」と公教育の関係を学習する。 



3 回 「教育課程」（教育の目的・目標）に関する法令を学習する。 
4 回 「教育課程」（指導内容）に関する法令を学習する。 
5 回 「教育課程」（授業時数）に関する法令を学習する。 
6 回 高等学校学習指導要領の特徴を学習し、中間試験①の実施・解説をする。 
7 回 「学習指導要領」とは何かを学習する。 
8 回 「学習指導要領」の変遷（〜1958 年）を学習する。 
9 回 「学習指導要領」の変遷（〜1989 年）を学習する。 
10 回 「学習指導要領」の変遷（〜2008 年）を学習する。 
11 回 新「学習指導要領」の全体的特徴を学習する。 
12 回 新「学習指導要領」の個別的特徴を学習し、中間試験②の実施・解説をす
る。 
13 回 新「学習指導要領」が求める教育実践（数学）を学習する。 
14 回 新「学習指導要領」が求める教育実践（理科）を学習する。 
15 回 新「学習指導要領」が求める教育実践（特別活動）を学習する。 

準備学習 1 回 各自教科書を購入して、第２章第１節を読むこと。 
2 回 教科書第２章第２節を読むこと。 
3 回 教科書第２章第２節を読むこと。 
4 回 教科書第２章第２節を読むこと。 
5 回 教科書第２章第２節を読むむこと。 
6 回 教科書第３章第２節を読むこと。 
7 回 文部科学省のＨＰで学習指導要領を調べること。 
8 回 年表プリントを読むこと。 
9 回 年表プリントを読むこと。 
10 回 年表プリントを読むこと。 
11 回 教科書第１章を読むこと。 
12 回 教科書第１章を読むこと。 
13 回 教科書第３章５節を読むこと。 
14 回 教科書第３章５節を読むこと。 
15 回 教科書第３章５節を読むこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD2713 
成績評価 館園見学におけるワークシート及びレポート（30％）、小テスト（20％）、定期試

験（50％）によって、成績を評価する。なお、博物館学芸員養成課程の最終段階
である「博物館実習」において、履修生は、外部へのインターンシップを伴う館
園実習を履修しなければならない。当然のことながら、館園実習では、勤務態度
及び来館者への接遇態度に関する資質が厳しく問われることなる。そのため、本
講義の合否に関しては、平素の受講態度（館園見学を含む）に関する教員所見を
重視することになる。 

曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜10),工学部(〜10),総合情報学部(〜10) 
見出し FCD2713 博物館実習 
担当教員名 徳澤 啓一、清水 慶子、高橋 亮雄、粟野 諭美＊ 
単位数 3 
教科書 講義中、適宜、指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード 事前の指導、実務実習、館園見学、館園実習、事後の指導 
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 博物館実習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 全国大学博物館学講座協議会⻄日本部会編 『博物館実習マニュアル』（芙蓉書

房出版） 
授業形態 実験実習 
注意備考 止むを得ない事情で欠席する場合は、正当な事由を明記し、これを証する者が記

名・押印した文書を事前に提出すること。また、講義時、参考資料を配布するこ
とがあるが、欠席者への事後配布は行わないので注意すること。 

シラバスコード FCD2713 
実務経験のある教員  
達成目標 見学を含む学内実習や館園実習での現場体験を通し、多様な館種の実態や学芸員

の業務を理解し、実践的能⼒を養う。 
受講者へのコメント  
連絡先 徳澤啓一研究室（７号館４階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Museum Work Training 
関連科目 博物館学Ⅰ、博物館学Ⅱ、教育学原論（基礎理学科は教育基礎論）、視聴覚教育メ

ディア論、生涯学習概論、博物館実習（館園実習を含む）、自然史Ⅰ（動物学科は
動物史、生物地球システム学科は⼈類学概論Ⅰ）、自然史Ⅱ（動物学科は進化動物



学、生物地球システム学科は⼈類学概論Ⅱ）、文化史Ⅰ（社会情報学科は遺跡と遺
物）、文化史Ⅱ（社会情報学科は⺠俗学） 

次回に向けての改善変更予定  
講義目的 博物館資料の収集、整理保管、展示等についての博物館における実習 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 事前の指導(1) 実務実習に関するオリエンテーション 

2 回 館園見学及び館園実習に関する事前の指導(1) 
 館園実習（原則、夏期休暇中、インターンシップ形式で実施する） 
  実習期間は、５日以上とする。 
  基本的には、受け入れ館園の方針に従うものとする。 
  
 （館園実習実施計画例） 
  １日目 館園実習 資料の取扱い及び整理分類に関するもの 
  ２日目 館園実習 資料の調査・研究方法に関するもの 
  ３日目 館園実習 標本等の実物（１次）資料の作成に関するもの 
  ４日目 館園実習 展示の方法（企画・立案・展示製作・列品・図録製           
作等）に関するもの 
  ５日目 館園実習 教育普及活動（展示解説等）に関するもの 
3 回 実務実習(1) 
 「資料の取り扱い及び整理・分類に関するもの①」とする。 
4 回 実務実習(2) 
 「資料の取り扱い及び整理・分類に関するもの②」とする。 
5 回 実務実習(3) 
 「資料の取り扱い及び整理・分類に関するもの③」とする。 
6 回 実務実習(4) 
 「資料の取り扱い及び整理・分類に関するもの④」とする。 
7 回 実務実習(5) 
 「資料の調査・研究方法に関するもの①」とする。 
8 回 実務実習(6) 
 「資料の調査・研究方法に関するもの②」とする。 
9 回 実務実習(7) 
 「資料の調査・研究方法に関するもの③」とする。 
10 回 実務実習(8) 
 「資料の調査・研究方法に関するもの④」とする。 
11 回 実務実習(9) 
 「標本等の実物（１次）資料の作成に関するもの①」とする。 
12 回 実務実習(10) 
 「標本等の実物（１次）資料の作成に関するもの②」とする。 
13 回 実務実習(11) 
 「標本等の実物（１次）資料の作成に関するもの③」とする。 
14 回 実務実習(12) 
 「標本等の実物（１次）資料の作成に関するもの④」とする。 



15 回 事後の指導(1) 
16 回 館園見学及び館園実習に関する事前の指導(2) 
17 回 館園見学（正課学外活動）(1) 
18 回 館園見学（正課学外活動）(2) 
19 回 館園見学及び館園実習に関する事後の指導 
20 回 事前の指導(2) 
 「実務実習に関するオリエンテーション」とする。 
21 回 実務実習(13) 
 「模型等の製作（２次）資料の作成に関するもの①」とする。 
22 回 実務実習(14) 
 「模型等の製作（２次）資料の作成に関するもの②」とする。 
23 回 実務実習(15)  
 「模型等の製作（２次）資料の作成に関するもの③」とする。 
24 回 実務実習(16)  
 「模型等の製作（２次）資料の作成に関するもの④」とする。 
25 回 実務実習(17) 
 「展示の方法（企画・立案・展示製作・列品・図録製作等）に関するもの①」
とする。 
26 回 実務実習(18) 
 「展示の方法（企画・立案・展示製作・列品・図録製作等）に関するもの②」
とする。 
27 回 実務実習(19) 
 「展示の方法（企画・立案・展示製作・列品・図録製作等）に関するもの③」
とする。 
28 回 実務実習(20) 
 「展示の方法（企画・立案・展示製作・列品・図録製作等）に関するもの④」
とする。 
29 回 実務実習(21) 
 「教育普及活動（展示解説等）に関するもの」とする。 
30 回 事後の指導(2) 
 「定期試験を含むもの」とする。 

準備学習 1 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
2 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
3 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
4 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
5 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
6 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
7 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
8 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
9 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
10 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
11 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 



12 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
13 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
14 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
15 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
16 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
17 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
18 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
19 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
20 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
21 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
22 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
23 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
24 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
25 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
26 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
27 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
28 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
29 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
30 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD2721 
成績評価 定期試験（６０％）とリポート（４０％）で評価する。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜11),工学部(〜11),総合情報学部(〜11),生物地球学部(〜11) 
見出し FCD2721 教育の方法と技術 
担当教員名 竹井 皓三＊ 
単位数 2 
教科書 使用しない 
アクティブラーニング  
キーワード メディアリテラシー ＡＲＣＳ動機付け 参画授業 授業分析 教授学習過程

の最適化 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 疑問に思った点があったら，レポートの最後に質問などを記入してほしい。 
科目名 教育の方法と技術 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 平沢 茂編著 教育の方法と技術 図書文化社柴⽥ 義松編著 教育の方法と

技術 学文社島宗 理 著 インストラクショナルデザイン 産業図書 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FCD2721 
実務経験のある教員  
達成目標 教室学習における生徒と教員の関係に着目し、その関係を決定付けるメディア環

境やコミュニケーション環境に目を向けることができるようになるとともに、生
徒の意欲を引き出すための努⼒が必要であることを理解できる。 

受講者へのコメント 採用試験の問題も検討しながら授業内容の向上を目指したい。 
授業スピードはその時間の予定内容をすませたいためであり今少し内容を検討
したい。 
興味を持った講義内容があれば，是非図書館などで，調べてほしい。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業内容の幅が広く，必要と思われる学習のほんの少ししか取り上げることでき
ないため，非常に駆け足の内容になったことが 
残念である。教育機器や授業設計に関する内容を増やしたいとは考えているが，
時間数や設備の関係で，困難である。 

英文科目名 Educational Method and Technique 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 内容については，大幅な変更はしないが，重点的に講義をする部分を増やしてい

きたい。 



講義目的 学校教育における、教授者の授業に対する意識やもっている技術は、非常に大き
な影響⼒を持っている。そこで、この講義では、授業実施するにおいて、どのよ
うな知識や技術ならびに意欲を必要としているかについて、概論を述べて、今後
の教職に対する意欲を身につけさせたい。・教育におけるメディアリテラシーの
重要性・学習における動機付けの果たす役割・学習に参加する態度の育成と生涯
学習・授業⼒向上の必要性と授業分析をする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションで講義概要を解説する。 

2 回 教育の方法と技術の目指すところである「教授学習過程の最適化」の意味に
ついて解説する。 
3 回 教室におけるメディア環境とその意義について解説する。 
4 回 プレゼンテーションの特性と効果について解説する。 
5 回 教室内における教材教具とその効果について解説する。 
6 回 メディア教材・教具の特性とその効果的な活用について解説する。 
7 回 メディアリテラシー論（１）について解説する。 
8 回 メディアリテラシー論（２）について解説する。 
9 回 市販の教室用学習ソフトの例と使用上の留意点（１）デジタルコンテンツの
教育利用の例について解説する。 
10 回 市販の教室用学習ソフトの例と使用上の留意点（２）について解説する。 
11 回 授業における動機付け理論（１）について解説する。 
12 回 授業における動機付け理論（２）について解説する。 
13 回 授業分析と授業評価（１）について解説する。 
14 回 授業分析と授業評価（２）について解説する。 
15 回 「教授学習過程の最適化」における各論の果たす役割について統一的に解
説する。 

準備学習 1 回 自分自身が教職を目指している理由と方向性を明確にし、意識しておくこ
と。 
2 回 「教授」と「学習」について、さまざまな教育場面での関係について考えて
おくこと。 
3 回 今までの自身の受けてきた学習環境を思い起こし、その中でどのような「メ
ディアを使った教授」が行われてきたのかを想起し、教室メディアに関心を持っ
ておくこと。 
4 回 プレゼンテーションのあり方について関心を持つとともに、その効果につ
いても考えておくこと。 
5 回 教室内における教材教具には、それぞれ目的があって配置されている。その
目的について関心を持っておくこと。 
6 回 最近の教室にはメディア教材・教具が数多く配置されたり、使用されてい
る。どのようなものが、どのように使用されているのかについて、関心を持って
おくこと。 
7 回 メディアリテラシーあるいは情報リテラシーについて、その意味について
簡単に調べておくこと。 
8 回 前日の講義から、メディアリテラシーの教育における役割について考えて



おくこと。 
9 回 教室における教授スタイルには多様なものがあることに気づき、関心を持
つこと。 
10 回 前時の講義から、学習ソフトの利用における留意点について考えておくこ
と。 
11 回 よりよい授業の進め方について、あらかじめ予想をしておくこと。 
12 回 前時の方法での動機付けについて、自分が利用する場合にはどのように使
うか考えておくこと。 
13 回 「授業分析」「授業評価」についてこの言葉の意味を調べておくこと。 
14 回 前時の方法以外の授業分析や授業評価の方法がないか調べておくこと。 
15 回 今期の学習の内容を改めて復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD2722 
成績評価 定期試験（６０％）とリポート（４０％）で評価する。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜11),工学部(〜11),総合情報学部(〜11),生物地球学部(〜11) 
見出し FCD2722 教育の方法と技術 
担当教員名 竹井 皓三＊ 
単位数 2 
教科書 使用しない 
アクティブラーニング  
キーワード メディアリテラシー ＡＲＣＳ動機付け 参画授業 授業分析 教授学習過程

の最適化 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 教育の方法と技術 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 平沢 茂編著 教育の方法と技術 図書文化社柴⽥ 義松編著 教育の方法と

技術 学文社島宗 理 著 インストラクショナルデザイン 産業図書 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FCD2722 
実務経験のある教員  
達成目標 教室学習における生徒と教員の関係に着目し、その関係を決定付けるメディア環

境やコミュニケーション環境に目を向けることができるようになるとともに、生
徒の意欲を引き出すための努⼒が必要であることを理解できる。 

受講者へのコメント 授業時間外の学習が少ない。少なくともこの講義については短時間でも予習・復
習が望まれる。 
また、自身が教壇に立つことを想定した受講態度が望まれる。 
授業の内容が多いとの意見があるが、適正な良であると思っている。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業時間外の学習時間が非常に少ない。 
授業の前後での教員に対する質問が少ない。 
この分野に対する理解が高まり、興味や関心が高まったことは大変良い。 
授業の説明の工夫についての意見や講義内容の量が多いとの意見もあった。 

英文科目名 Educational Method and Technique 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 スライドの速度については今少し工夫したい。 
講義目的 学校教育における、教授者の授業に対する意識やもっている技術は、非常に大き



な影響⼒を持っている。そこで、この講義では、授業実施するにおいて、どのよ
うな知識や技術ならびに意欲を必要としているかについて、概論を述べて、今後
の教職に対する意欲を身につけさせたい。・教育におけるメディアリテラシーの
重要性・学習における動機付けの果たす役割・学習に参加する態度の育成と生涯
学習・授業⼒向上の必要性と授業分析をする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションで講義概要を解説する。 

2 回 教育の方法と技術の目指すところである「教授学習過程の最適化」の意味に
ついて解説する。 
3 回 教室におけるメディア環境とその意義について解説する。 
4 回 プレゼンテーションの特性と効果について解説する。 
5 回 教室内における教材教具とその効果について解説する。 
6 回 メディア教材・教具の特性とその効果的な活用について解説する。 
7 回 メディアリテラシー論（１）について解説する。 
8 回 メディアリテラシー論（２）について解説する。 
9 回 市販の教室用学習ソフトの例と使用上の留意点（１）デジタルコンテンツの
教育利用の例について解説する。 
10 回 市販の教室用学習ソフトの例と使用上の留意点（２）について解説する。 
11 回 授業における動機付け理論（１）について解説する。 
12 回 授業における動機付け理論（２）について解説する。 
13 回 授業分析と授業評価（１）について解説する。 
14 回 授業分析と授業評価（２）について解説する。 
15 回 「教授学習過程の最適化」における各論の果たす役割について統一的に解
説する。 

準備学習 1 回 自分自身が教職を目指している理由と方向性を明確にし、意識しておくこ
と。 
2 回 「教授」と「学習」について、さまざまな教育場面での関係について考えて
おくこと。 
3 回 今までの自身の受けてきた学習環境を思い起こし、その中でどのような「メ
ディアを使った教授」が行われてきたのかを想起し、教室メディアに関心を持っ
ておくこと。 
4 回 プレゼンテーションのあり方について関心を持つとともに、その効果につ
いても考えておくこと。 
5 回 教室内における教材教具には、それぞれ目的があって配置されている。その
目的について関心を持っておくこと。 
6 回 最近の教室にはメディア教材・教具が数多く配置されたり、使用されてい
る。どのようなものが、どのように使用されているのかについて、関心を持って
おくこと。 
7 回 メディアリテラシーあるいは情報リテラシーについて、その意味について
簡単に調べておくこと。 
8 回 前日の講義から、メディアリテラシーの教育における役割について考えて
おくこと。 



9 回 教室における教授スタイルには多様なものがあることに気づき、関心を持
つこと。 
10 回 前時の講義から、学習ソフトの利用における留意点について考えておくこ
と。 
11 回 よりよい授業の進め方について、あらかじめ予想をしておくこと。 
12 回 前時の方法での動機付けについて、自分が利用する場合にはどのように使
うか考えておくこと。 
13 回 「授業分析」「授業評価」についてこの言葉の意味を調べておくこと。 
14 回 前時の方法以外の授業分析や授業評価の方法がないか調べておくこと。 
15 回 今期の学習の内容を改めて復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD2732 
成績評価 期末に実施する試験（70％）と授業中に課す小レポート（30％）の成績により評

価する。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜11),工学部(〜11),総合情報学部(〜11) 
見出し FCD2732 学校経営 
担当教員名 高瀬 淳＊ 
単位数 2 
教科書 使用しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 公教育、教育法制、学校教育、マネジメント 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 学校経営 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業中に指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FCD2732 
実務経験のある教員  
達成目標 社会における学校教育の役割と教育制度の関する仕組みの理解と、それを踏まえ

た学校経営の課題等についての基本的な認識を持てるようにする 
受講者へのコメント  
連絡先 takase@cc.okayama-u.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 School Administration 
関連科目 教職に関する科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 教員に必要な資質・能⼒を育むため、現代日本における学校教育制度がどのよう

な理念と内容で構成されているかについて教育の社会的機能の側面から概説す
るとともに、学校経営・制度をめぐる課題について取り上げ、これからの教育の
在り方に関する方向について論じていく。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 【学校の法制と課題（オリエンテーション）】 

今日の学校が、どのような法律等によって規定され、存在しているのかを明らか
にし、そこでの教育活動に従事する教員に求められる専門職性について発問す
る。 



2 回 【現代社会と学校教育の役割・機能①】 
現代社会の特色として少子高齢社会を取り上げ、生涯学習の観点から、児童生徒
のライフコースを踏まえた学校教育の在り方について検討する。 
3 回 【現代社会と学校教育の役割・機能②】 
現代社会の特色として知識基盤社会を取り上げ、国⺠の幸福追求権の観点から、
児童生徒に求められる資質能⼒を踏まえた学校教育の在り方について検討する。 
4 回 【学校の種類と目的】 
学校教育法に定められた学校の種類・目標を明らかにし、国⺠の教育を受ける権
利を保障する学校としての法的な位置づけについて理解する。 
5 回 【学校の機能と役割①】 
近代の学校が、社会の富や地位の再分配という機能を有していることを明らかに
した上で、それが法の下の平等の実現に寄与していることを検討する。 
6 回 【学校の機能と役割②】 
学校が日本国憲法に定められた「教育を受ける権利」を保障することを意図した
ものであることについて、個⼈の幸福追求権と生存権との関わりから理解する。 
7 回 【学校の機能と役割③】 
学校が有する「公の性質」の一部として、専門職である教員に求められる資質・
能⼒について検討する。 
8 回 【児童生徒の管理①】 
児童生徒の「教育を受ける権利」を保障する観点から、保護者の就学義務や行政
による就学指導にかかる制度的な枠組みについて理解する。 
9 回 【児童生徒の管理②】 
児童生徒の「教育を受ける権利」を保障する観点から、校⻑及び教員による児童
生徒への懲戒の意味について理解する。 
10 回 【児童生徒の管理③】 
児童生徒の「教育を受ける権利」を保障する観点から、児童生徒の学籍並びに指
導の記録の原簿である指導要録の意味について理解する。 
11 回 【学校の組織と経営①】 
学校における様々な事務（校務）の内容や校⻑の校務掌理権等について理解する。 
12 回 【学校の組織と経営②】 
校経営に必要な校務分掌体制や職員会議等の位置づけについて検討する。 
13 回 【学校の組織と経営③】 
学校教育法の改正によって新しく設置された職の役割等を明らかにした上で、
個々の教職員が学校経営に参画することの意義について検討する。 
14 回 【学校の組織と経営④】 
学校の組織マネジメントの基本的な考え方・進め方等について、岡山県を事例と
しつつ検討する。 
15 回 【望ましい学校経営の実現に向けて（まとめ）】 
第 1〜14 回の講義を踏まえ、これからの学校経営に求められる事項や教員として
の姿勢について検討する。 

準備学習 1 回 【学校の法制と課題（オリエンテーション）】 
既習の教職に関する科目で学んだ内容を確認しておくこと。 



2 回 【現代社会と学校教育の役割・機能①】 
現代社会の特色や課題について、自分なりの見解を形づくっておくこと。 
3 回 【現代社会と学校教育の役割・機能②】 
第 2 回の授業内容を確認するとともに、日本国憲法第 13 条の条文を読んでおく
こと。 
4 回 【学校の種類と目的】 
教育基本法第 6 条及び学校教育法第 1 条の条文を読んでおくこと。 
5 回 【学校の機能と役割①】 
第 4 回の内容を教育の機会均等という観点から確認しておくこと。 
6 回 【学校の機能と役割②】 
学歴社会の問題点だけでなく意義について調べておくこと。 
7 回 【学校の機能と役割③】 
教職の意義等について既習の教職に関する科目の内容を確認しておくこと。 
8 回 【児童生徒の管理①】 
第 1〜7 回の学修を踏まえ、日本国憲法に定められた「教育を受ける権利」につ
いて整理しておくこと。 
9 回 【児童生徒の管理②】 
学校教育法第 11 条の条文を読んでおくこと。 
10 回 【児童生徒の管理③】 
第 8・9 回の内容を教員の役割・責務との関係から整理しておくこと。 
11 回 【学校の組織と経営①】 
日本における教育委員会制度の特色について調べておくこと。 
12 回 【学校の組織と経営②】 
第 11 回の内容について確認しておくこと。 
13 回 【学校の組織と経営③】 
学校の組織的な運営が求められる背景について、地域社会からの信頼と学⼒観の
転換をキーワードに検討しておくこと。 
14 回 【学校の組織と経営④】 
PDCA サイクルの概要について調べておくこと。 
15 回 【望ましい学校経営の実現に向けて（まとめ）】 
第 1〜14 回の内容を踏まえ、学校経営に参画する教員のあり方について自分なり
の見解を整理しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD29A1 
成績評価 平素の演習における学習態度（50〜60％）、課題の作成・提出の取り組み（40〜

50％）を総合して評価する。この比率は受講状況により見直すことがある。筆記
試験は実施しない。 

曜日時限 火曜日 9・10 時限 
対象クラス 理学部(〜09),工学部(〜09),総合情報学部(〜09) 
見出し FCD29A1 教育実習の研究Ⅱ 
担当教員名 曽我 雅比児、皿⽥ 琢司、洲脇 史朗、塗木 利明、中島 弘徳、岡本 弥彦 
単位数 2 
教科書 教科書は使用しない。必要に応じて資料を配付または貸与する。 
アクティブラーニング  
キーワード 教員採用試験、実践的指導⼒、教育実習、面接・討論、小論文 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 教育実習の研究Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 学習指導要領（受験予定の校種の最新版。文科省ウェブサイトからダウンロード

してもよい）。その他適宜指示する。 
授業形態 演習 
注意備考 ○公立学校の教員採用試験または私立学校教員適性検査を受験する者を主たる

履修対象者とする。 
○日常の言動や習慣を常に見直し、高い意欲をもって学習に取り組む態度が強く
望まれる。 

シラバスコード FCD29A1 
実務経験のある教員  
達成目標 ○不断の学習に基づき、教師に必要な資質能⼒がどのようなものであるかを説明

することができる。 
○上記の理解を含めて、次のことについて口頭及び筆記により明瞭に説明するこ
とができる。 
・志望動機、理想の教師像、教職及び教科の魅⼒、教師の実践的指導⼒ 
・学校や教師に期待される役割（普遍的役割と時代状況に即した役割） 
・現行の教育政策の概要とそれに対する自らの意見 
・学校現場において想定される問題状況への基本的な対応方針 

受講者へのコメント  
連絡先 曽我研究室：１４号館４階、中島研究室：１４号館３階、皿⽥研究室：１３号館

３階、教育開発支援課：２５号館６階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  



英文科目名 Studies of Teaching Practices II 
関連科目 ○１〜３年次開講Ａ群及びＣ群科目のうち教免必修科目及び単位数をすべて修

得していることが望ましい。 
○教育実習Ⅰ、Ⅱを修得していること、教育実習の研究Ⅰの仮評価がＲであるこ
とが望ましい。 
○各教科教育法Ⅲ、Ⅳ、文章表現法Ⅲ、プレゼンテーションⅢをすべて修得して
いるか、同時に履修していることが望ましい。 

次回に向けての改善変更予定  
講義目的 教育実習を終えた者を対象に、次の各要素からなる実践的指導⼒をなお一層高め

ることを目的とする。 
・教師として必要な論理的思考⼒及び文章構成⼒ 
・集団におけるリーダーシップ、協調性及び調整能⼒ 
・学習理論の知識と学習指導の⼒量 
・教職に必要な知見（教育観、子ども観、教材観等） 
・「生きる⼒」の育成に求められるカウンセリング 
・マインド、生徒指導観及び学級経営観 

対象学年 4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。受講要領と講義概要を説明する。 

2 回 学校の意義と機能について、演習を含めて説明する。 
3 回 教師の使命と職責について、演習を含めて説明する。 
4 回 小論文の作成と添削指導Ⅰをする。 
5 回 生徒理解と生徒指導について、演習を含めて説明する。 
6 回 教育課程及び学習指導の理論と方法について、演習を含めて説明する。 
7 回 小論文の作成と添削指導Ⅱをする。 
8 回 学習集団の特質と指導①について、演習を含めて説明する。 
9 回 学習集団の特質と指導②について、演習を含めて説明する。 
10 回 小論文の作成と添削指導Ⅲをする。 
11 回 家庭、地域及び学校間の連携協⼒について、演習を含めて説明する。 
12 回 現代の教育改⾰の動向について、演習を含めて説明する。 
13 回 小論文の作成と添削指導Ⅳをする。 
14 回 学校教育の課題と展望について、演習を含めて説明する。 
15 回 教員の資質能⼒を高める研究と修養について、演習を含めて説明する。 

準備学習 1 回 受験予定の都道府県市の教員採用試験の要項について概要を把握しておく
こと。 
2 回 教育学原論（基礎理学科生は教育基礎論）及び教育行政学（または学校経
営）を復習して学校本来の意義と機能について知識を再確認し、自分の言葉（口
頭及び筆記）で表現できるようにしておくこと。 
3 回 教職論（08 年度以前入学生は現代教師論）、教育学原論（基礎理学科生は教
育基礎論）、及び教育行政学（または学校経営）を復習して教員の資質能⼒や期待
される役割等について知識を再確認し、自分の言葉（口頭及び筆記）で表現でき
るようにしておくこと。 
4 回 教員採用試験で出題される小論文の出題傾向を把握しておく。原稿用紙の



基本的な使い方を修得しておくこと（括弧、句読点、言葉遣い等を含む）。 
5 回 教育心理学（基礎理学科生は学習・発達論）、生徒・進路指導論（07 年度以
前入学生は生徒指導等の研究）、教育相談の研究を復習して生徒理解と生徒指導
のあり方について知識を再確認し、自分の言葉（口頭及び筆記）で表現できるよ
うにしておくこと。 
6 回 教育学原論（基礎理学科生は教育基礎論）、教育課程論、及び各教科教育法
Ⅰを復習して教育課程の編成や学習指導に関する基本原理について知識を再確
認し、自分の言葉（口頭及び筆記）で表現できるようにしておくこと。 
7 回 授業後の添削指導で指摘された弱点を確かめ、課題の克服に努めておくこ
と。 
8 回 教育課程論、各教科教育法Ⅰ、及び教育の方法と技術（07 年度以前入学生
は教育工学）を復習して学習集団の基本的対応のあり方ついて知識を再確認し、
自分の言葉（口頭及び筆記）で表現できるようにしておくこと。 
9 回 教育課程論、特別活動の研究、及び道徳教育の研究を復習して生徒集団の基
本的対応のあり方ついて知識を再確認し、自分の言葉（口頭及び筆記）で表現で
きるようにしておくこと。 
10 回 授業後の添削指導でさらに指摘された弱点を再確認し、課題の克服に努め
ておくこと。 
11 回 教育学原論（基礎理学科生は教育基礎論）、教育行政学（または学校経営）、
教育課程論、及び総合演習を復習して家庭、地域、学校の間の連携協⼒のあり方
について知識を再確認し、自分の言葉（口頭及び筆記）で表現できるようにして
おくこと。 
12 回 前回までの学習内容を復習し、学校を中心とした教育改⾰の概要について
自分の言葉（口頭及び筆記）で表現できるようにしておくこと。 
13 回 授業後の添削指導までに指摘された弱点を総復習し、課題を完全に克服し
ておくこと。 
14 回 前回までの学習内容を復習して学校教育をめぐる課題等を整理し、今後必
要とされる取り組みについて自分の言葉（口頭及び筆記）で表現できるようにし
ておくこと。 
15 回 前回までの学習内容を総復習して教員としての自己の課題等を整理し、今
後必要とされる取り組みと決意について自分の言葉（口頭及び筆記）で表現でき
るようにしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD29A2 
成績評価 事前指導では課題のレポートや学習指導案（80％），事後指導では授業観察等の

レポート及び授業の受講状況（20％）を基に総合的に評価する。この評価は事前
と事後の指導を総合して評価する。筆記試験は実施しない。 

曜日時限 火曜日 9・10 時限 
対象クラス 理学部(〜10),工学部(〜10),総合情報学部(〜10) 
見出し FCD29A2 教育実習の研究Ⅰ(理数) 
担当教員名 塗木 利明、中島 弘徳、延本 大作＊、安藤 豊＊、岡本 弥彦、曽我 雅比

児、皿⽥ 
単位数 2 
教科書 必要に応じて関連するプリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード プレ現場実習、教育実習 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「自分で授業をするのが役に立ったので回数を増やしてほしい。」「⼈数が多い。

先生に見てもらえなかった」「模擬授業の回数自体はしっかりあってよかったが
批評会をする時間が取れなかったのが残念だった。」の 3 件は受講生の多さが関
係しています。教員の⼈数は決まっていますので、当該教科の教育実習を経験済
みの教職特別課程生にも補助をお願いしています。今後も模擬授業の班分けの⼈
数と当てる時間を可能な限り効率的にしていきたいと思います。また、「模擬授
業で使用した実験器具が壊れているものがあった。修理するか新しく購入してほ
しい 

科目名 教育実習の研究Ⅰ(理数) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて関連するプリントを配布する。 
授業形態 演習 
注意備考 事前指導の終了時に，Ｒ（保留）かＥ（不認定）のいずれかの評価が付き，Ｅ判

定は教育実習が認められない。 
シラバスコード FCD29A2 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）事前指導では学習指導案や板書計画が作成でき、学校現場を想定した模擬

授業ができること。 
（２）事後指導では現場実習の反省が活かせること。 

受講者へのコメント 教育実習に参加するために必要な基本的な内容を扱っています。ここで学んだ基
礎の上に教育実習生としてあるべき姿を自分なりに構築していってください。 

連絡先 塗木研究室：工学実習棟２階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業の目標達成度は、達成できたとだいたいできたが合計 85％、授業の満足度
は、満足とほぼ満足が合計 83％とほぼ予想通りの結果でした。受講生は目的意識



が高く、よく努⼒しています。教育実習本番に向けての熱意を感じます。 
英文科目名 Studies of Teaching Practices I 
関連科目 教育実習Ⅰ、教育実習Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 新学習指導要領の内容に沿って進めていきますので、教育実習で困らないように

しっかり学習してください。 
講義目的 この授業は「教育実習の事前・事後の指導」に関するものである。事前指導は「教

育実習の現場実習」に向けた心のリハーサル(あるいはプレ現場実習)の意味を込
めて行い，事後指導は現場実習を終えた後に教育実習の総まとめを行うものであ
る。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  講義の概要を説明する。 

2 回  教育実習にあたって教科指導法を中心に説明する。 
3 回  教育実習にあたって生徒指導を中心に説明する。 
4 回  特別活動について同和教育を中心に説明する。 
5 回  学習指導案の作成法を説明する。 
6 回  学習指導案の事例を解説し検討する。 
7 回  学習指導案を作成する。 
8 回  学習指導案の板書計画を作成する。 
9 回  学習指導の実際と研究協議をする。（１回目） 
10 回  学習指導の実際と研究協議をする。（２回目） 
11 回  学習指導の実際と研究協議をする。（３回目） 
12 回  学習指導の実際と研究協議をする。（４回目） 
13 回  学習指導の実際と研究協議をする。（５回目） 
14 回  教員採用試験合格体験を聴講し、成果と課題のまとめをする。 
15 回  教育実習後に体験発表会に参加し、報告書を作成する。 

準備学習 1 回  「手引き」を読み位置づけを確認しておくこと。 
2 回  自分の教科の「教科教育法」を復習し課題を持って授業に臨むこと。 
3 回  「生徒・進路指導論」を復習し課題を持って授業に臨むこと。 
4 回  「特別活動の研究」を復習し課題を持って授業に臨むこと。 
5 回  各教科担当者の指示に従うこと。 
6 回  各教科担当者の指示に従うこと。 
7 回  各教科担当者の指示に従うこと。 
8 回  各教科担当者の指示に従うこと 
9 回  各教科担当者の指示に従うこと。 
10 回  各教科担当者の指示に従うこと。 
11 回  各教科担当者の指示に従うこと。 
12 回  各教科担当者の指示に従うこと。 
13 回  各教科担当者の指示に従うこと。 
14 回  前回までの内容から得られた結果と課題を整理すること。 
15 回  教育実習終了後すぐに気づいた点を書き出して発表会に備えること。 

 



年度 2012 
授業コード FCD29B1 
成績評価 平素の演習における学習態度（50〜60％）、課題の作成・提出の取り組み（40〜

50％）を総合して評価する。この比率は受講状況により見直すことがある。筆記
試験は実施しない。 

曜日時限 火曜日 9・10 時限 
対象クラス 別科(12〜12),教職特別課程(12〜12) 
見出し FCD29B1 教育実習実践指導 
担当教員名 曽我 雅比児、皿⽥ 琢司、洲脇 史朗、塗木 利明、中島 弘徳、岡本 弥彦 
単位数 2 
教科書 教科書は使用しない。必要に応じて資料を配付または貸与する。 
アクティブラーニング  
キーワード 教員採用試験、実践的指導⼒、教育実習、面接・討論、小論文 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 教育実習実践指導 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 学習指導要領（受験予定の校種の最新版。文科省ウェブサイトからダウンロード

してもよい）。その他適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 ○公立学校の教員採用試験または私立学校教員適性検査を受験する者を主たる

履修対象者とする。 
○日常の言動や習慣を常に見直し、高い意欲をもって学習に取り組む態度が強く
望まれる。 

シラバスコード FCD29B1 
実務経験のある教員  
達成目標 ○不断の学習に基づき、教師に必要な資質能⼒がどのようなものであるかを説明

することができる。 
○上記の理解を含めて、次のことについて口頭及び筆記により明瞭に説明するこ
とができる。 
・志望動機、理想の教師像、教職及び教科の魅⼒、教師の実践的指導⼒ 
・学校や教師に期待される役割（普遍的役割と時代状況に即した役割） 
・現行の教育政策の概要とそれに対する自らの意見 
・学校現場において想定される問題状況への基本的な対応方針 

受講者へのコメント  
連絡先 曽我研究室：１４号館４階、中島研究室：１４号館３階、皿⽥研究室：１３号館

３階、教育開発支援課：２５号館６階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  



英文科目名 Empirical Guidance for Teaching Practice 
関連科目 ○１〜３年次開講Ａ群及びＣ群科目のうち教免必修科目及び単位数をすべて修

得していることが望ましい。 
○教育実習Ⅰ、Ⅱを修得していること、教育実習の研究Ⅰの仮評価がＲであるこ
とが望ましい。 
○各教科教育法Ⅲ、Ⅳ、文章表現法Ⅲ、プレゼンテーションⅢを同時に履修して
いるか、履修予定であることが望ましい。 

次回に向けての改善変更予定  
講義目的 教育実習を履修中及び修得した者を対象に、次の各要素からなる実践的指導⼒を

なお一層高めることを目的とする。 
・教師として必要な論理的思考⼒及び文章構成⼒ 
・集団におけるリーダーシップ、協調性及び調整能⼒ 
・学習理論の知識と学習指導の⼒量 
・教職に必要な知見（教育観、子ども観、教材観等） 
・「生きる⼒」の育成に求められるカウンセリング 
・マインド、生徒指導観及び学級経営観 

対象学年 1 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。受講要領と講義概要を説明する。 

2 回 学校の意義と機能について、演習を含めて説明する。 
3 回 教師の使命と職責について、演習を含めて説明する。 
4 回 小論文の作成と添削指導Ⅰをする。 
5 回 生徒理解と生徒指導について、演習を含めて説明する。 
6 回 教育課程及び学習指導の理論と方法について、演習を含めて説明する。 
7 回 小論文の作成と添削指導Ⅱをする。 
8 回 学習集団の特質と指導①について、演習を含めて説明する。 
9 回 学習集団の特質と指導②について、演習を含めて説明する。 
10 回 小論文の作成と添削指導Ⅲをする。 
11 回 家庭、地域及び学校間の連携協⼒について、演習を含めて説明する。 
12 回 現代の教育改⾰の動向について、演習を含めて説明する。 
13 回 小論文の作成と添削指導Ⅳをする。 
14 回 学校教育の課題と展望について、演習を含めて説明する。 
15 回 教員の資質能⼒を高める研究と修養について、演習を含めて説明する。 

準備学習 1 回 受験予定の都道府県市の教員採用試験の要項について概要を把握しておく
こと。 
2 回 教育学原論及び教育行政学（または学校経営）を復習して学校本来の意義と
機能について知識を再確認し、自分の言葉（口頭及び筆記）で表現できるように
しておくこと。 
3 回 教職論、教育学原論、及び教育行政学（または学校経営）を復習して教員の
資質能⼒や期待される役割等について知識を再確認し、自分の言葉（口頭及び筆
記）で表現できるようにしておくこと。 
4 回 教員採用試験で出題される小論文の出題傾向を把握しておく。原稿用紙の
基本的な使い方を修得しておくこと（括弧、句読点、言葉遣い等を含む）。 



5 回 教育心理学、生徒・進路指導論、教育相談の理論と方法を復習して生徒理解
と生徒指導のあり方について知識を再確認し、自分の言葉（口頭及び筆記）で表
現できるようにしておくこと。 
6 回 教育学原論、教育課程論、及び各教科教育法Ⅰを復習して教育課程の編成や
学習指導に関する基本原理について知識を再確認し、自分の言葉（口頭及び筆記）
で表現できるようにしておくこと。 
7 回 授業後の添削指導で指摘された弱点を確かめ、課題の克服に努めておくこ
と。 
8 回 教育課程論、各教科教育法Ⅰ、及び教育の方法と技術を復習して学習集団の
基本的対応のあり方ついて知識を再確認し、自分の言葉（口頭及び筆記）で表現
できるようにしておくこと。 
9 回 教育課程論、特別活動の理論と方法、及び道徳教育の理論と方法を復習して
生徒集団の基本的対応のあり方ついて知識を再確認し、自分の言葉（口頭及び筆
記）で表現できるようにしておくこと。 
10 回 授業後の添削指導でさらに指摘された弱点を再確認し、課題の克服に努め
ておくこと。 
11 回 教育学原論、教育行政学（または学校経営）、及び教育課程論を復習して家
庭、地域、学校の間の連携協⼒のあり方について知識を再確認し、自分の言葉（口
頭及び筆記）で表現できるようにしておくこと。 
12 回 前回までの学習内容を復習し、学校を中心とした教育改⾰の概要について
自分の言葉（口頭及び筆記）で表現できるようにしておくこと。 
13 回 授業後の添削指導までに指摘された弱点を総復習し、課題を完全に克服し
ておくこと。 
14 回 前回までの学習内容を復習して学校教育をめぐる課題等を整理し、今後必
要とされる取り組みについて自分の言葉（口頭及び筆記）で表現できるようにし
ておくこと。 
15 回 前回までの学習内容を総復習して教員としての自己の課題等を整理し、今
後必要とされる取り組みと決意について自分の言葉（口頭及び筆記）で表現でき
るようにしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD29B2 
成績評価 事前指導では課題のレポートや学習指導案（80％），事後指導では授業観察等の

レポート及び授業の受講状況（20％）を基に総合的に評価する。この評価は事前
と事後の指導を総合して評価する。筆記試験は実施しない。 

曜日時限 火曜日 9・10 時限 
対象クラス 別科(12〜12),教職特別課程(12〜12) 
見出し FCD29B2 教育実習事前・事後指導(理数) 
担当教員名 塗木 利明、中島 弘徳、延本 大作＊、安藤 豊＊、岡本 弥彦、曽我 雅比

児、皿⽥ 
単位数 2 
教科書 必要に応じて関連するプリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード プレ現場実習、教育実習 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「自分で授業をするのが役に立ったので回数を増やしてほしい。」「⼈数が多い。

先生に見てもらえなかった」「模擬授業の回数自体はしっかりあってよかったが
批評会をする時間が取れなかったのが残念だった。」の 3 件は受講生の多さが関
係しています。教員の⼈数は決まっていますので、当該教科の教育実習を経験済
みの教職特別課程生にも補助をお願いしています。今後も模擬授業の班分けの⼈
数と当てる時間を可能な限り効率的にしていきたいと思います。また、「模擬授
業で使用した実験器具が壊れているものがあった。修理するか新しく購入してほ
しい 

科目名 教育実習事前・事後指導(理数) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて関連するプリントを配布する。 
授業形態 講義 
注意備考 事前指導の終了時に，Ｒ（保留）かＥ（不認定）のいずれかの評価が付き，Ｅ判

定は教育実習が認められない。 
シラバスコード FCD29B2 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）事前指導では学習指導案や板書計画が作成でき、学校現場を想定した模擬

授業ができること。 
（２）事後指導では現場実習の反省が活かせること。 

受講者へのコメント 教育実習に参加するために必要な基本的な内容を扱っています。ここで学んだ基
礎の上に教育実習生としてあるべき姿を自分なりに構築していってください。 

連絡先 塗木研究室：工学実習棟２階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業の目標達成度は、達成できたとだいたいできたが合計 85％、授業の満足度
は、満足とほぼ満足が合計 83％とほぼ予想通りの結果でした。受講生は目的意識



が高く、よく努⼒しています。教育実習本番に向けての熱意を感じます。 
英文科目名 Guidance for Teaching Practice 
関連科目 教育実習Ⅰ、教育実習Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 新学習指導要領の内容に沿って進めていきますので、教育実習で困らないように

しっかり学習してください。。 
講義目的 この授業は「教育実習の事前・事後の指導」に関するものである。事前指導は「教

育実習の現場実習」に向けた心のリハーサル(あるいはプレ現場実習)の意味を込
めて行い，事後指導は現場実習を終えた後に教育実習の総まとめを行うものであ
る。 

対象学年 1 年 
授業内容 1 回  講義の概要を説明する。 

2 回  教育実習にあたって教科指導法を中心に説明する。 
3 回  教育実習にあたって生徒指導を中心に説明する。 
4 回  特別活動について同和教育を中心に説明する。 
5 回  学習指導案の作成法を説明する。 
6 回  学習指導案の事例を解説し検討する。 
7 回  学習指導案を作成する。 
8 回  学習指導案の板書計画を作成する。 
9 回  学習指導の実際と研究協議をする。（１回目） 
10 回  学習指導の実際と研究協議をする。（２回目） 
11 回  学習指導の実際と研究協議をする。（３回目） 
12 回  学習指導の実際と研究協議をする。（４回目） 
13 回  学習指導の実際と研究協議をする。（５回目） 
14 回  教員採用試験合格体験を聴講し、成果と課題のまとめをする。 
15 回  教育実習後に体験発表会に参加し、報告書を作成する。 

準備学習 1 回  「手引き」を読み位置づけを確認しておくこと。 
2 回  自分の教科の「教科教育法」を復習し課題を持って授業に臨むこと。 
3 回  「生徒・進路指導論」を復習し課題を持って授業に臨むこと。 
4 回  「特別活動の研究」を復習し課題を持って授業に臨むこと。 
5 回  各教科担当者の指示に従うこと。 
6 回  各教科担当者の指示に従うこと。 
7 回  各教科担当者の指示に従うこと。 
8 回  各教科担当者の指示に従うこと 
9 回  各教科担当者の指示に従うこと。 
10 回  各教科担当者の指示に従うこと。 
11 回  各教科担当者の指示に従うこと。 
12 回  各教科担当者の指示に従うこと。 
13 回  各教科担当者の指示に従うこと。 
14 回  前回までの内容から得られた結果と課題を整理すること。 
15 回  教育実習終了後すぐに気づいた点を書き出して発表会に備えること。 

 



年度 2012 
授業コード FCD3111 
成績評価 平素の学習の取り組み（提出物）（10〜15％）、課題の作成と提出（15〜35％）、

定期試験の評定点（55〜75％）を総合して評価する。なお、これらの比率は受講
状況により見直すことがある。 

曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12),教職特別

課程(〜12) 
見出し FCD3111 教育学原論 
担当教員名 皿⽥ 琢司 
単位数 2 
教科書 現代社会における⼈間と教育―理論と実践の探究／曽我 雅比児・皿⽥ 琢司

（編著）／大学教育出版 
アクティブラーニング  
キーワード 教育観、教育理念、教育史、教育思想、教育職員免許法、教職課程、公教育、社

会教育、生涯学習、博物館学芸員課程、博物館法 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  授業で扱われる基礎理論と実際の学習支援への適用との関連づけに苦心して

いる様子がうかがえます。授業と並行して、専攻分野の学業や読書を中心に、そ
の分野の学習支援を実際に経験する活動を取り入れてみましょう。 
 受講クラスによって、椅子、教材提示装置、空調設備、マイク（スピーカー）
について不調の訴えと改善の要望がありました。いずれの点についても関係部署
に伝えて改修を要請します。 
 授業の感想を書く時間を増やしてほしいとの要望がありました（１名）。教員
側でも見直しを検討しますが、受講する皆さんもめざす資格の要件に 

科目名 教育学原論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 ○取得をめざす資格の特性を理解し、高い目的意識をもって学業に取り組む態度

が求められる。 
○日ごろから新聞に目を通すこと、特に専攻分野と教育に関する記事に親しむこ
とが望ましい。 
○専攻分野の意義・魅⼒等を広い視野から伝えられるよう読書を励行しているこ
とが望ましい。 
○授業内容の理解にあたっては、普段の学業・読書等との関連を意識することが
望ましい。 
○授業内容の復習にあたっては、教育にかかわる具体的な言動への反映を意識す
ることが望ましい。 
○指導計画は受講状況により変更することがある。 
○試験は筆記形態により 



シラバスコード FCD3111 
実務経験のある教員  
達成目標 ○⼈間にとってなぜ教育が必要であるかを説明することができる。 

○教育思想や教育観を中心とした教育史の大要を整理することができる。 
○教育の目的・目標、内容、方法がどのような要素から成り立ってきたかを 
 説明することができる。 
○公教育を成り立たせてきた基本的な考え方について説明することができる。 
○望ましい教育のあり方を考えるための基本的な手がかりについて説明する 
 ことができる。 

受講者へのコメント  どのような資格も、それらに見合うだけの資質能⼒を身に付けて初めて意味の
あるものとなります。それらに照らして自らの課題を見付け、学業や読書をはじ
め自らの日常生活のさまざまな面を見直して目標に近づきましょう。 

連絡先 １３号館３階皿⽥研究室 salad＠chem.ous.ac.jp 086-256-9714 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  課題の分析に努めるとともに、教育・学習支援に必要とされる基礎理論と受講
者の学習実態を勘案し、指導方針の修正を検討します。 

英文科目名 Principles of Education 
関連科目 ○基礎理学科生は教育基礎論（Ａ群科目）を履修すること。 

○教員免許状または博物館学芸員資格の希望者を対象とする。本科目担当教員は 
 ２名であるが、教員免許状の取得を希望せず学芸員資格の取得のみを希望する 
 者は、皿⽥担当の教育学原論を受講すること。 
○教員免許状の取得を希望する１年次生は、本年度中に１年次開講Ｃ群科目をす 
 べて修得することが望ましい。 
○学芸員資格取得を希望する１年次生は、本年度中に１年次開講Ｄ群科目をすべ 
 て修得することが望ましい。 

次回に向けての改善変更予定  教育・学習支援に必要とされる基礎理論と受講者の学習実態を勘案し、指導方
針の修正を検討します。 

講義目的  教育職員免許法施行規則第６条及び博物館法施行規則第１条に基づき、学校の
教員または社会教育の指導系職員に求められる教育の基礎理論のうち教育（生涯
学習に関するものを含む。）の理念並びに教育に関する歴史及び思想を（受講者
が）修得することを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。本科目を学ぶ意義と目的について説明する。 

2 回 教育とは何か(1)。教育の意義と理念について説明する。 
3 回 教育とは何か(2) 近代教育思想を概観しながら教育観を考察する。 
4 回 社会の動向と教育目的の関連について、年表を通して考察する。 
5 回 教育の歴史と思想(1) ―⻄洋の教育目的観の変遷について説明する。 
6 回 教育の歴史と思想(2) ―日本の教育目的観の変遷について説明する。 
7 回 「教育を受ける権利」を支える(1) ―公教育の基本的な考え方について説明
する。 
8 回 「教育を受ける権利」を支える(2) ―公教育制度の基本的な成り立ちについ



て説明する。 
9 回 何を教えるか(1) ―教育内容の歴史的変遷について説明する。 
10 回 何を教えるか(2) ―教育内容の基本的な成り立ちについて説明する。 
11 回 どのようにして教育するか ―学習指導の基本的な考え方について説明す
る。 
12 回 どのようにして教育するか ―生活指導の基本的な考え方について説明す
る。 
13 回 生涯にわたって学ぶ⼒を育てる ―生涯学習の基本的な考え方について説
明する。 
14 回 教育の過程と成果を生かす ―教育評価の基本的な考え方について説明す
る。 
15 回 教育を展望する ―教育の現状の把握と分析に必要な基本的な視点を振り
返る。 

準備学習 1 回 シラバスと教科書に目を通し、学習の過程を把握して見通しをもっておく
こと。 
2 回 教科書の該当箇所（巻末資料を含む）と配付資料に目を通し、課題に取り組
むとともに学業・読書など普段の生活との関連を考えてノートに整理しておくこ
と。 
3 回 教科書の該当箇所（巻末資料を含む）と配付資料に目を通し、復習と課題に
取り組むとともに得られた知見をどのように活用すべきかを考えてノートに整
理しておくこと。 
4 回 教科書の該当箇所（巻末資料を含む）と配付資料に目を通し、復習と課題に
取り組むとともに得られた知見をどのように活用すべきかを考えてノートに整
理しておくこと。 
5 回 教科書の該当箇所（巻末資料を含む）と配付資料に目を通し、復習と課題に
取り組むとともに得られた知見をどのように活用すべきかを考えてノートに整
理しておくこと。 
6 回 教科書の該当箇所（巻末資料を含む）と配付資料に目を通し、復習と課題に
取り組むとともに得られた知見をどのように活用すべきかを考えてノートに整
理しておくこと。 
7 回 教科書の該当箇所（巻末資料を含む）と配付資料に目を通し、復習と課題に
取り組むとともに得られた知見をどのように活用すべきかを考えてノートに整
理しておくこと。 
8 回 教科書の該当箇所（巻末資料を含む）と配付資料に目を通し、復習と課題に
取り組むとともに得られた知見をどのように活用すべきかを考えてノートに整
理しておくこと。 
9 回 教科書の該当箇所（巻末資料を含む）と配付資料に目を通し、復習と課題に
取り組むとともに得られた知見をどのように活用すべきかを考えてノートに整
理しておくこと。 
10 回 教科書の該当箇所（巻末資料を含む）と配付資料に目を通し、復習と課題
に取り組むとともに得られた知見をどのように活用すべきかを考えてノートに
整理しておくこと。 



11 回 教科書の該当箇所（巻末資料を含む）と配付資料に目を通し、復習と課題
に取り組むとともに得られた知見をどのように活用すべきかを考えてノートに
整理しておくこと。 
12 回 教科書の該当箇所（巻末資料を含む）と配付資料に目を通し、復習と課題
に取り組むとともに得られた知見をどのように活用すべきかを考えてノートに
整理しておくこと。 
13 回 教科書の該当箇所（巻末資料を含む）と配付資料に目を通し、復習と課題
に取り組むとともに得られた知見をどのように活用すべきかを考えてノートに
整理しておくこと。 
14 回 教科書の該当箇所（巻末資料を含む）と配付資料に目を通し、復習と課題
に取り組むとともに得られた知見をどのように活用すべきかを考えてノートに
整理しておくこと。 
15 回 教科書の該当箇所（巻末資料を含む）と配付資料に目を通し、復習と課題
に取り組むとともに得られた知見をどのように活用すべきかを考えてノートに
整理しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD3112 
成績評価 平素の学習の取り組み（提出物）（10〜15％）、課題の作成と提出（15〜35％）、

定期試験の評定点（55〜75％）を総合して評価する。なお、これらの比率は受講
状況により見直すことがある。 

曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12),教職特別

課程(〜12) 
見出し FCD3112 教育学原論 
担当教員名 皿⽥ 琢司 
単位数 2 
教科書 現代社会における⼈間と教育―理論と実践の探究／曽我 雅比児・皿⽥ 琢司

（編著）／大学教育出版 
アクティブラーニング  
キーワード 教育観、教育理念、教育史、教育思想、教育職員免許法、教職課程、公教育、社

会教育、生涯学習、博物館学芸員課程、博物館法 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 授業で扱われる基礎理論と実際の学習支援への適用との関連づけに苦心してい

る様子がうかがえます。授業と並行して、各自の専攻分野の学業や読書を中心に、
その分野の学習支援を実際に経験する活動を取り入れてみましょう。 
 授業の感想を書く時間を見直してほしいとの要望がありました。教員側でも見
直しを検討します。受講する皆さんもめざす資格の要件に見合うよう事前学習を
充実することによって「理解するのが精一杯」という水準を脱するとともに、主
題について実践的思考を深めながら授業に臨むよう努めましょう。 

科目名 教育学原論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 ○取得をめざす資格の特性を理解し、高い目的意識をもって学業に取り組む態度

が求められる。 
○日ごろから新聞に目を通すこと、特に専攻分野と教育に関する記事に親しむこ
とが望ましい。 
○専攻分野の意義・魅⼒等を広い視野から伝えられるよう読書を励行しているこ
とが望ましい。 
○授業内容の理解にあたっては、普段の学業・読書等との関連を意識することが
望ましい。 
○授業内容の復習にあたっては、教育にかかわる具体的な言動への反映を意識す
ることが望ましい。 
○指導計画は受講状況により変更することがある。 
○試験は筆記形態により 

シラバスコード FCD3112 



実務経験のある教員  
達成目標 ○⼈間にとってなぜ教育が必要であるかを説明することができる。 

○教育思想や教育観を中心とした教育史の大要を整理することができる。 
○教育の目的・目標、内容、方法がどのような要素から成り立ってきたかを 
 説明することができる。 
○公教育を成り立たせてきた基本的な考え方について説明することができる。 
○望ましい教育のあり方を考えるための基本的な手がかりについて説明する 
 ことができる。 

受講者へのコメント どのような資格も、それらに見合うだけの資質能⼒を身に付けて初めて意味のあ
るものとなります。それらに照らして自らの課題を見付け、学業や読書をはじめ
自らの日常生活のさまざまな面を見直して目標に近づきましょう。 

連絡先 １３号館３階皿⽥研究室 salad＠chem.ous.ac.jp 086-256-9714 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 課題の分析に努めるとともに、教育・学習支援に必要とされる基礎理論と受講者
の学習実態を勘案し、指導方針の修正を検討します。 

英文科目名 Principles of Education 
関連科目 ○基礎理学科生は教育基礎論（Ａ群科目）を履修すること。 

○教員免許状または博物館学芸員資格の希望者を対象とする。本科目担当教員は 
 ２名であるが、教員免許状の取得を希望せず学芸員資格の取得のみを希望する 
 者は、皿⽥担当の教育学原論を受講すること。 
○教員免許状の取得を希望する１年次生は、本年度中に１年次開講Ｃ群科目をす 
 べて修得することが望ましい。 
○学芸員資格取得を希望する１年次生は、本年度中に１年次開講Ｄ群科目をすべ 
 て修得することが望ましい。 

次回に向けての改善変更予定 教育・学習支援に必要とされる基礎理論と受講者の学習実態を勘案し、指導方針
の修正を検討します。 

講義目的  教育職員免許法施行規則第６条及び博物館法施行規則第１条に基づき、学校の
教員または社会教育の指導系職員に求められる教育の基礎理論のうち教育（生涯
学習に関するものを含む。）の理念並びに教育に関する歴史及び思想を（受講者
が）修得することを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。本科目を学ぶ意義と目的について説明する。 

2 回 教育とは何か(1)。教育の意義と理念について説明する。 
3 回 教育とは何か(2) 近代教育思想を概観しながら教育観を考察する。 
4 回 社会の動向と教育目的の関連について、年表を通して考察する。 
5 回 教育の歴史と思想(1) ―⻄洋の教育目的観の変遷について説明する。 
6 回 教育の歴史と思想(2) ―日本の教育目的観の変遷について説明する。 
7 回 「教育を受ける権利」を支える(1) ―公教育の基本的な考え方について説明
する。 
8 回 「教育を受ける権利」を支える(2) ―公教育制度の基本的な成り立ちについ
て説明する。 



9 回 何を教えるか(1) ―教育内容の歴史的変遷について説明する。 
10 回 何を教えるか(2) ―教育内容の基本的な成り立ちについて説明する。 
11 回 どのようにして教育するか ―学習指導の基本的な考え方について説明す
る。 
12 回 どのようにして教育するか ―生活指導の基本的な考え方について説明す
る。 
13 回 生涯にわたって学ぶ⼒を育てる ―生涯学習の基本的な考え方について説
明する。 
14 回 教育の過程と成果を生かす ―教育評価の基本的な考え方について説明す
る。 
15 回 教育を展望する ―教育の現状の把握と分析に必要な基本的な視点を振り
返る。 

準備学習 1 回 シラバスと教科書に目を通し、学習の過程を把握して見通しをもっておく
こと。 
2 回 教科書の該当箇所（巻末資料を含む）と配付資料に目を通し、課題に取り組
むとともに学業・読書など普段の生活との関連を考えてノートに整理しておくこ
と。 
3 回 教科書の該当箇所（巻末資料を含む）と配付資料に目を通し、復習と課題に
取り組むとともに得られた知見をどのように活用すべきかを考えてノートに整
理しておくこと。 
4 回 教科書の該当箇所（巻末資料を含む）と配付資料に目を通し、復習と課題に
取り組むとともに得られた知見をどのように活用すべきかを考えてノートに整
理しておくこと。 
5 回 教科書の該当箇所（巻末資料を含む）と配付資料に目を通し、復習と課題に
取り組むとともに得られた知見をどのように活用すべきかを考えてノートに整
理しておくこと。 
6 回 教科書の該当箇所（巻末資料を含む）と配付資料に目を通し、復習と課題に
取り組むとともに得られた知見をどのように活用すべきかを考えてノートに整
理しておくこと。 
7 回 教科書の該当箇所（巻末資料を含む）と配付資料に目を通し、復習と課題に
取り組むとともに得られた知見をどのように活用すべきかを考えてノートに整
理しておくこと。 
8 回 教科書の該当箇所（巻末資料を含む）と配付資料に目を通し、復習と課題に
取り組むとともに得られた知見をどのように活用すべきかを考えてノートに整
理しておくこと。 
9 回 教科書の該当箇所（巻末資料を含む）と配付資料に目を通し、復習と課題に
取り組むとともに得られた知見をどのように活用すべきかを考えてノートに整
理しておくこと。 
10 回 教科書の該当箇所（巻末資料を含む）と配付資料に目を通し、復習と課題
に取り組むとともに得られた知見をどのように活用すべきかを考えてノートに
整理しておくこと。 
11 回 教科書の該当箇所（巻末資料を含む）と配付資料に目を通し、復習と課題



に取り組むとともに得られた知見をどのように活用すべきかを考えてノートに
整理しておくこと。 
12 回 教科書の該当箇所（巻末資料を含む）と配付資料に目を通し、復習と課題
に取り組むとともに得られた知見をどのように活用すべきかを考えてノートに
整理しておくこと。 
13 回 教科書の該当箇所（巻末資料を含む）と配付資料に目を通し、復習と課題
に取り組むとともに得られた知見をどのように活用すべきかを考えてノートに
整理しておくこと。 
14 回 教科書の該当箇所（巻末資料を含む）と配付資料に目を通し、復習と課題
に取り組むとともに得られた知見をどのように活用すべきかを考えてノートに
整理しておくこと。 
15 回 教科書の該当箇所（巻末資料を含む）と配付資料に目を通し、復習と課題
に取り組むとともに得られた知見をどのように活用すべきかを考えてノートに
整理しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD3121 
成績評価 提出課題 40％，定期試験 60％により成績を評価する。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 化学科(〜11),応用物理学科(〜11),基礎理学科(〜11),生物化学科(〜11),臨床生

命科学科(〜11),動物学科(〜11),バイオ・応用化学科(〜11),生物地球システム学
科(〜11),生物地球学科(〜11) 

見出し FCD3121 理科教育法Ⅰ 
担当教員名 岡本 弥彦 
単位数 2 
教科書 中学校学習指導要領解説理科編／文部科学省／大日本図書：高等学校学習指導要

領解説理科編理数編／文部科学省／実教出版 
アクティブラーニング  
キーワード 理科教育，学習指導要領，指導方法，授業計画 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  以下のとおり，肯定的で前向きな意見が多かったが，「楽しい」だけでなく，

「分かる」授業の構築を目指したい。また，教材の提示方法については改善を図
りたい。 
「熱意のある講義で，受けてる側としてとても楽しかったです。」 
「教育実習へ行った⼈がどのような授業をしていたのかの写真などが面白かっ
た。」 
「教育の色々な方法を学んで，考えることは非常に楽しかった。」 
「理科教育法はかたくるしい講義かと考えていたが，楽しかったです。」 
「資料があまりない為，スライドの書かれている事を書いていたらすぐスライド
が変わるため 

科目名 理科教育法Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 理科授業⼒向上講座／堀 哲夫・市川秀貴編著／東洋館出版 
授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験期間中に行い，試験形態は筆記試験（持ち込み不可）とする。 
シラバスコード FCD3121 
実務経験のある教員  
達成目標 ①理科教育の現状と課題について理解を深める。 

②科学の基本的な見方や概念，理科教育に必要な理念や方法等について理解す
る。 
③中・高等学校の理科教員として必要な知識や技能等を習得する。 
④習得した知識や技能等を理科の学習指導に活用できる能⼒を身に付ける。 

受講者へのコメント  指示した課題に対して十分に取り組むだけでなく，各自で課題を見いだして自
主的・探究的な学習を進めていただきたい。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への  



対応 
各項目評価に対する所見 【A】授業への取組 

 授業時間外に 30 分以下しか学習していない学生が 80％もおり，指示された課
題以外の学習にも自主的に取り組んだ学生が４％しかいないため，学生の学習意
欲や自主性を高める工夫が必要である。 
【B】授業による成⻑ 
 約８割の学生が，この分野への理解が深まったと回答しており，概ね良好な結
果となっている。 
【C】総合評価 
 教員の意欲，授業満足度での肯定的な回答の割合は８割以上であり，良好な結
果となっている。目標達成度での肯定的な回答が約６割であり，半分程度の理解
度の学生が約３割いるため，指導方法 

英文科目名 Teaching Method of Science I 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  授業時間外での学習時間を確保する点から，適度な課題の指示などを図ってい

きたい。 
 また，学生の理解度等に応じた指導方法の工夫にも努めたい。 

講義目的 理科教育の現状と課題や，中・高等学校の学習指導要領の変遷と内容を理解した
うえで，理科教育の効果的な指導方法について考察する。また，理科の学習評価
や学習指導案の作成について，実例に基づいて理解するとともに，観察・実験の
安全な指導法，理科教育と他の教育活動との関連等について理解を深める。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 国際的な学⼒調査（生徒の学習到達度調査 PISA，国際数学・理科教育動向

調査 TIMSS）や教育課程実施状況調査などの結果を踏まえながら，理科教育の
現状と課題を説明する。 
2 回 中央教育審議会答申（平成 20 年 1 月 17 日）における「理数教育の充実」
に関する提言に基づき，学習指導要領における理科の改善の基本方針などを解説
する。 
3 回 学習指導要領における理科の目標（中・高等学校の理科の目標や各分野・各
科目の目標）の趣旨や解釈などについて解説するとともに，各分野・各科目の内
容や内容の取り扱いを概説する。 
4 回 科学の基本的な見方や概念である「エネルギー」「粒子」「生命」「地球」に
ついて解説するとともに，それらに基づいて，小・中・高等学校を通じた理科の
学習内容の系統性について解説する。 
5 回 科学的な思考⼒・表現⼒の育成の重要性を解説し，その具体的な手立てとし
て，科学的リテラシー（科学的な疑問を認識することなど）を育成する指導方法
について説明する。 
6 回 理科教育における観察・実験の意義を解説するとともに，基本的な観察・実
験技能や，指導計画における観察・実験の位置付けなどについて説明する。 
7 回 環境教育や防災教育の視点に立った指導など，理科における実生活・実社会
との関連を重視した学習内容を紹介しながら，理科を学ぶことの意義や有用性，
理科における「豊かな心」の育成の重要性を解説する。 



8 回 理科の目標と評価の観点との関係を解説したうえで，観点別学習状況の評
価の各観点に関する考え方を説明するとともに，学習指導における評価規準の設
定について例を挙げながら説明する。 
9 回 学習指導案の意義を解説したうえで，学習指導案の様式，内容，作成上の留
意事項などについて説明するとともに，授業実践での基本的な留意事項を説明す
る。 
10 回 物理的領域及び化学的領域（中学校理科の第１分野，高等学校理科の物理・
化学に関する科目）について，学習指導要領の改訂を踏まえながら，内容や内容
の取り扱いなどを解説するとともに，具体的な学習指導案を例示する。 
11 回 物理的領域及び化学的領域（中学校理科の第１分野，高等学校理科の物理・
化学に関する科目）について，学生よる模擬授業を実施し，授業の工夫・改善の
ボイントについて考察する。 
12 回 生物的領域及び地学的領域（中学校理科の第２分野，高等学校理科の生物・
地学に関する科目）について，学習指導要領の改訂を詰まえながら，内容や内容
の取り扱いなどを解説するとともに，具体的な学習指導案を例示する。 
13 回 生物的領域及び地学的領域（中学校理科の第２分野，高等学校理科の生物・
地学に関する科目）について，学生よる模擬授業を実施し，授業の工夫・改善の
ボイントについて考察する。 
14 回 各領域の観察・実験及び野外観察における事故防止や，薬品類の管理体制・
管理方法・廃液処理などについて解説する。 
15 回 理科教育の課題を踏まえながら，これからの理科教育の方向性について説
明するとともに，それを実現するための新しい指導方法の例を紹介する。 

準備学習 1 回 【復習】理科教育の現状と課題について，その概要を説明できるようにして
おくこと。 
【予習】中学校学習指導要領解説理科編の p.1-6，高等学校学習指導要領解説理
科編理数編の p.1-6 を読んでおくこと。 
2 回 【復習】学習指導要領における理科の改善の基本方針を説明できるようにし
ておくこと。 
【予習】中学校学習指導要領における理科の目標及び各分野の目標，高等学校学
習指導要領における理科の目標及び各科目の目標を読んでおくこと。 
3 回 【復習】理科の目標の趣旨を説明できるようにしておくこと。 
【予習】高等学校学習指導要領解説理科編理数編の p.8-11 を読み，理科の内容
構成の概要を理解しておくこと。 
4 回 【復習】各科学概念の特徴を説明できるようにしておくこと。 
【予習】インターネット（文部科学省のホームページ等）により，生徒の学習到
達度調査 PISA における「科学的リテラシー」について調べ，その概要を把握し
ておくこと。 
5 回 【復習】科学的リテラシーの定義や内容を説明できるようにしておくこと。 
【予習】中・高等学校で実際に各自が体験した観察・実験を例として，理科の授
業において観察・実験はどのような意義をもっているのかについて考えておくこ
と。 
6 回 【復習】観察・実験の意義を説明できるようにしておくこと。また，基本的



な観察・実験技能を理解しておくこと。 
【予習】生徒から「理科をなぜ学ばなければならないのか。」と尋ねられたとき，
どのように答えるかを考えておくこと。 
7 回 【復習】理科を学ぶことの意義や有用性を説明できるようにしておくこと。 
【予習】第３回の授業内容を再確認し，理科の目標について説明できるようにし
ておくこと。 
8 回 【復習】評価の観点の種類や内容を説明できるようにしておくこと。 
【予習】中学校学習指導要領解説理科編の p.97-98 を読み，指導計画の作成に当
たっての配慮事項を理解しておくこと。 
9 回 【復習】学習指導案の作成の仕方を理解しておくこと。 
【予習】物理的領域又は化学的領域の学習内容を各自取り上げ，学習指導案（本
時案）を作成しておくこと。 
10 回 【復習】物理的領域及び化学的領域の内容の特徴を説明できるようにして
おくこと。 
【予習】各自が作成した学習指導案を工夫・改善し，模擬授業ができるようにし
ておくこと。 
11 回 【復習】模擬授業の評価を基に，各自が作成した学習指導案を更に工夫・
改善し，提出できるようにしておくこと。 
【予習】生物的領域又は地学的領域の学習内容を各自取り上げ，学習指導案（本
時案）を作成しておくこと。 
12 回 【復習】生物的領域及び地学的領域の内容の特徴を説明できるようにして
おくこと。 
【予習】各自が作成した学習指導案を工夫・改善し，模擬授業ができるようにし
ておくこと。 
13 回 【復習】模擬授業の評価を基に，各自が作成した学習指導案を更に工夫・
改善し，提出できるようにしておくこと。 
【予習】観察・実験及び野外観察において起こりやすい事故を，できるだけ多く
考えておくこと。 
14 回 【復習】事故防止や薬品類の管理体制・管理方法・廃液処理を説明できる
ようにしておくこと。 
【予習】本授業全体を振り返り，理科教育の課題を再確認しておくこと。 
15 回 【復習】理科教育に関して，各自の指導観を論じることができるようにし
ておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD3122 
成績評価 課題提出等普段の受講態度の評価点(20%)と試験の得点(80%)をあわせて評価す

る。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 理学部(〜11),工学部(〜11),総合情報学部(〜11),生物地球学部(〜11) 
見出し FCD3122 教育行政学 
担当教員名 曽我 雅比児 
単位数 2 
教科書 曽我雅比児『公教育と教育行政』大学教育出版 
アクティブラーニング  
キーワード 公教育、教育基本法、文部科学省、教育委員会、学校運営 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 厳しい指摘もありますが、反省材料にさせていただいています。 
科目名 教育行政学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じ適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FCD3122 
実務経験のある教員  
達成目標 ・近代公教育制度の成立との関連で教育行政の概念を理解する。 

・欧米主要国家における近代公教育制度の成立に関する歴史的流れと主要⼈物に
ついて把握する。 
・明治から今日に至る我が国の公教育の歴史的流れと教育行政の役割を理解す
る。 
・憲法や教育基本法の教育条項を理解する。 
・文部科学省や教育委員会の組織と機能を把握する。 
・学校の管理運営や教員の服務・研修についての基本的な事柄を把握する。 

受講者へのコメント 私自身良い学生ではありませんでしたので、教師目線で偉そうなことは言いたく
ありません。 
自分の好きなことを見つけるためにいろいろと体験してください。 

連絡先 14 号館４階 曽我研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 おおむね妥当な評価と思います。大変参考になります。 
英文科目名 Educational Administration 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 ご指摘の点を踏まえて努⼒・工夫します。 
講義目的 教育行政についての基礎・基本的認識の獲得を目標にすえる。講義のプロセスは、



近代公教育制度の成立と発展という観点から、教育行政の意義、性格、機能、課
題等を考察することになる。時間が許せば、学校組織および運営論についても論
じたい。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 教育行政とは何かを説明する。 

2 回 ２つの公教育思想を紹介する。 
3 回 ⻄欧諸国における義務教育制度の成立を概説する。 
4 回 日本教育行政小史１―戦前の教育行政を概説する。 
5 回 日本教育行政小史２―戦後改⾰と教育行政を概説する。 
6 回 教育行政と教育法を概説する。 
7 回 日本国憲法と教育基本法を概説する。 
8 回 これまでのまとめと中間テストをする。 
9 回 現代教育行政の基本原理を概説する。 
10 回 中央教育行政の組織と機能を概説する。 
11 回 地方教育行政の組織と機能を概説する。 
12 回 学校の管理と運営を概説する。 
13 回 教育課程の行政を概説する。 
14 回 教職員の種類と免許を概説する。 
15 回 教員の任免、研修、服務を概説する。 

準備学習 1 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
2 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
3 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
4 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
5 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
6 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
7 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
8 回 試験の準備をすること。 
9 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
10 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
11 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
12 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
13 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
14 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
15 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD31E2 
成績評価 定期テスト  50％ （道徳に対する自分の考えをもつことができると同時に道

徳教育の意義を理解できたか） 
レポート   20％ （講義内容に関する感想と問題意識の有無） 
実習点    30％ （実習の表現⼒、発表⼒、意欲、態度） 

曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 理学部(〜10),工学部(〜10),総合情報学部(〜10) 
見出し FCD31E2 道徳教育の研究 
担当教員名 野島 淑子＊ 
単位数 2 
教科書 中学校学習指導要領解説 道徳編 平成 20 年 9 月 （文部科学省） 
アクティブラーニング  
キーワード ⼈間としての生き方  

生きる基盤としての道徳性 
道徳的価値の自覚 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答 今年の冬は、特に寒く、大きな部屋で少⼈数は寒さが余計感じられましたが、あ

れくらいは我慢の範囲です。 ⼈数に合わせた教室を今後お願いしようと思いま
す。 

科目名 道徳教育の研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 道徳教育論           中村 清  東洋観出版社 

構造化方式の道徳授業      金井 肇  明治図書 
「心のノート」を生かす道徳授業 金井 肇/全国道徳授業実践研究会  明治
図書 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FCD31E2 
実務経験のある教員  
達成目標 ・道徳教育の意義を理解し、道徳の重要性を理解できるようにすること。 

・道徳授業における指導方法や工夫を身につけることによって授業実践が出来る
ようにする。  
・自分自身の生き方を謙虚に見つめる機会とすること。 

受講者へのコメント 次世代の子どもたちのよりよく生きたいという願い沿い、支援できるように労を
を厭わず責任と信念をもって取り組んでくれますよう願っています。様々な事に
関心を向け、事実をしっかり受け止めて、自己の価値観を磨き高める努⼒をして
ください。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 



各項目評価に対する所見 受講者が少なかったので、やや張り合いがなかった気はしますが、宿題など課題
について頑張った⼈が多かったのは、大変うれしいことでした。時間外の学習が
少ない⼈が多いのは、やや残念です。また、寒い季節で、1 時間目の出席は厳し
いとは思いますが、欠席回数の多い⼈がいたのも残念なことです。道徳教育への
理解や興味関心が深またという回答は頼もしいことです。 

英文科目名 Studies of Moral Education 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 興味を持って受講でき、目的が達成できるようにるように、授業改善は常に努⼒

したいと思います。 
講義目的  道徳は、⼈の生涯にわたる生き方の問題に深く関わってくる。昨今、社会のモ

ラル低下が問題になり、その影響を強く受ける子どもたちの「心の教育」が重要
課題となっている。特に生育期における道徳教育の意義は大きい。学校教育の現
状と課題を概観し、道徳教育の基本的立場と「道徳の時間」について考える。よ
りよく生きていくための基盤となる道徳性を育てるにはどうすればよいか。道徳
的価値についての理解を深め、単なる徳目主義に陥いることなく、価値の自覚を
図るための指導のあり方を検討していく。実際に授業をつくっていく作業を通し
て、ね 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

学校における道徳教育の実際を紹介し、子どもたちの実態を説明する。 
講義内容の概略を説明する。 
2 回 我が国の伝統的道徳と戦前の道徳教育の歴史について解説する。 
3 回 我が国の戦後の道徳教育の歴史について解説する。今後の道徳教育の課題
について考えていけるようにする。 
4 回 ⼈間の成⻑過程における道徳性の発達や道徳論について解説する。 
5 回 現在の学校における道徳教育の現状とその意義について説明する。 
6 回 学校における道徳教育の指導計画について解説する。 
7 回 「道徳の時間」のねらいと目標について解説する。 
8 回 道徳の内容項目と指導の観点について解説する。 
（①主として自分自身に関すること、②主として他の⼈とのかかわりに関するこ
と） 
9 回 道徳の内容項目と指導の観点について解説する。 
（③主として自然や崇高なものとのかかわりに関すること、④主として集団や社
会とのかかわりに関すること） 
10 回 「道徳の時間」の授業のつくり方について解説し実習指導をする。 
（基本的な考え方と指導案のつくりかたについて説明する） 
11 回 「道徳の時間」の授業のつくり方について解説し、実習指導をする。 
     （資料との選択と教材について説明する） 
12 回 「道徳の時間」の授業のつくり方について説明し、実習指導をする。 
（発問の工夫、指導案作成の実習をする） 
13 回 「道徳の時間」の模擬授業の実践をする。 
 （グループで作成した指導案を基に、実際の教室に見立てて道徳授業をする。） 



14 回 「道徳の時間」の模擬授業の実践をする。 
（グループで作成した指導案を基に、実際の教室に見立てて道徳授業をする。） 
15 回 まとめをする。 
（道徳の評価のあり方や学級経営、学校と家庭・地域社会との連携など学校にお
ける道徳教育に対する課題について自分の考えをまとめる。） 

準備学習 1 回 自分自身を振り返り、自分の道徳性について考えてみること。 
2 回 明治や戦前までの興味のある歴史上の⼈物について簡単に調べておくこと。 
3 回 戦後の近隣諸国に対する自分の考えをまとめてみること。 
4 回 自分の⼈格形成に最も影響を与えている⼈たちについて考えておくこと。 
5 回 解説書 第 1 章 第 1 節「道徳教育改訂の要点」  第 2 節「道徳教育の
基本的な在り方」を読んでおくこと。 
6 回 解説書 第 4 章 「道徳の指導計画」 第 6 章 「教育活動全体を通して
行う指導」を読んでおくこと。 
7 回 解説書 第 5 章 「道徳の時間の指導」を読んでおくこと。 
8 回 解説書 第 3 章「道徳の内容」を読んでおくこと。 
9 回 解説書 第 3 章「道徳の内容」を読んでおくこと。 
10 回 解説書 第 5 章 第 2 節「学習指導案の内容とその作成」を読んでおくこ
と。 
11 回 解説書 第 5 章 第 2 節「学習指導案の内容とその作成」を読んでおくこ
と。 
12 回 解説書 第 5 章 第３節「学習指導の多様な展開」を読んでおくこと。 
13 回 参考書などで道徳授業記録を参照しておくこと。 
14 回 参考書などで道徳授業記録を参照しておくこと。 
15 回 解説書 第 7 節「家庭や地域社会との連携」 第 8 章「生徒理解に基づく
道徳教育の評価」を読んでおくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD31J1 
成績評価 定期テスト  50％ （道徳に対する自分の考えをもつことができると同時に道

徳教育の意義を理解できたか） 
レポート   20％ （講義内容に関する感想と問題意識の有無） 
実習点    30％ （実習の表現⼒、発表⼒、意欲、態度） 

曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 理学部(〜10),工学部(〜10),総合情報学部(〜10),生物地球学部(〜10) 
見出し FCD31J1 道徳教育の研究 
担当教員名 野島 淑子＊ 
単位数 2 
教科書 中学校学習指導要領解説 道徳編 平成 20 年 9 月 （文部科学省） 
アクティブラーニング  
キーワード ⼈間としての生き方  

生きる基盤としての道徳性 
道徳的価値の自覚 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 道徳教育の研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 道徳教育論           中村 清  東洋観出版社 

構造化方式の道徳授業      金井 肇  明治図書 
「心のノート」を生かす道徳授業 金井 肇/全国道徳授業実践研究会  明治
図書 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FCD31J1 
実務経験のある教員  
達成目標 ・道徳教育の意義を理解し、道徳の重要性を理解できるようにすること。 

・道徳授業における指導方法や工夫を身につけることによって授業実践が出来る
ようにする。  
・自分自身の生き方を謙虚に見つめる機会とすること。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Studies of Moral Education 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  



講義目的  道徳は、⼈の生涯にわたる生き方の問題に深く関わってくる。昨今、社会のモ
ラル低下が問題になり、その影響を強く受ける子どもたちの「心の教育」が重要
課題となっている。特に生育期における道徳教育の意義は大きい。学校教育の現
状と課題を概観し、道徳教育の基本的立場と「道徳の時間」について考える。よ
りよく生きていくための基盤となる道徳性を育てるにはどうすればよいか。道徳
的価値についての理解を深め、単なる徳目主義に陥いることなく、価値の自覚を
図るための指導のあり方を検討していく。実際に授業をつくっていく作業を通し
て、ね 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

学校における道徳教育の実際を紹介し、子どもたちの実態を説明する。 
講義内容の概略を説明する。 
2 回 我が国の伝統的道徳と戦前の道徳教育の歴史について解説する。 
3 回 我が国の戦後の道徳教育の歴史について解説する。今後の道徳教育の課題
について考えていけるようにする。 
4 回 ⼈間の成⻑過程における道徳性の発達や道徳論について解説する。 
5 回 現在の学校における道徳教育の現状とその意義について説明する。 
6 回 学校における道徳教育の指導計画について解説する。 
7 回 「道徳の時間」のねらいと目標について解説する。 
8 回 道徳の内容項目と指導の観点について解説する。 
（①主として自分自身に関すること、②主として他の⼈とのかかわりに関するこ
と） 
9 回 道徳の内容項目と指導の観点について解説する。 
（③主として自然や崇高なものとのかかわりに関すること、④主として集団や社
会とのかかわりに関すること） 
10 回 「道徳の時間」の授業のつくり方について解説し実習指導をする。 
（基本的な考え方と指導案のつくりかたについて説明する） 
11 回 「道徳の時間」の授業のつくり方について解説し、実習指導をする。 
（資料との選択と教材について説明する） 
12 回 「道徳の時間」の授業のつくり方について説明し、実習指導をする。 
（発問の工夫、指導案作成の実習をする） 
13 回 「道徳の時間」の模擬授業の実践をする。 
（グループで作成した指導案を基に、実際の教室に見立てて道徳授業をする。） 
14 回 「道徳の時間」の模擬授業の実践をする。 
（グループで作成した指導案を基に、実際の教室に見立てて道徳授業をする。） 
15 回 まとめをする。 
（道徳の評価のあり方や学級経営、学校と家庭・地域社会との連携など学校にお
ける道徳教育に対する課題について自分の考えをまとめる。） 

準備学習 1 回 自分自身を振り返り、自分の道徳性について考えてみること。 
2 回 明治や戦前までの興味のある歴史上の⼈物について簡単に調べておくこと。 
3 回 戦後の近隣諸国に対する自分の考えをまとめてみること。 
4 回 自分の⼈格形成に最も影響を与えている⼈たちについて考えておくこと。 



5 回 解説書 第 1 章 第 1 節「道徳教育改訂の要点」  第 2 節「道徳教育の
基本的な在り方」を読んでおくこと。 
6 回 解説書 第 4 章 「道徳の指導計画」 第 6 章 「教育活動全体を通して
行う指導」を読んでおくこと。 
7 回 解説書 第 5 章 「道徳の時間の指導」を読んでおくこと。 
8 回 解説書 第 3 章「道徳の内容」を読んでおくこと。 
9 回 解説書 第 3 章「道徳の内容」を読んでおくこと。 
10 回 解説書 第 5 章 第 2 節「学習指導案の内容とその作成」を読んでおくこ
と。 
11 回 解説書 第 5 章 第 2 節「学習指導案の内容とその作成」を読んでおくこ
と。 
12 回 解説書 第 5 章 第３節「学習指導の多様な展開」を読んでおくこと。 
13 回 参考書などで道徳授業記録を参照しておくこと。 
14 回 参考書などで道徳授業記録を参照しておくこと。 
15 回 解説書 第 7 節「家庭や地域社会との連携」 第 8 章「生徒理解に基づく
道徳教育の評価」を読んでおくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD3311 
成績評価 定期試験により評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FCD3311 自然史Ⅰ 
担当教員名 高橋 亮雄 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 地史、生物地理、生物、層序 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 大変わかりやすかったというコメントをいただき、今後の励みとなった。 
科目名 自然史Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 太⽥陽子ほか（2001）日本の地形 1 総説．東京大学出版会． 

平 朝彦（1990）日本列島の誕生．岩波書店． 
増⽥隆一・阿部 永（2005）動物地理の自然史．北海道大学出版会． 
琉球大学 21 世紀 COE プログラム編集委員会（2006）美ら海の自然史．東海大
学出版会．など 

授業形態 講義 
注意備考 講義計画は変更されることがある． 
シラバスコード FCD3311 
実務経験のある教員  
達成目標 ・自然史系博物館（とくに岡山県および近隣県の博物館）で展示されている地学

系の展示を適切に理解できるようになること。 
受講者へのコメント 自然の楽しみ方を一緒に学びましょう。 
連絡先 研究室（13 号館 1 階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 各項目についておおむね良好なアンケート結果をいただいた。今後さらに充実し
た講義となるよう努⼒したい。 

英文科目名 Natural History I 
関連科目 自然史 II、博物館学 I、II、III、博物館実習 
次回に向けての改善変更予定 実物資料等の利用をさらに効果的に行えるよう努⼒したい。 
講義目的 自然史系博物館で多く取り上げられている地史について、地質、層序、生物化石

を中心に概説し、博物館展示に込められたメッセージの理解をめざす。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：本講義の概要と目標を説明する。 

2 回 地層から読み解くことのできる過去の情報について解説する。 



3 回 地形図および地質図の読み方と地質年代について解説する。 
4 回 日本の地質構造とプレートテクトニクスについて概説する。 
5 回 古生代の日本の地形と生物相について概説する。 
6 回 中生代の日本の地形と環境について概説する。 
7 回 日本の中生界から知られる脊椎動物化石について解説する。 
8 回 新第三紀中新世の日本の環境および陸生生物相について解説する。 
9 回 日本海がどのようにして成立したかについて解説する。 
10 回 岡山県に分布する新第三系と代表的な動物化石について解説する。 
11 回 更新世に成立した大陸との陸橋と動物の分散・分化について解説する。 
12 回 第四紀の日本列島の動物相とその形成史について概説する。 
13 回 第四紀の琉球列島の動物相とその形成史について講義を行う。 
14 回 完新世〜最終氷期最盛期における日本の地形と環境について講義を行う。 
15 回 これまでの講義のまとめを行う。 

準備学習 1 回 本シラバスを読んで、学習の過程を理解しておくこと。 
2 回 高校までの教科書や書籍等で地層・地質の項目について読んでおくこと。 
3 回 配布されたプリントや書籍等で地質年代について調べておくこと。 
4 回 事前に配布したプリントに目を通しておくこと。 
5 回 事前に配布したプリントに目を通しておくこと。 
6 回 事前に配布したプリントに目を通しておくこと。 
7 回 日本産の恐⻯化石について、インターネット等で調べておくこと。 
8 回 事前に配布したプリントに目を通しておくこと。 
9 回 陸域だった日本海域が開くと、どのようなことが起こるか考えておくこと。 
10 回 事前に配布したプリントに目を通しておくこと。 
11 回 日本の現生陸生生物相について、書籍等で調べておくこと。 
12 回 日本の更新世の地層から知られる化石脊椎動物について調べておくこと。 
13 回 琉球列島に固有の脊椎動物について書籍等で調べておくこと。 
14 回 海水準変動について、配布されたプリントや書籍等で調べておくこと。 
15 回 これまでの講義内容を復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD3312 
成績評価 定期試験により評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FCD3312 自然史Ⅱ 
担当教員名 高橋 亮雄 
単位数 2 
教科書 資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 脊椎動物、化石、進化、地史 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 夏に暑く、冬に寒い、というコメントについては強い共感を覚える。特に夏は風

通しが悪いうえ、エアコンも大変古いものしかなく、設備の更新が強く望まれる。 
科目名 自然史Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 Benton M.J. (2005) Vertebrate Palaeontology. Third Edition. Blackwell 

Publishing. 
Kardong K.V. (2006) Vertebrates - Comparative Anatomy, Function, Evolution. 
Fourth Edition. McGraw Hill. 
松井正文 編（2006）バイオディバーシティシリーズ 7 脊椎動物の多様性と系
統．裳華房． 
佐藤ほか 編（2004）シリーズ進化学 1 マク 

授業形態 講義 
注意備考 講義計画・内容は変更されることがある． 
シラバスコード FCD3312 
実務経験のある教員  
達成目標 自然史系博物館（とくに岡山県および近隣県の博物館：倉敷市立自然史博物館な

ど）で展示されている脊椎動物の化石の学術的な意味や進化史を適切に理解でき
るようになることを目標とする。 

受講者へのコメント たいへん意識の高い受講者が多かったのが印象的であった。今後、講義で得た知
識を博物館展示などでも確認し、より楽しめるようになってほしい。 

連絡先 研究室（１３号館１階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 1）約 74％の履修生が無欠席であった。2)講義時間以外の学習はあまり行われな
かった。3）講義中に紹介した資料やテキストは講義時間外にも積極的に利用さ
れたようであった。4)約 84％の履修者より興味が深まった、という回答を得た。
5)約 68％の履修者からこの講義の目標を達成した、あるいはだいたい達成した
という回答を得た。6）約 74％の履修者より教員の意欲が感じられたという回答
があった。7)約 63％の履修者よりこの講義に満足したという回答を得た。また約



32％よりほぼ満足という回答を得た。8-10）これらの項目につ 
英文科目名 Natural History II 
関連科目 自然史 I、博物館学 I、II、III、博物館実習 
次回に向けての改善変更予定 開始・終了時刻についてはかなり厳密に守ったつもりであったが、守れなかった

回があったのかも知れない。今後気をつけたい。 
講義目的 自然史系博物館や水族館の展示で多く取り上げられている脊椎動物の進化につ

いて、化石種を中心に概説し、展示の意味および展示制作者の意図の理解をめざ
す。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：本講義の概要と目標を説明する。 

2 回 “魚類”と呼ばれる動物について概説する。 
3 回 無顎類：ヌタウナギとヤツメウナギとはどういった“魚”なのか、解説する。 
4 回 鎧で覆われた“魚”の進化史、多様性および特徴について解説する。 
5 回 軟骨魚類と棘魚類の進化史、多様性および特徴について解説する。 
6 回 肉鰭類 1−シーラカンス類の進化史、多様性および特徴について解説する。 
7 回 肉鰭類 2−肺魚類の進化史、多様性および特徴について解説する。 
8 回 “魚”から四肢動物への進化がどのようにおこったのか、最近発見された“ミ
ッシング・リンク”も含め解説する。 
9 回 初期の四肢動物（両生類）はどういったものであったのか、紹介する。 
10 回 両生類の進化と多様性について、解説する。 
11 回 爬虫類の進化と多様性について、解説する。 
12 回 岡山で見られる両生・爬虫類について紹介する。 
13 回 哺乳類の進化と多様性について、解説する。 
14 回 岡山で見られる哺乳類について、紹介する。 
15 回 まとめとして、これまでの講義を振り返る。 

準備学習 1 回 本シラバスを読んで、学習の過程を理解しておくこと。 
2 回 スーパーや食卓などで見かける“魚”を観察しておくこと。 
3 回 事前に配布したプリントに目を通しておくこと。 
4 回 博物館で甲冑魚と呼ばれる魚類を見ておくこと。 
5 回 サメについて書籍等で調べておくこと。 
6 回 よく知られたシーラカンスの分布や生態についてしらべておくこと。 
7 回 肺魚類とシーラカンス類の違いについて、配布資料で予習しておくこと。 
8 回 事前に配布したプリントに目を通しておくこと。 
9 回 迷⻭両生類についての配布資料を見ておくこと。 
10 回 両生類にはどういったものがいるのか、調べておくこと。 
11 回 爬虫類にはどういったものがいるのか、調べておくこと。 
12 回 身近な両生・爬虫類について、自分の過去の経験も含めまとめておくこと。 
13 回 事前に配布したプリントに目を通しておくこと。 
14 回 学内や周辺で見られる哺乳類について、図鑑等をみて調べておくこと。 
15 回 これまでに配布したプリントやノートをよく見かえしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD3321 
成績評価 平素の学習の取り組み（提出物）（20〜40％）、定期試験の評定点（60〜80％）を

総合して評価する。なお、この比率は受講状況により見直すことがある。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜11),工学部(〜11),総合情報学部(〜11),生物地球学部(〜11) 
見出し FCD3321 教育史 
担当教員名 皿⽥ 琢司 
単位数 2 
教科書 近代教育史（新訂）／教師養成研究会（編著）／学芸図書 
アクティブラーニング  
キーワード 教育理念、教育観、教育思想、教育制度、学校、教師 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  自分の専攻分野についてどのような学習課題が想定されるさまざまな角度か

ら想定し、教育史上の思想や実践から導き出された原理原則を応用して例示して
みましょう。そのためには日ごろから問題意識を高めるとともに、事前学習も充
実しましょう。 
 教室の広さに対する着席位置改善の要望がありました。今後は受講者の皆さん
に前に詰めて着席するよう指示します。 
 受講クラスによって、空調設備やマイク（スピーカー）について不調の訴えと
改善の要望がありました。いずれの点についても関係部署に伝えて改修を要請し
ます。 

科目名 教育史 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 教育と⼈間の探究―子どもがわかる・教育がわかる／曽我 雅比児・皿⽥ 琢司

（編著）／大学教育出版 
中学校社会科（歴史的分野）、高等学校世界史、高等学校日本史の教材（教科書、
図説等）、 
そのほか適宜指示する。 

授業形態 講義 
注意備考 ○教職をめざす者として、高い目的意識をもって学習に取り組む態度が求められ

る。 
○歴史から謙虚に学び教育実践に反映させることを意識して学業に取り組むこ
とが望ましい。 
○試験は筆記形態により定期試験期間中に行う。試験形態は筆記とする。 

シラバスコード FCD3321 
実務経験のある教員  
達成目標 ○教育実践にとって教育史を学ぶことがなぜ必要であるかを説明することがで

きる。 
○⻄洋における各時代の教育の特質について、現実の教育事象と関連づけて説明
することができる。 



○日本における各時代の教育の特質について、現実の教育事象と関連づけて説明
することができる。 

受講者へのコメント  どのような資格も、それらに見合うだけの資質能⼒を身に付けて初めて意味の
あるものとなります。教職の特質に照らして自らの課題を見付け、学業や読書を
はじめ自らの日常生活のさまざまな面を見直して目標に近づきましょう。 

連絡先 １３号館３階皿⽥研究室 salad＠chem.ous.ac.jp 086-256-9714 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  課題の分析に努めるとともに、教職に必要とされる教育史・教育思想の知見と
受講者の学習実態を勘案し、指導方針の修正を検討します。 

英文科目名 History of Education 
関連科目 １年次開講Ｃ群科目（基礎理学科生は教育学原論、教育心理学に代えてそれぞれ

教育基礎論、学習・発達論）をすべて修得していることが望ましい（その一部を
同時に履修していることも含む）。 

次回に向けての改善変更予定  教職に必要とされる教育史・教育思想の知見と受講者の学習実態を勘案し、指
導方針の修正を検討します。 

講義目的  教育職員免許法施行規則第６条に基づき、主として近代以降の教育理念及び実
践を中心とした教育の歴史を、それぞれの時代情勢及びそれらの変化に即して理
解する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。講義概要と受講要領を説明する。 

2 回 教育の始まりについて資料を提示し、教育の原初形態について考察の深化
を図る。 
古代・中世における⻄洋の教育のあり方を講ずる。 
3 回 リアリズムと教育 ―統一学校とコメニウスを中心に講ずる。 
4 回 社会の動向と教育観の関連について、年表を通して考察する。 
5 回 近代思想と子どもの発見 ―18 世紀の教育について、ルソーの教育思想を中
心に講ずる。 
6 回 近代思想と子どもの発見 ―18 世紀の教育について、ペスタロッチの教育思
想・実践を中心に講ずる。 
7 回 公教育と教育思想 ―19 世紀の教育について、フレーベルとヘルバルトを中
心に講ずる。 
8 回 新教育の理念と展開について、デューイの学校論を中心に講ずる。 
9 回 日本教育史を概観し、古代・中世日本の教育の特質を講ずる。 
10 回 近世日本の教育 ―寺子屋、私塾、藩校を通して教育の特質を講ずる。 
11 回 近代日本の教育 ―教育制度と内容の整備をめぐる葛藤の観点から教育の
特質を講ずる。 
12 回 ⻄洋教育の受容と変容 ―⻄洋化と自立化の観点から教育の特質を講ずる。 
13 回 大正自由教育と戦時期の教育の特質を講ずる。 
14 回 戦後教育改⾰の理念と制度の特質を講ずる。 
15 回 教育の現状と課題―教育史の視点からとらえ直す。 

準備学習 1 回 教科書とシラバスに目を通し、学習の過程を把握して見通しをもっておく



こと。 
2 回 教科書の該当箇所と配付資料に目を通し、これと関連づけて自らの教育実
践のあり方を検討しておくこと。 
3 回 教科書の該当箇所と配付資料に目を通し、これと関連づけて自らの教育実
践のあり方を検討しておくこと。 
4 回 教科書の該当箇所と配付資料に目を通し、これと関連づけて自らの教育実
践のあり方を検討しておくこと。 
5 回 教科書の該当箇所と配付資料に目を通し、これと関連づけて自らの教育実
践のあり方を検討しておくこと。 
6 回 教科書の該当箇所と配付資料に目を通し、これと関連づけて自らの教育実
践のあり方を検討しておくこと。 
7 回 教科書の該当箇所と配付資料に目を通し、これと関連づけて自らの教育実
践のあり方を検討しておくこと。 
8 回 教科書の該当箇所と配付資料に目を通し、これと関連づけて自らの教育実
践のあり方を検討しておくこと。 
9 回 教科書の該当箇所と配付資料に目を通し、これと関連づけて自らの教育実
践のあり方を検討しておくこと。 
10 回 教科書の該当箇所と配付資料に目を通し、これと関連づけて自らの教育実
践のあり方を検討しておくこと。 
11 回 教科書の該当箇所と配付資料に目を通し、これと関連づけて自らの教育実
践のあり方を検討しておくこと。 
12 回 教科書の該当箇所と配付資料に目を通し、これと関連づけて自らの教育実
践のあり方を検討しておくこと。 
13 回 教科書の該当箇所と配付資料に目を通し、これと関連づけて自らの教育実
践のあり方を検討しておくこと。 
14 回 教科書の該当箇所と配付資料に目を通し、これと関連づけて自らの教育実
践のあり方を検討しておくこと。 
15 回 教科書と配付資料全体を見直し、複数の異なる観点から自らの教育実践の
指針を検討しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD3322 
成績評価 平素の学習の取り組み（提出物）（20〜40％）、定期試験の評定点（60〜80％）を

総合して評価する。なお、この比率は受講状況により見直すことがある。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜11),工学部(〜11),総合情報学部(〜11),生物地球学部(〜11) 
見出し FCD3322 教育史 
担当教員名 皿⽥ 琢司 
単位数 2 
教科書 近代教育史（新訂）／教師養成研究会（編著）／学芸図書 
アクティブラーニング  
キーワード 教育理念、教育観、教育思想、教育制度、学校、教師 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 自らの専攻分野についてどのような学習課題が想定されるさまざまな角度から

想定し、教育史上の思想や実践から導き出された原理原則を応用して例示してみ
ましょう。そのためには日ごろから問題意識を高めるとともに、事前学習も充実
しましょう。 
 受講者数に比べて広すぎる教室の配当の見直しについての要望がありました。
検討はしますが、教室数には限界があり、教員の担当授業科目の教室の移動の点
からみて難しい点があることも了解してください。 

科目名 教育史 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 教育と⼈間の探究―子どもがわかる・教育がわかる／曽我 雅比児・皿⽥ 琢司

（編著）／大学教育出版 
中学校社会科（歴史的分野）、高等学校世界史、高等学校日本史の教材（教科書、
図説等）、 
そのほか適宜指示する。 

授業形態 講義 
注意備考 ○教職をめざす者として、高い目的意識をもって学習に取り組む態度が求められ

る。 
○歴史から謙虚に学び教育実践に反映させることを意識して学業に取り組むこ
とが望ましい。 
○試験は筆記形態により定期試験期間中に行う。試験形態は筆記とする。 

シラバスコード FCD3322 
実務経験のある教員  
達成目標 ○教育実践にとって教育史を学ぶことがなぜ必要であるかを説明することがで

きる。 
○⻄洋における各時代の教育の特質について、現実の教育事象と関連づけて説明
することができる。 
○日本における各時代の教育の特質について、現実の教育事象と関連づけて説明
することができる。 



受講者へのコメント どのような資格も、それらに見合うだけの資質能⼒を身に付けて初めて意味のあ
るものとなります。教職の特質に照らして自らの課題を見付け、学業や読書をは
じめ自らの日常生活のさまざまな面を見直して目標に近づきましょう。 

連絡先 １３号館３階皿⽥研究室 salad＠chem.ous.ac.jp 086-256-9714 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 課題の分析に努めるとともに、教職に必要とされる教育史・教育思想の知見と受
講者の学習実態を勘案し、指導方針の修正を検討します。 

英文科目名 History of Education 
関連科目 １年次開講Ｃ群科目（基礎理学科生は教育学原論、教育心理学に代えてそれぞれ

教育基礎論、学習・発達論）をすべて修得していることが望ましい（その一部を
同時に履修していることも含む）。 

次回に向けての改善変更予定 教職に必要とされる教育史・教育思想の知見と受講者の学習実態を勘案し、指導
方針の修正を検討します。 

講義目的  教育職員免許法施行規則第６条に基づき、主として近代以降の教育理念及び実
践を中心とした教育の歴史を、それぞれの時代情勢及びそれらの変化に即して理
解する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。講義概要と受講要領を説明する。 

2 回 教育の始まりについて資料を提示し、教育の原初形態について考察の深化
を図る。 
古代・中世における⻄洋の教育のあり方を講ずる。 
3 回 リアリズムと教育 ―統一学校とコメニウスを中心に講ずる。 
4 回 社会の動向と教育観の関連について、年表を通して考察する。 
5 回 近代思想と子どもの発見 ―18 世紀の教育について、ルソーの教育思想を中
心に講ずる。 
6 回 近代思想と子どもの発見 ―18 世紀の教育について、ペスタロッチの教育思
想・実践を中心に講ずる。 
7 回 公教育と教育思想 ―19 世紀の教育について、フレーベルとヘルバルトを中
心に講ずる。 
8 回 新教育の理念と展開について、デューイの学校論を中心に講ずる。 
9 回 日本教育史を概観し、古代・中世日本の教育の特質を講ずる。 
10 回 近世日本の教育 ―寺子屋、私塾、藩校を通して教育の特質を講ずる。 
11 回 近代日本の教育 ―教育制度と内容の整備をめぐる葛藤の観点から教育の
特質を講ずる。 
12 回 ⻄洋教育の受容と変容 ―⻄洋化と自立化の観点から教育の特質を講ずる。 
13 回 大正自由教育と戦時期の教育の特質を講ずる。 
14 回 戦後教育改⾰の理念と制度の特質を講ずる。 
15 回 教育の現状と課題―教育史の視点からとらえ直す。 

準備学習 1 回 教科書とシラバスに目を通し、学習の過程を把握して見通しをもっておく
こと。 
2 回 教科書の該当箇所と配付資料に目を通し、これと関連づけて自らの教育実



践のあり方を検討しておくこと。 
3 回 教科書の該当箇所と配付資料に目を通し、これと関連づけて自らの教育実
践のあり方を検討しておくこと。 
4 回 教科書の該当箇所と配付資料に目を通し、これと関連づけて自らの教育実
践のあり方を検討しておくこと。 
5 回 教科書の該当箇所と配付資料に目を通し、これと関連づけて自らの教育実
践のあり方を検討しておくこと。 
6 回 教科書の該当箇所と配付資料に目を通し、これと関連づけて自らの教育実
践のあり方を検討しておくこと。 
7 回 教科書の該当箇所と配付資料に目を通し、これと関連づけて自らの教育実
践のあり方を検討しておくこと。 
8 回 教科書の該当箇所と配付資料に目を通し、これと関連づけて自らの教育実
践のあり方を検討しておくこと。 
9 回 教科書の該当箇所と配付資料に目を通し、これと関連づけて自らの教育実
践のあり方を検討しておくこと。 
10 回 教科書の該当箇所と配付資料に目を通し、これと関連づけて自らの教育実
践のあり方を検討しておくこと。 
11 回 教科書の該当箇所と配付資料に目を通し、これと関連づけて自らの教育実
践のあり方を検討しておくこと。 
12 回 教科書の該当箇所と配付資料に目を通し、これと関連づけて自らの教育実
践のあり方を検討しておくこと。 
13 回 教科書の該当箇所と配付資料に目を通し、これと関連づけて自らの教育実
践のあり方を検討しておくこと。 
14 回 教科書の該当箇所と配付資料に目を通し、これと関連づけて自らの教育実
践のあり方を検討しておくこと。 
15 回 教科書と配付資料全体を見直し、複数の異なる観点から自らの教育実践の
指針を検討しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD33J2 
成績評価 定期テスト  50％ （道徳に対する自分の考えをもつことができると同時に道

徳教育の意義を理解できたか） 
レポート   20％ （講義内容に関する感想と問題意識の有無） 
実習点    30％ （実習の表現⼒、発表⼒、意欲、態度） 

曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜10),工学部(〜10),総合情報学部(〜10),生物地球学部(〜10) 
見出し FCD33J2 道徳教育の研究 
担当教員名 野島 淑子＊ 
単位数 2 
教科書 中学校学習指導要領解説 道徳編 平成 20 年 9 月 （文部科学省） 
アクティブラーニング  
キーワード ⼈間としての生き方  

生きる基盤としての道徳性 
道徳的価値の自覚 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答 今年の冬は、特に寒く、大きな部屋で寒さが身にしみましたが、あの程度は我慢

の範囲です。 ⼈数に合わせた教室を今後お願いしようと思います。授業へのプ
ラスの評価やお礼を直筆でもらえるのは、何よりの励みです。ありがとうござい
ました。 

科目名 道徳教育の研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 道徳教育論           中村 清  東洋観出版社 

構造化方式の道徳授業      金井 肇  明治図書 
「心のノート」を生かす道徳授業 金井 肇/全国道徳授業実践研究会  明治
図書 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FCD33J2 
実務経験のある教員  
達成目標 ・道徳教育の意義を理解し、道徳の重要性を理解できるようにすること。 

・道徳授業における指導方法や工夫を身につけることによって授業実践が出来る
ようにする。  
・自分自身の生き方を謙虚に見つめる機会とすること。 

受講者へのコメント 次世代の子どもたちのよりよく生きたいという願い沿い、支援できるように労を
を厭わず責任と信念をもって取り組んでくれますよう願っています。様々な事に
関心を向け、事実をしっかり受け止めて、自己の価値観を磨き高める努⼒をして
ください。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への  



対応 
各項目評価に対する所見  心決めて、教職を目指しておられる⼈生経験の豊富な方々の参加で、お互いに

よい刺激得られたり、参考になることが多かったのではと思いました。熱心で前
向きな⼈の存在は、全体を活性化させてくれます。宿題や課題の取り組み、意見
交換も活発に熱心にできたことはうれしいことです。また、道徳教育について理
解を深め、教職への意欲を高めている⼈の割合が高いことは頼もしい限りです。 

英文科目名 Studies of Moral Education 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 興味を持って受講でき、目的が達成できるようにるように、授業改善は常に努⼒

したいと思います。 
講義目的  道徳は、⼈の生涯にわたる生き方の問題に深く関わってくる。昨今、社会のモ

ラル低下が問題になり、その影響を強く受ける子どもたちの「心の教育」が重要
課題となっている。特に生育期における道徳教育の意義は大きい。学校教育の現
状と課題を概観し、道徳教育の基本的立場と「道徳の時間」について考える。よ
りよく生きていくための基盤となる道徳性を育てるにはどうすればよいか。道徳
的価値についての理解を深め、単なる徳目主義に陥いることなく、価値の自覚を
図るための指導のあり方を検討していく。実際に授業をつくっていく作業を通し
て、ね 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

学校における道徳教育の実際を紹介し、子どもたちの実態を説明する。 
講義内容の概略を説明する。 
2 回 我が国の伝統的道徳と戦前の道徳教育の歴史について解説する。 
3 回 我が国の戦後の道徳教育の歴史について解説する。今後の道徳教育の課題
について考えていけるようにする。 
4 回 ⼈間の成⻑過程における道徳性の発達や道徳論について解説する。 
5 回 現在の学校における道徳教育の現状とその意義について説明する。 
6 回 学校における道徳教育の指導計画について解説する。 
7 回 「道徳の時間」のねらいと目標について解説する。 
8 回 道徳の内容項目と指導の観点について解説する。 
（①主として自分自身に関すること、②主として他の⼈とのかかわりに関するこ
と） 
9 回 道徳の内容項目と指導の観点について解説する。 
（③主として自然や崇高なものとのかかわりに関すること、④主として集団や社
会とのかかわりに関すること） 
10 回 「道徳の時間」の授業のつくり方について解説し実習指導をする。 
（基本的な考え方と指導案のつくりかたについて説明する） 
11 回 「道徳の時間」の授業のつくり方について解説し、実習指導をする。 
（資料との選択と教材について説明する） 
12 回 「道徳の時間」の授業のつくり方について説明し、実習指導をする。 
（発問の工夫、指導案作成の実習をする） 
13 回 「道徳の時間」の模擬授業の実践をする。 



（グループで作成した指導案を基に、実際の教室に見立てて道徳授業をする。） 
14 回 「道徳の時間」の模擬授業の実践をする。 
（グループで作成した指導案を基に、実際の教室に見立てて道徳授業をする。） 
15 回 まとめをする。 
（道徳の評価のあり方や学級経営、学校と家庭・地域社会との連携など学校にお
ける道徳教育に対する課題について自分の考えをまとめる。） 

準備学習 1 回 自分自身を振り返り、自分の道徳性について考えてみること。 
2 回 明治や戦前までの興味のある歴史上の⼈物について簡単に調べておくこと。 
3 回 戦後の近隣諸国に対する自分の考えをまとめてみること。 
4 回 自分の⼈格形成に最も影響を与えている⼈たちについて考えておくこと。 
5 回 解説書 第 1 章 第 1 節「道徳教育改訂の要点」  第 2 節「道徳教育の
基本的な在り方」を読んでおくこと。 
6 回 解説書 第 4 章 「道徳の指導計画」 第 6 章 「教育活動全体を通して
行う指導」を読んでおくこと。 
7 回 解説書 第 5 章 「道徳の時間の指導」を読んでおくこと。 
8 回 解説書 第 3 章「道徳の内容」を読んでおくこと。 
9 回 解説書 第 3 章「道徳の内容」を読んでおくこと。 
10 回 解説書 第 5 章 第 2 節「学習指導案の内容とその作成」を読んでおくこ
と。 
11 回 解説書 第 5 章 第 2 節「学習指導案の内容とその作成」を読んでおくこ
と。 
12 回 解説書 第 5 章 第３節「学習指導の多様な展開」を読んでおくこと。 
13 回 参考書などで道徳授業記録を参照しておくこと。 
14 回 参考書などで道徳授業記録を参照しておくこと。 
15 回 解説書 第 7 節「家庭や地域社会との連携」 第 8 章「生徒理解に基づく
道徳教育の評価」を読んでおくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD33L1 
成績評価 定期テスト  50％ （道徳に対する自分の考えをもつことができると同時に道

徳教育の意義を理解できたか） 
レポート   20％ （講義内容に関する感想と問題意識の有無） 
実習点    30％ （実習の表現⼒、発表⼒、意欲、態度） 

曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜10),工学部(〜10),総合情報学部(〜10),生物地球学部(〜10) 
見出し FCD33L1 道徳教育の研究 
担当教員名 野島 淑子＊ 
単位数 2 
教科書 中学校学習指導要領解説 道徳編 平成 20 年 9 月 （文部科学省） 
アクティブラーニング  
キーワード ⼈間としての生き方  

生きる基盤としての道徳性 
道徳的価値の自覚 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「道徳教育は思想の押しつけである」との言説が、戦後の道徳教育を定着させな

かった理由の一つです。しかし、すべて同じではなく、⼈間としてあるべき普遍
的な価値も多々あります。自我の未発達な学童期の子どもたちには、指針となる
方向は示してやらねばなりません。⼈格形成ができているという高所からではな
く、押しつけにならないように必要だと思える道徳性を育ててやってください。
道徳教育の必要性について十分論じれなかったことは申し訳ありません。 

科目名 道徳教育の研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 道徳教育論           中村 清  東洋観出版社 

構造化方式の道徳授業      金井 肇  明治図書 
「心のノート」を生かす道徳授業 金井 肇/全国道徳授業実践研究会  明治
図書 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FCD33L1 
実務経験のある教員  
達成目標 ・道徳教育の意義を理解し、道徳の重要性を理解できるようにすること。 

・道徳授業における指導方法や工夫を身につけることによって授業実践が出来る
ようにする。  
・自分自身の生き方を謙虚に見つめる機会とすること。 

受講者へのコメント 毎回のレポートを読ませてもらうのは楽しみでした。自分の考えを持っている⼈
が多く、頼もしく思いました。課題に熱心に取り組んでくれた⼈の⼒量は確実に
上がっているのを感じました。うれしく思いました。反面、授業への姿勢に疑問
を感じる⼈もあり、道徳の授業なのにと残念に思うこともありました。 



 教師の仕事は手間ひまかければきりがありませんが、かけただけのことはある
と思います。近い将来、自信を持って子どもたちと道徳教育の大切さと楽しさを
共有してくれることを期待しています。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 学生の皆さんへの講義は初体験だったので緊張もしましたが、道徳教育への理解
や興味・関心が高まった回答が多かったので大変うれしいことでした。授業登録
の多い⼈は、学習時間を確保するのも大変だと思いますが、主体的な学習は大切
です。スキルを磨くためには時間をかけてください。15 講座の 3〜4 回の欠席は
多いと思います。やむを得ない場合を除いてがんばってほしいです。授業者の願
いや意欲を感じてくれた⼈が多く大変感謝です。授業内容について、不満だった
2 ⼈には申し訳ないです。反省もあります。今後の課題とします。 

英文科目名 Studies of Moral Education 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 時間配分や内容を精選して、楽しく学習できるよう考えたいと思います。 
講義目的  道徳は、⼈の生涯にわたる生き方の問題に深く関わってくる。昨今、社会のモ

ラル低下が問題になり、その影響を強く受ける子どもたちの「心の教育」が重要
課題となっている。特に生育期における道徳教育の意義は大きい。学校教育の現
状と課題を概観し、道徳教育の基本的立場と「道徳の時間」について考える。よ
りよく生きていくための基盤となる道徳性を育てるにはどうすればよいか。道徳
的価値についての理解を深め、単なる徳目主義に陥いることなく、価値の自覚を
図るための指導のあり方を検討していく。実際に授業をつくっていく作業を通し
て、ね 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

学校における道徳教育の実際を紹介し、子どもたちの実態を説明する。 
講義内容の概略を説明する。 
2 回 我が国の伝統的道徳と戦前の道徳教育の歴史について解説する。 
3 回 我が国の戦後の道徳教育の歴史について解説する。今後の道徳教育の課題
について考えていけるようにする。 
4 回 ⼈間の成⻑過程における道徳性の発達や道徳論について解説する。 
5 回 現在の学校における道徳教育の現状とその意義について説明する。 
6 回 学校における道徳教育の指導計画について解説する。 
7 回 「道徳の時間」のねらいと目標について解説する。 
8 回 道徳の内容項目と指導の観点について解説する。 
（①主として自分自身に関すること、②主として他の⼈とのかかわりに関するこ
と） 
9 回 道徳の内容項目と指導の観点について解説する。 
（③主として自然や崇高なものとのかかわりに関すること、④主として集団や社
会とのかかわりに関すること） 
10 回 「道徳の時間」の授業のつくり方について解説し実習指導をする。 



（基本的な考え方と指導案のつくりかたについて説明する） 
11 回 「道徳の時間」の授業のつくり方について解説し、実習指導をする。 
（資料との選択と教材について説明する） 
12 回 「道徳の時間」の授業のつくり方について説明し、実習指導をする。 
（発問の工夫、指導案作成の実習をする） 
13 回 「道徳の時間」の模擬授業の実践をする。 
（グループで作成した指導案を基に、実際の教室に見立てて道徳授業をする。） 
14 回 「道徳の時間」の模擬授業の実践をする。 
（グループで作成した指導案を基に、実際の教室に見立てて道徳授業をする。） 
15 回 まとめをする。 
（道徳の評価のあり方や学級経営、学校と家庭・地域社会との連携など学校にお
ける道徳教育に対する課題について自分の考えをまとめる。） 

準備学習 1 回 自分自身を振り返り、自分の道徳性について考えてみること。 
2 回 明治や戦前までの興味のある歴史上の⼈物について簡単に調べておくこと。 
3 回 戦後の近隣諸国に対する自分の考えをまとめてみること。 
4 回 自分の⼈格形成に最も影響を与えている⼈たちについて考えておくこと。 
5 回 解説書 第 1 章 第 1 節「道徳教育改訂の要点」  第 2 節「道徳教育の
基本的な在り方」を読んでおくこと。 
6 回 解説書 第 4 章 「道徳の指導計画」 第 6 章 「教育活動全体を通して
行う指導」を読んでおくこと。 
7 回 解説書 第 5 章 「道徳の時間の指導」を読んでおくこと。 
8 回 解説書 第 3 章「道徳の内容」を読んでおくこと。 
9 回 解説書 第 3 章「道徳の内容」を読んでおくこと。 
10 回 解説書 第 5 章 第 2 節「学習指導案の内容とその作成」を読んでおくこ
と。 
11 回 解説書 第 5 章 第 2 節「学習指導案の内容とその作成」を読んでおくこ
と。 
12 回 解説書 第 5 章 第３節「学習指導の多様な展開」を読んでおくこと。 
13 回 参考書などで道徳授業記録を参照しておくこと。 
14 回 参考書などで道徳授業記録を参照しておくこと。 
15 回 解説書 第 7 節「家庭や地域社会との連携」 第 8 章「生徒理解に基づく
道徳教育の評価」を読んでおくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD3511 
成績評価 提出課題（２０％）と試験（８０％）で評価する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12),教職特別

課程(〜12) 
見出し FCD3511 教職論 
担当教員名 横⽥ 美枝子＊ 
単位数 2 
教科書 実教出版「教職必修 新教職論（改訂版）」 
アクティブラーニング  
キーワード 教職の意義，教師像 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  記述なし 
科目名 教職論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FCD3511 
実務経験のある教員  
達成目標 教師としての自らの在り方を探りながら、教職についての理解を深め、将来、学

校教育に真剣に取り組もうとする自己の教師像を明確にすることができる。 
受講者へのコメント  ５０⼈程度の⼈数で、質問する内容に挙手して答えたり、感想を話したりと和

気あいあいとした雰囲気の中で授業を進めることができました。現場の体験談に
はとても興味を持って、真剣に聞いていたように思います。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  大多数の学生が、授業内容に満足してくれているようで安心しました。授業時
間以外に学習をしている学生が多いのに感心しています。（予習その他） 

英文科目名 Studies of Teaching Profession 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  現場の体験談を授業の中で話すことが多くあったが、ともすればマイナスの内

容に偏りすぎて、教職を真剣に考えている学生の心を揺るがせてしまったことを
申し訳なく思っています。プラス面を今後、しっかり強調していきたいと考えて
います。 

講義目的 本講義は教員免許状を取得するための必修科目である。そのため、教職の意義、
及び教師に課せられた使命・役割等について考察するとともに、これからの教師
に求められる資質や素養について基礎的な知識や内容を学び、教師になろうとす



る意欲を高めることにある。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 教職の意義について解説する。（オリエンテーションを含む） 

2 回 教員の職務と服務について解説する。 
3 回 教員の資質向上と研修について解説する。 
4 回 学校の歴史と求められる教師像について解説する。 
5 回 教員の養成・採用について解説する。 
6 回 学校の組織と運営について解説する。 
7 回 学級経営と学習指導について解説する。 
8 回 学校教育の現状と課題について解説する。 
9 回 生徒指導の考え方について解説する。 
10 回 事例研究（いじめ問題への具体的対応）について解説する。 
11 回 事例研究（不当問題への具体的対応）について解説する。 
12 回 事例研究（特別支援教育）について解説する。 
13 回 事例研究（学校の危機管理）について解説する。 
14 回 新世紀の教育改⾰の視点について解説する。 
15 回 自己の考察と自分の目指す教師像について解説する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 地方公務員法第 30 条とはどのような内容か調べておくこと。 
3 回 教員に求められる資質能⼒とはどのようなものか、また、教員の研修内容に
ついて調べておくこと。 
4 回 我々にとって学校は当たり前の存在であるが、どのような歴史をたどる中
で現在のような学校教育が行われるようになったのか、特に、明治時代以降の学
校制度について調べておくこと。 
5 回 昨年度の教員採用試験問題（出題内容）に目を通しておくこと。 
6 回 学校の定義はどのような法律でなされているのか、また、校務を運営する組
織を表す校務分掌とはどのようなものか調べておくこと。 
7 回 学習指導案とはどのようなものか調べておくこと。 
8 回 近年、学校教育で話題になっている事柄に関心を持ち、その概要を調べてお
くこと。 
9 回 文部科学省の「平成 20 年度 児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に
関する調査」について概略に目を通しておくこと。 
10 回 いじめの定義を調べておくこと。 
11 回 昨年度の小中学校不登校の状況、高等学校の⻑期欠席及び中途退学の状況
を調べておくこと。 
12 回 学校や関係諸機関で行われている特別支援教育について調べておくこと。 
13 回 近年、学校・園において起こった悲惨な事故や事件を調べておくこと。 
14 回 2000 年 12 月に出された「教育改⾰国⺠会議」の“17 の提案”を調べておく
こと。 
15 回 心に残る教師像や講義を通し、自分の中で確立した教師像を明確にしてお
くこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD3512 
成績評価 提出課題（２０％）と試験（８０％）で評価する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12),教職特別

課程(〜12) 
見出し FCD3512 教職論 
担当教員名 横⽥ 美枝子＊ 
単位数 2 
教科書 実教出版「教職必修 新教職論（改訂版）」 
アクティブラーニング  
キーワード 教職の意義，教師像 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 教職論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FCD3512 
実務経験のある教員  
達成目標 教師としての自らの在り方を探りながら、教職についての理解を深め、将来、学

校教育に真剣に取り組もうとする自己の教師像を明確にすることができる。 
受講者へのコメント  毎回の欠席者が少なく、熱心に受講していました。質問内容については、意欲

的に挙手して答えてくれた学生さんもいて、授業の雰囲気を盛り上げてくれまし
た。ＤＶＤの視聴後の感想では率直な意見が書かれていて、これからの授業の参
考にしたいと思います。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  前期の内容を少し修正したものがよい結果となって表れ、満足している。 
英文科目名 Studies of Teaching Profession 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  時間配分を考慮し、内容を精選していきたい。また、板書の工夫や資料の提示

等にも見直しが必要だと感じた。 
講義目的 本講義は教員免許状を取得するための必修科目である。そのため、教職の意義、

及び教師に課せられた使命・役割等について考察するとともに、これからの教師
に求められる資質や素養について基礎的な知識や内容を学び、教師になろうとす
る意欲を高めることにある。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 教職の意義について解説する。（オリエンテーションを含む） 
2 回 教員の職務と服務について解説する。 
3 回 教員の資質向上と研修について解説する。 
4 回 学校の歴史と求められる教師像について解説する。 
5 回 教員の養成・採用について解説する。 
6 回 学校の組織と運営について解説する。 
7 回 学級経営と学習指導について解説する。 
8 回 学校教育の現状と課題について解説する。 
9 回 生徒指導の考え方について解説する。 
10 回 事例研究（いじめ問題への具体的対応）について解説する。 
11 回 事例研究（不当問題への具体的対応）について解説する。 
12 回 事例研究（特別支援教育）について解説する。 
13 回 事例研究（学校の危機管理）について解説する。 
14 回 新世紀の教育改⾰の視点について解説する。 
15 回 自己の考察と自分の目指す教師像について解説する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 地方公務員法第 30 条とはどのような内容か調べておくこと。 
3 回 教員に求められる資質能⼒とはどのようなものか、また、教員の研修内容に
ついて調べておくこと。 
4 回 我々にとって学校は当たり前の存在であるが、どのような歴史をたどる中
で現在のような学校教育が行われるようになったのか、特に、明治時代以降の学
校制度について調べておくこと。 
5 回 昨年度の教員採用試験問題（出題内容）に目を通しておくこと。 
6 回 学校の定義はどのような法律でなされているのか、また、校務を運営する組
織を表す校務分掌とはどのようなものか調べておくこと。 
7 回 学習指導案とはどのようなものか調べておくこと。 
8 回 近年、学校教育で話題になっている事柄に関心を持ち、その概要を調べてお
くこと。 
9 回 文部科学省の「平成 20 年度 児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に
関する調査」について概略に目を通しておくこと。 
10 回 いじめの定義を調べておくこと。 
11 回 昨年度の小中学校不登校の状況、高等学校の⻑期欠席及び中途退学の状況
を調べておくこと。 
12 回 学校や関係諸機関で行われている特別支援教育について調べておくこと。 
13 回 近年、学校・園において起こった悲惨な事故や事件を調べておくこと。 
14 回 2000 年 12 月に出された「教育改⾰国⺠会議」の“17 の提案”を調べておく
こと。 
15 回 心に残る教師像や講義を通し、自分の中で確立した教師像を明確にしてお
くこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD3521 
成績評価 提出課題 40％，定期試験 60％により成績を評価する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(08〜11),工学部(08〜11),総合情報学部(08〜11),生物地球学部(08〜11) 
見出し FCD3521 生徒・進路指導論 
担当教員名 岡本 弥彦 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード 生徒指導，進路指導，生徒理解，⼈間関係づくり 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  以下のとおり，前向きな回答を得た。授業の更なるレベルアップを目指したい。 

「とてもわかりやすかったです。」 
「とても楽しく授業を受けることができました。内容もよく分かり次にいかして
いこうと思います。」 
「グループ学習の時があったのでよかった。（色々な⼈の意見が聞けたり）」 
「先生が配付してくださった資料がとても理解しやすかった。」 

科目名 生徒・進路指導論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験期間中に行い，試験形態は筆記試験（持ち込み不可）とする。 
シラバスコード FCD3521 
実務経験のある教員  
達成目標 ①中・高等学校の生徒指導・進路指導の理念や目的について理解する。 

②生徒指導上の課題について理解を深めるとともに，「いじめ」「不登校」の対応
のポイントを理解する。 
③生徒理解，⼈間関係づくり，集団づくりに関する基本的な知識や考え方を身に
付ける。 
④進路指導上の課題及び進路指導の内容・機能について理解する。 
⑤生徒指導・進路指導についての教育観・指導観を身に付ける。 

受講者へのコメント  指示した課題に対して十分に取り組むだけでなく，各自で課題を見いだして自
主的・探究的な学習を進めていただきたい。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 【A】授業への取組 
 授業時間外に 30 分以下しか学習していない学生が 83％もおり，指示された課
題以外の学習にも自主的に取り組んだ学生が 11％しかいないため，学生の学習
意欲や自主性を高める工夫が必要である。 



【B】授業による成⻑ 
 約７割の学生が，この分野への理解が深まったと回答しており，概ね良好な結
果となっている。 
【C】総合評価 
 目標達成度，教員の意欲，授業満足度の全ての項目で，肯定的な回答の割合が
７割以上あり，概ね良好な結果となっている。 
【D】自由設定（無し）  
【E】授業の考慮点 
 授業の手法， 

英文科目名 Studies of Career Guidance for Students 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  授業時間外での学習時間を確保する点から，適度な課題の指示などを図ってい

きたい。 
講義目的  少子化や核家族化の進展，家庭や地域社会の教育⼒の低下などと相まって，子

どもたちの実態については，豊かな⼈間性や社会性の不足，自立の遅れ，自己肯
定観の不足，進路についての自覚の不足など，多くの課題が指摘されている。そ
のため，生徒指導や進路指導も新たな取組が求められているのが現状である。本
授業科目は，こうした現状を踏まえながら，中学校・高等学校の生徒指導や進路
指導の具体的な課題を明確化し，その対応方策の在り方について考察することを
ねらいとする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 生徒指導の捉え方について考察するとともに，学習指導要領や生徒指導に

関する資料を基に，生徒指導の目標について解説する。 
2 回 生徒の実態や生徒指導の実情に基づいて，生徒指導の課題や指導の在り方
などについて解説する。 
3 回 生徒指導の実践上の形態について説明するとともに，それらの形態のメリ
ット・デメリットについて考察する。 
4 回 「いじめ」に関する事例を取り上げ，事例の分析・課題や対応のポイントな
どについて各自考察するとともに，グループ討論を通して，各自の考えを深める。 
5 回 「不登校」に関する事例を取り上げ，事例の分析・課題や対応のポイントな
どについて各自考察するとともに，グループ討論を通して，各自の考えを深める。 
6 回 生徒理解の意義やその側面について解説するとともに，観察法や面接法な
どの各種生徒理解の方法を説明する。 
7 回 ⼈間関係を促進させる基本的態度について解説するとともに，⼈間関係づ
くりの観点からとらえた「個を生かす生徒指導」について，事例を挙げながら説
明する。 
8 回 特別活動における「望ましい集団活動」を取り上げ，その条件について考察
するとともに，生徒指導の目標達成との関連について解説する。 
9 回 教育法令に基づいて，生徒の懲戒と体罰について説明するとともに，懲戒と
体罰の捉え方について考察する。 
10 回 進路指導の捉え方について考察するとともに，学習指導要領や進路指導に
関する資料を基に，進路指導の目標や課題について解説する。 



11 回 進路指導の内容と機能について説明するとともに，中・高等学校における
具体的な指導との関連について考察する。 
12 回 進路指導と総合的な学習の時間・特別活動との関連について，具体的な指
導事例を挙げながら解説する。 
13 回 ＫＪ法を用いて進路指導のポイントを整理し，「大学生から高校生へのア
ドバイス」をテーマとした資料を作成する。 
14 回 前時で作成した資料に基づいて各自の考えを整理し，グループ又は全体で
発表・協議し，各自の考えを更に深める。 
15 回 授業のまとめとして，各教科・特別活動・総合的な学習の時間・道徳にお
ける生徒指導及び進路指導の意義について説明するとともに，これからの生徒指
導やキャリア教育について考察する。 

準備学習 1 回 【復習】生徒指導の目標を説明できるようにしておくこと。 
【予習】中・高等学校における生徒指導上の課題（生徒がどのような問題を抱え
ているか，どのようなことに悩んでいるかなど）を考えておくこと。 
2 回 【復習】生徒指導の課題の内容と，それぞれの指導場面について理解してお
くこと。 
【予習】本時で取り上げた生徒指導の課題の中から一つを取り上げ，その解決方
策を考えておくこと。 
3 回 【復習】生徒指導の実践上の形態を説明できるようにしておくこと。 
【予習】「いじめ」についての各自の考えを整理しておくこと。 
4 回 【復習】「いじめ」の定義や対応のポイントを説明できるようにしておくこ
と。 
【予習】「不登校」についての各自の考えを整理しておくこと。 
5 回 【復習】「不登校」の分類や対応のポイントを説明できるようにしておくこ
と。 
【予習】自己紹介用資料（授業で配付）を作成しておくこと。 
6 回 【復習】生徒理解の意義と方法を説明できるようにしておくこと。 
【予習】他者（友⼈，家族など）との⼈間関係をよくするために，各自が日頃か
ら心掛けていることを整理しておくこと。 
7 回 【復習】⼈間関係を促進させる基本的態度について理解しておくこと。 
【予習】集団での活動（グループ実習，サークル活動，学生自治会・委員会活動
など）をスムーズに行うために，各自が心掛けていることを整理しておくこと。 
8 回 【復習】望ましい集団活動の条件を説明できるようにしておくこと。 
【予習】図書館やインターネットにより，次の法令を検索し，読んでおくこと。
学校教育法（第 11 条），学校教育法施行規則（第 26 条） 
9 回 【復習】懲戒の種類や体罰の捉え方を説明できるようにしておくこと。 
【予習】中・高等学校で受けてきた進路指導（各自が進路指導と考えるもので構
わない）を，できるだけ多く挙げておくこと。 
10 回 【復習】進路指導の目標を説明できるようにしておくこと。 
【予習】本時の内容に基づいて，中・高等学校で各自が受けてきた進路指導を捉
え直し，より詳しく整理しておくこと。 
11 回 【復習】進路指導の内容と機能及びその具体例を説明できるようにしてお



くこと。 
【予習】中・高等学校の学習指導要領における総合的な学習の時間と特別活動の
目標を読んでおくこと。 
12 回 【復習】進路指導と総合的な学習の時間・特別活動との関連を説明できる
ようにしておくこと。 
【予習】進路選択・決定に関する次の点について，各自の考えをまとめておくこ
と。 
 ①高校生のとき，進路を選択・決定する上で大切にしたこと 
 ②進路選択・決定の上での課題や反省点 
 ③大学（岡山理科大学）を志望した理由 
 ④その他（上記以外で高校生に伝えたいことなど） 
13 回 【復習・予習】ＫＪ法で整理したポイントを，より具体化して整理し，そ
の結果を各自３分間で発表できるようにしておくこと。 
14 回 【復習】グループ又は全体での協議結果に基づいて，各自の考えを更に深
めておくこと。 
【予習】図書館やインターネット（文部科学省のホームページ等）により，「キャ
リア教育」について調べ，その概要を把握しておくこと。 
15 回 【復習】生徒指導及び進路指導に関して，各自の指導観を論じることがで
きるようにしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD3522 
成績評価 提出課題 40％，定期試験 60％により成績を評価する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(08〜11),工学部(08〜11),総合情報学部(08〜11),生物地球学部(08〜11) 
見出し FCD3522 生徒・進路指導論 
担当教員名 岡本 弥彦 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード 生徒指導，進路指導，生徒理解，⼈間関係づくり 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  自由記述による回答はなかった。 
科目名 生徒・進路指導論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験期間中に行い，試験形態は筆記試験（持ち込み不可）とする。 
シラバスコード FCD3522 
実務経験のある教員  
達成目標 ①中・高等学校の生徒指導・進路指導の理念や目的について理解する。 

②生徒指導上の課題について理解を深めるとともに，「いじめ」「不登校」の対応
のポイントを理解する。 
③生徒理解，⼈間関係づくり，集団づくりに関する基本的な知識や考え方を身に
付ける。 
④進路指導上の課題及び進路指導の内容・機能について理解する。 
⑤生徒指導・進路指導についての教育観・指導観を身に付ける。 

受講者へのコメント  指示した課題に対して十分に取り組むだけでなく，各自で課題を見いだして自
主的・探究的な学習を進めていただきたい。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 【A】授業への取組 
 授業時間外に 30 分以下しか学習していない学生が 87％もおり，指示された課
題以外の学習にも自主的に取り組んだ学生が９％しかいないため，学生の学習意
欲や自主性を高める工夫が必要である。 
【B】授業による成⻑ 
 70％の学生が，この分野への理解が深まったと回答しており，概ね良好な結果
となっている。 
【C】総合評価 
 目標達成度，教員の意欲，授業満足度の全ての項目で，肯定的な回答の割合が



約８割以上あり，概ね良好な結果となっている。 
【D】自由設定（無し）  
【E】授業の考慮点 
 授業の手法， 

英文科目名 Studies of Career Guidance for Students 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  授業時間外での学習時間を確保する点から，適度な課題の指示などを図ってい

きたい。 
講義目的  少子化や核家族化の進展，家庭や地域社会の教育⼒の低下などと相まって，子

どもたちの実態については，豊かな⼈間性や社会性の不足，自立の遅れ，自己肯
定観の不足，進路についての自覚の不足など，多くの課題が指摘されている。そ
のため，生徒指導や進路指導も新たな取組が求められているのが現状である。本
授業科目は，こうした現状を踏まえながら，中学校・高等学校の生徒指導や進路
指導の具体的な課題を明確化し，その対応方策の在り方について考察することを
ねらいとする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 生徒指導の捉え方について考察するとともに，学習指導要領や生徒指導に

関する資料を基に，生徒指導の目標について解説する。 
2 回 生徒の実態や生徒指導の実情に基づいて，生徒指導の課題や指導の在り方
などについて解説する。 
3 回 生徒指導の実践上の形態について説明するとともに，それらの形態のメリ
ット・デメリットについて考察する。 
4 回 「いじめ」に関する事例を取り上げ，事例の分析・課題や対応のポイントな
どについて各自考察するとともに，グループ討論を通して，各自の考えを深める。 
5 回 「不登校」に関する事例を取り上げ，事例の分析・課題や対応のポイントな
どについて各自考察するとともに，グループ討論を通して，各自の考えを深める。 
6 回 生徒理解の意義やその側面について解説するとともに，観察法や面接法な
どの各種生徒理解の方法を説明する。 
7 回 ⼈間関係を促進させる基本的態度について解説するとともに，⼈間関係づ
くりの観点からとらえた「個を生かす生徒指導」について，事例を挙げながら説
明する。 
8 回 特別活動における「望ましい集団活動」を取り上げ，その条件について考察
するとともに，生徒指導の目標達成との関連について解説する。 
9 回 教育法令に基づいて，生徒の懲戒と体罰について説明するとともに，懲戒と
体罰の捉え方について考察する。 
10 回 進路指導の捉え方について考察するとともに，学習指導要領や進路指導に
関する資料を基に，進路指導の目標や課題について解説する。 
11 回 進路指導の内容と機能について説明するとともに，中・高等学校における
具体的な指導との関連について考察する。 
12 回 進路指導と総合的な学習の時間・特別活動との関連について，具体的な指
導事例を挙げながら解説する。 
13 回 ＫＪ法を用いて進路指導のポイントを整理し，「大学生から高校生へのア



ドバイス」をテーマとした資料を作成する。 
14 回 前時で作成した資料に基づいて各自の考えを整理し，グループ又は全体で
発表・協議し，各自の考えを更に深める。 
15 回 授業のまとめとして，各教科・特別活動・総合的な学習の時間・道徳にお
ける生徒指導及び進路指導の意義について説明するとともに，これからの生徒指
導やキャリア教育について考察する。 

準備学習 1 回 【復習】生徒指導の目標を説明できるようにしておくこと。 
【予習】中・高等学校における生徒指導上の課題（生徒がどのような問題を抱え
ているか，どのようなことに悩んでいるかなど）を考えておくこと。 
2 回 【復習】生徒指導の課題の内容と，それぞれの指導場面について理解してお
くこと。 
【予習】本時で取り上げた生徒指導の課題の中から一つを取り上げ，その解決方
策を考えておくこと。 
3 回 【復習】生徒指導の実践上の形態を説明できるようにしておくこと。 
【予習】「いじめ」についての各自の考えを整理しておくこと。 
4 回 【復習】「いじめ」の定義や対応のポイントを説明できるようにしておくこ
と。 
【予習】「不登校」についての各自の考えを整理しておくこと。 
5 回 【復習】「不登校」の分類や対応のポイントを説明できるようにしておくこ
と。 
【予習】自己紹介用資料（授業で配付）を作成しておくこと。 
6 回 【復習】生徒理解の意義と方法を説明できるようにしておくこと。 
【予習】他者（友⼈，家族など）との⼈間関係をよくするために，各自が日頃か
ら心掛けていることを整理しておくこと。 
7 回 【復習】⼈間関係を促進させる基本的態度について理解しておくこと。 
【予習】集団での活動（グループ実習，サークル活動，学生自治会・委員会活動
など）をスムーズに行うために，各自が心掛けていることを整理しておくこと。 
8 回 【復習】望ましい集団活動の条件を説明できるようにしておくこと。 
【予習】図書館やインターネットにより，次の法令を検索し，読んでおくこと。
学校教育法（第 11 条），学校教育法施行規則（第 26 条） 
9 回 【復習】懲戒の種類や体罰の捉え方を説明できるようにしておくこと。 
【予習】中・高等学校で受けてきた進路指導（各自が進路指導と考えるもので構
わない）を，できるだけ多く挙げておくこと。 
10 回 【復習】進路指導の目標を説明できるようにしておくこと。 
【予習】本時の内容に基づいて，中・高等学校で各自が受けてきた進路指導を捉
え直し，より詳しく整理しておくこと。 
11 回 【復習】進路指導の内容と機能及びその具体例を説明できるようにしてお
くこと。 
【予習】中・高等学校の学習指導要領における総合的な学習の時間と特別活動の
目標を読んでおくこと。 
12 回 【復習】進路指導と総合的な学習の時間・特別活動との関連を説明できる
ようにしておくこと。 



【予習】進路選択・決定に関する次の点について，各自の考えをまとめておくこ
と。 
 ①高校生のとき，進路を選択・決定する上で大切にしたこと 
 ②進路選択・決定の上での課題や反省点 
 ③大学（岡山理科大学）を志望した理由 
 ④その他（上記以外で高校生に伝えたいことなど） 
13 回 【復習・予習】ＫＪ法で整理したポイントを，より具体化して整理し，そ
の結果を各自３分間で発表できるようにしておくこと。 
14 回 【復習】グループ又は全体での協議結果に基づいて，各自の考えを更に深
めておくこと。 
【予習】図書館やインターネット（文部科学省のホームページ等）により，「キャ
リア教育」について調べ，その概要を把握しておくこと。 
15 回 【復習】生徒指導及び進路指導に関して，各自の指導観を論じることがで
きるようにしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD3532 
成績評価 課題の提出（20％）と試験（80％）により評価する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 化学科(〜11),応用物理学科(〜11),基礎理学科(〜11),生物化学科(〜11),臨床生

命科学科(〜11),動物学科(〜11),バイオ・応用化学科(〜11),生物地球システム学
科(〜11),生物地球学科(〜11) 

見出し FCD3532 理科教育法Ⅱ 
担当教員名 延本 大作＊ 
単位数 2 
教科書 文部科学省 中学校学習指導要領解説（平成 20 年９月）理科編（大日本図書） 
アクティブラーニング  
キーワード 中学校学習指導要領，高等学校学習指導要領，総合的な学習の時間 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「実際に実験道具を使用したで分かりやすかった。」 

「理科教諭の裏側を知りつつ，生徒に何をどう教えるべきかが参考になった。」 
    →講義の内容に合わせて紹介することを心がけたい。 
「課題の注意事項は早く伝えてほしい。」 
    →第１回，第７回，第８回と繰り返して説明したが，さらに工夫していきた
い。 

科目名 理科教育法Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 中学校・高等学校の理科教科書（講義で指示する）文部科学省 高等学校学習指

導要領解説（平成 21 年 12 月）理科編・理数編（実教出版） 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FCD3532 
実務経験のある教員  
達成目標 中学校・高等学校の理科教育に必要な各種の能⼒習得のための実体験活動を通し

て，理科授業をスムーズに実践できること。また，総合的な学習の時間において
も十分に指導できる幅の広い能⼒を身に付ける。 

受講者へのコメント 教職課程の講義ということを大部分の方が理解していたことはよかった。 
  さらに，将来は教師として生徒に接することを考えて，講義形式の場合は講義
時間の２倍の時間をかけて，自分でも調べるという態度で臨んでもらいたい。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 Ａ：「授業への取組」 
 授業時間外に全く学習していない学生が３割もおり，今後は毎回，小課題の提
出を求めていきたい。 
Ｂ：「授業による成⻑」 



 ７割が理解が深まった。３割が興味関心が高まった。３割が今後の進路の参考
になった。と回答しており，無回答はわずかであり，おおむね良好な結果となっ
ている。 
Ｃ：「総合評価」 
 目標達成度，教員の意欲，授業満足度はいずれも７割程度が肯定的に回答して
おり，否定的な回答は１割未満であった。おおむね良好であるが，全員が満足で
きるものとなるように努めていきたい。 
Ｅ：授業の考慮点 

英文科目名 Teaching Method of Science II 
関連科目 理科教育法Ⅰを履修した後に受講すること。 
次回に向けての改善変更予定 講義内容の精選をしたい。また，毎回，小課題の提出を求めていきたい。 
講義目的 中学校・高等学校における理科教員に必要な知識や技能を習得させることによ

り，学校現場で活躍できる教員を育成する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 理科教育と学習指導要領について解説する。 

2 回 理科教育の概要について（中学校）解説する。 
3 回 理科教育の概要について（高等学校）解説する。 
4 回 理科教育の指導・中学校・高等学校物理領域について解説する。 
5 回 理科教育の指導・中学校・高等学校化学領域について解説する。 
6 回 理科教育の指導・中学校・高等学校生物領域について解説する。 
7 回 理科教育の指導・中学校・高等学校地学領域について解説する。 
8 回 学習指導案の作成（１）について解説する。 
9 回 学習指導案の作成（２）について解説する。 
10 回 学習指導案の作成（３）について解説する。 
11 回 学習指導案の作成（４）について解説する。 
12 回 理科における安全教育について解説する。 
13 回 理科学習の評価、教材の製作について解説する。 
14 回 総合的な学習の時間と理科教育について解説する。 
15 回 理科教育の現状と課題について解説する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し，学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 中学校学習指導要領解説理科編の「理科の目標」を熟読しておくこと。 
3 回 高等学校学習指導要領の「理科の目標」を熟読しておくこと。 
4 回 中学校学習指導要領解説理科編の「物理領域の内容」を調べておくこと。 
5 回 中学校学習指導要領解説理科編の「化学領域の内容」を調べておくこと。 
6 回 中学校学習指導要領解説理科編の「生物領域の内容」を調べておくこと。 
7 回 中学校学習指導要領解説理科編の「地学領域の内容」を調べておくこと。 
8 回 中学校または高等学校の理科教科書の展開を調べておくこと。 
9 回 第８回講義で配付する「学習指導案の作成要領」を熟読しておくこと。 
10 回 「学習指導案の作成要領」を熟読しておくこと。 
11 回 「学習指導案の作成要領」を熟読しておくこと。 
12 回 中学校学習指導要領解説理科編の「内容の取扱い」を熟読しておくこと。 
13 回 中学校学習指導要領解説理科編の「指導計画の作成」を熟読しておくこと。 



14 回 中学校学習指導要領解説理科編の「科学技術と⼈間」「自然と⼈間」を調べ
ておくこと。 
15 回 中学校学習指導要領解説理科編の「総説」を熟読しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD35L1 
成績評価 講義レポート（20％）、定期試験（80％）により評価する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜10),工学部(〜10),総合情報学部(〜10),生物地球学部(〜10) 
見出し FCD35L1 特別活動の研究 
担当教員名 野瀬 重⼈ 
単位数 2 
教科書  中学校学習指導要領（平成 20 年）解説―特別活動編― 文部科学省 
アクティブラーニング  
キーワード 学習指導要領、学級活動、生徒会活動、学校行事、国旗・国歌、自主的実践的な

態度 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「教室が狭い」、「文字が見えにくい」、「暑い」などの記述が多数書かれていた。

前期は３講座が準備されてが、実験等で受講できない講座もあり、学生がこの講
座に集中していた。来年度は、調整してできるだけ均一になるように努⼒をして
いきたい。その他「時間の前から講義をする」、「実例をあげての講義はわかりや
すい」、「厳しい中にも楽しさがあった」等の自由記述をいただいた。これらの記
述を参考として、資料に基づいた理解しやすい講義を目指してがんばりたいと考
えている。 

科目名 特別活動の研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  高等学校学習指導要領解説（平成 21 年）―特別活動編― 文部科学省 

 講義に必要な資料を別途配付する。 
授業形態 講義 
注意備考  試験は定期試験期間中におこない、試験形態は筆記試験とする。 
シラバスコード FCD35L1 
実務経験のある教員  
達成目標  ①中学校・高等学校の学習指導要領（特別活動）の内容が理解できる。 

 ②視聴覚資料等の模擬体験やボランティア活動等の実体験をすることにより、
学校現場での実践⼒を身につける。 
 ③特別活動の学習は、成⻑する生徒の⼈間形成の上で極めて重要な部分を担っ
ていることが理解できる。 

受講者へのコメント 「特別活動」の内容は、「学級活動」や「生徒会活動」、「学校行事」の三つの内容
から構成されている。その内容は、学校における様々な⼈間関係にその指導の重
点があり、いじめなどが各地に起きている現状においてはきわめて重要性が増し
ていると考えている。講義は終わったが、受講した学生は、今一度講義内容を復
習してより深く理解し、学校現場では間違いのない指導ができるよう期待してい
る。 

連絡先  野瀬重⼈ 岡山理科大学理学部  
 野瀬研究室（10 学舎５偕） 



合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ［Ａ］「出席」の欄では、欠席数「０回」の学生が 62.2％、「１回」が 21.8％であ
り、出席率のよい講座であった。授業時間外にどの程度学習したのかの欄では、
「30 分程度」と「全くしなかった」の和が 79.8％となりここに大きな問題があ
ると感じている。時間外の学習の内容では、「宿題などの指示された課題」が最も
多く 29.4％であり「自主学習」は少ない現状であった。ここにも一つの課題があ
ると思う。 
［Ｂ］「この授業におけるあなたの成⻑について」の欄では、「この分野への理解
が深まった」が 53.8％となり、講義の内容 

英文科目名 Studies of Pupil Activities 
関連科目 「道徳教育の研究」と同時履修が望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  この講座に参加した学生の数が 136 名となり、大変窮屈な状態で講義を実施し

た。来年度は事前に情報を発信してできるだけ均等な講座になるように努⼒をし
たい。アンケートの結果から、時間外学習の時間が少ないということが分かった
ので、次回からは時間外学習が積極的にできるような講義内容にレベルアップし
ていきたい。そのことに加えて、日常に起きる様々な社会現象を講義の中に取り
入れ、学習成果をあげていきたい。 

講義目的  中・高等学校の教員として「特別活動」の授業を行うときには、この教科には
教科書がないので、学習指導要領の内容を十分に理解する。 
 この教科の実際の教育活動の理解には、ビデオ教材等で模擬体験させることに
より、実践⼒のある能⼒を身につけることができる。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  中学校学習指導要領（特別活動）〈以下「特別活動」と称する〉の概要を

説明する。 
2 回  小学校と高等学校の学習指導要領（特別活動）の概要を説明する。 
3 回  「特別活動」内の「特別活動の目標」及び「特別活動の基本的な性格と教
育的意義」について説明する。 
4 回  「特別活動」内の「学級活動」に含まれる目標及び内容について、その概
要を説明する。 
5 回  「特別活動」内の「学級活動」に含まれる「学級や学校の生活づくり」に
ついて説明する。 
6 回  「学級や学校の生活づくり」に関する視聴覚資料（ビデオ教材）を使い、
指導の実態を視聴し、話し合いをする。これまでの講義の内容で不明な点につい
て質問を受け、そのことについて説明をする。 
7 回  「特別活動」内の「学級活動」に含まれる「適応と成⻑及び健康安全」に
ついてその前半を説明する。 
8 回  「特別活動」内の「学級活動」に含まれる「適応と成⻑及び健康安全」に
ついてその後半を説明する。 
9 回  「特別活動」内の「学級活動」に含まれる「学業と進路」について説明す
る。 
10 回  「特別活動」内の「生徒会活動」の目標及び内容の説明をする。 



11 回  「生徒会活動」に関する視聴覚資料（ビデオ教材）を使い、指導の実態
を視聴し、話し合いをする。これまでの講義の内容で不明な点について質問を受
け、そのことについて説明をする。 
12 回  「特別活動」内の「学校行事」の目標及び内容の説明をする。 
13 回  「特別活動」の「指導計画の作成と内容の取り扱い」について説明する。 
14 回  高等学校学習指導要領（特別活動）の目標及び「ホームルーム活動」の
概要について説明する。 
15 回  高等学校学習指導要領（特別活動）の「生徒会活動」及び「学校行事」
について概要を説明する。 

準備学習 1 回  平成 20 年中学校の学習指導要領解説（特別活動編）の 117 ページから
119 ページまでを予習しておくこと。 
2 回  資料として配付した小学校と高等学校の学習指導要領（特別活動）を予習
しておくこと。 
3 回  平成 20 年改訂中学校学習指導要領解説（特別活動編）〈教科書として設
定〉の「特別活動の目標」及び「特別活動の基本的な性格と教育的意義」の部分
と前回配付した資料を予習しておくこと。 
4 回  教科書内の「学級活動」に含まれる「学級活動の目標」、「学級活動の内容」
及び配付した資料を予習しておくこと。 
5 回  教科書内の「学級活動」に含まれる「学級や学校の生活づくり」及び配付
した資料を予習しておくこと。 
6 回  講義の第１回から第５回までの内容について復習し、疑問があれば講義
で質問をすること。 
7 回  教科書内の「学級活動」に含まれる「適応と成⻑及び健康安全」について、
ア「思春期の不安や悩みとその解決」からオ「望ましい⼈間関係の確立」までの
予習をしておくこと。配付した資料も予習しておくこと。 
8 回  教科書内の「学級活動」に含まれる「適応と成⻑及び健康安全」について、
カ「ボランティア活動の意義の理解と参加」からケ「食育の観点を踏まえた学校
給食と望ましい食習慣の形成」までの予習をしておくこと。配付した資料も予習
しておくこと。 
9 回  教科書内の「学級活動」に含まれる「学業と進路」について予習をしてお
くこと。配付した資料も予習しておくこと。 
10 回  教科書内の「生徒会活動」に含まれる目標及び内容について予習をして
おくこと。配付した資料も予習しておくこと。 
11 回  講義の第７回から第 10 回までの内容について復習し、疑問があれば講
義で質問をすること。 
12 回  教科書内の「学校行事」に含まれる目標及び内容について予習をしてお
くこと。配付した資料も予習しておくこと。 
13 回  教科書内の「指導計画の作成と内容の取り扱い」について予習をしてお
くこと。配付した資料も予習しておくこと。 
14 回  配付資料（高等学校学習指導要領・特別活動の目標及び「ホームルーム
活動」）の予習をしておくこと。 
15 回  配付資料（高等学校学習指導要領・特別活動の「生徒会活動」及び「学



校行事」）の予習をしておくこと。 
 



年度 2012 
授業コード FCD35L2 
成績評価 講義レポート（20％）、定期試験（80％）により評価する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜10),工学部(〜10),総合情報学部(〜10),生物地球学部(〜10) 
見出し FCD35L2 特別活動の研究 
担当教員名 野瀬 重⼈ 
単位数 2 
教科書  中学校学習指導要領（平成 20 年）解説―特別活動編― 文部科学省 
アクティブラーニング  
キーワード 学習指導要領、学級活動、生徒会活動、学校行事、国旗・国歌、自主的実践的な

態度 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  自由記述には次のようなものがあった。 

 ① より実践的な話を交えていたのでとても良い、おもしろい授業だった。 
 ② 学校について様々な話をきたので、面白く、勉強になりました。ありがと
うございました。 
 ③ ありがとうございました。 
 ④ スライドの色分けがもっと分かりやすかったら更に良かったと思います。 
〈回答〉今後は、パワーポイントの文字の色彩について工夫をして講義を行いま
す。 

科目名 特別活動の研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  高等学校学習指導要領解説（平成 21 年）―特別活動編― 文部科学省 

 講義に必要な資料を別途配付する。 
授業形態 講義 
注意備考  試験は定期試験期間中におこない、試験形態は筆記試験とする。 
シラバスコード FCD35L2 
実務経験のある教員  
達成目標  ①中学校・高等学校の学習指導要領（特別活動）の内容が理解できる。 

 ②視聴覚資料等の模擬体験やボランティア活動等の実体験をすることにより、
学校現場での実践⼒を身につける。 
 ③特別活動の学習は、成⻑する生徒の⼈間形成の上で極めて重要な部分を担っ
ていることが理解できる。 

受講者へのコメント  講義の内容をしっかりと記憶して、学校現場では十分に働いてほしい。 
連絡先  野瀬重⼈ 岡山理科大学理学部  

 野瀬研究室（10 学舎５偕） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  中・高等学校で必修の「特別活動」の指導方法に関する講義で、この講義の単
位がないと教員免許が取得できない。この科目は、教科書が無いという科目で、



日々教師が自分で学習計画を立てて授業を実践するものである。入学試験に出題
されない科目なので、学校現場で少し軽く見られるきらいがあったが、昨今学級
等で「いじめ」が発生している現状において俄に重要視されるようになった。そ
のため、学生は熱心に講義に参加して、その内容も十分に理解ができたように思
う。 

英文科目名 Studies of Pupil Activities 
関連科目 「道徳教育の研究」と同時履修が望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  学習指導要領の学習が中心になっているので、事前学習が難しい現状にある。

次年度は宿題等を出して、授業時間外の学習時間を増やして行きたい。 
講義目的  中・高等学校の教員として「特別活動」の授業を行うときには、この教科には

教科書がないので、学習指導要領の内容を十分に理解する。 
 この教科の実際の教育活動の理解には、ビデオ教材等で模擬体験させることに
より、実践⼒のある能⼒を身につけることができる。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  中学校学習指導要領（特別活動）〈以下「特別活動」と称する〉の概要を

説明する。 
2 回  小学校と高等学校の学習指導要領（特別活動）の概要を説明する。 
3 回  「特別活動」内の「特別活動の目標」及び「特別活動の基本的な性格と教
育的意義」について説明する。 
4 回  「特別活動」内の「学級活動」に含まれる目標及び内容について、その概
要を説明する。 
5 回  「特別活動」内の「学級活動」に含まれる「学級や学校の生活づくり」に
ついて説明する。 
6 回  「学級や学校の生活づくり」に関する視聴覚資料（ビデオ教材）を使い、
指導の実態を視聴し、話し合いをする。これまでの講義の内容で不明な点につい
て質問を受け、そのことについて説明をする。 
7 回  「特別活動」内の「学級活動」に含まれる「適応と成⻑及び健康安全」に
ついてその前半を説明する。 
8 回  「特別活動」内の「学級活動」に含まれる「適応と成⻑及び健康安全」に
ついてその後半を説明する。 
9 回  「特別活動」内の「学級活動」に含まれる「学業と進路」について説明す
る。 
10 回  「特別活動」内の「生徒会活動」の目標及び内容の説明をする。 
11 回  「生徒会活動」に関する視聴覚資料（ビデオ教材）を使い、指導の実態
を視聴し、話し合いをする。これまでの講義の内容で不明な点について質問を受
け、そのことについて説明をする。 
12 回  「特別活動」内の「学校行事」の目標及び内容の説明をする。 
13 回  「特別活動」の「指導計画の作成と内容の取り扱い」について説明する。 
14 回  高等学校学習指導要領（特別活動）の目標及び「ホームルーム活動」の
概要について説明する。 
15 回  高等学校学習指導要領（特別活動）の「生徒会活動」及び「学校行事」
について概要を説明する。 



準備学習 1 回  平成 20 年中学校の学習指導要領解説（特別活動編）の 117 ページから
119 ページまでを予習しておくこと。 
2 回  資料として配付した小学校と高等学校の学習指導要領（特別活動）を予習
しておくこと。 
3 回  平成 20 年改訂中学校学習指導要領解説（特別活動編）〈教科書として設
定〉の「特別活動の目標」及び「特別活動の基本的な性格と教育的意義」の部分
と前回配付した資料を予習しておくこと。 
4 回  教科書内の「学級活動」に含まれる「学級活動の目標」、「学級活動の内容」
及び配付した資料を予習しておくこと。 
5 回  教科書内の「学級活動」に含まれる「学級や学校の生活づくり」及び配付
した資料を予習しておくこと。 
6 回  講義の第１回から第５回までの内容について復習し、疑問があれば講義
で質問をすること。 
7 回  教科書内の「学級活動」に含まれる「適応と成⻑及び健康安全」について、
ア「思春期の不安や悩みとその解決」からオ「望ましい⼈間関係の確立」までの
予習をしておくこと。配付した資料も予習しておくこと。 
8 回  教科書内の「学級活動」に含まれる「適応と成⻑及び健康安全」について、
カ「ボランティア活動の意義の理解と参加」からケ「食育の観点を踏まえた学校
給食と望ましい食習慣の形成」までの予習をしておくこと。配付した資料も予習
しておくこと。 
9 回  教科書内の「学級活動」に含まれる「学業と進路」について予習をしてお
くこと。配付した資料も予習しておくこと。 
10 回  教科書内の「生徒会活動」に含まれる目標及び内容について予習をして
おくこと。配付した資料も予習しておくこと。 
11 回  講義の第７回から第 10 回までの内容について復習し、疑問があれば講
義で質問をすること。 
12 回  教科書内の「学校行事」に含まれる目標及び内容について予習をしてお
くこと。配付した資料も予習しておくこと。 
13 回  教科書内の「指導計画の作成と内容の取り扱い」について予習をしてお
くこと。配付した資料も予習しておくこと。 
14 回  配付資料（高等学校学習指導要領・特別活動の目標及び「ホームルーム
活動」）の予習をしておくこと。 
15 回  配付資料（高等学校学習指導要領・特別活動の「生徒会活動」及び「学
校行事」）の予習をしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD35M2 
成績評価 定期テスト  50％ （道徳に対する自分の考えをもつことができると同時に道

徳教育の意義を理解できたか） 
レポート   20％ （講義内容に関する感想と問題意識の有無） 
実習点    30％ （実習の表現⼒、発表⼒、意欲、態度） 

曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜10),工学部(〜10),総合情報学部(〜10),生物地球学部(〜10) 
見出し FCD35M2 道徳教育の研究 
担当教員名 野島 淑子＊ 
単位数 2 
教科書 中学校学習指導要領解説 道徳編 平成 20 年 9 月 （文部科学省） 
アクティブラーニング  
キーワード ⼈間としての生き方  

生きる基盤としての道徳性 
道徳的価値の自覚 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答 教室の広さと⼈数がマッチしないかったり、多⼈数への対応が十分できなかった

り時間的にも迷惑をかけたと思います。 クラスの⼈数が多いときは、受け身の
学習ではなく、能動的な姿勢を期待します。自己の目的が達成できた事の直筆コ
メントはうれしいです。 

科目名 道徳教育の研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 道徳教育論           中村 清  東洋観出版社 

構造化方式の道徳授業      金井 肇  明治図書 
「心のノート」を生かす道徳授業 金井 肇/全国道徳授業実践研究会  明治
図書 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FCD35M2 
実務経験のある教員  
達成目標 ・道徳教育の意義を理解し、道徳の重要性を理解できるようにすること。 

・道徳授業における指導方法や工夫を身につけることによって授業実践が出来る
ようにする。  
・自分自身の生き方を謙虚に見つめる機会とすること。 

受講者へのコメント 次世代の子どもたちのよりよく生きたいという願い沿い、支援できるように労を
を厭わず責任と信念をもって取り組んでくれますよう願っています。様々な事に
関心を向け、事実をしっかり受け止めて、自己の価値観を磨き高める努⼒をして
ください。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への  



対応 
各項目評価に対する所見 受講者が多く、演習や授業実践等に充分参加してもらえない⼈が出てきたのは、

申し訳なかったと思います。欠席回数が多い⼈や、課題が出せない⼈も目につき
ましたが、大変熱心で、優秀な⼈の割合も多かったので、お互いの刺激や参考に
なったことも多々あったのではと思います。道徳教育への理解や興味関心が高ま
った⼈の割合も多く頼もしく思いました。 

英文科目名 Studies of Moral Education 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 興味を持って受講でき、目的が達成できるようにるように、授業改善は常に努⼒

したいと思います。 
講義目的  道徳は、⼈の生涯にわたる生き方の問題に深く関わってくる。昨今、社会のモ

ラル低下が問題になり、その影響を強く受ける子どもたちの「心の教育」が重要
課題となっている。特に生育期における道徳教育の意義は大きい。学校教育の現
状と課題を概観し、道徳教育の基本的立場と「道徳の時間」について考える。よ
りよく生きていくための基盤となる道徳性を育てるにはどうすればよいか。道徳
的価値についての理解を深め、単なる徳目主義に陥いることなく、価値の自覚を
図るための指導のあり方を検討していく。実際に授業をつくっていく作業を通し
て、ね 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

学校における道徳教育の実際を紹介し、子どもたちの実態を説明する。 
講義内容の概略を説明する。 
2 回 我が国の伝統的道徳と戦前の道徳教育の歴史について解説する。 
3 回 我が国の戦後の道徳教育の歴史について解説する。今後の道徳教育の課題
について考えていけるようにする。 
4 回 ⼈間の成⻑過程における道徳性の発達や道徳論について解説する。 
5 回 現在の学校における道徳教育の現状とその意義について説明する。 
6 回 学校における道徳教育の指導計画について解説する。 
7 回 「道徳の時間」のねらいと目標について解説する。 
8 回 道徳の内容項目と指導の観点について解説する。 
（①主として自分自身に関すること、②主として他の⼈とのかかわりに関するこ
と） 
9 回 道徳の内容項目と指導の観点について解説する。 
（③主として自然や崇高なものとのかかわりに関すること、④主として集団や社
会とのかかわりに関すること） 
10 回 「道徳の時間」の授業のつくり方について解説し実習指導をする。 
（基本的な考え方と指導案のつくりかたについて説明する） 
11 回 「道徳の時間」の授業のつくり方について解説し、実習指導をする。 
（資料との選択と教材について説明する） 
12 回 「道徳の時間」の授業のつくり方について説明し、実習指導をする。 
（発問の工夫、指導案作成の実習をする） 
13 回 「道徳の時間」の模擬授業の実践をする。 



（グループで作成した指導案を基に、実際の教室に見立てて道徳授業をする。） 
14 回 「道徳の時間」の模擬授業の実践をする。 
 （グループで作成した指導案を基に、実際の教室に見立てて道徳授業をする。） 
15 回 まとめをする。 
（道徳の評価のあり方や学級経営、学校と家庭・地域社会との連携など学校にお
ける道徳教育に対する課題について自分の考えをまとめる。） 

準備学習 1 回 自分自身を振り返り、自分の道徳性について考えてみること。 
2 回 明治や戦前までの興味のある歴史上の⼈物について簡単に調べておくこと。 
3 回 戦後の近隣諸国に対する自分の考えをまとめてみること。 
4 回 自分の⼈格形成に最も影響を与えている⼈たちについて考えておくこと。 
5 回 解説書 第 1 章 第 1 節「道徳教育改訂の要点」  第 2 節「道徳教育の
基本的な在り方」を読んでおくこと。 
6 回 解説書 第 4 章 「道徳の指導計画」 第 6 章 「教育活動全体を通して
行う指導」を読んでおくこと。 
7 回 解説書 第 5 章 「道徳の時間の指導」を読んでおくこと。 
8 回 解説書 第 3 章「道徳の内容」を読んでおくこと。 
9 回 解説書 第 3 章「道徳の内容」を読んでおくこと。 
10 回 解説書 第 5 章 第 2 節「学習指導案の内容とその作成」を読んでおくこ
と。 
11 回 解説書 第 5 章 第 2 節「学習指導案の内容とその作成」を読んでおくこ
と。 
12 回 解説書 第 5 章 第３節「学習指導の多様な展開」を読んでおくこと。 
13 回 参考書などで道徳授業記録を参照しておくこと。 
14 回 参考書などで道徳授業記録を参照しておくこと。 
15 回 解説書 第 7 節「家庭や地域社会との連携」 第 8 章「生徒理解に基づく
道徳教育の評価」を読んでおくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD3711 
成績評価 提出課題（２０％）と試験（８０％）で評価する。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12),教職特別

課程(〜12) 
見出し FCD3711 教職論 
担当教員名 横⽥ 美枝子＊ 
単位数 2 
教科書 実教出版「教職必修 新教職論（改訂版）」 
アクティブラーニング  
キーワード 教職の意義，教師像 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  記述なし 
科目名 教職論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FCD3711 
実務経験のある教員  
達成目標 教師としての自らの在り方を探りながら、教職についての理解を深め、将来、学

校教育に真剣に取り組もうとする自己の教師像を明確にすることができる。 
受講者へのコメント  とても熱心に受講でき、質問がでたり、授業の後、再度内容を確認するなど積

極的な姿勢が多くみられました。教職に就きたいという学生の意欲が感じられま
した。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  それなりに評価していただき、安心しています。特に進路の参考になったとい
う点については、授業をしてよかったと思います。 

英文科目名 Studies of Teaching Profession 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  一方的な話でなく、必要に応じてグループ討議、事例検討、発表、演習などを

取り入れ、学生が主体的に学習できる場を授業の中に取り入れていくことを検討
していきたいと思います。 

講義目的 本講義は教員免許状を取得するための必修科目である。そのため、教職の意義、
及び教師に課せられた使命・役割等について考察するとともに、これからの教師
に求められる資質や素養について基礎的な知識や内容を学び、教師になろうとす
る意欲を高めることにある。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 教職の意義について解説する。（オリエンテーションを含む） 

2 回 教員の職務と服務について解説する。 
3 回 教員の資質向上と研修について解説する。 
4 回 学校の歴史と求められる教師像について解説する。 
5 回 教員の養成・採用について解説する。 
6 回 学校の組織と運営について解説する。 
7 回 学級経営と学習指導について解説する。 
8 回 学校教育の現状と課題について解説する。 
9 回 生徒指導の考え方について解説する。 
10 回 事例研究（いじめ問題への具体的対応）について解説する。 
11 回 事例研究（不当問題への具体的対応）について解説する。 
12 回 事例研究（特別支援教育）について解説する。 
13 回 事例研究（学校の危機管理）について解説する。 
14 回 新世紀の教育改⾰の視点について解説する。 
15 回 自己の考察と自分の目指す教師像について解説する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 地方公務員法第 30 条とはどのような内容か調べておくこと。 
3 回 教員に求められる資質能⼒とはどのようなものか、また、教員の研修内容に
ついて調べておくこと。 
4 回 我々にとって学校は当たり前の存在であるが、どのような歴史をたどる中
で現在のような学校教育が行われるようになったのか、特に、明治時代以降の学
校制度について調べておくこと。 
5 回 昨年度の教員採用試験問題（出題内容）に目を通しておくこと。 
6 回 学校の定義はどのような法律でなされているのか、また、校務を運営する組
織を表す校務分掌とはどのようなものか調べておくこと。 
7 回 学習指導案とはどのようなものか調べておくこと。 
8 回 近年、学校教育で話題になっている事柄に関心を持ち、その概要を調べてお
くこと。 
9 回 文部科学省の「平成 20 年度 児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に
関する調査」について概略に目を通しておくこと。 
10 回 いじめの定義を調べておくこと。 
11 回 昨年度の小中学校不登校の状況、高等学校の⻑期欠席及び中途退学の状況
を調べておくこと。 
12 回 学校や関係諸機関で行われている特別支援教育について調べておくこと。 
13 回 近年、学校・園において起こった悲惨な事故や事件を調べておくこと。 
14 回 2000 年 12 月に出された「教育改⾰国⺠会議」の“17 の提案”を調べておく
こと。 
15 回 心に残る教師像や講義を通し、自分の中で確立した教師像を明確にしてお
くこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD3712 
成績評価 提出課題（２０％）と試験（８０％）で評価する。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12),教職特別

課程(〜12) 
見出し FCD3712 教職論 
担当教員名 横⽥ 美枝子＊ 
単位数 2 
教科書 実教出版「教職必修 新教職論（改訂版）」 
アクティブラーニング  
キーワード 教職の意義，教師像 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 教職論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FCD3712 
実務経験のある教員  
達成目標 教師としての自らの在り方を探りながら、教職についての理解を深め、将来、学

校教育に真剣に取り組もうとする自己の教師像を明確にすることができる。 
受講者へのコメント  静かな状況で順調に授業ができたことを感謝しています。「目指す教師像」の

内容で各自の想いが文章にしっかりと書かれ、教職に就きたいというみなさんの
強い気持ちが伝わってきました。がんばってください。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  まずまずの結果と思う。無記名が何⼈かいたのでちょっと残念であった。受講
生全員がきちんとアンケートに答えてほしいと思う。 

英文科目名 Studies of Teaching Profession 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  教科書を有効に使用することを検討し、振り返りのワークシートの内容を修

正、検討してよりわかりやすく書きやすいものにしていきたい。 
講義目的 本講義は教員免許状を取得するための必修科目である。そのため、教職の意義、

及び教師に課せられた使命・役割等について考察するとともに、これからの教師
に求められる資質や素養について基礎的な知識や内容を学び、教師になろうとす
る意欲を高めることにある。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 教職の意義について解説する。（オリエンテーションを含む） 
2 回 教員の職務と服務について解説する。 
3 回 教員の資質向上と研修について解説する。 
4 回 学校の歴史と求められる教師像について解説する。 
5 回 教員の養成・採用について解説する。 
6 回 学校の組織と運営について解説する。 
7 回 学級経営と学習指導について解説する。 
8 回 学校教育の現状と課題について解説する。 
9 回 生徒指導の考え方について解説する。 
10 回 事例研究（いじめ問題への具体的対応）について解説する。 
11 回 事例研究（不当問題への具体的対応）について解説する。 
12 回 事例研究（特別支援教育）について解説する。 
13 回 事例研究（学校の危機管理）について解説する。 
14 回 新世紀の教育改⾰の視点について解説する。 
15 回 自己の考察と自分の目指す教師像について解説する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 地方公務員法第 30 条とはどのような内容か調べておくこと。 
3 回 教員に求められる資質能⼒とはどのようなものか、また、教員の研修内容に
ついて調べておくこと。 
4 回 我々にとって学校は当たり前の存在であるが、どのような歴史をたどる中
で現在のような学校教育が行われるようになったのか、特に、明治時代以降の学
校制度について調べておくこと。 
5 回 昨年度の教員採用試験問題（出題内容）に目を通しておくこと。 
6 回 学校の定義はどのような法律でなされているのか、また、校務を運営する組
織を表す校務分掌とはどのようなものか調べておくこと。 
7 回 学習指導案とはどのようなものか調べておくこと。 
8 回 近年、学校教育で話題になっている事柄に関心を持ち、その概要を調べてお
くこと。 
9 回 文部科学省の「平成 20 年度 児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に
関する調査」について概略に目を通しておくこと。 
10 回 いじめの定義を調べておくこと。 
11 回 昨年度の小中学校不登校の状況、高等学校の⻑期欠席及び中途退学の状況
を調べておくこと。 
12 回 学校や関係諸機関で行われている特別支援教育について調べておくこと。 
13 回 近年、学校・園において起こった悲惨な事故や事件を調べておくこと。 
14 回 2000 年 12 月に出された「教育改⾰国⺠会議」の“17 の提案”を調べておく
こと。 
15 回 心に残る教師像や講義を通し、自分の中で確立した教師像を明確にしてお
くこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD3721 
成績評価 毎時間のレポートで評価し，100 点満点に換算して 60 点以上を合格とする。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 社会情報学科(〜11) 
見出し FCD3721 社会科・公⺠科教育法Ⅰ 
担当教員名 安藤 豊＊ 
単位数 2 
教科書 中学校学習指導要領解説（社会科編）文部科学省高等学校学習指導要領解説（公

⺠科編）文部科学省 
アクティブラーニング  
キーワード 学習指導要領（社会科，公⺠科）の学習 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 社会科・公⺠科教育法Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 中学，高校で使った社会の教科書 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FCD3721 
実務経験のある教員  
達成目標 中学校社会科，高等学校公⺠科の教員として必要な指導⼒を修得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 教務課 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Teaching Method of Civic Education I 
関連科目 社会科・公⺠科教育法Ⅱ，社会科教育法Ⅰ，社会科教育法Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 中学校社会科，高等学校公⺠科の教員免許状取得に必要な知識，技能を修得する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 中学校，高等学校学習指導要領改訂について解説する。 

2 回 教科の目的，地理的分野の目標について解説する。 
3 回 世界のさまざまな地域について解説する。 
4 回 日本のさまざまな地域について解説する。 
5 回 歴史分野の目標について解説する。 
6 回 歴史のとらえ方について解説する。 
7 回 古代までの日本について解説する。 
8 回 中世の日本について解説する。 



9 回 近世の日本について解説する。 
10 回 近代の日本と世界について解説する。 
11 回 現代の日本と世界について解説する。 
12 回 公⺠的分野の目標と内容について解説する。 
13 回 「第２章第１節 現代社会」について解説する。 
14 回 「第２章第２節 倫理」について解説する。 
15 回 「第２章第３節 政治・経済」について解説する。 

準備学習 1 回 中学校学習指導要領解説（社会科編），高等学校学習指導要領解説（公⺠科
編）に目を通しておくこと。 
2 回 中学校学習指導要領解説（社会科編）の講義計画該当部分を学習しておくこ
と。 
3 回 中学校学習指導要領解説（社会科編）の講義計画該当部分を学習しておくこ
と。 
4 回 中学校学習指導要領解説（社会科編）の講義計画該当部分を学習しておくこ
と。 
5 回 中学校学習指導要領解説（社会科編）の講義計画該当部分を学習しておくこ
と。 
6 回 中学校学習指導要領解説（社会科編）の講義計画該当部分を学習しておくこ
と。 
7 回 中学校学習指導要領解説（社会科編）の講義計画該当部分を学習しておくこ
と。 
8 回 中学校学習指導要領解説（社会科編）の講義計画該当部分を学習しておくこ
と。 
9 回 中学校学習指導要領解説（社会科編）の講義計画該当部分を学習しておくこ
と。 
10 回 中学校学習指導要領解説（社会科編）の講義計画該当部分を学習しておく
こと。 
11 回 中学校学習指導要領解説（社会科編）の講義計画該当部分を学習しておく
こと。 
12 回 中学校学習指導要領解説（社会科編）の講義計画該当部分を学習しておく
こと。 
13 回 高等学校学習指導要領解説（公⺠科編）の講義計画該当部分を学習してお
くこと。 
14 回 高等学校学習指導要領解説（公⺠科編）の講義計画該当部分を学習してお
くこと。 
15 回 高等学校学習指導要領解説（公⺠科編）の講義計画該当部分を学習してお
くこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD3722 
成績評価 毎時間のレポートで評価し，100 点満点に換算して 60 点以上を合格とする。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 社会情報学科(〜11) 
見出し FCD3722 社会科・公⺠科教育法Ⅱ 
担当教員名 安藤 豊＊ 
単位数 2 
教科書 中学校教科書：新編 新しい社会 公⺠（東京書籍）高等学校教科書：現代社会

（東京書籍） 
アクティブラーニング  
キーワード 公⺠としての必要な基礎的知識 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 社会科・公⺠科教育法Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 中学，高校で使った公⺠の資料 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FCD3722 
実務経験のある教員  
達成目標 中学校社会科，高等学校公⺠科の教員として必要とされる指導⼒を修得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 教務課 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Teaching Method of Civic Education II 
関連科目 社会科・公⺠科教育法Ⅰ，社会科教育法Ⅰ，社会科教育法Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 中学校社会科，高等学校公⺠科の教員免許状取得に必要な知識，技能を修得する

こと。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 現代社会とわたしたちの生活について解説する。 

2 回 個⼈と社会生活，⼈権と日本国憲法について解説する。 
3 回 ⼈権と共生社会について解説する。 
4 回 現代の⺠主政治について解説する。 
5 回 国の政治のしくみについて解説する。 
6 回 地方の政治と自治について解説する。 
7 回 わたしたちの生活と経済について解説する。 



8 回 市場経済と金融について解説する。 
9 回 国⺠生活と福祉について解説する。 
10 回 国際問題と地域市⺠について解説する。 
11 回 国際社会と平和について解説する。 
12 回 現代の社会生活と⻘年について解説する。 
13 回 現代の経済と国⺠福祉について解説する。 
14 回 日本国憲法と⺠主政治について解説する。 
15 回 国際社会と⼈類の課題について解説する。 

準備学習 1 回 中学校公⺠教科書（東京書籍）の P.5〜P.26 までに目を通しておくこと。 
2 回 中学校公⺠教科書（東京書籍）の講義計画該当部分を学習しておくこと。 
3 回 中学校公⺠教科書（東京書籍）の講義計画該当部分を学習しておくこと。 
4 回 中学校公⺠教科書（東京書籍）の講義計画該当部分を学習しておくこと。 
5 回 中学校公⺠教科書（東京書籍）の講義計画該当部分を学習しておくこと。 
6 回 中学校公⺠教科書（東京書籍）の講義計画該当部分を学習しておくこと。 
7 回 中学校公⺠教科書（東京書籍）の講義計画該当部分を学習しておくこと。 
8 回 中学校公⺠教科書（東京書籍）の講義計画該当部分を学習しておくこと。 
9 回 中学校公⺠教科書（東京書籍）の講義計画該当部分を学習しておくこと。 
10 回 中学校公⺠教科書（東京書籍）の講義計画該当部分を学習しておくこと。 
11 回 中学校公⺠教科書（東京書籍）の講義計画該当部分を学習しておくこと。 
12 回 高等学校現代社会教科書（東京書籍）の講義計画該当部分を学習しておく
こと。 
13 回 高等学校現代社会教科書（東京書籍）の講義計画該当部分を学習しておく
こと。 
14 回 高等学校現代社会教科書（東京書籍）の講義計画該当部分を学習しておく
こと。 
15 回 高等学校現代社会教科書（東京書籍）の講義計画該当部分を学習しておく
こと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD3912 
成績評価 講義中におこなう小レポートを含む講義への取り組み（5 割）、期末試験（5 割）

から、総合的に成績評価をおこなう。 
曜日時限 水曜日 9・10 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FCD3912 文化史Ⅱ 
担当教員名 中村 真里絵＊ 
単位数 2 
教科書 教科書は使用しない。必要に応じて資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 文化、文化⼈類学、フィールドワーク、自文化と異文化、文化相対主義 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 自由記述への回答はなかったため、割愛する。 
科目名 文化史Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義の際に、随時提示する。 
授業形態 講義 
注意備考 理解を助けるために、ビデオや DVD などを用いて映像の視聴もおこなう。 
シラバスコード FCD3912 
実務経験のある教員  
達成目標 ①「文化」とは何かを理解する。②自文化および、異文化を客観的に理解する視

点を習得する。③文化の多様性と普遍性を理解する。 
受講者へのコメント 全体的に真面目に取り組んでもらえたため、講義をしやすい雰囲気であった。ま

た、試験勉強もよくしてきてくれたようで、全体的に良かったと思う。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 各項目ともよい評価をもらえた。今後も、工夫しながら講義をしていきたい。 
英文科目名 Cultural History II 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 板書について、もう少し工夫していく必要があると感じた。 
講義目的 グローバリズムが進む現代社会において、⼈生をより豊かに生きるために、文化

の多様なあり方を総合的に捉える視点を身に付けることを目指す。 
私たちの身近な文化現象を東南アジアや日本の事例等を取り上げ、各社会の文化
やそこで生きる⼈々の生活について考察することにより、現代社会における自文
化及び異文化理解の方法とその重要性について学び、文化への理解を深めてい
く。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：本講義について説明する。 



2 回 「文化」とは何か：文化の概念について講義する。 
3 回 フィールドワーク(1)：文化について調査する際の方法論について講義する。 
4 回 フィールドワーク(2)：文化について調査する際の方法論について講義する。 
5 回 「文化」をめぐる動向(1)：近年の文化をめぐる動きとして、観光現象につ
いて講義する。 
6 回 「文化」をめぐる動向(2)：近年の文化をめぐる動きとして、観光現象につ
いて講義する。 
7 回 「文化」をめぐる動向(3)：近年の文化をめぐる動きとして、観光現象につ
いて講義する。 
8 回 「文化」をめぐる動向(4)：海外の⼈から見た日本文化について講義する。 
9 回 「文化」をめぐる動向(5)：海外の⼈から見た日本文化について講義する。 
10 回 生業と社会(1)：急速な社会変化と⼈々の生業のかかわりについて講義す
る。 
11 回 生業と社会(2)：急速な社会変化と⼈々の生業のかかわりについて講義す
る。 
12 回 生業と社会(3)：急速な社会変化と⼈々の生業のかかわりについて講義す
る。 
13 回 生業と社会(4):急速な社会変化と⼈々の生業のかかわりについて講義す
る。 
14 回 生業と社会(5):急速な社会変化と⼈々の生業のかかわりについて講義す
る。 
15 回 まとめ：これまでの講義を総括する。 

準備学習 1 回 シラバスを読み、講義の流れを確認してくること。 
2 回 前回の講義内容を確認すること。 
3 回 前回の講義内容を確認すること。 
4 回 前回の講義内容を確認すること。 
5 回 前回の講義内容を確認すること。 
6 回 前回の講義内容を確認すること。 
7 回 前回の講義内容を確認すること。 
8 回 前回の講義内容を確認すること。 
9 回 前回の講義内容を確認すること。 
10 回 前回の講義内容を確認すること。 
11 回 前回の講義内容を確認すること。 
12 回 前回の講義内容を確認すること。 
13 回 前回の講義内容を確認すること。 
14 回 前回の講義内容を確認すること。 
15 回 これまでの講義内容を確認してくること。 

 



年度 2012 
授業コード FCD3913 
成績評価 定期試験（80％）と課題提出（20％）により評価する。 
曜日時限 水曜日 9・10 時限 
対象クラス 工学部(〜11) 
見出し FCD3913 職業指導 
担当教員名 杉⽥ 一仁＊ 
単位数 4 
教科書 文部科学省 高等学校学習指導要領解説 総則編文部科学省 高等学校学習指

導要領解説 特別活動編配布するプリント 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答 記入者なし。 
科目名 職業指導 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜資料を配布する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FCD3913 
実務経験のある教員  
達成目標 １ 高等学校学習要領に記載されている進路指導、職業指導、キャリア教育指導

に関わる内容を理解し、実践できる⼒を身につける。 
２ 教育現場が抱える課題は多くあるが、なかでも子供たちの自己指導⼒の育成
が強く求められている。自己指導⼒の概念を理解し、指導方法を身につける。 
３ キャリア教育の基本方向を身につけ、有効な推進方策が考えられる。 

受講者へのコメント 幅広い知見を得るよう努⼒してほしい。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 総合評価に満足。 
英文科目名 Vocational Guidance 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 課題の厳選。 
講義目的 生徒たちが、将来の進路を適切に選択し、自己実現が図られるための指導・援助

のあり方やその指導法を概説する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 学校教育関係法規Ⅰ（学校教育法、学校教育法施行規則）について解説す

る。 
2 回 学校教育関係法規Ⅱ（教育委員会規則）について解説する。 



3 回 職業指導の意義について解説する。 
4 回 職業指導の基本的性格について解説する。 
5 回 学習指導要領 総則と職業指導Ⅰ（教育課程編成の原則）について解説す
る。 
6 回 学習指導要領 総則と職業指導Ⅱ（教育課程編成の原則）について解説す
る。 
7 回 学習指導要領 総則と職業指導Ⅲ（高等学校における道徳教育）について解
説する。 
8 回 学習指導要領 総則と職業指導Ⅳ（体験的な学習の指導）について解説す
る。 
9 回 学習指導要領 特別活動と職業指導Ⅰ（特別活動の目標）について解説す
る。 
10 回 学習指導要領 特別活動と職業指導Ⅱ（ホ−ムル−ム活動と生徒会活動）
について解説する。 
11 回 学習指導要領 特別活動と職業指導Ⅲ（学校行事）について解説する。 
12 回 各教科・科目と職業指導について解説する。 
13 回 職業指導と生徒指導について解説する。 
14 回 職業指導の今日的課題Ⅰ（社会の変化）について解説する。 
15 回 職業指導の今日的課題Ⅱ（産業・経済の変化）について解説する。 
16 回 学校から社会への移行をめぐる課題について解説する。 
17 回 子供たちの生活・意識の変容について解説する。 
18 回 キャリア教育の定義について解説する。 
19 回 キャリア教育の意義について解説する。 
20 回 キャリア教育の範囲と内容について解説する。 
21 回 進路指導とキャリア教育について解説する。 
22 回 職業指導とキャリア教育について解説する。 
23 回 キャリア教育の基本方向Ⅰ（キャリア発達の支援と働くことへの関心・意
欲の高揚）について解説する。 
24 回 キャリア教育の基本方向Ⅱ（職業⼈としての資質・能⼒と豊かな⼈間性）
について解説する。 
25 回 キャリア教育推進のための方策Ⅰ（教育課程への位置づけ）について解説
する。 
26 回 キャリア教育推進のための方策Ⅱ（社会や経済の仕組みについての理解）
について解説する。 
27 回 キャリア教育推進のための方策Ⅲ（多様で幅広い他者との⼈間関係の構築）
について解説する。 
28 回 キャリア教育を推進するための条件整備について解説する。 
29 回 学校外の教育資源活用にかかるシステムについて解説する。 
30 回 関係機関等の連携と社会全体の理解の促進について解説する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習の過程を把握しておくこと。教育基本法、学校
教育法、学校教育法施行規則を一読しておくこと。 
2 回 教育基本法、学校教育法、学校教育法施行規則を一読しておくこと。 



3 回 職業指導、進路指導、キャリア教育指導の概念を調べておくこと。 
4 回 職業指導の目指す教育活動について調べておくこと。 
5 回 高等学校学習指導要解説 総則編を一読しておくこと。 
6 回 高等学校学習指導要領解説 総則編を一読しておくこと。 
7 回 高等学校学習指導要領解説 総則編を一読しておくこと。 
8 回 高等学校学習指導要領解説 総則編を一読しておくこと。 
9 回 高等学校学習指導要領解説 特別活動編を一読しておくこと。 
10 回 高等学校学習指導要領解説 特別活動編を一読しておくこと。 
11 回 高等学校学習指導要領解説 特別活動編を一読しておくこと。 
12 回 教科・科目と職業指導との関係について調べておくこと。 
13 回 生涯を通じて自分の持つ素質・能⼒を磨き開発し、社会の一員として生き
ていこうとする態度（自己指導⼒）の育成を目指す職業指導や生徒指導について
考えておくこと。 
14 回 産業・経済の構造的変化や雇用の多様化・流動化が急速に進んでいる。こ
うした中で、これからの職業指導をどう進めていくべきかを考えておくこと。 
15 回 産業・経済の構造的変化や雇用の多様化・流動化が急速に進んでいる。こ
うした中で、これからの職業指導をどう進めていくべきかを考えておくこと。 
16 回 経済のグロ−バル化が進展し、コスト削減や経営の合理化が進む中、雇用
形態も変化し、求⼈の著しい減少、求職と求⼈の不適合が拡大している。また、
若者の勤労観、職業観の未熟さ、職業⼈としての基礎的資質・能⼒の低下が指摘
されている。こうした問題にどのように対応すべきか考えておくこと。 
17 回 ⼈間関係を築くことができない、進路を選ぼうとしないなどの子供たちが
増えつつある。また、モラトリアム傾向が強くなり、進学も就職もしようとしな
かったり、進路意識や目的意識が希薄なまま「とりあえず」進学したりする若者
が増加している。こうした状況にどのように対応すべきか考えておくこと。 
18 回 キャリアという言葉はいろいろなところで使われているが、学校で行われ
るキャリア教育とは何を目指すのかを考えておくこと。 
19 回 キャリア教育は、キャリアが子供たちの発達段階やその発達課題の達成と
深くかかわりながら段階を追って発達していくことを踏まえ、子供たちの全⼈的
な成⻑・発達を促す視点に立った取り組みを積極的に進めることであるが具体的
にどのような取り組みが求められるかを考えておくこと。 
20 回 キャリア教育は、学校すべての教育活動を通して推進されなければならな
いが、学校で行われる教育活動について考えておくこと。 
21 回 進路指導は、キャリア教育との間に大きな差異は見られず、進路指導の取
り組みは、キャリア教育の中核をなすということができる。中学校・高等学校で
受けた進路指導について考えておくこと。 
22 回 職業指導も、キャリア教育との間に大きな差異は見られず、職業指導の取
り組みは、キャリア教育の中核をなすということができる。中学校・高等学校で
受けた職業教育について考えておくこと。 
23 回 教師がキャリア教育を進める際、どのような視点に立って取り組むことが
必要かを考えておくこと。 
24 回 教師がキャリア教育を進める際、どのような視点に立って取り組むことが



必要かを考えておくこと。 
25 回 キャリア教育の推進には、幅広い視点に立って関連する取り組みを総合的
に見直し、入学時から卒業時まで、学校を挙げて子供たち一⼈一⼈を支援してい
く姿勢が求められる。具体的な取り組みについて考えておくこと。 
26 回 キャリア教育の推進には、幅広い視点に立って関連する取り組みを総合的
に見直し、入学時から卒業時まで、学校を挙げて子供たち一⼈一⼈を支援してい
く姿勢が求められる。具体的な取り組みについて考えておくこと。 
27 回 キャリア教育の推進には、幅広い視点に立って関連する取り組みを総合的
に見直し、入学時から卒業時まで、学校を挙げて子供たち一⼈一⼈を支援してい
く姿勢が求められる。具体的な取り組みについて考えておくこと。 
28 回 キャリア教育を推進する上で、指導者である教員の資質や専門性の向上が
きわめて重要であると言われているが、キャリア教育を推進するために必要な基
本的条件及びその整備のあり方について考えておくこと。 
29 回 キャリア教育を十全に展開するためには、家庭、地域や企業等との連携を
積極的に進め、学校外の教育資源を有効に活用することが不可欠である。具体的
な取り組みを考えとおくこと。 
30 回 キャリア教育を効果的に進めるためには、家庭、地域、企業、関係機関、
関係団体等の理解と協⼒が不可欠である。各学校が取り組んでいる具体的な例を
考えておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD3922 
成績評価 課題の提出（20％）と試験（80％）により評価する。 
曜日時限 水曜日 9・10 時限 
対象クラス 化学科(〜11),応用物理学科(〜11),基礎理学科(〜11),生物化学科(〜11),臨床生

命科学科(〜11),動物学科(〜11),バイオ・応用化学科(〜11),生物地球システム学
科(〜11),生物地球学科(〜11) 

見出し FCD3922 理科教育法Ⅱ 
担当教員名 延本 大作＊ 
単位数 2 
教科書 文部科学省 中学校学習指導要領解説（平成 20 年９月）理科編（大日本図書） 
アクティブラーニング  
キーワード 中学校学習指導要領，高等学校学習指導要領，総合的な学習の時間 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「中学校教員の頃の話が楽しく，一番興味がそそられました。」 

  →講義の状況に合わせて紹介することを心がけたい。 
科目名 理科教育法Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 中学校・高等学校の理科教科書（講義で指示する）文部科学省 高等学校学習指

導要領解説（平成 21 年 12 月）理科編・理数編（実教出版） 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FCD3922 
実務経験のある教員  
達成目標 中学校・高等学校の理科教育に必要な各種の能⼒習得のための実体験活動を通し

て，理科授業をスムーズに実践できること。また，総合的な学習の時間において
も十分に指導できる幅の広い能⼒を身に付ける。 

受講者へのコメント 教職課程の講義ということを大部分の方が理解していたことはよかった。 
  さらに，将来は教師として生徒に接することを考えて，講義形式の場合は講義
時間の２倍の時間をかけて，自分でも調べるという態度で臨んでもらいたい。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 Ａ：「授業への取組」 
 授業時間外に全く学習していない学生が３割もおり，今後は毎回，小課題の提
出を求めていきたい。 
Ｂ：「授業による成⻑」 
 ７割が理解が深まった。３割が興味関心が高まった。３割が今後の進路の参考
になった。と回答しており，無回答はわずかであり，おおむね良好な結果となっ
ている。 
Ｃ：「総合評価」 



 目標達成度，教員の意欲，授業満足度はいずれも７割程度が肯定的に回答して
おり，否定的な回答は１割未満であった。おおむね良好であるが，全員が満足で
きるものとなるように努めていきたい。 
Ｅ：授業の考慮点 

英文科目名 Teaching Method of Science II 
関連科目 理科教育法Ⅰを履修した後に受講すること。 
次回に向けての改善変更予定 講義内容の精選をしたい。また，毎回，小課題の提出を求めていきたい。 
講義目的 中学校・高等学校における理科教員に必要な知識や技能を習得させることによ

り，学校現場で活躍できる教員を育成する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 理科教育と学習指導要領について解説する。 

2 回 理科教育の概要について（中学校）解説する。 
3 回 理科教育の概要について（高等学校）解説する。 
4 回 理科教育の指導・中学校・高等学校物理領域について解説する。 
5 回 理科教育の指導・中学校・高等学校化学領域について解説する。 
6 回 理科教育の指導・中学校・高等学校生物領域について解説する。 
7 回 理科教育の指導・中学校・高等学校地学領域について解説する。 
8 回 学習指導案の作成（１）について解説する。 
9 回 学習指導案の作成（２）について解説する。 
10 回 学習指導案の作成（３）について解説する。 
11 回 学習指導案の作成（４）について解説する。 
12 回 理科における安全教育について解説する。 
13 回 理科学習の評価、教材の製作について解説する。 
14 回 総合的な学習の時間と理科教育について解説する。 
15 回 理科教育の現状と課題について解説する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し，学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 中学校学習指導要領解説理科編の「理科の目標」を熟読しておくこと。 
3 回 高等学校学習指導要領の「理科の目標」を熟読しておくこと。 
4 回 中学校学習指導要領解説理科編の「物理領域の内容」を調べておくこと。 
5 回 中学校学習指導要領解説理科編の「化学領域の内容」を調べておくこと。 
6 回 中学校学習指導要領解説理科編の「生物領域の内容」を調べておくこと。 
7 回 中学校学習指導要領解説理科編の「地学領域の内容」を調べておくこと。 
8 回 中学校または高等学校の理科教科書の展開を調べておくこと。 
9 回 第８回講義で配付する「学習指導案の作成要領」を熟読しておくこと。 
10 回 「学習指導案の作成要領」を熟読しておくこと。 
11 回 「学習指導案の作成要領」を熟読しておくこと。 
12 回 中学校学習指導要領解説理科編の「内容の取扱い」を熟読しておくこと。 
13 回 中学校学習指導要領解説理科編の「指導計画の作成」を熟読しておくこと。 
14 回 中学校学習指導要領解説理科編の「科学技術と⼈間」「自然と⼈間」を調べ
ておくこと。 
15 回 中学校学習指導要領解説理科編の「総説」を熟読しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD39A1 
成績評価 講義レポート（20％）、定期試験（80％）により評価する。 
曜日時限 水曜日 9・10 時限 
対象クラス 理学部(〜10),工学部(〜10),総合情報学部(〜10),生物地球学部(〜10) 
見出し FCD39A1 特別活動の研究 
担当教員名 野瀬 重⼈ 
単位数 2 
教科書  中学校学習指導要領（平成 20 年）解説―特別活動編― 文部科学省 
アクティブラーニング  
キーワード 学習指導要領、学級活動、生徒会活動、学校行事、国旗・国歌、自主的実践的な

態度 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 特別活動の研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  高等学校学習指導要領解説（平成 21 年）―特別活動編― 文部科学省 

 講義に必要な資料を別途配付する。 
授業形態 講義 
注意備考  試験は定期試験期間中におこない、試験形態は筆記試験とする。 
シラバスコード FCD39A1 
実務経験のある教員  
達成目標  ①中学校・高等学校の学習指導要領（特別活動）の内容が理解できる。 

 ②視聴覚資料等の模擬体験やボランティア活動等の実体験をすることにより、
学校現場での実践⼒を身につける。 
 ③特別活動の学習は、成⻑する生徒の⼈間形成の上で極めて重要な部分を担っ
ていることが理解できる。 

受講者へのコメント  
連絡先  野瀬重⼈ 岡山理科大学理学部  

 野瀬研究室（10 学舎５偕） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Studies of Pupil Activities 
関連科目 「道徳教育の研究」と同時履修が望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  中・高等学校の教員として「特別活動」の授業を行うときには、この教科には

教科書がないので、学習指導要領の内容を十分に理解する。 
 この教科の実際の教育活動の理解には、ビデオ教材等で模擬体験させることに
より、実践⼒のある能⼒を身につけることができる。 



対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  中学校学習指導要領（特別活動）〈以下「特別活動」と称する〉の概要を

説明する。 
2 回  小学校と高等学校の学習指導要領（特別活動）の概要を説明する。 
3 回  「特別活動」内の「特別活動の目標」及び「特別活動の基本的な性格と教
育的意義」について説明する。 
4 回  「特別活動」内の「学級活動」に含まれる目標及び内容について、その概
要を説明する。 
5 回  「特別活動」内の「学級活動」に含まれる「学級や学校の生活づくり」に
ついて説明する。 
6 回  「学級や学校の生活づくり」に関する視聴覚資料（ビデオ教材）を使い、
指導の実態を視聴し、話し合いをする。これまでの講義の内容で不明な点につい
て質問を受け、そのことについて説明をする。 
7 回  「特別活動」内の「学級活動」に含まれる「適応と成⻑及び健康安全」に
ついてその前半を説明する。 
8 回  「特別活動」内の「学級活動」に含まれる「適応と成⻑及び健康安全」に
ついてその後半を説明する。 
9 回  「特別活動」内の「学級活動」に含まれる「学業と進路」について説明す
る。 
10 回  「特別活動」内の「生徒会活動」の目標及び内容の説明をする。 
11 回  「生徒会活動」に関する視聴覚資料（ビデオ教材）を使い、指導の実態
を視聴し、話し合いをする。これまでの講義の内容で不明な点について質問を受
け、そのことについて説明をする。 
12 回  「特別活動」内の「学校行事」の目標及び内容の説明をする。 
13 回  「特別活動」の「指導計画の作成と内容の取り扱い」について説明する。 
14 回  高等学校学習指導要領（特別活動）の目標及び「ホームルーム活動」の
概要について説明する。 
15 回  高等学校学習指導要領（特別活動）の「生徒会活動」及び「学校行事」
について概要を説明する。 

準備学習 1 回  平成 20 年中学校の学習指導要領解説（特別活動編）の 117 ページから
119 ページまでを予習しておくこと。 
2 回  資料として配付した小学校と高等学校の学習指導要領（特別活動）を予習
しておくこと。 
3 回  平成 20 年改訂中学校学習指導要領解説（特別活動編）〈教科書として設
定〉の「特別活動の目標」及び「特別活動の基本的な性格と教育的意義」の部分
と前回配付した資料を予習しておくこと。 
4 回  教科書内の「学級活動」に含まれる「学級活動の目標」、「学級活動の内容」
及び配付した資料を予習しておくこと。 
5 回  教科書内の「学級活動」に含まれる「学級や学校の生活づくり」及び配付
した資料を予習しておくこと。 
6 回  講義の第１回から第５回までの内容について復習し、疑問があれば講義
で質問をすること。 



7 回  教科書内の「学級活動」に含まれる「適応と成⻑及び健康安全」について、
ア「思春期の不安や悩みとその解決」からオ「望ましい⼈間関係の確立」までの
予習をしておくこと。配付した資料も予習しておくこと。 
8 回  教科書内の「学級活動」に含まれる「適応と成⻑及び健康安全」について、
カ「ボランティア活動の意義の理解と参加」からケ「食育の観点を踏まえた学校
給食と望ましい食習慣の形成」までの予習をしておくこと。配付した資料も予習
しておくこと。 
9 回  教科書内の「学級活動」に含まれる「学業と進路」について予習をしてお
くこと。配付した資料も予習しておくこと。 
10 回  教科書内の「生徒会活動」に含まれる目標及び内容について予習をして
おくこと。配付した資料も予習しておくこと。 
11 回  講義の第７回から第 10 回までの内容について復習し、疑問があれば講
義で質問をすること。 
12 回  教科書内の「学校行事」に含まれる目標及び内容について予習をしてお
くこと。配付した資料も予習しておくこと。 
13 回  教科書内の「指導計画の作成と内容の取り扱い」について予習をしてお
くこと。配付した資料も予習しておくこと。 
14 回  配付資料（高等学校学習指導要領・特別活動の目標及び「ホームルーム
活動」）の予習をしておくこと。 
15 回  配付資料（高等学校学習指導要領・特別活動の「生徒会活動」及び「学
校行事」）の予習をしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD39A2 
成績評価 講義レポート（20％）、定期試験（80％）により評価する。 
曜日時限 水曜日 9・10 時限 
対象クラス 理学部(〜10),工学部(〜10),総合情報学部(〜10),生物地球学部(〜10) 
見出し FCD39A2 特別活動の研究 
担当教員名 野瀬 重⼈ 
単位数 2 
教科書  中学校学習指導要領（平成 20 年）解説―特別活動編― 文部科学省 
アクティブラーニング  
キーワード 学習指導要領、学級活動、生徒会活動、学校行事、国旗・国歌、自主的実践的な

態度 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 自由記述は次の一つであった。 

 ① 毎回書く量が多いのでプリントにして配ってほしい。 
〈回答〉 書くことも大切なことなので、このことは今後も続けて行かせてほし
い。 

科目名 特別活動の研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  高等学校学習指導要領解説（平成 21 年）―特別活動編― 文部科学省 

 講義に必要な資料を別途配付する。 
授業形態 講義 
注意備考  試験は定期試験期間中におこない、試験形態は筆記試験とする。 
シラバスコード FCD39A2 
実務経験のある教員  
達成目標  ①中学校・高等学校の学習指導要領（特別活動）の内容が理解できる。 

 ②視聴覚資料等の模擬体験やボランティア活動等の実体験をすることにより、
学校現場での実践⼒を身につける。 
 ③特別活動の学習は、成⻑する生徒の⼈間形成の上で極めて重要な部分を担っ
ていることが理解できる。 

受講者へのコメント 講義の内容をしっかりと記憶して、学校現場では十分に働いてほしい。 
連絡先  野瀬重⼈ 岡山理科大学理学部  

 野瀬研究室（10 学舎５偕） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 中・高等学校で必修の「特別活動」の指導方法に関する講義で、この講義の単位
がないと教員免許が取得できない。この科目は、教科書が無いという科目で、日々
教師が自分で学習計画を立てて授業を実践するものである。入学試験に出題され
ない科目なので、学校現場で少し軽く見られるきらいがあったが、昨今学級等で
「いじめ」が発生している現状において俄に重要視されるようになった。そのた
め、学生は熱心に講義に参加して、その内容も十分に理解ができたように思う。 



英文科目名 Studies of Pupil Activities 
関連科目 「道徳教育の研究」と同時履修が望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 学習指導要領の学習が中心になっているので、事前学習が難しい現状にある。次

年度は宿題等を出して、授業時間外の学習時間を増やして行きたい。 
講義目的  中・高等学校の教員として「特別活動」の授業を行うときには、この教科には

教科書がないので、学習指導要領の内容を十分に理解する。 
 この教科の実際の教育活動の理解には、ビデオ教材等で模擬体験させることに
より、実践⼒のある能⼒を身につけることができる。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  中学校学習指導要領（特別活動）〈以下「特別活動」と称する〉の概要を

説明する。 
2 回  小学校と高等学校の学習指導要領（特別活動）の概要を説明する。 
3 回  「特別活動」内の「特別活動の目標」及び「特別活動の基本的な性格と教
育的意義」について説明する。 
4 回  「特別活動」内の「学級活動」に含まれる目標及び内容について、その概
要を説明する。 
5 回  「特別活動」内の「学級活動」に含まれる「学級や学校の生活づくり」に
ついて説明する。 
6 回  「学級や学校の生活づくり」に関する視聴覚資料（ビデオ教材）を使い、
指導の実態を視聴し、話し合いをする。これまでの講義の内容で不明な点につい
て質問を受け、そのことについて説明をする。 
7 回  「特別活動」内の「学級活動」に含まれる「適応と成⻑及び健康安全」に
ついてその前半を説明する。 
8 回  「特別活動」内の「学級活動」に含まれる「適応と成⻑及び健康安全」に
ついてその後半を説明する。 
9 回  「特別活動」内の「学級活動」に含まれる「学業と進路」について説明す
る。 
10 回  「特別活動」内の「生徒会活動」の目標及び内容の説明をする。 
11 回  「生徒会活動」に関する視聴覚資料（ビデオ教材）を使い、指導の実態
を視聴し、話し合いをする。これまでの講義の内容で不明な点について質問を受
け、そのことについて説明をする。 
12 回  「特別活動」内の「学校行事」の目標及び内容の説明をする。 
13 回  「特別活動」の「指導計画の作成と内容の取り扱い」について説明する。 
14 回  高等学校学習指導要領（特別活動）の目標及び「ホームルーム活動」の
概要について説明する。 
15 回  高等学校学習指導要領（特別活動）の「生徒会活動」及び「学校行事」
について概要を説明する。 

準備学習 1 回  平成 20 年中学校の学習指導要領解説（特別活動編）の 117 ページから
119 ページまでを予習しておくこと。 
2 回  資料として配付した小学校と高等学校の学習指導要領（特別活動）を予習
しておくこと。 
3 回  平成 20 年改訂中学校学習指導要領解説（特別活動編）〈教科書として設



定〉の「特別活動の目標」及び「特別活動の基本的な性格と教育的意義」の部分
と前回配付した資料を予習しておくこと。 
4 回  教科書内の「学級活動」に含まれる「学級活動の目標」、「学級活動の内容」
及び配付した資料を予習しておくこと。 
5 回  教科書内の「学級活動」に含まれる「学級や学校の生活づくり」及び配付
した資料を予習しておくこと。 
6 回  講義の第１回から第５回までの内容について復習し、疑問があれば講義
で質問をすること。 
7 回  教科書内の「学級活動」に含まれる「適応と成⻑及び健康安全」について、
ア「思春期の不安や悩みとその解決」からオ「望ましい⼈間関係の確立」までの
予習をしておくこと。配付した資料も予習しておくこと。 
8 回  教科書内の「学級活動」に含まれる「適応と成⻑及び健康安全」について、
カ「ボランティア活動の意義の理解と参加」からケ「食育の観点を踏まえた学校
給食と望ましい食習慣の形成」までの予習をしておくこと。配付した資料も予習
しておくこと。 
9 回  教科書内の「学級活動」に含まれる「学業と進路」について予習をしてお
くこと。配付した資料も予習しておくこと。 
10 回  教科書内の「生徒会活動」に含まれる目標及び内容について予習をして
おくこと。配付した資料も予習しておくこと。 
11 回  講義の第７回から第 10 回までの内容について復習し、疑問があれば講
義で質問をすること。 
12 回  教科書内の「学校行事」に含まれる目標及び内容について予習をしてお
くこと。配付した資料も予習しておくこと。 
13 回  教科書内の「指導計画の作成と内容の取り扱い」について予習をしてお
くこと。配付した資料も予習しておくこと。 
14 回  配付資料（高等学校学習指導要領・特別活動の目標及び「ホームルーム
活動」）の予習をしておくこと。 
15 回  配付資料（高等学校学習指導要領・特別活動の「生徒会活動」及び「学
校行事」）の予習をしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD39B1 
成績評価 平素の演習における学習態度（50〜60％）、課題の作成・提出の取り組み（40〜

50％）を総合して評価する。この比率は受講状況により見直すことがある。筆記
試験は実施しない。 

曜日時限 水曜日 9・10 時限 
対象クラス 理学部(〜09),工学部(〜09),総合情報学部(〜09) 
見出し FCD39B1 教育実習の研究Ⅱ 
担当教員名 曽我 雅比児、皿⽥ 琢司、洲脇 史朗、塗木 利明、中島 弘徳、岡本 弥彦 
単位数 2 
教科書 教科書は使用しない。必要に応じて資料を配付または貸与する。 
アクティブラーニング  
キーワード 教員採用試験、実践的指導⼒、教育実習、面接・討論、小論文 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 教育実習の研究Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 学習指導要領（受験予定の校種の最新版。文科省ウェブサイトからダウンロード

してもよい）。その他適宜指示する。 
授業形態 演習 
注意備考 ○公立学校の教員採用試験または私立学校教員適性検査を受験する者を主たる

履修対象者とする。 
○日常の言動や習慣を常に見直し、高い意欲をもって学習に取り組む態度が強く
望まれる。 

シラバスコード FCD39B1 
実務経験のある教員  
達成目標 ○不断の学習に基づき、教師に必要な資質能⼒がどのようなものであるかを説明

することができる。 
○上記の理解を含めて、次のことについて口頭及び筆記により明瞭に説明するこ
とができる。 
・志望動機、理想の教師像、教職及び教科の魅⼒、教師の実践的指導⼒ 
・学校や教師に期待される役割（普遍的役割と時代状況に即した役割） 
・現行の教育政策の概要とそれに対する自らの意見 
・学校現場において想定される問題状況への基本的な対応方針 

受講者へのコメント  
連絡先 曽我研究室：１４号館４階、中島研究室：１４号館３階、皿⽥研究室：１３号館

３階、教育開発支援課：２５号館６階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  



英文科目名 Studies of Teaching Practices II 
関連科目 ○１〜３年次開講Ａ群及びＣ群科目のうち教免必修科目及び単位数をすべて修

得していることが望ましい。 
○教育実習Ⅰ、Ⅱを修得していること、教育実習の研究Ⅰの仮評価がＲであるこ
とが望ましい。 
○各教科教育法Ⅲ、Ⅳ、文章表現法Ⅲ、プレゼンテーションⅢをすべて修得して
いるか、同時に履修していることが望ましい。 

次回に向けての改善変更予定  
講義目的 教育実習を終えた者を対象に、次の各要素からなる実践的指導⼒をなお一層高め

ることを目的とする。 
・教師として必要な論理的思考⼒及び文章構成⼒ 
・集団におけるリーダーシップ、協調性及び調整能⼒ 
・学習理論の知識と学習指導の⼒量 
・教職に必要な知見（教育観、子ども観、教材観等） 
・「生きる⼒」の育成に求められるカウンセリング 
・マインド、生徒指導観及び学級経営観 

対象学年 4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。受講要領と講義概要を説明する。 

2 回 学校の意義と機能について、演習を含めて説明する。 
3 回 教師の使命と職責について、演習を含めて説明する。 
4 回 小論文の作成と添削指導Ⅰをする。 
5 回 生徒理解と生徒指導について、演習を含めて説明する。 
6 回 教育課程及び学習指導の理論と方法について、演習を含めて説明する。 
7 回 小論文の作成と添削指導Ⅱをする。 
8 回 学習集団の特質と指導①について、演習を含めて説明する。 
9 回 学習集団の特質と指導②について、演習を含めて説明する。 
10 回 小論文の作成と添削指導Ⅲをする。 
11 回 家庭、地域及び学校間の連携協⼒について、演習を含めて説明する。 
12 回 現代の教育改⾰の動向について、演習を含めて説明する。 
13 回 小論文の作成と添削指導Ⅳをする。 
14 回 学校教育の課題と展望について、演習を含めて説明する。 
15 回 教員の資質能⼒を高める研究と修養について、演習を含めて説明する。 

準備学習 1 回 受験予定の都道府県市の教員採用試験の要項について概要を把握しておく
こと。 
2 回 教育学原論（基礎理学科生は教育基礎論）及び教育行政学（または学校経
営）を復習して学校本来の意義と機能について知識を再確認し、自分の言葉（口
頭及び筆記）で表現できるようにしておくこと。 
3 回 教職論（08 年度以前入学生は現代教師論）、教育学原論（基礎理学科生は教
育基礎論）、及び教育行政学（または学校経営）を復習して教員の資質能⼒や期待
される役割等について知識を再確認し、自分の言葉（口頭及び筆記）で表現でき
るようにしておくこと。 
4 回 教員採用試験で出題される小論文の出題傾向を把握しておく。原稿用紙の



基本的な使い方を修得しておくこと（括弧、句読点、言葉遣い等を含む）。 
5 回 教育心理学（基礎理学科生は学習・発達論）、生徒・進路指導論（07 年度以
前入学生は生徒指導等の研究）、教育相談の研究を復習して生徒理解と生徒指導
のあり方について知識を再確認し、自分の言葉（口頭及び筆記）で表現できるよ
うにしておくこと。 
6 回 教育学原論（基礎理学科生は教育基礎論）、教育課程論、及び各教科教育法
Ⅰを復習して教育課程の編成や学習指導に関する基本原理について知識を再確
認し、自分の言葉（口頭及び筆記）で表現できるようにしておくこと。 
7 回 授業後の添削指導で指摘された弱点を確かめ、課題の克服に努めておくこ
と。 
8 回 教育課程論、各教科教育法Ⅰ、及び教育の方法と技術（07 年度以前入学生
は教育工学）を復習して学習集団の基本的対応のあり方ついて知識を再確認し、
自分の言葉（口頭及び筆記）で表現できるようにしておくこと。 
9 回 教育課程論、特別活動の研究、及び道徳教育の研究を復習して生徒集団の基
本的対応のあり方ついて知識を再確認し、自分の言葉（口頭及び筆記）で表現で
きるようにしておくこと。 
10 回 授業後の添削指導でさらに指摘された弱点を再確認し、課題の克服に努め
ておくこと。 
11 回 教育学原論（基礎理学科生は教育基礎論）、教育行政学（または学校経営）、
教育課程論、及び総合演習を復習して家庭、地域、学校の間の連携協⼒のあり方
について知識を再確認し、自分の言葉（口頭及び筆記）で表現できるようにして
おくこと。 
12 回 前回までの学習内容を復習し、学校を中心とした教育改⾰の概要について
自分の言葉（口頭及び筆記）で表現できるようにしておくこと。 
13 回 授業後の添削指導までに指摘された弱点を総復習し、課題を完全に克服し
ておくこと。 
14 回 前回までの学習内容を復習して学校教育をめぐる課題等を整理し、今後必
要とされる取り組みについて自分の言葉（口頭及び筆記）で表現できるようにし
ておくこと。 
15 回 前回までの学習内容を総復習して教員としての自己の課題等を整理し、今
後必要とされる取り組みと決意について自分の言葉（口頭及び筆記）で表現でき
るようにしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD39C1 
成績評価 平素の演習における学習態度（50〜60％）、課題の作成・提出の取り組み（40〜

50％）を総合して評価する。この比率は受講状況により見直すことがある。筆記
試験は実施しない。 

曜日時限 水曜日 9・10 時限 
対象クラス 別科(12〜12),教職特別課程(12〜12) 
見出し FCD39C1 教育実習実践指導 
担当教員名 曽我 雅比児、皿⽥ 琢司、洲脇 史朗、塗木 利明、中島 弘徳、岡本 弥彦 
単位数 2 
教科書 教科書は使用しない。必要に応じて資料を配付または貸与する。 
アクティブラーニング  
キーワード 教員採用試験、実践的指導⼒、教育実習、面接・討論、小論文 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 教育実習実践指導 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 学習指導要領（受験予定の校種の最新版。文科省ウェブサイトからダウンロード

してもよい）。その他適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 ○公立学校の教員採用試験または私立学校教員適性検査を受験する者を主たる

履修対象者とする。 
○日常の言動や習慣を常に見直し、高い意欲をもって学習に取り組む態度が強く
望まれる。 

シラバスコード FCD39C1 
実務経験のある教員  
達成目標 ○不断の学習に基づき、教師に必要な資質能⼒がどのようなものであるかを説明

することができる。 
○上記の理解を含めて、次のことについて口頭及び筆記により明瞭に説明するこ
とができる。 
・志望動機、理想の教師像、教職及び教科の魅⼒、教師の実践的指導⼒ 
・学校や教師に期待される役割（普遍的役割と時代状況に即した役割） 
・現行の教育政策の概要とそれに対する自らの意見 
・学校現場において想定される問題状況への基本的な対応方針 

受講者へのコメント  
連絡先 曽我研究室：１４号館４階、中島研究室：１４号館３階、皿⽥研究室：１３号館

３階、教育開発支援課：２５号館６階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  



英文科目名 Empirical Guidance for Teaching Practice 
関連科目 ○１〜３年次開講Ａ群及びＣ群科目のうち教免必修科目及び単位数をすべて修

得していることが望ましい。 
○教育実習Ⅰ、Ⅱを修得していること、教育実習の研究Ⅰの仮評価がＲであるこ
とが望ましい。 
○各教科教育法Ⅲ、Ⅳ、文章表現法Ⅲ、プレゼンテーションⅢを同時に履修して
いるか、履修予定であることが望ましい。 

次回に向けての改善変更予定  
講義目的 教育実習を履修中及び修得した者を対象に、次の各要素からなる実践的指導⼒を

なお一層高めることを目的とする。 
・教師として必要な論理的思考⼒及び文章構成⼒ 
・集団におけるリーダーシップ、協調性及び調整能⼒ 
・学習理論の知識と学習指導の⼒量 
・教職に必要な知見（教育観、子ども観、教材観等） 
・「生きる⼒」の育成に求められるカウンセリング 
・マインド、生徒指導観及び学級経営観 

対象学年 1 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。受講要領と講義概要を説明する。 

2 回 学校の意義と機能について、演習を含めて説明する。 
3 回 教師の使命と職責について、演習を含めて説明する。 
4 回 小論文の作成と添削指導Ⅰをする。 
5 回 生徒理解と生徒指導について、演習を含めて説明する。 
6 回 教育課程及び学習指導の理論と方法について、演習を含めて説明する。 
7 回 小論文の作成と添削指導Ⅱをする。 
8 回 学習集団の特質と指導①について、演習を含めて説明する。 
9 回 学習集団の特質と指導②について、演習を含めて説明する。 
10 回 小論文の作成と添削指導Ⅲをする。 
11 回 家庭、地域及び学校間の連携協⼒について、演習を含めて説明する。 
12 回 現代の教育改⾰の動向について、演習を含めて説明する。 
13 回 小論文の作成と添削指導Ⅳをする。 
14 回 学校教育の課題と展望について、演習を含めて説明する。 
15 回 教員の資質能⼒を高める研究と修養について、演習を含めて説明する。 

準備学習 1 回 受験予定の都道府県市の教員採用試験の要項について概要を把握しておく
こと。 
2 回 教育学原論及び教育行政学（または学校経営）を復習して学校本来の意義と
機能について知識を再確認し、自分の言葉（口頭及び筆記）で表現できるように
しておくこと。 
3 回 教職論、教育学原論、及び教育行政学（または学校経営）を復習して教員の
資質能⼒や期待される役割等について知識を再確認し、自分の言葉（口頭及び筆
記）で表現できるようにしておくこと。 
4 回 教員採用試験で出題される小論文の出題傾向を把握しておく。原稿用紙の
基本的な使い方を修得しておくこと（括弧、句読点、言葉遣い等を含む）。 



5 回 教育心理学、生徒・進路指導論、教育相談の理論と方法を復習して生徒理解
と生徒指導のあり方について知識を再確認し、自分の言葉（口頭及び筆記）で表
現できるようにしておくこと。 
6 回 教育学原論、教育課程論、及び各教科教育法Ⅰを復習して教育課程の編成や
学習指導に関する基本原理について知識を再確認し、自分の言葉（口頭及び筆記）
で表現できるようにしておくこと。 
7 回 授業後の添削指導で指摘された弱点を確かめ、課題の克服に努めておくこ
と。 
8 回 教育課程論、各教科教育法Ⅰ、及び教育の方法と技術を復習して学習集団の
基本的対応のあり方ついて知識を再確認し、自分の言葉（口頭及び筆記）で表現
できるようにしておくこと。 
9 回 教育課程論、特別活動の理論と方法、及び道徳教育の理論と方法を復習して
生徒集団の基本的対応のあり方ついて知識を再確認し、自分の言葉（口頭及び筆
記）で表現できるようにしておくこと。 
10 回 授業後の添削指導でさらに指摘された弱点を再確認し、課題の克服に努め
ておくこと。 
11 回 教育学原論、教育行政学（または学校経営）、及び教育課程論を復習して家
庭、地域、学校の間の連携協⼒のあり方について知識を再確認し、自分の言葉（口
頭及び筆記）で表現できるようにしておくこと。 
12 回 前回までの学習内容を復習し、学校を中心とした教育改⾰の概要について
自分の言葉（口頭及び筆記）で表現できるようにしておくこと。 
13 回 授業後の添削指導までに指摘された弱点を総復習し、課題を完全に克服し
ておくこと。 
14 回 前回までの学習内容を復習して学校教育をめぐる課題等を整理し、今後必
要とされる取り組みについて自分の言葉（口頭及び筆記）で表現できるようにし
ておくこと。 
15 回 前回までの学習内容を総復習して教員としての自己の課題等を整理し、今
後必要とされる取り組みと決意について自分の言葉（口頭及び筆記）で表現でき
るようにしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD4111 
成績評価 定期試験により評価する。 
曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FCD4111 自然史Ⅱ 
担当教員名 高橋 亮雄 
単位数 2 
教科書 資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 脊椎動物、化石、進化、地史 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 内容が多いため少しわかりにくいというコメントがあった。今後、簡潔にわかり

やすい講義となるよう努⼒したい。 
科目名 自然史Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 Benton M.J. (2005) Vertebrate Palaeontology. Third Edition. Blackwell 

Publishing. 
Kardong K.V. (2006) Vertebrates - Comparative Anatomy, Function, Evolution. 
Fourth Edition. McGraw Hill. 
松井正文 編（2006）バイオディバーシティシリーズ 7 脊椎動物の多様性と系
統．裳華房． 
佐藤ほか 編（2004）シリーズ進化学 1 マク 

授業形態 講義 
注意備考 講義計画・内容は変更されることがある． 
シラバスコード FCD4111 
実務経験のある教員  
達成目標 自然史系博物館（とくに岡山県および近隣県の博物館：倉敷市立自然史博物館な

ど）で展示されている脊椎動物の化石の学術的な意味や進化史を適切に理解でき
るようになることを目標とする。 

受講者へのコメント 脊椎動物の進化の大枠が理解できれば、博物館がもっと楽しいところになると思
いますよ。 

連絡先 研究室（１３号館１階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 各項目についておおむね良好なアンケート結果をいただいた。今後さらに充実し
た講義となるよう努⼒したい。 

英文科目名 Natural History II 
関連科目 自然史 I、博物館学 I、II、III、博物館実習 
次回に向けての改善変更予定 実物資料等の利用をさらに効果的に行えるよう努⼒したい。 



講義目的 自然史系博物館や水族館の展示で多く取り上げられている脊椎動物の進化につ
いて、化石種を中心に概説し、展示の意味および展示制作者の意図の理解をめざ
す。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：本講義の概要と目標を説明する。 

2 回 “魚類”と呼ばれる動物について概説する。 
3 回 無顎類：ヌタウナギとヤツメウナギとはどういった“魚”なのか、解説する。 
4 回 鎧で覆われた“魚”の進化史、多様性および特徴について解説する。 
5 回 軟骨魚類と棘魚類の進化史、多様性および特徴について解説する。 
6 回 肉鰭類 1−シーラカンス類の進化史、多様性および特徴について解説する。 
7 回 肉鰭類 2−肺魚類の進化史、多様性および特徴について解説する。 
8 回 “魚”から四肢動物への進化がどのようにおこったのか、最近発見された“ミ
ッシング・リンク”も含め解説する。 
9 回 初期の四肢動物（両生類）はどういったものであったのか、紹介する。 
10 回 両生類の進化と多様性について、解説する。 
11 回 爬虫類の進化と多様性について、解説する。 
12 回 岡山で見られる両生・爬虫類について紹介する。 
13 回 哺乳類の進化と多様性について、解説する。 
14 回 岡山で見られる哺乳類について、紹介する。 
15 回 まとめとして、これまでの講義を振り返る。 

準備学習 1 回 本シラバスを読んで、学習の過程を理解しておくこと。 
2 回 スーパーや食卓などで見かける“魚”を観察しておくこと。 
3 回 事前に配布したプリントに目を通しておくこと。 
4 回 博物館で甲冑魚と呼ばれる魚類を見ておくこと。 
5 回 サメについて書籍等で調べておくこと。 
6 回 よく知られたシーラカンスの分布や生態についてしらべておくこと。 
7 回 肺魚類とシーラカンス類の違いについて、配布資料で予習しておくこと。 
8 回 事前に配布したプリントに目を通しておくこと。 
9 回 迷⻭両生類についての配布資料を見ておくこと。 
10 回 両生類にはどういったものがいるのか、調べておくこと。 
11 回 爬虫類にはどういったものがいるのか、調べておくこと。 
12 回 身近な両生・爬虫類について、自分の過去の経験も含めまとめておくこと。 
13 回 事前に配布したプリントに目を通しておくこと。 
14 回 学内や周辺で見られる哺乳類について、図鑑等をみて調べておくこと。 
15 回 これまでに配布したプリントやノートをよく見かえしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD4112 
成績評価 定期試験により評価する。 
曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FCD4112 自然史Ⅰ 
担当教員名 高橋 亮雄 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 地史、生物地理、生物、層序 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 実物標本やスライドがわかりやすかった、というコメントをいただいた。意図が

伝わり担当教員としてもうれしい。 
科目名 自然史Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 太⽥陽子ほか（2001）日本の地形 1 総説．東京大学出版会． 

平 朝彦（1990）日本列島の誕生．岩波書店． 
増⽥隆一・阿部 永（2005）動物地理の自然史．北海道大学出版会． 
琉球大学 21 世紀 COE プログラム編集委員会（2006）美ら海の自然史．東海大
学出版会．など 

授業形態 講義 
注意備考 講義計画は変更されることがある． 
シラバスコード FCD4112 
実務経験のある教員  
達成目標 ・自然史系博物館（とくに岡山県および近隣県の博物館）で展示されている地学

系の展示を適切に理解できるようになること。 
受講者へのコメント これまでに学習したことをぜひ博物館で確認し、おもしろさを多くの⼈へ伝えら

れるようになってください。 
連絡先 研究室（13 号館 1 階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 1）79％の履修生が 1 回以下の欠席であった。2)86％の履修生から授業時間外の
学習をしなかった、という回答を得た。3)14％の履修生より自ら資料を探し勉強
したとの回答があった。4)たいへん多くの履修生より、この分野についての興味
が深まったとの回答を得た。5)約 43％の履修生からこの講義の目標を達成でき
た、もしくはだいたい達成したという回答があった。6）約 93％の履修生より、
教員の熱意が感じられた、という回答を得た。7)50％の履修生より満足、50％の
履修生よりほぼ満足、という回答を得た。8-10）これらの 

英文科目名 Natural History I 



関連科目 自然史 II、博物館学 I、II、III、博物館実習 
次回に向けての改善変更予定 具体的な資料が多くの履修者より支持された。教材についてさらに研究を進め、

より充実したものにしたい。 
講義目的 自然史系博物館で多く取り上げられている地史について、地質、層序、生物化石

を中心に概説し、博物館展示に込められたメッセージの理解をめざす。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：本講義の概要と目標を説明する。 

2 回 地層から読み解くことのできる過去の情報について解説する。 
3 回 地形図および地質図の読み方と地質年代について解説する。 
4 回 日本の地質構造とプレートテクトニクスについて概説する。 
5 回 古生代の日本の地形と生物相について概説する。 
6 回 中生代の日本の地形と環境について概説する。 
7 回 日本の中生界から知られる脊椎動物化石について解説する。 
8 回 新第三紀中新世の日本の環境および陸生生物相について解説する。 
9 回 日本海がどのようにして成立したかについて解説する。 
10 回 岡山県に分布する新第三系と代表的な動物化石について解説する。 
11 回 更新世に成立した大陸との陸橋と動物の分散・分化について解説する。 
12 回 第四紀の日本列島の動物相とその形成史について概説する。 
13 回 第四紀の琉球列島の動物相とその形成史について講義を行う。 
14 回 完新世〜最終氷期最盛期における日本の地形と環境について講義を行う。 
15 回 これまでの講義のまとめを行う。 

準備学習 1 回 本シラバスを読んで、学習の過程を理解しておくこと。 
2 回 高校までの教科書や書籍等で地層・地質の項目について読んでおくこと。 
3 回 配布されたプリントや書籍等で地質年代について調べておくこと。 
4 回 事前に配布したプリントに目を通しておくこと。 
5 回 事前に配布したプリントに目を通しておくこと。 
6 回 事前に配布したプリントに目を通しておくこと。 
7 回 日本産の恐⻯化石について、インターネット等で調べておくこと。 
8 回 事前に配布したプリントに目を通しておくこと。 
9 回 陸域だった日本海域が開くと、どのようなことが起こるか考えておくこと。 
10 回 事前に配布したプリントに目を通しておくこと。 
11 回 日本の現生陸生生物相について、書籍等で調べておくこと。 
12 回 日本の更新世の地層から知られる化石脊椎動物について調べておくこと。 
13 回 琉球列島に固有の脊椎動物について書籍等で調べておくこと。 
14 回 海水準変動について、配布されたプリントや書籍等で調べておくこと。 
15 回 これまでの講義内容を復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD4121 
成績評価 レポート（５０％）および定期試験（５０％）により評価する。 
曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス 機械システム工学科(〜11),電気電子システム学科(〜11),情報工学科(〜11),知能

機械工学科(〜11),生体医工学科(〜11),建築学科(〜11),工学プロジェクトコース
(〜11) 

見出し FCD4121 栽培 
担当教員名 ⿊⽥ 俊郎＊ 
単位数 2 
教科書 特に指定しない。プリントを使用する。 
アクティブラーニング  
キーワード 作物 栽培 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 （自由記述解答なし） 
科目名 栽培 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜プリントで指定する。 
授業形態 講義 
注意備考 日常的に農業・食料関係の情報に注意を払うこと． 
シラバスコード FCD4121 
実務経験のある教員  
達成目標 作物の多様性・作物の炭素同化・土壌・作期・品種について学び、作物の栽培と

は何か、また栽培のコツ・ツボ・極意を習得する。 
受講者へのコメント 満足を得てもらったようだが，一層の自主的学習に取り組んで欲しい． 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 各項目とも高い評価を得ているので，今後さらに充実した授業にしたい．自作の
ビジュアル教材が好評なのでコンテンツ充実をはかりたい． 

英文科目名 Cultivation 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 予習を必要とする内容を増やしたい． 
講義目的 栽培技術の神髄は肥培管理の方法のみならず、作物の多様性を知り、作物と⼈間

との関わりの中に栽培を位置づけ、広い視野を持ちながら栽培を知ることにあ
る。この視点にたって栽培技術の要点を概観する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション  

(1)自己紹介・これから学ぶこと・(2)栽培とはなにかについて解説する。 
2 回 作物の多様性（１）「栽培の極意教えます」／作物リストアップについて解



説する。 
3 回 作物の多様性（２）植物の分類と学名／作物の種類／有用植物／作物写真集
について解説する。 
4 回 作物の多様性（３）野菜の分類／世界の農耕／作物各論／について解説す
る。 
5 回 作物の炭素同化（１）炭素の分布／炭素の循環について解説する。 
6 回 作物の炭素同化（２）作物による炭素固定／成⻑解析について解説する。 
7 回 作物と土壌（１）組織／土性／三相／岡山・日本・世界の土壌について解説
する。 
8 回 作物と土壌（２）連作障害／土壌有機物／輪作体系について解説する。 
9 回 作物と作期 モンスーンと作物栽培／播種期について解説する。 
10 回 作物の品種 品種選択は最大の技術／品種と作期−ダイズとトウモロコシ
を例に−について解説する。 
11 回 作物の収量成立 土壌・品種と作期−アジア天水⽥稲作を例に−／イネの
収量と収量構成要素について解説する。 
12 回 デジタルコンテンツ−写真で見るアジアの農業（１）タイ・ラオスについ
て解説する。 
13 回 デジタルコンテンツ−写真で見るアジアの農業（２）インド・ネパールに
ついて解説する。 
14 回 デジタルコンテンツ−写真で見るアジアの農業（３）中国について解説す
る。 
15 回 デジタルコンテンツ−写真で見るアジアの農業（４）中近東について解説
する。 

準備学習 1 回 授業内容の確認と復習。毎日の食事の中でどんな作物があったかに注意を
払うこと． 
2 回 授業内容の確認と復習。継続して自分の衣食住の中でどんな作物があった
かに注意を払うこと． 
3 回 授業内容の確認と復習。継続して自分の衣食住の中でどんな作物があった
かに注意を払うこと． 
4 回 授業内容の確認と復習．「植物分類」について百科事典・WEB などで調べて
おくこと． 
5 回 授業内容の確認と復習．「地球における炭素の分布」について百科事典・WEB
などで調べておくこと． 
6 回 授業内容の確認と復習．「光合成」について百科事典・WEB などで調べてお
くこと． 
7 回 授業内容の確認と復習．「土壌」について百科事典・WEB などで調べておく
こと． 
8 回 授業内容の確認と復習．「有機農業」について百科事典・WEB などで調べて
おくこと． 
9 回 授業内容の確認と復習．「モンスーン」について百科事典・WEB などで調べ
ておくこと． 
10 回 授業内容の確認と復習．「ダイズ」について百科事典・WEB などで調べて



おくこと． 
11 回 授業内容の確認と復習．「ラオス」について百科事典・WEB などで調べて
おくこと． 
12 回 授業内容の確認と復習．「光合成」について百科事典・WEB などで調べて
おくこと． 
13 回 授業内容の確認と復習．「ネパール」について百科事典・WEB などで調べ
ておくこと． 
14 回 授業内容の確認と復習．「中国」について百科事典・WEB などで調べてお
くこと． 
15 回 授業内容の確認と復習．「中近東」について百科事典・WEB などで調べて
おくこと． 

 



年度 2012 
授業コード FCD4122 
成績評価 毎回課すレポート（１００％）で行い，１００点満点中６０点以上を合格とする。 
曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス 応用数学科(〜11),基礎理学科(〜11),情報科学科(〜11) 
見出し FCD4122 数学教育法Ⅱ 
担当教員名 洲脇 史朗 
単位数 2 
教科書 教員採用試験「専門教養 数学科」・一ツ橋書店 
アクティブラーニング  
キーワード 数学教育，模擬授業 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「発表者に回答の解説をもう少し詳しくさせてほしい」とのこと。時間がとれる

ときはそうします。 
科目名 数学教育法Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 中学校学習指導要領解説（数学編），高等学校学習指導要領解説（数学編・理数

編） 
授業形態 講義 
注意備考 「数学教育法Ⅰ」を修得していること。レポート作成は毎回準備学習と講義内で

行うが，詳細については講義内で指示する。「教職セミナー」は日程がまだ決まっ
ていないので、決まり次第授業内で連絡する。 

シラバスコード FCD4122 
実務経験のある教員  
達成目標 ①「数学教育法Ⅰ」で学んだ理論が実践できる。 

②教育実習で授業を行う自信がつく。 
③教員としての資質が向上する。 

受講者へのコメント この成果を教育実習に今しましょう。 
連絡先 洲脇研究室 １１号館８階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 目標もおおむね達成できており，学生も多くが満足しており，良かったと思って
いる。 

英文科目名 Teaching Method of Mathematics II 
関連科目 数学教育法Ⅰ，数学教育法Ⅲ，数学教育法Ⅳ 
次回に向けての改善変更予定 特になし。 
講義目的 中学校の数学教員免許状を取得するための必修科目であり，「数学教育法Ⅰ」で

学んだ理論を実践する講義である。数学教員の免許状を所有する者にふさわしい
⼒量を高めるため，数学の各分野における具体的な課題に取り組み，その模擬授
業を通して，数学を分かりやすく伝えるための板書や説明の仕方を研究する。 



対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 方程式と不等式（Ⅰ）の指導法を例題を解きながら解説する。 

2 回 平面図形（Ⅰ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
3 回 ベクトル（Ⅰ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
4 回 関数（Ⅰ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
5 回 三角関数（Ⅰ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
6 回 確率・場合の数（Ⅰ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
7 回 「教職セミナー（Ⅰ）」において教員として資質向上を解説する。 
8 回 「教職セミナー（Ⅱ）」において教員として資質向上を解説する。 
9 回 集合・論理（Ⅰ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
10 回 空間座標（Ⅰ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
11 回 行列と数列（Ⅰ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
12 回 微分（Ⅰ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
13 回 積分（Ⅰ）の指導法を例題を解きながら解説する。 
14 回 総合（Ⅰ−前半）の指導法を例題を解きながら解説する。 
15 回 総合（Ⅰ−後半）の指導法を例題を解きながら解説する。 

準備学習 1 回 教科書「方程式と不等式（Ⅰ）」の前半問題を解いてくる。 
2 回 教科書「平面図形（Ⅰ）」の前半問題を解いてくる。 
3 回 教科書「ベクトル（Ⅰ）」の問題を解いてくる。 
4 回 教科書「関数（Ⅰ）」の問題を解いてくる。 
5 回 教科書「三角関数（Ⅰ）」の問題を解いてくる。 
6 回 教科書「確率・場合の数（Ⅰ）」の問題を解いてくる。 
7 回 自分が教職に就いた場合を想定してくる。 
8 回 自分が教職に就いた場合を想定してくる。 
9 回 教科書「集合・論理（Ⅰ）」の問題を解いてくる。 
10 回 教科書「空間座標（Ⅰ）」の問題を解いてくる。 
11 回 教科書「行列と数列（Ⅰ）」の問題を解いてくる。 
12 回 教科書「微分（Ⅰ）」の問題を解いてくる。 
13 回 教科書「積分（Ⅰ）」の問題を解いてくる。 
14 回 教科書「総合（Ⅰ）」の前半問題を解いてくる。 
15 回 教科書「総合（Ⅰ）」の後半問題を解いてくる。 

 



年度 2012 
授業コード FCD4132 
成績評価 講義受講状況（10％）と課題提出物の内容（40％）ならびに定期試験（50％）に

より総合的に評価を行う。 
曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス 理学部(〜10),工学部(〜10),総合情報学部(〜10),生物地球学部(〜10) 
見出し FCD4132 技術科教育法Ⅳ 
担当教員名 塗木 利明 
単位数 2 
教科書 技術・家庭 技術分野／文部科学省検定済教科書／教育図書 
アクティブラーニング  
キーワード 技術科、技術科教育法 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 記述なし 
科目名 技術科教育法Ⅳ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 １．文部科学省検定済教科書「新編 新しい技術・家庭 技術分野」東京書籍 

２．文部科学省検定済教科書「技術・家庭 技術分野」開隆堂 
３．中学校学習指導要領解説―技術・家庭編―文部科学省・教育図書 
４．他必要に応じて講義中に提示する。 

授業形態 講義 
注意備考 「技術科教育法Ⅰ」を修得していること。 
シラバスコード FCD4132 
実務経験のある教員  
達成目標 生徒が学習内容に興味を持って取り組める実習教材の研究・開発ができる。 
受講者へのコメント 中学校技術科教員として必要な日々の授業・採用試験など、知識・技能に焦点を

当てて取り組んでいます。中学校技術科教員を真剣に目指す⼈は積極的に受講し
てください。 

連絡先 研究室：工学実習棟２階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 選択科目のため何とかして技術科教員になりたいという意欲の強い受講生が多
く、積極さが表われた大変満足のいく結果でした。 

英文科目名 Teaching Method of Technical Arts IV 
関連科目 技術科教育法Ⅰ、技術科教育法Ⅱ、技術科教育法Ⅲ 
次回に向けての改善変更予定 受講生の数と個⼈個⼈が身に付けている知識・技能の状況によって、可能な限り

内容を広く深くしたいと思います。 
講義目的 中学校の技術科教師になることを強く希望する者のための選択科目である。本講

義では技術の内容ごとに実習教材の研究を行い、生徒が興味を持って取り組める
実習教材を開発し、技術科教師としての実習教材作りの実践⼒を養うことを目的



とする。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 技術科における実習教材と教材開発について解説する。 

2 回 教科書の材料と加工の実習教材を調査する。 
3 回 材料と加工教材開発に向けて検討する。 
4 回 材料と加工教材の設計・製作をする。 
5 回 教科書のエネルギー変換実習教材を調査する。 
6 回 エネルギー変換教材開発に向けて検討する。 
7 回 エネルギー変換教材の設計・製作をする。 
8 回 教科書の生物育成の実習教材を調査する。 
9 回 生物育成教材開発に向けて検討する。 
10 回 生物育成教材の設計・製作をする。 
11 回 教科書の情報実習教材を調査する。 
12 回 情報教材開発に向けて検討する。 
13 回 情報教材の設計・製作をする。 
14 回 レポートを作成する。 
15 回 レポートの発表・検討会をする。 

準備学習 1 回 技術・家庭科の存在意義を確認して授業に臨むこと。 
2 回 教科書の該当箇所を読み、扱われている実習教材を把握すること。 
3 回 前回の授業内容を振り返り、生徒に学習内容を理解させるための教材を検
討すること。 
4 回 必要な材料・工具・段取り等を検討すること。 
5 回 教科書の該当箇所を読み、扱われている実習教材を確認すること。 
6 回 前回の授業内容を振り返り、生徒に学習内容を理解させるための教材を検
討すること。 
7 回 必要な材料・工具・段取り等を検討すること。 
8 回 教科書の該当箇所を読み、扱われている実習教材を確認すること。 
9 回 前回の授業内容を振り返り、生徒に学習内容を理解させるための教材を検
討すること。 
10 回 必要な材料・工具・段取り等を検討すること。 
11 回 教科書の該当箇所を読み、扱われている実習教材を確認すること。 
12 回 前回の授業内容を振り返り、生徒に学習内容を理解させるための教材を検
討すること。 
13 回 必要な材料・工具・段取り等を検討すること。 
14 回 今までの授業を振り返って自分の考えをまとめておくこと。 
15 回 各自発表の準備をしてくること。 

 



年度 2012 
授業コード FCD4311 
成績評価 課題提出等普段の受講態度についての評価(30%)と試験の得点(70%)をあわせて

評価する。 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12),教職特別

課程(〜12) 
見出し FCD4311 教育学原論 
担当教員名 曽我 雅比児 
単位数 2 
教科書 曽我雅比児・皿⽥琢司編『現代社会における⼈間と教育ー理論と実践の探究ー』

大学教育出版 
アクティブラーニング  
キーワード 教育目的、教育内容、教育方法、教育評価、教員の職務 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 教育学原論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 教師に必要な意欲的かつ研究的態度を受講者にも求める。 
シラバスコード FCD4311 
実務経験のある教員  
達成目標 ・⼈間にとってなぜ教育が必要かを理解する。 

・教育観は大きくは、「教」を重視する立場と「育」を重視する立場の、２つに分
かれることを理解する。 
・⼈類の教育史の大まかな流れを把握する。 
・カリキュラムの法制と主たる学習理論を把握する。 
・学校の管理運営や教員の服務についての基本的な事柄を把握する。 

受講者へのコメント  
連絡先 14 号館 4 階 曽我研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Principles of Education 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 今日の学校教育を成り立たしめている事柄についての基礎的認識の獲得を目標

にすえる。講義のプロセスは、義務教育制度の成立と発展という観点から、学校
教育の理念や目標、教育内容と方法に関する諸理論、学校の管理や運営、教員の



本務等を考察する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション−教職の魅⼒を紹介する。 

2 回 教育とは何か１―教育の必要性と可能性を概説する。 
3 回 教育とは何か２―２つの教育観を概説する。 
4 回 教育の目的（理想的⼈間像）１―⻄洋の場合を概説する。 
5 回 教育の目的（理想的⼈間像）２―日本の場合を概説する。 
6 回 現代学校の種類、体系、目的を概説する。 
7 回 これまでのまとめと中間テストをする。 
8 回 教育の内容１−カリキュラムの意義と理論を概説する。 
9 回 教育の内容２−教育課程の法制を概説する。 
10 回 教育の内容３−学習指導要領の変遷を概説する。 
11 回 教育の方法１−学習の理論を概説する。 
12 回 教育の方法２−授業の理論を概説する。 
13 回 教育評価論を紹介する。 
14 回 学校の管理・運営を概説する。 
15 回 教員の職務を概説する。 

準備学習 1 回 特に必要なし 
2 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
3 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
4 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
5 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
6 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
7 回 試験の準備をすること。 
8 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
9 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
10 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
11 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
12 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
13 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
14 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
15 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD4312 
成績評価 課題提出等普段の受講態度についての評価(30%)と試験の得点(70%)をあわせて

評価する。 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12),教職特別

課程(〜12) 
見出し FCD4312 教育学原論 
担当教員名 曽我 雅比児 
単位数 2 
教科書 曽我雅比児・皿⽥琢司編『現代社会における⼈間と教育ー理論と実践の探究ー』

大学教育出版 
アクティブラーニング  
キーワード 教育目的、教育内容、教育方法、教育評価、教員の職務 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 厳しい指摘もありますが、反省材料にさせていただいています。 
科目名 教育学原論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 教師に必要な意欲的かつ研究的態度を受講者にも求める。 
シラバスコード FCD4312 
実務経験のある教員  
達成目標 ・⼈間にとってなぜ教育が必要かを理解する。 

・教育観は大きくは、「教」を重視する立場と「育」を重視する立場の、２つに分
かれることを理解する。 
・⼈類の教育史の大まかな流れを把握する。 
・カリキュラムの法制と主たる学習理論を把握する。 
・学校の管理運営や教員の服務についての基本的な事柄を把握する。 

受講者へのコメント 私自身良い学生ではありませんでしたので、教師目線で偉そうなことは言いたく
ありません。 
自分の好きなことを見つけるためにいろいろと体験してください。 

連絡先 14 号館 4 階 曽我研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 おおむね妥当な評価と思います。大変参考になります。 
英文科目名 Principles of Education 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 ご指摘の点を踏まえて努⼒・工夫します。 
講義目的 今日の学校教育を成り立たしめている事柄についての基礎的認識の獲得を目標



にすえる。講義のプロセスは、義務教育制度の成立と発展という観点から、学校
教育の理念や目標、教育内容と方法に関する諸理論、学校の管理や運営、教員の
本務等を考察する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション−教職の魅⼒を紹介する。 

2 回 教育とは何か１―教育の必要性と可能性を概説する。 
3 回 教育とは何か２―２つの教育観を概説する。 
4 回 教育の目的（理想的⼈間像）１―⻄洋の場合を概説する。 
5 回 教育の目的（理想的⼈間像）２―日本の場合を概説する。 
6 回 現代学校の種類、体系、目的を概説する。 
7 回 これまでのまとめと中間テストをする。 
8 回 教育の内容１−カリキュラムの意義と理論を概説する。 
9 回 教育の内容２−教育課程の法制を概説する。 
10 回 教育の内容３−学習指導要領の変遷を概説する。 
11 回 教育の方法１−学習の理論を概説する。 
12 回 教育の方法２−授業の理論を概説する。 
13 回 教育評価論を紹介する。 
14 回 学校の管理・運営を概説する。 
15 回 教員の職務を概説する。 

準備学習 1 回 自分にとって教育とは何であったかを考えておくこと。 
2 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
3 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
4 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
5 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
6 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
7 回 試験の準備をすること。 
8 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
9 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
10 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
11 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
12 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
13 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
14 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
15 回 教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD4322 
成績評価 平素の学習状況（20〜40％）と定期試験（80〜60％）とを総合して評価する。な

お、受講状況によりこの比率を見直すことがある。 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜10),工学部(〜10),総合情報学部(〜10),生物地球学部(〜10) 
見出し FCD4322 生涯学習概論 
担当教員名 皿⽥ 琢司 
単位数 2 
教科書 生涯学習社会の構築／佐々木正治（編著）／福村出版 
アクティブラーニング  
キーワード 生涯学習体系、生涯教育、社会教育主事、図書館司書、博物館学芸員、生涯学習

振興法、学習プログラム、リカレント教育、自己主導的学習 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 自らの専攻分野についてどのような学習需要や学習機会があるかをさまざまな

角度から想定し、博物館を中心にして支援のあり方をさまざまな角度から例示し
てみましょう。そのためには日ごろから問題意識を高めて博物館情報の収集に努
めるとともに、事前学習を充実しましょう。 
 話す速度について見直しの要望がありました。時事問題の取り扱いを含め、所
定の時間内に予定の量の内容を伝えようとしたことによるものでした。時間配分
の見直しを検討します。 
 資料の両面印刷はノートに貼り付けづらいため控えてほしい旨の要望があり
ました。貼付の要 

科目名 生涯学習概論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 教育と⼈間の探究／曽我雅比児・皿⽥琢司（編著）／大学教育出版 

その他、講義の際に適宜提示し、必要に応じて指示、解説等を行う。 
授業形態 講義 
注意備考 ○広く⼈々の学習を支援するための公的資格の一つの取得をめざしていること

を深く自覚し、高い意欲をもって学習に取り組むことが望ましい。 
○日ごろから新聞に目を通すこと、特に社会教育施設を中心に⼈々の学ぶ機会を
拡充する施策や、具体的な学習支援のあり方に関心をもつことが望ましい。 
○授業の理解や復習にあたっては、普段の生活（学業・読書を含む）との関連を
意識するとともに、得られた知見をどのように活用すべきかについても多角的・
多面的に考えることが望ましい。 
○試験は定期試験期間中に行う。試験形態は筆記とする。 

シラバスコード FCD4322 
実務経験のある教員  
達成目標 ○学習需要の多様化を背景とする生涯学習の意義と基本的特質について説明で

きること。 
○生涯学習社会の構築に関わる生涯学習振興施策の意義と基本的課題について



説明できること。 
○生涯学習・社会教育の法制・制度・行政の基本的な役割とその原則について説
明できること。 
○生涯学習における学習課題とその支援の基本的な原則について、主として博物
館及び学芸員を例に説明できること。 

受講者へのコメント どのような資格も、それらに見合うだけの資質能⼒を身に付けて初めて意味のあ
るものとなります。学芸員資格に必要とされる資質能⼒に照らして自らの課題を
見付け、学業や読書をはじめ学生生活のさまざまな面を見直して資格の取得をめ
ざしましょう。 

連絡先 １３号館３階皿⽥研究室 salad＠chem.ous.ac.jp 086-256-9714 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 課題の分析に努めるとともに、学習機会の拡充その他の学習活動の支援に必要と
される基礎理論と受講者の学習実態を勘案し、指導方針の修正を検討します。 

英文科目名 Studies of Life-long Learning 
関連科目 教育学原論（基礎理学科生は教育基礎論）及び博物館学Ⅰを含め、学芸員課程１

〜２年次開講科目をすべて修得していることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 学習機会の拡充その他の学習活動の支援に必要とされる基礎理論と受講者の学

習実態を勘案し、指導方針の修正を検討します。 
講義目的  博物館法施行規則第１条に基づき、生涯学習及び社会教育の本質と意義、生涯

学習の振興に関わる法制・行政・施策、教育・学習の諸領域間の関連、専門的職
員の基本的役割、学習機会の拡充など広く学習支援に関わる基本的な原理・原則
について講義し、社会教育の専門的職員に必要な生涯学習に関する基礎的知見を
修得させることを通して、学習機会の拡充を含め広く学習支援を行える社会教育
の専門的職員としての基礎的素養を培う。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション ―講義概要と受講要領を説明する。 

2 回 生涯学習の意義と特質 ―教育の基本的な考え方との関わりから説明する。 
3 回 生涯教育論・生涯学習論の生成と展開（１）―諸外国の変遷を中心に説明す
る。 
4 回 生涯教育論・生涯学習論の生成と展開（２）―国内の変遷を中心に説明す
る。 
5 回 生涯学習社会構築の理念と構想 ―学習需要の多様化との関わりから説明す
る。 
6 回 生涯学習の振興に関わる法制・行政・関連施策の動向（１）―1970〜80 年
代を中心に説明する。 
7 回 生涯学習の振興に関わる法制・行政・関連施策の動向（２）―1990 年代以
降を中心に説明する。 
8 回 生涯学習のまちづくり施策の展開 ―学習機会の多様化と拡大を中心に説明
する。 
9 回 生涯学習事業計画の策定と社会教育行政の基本的な考え方について説明す
る。 



10 回 生涯学習と教育・学習諸領域間の関連（１）―学校教育との連携を中心に
説明する。 
11 回 生涯学習と教育・学習諸領域間の関連（２）―家庭教育の支援を中心に説
明する。 
12 回 生涯学習・社会教育施設等の管理と運営に関する基本的な考え方について
説明する。 
13 回 生涯学習・社会教育における支援者・指導者の基本的な役割について説明
する。 
14 回 生涯学習の内容・方法・形態（学習情報の提供と学習相談を含む）の基本
的な考え方について説明する。 
15 回 生涯学習成果の評価・認証と活用に関する基本的な考え方について説明す
る。 

準備学習 1 回 教科書及びシラバスに目を通し、学習の過程を把握して見通しをもってお
くこと。 
2 回 教科書の該当箇所と配付資料に目を通して大要を把握し、所定の課題に取
り組むとともに重要な語句や概念を整理しておくこと。 
3 回 教科書の該当箇所と配付資料に目を通して大要を把握し、復習と所定の課
題に取り組むとともに重要な語句や概念を整理しておくこと。 
4 回 教科書の該当箇所と配付資料に目を通して大要を把握し、復習と所定の課
題に取り組むとともに重要な語句や概念を整理しておくこと。 
5 回 教科書の該当箇所と配付資料に目を通して大要を把握し、復習と所定の課
題に取り組むとともに重要な語句や概念を整理しておくこと。 
6 回 教科書の該当箇所と配付資料に目を通して大要を把握し、復習と所定の課
題に取り組むとともに重要な語句や概念を整理しておくこと。 
7 回 教科書の該当箇所と配付資料に目を通して大要を把握し、復習と所定の課
題に取り組むとともに重要な語句や概念を整理しておくこと。 
8 回 教科書の該当箇所と配付資料に目を通して大要を把握し、復習と所定の課
題に取り組むとともに重要な語句や概念を整理しておくこと。 
9 回 教科書の該当箇所と配付資料に目を通して大要を把握し、復習と所定の課
題に取り組むとともに重要な語句や概念を整理しておくこと。 
10 回 教科書の該当箇所と配付資料に目を通して大要を把握し、復習と所定の課
題に取り組むとともに重要な語句や概念を整理しておくこと。 
11 回 教科書の該当箇所と配付資料に目を通して大要を把握し、復習と所定の課
題に取り組むとともに重要な語句や概念を整理しておくこと。 
12 回 教科書の該当箇所と配付資料に目を通して大要を把握し、復習と所定の課
題に取り組むとともに重要な語句や概念を整理しておくこと。 
13 回 教科書の該当箇所と配付資料に目を通して大要を把握し、復習と所定の課
題に取り組むとともに重要な語句や概念を整理しておくこと。 
14 回 教科書の該当箇所と配付資料に目を通して大要を把握し、復習と所定の課
題に取り組むとともに重要な語句や概念を整理しておくこと。 
15 回 教科書と配付資料の全体に目を通し、重要な語句や概念を中心にこれまで
の学習内容を整理しておくこと。 



 



年度 2012 
授業コード FCD4511 
成績評価 平素の学習の取り組み（提出物）（10〜15％）、課題の作成と提出（15〜35％）、

定期試験の評定点（55〜75％）を総合して評価する。なお、これらの比率は受講
状況により見直すことがある。 

曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12),教職特別

課程(〜12) 
見出し FCD4511 教育学原論 
担当教員名 皿⽥ 琢司 
単位数 2 
教科書 現代社会における⼈間と教育―理論と実践の探究／曽我 雅比児・皿⽥ 琢司

（編著）／大学教育出版 
アクティブラーニング  
キーワード 教育観、教育理念、教育史、教育思想、教育職員免許法、教職課程、公教育、社

会教育、生涯学習、博物館学芸員課程、博物館法 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  授業で扱われる基礎理論と実際の学習支援への適用との関連づけに苦心して

いる様子がうかがえます。授業と並行して、専攻分野の学業や読書を中心に、そ
の分野の学習支援を実際に経験する活動を取り入れてみましょう。 
 受講クラスによって、椅子、教材提示装置、空調設備、マイク（スピーカー）
について不調の訴えと改善の要望がありました。いずれの点についても関係部署
に伝えて改修を要請します。 
 授業の感想を書く時間を増やしてほしいとの要望がありました（１名）。教員
側でも見直しを検討しますが、受講する皆さんもめざす資格の要件に 

科目名 教育学原論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 ○取得をめざす資格の特性を理解し、高い目的意識をもって学業に取り組む態度

が求められる。 
○日ごろから新聞に目を通すこと、特に専攻分野と教育に関する記事に親しむこ
とが望ましい。 
○専攻分野の意義・魅⼒等を広い視野から伝えられるよう読書を励行しているこ
とが望ましい。 
○授業内容の理解にあたっては、普段の学業・読書等との関連を意識することが
望ましい。 
○授業内容の復習にあたっては、教育にかかわる具体的な言動への反映を意識す
ることが望ましい。 
○指導計画は受講状況により変更することがある。 
○試験は筆記形態により 



シラバスコード FCD4511 
実務経験のある教員  
達成目標 ○⼈間にとってなぜ教育が必要であるかを説明することができる。 

○教育思想や教育観を中心とした教育史の大要を整理することができる。 
○教育の目的・目標、内容、方法がどのような要素から成り立ってきたかを 
 説明することができる。 
○公教育を成り立たせてきた基本的な考え方について説明することができる。 
○望ましい教育のあり方を考えるための基本的な手がかりについて説明する 
 ことができる。 

受講者へのコメント  どのような資格も、それらに見合うだけの資質能⼒を身に付けて初めて意味の
あるものとなります。それらに照らして自らの課題を見付け、学業や読書をはじ
め自らの日常生活のさまざまな面を見直して目標に近づきましょう。 

連絡先 １３号館３階皿⽥研究室 salad＠chem.ous.ac.jp 086-256-9714 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  課題の分析に努めるとともに、教育・学習支援に必要とされる基礎理論と受講
者の学習実態を勘案し、指導方針の修正を検討します。 

英文科目名 Principles of Education 
関連科目 ○基礎理学科生は教育基礎論（Ａ群科目）を履修すること。 

○教員免許状または博物館学芸員資格の希望者を対象とする。本科目担当教員は 
 ２名であるが、教員免許状の取得を希望せず学芸員資格の取得のみを希望する 
 者は、皿⽥担当の教育学原論を受講すること。 
○教員免許状の取得を希望する１年次生は、本年度中に１年次開講Ｃ群科目をす 
 べて修得することが望ましい。 
○学芸員資格取得を希望する１年次生は、本年度中に１年次開講Ｄ群科目をすべ 
 て修得することが望ましい。 

次回に向けての改善変更予定  教育・学習支援に必要とされる基礎理論と受講者の学習実態を勘案し、指導方
針の修正を検討します。 

講義目的  教育職員免許法施行規則第６条及び博物館法施行規則第１条に基づき、学校の
教員または社会教育の指導系職員に求められる教育の基礎理論のうち教育（生涯
学習に関するものを含む。）の理念並びに教育に関する歴史及び思想を（受講者
が）修得することを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。本科目を学ぶ意義と目的について説明する。 

2 回 教育とは何か(1)。教育の意義と理念について説明する。 
3 回 教育とは何か(2) 近代教育思想を概観しながら教育観を考察する。 
4 回 社会の動向と教育目的の関連について、年表を通して考察する。 
5 回 教育の歴史と思想(1) ―⻄洋の教育目的観の変遷について説明する。 
6 回 教育の歴史と思想(2) ―日本の教育目的観の変遷について説明する。 
7 回 「教育を受ける権利」を支える(1) ―公教育の基本的な考え方について説明
する。 
8 回 「教育を受ける権利」を支える(2) ―公教育制度の基本的な成り立ちについ



て説明する。 
9 回 何を教えるか(1) ―教育内容の歴史的変遷について説明する。 
10 回 何を教えるか(2) ―教育内容の基本的な成り立ちについて説明する。 
11 回 どのようにして教育するか ―学習指導の基本的な考え方について説明す
る。 
12 回 どのようにして教育するか ―生活指導の基本的な考え方について説明す
る。 
13 回 生涯にわたって学ぶ⼒を育てる ―生涯学習の基本的な考え方について説
明する。 
14 回 教育の過程と成果を生かす ―教育評価の基本的な考え方について説明す
る。 
15 回 教育を展望する ―教育の現状の把握と分析に必要な基本的な視点を振り
返る。 

準備学習 1 回 シラバスと教科書に目を通し、学習の過程を把握して見通しをもっておく
こと。 
2 回 教科書の該当箇所（巻末資料を含む）と配付資料に目を通し、課題に取り組
むとともに学業・読書など普段の生活との関連を考えてノートに整理しておくこ
と。 
3 回 教科書の該当箇所（巻末資料を含む）と配付資料に目を通し、復習と課題に
取り組むとともに得られた知見をどのように活用すべきかを考えてノートに整
理しておくこと。 
4 回 教科書の該当箇所（巻末資料を含む）と配付資料に目を通し、復習と課題に
取り組むとともに得られた知見をどのように活用すべきかを考えてノートに整
理しておくこと。 
5 回 教科書の該当箇所（巻末資料を含む）と配付資料に目を通し、復習と課題に
取り組むとともに得られた知見をどのように活用すべきかを考えてノートに整
理しておくこと。 
6 回 教科書の該当箇所（巻末資料を含む）と配付資料に目を通し、復習と課題に
取り組むとともに得られた知見をどのように活用すべきかを考えてノートに整
理しておくこと。 
7 回 教科書の該当箇所（巻末資料を含む）と配付資料に目を通し、復習と課題に
取り組むとともに得られた知見をどのように活用すべきかを考えてノートに整
理しておくこと。 
8 回 教科書の該当箇所（巻末資料を含む）と配付資料に目を通し、復習と課題に
取り組むとともに得られた知見をどのように活用すべきかを考えてノートに整
理しておくこと。 
9 回 教科書の該当箇所（巻末資料を含む）と配付資料に目を通し、復習と課題に
取り組むとともに得られた知見をどのように活用すべきかを考えてノートに整
理しておくこと。 
10 回 教科書の該当箇所（巻末資料を含む）と配付資料に目を通し、復習と課題
に取り組むとともに得られた知見をどのように活用すべきかを考えてノートに
整理しておくこと。 



11 回 教科書の該当箇所（巻末資料を含む）と配付資料に目を通し、復習と課題
に取り組むとともに得られた知見をどのように活用すべきかを考えてノートに
整理しておくこと。 
12 回 教科書の該当箇所（巻末資料を含む）と配付資料に目を通し、復習と課題
に取り組むとともに得られた知見をどのように活用すべきかを考えてノートに
整理しておくこと。 
13 回 教科書の該当箇所（巻末資料を含む）と配付資料に目を通し、復習と課題
に取り組むとともに得られた知見をどのように活用すべきかを考えてノートに
整理しておくこと。 
14 回 教科書の該当箇所（巻末資料を含む）と配付資料に目を通し、復習と課題
に取り組むとともに得られた知見をどのように活用すべきかを考えてノートに
整理しておくこと。 
15 回 教科書の該当箇所（巻末資料を含む）と配付資料に目を通し、復習と課題
に取り組むとともに得られた知見をどのように活用すべきかを考えてノートに
整理しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD4512 
成績評価 定期試験（６０％）とリポート（４０％）で評価する。 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜11),工学部(〜11),総合情報学部(〜11),生物地球学部(〜11) 
見出し FCD4512 教育の方法と技術 
担当教員名 竹井 皓三＊ 
単位数 2 
教科書 使用しない 
アクティブラーニング  
キーワード メディアリテラシー ＡＲＣＳ動機付け 参画授業 授業分析 教授学習過程

の最適化 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 質問の意味や意義をわかりやすくという意見については今後工夫をしてみたい。 

模擬授業が役に立ったとの声は、今後も可能であれば続けたい。 
科目名 教育の方法と技術 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 平沢 茂編著 教育の方法と技術 図書文化社柴⽥ 義松編著 教育の方法と

技術 学文社島宗 理 著 インストラクショナルデザイン 産業図書 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FCD4512 
実務経験のある教員  
達成目標 教室学習における生徒と教員の関係に着目し、その関係を決定付けるメディア環

境やコミュニケーション環境に目を向けることができるようになるとともに、生
徒の意欲を引き出すための努⼒が必要であることを理解できる。 

受講者へのコメント 説明の工夫についての意見があったが、この講義では、短い時間でも良いので、
予習復習が公的ではないだろうか。 
スライドの切り替えについて、早すぎるとの意見があったが、適正であると考え
ている。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業時間以外の学習時間が少ない。 
将来教壇に立つものとしての自覚を持った学習に対する取り組みがのぞまれる。 
この分野に対する理解が深まり、興味や関心が高まったのは大変良い。 
今後の進路の参考になったとの意見は大変良い。 

英文科目名 Educational Method and Technique 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 講義の説明については今少し工夫を考えたい。 



講義目的 学校教育における、教授者の授業に対する意識やもっている技術は、非常に大き
な影響⼒を持っている。そこで、この講義では、授業実施するにおいて、どのよ
うな知識や技術ならびに意欲を必要としているかについて、概論を述べて、今後
の教職に対する意欲を身につけさせたい。・教育におけるメディアリテラシーの
重要性・学習における動機付けの果たす役割・学習に参加する態度の育成と生涯
学習・授業⼒向上の必要性と授業分析をする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションで講義概要を解説する。 

2 回 教育の方法と技術の目指すところである「教授学習過程の最適化」の意味に
ついて解説する。 
3 回 教室におけるメディア環境とその意義について解説する。 
4 回 プレゼンテーションの特性と効果について解説する。 
5 回 教室内における教材教具とその効果について解説する。 
6 回 メディア教材・教具の特性とその効果的な活用について解説する。 
7 回 メディアリテラシー論（１）について解説する。 
8 回 メディアリテラシー論（２）について解説する。 
9 回 市販の教室用学習ソフトの例と使用上の留意点（１）デジタルコンテンツの
教育利用の例について解説する。 
10 回 市販の教室用学習ソフトの例と使用上の留意点（２）について解説する。 
11 回 授業における動機付け理論（１）について解説する。 
12 回 授業における動機付け理論（２）について解説する。 
13 回 授業分析と授業評価（１）について解説する。 
14 回 授業分析と授業評価（２）について解説する。 
15 回 「教授学習過程の最適化」における各論の果たす役割について統一的に解
説する。 

準備学習 1 回 自分自身が教職を目指している理由と方向性を明確にし、意識しておくこ
と。 
2 回 「教授」と「学習」について、さまざまな教育場面での関係について考えて
おくこと。 
3 回 今までの自身の受けてきた学習環境を思い起こし、その中でどのような「メ
ディアを使った教授」が行われてきたのかを想起し、教室メディアに関心を持っ
ておくこと。 
4 回 プレゼンテーションのあり方について関心を持つとともに、その効果につ
いても考えておくこと。 
5 回 教室内における教材教具には、それぞれ目的があって配置されている。その
目的について関心を持っておくこと。 
6 回 最近の教室にはメディア教材・教具が数多く配置されたり、使用されてい
る。どのようなものが、どのように使用されているのかについて、関心を持って
おくこと。 
7 回 メディアリテラシーあるいは情報リテラシーについて、その意味について
簡単に調べておくこと。 
8 回 前日の講義から、メディアリテラシーの教育における役割について考えて



おくこと。 
9 回 教室における教授スタイルには多様なものがあることに気づき、関心を持
つこと。 
10 回 前時の講義から、学習ソフトの利用における留意点について考えておくこ
と。 
11 回 よりよい授業の進め方について、あらかじめ予想をしておくこと。 
12 回 前時の方法での動機付けについて、自分が利用する場合にはどのように使
うか考えておくこと。 
13 回 「授業分析」「授業評価」についてこの言葉の意味を調べておくこと。 
14 回 前時の方法以外の授業分析や授業評価の方法がないか調べておくこと。 
15 回 今期の学習の内容を改めて復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD4513 
成績評価 定期試験（80％）と課題提出（20％）により評価する。 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス 工学部(〜11) 
見出し FCD4513 職業指導 
担当教員名 杉⽥ 一仁＊ 
単位数 4 
教科書 文部科学省 高等学校学習指導要領解説 総則編文部科学省 高等学校学習指

導要領解説 特別活動編配布するプリント 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答 記入者なし。 
科目名 職業指導 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜資料を配布する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FCD4513 
実務経験のある教員  
達成目標 １ 高等学校学習要領に記載されている進路指導、職業指導、キャリア教育指導

に関わる内容を理解し、実践できる⼒を身につける。 
２ 教育現場が抱える課題は多くあるが、なかでも子供たちの自己指導⼒の育成
が強く求められている。自己指導⼒の概念を理解し、指導方法を身につける。 
３ キャリア教育の基本方向を身につけ、有効な推進方策が考えられる。 

受講者へのコメント より幅広い知見が必要。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 総合評価は満足であるが、授業時間外の学習の取り組みに工夫が必要。 
英文科目名 Vocational Guidance 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 課題の厳選。 
講義目的 生徒たちが、将来の進路を適切に選択し、自己実現が図られるための指導・援助

のあり方やその指導法を概説する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 学校教育関係法規Ⅰ（学校教育法、学校教育法施行規則）について解説す

る。 
2 回 学校教育関係法規Ⅱ（教育委員会規則）について解説する。 



3 回 職業指導の意義について解説する。 
4 回 職業指導の基本的性格について解説する。 
5 回 学習指導要領 総則と職業指導Ⅰ（教育課程編成の原則）について解説す
る。 
6 回 学習指導要領 総則と職業指導Ⅱ（教育課程編成の原則）について解説す
る。 
7 回 学習指導要領 総則と職業指導Ⅲ（高等学校における道徳教育）について解
説する。 
8 回 学習指導要領 総則と職業指導Ⅳ（体験的な学習の指導）について解説す
る。 
9 回 学習指導要領 特別活動と職業指導Ⅰ（特別活動の目標）について解説す
る。 
10 回 学習指導要領 特別活動と職業指導Ⅱ（ホ−ムル−ム活動と生徒会活動）
について解説する。 
11 回 学習指導要領 特別活動と職業指導Ⅲ（学校行事）について解説する。 
12 回 各教科・科目と職業指導について解説する。 
13 回 職業指導と生徒指導について解説する。 
14 回 職業指導の今日的課題Ⅰ（社会の変化）について解説する。 
15 回 職業指導の今日的課題Ⅱ（産業・経済の変化）について解説する。 
16 回 学校から社会への移行をめぐる課題について解説する。 
17 回 子供たちの生活・意識の変容について解説する。 
18 回 キャリア教育の定義について解説する。 
19 回 キャリア教育の意義について解説する。 
20 回 キャリア教育の範囲と内容について解説する。 
21 回 進路指導とキャリア教育について解説する。 
22 回 職業指導とキャリア教育について解説する。 
23 回 キャリア教育の基本方向Ⅰ（キャリア発達の支援と働くことへの関心・意
欲の高揚）について解説する。 
24 回 キャリア教育の基本方向Ⅱ（職業⼈としての資質・能⼒と豊かな⼈間性）
について解説する。 
25 回 キャリア教育推進のための方策Ⅰ（教育課程への位置づけ）について解説
する。 
26 回 キャリア教育推進のための方策Ⅱ（社会や経済の仕組みについての理解）
について解説する。 
27 回 キャリア教育推進のための方策Ⅲ（多様で幅広い他者との⼈間関係の構築）
について解説する。 
28 回 キャリア教育を推進するための条件整備について解説する。 
29 回 学校外の教育資源活用にかかるシステムについて解説する。 
30 回 関係機関等の連携と社会全体の理解の促進について解説する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習の過程を把握しておくこと。教育基本法、学校
教育法、学校教育法施行規則を一読しておくこと。 
2 回 教育基本法、学校教育法、学校教育法施行規則を一読しておくこと。 



3 回 職業指導、進路指導、キャリア教育指導の概念を調べておくこと。 
4 回 職業指導の目指す教育活動について調べておくこと。 
5 回 高等学校学習指導要解説 総則編を一読しておくこと。 
6 回 高等学校学習指導要領解説 総則編を一読しておくこと。 
7 回 高等学校学習指導要領解説 総則編を一読しておくこと。 
8 回 高等学校学習指導要領解説 総則編を一読しておくこと。 
9 回 高等学校学習指導要領解説 特別活動編を一読しておくこと。 
10 回 高等学校学習指導要領解説 特別活動編を一読しておくこと。 
11 回 高等学校学習指導要領解説 特別活動編を一読しておくこと。 
12 回 教科・科目と職業指導との関係について調べておくこと。 
13 回 生涯を通じて自分の持つ素質・能⼒を磨き開発し、社会の一員として生き
ていこうとする態度（自己指導⼒）の育成を目指す職業指導や生徒指導について
考えておくこと。 
14 回 産業・経済の構造的変化や雇用の多様化・流動化が急速に進んでいる。こ
うした中で、これからの職業指導をどう進めていくべきかを考えておくこと。 
15 回 産業・経済の構造的変化や雇用の多様化・流動化が急速に進んでいる。こ
うした中で、これからの職業指導をどう進めていくべきかを考えておくこと。 
16 回 経済のグロ−バル化が進展し、コスト削減や経営の合理化が進む中、雇用
形態も変化し、求⼈の著しい減少、求職と求⼈の不適合が拡大している。また、
若者の勤労観、職業観の未熟さ、職業⼈としての基礎的資質・能⼒の低下が指摘
されている。こうした問題にどのように対応すべきか考えておくこと。 
17 回 ⼈間関係を築くことができない、進路を選ぼうとしないなどの子供たちが
増えつつある。また、モラトリアム傾向が強くなり、進学も就職もしようとしな
かったり、進路意識や目的意識が希薄なまま「とりあえず」進学したりする若者
が増加している。こうした状況にどのように対応すべきか考えておくこと。 
18 回 キャリアという言葉はいろいろなところで使われているが、学校で行われ
るキャリア教育とは何を目指すのかを考えておくこと。 
19 回 キャリア教育は、キャリアが子供たちの発達段階やその発達課題の達成と
深くかかわりながら段階を追って発達していくことを踏まえ、子供たちの全⼈的
な成⻑・発達を促す視点に立った取り組みを積極的に進めることであるが具体的
にどのような取り組みが求められるかを考えておくこと。 
20 回 キャリア教育は、学校すべての教育活動を通して推進されなければならな
いが、学校で行われる教育活動について考えておくこと。 
21 回 進路指導は、キャリア教育との間に大きな差異は見られず、進路指導の取
り組みは、キャリア教育の中核をなすということができる。中学校・高等学校で
受けた進路指導について考えておくこと。 
22 回 職業指導も、キャリア教育との間に大きな差異は見られず、職業指導の取
り組みは、キャリア教育の中核をなすということができる。中学校・高等学校で
受けた職業教育について考えておくこと。 
23 回 教師がキャリア教育を進める際、どのような視点に立って取り組むことが
必要かを考えておくこと。 
24 回 教師がキャリア教育を進める際、どのような視点に立って取り組むことが



必要かを考えておくこと。 
25 回 キャリア教育の推進には、幅広い視点に立って関連する取り組みを総合的
に見直し、入学時から卒業時まで、学校を挙げて子供たち一⼈一⼈を支援してい
く姿勢が求められる。具体的な取り組みについて考えておくこと。 
26 回 キャリア教育の推進には、幅広い視点に立って関連する取り組みを総合的
に見直し、入学時から卒業時まで、学校を挙げて子供たち一⼈一⼈を支援してい
く姿勢が求められる。具体的な取り組みについて考えておくこと。 
27 回 キャリア教育の推進には、幅広い視点に立って関連する取り組みを総合的
に見直し、入学時から卒業時まで、学校を挙げて子供たち一⼈一⼈を支援してい
く姿勢が求められる。具体的な取り組みについて考えておくこと。 
28 回 キャリア教育を推進する上で、指導者である教員の資質や専門性の向上が
きわめて重要であると言われているが、キャリア教育を推進するために必要な基
本的条件及びその整備のあり方について考えておくこと。 
29 回 キャリア教育を十全に展開するためには、家庭、地域や企業等との連携を
積極的に進め、学校外の教育資源を有効に活用することが不可欠である。具体的
な取り組みを考えとおくこと。 
30 回 キャリア教育を効果的に進めるためには、家庭、地域、企業、関係機関、
関係団体等の理解と協⼒が不可欠である。各学校が取り組んでいる具体的な例を
考えておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD4521 
成績評価 提出課題 20％、定期試験 70％により成績を評価する。 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FCD4521 文化史Ⅰ 
担当教員名 白石 純 
単位数 2 
教科書 適宜プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 土器、備前焼、窯 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 別になし 
科目名 文化史Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 日本の美術 9／建石 徹／至文堂：食べ物の考古学／佐原 真／学生社 
授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験中に行い、試験形態は筆記試験とする。 
シラバスコード FCD4521 
実務経験のある教員  
達成目標 現代、日常的に使用している「うつわ」が日本文化のなかで、どのように出現し、

時代と共にどのように変化してきたか。考古学的なうつわの変遷や食文化の変化
の情報から追究することで、身近な生活のなかに存在する食の道具の 1 つである
「うつわ」を通じて日本の食文化を理解することをを目標とする。 

受講者へのコメント この分野に少しでも興味をもって頂ければ、幸いである。 
連絡先 21 号館６F 白石研究室 086-256-9655 shiraish@big.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 全体的にこの分野について興味が深まり、興味が高まったことがわかる。 
授業の進め方にも特に問題はないようである。 

英文科目名 Cultural History I 
関連科目 なし 
次回に向けての改善変更予定 最新の情報を、できるだけ取り入れた講義内容に努めていきたい。 
講義目的 ⼈間生活のなかで、もっとも基本的な「食文化」に焦点をあて、その主要な道具

である「うつわ」がどのように食生活に関わっていたかを理解し、やきものを通
じて食生活文化の変遷を考える。また、うつわに盛られた食文化についても考古
学的に検証し、やきものとそれらに盛られた食べ物を観察することで、日本の食
文化の変遷や地域性について理解することを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 うつわの歴史・見方について実例を挙げながら説明する。 



2 回 うつわの移り変わりについて実例を挙げながら説明する。 
3 回 土器の出現について実例を挙げながら説明する。 
4 回 縄文土器(草創期・早期)について実例を挙げながら説明する。 
5 回 縄文土器(前期・中期)について実例を挙げながら説明する。 
6 回 縄文土器(後期・晩期)について実例を挙げながら説明する。 
7 回 弥生土器(前期・中期)について実例を挙げながら説明する。 
8 回 弥生土器(後期)について実例を挙げながら説明する。 
9 回 土師器について実例を挙げながら説明する。 
10 回 須恵器について実例を挙げながら説明する。 
11 回 古代・中世土器について実例を挙げながら説明する。 
12 回 先史時代の食生活について実例を挙げながら説明する。 
13 回 古代の食生活について実例を挙げながら説明する。 
14 回 中世・近世の食生活について実例を挙げながら説明する。 
15 回 近代の岡山県内の食生活について実例を挙げながら説明する。 

準備学習 シラバスを確認し、うつわの時代的変遷や地域性、先史時代、原始時代、歴史時
代の食生活について、図書館で調べておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD4531 
成績評価 レポート（20％）と試験（80％）で評価する。 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(08〜11),工学部(08〜11),総合情報学部(08〜11),生物地球学部(08〜11) 
見出し FCD4531 生徒・進路指導論 
担当教員名 中⽥ 太海＊ 
単位数 2 
教科書 プリント（資料）を配付する。 
アクティブラーニング  
キーワード 生徒指導論 進路指導論児童生徒の社会的、職業的自己実現とその支援 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 次時の予告をできるだけ行うよう配慮したい。 
科目名 生徒・進路指導論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「新しい生徒指導・進路指導」理論と実践（ミネルヴァ書房）新生徒指導論 12 講

（福村出版） 
授業形態 講義 
注意備考 出席、受講態度を重視する。 
シラバスコード FCD4531 
実務経験のある教員  
達成目標 生徒指導、進路指導の目標の達成に向けて、理論に裏付けられた具体的指導や問

題解決の方法が理解できる。 
受講者へのコメント 一部に、講義中の私語や携帯電話の操作、講義に関係ない作業等が見られたが、

全体としては、集中した受講態度であった。 
⼈数が多いので、討論や実習を多く取り入れた形がとりにくかったことは、申し
訳なく思う。 
また、指名された時には、もう少し堂々とはっきりと自分の意見や考えを述べる
よう意識して欲しい。将来教師を目指す者として、必要な資質である。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 出席回数については、7 割が１回以下であるが、2 回以上が 3 割いるのは、残念
である。受講科目への理解については、7 割以上が深まったとしているが、10 割
を目指したい。授業の目標達成は約 7 割、満足度は、約９割になっているが、こ
れも 10 割を目指したい。教員の意欲は、9 割以上が感じられたとしているが、今
後の激励と受け止めたい。 

英文科目名 Studies of Career Guidance for Students 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 授業後のレポートやアンケート結果など、意見を参考にしながら授業の満足度



や、達成感の向上に努めたい。 
毎回の講義に当たっても、マンネリ化しないよう、内容の吟味・精選を図ったり、
データの最新化を図ったりしながら、講義内容や方法の改善を図りたい。 

講義目的 生徒の持つ⼈格をより望ましい方向に高め、社会的、職業的自己実現を図るため、
全教育活動での生徒・進路指導のかかわり方、基盤となる教師と生徒の信頼関係、
生徒どうしの好ましい⼈間関係の構築、問題解決の方法など、できるだけ具体的
に指導し、その知識や方法を学ぶ。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 生徒指導の意義と役割について解説する。 

2 回 生徒指導の現状と課題について解説する。 
3 回 生徒指導の内容と方法について解説する。 
4 回 児童生徒理解の基本と方法について解説する。 
5 回 学校の教育活動と生徒指導について解説する。 
6 回 学級経営と生徒指導について解説する。 
7 回 教育相談・カウンセリングについて解説する。 
8 回 問題行動への対応と指導について解説する。 
9 回 事例研究１ 暴⼒行為への対応について解説する。 
10 回 事例研究２ いじめへの対応について解説する。 
11 回 事例研究３ 不登校・自殺等への対応について解説する。 
12 回 進路指導の目標について解説する。 
13 回 進路指導の現状と課題について解説する。 
14 回 進路指導の内容と機能について解説する。 
15 回 学校の教育活動と進路指導について解説する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、講義計画を把握しておく。「生徒指導」について、
自分が持っているイメージを考えておくこと。 
2 回 図書館やインターネット（文部科学省ホームページ等）で、生徒指導上の諸
問題を調べておくこと。 
3 回 第１回講義の「生徒指導の意義と役割」を復習しておくこと。 
4 回 第３回講義終了後に配付する資料「生徒理解」を読んでおくこと。 
5 回 中学校学習指導要領（文部科学省ホームページ等）第１章 総則 第４ 指
導計画の作成等に当たって配慮すべき事項 の２の（３）から（５）に目を通し、
学校の全教育活動における生徒指導の在り方について、今までの学習を振り返っ
て考えておくこと。 
6 回 生徒指導の基盤である⼈間関係づくりについて、日ごろから心掛けている
ことや、大切であると思われることを考えておくこと。 
7 回 図書館等で教育相談の理論と方法を調べておくこと。 
8 回 図書館やインターネット（文部科学省ホームページ等）で、問題行動への対
応等を調べておくこと。 
9 回 図書館やインターネット（文部科学省ホームページ等）で、暴⼒行為の実態
や対応について調べておくこと。 
10 回 図書館やインターネット（文部科学省ホームページ等）で、いじめの実態
や対応について調べておくこと。 



11 回 図書館やインターネット（文部科学省ホームページ等）で、不登校や自殺
の実態や対応について調べておくこと。 
12 回 自分自身が指導を受けた「進路指導」と考えられるものを思い出し、まと
めておくこと。 
13 回 高等学校における中途退学や、中学校・高等学校卒業者の早期における転・
離職の理由について考えておくこと。 
14 回 第１２回講義の「進路指導の目標」を復習しておく。 
15 回 図書館やインターネット（文部科学省ホームページ等）で、キャリア教育
の意義と内容について調べておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD4541 
成績評価 定期試験（６０％）とリポート（４０％）で評価する。 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜11),工学部(〜11),総合情報学部(〜11),生物地球学部(〜11) 
見出し FCD4541 教育の方法と技術 
担当教員名 竹井 皓三＊ 
単位数 2 
教科書 使用しない 
アクティブラーニング  
キーワード メディアリテラシー ＡＲＣＳ動機付け 参画授業 授業分析 教授学習過程

の最適化 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 疑問に思った点があったら，レポートの最後に質問などを記入してほしい。 
科目名 教育の方法と技術 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 平沢 茂編著 教育の方法と技術 図書文化社柴⽥ 義松編著 教育の方法と

技術 学文社島宗 理 著 インストラクショナルデザイン 産業図書 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FCD4541 
実務経験のある教員  
達成目標 教室学習における生徒と教員の関係に着目し、その関係を決定付けるメディア環

境やコミュニケーション環境に目を向けることができるようになるとともに、生
徒の意欲を引き出すための努⼒が必要であることを理解できる。 

受講者へのコメント 採用試験の問題も検討しながら授業内容の向上を目指したい。 
授業スピードはその時間の予定内容をすませたいためであり今少し内容を検討
したい。 
興味を持った講義内容があれば，是非図書館などで，調べてほしい。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業内容の幅が広く，必要と思われる学習のほんの少ししか取り上げることでき
ないため，非常に駆け足の内容になったことが 
残念である。教育機器や授業設計に関する内容を増やしたいとは考えているが，
時間数や設備の関係で，困難である。 

英文科目名 Educational Method and Technique 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 内容については，大幅な変更はしないが，重点的に講義をする部分を増やしてい

きたい。 



講義目的 学校教育における、教授者の授業に対する意識やもっている技術は、非常に大き
な影響⼒を持っている。そこで、この講義では、授業実施するにおいて、どのよ
うな知識や技術ならびに意欲を必要としているかについて、概論を述べて、今後
の教職に対する意欲を身につけさせたい。・教育におけるメディアリテラシーの
重要性・学習における動機付けの果たす役割・学習に参加する態度の育成と生涯
学習・授業⼒向上の必要性と授業分析をする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションで講義概要を解説する。 

2 回 教育の方法と技術の目指すところである「教授学習過程の最適化」の意味に
ついて解説する。 
3 回 教室におけるメディア環境とその意義について解説する。 
4 回 プレゼンテーションの特性と効果について解説する。 
5 回 教室内における教材教具とその効果について解説する。 
6 回 メディア教材・教具の特性とその効果的な活用について解説する。 
7 回 メディアリテラシー論（１）について解説する。 
8 回 メディアリテラシー論（２）について解説する。 
9 回 市販の教室用学習ソフトの例と使用上の留意点（１）デジタルコンテンツの
教育利用の例について解説する。 
10 回 市販の教室用学習ソフトの例と使用上の留意点（２）について解説する。 
11 回 授業における動機付け理論（１）について解説する。 
12 回 授業における動機付け理論（２）について解説する。 
13 回 授業分析と授業評価（１）について解説する。 
14 回 授業分析と授業評価（２）について解説する。 
15 回 「教授学習過程の最適化」における各論の果たす役割について統一的に解
説する。 

準備学習 1 回 自分自身が教職を目指している理由と方向性を明確にし、意識しておくこ
と。 
2 回 「教授」と「学習」について、さまざまな教育場面での関係について考えて
おくこと。 
3 回 今までの自身の受けてきた学習環境を思い起こし、その中でどのような「メ
ディアを使った教授」が行われてきたのかを想起し、教室メディアに関心を持っ
ておくこと。 
4 回 プレゼンテーションのあり方について関心を持つとともに、その効果につ
いても考えておくこと。 
5 回 教室内における教材教具には、それぞれ目的があって配置されている。その
目的について関心を持っておくこと。 
6 回 最近の教室にはメディア教材・教具が数多く配置されたり、使用されてい
る。どのようなものが、どのように使用されているのかについて、関心を持って
おくこと。 
7 回 メディアリテラシーあるいは情報リテラシーについて、その意味について
簡単に調べておくこと。 
8 回 前日の講義から、メディアリテラシーの教育における役割について考えて



おくこと。 
9 回 教室における教授スタイルには多様なものがあることに気づき、関心を持
つこと。 
10 回 前時の講義から、学習ソフトの利用における留意点について考えておくこ
と。 
11 回 よりよい授業の進め方について、あらかじめ予想をしておくこと。 
12 回 前時の方法での動機付けについて、自分が利用する場合にはどのように使
うか考えておくこと。 
13 回 「授業分析」「授業評価」についてこの言葉の意味を調べておくこと。 
14 回 前時の方法以外の授業分析や授業評価の方法がないか調べておくこと。 
15 回 今期の学習の内容を改めて復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD4551 
成績評価  各講義の時間中に行う小テストの成績（２０％）と講義レポート（１０％）,定

期試験（７０％）の成績から評価を行う。 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス 化学科(〜10),応用物理学科(〜10),基礎理学科(〜10),生物化学科(〜10),臨床生

命科学科(〜10),動物学科(〜10),バイオ・応用化学科(〜10),生物地球システム学
科(〜10),生物地球学科(〜10) 

見出し FCD4551 理科教育法Ⅲ 
担当教員名 野瀬 重⼈ 
単位数 2 
教科書  平成 20 年度改訂中学校学習指導要領解説・理科編 文部科学省 

 平成 21 年度改訂高等学校学習指導要領解説・理科編 文部科学省 
 講義に必要な教材や資料を適宜配付する。 

アクティブラーニング  
キーワード 学習指導要領、化学、地学、無機物質、有機物質、地球、宇宙 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「自分に必要な知識が何であるか分かった」、「自分がどれほど分かっていないか

分かった」、「自分の苦手分野も少し克服できた」、「この講義から採用試験の勉強
をするきっかけがつかめた」、「苦労したが⼒になったと思う」等の記述が寄せら
れた。また、「先に説明をしてからテストをすべきである」、「化学の基礎をもっと
説明してほしかった」等の記述もあった。これらのことをよくかみしめて、来年
度以降も学生の皆さんと共に頑張りたいと思っている。 

科目名 理科教育法Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  講義中に、必要に応じて指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  定期試験は定期試験期間中に行い、試験形態は筆記試験とする。 
シラバスコード FCD4551 
実務経験のある教員  
達成目標  ①中学校学習指導要領（理科の化学、地学領域）の内容が理解できる。 

 ②高等学校学習指導要領（理科の化学、地学領域）の内容が理解できる。 
 ③中・高等学校の化学、地学内容が教科書に従って指導できる。 
 ④観察・実験を伴って授業が実践でき、安全にも配慮できる。 

受講者へのコメント この講義は、理科教育の現実的な問題を取り上げ、それをどのように指導してい
くか、また、問題演習にはどのように対応していけば良いのか等を中心に学習を
重ねた。授業中に何回もテストを行ったので、予習・復習が良くできたものと考
えている。この指導法は成果が上がると考えているので、来年度以降もこれを踏
襲していきたい。 

連絡先  野瀬重⼈ 岡山理科大学理学部 10 学舎５偕 野瀬研究室 
合理的配慮が必要な学生への  



対応 
各項目評価に対する所見 ［A］の出席の欄では、欠席「０回」が 25.5％、「１回」が 25.5％とあまり良くな

い出席率であったが、これは教職特別課程の学生が教育実習等に参加することに
よるものである。授業時間外の学習時間では、「３時間以上」が 33.3％、[2 時間
程度]が 35.3％、「１時間程度］が 19.6％であり、授業時間外の学習内容では、「宿
題などの課題」が 66.7％、「指示された課題以外の学習」が 27.5％、「教科書、資
料、参考書で勉強」が 27.5％と大変良く勉強ができたと感じている。 
［B］の授業における成⻑に関する欄では、「 

英文科目名 Teaching Method of Science III 
関連科目  理科教育法Ⅰ、理科教育法Ⅱを履修した後に受講すること。理科教育法Ⅲを履

修した後に理科教育法Ⅳ（中・高等学校の物理、生物領域）を受講することが望
ましい。 

次回に向けての改善変更予定 前述したように、理解の程度に今一歩の感があるので、次回からは配付する資料
をより多く、より分かりやすいものに交換して、授業の成果をレベルアップして
いきたい。また、質問の時間帯も設定し、できるだけ質問にも応じていく体制を
整えたい。 

講義目的  理科教育の実践・展開編として開講されるものである。中・高等学校における
化学及び地学領域の教材研究、指導法、問題演習の解決法などの実践をおこない、
理科教員として高度な資質を育成する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  平成 20 年度改訂「中学校学習指導要領」（理科）の概要について講義す

る。 
2 回  平成 21 年度改訂「高等学校学習指導要領」（理科）の概要について講義
する。 
3 回  「中学校学習指導要領」理科第１分野の概要について講義する。 
4 回  「中学校学習指導要領」理科第２分野の概要について講義する。 
5 回  高校「化学」内の「物質の構造」について、その指導法と問題演習の講義
をする。 
6 回  高校「化学」内の「物質の状態」について、その指導法と問題演習の講義
をする。 
7 回  高校「化学」内の「物質の変化」について、その指導法と問題演習の講義
をする。 
8 回  高校「化学」内の「無機物質の性質」について、その指導法と問題演習の
講義をする。 
9 回  高校「化学」内の「有機化合物」について、その指導法と問題演習の講義
をする。 
10 回  高校「地学」内の「地球の構造」について、その指導法と問題演習の講
義をする。 
11 回  高校「地学」内の「地殻」について、その指導法と問題演習の講義をす
る。 
12 回  高校「地学」内の「地殻変動と地球の歴史」について、その指導法と問
題演習の講義をする。 



13 回  高校「地学」内の「大気と水」について、その指導法と問題演習の講義
をする。 
14 回  高校「地学」内の「太陽系と宇宙」について、その指導法と問題演習の
講義をする。 
15 回  中学校、高等学校における理科観察・実験における安全指導について講
義をする。 

準備学習 1 回  平成 20 年度改訂中学校学習指導要領（理科編）の内容を予習しておくこ
と。（平成 20 年度「中学校学習指導要領解説」（理科編）・〈文部科学省〉の 124
ページから 135 ページまで） 
2 回  第１回講義の復習と平成 21 年改訂高等学校学習指導要領（理科編）の内
容を一読しておくこと。（平成 21 年度「高等学校学習指導要領解説」（理科編）・
〈文部科学省〉の 193 ページから 215 ページまで） 
3 回  第２回講義の復習と中学校学習指導要領（平成 20 年、理科編）の第１分
野の内容を予習しておくこと。（平成 20 年度「中学校学習指導要領解説」（理科
編）・〈文部科学省〉の 124 ページから 129 ページまで） 
4 回  第３回講義の復習と中学校学習指導要領（平成 20 年、理科編）の第２分
野の内容を予習しておくこと。（「中学校学習指導要領解説」（理科編）・〈文部科
学省〉の 129 ページから 135 ページまで） 
5 回  第４回講義の復習と第５回に講義するために用意した資料と関連演習問
題について、その指導法と問題の解法を予習しておくこと。 
6 回  第５回講義の復習と第６回に講義するために用意した資料と関連演習問
題について、その指導法と問題の解法を予習しておくこと。 
7 回  第６回講義の復習と第７回に講義するために用意した資料と関連演習問
題について、その指導法と問題の解法を予習しておくこと。 
8 回  第７回講義の復習と第８回に講義するために用意した資料と関連演習問
題について、その指導法と問題の解法を予習しておくこと。 
9 回  第８回講義の復習と第９回に講義するために用意した資料と関連演習問
題について、その指導法と問題の解法を予習しておくこと。 
10 回  第９回講義の復習と第 10 回に講義するために用意した資料と関連演習
問題について、その指導法と問題の解法を予習しておくこと。 
11 回  第 10 回講義の復習と第 11 回に講義するために用意した資料と関連演習
問題について、その指導法と問題の解法を予習しておくこと。 
12 回  第 11 回講義の復習と第 12 回に講義するために用意した資料と関連演習
問題について、その指導法と問題の解法を予習しておくこと。 
13 回  第 12 回講義の復習と第 13 回に講義するために用意した資料と関連演習
問題について、その指導法と問題の解法を予習しておくこと。 
14 回  第 13 回講義の復習と第 14 回に講義するために用意した資料と関連演習
問題について、その内容を予習しておくこと。 
15 回  第 14 回講義の復習と第 15 回に講義するために用意した資料と関連演習
問題について、その内容を予習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD4711 
成績評価 定期試験（６０％）とリポート（４０％）で評価する。 
曜日時限 木曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜11),工学部(〜11),総合情報学部(〜11),生物地球学部(〜11) 
見出し FCD4711 教育の方法と技術 
担当教員名 竹井 皓三＊ 
単位数 2 
教科書 使用しない 
アクティブラーニング  
キーワード メディアリテラシー ＡＲＣＳ動機付け 参画授業 授業分析 教授学習過程

の最適化 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 疑問に思った点があったら，レポートの最後に質問などを記入してほしい。 
科目名 教育の方法と技術 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 平沢 茂編著 教育の方法と技術 図書文化社柴⽥ 義松編著 教育の方法と

技術 学文社島宗 理 著 インストラクショナルデザイン 産業図書 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FCD4711 
実務経験のある教員  
達成目標 教室学習における生徒と教員の関係に着目し、その関係を決定付けるメディア環

境やコミュニケーション環境に目を向けることができるようになるとともに、生
徒の意欲を引き出すための努⼒が必要であることを理解できる。 

受講者へのコメント 採用試験の問題も検討しながら授業内容の向上を目指したい。 
授業スピードはその時間の予定内容をすませたいためであり今少し内容を検討
したい。 
興味を持った講義内容があれば，是非図書館などで，調べてほしい。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業内容の幅が広く，必要と思われる学習のほんの少ししか取り上げることでき
ないため，非常に駆け足の内容になったことが 
残念である。教育機器や授業設計に関する内容を増やしたいとは考えているが，
時間数や設備の関係で，困難である。 

英文科目名 Educational Method and Technique 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 内容については，大幅な変更はしないが，重点的に講義をする部分を増やしてい

きたい。 



講義目的 学校教育における、教授者の授業に対する意識やもっている技術は、非常に大き
な影響⼒を持っている。そこで、この講義では、授業実施するにおいて、どのよ
うな知識や技術ならびに意欲を必要としているかについて、概論を述べて、今後
の教職に対する意欲を身につけさせたい。・教育におけるメディアリテラシーの
重要性・学習における動機付けの果たす役割・学習に参加する態度の育成と生涯
学習・授業⼒向上の必要性と授業分析をする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションで講義概要を解説する。 

2 回 教育の方法と技術の目指すところである「教授学習過程の最適化」の意味に
ついて解説する。 
3 回 教室におけるメディア環境とその意義について解説する。 
4 回 プレゼンテーションの特性と効果について解説する。 
5 回 教室内における教材教具とその効果について解説する。 
6 回 メディア教材・教具の特性とその効果的な活用について解説する。 
7 回 メディアリテラシー論（１）について解説する。 
8 回 メディアリテラシー論（２）について解説する。 
9 回 市販の教室用学習ソフトの例と使用上の留意点（１）デジタルコンテンツの
教育利用の例について解説する。 
10 回 市販の教室用学習ソフトの例と使用上の留意点（２）について解説する。 
11 回 授業における動機付け理論（１）について解説する。 
12 回 授業における動機付け理論（２）について解説する。 
13 回 授業分析と授業評価（１）について解説する。 
14 回 授業分析と授業評価（２）について解説する。 
15 回 「教授学習過程の最適化」における各論の果たす役割について統一的に解
説する。 

準備学習 1 回 自分自身が教職を目指している理由と方向性を明確にし、意識しておくこ
と。 
2 回 「教授」と「学習」について、さまざまな教育場面での関係について考えて
おくこと。 
3 回 今までの自身の受けてきた学習環境を思い起こし、その中でどのような「メ
ディアを使った教授」が行われてきたのかを想起し、教室メディアに関心を持っ
ておくこと。 
4 回 プレゼンテーションのあり方について関心を持つとともに、その効果につ
いても考えておくこと。 
5 回 教室内における教材教具には、それぞれ目的があって配置されている。その
目的について関心を持っておくこと。 
6 回 最近の教室にはメディア教材・教具が数多く配置されたり、使用されてい
る。どのようなものが、どのように使用されているのかについて、関心を持って
おくこと。 
7 回 メディアリテラシーあるいは情報リテラシーについて、その意味について
簡単に調べておくこと。 
8 回 前日の講義から、メディアリテラシーの教育における役割について考えて



おくこと。 
9 回 教室における教授スタイルには多様なものがあることに気づき、関心を持
つこと。 
10 回 前時の講義から、学習ソフトの利用における留意点について考えておくこ
と。 
11 回 よりよい授業の進め方について、あらかじめ予想をしておくこと。 
12 回 前時の方法での動機付けについて、自分が利用する場合にはどのように使
うか考えておくこと。 
13 回 「授業分析」「授業評価」についてこの言葉の意味を調べておくこと。 
14 回 前時の方法以外の授業分析や授業評価の方法がないか調べておくこと。 
15 回 今期の学習の内容を改めて復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD4712 
成績評価 レポート（20％）と試験（80％）で評価する。 
曜日時限 木曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(08〜11),工学部(08〜11),総合情報学部(08〜11),生物地球学部(08〜11) 
見出し FCD4712 生徒・進路指導論 
担当教員名 中⽥ 太海＊ 
単位数 2 
教科書 プリント（資料）を配付する。 
アクティブラーニング  
キーワード 生徒指導論 進路指導論児童生徒の社会的、職業的自己実現とその支援 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 マイクの音量や講義の単調さについての指摘があったが、演習の時間を少しでも

多くとるよう努⼒したい。 
科目名 生徒・進路指導論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「新しい生徒指導・進路指導」理論と実践（ミネルヴァ書房）新生徒指導論 12 講

（福村出版） 
授業形態 講義 
注意備考 出席、受講態度を重視する。 
シラバスコード FCD4712 
実務経験のある教員  
達成目標 生徒指導、進路指導の目標の達成に向けて、理論に裏付けられた具体的指導や問

題解決の方法が理解できる。 
受講者へのコメント 誠に集中した、熱心な授業態度であり、私自身も緊張感を持って講義に臨むこと

ができた。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 欠席数０回が、６０％というのは、少し低い。授業時間外の学習についても、約
６割が全くしなかったと回答しているのも、やや残念である。生徒指導への理解
が深まり（８９％）、授業の目標を達成できた（９５％）が、かなり高い割合なの
で感謝している。教員の意欲が感じられる割合も、９４％に達しており、ともに
学んだありがたさを感じている。 

英文科目名 Studies of Career Guidance for Students 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 講義内容がマンネリ化しないよう工夫するとともに、最新情報を取り入れながら

講義をしたい。 
また、出席率の向上を訴えたい。さらに、予習や復習などの指示やそのポイント
を徹底したい。 



講義目的 生徒の持つ⼈格をより望ましい方向に高め、社会的、職業的自己実現を図るため、
全教育活動での生徒・進路指導のかかわり方、基盤となる教師と生徒の信頼関係、
生徒どうしの好ましい⼈間関係の構築、問題解決の方法など、できるだけ具体的
に指導し、その知識や方法を学ぶ。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 生徒指導の意義と役割について解説する。 

2 回 生徒指導の現状と課題について解説する。 
3 回 生徒指導の内容と方法について解説する。 
4 回 児童生徒理解の基本と方法について解説する。 
5 回 学校の教育活動と生徒指導について解説する。 
6 回 学級経営と生徒指導について解説する。 
7 回 教育相談・カウンセリングについて解説する。 
8 回 問題行動への対応と指導について解説する。 
9 回 事例研究１ 暴⼒行為への対応について解説する。 
10 回 事例研究２ いじめへの対応について解説する。 
11 回 事例研究３ 不登校・自殺等への対応について解説する。 
12 回 進路指導の目標について解説する。 
13 回 進路指導の現状と課題について解説する。 
14 回 進路指導の内容と機能について解説する。 
15 回 学校の教育活動と進路指導について解説する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、講義計画を把握しておく。「生徒指導」について、
自分が持っているイメージを考えておくこと。 
2 回 図書館やインターネット（文部科学省ホームページ等）で、生徒指導上の諸
問題を調べておくこと。 
3 回 第１回講義の「生徒指導の意義と役割」を復習しておくこと。 
4 回 第３回講義終了後に配付する資料「生徒理解」を読んでおくこと。 
5 回 中学校学習指導要領（文部科学省ホームページ等）第１章 総則 第４ 指
導計画の作成等に当たって配慮すべき事項 の２の（３）から（５）に目を通し、
学校の全教育活動における生徒指導の在り方について、今までの学習を振り返っ
て考えておくこと。 
6 回 生徒指導の基盤である⼈間関係づくりについて、日ごろから心掛けている
ことや、大切であると思われることを考えておくこと。 
7 回 図書館等で教育相談の理論と方法を調べておくこと。 
8 回 図書館やインターネット（文部科学省ホームページ等）で、問題行動への対
応等を調べておくこと。 
9 回 図書館やインターネット（文部科学省ホームページ等）で、暴⼒行為の実態
や対応について調べておくこと。 
10 回 図書館やインターネット（文部科学省ホームページ等）で、いじめの実態
や対応について調べておくこと。 
11 回 図書館やインターネット（文部科学省ホームページ等）で、不登校や自殺
の実態や対応について調べておくこと。 
12 回 自分自身が指導を受けた「進路指導」と考えられるものを思い出し、まと



めておくこと。 
13 回 高等学校における中途退学や、中学校・高等学校卒業者の早期における転・
離職の理由について考えておくこと。 
14 回 第１２回講義の「進路指導の目標」を復習しておく。 
15 回 図書館やインターネット（文部科学省ホームページ等）で、キャリア教育
の意義と内容について調べておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD4721 
成績評価 レポート（20％）と試験（80％）で評価する。 
曜日時限 木曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜11),工学部(〜11),総合情報学部(〜11),生物地球学部(〜11) 
見出し FCD4721 生徒・進路指導論 
担当教員名 中⽥ 太海＊ 
単位数 2 
教科書 プリント（資料）を配付する。 
アクティブラーニング  
キーワード 生徒指導論 進路指導論児童生徒の社会的、職業的自己実現とその支援 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 教職期間中の体験談に興味や関心が高いようで、今後も具体的事例は取り入れる

ようにしたい。 
スライドに画像や映像が欲しいということであるが、検討したい。 
マイクの音量や声の大きさについて指摘されているが、できる限り適切に対応し
たい。 

科目名 生徒・進路指導論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「新しい生徒指導・進路指導」理論と実践（ミネルヴァ書房）新生徒指導論 12 講

（福村出版） 
授業形態 講義 
注意備考 出席、受講態度を重視する。 
シラバスコード FCD4721 
実務経験のある教員  
達成目標 生徒指導、進路指導の目標の達成に向けて、理論に裏付けられた具体的指導や問

題解決の方法が理解できる。 
受講者へのコメント 一部に、講義中の私語や携帯電話の操作、講義に関係ない作業等が見られたが、

全体としては、集中した受講態度であった。 
⼈数が多いので、討論や実習を多く取り入れた形がとりにくかったことは、申し
訳なく思う。 
また、指名された時には、もう少し堂々とはっきりと自分の意見や考えを述べる
よう意識して欲しい。将来教師を目指す者として、必要な資質である。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 出席回数については、８割近くが１回以下であるが、2 回以上が約２割いるのは、
残念である。受講科目への理解については、約６割が深まったとしているが、興
味、関心や今後の参考の向上を図りたい。授業の目標達成は約 7 割、満足度は、
約８割になっているが、さらなる向上を図らなければならないと反省している。
教員の意欲は、９割が感じられたとしているが、今後の激励と受け止めたい。 



その他説明の工夫や資料の内容、学習形態、進行速度、声量など指摘事項につい
ては改善に努⼒したい。 

英文科目名 Studies of Career Guidance for Students 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 授業後のレポートやアンケート結果などの意見を、謙虚に参考にしながら授業の

満足度や、達成感の向上に努めたい。 
毎回の講義に当たっても、マンネリ化しないよう、内容の吟味・精選を図ったり、
データの最新化を図ったりしながら、講義内容や方法の改善を図りたい。 

講義目的 生徒の持つ⼈格をより望ましい方向に高め、社会的、職業的自己実現を図るため、
全教育活動での生徒・進路指導のかかわり方、基盤となる教師と生徒の信頼関係、
生徒どうしの好ましい⼈間関係の構築、問題解決の方法など、できるだけ具体的
に指導し、その知識や方法を学ぶ。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 生徒指導の意義と役割について解説する。 

2 回 生徒指導の現状と課題について解説する。 
3 回 生徒指導の内容と方法について解説する。 
4 回 児童生徒理解の基本と方法について解説する。 
5 回 学校の教育活動と生徒指導について解説する。 
6 回 学級経営と生徒指導について解説する。 
7 回 教育相談・カウンセリングについて解説する。 
8 回 問題行動への対応と指導について解説する。 
9 回 事例研究１ 暴⼒行為への対応について解説する。 
10 回 事例研究２ いじめへの対応について解説する。 
11 回 事例研究３ 不登校・自殺等への対応について解説する。 
12 回 進路指導の目標について解説する。 
13 回 進路指導の現状と課題について解説する。 
14 回 進路指導の内容と機能について解説する。 
15 回 学校の教育活動と進路指導について解説する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、講義計画を把握しておく。「生徒指導」について、
自分が持っているイメージを考えておくこと。 
2 回 図書館やインターネット（文部科学省ホームページ等）で、生徒指導上の諸
問題を調べておくこと。 
3 回 第１回講義の「生徒指導の意義と役割」を復習しておくこと。 
4 回 第３回講義終了後に配付する資料「生徒理解」を読んでおくこと。 
5 回 中学校学習指導要領（文部科学省ホームページ等）第１章 総則 第４ 指
導計画の作成等に当たって配慮すべき事項 の２の（３）から（５）に目を通し、
学校の全教育活動における生徒指導の在り方について、今までの学習を振り返っ
て考えておくこと。 
6 回 生徒指導の基盤である⼈間関係づくりについて、日ごろから心掛けている
ことや、大切であると思われることを考えておくこと。 
7 回 図書館等で教育相談の理論と方法を調べておくこと。 
8 回 図書館やインターネット（文部科学省ホームページ等）で、問題行動への対



応等を調べておくこと。 
9 回 図書館やインターネット（文部科学省ホームページ等）で、暴⼒行為の実態
や対応について調べておくこと。 
10 回 図書館やインターネット（文部科学省ホームページ等）で、いじめの実態
や対応について調べておくこと。 
11 回 図書館やインターネット（文部科学省ホームページ等）で、不登校や自殺
の実態や対応について調べておくこと。 
12 回 自分自身が指導を受けた「進路指導」と考えられるものを思い出し、まと
めておくこと。 
13 回 高等学校における中途退学や、中学校・高等学校卒業者の早期における転・
離職の理由について考えておくこと。 
14 回 第１２回講義の「進路指導の目標」を復習しておく。 
15 回 図書館やインターネット（文部科学省ホームページ等）で、キャリア教育
の意義と内容について調べておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD4722 
成績評価 毎時間のレポートで評価し，１００点満点に換算して６０点以上を合格とする。 
曜日時限 木曜日 7・8 時限 
対象クラス 社会情報学科(〜11) 
見出し FCD4722 社会科教育法Ⅰ 
担当教員名 安藤 豊＊ 
単位数 2 
教科書 中学校教科書：中学生の地理（帝国書院）中学校教科書：中学生の歴史（帝国書

院） 
アクティブラーニング  
キーワード 中学校社会科教科書を知る。 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 社会科教育法Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 中学で使った地図帳 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FCD4722 
実務経験のある教員  
達成目標 中学校社会科教員としての授業の実践能⼒を修得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 教務課 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Teaching Method of Social Studies I 
関連科目 社会科・公⺠科教育法Ⅰ，社会科・公⺠科教育法Ⅱ，社会科教育法Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 中学校教諭免許状（社会科）の取得に必要な知識，技能を修得すること。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 地球のすがた，世界のすがたとさまざまな地域について解説する。 

2 回 身近な地域の調査について解説する。 
3 回 都道府県の調査について解説する。 
4 回 世界の国々の調査について解説する。 
5 回 地理分野の学習指導案について解説する。 
6 回 古代までの日本について解説する。 
7 回 中世の日本について解説する。 
8 回 金世の日本について解説する。 



9 回 開国と近代日本の歩について解説する。 
10 回 二度の世界大戦と日本について解説する。 
11 回 ⼈間の尊重と日本国憲法について解説する。 
12 回 活躍した歴史上の⼈物を中心とした，日本歴史の流（１）について解説す
る。 
13 回 活躍した歴史上の⼈物を中心とした，日本歴史の流（２）について解説す
る。 
14 回 活躍した歴史上の⼈物を中心とした，日本歴史の流（３）について解説す
る。 
15 回 活躍した⼈物を中心に，我が国の状況について解説する。 

準備学習 1 回 中学校地理教科書（帝国書院）P.8〜P.31 までに目を通しておくこと。 
2 回 中学校地理教科書（帝国書院）の講義計画該当部分を学習しておくこと。 
3 回 中学校地理教科書（帝国書院）の講義計画該当部分を学習しておくこと。 
4 回 中学校地理教科書（帝国書院）の講義計画該当部分を学習しておくこと。 
5 回 中学校地理教科書（帝国書院）の中で，興味ある分野の学習指導案を作成し
ておくこと。 
6 回 中学校歴史教科書（帝国書院）の古代まで目を通しておくこと。 
7 回 中学校歴史教科書（帝国書院）の講義計画該当部分を学習しておくこと。 
8 回 中学校歴史教科書（帝国書院）の講義計画該当部分を学習しておくこと。 
9 回 中学校歴史教科書（帝国書院）の講義計画該当部分を学習しておくこと。 
10 回 中学校歴史教科書（帝国書院）の講義計画該当部分を学習しておくこと。 
11 回 中学校歴史教科書（帝国書院）の講義計画該当部分を学習しておくこと。 
12 回 中学校歴史の「大化の改新から応仁の乱」までの歴史の流れを確認してお
くこと。 
13 回 「天下統一から徳川幕府の滅亡」までの歴史の流れを確認しておくこと。 
14 回 「近代日本の歩みから太平洋戦争の終結」までの歴史の流れを確認してお
くこと。 
15 回 今までの学習を振り返ってみること。 

 



年度 2012 
授業コード FCD4731 
成績評価 毎時間のレポートで評価し，１００点満点に換算して６０点以上を合格とする。 
曜日時限 木曜日 7・8 時限 
対象クラス 社会情報学科(〜10) 
見出し FCD4731 社会科教育法Ⅱ 
担当教員名 安藤 豊＊ 
単位数 2 
教科書 中学校教科書：中学生の歴史（帝国書院） 
アクティブラーニング  
キーワード 歴史的事象の客観的理解 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 社会科教育法Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 中学で使った歴史資料 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FCD4731 
実務経験のある教員  
達成目標 中学校社会科教員としての授業の実践能⼒を修得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 教務課 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Teaching Method of Social Studies II 
関連科目 社会科・公⺠科教育法Ⅰ，社会科・公⺠科教育法Ⅱ，社会科教育法Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 中学校教諭免許状（社会科）の取得に必要な知識，技能を修得すること。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 古代国家の歩みと東アジア世界について解説する。 

2 回 武士の台頭と鎌倉幕府について解説する。 
3 回 東アジア世界とのかかわりと社会の変動について解説する。 
4 回 ヨーロッパ⼈との出会いと全国統一について解説する。 
5 回 江⼾幕府の成立と鎖国について解説する。 
6 回 産業の発達と幕府政治の動きについて解説する。 
7 回 欧米の進出と日本の開国について解説する。 
8 回 明治維新について解説する。 
9 回 日清，日露戦争と近代産業について解説する。 



10 回 第１次世界大戦とアジア，日本について解説する。 
11 回 世界恐慌と日本の中国侵略について解説する。 
12 回 第２次世界大戦とアジアについて解説する。 
13 回 日本の⺠主化と国際社会への復帰について解説する。 
14 回 国際社会と日本について解説する。 
15 回 中学校歴史を指導する目的について解説する。 

準備学習 1 回 中学校歴史教科書（帝国書院）の古代国家に目を通しておくこと。 
2 回 中学校歴史教科書（帝国書院）の講義計画該当部分を学習しておくこと。 
3 回 中学校歴史教科書（帝国書院）の講義計画該当部分を学習しておくこと。 
4 回 中学校歴史教科書（帝国書院）の講義計画該当部分を学習しておくこと。 
5 回 中学校歴史教科書（帝国書院）の講義計画該当部分を学習しておくこと。 
6 回 中学校歴史教科書（帝国書院）の講義計画該当部分を学習しておくこと。 
7 回 中学校歴史教科書（帝国書院）の講義計画該当部分を学習しておくこと。 
8 回 中学校歴史教科書（帝国書院）の講義計画該当部分を学習しておくこと。 
9 回 中学校歴史教科書（帝国書院）の講義計画該当部分を学習しておくこと。 
10 回 中学校歴史教科書（帝国書院）の講義計画該当部分を学習しておくこと。 
11 回 中学校歴史教科書（帝国書院）の講義計画該当部分を学習しておくこと。 
12 回 中学校歴史教科書（帝国書院）の講義計画該当部分を学習しておくこと。 
13 回 中学校歴史教科書（帝国書院）の講義計画該当部分を学習しておくこと。 
14 回 中学校歴史教科書（帝国書院）の講義計画該当部分を学習しておくこと。 
15 回 今までの学習を振り返ってみること。 

 



年度 2012 
授業コード FCD4732 
成績評価 定期試験（80％）と学習意欲（20％）で評価する。 
曜日時限 木曜日 7・8 時限 
対象クラス 工学部(〜11) 
見出し FCD4732 工業科教育法Ⅱ 
担当教員名 杉⽥ 一仁＊ 
単位数 2 
教科書 高等学校学習指導要領解説 工業編貸与する教科書 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 記述者なし。 
科目名 工業科教育法Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適時指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 最終試験は、15 回講義終了後実施する。日時については授業中に指示する。 
シラバスコード FCD4732 
実務経験のある教員  
達成目標 １ 学習指導要領に示されている「工業数理基礎」の「目標」「内容」を理解す

る。 
２ 教科書を一読し、年間指導計画が作成できる。 
３ 周速度、角速度、弧度法（ラジアン）が理解できる。 
４ 指導案と評価の関係を理解できる。 
５ 板書法、視聴覚教材の活用法を理解できる。 

受講者へのコメント 広い知見を身に着ける努⼒がより必要。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 総合評価の項目では、１００％の学生が目標を達成できたと答え、教員の意欲・
この授業の満足度も良好な結果か出ている。 

英文科目名 Teaching Method of Industrial Arts II 
関連科目 科目「工業科教育法Ⅰ」を履修しておくことが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 課題内容の厳選。 
講義目的 共通的科目である「工業数理基礎」の目標・指導内容を理解し、指導法の研究を

目的とする。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 科目「工業数理基礎」の目標・内容について解説する。 

2 回 科目「工業数理基礎」年間指導計画Ⅰ（6 単位の年間指導計画）について解



説する。 
3 回 科目「工業数理基礎」年間指導計画Ⅱ（2 単位の年間指導計画）について解
説する。 
4 回 科目「工業数理基礎」学習指導案作成Ⅰ（直線運動の指導での導入・展開・
まとめ）について解説する。 
5 回 模擬授業Ⅰ（導入・展開・まとめを中心）について解説する。 
6 回 科目「工業数理基礎」学習指導案作成Ⅱ（直線運動の指導での生徒の学習活
動）について解説する。 
7 回 模擬授業Ⅱ（生徒の学習活動を中心）について解説する。 
8 回 科目「工業数理基礎」学習指導案作成Ⅲ（直線運動の指導での評価・配慮事
項）について解説する。 
9 回 模擬授業Ⅲ（評価法と評価の観点を中心）について解説する。 
10 回 科目「工業数理基礎」学習指導案作成Ⅳ（円運動の指導での導入・展開・
まとめ）について解説する。 
11 回 模擬授業Ⅳ（導入・展開・まとめを中心）について解説する。 
12 回 科目「工業数理基礎」学習指導案作成Ⅴ（円運動の指導での生徒の学習活
動）について解説する。 
13 回 模擬授業Ⅴ（生徒の学習活動を中心）について解説する。 
14 回 科目「工業数理基礎」学習指導案作成Ⅵ（円運動の指導での評価・配慮事
項）について解説する。 
15 回 模擬授業Ⅵ（評価法と評価の観点を中心）について解説する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習の課程を把握しておくこと。学習指導要領の
「工業数理基礎」を熟読しておくこと。 
2 回 貸与する教科書を熟読し、内容の構成を理解しておくこと。 
3 回 教科書は 6 単位で編修されているが、2 単位の年間指導計画を作成したい。
重点的に指導すべき単元を考え、時間の割り振りを考えておくこと。 
4 回 予告している円運動と周速度、角速度とラジアンについて予習をしておく
こと。 
5 回 学習指導案が未完成の者は、模擬授業者の指導案を参考にし、完成するこ
と。（事後指導） 
6 回 前回の模擬授業者の指導案を修正し、改善を図ること。 
7 回 指導法の改善について考えておくこと。 
8 回 指導案の中に、評価の観点をどのように導入すればよいかを考えておくこ
と。 
9 回 評価をしながら、授業を進める方法について考えておくこと。 
10 回 視聴覚機器を導入して、教育効果を高めるにはどうすればよいかを考えて
おくこと。 
11 回 プロジェクタ−の使用法を調べておくこと。 
12 回 時間配分、板書の工夫、指示棒の使用法を調べておくこと。 
13 回 自分の⼒量不足の面を意識し、授業形態を考えておくこと。 
14 回 指導案を完成させておくこと。 
15 回 自分の⻑所を生かした授業形態を考えておくこと。 



 



年度 2012 
授業コード FCD4742 
成績評価 課題レポート（20％）と最終テスト課題（80％）で評価する。 
曜日時限 木曜日 7・8 時限 
対象クラス 応用数学科(〜11),基礎理学科(〜11),電気電子システム学科(〜11),情報工学科

(〜11),情報科学科(〜11),生物地球システム学科(〜11),社会情報学科(〜11) 
見出し FCD4742 情報科教育法Ⅱ 
担当教員名 草野 泰秀＊ 
単位数 2 
教科書 文部科学省 高等学校学習指導要領解説 情報編実教出版 高等学校情報科用

教科書「高校情報Ａ」 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 自由記述なし 
科目名 情報科教育法Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業中に配付するプリント 
授業形態 講義 
注意備考 最終試験の内容は授業中に指示する。 
シラバスコード FCD4742 
実務経験のある教員  
達成目標 達成すべき目標は以下のようにまとめられる。（１）パワーポイントで教材を作

成できる。 
（２）文字と画像をうまく組み合わせた教材を作成できる。 
（３）パワーポイント教材に自分の目標とする指導内容にバランスよく組み込め
る。 
（４）情報倫理について正しく指導できる。 
（５）教材と口述をバランスよく配合して指導ができる。 
（６）クラスにあう生徒の知的水準を活かした授業を達成するための教育構成方
法について身につける。 
（７）情報科の評価を教材の中に埋め込んで合理的に指導できる教材を作成でき
る。 
（８）教育実習で指導教 

受講者へのコメント 将来教員になることををめざして情報科教育法Ⅱを選択した学生は，目的意識も
高く，真剣に講義を聴く姿勢があることがうかがえた。今後も，その真剣さ，熱
意をもって，希望を達成してほしい。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講者⼈数が少⼈数であることもあって講義内容も各学生に行き届いたようで



ある。各項目の教員に対する満足度はおおむね良く，講義内容および講義方法が
学生に支持されたと思われる。 

英文科目名 Teaching Method of Information Literacy II 
関連科目 情報科教育法Ⅰも合わせて履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 特に大きな変更はないが，理解すべき重要な箇所を今までよりさらに強調する。 
講義目的 この講義（実習を含む）は、情報課教育法Ⅰとともに高等学校教科「情報」の教

員免許を取得させるために必要な教師としての基礎的な知識，教養、指導能⼒、
実務能⼒を涵養するための講義である。情報課教育法Ⅰで学んだ教科の設立目
的、教科の構造、指導目的、指導方法、教育の構成、教師としての知識、教育に
関する教養的知識、学校教育における常識と教師の役割、教育の社会的目的と構
造など情報科教師として弁えるべき基本的な学習事項について再度確認し復習
することから始め、教育の実践方法について深く考えるとともに教材作成や模擬
授業の実施 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 本講義の目的と教科の目標授業実施方法について解説する。 

2 回 教科「情報」の設立目的、実施方法、教科科目の復習と教育内容、教育方法、
授業実施方法の構成について解説する。 
3 回 教科指導の３つの目標とそれらを実現する授業のありかた・評価方法につ
いて解説する。 
4 回 学習指導案の詳細化と教材作成と教材の構造化（実習を含む）について解説
する。 
5 回 情報に関する教材知識を整理し系統的指導の在り方について解説する。 
6 回 情報科教育における教育委員会等の取組みの実際の実例について解説する。 
7 回 教育委員会レベルで実施された情報科教育研修の教材と指導方法の実例に
ついて解説する。 
8 回 情報科の教育実習とその指導の在り方、指導方法について解説する。 
9 回 情報科教育実習についての指導方法、指導反省レポートについて解説する。 
10 回 情報科教育実習におけるトラブルと指導教員の指導と実習生の学習のあり
かたについて解説する。 
11 回 学校教育と学校運営の校務とコンピュータの管理、教師の責任について解
説する。 
12 回 情報教育実践の在り方についての教育学者による授業実践の授業構造とそ
の設計方法について解説する。 
13 回 生徒の視点から見た情報科教育における教育実践の在り方について解説す
る。 
14 回 情報科の学習指導案作成とパワーポイントによる模擬授業について解説す
る。 
15 回 情報科のパワーポイントによる模擬授業について解説する。 

準備学習 1 回 シラバスを確認すること。 
2 回 情報科教育法Ⅰの概要について調べること。 
3 回 情報科学習と情報社会についての理解状態について調べること。 
4 回 学習指導案の実例について整理すること。 



5 回 情報に関する教材知識を整理し系統的指導の在り方を考慮すること。 
6 回 情報科教育における到達度・教育評価の在り方について事前に調べること。 
7 回 情報通信ネットワークのしくみと生活・社会の変化について調べること。 
8 回 教育実習での重要事項について web で調べること。 
9 回 情報科教育実習についてどう指導するべきか考えてくること。 
10 回 情報科教育実習ににおける過去の事例にはどんなものがあるか調べてくる
こと。 
11 回 学校における情報機器の管理はどうあるべきか考えてくること。 
12 回 教育実習を実施する際のキーポイントについて考えてくること。 
13 回 あなたが教育実習に行くときの自分としての授業がわかる構成要素、教師
として授業を設計する要諦を考えてくること。 
14 回 パワーポイントによる授業について考え他の教師の実践を調べること。 
15 回 よくわかるプレゼンテーションとは何かについて調べること。 

 



年度 2012 
授業コード FCD4911 
成績評価 定期試験（80％）と課題提出（20％）で評価する。 
曜日時限 木曜日 9・10 時限 
対象クラス 工学部(〜11) 
見出し FCD4911 工業科教育法Ⅰ 
担当教員名 杉⽥ 一仁＊ 
単位数 2 
教科書 高等学校学習指導要領解説 工業編 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 自由記述した学生はなし。 
科目名 工業科教育法Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プリント（資料）を配布する。 
授業形態 講義 
注意備考 最終試験は 15 回講義終了後実施する。日時については授業中に指示する。 
シラバスコード FCD4911 
実務経験のある教員  
達成目標 １ 教師が教育活動を行う際、学校関係教育法規とどのような関係があるか理解

できる。 
２ 教科「工業」の目標が理解できる。 
３ 工業高校の教育課程が作成できる。 
４ 安全教育の必要性が理解できる 
５ 教科・科目の指導法が大まかに理解できる。 
６ 評価の観点が理解できる。７ 学習指導案が作成できる。 

受講者へのコメント この科目は工業の広い分野を学習するため、自分自身が問題意識を持って授業に
臨むことが必要である。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業時間外の学習では、授業を充実させるため、自主的に学習している学生が見
られ、工業を目指す学生にとって、良い傾向が見られた。 

英文科目名 Teaching Method of Industrial Arts I 
関連科目 本科目に引き続き「工業科教育法Ⅱ」を受講することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 目標の達成、教員の意欲、授業に対す満足度の項目では、概ね満足いく結果とな

っている。 
改善点は、教育関係法規の指導法の工夫。 

講義目的 将来、工業高等学校教員または工業教育に携わることを希望する学生を対称に



し、教科指導⼒を図ることを主目的とするが、教育課程の作成を通して、広く工
業の知識を養うことを目的とする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 学校教育関係法規Ⅰ（学校教育法、学校教育法施行規則）について解説す

る。 
2 回 学校教育関係法規Ⅱ（教育委員会規則）について解説する。 
3 回 高等学校学習指導要領の概説について解説する。 
4 回 教科「工業」の目標と科目の構成について解説する。 
5 回 教育課程編成Ⅰ（教科と科目）について解説する。 
6 回 教育課程編成Ⅱ（単位と標準単位数）について解説する。 
7 回 教育課程編成Ⅲ（普通科目単位数と専門科目単位数）について解説する。 
8 回 教育課程編成Ⅳ（学校設定教科・科目）について解説する。 
9 回 安全教育について解説する。 
10 回 「工業技術基礎」指導法Ⅰ（文鎮の製作図）について解説する。 
11 回 「工業技術基礎」指導法Ⅱ（製作工程表）について解説する。 
12 回 「工業技術基礎」指導法Ⅲ（機械・工具の取り扱い）について解説する。 
13 回 評価法について解説する。 
14 回 科目「課題研究」指導計画について解説する。 
15 回 科目「実習」の指導計画について解説する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習の過程を把握しておくこと。日本国憲法、学校
教育法、学校教育法施行規則を調べておくこと。 
2 回 学校教育法施行規則を調べておくこと。 
3 回 高等学校学習指導要領の目次及び総則を読んでおくこと。 
4 回 教科「工業」の目標、科目の構成を教科書で調べておくこと。 
5 回 教育課程編成の一般方針を教科書で調べておくこと。 
6 回 各教科・科目及び単位数と履修について教科書で調べておくこと。 
7 回 各教科・科目等の授業時数等について教科書で調べておくこと。 
8 回 教育課程の編成・実施に当たって配慮すべき事項について教科書で調べて
おくこと。 
9 回 学校で学ぶ実験・実習は、初めて経験する作業が多いため、事故や怪我が発
生しやすい。教師に求められる配慮事項を考えておくこと。 
10 回 文鎮の作製を取りあげるが、作製図をよく調べておくこと。 
11 回 工程表に従って作業を進めていくが、使用機械や工具等を調べておくこと。 
12 回 工程表に従って作業を進めていくが、使用機械や工具等を調べておくこと。 
13 回 科目「工業技術基礎」で文鎮の製作を取り上げたが、その評価の観点につ
いて考えておく。 
14 回 科目「課題研究」の目標、内容を教科書で調べておくこと。 
15 回 科目「実習」の目標、内容を教科書で調べておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD4912 
成績評価  レポート(各講義ごとにレポートを提出)により総合的に評価する。 
曜日時限 木曜日 9・10 時限 
対象クラス 理学部(11〜11),工学部(11〜11),総合情報学部(11〜11),生物地球学部(11〜11) 
見出し FCD4912 介護等体験の基礎と方法(再) 
担当教員名 野瀬 重⼈ 
単位数 2 
教科書 『改訂・新版・よくわかる社会福祉施設』全国社会福祉協議会 
アクティブラーニング  
キーワード  共生社会、ノーマライゼーション、バリアフリー、社会福祉施設、特別支援学

校 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  本年度は特別な形態になったので受講者が 17 名であった。自由記述も以下の

二つであり、回答の必要がないと思われる。 
① 現場の状況、介護等体験をするに当たっての心構えを身につけることができ
た。 
② 現場の⼈々の話を聞いてよかったと思う、特に障害者の⼈の話は胸を打つも
のがあった。 

科目名 介護等体験の基礎と方法(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  ①この講義の単位取得者のみが２年次での体験に参加できる。 

 ②高等学校教員免許だけの取得希望者は本講義を履修する必要はない。 
 ③各講義で講師が交代するという講義の特殊性により、成績は講義の終了時に 
  各講師が課題をだし、次回に提出したレポートで評価を行う。 

シラバスコード FCD4912 
実務経験のある教員  
達成目標  ①義務教育担当の教員が介護の現場で体験をする必要を理解する。 

 ②様々な社会福祉施設の概要と介護等実習にあたっての基本的事柄を理解す
る。 
 ③様々な特別支援学校の概要と介護等実習にあたっての基本的事柄を理解す
る。 

受講者へのコメント  この講義の単位を取得した学生は、今年度の講義の内容を基にして、次年度は
実際に現地に出向いていき、介護等の体験をすることになる。講義の内容を生か
して間違いのない体験をしてほしい。 

連絡先 野瀬重⼈ 岡山理科大学理学部  １０学舎５階 野瀬研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  この講義は、各講義時間毎に専門の講師が入れ替わるという形態で運営されて



いる。各講義の専門性も高く、学生の評価も高いものがある。来年度以降もこの
形態を続けていきたい。 

英文科目名 Introduction to Caregiving Experience 
関連科目  なし 
次回に向けての改善変更予定  講義に使用するテキストの充実を図りたい。 
講義目的  教員の資質向上ならびに学校教育の一層の充実を図る目的で、義務教育学校教

員普通免許状取得希望者に「介護等体験」が義務づけられている。この講義は、
体験に参加するための事前指導である。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  介護等体験の講義の実施方法について講義する。 

2 回  介護等体験の意義について講義する。 
3 回 「児童福祉施設」の概要と体験について講義する。 
4 回 「障害者福祉施設；知的障害」の概要と体験について講義する。 
5 回 「障害者福祉施設；身体障害」の概要と体験について講義する。 
6 回 「障害者福祉施設；精神障害」の概要と体験について講義する。 
7 回 「高齢者福祉施設」の概要と体験について講義する。 
8 回 「特別支援学校；盲学校」の概要と体験について講義する。 
9 回 「特別支援学校；聾学校」の概要と体験について講義する。 
10 回 「特別支援学校；養護学校」の概要と体験について講義する。 
11 回 「介護等体験」の実施について講義する。（１） 
12 回 「介護等体験」の実施について講義する。（２） 
13 回  介護等体験研究の内容のまとめをする。 
14 回  これまでの講義の内容について課題を出し、レポートを作成する。（１） 
15 回  これまでの講義の内容について課題を出し、レポートを作成する。（２） 

準備学習 1 回  講義で使用する教材は第１回のこの時間に配付するので、この時間への
予習は必要がない。 
2 回  「介護等体験の研究ノート」と教科書の該当部分を読んでおくこと。 
3 回  「介護等体験の研究ノート」と教科書の該当部分を読んでおくこと。 
4 回  「介護等体験の研究ノート」と教科書の該当部分を読んでおくこと。 
5 回  「介護等体験の研究ノート」と教科書の該当部分を読んでおくこと。 
6 回  「介護等体験の研究ノート」と教科書の該当部分を読んでおくこと。 
7 回  「介護等体験の研究ノート」と教科書の該当部分を読んでおくこと。 
8 回  「介護等体験の研究ノート」と教科書の該当部分を読んでおくこと。 
9 回  「介護等体験の研究ノート」と教科書の該当部分を読んでおくこと。 
10 回  「介護等体験の研究ノート」と教科書の該当部分を読んでおくこと。 
11 回  「介護等体験の研究ノート」と教科書の該当部分を読んでおくこと。 
12 回  「介護等体験の研究ノート」と教科書の該当部分を読んでおくこと。 
13 回  「介護等体験の研究ノート」と教科書の該当部分を読んでおくこと。 
14 回  社会福祉施設での介護等体験の自己課題について考えておくこと。 
15 回  特別支援学校での介護等体験の自己課題について考えておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD49A2 
成績評価 事前指導では課題のレポートや学習指導案（80％），事後指導では授業観察等の

レポート及び授業の受講状況（20％）を基に総合的に評価する。この評価は事前
と事後の指導を総合して評価する。筆記試験は実施しない。 

曜日時限 木曜日 9・10 時限 
対象クラス 理学部(〜10),工学部(〜10),総合情報学部(〜10) 
見出し FCD49A2 教育実習の研究Ⅰ(理数技工社公情) 
担当教員名 塗木 利明、中島 弘徳、延本 大作＊、安藤 豊＊、草野 泰秀＊、岡本 弥

彦、曽我 
単位数 2 
教科書 必要に応じて関連するプリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード プレ現場実習、教育実習 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 回答を要する記述なし 
科目名 教育実習の研究Ⅰ(理数技工社公情) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて関連するプリントを配布する。 
授業形態 演習 
注意備考 事前指導の終了時に，Ｒ（保留）かＥ（不認定）のいずれかの評価が付き，Ｅ判

定は教育実習が認められない。 
シラバスコード FCD49A2 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）事前指導では学習指導案や板書計画が作成でき、学校現場を想定した模擬

授業ができること。 
（２）事後指導では現場実習の反省が活かせること。 

受講者へのコメント 教育実習に参加するために必要な基本的な内容を扱っています。ここで学んだ基
礎の上に教育実習生としてあるべき姿を自分なりに構築していってください。 

連絡先 塗木研究室：工学実習棟２階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業の目標達成度は、達成できたとだいたいできたが合計 80％、授業の満足度
は、満足とほぼ満足が合計 89％とほぼ予想通りの結果でした。受講生は目的意識
が高く、よく努⼒しています。教育実習本番に向けての熱意を感じます。 

英文科目名 Studies of Teaching Practices I 
関連科目 教育実習Ⅰ、教育実習Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 新学習指導要領の内容に沿って進めていきますので、教育実習で困らないように

しっかり学習してください。 
講義目的 この授業は「教育実習の事前・事後の指導」に関するものである。事前指導は「教



育実習の現場実習」に向けた心のリハーサル(あるいはプレ現場実習)の意味を込
めて行い，事後指導は現場実習を終えた後に教育実習の総まとめを行うものであ
る。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  講義の概要を説明する。 

2 回  教育実習にあたって教科指導法を中心に説明する。 
3 回  教育実習にあたって生徒指導を中心に説明する。 
4 回  特別活動について同和教育を中心に説明する。 
5 回  学習指導案の作成法を説明する。 
6 回  学習指導案の事例を解説し検討する。 
7 回  学習指導案を作成する。 
8 回  学習指導案の板書計画を作成する。 
9 回  学習指導の実際と研究協議をする。（１回目） 
10 回  学習指導の実際と研究協議をする。（２回目） 
11 回  学習指導の実際と研究協議をする。（３回目） 
12 回  学習指導の実際と研究協議をする。（４回目） 
13 回  学習指導の実際と研究協議をする。（５回目） 
14 回  教員採用試験合格体験を聴講し、成果と課題のまとめをする。 
15 回  教育実習後に体験発表会に参加し、報告書を作成する。 

準備学習 1 回  「手引き」を読み位置づけを確認しておくこと。 
2 回  自分の教科の「教科教育法」を復習し課題を持って授業に臨むこと。 
3 回  「生徒・進路指導論」を復習し課題を持って授業に臨むこと。 
4 回  「特別活動の研究」を復習し課題を持って授業に臨むこと。 
5 回  各教科担当者の指示に従うこと。 
6 回  各教科担当者の指示に従うこと。 
7 回  各教科担当者の指示に従うこと。 
8 回  各教科担当者の指示に従うこと 
9 回  各教科担当者の指示に従うこと。 
10 回  各教科担当者の指示に従うこと。 
11 回  各教科担当者の指示に従うこと。 
12 回  各教科担当者の指示に従うこと。 
13 回  各教科担当者の指示に従うこと。 
14 回  前回までの内容から得られた結果と課題を整理すること。 
15 回  教育実習終了後すぐに気づいた点を書き出して発表会に備えること。 

 



年度 2012 
授業コード FCD49B2 
成績評価 事前指導では課題のレポートや学習指導案（80％），事後指導では授業観察等の

レポート及び授業の受講状況（20％）を基に総合的に評価する。この評価は事前
と事後の指導を総合して評価する。筆記試験は実施しない。 

曜日時限 木曜日 9・10 時限 
対象クラス 別科(12〜12),教職特別課程(12〜12) 
見出し FCD49B2 教育実習事前・事後指導(理数技工社公情) 
担当教員名 塗木 利明、中島 弘徳、延本 大作＊、安藤 豊＊、草野 泰秀＊、岡本 弥

彦、曽我 
単位数 2 
教科書 必要に応じて関連するプリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード プレ現場実習、教育実習 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 記述なし 
科目名 教育実習事前・事後指導(理数技工社公情) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて関連するプリントを配布する。 
授業形態 講義 
注意備考 事前指導の終了時に，Ｒ（保留）かＥ（不認定）のいずれかの評価が付き，Ｅ判

定は教育実習が認められない。 
シラバスコード FCD49B2 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）事前指導では学習指導案や板書計画が作成でき、学校現場を想定した模擬

授業ができること。 
（２）事後指導では現場実習の反省が活かせること。 

受講者へのコメント 教育実習に参加するために必要な基本的な内容を扱っています。ここで学んだ基
礎の上に教育実習生としてあるべき姿を自分なりに構築していってください。 

連絡先 塗木研究室：工学実習棟２階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業の目標達成度は、達成できたとだいたいできたが合計 80％、授業の満足度
は、満足とほぼ満足が合計 89％とほぼ予想通りの結果でした。受講生は目的意識
が高く、よく努⼒しています。教育実習本番に向けての熱意を感じます。 

英文科目名  
関連科目 教育実習Ⅰ、教育実習Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 新学習指導要領の内容に沿って進めていきますので、教育実習で困らないように

しっかり学習してください。 
講義目的 この授業は「教育実習の事前・事後の指導」に関するものである。事前指導は「教



育実習の現場実習」に向けた心のリハーサル(あるいはプレ現場実習)の意味を込
めて行い，事後指導は現場実習を終えた後に教育実習の総まとめを行うものであ
る。 

対象学年 1 年 
授業内容 1 回  講義の概要を説明する。 

2 回  教育実習にあたって教科指導法を中心に説明する。 
3 回  教育実習にあたって生徒指導を中心に説明する。 
4 回  特別活動について同和教育を中心に説明する。 
5 回  学習指導案の作成法を説明する。 
6 回  学習指導案の事例を解説し検討する。 
7 回  学習指導案を作成する。 
8 回  学習指導案の板書計画を作成する。 
9 回  学習指導の実際と研究協議をする。（１回目） 
10 回  学習指導の実際と研究協議をする。（２回目） 
11 回  学習指導の実際と研究協議をする。（３回目） 
12 回  学習指導の実際と研究協議をする。（４回目） 
13 回  学習指導の実際と研究協議をする。（５回目） 
14 回  教員採用試験合格体験を聴講し、成果と課題のまとめをする。 
15 回  教育実習後に体験発表会に参加し、報告書を作成する。 

準備学習 1 回  「手引き」を読み位置づけを確認しておくこと。 
2 回  自分の教科の「教科教育法」を復習し課題を持って授業に臨むこと。 
3 回  「生徒・進路指導論」を復習し課題を持って授業に臨むこと。 
4 回  「特別活動の研究」を復習し課題を持って授業に臨むこと。 
5 回  各教科担当者の指示に従うこと。 
6 回  各教科担当者の指示に従うこと。 
7 回  各教科担当者の指示に従うこと。 
8 回  各教科担当者の指示に従うこと 
9 回  各教科担当者の指示に従うこと。 
10 回  各教科担当者の指示に従うこと。 
11 回  各教科担当者の指示に従うこと。 
12 回  各教科担当者の指示に従うこと。 
13 回  各教科担当者の指示に従うこと。 
14 回  前回までの内容から得られた結果と課題を整理すること。 
15 回  教育実習終了後すぐに気づいた点を書き出して発表会に備えること。 

 



年度 2012 
授業コード FCD5111 
成績評価 毎回課すレポート（１００％）で行い，１００点満点中６０点以上を合格とする。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 応用数学科(〜11),基礎理学科(〜11),情報科学科(〜11) 
見出し FCD5111 数学教育法Ⅰ 
担当教員名 洲脇 史朗 
単位数 2 
教科書 監修：正⽥実，編集：洲脇史朗・「算数・数学教育の理論と実践」・現代教育社 
アクティブラーニング  
キーワード 学校教育，数学教育 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「楽しかった」のコメントには励まされた。 
科目名 数学教育法Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 中学校学習指導要領解説（数学編），高等学校学習指導要領解説（数学編・理数

編） 
授業形態 講義 
注意備考 レポート作成は毎回講義の最後２０分間で行う。準備学習については講義計画に

示しているが，詳細については講義内で指示する。 
シラバスコード FCD5111 
実務経験のある教員  
達成目標 ①学校教育の目的を理解する。 

②学校教育の目的を実行するための具体例を考えることができる。 
③数学教育の目的を理解する。 
④数学教育の目的を実行するための具体例を考えることができる。 

受講者へのコメント 課題に熱心に取り組んでいたが、今後は自主的に課題を見つけてほしい。 
連絡先 洲脇史朗研究室 １１号館８階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 どの項目もおおむね満足できる状況であった。 
英文科目名 Teaching Method of Mathematics I 
関連科目 数学教育法Ⅱ，数学教育法Ⅲ，数学教育法Ⅳ 
次回に向けての改善変更予定 大きな変更予定はないが、さらなる工夫をしていきたい。 
講義目的 中学校・高等学校の数学教員免許状を取得するための必修科目であり，学校教育

の目的からはじめて，数学教育の目的やその実践法を講義する。 
その内容は数学教育の歴史，目標，内容，方法，評価等の各分野について，中学
校・高等学校の両面から考察する。 
更に数学教育の実践面で，知識・理解・技能のみならず，数学的な見方・考え方
や数学に対する興味・関心・態度を高め，数学の教科指導に明るい教師としての



資質を養成する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 学校教育の目的と数学教育の目的について解説する。 

2 回 算数と数学の違いについて解説する。 
3 回 数学的考え方の育成と数学を活用する態度形成について解説する。 
4 回 国際比較による算数・数学教育の課題について解説する。 
5 回 目標を見直すことの意義について解説する。 
6 回 中学校数学科の目標と変遷について解説する。 
7 回 高等学校数学科の目標と変遷について解説する。 
8 回 算数・数学科の学習構造について解説する。 
9 回 文字・記号の活用と証明の意義について解説する。 
10 回 中学校における指導計画について解説する。 
11 回 新しい指導観・評価観について解説する。 
12 回 指導の目標と評価の規準について解説する。 
13 回 関心・意欲・態度を高める指導と評価について解説する。 
14 回 自己評価の教育的意義について解説する。 
15 回 望ましい算数・数学教師の資質について解説する。 

準備学習 1 回 学校教育の目的と数学教育の目的について考えてくること。 
2 回 教科書 1 章 1 節を読み課題をもって授業に望むこと。 
3 回 教科書 1 章３節を読み課題をもって授業に望むこと。 
4 回 教科書 1 章４節を読み課題をもって授業に望むこと。 
5 回 教科書２章１節を読み課題をもって授業に望むこと。 
6 回 教科書２章３節を読み課題をもって授業に望むこと。 
7 回 教科書２章４節を読み課題をもって授業に望むこと。 
8 回 教科書３章１節を読み課題をもって授業に望むこと。 
9 回 教科書３章３節を読み課題をもって授業に望むこと。 
10 回 教科書３章６節を読み課題をもって授業に望むこと。 
11 回 教科書４章１節を読み課題をもって授業に望むこと。 
12 回 教科書４章２節を読み課題をもって授業に望むこと。 
13 回 教科書４章３節を読み課題をもって授業に望むこと。 
14 回 教科書４章４節を読み課題をもって授業に望むこと。 
15 回 教科書６章１節を読み課題をもって授業に望むこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD5112 
成績評価 定期試験、レポートにより評価する． 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 理学部(〜11),工学部(〜11),総合情報学部(〜11),生物地球学部(〜11) 
見出し FCD5112 視聴覚教育メディア論 
担当教員名 高橋 亮雄 
単位数 2 
教科書 資料を配布する． 
アクティブラーニング  
キーワード 博物館、視聴覚メディア、展示 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 部屋が寒い、という記述がみられた。大学としてよりよい環境を整備する必要が

あると考えられる。 
科目名 視聴覚教育メディア論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 加藤ほか 編 （2000）新版博物館学講座 9 博物館展示法．雄山閣出版．キャ

スリーン・マックリーン（2003）博物館をみせる ⼈々のための展示プランニン
グ．玉川大学出版会．佐賀啓男（2002）視聴覚メディアと教育．樹村房．McCarthy 
B. & 

授業形態 講義 
注意備考 講義計画は必要に応じて変更されることがある． 
シラバスコード FCD5112 
実務経験のある教員  
達成目標 博物館展示を作る上で、学芸員が最低限学んでおくべき視聴覚メディアの活用法

を身につける． 
受講者へのコメント 講義の内容をもとに博物館等へ足を運び、実際の展示のデザイン等を研究してほ

しい。 
連絡先 研究室（13 号館 1 階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 1)約 75％の学生が 1 回以内の欠席であった。2）授業以外の学習は約 81％が 30
分以下であったが、博物館等の見学で予習・復習の代わりとなっていると思われ
る。3）関連資料を探し勉強したという回答が多くみられた。4）79％の履修生か
らこの分野への興味が深まった、という回答を得た。5）約半数の履修生からこ
の講義の目標をだいたい達成できた、という回答を得た。6)約 69％の履修生より
教員の意欲が感じられた、という回答を得た。7)この講義について 50％から満
足、42％からほぼ満足という回答を得た。8-10）については特 

英文科目名 Audio-Visual Media Studies 
関連科目 自然史 I・II、文化史 I・II、博物館学 I・II・III 



次回に向けての改善変更予定 より充実した講義にするために、具体的な例や資料をさらに充実させたい。 
講義目的 博物館における展示は、博物館から利用者へのメッセージが込められたメディア

である．この講義では、博物館展示における視聴覚メディアの効果的な活用法に
ついて講義するとともに、実際の活用例についても紹介する． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 博物館の主要機能と存在意義 
3 回 博物館展示と視聴覚メディア 
4 回 メディアとしての博物館資料 1 − 一次資料 
5 回 メディアとしての博物館資料 1 − 二次資料 
6 回 資料の保存、管理、研究 
7 回 展示デザイン 
8 回 ラベルと解説パネル 
9 回 展示の種類と効果 1 
10 回 展示の種類と効果 2 
11 回 展示の種類と効果 3 
12 回 参加型展示と体験型展示 
13 回 展示評価 
14 回 博物館利用者 
15 回 まとめ 

準備学習 1 回 博物館園の展示をみて、それらにどのようなメッセージが込められている
か、どのような教育効果がもたらされるか、どういった工夫がみられるか、など
について研究しておくこと． 
2 回 すでに履修した D 群教科について復習しておくこと． 
3 回 博物館や動物園等で用いられているメディアについてまとめておくこと． 
4 回 一次資料について、博物館見学実習で解説していただいた内容をまとめて
おくこと． 
5 回 二次資料について、博物館見学実習で解説していただいた内容をまとめて
おくこと． 
6 回 博物館学 II で学習した内容を復習しておくこと． 
7 回 自分が興味深く感じた展示にはどのようなデザインが施されていたか、思
い出しておくこと． 
8 回 身の回りのポスターや解説をみて、読みやすい案内や解説とはどういった
ものか、研究しておくこと． 
9 回 事前に配布されたプリントに目を通しておくこと． 
10 回 事前に配布されたプリントに目を通しておくこと． 
11 回 事前に配布されたプリントに目を通しておくこと． 
12 回 事前に配布されたプリントに目を通しておくこと． 
13 回 事前に配布されたプリントに目を通しておくこと． 
14 回 事前に配布されたプリントに目を通しておくこと． 
15 回 配布された全てのプリントおよび講義のノートをもとに、講義の内容を復
習しておくこと． 



 



年度 2012 
授業コード FCD5113 
成績評価 受講状況（10％）、報告書（10％）、製作図（30％）および作品（50％）で総合評

価する。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 機械システム工学科(〜11),電気電子システム学科(〜11),情報工学科(〜11),知能

機械工学科(〜11),生体医工学科(〜11),建築学科(〜11),工学プロジェクトコース
(〜11) 

見出し FCD5113 木材加工実習 
担当教員名 塗木 利明 
単位数 2 
教科書 必要に応じてプリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 木材、木材加工、木工具、木工機械、設計、製図 
開講学期 通年 
自由記述に対する回答 記述なし 
科目名 木材加工実習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 井上裕之他著 「技術教育選書 木材の性質と加工」 開隆堂（１年開講の「木

材加工」教科書） 
授業形態 実験実習 
注意備考 木材加工の知識が必要となるので１年開講の「木材加工」修得後の受講が望まし

い。 
シラバスコード FCD5113 
実務経験のある教員  
達成目標 中学校の「技術・家庭科」において必要とされる以下の木材加工の実践⼒を身に

付けること。 
（１）木材加工に必要な製図法を修得すること。 
（２）木工具・機械の使用法を修得すること。 
（３）木工具・機械を使用した基礎的な技能を修得すること。 
（４）木工具・機械の使用上の安全性について理解すること。 

受講者へのコメント 中学校技術科の教員になるためには、採用試験でもまた日常の授業でも避けては
通れない分野です。真剣に取り組んで基礎的・基本的な技能をしっかり身に付け
てください。 

連絡先 研究室：工学実習棟２階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 実習科目の性格上、授業時間外の学習時間に対して「全くしなかった」という回
答が多い中で、シラバスや授業中の提示資料等で「２時間程度」学習したという
受講生も複数いました。中学校技術科教師を目指す意欲の違いによるものだと思
います。 



英文科目名 Practice in Woodworking 
関連科目 木材加工 
次回に向けての改善変更予定 受講生の⼈数や知識・技能の定着状況によって、より広く深い内容も取り入れて

いきたいと思います。 
講義目的 中学校技術科教員免許状を取得するための必修科目である。 

実践的・体験的な活動を通して行われる中学校の「技術・家庭科」において必要
とされる木材加工の実践⼒を養うことを目的として、図面に基づく製作中心の実
習を行う。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 実習の概要と安全教育について説明する。 

2 回 投影図、製図規則など製図の基礎を説明する。 
3 回 製図規則に従いレターラックの組立図をかく。 
4 回 製図規則に従いレターラックの部品図をかく。 
5 回 工具箱の組立図をかく。 
6 回 工具箱の組立図を仕上げた後部品図をかく。 
7 回 工具箱の部品図を仕上げる。 
8 回 工具箱の木取りをする。 
9 回 工具箱のけがき作業をする。 
10 回 けがき線を基に部品を切断する。 
11 回 けがきに従って部品を加工する。 
12 回 工具箱の組立作業をする。 
13 回 工具箱の塗装をする。 
14 回 工具箱の金具付けをする。 
15 回 工具箱製作の報告書を作成する。 
16 回 角いすの組立図をかく。 
17 回 角いすの組立図を仕上げる。 
18 回 角いすの部品図をかく。 
19 回 角いすの部品図を仕上げる。 
20 回 角いすの木取りをする。 
21 回 角いすのけがきをする。 
22 回 角いすの部品のほぞ加工をする。 
23 回 角いすのほぞ⽳加工をする。 
24 回 角いすの面取り加工をする。 
25 回 角いすの脚を組立てる。 
26 回 角いすの座板を加工し組立てる。 
27 回 角いすの仕上げ加工と研磨をする。 
28 回 角いすの着色をする。 
29 回 角いすの塗装をする。 
30 回 角いすの報告書を作成する。 

準備学習 1 回 本講義の目的等をシラバスで確認しておくこと、また作業の安全のための
注意点について考えておくこと。 
2 回 産業界における製図の役割・機能について考えておくこと。 



3 回 前回の内容を復習し、正確に第三角法で正面図が描けるようにしておくこ
と。 
4 回 前回の内容を復習し正確に第三角法で側面図・平面図が描けるようにして
おくこと。 
5 回 製図を早く描くにはどのような点に注意すればよいかを考えておくこと。 
6 回 製図を早く描くための注意点を前回の経験も踏まえて再度考えておくこと。 
7 回 完成した図面のチェック項目を書き出しておくこと。 
8 回 参考書等の資料によって木取りの方法について調べておくこと。 
9 回 参考書等の資料によってけがきの方法について調べておくこと。 
10 回 参考書等の資料によって切断の方法について調べておくこと 
11 回 参考書等の資料によって木材の加工法について調べておくこと。 
12 回 参考書等の資料によって組立ての方法について調べておくこと。 
13 回 参考書等の資料によって塗装の方法について調べておくこと。 
14 回 参考書等の資料によって金具の取り付けについて調べておくこと。 
15 回 工具箱の製作を振り返り、工程とわかったこと疑問点などを書き出だして
おくこと。 
16 回 第２回・第３回で学習した内容を復習しておくこと。 
17 回 第２回・第３回で学習した内容を重ねて復習しておくこと。 
18 回 工具箱の製図で得た教訓を確認しておくこと。 
19 回 工具箱の製図で得た教訓を重ねて確認しておくこと。 
20 回 参考書等の資料によって木取りについて調べておくこと。 
21 回 参考書等の資料によってけがきについて調べておくこと。 
22 回 参考書等の資料によってほぞ加工について調べておくこと。 
23 回 参考書等の資料によってほぞ⽳加工について調べておくこと。 
24 回 参考書等の資料によって面取り加工について調べておくこと。 
25 回 参考書等の資料によって組立てについて調べておくこと。 
26 回 参考書等の資料によって座板加工・組立てについて調べておくこと。 
27 回 参考書等の資料によって仕上げ加工・研磨について調べておくこと。 
28 回 参考書等の資料によって着色について調べておくこと。 
29 回 参考書等の資料によって塗装について調べておくこと。 
30 回 角いすの製作を振り返り、工程とわかったこと疑問点などを書き出してお
くこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD5121 
成績評価 レポート（30％）と定期試験（70％）で評価する。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 応用数学科(〜11),基礎理学科(〜11),電気電子システム学科(〜11),情報工学科

(〜11),情報科学科(〜11),生物地球システム学科(〜11),社会情報学科(〜11) 
見出し FCD5121 情報科教育法Ⅰ 
担当教員名 草野 泰秀＊ 
単位数 2 
教科書 高等学校情報科用教科書「高校情報Ａ」（実教出版 情報 060） 
アクティブラーニング  
キーワード 高等学校、情報、学習指導、学習指導案コンピュータ、インターネット、マルチ

メディア、ネチケット、セキュリティ 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 学生の理解に合わせて，もっと詳しく説明するようにします。 

内容を精選して，進度をゆっくりします。 
科目名 情報科教育法Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業中に資料を配付 
授業形態 講義 
注意備考 少なくとも文書作成ソフト（Word）、表計算ソフト（Excel）、プレゼンテーショ

ンソフト（Power Point）、インターネット閲覧ソフト（Internet Explorer）につ
いては基本的な操作ができること。 
※ これらのソフトは基本的な使い方ができるものとして講義・演習を進めま
す。 

シラバスコード FCD5121 
実務経験のある教員  
達成目標 情報教育と普通教科「情報」の目標、及び「情報」の各科目の特徴を理解するこ

と。 
普通教科「情報Ａ」の４つの領域とそれぞれの領域の具体的な内容を知ること。 
各内容について、その指導法と指導上の留意点を理解すること。 
学習指導案を作成し、それに基づいて学習指導をすることができるようになるこ
と。 
校内における情報科教員の役割を知り、コンピュータ教室を運営するための知識
を習得すること。 

受講者へのコメント 講義のある日は，午前７時前には，２５号館の非常勤室いますので，分からない
ことがあれば，積極的に質問等に来て欲しいです。分かるまで，丁寧にお答えし
ます。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 



各項目評価に対する所見 情報機器や情報通信ネットワークなどを適切に活用して情報を収集，処理，表現
するとともに効果的にコミュニケーションを行う能⼒を養う情報科の教員を育
成できるようにと指導を心がけました。しかし，受講者の⼈数が多すぎて，私一
⼈では，パソコンの操作においては十分な指導ができかねました。実技を伴う教
科は，できれば３５⼈以下で，AT が１⼈は必要だと思います。おおむね受け入
れてもらえているようでしたが，やや不満もあるようでした。 

英文科目名 Teaching Method of Information Literacy I 
関連科目 引き続き「情報科教育法Ⅱ」を受講することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 内容をさらに精選して進度をもう少しゆっくりして，理解を深めさせて，知識技

能の定着度のアップをはかります。 
講義目的 高等学校の普通教科「情報」の目標と内容及びその指導法と指導上の留意点を理

解させ、指導技術の習得を図って、情報科教員免許を取得できるようにする。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 情報教育の概要、実習用パソコン及びネットワークの利用方法と利用上の

注意点について解説する。 
2 回 情報教育と教科「情報」の関係普通教科「情報」の科目と各科目の特徴につ
いて解説する。 
3 回 普通教科「情報Ａ」の目標と内容「情報活用」の指導と指導上の留意点（１）
について解説する。 
4 回 「情報の収集・発信」の指導と指導上の留意点（１）について解説する。 
5 回 「情報の収集・発信」の指導と指導上の留意点（２）について解説する。 
6 回 「情報の統合的処理」の指導と指導上の留意点（１）について解説する。 
7 回 「情報の統合的処理」の指導と指導上の留意点（２）について解説する。 
8 回 「情報活用」の指導と指導上の留意点（２）について解説する。 
9 回 「情報機器の発達」の指導と指導上の留意点（１）について解説する。 
10 回 「情報機器の発達」の指導と指導上の留意点（２）について解説する。 
11 回 コンピュータ室の整備と運用について解説する。 
12 回 情報Ａの年間指導計画と学習指導案の作成法について解説する。 
13 回 学習指導案の作成（修正と仕上げ）について解説する。 
14 回 著作権、著作物の利用について解説する。 
15 回 授業のためのソフトとデータ、参考資料まとめと補足について解説する。 

準備学習 1 回 パソコン（Windows）の基本操作ができるとともに、パソコンで文書作成や
表計算、ホームページの閲覧ができるなど、パソコンの基本的な利用ができるよ
うになっておくこと。 
2 回 教科書「高校情報Ａ（実教出版）」にざっと目を通しておくこと。 
3 回 教科書「高校情報Ａ」の第１章を読んで、内容を理解しておくこと。 
4 回 教科書「高校情報Ａ」の第２章の第１節・第２節を読んで、内容を理解して
おくこと。教科書に載っている Web 検索及び電子メールの送受信については実
際に試しておくこと。 
5 回 教科書「高校情報Ａ」の第２章の第３節・第４節を読んで、内容を理解して
おくこと。 
6 回 教科書「高校情報Ａ」の第３章の第１節を読んで、内容を理解しておくこ



と。教科書に載っている音声の録音及び画像処理については実際に試みておくこ
と。 
7 回 教科書「高校情報Ａ」の第３章の第２節を読んで、内容を理解しておくこ
と。教科書に載っているプレゼンテーションスライド及び Web ページの作成に
ついては実際に試みておくこと。 
8 回 教科書「高校情報Ａ」の第４章を読んで、内容を理解しておくこと。教科書
に載っている基本的な関数やグラフ化、分析方法については実際に試してみてお
くこと。 
9 回 教科書「高校情報Ａ」の第５章の第１節を読んで、内容を理解しておくこ
と。教科書に載っている例題や問題については自分で解答してみることこと。 
10 回 教科書「高校情報Ａ」の第５章の第２節・第３節を読んで、内容を理解し
ておくこと。教科書に載っている例題や問題については自分で解答してみるこ
と。簡単には解答できない例題もあるが、その場合はその理由を明確にしておく
こと。 
11 回 これまで行ってきたパソコン実習で、よく理解できなかったものなどの復
習をしておくこと。 
12 回 学習指導案の作成実習では、教科書のどの部分を取り上げて指導案を作成
するのかあらかじめ指示するので、その授業を行うにはどのような教材・教具を
使い、授業をどのように進めていけばよいか、どのような点に留意したらよいか
などを具体的に考えておくこと。 
13 回 学習指導案を可能な範囲で書き上げておくこと。 
14 回 教科書の第２章第４節の「３知的財産権」及び口絵の「著作権とモラル」
をよく読んでおくこと。 
15 回 教科書の各章の章末問題に解答しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD5131 
成績評価 期末に実施する試験（70％）と授業中に課す小レポート（30％）の成績により評

価する。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 理学部(〜11),工学部(〜11),総合情報学部(〜11),生物地球学部(〜11) 
見出し FCD5131 学校経営 
担当教員名 高瀬 淳＊ 
単位数 2 
教科書 使用しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 公教育、教育法制、学校教育、マネジメント 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 学校経営 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業中に指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FCD5131 
実務経験のある教員  
達成目標 社会における学校教育の役割と教育制度の関する仕組みの理解と、それを踏まえ

た学校経営の課題等についての基本的な認識を持てるようにする 
受講者へのコメント  
連絡先 takase@cc.okayama-u.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 School Administration 
関連科目 教職に関する科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 教員に必要な資質・能⼒を育むため、現代日本における学校教育制度がどのよう

な理念と内容で構成されているかについて教育の社会的機能の側面から概説す
るとともに、学校経営・制度をめぐる課題について取り上げ、これからの教育の
在り方に関する方向について論じていく。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 【学校の法制と課題（オリエンテーション）】 

今日の学校が、どのような法律等によって規定され、存在しているのかを明らか
にし、そこでの教育活動に従事する教員に求められる専門職性について発問す
る。 



2 回 【現代社会と学校教育の役割・機能①】 
現代社会の特色として少子高齢社会を取り上げ、生涯学習の観点から、児童生徒
のライフコースを踏まえた学校教育の在り方について検討する。 
3 回 【現代社会と学校教育の役割・機能②】 
現代社会の特色として知識基盤社会を取り上げ、国⺠の幸福追求権の観点から、
児童生徒に求められる資質能⼒を踏まえた学校教育の在り方について検討する。 
4 回 【学校の種類と目的】 
学校教育法に定められた学校の種類・目標を明らかにし、国⺠の教育を受ける権
利を保障する学校としての法的な位置づけについて理解する。 
5 回 【学校の機能と役割①】 
近代の学校が、社会の富や地位の再分配という機能を有していることを明らかに
した上で、それが法の下の平等の実現に寄与していることを検討する。 
6 回 【学校の機能と役割②】 
学校が日本国憲法に定められた「教育を受ける権利」を保障することを意図した
ものであることについて、個⼈の幸福追求権と生存権との関わりから理解する。 
7 回 【学校の機能と役割③】 
学校が有する「公の性質」の一部として、専門職である教員に求められる資質・
能⼒について検討する。 
8 回 【児童生徒の管理①】 
児童生徒の「教育を受ける権利」を保障する観点から、保護者の就学義務や行政
による就学指導にかかる制度的な枠組みについて理解する。 
9 回 【児童生徒の管理②】 
児童生徒の「教育を受ける権利」を保障する観点から、校⻑及び教員による児童
生徒への懲戒の意味について理解する。 
10 回 【児童生徒の管理③】 
児童生徒の「教育を受ける権利」を保障する観点から、児童生徒の学籍並びに指
導の記録の原簿である指導要録の意味について理解する。 
11 回 【学校の組織と経営①】 
学校における様々な事務（校務）の内容や校⻑の校務掌理権等について理解する。 
12 回 【学校の組織と経営②】 
校経営に必要な校務分掌体制や職員会議等の位置づけについて検討する。 
13 回 【学校の組織と経営③】 
学校教育法の改正によって新しく設置された職の役割等を明らかにした上で、
個々の教職員が学校経営に参画することの意義について検討する。 
14 回 【学校の組織と経営④】 
学校の組織マネジメントの基本的な考え方・進め方等について、岡山県を事例と
しつつ検討する。 
15 回 【望ましい学校経営の実現に向けて（まとめ）】 
第 1〜14 回の講義を踏まえ、これからの学校経営に求められる事項や教員として
の姿勢について検討する。 

準備学習 1 回 【学校の法制と課題（オリエンテーション）】 
既習の教職に関する科目で学んだ内容を確認しておくこと。 



2 回 【現代社会と学校教育の役割・機能①】 
現代社会の特色や課題について、自分なりの見解を形づくっておくこと。 
3 回 【現代社会と学校教育の役割・機能②】 
第 2 回の授業内容を確認するとともに、日本国憲法第 13 条の条文を読んでおく
こと。 
4 回 【学校の種類と目的】 
教育基本法第 6 条及び学校教育法第 1 条の条文を読んでおくこと。 
5 回 【学校の機能と役割①】 
第 4 回の内容を教育の機会均等という観点から確認しておくこと。 
6 回 【学校の機能と役割②】 
学歴社会の問題点だけでなく意義について調べておくこと。 
7 回 【学校の機能と役割③】 
教職の意義等について既習の教職に関する科目の内容を確認しておくこと。 
8 回 【児童生徒の管理①】 
第 1〜7 回の学修を踏まえ、日本国憲法に定められた「教育を受ける権利」につ
いて整理しておくこと。 
9 回 【児童生徒の管理②】 
学校教育法第 11 条の条文を読んでおくこと。 
10 回 【児童生徒の管理③】 
第 8・9 回の内容を教員の役割・責務との関係から整理しておくこと。 
11 回 【学校の組織と経営①】 
日本における教育委員会制度の特色について調べておくこと。 
12 回 【学校の組織と経営②】 
第 11 回の内容について確認しておくこと。 
13 回 【学校の組織と経営③】 
学校の組織的な運営が求められる背景について、地域社会からの信頼と学⼒観の
転換をキーワードに検討しておくこと。 
14 回 【学校の組織と経営④】 
PDCA サイクルの概要について調べておくこと。 
15 回 【望ましい学校経営の実現に向けて（まとめ）】 
第 1〜14 回の内容を踏まえ、学校経営に参画する教員のあり方について自分なり
の見解を整理しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD5311 
成績評価 定期試験（１００％）で行い、１００点満点中６０点以上を合格とする。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(11〜12),工学部(11〜12),総合情報学部(11〜12),生物地球学部(11〜12),

教職特別課程(11〜12) 
見出し FCD5311 教育相談の理論と方法 
担当教員名 中島 弘徳 
単位数 2 
教科書 曽我雅比児・皿⽥琢司編著『現代社会における⼈間と教育−理論と実践の探究−』

大学教育出版 
アクティブラーニング  
キーワード 教育、相談、発達障害、カウンセリング、カウンセリングマインド 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 出席点をつけて欲しいとのリクエストですが、出席点は評価に入れないというの

が全体の方針ですので、試験をがんばってください。 
話が道にそれたのは、実際例を出していたときですが、今後それすぎないように
気をつけます。熱心な学生さんが基本的に前に座っているので、どうしても前の
方の学生さんに話すようになっていたので以後気をつけます。 
パワーポイントの資料は、希望者には pdf ファイルで配布するようにしていま
す。 

科目名 教育相談の理論と方法 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて講義の中で指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 準備学習については講義計画に示しているが、詳細については講義内で指示す

る。 
シラバスコード FCD5311 
実務経験のある教員  
達成目標 ①相談（カウンセリング）の諸理論や技法が理解できるようになる。 

②適切な相談・助言について理解できる。 
③カウンセリングマインドについて理解できる。 

受講者へのコメント 介護体験、教育実習など現場での体験後、この講義の内容を振り返ってもらえる
と嬉しいです。 

連絡先 14 号館３階 中島研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 教育現場の体験がない 1･2 年生にもわかるように具体例を挙げたのが良かった
と思いました。 

英文科目名 Theory and Method of Educational Counseling 



関連科目 教育心理学(学習・発達論：基礎理学科のみ） 
次回に向けての改善変更予定 パワーポイントについてみやすい工夫をしようと思います。 
講義目的 生徒一⼈一⼈が自己理解を深め、自己解決能⼒等の可能性を開花するための、相

談・助言の理論や技法を学ぶことで、カウンセリングマインドの理解を目指す。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。講義の概要について説明する。 

2 回 教育相談の歴史と位置づけについて説明する。 
3 回 教育相談を行う上での留意点について説明する。 
4 回 カウンセリング理論（１）精神分析について説明する。 
5 回 カウンセリング理論（２）行動療法について説明する。 
6 回 カウンセリングの理論（３）来談者中心療法について説明する。 
7 回 カウンセリングの理論（４）認知行動療法について説明する。 
8 回 カウンセリングで用いるコミュニケーション技法について説明する。 
9 回 カウンセリングで用いる質問技法について説明する。 
10 回 生徒理解の理論と技法（１）観察法について説明する。 
11 回 生徒理解の理論と技法（２）面接法について説明する。 
12 回 生徒理解の理論と技法（３）心理テスト法について説明する。 
13 回 適応・不適応、正常・異常の概念について説明する。 
14 回 発達障害の理解と対応（１）学習障害、注意欠陥多動性障害について説明
する。 
15 回 発達障害の理解と対応（２）高機能自閉性障害、アルペルガー（自閉症ス
ペクトラム）について説明する。 

準備学習 1 回 教科書を準備しておくこと。 
2 回 相談の諸理論について予習しておくこと。 
3 回 教育相談の位置づけについて復習しておくこと。 
4 回 教育相談の成立条件について復習しておくこと。 
5 回 精神分析について復習しておくこと。 
6 回 精神分析と行動療法の違いについてまとめておくこと。 
7 回 来談者中心療法の特徴についてまとめておくこと。 
8 回 認知行動療法と行動療法の共通点と相違点について復習しておくこと。 
9 回 普段のコミュニケーションとカウンセリングでのコミュニケーションの共
通点と相違点について復習しておくこと。 
10 回 相談的コミュニケーションについて復習しておくこと。 
11 回 観察法について復習しておくこと。 
12 回 面接法について復習しておくこと。 
13 回 心理テスト法について復習しておくこと。 
14 回 教育場面での具体的な不適応について調べておくこと。 
15 回 学習障害、注意欠陥多動性障害について復習し、高機能自閉性障害、アル
ペルガー（自閉症スペクトラム）について予習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD5312 
成績評価 定期試験（１００％）で行い、１００点満点中６０点以上を合格とする。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(11〜12),工学部(11〜12),総合情報学部(11〜12),生物地球学部(11〜12),

教職特別課程(11〜12) 
見出し FCD5312 教育相談の理論と方法 
担当教員名 中島 弘徳 
単位数 2 
教科書 曽我雅比児・皿⽥琢司編著『現代社会における⼈間と教育−理論と実践の探究−』

大学教育出版 
アクティブラーニング  
キーワード 教育、相談、発達障害、カウンセリング、カウンセリングマインド 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 提示資料と教科書との関連について分かりやすくしたいと思います。 
科目名 教育相談の理論と方法 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて講義の中で指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 準備学習については講義計画に示しているが、詳細については講義内で指示す

る。 
シラバスコード FCD5312 
実務経験のある教員  
達成目標 ①相談（カウンセリング）の諸理論や技法が理解できるようになる。 

②適切な相談・助言について理解できる。 
③カウンセリングマインドについて理解できる。 

受講者へのコメント 教員採用試験では、論作や面接でこの科目で扱ったような内容が良く出ますの
で、日常で体験したことと習ったことを結びつける勉強を続けてもらえると嬉し
いです。 

連絡先 14 号館３階 中島研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 教職の科目ですが、なるべく具体的な例を出しながら講義をしたことが評価され
たと思います。 

英文科目名 Theory and Method of Educational Counseling 
関連科目 教育心理学(学習・発達論：基礎理学科のみ） 
次回に向けての改善変更予定 スライドの資料は、2013 年度からはポータルサイトから早めに入手可能にでき

るようにしました。 
講義目的 生徒一⼈一⼈が自己理解を深め、自己解決能⼒等の可能性を開花するための、相

談・助言の理論や技法を学ぶことで、カウンセリングマインドの理解を目指す。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。講義の概要について説明する。 

2 回 教育相談の歴史と位置づけについて説明する。 
3 回 教育相談を行う上での留意点について説明する。 
4 回 カウンセリング理論（１）精神分析について説明する。 
5 回 カウンセリング理論（２）行動療法について説明する。 
6 回 カウンセリングの理論（３）来談者中心療法について説明する。 
7 回 カウンセリングの理論（４）認知行動療法について説明する。 
8 回 カウンセリングで用いるコミュニケーション技法について説明する。 
9 回 カウンセリングで用いる質問技法について説明する。 
10 回 生徒理解の理論と技法（１）観察法について説明する。 
11 回 生徒理解の理論と技法（２）面接法について説明する。 
12 回 生徒理解の理論と技法（３）心理テスト法について説明する。 
13 回 適応・不適応、正常・異常の概念について説明する。 
14 回 発達障害の理解と対応（１）学習障害、注意欠陥多動性障害について説明
する。 
15 回 発達障害の理解と対応（２）高機能自閉性障害、アルペルガー（自閉症ス
ペクトラム）について説明する。 

準備学習 1 回 教科書を準備しておくこと。 
2 回 相談の諸理論について予習しておくこと。 
3 回 教育相談の位置づけについて復習しておくこと。 
4 回 教育相談の成立条件について復習しておくこと。 
5 回 精神分析について復習しておくこと。 
6 回 精神分析と行動療法の違いについてまとめておくこと。 
7 回 来談者中心療法の特徴についてまとめておくこと。 
8 回 認知行動療法と行動療法の共通点と相違点について復習しておくこと。 
9 回 普段のコミュニケーションとカウンセリングでのコミュニケーションの共
通点と相違点について復習しておくこと。 
10 回 相談的コミュニケーションについて復習しておくこと。 
11 回 観察法について復習しておくこと。 
12 回 面接法について復習しておくこと。 
13 回 心理テスト法について復習しておくこと。 
14 回 教育場面での具体的な不適応について調べておくこと。 
15 回 学習障害、注意欠陥多動性障害について復習し、高機能自閉性障害、アル
ペルガー（自閉症スペクトラム）について予習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD5321 
成績評価 毎回課すレポート（１００％）で行い，１００点満点中６０点以上を合格とする。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 応用数学科(〜11),基礎理学科(〜11),情報科学科(〜11) 
見出し FCD5321 数学教育法Ⅰ 
担当教員名 洲脇 史朗 
単位数 2 
教科書 監修：正⽥実，編集：洲脇史朗・「算数・数学教育の理論と実践」・現代教育社 
アクティブラーニング  
キーワード 学校教育，数学教育 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「楽しかった」のコメントには励まされる。 
科目名 数学教育法Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 中学校学習指導要領解説（数学編），高等学校学習指導要領解説（数学編・理数

編） 
授業形態 講義 
注意備考 レポート作成は毎回講義の最後２０分間で行う。準備学習については講義計画に

示しているが，詳細については講義内で指示する。 
シラバスコード FCD5321 
実務経験のある教員  
達成目標 ①学校教育の目的を理解する。 

②学校教育の目的を実行するための具体例を考えることができる。 
③数学教育の目的を理解する。 
④数学教育の目的を実行するための具体例を考えることができる。 

受講者へのコメント 課題に熱心に取り組んでいたが、今後は自主的に課題を見つけてほしい。 
連絡先 洲脇史朗研究室 １１号館８階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 どの項目もおおむね満足できる状況であった。 
英文科目名 Teaching Method of Mathematics I 
関連科目 数学教育法Ⅱ，数学教育法Ⅲ，数学教育法Ⅳ 
次回に向けての改善変更予定 大きく変更する予定はないが、さらなる工夫をしていきたい。 
講義目的 中学校・高等学校の数学教員免許状を取得するための必修科目であり，学校教育

の目的からはじめて，数学教育の目的やその実践法を講義する。 
その内容は数学教育の歴史，目標，内容，方法，評価等の各分野について，中学
校・高等学校の両面から考察する。 
更に数学教育の実践面で，知識・理解・技能のみならず，数学的な見方・考え方
や数学に対する興味・関心・態度を高め，数学の教科指導に明るい教師としての



資質を養成する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 学校教育の目的と数学教育の目的について解説する。 

2 回 算数と数学の違いについて解説する。 
3 回 数学的考え方の育成と数学を活用する態度形成について解説する。 
4 回 国際比較による算数・数学教育の課題について解説する。 
5 回 目標を見直すことの意義について解説する。 
6 回 中学校数学科の目標と変遷について解説する。 
7 回 高等学校数学科の目標と変遷について解説する。 
8 回 算数・数学科の学習構造について解説する。 
9 回 文字・記号の活用と証明の意義について解説する。 
10 回 中学校における指導計画について解説する。 
11 回 新しい指導観・評価観について解説する。 
12 回 指導の目標と評価の規準について解説する。 
13 回 関心・意欲・態度を高める指導と評価について解説する。 
14 回 自己評価の教育的意義について解説する。 
15 回 望ましい算数・数学教師の資質について解説する。 

準備学習 1 回 学校教育の目的と数学教育の目的について考えてくること。 
2 回 教科書 1 章 1 節を読み課題をもって授業に望むこと。 
3 回 教科書 1 章３節を読み課題をもって授業に望むこと。 
4 回 教科書 1 章４節を読み課題をもって授業に望むこと。 
5 回 教科書２章１節を読み課題をもって授業に望むこと。 
6 回 教科書２章３節を読み課題をもって授業に望むこと。 
7 回 教科書２章４節を読み課題をもって授業に望むこと。 
8 回 教科書３章１節を読み課題をもって授業に望むこと。 
9 回 教科書３章３節を読み課題をもって授業に望むこと。 
10 回 教科書３章６節を読み課題をもって授業に望むこと。 
11 回 教科書４章１節を読み課題をもって授業に望むこと。 
12 回 教科書４章２節を読み課題をもって授業に望むこと。 
13 回 教科書４章３節を読み課題をもって授業に望むこと。 
14 回 教科書４章４節を読み課題をもって授業に望むこと。 
15 回 教科書６章１節を読み課題をもって授業に望むこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD5331 
成績評価 期末に実施する試験（70％）と授業中に課す小レポート（30％）の成績により評

価する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 理学部(〜11),工学部(〜11),総合情報学部(〜11),生物地球学部(〜11) 
見出し FCD5331 学校経営 
担当教員名 高瀬 淳＊ 
単位数 2 
教科書 使用しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 公教育、教育法制、学校教育、マネジメント 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 学校経営 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業中に指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FCD5331 
実務経験のある教員  
達成目標 社会における学校教育の役割と教育制度の関する仕組みの理解と、それを踏まえ

た学校経営の課題等についての基本的な認識を持てるようにする 
受講者へのコメント  
連絡先 takase@cc.okayama-u.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 School Administration 
関連科目 教職に関する科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 教員に必要な資質・能⼒を育むため、現代日本における学校教育制度がどのよう

な理念と内容で構成されているかについて教育の社会的機能の側面から概説す
るとともに、学校経営・制度をめぐる課題について取り上げ、これからの教育の
在り方に関する方向について論じていく。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 【学校の法制と課題（オリエンテーション）】 

今日の学校が、どのような法律等によって規定され、存在しているのかを明らか
にし、そこでの教育活動に従事する教員に求められる専門職性について発問す
る。 



2 回 【現代社会と学校教育の役割・機能①】 
現代社会の特色として少子高齢社会を取り上げ、生涯学習の観点から、児童生徒
のライフコースを踏まえた学校教育の在り方について検討する。 
3 回 【現代社会と学校教育の役割・機能②】 
現代社会の特色として知識基盤社会を取り上げ、国⺠の幸福追求権の観点から、
児童生徒に求められる資質能⼒を踏まえた学校教育の在り方について検討する。 
4 回 【学校の種類と目的】 
学校教育法に定められた学校の種類・目標を明らかにし、国⺠の教育を受ける権
利を保障する学校としての法的な位置づけについて理解する。 
5 回 【学校の機能と役割①】 
近代の学校が、社会の富や地位の再分配という機能を有していることを明らかに
した上で、それが法の下の平等の実現に寄与していることを検討する。 
6 回 【学校の機能と役割②】 
学校が日本国憲法に定められた「教育を受ける権利」を保障することを意図した
ものであることについて、個⼈の幸福追求権と生存権との関わりから理解する。 
7 回 【学校の機能と役割③】 
学校が有する「公の性質」の一部として、専門職である教員に求められる資質・
能⼒について検討する。 
8 回 【児童生徒の管理①】 
児童生徒の「教育を受ける権利」を保障する観点から、保護者の就学義務や行政
による就学指導にかかる制度的な枠組みについて理解する。 
9 回 【児童生徒の管理②】 
児童生徒の「教育を受ける権利」を保障する観点から、校⻑及び教員による児童
生徒への懲戒の意味について理解する。 
10 回 【児童生徒の管理③】 
児童生徒の「教育を受ける権利」を保障する観点から、児童生徒の学籍並びに指
導の記録の原簿である指導要録の意味について理解する。 
11 回 【学校の組織と経営①】 
学校における様々な事務（校務）の内容や校⻑の校務掌理権等について理解する。 
12 回 【学校の組織と経営②】 
校経営に必要な校務分掌体制や職員会議等の位置づけについて検討する。 
13 回 【学校の組織と経営③】 
学校教育法の改正によって新しく設置された職の役割等を明らかにした上で、
個々の教職員が学校経営に参画することの意義について検討する。 
14 回 【学校の組織と経営④】 
学校の組織マネジメントの基本的な考え方・進め方等について、岡山県を事例と
しつつ検討する。 
15 回 【望ましい学校経営の実現に向けて（まとめ）】 
第 1〜14 回の講義を踏まえ、これからの学校経営に求められる事項や教員として
の姿勢について検討する。 

準備学習 1 回 【学校の法制と課題（オリエンテーション）】 
既習の教職に関する科目で学んだ内容を確認しておくこと。 



2 回 【現代社会と学校教育の役割・機能①】 
現代社会の特色や課題について、自分なりの見解を形づくっておくこと。 
3 回 【現代社会と学校教育の役割・機能②】 
第 2 回の授業内容を確認するとともに、日本国憲法第 13 条の条文を読んでおく
こと。 
4 回 【学校の種類と目的】 
教育基本法第 6 条及び学校教育法第 1 条の条文を読んでおくこと。 
5 回 【学校の機能と役割①】 
第 4 回の内容を教育の機会均等という観点から確認しておくこと。 
6 回 【学校の機能と役割②】 
学歴社会の問題点だけでなく意義について調べておくこと。 
7 回 【学校の機能と役割③】 
教職の意義等について既習の教職に関する科目の内容を確認しておくこと。 
8 回 【児童生徒の管理①】 
第 1〜7 回の学修を踏まえ、日本国憲法に定められた「教育を受ける権利」につ
いて整理しておくこと。 
9 回 【児童生徒の管理②】 
学校教育法第 11 条の条文を読んでおくこと。 
10 回 【児童生徒の管理③】 
第 8・9 回の内容を教員の役割・責務との関係から整理しておくこと。 
11 回 【学校の組織と経営①】 
日本における教育委員会制度の特色について調べておくこと。 
12 回 【学校の組織と経営②】 
第 11 回の内容について確認しておくこと。 
13 回 【学校の組織と経営③】 
学校の組織的な運営が求められる背景について、地域社会からの信頼と学⼒観の
転換をキーワードに検討しておくこと。 
14 回 【学校の組織と経営④】 
PDCA サイクルの概要について調べておくこと。 
15 回 【望ましい学校経営の実現に向けて（まとめ）】 
第 1〜14 回の内容を踏まえ、学校経営に参画する教員のあり方について自分なり
の見解を整理しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD5511 
成績評価 定期試験（１００％）で行い、１００点満点中６０点以上を合格とする。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(11〜12),工学部(11〜12),総合情報学部(11〜12),生物地球学部(11〜12),

教職特別課程(11〜12) 
見出し FCD5511 教育相談の理論と方法 
担当教員名 中島 弘徳 
単位数 2 
教科書 曽我雅比児・皿⽥琢司編著『現代社会における⼈間と教育−理論と実践の探究−』

大学教育出版 
アクティブラーニング  
キーワード 教育、相談、発達障害、カウンセリング、カウンセリングマインド 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 パワーポイントの資料は、希望者には配布しています。 
科目名 教育相談の理論と方法 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて講義の中で指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 準備学習については講義計画に示しているが、詳細については講義内で指示す

る。 
シラバスコード FCD5511 
実務経験のある教員  
達成目標 ①相談（カウンセリング）の諸理論や技法が理解できるようになる。 

②適切な相談・助言について理解できる。 
③カウンセリングマインドについて理解できる。 

受講者へのコメント 介護体験、教育実習での体験後、習ったことを少しでも振り返ってもらえれば幸
いです。 

連絡先 14 号館３階 中島研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 実際の教育現場を体験していない 1･2 年生が多い中、なるべく具体的な事例を多
くした結果と思います。 

英文科目名 Theory and Method of Educational Counseling 
関連科目 教育心理学(学習・発達論：基礎理学科のみ） 
次回に向けての改善変更予定 パワーポイントの提示の仕方などプレゼンについて工夫しようと思います。 
講義目的 生徒一⼈一⼈が自己理解を深め、自己解決能⼒等の可能性を開花するための、相

談・助言の理論や技法を学ぶことで、カウンセリングマインドの理解を目指す。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。講義の概要について説明する。 



2 回 教育相談の歴史と位置づけについて説明する。 
3 回 教育相談を行う上での留意点について説明する。 
4 回 カウンセリング理論（１）精神分析について説明する。 
5 回 カウンセリング理論（２）行動療法について説明する。 
6 回 カウンセリングの理論（３）来談者中心療法について説明する。 
7 回 カウンセリングの理論（４）認知行動療法について説明する。 
8 回 カウンセリングで用いるコミュニケーション技法について説明する。 
9 回 カウンセリングで用いる質問技法について説明する。 
10 回 生徒理解の理論と技法（１）観察法について説明する。 
11 回 生徒理解の理論と技法（２）面接法について説明する。 
12 回 生徒理解の理論と技法（３）心理テスト法について説明する。 
13 回 適応・不適応、正常・異常の概念について説明する。 
14 回 発達障害の理解と対応（１）学習障害、注意欠陥多動性障害について説明
する。 
15 回 発達障害の理解と対応（２）高機能自閉性障害、アルペルガー（自閉症ス
ペクトラム）について説明する。 

準備学習 1 回 教科書を準備しておくこと。 
2 回 相談の諸理論について予習しておくこと。 
3 回 教育相談の位置づけについて復習しておくこと。 
4 回 教育相談の成立条件について復習しておくこと。 
5 回 精神分析について復習しておくこと。 
6 回 精神分析と行動療法の違いについてまとめておくこと。 
7 回 来談者中心療法の特徴についてまとめておくこと。 
8 回 認知行動療法と行動療法の共通点と相違点について復習しておくこと。 
9 回 普段のコミュニケーションとカウンセリングでのコミュニケーションの共
通点と相違点について復習しておくこと。 
10 回 相談的コミュニケーションについて復習しておくこと。 
11 回 観察法について復習しておくこと。 
12 回 面接法について復習しておくこと。 
13 回 心理テスト法について復習しておくこと。 
14 回 教育場面での具体的な不適応について調べておくこと。 
15 回 学習障害、注意欠陥多動性障害について復習し、高機能自閉性障害、アル
ペルガー（自閉症スペクトラム）について予習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD5512 
成績評価 定期試験（１００％）で行い、１００点満点中６０点以上を合格とする。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(11〜12),工学部(11〜12),総合情報学部(11〜12),生物地球学部(11〜12),

教職特別課程(11〜12) 
見出し FCD5512 教育相談の理論と方法 
担当教員名 中島 弘徳 
単位数 2 
教科書 曽我雅比児・皿⽥琢司編著『現代社会における⼈間と教育−理論と実践の探究−』

大学教育出版 
アクティブラーニング  
キーワード 教育、相談、発達障害、カウンセリング、カウンセリングマインド 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 資料の提示などについて工夫しようと思います。 
科目名 教育相談の理論と方法 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて講義の中で指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 準備学習については講義計画に示しているが、詳細については講義内で指示す

る。 
シラバスコード FCD5512 
実務経験のある教員  
達成目標 ①相談（カウンセリング）の諸理論や技法が理解できるようになる。 

②適切な相談・助言について理解できる。 
③カウンセリングマインドについて理解できる。 

受講者へのコメント 教員採用試験では、論作や面接でこの科目で扱ったような内容が良く出ますの
で、日常で体験したことと習ったことを結びつける勉強を続けてもらえると嬉し
いです。 

連絡先 14 号館３階 中島研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 教職の科目ですが、なるべく具体的な例を出しながら講義をしたことが評価され
たと思います。 

英文科目名 Theory and Method of Educational Counseling 
関連科目 教育心理学(学習・発達論：基礎理学科のみ） 
次回に向けての改善変更予定 スライドの資料は、2013 年度からはポータルサイトから早めに入手可能にでき

るようにしました。 
講義目的 生徒一⼈一⼈が自己理解を深め、自己解決能⼒等の可能性を開花するための、相

談・助言の理論や技法を学ぶことで、カウンセリングマインドの理解を目指す。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。講義の概要について説明する。 

2 回 教育相談の歴史と位置づけについて説明する。 
3 回 教育相談を行う上での留意点について説明する。 
4 回 カウンセリング理論（１）精神分析について説明する。 
5 回 カウンセリング理論（２）行動療法について説明する。 
6 回 カウンセリングの理論（３）来談者中心療法について説明する。 
7 回 カウンセリングの理論（４）認知行動療法について説明する。 
8 回 カウンセリングで用いるコミュニケーション技法について説明する。 
9 回 カウンセリングで用いる質問技法について説明する。 
10 回 生徒理解の理論と技法（１）観察法について説明する。 
11 回 生徒理解の理論と技法（２）面接法について説明する。 
12 回 生徒理解の理論と技法（３）心理テスト法について説明する。 
13 回 適応・不適応、正常・異常の概念について説明する。 
14 回 発達障害の理解と対応（１）学習障害、注意欠陥多動性障害について説明
する。 
15 回 発達障害の理解と対応（２）高機能自閉性障害、アルペルガー（自閉症ス
ペクトラム）について説明する。 

準備学習 1 回 教科書を準備しておくこと。 
2 回 相談の諸理論について予習しておくこと。 
3 回 教育相談の位置づけについて復習しておくこと。 
4 回 教育相談の成立条件について復習しておくこと。 
5 回 精神分析について復習しておくこと。 
6 回 精神分析と行動療法の違いについてまとめておくこと。 
7 回 来談者中心療法の特徴についてまとめておくこと。 
8 回 認知行動療法と行動療法の共通点と相違点について復習しておくこと。 
9 回 普段のコミュニケーションとカウンセリングでのコミュニケーションの共
通点と相違点について復習しておくこと。 
10 回 相談的コミュニケーションについて復習しておくこと。 
11 回 観察法について復習しておくこと。 
12 回 面接法について復習しておくこと。 
13 回 心理テスト法について復習しておくこと。 
14 回 教育場面での具体的な不適応について調べておくこと。 
15 回 学習障害、注意欠陥多動性障害について復習し、高機能自閉性障害、アル
ペルガー（自閉症スペクトラム）について予習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD5513 
成績評価 受講状況（10％）、報告書（10％）、製作図（30％）および作品（50％）で総合評

価する。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 機械システム工学科(〜11),電気電子システム学科(〜11),情報工学科(〜11),知能

機械工学科(〜11),生体医工学科(〜11),建築学科(〜11),工学プロジェクトコース
(〜11) 

見出し FCD5513 木材加工実習 
担当教員名 塗木 利明 
単位数 2 
教科書 必要に応じてプリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 木材、木材加工、木工具、木工機械、設計、製図 
開講学期 通年 
自由記述に対する回答 記述なし 
科目名 木材加工実習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 井上裕之他著 「技術教育選書 木材の性質と加工」 開隆堂（１年開講の「木

材加工」教科書） 
授業形態 実験実習 
注意備考 木材加工の知識が必要となるので１年開講の「木材加工」修得後の受講が望まし

い。 
シラバスコード FCD5513 
実務経験のある教員  
達成目標 中学校の「技術・家庭科」において必要とされる以下の木材加工の実践⼒を身に

付けること。 
（１）木材加工に必要な製図法を修得すること。 
（２）木工具・機械の使用法を修得すること。 
（３）木工具・機械を使用した基礎的な技能を修得すること。 
（４）木工具・機械の使用上の安全性について理解すること。 

受講者へのコメント 中学校技術科の教員になるためには、採用試験でもまた日常の授業でも避けては
通れない分野です。真剣に取り組んで基礎的・基本的な技能をしっかり身に付け
てください。 

連絡先 研究室：工学実習棟２階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 実習科目の性格上、授業時間外の学習時間に対して「全くしなかった」という回
答が多い中で、シラバスや授業中の提示資料等で「２時間程度」学習したという
受講生も複数いました。中学校技術科教師を目指す意欲の違いによるものだと思
います。 



英文科目名 Practice in Woodworking 
関連科目 木材加工 
次回に向けての改善変更予定 受講生の⼈数や知識・技能の定着状況によって、より広く深い内容も取り入れて

いきたいと思います。 
講義目的 中学校技術科教員免許状を取得するための必修科目である。 

実践的・体験的な活動を通して行われる中学校の「技術・家庭科」において必要
とされる木材加工の実践⼒を養うことを目的として、図面に基づく製作中心の実
習を行う。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 実習の概要と安全教育について説明する。 

2 回 投影図、製図規則など製図の基礎を説明する。 
3 回 製図規則に従いレターラックの組立図をかく。 
4 回 製図規則に従いレターラックの部品図をかく。 
5 回 工具箱の組立図をかく。 
6 回 工具箱の組立図を仕上げた後部品図をかく。 
7 回 工具箱の部品図を仕上げる。 
8 回 工具箱の木取りをする。 
9 回 工具箱のけがき作業をする。 
10 回 けがき線を基に部品を切断する。 
11 回 けがきに従って部品を加工する。 
12 回 工具箱の組立作業をする。 
13 回 工具箱の塗装をする。 
14 回 工具箱の金具付けをする。 
15 回 工具箱製作の報告書を作成する。 
16 回 角いすの組立図をかく。 
17 回 角いすの組立図を仕上げる。 
18 回 角いすの部品図をかく。 
19 回 角いすの部品図を仕上げる。 
20 回 角いすの木取りをする。 
21 回 角いすのけがきをする。 
22 回 角いすの部品のほぞ加工をする。 
23 回 角いすのほぞ⽳加工をする。 
24 回 角いすの面取り加工をする。 
25 回 角いすの脚を組立てる。 
26 回 角いすの座板を加工し組立てる。 
27 回 角いすの仕上げ加工と研磨をする。 
28 回 角いすの着色をする。 
29 回 角いすの塗装をする。 
30 回 角いすの報告書を作成する。 

準備学習 1 回 本講義の目的等をシラバスで確認しておくこと、また作業の安全のための
注意点について考えておくこと。 
2 回 産業界における製図の役割・機能について考えておくこと。 



3 回 前回の内容を復習し、正確に第三角法で正面図が描けるようにしておくこ
と。 
4 回 前回の内容を復習し正確に第三角法で側面図・平面図が描けるようにして
おくこと。 
5 回 製図を早く描くにはどのような点に注意すればよいかを考えておくこと。 
6 回 製図を早く描くための注意点を前回の経験も踏まえて再度考えておくこと。 
7 回 完成した図面のチェック項目を書き出しておくこと。 
8 回 参考書等の資料によって木取りの方法について調べておくこと。 
9 回 参考書等の資料によってけがきの方法について調べておくこと。 
10 回 参考書等の資料によって切断の方法について調べておくこと 
11 回 参考書等の資料によって木材の加工法について調べておくこと。 
12 回 参考書等の資料によって組立ての方法について調べておくこと。 
13 回 参考書等の資料によって塗装の方法について調べておくこと。 
14 回 参考書等の資料によって金具の取り付けについて調べておくこと。 
15 回 工具箱の製作を振り返り、工程とわかったこと疑問点などを書き出だして
おくこと。 
16 回 第２回・第３回で学習した内容を復習しておくこと。 
17 回 第２回・第３回で学習した内容を重ねて復習しておくこと。 
18 回 工具箱の製図で得た教訓を確認しておくこと。 
19 回 工具箱の製図で得た教訓を重ねて確認しておくこと。 
20 回 参考書等の資料によって木取りについて調べておくこと。 
21 回 参考書等の資料によってけがきについて調べておくこと。 
22 回 参考書等の資料によってほぞ加工について調べておくこと。 
23 回 参考書等の資料によってほぞ⽳加工について調べておくこと。 
24 回 参考書等の資料によって面取り加工について調べておくこと。 
25 回 参考書等の資料によって組立てについて調べておくこと。 
26 回 参考書等の資料によって座板加工・組立てについて調べておくこと。 
27 回 参考書等の資料によって仕上げ加工・研磨について調べておくこと。 
28 回 参考書等の資料によって着色について調べておくこと。 
29 回 参考書等の資料によって塗装について調べておくこと。 
30 回 角いすの製作を振り返り、工程とわかったこと疑問点などを書き出してお
くこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD5711 
成績評価 講義受講状況（10％）、課題提出（10％）、作品（30％）、定期試験（50％）によ

り評価を行う。 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス 機械システム工学科(〜12),電気電子システム学科(〜12),情報工学科(〜12),知能

機械工学科(〜12),生体医工学科(〜12),建築学科(〜12),工学プロジェクトコース
(〜12) 

見出し FCD5711 木材加工 
担当教員名 塗木 利明 
単位数 2 
教科書 技術教育選書 木材の性質と加工／井上裕之他著／開隆堂 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 なし 
科目名 木材加工 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて講義中に提示する。 
授業形態 講義 
注意備考 中学校技術科教員免許状取得希望者は必ず履修しなければならない。電子教材を

液晶プロジェクターで投影し授業を行っている。 
シラバスコード FCD5711 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）木材の基本的な特性が説明できる。 

（２）木材の加工法および木工具・木工機械の使用法を説明できる。 
（３）木材の基本的な加工ができる。 

受講者へのコメント この木材加工は２年次開講の木材加工実習へとつながる基本的な部分です。教員
採用試験でもまた学校現場でも避けては通れない内容です。そのような現実を踏
まえ、課題を持ってこれからも学習を進めていってほしいと思います。 

連絡先 研究室：工学実習棟２階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 [A]２）の「授業時間以外にどの程度学習しましたか」の質問で「全くしなかっ
た」から「３時間以上」まで広い回答がありました。これは皆さん一⼈ひとりの
技術科教師になる！という目的意識の高さにかかわっているように思います。日
ごろの積み重ねが最終的に結果に表れます。しっかり頑張りましょう。 

英文科目名 Wood Working 
関連科目 木材加工実習 
次回に向けての改善変更予定 技術科教師になるという初心を持ち続けられるように、身近な話題も取り入れた



いと思います。 
講義目的 中学校学習指導要領に示されている木材加工の内容をふまえ、木材加工の基本的

な材料、木工具、工作機械および加工法の知識と技能について実践を加味しなが
ら講義する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。講義の進め方と木材加工教育の歴史と意義を説明す

る。 
2 回 木材の種類と構造について解説する。 
3 回 木材の性質について解説する。 
4 回 木質材料・緊結材について解説する。 
5 回 塗装について解説する。 
6 回 木工具のかんな、のこぎりについてその構造と使用法について解説する。 
7 回 のみ、きり、その他の木工具の構造と使用法について解説する。 
8 回 木工機械の構造と使用法について解説する。 
9 回 基本工作法として木取りについて解説する。 
10 回 基本工作法としてけがきについて解説する。 
11 回 基本工作法として切断について解説する。 
12 回 基本工作法としてかんな削りについて解説する。 
13 回 基本工作法として組立てについて解説する。 
14 回 基本工作法として塗装について解説する。 
15 回 今までのまとめと評価をする。 

準備学習 1 回 教科書序章を読み課題をもって授業に臨むこと。 
2 回 教科書１章を読み課題をもって授業に臨むこと。 
3 回 教科書２章を読み課題をもって授業に臨むこと。 
4 回 教科書３章を読み課題をもって授業に臨むこと。 
5 回 教科書７章を読み課題をもって授業に臨むこと。 
6 回 教科書４章１節・２節を読み課題をもって授業に臨むこと。 
7 回 教科書４章３節〜７節を読み課題をもって授業に臨むこと。 
8 回 教科書５章１節〜３節を読み課題をもって授業に臨むこと。 
9 回 教科書６章１節を読み課題をもって授業に臨むこと。 
10 回 教科書６章２節１.を読み課題をもって授業に臨むこと。 
11 回 教科書６章２節２.を読み課題をもって授業に臨むこと。 
12 回 教科書６章２節３.を読み課題をもって授業に臨むこと。 
13 回 教科書６章２節６.を読み課題をもって授業に臨むこと。 
14 回 教科書６章２節１項を読み課題をもって授業に臨むこと。 
15 回 講義内容を振り返り、作品評価の観点について考えてくること。 

 



年度 2012 
授業コード FCD5713 
成績評価 館園見学におけるワークシート及びレポート（30％）、小テスト（20％）、定期試

験（50％）によって、成績を評価する。なお、博物館学芸員養成課程の最終段階
である「博物館実習」において、履修生は、外部へのインターンシップを伴う館
園実習を履修しなければならない。当然のことながら、館園実習では、勤務態度
及び来館者への接遇態度に関する資質が厳しく問われることなる。そのため、本
講義の合否に関しては、平素の受講態度（館園見学を含む）に関する教員所見を
重視することになる。 

曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス 理学部(〜10),工学部(〜10),総合情報学部(〜10) 
見出し FCD5713 博物館実習 
担当教員名 徳澤 啓一、高橋 亮雄 
単位数 3 
教科書 講義中、適宜、指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード 事前の指導、実務実習、館園見学、館園実習、事後の指導 
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 博物館実習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 全国大学博物館学講座協議会⻄日本部会編 『博物館実習マニュアル』（芙蓉書

房出版） 
授業形態 実験実習 
注意備考 止むを得ない事情で欠席する場合は、正当な事由を明記し、これを証する者が記

名・押印した文書を事前に提出すること。また、講義時、参考資料を配布するこ
とがあるが、欠席者への事後配布は行わないので注意すること。 

シラバスコード FCD5713 
実務経験のある教員  
達成目標 見学を含む学内実習や館園実習での現場体験を通し、多様な館種の実態や学芸員

の業務を理解し、実践的能⼒を養う。 
受講者へのコメント  
連絡先 徳澤啓一研究室（７号館４階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Museum Work Training 
関連科目 博物館学Ⅰ、博物館学Ⅱ、教育学原論（基礎理学科は教育基礎論）、視聴覚教育メ

ディア論、生涯学習概論、博物館実習（館園実習を含む）、自然史Ⅰ（動物学科は
動物史、生物地球システム学科は⼈類学概論Ⅰ）、自然史Ⅱ（動物学科は進化動物



学、生物地球システム学科は⼈類学概論Ⅱ）、文化史Ⅰ（社会情報学科は遺跡と遺
物）、文化史Ⅱ（社会情報学科は⺠俗学） 

次回に向けての改善変更予定  
講義目的 博物館資料の収集、整理保管、展示等についての博物館における実習 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 事前の指導(1) 実務実習に関するオリエンテーション 

2 回 館園見学及び館園実習に関する事前の指導(1) 
 館園実習（原則、夏期休暇中、インターンシップ形式で実施する） 
  実習期間は、５日以上とする。 
  基本的には、受け入れ館園の方針に従うものとする。 
  
 （館園実習実施計画例） 
  １日目 館園実習 資料の取扱い及び整理分類に関するもの 
  ２日目 館園実習 資料の調査・研究方法に関するもの 
  ３日目 館園実習 標本等の実物（１次）資料の作成に関するもの 
  ４日目 館園実習 展示の方法（企画・立案・展示製作・列品・図録製           
作等）に関するもの 
  ５日目 館園実習 教育普及活動（展示解説等）に関するもの 
3 回 実務実習(1) 
 「資料の取り扱い及び整理・分類に関するもの①」とする。 
4 回 実務実習(2) 
 「資料の取り扱い及び整理・分類に関するもの②」とする。 
5 回 実務実習(3) 
 「資料の取り扱い及び整理・分類に関するもの③」とする。 
6 回 実務実習(4) 
 「資料の取り扱い及び整理・分類に関するもの④」とする。 
7 回 実務実習(5) 
 「資料の調査・研究方法に関するもの①」とする。 
8 回 実務実習(6) 
 「資料の調査・研究方法に関するもの②」とする。 
9 回 実務実習(7) 
 「資料の調査・研究方法に関するもの③」とする。 
10 回 実務実習(8) 
 「資料の調査・研究方法に関するもの④」とする。 
11 回 実務実習(9) 
 「標本等の実物（１次）資料の作成に関するもの①」とする。 
12 回 実務実習(10) 
 「標本等の実物（１次）資料の作成に関するもの②」とする。 
13 回 実務実習(11) 
 「標本等の実物（１次）資料の作成に関するもの③」とする。 
14 回 実務実習(12) 
 「標本等の実物（１次）資料の作成に関するもの④」とする。 



15 回 事後の指導(1) 
16 回 館園見学及び館園実習に関する事前の指導(2) 
17 回 館園見学（正課学外活動）(1) 
18 回 館園見学（正課学外活動）(2) 
19 回 館園見学及び館園実習に関する事後の指導 
20 回 事前の指導(2) 
 「実務実習に関するオリエンテーション」とする。 
21 回 実務実習(13) 
 「模型等の製作（２次）資料の作成に関するもの①」とする。 
22 回 実務実習(14) 
 「模型等の製作（２次）資料の作成に関するもの②」とする。 
23 回 実務実習(15)  
 「模型等の製作（２次）資料の作成に関するもの③」とする。 
24 回 実務実習(16)  
 「模型等の製作（２次）資料の作成に関するもの④」とする。 
25 回 実務実習(17) 
 「展示の方法（企画・立案・展示製作・列品・図録製作等）に関するもの①」
とする。 
26 回 実務実習(18) 
 「展示の方法（企画・立案・展示製作・列品・図録製作等）に関するもの②」
とする。 
27 回 実務実習(19) 
 「展示の方法（企画・立案・展示製作・列品・図録製作等）に関するもの③」
とする。 
28 回 実務実習(20) 
 「展示の方法（企画・立案・展示製作・列品・図録製作等）に関するもの④」
とする。 
29 回 実務実習(21) 
 「教育普及活動（展示解説等）に関するもの」とする。 
30 回 事後の指導(2) 
 「定期試験を含むもの」とする。 

準備学習 1 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
2 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
3 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
4 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
5 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
6 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
7 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
8 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
9 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
10 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
11 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 



12 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
13 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
14 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
15 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
16 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
17 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
18 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
19 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
20 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
21 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
22 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
23 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
24 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
25 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
26 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
27 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
28 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
29 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
30 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD5911 
成績評価 提出課題 40％，定期試験 60％により成績を評価する。 
曜日時限 金曜日 9・10 時限 
対象クラス 理学部(08〜11),工学部(08〜11),総合情報学部(08〜11),生物地球学部(08〜11) 
見出し FCD5911 生徒・進路指導論 
担当教員名 岡本 弥彦 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード 生徒指導，進路指導，生徒理解，⼈間関係づくり 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  以下のとおり，肯定的で前向きな回答を得た。授業の更なるレベルアップを目

指したい。 
「いままでの先生の中で一番よかった。」 
「身に付く指導方法でとてもよかった。」 
「分かりやすく，時には楽しい講義ができて良かった。最後の班の発表は良い経
験になった。」 
「スライドを使っての授業で，こんなに分かりやすい授業は初めてでした。だい
たいスライドを使う授業は⻑い文章を⻑々と書いているだけだが，岡本先生は上
手くまとめていて分かりやすかった。」 
「とてもいい授業でした。」 

科目名 生徒・進路指導論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験期間中に行い，試験形態は筆記試験（持ち込み不可）とする。 
シラバスコード FCD5911 
実務経験のある教員  
達成目標 ①中・高等学校の生徒指導・進路指導の理念や目的について理解する。 

②生徒指導上の課題について理解を深めるとともに，「いじめ」「不登校」の対応
のポイントを理解する。 
③生徒理解，⼈間関係づくり，集団づくりに関する基本的な知識や考え方を身に
付ける。 
④進路指導上の課題及び進路指導の内容・機能について理解する。 
⑤生徒指導・進路指導についての教育観・指導観を身に付ける。 

受講者へのコメント  指示した課題に対して十分に取り組むだけでなく，各自で課題を見いだして自
主的・探究的な学習を進めていただきたい。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 



各項目評価に対する所見 【A】授業への取組 
 授業時間外に 30 分以下しか学習していない学生が 81％もおり，指示された課
題以外の学習にも自主的に取り組んだ学生が全くいないため，学生の学習意欲や
自主性を高める工夫が必要である。 
【B】授業による成⻑ 
 約９割の学生が，この分野への理解が深まったと回答しており，良好な結果と
なっている。 
【C】総合評価 
 目標達成度，教員の意欲，授業満足度の全ての項目で，肯定的な回答の割合が
９割以上あり，良好な結果となっている。 
【D】自由設定（無し）  
【E】授業の考慮点 
 授業の手法，授業の進行・教 

英文科目名 Studies of Career Guidance for Students 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  授業時間外での学習時間を確保する点から，適度な課題の指示などを図ってい

きたい。 
講義目的  少子化や核家族化の進展，家庭や地域社会の教育⼒の低下などと相まって，子

どもたちの実態については，豊かな⼈間性や社会性の不足，自立の遅れ，自己肯
定観の不足，進路についての自覚の不足など，多くの課題が指摘されている。そ
のため，生徒指導や進路指導も新たな取組が求められているのが現状である。本
授業科目は，こうした現状を踏まえながら，中学校・高等学校の生徒指導や進路
指導の具体的な課題を明確化し，その対応方策の在り方について考察することを
ねらいとする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 生徒指導の捉え方について考察するとともに，学習指導要領や生徒指導に

関する資料を基に，生徒指導の目標について解説する。 
2 回 生徒の実態や生徒指導の実情に基づいて，生徒指導の課題や指導の在り方
などについて解説する。 
3 回 生徒指導の実践上の形態について説明するとともに，それらの形態のメリ
ット・デメリットについて考察する。 
4 回 「いじめ」に関する事例を取り上げ，事例の分析・課題や対応のポイントな
どについて各自考察するとともに，グループ討論を通して，各自の考えを深める。 
5 回 「不登校」に関する事例を取り上げ，事例の分析・課題や対応のポイントな
どについて各自考察するとともに，グループ討論を通して，各自の考えを深める。 
6 回 生徒理解の意義やその側面について解説するとともに，観察法や面接法な
どの各種生徒理解の方法を説明する。 
7 回 ⼈間関係を促進させる基本的態度について解説するとともに，⼈間関係づ
くりの観点からとらえた「個を生かす生徒指導」について，事例を挙げながら説
明する。 
8 回 特別活動における「望ましい集団活動」を取り上げ，その条件について考察
するとともに，生徒指導の目標達成との関連について解説する。 



9 回 教育法令に基づいて，生徒の懲戒と体罰について説明するとともに，懲戒と
体罰の捉え方について考察する。 
10 回 進路指導の捉え方について考察するとともに，学習指導要領や進路指導に
関する資料を基に，進路指導の目標や課題について解説する。 
11 回 進路指導の内容と機能について説明するとともに，中・高等学校における
具体的な指導との関連について考察する。 
12 回 進路指導と総合的な学習の時間・特別活動との関連について，具体的な指
導事例を挙げながら解説する。 
13 回 ＫＪ法を用いて進路指導のポイントを整理し，「大学生から高校生へのア
ドバイス」をテーマとした資料を作成する。 
14 回 前時で作成した資料に基づいて各自の考えを整理し，グループ又は全体で
発表・協議し，各自の考えを更に深める。 
15 回 授業のまとめとして，各教科・特別活動・総合的な学習の時間・道徳にお
ける生徒指導及び進路指導の意義について説明するとともに，これからの生徒指
導やキャリア教育について考察する。 

準備学習 1 回 【復習】生徒指導の目標を説明できるようにしておくこと。 
【予習】中・高等学校における生徒指導上の課題（生徒がどのような問題を抱え
ているか，どのようなことに悩んでいるかなど）を考えておくこと。 
2 回 【復習】生徒指導の課題の内容と，それぞれの指導場面について理解してお
くこと。 
【予習】本時で取り上げた生徒指導の課題の中から一つを取り上げ，その解決方
策を考えておくこと。 
3 回 【復習】生徒指導の実践上の形態を説明できるようにしておくこと。 
【予習】「いじめ」についての各自の考えを整理しておくこと。 
4 回 【復習】「いじめ」の定義や対応のポイントを説明できるようにしておくこ
と。 
【予習】「不登校」についての各自の考えを整理しておくこと。 
5 回 【復習】「不登校」の分類や対応のポイントを説明できるようにしておくこ
と。 
【予習】自己紹介用資料（授業で配付）を作成しておくこと。 
6 回 【復習】生徒理解の意義と方法を説明できるようにしておくこと。 
【予習】他者（友⼈，家族など）との⼈間関係をよくするために，各自が日頃か
ら心掛けていることを整理しておくこと。 
7 回 【復習】⼈間関係を促進させる基本的態度について理解しておくこと。 
【予習】集団での活動（グループ実習，サークル活動，学生自治会・委員会活動
など）をスムーズに行うために，各自が心掛けていることを整理しておくこと。 
8 回 【復習】望ましい集団活動の条件を説明できるようにしておくこと。 
【予習】図書館やインターネットにより，次の法令を検索し，読んでおくこと。
学校教育法（第 11 条），学校教育法施行規則（第 26 条） 
9 回 【復習】懲戒の種類や体罰の捉え方を説明できるようにしておくこと。 
【予習】中・高等学校で受けてきた進路指導（各自が進路指導と考えるもので構
わない）を，できるだけ多く挙げておくこと。 



10 回 【復習】進路指導の目標を説明できるようにしておくこと。 
【予習】本時の内容に基づいて，中・高等学校で各自が受けてきた進路指導を捉
え直し，より詳しく整理しておくこと。 
11 回 【復習】進路指導の内容と機能及びその具体例を説明できるようにしてお
くこと。 
【予習】中・高等学校の学習指導要領における総合的な学習の時間と特別活動の
目標を読んでおくこと。 
12 回 【復習】進路指導と総合的な学習の時間・特別活動との関連を説明できる
ようにしておくこと。 
【予習】進路選択・決定に関する次の点について，各自の考えをまとめておくこ
と。 
 ①高校生のとき，進路を選択・決定する上で大切にしたこと 
 ②進路選択・決定の上での課題や反省点 
 ③大学（岡山理科大学）を志望した理由 
 ④その他（上記以外で高校生に伝えたいことなど） 
13 回 【復習・予習】ＫＪ法で整理したポイントを，より具体化して整理し，そ
の結果を各自３分間で発表できるようにしておくこと。 
14 回 【復習】グループ又は全体での協議結果に基づいて，各自の考えを更に深
めておくこと。 
【予習】図書館やインターネット（文部科学省のホームページ等）により，「キャ
リア教育」について調べ，その概要を把握しておくこと。 
15 回 【復習】生徒指導及び進路指導に関して，各自の指導観を論じることがで
きるようにしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD5912 
成績評価  レポート(各講義ごとにレポートを提出)により総合的に評価する。 
曜日時限 金曜日 9・10 時限 
対象クラス 理学部(11〜11),工学部(11〜11),総合情報学部(11〜11),生物地球学部(11〜11) 
見出し FCD5912 介護等体験の基礎と方法(再) 
担当教員名 野瀬 重⼈、樋口 俊司＊、⻄本 康裕＊、永島 義久＊、片山 健＊、三木 雅

浩＊、 
単位数 2 
教科書 『改訂・新版・よくわかる社会福祉施設』全国社会福祉協議会 
アクティブラーニング  
キーワード  共生社会、ノーマライゼーション、バリアフリー、社会福祉施設、特別支援学

校 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  講義に参加している学生が本年度は特別な形態になったのでわずか 10 名であ

った。そのうち、記述欄に記入している学生は１名であった。その記述を次に示
す。 
 ① 毎日（回）、資料を配付してほしかったです。様々な講師の方から話を聴く
ことができました。ありがとうございました。 
〈回答〉このことは大切なことであり、次年度は担当の全ての講師に資料の配付
を依頼します。 

科目名 介護等体験の基礎と方法(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  ①この講義の単位取得者のみが２年次での体験に参加できる。 

 ②高等学校教員免許だけの取得希望者は本講義を履修する必要はない。 
 ③各講義で講師が交代するという講義の特殊性により、成績は講義の終了時に 
  各講師が課題をだし、次回に提出したレポートで評価を行う。 

シラバスコード FCD5912 
実務経験のある教員  
達成目標  ①義務教育担当の教員が介護の現場で体験をする必要を理解する。 

 ②様々な社会福祉施設の概要と介護等実習にあたっての基本的事柄を理解す
る。 
 ③様々な特別支援学校の概要と介護等実習にあたっての基本的事柄を理解す
る。 

受講者へのコメント  この講義の単位を取得した学生は、この講義内容を基にして次年度は介護施設
の現場で体験をすることになるが、是非講義の内容を生かして立派に仕事をして
いただきたい。 

連絡先 野瀬重⼈ 岡山理科大学理学部  １０学舎５階 野瀬研究室 
合理的配慮が必要な学生への  



対応 
各項目評価に対する所見  この講義は毎回専門の講師が入れ替わり講義をする形式で運営されている。そ

のため、各講義毎に介護施設の生きた現状を聞くことができるという良さがあ
る。学生の評判もよく今後もこの形式で講義を行って行きたい。 

英文科目名 Introduction to Caregiving Experience 
関連科目  なし 
次回に向けての改善変更予定  介護等体験に使用しているテキストを自作しているが、この内容をさらに充実

したものにしていきたい。 
講義目的  教員の資質向上ならびに学校教育の一層の充実を図る目的で、義務教育学校教

員普通免許状取得希望者に「介護等体験」が義務づけられている。この講義は、
体験に参加するための事前指導である。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  介護等体験の講義の実施方法について講義する。 

2 回  介護等体験の意義について講義する。 
3 回 「児童福祉施設」の概要と体験について講義する。 
4 回 「障害者福祉施設；知的障害」の概要と体験について講義する。 
5 回 「障害者福祉施設；身体障害」の概要と体験について講義する。 
6 回 「障害者福祉施設；精神障害」の概要と体験について講義する。 
7 回 「高齢者福祉施設」の概要と体験について講義する。 
8 回 「特別支援学校；盲学校」の概要と体験について講義する。 
9 回 「特別支援学校；聾学校」の概要と体験について講義する。 
10 回 「特別支援学校；養護学校」の概要と体験について講義する。 
11 回 「介護等体験」の実施について講義する。（１） 
12 回 「介護等体験」の実施について講義する。（２） 
13 回  介護等体験研究の内容のまとめをする。 
14 回  これまでの講義の内容について課題を出し、レポートを作成する。（１） 
15 回  これまでの講義の内容について課題を出し、レポートを作成する。（２） 

準備学習 1 回  講義で使用する教材は第１回のこの時間に配付するので、この時間への
予習は必要がない。 
2 回  「介護等体験の研究ノート」と教科書の該当部分を読んでおくこと。 
3 回  「介護等体験の研究ノート」と教科書の該当部分を読んでおくこと。 
4 回  「介護等体験の研究ノート」と教科書の該当部分を読んでおくこと。 
5 回  「介護等体験の研究ノート」と教科書の該当部分を読んでおくこと。 
6 回  「介護等体験の研究ノート」と教科書の該当部分を読んでおくこと。 
7 回  「介護等体験の研究ノート」と教科書の該当部分を読んでおくこと。 
8 回  「介護等体験の研究ノート」と教科書の該当部分を読んでおくこと。 
9 回  「介護等体験の研究ノート」と教科書の該当部分を読んでおくこと。 
10 回  「介護等体験の研究ノート」と教科書の該当部分を読んでおくこと。 
11 回  「介護等体験の研究ノート」と教科書の該当部分を読んでおくこと。 
12 回  「介護等体験の研究ノート」と教科書の該当部分を読んでおくこと。 
13 回  「介護等体験の研究ノート」と教科書の該当部分を読んでおくこと。 
14 回  社会福祉施設での介護等体験の自己課題について考えておくこと。 



15 回  特別支援学校での介護等体験の自己課題について考えておくこと。 
 



年度 2012 
授業コード FCD5922 
成績評価 提出課題 40％，定期試験 60％により成績を評価する。 
曜日時限 金曜日 9・10 時限 
対象クラス 理学部(08〜11),工学部(08〜11),総合情報学部(08〜11),生物地球学部(08〜11) 
見出し FCD5922 生徒・進路指導論 
担当教員名 岡本 弥彦 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード 生徒指導，進路指導，生徒理解，⼈間関係づくり 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  以下のとおり，前向きな回答を得た。授業の更なるレベルアップを目指したい。 

「ディスカッションできる機会が多かったので，とても楽しく学べた。」「⼈数が
多くもなく少なくもなく丁度よかった。また，話し合いや発表の機会もあり，教
員になるためのスキルアップにもつながった。」 

科目名 生徒・進路指導論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験期間中に行い，試験形態は筆記試験（持ち込み不可）とする。 
シラバスコード FCD5922 
実務経験のある教員  
達成目標 ①中・高等学校の生徒指導・進路指導の理念や目的について理解する。 

②生徒指導上の課題について理解を深めるとともに，「いじめ」「不登校」の対応
のポイントを理解する。 
③生徒理解，⼈間関係づくり，集団づくりに関する基本的な知識や考え方を身に
付ける。 
④進路指導上の課題及び進路指導の内容・機能について理解する。 
⑤生徒指導・進路指導についての教育観・指導観を身に付ける。 

受講者へのコメント  指示した課題に対して十分に取り組むだけでなく，各自で課題を見いだして自
主的・探究的な学習を進めていただきたい。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 【A】授業への取組 
 授業時間外に 30 分以下しか学習していない学生が 61％もおり，指示された課
題以外の学習にも自主的に取り組んだ学生が８％しかいないため，学生の学習意
欲や自主性を高める工夫が必要である。 
【B】授業による成⻑ 
 全ての学生が，この分野への理解が深まったと回答しており，良好な結果とな



っている。 
【C】総合評価 
 目標達成度，教員の意欲，授業満足度の全ての項目で，肯定的な回答の割合が
約８割以上あり，良好な結果となっている。 
【D】自由設定（無し）  
【E】授業の考慮点 
 授業の手法，授業の進行 

英文科目名 Studies of Career Guidance for Students 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  授業時間外での学習時間を確保する点から，適度な課題の指示などを図ってい

きたい。 
講義目的  少子化や核家族化の進展，家庭や地域社会の教育⼒の低下などと相まって，子

どもたちの実態については，豊かな⼈間性や社会性の不足，自立の遅れ，自己肯
定観の不足，進路についての自覚の不足など，多くの課題が指摘されている。そ
のため，生徒指導や進路指導も新たな取組が求められているのが現状である。本
授業科目は，こうした現状を踏まえながら，中学校・高等学校の生徒指導や進路
指導の具体的な課題を明確化し，その対応方策の在り方について考察することを
ねらいとする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 生徒指導の捉え方について考察するとともに，学習指導要領や生徒指導に

関する資料を基に，生徒指導の目標について解説する。 
2 回 生徒の実態や生徒指導の実情に基づいて，生徒指導の課題や指導の在り方
などについて解説する。 
3 回 生徒指導の実践上の形態について説明するとともに，それらの形態のメリ
ット・デメリットについて考察する。 
4 回 「いじめ」に関する事例を取り上げ，事例の分析・課題や対応のポイントな
どについて各自考察するとともに，グループ討論を通して，各自の考えを深める。 
5 回 「不登校」に関する事例を取り上げ，事例の分析・課題や対応のポイントな
どについて各自考察するとともに，グループ討論を通して，各自の考えを深める。 
6 回 生徒理解の意義やその側面について解説するとともに，観察法や面接法な
どの各種生徒理解の方法を説明する。 
7 回 ⼈間関係を促進させる基本的態度について解説するとともに，⼈間関係づ
くりの観点からとらえた「個を生かす生徒指導」について，事例を挙げながら説
明する。 
8 回 特別活動における「望ましい集団活動」を取り上げ，その条件について考察
するとともに，生徒指導の目標達成との関連について解説する。 
9 回 教育法令に基づいて，生徒の懲戒と体罰について説明するとともに，懲戒と
体罰の捉え方について考察する。 
10 回 進路指導の捉え方について考察するとともに，学習指導要領や進路指導に
関する資料を基に，進路指導の目標や課題について解説する。 
11 回 進路指導の内容と機能について説明するとともに，中・高等学校における
具体的な指導との関連について考察する。 



12 回 進路指導と総合的な学習の時間・特別活動との関連について，具体的な指
導事例を挙げながら解説する。 
13 回 ＫＪ法を用いて進路指導のポイントを整理し，「大学生から高校生へのア
ドバイス」をテーマとした資料を作成する。 
14 回 前時で作成した資料に基づいて各自の考えを整理し，グループ又は全体で
発表・協議し，各自の考えを更に深める。 
15 回 授業のまとめとして，各教科・特別活動・総合的な学習の時間・道徳にお
ける生徒指導及び進路指導の意義について説明するとともに，これからの生徒指
導やキャリア教育について考察する。 

準備学習 1 回 【復習】生徒指導の目標を説明できるようにしておくこと。 
【予習】中・高等学校における生徒指導上の課題（生徒がどのような問題を抱え
ているか，どのようなことに悩んでいるかなど）を考えておくこと。 
2 回 【復習】生徒指導の課題の内容と，それぞれの指導場面について理解してお
くこと。 
【予習】本時で取り上げた生徒指導の課題の中から一つを取り上げ，その解決方
策を考えておくこと。 
3 回 【復習】生徒指導の実践上の形態を説明できるようにしておくこと。 
【予習】「いじめ」についての各自の考えを整理しておくこと。 
4 回 【復習】「いじめ」の定義や対応のポイントを説明できるようにしておくこ
と。 
【予習】「不登校」についての各自の考えを整理しておくこと。 
5 回 【復習】「不登校」の分類や対応のポイントを説明できるようにしておくこ
と。 
【予習】自己紹介用資料（授業で配付）を作成しておくこと。 
6 回 【復習】生徒理解の意義と方法を説明できるようにしておくこと。 
【予習】他者（友⼈，家族など）との⼈間関係をよくするために，各自が日頃か
ら心掛けていることを整理しておくこと。 
7 回 【復習】⼈間関係を促進させる基本的態度について理解しておくこと。 
【予習】集団での活動（グループ実習，サークル活動，学生自治会・委員会活動
など）をスムーズに行うために，各自が心掛けていることを整理しておくこと。 
8 回 【復習】望ましい集団活動の条件を説明できるようにしておくこと。 
【予習】図書館やインターネットにより，次の法令を検索し，読んでおくこと。
学校教育法（第 11 条），学校教育法施行規則（第 26 条） 
9 回 【復習】懲戒の種類や体罰の捉え方を説明できるようにしておくこと。 
【予習】中・高等学校で受けてきた進路指導（各自が進路指導と考えるもので構
わない）を，できるだけ多く挙げておくこと。 
10 回 【復習】進路指導の目標を説明できるようにしておくこと。 
【予習】本時の内容に基づいて，中・高等学校で各自が受けてきた進路指導を捉
え直し，より詳しく整理しておくこと。 
11 回 【復習】進路指導の内容と機能及びその具体例を説明できるようにしてお
くこと。 
【予習】中・高等学校の学習指導要領における総合的な学習の時間と特別活動の



目標を読んでおくこと。 
12 回 【復習】進路指導と総合的な学習の時間・特別活動との関連を説明できる
ようにしておくこと。 
【予習】進路選択・決定に関する次の点について，各自の考えをまとめておくこ
と。 
 ①高校生のとき，進路を選択・決定する上で大切にしたこと 
 ②進路選択・決定の上での課題や反省点 
 ③大学（岡山理科大学）を志望した理由 
 ④その他（上記以外で高校生に伝えたいことなど） 
13 回 【復習・予習】ＫＪ法で整理したポイントを，より具体化して整理し，そ
の結果を各自３分間で発表できるようにしておくこと。 
14 回 【復習】グループ又は全体での協議結果に基づいて，各自の考えを更に深
めておくこと。 
【予習】図書館やインターネット（文部科学省のホームページ等）により，「キャ
リア教育」について調べ，その概要を把握しておくこと。 
15 回 【復習】生徒指導及び進路指導に関して，各自の指導観を論じることがで
きるようにしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD9011 
成績評価 受講状況を踏まえ、定期試験（100％）により評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FCD9011 教育心理学(VOD)[前期] 
担当教員名 髙山 巌＊ 
単位数 2 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 教育心理学(VOD)[前期] 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FCD9011 
実務経験のある教員  
達成目標 教育効果を上げるために、心理学的な点からどのように寄与がされているかを理

解できる。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Educational Psychology 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 教育活動を効果的に推進するために役立つような心理学的知見や技能について

習得する。さらに現代の学校教育の問題点について分析していく。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 教育心理学の教育心理学の目指す目的，取り扱う分野，歴史的背景について

解説する。 
2 回 教授技法の教材の種類，教材の用い方，教育理論等について解説する。 
3 回 教授−学習において配慮すべきその他の諸条件（学習への動機付け）につい
て解説する。 
4 回 教育における測定・評価の問題（教育評価の方法，評価の目的，評価の方法）
について解説する。 



5 回 発達と教育の問題①（胎児期〜乳児期）について解説する。 
6 回 発達と教育の問題②（幼児期〜児童期）について解説する。 
7 回 発達と教育の問題③（⻘年期）について解説する。 
8 回 生徒指導について解説する。 
9 回 登校拒否（１．不登校の原因論、社会的背景、家庭環境、対応の仕方など）
について解説する。 
10 回 登校拒否（２．その他）について解説する。 
11 回 カウンセリングの技法（カウンセリンへの導入、傾聴の技法、応答のあり
方、問題解決の方法、カウンセリングの流派など）について解説する。 
12 回 集団心理について解説する。 
13 回 特別活動―学校生活における集団生活のあり方―について解説する。 
14 回 特別支援教育―学習障害児注意欠陥・多動性障害などの軽度発達障害に対
する教育のあり方−について解説する。 
15 回 思春期に見る教育上の諸問題（非行，自殺，その他）について解説する。 

準備学習 1 回 シラバスに一通り目を通して、教育心理学の概要をつかんでおくこと。そし
て、教育心理学がどのような教育上の諸問題を取り上げ、研究しているのかを把
握しておくこと。 
2 回 小学校時代、中学校時代および高校時代の授業で教師が用いる教材には、教
科書以外にどのようなものがあったか振り返ってみよう。そしてそれらは学習に
おいてどのような効果があったか考えておくこと。 
3 回 どのようなことが学習へのやる気を喚起するか、また逆に意欲をそぐか、
小、中、高校時代の自らの経験を基に考えておくこと。 
4 回 教育における評価は、学業成績を評価することに重きが置かれがちだが、教
育評価というものは本来どのようなものであるべきか考えておくこと。 
5 回 教育と発達とは、非常に緊密な相互作用的な関係にあるものだが、胎児期か
ら乳幼児期の発達と教育の問題についての解説書を読んでおくこと。 
6 回 幼児期から自動機の発達特徴についての簡単な解説書に目を通しておくこ
と。 
7 回 ⻘年期は、心身両面で非常に特徴的な発達現象を示す。どのような発達特徴
があるか、自分の思春期のころどのような心身の変化があったか思い出してみよ
う。そしてこの時期の子どもの教育がどうあるべきか考えておくこと。 
8 回 生徒指導にどのようなイメージを持っているだろうか。そのイメージと生
徒指導の本来目指すものとを比較しながら生徒指導の問題を考えておくこと。 
9 回 不登校の事例について解説した本を一冊読んでみよう。そして、不登校の原
因や対策等について、どのようなことが大切か考えておくこと。 
10 回 不登校の原因と対策に関しては、非常にいろいろな考え方があるが、特に
関心を持った考え方は、どのようなものであったか考えておくこと。 
11 回 児童生徒の指導にあっては、児童理解が大事とされる。児童理解のために
カウンセリングの技法がよく用いられる。カウンセリングとはどのようなもの
か、文庫本程度のカウンセリングの解説書を読んでおくこと。 
12 回 集団は集団を形成するメンバーの行動にさまざまな集団特有の影響を与え
る。したがって集団の中で行われる教育活動場面にあっても集団の持つ特徴につ



いて大事な問題である。自分の中学校時代のことを思い出して教育上配慮すべき
問題があるか考えておくこと。 
13 回 集団生活を通して健全な⼈間としての伸⻑を図るということから見て、今
日の子どもたちへの教育上の働きかけについて考えておくこと。 
14 回 特別支援教育の対象である学習障害児、多動児について、簡単な解説書を
読んでおくこと。 
15 回 思春期に見る心身の発達上の特徴に照らして思春期に見られる今日の教育
上の諸問題について考えておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD9012 
成績評価 毎回の小テスト（50％）、レポート課題（2 回：20％）、試験（30％）により総合

的に評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12),教職特別

課程(〜12) 
見出し FCD9012 教職論 
担当教員名 ⽥中 卓也＊ 
単位数 2 
教科書 使用しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 教職，教師，専門職，求められる教師像，メンタルヘルス，教育関係法令（「教育

基本法」，「学校教育法」など） 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 教職論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FCD9012 
実務経験のある教員  
達成目標 教員採用試験において「小論文」・「作文」としてよく出題されることから、「幼稚

園教諭」・「小学校教諭」・「中学校教諭」・「高等学校教諭」の採用試験に対応でき
るレベルに到達する。 

受講者へのコメント  
連絡先 共栄大学 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Studies of Teaching Profession 
関連科目 教育学原論，教育基礎論，教育心理学，学習・発達論，教育行政学，学校経営，

教職実践演習，教育実習Ⅰ・Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 この講義では、現代の学校に求められるべき教師とはどのようなものであるのか

について受講学生のみなさんとともに講義を通じて考えることを主な目的とし
ている。この講義を受講して「教師とはどうあるべきか」をじっくり考えながら、
将来の自らの教師像を描くことができるようにする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 はじめに（オリエンテーション）教職論の講義の進め方について解説する。 
2 回 わが国における教師の歴史（１）【古代から近世（飛鳥時代〜江⼾時代）】つ
いて解説する。 
3 回 わが国における教師の歴史（２）【近代以降（明治時代〜昭和戦前期）】つい
て解説する。 
4 回 わが国における教師の歴史（３）【昭和戦後期以降】ついて解説する。 
5 回 教師における資質と専門職性ついて解説する。 
6 回 教師の職務内容および権限ついて解説する。 
7 回 幼稚園・小学校・中学校・高等学校とはどのような学校であるのかついて解
説する。 
8 回 教育相談のあり方ついて解説する。 
9 回 教師のメンタルヘルスについて解説する。 
10 回 教師の研修と服務（身分保障）について解説する。 
11 回 家庭における保護者の役割について解説する。 
12 回 地域における教師の責務について解説する。 
13 回 教育における諸問題の解決にとりくむ教師について解説する。 
14 回 教員採用試験受験に関する情報および出願状況について解説する。 
15 回 これまでの講義について総括的に解説する。 

準備学習 1 回 教職論の講義において、どのような内容を学習するのかについて、しっかり
「シラバス」を読んでおくこと。 
2 回 教師（教育者）にはどのような官職の⼈々が就いたのか、またどのような⼈
が教師になれたのかを考えておくこと。 
3 回 学制・義務教育の確立された明治時代以降の教師の養成方法および教育実
践について事前に学習しておくこと。 
4 回 戦後のわが国の教師養成はどのような形式を採用したのか。また教職観の
変遷などを事前に学習しておくこと。 
5 回 教師にはどのような資質・⼒量が必要であるのか。今後求められるべき教師
とはどのようなものかを考えておくこと。 
6 回 各学校の教師の仕事にはどのようなものがあるのか。教師として必要な権
限について事前に考えておくこと。 
7 回 受講生の皆さんがこれまで卒園（卒業）してきた学校についてどのようなも
のであったのか。再度考えておくこと。 
8 回 児童・生徒の相談内容やその対処方法など、どのようなものがあるのか事前
に考えておくこと。 
9 回 教師はなぜ、病気になって休職・退職することになってしまうのか。その背
景や理由について考えておくこと。 
10 回 「よい教師」になるためには、どのようなことをしなければならないのか、
事前に考えておくこと。 
11 回 「家庭教育」で求められることとはどのようなことであるのか。保護者の
立場になってじっくり考えておくこと。 
12 回 教師は学校だけでなく、地域社会においても責務があるといわれるが、ど
のようなものか考えておくこと。 



13 回 いじめ・不登校・自殺など社会問題になっているが、この問題を解決する
にはどうすべきであるのかを事前に考えておくこと。 
14 回 将来めざすべき教員の採用試験にはどのようなものがあるのか、その時期
や学習方法など考えておくこと。 
15 回 これまで学習してきた内容をしっかり再度学習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD9013 
成績評価 館園見学におけるワークシート及びレポート（30％）、小テスト（20％）、定期試

験（50％）によって、成績を評価する。なお、博物館学芸員養成課程の最終段階
である「博物館実習」において、履修生は、外部へのインターンシップを伴う館
園実習を履修しなければならない。当然のことながら、館園実習では、勤務態度
及び来館者への接遇態度に関する資質が厳しく問われることなる。そのため、本
講義の合否に関しては、平素の受講態度（館園見学を含む）に関する教員所見を
重視することになる。 

曜日時限 集中その他 
対象クラス 理学部(〜10),工学部(〜10),総合情報学部(〜10) 
見出し FCD9013 博物館実習 
担当教員名 徳澤 啓一、高橋 亮雄 
単位数 3 
教科書 講義中、適宜、指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード 事前の指導、実務実習、館園見学、館園実習、事後の指導 
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 博物館実習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 全国大学博物館学講座協議会⻄日本部会編 『博物館実習マニュアル』（芙蓉書

房出版） 
授業形態 実験実習 
注意備考 止むを得ない事情で欠席する場合は、正当な事由を明記し、これを証する者が記

名・押印した文書を事前に提出すること。また、講義時、参考資料を配布するこ
とがあるが、欠席者への事後配布は行わないので注意すること。 

シラバスコード FCD9013 
実務経験のある教員  
達成目標 見学を含む学内実習や館園実習での現場体験を通し、多様な館種の実態や学芸員

の業務を理解し、実践的能⼒を養う。 
受講者へのコメント  
連絡先 徳澤啓一研究室（７号館４階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Museum Work Training 
関連科目 博物館学Ⅰ、博物館学Ⅱ、教育学原論（基礎理学科は教育基礎論）、視聴覚教育メ

ディア論、生涯学習概論、博物館実習（館園実習を含む）、自然史Ⅰ（動物学科は
動物史、生物地球システム学科は⼈類学概論Ⅰ）、自然史Ⅱ（動物学科は進化動物



学、生物地球システム学科は⼈類学概論Ⅱ）、文化史Ⅰ（社会情報学科は遺跡と遺
物）、文化史Ⅱ（社会情報学科は⺠俗学） 

次回に向けての改善変更予定  
講義目的 博物館資料の収集、整理保管、展示等についての博物館における実習 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 事前の指導(1) 実務実習に関するオリエンテーション 

2 回 館園見学及び館園実習に関する事前の指導(1) 
 館園実習（原則、夏期休暇中、インターンシップ形式で実施する） 
  実習期間は、５日以上とする。 
  基本的には、受け入れ館園の方針に従うものとする。 
  
 （館園実習実施計画例） 
  １日目 館園実習 資料の取扱い及び整理分類に関するもの 
  ２日目 館園実習 資料の調査・研究方法に関するもの 
  ３日目 館園実習 標本等の実物（１次）資料の作成に関するもの 
  ４日目 館園実習 展示の方法（企画・立案・展示製作・列品・図録製           
作等）に関するもの 
  ５日目 館園実習 教育普及活動（展示解説等）に関するもの 
3 回 実務実習(1) 
 「資料の取り扱い及び整理・分類に関するもの①」とする。 
4 回 実務実習(2) 
 「資料の取り扱い及び整理・分類に関するもの②」とする。 
5 回 実務実習(3) 
 「資料の取り扱い及び整理・分類に関するもの③」とする。 
6 回 実務実習(4) 
 「資料の取り扱い及び整理・分類に関するもの④」とする。 
7 回 実務実習(5) 
 「資料の調査・研究方法に関するもの①」とする。 
8 回 実務実習(6) 
 「資料の調査・研究方法に関するもの②」とする。 
9 回 実務実習(7) 
 「資料の調査・研究方法に関するもの③」とする。 
10 回 実務実習(8) 
 「資料の調査・研究方法に関するもの④」とする。 
11 回 実務実習(9) 
 「標本等の実物（１次）資料の作成に関するもの①」とする。 
12 回 実務実習(10) 
 「標本等の実物（１次）資料の作成に関するもの②」とする。 
13 回 実務実習(11) 
 「標本等の実物（１次）資料の作成に関するもの③」とする。 
14 回 実務実習(12) 
 「標本等の実物（１次）資料の作成に関するもの④」とする。 



15 回 事後の指導(1) 
16 回 館園見学及び館園実習に関する事前の指導(2) 
17 回 館園見学（正課学外活動）(1) 
18 回 館園見学（正課学外活動）(2) 
19 回 館園見学及び館園実習に関する事後の指導 
20 回 事前の指導(2) 
 「実務実習に関するオリエンテーション」とする。 
21 回 実務実習(13) 
 「模型等の製作（２次）資料の作成に関するもの①」とする。 
22 回 実務実習(14) 
 「模型等の製作（２次）資料の作成に関するもの②」とする。 
23 回 実務実習(15)  
 「模型等の製作（２次）資料の作成に関するもの③」とする。 
24 回 実務実習(16)  
 「模型等の製作（２次）資料の作成に関するもの④」とする。 
25 回 実務実習(17) 
 「展示の方法（企画・立案・展示製作・列品・図録製作等）に関するもの①」
とする。 
26 回 実務実習(18) 
 「展示の方法（企画・立案・展示製作・列品・図録製作等）に関するもの②」
とする。 
27 回 実務実習(19) 
 「展示の方法（企画・立案・展示製作・列品・図録製作等）に関するもの③」
とする。 
28 回 実務実習(20) 
 「展示の方法（企画・立案・展示製作・列品・図録製作等）に関するもの④」
とする。 
29 回 実務実習(21) 
 「教育普及活動（展示解説等）に関するもの」とする。 
30 回 事後の指導(2) 
 「定期試験を含むもの」とする。 

準備学習 1 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
2 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
3 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
4 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
5 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
6 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
7 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
8 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
9 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
10 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
11 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 



12 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
13 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
14 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
15 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
16 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
17 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
18 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
19 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
20 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
21 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
22 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
23 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
24 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
25 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
26 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
27 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
28 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
29 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
30 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD9021 
成績評価 定期試験（100％)で行い、100 点満点中 60 点以上を合格とする。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 理学部(11〜12),工学部(11〜12),総合情報学部(11〜12),生物地球学部(11〜12),

教職特別課程(11〜12) 
見出し FCD9021 教育相談の理論と方法(VOD)[前期] 
担当教員名 中島 弘徳 
単位数 2 
教科書 曽我雅比児・皿⽥琢司編著『現代社会における⼈間と教育−理論と実践の探究−』

大学教育出版 
アクティブラーニング  
キーワード 教育、相談、発達障害、、カウンセリング、カウンセリングマインド 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 教育相談の理論と方法(VOD)[前期] 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて講義の中で指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 準備学習については講義計画に示しているが、詳細については講義内で指示す

る。 
シラバスコード FCD9021 
実務経験のある教員  
達成目標 ①カウンセリングの諸理論や技法が理解できるようになる。 

②適切な相談・助言について理解できる。 
③カウンセリングマインドについて理解できる。 

受講者へのコメント  
連絡先 14 号館３階 中島研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Theory and Method of Educational Counseling 
関連科目 教育心理学（学習・発達論：岡山理科大学理学部基礎理学科のみ） 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生徒一⼈一⼈が自己理解を深め、自己解決能⼒等の可能性を開花するための、相

談・助言の理論や技法を学ぶことで、カウンセリングマインドの理解を目指す。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。講義の概要について説明する。 

2 回 教育相談の歴史と位置づけについて説明する。 
3 回 教育相談を行う上での留意点について説明する。 



4 回 カウンセリング理論（１）精神分析について説明する。 
5 回 カウンセリング理論（２）行動療法について説明する。 
6 回 カウンセリングの理論（３）来談者中心療法について説明する。 
7 回 カウンセリングの理論（４）認知行動療法について説明する。 
8 回 コミュニケーション技法について説明する。 
9 回 生徒理解の理論と技法（１）観察法、面接法について説明する。 
10 回 生徒理解の理論と技法（２）心理テスト法について説明する。 
11 回 適応・不適応、正常・異常について説明する。 
12 回 発達障害の理解と対応（１）学習障害、注意欠陥多動性障害について説明
する。 
13 回 発達障害の理解と対応（２）広汎性発達障害等について説明する。 
14 回 教育における諸問題の理解について説明する。 
15 回 教育における諸問題の解決にむけて 

準備学習 1 回 教科書を準備しておくこと。 
2 回 相談の諸理論について予習しておくこと。 
3 回 教育相談の位置づけについて復習しておくこと。 
4 回 相談がどのような時に可能になるかを考えておくこと。 
5 回 精神分析について復習しておくこと。 
6 回 精神分析と行動療法の違いについてまとめておくこと。 
7 回 来談者中心療法の特徴についてまとめておくこと。 
8 回 カウンセリングの諸理論を具体例で説明できるようになっておくこと。 
9 回 コミュニケーション技法について復習しておくこと。 
10 回 心理テストについて調べておくこと。 
11 回 不適応について調べておくこと。 
12 回 教育場面での具体的な不適応について調べておくこと。 
13 回 発達障害について復習しておくこと。 
14 回 最近の教育における諸問題について調べておくこと。 
15 回 教育における諸問題の解決について各自考えをまとめておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD9022 
成績評価 受講状況を踏まえ、定期試験（100％）により評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12),教職特別

課程(〜12) 
見出し FCD9022 教育心理学(VOD)[後期] 
担当教員名 髙山 巌＊ 
単位数 2 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 教育心理学(VOD)[後期] 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FCD9022 
実務経験のある教員  
達成目標 教育効果を上げるために、心理学的な点からどのように寄与がされているかを理

解できる。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Educational Psychology 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 教育活動を効果的に推進するために役立つような心理学的知見や技能について

習得する。さらに現代の学校教育の問題点について分析していく。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 教育心理学の教育心理学の目指す目的，取り扱う分野，歴史的背景について

解説する。 
2 回 教授技法の教材の種類，教材の用い方，教育理論等について解説する。 
3 回 教授−学習において配慮すべきその他の諸条件（学習への動機付け）につい
て解説する。 
4 回 教育における測定・評価の問題（教育評価の方法，評価の目的，評価の方法）



について解説する。 
5 回 発達と教育の問題①（胎児期〜乳児期）について解説する。 
6 回 発達と教育の問題②（幼児期〜児童期）について解説する。 
7 回 発達と教育の問題③（⻘年期）について解説する。 
8 回 生徒指導について解説する。 
9 回 登校拒否（１．不登校の原因論、社会的背景、家庭環境、対応の仕方など）
について解説する。 
10 回 登校拒否（２．その他）について解説する。 
11 回 カウンセリングの技法（カウンセリンへの導入、傾聴の技法、応答のあり
方、問題解決の方法、カウンセリングの流派など）について解説する。 
12 回 集団心理について解説する。 
13 回 特別活動―学校生活における集団生活のあり方―について解説する。 
14 回 特別支援教育―学習障害児注意欠陥・多動性障害などの軽度発達障害に対
する教育のあり方−について解説する。 
15 回 思春期に見る教育上の諸問題（非行，自殺，その他）について解説する。 

準備学習 1 回 シラバスに一通り目を通して、教育心理学の概要をつかんでおくこと。そし
て、教育心理学がどのような教育上の諸問題を取り上げ、研究しているのかを把
握しておくこと。 
2 回 小学校時代、中学校時代および高校時代の授業で教師が用いる教材には、教
科書以外にどのようなものがあったか振り返ってみよう。そしてそれらは学習に
おいてどのような効果があったか考えておくこと。 
3 回 どのようなことが学習へのやる気を喚起するか、また逆に意欲をそぐか、
小、中、高校時代の自らの経験を基に考えておくこと。 
4 回 教育における評価は、学業成績を評価することに重きが置かれがちだが、教
育評価というものは本来どのようなものであるべきか考えておくこと。 
5 回 教育と発達とは、非常に緊密な相互作用的な関係にあるものだが、胎児期か
ら乳幼児期の発達と教育の問題についての解説書を読んでおくこと。 
6 回 幼児期から自動機の発達特徴についての簡単な解説書に目を通しておくこ
と。 
7 回 ⻘年期は、心身両面で非常に特徴的な発達現象を示す。どのような発達特徴
があるか、自分の思春期のころどのような心身の変化があったか思い出してみよ
う。そしてこの時期の子どもの教育がどうあるべきか考えておくこと。 
8 回 生徒指導にどのようなイメージを持っているだろうか。そのイメージと生
徒指導の本来目指すものとを比較しながら生徒指導の問題を考えておくこと。 
9 回 不登校の事例について解説した本を一冊読んでみよう。そして、不登校の原
因や対策等について、どのようなことが大切か考えておくこと。 
10 回 不登校の原因と対策に関しては、非常にいろいろな考え方があるが、特に
関心を持った考え方は、どのようなものであったか考えておくこと。 
11 回 児童生徒の指導にあっては、児童理解が大事とされる。児童理解のために
カウンセリングの技法がよく用いられる。カウンセリングとはどのようなもの
か、文庫本程度のカウンセリングの解説書を読んでおくこと。 
12 回 集団は集団を形成するメンバーの行動にさまざまな集団特有の影響を与え



る。したがって集団の中で行われる教育活動場面にあっても集団の持つ特徴につ
いて大事な問題である。自分の中学校時代のことを思い出して教育上配慮すべき
問題があるか考えておくこと。 
13 回 集団生活を通して健全な⼈間としての伸⻑を図るということから見て、今
日の子どもたちへの教育上の働きかけについて考えておくこと。 
14 回 特別支援教育の対象である学習障害児、多動児について、簡単な解説書を
読んでおくこと。 
15 回 思春期に見る心身の発達上の特徴に照らして思春期に見られる今日の教育
上の諸問題について考えておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD9031 
成績評価 レポートや小テストを考慮しつつ、定期試験によって、成績を評価する。なお、

博物館学芸員養成課程の最終段階である「博物館実習」において、履修生は、外
部へのインターンシップを伴う館園実習を履修しなければならない。当然のこと
ながら、館園実習では、勤務態度及び来館者への接遇態度に関する資質が厳しく
問われることなる。そのため、本講義の合否に関しては、平素の受講態度（館園
見学を含む）に関する教員所見を重視することになる。 

曜日時限 集中その他 
対象クラス 理学部(〜11),工学部(〜11),総合情報学部(〜11) 
見出し FCD9031 博物館学Ⅱ 
担当教員名 篠原 徹＊ 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード 博物館資料論、博物館資料保存論 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 博物館学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中、適宜、指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 止むを得ない事情で欠席する場合は、正当な事由を明記し、これを証する者が記

名・押印した文書を事前に提出すること。また、講義時、参考資料を配布するこ
とがあるが、欠席者への事後配布は行わないので注意すること。 

シラバスコード FCD9031 
実務経験のある教員  
達成目標 ・博物館資料の収集・博物館資料の整理保管・博物館資料の保存・博物館資料の

展示・博物館における調査研究活動の意義と方法 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Museum Science II 
関連科目 博物館学Ⅰ、教育学原論（基礎理学科は教育基礎論）、博物館学Ⅲ、視聴覚教育メ

ディア論、生涯学習概論、博物館実習（館園実習を含む）、自然史Ⅰ（動物学科は
動物史、生物地球システム学科は⼈類学概論Ⅰ）、自然史Ⅱ（動物学科は進化動物
学、生物地球システム学科は⼈類学概論Ⅱ）、文化史Ⅰ（社会情報学科は遺跡と遺
物）、文化史Ⅱ（社会情報学科は⺠俗学） 



次回に向けての改善変更予定  
講義目的 博物館資料の収集、整理保管・展示等に関する理論や方法に関する知識・技術の

習得を図る。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

 本講義の内容を概説する。 
2 回 博物館資料論(1) 
 「博物館資料」に関する内容を講義する。 
3 回 博物館資料論(2) 
 「コレクションと資料価値」に関する内容を講義する。 
4 回 博物館資料論(3) 
 「博物館の機能と役割」に関する内容を講義する。 
5 回 博物館資料論(4) 
 「収集の方法」に関する内容を講義する。 
6 回 博物館資料論(5) 
 「採集発掘・購入・借入など」に関する内容を講義する。 
7 回 博物館資料論(6) 
 「登録」に関する内容を講義する。 
8 回 博物館資料保存論(1) 
 「博物館における環境制御技術」に関する内容を講義する。 
9 回 博物館資料保存論(2) 
 「温湿度」に関する内容を講義する。 
10 回 博物館資料保存論(3) 
 「光と熱」に関する内容を講義する。 
11 回 博物館資料保存論(4) 
 「生物被害とＩＰＭ」に関する内容を講義する。 
12 回 博物館資料保存論(5) 
 「修復・修理」に関する内容を講義する。 
13 回 博物館資料保存論(6) 
 「自然環境の保護」に関する内容を講義する。 
14 回 博物館資料論(7) 
 「調査研究活動」に関する内容を講義する。 
15 回 博物館資料論(8) 
 「資料の活用」に関する内容を講義する。 

準備学習 1 回 『教職・博物館学芸員履修の手引き』の「2.博物館学芸員課程」を読んでお
くこと。 
2 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
3 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
4 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
5 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
6 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
7 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 



8 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
9 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
10 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
11 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
12 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
13 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
14 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
15 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD9032 
成績評価 定期試験（100％)で行い、100 点満点中 60 点以上を合格とする。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 理学部(11〜12),工学部(11〜12),総合情報学部(11〜12),生物地球学部(11〜12),

教職特別課程(11〜12) 
見出し FCD9032 教育相談の理論と方法(VOD)[後期] 
担当教員名 中島 弘徳 
単位数 2 
教科書 曽我雅比児・皿⽥琢司編著『現代社会における⼈間と教育−理論と実践の探究−』

大学教育出版 
アクティブラーニング  
キーワード 教育、相談、発達障害、、カウンセリング、カウンセリングマインド 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 教育相談の理論と方法(VOD)[後期] 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて講義の中で指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 準備学習については講義計画に示しているが、詳細については講義内で指示す

る。 
シラバスコード FCD9032 
実務経験のある教員  
達成目標 ①カウンセリングの諸理論や技法が理解できるようになる。 

②適切な相談・助言について理解できる。 
③カウンセリングマインドについて理解できる。 

受講者へのコメント 単位を落とした⼈は、教科書やノートを振り返っておいてください。 
連絡先 14 号館３階 中島研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Theory and Method of Educational Counseling 
関連科目 教育心理学（学習・発達論：岡山理科大学理学部基礎理学科のみ） 
次回に向けての改善変更予定 2012 年度で VOD は終了しましたので、今期からは座学での受講をしてくださ

い。 
講義目的 生徒一⼈一⼈が自己理解を深め、自己解決能⼒等の可能性を開花するための、相

談・助言の理論や技法を学ぶことで、カウンセリングマインドの理解を目指す。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。講義の概要について説明する。 

2 回 教育相談の歴史と位置づけについて説明する。 



3 回 教育相談を行う上での留意点について説明する。 
4 回 カウンセリング理論（１）精神分析について説明する。 
5 回 カウンセリング理論（２）行動療法について説明する。 
6 回 カウンセリングの理論（３）来談者中心療法について説明する。 
7 回 カウンセリングの理論（４）認知行動療法について説明する。 
8 回 コミュニケーション技法について説明する。 
9 回 生徒理解の理論と技法（１）観察法、面接法について説明する。 
10 回 生徒理解の理論と技法（２）心理テスト法について説明する。 
11 回 適応・不適応、正常・異常について説明する。 
12 回 発達障害の理解と対応（１）学習障害、注意欠陥多動性障害について説明
する。 
13 回 発達障害の理解と対応（２）広汎性発達障害等について説明する。 
14 回 教育における諸問題の理解について説明する。 
15 回 教育における諸問題の解決にむけて 

準備学習 1 回 教科書を準備しておくこと。 
2 回 相談の諸理論について予習しておくこと。 
3 回 教育相談の位置づけについて復習しておくこと。 
4 回 相談がどのような時に可能になるかを考えておくこと。 
5 回 精神分析について復習しておくこと。 
6 回 精神分析と行動療法の違いについてまとめておくこと。 
7 回 来談者中心療法の特徴についてまとめておくこと。 
8 回 カウンセリングの諸理論を具体例で説明できるようになっておくこと。 
9 回 コミュニケーション技法について復習しておくこと。 
10 回 心理テストについて調べておくこと。 
11 回 不適応について調べておくこと。 
12 回 教育場面での具体的な不適応について調べておくこと。 
13 回 発達障害について復習しておくこと。 
14 回 最近の教育における諸問題について調べておくこと。 
15 回 教育における諸問題の解決について各自考えをまとめておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD9041 
成績評価 課題提出（２０％）、定期試験（８０％）により評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 理学部(〜10),工学部(〜10),総合情報学部(〜10) 
見出し FCD9041 道徳教育の研究(VOD)[前期] 
担当教員名 上北 彰＊ 
単位数 2 
教科書 平成 20 年版『学習指導要領』文部科学省 
アクティブラーニング  
キーワード 善く生きるということ，主体性 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 道徳教育の研究(VOD)[前期] 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 渡邊 弘編『学校道徳教育入門』東洋館出版社、小寺正一・藤永芳純編『新版道徳

教育を学ぶ⼈のために』世界思想社、徳永・堤・宮嶋・林・榊原『道徳教育論』
ナカニシヤ出版、村井 実『道徳は教えられるか』国土新書、『教育学入門（上・
下）』講談社学術文庫、『「善さ」の構造』講談社学術文庫、 『新・教育学のすす
め』小学館、『教育思想（上・下）』東洋館出版社、細⽥俊夫ほか編『新教育学大
事典』全８巻、第一法規出版、『心のノート』（中学生版）文部科学省 

授業形態 講義 
注意備考 常に「道徳とは何か」という問題意識を持って、授業を受けてください。ノート

はそれが自分独自の「教科書」になるよう工夫して作成してください。 
シラバスコード FCD9041 
実務経験のある教員  
達成目標 教育観、子ども観の違いによって「道徳教育」の考え方が異なるということを理

解し、そこから道徳的判断の仕組みを見直し、本講義のテーマである「道徳的主
体性」を身につけさせるための指導のあり方を工夫することができるようにな
る。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Studies of Moral Education 
関連科目 教育学原論，教育心理学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 一般には「道徳教育」とは、被教育者の「道徳性の発達」を促す教育だと言われ

ている。では、その「道徳性」とは何なのか。どうすれば、「道徳性の発達」を促



せるのか。「道徳教育」が単なる「徳目主義」に陥らないようにするためにはいか
なる指導が可能なのか、等について考えていく。具体的にはまず、今日の学校お
よび教育の現状と課題を概観し、「道徳教育」についての理解を深めていく。最後
に道徳教育の目標である、「生きる⼒」を育て、道徳的判断⼒および実践⼒を高
め、道徳的主体性を身につけさせるための指導のあり方について検討する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション（講義の目的について解説する。） 

2 回 道徳教育の現状について解説する。 
3 回 道徳教育の意義について解説する。 
4 回 ⼈間観・教育観・学校観について解説する。 
5 回 道徳とは何か１ 道徳の歴史①（⻄洋）について解説する。 
6 回 道徳とは何か１―道徳の歴史②（日本）について解説する。 
7 回 道徳とは何か２―徳目と道徳教育について解説する。 
8 回 道徳とは何か３―道徳と心理学① 行動心理学・SR 理論他について解説す
る。 
9 回 道徳とは何か３ 道徳と心理学② ピアジェとコールバーグについて解説す
る。 
10 回 道徳とは何か４―道徳性の発達について解説する。 
11 回 善さの構造― 「善さ」を求める基本的要求について解説する。 
12 回 道徳的主体性の確立について解説する。 
13 回 道徳は教えられるかについて解説する。 
14 回 問題としての「世間」 道徳的主体性への障害について解説する。 
15 回 まとめ―より善く生きるということについて解説する。 

準備学習 1 回 シラバスを読んで、講義全体の流れを確認しておくこと。 
2 回 『学習指導要領』に一とおり目を通しておくこと。 
3 回 自分が受けてきた道徳教育を振り返っておくこと。 
4 回 性善説に基づいた教育と性悪説に基づいた教育とでは、どのような違いが
生じうるか考えておくこと。 
5 回 ⻄洋における教育の歴史を振り返って、重要と思われる⼈物について調べ、
その⼈間観について考えておくこと。 
6 回 近代日本の教育の歴史の流れを確認し、その教育観について考えておくこ
と。 
7 回 『学習指導要領』の中には、どのような徳目が示されているか調べておくこ
と。 
8 回 「教育学原論」あるいは「教育心理学」等で学んだ、心理学が示す⼈間観に
ついて復習しておおくこと。 
9 回 子どもの発達とは何か、あらためて考えておくこと。 
10 回 これまでの復習を通して、あらためて道徳性とは何かを考えておくこと。 
11 回 道徳的行為＝｢善い」行いだとすると、その｢善さ｣とは何か、自分で考えて
おくこと。参考文献として挙げた村井実の著作等を読んでおくこと。 
12 回 「主体性｣とか「自立」とはどのようなことを言うのか、自分なりに考えて
おくこと。 



13 回 三段論法について調べておくこと。 
14 回 社会と世間との違いについて考えておくこと。 
15 回 善く生きるとはどのようなことか、子どもを善くするとはどのようなこと
か、あらためて考えておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD9042 
成績評価 （１）講義中に行う小テストおよびレポート５０％ 

（２）期末試験５０％ 
以上の方法により、総合的に評価する。 

曜日時限 集中その他 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し FCD9042 文化史Ⅱ 
担当教員名 谷口 陽子＊ 
単位数 2 
教科書 教科書は使用せず、講義中に適宜資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 文化、エティック／エミック、日本文化論、岡山の⺠俗 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 文化史Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 参考文献は講義中に随時提示する。 
授業形態 講義 
注意備考 授業への積極的な参加を望みます。 
シラバスコード FCD9042 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）文化とはなにかについて理解する。 

（２）文化を研究する視点および方法について学ぶ。 
（３）「日本文化」とはなにかについて理解を深める。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Cultural History II 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 本講義では、文化とはなにか、文化を研究することとはなにかについて学んだう

えで、あらためて「日本文化」とはなにかを見つめなおし、岡山の⺠俗について
も理解を深めることを目標とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス 

2 回 文化とはなにか 
3 回 文化を研究する視点――エティック／エミック 



4 回 文化を研究する方法 
5 回 日本文化とはなにか――同質性と地域的多様性 
6 回 「日本文化論」とはなにか――日本⼈による日本文化論（１） 
7 回 「日本文化論」とはなにか――日本⼈による日本文化論（２） 
8 回 「日本文化論」とはなにか――外国⼈による日本文化論（１） 
9 回 「日本文化論」とはなにか――外国⼈による日本文化論（２） 
10 回 岡山の⺠俗を調べる 
11 回 岡山の⺠俗を知る 
12 回 岡山の⺠俗を理解する 
13 回 日本文化論と岡山の⺠俗 
14 回 全体でのディスカッション 
15 回 まとめ 

準備学習 第１回：シラバスを確認し、講義内容を確認しておくこと。 
第２回目〜１３回：前回の講義内容の復習をしておくこと。 
第１４回：全体でのディスカッションに向け、全１４回の講義内容の復習をして
おくこと。 
第１５回：全１５回の講義内容の復習をしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD9052 
成績評価 館園見学におけるワークシート及びレポート（30％）、小テスト（20％）、定期試

験（50％）によって、成績を評価する。なお、博物館学芸員養成課程の最終段階
である「博物館実習」において、履修生は、外部へのインターンシップを伴う館
園実習を履修しなければならない。当然のことながら、館園実習では、勤務態度
及び来館者への接遇態度に関する資質が厳しく問われることなる。そのため、本
講義の合否に関しては、平素の受講態度（館園見学を含む）に関する教員所見を
重視することになる。 

曜日時限 集中その他 
対象クラス 理学部(〜11),工学部(〜11),総合情報学部(〜11) 
見出し FCD9052 博物館学Ⅲ 
担当教員名 徳澤 啓一 
単位数 2 
教科書 『新時代の博物館学』／全国大学博物館学講座協議会⻄日本部会編／芙蓉書房出

版 
アクティブラーニング  
キーワード 博物館経営論・博物館情報論 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 博物館学Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中、適宜、指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 止むを得ない事情で欠席する場合は、正当な事由を明記し、これを証する者が記

名・押印した文書を事前に提出すること。また、講義時、参考資料を配布するこ
とがあるが、欠席者への事後配布は行わないので注意すること。 

シラバスコード FCD9052 
実務経験のある教員  
達成目標 ・博物館の行財政制度・ミュージアム・マネージメント・博物館の職員及び施設・

設備・博物館における教育普及活動の意義と方法・博物館における情報の意義・
博物館における情報の提供と活用の方法・博物館における情報機器 

受講者へのコメント  
連絡先 徳澤啓一研究室（７号館４階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Museum Science III 
関連科目 博物館学Ⅰ、博物館学Ⅱ、教育学原論（基礎理学科は教育基礎論）、視聴覚教育メ

ディア論、生涯学習概論、博物館実習（館園実習を含む）、自然史Ⅰ（動物学科は



動物史、生物地球システム学科は⼈類学概論Ⅰ）、自然史Ⅱ（動物学科は進化動物
学、生物地球システム学科は⼈類学概論Ⅱ）、文化史Ⅰ（社会情報学科は遺跡と遺
物）、文化史Ⅱ（社会情報学科は⺠俗学） 

次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ・博物館経営及び博物館における教育普及活動について理解を図る。・博物館に

おける情報の意義と活用方法について理解を図る。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

 本講義の内容を概説する。 
2 回 博物館経営論(1) 
 「博物館の利用者」に関する内容を講義する。 
3 回 博物館経営論(2) 
 「学校教育・社会教育との連携」に関する内容を講義する。 
4 回 博物館経営論(3) 
 「子どもの博物館」に関する内容を講義する。 
5 回 博物館経営論(4) 
 「ハンズオン」に関する内容を講義する。 
6 回 博物館経営論(5) 
 「インタープリテーション」に関する内容を講義する。 
7 回 博物館経営論(6) 
 「展示更新と費用対効果」に関する内容を講義する。 
8 回 博物館経営論(7) 
 「行財政制度」に関する内容を講義する。 
9 回 博物館経営論(8) 
 「博物館評価」に関する内容を講義する。 
10 回 博物館情報論(1) 
 「博物館情報の種類」に関する内容を講義する。 
11 回 博物館情報論(2) 
 「視聴覚情報と展示技術」に関する内容を講義する。 
12 回 博物館情報論(3) 
 「情報端末の変遷と⾰新」に関する内容を講義する。 
13 回 博物館情報論(4) 
 「情報管理と知的財産」に関する内容を講義する。 
14 回 博物館情報論(5) 
 「ドキュメンテーションとデータベース」に関する内容を講義する。 
15 回 博物館情報論(6) 
 「情報の活用と発信」に関する内容を講義する。 

準備学習 1 回 『教職・博物館学芸員課程履修の手引き』の「２．博物館学芸員課程」を読
んでおくこと。 
2 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
3 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
4 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 



5 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
6 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
7 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
8 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
9 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
10 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
11 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
12 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
13 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
14 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 
15 回 テキストの該当部分を読んでおくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD9061 
成績評価 教育実習校の成績を基に総合的に評価を行う。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 理学部(〜09),工学部(〜09),総合情報学部(〜09),生物地球学部(〜09) 
見出し FCD9061 教育実習Ⅰ 
担当教員名 塗木 利明、中島 弘徳、岡本 弥彦、曽我 雅比児、皿⽥ 琢司、洲脇 史朗、

野瀬 
単位数 1 
教科書 実習校で使用する教科書 
アクティブラーニング  
キーワード 教育活動の観察、教育実習 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 教育実習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 実習校で使用する参考書 
授業形態 実験実習 
注意備考 ◎「教職・博物館学芸員課程履修の手引」の「教育実習の履修に関する申し合わ

せ」で示す単位を修得していること。 
◎講義計画の詳細な内容は教育実習校の指導のもとで決定される。 

シラバスコード FCD9061 
実務経験のある教員  
達成目標 ①実践的な指導技術を理解し修得すること。 

②学校教育の実際についての認識を体得すること。 
③教職に対する意識の向上と自らの適性の検証ができること。 

受講者へのコメント  
連絡先 塗木研究室：工学実習棟２階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Teaching Practices I 
関連科目 教育実習Ⅱ、教育実習の研究Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 この授業は，中学校の教職免許状の取得希望者が実際の教育現場において教育活

動を観察するものである。その主要な目的は，①実践的な指導技術の理解，②学
校教育の実際についての認識の体得，③教職に対する意識の向上と自らの適性の
検証などである。 

対象学年 4 年 
授業内容 1 回 教育実習（観察実習）の意義と内容について説明する。 



2 回 実習校説明（教師の仕事）と見学をする。 
3 回 実習校説明（公務分掌）と見学をする。 
4 回 実習校説明（生徒指導）と見学をする 
5 回 実習校説明（教師と授業）と見学をする。 
6 回 授業参観（理系教科）と研究協議をする。 
7 回 授業参観（文系教科）と研究協議をする。 
8 回 授業参観（実技教科）と研究協議 
9 回 道徳授業参観と研究協議をする。 
10 回 特別活動（学級活動・生徒会活動）参観と研究協議をする。 
11 回 特別活動（学校行事）参観と研究協議をする。 
12 回 部活動（運動部）参観と研究協議をする。 
13 回 部活動（文化部）参観と研究協議をする。 
14 回 参観結果の発表と質疑応答をする。 
15 回 報告書を作成する。 

準備学習 1 回 教育実習の意義と心構えについて振り返っておくこと。 
2 回 実習校の指導教諭の指示に従うこと。 
3 回 実習校の指導教諭の指示に従うこと。 
4 回 実習校の指導教諭の指示に従うこと。 
5 回 実習校の指導教諭の指示に従うこと。 
6 回 実習校の指導教諭の指示に従うこと。 
7 回 実習校の指導教諭の指示に従うこと。 
8 回 実習校の指導教諭の指示に従うこと。 
9 回 実習校の指導教諭の指示に従うこと。 
10 回 実習校の指導教諭の指示に従うこと。 
11 回 実習校の指導教諭の指示に従うこと。 
12 回 実習校の指導教諭の指示に従うこと。 
13 回 実習校の指導教諭の指示に従うこと。 
14 回 実習校の指導教諭の指示に従うこと。 
15 回 実習校の指導教諭の指示に従うこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD9062 
成績評価 課題の提出（25％），プレゼンテーション（25％），試験（50％）により評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 理学部(〜09),工学部(〜09),総合情報学部(〜09) 
見出し FCD9062 総合演習(再) 
担当教員名 延本 大作＊ 
単位数 2 
教科書 文部科学省 中学校学習指導要領解説（平成 20 年９月）総合的な学習の時間編

（教育出版） 
アクティブラーニング  
キーワード 課題研究，国際理解，情報，環境，福祉・健康，進路 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 授業アンケートなし 
科目名 総合演習(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 資料を配付する。 
授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード FCD9062 
実務経験のある教員  
達成目標 課題解決のための調査・研究活動を通して，生徒の課題研究活動を支援したり，

指導したりする能⼒を身に付ける。 
受講者へのコメント 授業アンケートなし 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業アンケートなし 
英文科目名 Comprehensive Seminar 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 授業アンケートなし 
講義目的 国際理解，情報，環境，福祉・健康の４領域からどれか一つの具体的な課題を設

定し，その課題を調査・研究することにより，学習活動における「生きる⼒」の
指導法を身に付けた学校現場で活躍できる教員を育成する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 総合学習の目的・意義・歴史について解説する。 

2 回 総合的な学習の時間のねらいと方法について解説する。 
3 回 課題研究のための班編成と課題の決定について解説する。 
4 回 課題解決のための調査・研究の実施（１）解説する。 
5 回 課題解決のための調査・研究の実施（２）解説する。 



6 回 課題解決のための調査・研究の実施（３）解説する。 
7 回 課題研究成果の発表と評価について（１）解説する。 
8 回 課題研究成果の発表と評価について（２）解説する。 
9 回 研究成果の指導案作成（１）解説する。 
10 回 研究成果の指導案作成（２）解説する。 
11 回 研究成果の指導案作成（３）解説する。 
12 回 作成した指導案の発表（１）解説する。 
13 回 作成した指導案の発表（２）解説する。 
14 回 作成した指導案の発表（３）解説する。 
15 回 総合的な学習の時間の現状と課題について解説する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し，学習の過程を把握しておくこと。中学校学習指導要
領解説総合的な学習の時間編の第１章を熟読しておくこと。 
2 回 中学校学習指導要領解説総合的な学習の時間編の第２章，第３章，第５章を
熟読しておくこと。 
3 回 中学校学習指導要領解説総合的な学習の時間編の第８章を熟読しておくこ
と。 
4 回 図書館等で調査課題について調べておくこと。 
5 回 プレゼンテーションソフトの基本的扱い方について調べておくこと。 
6 回 プレゼンテーションソフトの基本的扱い方について調べておくこと。 
7 回 プレゼンテーションソフトを使用して協同で発表する際に，何に留意して
行うと良いか考えておくこと。また，その評価にあたっては何に留意すると良い
か考えておくこと。 
8 回 プレゼンテーションソフトを使用して協同で発表する際に，何に留意して
行うと良いか考えておくこと。また，その評価にあたっては何に留意すると良い
か考えておくこと。 
9 回 中学校学習指導要領解説総合的な学習の時間編の第４章，第６章を熟読し
ておくこと。 
10 回 中学校学習指導要領解説総合的な学習の時間編の第７章を熟読しておくこ
と。 
11 回 第８回講義で配布した学習指導案の作成要領を熟読しておくこと。 
12 回 ビジュアルプレゼンターを使用して発表する際に，何に留意して行うと良
いか考えておくこと。 
13 回 ビジュアルプレゼンターを使用して発表する際に，何に留意して行うと良
いか考えておくこと。 
14 回 ビジュアルプレゼンターを使用して発表する際に，何に留意して行うと良
いか考えておくこと。 
15 回 中学校学習指導要領解説総合的な学習の時間編の第９章を熟読しておくこ
と。 

 



年度 2012 
授業コード FCD9071 
成績評価 教育実習校の成績を基に総合的に評価を行う。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 理学部(〜09),工学部(〜09),総合情報学部(〜09),生物地球学部(〜09) 
見出し FCD9071 教育実習Ⅱ 
担当教員名 塗木 利明、中島 弘徳、岡本 弥彦、曽我 雅比児、皿⽥ 琢司、洲脇 史朗、

野瀬 
単位数 3 
教科書 実習校で使用する教科書 
アクティブラーニング  
キーワード 教育活動の経験、教育実習 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 教育実習Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 実習校で使用する参考書 
授業形態 実験実習 
注意備考 ◎「教職・博物館学芸員課程履修の手引」の「教育実習の履修に関する申し合わ

せ」で示す単位を修得していること。 
◎講義計画の詳細な内容は教育実習校の指導のもとで決定される。 

シラバスコード FCD9071 
実務経験のある教員  
達成目標 ①実践的な指導技術を理解し修得すること。 

②学校教育の実際についての認識を体得すること。 
③教職に対する意識の向上と自らの適性の検証ができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 塗木研究室：工学実習棟２階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Teaching Practices II 
関連科目 教育実習Ⅰ、教育実習の研究Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 この授業は，教職を志望する者が実際の教育現場において教育活動を経験するも

のである。その主要な目的は，①講義等で学んだ理論や技術を実際の場に適用す
ること，②実践的な指導技術の訓練，③学校教育の実際についての認識の体得な
どである。 

対象学年 4 年 
授業内容 1 回 開講式・大学オリエンテーション（４時間）に参加する。 



2 回 教科の模範授業を観察（３時間）をする。 
3 回 教科の授業参観（１０時間）をする。 
4 回 教科の授業の研究協議（２６時間）をする。 
5 回 教科の授業を担当（６時間）する。 
6 回 教科の授業の反省会（１０時間）をする。 
7 回 学級（ホームルーム）活動の授業参観（２時間）をする。 
8 回 学級（ホームルーム）活動の研究協議（６時間）をする。 
9 回 学級（ホームルーム）活動の授業を担当（１時間）する。 
10 回 学級（ホームルーム）活動の反省会（２時間）をする。 
11 回 学級経営に参加（５時間）する。 
12 回 部活動に参加（５時間）する。 
13 回 実習のまとめと反省（８時間）をする。 
14 回 実習校評価・質疑応答と閉講式（２時間）に参加する。 
15 回 報告書の作成をする。 

準備学習 1 回 教育実習の意義と心構えについて振り返っておくこと。 
2 回 実習校指導教諭の指示に従うこと。 
3 回 実習校指導教諭の指示に従うこと。 
4 回 実習校指導教諭の指示に従うこと。 
5 回 実習校指導教諭の指示に従うこと。 
6 回 実習校指導教諭の指示に従うこと。 
7 回 実習校指導教諭の指示に従うこと。 
8 回 実習校指導教諭の指示に従うこと。 
9 回 実習校指導教諭の指示に従うこと。 
10 回 実習校指導教諭の指示に従うこと。 
11 回 実習校指導教諭の指示に従うこと。 
12 回 実習校指導教諭の指示に従うこと。 
13 回 実習校指導教諭の指示に従うこと。 
14 回 実習校指導教諭の指示に従うこと。 
15 回 教育実習の経験で気がついたことを書き出しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FCD9072 
成績評価 課題提出（２０％）、定期試験（８０％）により評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 理学部(〜10),工学部(〜10),総合情報学部(〜10) 
見出し FCD9072 道徳教育の研究(VOD)[後期] 
担当教員名 上北 彰＊ 
単位数 2 
教科書 平成 20 年版『学習指導要領』文部科学省 
アクティブラーニング  
キーワード 善く生きるということ，主体性 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 道徳教育の研究(VOD)[後期] 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 渡邊 弘編『学校道徳教育入門』東洋館出版社、小寺正一・藤永芳純編『新版道徳

教育を学ぶ⼈のために』世界思想社、徳永・堤・宮嶋・林・榊原『道徳教育論』
ナカニシヤ出版、村井 実『道徳は教えられるか』国土新書、『教育学入門（上・
下）』講談社学術文庫、『「善さ」の構造』講談社学術文庫、 『新・教育学のすす
め』小学館、『教育思想（上・下）』東洋館出版社、細⽥俊夫ほか編『新教育学大
事典』全８巻、第一法規出版、『心のノート』（中学生版）文部科学省 

授業形態 講義 
注意備考 常に「道徳とは何か」という問題意識を持って、授業を受けてください。ノート

はそれが自分独自の「教科書」になるよう工夫して作成してください。 
シラバスコード FCD9072 
実務経験のある教員  
達成目標 教育観、子ども観の違いによって「道徳教育」の考え方が異なるということを理

解し、そこから道徳的判断の仕組みを見直し、本講義のテーマである「道徳的主
体性」を身につけさせるための指導のあり方を工夫することができるようにな
る。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Studies of Moral Education 
関連科目 教育学原論，教育心理学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 一般には「道徳教育」とは、被教育者の「道徳性の発達」を促す教育だと言われ

ている。では、その「道徳性」とは何なのか。どうすれば、「道徳性の発達」を促



せるのか。「道徳教育」が単なる「徳目主義」に陥らないようにするためにはいか
なる指導が可能なのか、等について考えていく。具体的にはまず、今日の学校お
よび教育の現状と課題を概観し、「道徳教育」についての理解を深めていく。最後
に道徳教育の目標である、「生きる⼒」を育て、道徳的判断⼒および実践⼒を高
め、道徳的主体性を身につけさせるための指導のあり方について検討する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション（講義の目的について解説する。） 

2 回 道徳教育の現状について解説する。 
3 回 道徳教育の意義について解説する。 
4 回 ⼈間観・教育観・学校観について解説する。 
5 回 道徳とは何か１ 道徳の歴史①（⻄洋）について解説する。 
6 回 道徳とは何か１―道徳の歴史②（日本）について解説する。 
7 回 道徳とは何か２―徳目と道徳教育について解説する。 
8 回 道徳とは何か３―道徳と心理学① 行動心理学・SR 理論他について解説す
る。 
9 回 道徳とは何か３ 道徳と心理学② ピアジェとコールバーグについて解説す
る。 
10 回 道徳とは何か４―道徳性の発達について解説する。 
11 回 善さの構造― 「善さ」を求める基本的要求について解説する。 
12 回 道徳的主体性の確立について解説する。 
13 回 道徳は教えられるかについて解説する。 
14 回 問題としての「世間」 道徳的主体性への障害について解説する。 
15 回 まとめ―より善く生きるということについて解説する。 

準備学習 1 回 シラバスを読んで、講義全体の流れを確認しておくこと。 
2 回 『学習指導要領』に一とおり目を通しておくこと。 
3 回 自分が受けてきた道徳教育を振り返っておくこと。 
4 回 性善説に基づいた教育と性悪説に基づいた教育とでは、どのような違いが
生じうるか考えておくこと。 
5 回 ⻄洋における教育の歴史を振り返って、重要と思われる⼈物について調べ、
その⼈間観について考えておくこと。 
6 回 近代日本の教育の歴史の流れを確認し、その教育観について考えておくこ
と。 
7 回 『学習指導要領』の中には、どのような徳目が示されているか調べておくこ
と。 
8 回 「教育学原論」あるいは「教育心理学」等で学んだ、心理学が示す⼈間観に
ついて復習しておおくこと。 
9 回 子どもの発達とは何か、あらためて考えておくこと。 
10 回 これまでの復習を通して、あらためて道徳性とは何かを考えておくこと。 
11 回 道徳的行為＝｢善い」行いだとすると、その｢善さ｣とは何か、自分で考えて
おくこと。参考文献として挙げた村井実の著作等を読んでおくこと。 
12 回 「主体性｣とか「自立」とはどのようなことを言うのか、自分なりに考えて
おくこと。 



13 回 三段論法について調べておくこと。 
14 回 社会と世間との違いについて考えておくこと。 
15 回 善く生きるとはどのようなことか、子どもを善くするとはどのようなこと
か、あらためて考えておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FGG11H1 
成績評価 レポート(10%)、小テスト(10%)、および定期試験(80%)により評価する 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス GA(生)(12〜12),GB(生)(12〜12) 
見出し FGG11H1 化学基礎論Ⅰ 
担当教員名 ⻘木 宏之 
単位数 2 
教科書 基礎化学１ 物質の構成と変化／吉⽥泰彦 他／実教出版 
アクティブラーニング  
キーワード 原子 電子 分子 元素 無機化学 有機化学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 化学基礎論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎化学２ 化学反応と有機材料／吉⽥泰彦 他／実教出版：フォトサイエンス

化学図録 ／（数研出版）：プリントを配布する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FGG11H1 
実務経験のある教員  
達成目標 ・ 我々を取り巻く自然界を構成する物質が共通の元素から成り立つこと

を理解させ、原子の電子配置、元素の周期表の成り立ちを理解、説明できること。 
・ 物質を構成する為の化学結合を電子の振る舞いや電子の共有により理
解、説明できること。 
・ 物質の状態変化(固体・液体・気体)を構成原子、分子の運動性から理解、
説明できること。 
・ 身の回りの物質がどのような有機化合物で構成されているかを理解、説
明できること。 

受講者へのコメント  
連絡先 1 号館 3 階研究室 e-mail: aoki@dbc.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Elementary Chemistry I 
関連科目 化学基礎論 II、化学基礎実験、入門化学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 自然界を構成する水や空気や鉱物といった無機物、さらに我々のような有機生命

体は、それぞれ全く異なった外見や振る舞いを見せるが、これらを構成する物質
は共通した元素から出来ている。この講義では自然界を構成する元素のなりたち



を原子・電子レベルから理解を始め、さらに形成された分子および物質の化学的
な性質と化学反応上の気体・溶液における原理など、主に、無機物質を対象とし
た基礎的化学について解説する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。講義の進め方を説明する。化学の基礎的概念を説明す

る。 
2 回 原子の構造と性質１：原子の構造と原子の基礎構造、元素の成り立ち、水素
原子の構造、原子の電子配置について説明する。 
3 回 原子の構造と性質２：電子の波動性と電子軌道、電子軌道と元素の化学的性
質、電子のエネルギーと原子の安定性について説明する。 
4 回 化学結合と分子の構造１：化学結合と電子との関係を電子軌道から考え、共
有結合、混成軌道と二重結合・三重結合の関係、共有結合以外の結合（イオン結
合・金属結合・配位結合）を説明する。 
5 回 化学結合と分子の構造２：分子間に働く⼒（分子間⼒として、分子の極性と
双極子モーメント・電気陰性度との関係を説明し、水素結合やファンデルワール
ス⼒から説明できる身近な現象を紹介する。 
6 回 物質の性質：物質の三態と状態変化、および気液平衡と蒸気圧の関係を説明
する。 
7 回 気体の性質：気体構成分子の熱運動から圧⼒と基礎法則、および気体の状態
方程式を説明する。 
8 回 溶液の性質：溶液を構成する溶媒、溶質の定義から溶解度、濃度について説
明する。 
9 回 無機化学１：元素の分類および典型元素の金属の性質を周期表（1，2，12〜
14 族） に基づき、説明する。 
10 回 無機化学２：遷移元素の金属の性質を周期表（6〜11 族） に基づき、説
明する。 
11 回 無機化学３：非金属元素の性質を周期表（14〜18 族）に基づき説明する。 
12 回 有機化学１：有機化合物の定義、分類、構造、命名法について説明する。 
13 回 有機化学２：基本的な有機化合物（単結合・二重結合・三重結合を含む）
と反応について説明する。 
14 回 有機化学３：芳香族炭化水素を含むその他の有機化合物ついて説明する。 
15 回 量子化学の始まり：電子の波動性と電子軌道（物質の 2 重性）について説
明する。 

準備学習 1 回 ｐH、分子量、物質量および有効数字の定義について予習を行うこと。 
2 回 有効数字を考えた溶液のモル濃度計算法の復習を行うこと。原子の基本構
造に関し予習を行うこと。 
3 回 水素原子の構造・電子配置について復習を行うこと。電子の波動性と電子軌
道に関し予習を行うこと。 
4 回 電子軌道と元素の化学的性質について復習を行うこと。化学結合の種類に
関し予習を行うこと。 
5 回 電子の混成軌道と二重結合・三重結合について復習を行うこと。分子間に働
く⼒に関し予習すること。 



6 回 分子の極性、電気陰性度、ファンデルワールス⼒について復習すること。水
の 3 状態（氷・水・水蒸気）に関し予習すること。 
7 回 物質の３態と状態変化の特徴について復習すること。気体の分子運動に関
し予習すること。 
8 回 気体の状態方程式について復習すること。溶液の溶液・溶媒の定義に関し予
習すること。 
9 回 溶液中の溶解度、濃度計算について復習すること。物質を構成する元素に関
し予習すること。 
10 回 元素の分類方法と周期表との関係について復習すること。 遷移元素に関
し予習すること。 
11 回 遷移元素の種類と周期表との関係について復習すること。非金属元素に関
し予習すること。 
12 回 水素および非金属元素の種類と周期表との関係について復習すること。有
機化合物の定義に関し予習すること。 
13 回 有機化合物の分類、構造、命名法について復習すること。炭化水素化合物
に関し予習すること。 
14 回 アルカン、シクロアルカン、アルケン、アルキンについて復習すること。
芳香族炭化水素やその他有機化合物に関し予習すること。 
15 回 アルコール、フェノール、エーテル、アルデヒド、ケトン、カルボン酸、
エステルの構造と性質について復習すること。電子の波動性および粒子性に関し
予習すること。 

 



年度 2012 
授業コード FGG11H2 
成績評価 レポート(10%)、小テスト(10%)、および定期試験(80%)により評価する 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス GA(生)(12〜12),GB(生)(12〜12) 
見出し FGG11H2 化学基礎論Ⅱ 
担当教員名 ⻘木 宏之 
単位数 2 
教科書 基礎化学２ 化学反応と有機材料／吉⽥泰彦 他／実教出版 
アクティブラーニング  
キーワード エネルギー、エントロピー、反応速度、化学平衡、酸塩基、中和反応、酸化還元

反応、界面活性剤、医薬品、高分子化合物、生命現象、環境汚染 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 化学基礎論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎化学１ 物質の構成と変化／吉⽥泰彦 他／実教出版：フォトサイエンス化

学図録 ／（数研出版）：プリントを配布する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FGG11H2 
実務経験のある教員  
達成目標 授業の到達目標及びテーマ 

・ 生物を構成する元素、物質、生物が生きて行く為に必要な元素、物質を
学び、それらを必要とする反応過程を説明できること。 
・ 生物を構成する物質群が各種環境下(温度、イオン環境)で、生命活動に
必要な化学反応を促進するかを学び、理解すること。 
・ 生体分子を自発的集合させる分子間⼒を学び、生命の反応場の一つであ
る生体膜の成り立ちを理解すること。 

受講者へのコメント  
連絡先 1 号館 3 階研究室 e-mail: aoki@dbc.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Elementary Chemistry II 
関連科目 化学基礎論 I,化学基礎実験,入門化学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 地球上の最も美しい有機構造体のひとつである生物は、太古から現在に至る地球

環境変動の中、単純有機物質から高次構造化を経て生物へと進化を遂げてきた。
この一連の過程は、基本的な化学反応や構成分子の自発的集合体の集積による結



果と考えられる。この講義では生物を構成する生体成分の化学的知識を習得し、
生体内で起こる各種物質の化学反応を通して、生命現象の化学的側面を解説す
る。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。講義の進め方を説明する。化学で用いる数学のついて

説明する。 
2 回 エネルギーと温度：気体分子の運動とエネルギーの保存を概説し、化学反応
と分子衝突、状態変化に伴うエネルギー・熱エネルギーについて説明する。 
3 回 エントロピー：自然現象の変化の方向および化学反応の変化の方向につい
て説明する。 
4 回 反応速度：化学反応の速さ、濃度、活性エネルギーおよび触媒について説明
する。 
5 回 化学平衡：可逆反応と化学平衡および化学平衡の移動について説明する 
6 回 酸と塩基：酸・塩基の定義とそれぞれの強さ、濃度、電離度との関係を説明
する。 
7 回 中和反応：水のイオン積とｐH、中和反応、緩衝液、塩の溶解平衡を説明す
る。 
8 回 酸化還元反応１：酸化、還元の定義、酸化還元反応式、酸化数、酸化剤と還
元剤の関係を説明する。 
9 回 酸化還元反応２：金属のイオン化傾向の概説から、電池や電気分解における
酸化還元反応の電気エネルギーの出入りについて説明する 
10 回 界面活性剤：界面活性剤の構造と定義、身の回りの界面活性剤の種類と性
質を説明する。 
11 回 分子集合体：水媒体中で界面活性剤（両親媒性分子）が特異な分子集合特
性を示すことを説明する。 
12 回 医薬・農薬：解熱鎮痛剤や殺菌除草剤などの構造の特徴と薬理作用、作用
機構について説明する。 
13 回 高分子化合物：合成樹脂の構造と定義、プラスチック製品や衣服繊維など
の活用例を解説する。 
14 回 生物と化学：生命体を形成する化学物質、生きるための制御された生体内
化学反応について解説する。 
15 回 環境と化学：地球上での物質の循環、ヒトの活動から生まれる環境破壊を
解説し、地球環境の未来を展望する。 

準備学習 1 回 化学計算に必要な有効数字の概念、指数、対数計算などについて予習するこ
と。 
2 回 濃度などの物質の量を用いた計算について復習すること。分子運動と温度
の関係に関し予習すること。 
3 回 化学エネルギーと熱エネルギーについて復習すること。エントロピーの定
義に関し予習すること。 
4 回 熱⼒学第 2 法則について復習すること。化学反応の速度と濃度の関係に関
し予習すること。 
5 回 素反応、多段階反応の例を復習すること。化学平衡の定義に関し予習するこ



と。 
6 回 可逆反応、化学平衡の移動について復習すること。酸と塩基の定義に関し予
習すること。 
7 回 各種の酸塩基の定義について復習すること。緩衝液の成り立ち、利用例に関
し予習すること。 
8 回 塩の溶解平衡について復習すること。酸化と還元の定義、酸化数に関し予習
すること。 
9 回 酸化剤、還元剤の分類を整理復習すること。電池における酸化還元反応に関
し予習すること。 
10 回 電気分解にみられる酸化還元と電気エネルギーの関係を復習すること。身
の回りの界面活性剤の種類や構造に関し予習すること。 
11 回 界面活性剤の生成過程について復習すること。生体膜に代表される分子集
合体に関し予習すること。 
12 回 両親媒性分子の水媒体中での振る舞いについて復習すること。身近な医薬
品の組成や効用に関し予習すること。 
13 回 解熱鎮痛剤や j 除草剤の構造や薬理作用について復習すること。身近な合
成樹脂製品の種類や特性に関し予習すること。 
14 回 身近な衣類に含まれる繊維の構造と特性について整理復習すること。生命
活動をささえる化学物質、DNA,RNA,タンパク質、糖質、脂質などの基本構造に
関し予習すること。 
15 回 細胞内の化学反応を各微小器官でまとめ、復習すること。現在抱える、地
球レベルでの環境問題に関し予習すること。 

 



年度 2012 
授業コード FGG1311 
成績評価 レポート（２０％）、中間試験（３０％）、定期試験（５０％）により成績を評価

する。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス GA(生)(12〜12),GB(生)(12〜12) 
見出し FGG1311 解析学基礎 
担当教員名 竹内 渉 
単位数 2 
教科書 計算⼒をつける微分積分／神永正博・藤⽥育嗣／ 内⽥老鶴圃 
アクティブラーニング  
キーワード 指数関数、対数関数、三角関数、微分、積分 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 １回の授業で扱う量が多いため、時には早口で講義し、聞き取りにくかった可能

性があったので、扱う量を減らすように心掛ける。 
科目名 解析学基礎 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 講義 
注意備考 高校で学習した数学の基本的な内容を復習することを望む。 
シラバスコード FGG1311 
実務経験のある教員  
達成目標 １変数の微分と積分の計算ができること。 
受講者へのコメント 受講する以前から学習する意欲に欠けている（具体的には欠席や遅刻が多い、ま

たは講義中に顔を下に向けたままの）学生もおり、このような学生は授業に対す
る心構えを考え直さなければならない。 

連絡先 竹内研究室 １学舎３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ほとんどの受講学生は簡単な微分積分を高校で履修しているが、大学入学後にこ
の講義で１変数関数の微分積分を詳細に学び、しっかり学習しようとする心構え
ができている学生は講義内容を十分に理解できていた。そうでない学生は少しし
か理解できていなかった。このことより、学生の成績評価において、微分積分を
十分に理解できている学生とそうでない学生との差がはっきりと生じていた。１
回の授業で扱う量が多いとの評価が目立ったが、１変数関数の微分や積分を一通
り解析学基礎のみで講義する必要がカリキュラム上であるために、どうしても多
くなる 

英文科目名 Calculus 
関連科目 高校で「数学 II」を履修していることが望ましい。 

本科目に引き続き、「代数学基礎」を履修することが望ましい。 



次回に向けての改善変更予定 １回の授業で扱う量を整理し、少し減らす工夫をする予定であるが、その代わり
に学生各自が予習や復習の時間を増やすように心掛ける必要がある。 

講義目的 微分積分学は、理工系学生にとって専門教育科目の基礎となる重要科目の１つで
ある。１変数の微分や積分を中心とした内容について述べる。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 指数関数、対数関数および三角比について説明する。 

2 回 三角関数と逆三角関数について解説する。 
3 回 関数の極限と導関数について説明する。 
4 回 合成関数と逆関数の微分法について解説する。 
5 回 ロピタルの定理と高次導関数について説明する。 
6 回 テイラー展開について解説する。 
7 回 関数の増減とグラフについて説明する。 
8 回 中間試験および試験終了後に出題内容について解説する。 
9 回 不定積分と部分積分法について説明する。 
10 回 置換積分法について解説する。 
11 回 部分分数分解と三角関数の有理関数の積分について説明する。 
12 回 無理関数の積分について解説する。 
13 回 定積分における部分積分法と置換積分法について説明する。 
14 回 定積分の応用として、面積や体積の求め方について解説する。 
15 回 定積分の応用として、線の⻑さの求め方と広義積分について説明する。 

準備学習 1 回 高校の数学で使用したテキストで第１回授業内容の該当箇所を読み、理解
しておくこと。 
2 回 指数関数、対数関数および三角比について復習しておくこと。 
3 回 高校の数学で微分を学習していたら、使用したテキストで第３回授業内容
の該当箇所を読み、理解しておくこと。 
4 回 導関数について復習しておくこと。 
5 回 関数の極限について復習しておくこと 
6 回 高次導関数について復習しておくこと。 
7 回 関数の極限と高次導関数について復習しておくこと。 
8 回 第１回から７回までの授業内容をよく理解し、問題を解法しておくこと。 
9 回 高校の数学で積分を学習していたら、使用したテキストで第９回授業内容
の該当箇所を読み、理解しておくこと。 
10 回 不定積分について復習しておくこと。 
11 回 不定積分について復習と高校での数学のテキストで因数分解について予習
しておくこと。 
12 回 置換積分法について復習しておくこと。 
13 回 不定積分における部分積分法と置換積分法について復習しておくこと。 
14 回 定積分全般について復習しておくこと。 
15 回 定積分全般について復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FGG1312 
成績評価 レポート（２０％）、中間試験（３０％）、定期試験（５０％）により成績を評価

する。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス GA(生)(12〜12),GB(生)(12〜12) 
見出し FGG1312 代数学基礎 
担当教員名 竹内 渉 
単位数 2 
教科書 計算⼒をつける線形代数／神永正博・石川賢太／内⽥老鶴圃 
アクティブラーニング  
キーワード 行列、行列式、連立１次方程式の解法 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 限られた時間内に切りのよい箇所までどうしても説明しないといけないので、講

義での進行速度が速いと指摘があったと思われる。進行速度が速かった箇所は復
習し、分からなければ質問してもらえば良かった。 

科目名 代数学基礎 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 講義 
注意備考 高校で学んだ数学の基本的な内容を復習することを望む。 
シラバスコード FGG1312 
実務経験のある教員  
達成目標 行列および行列式の演算ができ、それにより、連立１次方程式の解が求められる

こと。 
受講者へのコメント テキストやノートを準備せずに受講している学生や、受講する以前から学習する

意欲に欠けている（具体的には欠席や遅刻が多い、または講義中に顔を下に向け
たままの）学生もおり、このような学生は授業に対する心構えを考え直さなけれ
ばならない。 

連絡先 竹内研究室 １学舎３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ほとんどの受講学生は簡単な行列の計算を高校で履修しているが、大学入学後に
行列を詳細に学び、また行列式を初めて学ぶので、代数学基礎でしっかり学習し
ようとする心構えができていた学生は講義内容を十分に理解できていた。そうで
ない学生は少ししか理解できていなかった。このことより、学生の成績評価にお
いて、行列や行列式を十分に理解できている学生とそうでない学生との差がはっ
きりと生じていた。要は、代数学基礎では、学生一⼈一⼈が大学入学後に自覚し
て学習しようとする意欲を持つことが重要である。このことは代数学基礎に限っ
たこと 



英文科目名 Linear Algebra 
関連科目 高校で「数学 B」を、また前期に「解析学基礎」を履修していることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 僅かな意見として、教科書を少し平易なものの方がよいと指摘があるが、これよ

りも易しい教科書はないので、より理解し易くするため講義する。 
講義目的 行列と行列式を中心とした内容を述べる。その応用として、連立１次方程式の解

法について説明する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 「線形代数とは何かやなぜ線形代数を学習する必要があるのか」を説明す

る。 
2 回 行列の和と差、スカラー倍について解説する。 
3 回 行列の積について説明する。 
4 回 行列の基本変形による連立方程式の解法について説明する。 
5 回 行列の基本変形による連立方程式において、解が無数に存在する場合や解
が存在しない場合について解説する。 
6 回 逆行列の定義と求め方について説明する。 
7 回 高次の逆行列を求める計算方法について解説する。 
8 回 中間試験および試験終了後に出題内容について解説する。 
9 回 ２行２列の行列式の性質について説明する。 
10 回 行列式に関する様々な定理について解説する。 
11 回 ３×３行列の行列式の余因子展開と計算方法について説明する。 
12 回 一般形の行列式の余因子展開の計算方法について解説する。 
13 回 逆行列と余因子行列の関係について説明する。 
14 回 余因子行列を用いた逆行列の求め方について解説する。 
15 回 クラメルの公式を用いた連立方程式の解法について説明する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、授業内容の過程について把握しておくこと。 
2 回 高校での数学のテキストで行列を学習していたら予習しておくこと。 
3 回 行列の和と差、スカラー倍の計算方法について復習しておくこと。 
4 回 行列の演算について復習しておくこと。 
5 回 行列の基本変形について復習しておくこと。 
6 回 行列の基本変形について復習しておくこと。 
7 回 逆行列の定義と求め方について復習しておくこと。 
8 回 第１回から７回までの授業内容をよく理解し、問題を解法しておくこと。 
9 回 行列について全般的に復習しておくこと。 
10 回 ２行２列の行列式の性質について復習しておくこと。 
11 回 行列式に関する定理について復習しておくこと。 
12 回 ３×３行列の行列式の余因子展開と計算方法について復習しておくこと。 
13 回 一般形の行列式の余因子展開と計算方法について復習しておくこと。 
14 回 余因子行列について復習しておくこと。 
15 回 余因子行列と逆行列について復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FGG1321 
成績評価 レポート（２０％）、中間試験（３０％）、定期試験（５０％）により成績を評価

する。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス GA(生)(12〜12),GB(生)(12〜12) 
見出し FGG1321 解析学基礎 
担当教員名 濱谷 義弘 
単位数 2 
教科書 計算⼒をつける微分積分／神永正博・藤⽥育嗣／ 内⽥老鶴圃 
アクティブラーニング  
キーワード 指数関数、対数関数、三角関数、微分、積分 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 ・⿊板の字は丁寧に書くようにします。 

・そもそも高校で数Ⅱクラスの微積分を履修してない物理・地学地理系以外の学
生に教えるための科目とは意識していません。その為の選択科目です。数Ⅲは履
修していなくても良いですが、高校数学Ⅱまでの数学をしっかりマスターしてな
いとスピードや授業の内容についてこれないのは当然です。学生を見ていると、
基本的な函数の取り扱いや分数計算が全くできていません。これは小中学・高校
１年の範囲です。大学の数学ですので無理して選択する必要はありません。履修
指導する学科のチュータや教員との連携がう 

科目名 解析学基礎 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 講義 
注意備考 高校で学習した数学の基本的な内容を復習することを望む。 
シラバスコード FGG1321 
実務経験のある教員  
達成目標 １変数の微分と積分の計算ができること。 
受講者へのコメント 下の自由記述に対する回答にも書きましたが、なんでも間でも履修して良い科目

ではありません。生地の先生方とそのように話し合いで開講して作っている科目
のはずですが？ 多様化度調査での数学の点が現時点低くても、地球物理系のコ
ースに是非行きたくて数学：微積分を勉強したい子が受講する科目のはずです？ 
ですからご自身で⼈より努⼒して勉強するはずです。将来他のコース志望で単位
稼ぎのための科目ではありません。 

連絡先 濱谷研究室 第一学舎３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業開始時間を厳守する。 
英文科目名 Calculus 



関連科目 高校で「数学 II」を履修していることが望ましい。 
本科目に引き続き、「代数学基礎」を履修することが望ましい。 

次回に向けての改善変更予定 板書を丁寧にゆっくりする。授業開始時間を厳守します。代数学基礎(後期)につ
いては、この点を注意しています。 
平常点の演習作業点は授業中にヒントや解説をつけ、時間を限って回収し、その
後解答するように変更する。 

講義目的 微分積分学は、理工系学生にとって専門教育科目の基礎となる重要科目の１つで
ある。１変数の微分や積分を中心とした内容について述べる。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 指数関数、対数関数および三角比について説明する。 

2 回 三角関数と逆三角関数について解説する。 
3 回 関数の極限と導関数について説明する。 
4 回 合成関数と逆関数の微分法について解説する。 
5 回 ロピタルの定理と高次導関数について説明する。 
6 回 テイラー展開について解説する。 
7 回 関数の増減とグラフについて説明する。 
8 回 中間試験および試験終了後に出題内容について解説する。 
9 回 不定積分と部分積分法について説明する。 
10 回 置換積分法について解説する。 
11 回 部分分数分解と三角関数の有理関数の積分について説明する。 
12 回 無理関数の積分について解説する。 
13 回 定積分における部分積分法と置換積分法について説明する。 
14 回 定積分の応用として、面積や体積の求め方について解説する。 
15 回 定積分の応用として、線の⻑さの求め方と広義積分について説明する。 

準備学習 1 回 高校の数学で使用したテキストで第１回授業内容の該当箇所を読み、理解
しておくこと。 
2 回 指数関数、対数関数および三角比について復習しておくこと。 
3 回 高校の数学で微分を学習していたら、使用したテキストで第３回授業内容
の該当箇所を読み、理解しておくこと。 
4 回 導関数について復習しておくこと。 
5 回 関数の極限について復習しておくこと 
6 回 高次導関数について復習しておくこと。 
7 回 関数の極限と高次導関数について復習しておくこと。 
8 回 第１回から７回までの授業内容をよく理解し、問題を解法しておくこと。 
9 回 高校の数学で積分を学習していたら、使用したテキストで第９回授業内容
の該当箇所を読み、理解しておくこと。 
10 回 不定積分について復習しておくこと。 
11 回 不定積分について復習と高校での数学のテキストで因数分解について予習
しておくこと。 
12 回 置換積分法について復習しておくこと。 
13 回 不定積分における部分積分法と置換積分法について復習しておくこと。 
14 回 定積分全般について復習しておくこと。 



15 回 定積分全般について復習しておくこと。 
 



年度 2012 
授業コード FGG1322 
成績評価 レポート（２０％）、中間試験（３０％）、定期試験（５０％）により成績を評価

する。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス GA(生)(12〜12),GB(生)(12〜12) 
見出し FGG1322 代数学基礎 
担当教員名 濱谷 義弘 
単位数 2 
教科書 計算⼒をつける線形代数／神永正博・石川賢太／内⽥老鶴圃 
アクティブラーニング  
キーワード 行列、行列式、連立１次方程式の解法 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 代数学基礎 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 講義 
注意備考 高校で学んだ数学の基本的な内容を復習することを望む。 
シラバスコード FGG1322 
実務経験のある教員  
達成目標 行列および行列式の演算ができ、それにより、連立１次方程式の解が求められる

こと。 
受講者へのコメント  
連絡先 濱谷研究室 第一学舎３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Linear Algebra 
関連科目 高校で「数学 B」を、また前期に「解析学基礎」を履修していることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 行列と行列式を中心とした内容を述べる。その応用として、連立１次方程式の解

法について説明する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 「線形代数とは何かやなぜ線形代数を学習する必要があるのか」を説明す

る。 
2 回 行列の和と差、スカラー倍について解説する。 
3 回 行列の積について説明する。 
4 回 行列の基本変形による連立方程式の解法について説明する。 
5 回 行列の基本変形による連立方程式において、解が無数に存在する場合や解



が存在しない場合について解説する。 
6 回 逆行列の定義と求め方について説明する。 
7 回 高次の逆行列を求める計算方法について解説する。 
8 回 中間試験および試験終了後に出題内容について解説する。 
9 回 ２行２列の行列式の性質について説明する。 
10 回 行列式に関する様々な定理について解説する。 
11 回 ３×３行列の行列式の余因子展開と計算方法について説明する。 
12 回 一般形の行列式の余因子展開の計算方法について解説する。 
13 回 逆行列と余因子行列の関係について説明する。 
14 回 余因子行列を用いた逆行列の求め方について解説する。 
15 回 クラメルの公式を用いた連立方程式の解法について説明する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、授業内容の過程について把握しておくこと。 
2 回 高校での数学のテキストで行列を学習していたら予習しておくこと。 
3 回 行列の和と差、スカラー倍の計算方法について復習しておくこと。 
4 回 行列の演算について復習しておくこと。 
5 回 行列の基本変形について復習しておくこと。 
6 回 行列の基本変形について復習しておくこと。 
7 回 逆行列の定義と求め方について復習しておくこと。 
8 回 第１回から７回までの授業内容をよく理解し、問題を解法しておくこと。 
9 回 行列について全般的に復習しておくこと。 
10 回 ２行２列の行列式の性質について復習しておくこと。 
11 回 行列式に関する定理について復習しておくこと。 
12 回 ３×３行列の行列式の余因子展開と計算方法について復習しておくこと。 
13 回 一般形の行列式の余因子展開と計算方法について復習しておくこと。 
14 回 余因子行列について復習しておくこと。 
15 回 余因子行列と逆行列について復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FGG15K2 
成績評価 基本的に試験の成績で評価する。課題提出と中間チェックを補助的に使用する予

定。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス GA(生)(12〜12),GB(生)(12〜12) 
見出し FGG15K2 コンピュータシステム 
担当教員名 畠山 唯達 
単位数 2 
教科書 とくに市販のものを指定しない。教材はホームページに掲載、またはプリントし

て配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード コンピュータ、ネットワーク、表計算 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 コンピュータシステム 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 とくに指定しない。必要だと思う学生は各自自分にあったものを用意してほし

い。 
授業形態 講義 
注意備考 情報処理センターのパソコンを使う演習形式の回と教室での座学の回がある。試

験もパソコンを使った実技試験を行う予定である。 
本講義ではネットワーク資源も活用する。また、岡山理科大学「OUS コンテンツ
ライブラリー」中の「CCC 情報リテラシーI・II」などの教材を用いる。対面によ
る講義とビデオを用いた講義を併用する予定である。教材配布、ビデオ講義、レ
ポート提出などは岡山理科大学学習管理システム(MOMOTARO)を用いて行う
予定である。 

シラバスコード FGG15K2 
実務経験のある教員  
達成目標 ・2, 10, 16 進数演算 

・基本的な論理演算・論理回路 
・コンピュータにおけるデータの取扱い 
・IP ネットワーキング基礎の理解 
・各種実験解析に必要な表計算および解析の取得 

受講者へのコメント  
連絡先 畠山の居室は 11 号館 5 階。 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Computer System 



関連科目 B2 群科目「論理学」の履修を勧める。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 各種データを取り扱う上でコンピュータ・ネットワークを中心とする 

情報システムを使いこなす技量は必要不可欠である。本講義ではその 
情報システムのうち、コンピュータの基礎構成、機能、および動作原 
理について学ぶ。ハードウェアとソフトウェアの両面について、概論 
・各論的に講義し、最終的には両者を統合したコンピュータシステム 
の簡潔な理解に結びつける。受講者がコンピュータを問題解決のツー 
ルとして利用する上で、助けとなる知識とアプローチ法の習得を目指 
す。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 情報システムとコンピュータシステムについて解説する。 

2 回 数進法について解説する。 
3 回 数進法のつづきとコンピュータにおけるデータについて解説する。 
4 回  論理演算と加算機について解説する。 
5 回 コンピュータの構成と動作(1)コンピュータの構成について解説する。 
6 回 コンピュータの構成と動作(2)OS とアプリケーションについて解説する。 
7 回 IP ネットワーキングの基礎(1)IP とパケット通信について解説する。 
8 回 IP ネットワーキングの基礎(2)DNS と IP レイヤー上の通信について解説す
る。 
9 回 ここまでの復習をする。 
10 回 前期講義の「表計算」の復習をする。 
11 回  表計算応用１ (参照に関する理解)について解説する。 
12 回  表計算応用２ (条件分岐)について解説する。 
13 回  表計算応用３ (条件分岐と論理演算)について解説する。 
14 回 表計算応用４ (基本的な統計関数)について解説する。 
15 回 総合演習をする。 

準備学習 1 回  前期「インターネット」・「情報リテラシー」の復習をしておくこと。 
2 回  前回の復習をしておくこと。 
3 回  前回の復習をしておくこと。 
4 回  前回の復習をしておくこと。 
5 回  前回の復習をしておくこと。 
6 回  前回の復習をしておくこと。 
7 回  前回の復習をしておくこと。 
8 回  前回の復習をしておくこと。 
9 回 これまでの復習をしておくこと。 
10 回  前回の復習および前期「情報リテラシー」の表計算部分の復習をしておく
こと。 
11 回  前回の復習をしておくこと。 
12 回  前回の復習をしておくこと。 
13 回  前回の復習をしておくこと。 
14 回  前回の復習をしておくこと。 



15 回 これまでの復習をしておくこと。 
 



年度 2012 
授業コード FGG17K1 
成績評価 定期試験(100％)によって評価する。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス GA(生)(12〜12),GB(生)(12〜12) 
見出し FGG17K1 コンピュータリテラシー 
担当教員名 福⽥ 尚也 
単位数 2 
教科書 情報リテラシー／FOM 出版 
アクティブラーニング  
キーワード オフィスアプリケーション 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 コンピュータリテラシー 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FGG17K1 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)基礎的な情報リテラシーの実践と理解。 

(2)文章作成の技術の習得。 
(3)表作成の技術の習得。 
(4)表計算ソフトを用いたデータ抽出の技術の習得。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２１号館２階 福⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Computer Literacy 
関連科目 インターネット 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 現代のＩＣＴ社会で生活していくために必要な情報技術・情報モラルなどに関す

る基本的素養を学び、社会⼈として必要な情報活用能⼒を養う。コンピューター
の基本操作および文書処理や表計算、プレゼンテーション等のオフィスアプリケ
ーションソフトウェアの使い方を講義と演習を通して学習する。文書作成や表計
算の基本的な処理技術、表計算ソフトを用いたデータ抽出・グラフ作成の技術を
身につける。プレゼンテーションソフトを活用した、効果的な視覚表現の方法に
ついても実習する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 コンピューターの起動と終了、ＧＵＩ、パスワードと情報管理について説明
する。 
2 回 文書作成の基礎としてエディタの活用、日本語入⼒について説明する。 
3 回 文書作成の基礎、オペレーティングシステムの役割（ファイル管理）につい
て説明する。 
4 回 文書作成における図や画像の活用について説明する。 
5 回 文書作成における表や文書デザインの変更について説明する。 
6 回 文書作成における数式の入⼒について説明する。 
7 回 情報の収集・検索と文書作成を活用した総合演習をする。 
8 回 データ処理のための表計算の基礎について説明する。 
9 回 グラフを用いたデータ表現と分析について説明する。 
10 回 データベースの基礎（表計算におけるデータの集計）について説明する。 
11 回 関数を用いたデータの処理について説明する。 
12 回 表計算を活用した総合演習をする。報告書の作成についても説明する。 
13 回 プレゼンテーションの基礎と構成と情報通信ネットワークの活用について
説明する。 
14 回 プレゼンテーションの応用と作成と情報の公開と研究発表について説明す
る。 
15 回 コンピューター総合演習をする。 

準備学習 1 回 配布された情報処理実習室のユーザーID について確認をしておくこと。 
2 回 前回の内容を復習しておくこと。 
3 回 前回の内容を復習しておくこと。 
4 回 前回の内容を復習しておくこと。 
5 回 前回の内容を復習しておくこと。 
6 回 前回の内容を復習しておくこと。 
7 回 前回の内容を復習しておくこと。 
8 回 前回の内容を復習しておくこと。 
9 回 前回の内容を復習しておくこと。 
10 回 前回の内容を復習しておくこと。 
11 回 前回の内容を復習しておくこと。 
12 回 前回の内容を復習しておくこと。 
13 回 前回の内容を復習しておくこと。 
14 回 前回の内容を復習しておくこと。 
15 回 前回の内容を復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FGG2112 
成績評価 レポート（80 点）、データ処理演習（10 点）、実験技術（10 点）として評価する。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス GA(生)(12〜12),GB(生)(12〜12) 
見出し FGG2112 物理学基礎実験 
担当教員名 福⽥ 尚也 
単位数 2 
教科書 作成した実験手引書を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 物理学実験、測定値、有効数字、誤差、精度 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 物理学実験 基礎編／東京理科大学理学部第二部物理学教室編／内⽥老鶴圃：実

験精度と誤差／酒井英行訳、N.C.バーフォート著／丸善：他にも実験の際、適宜
紹介する。 

授業形態 実験実習 
注意備考 指定の実験ノートを購入しておくこと。関数電卓を所有している⼈は持ってくる

こと。 
シラバスコード FGG2112 
実務経験のある教員  
達成目標 ①物理学の基本的な実験装置の取り扱い方法の技術を習得する。 

②得られたデータの解析とコンピュータによる実験データの処理の方法を習得
する。 
③誤差や精度の見積もりの方法を習得する。 
④報告書の作成方法を習得する。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２１号館２階 福⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Elementary Physics Laboratory 
関連科目 物理学基礎論Ⅰ、物理学基礎論Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 物理学を学ぶ上で最も基本的な実験を数テーマ選び、順番に実施するとともに、

測定値の取り扱い、誤差や精度の見積もりについても学ぶ。実験のテーマとして
は、ボルダの振り子による重⼒加速度の測定、サールの装置によるヤング率の測
定、気柱の共鳴による音速の測定、回折格子による光の波⻑の測定等を取り扱う。



また、実験データの取り扱い方に関して、平均値と標準偏差の求め方、および、
最小二乗法を解説し、コンピュータを用いて実習する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス１。実験についての一般的な注意を説明する。 

2 回 ガイダンス２。測定値と誤差について説明する。 
3 回 ガイダンス３。パソコンによる実験データの処理について説明する。 
4 回 実験１（前半の班）、またはデータ処理の演習(後半の班）を行う。 
5 回 実験１（後半の班）、または実験１のデータ処理とレポート作成（前半の班）
を行う。 
6 回 実験２（前半の班）、または実験１のデータ処理とレポート作成（後半の班）
を行う。 
7 回 実験２（後半の班）、または実験２のデータ処理とレポート作成（前半の班）
を行う。 
8 回 実験３（前半の班）、または実験２のデータ処理とレポート作成（後半の班）
を行う。 
9 回 実験３（後半の班）、または実験３のデータ処理とレポート作成（前半の班）
を行う。 
10 回 実験４（前半の班）、または実験３のデータ処理とレポート作成（後半の
班）を行う。 
11 回 実験４（後半の班）、または実験４のデータ処理とレポート作成（前半の
班）を行う。 
12 回 一⻫提出ならびに補充実験（前半の班）、または実験４のデータ処理とレポ
ート作成（後半の班）を行う。 
13 回 一⻫提出ならびに補充実験（後半の班）、またはデータ処理演習（前半の
班）を行う。 
14 回 補充実験のレポート提出（前半の班）、またはデータ処理演習のレポート提
出（前半の班）を行う。 
15 回 補充実験のレポート提出（後半の班）を行う。 

準備学習 1 回 教員の免許状取得のための科目であることを確認しておくこと。 
2 回 実験ノートを用意し、必要事項を記入しておくこと。 
3 回 測定値と誤差について復習をしておくこと。 
4 回 前回のデータ処理演習を復習しておくこと。 
5 回 前回のデータ処理演習を復習しておくこと。 
6 回 前回の実験レポートを完成させること。 
7 回 前回の実験レポートを完成させること。 
8 回 前回の実験レポートを完成させること。 
9 回 前回の実験レポートを完成させること。 
10 回 前回の実験レポートを完成させること。 
11 回 前回の実験レポートを完成させること。 
12 回 前回までのすべての実験レポート（前半の班）を完成させること。 
13 回 前回までのすべての実験レポート（後半の班）を完成させること。 
14 回 補充実験（前半の班）のレポートを完成させること。 



15 回 補充実験（後半の班）のレポートを完成させること。 
 



年度 2012 
授業コード FGG23D1 
成績評価 定期試験（100％）によって評価する。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス GA(生)(12〜12),GB(生)(12〜12) 
見出し FGG23D1 インターネット 
担当教員名 福⽥ 尚也 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 インターネット 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 よくわかるマスター IT パスポート試験 直前対策 1 週間完全プログラム／

FOM 出版 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FGG23D1 
実務経験のある教員  
達成目標 １．社会におけるインターネットの現状を理解すること。  

２．インターネットの基礎的なしくみを理解すること。  
３．電子メール、ＷＷＷなどインターネットの基本的なアプリケーションを利用
できること。  
４．著作権、情報セキュリティの基礎とモラルを理解すること。 
５．インターネットの活用の技術を身につけること。 

受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 2 階 福⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Internet 
関連科目 コンピュータリテラシー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 インターネットは社会のあらゆる分野に普及し、必要不可欠なものになってい

る。本講義はインターネットについて基礎知識と利用の現状、著作権や情報セキ
ュリティーなどについて説明したのち、生物地球学部の各コースにおける活用事
例を紹介することによって、インターネットを有効かつ適切に利用できるように
する。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 インターネットの使い方について説明する。 

2 回 Web メールの使い方について説明する。 
3 回 インターネットとネットワークについて説明する。 
4 回 無線ネットワークと活用について説明する。 
5 回 情報セキュリティについて説明する。 
6 回 情報セキュリティと対策について説明する。 
7 回 オペレーティングシステムとソフトウェアについて説明する。 
8 回 ファイルとフォルダについて説明する。 
9 回 情報の検索と著作権について説明する。 
10 回 天文学におけるインターネットの活用について説明する。 
11 回 地球・気象学におけるインターネットの活用について説明する。 
12 回 動物・昆虫学におけるインターネットの活用について説明する。 
13 回 植物・園芸学におけるインターネットの活用について説明する。 
14 回 地理・考古学におけるインターネットの活用について説明する。 
15 回 総合演習とインターネット全般について解説する。 

準備学習 1 回 インターネットについて調べてみること。 
2 回 Web メールについて調べてみること。 
3 回 ネットワークについて調べてみること。 
4 回 無線ネットワークについて調べてみること。 
5 回 情報セキュリティについて調べてみること。 
6 回 コンピュータウィルス対策について調べてみること。 
7 回 ＯＳについて調べてみること。 
8 回 ディレクトリについて調べてみること。 
9 回 著作権について調べてみること。 
10 回 天文学について興味があることを調べてみること。 
11 回 地球・気象学について興味があることを調べてみること。 
12 回 動物・昆虫学について興味があることを調べてみること。 
13 回 植物・園芸学について興味があることを調べてみること。 
14 回 地理・考古学について興味があることを調べてみること。 
15 回 これまでの学習内容を復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FGG2512 
成績評価 提出課題 30％、定期試験 70％により成績を評価する。 

提出課題は、講義において提示する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 生物地球学科(12〜12) 
見出し FGG2512 地理学概論 
担当教員名 宮本 真二 
単位数 2 
教科書 使用しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 地理学、地図、自然地理学、⼈文地理学、地誌学、隣接科学、フィールド・ワー

ク 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 概論であることがら，地理学全体の概説的な部分を重視し，高学年での専門科目

に移行できるような内容にしたいと思います． 
科目名 地理学概論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 国土地理院（発行）／日本地図センター（発売売）／１：２５０００地形図／「岡

山南部」と「岡山北部」を購入しておくこと。 
シラバスコード FGG2512 
実務経験のある教員  
達成目標 ①地理学研究の概要について理解する。 

②地形図などの読図をでき、日常生活において必要な空間認識能⼒の向上。 
③地理学のフィールド・ワークの基礎的作業を習得。 
④現代地理学の抱えている課題や、今後の研究の方向性について理解する。 

受講者へのコメント 全体的に，試験やレポートも授業内容を反映された回答であったと思います． 
連絡先 ２１号館５Ｆ 宮本（地理学）研究室 

miyamoto＝big.ous.ac.jp 
＝をアットマークに 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 視覚教材が見にくいとの指摘は，できるだけ大きな文字にします． 
英文科目名 Geography 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 専門をすこし外れる部分などの視覚教材なども充実させてゆきます． 
講義目的 地理学全般の基礎的な事項について概観し、とくに地理学の魅⼒が凝縮された地

図を主な教材にして，地図の読み方・書き方・利用法の取得を目的とする。また，



地理的なものの見方や考え方を身につけながら，その視点も学ぶ。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 第１回：シラバスの内容をよく確認しておくこと。 

第２回：高等学校までの「地理」の内容を学習しておくこと。 
第３回：第２回の講義内容を復習しておくこと。 
第４回：地図記号について学習しておくこと。 
第５回：第４回の「読図」を復習しておくこと。 
第６回：カーナビゲーション・システムについて学習しておくこと。 
第７回：地理学と地図との関係について図解して説明できるようにしておくこ
と。 
第８回：１：２５０００地形図の地図記号を理解しておくこと。 
第９回：地球温暖化研究の実際について参考文献を収集しておくこと。 
第１０回：第９回で説明した「地質年代」について図解して説明できるようにし
ておくこと。 
第１１回：自然地理学と⼈文地理学の研究方法の違いについて復習しておくこ
と。 
第１２回：岡山市の遺跡分布について学習しておくこと。 
第１３回：旅行してみたい海外もしくは国内について、４００字程度で説明でき
るようにしておくこと。 
第１４回：地理と地理「学」の相違について、４００字程度で説明できるように
しておくこと。 
第１５回：ここまでの講義内容について復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FGG25F1 
成績評価 レポート点（10 点）、定期試験の点数（90 点）。これらをあわせて評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 生物地球学科(12〜12) 
見出し FGG25F1 考古学概論Ⅰ 
担当教員名 ⻲⽥ 修一 
単位数 2 
教科書 教科書は使用しない。適宜、プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 考古学、もの、遺跡、遺構、遺物、発掘調査、文献史学、歴史学、⺠俗学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 基本的によい評価をいただき、有り難うございます。とくに自分でいろいろ調べ

てみたという記述もあり、とてもうれしく思いました。 
科目名 考古学概論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 芹沢⻑介ほか編『考古学ゼミナール』山川出版社 

文化庁文化財保護部『埋蔵文化財発掘調査のてびき』（財）国土地理協会（販売：
第一法規出版） 
文化庁文化財部記念物課『発掘調査のてびき』 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FGG25F1 
実務経験のある教員  
達成目標 １．考古学とはどのようなものかを理解させる。 

２．考古学を通して「⼈間とは何か」を考えさせる。 
３．⼈文系博物館の学芸員として考古学分野に関する最低限の知識を習得させ
る。 

受講者へのコメント みなさん、基本的にきちんと受講されていたと思います。ただ、一部の方に私語
があり、これについてアンケートにも指摘がありました。 

連絡先 086-256-9621 
21 号館 6 階 
ka_me_da◎big.ous.ac.jp（◎を＠にして下さい） 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 全般的によい評価をいただいたものと思います。 
英文科目名 Archaeology I 
関連科目 考古学概論Ⅱ、先史考古学、環境考古学、技術考古学、日本史、東アジア史 
次回に向けての改善変更予定 受講者が多すぎる、部屋が暑いなどの指摘がありましたが、すみません。 

板書・スライドの進行が少し早すぎるという指摘が 2 名の方からありました。→



できるだけゆっくりするようにします。 
講義目的  この講義を受講することによって、「世界の中での日本の歴史・伝統・文化」

「多様な⼈間の歴史」を考え、そして「⼈間とはどのようなものか」を考えてほ
しい。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 「講義概要」として、講義内容と本講義の進め方について説明する。 

2 回 「考古学について」というテーマで、考古学について全般的に説明する。特
に考古学の歴史などについて説明する。 
3 回 「考古学の定義」というテーマで、「考古学とは何か」ということについて
まず説明する。次に「考古学の対象」というテーマで、最も基本である「遺跡・
遺構・遺物」について説明する。 
4 回 「考古学の範囲」というテーマの 1 回目として、考古学が扱う「時間的空間
的な範囲」について説明する。 
5 回 「考古学の範囲」というテーマの 2 回目として、政治・社会・宗教などと考
古学との関わりについて説明する。 
6 回 「考古学の範囲」というテーマの 3 回目として、考古学で扱っているいろい
ろな考古学について説明する。 
7 回 「考古学と周辺分野」というテーマで、考古学と歴史学・⼈類学・⺠俗学な
どの違いについて説明する。 
8 回 「考古学と社会」というテーマで、考古学と国家・⺠族・⺠衆との関わりに
ついて説明する。 
9 回 「考古学と現代」というテーマの 1 回目として、考古学と開発と文化財保護
の関わりについて説明する。 
10 回 「考古学と現代」というテーマの 2 回目として、考古学と世界遺産の関わ
りについて説明する。 
11 回 「発掘調査の方法」というテーマの 1 回目として、発掘調査前の準備・法
手続きなどについて説明する。 
12 回 「発掘調査の方法」というテーマの 2 回目として、具体的な集落遺跡など
の例を挙げて、その方法を説明する。 
13 回 「発掘調査の方法」というテーマの 3 回目として、具体的な古墳などの例
を挙げて、その方法を説明する。 
14 回 「資料調査の方法」というテーマで、発掘資料の整理方法、検討方法など
について説明する。 
15 回 「資料調査・公開の方法」というテーマで、資料の整理・報告書作成方法
と博物館などでの公開方法について説明する。 
16 回 定期試験 

準備学習 1 回 シラバスを確認し、学習内容について把握しておくこと。 
2 回 前回の講義内容について復習し、参考書などをもとに考古学について予習
しておくこと。 
3 回 前回の講義内容について復習し、参考書などをもとに考古学の定義や対象
について予習しておくこと。 
4 回 前回の講義内容について復習し、参考書などをもとに考古学の範囲につい



て予習しておくこと。 
5 回 前回の講義内容について復習し、参考書などをもとに考古学の範囲につい
て予習しておくこと。 
6 回 前回の講義内容について復習し、参考書などをもとに考古学の範囲につい
て予習しておくこと。 
7 回 前回の講義内容について復習し、参考書などをもとに考古学と周辺分野と
の関わりについて予習しておくこと。 
8 回 前回の講義内容について復習し、参考書などをもとに考古学と社会との関
わりについて予習しておくこと。 
9 回 前回の講義内容について復習し、参考書などをもとに考古学と開発や文化
財保護などとの関わりについて予習しておくこと。 
10 回 前回の講義内容について復習し、参考書などをもとに考古学と世界遺産と
の関わりについて予習しておくこと。 
11 回 前回の講義内容について復習し、参考書などをもとに、発掘調査について
予習しておくこと。 
12 回 前回の講義内容について復習し、参考書などをもとに、集落遺跡について
予習しておくこと。 
13 回 前回の講義内容について復習し、参考書などをもとに、古墳について予習
しておくこと。 
14 回 前回の講義内容について復習し、参考書などをもとに、発掘資料の整理方
法について予習しておくこと。 
15 回 前回の講義内容について復習し、参考書などをもとに、発掘資料の整理方
法・博物館などでの公開方法について予習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FGG27J2 
成績評価 レポート（80 点）、データ処理演習（10 点）、実験技術（10 点）として評価する。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス GA(生)(12〜12),GB(生)(12〜12) 
見出し FGG27J2 物理学基礎実験 
担当教員名 福⽥ 尚也、兵藤 博信、矢城 陽一朗 
単位数 2 
教科書 作成した実験手引書を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 物理学実験、測定値、有効数字、誤差、精度 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 物理学実験 基礎編／東京理科大学理学部第二部物理学教室編／内⽥老鶴圃：実

験精度と誤差／酒井英行訳、N.C.バーフォート著／丸善：他にも実験の際、適宜
紹介する。 

授業形態 実験実習 
注意備考 指定の実験ノートを購入しておくこと。関数電卓を所有している⼈は持ってくる

こと。 
シラバスコード FGG27J2 
実務経験のある教員  
達成目標 ①物理学の基本的な実験装置の取り扱い方法の技術を習得する。 

②得られたデータの解析とコンピュータによる実験データの処理の方法を習得
する。 
③誤差や精度の見積もりの方法を習得する。 
④報告書の作成方法を習得する。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２１号館２階 福⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Elementary Physics Laboratory 
関連科目 物理学基礎論Ⅰ、物理学基礎論Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 物理学を学ぶ上で最も基本的な実験を数テーマ選び、順番に実施するとともに、

測定値の取り扱い、誤差や精度の見積もりについても学ぶ。実験のテーマとして
は、ボルダの振り子による重⼒加速度の測定、サールの装置によるヤング率の測
定、気柱の共鳴による音速の測定、回折格子による光の波⻑の測定等を取り扱う。



また、実験データの取り扱い方に関して、平均値と標準偏差の求め方、および、
最小二乗法を解説し、コンピュータを用いて実習する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス１。実験についての一般的な注意を説明する。 

2 回 ガイダンス２。測定値と誤差について説明する。 
3 回 ガイダンス３。パソコンによる実験データの処理について説明する。 
4 回 実験１（前半の班）、またはデータ処理の演習(後半の班）を行う。 
5 回 実験１（後半の班）、または実験１のデータ処理とレポート作成（前半の班）
を行う。 
6 回 実験２（前半の班）、または実験１のデータ処理とレポート作成（後半の班）
を行う。 
7 回 実験２（後半の班）、または実験２のデータ処理とレポート作成（前半の班）
を行う。 
8 回 実験３（前半の班）、または実験２のデータ処理とレポート作成（後半の班）
を行う。 
9 回 実験３（後半の班）、または実験３のデータ処理とレポート作成（前半の班）
を行う。 
10 回 実験４（前半の班）、または実験３のデータ処理とレポート作成（後半の
班）を行う。 
11 回 実験４（後半の班）、または実験４のデータ処理とレポート作成（前半の
班）を行う。 
12 回 一⻫提出ならびに補充実験（前半の班）、または実験４のデータ処理とレポ
ート作成（後半の班）を行う。 
13 回 一⻫提出ならびに補充実験（後半の班）、またはデータ処理演習（前半の
班）を行う。 
14 回 補充実験のレポート提出（前半の班）、またはデータ処理演習のレポート提
出（前半の班）を行う。 
15 回 補充実験のレポート提出（後半の班）を行う。 

準備学習 1 回 教員の免許状取得のための科目であることを確認しておくこと。 
2 回 実験ノートを用意し、必要事項を記入しておくこと。 
3 回 測定値と誤差について復習をしておくこと。 
4 回 前回のデータ処理演習を復習しておくこと。 
5 回 前回のデータ処理演習を復習しておくこと。 
6 回 前回の実験レポートを完成させること。 
7 回 前回の実験レポートを完成させること。 
8 回 前回の実験レポートを完成させること。 
9 回 前回の実験レポートを完成させること。 
10 回 前回の実験レポートを完成させること。 
11 回 前回の実験レポートを完成させること。 
12 回 前回までのすべての実験レポート（前半の班）を完成させること。 
13 回 前回までのすべての実験レポート（後半の班）を完成させること。 
14 回 補充実験（前半の班）のレポートを完成させること。 



15 回 補充実験（後半の班）のレポートを完成させること。 
 



年度 2012 
授業コード FGG33J1 
成績評価 定期試験で評価する。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス GA(生)(12〜12),GB(生)(12〜12) 
見出し FGG33J1 物理学基礎論Ⅰ 
担当教員名 福⽥ 尚也 
単位数 2 
教科書 第４版 物理学基礎／原康夫／学術図書出版社 
アクティブラーニング  
キーワード ⼒学、熱学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学基礎論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 物理のための数学／和達三樹／岩波書店 
授業形態 講義 
注意備考 教員の免許状取得のための必修科目／選択科目である。 
シラバスコード FGG33J1 
実務経験のある教員  
達成目標 ①⼒、運動量、エネルギー、熱など物理量との単位、および物理法則の理解を目

標とする。 
②微分積分、微分方程式、ベクトルなど物理学に必要な数学的知識についての理
解を目標とする。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２１号館２階 福⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Elementary Physics I 
関連科目 物理学基礎実験、物理学基礎論Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 自然科学の基礎としての物理学の⼒学と熱学の基礎を学ぶ。⼒学では物体の運動

や振動、運動量と角運動量、剛体の運動、慣性⼒、波動現象を、熱学では熱⼒学
の法則を中心に解説する。それぞれエネルギーの概念に関しても学ぶ。関連する
数学に関しても適時解説する。物理量とその単位、物理法則の理解を目標とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 序論として、物理学のはじまりについて説明する。 

2 回 運動の記述について説明する。 
3 回 運動の法則について説明する。 



4 回 単振動について説明する。 
5 回 仕事とエネルギーについて説明する。 
6 回 質点の回転運動について説明する。 
7 回 惑星の運動と万有引⼒について説明する。 
8 回 質点系の⼒学について説明する。 
9 回 剛体の運動について説明する。 
10 回 慣性⼒（見かけの⼒）について説明する。 
11 回 弾性体の⼒学について説明する。 
12 回 波動について説明する。 
13 回 熱現象について説明する。 
14 回 熱⼒学第 1 法則について説明する。 
15 回 熱⼒学第 2 法則について説明する。 

準備学習 1 回 これまでに学んだ数学について復習をしておくこと。 
2 回 前回の内容と微分について復習しておくこと。 
3 回 前回の内容を復習しておくこと。 
4 回 前回の内容を復習しておくこと。微分方程式について予習しておくこと。 
5 回 前回の内容と積分について復習しておくこと。 
6 回 前回の内容ならびにベクトルの内積と外積を復習しておくこと。 
7 回 前回の内容を復習しておくこと。万有引⼒について予習しておくこと。 
8 回 前回の内容を復習しておくこと。重心について予習しておくこと。 
9 回 前回の内容を復習しておくこと。 
10 回 前回の内容を復習しておくこと。 
11 回 前回の内容を復習しておくこと。 
12 回 前回の内容を復習しておくこと。 
13 回 前回の内容を復習しておくこと。 
14 回 前回の内容を復習しておくこと。 
15 回 前回の内容を復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FGG33K1 
成績評価 レポート 50%（レポート製作スキルと筆記技術も採点対象とする） 定期試験

50% 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス GA(生)(12〜12),GB(生)(12〜12) 
見出し FGG33K1 ⼈類学概論Ⅰ 
担当教員名 富岡 直⼈ 
単位数 2 
教科書 講義中にプリントを配付する 
アクティブラーニング  
キーワード ⼈類学 ⼈類史 古⼈骨 化石 猿⼈ 原⼈ 旧⼈ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 ⼈類学概論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 片山一道 編著 1996 『⼈間史をたどる 自然⼈類学入門』［朝倉書店］⽥代 

菊雄 編著 2001 『学生・院生のための研究ハンドブック』［大学教育出版会］ 
授業形態 講義 
注意備考 最終試験は 15 回講義終了後実施する。 
シラバスコード FGG33K1 
実務経験のある教員  
達成目標 ① ⼈類の多様性について、化石⼈骨（猿⼈・原⼈・旧⼈）を中心に理解させる。 

② アフリカ・ユーラシア大陸の先史時代（前期〜中期旧石器時代）の遺跡を紹
介し、特にその生活文化について理解させる。 
③ 国際社会の共通した基層となる旧石器文化を理解し、国際社会において主体
的に生きる日本⼈としてのアイデンティティーの確立を助ける。 

受講者へのコメント  
連絡先 富岡研究室 21 号館 5 階 ｔｏｍｉｏｋａ◎ｂｉｇ．ｏｕｓ．ａｃ．ｊｐ （◎

は@に変換し、すべての文字は半角にして入⼒して下さい） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Anthropology I 
関連科目 ⼈類学概論Ⅱ、自然⼈類学、考古学概論Ⅰ、Ⅱ、環境考古学、先史考古学、⼈類

学実習Ⅰ、Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ① 各時代のアフリカ・ユーラシア大陸における有名な遺跡調査事例を紹介し、

⼈類の環境適応と文化創造の歴史を理解させる。 
② ⼈類進化の過程と生活文化の特色・多様性について詳論し、課題を通して⼈



類とは何かを考えさせる。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 「⼈類学とは何か」を説明する。 

2 回 「⼈類学の多様性と資料批判」について説明する。 
3 回 「古⼈骨の属性抽出法(1) 体幹の骨」 として、古⼈骨の体幹の骨格につ
いて説明する。 
4 回 「古⼈骨の属性抽出法(2) 上肢・下肢」として、古⼈骨の上肢・下肢の骨
格について説明する。 
5 回 「古⼈骨の属性抽出法(3) 頭蓋」として、古⼈骨の頭蓋について説明する。 
6 回 「化石⼈骨をめぐる論争の歴史―アフリカ大陸・ユーラシア大陸起源説―」
を説明する。 
7 回 「化石⼈骨と理化学分析 −分子時計とイブ仮説・食性分析−」を説明する。 
8 回 「初期⼈類・猿⼈の世界 −⼈類のはじまり−」を説明する。 
9 回 「原⼈の世界(1) −出アフリカ−」を説明する。 
10 回 「原⼈の世界(2) −アジアの原⼈の多様性−」を説明する。 
11 回 「原⼈の世界(3) −消えた北京原⼈のナゾ−」を説明する。 
12 回 「原⼈の世界(4) −原⼈の系譜と「明石原⼈」論の評価−」を説明する。 
13 回 「旧⼈の世界(1) −ネアンデルタール⼈論争−」を説明する。 
14 回 「旧⼈の世界(2) ―変わる旧⼈の評価―」を説明する。 
15 回 「まとめ −失われた⼈類の系譜が語りかけるもの−」を説明する。 

準備学習 1 回 シラバスを良く読んで受講して下さい。 
2 回  図書館やインターネット検索で、「⼈類学」という用語について調べてお
くこと。 
3 回  配付プリントを参考に、ヒトの体幹の部分名称を回答用プリント中に記
入しておくこと。 
4 回  配付プリントを参考に、ヒトの上肢・下肢の部分名称を回答用プリント中
に記入しておくこと。 
5 回  配付プリントを参考に、ヒトの頭蓋と⻭⽛の部分名称を回答用プリント中
に記入しておくこと。 
6 回  図書館やインターネット検索で、「ピルトダウン事件」について調べてお
くこと。 
7 回  図書館やインターネット検索で、「ミトコンドリア DNA」という用語に
ついて調べておくこと。 
8 回  図書館やインターネット検索で、「猿⼈」という用語について調べておく
こと。 
9 回  図書館やインターネット検索で、「原⼈」という用語について調べておく
こと。 
10 回  図書館やインターネット検索で、「ホモ・フロレシエンシス」という用語
について調べておくこと。 
11 回  図書館やインターネット検索で、「北京原⼈」という用語について調べて
おくこと。 
12 回  図書館やインターネット検索で、「明石原⼈」という用語について調べて



おくこと。 
13 回  図書館やインターネット検索で、「旧⼈」という用語について調べておく
こと。 
14 回  配付プリントにおける化石⼈骨の全身骨格の特徴について、図書館やイ
ンターネット検索を利用して、空所を埋めなさい。 
15 回  配付プリントにおける化石⼈骨の頭蓋の特徴について、図書館やインタ
ーネット検索を利用して、空所を埋めなさい。 

 



年度 2012 
授業コード FGG3511 
成績評価 提出課題 50％（50 点満点）、定期試験 50％（50 点満点）により成績を評価する。 

総合点が 60 点以上を合格とする。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス GA(生)(12〜12),GB(生)(12〜12) 
見出し FGG3511 天文学概論Ⅰ 
担当教員名 加藤 賢一 
単位数 2 
教科書 ⼈類の住む宇宙（シリーズ現代の天文学第１巻）／岡村定矩他／日本評論社 
アクティブラーニング  
キーワード 天体、宇宙、日周運動、年周運動、太陽系、恒星、銀河系、銀河 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  教室内の設備（椅子、空調、ビデオ投影機他）について多くの要望が寄せられ

ました。これについては全学的な対応が必要ですので、しかるべき場に諮り、善
処したいと思います。 
 板書について上記のとおりです。 

科目名 天文学概論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 宇宙を測る／キティー・ファーガソン／講談社（ブルーバックス）： 宇宙 100 の

大誤解／ニール・カミンズ著／（講談社ブルーバックス） 
授業形態 講義 
注意備考 オフィスアワー 金 11:00-12:00 

試験は定期試験中に行い、試験形態は筆記試験とする。 
シラバスコード FGG3511 
実務経験のある教員  
達成目標 ①天体・天球の日周・年周運動の特徴を理解し、地球中心説および太陽中心説か

らどのように説明されるかを理解する。 
②宇宙に見られる現象の多くが古典⼒学で解釈できることを把握する。 
③太陽ならびに太陽系天体の特徴を把握する。 
④恒星の特徴を理解し、誕生からの進化のストーリーを把握する。 
⑤銀河・銀河系ならびに宇宙の大規模構造の特徴を把握する。 
⑥宇宙の誕生と進化についての現代的理解を把握する。 
⑦中学校・高等学校における関連科目について授業ができるレベルで理解し、身
につける。 

受講者へのコメント  本講義は教職科目でもあることから中高校で扱う分野を網羅した教材を選ん
でいます。従って、高校で地学を学習された方には「高校と同じ」と感じられた
かも知れませんし、そうでない方々には「盛りだくさん」という印象だったかと
思います。 
 天文学は古代⻄欧に誕生した⻑い歴史を有し、⻄欧文明のバックボーンの一つ
となっていますので、⻄欧文化一般の理解なしにはなかなか理解できません。歴



史や地理などにも親しんで臨んでいただければ、と願っています。 
連絡先 ２１号館２Ｆ 天文学研究室  kato@big.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  本講義は天文学の全分野を網羅的に紹介し、現代天文学への入門とすることを
目的としています。小中高校ではあまり扱われない分野だけに「難しかった」、
「あまり理解できなかった」という方もおられたことと思います。それでも、興
味・関心が深まったという声を相当数戴けたことは、それなりに本講義の目的は
達成されたのではないかと思っています。 

英文科目名 Astronomy I 
関連科目 知識・理解の定着を図るため、後期の「天文学演習」を履修することが望ましい。 

専門領域への導入とし、本授業を発展させるため、「天文学概論Ⅱ」を続けて履修
することが望ましい。 

次回に向けての改善変更予定  できるだけグラフィカルな教材を選んだつもりでしたが、入門コースとしては
分量が多かったかなと反省しています。 
 また、板書法について、大きな字で、くっきりと、という要望を頂戴していま
すのでしっかり対処して参りたいと思います。 
 補助教材についてはもっとグラフィカルなものを選択し、授業で活用するよう
に致します。 

講義目的 中学校理科・高校地学（「科学と⼈間生活」、「地学基礎」を含む）の教材として不
可欠な宇宙理学を学習することで教科教育実践に必要十分な知識・技量を習得を
めざすと共に、天文学関連授業への予備的知識を得ることを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 宇宙の構成と進化／ 

講義の進め方を説明する。4000 年間の天文学史を概観した後、天文・宇宙関係の
常識について簡単な試験を実施する。 
2 回 天体の見かけの運動／ 
地上に視点を置いて見た時に体感される天体現象をまとめて概観し、日常生活と
天体現象との関連を講ずる。 
3 回 天体の日周運動と地球自転／ 
日周運動の性質、地球自転の証拠、天球概念、地平座標、赤道座標等を説明する。 
4 回 天体の年周運動と地球公転／ 
年周運動の性質、太陽時、恒星時、⻩道星座、太陽高度の変化と季節変化、地球
公転の証拠等を説明する。 
5 回 日常生活と天文／ 
時制、時計、暦、潮汐、地球中心説、太陽中心説、ケプラーの法則等を説明する。 
6 回 惑星としての地球／ 
地球の物理的特徴、形状、大きさ測定、重⼒加速度、地磁気、磁気圏等を説明す
る。 
7 回 月の運動と位相変化／ 
朔望の変化と見え方、朔望月、恒星月、月の軌道、日月食、潮汐、歳差等を説明
する。 



8 回 太陽とその特徴／ 
光球、外層、太陽風、自転、⿊点とその変動、放射分布、組成等を説明する。 
9 回 太陽系の構成と惑星運動／ 
構成天体、立体構造、惑星各論、小天体各論、起源論、太陽系天体の運動等を説
明する。 
10 回 恒星の分類とその性質／ 
明るさと等級、距離、放射分布、スペクトルと色、スペクトル分類、ＨＲ図、直
径、質量等を説明する。 
11 回 恒星の進化／ 
星間物質、誕生、ＨＲ図上での位置づけ、主系列から巨星への進化、質量に依存
する進化、寿命、星の進化と星団等を説明する。 
12 回 銀河系の構造／ 
銀河系の発見、変光星による大きさの測定、球状星団の分布、水素の分布、星の
種族と分布、銀河系の回転と形等を説明する。 
13 回 銀河の特徴／ 
銀河の分類、分布、銀河群、銀河団、大規模構造等を説明する。 
14 回 膨張宇宙の発見／ 
銀河の後退、距離決定法、膨張の発見、宇宙膨張の理論的背景、火の玉宇宙の提
唱、He 量と宇宙背景放射等を説明する。 
15 回 宇宙理解の変遷と現代的宇宙観／ 
古代・中世・ルネサンス期・近代の宇宙観、相対論的宇宙論、元素合成史等を説
明する。 

準備学習 教科書における次回授業の該当箇所を講義中に指示するので、それに従って予習
すること。 
また、適宜、復習となる宿題（成績評価対象となる）を課すので回答の上、期日
まで提出すること。 

 



年度 2012 
授業コード FGG3512 
成績評価 定期試験で評価する。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス GA(生)(12〜12),GB(生)(12〜12) 
見出し FGG3512 物理学基礎論Ⅱ 
担当教員名 福⽥ 尚也 
単位数 2 
教科書 第４版 物理学基礎／原康夫／学術図書出版社 
アクティブラーニング  
キーワード 電磁気学、光学、原子物理学 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学基礎論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 物理のための数学／和達三樹岩波書店 
授業形態 講義 
注意備考 教員の免許状取得のための必修科目／選択科目である。 
シラバスコード FGG3512 
実務経験のある教員  
達成目標 電気や磁気についての概念、物理量とその単位、そして電磁気学の法則について

の理解を目標とする。あわせて原子や原子核の世界に対する理解を深める。 
受講者へのコメント  
連絡先 ２１号館２階 福⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Elementary Physics II 
関連科目 物理学基礎論Ⅰ、物理学基礎実験 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 電気と磁気は日常生活で欠かすことができないものとなっており、光や電磁波を

理解する上で不可欠である。このことを踏まえて、電磁気学と原子物理学の基礎
を学ぶ。電荷や電流が作る磁場や粒子に働く⼒の性質を解説し、マクスウェル方
程式の初歩に関しても学ぶ。また、物質の構成要素となる原子や原子核、素粒子
における現象を学ぶ。関連する数学に関しても適時解説する。電磁気学の法則、
原子や素粒子の世界に対する理解を深める。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 序論として物理量と単位、物理量の次元について説明する。 

2 回 電荷とクーロンの法則について説明する。 
3 回 電場とガウスの法則について説明する。 



4 回 電位と電位差について説明する。 
5 回 電流とオームの法則について説明する。 
6 回 磁石と磁場について説明する。 
7 回 電流がつくる磁場について説明する。 
8 回 ローレンツ⼒について説明する。 
9 回 電磁誘導の法則について説明する。 
10 回 マクスウェル方程式について説明する。 
11 回 電磁波と光について説明する。 
12 回 相対性理論について説明する。 
13 回 光の粒子性について説明する。 
14 回 原子と光について説明する。 
15 回 原子核と素粒子について説明する。 

準備学習 1 回 物理学基礎論 I を履修したものは、物理量と単位について復習しておくこ
と。 
2 回 前回の内容を復習しておくこと。大きな数値や小さな数値の表し方として
指数を予習しておくこと。 
3 回 前回の内容とベクトルについて復習しておくこと。 
4 回 前回の内容と積分を復習しておくこと。 
5 回 前回の内容を復習しておくこと。微分方程式を予習しておくこと。 
6 回 前回の内容を復習しておくこと。地磁気について予習しておくこと。 
7 回 前回の内容とベクトル積を復習しておくこと。 
8 回 前回の内容とベクトル積を復習しておくこと。 
9 回 前回の内容を復習しておくこと。 
10 回 前回の内容を復習しておくこと。 
11 回 前回の内容を復習しておくこと。 
12 回 前回の内容とガリレイ変換について復習しておくこと。 
13 回 前回の内容を復習しておくこと。光電効果について予習しておくこと。 
14 回 前回の内容を復習しておくこと。バルマー線について予習しておくこと。 
15 回 前回の内容を復習しておくこと。⿊体放射について予習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FGG41F1 
成績評価 期末試験により評価します。 

期末試験は、講義を担当した各教員がその講義の内容を問う問題を１問づつ作成
し、そのうちの数問を選択して答えてもらう形式です。 

曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス GA(生)(12〜12),GB(生)(12〜12) 
見出し FGG41F1 生物地球概論 
担当教員名 能美 洋介、福⽥ 尚也、大橋 唯太、白石 純、中島 経夫、加藤 賢一、久

保⽥ 尚 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード 地形図、激変星、活動銀河核、宇宙の構成、宇宙の進化、星の誕生、太陽系、隕

石、恐⻯、絶滅、気象、地質、生物、植物、系統、進化、園芸、魚類、咽頭⻭、
昆虫、自然環境、⼈間活動、古代、日本、朝鮮半島、骨考古学、家畜、土器、石
器 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 生物地球概論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示します。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FGG41F1 
実務経験のある教員  
達成目標 生物地球学科で現在行われている教育や研究について説明できる。 

生物地球学科で行われている研究において使用される基本的な用語について理
解し、説明することができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 総括担当：能美洋介 

２６号館３階能美研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Biosphere-Geosphere Science 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  この学科でどのようなことを勉強し、研究できるのかについて理解することが

本講義の目的です。 



 まず、それぞれの教員がどのようなことを研究しているのかを理解し、受講生
が生物地球学科において将来どのような勉強や研究をすることができるかにつ
いて、具体的なイメージ作りの足がかりにすることがねらいです。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション ＆ 地形図を読む 

 本講義のねらいと進め方、本講義の成績採点方法などについて説明する。 
 また、生物地球学科ではフィールドワークを研究・教育手段として重要視する
が、生物地球分野の調査計画の立案から、調査時の現在位置確認、調査後の結果
の整理や解析に至るまで、地形図は必須の道具である。安全に野外調査を行なう
ためにも地形図の読図技術が必要である。講義では、主に地質よる地形の違いに
焦点をあて、事例をあげて地形図読図技術を解説する。 
2 回 激変星から活動銀河核まで−活動天体の光学観測− 
 天体は、大部分は規則的に変化しているが、それとは別に急激に明るさを変え
るなど激しい変動を示しているものが存在する。それらのうち最も小さいサイズ
の激変星と、最も大きい活動銀河核に関してその変動の様子、ならびに我々が行
っている光学観測の実際を紹介する。 
3 回 元素から見た宇宙の構成と進化 
 現在、地球に見られる物質は、⼈間の体も含めて、宇宙誕生に起源を持ってい
る。本授業では、各元素がビッグバンで作られたもの、恒星内での静かな反応で
作られたもの、恒星の大爆発で作られたものに大別され、この生成過程や崩壊過
程が各元素の特性に密着していることを理解させ、元素を手がかりにして宇宙誕
生、地球生成史等宇宙理解が進められていることを概観する。 
4 回 星の誕生と太陽系 
 太陽のような星がどのように生まれ、惑星がどのように作られたであろうか。
我々の太陽系の解説から始め、恒星の誕生に関する現代の天文学の基本的な考え
方と、電波天文学と光・赤外線天文学による最近の観測結果を交えて解説する。
太陽をはじめとする星の誕生に関する基本的な知識を学ぶ。 
5 回 隕石衝突が引き起こした恐⻯絶滅のシナリオ 
 6,500 万年前に直径 10km ほどの隕石が地球に衝突し地球環境を一変させ、生物
の大量絶滅を引き起こした。地上で最も優位な地位にあった恐⻯の絶滅はその代
表例である。隕石衝突の実証、恐⻯を滅ぼした環境変化、その後の生物の進化に
与えた影響などについて具体的な事例をあげて解説する。 
6 回 身近な気象を知る 
 私たちの生活のなかで密接に関わる気象と大気環境について講義する。その中
で、気候と生命、気候と産業などの関わりについて論じる。また、海陸風･⻯巻･
寒冷前線など、大気現象を再現した室内実験の様子も紹介する。 
7 回 地質と生き物と⼈々の生活 
 地質は地域の基盤であり、生態系・農業・産業などに影響を与えている。⺟岩の
性質は、風化して土壌という形で、あるいは地域を流れる水に含まれる栄養分と
して影響を与え、地域の生産性として目に見える形となる。⼈類は古来より、こ
のような土地の特性、すなわち風土に着目して生活している。これについて、お
もに植物の立場で解説する。 



8 回 植物の分類と系統 
 生物学のどの分野でも、研究に使用する材料の種の理解が重要である。本講義
では、生物の種の概念を説明し、いくつかの野生植物を例にして、近縁種との系
統関係がどのようにして解明されてきたかを説明する。また、分子系統に基づく、
被子植物の新しい分類体系についても簡単に説明する。 
9 回 園芸と園芸学 
 園芸と園芸学の理解を深めるため、農業に生産に果たす園芸の役割、園芸の特
徴と発展の歴史、園芸作物の種類と分類、育種と繁殖、形態などを概説した後、
果樹の栽培管理についてその目的と意義を解説する。さらに、温度や光条件を制
御した施設内での園芸作物の栽培、実際栽培における植物成⻑調節物質の利用、
生産物の生理や貯蔵などについても講述する。 
10 回 咽頭⻭を読む 
 多様な形態をもつコイ科魚類の咽頭⻭について、魚のどの位置にあり、どのよ
うに動き、どのように機能するのかを解説する。さらに同定法を説明し、それか
らわかる地球の歴史や縄文弥生時代の⼈間の活動について解説する。 
11 回 環境と生物 
 生物は周囲の環境の変化に合わせた生活を営んでいる。地球上の環境の変化の
多くは、地球と太陽の位置関係が原因となって生じる昼夜の違いや季節変化な
ど、24 時間や 365 日といった一定の周期を持つ。また、海洋の沿岸域に生息す
る生物では太陽に加えて月の位置が大きく影響する潮汐リズムを持つ動物も多
い。本講義では、これらの周期的な環境の変化に対して生物がどのようにして生
活を組み立てているのかについて、特に動物を中心として解説する。 
12 回 自然環境の変遷と⼈間活動の対応関係 
 変化し続ける自然に⼈間は、常にその変化に対応して生活してきた。その変化
し続ける自然と⼈間とのかかわりの関係を解明するために、遺跡や地形・地質に
着目することで、ヒトがどのような自然を選択し、または改変してきたのかにつ
いて、日本や世界各地のフィールド・ワークの結果をもとに紹介する。 
13 回 古代の日本と朝鮮半島 
 原始・古代の日本列島の⼈々の生活はある面では列島内で完結している。しか
し北は樺太・千島列島、北⻄は朝鮮半島、南は南⻄諸島と近接し、それらの地域
と関わりながらいろいろな文化などが入ってきている。この講義では、日本列島
の弥生時代・古墳時代に大きな影響を与えた朝鮮半島との関わりについて、具体
的な資料や遺跡を例に挙げながら講義する。 
14 回 骨考古学からみた家畜の歴史 
 家畜は⼈類の生活圏に入り込みやすい「二次的動物」から生まれたもので、生殖
や摂餌をコントロールすることで、品種が生み出されてきた。コンパニオンアニ
マルでもあるイヌと、食肉に利用されることが多いブタを例に、動物骨格から家
畜化の現象がどのように展開したのか、⼈類と動物の結び付きという視点から、
自然科学と⼈文科学の両面から探る方法を解説する。 
15 回 土器・石器の材質からみた考古学 
 遺跡から出土する考古学資料のうち土器・石器類が最も多い。これらの遺物の
素材がどこの産地からもたらされたのかということを解決することは、モノを動



かす背景にある社会経済、あるいは政治システムなどの究明の鍵となる。講義で
は、土器のなかの須恵器生産地推定や石器石材のサヌカイトや⿊曜石などの原産
地同定によりモノからみたヒトの動きを探ってみる。 

準備学習  各講義を受講する前にシラバスに目を通し、どのような講義内容かを大まかに
理解しておくようにしてください。 
 具体的にはシラバスに書かれている専門用語を図鑑、辞書、インターネット等
で調べておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FGG41H2 
成績評価 実験レポート 60％、中間実技試験 10％、定期試験 30％により成績を評価する。 
曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス GA(生)(12〜12),GB(生)(12〜12) 
見出し FGG41H2 化学基礎実験 
担当教員名 ⻘木 宏之、森 義裕＊、直島 好伸 
単位数 2 
教科書 岡山理科大学化学実験 −手引きと演習− ／ 佐藤幸子：理工系化学実験（−基

礎と応用− 第３版） ／ 坂⽥一矩編 ／ （東京教学社） 
アクティブラーニング  
キーワード 無機定性分析：金属のイオン化傾向、元素の周期表、分属試薬、溶解度積、化学

平衡、錯イオン、両性金属、マスキング 
定量分析：中和、酸化還元、キレート生成、電離定数、pH、pKa、緩衝溶液、モ
ル濃度、質量百分率 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 化学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎化学実験安全オリエンテーション ／ 山口和也、山本仁著 ／（東京化学同

⼈）：大学の基礎化学実験 ／大学一般化学教育研究会編 ／（学術図書出版社）：
フォトサイエンス化学図録 ／（数研出版）：基礎化学１ 物質の構成と変化／吉
⽥泰彦 他／実教出版：基礎化学 2 化学反応と有機材料／吉⽥泰彦 他／実教
出版 

授業形態 実験実習 
注意備考 全ての実験を行い、レポートを期限内に提出し受理されていることが、単位取得

の前提条件である。十分な予習をし、内容を理解して実験に臨むこと。実験を安
全に行うため、白衣と保護眼鏡の着用を義務づける。 

シラバスコード FGG41H2 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）薬品の取り扱い方の基本を理解する。決められた濃度の試薬溶液を調製で

きる。 
（２）適切な実験廃液の処理ができる。 
（３）測容ガラス器具（ホールピペット、ビュレット、メスフラスコ）の使用方
法を習得する。 
（４）pH メーター、分光光度計、電子天秤の使用方法を習得する。 
（５）詳しい実験観察結果を文章で表現し、物質の変化を化学反応式で記述でき
る。 
（６）報告書の基本的書き方を習得する。 
（７）モル濃度、質量パーセント濃度を理解し、滴定実験、吸光光度法分析によ
り日常的な物（食酢、ミネラルウォーター、ドリンク剤 



受講者へのコメント  
連絡先 1 号館 3 階研究室 電子メール aoki@dbc.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Elementary Chemistry Laboratory 
関連科目 化学基礎論 I、 化学基礎論 II、 入門化学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 基礎的な実験を通して、化学実験に必要な基本的知識と実験室でのマナーを習得

する。実験機器の取り扱い方、グラフの書き方、報告書の作成法等を学ぶと同時
に、化学の基礎原理や概念についての理解を深める。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：講義の進め方、予習の仕方を説明する。 

安全・環境教育を実施する。 
2 回 基礎実験（金属と酸との反応）とレポート作成 
金属と強酸・強塩基との反応を調べることによって、化学実験で使われる器具お
よび試薬の基本的な取扱い方と、実験操作を学ぶ。 
3 回 第１属陽イオンの定性分析 （Ag, Pb） 
銀イオン、鉛イオンを 塩酸（第１属陽イオン分属試薬）と反応させ難溶性の塩化
物沈殿を生成する。塩化鉛と塩化銀の溶解度差、アンモニア共存下での塩化銀の
可溶性錯イオン形成などの化学的性質を利用して、両イオンを分離し、各イオン
に特異的な反応を用いてそれぞれのイオンを検出確認する。 
4 回 第２属陽イオンの定性分析 I（Pb, Bi, Cu, Cd) 
酸性条件下で、鉛、ビスマス、銅、カドミウムイオンを硫化水素（第２属陽イオ
ン分属試薬）と反応させ、それぞれ硫化鉛、硫化ビスマス、硫化銅 、硫化カドミ
ウム の沈殿を生成する。それぞれの硫化物生成反応と得られた硫化物の熱硝酸
との溶解性、各イオンとアルカリ水溶液・硫酸との反応および各イオン固有の検
出反応から確認する。 
5 回 第２属陽イオンの定性分析 II （混合試料の系統分析） 
第１属陽イオンを塩化物沈殿分離後、溶液中の第２属陽イオンを酸性条件下、硫
化水素 と反応させる。各種の硫化物として沈殿させる。これら硫化物の混合沈
殿を、熱硝酸で酸化、溶解した後、鉛イオンを硫酸塩沈殿として分離する。つづ
いて、ビスマス 、銅、カドミウムイオン 混在溶液をアンモニアアルカリ性にし
て、ビスマスイオンを水酸化物沈殿、銅イオンを可溶性アンミン錯体として、カ
ドミウムイオンと分離する。銅イオンとカドミウムイオンはそれぞれシアノ錯体
化後、錯体の安定度差から、カドミウムを硫化物沈殿とすることによって分離・
確認する。 
6 回 第３属陽イオンの定性分析 （Al, Fe, Cr） 
酸性溶液中ではイオンとして溶解している Fe(III) イオン、アルミニウムイオン、
クロム(III)イオン は、弱塩基性水溶液・アンモニア?塩化アンモニウム水溶液（第
３属陽イオン分属試薬）中で、水酸化物イオンと反応し、水酸化物として沈殿さ
せる。第３属陽イオンの混合沈殿の分離は、両性水酸化物である水酸化アルミニ



ウムと水酸化クロム(III)とを過剰の NaOH で溶解して、不溶性の水酸化鉄(III)
を沈殿として分離する。得られた各種イオン混合溶液に過酸化水素を加え加熱
し、クロム(III)イオンをクロム酸イオンに酸化し、硝酸を添加して、テトラヒド
ロキソアルミン酸イオンをアルミニ ウムイオンとする。溶液を pH 9?10 にア
ンモニアで調節し、水酸化アルミニウムを沈殿、クロム酸イオンと分離する。分
離されたイオンを含む溶液について、ロダン反応、ベレンス反応、アルミノン・
アルミニウムの赤色レーキ、クロム酸鉛の⻩色沈殿生成などの特異反応を利用し
て各イオンの確認を行う。 
7 回 陽イオンの系統分析 （中間実技試験） 
８種類の第１?３属陽イオン（銀、鉛、ビスマス、銅、カドミウム、鉄(III)、アル
ミニウム、クロム(III)イオン）のうち、数種類の金属イオンを含む未知試料の全
分析（系統的定性分析）を行い、試料中に存在するイオンを検出する。 
8 回 陽イオンの系統分析結果の解説を行う。 
容量分析の事前説明を行う。 
9 回 中和滴定 （食酢の定量） 
 0.1 mol/l 水酸化ナトリウム水溶液の標定を行い、それを標準溶液として用い
た中和滴定により、市販食酢中の酢酸のモル濃度を決定し、食酢の質量パーセン
ト濃度を求める。 
10 回 酸化還元滴定 （オキシドール中の過酸化水素の定量） 
外用消毒剤として使用される市販のオキシドール中の過酸化水素を、過マンガン
酸カリウム水溶液を用いた酸化還元滴定により定量する。 
11 回 キレート滴定 （水の硬度測定） 
検水中に含まれるカルシウムイオン とマグネシウムイオンの量を、キレート滴
定法によって求め、水道水、市販ミネラルウォーターの硬度を決定する。 
12 回 pH メーターを用いる電位差滴定 I：（酢酸の電離定数決定） 
酢酸溶液に NaOH 標準溶液を滴下し、pH を測定する。NaOH 溶液の滴下と pH
の測定を繰り返して、滴定曲線を作成する。滴定曲線を用いて、交点法により当
量点を求め、酢酸のモル濃度と pKa を決定する。グラフの基本的な書き方を学
ぶ。 
13 回  pH メーターを用いる電位差滴定 II：  
（水酸化ナトリウム・炭酸ナトリウム混合溶液の滴定） 
  pH メーターを用いた電位差滴定法により、未知濃度の水酸化ナトリウムと
炭酸ナトリウムの混合試料を定量し、それぞれの質量％濃度を算出する。pH メ
ーターの 取扱いおよび滴定操作を習熟すると共に、二価の弱塩基と強酸との中
和反応ついての理解を深める。さらに、フェノールフタレイン指示薬、メチルオ
レンジ指示 薬を用いた二段階滴定（ワーダー法）と pH 滴定曲線との関係を確
認する。 
14 回  吸光光度法による鉄イオンの定量 
1,10-フェナントロリンはそれ自身は無色の塩基であるが、２価の鉄イオンと反
応して安定な赤色の錯体を形成する。このことを利用して、試料水中の鉄イオン
を吸光光度法により定量する。 
15 回 ・14 回目の実験で得られた各グループの定量値と試料の表示濃度との差異



について考察する。 
・補充実験と演習問題の解説を行う。 

準備学習 1 回 教科書第 1 章 pp.1〜9 化学実験の基本的注意を読んでおくこと。 
2 回 教科書第 1 章 pp.1〜9 および pp.36〜40. 実験レポートの書き方 を読ん
でおくこと。 
元素の周期表、イオン化傾向、強酸、強塩基、酸化⼒のある酸について復習して
おくこと。 
「化学実験−手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
3 回 教科書 pp.15〜18 を読み、難溶塩の溶解度と溶解度積について復習してお
くこと。 
教科書 pp.62〜68 を読み、陽イオンの分属と分属試薬について予習しておく。 
「化学実験−手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
4 回 教科書 pp.68〜73 を読み、第２属陽イオンについて予習しておくこと。 
「化学実験−手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
5 回 教科書 pp.73〜75 と第４回実験レポートを参考に、系統分析のフローチャ
ートを作成しておくこと。 
「化学実験−手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
6 回 教科書 pp.78〜83 を読み、第３属陽イオンについて予習しておくこと。 
「化学実験−手引きと演習」該当ページの化学反応式とフローチャートを書いて
おくこと 
7 回 第 3〜6 回のレポートを参考に、第１?３属陽イオンの全分析フローチャー
トを作成しておくこと。 
8 回 教科書 pp.10〜13 を読み、溶液と濃度（百分率、モル濃度）について、復習
しておくこと。 
中和滴定における一次標準溶液の調製法について予習しておくこと。 
9 回 教科書 pp.52〜57、pp.88〜97 を読み、容量分析における計算方法を復習し
ておくこと。 
「化学実験−手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
10 回 教科書 pp.108〜110 を読んで、酸化還元反応、酸化数、酸化剤、還元剤の
定義を復習にしておくこと。 
「化学実験−手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
11 回 日常生活において、水の硬度に関心を持ち、ミネラルウォーター、水道水、
温泉水などの成分表示を調べてくること。 
教科書 pp.112〜116 を読み、「化学実験−手引きと演習」該当ページの化学反応
式と金属指示薬の構造式を書いておくこと。 
12 回 教科書 pp.57〜59、pp.92〜97 を読み、弱酸の電離定数、緩衝溶液につい
て復習しておくこと。 
「化学実験−手引きと演習」該当ページと教科書 p.97 を読み、酢酸の pKa 値は
滴定曲線における 1/2 当量点の pH であることを理解しておくこと。 
13 回 教科書 pp.98〜100 を読んでおくこと。 
「化学実験−手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
14 回 教科書 pp.59〜61 を読み、分光光度計について予習しておくこと。 



教科書 pp.122〜126、「化学実験−手引きと演習」該当ページを読み、フェナント
ロリン鉄（II）錯体を利用した鉄イオンの定量について、予習しておくこと。 
15 回 実験ノート・実験レポートの整理、演習問題の復習をし、質問事項をまと
めてくること。 

 



年度 2012 
授業コード FGG43F1 
成績評価 ３回の小試験（３０点）と定期試験（７０点）の合計点で評価します。 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス GA(生)(12〜12),GB(生)(12〜12) 
見出し FGG43F1 地球科学概論Ⅰ 
担当教員名 能美 洋介 
単位数 2 
教科書 ニューステージ「地学図表」．浜島書店． 
アクティブラーニング  
キーワード 地球、プレートテクトニクス、海洋、大気、地球の歴史 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 地球科学概論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FGG43F1 
実務経験のある教員  
達成目標 ・ ⼈類と社会と地球のかかわりについて理解し、説明することができる。 

・ 地球科学に関する基本的な概念や法則を理解し、科学的な地球観を養う。 
・ 地学的な⻑い時間の中で変動する地球の姿を理解し、⼈間とのかかわりにつ
いて考える。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２６号館３階 能美研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Earth Science I 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  本講義では、変動する地球の様々な側面をとりあげ、科学的な地球観を育み、

⼈間と地球のかかわりを把握して、地球環境などのグローバルな問題を地学的に
理解することを目的とする。 
 地球の概観、地球の活動と歴史、大気と海洋をとりあげ、できるだけ、最近、
世界各地で実際に起こった事例などを使いながら、その活動が起こるメカニズム
や、背景となっている地学的な法則を解説します。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 



 講義の目的、概要、成績評価の方針などを説明する。 
2 回 地球の形状 
 地球の形と重⼒、地磁気をとりあげ、それらの計測方法も講義する。 
3 回 地球の内部 
 地球の内部構造と物質、およびその状態について講義する。 
4 回 プレートテクトニクス 
 地球表面を覆うプレートの分布や構造、運動とそれに伴う現象について講義す
る。 
5 回 プレートの運動と地震 
 プレートの運動と地震との関係について講義する。 
6 回 火成作用 
 火成作用のメカニズムについて、プレート論の立場から講義する。 
7 回 変成作用と変成岩 
 プレート境界域における広域変成作用、火成作用との関係、変成岩について講
義する。 
8 回 地表の変化 
 風化・浸食・運搬・堆積のサイクルと物理化学的メカニズムについて講義する。 
9 回 地層と層序 
 堆積岩の種類と生成環境、地層累重の法則など、層序学の基本法則について講
義する。 
10 回 地質年代と地質時代の地球環境 
 化石をもとにした層序の組み立て方、地質年代と各時代の特徴について講義す
る。 
11 回 日本列島の成り立ち 
 プレート論による日本列島の形成メカニズムや地質時代の特徴について講義
する。 
12 回 大気と気象 
 大気の構造と運動、それに伴う気象現象について講義する。 
13 回 海洋 
 海洋の構造と運動、海流と気象との関係、海岸地形について講義する。 
14 回 地球システム 
 プレートの運動と大気・海洋との相互作用、物質循環について講義する。 
15 回 日本の自然環境 
 極めて多様な日本列島の自然環境を、地学的な事象や現象を背景に解説する。 

準備学習  本講義では、高校地学の全内容を網羅的にとりあつかいます。 
 高校で地学を履修していない受講生の⼈は特に、毎回の講義前に指定された参
考書やインターネット等で対応部分の用語や事柄を下調べしておいてください。 

 



年度 2012 
授業コード FGG4512 
成績評価 中間試験の成績（４０％）、最終試験の成績（４０％）および授業への参加強度

（２０％）から総合的に評価する。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 生物地球学科(12〜12) 
見出し FGG4512 園芸学概論 
担当教員名 久保⽥ 尚浩 
単位数 2 
教科書 特に使用しない／適宜にプリントを配付する 
アクティブラーニング  
キーワード 果樹、野菜、観賞植物、栽培、生理・生態 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 板書の仕方を改善したい。 
科目名 園芸学概論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 園芸学入門／今⻄英雄編／朝倉書店 

図説園芸学／萩原 勲編／朝倉書店 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FGG4512 
実務経験のある教員  
達成目標 園芸および園芸学の定義と特徴、園芸作物の種類と分類および育種と繁殖などを

概説した後、果樹、野菜および花卉（かき）の生育特性と栽培管理の方法につい
て解説するとともに、高品質・多収に向けた技術開発の現状と方向性について述
べる。また、園芸生産における植物成⻑調節物質の利用、施設園芸、園芸生産物
の鮮度保持や利用などについても講述する。 

受講者へのコメント 質問票では授業で話したことについて質問し、それ以外の疑問点は自ら調べるよ
うにして欲しい。 

連絡先 研究室：専門学舎第２１号館６階６号室 
E-mail:kubota@big.ous.ac.jp 
電話番号：未定 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 農学関係の科目を初めて受講した割には講義に興味を持ってくれた学生が多い
のに驚いた。 

英文科目名 Horticultural Science 
関連科目 植物生態学、植物形態学、植物生理学、果樹園芸学 
次回に向けての改善変更予定 資料作成と授業方法に工夫を要すると感じた。 
講義目的  作物形態学、作物生理・生態学、栽培学、および環境制御学を基礎に、園芸作



物や園芸生産の意義と特徴、発達の歴史と現状、環境調節による高品質・多収に
向けた生産技術開発の可能性、収穫物の鮮度保持などについてを理解する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション 

2 回 園芸と園芸作物 
3 回 種類と分類 
4 回 形態 
5 回 育種法 
6 回 繁殖法 
7 回 成⻑と発育（１）（植物の生活環、種子の形成と発芽、栄養器官の形成と発
達） 
8 回 成⻑と発育（２）（花芽の形成と発達、開花・結実、果実の発育と成熟）/中
間試験 
9 回 生育環境と栽培（１）（気象条件と栽培適地） 
10 回 生育環境と栽培（２）（土壌と施肥） 
11 回 施設栽培 
12 回 養液栽培と植物工場 
13 回 環境調節と作物の生育 
14 回 植物成⻑調節物質の種類と利用 
15 回 園芸生産物の利用 

準備学習 園芸作物はもちろんのこと、広く作物全般についてその生理や生態、栽培等に興
味をもち、平素よりそれらに関する書物を読むようにすること。 

 



年度 2012 
授業コード FGG4522 
成績評価 提出課題 50％（50 点満点）、定期試験 50％（50 点満点）により成績を評価する。 

総合点が 60 点以上を合格とする。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス GA(生)(12〜12),GB(生)(12〜12) 
見出し FGG4522 天文学演習 
担当教員名 加藤 賢一 
単位数 2 
教科書 特に指定しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 天体位置、天文現象、球面天文、暦、惑星、恒星、銀河、宇宙 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  「課題がむずかしい」、「天文は奥が深い」、「興味がわいた」、「より詳しく説明

して」との感想・ご意見を戴きました。上記のとおり、教材の量を減らし、反復
するなかで「課題がむずかしい」、「より詳しく説明して」に対応して参ります。 

科目名 天文学演習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 天文の計算教室／⻫⽥ 博／地⼈書館 
授業形態 演習 
注意備考 オフィスアワー 金 11:00-12:00 

試験は定期試験中に行い、試験形態は筆記試験とする。 
シラバスコード FGG4522 
実務経験のある教員  
達成目標 ①天体・天球の日周・年周運動の特徴を理解し、地球中心説および太陽中心説か

らどのように説明されるかを理解する。 
②宇宙に見られる現象の多くが古典⼒学で解釈できることを把握する。 
③太陽ならびに太陽系天体の特徴を把握する。 
④恒星の特徴を理解し、誕生からの進化のストーリーを把握する。 
⑤銀河・銀河系ならびに宇宙の大規模構造の特徴を把握する。 
⑥宇宙の誕生と進化についての現代的理解を把握する。 

受講者へのコメント  天文学概論 I を補強する意味合いを含んだ本科目でしたので、教材は全分野に
またがり、その分、断片的になってしまったきらいがあったかと思いますが、真
剣に取り組んでいただき、ありがたいことでした。教材には工夫したつもりでし
たが、まだ未熟で、分かりにく箇所があったことでしょう。 

連絡先 ２１号館２Ｆ 天文学研究室  kato@big.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  演習科目の性質上、数量処理や実技的な内容があり、授業時間では不足するた
め、相当量を宿題としましたが、多くの方が熱心に取り組んでおられました。こ
の分野への理解が深まった、あるいは興味関心が高まったとの回答が 72％、50％



あったという結果はそのまま受講者の姿勢を表しているものと思いました。た
だ、教材の量が多かったため、丁寧な説明ができないこともあり、「説明にもう少
し工夫を」という回答を戴いたのはその通りだったかなと感じています。 

英文科目名 Astronomy Seminor 
関連科目 本授業を発展させるため、「天文学概論Ⅱ」を続けて履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  数量の扱いに不慣れな方が結構おられることがわかりました。多くは単純なも

のだったと思いますが、苦手意識が先にたってしまっているからでしょうか、立
ち止まってしまうケースが見受けられました。次回は教材を絞り、反復演習を行
うなかで知識・技量の定着を図ろうと思います。 

講義目的 他の天文学関連授業への予備的知識の定着化を第一の目的とし、天文学概論Ⅰで
扱った中学校理科・高校地学教材に現れる宇宙理学の学習の深い理解を図ること
を第二の目的として、主に問題を解くという演習形式の授業を行う。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 星空観察法／ 

星座早見盤を用いて天球概念を把握した後、これらに関する問題に回答する。 
2 回 地球／ 
扁率、離心率、大気の高さ、大圏航路の⻑さ、フーコー振子の回転角等を計算す
る。 
3 回 天球座標／ 
球面三角、地平・赤道・⻩道座標系等を説明し、時角、角距離等を計算する。 
4 回 時制／ 
真太陽時、平均太陽時、均時差等について解説し、世界各地の時刻換算、天体位
置から自船位置や時刻を計算する。 
5 回 暦／ 
太陽暦、太陰太陽暦、ユリウス日等の原理を説明し、各暦の変換、ユリウス日、
日出入時刻等を計算する。 
6 回 惑星運動／ 
会合周期、楕円軌道、軌道要素、ケプラーの法則による惑星の公転周期等を計算
する。 
7 回 月と惑星／ 
月から見た地球の動き、月の水平線、惑星面模様の実⻑、火星から見た２衛星の
見え方等を計算する。 
8 回 重⼒／ 
月にはたらく引⼒、万有引⼒の距離への依存度、惑星の質量、⼈工衛星の速さ等
を計算する。 
9 回 太陽／ 
半径や質量などの太陽の基礎的物理量、自転周期、⿊点の経緯度等を計算する。 
10 回 恒星の等級／ 
合成等級、絶対等級、金星の光度変化、恒星の全光度、有効温度等を計算する。 
11 回 恒星の特性／ 
HR 図と恒星の物理量、スペクトル型の決定、ドップラー効果によるスペクトル
線のずれ等について計算する。 



12 回 銀河系の構造／ 
球状星団の空間分布を決定し、銀河系の大きさを計算する。 
13 回 銀河の特徴／ 
様々な銀河の写真から銀河の形態分類を行い、周辺環境、進化等との関連を考察
する。 
14 回 宇宙膨張の発見／ 
ハッブルが 1929 年に示したデータを用いてハッブルの法則を検証し、宇宙の膨
張速度、宇宙年齢等を計算する。 
15 回 宇宙と元素の起源／ 
宇宙にある各元素量を確認し、水素の核融合反応、ヘリウム反応等での核種の変
化、発生熱量等を計算する。 

準備学習 適宜、復習となる宿題を課すので回答の上、期日まで提出すること。 
 



年度 2012 
授業コード FGG45F1 
成績評価 課題提出（20%）、試験（80%） 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス GA(生)(12〜12),GB(生)(12〜12) 
見出し FGG45F1 生物科学概論Ⅰ 
担当教員名 中島 経夫 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード 生物学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 講義全体の教科書がありませんので、参考書の指定とプリントの配布を行いま

す。板書の字は大きく正確にするようにいたします。 
科目名 生物科学概論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に紹介 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FGG45F1 
実務経験のある教員  
達成目標 生物の多様性を知り、生物と環境の間に密接な関係があることを知る。 
受講者へのコメント 生物のおもしろさを知ってもらう。 
連絡先 21 号館 6 階 中島研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特にない。 
英文科目名 Biological Science I 
関連科目 生物学関係の講義全て 
次回に向けての改善変更予定 生物学に興味がもてるような講義にする。 
講義目的 生物は地球上のあらゆる場所に分布し、それぞれの環境に巧みに適応した生活を

営んでいる。本講義では、生物がどのように地球上に誕生し、どのように生活し
てきた、また生活しているかを説明し、環境との相互作用によって成り立ってい
る生物界についての理解を深めるとともに、生物とは何か、生命とは何かを知る。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 生物とは 多様な生物の世界、生物学のはじまり 
3 回 多様な生物の共通点 細胞と生物 
4 回 生命の設計図 ゲノム、遺伝子、DNA 
5 回 生命を支える物質 タンパク質、脂質、糖、核酸 



6 回 動物と植物 
7 回 動物の生き方 発生、生⻑、エネルギーの獲得 
8 回 動物の生き方 生体防御（免疫）、脳の働き 
9 回 動物の多様性 生物群集、生態系、食物網 
10 回 動物の多様性 動物の系統進化、進化論の歴史 
11 回 動物の多様性 脊椎動物の系統進化 
12 回 動物の多様性 魚類の進化 
13 回 動物の多様性 コイ科魚類を例とした地球の歴史 
14 回 動物の多様性 コイ科魚類を例とした地球の歴史 
15 回 動物の多様性 ⼈が作り出す動物の多様性、自然と文化 

準備学習 1 回 時間割をよく確認し教室の場所を把握しておく 
2 回 図書館等で、生物、生物学について調べておく 
3 回 図書館等で、生物、生物学について調べておく 
4 回 図書館等で、生物、生物学について調べておく 
5 回 図書館等で、生物、生物学について調べておく 
6 回 図書館等で、生物、生物学について調べておく 
7 回 図書館等で、動物について調べておく 
8 回 図書館等で、動物について調べておく 
9 回 図書館等で、動物について調べておく 
10 回 図書館等で、動物について調べておく 
11 回 図書館等で、脊椎動物について調べておく 
12 回 図書館等で、魚類について調べておく 
13 回 図書館等で、コイ科魚類について調べておく 
14 回 図書館等で、コイ科魚類について調べておく 
15 回 図書館等で、自然と文化の関係について調べておく 

 



年度 2012 
授業コード FGG5111 
成績評価 期末試験により評価する。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス GA(生)(12〜12),GB(生)(12〜12) 
見出し FGG5111 野外調査法 
担当教員名 能美 洋介、大橋 唯太、白石 純、中島 経夫、宮本 真二、波⽥ 善夫、星

野 卓二 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 野外調査法 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義ごとに適宜指示します。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FGG5111 
実務経験のある教員  
達成目標 ・ 生物地球学科の各コースの実習や卒業研究などで、フィールドワークがどの

ように行われているか理解する。 
・ フィールドワークを安全に行うための基礎知識を持ち、事故等の対処法を身
につける。 
・ フィールドワークで使用される観測機器・調査機器などの動作原理や使用法
を理解し、正しく使うことができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 本講義の統括調整は、能美が行っています。 

26 号館 3 階能美研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introduction to Methodology of Fieldwork 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  生物地球学科で行われる研究は野外における調査や観察を基本とする。フィー

ルドワークでは、観察・観測対象に関する基礎知識に加え、測定機器の原理やし
くみ、効率的な調査手法や手順、安全に対する配慮など、多面的な理解が必要で
ある。本講義では、生物地球学科で行われる研究や実習のための基本的なフィー



ルドワークの技術と方法、観測法・観察機器について講義する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション＆安全な野外調査 

 本講義のねらいと進め方、生物地球学科のコースとフィールドワークの概要、
本講義の成績採点方法などについて説明する。 
 本学科の各コースで行われるフィールドワークの概要について、写真などによ
って具体的な事例をあげて説明し、学生のフィールドワークに対する興味を喚起
する。また、安全なフィールドワークを行なうための、事前の準備、服装、基本
的な調査用具・安全対策用具、さらに緊急時・事故時の対応方法について説明す
る。 
2 回 地図の見方と使い方 
 地理学は空間の学とも言われ、各種現象を地図によって説明することを重視す
る。したがって、その基礎を学ぶため、国土基本図である、地形図の利用方法（読
図）の基礎を学ぶ。地形図を購入するための評定図の把握方法、各種、基本図や
主題図の種類についても理解させる。 
3 回 天気図の読み方と気象観測 
 フィールド活動に欠かせない天気図の種類と読み方について講義する。日本の
四季を代表する天気図をはじめ，フィールド活動で注意が必要な気象予想を天気
図の読解を通して学ばせる。次に，風向風速・気温・湿度などの気象要素を計測
する方法と機器について講義する。そのなかで計測値の有効数字について，その
考え方や注意点などを理解させる。 
4 回 地層の走向傾斜とクリノメーター 
 地層面などの各種面構造の記述方法と、ルートマップと柱状図の作成方法を講
義する。特に、クリノメーターの原理と使い方、使用上の注意について、クリノ
メーターを講義室で使用しながら重点的に理解させる。 
5 回 岩石・鉱物観察 
 野外で岩石や鉱物を観察する実際の方法を説明する。露頭で目にする鉱物は多
くても数 10 種類ほどである。容易に見分けられる鉱物の性質を理解させ､ルーペ
や簡単な道具を用い代表的な鉱物を同定する方法を説明する。 
 岩石は鉱物が集合したものである。構成鉱物の大きさ、形態、共生関係などを
示す岩石組織は、岩石生成時やその後の変成や風化などの重要な情報を有してい
る。それらの観察の仕方を説明する。 
6 回 電子地図とＧＰＳ 
 これまで地形や各種地表現象を表現する素材として、紙の地図が一般的で、航
空測量が基本であった。しかし、近年のデジタル化によって、地図も電子化が大
幅に促進し、測量技術も GPS に代表されるように、衛星データを用いることが
一般化し、地図化の作業も劇的に変化してきた。講義では、この電子地図化によ
る国土座標の変化について概観したのち、フィールドで地図化するときに作成す
る簡易地図の基本的な技術についても説明する。 
7 回 植物の分類と系統 
 野外調査において植物を採集する際に注意すること、実験室に持ち帰った後の
乾燥標本の作成方法、標本ラベルの作成方法、DNA 抽出方法、標本データベー



スの構築等について解説する。 
8 回 植生調査 
 野外における植物の集合体である「植生」の調査方法について学ぶ。植物同士
は競争しつつ協調して生活している。このような植物群と環境の関係を解析する
ためには、植物の種類と量的な把握が必要となる。これに関する主要な調査方法
と解析方法について学ぶ。 
9 回 植物育成 
 播種から収穫まで園芸作物の成⻑段階をスライド等で示しつつ、新梢の⻑さな
どの量的成⻑を調べて成⻑解析を行う方法を講義する。 
10 回 昆虫相の調査方法 
 フィールドにおける昆虫相の調査方法、標本作成法、同定方法について概説す
る。昆虫の調査・採集方法は森林、草原、水中など、昆虫の生息場所によって大
きく異なり、昼行性、夜行性などの生態に合わせる必要もある。また、昆虫は地
球上の生物で最も種数が多い分類群であり、未だ種が記載されていないものも多
く、同定が極めて困難である。そこで、調査対象によってどのような調査方法を
選択するのかと、より正確な同定を行うためにはどうすればよいのかを講義す
る。 
11 回 身近な環境の魚類調査 
 身近な環境である⽥んぼの水路や小川での簡易な魚類調査の方法を作成した
調査ガイドブックを使って魚類調査方法とその意義を説明する。魚類を傷めない
タモ網の使い方などの調査マナー、生息環境の調べ方と記録方法などを平易なガ
イドブックにしたがい解説する。 
12 回 天体観測 
 特に、天体の眼視観測、ならびに双眼鏡、小望遠鏡、カメラを用いた観測法の
基本を解説する。併せて眼の構造と働き、光学器械の原理についても理解させる。 
13 回 天体観測 
 日常生活に関係の深い年月日、時刻の決定から、最先端の研究とされている宇
宙論に関係した測定・観測法まで、天体観測法全般を概観し、チィコ・ブラーエ
による火星位置の精密測定が惑星の運動法則や万有引⼒の発見をもたらした事
例などを参考にし、観察・観測における測定の重要性を強調するとともに、現代
の宇宙理解がそれらとどのように関係しているかを示す。 
14 回 遺跡発掘 
 発掘調査と聞くと、竹ベラやハケで土器などを掃除しているイメージがあるよ
うであるが、実際にはスコップやクワなどでたくさんの土を掘り起こし、汗を流
すことが多い。この講義では実際の発掘調査の例を挙げながら、どのように遺跡
を発掘するのか、どのように遺物を掘るのか、そしてどのように遺跡に関する記
録を残すのかなどについて、具体的に説明する。 
15 回 遺物調査 
 遺跡構成要素である遺構と遺物の関係を押さえ、トータルステーション・オー
トレベルによって三次元座標分布図を製作する原理を学ぶ。具体的には、生活面
や遺構面を、平面と断面で観察し、図面に記録する方法を紹介する。実際にトー
タルステーションを使用し、三次元分布図作成原理と装置の基本操作を理解させ



る。 
準備学習  各講義の前に、シラバスで示された授業内容に含まれる専門用語等を調べてお

いてください。 
 



年度 2012 
授業コード FGG9012 
成績評価 8 回の講義の終わりに試験を実施し、評価する。１００点満点で５０点未満は不

合格とする。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス GA(生)(12〜12),GB(生)(12〜12) 
見出し FGG9012 生物地球特別講義Ⅰ 
担当教員名 石垣 忍＊ 
単位数 1 
教科書 使用せず。 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ○動物園での授業については、音声が聞き取りにくいことがあるため、狭い場所

では二班に分けるなどの工夫をします。 
科目名 生物地球特別講義Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 動物園で学ぶ進化/堀⽥進/東海大学出版会： 恐⻯学/ファストフスキーほか/丸

善 
授業形態 講義 
注意備考 試験は筆記試験を講義の最後に実施する。 
シラバスコード FGG9012 
実務経験のある教員  
達成目標 ①動物園で、進化的な観点でいろいろな動物を観察する方法を身につける。 

②街路樹などを対象に、進化的な観点で植物を観察する方法を身につける。 
③現在の生物の進化を知るには化石の研究が必要であることを理解する。 
④恐⻯研究を導入口として、過去の生物の遺体・遺物である｢化石」への理解を深
める。 
⑤体化石と生痕化石の研究データ、地質学データなどから総合的に過去を復元す
ることを理解する。 
⑥恐⻯化石研究の例を知り、科学研究とその方法について理解を深める。 

受講者へのコメント ○皆さん熱心に聞いてくれたと思います。 
○動物園内ではほかのお客様の観覧の邪魔にならないように気を付けましょう。 
○動物園での講義は、一日だけですが、日を改めて自分で言って観察することを
進めます。一段と理解が深まり、興味がわくことでしょう。 

連絡先 林原自然科学博物館 瀬⼾内事務所 0869-22-4876 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ○実物化石やレプリカがあると理解が深まるようですね。 
○動物園での講義は今後も続けたいと思います。 
○古生物学の目標についての説明の時間をもう少し多く取りたいと思います。 



英文科目名 Topics in Biosphere-Geosphere Science I 
関連科目 古生物学、地質学、生物学関連の講義を受講することにより理解が深まる。 
次回に向けての改善変更予定 ○授業時間外の学習に取り組めるように参考図書の紹介をしたいと思います。 
講義目的 「現在の世界は、過去から未来へ続く⻑い歴史の中の一断面であり、膨大な⻑さ

の過去の結果として現在がある」ということが、⼈間の世界だけでなく、自然に
おいても言えることについての深い理解を促す。⼈間の歴史を探ることが、⼈間
の存在を知り、現在と未来について考える基礎となるように、地球と生物の過去
の歴史を探ることが、自然の歴史を探る上で基礎となることを述べ、その探求方
法と実際の研究例を現生に残る遺存種と恐⻯化石を例にして述べる。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 生物界の概要と動物園の役割を概説する。爬虫類･鳥類を観察し、その形態

と進化的な背景を説明する。 
2 回 哺乳類を観察し、その形態と進化的な背景を説明する。 
3 回 フウやイチョウなど遺存種の植物を観察し、その形態と進化的な背景を説
明する。 
4 回 恐⻯を題材にして、進化の探求における化石研究の意義と方法について概
略説明する。 
5 回 恐⻯体化石の研究とその意義について、実物や写真を見ながら説明する。 
6 回 恐⻯生痕化石の研究とその意義について実物や写真を見ながら説明する。 
7 回 恐⻯の生息環境について、化石や地層の観察を元に推定できることを説明
する。 
8 回 地球と生物の過去を探ることの意義についてまとめ、現在の世界を進化史
をベースに見た場合どのような見方ができるかを説明する。 

準備学習 1 回 池⽥動物園入口に集合すること。フィールドノート（普通の小型ノートでよ
い）と筆記具･ものさし・デジタルカメラ（携帯電話のカメラ機能でも可）を用意
すること。 
4 回 恐⻯に関して、市販の入門書またはインターネットでの情報などで概略を
理解しておくこと。 
5 回 自分の書いたフィールドノートを整理し、情報を整理しておくこと。 
恐⻯に関して、市販の入門書またはインターネットでの情報などで概略を理解し
ておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FGG9013 
成績評価 各テーマの実習担当教員がレポートを１００点満点で採点し、３回の実習の平均

点を評価点数とします。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス GA(生)(12〜12),GB(生)(12〜12) 
見出し FGG9013 野外調査法実習Ⅰ 
担当教員名 能美 洋介、福⽥ 尚也、大橋 唯太、白石 純、中島 経夫、加藤 賢一、久

保⽥ 尚 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 野外調査法実習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 各実習テーマごとに、担当教員が適宜指示します。 
授業形態 実験実習 
注意備考 本講義では、１５の実習テーマが提供されます。 

２か月の期間内に約１０時間（１０時限分）の実習（実習の説明、野外実習、レ
ポート作成指導を含む）を行なうが、同一期間には異なるコースの３つの実習テ
ーマが同時に進行しています。 
同一期間内に実施される３テーマからは一つのテーマしか選択できず、受講生は
別の期間のテーマから３つを自由に選択します。 
実習テーマの選択にあたって、同一コースが提供するものだけを選択することが
できるし、すべて異なるコースのテーマを選択することもできる。本講義では、
大学構内、もしくは大学近辺に 

シラバスコード FGG9013 
実務経験のある教員  
達成目標 ・生物地球学科の研究で行われるフィールドワークの内容を理解する。 

・安全にフィールドワークを行うための技術や知識を身につける。 
・調査・観測機器等の原理としくみを理解し、効率よく使用することができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 本講義の統括指導は能美が担当します。 

２６号館３階 能美研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introduction to Fieldwork I 



関連科目 野外調査法 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 約１０時間の野外実習を３回、合計３０時間の実習を集中講義形式で行なう。 

講義科目「野外調査法」で取り扱う基本的なフィールドワークの技術と方法、観
測法・観察機器などについて、野外実習の体験を通じて理解し、それぞれの学問
分野で実施されるフィールドワークを正しく認識し、各自の進路の適性を確認す
る事を目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 植生 

 大学近くのフィールドに行き、植物群落を記載する実習を行なう。同時に、実
習場所の地形・地質・土壌・周辺の土地利用などを観察し、植物群落の成立要因
を考察する。 
2 回 植物相 
 野外で顕花植物やコケ植物を採集し、実験室に持ち帰り同定し乾燥標本を作製
する。また、標本ラベルを作成し標本庫に収納すると同時に、標本データベース
を作成する。さらに、植物リストを作成し調査地の植物相の特徴について考察す
る。 
3 回 園芸 
 園芸作物の成⻑過程を観察するとともに、いくつかの果樹と野菜を材料にして
その利用部位（葉、茎、花、果実、根など）が多岐にわたること、およびその機
能性成分の多様性について理解する。 
 実習は、岡山大学農学部農場で行なう。 
4 回 水生動物 
 大学近くの河川または水路においてさまざまな水生動物を採集し、図鑑等を用
いて同定するとともに、底質や流速と生物相との関係について学習する。 
5 回 魚類 
 野外調査は、大学の近くの水路または川で魚の採集、生息環境の調査を行いま
す。何⼈か一組で、記録者、採集者、調査者を分担し、どのような場所にどんな
魚がいるかを簡易な方法でガイドブックにしたがい調査を実施する。 
6 回 昆虫 
 岡山理科大学内およびその周囲の山林や河川敷等で昆虫を採集し、図鑑等を用
いて同定することにより、昆虫類の多様性及びその生態について学習する。 
7 回 地理 
 地表における自然・⼈文事象に関して、地域ごとにその特色を記述・分析する
地理学的な調査方法の一端について学ぶ。具体的には、土地利用の変化、都市発
達史、地形発達史に関する野外調査方法について学ぶ。 
 実習場所： 
・岡山市、都市域（岡山駅近辺：都市的土地利用の観察）?岡山城近辺（城下町都
市の発達過程の観察） 
・岡山市内、旭川（岡山平野の発達と、⼈為的改変痕跡の観察） 
8 回 考古遺跡 
 岡山県赤磐市（岡山市北東部）の遺跡群を見学しながら、考古遺跡の調査方法



について勉強する。具体的には馬屋遺跡（古代山陽道の駅跡）、備前国分寺跡、両
宮山古墳、赤磐市山陽郷土資料館などを見学予定です。 
9 回 考古遺物 
 考古学資料である遺物の空間分布を、測量装置（GPS、オートレベル、トラン
シット、トータルステーション）を用いながら記録する方法について、実際の野
外での調査を通して実践的に学習する。 
10 回 地質 
 龍の口山にみられる地層・岩石を観察し、ルートマップを作る実習を行います。 
11 回 岩石鉱物 
 岡山市付近に産する花崗岩を対象として、それがどのような状態で産出してい
るか、どのような鉱物から構成されているか、風化によって岩石がどのように劣
化していくかを観察します。実習場所は、岡山市近郊の旧および現採石場です。 
12 回 気象 
 大学構内で気温と地表面温度を測定し，これらの日変化特性の違いを理解す
る． 
13 回 惑星 
 天体望遠鏡を用いて明るい惑星を視野に導入し、表面の模様のスケッチや、衛
星の位置などを眼で確かめる。また暗い惑星（天王星、海王星）を星図を見なが
ら探し、望遠鏡の視野に導入する。 
14 回 恒星 
 天体望遠鏡（赤道儀式）の使い方に慣れる。また、星図を用いて望遠鏡の視野
に明るい 2 重星を導入し、両星の間隔や色の違いを観察する。さらに、有名な変
光星の位置を、星図を見ながら確認する。 
15 回 太陽 
 投影法で太陽⿊点を見て、そのスケッチをする。直視分光器を用いてフラウン
ホーファー線を確認する。さらに、Hα フィルター付きの望遠鏡で太陽のプロミ
ネンスも観察する。 

準備学習 全体を通じた準備学習についての注意事項はありません。 
実習は野外で行われますので、前日の夜更かしなどせず、安全に実習ができるよ
う体調・体制を整えておくことを心がけてください。 
実習テーマごとに、事前の下調べや準備学習を指示されることがあります。 

 



年度 2012 
授業コード FGG9023 
成績評価 実習後にパワーポイントを使用したレポートを提出(70%)、また報告会でプレゼ

ンテーションを行う(30%)ことにより評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス GA(生)(12〜12),GB(生)(12〜12) 
見出し FGG9023 エコ・ツーリズム技法 
担当教員名 ⻄村 直樹、松本 毅＊、小原 比呂志＊、市川 聡＊、高橋 和成＊ 
単位数 2 
教科書 適宜プリント資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード エコツアー、屋久島、野外活動技法、自然保護 
開講学期 通年 
自由記述に対する回答 「大満足です」，「よかった！」という回答をいただきました。有難うございます。

今年も屋久島実習をやるぞ，という大きな励みになります。 
科目名 エコ・ツーリズム技法 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 山の自然学／小泉武栄／岩波新書：山が楽しくなる地形と地学／広島三郎／ヤマ

ケイ山岳選書，山と渓谷社：地図の読み方／平塚晶⼈／BE-PAL BOOKS，小学
館 

授業形態 実験実習 
注意備考 本実習は、屋久島において、夏休み（9 月初旬）に４泊５日の日程で、屋久島野

外活動総合センター所属のエコツアーガイドを講師として実施する。実習前（5
月〜7 月）に、２回の事前指導をおこない、実習後に事後指導となる報告会を開
催する。定員 20 名のため、また大学コンソーシアム岡山に科目提供しているた
め、希望者多数の場合は、履修届の訂正期限前に、抽選を行う。受講希望者は履
修届提出前に担当者（⻄村）に受講希望の連絡をすること。なお、新入生以外の
受講希望者は４月９日の説明会に参加すること。参加経費（滞在費、往復交通費、
実習 

シラバスコード FGG9023 
実務経験のある教員  
達成目標 １．エコツアーおよび野外調査に必要な野外活動技術の基礎を習得する。 

２．自然の仕組みを理解し、いかに解説するかを習得する。 
３．自然保護に留意したエコツアーのあるべき姿を習得する。 

受講者へのコメント 大部分の方が，「この分野への理解が深まった」，「この分野への興味・関心が高ま
った」と回答して下さっています。屋久島実習での体験は，色々な意味で自信に
なり，今後の方向性を考える上で役立つものだと思います。 
皆さんが，自分自身の興味・目標に向かって，一歩ずつ進むことを期待します。 

連絡先 ⻄村直樹（10 学舎５Ｆ）086-256-9763 nishimur@rins.ous.ac.jp 
屋 久 島 野 外 活 動 総 合 セ ン タ ー ： http://www.ynac.com/  0997-42-0944 
forest@ynac.com 



合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 総合評価５）の目標達成において，1 名をのぞく方が「できた」，1 名が「だいた
いできた」の回答でした。また，総合評価７）の満足度では，全員が「満足」と
の回答でした。今後も，参加者が目標を達成し，満足するように努⼒したいと思
います。 

英文科目名 Ecotourism field practice 
関連科目 2 年次の「植物系統分類学」など動植物や生態，地質や地形、気象に関する講義

を履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 2012 年度は，4 泊 5 日間の 5 日をフルに実習したため，やや，参加者には，きつ

かったのではないかと，反省しています。2013 年度は，もう 1 日増やして 5 泊
6 日にし，途中で，半日ほどゆっくりできるように予定を組みたいとかんがえて
います。 

講義目的 世界自然遺産の島、屋久島において、フィールドにおける基礎的生活技法、自然
の仕組みとエコツーリズムの在り方を学ぶことを目的とする屋久島実習である。
エコツアー（Ａコース）と野外活動技法(Ｂコース）の２コースを予定している。 
エコツアーコースでは、フォレストウォークやシュノーケリングなどの野外活動
を通して、自然の仕組みを体感し、エコツーリズムの在り方を学ぶことを目的と
している。 
野外活動技法コースでは、野外活動体験がある方を対象に、山中泊と登山、 
沢登りなどの野外活動を通して、フィールドでの活動技術を習得する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 事前指導１：屋久島の自然概略、実習内容と必要装備を解説する。 

2 回 事前指導２：読図、ロープワーク、炊事用品と環境測定・観察機器の使用法
を解説する。 
3 回 野外活動の基礎１：屋久島の自然（気象、地質と地形、動植物）に関して講
義する。 
4 回 野外活動の基礎２：地形図の見方とコンパス使用法の基礎を実習する。 
5 回 野外活動の基礎３：地質と地形の関係を観察する。 
6 回 （Ａコース）照葉樹林フォレストウォーク１．⻄部林道の地形を知る。 
（Ｂコース）沢登り１．装備の使用法とロープワークを実習する。 
7 回 （Ａコース）照葉樹林フォレストウォーク２．照葉樹林の植物を観察する。 
（Ｂコース）沢登り２．岩場の歩き方と三点確保法を実習する。 
8 回 （Ａコース）照葉樹林フォレストウォーク３．ヤクザルとヤクシカの生態を
観察する。 
（Ｂコース）沢登り３．渡渉と滝の突破を実習する。 
9 回 （Ａコース）針葉樹林フォレストウォーク１．ヤクスギランドの地形を知
る。 
（Ｂコース）山中宿泊１．装備と食料を準備し、パッキング法を知る。 
10 回 （Ａコース）針葉樹林フォレストウォーク２．山中での歩き方を実習する。 
（Ｂコース）山中宿泊２．テント場の選択・設営と小屋泊のマナーを学ぶ。 
11 回 （Ａコース）針葉樹林フォレストウォーク３．中間針葉樹林を構成する植



物の観察法を実習する。 
（Ｂコース）山中宿泊３．山中での炊事を実習する。 
12 回 （Ａコース）シュノーケリングの基礎１．泳ぎ方を実習する。 
（Ｂコース）登山１．読図と歩き方を実習する。 
13 回 （Ａコース）シュノーケリングの基礎２．危険回避法を実習する。 
（Ｂコース）登山２．登山の危険と緊急避難法を実習する。 
14 回 （Ａコース）タイドプールの生物観察法を実習する。 
（Ｂコース）登山３．中間針葉樹林を構成する植物の観察法を実習する。 
15 回 報告会を開催する。受講者はパワーポイントによるプレゼンテーションを
行い、全員でディスカッションをおこなう。 

準備学習 1 回 屋久島の自然について調べておくこと。 
2 回 ロープワークの基礎的事項を調べておくこと。 
3 回 気象と自然に関する一般的図書に目を通しておくこと。 
4 回 コンパス使用法を調べておくこと。 
5 回 屋久島の地質を調べておくこと。 
6 回 （Ａコース：照葉樹林フォレストウォーク１）地形図でコースの起伏、距離
を確認しておくこと。 
（Ｂコース：沢登り１）沢登りに関する一般的注意点を調べておくこと。 
7 回 （Ａコース：照葉樹林フォレストウォーク２）ガジュマルとアコウの区別点
を調べておくこと。  
（Ｂコース：沢登り２）沢登りに関する一般的注意点を調べておくこと。 
8 回 （Ａコース：照葉樹林フォレストウォーク３）ヤクザルとヤクシカについて
調べておくこと。 
（Ｂコース：沢登り３）沢登りに関する一般的注意点を調べておくこと。 
9 回 （Ａコース：針葉樹林フォレストウォーク１）地形図でコースの起伏、距離
を確認しておくこと。 
（Ｂコース：山中宿泊１）自然の中で宿泊する場合の一般的注意事項を調べてお
くこと。 
10 回 （Ａコース：針葉樹林フォレストウォーク２）山中での危険性と緊急避難
法を調べておくこと。  
（Ｂコース：山中宿泊２）山小屋で宿泊する場合の一般的注意事項を調べておく
こと。 
11 回 （Ａコース：針葉樹林フォレストウォーク３）スギ、ヒノキ、モミ、ツガ
の区別点を調べておくこと。 
（Ｂコース：山中宿泊３）野外での炊事法や一般的注意事項を調べておくこと。 
12 回 （Ａコース：シュノーケリング１）シュノーケリングの装備、泳ぎ方を調
べておくこと。 
（Ｂコース：登山１）地形図で淀川小屋より⿊見岳にいたる登山コースの起伏，
距離を確認しておくこと。 
13 回 （Ａコース：シュノーケリング２）シュノーケリング中の危険性と緊急避
難法を調べておくこと。 
（Ｂコース：登山２）登山における危険性と緊急避難法を調べておくこと。 



14 回 （Ａコース：タイドプールの生物観察）タイドプールの主な動植物を調べ
ておくこと。 
（Ｂコース：登山３）スギ，ヒノキ，モミ，ツガの区別点を調べておくこと。 
15 回 実習のまとめをおこない、レポートをパワーポイントにより作成すること。
報告会でのプレゼンテーションの練習をしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FIA11A1 
成績評価 課題やレポート 10%、小テスト 10%、および定期試験 80%により成績を評価す

る。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス AA(総)(〜10),AB(総)(〜10) 
見出し FIA11A1 化学基礎論Ⅰ(再) 
担当教員名 直島 好伸 
単位数 2 
教科書 新版 現代の基礎化学／野本健雄・⽥中文夫／三共出版 
アクティブラーニング  
キーワード 分子、原子の構造、量子⼒学、量子化学、電子配置、原子軌道、分子軌道、化学

結合、混成軌道 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 少し難解な教科書の内容をわかりやすく、重要な点をより詳しくまとめたプリン

トは以前から好評です。皆さんの勉強のため、ところどころ英語の記述も入れて
います。今後も改良を加えて、さらにわかりやすい内容のあるプリントにして行
きます。小テストの解答は時間の許す限り、基本的なところを含めよりわかりや
すくします。パワーポイント資料の提供は、講義の復習などに役立ったようです。
今後、皆さんの意見を聞きながら工夫を重ね、従来の板書やパワーポイントによ
る授業を楽しんでもらえるように努⼒します。 
「今まで化学には一つも興味がなく 

科目名 化学基礎論Ⅰ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 はじめての生命科学／菊池慎太郎・⻘江誠一郎、岡本威明・佐藤健三・直島好伸・

⻑谷川 靖／三共出版 
授業形態 講義 
注意備考 ①インフルエンザやエイズなどの治療薬の名前が新聞でよく紹介されるように

なり、また、医薬品がコンビニで買える時代になっている。化学が苦手という⼈
も、先ず、私達の日常生活や地球環境に深く関わっている（食品、医薬品、化粧
品、衣料、液晶ディスプレー、レアメタル・レアアースなど）化学に興味を持ち、
講義に出席してほしい。 
②パソコンを使ってパワーポイントなどの電子教材をプロジェクタで提示する。 
③ホームページ http://chemnaobic.sp.ous.ac.jp にアクセスし、予習や復習の参考
資料にしてほしい。 
 

シラバスコード FIA11A1 
実務経験のある教員  
達成目標 ①レアメタル・レアアースのような金属についての基礎知識を持つこと。 

②電子や原子などのミクロな粒子の性質や挙動を理解すること。 
③原子の電子配置について説明できること。 



④元素の周期表の成り立ちを理解し、説明できること。 
⑤電子の共有による化学結合を理解すること。 
⑥分子軌道法について知ること。 
⑦混成軌道を使って簡単な分子の形を図示できること。 

受講者へのコメント 風邪薬などの医薬品がコンビニで買える時代になってきました（登録販売者制
度）。インフルエンザ治療薬タミフル、エイズ治療薬リトナビル、ショウガの辛味
成分ジンゲロールなどの名前や構造、さらに、その機能や働きなどについても新
聞やテレビ、インターネットで詳しく紹介されるようになってきました。化学に
関する知識はそれらの事柄を理解するために、そして皆さんがこれからの時代を
生きて行くために必要不可欠なものです。まず、休まず授業に積極的に出席して
ください。そうして化学の面白さ、皆さんにとっての化学の必要性を感じてくだ
さい。 

連絡先 ２１号館２Ｆ 直島好伸研究室 086-256-9639 naoshima@sp.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 大学の講義に慣れていない新 1 年生の皆さん、月曜日、それも朝一番の講義の受
講ありがとう。先ず、化学で使う言葉に慣れてもらうため、元素（化学の基本）
について、皆さんにとって身近な存在であるレアアースや重要な金属に関する話
をし、元素図鑑などの本を何冊か紹介しました。パワーポイントはもう少しゆっ
くりと行う必要がありそうです。理解度を自分で確かめてもらう、毎回行ってい
る小テストは、定期試験の勉強の際に役だっているようですので続けます。化学
の知識は、私たちの日常生活になくてはならないものだと、皆さんが感じ、理解
し、興 

英文科目名 Fundamentals of Chemistry I 
関連科目 本科目に引き続き「化学基礎論 II」を受講することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 パワーポイントの内容を、希望する学生さんには、USB メモリーを持ってきても

らえれば、そこに移します。プリントや小テストと共に、予習や復習に役立てて
ください。好評だったプリントに加え、ホームページに記載している授業の要点
の活用を勧めます。その他、パワーポイント説明時の速さ、小テストの解答など、
皆さんの意見を参考にして、授業の改善を図りたいと考えています。わからない
ところ、理解しにくいところなど、どしどし質問に来てください。大歓迎です。
次回からは、小テストを皆さんに解答してもらう際に、何故そういう答えになっ
た 

講義目的 高校化学教育との関連や現代の化学の進展を考慮し、化学に興味を持ち理解がで
きるように講義を進める。電子の特性や原子の構造、元素の周期表、化学結合、
混成軌道、分子の三次元的な形、そして酸と塩基など、化学の基本的な内容を教
授して、我々の社会環境や生活環境に深くかかわっている分子というものに親し
んでもらう。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  化学への導入−化学を学ぶことの大切さと意義を説明する。 

2 回  化学の基本−私たちの身の周りにある元素の名前と記号を覚え、その性質
を理解する。私たちの生活に欠かせない希少金属、レアメタル・レアアースにつ



いて解説する。 
3 回  化学の歴史と化学の法則−化学はいかにして科学となったかを解説する。 
4 回  電子の発見について歴史的事実を盛り込みながら説明する。 
5 回  電子の特性−マクロの世界とミクロの世界の違いを解説する。 
6 回  原子の構造−新しいミクロの法則、量子⼒学について説明する。 
7 回  ミクロの法則に基づいて原子の電子配置を説明する。 
8 回  元素の周期的性質を説明する。 
9 回  原子の電子配置に基づいて陽イオンや陰イオンのなりやすさを説明する。 
10 回  化学結合（特に共有結合）と分子について説明する。 
11 回  分子軌道法（結合性軌道、反結合性軌道）について説明する。 
12 回  炭素の混成軌道（sp3,sp2,sp)について説明する。 
13 回  酸素や窒素など、炭素以外の原子の混成軌道について説明する。 
14 回  混成軌道に基づいて、メタン、エチレン、アセチレン、水、アンモニア、
ベンゼンなどの分子の形について説明する。 
15 回  酸と塩基の定義やその強弱について説明する。 

準備学習 1 回 教科書を参考にしながらシラバスを確認しておくこと。 
2 回 教科書の裏表紙にある元素の周期表をしっかりと眺めておくこと。 
3 回 金属元素の歴史やラボアジエ、ドルトン、アボガドロといった⼈たちの業績
について調べておくこと。 
4 回 ドルトンの原子論以降、原子を構成する電子がどのようにして発見された
のかを調べておくこと。 
5 回 教科書を基にしてプランクやアインシュタイン、ド・ブロイといった⼈たち
の業績についてしらべておくこと。 
6 回 岩波ジュニア新書の「量子⼒学とはなんだろう」など、量子⼒学や量子化学
の入門書を読んでおくこと。 
7 回 原子の構造（原子核と電子）を、ミクロの世界の法則という観点から考えて
おくこと。 
8 回 元素の周期性を原子の電子配置から理解し、説明できるかを考えておくこ
と。 
9 回 陽イオンになりやすい原子および陰イオンになりやすい原子を調べておく
こと。 
10 回 ルイスの考えに基づく共有結合やイオン結合について、その要点を把握し
ておくこと。 
11 回 量子化学に基づいて、分子中の電子の振る舞いを記述するのが分子軌道法
であり、最近では、分子軌道計算がパソコンでも行えるようになっているので、
少しでも調べておくこと。 
12 回 分子を構成する原子の中でも主役となるのが炭素であり、様々な役を演じ
る（結合状態をとり得る）ことができるので、是非調べておくこと。 
13 回 第 12 回の講義と深く関係しているので、酸素や窒素、そしてホウ素など
の混成軌道について、炭素と関連させて勉強しておくこと。 
14 回 分子の形は、簡単な分子からタンパク質のような巨大分子まで、その機能
や性質を発揮するのに大切な要素であることを念頭において、水、アンモニア、



ベンゼン、エチレンなどの分子の形を混成軌道を使って考えておくこと。 
15 回 化学を学べば必ずでてくる酸と塩基の定義について、あらかじめまとめて
おくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FIA11B2 
成績評価 課題やレポート 10%、小テスト 10%、および定期試験 80%により成績を評価す

る。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス AA(総)(〜10),AB(総)(〜10) 
見出し FIA11B2 化学基礎論Ⅱ(再) 
担当教員名 直島 好伸 
単位数 2 
教科書 新版 現代の基礎化学／野本健雄・⽥中文夫／三共出版 
アクティブラーニング  
キーワード 有機化合物、生体分子、官能基、立体異性体、幾何異性体、配座異性体、エナン

チオマー（鏡像異性体） 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  現在の教科書を使用している意義などについては、プリントやパワーポイント

の内容などと比較して、もう少し詳しく説明します。「理解しにくいところを丁
寧におしえてもらった！わかりやすい授業だった！生命科学の基本を学べて良
かった！楽しかった！（化学基礎論Ｉから）一年間ありがとうございました！」
など、大変ありがたく嬉しい言葉です。月曜日の朝早くから授業に出席して下さ
った皆さんの熱意によるものです。また、化学基礎論Ｉと同様に、手書きのプリ
ントが好評でした。空調設備について、エアコンの温度が一括管理されているの
で、「寒 

科目名 化学基礎論Ⅱ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 はじめての生命科学／菊池慎太郎・⻘江誠一郎、岡本威明・佐藤健三・直島好伸・

⻑谷川靖／三共出版 
授業形態 講義 
注意備考 ①インフルエンザやエイズなどの治療薬の名前が新聞でよく紹介されるように

なり、また、コンビニで医薬品が買える時代になっている。有機化学や生命化学
の知識は２１世紀の社会を担う⼈たちには必要不可欠なものです。先ず、講義に
出席してみてほしい。 
②パソコンを使ってパワーポイントなどの電子教材をプロジェクタで提示しま
す。 
③ホームページ http://chemnaobic.sp.ous.ac.jp にアクセスし、予習や復習の参考
資料にしてほしい。 
④分子模型というものを使って分子の形を３次元的（立体的）に示します。 
⑤試 

シラバスコード FIA11B2 
実務経験のある教員  
達成目標 ①有機化合物や生体分子というものを知ること。 

②官能基を理解し、その構造を書けること。 



③簡単な有機化合物を命名したり、構造を書けること。 
④立体異性体（幾何異性体、配座異性体、鏡像異性体）について説明できること。 
⑤立体異性体を命名したり、立体構造を書けること。 
⑥糖、アミノ酸およびタンパク質の構造や性質を知ること。 
⑦鏡像異性体のような立体異性体の構造や生理作用を学ぶことの必要性を理解
できること。 

受講者へのコメント  風邪薬などの医薬品がコンビニで買える時代になりました（登録販売者制度）。
インフルエンザウイルスやその治療薬の名前や構造、さらに、その機能や働きな
どについても新聞やテレビで紹介されるようになってきました。また、最近、地
球環境に対する配慮が、特に重要になってきました。化学に関する知識はそれら
の事柄を理解するために、そして皆さんがこれからの時代を生きて行くために必
要不可欠なものです。まず、休まず授業に積極的に出席してください。そうして
化学の面白さ、皆さんにとっての有機化学や生命化学の必要性を感じてくださ
い。皆 

連絡先 直島好伸研究室 ２１号館２Ｆ 086-256-9639 naoshima@sp.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この授業は有機化学や生命化学を専門としない皆さんに、それら化学の知識の大
切さや必要性をわかってもらうためのものです。有機化合物の名前や構造式な
ど、皆さんがよく勉強し、理解してくれたことに感謝します。授業の中で、もう
少し生命化学の先端的研究の話題や関連する資料を紹介しておけば、もっと皆さ
んの理解が深まり、関心も高まって、授業に積極的に取り組む⼈が増えたのでは
ないかと反省しています。また、最近の身近な話題について予習してきてもらい、
互いに話し合い、討論する時間を持つ必要性を感じました。化学基礎論Ｉに続き、
こ 

英文科目名 Fundamentals of Chemistry II 
関連科目 化学基礎論 I を受講しておくことが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  パワーポイントの内容を、希望する学生さんには、USB メモリーを持ってきて

もらえれば、そこに移します。プリントや小テストと共に、予習、復習に役立て
てください。これは、以前から学生さんに伝えていることですが、さらに徹底し
ます。好評だったプリントに加え、ホームページに記載している授業の要点の活
用を勧めます。また、教科書の問題にチャレンジしてもらう回数を増やすつもり
です。板書をもう少し増やしながら、パワーポイントの速度をゆっくりしたもの
にする予定です。皆さんの意見を参考に、よりわかりやすい、より楽しく有意義
な授 

講義目的 化学基礎論 I に続き、有機化合物という分子について、我々の生活環境や自然、
社会とのかかわりを重視して平易に解説する。即ち、有機官能基、有機化合物の
名前や構造、鏡像異性体と生物活性、天然有機化合物、そして生命の有機化合物
などを教授し、我々を取り巻く環境を理解するのに必要な、化学的知識の修得を
図る。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  有機化合物という分子について、私たちの身近に存在する医薬品、香料、



食品、農薬、色素などの中から多数の例を挙げて解説する。 
2 回  カボキシル基、水酸基、アミノ基などの有機官能基や有機化合物の構造式
の書き方について説明する。 
3 回  有機化合物の命名に関し、飽和炭化水素と不飽和炭化水素の IUPAC 命名
法について説明する。 
4 回  前回に引き続き、有機化合物の命名に関し、アルコール、アルデヒド、ケ
トンなどの IUPAC 命名法について説明する。 
5 回  2-ブテンなどのアルケンを例に挙げて、2 重結合に基ずく幾何異性体につ
いて E,Z 表示法を含めて説明する。 
6 回  シクロペンタンやシクロヘキサンなどの環状化合物の幾何異性体について
説明する。 
7 回  ブタンや 1,2-ジクロロエタンを例に挙げて、配座異性体とその表示法の一
つである Newman 投影式について説明する。 
8 回 分子模型を使用し、sp3 炭素原子の結合角に歪のないシクロヘキサンの立体
配座について説明する。 
9 回  前回の講義に基づいてシクロヘキサン誘導体の立体配座について説明す
る。 
10 回  鏡像異性と生物活性について医薬品、香料、昆虫フェロモンなどの具体
例を挙げて解説する。 
11 回  エナンチオマー（鏡像異性体）とその立体構造を平面的に表わす Fischer 
投影式について説明する。 
12 回  エナンチオマーの R , S 表示法や右旋性、左旋性について説明する。 
13 回  ２個以上のキラル中心を持つ化合物に関連し、ジアステレオマーやメソ
体について説明する。 
14 回 生命を担う有機化合物として、グルコースやガラクトース、リボースやデ
オキシリボースなどの炭水化物（糖）の構造と機能について説明する。 
15 回 前回に引き続き、生命を担う有機化合物として、２０種類のアミノ酸の名
前と構造、および酵素などのタンパク質の構造と働きについて解説する。 

準備学習 1 回  インフルエンザ治療薬のタミフルやリレンザのような医薬品など、皆さん
が良く知っている化学物質について調べておくこと。 
2 回 官能基は有機化合物の構造式を書いたり、その性質や機能を知るのに大切
なので、配布プリントを参考にして、先ず、自分でよく調べておくこと。 
3 回 多種多様な有機化合物の名前をどのように付けるのかを、自分なりに調べ
ておくこと。 
4 回 演習問題をじっくりやりますが、アルコールの命名も炭化水素が基本にな
るので、前回の講義の内容をよく復習しておくこと。 
5 回 分子式も原子の結合順序も同じなのに原子の空間が異なる異性体があり、2
重結合に基づくシス、トランス異性体もその１つなので、事前に少しでも調べて
おくこと。 
6 回 前回の講義を参考にして、シクロペンタンやシクロヘキサンなどの環状化
合物のシス、トランス異性体について考えておくこと。 
7 回 すぐにはわかりにくい異性体なので、講義では分子模型を使って説明しま



すが、エタンや 1,2-ジクロロエタンについて考えておくこと。 
8 回 講義では分子模型を使って皆さんの理解を助けますが、シクロヘキサンの
構造は平面ではないことを、炭素の混成軌道を基に考察しておくこと。 
9 回 シクロヘキサン誘導体のシス、トランス異性体の立体配座について考えて
おくこと。 
10 回 皆さんの右手と左手のように互いに鏡像の関係にあるものを身の周りのも
のの中から探しておくこと。分子にもそんな関係の異性体が存在するかどうか考
えておくこと。 
11 回  キラルとかキラル（不⻫）中心という用語について調べておくこと。あ
る分子に鏡像異性体が存在するかどうか自分なりに判断してみること。 
12 回  鏡像異性体をどのように区別し、命名するのか。教科書を参考に調べて
おくこと。 
13 回 キラル中心が２つ以上ある化合物にはどんな異性体が存在するのか、また、
その異性体の性質や機能はどう違うのかを考えておくこと。 
14 回 先ず、一般によく知られているグルコースから始めるので、教科書などで
その構造を調べておくこと。 
15 回 1 回の講義ではとても全てを説明できるものではありませんので、教科書
を参考にして、生命を担う有機化合物であるアミノ酸とタンパク質について予備
知識を得ておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FIA1312 
成績評価 期末試験（１００％）によって行う。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス AA(総)(〜10),AB(総)(〜10) 
見出し FIA1312 建築デザイン論 
担当教員名 平山 文則 
単位数 2 
教科書 「建築意匠講義」／香山壽夫著／（財）東京大学出版会、初版 1996 年 11 月 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特段の意見はなかった。 
科目名 建築デザイン論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 日本建築学会作品選集 2001& 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIA1312 
実務経験のある教員  
達成目標 建築デザインの広がり、奥深さを知るとともに、想いを他の⼈に伝える手法を学

ぶ。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講者の評価は高く講義の目的は達せられたと考える。 
英文科目名 Theory of Architectural Design 
関連科目 建築計画論・住宅計画論・設計演習Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 建築をみる楽しさ、建物を創る興奮を実例に沿って解説することにより学びとっ

てもらう。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス 作品選集（日本建築学会刊行）の別刷り集をテキストとして配

布 
2 回 「何をデザインするか」について解説する 
3 回 実例について解説する（１）ＳＫ計画 
4 回 実例について解説する（２）甲南大学１８号館 
5 回 実例について解説する（３）Ｈoop 
6 回 実例について解説する（４）白鷹禄水苑 



7 回 実例について解説する（５）神⼾国際大学 
8 回 実例について解説する（６）大日本製薬新東棟 
9 回 実例について解説する（７）甲南大学１３号館 
10 回 実例について解説する（８）時雨殿 
11 回 実例について解説する（９）ストロングビル 
12 回 実例について解説する（１０）全日空整備棟 
13 回 実例について解説する（１１）佐川美術館 
14 回 構造とデザインについて フラットスラブシリーズ 
15 回 建築デザイン論のまとめ 

準備学習 1 回 シラバスをよく読んでおく 
4 回 別刷テキスト（甲南大学１８号館）を読んでおくこと 
5 回 別刷テキスト（Ｈoop）を読んでおくこと 
6 回 別刷テキスト（白鷹禄水苑）を読んでおくこと 
7 回 別刷テキスト（神⼾国際大学）を読んでおくこと 
8 回 別刷テキスト（大日本製薬新東棟）を読んでおくこと 
9 回 別刷テキスト（甲南大学１３号館）を読んでおくこと 
10 回 別刷テキスト（時雨殿）を読んでおくこと 
11 回 別刷テキスト（ストロングビル）を読んでおくこと 
12 回 別刷テキスト（全日空整備棟）を読んでおくこと 
13 回 別刷テキスト（佐川美術館）を読んでおくこと 
15 回 別刷テキストを通読しておく 

 



年度 2012 
授業コード FIA13E2 
成績評価 課題提出等の平常点(20%)と定期試験(80%)により評価する 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス AA(総)(07〜10),AB(総)(07〜10) 
見出し FIA13E2 日本建築史(再) 
担当教員名 江面 嗣⼈ 
単位数 2 
教科書 「日本建築史序説」太⽥博太郎著、「日本建築史図集」日本建築学会編 
アクティブラーニング  
キーワード 歴史的建造物、文化財、日本文化 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特になし 
科目名 日本建築史(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「日本の建築」太⽥博太郎著 
授業形態 講義 
注意備考 15 回の講義終了後に最終試験を行う 
シラバスコード FIA13E2 
実務経験のある教員  
達成目標 古代から中世に至る建築の歴史について理解し、歴史的建造物の保護の体制につ

いて理解する。こられを通して、日本の建築文化を理解し、現代社会における日
本文化の役割について考える能⼒を育成する。 

受講者へのコメント 歴史という難解な科目にも関わらず、取り組もうとすること自体が評価できる。
ほとんどの授業で学生が真剣に聞いていることを確認できたが、毎回の課題につ
いてもそれぞれの学生が努⼒して提出し、学生の学ぼうとする意欲を感じること
のできた授業となり、学生の努⼒を評価したい。授業の中で教えてきた、物とし
て建築と精神としての文化や歴史が大きく関わっていることを中心に講義して
きたが、今後の建築、都市の創造についても、日本建築史で学んだ物事の考え方
を応用していってもらいたいと思う。 

連絡先 27 号館 5 階 504 号江面研究室、ezura@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 建築の歴史の授業であり、各時代の事象についての理解や記憶が求められ、また、
授業では日本建築と社会の関係に着目してその変化について主に講義を行った
ため、当時の社会や文化を理解する必要があり、学生にとってはかなり難解な要
素を持っていたと思われる。しかしながら、約６割（６０．４％）の学生が目標
を達成できた（だいたいできたを含む）と答え、８割以上（８３．４％）の学生
が授業に満足またはほぼ満足と答えており、毎時間課題を出してその提出を求め
たが、課題等にしっかりと取り組んだ学生も多くおり、多くの学生がこの分野に
関心が 



英文科目名 History of Japanese Architecture 
関連科目 ⻄洋建築史、近代建築史、建築概論と合わせて学ぶことが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 数⼈の学生から授業の進め方について、授業の進行が早いなどの意見があり、次

回以降の授業の参考としたい。 
講義目的 歴史学の意義及び研究方法をまず学び、日本の歴史的建造物の形式や特徴を中心

に日本建築の古代から近世までの歴史を学び、さらにその保護の制度と体制につ
いて学ぶ。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  歴史学及び歴史的建造物に関する概論とし、日本建築史に何を学ぶか、建

築史の現代的な役割について説明する。 
2 回  日本建築の形式と構造の特徴について学ぶ。 
3 回  古代建築史Ⅰとして、原始から古代への建築について学べ、特に神社建築
の形式について学ぶ。 
4 回  古代建築史Ⅱとして、奈良時代の仏教建築の伝来や発展を中心に学ぶ。 
5 回  古代建築史Ⅲとして、平安時代以降の仏教建築の発達や寝殿造の特徴等に
ついて学ぶ。 
6 回  中世建築史Ⅰとして、鎌倉時代の仏教建築の発達について学び、特に大仏
様や禅宗様の伝来と特徴について学ぶ。 
7 回  中世建築史Ⅱとして、大仏様、禅宗様、和洋の特徴について学ぶ。 
8 回  中世建築史Ⅲとして、和洋及び折衷様の特徴について学ぶ。 
9 回  中世建築Ⅳとして、中世仏教建築の構造と意匠の特徴について学べ、書院
造の発生や特徴について学ぶ。 
10 回  近世建築Ⅰとして、近世の社会的な変化と工匠組織、新たな建築の誕生と
して城郭建築について学ぶ。 
11 回  近世建築Ⅱとして、書院造の発達と普及について学び、住宅の発達や茶室
建築の発展について学ぶ。 
12 回  近世建築Ⅲとして、近世都市の発達と町家及び農家の発達について学ぶ。 
13 回  文化財建造物の保護制度と体制Ⅰとして、文化財保護法の内容について
学び、特に重要文化財建造物の指定等について学ぶ。 
14 回  文化財建造物の保護制度と体制Ⅱとして、登録有形文化財及び伝統的建
造物群保存地区の制度やその対象となっている歴史的建造物について学ぶ。 
15 回  文化財建造物の保護制度と体制Ⅲとして、選定保存技術の制度と運用に
ついて学び、日本の修理保存技術の特徴について学ぶ。 

準備学習 1 回  シラバスを良く確認し学習の過程を理解しておくこと。 
2 回  教科書の「日本建築の特質」について良く読み、図書館で歴史的建造物に
ついて調べておくこと。 
3 回  教科書の「中世」について良く読み、図書館でその時代の建物について調
べておくこと。 
4 回  教科書の「古代」について良く読み、図書館でその時代の建物について調
べておくこと。 
5 回  教科書の「古代」について良く読み、図書館でその時代の建物について調
べておくこと。 



6 回  教科書の「中世」について良く読み、図書館でその時代の建物について調
べておくこと。 
7 回  教科書の「中世」について良く読み、図書館でその時代の建物について調
べておくこと。 
8 回  教科書の「中世」について良く読み、図書館でその時代の建物について調
べておくこと。 
9 回  教科書の「中世」について良く読み、図書館でその時代の建物について調
べておくこと。 
10 回  教科書の「近世」について良く読み、図書館でその時代の建物について調
べておくこと。 
11 回  教科書の「近世」について良く読み、図書館でその時代の建物について調
べておくこと。 
12 回  教科書の「近世」について良く読み、図書館でその時代の建物について調
べておくこと。 
13 回  文化財保護法について、図書館等で調べておくこと。 
14 回  登録有形文化財の制度や伝統的建造物群保存地区の制度について図書館
で調べておくこと。 
15 回  選定保存技術について図書館で調べておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FIA1512 
成績評価 ・平常点（講義ごとの演習課題）２５％・中間試験 ２５％・期末試験 ５０％ 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス AA(総)(〜10),AB(総)(〜10) 
見出し FIA1512 耐震・耐風設計 
担当教員名 小林 正実 
単位数 2 
教科書 ⻄川孝夫ほか著：建築の振動 初歩から学ぶ建物の揺れ，朝倉書店 
アクティブラーニング  
キーワード 自由振動，固有値，強制振動，応答スペクトル，地震動，線形応答，弾塑性応答 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 自由記述なし。 
科目名 耐震・耐風設計 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIA1512 
実務経験のある教員  
達成目標 耐震設計のプロセスを理解し，２層程度の小規模な建物について地震応答の計算

ができるようになる． 
受講者へのコメント 特になし。 
連絡先 ２４号館５階 小林研究室 メール：kobayashi@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 昨年度までは、他教員と分担していたが、今年度から、単独で担当することにな
り、慣れていないせいか、全体的に 3 点台後半の低い評価となっており、大いに
参考にして改善に努めるつもりである。 

英文科目名 Earthquake and Wind Resistant Design 
関連科目 構造⼒学 I，構造⼒学 II，構造⼒学 III，構造⼒学 IV 
次回に向けての改善変更予定 新たに担当することになった講義内容について、資料・説明内容等を見直し、充

実に努める。また、演習時間を少し減らし、その分、講義内容を増やす方向で検
討する。 

講義目的 地震に対する応答を具体的に評価し，建築物の各部を設計する耐震設計の基本的
なプロセスを修得させる．耐風設計の基礎知識も習得させる． 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション（講義内容・授業計画の説明），振動理論の基礎知識 

2 回 １層建物の自由振動 
3 回 減衰を考慮した１層建物の自由振動 



4 回 １層建物の調和地動による応答と共振現象 
5 回 ２層建物の自由振動と固有周期 
6 回 ２層建物の調和地動による応答１（運動方程式） 
7 回 ２層建物の調和地動による応答２（刺激係数） 
8 回 中間試験 
9 回 １層建物の地震波に対する応答解析 
10 回 地震応答スペクトル 
11 回 多層建物の地震波に対する応答解析 
12 回 耐震設計にかかわる応答量と設計用応答スペクトル 
13 回 応答スペクトルによる地震応答予測１（理論） 
14 回 応答スペクトルによる地震応答予測２（例題） 
15 回 耐風設計 

準備学習 1 回 テキストの第１章に目を通しておくこと 
2 回 テキスト第２章 2.1 に目を通しておくこと 
3 回 テキスト第２章 2.2 に目を通しておくこと 
4 回 テキスト第２章 2.3 に目を通しておくこと 
5 回 テキスト第３章 3.1 に目を通しておくこと 
6 回 テキスト第３章 3.2 に目を通しておくこと 
7 回 第 6 回の復習をしておくこと 
8 回 これまでの講義内容の復習 
9 回 テキスト第４章 4.2 に目を通しておくこと 
10 回 テキスト第４章 4.3 に目を通しておくこと 
11 回 テキスト第４章 4.4 に目を通しておくこと 
12 回 テキスト第５章 5.1 に目を通しておくこと 
13 回 テキスト第５章 5.2 に目を通しておくこと 
14 回 第 13 回の復習をしておくこと 
15 回 事前に配布するプリントに目を通しておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FIA15B1 
成績評価 課題提出などの平常点（20％）と定期試験（80％）で評価する。採点の基準は 100 

点満点のうち 60 点以上を合格とする。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス AA(総)(〜10),AB(総)(〜10) 
見出し FIA15B1 地学基礎論Ⅰ(再) 
担当教員名 小林 祥一 
単位数 2 
教科書 地球学入門 惑星地球と大気・海洋のシステム／酒井治孝／（東海大学出版会） 

ISBN: 978-4-486-01615-1 
アクティブラーニング  
キーワード 太陽系、地球、環境、鉱物、岩石、鉱床 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 地学基礎論Ⅰ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プリントで補足 
授業形態 講義 
注意備考 ※しばしば電子教材を液晶プロジェクターで投影し授業を行う。 
シラバスコード FIA15B1 
実務経験のある教員  
達成目標 地球を理解する一歩として、地球本来の環境について十分理解させる。どの分野

にも共通して重要な地球を構成する物質（資源）である、岩石や鉱物（含宝石鉱
物）の物理化学的性質、生成条件および生成過程を修得する。前期は基本的に、
中学校以来、地学に触れたことがない学生が大部分であることから、基礎的知識
の修得を目標とし、地学のおもしろさを知るための準備をこの地学基礎論 I でし
たい。 

受講者へのコメント 受講生が多いので毎時間の終わりに各自質問を書いて提出してもらっているよ
ね。皆さんはこれによって積極的に参加していることになると思いますので、こ
れを利用してもらいたい。 

連絡先 7 号館 6 階 小林研究室 086-256-9704  kobayashi＠das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね良好。よく理解したようですね。 
英文科目名 Earth Science I 
関連科目 地学基礎論Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 大学で初めて習う地学は独立した全く別の分野のように考えている学生がいる

が、地学は生物系にも化学系にも関連していることを、理解できるような工夫が
必要かも知れない。 



講義目的 太陽系のメンバーである地球について、地表付近および地球内部はどんな構造を
していて、どのような環境で、どのような物質でできているかを解説し、地球自
身の基礎的な概念を理解する。これらをもとに地球の地殻およびマントルを構成
する岩石・鉱物の生成のメカニズム、産状、分類およびこれらの物理化学的性質
について概説する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション。講義の進め方を説明する。 

2 回  宇宙の中の太陽系はどんな特徴を持ったところかを説明する。 
3 回  太陽系の中で地球はどんな特徴を持ったところかを説明する。 
4 回  地球の表面温度を決める因子について説明する。 
5 回  水と二酸化炭素の循環システムと地球環境との関係について説明する。 
6 回  地球の内部構造を知る手がかりについて説明する。 
7 回  地球の環境について、まとめをする。 
8 回  地球を構成する物質、鉱物の種類と特徴について説明する。 
9 回  地球を構成する物質、鉱物の結晶学的特徴について説明する。 
10 回  地球を構成する物質、鉱物の化学的特徴について説明する。 
11 回  宝石鉱物の種類と特徴について説明する。 
12 回  地球を構成する物質、岩石の特に火成岩の種類について説明する。 
13 回  地球を構成する物質、岩石の組織について火成岩を中心に説明する。 
14 回  マグマの発生と火成岩の生成について説明する。 
15 回  岩石の風化と土壌の形成について説明する。 

準備学習 1 回 シラバスを確認し学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 太陽系のメンバーには何があるか思い出しておくこと。 
3 回 惑星地球の環境、特に水、大気、温度と私たち生命との関係を考えておくこ
と。 
4 回 地球型惑星の表面温度はどんな条件によって支配されているか考えておく
こと。 
5 回 地球の環境を支配している水と二酸化炭素はどこで消費され、どこで放出
されているかを調べておくこと。 
6 回 万有引⼒、地震の伝わり方を復習しておくこと。 
7 回 これまでの授業内容を復習しておくこと。 
8 回 無機化合物について復習しておくこと。 
9 回 無機化学で習ったイオン半径、配位数について復習しておくこと。 
10 回 結晶系、単位胞について調べておくこと。 
11 回 鉱物と⼈間生活との関係を広く考えておくこと。 
12 回 岩石と鉱物の違いについて調べておくこと。 
13 回 無機化合物の生成において急冷と徐冷によって生じる形態の違いを考えて
おくこと。 
14 回 化学で学習した相平衡図の見方を復習しておくこと。 
15 回 風化現象にはどんな要因が関係するか思い出しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FIA15B2 
成績評価 課題提出などの平常点（20％）と定期試験（80％）で評価する。採点の基準は 100 

点満点のうち 60 点以上を合格とする。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス AA(総)(〜10),AB(総)(〜10) 
見出し FIA15B2 地学基礎論Ⅱ(再) 
担当教員名 小林 祥一 
単位数 2 
教科書 地球学入門 惑星地球と大気・海洋のシステム／酒井治孝／（東海大学出版会） 

ISBN: 978-4-486-01615-1 
アクティブラーニング  
キーワード プレートテクトニクス、地質現象、生命の誕生、進化と絶滅、地球環境 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 非常に興味深い内容の多い講義でした。 

→このような評価はこれまでなかったので、嬉しいですね。 
解説が一つ一つ丁寧でわかりやすかった。様々の事柄が関連づけされており、興
味が深まった。生徒の質問に時間をかけて回答をしてくださるのがすばらしいで
す。 
→これも、これまでなかったので嬉しいです。多学科の学生が集まっていること
もあり、皆さんが満足することは難しいので、いろいろ工夫したことの評価だっ
たのかなと思っています。もっと興味がわくように考えますね。 
毎回楽しかったです。多の科目とも結構つながっていることが多 

科目名 地学基礎論Ⅱ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プリントで補足 
授業形態 講義 
注意備考 ※しばしば電子教材を液晶プロジェクターで投影し授業を行う。 
シラバスコード FIA15B2 
実務経験のある教員  
達成目標 地学基礎論 I で修得した学習内容をもとに、地球の形成、地球内部の動き、そし

てそれによってもたらされる地質現象について、また生命の誕生とその進化・絶
滅についての知識の修得をめざす。さらに環境問題など地球科学と私たちの生活
との関係を理解できる能⼒の修得もめざす。 

受講者へのコメント 受講生が多いので毎時間の終わりに各自質問を書いて提出してもらっているよ
ね。皆さんはこれによって積極的に参加していることになると思いますので、こ
れを利用してもらいたい。 

連絡先 7 号館 6 階 小林研究室 086-256-9704  kobayashi＠das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね良好。よく理解したようですね。 



ただ、総合評価５）および 7）で「できた」「満足」ではなく、「だいたいできた」
「ほぼ満足」の方が上回っていたことは意外であった。基礎論Ⅱは受講者の大半
が生物系の学生であることを考慮し、生命の発生、進化、絶滅の話を中心に話し
たはずである。その原因は何かを考えて見たい。 

英文科目名 Earth Science II 
関連科目 地学基礎論 I 
次回に向けての改善変更予定 大学で初めて習う地学は独立した全く別の分野のように考えている学生がいる

が、地学は生物系にも化学系にも関連していることを、理解できるような工夫が
必要かも知れない。また、上述したように、生命関係の内容にしたにもかかわら
ず、総合評価５）および 7）で「だいたいできた」「ほぼ満足」だったので、この
件について検討し改善してみたい。 

講義目的 地球内部の動きと、これが原因で起こるさまざまな現象について解説する。地球
の誕生から今日に至る過程で、生命の誕生、古環境に生きた古生物の進化・絶滅
について理解する。更に、現在の地表付近の環境とその変化についても言及し、
これらを通して⼈々の生活と地学との関わり合いを理解する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション。地学と私たちの生活との関わり合いについて説明す

る。 
2 回  大陸移動説と海洋底拡大説について説明する。 
3 回  プレートテクトニクス概要と、この理論に発展した過程について説明する。 
4 回  プレートテクトニクスについて定量的に説明する。 
5 回  プレート運動に関係した海底でのでき事を説明する。 
6 回  プレート運動に関係したさまざまな地質現象について説明する。 
7 回  プレート運動のまとめと日本列島の成り立ちについて説明する。 
8 回  酸素の起源と生物の起源について説明する。 
9 回  生命の誕生と進化について説明する。 
10 回  先カンブリア時代から古生代の地球環境と生物の進化について説明する。 
11 回  古生代から中生代の地球環境と生物の進化について説明する。 
12 回  中生代から新生代の環境変化と生物について説明する。 
13 回  地球環境の変化と生物の進化の中で私たちについて説明する。 
14 回  現在の地球環境の変化について説明する。 
15 回  私たちの生活と地球科学との関わりをまとめをする。 

準備学習 1 回 シラバスを確認し学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 高等学校等の地学、地理などの教科書を見て復習しておく。アルフレット・
ウェーゲナーさんについて調べておくこと。 
3 回 地球の磁場について復習しておくこと。 
4 回 世界の震源、火山の分布について調べ、特徴を見ておくこと。 
5 回 今生物地学分野で海底が注目されている理由について新聞、インターネッ
トなどで調べておくこと。 
6 回 地震の発生やマグマ活動について復習しておく。これらとプレート運動と
の関係を考えておくこと。 
7 回 2 回から 6 回までの内容の復習と、日本列島にはどんな岩石が分布している



か調べておくこと。 
8 回 前期の授業で習った地球誕生以来の大気組成の変遷について復習しておく
こと。 
9 回 先カンブリア時代の生物について調べておくこと。 
10 回 細胞について高等学校の教科書等で調べておくこと。 
11 回 古生代末の地球環境を調べること。当時の大陸の形を復習しておくこと。 
12 回 中生代末の大量絶滅の原因ついて調べておくこと。 
13 回 ほ乳類の特徴について調べておくこと。 
14 回 私たちの生活が地球環境へ及ぼしている具体例を考えておくこと。 
15 回 地学基礎論Ⅰ、Ⅱの内容を復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FIA15J2 
成績評価 各課題の点数の平均値を成績とする。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス AA(総)(〜10),AB(総)(〜10) 
見出し FIA15J2 設計演習Ⅰ(再) 
担当教員名 松下 大輔、弥⽥ 俊男、平山 文則、江面 嗣⼈、後藤 義明、宗本 順三 
単位数 3 
教科書 講義の際に配付する資料を用いる。 
アクティブラーニング  
キーワード 建築設計、製図、造形、図学、作品、表現、模型制作 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 設計演習Ⅰ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 建築とデザインのための図形科学（培風館） 
授業形態 演習 
注意備考 * 
シラバスコード FIA15J2 
実務経験のある教員  
達成目標 建築設計に必要な製図技法、表現技法および空間理解能⼒を習得する。基本コミ

ュニケーション技能及びプレゼンテーション技能、初歩的な建築設計製図技能を
身につける。 

受講者へのコメント ?ある学生から、まわりの学生の私語が多く、演習に集中できないとの申し出が
あった。作業中の私語について配慮すること。 

連絡先 松下研究室（２７号館４階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ?総合評価でほぼ８割の学生が目標を達成（できた、だいたいできた）していた
のは概ね良好な結果である。 

英文科目名 Atelier Practice of Architectural Design I 
関連科目 建築概論、住宅計画、建築計画 
次回に向けての改善変更予定 ?授業時間外の学習時間が０の学生が２割いた。課題の量を増加させることを検

討する。 
講義目的 製図基礎、造形基礎、図学基礎、建築製図、建築作品研究、建築作品表現の各課

題の演習を通して、基本的な建築形態と空間構成の学習を行うと共に、建築の製
図法やプレゼンテーションの基本技術を習得する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション製図基礎①：製図法の学習と製図練習を行う。見本図面

の模写により、製図道具の使い方から、線の引き方、文字や寸法の描き方などの



製図の基本能⼒を身につける。 
2 回 製図基礎②：製図法の学習と製図練習を行う。 
3 回 造形基礎①：形態と調和、形態の構成の学習と造形実習を行う。スチレンボ
ードを用いた建築模型作成の基本技術を習得する。製図室の清掃を行う。 
4 回 造形基礎②：形態と調和、形態の構成の学習と造形実習を行う。 
5 回 図学基礎①：スタイロフォームを用いた建築模型作成の基本技術を習得す
る。投影図（正投影図、軸測図、透視図）の概念を理解し、基本的な作図法を習
得する。 
6 回 図学基礎②：投影図（正投影図、軸測図、透視図）の概念を理解し、基本的
な作図法を習得する。 
7 回 建築製図①：平面図、立面図、断面図の概念を理解し、基本的な建築図面の
製図方法を習得する。サヴォア邸の立体構成、室配置、ゾーニング、各部の寸法
などを学ぶ。製図室の清掃を行う。 
8 回 建築製図②：平面図、立面図、断面図の概念を理解し、基本的な建築図面の
製図方法を習得する。 
9 回 建築製図③：サヴォア邸の立体構成、室配置、ゾーニング、各部の寸法など
を模写を通して学ぶ。 
10 回 建築製図④：サヴォア邸の立体構成、室配置、ゾーニング、各部の寸法な
どを模写を通して学ぶ。製図室の清掃を行う。 
11 回 建築作品の表現①：斜投影図及び軸測投影図の概念を理解し、基本的な建
築図面の製図方法を習得する。バルセロナ・パヴィリオンの立体構成、各部の寸
法、建築材料などを学ぶ。製図室の清掃を行う。 
12 回 建築作品の表現②：斜投影図及び軸測投影図の概念を理解し、基本的な建
築図面の製図方法を習得する。 
13 回 建築作品の表現③：模型の制作方法の学習と模型の制作を行う。バルセロ
ナ・パヴィリオンの模型の制作を通して、立体構成、各部の寸法などを学ぶ。製
図室の清掃を行う。 
14 回 建築作品の表現④：バルセロナ・パヴィリオンの模型の制作を通して、立
体構成、各部の寸法などを学ぶ。 
15 回 建築作品の表現⑤：手描き透視図の演習を行う。 

準備学習 1 回 製図道具を準備する。製図道具の使い方を把握しておく。 
2 回 配布された建築製図の資料を読んで理解する。 
3 回 配布された建築製図の資料を読んで理解する。締切までに成果物を提出す
る。 
4 回 配布された一点透視図に関する資料を読んで理解する。 
5 回 配布された二点透視図に関する資料を読んで理解する。締切までに成果物
を提出する。 
6 回 配布された二点透視図に関する資料を読んで理解する。 
7 回 配布された建築図面とサヴォア邸に関する資料を読み、また自ら関連資料
を調べて理解する。締切までに成果物を提出する。 
8 回 配布された建築図面とサヴォア邸に関する資料を読み、また自ら関連資料
を調べて理解する。 



9 回 配布された建築図面とサヴォア邸に関する資料を読み、また自ら関連資料
を調べて理解する。 
10 回 配布された投影法の資料、バルセロナ・パヴィリオンに関する資料を読み、
また自ら関連資料を調べて理解する。締切までに成果物を提出する。 
11 回 配布された投影法の資料、バルセロナ・パヴィリオンに関する資料を読み、
また自ら関連資料を調べて理解する。 
12 回 配布された投影法の資料、バルセロナ・パヴィリオンに関する資料を読み、
また自ら関連資料を調べて理解する。 
13 回 配布された投影法の資料、バルセロナ・パヴィリオンに関する資料を読み、
また自ら関連資料を調べて理解する。模型の制作方法について自ら調べておく。
締切までに成果物を提出する。 
14 回 配布された投影法の資料、バルセロナ・パヴィリオンに関する資料を読み、
また自ら関連資料を調べて理解する。模型の制作方法について自ら調べておく。 
15 回 透視図の描き方を復習しておく。 

 



年度 2012 
授業コード FIA15K1 
成績評価 課題への取り組み姿勢、各課題の提出作品により行う 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス AA(総)(〜10),AB(総)(〜10) 
見出し FIA15K1 設計演習Ⅱ(再) 
担当教員名 後藤 義明、宗本 順三、松下 大輔、ジェフリー ポール ムーサス＊、弥⽥ 

俊男、 
単位数 3 
教科書 講義の際に配付する資料を用いる。 
アクティブラーニング  
キーワード 住宅計画、カフェ、製図、表現、プレゼンテーション 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 椅子に不満がある学生が一⼈いますが、製図用作業椅子ですので、あのような形

になっています。 
科目名 設計演習Ⅱ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 飲食施設、住宅等に関する図書。 
授業形態 演習 
注意備考 計画を立てて、着実に作業を進めること。 
シラバスコード FIA15K1 
実務経験のある教員  
達成目標 １）規模の小さい建物の基本計画を行える。２）製図等のプレゼンテーションと

模型作成の基本技術を習得する。 
受講者へのコメント 課題を満足させることが大変かもしれませんが、建築士受験にも必要です。もの

作りに興味を持って積極的に取り組み、楽しんで下さい。 
連絡先 後藤研究室（27 号館 5 階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 9 割が時間外にも学習（演習）してくれています。目標達成度も、半分以上達成
を含むと 9 割以上ですのではぼ満足しているものと思われます。目標に達成でき
なかった学生が 3 名います。断言できませんが授業に対して不満、無回答が 1 名
ずついますので重なっているかもしれません。 

英文科目名 Atelier Practice of Architectural Design II 
関連科目 設計演習Ⅰ、建築概論、住宅計画、建築計画 
次回に向けての改善変更予定 特にありません. 
講義目的 「キャンパスカフェ」と「住宅」の 2 つの課題を通して、小規模建築の空間構成

の基本的な方法を学ぶ。製図等のプレゼンテーション技法と模型作成技術を習得
する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 オリエンテーション、【課題 1】「キャンパスカフェ」 課題を説明する。 
敷地を調査する。敷地および周辺の模型を製作する。 
2 回 「キャンパスカフェ」必要諸室のボリュームスタディと設計条件を整理す
る。敷地利用計画の草案を批評する。 
3 回 「キャンパスカフェ」1/100 平面図による草案を批評する。並びに改善を指
示する。 
4 回 「キャンパスカフェ」最終草案を批評する。並びに改善を指示する。 
5 回 「キャンパスカフェ」計画案を承認する。図面を作成する。 
6 回 「キャンパスカフェ」1/100 模型を製作する。 
7 回 「キャンパスカフェ」講評会をする。評価後製図室の清掃・後片付けをする。 
8 回 【課題 2】「住宅」 課題説明および住宅の計画講義をする。敷地調査に代
えて仮想敷地の状況を説明する。自己実現内容を検討する。設計条件を決定する。 
9 回 「住宅」 敷地および周辺の模型を製作する。敷地利用計の草案を批評す
る。 
10 回 「住宅」 1/100 平面図による草案を批評する。並びに改善を指示する。 
11 回 「住宅」 最終草案を批評する。並びに改善を指示する。 
12 回 「住宅」 計画案を承認する。図面を作成する。 
13 回 「住宅」 模型を製作する 。 
14 回 「住宅」 講評会をする。評価後製図室の清掃・後片付けをする。 
15 回 建築模型写真の撮影方法の講義と演習を行う。カメラの操作、照明の配置、
構図などの写真撮影の基本知識の習得の他、印刷のための色合わせなど、デジタ
ルデータの出⼒方法までを学ぶ。 

準備学習 1 回 プレゼンテーション技法に関して文献等で学習すること。  
飲食施設等に関する文献や資料を調べること。 
2 回 敷地利用計画、ラフプランを検討し、草案を作成すること。 
3 回 検討模型によるボリュームスタディ等を行い、プラン案を 1/100 平面図に
まとめること。 
4 回 立面、平面、断面、意匠等の計画をし、最終草案を検討すること。 
5 回 最終草案を修正すること。プレゼンテーション用図面表現技法を研究する
こと。 
6 回 模型材料を検討し、模型の表現技法を研究すること。 
7 回 最終成果物の図面および模型等を完成すること。 
8 回 住宅に関する文献や資料を調べること。 
9 回 敷地利用計画、ラフプランを検討すし、草案を作成すること。 
10 回 検討模型によるボリュームスタディ等を行い、プラン案を平面図にまとめ
ること。 
11 回 立面、平面、断面、意匠等の計画をし、最終草案を検討すること。 
12 回 最終草案を修正すること。プレゼンテーション用図面表現技法を研究する
こと。 
13 回 模型材料を検討し、模型の表現技法を研究すること。 
14 回 最終成果物の図面および模型等を完成すること。 
15 回 デジタルカメラの操作及び写真の表現技法について調べること 。 



 



年度 2012 
授業コード FIA17D2 
成績評価 各時間ごとに提出する実験結果 60％、実験への取り組みおよび理解度 40％によ

り、総合して成績評価とする。採点の基準は 100 点満点のうち、60 点以上を合
格とする。欠席した場合は補充実験を行う。また、授業回数の 3 分の 1 以上の
欠席がある場合には、“E”評価とする。 

曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス AA(総)(〜10),AB(総)(〜10) 
見出し FIA17D2 地学基礎実験(再) 
担当教員名 小林 祥一、郷津 知太郎＊ 
単位数 2 
教科書 ニューステージ・地学図表／浜島書店 
アクティブラーニング  
キーワード 鉱物、岩石、化石、地質、天気 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 実験中に話を聞きながら対応している効果が出ているようですね。 
科目名 地学基礎実験(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 資料を配付する 
授業形態 実験実習 
注意備考 地学基礎論１を履修しておくことが望ましい。 

偏光顕微鏡実習、地質図関係の実習のような積み重ねの実験では、連続して受け
ないと理解できない。従って体調を整え、欠席しないように心掛ける。 

シラバスコード FIA17D2 
実務経験のある教員  
達成目標 地球を観察する手法および目を養うことが目標。そのため、実際の鉱物、岩石、

化石標本を観察・利用し、野外での調査に興味が持てる程度の実⼒をめざす。物
理的制約から、野外での実習は難しいが、調査後必要となる偏光顕微鏡の操作法、
調査によって得られたデータの解析法などの習得をめざす。 

受講者へのコメント 夕方からの実験で集中できない学生が何⼈かみられますが、最初の説明を聞き十
分理解して始めるようにしてほしいですね。慣れないこととはいえ、特に難しい
内容をしているわけではありませんので、学習効果が上がるように努⼒してくだ
さい。 

連絡先 7 号館 6F 小林研究室 086-156-9704 kobayashi@das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね良好。よく理解してくれたようです。 
英文科目名 Earth Science Laboratory 
関連科目 地学基礎論 I、地学基礎論 II 
次回に向けての改善変更予定 新しい指導要領では、観察、体験を重要視しているようです。野外実習なども取



り入れ、実践的な実験をどのように取り入れるかを考えています。 
講義目的 地学各分野のうちから最も基礎的な項目である岩石・鉱物・化石の観察、天気図

の作成、地質図の作成、パーソナルコンピューターの活用などについて実験を行
う。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 鉱物の鑑定 

実際の鉱物を観察し、物理的性質について理解できるようにする。 
2 回 結晶系と晶族 
鉱物の結晶模型を利用し、対称性について理解し、晶族を決定できるようにする。 
3 回 地質図１ 基本説明、単斜構造 
地質図について基本的なこと、たとえば見方、またその利用などの説明を通して、
地質図の重要性を理解する。基本的な地質図を地質データから描けるようにす
る。 
4 回 地質図２ 断層、不整合 
断層、不整合が地質図上でどのように描き表せるかを理解する。 
5 回 地質図３ 断面図 
地下資源などの調査で必要な地下の情報を、地質図から読み取る方法を理解す
る。 
6 回 地質図４ 褶曲 
褶曲構造が地表に現れる際の特徴、および断面図を描き、これらから褶曲構造を
立体的に理解する。 
7 回 化石の観察 
示準化石、示相化石を理解し、それらの特徴を観察する。 
8 回 偏光顕微鏡観察１ 基本説明、花崗岩中の⿊雲⺟、石英斑岩 
物質の光学的性質、偏光顕微鏡の構造、これによって何が観察できるか、また調
整方法について理解する。 
9 回 偏光顕微鏡観察２ 花崗岩、安山岩 
花崗岩、安山岩の構造を観察し、石英、⻑石、⿊雲⺟、白雲⺟、角閃石の鏡下で
の特徴を理解する。 
10 回 偏光顕微鏡観察３ 斑レイ岩、砂岩 
斑レイ岩、砂岩の構造を観察し、輝石の鏡下での特徴を理解する。 
11 回 偏光顕微鏡観察４ 玄武岩、晶質石灰岩 
玄武岩、晶出石灰岩の構造を観察し、カンラン石、炭酸塩鉱物の鏡下での特徴を
理解する。 
12 回 パソコンの活用  
モード分析花崗岩類のモード分析を行い、その結果をもとにその岩石を分類す
る。得られたデータをパソコンで整理し、岩石の成因について理解する。 
13 回 天気図の作成と四季の天気 
当日の気象通報を聞き、そのデータをもとに天気図を描き、翌日の天気を予測し、
気象現象を理解する。 
14 回 まとめおよび解説を行い、理解度をチェックする。 
15 回 まとめおよび解説を行い、理解度をチェックし、実験結果を理解するため



に補足説明をする。 
準備学習 1 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の物理的性質を調べてお

くこと。 
2 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の結晶構造、対称性など
物理的性質を調べておくこと。 
3 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、地質図の概念を学んでおくこ
と。 
4 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、断層、不整合についての概念
を学んでおくこと。 
5 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、地質構造を理解する方法を調
べておくこと。 
6 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、褶曲地形について調べておく
こと。 
7 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、化石の種類および化石の役割
を理解しておくこと。 
8 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、物質に対する光学的性質を調
べておくこと。 
9 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の光学的性質を調べてお
くこと。 
10 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の光学的性質を調べて
おくこと。 
11 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の光学的性質を調べて
おくこと。 
12 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、火成岩の主造岩鉱物の量比
を調べ、あわせて分類方法、火成岩の生成過程を理解しておくこと。 
13 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、天気図の役割、描き方を調
べておくこと。また、テレビ、新聞、インターネットを利用し、雲の動きと天気
図との関係、気圧配置と４季の天気との関係などを理解しておくこと。 
14 回 これまで学習した、実験内容を復習し、理解が曖昧なところを整理してお
くこと。 
15 回 これまで学習した、実験内容を復習し、実験結果について充分考察ができ
てない部分を整理しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FIA2112 
成績評価 ・平常点（講義ごとの演習課題）４０％・期末試験 ６０％ 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス AA(総)(〜10),AB(総)(〜10) 
見出し FIA2112 鋼構造Ⅱ 
担当教員名 小林 正実 
単位数 2 
教科書 井上一朗，吹⽥啓一郎著「建築鋼構造−その理論と設計−」⿅島出版会 
アクティブラーニング  
キーワード 圧縮材，曲げ材，曲げ圧縮材，溶接接合，高⼒ボルト接合，柱脚 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 自由記述なし。 
科目名 鋼構造Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指定しない 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIA2112 
実務経験のある教員  
達成目標 鋼構造骨組の構成部材（柱，梁，ブレースなど）と接合部（溶接，高⼒ボルト）

が設計できる能⼒を身につけること． 
受講者へのコメント 鋼構造Ⅰの復習も行い、演習時間も相当、取ったつもりだが、それにしては、期

末試験の成績はよくない。一級建築士学科試験で出くわす、基本的な事項もでき
ていない⼈もいるので、返却した期末試験答案のできていないところを、よく復
習しておいてほしい。 

連絡先 ２４号館５階 小林研究室 メール：kobayashi@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 本学着任２年目であり、昨年の反省を踏まえて改善に努めた甲斐あってか、昨年
よりはよい授業ができたつもりであり、概ねそのように評価してもらえたようで
ある。 

英文科目名 Steel Structure II 
関連科目 構造⼒学 I，構造⼒学 II，構造⼒学 III，構造⼒学 IV，鋼構造 I 
次回に向けての改善変更予定 PPT による説明を中心に授業しているが、教科書をもっと積極的に活用するよ

う努める。 
講義目的 鋼構造を構成する柱や梁部材，および鋼構造の構築に重要な接合部の⼒学特性と

それに基づく設計法を解説する． 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション（講義計画・内容の説明），設計荷重と部材の設計条件 



2 回 小梁の設計 
3 回 圧縮材の設計 
4 回 大梁の設計，DVD 梁の横座屈 
5 回 柱（軸⼒と曲げを受ける部材）の設計１ 概要 
6 回 柱（軸⼒と曲げを受ける部材）の設計２ 許容耐⼒ 
7 回 接合部パネルの設計 
8 回 溶接接合１（基本事項），ＤＶＤ溶接接合部の施工 
9 回 溶接接合２（耐⼒），ＤＶＤ溶接接合部の強度試験 
10 回 高⼒ボルト接合１（摩擦接合 すべり耐⼒） 
11 回 高⼒ボルト接合２（摩擦接合 最大耐⼒），ＤＶＤ高⼒ボルト摩擦接合 
12 回 高⼒ボルト接合３（高⼒ボルト摩擦接合と隅肉溶接を使用した接合部の設
計） 
13 回 高⼒ボルト接合４（引張接合） 
14 回 柱脚 
15 回 鋼材と木材の併用構造 

準備学習 1 回 テキスト第１部６章 6.1，6.2 および第４部１章 1.1 に目を通しておくこと 
2 回 テキスト第４部２章 2.3.1，2.3.2 に目を通しておくこと 
3 回 テキスト第４部２章 2.1.1 に目を通しておくこと 
4 回 テキスト第４部２章 2.2 および 2.3.3，2.3.4 に目を通しておくこと 
5 回 テキスト第４部２章 2.4.1〜2.4.3 に目を通しておくこと 
6 回 第 3 回と第 5 回の復習をしておくこと 
7 回 鋼構造Ⅰの接合部パネルの応⼒と耐⼒の復習をしておくこと．テキスト第
４部２章 2.5 序文,2.5.1 に目を通しておくこと 
8 回 テキスト第４部３章 3.3.1〜3.3.4 に目を通しておくこと 
9 回 テキスト第４部３章 3.3.5,3.3.6 に目を通しておくこと 
10 回 テキスト第４部３章 3.4.1,3.4.2(1)(2)に目を通しておくこと 
11 回 テキスト第４部３章 3.4.2(3)(4)に目を通しておくこと 
12 回 第 9 回〜第 11 回の復習をしておくこと 
13 回 テキスト第４部３章 3.4.3,3.4.4 に目を通しておくこと 
14 回 テキスト第４部３章 3.5 に目を通しておくこと 
15 回 第 1 回，第 2 回，第 4 回の復習をしておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FIA2312 
成績評価 定期試験（80%）および小課題提出(20%)により評価する。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 建築学科(〜10) 
見出し FIA2312 ランドスケープ・緑地計画 
担当教員名 緒方 清隆、栗本 修滋＊ 
単位数 2 
教科書 適宜資料（プリント）を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード ランドスケープ 緑 エコロジカル 街並みデザイン 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 ランドスケープ・緑地計画 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義の中で適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験期間中に行い、試験形態は筆記試験とする。 
シラバスコード FIA2312 
実務経験のある教員  
達成目標 都市のランドスケープを形成する要素である自然環境と建築やその他構築物が

構成する空間相互の関わり方を理解し、環境をデザインすることの意義と重要性
を認識する。 

受講者へのコメント  
連絡先 27 号館 5 階 緒方研究室 086-256-9758 ogata@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Landscape and Open Space Planning 
関連科目 都市計画  設計演習Ⅴ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生活空間や都市空間の中に自然や地域資産とのかかわりを持ったアメニティの

高い空間を創り育てることを目指して地域の自然環境、文脈などを活かしながら
身近な生活領域から都市のスケールまでランドスケープを計画するために必要
な基礎知識・技術を習得する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 ランドスケープ･緑地計画を学ぶ意義や講義の構成と概要について説明す

る。 
2 回 日本の庭園および⻄洋の庭園の始まりから中世時代において公園へと変遷
する発展過程について講述する。 



3 回 ⻄欧の風景式庭園の誕生から公園の誕生へと我が国の庭園から公園の誕生
への系譜を比較しながら講述する。 
4 回 ランドスケープデザインに現れる⻄欧と日本の自然観の違いと、ランドス
ケープをデザインする視点について講述する。 
5 回 ランドスケープデザインを生成するために求められるコンテクストの把握、
場所を分析するデザイン、心象に残るデザインについて講述する。 
6 回 景観を創る土木、造園、建築の技術が統合的に関係して形成されるランドス
ケープデザインについて講述する。 
7 回 ⼈と緑、都市と緑地空間の関係と必要性について、歴史的過程を踏まえなが
ら、現代のランドスケープ･デザインの実例を参考に講述する。 
8 回 都市の中で水環境を保全することの機能と役割、および水辺のデザインに
ついて実例を参考に講述する。 
9 回 地球温暖化防止や生物多様性保全を目指すサスティナブルな社会の構築を
求める視点から、エコロジカルデザインについて講述する。 
10 回 都市景観を視覚的に捉える都市のイメージを構成する要素と、それらを組
み合わせて景観を形成する方法について実例を参考に講述する。 
11 回 都市のランドスケープを構成する重要な要素である建築物について、街並
み形成との関係を明らかにし、美しい街並み景観に果たす役割について講述す
る。 
12 回 ⼈口減少、都市収縮の時代に入り、これまでの合理的･機能的な過密都市か
ら、潤いと快適性の高い都市へと転換するランドスケープデザインのあり方につ
いて講述する。 
13 回 オープンスペースを基軸とするアメニティ性の高い都市の計画を、都市の
グリーンマトリックスなどの実例をもとに講述する。 
14 回 生活の中に息づく美しい街並みについて、なぜ保全されているかを道・家・
町並み・コミュニティの関係からアプローチして講述する。 
15 回 これまでの講義を基に、身近なまちの区域をとって、アメニティ性が高く
美しい都市空間の形成を目的としたランドスケープ演習を行う。 

準備学習 1 回 シラバスを確認して学習の過程を理解しておくこと。 
2 回 身近な都市空間における⼈と自然と建築の関係について観察しておくこと。 
3 回 伝統的な日本庭園と⻄欧庭園の代表的事例について調べておくこと。 
4 回 見慣れている町並み景観を改めて見直し、感じて、想うことをまとめておく
こと。 
5 回 美しく快適に感じる街並み景観の中にはどのような要素が含まれているか
観察しておくこと。 
6 回 建築、土木、都市計画などが関わるまちづくりのランドスケープの役割につ
いて考えておくこと。 
7 回 ⼈間、建築、都市、それぞれのスケールで緑の必要性について考えておくこ
と。 
8 回 身近な都市空間における水辺の在り方について観察しておくこと。 
9 回 エコ、エコロジカルが実際に使われている意味についてまとめてみること。 
10 回 自分が住む地域のランドマークを探してスケッチしておくこと。 



11 回 モニュメントやアートが置いてある建築空間にどのようなイメージを抱く
か観察しておくこと。 
12 回 岡山市を代表すると思う都市景観を選んでスケッチしておくこと。 
13 回 緑のネットワークを基軸にしてまちを構成する意味について考えておくこ
と。 
14 回 歴史的町並みをまちづくりに活かす意義について考えておくこと。 
15 回 提示する市街地のオープンスペースで求められる景観機能について考えて
おくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FIA23F2 
成績評価 定期試験(80%)と講義への取り組み姿勢、小課題等(20%)により評価する 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス AA(総)(〜10),AB(総)(〜10) 
見出し FIA23F2 住宅計画(再) 
担当教員名 後藤 義明 
単位数 2 
教科書 適宜プリント（資料）を配布する 
アクティブラーニング  
キーワード ユニバーサルデザイン ⼈間工学 住文化 集合 ⼾建て 生活 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 住宅計画(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 第２版コンパクト建築設計資料集成［住居] 丸善 
授業形態 講義 
注意備考 住宅は最も身近な建築物です。建築を学ぶ学生として、改めて、生活とその器で

ある住宅に対して興味を持って講義に臨んで下さい。 
シラバスコード FIA23F2 
実務経験のある教員  
達成目標 住宅を設計する際に必要な基礎知識を習得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 後藤研究室 27 号館 5 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Housing Design 
関連科目 ハウジング、建築概論、設計演習Ⅱ、建築計画 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生活動作や様式を概説し、住要求の理解を深める。日本における住宅計画の変遷

をふまえ、⼾建独立住宅と集合住宅の住⼾と敷地利用の計画方法を講述する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ＜ガイダンス／誰と、どこで、どのように住む＞住宅づくりのキーワード、

パーソナルスペース、家族の変化、暮らしの変化、身体の変化、住宅のプランニ
ングに求められることを講義する。 
2 回 ＜しきたりを考える／文化と住宅の関係を知る＞ １．住文化 住まいの
原型・アジアの住宅・近年の住宅の変遷・食寝分離の意味 ２．寸法・モジュー
ル ⻩金比・モデュロール・和の寸法体系を講義する。 
3 回 ＜生活動作から空間を考える＞ １．生活のスペースを組み立てる ２．⼈



体の寸法を知る ⼈体の伝統的尺度 姿勢と占有空間・基本姿勢・動作寸法 ３．
空間寸法を知る 占有領域・動作空間・室空間の関係・動作空間を講義する。 
4 回 ＜生活空間の要求性能を見つける １＞ １．家に入る（敷地計画・門扉ま
わり・アプローチ・玄関）２．家の中を移動する（ホール・廊下・階段を講義す
る。 
5 回 ＜生活空間の要求性能を見つける ２＞ ３．くつろぐ・食事する・調理す
る（リビング・ダイニング・キッチン）４．寝る（寝室・収納） ５．整容・入
浴する（洗面所・浴室）を講義する。 
6 回 ＜生活空間の要求性能を見つける ３＞ ６．排泄する（トイレ） ７．洗
濯する・家事する・勉強する （家事室・ランドリー） ８．その他を講義する。 
7 回 ＜住宅のユニバーサルデザインを考える＞ １．ユニバーサルデザインの
基礎知識 ２．日本のユニバーサルデザイン ３．住宅のユニバーサルデザイン 
４．住みづけられる住宅の性能を講義する。 
8 回 ＜身体障害を補完する設計を考える＞ １．障がいとは ２．建築で何がで
きるが ３．建築でどうすれば補完できるか ４．ケーススタディを講義する。 
9 回 ＜住宅の図面を見る・規制を知る＞ 住宅に関わる単体規定、集団規定を講
義する。 
10 回 ＜⼾建て住宅の計画に必要なことを知る＞１．設計の手順２．道路と玄関 
３．玄関まわり４．LDK５．インテリア計画の基本を講義する。 
11 回 ＜コミュニティと集合住宅の計画を知る １＞１．集合住宅の⻑所・短所 
２．集合住宅のタイプⅠ３．短所を克服するためのタイプⅡ 4．タイプごとの
特徴と設計例を講義する。 
12 回 ＜集合住宅の計画を知る ２＞１．SI の実例 楽隠居 ２．実施例からみ
た集合住宅の計画 ３．集合住宅のプラン分析演習を講義する。 
13 回 ＜住宅のインテリア（空間）を考える＞１．インテリアデザインとは ２．
空間を考える ３．窓に関することを講義する。 
14 回 ＜住宅設備と照明を考える＞１．住宅設備とは ２．設備図面 ３．給排
水・給湯 ４．衛生（トイレ・洗面）５．電気 ６.照明を講義する。 
15 回 ＜住宅を計画する＞住宅計画の実際について講義する。 

準備学習 1 回 住宅について関連する文献や資料を調べること。 
2 回 日本の住文化について文献で調べること。 
3 回 ⼈の寸法、住宅内の各部の寸法を調べること。 
4 回 玄関や門扉回りでの生活動作について調べること。 
5 回 食事や調理に関わる動作について調べること。 
6 回 排泄や家事に関わる動作について調べること。 
7 回 住宅や街の中にある不便さ、不便なところを調べること。 
8 回 住宅の中での日常生活で、障がいがある場合に不都合が生じる可能性を予
測すること。 
9 回 住宅に関わる法律について調べること。 
10 回 ⼾建て住宅の敷地計画について文献等で調べること。 
11 回 コミュニティについて文献等で調べること。 
12 回 集合住宅の類型について調べること。 



13 回 インテリアに計画について等で調べること。 
14 回 住宅設備について文献等で調べること。 
15 回 前 14 回分の講義の復習をしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FIA2511 
成績評価 定期試験(80％）および小課題提出（20％）により評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス AA(総)(〜10),AB(総)(〜10) 
見出し FIA2511 都市計画 
担当教員名 緒方 清隆、弥⽥ 俊男 
単位数 2 
教科書 適宜資料（プリント）を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 都市、まちづくり、地域活性化、地球環境 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「色んな建築物を見せてもらい興味が深まった」との意見があった。都市計画は

都市をフィールドとするハード・ソフトを含めた幅広い分野にまたがる学問であ
り、これからも建築物に限らず、様々な事例を紹介していきたい。 

科目名 都市計画 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 佐藤圭二、杉野尚夫「新都市計画総論」、⿅島出版会 
授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験期間中に行い、試験形態は筆記試験とする。 
シラバスコード FIA2511 
実務経験のある教員  
達成目標 ⼈間が居住し活動する場としての都市の計画・設計方法の基本を習得し、都市に

おける建築の在り方についての基本認識を持ち、日常生活の中で都市計画との関
わりに常に意識を持つようになることを目標とする。 

受講者へのコメント 都市計画に関連する諸問題は、ダウンサイジングの時代に入り一層厳しくなって
いる。少子高齢化、⼈口減少・過疎化、中心市街地の空洞化・衰退、社会的格差
の拡大、非正規雇用の増大、東日本大震災・原子⼒発電所事故災害、地球環境問
題の深刻化等々、社会、経済、文化、自然環境などあらゆる分野の事象と深く関
係し、建築と不可分の関係にある。講義で学ぶ以外にも日常生活において、刻々
時代とともに変化するこれらの問題に意識を持って接し、建築分野の基礎となる
都市計画・まちづくりに関する素養を身に着けて欲しい。 

連絡先 27 号館 5 階 緒方研究室 086-256-9758  ogata@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この授業に満足した学生は、やや不満、不満が各 1 名いるが、満足、ほぼ満足し
た学生が５８％、普通が３６％であることは、授業全体としては、おおむね良好
であったと考える。この授業を受講して良かった点については、全員が、この分
野への理解が深まった、またはこの分野への興味・関心が高まったと答えている
ことは、建築を学ぶ上で極めて有意であったと考える。 
この授業の目標達成については、半分程度できたと、少しできたを合わせると、



３６％程度いることは、今後の授業内容の改善が必要と考える。 
英文科目名 Urban Planning 
関連科目 ハウジング、ランドスケープ･緑地計画 
次回に向けての改善変更予定 都市計画への理解・関心・興味が高まった学生は、ほぼ全員であるが、授業の目

標達成では、半分程度と少しできたを合わせると、３６％いる。また、授業の手
法について、理解しやすいように、説明にもう少し工夫を加えてもらえるとよい
が１９％いることと併せて対処するために、分かりやすい資料ともう少し丁寧な
説明を行うよう改善する。但し、学生の授業以外の学習時間が極めて少ないこと
から、学習習慣がつき興味・関心か高まるように、予習復習で適切な課題を与え
るよう改善したい。 

講義目的 都市の歴史を通して都市計画の沿⾰や考え方を学び、現在の都市計画制度や仕組
み、事業手法等および国内外のまちづくりの事例を概説して、都市計画に関する
基礎的知識を習得すると共に、今日的課題である住⺠主体・協働のまちづくり、
地域活性化、地球環境問題と都市問題などに関する認識を深め理解することを目
的とする。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 都市計画を学ぶ意義や講義の構成について説明する。 

古代都市の成立から中世まで都市の成立過程について講述する。 
2 回 現代ヨーロッパ諸都市の基盤を形成した中世ヨーロッパ都市を中心として、
近代以前の都市づくりについて講述する。 
3 回 現代都市計画につながるイギリスの産業⾰命から始まった近代都市計画の
系譜について講述する。 
4 回 都市を現実的に規定している我が国の都市計画法制度について、その意義
と内容について講述する。 
5 回 都市を構成する都市機能と居住機能が合理的・機能的に形成される都市の
土地利用計画のあり方について講述する。 
6 回 地球環境に与える負荷を低減してサスティナブルな社会の形成を目指す都
市の環境計画について講述する。 
7 回 潤いとアメニティ性豊かな都市環境の基軸となる公園緑地・オープンスペ
ースについて講述する。 
8 回 中心市街地の再生、活性化や賑わいづくりのために行う市街地の開発・再整
備について、成功例・失敗例を参考にしながら、その在り方について講述する。 
9 回 ⼈々が安全・快適に過ごすことができる住環境や街並み形成を図るための
近隣、隣保関係を中心とした居住環境計画について講述する。 
10 回 地域間格差が拡大し過疎高齢化が進む地方都市において、地域活性化を目
指して住⺠主体・協働で取り組むまちづくりの意義とその方策について講述す
る。 
11 回 日本とヨーロッパの街並み景観を比べながら都市景観とまちづくりについ
て講述する。 
12 回 美しい都市景観を形成するための住⺠参加型景観まちづくりに関する計画
方策や、それを実現するデザイン手法について講述する。 
13 回 都市や地域の計画を立てるために多くの資料を用いるが、それらの資料を



情報技術によって処理するための基本的内容について講述する。 
14 回 地球温暖化や都市間格差が広がるなど様々な問題を抱える現代都市の課題
に対して取組まれる各国の新しいまちづくりの潮流について講述する。 
15 回 地方都市の中心市街地が衰退する問題について、欧米諸国の中心市街地活
性化策で取られている新しいまちづくりの潮流を参考にして講述する。 

準備学習 1 回 シラバスを確認して、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 ヨーロッパ中世都市成立の背景と都市の特徴について調べておくこと。 
3 回 イギリス産業⾰命の進展に伴い生じた都市問題について調べておくこと。 
4 回 都市計画法と市町村の総合計画および建築基準法との関係について調べて
おくこと。 
5 回 ⼈々が安全で快適に住み働き憩うことができるまちとは、まちとしてどの
ような条件が必要であるかを考えておくこと。 
6 回 都市活動によって生じるゴミ、排熱、下水などの排出物が地球環境に与える
負荷を低減するために出来るライフスタイルやまちづくりの在り方について考
えておくこと。 
7 回 居住する近くの公園緑地の機能や使われ方を観察してまとめておくこと。 
8 回 岡山市 1 キロスクエアの中心市街地の現地を踏査して、まちの賑わいや活
気、商店街の魅⼒、歩行者の安全性などの面から気が付いたことをまとめておく
こと。 
9 回 ⼈々が安全・安心して快適に住むために計画するボンエルフ道路やコミュ
ニティ街区の意義について調べておくこと。 
10 回 地域住⺠や NPO が主体となって取り組む地域活性化の事例について調べ
ておくこと。 
11 回 美しく調和した街並み景観を形成するためには、個々の建築物および建築
物相互の関係をどうすれば良いか事例を調べて考えておくこと。 
12 回 身近な都市空間で、街路、広場、水辺、町並みなど美しく感じた都市景観
をスケッチしておくこと。 
13 回 都市計画の分野において情報技術を用いることができる要素や内容につい
て考えておくこと。 
14 回 サスティナブル・ディベロップメントおよびコンパクト・シティの意味を
調べておくこと。 
15 回 欧米で中心市街地活性化のために整備されているトランジット・モールに
は、どのような特⻑や効果があるかを調べておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FIA2512 
成績評価 受講状況、各課題の点数による。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス AA(総)(〜10),AB(総)(〜10) 
見出し FIA2512 設計演習Ⅴ 
担当教員名 宗本 順三、松下 大輔、弥⽥ 俊男、平山 文則、緒方 清隆、後藤 義明 
単位数 3 
教科書 講義の際に配付する資料を用いる。 
アクティブラーニング  
キーワード 建築設計、コミュニケーション、プレゼンテーション、高齢者住宅、複合施設、

公共施設 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 設計演習Ⅴ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 設計資料集成などの高齢者住宅および複合施設等に関する図書。 
授業形態 演習 
注意備考 & 
シラバスコード FIA2512 
実務経験のある教員  
達成目標 １）景観に配慮した都市計画が出来る ２）都市と建築空間の協調性を持った計

画ができる 
受講者へのコメント  
連絡先 ２７号館 4 階 宗本順三教授 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Atelier Practice of Architectural Design V 
関連科目 設計演習Ⅰ、設計演習Ⅱ、設計演習Ⅲ、設計演習Ⅳ、都市計画、建築計画 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 「シニアハウジング」と「市街地における複合施設」の２つの課題を通して、都

市居住者と建物と都市の関連性を整理し、まとめる能⼒を習得させる。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション、【課題 1】「シニアハウジング」 課題説明および高齢

者居住施設の計画講義、敷地調査 
2 回 「シニアハウジング」必要諸室のボリュームスタディ、設計条件の整理、敷
地および周辺の模型製作製、敷地模型作製、敷地利用計画の検討 
3 回 「シニアハウジング」敷地計画および平面計画草案批評 
4 回 「シニアハウジング」構造・設備（温熱）の計画講義、1／200 平面図、立



面図、断面図草案を敷地模型と合わせて批評 
5 回 「シニアハウジング」提出図面および透視図、模型作成 
6 回 「シニアハウジング」提出図面および透視図、模型作成・模型撮影 
7 回 「シニアハウジング」 講評会、評価後製図室の清掃・後片付け 
8 回 「中心市街地の複合施設」課題説明および複合施設の計画講義、敷地調査 
9 回 「中心市街地の複合施設」都市空間解析の計画講義、開発コンセプト、施設
計画作成および敷地模型作製 
10 回 「中心市街地の複合施設」敷地計画および平面図、立面図、断面図草案を
敷地模型と合わせて批評 
11 回 「中心市街地の複合施設」最終草案の批評 
12 回 「中心市街地の複合施設」提出図面、模型等の作成 
13 回 「中心市街地の複合施設」提出図面、模型等の作成 
14 回 「市街地における複合施設」講評会、評価後製図室の清掃・後片付け 
15 回 一級建築士試験や大学院入試で行われれる程度の 1 日設計課題で設計演習
を行う。 

準備学習 1 回 シラバスを確認し、学習過程を把握しておくこと。またプレゼンテーション
技法に関して文献等で学習しておくこと 
2 回 高齢者居住施設に関する文献、資料学習 
3 回 敷地利用計画、ラフプラン検討。草案の作成 
4 回 検討模型によるボリュームスタディ等を行い、プラン案を 1/200 平面図に
まとめる 
立面、平面、断面、意匠等の計画、最終草案の検討 
5 回 最終素案の修正、プレゼンテーション用図面表現技法の研究模型材料の検
討 
6 回 模型の表現技法の研究 
7 回 最終成果物の図面および模型等の完成 
8 回 岡山市の中心市街地商店街の現状について現地を踏査して理解しておくこ
と 
9 回 中心市街地商店街にある計画敷地に、集客⼒があり賑わいを創り商店街を
活性化させる複合施設を現地調査をもとに検討しておくこと。 
10 回 敷地・簡易建物模型によるデザイン・景観検討と合わせて、施設の配置・
空間構成を検討しながら平面図、立面図、断面図を検討しておくこと 
11 回 平面図、立面図、断面図、デザイン計画、プレゼンテーション用図面の最
終草案の検討 
12 回 図面や模型の作成で、設計意図を理解しやすく伝える有効な表現方法を考
えること 
13 回 最終成果物の図面および模型等の完成 
14 回 「中心市街地の複合施設」最終成果物の図面及び模型等の完成 
15 回 一日設計の準備をしておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FIA25E1 
成績評価 中間テスト・レポート・定期試験を総合的に評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス AA(総)(〜10),AB(総)(〜10) 
見出し FIA25E1 情報リテラシー(再) 
担当教員名 岩崎 彰典 
単位数 2 
教科書 使用しない。パソコン使用の実技が中心なので必要に応じて資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード インターネット 学生用 Web メール ワード エクセル 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報リテラシー(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用するソフトウェアの進歩は著しく、またほとんどの知識はインターネットを

通じて得ることができるので参考書は特に必要ありません。 
授業形態 実験実習 
注意備考 実技形式で行うため、出席が重要です。欠席・遅刻の場合、授業に追いつくのは

かなり困難です。レポート提出や中間テストはオンラインで行います。パソコン
上で処理するため、フォルダ名・ファイル名に不備があれば採点することができ
ませんので十分注意してください。定期試験はパソコンを使った実技試験とオン
ライン試験です。ＵＳＢメモリを購入しておくと便利です。岡山理科大学「OUS
コンテンツライブラリー」を使用する。 

シラバスコード FIA25E1 
実務経験のある教員  
達成目標 １．インターネット・学生用 Web メールが活用できるようになること。 

２．ワードの基本的機能を理解し、レポート作成ができるようになること。 
３．エクセルの基本的機能を理解し、データ処理及びグラフ作成ができるように
なること。 
４．ワードの機能とエクセルの機能を組み合わせ、将来のレポート作成ができる
ようになること。 

受講者へのコメント  
連絡先 11 号館 5 階、電子メール:top@center.ous.ac.jp、電話：086-256-9773 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Information Literacy 
関連科目 後期の情報リテラシーⅡの履修が望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 大学での学習・研究はもとより、今や社会で生活するにもインターネットや計算
機による情報の収集、加工、発信は欠かせない。その原理と仕組みを理解し、技
法と倫理を学び、情報化社会を生きていくための最低限の知識を身につけること
を目的とする。大学での学習・研究はもとより、今や社会で生活するにもインタ
ーネットや計算機による情報の収集、加工、発信は欠かせない。その原理と仕組
みを理解し、技法と倫理を学び、情報化社会を生きていくための最低限の知識を
身につけることを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 メモ帳や学生用 Web メールを使えるようにする。 

オンラインでの受講登録をする。 
2 回 出席登録をする。 
メモ帳で一泊研修の感想の作文をする。 
3 回 Web を使った履修届けと学生用 Web メールの確認をする。 
メモ帳で一泊研修の感想の作文の続きをする。 
4 回 情報倫理とメールでのマナーを学習する。 
5 回 パソコンの仕組みの基礎知識。特にドライブ、フォルダ、ファイルの構造に
ついて学習する。 
6 回 ワードの基礎について学習する。 
7 回 ワードでの画像の取り扱いについて学習する。 
8 回 ワードでの数式処理と表作成について学習する。 
9 回 ワードで文書作成の総合演習をする。 
10 回 エクセル基礎の学習をする。 
11 回 エクセルを使ってグラフを作成する。 
12 回 エクセルの関数の使い方を学習する。 
13 回 エクセルの関数の応用として乱数のシミュレーションをする。 
14 回 エクセルの総合演習としてグラフを使ったレポート作成の演習をする。 
15 回 総合演習をする。 

準備学習 1 回 高校で学習した情報教科を復習してくること。 
メモ帳での作文のため一泊研修の感想を考えておくこと。 
2 回 パソコンへのログインや履修届けなどが確実にできること。 
3 回 学生用 Web メールの設定が正しいか確認しておくこと。 
4 回 「岡山理科大学情報倫理ガイドライン」と「岡山理科大学情報倫理要綱(学
生向)」を理解しておくこと。 
5 回 一泊研修の思い出の作文を仕上げておくこと。 
6 回 前回までの復習をしておくこと。 
7 回 ワードでの作文のため高校時代の思い出を考えておくこと。 
8 回 ワードで高校時代の思い出の作文作成を始めること。 
9 回 ワードで高校時代の思い出の作文を完成させておくこと。 
10 回 前回までの復習をしておくこと。 
11 回 前回までの復習をしておくこと。 
12 回 エクセルのレポートの作成のため、データ収集などを行っておくこと。 
13 回 エクセル及びワードを用いたレポート作成をしておくこと。 



14 回 エクセル及びワードを用いたレポートを完成させておくこと。 
15 回 今までの復習をしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FIA25E2 
成績評価 レポート（２０％）、中間試験（３０％）、定期試験（５０％）により成績を評価

する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス AA(総)(〜10),AB(総)(〜10) 
見出し FIA25E2 解析学基礎Ⅱ(再) 
担当教員名 竹内 渉 
単位数 2 
教科書 計算⼒をつける微分積分／神永正博・藤⽥育嗣／内⽥老鶴圃 
アクティブラーニング  
キーワード ２変数関数、偏微分、２重積分、２変数変換、平面極座標変換 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 解析学基礎Ⅱ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 講義 
注意備考 解析学基礎Ｉの授業内容を復習することを望む。 
シラバスコード FIA25E2 
実務経験のある教員  
達成目標 ２変数関数の偏微分と２重積分を計算できること。 
受講者へのコメント  
連絡先 竹内研究室 １学舎３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講者なし 
英文科目名 Basic Calculus II 
関連科目 「解析学基礎Ｉ」と「代数学基礎Ｉ」を履修していることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ２変数関数の偏微分と２重積分について述べる。２重積分の応用例として、体積

や表面積の求め方について解説する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 偏微分における２変数関数と偏導関数について説明する。 

2 回 偏微分における合成関数の微分法について解説する。 
3 回 偏微分における陰関数の導関数と高次偏導関数について説明する。 
4 回 偏微分におけるテイラー展開について解説する。 
5 回 偏微分における極値について説明する。 
6 回 偏微分に関する章末問題の解法について説明する。 
7 回 中間試験および試験終了後に出題内容について解説する。 



8 回 ２変数の積分について説明する。 
9 回 ２重積分における⻑方形領域上の積分について解説する。 
10 回 ２重積分における縦（横）線形領域上の積分について説明する。 
11 回 ２重積分における２変数変換の積分について解説する。 
12 回 ２重積分における平面極座標変換の積分について説明する。 
13 回 ２重積分の応用として、体積の求め方について解説する。 
14 回 ２重積分の応用の応用として、表面積の求め方について解説する。 
15 回 ２重積分に関する章末問題の解法について説明する。 

準備学習 1 回 解析学基礎 Ⅰ で学習した１変数の微分について復習しておくこと。 
2 回 偏導関数について復習しておくこと。 
3 回 偏導関数と合成関数の微分法について復習しておくこと。 
4 回 偏導関数、高次偏導関数および解析学基礎 Ⅰ で学習した１変数のテイラ
ー展開を復習しておくこと。 
5 回 偏微分のテイラー展開について復習しておくこと。 
6 回 第１回から５回までの授業内容を復習しておくこと。 
7 回 第１回から６回までの授業内容をよく理解し、問題を解法しておくこと。 
8 回 解析学基礎 Ⅰ で学習した１変数の積分について復習しておくこと。 
9 回 ２変数の積分について復習しておくこと。 
10 回 ⻑方形領域上の積分について復習しておくこと。 
11 回 解析学基礎 Ⅰ で学習した１変数の置換積分法について復習しておくこ
と。 
12 回 解析学基礎 Ⅰ で学習した三角関数について復習しておくこと。 
13 回 ２重積分における平面極座標変換の積分について復習しておくこと。 
14 回 ２重積分における平面極座標変換の積分について復習しておくこと。 
15 回 第８回から１４回までの授業内容を復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FIA25F2 
成績評価 ・出席、授業態度（得点配分 50%)・課題の評価（得点配分 小住宅 20%、商業

空間 30%)・全小テストの合格、全課題の提出を必須条件とする 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス AA(総)(〜10),AB(総)(〜10) 
見出し FIA25F2 ＣＡＤ／ＣＧ演習Ⅱ(再) 
担当教員名 松下 大輔、高原 健一郎＊ 
単位数 2 
教科書 ・『CAD リテラシー演習 -Vectorworks Design Drill-』／ 

高原健一郎・新庄宗昭／エーアンドエー 
・授業時に配布する資料 

アクティブラーニング  
キーワード 建築設計、製図、造形、図学、作品、表現、模型制作 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 ＣＡＤ／ＣＧ演習Ⅱ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ・VectorWorks 関連書籍・CAD/CG 一般に関する書籍 
授業形態 演習 
注意備考 ・Windows の基本操作についての知識とスキルを有していることを前提として

授業を進める。・「CAD/CG 演習 I」を履修しておくことが望ましい。・データの
保管と資料配付用に USB メモリを使うので、毎回持参すること。・データや USB
メモリを紛失することがないよう、管理には十二分は配慮を行うこと。・教科書
に基づいた４〜５回の小テストを行う。（小テストにすべて合格することも単位
認定の条件とする。）・授業時間外の学習を十二分に行うこと。・授業時間外の学
習には、学内の設備、VectorWorks 単年度学生版を利用す 

シラバスコード FIA25F2 
実務経験のある教員  
達成目標 ・設計プロセス、建築計画における CAD/CG の応用法の理解とスキル修得・

CAD/CG を用いて、設計演習の成果物のシミュレーションおよびプレゼンテー
ションの方法を修得 

受講者へのコメント ?３・４回の欠席が約３割にのぼるため、出席率を向上させることを期待する。
授業時間外の学習についても、ＰＣ環境があれば無料のソフトウェアが使用でき
るので、積極的に行って欲しい。 

連絡先 ２７号館４階 松下 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業満足度は、満足 68.4％、ほぼ満足 31.6％となっており、良好な結果であっ
た。 



英文科目名 Practice on CAD and CG II 
関連科目 CAD/CG 演習 I、設計演習Ⅰ、設計演習Ⅱ、設計演習Ⅲ、設計演習Ⅴ、特別研究 
次回に向けての改善変更予定 ?業界のスタンダードとして知られるＣＡＤソフトに変更し、卒業後に求められ

るスキルの向上に特化した演習を行う。 
講義目的 CAD/CG を効率よく、かつ、有効に用いた図面や CG の作成方法を、設計課題

を CAD や CG を主体に用いて計画することを通して修得する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 基本操作演習・１：作図の基礎（教科書第１、２章） 

2 回 基本操作演習・１：作図の基礎（教科書第１、２章） 
3 回 小テストと基本操作演習・２：効率的な作図（教科書第３章） 
4 回 小テストと基本操作演習・３：3D モデリング（教科書第４章） 
5 回 小テストと基本操作演習・３：3D モデリング（教科書高等ドリル） 
6 回 住宅の設計-1 
7 回 小住宅の設計-2 
8 回 小規模な住空間の設計−１（2D の作成） 
9 回 小規模な住空間の設計−２（2D の完成） 
10 回 小規模な住空間の設計−３（3D の作成） 
11 回 小規模な商業空間の設計−１（平面図の入⼒） 
12 回 小規模な商業空間の設計−２（３D データの作成） 
13 回 小規模な商業空間の設計−３（レンダリング） 
14 回 小規模な商業空間の設計−４（プレゼンテーションシートの作成） 
15 回 小規模な商業空間の設計−６（最終的な仕上げと提出、講評） 

準備学習 1 回 教科書全体に目を通すこと、とくに「準備」の１〜３を熟読しておくこと。
USB メモリの用意 
3 回 教科書第１、２章で学習した基本的な作図スキルを十分に復習し、完璧に身
につけておくこと 
4 回 教科書第３章までで学習した内容を十分に復習し、完璧に身につけておく
こと 
5 回 教科書第４章までで学習した内容を十分に復習し、高等ドリルを自習して
おくこと。 
6 回 教科書で学習した内容を十分に復習しておくこと。 
7 回 前回までの作業を完了させておくこと 
8 回 前回までの作業を完了させておくこと 
9 回 前回までの作業を完了させておくこと 
10 回 前回までの作業を完了させておくこと 
11 回 寸法を入れた図面を用意しておくこと 
12 回 前回までの作業を完了させておくこと 
13 回 前回までの作業を完了させておくこと 
14 回 前回までの作業を完了させておくこと 
15 回 ここまでに作成したデータ内容の確認と必要に応じた修正を行っておくこ
と 

 



年度 2012 
授業コード FIA2711 
成績評価 課題提出等の平常点(10%)と定期試験(90%)により評価する。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス AA(総)(〜10),AB(総)(〜10) 
見出し FIA2711 近代建築史 
担当教員名 江面 嗣⼈、宗本 順三、弥⽥ 俊男 
単位数 2 
教科書 日本建築学会編「近代建築史図集」彰国社 
アクティブラーニング  
キーワード 歴史的建造物、日本文化、建築と都市の創造 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特にコメントなし。 
科目名 近代建築史 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「新建築学大系５、近代・現代建築史」彰国社 
授業形態 講義 
注意備考 １５回の講義の終了後に試験を行う。 
シラバスコード FIA2711 
実務経験のある教員  
達成目標 日本及び欧米等における近代建築の様式や特徴について理解し、これらの誕生か

ら発展までの歴史を理解する。これらを通して、現代社会における建築文化の役
割を考える能⼒を身につける。 

受講者へのコメント 歴史学という少々興味のもちづらい科目であり、歴史と文化を習う科目であり、
内容も少し難しいかもしれないが、近代の建築の歴史を知り、現代の建築の形式
等が如何に形成されてきたかを学ぶことは、これからの建築空間や都市空間を考
える上で、きわめて重要な内容であります。建築史の授業を憶える学問ではなく、
考える学問としてとらえ、そのことに興味をもって授業に望んでもらうことを希
望します。 

連絡先 27 号館 5 階 504 号江面研究室、ezura@archi.ous.ac.jp、同館 4 階弥⽥研究室、
yada@archi.ous.ac.jp、同館 4 階宗本研究室、munemoto@archi.ous.ac.jp 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業の予習・復習および授業への取り組みが低いと答えた学生は授業に対する評
価も低い傾向がある。また、項目全体でも予習や復習をしたかの平均値が低く、
まず、学生を授業にしっかりと取り組ませる必要を感じ、各授業毎に課題等を課
すことによって学生との授業でのやりとりを増やすべきと感じている。学生の評
価の付け方から考えて、理解できている学生とそうでない学生との差が大きいと
感じた。歴史に関する授業であり、記憶しなければならないことや、理解しなけ
ればならないことが膨大にあり、授業内容は高度にならざるを得ず、決してレベ
ルを落 



英文科目名 History of Modern Architecture 
関連科目 ⻄洋建築史、日本建築史、建築概論と合わせて学ぶことが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 一部は写真や図面を付けて授業毎にプリントを配布していますが、徐々に充実す

るように心がけたいと思います。小テストや課題で習熟度を確認しながら授業を
進めるようにしたいと思います。前回の授業の内容のポイントをレポートとして
提出させたいと思います。 

講義目的 近代建築が日本及び欧米等において、社会や生活の変化に対応して、どのように
誕生し発展してきたかを学び、現代建築誕生の基礎を理解し、これからの建築や
都市の創造の意味を考える能⼒を育成する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  近代建築史を学ぶ意義について学ぶ。 

2 回  日本の近代建築Ⅰとして、日本の幕末から明治初期の近代建築の発達につ
いて学ぶ。 
3 回  日本の近代建築Ⅱとして、日本の明治期の近代建築の発達について学ぶ。 
4 回  日本の近代建築Ⅲとして、日本の大正・昭和初期の近代建築の発達につい
て学ぶ。 
5 回  日本の近代建築Ⅳとして、日本の昭和期の近代建築の発達について学ぶ。 
6 回  ⻄洋の近代建築Ⅰとして、⻄欧の産業⾰命と建築の発達について学ぶ。 
7 回  ⻄洋の近代建築Ⅱとして、⻄欧の新たな建築運動と建築の発達について学
ぶ。 
8 回  ⻄洋の近代建築Ⅲとして、⻄欧のモダニズムとそれ以降の建築の発達につ
いて学ぶ。 
9 回  ⻄洋の近代建築Ⅳとして、⻄欧の機能主義建築の発達について学ぶ。 
10 回  ⻄洋の近代建築Ⅴとして、⻄欧の国際様式建築の発達について学ぶ。 
11 回  アメリカの近代建築の歴史としてシカゴ派の建築、フランクライトの建
築、近代のオフィスビルの発達等について学ぶ。 
12 回  世界の近代建築と近代都市の発達について 1960 年代以降について現代建
築にを切り開いた建築家を中心に学ぶ。 
13 回  ロバートベンチュリーを中心として、コンテクスチャーリズムの建築に
ついて学ぶ 
14 回  現代建築の動向Ⅰとして、ポスト・モダニズムの建築について、脱構築主
義建築、ミニマリズム建築等の新しいデザインの動向を学ぶ。 
15 回  現代建築の動向Ⅱとして、現代の建築の動向とこれからの建築のあり方
について学ぶ。 

準備学習 1 回  シラバスを良く確認し学習の過程を理解しておくこと。 
2 回  図書館で日本の近代建築について調べておくこと。 
3 回  図書館で日本の近代建築について調べておくこと。 
4 回  図書館で日本の近代建築について調べておくこと。 
5 回  図書館で日本の近代建築について調べておくこと。 
6 回  図書館で⻄洋の近代建築について調べておくこと。 
7 回  図書館で⻄洋の近代建築について調べておくこと。 
8 回  図書館で⻄洋の近代建築について調べておくこと。 



9 回  図書館で⻄洋の近代建築について調べておくこと。 
10 回  図書館で⻄洋の近代建築について調べておくこと。 
11 回  図書館でアメリカの近代建築について調べておくこと。 
12 回  図書館で近代建築や近代の都市の発達について 1960 年代以降の発展につ
いて調べておくこと。 
13 回  1970 年代のコンテクスチャーリズムの建築について調べておくこと 
14 回  図書館でホスト・モダニズムについて調べておくこと。 
15 回  図書館で現代の有名建築家の作品を調べておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FIA27C2 
成績評価 提出したスケッチとレポートの内容により評価する．なお，本実験は教職関連科

目でもあるので，全出席が評価の前提である．そのため，公欠を含め２回（教育
実習の場合は３回）をこえる欠席は，直ちに単位認定資格を失うものとする． 

曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス AA(総)(〜10),AB(総)(〜10) 
見出し FIA27C2 生物学基礎実験(再) 
担当教員名 守⽥ 益宗、正木 智美＊ 
単位数 2 
教科書 特になし，適宜プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 光学顕微鏡観察 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 同上 
科目名 生物学基礎実験(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 実験実習 
注意備考 第１回オリエンテーションを欠席の学生は以後の受講を認めない。また，受講希

望者多数の場合は抽選とする。 
シラバスコード FIA27C2 
実務経験のある教員  
達成目標 光学顕微鏡が支障なく操作できるようになること 
受講者へのコメント 同上 
連絡先 理大研究室７号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 同時開講科目を多くもつ教員の所見記入について，同じような所見記入の手間を
省くため，一括コピーができるようお願いを毎年しているにもかかわらず，全く
改善されていません．手間がかかるだけで，所見を記入する気にもなりません．
何かあれば個別に聞きに来て下さい． 

英文科目名 Primary Experiments in Biology 
関連科目 特になし 
次回に向けての改善変更予定 同上 
講義目的 中学・高校教師が指導しなければならない生物実験や，知っておくと教科指導に

便利な光学顕微鏡の使い方やその実験法について教授する． 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：実験の進め方を説明する． 

2 回 顕微鏡の使用法を説明し，実際に操作する． 



3 回 生物学のためのスケッチ実習を説明し，実際にスケッチする． 
4 回 ミクロメーターの使い方を説明し，実際に計測する． 
5 回 花粉形態の観察と計測 その１：花粉粒径を計測する． 
6 回 花粉形態の観察と計測 その２：花粉粒径を計測する． 
7 回 検索表の作成：植物を材料に検索表を作成する． 
8 回 淡水プランクトンの観察と生態 その１：淡水中のプランクトンを観察す
る． 
9 回 淡水プランクトンの観察と生態 その２：淡水中のプランクトンを観察す
る． 
10 回 気孔細胞の観察：気孔細胞の観察と密度の計測をする． 
11 回 維管束の観察：維管束組織の観察をする． 
12 回 コリメート法による顕微鏡写真撮影：顕微鏡写真の撮影法を説明し，実際
に撮影する． 
13 回 植物の根端細胞分裂の観察 その１：タマネギ根端細胞の細胞分裂標本を
作製する． 
14 回 植物の根端細胞分裂の観察 その２：タマネギ根端細胞の細胞分裂像を観
察する． 
15 回 報告書作成，補充実験：レポートの作成を行う． 

準備学習 特になし 
 



年度 2012 
授業コード FIA27F1 
成績評価 課題レポート（２０％）と定期試験（８０％）により成績を評価する。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス AA(総)(〜10),AB(総)(〜10) 
見出し FIA27F1 物理学基礎論Ⅰ(再) 
担当教員名 竹内 渉 
単位数 2 
教科書 はじめて学ぶ物理学／阿部龍蔵／ サイエンス社 
アクティブラーニング  
キーワード 速度、加速度、⼒、運動の法則、仕事、エネルギー、相対運動、ローレンツ変換 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学基礎論Ⅰ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 講義 
注意備考 高校で学習した数学の基本的な内容を復習することを望む。 
シラバスコード FIA27F1 
実務経験のある教員  
達成目標 相対性理論を含めた⼒学の基礎的な知識を理解すること。 
受講者へのコメント  
連絡先 竹内研究室 １学舎３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講せず 
英文科目名 Introduction to Physics I 
関連科目 「解析学基礎 I」と「代数学基礎 I」を受講していることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 日常生活で関わりがある点を強調しながら、できるだけ微分・積分を使わずに、

高校での物理未履修者にもわかる内容で、相対性理論を含めた⼒学について述べ
る。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 物理量、質量、⻑さおよび時間について説明する。 

2 回 運動の表し方としての速度について解説する。 
3 回 運動の表し方としての加速度について説明する。 
4 回 運動と⼒における⼒について解説する。 
5 回 運動と⼒における運動の法則について説明する。 
6 回 運動と⼒における重⼒場での運動について解説する。 
7 回 運動と⼒における円運動について説明する。 



8 回 仕事とエネルギーにおける仕事と仕事率について解説する。 
9 回 仕事とエネルギーにおける位置エネルギーと運動エネルギーについて説明
する。 
10 回 仕事とエネルギーにおける⼒学的エネルギーについて解説する。 
11 回 仕事とエネルギーにおける各種のエネルギーについて説明する。 
12 回 相対性理論における相対運動について解説する。 
13 回 相対性理論におけるローレンツ変換について説明する。 
14 回 相対性理論におけるローレンツ変換の性質について解説する。 
15 回 相対性理論における質量とエネルギーについて説明する。 

準備学習 1 回 日常生活における⻑さや時間では、どのような単位が用いられているかを
事前に考えておくこと。また、高校で物理を履修していたら、使用した物理のテ
キストで第１回講義内容の該当箇所を読み、理解しておくこと。 
2 回 物理量、質量、⻑さおよび時間について復習しておくこと。高校で物理を履
修していたら、使用した物理のテキストで第２回講義内容の該当箇所を読み、理
解しておくこと。 
3 回 速度について復習しておくこと。 
4 回 加速度について復習しておくこと。また、高校で物理を履修していたら、使
用した物理のテキストで第４回講義内容の該当箇所を読み、理解しておくこと。 
5 回 ⼒について復習しておくこと。 
6 回 速度、加速度および⼒について復習しておくこと。 
7 回 速度、加速度および⼒について復習しておくこと。 
8 回 質量、⻑さ、時間の単位および⼒について復習しておくこと。 
9 回 仕事について復習しておくこと。 
10 回 位置エネルギーと運動エネルギーについて復習しておくこと。 
11 回 日常生活におけるエネルギーの種類を事前に調べておくこと。 
12 回 速度、加速度および運動の法則について復習しておくこと。 
13 回 相対運動（ガリレイ変換）について復習しておくこと。 
14 回 ローレンツ変換について復習しておくこと。 
15 回 ローレンツ変換について復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FIA27G1 
成績評価 聴講態度 ５０％、期末試験 ５０％。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス AA(総)(〜10),AB(総)(〜10) 
見出し FIA27G1 測量学(再) 
担当教員名 高木 宣徳＊ 
単位数 2 
教科書 図説 建築測量 （産業図書） 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特になし。 
科目名 測量学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 自作プリントを用いて解説 
授業形態 講義 
注意備考 電卓を必ず持参すること。雨天時は、教室で実施する。 
シラバスコード FIA27G1 
実務経験のある教員  
達成目標 建築の測量に関わる計算、実習測量機器の操作と特徴を理解すること。 
受講者へのコメント 測量機器の操作などの実習の部分もあるので、欠席すると理解できなくなる場合

がある。欠席しないようにお願いしたい。 
連絡先 岡山理科大学専門学校 建築学科 y_takaki@risen.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし。 
英文科目名 Measurement 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 学生から積極的に質問を受けられるような、授業を心がけたい。 
講義目的 建築測量の概要を理解し、建築工事で用いる主な測量機器の使用方法と、その特

徴を理解する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 建築測量の概要、標尺の読み方 （教室で実施） 

2 回 レベル野帳の記入方法（器高式） （教室で実施） 
3 回 レベル野帳の記入方法（昇降式） （教室で実施） 
4 回 屋外実習 レベルの据え付け方、視差の消去方法（２７号館前、芝生広場で
実施） 
5 回 屋外実習 レベル測量（２７号館前、芝生広場で実施） 
6 回 屋外実習 レベル測量（２７号館前、芝生広場で実施） 



7 回 屋外実習 トランシット測量（据え付け方、角度の測量）（２７号館前、芝
生広場で実施） 
8 回 屋外実習 トランシット測量（角度の測量）（２７号館前、芝生広場で実施） 
9 回 屋外実習 トランシット測量（鉛直の測量）（２７号館前、芝生広場で実施） 
10 回 屋外実習 平板測量（据え付け方、放射法）（２７号館前、芝生広場で実
施） 
11 回 屋外実習 平板測量（据え付け方、導線法）（２７号館前、芝生広場で実
施） 
12 回 屋外実習 平板測量（導線法）（２７号館前、芝生広場で実施） 
13 回 距離測量、面積計算（ヘロンの公式）、平板測量の解説 （教室で実施） 
14 回 レベル、トランシットの解説 （教室で実施） 
15 回 問題演習、まとめ （教室で実施） 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと 
2 回 前回の内容を復習しておくこと 
3 回 前回の内容を復習しておくこと 
4 回 前回の内容を復習しておくこと 
5 回 前回の内容を復習しておくこと 
6 回 前回の内容を復習しておくこと 
7 回 前回の内容を復習しておくこと 
8 回 前回の内容を復習しておくこと 
9 回 前回の内容を復習しておくこと 
10 回 前回の内容を復習しておくこと 
11 回 前回の内容を復習しておくこと 
12 回 前回の内容を復習しておくこと 
13 回 前回の内容を復習しておくこと 
14 回 レベル野帳の記入方法を復習しておくこと 
15 回 レベル野帳の記入方法を復習しておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FIA27H2 
成績評価 課題レポート（２０％）と定期試験（８０％）により成績を評価する。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス AA(総)(〜10),AB(総)(〜10) 
見出し FIA27H2 物理学基礎論Ⅱ(再) 
担当教員名 竹内 渉 
単位数 2 
教科書 はじめて学ぶ物理学／阿部龍蔵／ サイエンス社 
アクティブラーニング  
キーワード 温度、熱⼒学第１法則、熱⼒学第２法則、エントロピー、光、電気、磁気、電子、

原子、分子 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学基礎論Ⅱ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 講義 
注意備考 解析学基礎 Ⅰ で学習した数学の基本的な内容を復習することを望む。また、物

理学基礎論 Ⅰ を履修していることを前提に講義する。 
シラバスコード FIA27H2 
実務経験のある教員  
達成目標 温度と熱、電気と電子・磁気、光、原子・分子の基礎的な知識を理解すること。 
受講者へのコメント  
連絡先 竹内研究室 １学舎３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講者なし 
英文科目名 Introduction to Physics II 
関連科目 「解析学基礎 I」と「物理学基礎論 Ⅰ」を履修していることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 日常生活で関わりがある点を強調しながら、できるだけ微分・積分を使わずに、

高校での物理未履修者にもわかる内容で、温度と熱、光、電気と電子・磁気、原
子・分子について述べる。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 温度と熱における温度と状態方程式について説明する。 

2 回 温度と熱における熱⼒学第１法則について解説する。 
3 回 温度と熱における理想気体の性質について説明する。 
4 回 温度と熱における熱⼒学第２法則について解説する。 
5 回 温度と熱におけるエントロピーについて説明する。 



6 回 光における反射・屈折、干渉および分散について解説する。 
7 回 光における電磁波と熱放射について説明する。 
8 回 電気と磁気における静電気とクーロンの法則について説明する。 
9 回 電気と磁気における電場と電位について解説する。 
10 回 電気と磁気における電流について説明する。 
11 回 電気と電子における半導体と集積回路について解説する。 
12 回 電気と電子における増幅と発振について説明する。 
13 回 原子・分子における分子と結晶構造について解説する。 
14 回 原子・分子における原子と電子について説明する。 
15 回 原子・分子における原子の出す光について解説する。 

準備学習 1 回 氷、水、水蒸気の温度は通常どのように表されているかを事前に考えておく
こと。また、高校で物理を履修していたら、使用した物理のテキストで第１回講
義内容の該当箇所を読み、理解しておくこと。 
2 回 熱について復習しておくこと。 
3 回 熱⼒学第１法則について復習しておくこと。 
4 回 日常生活における熱の特徴について事前に考えておくこと。 
5 回 熱⼒学第２法則について復習しておくこと。 
6 回 日常生活における光の特徴について事前に考えておくこと。 
7 回 物理学基礎論 Ⅰ で学習した光エネルギーについて復習しておくこと。 
8 回 摩擦電気はどのような場合に発生するかを事前に考えておくこと。また、高
校で物理を履修していたら、使用した物理のテキストで第８回講義内容の該当箇
所を読み、理解しておくこと。 
9 回 クーロンの法則について復習しておくこと。 
10 回 電位について復習しておくこと。また、家庭での電気について事前に考え
ておくこと。 
11 回 導体、半導体および絶縁体の特徴について事前に調べておくこと。 
12 回 半導体と集積回路について復習しておくこと。 
13 回 高校で学習した元素の周期律表について復習しておくこと。 
14 回 クーロンの法則と物理学基礎論 Ⅰ で学習した相対性理論について復習し
ておくこと。 
15 回 電子について復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FIA27J2 
成績評価 レポート（80 点）、データ処理演習（10 点）、実験技術（10 点）として評価する。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス AA(総)(〜10),AB(総)(〜10) 
見出し FIA27J2 物理学基礎実験(再) 
担当教員名 福⽥ 尚也 
単位数 2 
教科書 作成した実験手引書を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 物理学実験、測定値、有効数字、誤差、精度 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学基礎実験(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 物理学実験 基礎編／東京理科大学理学部第二部物理学教室編／内⽥老鶴圃：実

験精度と誤差／酒井英行訳、N.C.バーフォート著／丸善：他にも実験の際、適宜
紹介する。 

授業形態 実験実習 
注意備考 指定の実験ノートを購入しておくこと。関数電卓を所有している⼈は持ってくる

こと。 
シラバスコード FIA27J2 
実務経験のある教員  
達成目標 ①物理学の基本的な実験装置の取り扱い方法の技術を習得する。 

②得られたデータの解析とコンピュータによる実験データの処理の方法を習得
する。 
③誤差や精度の見積もりの方法を習得する。 
④報告書の作成方法を習得する。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２１号館２階 福⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Primary Experiments in Physics 
関連科目 物理学基礎論Ⅰ、物理学基礎論Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 物理学を学ぶ上で最も基本的な実験を数テーマ選び、順番に実施するとともに、

測定値の取り扱い、誤差や精度の見積もりについても学ぶ。実験のテーマとして
は、ボルダの振り子による重⼒加速度の測定、サールの装置によるヤング率の測
定、気柱の共鳴による音速の測定、回折格子による光の波⻑の測定等を取り扱う。



また、実験データの取り扱い方に関して、平均値と標準偏差の求め方、および、
最小二乗法を解説し、コンピュータを用いて実習する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス１。実験についての一般的な注意を説明する。 

2 回 ガイダンス２。測定値と誤差について説明する。 
3 回 ガイダンス３。パソコンによる実験データの処理について説明する。 
4 回 実験１（前半の班）、またはデータ処理の演習(後半の班）を行う。 
5 回 実験１（後半の班）、または実験１のデータ処理とレポート作成（前半の班）
を行う。 
6 回 実験２（前半の班）、または実験１のデータ処理とレポート作成（後半の班）
を行う。 
7 回 実験２（後半の班）、または実験２のデータ処理とレポート作成（前半の班）
を行う。 
8 回 実験３（前半の班）、または実験２のデータ処理とレポート作成（後半の班）
を行う。 
9 回 実験３（後半の班）、または実験３のデータ処理とレポート作成（前半の班）
を行う。 
10 回 実験４（前半の班）、または実験３のデータ処理とレポート作成（後半の
班）を行う。 
11 回 実験４（後半の班）、または実験４のデータ処理とレポート作成（前半の
班）を行う。 
12 回 一⻫提出ならびに補充実験（前半の班）、または実験４のデータ処理とレポ
ート作成（後半の班）を行う。 
13 回 一⻫提出ならびに補充実験（後半の班）、またはデータ処理演習（前半の
班）を行う。 
14 回 補充実験のレポート提出（前半の班）、またはデータ処理演習のレポート提
出（前半の班）を行う。 
15 回 補充実験のレポート提出（後半の班）を行う。 

準備学習 1 回 教員の免許状取得のための科目であることを確認しておくこと。 
2 回 実験ノートを用意し、必要事項を記入しておくこと。 
3 回 測定値と誤差について復習をしておくこと。 
4 回 前回のデータ処理演習を復習しておくこと。 
5 回 前回のデータ処理演習を復習しておくこと。 
6 回 前回の実験レポートを完成させること。 
7 回 前回の実験レポートを完成させること。 
8 回 前回の実験レポートを完成させること。 
9 回 前回の実験レポートを完成させること。 
10 回 前回の実験レポートを完成させること。 
11 回 前回の実験レポートを完成させること。 
12 回 前回までのすべての実験レポート（前半の班）を完成させること。 
13 回 前回までのすべての実験レポート（後半の班）を完成させること。 
14 回 補充実験（前半の班）のレポートを完成させること。 



15 回 補充実験（後半の班）のレポートを完成させること。 
 



年度 2012 
授業コード FIA3111 
成績評価 ・平常点（講義ごとの演習課題）４０％・期末試験 ６０％ 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス AA(総)(〜10),AB(総)(〜10) 
見出し FIA3111 鋼構造Ⅰ 
担当教員名 小林 正実 
単位数 2 
教科書 井上一朗，吹⽥啓一郎著「建築鋼構造−その理論と設計−」⿅島出版会 
アクティブラーニング  
キーワード 製鉄技術，鋼材の性質，部材耐⼒，骨組耐⼒，塑性崩壊，座屈 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特になし。 
科目名 鋼構造Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指定しない 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIA3111 
実務経験のある教員  
達成目標 設計用荷重に対して鋼構造部材や骨組の寸法がどのように決まるかについて理

解すること． 
受講者へのコメント 授業評価への協⼒で、授業改善のための貴重なデータを提供してもらい、ありが

たいと思っている。ただし、当日は、欠席が多く、回答数が２７と少ない。欠席
した分を自習で補うのは、大変困難なことであり、少々のことで欠席しないよう
努めてもらいたい。 

連絡先 ２４号館５階 小林研究室 メール：kobayashi@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 本学着任２年目であり、昨年の反省を踏まえて改善に努めた甲斐あってか、昨年
よりはよい授業ができたつもりであり、概ねそのように評価してもらえたようで
ある。ただし、まだまだ改善しなければならない点があり、それにより、更によ
い評価が得られるものと思われる。 

英文科目名 Steel Structure I 
関連科目 構造⼒学 I，構造⼒学 II，構造⼒学 III，構造⼒学 IV，鋼構造 II 
次回に向けての改善変更予定 ・配布資料の更なる充実に努める 

・毎回、演習を課しているが、それに対する解答や解説の仕方を工夫する 
・「横座屈」の授業の改善：内容が難解であり、工夫が必要 

講義目的 鋼材は低層建築から高層建築まで幅広い建物の構造材料として用いられている．
本講義では，鋼材の製造・物性から鋼構造の設計に至るまでの基本事項を解説す



る． 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション（講義内容・授業計画の説明），様々な鋼構造建築，Ｄ

ＶＤ鉄骨建築の建設編 
2 回 製鉄技術の歴史，ＤＶＤ鋼の製造 
3 回 鋼材の性質，ＤＶＤ鋼材の材料試験編 
4 回 鋼構造骨組の概要（軸組と接合部） 
5 回 部材断面の種類と用途，断面の諸係数 
6 回 部材の耐⼒１（ブレースの引張耐⼒と圧縮耐⼒） 
7 回 部材の耐⼒２（単純梁の荷重−変形関係） 
8 回 鋼構造部材のせん断応⼒とせん断耐⼒ 
9 回 接合部パネルのせん断応⼒と耐⼒ 
10 回 中心圧縮材の非弾性座屈．残留応⼒の影響 
11 回 部材のねじれ 
12 回 梁の横座屈 
13 回 接合部の概要，溶接接合の概要，DVD 接合編 
14 回 溶接接合部の耐⼒ 
15 回 高⼒ボルト接合の概要 

準備学習 1 回 建築工学概論で学習した鋼構造の概要を復習しておくこと 
2 回 テキスト第１部２章に目を通しておくこと 
3 回 テキスト第１部３章に目を通しておくこと 
4 回 テキスト第１部４章に目を通しておくこと 
5 回 構造⼒学 II で学習した断面の性質と曲げモーメントによる応⼒度を復習し
ておくこと 
6 回 テキスト第１部５章 5.1 に目を通しておくこと 
7 回 テキスト第１部５章 5.2.1 に目を通しておくこと．また，構造⼒学Ⅳで学習
した単純梁の塑性崩壊を復習しておくこと 
8 回 構造⼒学 II 教科書の第 3 章 3 の梁のせん断応⼒度に目を通しておくこと 
9 回 テキスト第２部２章 2.6 に目を通しておくこと 
10 回 テキスト第３部２章 2.8，第４部２章 2.1.1 に目を通しておくこと 
11 回 テキスト第３部５章 5.1 に目を通しておくこと 
12 回 テキスト第３部５章 5.2〜5.3 に目を通しておくこと 
13 回 テキスト第４部３章 3.2,3.3.1,3.3.2 に目を通しておくこと 
14 回 テキスト第４部３章 3.3.5,3.3.6 に目を通しておくこと 
15 回 テキスト第４部３章 3.4.1,3.4.2(1)(2)に目を通しておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FIA3112 
成績評価 課題（４０％）と期末試験（６０％）によって評価する． 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス AA(総)(〜10),AB(総)(〜10) 
見出し FIA3112 建築基礎構造 
担当教員名 山崎 雅弘 
単位数 2 
教科書 林貞夫「建築基礎構造」共立出版 
アクティブラーニング  
キーワード 土質⼒学、直接基礎、杭基礎 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 建築基礎構造 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示をする． 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIA3112 
実務経験のある教員  
達成目標 簡単な基礎構造の設計が可能となること． 
受講者へのコメント 毎回実施しているクイズで理解度を確かめ、難しく理解できない点は、友⼈や教

員に確認すること。 
連絡先 山崎研究室 24 号館 5 階 086-256-9642 yamazaki@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特に問題になる授業アンケートの評価はなかったので、わかりやすい工夫は続け
るものの大きな変更の必要性は感じていない。 

英文科目名 Foundation Engineering 
関連科目 特になし 
次回に向けての改善変更予定 理解を容易にするには、開設の流れや例示に工夫が必要である。毎回の学生の反

応を確認し工夫をつつけるつもりである。。 
講義目的 土質⼒学とそれに基づく基礎構造の支持⼒を評価し設計する方法を習得する． 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  概論 

2 回  地盤調査 
3 回  土質⼒学（地盤の物理的性質、⼒学的性質） 
4 回  土質⼒学（地盤の⼒学的性質） 
5 回  土質⼒学（地盤の⼒学的性質） 
6 回  土質⼒学（土圧） 



7 回  土質⼒学（地中応⼒） 
8 回  基礎の設計（基礎の構造計画１） 
9 回  基礎の設計（基礎の構造計画２） 
10 回  基礎の設計（直接基礎の設計１） 
11 回  基礎の設計（直接基礎の設計２） 
12 回  基礎の設計（杭基礎の設計１） 
13 回  基礎の設計（杭基礎の設計２） 
14 回  基礎の設計（杭基礎の設計３） 
15 回  擁壁および地下壁の設計 

準備学習 1 回  シラバスにより講義の流れを見ておくこと． 
2 回  テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．（テキスト p.1-13) 
3 回  前回の講義内容を復習し、テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．
（テキスト p.14-23)) 
4 回  前回の講義内容を復習し、テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．
（テキスト p.22-38) 
5 回  前回の講義内容を復習し、テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．
（テキスト p.22-38) 
6 回  前回の講義内容を復習し、テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．
（テキスト p.39-49) 
7 回  前回の講義内容を復習し、テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．
（テキスト p.50-59) 
8 回  前回の講義内容を復習し、テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．
（テキスト p.61-75) 
9 回  前回の講義内容を復習し、テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．
（テキスト p.76-84) 
10 回  前回の講義内容を復習し、テキストで今回の講義内容を予習しておくこ
と．（テキスト p.85-116) 
11 回  前回の講義内容を復習し、テキストで今回の講義内容を予習しておくこ
と．（テキスト p.85-116) 
12 回  前回の講義内容を復習し、テキストで今回の講義内容を予習しておくこ
と．（テキスト p.117-139) 
13 回  前回の講義内容を復習し、テキストで今回の講義内容を予習しておくこ
と．（テキスト p.140-149) 
14 回  前回の講義内容を復習し、テキストで今回の講義内容を予習しておくこ
と．（テキスト p.150-161) 
15 回  前回の講義内容を復習し、テキストで今回の講義内容を予習しておくこ
と．（テキスト p.162-170) 

 



年度 2012 
授業コード FIA31H1 
成績評価 ・出席と授業態度（得点配分 80%) 

・数回のチェックテスト（得点配分 20%） 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス AA(総)(〜10),AB(総)(〜10) 
見出し FIA31H1 ＣＡＤ／ＣＧ演習Ⅰ(再) 
担当教員名 松下 大輔、高原 健一郎＊ 
単位数 2 
教科書 書名：やさしく学ぶ Jw_cad7 

著者名： ObraClub 
発行：エクスナレッジ 

アクティブラーニング  
キーワード コンピューターグラフィックス、プレゼンテーション、デザイン、設計、製図 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 ＣＡＤ／ＣＧ演習Ⅰ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ・VectorWorks 関連書籍・CAD/CG 一般に関する書籍 
授業形態 演習 
注意備考 ・資料配付、データ保管に USB メモリを使うので、各自準備すること（初回に

説明する）。・教科書演習中、毎回、小テストを行う。これらすべてのテストに合
格することも単位認定の条件とする。・宿題は、学内の PC を利用するほか、
JW_CAD は無償で入手できるので、PC を所有している⼈はぜひインストールし
て、自宅にも学習環境をつくることを望む。 

シラバスコード FIA31H1 
実務経験のある教員  
達成目標 JW_CAD を用いた 2D 製図スキルの習得ンテーションの方法を修得 
受講者へのコメント  
連絡先 27 号館 4 階 松下 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Practice on CAD and CG I 
関連科目 設計演習Ⅰ、設計演習Ⅱ、設計演習Ⅲ、設計演習Ⅳ、設計演習Ⅴ、特別研究 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 現在の設計業務において必須とされる CAD での基本的な製図スキルを修得す

る。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション（教室と PC の使い方の説明、授業の概要説明、JW_CAD



の紹介と起動方法などの説明） 
2 回 基本操作演習（教科書にもとづいて） 
3 回 小テストと基本操作演習（教科書にもとづいて） 
4 回 小テストと基本操作演習（教科書にもとづいて） 
5 回 小テストと基本操作演習（教科書にもとづいて） 
6 回 小テストと基本操作演習（教科書にもとづいて） 
7 回 小テストと基本操作演習（教科書にもとづいて） 
8 回 小テストと基本操作演習（教科書にもとづいて） 
9 回 小テストと小規模施設の入⼒ 
10 回 小規模施設の入⼒（完成・提出） 
11 回 中規模施設の入⼒（平面図） 
12 回 中規模施設の入⼒（平面図） 
13 回 中規模施設の入⼒（立面図） 
14 回 中規模施設の入⼒（完了・提出） 
15 回 総復習・質疑応答 

準備学習 1 回 Windows の基本的操作（起動、終了、ファイル操作などの学習）やタッチ
タイピングの練習 
2 回 前回までに学んだ箇所を復習し、完璧に身につけておくこと 
3 回 前回までに学んだ箇所を復習し、完璧に身につけておくこと 
4 回 前回までに学んだ箇所を復習し、完璧に身につけておくこと 
5 回 前回までに学んだ箇所を復習し、完璧に身につけておくこと 
6 回 前回までに学んだ箇所を復習し、完璧に身につけておくこと 
7 回 前回までに学んだ箇所を復習し、完璧に身につけておくこと 
8 回 前回までに学んだ箇所を復習し、完璧に身につけておくこと 
9 回 教科書で学んだスキルを完璧に身につけておくこと。配布した参考図面に
寸法を入れておくこと 
10 回 小規模施設の平面図の入⼒を完了させておくこと 
11 回 参考図面に寸法を入れておくこと 
12 回 中規模施設の平面図の入⼒を進めておくこと 
13 回 中規模施設の平面図の入⼒を完了させておくこと 
14 回 中規模施設の入⼒を、今回、提出できる状態にまで仕上げておくこと 
15 回 ここまでに学んだ内容を十分に理解しておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FIA3311 
成績評価 提出演習課題で評価する 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス AA(総)(〜10),AB(総)(〜10) 
見出し FIA3311 建築環境・設備設計Ⅰ 
担当教員名 坂本 和彦＊ 
単位数 2 
教科書 建築設備学教科書、建築設備学教科書研究会編著、彰国社、1991 
アクティブラーニング  
キーワード 住宅設備、都市設備、給水管、排水管、通気管、器具単位、ガス管、トラップ、

照明器具、電気設備、ガス設備 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「分りやすくて良かった」というコメントをいただいて少し安堵しています。 

その他自由記述はなし。 
科目名 建築環境・設備設計Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 環境工学教科書、環境工学教科書研究会編著、彰国社空気調和・衛生設備の知識、

空気調和衛生工学会編、オーム社 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIA3311 
実務経験のある教員  
達成目標 給排水設備、給湯設備、電気通信設備、防災設備を中心に、設備設計の課題を通

して設計計画、容量計算、材料選定、設計図の作図およびプレゼンテーションを
習得する 

受講者へのコメント せっかく貴重な費用と時間を使って授業に出席するのだから、もっと貪欲に教員
を活用して知識を深めてもらいたいと思います。 

連絡先 27 号館 5 階 吉⽥研究室 hyoshida@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 (Ａ) もっと積極的な質問を歓迎します。 
(Ｂ) 建築環境･建築設備に対する「理解が深まった」「興味･関心が高まった」の
評価が 40.0％〜42.9％と半数に満たなかったのは反省材料です。興味を持てるよ
うな工夫を考えたいと思います。 
(Ｃ) 「授業の目標」を最初に明らかにする必要性を感じました。 

英文科目名 Designing for Architectural Environment and Equipment I 
関連科目 建築環境工学 I、建築環境工学 II、建築設備 I 
次回に向けての改善変更予定 もっと受講者が参画できる講義を進めたいと思います。 
講義目的 建築計画の設計課題と連携して、建築に快適性・安全性を負荷するのに必要な環



境設備の設計法を講述し、実際に製図をすることで演習する。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 建築設備システムの計画・設計法 

2 回 住宅の設備 I 
3 回 住宅の設備 II 
4 回 一般建築及び都市設備 
5 回 給水負荷計算 
6 回 給水システム設計 
7 回 給水設計製図法 
8 回 排水負荷計算 
9 回 排水・通気設備設計製図法 
10 回 情報・通信設備設計製図法 
11 回 照明設備設計製図法 
12 回 電気設備設計製図法 
13 回 防災設備設計製図法 
14 回 ガス設備設計製図法 
15 回 設備と法規 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと 
2 回 自分の住む住宅の設備の種類や成り立ち、形状などをよく調べておくこと 
3 回 自分の住む住宅の設備の種類や成り立ち、形状などをよく調べておくこと 
4 回 都市にある設備やビルなどの設備の種類について調べておくこと 
5 回 給水設備の種類と負荷単位について調べておくこと 
6 回 給水設備の設計図面を見ておくこと 
7 回 給水設備の設計図面を見ておくこと 
8 回 排水の種類と負荷単位を調べておくこと 
9 回 排水・通気設備の設計図面を見ておくこと 
10 回 情報・通信設備の設計図面を見ておくこと 
11 回 照明設備の設計図面を見ておくこと 
12 回 電気設備の設計図面を見ておくこと 
13 回 防災設備の設計図面を見ておくこと 
14 回 ガス設備の設計図面を見ておくこと 
15 回 これまでのすべての授業内容を確認しておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FIA3312 
成績評価 定期試験(100%)で評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス AA(総)(〜10),AB(総)(〜10) 
見出し FIA3312 都市・地球環境学 
担当教員名 吉⽥ 治典、加茂 みどり＊ 
単位数 2 
教科書 プリント配布 
アクティブラーニング  
キーワード 地球温暖化、低炭素社会、CO2 削減、持続可能な発展、循環型社会、ファクター

４、廃棄物処理、ヒートアイランド、建築緑化、環境共生建築・住宅、自然換気、
建築外皮、熱損失係数、省エネルギー法 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答 毎回配布するクイズの解答が欲しいという学生が毎年いますが、配布していませ

ん。配布するとそれを丸暗記して自分で考える努⼒をなくします。不明な点は、
自分で教科書を確認して学んで欲しいと思います。 

科目名 都市・地球環境学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 建築設備学教科書、建築設備学教科書研究会編著、彰国社、1991 建築と工学、２

１エネルギー工学、彰国社、2003 自立循環型住宅への設計ガイドライン、建築環
境・省エネルギー機構、2005 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIA3312 
実務経験のある教員  
達成目標 地球温暖化など、都市や建築が地球環境に与えるインパクトとは具体的にどうい

うものか、そしてそのインパクトを削減するにはどういう仕組みや技術が重要か
を、特に建築の立場から理解し説明できること。また、都市のヒートアイランド
削減、建築の省エネルギーや快適性、安全性を達成するのに必要な技術やシステ
ムを理解し、環境と共生する建築、住宅ならびに都市の課題と背景を理解し、一
級建築士に求められる基礎的知識と設計技術を修得する。 

受講者へのコメント 毎回、授業で説明した内容をクイズ形式で確認していますが、それだけで全ての
内容を網羅できません。必ず毎回教科書と配布したプリントで復習してくださ
い。また、インターネットなどを利用して建築に関わる地球環境問題を自分で調
べ学んでください。 

連絡先 ２７号館５階 吉⽥研究室 hyoshida@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 原則として毎回テーマを絞って判りやすく説明しているので授業の理解度は高
いと思われるが、地球環境問題になじめない学生が若干名いるようである。建築



はこの問題と関連が深いのでよく学んで欲しい。 
英文科目名 Urban and Global Environment Engineering 
関連科目 建築環境工学 I、建築環境工学 II、建築設備 I、建築設備 II 
次回に向けての改善変更予定 建築と地球環境問題の関わりの重要さをより強調したい。 
講義目的 世界的に都市への⼈口集中が進み、都市環境はヒートアイランドなどに見られる

ように悪化し、さらに都市活動は地球環境にも大きな負荷を与えている。そこで、
建築を通して都市や地球の環境を良好な状態で持続させるための考え方や手法
を解説し、地球環境や都市環境と共生する快適で安全な建築や都市を設計する方
法について学ぶ。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 地球と都市と建築環境： 建築と地球環境、都市環境との関わりを、地球の

温暖化、オゾン層破壊、ヒートアイランドなどの観点から解説し、地球環境や都
市環境が建築環境と密接な関係があることを示す。 
2 回 建築の省エネルギー： 建築の省エネルギー設計について、PAL の観点を
交えて解説する。 
3 回 建築設備の省エネルギー： 建築設備の省エネルギー設計について、CEC
の観点を交えて解説する。 
4 回 環境共生建築： 環境共生建築の性能指標について、我が国の CASBE や諸
外国の LEED、BREAM などの成り立ちを通して解説する。 
5 回 自然エネルギー利用： 化石燃料からの脱却に大きな役割を果たす自然エ
ネルギーについて概説し、特に太陽熱利用法について詳しく解説する。 
6 回 エネルギーの有効利用： 都市、建築における CO2 削減を目指す、エネル
ギーの有効利用手法について解説する。 
7 回 自立循環型住宅（１）： 自立循環型住宅の設計方法について解説する。 
8 回 自立循環型住宅（２）： 自立循環型住宅の設計方法について解説する。 
9 回 トピックス： 現在、最も話題性のある、建築の地球環境・都市環境に関わ
る具体的なプロジェクトについて解説する。 
10 回 ヒートアイランド： ヒートアイランドの生じる原因と対策について解説
する。 
11 回 都市・建築の緑化（１）： 屋上緑化や街路樹など、緑化の果たす役割を、
都市環境や省エネルギーの観点から解説する。 
12 回 都市・建築の緑化（２）： 屋上緑化や街路樹など、緑化の果たす役割を、
都市環境や省エネルギーの観点から解説する。 
13 回 都市の環境負荷： 都市の環境負荷とその課題について、廃棄物、水資源、
エネルギー消費の観点から解説する。 
14 回 持続的開発： 持続的開発（sustainable development）の意味や概念の成
立過程、ならびに持続的開発を評価する指標について解説する。 
15 回 環境共生都市・建築： 世界の環境都市や環境共生建築について、実例を
挙げて解説する。 

準備学習 1 回 建築設備 II の予習 
2 回 建築環境工学 I の伝熱の項の予習 
3 回 建築設備 II の予習 



4 回 建築環境工学、建築設備 II の予習 
5 回 建築環境工学 II、日射の項目の予習 
6 回 建築設備 II、熱源の項目の予習 
7 回 建築環境工学、建築設備の全般的な予習 
8 回 建築環境工学、建築設備の全般的な予習 
9 回 前回までの予習 
10 回 建築環境工学の全般的な予習 
11 回 建築環境工学の伝熱分野 
12 回 建築環境工学の伝熱分野 
13 回 特になし 
14 回 特になし 
15 回 第１４回までの復習 

 



年度 2012 
授業コード FIA3321 
成績評価 提出課題 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス AA(総)(〜09),AB(総)(〜09) 
見出し FIA3321 建築環境計画学 
担当教員名 ⻄岡 利晃＊ 
単位数 2 
教科書 プリント配布 
アクティブラーニング  
キーワード 騒音，残響時間，採光，照度，熱伝導，比熱，熱損失係数、圧⼒損失，抵抗係数，

摩擦損失，自然換気，隙間風，外皮気密性，PAL，シックハウス 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 とくに回答無し。 
科目名 建築環境計画学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 エクセルおよびパワーポイント解説書、 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIA3321 
実務経験のある教員  
達成目標 音・光環境について適切な設計，PAL の評価に基づく外皮の熱的設計，多数室自

然換気計算を応用した外皮の気密性設計およびシックハウス防止設計を修得す
る。 

受講者へのコメント 良く努⼒していた。困難に出くわしたときに役立ててほしい。 
連絡先 086-256-9764 27 号館 5 階 506 ⻄岡研究室 nishioka@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 A1)2)3)について 
 授業を聴くだけではなく予習復習等自習の成果が出ており所期の授業目的を
ほぼ達成できた。 
B、C について 
 ややアドバンスな内容であったが、よくついて来てくれ成果を獲得したようで
ある。 

英文科目名 Planning for Architectural Environment 
関連科目 建築環境工学ⅠおよびⅡ、建築設備ⅠおよびⅡ 
次回に向けての改善変更予定 E8)の要望に応えさらに理解しやすいよう工夫を凝らす。また最新の情報を提供

したい。 
講義目的 建築環境設計の最新動向に基づいた計画・設計法の講義と演習で，法規等の現実

の設計知識を含む。 



対象学年 4 年 
授業内容 1 回 建築環境性能の計画・設計法 

2 回 防音設計１（遮音・床衝撃音） 
3 回 防音設計２（遮音・床衝撃音） 
4 回 ホール音響設計（残響設計・計算） 
5 回 採光・照明設計１（昼光照明と採光の手法） 
6 回 採光・照明設計２（⼈工照明及び非常用照明の照度計算） 
7 回 外皮の設計(PAL)1 
8 回 外皮の設計(PAL)2 
9 回 気密性の設計（多数室の自然換気の計算）1-モデルと基礎式 
10 回 気密性の設計（多数室の自然換気の計算）2-プログラム化 
11 回 換気計画・設計（シックハウス防止）1-モデルと基礎式 
12 回 換気計画・設計（シックハウス防止）2-入⼒データ作成と例題計算 
13 回 環境共生住宅（CASBEE) 1 
14 回 環境共生住宅（CASBEE)2 
15 回 環境共生住宅（CASBEE) 3 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程および学習目的を把握しておくこと 
2 回 建築環境工学 I,II の同分野を復習しておくこと 
3 回 建築環境工学 I,II の同分野を復習しておくこと 
4 回 建築環境工学 I,II の同分野を復習しておくこと 
5 回 建築環境工学 I,II の同分野を復習しておくこと 
6 回 建築環境工学 I,II の同分野を復習しておくこと 
7 回 建築環境工学Ⅰの建築伝熱の部分を復習しておくこと 
8 回 エクセルを調べておくこと 
9 回 建築環境工学Ⅰの換気の部分を復習すること 
10 回 エクセルでプログラム化する用意をすること 
11 回 建築環境工学Ⅰの空気流動と抵抗の部分を復習しておくこと 
12 回 プログラムを完成し例題計算を準備すること 
13 回 CASBEE の参考書に目を通しておくこと 
14 回 例題を用意をすること 
15 回 宿題の完成とプレゼンテーションを準備する 

 



年度 2012 
授業コード FIA33A1 
成績評価 毎回の提出物（14%）と中間試験（20%）および定期試験（66%）の成績で評価

する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス AA(総)(〜10),AB(総)(〜10) 
見出し FIA33A1 生物学基礎論Ⅰ(再) 
担当教員名 猪口 雅彦 
単位数 2 
教科書 見つめる生物ファーブル EYE（東京法令出版） ISBN 978-4-8090-7331-1 
アクティブラーニング  
キーワード 生物学全般、細胞、代謝、恒常性、遺伝子、タンパク質、発生、免疫、生態、進

化 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 31 件の回答数中、自由記述に 6 件も書いていただけたのは嬉しかったです。概

ね肯定的に、本講義の意図を理解し賛同するコメントでした。「テストの持ち込
みは 1 枚ではなく 2 枚にしてくれればよかった。」ということに関しては、それ
は 2 枚より 4 枚が良いのでしょうし、制限無しが一番良いと思うのでしょうが、
《限られたスペース内に知識を整理する》というのが目的ですので、1 枚で良い
と考えています。 

科目名 生物学基礎論Ⅰ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 理系総合のための生命科学 第 2 版―分子・細胞・個体から知る“生命”のしくみ、

東京大学生命科学教科書編集委員会 編（羊土社）ISBN 978-4-7581-2010-4 
授業形態 講義 
注意備考 毎回事前に次回の内容に関連した疑問点をノートに書いてくること。提出用紙

に、その疑問点とそれに対する講義後の感想（疑問は解決できたか、さらにふく
らんだか）を書いて提出してもらいます。 

シラバスコード FIA33A1 
実務経験のある教員  
達成目標 生物に共通した「生命のしくみ」を、生命を形作る物質や細胞の構造と機能、多

細胞生物の身体の成り立ちなどから説明できる様になる。 
生物に見られる多様性を、遺伝のしくみと進化や環境の観点から説明できる様に
なる。 
私たち⼈間の活動を、生物全体の中での位置づけから認識できる様になる。 

受講者へのコメント 比較的少⼈数のクラスで、生物は専門外の学科からわざわざ受講してくださって
いるのですから、もう少し積極性を示してもらえば良かったかなと思います。こ
ちらからの質問には間違いを恐れずに答えるとか、もっと前方にコンパクトに着
席するとか。提出用紙への質問や意見なども、もっと書いていただければ良かっ
たと思います。 

連絡先 1 号館 2 階，ino@dbc.ous.ac.jp 



合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講生の取り組みについては、特に義務的な課題を出しているわけでもないの
に、講義時間外の学習を約 4 分の 3 の受講生がしていてくれていたことが心強い
です。講義全体の評価では、全員が多かれ少なかれ「熱意を感じ」てくれたこと
はありがたいです。つまりそれだけ受講生諸君が「熱意を持って」講義に臨んで
くれたということだと思います。要望事項としては、教科書に関するものが若干
目に付きました。別の教員が担当する同一科目と統一しているのですが、「教科
書」とはいうものの元々が講義の補助としての「図録集」ですので、主に配布プ
リントと 

英文科目名 Fundamentals of Biology I 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 講義中での教科書内の図の引用をもう少し具体的に増やして行ければと思いま

す。 
講義目的 生物学の基礎を学ぶことを目的とするが、単に知識を覚えるのではなく、身近な

現象を取り上げながら「生物のしくみ」と「生物学の考え方」を理解することを
主眼とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 【「生物」とは何か】全体の講義計画について説明を行った後で、生物の特

徴、生物の分類群および種の概念について解説する。 
2 回 【細胞の構造と機能】細胞の概念の変化と、原核細胞と真核細胞の構造と働
きについて解説する。 
3 回 【細胞分裂】細胞周期と細胞分裂の過程と、細胞の寿命（細胞死）について
解説する。 
4 回 【代謝と酵素】体内の化学反応である代謝と、その代謝を行う酵素の働きと
特徴について解説する。 
5 回 【同化と異化】代謝の中でも、特にエネルギー獲得のための重要な過程であ
る呼吸と光合成について解説する。 
6 回 【刺激の受容と伝達】生体内の情報伝達の手段であるホルモンと神経につい
て、その伝達の仕組みと特徴を解説する。 
7 回 【恒常性の維持】前回の情報伝達手段によって、どのように体内環境が一定
に保たれているかについて解説する。 
8 回 【中間試験】講義前半の内容を振り返り、質疑応答を行う。その上で、30 分
程度の中間試験を行う。 
9 回 【遺伝と遺伝子】遺伝情報の意義と記述方法、および遺伝情報を基にタンパ
ク質が合成される過程について解説する。 
10 回 【生殖と発生】生物の生殖と発生について、動物と植物を対比させながら
解説する。 
11 回 【免疫】動物の生体防御システムである、自然免疫と獲得免疫の意義と仕
組みについて解説する。 
12 回 【進化】生命の誕生から現在に至る生物の変化（進化）の過程を、地球環
境の変化と関連させながら解説する。 



13 回 【生物集団と環境】生態系における生物間の相互関係を、特に食物連鎖（食
物網）と生息密度の観点から解説する。 
14 回 【リクエスト講義】受講生からのリクエストにより内容を決定する。 
15 回 【まとめと質疑応答】講義全体を振り返って要点を整理するとともに、質
疑応答を行う。 

準備学習 1 回 【「生物」とは何か】生物の特徴（生物と無生物の違い）」について考えてく
る。 
2 回 【細胞の構造と機能】肉眼で観察できる 1 個の細胞の例を挙げてくる。 
3 回 【細胞分裂】細胞が分裂する理由に（なぜ分裂しなければならないか）につ
いて考えてくる。 
4 回 【代謝と酵素】紙の燃焼と生体内の化学反応との違いについて（どこが違う
か）考えてくる。 
5 回 【同化と異化】我々が何のために呼吸（外気を吸って吐く）をするかについ
て考えてくる。 
6 回 【刺激の受容と伝達】「透明⼈間は目が見えない」（「目に見えない」ではな
い！）理由について考えてくる。 
7 回 【恒常性の維持】アップダウンの激しい道を車で一定速度で走る時にする運
転操作について考えてくる。 
8 回 【中間試験】講義前半の内容についてまとめてくる。 
9 回 【遺伝と遺伝子】あなたが両親に似ている形質を挙げてくる。 
10 回 【生殖と発生】動物と植物の成⻑パターンの違いについて考えてくる。 
11 回 【免疫】なぜインフルエンザワクチンの注射で病気を予防できるかについ
て考えてくる。 
12 回 【進化】生物はなぜ進化するかについて考えてくる。 
13 回 【生物集団と環境】自然保護がなぜ大切なのかについて考えてくる。 
14 回 【リクエスト講義】この回までに、教科書を読むなどして興味を持ち、講
義で取り上げてほしい内容をメール等で連絡すること。 
15 回 【まとめと質疑応答】講義ノートを作成し、質問事項をまとめてくる。 

 



年度 2012 
授業コード FIA33A2 
成績評価 課題レポート（30%)、中間テスト（30％）と定期試験（40％）によって成績を評

価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス AA(総)(〜10),AB(総)(〜10) 
見出し FIA33A2 生物学基礎論Ⅱ(再) 
担当教員名 ⻄村 直樹 
単位数 2 
教科書 適宜、プリント（資料）を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 植物、コケ類、藻類、菌類、動物、多様性、自然環境 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「スライド写真が見れてよかった」という肯定的な意見をいただきました。今後

も，興味を持っていただけるような，いい写真を見せたいと思います。否定的な
意見では，「定期テスト問題の予想が立たないので不安」，「小テストをするとき
には，しっかりと内容を伝えてほしい」との記述がありましたが，テスト内容に
ついては，講義中に，複数回の説明をしています。講義への出席はもちろんです
が，講義内容を理解するように努⼒することを勧めます。 

科目名 生物学基礎論Ⅱ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 好きになる生物学／吉⽥邦久／講談社：ウォ−レス現代生物学上，下／東京化学

同⼈：キャンベル生物学／丸善 
授業形態 講義 
注意備考 パワーポイントでまとめた電子教材を液晶プロジェクターで投影し授業をおこ

なう。試験は定期試験期間中に行う。 
シラバスコード FIA33A2 
実務経験のある教員  
達成目標 １．生き物の主な仲間（五界）の形態、エネルギー獲得、繁殖に関する特徴を説

明できること。 
２．日頃よく目につく植物や動物が何の仲間かわかること。 
３．植物の基本形態を説明できること。 
４．脊椎動物の基本形態を説明できること。 
５．地球表面の自然環境変化と生物進化の関係を説明できること。 

受講者へのコメント 3 割弱の方が目標を達成できた・だいたいできた，6 割程の方は半分程度できた
との回答でした。この科目を受講するのは，主に理科教員を目指す方のはずです
が，理科教員になるために，今，自分は何をする必要があるのかという意識が乏
しい方が多かったように思いました。 

連絡先 十学舎５F ⻄村研究室  086-256-9763  nishimur@rins.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 



各項目評価に対する所見 約 6 割の方が，満足・ほぼ満足の回答でした。 
英文科目名 Fundamentals of Biology II 
関連科目 生物学基礎論Ⅰを受講しておくことが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 授業の手法について，説明にもう少し工夫を，との回答をいただいています。ま

た，教材の提示に関して，スライドの切り替えが早いとの回答をいただいていま
す。ほとんどの方が，今のやり方で，不満がないようですが，一部の学生には，
授業目的や達成目標をきちんと理解させていないがために，このような回答が寄
せられるものと反省しています。 

講義目的 本講義は、動植物の分類とそれらが生育する自然環境について解説する。今まで
に生物学を学んだことがない方が、生き物や生命現象をより身近なものと思える
ことと、生物学の専門科目を学ぶ上での基礎知識を習得することを目的としてい
る。また、生物学を学んだことがある方は、生物に関するさまざまな知識を関連
づけて理解することを目的としている。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の内容と進め方、受講上の注意点を説明する。生物学が対象とする研究

分野について解説する。 
2 回 生物の共通性について生命の歴史を通して解説する。また、生物の主な仲間
について解説する。 
3 回 被子植物の主な仲間について解説する。 
4 回 裸子植物の主な仲間について解説する。 
5 回 シダ類とコケ類の主な仲間について解説する。 
6 回 原生生物の主な仲間と藻類の主な仲間について解説する。 
7 回 菌類の主な仲間について解説する。 
8 回 バクテリア（モネラ界）とウイルスにおける細胞形態の違いについて解説す
る。 
9 回 中間テストを実施し、解説を行う。 
10 回 無脊椎動物の主な仲間について解説する。 
11 回 魚類の形態と主な仲間について解説する。 
12 回 両生類からは虫類、鳥類や哺乳類の体のつくりと主な仲間について解説す
る。 
13 回 生物の自然環境１：生物と水との関係について解説する。 
14 回 生物の自然環境２：生物と光との関係について解説する。 
15 回 生物の自然環境３：生物と酸素との関係について解説する。 

準備学習 1 回 講義内容と目的を把握しておくこと。生物学の教科書や参考書の目次に目
を通しておくこと。 
2 回 生物にはどのような共通性があるかを調べておくこと。 
3 回 生物の主な仲間が出現した地質年代を復習しておくこと。植物の体のつく
り、花の基本構造について調べておくこと。 
4 回 講義で解説された被子植物の学名を確認しておくこと。針葉樹の主な仲間
は、どのような球果をつくるかを調べておくこと。 
5 回 裸子植物について復習しておくこと。シダ類やコケ類はどのような植物か
を調べておくこと。 



6 回 シダ類やコケ類について復習しておくこと。藻類には、どのような仲間があ
るかを調べておくこと。 
7 回 藻類の主な仲間について復習しておくこと。食用キノコには、どのような仲
間があるかを調べておくこと。 
8 回 菌類の主な仲間について復習しておくこと。バクテリアとウイルスの違い
を調べておくこと。 
9 回 第 1 回から第８回までの講義内容を整理し、理解しておくこと。 
10 回 食用となる無脊椎動物にはどのようなものがあるかを調べておくこと。 
11 回 無脊椎動物の主な仲間について復習し、脊椎動物の体のつくりを調べてお
くこと。 
12 回 魚類・両生類の体のつくりを復習し、は虫類・鳥類・哺乳類の体のつくり
を調べておくこと。 
13 回 水はどのような特質をもつかを調べておくこと。 
14 回 太陽光の特質を調べておくこと。 
15 回 酸素はどのような特質をもつかを調べておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FIA33E2 
成績評価 レポート（２０％）、定期試験（８０％）により成績を評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス AA(総)(〜10),AB(総)(〜10) 
見出し FIA33E2 ⼒学(再) 
担当教員名 竹内 渉 
単位数 2 
教科書 物理学の基礎［１］⼒学／Ｄ．ハリディ 他著・野崎光昭 監訳／培風館 
アクティブラーニング  
キーワード ベクトル、速度、加速度、Newton の法則、並進運動、⼒、運動エネルギー、仕

事 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 ⼒学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 講義 
注意備考 なし 
シラバスコード FIA33E2 
実務経験のある教員  
達成目標 質点の⼒学の簡単な問題が解けること。 
受講者へのコメント  
連絡先 竹内研究室 １学舎３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講者なし 
英文科目名 Mechanics 
関連科目 「解析学基礎 I」、「代数学基礎 II」および 「物理学基礎論 I」を履修しているこ

とが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ⼒学は物理学の出発点であり、最も広い範囲で応用される基本的法則を含んでい

る。我々の日常生活で体験する現象をほぼ正しく記述する法則を学ぶ科目であ
る。本講義では、特に大きさのない１つの質点の運動現象について取り扱う。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 直線運動における速度について説明する。 

2 回 直線運動における加速度について解説する。 
3 回 ベクトルの加法と単位ベクトルについて説明する。 
4 回 ベクトルの乗法、すなわちベクトルのスカラー積とベクトル積について解
説する。 



5 回 ２次元と３次元の運動における速度と加速度について説明する。 
6 回 ２次元と３次元の運動における放物運動について解説する。 
7 回 ２次元と３次元の運動における等速円運動と相対運動について説明する。 
8 回 ⼒と運動における Newton の第１法則と Newton の第２法則について解説
する。 
9 回 ⼒と運動におけるいろいろな⼒と Newton の第３法則について説明する。 
10 回 ⼒と運動における Newton の法則の応用問題の解法について説明する。 
11 回 ⼒と運動における摩擦について説明する。 
12 回 ⼒と運動における抵抗⼒と終端速度について解説する。 
13 回 運動エネルギーと仕事における仕事と運動エネルギーの定理について説明
する。 
14 回 運動エネルギーと仕事における重⼒による仕事について解説する。 
15 回 運動エネルギーと仕事におけるばねの⼒がする仕事について説明する。 

準備学習 1 回 解析学基礎 I で学習した微分について復習しておくこと。 
2 回 速度と解析学基礎 I で学習した積分について復習しておくこと。 
3 回 解析学基礎 I で学習した三角関数について復習しておくこと。 
4 回 ベクトルの加法と単位ベクトルについて復習しておくこと。 
5 回 微分、三角関数、ベクトル、速度および加速度について復習しておくこと。 
6 回 三角関数、ベクトル、速度および加速度について復習しておくこと。 
7 回 三角関数、ベクトル、速度および加速度について復習しておくこと。 
8 回 三角関数とベクトルについて復習しておくこと。 
9 回 ベクトル、Newton の第１法則および Newton の第２法則について復習し
ておくこと。 
10 回 三角関数、ベクトルおよび Newton の法則について復習しておくこと。 
11 回 三角関数、ベクトルおよび Newton の法則について復習しておくこと。 
12 回 ベクトルと Newton の法則について復習しておくこと。 
13 回 ベクトルと Newton の法則について復習しておくこと。 
14 回 仕事ー運動エネルギーの定理について復習しておくこと。 
15 回 仕事ー運動エネルギーの定理について復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FIA33F2 
成績評価 定期試験（80%）と講義への取り組み姿勢、小課題等(20%)により評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス AA(総)(〜10),AB(総)(〜10) 
見出し FIA33F2 ハウジング(再) 
担当教員名 後藤 義明、弥⽥ 俊男、緒方 清隆、三澤 文子＊ 
単位数 2 
教科書 適宜プリント（資料）を配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 工業化住宅 地域住宅産業 リノベーション 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 ハウジング(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義の中で適宜紹介する 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIA33F2 
実務経験のある教員  
達成目標 ・住宅を供給するシステム、住宅および住宅関連産業の事業、再生・修復などの

基礎知識を習得する。・良好な住宅や住宅地を実現するシステム・工法などを認
識する。 

受講者へのコメント  
連絡先 緒方研究室（27 号館５階）後藤研究室（27 号館５階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Theory of Housing 
関連科目 住宅計画、建築計画 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 住宅の需給構造をはじめ、個々の住宅を供給する工務店や住宅メーカーの設計・

施工システムから、集団的に住宅を供給する地域開発事業までを講述する。また、
住宅生産システムや、住宅の修復・再生の必要性とその工法などについても講述
する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 【（担当・後藤）】オリエンテーション。 

2 回 【（担当・後藤）】工業化による住宅生産（１）工法を講義する。 
3 回 【（担当・後藤）】工業化による住宅生産（２）住宅メーカーを講義する。 
4 回 【（担当・後藤）】住宅関連産業（１）住宅設備の生産・供給を講義する。 



5 回 【（担当・後藤）】住宅関連産業（２）住宅建材の生産・供給を講義する。 
6 回 【（担当・後藤）】高齢居住関連住宅の生産・供給を講義する。 
7 回 【（担当・後藤）】リフォーム・リノベーションの内容・手法を講義する。 
8 回 【（担当・緒方）】１．住宅政策と住宅市場を講義する。 
9 回 【（担当・緒方）】２．公的住宅施策を講義する。 
10 回 【（担当・緒方）】３．ストック再生を講義する。 
11 回 【（担当・緒方）】４．地域住宅産業と住宅（森林ー木材ー環境）を講義す
る。 
12 回 【（担当・弥⽥）】住宅生産・建設の実際を講義する。 
13 回 【（担当・弥⽥）】デベロップメント・小規模開発を講義する。 
14 回 【（担当・弥⽥）】大規模住宅市街地開発事業を講義する。 
15 回 【（担当・弥⽥）】住宅建設に伴う産業廃棄物関連法令を講義する。 

準備学習 1 回 【（担当・緒方）】最近の住宅市場や住宅産業に関するニュースや出来事など
について調べておくこと。 
2 回 【（担当・後藤）】工業化による住宅生産のシステムについて調べておくこ
と。 
3 回 【（担当・後藤）】工業化住宅メーカーの現状を調べておくこと。 
4 回 【（担当・後藤）】我が国の設備産業の現状を調べておくこと。 
5 回 【（担当・後藤）】我が国の建材産業の現状を調べておくこと。 
6 回 【（担当・後藤）】高齢期に住む住宅の種類と特徴を調べておくこと。 
7 回 【（担当・後藤）】リフォーム産業の現状ついて調べておくこと。 
8 回 【（担当・緒方）】古い団地を建て替えるより再生・修復させることが行われ
ているが、その理由を考えておくこと。 
9 回 【（担当・緒方）】住宅建設分野における工務店の役割について考えておくこ
と。 
10 回 【（担当・三澤）】国内森林の保全と地球温暖化に関連して国産材を使って
建てる住宅の意義について調べておくこと。 
11 回 【（担当・緒方）】在来工法で建てる国内産の無垢材を生かした住宅の特⻑
を調べておくこと。 
12 回 【（担当・緒方）】賃貸住宅市場における公的住宅建設が持つ役割について
調べておくこと。 
13 回 【（担当・弥⽥）】小規模住宅地開発の現状と問題点について調べておくこ
と。 
14 回 【（担当・緒方）】岡山都市圏における大規模住宅地開発が行われた地区名
を調べておくこと。 
15 回 【（担当・緒方）】住宅建設事業に伴うコンプライアンスとは何かを考えて
おくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FIA33H1 
成績評価 試験成績（80％）、小テスト（20％）、及び学習状況により行う。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス AA(総)(〜10),AB(総)(〜10) 
見出し FIA33H1 建築計画(再) 
担当教員名 宗本 順三 
単位数 2 
教科書 毎回必要に応じて資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード ⼈間行動、アフォーダンス、景観の視覚的構造、都市のイメージ、まもりやすい

住空間、建築の設計法、参加型の設計方法 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 建築計画(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 J.J.ギブソン「生態学的視覚論」樋口忠彦「景観の構造」E.ホール「かくれた次元」

オスカーニューマン「まもりやすい住空間」ケビンリンチ著「都市のイメージ」
C.アレキサンダー著「パターンランゲ-ジ」、ピーター.ロウ著「デザインの思考過
程」ジョン.ラング著「建築理論の創造」 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIA33H1 
実務経験のある教員  
達成目標 以下の基礎知識の習得を目指す。1,空間と視覚についてアフォーダンスなどの視

点から環境デザインの基礎知識 2,⼈間の知覚の内、視知覚に絞って、建築環境と
知覚、視覚、距離感等の基礎知識 3,景観の視覚的構造と認知の基礎知識 4,景観と
住⺠の満足度の関係から都市景観の重要性の基礎知識 5,⼈間の空間記憶とイメ
ージ、イメージと都市景観等の都市のイメージの基礎知識 6,テリトリー、プロク
セミックス、社会交流の基礎知識 7,テリトリーを利用した犯罪からまもりやすい
住空間の基礎知識 8,環境改善行動と居住者意識の基礎知識 9,設計問題 

受講者へのコメント  
連絡先 27 号館 4 階宗本順三研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Architectural Planning 
関連科目 設計演習 2,3,4,5,都市計画、住宅計画 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 社会環境における建築のあり方と要求を分析し、これを建築化するための一般的



知識を与える。まず、建築空間の成り立ちを示し、ついで、⼈間の生理的要求、
視覚的な特性、⼈間行動等から生まれてくる建築要求の把握から、それら基づく
空間構成にいたる論理的な計画の原理と方法について講述する。次に、このよう
な⼈間的な要求に基づく具体的な建築を実現するために、設計方法を取得する必
要がある。設計法として建築計画プロセスに関する諸課題を具体的事例を用いて
解説する。まず、建築要求の把握のための調査・分析方法を示し、次いで、新た
な価値 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション、建築計画の目的、建築の現代的課題 1(環境、行動、

デザインのパラダイムの変化と建築)、授業の進め方、 
2 回 建築の現代的課題 2（国際化、都市化、情報化） 
3 回 アフォーダンス（空間と視覚についてアフォーダンスなどの視点から環境
デザインに関連して講述する） 
4 回 視知覚（⼈間の知覚のうち、視知覚に絞って、建築環境と知覚、視覚、距離
感等の基礎知識について講述する） 
5 回 景観の視知覚（景観の情景変化、景観の視覚的構造と認知の基礎知識につい
て講述する） 
6 回 空間認知と言語尺度（言語尺度を用いたＳＤ法の基礎知識について講述す
る） 
7 回 景観と満足度（景観と住⺠の満足度の関係を⼈工島などの水辺空間を用い
て、都市景観の重要性の基礎知識について講述する） 
8 回 都市のイメージ（⼈間の空間記憶とイメージ、イメージと都市景観等の都市
のイメージの基礎知識について講述する） 
9 回 ⼈間行動（１）（テリトリー、プロクセミックス、社会交流の基礎知識につ
いて講述する） 
10 回 ⼈間行動（２）（テリトリーを利用した犯罪からまもりやすい空間の基礎知
識について講述する） 
11 回 ⼈間行動（3）（環境改善行動と居住者意識の基礎知識について講述する） 
12 回 設計問題と問題解決行為（設計問題の特徴、問題解決行為の基礎知識につ
いて講述する） 
13 回 設計プロセス（設計の流れ、設計主体、設計組織の基礎知識について講述
する） 
14 回 設計主体（1）（設計主体、参加、C.アレキサンダー、パターンランゲ-ジ、
コーポラティブハウス、都住創など参加型の設計方法の基礎知識について講述す
る） 
15 回 設計主体（2）（設計主体、参加、集団の創造性、L.ハルプリンの方法、設
計組織、設計チームなど参加型の設計方法の基礎知識について講述する） 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習過程を確認しておくこと 
2 回 建築のパラダイムの変化（建築の国際化、環境問題、設計問題、高齢化社会
等）建築の環境変化について、図書館などで調べてみること 
3 回 アフォーダンス、⼈間行動について、図書館などで調べてみること、J.J.ギ
ブソン「生態学的視覚論」を読んでおくと良い 



4 回 視知覚について（知覚、視覚、距離）感図書館などで調べてみること 
5 回 景観の認知について、図書館などで調べてみること、樋口忠彦「景観の構
造」を読んでおくと良い 
6 回 ＳＤ法や言語尺度等について図書館などで調べてみること 
7 回 景観と都市環境について図書館などで調べてみること 
8 回 都市のイメージについて、図書館などで調べてみること、ケビンリンチ「都
市のイメージ」を読んでおくと良い 
9 回 環境における⼈間行動について、行動科学の本を図書館などで調べてみる
こと、E.ホール「かくれた次元」を読んでおくと良い 
10 回 環境における⼈間行動について、行動科学の本を図書館などで調べてみる
こと、オスカーニューマン「まもりやすい住区間」を読んでおくと良い 
11 回 環境における⼈間行動について、行動科学の本を図書館などで調べてみる
こと 
12 回 建築設計方法について図書館などで調べてみること 
13 回 建築設計方法について図書館などで調べてみること 
14 回 建築設計方法について図書館などで調べてみること、C.アレキサンダーの
「パターンランゲ-ジ」を読んでおくと良い 
15 回 建築設計方法について図書館などで調べてみること、 

 



年度 2012 
授業コード FIA3511 
成績評価 課題への取り組み姿勢、各課題の提出作品により行う 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス AA(総)(〜10),AB(総)(〜10) 
見出し FIA3511 設計演習Ⅳ 
担当教員名 平山 文則、宗本 順三、弥⽥ 俊男 
単位数 3 
教科書 講義の際に配付する資料を用いる。 
アクティブラーニング  
キーワード 事務所ビル、ホール、都市景観、製図、表現、プレゼンテーション 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 自由記述は「ＯＫ」とのみ記載されており、特段の問題はないと思われる。 
科目名 設計演習Ⅳ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 設計資料集成等に設計事例、設計計画の図書 
授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード FIA3511 
実務経験のある教員  
達成目標 １）貸事務所ビルの基本計画を行える。ホール、展示施設、サテライトスタジオ

の複合施設の基本計画ができる。２）製図等のプレゼンテーション技法と模型作
成技術を習得する。３）都市景観に配慮して基本計画ができる。 

受講者へのコメント 特になし。 
連絡先 平山研究室（２７号館４階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業への満足度は「満足 65％」、「ほぼ満足 20％」で 85％が満足しており、授業
への教員の意欲も「感じられた 75％」、「少し感じられた 20％」で 95％が意欲を
感じており、特段の問題はないと思われる。 

英文科目名 Atelier Practice of Architectural Design IV 
関連科目 設計演習Ⅰ、建築概論、住宅計画、建築計画 
次回に向けての改善変更予定 現状通りで良いと思われる。 
講義目的 法規、構造、計画等の講義から得られた知識などを元に、「事務所ビル」と「理大

記念ホール」の 2 つの課題を通して必要機能の計画や動線計画を行い、空間構成
の基本的な方法を学ぶと共に、景観に配慮した外観や、都市空間と文化施設の在
り方を提案することを通じて、建物単体だけではなく街に新しい魅⼒を与える手
法を学ぶ。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション，演習内容説明、「課題 1」事務所ビル 課題説明およ



び計画講義、敷地調査と現地模型の製作をする。 
2 回 ボリュームスタディ、必要諸施設、敷地配置計画を検討する。 
3 回 ボリューム模型、ラフプラン 配置計画 草案批評をする。 
4 回 構造および設備の計画講義。草案批評並びに改善指示 架構方法 断面計
画等全体計画をする。 
5 回 最終草案の批評並びに改善指示、平面、立面、断面の検討をする。 
6 回 計画承認、図面作成、模型製作をする。 
7 回 講評会、製図室の清掃・かたずけをする。 
8 回 【課題 2】「理大記念ホール」 課題説明、計画講義、敷地調査と敷地模型
の製作をする。 
9 回 ホールの必要諸施設のボリュームスタディ、敷地配置計画、設計条件の整理
をする。 
10 回 ボリューム模型、スケッチ、ラフプラン、敷地配置計画等草案批評をする。 
11 回 構造および設備（音響）の計画講義。ホールの草案批評並びに改善指示、 
架構方法、断面、平面の検討を行いスタディ模型作製をする。 
12 回 最終草案の批評並びに改善指示、平面、立面、断面の検討をする。 
13 回 計画承認、図面作成、模型製作をする。 
14 回 講評会、製図室の清掃・かたずけをする。 
15 回 一日設計課題をする。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習過程を確認しておくこと。 
2 回 事務所ビルに関する文献、資料学習 事務所ビルはどうあるべきか考えて
おくこと。 
3 回 検討模型によるボリュームスタディ等を行い、プラン案をまとめておくこ
と。 
4 回 立面、平面、断面、意匠等の計画、最終草案の検討をしておくこと。 
5 回 最終草案の修正、プレゼンテーション用図面表現技法の研究をしておくこ
と。 
6 回 模型材料の検討、模型の表現技法の研究をしておくこと。 
7 回 最終成果物の図面および模型等の完成をしておくこと。 
8 回 シラバスをよく確認し、学習過程を確認しておくこと。 
9 回 ホールに関する設計事例、資料の学習、都市と文化施設の在り方について検
討しておくこと。 
10 回 検討模型によるボリュームスタディ等を行い、プラン案をまとめておくこ
と。 
11 回 立面、平面、断面、意匠等の計画、最終草案の検討をしておくこと。 
12 回 最終草案の修正、プレゼンテーション用図面表現技法の研究をしておくこ
と。 
13 回 模型材料の検討、模型の表現技法の研究をしておくこと。 
14 回 最終成果物の図面および模型等の完成をしておくこと。 
15 回 設計演習で習得した内容を復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FIA3512 
成績評価 提出演習課題で評価する 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス AA(総)(〜10),AB(総)(〜10) 
見出し FIA3512 環境・設備工学演習 
担当教員名 吉⽥ 治典、中山 哲士 
単位数 2 
教科書 合格対策 一級建築士受験講座 学科＜２＞（環境・設備）、地⼈書館 
アクティブラーニング  
キーワード 断熱，防露、太陽位置、日影曲線，庇，昼光率，光束法，マンセル、距離減衰、

残響時間、重量則，PVD，SET*，換気効率、湿り空気、空気線図、器具単位、ト
ラップ 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答 なし 
科目名 環境・設備工学演習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 環境工学教科書、環境工学教科書研究会編著、彰国社、1996 建築設備学教科書、

建築設備学教科書研究会編著、彰国社、1991 図解 建築設備、武⽥ 仁、森北出
版株式会社 

授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード FIA3512 
実務経験のある教員  
達成目標 熱伝導や結露などの建築伝熱，太陽位置、日影曲線などの日照・採光，照明や色

彩などの視環境、温熱感と快適性，建築音響，換気と室内空気質（IAQ)、空調の
原理および機器について、冷暖房、給排水・衛生、防火・防災、消火・避難等の
建築設備の設計に応用できる技術の習得。 

受講者へのコメント 一級建築士の試験問題をもとにして、３年生までに学んだ環境・設備の授業内容
を復習し、受験時のロードを減らすための授業です。数年先の受験だと安心せず
緊張感をもって演習に取り組んで下さい。 

連絡先 27 号館 5 階 吉⽥研究室 hyoshida@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 原則として毎回テーマを絞って判りやすく説明しているので演習内容の理解度
は高いと思われるが、一級建築士の総合問題は全ての知識を活用することが必要
で、こういう問題にはほんの少しとりつき難い学生がいるようだ。 

英文科目名 Practice for Architectural Environment and Equipment 
関連科目 建築環境工学 I、建築環境工学 II、建築設備 I、建築設備 II 
次回に向けての改善変更予定 特になし。 



講義目的 建築環境と設備で習得した原理や知識を演習を通してより習熟し建築やシステ
ムの設計に生かす能⼒を養成する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 演習概論−演習方法の説明、室内環境−湿り空気線図、空気質 

2 回 自然換気と機械換気 
3 回 伝熱、断熱、結露、太陽位置、日射 
4 回 光源、照度計算、色彩基礎 
5 回 採光、天空率 
6 回 音響基礎、防音 
7 回 遮音、防振 
8 回 水質、給排水、給湯、浄化槽 
9 回 屋内配線、変電設備、弱電設備、自動制御 
10 回 避難計画、消火、排煙設備 
11 回 熱負荷計算 
12 回 暖房・空調設備・ガス供給設備 
13 回 PAL、CEC、蓄熱槽 
14 回 廃棄物、LCM、CASBEE 
15 回 岡山の建物で環境・設備を見学 

準備学習 1 回 建築環境工学 I,II の同分野を復習しておくこと 
2 回 建築環境工学 I,II の同分野を復習しておくこと 
3 回 建築環境工学 I,II の同分野を復習しておくこと 
4 回 建築環境工学 I,II の同分野を復習しておくこと 
5 回 建築環境工学 I,II の同分野を復習しておくこと 
6 回 建築環境工学 I,II の同分野を復習しておくこと 
7 回 建築環境工学 I,II の同分野を復習しておくこと 
8 回 建築設備 I,II の同分野を復習しておくこと 
9 回 建築設備 I,II の同分野を復習しておくこと 
10 回 建築設備 I,II の同分野を復習しておくこと 
11 回 建築設備 I,II の同分野を復習しておくこと 
12 回 建築設備 I,II の同分野を復習しておくこと 
13 回 建築設備 I,II の同分野を復習しておくこと 
14 回 建築設備 I,II の同分野を復習しておくこと 
15 回 特になし 

 



年度 2012 
授業コード FIA3521 
成績評価 演習レポートにより評価する 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス AA(総)(〜09),AB(総)(〜09) 
見出し FIA3521 構造設計演習 
担当教員名 ⽥中 利幸、瀬川 輝夫＊ 
単位数 2 
教科書 和⽥章、古谷勉著「最新建築構造設計入門」：実教出版 
アクティブラーニング  
キーワード 鉄筋コンクリート構造、鋼構造、構造計画、耐震構造、構造設計 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 自由記述なし。 
科目名 構造設計演習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 上野嘉久「実務から見た基礎構造設計」：学芸出版社上野嘉久「構造計算書で学ぶ

鉄骨構造」：学芸出版社 
授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード FIA3521 
実務経験のある教員  
達成目標 構造計画を十分理解するとともに、構造計画の違いによる完成された建物の違い

を理解し、その重要さを学ぶ。 
受講者へのコメント 構造設計の基本的な内容の演習なので十分に理解してほしい。 
連絡先 24 号館 5 階 ⽥中利幸研究室 tanaka@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 かなり専門的な設計演習であり、具体的な計算などが授業の主体であるため、内
容の位置づけなどの説明を十分に行う必要があると感じる。 

英文科目名 Practice on Structural Design 
関連科目 構造⼒学、鉄筋コンクリート構造、鋼構造、構造計画、耐震・耐風設計 
次回に向けての改善変更予定 演習問題に対して理解度を確認しながら進めたい。 
講義目的 建物の強度を担う構造設計を実際に行い、その流れを経験する。構造設計により

形成される空間や部材断面の違いを体感し、構造計画の大切さを習得する。 
対象学年 4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーションおよび構造物に働く⼒（自重、地震、風他） 

2 回  各種架構（ラーメン、トラス他） 
3 回  二次部材の設計（床） 
4 回  二次部材の設計（小梁） 
5 回  鉄筋コンクリート構造の設計（架構計画） 



6 回  鉄筋コンクリート構造の設計（一次設計） 
7 回  鉄筋コンクリート構造の設計（柱・梁・壁）(1) 
8 回  鉄筋コンクリート構造の設計（柱・梁・壁）(2) 
9 回  杭基礎の設計（基礎） 
10 回  鋼構造の設計（柱・梁・ブレース他）(1) 
11 回  鋼構造の設計（柱・梁・ブレース他）(2) 
12 回  鋼構造の設計（柱・梁・ブレース他）(3) 
13 回  鋼構造の設計（柱・梁・ブレース他）(4) 
14 回  グループコラボレートによる構造計画(1) 
15 回  グループコラボレートによる構造計画(2) 

準備学習 1 回  教科書第 1 章に目を通しておくこと 
2 回  教科書第 2 章に目を通しておくこと 
3 回  配布資料に目を通すこと 
4 回  配布資料に目を通すこと 
5 回  教科書第 6 章に目を通しておくこと 
6 回  教科書第 6 章に目を通しておくこと 
7 回  教科書第 6 章に目を通しておくこと 
8 回  教科書第 6 章に目を通しておくこと 
9 回  教科書第 6 章に目を通しておくこと 
10 回  配布資料に目を通すこと 
11 回  配布資料に目を通すこと 
12 回  配布資料に目を通すこと 
13 回  配布資料に目を通すこと 
14 回  配布資料に目を通すこと 
15 回  発表用資料を作成しプレゼンテーションの打合せをグループですること 

 



年度 2012 
授業コード FIA35H1 
成績評価 レポート（２０％）、中間試験（３０％）、定期試験（５０％）により成績を評価

する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス AA(総)(〜10),AB(総)(〜10) 
見出し FIA35H1 解析学基礎Ⅰ(再) 
担当教員名 濱谷 義弘 
単位数 2 
教科書 計算⼒をつける微分積分／神永正博・藤⽥育嗣／ 内⽥老鶴圃 
アクティブラーニング  
キーワード 指数関数、対数関数、三角関数、微分、積分 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 解析学基礎Ⅰ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 講義 
注意備考 高校で学習した数学の基本的な内容を復習することを望む。 
シラバスコード FIA35H1 
実務経験のある教員  
達成目標 １変数の微分と積分の計算ができること。 
受講者へのコメント  
連絡先 濱谷研究室 第一学舎３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Basic Calculus I 
関連科目 高校の数学Ⅱ、またはそれに相当する科目を履修してるのが望ましい。 

本科目に引き続き、「解析学 Ⅱ」を履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 微分積分学は、理工系学生にとって専門教育科目の基礎となる重要科目の１つで

ある。微分や積分を高校で履修していないことを前提にして、１変数の微分や積
分を中心とした内容について述べる。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 指数関数、対数関数および三角比について説明する。 

2 回 三角関数と逆三角関数について解説する。 
3 回 関数の極限と導関数について説明する。 
4 回 合成関数と逆関数の微分法について解説する。 
5 回 ロピタルの定理と高次導関数について説明する。 



6 回 テイラー展開について解説する。 
7 回 関数の増減とグラフについて説明する。 
8 回 中間試験および試験終了後に出題内容について解説する。 
9 回 不定積分と部分積分法について説明する。 
10 回 置換積分法について解説する。 
11 回 部分分数分解と三角関数の有理関数の積分について説明する。 
12 回 無理関数の積分について解説する。 
13 回 定積分における部分積分法と置換積分法について説明する。 
14 回 定積分の応用として、面積や体積の求め方について解説する。 
15 回 定積分の応用として、線の⻑さの求め方と広義積分について説明する。 

準備学習 1 回 高校の数学で使用したテキストで第１回講義内容の該当箇所を読み、理解
しておくこと。 
2 回 指数関数、対数関数および三角比について復習しておくこと。 
3 回 高校の数学で微分を学習していたら、使用したテキストで第３回講義内容
の該当箇所を読み、理解しておくこと。 
4 回 導関数について復習しておくこと。 
5 回 関数の極限について復習しておくこと 
6 回 高次導関数について復習しておくこと。 
7 回 関数の極限と高次導関数について復習しておくこと。 
8 回 第１回から７回までの授業内容をよく理解し、問題を解法しておくこと。 
9 回 高校の数学で積分を学習していたら、使用したテキストで第９回講義内容
の該当箇所を読み、理解しておくこと。 
10 回 不定積分について復習しておくこと。 
11 回 不定積分について復習と高校での数学のテキストで因数分解について予習
しておくこと。 
12 回 置換積分法について復習しておくこと。 
13 回 不定積分における部分積分法と置換積分法について復習しておくこと。 
14 回 定積分全般について復習しておくこと。 
15 回 定積分全般について復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FIA35H2 
成績評価 課題への取り組み姿勢、各課題の提出作品により行う。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス AA(総)(〜10),AB(総)(〜10) 
見出し FIA35H2 設計演習Ⅲ(再) 
担当教員名 弥⽥ 俊男、平山 文則、江面 嗣⼈、後藤 義明、宗本 順三、松下 大輔、

ジェフリ 
単位数 3 
教科書 講義の際に配付する資料を用いる。 
アクティブラーニング  
キーワード 美術館、展示の場、学びの場、遊びの場、幼稚園、設計、製図、表現、プレゼン

テーション 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 設計演習Ⅲ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 設計資料集成等の設計事例、建築計画の図書 
授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード FIA35H2 
実務経験のある教員  
達成目標 １）美術や幼児を対象とする小規模建物の基本計画を行い、建築として図面表現

できる。２）製図、模型作成等のプレゼンテーション技法を獲得する。 
受講者へのコメント より高いレベルでの成果物を完成させるためには、検討のスピード、質と量を高

め、より早い段階で草案をまとめ、案をより良くする内容や表現方法に対するエ
スキスを受けられるようにすること。 

連絡先 江面研究室（２７号館５階）、電話番号：086-256-9742 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 総合評価でほぼ８割の学生が目標を達成（できた、だいたいできた）しており良
好な結果である。授業に対する取組みも、９割以上が２回までの欠席であり、授
業時間外の学習も熱心に取り組んでおり、良好な結果である。８割以上の学生が
授業に満足（満足、ほぼ満足）しており、良好な評価を受けている。 

英文科目名 Atelier Practice of Architectural Design III 
関連科目 設計演習Ⅰ、建築概論、建築計画 
次回に向けての改善変更予定 この演習の大きな目標の一つである、「コミュニケーション⼒やプレゼンテーシ

ョン⼒などの実社会で必要な⼒が高まった」の項目への回答が約３％と、非常に
低かった為、この点を向上させられるよう指導に留意する。 

講義目的 計画等の講義から得られた知識などを元に、美術館と幼稚園の２つの課題を通し



て、快適に美術を鑑賞したり学んだりする場、子供が遊びながら学ぶ場など⼈間
生活と建築の空間構成の基本的な方法を学び、これらを構造との整合性や建築の
空間を平面図や断面図などの製図で表現し、模型やパースなどのプレゼンテーシ
ョン技法を習得する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション、演習内容説明、【課題 1】「美術館」課題説明及び計画

講義、敷地調査と敷地模型の制作 
2 回 美術館の必要諸室のヴォリュームスタディ、敷地利用計画、必要諸室の機能
等設計条件を整理する。 
3 回 美術館のヴォリューム模型、スケッチ、ラフプラン、敷地利用計画等草案批
評 
4 回 構造および設備の計画講義。美術館の草案批評並びに改善指示、検討模型に
よるヴォリュームスタディ等を行い、架構方法、断面、プラン案をスタディ模型
にまとめる。 
5 回 最終草案の批評並びに改善指示、立面、平面、断面等の計画、最終草案の検
討（1/100 程度） 
6 回 立面、平面、断面等、図面作成、模型制作、撮影 
7 回 講評会、製図室の清掃、片付け 
8 回 オリエンテーション、演習内容説明、【課題 2】「幼稚園」課題説明及び計画
講義、敷地調査と敷地模型の制作 
9 回 幼稚園の必要諸室のヴォリュームスタディ、敷地利用計画、必要諸室の機能
等設計条件を整理する。 
10 回 幼稚園のヴォリューム模型、スケッチ、ラフプラン、敷地利用計画等草案
批評 
11 回 幼稚園の草案批評並びに改善指示、検討模型によるヴォリュームスタディ
等を行い、架構方法、断面、プラン案をスタディ模型にまとめる。 
12 回 立面、平面、断面等、図面作成 
13 回 立面、平面、断面等、図面作成、模型作成、撮影 
14 回 模型制作、撮影 
15 回 講評会、製図室の清掃、片付け 

準備学習 1 回 シラバスを良く確認し、学習過程を確認しておくこと 
2 回 美術館等に関する設計事例、資料学習、展示の場、美術の学びの場はどのよ
うな場であるかを検討しておくこと 
3 回 敷地利用計画、ラフプラン検討をしておくこと 
4 回 検討模型によるヴォリュームスタディ等を行い、架構方法、断面、プラン案
をスタディ模型にまとめる 
5 回 立面、平面、断面等の計画、最終草案の検討 
6 回 最終草案の修正、プレゼンテーションの図面表現を検討しておくこと、模型
材料の検討、模型の表現技法の研究 
7 回 最終成果物の図面及び模型等の完成 
8 回 シラバスをよく確認し、学習過程を確認しておくこと 
9 回 幼稚園等に関する設計事例、資料学習、子供の遊びの場、学びの場はどのよ



うな場であるかを検討しておくこと 
10 回 検討模型によるヴォリュームスタディ等を行い、プラン案を 1/100 平面図
にまとめる 
11 回 検討模型によるヴォリュームスタディ等を行い、架構方法、断面、プラン
案をスタディ模型にまとめる。 
12 回 立面、平面、断面等の計画、最終草案の検討 
13 回 最終草案の修正、プレゼンテーションの図面表現を検討しておくこと 
14 回 模型材料の検討、模型の表現技法の研究 
15 回 最終成果物の図面及び模型等の完成 

 



年度 2012 
授業コード FIA37E1 
成績評価 レポート（２０％）、中間試験（３０％）、定期試験（５０％）により成績を評価

する。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス AA(総)(〜10),AB(総)(〜10) 
見出し FIA37E1 代数学基礎Ⅰ(再) 
担当教員名 竹内 渉 
単位数 2 
教科書 計算⼒をつける線形代数／神永正博・石川賢太／内⽥老鶴圃 
アクティブラーニング  
キーワード 行列、行列式、連立１次方程式の解法 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 課題提出の方法を直して欲しいと意見があった。現在行っている方法よりも良い

なら採用したいが、どのようにして欲しいのかが分からない。但、個⼈的な都合
良い方法は取り入れられない。代数学基礎 I では、基本的に何を学ぶ講義かが分
からないとの意見があったが、第１回目の講義で講義内容について説明している
し、またシラバスを読んで理解する必要がある。 

科目名 代数学基礎Ⅰ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 講義 
注意備考 高校で学んだ数学の基本的な内容を復習することを望む。 
シラバスコード FIA37E1 
実務経験のある教員  
達成目標 行列および行列式の演算ができ、それにより、連立１次方程式の解が求められる

こと。 
受講者へのコメント テキストやノートを準備せずに受講している学生や、受講する以前から学習する

意欲に欠けている（具体的には欠席や遅刻が多い、または講義中に顔を下に向け
たままの）学生もおり、このような学生は代数学基礎 I が必修科目であることを
自覚して、授業に対する心構えを考え直さなければならない。 

連絡先 竹内研究室 １学舎３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ほとんどの受講学生は簡単な行列の計算を高校で履修しているが、大学入学後に
行列を詳細に学び、また行列式を初めて学ぶので、代数学基礎 I でしっかり学習
しようとする心構えができていた学生は講義内容を十分に理解できていた。そう
でない学生は少ししか理解できていなかった。このことより、学生の成績評価に
おいて、行列や行列式を十分に理解できている学生とそうでない学生との差がは
っきりと生じていた。要は、代数学基礎 I では、学生一⼈一⼈が大学入学後に自
覚して学習しようとする意欲を持つことが重要である。このことは代数学基礎 I



に限っ 
英文科目名 Basic Algebra I 
関連科目 なし 
次回に向けての改善変更予定 授業をより理解し易く、授業への学生の取り組みを積極的にするため、授業中に

学生への簡単な質問の機会を今まで以上に多くする。 
講義目的 行列を高校で履修していないことを前提にして、行列と行列式を中心とした内容

を述べる。その応用として、連立１次方程式の解法について説明する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 「線形代数とは何かやなぜ線形代数を学習する必要があるのか」を説明す

る。 
2 回 行列の和と差、スカラー倍について解説する。 
3 回 行列の積について説明する。 
4 回 行列の基本変形による連立方程式の解法について説明する。 
5 回 行列の基本変形による連立方程式において、解が無数に存在する場合や解
が存在しない場合について解説する。 
6 回 逆行列の定義と求め方について説明する。 
7 回 高次の逆行列を求める計算方法について解説する。 
8 回 中間試験および試験終了後に出題内容について解説する。 
9 回 ２行２列の行列式の性質について説明する。 
10 回 行列式に関する様々な定理について解説する。 
11 回 ３×３行列の行列式の余因子展開と計算方法について説明する。 
12 回 一般形の行列式の余因子展開の計算方法について解説する。 
13 回 逆行列と余因子行列の関係について説明する。 
14 回 余因子行列を用いた逆行列の求め方について解説する。 
15 回 クラメルの公式を用いた連立方程式の解法について説明する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、授業内容の過程について把握しておくこと。 
2 回 高校での数学のテキストで行列を学習していたら予習しておくこと。 
3 回 行列の和と差、スカラー倍の計算方法について復習しておくこと。 
4 回 行列の演算について復習しておくこと。 
5 回 行列の基本変形について復習しておくこと。 
6 回 行列の基本変形について復習しておくこと。 
7 回 逆行列の定義と求め方について復習しておくこと。 
8 回 第１回から７回までの授業内容をよく理解し、問題を解法しておくこと。 
9 回 行列について全般的に復習しておくこと。 
10 回 ２行２列の行列式の性質について復習しておくこと。 
11 回 行列式に関する定理について復習しておくこと。 
12 回 ３×３行列の行列式の余因子展開と計算方法について復習しておくこと。 
13 回 一般形の行列式の余因子展開と計算方法について復習しておくこと。 
14 回 余因子行列について復習しておくこと。 
15 回 余因子行列と逆行列について復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FIA37F2 
成績評価 レポート（２０％）、中間試験（３０％）、定期試験（５０％）により成績を評価

する。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス AA(総)(〜10),AB(総)(〜10) 
見出し FIA37F2 代数学基礎Ⅱ(再) 
担当教員名 竹内 渉 
単位数 2 
教科書 計算⼒をつける線形代数／神永正博・石川賢太／内⽥老鶴圃 
アクティブラーニング  
キーワード 行列、行列式、固有ベクトル、固有値、行列の対角化 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 代数学基礎Ⅱ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 講義 
注意備考 代数学基礎Ｉと解析学基礎Ｉの授業内容を復習することを望む。 
シラバスコード FIA37F2 
実務経験のある教員  
達成目標 連立１次方程式を表現する行列の固有値が求められること。 
受講者へのコメント  
連絡先 竹内研究室 １学舎３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講者なし 
英文科目名 Basic Algebra II 
関連科目 「代数学基礎Ｉ」と「解析学基礎Ｉ」を履修していることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 代数学基礎Ｉで学習した行列にベクトルを用いると連立１次方程式を表現でき、

それらの連立１次方程式において自然現象の様々な量を記述する行列の固有値
の求め方について述べる。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 代数学基礎Ｉで学習した行列や行列式の性質について簡単に解説し、幾何

ベクトルについて説明する。 
2 回 ベクトルの内積とそれに関する問題の解法について説明する。 
3 回 ベクトルの外積とそれに関する問題の解法について説明する。 
4 回 空間の直線と平面の方程式のベクトル表示について解説する。 
5 回 ベクトルの一次変換と回転行列および、それらに関する問題の解法につい



て説明する。 
6 回 直線に対する折り返しの変換とそれに関する問題の解法について説明する。 
7 回 一次変換と行列式および、それらに関する問題の解法について説明する。 
8 回 中間試験および試験終了後に出題内容について解説する。 
9 回 逆行列をもつ条件を横ベクトルの条件で表現できる意味について説明する。 
10 回 ベクトルの一次独立や一次従属の性質について解説する。 
11 回 固有値と固有ベクトルの定義および、それらの計算方法について説明する。 
12 回 固有値と固有ベクトルの定理および虚数の固有値について解説する。 
13 回 行列の対角化と対角化の計算方法について説明する。 
14 回 行列の対角化における行列のｋ乗について解説する。 
15 回 固有方程式が重解をもっても対角化できる場合とできない場合について説
明する。 

準備学習 1 回 代数学基礎Ｉで学習した行列や行列式について復習しておくこと。 
2 回 幾何ベクトルについて復習しておくこと。 
3 回 ベクトルの内積について復習しておくこと。 
4 回 ベクトルの内積と外積について復習しておくこと。 
5 回 解析学基礎Ｉで学習した三角関数について復習しておくこと。 
6 回 代数学基礎Ｉで学習した行列の積と解析学基礎Ｉで学習した三角関数につ
いて復習しておくこと。 
7 回 代数学基礎Ｉで学習した行列式について復習しておくこと。 
8 回 第１回から７回までの授業内容をよく理解し、問題を解法しておくこと。 
9 回 ベクトルと代数学基礎Ｉで学習した逆行列について復習しておくこと。 
10 回 ベクトルと代数学基礎Ｉで学習した逆行列について復習しておくこと。 
11 回 直線に対する折り返しの変換について復習しておくこと。 
12 回 回転行列と代数学基礎Ｉで学習した行列の基本変形について復習しておく
こと。 
13 回 固有値と固有ベクトルについて復習しておくこと。 
14 回 行列の対角化の計算方法について復習しておくこと。 
15 回 固有値、固有ベクトルおよび行列の対角化について復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FIA4112 
成績評価 毎回実施する小テスト（１００％）で評価する． 
曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス AA(総)(〜10),AB(総)(〜10) 
見出し FIA4112 構造⼒学演習Ⅱ(再) 
担当教員名 山崎 雅弘 
単位数 2 
教科書 適宜プリント配付する 
アクティブラーニング  
キーワード 静定構造物・不静定構造物に関する⼒学 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 構造⼒学演習Ⅱ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示をする． 
授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード FIA4112 
実務経験のある教員  
達成目標 「構造⼒学 I」から「構造⼒学 IV」に関する問題を確実に解けるようになること． 
受講者へのコメント 毎回実施している小テストで理解度を確かめ、難しく理解できない点は、友⼈や

教員に確認すること。 
連絡先 山崎研究室 24 号館 5 階 086-256-9642 yamazaki@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特に問題になる授業アンケートの評価はなかったので、わかりやすい工夫は続け
るものの大きな変更の必要性は感じていない。 

英文科目名 Practice on Mechanics of Building Structures II 
関連科目 構造⼒学Ⅰ〜構造⼒学Ⅳ 
次回に向けての改善変更予定 理解を容易にするには、開設の流れや例示に工夫が必要である。毎回の学生の反

応を確認し工夫をつつけるつもりである。。 
講義目的 「構造⼒学 I」から「構造⼒学 IV」の内容に関する演習課題と解説を行い、深い

理解と問題を解く能⼒を獲得する． 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 構造⼒学 I〜構造⼒学 III に関わる演習 1 

2 回 構造⼒学 I〜構造⼒学 III に関わる演習 2 
3 回 構造⼒学 I〜構造⼒学 III に関わる演習 3 
4 回 構造⼒学 I〜構造⼒学 III に関わる演習 4 
5 回 構造⼒学 I〜構造⼒学 IV に関わる演習 1 



6 回 構造⼒学 I〜構造⼒学 IV に関わる演習 2 
7 回 構造⼒学 I〜構造⼒学 IV に関わる演習 3 
8 回 構造⼒学 I〜構造⼒学 IV に関わる演習 4 
9 回 構造⼒学 I〜構造⼒学 IV に関わる演習 5 
10 回 構造⼒学 I〜構造⼒学 IV に関わる演習 6 
11 回 構造⼒学 I〜構造⼒学 IV に関わる演習 7 
12 回 構造⼒学 I〜構造⼒学 IV に関わる演習 8 
13 回 構造⼒学 I〜構造⼒学 IV に関わる演習 9 
14 回 構造⼒学 I〜構造⼒学 IV に関わる演習 10 
15 回 構造⼒学 I〜構造⼒学 IV に関わる演習 11 

準備学習 1 回 シラバスにより講義の流れを見ておくこと． 
2 回 前回の講義の内容を復習しておくこと． 
3 回 前回の講義の内容を復習しておくこと． 
4 回 前回の講義の内容を復習しておくこと． 
5 回 前回の講義の内容を復習しておくこと． 
6 回 前回の講義の内容を復習しておくこと． 
7 回 前回の講義の内容を復習しておくこと． 
8 回 前回の講義の内容を復習しておくこと． 
9 回 前回の講義の内容を復習しておくこと． 
10 回 前回の講義の内容を復習しておくこと． 
11 回 前回の講義の内容を復習しておくこと． 
12 回 前回の講義の内容を復習しておくこと． 
13 回 前回の講義の内容を復習しておくこと． 
14 回 前回の講義の内容を復習しておくこと． 
15 回 前回の講義の内容を復習しておくこと． 

 



年度 2012 
授業コード FIA41E1 
成績評価 課題（４０％）と期末試験（６０％）によって評価する． 
曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス AA(総)(〜10),AB(総)(〜10) 
見出し FIA41E1 構造⼒学Ⅲ(再) 
担当教員名 山崎 雅弘 
単位数 2 
教科書 和⽥章、古谷勉著「最新建築構造設計入門」：実教出版 
アクティブラーニング  
キーワード 不静定梁、不静定ラーメン、柔性法、たわみ角法、固定モーメント法 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 構造⼒学Ⅲ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示をする． 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIA41E1 
実務経験のある教員  
達成目標 単純な不静定構造物に荷重が作用したときの応⼒と変形を求める方法を習得す

る． 
受講者へのコメント  
連絡先 山崎研究室 24 号館 5 階 086-256-9642 yamazaki@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mechanics of Building Structures III 
関連科目 構造⼒学 I、構造⼒学 II、構造⼒学 III 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 安全な建築を設計するための基本的な構造⼒学の知識を習得する． 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  概論 

2 回  応⼒法（概要、考え方） 
3 回  応⼒法（基本） 
4 回  応⼒法（応用） 
5 回  応⼒法（発展） 
6 回  たわみ角法（概要、考え方） 
7 回  たわみ角法（基本） 
8 回  たわみ角法（応用） 



9 回  たわみ角法（発展） 
10 回  固定モーメント法（概要、考え方） 
11 回  固定モーメント法（基本） 
12 回  固定モーメント法（応用） 
13 回  固定モーメント法（発展） 
14 回  要点と復習（基本） 
15 回  要点と復習（応用・発展） 

準備学習 1 回  シラバスにより講義の流れを見ておくこと．構造⼒学 I および構造⼒学 II
の内容を復習しておくこと． 
2 回  テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．（テキスト p.136-138) 
3 回  前回の講義内容を復習し、テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．
（テキスト p.136-138) 
4 回  前回の講義内容を復習し、テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．
（テキスト p.136-138) 
5 回  前回の講義内容を復習し、テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．
（テキスト p.136-138) 
6 回  前回の講義内容を復習し、テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．
（テキスト p.139-147) 
7 回  前回の講義内容を復習し、テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．
（テキスト p.139-147) 
8 回  前回の講義内容を復習し、テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．
（テキスト p.139-147) 
9 回  前回の講義内容を復習し、テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．
（テキスト p.139-147) 
10 回  前回の講義内容を復習し、テキストで今回の講義内容を予習しておくこ
と．（テキスト p.148-153) 
11 回  前回の講義内容を復習し、テキストで今回の講義内容を予習しておくこ
と．（テキスト p.148-153) 
12 回  前回の講義内容を復習し、テキストで今回の講義内容を予習しておくこ
と．（テキスト p.148-153) 
13 回  前回の講義内容を復習し、テキストで今回の講義内容を予習しておくこ
と．（テキスト p.148-153) 
14 回  これまでの講義の内容を復習しておくこと． 
15 回  これまでの講義の内容を復習しておくこと． 

 



年度 2012 
授業コード FIA4311 
成績評価 定期試験(100%)で評価する。 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス AA(総)(〜10),AB(総)(〜10) 
見出し FIA4311 建築設備Ⅱ 
担当教員名 吉⽥ 治典、高草 智＊ 
単位数 2 
教科書 プリント配布 
アクティブラーニング  
キーワード 単一ダクト空調システム、エンタルピー、絶対湿度、ＳＨＦ、気象データ、非定

常熱負荷計算、ヒートポンプ、モリエ線図、フロンガス、ポンプ、ファン、ＰＡ
Ｌ、ＣＥＣ、レイノルズ数、摩擦損失、ムーディー線図、ホルムアルデヒド、ク
リーンルーム、エアフィルター、ＢＥＭＳ、ＰＩＤ制御、自然排煙、機械排煙、
排煙区画 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答 授業内容の復習ができるよう毎回授業の最後にクイズを出している。これの解答

が欲しいという学生がいるが、解答は自分で復習し正解を見つけて欲しい。解答
を渡すと、理由も分からずそれを丸暗記する学生がいる。クイズはあくまで自己
学習用に配布しているので意図をよく理解してほしい。 

科目名 建築設備Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 建築設備学教科書、建築設備学教科書研究会編著、彰国社、1991 建築と工学，２

１エネルギー工学，彰国社,2003 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIA4311 
実務経験のある教員  
達成目標 空気解析や熱負荷計算法の原理、熱源機器、搬送機器、自動制御の仕組みと能⼒・

効率を理解させ、省エネルギーや健康的な空気環境を換気設備で達成するための
設計方法を学ぶ。また、火災時の建築の安全を護るための排煙設備の設計法を理
解する。建築と設備の融合により適切な環境が得られることを常に意識し、一級
建築士試験に対応できる基礎を習得する。 

受講者へのコメント 授業では質問をもっとしてもよいと思う。関連する資料や図書を探して勉強した
という自主性が少ないようなので努⼒して欲しい。 

連絡先 ２７号館５階 吉⽥研究室 hyoshida@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業で指示した課題に取り組んだ学生が５０％、この分野への理解が深まった、
興味が高まった、技術が高まったと答えた学生が８６％おり、取り組み姿勢も授
業の効果も高く評価されほぼ達成されている。授業への満足度はほぼ満足以上が



６３％以上で良好である。授業の手法もほぼ満足されている。 
英文科目名 Building Equipment II 
関連科目 建築環境工学 I、建築環境工学 II、建築設備 I 
次回に向けての改善変更予定 より授業資料を判りやすく、かつ充実させる。 
講義目的 建築設備のなかで、省エネルギー上重要な空気調和設備、空気環境を健全に維持

する換気設備、火災時に建築の安全を確保する避難を補助する排煙設備を中心
に、システムの原理や基礎ならびに設計方法を講義する。具体的には、空気解析
や熱負荷計算法をベースにした空調システム設計法、熱源機器、搬送機器、自動
制御をベースにした省エネルギーや搬送設備設計法、換気システムやクリーンル
ーム設計法、火災の性状と排煙設備設計法について講述する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 建築と設備システムの融合： 現代の建築では、空調設備、給排水設備、電

気設備などの設備が不可欠であり、建築と設備の融合を図ることの重要性につい
て解説する。 
2 回 各種空調システムの特質： 種々の空調システムの特質について、それぞれ
の省エネルギー性能や換気性能などの特徴を解説する。 
3 回 湿り空気線図（１）： 空気線図を用いて空気の温度、湿度、熱エネルギー
を解析する手法を解説する。 
4 回 湿り空気線図（２）： 空気線図を用いて空気の冷却、加熱、加湿、ならび
に、それらを総合して空調プロセスを解析する手法を解説する。 
5 回 空調熱負荷計算法（１）： 空調設計の基礎となる熱負荷計算の目的と計算
方法、ならびに、計算に必要な、気象データ、室内設計条件などについて解説す
る。 
6 回 空調熱負荷計算法（2）： 壁、窓、内部発熱など、要素ごとの熱負荷の計算
法と、熱負荷と省エネルギーとの関連について解説する。 
7 回 熱源機器（１）： 熱源機器のなかでも、最も重要なヒートポンプの作動原
理、成績係数、ならびに種々の冷凍機について解説する。 
8 回 熱源機器（２）： ボイラ、全熱交換機、蓄熱槽など、冷凍機以外の様々な
熱源機器の作動原理と、その構造や特性などを解説する。 
9 回 搬送システム（１）： 流体搬送の原理であるパイプ内の流れ抵抗とその計
算方法について解説する。 
10 回 搬送システム（２）： ダクトやパイプの設計方法、ポンプやファンの選定
方法、ならびにその省エネルギー設計法について解説する。 
11 回 空気循環と換気（１）： 室の空気循環の基礎と、換気システム設計法につ
いて解説する。 
12 回 空気循環と換気（２）： 室空気の清浄度、汚染度とその基準、ならびにそ
れを達成するためのフィルターや換気量の算出方法について解説する。 
13 回 防災設備（１）： 建築火災とくに煙の毒性についての基礎、煙流動の特
性、ならびに避難計画の基礎について解説する。 
14 回 防災設備（２）： 建築火災時の排煙手法、および排煙計画と設計法につい
て解説する。 
15 回 建築設備の省 CO2、省エネルギーに関する性能設計について、PAL、CEC、



BEMS、自動制御などの観点から解説する。 
準備学習 1 回 特になし 

2 回 特になし 
3 回 建築環境工学の基礎（特に結露） 
4 回 建築環境工学の基礎（特に結露） 
5 回 建築環境工学の伝熱分野 
6 回 建築環境工学の伝熱分野 
7 回 物理の熱⼒学分野 
8 回 物理の熱⼒学分野 
9 回 建築環境工学の流れの分野 
10 回 建築環境工学の流れの分野 
11 回 建築環境工学の流れと空気質の分野 
12 回 建築環境工学の流れと空気質の分野 
13 回 建築環境工学の流れと空気質の分野 
14 回 建築環境工学の流れと空気質の分野 
15 回 第１４回までの復習 

 



年度 2012 
授業コード FIA4312 
成績評価 課題提出等の平常点と定期試験の点数により評価する。 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス AA(総)(〜10),AB(総)(〜10) 
見出し FIA4312 ⻄洋建築史 
担当教員名 江面 嗣⼈ 
単位数 2 
教科書 『⻄洋建築史図集』３訂版、日本建築学会、彰国社刊 
アクティブラーニング  
キーワード ⻄洋、歴史的建造物、⻄洋の社会変化、建築意匠、建築文化 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 興味深い内容であったこと、楽しい授業であり、昔の⼈に感動したことの２点の

記述があった。今後も学生が同じような思いを持てるようさらに努⼒したい。 
科目名 ⻄洋建築史 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 森⽥慶一『⻄洋建築入門』東海大出版界 
授業形態 講義 
注意備考 15 回の講義の後に定期試験を行う。 
シラバスコード FIA4312 
実務経験のある教員  
達成目標 ⻄洋の古代から中世、近世に至る建築の歴史について学び、その形式や特徴につ

いて理解し、また、⻄洋における各国の文化と建築の関係についても理解し、そ
の歴史の延⻑としてこれからの建築のあり方を考える能⼒を育成する。それによ
って、文化としての建築及び都市空間を創造する能⼒を育成する。 

受講者へのコメント 歴史という難解な科目にも関わらず、取り組もうとすること自体が評価できる。
ほとんどの授業で学生が真剣に聞いていることを確認でき、また、授業に対する
評価もそのような結果が出ている。毎回の課題についてもそれぞれの学生が努⼒
し、学生の学ぼうとする意欲を感じることのできた授業となり、学生の努⼒を評
価したい。授業の中で教えてきた、物として建築と精神としての文化や歴史が大
きく関わっており、今後の建築、都市の創造についても、⻄洋建築史で学んだ物
事の考え方を応用して社会で活躍していってもらいたい。 

連絡先 江面研究室 ２７号館５０４号室 E-mail：ezura@archi.ous.ac.jp 電話：086-256-
9742 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 歴史の授業で各時代の事象についての記憶や理解が求められ、また、⻄洋建築の
歴史で異国の歴史や文化を理解する必要があり、学生にとってはかなり難解な要
素を持っていたと思われる。しかしながら、約８割近く（７６．９％）の学生が
目標を達成できた（だいたいできたを含む）と答え、９割以上（９２．４％）の
学生が授業に満足またはほぼ満足と答えており、毎時間課題を出してその提出を



求めたが、課題等にしっかりと取り組んだ学生が複数回答ではあるが８割近くお
り、また同じ複数回答ではあるが９割以上の学生がこの分野に関心が高まった等
と答え 

英文科目名 History of Western Architecture 
関連科目 日本建築史、近代建築史、建築概論 
次回に向けての改善変更予定 各授業の毎時間の課題は今後も続けて行く予定であるが、内容については単調と

ならないような工夫をしたいと思う。改良点の提案は無かった。 
講義目的 ⻄洋の歴史的建造物の形式や特徴を中心に、⻄洋建築の歴史について、ギリシア、

ローマの古代建築からロマネスク、ゴシック、ルネッサンス、バロックなどの中
世、近世までの様式建築の歴史を学ぶ。講義においては、⻄洋における社会的及
び文化的背景等によって形成された建築の様式や意匠という視点を重視し、文化
と建築との関係について理解することを主たる目的とする。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 ⻄洋の歴史的建造物の概論（形式と構造）として⻄洋建築史学習の意義と⻄

洋の建造物の発展と特徴を概観する。 
2 回 ⻄洋古代建築史Ⅰとして、⻄洋建築周辺史及び⻄洋建築の誕生（古代ギリシ
ャ建築）について学ぶ。 
3 回 ⻄洋古代建築史Ⅱとして、古代ローマ建築の発達について学ぶ。 
4 回 ⻄洋古代建築史Ⅲとして、初期キリスト教建築及びビザンチン、イスラム建
築について学ぶ。 
5 回 ⻄洋中世建築史Ⅰとして、ロマネスク建築について学ぶ。 
6 回 ⻄洋中世建築史Ⅱとして、ロマネスク建築のプランと空間の発達について
学ぶ。 
7 回 ⻄洋中世建築史Ⅲとして、ゴシック建築の発祥と構成要素について学ぶ。 
8 回 ⻄洋中世建築史Ⅳとして、地方別のゴシック建築の特徴について学ぶ。 
9 回 ⻄洋近世建築史Ⅰとして、ルネッサンス建築の発展と特質について学ぶ。 
10 回 ⻄洋近世建築史Ⅱとして、ルネサンス建築の展開と地方別の特徴について
学ぶ。 
11 回 ⻄洋近世建築史Ⅲとして、バロック建築の発生と特徴について学ぶ。 
12 回 ⻄洋近世建築史Ⅳとして、バロック建築の地方的特色について学ぶ。 
13 回 ⻄洋における歴史的建造物の保護について学ぶ。 
14 回 ヨーロッパ以外の海外の歴史的建造物の発達について学ぶ。 
15 回 ⻄洋建築史のまとめ 

準備学習 1 回 シラバスを良く確認し学習の過程を理解しておくこと。 
2 回 図書館で⻄洋建築周辺史及び⻄洋建築の誕生（古代ギリシャ建築）について
調べておくこと。 
3 回 図書館で古代ローマ建築について調べておくこと。 
4 回 図書館で初期キリスト教建築及びビザンチン、イスラム建築について調べ
ておくこと。 
5 回 図書館でロマネスク建築について調べておくこと。 
6 回 図書館でロマネスク建築のプランと空間の発達について調べておくこと。 
7 回 図書館ゴシック建築の発祥と構成要素でについて調べておくこと。 



8 回 図書館で地方別のゴシック建築について調べておくこと。 
9 回 図書館でについて調べておくこと。 
10 回 図書館でについて調べておくこと。 
11 回 図書館でバロック建築の発生と特徴について調べておくこと。 
12 回 図書館でバロック建築の地方的特色について調べておくこと。 
13 回 図書館でに⻄洋における歴史的建造物の保護ついて調べておくこと。 
14 回 図書館でヨーロッパ以外の海外の歴史的建造物の発達について調べておく
こと。 
15 回 これまでに習った⻄洋建築について復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FIA43E1 
成績評価 定期試験で評価する。 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス AA(総)(〜10),AB(総)(〜10) 
見出し FIA43E1 建築材料(再) 
担当教員名 後藤 義明、小林 正実、弥⽥ 俊男 
単位数 2 
教科書 野口貴文 他 著「ベーシック建築材料」彰国社 必要に応じてプリントを配布

する。 
アクティブラーニング  
キーワード 木材，コンクリート，鋼材，焼製品，ガラス，石，左官材料，ボード類 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 説明がわかりやすいとの記述がありました。 
科目名 建築材料(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 三橋博三，大濱嘉彦，小野英哲 編集「建築材料学」共立出版森⽥司郎，岡島達

雄，荒川治徳 共著「【新編】建築材料・施工」⿅島出版会 
授業形態 講義 
注意備考 講義の進め方などの注意事項については，第 1 回目の講義で説明する。 
シラバスコード FIA43E1 
実務経験のある教員  
達成目標 建築物の設計に必要となる材料選定の基本を理解する。 
受講者へのコメント 身近な建築物で使われている材料を確認して下さい。 
連絡先 小林研究室 24 号館 5 階 後藤研究室 27 号館 5 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 3 ⼈で担当していますので、資料などの統一性にややかけますが、アンケートで
は 50％が目標を達成したと感じていますのでが、安心しました。不満度でもやや
不満が一名だけでした。 

英文科目名 Materials for Buildings 
関連科目 鉄筋コンクリート構造，鋼構造，木質構造建築生産、ハウジング 
次回に向けての改善変更予定 実務者による材料の使用についての講義を企画しています。 
講義目的 建築物を構成する部材はどのような材料でできているのか？その材料はどのよ

うな性能や特徴をもっているのか？について理解する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 構造材 コンクリートの材料（セメント、水、骨材、混和材料）について講

義する。（担当：小林） 
2 回 構造材 コンクリートの性質について講義する。（担当：小林） 
3 回 構造材 鋼材について講義する・（担当：小林） 



4 回 構造材 木材の種類、製品について講義する。（担当：小林） 
5 回 構造材 木材の性質について講義する。（担当：小林） 
6 回 外装材 ガラス、サッシについて講義する。（担当：新任） 
7 回 外装材 塗装材、吹き付けについて講義する。（担当：新任） 
8 回 外装材 タイル、石について講義する。（担当：新任） 
9 回 外装材 屋根、防水について講義する。（担当：新任） 
10 回 その他の外装材について講義する。（担当：新任） 
11 回 内装材 ボード、左官について講義する。（担当：後藤） 
12 回 内装材 プラスチック系材料、塗について講義する。料（担当：後藤） 
13 回 内装材 内装用木材、植物材について講義する。（担当：後藤） 
14 回 内装材 壁材、天井材について講義する。（担当：後藤） 
15 回 その他の内装材 について講義する。（担当：後藤） 

準備学習 1 回 教科書の講義対象部分に目を通すこと。 
2 回 教科書の講義対象部分に目を通すこと。 
3 回 教科書の講義対象部分に目を通すこと。 
4 回 教科書の講義対象部分に目を通すこと。 
5 回 教科書の講義対象部分に目を通すこと。 
6 回 教科書の講義対象部分に目を通すこと。 
7 回 教科書の講義対象部分に目を通すこと。 
8 回 教科書の講義対象部分に目を通すこと。 
9 回 第 1 回から第 8 回までの講義内容を復習すること。 
10 回 教科書の講義対象部分に目を通すこと。 
11 回 身近なところで使われている左官材料を調べること。 
12 回 身近なところで使われているプラスチック建材、塗装について調べること。 
13 回 身近なところで使われている自然素材の内装材について調べること。 
14 回 身近なところで使われている壁材・天井材を調べること。 
15 回 身近なところで使われている内装材を調べること。 

 



年度 2012 
授業コード FIA43F2 
成績評価 定期試験(100%)で評価する。 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス AA(総)(〜10),AB(総)(〜10) 
見出し FIA43F2 建築設備Ⅰ(再) 
担当教員名 吉⽥ 治典 
単位数 2 
教科書 建築設備学教科書、建築設備学教科書研究会編著、彰国社 
アクティブラーニング  
キーワード 受水槽、器具単位、給湯方式、通気管、トラップ、ＢＯＤ、交流、ガス、火災報

知器、スプリンクラー 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 毎回配布するクイズの解答が欲しいという学生が毎年いますが、配布していませ

ん。配布するとそれを丸暗記して自分で考える努⼒をなくします。不明な点は、
自分で教科書を確認して学んで欲しいと思います。 

科目名 建築設備Ⅰ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 空気調和・衛生設備の知識、空気調和衛生工学会編、オーム社 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIA43F2 
実務経験のある教員  
達成目標 建築の給排水、防災、電気、情報設備の基礎を修得する。特に建築と設備の融合

により適切な環境が得られることを常に意識し、一級建築士試験に対応できる基
礎を習得する。 

受講者へのコメント 毎回、授業で説明した内容をクイズ形式で確認していますが、それだけで全ての
内容を網羅できません。必ず毎回教科書と配布したプリントで復習してくださ
い。 

連絡先 27 号館 5 階 吉⽥研究室 hyoshida@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 原則として毎回テーマを絞って判りやすく説明しているので授業の理解度は高
いと思われる。 

英文科目名 Building Equipment I 
関連科目 建築環境工学 I、建築環境工学 II 
次回に向けての改善変更予定 特になし。 
講義目的 建築環境の快適、利便、安全を保持するための設備である、給排水衛生・防災設

備、電気設備について基礎的原理と知識について講述する。具体的には、給排水
衛生では給排水、衛生器具、防災設備では消火設備、警報設備、電気設備では、



受変電、配線、制御監視、照明設備、搬送・情報設備ではエレベーター、通信弱
電設備など、建築士を目指す学生に不可欠な技術的基礎の修得を目指す。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 概論 

2 回 建築と水資源 
3 回 水の汚染防止 
4 回 給水量と圧⼒ 
5 回 給水システム 
6 回 排水・通気システム 
7 回 衛生器具設備 
8 回 消火設備 
9 回 環境共生建築における設備の役割 
10 回 電気の基礎 
11 回 照明設備 
12 回 輸送設備 
13 回 配線設備 
14 回 受電設備 
15 回 防災・情報設備 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し何を学ぶかを把握しておく 
2 回 建築で使われる水を有効な資源として把握しておく 
3 回 建築内ではどのように水が汚染され、それをどのように避けるのかを把握
しておく 
4 回 建物において利用される水の量と必要な圧⼒について把握しておく 
5 回 種々の給水システムの違いを把握しておく 
6 回 建物では使用後の水をどのよう排水するのかを把握しておく 
7 回 ⼈が利用する衛生器具にはどのようなものがあるか把握しておく 
8 回 建築内で火災がおきれば、どのように消火するかを考えておく 
9 回 給水、排水が及ぼす地球の環境負荷について把握しておく 
10 回 物理の電気の知識を復習しておく 
11 回 照明器具と光源には、どのようなものがあるか把握しておく 
12 回 エレベータやエスカレーターを⼈はどのように利用するかを把握しておく 
13 回 電気回路に関して基礎知識を復習しておく 
14 回 建築の変電設備とはどういうものかを把握しておく 
15 回 建築の安全を守る防災機器、情報を伝達する情報機器にはどういうものが
あるか把握しておく 

 



年度 2012 
授業コード FIA4511 
成績評価 各回の講義で実施する演習および定期試験で評価する．両者の配点ウェイトは

各々70％および 30％とする． 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス AA(総)(〜10),AB(総)(〜10) 
見出し FIA4511 技術者倫理 
担当教員名 ⽥中 利幸、吉⽥ 治典、宗本 順三、松下 大輔、小林 正実、中山 哲士、

弥⽥ 俊 
単位数 2 
教科書 藤本温 編著 川下智幸，下野次男，南部幸久，藤⽥孝之 共著「技術者倫理の

世界」森北出版 
及び必要に応じてプリントを配布． 

アクティブラーニング  
キーワード 普遍倫理，個⼈倫理，職業倫理，技術倫理 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 自由記述なし。 
科目名 技術者倫理 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 講義の進め方などの注意事項については，第 1 回目の講義で説明します． 
シラバスコード FIA4511 
実務経験のある教員  
達成目標 建築技術者の倫理的責任の重要性を理解し，事故や失敗を起こさないために必要

な倫理観と柔軟な考え方を身につける． 
受講者へのコメント 建築における各分野の課題などに着目しながら毎回の課題に取り組んで欲しい。 
連絡先 ⽥中利幸研究室 24 号館 5 階 eMail:tanaka@archi.ous.ac.jp Phone:086-256-

9769 山崎雅弘研究室 24 号館 5 階 eMail:yamazaki@archi.ous.ac.jp Phone:086-
256-9769 吉 ⽥ 治 典 研 究 室  27 号 館 5 階  eMail:yoshida@archi.ous.ac.jp 
Phone:086-256-9660 後藤義明研究室 27 号館 5 階 eMail:goto@archi.ous.ac.jp 
Phone:086-256-9645 緒方清隆研究 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね授業内容については、その目的を理解し取り組んでくれていると感じられ
る。 

英文科目名 Engineering Ethics 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 1〜3 回目までの全体説明時に学習目標をわかりやすく説明したい。 
講義目的 技術倫理の学習では教科書に書いてあることを覚えることに加えて，過去の実例



や仮想事例に即して自分だったらどうするかを考えることが大切です．状況に応
じてよりよい対処手段を考える⼒を養います． 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

技術者倫理概論(1)技術者倫理とは 
2 回 技術者倫理概論(2)倫理と法 
3 回 技術者倫理概論(3)倫理問題の解決方法 
4 回 建築における技術者倫理(1) 構造設計の分野に関する倫理問題 
5 回 建築における技術者倫理(2) 現場の施工に関する倫理問題 
6 回 建築における技術者倫理(3) 建築の基礎構造に関する倫理問題 
7 回 建築における技術者倫理(4) 震災の被害に潜む責任問題に関する倫理問題 
8 回 建築における技術者倫理(5) 省エネルギー設計に関する倫理問題 
9 回 建築における技術者倫理(6) 空気汚染への取り組みに関する倫理問題 
10 回 建築における技術者倫理(7) 建築環境問題に関する倫理問題 
11 回 建築における技術者倫理(8) 建築史の分野に関する倫理問題 
12 回 建築における技術者倫理(9) 建築デザインに関する倫理問題 
13 回 建築における技術者倫理(10) ユニバーサルデザインに関する倫理問題 
14 回 建築における技術者倫理(11) 建築設計図・CAD に関する倫理問題 
15 回 建築における技術者倫理(12) 建築設計システムに関する倫理問題 

準備学習 1 回 特になし 
2 回 前回の講義内容を復習する 
3 回 前回の講義内容を復習する 
4 回 特になし 
5 回 特になし 
6 回 特になし 
7 回 特になし 
8 回 特になし 
9 回 特になし 
10 回 特になし 
11 回 特になし 
12 回 特になし 
13 回 特になし 
14 回 特になし 
15 回 特になし 

 



年度 2012 
授業コード FIA4512 
成績評価 講義出席，課題提出などの平常点(30%)と定期試験(70%)により評価する。 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス AA(総)(〜10),AB(総)(〜10) 
見出し FIA4512 鉄筋コンクリート構造Ⅱ 
担当教員名 ⽥中 利幸 
単位数 2 
教科書 市之瀬敏勝著「鉄筋コンクリート構造」：共立出版 
アクティブラーニング  
キーワード RC 耐震壁、SRC 構造、PC 構造、PCa 工法、耐震診断 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特になし 
科目名 鉄筋コンクリート構造Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 最終試験は 15 回講義終了後実施する。 
シラバスコード FIA4512 
実務経験のある教員  
達成目標 鉄筋コンクリートの基本的性状、各部材の特徴およびコンクリートを使用したそ

の他の SRC 構造、PＣa 工法も理解するとともに、RC 造の耐震診断も把握する。 
受講者へのコメント 本講義は鉄筋コンクリート造の使われ方を中心とした応用技術の紹介などが主

であり、見学会も含めて最近の社会における技術動向にも着目して受講してほし
い。 

連絡先 24 号館 5 階 ⽥中利幸研究室 tanaka@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 講義内容については概ね評価されていると思う。講義内容の範囲が広く教科書お
よび配布プリントにて講義しているので、説明内容との関連がわかりにくいとこ
ろがあったかもしれない。 

英文科目名 Reinforced Concrete Structure II 
関連科目 構造⼒学、鉄筋コンクリート構造Ⅰ、鋼構造、建築生産 
次回に向けての改善変更予定 説明内容の位置づけおよび教科書・プリントのどの部分かもわかりやすく説明す

るようにしたい。 
講義目的 鉄筋コンクリート構造Ⅰに引き続き鉄筋コンクリート構造の性質とともに、建物

への適用法について講義する。さらに、コンクリートを活用した PC 構造、SRC
構造や高層 RC 造についても実施例とともに解説する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーションおよびコンクリート構造の基礎知識(1) 



2 回  コンクリート構造の基礎知識(2) 
3 回  コンクリート構造の基礎知識(3)および床構造(1) 
4 回  床構造(2) 
5 回  床構造(3) 
6 回  小梁、階段ほか二次部材(1) 
7 回  小梁、階段ほか二次部材(2) 
8 回  小梁、階段ほか二次部材(3) 
9 回  耐震壁と一般壁(1) 
10 回  耐震壁と一般壁(2) 
11 回  基礎および鉄筋の定着・継手 
12 回  プレストレストコンクリート構造、鉄筋の定着・継手、PC 構造 
13 回  鉄骨鉄筋コンクリート構造、鉄筋コンクリート構造の耐震診断と耐震改
修高層 RC 集合住宅と PCa 工法 
14 回  鉄筋コンクリート構造の耐震診断と耐震改修 
15 回  PCa 工場の見学 

準備学習 1 回  シラバスにより全体を把握する。 
2 回  配布資料のⅠ章に目を通すこと 
3 回  配布資料のⅠ,Ⅱ章に目を通すこと 
4 回  配布資料のⅡ章に目を通すこと 
5 回  配布資料のⅡ章に目を通すこと 
6 回  配布資料のⅢ章に目を通すこと 
7 回  配布資料のⅢ章に目を通すこと 
8 回  配布資料のⅢ章に目を通すこと 
9 回  配布資料のⅣ章に目を通すこと 
10 回  配布資料のⅣ章に目を通すこと 
11 回  配布資料のⅤ,Ⅵ章に目を通すこと 
12 回  配布資料のⅥ,Ⅶ章に目を通すこと 
13 回  配布資料のⅧ,Ⅸ章に目を通すこと 
14 回  配布資料に目を通すこと 
15 回  第 13 回授業内容を復習する 

 



年度 2012 
授業コード FIA45E1 
成績評価 定期試験(90%)と講義への取り組み姿勢、小課題等(10%)により評価する 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス AA(総)(〜10),AB(総)(〜10) 
見出し FIA45E1 建築概論(再) 
担当教員名 後藤 義明、⽥中 利幸、吉⽥ 治典、宗本 順三、松下 大輔、小林 正実、

中山 哲 
単位数 2 
教科書 適宜プリント（資料）を配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 建築計画、建築設計、建築史、環境、設備、構造、⼒学、都市、住宅 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 椅子の掛け心地に問題があるとの指摘がありましたが、講義室の都合上、やむを

得ません。次回に同じ講義室を利用することになって同じように掛け心地に満足
できなければ再度指摘して下さい。 

科目名 建築概論(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 建築概論 新訂三版 建築概論編集委員改会編（彰国社） 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIA45E1 
実務経験のある教員  
達成目標 建築全般についての基本的な知識を習得する 
受講者へのコメント この講義はオムニバス形式で有り、講師が毎回変わることになるので事前学習が

しにくいと思われますが、事後の復習を必ず行って下さい。質問があれば各担当
の先生の研究室に訪問して下さい。 

連絡先 後藤研究室 27 号館 5 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 満足度では不満は無かったののの、達成度において達成できなかったと感じる学
生が 6 名いたことについてやや問題があります。授業以外で全く学習しなかった
学生が 60％以上いることが原因の一つかもしれません。 

英文科目名 Introduction to Architecture 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 特にありません。 
講義目的 建築物の構成要素・建築のデザイン・計画の過程、構造計画、構造設計、建築設

備、地球環境・都市環境の関わり等について講義する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 【後藤】オリエンテーション建築学の領域と分野について、⼈間生活におけ



る建築学の役割を根源的に入門者に分かり易く講述する。 
2 回 【宗本】建築とは について講義する。 
3 回 【江面】建築の始まり⼈間生活と様々な住いの２つについて講義し、歴史や
文化の違いによる様々な建築や住まいの形式やその誕生について学び、⼈の生活
における建築空間の意味と役割について考える。 
4 回 【後藤】住環境現代の住宅、住宅産業について概説する。 
5 回 【弥⽥】建築の設計建築・設計に関する知識や技術を入門者に分かり易く、
実際の先端的プロジェクトを例示しながら講述する。 
6 回 【新任】素材、工法と建築について講義する。 
7 回 【⽥中】建築構造の材料と骨組形式建築構造の材料や骨組形式による構造形
式の分類とその特⻑について講述する。 
8 回 【⽥中】耐震設計地震の発生メカニズムと地震による建物の被害例および日
本における耐震設計の変遷と考え方について分かり易く講述する。 
9 回 【山崎】建築基礎構造鉄筋コンクリート構造と建築基礎構造について、部材
や骨組に⼒が作用したときの変形と破壊の特徴を講述する。 
10 回 【小林】木質構造鋼構造と木質構造について、部材や骨組に⼒が作用した
ときの変形と破壊の特徴を講述する。 
11 回 【松下】街づくりと建築街づくりの事例と建築のデザインや機能が果たす
役割について概説する。 
12 回 【弥⽥】都市計画都市空間と住空間の関係性を講述する。 
13 回 【中山】建築環境について講義する。 
14 回 【吉⽥】都市環境について講義する。 
15 回 【吉⽥】建築設備について講義する。 

準備学習 1 回 【後藤】特になし 
2 回 【宗本】特になし 
3 回 【江面】図書館等で様々な建築や住まいについて確認しておくこと。また、
⼈の生活にとって建築はどんな必要性をもっているか考えておくこと。 
4 回 【後藤】⼈の暮らしと住まいの関係について、自ら文献を調べて学習してお
くこと。 
5 回 【弥⽥】特になし 
6 回 【新任】特になし 
7 回 【⽥中】特になし 
8 回 【⽥中】特になし 
9 回 【山崎】特になし 
10 回 【小林】特になし 
11 回 【松下】特になし 
12 回 【弥⽥】都市空間とどのような関係性をもつ住空間が供給されているのか
を調べておくこと。 
13 回 【中山】特になし 
14 回 【吉⽥】特になし（吉⽥） 
15 回 【吉⽥】特になし 

 



年度 2012 
授業コード FIA45F2 
成績評価 ・平常点（講義ごとの演習課題）４０％・期末試験 ６０％ 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス AA(総)(〜10),AB(総)(〜10) 
見出し FIA45F2 構造⼒学Ⅳ(再) 
担当教員名 小林 正実 
単位数 2 
教科書 井上一朗，吹⽥啓一郎著「建築鋼構造−その理論と設計−」⿅島出版会 
アクティブラーニング  
キーワード 塑性崩壊，座屈，建物の終局状態 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 自由記述なし。 
科目名 構造⼒学Ⅳ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 阪口理他著「テキスト建築構造⼒学Ⅱ」学芸出版社 

⽥口武一著「構造⼒学Ⅰ」昭晃堂 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIA45F2 
実務経験のある教員  
達成目標 ・１級建築士試験問題の内容を理解し，説くことができる．・講義内容に関わる

範囲の簡単な構造設計ができる． 
受講者へのコメント 特になし。 
連絡先 ２４号館５階 小林研究室 メール：kobayashi@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 本学着任２年目であり、昨年の反省を踏まえて改善に努めた甲斐あってか、昨年
よりはよい授業ができたつもりであり、概ねそのように評価してもらえたようで
ある。 

英文科目名 Mechanics of Building Structures IV 
関連科目 構造⼒学 I，構造⼒学 II，構造⼒学 III，鋼構造 I，鋼構造 II 
次回に向けての改善変更予定 PPT を中心に説明しているが、教科書も積極的に利用するよう努める。 
講義目的 鋼構造物の耐震安全性は，構成部材の強さ（耐⼒）のバランスのとれた配置に左

右される．部材や構造物の耐⼒を支配するのは全塑性応⼒と座屈であり，本講義
は，その基礎的考え方を身につけることを目的としている． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション（講義計画・内容の説明），鋼材の応⼒ー歪関係，DVD

鋼材の材料試験編 
2 回 曲げモーメントによる応⼒度の復習 



3 回 単純梁の塑性崩壊，断面の全塑性モーメント１（⻑方形断面） 
4 回 断面の全塑性モーメント２（Ｈ型断面，箱形断面） 
5 回 仮想仕事の原理による塑性崩壊荷重の計算 
6 回 不静定梁の塑性崩壊 
7 回 複数の崩壊機構を有する不静定梁の塑性崩壊 
8 回 門形ラーメン（１層１スパン）の塑性崩壊 
9 回 ⻑方形ラーメン（２層，２スパン）の塑性崩壊 
10 回 単純梁の塑性崩壊の卓上実験（教室で班ごとに塑性崩壊実験を実施する） 
11 回 梁のたわみ曲線の復習 
12 回 オイラー座屈荷重の誘導 
13 回 各種の材端条件についての座屈荷重，座屈⻑さ，DVD 座屈編 
14 回 オイラー座屈荷重の卓上実験（教室で班ごとに曲げ座屈の模型実験を実施
する） 
15 回 骨組の座屈（骨組中の柱の座屈⻑さ） 

準備学習 1 回 テキスト第２部 2.1.1 に目を通しておくこと 
2 回 構造⼒学Ⅱ教科書第 3 章 3 の復習をしておくこと 
3 回 テキスト第２部 2.2.1,3.1.1,3.1.2,3.2 または事前配布資料の指示した箇所に
目を通しておくこと 
4 回 テキスト第２部 2.2.2 に目を通しておくこと 
5 回 テキスト第２部 3.2,3.3 または事前配布資料の指示した箇所に目を通してお
くこと 
6 回 事前配布資料の指示した箇所に目を通しておくこと 
7 回 テキスト第２部 3.3 に目を通しておくこと 
8 回 テキスト第２部 3.4.2 に目を通しておくこと 
9 回 テキスト第２部 5.3 または事前配布資料の指示した箇所に目を通しておく
こと 
10 回 第 3 回の復習をしておくこと 
11 回 構造⼒学Ⅱ教科書第 3 章 4 の復習をしておくこと 
12 回 テキスト第３部 2.1 に目を通しておくこと 
13 回 テキスト第３部 2.2 または事前配布資料の指示した箇所に目を通しておく
こと 
14 回 第 12 回の復習をしておくこと 
15 回 事前配布資料の指示した箇所に目を通しておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FIA4711 
成績評価 定期試験（80％）および小課題提出（20％）により評価する。 
曜日時限 木曜日 7・8 時限 
対象クラス AA(総)(〜09),AB(総)(〜09) 
見出し FIA4711 建築経済・経営 
担当教員名 緒方 清隆、小酒井 孝敏＊、弥⽥ 俊男 
単位数 2 
教科書 適宜資料（プリント）を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 不動産事業 商業施設 建築コスト 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「会社に入ってから必要になる話だったのでよかったです。」との意見であり、

今後も実務経験を踏まえた実践的知識を得ることができる授業内容として努め
たい。 

科目名 建築経済・経営 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義の中で適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験期間中に行い、試験形態は筆記試験とする。 
シラバスコード FIA4711 
実務経験のある教員  
達成目標 実際の建築に関わる投資活動やマネージメントの概要および建築は不動産事業

の一部であることを理解することによって、実社会における建築実務に関する認
識を持つ。 

受講者へのコメント 建築経営経済学の知識は、実社会へ出てから実務に携わるうえで基礎的な素養と
して役立ち、また、将来就く建築関係分野の仕事を考えるうえで、有用で役立つ
内容であることから、講義で学ぶ内容以外にも、日頃から新聞、専門誌、TV な
ど、この分野に関連する記事や内容に接して、関心と興味を持って学習に努めて
ほしい。 

連絡先 27 号館 5 階 緒方研究室 086-256-9758  ogata@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この授業に満足した学生は、満足、ほぼ満足した学生が６４％、普通が３６％で
あることは、授業全体としては、おおむね良好であったと考える。この授業を受
講して良かった点については、全員が、この分野への理解が深まった、興味・関
心が高まったと答えていることは、建築を学ぶ上で、また実務に直結する授業内
容として、極めて有意であったと考える。 
この授業の目標を達成できたかについては、できた、だいたいできたが７９％、
であることは、全体として授業内容が適当であり学生が授業内容を理解している
と考えるが、更に授業内容の理解度を高め 



英文科目名 Building Economics and Management 
関連科目 都市計画 
次回に向けての改善変更予定 この授業に満足した学生は、全員が普通以上の答えであるが、その内、普通と答

えた者が３６％である。さらに授業の満足度を高めていくために、授業内容を分
かりやすく改善していくと共に、学生が授業時間以外の学習時間が絶対的に少な
いために、自主学習に取り組み、この授業への興味が高まるような小課題の提出
等を検討したい。 

講義目的 建築物は社会文化の象徴であるがゆえにデザインに目を奪われがちであるが、通
常の⺠間の建築行為および建築行為を含む不動産への投資行動には、経済的合理
性が常に支配していることを認識してその仕組みを理解できるようにすること。 

対象学年 4 年 
授業内容 1 回 建築経済・経営を学ぶ意義や講義の構成について説明する。 

建築企画に必要な経済性の評価について講述する。 
2 回 国内における建設投資の動向を中心に施設建築用途別の需要動向について
講述する。 
3 回 建築と不動産の関係から土地評価に関して、土地の需要及び価格動向と評
価理論について講述する。 
4 回 建築の経済性に関して、建築コストの構成と主要用途別のコスト動向につ
いて講述する。 
5 回 建設投資における資金調達（協⼒金、融資、証券化等）の概要と動向につい
て講述する。 
6 回 不動産事業に関して、不動産賃貸事業及び分譲事業と不動産デイベロッパ
ーの概要について講述する。 
7 回 不動産賃貸事業に関して、不動産賃貸事業計画の成り立ち（収入と支出項
目）の概要について講述する。 
8 回 ⺠間のノウハウを活用して公共施設等の設計、建設から管理運営までを行
うＰＦＩ事業の手法について講述する。 
9 回 都市郊外に立地する大規模ショッピングセンターと中心市街地商店街の相
互関係と都市形成の変移について講述する。 
10 回 複合機能化する大規模ショッピングセンター、深化する大型専門店など小
売業形態の動向について市⺠生活との関わりの視点から講述する。 
11 回 ニュータウン開発事業手法（区画整理事業）と宅地分譲事業の概要につい
て講述する。 
12 回 マンション分譲事業について、事業採算計画の成り立ち（収入と支出項目）
の内容について講述する。 
13 回 マンションの建替事業をモデルに、等価交換事業の概要について講述する。 
14 回 市街地再開発事業の都市計画、事業構造（資金計画、権利変換計画）の概
要について講述する。 
15 回 複雑・多様化する建築やまちづくりをプロデュースする業務の必要性・内
容について講述する。 

準備学習 1 回 シラバスを確認して学習の過程を理解しておくこと。 
2 回 建築統計に目を通しておくこと。 



3 回 相続路線価、公示価などの土地価格情報を収集してみること。 
4 回 鋼材価格などの建築素材の価格動向等を調べてみること。 
5 回 住宅ローン等の金利を調べてみること。 
6 回 岡山市中心部の具体的なビル名などから所有企業名を分かる範囲で確認し
ておくこと。 
7 回 不動産仲介業者の店頭などで掲示されている岡山市中心部の賃貸物件情報
を見ておくこと。 
8 回 ＰＦＩ、ＳＰＣについて分かる範囲で調べておくこと。 
9 回 岡山市中心部及び周辺部に立地する大型商業施設を見てその特徴を把握し
ておくこと。 
10 回 上記大型商業施設での核店舗と専門店の構成をデイレクトリー等で確認す
ること。 
11 回 岡山都市圏の具体的なニュータウン名を確認しておくこと。 
12 回 岡山市内の新築分譲マンション価格を調べておくこと。 
13 回 不動産デイベロッパーの等価交換事業に関するパンフレットなどの情報を
収集してみること。 
14 回 岡山市内の再開発地区を、都市計画図等で確認しておくこと。 
15 回 どんな業務内容でもよいがプロデューサーの仕事は何かを調べておくこ
と。 

 



年度 2012 
授業コード FIA47F1 
成績評価 平常点 （３０％） 期末試験 （７０％）により行う。 
曜日時限 木曜日 7・8 時限 
対象クラス AA(総)(〜10),AB(総)(〜10) 
見出し FIA47F1 建築行政・法規(再) 
担当教員名 湯浅 康生＊、三村 重⼈＊ 
単位数 2 
教科書 井上書院 基本建築関係法令集 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 小テストでのアンケートも検討したい。 
科目名 建築行政・法規(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎教材 建築法規 （井上書院） 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIA47F1 
実務経験のある教員  
達成目標 法体系の目指す方向性や建築法規に関する基礎的な内容の理解。 
受講者へのコメント 今年度の受講生は、受講態度にバラツキがあるものの、おおむね真面目で熱心な

学習態度であり、問題はなかったと思う。 
連絡先 三村重⼈ m4c4mx@bma.biglobe.ne.jp 湯浅康生 yuasa@risen.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 週あたりで、７５％程の学生が３０分でも自宅学習をしているという反面、全く
しなかったと回答した学生もいた。また、宿題の課題を半分ほどの学生が取り組
んだと回答した。これらの在宅学習率をもう少しあげるべく指導をする必要を感
じた。 
全体の７割程度が、この分野への興味が増し、講義におおむね満足していること
は素直にうれしいと感じる反面、授業目標の達成度では約半分にとどまっている
点が気になった。さらに講義内容の理解度を深める工夫を感じる。 

英文科目名 Building Administration and Legislation 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 法規という、ある意味興味を持ちにくい科目をどのようにして興味を引くか、毎

回の講義で実例を出来るだけ多く例示し、実体との関連で理解できるように努⼒
している。 

講義目的 建築を造りそれを維持していく秩序で、社会的に要求されるものが建築法規であ
る。その中核をなす建築基準法を中心に、法体系と行政の果たす役割を理解する



とともに、関連する様々な関係法令についての基本理解を深める。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 建築法規① 建築基準法の概要、用語の定義、手続き規定 

2 回 建築法規② 面積、高さの算定方法 
3 回 建築法規③ 面積、高さの算定方法 
4 回 建築法規④ 一般構造 
5 回 建築法規⑤ 構造強度、耐火建築物 
6 回 建築法規⑥ 防火区画、避難施設、内装制限 
7 回 建築法規⑦ 用途地域、建ぺい率、容積率& 
8 回 建築法規⑧ 建ぺい率、容積率 
9 回 建築法規⑨ 高さ制限 
10 回 建築法規⑩ 高さ制限 
11 回 建築法規⑪ 演習 
12 回 建築法規⑫ 演習 
13 回 建築行政① 建築士法・建設業法・住宅関連法 
14 回 建築行政② バリアフリー法・耐震改修促進法・消防法 
15 回 建築行政③ 都市計画法・景観法・宅地法・⺠法 他 

準備学習 1 回 建築基準法規の目次の項目をみて、建築に対し法規が制限する事項をメニ
ューとして把握しておく。 
2 回 法令集の当該項目について通読し、内容理解に努める。 
3 回 法令集の当該項目について通読し、内容理解に努める。 
4 回 各自、身近な建築物等を題材にするなど、その建築物から感じられる建築物
の規模、構造、用途等等について疑問を感じること があれば、その対策を提案す
ることを考えてみる 
5 回 建築物に作用する⼒の種類を調べ、その⼒の違いを考えてみること。度々作
用する⼒と、まれに作用する⼒に分類するなどしておくこと。地震国日本で法規
のみで地震に対する対策は万全であるかを調べてみる。 
6 回 各自、身近な建築物等を題材にするなど、その建築物から感じられる建築物
の安全、避難等について疑問を感じることがあれば、その対策を提案することを
考えてみる。 
7 回 建築物の集団的な規制について、まちの景観や保全などの視点から考察し
てみる。 
8 回 建築物の集団的な規制について、まちの景観や保全などの視点から考察し
てみる。 
9 回 建築物の集団的な規制について、まちの景観や保全などの視点から考察し
てみる。 
10 回 建築物の集団的な規制について、まちの景観や保全などの視点から考察し
てみる。 
11 回 単体としての規制、集団的規制を整理し復習をしておく。 
12 回 単体としての規制、集団的規制を整理し復習をしておく。 
13 回 建築行政の役割について考えてみる。建築に係わらず、各自極身近な事で
行政或いは法律によって制限を受けている、あるいは制約を感じていることにつ



いて（たとえば交通法規でも良い）具体的事項を複数あげて、その制限する理由
とそれに関連して各自が果たすべきことを考えてみる。 
14 回 バリアフリーや耐震改修について身近な例を見つけ、その背景にあるもの
を考えてみる。 
15 回 身近なまちを例に、都市的な視点から建築や街路に求められているものを
考える。 

 



年度 2012 
授業コード FIA5311 
成績評価 各回の講義で実施する小テストおよび定期試験で評価します．両者の配点ウェイ

トは各々30％および 70％とします． 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス AA(総)(〜10),AB(総)(〜10) 
見出し FIA5311 鉄筋コンクリート構造Ⅰ 
担当教員名 瀬川 輝夫＊ 
単位数 2 
教科書 市之瀬敏勝著「鉄筋コンクリート構造」：共立出版 必要に応じてプリントを配

布します． 
アクティブラーニング  
キーワード 鉄筋コンクリート構造，応⼒度とひずみ度，曲率と平面保持仮定，中立軸，曲げ

モーメント，軸⼒，モール円，せん断ひび割れ，アーチ機構，トラス機構，付着
割裂 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答 自由記述の回答はありませんでした． 
科目名 鉄筋コンクリート構造Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 日本建築学会「鉄筋コンクリート造建物の靱性保証型耐震設計指針・同解説

1999」 
授業形態 講義 
注意備考 講義の進め方などの注意事項については，第 1 回目の講義で説明します． 
シラバスコード FIA5311 
実務経験のある教員  
達成目標 コンクリートと鉄筋の⼒学的な特性などの基礎的な知識を理解し，鉄筋コンクリ

ートの柱・梁の簡単な設計技術を修得します． 
受講者へのコメント この授業を通じて理解して欲しい項目はできる限り絞り込んでいます． 

また授業で用いる数式はできるだけ平易なものとして，受講者の理解を得やすく
するように工夫しています． 
一緒になって，鉄筋コンクリート構造の面白さを理解できたらいいなと思ってい
ます． 

連絡先 非常勤講師 瀬川輝夫 e-mail: segawateruo@ric.hi-ho.ne.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 総合評価で見ると，①目標達成がだいたいできた以上が 60％，②教員の意欲感じ
られた以上が 60％，③授業に対する満足度がほぼ満足以上が 80％となっていま
す．次回以降の目標として，①，②を 80％以上にしたいと考えています． 

英文科目名 Reinforced Concrete Structure I 
関連科目 建築工学概論，建築材料，鉄筋コンクリート構造Ⅱ 



次回に向けての改善変更予定 各回の授業の目標をできるだけ明確に示し，各回に行う演習でその目標を達成し
たという実感が得られるような授業の進め方にする予定です． 

講義目的 コンクリートと鉄筋の⼒学的な特性などの基礎的な知識を学びます．また鉄筋で
補強されたコンクリートの柱・梁の設計実務に欠かせない基本的な理論について
学びます． 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 １．コンクリート構造の基礎知識 1.1 建物とコンクリート 1.2 架構形式 

1.3 補強方法 
2 回 ２．コンクリートと鉄筋の性質 2.1 応⼒度とひずみ度 2.2 鉄筋 2.3 コ
ンクリート 
3 回 ３．コンクリート構造に要求される性能と設計手順 3.1 常時加わる荷重に
対して 3.2 時たま生じる荷重に対して 3.3 まれに生じる荷重に対して 3.4
コンクリート構造に関する規準・指針 
4 回 ４．梁・柱の曲げ挙動 4.1 曲率と平面保持仮定 
5 回 ４．梁・柱の曲げ挙動 4.2 曲げモーメントと軸⼒ 
6 回 ４．梁・柱の曲げ挙動 4.3 無筋コンクリート梁の曲げ挙動 
7 回 ４．梁・柱の曲げ挙動 4.4 引張鉄筋のみを有する RC 梁 4.5 圧縮引張鉄
筋を有する RC 梁 4.6 スラブの影響 
8 回 ４．梁・柱の曲げ挙動 4.7 無筋コンクリート柱の曲げ挙動 
9 回 ４．梁・柱の曲げ挙動 4.8 鉄筋コンクリート柱の曲げ挙動 
10 回 これまでのまとめ 鉄筋コンクリート梁・柱の曲げに関する要点 
11 回 ５．梁・柱のせん断挙動 5.1 せん断応⼒度と主応⼒度 
12 回 ５．梁・柱のせん断挙動 5.2 横補強筋のない RC 梁のせん断挙動 5.3 横
補強筋のない RC 柱のせん断挙動 
13 回 ５．梁・柱のせん断挙動 5.4 横補強筋のある RC 梁のせん断挙動 
14 回 ５．梁・柱のせん断挙動 5.5 横補強筋のある RC 柱のせん断挙動 
15 回 これまでのまとめ 鉄筋コンクリート梁・柱のせん断に関する要点 

準備学習 1 回 教科書の講義対象部分に目を通すこと 
2 回 教科書の講義対象部分に目を通すこと 
3 回 教科書の講義対象部分に目を通すこと 
4 回 教科書の講義対象部分に目を通すこと 
5 回 教科書の講義対象部分に目を通すこと 
6 回 教科書の講義対象部分に目を通すこと 
7 回 教科書の講義対象部分に目を通すこと 
8 回 教科書の講義対象部分に目を通すこと 
9 回 教科書の講義対象部分に目を通すこと 
10 回 第 1 回から第 9 回までの講義内容を復習すること 
11 回 教科書の講義対象部分に目を通すこと 
12 回 教科書の講義対象部分に目を通すこと 
13 回 教科書の講義対象部分に目を通すこと 
14 回 教科書の講義対象部分に目を通すこと 
15 回 第 11 回から第 14 回までの講義内容を復習すること 



 



年度 2012 
授業コード FIA5321 
成績評価 提出演習課題で評価する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス AA(総)(〜09),AB(総)(〜09) 
見出し FIA5321 建築環境・設備設計Ⅱ 
担当教員名 中山 哲士 
単位数 2 
教科書 「環境工学教科書」（彰国社） 
アクティブラーニング  
キーワード 日射、採光、断熱、結露防止、換気、気密、光、音、室内熱環境、PMV、空気質 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 建築環境・設備設計Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 建築環境工学実験用教材」（日本建築学会）など 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIA5321 
実務経験のある教員  
達成目標 具体的な建築を想定し、建築に快適な環境を与え持続可能で安全な建築を設計す

るための演習を実施する。具体的には、日射制御設計、採光設計、断熱設計、結
露防止設計、自然換気計算、気密性能評価と換気設計、ホール・集会室の音響設
計・室内騒音制御設計、自然エネルギーの建築への応用などについて演習を通じ
て修得する。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２７号館５階 中山研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Designing for Architectural Environment and Equipment II 
関連科目 建築環境工学 I、建築環境工学 II、建築設備 I 、建築設備 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 室内環境や建築材料の建築環境工学的な形状や性能の基本的な測定法を学び、数

値で表示された物理用によってその性状や性能などを評価するための基本的な
知識や技能を修得する。実験や演習を通して設計法や測定の技能を修得し、これ
までの講義で得られた知識を総合して問題を発見し、解決する方策を立案し、そ
れを分かりやすく理論的に表現するための技能を修得する。 

対象学年 4 年 
授業内容 1 回 演習概論―演習方法の説明： 建築環境。 



2 回 環境測定、基礎理論： 環境を測定するための測定理論、解析方法の基礎を
概説する。具体的な測定器具等の使い方を理解する。 
3 回 日射制御・採光設計の基礎： 太陽エネルギーを効果的に利用するための日
射制御計画、採光計画の基礎を理解する。 
4 回 日射制御・採光設計の演習： 太陽位置の計算、太陽位置図を利用して日射
熱量および昼光照度を求める。 
5 回 断熱・結露防止設計の基礎： 断熱性能の高い建築の特徴とは何か、表面結
露を防止するための基礎を理解する。 
6 回 断熱・結露防止設計の演習： 壁体の伝熱計算を行い、断熱仕様の違いによ
る温度分布の違いを求める。結露を防ぐための具体的な方法を考える。 
7 回 換気・気密設計の基礎： 建築の換気性能、気密性能測定のための基礎理
論、計算法を理解する。 
8 回 換気・気密設計の演習： 室内汚染物質濃度の計算法を演習により習得し、
換気・気密対策による室内環境改善の効果を予測する。 
9 回 光・音環境設計の基礎： 建築環境における光環境、音環境測定のための基
礎理論、計画法を理解する。 
10 回 光・音環境設計の演習： 室内の光環境、音環境に関わる具体的な計画を
行い、環境改善の効果を予測する。 
11 回 温熱環境・空気性状の測定方法： 室内温熱環境要素の測定方法と快適感
指標、空気性状の測定方法について理解する。 
12 回 室内熱環境・空気性状の測定（１）： 実際の室内の温熱環境を測定し、快
適感指標を求める。温熱環境要素と快適指標との関係性を理解し、改善効果を予
測する。 
13 回 室内熱環境・空気性状の測定（２）： ⼈が室内で安全に生活するための空
気性状を調べ対策方法を考える。 
14 回 熱環境・空気性状の実験のまとめ： 室内居住者が安全で快適に生活する
ために必要な条件を理解する。 
15 回 建築環境設計演習のまとめ（環境建築への適用例）： 実際の建築では環境
を配慮した様々な試みがなされている。実例を紹介しながら環境建築での具体的
な試みについて考えていく。 

準備学習 1 回 特になし 
2 回 特になし 
3 回 建築環境工学の基礎（太陽位置）、日射・日照 
4 回 建築環境工学の基礎（太陽位置）、日射・日照 
5 回 建築環境工学の基礎（湿り空気）、伝熱分野 
6 回 建築環境工学の基礎（湿り空気）、伝熱分野 
7 回 建築環境工学の空気環境分野 
8 回 建築環境工学の空気環境分野 
9 回 建築環境工学の光・音分野 
10 回 建築環境工学の流れの分野 
11 回 建築環境工学の基礎（温熱感）と空気環境分野 
12 回 建築環境工学の流れと空気質の分野 



13 回 建築環境工学の流れと空気質の分野 
14 回 建築環境工学の流れと空気質の分野 
15 回 第１４回までの復習 

 



年度 2012 
授業コード FIA53E2 
成績評価 毎回実施する小テストで評価する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス AA(総)(〜10),AB(総)(〜10) 
見出し FIA53E2 構造⼒学演習Ⅰ(再) 
担当教員名 山崎 雅弘 
単位数 2 
教科書 和⽥章、古谷勉著「最新建築構造設計入門」：実教出版 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 構造⼒学演習Ⅰ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード FIA53E2 
実務経験のある教員  
達成目標 建築士試験の問題が確実に解けるようになる。 
受講者へのコメント 毎回実施している小テストで理解度を確かめ、難しく理解できない点は、友⼈や

教員に確認すること。 
連絡先 24 号館 5 階 山崎研究室 086-256-9642 yamazaki@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特に問題になる授業アンケートの評価はなかったので、わかりやすい工夫は続け
るものの大きな変更の必要性は感じていない。 

英文科目名 Practice on Mechanics of Building Structures I 
関連科目 構造⼒学Ⅰ、構造⼒学Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 理解を容易にするには、開設の流れや例示に工夫が必要である。毎回の学生の反

応を確認し工夫をつつけるつもりである。。 
講義目的 安全な建築を設計するための基本的な構造⼒学の知識として、静定構造物に荷重

が作用したときの応⼒と変形を求める方法の習得を確実なものとする。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ⼒の基本 

2 回 反⼒ 
3 回 安定・静定 
4 回 静定梁（１）単純梁、片持梁、集中荷重 
5 回 静定梁（２）単純梁、片持梁、分布荷重 



6 回 静定梁（３）応⼒図 
7 回 静定ラーメン（１）片持梁系ラーメン、単純系ラーメン 
8 回 静定ラーメン（２）３ピン式ラーメン 
9 回 静定トラス（１）節点法 
10 回 静定トラス（２）切断法 
11 回 構造材料の⼒学的性質 
12 回 部材に生じる応⼒（１）曲げモーメント、せん断⼒ 
13 回 部材に生じる応⼒（２）引張⼒、圧縮⼒ 
14 回 梁の変形 
15 回 まとめ 

準備学習 1 回 講義内容について構造⼒学Ⅰと構造⼒学Ⅱの内容を復習しておく。 
2 回 講義内容について構造⼒学Ⅰと構造⼒学Ⅱの内容を復習しておく。 
3 回 講義内容について構造⼒学Ⅰと構造⼒学Ⅱの内容を復習しておく。 
4 回 講義内容について構造⼒学Ⅰと構造⼒学Ⅱの内容を復習しておく。 
5 回 講義内容について構造⼒学Ⅰと構造⼒学Ⅱの内容を復習しておく。 
6 回 講義内容について構造⼒学Ⅰと構造⼒学Ⅱの内容を復習しておく。 
7 回 講義内容について構造⼒学Ⅰと構造⼒学Ⅱの内容を復習しておく。 
8 回 講義内容について構造⼒学Ⅰと構造⼒学Ⅱの内容を復習しておく。 
9 回 講義内容について構造⼒学Ⅰと構造⼒学Ⅱの内容を復習しておく。 
10 回 講義内容について構造⼒学Ⅰと構造⼒学Ⅱの内容を復習しておく。 
11 回 講義内容について構造⼒学Ⅰと構造⼒学Ⅱの内容を復習しておく。 
12 回 講義内容について構造⼒学Ⅰと構造⼒学Ⅱの内容を復習しておく。 
13 回 講義内容について構造⼒学Ⅰと構造⼒学Ⅱの内容を復習しておく。 
14 回 講義内容について構造⼒学Ⅰと構造⼒学Ⅱの内容を復習しておく。 
15 回 講義内容について構造⼒学Ⅰと構造⼒学Ⅱの内容を復習しておく。 

 



年度 2012 
授業コード FIA53F2 
成績評価 講義の演習などの平常点(30%)と定期試験(70%)により評価する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス AA(総)(〜10),AB(総)(〜10) 
見出し FIA53F2 建築生産(再) 
担当教員名 ⽥中 利幸 
単位数 2 
教科書 中澤明夫、角⽥誠著「初学者の建築講座建築施工」：市ヶ谷出版社 
アクティブラーニング  
キーワード 建築生産、建築施工、建築生産管理、躯体工事、仕上げ・設備工事 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特になし。 
科目名 建築生産(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 日本建築学会「建築工事標準仕様書・同解説」 
授業形態 講義 
注意備考 最終試験は 15 回講義終了後実施する。 
シラバスコード FIA53F2 
実務経験のある教員  
達成目標 建物の企画から完成するまでの流れと他業種のコラボレートおよびその工程管

理の概要とポイントを習得する。 
受講者へのコメント 建築生産は非常に範囲が広く用語も豊富なため、授業中の集中⼒が重要になる。

また、毎回の講義内容が生産のどの部分であるかを意識して受講することも重要
である。 

連絡先 24 号館 5 階 ⽥中利幸研究室 tanaka@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 講義内容は概ね評価されていると思うが、量や講義速度については引き続き配慮
していきたい。 

英文科目名 Construction Engineering and Management 
関連科目 建築概論、建築工学概論、鉄筋コンクリート構造、鋼構造 
次回に向けての改善変更予定 各工事ごとに全体における位置づけを引き続きわかりやすく説明するようにし

たい。 
講義目的 建築生産の基本である施工について契約からアフターケアまでの流れを各工事

ごとに解説する。施工上、現場管理上のポイントを中心に講義し、現場見学で実
地を体感する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーションおよび建築生産の流れと工事着工までの解説(1) 

2 回  建築生産の流れと工事着工までの解説(2) 



3 回  施工計画と管理方針の考え方(QCDSE)(1) 
4 回  施工計画と管理方針の考え方(QCDSE)(2) 
5 回  仮設計画と準備工事（直接工事までの準備） 
6 回  土工事・地下工事と地業・基礎工事 
7 回  鉄筋コンクリート工事（1） 
8 回  鉄筋コンクリート工事（2） 
9 回  鉄筋コンクリート工事（3） 
10 回  鉄骨工事（1） 
11 回  鉄骨工事（2） 
12 回  鉄骨工事（3） 
13 回  屋根・防水工事と各種仕上げ工事(1) 
14 回  各種仕上げ工事(2) と設備工事 
15 回  現場見学 

準備学習 1 回  シラバスにより全体を把握し、教科書第 1 章に目を通すこと 
2 回  教科書第 2 章に目を通すこと 
3 回  教科書第 3 章に目を通すこと 
4 回  教科書第 3 章に目を通すこと 
5 回  教科書第 4 章に目を通すこと 
6 回  教科書第 5 章に目を通すこと 
7 回  教科書第 6 章に目を通すこと 
8 回  教科書第 6 章に目を通すこと 
9 回  教科書第 6 章に目を通すこと 
10 回  教科書第 7 章に目を通すこと 
11 回  教科書第 7 章に目を通すこと 
12 回  教科書第 7 章に目を通すこと 
13 回  教科書第 8 章に目を通すこと 
14 回  教科書第 9 章,第 10 章に目を通すこと 
15 回  教科書の現場見学対象工事の項を復習すること 

 



年度 2012 
授業コード FIA5511 
成績評価 講義出席，課題提出などの平常点(30%)と定期試験(70%)により評価する。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス AA(総)(〜09),AB(総)(〜09) 
見出し FIA5511 構造計画 
担当教員名 ⽥中 利幸、瀬川 輝夫＊ 
単位数 2 
教科書 和⽥章、古谷勉著「最新建築構造設計入門」：実教出版 
アクティブラーニング  
キーワード 構造設計、RC 構造、S 造、耐震、制震、免震 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 自由記述なし。 
科目名 構造計画 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ⻘木博文著「最新建築構造入門」：実教出版寺本隆幸著「建築構造の計画」：森北

出版⻄日本工高建築連盟編「新建築設計ノート構造計画の進めかた」：彰国社 
授業形態 講義 
注意備考 最終試験は 15 回講義終了後実施する。 
シラバスコード FIA5511 
実務経験のある教員  
達成目標 各種構造の特徴とその適材適所への選択および最新の事例などを知り、設計の創

造性による社会貢献の楽しさを学ぶ。 
受講者へのコメント 構造計画の建物の企画から維持管理までの生産段階における位置づけを意識し

て受講してほしい。 
連絡先 24 号館 5 階 ⽥中利幸研究室 tanaka@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業に対する関心など学生の取り組む意欲は感じられるが、目標達成度の向上に
向けて工夫がいると思う。 

英文科目名 Structural Planning 
関連科目 鉄筋コンクリート構造、鋼構造、構造設計演習、耐震・耐風設計 
次回に向けての改善変更予定 構造計画の位置づけや重要性についてもう少しわかりやすく講義したい。 
講義目的 建物の構造設計の基本計画から実施設計までを実務的に解説する。構造計画の要

点や手順とその留意点について実例を紹介しながら解説する。 
対象学年 4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーションおよび建築構造設計の役割と流れ 

2 回  構造物に働く⼒（自重、地震、風他）と生ずる⼒ 
3 回  各種架構（ラーメン、トラス、メガ、膜他） 
4 回  構造設計の考え方と変遷（新耐震設計法他） 



5 回  地業と基礎構法（直接基礎、杭基礎他） 
6 回  鉄筋コンクリート構造の設計（一次設計） 
7 回  鉄筋コンクリート構造の設計（柱・梁・壁）(1) 
8 回  鉄筋コンクリート構造の設計（柱・梁・壁）(2) 
9 回  構造計画の要点と良い構造設計をするには 
10 回  建物のライフサイクルと構造計画の手順 
11 回  各種構造形式とその選定上の留意点 
12 回  構造計画における平面・立面計画、耐震・耐風計画 
13 回  構造計画における平面・立面計画、耐震・耐風計画 
14 回  構造計画における施工性・経済性・環境への配慮 
15 回  耐震・制振・免震構造 

準備学習 1 回  シラバスにより全体を把握する 
2 回  教科書第 1 章に目を通しておくこと 
3 回  教科書第 2 章に目を通しておくこと 
4 回  教科書第 6 章に目を通しておくこと 
5 回  配布資料に目を通しておくこと 
6 回  教科書第 6 章に目を通しておくこと 
7 回  教科書第 6 章に目を通しておくこと 
8 回  教科書第 6 章に目を通しておくこと 
9 回  配布資料に目を通しておくこと 
10 回  配布資料に目を通しておくこと 
11 回  配布資料に目を通しておくこと 
12 回  配布資料に目を通しておくこと 
13 回  配布資料に目を通しておくこと 
14 回  配布資料に目を通しておくこと 
15 回  配布資料に目を通しておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FIA5512 
成績評価 各実験のレポート（１００％）によって評価する 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス AA(総)(〜10),AB(総)(〜10) 
見出し FIA5512 建築構造材料実験 
担当教員名 ⽥中 利幸、小林 正実、山崎 雅弘 
単位数 2 
教科書 プリントを配布 
アクティブラーニング  
キーワード コンクリート・鋼材の強度、弾性係数、座屈、梁の曲げ試験 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 実験室が寒いという意見があるのでストーブなど配慮したい。 
科目名 建築構造材料実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 日本建築学会「建築材料実験用教材」 
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード FIA5512 
実務経験のある教員  
達成目標 建築構造材料・部材の実験から得られる計測値から、材料・部材の特性を把握し、

習得する． 
受講者へのコメント 実験を自らすることにより構造物がどのように破壊されるかを実感することに

より安全の理解に役立ててほしい。 
連絡先 ⽥中研究室、山崎研究室 小林研究室 24 号館 5 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 出席率も高く、授業内容も概ね評価されていると思われる。 
英文科目名 Laboratory Tests of Structural Materials and Members 
関連科目 構造⼒学 I〜IV、鋼構造 I、鉄筋コンクリート構造 I 
次回に向けての改善変更予定 実験データの整理方法・解析方法をわかりやすく説明する工夫をしていきたい。 
講義目的 鋼材引張試験、コンクリートの材料強度試験を行い、構造材料の特性を把握する。

次いで、鋼材またはコンクリートの部材について変形特性を実験によって確認す
る． 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  ガイダンス、講義（⽥中、山崎、小林） 

2 回  講義（コンクリートの調合，シリンダー試験など）（⽥中） 
3 回  圧縮試験体（シリンダー）作成、フレッシュコンクリート試験（⽥中、山
崎、小林） 
4 回  鉄筋の引張試験（⽥中、山崎、小林） 



5 回  鋼板の引張試験１（⽥中、山崎、小林） 
6 回  鋼板の引張試験２（⽥中、山崎、小林） 
7 回  隅肉溶接の強度試験（⽥中、山崎、小林） 
8 回  シリンダー圧縮試験，中性化試験（⽥中、山崎、小林） 
9 回  講義（鉄筋コンクリート梁曲げ試験実験要領，曲げ耐⼒の計算など）（山
崎） 
10 回  鉄筋コンクリート梁試験体の製作１（⽥中、山崎、小林） 
11 回  鉄筋コンクリート梁試験体の製作２（⽥中、山崎、小林） 
12 回  講義（鋼管の局部座屈，実験要領）（小林） 
13 回  鋼管の局部座屈実験，データ整理（荷重・変形関係）（⽥中、山崎、小林） 
14 回  鉄筋コンクリート梁曲げ試験（⽥中、山崎、小林） 
15 回  データ整理と分析（⽥中、山崎、小林） 

準備学習 1 回  シラバスによって実験実習の流れを確認しておくこと 
2 回  関連科目「鉄筋コンクリート構造 I」の内容で「コンクリート材料」につい
て復習しておくこと． 
3 回  前回の講義内容を復習しておくこと． 
4 回  関連科目「鋼構造 I」の内容で、「鋼材の性質」について復習しておくこと． 
5 回  関連科目「鋼構造 I」の内容で、「鋼材の性質」について復習しておくこと． 
6 回  前回の講義内容を確認をしておくこと。 
7 回  関連科目「鋼構造 I」の内容で、「溶接」について復習しておくこと 
8 回  第２回の講義内容を復習しておくこと． 
9 回  関連科目「鉄筋コンクリート構造 I」の内容で「曲げ耐⼒」について復習し
ておくこと． 
10 回  前回の講義内容を復習しておくこと． 
11 回  前回の実習内容を復習しておくこと． 
12 回  関連科目「鋼構造 I」の内容で、「局部座屈」について予習しておくこと． 
13 回  前回の講義内容を復習しておくこと． 
14 回  第８回の講義内容を復習しておくこと． 
15 回  これまでの講義および実習内容を復習しておくこと． 

 



年度 2012 
授業コード FIA55G1 
成績評価 定期試験（70％）、小テスト（またはレポート）（30％）により評価を行う。。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス AA(総)(〜10),AB(総)(〜10) 
見出し FIA55G1 建築環境工学Ⅱ(再) 
担当教員名 中山 哲士 
単位数 2 
教科書 環境工学教科書＜第二版＞、環境工学教科書研究会編著、彰国社、2000 
アクティブラーニング  
キーワード 温度、熱移動、湿気、熱負荷、断熱、気密、温熱環境、日射、太陽位置、換気、

空気質、汚染物質、通風、煙突効果、風環境 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 建築環境工学Ⅱ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIA55G1 
実務経験のある教員  
達成目標 建築の熱環境（気候、伝熱、湿気）と空気環境（空気質、換気）に関する基礎事

項の取得を主な目的とし、豊かで快適な建築・環境を無駄なエネルギーを使用す
ることなく達成することを念頭におく。気候と建築の関係、⼈体の温熱感覚と快
適環境条件、建築の熱的な挙動を解析するための伝熱や室内環境の基礎的な計算
方法、結露の原理と防止方法、換気の基礎理論の習得を目指す。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２７号館５階 中山研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Environmental Engineering for Architecture II 
関連科目 建築環境工学 I、建築環境工学 II、建築設備 I 、建築設備 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 建築環境工学の中で、熱環境と空気環境に関して概説する。熱環境では建築環境

工学で用いる熱の伝熱理論、湿り空気の特性、太陽エネルギー利用の基礎理論に
ついて理解する。空気環境については空気質と換気の基礎理論を理解する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス、気候と建築： 地域の気候に適したヴァナキュラー建築での環

境適用の事例から環境に適応した建築とは何かを考える。 



2 回 都市・地球環境とヒートアイランド： 都市レベルや地球レベルで起こって
いる環境問題について考える。また、ヒートアイランド現象から建築のあり方、
都市のあり方について考える。 
3 回 ⼈体の熱的快適性： ⼈体の熱平衡と温熱環境要素との関わりを概説し、快
適な温熱環境とは何かを理解する。 
4 回 建物の熱バランス／熱移動の基礎（伝導・対流）： 室内の熱の出入りと室
温との関係を理解する。伝導、対流による熱の伝搬の基礎を理解し計算法を習得
する。 
5 回 熱移動の基礎（放射）： 放射による熱の伝搬の基礎を理解し計算法を習得
する。 
6 回 建築部位の伝熱特性（熱貫流率）［壁体の温度分布］： 建築壁体での熱の流
れを求める計算方法を理解し、壁体内部布温度分布の計算法を取得する。 
7 回 湿気と結露： 空気中の湿気特性と表面結露との関係を理解し、結露対策に
ついて考える。 
8 回 太陽の動き（日照・日影）： 太陽位置の表記方法と計算方法を理解する。
日影図を描き建物による影のでき方について理解する。 
9 回 日射の利用と遮蔽： 太陽エネルギーを熱として利用するための効果的な
日射の利用方法と室内への日射熱侵入量を制御する効果的な遮蔽方法を理解す
る。 
10 回 環境建築における省エネルギーと快適性： 自然エネルギーを利用した建
築における省エネルギーへの取り組みと、室内居住者の快適性について考える。 
11 回 空気環境の基礎（室内空気質と換気）： 空気質の基礎を知り、換気の重要
性を理解する。 
12 回 汚染質濃度と換気： 建物内で発生する汚染物質について概説する。換気
による汚染物質濃度の計算法を理解する。 
13 回 換気の効率： 換気効率とは何か、換気効率の指標と計算法を理解する。
室内気流との関わりについて理解する。 
14 回 気密性能、温度差換気（煙突効果）： 建物の気密性能の基礎と温度差によ
る換気（煙突効果）について理解する。 
15 回 風環境・風害対策： 室内外の風環境についての基礎について理解する。
外部風からの自然換気利用、強風による風環境障害について学ぶ。 

準備学習 1 回 特になし 
2 回 特になし 
3 回 建築環境工学の基礎（温熱感） 
4 回 建築環境工学の伝熱分野 
5 回 建築環境工学の伝熱分野 
6 回 建築環境工学の伝熱分野 
7 回 建築環境工学の基礎（湿り空気）と伝熱分野 
8 回 建築環境工学の基礎（太陽位置） 
9 回 建築環境工学の基礎（太陽位置）、伝熱分野 
10 回 建築環境計画 
11 回 建築環境工学の空気環境分野 



12 回 建築環境工学の空気環境分野 
13 回 建築環境工学の空気環境分野 
14 回 建築環境工学の空気環境分野 
15 回 建築環境工学の風環境分野 

 



年度 2012 
授業コード FIA55H2 
成績評価 定期試験（70％）、小テスト（またはレポート）（30％）により評価を行う。。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス AA(総)(〜10),AB(総)(〜10) 
見出し FIA55H2 建築環境工学Ⅰ(再) 
担当教員名 中山 哲士 
単位数 2 
教科書 環境工学教科書＜第二版＞、環境工学教科書研究会編著、彰国社、2000 
アクティブラーニング  
キーワード 環境建築、自然採光、昼光率、日射遮蔽、グレア、暗順応・明順応、色彩、色標、

音響、騒音、振動 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 授業中、騒がしい学生に対して注意が足らないとの指摘を一部の学生より受け

た。 
全ての学生が不利益にならないように対処する。 

科目名 建築環境工学Ⅰ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIA55H2 
実務経験のある教員  
達成目標 建築の光環境（日射のコントロール、⼈工照明）と音環境（音響、騒音・振動）

に関する基礎事項の取得を主な目的とし、豊かで快適な建築・環境を無駄なエネ
ルギーを使用することなく達成することを念頭におく。照明や音響に関わる基礎
的な用語や計算方法を理解し、良質で快適な建築環境を創造、演出するための基
礎理論の習得を目指す。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２７号館５階 中山研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Environmental Engineering for Architecture I 
関連科目 建築環境工学 I、建築環境工学 II、建築設備 I 、建築設備 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 建築環境工学の中で、光環境と音環境に関して理解する。光環境では光の性質を

活かした照明計画、昼光照明、⼈工照明について計画法、計算法を理解する。音
環境については音の性質と特性を活かした音響計画、騒音・振動対策について理
解する。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス、地球環境と建築： 地球環境問題と建築との関わりについて概

説する。環境負荷の少ない建築とは、環境に適応した建築とは何かを考える。 
2 回 光の特性と専門用語： 自然採光や⼈工照明など光は建築環境に欠かせな
い要素である。光について学ぶにあたり、基礎的な光の特性、専門用語について
理解する。 
3 回 目と視覚： ⼈が光を感じるメカニズム、照明としての光の機能、ものの見
え方について理解する。 
4 回 窓と採光・日射遮蔽： 窓から自然光を取り入れる場合、適切な窓の配置と
制御が必要である。その仕組みについて理解する。 
5 回 自然照明（昼光率、形態係数）： 昼光照明の計算方法の基礎を理解する。 
6 回 ⼈工照明（１）光源の種類と性質： ⼈工光源を利用した照明計画、照明方
法、建築と一体化した照明方法について概説する。 
7 回 ⼈工照明（２）⼈工照明計算法： ⼈工照明による室内照度の計算法を学
び、演習問題により計算方法を習得する。 
8 回 色彩計画： 色彩に関する基礎的な知識を習得する。色彩によるものの見え
方、心理要素、建築との関わりについて理解する。 
9 回 環境建築における環境調整手法： 建築的工夫により環境調整機能を付加
した環境建築とは何かを理解する。 
10 回 音の性質と感覚： 音と⼈間、建築との関わり、良い音、悪い音とは何か
を理解する。 
11 回 物理音響学の基礎： 音響に関わる基礎的な知識を理解する。 
12 回 音の伝搬： 音の伝搬の基礎を理解する。 
13 回 室内音響の計画： 室内音響の基礎を理解する。一般的な部屋から音響ホ
ールまで、適切な音響計画の基礎を理解する。 
14 回 吸音と遮音： 音を遮るための吸音、遮音の基礎的理論の理解と、応用に
ついて理解する。 
15 回 騒音と振動： 騒音、振動の基礎について概説する。建築的な計画、空調
機による対策方法等による騒音、振動対策について理解する。 

準備学習 1 回 特になし 
2 回 建築環境工学の基礎（特に光） 
3 回 建築環境工学の光、環境心理分野 
4 回 建築環境工学の光・日射、環境心理分野 
5 回 建築環境工学の光・日射分野 
6 回 建築環境工学の照明分野 
7 回 建築環境工学の照明分野 
8 回 建築環境工学の色彩、環境心理分野 
9 回 建築環境計画 
10 回 建築環境工学の音分野 
11 回 建築環境工学の音響学分野 
12 回 建築環境工学の音響学分野 
13 回 建築環境工学の音響学分野 



14 回 建築環境工学の音響学、騒音分野 
15 回 建築環境工学の騒音分野 

 



年度 2012 
授業コード FIA5711 
成績評価 課題（４０％）と期末試験（６０％）によって評価する． 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス AA(総)(〜10),AB(総)(〜10) 
見出し FIA5711 建築応用数学(再) 
担当教員名 山崎 雅弘 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する． 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 建築応用数学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する． 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIA5711 
実務経験のある教員  
達成目標 建築の構造・生産と環境・設備分野に関する具体的な問題を解くことができる． 
受講者へのコメント  
連絡先 山崎研究室 24 号館 5 階 086-256-9642 yamazaki@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Architectural Applied Mathematics 
関連科目 「構造⼒学 I」「構造⼒学 II」「環境工学 I」を履修していることが望ましい． 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 建築の構造・生産と環境・設備分野で使用される数学とその適用方法について学

び、専門性の高い知識の習得を容易にする． 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  微積分 1 

2 回  微積分 2 
3 回  微積分 3 
4 回  微分方程式 1 
5 回  微分方程式 2 
6 回  微分方程式 3 
7 回  線形代数 1 
8 回  線形代数 2 



9 回  線形代数 3 
10 回  線形代数 4 
11 回  確立・統計 1 
12 回  確立・統計 2 
13 回  要点のまとめ 1 
14 回  要点のまとめ 2 
15 回  要点とまとめ 3 

準備学習 1 回  解析学基礎Ｉ、代数学基礎Ｉの内容を復習しておくこと. 
2 回  前回の内容を復習しておくこと． 
3 回  前回の内容を復習しておくこと． 
4 回  前回の内容を復習しておくこと． 
5 回  前回の内容を復習しておくこと． 
6 回  前回の内容を復習しておくこと． 
7 回  前回の内容を復習しておくこと． 
8 回  前回の内容を復習しておくこと． 
9 回  前回の内容を復習しておくこと． 
10 回  前回の内容を復習しておくこと． 
11 回  前回の内容を復習しておくこと． 
12 回  前回の内容を復習しておくこと． 
13 回  前回の内容を復習しておくこと． 
14 回  前回の内容を復習しておくこと． 
15 回  前回の内容を復習しておくこと． 

 



年度 2012 
授業コード FIA5712 
成績評価 各回の講義で実施する小テストおよび定期試験で評価します．両者の配点ウェイ

トは各々30％および 70％とします． 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス AA(総)(〜10),AB(総)(〜10) 
見出し FIA5712 建築工学概論(再) 
担当教員名 ⽥中 利幸、小林 正実、山崎 雅弘 
単位数 2 
教科書 ⻘木博文 監修「最新建築構造入門」：実教出版株式会社 必要に応じてプリン

トを配布します． 
アクティブラーニング  
キーワード 木構造，鉄筋コンクリート構造，鋼構造，地震災害，耐震技術，建設産業 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 建築工学概論(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 和⽥ 章，古谷 勉 監修「最新建築構造設計入門 −⼒学から設計まで−」：実

教出版株式会社 
授業形態 講義 
注意備考 体験演習には簡単な工具（カッターナイフ，定規）用います．各自で用意してく

ださい．詳細は講義の概要紹介で説明します． 
シラバスコード FIA5712 
実務経験のある教員  
達成目標 ①木構造に使用される木材の性質と，木構造の主要な骨組となる軸組，小屋組，

床組の構成を理解します．②鉄筋コンクリート構造に使用される鉄筋，コンクリ
ートの性質と，主体構造の構成を理解します．③鋼構造に使用される鋼材の性質
と，骨組の構成を理解します．④地震の発生メカニズム，地震災害，耐震技術の
概要を理解します．⑤日本の建設産業の概要を理解します． 

受講者へのコメント  
連絡先 24 号館 5 階 瀬川輝夫研究室 eMail:segawa@archi.ous.ac.jp Phone:086-256-

9567 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introduction to Architectural Engineering 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 建築物の各部分と全体が，どのような材料を用いてどのように形づくられている

かについて学び，建築構造の基礎を理解します．また，特別講義により，地震に



対する備えの必要性と建築耐震技術の重要さを学ぶとともに，学生諸君の将来の
職業となる建設産業はどんなところかを学びます．なお，形と⼒とのかかわりに
ついて理解するため，簡単な模型の製作と実験を行います． 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の概要紹介 

2 回 第 1 章 建築構造のあらまし 
3 回 第 2 章 木構造 1. 構造の特徴と構造形式 2. 木材 
4 回 第 2 章 木構造 3. 木材の接合 4. 基礎 5. 軸組 6. 小屋組 
5 回 第 2 章 木構造 7. 床組 12. 木造枠組壁工法 
6 回 体験演習 折ると強くなる −折版構造の製作− 
7 回 第 3 章 鉄筋コンクリート構造 1. 構造の特徴と構造形式 2. 鉄筋 3. 
コンクリート-1 
8 回 第 3 章 鉄筋コンクリート構造 3. コンクリート-2 4. 基礎 
9 回 第 3 章 鉄筋コンクリート構造 5. 主体構造 
10 回 第 3 章 鉄筋コンクリート構造 7. 壁式構造 8. プレストレストコンク
リート構造 
11 回 特別講義 地震への備えは考えていますか 地震！そのとき岡山は？ 
12 回 第 4 章 鋼構造 1. 構造の特徴と構造形式 2. 鋼と鋼材 3. 鋼材の接合 
13 回 第 4 章 鋼構造 4. 基礎 5. 骨組 
14 回 第 4 章 鋼構造 7. 軽量鋼構造と鋼管構造 8. 鉄骨鉄筋コンクリート構
造 
15 回 特別講義 日本の建設産業 1. 建設産業の規模 2. 建築に関わる⼈達 
3. 建築ができるまで 

準備学習 2 回 教科書の講義対象部分に目を通すこと 
3 回 教科書の講義対象部分に目を通すこと 
4 回 教科書の講義対象部分に目を通すこと 
5 回 教科書の講義対象部分に目を通すこと 
6 回 事前に配布した資料に目を通すこと 
7 回 教科書の講義対象部分に目を通すこと 
8 回 教科書の講義対象部分に目を通すこと 
9 回 教科書の講義対象部分に目を通すこと 
10 回 教科書の講義対象部分に目を通すこと 
11 回 事前に配布した資料に目を通すこと 
12 回 教科書の講義対象部分に目を通すこと 
13 回 教科書の講義対象部分に目を通すこと 
14 回 教科書の講義対象部分に目を通すこと 
15 回 事前に配布した資料に目を通すこと 

 



年度 2012 
授業コード FIA5721 
成績評価 課題提出などの平常点(30%)と定期試験(70%)により評価する。 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス AA(総)(〜10),AB(総)(〜10) 
見出し FIA5721 木質構造 
担当教員名 小林 正実、⻑瀬 正＊ 
単位数 2 
教科書 杉山英男編著「木質構造」共立出版 
アクティブラーニング  
キーワード 木質材料、木造住宅、木材の接合、壁量計算、部材の設計、伝統木造 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特になし。 
科目名 木質構造 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「世界で一番やさしい木構造」エクスナレッジ 
授業形態 講義 
注意備考 最終試験は 15 回講義終了後実施する。 
シラバスコード FIA5721 
実務経験のある教員  
達成目標 木質構造の大半を占める在来軸組構法のしくみや設計方法を演習を通じて理解

する。さらに日本の伝統建築のしくみと現状も併せて習得する。 
受講者へのコメント 「木質構造」の授業は、在来構法についての耐震性の検討方法や部材の設計方法

を習得することを主な内容としている。構法の授業を期待していたかもしれない
が、それには十分な時間が取れず、また、講義では効果的でない。構法の習得に
は、身近な木造建物のおさまりがどうなっているか文献で調べたり、木造住宅の
建設現場を継続的に見学するなどの方がよく身に付く。そのようにして自ら学び
取ることも心掛けてほしい。 

連絡先 ２４号館５階 小林研究室 メール：kobayashi@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 本学着任２年目であり、昨年の反省を踏まえて改善に努めた甲斐あってか、昨年
よりはよい授業ができたつもりであり、概ねそのように評価してもらえたようで
ある。ただし、満足度は高くなく、まだまだ改善すべき点が多いことは承知して
いる。 

英文科目名 Wooden Structure 
関連科目 構造⼒学、建築概論、建築工学概論、建築材料 
次回に向けての改善変更予定 ・配布資料、材料見本、仕口・継手などの模型、ビデオ教材の更なる充実に努め

る 
・毎回、演習を課しているが、それに対する解答や解説の仕方を工夫する 



・来年度からは新カリキュラムであり、旧カリの「建築工学概論」の本授業に関
連した部分を盛り込む 

講義目的 我が国の木造建築は、竪⽳高床住居から寺社書楼閣と最近の大空間構造まで、⻑
い歴史と多様な展開を示している。本講義は、木質構造の大半を占める在来軸組
構法を主な内容とし、そのしくみや設計方法について詳しく解説する。とくに耐
震性の検討については課題を課す。また、その他の木造住宅の構法や、伝統的木
造についても、そのしくみを解説する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションおよび木材の性質・木質材料 

2 回 木造住宅のしくみと特徴（１）在来軸組構法の概要 
3 回 木造住宅のしくみと特徴（２）在来軸組構法の部材の接合 
4 回 壁の設計（１）壁の種類、壁倍率 
5 回 壁の設計（２）地震⼒に対して必要な壁量 
6 回 壁の設計（３）風圧⼒に対して必要な壁量 
7 回 壁の設計（４）４分割法 
8 回 曲げ材の設計（１）曲げおよびせん断の検討 
9 回 曲げ材の設計（２）たわみの検討 
10 回 柱の設計 
11 回 床の設計 
12 回 木造住宅の耐震診断 
13 回 枠組壁構法、プレハブ構法 
14 回 伝統的木造建築のしくみ 
15 回 伝統的木造建築の保存修理 

準備学習 1 回 建築材料で学習した木材の性質を復習しておくこと 
2 回 建築工学概論で学習した木構造の軸組・小屋組を復習しておくこと 
3 回 建築工学概論で学習した木構造の木材の接合を復習しておくこと 
4 回 教科書第５章 5.2.2 序文・例題に目を通すこと 
5 回 教科書第５章 5.2.3a,b に目を通すこと 
6 回 第 4 回,第 5 回の復習をしておくこと 
7 回 教科書第５章 5.2.3c に目を通すこと 
8 回 教科書第４章 4.6.1a,b,c に目を通すこと 
9 回 教科書第４章 4.5.2,4.6.1 例題に目を通すこと 
10 回 教科書第４章 4.3 に目を通すこと 
11 回 教科書第７章 7.3.1〜7.3.4 に目を通すこと 
12 回 第 4 回〜第 7 回の復習をしておくこと 
13 回 教科書第１章 1.3,1.4 に目を通すこと 
14 回 第 1 回〜第 3 回の復習をしておくこと 
15 回 配布資料に目を通すこと 

 



年度 2012 
授業コード FIA57A2 
成績評価 提出したスケッチとレポートの内容により評価する．なお，本実験は教職関連科

目でもあるので，全出席が評価の前提である．そのため，公欠を含め２回（教育
実習の場合は３回）をこえる欠席は，直ちに単位認定資格を失うものとする． 

曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス AA(総)(〜10),AB(総)(〜10) 
見出し FIA57A2 生物学基礎実験(再) 
担当教員名 守⽥ 益宗、正木 智美＊ 
単位数 2 
教科書 特になし，適宜プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 光学顕微鏡観察 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 同上 
科目名 生物学基礎実験(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 実験実習 
注意備考 第１回オリエンテーションを欠席の学生は以後の受講を認めない。また，受講希

望者多数の場合は抽選とする。 
シラバスコード FIA57A2 
実務経験のある教員  
達成目標 光学顕微鏡が支障なく操作できるようになること 
受講者へのコメント 同上 
連絡先 理大研究室７号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 同時開講科目を多くもつ教員の所見記入について，同じような所見記入の手間を
省くため，一括コピーができるようお願いを毎年しているにもかかわらず，全く
改善されていません．手間がかかるだけで，所見を記入する気にもなりません．
何かあれば個別に聞きに来て下さい． 

英文科目名 Primary Experiments in Biology 
関連科目 特になし 
次回に向けての改善変更予定 同上 
講義目的 中学・高校教師が指導しなければならない生物実験や，知っておくと教科指導に

便利な光学顕微鏡の使い方やその実験法について教授する． 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：実験の進め方を説明する． 

2 回 顕微鏡の使用法を説明し，実際に操作する． 



3 回 生物学のためのスケッチ実習を説明し，実際にスケッチする． 
4 回 ミクロメーターの使い方を説明し，実際に計測する． 
5 回 花粉形態の観察と計測 その１：花粉粒径を計測する． 
6 回 花粉形態の観察と計測 その２：花粉粒径を計測する． 
7 回 検索表の作成：植物を材料に検索表を作成する． 
8 回 淡水プランクトンの観察と生態 その１：淡水中のプランクトンを観察す
る． 
9 回 淡水プランクトンの観察と生態 その２：淡水中のプランクトンを観察す
る． 
10 回 気孔細胞の観察：気孔細胞の観察と密度の計測をする． 
11 回 維管束の観察：維管束組織の観察をする． 
12 回 コリメート法による顕微鏡写真撮影：顕微鏡写真の撮影法を説明し，実際
に撮影する． 
13 回 植物の根端細胞分裂の観察 その１：タマネギ根端細胞の細胞分裂標本を
作製する． 
14 回 植物の根端細胞分裂の観察 その２：タマネギ根端細胞の細胞分裂像を観
察する． 
15 回 報告書作成，補充実験：レポートの作成を行う． 

準備学習 特になし 
 



年度 2012 
授業コード FIA59A2 
成績評価 課題（４０％）と期末試験（６０％）によって評価する． 
曜日時限 金曜日 9・10 時限 
対象クラス AA(総)(〜10),AB(総)(〜10) 
見出し FIA59A2 構造⼒学Ⅱ(再) 
担当教員名 山崎 雅弘 
単位数 2 
教科書 和⽥章、古谷勉著「最新建築構造設計入門」：実教出版 
アクティブラーニング  
キーワード 静定ラーメン、静定トラス、物性、応⼒、変形 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 構造⼒学Ⅱ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示をする． 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIA59A2 
実務経験のある教員  
達成目標 単純な静定構造物に荷重が作用したときの応⼒と変形を求める方法を習得する． 
受講者へのコメント 毎回実施しているクイズで理解度を確かめ、難しく理解できない点は、友⼈や教

員に確認すること。 
連絡先 山崎研究室 24 号館 5 階 086-256-9642 yamazaki@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特に問題になる授業アンケートの評価はなかったので、わかりやすい工夫は続け
るものの大きな変更の必要性は感じていない。 

英文科目名 Mechanics of Building Structures II 
関連科目 構造⼒学 I、構造⼒学 III 
次回に向けての改善変更予定 理解を容易にするには、開設の流れや例示に工夫が必要である。毎回の学生の反

応を確認し工夫をつつけるつもりである。 
講義目的 安全な建築を設計するための基本的な構造⼒学の知識を習得する． 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  構造⼒学Ｉの復習 

2 回  静定ラーメン（１）片持梁系ラーメン、単純系ラーメン 
3 回  静定ラーメン（２）３ピン式ラーメン 
4 回  静定トラス（１）節点法 
5 回  静定トラス（２）切断法 
6 回  構造材料の⼒学的性質（１）応⼒度 



7 回  構造材料の⼒学的性質（２）ひずみ度、許容応⼒度、断面の性質（１）断
面１次モーメント、図心 
8 回  断面の性質（２）断面２次モーメント、断面係数、断面２次半径 
9 回  部材に生じる応⼒（１）曲げモーメントを生じる部材 
10 回  部材に生じる応⼒（２）せん断⼒を生じる部材 
11 回  部材に生じる応⼒（３）引張⼒、圧縮⼒を生じる部材 
12 回  梁の変形（１）たわみとたわみ角 
13 回  梁の変形（２）モールの定理 
14 回  梁の変形（３）支点のたわみとたわみ角、反曲点 
15 回  まとめ 

準備学習 1 回  シラバスにより講義の流れを見ておくこと．構造⼒学 I の内容を復習して
おくこと． 
2 回  テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．（テキスト p.75-81) 
3 回  テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．（テキスト p.75-81) 
4 回  テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．（テキスト p.82-91) 
5 回  テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．（テキスト p.82-91) 
6 回  テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．（テキスト p.94-104) 
7 回  テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．（テキスト p.105-112) 
8 回  テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．（テキスト p.105-112) 
9 回  テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．（テキスト p.113-126) 
10 回  テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．（テキスト p.113-126) 
11 回  テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．（テキスト p.113-126) 
12 回  テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．（テキスト p.127-133) 
13 回  テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．（テキスト p.127-133) 
14 回  テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．（テキスト p.127-133) 
15 回  これ間の講義内容を復習しておくこと． 

 



年度 2012 
授業コード FIA59C1 
成績評価 課題（４０％）と期末試験（６０％）によって評価する． 
曜日時限 金曜日 9・10 時限 
対象クラス AA(総)(〜10),AB(総)(〜10) 
見出し FIA59C1 構造⼒学Ⅰ(再) 
担当教員名 山崎 雅弘 
単位数 2 
教科書 和⽥章、古谷勉著「最新建築構造設計入門」：実教出版 
アクティブラーニング  
キーワード ⼒の合成・分解・釣合、支点反⼒、断面⼒ 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 構造⼒学Ⅰ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する． 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIA59C1 
実務経験のある教員  
達成目標 構造⼒学の基本から最も単純な静定構造物である静定梁に⼒が作用したときの

応⼒を求める方法を習得すること。 
受講者へのコメント  
連絡先 山崎研究室 24 号館 5 階 086-256-9642 yamazaki@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mechanics of Building Structures I 
関連科目 構造⼒学Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 安全な建築を設計するための基本的な構造⼒学の知識を習得する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  概要 

2 回  建物に働く⼒、⼒の基本（１）⼒とは 
3 回  ⼒の基本（２）⼒の合成 
4 回  ⼒の基本（３）⼒の分解 
5 回  ⼒の基本（４）⼒の釣り合い 
6 回  構造物と荷重 
7 回  反⼒（１）反⼒とは 
8 回  反⼒（２）反⼒の求め方 



9 回  安定・静定 
10 回  構造物に生じる⼒ 
11 回  静定梁（１）単純梁、集中荷重 
12 回  静定梁（２）単純梁、分布荷重 
13 回  静定梁（３）片持梁 
14 回  静定梁（４）応⼒図 
15 回  まとめ 

準備学習 1 回  シラバスにより講義の流れを見ておくこと． 
2 回  テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．（テキスト p.10-35) 
3 回  前回の講義内容を復習し、テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．
（テキスト p.12-35) 
4 回  前回の講義内容を復習し、テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．
（テキスト p.12-35) 
5 回  前回の講義内容を復習し、テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．
（テキスト p.12-35) 
6 回  前回の講義内容を復習し、テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．
（テキスト p.36-40) 
7 回  前回の講義内容を復習し、テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．
（テキスト p.41-46) 
8 回  前回の講義内容を復習し、テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．
（テキスト p.41-46) 
9 回  前回の講義内容を復習し、テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．
（テキスト p.47-50) 
10 回  前回の講義内容を復習し、テキストで今回の講義内容を予習しておくこ
と．（テキスト p.52-59) 
11 回  前回の講義内容を復習し、テキストで今回の講義内容を予習しておくこ
と．（テキスト p.60-74) 
12 回  前回の講義内容を復習し、テキストで今回の講義内容を予習しておくこ
と．（テキスト p.60-74) 
13 回  前回の講義内容を復習し、テキストで今回の講義内容を予習しておくこ
と．（テキスト p.60-74) 
14 回  前回の講義内容を復習し、テキストで今回の講義内容を予習しておくこ
と．（テキスト p.60-74) 
15 回  これ間の講義内容を復習しておくこと． 

 



年度 2012 
授業コード FIA9012 
成績評価 レポートと発表(６０％）及び研修への取り組みの内容（４０％）を評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス AA(総)(〜10),AB(総)(〜10) 
見出し FIA9012 海外研修(再) 
担当教員名 江面 嗣⼈ 
単位数 2 
教科書 随時プリント（資料）を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード ⻄洋建築、⻄洋文化、⻄洋都市 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 海外研修(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ガイダンスにおいて、または随時指示する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 訪問先の調査を積極的に行うこと。 
シラバスコード FIA9012 
実務経験のある教員  
達成目標 訪問した建築のすばらしさを実感し、それを伝えるために有効な知識を習得す

る。 
受講者へのコメント  
連絡先 学科⻑ 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Overseas Training 
関連科目 建築概論、⻄洋建築史、近代建築史 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 創造意欲を高め、設計⼒、建築文化を理解する能⼒の向上をはかるために、記念

碑的建築物や世界的な建築家の作品に触れ、空間を体験する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード FIA9013 
成績評価 卒業研究または卒業設計（指導教員による評価：６０％）、プレゼンテーションと

その内容（発表会参加教員による評価：４０％）を総合して評価し６０％以上を
合格とする。 

曜日時限 集中その他 
対象クラス AA(総)(〜09),AB(総)(〜09) 
見出し FIA9013 特別研究 
担当教員名 後藤 義明、⽥中 利幸、吉⽥ 治典、宗本 順三、松下 大輔、小林 正実、

中山 哲 
単位数 8 
教科書 適宜指示をする。 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 特別研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示をする。 
授業形態 実験実習 
注意備考 配属された教員の指導に従って個別に行う。 
シラバスコード FIA9013 
実務経験のある教員  
達成目標 以下の能⼒を身につけることを目指す。(1)自ら研究・設計計画を立てる。(2)必

要な資料を自分で獲得する手段を習得する。(3)既往の研究や建築作品のレビュ
ーを行う。(4)新たな課題を見出す。(5)自主的に解決法を考案する。(6)調査・実
験・分析・解析などに関する基礎能⼒を養なう。(7)課題の背景・目的を整理し、
自らが行った研究および設計について、その独自性を論理的に記述・表現する。
(8)適切なプレゼンテーション能⼒を身につける。 

受講者へのコメント  
連絡先 代表：学科⻑（原則は配属先指導教員） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Graduation Study 
関連科目 建築学科の全ての科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 配属された研究室で１年間を通じて卒業研究あるいは卒業設計を行う．研究室の

指導教員の下で、建築に関連した研究または設計に関して、自主的にテーマを設
定して、その課題の発見と問題解決に必要となる基礎能⼒を養いながら、研究ま



たは設計を遂行する。また、得られた成果は卒業論文または卒業設計としてまと
め上げ、一⼈で物事を完遂する能⼒、自分の考えをまとめる能⼒、プレゼンテー
ション能⼒などを身につけることを目標とする。 

対象学年 4 年 
授業内容  
準備学習 配属された教員の指導に従って個別に行う。 

 



年度 2012 
授業コード FIA9022 
成績評価 企業による評価（５０％）およびレポート（５０％）によって評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス AA(総)(〜10),AB(総)(〜10) 
見出し FIA9022 企業実習 
担当教員名 吉⽥ 治典、宗本 順三、⽥中 利幸 
単位数 2 
教科書 特になし 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 企業実習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし 
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード FIA9022 
実務経験のある教員  
達成目標 計画設計から生産施工さらに竣工検査と続く建築生産の流れを理解する。またそ

の一端を担当し他の部分と協調して仕事を進める技量を習得する。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Internship 
関連科目 建築全科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 建築業務遂行に必要な知識技術を設計事務所や施工会社等の企業での実習を通

じて習得する。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード FIG1112 
成績評価 中間試験（20 点）と期末試験（80 点）で評価する。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス GA(総)(〜11),GB(総)(〜11) 
見出し FIG1112 地球・宇宙のための基礎数学(再) 
担当教員名 能美 洋介 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 地球・宇宙のための基礎数学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 高校数学が苦手だった⼈、高校で数学Ⅱ．Ⅲを履修しなかった⼈を想定して講義

を行ないます。地球系進学希望者でなくても受講可能です。 
シラバスコード FIG1112 
実務経験のある教員  
達成目標 ・度分秒の計算の計算ができる。 

・指数・対数計算ができる。 
・三角関数に関する基本的事項について理解する。 
・実験・観測データの適切な数値処理ができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２６号館３階 能美研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Basic Math for Earth and Cosmic Sciences 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  地球科学や天文学では、研究対象となる場所や天体の位置などの空間内の位置

を明らかにすることが重要である。また、位置を記述するためには測量について
の知識や計算⼒が必要であるが、このためには角度の変換、平方根計算、指数・
対数計算、三角関数などの基礎知識が必要でなる。本講義では、高校までの数学
の基本事項を復習し、科学的な思考方法と論述方法の基礎を学ぶ。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 



 講義の目的や進め方を説明し、基礎学⼒はかる簡単な試験を行う。 
2 回 角度と平方根 
 度分秒の計算および平方根の計算について講義する。 
3 回 近似値、有効数字、補正計算 
 実験データ処理で必須の、値のまるめ方、近似値を使った四則計算、有効数字
の処理法、補正計算などを講義する。 
4 回 文字と式 
 文字変数を使った計算方法、式の展開と因数分解について講義する。 
5 回 方程式と不等式 
 １次から３次の方程式、不等式、および連立方程式の解法について講義する。 
6 回 三角比と三角関数 
 三角比と三角関数の基本、および計算について講義する。 
7 回 弧度法 
 ラジアンについての考え方、単位円を使った三角関数の表現方法について講義
する。 
8 回 指数と対数 
 指数と対数の変換、指数計算法、対数計算法について講義する。 
9 回 対数を用いた計算 
 底の変換、対数の四則演算を講義する。 
10 回 軌跡と曲線 
 直交座標上での図形の扱い方、方程式のグラフ表現法について講義する。 
11 回 地球上の点 
 緯度経度の表現方法、度分秒変換、距離の計算について講義する。 
12 回 微分法復習 
 関数の極限と微分法の関係、簡単な関数の微分法について講義する。 
13 回 積分法復習 
 導関数の求め方、区分求積法について講義する。 
14 回 確率と誤差 
 実験データ等における誤差の取り扱い方について講義する。 
15 回 最小二乗法 
 最小二乗法の原理と１次関数の傾き・切片の求め方について講義する。 

準備学習  シラバスによく目を通し、各界の講義内容を把握しておき、各講義の前には講
義内容の語をキーワードとしてその内容を予習しておいてください。 
 また、毎回演習問題をします。問題の復習も行ってください。 

 



年度 2012 
授業コード FIG11H1 
成績評価 レポート(10%)、小テスト(10%)、および定期試験(80%)により評価する 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス GA(総)(〜11),GB(総)(〜11) 
見出し FIG11H1 化学基礎論Ⅰ(再) 
担当教員名 ⻘木 宏之 
単位数 2 
教科書 基礎化学１ 物質の構成と変化／吉⽥泰彦 他／実教出版 
アクティブラーニング  
キーワード 原子 電子 分子 元素 無機化学 有機化学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 化学基礎論Ⅰ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎化学２ 化学反応と有機材料／吉⽥泰彦 他／実教出版：フォトサイエンス

化学図録 ／（数研出版）：プリントを配布する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIG11H1 
実務経験のある教員  
達成目標 ・ 我々を取り巻く自然界を構成する物質が共通の元素から成り立つこと

を理解させ、原子の電子配置、元素の周期表の成り立ちを理解、説明できること。 
・ 物質を構成する為の化学結合を電子の振る舞いや電子の共有により理
解、説明できること。 
・ 物質の状態変化(固体・液体・気体)を構成原子、分子の運動性から理解、
説明できること。 
・ 身の回りの物質がどのような有機化合物で構成されているかを理解、説
明できること。 

受講者へのコメント  
連絡先 1 号館 3 階研究室 e-mail: aoki@dbc.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Elementary Chemistry I 
関連科目 化学基礎論 II、化学基礎実験、入門化学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 自然界を構成する水や空気や鉱物といった無機物、さらに我々のような有機生命

体は、それぞれ全く異なった外見や振る舞いを見せるが、これらを構成する物質
は共通した元素から出来ている。この講義では自然界を構成する元素のなりたち



を原子・電子レベルから理解を始め、さらに形成された分子および物質の化学的
な性質と化学反応上の気体・溶液における原理など、主に、無機物質を対象とし
た基礎的化学について解説する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。講義の進め方を説明する。化学の基礎的概念を説明す

る。 
2 回 原子の構造と性質１：原子の構造と原子の基礎構造、元素の成り立ち、水素
原子の構造、原子の電子配置について説明する。 
3 回 原子の構造と性質２：電子の波動性と電子軌道、電子軌道と元素の化学的性
質、電子のエネルギーと原子の安定性について説明する。 
4 回 化学結合と分子の構造１：化学結合と電子との関係を電子軌道から考え、共
有結合、混成軌道と二重結合・三重結合の関係、共有結合以外の結合（イオン結
合・金属結合・配位結合）を説明する。 
5 回 化学結合と分子の構造２：分子間に働く⼒（分子間⼒として、分子の極性と
双極子モーメント・電気陰性度との関係を説明し、水素結合やファンデルワール
ス⼒から説明できる身近な現象を紹介する。 
6 回 物質の性質：物質の三態と状態変化、および気液平衡と蒸気圧の関係を説明
する。 
7 回 気体の性質：気体構成分子の熱運動から圧⼒と基礎法則、および気体の状態
方程式を説明する。 
8 回 溶液の性質：溶液を構成する溶媒、溶質の定義から溶解度、濃度について説
明する。 
9 回 無機化学１：元素の分類および典型元素の金属の性質を周期表（1，2，12〜
14 族） に基づき、説明する。 
10 回 無機化学２：遷移元素の金属の性質を周期表（6〜11 族） に基づき、説
明する。 
11 回 無機化学３：非金属元素の性質を周期表（14〜18 族）に基づき説明する。 
12 回 有機化学１：有機化合物の定義、分類、構造、命名法について説明する。 
13 回 有機化学２：基本的な有機化合物（単結合・二重結合・三重結合を含む）
と反応について説明する。 
14 回 有機化学３：芳香族炭化水素を含むその他の有機化合物ついて説明する。 
15 回 量子化学の始まり：電子の波動性と電子軌道（物質の 2 重性）について説
明する。 

準備学習 1 回 ｐH、分子量、物質量および有効数字の定義について予習を行うこと。 
2 回 有効数字を考えた溶液のモル濃度計算法の復習を行うこと。原子の基本構
造に関し予習を行うこと。 
3 回 水素原子の構造・電子配置について復習を行うこと。電子の波動性と電子軌
道に関し予習を行うこと。 
4 回 電子軌道と元素の化学的性質について復習を行うこと。化学結合の種類に
関し予習を行うこと。 
5 回 電子の混成軌道と二重結合・三重結合について復習を行うこと。分子間に働
く⼒に関し予習すること。 



6 回 分子の極性、電気陰性度、ファンデルワールス⼒について復習すること。水
の 3 状態（氷・水・水蒸気）に関し予習すること。 
7 回 物質の３態と状態変化の特徴について復習すること。気体の分子運動に関
し予習すること。 
8 回 気体の状態方程式について復習すること。溶液の溶液・溶媒の定義に関し予
習すること。 
9 回 溶液中の溶解度、濃度計算について復習すること。物質を構成する元素に関
し予習すること。 
10 回 元素の分類方法と周期表との関係について復習すること。 遷移元素に関
し予習すること。 
11 回 遷移元素の種類と周期表との関係について復習すること。非金属元素に関
し予習すること。 
12 回 水素および非金属元素の種類と周期表との関係について復習すること。有
機化合物の定義に関し予習すること。 
13 回 有機化合物の分類、構造、命名法について復習すること。炭化水素化合物
に関し予習すること。 
14 回 アルカン、シクロアルカン、アルケン、アルキンについて復習すること。
芳香族炭化水素やその他有機化合物に関し予習すること。 
15 回 アルコール、フェノール、エーテル、アルデヒド、ケトン、カルボン酸、
エステルの構造と性質について復習すること。電子の波動性および粒子性に関し
予習すること。 

 



年度 2012 
授業コード FIG11H2 
成績評価 レポート(10%)、小テスト(10%)、および定期試験(80%)により評価する 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス GA(総)(〜11),GB(総)(〜11) 
見出し FIG11H2 化学基礎論Ⅱ(再) 
担当教員名 ⻘木 宏之 
単位数 2 
教科書 基礎化学２ 化学反応と有機材料／吉⽥泰彦 他／実教出版 
アクティブラーニング  
キーワード エネルギー、エントロピー、反応速度、化学平衡、酸塩基、中和反応、酸化還元

反応、界面活性剤、医薬品、高分子化合物、生命現象、環境汚染 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 化学基礎論Ⅱ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎化学１ 物質の構成と変化／吉⽥泰彦 他／実教出版：フォトサイエンス化

学図録 ／（数研出版）：プリントを配布する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIG11H2 
実務経験のある教員  
達成目標 授業の到達目標及びテーマ 

・ 生物を構成する元素、物質、生物が生きて行く為に必要な元素、物質を
学び、それらを必要とする反応過程を説明できること。 
・ 生物を構成する物質群が各種環境下(温度、イオン環境)で、生命活動に
必要な化学反応を促進するかを学び、理解すること。 
・ 生体分子を自発的集合させる分子間⼒を学び、生命の反応場の一つであ
る生体膜の成り立ちを理解すること。 

受講者へのコメント  
連絡先 1 号館 3 階研究室 e-mail: aoki@dbc.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Elementary Chemistry II 
関連科目 化学基礎論 I,化学基礎実験,入門化学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 地球上の最も美しい有機構造体のひとつである生物は、太古から現在に至る地球

環境変動の中、単純有機物質から高次構造化を経て生物へと進化を遂げてきた。
この一連の過程は、基本的な化学反応や構成分子の自発的集合体の集積による結



果と考えられる。この講義では生物を構成する生体成分の化学的知識を習得し、
生体内で起こる各種物質の化学反応を通して、生命現象の化学的側面を解説す
る。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。講義の進め方を説明する。化学で用いる数学のついて

説明する。 
2 回 エネルギーと温度：気体分子の運動とエネルギーの保存を概説し、化学反応
と分子衝突、状態変化に伴うエネルギー・熱エネルギーについて説明する。 
3 回 エントロピー：自然現象の変化の方向および化学反応の変化の方向につい
て説明する。 
4 回 反応速度：化学反応の速さ、濃度、活性エネルギーおよび触媒について説明
する。 
5 回 化学平衡：可逆反応と化学平衡および化学平衡の移動について説明する 
6 回 酸と塩基：酸・塩基の定義とそれぞれの強さ、濃度、電離度との関係を説明
する。 
7 回 中和反応：水のイオン積とｐH、中和反応、緩衝液、塩の溶解平衡を説明す
る。 
8 回 酸化還元反応１：酸化、還元の定義、酸化還元反応式、酸化数、酸化剤と還
元剤の関係を説明する。 
9 回 酸化還元反応２：金属のイオン化傾向の概説から、電池や電気分解における
酸化還元反応の電気エネルギーの出入りについて説明する 
10 回 界面活性剤：界面活性剤の構造と定義、身の回りの界面活性剤の種類と性
質を説明する。 
11 回 分子集合体：水媒体中で界面活性剤（両親媒性分子）が特異な分子集合特
性を示すことを説明する。 
12 回 医薬・農薬：解熱鎮痛剤や殺菌除草剤などの構造の特徴と薬理作用、作用
機構について説明する。 
13 回 高分子化合物：合成樹脂の構造と定義、プラスチック製品や衣服繊維など
の活用例を解説する。 
14 回 生物と化学：生命体を形成する化学物質、生きるための制御された生体内
化学反応について解説する。 
15 回 環境と化学：地球上での物質の循環、ヒトの活動から生まれる環境破壊を
解説し、地球環境の未来を展望する。 

準備学習 1 回 化学計算に必要な有効数字の概念、指数、対数計算などについて予習するこ
と。 
2 回 濃度などの物質の量を用いた計算について復習すること。分子運動と温度
の関係に関し予習すること。 
3 回 化学エネルギーと熱エネルギーについて復習すること。エントロピーの定
義に関し予習すること。 
4 回 熱⼒学第 2 法則について復習すること。化学反応の速度と濃度の関係に関
し予習すること。 
5 回 素反応、多段階反応の例を復習すること。化学平衡の定義に関し予習するこ



と。 
6 回 可逆反応、化学平衡の移動について復習すること。酸と塩基の定義に関し予
習すること。 
7 回 各種の酸塩基の定義について復習すること。緩衝液の成り立ち、利用例に関
し予習すること。 
8 回 塩の溶解平衡について復習すること。酸化と還元の定義、酸化数に関し予習
すること。 
9 回 酸化剤、還元剤の分類を整理復習すること。電池における酸化還元反応に関
し予習すること。 
10 回 電気分解にみられる酸化還元と電気エネルギーの関係を復習すること。身
の回りの界面活性剤の種類や構造に関し予習すること。 
11 回 界面活性剤の生成過程について復習すること。生体膜に代表される分子集
合体に関し予習すること。 
12 回 両親媒性分子の水媒体中での振る舞いについて復習すること。身近な医薬
品の組成や効用に関し予習すること。 
13 回 解熱鎮痛剤や j 除草剤の構造や薬理作用について復習すること。身近な合
成樹脂製品の種類や特性に関し予習すること。 
14 回 身近な衣類に含まれる繊維の構造と特性について整理復習すること。生命
活動をささえる化学物質、DNA,RNA,タンパク質、糖質、脂質などの基本構造に
関し予習すること。 
15 回 細胞内の化学反応を各微小器官でまとめ、復習すること。現在抱える、地
球レベルでの環境問題に関し予習すること。 

 



年度 2012 
授業コード FIG1311 
成績評価 レポート（１０％）、中間試験（２０％）、定期試験（７０％）により評価する。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス GA(総)(〜11),GB(総)(〜11) 
見出し FIG1311 解析学基礎Ⅱ(再) 
担当教員名 春木 茂 
単位数 2 
教科書 「計算⼒をつける微分積分」／神永正博・藤⽥育嗣 著／内⽥老鶴圃 
アクティブラーニング  
キーワード 指数関数、対数関数、三角関数、微分、積分 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 解析学基礎Ⅱ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 講義 
注意備考 高校で学習した数学の基本的な内容を復習すること。 
シラバスコード FIG1311 
実務経験のある教員  
達成目標 １変数の微分および積分の計算ができること。 
受講者へのコメント  
連絡先 第一学舎４階春木研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Calculus II 
関連科目 入門数学を履修していることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 微分積分学は、理工系学生にとって専門教育科目の基礎となる重要科目の１つで

ある。微分や積分を高校で履修していないことを前提にして、１変数の微分や積
分を中心とした講義を行う。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。指数関数と対数関数について説明する。 

2 回 三角比、三角関数について説明する。 
3 回 三角関数の加法定理、逆三角関数について説明する。 
4 回 微分（１） 関数の極限、導関数について説明する。 
5 回 微分（２） 合成関数と逆関数の微分法について説明する。 
6 回 微分（３） ロピタルの定理、高次導関数について説明する。 
7 回 微分（４） テイラー展開について説明する。 



8 回 微分（５） 関数の増減とグラフについて説明する。 
9 回 中間試験およびその解説をする。 
10 回 不定積分、部分積分法について説明する。 
11 回 置換積分法について説明する。 
12 回 有理関数の積分について説明する。 
13 回 無理関数の積分について説明する。 
14 回 定積分について説明する。 
15 回 定積分の応用、広義積分について説明する。定期試験の対策をする。 

準備学習 1 回 使用した高校の数学テキストで該当箇所を復習すること。 
2 回 使用した高校の数学テキストで該当箇所を復習すること。 
3 回 三角関数を復習すること。 
4 回 高校の数学で微分を学習していたら、使用したテキストで第４回講義内容
の該当箇所を読み、理解しておくこと。 
5 回 導関数を復習しておくこと。 
6 回 関数の極限を復習しておくこと。 
7 回 高次導関数を復習しておくこと。 
8 回 関数の極限と高次導関数を復習しておくこと。 
9 回 第１回から８回までの講義のノートの復習を行なうこと。 
10 回 高校の数学で積分を学習していたら、使用したテキストで第１０回講義内
容の該当箇所を読み、理解しておくこと。 
11 回 不定積分を復習しておくこと。 
12 回 不定積分と高校での数学のテキストで因数分解を復習しておくこと。 
13 回 置換積分法を復習しておくこと。 
14 回 部分積分法と置換積分法を復習しておくこと。 
15 回 定積分を復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FIG13C2 
成績評価 随時課す宿題（レポート）で３０％、定期試験で７０％として合計点を出す。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス GA(総)(〜11),GB(総)(〜11) 
見出し FIG13C2 地球化学 
担当教員名 関 達也 
単位数 2 
教科書 ニューステージ「地学図表」／浜村書店 
アクティブラーニング  
キーワード 地球化学 元素の存在度 相律 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 地球化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 メイスン「一般地球化学」／松井義⼈・一国雅⺒訳／岩波書店 
授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験期間中に行う。 
シラバスコード FIG13C2 
実務経験のある教員  
達成目標 １：元素について理解すること。２：地球を構成している各部分について理解す

ること。３：各部分相互の関係を理解すること。４：地球の歴史を元素を通して
理解すること。 

受講者へのコメント  
連絡先 21 号館６F 関研究室 086-256-9632 seki@big.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Geochemistry 
関連科目 「地球システム科学Ⅰ・Ⅱ」 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 地球を構成している各部分の化学組成がどのようなものであるのか、各元素がど

のように移動しているのか、各現象を支配している法則は何か、これらの事柄に
ついて理解を深める。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 「地球化学」とはどういう学問か。その歴史的背景と内容を説明する。 

2 回 原子の構造、原子番号、質量数などの説明と元素の宇宙存在度について 
3 回 地球の内部構造と化学組成 
4 回 原子のイオン半径と結晶化学 
5 回 造岩鉱物の化学組成と構造 



6 回 火成岩の化学組成 
7 回 相律と相図 1 
8 回 相律と相図 2 
9 回 相律と相図 3 
10 回 堆積作用と堆積岩の地球化学 
11 回 変成作用と変成岩の地球化学 
12 回 生物進化と地球化学 
13 回 大気の地球化学 
14 回 海洋の地球化学 
15 回 全体のまとめと補足 

準備学習 1 回 特に必要ない 
2 回 原子と元素について調べておくこと 
3 回 「地学図表」ｐ14・15 を見ておくこと 
4 回 「地学図表」ｐ152 の周期表を見ておくこと 
5 回 「地学図表」ｐ20 を見ておくこと 
6 回 「地学図表」ｐ17 を見ておくこと 
7 回 「地学図表」ｐ21 を見ておくこと 
8 回 前回の復習をしておくこと 
9 回 前回の復習をしておくこと 
10 回 「地学図表」ｐ56 を見ておくこと 
11 回 「地学図表」ｐ62 を見ておくこと 
12 回 「地学図表」ｐ70-77 を見ておくこと 
13 回 「地学図表」ｐ82・83 を見ておくこと 
14 回 「地学図表」ｐ102 を見ておくこと 
15 回 これまでの復習をしておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FIG13D1 
成績評価 課題提出（30%）、試験（70%）により行う。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス GA(総)(〜10),GB(総)(〜10) 
見出し FIG13D1 応用統計学 
担当教員名 中村 圭司 
単位数 2 
教科書 適宜プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 統計学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 応用統計学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に紹介する 
授業形態 講義 
注意備考 復習をして講義内容を十分に理解する事。 
シラバスコード FIG13D1 
実務経験のある教員  
達成目標 実験、調査で得られるデータを適切な方法で示すことができること、およびデー

タの種類に応じた検定方法を選択することができること。 
受講者へのコメント  
連絡先 ２１号館６階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Applied Statistics 
関連科目 データ解析システム 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 調査や研究を行う際に必要なデータの扱い方から始まり、得られたデータのまと

め方や示し方につ解説する。また、比較的よく使われる統計学的検定のための諸
方法について説明する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション。身の回りでどのような所で統計が使われているのか

を解説するとともに、今後の講義予定・方針について説明する。 
2 回  データの収集、分析、解釈。調査・研究データをどのように扱えばいいの
かについて概説する。 
3 回  有効数字。数値で示されたデータにはどのような意味があるのかを解説し、
複数の有効数字が存在する場合の計算等について練習する。 



4 回  データの特徴を見る（１）。尺度水準と代表値について、およびその使用法
等について説明する。 
5 回  データの特徴を見る（２）。ばらつきの目安の示し方について、特に標準偏
差について説明する。 
6 回  グラフと表の作り方。データを視覚的によりわかりやすく表現する方法に
ついて解説する。 
7 回  検定とは。データに差が存在した場合に、それが偶然生じたものではなく、
確率的に差があるという仮説を支できるかどうかを確認する方法について解説
する。 
8 回  ｔ検定（１）。対となる２標本の平均値に差があるかどうかを検定する方法
について説明する。練習問題の計算等も行う。 
9 回  ｔ検定（２）。対応のない２標本の平均値に差があるかどうかを検定する方
法について説明する。練習問題の計算等も行う。 
10 回  ｔ検定（３）。対応がなく等分散といえない２標本の平均値に差があるか
どうかを検定する方法について説明する。Ｆ検定についても説明する。練習問題
の計算等も行う。 
11 回  Mann-Whitney のＵ検定（１）。順序尺度のデータに対する検定方法につ
いて説明する。練習問題の計算等も行う。 
12 回  Mann-Whitney のＵ検定（２）。順序尺度のデータに対する検定方法につ
いて説明する。練習問題の計算等も行う。 
13 回  χ2 検定（１）。名義尺度のデータに対する検定方法について説明する。
練習問題の計算等も行う。 
14 回  χ2 検定（２）。名義尺度のデータに対する検定方法について、特にフィ
ッシャーの正確確率検定について説明する。練習問題の計算等も行う。 
15 回  色々な検定法。２標本以外のデータに対する検定方法などについて説明
する。 

準備学習 1 回  時間割をよく確認し教室の場所を把握しておくこと。 
2 回  図書館等でデータとは何かを調べておくこと。 
3 回  図書館等で有効数字とは何かを調べておくこと。 
4 回  図書館等でデータの示し方について調べておくこと。 
5 回  図書館等でデータの示し方について調べておくこと。 
6 回  図書館等でグラフと表の作り方について調べておくこと。 
7 回  図書館等で検定とは何かを調べておくこと。 
8 回  図書館等でｔ検定とは何かを調べておくこと。 
9 回  前回の復習を十分に行い、レポート等の課題があれば作成しておくこと。 
10 回  前回の復習を十分に行い、レポート等の課題があれば作成しておくこと。 
11 回  図書館等で Mann-Whitney のＵ検定とは何かを調べておくこと。 
12 回  前回の復習を十分に行い、レポート等の課題があれば作成しておくこと。 
13 回  図書館等で χ2 検定とは何かを調べておくこと。 
14 回  前回の復習を十分に行い、レポート等の課題があれば作成しておくこと。 
15 回  前回の復習を十分に行い、レポート等の課題があれば作成しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FIG1512 
成績評価 レポート（１０％）、中間試験（２０％）、定期試験（７０％）により評価する。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス GA(総)(〜11),GB(総)(〜11) 
見出し FIG1512 解析学基礎Ⅲ(再) 
担当教員名 春木 茂 
単位数 2 
教科書 「計算⼒をつける微分積分」／神永正博・藤⽥育嗣 著／内⽥老鶴圃 
アクティブラーニング  
キーワード ２変数関数、偏微分、２重積分、２変数変換、平面極座標変換 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 解析学基礎Ⅲ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 講義 
注意備考 解析学基礎 Ⅱ の講義内容を復習することを望む。 
シラバスコード FIG1512 
実務経験のある教員  
達成目標 ２変数関数の偏微分と２重積分を計算できること。 
受講者へのコメント  
連絡先 第一学舎４階 春木研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Calculus III 
関連科目 解析学基礎Ⅱを履修していることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ２変数関数の偏微分と２重積分を講義する。２重積分の応用例として、体積や表

面積の求め方を解説する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 偏微分（１） ２変数関数、偏導関数について説明する。 

2 回 偏微分（２） 合成関数の微分法について説明する。 
3 回 偏微分（３） 陰関数の導関数、高次偏導関数について説明する。 
4 回 偏微分（４） テイラー展開について説明する。 
5 回 偏微分（５） 極値について説明する。 
6 回 偏微分の例題の解法について説明する。 
7 回 中間試験およびその解説をする。 
8 回 ２重積分（１） ２変数の積分について説明する。 



9 回 ２重積分（２） ⻑方形領域上の積分について説明する。 
10 回 ２重積分（３） 縦（横）線形領域上の積分について説明する。 
11 回 ２重積分（４） ２変数変換の積分について説明する。 
12 回 ２重積分（５） 平面極座標変換の積分について説明する。 
13 回 ２重積分の応用（１） 体積について説明する。 
14 回 ２重積分の応用（２） 表面積について説明する。 
15 回 ２重積分の例題の解法について説明する。 

準備学習 1 回 解析学基礎 Ⅱ で学習した１変数の微分を復習しておくこと。 
2 回 偏導関数を復習しておくこと。 
3 回 偏導関数と合成関数の微分法を復習しておくこと。 
4 回 偏導関数、高次偏導関数および解析学基礎 Ⅱ で学習した１変数のテイラ
ー展開を復習しておくこと。 
5 回 偏微分のテイラー展開を復習しておくこと。 
6 回 第１回から６回までの講義内容を復習しておくこと。 
7 回 第１回から６回までの講義のノートの復習を行なうこと。 
8 回 解析学基礎 Ⅱ で学習した１変数の積分を復習しておくこと。 
9 回 ２変数の積分を復習しておくこと。 
10 回 ⻑方形領域上の積分を復習しておくこと。 
11 回 解析学基礎 Ⅱ で学習した置換積分法を復習しておくこと。 
12 回 解析学基礎 Ⅱ で学習した三角関数を復習しておくこと。 
13 回 平面極座標変換の積分を復習しておくこと。 
14 回 平面極座標変換の積分を復習しておくこと。 
15 回 第８回から１４回までの講義内容を復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FIG15D1 
成績評価 期末テストの結果を重視し（60%)、小テスト（20%)、レポート(20%)を加える。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス GA(総)(〜10),GB(総)(〜10) 
見出し FIG15D1 植生学 
担当教員名 波⽥ 善夫 
単位数 2 
教科書 ホームページに詳細な講義ノートを掲載しているので、随時これを参照するこ

と。講義の内容には、必然的に多くの植物名が出てくる。講義ノートからは、そ
れぞれの植物にリンクが張られているので、予習・復習の際には必ず見ておくこ
と。 

アクティブラーニング  
キーワード 植生、構造、極相林、二次林、植生遷移、地質、地形、地域の文化 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 植生学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 沼⽥ 真編「群落の遷移とその機構」朝倉書店 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIG15D1 
実務経験のある教員  
達成目標 ・身近な二次林の主要構成種について、20 種程度についてその概要を述べるこ

とができる知識を得ること。・気候帯を特徴付ける森林植生の優占種について、
その生⻑戦略を説明できること。・身近な森林植生について、その発達に影響を
与える環境条件を理解できること。・地域の自然の保護における複雑さを理解で
きること。 

受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 6F 波⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Vegetation Science 
関連科目 地域情報生態学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 多くの植物から成り立っている植生（植物社会）は、太陽エネルギーを同化する

生産者であり、すべての生態系の源である。植生の保護・保全は地域の環境に対
してのみならず、地球環境の保全においても重要な課題となっている。保護・保
全には、植生の発生・発達の仕組みを理解しなくてはならない。植生は気候や地



形などの物理的環境のみならず、成立からの歴史、その後の⼈間を含む動物など
の生物的環境にも大きく影響を受けて存在している。このような複雑系の代表と
もいえる「植生」について、その成り立ちと発達、そして将来像について学ぶこ
ととす 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 「植生」とは何か：植生の概念のスタートは大航海時代であり、世界の植生

について相観的な記述が必要であった。たとえば熱帯降雨林やサバンナなどであ
り、地理学的な記載であった。このような植生学の発生と発達、学派の違いなど
について学ぶ。 
2 回 植生の構造：植生は平面から立体的な構造に発達していく。具体的には草原
から森林への遷移であり、その仕組みについて説明する。 
3 回 極相植生と二次植生：森林は伐採や山林火災などで破壊される。破壊された
のちに再生する植生を二次植生という。二次植生と自然のままに存在する極相植
生について解説する。 
4 回 極相植生の分布を支配する環境要因：自然状態で発達している極相植生は、
大局的には気候によって成立が支配されている。これらの気象的な要因について
解説する。 
5 回 一次遷移 (1)乾性植生遷移：火山などにおける自然状態の遷移を一時遷移
というが、その中での陸域における遷移について解説する。 
6 回 一次遷移 (2)湿性植生遷移：一時遷移の中で、湖などを出発点とする遷移
系列について説明する。 
7 回 二次遷移 (1)コナラ林型二次林の遷移：萌芽再生型の二次遷移について解
説する。 
8 回 二次遷移 (2)アカマツ林型二次林の遷移：全伐型の二次遷移について解説
する。 
9 回 植生遷移のメカニズム (1)繁殖子の侵入と定着：二次遷移のスタートであ
る繁殖子（種子、地下茎など）の種類と再生様式について学ぶ。 
10 回 植生遷移のメカニズム (2)光合成特性：植物によって光合成の特性が異
なる。強い光のもとで生⻑する陽生植物と弱い光で生育する陰生植物と遷移の関
係を学ぶ。 
11 回 植生遷移のメカニズム (3)葉量の増加と水分消費：植物の生育には水が
必要である。水分循環の観点から植生の遷移を考察する。 
12 回 (4)生⻑戦略 -幹比重など-：重たい（丈夫な）材を生産する樹木と軽い（脆
い）材を生産する樹木の戦略と遷移の関係を学ぶ。 
13 回 地質・地形と二次林：地質によって植生の発達は異なる。これについて現
状を確認する。 
14 回 地質・地形と土壌：地質と植生の関係は土壌の性質、特に水分との関係で
解釈できる要素が大きい。これについて解説する。 
15 回 地質・地形と植生、地域文化：植生の違いは地域の文化・歴史にも影響を
与えている。これらについて総合的な観点からまとめを行う。 

準備学習 1 回 特になし 
2 回 身近な高木樹種に関する知識を収集しておくこと。 



3 回 身近な高木樹種に関する知識を収集しておくこと。 
4 回 植生帯に対応した主要優占樹種について知識を収集しておくこと。 
5 回 桜島などの一次遷移に出現する植物に関する知識を収集しておくこと。 
6 回 湿原植生の構成種に関する知識を収集しておくこと。 
7 回 岡山理科大学周辺の森林主要構成種ランキング上位 50 種を閲覧してくるこ
と。 
8 回 岡山理科大学周辺の森林主要構成種ランキング上位 50 種を閲覧してくるこ
と。 
9 回 植物の種子散布の方法・種類 
10 回 光合成の仕組み、光合成曲線 
11 回 光合成と水分消費、植物の三大栄養素 
12 回 大きく生⻑する事の得失を考えてくること 
13 回 地質の種類と特性、成因の概要について 
14 回 地質の種類と特性、成因の概要について 
15 回 講義のまとめを行うので、ここまでの復習をしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FIG15D2 
成績評価 期末試験の結果を重視し（60%)、小テスト(20%)、レポート(20%)を加えて総合

的に評価する。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス GA(総)(〜10),GB(総)(〜10) 
見出し FIG15D2 地域情報生態学 
担当教員名 波⽥ 善夫 
単位数 2 
教科書 ホームページに詳細な講義ノートを掲載している。随時これを参照すること。 
アクティブラーニング  
キーワード 環境アセスメント、自然保護、ミティゲーション、ビオトープ、GIS、リモート

センシング 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 地域情報生態学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIG15D2 
実務経験のある教員  
達成目標 ・環境アセスメントの項目において、自然環境に関する内容の概要を理解する。・

環境アセスメントにおける生物調査の実施方法を理解する。・緑化の手法と特性
を理解する。・代償措置、ビオトープの設置に関する方針の理解と具体的観点を
理解する。・自然情報技術としてのリモートセンシング技術の概要を理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 6F 波⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Regional Ecology 
関連科目 植生学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生態系は複雑系であり、現実を把握し、解析するためには多くの種類の情報を重

ね合わせることが必要である。本講では、環境アセスメントを題材に選び、多く
の種類の環境に支えられた自然を把握し、解析して評価するプロセスを理解する
こととする。環境情報としては、地質、DEM を利用した地形などのほか、衛星
により取得されたリモートセンシング情報、航空写真などについても解説する。 

対象学年 3 年/4 年 



授業内容 1 回 環境アセスメントとは：公害、自然破壊などの顕在化と環境アセスメントの
発生・発達の歴史について学ぶ。 
2 回 環境アセスメントにおける生物調査 (1)植物相：具体的な環境アセスメン
トにおける基礎となる、植物相の調査方法について解説する。 
3 回 環境アセスメントにおける生物調査 (2)植生：生態系の基盤となる植生の
調査方法、植生図について解説する。 
4 回 環境アセスメントにおける生物調査 (3)動物：動物相などの動物に関する
調査方法について例示する。 
5 回 環境アセスメントにおける生物調査 (4)生態系：生態系の調査は確立して
いるとは言い難いが、生態系が維持されなければ基本的にはアセスメントは成り
立たない。生態系アセスメントにおける現状を説明する。 
6 回 自然環境の評価手法：調査の結果はまとめられ、評価されることになる。そ
の段階では情報所依的な扱いが重要になる。判断基準とともに評価の手法を説明
する。 
7 回 自然回復緑化 (1)外来牧草などによる緑化：開発を行うと、自然への影響
が必ず発生し、そのような場所では自然を回復することが必要となる。ここでは
外来牧草による緑化を解説する。 
8 回 自然回復緑化 (2)在来草本による緑化：自然の回復には郷土の植物による
緑化が望ましいが、ここでは在来草本による緑化について学ぶ。 
9 回 自然回復緑化 (3)ポット苗と把種による樹林化：ポット苗による樹林化の
問題点と利点について学ぶ。 
10 回 ミティゲーション (1)池沼型ビオトープ：開発の代償措置（ミティゲーシ
ョン）として、あるいはビオトープとして池沼が作られることが多い。その理論
と実際について学ぶ。 
11 回 ミティゲーション (2)湿原型ビオトープ：もっとも高度なビオトープで
ある湿原について学ぶ。 
12 回 地域情報解析のための GIS：フィールドワークにおける GIS の利用方法に
ついて解説する。 
13 回 空中写真：航空機による空中写真は解像度も高く、時期の異なる画像を取
得し、比較することも可能である。航空写真の利用方法について学ぶ。 
14 回 リモートセンシング：⼈工衛星からの情報を中心に、その特性と利用方法
について学ぶ。 
15 回 リモートセンシング：センサーの種類と植生の判別方法の理論などについ
て学ぶ。 

準備学習 1 回 ホームページに掲載されている講義ノートを参照しておくこと。 
2 回 学内の植物相のリストアップトレーニング。 
3 回 前期の植生学における植生を復習しておく。 
4 回 調査事例における動物相の事例収集 
5 回 特になし 
6 回 特になし 
7 回 11 号館入り口における法枠工法施工例の観察 
8 回 21 号館南の北斜面における緑化事例の観察 



9 回 ホームページに掲載しているポット苗による緑化事例を参照。 
10 回 植生学の湿性遷移 
11 回 湿原生態系の特性（植生学の項目の復習） 
12 回 GIS の意味と実用事例 
13 回 特になし 
14 回 衛星の高度と周回頻度の関係 
15 回 光合成速度とスペクトル 

 



年度 2012 
授業コード FIG15K2 
成績評価 基本的に試験の成績で評価する。課題提出と中間チェックを補助的に使用する予

定。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス GA(総)(〜11),GB(総)(〜11) 
見出し FIG15K2 コンピュータシステム(再) 
担当教員名 畠山 唯達 
単位数 2 
教科書 とくに市販のものを指定しない。教材はホームページに掲載、またはプリントし

て配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード コンピュータ、ネットワーク、表計算 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 コンピュータシステム(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 とくに指定しない。必要だと思う学生は各自自分にあったものを用意してほし

い。 
授業形態 講義 
注意備考 情報処理センターのパソコンを使う演習形式の回と教室での座学の回がある。試

験もパソコンを使った実技試験を行う予定である。 
本講義ではネットワーク資源も活用する。また、岡山理科大学「OUS コンテンツ
ライブラリー」中の「CCC 情報リテラシーI・II」などの教材を用いる。対面によ
る講義とビデオを用いた講義を併用する予定である。教材配布、ビデオ講義、レ
ポート提出などは岡山理科大学学習管理システム(MOMOTARO)を用いて行う
予定である。 

シラバスコード FIG15K2 
実務経験のある教員  
達成目標 ・2, 10, 16 進数演算 

・基本的な論理演算・論理回路 
・コンピュータにおけるデータの取扱い 
・IP ネットワーキング基礎の理解 
・各種実験解析に必要な表計算および解析の取得 

受講者へのコメント  
連絡先 畠山の居室は 11 号館 5 階。 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Computer System 



関連科目 B2 群科目「論理学」の履修を勧める。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 各種データを取り扱う上でコンピュータ・ネットワークを中心とする 

情報システムを使いこなす技量は必要不可欠である。本講義ではその 
情報システムのうち、コンピュータの基礎構成、機能、および動作原 
理について学ぶ。ハードウェアとソフトウェアの両面について、概論 
・各論的に講義し、最終的には両者を統合したコンピュータシステム 
の簡潔な理解に結びつける。受講者がコンピュータを問題解決のツー 
ルとして利用する上で、助けとなる知識とアプローチ法の習得を目指 
す。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 情報システムとコンピュータシステムについて解説する。 

2 回 数進法について解説する。 
3 回 数進法のつづきとコンピュータにおけるデータについて解説する。 
4 回  論理演算と加算機について解説する。 
5 回 コンピュータの構成と動作(1)コンピュータの構成について解説する。 
6 回 コンピュータの構成と動作(2)OS とアプリケーションについて解説する。 
7 回 IP ネットワーキングの基礎(1)IP とパケット通信について解説する。 
8 回 IP ネットワーキングの基礎(2)DNS と IP レイヤー上の通信について解説す
る。 
9 回 ここまでの復習をする。 
10 回 前期講義の「表計算」の復習をする。 
11 回  表計算応用１ (参照に関する理解)について解説する。 
12 回  表計算応用２ (条件分岐)について解説する。 
13 回  表計算応用３ (条件分岐と論理演算)について解説する。 
14 回 表計算応用４ (基本的な統計関数)について解説する。 
15 回 総合演習をする。 

準備学習 1 回  前期「インターネット」・「情報リテラシー」の復習をしておくこと。a 
2 回  前回の復習をしておくこと。 
3 回  前回の復習をしておくこと。 
4 回  前回の復習をしておくこと。 
5 回  前回の復習をしておくこと。 
6 回  前回の復習をしておくこと。 
7 回  前回の復習をしておくこと。 
8 回  前回の復習をしておくこと。 
9 回 これまでの復習をしておくこと。 
10 回  前回の復習および前期「情報リテラシー」の表計算部分の復習をしておく
こと。 
11 回  前回の復習をしておくこと。 
12 回  前回の復習をしておくこと。 
13 回  前回の復習をしておくこと。 
14 回  前回の復習をしておくこと。 



15 回 これまでの復習をしておくこと。 
 



年度 2012 
授業コード FIG1711 
成績評価 実験への取り組み態度と報告書の内容(100%)で評価する。定期試験は実施しな

い。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス GA(総)(〜11),GB(総)(〜11) 
見出し FIG1711 生物学実験Ⅰ 
担当教員名 中村 圭司、正木 智美＊、中島 経夫、星野 卓二 
単位数 2 
教科書 岡山理科大学生物学教室編 「生物学実験」 
アクティブラーニング  
キーワード 生物学，実験 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 生物学実験Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜プリントを配布する 
授業形態 実験実習 
注意備考 実験内容について予習しておくことが望ましい。実験材料が生物であるため、基

本的に補講は実施しない。また、実験の順序や内容には変更がありうる。実習は、
講義で学ぶ事柄をより具体的に理解できる場であり、また、卒業研究に必要とさ
れる調査・測定・解析などの方法やレポートの書き方を修得するための重要な機
会となるので、履修を強く勧める。 

シラバスコード FIG1711 
実務経験のある教員  
達成目標 基本的な生物の形態などを理解する。顕微鏡をはじめとする実験装置の取り扱い

方法を習得する。さまざまな実験データについて、適切な図、表の作成方法を習
得する。基本的な体裁の整った報告書の作成方法を習得する。 

受講者へのコメント  
連絡先 星野卓二（２１号館６階、hoshino(at)big.ous.ac.jp）、中村圭司（２１号館６階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Biology Laboratory I 
関連科目 生物学実験 II，生物学実験 III 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生物が示す多様性を、生物学的手法で観察、測定、実験できる基礎的な能⼒を身

につける。さらに、得られたデータの表現、解析、報告の方法を修得する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。実験の進め方や心構えの説明、教科書の販売、班分け



等を実施する。 
2 回 生物描写の修得(1)。身近な植物を材料として、生物の外部形態を描写する
方法を練習する。 
3 回 生物描写の修得(2)。身近な植物を材料として、生物の外部形態を描写する
方法を練習する。 
4 回 顕微鏡の使い方(1)。生物顕微鏡の構造について説明し、使用法を練習する。 
5 回 顕微鏡の使い方(2)。顕微鏡を使って物体の大きさを測定する方法について
練習する。 
6 回 データ処理の基本(1) 度数分布表とヒストグラム。身近な生物の大きさを
測定することから、基本的なデータのまとめ方を練習する。 
7 回 データ処理の基本(2) 散布図と相関。身近な生物を材料とし、２形質の関
係を調べる方法を練習する。 
8 回 原形質分離。植物細胞を材料として、濃度差に応じた細胞内外の水分の出入
りに関する実習をする。 
9 回 淡水産プランクトンの観察と生態(1)。プランクトンを材料とし、検索表の
見方や同定方法に関する実習をする。 
10 回 淡水産プランクトンの観察と生態(2)。陸水域のプランクトンから水質を
判定する方法を学習する。 
11 回 淡水産プランクトンの観察と生態(3)。異なる水域のプランクトンを比較
することにより、その生態を調べる実習をする。 
12 回 植物の根端細胞分裂の観察(1)。種子発芽した根端細胞を固定し、押しつぶ
し法による染色体観察用のプレパラート作成を行う。 
13 回 植物の根端細胞分裂の観察(2) 。液浸系の高倍率対物レンズの使用法を習
得させ、細胞分裂各期の特徴を理解させる実習をする。 
14 回 植物の形態と組織(1)。様々な植物の表皮組織系と基本組織系の切片を作
成し、基本構造を理解させる。 
15 回 植物の形態と組織(2)。単子葉植物と双子葉植物の維管束を観察し、その違
いを調べる実習を行う。 

準備学習 1 回  シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと 
2 回  前回の講義時に指示された内容について確認しておくこと 
3 回  前回の講義時に指示された内容について確認しておくこと 
4 回  顕微鏡の基本構造等について理解しておくこと 
5 回  マイクロメーターの使用法について理解しておくこと 
6 回  度数分布表やヒストグラムがどういうものであるのかを理解しておくこ
と 
7 回  散布図がどういうものであるのかを理解しておくこと 
8 回  実験内容を前もって確認し、教科書をよく読んでおくこと 
9 回  実験内容を前もって確認し、教科書をよく読んでおくこと 
10 回  実験内容を前もって確認し、教科書をよく読んでおくこと 
11 回  実験内容を前もって確認し、教科書をよく読んでおくこと 
12 回  実験内容を前もって確認し、教科書をよく読んでおくこと 
13 回  実験内容を前もって確認し、教科書をよく読んでおくこと 



14 回  実験内容を前もって確認し、教科書をよく読んでおくこと 
15 回  実験内容を前もって確認し、教科書をよく読んでおくこと 

 



年度 2012 
授業コード FIG1712 
成績評価 実験への取り組み態度と報告書の内容(100%)で評価する。定期試験は実施しな

い。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス GA(総)(〜11),GB(総)(〜11) 
見出し FIG1712 生物学実験Ⅰ 
担当教員名 中村 圭司、正木 智美＊、中島 経夫、星野 卓二 
単位数 2 
教科書 岡山理科大学生物学教室編 「生物学実験」 
アクティブラーニング  
キーワード 生物学，実験 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ・「通路が狭い」との指摘がありました。実験室の大きさからどうしようもない

点もありますが、今後より広い実験室を使う予定です。 
・「レポートのつくり方など色々学べた」との記述がありました。３年次以降の
本格的な実験、卒業研究等につながる内容がたくさんありますので、今後さらな
るレベルアップを目指してください。 
・「単位が欲しい」との記述がありました。実験をきっちりやって指定されたよ
うにレポートを提出して受理されれば単位は必ずもらえます。頑張ってくださ
い。 

科目名 生物学実験Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜プリントを配布する 
授業形態 実験実習 
注意備考 実験内容について予習しておくことが望ましい。実験材料が生物であるため、基

本的に補講は実施しない。また、実験の順序や内容には変更がありうる。実習は、
講義で学ぶ事柄をより具体的に理解できる場であり、また、卒業研究に必要とさ
れる調査・測定・解析などの方法やレポートの書き方を修得するための重要な機
会となるので、履修を強く勧める。 

シラバスコード FIG1712 
実務経験のある教員  
達成目標 基本的な生物の形態などを理解する。顕微鏡をはじめとする実験装置の取り扱い

方法を習得する。さまざまな実験データについて、適切な図、表の作成方法を習
得する。基本的な体裁の整った報告書の作成方法を習得する。 

受講者へのコメント この実験は、基本的な知識の確認や顕微鏡等の確実な使用、生物を観察するとい
った、生物学を理解するうえで欠かすことのできない内容から成っています。レ
ポート等の課題についても科学的な報告書の基本を身につけるということを重
視しています。そのため、内容的には必ずしも楽しいだけではありませんが、今
後専門的な実験や調査を行うために必要ですので、積極的に取り組んでもらいた
いと思います。 



連絡先 星野卓二（２１号館６階、hoshino(at)big.ous.ac.jp）、中村圭司（２１号館６階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 全体的に熱心に取り組んでいるとともに、よい評価がされており、安心していま
す。 

英文科目名 Biology Laboratory I 
関連科目 生物学実験 II，生物学実験 III 
次回に向けての改善変更予定 部屋が狭い、受講者数が多すぎるといった点に関しては、より広い実験室を使う

など改善する予定です。その他、「考慮してほしい点」で回答があった内容につい
ても検討していきます。 

講義目的 生物が示す多様性を、生物学的手法で観察、測定、実験できる基礎的な能⼒を身
につける。さらに、得られたデータの表現、解析、報告の方法を修得する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。実験の進め方や心構えの説明、教科書の販売、班分け

等を実施する。 
2 回 生物描写の修得(1)。身近な植物を材料として、生物の外部形態を描写する
方法を練習する。 
3 回 生物描写の修得(2)。身近な植物を材料として、生物の外部形態を描写する
方法を練習する。 
4 回 顕微鏡の使い方(1)。生物顕微鏡の構造について説明し、使用法を練習する。 
5 回 顕微鏡の使い方(2)。顕微鏡を使って物体の大きさを測定する方法について
練習する。 
6 回 データ処理の基本(1) 度数分布表とヒストグラム。身近な生物の大きさを
測定することから、基本的なデータのまとめ方を練習する。 
7 回 データ処理の基本(2) 散布図と相関。身近な生物を材料とし、２形質の関
係を調べる方法を練習する。 
8 回 原形質分離。植物細胞を材料として、濃度差に応じた細胞内外の水分の出入
りに関する実習をする。 
9 回 淡水産プランクトンの観察と生態(1)。プランクトンを材料とし、検索表の
見方や同定方法に関する実習をする。 
10 回 淡水産プランクトンの観察と生態(2)。陸水域のプランクトンから水質を
判定する方法を学習する。 
11 回 淡水産プランクトンの観察と生態(3)。異なる水域のプランクトンを比較
することにより、その生態を調べる実習をする。 
12 回 植物の根端細胞分裂の観察(1)。種子発芽した根端細胞を固定し、押しつぶ
し法による染色体観察用のプレパラート作成を行う。 
13 回 植物の根端細胞分裂の観察(2) 。液浸系の高倍率対物レンズの使用法を習
得させ、細胞分裂各期の特徴を理解させる実習をする。 
14 回 植物の形態と組織(1)。様々な植物の表皮組織系と基本組織系の切片を作
成し、基本構造を理解させる。 
15 回 植物の形態と組織(2)。単子葉植物と双子葉植物の維管束を観察し、その違
いを調べる実習を行う。 



準備学習 1 回  シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと 
2 回  前回の講義時に指示された内容について確認しておくこと 
3 回  前回の講義時に指示された内容について確認しておくこと 
4 回  顕微鏡の基本構造等について理解しておくこと 
5 回  マイクロメーターの使用法について理解しておくこと 
6 回  度数分布表やヒストグラムがどういうものであるのかを理解しておくこ
と 
7 回  散布図がどういうものであるのかを理解しておくこと 
8 回  実験内容を前もって確認し、教科書をよく読んでおくこと 
9 回  実験内容を前もって確認し、教科書をよく読んでおくこと 
10 回  実験内容を前もって確認し、教科書をよく読んでおくこと 
11 回  実験内容を前もって確認し、教科書をよく読んでおくこと 
12 回  実験内容を前もって確認し、教科書をよく読んでおくこと 
13 回  実験内容を前もって確認し、教科書をよく読んでおくこと 
14 回  実験内容を前もって確認し、教科書をよく読んでおくこと 
15 回  実験内容を前もって確認し、教科書をよく読んでおくこと 

 



年度 2012 
授業コード FIG1722 
成績評価 レポート提出、または発表（プレゼンテーション）と実習の習熟度で評価する。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス GA(総)(〜10),GB(総)(〜10) 
見出し FIG1722 天文・地学実習 
担当教員名 ⽥邉 健茲、能美 洋介 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 天文観測、野外地質調査 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 天文・地学実習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜紹介する 
授業形態 実験実習 
注意備考 2 回目からは天文コースと地学コースに分けて実習を行う。地学コースは野外調

査が主である。定期試験は行わないが発表会を行う予定である。 
シラバスコード FIG1722 
実務経験のある教員  
達成目標 測定あるいは調査の方法の基本とレポート作成ならびに発表の仕方を身につけ

る。 
受講者へのコメント  
連絡先 ⽥邉研究室（内線 6117）、能美研究室（内線 4296） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Astronomy and Earth Science Laboratory 
関連科目 天文学、情報地質学ほか 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 天文学ならびに地学における機器の取り扱いや観測法、そして野外調査法の実際

を学ぶことが目的である。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 天文班準備学習：「天文学」を復習しておく。 

 （１）角度（60 進法）の勉強をしておいてください。 
 （２）明るさと等級の関係、ならびに変光星について調べておいてください。 
 （３）スペクトルの知識を予習しておくといいでしょう。 
 （４）レンズや鏡についての予備知識があるといいでしょう。 



地学班準備学習：配布する論文２編をよく読んでおいてください。わからない専
門用語などは地学事典などであらかじめ調べておいてください。 
 （１）「クリノメーターの使い方」、平板測量について調べておいてください。 
 （２）「芳井層群」「成羽層群」「吉備高原」について調べておいてください。 
 （３）では、「領家帯」「花崗岩」「讃岐層群」について調べておいてください。 

 



年度 2012 
授業コード FIG17K1 
成績評価 定期試験(100％)によって評価する。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス GA(総)(〜11),GB(総)(〜11) 
見出し FIG17K1 情報リテラシー(再) 
担当教員名 福⽥ 尚也 
単位数 2 
教科書 情報リテラシー／FOM 出版 
アクティブラーニング  
キーワード オフィスアプリケーション 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報リテラシー(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIG17K1 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)基礎的な情報リテラシーの実践と理解。 

(2)文章作成の技術の習得。 
(3)表作成の技術の習得。 
(4)表計算ソフトを用いたデータ抽出の技術の習得。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２１号館２階 福⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Computer Literacy 
関連科目 インターネット 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 現代のＩＣＴ社会で生活していくために必要な情報技術・情報モラルなどに関す

る基本的素養を学び、社会⼈として必要な情報活用能⼒を養う。コンピューター
の基本操作および文書処理や表計算、プレゼンテーション等のオフィスアプリケ
ーションソフトウェアの使い方を講義と演習を通して学習する。文書作成や表計
算の基本的な処理技術、表計算ソフトを用いたデータ抽出・グラフ作成の技術を
身につける。プレゼンテーションソフトを活用した、効果的な視覚表現の方法に
ついても実習する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 コンピューターの起動と終了、ＧＵＩ、パスワードと情報管理について説明
する。 
2 回 文書作成の基礎としてエディタの活用、日本語入⼒について説明する。 
3 回 文書作成の基礎、オペレーティングシステムの役割（ファイル管理）につい
て説明する。 
4 回 文書作成における図や画像の活用について説明する。 
5 回 文書作成における表や文書デザインの変更について説明する。 
6 回 文書作成における数式の入⼒について説明する。 
7 回 情報の収集・検索と文書作成を活用した総合演習をする。 
8 回 データ処理のための表計算の基礎について説明する。 
9 回 グラフを用いたデータ表現と分析について説明する。 
10 回 データベースの基礎（表計算におけるデータの集計）について説明する。 
11 回 関数を用いたデータの処理について説明する。 
12 回 表計算を活用した総合演習をする。報告書の作成についても説明する。 
13 回 プレゼンテーションの基礎と構成と情報通信ネットワークの活用について
説明する。 
14 回 プレゼンテーションの応用と作成と情報の公開と研究発表について説明す
る。 
15 回 コンピューター総合演習をする。 

準備学習 1 回 配布された情報処理実習室のユーザーID について確認をしておくこと。 
2 回 前回の内容を復習しておくこと。 
3 回 前回の内容を復習しておくこと。 
4 回 前回の内容を復習しておくこと。 
5 回 前回の内容を復習しておくこと。 
6 回 前回の内容を復習しておくこと。 
7 回 前回の内容を復習しておくこと。 
8 回 前回の内容を復習しておくこと。 
9 回 前回の内容を復習しておくこと。 
10 回 前回の内容を復習しておくこと。 
11 回 前回の内容を復習しておくこと。 
12 回 前回の内容を復習しておくこと。 
13 回 前回の内容を復習しておくこと。 
14 回 前回の内容を復習しておくこと。 
15 回 前回の内容を復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FIG2111 
成績評価 前半の講義終了時に中間試験を行います（20 点）。 

後半の地質図学の回では毎回課題を出し、その成果を評価します（20 点）。 
期末試験により理解度をはかります（60 点） 

曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス GA(総)(〜11),GB(総)(〜11) 
見出し FIG2111 情報地質学 
担当教員名 能美 洋介 
単位数 2 
教科書 講義ごとにプリントを準備します。 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報地質学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に適宜指示します。 
授業形態 講義 
注意備考 製図用の三角定規、分度器、関数電卓が必要です。 
シラバスコード FIG2111 
実務経験のある教員  
達成目標 ・ 地質学の原理や定理を理解し、層序の組み立て方法が説明できる。 

・ 走向傾斜を理解し、クリノメーターが使用できる。簡単な地質を作成するこ
とができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 26 号館 3 階 能美研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Geoinformatics 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  地質学では、簡単な原理から派生したいくつかの定理や仮説を基にしたモデル

を構築し、直接目にすることができない地下の様子を記述する。本講義では、こ
の地質学的推論の基礎となる事柄について講義し、地質図学の演習を併用するこ
とで地質学的な考え方を理解することを目的とする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

 講義の目的と進め方について説明する。 



2 回 地質学の原理と定理 
 地質学の基本原理である、⻫一説について解説します。 
 また、層序学の基本法則である、地層累重の法則、初元地層水平堆積の法則、
交差の法則について説明し、地質学の基本的な考え方を講義する。 
3 回 地質調査と層序の組み立て 
 踏査による地質データの取得方法と、ルートマップの作成法、露頭柱状図から、
地域全体の層序を組み立てる方法について講義する。 
4 回 地質学的年代尺度 
 化石による地層の対比について説明し、化石による編年法を講義する。 
5 回 地質学的年代尺度 
 放射壊変を利用した絶対年代測定法について解説し、地球史における地質時代
の区分について理解させる。 
6 回 走向・傾斜の測定と表現方法 
 地層面や各種の面構造の記述方法について講義する。また、面構造の測定方法
とその結果の表現方法についても講義する。 
7 回 面構造の数値表現 
 面構造を数学的に取り扱うための基礎的事項について解説し、その情報地質学
的な利用方法について説明する。 
8 回 地質図① 地形断面図の作成 
 地形図から地形断面図を描く方法について理解させる。 
9 回 地質図② 整合の境界線 
 整合の地層面の走向傾斜データをもとに、地層境界線を描く方法を理解させ
る。 
10 回 地質図③ 断層がある地質図 
 整合に加え、断層がある場合の地層境界面の描き方を理解させる。 
11 回 地質図④ 不整合がある地質図 
 整合に加え、不整合がある場合の地層境界面の描き方を理解させる。 
12 回 地質図⑤ 断層・不整合が混在する地質図 
 整合、断層、不整合が存在する、やや複雑なケースにおける地層境界面の描き
方を理解させる。 
13 回 地質図⑥ 地層断面図 
 地質断面図の描き方を理解させる。 
14 回 地質図⑦ 三点問題 
 地質図学における基本的な問題である「三点問題」について解説し、理解させ
る。 
15 回 地質図⑧ 地質図読解 
 地質図より、地層の形成順序を読み取る方法について講義する。 

準備学習  本講義の前半は、地質学における基本的な考え方を講義し、地質情報の特殊性
を理解せることにねらいがあります。講義の前に、シラバスに記された用語等を
調べておいてください。 
 第８回以降の後半の講義は、前半の講義の内容をふまえて、地質図学の基礎的
な理解を促すことが狙いです。第８回からは段階的に難しい問題となっていきま



すので、予習より、毎回の復習が重要になります。 
 



年度 2012 
授業コード FIG2121 
成績評価 レポート課題（30%）と定期試験（70%）によって総合評価する。採点の基準は

100 点満点のうち 60 点以上を合格とする。また、授業回数の 1/3 以上の欠席が
認められた場合には試験成績は無効とみなし、E 評価とする。 

曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス GA(総)(〜10),GB(総)(〜10) 
見出し FIG2121 地球情報ネットワーク 
担当教員名 大橋 唯太 
単位数 2 
教科書 気象予報士教科書 気象予報士完全攻略ガイド／ヒューマンアカデミー／翔泳社 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 地球情報ネットワーク 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 資料プリントを配布する。 

インターネット気象学／坪⽥幸政・吉⽥優／クライム は教科書として指定して
いないが，本講義の流れに沿っており、インターネットの活用方法が詳しくまと
められている。 
また、イラスト図解 よくわかる気象学 予報技術編／中島俊夫／ナツメ社 も同
時に読んでいくと、講義内容の理解がより深まる。 

授業形態 講義 
注意備考 スライドと板書を使って授業を進めていく。 
シラバスコード FIG2121 
実務経験のある教員  
達成目標 ・インターネットから気象情報の閲覧とデータの取得ができること。 

・関連する気象現象の説明ができること。 
・気象データの基礎的な解析（表計算やグラフ作成）ができること。 
・気象予報の仕組みが説明できること。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２１号館６階 大橋研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Global Network 
関連科目 大気圏科学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 地球・地域規模の気象を時空間的に詳しく把握するために、高層ゾンデ観測や⼈



工衛星、地上気象観測といった観測ネットワークが世界中で構築されている。こ
れらの観測によって取得された気象データは即座に収集され、インターネットに
よってどこからでも自由に閲覧・取得が可能となっている。本講義では、気象観
測ネットワークの現状の理解や、観測データの取得方法など、気象観測からその
情報提供に至るまでのプロセスを題材にしながら、地球科学の様々な分野で応用
される情報ネットワークの仕組みを学んでいく。なお本講義は，気象予報士学科
試験の 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション。講義の進め方などを説明する。 

2 回  気象衛星画像について、その特徴と利用事例などを講義する。 
3 回  高層気象データについて、その特徴と利用事例などを講義する。 
4 回  アメダス（AMeDAS）・ウィンダス（WINDAS）データについて、観測手
法や取得データの特徴などを講義する。 
5 回  大気環境情報（生気象情報・大気汚染）について、種類やその特徴、情報
公開の事例などを講義する。 
6 回  地上・高層天気図について、種類とその特徴、読解方法などを講義する。 
7 回  気象の数値予報について、そのプロセスや計算方程式などを講義する。 
8 回  台風・集中豪雨情報について、その特徴や情報公開の事例などを講義する。 
9 回  世界の気候・気象情報について、気候の分類方法や世界各都市の気候の違
いについて講義する。 
10 回  地球温暖化・都市温暖化現象（Ⅰ）。地球温暖化と都市温暖化（ヒートア
イランド）の仕組みなどを講義する。 
11 回  地球温暖化・都市温暖化現象（Ⅱ）。地球温暖化と都市温暖化（ヒートア
イランド）を実際の気象観測データから知り、過去からの変遷を理解する。 
12 回  エルニーニョ・南方振動現象（ENSO）情報について、その特徴と利用事
例などを講義する。 
13 回  オゾンホール情報について、その特徴と利用事例などを講義する。 
14 回  気象データの取得について、様々な気象データを通して方法と解析を講
義する。 
15 回  気象データの取得について、様々な気象データを通して方法と解析を講
義する。 

準備学習 1 回  シラバスの内容をよく確認し、必要な教材を準備しておくこと。 
2 回  インターネットで公開されている衛星画像を閲覧し、画像の種類を確認
してその取得方法と原理を調べておくこと。 
3 回  高層気象で計測される気象要素を調べておくこと。また、高層気象観測所
の位置と観測方法についても予習しておくこと。 
4 回  アメダスの観測データを確認できるサイトを探し、現在の気象を確認し
てみる。アメダスで観測されている気象要素を憶えておくこと。ウィンダスによ
る風の計測の仕組みを調べておくこと。 
5 回  「生気象学」とは何かについて調べておくこと。代表的な大気汚染物質を
リストアップしておくこと。 
6 回  天気図の読み方を勉強し、WEB 上で閲覧できる実際の天気図から天気の



変化を予想してみること。 
7 回  気象予報で使われる「数値モデル」とは何か、できればどのような数式が
用いられているかを事前に調べておくこと。 
8 回  事前に台風の気象学的な成因を調べておくこと。また、過去に集中豪雨が
発生したとき、どのような地上天気図であったかも自分で調べてみること。 
9 回  気候を示すグラフとして、雨温図とハイザーグラフを自分で作成してみ
ること。 
10 回  地球温暖化と都市温暖化（ヒートアイランド現象）の発生メカニズムの違
いを調べて、その違いをしっかり理解しておくこと。 
11 回  前回講義の内容をよく復習し、PC のグラフソフトを使って、ある都市に
おける過去の気温変化を描いてみること。 
12 回  エルニーニョ現象について、その特徴、南方振動現象との関係、テレコネ
クションなどを事前に調べておくこと。 
13 回  オゾンホールの成因について調べておくこと。 
14 回  基本的な統計解析（代表値、散布度、相関分析）やフィルターなどのエク
セル機能が使えるように準備しておくこと。 
15 回  基本的な統計解析（代表値、散布度、相関分析）やフィルターなどのエク
セル機能が使えるように準備しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FIG21B2 
成績評価 ２回の小試験（３０点）と、定期試験（７０）の合計点で評価する。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス GA(総)(〜11),GB(総)(〜11) 
見出し FIG21B2 地球環境科学 
担当教員名 能美 洋介、大橋 唯太 
単位数 2 
教科書 地理学基礎シリーズ２自然地理学概論／高橋日出男・小泉武栄／朝倉書店 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 地球環境科学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIG21B2 
実務経験のある教員  
達成目標 ・ 自然現象と自然環境の仕組みについて説明することができる。 

・ 自然と⼈間・社会との関わりについて正しく理解する。 
受講者へのコメント  
連絡先 ２６号館３階 能美研究室 

２１号館６階 大橋研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Environmental Earth Science 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 地表面付近で起こっている諸現象を概観し、その仕組みについて科学的に理解し

て、⼈間や社会と自然環境のかかわりについて、正しく認識することが本講義の
目標である。講義内容は、岩石圏、気圏、水圏それぞれに見られる諸現象とそれ
らの相互作用を、第四紀、地形形成、気候、気象、水文現象、自然災害、環境問
題などの自然地理学の具体的テーマに分けて講義する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。講義の目的、概要、評価の方針などを説明する。 

2 回 日本と世界の大地形。大陸等に見られる大地形の形成メカニズムとプレー
トテクトニクスについて概観する。 



3 回 第四紀と氷河。⼈類期である第四紀について説明し、気候変動、海水準変
動、氷河地形について講義する。 
4 回 山地と丘陵地。地質と地形のかかわり、活構造、河谷と水系について講義す
る。 
5 回 平野と海岸。沖積平野の微地形、台地の形成、海岸地形について講義する。 
6 回 水の循環。自然界の水の賦存形態と、水の利用法と問題点について講義 
する。 
7 回 自然災害。主な自然災害について具体的事例を挙げながら、原因と対策につ
いて講義する。 
8 回 気候。気候の要素、気候を決定する因子について講義する。 
9 回 世界の気候。気候区分の種類や方法について講義する。 
10 回 地球大気の循環。地球の放射収支とそれに伴う大気大循環、モンスーンに
ついて講義する。 
11 回 地域の気候。都市気候や局地風など、地域特有の気候について講義する。 
12 回 日本の気候。日本の気候区分や季節について講義する。 
13 回 気候変動。⻑い時間スケールで生じる気候変動とその要因について講義す
る。 
14 回 地球規模の環境問題。地球温暖化、酸性雨、オゾンホールなどの地球全体
で発生している環境問題について講義する。 
15 回 まとめ。これまでの講義内容に関する補足をおこなう。 

準備学習 1 回 シラバスの内容をよく確認しておくこと。 
2 回 教科書の該当箇所を事前に読んでおくこと。プレートテクトニクスについ
て調べておくこと。 
3 回 教科書の該当箇所を事前に読んでおくこと。第四紀とは何か、調べてみるこ
と。 
4 回 教科書の該当箇所を事前に読んでおくこと。地層の成り立ちについて、理解
しておくこと。 
5 回 教科書の該当箇所を事前に読んでおくこと。台地や海岸線の形成について、
調べておくこと。 
6 回 教科書の該当箇所を事前に読んでおくこと。地球上の水資源と水循環につ
いて、調べてみること。 
7 回 教科書の該当箇所を事前に読んでおくこと。自然災害の種類と原因などに
ついて、調べておくこと。 
8 回 教科書の該当箇所を事前に読んでおくこと。気候と気象の違いについて、理
解しておくこと。 
9 回 教科書の該当箇所を事前に読んでおくこと。気候区分とは何か、調べてみる
こと。 
10 回 教科書の該当箇所を事前に読んでおくこと。大気大循環について、調べて
おくこと。 
11 回 教科書の該当箇所を事前に読んでおくこと。ヒートアイランド現象につい
て、調べてみること。 
12 回 教科書の該当箇所を事前に読んでおくこと。日本の気候区分について、調



べておくこと。 
13 回 教科書の該当箇所を事前に読んでおくこと。⻑期スケールで起こる気候変
動について、調べてみること。 
14 回 教科書の該当箇所を事前に読んでおくこと。地球環境問題について、具体
的にどのようなものがあるか調べておくこと。 
15 回 これまでの講義の復習をして、わからなかった点を整理しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FIG2311 
成績評価 レポート点（10 点）、定期試験の点数（90 点）。これらをあわせて評価する。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス GA(総)(〜11),GB(総)(〜11) 
見出し FIG2311 先史考古学 
担当教員名 ⻲⽥ 修一 
単位数 2 
教科書 教科書は使用しない。適宜、プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 考古学、弥生時代、稲作、土器、石器、⻘銅器、水⽥、竪⽳住居、ムラ、織物、

絹織物、墓、副葬品 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 授業のスピードが少し速い。板書をもう少し丁寧に書いてほしいとの指摘があり

ました。→上記のコメントと同じで、講義で話したい項目があり、つい、早くな
ったものと思います。気をつけます。 

科目名 先史考古学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 坪井清足監修『卑弥呼の時代を復元する』学研芹沢⻑介ほか編『考古学ゼミナー

ル』山川出版社 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIG2311 
実務経験のある教員  
達成目標 １．弥生時代とはどのような時代かを知る。 

２．弥生時代の⼈々の食生活を知る。 
３．弥生時代の⼈々の住生活を知る。 
４．弥生時代の⼈々の衣生活を知る。 
５．弥生時代の⼈々の墓について知る。 
６．これらを通して、弥生時代の⼈々がどのように生きたかを知る。 

受講者へのコメント 基本的に皆さん、まじめに受講されてたと思います。ただ、一部、私語をしてい
る学生さんに対して、アンケートの中にももっと注意してほしいという⼈がいま
した。 
私語をされていた学生さんは、ほかの方々のことも考えて私語を慎んでいただけ
ればと思います。 

連絡先 086-256-9621 
21 号館 6 階 
ka_me_da◎big.ous.ac.jp（◎を＠にして下さい） 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 全般的に、よい評価をいただいたものと思います。有り難うございました。 



英文科目名 Prehistoric Archaeology 
関連科目 考古学概論Ⅰ・Ⅱ、環境考古学、技術考古学、東アジア考古学、⼈類学実習Ⅰ〜

Ⅲ 
次回に向けての改善変更予定 1 回に扱う量が多いとの指摘がありました。→減らすことも考えているのですが、

そうすると全般的に教える量が減り、これも気になっています。検討します。 
板書・スライドの進め具合が少し早いとの指摘がありました。→できるだけゆっ
くりしたいと思います。 

講義目的  本講義「先史考古学」の対象は、弥生時代である。この講義の中で弥生時代の
⼈々がどのような生活をしていたのか、中国・朝鮮半島とどのように関わってい
たのかを理解していただければと思っている。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 「講義概要」として、講義内容と本講義の進め方について説明する。 

2 回 「時代区分論」というテーマで、日本列島の各時代の概要について説明す
る。 
3 回 「弥生時代の概観」というテーマで、弥生時代の概要を説明し、そのあと「稲
作」について説明する。 
4 回 「稲作・土器」というテーマで、稲作が日本列島にどのように入ってきたか、
また弥生土器の概要を説明する。 
5 回 「土器・食生活」というテーマで、弥生土器の説明をしたあと、当時の弥生
⼈がどのようなものを食べていたか、説明する。 
6 回 「食生活」というテーマの 2 回目で、おもに農産物・農具などについて説明
する。 
7 回 「食生活」というテーマの 3 回目で、海の食べ物、山の食べ物について説明
する。 
8 回 「住生活」というテーマの 1 回目で、弥生⼈の代表的な住まいである竪⽳住
居などについて説明する。 
9 回 「住生活」というテーマの 2 回目で、一般的な集落のあり方について説明す
る。 
10 回 「住生活」というテーマの 3 回目で、やや特殊な高地性集落や環濠集落に
ついて説明する。 
11 回 「衣生活」というテーマの 1 回目で、当時の布、その作り方などについて
説明する。 
12 回 「衣生活」というテーマの 2 回目で、当時の⼈々の装身具について説明す
る。 
13 回 「墓」というテーマの 1 回目で、一般的な墓の内部構造について説明する。 
14 回 「墓」というテーマの 2 回目で、ややランクの高い⼈々の墓の内部構造に
ついて説明する。 
15 回 「墓」というテーマの 3 回目で、墓の外部施設などについて説明する。 

準備学習 1 回 シラバスを確認し、学習内容について把握しておくこと。 
2 回 前回の講義内容について復習し、参考書などをもとに日本考古学の時代区
分について予習しておくこと。 
3 回 前回の講義内容について復習し、参考書などをもとに弥生時代について予



習しておくこと。 
4 回 前回の講義内容について復習し、参考書などをもとに弥生時代の稲作・土器
について予習しておくこと。 
5 回 前回の講義内容について復習し、参考書などをもとに弥生時代の土器・食生
活について予習しておくこと。 
6 回 前回の講義内容について復習し、参考書などをもとに弥生時代の食生活に
ついて予習しておくこと。 
7 回 前回の講義内容について復習し、参考書などをもとに弥生時代の食生活に
ついて予習しておくこと。 
8 回 前回の講義内容について復習し、参考書などをもとに弥生時代の住生活に
ついて予習しておくこと。 
9 回 前回の講義内容について復習し、参考書などをもとに弥生時代の住生活に
ついて予習しておくこと。 
10 回 前回の講義内容について復習し、参考書などをもとに弥生時代の住生活に
ついて予習しておくこと。 
11 回 前回の講義内容について復習し、参考書などをもとに弥生時代の衣生活に
ついて予習しておくこと。 
12 回 前回の講義内容について復習し、参考書などをもとに弥生時代の衣生活に
ついて予習しておくこと。 
13 回 前回の講義内容について復習し、参考書などをもとに弥生時代の墓につい
て予習しておくこと。 
14 回 前回の講義内容について復習し、参考書などをもとに弥生時代の墓につい
て予習しておくこと。 
15 回 前回の講義内容について復習し、参考書などをもとに弥生時代の墓につい
て予習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FIG2321 
成績評価 中間テスト（２０％）、期末テスト（８０％） 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス GA(総)(〜10),GB(総)(〜10) 
見出し FIG2321 植物系統進化学 
担当教員名 星野 卓二 
単位数 2 
教科書 適宜プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 種分化、遺伝的多様性、分子系統、絶滅危惧植物 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 講義室が暑いとの意見があった。省エネ対策でエアコンの温度設定を上げている

ためである。扇風機を設置するなど対策を要望したい。 
科目名 植物系統進化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 岩槻邦男・馬渡峻輔著：生物の多様性、裳華房 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIG2321 
実務経験のある教員  
達成目標 １．生物の種が分化する要因はどのようなものがあるか説明できる。２．酵素多

型や DNA 多型を用いた系統解析について説明できる。３．分子系統樹の作成方
法や、最節約法や最尤法による系統樹の特徴を説明できる。４．絶滅危惧植物の
遺伝的多様性の保護に関して説明ができる。 

受講者へのコメント 本講義は３年次開講なので、受講者は１年生、２年生で生物系の講義はなるべく
多く履修しておいてほしい。 

連絡先 ２１号館６階 星野研究室 hoshino@big.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 講義で述べた内容をだいたい理解できたとの意見が多かった。系統進化の基本的
な考えと、分子進化について説明したが、基礎的な項目については省略した部分
があった。 

英文科目名 Evolutional Phylogeny of Plant 
関連科目 生物科学概論Ⅱ、生物学実験Ⅰ、細胞遺伝学、生物学実験Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 植物系統進化に関する基本的な項目を丁寧に説明する予定である。 
講義目的 自然界における生物の具体的な存在単位である種個体群レベルの生活の成り立

ちを紹介し、その内部構造の分化と適応の問題を様々な見地から解説する。さら
に、形態学、細胞遺伝学、DNA およびアロザイム分析を用いた分子遺伝学的情
報を用いてどのように生物の進化が解明されてきたかについて述べる。最後に、



いくつかの絶滅危惧植物を例に野生植物の多様性と保護について述べる。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 生物の系統と進化とは 

2 回 遺伝子プール 
3 回 種分化の基礎理論（１） 
4 回 種分化の基礎理論（２） 
5 回 種分化の機構と要因−地理的隔離 
6 回 種分化の機構と要因−生殖的隔離 
7 回 種分化の機構と要因−自然選択 
8 回 種分化の遺伝的解析−酵素多型 
9 回 種分化の遺伝的解析−DNA 多型 
10 回 中間テスト 
11 回 分子進化−分子時計、中立説 
12 回 分子進化−系統樹のいろいろ 
13 回 分子進化−系統樹を作る 
14 回 稀少野生生物の遺伝的多様性（１） 
15 回 稀少野生生物の遺伝的多様性（２） 

準備学習 1 回 種の概念について調べておくこと 
2 回 ハーディ・ワインベルグの法則を調べておくこと 
3 回 種内変異と種分化について調べておくこと 
4 回 種分化はどのようにして起こるか調べておくこと 
5 回 地理的に隔離され、もとの種とは異なるものに分化した野生種を調べてお
くこと 
6 回 受精は行なわれるが種子を形成しない不稔現象について調べておくこと 
7 回 遺伝的浮動について調べておくこと 
8 回 アイソザイム分析について実例を調べておくこと 
9 回 遺伝子の多型はどのようなものか調べておくこと 
10 回 前回までの講義を復習すること 
11 回 木村資生の中立説について調べておくこと 
12 回 系統樹にはどのような種類があるか調べておくこと 
13 回 DDBJ のホームページから生物の塩基配列をダウンロードできるようにし
ておくこと 
14 回 レッドデータブックについて調べておくこと 
15 回 絶滅が危惧されている植物の具体例を調べておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FIG2331 
成績評価 小テストの合計点（30%）と期末試験の得点（70%）をもとにして評価する。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス GA(総)(〜10),GB(総)(〜10) 
見出し FIG2331 地球科学における計測・情報処理 
担当教員名 ⻄村 敬一 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 測定精度と有効数字、センサ、AD 変換とサンプル定理、スペクトル、フィルタ 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 地球科学における計測・情報処理 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 物理学と数学の基礎知識を前提にした講義であることを予め知っておいてほし

い。 
メールでの質問・問い合わせも OK。 

シラバスコード FIG2331 
実務経験のある教員  
達成目標 ・測定精度と有効数字の扱いについて正しく理解し、簡単な計算ができること。・

地球科学実験や卒業研究などで使用する計測器のしくみと使用の方法を理解で
きること。・スペクトル解析とフィルタリングの原理を理解し、実際のデータに
適用できること。・解析結果の解釈と適切な表現に必要な基礎知識を修得するこ
と。 

受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 6 階⻄村研究室（610 室）e-mail: nisimura<α>big.ous.ac.jp，Tel:086-

256-9644 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Measurement and Data Processing in Earth Science 
関連科目 1 年次: 物理学基礎論Ⅰ2 年次：物理学基礎論Ⅱ，地球・宇宙のための物理数学

Ⅰ・Ⅱ 3 年次：地球科学実験Ⅱ・Ⅲ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 地球に関するさまざまな現象を理解する上で、計測とデータ解析，解析結果の適

切な表現などに関する一連の基礎知識が必要不可欠である。この講義の前半で
は，地球科学で使用される代表的な計測器を取り上げ、そのしくみと応用例につ



いて詳しく説明する。続く後半では、スペクトル解析とフィルタリングをおもな
題材にして、データ解析の方法および結果の解釈と表現法について具体例を挙げ
ながら説明し、地球科学実験Ⅱ・Ⅲや卒業研究に必要な知識の修得を図る。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の目的と構成について説明したのち、単位系、測定精度と有効数字、振

動と波動など、計測と情報処理の基本事項について復習する。 
2 回 電磁波の基礎知識を復習し、偏光顕微鏡のしくみと地球科学における応用
例について説明する。 
3 回 赤外放射温度計、⿊球温度計のしくみと地球科学における応用例について
説明する。 
4 回 シンチレーションカウンタ、蛍光 X 線分析器のしくみと地球科学における
応用例について説明する。 
5 回 電気・磁気の基礎知識、磁⼒計のしくみと地球科学における応用例について
説明する。 
6 回 地震計、重⼒計のしくみと地球科学における応用例について説明する。 
7 回 前回までの計測に関する講義の要点を、演習と解説を通じて理解できるよ
うにする。 
8 回 情報処理の基礎となる AD 変換、エイリアジング、サンプル定理などにつ
いて説明する。 
9 回 フーリエ級数とフーリエ変換の基礎事項を説明する。 
10 回 スペクトル解析の基本原理とその意味について説明する。 
11 回 地球科学におけるスペクトル解析の応用例について説明する。 
12 回 フィルタリングの基本原理とその意味について説明する。 
13 回 地球科学におけるフィルタリングの応用例について説明する。 
14 回 より高度なデータ解析・情報処理法を紹介し、地球科学における応用例に
ついて説明する。 
15 回 前回までの情報処理に関する講義の要点を、演習と解説を通じて理解でき
るようにする。 

準備学習 1 回 シラバスをよく読んで、講義の目的と構成を理解しておくこと。 
2 回 配布プリントの該当する部分に目を通しておくこと。 
3 回 配布プリントの該当する部分に目を通しておくこと。 
4 回 配布プリントの該当する部分に目を通しておくこと。 
5 回 配布プリントの該当する部分に目を通しておくこと。 
6 回 配布プリントの該当する部分に目を通しておくこと。 
7 回 前回までの計測に関する講義内容を復習しておくこと。 
8 回 配布プリントの該当する部分に目を通しておくこと。 
9 回 配布プリントの該当する部分に目を通しておくこと。 
10 回 配布プリントの該当する部分に目を通しておくこと。 
11 回 配布プリントの該当する部分に目を通しておくこと。 
12 回 配布プリントの該当する部分に目を通しておくこと。 
13 回 配布プリントの該当する部分に目を通しておくこと。 
14 回 配布プリントの該当する部分に目を通しておくこと。 



15 回 前回までの情報処理に関する講義内容を復習しておくこと。 
 



年度 2012 
授業コード FIG23C2 
成績評価 レポート 50%（レポート製作スキルと筆記技術も採点対象とする） 定期試験

50% 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス GA(総)(〜11),GB(総)(〜11) 
見出し FIG23C2 環境考古学 
担当教員名 富岡 直⼈ 
単位数 2 
教科書 講義中にプリントを配付する 
アクティブラーニング  
キーワード 環境考古学 考古学 ⼈類学 動物考古学 植物考古学 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 環境考古学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 松井 章 編著 2001 『環境考古学』（日本の美術 No.423）［至文堂］⽥代 菊

雄 編著 2001 『学生・院生のための研究ハンドブック』［大学教育出版会］ 
授業形態 講義 
注意備考 最終試験は 15 回講義終了後実施する。 
シラバスコード FIG23C2 
実務経験のある教員  
達成目標 ① 古環境を復元する上で有効な遺跡出土の資料をどのようにみて解釈をする

のか論及し、「遺跡」から「歴史」を語るスキルを高める。② 世界各地の遺跡と
出土資料群を紹介し、特にそれに関わりを持つ生活文化について理解させる。 

受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 5 階富岡研究室 ｔｏｍｉｏｋａ◎ｂｉｇ．ｏｕｓ．ａｃ．ｊｐ （◎は

@に変更し、活字は全て半角にして下さい） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Environmental Archaeology 
関連科目 考古学概論Ⅰ、Ⅱ ⼈類学概論Ⅰ、Ⅱ、⼈類学実習Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ① 世界各地（新旧大陸および太平洋島嶼部）における環境考古学分析法を用い

た遺跡調査事例を紹介し、歴史的過程と生活文化の特色・多様性について理解さ
せる。② 遺跡出土の土壌や動植物遺存体とその部位の基本名称を知識として身
につける。③ 歴史学がどのように今日的な環境問題と向き合うことができるの
か、終盤に言及する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回  オリエンテーション −環境学と考古学の融合− 
2 回  環境考古学の技術と発展(1) −欧米における⾙塚⼈工説と進化論の展開− 
3 回  環境考古学の技術と発展(2) −微細・脆弱資料への着眼： 微小骨から寄生
虫まで− 
4 回  年代測定法 −理化学分析による基準− 
5 回  動物考古学 1 ⾙類と⼈類 −アフリカ・地中海・オセアニア等、⾙利用文
化の多様性− 
6 回  動物考古学 2 魚類と⼈類 −東アジア.ヨーロッパ、潮流と漁撈文化− 
7 回  動物考古学 3 ウミガメ類と⼈類 −太平洋沿岸域におけるウミガメ利用
文化の展開− 
8 回  動物考古学 4 イヌ・ネコと⼈類の拡散 −ヨーロッパ・東⻄アジアにお
けるコンパニオンアニマルの位置づけ− 
9 回  動物考古学 5 偶蹄類（ウシ目）と⼈類 −東⻄アジア・ヨーロッパにおけ
る偶蹄類家畜の位置づけ− 
10 回  動物考古学 6 奇蹄類（ウマ目）と⼈類 −東⻄アジア・家畜と闘争− 
11 回  動物考古学 7 ⻑鼻類（ゾウ目）と⼈類 −ユーラシア大陸に展開した絶
滅種− 
12 回  植物考古学 1 −北アメリカ先住⺠・縄文⼈を支えた森林、ドングリ類と
⼈類− 
13 回  植物考古学 2 −アジア各地の穀類と⼈類− 
14 回  海水準変動 −地球温暖化を環境考古学はどう考えるか− 
15 回  環境考古学の課題と可能性 

準備学習 1 回  シラバスを良く読んで受講して下さい。 
2 回  ⾙塚という用語について、図書館やインターネット検索で調べ、配布プリ
ントに記入しなさい。 
3 回  ハドリアヌス帝の残した⻑城（壁）について、図書館やインターネット検
索で調べ、配布プリントに記入しなさい。 
4 回  放射性炭素年代測定法について、図書館やインターネット検索で調べ、配
布プリントに記入しなさい。 
5 回  軟体動物門について、図書館やインターネット検索で調べ、配布プリント
に記入しなさい。 
6 回  魚類の骨格について、部位の名称を配布プリントに記入しなさい。 
7 回  タイマイについて、図書館やインターネット検索で調べ、配布プリントに
記入しなさい。 
8 回  イヌについて、図書館やインターネット検索で調べ、配布プリントに記入
しなさい。 
9 回  イノシシについて、図書館やインターネット検索で調べ、配布プリントに
記入しなさい。 
10 回  ウマについて、図書館やインターネット検索で調べ、配布プリントに記
入しなさい。 
11 回  マンモスの骨格について、部位の名称を配布した配布プリントに記入し
なさい。 



12 回  コナラ属について、図書館やインターネット検索で調べ、配布プリントに
記入しなさい。 
13 回  イネについて、図書館やインターネット検索で調べ、配布プリントに記入
しなさい。 
14 回  海水準変動について、講義中に配付するレジュメに従って、推定される
カーブを、配布プリントに記入しなさい。 
15 回  地球温暖化防止条約（気候変動に関する国際連合枠組条約）について調
べ、配布プリントに記入しなさい。 

 



年度 2012 
授業コード FIG23D1 
成績評価 定期試験（100％）によって評価する。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス GA(総)(〜11),GB(総)(〜11) 
見出し FIG23D1 インターネット(再) 
担当教員名 福⽥ 尚也 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 インターネット(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 よくわかるマスター IT パスポート試験 直前対策 1 週間完全プログラム／

FOM 出版 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIG23D1 
実務経験のある教員  
達成目標 １．社会におけるインターネットの現状を理解すること。  

２．インターネットの基礎的なしくみを理解すること。  
３．電子メール、ＷＷＷなどインターネットの基本的なアプリケーションを利用
できること。  
４．著作権、情報セキュリティの基礎とモラルを理解すること。 
５．インターネットの活用の技術を身につけること。 

受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 2 階 福⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introduction to Internet and World Wide Web 
関連科目 コンピュータリテラシー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 インターネットは社会のあらゆる分野に普及し、必要不可欠なものになってい

る。本講義はインターネットについて基礎知識と利用の現状、著作権や情報セキ
ュリティーなどについて説明したのち、生物地球学部の各コースにおける活用事
例を紹介することによって、インターネットを有効かつ適切に利用できるように
する。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 インターネットの使い方について説明する。 

2 回 Web メールの使い方について説明する。 
3 回 インターネットとネットワークについて説明する。 
4 回 無線ネットワークと活用について説明する。 
5 回 情報セキュリティについて説明する。 
6 回 情報セキュリティと対策について説明する。 
7 回 オペレーティングシステムとソフトウェアについて説明する。 
8 回 ファイルとフォルダについて説明する。 
9 回 情報の検索と著作権について説明する。 
10 回 天文学におけるインターネットの活用について説明する。 
11 回 地球・気象学におけるインターネットの活用について説明する。 
12 回 動物・昆虫学におけるインターネットの活用について説明する。 
13 回 植物・園芸学におけるインターネットの活用について説明する。 
14 回 地理・考古学におけるインターネットの活用について説明する。 
15 回 総合演習とインターネット全般について解説する。 

準備学習 1 回 インターネットについて調べてみること。 
2 回 Web メールについて調べてみること。 
3 回 ネットワークについて調べてみること。 
4 回 無線ネットワークについて調べてみること。 
5 回 情報セキュリティについて調べてみること。 
6 回 コンピュータウィルス対策について調べてみること。 
7 回 ＯＳについて調べてみること。 
8 回 ディレクトリについて調べてみること。 
9 回 著作権について調べてみること。 
10 回 天文学について興味があることを調べてみること。 
11 回 地球・気象学について興味があることを調べてみること。 
12 回 動物・昆虫学について興味があることを調べてみること。 
13 回 植物・園芸学について興味があることを調べてみること。 
14 回 地理・考古学について興味があることを調べてみること。 
15 回 これまでの学習内容を復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FIG25B1 
成績評価 小テスト（30%)、中間試験（30％）と定期試験（40％）により成績を評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス GA(総)(〜11),GB(総)(〜11) 
見出し FIG25B1 植物系統分類学 
担当教員名 ⻄村 直樹 
単位数 2 
教科書 適宜プリント等の資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 植物、種、分類、分類群、系統、多様性。 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 お一⼈の方から，「開講当初，受講者に対して講義室が狭すぎたが，すぐに講義室

をより広い部屋に変更したのは良かった」とのご意見をいただきました。講義に
集中できる環境になるように，今後も速やかに対応したいと思っています。 

科目名 植物系統分類学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 図説・生物界ガイド 五つの王国／日経サイエンス社：植物の多様性と系統／バ

イオディバーシティ・シリーズ２／裳華房 
授業形態 講義 
注意備考 講義はパワーポイントでまとめた資料をプロジェクターで投影して行う。 

また、適宜、野外での観察を行う。試験は定期試験期間中に行う。 
シラバスコード FIG25B1 
実務経験のある教員  
達成目標 １．植物の分類と系統に関する基礎知識の習得。 

２．陸上緑色植物、藻類，菌類の各グループの特徴と所属する主要な種を説明で
きること。 
３．身近な植物がどの仲間のものかを説明できること。 

受講者へのコメント 毎回，多くの植物名と学名がでてきますが，校内に生育していたり，食材として
知られているものなど，なるべく身近にあるものを選んでいます。それらの植物
が自分自身に身近なものになるように，見たり，触ったり，植物名を声にだした
り，書いたりして「慣れ親しむ」ようにしてください。 

連絡先 十学舎５F ⻄村研究室 086-256-9763  nishimur@rins.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この授業を受けてこの分野への理解が深まった（58％），この分野への興味・関
心が高まった（64％），またこの授業に満足（25％），ほぼ満足（48％），普通（23％）
という評価をいただきました。満足度を高めるように努⼒したいと考えていま
す。 

英文科目名 Plant Systematics 



関連科目 「野外調査法」、「生物学実験Ⅲ」、「エコツーリズム技法」や「生物学野外調査特
論」で実習する。 

次回に向けての改善変更予定 「植物の系統と分類」に興味を持ち，また理解していただけるように，その裏付
けとなっている地球と生命の歴史や環境への適応形質の獲得などの解説を工夫
したいと考えている。 

講義目的 陸上緑色植物および菌類、藻類、バクテリアなどの各グループの多様性と分類群
間の系統関係を解説する。適宜、学名、種概念や植物学のラテン語など植物系統
分類学の基礎知識を解説する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 植物系統分類学とはどのような学問であるかを解説する。 

2 回 生命の歴史と生物の五界について解説する。 
3 回 被子植物（双子葉類合弁花類）の分類について解説する。 
4 回 被子植物の分類（双子葉類離弁花類）について解説する。 
5 回 被子植物の分類（単子葉類）について解説する。 
6 回 裸子植物（イチョウ，ソテツなど）の分類 について解説する。 
7 回 裸子植物（針葉樹）の分類について解説する。 
8 回 中間試験を実施し、解説する。 
9 回 シダ植物の分類について解説する。 
10 回 シダ植物の生活環と胞子形成について解説する。 
11 回 コケ植物の分類について解説する。 
12 回 コケ植物の生活環を他の緑色植物と比較しながら解説する。 
13 回 菌類（菌界）の分類について解説する。 
14 回 藻類（原生生物界）の分類について解説する。 
15 回 バクテリア（モネラ界）とウイルスの分類について解説する。 

準備学習 1 回 シラバスなどにより学習の内容と目的を把握しておくこと。 
2 回 生命の歴史および生物五界の各界の特徴を調べておくこと 
3 回 地球の歴史と生命の歴史を復習しておくこと。双子葉類合弁花類の主な仲
間にどのようなものがあるかを調べておくこと。 
4 回 双子葉類合弁花類の分類と主な種の学名を復習しておくこと。双子葉類離
弁花類の主な仲間にどのようなものがあるかを調べておくこと。 
5 回 双子葉類離弁花類の分類と主な種の学名を復習しておくこと。単子葉類の
主な仲間にどのようなものがあるかを調べておくこと。 
6 回 単子葉類の分類と主な種の学名を復習しておくこと。裸子植物の主な仲間
にどのようなものがあるかを調べておくこと。 
7 回 イチョウやソテツなどの分類と学名を復習しておくこと。針葉樹にはどの
ような仲間があるかを調べておくこと。 
8 回 第 1 回から第 7 回までの講義内容を整理し、理解しておくこと。 
9 回 シダ植物の主な仲間にどのようなものがあるかを調べておくこと。 
10 回 シダ植物の主な仲間を復習しておくこと。シダ植物の生活環を調べておく
こと。 
11 回 シダ植物の生活環を復習しておくこと。コケ植物の主な仲間にどのような
ものがあるかを調べておくこと。 



12 回 コケ植物の主な仲間にどのようなものがあるかを復習しておくこと。コケ
植物の生活環を調べておくこと。 
13 回 緑色植物の主な仲間の生活環はどのように違っているかを復習しておくこ
と。キノコの主な仲間にどのようなものがあるかを調べておくこと。 
14 回 キノコ類がどのように分類されているかを復習しておくこと。藻類の主な
仲間にどのようなものがあるかを調べておくこと。 
15 回 藻類がどのように分類されているかを復習しておくこと。バクテリアとウ
イルスの違いを調べておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FIG25F1 
成績評価 レポート点（10 点）、定期試験の点数（90 点）。これらをあわせて評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス GA(総)(〜11),GB(総)(〜11) 
見出し FIG25F1 考古学概論Ⅰ(再) 
担当教員名 ⻲⽥ 修一 
単位数 2 
教科書 教科書は使用しない。適宜、プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 考古学、もの、遺跡、遺構、遺物、発掘調査、文献史学、歴史学、⺠俗学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 考古学概論Ⅰ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 芹沢⻑介ほか編『考古学ゼミナール』山川出版社 

文化庁文化財保護部『埋蔵文化財発掘調査のてびき』（財）国土地理協会（販売：
第一法規出版） 
文化庁文化財部記念物課『発掘調査のてびき』 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIG25F1 
実務経験のある教員  
達成目標 １．考古学とはどのようなものかを理解させる。 

２．考古学を通して「⼈間とは何か」を考えさせる。 
３．⼈文系博物館の学芸員として考古学分野に関する最低限の知識を習得させ
る。 

受講者へのコメント  
連絡先 086-256-9621 

21 号館 6 階 
ka_me_da◎big.ous.ac.jp（◎を＠にして下さい） 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Archaeology I 
関連科目 考古学概論Ⅱ、先史考古学、環境考古学、技術考古学、日本史、東アジア史 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  この講義を受講することによって、「世界の中での日本の歴史・伝統・文化」

「多様な⼈間の歴史」を考え、そして「⼈間とはどのようなものか」を考えてほ
しい。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 「講義概要」として、講義内容と本講義の進め方について説明する。 

2 回 「考古学について」というテーマで、考古学について全般的に説明する。特
に考古学の歴史などについて説明する。 
3 回 「考古学の定義」というテーマで、「考古学とは何か」ということについて
まず説明する。次に「考古学の対象」というテーマで、最も基本である「遺跡・
遺構・遺物」について説明する。 
4 回 「考古学の範囲」というテーマの 1 回目として、考古学が扱う「時間的空間
的な範囲」について説明する。 
5 回 「考古学の範囲」というテーマの 2 回目として、政治・社会・宗教などと考
古学との関わりについて説明する。 
6 回 「考古学の範囲」というテーマの 3 回目として、考古学で扱っているいろい
ろな考古学について説明する。 
7 回 「考古学と周辺分野」というテーマで、考古学と歴史学・⼈類学・⺠俗学な
どの違いについて説明する。 
8 回 「考古学と社会」というテーマで、考古学と国家・⺠族・⺠衆との関わりに
ついて説明する。 
9 回 「考古学と現代」というテーマの 1 回目として、考古学と開発と文化財保護
の関わりについて説明する。 
10 回 「考古学と現代」というテーマの 2 回目として、考古学と世界遺産の関わ
りについて説明する。 
11 回 「発掘調査の方法」というテーマの 1 回目として、発掘調査前の準備・法
手続きなどについて説明する。 
12 回 「発掘調査の方法」というテーマの 2 回目として、具体的な集落遺跡など
の例を挙げて、その方法を説明する。 
13 回 「発掘調査の方法」というテーマの 3 回目として、具体的な古墳などの例
を挙げて、その方法を説明する。 
14 回 「資料調査の方法」というテーマで、発掘資料の整理方法、検討方法など
について説明する。 
15 回 「資料調査・公開の方法」というテーマで、資料の整理・報告書作成方法
と博物館などでの公開方法について説明する。 
16 回 定期試験 

準備学習 1 回 シラバスを確認し、学習内容について把握しておくこと。 
2 回 前回の講義内容について復習し、参考書などをもとに考古学について予習
しておくこと。 
3 回 前回の講義内容について復習し、参考書などをもとに考古学の定義や対象
について予習しておくこと。 
4 回 前回の講義内容について復習し、参考書などをもとに考古学の範囲につい
て予習しておくこと。 
5 回 前回の講義内容について復習し、参考書などをもとに考古学の範囲につい
て予習しておくこと。 
6 回 前回の講義内容について復習し、参考書などをもとに考古学の範囲につい



て予習しておくこと。 
7 回 前回の講義内容について復習し、参考書などをもとに考古学と周辺分野と
の関わりについて予習しておくこと。 
8 回 前回の講義内容について復習し、参考書などをもとに考古学と社会との関
わりについて予習しておくこと。 
9 回 前回の講義内容について復習し、参考書などをもとに考古学と開発や文化
財保護などとの関わりについて予習しておくこと。 
10 回 前回の講義内容について復習し、参考書などをもとに考古学と世界遺産と
の関わりについて予習しておくこと。 
11 回 前回の講義内容について復習し、参考書などをもとに、発掘調査について
予習しておくこと。 
12 回 前回の講義内容について復習し、参考書などをもとに、集落遺跡について
予習しておくこと。 
13 回 前回の講義内容について復習し、参考書などをもとに、古墳について予習
しておくこと。 
14 回 前回の講義内容について復習し、参考書などをもとに、発掘資料の整理方
法について予習しておくこと。 
15 回 前回の講義内容について復習し、参考書などをもとに、発掘資料の整理方
法・博物館などでの公開方法について予習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FIG25G1 
成績評価 中間試験(50%)，定期試験(50%)によって行う． 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス GA(総)(〜10),GB(総)(〜10) 
見出し FIG25G1 ソフトウェア設計 
担当教員名 ⿊⽥ 正博 
単位数 2 
教科書 次の Web ページを利用：「http://www.soci.ous.ac.jp/~kuroda/」の「Lectures」 
アクティブラーニング  
キーワード 情報システム，システム開発法，ハードウエア，ソフトウエア，データベース，

インターネット 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 100 名を超す受講者数になってしまい，教室の席が毎回ほとんど埋まるという状

態であった．このため，夏場は教室内の室温が上がり，この点についての記述が
あった．これは施設の問題であるため，教員の立場としてはどうすることもでき
ない．受講者数が多くなった理由は，生物地球システム学科からの受講生が 30
数名（例年の 2 倍上）あったことであり，例年通りであればこの問題はなかった
かもしれない． 

科目名 ソフトウェア設計 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する． 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIG25G1 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) システム開発や運営管理などで要求される知識を幅広く理解すること．(2) 

ファイル管理に関わるソフトウエアやデータベース，ネットワーク技術の基本事
項を理解すること． 

受講者へのコメント 前回の講義内容に関する小テストをほぼ毎回実施したが，多くの学生が真剣に取
り組んでいたようである．そのためか，中間試験および定期試験の出来も良かっ
たように思われる． 

連絡先 ⿊⽥研究室 21 号館 4 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 情報システムの設計および構築から始めて，ソフトウエアやハードウエアの基本
的事項までコンピュータシステムに関する内容を非常に幅広い網羅したため，授
業の進度が速くなったしまった． 

英文科目名 Software Design 
関連科目  



次回に向けての改善変更予定 情報システムの構築と運用に重点を置き，システム管理者となったときに必要と
される事項について講義をしていくことを考えている． 

講義目的 システム開発や運営・管理などのシステム管理をおこなう際に要求される知識を
幅広く学習する．さらに，ファイル管理に関わるソフトウエアやデータベース，
コンピュータネットワーク技術などについても学習する．システム管理に関し
て，情報システムや EUC におけるシステム設計と要求分析，各種設計手法，工
程管理や品質管理などの開発管理手法，さらにシステム運用と管理の理論，ファ
イル管理について理解を深める．次に，OS や応用ソフトエアの種類と特徴，ソ
フトウエアの開発環境について学ぶ．また，ファイル管理とかかわってデータベ
ースの応 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。情報システムとシステム管理について概略を説明す

る。 
2 回  情報システムの利用目的は何であるかを説明する。 
3 回  情報システムはどのような目的で構築されるかを説明する。 
4 回  システム開発方法とその特徴を説明する。 
5 回  システムの設計から完成までの一連の流れを説明する。 
6 回  情報システムのプログラム開発方法とテスト，運用管理について説明する。 
7 回  試験を行うので、第 1 回から第 6 回までの内容をよく理解し整理しておく
こと。試験終了後に出題内容について解説を行う。 
8 回  品質管理技術などによるシステム管理におけるデータの集計方法を説明す
る。 
9 回  コンピュータを構成しているハードウエアについて説明する。 
10 回  オペレーティングシステム（OS）の役割とアプリケーションソフトウエ
アについて説明する。 
11 回  情報システムにおけるデータベースの役割について説明する。さらに、デ
ータベース管理システムについて説明をする。 
12 回  一般的に用いられる関係データベースの特徴について説明をする。 
13 回  情報システムにおける LAN を構成するネットワーク機器について説明す
る。 
14 回  LAN 内のネットワーク通信方法について説明する。 
15 回  試験を行うので、第 8 回から第 14 回までの内容をよく理解し整理してお
くこと。試験終了後に出題内容について解説を行う。 

準備学習 1 回 情報システムとシステム管理について概略について予習すること。 
2 回  情報システムの利用目的は何であるかを予習すること。 
3 回  情報システムの開発組織とシステム管理の役割について予習しておくこ
と。 
4 回  3 つのシステム開発方法について予習をしておくこと。 
5 回  システム開発の特徴を整理し，相違点および特徴を復習しておくこと。 
6 回  システムのプログラム開発方法とテストの役割について予習をしておくこ
と。 
7 回  第 1 回から第 6 回までの内容をよく理解し整理しておくこと。 



8 回  データの統計的処理方法をまとめ方について予習をしておくこと。 
9 回  自分が使っているコンピュータのハードウエアの仕様を確認しておくこ
と。 
10 回  代表的なオペレーティングシステム（OS）を調べ、それぞれの OS の特
徴をまとめておくこと。 
11 回  データベースの検索サービスと Yahoo などのサイトの検索サービスの違
いを調べておくこと。 
12 回  データベース管理システムのサービスについて復習をしておくこと。 
13 回  インターネットに接続しているコンピュータのネットワークの設定（項
目）について調べておくこと。 
14 回  IP アドレスと構造と目的について復習をしておくこと。 
15 回  第 8 回から第 14 回までの内容をよく理解し整理しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FIG25G2 
成績評価 中間試験(50%)，適宜出す ACCESS の課題(10%)，期末試験(40%)によって行う． 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス GA(総)(〜06),GB(総)(〜06) 
見出し FIG25G2 データベース(再) 
担当教員名 ⿊⽥ 正博 
単位数 2 
教科書 「今すぐ使えるかんたん Access 2010」技術評論社 
アクティブラーニング  
キーワード 関係データベース，SQL，ACCESS，クエリ作成 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 受講者なしのため回答なし 
科目名 データベース(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 次の Web ページを利用する：「http://www.soci.ous.ac.jp/~kuroda/」の「Lectures」 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIG25G2 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) データベースの意義と理論，およびデータベースの有用性について理解する

こと．(2) 目的に合ったデータベースを構築できる能⼒を養うこと． 
受講者へのコメント 受講者なしのためコメントなし 
連絡先 ⿊⽥研究室 21 号館 4 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講者なしのため所見なし 
英文科目名 Database System 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 受講者なしのためコメントなし 
講義目的 データベースの意義と理論，およびデータベースの有用性について理解させ，実

際に目的に合ったデータベースを構築できる能⼒を養うことを目的とする．デー
タファイルとデータベースについて概観したあと，データベースモデルの種類と
その技術について学ぶ．特に，データベースの構築においてはリレーショナルモ
デルを取り上げ，そのモデルで重要な正規化とデータベース言語 SQL の記述方
法について，データベースソフトの実習を通して習得していく．またその実習に
おいては，統計データベースを対象にし， ACCESS を用いて情報検索や情報管
理 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 データベースの持つべき機能および役割について学習する。 



2 回  関係データベースの基幹となるキーの概念と主キー、外部キーの役割を学
習する。 
3 回 関係データベースの演算である射影、選択、結合について説明する。 
4 回 関係データベースの言語である SQL について説明する。さらに SELELCT
文の書き方を学習する。 
5 回 射影、選択、結合といった演算が，SELECT 文でどのように表現されるか
を説明する。 
6 回 中間試験を行うので、第 1 回から第 5 回までの内容をよく理解し整理 
しておくこと。試験終了後に出題内容について解説を行う。 
7 回 Access を使ってテーブルの作成方法と主キーの設定方法について学習する。 
8 回 作成したテーブルのデータの並び替えなどの操作を学習する。 
9 回 テーブルを結合するリレーションシップの作成とクエリの作成方法につい
て説明する。 
10 回 第 6 回授業から第 9 回授業までの一連の操作を練習課題により学習する。 
11 回 テーブルへのデータ入⼒画面の設計方法（フォーム）について説明する。 
12 回 クエリ演算による出⼒画面の設計方法（レポート）について説明する。 
13 回 第 10 回学習で用いた練習課題を使って、フォームとレポートの作成方法
について学習する。 
14 回 Access の組み込み関数を用いたクエリの作成方法について学習する。 
15 回 第 4 回授業および第 5 回授業で学習した SELECT 文を Access の SQL に
おいて記述し動作を確認する。 

準備学習 1 回  システム管理のデータベースで学習した内容を復習すること。 
2 回  関係データベースの特徴について復習すること。 
3 回  主キーと外部キーの役割について理解しておくこと。 
4 回  射影、選択、結合の演算について理解しておくこと。 
5 回  Select 文の文法を復習しておくこと。 
6 回  関係データベースの特徴と SQL が書けるように勉強しておくこと。 
7 回  Access の起動および終了方法を確認しておくこと。 
8 回  外部データの取り込みと主キーの設定方法を復習しておくこと。 
9 回  主キーと外部キーを復習しておくこと。 
10 回  リレーションシップの作成手順を復習しておくこと。 
11 回  フォームツールを利用したフォームの作成を予習しておくこと。 
12 回  レポートの作成方法を予習しておくこと。 
13 回  主キーの設定，リレーションシップおよびクエリの作成方法を復習して
おくこと。 
14 回  射影，選択，結合の演算を復習しておくこと。 
15 回  Select 文の書き方（文法）を復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FIG2711 
成績評価 レポート（80 点）、データ処理演習（10 点）、実験技術（10 点）として評価する。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス GA(総)(〜11),GB(総)(〜11) 
見出し FIG2711 物理学基礎実験(再) 
担当教員名 福⽥ 尚也 
単位数 2 
教科書 作成した実験手引書を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 物理学実験、測定値、有効数字、誤差、精度 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学基礎実験(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 物理学実験 基礎編／東京理科大学理学部第二部物理学教室編／内⽥老鶴圃：実

験精度と誤差／酒井英行訳、N.C.バーフォート著／丸善：他にも実験の際、適宜
紹介する。 

授業形態 実験実習 
注意備考 指定の実験ノートを購入しておくこと。関数電卓を所有している⼈は持ってくる

こと。 
シラバスコード FIG2711 
実務経験のある教員  
達成目標 ①物理学の基本的な実験装置の取り扱い方法の技術を習得する。 

②得られたデータの解析とコンピュータによる実験データの処理の方法を習得
する。 
③誤差や精度の見積もりの方法を習得する。 
④報告書の作成方法を習得する。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２１号館２階 福⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Elementary Physics Laboratory 
関連科目 物理学基礎論Ⅰ、物理学基礎論Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 物理学を学ぶ上で最も基本的な実験を数テーマ選び、順番に実施するとともに、

測定値の取り扱い、誤差や精度の見積もりについても学ぶ。実験のテーマとして
は、ボルダの振り子による重⼒加速度の測定、サールの装置によるヤング率の測
定、気柱の共鳴による音速の測定、回折格子による光の波⻑の測定等を取り扱う。



また、実験データの取り扱い方に関して、平均値と標準偏差の求め方、および、
最小二乗法を解説し、コンピュータを用いて実習する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス１。実験についての一般的な注意を説明する。 

2 回 ガイダンス２。測定値と誤差について説明する。 
3 回 ガイダンス３。パソコンによる実験データの処理について説明する。 
4 回 実験１（前半の班）、またはデータ処理の演習(後半の班）を行う。 
5 回 実験１（後半の班）、または実験１のデータ処理とレポート作成（前半の班）
を行う。 
6 回 実験２（前半の班）、または実験１のデータ処理とレポート作成（後半の班）
を行う。 
7 回 実験２（後半の班）、または実験２のデータ処理とレポート作成（前半の班）
を行う。 
8 回 実験３（前半の班）、または実験２のデータ処理とレポート作成（後半の班）
を行う。 
9 回 実験３（後半の班）、または実験３のデータ処理とレポート作成（前半の班）
を行う。 
10 回 実験４（前半の班）、または実験３のデータ処理とレポート作成（後半の
班）を行う。 
11 回 実験４（後半の班）、または実験４のデータ処理とレポート作成（前半の
班）を行う。 
12 回 一⻫提出ならびに補充実験（前半の班）、または実験４のデータ処理とレポ
ート作成（後半の班）を行う。 
13 回 一⻫提出ならびに補充実験（後半の班）、またはデータ処理演習（前半の
班）を行う。 
14 回 補充実験のレポート提出（前半の班）、またはデータ処理演習のレポート提
出（前半の班）を行う。 
15 回 補充実験のレポート提出（後半の班）を行う。 

準備学習 1 回 教員の免許状取得のための科目であることを確認しておくこと。 
2 回 実験ノートを用意し、必要事項を記入しておくこと。 
3 回 測定値と誤差について復習をしておくこと。 
4 回 前回のデータ処理演習を復習しておくこと。 
5 回 前回のデータ処理演習を復習しておくこと。 
6 回 前回の実験レポートを完成させること。 
7 回 前回の実験レポートを完成させること。 
8 回 前回の実験レポートを完成させること。 
9 回 前回の実験レポートを完成させること。 
10 回 前回の実験レポートを完成させること。 
11 回 前回の実験レポートを完成させること。 
12 回 前回までのすべての実験レポート（前半の班）を完成させること。 
13 回 前回までのすべての実験レポート（後半の班）を完成させること。 
14 回 補充実験（前半の班）のレポートを完成させること。 



15 回 補充実験（後半の班）のレポートを完成させること。 
 



年度 2012 
授業コード FIG2712 
成績評価 実験は 10 テーマから構成されており，１テーマ 10 点としてその合計点（100 点

満点）で評価する．1 テーマ 10 点の内容は，レポート提出点 4 点・レポート内
容点 6 点とする．採点の基準は 100 点満点のうち 60 点以上を合格とする．また，
授業回数の 1/3 以上の欠席がある場合には成績は無効とみなし，E 評価とする． 

曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス GA(総)(〜11),GB(総)(〜11) 
見出し FIG2712 地球科学実験Ⅰ 
担当教員名 大橋 唯太、関 達也、⻄⼾ 裕嗣、⻄村 敬一、能美 洋介 
単位数 2 
教科書 テーマごとにプリントを配布する． 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 地球科学実験Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜，紹介する． 
授業形態 実験実習 
注意備考 実験は，講義で学ぶ事柄をより具体的に理解できる場であり，卒業研究に必要と

される調査・測定・解析などの方法やレポートの書き方を修得する重要な機会と
なるので，履修を強く勧める．インターネットでの情報検索やデータ取得を利用
しながら，実習をおこなう．また，レポートの再提出などの指示は学生メールに
よっておこなう．テーマごとに各自持参してもらう道具があるので注意するこ
と．特に関数電卓は必ず事前に購入しておくこと． 

シラバスコード FIG2712 
実務経験のある教員  
達成目標 ・実験で得られる誤差を，ごく基本的な統計量を用いて解析できること． 

・岩石を構成する基本的な鉱物の認定とその量の評価方法，および岩石の分類法
が説明できること． 
・花崗岩のモードを測定し分類を行えること． 
・鉱物の比重を測定し，計算による密度と比較する技術を修得すること． 
・地震記録を解析して震源やマグニチュードを決定する方法を修得すること． 
・簡単な抵抗ブリッジ回路を題材にして，電気回路の製作と検定の方法を修得す
ること． 
・大気の熱⼒学的性質を表す基本的な物理量を説明できること． 
・エマグラムを使って，空 

受講者へのコメント  
連絡先 ２１号館６階 大橋・関・⻄村研究室 

２６号館３階 ⻄⼾・能美研究室 



合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Earth Science Laboratory I 
関連科目 地球科学実験Ⅱ，地球科学実験Ⅲ，地球システム科学Ⅰ，地球システム科学Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ステレオ投影法，地震データの解析，エマグラムを使った空気塊の鉛直運動の解

析，岩石や鉱物の観察や測定などについて，上級年次の講義・演習の基礎となる
事項について実習を行う．実験の原理と手法の習得，データ解析の方法などにつ
いて理解を深める． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション・誤差に関する基礎的な実験 

2 回  レポート作成の指導 
3 回  花崗岩のモード測定 
4 回  鉱物の見かけの比重測定 
5 回  鉱物の結晶対称性 
6 回  レポート指導 
7 回  大気の熱⼒学 
8 回  エマグラム 
9 回  震源決定その１ 
10 回  震源決定その２ 
11 回  レポート指導 
12 回  ステレオ投影法の鉱物学への応用 
13 回  ステレオ投影法の地質学への応用 
14 回  ホイートストン・ブリッジ回路 
15 回  レポート指導 

準備学習 1 回  シラバスの内容をよく確認しておくこと．基礎的な統計量（例えば平均，
分散，標準偏差など）を事前に勉強しておくこと． 
2 回  第１回の実験に関するレポートを完成させておくこと． 
3 回  花崗岩に含まれる造岩鉱物について，その種類と性質を調べておくこと． 
4 回  鉱物の特徴と比重について，「地学図表」P21〜23 を勉強しておくこと． 
5 回  結晶の定義や対称要素について調べておくこと． 
6 回  第３回〜第４回の実験テーマで未完成のレポートについて個別指導をお
こなうので，理解できない箇所をあらかじめ明確にしておくこと． 
7 回  乾燥断熱減率と湿潤断熱減率の違い，温度と温位の違い，空気中の水蒸気
量を表現する方法（例えば相対湿度など）を事前に調べて，できるだけ理解して
おくこと． 
8 回  雲の発生とフェーン現象について，必要な気象条件（気温・露点温度な
ど）を具体的に考えておくこと． 
9 回  震源・震央距離・震源距離、P 波と S 波の性質について学習しておくこ
と． 
10 回  マグニチュードの定義について学習しておくこと． 



11 回  第５回〜第 10 回の実験テーマで未完成のレポートについて個別指導を
おこなうので，理解できない箇所をあらかじめ明確にしておくこと． 
12 回 鉱物の結晶対称性について復習しておくこと． 
13 回 地層の姿勢(走向・傾斜)および断層面の表示の仕方を調べておくこと． 
14 回  簡単な電気回路とオームの法則について学習しておくこと． 
15 回  第 12 回〜第 14 回の実験テーマで未完成のレポートについて個別指導を
おこなうので，理解できない箇所をあらかじめ明確にしておくこと． 

 



年度 2012 
授業コード FIG2721 
成績評価 実験は 10 テーマから構成されており，１テーマ 10 点としてその合計点（100 点

満点）で評価する．1 テーマ 10 点の内容は，レポート提出点 4 点・レポート内
容点 6 点とする．採点の基準は 100 点満点のうち 60 点以上を合格とする．また，
授業回数の 1/3 以上の欠席がある場合には成績は無効とみなし，E 評価とする． 

曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス GA(総)(〜11),GB(総)(〜11) 
見出し FIG2721 地球科学実験Ⅰ 
担当教員名 大橋 唯太、関 達也、⻄⼾ 裕嗣、⻄村 敬一、能美 洋介 
単位数 2 
教科書 テーマごとにプリントを配布する． 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 地球科学実験Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜，紹介する． 
授業形態 実験実習 
注意備考 実験は，講義で学ぶ事柄をより具体的に理解できる場であり，卒業研究に必要と

される調査・測定・解析などの方法やレポートの書き方を修得する重要な機会と
なるので，履修を強く勧める．インターネットでの情報検索やデータ取得を利用
しながら，実習をおこなう．また，レポートの再提出などの指示は学生メールに
よっておこなう．テーマごとに各自持参してもらう道具があるので注意するこ
と．特に関数電卓は必ず事前に購入しておくこと． 

シラバスコード FIG2721 
実務経験のある教員  
達成目標 ・実験で得られる誤差を，ごく基本的な統計量を用いて解析できること． 

・岩石を構成する基本的な鉱物の認定とその量の評価方法，および岩石の分類法
が説明できること． 
・花崗岩のモードを測定し分類を行えること． 
・鉱物の比重を測定し，計算による密度と比較する技術を修得すること． 
・地震記録を解析して震源やマグニチュードを決定する方法を修得すること． 
・簡単な抵抗ブリッジ回路を題材にして，電気回路の製作と検定の方法を修得す
ること． 
・大気の熱⼒学的性質を表す基本的な物理量を説明できること． 
・エマグラムを使って，空 

受講者へのコメント  
連絡先 ２１号館６階 大橋・関・⻄村研究室 

２６号館３階 ⻄⼾・能美研究室 



合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Earth Science Laboratory I 
関連科目 地球科学実験Ⅱ，地球科学実験Ⅲ，地球システム科学Ⅰ，地球システム科学Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ステレオ投影法，地震データの解析，エマグラムを使った空気塊の鉛直運動の解

析，岩石や鉱物の観察や測定などについて，上級年次の講義・演習の基礎となる
事項について実習を行う．実験の原理と手法の習得，データ解析の方法などにつ
いて理解を深める． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション・誤差に関する基礎的な実験 

2 回  レポート作成の指導 
3 回  花崗岩のモード測定 
4 回  鉱物の見かけの比重測定 
5 回  鉱物の結晶対称性 
6 回  レポート指導 
7 回  大気の熱⼒学 
8 回  エマグラム 
9 回  震源決定その１ 
10 回  震源決定その２ 
11 回  レポート指導 
12 回  ステレオ投影法の鉱物学への応用 
13 回  ステレオ投影法の地質学への応用 
14 回  ホイートストン・ブリッジ回路 
15 回  レポート指導 

準備学習 1 回  シラバスの内容をよく確認しておくこと．基礎的な統計量（例えば平均，
分散，標準偏差など）を事前に勉強しておくこと． 
2 回  第１回の実験に関するレポートを完成させておくこと． 
3 回  花崗岩に含まれる造岩鉱物について，その種類と性質を調べておくこと． 
4 回  鉱物の特徴と比重について，「地学図表」P21〜23 を勉強しておくこと． 
5 回  結晶の定義や対称要素について調べておくこと． 
6 回  第３回〜第４回の実験テーマで未完成のレポートについて個別指導をお
こなうので，理解できない箇所をあらかじめ明確にしておくこと． 
7 回  乾燥断熱減率と湿潤断熱減率の違い，温度と温位の違い，空気中の水蒸気
量を表現する方法（例えば相対湿度など）を事前に調べて，できるだけ理解して
おくこと． 
8 回  雲の発生とフェーン現象について，必要な気象条件（気温・露点温度な
ど）を具体的に考えておくこと． 
9 回  震源・震央距離・震源距離、P 波と S 波の性質について学習しておくこ
と． 
10 回  マグニチュードの定義について学習しておくこと． 



11 回  第５回〜第 10 回の実験テーマで未完成のレポートについて個別指導を
おこなうので，理解できない箇所をあらかじめ明確にしておくこと． 
12 回 鉱物の結晶対称性について復習しておくこと． 
13 回 地層の姿勢(走向・傾斜)および断層面の表示の仕方を調べておくこと． 
14 回  簡単な電気回路とオームの法則について学習しておくこと． 
15 回  第 12 回〜第 14 回の実験テーマで未完成のレポートについて個別指導を
おこなうので，理解できない箇所をあらかじめ明確にしておくこと． 

 



年度 2012 
授業コード FIG2731 
成績評価 それぞれの項目ごとに提出してもらう成果物の点数（100 点） 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス GA(総)(08〜10),GB(総)(08〜10) 
見出し FIG2731 ⼈類学実習Ⅲ 
担当教員名 ⻲⽥ 修一、富岡 直⼈、白石 純、宮本 真二 
単位数 2 
教科書 適宜、プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 考古資料、拓本、実測、トレース、写真撮影、割り付け 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 なし 
科目名 ⼈類学実習Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 文化庁文化財保護部『埋蔵文化財発掘調査のてびき』（財）国土地理協会（販売:

第一法規出版 
文化庁文化財部記念物課『発掘調査のてびき−集落遺跡発掘編／整理・報告書編
−』 

授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード FIG2731 
実務経験のある教員  
達成目標 1．拓本の方法を覚えてもらう。 

２．土器の実測方法を覚えてもらう。 
３．石器の実測方法を覚えてもらう。 
４．トレースの方法を覚えてもらう。 
５．写真撮影の方法を覚えてもらう。 
６．割り付けの方法を覚えてもらう。 

受講者へのコメント 基本的にきちんと受講していたと思います。 
連絡先 086-256-9621 

21 号館 6 階 
ka_me_da◎big.ous.ac.jp（◎を＠にして下さい） 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 全般的な評価はよかったと思いますが、実習室のあり方については今後検討した
いと思います。 

英文科目名 Anthropology Laboratory III 
関連科目 考古学概論Ⅰ・Ⅱ、先史考古学、環境考古学、技術考古学、東アジア考古学、⼈

類学実習Ⅱ 



次回に向けての改善変更予定 実習室の現状について、いろいろご指摘をいただきました。置いている資料が多
く、やや雑然とした雰囲気で、今後気をつけて、できるだけ片付けるようにしま
す。 

講義目的 ⼈類学実習Ⅱでは、基礎的な資料整理方法を学習してもらったが、この⼈類学実
習Ⅲでは実習Ⅱでえられた資料を印刷物として社会に提示できるような技術を
覚えてもらう。拓本・実測・トレース・写真撮影・割り付けなどである。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 拓本 

2 回 拓本 
3 回 拓本 
4 回 拓本・土器実測 
5 回 土器実測 
6 回 土器実測 
7 回 土器実測 
8 回 土器実測 
9 回 石器・動物遺存体実測 
10 回 石器・動物遺存体実測 
11 回 石器・動物遺存体属性抽出 
12 回 トレース 
13 回 トレース・割り付け 
14 回 写真撮影 
15 回 測量実習 

準備学習 1 回 シラバスを確認し、実習内容について把握しておくこと 
2 回 参考書などをもとに、拓本資料である土器や瓦について調べておくこと 
3 回 参考書などをもとに、拓本資料である土器や瓦について調べておくこと 
4 回 参考書などをもとに、拓本資料である土器や瓦について調べておくこと 
5 回 参考書などをもとに、実測資料である土器について調べておくこと 
6 回 参考書などをもとに、実測資料である土器について調べておくこと 
7 回 参考書などをもとに、実測資料である土器について調べておくこと 
8 回 参考書などをもとに、実測資料である土器について調べておくこと 
9 回 参考書などをもとに、実測資料である石器について調べておくこと 
10 回 参考書などをもとに、実測資料である石器について調べておくこと 
11 回 参考書などをもとに、実測資料である石器について調べておくこと 
12 回 参考書や発掘調査報告書などをもとに、トレースについて調べておくこと 
13 回 参考書や発掘調査報告書などをもとに、トレースについて調べておくこと 
14 回 参考書や発掘調査報告書などをもとに、写真撮影について調べておくこと 
15 回 参考書や発掘調査報告書などをもとに、測量について調べておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FIG2741 
成績評価 定期試験（７２％）、中間試験（０％）、小テスト（２８％）、レポート（０％）、

ノート（０％） 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス GA(総)(〜07),GB(総)(〜07) 
見出し FIG2741 環境化学(再) 
担当教員名 猶原 順 
単位数 2 
教科書 プリントを中心に講義 
アクティブラーニング  
キーワード 大気環境、水質環境、廃棄物、循環型社会、環境計測、環境アセスメント、環境

ホルモン、ダイオキシン 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 環境化学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ⽥中稔 他：環境化学概論、丸善 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIG2741 
実務経験のある教員  
達成目標 地球規模や地域規模の環境問題について理解する。また、環境保全の方法や地球

温暖化防止のための対策について理解する。 
受講者へのコメント  
連絡先 E-mail:jnaohara@bme.ous.ac.jp, Tel&Fax:086-256-9711、１２号館１階 猶原教

授室  
フィスアワー：金昼 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講者なし 
英文科目名 Environmental Chemistry 
関連科目 基礎化学、分析化学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ⼈間活動の規模の拡大に伴って、環境に種々の大きな変化を引き起こすようにな

った。特に各種の化学物質が⼈間の生存に脅威となってきている。また、化石燃
料の消費に伴って地球温暖化が進み、種々の被害が出始めている。本講義では、
地球規模や地域規模の環境問題について概説し、また、化学物質の環境への影響
や環境保全の方法や地球温暖化防止のための対策について講義する。 

対象学年 3 年/4 年 



授業内容 1 回 オリエンテーション 
2 回 生活と環境について説明する。 
3 回 自然環境について説明する。 
4 回 都市環境：大気環境について説明する。 
5 回 都市環境：水質環境について説明する。 
6 回 都市環境：廃棄物について説明する。 
7 回 循環型社会の構築について説明する。 
8 回 低炭素社会について説明する。 
9 回 環境分析化学について説明する。 
10 回 環境計測・環境アセスメントについて説明する。 
11 回 化学物質とリスクアセスメントについて説明する。 
12 回 環境ホルモンについて説明する。 
13 回 ダイオキシンについて説明する。 
14 回 環境汚染物質の無害化について説明する。 
15 回 地球にやさしい化学について説明する。 

準備学習 1 回 環境化学の授業の進め方を説明するため、特に準備学習は無し。 
2 回 生活と環境に関する第 1 回に配布する資料（プリント）を予習しておくこ
と。 
3 回 自然環境に関する第 2 回に配布する資料（プリント）を予習しておくこと。 
4 回 都市環境：水質環境に関する第 3 回に配布する資料（プリント）を予習して
おくこと。 
5 回 都市環境：廃棄物に関する第 4 回に配布する資料（プリント）を予習してお
くこと。 
6 回 循環型社会の構築に関する第 5 回に配布する資料（プリント）を予習して
おくこと。 
7 回 低炭素社会に関する第 6 回に配布する資料（プリント）を予習しておくこ
と。 
8 回 環境分析化学に関する第 7 回に配布する資料（プリント）を予習しておく
こと。 
9 回 環境計測・環境アセスメントに関する第 8 回に配布する資料（プリント）を
予習しておくこと。 
10 回 化学物質とリスクアセスメントに関する第 9 回に配布する資料（プリン
ト）を予習しておくこと。 
11 回 環境ホルモンに関する第 10 回に配布する資料（プリント）を予習してお
くこと。 
12 回 ダイオキシンに関する第 11 回に配布する資料（プリント）を予習してお
くこと。 
13 回 環境汚染物質の無害化に関する第 12 回に配布する資料（プリント）を予
習しておくこと。 
14 回 地球にやさしい化学に関する第 13 回に配布する資料（プリント）を予習
しておくこと。 
15 回 14 回までの講義の復習をしておくこと。 



 



年度 2012 
授業コード FIG3112 
成績評価 毎回講義の最初に、前回の講義内容についての小テストを 10 分間行う。15 回の

小テストの合計を 50 点に換算する。期末試験の合計点も 50 点とし、小テストと
合わせて 100 点満点の 60 点以上の成績を得た場合に単位を与える。 

曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス GA(総)(〜10),GB(総)(〜10) 
見出し FIG3112 古地磁気学 
担当教員名 畠山 唯達 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 地磁気３成分，偏角，伏角，全磁⼒，双極子，双極子仮説，仮想的地磁気極，古

地磁気極，見かけの極移動曲線，磁性鉱物，自然残留磁化，熱残留磁化，堆積残
留磁化 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 古地磁気学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 小玉一⼈ 「古地磁気学」 東大出版会 

酒井治孝著 「地球学入門」 東海大学出版会 
授業形態 講義 
注意備考 メールでの質問・問い合わせ OK 
シラバスコード FIG3112 
実務経験のある教員  
達成目標 1．双極子磁場の形と地磁気極を理解すること 

2. 地球・惑星磁場の原因となるダイナモについて基礎的に理解すること 
3．極性逆転と地磁気永年変化について知ること 
4．双極子仮説の意味を理解し，仮想的地磁気極の求め方を理解すること 
5．古地磁気極と見かけの極移動曲線の意味を理解すること 
6．熱残留磁化の獲得機構を理解すること 
7．堆積残留磁化の獲得機構を理解すること 

受講者へのコメント  
連絡先 畠山 hatake(at)center.ous.ac.jp, 11 号館 5 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Paleomagnetism 
関連科目 地球システム科学 I, II，プレートテクトニクス 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 地球磁場の一般的性質を理解し、地質学的時間スケールでの変動についての知識
を得ること。その知識を応用して、様々な地質現象を理解する方法を学ぶこと。
さらに、地球磁場が化石化、つまり岩石などの自然残留磁化として記録される過
程についての基礎的な理解を得ること。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 磁場，地球磁場, 双極子磁場，棒磁石等について解説する。 

2 回 地球と太陽系惑星および太陽が持つ磁場の外観について解説する。 
3 回 地球の内部構造と地球磁場の成因，ダイナモ作用について解説する。 
4 回 現在の地球磁場の詳細な様子, 地磁気の球面調和関数展開とガウス係数に
ついて解説する。 
5 回 地磁気の時間変動(1)短期的変動について解説する。 
6 回 地磁気の時間変動(2)⻑期的変動，古地磁気永年変化, 地心軸双極子仮説に
ついて解説する。 
7 回 地磁気の時間変動(3)地磁気逆転とエクスカーションについて解説する。 
8 回 仮想的地磁気極，VGP について解説する。 
9 回 古地磁気極と見かけの極移動曲線について解説する。 
10 回 大陸移動，安定地塊とテレーンについて解説する。 
11 回 日本列島のテクトニクスと古地磁気学について解説する。 
12 回 磁性鉱物と自然残留磁化について解説する。 
13 回 熱残留磁化について解説する。 
14 回 堆積留磁化について解説する。 
15 回 これまでのおさらいをする。 

準備学習 1 回 これまでの地球系科目、とくに「地球システム科学 I」、「地球システム科学
II」、「プレートテクトニクス」を受講していたら復習しておくこと。 
2 回 前回の復習をしておくこと（確認小テストあり）。 
3 回 前回の復習をしておくこと（確認小テストあり）。 
4 回 前回の復習をしておくこと（確認小テストあり）。 
5 回 前回の復習をしておくこと（確認小テストあり）。 
6 回 前回の復習をしておくこと（確認小テストあり）。 
7 回 前回の復習をしておくこと（確認小テストあり）。 
8 回 前回の復習をしておくこと（確認小テストあり）。 
9 回 前回の復習をしておくこと（確認小テストあり）。 
10 回 前回の復習をしておくこと（確認小テストあり）。 
11 回 前回の復習をしておくこと（確認小テストあり）。 
12 回 前回の復習をしておくこと（確認小テストあり）。 
13 回 前回の復習をしておくこと（確認小テストあり）。 
14 回 前回の復習をしておくこと（確認小テストあり）。 
15 回 前回の復習をしておくこと（確認小テストあり）。 

 



年度 2012 
授業コード FIG31A2 
成績評価 課題提出（30%）、試験（70%）により行う。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス GA(総)(〜11),GB(総)(〜11) 
見出し FIG31A2 生態学概論 
担当教員名 中村 圭司 
単位数 2 
教科書 なし。適宜プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 生態学 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ・「配布資料の字がとぎれていたりかすれていて読みづらい」との指摘がありま

した。資料が大量になりすぎないように縮小コピーをしなければならないことが
ありました。改善を心がけます。 
・「毎週小テストがあったが、知識として良いものであった」との記述がありま
した。前回の講義の復習も兼ねての小テストですので、しっかり対策を立てて勉
強をしてもらえるとうれしく思います。 

科目名 生態学概論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 復習をして講義内容を十分に理解すること。 
シラバスコード FIG31A2 
実務経験のある教員  
達成目標 生態学の基礎的な知識を身につけること、および生態現象は複雑系から成り立っ

ていることを理解すること。 
受講者へのコメント 基礎的な内容からかなり発展的な内容まで色々な話をするようにしていました

ので、少し難しいと思える事もあったかもしれません。そのようなときには質問
をする、または本を調べてみるなどして自分なりに理解できるよう心がけてもら
いたいと思います。 

連絡先 ２１号館６階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業時間外の学習時間がやや短いように思えます。予習は特に要求しませんが、
難しい内容があった場合は少しの時間でも復習をするとより効果が上がると思
います。総合評価については、全体によい評価がされており安心しています。 

英文科目名 Introduction to Ecology 
関連科目 生物学関係の講義全て 
次回に向けての改善変更予定 次年度から教員が変更となります。全面的な改善・変更が予定されていますので、



ご期待ください。 
講義目的 生態学は、個体レベルの行動から地球レベルの物質・エネルギー循環まで実に多

様なレベルを対象としており、本講ではこれらを概観する。これら事象の理解は、
必然的に自然保護のあり方として発展するものである。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 生態系の概念--生態学とは--。生態学とはどのような学問かについて、およ

び基本的な用語について説明する。 
2 回 個体群の成⻑。生物の個体数がどのように変化するのかについて説明する。 
3 回 種内競争。同種生物の個体数が増加するとどうなるのかについて説明する。 
4 回 なわばり・群れ。同種の動物における集団のあり方について説明する。 
5 回 種間競争。生態的地位が重なる複数種の関係について、種内競争と対比しな
がら説明する。 
6 回 捕食-被食の関係 （１）捕食者の戦略。動物は食物を得るためにどのよう
にふるまっているのかを説明する。 
7 回 捕食-被食の関係 （２）被食者の戦略。生物は食べられないためにどのよ
うにふるまっているのかを説明する。 
8 回 寄生。寄生と呼ばれる現象について説明する。 
9 回 共生。共生と呼ばれる現象について説明する。 
10 回 光と植物。生産者である植物が生きていくために欠かせない光との関係、
特に光合成について説明する。 
11 回 土壌の形成と遷移。土壌とはどのようなものか、どのようにして土壌が形
成されるかについて説明する。 
12 回 気候と植生。異なる気候帯でどのような植生が発達するのかについて説明
する。 
13 回 水中の生態系。水中における生物の生活様式の特徴について説明する。 
14 回 海洋生態系。海洋生態系の特徴、および水平・鉛直方向に区分される生態
系の違いについて説明する。 
15 回 陸水生態系。河川および湖沼の生態系を比較し、それぞれの特徴について
説明する。 

準備学習 1 回 時間割をよく確認し教室の場所を把握しておくこと。 
2 回 図書館等で個体群とは何かを調べておくこと。 
3 回 図書館等で種内競争とは何かを調べておくこと。 
4 回 図書館等でなわばり、群れとは何かを調べておくこと。 
5 回 図書館等で種間競争とは何かを調べておくこと。 
6 回 図書館等で捕食、被食とは何かを調べておくこと。 
7 回 図書館等で捕食、被食とは何かを調べておくこと。 
8 回 図書館等で寄生とは何かを調べておくこと。 
9 回 図書館等で共生とは何かを調べておくこと。 
10 回 図書館等で光合成とは何かを調べておくこと。 
11 回 図書館等で土壌とは何かを調べておくこと。 
12 回 図書館等で植生とは何かを調べておくこと。 
13 回 図書館等で水中の生態系について調べておくこと。 



14 回 図書館等で海の生態系について調べておくこと。 
15 回 図書館等で川や湖の生態系について調べておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FIG31B1 
成績評価 中間テスト（２０％）、期末テスト（８０％） 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス GA(総)(〜11),GB(総)(〜11) 
見出し FIG31B1 細胞遺伝学 
担当教員名 星野 卓二 
単位数 2 
教科書 適宜プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 染色体、生物の進化 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 エアコンの調子が悪いとの意見がありました。教室のエアコンの修理を依頼して

います。プロジェクターのスクリーンと板書が重なって見えにくいとの意見があ
りました。板書は片方に寄せるよう気をつけます。 

科目名 細胞遺伝学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 藪野他著：植物遺伝学、裳華房 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIG31B1 
実務経験のある教員  
達成目標 １．染色体は遺伝子を運ぶ重要な働きがあることを説明できる。２．生物の進化

や分化と深い関連のある、倍数性や異数性について説明できる。３．いくつかの
野生生物を例にして、染色体の進化を説明できる。 

受講者へのコメント 授業時間外の学習時間に関しては、全くしなかった学生が全体の半数近くいま
す。講義時間以外でも予習、復習の習慣をつけるようにしてください。 

連絡先 ２１号館６階 星野研究室 hoshino@big.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この分野への興味が深まったことや、教員の熱意に関しては比較的良い評価をも
らっています。しかし、授業の目標達成に関しては大体できたとの評価が最も多
かった。高校の生物を理解しているとして講義した項目もあり、この点が問題か
もしれません。また、板書、スライドがよく見えなかったとの意見もありました。
これに関しては、この講義が生地と動物学科の同時開講であり、受講者が多く視
⼒の良くない学生が前に来る余裕がなかったことも考えられます。 

英文科目名 Cytogenetics 
関連科目 生物科学概論 I、生物化学概論Ⅱ、生物学実験Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定 板書はなるべく大きな字で書くように気をつけているが、今後はさらに見えやす

い工夫をする予定です。 



講義目的 「地球の歴史は地殻に、生物の歴史は染色体に刻まれている」と言われるように、
染色体の中にほとんどすべての遺伝情報が入っている。また、生物の種や属の分
類群と染色体の特徴は一般的によく一致する。本講義では染色体の形態的特性や
構造異常の出現機構について説明し、生物の進化に伴い染色体がどのように分
化・進化してきたかを述べる。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 細胞遺伝学と染色体の関連 

2 回 染色体の構成物質 
3 回 染色体の階層構造（１） 
4 回 染色体の階層構造（２） 
5 回 異質染色質の遺伝的特性 
6 回 核型分析 
7 回 ゲノム分析 
8 回 異数体と倍数体 
9 回 性染色体および B 染色体 
10 回 染色体の構造変異 
11 回 染色体の蛍光染色 
12 回 染色体の遺伝子マッピング 
13 回 生物の進化と染色体の分化（１） 
14 回 生物の進化と染色体の分化（２） 
15 回 生物の進化と染色体の分化（３） 

準備学習 1 回 生物の染色体の働きについて調べておくこと 
2 回 染色体は DNA 以外にどのような物質から構成されているか調べておくこ
と 
3 回 染色体の折りたたみ構造について調べておくこと 
4 回 唾腺染色体やランプブラシ染色体について調べておくこと 
5 回 染色体の C-バンディングについて調べておくこと 
6 回 動原体の位置による染色体の分類について調べておくこと 
7 回 生物のゲノムを構成している DNA の量は、生物の種類によりどのように異
なるか調べておくこと 
8 回 同一種内で染色体数が異なる生物の例を調べておくこと 
9 回 性染色体にはどのような種類があるか調べておくこと 
10 回 染色体の切断や、融合について調べておくこと 
11 回 蛍光色素とはどのような性質を持っているか調べておくこと 
12 回 遺伝子の物理的地図に関して、参考文献で調べておくこと 
13 回 野生生物の染色体の報告について調べておくこと 
14 回 原核生物から真核生物に進化する段階で染色体にどのような変化が生じた
か調べておくこと 
15 回 野生植物の種間でどのような染色体の違いが見られるか調べておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FIG3311 
成績評価 中間試験 40％と定期試験 60％で評価する． 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス GA(総)(〜11),GB(総)(〜11) 
見出し FIG3311 アルゴリズム 
担当教員名 矢城 陽一朗 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する． 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 アルゴリズム 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 はじめての生命科学／岡本威明・佐藤健三・直島好伸・⻑谷川靖／三共出版 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIG3311 
実務経験のある教員  
達成目標 ・境界条件を理解する． 

・分子動⼒学計算のアルゴリズムを理解する． 
・シミュレーションに用いる統計集合を理解する． 
・モンテカルロシミュレーションのアルゴリズムを理解する． 

受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 5 階 矢城研究室 yagi@sp.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Algorithm 
関連科目 物理学基礎論 I を履修していることが望ましい． 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 古典⼒学に基づいた分子動⼒学計算について説明する．また統計・確率に基づい

たモンテカルロシミュレーションシミュレーションのアルゴリズムについて講
義する． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 コンピュータシミュレーションについて説明する。 

2 回 ⼒学の復習をする。特にニュートンの運動方程式について講義する。 
3 回 境界条件（周期境界条件，自由端境界条件，固定端境界条件）について講義
する。 



4 回 分子動⼒学法：定エネルギー分子動⼒学法について講義する。 
5 回 分子動⼒学法：定温分子動⼒学法について講義する。 
6 回 分子動⼒学法：オイラー法，ベルレ法について講義する。 
7 回 分子動⼒学法：速度ベルレ法，蛙とび法，Beeman 法について講義する。 
8 回 中間試験を行い，試験終了後，問題解説を行う。 
9 回 平均値や分散，標準偏差など，統計・確率の基本的な量の計算法について講
義する。 
10 回 小正準集合，正準集合，大正準集合など，統計集合の基本的な概念につい
て講義する。 
11 回 モンテカルロシミュレーション：メトロポリスのアルゴリズムについて講
義する。 
12 回 モンテカルロシミュレーション：格子ガス模型を例に，大正準集合，正準
集合でのモンテカルロシミュレーションについて講義する。 
13 回 モンテカルロシミュレーション：時間に依存する動的モンテカルロシミュ
レーションについて講義する。 
14 回 乱数の生成法について講義する。 
15 回 最近の生命科学に用いられているフラグメント分子軌道法や量子化学計算
について講義する。 

準備学習 1 回 身の回りでコンピュータシミュレーションがどのように使われているか，
調べてみること． 
2 回 質点，質点系の⼒学（ニュートンの運動方程式）を復習しておくこと． 
3 回 配布プリントの境界条件の項をよく読んでおくこと． 
4 回 ニュートンの運動方程式，⼒学的エネルギー保存則について復習をしてお
くこと． 
5 回 配布プリントの定温分子動⼒学法および速度スケーリングの項をよく読ん
でおくこと． 
6 回 微分法（テイラー展開）について復習（または予習）をしておくこと． 
7 回 二階微分，三階微分，第５回の速度スケーリングについて復習しておくこ
と． 
8 回 第１回から第７回の講義の復習をしておくこと． 
9 回 配布プリントをよく読み，平均値や分散などの計算法を予習しておくこと． 
10 回 配布プリントをよく読み，小正準集合，正準集合，大正準集合の違いを調
べておくこと． 
11 回 配布プリントをよく読み，系の状態と出現確率について調べておくこと． 
12 回 第１１回の講義について復習しておくこと． 
13 回 第１２回の講義について復習しておくこと． 
14 回 乱数について調べておくこと． 
15 回 生命科学におけるコンピュータシミュレーションについて調べること． 

 



年度 2012 
授業コード FIG3312 
成績評価 課題レポート(30％)と定期試験(70％)の結果により評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス GA(総)(〜11),GB(総)(〜11) 
見出し FIG3312 応用プログラミングⅠ 
担当教員名 福⽥ 尚也 
単位数 2 
教科書 「ゼロからはじめる Visual Basic 入門」基礎からゲーム作成まで／藤本邦昭 著

／森北出版株式会社／ISBN 978-4-627-84991-4 
アクティブラーニング  
キーワード Visual Basic、プログラミング 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 応用プログラミングⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 すっきりわかった！Visual Basic／日向俊二／アスキー・メディアワークス 
授業形態 講義 
注意備考 講義室と実習室をほぼ交互に利用するので、集合する教室に注意すること。 
シラバスコード FIG3312 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)Visual Basic 言語で簡単なプログラムを作成できるようになる。 

(2)Visual Basic 言語で書かれた既存のプログラムの内容を理解出来るようにな
る。 
(3)Visual Studio のソフトウェアが使えるようになる。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２１号館２階 福⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Programming I 
関連科目 応用プログラミングⅡ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 Windows のソフトウェア開発には Visual Basic 言語などが用いられている。

Visual Basic 言語は、教育現場で一番多く利用されていたプログラミング言語で
ある Basic の流れをくんでおり、プログラミングの初心者向けに作られた言語で
あるが、商用のアプリケーションを開発できる環境を持つ。Visual Basic 言語の
プログラムを作成したり、あるいは既存プログラムを理解できるようになるため
の実践的基礎を見に付けてもらうことを目的にする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 Visual Basic の概要について説明する。 
2 回 順次処理について説明する。 
3 回 順次処理の演習について説明する。 
4 回 選択処理について説明する。 
5 回 選択処理の演習について説明する。 
6 回 繰り返し処理について説明する。 
7 回 繰り返し処理の演習について説明する。 
8 回 配列について説明する。 
9 回 配列の演習について説明する。 
10 回 ファイル処理について説明する。 
11 回 ファイル処理の演習について説明する。 
12 回 プロシージャについて説明する。 
13 回 プロシージャの演習について説明する。 
14 回 グラフィックスについて説明する。 
15 回 グラフィックスの演習について説明する。 

準備学習 1 回 教科書の第 1 章を予習しておくこと。 
2 回 教科書の第 2 章「順次処理 」を予習しておくこと。 
3 回 教科書の第 2 章「順次処理 」を復習しておくこと。 
4 回 教科書の第 3 章「選択処理」を予習しておくこと。 
5 回 教科書の第 3 章「選択処理 」を復習しておくこと。 
6 回 教科書の第 4 章「繰り返し処理」を予習しておくこと。 
7 回 教科書の第 4 章「繰り返し処理」を復習しておくこと。 
8 回 教科書の第 5 章「配列」を予習しておくこと。 
9 回 教科書の第 5 章「配列」を復習しておくこと。 
10 回 教科書の第 6 章「ファイル処理」を予習しておくこと。 
11 回 教科書の第 6 章「ファイル処理」を復習しておくこと。 
12 回 教科書の第 7 章「プロシージャ」を予習しておくこと。 
13 回 教科書の第 7 章「プロシージャ」を復習しておくこと。 
14 回 教科書の第 8 章「グラフィックス」を予習しておくこと。 
15 回 教科書の第 8 章「グラフィックス」を復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FIG3321 
成績評価 レポート点（10 点）、定期試験の点数（90 点）。これらをあわせて評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス GA(総)(〜10),GB(総)(〜10) 
見出し FIG3321 技術考古学 
担当教員名 ⻲⽥ 修一 
単位数 2 
教科書 適宜、プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 石器、石製品、縄文土器、弥生土器、土師器、須恵器、鉄、鉄器、ガラス、塩 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 なし 
科目名 技術考古学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 潮見浩『図解技術の考古学』有斐閣（絶版）→図書館 

小林行雄『古代の技術』・『続古代の技術』塙書房 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIG3321 
実務経験のある教員  
達成目標 １．いろいろな材料からできた考古資料の存在を知る。 

２．石器について知る。 
３．石製品について知る。 
４．土器について知る。 
５．鉄について知る。 
６．ガラスについて知る。 
７．塩について知る。 
８．ものと⼈間との関わりを技術という視点から考える。 

受講者へのコメント 基本的にきちんと受講されていたと思います。 
連絡先 086-256-9621 

21 号館 6 階 
ka_me_da◎big.ous.ac.jp（◎を＠にして下さい） 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 全般的によい評価をいただき、有り難うございます。 
英文科目名 Technological Archaeology 
関連科目 考古学概論Ⅰ・Ⅱ、環境考古学、先史考古学、東アジア考古学、⼈類学実習Ⅰ〜

Ⅲ 
次回に向けての改善変更予定 板書・スライドの進行がやや早かったとの指摘が２名ありました。→今後気をつ



けます。 
１回の講義で扱う量が少し多いとの指摘が２名ありました。→この講義でお話し
したい内容が多く、実際にはかなり削っているのですが、今後検討します。 

講義目的  ⼈間は「もの」を使って生活してきた。「もの」をどのように作ったのか、また
改良してきたのか。⼈間と「もの」との関わりを「技術」という面から講義する
ことによって、多様な「もの」の一面を理解していただければと思う。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 「講義概要」として、講義内容と本講義の進め方について説明する。 

2 回 「石器」というテーマで、旧石器時代から弥生時代の打製石器について説明
する。 
3 回 「石器」というテーマで、縄文時代から弥生時代の磨製石器について説明す
る。 
4 回 「石製品」というテーマで、勾玉や管玉などの玉製品について説明する。 
5 回 「石製品」というテーマで、古墳時代の石棺について説明する。 
6 回 「縄文土器・弥生土器・土師器」というテーマで、土器製作の基本である土
の入手方法･素地作り・成形方法などについて説明する。 
7 回 「縄文土器・弥生土器・土師器」というテーマで、土器作りの成形方法・調
整技法などについて説明する。 
8 回 「縄文土器・弥生土器・土師器」というテーマで、文様の付け方、焼成方法
などについて説明する。 
9 回 「須恵器」というテーマで、まず須恵器にわるビデオを見てもらい、須恵器
の概要について説明する。 
10 回 「須恵器」というテーマで、土の入手方法、素地作り、成形技法について
説明する。 
11 回 「須恵器」というテーマで、調整技法、装飾技法、窯について説明する。 
12 回 「須恵器」というテーマで、焼成方法を説明し、日本列島内における須恵
器生産の広がりについて説明する。 
13 回 「鉄」というテーマで、原始･古代の鉄・鉄器作りについて説明する。 
14 回 「ガラス」というテーマで、原始・古代のガラス作りについて説明する。 
15 回 「塩」というテーマで、原始･古代の塩作りについて説明する。 

準備学習 1 回 シラバスを確認し、学習内容について把握しておくこと 
2 回 前回の講義内容について復習し、参考書などをもとに打製石器について予
習しておくこと 
3 回 前回の講義内容について復習し、参考書などをもとに磨製石器について予
習しておくこと 
4 回 前回の講義内容について復習し、参考書などをもとに石製品（玉類）につい
て予習しておくこと 
5 回 前回の講義内容について復習し、参考書などをもとに石製品（石棺）につい
て予習しておくこと 
6 回 前回の講義内容について復習し、参考書などをもとに縄文土器について予
習しておくこと 
7 回 前回の講義内容について復習し、参考書などをもとに弥生土器・土師器につ



いて予習しておくこと 
8 回 前回の講義内容について復習し、参考書などをもとに弥生土器・土師器につ
いて予習しておくこと 
9 回 前回の講義内容について復習し、参考書などをもとに須恵器について予習
しておくこと 
10 回 前回の講義内容について復習し、参考書などをもとに須恵器の作り方につ
いて予習しておくこと 
11 回 前回の講義内容について復習し、参考書などをもとに須恵器の作り方につ
いて予習しておくこと 
12 回 前回の講義内容について復習し、参考書などをもとに須恵器窯について予
習しておくこと 
13 回 前回の講義内容について復習し、参考書などをもとに鉄について予習して
おくこと 
14 回 前回の講義内容について復習し、参考書などをもとにガラスについて予習
しておくこと 
15 回 前回の講義内容について復習し、参考書などをもとに塩について予習して
おくこと 

 



年度 2012 
授業コード FIG3322 
成績評価 レポート点（10 点）、定期試験の点数（90 点）。これらをあわせて評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス GA(総)(〜10),GB(総)(〜10) 
見出し FIG3322 東アジア考古学 
担当教員名 ⻲⽥ 修一 
単位数 2 
教科書 適宜、プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 古墳時代、飛鳥時代、朝鮮半島、三国時代、高句麗、百済、新羅、伽耶、渡来⼈、

鉄・鉄器、須恵器、墓、カマド、寺院、山城 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 パワーポイントの画面で外字がうまく出ないことがありました。→気をつけま

す。 
科目名 東アジア考古学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 武⽥幸男編『古代を考える 日本と朝鮮』吉川弘文館 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIG3322 
実務経験のある教員  
達成目標 １．日本の古墳時代とはどのような時代であるのかをおおまかに知る。 

２．朝鮮半島の原始・古代についておおまかに知る。 
３．朝鮮半島の三国時代について知る。 
４．原始・古代における朝鮮半島と日本列島との関わりについて知る。 

受講者へのコメント 基本的にみなさんきちんと講義に対応していただいたともいます。 
連絡先 086-256-9621 

21 号館 6 階 
ka_me_da◎big.ous.ac.jp（◎を＠にして下さい） 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 8)「1 回で扱う量が多い」が 2 名ありました。→確かにそうかもしれません。た
だ、3 年生の専門的な講義なので、少し無理をしてでもより多くのことを知って
いただきたいと思って、がんばりすぎたのかもしれません。 

英文科目名 East Asian Archaeology 
関連科目 考古学概論Ⅰ・Ⅱ、先史考古学、環境考古学、技術考古学、⼈類学実習Ⅰ〜Ⅲ 
次回に向けての改善変更予定 3 年生の後期の講義ですので、内容の濃さとわかりやすさ、どちらにウエイトを

かけるか少し気になっています。ただできるだけわかりやすくしたいと思いま
す。 



講義目的  東アジア考古学では、日本列島に古代国家が形成されていく時代である古墳時
代から飛鳥時代にかけて、倭国とその倭国にいろいろな影響を与えた朝鮮半島の
考古学について講義する。 
 この講義を通して、古代の日本がどのように国家を作っていったのか、朝鮮半
島との関わりの中で理解していただければと思う。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 「講義概要」として、講義内容と本講義の進め方について説明する。 

2 回 「古墳時代日本の概観（1）」というテーマで、高等学校の日本史・世界史の
教科書を参考にしながら、日本列島の古墳時代前半の状況を説明する。 
3 回 「古墳時代日本の概観（2）」というテーマで、高等学校の日本史・世界史の
教科書を参考にしながら、日本列島の古墳時代後半の状況を説明する。 
4 回 「朝鮮半島の風土と自然」・「旧石器時代〜原三国時代」というテーマで、朝
鮮半島の地理的情報について説明し、朝鮮半島の旧石器時代から新石器時代の様
相について説明する。 
5 回 「朝鮮半島の旧石器時代〜原三国時代」・「三国時代［高句麗］」というテー
マで、朝鮮半島の⻘銅器時代から原三国時代、そして三国時代［高句麗］の様相
について説明する。 
6 回 「朝鮮半島の三国時代［高句麗］・［百済：漢城時代］」というテーマで、朝
鮮半島三国時代の高句麗と百済漢城時代の様相について説明する。 
7 回 「朝鮮半島の三国時代［百済：漢城時代・熊津時代］」というテーマで、朝
鮮半島三国時代の百済漢城時代・熊津時代の様相について説明する。 
8 回 「朝鮮半島の三国時代［百済：熊津時代］」というテーマで、朝鮮半島三国
時代の百済熊津時代の様相について説明する。 
9 回 「朝鮮半島の三国時代［百済：シヒ時代］」というテーマで、朝鮮半島三国
時代の百済シヒ時代の様相について説明する。 
10 回 「朝鮮半島の三国時代［百済と倭の関係］」というテーマで、朝鮮半島三国
時代の百済と倭の関係について説明する。 
11 回 「朝鮮半島の三国時代［新羅］」というテーマで、朝鮮半島三国時代の新羅
の様相について説明する。 
12 回 「朝鮮半島の三国時代［伽耶］」というテーマで、朝鮮半島三国時代の伽耶
の様相について説明する。 
13 回 「日本の古墳時代」というテーマで、日本列島の古墳時代前期･中期の様相
について説明する。 
14 回 「日本の古墳時代」というテーマで、日本列島の古墳時代中期･後期の様相
について説明する。 
15 回 「日本の飛鳥時代」というテーマで、日本列島の飛鳥時代の様相について
説明する。 

準備学習 1 回 シラバスを確認し、学習内容について把握しておくこと 
2 回 前回の講義内容について復習し、参考書などをもとに日本の古墳時代につ
いて予習しておくこと 
3 回 前回の講義内容について復習し、参考書などをもとに日本の古墳時代につ
いて予習しておくこと 



4 回 前回の講義内容について復習し、参考書などをもとに朝鮮半島の風土・自然
について予習しておくこと 
5 回 前回の講義内容について復習し、参考書などをもとに朝鮮半島の三国時代
について予習しておくこと 
6 回 前回の講義内容について復習し、参考書などをもとに高句麗・百済について
予習しておくこと 
7 回 前回の講義内容について復習し、参考書などをもとに百済について予習し
ておくこと 
8 回 前回の講義内容について復習し、参考書などをもとに百済について予習し
ておくこと 
9 回 前回の講義内容について復習し、参考書などをもとに百済について予習し
ておくこと 
10 回 前回の講義内容について復習し、参考書などをもとに百済と倭の関係につ
いて予習しておくこと 
11 回 前回の講義内容について復習し、参考書などをもとに新羅について予習し
ておくこと 
12 回 前回の講義内容について復習し、参考書などをもとに伽耶について予習し
ておくこと 
13 回 前回の講義内容について復習し、参考書などをもとに日本の古墳時代につ
いて予習しておくこと 
14 回 前回の講義内容について復習し、参考書などをもとに日本の古墳時代につ
いて予習しておくこと 
15 回 前回の講義内容について復習し、参考書などをもとに日本の飛鳥時代につ
いて予習しておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FIG3331 
成績評価 中間試験の成績（30 点）と期末試験の成績（70 点）によって評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス GA(総)(〜10),GB(総)(〜10) 
見出し FIG3331 応用地質学 
担当教員名 能美 洋介 
単位数 2 
教科書 指定しません。講義にプリントを配布します。 
アクティブラーニング  
キーワード 地盤、岩盤、地質調査、地質災害 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 応用地質学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示します。 
授業形態 講義 
注意備考 第 14 回と第 15 回は試験場の見学を予定していますので、後半の授業日程につい

て受講生と相談のうえ調整します。 
シラバスコード FIG3331 
実務経験のある教員  
達成目標 ○土質の性状について理解し、土質の評価方法を説明することができる。 

○岩盤の性状について理解し、岩盤の評価方法を説明することができる。 
○地質と⼈間とのかかわりを理解し、地質災害ついて説明することができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２６号館３階 能美研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Applied Geology 
関連科目 情報地質学、地理情報処理学、地球科学実験２・３ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  我々の文明は大地を切り開くことで成り立っている。しかし、無理な開発が各

種の地質災害の引き金になっていることも珍しくない。地域を開発し、持続的な
利用を計っていくためには、地盤・岩盤に対する地質学的な情報収集や考察が必
要である。本講義では⼈間の生活と地質学との関係を具体的な例をあげて眺めな
がら、地盤・岩盤を理解するために必要な事柄について理解することを目的とす
る。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 



 講義目的、講義計画、講義内容、採点の方針等の説明をする。 
2 回 岩石の物理 
 岩石・岩盤の構成物質、節理、密度、空隙率、透水係数について講義する。 
3 回 岩盤の⼒学 
 岩石・岩盤の変形性、弾性係数、強度について講義する。 
4 回 岩盤の風化 
 岩石・岩盤の化学的風化、物理的風化とその様式、風化の評価方法について講
義する。 
5 回 土の性質 
 土の構成と構造、密度、空隙率、透水性、含水比、コンシステンシーについて
講義する。 
6 回 斜面の安定性① 地すべりと斜面崩壊 
 土砂災害様式、地すべり地形について講義する。 
7 回 斜面の安定性② ⼒のつり合い 
 応⼒と歪、主応⼒、モール・クーロンの破壊モデルについて講義する。 
8 回 斜面の安定性③ 地すべりの形態 
 安全率、安定解析について講義する。 
9 回 斜面の安定性④ 地すべり調査と対策 
 地すべり調査法、地すべり対策について講義する。 
10 回 火山災害① マグマと火山と火山地形 
 日本の火山、マグマの組成と物理性、噴火様式について講義する。 
11 回 火山防災② 火山活動と火山災害 
 火山地形、火山災害、火山砂防、地熱利用について講義する。 
12 回 地下水と地盤沈下① 地下水の性質 
 地下水の賦存形態、地下水の水質、水資源としての利用を講義する。 
13 回 地下水と地盤沈下② 地盤沈下 
 日本の地盤沈下、地下水利用と沈下の関係、地盤沈下対策について講義する。 
14 回 地質調査と室内試験① 物理試験 
 土や岩盤の試験・評価法のうち、粒度試験等の物理試験について講義する。 
15 回 地質調査と室内試験② ⼒学試験 
 土や岩盤の試験・評価法のうち、３軸圧縮試験等の⼒学試験について講義する。 

準備学習  シラバスによく目を通し、各講義のキーワードとなる語句について、事前にイ
ンターネットや参考書等で調べておいてください。 
 前半の第２回目から第６回目までは基本事項の講義であり、第７回目以降の講
義の基礎知識となります。第７回目以降の講義では、前半の講義内容の復習も必
要です。 
 高校の物理学のうち⼒学に関する内容を必要とする講義があります。また、高
校数学の三角関数に関する知識が必要な講義もありますので、これらの準備学習
をしておくことを薦めます。 

 



年度 2012 
授業コード FIG33H2 
成績評価 ２回の中間試験（１０点×２回）と期末試験（８０点）の合計で評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス GA(総)(〜10),GB(総)(〜10) 
見出し FIG33H2 地理情報処理学 
担当教員名 能美 洋介 
単位数 2 
教科書 特に指定しない。毎回プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 地形図、主題図、GIS、地理情報、リモートセンシング 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 地理情報処理学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 東明佐久良著、完全図解ビジュアルＧＩＳ．オーム社 P.A.バーロー著、安仁屋政

武・佐藤亮訳、ＧＩＳの原理．古今書院． 
他、適宜指示する。 

授業形態 講義 
注意備考 社会情報学科「地理情報解析」と同時開講しています。地球系諸分野だけでなく、

生態学や考古学等との関連性もある内容の講義です。 
シラバスコード FIG33H2 
実務経験のある教員  
達成目標 ○地形図や各種主題図についての理解し、説明することができる。 

○GIS を利用する上での地理情報の性質についての理解し、データ構造などにつ
いて説明できる。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２６号館３階 能美研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Geographic Information System Science 
関連科目 情報地質学、応用地質学、天文・地学実習、地球科学実験２・３ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  地質学・生態学・社会科学など屋外における調査研究を伴う学問においては、

地理的な属性が付加した各種の情報を取り扱う。このような地理的な情報を処理
するためには、独自の考え方やデータの取り扱い方法が必要である。本講義では、
このような地理情報の性質について理解し、GIS を用いて地理情報を処理するた
めの基本的な技術やシステムの構築方法、その応用について理解を深めることを
目的とする。 



対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

 講義の目的と進め方、成績採点方針等について説明する。 
2 回 アナログ解析① 
 地形図の種類、図式、読図法について講義する。 
3 回 アナログ解析② 
 主題図の種類と利用上の注意について講義する。 
4 回 アナログ解析③ 
 空中写真の諸元、立体視の原理、利用法について講義する。 
5 回 デジタル解析① 
 地理情報システムの概要について講義する。 
 1 回目の中間試験を行う。 
6 回 デジタル解析② 
 ラスターデータについて講義する。 
7 回 デジタル解析③ 
 ＤＥＭとその利用法、表現方法について講義する。 
8 回 デジタル解析④ 
 重ね合わせ解析、フィルター解析等ラスターデータの解析方法について講義す
る。 
9 回 デジタル解析⑤ 
 ベクトルデータのうち、点データについて講義する。 
 ２回目の中間試験を行う。 
10 回 デジタル解析⑥ 
 ベクトルデータのうち、線データと面データについて講義する。 
11 回 デジタル解析⑦ 
 ベクトルデータの作成方法について講義する。 
12 回 リモートセンシング 
 リモートセンシングの原理と利用について講義する。 
13 回 写真測量 
 写真測量による地理データ取得方法について講義する。 
14 回 地理情報システムの利用実態 
 どのような場面で地理情報システムが利用されているかについて講義する。 
15 回 地理情報システムの今後 
 地理情報システムかかる問題点と今後の発展性について講義する。 

準備学習  シラバスによく目を通し、各講義の内容に示された語句について、事前に調べ
ておくこと。 
 第１回から第４回は紙ベースの地図についての講義です。この内容が、第５回
目以降のコンピュータによるデジタルな地図利用に引き継がれる。地図帳などを
利用して、普段から地図に慣れ親しんでおくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FIG33J1 
成績評価 定期試験で評価する。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス GA(総)(〜11),GB(総)(〜11) 
見出し FIG33J1 物理学基礎論Ⅰ(再) 
担当教員名 福⽥ 尚也 
単位数 2 
教科書 第４版 物理学基礎／原康夫／学術図書出版社 
アクティブラーニング  
キーワード ⼒学、熱学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学基礎論Ⅰ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 物理のための数学／和達三樹／岩波書店 
授業形態 講義 
注意備考 教員の免許状取得のための必修科目／選択科目である。 
シラバスコード FIG33J1 
実務経験のある教員  
達成目標 ①⼒、運動量、エネルギー、熱など物理量との単位、および物理法則の理解を目

標とする。 
②微分積分、微分方程式、ベクトルなど物理学に必要な数学的知識についての理
解を目標とする。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２１号館２階 福⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Elementary Physics I 
関連科目 物理学基礎実験、物理学基礎論Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 自然科学の基礎としての物理学の⼒学と熱学の基礎を学ぶ。⼒学では物体の運動

や振動、運動量と角運動量、剛体の運動、慣性⼒、波動現象を、熱学では熱⼒学
の法則を中心に解説する。それぞれエネルギーの概念に関しても学ぶ。関連する
数学に関しても適時解説する。物理量とその単位、物理法則の理解を目標とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 序論として、物理学のはじまりについて説明する。 

2 回 運動の記述について説明する。 
3 回 運動の法則について説明する。 



4 回 単振動について説明する。 
5 回 仕事とエネルギーについて説明する。 
6 回 質点の回転運動について説明する。 
7 回 惑星の運動と万有引⼒について説明する。 
8 回 質点系の⼒学について説明する。 
9 回 剛体の運動について説明する。 
10 回 慣性⼒（見かけの⼒）について説明する。 
11 回 弾性体の⼒学について説明する。 
12 回 波動について説明する。 
13 回 熱現象について説明する。 
14 回 熱⼒学第 1 法則について説明する。 
15 回 熱⼒学第 2 法則について説明する。 

準備学習 1 回 これまでに学んだ数学について復習をしておくこと。 
2 回 前回の内容と微分について復習しておくこと。 
3 回 前回の内容を復習しておくこと。 
4 回 前回の内容を復習しておくこと。微分方程式について予習しておくこと。 
5 回 前回の内容と積分について復習しておくこと。 
6 回 前回の内容ならびにベクトルの内積と外積を復習しておくこと。 
7 回 前回の内容を復習しておくこと。万有引⼒について予習しておくこと。 
8 回 前回の内容を復習しておくこと。重心について予習しておくこと。 
9 回 前回の内容を復習しておくこと。 
10 回 前回の内容を復習しておくこと。 
11 回 前回の内容を復習しておくこと。 
12 回 前回の内容を復習しておくこと。 
13 回 前回の内容を復習しておくこと。 
14 回 前回の内容を復習しておくこと。 
15 回 前回の内容を復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FIG33K1 
成績評価 レポート 50%（レポート製作スキルと筆記技術も採点対象とする） 定期試験

50% 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス GA(総)(〜11),GB(総)(〜11) 
見出し FIG33K1 ⼈類学概論Ⅰ(再) 
担当教員名 富岡 直⼈ 
単位数 2 
教科書 講義中にプリントを配付する 
アクティブラーニング  
キーワード ⼈類学 ⼈類史 古⼈骨 化石 猿⼈ 原⼈ 旧⼈ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 ⼈類学概論Ⅰ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 片山一道 編著 1996 『⼈間史をたどる 自然⼈類学入門』［朝倉書店］⽥代 

菊雄 編著 2001 『学生・院生のための研究ハンドブック』［大学教育出版会］ 
授業形態 講義 
注意備考 最終試験は 15 回講義終了後実施する。 
シラバスコード FIG33K1 
実務経験のある教員  
達成目標 ① ⼈類の多様性について、化石⼈骨（猿⼈・原⼈・旧⼈）を中心に理解させる。

② アフリカ・ユーラシア大陸の先史時代（前期〜中期旧石器時代）の遺跡を紹
介し、特にその生活文化について理解させる。③ 国際社会の共通した基層とな
る旧石器文化を理解し、国際社会において主体的に生きる日本⼈としてのアイデ
ンティティーの確立を助ける。 

受講者へのコメント  
連絡先 富岡研究室 21 号館 5 階 ｔｏｍｉｏｋａ◎ｂｉｇ．ｏｕｓ．ａｃ．ｊｐ （◎

は@に変換し、すべての文字は半角にして入⼒して下さい） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Anthropology I 
関連科目 ⼈類学概論Ⅱ、自然⼈類学Ⅰ、Ⅱ、考古学概論Ⅰ、Ⅱ、環境考古学、先史考古学、

⼈類学実習Ⅰ、Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ① 時期ごとに、アフリカ・ユーラシア大陸における有名な遺跡調査事例を紹介

し、各地での⼈類の適応の歴史を理解させる。② ⼈類進化の過程と生活文化の
特色・多様性について詳論し、課題を通して⼈類とは何かを考えさせる。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  ⼈類学とは何か 

2 回  ⼈類学の多様性と資料批判 
3 回  古⼈骨の属性抽出法(1) 体幹の骨 
4 回  古⼈骨の属性抽出法(2) 上肢・下肢 
5 回  古⼈骨の属性抽出法(3) 頭蓋 
6 回  化石⼈骨をめぐる論争の歴史 
7 回  理化学的分析から迫る化石⼈骨の世界 −分子時計とイブ仮説・食性分析
− 
8 回  初期⼈類・猿⼈の世界 −⼈類のはじまり− 
9 回  原⼈の世界(1) −出アフリカ− 
10 回  原⼈の世界(2) −アジアの原⼈の多様性− 
11 回  原⼈の世界(3) −消えた北京原⼈のナゾ− 
12 回  原⼈の世界(4) −原⼈の系譜と「明石原⼈」論の評価− 
13 回  旧⼈の世界(1) −ネアンデルタール⼈論争− 
14 回  旧⼈の世界(2) ―変わる旧⼈の評価― 
15 回  まとめ −失われた⼈類の系譜が語りかけるもの− 

準備学習 1 回  シラバスを良く読んで受講して下さい。 
2 回  図書館やインターネット検索で、「⼈類学」という用語について調べてお
くこと。 
3 回  配付プリントを参考に、ヒトの体幹の部分名称を回答用プリント中に記
入しておくこと。 
4 回  配付プリントを参考に、ヒトの上肢・下肢の部分名称を回答用プリント中
に記入しておくこと。 
5 回  配付プリントを参考に、ヒトの頭蓋と⻭⽛の部分名称を回答用プリント中
に記入しておくこと。 
6 回  図書館やインターネット検索で、「ピルトダウン事件」について調べてお
くこと。 
7 回  図書館やインターネット検索で、「ミトコンドリア DNA」という用語に
ついて調べておくこと。 
8 回  図書館やインターネット検索で、「猿⼈」という用語について調べておく
こと。 
9 回  図書館やインターネット検索で、「原⼈」という用語について調べておく
こと。 
10 回  図書館やインターネット検索で、「ホモ・フロレシエンシス」という用語
について調べておくこと。 
11 回  図書館やインターネット検索で、「北京原⼈」という用語について調べて
おくこと。 
12 回  図書館やインターネット検索で、「明石原⼈」という用語について調べて
おくこと。 
13 回  図書館やインターネット検索で、「旧⼈」という用語について調べておく
こと。 



14 回  配付プリントにおける化石⼈骨の全身骨格の特徴について、図書館やイ
ンターネット検索を利用して、空所を埋めなさい。 
15 回  配付プリントにおける化石⼈骨の頭蓋の特徴について、図書館やインタ
ーネット検索を利用して、空所を埋めなさい。 

 



年度 2012 
授業コード FIG3511 
成績評価 成績評価 定期試験、レポート課題等で評価する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス GA(総)(〜11),GB(総)(〜11) 
見出し FIG3511 天文学 
担当教員名 ⽥邉 健茲 
単位数 2 
教科書 講義ノートを PDF ファイルにしてホームページにおいてあるので、各自ダウン

ロードしてください。 
アクティブラーニング  
キーワード 現代天文学、天文観測法、恒星、変光星、銀河 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 天文学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 国立天文台編「理科年表」（丸善） 
授業形態 講義 
注意備考 講義は毎回プロジェクターを用いて行うが、その内容は各自がダウンロードした

PDF ファイルに従って行うので（教科書の欄参照）、特に丁寧にノートを取る必
要はないと思われる。 

シラバスコード FIG3511 
実務経験のある教員  
達成目標 天文学特有の考え方と基本的諸概念や単位に慣れること、ならびに簡単な天文計

算にも習熟することを目標とする。 
受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 4 階⽥邉研究室（内線 6126） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Astronomy 
関連科目 天文・地学実習 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 天文学の基礎ならびに現代の天文学の成果を紹介する。天文学は観測に基づく科

学であるため、特に観測法については必要最小限詳しく解説する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  序論. 

天文学とは何か。天文学の起源と歩み。講義の進め方。参考書などについて述べ
る。 
2 回  光、電磁波と望遠鏡 



天文観測は天体からの光（電磁波）を分析することである。ここでは光、および
その他の電磁波の性質、ならびにそれを捕らえる望遠鏡、ならびに観測装置の仕
組みを解説する。 
3 回 天球と座標 
天体の距離は地球の大きさに比べてはるかに大きいので、天体の位置は天球面の
座標で表示する。そのような天球ならびにその上でのいろいろな座標系につぃて
解説する。 
4 回  時と暦 
天体現象は、時刻と年月日で記録される。また、日常生活も時刻と暦に支配され
ている。このような時制、ならびに暦のシステムについて、その基本的な考え方、
すなわち太陽や恒星、地球、ならびに月の動きと時制、暦との関連を解説する。 
5 回 惑星の運動と万有引⼒の法則 
惑星は天球面上で背景の恒星に対して複雑な運動をする。このことから万有引⼒
の法則が得られた、という歴史がある。このような法則の発見までの過程と、万
有引⼒の法則から得られる軌道について解説する。 
6 回  太陽系の諸天体 
太陽系は太陽とその周りを回る惑星、小惑星、その他の小天体、ならびに惑星の
周りを回る衛星から成る。太陽を除くこれらの太陽系の諸天体の性質を概観す
る。 
7 回 太陽 
太陽は最も近距離の恒星であるために、詳しく研究されている。この太陽の恒星
としてのさまざまな性質や活動について解説する。 
8 回  恒星 
肉眼で見えるだけでも 6,000 個、銀河系全体で 1,000 億個といわれる恒星の、天
文学的性質（位置、距離、明るさなど）、そして天体物理学的性質（色、スペクト
ルなど）についての一般論を述べる。 
9 回  変光星 
恒星の中には明るさや色、さらにはスペクトルの変化するものが数多く存在し、
また次々発見されている。このような変光星は、いわば恒星の活動性の現われと
考えてよい。この変光星についてその分類、および変光のメカニズムについて述
べる。 
10 回 恒星の内部構造と進化 
恒星は基本的にはその表面しか観測できない。そのような恒星の内部構造を理論
的に解明することで、エネルギー源、さらには恒星の誕生から終末にいたる道筋、
すなわち恒星進化論が形成されてきた。そのような恒星進化論の現状を紹介す
る。 
11 回 星雲と星団 
星空の中に、単独の星とは異なり、広がりのある天体（いわゆる星雲）、あるいは
恒星のまとまった集団（星団）が存在している。これらの星雲・星団を、その発
見の歴史、カタログ、分類、性質、さらにはそれらの代表的なものの姿（画像）
を紹介する。 
12 回 銀河系 



見えている恒星は、銀河系という星の大集団に属している。そして、天の川はそ
のような大集団を内から見た姿である。ここではそのような銀河系の発見、銀河
系の形と運動、さらには暗⿊物質の存在について述べる。 
13 回 銀河 
銀河系の外には、銀河系と同じような天体、すなわち銀河（ギャラクシー）が多
数（1000 億くらい）存在する。このような銀河の発見、カタログ、距離の測定、
分類、運動などについて概説する。 
14 回 活動銀河 
近年のさまざまな電磁波（電波、赤外線、Ｘ線、γ 線）による観測から判明した
銀河の活動性や、いわゆる活動銀河についてそれらの性質、分類ならびに各タイ
プの代表的な活動銀河につぃて解説する。 
15 回  宇宙論 
宇宙全体の構造、ならびに誕生から現在に至る歴史、すなわち宇宙論を講義する。
その土台となる銀河の分布から始めて、相対論的宇宙モデル、宇宙背景放射とビ
ッグバン宇宙、さらには宇宙論の抱える未解決の諸問題について解説する。 

準備学習 1 回 特になし 
2 回 電磁気学の復習 
3 回 角度（60 進法）の復習 
4 回 時間（60 進法）の復習 
5 回 物理学、特に⼒学の復習 
6 回 特になし 
7 回 特になし 
8 回 前回の復習 
9 回 前回の復習 
10 回 特になし 
11 回 特になし 
12 回 特になし 
13 回 特になし 
14 回 特になし 
15 回 特になし 

 



年度 2012 
授業コード FIG3512 
成績評価 定期試験の点数によって評価する。得点が満点の 60％に満たない場合は、不合格

とする。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス GA(総)(〜11),GB(総)(〜11) 
見出し FIG3512 動物行動学 
担当教員名 武山 智博＊ 
単位数 2 
教科書 なし（資料を適宜配付） 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 動物行動学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「新しい動物行動学」マーク・リドゥリー（著）蒼樹書房：「行動生態学を学ぶ⼈

に」J.R.クレブス N.B.デイビス（著）蒼樹書房 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIG3512 
実務経験のある教員  
達成目標 動物の行動の原理について 

生物の進化について理解し、動物の行動と進化の関係について理解する。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Animal Behavior 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 動物の行動の意味を、ティンバーゲンが示した４つのアプローチから考えること

で、行動学の基本的な考え方を理解する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 動物行動とティンバーゲンの４つの問い 

2 回 行動のメカニズム 
3 回 行動の遺伝と発達 
4 回 動物の移動 
5 回 捕食と被食 



6 回 信号とコミュニケーション 
7 回 闘争とゲーム理論 
8 回 繁殖行動 
9 回 適応度 
10 回 配偶者選択 
11 回 戦略と戦術 
12 回 行動における経済 
13 回 社会性昆虫 
14 回 利他行動 
15 回 協⼒と対立 

準備学習 1 回 ティンバーゲンの４つの問いとは何か、また、なぜ動物の行動はこれら４つ
の問いから考えられるのか予習しておくこと。 
2 回 動物が外部からの刺激に対し、どのように反応（行動）するか予習しておく
こと。 
3 回 メンデルの遺伝について予習しておくこと。 
4 回 動物の季節的な移動（渡り）ついて予習しておくこと。 
5 回 動物の摂食行動と捕食の回避行動について予習しておくこと。 
6 回 鳥のさえずりと昆虫のフェロモンについて予習しておくこと。 
7 回 「タカ戦略」と「ハト戦略」、なわばりについて予習しておくこと。 
8 回 動物の求愛行動と配偶様式について予習しておくこと。 
9 回 適応と何か、適応しているかどうかは、何をどう測れば分かるのか、予習し
ておくこと。 
10 回 多くの動物では、メスの方が配偶相手（オス）を選り好みする傾向がある
のはなぜか、予習しておくこと。 
11 回 魚類の性転換について予習しておくこと。 
12 回 行動を行うのに要する出費（コスト）と、行動によって得られる利益の関
係について予習しておくこと。 
13 回 ミツバチのワーカー（働き蜂）の血縁度について予習しておくこと。 
14 回 哺乳類や鳥類におけるヘルパーについて予習しておくこと。 
15 回 魚類における子育てについて予習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FIG3521 
成績評価 実験への取り組み態度と報告書の内容（100%）で評価する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス GA(総)(〜10),GB(総)(〜10) 
見出し FIG3521 生物学実験Ⅱ 
担当教員名 中村 圭司、中島 経夫、久保⽥ 尚浩、太⽥ 謙＊、波⽥ 善夫、星野 卓二 
単位数 2 
教科書 なし（適宜プリント等を配布する） 
アクティブラーニング  
キーワード 生物学、実験、生態調査、ＤＮＡ多型解析 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 生物学実験Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 中山広樹、⻄方敬⼈著：バイオ実験イラストレイテッド、秀潤社．清水建美著：

図説植物用語辞典、八坂書房．それ以外の参考書については、適宜提示する． 
授業形態 実験実習 
注意備考 生物学実験Ｉを履修しておくことが望ましい。 

実験材料が生物であるため、基本的に補講は実施しない。また、実験の順序や内
容には変更がありうる。 
実習は、講義で学ぶ事柄をより具体的に理解できる場であり、また、卒業研究に
必要とされる調査・測定・解析などの方法やレポートの書き方を修得するための
重要な機会となるので、履修を強く勧める。 

シラバスコード FIG3521 
実務経験のある教員  
達成目標 ・外部形態と野外の生活環境の観察を通して形態と機能についての理解を深める

こと。 
・植物の標本が作製でき、身近に見られる植物の分類同定ができる。 
・野生植物からＤＮＡの抽出する方法を習得し、ＤＮＡ多型がどのように系統解
析に使われるかを理解できること。 

受講者へのコメント  
連絡先 星野卓二（２１号館６階、hoshino(at)big.ous.ac.jp）、中村圭司（２１号館６階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Biology Laboratory II 
関連科目 生物学実験 I、生物学実験 III、細胞遺伝学、植物系統進化学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 身近に見られる動植物を取り上げ、形態観察、生態調査、系統分類学の実験を行



なう。また、そのために必要な実験や調査の手法を習得することを目的とする。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。実験の進め方、心構え、注意事項についての説明や班

分け等を実施する。 
2 回 生物体形質の測定と実験データ解析（１）。生物体のさまざまな形質を測定、
比較し、基本的な統計処理の方法を練習する。 
3 回 雑草群落の生態 １．調査法について解説する。 
4 回 生物体形質の測定と実験データ解析（２）。生物体の諸形質データを用い、
その示し方や解析方法について練習する。 
5 回 分子系統学実験１。大学構内に生育する植物を採集し、CTAB 法により全
DNA を抽出し濃度を測定する。 
6 回 分子系統学実験２。 ランダムプライマーを用いて遺伝子を PCR 増幅し、
アガロース電気泳動により増幅されたフラグメントを確認する。 
7 回 分子系統学実験３。得られた電気泳動のバンドパターンや、DNA データバ
ンクの情報をもとに、近縁種の分子系統解析を行う。 
8 回 無脊椎動物の行動。身近な動物を材料とし、その行動を計測、解析する。 
9 回 雑草群落の生態 ２．野外で植生調査を実施する。 
10 回 雑草群落の生態 ３．得られたデータの整理と解析を実施する。 
11 回 初夏のコイ科魚類の咽頭⻭１。大学の近くの水路または川でコイ科魚類を
採集し、同定する。 
12 回 初夏のコイ科魚類の咽頭⻭２。採集したコイ科魚類の標本から咽頭⻭を取
り出し、咽頭⻭標本を作製する。 
13 回 初夏のコイ科魚類の咽頭⻭３。作製した咽頭⻭標本を計測する。 
14 回 植物色素の分析１ アントシアニン。アントシアニンの抽出・測定方法を
解説するとともに、ブドウの果皮を用いてその抽出・測定を行う。 
15 回 植物色素の分析２ クロロフィル。クロロフィルの抽出・測定方法を解説
するとともに、果樹の葉を用いてその抽出・測定を行う。 

準備学習 1 回  シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと 
2 回  事前にに指示された内容があれば、それについて確認し、レポート等の課
題があれば作成すること 
3 回  事前に実験内容等に関する指示があるので、掲示板等によく注意してお
くこと 
4 回  生物データに関する統計処理の方法にはどのようなものがあるのかを確
認しておくこと。 
5 回  大学構内にはどのような植物が生えているか調べておくこと。 
6 回  遺伝子を増幅する PCR 法について予習しておくこと。 
7 回  インターネットを利用して、DNA データベースから植物遺伝子の塩基配
列を検索できるように予習しておくこと。 
8 回  動物の行動解析法について予習しておくこと。 
9 回  事前に実験内容等に関する指示があるので、掲示板等によく注意してお
くこと 
10 回  事前に実験内容等に関する指示があるので、掲示板等によく注意してお



くこと 
11 回  事前に実験内容等に関する指示があるので、掲示板等によく注意してお
くこと 
12 回  前回の講義時に指示された内容について確認しておくこと。 
13 回  前回の講義時に指示された内容について確認しておくこと。 
14 回  植物体内に含まれる色素にはどのようなものがあるかを予習をしておく
こと。 
15 回  植物体内に含まれる各々の色素の役割について予習をしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FIG3522 
成績評価 報告書の内容（100%）で評価する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス GA(総)(〜10),GB(総)(〜10) 
見出し FIG3522 生物学実験Ⅲ 
担当教員名 星野 卓二、⻄村 直樹、中村 圭司、中島 経夫、久保⽥ 尚浩 
単位数 2 
教科書 なし（適宜プリント等を配布する） 
アクティブラーニング  
キーワード 顕花植物、染色体、昆虫、コケ植物 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生物学実験Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 藪野友三郎他著：植物遺伝学、朝倉書店（それ以外については適宜提示する） 
授業形態 実験実習 
注意備考 ・生物学実験Ⅰ、Ⅱを履修しておくこと。 

・実験材料が生物であるため、基本的に補講は実施しない。また、実験の順序や
内容には変更がありうる。 
・実習は、講義で学ぶ事柄をより具体的に理解できる場であり、また、卒業研究
に必要とされる調査・解析などの方法やレポートの書き方を修得するための重要
な機会となるので、履修を強く進める。 

シラバスコード FIG3522 
実務経験のある教員  
達成目標 ・顕微鏡と図鑑を用いてタイ類の中の何科であるかを調べることができること・

野外で肉眼とルーペによってコケ類の異なる種の群落が判別できること・野外で
コケ類の異なる種の群落を判別し，異なる気候帯における主要な種の生態を説明
できること・基本的な昆虫の種について判別ができ、体の各部の構造を説明でき
ること・染色体の分析方法を習得し、生物はそれぞれ固有の核型を持つことを説
明できる 

受講者へのコメント  
連絡先 星野卓二（２１号館６階、hoshino(at)big.ous.ac.jp）、中村圭司（２１号館６階）、

⻄村直樹（10 学舎５Ｆ） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Biology Laboratory III 
関連科目 生物学実験Ⅰ、Ⅱ、細胞遺伝学、植物系統進化学 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 主に野外の動植物を材料に用い、細胞分類学・系統進化学、昆虫の体制・構造と
機能、およびコケ植物の形態に関する基礎的な実験を行う。顕微鏡写真撮影、パ
ソコンによるグラフィック処理も取り入れる。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 染色体の核型分析１．根端細胞を使用し、押しつぶし法による染色体観察用

のプレパラートを作成する。 
2 回 染色体の核型分析２．デジカメを用いて染色体の顕微鏡写真撮影を行なっ
た後、永久プレパラートを作成する。 
3 回 染色体の核型分析３．写真撮影した染色体像をプリントアウトし、核型を分
析する。種間で染色体の形態を比較し、それぞれの種が特有な核型を持つことを
理解する。 
4 回 秋のコイ科魚類の咽頭⻭１。大学の近くの水路または川でコイ科魚類を採
集し、同定する。 
5 回 動物標本の作製法。昆虫を材料とし、標本を作製する。 
6 回 昆虫の生態。野外で昆虫を観察・採集することにより、微小環境への適応に
関して調査する。 
7 回 昆虫の同定と分類。図鑑を用いて昆虫標本を同定することにより、学内にお
ける昆虫相の一部を明らかにする。 
8 回 微小な植物の形態観察。藍藻，緑藻，コケ，シダ類の形態を観察する。 
9 回 コケ植物（蘚類）の形態観察。コケ植物（蘚類）の形態に注目し、観察する。 
10 回 コケ植物（タイ類）の形態観察。ケ植物（タイ類）の形態に注目し、観察
する。 
11 回 秋のコイ科魚類の咽頭⻭２。採集したコイ科魚類の標本から咽頭⻭を取り
出し、咽頭⻭標本を作製する。 
12 回 秋のコイ科魚類の咽頭⻭３。作製した咽頭⻭標本を計測する。 
13 回 休眠と休眠打破１ 実験の説明と処理。休眠状態にあるブドウの切り枝を
用いて休眠打破剤を処理し、制御環境（温度）下で、発芽の変化を調査する。 
14 回 昆虫の細胞とその働き。昆虫細胞のプレパラートを作成し、それを観察す
る。 
15 回 休眠と休眠打破２ 調査とデータ整理。休眠打破剤処理後の調査で得られ
たデータ（発芽率の変化）をもとに、休眠打破剤の処理効果を解析する。 

準備学習 1 回  染色体の分裂サイクルや中期染色体の形態について調べておくこと。 
2 回  染色体は動原体の位置に基づいてどのように分けられるか調べておくこ
と。 
3 回  染色体の倍数性と異数性について調べておくこと。 
4 回  事前に実験内容等に関する指示があるので、掲示板等によく注意してお
くこと。 
5 回  昆虫とはどのような生物であるのかを図書館等で調べておくこと。 
6 回  昆虫の各分類群に関する基本的な体制と生態について調べておくこと。 
7 回  検索表の見方や前回の実習時に指示された内容について確認しておくこ
と。 
8 回  藍藻，緑藻，コケ，シダ類の基本形態を調べておくこと。 



9 回  コケ植物（蘚類）の基本形態を調べ，観察試料を採取しておくこと。 
10 回  コケ植物（タイ類）の基本形態を調べ，観察試料を採取しておくこと。 
11 回  第４回の実習時に指示された内容について確認しておくこと。 
12 回  前回の実習時に指示された内容について確認しておくこと。 
13 回  園芸作物とくに果樹の芽の休眠現象の生理学的意義について予習をして
おくこと。 
14 回  昆虫と脊椎動物の違いや昆虫の成⻑の特徴について調べておくこと。 
15 回  園芸作物とくに果樹の芽の休眠を⼈為的に打破することの意義と方法に
ついて予習をしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FIG35J1 
成績評価 各テーマと発表会の成績をそれぞれ 100 点満点で採点し，その平均点を最終成績

とする．ただし，受講テーマのうち１つでも不合格になれば単位が認定されない
ので，十分注意すること． 

曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス GA(総)(〜10),GB(総)(〜10) 
見出し FIG35J1 地球科学実験Ⅲ 
担当教員名 能美 洋介、大橋 唯太、関 達也、⻄⼾ 裕嗣、⻄村 敬一 
単位数 2 
教科書 適宜，プリントを配布する． 
アクティブラーニング  
キーワード ・温熱環境，微気象観測，不快指数，WBGT 

・顕微鏡観察 
・蛍光Ｘ線分析 
・建物などの固有振動，共振現象，⻑周期微動 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 地球科学実験Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜，紹介する． 
授業形態 実験実習 
注意備考 ・実験は，講義で学ぶ事柄をより具体的に理解できる場であり，卒業研究に必要

とされる調査・測定・解析などの方法やレポートの書き方を修得する重要な機会
となるので，履修を強く勧める．  
・実験テーマ「地震動の観測と解析」と「蛍光Ｘ線分析」は，地球科学実験Ⅱで
未受講だった方を選んで受講することになる．  
・実験テーマ「生気象観測」は，地球科学実験Ⅱからの続きになるので注意する
こと．  
・インターネットでの情報検索やデータ取得を利用しながら実習をおこなう．  
・レポートの再提出などの指示は学生メールによっておこなう． 

シラバスコード FIG35J1 
実務経験のある教員  
達成目標 ・気象観測の手法を学び，自分で気温などの観測ができるようになる． 

・放射，対流，伝導による⼈体への熱の伝わり方を理解する． 
・偏光顕微鏡の原理と使用法を説明できる． 
・地震計の調整法，地震動観測，および，記録のスペクトル解析とフィルタリン
グの方法を学ぶ． 
・蛍光Ｘ線測定に供する試料の作成法と測定方法を習得する． 

受講者へのコメント  
連絡先 ⻄⼾研究室・能美研究室（２６号館３階） 



大橋研究室・関研究室・⻄村(敬)研究室（２１号館６階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Earth Science Laboratory III 
関連科目 地球科学実験Ⅰ，地球科学実験Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 地球科学の様々なテーマに関して，卒業研究を意識して，より実践的に実習を行

う．テーマは，（１）生活空間の温熱環境を調べる生気象観測，（２）テフラの構
成鉱物・ガラスの顕微鏡観察，（３）大山・蒜山での巡検，（４）地震動の観測と
そのデータ解析，（５）蛍光Ｘ線法による岩石の化学組成分析に分かれる．また，
班ごとに何れかのテーマについてまとめの発表をおこなう．なお，地球科学実験
Ⅱとは内容が連続的であり，両方とも受講することを前提として実習が計画され
ているので十分注意すること． 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

実験の進め方などの説明・班分けをおこなう．次回実験の説明・準備もおこなう． 
生気象観測 
前期開講の地球科学実験Ⅱから続く．気温だけでなく，様々な気象の要素が我々
の温冷感覚に影響する．このテーマでは，住環境の快適性をあらわす「温熱指標」
を，実際の屋外で計測して場所や天候による違いを調べてみる． 
2 回 生気象観測 
気温だけでなく，様々な気象の要素が我々の温冷感覚に影響する．このテーマで
は，住環境の快適性をあらわす「温熱指標」を，実際の屋外で計測して場所や天
候による違いを調べてみる． 
4 回 テフラの構成鉱物・ガラスの観察 
大山・蒜山巡検 
中国地方の主峰をなす大山・蒜山は第四紀に誕生した火山である．国内最大級の
火山活動は約 100 万年に始まり 1 万 5 千年ほど前まで続き，溶岩の噴火や火砕
流の噴出によるさまざまな火山堆積構造をつくった．実際に大山・蒜山を巡検し，
露頭を観察するとともにテフラ(火山降下物)を採取する．テフラから重鉱物やガ
ラスを分離し，それらの鉱物学的性質を偏光顕微鏡観察・屈折率測定・分析電子
顕微鏡などにより求める．得られた結果から火山活動の変遷を考察したり外来テ
フラの特定を行う． 
9 回 地震動の観測と解析，蛍光Ｘ線分析 ※ どちらか１テーマを受講 
[地震動] 地震動には，波源（震動源）や伝播経路，観測点近傍の構造と⼒学的特
性の影響が複合的に含まれる．このテーマでは，地震計による観測方法を習得す
るとともに，記録を解析して，地震動に含まれる諸要因の抽出とその解釈を行う． 
[蛍光Ｘ線] 蛍光 X 線を用いて，火成岩の化学組成を求める．測定用試料の作成，
測定，データの解析などを行う． 
14 回 発表会準備 
生気象観測，テフラの構成鉱物・ガラスの観察，地震動観測，蛍光 X 線分析のう



ち，割り当てられた実験テーマについてプレゼンテーションの準備をする． 
15 回 発表会 
生気象観測，テフラの構成鉱物・ガラスの観察，地震動の観測と解析，蛍光Ｘ線
分析をテーマとする実験の発表会をおこなう． 

準備学習 【オリエンテーション】 
シラバスをよく読んでおくこと． 
【生気象観測】 
配布プリントを参考に，（１）温冷感に関わる⼈体の熱収支，（２）測器の組み立
て手順，（３）観測の手順をよく理解しておくこと．  
【テフラの構成鉱物・ガラスの観察】 
主な造岩鉱物の鉱物学的性質を調べておくこと．浸液を用いる屈折率測定法につ
いて原理を理解しておくこと．分析電子顕微鏡(EPMA)により特性 X 線のエネル
ギーを定量し化学組成を求めるので，特性 X 線とは何か調べておくこと． 
【大山・蒜山巡検】 
事前にオリエンテーションを行い，火山地質やテフラについて説明する．当日ま
でに巡検内容を十分に理解し，露頭観察や試料採取の準備を行っておくこと． 
【地震動の観測と解析，蛍光Ｘ線分析】 
[地震動] 配布プリントを参考にして（１）地震計の特性，（２）AD 変換，（３）
スペクトル，（４）フィルタ，（５）固有振動と共振などの意味をよく理解してお
くこと． 
[蛍光Ｘ線] 蛍光 X 線について勉強しておくこと．「地学図表」P17 と P152 を参
照すること． 
【発表会準備】 
発表を担当するテーマの実験内容を復習し，発表に使える資料をまとめておくこ
と． 
【発表会】 
発表会では１班あたり発表 15 分，質疑応答５分の持ち時間とする．したがって，
きちんと時間内に発表が収まるように練習しておくこと． 

 



年度 2012 
授業コード FIG35J2 
成績評価 各テーマと発表会の成績をそれぞれ 100 点満点で採点し，その平均点を最終成績

とする．ただし，受講テーマのうち１つでも不合格になれば単位が認定されない
ので，十分注意すること． 

曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス GA(総)(〜10),GB(総)(〜10) 
見出し FIG35J2 地球科学実験Ⅱ 
担当教員名 能美 洋介、大橋 唯太、関 達也、⻄⼾ 裕嗣、⻄村 敬一 
単位数 2 
教科書 適宜，プリントを配布する． 
アクティブラーニング  
キーワード ・岩石薄片・蛍光Ｘ線分析・地質調査，堆積岩，花崗岩・建物などの固有振動，

共振現象，⻑周期微動・温熱環境，微気象観測，不快指数，WBGT 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 地球科学実験Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜，紹介する． 
授業形態 実験実習 
注意備考 ・実験は，講義で学ぶ事柄をより具体的に理解できる場であり，卒業研究に必要

とされる調査・測定・解析などの方法やレポートの書き方を修得する重要な機会
となるので，履修を強く勧める． 
・実験テーマ「地震動の観測と解析」と「蛍光Ｘ線分析」はどちらか１つを受講
し，未受講のテーマについては地球科学実験Ⅲで受講することになる． 
・実験テーマ「生気象観測」は，実験が地球科学実験Ⅲへと続くので注意するこ
と． 
・インターネットでの情報検索やデータ取得を利用しながら実習をおこなう．・
レポートの再提出などの指示は学生メールによって 

シラバスコード FIG35J2 
実務経験のある教員  
達成目標 ・偏光顕微鏡の原理と使用法を説明できる． 

・岩石薄片を作成し，検鏡ができる． 
・ルートマップを書くことができる． 
・露頭の記述ができる． 
・地震計の調整法，地震動観測，および，記録のスペクトル解析とフィルタリン
グの方法を学ぶ． 
・蛍光Ｘ線測定に供する試料の作成法と測定方法を習得する． 
・気象観測の手法を学び，自分で気温などの観測ができるようになる． 
・放射，対流，伝導による⼈体への熱の伝わり方を理解する． 

受講者へのコメント  



連絡先 ⻄⼾研究室・能美研究室（２６号館３階） 
大橋研究室・関研究室・⻄村(敬)研究室（２１号館６階） 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Earth Science Laboratory II 
関連科目 地球科学実験Ⅰ，地球科学実験Ⅲ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 地球科学の様々なテーマに関して，卒業研究を意識して，より実践的に実習を行

う．テーマは，（１）露頭観察による地質調査，（２）偏光顕微鏡を用いた岩石薄
片の観察，（３）地震動の観測とそのデータ解析，（４）蛍光Ｘ線法による岩石の
化学組成分析，（５）生活空間の温熱環境を調べる生気象観測に分かれる．また，
班ごとに何れかのテーマについてまとめの発表をおこなう．なお，地球科学実験
Ⅲとは内容が連続的であり，両方とも受講することを前提として実習が計画され
ているので十分注意すること． 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

実験の進め方などの説明・班分けをおこなう．次回実験の説明・準備もおこなう． 
岩石薄片・地質調査 
岩石薄片の作成と観察をおこなう．地形・地質調査法の実習をおこなう． 
2 回 岩石薄片・地質調査 
岩石薄片の作成と観察をおこなう．地形・地質調査法の実習をおこなう． 
6 回 地震動の観測と解析，蛍光Ｘ線分析 ※ どちらか１テーマを受講 
[地震動] 地震動には，波源（震動源）や伝播経路，観測点近傍の構造と⼒学的特
性の影響が複合的に含まれる．このテーマでは，地震計による観測方法を習得す
るとともに，記録を解析して，地震動に含まれる諸要因の抽出とその解釈を行う． 
[蛍光Ｘ線] 蛍光 X 線を用いて，火成岩の化学組成を求める．測定用試料の作成，
測定，データの解析などを行う． 
11 回 発表会準備 
岩石薄片・地質調査・地震動観測・蛍光 X 線分析のうち，割り当てられた実験テ
ーマについてプレゼンテーションの準備をする． 
12 回 発表会 
岩石薄片・地質調査・地震動の観測と解析・蛍光Ｘ線分析をテーマとする実験の
発表会をおこなう． 
13 回 生気象観測 ※ 地球科学実験Ⅲに続く 
気温だけでなく，様々な気象の要素が我々の温冷感覚に影響する．このテーマで
は，住環境の快適性をあらわす「温熱指標」を，実際の屋外で計測して場所や天
候による違いを調べてみる． 

準備学習 【オリエンテーション】 
シラバスをよく読んでおくこと． 
【岩石薄片・地質調査】 
偏光顕微鏡の仕組みや造岩鉱物の物理的・鉱物学的性質についてあらかじめ調べ



ておくこと．ルートマップ作製方法，クリノメーターの使い方を復習しておくこ
と． 
【地震動の観測と解析，蛍光Ｘ線分析】 
[地震動] 配布プリントを参考にして（１）地震計の特性，（２）AD 変換，（３）
スペクトル，（４）フィルタ，（５）固有振動と共振などの意味をよく理解してお
くこと． 
[蛍光Ｘ線] 蛍光 X 線について勉強しておくこと．「地学図表」P17 と P152 を参
照すること． 
【発表会準備】 
発表を担当するテーマの実験内容を復習し，発表に使える資料をまとめておくこ
と． 
【発表会】 
発表会では１班あたり発表 15 分，質疑応答５分の持ち時間とする．したがって，
きちんと時間内に発表が収まるように練習しておくこと． 
【生気象観測】 
配布プリントを参考に，（１）温冷感に関わる⼈体の熱収支，（２）測器の組み立
て手順，（３）観測の手順をよく理解しておくこと． 

 



年度 2012 
授業コード FIG35K1 
成績評価 各テーマと発表会の成績をそれぞれ 100 点満点で採点し，その平均点を最終成績

とする．ただし，受講テーマのうち１つでも不合格になれば単位が認定されない
ので，十分注意すること． 

曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス GA(総)(〜10),GB(総)(〜10) 
見出し FIG35K1 地球科学実験Ⅱ 
担当教員名 能美 洋介、大橋 唯太、関 達也、⻄⼾ 裕嗣、⻄村 敬一 
単位数 2 
教科書 適宜，プリントを配布する． 
アクティブラーニング  
キーワード ・岩石薄片・蛍光Ｘ線分析・地質調査，堆積岩，花崗岩・建物などの固有振動，

共振現象，⻑周期微動・温熱環境，微気象観測，不快指数，WBGT 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 地球科学実験Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜，紹介する． 
授業形態 実験実習 
注意備考 ・実験は，講義で学ぶ事柄をより具体的に理解できる場であり，卒業研究に必要

とされる調査・測定・解析などの方法やレポートの書き方を修得する重要な機会
となるので，履修を強く勧める． 
・実験テーマ「地震動の観測と解析」と「蛍光Ｘ線分析」はどちらか１つを受講
し，未受講のテーマについては地球科学実験Ⅲで受講することになる． 
・実験テーマ「生気象観測」は，実験が地球科学実験Ⅲへと続くので注意するこ
と． 
・インターネットでの情報検索やデータ取得を利用しながら実習をおこなう．・
レポートの再提出などの指示は学生メールによって 

シラバスコード FIG35K1 
実務経験のある教員  
達成目標 ・偏光顕微鏡の原理と使用法を説明できる． 

・岩石薄片を作成し，検鏡ができる． 
・ルートマップを書くことができる． 
・露頭の記述ができる． 
・地震計の調整法，地震動観測，および，記録のスペクトル解析とフィルタリン
グの方法を学ぶ． 
・蛍光Ｘ線測定に供する試料の作成法と測定方法を習得する． 
・気象観測の手法を学び，自分で気温などの観測ができるようになる． 
・放射，対流，伝導による⼈体への熱の伝わり方を理解する． 

受講者へのコメント  



連絡先 ⻄⼾研究室・能美研究室（２６号館３階） 
大橋研究室・関研究室・⻄村(敬)研究室（２１号館６階） 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Earth Science Laboratory II 
関連科目 地球科学実験Ⅰ，地球科学実験Ⅲ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 地球科学の様々なテーマに関して，卒業研究を意識して，より実践的に実習を行

う．テーマは，（１）露頭観察による地質調査，（２）偏光顕微鏡を用いた岩石薄
片の観察，（３）地震動の観測とそのデータ解析，（４）蛍光Ｘ線法による岩石の
化学組成分析，（５）生活空間の温熱環境を調べる生気象観測に分かれる．また，
班ごとに何れかのテーマについてまとめの発表をおこなう．なお，地球科学実験
Ⅲとは内容が連続的であり，両方とも受講することを前提として実習が計画され
ているので十分注意すること． 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

実験の進め方などの説明・班分けをおこなう．次回実験の説明・準備もおこなう． 
岩石薄片・地質調査 
岩石薄片の作成と観察をおこなう．地形・地質調査法の実習をおこなう． 
2 回 岩石薄片・地質調査 
岩石薄片の作成と観察をおこなう．地形・地質調査法の実習をおこなう． 
6 回 地震動の観測と解析，蛍光Ｘ線分析 ※ どちらか１テーマを受講 
[地震動] 地震動には，波源（震動源）や伝播経路，観測点近傍の構造と⼒学的特
性の影響が複合的に含まれる．このテーマでは，地震計による観測方法を習得す
るとともに，記録を解析して，地震動に含まれる諸要因の抽出とその解釈を行う． 
[蛍光Ｘ線] 蛍光 X 線を用いて，火成岩の化学組成を求める．測定用試料の作成，
測定，データの解析などを行う． 
11 回 発表会準備 
岩石薄片・地質調査・地震動観測・蛍光 X 線分析のうち，割り当てられた実験テ
ーマについてプレゼンテーションの準備をする． 
12 回 発表会 
岩石薄片・地質調査・地震動の観測と解析・蛍光Ｘ線分析をテーマとする実験の
発表会をおこなう． 
13 回 生気象観測 ※ 地球科学実験Ⅲに続く 
気温だけでなく，様々な気象の要素が我々の温冷感覚に影響する．このテーマで
は，住環境の快適性をあらわす「温熱指標」を，実際の屋外で計測して場所や天
候による違いを調べてみる． 

準備学習 【オリエンテーション】 
シラバスをよく読んでおくこと． 
【岩石薄片・地質調査】 
偏光顕微鏡の仕組みや造岩鉱物の物理的・鉱物学的性質についてあらかじめ調べ



ておくこと．ルートマップ作製方法，クリノメーターの使い方を復習しておくこ
と． 
【地震動の観測と解析，蛍光Ｘ線分析】 
[地震動] 配布プリントを参考にして（１）地震計の特性，（２）AD 変換，（３）
スペクトル，（４）フィルタ，（５）固有振動と共振などの意味をよく理解してお
くこと． 
[蛍光Ｘ線] 蛍光 X 線について勉強しておくこと．「地学図表」P17 と P152 を参
照すること． 
【発表会準備】 
発表を担当するテーマの実験内容を復習し，発表に使える資料をまとめておくこ
と． 
【発表会】 
発表会では１班あたり発表 15 分，質疑応答５分の持ち時間とする．したがって，
きちんと時間内に発表が収まるように練習しておくこと． 
【生気象観測】 
配布プリントを参考に，（１）温冷感に関わる⼈体の熱収支，（２）測器の組み立
て手順，（３）観測の手順をよく理解しておくこと． 

 



年度 2012 
授業コード FIG35K2 
成績評価 各テーマと発表会の成績をそれぞれ 100 点満点で採点し，その平均点を最終成績

とする．ただし，受講テーマのうち１つでも不合格になれば単位が認定されない
ので，十分注意すること． 

曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス GA(総)(〜10),GB(総)(〜10) 
見出し FIG35K2 地球科学実験Ⅲ 
担当教員名 能美 洋介、大橋 唯太、関 達也、⻄⼾ 裕嗣、⻄村 敬一 
単位数 2 
教科書 適宜，プリントを配布する． 
アクティブラーニング  
キーワード ・温熱環境，微気象観測，不快指数，WBGT 

・顕微鏡観察 
・蛍光Ｘ線分析 
・建物などの固有振動，共振現象，⻑周期微動 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 地球科学実験Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜，紹介する． 
授業形態 実験実習 
注意備考 ・実験は，講義で学ぶ事柄をより具体的に理解できる場であり，卒業研究に必要

とされる調査・測定・解析などの方法やレポートの書き方を修得する重要な機会
となるので，履修を強く勧める．  
・実験テーマ「地震動の観測と解析」と「蛍光Ｘ線分析」は，地球科学実験Ⅱで
未受講だった方を選んで受講することになる．  
・実験テーマ「生気象観測」は，地球科学実験Ⅱからの続きになるので注意する
こと．  
・インターネットでの情報検索やデータ取得を利用しながら実習をおこなう．  
・レポートの再提出などの指示は学生メールによっておこなう． 

シラバスコード FIG35K2 
実務経験のある教員  
達成目標 ・気象観測の手法を学び，自分で気温などの観測ができるようになる． 

・放射，対流，伝導による⼈体への熱の伝わり方を理解する． 
・偏光顕微鏡の原理と使用法を説明できる． 
・地震計の調整法，地震動観測，および，記録のスペクトル解析とフィルタリン
グの方法を学ぶ． 
・蛍光Ｘ線測定に供する試料の作成法と測定方法を習得する． 

受講者へのコメント  
連絡先 ⻄⼾研究室・能美研究室（２６号館３階） 



大橋研究室・関研究室・⻄村(敬)研究室（２１号館６階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Earth Science Laboratory III 
関連科目 地球科学実験Ⅰ，地球科学実験Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 地球科学の様々なテーマに関して，卒業研究を意識して，より実践的に実習を行

う．テーマは，（１）生活空間の温熱環境を調べる生気象観測，（２）テフラの構
成鉱物・ガラスの顕微鏡観察，（３）大山・蒜山での巡検，（４）地震動の観測と
そのデータ解析，（５）蛍光Ｘ線法による岩石の化学組成分析に分かれる．また，
班ごとに何れかのテーマについてまとめの発表をおこなう．なお，地球科学実験
Ⅱとは内容が連続的であり，両方とも受講することを前提として実習が計画され
ているので十分注意すること． 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

実験の進め方などの説明・班分けをおこなう．次回実験の説明・準備もおこなう． 
生気象観測 
前期開講の地球科学実験Ⅱから続く．気温だけでなく，様々な気象の要素が我々
の温冷感覚に影響する．このテーマでは，住環境の快適性をあらわす「温熱指標」
を，実際の屋外で計測して場所や天候による違いを調べてみる． 
2 回 生気象観測 
気温だけでなく，様々な気象の要素が我々の温冷感覚に影響する．このテーマで
は，住環境の快適性をあらわす「温熱指標」を，実際の屋外で計測して場所や天
候による違いを調べてみる． 
4 回 テフラの構成鉱物・ガラスの観察 
大山・蒜山巡検 
中国地方の主峰をなす大山・蒜山は第四紀に誕生した火山である．国内最大級の
火山活動は約 100 万年に始まり 1 万 5 千年ほど前まで続き，溶岩の噴火や火砕
流の噴出によるさまざまな火山堆積構造をつくった．実際に大山・蒜山を巡検し，
露頭を観察するとともにテフラ(火山降下物)を採取する．テフラから重鉱物やガ
ラスを分離し，それらの鉱物学的性質を偏光顕微鏡観察・屈折率測定・分析電子
顕微鏡などにより求める．得られた結果から火山活動の変遷を考察したり外来テ
フラの特定を行う． 
9 回 地震動の観測と解析，蛍光Ｘ線分析 ※ どちらか１テーマを受講 
[地震動] 地震動には，波源（震動源）や伝播経路，観測点近傍の構造と⼒学的特
性の影響が複合的に含まれる．このテーマでは，地震計による観測方法を習得す
るとともに，記録を解析して，地震動に含まれる諸要因の抽出とその解釈を行う． 
[蛍光Ｘ線] 蛍光 X 線を用いて，火成岩の化学組成を求める．測定用試料の作成，
測定，データの解析などを行う． 
14 回 発表会準備 
生気象観測，テフラの構成鉱物・ガラスの観察，地震動観測，蛍光 X 線分析のう



ち，割り当てられた実験テーマについてプレゼンテーションの準備をする． 
15 回 発表会 
生気象観測，テフラの構成鉱物・ガラスの観察，地震動の観測と解析，蛍光Ｘ線
分析をテーマとする実験の発表会をおこなう． 

準備学習 【オリエンテーション】 
シラバスをよく読んでおくこと． 
【生気象観測】 
配布プリントを参考に，（１）温冷感に関わる⼈体の熱収支，（２）測器の組み立
て手順，（３）観測の手順をよく理解しておくこと．  
【テフラの構成鉱物・ガラスの観察】 
主な造岩鉱物の鉱物学的性質を調べておくこと．浸液を用いる屈折率測定法につ
いて原理を理解しておくこと．分析電子顕微鏡(EPMA)により特性 X 線のエネル
ギーを定量し化学組成を求めるので，特性 X 線とは何か調べておくこと． 
【大山・蒜山巡検】 
事前にオリエンテーションを行い，火山地質やテフラについて説明する．当日ま
でに巡検内容を十分に理解し，露頭観察や試料採取の準備を行っておくこと． 
【地震動の観測と解析，蛍光Ｘ線分析】 
[地震動] 配布プリントを参考にして（１）地震計の特性，（２）AD 変換，（３）
スペクトル，（４）フィルタ，（５）固有振動と共振などの意味をよく理解してお
くこと． 
[蛍光Ｘ線] 蛍光 X 線について勉強しておくこと．「地学図表」P17 と P152 を参
照すること． 
【発表会準備】 
発表を担当するテーマの実験内容を復習し，発表に使える資料をまとめておくこ
と． 
【発表会】 
発表会では１班あたり発表 15 分，質疑応答５分の持ち時間とする．したがって，
きちんと時間内に発表が収まるように練習しておくこと． 

 



年度 2012 
授業コード FIG3711 
成績評価 各テーマにおける達成度課題提出 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス GA(総)(〜11),GB(総)(〜11) 
見出し FIG3711 ⼈類学実習Ⅰ 
担当教員名 高崎 浩幸、富岡 直⼈、白石 純 
単位数 2 
教科書 寺⽥春水・藤⽥恒夫『骨学実習の手引き』南山堂 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 ⼈類学実習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜プリントを配布する。The Human Bone Manual (White & 
授業形態 実験実習 
注意備考 実習は、講義で学ぶ事柄をより具体的に理解できる場であり、また、卒業研究に

必要とされる調査・測定・解析などの方法やレポートの書き方を修得するための
重要な機会となるので、履修を強く勧める。 

シラバスコード FIG3711 
実務経験のある教員  
達成目標 ・自然⼈類学の研究をおこなうための基礎的な技術を習得する。・実物を自分の

目で見極め、骨という自然の形象を理解する。 
受講者へのコメント  
連絡先 富岡研究室・高崎研究室 ２１号館５階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Anthropology Laboratory I 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 「⼈類学概論Ⅰ・Ⅱ」および「自然⼈類学Ⅰ・Ⅱ」の講義内容をよりよく理解し、

自然⼈類学の研究をおこなうための基礎的な技術を習得する。現代⼈の全身の骨
の観察を主要なテーマとし、実物を自分の目で見極め、骨という自然の形象を理
解することを学ぶ。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  概要説明 

2 回  全身骨格の観察 
3 回  頭の骨の観察 



4 回  体幹の骨の観察 
5 回  上肢の骨の観察 
6 回  下肢の骨の観察 
7 回  前半の補足観察 
8 回  古墳出土⼈骨片の観察と部位の同定ー１ 
9 回  古墳出土⼈骨片の観察と部位の同定ー２ 
10 回  古墳出土⼈骨片の観察と部位の同定ー３ 
11 回  古墳出土⼈骨片の観察と部位の同定ー４ 
12 回  古墳出土⼈骨片の観察と部位の同定ー５ 
13 回  古墳出土⼈骨片の観察と部位の同定ー６ 
14 回  後半の補足観察 
15 回  課題レポート作成 

準備学習 1 回  シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと 
2 回 「骨学実習の手引き」を熟読し、全身の骨格の特徴を理解しておくこと 
3 回 「骨学実習の手引き」を熟読し、頭の骨の特徴を理解しておくこと 
4 回 「骨学実習の手引き」を熟読し、体幹の骨の特徴を理解しておくこと 
5 回 「骨学実習の手引き」を熟読し、上肢の骨の特徴を理解しておくこと 
6 回 「骨学実習の手引き」を熟読し、下肢の骨の特徴を理解しておくこと 
7 回  「骨学実習の手引き」を熟読し、観察が不十分であった箇所を洗い出して
おくこと 
8 回 「骨学実習の手引き」の手引きを熟読するとともに、前半で提出したスケッ
チを再チェックし、それぞれの骨の特徴を再確認しておくこと 
9 回 「骨学実習の手引き」の手引きを熟読するとともに、前半で提出したスケッ
チを再チェックし、それぞれの骨の特徴を再確認しておくこと 
10 回 「骨学実習の手引き」の手引きを熟読するとともに、前半で提出したスケ
ッチを再チェックし、それぞれの骨の特徴を再確認しておくこと 
11 回 「骨学実習の手引き」の手引きを熟読するとともに、前半で提出したスケ
ッチを再チェックし、それぞれの骨の特徴を再確認しておくこと 
12 回 「骨学実習の手引き」の手引きを熟読するとともに、前半で提出したスケ
ッチを再チェックし、それぞれの骨の特徴を再確認しておくこと 
13 回 「骨学実習の手引き」の手引きを熟読するとともに、前半で提出したスケ
ッチを再チェックし、それぞれの骨の特徴を再確認しておくこと 
14 回 「骨学実習の手引き」の手引きを熟読するとともに、前半で提出したスケ
ッチを再チェックし、それぞれの骨の特徴を再確認しておくこと 
15 回 「骨学実習の手引き」の手引きを熟読するとともに、前半で提出したスケ
ッチを再チェックし、レポート作成に必要な箇所を確認しておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FIG3712 
成績評価 それぞれの項目ごとに提出もらう成果物の点数（100 点） 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス GA(総)(〜11),GB(総)(〜11) 
見出し FIG3712 ⼈類学実習Ⅱ 
担当教員名 ⻲⽥ 修一、富岡 直⼈、白石 純、宮本 真二 
単位数 2 
教科書 適宜、プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 土器、石器、瓦、骨角器、水洗い、接合、復元 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「もう少し、詳しく専門的に学びたい」というご指摘には、少し意識してお話し

をするようにします。 
科目名 ⼈類学実習Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 文化庁文化財保護部『埋蔵文化財発掘調査のてびき』（財）国土地理協会（販売:

第一法規出版） 
文化庁文化財部記念物課『発掘調査のてびき−集落遺跡発掘編／整理・報告書編
−』 

授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード FIG3712 
実務経験のある教員  
達成目標 １．考古資料とはどのようなものか、手で触れて、おおよそ理解する。 

２．実際の土器とはどのようなものか、おおよそ理解する。 
３．実際の骨角器とはどのようなものか、おおよそ理解する。 
４．考古資料の全体の形を破片から推測する。 

受講者へのコメント 基本的にみなさん、熱心に実習に取り組んでいたと思います。 
連絡先 086-256-9621 

21 号館 6 階 
ka_me_da◎big.ous.ac.jp（◎を＠にして下さい） 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 8)授業の手法に関して、1 名、もう少しわかりやすいようにしてほしいとのコメ
ントがありました。→注意します。 
10)①実験・実習スペースが狭いが 2 名ありました。→すみません。②器具や機
器の整備・補充が 1 名ありました。→注意します。③室内が雑然として危ないと
感じることがあっとと 1 名の方から指摘されています。→少しずつ片付けます。 

英文科目名 Anthropology Laboratory II 



関連科目 考古学概論Ⅰ・Ⅱ、先史考古学、環境考古学、技術考古学、東アジア考古学、⼈
類学実習Ⅲ 

次回に向けての改善変更予定 上記の説明不足に関しましては、注意します。部屋の雑然さは少しずつ片付けま
す。部屋の狭さに関しましては、・・・です。すみません。 

講義目的  ⼈類学実習Ⅱでは、主に先史学・考古学に関する実習を行う。先史学・考古学
の基本資料は「もの」であり、その「もの」を理解するための基本的な技術をマ
スターしてもらう。発掘調査によって出土した資料をどのように整理して、資料
として使用できるようにするのか覚えてもらう。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 実習の概要説明、土器の水洗い 

2 回 土器の水洗い 
3 回 土器の水洗い 
4 回 土器の水洗い 
5 回 骨角器・動物遺存体の水洗い・整理 
6 回 骨角器・動物遺存体の同定 
7 回 骨角器・動物遺存体の登録 
8 回 ネーミング 
9 回 ネーミング 
10 回 ネーミング 
11 回 ネーミング 
12 回 接合 
13 回 接合 
14 回 接合・復元 
15 回 接合・復元 

準備学習 1 回 シラバスを確認し、実習内容について把握しておくこと 
2 回 参考書などをもとに土器などについて勉強しておくこと 
3 回 参考書などをもとに土器などについて勉強しておくこと 
4 回 参考書などをもとに土器などについて勉強しておくこと 
5 回 参考書などをもとに骨角器などについて勉強しておくこと 
6 回 参考書などをもとに骨角器などについて勉強しておくこと 
7 回 参考書などをもとに骨角器などについて勉強しておくこと 
8 回 参考書などをもとに土器などについて勉強しておくこと 
9 回 参考書などをもとに土器などについて勉強しておくこと 
10 回 参考書などをもとに土器などについて勉強しておくこと 
11 回 参考書などをもとに土器などについて勉強しておくこと 
12 回 参考書などをもとに土器などの形態について勉強しておくこと 
13 回 参考書などをもとに土器などの形態について勉強しておくこと 
14 回 参考書などをもとに土器などの形態について勉強しておくこと 
15 回 参考書などをもとに土器などの形態について勉強しておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FIG4111 
成績評価 毎回講義ごとに提出するレポート(40％)および定期試験(60%)により成績を評

価する。 
曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス GA(総)(〜11),GB(総)(〜11) 
見出し FIG4111 鉱物科学 
担当教員名 ⻄⼾ 裕嗣 
単位数 2 
教科書 新版地学教育講座(3)鉱物の科学／赤井純治他／東海大学出版会 
アクティブラーニング  
キーワード 鉱物、結晶化学、造岩鉱物 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 鉱物科学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIG4111 
実務経験のある教員  
達成目標 1. 鉱物は結晶構造と化学組成により定義されることを理解する。 

2. 固溶体と多形を理解する。 
3. 主要な造岩鉱物の生成場ならびに結晶化学について理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先 ⻄⼾裕嗣研究室 26 号館 3 階 086-256-9406 nishido@big.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mineral Science 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 鉱物は自然界に存在する無機結晶物質であるとともに、宇宙のあらゆる構成物の

基本単位です。したがって、結晶学的な基礎知識を習得すること、また鉱物の多
様な生成場を理解することが不可欠です。前半で鉱物の結晶化学についての基礎
を解説し、後半で固溶体や多形など鉱物の特徴的な性質について造岩鉱物を例に
説明する。さらに、各種変成鉱物や地球外鉱物（隕石中）についても紹介する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 鉱物とは何か(定義・鉱物種)について概説する。 

2 回 鉱物の物理化学的性質（劈開・条痕色・磁性・発光性・電気的性質・放射線



効果）について詳述する。 
3 回 鉱物の結晶化学 (固溶体)についてカンラン石および⻑石を例に挙げ解説す
る。 
4 回 鉱物の結晶化学 (多形)について石墨-ダイヤモンドおよび炭酸塩鉱物を例
に挙げ解説する。 
5 回 鉱物の結晶学的性質：対称の要素を詳述する。 
6 回 鉱物の結晶学的性質：32 の晶族がどのように導かれるかを示す。また、こ
れらを結晶系に分類する方法を説明する。 
7 回 鉱物の結晶学的性質：結晶面の姿勢(面指数)や結晶中の方位(晶帯)を記述す
る方法を説明する。 
8 回 鉱物の結晶学的性質：X 線回折法による結晶構造の解析法の基礎を解説す
る。 
9 回 さまざまな場（地表・マントル・海洋・生体内）における鉱物の生成につい
て具体例を示し解説する。 
10 回 造岩鉱物１：シリカ鉱物の多形(石英・クリストバライト・トリディマイ
ト・コ−サイト・スティショバイト)関係を詳述する。 
11 回 造岩鉱物２：⻑石類の固溶体関係と多形関係を生成場の観点から解説する。 
12 回 造岩鉱物３：マグマ分化の過程で生成する輝石・角閃石・カンラン石につ
いて相平衡の観点から解説する。 
13 回 造岩鉱物４：地表での風化や熱水変質により生成する層構造をもつ雲⺟・
粘土鉱物について結晶化学的観点から解説する。 
14 回 鉱物の地質温度計や地質圧⼒計としての応用について変成鉱物を例に説明
する。 
15 回 無重⼒や無酸素環境で生成する地球外鉱物(隕石・宇宙塵)についてカンラ
ン石やマスケリナイトを例に挙げ解説する。 

準備学習  
 



年度 2012 
授業コード FIG41C1 
成績評価 レポート(30%)および定期試験(70%)の結果により評価する。 
曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス GA(総)(〜11),GB(総)(〜11) 
見出し FIG41C1 自然⼈類学Ⅰ 
担当教員名 高崎 浩幸 
単位数 2 
教科書 とくに指定しない。 
アクティブラーニング  
キーワード ⼈類学、生物学、動物学、進化、哺乳類、霊⻑類、化石、分子生物学、生態、社

会 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 ・これまで⼈類猿に対してあまり関心がなかったのだが、この講義を受講して類

⼈猿、ヒトに対する興味が膨らんだ。＜＜ありがとうございます。 
・新しい発見があったような気がします。＜＜ありがとうございます。 
・もう少し字をきれいに書いてほしい。＜＜悪筆でこのコメントを書いていただ
き、畏れ入ります。コメントをいただいた方もご理解くださっているとは思いま
すが、読みやすい字を書くように努⼒してはいるのですが、そこは⼈間、それぞ
れに限界があります。今後とも注意して、極⼒、読みやすい字を書くように努め
ます。 
・話が脱線が多 

科目名 自然⼈類学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 Ｊ・グドール『心の窓』どうぶつ社Ｒ・ファウツ『限りなく⼈類に近い隣⼈が教

えてくれたこと』角川書店 
授業形態 講義 
注意備考 ・ 本 学 内 外 に 高 度 に 整 備 さ れ た ICT (Information and Communication 

Technology) 設備もうまく使いこなして、予習・復習やレポート作成に努めるこ
と。・本科目の関連科目も履修することが望ましい。・受講者の知識・関心の広が
りに応じて、講義展開を臨機応変に修正する。 

シラバスコード FIG41C1 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) ヒトは生物種であることを概説的に説明できること。(2) ヒトに近縁な霊⻑

類の形態、分類、生態と社会をヒトと比較・概観できること。(3) ヒトの進化過
程を明らかにするアプローチを複数例示できること。(4) 自然⼈類学とは「自然
界における⼈間の位置」を考究する学問であることを、さまざまに概説できるこ
と。 

受講者へのコメント 講義時間は、それぞれの受講生が講義科目を学ぶ上でのきっかけに過ぎません。
それ以上に図書館の利用など、自学自習による学習が受講生には求められてま
す。それが身につけば、卒業後も自分が新たに学ぶべき課題が出てきたときに、



情報収集や学習を、生涯にわたって続けることができます。 
連絡先 高崎研究室 21 号館 5 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね良好かつ好意的な評価をいただき、ありがとうございました。 
英文科目名 Biological Anthropology I 
関連科目 進化動物学、自然⼈類学 II、動物社会学、⼈類生態学 
次回に向けての改善変更予定 今後とも、様々に工夫を重ね、受講生の満足度の向上に努めさせていただきます。 
講義目的 ・⼈間はヒトという生物種であることを再認識する。・⼈類（ヒトを含む）を生物

学的に研究する自然⼈類学を概観する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  自然⼈類学とはどんな学問か、講義の概要を説明する。 

2 回  進化論と⼈類学の関係について説明する。 
3 回  自然⼈類学と文化⼈類学の関係について説明する。 
4 回  哺乳類と霊⻑類について説明する。 
5 回  霊⻑類と⼈類について説明する。 
6 回  化石⼈類について 100 万年オーダーの古いものについて説明する。 
7 回  化石⼈類について 10 万年オーダーのやや新しいものについて説明する。 
8 回  霊⻑類の進化過程について数千万年オーダーの時代について説明する。 
9 回  霊⻑類の進化過程について数百?数十万年オーダーの新しい時代について
説明する。 
10 回  分子生物学的アプローチについて、タンパク質のアミノ酸配列のデータ
から説明する。 
11 回  分子生物学的アプローチについて、DNA の塩基配列のデータから説明す
る。 
12 回  原初⼈類の生態と社会について、自然環境からの拘束の大きい側面から
説明する。 
13 回  原初⼈類の生態と社会について、自然環境からの拘束の小さい、文化的な
多様性の側面から説明する。 
14 回  ヒトの自然界における位置について説明する。 
15 回  前回の続き、および本期本科目のまとめを解説する。 

準備学習 1 回  本シラバスに目を通して、本科目のイメージを各自想定し、ノートしてお
くこと。 
2 回  初回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ等で調
べてノートしておくこと。 
3 回  初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ
等で調べてノートしておくこと。 
4 回  初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ
等で調べてノートしておくこと。 
5 回  初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ
等で調べてノートしておくこと。 
6 回  初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ



等で調べてノートしておくこと。 
7 回  初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ
等で調べてノートしておくこと。 
8 回  初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ
等で調べてノートしておくこと。 
9 回  初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ
等で調べてノートしておくこと。 
10 回  初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ
等で調べてノートしておくこと。 
11 回  初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ
等で調べてノートしておくこと。 
12 回  初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ
等で調べてノートしておくこと。 
13 回  初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ
等で調べてノートしておくこと。 
14 回  初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ
等で調べてノートしておくこと。 
15 回  初回・前回に説明のあった今回の予習ならびに復習を各自の蔵書、図書館
図書、ウェブ等で調べてノートしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FIG41D2 
成績評価 定期試験で評価する 
曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス GA(総)(〜11),GB(総)(〜11) 
見出し FIG41D2 自然⼈類学Ⅱ 
担当教員名 名取 真⼈ 
単位数 2 
教科書 プリント主体 
アクティブラーニング  
キーワード 進化、解剖 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ?プリントに関する記述があり，評価していだだきありがとうございます。ただ，

プリントに多くを盛り込んだため，若干分かりにくかった部分もあったようで
す。ご指摘いただいた「タイトルをつける」というアイデアは参考になりました。 

科目名 自然⼈類学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 資料を適宜配布する。Vertebrate Body (脊椎動物のからだ) 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIG41D2 
実務経験のある教員  
達成目標 ・ 脊椎動物の体の構造を理解する。 

・ 脊椎動物の体の構造がどのような道筋で進化してきたかを理解する 
受講者へのコメント ?もし，興味があれば，研究室を訪ねてください。講義の中では十分に説明でき

なかった事柄もお話しできると思います。 
連絡先 名取研究室 ２１号館５階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ?概ね高評価をいただきありがとうございました。 
英文科目名 Biological Anthropology II 
関連科目 動物機能解剖学 
次回に向けての改善変更予定 ?プリントの充実と提示する標本の充実を図りたいと思います。 
講義目的 ヒトを含む脊椎動物は、基本的に同じような構造を持っているが、基本構造を変

化させることで、さまざまな環境に適応していった。本講義では、体を各系統に
分け、それぞれの基本構造を講義するとともに、それがどのような道筋を通って
進化していったかを概説する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション 

2 回 サルとはなにか 



3 回 白亜紀の哺乳類 
4 回 霊⻑類の出現 
5 回 霊⻑類の出現 
6 回 サルらしいサルへ 
7 回 オナガザル類の進化 
8 回 類⼈猿の進化 
9 回 ヒトの直立二足歩行 
10 回  500 万年前あたりの私たちの祖先（アウストラロピテクスではない初期の
ヒト） 
11 回 アウストラロピテクスの進化 
12 回  ホモ属の出現 
13 回 原⼈の出現と移動（アフリカとアジア） 
14 回 ネアンデルタール⼈と新⼈ 
15 回 日本⼈の骨 

準備学習 配布したプリントを参考に，図書館等で調べておくこと。 
 



年度 2012 
授業コード FIG41E2 
成績評価 レポート(30%)および定期試験(70%)の結果により評価する。 
曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス GA(総)(〜10),GB(総)(〜10) 
見出し FIG41E2 ⼈類生態学 
担当教員名 高崎 浩幸 
単位数 2 
教科書 とくに指定しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 生態学、動物生態学、個体群生態学、⼈類学、動物飼養、⼈口学、環境、地球、

温暖化 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 生地と動物の合同授業だったが動物の方に話がかたよっていた＞＞何かの誤解

をされているようです。高崎は動物学科が設置されてそこに移動する前は生物地
球システム学科の所属教員であって、当時の科目「生態⼈類学」を時代と学問の
進展に合わせて一部改編した講義をおこなっています。 

科目名 ⼈類生態学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜講義中に紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 ・ 本 学 内 外 に 高 度 に 整 備 さ れ た ICT (Information and Communication 

Technology) 設備もうまく使いこなして、予習・復習やレポート作成に努めるこ
と。・本科目の関連科目も履修することが望ましい。・受講者の知識・関心の広が
りに応じて、講義展開を臨機応変に修正する。 

シラバスコード FIG41E2 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) ヒトもこの地球上に生きる生態学的存在の例外たりえないことを理解する

こと。(2) これまでのヒトの生息域および数の拡大のモデル的に概観できるこ
と。 
(3) ヒトの⼈口の拡大は他生物を自らの生態系内に取り込むことによって可能
になったことを概観できること。 
(4) そのような他生物はヒトといわば共生していることを理解すること。 

受講者へのコメント ?積極的な自主的な事前学習と講義参加を期待したいところです。講義は、勉学
のきっかけを与えるに過ぎません。 

連絡先 高崎研究室 21 号館 5 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ?おおむね良好な評価をいただきありがとうございました。 板書については、受
講生のノート作成の能⼒向上のため、あえてあまりせずに、講義内容を受講生が
自分のことばでまとめて書いてもらうことを目指しています。ご理解ください。 



英文科目名 Human Ecology 
関連科目 自然⼈類学 I、自然⼈類学 II、動物社会学 
次回に向けての改善変更予定 ?今後とも受講生の反応を見ながら、臨機応変にテーマや講義展開に工夫を加え

ていく予定です。 
講義目的 動物生態学とくに個体群生態学的なアプローチを⼈類の研究に導入し、⼈類の生

態学としての展開を試みる。単に生物学的な種としての生存が不可能な環境にお
いて、他生物、とくに動物を飼養したりすることによって、極限まで生息域およ
び数を拡大してしまったヒトという種とその文化・文明が構築した生態系内に取
り込まれた他生物も捉え直す。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  講義の概要を説明する。 

2 回  霊⻑類の生息環境について説明する。 
3 回  ⼈類の生息環境について説明する。 
4 回  哺乳類の採食生態について説明する。 
5 回  霊⻑類の採食生態について説明する。 
6 回  ⼈類の採食生態について説明する。 
7 回  生態系の生産と消費について、下から積み上げる考え方で説明する。 
8 回  生態系の生産と消費について、上から分割する考え方で説明する。 
9 回  他生物の⼈類生態系への取り込みについて、栽培植物のことを取り上げて
説明する。 
10 回  他生物の⼈類生態系への取り込みについて、家畜動物のことを取り上げ
て説明する。 
11 回  ⼈口動態のうち無限の成⻑について、等比数列的に捉えて説明する。 
12 回  ⼈口動態のうち無限の成⻑について、指数関数的に捉えて説明する。 
13 回  ⼈口動態のうち有限の成⻑を、指数関数のモディフィケーションとして
のロジスチック関数を用いて説明する。 
14 回  ⼈間の⼈口増と活動の帰結として⼈類の生息環境の変化について、近未
来を展望する。 
15 回  前回の続きおよび本期本科目のまとめを解説する。 

準備学習 1 回  本シラバスに目を通して、本科目のイメージを各自想定し、ノートしてお
くこと。 
2 回  初回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ等で調
べてノートしておくこと。 
3 回  初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ
等で調べてノートしておくこと。 
4 回  初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ
等で調べてノートしておくこと。 
5 回  初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ
等で調べてノートしておくこと。 
6 回  初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ
等で調べてノートしておくこと。 
7 回  初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ



等で調べてノートしておくこと。 
8 回  初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ
等で調べてノートしておくこと。 
9 回  初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ
等で調べてノートしておくこと。 
10 回  初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ
等で調べてノートしておくこと。 
11 回  初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ
等で調べてノートしておくこと。 
12 回  初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ
等で調べてノートしておくこと。 
13 回  初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ
等で調べてノートしておくこと。 
14 回  初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ
等で調べてノートしておくこと。 
15 回  初回・前回に説明のあった今回の予習および今期の復習を各自の蔵書、図
書館図書、ウェブ等で調べてノートしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FIG41F1 
成績評価 期末試験により評価します。 

期末試験は、講義を担当した各教員がその講義の内容を問う問題を１問づつ作成
し、そのうちの数問を選択して答えてもらう形式です。 

曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス GA(総)(〜11),GB(総)(〜11) 
見出し FIG41F1 生物地球システム概論(再) 
担当教員名 能美 洋介、福⽥ 尚也、大橋 唯太、白石 純、中島 経夫、加藤 賢一、久

保⽥ 尚 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード 地形図、激変星、活動銀河核、宇宙の構成、宇宙の進化、星の誕生、太陽系、隕

石、恐⻯、絶滅、気象、地質、生物、植物、系統、進化、園芸、魚類、咽頭⻭、
昆虫、自然環境、⼈間活動、古代、日本、朝鮮半島、骨考古学、家畜、土器、石
器 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 生物地球システム概論(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示します。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIG41F1 
実務経験のある教員  
達成目標 生物地球学科で現在行われている教育や研究について説明できる。 

生物地球学科で行われている研究において使用される基本的な用語について理
解し、説明することができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 総括担当：能美洋介 

２６号館３階能美研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Biosphere-Geosphere System 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  この学科でどのようなことを勉強し、研究できるのかについて理解することが

本講義の目的です。 



 まず、それぞれの教員がどのようなことを研究しているのかを理解し、受講生
が生物地球学科において将来どのような勉強や研究をすることができるかにつ
いて、具体的なイメージ作りの足がかりにすることがねらいです。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション ＆ 地形図を読む 

 本講義のねらいと進め方、本講義の成績採点方法などについて説明する。 
 また、生物地球学科ではフィールドワークを研究・教育手段として重要視する
が、生物地球分野の調査計画の立案から、調査時の現在位置確認、調査後の結果
の整理や解析に至るまで、地形図は必須の道具である。安全に野外調査を行なう
ためにも地形図の読図技術が必要である。講義では、主に地質よる地形の違いに
焦点をあて、事例をあげて地形図読図技術を解説する。 
2 回 激変星から活動銀河核まで−活動天体の光学観測− 
 天体は、大部分は規則的に変化しているが、それとは別に急激に明るさを変え
るなど激しい変動を示しているものが存在する。それらのうち最も小さいサイズ
の激変星と、最も大きい活動銀河核に関してその変動の様子、ならびに我々が行
っている光学観測の実際を紹介する。 
3 回 元素から見た宇宙の構成と進化 
 現在、地球に見られる物質は、⼈間の体も含めて、宇宙誕生に起源を持ってい
る。本授業では、各元素がビッグバンで作られたもの、恒星内での静かな反応で
作られたもの、恒星の大爆発で作られたものに大別され、この生成過程や崩壊過
程が各元素の特性に密着していることを理解させ、元素を手がかりにして宇宙誕
生、地球生成史等宇宙理解が進められていることを概観する。 
4 回 星の誕生と太陽系 
 太陽のような星がどのように生まれ、惑星がどのように作られたであろうか。
我々の太陽系の解説から始め、恒星の誕生に関する現代の天文学の基本的な考え
方と、電波天文学と光・赤外線天文学による最近の観測結果を交えて解説する。
太陽をはじめとする星の誕生に関する基本的な知識を学ぶ。 
5 回 隕石衝突が引き起こした恐⻯絶滅のシナリオ 
 6,500 万年前に直径 10km ほどの隕石が地球に衝突し地球環境を一変させ、生物
の大量絶滅を引き起こした。地上で最も優位な地位にあった恐⻯の絶滅はその代
表例である。隕石衝突の実証、恐⻯を滅ぼした環境変化、その後の生物の進化に
与えた影響などについて具体的な事例をあげて解説する。 
6 回 身近な気象を知る 
 私たちの生活のなかで密接に関わる気象と大気環境について講義する。その中
で、気候と生命、気候と産業などの関わりについて論じる。また、海陸風･⻯巻･
寒冷前線など、大気現象を再現した室内実験の様子も紹介する。 
7 回 地質と生き物と⼈々の生活 
 地質は地域の基盤であり、生態系・農業・産業などに影響を与えている。⺟岩の
性質は、風化して土壌という形で、あるいは地域を流れる水に含まれる栄養分と
して影響を与え、地域の生産性として目に見える形となる。⼈類は古来より、こ
のような土地の特性、すなわち風土に着目して生活している。これについて、お
もに植物の立場で解説する。 



8 回 植物の分類と系統 
 生物学のどの分野でも、研究に使用する材料の種の理解が重要である。本講義
では、生物の種の概念を説明し、いくつかの野生植物を例にして、近縁種との系
統関係がどのようにして解明されてきたかを説明する。また、分子系統に基づく、
被子植物の新しい分類体系についても簡単に説明する。 
9 回 園芸と園芸学 
 園芸と園芸学の理解を深めるため、農業に生産に果たす園芸の役割、園芸の特
徴と発展の歴史、園芸作物の種類と分類、育種と繁殖、形態などを概説した後、
果樹の栽培管理についてその目的と意義を解説する。さらに、温度や光条件を制
御した施設内での園芸作物の栽培、実際栽培における植物成⻑調節物質の利用、
生産物の生理や貯蔵などについても講述する。 
10 回 咽頭⻭を読む 
 多様な形態をもつコイ科魚類の咽頭⻭について、魚のどの位置にあり、どのよ
うに動き、どのように機能するのかを解説する。さらに同定法を説明し、それか
らわかる地球の歴史や縄文弥生時代の⼈間の活動について解説する。 
11 回 環境と生物 
 生物は周囲の環境の変化に合わせた生活を営んでいる。地球上の環境の変化の
多くは、地球と太陽の位置関係が原因となって生じる昼夜の違いや季節変化な
ど、24 時間や 365 日といった一定の周期を持つ。また、海洋の沿岸域に生息す
る生物では太陽に加えて月の位置が大きく影響する潮汐リズムを持つ動物も多
い。本講義では、これらの周期的な環境の変化に対して生物がどのようにして生
活を組み立てているのかについて、特に動物を中心として解説する。 
12 回 自然環境の変遷と⼈間活動の対応関係 
 変化し続ける自然に⼈間は、常にその変化に対応して生活してきた。その変化
し続ける自然と⼈間とのかかわりの関係を解明するために、遺跡や地形・地質に
着目することで、ヒトがどのような自然を選択し、または改変してきたのかにつ
いて、日本や世界各地のフィールド・ワークの結果をもとに紹介する。 
13 回 古代の日本と朝鮮半島 
 原始・古代の日本列島の⼈々の生活はある面では列島内で完結している。しか
し北は樺太・千島列島、北⻄は朝鮮半島、南は南⻄諸島と近接し、それらの地域
と関わりながらいろいろな文化などが入ってきている。この講義では、日本列島
の弥生時代・古墳時代に大きな影響を与えた朝鮮半島との関わりについて、具体
的な資料や遺跡を例に挙げながら講義する。 
14 回 骨考古学からみた家畜の歴史 
 家畜は⼈類の生活圏に入り込みやすい「二次的動物」から生まれたもので、生殖
や摂餌をコントロールすることで、品種が生み出されてきた。コンパニオンアニ
マルでもあるイヌと、食肉に利用されることが多いブタを例に、動物骨格から家
畜化の現象がどのように展開したのか、⼈類と動物の結び付きという視点から、
自然科学と⼈文科学の両面から探る方法を解説する。 
15 回 土器・石器の材質からみた考古学 
 遺跡から出土する考古学資料のうち土器・石器類が最も多い。これらの遺物の
素材がどこの産地からもたらされたのかということを解決することは、モノを動



かす背景にある社会経済、あるいは政治システムなどの究明の鍵となる。講義で
は、土器のなかの須恵器生産地推定や石器石材のサヌカイトや⿊曜石などの原産
地同定によりモノからみたヒトの動きを探ってみる。 

準備学習  各講義を受講する前にシラバスに目を通し、どのような講義内容かを大まかに
理解しておくようにしてください。 
 具体的にはシラバスに書かれている専門用語を図鑑、辞書、インターネット等
で調べておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FIG41H2 
成績評価 実験レポート 60％、中間実技試験 10％、定期試験 30％により成績を評価する。 
曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス GA(総)(〜11),GB(総)(〜11) 
見出し FIG41H2 化学基礎実験(再) 
担当教員名 ⻘木 宏之、直島 好伸 
単位数 2 
教科書 岡山理科大学化学実験 −手引きと演習− ／ 佐藤幸子：理工系化学実験（−基

礎と応用− 第３版） ／ 坂⽥一矩編 ／ （東京教学社） 
アクティブラーニング  
キーワード 無機定性分析：金属のイオン化傾向、元素の周期表、分属試薬、溶解度積、化学

平衡、錯イオン、両性金属、マスキング 
定量分析：中和、酸化還元、キレート生成、電離定数、pH、pKa、緩衝溶液、モ
ル濃度、質量百分率 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 化学基礎実験(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎化学実験安全オリエンテーション ／ 山口和也、山本仁著 ／（東京化学同

⼈）：大学の基礎化学実験 ／大学一般化学教育研究会編 ／（学術図書出版社）：
フォトサイエンス化学図録 ／（数研出版）：基礎化学１ 物質の構成と変化／吉
⽥泰彦 他／実教出版：基礎化学 2 化学反応と有機材料／吉⽥泰彦 他／実教
出版 

授業形態 実験実習 
注意備考 全ての実験を行い、レポートを期限内に提出し受理されていることが、単位取得

の前提条件である。十分な予習をし、内容を理解して実験に臨むこと。実験を安
全に行うため、白衣と保護眼鏡の着用を義務づける。 

シラバスコード FIG41H2 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）薬品の取り扱い方の基本を理解する。決められた濃度の試薬溶液を調製で

きる。 
（２）適切な実験廃液の処理ができる。 
（３）測容ガラス器具（ホールピペット、ビュレット、メスフラスコ）の使用方
法を習得する。 
（４）pH メーター、分光光度計、電子天秤の使用方法を習得する。 
（５）詳しい実験観察結果を文章で表現し、物質の変化を化学反応式で記述でき
る。 
（６）報告書の基本的書き方を習得する。 
（７）モル濃度、質量パーセント濃度を理解し、滴定実験、吸光光度法分析によ
り日常的な物（食酢、ミネラルウォーター、ドリンク剤 



受講者へのコメント  
連絡先 1 号館 3 階研究室 電子メール aoki@dbc.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Elementary Chemistry Laboratory 
関連科目 化学基礎論 I、 化学基礎論 II、 入門化学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 基礎的な実験を通して、化学実験に必要な基本的知識と実験室でのマナーを習得

する。実験機器の取り扱い方、グラフの書き方、報告書の作成法等を学ぶと同時
に、化学の基礎原理や概念についての理解を深める。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：講義の進め方、予習の仕方を説明する。 

安全・環境教育を実施する。 
2 回 基礎実験（金属と酸との反応）とレポート作成 
金属と強酸・強塩基との反応を調べることによって、化学実験で使われる器具お
よび試薬の基本的な取扱い方と、実験操作を学ぶ。 
3 回 第１属陽イオンの定性分析 （Ag, Pb） 
銀イオン、鉛イオンを 塩酸（第１属陽イオン分属試薬）と反応させ難溶性の塩化
物沈殿を生成する。塩化鉛と塩化銀の溶解度差、アンモニア共存下での塩化銀の
可溶性錯イオン形成などの化学的性質を利用して、両イオンを分離し、各イオン
に特異的な反応を用いてそれぞれのイオンを検出確認する。 
4 回 第２属陽イオンの定性分析 I（Pb, Bi, Cu, Cd) 
酸性条件下で、鉛、ビスマス、銅、カドミウムイオンを硫化水素（第２属陽イオ
ン分属試薬）と反応させ、それぞれ硫化鉛、硫化ビスマス、硫化銅 、硫化カドミ
ウム の沈殿を生成する。それぞれの硫化物生成反応と得られた硫化物の熱硝酸
との溶解性、各イオンとアルカリ水溶液・硫酸との反応および各イオン固有の検
出反応から確認する。 
5 回 第２属陽イオンの定性分析 II （混合試料の系統分析） 
第１属陽イオンを塩化物沈殿分離後、溶液中の第２属陽イオンを酸性条件下、硫
化水素 と反応させる。各種の硫化物として沈殿させる。これら硫化物の混合沈
殿を、熱硝酸で酸化、溶解した後、鉛イオンを硫酸塩沈殿として分離する。つづ
いて、ビスマス 、銅、カドミウムイオン 混在溶液をアンモニアアルカリ性にし
て、ビスマスイオンを水酸化物沈殿、銅イオンを可溶性アンミン錯体として、カ
ドミウムイオンと分離する。銅イオンとカドミウムイオンはそれぞれシアノ錯体
化後、錯体の安定度差から、カドミウムを硫化物沈殿とすることによって分離・
確認する。 
6 回 第３属陽イオンの定性分析 （Al, Fe, Cr） 
酸性溶液中ではイオンとして溶解している Fe(III) イオン、アルミニウムイオン、
クロム(III)イオン は、弱塩基性水溶液・アンモニア?塩化アンモニウム水溶液（第
３属陽イオン分属試薬）中で、水酸化物イオンと反応し、水酸化物として沈殿さ
せる。第３属陽イオンの混合沈殿の分離は、両性水酸化物である水酸化アルミニ



ウムと水酸化クロム(III)とを過剰の NaOH で溶解して、不溶性の水酸化鉄(III)
を沈殿として分離する。得られた各種イオン混合溶液に過酸化水素を加え加熱
し、クロム(III)イオンをクロム酸イオンに酸化し、硝酸を添加して、テトラヒド
ロキソアルミン酸イオンをアルミニ ウムイオンとする。溶液を pH 9?10 にア
ンモニアで調節し、水酸化アルミニウムを沈殿、クロム酸イオンと分離する。分
離されたイオンを含む溶液について、ロダン反応、ベレンス反応、アルミノン・
アルミニウムの赤色レーキ、クロム酸鉛の⻩色沈殿生成などの特異反応を利用し
て各イオンの確認を行う。 
7 回 陽イオンの系統分析 （中間実技試験） 
８種類の第１?３属陽イオン（銀、鉛、ビスマス、銅、カドミウム、鉄(III)、アル
ミニウム、クロム(III)イオン）のうち、数種類の金属イオンを含む未知試料の全
分析（系統的定性分析）を行い、試料中に存在するイオンを検出する。 
8 回 陽イオンの系統分析結果の解説を行う。 
容量分析の事前説明を行う。 
9 回 中和滴定 （食酢の定量） 
 0.1 mol/l 水酸化ナトリウム水溶液の標定を行い、それを標準溶液として用い
た中和滴定により、市販食酢中の酢酸のモル濃度を決定し、食酢の質量パーセン
ト濃度を求める。 
10 回 酸化還元滴定 （オキシドール中の過酸化水素の定量） 
外用消毒剤として使用される市販のオキシドール中の過酸化水素を、過マンガン
酸カリウム水溶液を用いた酸化還元滴定により定量する。 
11 回 キレート滴定 （水の硬度測定） 
検水中に含まれるカルシウムイオン とマグネシウムイオンの量を、キレート滴
定法によって求め、水道水、市販ミネラルウォーターの硬度を決定する。 
12 回 pH メーターを用いる電位差滴定 I：（酢酸の電離定数決定） 
酢酸溶液に NaOH 標準溶液を滴下し、pH を測定する。NaOH 溶液の滴下と pH
の測定を繰り返して、滴定曲線を作成する。滴定曲線を用いて、交点法により当
量点を求め、酢酸のモル濃度と pKa を決定する。グラフの基本的な書き方を学
ぶ。 
13 回  pH メーターを用いる電位差滴定 II：  
（水酸化ナトリウム・炭酸ナトリウム混合溶液の滴定） 
  pH メーターを用いた電位差滴定法により、未知濃度の水酸化ナトリウムと
炭酸ナトリウムの混合試料を定量し、それぞれの質量％濃度を算出する。pH メ
ーターの 取扱いおよび滴定操作を習熟すると共に、二価の弱塩基と強酸との中
和反応ついての理解を深める。さらに、フェノールフタレイン指示薬、メチルオ
レンジ指示 薬を用いた二段階滴定（ワーダー法）と pH 滴定曲線との関係を確
認する。 
14 回  吸光光度法による鉄イオンの定量 
1,10-フェナントロリンはそれ自身は無色の塩基であるが、２価の鉄イオンと反
応して安定な赤色の錯体を形成する。このことを利用して、試料水中の鉄イオン
を吸光光度法により定量する。 
15 回 ・14 回目の実験で得られた各グループの定量値と試料の表示濃度との差異



について考察する。 
・補充実験と演習問題の解説を行う。 

準備学習 1 回 教科書第 1 章 pp.1〜9 化学実験の基本的注意を読んでおくこと。 
2 回 教科書第 1 章 pp.1〜9 および pp.36〜40. 実験レポートの書き方 を読ん
でおくこと。 
元素の周期表、イオン化傾向、強酸、強塩基、酸化⼒のある酸について復習して
おくこと。 
「化学実験−手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
3 回 教科書 pp.15〜18 を読み、難溶塩の溶解度と溶解度積について復習してお
くこと。 
教科書 pp.62〜68 を読み、陽イオンの分属と分属試薬について予習しておく。 
「化学実験−手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
4 回 教科書 pp.68〜73 を読み、第２属陽イオンについて予習しておくこと。 
「化学実験−手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
5 回 教科書 pp.73〜75 と第４回実験レポートを参考に、系統分析のフローチャ
ートを作成しておくこと。 
「化学実験−手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
6 回 教科書 pp.78〜83 を読み、第３属陽イオンについて予習しておくこと。 
「化学実験−手引きと演習」該当ページの化学反応式とフローチャートを書いて
おくこと 
7 回 第 3〜6 回のレポートを参考に、第１?３属陽イオンの全分析フローチャー
トを作成しておくこと。 
8 回 教科書 pp.10〜13 を読み、溶液と濃度（百分率、モル濃度）について、復習
しておくこと。 
中和滴定における一次標準溶液の調製法について予習しておくこと。 
9 回 教科書 pp.52〜57、pp.88〜97 を読み、容量分析における計算方法を復習し
ておくこと。 
「化学実験−手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
10 回 教科書 pp.108〜110 を読んで、酸化還元反応、酸化数、酸化剤、還元剤の
定義を復習にしておくこと。 
「化学実験−手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
11 回 日常生活において、水の硬度に関心を持ち、ミネラルウォーター、水道水、
温泉水などの成分表示を調べてくること。 
教科書 pp.112〜116 を読み、「化学実験−手引きと演習」該当ページの化学反応
式と金属指示薬の構造式を書いておくこと。 
12 回 教科書 pp.57〜59、pp.92〜97 を読み、弱酸の電離定数、緩衝溶液につい
て復習しておくこと。 
「化学実験−手引きと演習」該当ページと教科書 p.97 を読み、酢酸の pKa 値は
滴定曲線における 1/2 当量点の pH であることを理解しておくこと。 
13 回 教科書 pp.98〜100 を読んでおくこと。 
「化学実験−手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
14 回 教科書 pp.59〜61 を読み、分光光度計について予習しておくこと。 



教科書 pp.122〜126、「化学実験−手引きと演習」該当ページを読み、フェナント
ロリン鉄（II）錯体を利用した鉄イオンの定量について、予習しておくこと。 
15 回 実験ノート・実験レポートの整理、演習問題の復習をし、質問事項をまと
めてくること。 

 



年度 2012 
授業コード FIG4311 
成績評価 レポート課題（30%）と定期試験（70%）によって成績を評価する。採点の基準

は 100 点満点のうち 60 点以上を合格とする。また、授業回数の 1/3 以上の欠席
が認められた場合には試験成績は無効とみなし、E 評価とする。 

曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス GA(総)(〜11),GB(総)(〜11) 
見出し FIG4311 大気圏科学 
担当教員名 大橋 唯太 
単位数 2 
教科書 資料プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 大気圏科学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「ニューステージ 地学図表」（浜島書店） 

「イラスト図解 よくわかる気象学」（中島俊夫 著；ナツメ社） 
も同時に読んでいくと、講義内容の理解がより深まる。 
その他、講義中に紹介する。 

授業形態 講義 
注意備考 普段から天気図と実際の天気をよく観察する習慣を身につけておくこと。できる

だけ数式を普段から見慣れておいてほしい。プロジェクターによる図の説明と板
書を組み合わせて講義を進めていく。 

シラバスコード FIG4311 
実務経験のある教員  
達成目標 ・大気の構造と特徴が説明できること。 

・気象に関する簡単な計算ができること。 
・気象でよく用いられる単位の意味が説明できること。 
・代表的な気象現象の発生機構が説明できること。 
・地球温暖化やヒートアイランド現象などの大気環境問題の現状を理解するこ
と。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２１号館６階 大橋研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Atmosphere Science 
関連科目 地球情報ネットワーク 



水圏科学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 地球大気圏の構造、地球スケールで生じる大気大循環から地域スケールで生じる

局地気象に至るまで、様々な時空間スケールを対象とした大気科学の基礎的理解
に努める。また、気象予報や気象観測技術などの気象情報についても述べていく。
さらにこれらを基礎として、大気圏と生態圏の相互作用によって生じる種々の大
気環境問題についても取り上げていく。なお本講義は、気象予報士学科試験の「予
報業務に関する一般知識」に関連する内容の一部を含んでいる。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション。講義の進め方を説明する。 

2 回  大気の構造について講義する。 
3 回  温室効果について講義する。 
4 回  光の気象。虹や空の色などについて講義する。 
5 回  風の発生。気圧と風速の関係について講義する。 
6 回  局地風。局地循環やおろし風などについて講義する。 
7 回  大気境界層について講義する。 
8 回  大気大循環について講義する。 
9 回  湿度の表現方法について講義する。 
10 回  台風。様々な⼒のバランスがもたらす風の種類を講義する。 
11 回  雲と霧について講義する。 
12 回  雨とフェーン現象について、その関連を講義する。 
13 回  天気予報と気象観測．数値気象モデル． 
14 回  大気環境。酸性雨、大気汚染、ヒートアイランドなどの地域の環境問題に
ついて講義する。 
15 回  生気象。健康影響、フェノロジー（生物季節）など、生物と気象の関係に
ついて講義する。 

準備学習 1 回  シラバスの内容をよく確認しておくこと。 
2 回  大気層の名称や温度分布など、大気の構造を調べて予習しておくこと。 
3 回  温室効果が起きる仕組みを自分で調べて予習しておくこと。 
4 回  虹が発生する仕組みや条件などを調べて予習しておくこと。また、空の色
に関係するレイリー散乱とミー散乱の違いを調べておくこと。 
5 回  風を生み出す気圧傾度⼒の形成条件を、実際に考えてみておくこと。 
6 回  局地循環（海陸風や山谷風）が発生する仕組みをあらかじめ調べて、理解
しておくこと。 
7 回  大気境界層とは何か、その構造や日変化などの特徴を調べておくこと。ま
た、大気安定度や風速の対数則についても自分で調べみる。 
8 回  地球の自転で起こるコリオリ⼒について復習して、思い出しておくこと。 
9 回  飽和水蒸気圧曲線の読み方と相対湿度の計算方法を調べて、予習してお
くこと。 
10 回  地衡風、傾度風、旋衡風の⼒学的な違いを考えて、理解しておくこと。 
11 回  雲の外観や発生高度を見て、事典などから雲の種類を判別する練習をし
ておくこと。雲と霧の成因の違いを、気圧と温度の変化をもとに考えておくこと。 



12 回  断熱過程の意味を考え、乾燥断熱減率と湿潤断熱減率の違いを調べて予
習しておくこと。 
13 回  天気予報で利用される数値モデルの概念、実際に使われるおもな流体式
を自分で調べてみること。 
14 回  地球温暖化とヒートアイランド現象の発生の仕組みについて、その違い
を調べて理解しておくこと。大気汚染物質の種類と特徴を調べて、予習しておく
こと。 
15 回  気象病・季節病と呼ばれる病気にどのようなものがあるか自分で調べて
みる。フェノロジー（生物季節）とは何か、事前に調べて予習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FIG4312 
成績評価 小テストの合計点（30%）と期末試験の得点（70%）をもとにして評価する。 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス GA(総)(〜11),GB(総)(〜11) 
見出し FIG4312 地球・宇宙のための物理数学Ⅱ 
担当教員名 ⻄村 敬一 
単位数 2 
教科書 和達三樹著「物理のための数学」（岩波書店） 
アクティブラーニング  
キーワード 物理法則、常微分方程式と偏微分方程式、一般解と特解、解の物理的意味 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 地球・宇宙のための物理数学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 水⽥義弘著「大学で学ぶやさしい微分方程式」（サイエンス社）、岸野正剛著「今

日から使える物理数学」（講談社サイエンティフィク）、野崎亮太著「道具として
の微分方程式」（日本実業出版社） 

授業形態 講義 
注意備考 微分・積分、ベクトルおよび物理学の基礎的な知識を前提にした講義であること

を予め知っておいてほしい。 
メールでの質問・問い合わせも OK。 

シラバスコード FIG4312 
実務経験のある教員  
達成目標 １．さまざまな物理法則を微分方程式で表すことができ，方程式の各項の物理的

意味を説明できること。２．基礎的な常微分方程式を解くことができ，解の物理
的な解釈ができること。３．より高度な微分方程式について、与えられた解が微
分方程式を満たすことを証明でき、解の物理的な解釈ができること。 

受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 6 階⻄村研究室（610 室）e-mail: nisimura<α>big.ous.ac.jp，Tel:086-

256-9644 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Physical Mathematics for Earth and Cosmic Science II 
関連科目 1 年次：解析学基礎Ⅱ，解析学基礎Ⅲ2 年次：宇宙・地球のための物理数学Ⅰ 3

年次：地球科学における計測・情報処理，地球科学実験Ⅲ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 天文，気象，地震などの宇宙・惑星物理学を理解するためには、流体や弾性体な

どの物理的性質や現象を支配する基本法則を表す数式に慣れる必要がある。ま



た、法則の多くは微分方程式で表されるので、その解き方とともに解の物理的な
意味を理解することも必要になる。この講義では、常微分方程式と偏微分方程式
について説明するとともに、自然現象の物理的な解釈に必要となる、物質の様々
な物性値とその単位などについても理解を深めていく。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の目的と構成および講義内容を理解するのに必要な数学の基礎知識な

どについて説明したのち、物理の基本法則と微分方程式の関係、微分方程式の一
般解と特解の関係などについて説明する。 
2 回 １階変数分離形微分方程式の解法を説明したのち、放射性同位体を利用し
た年代決定や RC 電気回路などを応用例として、一般解と特解の意味を説明す
る。 
3 回 前回説明した１階変数分離形微分方程式の解法と得られた解の物理的意味
を、演習を通じて理解できるようにする。 
4 回 １階線形微分方程式（同次方程式と非同次方程式）の解法を、定数変化法に
重点をおきながら説明する。 
5 回 １階線形微分方程式の応用例として、粘性抵抗を受ける物体の落下運動や
RL 電気回路などを取り上げ、一般解と特解の意味を説明する。 
6 回 粘性抵抗と慣性抵抗の違いについて説明したのち、１階非線形微分方程式
の解の物理的意味を、慣性抵抗を受ける物体の落下運動などを題材にして説明す
る。 
7 回 １階線形微分方程式（同次方程式と非同次方程式）の解法と得られた解の物
理的意味を、演習を通じて理解できるようにする。 
8 回 ２階線形微分方程式（同次方程式）の解法を、特性方程式、解の基本形と一
次結合などの意味に重点を置きながら説明する。 
9 回 ２階線形微分方程式（同次方程式）の応用例として質点-バネ系の自由減衰
振動や RLC 電気回路などを取り上げ、その一般解と特解の意味を説明する。 
10 回 前回までの講義内容を復習したのち、２階線形微分方程式（同次方程式）
の解法と解の物理的意味を、演習を通じて理解できるようにする。 
11 回 ２階線形微分方程式（非同次方程式）の実例として質点-バネ系の強制振動
を取り上げ、一般解と特解の意味を説明する。 
12 回 多変数関数の偏微分について復習・演習をしたのち、偏微分方程式の基礎
を常微分方程式と比較しながら説明する。 
13 回 １次元波動方程式を題材にして、ダランベールの解の意味、波の振幅と位
相などの基本事項を説明する。 
14 回 １次元熱伝導方程式を題材にして、可逆過程と非可逆過程、境界値問題な
どの基本事項を説明する。 
15 回 弾性体や流体の運動を支配する３次元偏微分方程式を、それらのベクトル
表示とともに紹介し、その物理的意味を地震学や気象学などと関係づけて説明す
る。 

準備学習 1 回 シラバスと教科書の「物理入門コースについて」に目を通しておくこと． 
2 回 教科書の「１．基本的な知識（指数関数，対数関数）」に目を通しておくこ
と． 



3 回 前回までの講義内容を復習しておくこと。 
4 回 前回までの講義内容を復習しておくこと。 
5 回 前回までの講義内容を復習しておくこと。 
6 回 前回までの講義内容を復習しておくこと。 
7 回 前回までの講義内容を復習しておくこと。 
8 回 教科書の「１．基本的な知識（三角関数、複素数）」に目を通しておくこと． 
9 回 前回までの講義内容を復習しておくこと。 
10 回 前回までの講義内容を復習しておくこと。 
11 回 前回までの講義内容を復習しておくこと。 
12 回 教科書の「１．基本的な知識（偏微分）」に目を通しておくこと。 
13 回 前回までの講義内容を復習しておくこと。 
14 回 前回までの講義内容を復習しておくこと。 
15 回 教科書の「２．ベクトル」および「４．ベクトルの微分」に目を通してお
くこと。 

 



年度 2012 
授業コード FIG4321 
成績評価 適宜課す宿題を３０点、期末試験を７０点とし，合わせて 100 点満点の 60 点以

上の成績を得た場合に単位を与える． 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス GA(総)(〜10),GB(総)(〜10) 
見出し FIG4321 プレートテクトニクス 
担当教員名 関 達也 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード プレート，リソスフェア，アセノスフェア，発散境界，収束境界，すれ違い境界，

中央海嶺，沈み込み帯，トランスフォーム断層，ホットスポット，相対運動，速
度空間，３重会合点 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 プレートテクトニクス 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「地学図表」/浜島書店:「地球学入門」／酒井治孝著／東海大学出版会：「プレー

トテクトニクスの基礎」／瀬野徹三著／朝倉書店 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIG4321 
実務経験のある教員  
達成目標 1．プレートと地球の構造との関係を理解すること 2．プレート，リソスフェア，

アセノスフェアを理解すること 3．プレートの３種類の境界の幾何学とそこで起
こっている地学現象を理解すること 4．プレート運動の幾何学を理解すること 

受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 6 階関室 seki@big.ous.ac.jp 086-256-9632 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Plate Tectonics 
関連科目 地球システム科学 I, II を履修していること 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 プレートテクトニクスという概念がどのような背景から生れたのかを理解し、固

体地球の表層で起こっているほとんど全ての地質現象を支配しているプレート
テクトニクスを学習することで，地質現象の基本原理を理解することを目指す． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 プレートテクトニクスとはなにか、について説明し、今後の方針について解



説する。 
2 回 「大陸移動説」について解説する。 
3 回 「大洋底拡大説と大洋底更新説」について解説する。 
4 回 磁極の移動について解説する。 
5 回 地磁気の逆転と地磁気縞模様について解説する。 
6 回 プレートの概念について解説する。 
7 回 プレートの発散境界について解説する。 
8 回 プレートの収束境界について解説する。-その 1 
9 回 プレートの収束境界について解説する。−その２ 
10 回 プレートのすれ違い境界（トランスフォーム断層）について解説する。 
11 回 プレート運動学（その１）について解説する。 
12 回 プレート運動学（その２）について解説する。 
13 回 プレート運動学（その３）について解説する。 
14 回 日本列島の発達史とプレート運動 
15 回 プリュームテクトニクスについて解説する。 

準備学習 1 回 地学図表ｐ２８を見ておくこと。 
2 回 地学図表ｐ３３を見ておくこと。 
3 回 地学図表ｐ３２を見ておくこと。 
4 回 地学図表ｐ１１を見ておくこと。 
5 回 地学図表ｐ１１，３２を見ておくこと。 
6 回 地学図表ｐ１４，２９を見ておくこと。 
7 回 地学図表ｐ３０を見ておくこと。 
8 回 地学図表ｐ３１を見ておくこと。 
9 回 地学図表ｐ３１を見ておくこと。 
10 回 地学図表ｐ３１を見ておくこと。 
11 回 前回までの復習をしておくこと。 
12 回 前回までの復習をしておくこと。 
13 回 前回までの復習をしておくこと。 
14 回 地学図表ｐ８０を見ておくこと。 
15 回 地学図表ｐ２９を見ておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FIG43F1 
成績評価 ３回の小試験（３０点）と定期試験（７０点）の合計点で評価します。 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス GA(総)(〜11),GB(総)(〜11) 
見出し FIG43F1 地球システム科学Ⅰ(再) 
担当教員名 能美 洋介 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード 地球、プレートテクトニクス、海洋、大気、地球の歴史 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 地球システム科学Ⅰ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ニューステージ「地学図表」．浜島書店． 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIG43F1 
実務経験のある教員  
達成目標 ・ ⼈類と社会と地球のかかわりについて理解し、説明することができる。 

・ 地球科学に関する基本的な概念や法則を理解し、科学的な地球観を養う。 
・ 地学的な⻑い時間の中で変動する地球の姿を理解し、⼈間とのかかわりにつ
いて考える。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２６号館３階 能美研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Earth System Science I 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  本講義では、変動する地球の様々な側面をとりあげ、科学的な地球観を育み、

⼈間と地球のかかわりを把握して、地球環境などのグローバルな問題を地学的に
理解することを目的とする。 
 地球の概観、地球の活動と歴史、大気と海洋をとりあげ、できるだけ、最近、
世界各地で実際に起こった事例などを使いながら、その活動が起こるメカニズム
や、背景となっている地学的な法則を解説します。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 



 講義の目的、概要、成績評価の方針などを説明する。 
2 回 地球の形状 
 地球の形と重⼒、地磁気をとりあげ、それらの計測方法も講義する。 
3 回 地球の内部 
 地球の内部構造と物質、およびその状態について講義する。 
4 回 プレートテクトニクス 
 地球表面を覆うプレートの分布や構造、運動とそれに伴う現象について講義す
る。 
5 回 プレートの運動と地震 
 プレートの運動と地震との関係について講義する。 
6 回 火成作用 
 火成作用のメカニズムについて、プレート論の立場から講義する。 
7 回 変成作用と変成岩 
 プレート境界域における広域変成作用、火成作用との関係、変成岩について講
義する。 
8 回 地表の変化 
 風化・浸食・運搬・堆積のサイクルと物理化学的メカニズムについて講義する。 
9 回 地層と層序 
 堆積岩の種類と生成環境、地層累重の法則など、層序学の基本法則について講
義する。 
10 回 地質年代と地質時代の地球環境 
 化石をもとにした層序の組み立て方、地質年代と各時代の特徴について講義す
る。 
11 回 日本列島の成り立ち 
 プレート論による日本列島の形成メカニズムや地質時代の特徴について講義
する。 
12 回 大気と気象 
 大気の構造と運動、それに伴う気象現象について講義する。 
13 回 海洋 
 海洋の構造と運動、海流と気象との関係、海岸地形について講義する。 
14 回 地球システム 
 プレートの運動と大気・海洋との相互作用、物質循環について講義する。 
15 回 日本の自然環境 
 極めて多様な日本列島の自然環境を、地学的な事象や現象を背景に解説する。 

準備学習  本講義では、高校地学の全内容を網羅的にとりあつかいます。 
 高校で地学を履修していない受講生の⼈は特に、毎回の講義前に指定された参
考書やインターネット等で対応部分の用語や事柄を下調べしておいてください。 

 



年度 2012 
授業コード FIG43G2 
成績評価 定期試験（100％） 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス GA(総)(〜11),GB(総)(〜11) 
見出し FIG43G2 情報法 
担当教員名 坂部 望 
単位数 2 
教科書 小林英明／「インターネットの法律問題」／中央経済社 
アクティブラーニング  
キーワード サイバー法、個⼈情報保護、電子商取引、インターネットの違法・有害情報 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 該当なし 
科目名 情報法 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜、指示する 
授業形態 講義 
注意備考 講義開始時刻までに入室すること（遅刻は他の⼈の迷惑になるので、30 分以上の

遅刻者の入室は認めない）。私語厳禁。前列に着席のこと。 
シラバスコード FIG43G2 
実務経験のある教員  
達成目標 新しい法秩序が形成されつつある現代の情報化時代（インターネット社会）にお

いて，既存の法律の解釈の限界と新規立法の必要性を把握することが目標であ
る。特に，IT がもたらす社会的影響を功罪両面から，法律的問題を中心に解説
し、これからどんな法律等が必要になるのか、どんな法解釈の可能性があるのか、
自ら考える⼒を養成する。 

受講者へのコメント 常に問題意識を持って授業に参加してほしい。 
連絡先 坂部研究室 21 号館 5 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね理解が得られている。 
英文科目名 Cyberspace Laws 
関連科目 情報化と知的財産 
次回に向けての改善変更予定 状況の変化が激しい分野であるので、可能な限り最新の情報を提供したい。 
講義目的 デジタル情報社会において，膨大な量の情報が流通している実態を把握し，それ

に伴う情報の保護やそこに発生する社会問題や個⼈及び組織の責任について，法
律的な観点から考察する。特に，電子商取引における契約問題を中心にインター
ネットに関する法的諸問題を重点的に扱う。また，流通するデジタル情報を受信
する我々，あるいは公共の場にデジタル情報を発信する我々の情報モラルについ
ても触れることにし、情報化社会のルールを検討する。 



対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 情報化社会の現状（アナログ社会の法秩序からデジタル社会の法秩序へ） 

2 回 情報化時代における法的枠組み（既存法の限界と新規立法の立案へ） 
3 回 情報倫理（ネチケット・ネットワーク上の名誉毀損等について） 
4 回 個⼈情報保護とプライバシー（メーリングリストや電子掲示板における問
題点） 
5 回 インターネットと契約法１（電子契約法による契約の成立や契約における
錯誤の問題） 
6 回 インターネットと契約法２（電子書面を契約の証拠とすることが可能にな
ったこと） 
7 回 電子署名法とセキュリティ（ネットワーク上の相手方本⼈の確認と匿名性
の問題） 
8 回 インターネットと犯罪 1（不正アクセス禁止法の要点，情報窃盗の実態につ
いて） 
9 回 ンターネットと犯罪 2（迷惑メール規制２法，有害情報の流布の防止につい
て） 
10 回 情報化時代と知的財産権 1（ネット時代における特許，商標とドメイン，
意匠） 
11 回 情報化時代と知的財産権 2（ネットワーク時代におけるデジタル著作権等） 
12 回 プロバイダーに関する法律（プロバイダー責任制限法とネットワーク秩序） 
13 回 ネットワークと裁判（ネットワーク上で起きた事件の解決はどうするの
か？） 
14 回 海外諸国の動向 
15 回 情報法の総まとめ（情報⺠事関連分野と情報刑事関連分野等の整理） 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと 
2 回 既存法の法と情報ネットワーク時代における法の違いを調べておくこと 
3 回 メディア等で報道される情報化時代の社会問題について整理しておくこと 
4 回 企業等の巨大組織から情報が漏えいしている実態について問題点を考える
こと 
5 回 契約の基本法は⺠法であるので、まず⺠法上の契約について理解しておく
こと。方法は授業で指示する。 
6 回 前回の授業を復習し、情報化時代の契約形態についてテキストを読んでお
くこと。 
7 回 ネットワークの世界では相手が誰であるか確認する方法の存否について調
べること 
8 回 ネットワーク時代に起きている犯罪事件等をメディアなどで整理しておく
こと 
9 回 前回の授業を復習した上で、違法な情報の流通形態を調べておくこと 
10 回 情報化時代における産業財産権について、テキストを読んでおくこと 
11 回 デジタルコンテンツは複製が容易であり、本物と偽物の区別の問題につい
て考えること 
12 回 インターネットにはプロバイダーが不可欠である。テキスト該当箇所を読



んでおくこと 
13 回 ネットワークが原因で起きた訴訟について、テキストの該当箇所を読んで
おくこと 
14 回 先進諸国の立法動向や振興国の立法状況などをパソコン等で調べてみるこ
と 
15 回 これまでの授業の重要ポイントを整理しておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FIG43H2 
成績評価 提出課題(20%)，総合演習課題(30%)，試験(50%)によって評価を行う. 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス GA(総)(〜11),GB(総)(〜11) 
見出し FIG43H2 データ管理(再) 
担当教員名 ⿊⽥ 正博 
単位数 2 
教科書 実践ドリルで学ぶ Office 活用術／ノア出版 
アクティブラーニング  
キーワード ”情報処理”，”プレゼンテーション” 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特になし． 
科目名 データ管理(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 次の Web ページ：「http://www.soci.ous.ac.jp/~kuroda/」の「Lectures」 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIG43H2 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) 情報収集から分析・加工，マルチメディアの活用を含む発表資料作成技術を

身につけること．(2) 効果的なプレゼンテーション資料の作成技術と発表技法を
身につけること． 

受講者へのコメント 出席状況も非常によく，熱心に課題に取り組んでくれました．ゼミ発表や卒業研
究などでデータをまとめる，そして発表するという場面がこれから沢山あると思
います．そのときに，この講義で勉強したことをぜひ活用してください． 

連絡先 ⿊⽥研究室 21 号館 4 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講者数が約 90 名であったため，学生から質問全てに対して丁寧に答えること
ができませんでしたが，受講した学生のコンピュータの操作技術が高かったこと
と，TA が進度の遅い学生に指導をしてくれたことで，進度の速い覚醒には，ビ
ジネスソフトの高度な利用方法を教えることができました．学生には，その点を
評価してもらえたのではないかと思います． 

英文科目名 Data Management 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 課題を決めて，各学生あるいはグループごとでプレゼンテーションを実際にやら

せて，資料の作り方や発表方法についてお互いに評価できるような講義ができれ
ば良いと考えています． 

講義目的 これまで身につけた情報リテラシーを活用する場面として，プレゼンテーション



を取り上げ，情報収集から分析・加工，マルチメディアの活用を含む発表資料作
成まで，その知識と技術をコンピュータ実習により習得させる．各種の業務にお
けるコミュニケーションの必要性を基に，プレゼンテーションの重要性とそのあ
り方を講述した後，企画，データ収集，分析と加工，まとめ上げ，情報発信の各
過程における具体的な理論と技術を講述する．これらの中で，音・音声，画像・
映像などのマルチメディアも扱い，アニメーションも含むマルチメディアの利用
方法と 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  実務・業務における情報処理について説明する。 

2 回  プレゼンテーションの基礎と企画の方法について説明する。 
3 回  データの収集と分析の方法について説明し、EXCEL によりデータ処理方
法を学習する。 
4 回  収集データの加工方法を説明し、EXCEL によりデータの集計およびグラ
フなど加工方法を学習する。 
5 回  EXCEL による効果的な収集データの加工方法を学習する。 
6 回  Office ソフトの連携と Office オブジェクトの活用について学習する。 
7 回  画像などを利用した効果的な情報発信方法について学習する。 
8 回  アニメーションなどを組み込んだ動的な効果を使用した情報発信方法につ
いて学習する。 
9 回  ワンシートによるレポートタイププレゼンテーションによる情報発信方法
について学習する。 
10 回  報告書によるレポートタイププレゼンテーションによる情報発信方法に
ついて学習する。 
11 回  Web 報告書による Web タイププレゼンテーションによる情報発信方法
について学習する。 
12 回  発表タイププレゼンテーションによる情報発信方法について説明する。 
13 回  課題に対して発表タイププレゼンテーション資料を作成する。 
14 回  第 13 回授業に引き続き、課題に対して発表タイププレゼンテーション資
料を作成する。 
15 回  試験を行うので、講義内容をよく理解し整理しておくこと。試験終了後に
出題内容について解説をおこなう。 

準備学習 1 回  情報リテラシーで学んだデータ集計に用いる Excel 関数の使用法の復習す
ること。 
2 回  企画の立案から，データ収集と解析，プレゼンテーションまでの過程を調
べること。 
3 回  大量データの集計方法に用いる Excel 関数の使い方を調べること。 
4 回  情報データのデータベース化と情報抽出方法に必要な Excel 関数を調べる
こと。 
5 回  Excel よるグラフ描画機能を理解しておくこと。 
6 回  PowerPoint への図・表貼り付け方法を習得しておくこと。 
7 回  PowerPoint の標準的な機能を理解しておくこと。 
8 回  プレゼンテーションファイル作成にイラストやアニメーションファイルを



準備しておくこと。 
9 回  ワンシートの作成に必要なデータの集計をおこなっておくこと。 
10 回  報告書の作成に必要なデータの集計をおこなっておくこと。 
11 回  Web 報告書作成に必要なデータの集計をおこなっておくこと。 
12 回  発表型プレゼンテーションファイルの作成に関する注意事項を予習して
おくこと。 
13 回  与えれた課題をプレゼンテーションファイルにまとめておくこと。 
14 回  与えれた課題をプレゼンテーションファイルにまとめておくこと。 
15 回  講義内容をよく理解し整理しておくこと。特にパワーポイントの操作を
よく復習をしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FIG4511 
成績評価 小テストの合計点（30%）と期末試験の得点（70%）をもとにして評価する． 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス GA(総)(〜11),GB(総)(〜11) 
見出し FIG4511 地震科学 
担当教員名 ⻄村 敬一 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 地震波と地震動、地震発生のメカニズム、強震動、地盤の液状化、津波 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 地震科学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 新版地学教育講座：②「地震と火山」，⑤「地球内部の構造と運動」（東海大学出

版会） 
授業形態 講義 
注意備考 対数関数、三角関数などの初歩的な数学の知識を前提にした講義であることを予

め知っておいてほしい。 
メールでの質問・問い合わせも OK。 

シラバスコード FIG4511 
実務経験のある教員  
達成目標 ・地震発生直後に報道される震源、震度、マグニチュード、津波の有無などの情

報を正確に理解できること。・地震発生のメカニズムに関する情報を正確に理解
できること。・地震に関係する簡単な計算ができること。・地震災害の種類とその
要因・メカニズムを正しく理解できること。・南海トラフの巨大地震などに遭遇
する可能性が高い世代に必要な、地震災害の軽減と地域防災についての基礎知識
を修得すること。 

受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 6 階⻄村研究室（610 室）e-mail: nisimura<α>big.ous.ac.jp，Tel:086-

256-9644 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Seismology 
関連科目 2 年次：地球科学実験Ⅰ 3 年次：地球科学における計測・情報処理，地球科学実

験Ⅱ・Ⅲ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 自然現象としての地震は、震源断層の破壊と地震波の放射、地震波の反射・屈折



などの過程を含み、地震の前後に付随する種々の現象が知られている。この講義
では、まず，これらの諸過程や諸現象を、最近の事例を紹介しながら説明する。
次いで、地震災害の事例とその要因、減災・防災対策、地震発生の予測と予知に
関する最近のトピックスを取り上げて説明する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 おもに東日本大震災を題材にしながら、講義の目的と構成について説明す

る。 
2 回  震源、震源域（震源断層）、マグニチュード、震度などの基本事項を実例を
挙げながら説明する。 
3 回  地震波と地震動、地震計のしくみと地震観測，地震記録の解析と震源決定
などについて説明する。 
4 回  地震波の伝わり方と地球内部の構造、地震活動とテクトニクスについて説
明する。 
5 回  前回までの基本事項に関する講義内容を、演習を通じて理解できるように
する。 
6 回  地震発生のメカニズムを理解するための基礎事項として、弾性反撥説、P
波初動分布、起震応⼒などを説明する。 
7 回 地震発生のメカニズムを理解するための基礎事項として、震源断層の基本
タイプと地震波の放射特性などを説明する。 
8 回 地震発生のメカニズムを理解するための基礎事項として、下半球等積投影
法と震源断層のタイプおよび地震波の放射特性との関係を説明する。 
9 回 地震発生のメカニズムについての前回までの講義内容を、演習を通じて理
解できるようにする。 
10 回 地震動災害の要因を、強震動発生のメカニズム、震源メカニズムおよび地
下構造と関係づけて説明する。 
11 回  地震による地盤の液状化について、発生のメカニズム、液状化しやすい地
盤の特性、および、防止対策を中心に説明する。 
12 回  地震動災害および地盤の液状化に関する前回までの講義内容を、演習を
通じて理解できるようにする。 
13 回  津波の発生のメカニズムと伝播特性、波浪との違いとその理由などにつ
いて説明する。 
14 回  津波に関する前回の講義内容を、実例と演習を通じて理解できるように
する。 
15 回  地震に伴う諸現象、地震発生の予測と予知、各種想定の見直しに関する最
近の調査研究と課題について説明する。 

準備学習 1 回  シラバスをよく読んでおくこと。 
2 回  配布プリントの該当部分に目を通しておくこと。 
3 回   配布プリントの該当部分に目を通しておくこと。 
4 回  配布プリントの該当部分に目を通しておくこと。 
5 回  前回までの基本事項に関する講義内容を復習しておくこと。 
6 回  配布プリントの該当部分に目を通しておくこと。 
7 回 配布プリントの該当部分に目を通しておくこと。 



8 回  配布プリントの該当部分に目を通しておくこと。 
9 回  前回までの地震発生メカニズムに関する講義内容を復習しておくこと。 
10 回 配布プリントの該当部分に目を通しておくこと。 
11 回 配布プリントの該当部分に目を通しておくこと。 
12 回  前回までの地震動災害と地盤の液状化に関する講義内容を復習しておく
こと。 
13 回 配布プリントの該当部分に目を通しておくこと。 
14 回 前回までの津波に関する講義内容を復習しておくこと。 
15 回 配布プリントの該当部分に目を通しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FIG4521 
成績評価 定期試験（70%）と小テスト（30%）で評価する。 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス GA(総)(〜10),GB(総)(〜10) 
見出し FIG4521 昆虫生理・生態学 
担当教員名 中村 圭司 
単位数 2 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード 植食者、三者関係 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 昆虫生理・生態学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 昆虫の生態、生活、行動について書かれた様々な本 
授業形態 講義 
注意備考 復習を十分すること。 
シラバスコード FIG4521 
実務経験のある教員  
達成目標 昆虫の生活・生態を通じて、世界が多様な生物の網の目で覆われている事を理解

すること。 
受講者へのコメント  
連絡先 21 号館６階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Insect Physiology and Ecology 
関連科目 動物行動学、生態学概論、生物科学概論Ｉ、生物科学概論 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生物の多様性と複雑さに付いての理解を増すこと。 昆虫の生活を規定する様々

な物理的・生物的環境要因と昆虫の生活史、生息地との関連を述べる。昆虫と植
物の関係、寄生者・捕食者との関わりや、擬態などに付いて解説し、さらに昆虫
の世代数、日照時間や温度と休眠の関係、増殖についても解説する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 昆虫の体制１。昆虫とはどのような生き物かについて概説する。 

2 回 昆虫の体制２。昆虫の形態的特徴について解説する。 
3 回 体の大きさと物理的⼒。昆虫がなぜ小さいのかについて説明する。 
4 回 植食性昆虫と植物。植物と昆虫の密接な関係について説明する。 
5 回 植食性昆虫と植物２。植物と昆虫の密接な関係について説明する。 



6 回 擬態。捕食者から、時には獲物見つからないようにするための方法について
説明する。 
7 回 擬態２。捕食者から、時には獲物見つからないようにするための方法につい
て説明する。 
8 回 寄生。昆虫が関係する寄主または宿主と寄生者との関係について説明する。 
9 回 植物−昆虫−捕食者。植物と動物の複雑な関係について説明する。 
10 回 相変異。生息密度等の環境によって昆虫の姿が変わる現象について説明す
る。 
11 回 増殖。昆虫個体群がどのように時間とともに変化するのかを説明する。 
12 回 増殖２。昆虫の種類によって個体群の時間的変化がどのように異なるのか
について説明する。 
13 回 生活史。昆虫における一年の過ごし方について説明する。 
14 回 休眠。変温動物である昆虫が冬をどう過ごすかについて説明する。 
15 回 休眠２。昆虫が季節の変化を知る方法について説明する。 

準備学習 1 回 昆虫と自分の関わりについて話せる様にしておくこと。 
2 回 昆虫の外見を観察しておくこと。 
3 回 昆虫の大きさに付いて調べておくこと。 
4 回 植物を食べる昆虫を幾つか調べておくこと。 
5 回 植食性昆虫の生態に付いて調べておくこと。 
6 回 昆虫が身を守る方法に付いて調べておくこと。 
7 回 毒を持つ昆虫に付いて調べておくこと。 
8 回 寄生性昆虫に付いて調べておくこと。 
9 回 身近な昆虫の生態を調べておくこと。 
10 回 身近な植食性昆虫の生態、変異を調べておくこと。 
11 回 指数函数をお浚いしておくこと。 
12 回 簡単な微積分をお浚いしておくこと。 
13 回 昆虫が一年をどう過ごしているのかを考えておくこと。 
14 回 温帯に棲む昆虫の活動に付いて考えておくこと。 
15 回 昆虫がどうやって冬の到来を知るのか考えておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FIG4522 
成績評価 課題提出 30％、定期試験 70％ 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス GA(総)(〜08),GB(総)(〜08) 
見出し FIG4522 地球進化学(再) 
担当教員名 関 達也 
単位数 2 
教科書 ニューステージ「地学図表」／浜島書店 
アクティブラーニング  
キーワード 年代測定、同位体地質学、大陸の成⻑、生命の進化、海洋の変遷 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 地球進化学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「生命と地球の進化」／丸山・磯崎著／岩波新書 543 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIG4522 
実務経験のある教員  
達成目標 １：時間軸の決定方法を理解すること。２：種々の現象を理解すること。３：現

象間の関連について理解すること。 
受講者へのコメント  
連絡先 21 号館６F 関研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 The Evolving Earth 
関連科目 地球システム科学Ⅰ、Ⅱ。地球化学。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 46 億年にわたる地球の歴史について解説する。地球の歴史には、固体部、海洋お

よび大気に加えて生命の要素が含まれる。時間の概念の理解と、それぞれの要素
間の相互作用を把握できるようにする。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 序論：地球の進化とは何か 

2 回 太陽系と地球の形成 
3 回 放射壊変と年代測定の原理 
4 回 年代測定法と同位体地質学―そのⅠ 
5 回 年代測定法と同位体地質学―そのⅡ 
6 回 年代測定法と同位体地質学―そのⅢ 



7 回 固体地球の進化―そのⅠ 
8 回 固体地球の進化―そのⅡ 
9 回 固体地球の進化―そのⅢ 
10 回 生命の発生と進化―そのⅠ 
11 回 生命の発生と進化―そのⅡ 
12 回 大気と海洋の進化 
13 回 地球史における特異な現象―そのⅠ 
14 回 地球史における特異な現象―そのⅡ 
15 回 日本列島の歴史 

準備学習 1 回 「地学図表」P70 を見ておくこと 
2 回 「地学図表」P116 を見ておくこと 
3 回 「地学図表」P69 を見ておくこと 
4 回 先週の講義を復習しておくこと。プリント配布 
5 回 配布したプリントを勉強しておくこと 
6 回 配布したプリントを勉強しておくこと 
7 回 「地学図表」P70、71 を見ておくこと 
8 回 「地学図表」P60 を見ておくこと 
9 回 「地学図表」P33 を見ておくこと 
10 回 「地学図表」P70 を見ておくこと 
11 回 「地学図表」P68 を見ておくこと 
12 回 「地学図表」P70、83、102 を見ておくこと 
13 回 「地学図表」P32 を見ておくこと 
14 回 「地学図表」P68 を見ておくこと 
15 回 「地学図表」P78、79 を見ておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FIG45A1 
成績評価 レポート(30%)および定期試験(70%)の結果により評価する。 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス GA(総)(08〜10),GB(総)(08〜10) 
見出し FIG45A1 動物社会学 
担当教員名 高崎 浩幸 
単位数 2 
教科書 とくに指定しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 生態学、動物生態学、個体群生態学、⼈類学、動物飼養、⼈口学、環境、地球、

温暖化 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 ・空調設備 もう少し早い時期から入るようにしてほしい。 

・空調設備 暑さで集中⼒が切れてしまう。 
・空調設備 クーラーの効きが悪い。においがこもる。扇風機の風⼒でプリント
類が飛び、困った。 
＜＜省エネの時代的要請上、不可避の中央制御設備運用の問題で、その運用に権
限のない教員として対処できることには限界があります。それで本年度は、とき
どき屋内よりも涼しい野外で講義をおこなうなどの対処を試みてみました。 

科目名 動物社会学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜講義中に紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 ・ 本 学 内 外 に 高 度 に 整 備 さ れ た ICT (Information and Communication 

Technology) 設備もうまく使いこなして、予習・復習やレポート作成に努めるこ
と。・本科目の関連科目も履修することが望ましい。・受講者の知識・関心の広が
りに応じて、講義展開を臨機応変に修正する。 

シラバスコード FIG45A1 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) ヒトもこの地球上に生きる生態学的存在の例外たりえないことを理解する

こと。(2) これまでのヒトの生息域および数の拡大のモデル的に概観できるこ
と。(3) ヒトの⼈口の拡大は他生物を自らの生態系内に取り込むことによって可
能になったことを概観できること。(4) そのような他生物はヒトといわば共生し
ていることを理解すること。 

受講者へのコメント 講義時間は、それぞれの受講生が講義科目を学ぶ上でのきっかけに過ぎません。
それ以上に図書館の利用など、自学自習による学習が受講生には求められてま
す。それが身につけば、卒業後も自分が新たに学ぶべき課題が出てきたときに、
情報収集や学習を、生涯にわたって続けることができます。 

連絡先 高崎研究室 21 号館 5 階 
合理的配慮が必要な学生への  



対応 
各項目評価に対する所見 概ね良好かつ好意的な評価をいただき、ありがとうございました。 
英文科目名 Animal Socioecology 
関連科目 自然⼈類学 I、自然⼈類学 II、動物社会学 
次回に向けての改善変更予定 今後とも、様々に工夫を重ね、受講生の満足度の向上に努めさせていただきます。 
講義目的 動物生態学とくに個体群生態学的なアプローチを⼈類の研究に導入し、⼈類の生

態学としての展開を試みる。単に生物学的な種としての生存が不可能な環境にお
いて、他生物、とくに動物を飼養したりすることによって、極限まで生息域およ
び数を拡大してしまったヒトという種とその文化・文明が構築した生態系内に取
り込まれた他生物も捉え直す。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  講義の概要を説明する。 

2 回  生態学や動物行動学など、隣接の学問分野との関連を解説する。 
3 回  社会性の動物種の分類群について概説する。 
4 回  なわばり行動について説明する。 
5 回  ニワトリを例に順位制について説明する。 
6 回  ニホンザルを例に順位制について説明する。 
7 回  動物の群れについて他群との関係（群間競争）で説明する。 
8 回  動物の群れについて群内の個体関係（群内競争）で説明する。 
9 回  群れ行動などで見られる利他的行動の進化について説明する。 
10 回  具体例としてのニホンミツバチの社会について解説する。 
11 回  具体例としてのニホンザルの社会について解説する。 
12 回  具体例としてのチンパンジーの社会について、オスの権⼒闘争の側面を
解説する。 
13 回  チンパンジーの社会について、メスの社会生活やコドモの発達の側面を
解説する。 
14 回  進化の観点を導入する比較動物社会学ならびにその自然⼈類学との関連
について解説する。 
15 回  前回の続きおよび本期本科目のまとめ 

準備学習 1 回  本シラバスに目を通して、本科目のイメージを各自想定し、ノートしてお
くこと。 
2 回  初回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ等で調
べてノートしておくこと。 
3 回  初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ
等で調べてノートしておくこと。 
4 回  初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ
等で調べてノートしておくこと。 
5 回  初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ
等で調べてノートしておくこと。 
6 回  初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ
等で調べてノートしておくこと。 
7 回  初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ



等で調べてノートしておくこと。 
8 回  初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ
等で調べてノートしておくこと。 
9 回  初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ
等で調べてノートしておくこと。 
10 回  初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ
等で調べてノートしておくこと。 
11 回  初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ
等で調べてノートしておくこと。 
12 回  初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ
等で調べてノートしておくこと。 
13 回  初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ
等で調べてノートしておくこと。 
14 回  初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ
等で調べてノートしておくこと。 
15 回  初回・前回に説明のあった今回の予習および今期の復習を各自の蔵書、図
書館図書、ウェブ等で調べてノートしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FIG45A2 
成績評価 レポート提出（50％）、演習内容の発表（50％）によって評価する。 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス GA(総)(〜11),GB(総)(〜11) 
見出し FIG45A2 地球型惑星の歴史と物質科学(再) 
担当教員名 板谷 徹丸、兵藤 博信、豊⽥ 新、能美 洋介、畠山 唯達、蜷川 清隆、⻄

⼾ 裕嗣 
単位数 2 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード 地球史 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 地球型惑星の歴史と物質科学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 岩波講座 地球惑星科学１−１４ 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIG45A2 
実務経験のある教員  
達成目標 ４６億年の地球史概略と歴史を調べる年代測定法を理解し、それに密接に関連す

る地球惑星の構成物質の分析法について理解する． 
受講者へのコメント  
連絡先 新 6 号館 2 階 板谷徹丸研究室 itaya@rins.ous.ac.jp 

26 号館 3 階 ⻄⼾裕嗣研究室 nishido@rins.ous.ac.jp 
26 号館 3 階 豊⽥ 新研究室 toyoda@dap.ous.ac.jp 
1 号館 3 階 蜷川清隆研究室 ninagawa@dap.ous.ac.jp 
アイソトープ実験施設 2 階 兵藤博信研究室 hhyodo@rins.ous.ac.jp 
21 号館 6 階 能美洋介研究室 y_noumi@big.ous.ac.jp 
11 号館 5 階 畠山唯達 hatake@center.ou 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 なし 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 地球環境の問題がクローズアップされている現代において、過去の地球・惑星の

歴史を調べることが、未来予測につながる。地球型惑星の歴史とそれを構成する
物質について学び、歴史を調べる年代測定法について講義と演習を行う。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 地球型惑星の歴史（１）隕石と太陽系誕生史について学ぶ。（蜷川） 

2 回 地球型惑星の歴史（２）地球の形成と進化について学ぶ。（板谷） 
3 回 地球型惑星の歴史（３）⼈類の発生と進化・環境変動史・捕獲電子年代測定
法について学ぶ。（豊⽥） 
4 回 地球型惑星の要素（１）岩石と鉱物について学ぶ。（⻄⼾） 
5 回 地球型惑星の要素（２）地球内部構造について学ぶ。（兵藤） 
6 回 年代測定法（１）同位体年代測定法について学ぶ。（板谷） 
7 回 年代測定法（２）フィッショントラック年代測定法について学ぶ。（能美） 
8 回 年代測定法（３）古地磁気年代推定法について学ぶ。（畠山） 
9 回 地球惑星構成物質分析法・X 線回折について学ぶ。（小林） 
10 回 年代測定・解析演習（1）（板谷，豊⽥，兵藤，能美，蜷川，⻄⼾） 
年代測定・解析演習を行う。 
11 回 年代測定演習・解析（2）（板谷，豊⽥，兵藤，能美，蜷川，⻄⼾） 
年代測定・解析演習を行う。 
12 回 年代測定演習・解析（3）（板谷，豊⽥，兵藤，能美，蜷川，⻄⼾） 
年代測定・解析演習を行う。 
13 回 年代測定演習・解析（4）（板谷，豊⽥，兵藤，能美，蜷川，⻄⼾） 
年代測定・解析演習を行う。 
14 回 演習内容発表会準備（板谷，豊⽥，兵藤，能美，蜷川，⻄⼾） 
年代測定・解析演習発表準備を行う。 
15 回 演習内容発表会（全担当教員） 
年代測定・解析演習発表を行う。 

準備学習 1 回 太陽系の構成を調べておくこと 
2 回 地球の歴史を調べておくこと 
3 回 第四紀とは何か、⼈類とは何かについて調べておくこと 
電子スピン共鳴について調べておくこと 
4 回 地殻をつくる岩石は 10 種類ほどの造岩鉱物から構成されている。どのよう
なものがあるか調べておくこと 
5 回 地震波(P 波, S 波)について調べておくこと 
6 回 放射性同位元素について調べておくこと 
7 回 フィッショントラックについて調べておくこと 
8 回 古地磁気について調べておくこと 
9 回 X 線回折について調べておくこと 
10 回 配布されたプリントを調べておくこと 
11 回 配布されたプリントを調べておくこと 
12 回 配布されたプリントを調べておくこと 
13 回 配布されたプリントを調べておくこと 
14 回 演習 4 回分の内容を整理しておくこと 
15 回 発表内容を把握し口頭発表練習をしておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FIG45F1 
成績評価 課題提出（20%）、試験（80%） 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス GA(総)(〜11),GB(総)(〜11) 
見出し FIG45F1 生物科学概論Ⅰ(再) 
担当教員名 中島 経夫 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード 生物学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 講義全体の教科書がありませんので、参考書の指定とプリントの配布を行いま

す。板書の字は大きく正確にするようにいたします。 
科目名 生物科学概論Ⅰ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に紹介 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIG45F1 
実務経験のある教員  
達成目標 生物の多様性を知り、生物と環境の間に密接な関係があることを知る。 
受講者へのコメント 生物のおもしろさをしってもらう。 
連絡先 21 号館 6 階 中島研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特にない。 
英文科目名 Biological Science I 
関連科目 生物学関係の講義全て 
次回に向けての改善変更予定 生物に興味がもてるような講義にする。 
講義目的 生物は地球上のあらゆる場所に分布し、それぞれの環境に巧みに適応した生活を

営んでいる。本講義では、生物がどのように地球上に誕生し、どのように生活し
てきた、また生活しているかを説明し、環境との相互作用によって成り立ってい
る生物界についての理解を深めるとともに、生物とは何か、生命とは何かを知る。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 生物とは 多様な生物の世界、生物学のはじまり 
3 回 多様な生物の共通点 細胞と生物 
4 回 生命の設計図 ゲノム、遺伝子、DNA 
5 回 生命を支える物質 タンパク質、脂質、糖、核酸 



6 回 動物と植物 
7 回 動物の生き方 発生、生⻑、エネルギーの獲得 
8 回 動物の生き方 生体防御（免疫）、脳の働き 
9 回 動物の多様性 生物群集、生態系、食物網 
10 回 動物の多様性 動物の系統進化、進化論の歴史 
11 回 動物の多様性 脊椎動物の系統進化 
12 回 動物の多様性 魚類の進化 
13 回 動物の多様性 コイ科魚類を例とした地球の歴史 
14 回 動物の多様性 コイ科魚類を例とした地球の歴史 
15 回 動物の多様性 ⼈が作り出す動物の多様性、自然と文化 

準備学習 1 回 時間割をよく確認し教室の場所を把握しておく 
2 回 図書館等で、生物、生物学について調べておく 
3 回 図書館等で、生物、生物学について調べておく 
4 回 図書館等で、生物、生物学について調べておく 
5 回 図書館等で、生物、生物学について調べておく 
6 回 図書館等で、生物、生物学について調べておく 
7 回 図書館等で、動物について調べておく 
8 回 図書館等で、動物について調べておく 
9 回 図書館等で、動物について調べておく 
10 回 図書館等で、動物について調べておく 
11 回 図書館等で、脊椎動物について調べておく 
12 回 図書館等で、魚類について調べておく 
13 回 図書館等で、コイ科魚類について調べておく 
14 回 図書館等で、コイ科魚類について調べておく 
15 回 図書館等で、自然と文化の関係について調べておく 

 



年度 2012 
授業コード FIG45G1 
成績評価 課題（小レポート）３０％、試験７０％によって評価する。 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス GA(総)(〜11),GB(総)(〜11) 
見出し FIG45G1 コミュニケーション論 
担当教員名 木村 邦彦 
単位数 2 
教科書 適宜。資料などを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 情報社会、マス・コミュニケーション、パーソナル・コミュニケーション、ジャ

ーナリズム 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 コミュニケーション論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜、紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 ・実務士資格「情報処理士」「上級情報処理士」「ビジネス実務士」の認定科目で

ある。 
・日ごろの社会の動きに関心を持って講義に出席して欲しい。 

シラバスコード FIG45G1 
実務経験のある教員  
達成目標 ・非言語コミュニケーションから言語コミュニケーションへの移行、さらに、コ

ミュニケーショ ン・メディアの登場に至るまでの一連の流れの中でコミュニケ
ーションについて理解する。 
・情報通信ネットワークの仕組みとセキュリティ、コミュニケーションにおける
情報通信ネット ワークの活用方法やそこでの表現方法に触れ、電子メール、携
帯端末によるコミュニケーショ ン、政治や国際的なコミュニケーションのあり
方、現代社会を支えるマス・コミュニケーショ ンなどを扱うことを通じて、現
代社会におけるコミュニケーションやコミュニケーショ 

受講者へのコメント  
連絡先 木村邦彦研究室（２１号館７階）kimura@soci.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Communication 
関連科目 情報と社会、情報メディア、マス・メディア論、ジャーナリズム論を履修してい

ることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 情報社会におけるコミュニケーションのあり方について理解するとともに、コミ
ュニケーションの目的に応じた情報通信ネットワークやメディアの効果的な活
用方法を学ぶ。その問題点も明らかにしていく。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 コミュニケーションはどのようなものか、また、情報社会における役割につ

いて説明する。 
2 回 コミュニケーションは文字の登場から始まったことを理解し、グーテンベ
ルクの印刷機で転機を迎えたことを学習する。 
3 回 現代若者のコミュニケーション⼒の危うさをビデオを観て、考察する。さら
に、ことばは、記号、シンボルで成り立っていることを学習する。、 
4 回 ことばを分析すると、抽象的な姿が浮かんでくる。ことばは、記号の塊であ
ることを学習する。 
5 回 非言語コミュニケーションを学習する。前段として、ことばを使っているの
はヒトであることを認識する。 
6 回 前回に続いて、非言語コミュニケーションを学習するが、どのようなものが
あるかに焦点を置く。周辺言語などを取り上げて考察する。 
7 回 異文化コミュニケーションに触れた後、動物コミュニケーションを学習す
る。動物は、ヒトと違って直接的刺激で行動することを学習する。 
8 回 中間まとめとして、コミュニケーションとはどういうものかを、記号での構
成などで復習する。 
9 回 個⼈コミュニケーションを集団コミュニケーションとの比較で学ぶ。内的
コミュニケーションからケータイコミュニケーションを取り上げて学習する。 
10 回 集団コミュニケーションがいかに成り立っているかを学習する。社会にお
けるコミュニケーションとして企業におけるコミュニケーションをテーマに考
察する。 
11 回 集団コミュニケーションの続きとして、家庭におけるコミュニケーション
を取り上げる。大家族から核家族になった現代をとらえて考察する。 
12 回 政治とコミュニケーションを学習する。国内、国家間の間に介在する、マ
スメディアの役割についても考察する。 
13 回 マスコミュニケーションと社会をテーマに学習する。マスコミが世論を形
成することを考え、功罪を考察する。 
14 回 世論を形成するマスコミに焦点を当て、影響⼒を考察する。マスコミュニ
ケーションとしての広告に焦点を合わせ、いかに世論を導いてきたかを学習す
る。 
15 回 コミュニティー・コミュニケーションに焦点を合わせて学習する。核家族
化によって一時は失われたコミュニティーを再び形成する動きを考察する。 

準備学習 前回の講義を復習して講義に出席すること。 
日々のニュースに接しておくこと。 
できれば、というより、文書⼒などを身に着けるためにも必ず新聞を読んで講義
に出席すること。 
講義は、最近の社会の動きをテーマにする。最後に毎回、気になったり、関心の
あったニュースを書いてもらうので、コンパクトにまとめてくること。 



 



年度 2012 
授業コード FIG5111 
成績評価 中間テスト(20％)、小テスト(10％)、 定期試験(70％)、60%以上を合格とする。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス GA(総)(〜11),GB(総)(〜11) 
見出し FIG5111 解析学基礎Ⅰ(再) 
担当教員名 山口 尚宏 
単位数 2 
教科書 大学新入生のための微分積分入門 石原園子 共立出版 
アクティブラーニング  
キーワード べき関数、三角関数、指数関数・対数関数 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 解析学基礎Ⅰ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 やさしく学べる微分積分 石原園子 共立出版 
授業形態 講義 
注意備考 数学を楽しんでほしい。数学を楽しみながら勉強してほしい。ぜひ知的好奇心を

もってほしい。 
シラバスコード FIG5111 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）べき関数の微分積分を理解していること。 

（２）三角関数の微分積分を理解していること。 
（３）指数関数・対数関数の微分積分を理解していること。 

受講者へのコメント  
連絡先 山口研究室１学舎３階（電子メール yamaguch@ice.ous.ac.jp、電話 086-256-9588）

オフィスアワー 金曜日 ５−６時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Calculus I 
関連科目 A 群の数学すべて。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 一変数関数の微分および積分の計算を中心に説明する。初等関数（べき関数、三

角関数、指数・対数関数）の微分・積分を理解し自由に計算できることを目標に
する。また、関数の極限や初等関数の基本的な性質についても合わせて説明する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 三角関数 
3 回 指数関数・対数関数 



4 回 関数の極限 
5 回 微分係数・導関数 
6 回 微分の計算１ 
7 回 微分の計算２（合成関数の微分１） 
8 回 微分の計算３（合成関数の微分２） 
9 回 中間テスト 総合復習 
10 回 不定積分 
11 回 置換積分 
12 回 部分積分 
13 回 定積分 
14 回 定積分の置換積分 
15 回 総合復習 

準備学習 2 回 三角関数を予習すること。 
3 回 指数関数・対数関数を予習すること。 
4 回 関数の極限を予習すること。 
5 回 微分係数・導関数を予習すること。 
6 回 三角関数・指数関数・対数関数を復習すること。 
7 回 合成関数を予習すること。 
8 回 第７回の講義内容を復習すること。 
9 回 第１回から第８回までの講義内容を復習すること。 
10 回 不定積分を予習すること。 
11 回 置換積分を予習すること。 
12 回 部分積分を予習すること。 
13 回 定積分を予習すること。 
14 回 定積分の置換席分を予習すること。 
15 回 第２回から第 14 回までの講義内容を復習すること。 

 



年度 2012 
授業コード FIG5311 
成績評価 定期試験で評価する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス GA(総)(〜11),GB(総)(〜11) 
見出し FIG5311 物理学基礎論Ⅱ 
担当教員名 福⽥ 尚也 
単位数 2 
教科書 第４版 物理学基礎／原康夫／学術図書出版社 
アクティブラーニング  
キーワード 電磁気学、光学、原子物理学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学基礎論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 物理のための数学／和達三樹岩波書店 
授業形態 講義 
注意備考 教員の免許状取得のための必修科目／選択科目である。 
シラバスコード FIG5311 
実務経験のある教員  
達成目標 電気や磁気についての概念、物理量とその単位、そして電磁気学の法則について

の理解を目標とする。あわせて原子や原子核の世界に対する理解を深める。 
受講者へのコメント  
連絡先 ２１号館２階 福⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Elementary Physics II 
関連科目 物理学基礎論Ⅰ、物理学基礎実験 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 電気と磁気は日常生活で欠かすことができないものとなっており、光や電磁波を

理解する上で不可欠である。このことを踏まえて、電磁気学と原子物理学の基礎
を学ぶ。電荷や電流が作る磁場や粒子に働く⼒の性質を解説し、マクスウェル方
程式の初歩に関しても学ぶ。また、物質の構成要素となる原子や原子核、素粒子
における現象を学ぶ。関連する数学に関しても適時解説する。電磁気学の法則、
原子や素粒子の世界に対する理解を深める。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 序論として物理量と単位、物理量の次元について説明する。 

2 回 電荷とクーロンの法則について説明する。 
3 回 電場とガウスの法則について説明する。 



4 回 電位と電位差について説明する。 
5 回 電流とオームの法則について説明する。 
6 回 磁石と磁場について説明する。 
7 回 電流がつくる磁場について説明する。 
8 回 ローレンツ⼒について説明する。 
9 回 電磁誘導の法則について説明する。 
10 回 マクスウェル方程式について説明する。 
11 回 電磁波と光について説明する。 
12 回 相対性理論について説明する。 
13 回 光の粒子性について説明する。 
14 回 原子と光について説明する。 
15 回 原子核と素粒子について説明する。 

準備学習 1 回 物理学基礎論 I を履修したものは、物理量と単位について復習しておくこ
と。 
2 回 前回の内容を復習しておくこと。大きな数値や小さな数値の表し方として
指数を予習しておくこと。 
3 回 前回の内容とベクトルについて復習しておくこと。 
4 回 前回の内容と積分を復習しておくこと。 
5 回 前回の内容を復習しておくこと。微分方程式を予習しておくこと。 
6 回 前回の内容を復習しておくこと。地磁気について予習しておくこと。 
7 回 前回の内容とベクトル積を復習しておくこと。 
8 回 前回の内容とベクトル積を復習しておくこと。 
9 回 前回の内容を復習しておくこと。 
10 回 前回の内容を復習しておくこと。 
11 回 前回の内容を復習しておくこと。 
12 回 前回の内容とガリレイ変換について復習しておくこと。 
13 回 前回の内容を復習しておくこと。光電効果について予習しておくこと。 
14 回 前回の内容を復習しておくこと。バルマー線について予習しておくこと。 
15 回 前回の内容を復習しておくこと。⿊体放射について予習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FIG53B2 
成績評価 原則として定期試験結果により行なう．60 点以上を合格とする。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス GA(総)(〜10),GB(総)(〜10) 
見出し FIG53B2 古生態学 
担当教員名 守⽥ 益宗 
単位数 2 
教科書 ノートおよび配布資料を中心に講義 
アクティブラーニング  
キーワード 古環境の復元 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特になし 
科目名 古生態学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 講義 
注意備考 第１回オリエンテーションを欠席の学生は以後の受講を認めない。また，受講希

望者多数の場合は抽選とする 
シラバスコード FIG53B2 
実務経験のある教員  
達成目標 現在の自然環境の様子を歴史的な視点から読み解く能⼒を身に付けることを目

標とする 
受講者へのコメント 特になし 
連絡先 理大研究室 7 号館 4 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし 
英文科目名 Paleoecology 
関連科目 環境考古学，植生学 
次回に向けての改善変更予定 2013 年度からは別の方が講義を担当します． 
講義目的 化石花粉から過去の環境をどのように復元するかを述べるとともに、様々な学問

分野への応用に ついて解説する． 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：講義の進め方を説明する． 

2 回 温度と植物分布の関係について解説する． 
3 回 降水量と植物分布の関係について解説する． 
4 回 生態遷移と地史遷移について解説する． 
5 回 大型化石と微化石の違いについて解説する． 
6 回 古環境復元のいろいろな手法について概説する． 



7 回 花粉分析の発達史について説明する． 
8 回 花粉分析の手順?１：屋外作業について説明する． 
9 回 花粉分析の手順?２：屋内作業について説明する． 
10 回 花粉分析の手順?３：データ処理法について説明する． 
11 回 花粉の動態について説明する． 
12 回 古気候と花粉分析について説明する． 
13 回 考古学と花粉分析について説明する． 
14 回 花粉分析の様々な問題点について説明する． 
15 回 試験およびその解説を行う． 

準備学習 予習の必要はとくにないが，前回の講義の復習をしておくこと 
 



年度 2012 
授業コード FIG53C2 
成績評価 定期試験で評価する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス GA(総)(〜11),GB(総)(〜11) 
見出し FIG53C2 動物系統分類学 
担当教員名 小林 秀司 
単位数 2 
教科書 プリントを準備する 
アクティブラーニング  
キーワード 系統進化、無脊椎動物、前口動物 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 動物系統分類学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 馬渡俊介（2000）無脊椎動物の系統と進化 
授業形態 講義 
注意備考 本講義では、きわめて多様な前口動物に属する全ての分類群について、それぞれ

の分類群が持つ様々な特徴を理解した上で、進化的なプロセスを概観せねばなら
ない。したがって、分量がきわめて多い。履修者はそれを理解した上で望んで欲
しい。 

シラバスコード FIG53C2 
実務経験のある教員  
達成目標 前口動物の門について・どの様な分類群があるか理解する・それぞれの分類群の

特徴を理解する 
受講者へのコメント  
連絡先 保存科学棟二階研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Animal Systematics 
関連科目 寄生虫学、脊椎動物学 I、脊椎動物学 II、脊椎動物学 III 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  近年、『生物多様性』なることばが語られるようになった。これは、簡単にいっ

てしまえば、「どのぐらいたくさんの生物種がいるのか」を指すことばで、実際、
この地球上には 1000 万種ともいわれるほど多くの生物が暮らしているのであ
る。本講義では、この地球上でもっとも多様な生物群である無脊椎動物に焦点を
当て、どのような生物が、どのようなからだの仕組を持ち、どのような生活を送
っているのか、マルグリス（1982）の分類にしたがって講義を行う。そのことに
よって生物社会を体系的理解をはかり、同時に実物標本を見る事で生命の多様 



対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。講義の進め方について解説する。 

2 回 動物とは何かについて講義する。 
3 回 海綿動物門と板状動物門について講義する。 
4 回 刺胞動物門と有櫛動物門について講義する。 
5 回 中生動物門と扁形動物門について講義する。 
6 回 扁形動物門について講義する。 
7 回 紐型動物門、顎口動物門、腹毛動物門、輪形動物門、胴吻動物門、鉤頭動物
門、内肛動物門、有輪動物門、鰓曳動物門について講義する。 
8 回 線形動物門、類線形動物門、星口動物門、ユムシ動物門について講義する。 
9 回 軟体動物門について講義する。 
10 回 軟体動物門について講義する。 
11 回 腕足動物門、外肛動物門、箒虫動物門について講義する。 
12 回 緩歩動物門と有爪動物門について講義する。 
13 回 環形動物門、五口動物門、毛顎動物門、有鬚動物門について講義する。 
14 回 節足動物門について講義する。 
15 回 節足動物門について講義する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと 
2 回 事前に配布したプリントを参考にして、この回の分類群について図書館等
で調べておくこと 
3 回 事前に配布したプリントを参考にして、この回の分類群について図書館等
で調べておくこと 
4 回 事前に配布したプリントを参考にして、この回の分類群について図書館等
で調べておくこと 
5 回 事前に配布したプリントを参考にして、この回の分類群について図書館等
で調べておくこと 
6 回 事前に配布したプリントを参考にして、この回の分類群について図書館等
で調べておくこと 
7 回 事前に配布したプリントを参考にして、この回の分類群について図書館等
で調べておくこと 
8 回 事前に配布したプリントを参考にして、この回の分類群について図書館等
で調べておくこと 
9 回 事前に配布したプリントを参考にして、この回の分類群について図書館等
で調べておくこと 
10 回 事前に配布したプリントを参考にして、この回の分類群について図書館等
で調べておくこと 
11 回 事前に配布したプリントを参考にして、この回の分類群について図書館等
で調べておくこと 
12 回 事前に配布したプリントを参考にして、この回の分類群について図書館等
で調べておくこと 
13 回 事前に配布したプリントを参考にして、この回の分類群について図書館等
で調べておくこと 



14 回 事前に配布したプリントを参考にして、この回の分類群について図書館等
で調べておくこと 
15 回 事前に配布したプリントを参考にして、この回の分類群について図書館等
で調べておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FIG5511 
成績評価 中間テスト（５０％）と定期試験（５０％）において、１００点満点中６０点以

上を単位取得合格とする。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス GA(総)(〜11),GB(総)(〜11) 
見出し FIG5511 代数学基礎Ⅱ(再) 
担当教員名 宮垣 嘉也 
単位数 2 
教科書 入門コース 線形代数/大⻄ 誠、佐野公明/学術図書出版社 
アクティブラーニング  
キーワード 行列、行列式、逆行列、余因子、行列の基本変形、連立 1 次方程式 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特になし 
科目名 代数学基礎Ⅱ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 多く出版されている。たとえば、入門線形代数/三宅敏恒/培風館:計算⼒をつける

線形数/神永、石川/内⽥老鶴圃。 
授業形態 講義 
注意備考 この講義専用のノートを用意すること、問題を解いてみること、分らないときは

講義後質問すること。 
シラバスコード FIG5511 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）行列の積の計算が円滑にできること、（２）余因子を用いた展開によって行

列式の値が間違いなく求められること、（３）行基本変形による方法と余因子に
よる方法によって逆行列を求めることができること、（４）行基本変形による方
法とクラメルの公式による方法によって、連立 1 次方程式の解を求めることがで
きること、（５）行列の階数、解の種類、同次方程式の非零解について明確な知識
を持つこと。 

受講者へのコメント 特になし 
連絡先 宮垣教授室 ５号館４階、オフィスアワー：火曜日７・８時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし 
英文科目名 Linear Algebra II 
関連科目 代数学基礎Ｉ，同 III、入門数学 
次回に向けての改善変更予定 特になし 
講義目的 線形代数学への入門として、（１）行列および行列式の定義と性質を明らかにし、

（２）連立１次方程式の統一的解法などに応用できるようにする。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 行列の和・スカラー倍・積・演算法則・零行列・単位行列・正方行列を定義
する。 
2 回 正則行列・逆行列・行列のべき乗・転置行列を定義する。 
3 回 理解を深めるために第 1，2 回に対する演習をする。 
4 回 行列式・余因子を定義し、行（列）展開の方法を学び、その正しさを確認す
る。 
5 回 行列式の計算と基本性質について学習する。 
6 回 理解を深めるために第３，４回の内容に対する演習をする。 
7 回 逆行列の求め方・・・余因子法によるものを学習する。 
8 回 クラメルの公式による連立方程式の解法を学習する。 
9 回 理解を深めるために第 7、8 回に対する演習をする。 
10 回 第 1〜９回までの内容に対する中間テストをして、理解度をチェックし、
理解不足の事項を再確認する。 
11 回 基本変形による行列の標準化・行列の階数を定義する。 
12 回 理解を深めるために第 10 回に対する演習をする。 
13 回 逆行列の求め方・・・行基本変形による方法を学習する。 
14 回 行基本変形による連立方程式の解法を学習する。 
15 回 理解を深めるために第 1３，1４回に対する演習をする。 

準備学習 1 回 テキスト p.１〜４によって行列とは何かを知っておくこと。 
2 回 テキスト p.１５〜１６によって逆行列とは何かを知っておくこと。 
3 回 テキスト p.１２練習問題１・１の５、p.２０練習問題１・２の１、を解いて
みておくこと。 
4 回 テキスト p.３９〜４３によって行列式とは何かを知っておくこと。 
5 回 テキスト p.５３定理２・２・６の意味をよく考えておくこと。 
6 回 テキスト p.５６練習問題２・２の１を解いてみておくこと。 
7 回 テキスト p.４４によって余因子の定義をはっきりとつかんでおくこと。 
8 回 テキスト p.７７定理３・２・１によってクラメルの公式の内容をつかんで
おくこと。 
9 回 テキスト p.６１練習問題２・３の１、p.７８練習問題３・２の１、を解いて
みておくこと。 
10 回 上記準備学習で示した問題を中心に自分で解いてみて、その解法の要点を
整理しておくこと。 
11 回 テキスト p.２１〜３０の定理１・３・１〜３によって標準形とはどんな形
か知っておくこと。 
12 回 テキスト p.３３練習問題１・３の１を解いてみておくこと。 
13 回 テキスト p.３１〜３２によって、出発行列がどのような形になったとき変
形終わりなのか知っておくこと。 
14 回 テキスト p.６２〜６８によって、拡大係数行列の変形はどのようになった
とき終わるのか考えておくこと。 
15 回 テキスト p.３３練習問題１・３の２、p.７３練習問題３・１の１を解いて
みておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FIG5512 
成績評価 定期試験（70％）とレポート・ミニテスト（30％）により評価する． 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス GA(総)(〜11),GB(総)(〜11) 
見出し FIG5512 水圏科学 
担当教員名 山下 栄次 
単位数 2 
教科書 新版地学教育講座⑩ 地球の水圏-海洋と陸水-/地学団体研究会編/東海大学出版

会(1995)． 
必要に応じてプリントを配布する． 

アクティブラーニング  
キーワード 海水，陸水，地球環境システム，表層・中層・深層循環，炭素循環，地球温暖化

と海洋 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 水圏科学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 環境科学概論/山下栄次・阪本博・若村国夫・野上祐作・坂本尚史・安藤生大/大

学教育出版（2006） 
北野太・及川紀久雄/⼈間・環境・安全/共立出版（2005） 
図説環境科学/（社）環境情報科学センター編/朝倉書店（1994） 

授業形態 講義 
注意備考 高等学校の地学の知識があると講義内容の理解に役立つ。 

レポートの提出期限と様式を守ること。 
講義中にミニテストを行う。 

シラバスコード FIG5512 
実務経験のある教員  
達成目標 海洋学，陸水学の観点から，地球環境システムと地球の水圏に関する基礎的事項

を理解すること． 
受講者へのコメント  
連絡先 山下研究室 12 号館 1 階 技術科学研究所 

yamasita@bme.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Hydrosphere Science 
関連科目 地学，海洋学，陸水学，気象学，分析化学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 海洋学，陸水学の観点から，地球環境システムと地球の水圏に関する基礎的事項



を概説する．海洋学として，海底地形，海水の化学，表層・中層・深層循環，基
礎生産，炭素循環，地球温暖化と海洋の関係について乗船体験を交え解説する．
次いで，陸水学として，水質汚濁調査の体験を交え河川水，湖沼水について解説
する． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  水圏科学の概要を説明する。 

2 回  地球環境システムについて講義する。 
3 回  水惑星としての地球について講義する。 
4 回  海洋学概論，海底地形について講義する。 
5 回  海水の化学，塩分，栄養塩について講義する。 
6 回  海流，表層水循環について講義する。 
7 回  中層水循環について講義する。 
8 回  深層水大循環について講義する。 
9 回  基礎生産と栄養塩について講義する。 
10 回  中層・深層における物質循環について講義する。 
11 回  地球炭素循環・地球温暖化について講義する。 
12 回  沿岸海域について講義する。 
13 回  陸水学概論について講義する。 
14 回  河川水について講義する。 
15 回  湖沼水について講義する。 

準備学習 1 回  シラバス読み水圏について予習しておくこと。 
2 回  教科書の該当部分を予習しておくこと 
3 回  教科書の該当部分を予習しておくこと 
4 回  教科書の該当部分を予習しておくこと 
5 回  教科書の該当部分を予習しておくこと 
6 回  教科書の該当部分を予習しておくこと 
7 回  配布したプリントと教科書の該当部分を予習しておくこと 
8 回  配布したプリントと教科書の該当部分を予習しておくこと 
9 回  配布したプリントと教科書の該当部分を予習しておくこと 
10 回  配布したプリントと教科書の該当部分を予習しておくこと 
11 回  配布したプリントと教科書の該当部分を予習しておくこと 
12 回  教科書の該当部分を予習しておくこと 
13 回  教科書の該当部分を予習しておくこと 
14 回  教科書の該当部分を予習しておくこと 
15 回  教科書の該当部分を予習しておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FIG5521 
成績評価 定期試験（60 点）とレポート（40 点）で評価する。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス GA(総)(〜11),GB(総)(〜11) 
見出し FIG5521 地球・宇宙のための物理数学Ⅰ 
担当教員名 ⽥邉 健茲 
単位数 2 
教科書 和達三樹著「物理のための数学」（岩波書店） 
アクティブラーニング  
キーワード 編微分、ベクトルの微分演算子、ベクトル場の積分定理 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 地球・宇宙のための物理数学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ⼾⽥盛和著「ベクトル解析」，巽友正著「連続体⼒学」、ほか多数 
授業形態 講義 
注意備考 この講義専用のノートを用意すること。 
シラバスコード FIG5521 
実務経験のある教員  
達成目標 多変数の関数ならびに偏微分、場の概念、さらにはベクトル解析に現れるいくつ

かの微分演算子と積分定理を理解すること。 
受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 4 階、内線 6119 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Physical Mathematics for Earth and Cosmic Science I 
関連科目 物理学基礎論ⅠおよびⅡ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 地球の大気や海洋、さらには天体などは連続体と見做せる。この講義では連続体

の⼒学を学ぶための基礎であるベクトル解析の初歩を学ぶことを目的とする。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 序論−連続体について− 

自然界に存在する物体は広がりを持つ。このような物体（たとえば水、空気など）
の運動を考える場合、それらを粒子の集まりではなく「連続体」とみなすほうが、
その運動を扱う上で便利である。ここでは、そもそも連続体とはどのようなもの
か、ということについて解説する。 
2 回 初等関数(1)− 指数関数と対数関数 − 
数学的な基礎を確実にするために、初等関数のうち指数関数ならびに対数関数



（これらは互いに逆関数の関係にある）の定義および性質について基本から学
ぶ。 
3 回 初等関数(2）− 三角関数 − 
もうひとつの重要な初等関数である三角関数について、その定義ならびに性質を
基本から学ぶ。 
4 回 1 変数関数の微分と積分 
微分は物体の運動を記述する上で欠かせない方法である。ここでは微分法につい
てその定義、ならびに初等関数（1 変数関数）の微分公式についてその導出など
基本的なところから学びなおす。 
5 回 多変数関数と偏微分 
連続体を学ぶ上で多変数の関数（いいかえれば(x,y,z,t)の関数）、およびその微分
（すなわち偏微分）の知識が必要になる。ここではその基本を学ぶ。 
6 回 ベクトル代数 
物理量の多くはベクトルである。ここではその代数（和、差、積など）について
その基本を学ぶ。 
7 回 ベクトルと座標変換 
ベクトルは座標系を指定することで成分を用いて表現できる。座標系は任意に設
定できるものであるから、座標変換でベクトルの成分がどのように変換を受ける
かを学ぶ。 
8 回 ベクトルの微分演算子(1)−勾配− 
スカラー場、ならびにその空間微分（（x,y,z)の微分）の一種である微分演算子「勾
配」について学ぶ。 
9 回 ベクトルの微分演算子(2)−発散− 
ベクトル場、ならびにその空間微分の一種である微分演算子「発散」について学
ぶ。 
10 回 ベクトルの微分演算子(3)−回転− 
ベクトル場の空間微分の一種である微分演算子「回転」について学ぶ・ 
11 回 ベクトルの微分演算子(4)−ラプラシアンとラプラス方程式− 
スカラー場の 2 回微分演算子「ラプラシアン」ならびにラプラス方程式について
その物理的意味もあわせて学ぶ。 
12 回 ベクトル場の積分(1)−面積分とガウスの定理− 
ベクトル場の多重積分のひとつである面積分、および面積分と体積積分を結びつ
ける「ガウスの定理」について学ぶ。 
13 回 ベクトル場の積分(2)−面積分とストークスの定理− 
ベクトル場の積分のひとつである線積分、ならびに線積分と面積分を結びつける
「ストークスの定理」について学ぶ。 
14 回 連続体の運動方程式 
ニュートンの運動方程式を連続体に適用し、ガウスの定理を用いることで、連続
体の運動方程式「ナヴィエ・ストークス方程式」を導く。 
15 回 まとめ−物理学といろいろな微分方程式− 
電磁場ならびに連続体の物理とベクトル解析の関係を概観する。 

準備学習 1 回 なし 



2 回 逆関数 
3 回 前回の復習 
4 回 微分の定義 
5 回 前回の復習 
6 回 ベクトルの加法 
7 回 行列 
8 回 なし 
9 回 前回の復習 
10 回 前回の復習 
11 回 前回の復習 
12 回 曲面 
13 回 曲線 
14 回 前回と前々回の復習 
15 回 これまで学んだことの復習 

 



年度 2012 
授業コード FIG5531 
成績評価 レポートの評価および定期試験の結果に従い，総合的評価を行う．これらの評価

比率は４：６とする．レポートは毎回評価をし，結果を返却する．総合評価の基
準は 100 点満点のうち 60 点以上を合格とする．また，授業回数の 3 分の 1 以上
の欠席がある場合には試験成績は無効とみなし， 

曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス GA(総)(〜10),GB(総)(〜10) 
見出し FIG5531 応用プログラミングⅡ 
担当教員名 木村 宏 
単位数 2 
教科書 新版 明解Ｃ言語 入門編／柴⽥望洋／ソフトバンククリエイティブ ISBN:4-

7973-2792-8 
ただし，毎回，講義の要点を記したプリントを配布する。 

アクティブラーニング  
キーワード プログラミング，Ｃ言語 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 応用プログラミングⅡ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎講座Ｃ／村山公保／毎日コミュニケーションズ ISBN:978-4-8399-3194-0 
授業形態 講義 
注意備考 ①演習系科目であるので，作成したプログラムの記録用 USB メモリを予め用意

しておくことを望む．②アルゴリズムとプログラミングを受講していることが望
ましい．③講義には 11 号館 6 階実習室を使用する．④試験は定期試験期間中に
行い，試験形式は筆記試験とする． 

シラバスコード FIG5531 
実務経験のある教員  
達成目標 Ｃ言語プログラミングの基本部分を理解し，簡単な実験データ処理（数値データ

の加工）や数値計算（標準ライブラリ関数を用いた計算処理）のプログラム作成
ができるようになること，および他⼈が作った基本的なプログラムを正確に読み
取れるようになることを目指す．簡単なプログラミング課題を実際にプログラミ
ングし，結果をレポートとして提出できるようになることを目標とする． 

受講者へのコメント  
連絡先 １号館４階 木村研究室 086-256-9624 kimura@mis.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Programming II 
関連科目 アルゴリズムとプログラミング，応用プログラミングⅠ 



次回に向けての改善変更予定  
講義目的 C 言語によるプログラム作成の演習を通して，コンピュータを使いこなすために

必要とされる基礎知識と基礎概念を学ぶ．また、プログラム作成の基礎技術を習
得する．具体的には，分岐，繰り返し，配列，関数に関する基本的な使用方法を
学ぶと共に，これらを応用したプログラムのパターン（基本的なアルゴリズムの
表現方法）を実際のプログラミング練習を通して体得する． 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  Ｃ言語紹介： プログラミング言語における位置づけ，特徴，開発経過，

プログラム開発環境の使用法について解説する。 
2 回  変数・型・出⼒： Ｃプログラムの基本スタイル，簡単な計算式，結果の
出⼒ 
3 回  入⼒・計算式・数値計算： データの入⼒，浮動小数点数の計算式，各種
の演算子 
4 回  分岐： 条件式，分岐文（if 文，if〜else 文） 
5 回  繰り返し： 反復文（while 文，for 文） 
6 回  繰り返し（do〜while 文）・演習： ここまでの基本事項に関する演習 
7 回  配列１： １次元配列の概念と文法，配列操作としての反復処理 
8 回  配列２： ２次元配列への拡張と基本的な処理パタン 
9 回  演習： 配列の基本と応用に関する演習 
10 回  文字列： 文字型，文字型の１次元配列への応用としての文字列 
11 回  演習: 文字列処理に応用に関する演習 
12 回  関数１： 処理の分割手段としての関数の概念，関連する文法事項 
13 回  関数２： 関数の応用，標準ライブラリ関数 
14 回  Ｃ言語の全体像・総合演習１： 並べ換えを題材とした関数表現の演習 
15 回  総合演習２： 総合的な課題について演習 

準備学習 2 回  開発環境の操作方法について復習しておくこと。 
3 回  整数型の値に関する演算について，しっかり復習しておくこと。 
4 回  様々な演算子の特徴についてよく復習しておくこと。 
5 回  条件式と分岐文についてしっかり復習しておくこと。 
6 回  反復文（特に for 文）についてしっかり復習しておくこと。 
7 回  反復文（特に for 文）についてよく復習しておくこと。 
8 回  配列の概念および反復処理との関連について復習しておくこと。 
9 回  配列の基本操作についての復習をしっかり行っておくこと。 
10 回  １次元配列の処理表現についてしっかり理解をしておくこと。 
11 回  文字列処理の基本パタンについて復習しておくこと。 
12 回  パラメータの受け渡しの概念を特に復習しておくこと。 
13 回  配列の受け渡しに関する理解を求める。 
14 回  関数の利用に関する全体像を復習しておくこと。 
15 回  第 1 回から 14 回までに学んだ内容について充分理解を深めておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FIG5711 
成績評価 中間テスト(20％)、小テスト(10％)、定期試験(70％)、60%以上を合格とする。 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス GA(総)(〜11),GB(総)(〜11) 
見出し FIG5711 代数学基礎Ⅰ(再) 
担当教員名 山口 尚宏 
単位数 2 
教科書 大⻄誠・佐野公朗「入門コース線形代数」 （学術図書出版社） 
アクティブラーニング  
キーワード 行列、行列式、ベクトル 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 代数学基礎Ⅰ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 講義 
注意備考 数学を楽しんでほしい。数学を楽しみながら勉強してほしい。ぜひ知的好奇心を

もってほしい。 
シラバスコード FIG5711 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）行列を理解していること。（２）行列式を理解していること。（３）ベクト

ルを理解していること。 
受講者へのコメント  
連絡先 山口研究室 1 学舎３階（電子メール yamaguch@ice.ous.ac.jp、電話 086-256-9588）

オフィスアワー 金曜日 ５−６時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Linear Algebra I 
関連科目 A 群の数学すべて 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 行列・行列式の基本的な計算を扱う。応用として連立一次方程式の解法を説明す

る。またベクトルの内積・外積および,行列の固有値問題を扱う。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 行列の和・積 

2 回 行列のべき・正則行列 
3 回 行列の基本変形・階数 
4 回 逆行列(掃きだし法） 
5 回 転置行列の性質 



6 回 行列式定義 
7 回 行列式の性質 
8 回 中間テスト 総合復習 
9 回 連立一次方程式（行基本変形） 
10 回 クラメルの公式 
11 回 ベクトル 
12 回 ベクトルの内積 
13 回 ベクトルの外積 
14 回 固有値問題 
15 回 総合復習 

準備学習 1 回 行列の和・積を予習すること。 
2 回 行列のべき・正則行列を予習すること。 
3 回 行列の基本変形・階数を予習すること。 
4 回 逆行列(掃きだし法）を予習すること。 
5 回 転置行列の性質を予習すること。 
6 回 行列式定義 を予習すること。 
7 回 行列式の性質を予習すること。 
8 回 第２回から第７回までの講義内容を復習すること。 
9 回 連立一次方程式（行基本変形）を予習すること。 
10 回 クラメルの公式を予習すること。 
11 回 ベクトルを予習すること。 
12 回 ベクトルの内積を予習すること。 
13 回 ベクトルの外積を予習すること。 
14 回 固有値問題を予習すること。 
15 回 第２回から第 14 回までの講義内容を復習すること。 

 



年度 2012 
授業コード FIG5712 
成績評価 課題レポート提出(10%)の平常点と中間試験(20%)，定期試験(70%)により評価

する。 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス GA(総)(〜11),GB(総)(〜11) 
見出し FIG5712 代数学基礎Ⅲ(再) 
担当教員名 春木 茂 
単位数 2 
教科書 「入門コ−ス 線形代数」／大⻄ 佐野共著／学術図書出版社 
アクティブラーニング  
キーワード ベクトル空間，1 次独立，1 次従属，内積，正規直交化，固有値，固有ベクトル，

対角化 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 代数学基礎Ⅲ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指定しない。 
授業形態 講義 
注意備考 代数学基礎Ⅱを修得していること。 
シラバスコード FIG5712 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)ベクトル空間，1 次独立，1 次従属の概念を理解し，与えられたベクトルの組

の 1 次独立、1 次従属の判定ができること，(2)ベクトル空間の部分空間，基底と
次元の概念を理解すること，(3)内積の計算と与えられた基底から正規直交基底
を求められること，(4)固有値，固有ベクトルの概念を理解し、２×２行列ではこ
れらを求められること，(5)行列の対角化の概念を理解し，実際２×２行列におい
ては計算できること，(6)簡単なベクトル演算ができること． 

受講者へのコメント  
連絡先 第一学舎４階 春木研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Linear Algebra III 
関連科目 代数学基礎Ⅱを履修していることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 代数学基礎Ⅱの知識を前提にして、ベクトル空間の基礎と線形写像、内積，正規

直交化，固有値、固有ベクトル、行列の対角化を講義する。また、行列、行列式、
ベクトルのまとめも講義する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回  ベクトル空間について説明する。 
2 回 １次独立と１次従属について説明する。 
3 回 ベクトル空間の部分空間について説明する。 
4 回 ベクトル空間の基底と次元について説明する。 
5 回 線形写像について説明する。 
6 回 内積空間について説明する。 
7 回 正規直交化について説明する。 
8 回 中間試験と解説をする。 
9 回 固有値と固有ベクトルについて説明する。 
10 回 行列の対角化について説明する。 
11 回 行列と行列式まとめ（１）について説明する。 
12 回 行列と行列式まとめ（２）について説明する。 
13 回 行列と行列式まとめ（３）について説明する。 
14 回 ベクトルのまとめ（１）について説明する。 
15 回 ベクトルのまとめ（２）について説明する。 

準備学習 1 回 教科書 113〜115 ページくらいまで読んでおくこと． 
2 回 前回の講義ノートを見直しておくこと． 
3 回 前回の講義ノートを見直し復習しておくこと． 
4 回 前回の講義ノートを見直し復習しておくこと． 
5 回 前回の講義ノートを見直し復習しておくこと． 
6 回 前回の講義ノートを見直し復習しておくこと． 
7 回 前回の講義ノートを見直し復習しておくこと． 
8 回 第２回から第７回までの講義ノートを見直し復習しておくこと． 
9 回 行列の掛け算と第５回の講義ノートを復習しておくこと． 
10 回 前回の講義ノートを見直し復習しておくこと． 
11 回 前回の講義ノートを見直し復習しておくこと． 
12 回 前回の講義ノートを見直し復習しておくこと． 
13 回 前回の講義ノートを見直し復習しておくこと． 
14 回 前回の講義ノートを見直し復習しておくこと． 
15 回 前回の講義ノートを見直し復習しておくこと． 

 



年度 2012 
授業コード FIG5722 
成績評価 課題提出（80％）、期末試験（20％)により行う。 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス GA(総)(〜11),GB(総)(〜11) 
見出し FIG5722 データ解析システム 
担当教員名 笛⽥ 馨＊ 
単位数 2 
教科書 授業用のホームページを用いて講義を進める。 
アクティブラーニング  
キーワード データ解析、プログラミング、Excel、VBA、統計、線形代数 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「教え方が丁寧で良い先生だ」というコメントがあった。学生に役に立てること

なら精一杯サポートしていくというのがモットーなので、それが伝わって嬉し
い。 

科目名 データ解析システム 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 縄⽥和満著：“Excel VBA による統計データ解析入門” 
授業形態 講義 
注意備考 講義時に出席確認を行う。最終試験は 15 回講義終了後実施する。日時について

は授業中に指示する。 
講義のレポートは電子メールでのみ受け取るので、講義が始まる前に大学の電子
メールの使用法を再確認しておくこと。 

シラバスコード FIG5722 
実務経験のある教員  
達成目標 １．情報処理のために VBA でプログラムの作成を習得する。２．統計の理論を

理解し、データの扱い方を習得する。３．プログラムを用いて、データを解析す
ることができる。 

受講者へのコメント 宿題などの指示された課題に取り組むほか、関連する図書や資料を自分で探し
て、学習に自主的に取り組む姿勢を高めてほしい。 

連絡先 fuedareport@gmail.com 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 週当たり学習時間が少なかったように感じる。学習時間を増やすために小テスト
をこまめに行うことにした。 
情報処理の教室が変更されたことに伴い、これまでの授業内容が見えにくくなっ
たので、2013 年前期の別の授業ではパワーポイントを使うことにより見やすく
するように工夫した。 

英文科目名 Data Analyzing System 
関連科目 プログラミング、統計学、線形代数 



次回に向けての改善変更予定 この講義は今年度で終了ですが、別の授業ではパワーポイントを使うことにより
見やすくするように工夫した。 

講義目的 2 年前期までに習う統計学理論を用いて、3 年生以降の講義や卒業研究において
実際のデータを解析するための方法を身につけます。解析には社会で広く用いら
れている Microsoft Excel と、そのマクロ(VBA:Visual Basic for Application)を利
用します。統計学で習った公式を復習しながら、それらの公式を Basic のプログ
ラムに書くことでよりいっそう理解を深め、実際のデータに基づいて解析できる
ようになることを目的とします。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション１．授業の内容、学習計画を説明する。２．エクセルの

環境設定。３．エクセルのシートに入⼒されたデータを解析するためのＶＢＡプ
ログラミングを勉強する。 
2 回 For 文の使い方および変数の宣言を勉強する。 
3 回 配列の使い方を勉強する。 
4 回 データの合計計算法を勉強する。 
5 回 データの平均の計算法を勉強する。 
6 回 分散と標準偏差の計算法を勉強する。 
7 回 相関係数の計算法を勉強する。 
8 回 これまでのまとめをする。 
9 回 ベクトルの扱い方を勉強する。 
10 回 条件分岐を勉強する。 
11 回 行列の和の計算法を勉強する。 
12 回 行列の積の計算法を勉強する。 
13 回 連立一次方程式の解法を勉強する。 
14 回 連立一次方程式とデータ解析を勉強する。 
15 回 発展学習をする。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 前回の内容を理解し、課題問題を作っておくこと。 
3 回 前回の内容を復習し理解しておくこと。 
4 回 前回の内容を復習し理解しておくこと。 
5 回 前回の内容を理解し、課題問題を作っておくこと。 
6 回 統計学で習う分散、標準偏差の考え方を復習しておくこと。 
7 回 前回の内容を理解し、課題問題を作っておくこと。 
8 回 練習問題を通じて、内容をしっかりと把握しておくこと。 
9 回 前回の内容を理解し、課題問題を作っておくこと。 
10 回 練習問題を通じて、内容をしっかりと把握しておくこと。 
11 回 練習問題を通じて、内容をしっかりと把握しておくこと。 
12 回 前回の内容を理解し、課題問題を作っておくこと。 
13 回 連立一次方程式の掃き出し法を復習しておくこと。 
14 回 練習問題を通じて、内容をしっかりと把握しておくこと。 
15 回 前回の内容を理解し、課題問題を作っておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FIG9012 
成績評価 毎回簡単な演習を行ない、理解度を量ります。（30 点） 

期末にレポートを課し、その内容を評価します。（20 点） 
期末試験で学習内容の理解度を評価します。（50 点） 

曜日時限 集中その他 
対象クラス GA(総)(〜11),GB(総)(〜11) 
見出し FIG9012 実験データ処理法(再) 
担当教員名 能美 洋介 
単位数 2 
教科書 特に指定しません。 
アクティブラーニング  
キーワード 数値データ、統計処理、レポート 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 実験データ処理法(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 すぐわかる統計解析．石村貞夫，東京図書．これから論文を書く若者のために．

酒井聡樹，共立出版． 
授業形態 講義 
注意備考 A4 のレポート用紙、定規、方眼紙、関数電卓を用意してください。 
シラバスコード FIG9012 
実務経験のある教員  
達成目標 数値データをわかりやすく整理することができる。数値データを図的に表現する

ことができる。得られたデータや結果を適切に表現することができる。 
受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 5 階 能美研究室．y_noumi@big.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Experimental Data Processing 
関連科目 地球科学実験Ⅰ・Ⅱ・Ⅲなど 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 実験や観測等で得られるデータ（主に数値データ）の取り扱い方の基礎を学び、

得られえたデータをもとにした科学的な思考法と表現方法を修得する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

 講義の目的と内容、進め方、成績のつけ方などを説明する。 
2 回 簡単な秘密の実験１ 
 数値データを取得する簡単な実験を行ない、取得データを整理する方法を講義



する。 
3 回 データ処理１ 
 表の役割について説明し、論文やレポートに使用する”表”の作り方を講義す
る。 
4 回 データ処理２ グラフ１ ヒストグラム 
 ヒストグラムの役割と性質を説明し、論文やレポートに使用するヒストグラム
の作り方を講義する。 
5 回 データ処理３ グラフ２ 散布図 
 散布図の役割と性質を説明し、論文やレポートに使用する散布図の作り方を講
義する。 
6 回 データ処理４ 統計処理１ 有効数字 
 有効数字の考え方と数値のまるめ方について講義する。 
7 回 データ処理５ 統計処理２ 平均値 
 平均値・重みつき平均値の考え方と使用法について講義する。 
8 回 データ処理６ 統計処理３ 分散と標準偏差 
 分散と標準偏差、標本分散と標本標準偏差の考え方と使用法について講義す
る。 
9 回 データ処理７ 統計処理４ 誤差 
 誤差の考え方と使用法について講義する。 
10 回 レポートの構成と文章 
 本学科の地球科学関連の実験実習におけるレポートの書き方について、特に構
成と表現法について講義する。 
11 回 パソコンの利用１ 文章作成 
 本学科の地球科学関連の実験実習におけるレポートの書き方について、パソコ
ンを利用して文書作成する際の注意点について講義する。 
12 回 パソコンの利用２ 表計算とグラフ 
 本学科の地球科学関連の実験実習におけるレポートの書き方について、パソコ
ンを利用した表やグラフを作成する際の注意点について講義する。 
13 回 簡単な秘密の実験２ 
 数値データを取得する簡単な実験を行ない、取得データを整理する方法を講義
する。 
14 回 統計解析１ 点推定 
 本学科の地球科学関連の実験実習においてしばしば利用される点推定につい
て説明し、実際に利用できるよう計算方法等の講義をする。 
15 回 統計解析 平均値の検定 
 本学科の地球科学関連の実験実習においてしばしば利用される平均値の検定
について説明し、実際に利用できるよう計算方法等の講義をする。 

準備学習 1 回 シラバスによく目を通しておいてください。 
2 回 靴を履いてきてください。サンダル等は不可です。事前学習は必要ありませ
ん。 
3 回 前回の実験データを整理しておいてください。 
4 回 前回の学習内容をよく復習しておいてください。 



5 回 前回の学習内容をよく復習しておいてください。 
6 回 前回の学習内容をよく復習しておいてください。 
7 回 前回の学習内容をよく復習しておいてください。 
8 回 前回の学習内容をよく復習しておいてください。 
9 回 前回の学習内容をよく復習しておいてください。 
10 回 前回の学習内容をよく復習しておいてください。 
11 回 前回の学習内容をよく復習しておいてください。 
12 回 前回の学習内容をよく復習しておいてください。 
13 回 靴を履いてきてください。サンダル等は不可です。事前学習は必要ありま
せん。 
14 回 前回の実験内容データを整理しておいてください。 
15 回 前回の学習内容をよく復習しておいてください。 

 



年度 2012 
授業コード FIG9013 
成績評価 実習後にパワーポイントを使用したレポートを提出(70%)、また報告会でプレゼ

ンテーションを行う(30%)ことにより評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス GA(総)(〜11),GB(総)(〜11) 
見出し FIG9013 エコツーリズム技法(再) 
担当教員名 ⻄村 直樹、松本 毅＊、小原 比呂志＊、市川 聡＊、市川 聡＊、高橋 和

成＊、高 
単位数 2 
教科書 適宜プリント資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード エコツアー、屋久島、野外活動技法、自然保護 
開講学期 通年 
自由記述に対する回答 「大満足です」，「よかった！」という回答をいただきました。有難うございます。

今年も屋久島実習をやるぞ，という大きな励みになります。 
科目名 エコツーリズム技法(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 山の自然学／小泉武栄／岩波新書：山が楽しくなる地形と地学／広島三郎／ヤマ

ケイ山岳選書，山と渓谷社：地図の読み方／平塚晶⼈／BE-PAL BOOKS，小学
館 

授業形態 講義 
注意備考 本実習は、屋久島において、夏休み（9 月初旬）に４泊５日の日程で、屋久島野

外活動総合センター所属のエコツアーガイドを講師として実施する。実習前（5
月〜7 月）に、２回の事前指導をおこない、実習後に事後指導となる報告会を開
催する。定員 20 名のため、また大学コンソーシアム岡山に科目提供しているた
め、希望者多数の場合は、履修届の訂正期限前に、抽選を行う。受講希望者は履
修届提出前に担当者（⻄村）に受講希望の連絡をすること。なお、新入生以外の
受講希望者は４月９日の説明会に参加すること。参加経費（滞在費、往復交通費、
実習 

シラバスコード FIG9013 
実務経験のある教員  
達成目標 １．エコツアーおよび野外調査に必要な野外活動技術の基礎を習得する。 

２．自然の仕組みを理解し、いかに解説するかを習得する。 
３．自然保護に留意したエコツアーのあるべき姿を習得する。 

受講者へのコメント 大部分の方が，「この分野への理解が深まった」，「この分野への興味・関心が高ま
った」と回答して下さっています。屋久島実習での体験は，色々な意味で自信に
なり，今後の方向性を考える上で役立つものだと思います。 
皆さんが，自分自身の興味・目標に向かって，一歩ずつ進むことを期待します。 

連絡先 ⻄村直樹（10 学舎５Ｆ）086-256-9763 nishimur@rins.ous.ac.jp 
屋 久 島 野 外 活 動 総 合 セ ン タ ー ： http://www.ynac.com/  0997-42-0944 



forest@ynac.com 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 総合評価５）の目標達成において，1 名をのぞく方が「できた」，1 名が「だいた
いできた」の回答でした。また，総合評価７）の満足度では，全員が「満足」と
の回答でした。今後も，参加者が目標を達成し，満足するように努⼒したいと思
います。 

英文科目名 Ecotourism field practice 
関連科目 2 年次の「植物系統分類学」など動植物や生態，地質や地形、気象に関する講義

を履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 2012 年度は，4 泊 5 日間の 5 日をフルに実習したため，やや，参加者には，きつ

かったのではないかと，反省しています。2013 年度は，もう 1 日増やして 5 泊
6 日にし，途中で，半日ほどゆっくりできるように予定を組みたいとかんがえて
います。 

講義目的 世界自然遺産の島、屋久島において、フィールドにおける基礎的生活技法、自然
の仕組みとエコツーリズムの在り方を学ぶことを目的とする屋久島実習である。
エコツアー（Ａコース）と野外活動技法(Ｂコース）の２コースを予定している。 
エコツアーコースでは、フォレストウォークやシュノーケリングなどの野外活動
を通して、自然の仕組みを体感し、エコツーリズムの在り方を学ぶことを目的と
している。 
野外活動技法コースでは、野外活動体験がある方を対象に、山中泊と登山、沢登
りなどの野外活動を通して、フィールドでの活動技術を習得する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 事前指導１：屋久島の自然概略、実習内容と必要装備を解説する。 

2 回 事前指導２：読図、ロープワーク、炊事用品と環境測定・観察機器の使用法
を解説する。 
3 回 野外活動の基礎１：屋久島の自然（気象、地質と地形、動植物）に関して講
義する。 
4 回 野外活動の基礎２：地形図の見方とコンパス使用法の基礎を実習する。 
5 回 野外活動の基礎３：地質と地形の関係を観察する。 
6 回 （Ａコース）照葉樹林フォレストウォーク１．⻄部林道の地形を知る。 
（Ｂコース）沢登り１．装備の使用法とロープワークを実習する。 
7 回 （Ａコース）照葉樹林フォレストウォーク２．照葉樹林の植物を観察する。 
（Ｂコース）沢登り２．岩場の歩き方と三点確保法を実習する。 
8 回 （Ａコース）照葉樹林フォレストウォーク３．ヤクザルとヤクシカの生態を
観察する。 
（Ｂコース）沢登り３．渡渉と滝の突破を実習する。 
9 回 （Ａコース）針葉樹林フォレストウォーク１．ヤクスギランドの地形を知
る。 
（Ｂコース）山中宿泊１．装備と食料を準備し、パッキング法を知る。 
10 回 （Ａコース）針葉樹林フォレストウォーク２．山中での歩き方を実習する。 
（Ｂコース）山中宿泊２．テント場の選択・設営と小屋泊のマナーを学ぶ。 



11 回 （Ａコース）針葉樹林フォレストウォーク３．中間針葉樹林を構成する植
物の観察法を実習する。 
（Ｂコース）山中宿泊３．山中での炊事を実習する。 
12 回 （Ａコース）シュノーケリングの基礎１．泳ぎ方を実習する。 
（Ｂコース）登山１．読図と歩き方を実習する。 
13 回 （Ａコース）シュノーケリングの基礎２．危険回避法を実習する。 
（Ｂコース）登山２．登山の危険と緊急避難法を実習する。 
14 回 （Ａコース）タイドプールの生物観察法を実習する。 
（Ｂコース）登山３．中間針葉樹林を構成する植物の観察法を実習する。 
15 回 報告会を開催する。受講者はパワーポイントによるプレゼンテーションを
行い、全員でディスカッションをおこなう。 

準備学習 1 回 屋久島の自然について調べておくこと。 
2 回 ロープワークの基礎的事項を調べておくこと。 
3 回 気象と自然に関する一般的図書に目を通しておくこと。 
4 回 コンパス使用法を調べておくこと。 
5 回 屋久島の地質を調べておくこと。 
6 回 （Ａコース：照葉樹林フォレストウォーク１）地形図でコースの起伏、距離
を確認しておくこと。 
（Ｂコース：沢登り１）沢登りに関する一般的注意点を調べておくこと。 
7 回 （Ａコース：照葉樹林フォレストウォーク２）ガジュマルとアコウの区別点
を調べておくこと。  
（Ｂコース：沢登り２）沢登りに関する一般的注意点を調べておくこと。 
8 回 （Ａコース：照葉樹林フォレストウォーク３）ヤクザルとヤクシカについて
調べておくこと。 
（Ｂコース：沢登り３）沢登りに関する一般的注意点を調べておくこと。 
9 回 （Ａコース：針葉樹林フォレストウォーク１）地形図でコースの起伏、距離
を確認しておくこと。 
（Ｂコース：山中宿泊１）自然の中で宿泊する場合の一般的注意事項を調べてお
くこと。 
10 回 （Ａコース：針葉樹林フォレストウォーク２）山中での危険性と緊急避難
法を調べておくこと。  
（Ｂコース：山中宿泊２）山小屋で宿泊する場合の一般的注意事項を調べておく
こと。 
11 回 （Ａコース：針葉樹林フォレストウォーク３）スギ、ヒノキ、モミ、ツガ
の区別点を調べておくこと。 
（Ｂコース：山中宿泊３）野外での炊事法や一般的注意事項を調べておくこと。 
12 回 （Ａコース：シュノーケリング１）シュノーケリングの装備、泳ぎ方を調
べておくこと。 
（Ｂコース：登山１）地形図で淀川小屋より⿊見岳にいたる登山コースの起伏，
距離を確認しておくこと。 
13 回 （Ａコース：シュノーケリング２）シュノーケリング中の危険性と緊急避
難法を調べておくこと。 



（Ｂコース：登山２）登山における危険性と緊急避難法を調べておくこと。 
14 回 （Ａコース：タイドプールの生物観察）タイドプールの主な動植物を調べ
ておくこと。 
（Ｂコース：登山３）スギ，ヒノキ，モミ，ツガの区別点を調べておくこと。 
15 回 実習のまとめをおこない、レポートをパワーポイントにより作成すること。
報告会でのプレゼンテーションの練習をしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FIG9022 
成績評価 レポート課題（30%）と定期試験（70%）によって成績を評価する．採点の基準

は 100 点満点のうち 60 点以上を合格とする．また，授業回数の 1/3 以上の欠席
が認められた場合には試験成績は無効とみなし，E 評価とする． 

曜日時限 集中その他 
対象クラス GA(総)(〜11),GB(総)(〜11) 
見出し FIG9022 地球システム科学Ⅱ(再) 
担当教員名 大橋 唯太 
単位数 2 
教科書 資料プリントを配布する． 
アクティブラーニング  
キーワード 波動（水面波，音波，電磁波），オーロラ，ニュートン⼒学，ケプラーの法則，フ

ーコーの振り子，コリオリ⼒，重⼒，遠心⼒，ステファン・ボルツマンの法則，
ウィーンの変位則，大気の窓，静水圧平衡，地球潮汐，歳差運動・章動・極運動，
対流現象（海陸風，季節風，マントル），地球磁場，地球楕円体・測地座標系 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 地球システム科学Ⅱ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 新版地学教育講座（東海大学出版会）のうち，特に ①「地球をはかる」，⑤「地

球内部の構造と運動」，⑫「太陽系と惑星」，⑭「大気とその運動」 など． 
授業形態 講義 
注意備考 高校程度の数学・物理の知識を必要とする．講義中にも適宜補充するが，進んで

学習してほしい．事前に教科書をよく読んで予習をしておくこと．プロジェクタ
ーによる図の説明と板書を組み合わせて講義を進めていく． 

シラバスコード FIG9022 
実務経験のある教員  
達成目標 ・波の一般的性質と，身近に存在する波動現象を答えることができる．・電磁波

の種類と性質を波⻑別に答えることができる．・地球の自転によって生まれる⼒
を説明できる．・簡単な物理法則を表す数式を，単位を考えながら理解して説明
できる．・地球科学の基礎的事柄について説明ができる． 

受講者へのコメント  
連絡先 ２１号館６階 大橋研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Earth System Science II 
関連科目 地球系のゼミを将来希望する⼈には，２年次に「天文学」，「地震科学」，「大気圏

科学」，「水圏科学」，「地球化学」，「地球環境科学」，「情報地質学」，「鉱物科学」



などの講義，および「地球科学実験Ⅰ」の履修を勧める． 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 前期の「地球システム科学Ⅰ」に続き，主として地球物理学の立場から基本的な

問題を中心に講義する．天文学や地球物理学を理解するうえで重要な「波の性質」
を最初に学ぶ．それに続き，太陽系の惑星運動，地球電磁気，太陽放射と地球放
射，大気・海洋，地球内部の運動へと話題を展開していく．このなかで，地球の
公転と自転が地球上の様々な現象に及ぼす影響について説明する．さらに，野外
調査などにおける位置測定の基礎となる地球の形と大きさ・測地座標系などにつ
いて説明し，２年次以降のより専門的な講義や実験への導入を図る．本講義では，
地 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション．講義の進め方を説明する． 

2 回  波動の理解（Ⅰ）．波の種類と性質などについて講義する． 
3 回  波動の理解（Ⅱ）．波の種類と性質などについて講義する． 
4 回  太陽系と太陽．太陽系惑星，太陽活動などについて講義する． 
5 回  地球磁場とオーロラ．太陽活動とオーロラの形成メカニズムなどについて
講義する． 
6 回  ケプラーの法則と万有引⼒．ケプラーの法則と万有引⼒について，数式を
用いた理解を試み，講義する． 
7 回  地球の自転と重⼒・遠心⼒・コリオリ⼒．自転する地球上で働く万有引
⼒，重⼒，遠心⼒の関係や，コリオリ⼒の仕組みについて講義する． 
8 回  太陽放射と地球放射．ウィーンの変位則・ステファン=ボルツマンの法則
などについて講義する． 
9 回  流体の静水圧平衡．地球大気で成り立つ静水圧平衡を考え，気圧と高度の
関係を考える講義をする． 
10 回  総観規模の気象．地衡風とエクマン螺旋について講義する． 
11 回  大気・海洋の大循環．大気大循環，海洋大循環，それぞれの種類と構造に
ついて講義する． 
12 回  地球潮汐について講義する． 
13 回  歳差運動・章動・極運動，気候変動などについて講義する． 
14 回  地球内部の構造と運動，マントル対流などについて講義する． 
15 回  ジオイド・地球楕円体・測地座標系などについて講義する． 

準備学習 1 回  シラバスの内容をよく確認しておくこと． 
2 回  地球自然や⼈間生活のなかで身近に存在する「波」の例を具体的に考えて
おくこと． 
3 回  干渉や回折など，波がもつ基本性質を事前に調べておくこと． 
4 回  熱の伝わり方（放射・対流・伝導）や，核融合反応の話題が出てくるので，
事前によく調べておくこと． 
5 回  地球磁場の性質を調べておくこと． 
6 回  高校の物理学レベルに相当する「⼒学」（特にニュートンの法則）を勉強
し，十分理解しておくこと． 
7 回  重⼒と遠心⼒の計算公式を事前に調べておくこと．コリオリ⼒について



も⼒の働き方の特徴を調べて，よく理解しておくこと． 
8 回  「波動の理解」の回で学んだ電磁波について，よく復習をしておくこと． 
9 回  圧⼒と重⼒の定義をそれぞれ復習しておくこと． 
10 回  地上天気図の読み方を事前に調べておくこと．また，地衡風とは何かにつ
いて調べて理解しておくこと． 
11 回  コリオリ⼒の一般的性質と地球上の緯度変化を十分復習しておくこと． 
12 回  教科書の該当内容を自分で探し，よく読んでおくこと． 
13 回  教科書の該当内容を自分で探し，よく読んでおくこと． 
14 回  地震波（P 波，S 波）の性質をよく復習しておくこと． 
15 回  教科書の該当内容を自分で探し，よく読んでおくこと． 

 



年度 2012 
授業コード FIG9023 
成績評価 講義・実習への出席状況、レポート提出、中間試験をもって定期試験に代える。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス GA(総)(〜11),GB(総)(〜11) 
見出し FIG9023 野外調査法 
担当教員名 星野 卓二、関 達也、⻲⽥ 修一、⻄⼾ 裕嗣、⻄村 直樹、⻄村 敬一、富

岡 直⼈ 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 観察、採集、計測、フィールドノート、装備、危険回避、事故対策 
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 野外調査法 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜紹介する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 必ずしも時間割に割り当てられた時間だけに行うとは限らず、学休期間中や土曜

日・日曜日などに集中的に行うことがある。前期オリエンテーションでの説明や
掲示に十分注意すること。 

シラバスコード FIG9023 
実務経験のある教員  
達成目標 各分野の野外調査を一通り経験することによって基礎的な知識やフィールドノ

ートの作成法などを学ぶとともに、装備、危険回避、事故対策などに関する注意
⼒を養うこと。 

受講者へのコメント  
連絡先 生物学分野：２１号館６階・中村圭司研究室 

地球科学分野：２１号館６階・大橋唯太研究室 
⼈類学・考古学分野：２１号館５階・富岡直⼈研究室 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introduction to Field Techniques 
関連科目 ２年次：生物学実験Ⅰ、地球科学実験Ⅰ、⼈類学実習Ⅰ・Ⅱ３年次：生物学野外

調査特論、生物学実験Ⅱ・Ⅲ、地球科学実験Ⅱ・Ⅲ、⼈類学実習Ⅲ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生物学、地球科学、⼈類学・考古学の各分野において必要不可欠となる野外調査

法の習得を目的とする。それぞれの分野ごとに調査法、機器の使用法などを説明
したのち、野外における実習、データ解析の実習、レポート作成を行う。 



対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  生物学野外調査法 

 実習内容の説明と、実習にあたっての注意点などを説明する。 
 実習は、①植生調査・②植物相の調査・③コケ植物相の調査・④昆虫の調査・
⑤コイ類の調査・⑥園芸植物の調査に分かれて行うため、実習の班分けを行なう。 
2 回  生物学野外実習 
各実習の班に分かれて、実習内容の詳細な説明を行なう。 
3 回  生物学野外実習 
 各実習の班に分かれて、それぞれのテーマの実習を行なう。 
4 回  生物学野外実習 
 各実習の班に分かれて、それぞれのテーマの実習を行なう。 
5 回  生物学データ処理、レポート作成 
各実習の班ごとに、実習データの取りまとめを行ない、解析方法、結果の表現方
法、レポート作成方法の説明をする。 
6 回 地球科学野外調査法 
 実習内容の説明と、実習にあたっての注意点などを説明する。 
 実習は、①河原の礫・②高さ測定・③気象観測・④前島巡検に分かれて行うた
め、実習の班分けを行なう。 
7 回  地球科学野外実習の詳細説明 
 各実習の班に分かれて、実習内容の詳細な説明を行なう。 
8 回  地球科学野外実習 
 各実習の班に分かれて、それぞれのテーマの実習を行なう。 
 なお、第９回とあわせて集中して行なう。 
9 回  地球科学野外実習 
 各実習の班に分かれて、それぞれのテーマの実習を行なう。 
 なお、第９回とあわせて集中して行なう。 
10 回  地球科学データ処理、レポート作成 
 各実習の班ごとに、実習データの取りまとめを行ない、解析方法、結果の表現
方法、レポート作成方法の説明をする。 
11 回  ⼈類学・考古学野外調査法(1) 
 事前に調査地点の遺跡を文献で調べ、所属時期、出土遺物の特徴等をコンピュ
ータに入⼒し、A4 のカードにまとめる。調査地点の地図を入手し、調査予定を
検討する。 
12 回  ⼈類学・考古学野外実習(2) 
 実地調査： 事前調査によって製作された A4 の遺跡カードを利用し、実際に
遺跡に到達し、訪問した地点と経路を地図中に書き込む。GIS と地図の読図、地
形（集落・古墳・墳墓・条里制等の遺構の形態を含む）の観察を中心に実習を展
開する。この回には、主として沖積平野に残された遺跡を対象として実習をおこ
なう。 
13 回  ⼈類学・考古学野外実習(3) 
 実地調査： 事前調査によって製作された A4 の遺跡カードを利用し、実際に
遺跡に到達し、訪問した地点と経路を地図中に書き込む。GIS と地図の読図、地



形（⾙塚・古墳・墳墓等の遺構の形態を含む）の観察を中心に実習を展開する。
この回には、主として丘陵に残された遺跡を対象として実習をおこなう。 
14 回  ⼈類学・考古学野外実習(4) 
 実地調査： 事前調査によって製作された A4 の遺跡カードを利用し、実際に
遺跡に到達し、訪問した地点と経路を地図中に書き込む。GIS と地図の読図、地
形（寺院・神社・城跡の構造・遺構形態を含む）と石造物の観察を中心に実習を
展開する。この回には、主として丘陵に残された遺跡を対象として実習をおこな
う。 
15 回  ⼈類学考古学データ処理、レポート作成 
 実地調査によって得られたデータを事前に調べたデータと比較し、検証した上
で、各地点について⼈類学・考古学的観察所見をまとめ、レポートを作成する。 

準備学習 1 回 シラバスを確認し、生物学の野外調査に関わることについて予習しておく
こと 
2 回 前週の教員の指示に従い、準備をしておくこと 
3 回 前週の教員の指示に従い、準備をしておくこと 
4 回 前週の教員の指示に従い、準備をしておくこと 
5 回 前週の教員の指示に従い、準備をしておくこと 
6 回 シラバスを確認し、地球科学の野外調査に関わることについて予習してお
くこと 
7 回 前週の教員の指示に従い、準備をしておくこと 
8 回 前週の教員の指示に従い、準備をしておくこと 
9 回 前週の教員の指示に従い、準備をしておくこと 
10 回 前週の教員の指示に従い、準備をしておくこと 
11 回 シラバスを確認し、⼈類学・考古学の野外調査に関わることについて予習
しておくこと 
12 回 前週の教員の指示に従い、準備をしておくこと 
13 回 前週の教員の指示に従い、準備をしておくこと 
14 回 前週の教員の指示に従い、準備をしておくこと 
15 回 前週の教員の指示に従い、準備をしておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FIG9032 
成績評価 中間テスト（２０％）、定期テスト（８０％） 
曜日時限 集中その他 
対象クラス GA(総)(〜11),GB(総)(〜11) 
見出し FIG9032 生物科学概論Ⅱ(再) 
担当教員名 星野 卓二 
単位数 2 
教科書 特に指定しない。プリント等を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 生物細胞の基本構造、核の機能、野生生物、遺伝的多様性 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生物科学概論Ⅱ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義時間中に適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIG9032 
実務経験のある教員  
達成目標 １．生物の基本構造である細胞はどのような器官から構成されているか説明でき

る。２．遺伝子の複製機構などの、DNA の基本的な働きが説明できる。３．野
生生物の遺伝的多様性の保護・保全について具体的な例をあげて説明できる。４．
遺伝情報の検索ができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２１号館６階 星野研究室 hoshino@big.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Biological Science II 
関連科目 生物科学概論Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生命現象のしくみが形態学、遺伝学、分子生物学、生化学の発達により明らかに

されつつある。本講義では、生体の細胞レベルから分子レベルに至る構造と機能
の関連について述べる。さらに、野生生物がたどってきた進化の道筋が、遺伝情
報をもとにどのように明らかにされてきたかについて述べる。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 生命科学とは 

2 回 細胞の微細構造の研究方法 
3 回 細胞の基本構造 



4 回 核の構造および化学組成 
5 回 原核生物から真核生物への進化 
6 回 葉緑体とミトコンドリアの進化 
7 回 核の機能(1)−DNA の複製機構 
8 回 核の機能(2)−遺伝子の形質発現 
9 回 核の機能(3)−遺伝子とタンパク質合成 
10 回 中間テスト 
11 回 野生生物の遺伝的多様性(1) 
12 回 野生生物の遺伝的多様性(2) 
13 回 野生生物の遺伝的多様性(3) 
14 回 野生生物の遺伝的多様性(4) 
15 回 遺伝情報に基づく進化の解析 

準備学習 1 回 生物と有機物の違いについて調べておくこと 
2 回 生物の構造を調べる顕微鏡にはどのような種類があるか調べておくこと 
3 回 細胞の中に存在する細胞小器官にはどのような種類があるか調べておくこ
と 
4 回 核の中にはどのようなものが含まれているか調べておくこと 
5 回 原核生物と真核生物の違いについて調べておくこと 
6 回 葉緑体とミトコンドリアの遺伝子は、核とどのような点が異なるか調べて
おくこと 
7 回 DNA の半保存的複製について調べておくこと 
8 回 RNA にはどのような種類があるか調べておくこと 
9 回 リボゾームの働きについて調べておくこと 
10 回 今までの講義の内容を復習しておくこと 
11 回 生物多様性について調べておくこと 
12 回 動物の絶滅危惧種にはどのようなものがあるか調べておくこと 
13 回 植物の絶滅危惧種にはどのようなものがあるか調べておくこと 
14 回 野生生物の遺伝的多様性の保存にはどのような手法があるか調べておくこ
と 
15 回 DDBJ のホームページを参考にして、遺伝情報がどのように公開されてい
るか調べておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FIG9033 
成績評価 報告書の内容（100%）で評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス GA(総)(〜10),GB(総)(〜10) 
見出し FIG9033 生物学野外調査特論 
担当教員名 星野 卓二、⻄村 直樹、中村 圭司 
単位数 2 
教科書 なし（適宜プリントを配布する） 
アクティブラーニング  
キーワード 生物学，野外調査，標本作成法，植物相調査，昆虫相調査 
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 生物学野外調査特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 堀⽥満著、”植物の進化生物学Ⅲ、植物の分布と分化”、三省堂．それ以外の参考

書については、適宜提示する 
授業形態 講義 
注意備考 本講義は数回に分けて集中的に行う。学内外の施設を使って泊りがけで実習を行

うので、補講は実施しない。日程的に受講可能かどうかを判断した上で履修届け
を提出すること。また、前期のオリエンテーションでの説明や掲示に充分注意す
ること。 

シラバスコード FIG9033 
実務経験のある教員  
達成目標 植物、動物それぞれについて、野外調査の際に必要となる基本的な技術・手法を

習得する。独自に調査計画を立案でき、自分で調査データをまとめられること。 
受講者へのコメント  
連絡先 星野卓二（２１号館６階）、中村圭司（２１号館６階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Field Research for Biology 
関連科目 野外調査法，生物学実験 I，生物学実験 II，生物学実験 III，植物系統進化学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 野外における調査法およびデータ解析法について実習を行う。動植物の標本作成

法、植物相調査、植物群落調査、昆虫相調査、昆虫生態調査を行い、それぞれデ
ータ処理、報告書の作成を行う。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。各実習の実施時期・内容等について説明し、参加者を

決定する。 



2 回 植物の採集・調査法の解説。顕花植物の採集方法や標本作製方法を習得す
る。 
3 回 植物相調査（１）。野外で木本植物や草本植物を採集し、種名の同定や乾燥
標本を作製する。 
4 回 植物相調査（２）。野外で木本植物や草本植物を採集し、種名の同定や乾燥
標本を作製する。 
5 回 植物相調査（３）。採集した植物をもとに、標本データベースを作成する。 
6 回 コケ植物の採集・調査法の解説。コケ植物の採集方法や標本作製方法を習得
する。 
7 回 コケ植物相調査（１）。野外でコケ植物を採集し、種名の同定や乾燥標本を
作製する。 
8 回 コケ植物相調査（２）。野外でコケ植物を採集し、種名の同定や乾燥標本を
作製する。 
9 回 コケ植物相調査（３）。採集したコケ植物をもとに、標本データベースを作
成する。 
10 回 フィールド写真撮影法。野外で昆虫や植物等をデジタルカメラで撮影する
基本について解説する。 
11 回 昆虫相調査（１）。陸生昆虫の採集・調査法について解説する。 
12 回 昆虫相調査（２）。トラップによる陸生昆虫の採集・調査法について解説す
る。 
13 回 昆虫相調査（３）。水生昆虫の採集・調査法について解説する。 
14 回 昆虫の同定法。昆虫の同定方法や得られた結果の解析方法について解説す
る。 
15 回 補充実習またはレポート作成。レポートの作成方法等について解説する。 

準備学習 1 回  シラバスをよく確認し掲示に充分注意すること 
2 回  顕花植物の採集方法や調査方法について調べておくこと。 
3 回  野外調査地の地形や気候を調べておく。 
4 回  作成した乾燥標本を分類群毎に分け、標本ラベルの作成方法を調べてお
く。 
5 回  データベース作成に使用するソフトを調べておく。 
6 回  コケ植物の採集方法や調査方法について調べておくこと。 
7 回  野外調査地の地形や気候を調べておく。 
8 回  作成した乾燥標本を分類群毎に分ける。 
9 回  データベース作成に使用するソフトを調べておく。 
10 回  事前に説明を行うので、掲示板等を注意しておくこと。接写による撮影
方法について予習しておくこと。 
11 回  事前に説明を行うので、掲示板等を注意しておくこと。昆虫の生態につ
いて予習しておくこと。 
12 回  事前に説明を行うので、掲示板等を注意しておくこと。前回指示された
内容を確認しておくこと。 
13 回  事前に説明を行うので、掲示板等を注意しておくこと。前回指示された
内容を確認しておくこと。 



14 回  昆虫の採集方法や標本作製法について図書館等で調べておくこと。 
15 回  これまでに学習した内容について整理しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FIG9042 
成績評価 レポート 50% 定期試験 50% 
曜日時限 集中その他 
対象クラス GA(総)(〜11),GB(総)(〜11) 
見出し FIG9042 ⼈類学概論Ⅱ(再) 
担当教員名 富岡 直⼈ 
単位数 2 
教科書 講義中にプリントを配付する 
アクティブラーニング  
キーワード ⼈類学 考古学 ⼈類史 古⼈骨 東アジア 北東アジア 東南アジア 三大

⼈種 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 ⼈類学概論Ⅱ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 片山一道 編著 1996 『⼈間史をたどる 自然⼈類学入門』［朝倉書店］⽥代 

菊雄 編著 2001 『学生・院生のための研究ハンドブック』［大学教育出版会］ 
授業形態 講義 
注意備考 最終試験は 15 回講義終了後実施する。 
シラバスコード FIG9042 
実務経験のある教員  
達成目標 ① 古⼈骨（主にホモ・サピエンス）と後期旧石器時代の遺跡の理解を基に、与

えられた⼈骨のデータと遺跡（遺構＋遺物）について、⼈類学的・歴史学的説明
ができるようにする。② 三大⼈種については、現在観察可能な⺠族の実態調査
データも紹介しながら、それぞれの有する文化の多様性を理解させ、国際社会に
主体的に生きる日本⼈としてのアイデンティティーの確立を助ける。 

受講者へのコメント  
連絡先 富岡研究室 21 号館 5 階 ｔｏｍｉｏｋａ◎ｂｉｇ．ｏｕｓ．ａｃ．ｊｐ （◎

は@に変換し、すべての文字は半角にして入⼒して下さい） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Anthropology II 
関連科目 考古学概論Ⅰ、Ⅱ、 ⼈類学概論Ⅰ、 自然⼈類学Ⅰ、Ⅱ、先史考古学、環境考

古学、⼈類学実習Ⅰ、Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ① 前半には現生⼈類の形態的特徴による三大⼈種区分の「コーカソイド・ネグ

ロイド・モンゴロイド」の解説を行い、その多様性と分布を理解させる。② 後
半には世界の約 2/3 の面積に拡散を遂げたモンゴロイドについて、古⼈骨と遺跡



を中心として解説し、その特徴を理解させる。③ アジア東半の新⼈の成立につ
いて、更新世以来の⼈類の渡来が大きな役割を果たしてきたことを、古⼈骨デー
タから認識し、共通祖先の存在や文化の派生について理解を促す。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション 世界に拡散した⼈類 

2 回  新⼈の世界(1) −化石⼈類の非連続性− 
3 回  新⼈の世界(2) −新⼈の拡散と旧⼈との共存− 
4 回  新⼈の世界(3) −新⼈骨格の多様性− 
5 回  コーカソイドの世界 −その定義と広がり− 
6 回  ネグロイドの世界 −その定義と広がり− 
7 回  モンゴロイドの世界(1) −その定義と広がり− 
8 回  モンゴロイドの世界(2) −共通性と多様性− 
9 回  後期旧石器時代(1) −哺乳動物群の絶滅は狩猟圧によるものか？− 
10 回  後期旧石器時代(2) −遺跡からみた適応戦略− 
11 回  先史⼈種論争(1) 
12 回  先史⼈種論争(2) 
13 回  北東〜東アジアに展開した新⼈の構造 
14 回  東南アジア〜オセアニアに展開した新⼈の構造 
15 回  まとめ ―アジア東半のホモ・サピエンスの系譜が語りかけるもの― 

準備学習 1 回  シラバスをよく確認して、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回  配付プリントにおける化石⼈骨の頭蓋の特徴について、図書館やインター
ネット検索を利用して、空所を埋めなさい。 
3 回  配付プリントにおける化石⼈骨の寛骨の特徴について、図書館やインター
ネット検索を利用して、空所を埋めなさい。 
4 回  配付プリントにおける化石⼈骨の上肢・下肢の特徴について、図書館やイ
ンターネット検索を利用して、空所を埋めなさい。 
5 回  コーカソイドの特徴について、図書館やインターネット検索を利用して、
配布プリントの空所を埋めなさい。 
6 回  ネグロイドの特徴について、図書館やインターネット検索を利用して、配
布プリントの空所を埋めなさい。 
7 回  モンゴロイドの形質的特徴について、図書館やインターネット検索を利用
して、配布プリントの空所を埋めなさい。 
8 回  モンゴロイド研究の先駆者である鳥居龍蔵について、図書館やインターネ
ット検索を利用して調べ、配布プリントの空所を埋めなさい。 
9 回  ベリンジアという用語について、図書館やインターネット検索を利用して
調べ、配布プリントの空所を埋めなさい。 
10 回  後期旧石器の器種と形態の図を図書館やインターネット検索を利用して
調べ、配布プリントの空所を埋めなさい。 
11 回  日本先史⼈をアイヌと考える「アイヌ説」について、図書館やインターネ
ット検索を利用して、配布プリントの空所を埋めなさい。 
12 回  アジアの先史⼈の広がりから立論された清野謙次らによる「原日本⼈説」
の内容を、図書館やインターネット検索を利用して、配布プリントの空所を埋め



なさい。 
13 回  モンゴロイドについての広い視座を意識しながら、日本⼈の「二重構造
説」について図書館やインターネット検索を利用して調べ、配布プリントの空所
を埋めなさい。 
14 回  モンゴロイドについての広い視座を意識しながら、東南アジア〜オセア
ニアへの新⼈の拡散について、図書館やインターネット検索を利用して調べ、配
布プリントの空所を埋めなさい。 
15 回  アジア東半の⼈類の系譜と文化の関連性について、図書館やインターネ
ット検索を利用して調べ、配布プリントの空所を埋めなさい。 

 



年度 2012 
授業コード FIG9043 
成績評価 研究の具体的な内容と卒業論文（指導教員による評価：70 点）、プレゼンテーシ

ョンと研究内容（発表会参加教員による客観的評価：30 点）を総合して評価し、
60 点以上を合格とする。 

曜日時限 集中その他 
対象クラス GA(総)(〜09),GB(総)(〜09) 
見出し FIG9043 卒業研究 
担当教員名 能美 洋介、福⽥ 尚也、大橋 唯太、中島 経夫、加藤 賢一、久保⽥ 尚浩、

宮本 
単位数 8 
教科書 指導教員の指示による。 
アクティブラーニング  
キーワード データ収集、データ処理、検討、考察、論文作成、発表 
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 卒業研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指導教員の指示による。 
授業形態 実験実習 
注意備考 卒業研究は、指導教員の指示に従って、研究室ごとに行う。学習時間は合計で 470

時間以上が必修条件である。 
シラバスコード FIG9043 
実務経験のある教員  
達成目標 １．調査・学習計画を立て、調査・学習した内容を記録することができる。 

２．必要な情報を自分で収集する手段を把握し、実行する。 
３．課題に対して、背景・研究目的・方法などを整理する。 
４．ほかの⼈が読んで理解できる日本語⼒を身につける。 
５．プレゼンテーションソフトなどを利用して、発表できる。 
６．卒業論文を提出し、卒業研究発表を行う。 

受講者へのコメント  
連絡先 代表：学科⻑原則：指導教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Graduation Study 
関連科目 生物地球システム学科のすべての科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 研究室に配属後は、1 年間を通じて所属研究室で卒業研究を行う。研究室の指導

教員のもとで、野外での調査、室内での資料整理・検討などを勉強し、課題を設



定し、卒業論文を作成し、研究発表を行う。また、卒業論文の作成、研究発表資
料の作成・発表などを通して、自主的に学習を継続することができる能⼒、およ
び日本語による記述⼒、発表⼒、コミュニケーション能⼒を養うことを目的とす
る。 

対象学年 4 年 
授業内容  
準備学習 これまでの学習成果の集大成を行ないます。研究に関連する分野の文献・資料講

読を行ない、研究に備えてください。具体的な指示はゼミや指導教員から直接な
されれますので、参考にしてください。 

 



年度 2012 
授業コード FIG9052 
成績評価 課題提出（20％）、定期試験（80％）の結果によって評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス GA(総)(〜11),GB(総)(〜11) 
見出し FIG9052 情報と職業 
担当教員名 山口 隆久 
単位数 2 
教科書 改訂２版「情報と職業」／豊⽥雅彦、加藤晃、鈴木和雄共著／日本教育訓練セン

ター 
アクティブラーニング  
キーワード 情報倫理、企業秘密、情報関連法、職業形態、職業意識 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報と職業 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜、指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 本講義は集中講義で、12 月、1 月、2 月の土日および補講日に行う（後日、掲示

板にて連絡する）。 
ノートは必ず持参のこと。講義中は私語厳禁。実務士資格「情報処理士」「上級情
報処理士」の認定科目である。 

シラバスコード FIG9052 
実務経験のある教員  
達成目標 情報社会の進展がわれわれの生活に与えた影響や、情報化によって生まれた産業

のみならず、既存の産業への情報化の影響についても触れ、高度情報通信社会の
特徴と職業について概観する。また、これらを背景とした⼈材育成のあり方や、
職業倫理を含む職業観なども扱い、情報と職業についての関わり、情報化社会に
おける職業⼈としてのあり方を理解させる。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２１号館７階山口研究室（質問・意見等のある学生の来室を歓迎します） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Information and Business 
関連科目 社会学、情報化と知的財産、情報法、市⺠生活と法 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 情報社会の進展、特に、情報のデジタル化と通信ネットワークの発展によっても

たらされた、新しい職種・サービスの台頭、既存の業務形態の変化、SOHO など
の新しいオフイス形態の出現、⼈材育成の変化、これらにともなう職業観と勤労



観の変化と今後のあり方など、情報と職業に関する考察を行うことを目的とす
る。また、業務にかかわるセキュリティや知的財産権、個⼈情報保護との関係か
ら職業倫理についても理解を深めていく。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  本講義の概要説明をする。 

2 回  情報社会への進展（1）について説明をする。 
3 回  情報社会への進展（2）について説明をする。 
4 回  情報社会と私たちの生活（1）について説明をする。 
5 回  情報社会と私たちの生活（2）について説明をする。 
6 回  情報社会と高等教育について説明をする。 
7 回  情報社会の進展と職業について説明をする。 
8 回  情報技術と⼈材育成（1）について説明をする。 
9 回  情報技術と⼈材育成（2）について説明をする。 
10 回  情報技術とメディアの利用（1）について説明をする。 
11 回  情報技術とメディアの利用（2）について説明をする。 
12 回  情報産業と国際化について説明をする。 
13 回  経営・ビジネスと情報倫理について説明をする。 
14 回  経営・ビジネスと職業情報について説明をする。 
15 回  これまでのまとめ、および最後に、情報化時代における企業の法令遵守
（コンプライアンス）について説明をする。 

準備学習 1 回  シラバス、教科書をよく確認し学習の過程を把握しておくこと。 
2 回  最近の情報社会がどのような社会的現象をもたらしているのかを予習する
こと。 
3 回  情報化社会が今後、どのような展望を有するのかテキストから予習するこ
と。 
4 回  身近なところで起きている情報化について、自分なりの考えをまとめるこ
と。 
5 回  インターネット等を用いた日常の商取引形態について予習しておくこと。 
6 回  高等学校の「情報科」教員や企業の情報技術教育に何が必要かを考えてお
くこと。 
7 回  あらゆる産業が情報化の波をどのように受け止めているのかを考えておく
こと。 
8 回  どんな産業であれ情報スキルは求められる。自分の情報技術の知識を整
理すること。 
9 回  企業等の組織において、今後求められる情報技術について考えること。 
10 回  企業等にとって情報技術がどのように活用されているか文献等で調査し
ておくこと。 
11 回  情報技術と企業の様々な経済効果（コスト削減等）について調査してお
くこと。 
12 回  情報化時代の主役はインターネットにあり、常に国境を越えることを考
えること。 
13 回  企業等が情報を扱うには、それなりのマナーが必要であることを考えて



おくこと。 
14 回  最近、企業等の情報漏えい等が問題となっており情報と責任の問題を考
えること。 
15 回  企業が情報を扱うことについて、法律の内容をテキストで把握しておく
こと。 

 



年度 2012 
授業コード FIG9062 
成績評価 印刷物、研究発表などを指導した教員が判定(70 点)するとともに、学科教員全体

で判定(30 点)し、総合評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス GA(総)(〜10),GB(総)(〜10) 
見出し FIG9062 地域誌研究 
担当教員名 能美 洋介、大橋 唯太、白石 純、波⽥ 善夫、星野 卓二、関 達也、⻲⽥ 

修一、 
単位数 2 
教科書 指導教員の指示による。 
アクティブラーニング  
キーワード 生物、地球、⼈類、地域 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 地域誌研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指導教員の指示による。 
授業形態 講義 
注意備考 調査・研究については決められた時間に行うだけでなく、土曜日や日曜日、また

休みの期間に集中的に行うことがあります。 
すでに学会発表等を行なっているか、履修期間内に発表をすることを強く薦めま
す。 
指導教員との連絡を密にする必要があります。 
履修届を出す前に、指導教員・チューター・学科⻑等に履修について相談してく
ださい。 
指導教員は 1 ⼈でも、数名でも構いません。 

シラバスコード FIG9062 
実務経験のある教員  
達成目標 １．その内容に関する基礎的理解２．その内容に関する体系的理解３．その地域

に対する基礎的理解 
受講者へのコメント  
連絡先 指導教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Areal Field Study 
関連科目 生物地球システム学科のすべての科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生物地球システム学科に関わる内容のうち、地域の自然や文化に関することがら



について、学科教員の指導のもと、その対象地域を体系的に調査・研究し、理解
してもらう。さらにその内容に関わる印刷物を刊行したり、何らかの研究発表を
行い、成果をまとめることを目的とする。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義概要 

2 回  具体的研究計画の設定 
3 回  調査データ・研究内容を指導教員と検討 
4 回  調査データ・研究内容を指導教員と検討 
5 回  調査データ・研究内容を指導教員と検討 
6 回  調査データ・研究内容を指導教員と検討 
7 回  中間発表に向けての整理・検討 
8 回  中間発表 
9 回  調査データ・研究内容を指導教員と検討 
10 回  調査データ・研究内容を指導教員と検討 
11 回  論文作成・研究発表に向けての整理・検討 
12 回  論文作成・研究発表に向けての整理・検討 
13 回  論文作成・研究発表に向けての整理・検討 
14 回  論文作成 
15 回  研究発表 

準備学習 1 回 シラバスを確認し、学習内容について把握しておくこと 
2 回 指導教員の指示に従い、具体的な研究計画を考えておくこと 
3 回 指導教員の指示に従い、調査データを検討しておくこと 
4 回 指導教員の指示に従い、調査データを検討しておくこと 
5 回 指導教員の指示に従い、調査データを検討しておくこと 
6 回 指導教員の指示に従い、調査データを検討しておくこと 
7 回 指導教員の指示に従い、調査データ・発表内容を検討しておくこと 
8 回 指導教員の指示に従い、発表内容を検討しておくこと 
9 回 指導教員の指示に従い、調査データを検討しておくこと 
10 回 指導教員の指示に従い、調査データを検討しておくこと 
11 回 指導教員の指示に従い、調査データ・論文内容を検討しておくこと 
12 回 指導教員の指示に従い、調査データ・論文内容を検討しておくこと 
13 回 指導教員の指示に従い、調査データ・論文内容を検討しておくこと 
14 回 指導教員の指示に従い、調査データ・論文内容を検討しておくこと 
15 回 指導教員の指示に従い、発表内容を検討しておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FIG9072 
成績評価 レポート(20%)、期末テスト(80%)により評価する。採点の基準は 100 点満点の

うち 60 点以上を合格とする。また、授業回数の 3 分の 1 以上の欠席がある場合
には試験成績は無効とみなし、 

曜日時限 集中その他 
対象クラス GA(総)(〜10),GB(総)(〜10) 
見出し FIG9072 植物形態学 
担当教員名 池⽥ 博＊ 
単位数 2 
教科書 なし（適宜プリント等を配布する）。 
アクティブラーニング  
キーワード 形態、根、茎、葉、花、種子、果実、シュート 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 植物形態学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 絵でわかる植物の世界／清水晶子・大場秀章（講談社）ISBN: 4-06-154754-2 
授業形態 講義 
注意備考 講義中には多くの植物名が登場する。身近な植物について、よく観察したり、図

鑑などで名前を調べたりして親しんでおくことが望まれる。 
シラバスコード FIG9072 
実務経験のある教員  
達成目標 １．植物体を構成する根、茎、葉、花、種子、果実について、基本的形態を専門

用語を使って説明できる。２．シュートの概念を使って花の構造を説明できる。 
受講者へのコメント  
連絡先 池⽥ 博：東京大学総合研究博物館（Tel: 03-5841-2839、E-mail: h_ikeda@um.u-

tokyo.ac.jp） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Plant Morphology 
関連科目 植物系統分類学、生物学実験 I, II, III、野外調査法、生物学野外調査特論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 主に植物にみられる形態について、外部形態・内部形態について解説をおこなう。

植物の基本構造として、根・茎・葉・花(実)があげられる。それぞれの形態は機
能と結びつき、生活を営んでいる。形態と機能を考察することにより、生物の示
す多様性を理解することを目的とする。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 植物形態学とは？ 



2 回 植物の基本構造 
3 回 組織と組織系（１）細胞と組織 
4 回 組織と組織系（２）表皮系と基本組織系 
5 回 組織と組織系（３）維管束系 
6 回 器官と器官系（１）根 
7 回 器官と器官系（２）シュートと茎 
8 回 器官と器官系（３）葉 
9 回 花の形態（１） 
10 回 花の形態（２） 
11 回 花序の形態 
12 回 植物の生活環 
13 回 有性生殖と無性生殖 
14 回 果実と種子 
15 回 試験およびその解説をおこなう 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習計画を把握しておくこと 
2 回 植物の基本構造にはどのようなものがあるか調べておくこと 
3 回 植物はどのような組織から構成されているか調べておくこと 
4 回 植物の表皮細胞にはどのような働きがあるか調べておくこと 
5 回 裸子植物と被子植物（双子葉類・単子葉類）の維管束系の相違点を調べてお
くこと 
6 回 根の構造と機能を調べておくこと 
7 回 植物の茎の役割について調べておくこと 
8 回 植物の葉はどのようなタイプに分けられるか調べておくこと 
9 回 被子植物の花はどのような部分から構成されているか調べておくこと 
10 回 雄しべと雌しべはどのような部分から構成されているか調べておくこと 
11 回 花序にはどのような種類があるか調べておくこと 
12 回 コケ植物、シダ植物、裸子植物および被子植物の生活環の違いを調べてお
くこと 
13 回 植物で無性生殖をおこなう種類を調べておくこと 
14 回 植物の胚が受精後、どのように果実や種子になるのか調べておくこと 
15 回 第 1 回から第 14 回までの内容をよく理解し整理しておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FIG9082 
成績評価 講義中の演習(40%)およびレポート(60%)により成績を評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス GA(総)(〜09),GB(総)(〜09) 
見出し FIG9082 生物地球システム特別講義Ⅰ 
担当教員名 ⻄⼾ 裕嗣 
単位数 1 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード 地球惑星 システム科学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 生物地球システム特別講義Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIG9082 
実務経験のある教員  
達成目標 １．複雑な地球科学的事象をシステム科学の視点からどのように捉えるかについ

て理解する。 
２．科学的証拠に基づく論証の仕方を習得する。 
３．原論文を正確に読み解く⼒を付ける。 

受講者へのコメント  
連絡先 26 号館 3 階 ⻄⼾研究室 086-256-9406  nishido@big.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Topics in Biosphere-Geosphere System I 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 地球惑星科学は、さまざまな物理現象、化学現象、生命活動が複雑に関連するシ

ステムとして成り立っています。これを理解するのに最適な事例を取り上げ、地
球科学的な見方や考え方を学ばせる。ここでは、「火星生命痕跡の発見」、「隕石落
下による恐⻯絶滅のシナリオ」および「ハヤブサによる小惑星探査」について詳
述する。 

対象学年 4 年 
授業内容 1 回 火星生命痕跡の発見１：南極で発見された火星隕石(ALH84001)から火星に

生命活動があったとする証拠が見出された。原論文を紹介し内容を概説する。 



2 回 火星生命痕跡の発見２：生物の痕跡の証拠(化石)をどのように特定したかの
具体的方法を説明する。 
3 回 火星生命痕跡の発見３：火星に生命活動があったとすれば、地球外惑星にお
ける生命活動をどのように考えるかについて討論する。 
4 回 隕石落下による恐⻯絶滅のシナリオ１：恐⻯を滅ぼした中生代末の地球生
物の大絶滅は、直径約 10km の隕石落下による地球環境の激変によることが明ら
かとなった。原論文を紹介し内容を概説する。 
5 回 隕石落下による恐⻯絶滅のシナリオ２：隕石落下の証拠をどのように特定
したか具体例を示して説明する。 
6 回 隕石落下による恐⻯絶滅のシナリオ３：隕石落下が引き起こした地球環境
変化がどのようであったかを解説する。 
7 回 ハヤブサによる小惑星探査１：ハヤブサによる小惑星(イトカワ)からのサン
プルリターンは惑星科学における画期的な成果である。最近発表された原論文を
紹介し内容を概説する。 
8 回 ハヤブサによる小惑星探査１：ハヤブサから回収された試料から得られた
最新の情報を解説する。 

準備学習 1 回 火星はどのような惑星であるか調べておくこと。 
2 回 原論文(McKay, D.S., et al. (1996) Science: p924?93)を読んでおくこと。不
明な点を質問すること。 
3 回 液体の水が存在しうる(ハビタブルゾーン)地球外惑星の最新の情報を調べ
ておくこと。 
4 回 中生代と新生代との境界問題(K-T 境界問題)について調べておくこと。 
5 回 原論文(Schulte P., et al.(2010)Science: p1214-1218)を読んでおくこと。不
明な点を質問すること。 
6 回 大きな地球環境変化にを引き起こす要因にどのようなものがあるか調べて
おくこと。 
7 回 ハヤブサの探査活動を調べておくこと。 
8 回 原論文(Science (2011) Aug 26 Spec. Vol. 333)を読んでおくこと。不明な点
を質問すること。 

 



年度 2012 
授業コード FIG9092 
成績評価 提出課題 60％、小テストの結果 40％ 
曜日時限 集中その他 
対象クラス GA(総)(〜09),GB(総)(〜09) 
見出し FIG9092 生物地球システム特別講義Ⅱ 
担当教員名 實吉 玄貴＊ 
単位数 1 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード 地質学・古生物学・化石タフォノミー・脊椎動物化石の古生物学的学術調査方法 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生物地球システム特別講義Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 “層序学と堆積学の基礎/原⽥憲一/愛智出版” 

“恐⻯学 進化と絶滅の謎/D. Fastovsky, D. Weishampel/丸善出版事業部” 
授業形態 講義 
注意備考 小テストは授業最終時間に実施し、試験形態は筆記とする。 

提出課題は後日提出とする。 
シラバスコード FIG9092 
実務経験のある教員  
達成目標 ①堆積学的・化石タフォノミー的知見、最新の研究成果について講義を実施し、

その理解を深める。 
②授業担当者が実施している脊椎動物化石の発掘作業と地質学的調査を例に、実
際の発掘調査に関する理解を深める。 
③古生物学と地質学の相違点について、発掘現場における作業内容の違いから明
らかにし、両者の学術的協⼒関係（特に化石タフォノミー的観点）について理解
を深める。 
④恐⻯化石・類⼈猿化石を例に、古生物学的トピックスの最新研究を通じて、研
究背景・手法・科学的思考を身につける。 
⑤科学的知見を博物館活動につなげるための現 

受講者へのコメント  
連絡先 〒701‐4212 岡山県瀬⼾内市尻海 4382−4 林原自然科学博物館瀬⼾内施設 

Tel: 086‐922‐4876 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Topics in Biosphere-Geosphere System II 
関連科目  



次回に向けての改善変更予定  
講義目的 脊椎動物化石を発掘する際に実施される地質学的・堆積学的学術調査を例にし

て、地層から過去の環境を復元する方法論を理解することを目的とする。地質学・
堆積学・古生物学・化石タフォノミー・博物館学などについて基本的な学術体系
を説明する。 

対象学年 4 年 
授業内容  
準備学習 本授業では、脊椎動物化石の発掘作業を行う際に必要な学問体系・調査手法につ

いて詳細な説明を実施するため、受講者は授業前・授業後に参考図書による予習・
復習を行うこと。特に、化石タフォノミーに関連した堆積学的学問体系（フルー
ド数・堆積構造の形成理論）や古生物学的学問体系（恐⻯を中心とした絶滅爬虫
類）を、事前に予習することが望ましい。また、授業中に紹介された化石タフォ
ノミーに関する文献類を購読し、授業内容を復習すること。 

 



年度 2012 
授業コード FII1311 
成績評価 演習，中間試験、期末試験により評価する． 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス IA(〜12),IB(〜12) 
見出し FII1311 コンピュータ基礎Ⅰ 
担当教員名 劉 渤江 
単位数 2 
教科書 柴⽥正憲・浅⽥由良 共著 「情報科学のための 離散数学」 コロナ社 
アクティブラーニング  
キーワード 講義計画の中に【 】で囲んで示してある． 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 コンピュータ基礎Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 小倉久和 著 「情報の基礎離散数学」近代科学社 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FII1311 
実務経験のある教員  
達成目標 集合の表現と演算ができ，ベン図の表現が読書きできること，２項関係が理解で

き，条件に従った２項関係が書けること，関数について全射や単射が判定できる
こと，順列・組合わせの計算ができること，多項定理を使った計算ができること，
ｎ進数と１０進数の変換ができること，論理演算ができ，それを論理回路で表現
できること，ブール代数の計算ができること． 

受講者へのコメント  
連絡先 劉渤江研究室 １５号館３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Computer Mathematics I 
関連科目 後期のコンピュータ基礎Ⅱを続けて受講すると良い． 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 コンピュータサイエンスを支える重要な理論的背景の一つに離散数学があげら

れる．ここでは，離散数学の出発点である集合とその関係を表わす 2 項関係に関
して学ぶ．次に，順列・組合せと多項定理，ｎ進数を学ぶ．最後に論理とブール
代数，論理回路について学ぶ． 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション 

2 回  集合・ベン図 【集合の表現方法，ベン図，部分集合，全体集合，空集合】 



3 回  集合の演算 【和集合，積集合，差集合，補集合，ドモルガンの定理，元の
個数】 
4 回  ２項関係 【直積，2 項関係，恒等関係，逆関係，関数，関数の表現方法，
逆関数】 
5 回  関数の演算 【関数の演算，関数の合成】 
6 回  関数のいろいろ 【全射，単射，全単射，定値関数，恒等関数】 
7 回  中間試験 
8 回  順列・組合せ 【直積と場合の数，順列組合せ，順列と分割】 
9 回  多項定理 【多項定理，2 項係数】 
10 回  ｎ進数 【基数法，10 進・n 進変換】 
11 回  論理と真理表 【命題，真理表】 
12 回  推論 【推論，有効，含意】 
13 回  ブール代数 【ブール代数，積和標準形】 
14 回  論理回路 【論理ゲート，論理回路】 
15 回  まとめ 

準備学習 1 回 教科書全般を概観しておく 
2 回 教科書の該当部分に出ている練習問題を見ておく 
3 回 該当部分前後に出ている練習問題に取り組んでみる 
4 回 該当部分前後に出ている練習問題に取り組んでみる 
5 回 該当部分前後に出ている練習問題を見ておく 
6 回 該当部分前後に出ている練習問題に取り組んでみる 
7 回 教科書とノートを元に練習問題を解いてみる 
8 回 該当部分に出ている練習問題を見ておく 
9 回 該当部分前後に出ている練習問題に取り組んでみる 
10 回 該当部分前後に出ている練習問題に取り組んでみる 
11 回 該当部分前後に出ている練習問題に取り組んでみる 
12 回 該当部分前後に出ている練習問題に取り組んでみる 
13 回 該当部分前後に出ている練習問題を見ておく 
14 回 該当部分前後に出ている練習問題に取り組んでみる 
15 回 教科書とノートを元に復習をしておく 

 



年度 2012 
授業コード FII1312 
成績評価 毎回の演習，中間試験、期末試験により評価する 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス IA(〜12),IB(〜12) 
見出し FII1312 コンピュータ基礎Ⅱ 
担当教員名 劉 渤江 
単位数 2 
教科書 柴⽥正憲・浅⽥由良 共著 「情報科学のための 離散数学」 コロナ社 
アクティブラーニング  
キーワード 講義計画の中に【 】で囲んで示してある． 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 コンピュータ基礎Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 小倉久和 著 「情報の基礎離散数学」近代科学社 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FII1312 
実務経験のある教員  
達成目標 カルノーマップを使い論理式の簡易化ができること．グラフを定義どおり書け，

また図示できること．連結グラフと切断点，橋（切断辺）がどこだか分かること．
オイラーグラフやハミルトングラフが書けること．木構造が書け，なぞりにより
全てのノードを順に並べられること．木構造とデータ階層が対応付けできるこ
と．ラベル付グラフで自販機などの問題を図示できること．有向グラフが書け，
接続行列が作れること．辺素なパス，点素なパスが上げられること．ネットワー
クフローで最大流量が求められること． 

受講者へのコメント  
連絡先 劉渤江研究室 １５号館３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Computer Mathematics II 
関連科目 コンピュータ基礎 I を履修しておいたほうが良い．２年次以降の情報系科目に関

連する． 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 計算機科学で重要な役割を担うブール代数とグラフに関して学んでいく．まず，

ブール代数を復習しカルノー図による最小形の求め方を学ぶ．次に，グラフの定
義と連結性，グラフの応用などを学ぶ．木やネットワークの例を説明するので，
グラフを使ったデータ表現やデータモデルへの応用がきるようになってほしい． 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  論理とブール代数 【論理演算，ブール式】 

2 回  カルノー図【2 変数カルノー図，3 変数カルノー図】 
3 回  グラフ【グラフの定義，部分グラフ，次数】 
4 回  経路と連結性【辺列（経路），連結グラフ，距離と直径】 
5 回  連結グラフの橋と切断点【橋，切断点】 
6 回  いろいろなグラフ【完全グラフ，正則グラフ，2 部グラフ，平面グラフ】 
7 回  グラフの応用【オイラー路，ハミルトン路，一筆書き，結婚問題】 
8 回  中間試験 
9 回  木と走査【木，根付木，木の用語，順序木，なぞり】 
10 回  木での構造表現【ＸＭＬ，is-a，part-of】 
11 回  ラベル付グラフ・重み付グラフ【自動販売機の例，演算木】 
12 回  有向グラフ【有向グラフ，次数，接続行列，連結な有向グラフ】 
13 回  メンガーの定理【辺素なパス，点素なパス，非連結化集合，分離集合】 
14 回  ネットワークフロー【カット，最小カット，最大フロー】 
15 回  まとめ 

準備学習 1 回  コンピュータ基礎 I で学んだ論理を復習しておく． 
2 回  論理式の変形（積和標準形）ができるようにしておく． 
3 回  教科書のグラフのところを予習しておく． 
4 回  グラフの定義と部分グラフを復習しておく． 
5 回  経路と連結性を復習しておく． 
6 回  グラフの定義と図の表現の対応を復習しておく． 
7 回  色々なグラフの例が作れるようにしておく． 
8 回  １回から７回までの内容を復習しておく． 
9 回  配布プリントを読んでおく． 
10 回  木の構造を理解しておく． 
11 回  教科書の演算木とプリントの自動販売機の例を読んでおく． 
12 回  教科書の有向グラフのところを予習しておく． 
13 回  教科書の辺素なパス，点素なパスのところを予習しておく． 
14 回  非連結化集合，分離集合を作れるようにしておく． 
15 回  ９回から１４回までの内容を復習しておく． 

 



年度 2012 
授業コード FII1322 
成績評価 レポート点３０％＋定期試験７０％で評価する。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス IA(〜10),IB(〜10) 
見出し FII1322 応用数学Ⅱ 
担当教員名 ⽥中 秀松＊ 
単位数 2 
教科書 大学で学ぶ やさしい微分方程式／水⽥義弘／サイエンス社 
アクティブラーニング  
キーワード 微分積分、微分方程式、ラプラス変換、整級数 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特になし。 
科目名 応用数学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 微分方程式の解き方／中井三留／学術図書出版社：なっとくする微分方程式／小

寺平治／講談社 
授業形態 講義 
注意備考 特になし 
シラバスコード FII1322 
実務経験のある教員  
達成目標 まず、種々の具体的な連立微分方程式の解法を学び、その理論的背景を理解する

こと。 
次に、ラプラス変換による微分方程式の解法と整級数による具体的な微分方程式
の解法などを学ぶ。以上で、平易な微分方程式の解き方がほぼ紹介されたことに
なる。これらの内容を理論的なことも含めて理解することが、この講義の達成目
標である。 

受講者へのコメント 特になし。 
連絡先 非常勤講師控室（２５号館７階) 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ２名だけの受講者なので、参考にはならなかったが、懇談的にゆっくりと講義が
できてよかったと思う。 

英文科目名 Applied Mathematics II 
関連科目 解析Ⅰ、解析Ⅱ、基礎数学、線形代数 
次回に向けての改善変更予定 本年度は受講者がいるのかな？ 
講義目的 微分方程式は種々な現象の数理モデルとして用いられている。微分積分の基礎知

識よりスタートし、比較的平易な微分方程式の種々の解法と、その理論的な背景
を学ぶことが本講義の目的である。 

対象学年 3 年/4 年 



授業内容 1 回 具体的な微分方程式を解くことにより、応用数学Ⅰの基本的事項の復習を
する。 
2 回 問題を解きながら、１階連立線形微分方程式の解法（その１）を解説する。 
3 回 問題を解きながら、１階連立線形微分方程式の解法（その２）を解説する。 
4 回 問題を解きながら、１階連立線形微分方程式の解法（その３）を解説する。 
5 回 正規形１階微分方程式・初期値問題の解の存在と一意性について解説する。 
6 回 正規形１階連立微分方程式・初期値問題の解の存在と一意性（その１）につ
いて解説する。 
7 回 正規形１階連立微分方程式・初期値問題の解の存在と一意性（その２）につ
いて解説する。 
8 回 正規形高階微分方程式・初期値問題の解の存在と一意性について解説する。 
9 回 ラプラス変換の定義とその諸性質について解説する。 
10 回 ラプラス変換の諸性質、逆ラプラス変換などについて解説する。 
11 回 ラプラス変換による線形微分方程式の解法について解説する。 
12 回 ラプラス変換による線形連立微分方程式の解法について解説する。 
13 回 整級数について解説する。 
14 回 整級数による微分方程式の解法について、具体例で解説する。 
15 回 レポート課題などの説明により、講義全体のまとめを解説する。 

準備学習 1 回 応用数学Ⅰでの講義内容について、復習しておくこと。 
2 回 教科書の４章の４．１と４．２を予習しておくこと。 
3 回 教科書の４章の４．３と４．４を予習しておくこと。 
4 回 教科書の４章の４．５と４．６と４．７を予習しておくこと。 
5 回 ２年次で学んだ、解析Ⅰ・解析Ⅱを復習しておくこと。 
6 回 ２年次で学んだ、解析Ⅰ・解析Ⅱと前回の講義内容を復習しておくこと。 
7 回 ２年次で学んだ、解析Ⅰ・解析Ⅱと前回の講義内容を復習しておくこと。 
8 回 ２年次で学んだ、解析Ⅰ・解析Ⅱと前回の講義内容を復習しておくこと。 
9 回 ２年次で学んだ、解析Ⅰ・解析Ⅱの無限積分について復習しておくこと。 
10 回 前回の講義内容について復習しておくこと。 
11 回 具体的な関数のラプラス変換表とラプラス変換の公式を確認すること。 
12 回 具体的な関数のラプラス変換表とラプラス変換の公式を確認すること。 
13 回 ２年次で学んだ、解析Ⅰ・解析Ⅱの数列と級数について復習しておくこと。 
14 回 前回の講義内容について復習しておくこと。 
15 回 レポート課題とか練習問題の解説を復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FII1511 
成績評価 課題提出等(40%)と中間試験(20%)，定期試験(40%)によって評価する． 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス IA(〜11),IB(〜11) 
見出し FII1511 応用プログラミングⅠ 
担当教員名 浅山 泰祐 
単位数 2 
教科書 明解 C 言語 第１巻 入門編／柴⽥望洋(ソフトバンク) ISBN4-7973-2792-8 
アクティブラーニング  
キーワード プログラム, C 言語, アルゴリズム 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 ”同１テーマ：BMI の計算のみで例題，演習としたが，他の例題がほしい”：来年

度は，いろいろな問題が有る方が良いかどうかを，聞いてみたいと思っています． 
”教科書を変更して欲しい”：他クラス＋プログラミング基礎との関係で，同一の
教科書としています． 
来年度に変えたほうが良いかどうかは，検討の価値は有ると思っています． 

科目名 応用プログラミングⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プログラム言語 C(改訂第２版)／カーニハン・リッチー(石⽥晴久訳) (共立出版) 

ISBN4-320-02692-6 
授業形態 講義 
注意備考 基本情報技術者試験免除対象科目履修講座の一科目である．受講クラスは学科よ

り指定される．指定されたクラスを受講すること．学科の実習室を利用する講義
なので他学科・他学部履修は認めない． 

シラバスコード FII1511 
実務経験のある教員  
達成目標 1. 関数，配列を用いたプログラムを作成できること．2. 構造体の仕組みを理解

し、プログラムを作成できること 3. ポインタの仕組みを理解し、プログラムを
作成できること 

受講者へのコメント 習熟度別講義で，途中の移動などもありましたが，プログラム（C 言語）の初心
者程度までは，進めることができたのではないかと思っています． 
これ以上のプログラムは，自習で進むほうが良い部分もありますので，プログラ
ムを書くことを厭わないで頂きたいと思っています． 

連絡先 １号館４階 浅山研究室 086-256-9414 asasemi@mis.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ”項目８）授業の手法について：理解しやすいように，説明にもう少し工夫を加え
るとよい”が３名居ました． 
習熟度別とはいえ，最低限の項目と進度が必要であったので，説明が早かった（同
じ問題点には，自習を望んだ）のが，説明不足に思われたのではないかと推測し



ています． 
英文科目名 Advanced Programming I 
関連科目 「応用プログラミング II」と同時に受講すること．「アルゴリズムとデータ構造

I」を同時に受講するのが望ましい． 
次回に向けての改善変更予定 習熟別クラスではありますが，もっと大きく他クラスとの差異を付けるのが，良

いかどうかを検討してきたいと思っています． 
講義目的 プログラミング基礎に引き続き，C 言語を学ぶ．分岐，反復，配列に加え，関数，

ポインタ，構造体について学ぶ．基本情報処理技術者試験（午後）の問題を解く
のに必要な概念を学ぶ．また，再帰処理やリスト処理のような簡単なアルゴリズ
ムの実装についても扱う．この応用プログラミング I で理論を扱い，応用プログ
ラミング II でその演習を行う． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 コンピュータ言語とアルゴリズム（基本情報技術者試験免除対象） 

2 回 プログラム作成，入⼒と計算式の復習 
3 回 分岐制御文の復習 
4 回 反復制御文の復習 
5 回 配列と反復制御文の復習 
6 回 関数の復習 
7 回 文字列 
8 回 第７回までのまとめと中間試験 
9 回 配列と文字列 
10 回 関数と引数 
11 回 複雑な関数 
12 回 構造体１ 
13 回 構造体２ 
14 回 ポインタ１ 
15 回 ポインタ２ 

準備学習 1 回 プログラミング基礎の復習をしておくこと 
2 回 実験室の使用法の復習をしておく． 
3 回 プログラム作成方法の復習をしておく． 
4 回 分岐制御文の復習をしておく． 
5 回 反復制御文のふくしゅうをしておく． 
6 回 配列と反復制御文の復習をしておく． 
7 回 関数の復習をしておく． 
8 回 プログラミング基礎，第１回〜第７回の講義の復習をする． 
9 回 第１回〜第７回の復習をしておく． 
10 回 配列と文字列の復習をしておく． 
11 回 関数の復習をしておく． 
12 回 関数の復習をしておく． 
13 回 構造体の復習をしておく． 
14 回 構造体の復習をしておく． 
15 回 ポインタの復習をしておく． 



 



年度 2012 
授業コード FII1512 
成績評価 レポート課題（２０％）、中間試験（２０％）と定期試験（６０％）により評価す

る。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス IA(〜12),IB(〜12) 
見出し FII1512 線形代数 
担当教員名 濱谷 義弘 
単位数 2 
教科書 尾崎康弘監修 大⻄誠，佐野公郎著「入門コース 線形代数」学術図書出版社 
アクティブラーニング  
キーワード 行列の掃き出し法，１次独立，１次従属，基底，次元, 正規直交化, 固有値, 固

有ベクトル，対角化 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 線形代数 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 石村園子著「やさしく学べる線形代数」共立出版 
授業形態 講義 
注意備考 基礎数学Ⅰ(必修)の単位を取得しているのが望ましい。 
シラバスコード FII1512 
実務経験のある教員  
達成目標 ベクトルの線形結合，一次独立，一次従属について，これらを抽象的に理解する

だけではなく，行基本変形に基づくアルゴリズムでもある掃き出し法により，具
体的な計算ができるようになること，正規直交ベクトルを用いた計算の意義が理
解できるようになること，及び固有値，固有ベクトルの概念を理解し計算できる
ようになることを目標としている。教科書を自⼒で全て読解できるようになった
かどうかが目標達成の目安になる。 

受講者へのコメント  
連絡先 濱谷研究室 １学舎３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Linear Algebra 
関連科目 基礎数学Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ベクトルの線形結合，一次独立，一次従属などベクトル空間の諸概念を学習する。

行列の固有値，固有ベクトル，対角化について理解し，ベクトルの内積に基づく
直交の概念と関連事項を学ぶ。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回  行基本変形とランクを解説する。 
2 回  はき出し法１（連立１次方程式）を解説する。 
3 回  はき出し法２（逆行列）を解説する。 
4 回  ベクトル空間を解説する。 
5 回  線形結合と連立方程式を解説する。 
6 回  線形独立と線形従属を解説する。 
7 回  基底と次元を解説する。 
8 回  まとめ(演習課題を解く)、中間とその解説をする。 
9 回  内積を解説する。 
10 回  正規直交基底を解説する。 
11 回  固有値を解説する。 
12 回  固有ベクトルを解説する。 
13 回  行列の対角化１を解説する。 
14 回  行列の対角化２を解説する。 
15 回  全体のまとめをせつめいする。 

準備学習 1 回 教科書の該当部分を予習しておくこと。 
2 回 該当部分前後の練習問題に取り組んでみること。 
3 回 該当部分前後の練習問題に取り組んでみること。 
4 回 該当部分の説明を良く読んでおくこと。 
5 回 該当部分前後の練習問題に取り組んでみること。 
6 回 該当部分前後の練習問題に取り組んでみること。 
7 回 該当部分前後の練習問題に取り組んでみること。 
8 回 教科書の該当部分とノートとを良く読んでおくこと。 
9 回 該当部分前後の練習問題に取り組んでみること。 
10 回 該当部分前後の練習問題に取り組んでみること。 
11 回 該当部分前後の練習問題に取り組んでみること。 
12 回 該当部分の説明を良く読んでおくこと。 
13 回 該当部分前後の練習問題に取り組んでみること。 
14 回 該当部分前後の練習問題に取り組んでみること。 
15 回 該当部分の練習問題全てを解いてみること。 

 



年度 2012 
授業コード FII1521 
成績評価 課題提出(40%)，中間試験(20%)，および定期試験(40%)によって評価する． 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス IA(〜11),IB(〜11) 
見出し FII1521 応用プログラミングⅠ 
担当教員名 椎名 広光 
単位数 2 
教科書 柴⽥望洋著「新版 明解Ｃ言語 入門編」ソフトバンク ISBN:978-4797327922 
アクティブラーニング  
キーワード プログラム, C 言語, アルゴリズム 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特に記入がありませんでした。 
科目名 応用プログラミングⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 カーニハン・リッチー著(石⽥晴久訳)「プログラミング言語Ｃ(改訂第２版)」共

立出版 
授業形態 講義 
注意備考 基本情報技術者試験免除対象科目履修講座の一科目である．受講クラスは学科よ

り指定される．指定されたクラスを受講すること．学科の実習室を利用する講義
なので，他学科・他学部履修は認めない． 

シラバスコード FII1521 
実務経験のある教員  
達成目標 関数，ポインタ，構造体を理解し，再帰処理およびリスト処理を用いたプログラ

ムを作成できること 
受講者へのコメント 習熟度別の一番上位クラスの講義のために、理解が難しいかったようです。これ

でも C 言語の全部の項目を学習できているわけではないので、教員としては憂
慮しています。 

連絡先 椎名研究室／１号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 だいたい理解できたが６０％でしたので、理解が難しいかったようです。 
英文科目名 Advanced Programming I 
関連科目 「応用プログラミング I」と同時に受講すること．「アルゴリズムとデータ構造 I」

を同時に受講するのが望ましい 
次回に向けての改善変更予定 学生の習熟度を考慮して、内容をどこまで勉強させるのか検討しながら講義を進

めたいと思います。 
講義目的 プログラミング基礎に引き続き，C 言語を学ぶ．分岐，反復，配列に加え，関数，

ポインタ，構造体について学ぶ．基本情報処理技術者試験（午後）の問題を解く
のに必要な概念を学ぶ．また，再帰処理やリスト処理のような簡単なアルゴリズ



ムの実装についても扱う．この応用プログラミング I で理論を扱い，応用プログ
ラミング II でその演習を扱う． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 コンピュータ言語とアルゴリズム（基本情報技術者試験免除対象）について

説明する。 
2 回 分岐制御文の演習を実施する。 
3 回 反復制御文の演習を実施する。 
4 回 配列の演習を実施する。 
5 回 文字と文字列の演習を実施する。 
6 回 関数の演習を実施する。 
7 回 引き続き、関数の演習実施する。 
8 回 第７回までのまとめと演習を実施する。 
9 回 構造体の演習を実施する。 
10 回 引き続き構造体の演習を実施する。 
11 回 ポインタの演習を実施する。 
12 回 ポインタと関数の演習を実施する。 
13 回 ポインタと構造体の演習を実施する。 
14 回 再帰処理の演習を実施する。 
15 回 リスト処理の演習を実施する。 

準備学習 1 回 「プログラミング基礎」の内容を確認しておくこと 
2 回 事前学習用に配布したプリントを学習しておくこと 
3 回 事前学習用に配布したプリントを学習しておくこと 
4 回 事前学習用に配布したプリントを学習しておくこと 
5 回 事前学習用に配布したプリントを学習しておくこと 
6 回 事前学習用に配布したプリントを学習しておくこと 
7 回 事前学習用に配布したプリントを学習しておくこと 
8 回 前回までの内容を確認しておくこと 
9 回 事前学習用に配布したプリントを学習しておくこと 
10 回 事前学習用に配布したプリントを学習しておくこと 
11 回 事前学習用に配布したプリントを学習しておくこと 
12 回 事前学習用に配布したプリントを学習しておくこと 
13 回 事前学習用に配布したプリントを学習しておくこと 
14 回 事前学習用に配布したプリントを学習しておくこと 
15 回 事前学習用に配布したプリントを学習しておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FII1522 
成績評価 レポート提出課題２０％、中間試験２０％と定期試験６０％により評価する。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス IA(〜12),IB(〜12) 
見出し FII1522 線形代数 
担当教員名 ⽥中 秀松＊ 
単位数 2 
教科書 入門コース 線形代数／尾崎康弘監修 大⻄誠，佐野公郎著／学術図書出版社 
アクティブラーニング  
キーワード 行列の掃き出し法，１次独立，１次従属，基底，次元, 正規直交化, 固有値, 固

有ベクトル，対角化 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 字が小さいとか、声が聞き取りにくいなどの苦情があったが、それは自身がもっ

と前の席にいどうするとか、教室における学生さん自身一⼈ひとりが、どのくら
い静かにその講義を聴こうかという姿勢も関係すると思います。 

科目名 線形代数 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 やさしく学べる線形代数／石村園子著／共立出版株式会社 
授業形態 講義 
注意備考 基礎数学Ⅰ(必修)の単位を取得しているのが望ましい。 
シラバスコード FII1522 
実務経験のある教員  
達成目標 ベクトルの線形結合，一次独立，一次従属について，これらを抽象的に理解する

だけではなく，行基本変形に基づくアルゴリズムでもある掃き出し法により，具
体的な計算ができるようになること，正規直交ベクトルを用いた計算の意義が理
解できるようになること，及び固有値，固有ベクトルの概念を理解し計算できる
ようになることを目標としている。教科書を自⼒で全て読解できるようになった
かどうかが目標達成の目安になる。 

受講者へのコメント 特にない。 
連絡先 非常勤講師控室 ２５学舎７階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 納得のいく所見であります。改善に努めます。 
英文科目名 Linear Algebra 
関連科目 基礎数学Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定 シラバスの内容に合わせるよう講義しようとすると、例題などの解説が少なくな

り、一方通行の、授業となってしまいがちなので、この点は改善しなければなら
ないと思います。もう少し、講義内容の取捨選択を考えて工夫するつもりです。 

講義目的 ベクトルの線形結合，一次独立，一次従属などベクトル空間の諸概念を学習する。



行列の固有値，固有ベクトル，対角化について理解し，ベクトルの内積に基づく
直交の概念と関連事項を学ぶ。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  行基本変形とランクを解説する。 

2 回  はき出し法１（連立１次方程式）を解説する。 
3 回  はき出し法２（逆行列）を解説する。 
4 回  ベクトル空間を解説する。 
5 回  線形結合と連立方程式を解説する。 
6 回  線形独立と線形従属を解説する。 
7 回  基底と次元を解説する。 
8 回  まとめ(演習課題を解く)、中間とその解説をする。 
9 回  内積を解説する。 
10 回  正規直交基底を解説する。 
11 回  固有値を解説する。 
12 回  固有ベクトルを解説する。 
13 回  行列の対角化１を解説する。 
14 回  行列の対角化２を解説する。 
15 回  全体のまとめを説明する。 

準備学習 1 回 教科書の該当部分を予習しておくこと。 
2 回 該当部分前後の練習問題に取り組んでみること。 
3 回 該当部分前後の練習問題に取り組んでみること。 
4 回 該当部分の説明を良く読んでおくこと。 
5 回 該当部分前後の練習問題に取り組んでみること。 
6 回 該当部分前後の練習問題に取り組んでみること。 
7 回 該当部分前後の練習問題に取り組んでみること。 
8 回 教科書の該当部分とノートとを良く読んでおくこと。 
9 回 該当部分前後の練習問題に取り組んでみること。 
10 回 該当部分前後の練習問題に取り組んでみること。 
11 回 該当部分前後の練習問題に取り組んでみること。 
12 回 該当部分の説明を良く読んでおくこと。 
13 回 該当部分前後の練習問題に取り組んでみること。 
14 回 該当部分前後の練習問題に取り組んでみること。 
15 回 該当部分の練習問題全てを解いてみること。 

 



年度 2012 
授業コード FII1531 
成績評価 課題提出等(40%)と中間試験(20%)，定期試験(40%)によって評価する． 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス IA(〜11),IB(〜11) 
見出し FII1531 応用プログラミングⅠ 
担当教員名 栁 貴久男 
単位数 2 
教科書 明解 C 言語 第１巻 入門編／柴⽥望洋(ソフトバンク) ISBN4-7973-2792-8 
アクティブラーニング  
キーワード プログラム, C 言語, アルゴリズム 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 実習室の狭さについては学科で議論します。 
科目名 応用プログラミングⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プログラム言語 C(改訂第２版)／カーニハン・リッチー(石⽥晴久訳) (共立出版) 

ISBN4-320-02692-6 版)”共立出版 
授業形態 講義 
注意備考 基本情報技術者試験免除対象科目履修講座の一科目である．受講クラスは学科よ

り指定される．指定されたクラスを受講すること．学科の実習室を利用する講義
なので他学科・他学部履修は認めない． 

シラバスコード FII1531 
実務経験のある教員  
達成目標 1. 関数，配列を用いたプログラムを作成できること．2. 構造体の仕組みを理解

し、プログラムを作成できること 3. ポインタの仕組みを理解し、プログラムを
作成できること 

受講者へのコメント 特になし 
連絡先 １号館４階 柳研究室 086-246-9654 yan@hakuto.mis.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし 
英文科目名 Advanced Programming I 
関連科目 「応用プログラミング II」と同時に受講すること．「アルゴリズムとデータ構造

I」を同時に受講するのが望ましい． 
次回に向けての改善変更予定 特になし 
講義目的 プログラミング基礎に引き続き，C 言語を学ぶ．分岐，反復，配列に加え，関数，

ポインタ，構造体について学ぶ．基本情報処理技術者試験（午後）の問題を解く
のに必要な概念を学ぶ．また，再帰処理やリスト処理のような簡単なアルゴリズ
ムの実装についても扱う．この応用プログラミング I で理論を扱い，応用プログ
ラミング II でその演習を行う． 



対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 コンピュータ言語とアルゴリズム（基本情報技術者試験免除対象）の説明を

する 
2 回 プログラム作成，入⼒と計算式の復習をする 
3 回 分岐制御文の復習をする 
4 回 反復制御文の復習をする 
5 回 配列の復習をする 
6 回 配列と反復制御文の復習をする 
7 回 文字列の説明をする 
8 回 第７回までのまとめと中間試験をする 
9 回 配列と文字列の説明をする 
10 回 関数の復習をする 
11 回 複雑な関数の説明をする 
12 回 構造体の説明をする（1 回目） 
13 回 構造体の説明をする（2 回目） 
14 回 ポインタの説明をする（1 回目） 
15 回 ポインタの説明をする（2 回目） 

準備学習 1 回 プログラミング基礎の復習をしておくこと 
2 回 プリントを確認しておくこと 
3 回 プリントを確認しておくこと 
4 回 プリントを確認しておくこと 
5 回 プリントを確認しておくこと 
6 回 プリントを確認しておくこと 
7 回 プリントを確認しておくこと 
8 回 プログラミング基礎，第１回〜第７回の講義の復習をする． 
9 回 プリントを確認しておくこと 
10 回 プリントを確認しておくこと 
11 回 プリントを確認しておくこと 
12 回 プリントを確認しておくこと 
13 回 プリントを確認しておくこと 
14 回 プリントを確認しておくこと 
15 回 プリントを確認しておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FII1532 
成績評価 課題提出(25%)および定期試験(75%)を合わせて評価する。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス IA(〜10),IB(〜10) 
見出し FII1532 統計Ⅱ 
担当教員名 栁 貴久男 
単位数 2 
教科書 理工系確率統計（改訂版）／(中村忠，山本英二) (サイエンス社) ISBN 978-4-7819-

1000-0 
アクティブラーニング  
キーワード 統計的検定・多変量解析 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 統計Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プリント等を配布する 
授業形態 講義 
注意備考 統計 I から引き続いての講義である。統計 I を受講していないものに対して、補

修やプリント配布などの一切の配慮は行わない 
シラバスコード FII1532 
実務経験のある教員  
達成目標 1. 区間推定の考え方を理解し、簡単な推定が行えること 2. 仮説検定の考え方を

理解し、簡単な検定が行えること 3. 回帰分析やクラスタ分析のような多変量解
析が簡単な例について行えること 

受講者へのコメント  
連絡先 １号館４階 柳研究室 086-246-9654 yan@hakuto.mis.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Statistics II 
関連科目 統計 I 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 現在の社会には多くのデータが存在している。この中から意味のある結果を導き

だすための手段が統計学である。この講義ではデータを科学するとの立場から、
検定の考え方とデータを処理するための手法である多変量解析を扱う。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  標本分布 

2 回  信頼区間 
3 回 ⺟平均・⺟比率の信頼区間 



4 回 統計的検定の考え方 
5 回 ⺟平均の検定 
6 回 ⺟比率の検定 
7 回 適合度検定 
8 回 分割表の独立性の検定 
9 回 多変量解析の考え方 
10 回 単回帰分析 
11 回 重回帰分析 
12 回 回帰分析の実践 
13 回 クラスタ分析の理論 
14 回 クラスタ分析の実践 
15 回 その他の多変量解析 

準備学習 1 回  前期の統計 I の復習をしておくこと 
2 回  事前学習用に配布したプリントを学習しておくこと 
3 回 事前学習用に配布したプリントを学習しておくこと 
4 回 事前学習用に配布したプリントを学習しておくこと 
5 回 事前学習用に配布したプリントを学習しておくこと 
6 回 事前学習用に配布したプリントを学習しておくこと 
7 回 事前学習用に配布したプリントを学習しておくこと 
8 回 事前学習用に配布したプリントを学習しておくこと 
9 回 事前学習用に配布したプリントを学習しておくこと 
10 回 事前学習用に配布したプリントを学習しておくこと 
11 回 事前学習用に配布したプリントを学習しておくこと 
12 回 事前学習用に配布したプリントを学習しておくこと 
13 回 事前学習用に配布したプリントを学習しておくこと 
14 回 事前学習用に配布したプリントを学習しておくこと 
15 回 事前学習用に配布したプリントを学習しておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FII1541 
成績評価 講義内課題(20％)、レポート提出(30％)と定期試験(50%)により評価する。成績

評価は 100 点満点で、60 点以上を獲得すれば単位認定とする。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス IA(〜11),IB(〜11) 
見出し FII1541 プログラミング基礎(再) 
担当教員名 木村 宏 
単位数 2 
教科書 明解Ｃ言語 第１巻 入門編／柴⽥望洋／ソフトバンク ISBN4-7973-2792-8 
アクティブラーニング  
キーワード C 言語, プログラミング 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 プログラミング基礎(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プログラム言語Ｃ（改訂第２版）／カーニハン・リッチー（石⽥晴久訳）／共立

出版 ISBN4-320-02692-6 
授業形態 講義 
注意備考 本講義はプログラミングきその再履修生を対象としているので、他学科・他学部

履修は認めない。実習で作成したプログラムや実行結果を記憶するための USB
メモリを事前に用意しておくことを勧める。 

シラバスコード FII1541 
実務経験のある教員  
達成目標 1. 判別・繰り返しの制御文を理解し、それらを利用したプログラムを作成できる

こと。2. 配列を理解し、それらを利用したプログラムを作成できること。3. 関
数の基礎を理解し、それらを利用した簡単なプログラムを作成できること。4. プ
ログラムのデバッグが行える基礎が身につくこと。5．他⼈が作成した基本的な
プログラムの挙動がコンピュータを用いずに理解できること。 

受講者へのコメント  
連絡先 １号館４階 木村研究室 086-256-9624 kimura@mis.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Elementary Programming 
関連科目 応用プログラミング I, II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 一度プログラミング基礎を履修した受講生が、構造化プログラムに適したＣ言語

を再度学ぶので、文法上の詳細より、具体的なプログラミング演習を多く用いて
授業展開を図る。プログラム言語の基礎として、演算子の用い方、制御文（分岐・



反復）、配列および関数の基本に限定して学んでもらう。具体的なプログラム例
としては、最大値の探索などの定石的なアルゴリズムの実現を取り上げ、Ｃ言語
プログラムの理解を深める。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 C 言語についての基礎的な事項（Ｃ言語の特徴、開発の経過など）とＣ言語

の操作環境の解説を行い、コンピュータ実習を通じて操作感覚を取り戻してもら
う。 
2 回 定数計算を中心とした基礎的なプログラムを取り上げ、プログラムの基本
構造や、計算の意味についての理解を得る。簡単なプログラムの作成実習を行う。 
3 回 int 型変数の概念を紹介し、併せてデータの入出⼒操作についてもふれ、プ
ログラムの実用化の範囲を拡大する。 
4 回 Ｃ言語のおける演算と型の概念を導入する。扱う型は int 型と double 型の
基本的な範囲に限定するが、コンピュータにおける演算の仕組みの理解を得る。 
5 回 Ｃプログラムの制御文の第 1 段として、分岐制御文（if 文）を導入する。コ
ンピュータによる判断機能の実現についての理解が得られるよう、基本的な例を
通して学習する。 
6 回 if 文の理解は初心者にとって大きな壁であることがこれまでの経験から分
かっているので、分岐制御文の応用例を実際のプログラミングを通して体得す
る。 
7 回 制御文の第 2 段として、反復制御文（for 文）を取り上げて解説する。自由
度の高い表現が可能な for 文であるが、できるだけ基本的なパタンを取り上げ、
反復処理の理解を深める。 
8 回 前回の for 文に関する応用例を示し、後半では while 文と do〜while 文につ
いてもふれる。 
9 回 今回はデータを集団で取り扱う方法の必要性から入り、配列型の導入を行
う。1 次元配列に限定して、その宣言および参照に関する文法事項を復習説する。
配列の理解が初心者にとっては第 2 の壁であるので、具体例を示して解説する。 
10 回 配列型の取り扱いでは for 文などの反復制御文の利用が不可欠であるので、
具体的なプログラム例を示して、その基本的な使い方の理解を得る。 
11 回 配列型の拡張として多次元配列を紹介する。ここまで来るとかなり複雑な
応用プログラムの作成が可能であるので、プログラム例の学習と実際のプログラ
ミングを通して理解を深める。 
12 回 今回は配列型の応用例に関して、プログラミング実習を行うことで復習を
行う。 
13 回 最後に取り上げるテーマがプログラム構造の拡張である。具体的には関数
の導入を行う。関数に関しては多くの文法事項の理解が必要なので、できるだけ
簡単な例を示しながら、解説を深める。 
14 回 関数の応用として、複数の引数を持つ関数、値を返さない関数など、基本
的な関数の応用例を取り上げ、関数の集合としてのプログラム形式の構成につい
て理解を得る。 
15 回 最終回であるので、Ｃ言語プログラミングの基礎段階に関する総合演習を
行う。 



16 回 定期試験を行う。 
準備学習 1 回 教科書 P.7 で記号の読み方を覚えておくこと。 

2 回 教科書 P.2-6 を予習しておくこと。 
3 回 教科書 P.10-11 を予習しておくこと。 
4 回 教科書 P.18-20 を予習しておくこと。 
5 回 教科書 P.36-38 を予習しておくこと。 
6 回 前回学習したプログラムをもう一度確認しておくこと。 
7 回 教科書 P.68-69 を予習しておくこと。 
8 回 前回学習したプログラムをもう一度確認しておくこと。 
9 回 教科書 P.88-89 を予習しておくこと。 
10 回 教科書 P.90-91 を予習しておくこと。 
11 回 教科書 P.102-103 を予習しておくこと。 
12 回 第 10 回から第 12 回で学習したプログラムをもう一度確認しておくこと。 
13 回 教科書 P.114-117 を予習しておくこと。 
14 回 教前回学習したプログラムをもう一度確認しておくこと。 
15 回 本講義のこれまでの学習内容全般について、もう一度確認しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FII1711 
成績評価 課題提出等(40%)と中間試験(20%)，定期試験(40%)によって評価する． 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス IA(〜11),IB(〜11) 
見出し FII1711 応用プログラミングⅡ 
担当教員名 浅山 泰祐 
単位数 2 
教科書 明解 C 言語 第１巻 入門編／柴⽥望洋(ソフトバンク) ISBN4-7973-2792-8 
アクティブラーニング  
キーワード プログラム, C 言語, アルゴリズム 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 記述がなかったようなので，回答もありません． 
科目名 応用プログラミングⅡ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プログラム言語 C(改訂第２版)／カーニハン・リッチー(石⽥晴久訳) (共立出版) 

ISBN4-320-02692-6 
授業形態 講義 
注意備考 基本情報技術者試験免除対象科目履修講座の一科目である．受講クラスは学科よ

り指定される．指定されたクラスを受講すること．学科の実習室を利用する講義
なので他学科・他学部履修は認めない． 

シラバスコード FII1711 
実務経験のある教員  
達成目標 1. 関数，配列を用いたプログラムを作成できること．2. 構造体の仕組みを理解

し、プログラムを作成できること 3. ポインタの仕組みを理解し、プログラムを
作成できること 

受講者へのコメント 応用プログラミング I と連続開講の講義でした．当科目は，演習主体でしたので，
理解できたのではないかと思います． 

連絡先 １号館４階 柳研究室 086-256-9414 asasemi@mis.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ”項目９）授業の進行と教材の提示について：受講者が多すぎる”：に１名回答し
ています． 
４０名教室に，２０名程度でしたので，十分な広さはあったと思っています． 
コンピュータが目の前に有り，演習主体の科目でしたので，この程度の広さで十
分であったと思います． 

英文科目名 Advanced Programming II 
関連科目 「応用プログラミング I」と同時に受講すること．「アルゴリズムとデータ構造 I」

を同時に受講するのが望ましい． 
次回に向けての改善変更予定 来年度も，応用プログラミング I と連続開講の予定です． 



講義と演習の色分けをどのようなバランスが良いのかは，検討していきたいと思
っています． 

講義目的 プログラミング基礎に引き続き，C 言語を学ぶ．分岐，反復，配列に加え，関数，
ポインタ，構造体について学ぶ．基本情報処理技術者試験（午後）の問題を解く
のに必要な概念を学ぶ．また，再帰処理やリスト処理のような簡単なアルゴリズ
ムの実装についても扱う．この応用プログラミング I で理論を扱い，応用プログ
ラミング II でその演習を行う． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 コンピュータ言語とアルゴリズム（基本情報技術者試験免除対象） 

2 回 入⼒と計算式の演習 
3 回 分岐制御文の演習 
4 回 反復制御文の演習 
5 回 配列と反復制御文の演習 
6 回 関数の演習 
7 回 文字列の演習 
8 回 第７回までのまとめと中間試験 
9 回 配列と文字列の演習 
10 回 複雑な関数の演習 
11 回 関数の演習２ 
12 回 構造体の演習１ 
13 回 構造体の演習２ 
14 回 ポインタの演習１ 
15 回 ポインタの演習２ 

準備学習 1 回 プログラミング基礎の復習をしておくこと 
2 回 実験室の使用方法の復習をしておく． 
3 回 プログラムの作成方法の復習をしておく． 
4 回 分岐制御文の使用法の復習をしておく． 
5 回 反復制御文の使用法の復習をしておく． 
6 回 配列の使用法の復習をしておく． 
7 回 配列と反復制御文の使用法の復習をしておく． 
8 回 プログラミング基礎，第１回〜第７回の講義の復習をする． 
9 回 第１回〜第７回までのプログラム作成方法について復習しておく． 
10 回 配列と文字列の使用法の復習をしておく． 
11 回 関数の使用法の復習をしておく． 
12 回 関数の使用法の復習をしておく． 
13 回 構造体の使用法の復習をしておく． 
14 回 構造体の使用法の復習をしておく． 
15 回 ポインタの使用法の復習をしておく． 

 



年度 2012 
授業コード FII1712 
成績評価 レポートで評価する。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス IA(〜11),IB(〜11) 
見出し FII1712 情報科学概論 
担当教員名 澤見 英男、椎名 広光 
単位数 2 
教科書 プリント等、各教員の指示による。 
アクティブラーニング  
キーワード 情報科学 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報科学概論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 各教員の指示による。 
授業形態 講義 
注意備考 （１）第１回講義で１０分程度進め方などを説明する。 

（２）他学科履修は認めない。 
シラバスコード FII1712 
実務経験のある教員  
達成目標 情報科学全般について理解すること。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Topics of Information Science 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 情報科学の研究室は、統計数理、情報数理、情報システム、情報応用の系列から

なる。各教員が１回づつそれぞれの専門分野を講義し、情報科学全般を概観する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 １回から１５回までの準備学習は各教員の講習内容を調べるようにしておく． 

 



年度 2012 
授業コード FII1721 
成績評価 課題提出(40%)，中間試験(20%)，および定期試験(40%)によって評価する． 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス IA(〜11),IB(〜11) 
見出し FII1721 応用プログラミングⅡ 
担当教員名 椎名 広光 
単位数 2 
教科書 柴⽥望洋著「新版 明解Ｃ言語 入門編」ソフトバンク ISBN:978-4797327922 
アクティブラーニング  
キーワード プログラム, C 言語, アルゴリズム 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特に記入がありませんでした 
科目名 応用プログラミングⅡ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 カーニハン・リッチー著(石⽥晴久訳)「プログラミング言語Ｃ(改訂第２版)」共

立出版 
授業形態 講義 
注意備考 基本情報技術者試験免除対象科目履修講座の一科目である．受講クラスは学科よ

り指定される．指定されたクラスを受講すること．学科の実習室を利用する講義
なので，他学科・他学部履修は認めない． 

シラバスコード FII1721 
実務経験のある教員  
達成目標 関数，ポインタ，構造体を理解し，再帰処理およびリスト処理を用いたプログラ

ムを作成できること 
受講者へのコメント 習熟度別の一番上位クラスの講義のために、理解が難しいかったようです。これ

でも C 言語の全部の項目を学習できているわけではないので、教員としては憂
慮しています。 

連絡先 椎名研究室／１号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 だいたい理解できたが６０％でしたので、理解が難しいかったようです。 
英文科目名 Advanced Programming II 
関連科目 「応用プログラミング I」と同時に受講すること．「アルゴリズムとデータ構造 I」

を同時に受講するのが望ましい 
次回に向けての改善変更予定 学生の習熟度を考慮して、内容をどこまで勉強させるのか検討しながら講義を進

めたいと思います。 
しかし、プログラミング言語の学習として最低限のことは学習させていきたいと
思います。 

講義目的 プログラミング基礎に引き続き，C 言語を学ぶ．分岐，反復，配列に加え，関数，



ポインタ，構造体について学ぶ．基本情報処理技術者試験（午後）の問題を解く
のに必要な概念を学ぶ．また，再帰処理やリスト処理のような簡単なアルゴリズ
ムの実装についても扱う．この応用プログラミング I で理論を扱い，応用プログ
ラミング II でその演習を扱う． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 コンピュータ言語とアルゴリズム（基本情報技術者試験免除対象）について

説明する。 
2 回 分岐制御文の演習を実施する。 
3 回 反復制御文の演習を実施する。 
4 回 配列の演習を実施する。 
5 回 文字と文字列の演習を実施する。 
6 回 関数の演習を実施する。 
7 回 関数の応用演習を実施する。 
8 回 第７回までのまとめと総合演習を実施する。 
9 回 構造体の演習を実施する。 
10 回 構造体の応用演習を実施する。 
11 回 ポインタの演習を実施する。 
12 回 ポインタと関数の演習を実施する。 
13 回 ポインタと構造体の演習を実施する。 
14 回 再帰処理の演習を実施する。 
15 回 リスト処理の演習を実施する。 

準備学習 1 回 「プログラミング基礎」の内容を確認しておくこと 
2 回 事前学習用に配布したプリントを学習しておくこと 
3 回 事前学習用に配布したプリントを学習しておくこと 
4 回 事前学習用に配布したプリントを学習しておくこと 
5 回 事前学習用に配布したプリントを学習しておくこと 
6 回 事前学習用に配布したプリントを学習しておくこと 
7 回 事前学習用に配布したプリントを学習しておくこと 
8 回 前回までの内容を確認しておくこと 
9 回 事前学習用に配布したプリントを学習しておくこと 
10 回 事前学習用に配布したプリントを学習しておくこと 
11 回 事前学習用に配布したプリントを学習しておくこと 
12 回 事前学習用に配布したプリントを学習しておくこと 
13 回 事前学習用に配布したプリントを学習しておくこと 
14 回 事前学習用に配布したプリントを学習しておくこと 
15 回 事前学習用に配布したプリントを学習しておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FII1722 
成績評価 演習、期末テストより評価する。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス IA(〜10),IB(〜10) 
見出し FII1722 応用データベース 
担当教員名 劉 渤江 
単位数 2 
教科書 資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード RDBMS、SQL、Oracle 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 応用データベース 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「データベース」科目の教科書 
授業形態 講義 
注意備考 （１）実験室を使用する講義で受講制限をすることがある。 

（２）他学科・他学部履修は認めません。 
シラバスコード FII1722 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）リレーショナルデータモデルを深く理解する。 

（２）SQL 言語を用いて、様々な問合せを作成できる。 
受講者へのコメント  
連絡先 劉渤江研究室 １５号館３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Database 
関連科目 データベース 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 Oracle Database はリレーショナルデータベースマネージメントシステム

（RDBMS）のことであり、幅広く利用されている商用 RDBMS である。本講義
では Oracle Database 10g を使用して、演習を通じて Oracle SQL 言語を学ぶ。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 データベースに関連する基礎知識 

2 回 Oracle データベース管理システムの使用環境 
3 回 表のデータの指定 
4 回 条件による問合せ、ソート 
5 回 単一行関数 



6 回 グループ関数（１） 
7 回 グループ関数（２） 
8 回 複数表の問合せ（１） 
9 回 複数表の問合せ（２） 
10 回 副問合せ（１） 
11 回 副問合せ（２） 
12 回 総合演習 
13 回 リレーショナルデータモデル 
14 回 データベース管理システム 
15 回 まとめ 

準備学習 1 回 データベースで学んだ知識を復習しておく． 
2 回 Oracle データベースのことを調べておく． 
3 回 リレーションの関連知識を復習しておく． 
4 回 SQL のことを復習しておく． 
5 回 ４回目の授業内容を復習しておく． 
6 回 集合およびそれに関連する基本処理を復習しておく． 
7 回 ６回目の授業内容を復習しておく． 
8 回 集合の直積演算を復習しておく． 
9 回 ８回目の授業内容を復習しておく 
10 回 ４回から７回までの授業内容を復習しておく． 
11 回 １０回目の授業内容を復習しておく 
12 回 ４回から１１回までの授業内容を復習しておく． 
13 回 学んだデータベースの基本概念を復習しておく． 
14 回 関連内容を調べるようにしておく． 
15 回 半期の授業内容を復習しておく． 

 



年度 2012 
授業コード FII1731 
成績評価 課題提出等(40%)と中間試験(20%)，定期試験(40%)によって評価する． 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス IA(〜11),IB(〜11) 
見出し FII1731 応用プログラミングⅡ 
担当教員名 栁 貴久男 
単位数 2 
教科書 明解 C 言語 第１巻 入門編／柴⽥望洋(ソフトバンク) ISBN4-7973-2792-8 
アクティブラーニング  
キーワード プログラム, C 言語, アルゴリズム 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特になし 
科目名 応用プログラミングⅡ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プログラム言語 C(改訂第２版)／カーニハン・リッチー(石⽥晴久訳) (共立出版) 

ISBN4-320-02692-6 版)”共立出版 
授業形態 講義 
注意備考 基本情報技術者試験免除対象科目履修講座の一科目である．受講クラスは学科よ

り指定される．指定されたクラスを受講すること．学科の実習室を利用する講義
なので他学科・他学部履修は認めない． 

シラバスコード FII1731 
実務経験のある教員  
達成目標 1. 関数，配列を用いたプログラムを作成できること．2. 構造体の仕組みを理解

し、プログラムを作成できること 3. ポインタの仕組みを理解し、プログラムを
作成できること 

受講者へのコメント 特になし 
連絡先 １号館４階 柳研究室 086-246-9654 yan@hakuto.mis.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし 
英文科目名 Advanced Programming II 
関連科目 「応用プログラミング II」と同時に受講すること．「アルゴリズムとデータ構造

I」を同時に受講するのが望ましい． 
次回に向けての改善変更予定 特になし 
講義目的 プログラミング基礎に引き続き，C 言語を学ぶ．分岐，反復，配列に加え，関数，

ポインタ，構造体について学ぶ．基本情報処理技術者試験（午後）の問題を解く
のに必要な概念を学ぶ．また，再帰処理やリスト処理のような簡単なアルゴリズ
ムの実装についても扱う．この応用プログラミング I で理論を扱い，応用プログ
ラミング II でその演習を行う． 



対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 コンピュータ言語とアルゴリズム（基本情報技術者試験免除対象）の説明を

する 
2 回 プログラム作成，入⼒と計算式の復習の演習をする 
3 回 分岐制御文の復習の演習をする 
4 回 反復制御文の復習の演習をする 
5 回 配列の復習の演習をする 
6 回 配列と反復制御文の復習の演習をする 
7 回 文字列の演習をする 
8 回 第７回までのまとめの演習と中間試験をする 
9 回 配列と文字列の演習をする 
10 回 関数の復習の演習する 
11 回 複雑な関数の演習をする 
12 回 構造体の演習をする（1 回目） 
13 回 構造体の演習をする（2 回目） 
14 回 ポインタの演習をする（1 回目） 
15 回 ポインタの演習をする（2 回目） 

準備学習 1 回 プログラミング基礎の復習をしておくこと 
2 回 プリントを確認しておくこと 
3 回 プリントを確認しておくこと 
4 回 プリントを確認しておくこと 
5 回 プリントを確認しておくこと 
6 回 プリントを確認しておくこと 
7 回 プリントを確認しておくこと 
8 回 プログラミング基礎，第１回〜第７回の講義の復習をする． 
9 回 プリントを確認しておくこと 
10 回 プリントを確認しておくこと 
11 回 プリントを確認しておくこと 
12 回 プリントを確認しておくこと 
13 回 プリントを確認しておくこと 
14 回 プリントを確認しておくこと 
15 回 プリントを確認しておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FII1741 
成績評価 各回に行う小テスト(30%)，課題提出(20%)の平常点と定期試験(50%)により評

価する．合計で 60%未満は不合格とする。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス IA(〜10),IB(〜10) 
見出し FII1741 代数演習Ⅰ(再) 
担当教員名 河野 敏行 
単位数 2 
教科書 読んで楽しむ代数学／加藤明史／現代数学社 
アクティブラーニング  
キーワード 集合論，整数，複素数 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 代数演習Ⅰ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する． 
授業形態 演習 
注意備考 講義資料は各回ごとにパワーポイントの資料を配布する．同時にインターネット

を利用し，研究室のホームページから資料がダウンロードできるようにしてお
く． 

シラバスコード FII1741 
実務経験のある教員  
達成目標 代数学の基本的な考え方を理解し、集合の考えを身につける。 
受講者へのコメント  
連絡先 15 号館 4 階 河野敏行研究室 086-256-9603 kohno@mis.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Exercise on Algebra I 
関連科目 代数Ⅰ、代数Ⅱ、代数演習Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 代数学の基本的な考えを学ぶことが講義の目的である。整数、多項式などについ

て考察をすることで、群・環・体の基本的な理論展開を学び、具体的な例により
その基本を習得する． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 数学の歴史を紹介し、記号の利用法、数字や計算について説明し、簡単な記

号の利用についての演習をする。 
2 回 集合の意味を説明し、集合の定義の仕方，その集合の包含関係や演算の仕方
について演習をする。 



3 回 数学的帰納法の仕組みと証明の例題を解説し、演習をする。 
4 回 集合の演算そして群の公理を解説し、演習をする。 
5 回 結合律とカタラン数の関係について解説し、演習をする。 
6 回 群表とクラインの 4 元群について解説し、演習をする。 
7 回 群表の作成についての演習をする。これまでの講義内容をまとめて、中間演
習をする。 
8 回 中間演習の確認をする。そして集合，亜群，半群，モノイド，群について解
説する。 
9 回 環と体について説明をし、環についての演習をする。 
10 回 環と体について説明をし、体についての演習をする。 
11 回 ブール環について説明し、演習をする。 
12 回 ハミルトンの 4 元数について説明し、演習をする。 
13 回 複素数、１の原始 3 乗根、極形式について説明し、演習をする。 
14 回 1 の n 乗根についての演習をする。 
15 回 群・環・体についての復習をし、演習をする。 

準備学習 1 回 教科書 第 1 話を読み，記号法の発展を中心とした数学史について調べて
おくこと． 
2 回 教科書 第 2 話を読み，集合の定義，包含関係，集合の演算について調べ，
ド・モルガンの法則が成り立つことを証明しておくこと． 
3 回 教科書 第 3 話を読み，数学的帰納法について調べておくこと． 
4 回 教科書 第 4 話を読み，群の公理について調べておくこと． 
5 回 教科書 第 5 話を読み，オイラーの問題について理解できるように調べて
おくこと． 
6 回 教科書 第 6 話を読み，巡回群とその生成元について調べておくこと． 
7 回 教科書を読み返し，数学的帰納法，群の公理を中心に理解を深めること． 
8 回 演習問題を復習し，理解を深めておくこと． 
9 回 教科書 第 7 話を読み，体と環の公理について調べておくこと． 
10 回 教科書 第 7 話を読み，剰余類，剰余体について調べておくこと． 
11 回 教科書 第 8 話を読み，べき集合とブール環の表現について調べておくこ
と． 
12 回 教科書 第 9 話を読み，形式不易の原理，アーベルの定理について理解し
ておくこと． 
13 回 教科書 第 10 話を読み，オイラーの公式について調べておくこと． 
14 回 教科書 第 10 話を読み，1 の n 乗根について調べておくこと． 
15 回 教科書を読み，群，環，体の公理を調べておくこと． 

 



年度 2012 
授業コード FII1911 
成績評価 課題提出・課題発表の平常点(40%)、中間試験(25%)、定期試験(35%)により評

価する。 
曜日時限 月曜日 9・10 時限 
対象クラス IA(〜10),IB(〜10) 
見出し FII1911 教職数学Ⅰ 
担当教員名 菅野 幸夫 
単位数 2 
教科書 プリント（資料）を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 整式、２次方程式、三角比、数列、集合、確率 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 教職数学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 高校数学教科書、高校数学学習指導要領、教職試験数学問題集 
授業形態 講義 
注意備考 教職の分野を目指す受講生向けの実践的な内容となる。 
シラバスコード FII1911 
実務経験のある教員  
達成目標 高校数学の教育目標、指導方法についての基本的な事項を身につけ、実践的な指

導を可能とする能⼒をつけること。 
受講者へのコメント  
連絡先 菅野幸夫研究室 １５号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mathematics of Teaching Profession I 
関連科目 基礎解析 I・II を履修していることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 高校数学の内容の特徴やその指導方法について、具体的事例を取り上げながら解

説する。必要に応じて指導法の演習を行う。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  整式の計算の指導の演習 

2 回  １次不等式の指導 
3 回  ２次方程式の指導 
4 回  ２次関数の指導 
5 回  三角比の指導 
6 回  正弦定理と余弦定理の指導 



7 回  図形の計量の指導 
8 回  中間試験 
9 回  等差・等比数列の指導 
10 回  数列の和の指導 
11 回  漸化式と数学的帰納法の指導 
12 回  集合と論理の指導 
13 回  順列・組合せの指導 
14 回  確率の指導 
15 回  確率の指導２ 

準備学習 1 回 シラバスを確認し学習の過程を把握しておくこと． 
2 回 整式の計算の復習をしておくこと． 
3 回 １次不等式の復習をしておくこと． 
4 回 ２次方程式の復習をしておくこと． 
5 回 ２次関数の復習をしておくこと． 
6 回 三角比の復習をしておくこと． 
7 回 正弦定理と余弦定理の復習をしておくこと． 
8 回 演習問題を復習しておくこと． 
9 回 図形の計量の復習をしておくこと． 
10 回 等差・等比数列の復習をしておくこと． 
11 回 数列の和の復習をしておくこと． 
12 回 漸化式と数学的帰納法の復習をしておくこと． 
13 回 集合と論理の復習をしておくこと． 
14 回 順列・組合せの復習をしておくこと． 
15 回 確率の復習をしておくこと． 

 



年度 2012 
授業コード FII1912 
成績評価 毎回の課題（２０％）、定期試験（８０％）により評価する。 
曜日時限 月曜日 9・10 時限 
対象クラス IA(〜10),IB(〜10) 
見出し FII1912 応用プログラミングⅢ(再) 
担当教員名 菅野 幸夫 
単位数 2 
教科書 関数プログラミング教科書／赤間世紀／工学社 
アクティブラーニング  
キーワード Common Lisp、関数型プログラミング言語、帰納法、再帰関数 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 応用プログラミングⅢ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 資料を配布する。 
授業形態 演習 
注意備考 プログラミングスキルは実際にプログラムを組むことで向上する。講義終了後、

教科書、配布資料の練習問題をプログラムすること。 
シラバスコード FII1912 
実務経験のある教員  
達成目標 LISP 言語によるプログラミングにおいて以下の内容を理解・習得する。１．LISP

言語のプログラムは関数呼び出しのネスト構造として作られる。２．LISP 言語
のプログラムソースはリストである。３．帰納法に基づくアルゴリズムは再帰関
数により実現される。 

受講者へのコメント  
連絡先 菅野幸夫研究室（１５号館４階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Programming III 
関連科目 プログラミング基礎、応用プログラミング I、応用プログラミング II、Web プロ

グラミング I、Web プログラミング II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 関数型プログラミング言語である Common Lisp プログラミングの基礎を学ぶ。

帰納法に基づく再帰関数について実際のプログラミングを通して理解を深める。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Allegro Common Lisp の操作 

2 回 LISP 言語の関数呼び出し 
3 回 LISP 式の構成 



4 回 LISP 関数の定義 
5 回 リスト 
6 回 リストを操作する関数 
7 回 論理値と述語 
8 回 条件式 
9 回 let 式 
10 回 入出⼒関数 
11 回 計数反復 
12 回 リスト反復 
13 回 数値再帰 
14 回 リスト再帰 
15 回 クイックソート 

準備学習 1 回 シラバスを確認し、講義内容から選択する科目であるか考えておく。 
2 回 LISP 言語の関数呼び出しと通常の関数呼び出しの書き方の違いを把握して
おく。 
3 回 LISP 式とは何か？、ネスト構造を持つ LISP 式の構成について理解してお
く。 
4 回 defun による LISP 言語の関数定義の書き方を調べておく。 
5 回 LISP 言語においてリストとは何か？、ネスト構造を持つリストについて理
解しておく。 
6 回 LISP 言語に準備準備されているリストを操作する関数について調べてお
く。 
7 回 LISP 言語における真偽値の表現方法、述語とは何か？、LISP 言語に準備さ
れている述語について調べておく。 
8 回 if 式、cond 式の書き方を理解しておく。 
9 回 let 式の書き方、働きを調べておく。 
10 回 LISP 言語に準備されている入出⼒関数について調べておく。 
11 回 loop と return を使った繰り返しの仕組みについて調べておく。 
12 回 計数反復とリスト反復の違いを理解しておく。 
13 回 原始帰納法とはどのような考え方か調べておく。 
14 回 数理再帰とリスト再帰の違いを理解しておく。 
15 回 クイックソートについて調べておく。 

 



年度 2012 
授業コード FII2111 
成績評価 毎回講義後に行う小テスト(30%)，中間試験(25%)，定期試験(45%)により評価

する． 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス IA(〜12),IB(〜12) 
見出し FII2111 基礎解析Ⅰ 
担当教員名 栁 貴久男 
単位数 2 
教科書 理工系入門 微分積分／石原繁，浅野重初(裳華房) 
アクティブラーニング  
キーワード 数列，級数，極限，連続，導関数，指数関数，対数関数，三角関数 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特になし 
科目名 基礎解析Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 とくになし 
授業形態 講義 
注意備考 クラス分けは教員から指示する．指定されたクラスを履修すること．演習問題を

多く解くことが理解につながる．講義のあったその日の内にノートを整理し，復
習することが望ましい． 

シラバスコード FII2111 
実務経験のある教員  
達成目標 1, 数列の極限を理解すること。2. 関数の極限・連続性を理解すること 3. 関数の

微分を理解し、様々な関数の微分ができるようになること． 
受講者へのコメント 特になし 
連絡先 １号館４階 柳研究室 086-246-9654, yan@hakuto.mis.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし 
英文科目名 Basic Calculus I 
関連科目 基礎解析 II 
次回に向けての改善変更予定 特になし 
講義目的 高校で学んだ数列と関数について整理・復習しつつ，関数の極限，連続性や微分

可能性について学び．幾何学的な理解を深める．さらに，三角関数，指数関数，
対数関数など代表的な初等関数の導関数の導出について学ぶ．また，合成関数の
微分や高階導関数についても学ぶ． 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 数列について説明・演習をする 

2 回 数列の和について説明・演習をする 



3 回 数列の極限について説明・演習をする 
4 回 級数について説明・演習をする 
5 回 関数の極限について説明・演習をする 
6 回 右側極限値と左側極限値について説明・演習をする 
7 回 関数の連続性について説明・演習をする 
8 回 第 7 回までのまとめと中間試験をする 
9 回 平均変化率と微分係数について説明・演習をする 
10 回 導関数について説明・演習をする 
11 回 導関数の公式について説明・演習をする 
12 回 合成関数の微分法について説明・演習をする 
13 回 指数関数・対数関数の微分法について説明・演習をする 
14 回 三角関数と弧度法について説明・演習をする 
15 回 三角関数の微分について説明・演習をする 

準備学習 1 回 高校の教科書などで数列について確認しておくこと 
2 回 配布したプリントの問題を解いておくこと 
3 回 配布したプリントの問題を解いておくこと 
4 回 配布したプリントの問題を解いておくこと 
5 回 配布したプリントの問題を解いておくこと 
6 回 配布したプリントの問題を解いておくこと 
7 回 配布したプリントの問題を解いておくこと 
8 回 配布したプリントの問題を解いておくこと 
9 回 配布したプリントの問題を解いておくこと 
10 回 配布したプリントの問題を解いておくこと 
11 回 配布したプリントの問題を解いておくこと 
12 回 配布したプリントの問題を解いておくこと 
13 回 配布したプリントの問題を解いておくこと 
14 回 配布したプリントの問題を解いておくこと 
15 回 配布したプリントの問題を解いておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FII2112 
成績評価 各回に行う小テスト(30%)とレポート(20%)と、定期試験(50％)の結果により評

価し、合計 60％以上で合格とする。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス IA(〜12),IB(〜12) 
見出し FII2112 基礎数学Ⅱ 
担当教員名 河野 敏行 
単位数 2 
教科書 リメディアル大学の基礎数学／小寺平治／裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード 関数、極限、微分、積分 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「特になし」「楽しかった」をいただきました．今後も楽しく学習できる場を作っ

ていきたいと思います． 
科目名 基礎数学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 理工系入門 微分積分／石原繁，浅野重初／裳華房 
授業形態 講義 
注意備考 基礎解析 I の内容の理解が不十分な学生に勧める。配布資料はインターネットを

利用し，研究室のホームページからダウンロードできるようにしておく。 
シラバスコード FII2112 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)さまざまな関数を理解し、グラフを書くことができる。 

(2)微分の公式を理解し、さまざまな関数の微分ができる。 
(3)関数の極限の公式を導出することができる。 
(4)微積分の基本を理解し、その応用ができる。 

受講者へのコメント 学習を楽しくなるように進めたが，もう少しテストに反映されるように促した
い． 

連絡先 15 号館 4 階 河野敏行研究室 086-256-9603 kohno@mis.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業時間外学習として，30 分以上取り組んだ学生が，6 割以上ということで，ふ
だんのレポートで多少なりとも頑張っている様子が伺えた．今後もレポート等に
頑張って欲しい． 

英文科目名 Mathematics II 
関連科目 基礎解析 I 
次回に向けての改善変更予定 毎回の講義での提出物をしっかり管理して，普段の理解を把握して講義したいと

思う． 
講義目的 大学で扱う数学の基礎として、数列の極限の意味、関数の微分などしっかり学習



し理解することを目的とする。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 式計算について復習をする． 

2 回 関数に関する基本事項の確認と分数関数、無理関数などの基本的な関数の
理解とグラフの描画について学習する。 
3 回 指数関数と指数計算、そしてそのグラフについて説明する。 
4 回 対数関数とそのグラフについて説明する。 
5 回 三角関数の基本公式について説明する。 
6 回 三角関数に関する定理について説明する。 
7 回 さまざまな関数に関して演習する。 
8 回 数列と級数について解説する。 
9 回 関数の極限値の計算方法について解説する。 
10 回 関数の極限値の計算方法について解説する。 
11 回 微分係数と導関数について解説する。 
12 回 微分の基本公式について解説する。 
13 回 微分の応用（ライプニッツの微分公式，ロピタルの定理，媒介変数の微分）
について解説する。 
14 回 微積分学の基本定理について解説する。 
15 回 これまでの復習と各種問題の解説をする。 

準備学習 1 回 教科書全体を確認し、式の計算を読んでおくこと。補充問題（第 1 章）をレ
ポートとする。 
2 回 教科書 第 2 章を読んでおくこと． 
3 回 教科書 第 2 章を読んでおくこと。とくに指数関数について読んでおくこ
と。 
4 回 教科書 第 2 章を読んでおくこと。とくに対数関数について読んでおくこ
と。 
5 回 三角関数と性質について調べておくこと。 
6 回 第 1 回から第 5 回までを復習しておくこと。 
7 回 さまざまな関数に関するのグラフについて調べておくこと。補充問題（第 2
章）をレポートとする。 
8 回 関数の極限が存在する条件について調べ、極限の計算における公式を調べ
ておくこと。 
9 回 教科書 第 3 章を読み，基本的な事項を調べておくこと。 
10 回 教科書 第 3 章を読み、微分の意味について理解しておくこと。 
11 回 教科書 第 3 章第 9 節を読み、基本事項を確認すること。 
12 回 微分の各基本公式が導出できるように復習しておくこと。 
13 回 微分について復習し、レポートとしてまとめること。 
14 回 定積分と不定積分について調べておくこと。 
15 回 関数の微積分について復習しておくこと。補充問題（第 3 章）をレポート
とする。 

 



年度 2012 
授業コード FII2121 
成績評価 課題提出（３０％）、中間試験（２５％）、定期試験（４５％）により評価する。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス IA(〜12),IB(〜12) 
見出し FII2121 基礎解析Ⅰ 
担当教員名 菅野 幸夫 
単位数 2 
教科書 石原繁・浅野重初共著「理工系入門 微分積分」裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード 極限、連続関数、微分可能性、導関数、合成関数、指数関数、対数関数、三角関

数 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 基礎解析Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 佐野公郎著「数学基礎」学術図書出版 
授業形態 講義 
注意備考 演習問題を多く徳ことが理解につながる。講義のあった日にノートを整理し、練

習問題を解き復習することが望ましい。クラス分けは教員が指示する。指定され
たクラスを履修すること。 

シラバスコード FII2121 
実務経験のある教員  
達成目標 関数に関する極限、連続、微分の概念を理解する。初等関数の微分の計算を身に

付ける。 
受講者へのコメント  
連絡先 菅野幸夫研究室 １５号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Basic Calculus I 
関連科目 基礎解析 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 高校で学んだ数列と関数について整理・復習しながら関数の極限、連続性、微分

可能性について学ぶ。三角関数、指数関数、対数関数などの初等関数の導関数の
導出について学ぶ。合成関数の微分や高階導関数について学ぶ。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 数列と極限 
3 回 級数 



4 回 関数の極限と連続性 
5 回 導関数 
6 回 接線 
7 回 微分公式 
8 回 中間試験 
9 回 合成関数の微分法 
10 回 指数関数と対数関数 
11 回 指数関数の微分 
12 回 対数関数の微分 
13 回 弧度法と三角関数の公式 
14 回 三角関数の微分 
15 回 逆三角関数の微分 

準備学習 1 回 シラバス、教科書を確認し、学習の流れを把握しておく。 
2 回 具体的な数列に対し極限とはどのようなものか調べておく。 
3 回 数列と極限に関する練習問題を解いておく。 
4 回 関数とは何か、関数の連続性とは何か調べておく。 
5 回 導関数とは何か調べておく。 
6 回 微分係数と接線の傾きの関係を調べておく。 
7 回 微分法に関する公式について調べておく。 
8 回 第１回〜第７回の内容を復習し練習問題を解いておく。 
9 回 関数の合成について調べておく。 
10 回 逆関数について調べておく。 
11 回 指数関数に関して成り立つ公式を調べておく。 
12 回 対数関数に関して成り立つ公式を調べておく。 
13 回 三角関数について復習しておく。 
14 回 三角関数に関して成り立つ公式を復習しておく。 
15 回 逆関数について調べておく。 

 



年度 2012 
授業コード FII2131 
成績評価 各回に行う小テスト(30%)，課題提出(20%)の平常点と定期試験(50%)により評

価する．合計で 60%未満は不合格とする。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス IA(〜11),IB(〜11) 
見出し FII2131 代数Ⅰ 
担当教員名 河野 敏行 
単位数 2 
教科書 読んで楽しむ代数学／加藤明史／現代数学社 
アクティブラーニング  
キーワード 集合論，整数，複素数 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 代数Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する． 
授業形態 講義 
注意備考 講義資料は各回ごとにパワーポイントの資料を配布する．同時にインターネット

を利用し，研究室のホームページから資料がダウンロードできるようにしてお
く． 

シラバスコード FII2131 
実務経験のある教員  
達成目標 代数学の基本的な考え方を理解し、集合の考えを身につける。 
受講者へのコメント  
連絡先 15 号館 4 階 河野敏行研究室 086-256-9603 kohno@mis.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Algebra I 
関連科目 代数Ⅰ、代数Ⅱ、代数演習Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 代数学の基本的な考えを学ぶことが講義の目的である。整数、多項式などについ

て考察をすることで、群・環・体の基本的な理論展開を学び、具体的な例により
その基本を習得する． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 数学の歴史を紹介し、記号の利用法、数字や計算について説明し、簡単な記

号の利用について解説をする。 
2 回 集合の意味を説明し、集合の定義の仕方，その集合の包含関係や演算の仕方
について解説をする。 



3 回 数学的帰納法の仕組みと証明の例題を解説する。 
4 回 集合の演算そして群の公理を解説する。 
5 回 結合律とカタラン数の関係について解説する。 
6 回 群表とクラインの 4 元群について解説する。 
7 回 群表の作成についての演習をする。これまでの講義内容をまとめて、中間演
習をする。 
8 回 中間演習の確認をする。そして集合，亜群，半群，モノイド，群について解
説する。 
9 回 環と体について説明をし、環について解説する。 
10 回 環と体について説明をし、体について解説する。 
11 回 ブール環について解説する。 
12 回 ハミルトンの 4 元数について解説する。 
13 回 複素数、１の原始 3 乗根、極形式について解説する。 
14 回 1 の n 乗根について解説する。 
15 回 群・環・体についての復習をし、演習をする。 

準備学習 1 回 教科書 第 1 話を読み，記号法の発展を中心とした数学史について調べて
おくこと． 
2 回 教科書 第 2 話を読み，集合の定義，包含関係，集合の演算について調べ，
ド・モルガンの法則が成り立つことを証明しておくこと． 
3 回 教科書 第 3 話を読み，数学的帰納法について調べておくこと． 
4 回 教科書 第 4 話を読み，群の公理について調べておくこと． 
5 回 教科書 第 5 話を読み，オイラーの問題について理解できるように調べて
おくこと． 
6 回 教科書 第 6 話を読み，巡回群とその生成元について調べておくこと． 
7 回 教科書を読み返し，数学的帰納法，群の公理を中心に理解を深めること． 
8 回 演習問題を復習し，理解を深めておくこと． 
9 回 教科書 第 7 話を読み，体と環の公理について調べておくこと． 
10 回 教科書 第 7 話を読み，剰余類，剰余体について調べておくこと． 
11 回 教科書 第 8 話を読み，べき集合とブール環の表現について調べておくこ
と． 
12 回 教科書 第 9 話を読み，形式不易の原理，アーベルの定理について理解し
ておくこと． 
13 回 教科書 第 10 話を読み，オイラーの公式について調べておくこと． 
14 回 教科書 第 10 話を読み，1 の n 乗根について調べておくこと． 
15 回 教科書を読み，群，環，体の公理を調べておくこと． 

 



年度 2012 
授業コード FII21A2 
成績評価 課題(15％)・小テスト(15％)・期末試験(70％)による。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス IA(〜10),IB(〜10) 
見出し FII21A2 幾何Ⅱ 
担当教員名 山崎 正之 
単位数 2 
教科書 毎回、プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 単体、単体的複体、ベッチ数、オイラー標数 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 分かりやすい授業だったというコメントをいただいた。難しい部分の証明をしな

かったので、そのような感想になったかもしれません。できれば教科書に書いて
あっても授業でやらなかった部分に、自⼒で取り組んでみるような積極性があっ
てもいいと思います。 

科目名 幾何Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 線形代数からホモロジーへ／河内明夫／培風館 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FII21A2 
実務経験のある教員  
達成目標 図形のベッチ数やオイラー標数の計算ができるようになること。 
受講者へのコメント 免許に必須の科目ではなくて、本当に勉強したいひとたちが集まっていたと思い

ます。ただ、自宅での学習時間は少し少なめかなと思います（ほとんどが３０分
以下）。宿題を出さなくてももう少し勉強時間を増やすといいと思います。 

連絡先 ２０号館５Ｆ 山崎正之研究室 masayuki＠das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ３／４以上の⼈が授業の目標をだいたい達成できた、もしくは達成できたとして
いるので、満足できる結果だったと思う。満足度も一⼈を除き、満足もしくはほ
ぼ満足であった。これは受講生が少なかったため、受講者の理解度に沿って進度
の調整ができたためだと思う。 

英文科目名 Geometry II 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 小テストは役に立ったようなので、毎回実施したい。 
講義目的 実係数単体的ホモロジーの理論の基礎を解説する。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 線分・三角形における重心座標について解説する。 



2 回 三角形における重心座標の応用について解説する。 
3 回 四面体における重心座標について解説する。 
4 回 単体と辺単体の概念を導入する。 
5 回 単体的複体の概念について説明する。 
6 回 単体的複体とその表す図形の関係について説明する。 
7 回 単体の向きの概念を導入する。 
8 回 鎖複体(1) 鎖複体の概念を導入する。 
9 回 鎖複体(2) 鎖複体の例を解説する。 
10 回 線形写像の核と像について復習する。 
11 回 行列の行基本変形と階数の計算方法について説明する。 
12 回 ホモロジー群やベッチ数について解説する。 
13 回 ベッチ数の計算をさまざまな例を通じて説明する。 
14 回 写像とホモロジー群の関係について解説し、ベッチ数が図形を区別するた
めの道具になることを説明する。 
15 回 オイラー標数の概念を導入し、種々の図形で計算を行う。 

準備学習 1 回 ベクトルを用いた内分点の公式を思い出してくること。 
2 回 重心座標を求めること、また重心座標から点を求めることができるように
しておくこと。 
3 回 前回のプリントの課題を解いてくること。 
4 回 一次独立の概念を復習しておくこと。 
5 回 与えられた単体の辺単体が求められるようにしておくこと。 
6 回 複体の条件を憶えてくること。 
7 回 置換の符号について復習してくること。 
8 回 線形写像の定義を思い出してくること。 
9 回 線形空間の基底の概念について復習してくること。 
10 回 線形写像と行列の関係を復習してくること。 
11 回 階数の計算方法を調べてくること。 
12 回 行列の階数の計算課題を解いておくこと。 
13 回 与えられた図形の p 次元ホモロジー群の次元の計算手順を復習しておくこ
と。 
14 回 連続写像の概念を思い出しておくこと。 
15 回 色々の図形を三角形分割してみること。 

 



年度 2012 
授業コード FII2311 
成績評価 毎回の小テスト 30%，期末試験 70%． 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス IA(〜11),IB(〜11) 
見出し FII2311 Web 技術 
担当教員名 北川 文夫 
単位数 2 
教科書 毎回プリントを配布する予定． 
アクティブラーニング  
キーワード WWW,W3C,HTTP,HTML,XHTML,XML,RDF,SVG,CSS,ブラウザ，WWW サー

バ，perl,PHP,Java,JavaScript,Ajax,CGI,フレームワーク 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 無線 LAN が接続できる教室で講義できるように，配慮したい． 
科目名 Web 技術 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特に指定しない． 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FII2311 
実務経験のある教員  
達成目標 ・WWW の経緯と標準化組織 W3C がどのようなものであるか，言うことができ

る．・HTTP プロトコルと HTML での通信方法を言うことができる．・ブラウザ
の仕組みが言え，どのような種類があるか言える．・WWW サーバの機能が言え，
どのような種類があるか言える．・ブラウザで動作するプログラミング言語の簡
単なものを作ることができる．・WWW サーバで動作するプログラミング言語の
簡単なものを作ることができる． 

受講者へのコメント 学生の不満の原因の一つに無線 LAN がつながらない問題がある．情報処理セン
ターに伝えたときは問題ないと回答され，実際調べてくださいと申し込んでやっ
と調べたが，問題解決されず，学生に実例を見せることができなかった． 

連絡先 北川文夫研究室 1 号館 4 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 [C]5 授業の目標達成では「できた」15％，「だいたいできた」45％，「半分程度
できた」25％，「少しできた」10％，「できなかった」4％でした．概ね「できた」
としているので安した一方，「できなかった」という回答もあり，工夫の余地があ
るように思われる． 
 満足度は「満足」37％，「ほぼ満足」33％，「普通」29％だったので目標達成で
きなくても不満ではなかったと思われる． 

英文科目名 Web Technologies 



関連科目 Web プログラミング I,II,III，Web 技術 II，Web デザイン 
次回に向けての改善変更予定 無線 LAN が接続できる教室で講義できるように，配慮したい． 
講義目的 この講義では，Web に関連する様々な技術を取り上げ，歴史的な開発経緯から標

準化がどのように進められてきたか，また，Web 全体がどのような仕組みででき
ているかが分かることを目的とする． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  WWW の誕生と経緯を説明し，WWW の必要性がどこから生まれたかを説

明する． 
2 回  標準化組織 W3C の目標と役割について解説する． 
3 回  HTML の規約を説明し，いくつかの要素を説明する． 
4 回  HTTP のプロトコルを説明し，Web ページの送受信の説明をする． 
5 回  XML の規格を説明し，具体的な例を示しどのように利用できるかを説明
する． 
6 回  XML 関連規格のいくつかを例示し，XML の応用範囲の広さを説明すると
ともに，関連規格も重要であることを説明する． 
7 回  Web ブラウザの基本機能と，いくつかの製品の解説をおこない，ブラウザ
の今後に関しても説明する． 
8 回  ブラウザ上で動作するプログラム１：JavaScript の仕組みを例題と共に解
説する． 
9 回  ブラウザ上で動作するプログラム２：JavaApplet と Flash を例題とともに
説明する． 
10 回  Web サーバ：Apache についてインストールや設定方法を説明する． 
11 回  サーバ上で動作するプログラム１：CGI と SSI がどのように動作するか
を例題と共に説明する． 
12 回  サーバ上で動作するプログラム２：PHP がどのように動作するか例題と
共に解説する． 
13 回  Apache 以外の Web サーバとして JAVA サーブレットと IIS を説明し，
Apache との違いなども解説する． 
14 回  Web 開発でのフレームワークを Rails を例に取り上げ，フレームワーク
の仕組みを解説する． 
15 回  クラウドコンピューティングに関して，定義や利用方法など例を用いて
解説する． 

準備学習 1 回  Web 等で WWW の開発経緯を調べておくこと． 
2 回  Web 等で W3C について調べておくこと． 
3 回  Web 等で HTML4.0 について調べておくこと． 
4 回  Web 等で HTTP について調べておくこと． 
5 回  Web 等で XML について調べておくこと． 
6 回  Web 等で XHTML,SGML,CSS について調べておくこと． 
7 回  Web 等で Web ブラウザにはどのような種類があるか調べておくこと． 
8 回  Web 等で JavaScript について調べておくこと． 
9 回  Web 等で JavaApplet と Flash について調べておくこと． 
10 回  Web 等で Apach の HTTPD について調べておくこと． 



11 回  Web 等で CGI について調べておくこと． 
12 回  Web 等で PHP について調べておくこと． 
13 回  Web 等で IIS と TOMCAT について調べておくこと． 
14 回  Web 等で RUBY on RAILS について調べておくこと． 
15 回 Web 等でクラウドコンピューティングについて調べておくこと． 

 



年度 2012 
授業コード FII2312 
成績評価 課題テーマ毎の報告書（３０％），総合演習（３０％），定期試験（４０％）によ

り評価する。採点の基準は１００点満点のうち６０点以上を合格とする。また，
授業回数の３分の１以上の欠席をした場合には試験成績は無効と見なし”Ｅ”評
価とする。 

曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス IA(〜12),IB(〜12) 
見出し FII2312 情報処理入門 
担当教員名 澤見 英男 
単位数 2 
教科書 IT 戦略とマネジメント/インフォテック・サーブ(株式会社インフォテック・サー

ブ) ISBN:978-4-903768-53-3 
アクティブラーニング  
キーワード ＨＴＭＬ，ＷＷＷ，情報倫理，著作権，セキュリティ，企業と法務，情報検索，

プレゼンテーション 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報処理入門 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プリント 
授業形態 講義 
注意備考 基本情報技術者試験免除対象科目履修講座の１科目である。学科実験室を利用す

るので他学科・他学部履修は認めません。 
シラバスコード FII2312 
実務経験のある教員  
達成目標 情報検索・収集・発信する際に情報倫理や情報関連法規およびセキュリティにつ

いて明確に意識できるようになり，ホームページ作成を通してＨＴＭＬに関する
簡単な技法を修得し，プレゼンテーション用資料作成と実技を通して知的財産権
や著作権などについての理解を深める。 

受講者へのコメント  
連絡先 澤見英男研究室 １号館４階 086-256-9620 sawami@mis.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introduction to Information Technology 
関連科目 インターネット入門，情報システム概論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ①情報検索・収集・発信する際の注意事項やガイドライン，知的財産権や著作権

などの関連法規，情報発信およびセキュリティについて全般的な学習をし，情報



収集・発信に必要な知識を得る。その後に②ＨＴＭＬについて学習し，テーマを
決めて情報収集した内容を基に各自のホームページを作成する。このホームペー
ジを利用し情報発信する演習を通して，ＨＴＭＬと著作権についての理解を深め
る。そしてホームページの内容を基に③プレゼンテーション資料の作成とこれを
用いた実技を行い，プレゼンテーションに必要な基本技術を理解する。講義と実
技・演 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 情報倫理とガイドライン，ＷＷＷとセキュリティについて，教科書とプリン

トを用い説明する 
2 回 企業と法務，知的財産権と著作権について，教科書とプリントを用い説明す
る 
3 回 情報セキュリティ，標準化について，教科書とプリントを用い説明する 
4 回 インターネットの利用について，スライドとプリントを用い説明する 
5 回 ハイパーテキスト，ＨＴＭＬについて，スライドとプリントを用い説明する 
6 回 ＨＴＭＬファイルの編集方法と保存先について説明する 
7 回 ＨＴＭＬによるホームページの作成，最初のページの作り方を説明する 
8 回 ＨＴＭＬによるホームページの作成，リンク先ページの作り方を説明する 
9 回 ホームページへのコンテンツ追加に関し，情報検索の方法，描画ソフト等に
ついて説明する 
10 回 ホームページを用いた提出課題の内容について説明する 
11 回 プレゼンテーション資料の作り方について説明する 
12 回 スライド資料を使ったプレゼンテーションについて説明する 
13 回 総合演習１：プレゼンテーション資料の相互評価について説明する 
14 回 総合演習２：プレゼンテーション内容の相互評価について説明する 
15 回 総合演習３：プレゼンテーションの相互評価について説明する 

準備学習 1 回 教科書第３章の該当部分を予習しておくこと 
2 回 教科書第３章の該当部分を予習しておくこと 
3 回 教科書第４章の該当部分を予習しておくこと 
4 回 プリントと教科書第３章の該当部分を予習しておくこと 
5 回 該当部分をプリントで予習しておくこと 
6 回 教科書第５章の該当部分とプリントで予習しておくこと 
7 回 プリントで該当部分を予習しておくこと 
8 回 プリントで該当部分を予習しておくこと 
9 回 プリントで該当部分を予習しておくこと 
10 回 プリントで該当部分を予習しておくこと 
11 回 プリントで該当部分を予習しておくこと 
12 回 例題を参考にして資料の準備をしておくこと 
13 回 例題を参考にしてプレゼンテーションの準備をしておくこと 
14 回 例題を参考にしてプレゼンテーションの予行演習をしておくこと 
15 回 プリントなどをよく見てプレゼンテーション内容をチェックしておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FII2321 
成績評価 レポート点 30%＋定期試験 70%で評価する。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス IA(〜10),IB(〜10) 
見出し FII2321 応用数学Ⅰ 
担当教員名 榊原 道夫 
単位数 2 
教科書 高桑昇一郎 著「微分方程式と変分法」微分積分で見えるいろいろな現象共立出

版株式会社 
アクティブラーニング  
キーワード 微分積分、微分方程式、数理モデル 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 わかりやすいとの意見を複数からいただきうれしく思います。 
科目名 応用数学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 特になし 
シラバスコード FII2321 
実務経験のある教員  
達成目標 本講義の目標は１）初等関数が解となる微分方程式を知る２）簡単な微分方程式

が解ける３）定数係数微分方程式で 2 階の微分方程式、連立の微分方程式の解法
を学ぶ４）具体的な問題に対する微分方程式によるモデル化により、微分方程式
の有用性をまなぶである。 

受講者へのコメント 数値解析は初めて学ぶ分野ですが、学修に取り組み基礎的な知識を習得してもら
えたと思います。 
今回の講義は基礎の基礎で数値解析 II で内容を発展させていきます。 

連絡先 榊原研究室（15 号館 2 階) 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Applied Mathematics I 
関連科目 解析 I、解析 II、線形代数 
次回に向けての改善変更予定 事前資料をほとんだ用意していなかったので、今後を理解を助ける資料を作成し

ていきたいです。 
講義目的 微分方程式は種々な現象の数理モデルとして用いられている。微分積分の基礎知

識よりスタートし、簡単な現象での微分方程式の応用までを講義し、微分方程式
を作り、解き、応用する手順を学ぶことが本講義の目的である。 

対象学年 3 年/4 年 



授業内容 1 回 【初等関数の微分方程式による特徴付】 
初等関数が従う微分方程式について講義する。 
2 回 【微分方程式とその解】 
微分方程式の例とその解について講義する。 
3 回 【1 階微分方程式の解法―変数分離形】 
変数分離形でとける１階の微分方程式について講義し、演習する。 
4 回 1 階微分方程式の解法―同次形】 
同次形でとける１階の微分方程式について講義し、演習する。 
5 回 【1 階微分方程式の解法―線型方程式】 
１階線型微分方程式の解法について講義、演習する。 
6 回 【定数係数 2 階線型方程式の解法】 
定数係数の微分方程式の解法につて講義する。 
7 回 【定数係数 2 階線型方程式の解法の応用】 
定数係数の微分方程式の解法と応用につて講義する。 
8 回 【微分方程式の解の存在と一意性】 
微分方程式の初期値問題の解の存在と一意性について講義する。 
9 回 【線型連立微分方程式の解法】 
より一般的な線型微分方程式の解法につて講義する。 
10 回 【定数係数線型連立微分方程式解法】 
一般的な定数係数線型微分方程式の解法と応用につて講義する。 
11 回 【定数係数線型連立微分方程式解法と応用】 
定数係数線型微分方程式の解法と応用につて講義する。 
12 回 【平面曲線と微分方程式】 
代数曲線のパラメータ表示可能な場合について、微分方程式系の軌道としての曲
線について講義する。 
13 回 【平面曲線と微分方程式の応用】 
微分方程式の解として代数曲線のパラメータ表示を与える問題について講義す
る。 
14 回 【単振子、サイクロイドと重⼒】 
微分方程式の⼒学への応用について講義する。 
15 回 【講義全体の総括】 
講義全体について総括、レポート課題の解説をする。 

準備学習 1 回 微分積分に関する復習をする。 
2 回 微分積分に関する復習をする。 
3 回 第１,２回講義ので学んだ微分方程式と解の関係について復習する。 
4 回 変数分離形でとける１階の微分方程式の例を講義で学んだ以外のものを探
し、解いておく。 
5 回 同次形でとける１階の微分方程式の例を講義で学んだ以外のものを探し、
解いておく。 
6 回 1 階微分方程式の解法―線型方程式の解法を復習する。 
7 回 定数係数の微分方程式の具体的な応用例を調べる。 
8 回 線型代数学について復習する。 



9 回 線型方程式の理論について復習する。 
10 回 線形微分方程式の解法について復習する。 
12 回 陰関数と陰関数の微分について復習する。 
13 回 陰関数定理について調べる。 
14 回 物理学への微分方程式の応用について調べる。 
15 回 これまでの講義全体について復習する。 

 



年度 2012 
授業コード FII2322 
成績評価 課題テーマ毎の報告書（３０％），総合演習（３０％），定期試験（４０％）によ

り評価する。採点の基準は１００点満点のうち６０点以上を合格とする。また，
授業回数の３分の１以上の欠席をした場合には試験成績は無効と見なし”Ｅ”評
価とする。 

曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス IA(〜12),IB(〜12) 
見出し FII2322 情報処理入門 
担当教員名 大⻄ 荘一 
単位数 2 
教科書 IT 戦略とマネジメント／インフォテック・サーブ／株式会社インフォテック・サ

ーブ 
アクティブラーニング  
キーワード ＨＴＭＬ，ＷＷＷ，情報倫理，著作権，セキュリティ，企業と法務，情報検索，

プレゼンテーション 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報処理入門 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プリント 
授業形態 講義 
注意備考 基本情報技術者試験免除対象科目履修講座の１科目である。学科実験室を利用す

るので他学科・他学部履修は認めません。 
シラバスコード FII2322 
実務経験のある教員  
達成目標 情報検索・収集・発信する際に情報倫理や情報関連法規およびセキュリティにつ

いて明確に意識できるようになり，ホームページ作成を通してＨＴＭＬに関する
簡単な技法を修得し，プレゼンテーション用資料作成と実技を通して知的財産権
や著作権などについての理解を深める。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introduction to Information Technology 
関連科目 インターネット入門，情報システム概論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ①情報検索・収集・発信する際の注意事項やガイドライン，知的財産権や著作権

などの関連法規，情報発信およびセキュリティについて全般的な学習をし，情報



収集・発信に必要な知識を得る。その後に②ＨＴＭＬについて学習し，テーマを
決めて情報収集した内容を基に各自のホームページを作成する。このホームペー
ジを利用し情報発信する演習を通して，ＨＴＭＬと著作権についての理解を深め
る。そしてホームページの内容を基に③プレゼンテーション資料の作成とこれを
用いた実技を行い，プレゼンテーションに必要な基本技術を理解する。講義と実
技・演 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  情報倫理とガイドライン，ＷＷＷとセキュリティ 

2 回  企業と法務，知的財産権と著作権 
3 回  セキュリティ，標準化 
4 回  インターネットの利用について 
5 回  ハイパーテキスト，ＨＴＭＬについて 
6 回  ＨＴＭＬファイルの編集・保存について 
7 回  ＨＴＭＬによるホームページの作成，最初のページ 
8 回  ＨＴＭＬによるホームページの作成，リンク先ページ 
9 回  ホームページへのコンテンツ追加 
10 回  ホームページを用いた課題提出 
11 回  プレゼンテーション資料の作り方 
12 回  スライド資料を使ったプレゼンテーションについて 
13 回  総合演習１ 
14 回  総合演習２ 
15 回  総合演習３ 

準備学習 1 回  教科書第３章の該当部分を予習しておくこと 
2 回  教科書第３章の該当部分を予習しておくこと 
3 回  教科書第４章の該当部分を予習しておくこと 
4 回  プリントと教科書第３章の該当部分を予習しておくこと 
5 回  該当部分をプリントで予習しておくこと 
6 回  教科書第５章の該当部分とプリントで予習しておくこと 
7 回  プリントで予習しておくこと 
8 回  プリントで予習しておくこと 
9 回  プリントで予習しておくこと 
11 回  プリントで予習しておくこと 
12 回  例題を参考にして資料の準備をしておくこと 
13 回  例題を参考にしてプレゼンテーションの準備をしておくこと 
14 回 例題を参考にしてプレゼンテーションの予行演習をしておくこと 
15 回  プリントなどをよく見てプレゼンテーション内容をチェックしておくこ
と 

 



年度 2012 
授業コード FII2332 
成績評価 課題テーマ毎の報告書（３０％），総合演習（３０％），定期試験（４０％）によ

り評価する。採点の基準は１００点満点のうち６０点以上を合格とする。また，
授業回数の３分の１以上の欠席をした場合には試験成績は無効と見なし”Ｅ”評
価とする。 

曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス IA(〜12),IB(〜12) 
見出し FII2332 情報処理入門 
担当教員名 草野 泰秀＊ 
単位数 2 
教科書 IT 戦略とマネジメント/インフォテック・サーブ(株式会社インフォテック・サー

ブ)ISBN:978-4-903768-53-3 
アクティブラーニング  
キーワード ＨＴＭＬ，ＷＷＷ，情報倫理，著作権，セキュリティ，企業と法務，情報検索，

プレゼンテーション 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 分からないことに挙手してもらったら，必ず私か TA が駆けつけて指導している

はずなんですが，挙手した方にこちらが気づかなかったのだと思います。次から
は「わかりません」とか声をだして挙手するように指示します。 

科目名 情報処理入門 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プリント 
授業形態 講義 
注意備考 基本情報技術者試験免除対象科目履修講座の１科目である。学科実験室を利用す

るので他学科・他学部履修は認めません。 
シラバスコード FII2332 
実務経験のある教員  
達成目標 情報検索・収集・発信する際に情報倫理や情報関連法規およびセキュリティにつ

いて明確に意識できるようになり，ホームページ作成を通してＨＴＭＬに関する
簡単な技法を修得し，プレゼンテーション用資料作成と実技を通して知的財産権
や著作権などについての理解を深める。 

受講者へのコメント この講義は，実習中心なので，分からないことは挙手して支援を求めてほしい。
そうすれば，私や TA が，駆けつけて即解決する。実習中心の講義は，教員，TA
を活用すれば理解がふかまるはずだ。また，実技をともなうこのような科目は，
パソコンの操作法，スキル等を積み重ねた授業なので，休むと習得が難しく，課
題の提出も困難になるので，皆勤で出席するよう心掛けていただきたい。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この講義は，大⻄先生，澤見先生，私の 3 クラスで同じ進度で実施し，おおむね



受け入れられているようだ。 
英文科目名 Introduction to Information Technology 
関連科目 インターネット入門，情報システム概論 
次回に向けての改善変更予定 特に大きな変更はないが，学生に質問をして，学生の理解⼒を配慮したい。 
講義目的 ①情報検索・収集・発信する際の注意事項やガイドライン，知的財産権や著作権

などの関連法規，情報発信およびセキュリティについて全般的な学習をし，情報
収集・発信に必要な知識を得る。②ＨＴＭＬについて学習し，テーマを決めて情
報収集した内容を基に各自のホームページを作成する。このホームページを利用
し情報発信する演習を通して，ＨＴＭＬと著作権についての理解を深める。そし
てホームページの内容を基に③プレゼンテーション資料の作成とこれを用いた
実技を行い，プレゼンテーションに必要な基本技術を理解する。講義と実技・演
習により 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 情報倫理とガイドライン，ＷＷＷとセキュリティ 

2 回 企業と法務，知的財産権と著作権 
3 回 セキュリティ，標準化 
4 回 インターネットの利用について 
5 回 ハイパーテキスト，ＨＴＭＬについて 
6 回 ＨＴＭＬファイルの編集・保存について 
7 回 ＨＴＭＬによるホームページの作成，最初のページ 
8 回 ＨＴＭＬによるホームページの作成，リンク先ページ 
9 回 ホームページへのコンテンツ追加 
10 回 ホームページを用いた課題提出 
11 回 プレゼンテーション資料の作り方 
12 回 スライド資料を使ったプレゼンテーションについて 
13 回 総合演習１ 
14 回 総合演習２ 
15 回 総合演習３ 

準備学習 1 回 教科書第３章の該当部分を予習しておくこと 
2 回 教科書第３章の該当部分を予習しておくこと 
3 回 教科書第４章の該当部分を予習しておくこと 
4 回 プリントと教科書第３章の該当部分を予習しておくこと 
5 回 該当部分をプリントで予習しておくこと 
6 回 教科書第５章の該当部分とプリントで予習しておくこと 
7 回 プリントで予習しておくこと 
8 回 プリントで予習しておくこと 
9 回 プリントで予習しておくこと 
10 回 ホームページを用いた課題提出 
11 回 プリントで予習しておくこと 
12 回 例題を参考にして資料の準備をしておくこと 
13 回 例題を参考にしてプレゼンテーションの準備をしておくこと 
14 回 例題を参考にしてプレゼンテーションの予行演習をしておくこと 



15 回 プリントなどをよく見てプレゼンテーション内容をチェックしておくこと 
 



年度 2012 
授業コード FII2342 
成績評価 定期試験（70%），受講態度（30%）により総合的に評価する． 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス IA(〜11),IB(〜11) 
見出し FII2342 コンピュータネットワーク 
担当教員名 榊原 勝己＊ 
単位数 2 
教科書 宮保憲治，⽥窪昭夫，武川直樹「ネットワーク技術の基礎」森北出版 
アクティブラーニング  
キーワード ネットワーク，インターネット，携帯電話 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 コンピュータネットワーク 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指定しない 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FII2342 
実務経験のある教員  
達成目標 １．コンピュータネットワークの存在意義を理解する２．データ通信の基礎知識

（情報のデジタル化，変調方式，CDMA 等の多重化）を理解する３．インターネ
ット，携帯電話システムの概要を理解する 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Computer Network 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 コンピュータ間で情報を交換するために必要となる要素技術への理解し，インタ

ーネット，携帯電話等で用いらている様々な通信プロトコルの基礎技術を幅広く
理解する． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 【講義の概要．情報通信システムのモデル】講義の概要．情報通信システム

のモデル 
2 回 【情報源符号化，PCM，音楽 CD の情報量】情報源符号化，PCM，音楽 CD
の情報量 
3 回 【通信路符号化，ビットの誤り検出，CRC 符号】通信路符号化，ビットの



誤り検出，CRC 符号 
4 回 【伝送速度，基底帯域変調方式，無線帯域変調方式】伝送速度，基底帯域変
調方式，無線帯域変調方式 
5 回 【通信回線の多重化，FDMA，TDMA，CDMA】通信回線の多重化，FDMA，
TDMA，CDMA 
6 回 【携帯電話システム，セルラー方式，位置登録，ハンドオフ】携帯電話シス
テム，セルラー方式，位置登録，ハンドオフ 
7 回 【プロトコル，OSI 参照モデル】プロトコル，OSI 参照モデル 
8 回 【データリンク層プロトコル，HDLC】データリンク層プロトコル，HDLC 
9 回 【LAN，MAC アドレス】LAN，MAC アドレス 
10 回 【インターネット，TCP/IP，IP アドレス】インターネット，TCP/IP，IP
アドレス 
11 回 【TCP と UDP】TCP，UDP，ポート番号 
12 回 【DNS，URL，ドメイン名と IP アドレス】DNS，URL，ドメイン名と IP
アドレス 
13 回 【Web ブラウザーから Web サーバーに到達するまで】Web ブラウザーか
ら Web サーバーに到達するまで，ARP 
14 回 【電子メール，SMTP，POP】電子メール，SMTP，POP 
15 回 【公開鍵暗号方式，RSA 暗号，デジタル署名】公開鍵暗号方式，RSA 暗号，
デジタル署名 

準備学習 1 回 【講義の概要．情報通信システムのモデル】教科書を読んでおくこと 
2 回 【情報源符号化，PCM，音楽 CD の情報量】前回までの内容を必ず復習し
た上で出席すること． 
3 回 【通信路符号化，ビットの誤り検出，CRC 符号】前回までの内容を必ず復
習した上で出席すること． 
4 回 【伝送速度，基底帯域変調方式，無線帯域変調方式】前回までの内容を必ず
復習した上で出席すること． 
5 回 【通信回線の多重化，FDMA，TDMA，CDMA】前回までの内容を必ず復
習した上で出席すること． 
6 回 【携帯電話システム，セルラー方式，位置登録，ハンドオフ】前回までの内
容を必ず復習した上で出席すること． 
7 回 【プロトコル，OSI 参照モデル】前回までの内容を必ず復習した上で出席す
ること． 
8 回 【データリンク層プロトコル，HDLC】前回までの内容を必ず復習した上で
出席すること． 
9 回 【LAN，MAC アドレス】前回までの内容を必ず復習した上で出席すること． 
10 回 【インターネット，TCP/IP，IP アドレス】前回までの内容を必ず復習し
た上で出席すること． 
11 回 【TCP と UDP】前回までの内容を必ず復習した上で出席すること． 
12 回 【DNS，URL，ドメイン名と IP アドレス】前回までの内容を必ず復習し
た上で出席すること． 
13 回 【Web ブラウザーから Web サーバーに到達するまで】前回までの内容を



必ず復習した上で出席すること． 
14 回 【電子メール，SMTP，POP】前回までの内容を必ず復習した上で出席す
ること． 
15 回 【公開鍵暗号方式，RSA 暗号，デジタル署名】前回までの内容を必ず復習
した上で出席すること． 

 



年度 2012 
授業コード FII2352 
成績評価 課題提出(30%)，中間試験(25%)，定期試験(45%)で評価する。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス IA(〜10),IB(〜10) 
見出し FII2352 教職数学Ⅱ 
担当教員名 中村 忠 
単位数 2 
教科書 プリント（資料）を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 平面図形，三角関数，指数関数，対数関数，微分法，積分法，ベクトル，複素数 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 教職数学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 高校数学教科書 
授業形態 講義 
注意備考 教職の分野を目指す受講生向けの実践的な内容になります。 
シラバスコード FII2352 
実務経験のある教員  
達成目標 高校数学の教育目標，指導方法についての基本的な事柄を身につけ，実践的な指

導を可能にする能⼒を高める。 
受講者へのコメント  
連絡先 中村忠研究室 １号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mathematics of Teaching Profession II 
関連科目 基礎解析 I，II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 高校数学科の内容の特徴やその指導方法について，具体的事例をとり上げなが

ら，解説する．必要に応じて指導法の演習をする。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 直線の方程式の指導をする。 

2 回 軌跡と方程式の指導をする。 
3 回 一般角の三角関数の指導をする。 
4 回 加法定理の指導をする。 
5 回 指数関数の指導をする。 
6 回 対数関数の指導をする。 
7 回 中間試験およびその解説をする。 



8 回 導関数の指導をする。 
9 回  関数の値の変化の指導をする。 
10 回 定積分の指導をする。 
11 回 面積の指導をする。 
12 回 ベクトルとその演算の指導をする。 
13 回 直線，円の方程式の指導をする。 
14 回 複素数と複素平面の指導をする。 
15 回 これまでの学習内容のまとめをする。 

準備学習 1 回 直線の方程式の指導用の例題をつくること。 
2 回 軌跡と方程式の指導用の例題をつくること。 
3 回 三角関数の指導用の例題をつくること。 
4 回 加法定理の指導用の例題をつくること。 
5 回 指数関数の指導用の例題をつくること。 
6 回 対数関数の指導用の例題をつくること。 
7 回 第１回から第６回までの内容をよく理解し整理しておくこと。 
8 回 導関数の指導用の例題をつくること。 
9 回 関数の変化についての指導用の例題をつくること 
10 回 定積分の指導用の例題をつくること。 
11 回 面積の指導用の例題をつくること。 
12 回 ベクトルの指導用の例題をつくること。 
13 回 円の方程式の指導用の例題をつくること。 
14 回 複素数の指導用の例題をつくること。 
15 回 これまでの内容についての指導用の教材を総合的につくること。 

 



年度 2012 
授業コード FII2511 
成績評価 提出されたレポートにより評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス IA(〜10),IB(〜10) 
見出し FII2511 新入生セミナ(再) 
担当教員名 中村 忠 
単位数 1 
教科書 大学生からのスタディ・スキルズ 知へのステップ/学習技術研究会（くろしお

出版） 
アクティブラーニング  
キーワード 情報科学、カリキュラム、レポート、議論 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 新入生セミナ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 講義 
注意備考 なし 
シラバスコード FII2511 
実務経験のある教員  
達成目標 １）のちの科目選択に役立てるため情報科学科のカリキュラム全体を理解する。

２）本の読み方・要約作成の方法を学ぶ。３）レポート作成の方法を学ぶ。 
受講者へのコメント  
連絡先 中村忠研究室 １号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Freshman Seminar 
関連科目 1 年次必修科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 本講義は情報科学科４年間のカリキュラム、教育内容についてのオリエンテーシ

ョンである。学習生活に必要なサポートを行う。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ノート・テイキングを説明する。 

2 回 リーディングに基本スキルを説明する。 
3 回 より深いリーディングのために（１）を説明する。 
4 回 より深いリーディングのために（２）を説明する。 
5 回 要約の作成実習を説明する。 
6 回 資料の調査方法（１）を説明する。 



7 回 資料の調査方法（２）を説明する。 
8 回 レポートの書き方（１）を説明する。 
9 回 レポートの書き方（２）を説明する。 
10 回 レポートの書き方（３）を説明する。 
11 回 議論の方法を説明する。 
12 回 プレゼンテーション（１）を説明する。 
13 回 プレゼンテーション（２）をする。 
14 回 課題発表（１）を説明する。 
15 回 課題発表（２）をする。 

準備学習 1 回 なぜノートをとるのかについて考えておくこと。 
2 回 テキストの読み方やその種類を調べ，その効果について考えておくこと 
3 回 要約の効果について考えておくこと。 
4 回 前回の復習をしておくこと。 
5 回 前回の復習をしておくこと。 
6 回 図書館は何に役に立つのか考えておくこと。 
7 回 インターネットは何に役に立つのか考えておくこと。 
8 回 指導教員の指示に従って、準備しておく。 
9 回 指導教員の指示に従って、準備しておく 
10 回 指導教員の指示に従って、準備しておく。 
11 回 指導教員の指示に従って、準備しておく。 
12 回 指導教員の指示に従って、準備しておく。 
13 回 指導教員の指示に従って、準備しておく。 
14 回 指導教員の指示に従って、準備しておく。 
15 回 指導教員の指示に従って、準備しておく。 

 



年度 2012 
授業コード FII2512 
成績評価 レポート課題の内容，定期試験の結果を総合的に判断して評価する．レポート課

題等の平常点と定期試験の評価比率は，ほぼ５０％：５０％とする予定である． 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス IA(〜12),IB(〜12) 
見出し FII2512 情報システム概論 
担当教員名 草野 泰秀＊ 
単位数 2 
教科書 草薙 信照著 「コンピュータと情報システム」 サイエンス社 
アクティブラーニング  
キーワード 情報倫理，情報化社会，インターネット，IP アドレス，ネットワークアドレス，

ブロードキャストアドレス，ホストアドレス，サブネットマスク，WWW，ブロ
ードバンド，情報セキュリティー，著作権，情報モラル 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答 プロゼクタ―の画面について，できるだけ学生に配慮してスクロール等をしま

す。 
科目名 情報システム概論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 小林浩・江崎浩 著「インターネット総論」共立出版 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FII2512 
実務経験のある教員  
達成目標 情報倫理，インターネットへの参加に必要な常識の認識とインターネットの基礎

知識，インターネット進展社会の現状，インターネットを用いた情報交換・情報
発信・収集手法，インターネット応用技術の可能性について，総合的な理解を得
ることを目標とする． 

受講者へのコメント 重要な内容を定着させるために，五感を多く使い，書かせることにより体で覚え
てもらうのが一番なので，プリントに空欄（  ）を入れて学生自身に書かせた。
また，特に重要な部分は演習問題を課題提出させ，定着させるために提出後解説
した。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 情報システムの基本的な２進数，10 進数の基数変換，ネットワークシステム，情
報モラル等にウエートをおいたが，おおむね受け入れられているようだ。 

英文科目名 Introduction to Information System 
関連科目 電子計算機概論，インターネット入門 
次回に向けての改善変更予定 特に大きな変更はないが，学生に質問をして，学生の理解⼒を配慮したい。 



講義目的 ＩＴ社会への急速な変化に伴い，⼈々の日常生活にも情報化の影響が大きく及ぶ
ようになっている．主にインターネットを中心とした情報技術の発展がもたらし
た影響である．本科目では情報社会の状況を具体的に学ぶとともに，それを支え
るインターネット技術の概要について学ぶ．特に，岡山県が全国に先駆けて実現
させた岡山県情報ハイウエーを例として取り上げ，インターネットの実社会での
応用について講述する． 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  コンピュータの種類・仕組み 

2 回  コンピュータの基本構成 
3 回  ２進数・１０進数・１６進数等の基数変換 
4 回  ２進数・１０進数・１６進数等の基数変換の演習 
5 回  インターネットとセキュリティ 
6 回  Web ページの仕組み 
7 回  暗号化技術 
8 回  ネットワークシステム 
9 回  ネットワークを構成する装置，転送時間計算 
10 回  ＴＣＰ／ＩＰの通信手順 
11 回  ＩＰアドレスの特殊な使い方 
12 回  ネットワークアドレス計算 
13 回  サーバーとプロトコル 
14 回  情報の公開と保護 
15 回  情報モラル，著作権，総合演習問題 

準備学習 1 回 コンピュータの基礎知識の０３節まで目を通しておくこと 
2 回 コンピュータの基本構成から１０節の論理演算まで目をとおしておくこと 
3 回 ２進数，１０進数，１６進数，８進数，２進化１０進数等の基数変換につい
て予習しておくこと 
4 回 基数変換の演習問題をしておくこと 
5 回 プリントのインターネットとセキュリティの項目に目を通しておくこと 
6 回 教科書の Web ページのしくみか０８節のファイアウォールまで目をとおし
ておくこと 
7 回 教科書の０９節暗号化技術から１１節コンピュータウィルスまで目を通し
ておくこと 
8 回 プリントのネットワークシステムの項目からモバイルコンピューティング
までを調べて空欄を埋めておくこと 
9 回 通信速度，メモリの容量から転送時間が計算できることを調べておく 
10 回 ．ＴＣＰ／ＩＰの通信手順について調べておくこと 
11 回 ＩＰアドレスの特殊な使い方ついて調べておくこと 
12 回 ネットワークアドレスの計算方法を調べておくこと． 
13 回 サーバーとプロトコルについて調べておくこと． 
14 回 著作権侵害となる事例および情報を発信するときのマナーについて調べて
おくこと． 
15 回 プリントの演習問題をしておくこと． 



 



年度 2012 
授業コード FII2521 
成績評価 演習への取り組み 50%、定期試験 50% 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス IA(〜10),IB(〜10) 
見出し FII2521 Web デザイン 
担当教員名 藤岡 幸博＊ 
単位数 2 
教科書 Web クリエイターズガイドブック/Mana/工学社 
アクティブラーニング  
キーワード Web，デザイン，色の特性，デジタル画像，HTML，CSS，リンク 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 Web デザイン 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特に指定しない． 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FII2521 
実務経験のある教員  
達成目標 Web サイトの作成の流れを言うことができる 

文字や画像の素材の編集にはどのようなものがあるか言うことができる 
Web ページのページ遷移が適切であるか否かを言うことができる 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Web Design 
関連科目 Web 技術Ⅰ，Web 技術Ⅱに関連する． 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 Web に載せるコンテンツの選択から 

画面構成やページ遷移 
画面のレイアウトや色，画像の編集 
HTML、CSS の記述方法などを学び，Web サイト構築ができることを目的とす
る 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 Web サイトの種類・役割 

2 回 Web サイトの制作フロー 
3 回 コンセプトメイキング 



4 回 デザインの基礎 
5 回 デザインの基礎 
6 回 デザインの基礎 
7 回 デザインの基礎 
8 回 デザインの基礎 
9 回 素材の制作 
10 回 細部にこだわった Web デザイン 
11 回 細部にこだわった Web デザイン 
12 回 HTML の基礎 
13 回 HTML の基礎 
14 回 CSS の基礎 
15 回 CSS の基礎 

準備学習 1 回 教科書の第 0 章〜第 1 章までを読んでおくこと 
2 回 教科書の第 1 章を読んでおくこと 
3 回 教科書の第 1 章を読んでおくこと 
4 回 教科書の第 2 章を読んでおくこと 
5 回 教科書の第 2 章を読んでおくこと 
6 回 教科書の第 2 章を読んでおくこと 
7 回 教科書の第 2 章を読んでおくこと 
8 回 教科書の第 2 章を読んでおくこと 
9 回 教科書の第 3 章を読んでおくこと 
10 回 教科書の第 4 章を読んでおくこと 
11 回 教科書の第 4 章を読んでおくこと 
12 回 教科書の第 6 章を読んでおくこと 
13 回 教科書の第 7 章を読んでおくこと 
14 回 教科書の第 8 章を読んでおくこと 
15 回 教科書の第 9 章を読んでおくこと 

 



年度 2012 
授業コード FII2522 
成績評価 小テスト・課題の平常点(40%)と中間テスト(25%)，定期試験(35%)により評価

する． 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス IA(〜11),IB(〜11) 
見出し FII2522 確率Ⅱ 
担当教員名 山本 英二 
単位数 2 
教科書 中村・山本 「理工系確率統計（改訂版）」 サイエンス社 
アクティブラーニング  
キーワード 確率変数，確率分布，平均，分散，標準偏差，２項分布，正規分布 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 確率Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プリント（資料）を配布する 
授業形態 講義 
注意備考 確率 I に引き続く内容となる。 
シラバスコード FII2522 
実務経験のある教員  
達成目標 １．確率現象を確率分布として理解できる．２．期待値，平均，分散，標準偏差

の概念が理解でき，計算できる．３．代表的な確率分布の確率関数，確率密度関
数の特徴が説明できる．４．代表的な確率分布の平均，分散が計算できる． 

受講者へのコメント  
連絡先 山本英二研究室 １号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Probability Theory II 
関連科目 基礎解析 I，基礎解析 II，確率 I 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 確率 I の事象と確率に続き，確率現象を確率変数と確率分布を用いて表現するこ

とを学ぶ．確率分布の特性値，平均，分散，標準偏差を理解し，代表的な確率分
布，２項分布，ポアソン分布，一様分布，指数分布，正規分布を学ぶ． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 事象と確率 

2 回 確率変数と実現値 
3 回 確率分布 
4 回 期待値 



5 回 平均，分散，標準偏差 
6 回 順列と組合せと２項展開式 
7 回 ２項分布 
8 回 ポアソン分布 
9 回 中間試験 
10 回 一様分布 
11 回 指数分布 
12 回 正規分布 
13 回 標準化と偏差値 
14 回 正規分布表と確率計算 
15 回 大数の法則と中心極限定理 

準備学習 1 回 前期：確率Ⅰの復習をしておくこと．シラバスを確認し学習の過程を把握し
ておくこと． 
2 回 事象と確率について理解しておくこと． 
3 回 確率変数と実現値について理解しておくこと． 
4 回 確率分布について理解しておくこと． 
5 回 期待値について理解しておくこと． 
6 回 平均，分散，標準偏差について理解しておくこと． 
7 回 順列と組合せと２項展開式について理解しておくこと． 
8 回 指数展開式について理解しておくこと． 
9 回 演習問題を復習しておくこと． 
10 回 定積分と，置換積分を理解しておくこと 
11 回 指数関数の積分，部分積分を理解しておくこと． 
12 回 定積分の置換積分，極座標変換を理解しておくこと． 
13 回 正規分布を理解しておくこと． 
14 回 正規分布の標準化変換公式を理解しておくこと． 
15 回 独立な確率変数の和の平均，分散公式を理解しておくこと． 

 



年度 2012 
授業コード FII2711 
成績評価 毎回の小テストの合計 30%，定期試験 70%で評価する． 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス IA(〜11),IB(〜11) 
見出し FII2711 データベース 
担当教員名 北川 文夫 
単位数 2 
教科書 サイバーキャンパスに毎回のテキストを置いておくので，各自ダウンロードして

利用する． 
アクティブラーニング  
キーワード データベースシステム，DBMS，概念モデル，論理モデル，リレーション，主キ

ー，外部キー，リレーショナル代数演算，SQL による問合せ，SQL によるテー
ブル定義，正規形 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答 ありませんでした． 
科目名 データベース 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 リレーショナルデータベース入門[新訂版]／増永良文（サイエンス社） 
授業形態 講義 
注意備考 授業時間割表のサーバーキャンパスの項を見て、(1)サーバーキャンパスへの ID

登録をし、(2)データベースを受講科目に加えておくこと． 
シラバスコード FII2711 
実務経験のある教員  
達成目標 リレーショナルデータモデルによるテーブル作成ができること．リレーショナル

演算ができること．ＳＱＬで問合せがかけること．またＳＱＬでテーブル定義が
かけること．リレーショナルデータモデルの第１正規形から第５正規形までの正
規化を行なえること．データベースの同時実行制御の仕組みを書くことができる
こと．データベースの応用技術が挙げられること．PHP 言語を用いた DB アク
セスのプログラムを書くことができる． 

受講者へのコメント データベースはモデル構築から，リレーショナル代数，SQL を内容が多いうえに
ほとんどが初めての内容で学生の本気度が問われる講義になっていると思いま
す．説明は平易になるように配慮していますが，式や構文は理解して使えないと
意味がなく，どうしても習得できない学生が出てきてしまいます．これは講義内
容からしても，やむをえないことかもしれません．一層の勉学をしてください． 

連絡先 北川文夫研究室 １号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 [C]5 目標達成「できた」14%，「だいたいできた」41%，「半分程度できた」27%，
「少しできた」10%，「できなかった」5%でした．目標達成が半分未満の学生は
何が問題だったのか相談してほしい． 



[C]7 満足度「満足」32%，「ほぼ満足」31%，「普通」31%，「やや不満」2%「不
満」2%でした．不満の学生は自由記述欄に不満な点を書いていただくと，改善の
参考になりますが書かれていませんでした． 

英文科目名 Database 
関連科目 「コンピュータ基礎 I」と「コンピュータ基礎 II」を履修しておくことが望まし

い． 
次回に向けての改善変更予定 内容を平易にしてほしいというチェックに 2 名が入れていますが，この講義は内

容もすでに定まったものなので，これを減らすわけにはいきません．式や構文が
理解できないことへの追加の説明はいくらでも可能ですが，それが使えるように
なるには学生本⼈の努⼒も必要と考えています． 

講義目的 コンピュータは大量の情報処理を高速に行えるので，計算機としての役割の他，
情報処理機器としての役割も非常に大きい．ここでは，コンピュータを用いた情
報処理の中核技術であるデータベースシステムについて学ぶ．まず，ファイルと
データベースの違いについて学び，その後リレーショナルデータベースのデータ
モデルとリレーショナル代数，更に操作言語 SQL とリレーショナル DBMS につ
いて学ぶ．次に再びリレーショナル代数に戻り，正規化の意味と方法に関して学
ぶ．最後に，データベースの同時実行制御等の技術的背景，データベースの応用，
そ 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 データベースとは何かを解説する． 

2 回 リレーショナルモデルについて解説する． 
3 回 集合演算とリレーショナル代数について解説する． 
4 回 リレーショナル代数の中の射影と選択について説明する． 
5 回 リレーショナル代数の中の結合と商について説明する． 
6 回 SQL の単純質問を解説する． 
7 回 SQL のより高度な質問（結合や入れ子，集約関数）を解説する． 
8 回 SQL のデータの更新とテーブル定義を説明する． 
9 回 第一正規形と更新時異状について説明する． 
10 回 関数従属性と第二正規形について説明する． 
11 回 第三正規形，ボイス・コッド正規形の解説をする． 
12 回 第四正規形，第五正規形の説明をする． 
13 回 データベースの技術背景に関して説明する． 
14 回 データベースの応用について例を用いて説明する． 
15 回 SQL のビューの説明と，DBMS を Web(PHP)から利用する方法を説明す
る． 

準備学習 1 回 サイバーキャンパスの第 1 回のテキスト（データベースとは何か）を入手
し，読んでおくこと． 
2 回 サイバーキャンパスの第 2 回のテキスト（リレーショナルモデル）を入手
し，読んでおくこと． 
3 回 サイバーキャンパスの第 3 回のテキスト（集合演算とリレーショナル代数）
を入手し，読んでおくこと． 
4 回 サイバーキャンパスの第 4 回のテキスト（リレーショナル代数．射影，選



択）を入手し，読んでおくこと． 
5 回 サイバーキャンパスの第 5 回のテキスト（リレーショナル代数．結合，商）
を入手し，読んでおくこと． 
6 回 サイバーキャンパスの第 6 回のテキスト（SQL の単純質問）を入手し，読
んでおくこと． 
7 回 サイバーキャンパスの第 7 回のテキスト（SQL のより高度な質問（結合や
入れ子，集約関数））を入手し，読んでおくこと． 
8 回 サイバーキャンパスの第 8 回のテキスト（SQL のデータの更新とテーブル
定義）を入手し，読んでおくこと． 
9 回 サイバーキャンパスの第 9 回のテキスト（第一正規形と更新時異状）を入
手し，読んでおくこと． 
10 回 サイバーキャンパスの第 10 回のテキスト（関数従属性と第二正規形）を
入手し，読んでおくこと． 
11 回 サイバーキャンパスの第 11 回のテキスト（第三正規形，ボイス・コッド
正規形）を入手し，読んでおくこと． 
12 回 サイバーキャンパスの第 12 回のテキスト（第四正規形，第五正規形）を
入手し，読んでおくこと． 
13 回 サイバーキャンパスの第 13 回のテキスト（データベースの技術背景）を
入手し，読んでおくこと． 
14 回 サイバーキャンパスの第 14 回のテキスト（データベースの応用）を入手
し，読んでおくこと． 
15 回 サイバーキャンパスの第 15 回のテキスト（SQL のビューの説明と，DBMS
を Web(PHP)から利用する方法）を入手し，読んでおくこと． 

 



年度 2012 
授業コード FII2712 
成績評価 毎回の課題レポート(50%)，中間レポート(25%)，最終レポート(25%)の合計で

評価する． 
なお，正当な理由がなく中間レポートを提出しなかった者は，最終レポートの提
出を認めない． 

曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス IA(〜10),IB(〜10) 
見出し FII2712 情報科学Ⅱ 
担当教員名 浅山 泰祐 
単位数 2 
教科書 適時プリントを配布する. 
アクティブラーニング  
キーワード コンピュータグラフィクス，モデリング，レンダリング，色（色彩），立体，ソリ

ッドモデル，CSG 表現，レイトレーシング 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報科学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 C による CG レイトレーシング／千葉則茂，村岡一信／株式会社 サイエンス社

／ISBN4-7819-0617-6 
授業形態 講義 
注意備考 選択必修科目なのでオリエンテーションでの解説をよく聞くこと． 

演習主体の科目なので，出席，レポートで成績を決定する．欠席などをしないよ
うにすること． 

シラバスコード FII2712 
実務経験のある教員  
達成目標 ・コンピュータグラフィクスの基本要素の概念を理解する． 

・CSG 表現で物体の表現ができるようにする． 
・色（色彩）を RGB 表現で理解する． 

受講者へのコメント CG の作品を制作しましたが，レポートを主とする講義の主題を取り組んで頑張
っていただけたと思います． 

連絡先 １号館４階 浅山研究室 086-256-9414 asasemi@mis.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 項目【E】（８）で「教科書や資料が少し平易なものが良い」と 1 名回答がありま
した． 
演習主体の科目で，CG の基礎を学ぶ演習が多いため，理論は自分で調査をする
ことが必要なので， 
参考書の提示を多くするべきだったかと思っています． 



英文科目名 Information Science II 
関連科目 情報科学 I，コンピュータグラフィクス I，コンピュータグラフィクス II，アルゴ

リズムとデータ構造 I，アルゴリズムとデータ構造 II，計算機システム，コンピ
ュータ基礎 I，コンピュータ基礎 II，文書処理，情報処理入門，幾何 I，幾何 II 

次回に向けての改善変更予定 次回（平成 25 年度）は，担当ではありません． 
講義目的 この講義では、コンピュータグラフィクスの基本的な考え方を学び、具体的に

CGS 表現で立体構造の作成，色（色彩）の設定，レイトレーシング法によるコン
ピュータグラフィクスの作成ができるようにすることを目的とする． 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 簡単なモデリング（基本立体）の解説をする． 
3 回 簡単なモデリング（基本立体）の演習をする． 
4 回 レンダリング（レイトレーシング法）の解説をする． 
5 回 レンダリング（レイトレーシング法）の演習をする． 
6 回 例題の解説をする． 
7 回 中間レポートを作成をする． 
8 回 中間レポートの作成，提出をする． 
9 回 高度なモデリング（CSG 表現）の解説をする． 
10 回 高度なモデリング（CSG 表現）の演習をする． 
11 回 レンダリング（カメラ，照明など）の解説をする． 
12 回 レンダリング（カメラ，照明など）の演習をする． 
13 回 最終レポートの構想，作成をする． 
14 回 最終レポートの作成をする． 
15 回 最終レポートの作成，提出をする． 

準備学習 1 回 選択必修科目なので，事前にシラバスの内容をよく読んでおくこと． 
2 回 基本立体（楕円面，一葉双曲面，二様双曲面，楕円錐面で囲まれた立体）に
ついて予習しておくこと． 
3 回 基本立体を利用した演習を行うので，配置，色などについて準備しておくこ
と． 
4 回 レンダリング，特にレイトレーシング法について予習しておくこと． 
5 回 ３回目で使用した演習の構造を利用して，演習を行うので復讐をしておく
こと． 
6 回 （事前配布予定の）例題について予習しておくこと． 
7 回 中間レポート用の立体構造や色（色彩）について検討しておくこと． 
8 回 中間レポートを時間中に作成，提出できるように準備しておくこと． 
9 回 基本立体を変形や組み合わせて，新たな立体を表現する方法を解説する． 
アフィン変換，集合演算について予習しておくこと． 
10 回 基本立体を変形や組み合わせた新たな立体を，実際に作成していく． 
どのような立体を作成するのかの構想を練っておくこと． 
11 回 レンダリングの要素としてのカメラ（配置，画角など）照明（環境光，平
行光源，点光源）について予習しておくこと． 
12 回 カメラ，照明を自由に組み合わせて，シーンを作成する演習を行う． 



どのようなシーンを作成するのかの構想を練っておくこと． 
13 回 ２回目?１２回目までの解説，演習，レポートをまとめて，新たな立体やシ
ーンを作成し，最終レポートを作成するので，総合的な構想を練っておくこと． 
14 回 最終レポートの作成が１５回目で提出できるようにすること． 
15 回 最終レポートが時間中に提出できるようにすること． 

 



年度 2012 
授業コード FII2721 
成績評価 作成したレポートにより評価する。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス IA(〜10),IB(〜10) 
見出し FII2721 情報科学Ⅰ 
担当教員名 菅野 幸夫 
単位数 2 
教科書 資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード LOGO、正多面体、レポート作成 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報科学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要なときに指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 毎回の内容に連続性があるので欠席しないよう努めること。 
シラバスコード FII2721 
実務経験のある教員  
達成目標 LOGO を 3D モードで使用し３次元の正多面体を描画する。形式の整ったレポ

ートを作成する。 
受講者へのコメント  
連絡先 菅野幸夫研究室 １５号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Information Science I 
関連科目 応用プログラミング I、応用プログラミング II、応用プログラミング IIIWeb プロ

グラミング I、Web プログラミング II、Web プログラミング III 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 LOGO による図形描画の原理を理解し、３次元の正多面体を描画する。レポー

トの作成法を身に付ける。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 MSWLOGO 

2 回 LOGO の基本命令 
3 回 基本図形の描画 
4 回 関数定義 
5 回 基本図形の組合せ 
6 回 彩色処理 



7 回 中間レポート作成１ 
8 回 中間レポート作成２ 
9 回 3DLOGO 
10 回 正多面体 
11 回 LOGO による正多面体の描画１ 
12 回 LOGO による正多面体の描画２ 
13 回 レポート作成１ 
14 回 レポート作成２ 
15 回 レポート作成３ 

準備学習 1 回 MSWLOGO について調べておく。 
2 回 LOGO の基本命令について調べておく。 
3 回 LOGO の図形描画の原理について調べておく。 
4 回 プログラミングにおける関数定義について復習しておく。 
5 回 基本図形の描画について復習しておく。 
6 回 LOGO の彩色処理について調べておく。 
7 回 第１回から第６回の内容を復習しておく。 
8 回 第１回から第６回の内容を復習しておく。 
9 回 LOGO の 3D モードについて調べておく。 
10 回 正多面体について復習しておく。 
11 回 第１回から第１０回の内容を復習しておく。 
12 回 第１回から第１０回の内容を復習しておく。 
13 回 レポート作成の方法について調べておく。 
14 回 レポート作成の方法について調べておく。 
15 回 レポート作成の方法について調べておく。 

 



年度 2012 
授業コード FII2722 
成績評価 作成したソフトウェアの内容及びまとめのレポートで評価する。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス IA(〜10),IB(〜10) 
見出し FII2722 情報科学Ⅱ 
担当教員名 大⻄ 荘一 
単位数 2 
教科書 プリントを配付する。 
アクティブラーニング  
キーワード ソフトウェア開発プロセス、コンピュータ言語、コンピュータの仕組み、アセン

ブリ言語 
仕様書 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報科学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 CASLⅡ関係の書籍 
授業形態 講義 
注意備考 学科実験室を利用するので他学科・他学部履修は認めません。 
シラバスコード FII2722 
実務経験のある教員  
達成目標 １．ソフトウェア開発プロセスの理解 

２．プログラミング能⼒のアップ 
３．CASLⅡでプログラム作成が出来ること 
４．コンピュータの仕組みの理解 

受講者へのコメント  
連絡先 大⻄研究室：15 号館３階 

メール：onishi@mis.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Information Science II 
関連科目 電子計算機概論、ソフトウェアの設計と開発、アルゴリズムとデータ構造 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ソフトウェア開発の流れを実体験することによって、ソフトウェア開発で何が 

重要なのかを理解させる。また、基本情報技術者試験で採用されている言語
「CASLⅡ」 
を理解させる。アセンブリ言語によりコンピュータの仕組みを理解させる。 

対象学年 3 年/4 年 



授業内容 1 回 ソフトウェア開発の流れ。ソフトウェア開発プロセスについて講義する。 
2 回 コンピュータ言語の種類と特徴について講義する。 
3 回 CASLⅡの言語仕様について、CASLⅡシミュレータを使いながら実習する。 
4 回 CASLⅡの言語仕様について、CASLⅡシミュレータを使いながら実習する。 
5 回 要求仕様を説明する。各自、開発するソフトウェアの概略仕様、及び詳細仕
様書を作成する。 
6 回 プログラムを設計する。アルゴリズムとデータを明確にする。 
7 回 CASLⅡシミュレータを使用してプログラミングとデバッグを行う。 
8 回 CASLⅡシミュレータを使用してプログラミングとデバッグを行う。 
9 回 CASLⅡシミュレータを使用してプログラミングとデバッグを行う。 
10 回 CASLⅡシミュレータを使用してプログラミングとデバッグを行う。 
11 回 プログラムテスト仕様書を作成し、プログラムのテストを行う。 
12 回 開発したソフトウェアのプレゼンテーションをする。 
13 回 開発したソフトウェアのプレゼンテーションをする。 
14 回 レポート作成 
15 回 レポート作成 

準備学習 ソフトウェア開発プロセス、アセンブリ言語「CASLⅡ」の言語仕様を事前学習
しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FII2731 
成績評価 サーバ上に構築したホームページから毎回の授業内容の理解度を確認し，レポー

ト提出（５０％）と総合演習（５０％）により評価をする。採点の基準は１００
点満点のうち６０点以上を合格とする。また，授業回数の３分の１以上の欠席を
した場合には試験成績は無効と見なし”Ｅ”評価とする。 

曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス IA(〜10),IB(〜10) 
見出し FII2731 情報科学Ⅰ 
担当教員名 澤見 英男 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード ＨＴＭＬ，フレーム，クリッカブルマップ，スクリプト，カウンタ，掲示板，Ａ

ＳＰ，アクセス権設定，アクセスログ解析 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特にありません。 
科目名 情報科学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし。 
授業形態 講義 
注意備考 （１）情報科学Ⅰは数理科学Ⅰとの選択必修のためどちらか一方を受講すること

（２）実験室を使用する講義なので受講制限をすることがある（３）他学科・他
学部履修は認めません 

シラバスコード FII2731 
実務経験のある教員  
達成目標 直接ＨＴＭＬファイルを作成することにより，複数のＨＴＭＬファイルからなる

簡単なホームページを作成出来るようになる。スクリプトを用いることにより，
訪問者数表示のできるホームページ，掲示板として動作するホームページを作成
する。訪問者数を数えるために用いるテキストファイルのアクセス権を変更し，
表示結果に差異の出ることを理解する。アクセスログを解析することにより，作
成したホームページが想定通り動作をしているかどうかを解析できるようにな
ることを目指す。課題を解決するために行ったのと同じ作業内容を，他者に依頼
する際に 

受講者へのコメント ホームページの作成と管理の課題に続けて、Ｍａｐｌｅによる３ＤＣＧアニメー
ション作成まで、誰一⼈かけることなく目標達成することができました。 

連絡先 澤見英男研究室 １号館４階 086-256-9620 sawami@mis.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特にありません。 



英文科目名 Information Science I 
関連科目 情報処理入門 
次回に向けての改善変更予定 特にありません。 
講義目的 ＨＴＭＬを用いたホームページ作成と運用について学習する。最初に，フレーム

とクリッカブルマップを用いたホームページを作成する。次に，スクリプトとし
てＡＳＰを用い，訪問者数表示と掲示板を実現方法につき講義と演習を通して理
解する。そして，ファイルのアクセス権設定によるホームページ表示の差異など
と併せて，ログファイルの簡単な解析などについて学習する。まとめとして，幾
つかの課題の中からひとつを選んで演習を行い，マニュアルの体裁をしたレポー
トとしてまとめ提出する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 ＨＴＭＬについて説明する 

2 回 フレームを用いたホームページ作成について説明する 
3 回 クリッカブルマップについてについて説明する 
4 回 画像の作成と画像座標の取得について説明する 
5 回 クリッカブルマップ作成について説明する 
6 回 ＡＳＰについてについて説明する 
7 回 ＡＳＰを用いたカウンタ作成について説明する 
8 回 アクセス権限設定について説明する 
9 回 中間レポート作成 
10 回 組み込みオブジェクトについて説明する 
11 回 ＡＳＰを用いた掲示板について説明する 
12 回 ログファイルの解析について説明する 
13 回 プレゼンテーションについて説明する 
14 回 総合演習 
15 回 報告書作成について説明する 

準備学習 1 回 タグについて簡単な予習をしておくこと 
2 回 配付資料にあるＨＴＭＬテキストの相互関係などを調べておくこと 
3 回 配付資料にある画像とＨＴＭＬテキストとの関係を調べておくこと 
4 回 レポート課題にふさわしい画像を準備しておくこと 
5 回 エクスプローラ，ブラウザ，メモ帳，描画ソフトを並行利用できるようにし
ておくこと 
6 回 配付資料をよく読んで理解しておくこと 
7 回 イントラネットとインターネットの差異を確認しておくこと 
8 回 配付資料をよく読んで理解しておくこと 
9 回 各種ファイルを指定時間内にサーバへ転送できるよう準備しておくこと 
10 回 配付資料をよく読んで理解しておくこと 
11 回 時間内に完成するよう事前準備をしておくこと（ＰＨＰを使う場合も同様） 
12 回 配付資料を参考にしてエラーとして処理されるであろう例題を複数用意し
ておくこと 
13 回 スライドの内容について計画しておくこと 
14 回 ホームページ作成と管理運用に関するテーマについてまとめておくこと 



15 回 作業内容の全体的な解説を含む手引き書としてのレポート作成すること 
 



年度 2012 
授業コード FII2732 
成績評価 演習課題レポート、総合演習レポートにより評価する。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス IA(〜10),IB(〜10) 
見出し FII2732 情報科学Ⅱ 
担当教員名 劉 渤江 
単位数 2 
教科書 資料を配布する 
アクティブラーニング  
キーワード XML, XML Schema, XSLT, CSS 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報科学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 中山幹敏、奥井康宏：（改訂版標準）XML 完全解説（上）、株式会社技術評論社 

中山幹敏、奥井康宏：（改訂版標準）XML 完全解説（下）、株式会社技術評論社 
授業形態 講義 
注意備考 （１）実験室を使用する講義で受講制限をすることがある。 

（２）他学科・他学部履修は認めません。 
シラバスコード FII2732 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）XML の重要性を深く理解する 

（２）XML 文書を処理できる 
（３）XML 関連技術を把握する 

受講者へのコメント  
連絡先 劉渤江研究室 １５号館３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Information Science II 
関連科目 なし 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 XML は HTML の限界を打ち破るインターネット時代の汎用なデータ記述形式

として広く認知されるようになった技術である。本講義では、XML をデータ形
式の記述方法として紹介することだけではなく、いくつかの XML 関連技術を解
説する。また、演習を通じて XML 技術の理解を深める。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 XML の基本 



3 回 XML テクノロジー 
4 回 XML Schema(1) 
5 回 XML Schema(2) 
6 回 HTML、XML 
7 回 XSLT(1) 
8 回 XSLT(2) 
9 回 XSLT(3) 
10 回 CSS(1) 
11 回 CSS(2) 
12 回 XML の総合演習（１） 
13 回 XML の総合演習（２） 
14 回 XML の総合演習（３） 
15 回 XML の総合演習（４） 

準備学習 1 回 シラバスを確認して、希望する内容のテーマを決めておく． 
2 回 XML のデータ記述の基本ができるようにしておく． 
3 回 XML 基本テクノロジーを予習しておく． 
4 回 データ型、データ記述などについて予習しておく． 
5 回 XML Schema の基本的な考え方を理解しておく． 
6 回 文書の構造化を理解するようにしておく． 
7 回 XSLT の役割を予習しておく． 
8 回 XPath 式を理解するようにしておく． 
9 回 ７回と８回の内容を確認しておく． 
10 回 CSS のメリットについて調べるようにしておく． 
11 回 簡単な CSS の作り方ができるようにしておく． 
12 回 ２回から５回までの内容を復習しておく． 
13 回 ６回から８回までの内容を復習しておく． 
14 回 ９回から１１回までの内容を復習しておく． 
15 回 前３回演習の内容をまとめておく． 

 



年度 2012 
授業コード FII2741 
成績評価 演習問題(20%)，課題報告書(50%)，定期試験(20%)，その他の提出物(10%)によ

り行う． 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス IA(〜10),IB(〜10) 
見出し FII2741 情報科学Ⅰ 
担当教員名 宮地 功 
単位数 2 
教科書 宮地功著: 演習形式で学ぶ・オペレーションズリサーチ (共立出版)，ISBN:978-

4-320-01871-6 
アクティブラーニング  
キーワード 輸送問題，割当て問題，順序づけ問題，最短経路，日程管理計画，取替問題，在

庫管理，待ち行列，階層化意思決定法 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報科学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 栗原謙三，明石吉三著：オペレーションズリサーチ (コロナ社)，ISBN:4-339-

02624-7 
木下栄蔵著：意思決定論入門 (近代科学社)，ISBN:978-4-320-01871-6 

授業形態 講義 
注意備考 予習と復習をして理解を深めること．課題報告書を必ず提出すること． 
シラバスコード FII2741 
実務経験のある教員  
達成目標 取り上げたオペレーションズリサーチにおける数学モデルとその手法のアルゴ

リズムを理解して，そのアルゴリズムに従って問題が解けること． 
受講者へのコメント  
連絡先 宮地功研究室 １５号館３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Information Science I 
関連科目 離散数学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 オペレーションズリサーチは意思決定のための数学モデルである．多くの数学モ

デルが提案されている．その手法を講義し，講義の後に手法を Excel あるいは関
数電卓で実際に演習して，理解を深める．社会における問題解決に役に立つよう
にする． 

対象学年 3 年/4 年 



授業内容  
準備学習 第１回 

シラバスを確認し，学習の過程を把握しておくこと．教科書の第 4 章輸送問題を
読んでおくこと． 
第２回 
教科書の第 5 章割当て問題を読んでおくこと． 
第３回 
第 4,5 章を理解して，それらの章の課題を解いておくこと． 
第４回 
教科書の第 6 章巡回セールスマン問題を読んでおくこと． 
第５回 
教科書の第 7 章順序づけ問題を読んでおくこと． 
第６回 
第 6,7 章を理解して，それらの章の課題を解いておくこと． 
第７回 
教科書の第 8 章最短経路問題を読んでおくこと． 
第８回 
教科書の第 9 章日程管理計画問題を読んでおくこと． 
第９回  
第 8,9 章を理解して，それらの章の課題を解いておくこと． 
第 10 回 
教科書の第 10 章取替問題を読んでおくこと． 
第 11 回 
教科書の第 11 章在庫管理問題を読んでおくこと． 
第 12 回 
第 10,11 章を理解して，それらの章の課題を解いておくこと． 
第 13 回 
教科書の第 12 章待ち行列問題を読んでおくこと． 
第 14 回  
教科書の第 13 章階層化意思決定法問題を読んでおくこと． 
第 15 回 
第 12,13 章を理解して，それらの章の課題を解いておくこと． 

 



年度 2012 
授業コード FII2742 
成績評価 演習問題３０％，レポート４０％，試験３０％で評価する． 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス IA(〜10),IB(〜10) 
見出し FII2742 数理科学Ⅱ 
担当教員名 山本 英二 
単位数 2 
教科書 北岡正敏著例題でわかる待ち行列理論入門日本理工出版会 
アクティブラーニング  
キーワード 待ち行列，待ち時間，サービス時間 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 数理科学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プリントを配布する． 
授業形態 講義 
注意備考 確率ⅠⅡを履修していることが望ましい． 
シラバスコード FII2742 
実務経験のある教員  
達成目標 １．待ち行列のシステムを理解する．２．離散型マルコフ連鎖・過程を理解する．

３．基本的待ち行列モデルを理解する．４．数式処理ソフトを用いて，待ち行列
モデル解析を実施できる． 

受講者へのコメント  
連絡先 山本英二研究室（１号館４階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mathematical Science II 
関連科目 基礎解析Ⅰ，基礎解析Ⅱ，確率Ⅰ，確率Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 銀行や駅の窓口，生産工程，配送センター，情報ネットワークなど，あらゆる場

所で窓口に客，物，クライアントが列をなしてサービス待ちに入り，サービスを
受けて出て行く．待ち行列理論はサーバーにクライアントが到着し，待機し，サ
ービスを受け退去するまでの待ち時間，待ち件数を解析する．待ち行列理論を用
いて，混雑の解消や経済的なサービス運営が可能になる．ここでは基礎的な待ち
行列理論を学び，現実の問題に応用できる⼒を身につけることが目標となる． 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 待ち行列理論の意義 

2 回 ポアソン過程 



3 回 確率 
4 回 ⺟関数 
5 回 ラプラス変換 
6 回 合流・分流の法則 
7 回 たたみ込みとアーラン分布 
8 回 レポート作成１ 
9 回 離散型マルコフ連鎖 
10 回 離散型マルコフ過程 
11 回 出生死滅過程 
12 回 M/M/1 待ち行列待ち件数 
13 回 M/M/1 待ち行列待ち時間 
14 回 レポート作成２ 
15 回 レポート作成３ 

準備学習 1 回 待ち行列理論とは何か調べておくこと 
2 回 ポアソン分布について調べておくこと 
3 回 確率の基礎について復習しておくこと 
4 回 確率分布について復習しておくこと 
5 回 ⺟関数について復習しておくこと 
6 回 ポアソン過程について復習しておくこと 
7 回 ⺟関数・ラプラス変換について復習しておくこと 
8 回 前半の内容を復習しておくこと 
9 回 条件付き確率について復習しておくこと 
10 回 離散型マルコフ連鎖について復習しておくこと 
11 回 離散型マルコフ過程について復習しておくこと 
12 回 出生死滅過程について復習しておくこと 
13 回 M/M/1 待ち行列待ち件数について復習しておくこと 
14 回 後半の内容を復習しておくこと 
15 回 課題について準備しておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FII2751 
成績評価 課題提出 50%とレポート 50%により評価する。採点の基準は 100 点満点のうち

60 点以上を合格とする．定期試験の際にレポートの最終提出を行う． 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス IA(〜10),IB(〜10) 
見出し FII2751 数理科学Ⅰ 
担当教員名 河野 敏行 
単位数 2 
教科書 資料を配布する． 
アクティブラーニング  
キーワード 線型代数，三角関数，画像処理，プログラミング，セルオートマトン 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 数理科学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 実例で学ぶゲーム３Ｄ数学／Fletcher Dunn，Ian Parberry 著，松⽥晃一訳／株式

会社オーム社 
プログラミングのための線型代数／平岡和幸，堀玄／株式会社オーム社 
ゲームプログラマになる前に覚えておきたい技術／平山 尚／秀和システム 

授業形態 講義 
注意備考 受講者のプログラミングの能⼒に配慮し、シラバスの内容を前後する場合があ

る。学科実験室を利用するため、他学科の学生は履修できない。学科内にある e-
Learning システムを利用して資料の提示、レポートの提出を行う。 

シラバスコード FII2751 
実務経験のある教員  
達成目標 １．行列とベクトルの性質を理解する． 

２．行列とベクトルの計算をプログラムとして表現できる． 
３．図形や画像処理における線型代数表現を理解する． 
４．簡単なゲームや画像処理に学習した内容を応用できる． 

受講者へのコメント  
連絡先 15 号館 4 階 河野研究室 086-256-9603 kohno@mis.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mathematical Science I 
関連科目 線形代数，プログラミング基礎，応用プログラミング I・II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 コンピュータグラフィックス、信号処理、データ解析などにおいて線型代数など

の数理科学を道具として扱う場合が多い。この講義では画像処理などのプログラ



ミングを通して線型代数の理解を深め、さらにプログラミングにおけるテクニッ
クを学習する。課題として、線型代数的計算を利用したゲームや画像処理のプロ
グラムを行い、応用⼒を養う。計算環境として、JavaScript や EXCEL などを用
いる。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義全般の説明をする。 

2 回 行列とベクトルの演算のプログラムを作成し、座標の変換および写像とし
ての意味を理解する。 
3 回 行列式の計算プログラムを作成し、図形の拡大の意味を理解する。 
4 回 逆行列の計算プログラムを作成し、正則行列の逆行列を計算する。 
5 回 連立方程式の解法プログラムを作成し、図形の変換や影響について理解す
る。 
6 回 LU 分解のプログラムを理解し、行列式や逆行列の計算を行い、連立方程式
の解法の比較を行う。 
7 回 図形の回転、拡大縮小などの各種変形を行うプログラムを作成する。 
8 回 座標変換プログラムを作成する。 
9 回 共通課題と自由課題を決定し、プログラムを作成する。 
10 回 課題などを作成する上で必要となる三角関数などの利用したプログラムを
説明する。 
11 回 課題を作成するうえで必要となる乱数などのプログラムを説明する。 
12 回 課題を作成するうえで必要となる画像処理についてのプログラムを説明す
る。 
13 回 画像処理に関するプログラムについて説明する。 
14 回 作成された課題についてプレゼンテーションを行い、指導する。 
15 回 課題の作成とレポート作成の指導を行い、さまざまな処理について確認を
する。 

準備学習 1 回 シラバスを確認しておくこと。 
2 回 行列と行列の掛け算、行列とベクトルの掛け算について確認しておくこと。 
3 回 行列式の計算について確認しておくこと。 
4 回 逆行列の計算について確認しておくこと。 
5 回 連立方程式の解き方について確認しておくこと。 
6 回 LU 分解について確認しておくこと。 
7 回 これまでのプログラムの内容を復習しておくこと。 
8 回 座標変換プログラムの内容を学習すること。 
9 回 これまでの学習を踏まえ、課題を設定する。 
10 回 課題を作成する上で必要な知識について確認すること。 
11 回 課題を作成する上で必要な知識について確認すること。 
12 回 課題を作成する上で必要な知識について確認すること。 
13 回 配布資料をもとに画像処理について調べておくこと。 
14 回 作成した課題と課題の説明をレポートすること。 
15 回 レポートを完成させること。 

 



年度 2012 
授業コード FII2911 
成績評価 課題提出(30%)，中間試験(25%)，定期試験(45%)で評価する。 
曜日時限 火曜日 9・10 時限 
対象クラス IA(〜09),IB(〜09) 
見出し FII2911 教職数学Ⅲ 
担当教員名 中村 忠 
単位数 2 
教科書 プリント（資料）を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 極限，指数関数の微分，対数関数の微分，関数のグラフ，置換積分，部分積分，

体積 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 教職数学Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 高校数学教科書 
授業形態 講義 
注意備考 教職の分野を目指す受講生向けの実践的な内容になります。 
シラバスコード FII2911 
実務経験のある教員  
達成目標 高校数学の教育目標，指導方法についての基本的な事柄を身につけ，実践的な指

導を可能にする能⼒を高める。 
受講者へのコメント  
連絡先 中村忠研究室 １号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mathematics of Teaching Profession III 
関連科目 基礎解析 I，II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 高校数学科の内容の特徴やその指導方法の取得を目的とする。具体的事例をとり

上げながら，解説する．必要に応じて指導法の演習をする。 
対象学年 4 年 
授業内容 1 回  数列の極限の指導する。 

2 回  関数の極限の指導する。 
3 回  指数関数の導関数の指導する。 
4 回  三角関数の導関数の指導する。 
5 回  関数の増減の指導する。 
6 回  関数のグラフの概形の指導する。 



7 回  中間試験およびその解説を指導する。 
8 回  置換積分の指導する。 
9 回  部分積分の指導する。 
10 回  面積の指導する。 
11 回  体積の指導する。 
12 回  課題学習の指導要領の作成（１）の指導をする。 
13 回  課題学習の指導要領の作成（２）の指導をする。 
14 回  課題学習の指導要領の作成（３）の指導をする。 
15 回  これまでの学習した内容の整理をする。 

準備学習 1 回 数列の極限の指導例を作成すること。 
2 回 関数の極限の指導例を作成すること。 
3 回 指数・対数関数の指導例を作成すること。 
4 回 三角関数の指導例を作成すること。 
5 回 関数の増減の指導例を作成すること。 
6 回 関数のグラフの書き方の指導例を作成すること。 
7 回 第１回から第６回までの内容をよく理解し整理しておくこと。 
8 回 置換積分の指導例を作成すること。 
9 回 部分積分の指導例を作成すること。 
10 回 面積の指導例を作成すること。 
11 回 体積の指導例を作成すること。 
12 回 指定された課題の指導例を作成すること。 
13 回 指定された課題の指導例を作成すること。 
14 回 指定された課題の指導例を作成すること。 
15 回 これまでの内容についての指導用の教材を総合的につくること。 

 



年度 2012 
授業コード FII2912 
成績評価 課題提出(30%)，中間試験(25%)，定期試験(45%)で評価をする． 
曜日時限 火曜日 9・10 時限 
対象クラス IA(〜10),IB(〜10) 
見出し FII2912 解析演習Ⅱ(再) 
担当教員名 河野 敏行 
単位数 2 
教科書 理工系入門 微分積分／石原繁・浅野重初／裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード ２重積分，累次積分，極座標変換，変数変換，置換積分，曲面積，体積 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特になし． 
科目名 解析演習Ⅱ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 エクササイズ 偏微分重積分／立花俊一・成⽥清正／共立出版 
授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード FII2912 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）２重積分の計算ができ、その意味を理解できる。 

（２）計算に必要な基本技術（累次積分，変数変換による積分等）を修得する。 
受講者へのコメント 理解や関心が深まったようでよかった． 
連絡先 15 号館 4F 河野研究室 086-256-9603 kohno@mis.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 再履修のため，少⼈数のクラスであったため，あまり参考にならないが，ひとり
ひとりのレベルに合わせて講義を進めた 

英文科目名 Exercise on Calculus II 
関連科目 基礎解析Ⅰ・Ⅱ、 線形代数、解析 I、解析演習 I 
次回に向けての改善変更予定 少⼈数であれば，ひとりひとりのレベルに合わせた講義をしたいと思う． 
講義目的 多変数関数の積分についての理解を深めることを目的とする。主に、２重積分に

焦点をあてて講義し、例題を演習することにより、２重積分の理解を深める． 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 一変数関数の不定積分について解説し、演習する。 

2 回 一変数関数の定積分について解説し、演習する。 
3 回 ２重積分の定義について解説し、演習する。 
4 回 累次積分について解説し、演習する。 
5 回 累次積分について解説し、演習する。 
6 回 ２重積分の積分順序交換について解説し、演習する。 



7 回 ２重積分の積分順序交換について解説し、演習する。 
8 回 中間演習およびその解説をする。 
9 回 極座標変換による重積分の計算について解説する。 
10 回 極座標変換による重積分の計算についての演習をする。 
11 回 広義の重積分について解説する。 
12 回 広義の重積分についての演習をする。 
13 回 重積分の変数変換について解説する。 
14 回 重積分の変数変換についての演習をする。 
15 回 体積・表面積およびこれまでの復習をする。 

準備学習 1 回 基礎解析 I,II で学んだことを復習しておくこと。 
2 回 基礎解析 I,II で学んだことを復習しておくこと。 
3 回 領域と集合表示について調べておくこと。 
4 回 領域が単純であるかどうか判断する練習をしておくこと。 
5 回 領域が単純であるかどうか判断する練習をしておくこと。 
6 回 x,y のどちらに先に積分したらよいかを練習問題を解くことにより、演習し
ておくこと。 
7 回 x,y のどちらに先に積分したらよいかを練習問題を解くことにより、演習し
ておくこと。 
8 回 第１回から第７回までの内容をよく理解し整理しておくこと。 
9 回 直行座標による重積分との違いについて考えること。 
10 回 極座標による重積分の計算練習をしておくこと。 
11 回 広義の積分を復習しておくこと。 
12 回 広義の重積分の計算練習をしておくこと。 
13 回 偏微分の復習をしておくこと。 
14 回 変数変換による重積分の計算練習をしておくこと。 
15 回 変数変換による重積分の計算練習をしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FII3111 
成績評価 小テスト・課題（35%)，中間テスト(25%)，定期試験(35%)により評価する 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス IA(〜11),IB(〜11) 
見出し FII3111 解析Ⅰ 
担当教員名 山本 英二 
単位数 2 
教科書 石原・浅野 「理工系入門 微分積分」 裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード ２変数関数，偏微分，接平面，テーラー・マクローリン展開，条件付き極値 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 解析Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プリント（資料）を配布する． 
授業形態 講義 
注意備考 ２変数関数を３次元に表示した電子教材を液晶プロジェクターで投影し，授業の

補助教材としている 
シラバスコード FII3111 
実務経験のある教員  
達成目標 １．１変数関数の微分とその応用と対比して，２変数関数の偏微分とその応用が

理解できる．２．２変数関数の３次元グラフが計算機を用いて描ける．３．２変
数関数の極限，連続，偏微分，接平面が幾何的に理解できる．４．２変数関数の
合成関数・陰関数の微分が計算できる．５．２変数関数のテーラー・マクローリ
ン展開が求められる．６．２変数関数の極大・極小を求め，３次元グラフの概略
が描ける．７．２変数関数の条件付き極値を求められる． 

受講者へのコメント 宿題はまじめに取り組んでますが，授業の復習をきちんと行うことがより理解が
深まると思います． 

連絡先 山本英二研究室 １号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業時間外に３０分から１時間程度，大多数の学生が宿題に取り組ンでいること
は評価できます．学習を通じて，この分野の理解，関心が高まった学生が多数で
あったことは評価出来ます． 

英文科目名 Calculus I 
関連科目 基礎解析 I，基礎解析 II，解析演習 I を履修していることが望ましい． 
次回に向けての改善変更予定 基礎的な微分，積分の計算が弱い学生が見られます．自主的に演習問題に取り組

み，基礎的な計算⼒を付けましょう． 
講義目的 ２変数関数の偏微分とその応用について，１変数関数の微分と対比して理解す



る．２変数関数における極限，連続性，偏微分，接平面，合成関数・陰関数の微
分法を学ぶ．偏微分の応用として，テーラー・マクローリン展開，極大・極小，
条件付き極値を学ぶ． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ２変数関数 

2 回 ２変数関数の極限 
3 回 ２変数関数の連続 
4 回 偏導関数 
5 回 接平面 
6 回 全微分と合成関数の微分法 
7 回 合成関数の微分法 
8 回 中間テスト 
9 回 陰関数の微分法 
10 回 高次偏導関数と偏微分演算子 
11 回 テーラー・マクローリン展開 
12 回 マクローリン展開の証明 
13 回 極大・極小 
14 回 条件付き極値 
15 回 最適化問題 

準備学習 1 回 高校，大学１年で学ぶ微分積分を復習し，２変数関数の微分積分を学ぶ学習
の過程を把握しておくこと． 
2 回 １変数関数の極限を復習しておくこと． 
3 回 １変数関数の連続性を復習しておくこと 
4 回 １変数関数の導関数を復習しておくこと． 
5 回 １変数関数の接線を復習しておくこと． 
6 回 １変数関数の微分と合成関数の微分法を復習しておくこと． 
7 回 １変数関数の微分と合成関数の微分法を復習しておくこと． 
8 回 習った範囲で演習問題を復習しておくこと 
9 回 合成関数の微分法を復習しておくこと． 
10 回 １変数関数の高次導関数を復習しておくこと． 
11 回 １変数関数のテーラー・マクローリン展開を復習しておくこと． 
12 回 １変数関数のマクローリン展開の証明を復習しておくこと． 
13 回 １変数関数の極大・極小，関数の増減表とグラフを復習しておくこと． 
14 回 ２変数関数の極大・極小を復習しておくこと． 
15 回 ラグランジュの未定乗数法を復習しておくこと． 

 



年度 2012 
授業コード FII3112 
成績評価 定期試験の総合評価およびレポート提出により成績評価する。それぞれの割合は

レポート(20%)+定期試験(80%)である。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス IA(〜11),IB(〜11) 
見出し FII3112 代数Ⅱ 
担当教員名 榊原 道夫 
単位数 2 
教科書 読んで楽しむ代数学／加藤明史 著／現代数学社 
アクティブラーニング  
キーワード 環、初等整数論、ユークリッドの互除法、完全剰余系 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 代数Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 代数演習 II と共に受講することが望ましい。 
シラバスコード FII3112 
実務経験のある教員  
達成目標 群,環の概念と基本的な性質を整数,整式,完全剰余系などより理解さする。ガウス

の補題、ユークリッドの互除法、素数とその周辺の話題の理解、法 p の剰余体の
理解が目標。 

受講者へのコメント  
連絡先 榊原研究室（15 号館 2 階) 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Algebra II 
関連科目 代数学 I、代数演習 I 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 代数学における基本的な概念群・環・体の基本な知識を初等整数論の基礎的な事

項より学び習熟する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 【約数と整除】 

約数と除法定理について講義する。整除関係の整理を行い整除性に関連した問題
を解く。 
2 回 【GCD とユークリッドの互除法】 
最大公約数(GCD)の性質とユークリッドの互除法による GCD を求める方法に



つき学ぶ。また、GCD と不定方程式の解法との関連について述べる。 
3 回 【素数について】 
素数についていくつかの性質を講義する。 
4 回 【約数の和と完全数】 
数論的関数について具体例をあげて講義する。 
5 回 【メルセンヌ素数と完全数】 
大きな素数を求める方法にメルセンヌ素数を持ちる方法を講義する。 
6 回 【一般化したユークリッドの互除法】 
GCD の不定方程式による特徴ずけとその解をユークリッドの互除法により求め
るアルゴリズムについて講義する。 
7 回 【前半の総括】 
前半の講義内容を総合した問題について講義・演習する。 
8 回 【連分数とユークリッドの互除法】 
連分数について講義する。連分数は無理数の分数近似値を与えたり、不定方程式
をの解法に用いられたりする重要な事項の一つである。ユークリッドの互除法と
関連付けて講義する。 
9 回 【連分数の応用】 
連分数に関連した応用問題を紹介しその解法について講義する。 
10 回 【合同式】 
合同式とその基本的な性質について講義する。 
11 回 【完全剰余系】 
完全剰余系と代表元につて講義する。簡単な合同式を用いた方程式の解法につい
ても述べる。 
12 回 【フェルマの定理と応用】 
フェルマの定理とその応用について講義する。 
13 回 【剰余環】 
代数構造として完全剰余系を再考する。 
14 回 【剰余体】 
素数を法とする完全剰余系が体であることについて講義する。また、ウィルソン
の定理を理解する。 
15 回 【総括】 
講義全体の総括を行い、重要なポイントをまとめる。 

準備学習 1 回 代数学 I の内容の復習をする。特に群、環の概念と基本的な性質を復習して
おく。 
2 回 整数の演算についての基本的な性質を予習する。整数の問題にどのような
ものがあるか調べておく。 
3 回 素数について調べておく。 
4 回 約数の数、素数の濃度について調べておく。また、コーシーの関数方程式に
ついても調べておく。 
5 回 大きな素数の利用法について調べておく。 
6 回 GCD を求めるアルゴリズムを調べておく。 
7 回 これまでの講義について復習しておく。 



8 回 無理数の近似値を求める方法について調べておく。 
9 回 8 回の講義の内容以外の連分数の性質について調べておく 
10 回 数の分類について調べておく。また集合論の基礎的な事項を復習しておく。 
11 回 群、環、体の基本を復習すると共にそれらの関係を理解しておく。 
12 回 剰余系の基本的な性質を復習しておく。 
13 回 これまでの講義の復習をしておく。 
14 回 剰余環について復習しておく。 
15 回 これまでの講義全般について復習しておく。 

 



年度 2012 
授業コード FII3121 
成績評価 レポート（２０％）と定期試験（８０％）で評価する． 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス IA(〜10),IB(〜10) 
見出し FII3121 情報セキュリティ 
担当教員名 安⽥ 直義＊ 
単位数 2 
教科書 講義資料については，毎回事前に Web 登録した資料を使用する 
アクティブラーニング  
キーワード 情報セキュリティ，Web システム，Web アプリケーション，アクセス制御，リ

スク管理 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 講義についてはスキルをつけるために、皆さんに理解してもらいたい内容を説明

する事が、まず第一になります。講義中にもっと学生の皆さんからも質問をして
もらえれば、より第一線で活躍している講師陣からの意見ももらえると思います
ので、受動的でない積極的な講義への参加をお願いします。 

科目名 情報セキュリティ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし．必要に応じて講義内で紹介 
授業形態 講義 
注意備考 インターネットによるライブ及びＶＯＤ講義 

***ライブの日程（予定）*** 
第 1 回 4/11 Web システムの構成             
第 2 回 4/18 Web システムのリスク             
第 3 回 4/25 ネットワークの基本技術          
第 4 回 5/2  ネットワークリスク               
第 5 回 5/9  Web サーバーシステムリスク         
第 6 回 5/16 サーバー運用管理セキュリティ       
第 7 回 5/23 Web アプリケーションへの脅威         
 

シラバスコード FII3121 
実務経験のある教員  
達成目標 セキュリティ事故の多い Web システムを中心としたコンピュータシステムの各

構成要素を理解し，各構成要素において注意すべきセキュリティ事項を理解でき
ること．またセキュリティ事故が自分自身を含む社会全体に対して，多大な影響
を与える可能性があることを事例を通じて理解し，情報セキュリティ全般的に対
する知識を修得すること． 

受講者へのコメント リモート講座という事もありますが、学生側から質問が出ないケースが多いで
す。本当に皆さん、理解されているのでしょうか？試験の答案を見てみると必ず
しも全員が十分に理解できているとも思えないのですが。当講座は、講師の先生



が交替してしまいますので、気になる事があれば、その時に解決するように心が
けてください。 

連絡先 １５号館３階 大⻄荘一研究室 ｏｎｉｓｈｉ＠ｍｉｓ．ｏｕｓ．ａｃ．ｊｐ 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この講座も 3 年目になり、全体的には好評価のようでありますが、一部の学生に
不満が出ているのも事実です。社会⼈講師陣のため、同じ講師が継続して実施す
るのが難しいケースもあり、今年度は一部新任の講師が講義を担当したのが、不
満の一因かもしれません。また例年以上にリモート環境において音声の品質が悪
かった事も、講義のアンケートに何度かあったので、それが要因の可能性もある
と感じました。ただし、全体的には社会⼈が講師を務める事に対しての評価は高
いため、講座自体の価値は高いと評価できると思います。 

英文科目名 Information Security 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 音声に関して、リモート環境のため 100％は解決できないと思いますが、マイク

の品質等については改善の余地がありますので、検討したいと思います。 
講義目的 前半に Web システムを中心としたコンピュータシステムの各構成要素の概要と

各構成要素において注意すべきセキュリティ事項を学び，情報セキュリティ全般
的に対する学習をする．後半には，学生では経験することが難しいリスク管理手
法について実務を経験した講師陣による PDCA(Plan/Do/Check/Action)サイク
ルの継続性と役割について学ぶにことにより，実際の現場で対応しているセキュ
リティリスク回避の運用についての理解を深める．最後の総まとめにより講義全
般を振り返り，情報セキュリティに関する知識とスキルの定着 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 Web システムがどのような構成で構築されているかを理解する 

2 回 Web システムにおいてどのような脅威やリスクがあるかを理解する 
3 回 インターネットや TCP/IP プロトコルの概要を理解する 
4 回 ネットワークに潜んでいる脅威やリスクについて理解する 
5 回 メールサーバーおよび DNS サーバーにおけるリスクを理解する 
6 回 サーバーを運用する際に考慮するセキュリティと管理方法について理解す
る 
7 回 Web アプリケーションへの仕組みを学ぶと共に、どのような脅威があるか
を理解する 
8 回 Web アプリケーションへの脅威に対する対策方法について理解する 
9 回 Web システムを構成する各コンポーネントの役割とそこに潜む脅威やリス
クについてのまとめを行い、各回の講義で学んだ内容をトータルに理解する 
10 回 オペレーティングシステムにおけるセキュリティリスクを理解する 
11 回 認証技術とアクセス制御方法について理解する 
12 回 セキュリティ事故がなぜ起きるのかを理解する 
13 回 どのように情報セキュリティ運用を実施する必要があるかを理解する 
14 回 IT システムの各コンポーネントで発生する可能性のある脅威やリスクを
理解し、その対策方法を学習する 



15 回 IT 業界で活躍する講師陣より、情報セキュリティに関する総まとめを実施
し、理解を深める 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認しておき、前 15 回の学習過程を把握しておくこと 
2 回 第 1 回で学習した Web システムの構成を確認しておくこと 
3 回 第 1 回・第 2 回で学んだ Web システムにおいて、自分の携帯電話や PC が
どのようなルートでサーバーにたどりついているかを確認しておくこと 
4 回 第 3 回で学んだネットワークプロトコルの概要を確認しておくこと 
5 回 インターネットメールサービスにどのようなサービスがあるかを自身で調
べてみる 
6 回 第 5 回で学んだ Web サーバーに関するリスクを確認しておくこと 
7 回 自分が使用したことのある Web アプリケーションを事前に確認しておくこ
と 
8 回 第 7 回で学んだ Web アプリケーション上で発生する可能性のある脅威につ
いて確認しておくこと 
9 回 第 1 回から第 8 回まで学んだ内容について確認しておくこと 
10 回 自分が使用したことのあるオペレーティングシステムとその用途につい
て、事前に確認しておくこと 
11 回 第 10 回で学習したオペレーティングシステムで注意しなければいけない
リスクを確認しておくこと 
12 回 第 11 回までに学んだ中で、身近に起こったセキュリティ事故があれば、
それはどんな事故であったかの概要をまとめておく 
13 回 第 12 回で学んだセキュリティ事故が発生する原因について確認しておく 
14 回 前回までに学んだセキュリティリスクについて、復習しておくこと 
15 回 前回までの講義を通じて、不明点があれば質問できるように確認しておく
こと 

 



年度 2012 
授業コード FII3122 
成績評価 課題テーマ毎の演習（２０％）と定期試験（８０％）により評価する。採点の基

準は１００点満点のうち６０点以上を合格とする。また，授業回数の３分の１以
上の欠席をした場合には試験成績は無効と見なし”Ｅ”評価とする。 

曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス IA(〜10),IB(〜10) 
見出し FII3122 信号処理 
担当教員名 澤見 英男 
単位数 2 
教科書 貴家 仁志／デジタル信号処理（昭晃堂） ISBN:4-7856-1194-4 
アクティブラーニング  
キーワード アナログ信号，デジタル信号，畳み込み，ｚ変換，伝達関数，周波数特性，離散

フーリエ変換 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 信号処理 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 佐々木 公男／デジタル信号処理（丸善） 
授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験期間中に行い，試験形態は筆記試験とする。 
シラバスコード FII3122 
実務経験のある教員  
達成目標 アナログ信号とデジタル信号の差異を理解し，デジタル信号処理システムの簡単

な構築法を修得する。畳み込み計算，ｚ変換そしてフーリエ変換の関係を理解し，
簡単な信号の処理や一般的な信号処理に関する周波数特性を表計算ソフトウェ
アにより計算評価出来るようになることを目標とする。 

受講者へのコメント  
連絡先 澤見英男研究室 １号館４階 086-256-9620 sawami@mis.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Signal Processing 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 自然界での種々の現象をアナログ信号として観測することができる。アナログ信

号はアナログ信号処理回路によりアナログ信号のままでも処理できるが，デジタ
ル信号として処理すればより高度な結果を得ることができる。近年，コンピュー
タの高性能化に伴い各種デジタル信号処理を身近に実現できるようになってき
ている。本講義では，主としてデジタル信号処理の理論的背景と簡単な応用分野



について学習する。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 アナログ信号とデジタル信号について説明する 

2 回 信号処理システムについて説明する 
3 回 線型時不変システムについて説明する 
4 回 有限インパルス応答と畳み込み処理について説明する 
5 回 無限インパルス応答とフィードバックについて説明する 
6 回 ｚ変換とフーリエ変換について説明する 
7 回 伝達関数について説明する 
8 回 再帰型システムの必要性について説明する 
9 回 入⼒信号の復元出来る場合について説明する 
10 回 周波数特性について説明する 
11 回 縦続型と並列型の信号処理システムについて説明する 
12 回 周波数解析と標本化定理について説明する 
13 回 フーリエ変換について説明する 
14 回 １次元および２次元信号のデジタルフィルタについて説明する 
15 回 全体のまとめ 

準備学習 1 回 標本化と量子化について予習しておくこと 
2 回 どのような計算により信号を加工するのかを調べておくこと 
3 回 行列とベクトルの演算などについて復習しておくこと 
4 回 総和計算による積和演算表記に慣れておくこと 
5 回 再帰的な計算処理の行列とベクトルによる表現について調べておくこと 
6 回 ふたつの多項式の積を計算する手順について調べておくこと 
7 回 入⼒信号から出⼒信号を計算する畳み込み処理について良く理解しておく
こと 
8 回 有理多項式について調べておくこと 
9 回 下三角行列の逆行列と掃き出し法との関連について調べておくこと 
10 回 複素平面上の単位円と正弦関数および余弦関数について調べておくこと 
11 回 有理多項式の部分分数展開について調べておくこと 
12 回 表計算ソフトによる科学技術計算と作図について調べておくこと 
13 回 音声信号や画像の周波数特性について予習しておくこと 
14 回 配付資料を参考に，周期信号のフーリエ変換係数の性質について復習して
おくこと 
15 回 講義ノートを良く整理しておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FII3311 
成績評価 提出されたレポート(100%)により評価する。授業回数の 3 回以上の欠席がある

場合には、 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 情報科学科(〜12) 
見出し FII3311 新入生セミナ 
担当教員名 山本 英二、浅山 泰祐 
単位数 1 
教科書 配布プリント 
アクティブラーニング  
キーワード 情報科学、カリキュラム、レポート 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 ”せまい”：いろいろな都合で，ほぼ定員ちょうどの教室でした．また，チュート

リアル科目でしたので，IA,IB クラス共同開催にしたのも，狭く感じたと思って
います． 
”暗い”，”わるい”などの記述では，どの部分なのか，どう治すのかも検討できま
せん． 
”出席のとり方について考えて欲しい”：これからの大学の講義では，様々な出席
のとり方で受講することが多いので，意図的にいろいろな種類の出席のとり方を
しています． 

科目名 新入生セミナ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 大学生からのスタディ・スキルズ 知へのステップ, 学習技術研究会, くろしお

出版 
授業形態 講義 
注意備考 講義回数が８回なので、開講日を間違えないようにすること。 
シラバスコード FII3311 
実務経験のある教員  
達成目標 １）大学生活を送る上で、履修上の注意事項について理解する。２）科目選択に

役立てるため情報科学科のカリキュラム全体を理解する。３）実習室およびイン
ターネットを利用するさい必要となるマナーを身につける。 

受講者へのコメント １単位科目のため，期の途中で開講しない週がありました．後半は出席率が落ち
ることを危惧していましたが， 
予想より出席率はよかったので，頑張ってきてくれたと思います． 

連絡先 学生各自のチューター 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 項目２）は，チュートリアル主体の科目でしたので，授業時間外の学習は殆ど必
要無いようにしました． 
”項目９）大きな声で，はっきりと”の回答が合計４名居ました．”自由記述欄”の



記述でも，”うるさい”と”聞こえない”の両方がありましたが，当講義は，山本教
授と浅山の担当だったので，両方の記述があったのでしょうか？ 

英文科目名 Freshman Seminar 
関連科目 1 年次必修科目 
次回に向けての改善変更予定 来年度は，担当しません． 
講義目的 本講義は情報科学科４年間のカリキュラム、教育内容についてのオリエンテーシ

ョンである。学習生活に必要なサポートを行う。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション(授業計画の確認) 

2 回 実習室の利用法やマナーについて 
3 回 E-mail、Web 利用上のマナーについて 
4 回 学科教員の研究内容の紹介(1) 
5 回 学科教員の研究内容の紹介(2) 
6 回 情報収集法について 特に Web 検索の利用について 
7 回 定期試験科目の確認 
8 回 定期試験を受ける上での注意事項 

準備学習 1 回 １年オリエンテーションで配布されたすべての資料を確認しておくこと。 
2 回 自分の E-mail、Web などに関する使用状況を確認しておくこと。 
3 回 自分の E-mail、Web などに関する使用状況を確認しておくこと。 
4 回 情報科学科の HP を調べておくこと 
5 回 情報科学科の HP を調べておくこと 
6 回 定期試験確認表 
7 回 特になし 

 



年度 2012 
授業コード FII3312 
成績評価 回講義後に行う小テスト(30%)，中間試験(25%)，定期試験(45%)により評価す

る． 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス IA(〜12),IB(〜12) 
見出し FII3312 基礎解析Ⅱ 
担当教員名 栁 貴久男 
単位数 2 
教科書 理工系入門 微分積分／石原繁，浅野重初(裳華房) ISBN978-4-7853-1518-4 
アクティブラーニング  
キーワード ロピタルの定理，テイラー展開，不定積分，定積分，置換積分，部分積分，部分

分数展開，広義積分 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 基礎解析Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プリントを配布する 
授業形態 講義 
注意備考 クラス分けは教員から指示する．指定されたクラスを履修すること．演習問題を

多く解くことが理解につながる．講義のあったその日の内にノートを整理し，復
習また予習することが望ましい． 

シラバスコード FII3312 
実務経験のある教員  
達成目標 １．不定形の極限をロピタルの定理を用いて求めることができること．２．初等

関数のテイラー展開ができること．３．不定積分，定積分が理解できること．４．
積分公式を用いて積分計算ができること．５．置換積分を用いて積分計算ができ
ること．６．部分積分を用いて積分計算ができること．７．有理関数，三角関数，
無理関数などの積分計算ができること．８．積分を応用して，関数の描く⻑さ，
面積，体積の計算ができること． 

受講者へのコメント  
連絡先 １号館４階 柳研究室 086-246-9654 yan@hakuto.mis.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Basic Calculus II 
関連科目 基礎解析 I を履修していることが望ましい． 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 平均値の定理やテイラー展開などの関数の級数展開について学ぶ．初等関数のテ

ーラー展開ができるように三角関数，指数関数などをテイラー展開を演習させ



る．不定積分の定義とその基本定理を通して微分との相補的な関係を学ぶ．定積
分と関数の描く領域の面積との対応を理解し，置換積分，部分積分などの積分計
算法を修得させる．さらに，有理関数，三角関数，無理関数などの代表的な初等
関数の不定積分を学ぶ．広義積分と積分の応用についてもふれる． 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 微分の定義と接線について説明・演習をする 

2 回 逆三角関数の微分について説明・演習をする 
3 回 不定形の極限について説明・演習をする 
4 回 テイラー展開・関数の増減と曲線の概形について説明・演習をする 
5 回 不定積分の定義と基本定理について説明・演習をする 
6 回 積分の基本公式について説明・演習をする 
7 回 定積分の定義と基本定理について説明・演習をする 
8 回 第 7 回までのまとめと中間試験をする 
9 回 置換積分について説明・演習をする 
10 回 部分積分について説明・演習をする 
11 回 有理関数の積分について説明・演習をする 
12 回 三角関数の積分について説明・演習をする 
13 回 無理関数の積分について説明・演習をする 
14 回 広義の定積分について説明・演習をする 
15 回 定積分の応用について説明・演習をする 

準備学習 1 回 前期の基礎解析Ⅰを復習握しておくこと． 
2 回 配布したプリントの問題を解いておくこと 
3 回 配布したプリントの問題を解いておくこと 
4 回 配布したプリントの問題を解いておくこと 
5 回 配布したプリントの問題を解いておくこと 
6 回 配布したプリントの問題を解いておくこと 
7 回 配布したプリントの問題を解いておくこと 
8 回 配布したプリントの問題を解いておくこと 
9 回 配布したプリントの問題を解いておくこと 
10 回 配布したプリントの問題を解いておくこと． 
11 回 配布したプリントの問題を解いておくこと 
12 回 配布したプリントの問題を解いておくこと 
13 回 配布したプリントの問題を解いておくこと 
14 回 配布したプリントの問題を解いておくこと 
15 回 配布したプリントの問題を解いておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FII3321 
成績評価 課題提出(30%)，中間試験(25%)，定期試験(45%)で評価をする。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス IA(〜11),IB(〜11) 
見出し FII3321 確率Ⅰ 
担当教員名 中村 忠 
単位数 2 
教科書 理工系確率統計（改訂版）/ 中村忠・山本英二 ／サイエンス社 
アクティブラーニング  
キーワード 事象，確率測度，包除原理，条件付き確率，ベイズの定理，確率変数，確率分布 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 確率Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プリント（資料）を配布する． 
授業形態 講義 
注意備考 初めての概念が多数出てくるので，その日の内にノートなどを整理しておくこと

が望ましい． 
シラバスコード FII3321 
実務経験のある教員  
達成目標 観測する度に異なる現象を数理的に表現し，解析が確率論の初歩が修得かつ応用

できるようにすること。 
受講者へのコメント  
連絡先 中村忠研究室 １号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Probability Theory I 
関連科目 基礎解析 I ，II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 確率的変動を含むデータからいかに有用な情報をひきだすかの方法の数学的基

盤である確率論を学ぶことを目的とする。確率の基礎概念，事象と確率，条件付
き確率，ベイズの定理とその応用を演習を交えながら修得させる。実際の現象を
統計解析するための基本である確率変数と確率分布についても学ぶ． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 現象の数理的表現する道具としての集合を解説する。 

2 回 集合を用いて，現象の数理的表現を解説する。 
3 回 現象とその起こる割合の概念を導入し，解説する。 
4 回 確率とその性質を解説する。 



5 回 確率の性質について詳細に解説する。 
6 回 確率に関する不等式をいくつか解説する。 
7 回 包除原理について詳細に解説する。 
8 回 これまで学習した内容の確認のための中間試験を行い，その問題について
解説する。 
9 回 条件付き確率の考え方について解説する。 
10 回 条件付き確率とその性質について解説する。 
11 回 ベイズの定理について解説する。 
12 回 ベイズの定理の応用について解説する。 
13 回  確率変数の考え方を解説する。 
14 回 離散型の確率分布の代表的なものについて解説する。 
15 回 連続型の確率分布の代表的なものについて解説する。 

準備学習 1 回 集合について理解を深めておくこと。 
2 回 集合の演算について理解を深めておくこと。 
3 回 起こりやすさをどのように扱うかを具体的な例を通して理解を深めること。 
4 回 現象をどのようにして数学的にとらえるかを具体的な例でみてみること。 
5 回 確率の計算法を練習すること。 
6 回 確率の計算法を練習すること。 
7 回 数学的帰納法を復習しておくこと。 
8 回 第１回から第７回よく理解し整理しておくこと。 
9 回 具体的な例を通じて，いろいろな確率が考えられることを理解すること。 
10 回 条件付き確率の計算練習をしておくこと。 
11 回 条件付き確率の復習をしておくこと。 
12 回 具体的な例を通じて，ベイズの定理の有用性を理解すること。 
13 回 集合や確率について復習しておくこと。 
14 回 無限級数，積分を復習しておくこと。 
15 回 無限積分について復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FII3322 
成績評価 小テスト・課題等の平常点（50%)と中間試験(20%)や定期試験(30%)の成績で評

価をする． 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス IA(〜12),IB(〜12) 
見出し FII3322 基礎解析Ⅱ 
担当教員名 山本 英二 
単位数 2 
教科書 石原繁，浅野重初 共著「理工系入門 微分積分」 裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード ロピタルの定理，テイラー展開，不定積分，定積分，置換積分，部分積分，部分

分数展開，広義積分 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 基礎解析Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プリントを配布する 
授業形態 講義 
注意備考 演習問題を多く解くことが理解につながる．講義のあったその日の内にノートを

整理し，復習また予習することが望ましい． 
シラバスコード FII3322 
実務経験のある教員  
達成目標 １．不定形の極限をロピタルの定理を用いて求めることができること．２．初等

関数のテイラー展開ができること．３．不定積分，定積分が理解できること．４．
積分公式を用いて積分計算ができること．５．置換積分を用いて積分計算ができ
ること．６．部分積分を用いて積分計算ができること．７．有理関数，三角関数，
無理関数などの積分計算ができること．８．積分を応用して，関数の描く⻑さ，
面積，体積の計算ができること． 

受講者へのコメント  
連絡先 山本 英二 研究室 １号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Basic Calculus II 
関連科目 基礎解析 I を履修していることが望ましい． 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 平均値の定理やテイラー展開などの関数の級数展開について学ぶ．初等関数のテ

ーラー展開ができるように三角関数，指数関数などをテイラー展開を演習させ
る．不定積分の定義とその基本定理を通して微分との相補的な関係を学ぶ．定積



分と関数の描く領域の面積との対応を理解し，置換積分，部分積分などの積分計
算法を修得させる．さらに，有理関数，三角関数，無理関数などの代表的な初等
関数の不定積分を学ぶ．広義積分と積分の応用についてもふれる． 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 微分の定義と接線 

2 回 不定形の極限 
3 回 テイラー展開 
4 回 関数の増減と曲線の概形 
5 回 不定積分の定義と基本定理 
6 回 定積分の定義と基本定理 
7 回 不定積分の基本公式 
8 回 中間試験 
9 回 置換積分 
10 回 部分積分 
11 回 有理関数の積分 
12 回 三角関数の積分 
13 回 無理関数の積分 
14 回 広義の定積分 
15 回 定積分の応用 

準備学習 1 回 前期の基礎解析Ⅰを復習し，後期のシラバスを確認し学習の過程を把握し
ておくこと． 
2 回 接線を求める演習問題を解いておくこと． 
3 回 多項式，指数関数，対数関数，三角関数の微分の演習問題を解いておくこ
と． 
4 回 合成関数の微分の演習問題を解いておくこと． 
5 回 微分の定義を復習しておくこと． 
6 回 不定積分の演習問題を解いておくこと 
7 回 微分の基本公式の演習問題を解いておくこと 
8 回 学んだ演習問題を復習しておくこと． 
9 回 微分の定義を復習しておくこと． 
10 回 微分の基本公式の演習問題を解いておくこと． 
11 回 整式の因数分解，割り算について復習しておくこと． 
12 回 三角比，三角関数，三角関数の微分を復習しておくこと． 
13 回 置換積分の演習問題を解いておくこと． 
14 回 定積分の演習問題を解いておくこと． 
15 回 円の面積，球の体積の公式を調べておくこと． 

 



年度 2012 
授業コード FII3331 
成績評価 毎回の小テスト 30%，期末試験 70%． 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス IA(07〜10),IB(07〜10) 
見出し FII3331 Web 技術Ⅰ 
担当教員名 北川 文夫 
単位数 2 
教科書 毎回プリントを配布する予定． 
アクティブラーニング  
キーワード WWW,W3C,HTTP,HTML,XHTML,XML,RDF,SVG,CSS,ブラウザ，WWW サー

バ，perl,PHP,Java,JavaScript,Ajax,CGI,フレームワーク 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 記述ありませんでした． 
科目名 Web 技術Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特に指定しない． 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FII3331 
実務経験のある教員  
達成目標 ・WWW の経緯と標準化組織 W3C がどのようなものであるか，言うことができ

る．・HTTP プロトコルと HTML での通信方法を言うことができる．・ブラウザ
の仕組みが言え，どのような種類があるか言える．・WWW サーバの機能が言え，
どのような種類があるか言える．・ブラウザで動作するプログラミング言語の簡
単なものを作ることができる．・WWW サーバで動作するプログラミング言語の
簡単なものを作ることができる． 

受講者へのコメント 実行例をたくさんみせて，なおかつプログラム等もプリント配布したので自分で
実行してみると良いと促したが，多くの学生は実行していないようだ．理解を助
けるためということだけでなく，実⼒が付くという意味でも実行することが大切
だと思います． 

連絡先 北川文夫研究室 1 号館 4 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 [C]5 目標達成「できた」22%，「だいたいできた」49%，「半分程度できた」21%，
「少しできた」7%，「できなかった」1%でした．多くの学生が目標達成をできた
と思えるので良かったと思います． 
[C]7 満足度「満足」36%，「ほぼ満足」40%，「普通」22%，「やや不満」1%でし
た．やや不満の学生は不満な点を自由記述に記入していただければ改善につなが
りますが，記述がないため自己点検をしながらより用授業をしたいと考えていま
す． 



英文科目名 Web Technologies I 
関連科目 Web プログラミング I,II,III，Web 技術 II，Web デザイン 
次回に向けての改善変更予定 実行例をなるべく多く提示して，講義内容を理解するような講義をしていく． 
講義目的 この講義では，Web に関連する様々な技術を取り上げ，歴史的な開発経緯から標

準化がどのように進められてきたか，また，Web 全体がどのような仕組みででき
ているかが分かることを目的とする． 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  WWW の誕生と経緯を説明し，WWW の必要性がどこから生まれたかを説

明する． 
2 回  標準化組織 W3C の目標と役割について解説する． 
3 回  HTML の規約を説明し，いくつかの要素を説明する． 
4 回  HTTP のプロトコルを説明し，Web ページの送受信の説明をする． 
5 回  XML の規格を説明し，具体的な例を示しどのように利用できるかを説明
する． 
6 回  XML 関連規格のいくつかを例示し，XML の応用範囲の広さを説明すると
ともに，関連規格も重要であることを説明する． 
7 回  Web ブラウザの基本機能と，いくつかの製品の解説をおこない，ブラウザ
の今後に関しても説明する． 
8 回  ブラウザ上で動作するプログラム１：JavaScript の仕組みを例題と共に解
説する． 
9 回  ブラウザ上で動作するプログラム２：JavaApplet と Flash を例題とともに
説明する． 
10 回  Web サーバ：Apache についてインストールや設定方法を説明する． 
11 回  サーバ上で動作するプログラム１：CGI と SSI がどのように動作するか
を例題と共に説明する． 
12 回  サーバ上で動作するプログラム２：PHP がどのように動作するか例題と
共に解説する． 
13 回  Apache 以外の Web サーバとして JAVA サーブレットと IIS を説明し，
Apache との違いなども解説する． 
14 回  Web 開発でのフレームワークを Rails を例に取り上げ，フレームワーク
の仕組みを解説する． 
15 回  クラウドコンピューティングに関して，定義や利用方法など例を用いて
解説する． 

準備学習 1 回  Web 等で WWW の開発経緯を調べておくこと． 
2 回  Web 等で W3C について調べておくこと． 
3 回  Web 等で HTML4.0 について調べておくこと． 
4 回  Web 等で HTTP について調べておくこと． 
5 回  Web 等で XML について調べておくこと． 
6 回  Web 等で XHTML,SGML,CSS について調べておくこと． 
7 回  Web 等で Web ブラウザにはどのような種類があるか調べておくこと． 
8 回  Web 等で JavaScript について調べておくこと． 
9 回  Web 等で JavaApplet と Flash について調べておくこと． 



10 回  Web 等で Apach の HTTPD について調べておくこと． 
11 回  Web 等で CGI について調べておくこと． 
12 回  Web 等で PHP について調べておくこと． 
13 回  Web 等で IIS と TOMCAT について調べておくこと． 
14 回  Web 等で RUBY on RAILS について調べておくこと． 
15 回 Web 等でクラウドコンピューティングについて調べておくこと． 

 



年度 2012 
授業コード FII3332 
成績評価 毎回の小テスト 20%，中間テスト 40%，期末試験 40%． 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス IA(〜10),IB(〜10) 
見出し FII3332 Web 技術Ⅱ 
担当教員名 北川 文夫 
単位数 2 
教科書 プリント配布予定． 
アクティブラーニング  
キーワード 文字エンコーディング，画像ファイルフォーマット，動画ファイルフォーマット，

Web 開発ツール，検索エンジン，Web と DB，アクセスログ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「ありがとうございました」というメッセージだけでした． 
科目名 Web 技術Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特に指定しない． 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FII3332 
実務経験のある教員  
達成目標 ・日本語の文字エンコーディングの種類を言うことができる．・画像ファイル形

式の種類と構成形式を言うことができる．・動画ファイル形式の種類と構成形式
を言うことができる．・Web アプリケーションの構成要素を言うことができる．・
いくつかの Web ページ作成プログラムの作り方がわかる．・検索エンジンの仕組
みを言うことができる．・Web と DB の連携の仕組みを言うことができる．・Web
アクセスログがどのような情報を書き出しているか言うことができる． 

受講者へのコメント Web に関連する話題をたくさん取り上げたので，学生の皆さんも Web に関連し
た仕事に就く場合は，多くのことを学んでおく必要があると考えます．そういう
意味で，Web 技術を再度復習しなおすことも必要なことかもしれません． 

連絡先 北川文夫研究室 1 号館 4 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 「理解が深まった」が 74％ですが，目標達成では「できた」24％，「だいたいで
きた」55％であり，多少とも理解不足があるという学生が多かった．講義内容が
多岐にわたるので，より丁寧な説明が必要なのだと思います． 

英文科目名 Web Technologies II 
関連科目 Web プログラミング I,II,III，Web デザイン，Web 技術 I 
次回に向けての改善変更予定 トピックスを扱う講義なので，一回一回をなるべく丁寧に説明しなくてはいけな

いと思います． 



講義目的 この講義では，WWW のサイト構築に当たり知らなければいけない基礎的技術を
網羅的に知ることを目的とする． 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  Web アプリケーションの構成要素を解説する． 

2 回  HTML5.0 に関する概要といくつかの要素を解説する． 
3 回  文字エンコーディングについて説明する． 
4 回  画像ファイル形式について説明する． 
5 回  動画ファイル形式について説明する． 
6 回  Ajax について例を用いて説明する． 
7 回  Ajax による GoogleMaps の応用を例を用いて説明する． 
8 回  1 回から 7 回の内容の中間テストを行い，その後問題の解説をする． 
9 回  Web サービスについて説明する． 
10 回  RSS について説明する． 
11 回  Flash と ActionScript について説明する． 
12 回  CSS について説明する． 
13 回  検索エンジン 
14 回  Web と DB の連携について説明する． 
15 回  アクセスログの形式と利用について説明する． 

準備学習 1 回  Web 等で Web に関係するソフトウェアはどのようなものがあるか調べて
みること． 
2 回  Web 等で HTML5.0 から使える新機能について調べてみること． 
3 回  Web 等で日本語のエンコーディングについて調べてみること． 
4 回  Web 等で画像ファイル形式について調べてみること． 
5 回  Web 等で動画ファイル形式について調べてみること． 
6 回  Web 等で Ajax について調べてみること． 
7 回  Web 等で GoogleMapsAPI について調べてみること． 
8 回  １回から７回までを復習しておくこと． 
9 回  Web 等で Web サービスについて調べてみること． 
10 回  Web 等で RSS について調べてみること． 
11 回  Web 等で ActionScript について調べてみること． 
12 回  Web 等で CSS について調べてみること． 
13 回  Web 等で検索エンジンについて調べてみること． 
14 回  Web 等で Web から使う DB について調べてみること． 
15 回  Web 等で HTTPD のアクセスログについて調べてみること． 

 



年度 2012 
授業コード FII33G2 
成績評価 課題（小レポート）３０％、試験７０％によって評価する 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス IA(〜06),IB(〜06) 
見出し FII33G2 情報社会論(再)(社会情報学科開講科目) 
担当教員名 木村 邦彦 
単位数 2 
教科書 適宜、資料などを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 情報社会、情報メディア、マス・コミュニケーション 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報社会論(再)(社会情報学科開講科目) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜、紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 ・実務士資格「情報処理士」「上級情報処理士」「ビジネス実務士」の認定科目で

ある。 
・日ごろ、社会の動きに関心を持って講義に出席して欲しい。 

シラバスコード FII33G2 
実務経験のある教員  
達成目標 ・情報化と社会とのかかわりについて、まず、情報化が社会生活に及ぼす影響、

情報伝達手段の 変遷を扱い、情報産業の今後のあり方について理解する。 
・情報社会を支える科学技術として、デジタル情報と情報メディアを簡単に扱い、
同時に、情報 社会の光と影についても焦点をあて高度情報通信社会のモラルに
ついても理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先 木村邦彦研究室（２１号館７階）kimura@soci.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Information Society 
関連科目 情報メディア、コミュニケーション、マスメディア論、ジャーナリズム論を履修

することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 高度情報化社会が抱える「功」と「罪」を明確にすることを念頭におき、情報化

や情報技術が個⼈や社会に及ぼしている影響を考える。情報社会が目指している
もの、そこにおける正しいモラルなどの考察を通じて、情報と社会に関する基本
的な知識の習得と広い視野を養うことを目的とする。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義内容の説明をする。情報社会について、成り立ちと構成などの概略を主

として説明する。 
2 回 情報化社会から情報社会への移り変わりを考える。「情報は市⺠のもの」で
あることを学び、日本の社会事情を再考する。 
3 回 情報公開の歴史を学ぶ。進んでいる海外の状況を学び、日本では地方が先行
してきた背景を考察する。 
4 回 情報公開によって浮上した公金問題を考える。焦点は、市⺠オンブズマンの
存在であり、活動を学習する。 
5 回 情報公開と公金問題をさらに考える。４回と同じく、市⺠オンブズマンを取
り上げ、全国自治体への調査などを考察する。 
6 回 日本の匿名社会の広がりを考える。背景にあるのがインターネット社会で
あり、とまどうプロバイダーなどに焦点を当てて学習する。 
7 回 インターネット社会に焦点を当てて、犯罪を考える。いくつかの法制度を説
明しながら、社会が考えなければならない事案であることを学習する。 
8 回 中間まとめとして、情報社会の成熟にほど遠い日本の現状を復習する。 
9 回 個⼈情報保護法の成立の経過を学習する。欧米の圧⼒、日本の背景などを説
明する。 
10 回 個⼈情報保護法の成立過程をさらに学習しながら、政府が法制度を有利に
取り込んでいく状況を考察する。 
11 回 ＩＴ社会の中で政府が進める電子政府を学習する。次回に詳しく説明する
住⺠基本台帳ネットワークシステムを使っての構想と実践の功罪を考察する。 
12 回 住⺠基本台帳ネットワークシステムを詳しく説明する。さらに、政府が進
めようとしている共通番号制度の功罪を考察する。 
13 回 個⼈情報保護につきまとうプライバシー保護と名誉毀損について学習す
る。欧米との比較、訴訟の高額化にも触れ、考察する。 
14 回 災害と社会を考察する。東日本大震災などの災害をテーマに、メディアの
果たす役割などを考察する。 
15 回 災害と社会をさらに学習する。技術⾰新で登場したインターネットの利用
などを焦点に、将来のあり方を考察する。 

準備学習 前回の内容を理解して講義に臨むこと。 
日々のニュースに接しておくこと。 
できれば、というより、文書⼒などを身に着けるためにも必ず新聞を読んで講義
に出席すること。 
講義は、最近の社会の動きをテーマにし、最後に毎回、気になったり、関心のあ
ったニュースを書いてもらうので、コンパクトにまとめてくること。 

 



年度 2012 
授業コード FII3511 
成績評価 レポート（２０％）と定期試験（８０％）で評価する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス IA(〜11),IB(〜11) 
見出し FII3511 ソフトウェア設計と開発 
担当教員名 大⻄ 荘一 
単位数 2 
教科書 ＩＴワールド 株式会社インフォテックサーブＩＴ戦略とマネジメント 株式

会社インフォテックサーブ 
アクティブラーニング  
キーワード 開発手法、設計手法、開発管理 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 ソフトウェア設計と開発 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 基本情報技術者試験免除対象科目履修講座の１科目である。 
シラバスコード FII3511 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）システム開発の全体像を理解すること（２）要求分析手法を理解すること

（３）各種プログラム設計手法を理解すること（４）開発工程の管理手法を理解
すること（５）システムの運用・保守について理解すること（６）システム監査
の意味を理解すること 

受講者へのコメント  
連絡先 １５号館３階 大⻄荘一研究室 ｏｎｉｓｈｉ＠ｍｉｓ．ｏｕｓ．ａｃ．ｊｐ 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Software Engineering 
関連科目 電子計算機概論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 情報システムの開発は仕様作成、プログラム設計・製作、テスト、運用・保守の

工程がある。それぞれの工程に必要な技術と管理手法を学び、システム開発の全
体像を理解する。プログラムの設計手法については、構造化設計、オブジェクト
指向設計等を学ぶ。管理手法については、コスト管理、工程管理等を学ぶ。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ソフトウェアパッケージ１ 

2 回 ソフトウェアパッケージ２、開発環境１ 



3 回 開発環境２、開発手法 
4 回 要求分析 
5 回 設計手法１ 
6 回 設計手法２ 
7 回 ソフトウェアコード作成 
8 回 テスト 
9 回 システムテスト 
10 回 開発プロセス手法 
11 回 開発環境管理 
12 回 ソフトウェアの導入 
13 回 ソフトウェアの受け入れ 
14 回 システムの保守 
15 回 システム監査 

準備学習 1 回 ＩＴワールド第３部内の該当する部分を学習すること 
2 回 ＩＴワールド第３部内の該当する部分を学習すること 
3 回 ＩＴワールド第３部と第７部の該当する部分を学習すること 
4 回 ＩＴワールド第７部の該当する部分を学習すること 
5 回 ＩＴワールド第７部の該当する部分を学習すること 
6 回 ＩＴワールド第７部の該当する部分を学習すること 
7 回 ＩＴワールド第７部の該当する部分を学習すること 
8 回 ＩＴワールド第７部の該当する部分を学習すること 
9 回 ＩＴワールド第７部の該当する部分を学習すること 
10 回 ＩＴワールド第７部の該当する部分を学習すること 
11 回 ＩＴワールド第７部、ＩＴ戦略とマネジメント第６の該当する部分を学習
すること 
12 回 ＩＴ戦略とマネジメント第６部の該当する部分を学習すること 
13 回 ＩＴ戦略とマネジメント第６部の該当する部分を学習すること 
14 回 ＩＴ戦略とマネジメント第６部の該当する部分を学習すること 
15 回 ＩＴ戦略とマネジメント第７部の該当する部分を学習すること 

 



年度 2012 
授業コード FII3512 
成績評価 宿題(40%)と定期試験(60%)で評価する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス IA(〜11),IB(〜11) 
見出し FII3512 Web プログラミングⅠ 
担当教員名 菅野 幸夫 
単位数 2 
教科書 (株)アンク著、PHP の絵本、翔泳社 
アクティブラーニング  
キーワード プログラム、PHP、CGI 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 Web プログラミングⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 高橋麻奈、やさしいＰＨＰ、ソフトバンククリエイティブ大垣靖男、PHP ポケッ

トリファレンス、技術評論社 
授業形態 講義 
注意備考 プログラミングのスキルは実際にプログラムを組むことで向上する。講義終了

後、教科書、配布資料の練習問題をプログラムすること。この科目は必ず Web プ
ログラミング II とセット受講すること。また、受講⼈数によってクラス分けを行
う。 

シラバスコード FII3512 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) サーバとクライアントの関係を理解する。(2) Web サービスについて理解す

る。(3) PHP により簡単な Web アプリケーションを作成する。 
受講者へのコメント  
連絡先 菅野幸夫研究室 １５号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Web Programming I 
関連科目 プログラミング基礎、応用プログラミング I,II、Web プログラミング II、データ

ベース 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 今日のインターネットでは Web サービスを行うには Web サーバ側で動的に CGI

などのプログラムを動かして Web ページを変更している。本講義では、CGI で
よく利用されている PHP 言語を学習し、基本的なプログラムの動かし方に加え
て動的なホームページの作成ができることを目的とする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 Web サーバとスクリプト言語について 
2 回 変数 
3 回 配列とリファレンス 
4 回 条件文 1 
5 回 条件文 2 
6 回 繰返し文 1(For 文,While 文) 
7 回 繰返し文 2(Foreach 文) 
8 回 準備学習：連想配列のデータを繰り返しで取り扱うことができる Foreach 文
の取り扱いを、ＰＨＰプログラムを課題を通じて作成して使えるようにするこ
と。講義内容 繰り返し文と条件文の組み合わせ 
9 回 関数 1 
10 回  関数 2 
11 回 正規表現の利用 
12 回 文字列関数の利用 
13 回 総合課題１ 
14 回 総合課題２ 
15 回 総合課題３ 

準備学習 1 回 サーバとクライアントの関係について調べておくこと。 
2 回 ＰＨＰの動作環境と起動について確認しておくこと。 
3 回 変数を利用したＰＨＰプログラムを課題を通じて作成して使えるようにす
ること。 
4 回 配列の利用したＰＨＰプログラムを課題を通じて作成して使えるようにす
ること。 
5 回 条件文を利用したＰＨＰプログラムを課題を通じて作成して使えるように
すること。 
6 回 条件文でも入れ子構造になっているものや論理演算を用いているものがあ
るので、ＰＨＰプログラムを課題を通じて作成して使えるようにすること。 
7 回 繰り返し処理のうちＣ言語と同じように扱うことができるように、ＰＨＰ
プログラムを課題を通じて作成して使えるようにすること。また、連想配列につ
いて調べておくこと。 
8 回 連想配列のデータを繰り返しで取り扱うことができる Foreach 文の取り扱
いを、ＰＨＰプログラムを課題を通じて作成して使えるようにすること。 
9 回 C 言語での関数を復習しておくこと。 
10 回 ＰＨＰでの関数の取り扱いをＰＨＰプログラムを課題を通じて作成して使
えるようにすること。 
11 回 正規表現という言葉を調べておくこと。 
12 回 正規表現を用いたＰＨＰのプログラムを課題を通じて作成し、理解してお
くこと。また、Ｃ言語での文字列につてい調べておくこと。 
13 回 ＷｅｂサービスをするＰＨＰプログラムを各自で問題設定しておく。 
14 回 ＷｅｂサービスをするＰＨＰプログラムを各自で問題設定しておく。 
15 回 ＷｅｂサービスをするＰＨＰプログラムを各自で問題設定しておく。 

 



年度 2012 
授業コード FII3521 
成績評価 レポート(60%)，定期試験(40%)で評価する． 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス IA(〜10),IB(〜10) 
見出し FII3521 Web プログラミングⅢ(再) 
担当教員名 浅山 泰祐 
単位数 2 
教科書 ス マ ー ト フ ォ ン の た め の HTML ５ ア プ リ ケ ー シ ョ ン 開 発 ガ イ ド

（iPhone/iPad/Android 対応）／クジラ飛行机（ソシム）ISBN:978-4-88337-728-
2 

アクティブラーニング  
キーワード JavaScript,HTML5 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 Web プログラミングⅢ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 2010 年度以前入学生用の，再履修用科目である．2011 年度入学生は受講できな

い． 
学科の実習室を利用する講義なので他学科・他学部履修は認めない． 

シラバスコード FII3521 
実務経験のある教員  
達成目標 １）JavaScript の基本を習得する 

２）JavaScript により HTML の要素を操作する基本を習得する 
３）HTML５について学習し，利用できるようにする． 

受講者へのコメント 出席はよく頑張っていたと思います． 
１対１の講義でしたので，お互いに休む暇がなかったと思いますが， 
よく頑張ってくれたと思います． 

連絡先 １号館 ４Ｆ 浅山研究室 086-256-9414 asasemi@mis.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 １名の受講だったので，所見は控えさせて頂きます． 
英文科目名 Web Programming III 
関連科目 プログラミング基礎，応用プログラミング I,II，インターネット入門，情報処理

入門 
次回に向けての改善変更予定 来年度は，担当しない予定です． 
講義目的 クライアント Web プログラミングを JavaScript で行う技術について学ぶ． 
対象学年 2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 【JavaScript とは】クライアント Web プログラミング言語の JavaScript に
ついて学ぶ． 
2 回 【HTML5】HTML の構造と簡単なページを作成する．HTML5 の特徴，書
き方などを学ぶ 
3 回 【JavaScript と HTML】HTML と JavaScript の関係について講義実習を行
う． 
4 回 【HTML5 プログラムの基礎】HTML5 から呼び出される JavaScript につい
て講義実習を行う． 
5 回 【グラフィックスの描画１】HTML5 における Canvas 要素を利用したグラ
フィックスについて講義実習を行う．（パス，多角形など） 
6 回 【グラフィックスの描画２】HTML5 における Canvas 要素を利用したグラ
フィックスについて講義実習を行う．（画像，グラフ，回転，変形など） 
7 回 【課題演習Ａ１】課題プログラムを作成する． 
8 回 【課題演習Ａ２】課題プログラムの完成とレポート作成． 
9 回 【新しい HTML 構成要素】オーディオ／ビデオの再生 
10 回 【新しい HTML 構成要素】位置情報の取得とマップの表示 
11 回 【新しい HTML 構成要素】その他の機能 
12 回 【サンプルアプリケーション】サンプルアプリケーションの解説１ 
13 回 【サンプルアプリケーション】サンプルアプリケーションの解説２ 
14 回 【課題演習Ｂ１】 
15 回 【課題演習Ｂ２】 

準備学習 1 回 【JavaScript とは】プグラミング基礎の復習 
2 回 【HTML5】HTML について復習．HTML5 について予習． 
3 回 【JavaScript と HTML】HTML５について復習 
4 回 【HTML5 プログラムの基礎】HTML と JavaScript について復習 
5 回 【グラフィックスの描画１】HTML5 と JavaScript について復習 
6 回 【グラフィックスの描画２】Canvas 要素と関連プログラムの復習 
7 回 【課題演習Ａ１】前回までの講義の復習 
8 回 【課題演習Ａ２】前回までの講義の復習 
9 回 【新しい HTML 構成要素】HTML5 について予習 
10 回 【新しい HTML 構成要素】HTML5 について予習 
11 回 【新しい HTML 構成要素】HTML5 について予習 
12 回 【サンプルアプリケーション】９章のサンプルアプリケーションを予習 
13 回 【サンプルアプリケーション】９章のサンプルアプリケーションを予習 
14 回 【課題演習Ｂ１】前回までの講義の復習 
15 回 【課題演習Ｂ２】前回までの講義の復習 

 



年度 2012 
授業コード FII3522 
成績評価 課題提出(40%)と定期試験(60%)で評価する． 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス IA(〜11),IB(〜11) 
見出し FII3522 Web プログラミングⅠ 
担当教員名 椎名 広光 
単位数 2 
教科書 アンク著：PHP の絵本，翔泳社，ISBN:978-4798112640 
アクティブラーニング  
キーワード プログラム，PHP，CGI ，Web サービス，SQL 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 Web プログラミングⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 高橋麻奈：やさしい PHP 第２版，ソフトバンククリエイティブ，ISBN:978-

4797360288 大垣靖男：[改訂版] PHP ポケットリファレンス，技術評論社，
ISBN:978-4774125022 

授業形態 講義 
注意備考 課題の提出を非常に重要視しているので，必ず提出すること．課題の提出は e ラ

ーニングを利用する．使用できるようにしておくこと．なお，この科目は Web プ
ログラミング II も必ず受講すること．また，受講⼈数によってクラス分けを行
う． 

シラバスコード FII3522 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)サーバとクライアントの関係を理解する． 

(2)Web サービスについて理解する． 
(3)PHP の使い方を修得する． 
(4)CGI の作成法の修得を目標とする． 

受講者へのコメント  
連絡先 宮地功研究室：１５号館３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Web Programming I 
関連科目 プログラミング基礎，応用プログラミング I,II,III，Web プログラミング II,III，

データベース 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 今日のインターネットでは Web サービスを行うには Web サーバ側で動的に CGI

などのプログラムを動かして Web ページを変更している．本講義では，CGI で



よく利用されている PHP 言語を学習し，基本的なプログラムの動かし方に加え
て，動的なホームページの作成ができることを目的とする． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Web サーバとスクリプト言語について 

2 回 変数 
3 回 配列とリファレンス 
4 回 条件文 1 
5 回 条件文 2 
6 回  繰返し文 1(For 文,While 文) 
7 回  繰返し文 2(Foreach 文) 
8 回  繰り返し文と条件文の組み合わせ 
9 回  関数 1 
10 回  関数 2 
11 回  正規表現の利用 
12 回  文字列関数の利用 
13 回  データベースへのアクセス 1 
14 回  データベースへのアクセス 2 
15 回  総合課題 

準備学習 1 回 サーバとクライアントの関係について調べておくこと． 
2 回 PHP の動作環境と起動について確認しておくこと． 
3 回 変数を利用した PHP プログラムを作成できるようにしておくこと．課題を
通じて作成して使えるようにしておくこと． 
4 回 配列を利用した PHP プログラムを作成できるようにしておくこと．課題を
通じて作成して使えるようにしておくこと． 
5 回 条件文を利用した PHP プログラムを作成できるようにしておくこと．課題
を通じて作成して使えるようにしておくこと． 
6 回 課題によって，入れ子構造になっている条件文や論理演算を用いている条
件文のある PHP プログラムを作成できるようにしておくこと． 
7 回 Ｃ言語と同じように繰り返し処理を扱うことができるように，課題を通じ
て PHP プログラムを作成して使えるようにしておくこと．また，連想配列につ
いて調べておくこと． 
8 回 連想配列のデータを繰り返しで取り扱うことができる Foreach 文の取り扱
いを，PHP プログラムを課題を通じて作成して使えるようにしておくこと． 
9 回 C 言語での関数を復習しておくこと． 
10 回 課題によって，関数を取り扱うことができるように，PHP プログラムを作
成して使えるようにしておくこと． 
11 回 正規表現という言葉を調べておくこと． 
12 回 正規表現を用いた PHP のプログラムを作成できるようにしておくこと．
課題を通じて作成し，理解しておくこと．また，Ｃ言語での文字列について調べ
ておくこと． 
13 回 SQL を用いてプログラムをするので，データベースの講義などで勉強し，
SQL の命令を復習しておくこと． 



14 回 PHP のプログラムからＳＱＬにアクセスすることができるように，課題
プログラムを作成しておくこと． 
15 回 Web サービスをする問題を設定した PHP プログラムを作成しておくこ
と． 

 



年度 2012 
授業コード FII35A2 
成績評価 定期試験（中間、期末）で 70％、出席と毎回のミニ作文で 30％。採点の基準は

100 点満点のうち 60 点以上を合格とする。授業の 3 分の１以上の欠席がある場
合には試験成果は無効とみなし、「Ｅ」評価とする。 

曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス IA(〜12),IB(〜12) 
見出し FII35A2 情報社会論 
担当教員名 綾野 雄紀＊ 
単位数 2 
教科書 特になし。必要に応じて資料を配布します。 
アクティブラーニング  
キーワード 情報社会、マス・コミュニケーション、情報リテラシー、表現の自由 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報社会論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に示す。 
授業形態 講義 
注意備考 講義では毎回、新聞を読んで情報社会に関すると思う記事を選んで、その理由を

書いてもらうミニ作文を課す。 
シラバスコード FII35A2 
実務経験のある教員  
達成目標 ①情報の特徴と情報化が社会に及ぼす影響を理解し、情報社会に主体的に対応す

る⼒を養う。②マスコミの発信する情報の、より深い読み方を身に付ける。③情
報化社会の光と陰の部分を理解し、倫理観や生き方を形成する。 

受講者へのコメント  
連絡先 山陽新聞社編集局メディア本部 086-803-8097 y-ayano@sanyo.oni.co.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Information Society 
関連科目 マスメディア論、ジャーナリズム論、情報論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 高度情報化が進展した現代社会。情報化の現状や特徴を知り、私たちの生活にど

のような影響を与えているかを学習する。情報と社会の基本的な知識の習得を通
じて、多彩なメディアで大量の情報が流通する中で、情報との主体的な関わり方
や、望ましい情報社会のあり方を考える⼒を養う。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の概要や授業の進め方を紹介。情報社会について学ぶ目的を説明。社会



の情報化と⼈間の関係を考える。 
2 回 マスメディアの態様と特徴。日本のマスメディア史。情報、コミュニケーシ
ョンとは何か。 
3 回 ニュースとは何か。ジャーナリズムとは何か。 
4 回 表現の自由とは何か。 
5 回 情報の発信と法的責任（プライバシー権や名誉毀損、わいせつ、高額賠償な
ど）。 
6 回 実名報道と匿名報道。 
7 回 情報化と個⼈情報保護。 
8 回 中間試験（マスメディアの意義、表現の自由などから出題）および解説。 
9 回 サイバー犯罪とその規制。ウイルス、情報流出、フィッシングなど。 
10 回 国家機密と密約問題。動画投稿、告発サイト。 
11 回 情報化と政治。 
12 回 情報公開の現状と課題。 
13 回 マスコミと世論。 
14 回 情報リテラシーの必要性。 
15 回 情報社会の未来。新聞とネットはどうなるか。 

準備学習 1 回 シラバスを確認して講義内容を把握する。 
2 回 新聞やテレビなどマスメディアの特徴を考える。 
3 回 新聞やテレビ、ネットなどで得たニュースを通して社会のさまざまな動き
を知る。 
4 回 表現の自由はなぜ保障されているのか考える。 
5 回 情報の発信にどんな責任が伴うかを考える。 
6 回 新聞記事を読み、匿名と実名の使い分けの理由を考える。 
7 回 個⼈情報はどこまで保護されるべきか考える。 
8 回 1 回から 7 回までにの講義の内容をよく理解し整理しておく。 
9 回 情報社会における新たな犯罪や危険性などを、メディアで得たニュースを
通して考える。 
10 回 マスメディアの情報などを参考に、社会を揺るがす国家機密や密約問題に
ついて考える。 
11 回 情報社会の進展は、政治のどんな影響をもたらしたか考える。 
12 回 情報公開の意義を自分なりに挙げてみる。 
13 回 新聞やテレビ、ネットなどでニュースに触れ、マスコミと世論の関係を考
える。 
14 回 情報リテラシーに必要な要素を考える。 
15 回 情報社会の在り方や自らの生き方を考える。 

 



年度 2012 
授業コード FII3711 
成績評価 レポート（２０％）と定期試験（８０％）により評価する。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス IA(〜11),IB(〜11) 
見出し FII3711 情報と職業 
担当教員名 大⻄ 荘一 
単位数 2 
教科書 小暮 仁 著「情報と職業」 日科技連出版社 
アクティブラーニング  
キーワード 情報社会、インターネット、情報モラル、情報教育、ICT 技術者 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報と職業 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業中に適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 本科目は高等学校教諭１種免許状（情報）の取得に必須である。 
シラバスコード FII3711 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）情報社会の現状を理解すること（２）情報技術が社会に及ぼす影響を理解

すること。（３）情報技術が産業に及ぼす影響を理解すること。（４）情報社会に
おけるモラルを理解すること。（５）ICT 技術者の実像と資格を理解すること。 

受講者へのコメント  
連絡先 １５号館３階 大⻄荘一研究室 ｏｎｉｓｈｉ@ｍｉｓ．ｏｕｓ．ａｃ．ｊｐ 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Information Technology in Business 
関連科目 電子計算機概論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 情報技術の飛躍的な進歩により、社会は急速に変化しつつある。このような状況

において情報技術による生活、社会、産業、教育の現場でどのような変⾰が起こ
っているかを認識し、柔軟かつ的確に情報教育を行える資質・能⼒を習得しても
らう。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 情報社会の光と影 

2 回 ICT 技術者育成の重要性 
3 回 企業経営と ICT の歴史 
4 回 インターネットのインパクト１−インターネットの応用 



5 回 インターネットのインパクト２−インターネットによる社会変⾰ 
6 回 企業での ICT 活用動向 
7 回 ICT 推進組織 
8 回 ICT 投資のコストパフォーマンス 
9 回 ICT による勤務形態の変化 
10 回 ICT 技術者の定義と資格 
11 回 情報サービス業 
12 回 ICT 技術者のイメージと実像 
13 回 ICT 技術者に求められる資質 
14 回 高校での情報教育 
15 回 大学での情報教育 

準備学習 1 回 新聞などマスコミの情報に関心をもつこと 
2 回 教科書第１章を読んでおくこと 
3 回 教科書第２章を読んでおくこと 
4 回 教科書第３章前半を読んでおくこと 
5 回 教科書第３章を読んでおくこと 
6 回 教科書第４章を読んでおくこと 
7 回 教科書第５章を読んでおくこと 
8 回 教科書第６章を読んでおくこと 
9 回 教科書第７章を読んでおくこと 
10 回 教科書第８章を読んでおくこと 
11 回 教科書第９章を読んでおくこと 
12 回 教科書第１０章を読んでおくこと 
13 回 教科書第１０章第４項を読んでおくこと 
14 回 教科書第１１章を読んでおくこと 
15 回 教科書第１２章を読んでおくこと 

 



年度 2012 
授業コード FII3712 
成績評価 宿題(40%)と定期試験(60%)で評価する。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス IA(〜11),IB(〜11) 
見出し FII3712 Web プログラミングⅡ 
担当教員名 菅野 幸夫 
単位数 2 
教科書 (株)アンク著、PHP の絵本、翔泳社 
アクティブラーニング  
キーワード プログラム、PHP、CGI 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 Web プログラミングⅡ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 高橋麻奈、やさしいＰＨＰ、ソフトバンククリエイティブ大垣靖男、PHP ポケッ

トリファレンス、技術評論社 
授業形態 講義 
注意備考 プログラミングのスキルは実際にプログラムを組むことで向上する。講義終了

後、教科書、配布資料の練習問題をプログラムすること。この科目は必ず Web プ
ログラミング I とセット受講すること。また、受講⼈数によってクラス分けを行
う。 

シラバスコード FII3712 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) サーバとクライアントの関係を理解する。(2) Web サービスについて理解す

る。(3) PHP により簡単な Web アプリケーションを作成する。 
受講者へのコメント  
連絡先 菅野幸夫研究室 １５号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Web Programming II 
関連科目 プログラミング基礎、応用プログラミング I,II、Web プログラミング I、データ

ベース 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 今日のインターネットでは Web サービスを行うには Web サーバ側で動的に CGI

などのプログラムを動かして Web ページを変更している。本講義では、CGI で
よく利用されている PHP 言語を学習し、基本的なプログラムの動かし方に加え
て動的なホームページの作成ができることを目的とする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 Web サーバとスクリプト言語について 
2 回 変数 
3 回 配列とリファレンス 
4 回 条件文 1 
5 回 条件文 2 
6 回 繰返し文 1(For 文,While 文) 
7 回 繰返し文 2(Foreach 文) 
8 回 準備学習：連想配列のデータを繰り返しで取り扱うことができる Foreach 文
の取り扱いを、ＰＨＰプログラムを課題を通じて作成して使えるようにするこ
と。講義内容 繰り返し文と条件文の組み合わせ 
9 回 関数 1 
10 回  関数 2 
11 回 正規表現の利用 
12 回 文字列関数の利用 
13 回 総合課題１ 
14 回 総合課題２ 
15 回 総合課題３ 

準備学習 1 回 サーバとクライアントの関係について調べておくこと。 
2 回 ＰＨＰの動作環境と起動について確認しておくこと。 
3 回 変数を利用したＰＨＰプログラムを課題を通じて作成して使えるようにす
ること。 
4 回 配列の利用したＰＨＰプログラムを課題を通じて作成して使えるようにす
ること。 
5 回 条件文を利用したＰＨＰプログラムを課題を通じて作成して使えるように
すること。 
6 回 条件文でも入れ子構造になっているものや論理演算を用いているものがあ
るので、ＰＨＰプログラムを課題を通じて作成して使えるようにすること。 
7 回 繰り返し処理のうちＣ言語と同じように扱うことができるように、ＰＨＰ
プログラムを課題を通じて作成して使えるようにすること。また、連想配列につ
いて調べておくこと。 
8 回 連想配列のデータを繰り返しで取り扱うことができる Foreach 文の取り扱
いを、ＰＨＰプログラムを課題を通じて作成して使えるようにすること。 
9 回 C 言語での関数を復習しておくこと。 
10 回 ＰＨＰでの関数の取り扱いをＰＨＰプログラムを課題を通じて作成して使
えるようにすること。 
11 回 正規表現という言葉を調べておくこと。 
12 回 正規表現を用いたＰＨＰのプログラムを課題を通じて作成し、理解してお
くこと。また、Ｃ言語での文字列につてい調べておくこと。 
13 回 ＷｅｂサービスをするＰＨＰプログラムを各自で問題設定しておく。 
14 回 ＷｅｂサービスをするＰＨＰプログラムを各自で問題設定しておく。 
15 回 ＷｅｂサービスをするＰＨＰプログラムを各自で問題設定しておく。 

 



年度 2012 
授業コード FII3721 
成績評価 演習課題、総合演習レポートを総合して評価する。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス IA(〜11),IB(〜11) 
見出し FII3721 ネットワーク技術論 
担当教員名 劉 渤江 
単位数 2 
教科書 Perl プログラミング言語言語の教科書： 結城浩 著「（新版）Perl 言語 プロ

グラミングレッスン 入門編」、ソフトバンク クリエイティブ社 
ネットワークプログラミング関連の教科書： 資料を配布する。 

アクティブラーニング  
キーワード Perl 言語、TCP/IP、ソケット通信、ネットワークプログラミング 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 ネットワーク技術論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 リンカーン・スタイン 著「Perl ネットワークプログラミング」 株式会社ピア

ソン・エデュケーション 
授業形態 講義 
注意備考 （１）実験室を使用する講義で受講制限をすることがある。 

（２）他学科・他学部履修は認めません。 
シラバスコード FII3721 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）クライアントとサーバの通信仕組みを理解できる。 

（２）ネットワークプログラミング技法を習得できる。 
受講者へのコメント  
連絡先 劉渤江研究室 １５号館３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Computer Network Engineering 
関連科目 コンピュータネットワーク 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 本講義では、ネットワークプログラミングに必要な概念や基本知識を学ぶ。OS

に関わるプロセス間の通信から入り、TCP/IP プロトコル、ソケット API、クラ
イアントとサーバプログラムの作成方法などについて学ぶ。また、ネットワーク
プログラム作成の演習を通じて理解を深める。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 ネットワーク通信の仕組み 



2 回 Perl 言語の基本 
3 回 Perl 言語における数と文字列、配列 
4 回 Perl 言語における繰返し処理 
5 回 Perl 言語におけるファイル処理 
6 回  プロセス、マルチタスク、ソケット 
7 回 TCP/IP プロトコル、 Perl 言語によるソケット API 
8 回 簡単なクライアント／サーバプログラムの作成（１） 
9 回 簡単なクライアント／サーバプログラムの作成（２） 
10 回 Web クライアントの作成 
11 回 並行処理技術 
12 回 簡単な Web サーバの作成（１） 
13 回 簡単な Web サーバの作成（２） 
14 回 簡単な Web サーバの作成（３） 
15 回 レポートのまとめ 

準備学習 1 回 コンピュータネットワークで学んだ知識を復習しておく． 
2 回 C 言語の知識を復習しておく． 
3 回 C 言語における変数、配列などの知識を復習しておく． 
4 回 C 言語における条件式、繰返し処理などを復習しておく． 
5 回 C 言語におけるファイル処理の部分を復習しておく． 
6 回 オプレーティングシステムの知識を復習しておく． 
7 回 コンピュータネットワークで学んだ知識を復習しておく． 
8 回 ２回から４回まで学んだ Perl 言語の知識を復習しておく． 
9 回 Perl 言語、ソケット API などの知識を復習しておく． 
10 回 Web サーバについて理解しておく． 
11 回 ６回目の内容を復習しておく． 
12 回 １１回目の内容を十分理解できるようにしておく． 
13 回 １２回目の内容を十分に理解できるようにしておく． 
14 回 ７回から１３回まで作成されたプログラムを準備しておく． 
15 回 １２回から１４回までの内容をまとめておく． 

 



年度 2012 
授業コード FII3722 
成績評価 課題(40%)と定期試験(60%)によって評価する． 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス IA(〜11),IB(〜11) 
見出し FII3722 Web プログラミングⅡ 
担当教員名 椎名 広光 
単位数 2 
教科書 PHP の絵本，(株)アンク著，翔泳社，ISBN:978-4798112640 
アクティブラーニング  
キーワード プログラム，PHP，CGI ，Web サービス，SQL 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 Web プログラミングⅡ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 高橋麻奈，やさしい PHP 第２版，ソフトバンククリエイティブ，ISBN:978-

4797360288 大垣靖男，[改訂版] PHP ポケットリファレンス，技術評論社，
ISBN:978-4774125022 

授業形態 講義 
注意備考 課題の提出を非常に重要視しているので，必ず提出すること．課題は e ラーニン

グを利用する．なお，この科目は Web プログラミング I も必ず受講すること．
また，受講⼈数によってクラス分けを行う． 

シラバスコード FII3722 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)PHP の使い方を修得する．(2)サーバとクライアントの関係を理解する．

(3)Web サービスについて理解する．(4)CGI の作成法を修得する． 
受講者へのコメント  
連絡先 宮地功研究室：１５号館３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Web Programming II 
関連科目 プログラミング基礎，応用プログラミング I,II,III，Web プログラミング I,III，デ

ータベース 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 今日のインターネットでは Web サービスを行うには Web サーバ側で動的に CGI

などのプログラムを動かして Web ページを変更している．本講義では，CGI で
よく利用されている PHP 言語を学習し，基本的なプログラムの動かし方に加え
て動的なホームページの作成ができることを目的とする． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 Web サーバの起動と HTML の記述 
2 回 変数を用いたプログラムの作成 
3 回 配列とリファレンスを用いたプログラムの作成 
4 回 条件文を用いたプログラムの作成 1 
5 回 条件文を用いたプログラムの作成 2 
6 回 繰返し文(For 文, While 文)を用いたプログラムの作成 1 
7 回 繰返し文(Foreach 文)を用いたプログラムの作成 2 
8 回 繰り返し文と条件文の組み合わせ 
9 回 関数を用いたプログラムの作成 1 
10 回 関数を用いたプログラムの作成 2 
11 回 正規表現の利用とプログラムの作成 
12 回 文字列関数を用いたプログラムの作成 
13 回 データベースにアクセスするプログラムの作成 1 
14 回 データベースにアクセスするプログラムの作成 2 
15 回 総合課題 

準備学習 1 回 サーバとクライアントの関係について調べておくこと．また，HTML のタ
グについて調べておくこと． 
2 回 PHP の動作環境と起動について確認しておくこと． 
3 回 課題によって，変数を利用した PHP プログラムを作成して使えるようにし
ておくこと． 
4 回 課題によって，配列の利用した PHP プログラムを作成して使えるようにし
ておくこと． 
5 回 課題によって，条件文を利用した PHP プログラムを作成して使えるように
しておくこと． 
6 回 課題によって，入れ子構造になっている条件文や論理演算を用いている条
件文を含む PHP プログラムを作成して使えるようにしておくこと． 
7 回 課題によって，Ｃ言語と同じように繰り返し処理を扱うことができるよう
に，PHP プログラムを作成して使えるようにしておくこと．また，連想配列につ
いて調べておくこと． 
8 回 課題によって，連想配列のデータを繰り返しで取り扱うことができる
Foreach 文の取り扱いを，PHP プログラムを作成して使えるようにしておくこ
と． 
9 回 C 言語での関数を復習しておくこと． 
10 回 課題によって，PHP での関数の取り扱いを PHP プログラムを作成して使
えるようにしておくこと． 
11 回 正規表現が PHP の利用方法について，理解しておくこと． 
12 回 課題によって，正規表現を用いた PHP のプログラムを課題を通じて作成
し，理解しておくこと．また，Ｃ言語での文字列について調べておくこと． 
13 回 データベースの作成方法を勉強しておくこと． 
14 回 PHP のプログラムから SQL にアクセスすることができるように，課題プ
ログラムを作成しておくこと． 
15 回 Web サービスをする問題を設定した PHP プログラムを作成しておくこ



と． 
 



年度 2012 
授業コード FII3911 
成績評価 小テスト・課題（50%)，中間テスト(20%)，定期試験(30%)により評価する． 
曜日時限 水曜日 9・10 時限 
対象クラス IA(〜10),IB(〜10) 
見出し FII3911 解析演習Ⅰ(再) 
担当教員名 山本 英二 
単位数 2 
教科書 石原・浅野 「理工系入門 微分積分」 裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード ２変数関数，偏微分，接平面，テーラー・マクローリン展開，条件付き極値 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 解析演習Ⅰ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プリント（資料）を配布する． 
授業形態 演習 
注意備考 ２変数関数を３次元に表示した電子教材を液晶プロジェクターで投影し，授業の

補助教材としている． 
シラバスコード FII3911 
実務経験のある教員  
達成目標 １．１変数関数の微分とその応用と対比して，２変数関数の偏微分とその応用が

理解できる．２．２変数関数の３次元グラフが計算機を用いて描ける．３．２変
数関数の極限，連続，偏微分，接平面が幾何的に理解できる．４．２変数関数の
合成関数・陰関数の微分が計算できる．５．２変数関数のテーラー・マクローリ
ン展開が求められる．６．２変数関数の極大・極小を求め，３次元グラフの概略
が描ける．７．２変数関数の条件付き極値を求められる． 

受講者へのコメント 基礎的な計算，微分・積分の計算⼒が弱い学生が見られる．自主的に演習問題に
取り組む姿勢が大切でしょう． 

連絡先 山本英二研究室 １号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講者は２名であった．個別指導となったので，各自の到達度に応じた指導が出
来，学生の理解，関心が高まったのは，評価出来る． 

英文科目名 Exercise on Calculus I 
関連科目 基礎解析 I，基礎解析 II，解析 I を履修していることが望ましい． 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 講義：解析Ⅰを良く理解出来るように演習を行う．演習を通じて，２変数関数の

偏微分とその応用について，１変数関数の微分と対比して理解する．２変数関数
における極限，連続性，偏微分，接平面，合成関数・陰関数の微分法を学ぶ．偏



微分の応用として，テーラー・マクローリン展開，極大・極小，条件付き極値を
学ぶ． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ２変数関数の演習 

2 回 ２変数関数の極限の演習 
3 回 ２変数関数の連続の演習 
4 回 偏導関数の演習 
5 回 接平面の演習 
6 回 全微分と合成関数の微分法の演習 
7 回 合成関数の微分法の演習 
8 回 中間テスト 
9 回 陰関数の微分法の演習 
10 回 高次偏導関数と偏微分演算子の演習 
11 回 テーラー・マクローリン展開の演習 
12 回 マクローリン展開の証明の演習 
13 回 極大・極小の演習 
14 回 条件付き極値の演習 
15 回 最適化問題の演習 

準備学習 1 回 ２変数関数の微分積分を学ぶ学習の過程を把握しておくこと． 
2 回 ２変数関数の極限を復習しておくこと． 
3 回 ２変数関数の連続性を復習しておくこと． 
4 回 ２変数関数の偏導関数を復習しておくこと． 
5 回 ２変数関数の接平面を復習しておくこと． 
6 回 ２変数関数の全微分と合成関数の微分法を復習しておくこと． 
7 回 ２変数関数の全微分と合成関数の微分法を復習しておくこと 
8 回 習った範囲で演習問題を復習しておくこと． 
9 回 陰関数の微分法を復習しておくこと． 
10 回 高次偏導関数と偏微分演算子を復習しておくこと． 
11 回 ２変数関数のテーラー・マクローリン展開を復習しておくこと． 
12 回 ２変数関数のマクローリン展開の証明を復習しておくこと． 
13 回 ２変数関数の極大・極小，関数の増減表とグラフを復習しておくこと． 
14 回 ２変数関数の条件付き極値を復習しておくこと． 
15 回 ラグランジュの未定乗数法を復習しておくこと． 

 



年度 2012 
授業コード FII3912 
成績評価 定期試験の総合評価およびレポート提出により成績評価する。それぞれの割合は

レポート(20%)+定期試験(80%)である。 
曜日時限 水曜日 9・10 時限 
対象クラス IA(〜10),IB(〜10) 
見出し FII3912 代数演習Ⅱ(再) 
担当教員名 榊原 道夫 
単位数 2 
教科書 読んで楽しむ代数学／加藤明史 著／現代数学社 
アクティブラーニング  
キーワード 初等整数論、ユークリッドの互除法、完全剰余系 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 代数演習Ⅱ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし 
授業形態 演習 
注意備考 代数 II と共に受講することが望ましい。 
シラバスコード FII3912 
実務経験のある教員  
達成目標 群,環の概念と基本的な性質を整数,整式,完全剰余系などより理解さする。ガウス

の補題、ユークリッドの互除法、素数とその周辺の話題の理解、法 p の剰余体の
理解が目標。 

受講者へのコメント  
連絡先 榊原研究室（15 号館 2 階) 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Exercise on Algebra II 
関連科目 代数 I、代数演習 I、代数 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 代数学における基本的な概念を初等整数論の基礎的な事項より学び、習熟するた

めの演習を行う。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 【約数と整除の演習】講義代数 II の第 1 回に対する演習をする。 

2 回 【GCD とユークリッドの互除法の演習】講義代数 II の第 2 回に対する演習
をする。 
3 回 【素数の演習】講義代数 II の第 3 回に対する演習をする。 
4 回 【約数の和と完全数の演習】講義代数 II の第 4 回に対する演習をする。 



5 回 【メルセンヌ素数と完全数の演習】講義代数 II の第 5 回に対する演習をす
る。 
6 回 【一般化したユークリッドの互除法の演習】講義代数 II の第 6 回に対する
演習をする。 
7 回 【前半の総括演習】前半の講義内容を総合した演習をする。 
8 回 【連分数とユークリッドの互除法の演習】前半の講義内容を総合した問題に
ついて講義・演習する。 
9 回 【連分数の応用の演習】講義代数 II の第 9 回に対する演習をする。 
10 回 【合同式の演習】講義代数 II の第 10 回に対する演習をする。 
11 回 【完全剰余系の演習】講義代数 II の第 11 回に対する演習をする。 
12 回 【フェルマの定理と応用の演習】講義代数 II の第 12 回に対する演習をす
る。 
13 回 【剰余環の演習】講義代数 II の第 13 回に対する演習をする。 
14 回 【剰余体の演習】講義代数 II の第 14 回に対する演習をする。 
15 回 【全体総括演習】講義全体の総括を行い、重要なポイントをまとめる。 

準備学習 1 回 【約数と整除の演習】代数学 I の集合と演算に関連した部分の復習。証明方
法として「背理法」と「数学的帰納法」を勉強しておく。講義代数 II 第 1 回の講
義の復習をする。 
2 回 【GCD とユークリッドの互除法の演習】講義代数 II 第 2 回の講義の復習を
する。 
3 回 【素数の演習】講義代数 II 第 3 回の講義の復習をする。 
4 回 【約数の和と完全数の演習】講義代数 II 第 4 回の講義の復習をする。 
5 回 【メルセンヌ素数と完全数の演習】講義代数 II 第 5 回の講義の復習をする。 
6 回 【一般化したユークリッドの互除法の演習】講義代数 II 第 6 回の講義の復
習をする。 
7 回 【前半の総括演習】 
8 回 【連分数とユークリッドの互除法の演習】講義代数 II 第 8 回の講義の復習
をする。 
9 回 【連分数の応用の演習】講義代数 II 第 9 回の講義の復習をする。 
10 回 【合同式の演習】講義代数 II 第 10 回の講義の復習をする。 
11 回 【完全剰余系の演習】講義代数 II 第 11 回の講義の復習をする。 
12 回 【フェルマの定理と応用の演習】2 項定理について復習しておく。 
13 回 【剰余環の演習】群、環、体の概念について復習しておく。 
14 回 【剰余体の演習】群、環、体の概念について復習しておく。 
15 回 【全体総括演習】講義全体の復習をする。 

 



年度 2012 
授業コード FII4111 
成績評価 小テスト・課題提出の平常点(40%)と中間試験(25%)・期末試験(35%)により評

価する 
曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス IA(〜12),IB(〜12) 
見出し FII4111 基礎数学Ⅰ 
担当教員名 山本 英二 
単位数 2 
教科書 尾崎康弘監修 大⻄誠・佐野公朗著「入門コース 線形代数」学術図書出版社 
アクティブラーニング  
キーワード ベクトル, 行列 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 基礎数学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プリントを配布する 
授業形態 講義 
注意備考 クラス分けは１回目の講義の前に発表する 
シラバスコード FII4111 
実務経験のある教員  
達成目標 １．２次元，３次元ベクトルの和を幾何的に理解し，計算ができること．２．２

次元，３次元ベクトルの内積の計算ができ，図形と対応できること．３．２次，
３次の正方行列に関する和，積の計算ができること．４．ゼロ行列，単位行列，
対角行列，正則行列，逆行列，転置行列，対称行列の説明ができ，各種演算がで
きること．５．２次，３次の正則行列の逆行列を計算することができること．６．
２次，３次の正方行列の行列式の計算ができること 

受講者へのコメント 授業時間外の学習が少ない，ほとんど見られない学生が居ます．基礎的な計算⼒
を付けるには，自主的に演習問題に取り組むことが大切です． 

連絡先 山本 英二研究室：１号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 大多数の学生が宿題に取り組み，理解が深まり，関心が高まったことは評価出来
る． 

英文科目名 Mathematics I 
関連科目 線形代数 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 情報科学分野を学ぶ学生に必要な基礎的な数学について学ぶ。この講義・演習で

は、多次元データ，多次元変数を扱うための基礎となるベクトルと行列に対して
基礎的な理論と計算法を学ぶ 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションをする。 

2 回 平面ベクトルと図形 
3 回 ベクトルの演算 
4 回 空間ベクトル 
5 回 ベクトルの内積 
6 回 内積の応用 
7 回 中間試験 
8 回 行列の必要性 
9 回 行列の演算（和・差） 
10 回 行列の演算（積） 
11 回 正則行列，特異行列と逆行列 
12 回 逆行列（２次正方行列）の計算法 
13 回 逆行列（３次正方行列）の計算法 
14 回 転置行列と対称行列，逆行列 
15 回 行列式 

準備学習 1 回 シラバスを確認し学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 ２次元平面上の xy 直交座標軸，原点Ｏ，点Ｐの座標(x,y)，線分ＯＰの⻑さ，
垂線，平行線などの用語や，直角三角形，正方形，平行四辺形，正六角形などの
図形，ピタゴラスの定理（三平方の定理）を調べておくこと。 
3 回 スカラー，ベクトル，平面ベクトル，基本ベクトルの違いを調べておくこ
と． 
4 回 ３次元空間上の xyz 直交座標軸，原点Ｏ，点Ｐの座標(x,y,z)，線分ＯＰの⻑
さなどの用語，立方体，正四面体などの図形を調べておくこと． 
5 回 三角比，サイン，コサイン，タンジェントの用語を調べておくこと． 
6 回 ベクトルの内積について，課題演習問題を解いておくこと． 
7 回 ベクトルについて，課題演習問題を復習しておくこと 
8 回 つるかめ算の問題（鶴と⻲が合わせて９匹，足は２６本あります．鶴と⻲
は，それぞれ何匹か）を考えておくこと 
9 回 行列の記号で，開括弧とカギ括弧のどちらがよく使われているか調べてお
くこと 
10 回 正方行列，零行列，単位行列，対角行列の用語を調べておくこと 
11 回 行列のスカラー積，行列の積について，課題演習問題を解いておくこと 
12 回 ２次正方行列の課題演習問題を解いておくこと 
13 回 ３次正方行列の課題演習問題を解いておくこと 
14 回 ２次正方行列の課題演習問題を解いておくこと 
15 回 ２次正方行列の課題演習問題を解いておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FII4112 
成績評価 中間試験（４０％），定期試験（６０％）により評価する． 
曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス IA(〜11),IB(〜11) 
見出し FII4112 アルゴリズムとデータ構造Ⅱ 
担当教員名 浅山 泰祐 
単位数 2 
教科書 定本 Ｃプログラマのためのアルゴリズムとデータ構造／近藤 嘉雪（ソフトバン

ク） ISBN:4-7973-0495-2 
アクティブラーニング  
キーワード 計算量，木構造，探索，整列 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「⿊板の字が汚かった」：もう少し読みやすくなるように努⼒してみます． 
科目名 アルゴリズムとデータ構造Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ・プログラミングの宝箱 アルゴリズムとデータ構造／紀平 拓男，春日 伸弥（ソ

フトバンク） 
・JAVA プログラマのための アルゴリズムとデータ構造／近藤 嘉雪（ソフトバ
ンク） 

授業形態 講義 
注意備考 情報処理技術者を目指す者にとっては，必ず必要になる知識あるいは技術である

ので，本科目の履修を推奨する． 
シラバスコード FII4112 
実務経験のある教員  
達成目標 １．アルゴリズムを平易な言葉で説明できること．２．アルゴリズムから計算量

を求められること．３．講義計画に出てくるデータ構造とアルゴリズムを利用し
たり，説明したりができること． 

受講者へのコメント 教科書を OHC で表示し，具体的な部分を提示しながら，講義を行ったつもりで
したが， 
板書を減らしているせいか，すこし早足になった部分があったようです． 

連絡先 １号館４F 浅山研究室 086-256-9414 asasemi@mis.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 項目【E】(8),(9)で，進行が早すぎるとの回答が有りました． 
シラバスをもう少し検討して行きたいと思います． 

英文科目名 Algorithms and Data Structures II 
関連科目 アルゴリズムとデータ構造 I 応用プログラミング I,II，応用プログラミング

IIIWeb プログラミング III，Web プログラミング I,II 計算機システム 
次回に向けての改善変更予定 上記の，講義スピードを押さえ気味するように努⼒してみます． 



講義目的 プログラムの論理構造を決定するポイントは，アルゴリズムである．プログラム
の設計に当たっては，それが対象とするデータ構造を理解する事が不可欠であ
る．この講義では計算量の評価の方法の概略と一般的なアルゴリズム（特に探索
と整列）の解説をおこなう．さらに，適時それらアルゴリズムで使用するデータ
構造も学ぶ． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 【計算量】アルゴリズムの評価方法（計算量） 

2 回 【抽象データ構造】抽象データ構造(ADT)の内容，意味付け 
3 回 【木構造１】木構造の定義，特徴 
4 回 【木構造２】木構造の応用 
5 回 【探索木１】二分探索木 
6 回 【探索木２】平衡木 
7 回 【探索木３】ＡＶＬ木 
8 回 【探索木４】Ｂ木 
9 回 【中間試験と解説】中間テストおよびその解説を行う． 
10 回 【整列１】整列の定義，特徴，単純な整列（バブルソート，選択ソート，
挿入ソート） 
11 回 【整列２】シェルソート 
12 回 【整列３】クイックソート 
13 回 【整列４】マージソート 
14 回 【整列５】ヒープソート 
15 回 【整列６】比較によらないソート 

準備学習 1 回 【計算量】アルゴリズムとデータ構造 I の復習をする． 
2 回 【抽象データ構造】計算量の算出方法を復習，具体的な計算量の算出方法の
予習をする． 
3 回 【木構造１】基本的なデータ構造を復習，階層構造（木構造）の予習をする． 
4 回 【木構造２】木構造の定義，特徴の復習，木構造の具体例の予習をする． 
5 回 【探索木１】単純な木構造の復習，二分木，探索木の予習をする． 
6 回 【探索木２】二分探索木の復習，平衡，不平衡について予習する． 
7 回 【探索木３】平衡木について復習する． 
8 回 【探索木４】ＡＶＬ木の変形（一重回転，二重回転）の復習をする． 
9 回 【中間試験と解説】第１回〜第８回の復習をする． 
10 回 【整列１】整列（並べ替え）について予習する． 
11 回 【整列２】簡単な整列（特に挿入ソート）の復習をする． 
12 回 【整列３】分割統治法の予習をする． 
13 回 【整列４】クイックソートの復習，外部ソートの予習をする． 
14 回 【整列５】二分探索木の復習をする． 
15 回 【整列６】比較を使用するソートの復習をする． 

 



年度 2012 
授業コード FII4121 
成績評価 小テスト・課題提出の平常点(40%)と中間試験(25%)・期末試験(35%)により評

価する 
曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス IA(〜12),IB(〜12) 
見出し FII4121 基礎数学Ⅰ 
担当教員名 ⽥中 秀松＊ 
単位数 2 
教科書 尾崎康弘監修 大⻄誠・佐野公朗著「入門コース 線形代数」学術図書出版社 
アクティブラーニング  
キーワード ベクトル, 行列 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 すべてご指摘のとうりなので、参考にして改善したい。どうも、⻑年のパターン

からの脱皮は難しいが努⼒します。 
科目名 基礎数学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プリントを配布する 
授業形態 講義 
注意備考 クラス分けは１回目の講義の前に発表する 
シラバスコード FII4121 
実務経験のある教員  
達成目標 １．２次元，３次元ベクトルの和を幾何的に理解し，計算ができること．２．２

次元，３次元ベクトルの内積の計算ができ，図形と対応できること．３．２次，
３次の正方行列に関する和，積の計算ができること．４．ゼロ行列，単位行列，
対角行列，正則行列，逆行列，転置行列，対称行列の説明ができ，各種演算がで
きること．５．２次，３次の正則行列の逆行列を計算することができること．６．
２次，３次の正方行列の行列式の計算ができること 

受講者へのコメント 予習や復習を各自でやってもらいたい。 
レポートや課題が与えられないと、なかなか自分で問題を解くことをしない。 
重要な問題は講義でも解説し、それと関連した問題を解いてみるように言ってあ
る 
のだから、ぜひ実行してほしい。 

連絡先 非常勤講師控室：２５号館７階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 いつも同じようなことを指摘されている。 
英文科目名 Mathematics I 
関連科目 線形代数 
次回に向けての改善変更予定 講義内容が多いので、それを消化しようとして、どうしても一方通行の講義調に



なりがちなので、もっと学生の反応を感じながら講義をするように改善したい。 
講義目的 情報科学分野を学ぶ学生に必要な基礎的な数学について学ぶ。この講義・演習で

は、多次元データ，多次元変数を扱うための基礎となるベクトルと行列に対して
基礎的な理論と計算法を学ぶ 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションをする。 

2 回 平面ベクトルと図形 
3 回 ベクトルの演算 
4 回 空間ベクトル 
5 回 ベクトルの内積 
6 回 内積の応用 
7 回 中間試験 
8 回 行列の必要性 
9 回 行列の演算（和・差） 
10 回 行列の演算（積） 
11 回 正則行列，特異行列と逆行列 
12 回 逆行列（２次正方行列）の計算法 
13 回 逆行列（３次正方行列）の計算法 
14 回 転置行列と対称行列，逆行列 
15 回 行列式 

準備学習 1 回 シラバスを確認し学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 ２次元平面上の xy 直交座標軸，原点Ｏ，点Ｐの座標(x,y)，線分ＯＰの⻑さ，
垂線，平行線などの用語や，直角三角形，正方形，平行四辺形，正六角形などの
図形，ピタゴラスの定理（三平方の定理）を調べておくこと。 
3 回 スカラー，ベクトル，平面ベクトル，基本ベクトルの違いを調べておくこ
と． 
4 回 ３次元空間上の xyz 直交座標軸，原点Ｏ，点Ｐの座標(x,y,z)，線分ＯＰの⻑
さなどの用語，立方体，正四面体などの図形を調べておくこと． 
5 回 三角比，サイン，コサイン，タンジェントの用語を調べておくこと． 
6 回 ベクトルの内積について，課題演習問題を解いておくこと． 
7 回 ベクトルについて，課題演習問題を復習しておくこと 
8 回 つるかめ算の問題（鶴と⻲が合わせて９匹，足は２６本あります．鶴と⻲
は，それぞれ何匹か）を考えておくこと 
9 回 行列の記号で，開括弧とカギ括弧のどちらがよく使われているか調べてお
くこと 
10 回 正方行列，零行列，単位行列，対角行列の用語を調べておくこと 
11 回 行列のスカラー積，行列の積について，課題演習問題を解いておくこと 
12 回 ２次正方行列の課題演習問題を解いておくこと 
13 回 ３次正方行列の課題演習問題を解いておくこと 
14 回 ２次正方行列の課題演習問題を解いておくこと 
15 回 ２次正方行列の課題演習問題を解いておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FII4122 
成績評価 宿題(35%)と定期試験(65%)で評価する 
曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス IA(〜10),IB(〜10) 
見出し FII4122 情報理論 
担当教員名 椎名 広光 
単位数 2 
教科書 平⽥廣則、情報理論のエッセンス、昭晃堂、ISBN:978-4785631437 
アクティブラーニング  
キーワード 情報量、エントロピー、符号 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報理論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 今井秀樹、情報理論、昭晃堂、ISBN:978-4785611392 中川聖一、情報理論―基礎

から応用まで、近代科学社、ISBN:978-4764903890 
授業形態 講義 
注意備考 指数、対数を使うので、基礎数学 I,II の単位を履修していること。また、確率や

行列計算があるので、確率 I,II,代数学 I,II の内容も理解していると望ましい。 
シラバスコード FII4122 
実務経験のある教員  
達成目標 情報量とエントロピーの概念を理解し計算ができること。符号の区分を理解し、

具体的に符号を作成することができること。 
受講者へのコメント  
連絡先 椎名研究室 １号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Information Theory 
関連科目 確率 I,II,代数学 I,II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 テキストや画像や動画などのデジタル情報は０または１で表現されます。これら

の情報を表現したり、伝送するときには、なるべく信頼性のある手法で効率的な
方法を用います。本講義では，情報の量を定義し，符号によって情報を効率よく
表現したり，誤りを検出・訂正する方法について学びます。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 指数と対数及び、情報の伝送のプロセスについて説明する。 

2 回 情報の数値化と情報量について説明する。 
3 回 平均情報量（エントロピー）と自己情報量との関係について説明する。 



4 回 条件付き平均情報量について説明する。 
5 回 結合エントロピーについて説明する。 
6 回 相互情報量について説明する。 
7 回  シャノン・ファノ符号について説明する。 
8 回  ハフマン符号について説明する。 
9 回  通信路と相互情報量について説明する。 
10 回  通信路符号化の概念についてについて説明する。 
11 回  線形符号 I(生成行列)について説明する。 
12 回  線形符号 II (検査行列とシンドローム)について説明する。 
13 回  巡回符号 I について説明する。 
14 回  巡回符号 II について説明する。 
15 回 総合演習を実施する。 

準備学習 1 回 指数の計算方法、対数の計算方法、指数と対数の関係について学習しておく
こと。 
2 回 対数と総和の計算方法の学習と情報伝送のプロセスの概要を理解しておく
こと。 
3 回 自己情報量の計算方法を理解し、できるようにすること。 
4 回 平均情報量の計算ができ、自己情報量との関係を理解しておくこと。 
5 回 例題の条件付き平均情報量を自分で計算し直し、課題を解くこと。 
6 回 例題の結合エントロピーを自分で計算し直し、課題を解くこと。 
7 回 条件付き平均情報量と結合エントロピーと相互情報量の関係を理解してお
くこと。 
8 回 シャノン・ファノ符号の作成方法を、課題を解いて理解しておくこと。 
9 回 シャノン・ファノ符号の作成方法を、課題を解いて理解しておくこと。 
10 回 情報源符号化の特徴を復習しておくこと。 
11 回 情報源符号化と通信路符号化の違いについて、復習しておくこと。また、
行列の乗算の方法を復習しておくこと。 
12 回 生成行列の作り方を、課題を通じて理解しておくこと。 
13 回 ２を法とする計算について、学習しておくこと。 
14 回 巡回符号の実例を調べておくこと。 
15 回 巡回符号とシンドロームの関係を確認しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FII4131 
成績評価 課題提出(30%)，中間試験(25%)，定期試験(45%)で評価する。 
曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス IA(〜10),IB(〜10) 
見出し FII4131 統計Ⅰ 
担当教員名 中村 忠 
単位数 2 
教科書 理工系確率統計（改訂版）/中村忠，山本英二 ／サイエンス社 
アクティブラーニング  
キーワード ⺟集団と標本，標本分布，推定量，バイアス，精度，モーメント法，最尤法 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 統計Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プリント（資料）を配布する。 
授業形態 講義 
注意備考 初めての概念が多数出てくるので，その日の内にノートなどを整理しておくこと

が望ましい。 
シラバスコード FII4131 
実務経験のある教員  
達成目標 ⺟集団と標本，標本分布の概念が理解できる．コイン投げを例に２項確率の各種

推定量のバイアス評価が出来る．各種推定量の精度評価が出来る．各種推定量の
平均事情誤差による評価が出来る．モーメント法による推定値が求められる．最
尤法による推定値が求められる．区間推定値を求められる． 

受講者へのコメント  
連絡先 中村忠研究室 １号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Statistics I 
関連科目 解析 I，解析 II，確率 I，確率 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 確率的に変動するデータから意味ある情報を引き出す方法が習得することが目

的である。．最初にデータのまとめ方について学ぶ．その後，データが引き出され
た⺟集団の持つ確率分布の未知⺟数を推定する統計的方法の評価，構成法につい
て学ぶ． 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 集団の特徴を表すグラフ（離散型データ）を解説する。 

2 回 集団の特徴を表すグラフ（連続型データ）を解説する。 



3 回 集団の特徴を表す数値（平均値・中央値・最頻値など）を解説する。 
4 回 集団の散らばりを表す数値（分散・標準偏差・四分位偏差など）を解説する。 
5 回 散布図と相関係数を解説する。 
6 回  回帰直線を解説する。 
7 回 これまで学習した内容の確認のため，中間試験およびその問題の解説を行
う。 
8 回 ⺟集団と標本を解説する。 
9 回 標本分布を解説する。 
10 回 正規分布と正規分布から導かれる分布を解説する。 
11 回 統計的推定の手法（モーメント法）を解説する。 
12 回 尤度関数と最尤法を解説する。 
13 回 統計的推定法の評価（一致性・不偏性・最小分散性）を解説する。 
14 回 ⺟平均・⺟分散の推定を解説する。 
15 回 ⺟比率の推定を解説する。 

準備学習 1 回 出版物や報道番組などで図やグラフがどのように使われているか調べるこ
と。 
2 回 出版物や報道番組などで図やグラフがどのように使われているか調べるこ
と。 
3 回 図やグラフ以外に数値などで現象が述べられていることを調べること。 
4 回 データのばらつきが数値で表されることを学んでおくこと。 
5 回 特性の間の関連をどのように数値で表すかについて調べておくこと。 
6 回 刺激から効果・結果が予測できることを学ぶこと。 
7 回 第１回から第７回までの内容をよく理解し整理しておくこと。 
8 回 具体的な例を通して⺟集団，標本について理解しておくこと。 
9 回 前回の復習と理解を深めておくこと。 
10 回 無限積分について復習しておくこと。 
11 回 具体的な例を通して推定とは何かを理解しておくこと。 
12 回 微分，偏微分と最大値について復習してくこと。 
13 回 なぜ推定値が正確でないのかを具体的な例を通しては理解しておくこと。 
14 回 2 項分布と正規分布について復習しておくこと。 
15 回 第１１回から第１４回まで内容の復習をしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FII4311 
成績評価 毎回の小テストの合計 20%，中間テスト 30%，定期試験 50% 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス IA(〜11),IB(〜11) 
見出し FII4311 アルゴリズムとデータ構造Ⅰ 
担当教員名 北川 文夫 
単位数 2 
教科書 Ｃプログラマのためのアルゴリズムとデータ構造／近藤 嘉雪（ソフトバンク） 
アクティブラーニング  
キーワード アルゴリズム，データ構造，配列，リスト，スタック，待ち行列，連結リスト，

探索，ハッシュ，フローチャート 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 記述ありませんでした． 
科目名 アルゴリズムとデータ構造Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 講義 
注意備考 基本情報技術者試験免除対象科目履修講座の一科目である． 
シラバスコード FII4311 
実務経験のある教員  
達成目標 アルゴリズムを平易な言葉で説明できること．アルゴリズムから計算量を求めら

れること．講義計画に出てくるデータ構造とアルゴリズムを説明できること．フ
ローチャートを読み書きできること． 

受講者へのコメント この講義は必修なので情報分野にあまり興味の無い学生もいるかもしれません
が，アルゴリズムの考え方をきちんと学んでおくと，いろいろな場面で応用がで
きるのできちんと学んでほしいと思います． 
例題ばかりで説明する方向になってますが，論理的な説明も理解してほしいと考
えています． 

連絡先 北川文夫研究室 1 号館 4 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 [C]5 目標達成「できた」34%，「だいたいできた」38%，「半分程度できた」21%，
「少しできた」4%，「できなかった」4%でした．目標達成が半分未満の学生は何
が問題だったのか相談してほしい． 
[C]7 満足度「満足」50%，「ほぼ満足」31%，「普通」16%，「やや不満」3%でし
た．不満の学生は自由記述欄に不満な点を書いていただくと，改善の参考になり
ますが書かれていませんでした． 

英文科目名 Algorithms and Data Structures I 
関連科目 コンピュータ基礎Ⅰ・Ⅱ，プログラミング基礎，応用プログラミングと関連が深



い．後期のアルゴリズムとデータ構造Ⅱも続けて履修することが望ましい． 
次回に向けての改善変更予定 理解できない学生を減らすような講義をしたいと思っています． 
講義目的 プログラムの論理構造を決定するポイントは，アルゴリズムである．プログラム

の設計に当たっては，それが対象とするデータ構造を理解する事が不可欠であ
る．この講義ではＣ言語をベースとして，データ構造の解説を中心におこない，
適時それらデータ構造を扱うアルゴリズムを学ぶ． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  プログラミングにおけるアルゴリズムとはどのようなものか説明する． 

2 回  アルゴリズムの評価方法（計算量[オーダー]）について解説する． 
3 回  構造体とデータ構造（基本データ型，配列，構造体）について解説する． 
4 回  配列によるリスト構造について解説する． 
5 回  配列によるスタックの実現について解説する． 
6 回  配列による待ち行列の実現について解説する． 
7 回  1 回から 6 回目までの内容の中間テストを行い，その後その解説を行う． 
8 回  連結リストについて解説する． 
9 回  連結リストの操作について解説する． 
10 回  循環リストと双方向リストについて解説する． 
11 回  探索法（線形探索，二分探索）について解説する． 
12 回  探索アルゴリズムとフローチャートについて解説する． 
13 回  探索とハッシュ法について解説する． 
14 回  ハッシュの説明をして，その中のチェイン法について説明する． 
15 回  ハッシュのオープンアドレス法について説明する． 

準備学習 1 回  教科書の「アルゴリズムとは？」を読んでおくこと． 
2 回  教科書の「計算量」を読んでおくこと． 
3 回  教科書の「データ構造とは？」を読んでおくこと． 
4 回  教科書の「リスト」を読んでおくこと． 
5 回  教科書の「スタック」を読んでおくこと． 
6 回  教科書の「待ち行列」を読んでおくこと． 
7 回  １回から６回までの復習をしておくこと． 
8 回  教科書の「連結リストとは？」を読んでおくこと． 
9 回  前回の連結リストを復習しておくこと． 
10 回  前回の連結リストの操作を復習しておくこと． 
11 回  教科書の「探索とは？」を読んでおくこと． 
12 回  前回の探索法の復習をしておくこと． 
13 回  教科書の「ハッシュ法の原理」を読んでおくこと． 
14 回  教科書の「チェイン法」を読んでおくこと． 
15 回  教科書の「オープンアドレス法」を読んでおくこと． 

 



年度 2012 
授業コード FII4312 
成績評価 毎回のレポート課題に関する平常点（提出状況と評価点）および定期試験評価を

総合的に勘案して成績評価を行う。これらの比率は４：６程度としたい。レポー
ト課題は主に情報技術者試験午前問題を考慮して、講義した内容から出題する。 

曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス IA(〜11),IB(〜11) 
見出し FII4312 情報と経営 
担当教員名 山本 篤憲＊、妹尾 素男＊ 
単位数 2 
教科書 「ＩＴ戦略とマネジメント」，発行所 ㈱インフォテック・サーブ，2008． 
アクティブラーニング  
キーワード プロジェクトマネジメント、サービスマネジメント、システム戦略、システム企

画 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 講義室が寒かったので、次回も同じようなことがあれば、教務課の方に、早めに

連絡します。 
配布資料は良くレビュしましょう。 

科目名 情報と経営 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 最新 ITIL がよーくわかる本，打川和男 他著，秀和システム，2005． 
授業形態 講義 
注意備考 基本情報技術者試験免除対象科目履修講座の一科目である。上記試験の免除のた

めの修了試験受験資格として 80%以上の講義出席が求められる。 
シラバスコード FII4312 
実務経験のある教員  
達成目標 経済産業大臣が告示で定めた教科内容への適応性について審査を受け、証された

本教科の内容を厳格に学習し、定期試験に合格することを求める。本教科の主た
る目標が、本年度より改訂された基本情報技術者試験午前問題の免除にあるの
で、今日の IT 技術に関わる分野のうち、システム開発・管理について網羅的に
修得することを目指す。 

受講者へのコメント 熱心に受講していて、経営についての質問も多々あり、受講者の要望が見えた感
じがします。 

連絡先 非常勤講師室： ２５号館５階 学習支援室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 各項目は、今後の取り組みに参考になります。 
英文科目名 Information Technology and Management 
関連科目 ソフトウエア開発と設計、基本情報処理Ⅰ、情報処理入門 
次回に向けての改善変更予定 次回も受講者の質問を出来るだけ聞いて進めようかと思います。 



講義目的 基本情報処理技術者試験免除対象科目の一部として本教科を位置づけているの
で、講義計画に示した内容を、指定した教科書に沿って講述する。80%以上の出
席が求められるので、出席管理は厳密に行う。本科目の守備範囲は、プロジェク
トマネジメント、サービスマネジメント、システム戦略、システム企画で、これ
らに関わる事項について実社会での経験も踏まえて論述し、練習問題を用いて学
習内容の理解を深める。本カリキュラムは新基本情報技術者試験に対応した編成
となっている。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション，プロジェクト統合マネジメント 

2 回  プロジェクト・スコープ・マネジメント，プロジェクト・タイム・マネー
ジメント 
3 回  プロジェクト・コスト・マネージメント，プロジェクト品質マネージメン
ト 
4 回  プロジェクト⼈的資源マネージメント，プロジェクト・コミュニケーショ
ン・マネージメント 
5 回  プロジェクト・リスク・マネージメント，プロジェクト調達マネージメン
ト 
6 回  サービスマネジメント，運用設計・ツール 
7 回  サービスサポート，サービスデリバリ 
8 回  サービスマネジメント構築，ファシリティマネジメント 
9 回  情報システム戦略 
10 回  業務プロセス 
11 回  ソリューションビジネス 
12 回  システム化計画 
13 回  要件定義 
14 回  調達計画・実施 
15 回  総合演習＜ 

準備学習 1 回 シラバスを事前に確認し、学習過程を把握しておくこと。プロジェクト統合
マネジメントについて「ＩＴ戦 略とマネジメント」を参考にして調べておくこ
と。 
2 回 プロジェクト・スコープ・マネジメント、プロジェクト・タイム・マネジメ
ントについて、「ＩＴ戦略とマ ネジメント」を参考にして調べておくこと。 
3 回 プロジェクト・コスト・マネジメント、プロジェクト品質マネジメントにつ
いて、「ＩＴ戦略とマネジメン ト」を参考にして調べておくこと。 
4 回 プロジェクト⼈的資源マネジメント、プロジェクト・コミュニケーション・
マネジメントについて、「ＩＴ 戦略とマネジメント」を参考にして調べておく
こと。 
5 回 プロジェクト・リスク・マネジメント、プロジェクト調達マネジメントにつ
いて、「ＩＴ戦略とマネジメン ト」を参考にして調べておくこと。 
6 回 サービスマネジメント、運用設計・ツールについて、「ＩＴ戦略とマネジメ
ント」を参考にして調べておく こと。 
7 回 サービスサポート、サービスリカバリについて、「ＩＴ戦略とマネジメント」



を参考にして調べておくこ と。 
8 回 サービスマネジメント構築、ファシリテイマネジメントについて、「ＩＴ戦
略とマネジメント」を参考にし て調べておくこと。 
9 回 情報システム戦略について、「ＩＴ戦略とマネジメント」を参考にして調べ
ておくこと。 
10 回 業務プロセスについて、「ＩＴ戦略とマネジメント」を参考にして調べてお
くこと。 
11 回 ソリュ−ションビジネスについて、「ＩＴ戦略とマネジメント」を参考にし
て調べておくこと。 
12 回 システム化計画について、「ＩＴ戦略とマネジメント」を参考にして調べて
おくこと。 
13 回 要件定義について、「ＩＴ戦略とマネジメント」を参考にして調べておくこ
と。 
14 回 調達計画・実施について、「ＩＴ戦略とマネジメント」を参考にして調べて
おくこと。 
15 回 第 1 回から第 14 回の内容について、「ＩＴ戦略とマネジメント」と講義に
て習ったことを、調査しておくこ と。 

 



年度 2012 
授業コード FII4321 
成績評価 レポート２０％、中間試験２０％、定期試験６０％により成績を評価する。 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス IA(〜10),IB(〜10) 
見出し FII4321 幾何Ⅰ 
担当教員名 濱谷 義弘 
単位数 2 
教科書 ベクトル解析／立花・勝野・山口・成⽥・⽥川共著／共立出版株式会社 
アクティブラーニング  
キーワード 内積と外積、ベクトルの微分と積分、勾配、発散、回転、ガウスの発散定理、ス

トークスの定理 
距離空間、位相空間、開集合、閉集合、連続写像、コンパクト集合、連結 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答 同上かつ受講者へのコメントと同じです。 
科目名 幾何Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない、必要なら適時プリントを配布する。 
授業形態 講義 
注意備考 線形代数、基礎解析Ⅰ、Ⅱ、解析Ⅰ、Ⅱを履修していることを強く望む。 
シラバスコード FII4321 
実務経験のある教員  
達成目標 第一は、ベクトルの内積と外積、微分や積分計算がき、それにより、勾配、発散、

回転の演算が求められること。ガウスの発散定理、グリーンの定理やストークス
の定理の意味が理解できること。 
第二は、距離空間、位相空間の定義、開集合、閉集合、連続写像、コンパクト集
合、連結性の基本的な概念が理解できる。 

受講者へのコメント 幾何Ⅰは、専門外で学科の都合で今年度限りで引き受けました。が、学生や学科
に迷惑をかけました。しかも学科で教える内容を決めていないままで行いまし
た。３年次生の幾何としては、標準的には微分幾何、代数的位相幾何、リーマン
幾何、多様体論等なのでしょうが、どれも数学科やそれに近い学科以外では抽象
的すぎて、難し過ぎます。また、教職の学生はよいでしょうが、３年次生の科目
として補助線一発的な平面幾何を 15 回もはいただけません。迷った挙句、ベク
トル解析の初歩と、ジェネラルトポロジーを講義しましたが、両方合わせた教科
書がない 

連絡先 濱谷研究室 第一学舎３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 講義開始・終了時間を守るようにします。あとは、総括的ですが、受講者へのコ
メントや次回に向けての改善・変更予定等を見てください。 



英文科目名 Geometry I 
関連科目 線形代数、基礎解析Ⅰ、Ⅱ、解析Ⅰ、Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 次回は(専門外なので)この科目から外れます。したがって改善も・変更予定も皆

無です。幾何専門の⼈を学内・外から非常勤でお願いしてます。 
講義目的 第一は、ベクトルの内積と外積、ベクトルの微分と積分を解説し勾配、発散、回

転のベクトル演算を中心とした内容を述べる。その応用として、ガウスの発散定
理、グリーンの定理とストークスの定理について簡単に説明する。 
第二は、距離空間を中心に位相空間の基本的なことを説明する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 ベクトルの内積、外積について解説する。 

2 回 スカラー３重積とベクトル３重積について解説する。 
3 回 ベクトルの微分について説明する。 
4 回 ベクトルの積分ついて解説する。 
5 回 スカラー場の勾配について解説する。 
6 回 ベクトル場の発散と回転について解説する。 
7 回 中間試験とその解説をする。 
8 回 ガウスの発散定理、グリーンの定理、ストークスについて説明する。 
9 回 距離空間の定義について説明する。 
10 回 位相空間の定義について説明する。 
11 回 開集合、閉集合について説明する。 
12 回 連続写像について説明する。 
13 回 コンパクト性について説明する（その１）。 
14 回 コンパクト性について説明する（その２）。 
15 回 連結性について説明する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、授業内容の過程について把握しておくこと。線形代
数のテキストでベクトルを復習し、特にベクトルの内積、外積を予習ておくこと。 
2 回 ベクトルの内積、外積について復習しておくこと。 
3 回 微分について復習しておくこと。 
4 回 積分について復習しておくこと。 
5 回 偏微分について復習しておくこと。 
6 回 勾配について復習しておくこと。 
7 回 発散、回転について復習しておくこと。 
8 回 重積分について復習しておくこと。 
9 回 集合について復習しておくこと。 
10 回 距離空間の定義を復習しておくこと。 
11 回 位相空間の定義を復習しておくこと。 
12 回 開集合、閉集合を復習しておくこと。 
13 回 連続写像を復習しておくこと。 
14 回 コンパクト性を復習しておくこと。 
15 回 第９回以降の講義内容を含めコンパクト性の復習をしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FII4322 
成績評価 ・演習が可能な場合演習(２０％)，演習レポート(２０％)，定期試験(６０％)で

評価する． 
・演習が不可能な場合定期試験(１００％)にて評価する． 

曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス IA(〜10),IB(〜10) 
見出し FII4322 コンピュータグラフィックスⅡ 
担当教員名 浅山 泰祐 
単位数 2 
教科書 コンピュータグラフィックス／藤代一成 編（ＣＧ−ＡＲＴＳ協会）ISBN:4-

903474-00-3 
アクティブラーニング  
キーワード コンピュータグラフィクス，モデリング，レンダリング 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 コンピュータグラフィックスⅡ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 デジタル画像処理／貴家 仁志（昭晃堂） 
授業形態 講義 
注意備考 受講⼈数が多数の場合には，演習を行う事ができなくなる事が有ります． 

演習を行う際には，教室を変更する事があります． 
シラバスコード FII4322 
実務経験のある教員  
達成目標 コンピュータグラフィクスの構成技術が理解できる．コンピュータグラフィクス

の構成要素の調査，演習，まとめレポートを作成することができる． 
受講者へのコメント 今年度も，演習で自主的に頑張っていただけたと自負しています． 
連絡先 １号館 ４Ｆ 浅山研究室 086-256-9414 asasemi@mis.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 演習を多く行いましたので，項目【B】で，「コミュニケーション⼒やプレゼンテ
ーション⼒・・・」の回答があったのは，幸いでした． 

英文科目名 Computer Graphics II 
関連科目 コンピュータグラフィクス I，アルゴリズムとデータ構造 I，アルゴリズムとデー

タ構造 II，幾何 I，幾何 II 
次回に向けての改善変更予定 受講者数にもよりますが，演習形式で PBL に近い形の抗議を行いたいと思って

います． 
講義目的 ＣＧの主要要素である，モデリング，レンダリング等を，実習込みの学習を行い，

修得する． 
対象学年 3 年/4 年 



授業内容 1 回 【CG 入門】Computer Graphics(CG)入門（１．デジタルカメラモデル） 
2 回 【座標系】２次元，３次元座標変換（２．座標変換） 
3 回 【座標変換】投影変換，ビュー、クリップ（２．座標変換） 
4 回 【形状表現】モデリング概略（３．モデリング） 
5 回 【レンダリング】レンダリング概略（４．レンダリング） 
6 回 【アニメーション】アニメーション概略（５．アニメーション） 
7 回 【新しい CG 技術】新しいグラフィクス表現（８．視覚に訴えるグラフィク
ス） 
8 回 【演習１】演習準備（実験室へ教室変更の可能性がある） 
9 回 【モデリグ演習１】モデリング演習１（モデルの作成方法） 
10 回 【モデリング演習２】モデリング演習２（モデルの作成１） 
11 回 【モデリング演習３】モデリング演習３（モデルの作成２） 
12 回 【レンダリング演習１】レンダリング演習１（レンダリングの準備） 
13 回 【レンダリング演習２】レンダリング演習２（レンダリングの実行１） 
14 回 【総合レポート】総合レポート作成１ 
15 回 【総合レポート】総合レポート作成２ 

準備学習 1 回 【CG 入門】コンピュータグラフィクス I の復習をしておく． 
2 回 【座標系】デジタルカメラモデルの座標系の復習をしておく． 
3 回 【座標変換】座標変換（特にアフィン変換）の復習をしておく． 
4 回 【形状表現】形状表現の予習をしておく． 
5 回 【レンダリング】レンダリングの構成要素（隠面消去，シェーディング，照
明モデル，など）の予習をしておく． 
6 回 【アニメーション】ＣＧアニメーションについて調べておく． 
7 回 【新しい CG 技術】第１回〜第７回までの講義内容の復習をしておくこと． 
8 回 【演習１】第１回〜第７回の講義内容の復習をしておく． 
9 回 【モデリグ演習１】演習準備に従い，実習室の使用法の予習をしておく． 
10 回 【モデリング演習２】モデリングの準備をしておく． 
11 回 【モデリング演習３】モデリング演習のまとめを行う． 
12 回 【レンダリング演習１】モデリング演習レポートを提出する． 
13 回 【レンダリング演習２】連弾リングの準備をしておく． 
14 回 【総合レポート】レンダリング演習レポートを提出する． 
15 回 【総合レポート】総合レポートを作成する． 

 



年度 2012 
授業コード FII43G2 
成績評価 定期試験（100％） 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス IA(〜12),IB(〜12) 
見出し FII43G2 情報関連法学 
担当教員名 坂部 望 
単位数 2 
教科書 神⽥将『インターネットの法律とトラブル解決法』自由国⺠社 
アクティブラーニング  
キーワード サイバー法、個⼈情報保護、電子商取引、インターネットの違法・有害情報 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 該当なし。 
科目名 情報関連法学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜、指示する 
授業形態 講義 
注意備考 講義開始時刻までに入室すること（遅刻は他の⼈の迷惑になるので、30 分以上の

遅刻者の入室は認めない）。私語厳禁。前列に着席のこと。 
シラバスコード FII43G2 
実務経験のある教員  
達成目標 新しい法秩序が形成されつつある現代の情報化時代（インターネット社会）にお

いて，既存の法律の解釈の限界と新規立法の必要性を把握することが目標であ
る。特に，IT がもたらす社会的影響を功罪両面から，法律的問題を中心に解説
し、これからどんな法律等が必要になるのか、どんな法解釈の可能性があるのか、
自ら考える⼒を養成する。 

受講者へのコメント 常に問題意識を持って授業に参加してほしい。 
連絡先 坂部研究室 21 号館 5 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね理解が得られている。 
英文科目名 Jurisprudence for Information Technology Law 
関連科目 情報化と知的財産 
次回に向けての改善変更予定 状況の変化が激しい分野であるので、可能な限り最新の情報を提供したい。 
講義目的 デジタル情報社会において，膨大な量の情報が流通している実態を把握し，それ

に伴う情報の保護やそこに発生する社会問題や個⼈及び組織の責任について，法
律的な観点から考察する。特に，電子商取引における契約問題を中心にインター
ネットに関する法的諸問題を重点的に扱う。また，流通するデジタル情報を受信
する我々，あるいは公共の場にデジタル情報を発信する我々の情報モラルについ
ても触れることにし、情報化社会のルールを検討する。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 情報化社会の現状（アナログ社会の法秩序からデジタル社会の法秩序へ） 

2 回 情報化時代における法的枠組み（既存法の限界と新規立法の立案へ） 
3 回 情報倫理（ネチケット・ネットワーク上の名誉毀損等について） 
4 回 個⼈情報保護とプライバシー（メーリングリストや電子掲示板における問
題点） 
5 回 インターネットと契約法１（電子契約法による契約の成立や契約における
錯誤の問題） 
6 回 インターネットと契約法２（電子書面を契約の証拠とすることが可能にな
ったこと） 
7 回 電子署名法とセキュリティ（ネットワーク上の相手方本⼈の確認と匿名性
の問題） 
8 回 インターネットと犯罪 1（不正アクセス禁止法の要点，情報窃盗の実態につ
いて） 
9 回 ンターネットと犯罪 2（迷惑メール規制２法，有害情報の流布の防止につい
て） 
10 回 情報化時代と知的財産権 1（ネット時代における特許，商標とドメイン，
意匠） 
11 回 情報化時代と知的財産権 2（ネットワーク時代におけるデジタル著作権等） 
12 回 プロバイダーに関する法律（プロバイダー責任制限法とネットワーク秩序） 
13 回 ネットワークと裁判（ネットワーク上で起きた事件の解決はどうするの
か？） 
14 回 海外諸国の動向 
15 回 情報法の総まとめ（情報⺠事関連分野と情報刑事関連分野等の整理） 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと 
2 回 既存法の法と情報ネットワーク時代における法の違いを調べておくこと 
3 回 メディア等で報道される情報化時代の社会問題について整理しておくこと 
4 回 企業等の巨大組織から情報が漏えいしている実態について問題点を考える
こと 
5 回 契約の基本法は⺠法であるので、まず⺠法上の契約について理解しておく
こと。方法は授業で指示する。 
6 回 前回の授業を復習し、情報化時代の契約形態についてテキストを読んでお
くこと。 
7 回 ネットワークの世界では相手が誰であるか確認する方法の存否について調
べること 
8 回 ネットワーク時代に起きている犯罪事件等をメディアなどで整理しておく
こと 
9 回 前回の授業を復習した上で、違法な情報の流通形態を調べておくこと 
10 回 情報化時代における産業財産権について、テキストを読んでおくこと 
11 回 デジタルコンテンツは複製が容易であり、本物と偽物の区別の問題につい
て考えること 
12 回 インターネットにはプロバイダーが不可欠である。テキスト該当箇所を読



んでおくこと 
13 回 ネットワークが原因で起きた訴訟について、テキストの該当箇所を読んで
おくこと 
14 回 先進諸国の立法動向や振興国の立法状況などをパソコン等で調べてみるこ
と 
15 回 これまでの授業の重要ポイントを整理しておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FII4711 
成績評価 定期試験で評価する。定期試験は筆記形式で行う。 
曜日時限 木曜日 7・8 時限 
対象クラス IA(〜12),IB(〜12) 
見出し FII4711 インターネット入門 
担当教員名 大⻄ 荘一、河野 敏行 
単位数 1 
教科書 講義用パワーポイント資料、プリントをインターネットを利用し配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード インターネット、ＷＷＷ、電子メール、ホームページ 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 インターネット入門 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 本講義は e-Learning（インターネットを利用した遠隔授業）を利用し、協定を結

んでいる高校の高校生も同時に受講する。そのため講義時間帯は変則で、１６：
１０〜１７：００の５０分授業となっている。単位は１単位である。パソコンを
使用するため、履修者数が制限される。情報処理センター管理の実習室を利用す
る。 

シラバスコード FII4711 
実務経験のある教員  
達成目標 １．社会におけるインターネットの現状を理解する。 

２．簡単なホームページの作成ができるようになる。 
３．インターネットの基礎的仕組みを理解する。 
４．著作権を理解する。 
５．情報セキュリティの基礎とモラルを理解する。 
６．電子メール、ＷＷＷなどインターネットの基本的なアプリケーションを利用
できる。 

受講者へのコメント  
連絡先 15 号館 4 階 河野敏行研究室 086-256-9603 kohno@mis.ous.ac.jp 

15 号館 3 階 大⻄荘一研究室 086-256-4464 onishi@mis.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introduction to Internet 
関連科目 情報処理入門 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 インターネットは社会に必用不可欠なものになっている。本講義はインターネッ
トについての基礎知識と利用の現状を学び、情報科学への興味を深めることを目
的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義概要の説明とインターネット社会全般について講義する。 

2 回 漠然ととらえているインターネットをその起こりから発展の概略を講義す
る。 
3 回 インターネットの利用形態はその機能の発達とともに多様化している。情
報発信、情報通信、計算媒体としてのインターネットを簡略に紹介する。 
4 回 インターネットが利用するための構成要素について講義する。 
5 回 【サーバとクライアント】第 3,4 回講義で講義した利用形態と仕組みの典型
的な例であるサーバ・クライアントシステムについてより詳しく講義する。 
6 回 ブラウザの違いによる表示の違いなどについて説明する． 
7 回 Web ページはインターネットを通して HTML で書かれたファイルと各種
のデータファイルの転送によりブラウザーで表示することができる。その仕組み
の概略を講義する。 
8 回 Web ページの作成法をいくつかのツールを紹介しながら講義する。 
9 回 動的な表示の切り替え、サーバとのコミュニケーションを Web ぺーじとし
て構成するための技術について講義する。 
10 回 【著作権について】サーバにコンテンツをアップするには、自作のコンテ
ンツに対する社会的な責任が発生する。この講義では他⼈の著作物の無断使用、
改ざん使用等などできないことを知りインターネットの正しい利用法の一端を
学ぶ。（河野） 
11 回 【ポータルサイトと情報検索】情報の寄港地的役割を担う Web サイトの
特徴と利用方法について学ぶ。特に情報検索について講義する。 
12 回 インターネットが浸透してきた今日の社会において、インターネットを利
用した犯罪もまた発生し、その形態も時間と共に多様化している。サイバー犯罪
の概略を講義することにより、自らもサイバー犯罪の被害者、加害者にならいた
めの基礎知識を学ぶ。 
13 回 インターネットに接続しているコンピュータのセキュリティの重要性につ
いて講義する。 
14 回 有線でのインターネット接続だけではなく、無線、モバイル通信等の通信
技術の発達により今後のインターネットはより広義な意味で利用される。その方
向性の一つとしてユビキタスについて紹介する。 
15 回 インターネットについて最近の話題、近未来の話題を紹介しこの講義の総
括を行う。 

準備学習 1 回 インターネットの仕組みなどについて調べておくこと。 
2 回 インターネット全般について興味のあることを調べておくこと。 
3 回 種々な Web ページにアクセスして Web ページがどのような目的で利用さ
れているかを調べておくこと。 
4 回 第 3 回の講義の復習をすること。 
5 回 情報関連用語での「サーバ」と「クライアント」を調べておくこと。 



6 回 どのような種類のブラウザーがあるか調べておくこと。 
7 回 HTML の書式について調べておくこと。 
8 回 Web ページの作成方法について調べておくこと。 
9 回 JavaScript、Flash、JavaApplet の言葉の意味を調べておくこと。 
10 回 著作権について調べておくこと。 
11 回 Yahoo、Google などの Web サイトの特徴をまとめておくこと。 
12 回 ハッキング、フィシング、コンピュータウイルスについて調べておくこと。 
13 回 暗号について調べておくこと。 
14 回 ユビキタスとはどのような意味か調べておくこと。 
15 回 これからのインターネットについて自分なりの考えをまとめておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FII4712 
成績評価 レポート（出席カードに記載）（３０％）と定期試験（７０％）により評価する。 
曜日時限 木曜日 7・8 時限 
対象クラス IA(〜12),IB(〜12) 
見出し FII4712 アルゴリズム入門 
担当教員名 大⻄ 荘一、菅野 幸夫 
単位数 1 
教科書 資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード アルゴリズム、コンピュータプログラミング、問題解決 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 アルゴリズム入門 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 ・この講義はインターネットによる高大連携講義のひとつであり、部分的にパソ

コンによる実習を含むため受講を制限する場合がある。・講義時間は１コマ５０
分でり、取得する単位は１単位である。・講義時間帯は１６：１０−１７：００で
ある。 

シラバスコード FII4712 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）アルゴリズムとは何かをする。（２）アルゴリズムの記述方法を理解する。

（３）問題が与えられたときその解法をアルゴリズムとして定式化できる。（４）
アルゴリズムとコンピュータプログラミングの関係を理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先 大⻄荘一研究室 １５号館３階、菅野幸夫研究室 １５号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introduction to Algorithms 
関連科目 インターネット入門 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 アルゴリズムとは何かを理解する。問題が与えられたときその解法をアルゴリズ

ムとして定式化する考え方を養う。プログラムをアルゴリズムの記述方法と考え
るならばコンピュータをアルゴリズムの実行機械であることを理解する。帰納法
に基づきアルゴリズムを再帰的に表現することを学ぶ。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 アルゴリズムとは何か（１） 



2 回 アルゴリズムとは何か（２） 
3 回 アルゴリズムの表現方法（１） 
4 回 アルゴリズムの表現方法（２） 
5 回 図形描画の方法（１） 
6 回 図形描画の方法（２） 
7 回 ソート（整列）の方法（１） 
8 回 ソート（整列）の方法（２） 
9 回 ユークリッドの互除法 
10 回 素数と完全数の判定 
11 回 探索の方法 
12 回 帰納法と再帰的アルゴリズム 
13 回 NIM 
14 回 コンピュータとアルゴリズム（１） 
15 回 コンピュータとアルゴリズム（２） 

準備学習 1 回 アルゴリズムとは何か調べておく。 
2 回 アルゴリズムとは何か調べておく。 
3 回 アルゴリズムの表現方法について調べておく。 
4 回 アルゴリズムの表現方法について調べておく。 
5 回 LOGO（プログラミング言語）について調べておく。 
6 回 LOGO（プログラミング言語）について調べておく。 
7 回 整列の方法にはどのようなものがあるか調べておく。 
8 回 整列の方法にはどのようなものがあるか調べておく。 
9 回 ユークリッドの互除法について調べておく。 
10 回 素数と完全数について調べておく。 
11 回 状態空間について調べておく。 
12 回 帰納法について調べておく。 
13 回 NIM について調べておく。 
14 回 ノイマン型コンピュータについて調べておく。 
15 回 ノイマン型コンピュータについて調べておく。 

 



年度 2012 
授業コード FII5111 
成績評価 課題テーマ毎の演習またはレポート（２０％）と定期試験（８０％）により評価

する。採点の基準は１００点満点のうち６０点以上を合格とする。また，授業回
数の３分の１以上の欠席をした場合には試験成績は無効と見なし”Ｅ”評価とす
る。 

曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス IA(〜10),IB(〜10) 
見出し FII5111 コンピュータグラフィックスⅠ 
担当教員名 澤見 英男 
単位数 2 
教科書 酒井幸市，デジタル画像処理入門（コロナ社） ISBN:978-4-339-00684-1 
アクティブラーニング  
キーワード 標本化，量子化，視覚特性，ＳＮＲ，３次元ＣＧ，表計算ソフト，ＤＣＴ，エン

トロピ 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 コンピュータ室で授業をしてほしい、教室が狭い、エアコンの効きが弱いときが

ある、あつい、マイクを使っていない、椅子が堅い、もっと話をまとめてほしか
った、板書が早すぎる、コンピュータを使って授業をすべき、難しすぎて置いて
けぼりをされた気がする、演習を増やしてほしい、研究内容の話ばかりで知識が
得られなかったなどの意見がありました。 
教室の問題は教務にお願いするとして、参加できるような演習を増やすようにし
たいと思います。歴史のある分野なので高度化して難しい内容に思えたかも知れ
ませんが、予習さえしておけば平易な内容 

科目名 コンピュータグラフィックスⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プリントを配布する 
授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験期間中に行い，試験形態は筆記試験とする。 
シラバスコード FII5111 
実務経験のある教員  
達成目標 画像と図形との差異および⼈間の視覚特性について学ぶ。ＣＧでは座標変換につ

いて必ず理解しておく必要がある．そこで，座標変換の実際例として，表計算ソ
フト「エクセル」を用いた３次元ＣＧによる作図を出来るようにする。画像にフ
ーリエ変換の一種である離散コサイン変換を適用すると，正規直交変換として見
た場合，画像本来に含まれている程度の誤差の範囲内でも頻度分布は大きく偏り
エントロピの減少することから，データ量の大幅削減できることを理解する。 

受講者へのコメント 歴史の⻑い分野なので難しく見える部分もあります。しかし基本を理解しておけ
ば、キィワードを辿るだけでもかなり高レベルの利用環境でのソフト操作ができ
るようになるはずです。基本的なことを中心にして進めていきますので、予習・
復習のための時間確保をするようにしてください。 



連絡先 澤見英男研究室 １号館４階 086-256-9620 sawami@mis.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特にありません。 
英文科目名 Computer Graphics I 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 できるだけ参加できる内容を増やすべく、予習・復習・レポート作成に使える教

材を用意しております。これを実習形式で提供・学習するには学科実験室の席数
から無理があるようなので、ダウンロードにより利用できるようにしてみまし
た。ですが、受講生のスキルによっては利用しにくいことがわかりましたので、
班分けするとかして実習のウェイトを高くするなどの工夫をしたいと考えてい
ます。 

講義目的 コンピュータでは画像を規則的に配置された数値として扱うのが一般的である。
この数値データとしての自然画像の画質の評価法について学ぶ。一方，図形は座
標点とその連結関係として表せること，そして２次元および３次元空間における
座標変換について学習する。その後に，表計算ソフト「エクセル」による２次元
および３次元座標データを用いた作図例を通し，３次元ＣＧの基本について理解
する。画像データの平均データ量が確率に基づいて評価できることおよび，離散
フーリエ変換の一種，離散コサイン変換を用いると一般にデータの確率分布が大
きく偏 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 アナログ画像とＣＧ画像について説明する 

2 回 画像の標本化と量子化について説明する 
3 回 画質の主観評価と客観評価について説明する 
4 回 図形と座標変換について説明する 
5 回 コンピュータを用いた２次元対象物の作図法について説明する 
6 回 簡単な３次元対象物のワイヤーフレーム描画について説明する 
7 回 右手座標系と左手座標系における回転操作と並行投影について説明する 
8 回 回転操作と平行移動および透視投影について説明する 
9 回 エクセルを用いた動く３次元ＣＧの作成について説明する 
10 回 ３次元ＣＧの作例について説明する 
11 回 画像と統計について説明する 
12 回 多項式の離散フーリエ変換について説明する 
13 回 画像および変換係数の頻度分布について説明する 
14 回 エントロピと平均情報量について説明する 
15 回 全体のまとめ 

準備学習 1 回 アナログ信号とデジタル信号について予習しておくこと 
2 回 身近な画像（ＳＤ，ＨＤ）の解像度などを調べておくこと 
3 回 ⼈間の視覚システムにより区別できる輝度差と信号対雑音比について調べ
ておくこと 
4 回 ３次元空間における平行移動と回転について調べておくこと 
5 回 エクセルの描画機能や座標変換について調べておくこと 



6 回 エクセルの作図機能と座標変換について調べておくこと 
7 回 エクセルのマクロ機能について調べておくこと 
8 回 指定されたエクセル・ファイルをダウンロードし，３次元ＣＧサンプルの動
作確認をしておくこと 
9 回 資料を基にして３次元ＣＧのサンプルを作成し動作確認しておくこと 
10 回 資料を基にして３次元ＣＧのサンプルを作成し動作確認しておくこと 
11 回 ヒストグラムと確率分布について調べておくこと 複素平面上の単位円に
ついて調べておくこと 
12 回 配付資料を基に，周期関数の変換係数について調べておくこと 
13 回 ヒストグラムと確率分布について復習しておくこと 
14 回 情報量について調べておくこと 
15 回 講義ノートを整理しておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FII5112 
成績評価 小テスト 30%,宿題 30%,定期試験 40%で評価する。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス IA(11〜11),IB(11〜11) 
見出し FII5112 基本情報処理Ⅲ 
担当教員名 宮地 功 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 基本情報処理試験 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 基本情報処理Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 インフォテック・サーブ著：IT ワールド，インフォテック・サーブ，ISBN:978-

4-903768-61-8  
インフォテック・サーブ著：IT 戦略とマネージメント，インフォテック・サー
ブ，ISBN:978-4-903768 

授業形態 講義 
注意備考 演習問題は予習として解いておくこと。予習をしていない場合は、宿題や小テス

トの点数は大幅に減点される 
シラバスコード FII5112 
実務経験のある教員  
達成目標 IPA の基本情報処理試験の午前分野を理解し、出題される問題の８０％は正当で

きることを目標とします。 
受講者へのコメント  
連絡先 １号館４階 椎名研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Basic Information Technology III 
関連科目 電子計算機概論、基本情報処理 I,基本情報処理 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 本講義では、IPA の基本情報処理試験の午前中の分野について、再度解説し演習

を行うことで理解を深める。実際に出題された試験の問題を解き、解説を聞いた
うえで理解させることが目的です。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ２進、１０進、１６進の数値表現について解説をする。 

2 回 電子計算機の仕組みについて解説をする。 



3 回 基本情報処理試験平成 23 年度秋期試験の問題 1 から 20 の演習と解説する。
また類似する問題についても演習を実施する。 
4 回 基本情報処理試験平成 23 年度秋期試験の問題 21 から 40 の演習と解説す
る。また類似する問題についても演習を実施する。 
5 回 基本情報処理試験平成 23 年度秋期試験の問題 41 から 60 の演習と解説す
る。 
6 回 基本情報処理試験平成 23 年度秋期試験の問題 61 から 80 の演習と解説す
る。また類似する問題についても演習を実施する。 
7 回 基本情報処理試験平成 23 年度特別試験の問題 1 から 20 の演習と解説する。
また類似する問題についても演習を実施する。 
8 回 基本情報処理試験平成 23 年度特別試験の問題 21 から 40 の演習と解説す
る。また類似する問題についても演習を実施する。 
9 回 基本情報処理試験平成 23 年度特別試験の問題 41 から 60 の演習と解説す
る。また類似する問題についても演習を実施する。 
10 回 基本情報処理試験平成 23 年度特別試験の問題 61 から 80 の演習と解説す
る。また類似する問題についても演習を実施する。 
11 回 基本情報処理試験平成 24 年度春試験の問題 1 から 20 の演習と解説する。
また類似する問題についても演習を実施する。 
12 回 基本情報処理試験平成 24 年度春試験の問題 21 から 40 の演習と解説す
る。また類似する問題についても演習を実施する。 
13 回 基本情報処理試験平成 24 年度春試験の問題 41 から 60 の演習と解説す
る。また類似する問題についても演習を実施する。 
14 回 基本情報処理試験平成 24 年度春試験の問題 61 から 80 の演習と解説す
る。また類似する問題についても演習を実施する。 
15 回 基本情報処理平成 24 年度秋試験のうち主要なの問題について解説する。 

準備学習 1 回 ２進、１０進、１６進の数値表現について復習しておくこと。 
2 回 電子計算機の仕組みについて復習しておくこと。 
3 回 基本情報処理試験平成 23 年度秋期試験の問題 1 から 20 を自分で解いてお
くこと。 
4 回 基本情報処理試験平成 23 年度秋期試験の問題 21 から 40 を自分で解いてお
くこと。 
5 回 基本情報処理試験平成 23 年度秋期試験の問題 41 から 60 を自分で解いてお
くこと。 
6 回 基本情報処理試験平成 23 年度秋期試験の問題 61 から 80 を自分で解いてお
くこと。 
7 回 基本情報処理試験平成 23 年度特別試験の問題 1 から 20 を自分で解いてお
くこと。 
8 回 基本情報処理試験平成 23 年度特別試験の問題 21 から 40 を自分で解いてお
くこと。 
9 回 基本情報処理試験平成 23 年度特別試験の問題 41 から 60 を自分で解いてお
くこと。 
10 回 基本情報処理試験平成 23 年度特別試験の問題 61 から 80 を自分で解いて



おくこと。 
11 回 基本情報処理試験平成 24 年度春試験の問題 1 から 20 を自分で解いておく
こと。 
12 回 基本情報処理試験平成 24 年度春試験の問題 21 から 40 を自分で解いてお
くこと。 
13 回 基本情報処理試験平成 24 年度春試験の問題 41 から 60 を自分で解いてお
くこと。 
14 回 基本情報処理試験平成 24 年度春試験の問題 61 から 80 を自分で解いてお
くこと。 
15 回 基本情報処理平成 24 年度秋試験の問題を解きなおしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FII5311 
成績評価 小テスト(10%)，報告書(10%)，e ラーニングによる学習(10%)，ノート(10%)，

評価シート(10%)，試験(50%)により行う． 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス IA(〜12),IB(〜12) 
見出し FII5311 電子計算機概論 
担当教員名 宮地 功 
単位数 2 
教科書 インフォテック・サーブ著 「IT ワールド」， インフォテック・サーブ，ISBN:978-

4-903768-61-8 
アクティブラーニング  
キーワード コンピュータの基本構成，中央処理装置，入出⼒装置，記憶装置，通信ネットワ

ーク 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 電子計算機概論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 インフォテック・サーブ著：IT 戦略とマネージメント，インフォテック・サー

ブ，ISBN:978-4-903768 
三輪幸市著：「基本情報技術者スーパー合格本 過去問題集」，(2010) 秀和シス
テム，ISBN:978-4-7980-2437-0 
赤堀侃司監修：「標準パソコン用語事典」(2006) 秀和システム，ISBN:4-7980-
1292-0 

授業形態 講義 
注意備考 基本情報技術者試験免除対象科目履修講座の一科目である．予習と復習をして理

解を深めること．毎週，新しい用語が出現するので，特に復習をすること． 
シラバスコード FII5311 
実務経験のある教員  
達成目標 コンピュータのハードウェアについて理解し，特に，コンピュータが動作する原

理を理解し，それについて基本情報技術者試験の問題が解けること． 
受講者へのコメント  
連絡先 宮地功研究室：１５号館３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introduction to Computer Science 
関連科目 基本情報処理 I,基本情報処理 II,コンピュータ基礎 I,コンピュータ基礎 II,計算機

システム 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 コンピュータサイエンスを学ぶ学生に対する導入教育を行う．アーキテクチャ，
補助記憶，オペレーティングシステム，ファイル管理，その他を学ぶ．高度に発
達した現在のコンピュータサイエンスを概観して情報科学技術を学ぶ道案内と
する． 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義計画，中央処理装置の構成，命令の実行順序 

2 回 命令の実行順序，アドレス方式 
3 回 ＡＬＵの構成回路，主記憶装置 
4 回 主記憶装置，高速化技術 
5 回 磁気ディスク,光ディスク 
6 回 他の補助記憶装置，入⼒装置 
7 回 問題演習 
8 回 中間試験 
9 回 出⼒装置，入出⼒制御方式 
10 回 入出⼒インタフェイス,通信ネットワークの基礎技術 
11 回 通信ネットワークの基礎技術 
12 回 通信ネットワークの基礎技術 
13 回 伝送制御手順 
14 回 計測・機械制御技術 
15 回 問題演習 

準備学習 1 回 シラバスを確認し，学習の過程を把握しておくこと．教科書の第１部 3.1,3.2
節を読んでおくこと． 
2 回 教科書の第１部 3.2,3.3 節を読んでおくこと． 
3 回 教科書の第１部 3.4,3.5 節を読んでおくこと． 
4 回 教科書の第１部 3.5,3.6 節を読んでおくこと． 
5 回 教科書の第 1 部 4.1,4.2 節を読んでおくこと． 
6 回 教科書の第 1 部 4.3,5.1 節を読んでおくこと． 
7 回 これまでに学習した内容について復習しておくこと． 
8 回 これまでに学習した内容について復習しておくこと． 
9 回 教科書の第 1 部 5.2,5.3 節を読んでおくこと． 
10 回 教科書の第 1 部 5.4,第 5 部 1.2 節を読んでおくこと． 
11 回 教科書の第 5 部 1.2 節を読んでおくこと． 
12 回 教科書の第 5 部 1.2 節を読んでおくこと． 
13 回 教科書の第 5 部 1.3 節を読んでおくこと． 
14 回 教科書の第 2 部 3.2.1 項を読んでおくこと． 
15 回 これまでに学習した内容について復習しておくこと． 

 



年度 2012 
授業コード FII5312 
成績評価 宿題(30%)と定期試験(70%)で評価する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス IA(〜12),IB(〜12) 
見出し FII5312 基本情報処理Ⅰ 
担当教員名 草野 泰秀＊ 
単位数 2 
教科書 インフォテック・サーブ著：IT 戦略とマネージメント，インフォテック・サーブ 
アクティブラーニング  
キーワード 情報処理試験関連分野 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 来年度からこの科目はなくなるが，プロゼクタ―の画面については，他の科目に

おいても，できるだけ学生に配慮してスクロール等をします。 
科目名 基本情報処理Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 エクスメディア 基本情報処理試験 平成１９年度版 
授業形態 講義 
注意備考 基本情報技術者試験免除対象科目履修講座の一科目である。講義内容をまとめる

ためのプリントを配布し、宿題として提出をさせるので注意すること。 
シラバスコード FII5312 
実務経験のある教員  
達成目標 企業活動における情報関連分野における項目(1)経営戦略(2)企業と法務の一部

について理解をする。また、情報処理試験の対応分野なので試験の対策ができる
ようにする。 

受講者へのコメント 基本情報処理試験の過去問の演習問題ををできるだけ多くすることが基本情報
処理試験合格につながる。またそのことによってテキストの理解が深まる。情報
の専門用語が理解できたら，基本情報処理試験の午前問題は 6 割ぐらい合格に近
づけている。書かせることにより体で覚えてもらうのが一番なので，プリントの
情報専門用語部分を空欄（  ）にして学生自身に書かせた。学生の起業など考
えて，ネット上でのオンラインショッピングの損益分岐点分析の演習問題等をし
て，実際に役に立つ内容を豊富に取り入れた授業を試みたのですが，この科目が
なくなる 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 基本情報技術者試験午前免除科目であるため，ＩＰＡのテキストに沿って授業を
した。テキストの解説だけでは，理解しがたいと思われるため，損益計算書，当
期未処分利益，PERT，損益分岐点売上高，線形計画法等については，基本情報
技術者試験過去問の演習問題を課題提出させてから解説し，理解すべき重要な箇
所を強調したが，おおむね受け入れられているようだ。 



英文科目名 Basic Information Technology I 
関連科目 基本情報処理 II、ソフトウェアの開発と設計 
次回に向けての改善変更予定 来年度からこの科目はなくなるので，改善・変更はありません。 
講義目的 情報処理試験 基本情報技術者試験の情報化と経営の分野に関して述べる。特に

企業活動における情報処理に関係するテーマを取り扱う。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  経営戦略マネジメント 

2 回 経営戦略立案のための調査・分析技法 
3 回 マーケッティング戦略・ビジネス戦略 
4 回 経営管理システム 
5 回  ビジネスインダストリ 
6 回  エンジニアリングシステム 
7 回 e―ビジネス 
8 回 企業形態 
9 回  企業会計（財務会計，決算・貸借対照表・損益計算書） 
10 回  管理会計（損益分岐点分析） 
11 回  OR・IE(線形計画法) 
12 回  OR・IE(日程計画) 
13 回 OR・IE(在庫問題) 
14 回 OR・IE（ゲーム理論） 
15 回 インダストリアルエンジニアリング（IE)分析技法 

準備学習 1 回 教科書の経営戦略マネジメントの項目に目を通しておくこと。 
2 回 経営戦略立案のための調査・分析技法について調べておくこと。 
3 回 マーケティング戦略・ビジネス戦略について調べておくこと。 
4 回 経営管理システムについて調べておくこと。 
5 回 ビジネスインダストリについて、まとめておくこと。 
6 回 工業系において利用されている情報システムの例を調べておくこと。 
7 回 e―ビジネスに関する用語を調べておくこと。 
8 回 どのような企業形態があるのか調べておくこと。 
9 回 財務会計・貸借対照表・損益計算書の専門用語の内容を調べておくこと 
10 回 損益分岐点を課題を通じで計算できるようにしておくこと。 
11 回 線形計画の問題を文章問題から作成できるようにしておくこと。 
12 回 クリティカルパスを課題から求めることができるようにしておくこと。 
13 回 最適発注量や回数を公式を見て計算できるようにしておくこと。 
14 回 ゲームに勝つための最適戦略の理論を調べて置くこと。 
15 回 品質管理手法を調べておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FII5321 
成績評価 演習（２０％），定期試験（８０％）で評価する． 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス IA(〜11),IB(〜11) 
見出し FII5321 計算機システム 
担当教員名 草野 泰秀＊ 
単位数 2 
教科書 IT ワールド 株式会社インフォテック・サーブ 第１０版 
アクティブラーニング  
キーワード 計算機の構造，２進数，２の補数，ソフトウェアの開発工程，ウォータフォール

モデル，プロトタイプモデル，スパイラルモデル，論理演算，論理式，真理値表，
カルノー図，組み合わせ論理回路，加算回路 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答  社会にでれば，教えられていない課題のほうが多く，あらゆる手段を活用し，

調査研究して解決していかなければなりません。そういう意味もあって，一部言
っていない課題も出しました。 
 重要な部分は，講義中に言っているんですが，さらに強調して言いたいと思い
ます。 
 スライドは，できるだけ１回で切り換えないで，半分ずつずらすように心がけ
ます。 

科目名 計算機システム 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 遠藤 論：”計算機屋かく戦えり”，アスキー出版 
授業形態 講義 
注意備考 基本情報技術者試験免除対象科目履修講座の１科目の履修計画に従っている。 
シラバスコード FII5321 
実務経験のある教員  
達成目標 ・情報システムの開発・運用・保守手順について理解する。・ソフトウェアの開発

工程，システムの信頼性，障害対策等の専門用語が理解できる・２進数，１０進
数，１６進数で整数の計算ができる。・簡単な組み合わせ論理回路の構造を理解
できる．・計算機の構造の概略を理解する． 

受講者へのコメント  情報機器の活用は，多くの情報を早く伝達できるが，学生の学習の定着度につ
いては疑問点があります。重要な内容を定着させるために，五感を多く使い，書
かせることにより体で覚えてもらうのが一番なので，プリントに空欄を入れて学
生自身に書かせました。 
 受動的にならずに，いろいろな現在の世界情勢に目を向けて，積極的に自ら新
しいことに取り組んでもらえたらと思います。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 



各項目評価に対する所見  基本情報技術者試験午前免除科目になるため，ＩＰＡのテキストに沿って授業
をしました。基本的な２進数，10 進数，16 進数等の基数変換，ハードウェアの
論理設計等ウエートをおきましたが，学生はおおむね受け入れているようでし
た。 

英文科目名 Computer System 
関連科目 電子計算機概論，情報システム概論，コンピュータと数学の歴史，基本情報処理

I，基本情報処理 II，コンピュータ基礎 I，コンピュータ基礎 II 
次回に向けての改善変更予定  特に大きな変更はありませんが，プロジェクタの表示画面をできるだけ大きく

表示し，半分ずつスクロールするようにします。 
講義目的 ソフトウェアの開発手順に付いて学ぶ．２進数，１６進数を利用した数表現に付

いて学ぶ．論理演算，論理素子、組み合わせ論理回路について学ぶ．コンピュー
タのハードウェアの基本概念．コンピュータの構成を学ぶ． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 第２部情報処理システム 1-1〜1-3・2-1〜2-3,システム開発の基礎 5-1〜5-3 

2 回 第２部情報処理システム 3-1〜3-2,第５部通信ネットワーク 1-2 
3 回 第１部ハードウェア 5-2 
4 回 第３部ソフトウェア 2-1,2-2 
5 回 第３部ソフトウェア 1-1,1-2,1-3,2-3 
6 回 第３部ソフトウェア 1-1,2-2 
7 回 第３部ソフトウェア 4-1,4-2,4-3 
8 回 第３部ソフトウェア 4-4,3-2 
9 回 システム開発の基礎 3-1 
10 回 第３部ソフトウェア 1-3 
11 回 基本論理素子 
12 回 論理式の簡単化 
13 回 組み合わせ論理回路 
14 回 加算器 
15 回 計算機システムの概略構成 

準備学習 1 回 シラバスを良く確認し，テキストを見て予習をする． 
2 回 情報処理システム，通信ネットワークについて予習をする． 
3 回 ハードウェアの論理回路設計について予習する。 
4 回 テキストのソフトウェアについて予習する。 
5 回 ミドルウェアの予習をする。 
6 回 ファイルシステムについて予習をする。 
7 回 次の講義内容の単元について予習をする。 
8 回 次の講義内容の単元について予習をする。 
9 回 ウォータフォールモデル等の開発手順ついて予習する． 
10 回 オープンソースソフトウェアについて予習する． 
11 回 論理演算の復習，基本論理素子（AND，OR，NOT）について予習する． 
12 回 ２〜３入⼒の論理式（真理値表）を考えておく． 
13 回 カルノー図の使用法の復習，論理素子の組み合わせについて予習する． 
14 回 ２進数の１桁の足し算，多桁の足し算の方法を予習しておく． 



15 回 計算機の内部構造について予習しておく． 
 



年度 2012 
授業コード FII5322 
成績評価 課題提出(30%)，中間試験(25%)，定期試験(45%)で評価をする。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス IA(〜11),IB(〜11) 
見出し FII5322 解析Ⅱ 
担当教員名 中村 忠 
単位数 2 
教科書 理工系入門 微分積分/石原繁・浅野重初（裳華房） 
アクティブラーニング  
キーワード ２重積分，累次積分，極座標変換，変数変換，置換積分，曲面積，体積 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 解析Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 エクササイズ 偏微分重積分/立花俊一・成⽥清正（共立出版） 
授業形態 講義 
注意備考 演習問題を多く解くことが理解につながる。講義のあったその日の内にノートを

整理し，復習することが望ましい。 
シラバスコード FII5542 
実務経験のある教員  
達成目標 ２重積分の理科とその計算に必要な基本技術（累次積分，変数変換による積分等）

を修得させること。 
受講者へのコメント  
連絡先 中村忠研究室 １号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Calculus II 
関連科目 基礎解析 I，II, 線形代数，解析 I，解析演習 I を履修していることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 多変数関数の積分についての理解を深める．主に，２重積分に焦点をあてて講義

する．例題を演習することにより，２重積分の理解を深める。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  一変数関数の不定積分を復習する。 

2 回  一変数関数の定積分を復習する。 
3 回  ２重積分の定義を導入する。 
4 回  累次積分 (I) を解説する。 
5 回  累次積分 (II) を説明する。 
6 回  ２重積分の積分順序交換 (I) を説明する。 



7 回  ２重積分の積分順序交換 (II) を説明する。 
8 回 これまで学習してきた内容の習得の確認のため，中間試験およびその問題
を説明する。 
9 回  極座標変換による重積分の計算 (I)  を説明する。 
10 回  極座標変換による重積分の計算 (II) を説明する。 
11 回  広義の重積分 (I)  を説明する。 
12 回  広義の重積分 (II)  を説明する。 
13 回  重積分の変数変換 (I)  を説明する。 
14 回  重積分の変数変換 (II)  を説明する。 
15 回  体積・表面積 を説明する。 

準備学習 1 回 基礎解析 I,II で学んだことを復習しておくこと。 
2 回 基礎解析 I,II で学んだことを復習しておくこと。 
3 回 領域と集合表示について予習しておくこと。 
4 回 領域が単純であるかどうか判断する練習をしておくこと。 
5 回 領域が単純であるかどうか判断する練習をしておくこと。 
6 回 x,y のどちらに先に積分したらよいかを練習問題を解くことにより，訓練し
ておくこと。 
7 回 x,y のどちらに先に積分したらよいかを練習問題を解くことにより，訓練し
ておくこと。 
8 回 第１回からた第７回までの内容をよく理解し，整理しておくこと。 
9 回 直行座標による重積分との違いについて考えること。 
10 回 極座標による重積分の計算練習をしておくこと。 
11 回 広義の積分を復習しておくこと。 
12 回 広義の重積分の計算練習をしておくこと。 
13 回 偏微分の復習をしておくこと。 
14 回 変数変換による重積分の計算練習をしておくこと。 
15 回 変数変換による重積分の計算練習をしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FII5331 
成績評価 宿題(35%)と定期試験(65%)で評価する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス IA(〜10),IB(〜10) 
見出し FII5331 離散数学Ⅰ 
担当教員名 椎名 広光 
単位数 2 
教科書 プリント配布 
アクティブラーニング  
キーワード 線形計画、単体法、アルゴリズム 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 前年度に比べて、学習内容を減らし演習をふやしたので、繰り返して勉強させら

れたように感じた模様です。問題は、次の項目を入れると急に難しくなるのでな
かなか講義計画としては思案するところです。 

科目名 離散数学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 久保幹雄、組合せ最適化とアルゴリズム、共立出版、ISBN:978-4320016477 久

保、⽥村、松井編、応用数理計画ハンドブック、朝倉図書、ISBN:978-4254270044 
授業形態 講義 
注意備考 コンピュータ基礎 II のグラフ理論の初歩を理解していること。 
シラバスコード FII5331 
実務経験のある教員  
達成目標 理論的に表現されているアルゴリズムを、具体的な数値例で追えるようになるこ

と。それを通じて、(1)線形計画法の図的解法と単体法のアルゴリズムの対応関係
(2)探索空間を限定し高速化を図る手法の理解をする。 

受講者へのコメント 前年度に比べて、学習内容を減らし演習を増やしたので、内容の理解ができてい
る学生が増えたように思います。 

連絡先 椎名広光研究室:１号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 総合評価の各項目では、理解できたがとほぼ理解できたがが合わせて 89%、満足
できたとほぼ満足で 84 でしたので、教員としては学生層に合わせた内容の講義
ができたかと思います。 

英文科目名 Discrete Mathematics I 
関連科目 コンピュータ基礎 I,II, 離散数学 II 
次回に向けての改善変更予定 受講者の理解状況をみて、もうすこし難しい内容を取り入れるか検討します。 
講義目的 社会的な現象を数理的なモデルを設定して解くことが多い。離散数学 I ではアル

ゴリズムの解法の観点から問題の定式化を行い、それが解ける事例について講義
する。特に問題を線形で表現できる場合に限定し、それを解くアルゴリズムであ



る単体法と双対問題について解説を行う。また、探索空間を限定するための分枝
限定法についても解説する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 線形計画 [図式解法 1]について説明する。 

2 回 線形計画 [図式解法 2]について説明する。 
3 回 線形計画 [単体法 1]について説明する。 
4 回 線形計画 [単体法 2]について説明する。 
5 回 線形計画 [単体法 3]について説明する。 
6 回 線形計画の演習 [単体法 4]について説明する。 
7 回 線形計画 [双対問題 1]について説明する。 
8 回 線形計画 [双対問題 2]について説明する。 
9 回 線形計画[双対問題 3]について説明する。 
10 回 双対問題と主問題との関係性[双対問題 3]について説明する。 
11 回 分枝限定法 1 について説明する。 
12 回 分枝限定法 2 について説明する。 
13 回 分枝限定法 3 について説明する。 
14 回 分枝限定法の演習を実施する。 
15 回 総合演習を実施する。 

準備学習 1 回 シラバスを見て勉強する項目を確認しておくこと。基本情報処理 I での線形
計画法の分野を復習しておくこと。 
2 回 実行可能領域の図示を例題や課題を通じてできるようにしておくこと。 
3 回 実行可能領域上を目的関数が通過し、最適値を求められるように復習して
おくこと。また、最適値となる点が実行可能領域上で何処に当たるのかを理解し
ておくこと。 
4 回 行操作の仕方を確認しておくこと。 
5 回 行操作が終了する条件を確認し、最適値が求められるようにしておくこと。 
6 回 行操作が終了する条件を確認し、最適値が求められるようにしておくこと。 
7 回 単体法による操作と実行可能領域上で最適値の計算との関係を理解してお
くこと。 
8 回 主問題から双対問題を作ることができるように、理解しておくこと。 
9 回 相補性条件による主問題と双対問題の関係を理解しておくこと。 
10 回 双対性を利用して、主問題を解決することで双対問題が解けることができ
るようにしておくこと。 
11 回 ナップサック問題について調べてくること。 
12 回 分枝限定法における問題の定式化について復習してくること。 
13 回 分枝限定法における探索空間について復習してくること。 
14 回 分枝限定法について復習してくること 
15 回 線形計画、双対問題、分枝限定法について復習してくること。 

 



年度 2012 
授業コード FII5332 
成績評価 小テスト(10%)，報告書(15%)，試験(45%)，ノート(10%)，e ラーニング学習

(10%)，評価シート(10%)により行う． 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス IA(〜10),IB(〜10) 
見出し FII5332 e-ラーニング概論 
担当教員名 宮地 功 
単位数 2 
教科書 宮地功編著：e ラーニングからブレンディッドラーニングへ (2009) 共立出版，

ISBN:978-4-320-12240-6 
アクティブラーニング  
キーワード e ラーニング，ブレンディッドラーニング，インストラクショナルデザイン，メ

ディア活用 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 e-ラーニング概論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 赤堀侃司監訳：ブレンディッドラーニングの戦略，東京電機大学出版局，ISBN:4-

501-54090-7 
岡本敏雄，小松秀圀，香山瑞恵編：e-ラーニングの理論と実際，丸善，ISBN:4-
621-07484-9 
野島栄一郎，鈴木克明，吉⽥文：⼈間情報科学と e ラーニング, 日本放送出版協
会，ISBN:978-4-595-12622-2 

授業形態 講義 
注意備考  予習を教科書と e ラーニングで，復習を e ラーニングで行い，理解を深めるこ

と．毎週，新しい用語が出現するので，特に復習をすること． 
シラバスコード FII5332 
実務経験のある教員  
達成目標  e ラーニングの種類，システム，仕組みについて理解する．更に，ブレンド型

授業として，e ラーニングと各種のメディアとをブレンドする方法を理解する． 
1)e ラーニングについて，定義，システム，特徴，効果的な展開方法を説明でき
ること． 
2)ブレンディッドラーニングについて，定義，特徴，効果的な展開方法を説明で
きること． 
3)e ラーニングの⻑所を理解し，講義の短所を補完するブレンド型授業を設計で
きること． 

受講者へのコメント  
連絡先 宮地功研究室 １５号館３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 



各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introduction to E-Learning 
関連科目 電子計算機概論，情報処理入門 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 e ラーニングは，Web を利用した学習だけではなく，遠隔教育システム全般を指

している．IT 関連技術を利用した，ネットワークによる教育である e ラーニン
グの種類，システム，仕組みについて講義する．講義や研修の補完に e ラーニン
グ用いれば，相互に補い合って，効果を高めるために，異なるトレーニングのメ
ディア(技術，活動，事象の種類)を組み合わせた学習であるブレンド型授業につ
いても講義する． 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 第１回 

シラバスを確認しておく．教科書 3.1, 3.2, 3.3 節を読んでおく． 
第２回 
教科書 3.4, 3.5 節を読んでおく． 
第３回 
教科書 4.1, 4.2 節を読んでおく． 
第４回 
教科書 4.3〜4.5 節を読んでおく． 
第５回 
教科書 4.6, 6.1, 6.2 節を読んでおく． 
第６回  
教科書 6.3, 6.4 節を読んでおく．高等学校情報科についてブレンド型授業を最適
に設計できるように情報収集する． 
第７回 
教科書 6.5 節を読んでおく． 
第８回  
教科書 6.6, 6.7 節を読んでおく． 
第９回 
学習した内容について，説明できるようになるまで復習する． 
第 10 回 
教科書 10 章を読んで，実践例について設計内容をまとめておく． 
第 11 回 
ブレンド型授業の設計についての報告書が作成できるように準備する． 
第 12 回 
教科書 7.1, 7.2 節を読んでおくこと．報告書を閲覧して，評価する． 
第 13 回 
教科書 7.3, 5.1 節を読んでおく． 
第 14 回 
教科書 5.2, 5.3 節を読んでおく． 
第 15 回 



教科書 5.4, 5.5 節を読んでおく．報告書を再度閲覧して，評価する． 
 



年度 2012 
授業コード FII5511 
成績評価 課題提出（50%），小テスト（30%），そして定期試験（20%）により評価を行う。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス IA(〜12),IB(〜12) 
見出し FII5511 文書処理 
担当教員名 澤見 英男 
単位数 2 
教科書 「情報リテラシー」/FOM 出版 ISBN:9784893118776 
アクティブラーニング  
キーワード パソコン，ワープロ，表計算，コンピュータリテラシー 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 この授業を受けてＷＯＲＤ，ＥＸＣＥＬの技術が大きく向上してとても楽しかっ

たなどの意見がありました。このような記述をしてもらえるよう次回も取り組ん
でいきたいと考えています。 

科目名 文書処理 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プロジェクト A 著・「Microsoft Office Specialist 問題集 Word2003」・インプレス

プロジェクト A 著・「Microsoft Office Specialist 問題集 Excel2003」・インプレス 
授業形態 講義 
注意備考 ・文書処理は 3 クラス開講であるが，第 1 回目は，新入生オリエンテーションに

おいて案内する教室で行う。・クラス分けは主にタッチタイピングの成績で行
う。・この実習は基本的に他学科の学生は履修できない。・センター実習室と学科
実験室を活用し学科内にある e-Learning システムを利用して資料の提示，レポ
ートの提出を行う。 

シラバスコード FII5511 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)コンピュータの基本操作を理解し，問題解決に役立てることができる。(2)イ

ンターネットを利用し，問題解決のための検索を効率良く行うことができる。(3)
ワープロソフトによる文章の構成法や整形法，数式の記述などができる。(4)それ
ぞれの目標に応じた自由なレイアウトができる。(5)表計算ソフトを利用してデ
ータの整理，グラフの作成などができる。 

受講者へのコメント 一年次前期の実習科目のため、授業前半は習熟度の差が大きくて⼈数も多かった
ことから作業机の間を見て回るのが大変でした。ですが、後半にかかる頃には全
体的なスキルアップが見て取れたので、楽しく授業を進めることができました。 

連絡先 澤見英男研究室（1 号館 4 階）086-256-9620 sawami@mis.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特にありません。 
英文科目名 Computer Literacy 



関連科目 プログラミング基礎，応用プログラミング I・II・III，Web プログラミング I・II・
III 

次回に向けての改善変更予定 習熟度の幅に応じて、教材や講義・演習の内容と進度を調整することに心がける
ようにします。 

講義目的 情報科学科の学生として，今後の学習に必要となるコンピュータの基本操作と，
ワープロソフトや表計算ソフトの操作を身につけることを目的とする。パソコン
実習室を利用し，毎回，課題の作成を通して，アプリケーションの操作などを学
習する．課題作成時には，インターネットを利用し，必要なデータや情報を適切
に検索する技術を身につける。課題の提出は学科内に設置した e-Learning シス
テムを利用する。提出された課題ファイルは採点され，全体の評価の一部として
取り扱われる。小テストと定期試験では，時間内に課題コンテンツの作成など 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 クラス分け，実習室の利用について説明する 

2 回 Windows の基本操作，日本語入⼒について説明する 
3 回 ワープロ１ 基本操作，ページ設定について説明する 
4 回 ワープロ２ 図の挿入と編集，文章の校正，コメントの利用について説明す
る 
5 回 ワープロ３ 表，段組み，タブとリーダーについて説明する 
6 回 ワープロ４ ワープロを使った表現について説明する 
7 回 ワープロ５ ワープロの編集機能について説明する 
8 回 表計算１ 基本操作，データの入⼒，表の作成について説明する 
9 回 表計算２ 相対参照，絶対参照，関数の利用について説明する 
10 回 表計算３ 表の印刷，グラフの作成法について説明する 
11 回 表計算４ データベースの活用法について説明する 
12 回 表計算５ データベース機能，マクロの利用について説明する 
13 回 表計算６ 関数の利用について説明する 
14 回 表計算７ 表示形式について説明する 
15 回 表計算８ グラフの作成法について説明する 

準備学習 1 回 タッチタイピングの練習を行っておくこと 
2 回 教科書（ページ S）を読み，基本操作の確認，テキストエディタによる文
章入⼒の練習をすること 
3 回 教科書（W-1 から W-15）を読み，Word の基本操作を確認しておくこと 
4 回 教科書（W-16 から W-24）を読み，Word における図の挿入などの操作を
確認しておくこと 
5 回 教科書（W-25 から W-29）を読み，Word における表の作成などの操作を
確認しておくこと 
6 回 教科書（W-30 から W-43）を読み，Excel や図表の整理，印刷，表現⼒をア
ップする機能を確認しておくこと 
7 回 教科書（W-44 から W-63）を読み，⻑文レポートの編集，文書の校閲の確
認をしておくこと 
8 回 教科書（E-1 から E-16）を読み，Excel の特徴，データの入⼒などの操作を
確認しておくこと 



9 回 教科書（E-17 から E-23，E-118 から E-124）を読み，表の編集，主要な関
数の利用について確認しておくこと 
10 回 教科書（E-24 から E-34）を読み，表の印刷やグラフの作成について確認
しておくこと 
11 回 教科書（E-35 から E-44）を読み，データベースの活用について確認して
おくこと 
12 回 教科書（E-45 から E-52）を読み，データの集計，シート間の集計などに
ついて確認しておくこと 
13 回 教科書（E-53 から E-67）を読み，関数の利用を確認しておくこと 
14 回 教科書（E-68 から E-76）を読み，表示形式などを確認しておくこと 
15 回 教科書（P-77 から P-88）を読み，グラフの作成などを確認しておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FII5512 
成績評価 講義内課題(20％)、宿題提出(30％)と定期試験(50%)により評価する。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス IA(〜12),IB(〜12) 
見出し FII5512 プログラミング基礎 
担当教員名 北川 文夫 
単位数 2 
教科書 明解 C 言語 第１巻 入門編／柴⽥望洋(ソフトバンク) ISBN4-7973-2792-8 
アクティブラーニング  
キーワード C 言語, プログラミング 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「1 回の授業で扱う内容は，いつもプリント 1 枚と決まっているし，毎回課題が

あり，とても分かりやすい講義でした．」とのご意見をいただきました．次回もこ
のようなご意見をいただけるような講義をしたいと考えています． 
「C 以外の言語もやってみたい」これについては，2 年次以降の講義で扱うので
そこで学んでください． 

科目名 プログラミング基礎 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プログラム言語 C(改訂第２版)／カーニハン・リッチー(石⽥晴久訳) (共立出版) 

ISBN4-320-02692-6 
授業形態 講義 
注意備考 後期オリエンテーションでクラス分けを発表します学科の実習室を利用する講

義なので他学科・他学部履修は認めない． 
シラバスコード FII5512 
実務経験のある教員  
達成目標 1. 判別・繰り返しの制御文を理解し、それらを利用したプログラムを作成するこ

とができること。2. 配列を理解し、それらを利用したプログラムを作成すること
ができること。3. 関数の基礎を理解し、それらを利用した簡単なプログラムを作
成することができること。4. デバッグが行える基礎が身につくこと。 

受講者へのコメント プログラミング言語は，習うより慣れろですので，自分でたくさんのプログラム
を作ってください． 

連絡先 １号館４階 北川研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 「理解が深まった」との回答が 73％あり，おおむね好意的な意見だと思えるの
で，私としても良かったと思います． 
教科書については，「より平易なものの方が良い」というものと「もう少し高いレ
ベルが良い」の両者の意見が少数有ったが，多くの学生はどちらも選択していな
いので現行で良いものと判断します． 



英文科目名 Elementary Programming 
関連科目 応用プログラミング I, II 
次回に向けての改善変更予定 概ねの学生から好意的な評価をいただいたので，今後もそのような評価をいただ

けるように努⼒したいと思います． 
講義目的 パソコン実習を通じて構造化プログラムに適した C 言語を学ぶ。プログラム言

語の基礎として、制御文（分岐・反復）や配列について学ぶ。また、最大値の探
索などの簡単なアルゴリズムを実装することについても学ぶ。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 C 言語についての基礎を解説する． 

2 回 基礎的なプログラムの説明を行い，その後個々の学生がプログラムを作成
して実行する． 
3 回 変数の説明を行い，その後個々の学生がプログラムを作成し実行する． 
4 回 演算と型の説明を行い，その後個々の学生がプログラムを作成し実行する． 
5 回 分岐制御文の説明を行い，その後個々の学生がプログラムを作成し実行す
る． 
6 回 分岐制御文の応用を解説し，その後個々の学生がプログラムを作成し実行
する． 
7 回 反復制御文を解説し，その後個々の学生がプログラムを作成し実行する． 
8 回 反復制御文の応用を解説し．その後個々の学生がプログラムを作成し実行
する． 
9 回 配列を解説し，その後個々の学生がプログラムを作成し実行する． 
10 回 配列と反復制御文を解説し，その後個々の学生がプログラムを作成し実行
する． 
11 回 多次元配列を解説し，その後個々の学生がプログラムを作成し実行する． 
12 回 配列の応用を解説し，その後個々の学生がプログラムを作成し実行する． 
13 回 関数を解説し，その後個々の学生がプログラムを作成し実行する． 
14 回 関数の応用を解説し，その後個々の学生がプログラムを作成し実行する． 
15 回 今まで出てきた内容の総合演習を行う． 

準備学習 1 回 教科書 P.7 で記号の読み方を覚えておくこと． 
2 回 教科書 P.2-6 を予習しておくこと． 
3 回 教科書 P.10-11 を予習しておくこと． 
4 回 教科書 P.18-20 を予習しておくこと． 
5 回 教科書 P.36-38 を予習しておくこと． 
6 回 前回学習したプログラムをもう一度確認しておくこと． 
7 回 教科書 P.68-69 を予習しておくこと． 
8 回 前回学習したプログラムをもう一度確認しておくこと． 
9 回 教科書 P.88-89 を予習しておくこと． 
10 回 教科書 P.90-91 を予習しておくこと． 
11 回 教科書 P.102-103 を予習しておくこと． 
12 回 第 10 回から第 12 回で学習したプログラムをもう一度確認しておくこと． 
13 回 教科書 P.114-117 を予習しておくこと． 
14 回 教前回学習したプログラムをもう一度確認しておくこと． 



15 回 前回までの内容についてもう一度確認しておくこと． 
 



年度 2012 
授業コード FII5521 
成績評価 課題提出（50%），小テスト（30%），そして定期試験（20%）により評価を行う． 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス IA(〜12),IB(〜12) 
見出し FII5521 文書処理 
担当教員名 草野 泰秀＊ 
単位数 2 
教科書 「情報リテラシー」/FOM 出版 ISBN:9784893118776 
アクティブラーニング  
キーワード パソコン，ワープロ，表計算，コンピュータリテラシー 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 分からないところがありましたら，手を挙げて声を出して知らせてください。AT

の方もいますので，分かるまで懇切丁寧に指導します。AT の方も私も気づきま
せんでした。 

科目名 文書処理 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 講義 
注意備考 ・文書処理は 3 クラス開講であるが，第 1 回目は，新入生オリエンテーションで

案内する教室にて行う．・クラス分けは主にタッチタイピングの成績で行う．・こ
の実習は基本的に他学科の学生は履修できない．・センター実習室と学科実験室
を活用し学科内にある e-Learning システムを利用して資料の提示，レポートの
提出を行う． 

シラバスコード FII5521 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)コンピュータの基本操作を理解し，問題解決に役立てることができる．(2)イ

ンターネットを利用し，問題解決のための検索を効率良く行うことができる．(3)
ワープロソフトによる文章の構成法や整形法，数式の記述などができる．(4)それ
ぞれの目標に応じた自由なレイアウトができる．(5)表計算ソフトを利用してデ
ータの整理，グラフの作成などができる． 

受講者へのコメント 打ち合わせた予定の課題以外に，情報処理検定問題をしてもらいましたが，指導
した以外の FV 関数や PMT 関数等も自ら積極的に勉強する姿勢を持っていただ
けたらと思います。 

連絡先 草野 泰秀（講義内にてアナウンスする）15 号館 4 階 河野敏行研究室 086-
256-9603 kohno@mis.ous.ac.jp 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この科目は，澤見先生のクラスと同時進行するパソコンの実技を伴うもので，進
度は澤見先生とよく打ち合わせをして同じようにしました。打ち合わせた予定の
課題は，いつも早く終わるので，社会に出て役立つように，情報処理検定の課題



を指導して検定の問題実技をしてもらいました。おおむね各項目については，受
け入れてくれたようでした。 

英文科目名 Computer Literacy 
関連科目 プログラミング基礎，応用プログラミング I・II・III，Web プログラミング I・II・

III 
次回に向けての改善変更予定 特に大きな変更はありませんが，プロジェクタの表示画面をできるだけ大きく表

示し，半分ずつスクロールするようにします。できるだけ，書けましたか等を聞
いてから画面をスクロールします。 

講義目的 情報科学科の学生として，今後の学習に必要となるコンピュータの基本操作と，
ワープロソフトや表計算ソフトの操作を身につけることを目的とする．パソコン
実習室を利用し，毎回，課題の作成を通して，アプリケーションの操作などを学
習する．課題作成時には，インターネットを利用し，必要なデータや情報を適切
に検索する技術を身につける．課題の提出は学科内に設置した e-Learning シス
テムを利用する．提出された課題ファイルは採点され，全体の評価の一部として
取り扱われる．小テストと定期試験では，時間内に課題コンテンツの作成など 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  クラス分け，実習室の利用説明 

2 回  Windows の基本操作，日本語入⼒ 
3 回  ワープロ１（基本操作，ページ設定，） 
4 回  ワープロ２（図の挿入と編集，文章の校正，コメントの利用） 
5 回  ワープロ３（表，段組み，タブとリーダー） 
6 回  ワープロ４（ワープロの表現⼒） 
7 回  ワープロ５（ワープロの編集） 
8 回  表計算１（基本操作，データの入⼒，表の作成） 
9 回  表計算２（相対参照，絶対参照，関数の利用１） 
10 回  表計算３（表の印刷，グラフの作成） 
11 回  表計算４（データベースの活用） 
12 回  表計算５（データベース機能，マクロの利用） 
13 回  表計算６（関数の利用２） 
14 回  表計算７（表示形式） 
15 回  表計算８（グラフの作成） 

準備学習 1 回  タッチタイピングの練習を行っておくこと． 
2 回  教科書（ページ S）を読み，基本操作の確認，テキストエディタによる
文章入⼒の練習をすること． 
3 回  教科書（W-1 から W-15）を読み，Word の基本操作を確認しておくこと． 
4 回  教科書（W-16 から W-24）を読み，Word における図の挿入などの操作
を確認しておくこと． 
5 回  教科書（W-25 から W-29）を読み，Word における表の作成などの操作
を確認しておくこと． 
6 回  教科書（W-30 から W-43）を読み，Excel や図表の整理，印刷，表現⼒を
アップする機能を確認しておくこと． 
7 回  教科書（W-44 から W-63）を読み，⻑文レポートの編集，文書の校閲の



確認をしておくこと． 
8 回  教科書（E-1 から E-16）を読み，Excel の特徴，データの入⼒などの操作
を確認しておくこと． 
9 回  教科書（E-17 から E-23，E-118 から E-124）を読み，表の編集，主要な
関数の利用について確認しておくこと． 
10 回  教科書（E-24 から E-34）を読み，表の印刷やグラフの作成について確
認しておくこと． 
11 回  教科書（E-35 から E-44）を読み，データベースの活用について確認し
ておくこと． 
12 回  教科書（E-45 から E-52）を読み，データの集計，シート間の集計など
について確認しておくこと． 
13 回  教科書（E-53 から E-67）を読み，関数の利用を確認しておくこと． 
14 回  教科書（E-68 から E-76）を読み，表示形式などを確認しておくこと． 
15 回  教科書（P-77 から P-88）を読み，グラフの作成などを確認しておくこ
と． 

 



年度 2012 
授業コード FII5522 
成績評価 講義内課題(20％)、宿題提出(30％)と定期試験(50%)により評価する。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス IA(〜12),IB(〜12) 
見出し FII5522 プログラミング基礎 
担当教員名 栁 貴久男 
単位数 2 
教科書 明解 C 言語 第１巻 入門編／柴⽥望洋(ソフトバンク) ISBN4-7973-2792-8 
アクティブラーニング  
キーワード C 言語, プログラミング 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 プログラミング基礎 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プログラム言語 C(改訂第２版)／カーニハン・リッチー(石⽥晴久訳) (共立出版) 

ISBN4-320-02692-6 
授業形態 講義 
注意備考 後期オリエンテーションでクラス分けを発表します学科の実習室を利用する講

義なので他学科・他学部履修は認めない． 
シラバスコード FII5522 
実務経験のある教員  
達成目標 1. 判別・繰り返しの制御文を理解し、それらを利用したプログラムを作成するこ

とができること。2. 配列を理解し、それらを利用したプログラムを作成すること
ができること。3. 関数の基礎を理解し、それらを利用した簡単なプログラムを作
成することができること。4. デバッグが行える基礎が身につくこと。 

受講者へのコメント  
連絡先 １号館４階 柳研究室 086-246-9654 yan@hakuto.mis.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Elementary Programming 
関連科目 応用プログラミング I, II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 パソコン実習を通じて構造化プログラムに適した C 言語を学ぶ。プログラム言

語の基礎として、制御文（分岐・反復）や配列について学ぶ。また、最大値の探
索などの簡単なアルゴリズムを実装することについても学ぶ。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 C 言語についての基礎について説明・演習をする 

2 回 基礎的なプログラムについて説明・演習をする 



3 回 変数について説明・演習をする 
4 回 演算と型について説明・演習をする 
5 回 分岐制御文について説明・演習をする 
6 回 分岐制御文の応用について説明・演習をする 
7 回 反復制御文について説明・演習をする 
8 回 反復制御文の応用について説明・演習をする 
9 回 配列について説明・演習をする 
10 回 配列と反復制御文について説明・演習をする 
11 回 多次元配列について説明・演習をする 
12 回 配列の応用について説明・演習をする 
13 回 関数について説明・演習をする 
14 回 関数の応用について説明・演習をする 
15 回 総合演習をする 

準備学習 1 回 教科書 P.7 で記号の読み方を覚えておくこと 
2 回 教科書 P.2-6 を予習しておくこと 
3 回 教科書 P.10-11 を予習しておくこと 
4 回 教科書 P.18-20 を予習しておくこと 
5 回 教科書 P.36-38 を予習しておくこと 
6 回 前回学習したプログラムをもう一度確認しておくこと 
7 回 教科書 P.68-69 を予習しておくこと 
8 回 前回学習したプログラムをもう一度確認しておくこと 
9 回 教科書 P.88-89 を予習しておくこと 
10 回 教科書 P.90-91 を予習しておくこと 
11 回 教科書 P.102-103 を予習しておくこと 
12 回 第 10 回から第 12 回で学習したプログラムをもう一度確認しておくこと 
13 回 教科書 P.114-117 を予習しておくこと 
14 回 教前回学習したプログラムをもう一度確認しておくこと 
15 回 前回までの内容についてもう一度確認しておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FII5531 
成績評価 2 回の中間テスト２０％×２＋定期試験５０％＋レポート提出１０％で成績をつ

ける。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス IA(〜11),IB(〜11) 
見出し FII5531 数値解析Ⅰ 
担当教員名 榊原 道夫 
単位数 2 
教科書 だれでもわかる数値解析入門 理論と C プログラム／新濃清志・船⽥哲男 共

著／近代科学社 
アクティブラーニング  
キーワード 解析学、数値計算、誤差、反復法、補間法 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 数値解析Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし 
授業形態 講義 
注意備考 中間試験は定期試験のルールにしたがって行う。 
シラバスコード FII5531 
実務経験のある教員  
達成目標 達成目標は１）浮動小数点演算による誤差の発生と伝播メカニズムの基礎的事項

の理解２）一変数方程式の反復解法（二分法、セカント法、ニュートン法）の理
解３）線型方程式の数値解法（ガウスの消去法）の理解４）関数近似概念の理解
５）簡単な補間法の理解と応用例の学習である。 

受講者へのコメント  
連絡先 榊原研究室（15 号館 2 階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Numerical Analysis I 
関連科目 線形代数、基礎解析 I、II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 数値解析は理学、工学、社会学などの種々な分野においてコンピュータシミュレ

ーションを行うために用いられている。この講義では、数値解析の基礎的な知識
を浮動小数点の演算、方程式の反復解法、数値行列演算を話題に学ぶことを目的
とする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 数値解析とはどのような学問かについて学ぶ。いくつかの応用分野を紹介



する。 
2 回 進法による数値の表現で現れる誤差について講義する。浮動小数点数の説
明と誤差の発生原因について学ぶ。 
3 回 反復計算は多くの場面で利用される計算過程である。特に数値解析では多
くのアルゴリズムに利用されている。この回の講義では、反復計算に関連した数
学的な基礎事項を講義する。 
4 回 方程式の解を反復計算により求める問題を簡単な例より講義する。収束、発
散、振動の場合を具体的に理解させる。 
5 回 第 1 回から 4 回までの講義の内容について 60 分の試験とその解説をする。 
6 回 二分法、セカント法について、近似解を求めるアルゴリズムと問題点につい
て講義する。 
7 回 非線型方程式の重要な反復解法であるニュートン法について講義する。こ
の回では、グラフより直感的にニュートン法を導出する。 
8 回 関数のテイラー展開について復習し、その応用として第 7 回講義で導いた
ニュートン法の導出を講義する。テイラー展開を用いることによりシステマティ
ックに反復式が導出されることを学ぶ。 
9 回 ハーレー法、チェビシェフ法などの高次解法についてテイラー展開を用い
講義する。 
10 回 第６回から９回までの講義の内容について 60 分の試験とその解説をする。 
11 回 【関数近似の概念を多項式近似より講義する。また、テイラー展開と異な
る観点として補間法の考え方を講義する。 
12 回 ラグランジュ補間法について講義する。逆補間法と反復法への応用につい
ても述べる。 
13 回 ニュートン補間法について講義をする。ラグランジュ補間法との違いにつ
いて述べる。 
14 回 システマティックな消去法の代表であるガウスの消去法を講義する。誤差
の増幅を防ぐためのピボティングについても述べる。 
15 回 講義全体で重要なポイントを整理しまとめる。演習問題を行いそれらのポ
イントの理解を深める。 

準備学習 1 回 インターネットで数値解析に関連した記事を調べておく。 
2 回 電子計算機概論で学んだ 2 進数への数値変換について復習する。 
3 回 漸化式について調べておく 
4 回 前回の講義の復習をしておく。 
5 回 前回の講義の復習をしておく。 
6 回 前回までの講義の復習をしておく。 
7 回 基礎解析 I の内容を復習しておく。 
8 回 基礎解析 I、II の内容を復習 
9 回 テイラー展開の復習をしておく。 
10 回 第６回から９回までの復習をしておく。 
11 回 初等関数の性質について復習しておく。 
12 回 多項式補間をキーワードに Web で調べておくこと 
13 回 第 10,11 回講義の復習をしておく。 



14 回 行列演算の基礎的事項を復習しておく。 
15 回 講義全体の復習をしておく。 

 



年度 2012 
授業コード FII5532 
成績評価 講義内課題(20％)、レポート提出(30％)と定期試験(50%)により評価する。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス IA(〜12),IB(〜12) 
見出し FII5532 プログラミング基礎 
担当教員名 木村 宏 
単位数 2 
教科書 明解 C 言語 第１巻 入門編／柴⽥望洋／ソフトバンク ISBN4-7973-2792-8 
アクティブラーニング  
キーワード C 言語, プログラミング 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 プログラミング基礎 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プログラム言語 C(改訂第２版)／カーニハン・リッチー(石⽥晴久訳)／共立出版 

ISBN4-320-02692-6 
授業形態 講義 
注意備考 後期オリエンテーションでクラス分けを発表します。学科の実習室を利用する講

義なので他学科・他学部履修は認めない。 
シラバスコード FII5532 
実務経験のある教員  
達成目標 1. 判別・繰り返しの制御文を理解し、それらを利用したプログラムを作成するこ

とができること。2. 配列を理解し、それらを利用したプログラムを作成すること
ができること。3. 関数の基礎を理解し、それらを利用した簡単なプログラムを作
成することができること。4. プログラムのデバッグが行える基礎が身につくこ
と。5．他⼈が作成した基本的なプログラムの挙動がコンピュータを用いずに理
解できること。 

受講者へのコメント  
連絡先 １号館４階 木村研究室 086-256-9624 kimura@mis.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Elementary Programming 
関連科目 応用プログラミング I, II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 パソコン実習を通じて構造化プログラムに適した C 言語を学ぶ。プログラム言

語の基礎として、制御文（分岐・反復）や配列について学ぶ。また、最大値の探
索などの簡単なアルゴリズムを実装することについても学ぶ。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 C 言語についての基礎的な事項（Ｃ言語の特徴、開発の経過など）の解説を
行い、Ｃ言語が今日のコンピュータ・プログラミングにおいても重要な役割を果
たしていることを講述する。また。Ｃ言語の操作環境の紹介を行い、実際にコン
ピュータ操作を行う。 
2 回 定数計算を中心とした基礎的なプログラムを取り上げ、プログラムの基本
構造や、計算の意味について理解を得る。実際に簡単プログラムの作成実習を行
う。 
3 回 int 型変数の概念を紹介し、併せてデータの入出⼒操作についてもふれ、プ
ログラムの実用化の範囲を拡大する。 
4 回 Ｃ言語のおける演算と型の概念を導入する。扱う型は int 型と double 型の
基本的な範囲に限定するが、コンピュータにおける演算の仕組みの理解を得る。 
5 回 プログラムの制御文の第 1 段として、分岐制御文（if 文）を導入する。コン
ピュータによる判断機能の実現についての理解が得られるよう、基本的な例を挙
げて詳しく解説する。 
6 回 if 文の理解は初心者にとって大きな壁であることがこれまでの経験から分
かっているので、分岐制御文の応用例を実際のプログラミングを通して体得して
もらう。 
7 回 制御文の第 2 段として、反復制御文（for 文）を取り上げて解説する。自由
度の高い表現が可能な for 文であるが、できるだけ基本的なパタンを取り上げ、
反復処理の理解を求める。 
8 回 前回の for 文に関する応用例を示し、後半では while 文と do〜while 文につ
いてもふれる。 
9 回 今回はデータを集団で取り扱う方法の必要性から入り、配列型の導入を行
う。1 次元配列に限定して、その宣言および参照に関する文法事項を丁寧に解説
する。配列の理解が初心者にとっては第 2 の壁であるので、具体例を示して説明
する。 
10 回 配列型の取り扱いでは for 文などの反復制御文の利用が不可欠であるので、
具体的なプログラム例を示して、その基本的な使い方の理解を得る。 
11 回 配列型の拡張として多次元配列を紹介する。ここまで来るとかなり複雑な
応用プログラムの作成が可能であることの理解を求める。 
12 回 今回は配列型の応用例に関して、プログラミング実習を行うことで体得し
てもらう。 
13 回 本講義に最後に取り上げるテーマがプログラム構造の拡張である。具体的
には関数の導入を行う。ここで。非常に多くの文法事項の理解が求められるので、
できるだけ簡単な例を示しながら、解説を行う。 
14 回 関数の応用として、複数引数を持つ関数、値を返さない関数など、基本的
な関数の例を取り上げて、関数の集合としてのプログラム形式の構成について理
解を得る。 
15 回 最終回であるので、Ｃ言語プログラミングの基礎段階に関する総合演習を
行う。 
16 回 定期試験を行う。 

準備学習 1 回 教科書 P.7 で記号の読み方を覚えておくこと。 



2 回 教科書 P.2-6 を予習しておくこと。 
3 回 教科書 P.10-11 を予習しておくこと。 
4 回 教科書 P.18-20 を予習しておくこと。 
5 回 教科書 P.36-38 を予習しておくこと。 
6 回 前回学習したプログラムをもう一度確認しておくこと。 
7 回 教科書 P.68-69 を予習しておくこと。 
8 回 前回学習したプログラムをもう一度確認しておくこと。 
9 回 教科書 P.88-89 を予習しておくこと。 
10 回 教科書 P.90-91 を予習しておくこと。 
11 回 教科書 P.102-103 を予習しておくこと。 
12 回 第 10 回から第 12 回で学習したプログラムをもう一度確認しておくこと。 
13 回 教科書 P.114-117 を予習しておくこと。 
14 回 教前回学習したプログラムをもう一度確認しておくこと。 
15 回 前回までの内容についてもう一度確認しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FII5541 
成績評価 レポート（２０％）と定期試験（８０％）で評価する。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス IA(〜10),IB(〜10) 
見出し FII5541 オペレーティングシステム 
担当教員名 大⻄ 荘一 
単位数 2 
教科書 野口健一郎 著「IT Text オペレーティングシステム」 オーム社 
アクティブラーニング  
キーワード マルチタスク、資源管理、スケジューリング、割り込み処理 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 オペレーティングシステム 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 ＊適宜、講義で Web サイトの情報を利用する。 
シラバスコード FII5541 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）オペレーティングシステムの役割を理解すること（２）マルチタスクの必

要性とその実現手法を理解すること（３）ＯＳの性能評価を理解すること（４）
資源管理の手法を理解すること（５）ＯＳとネットワークの関係を理解すること
（６）組み込みＯＳの概要を知ること 

受講者へのコメント  
連絡先 １５号館３階 大⻄荘一研究室 ｏｎｉｓｈｉ＠ｍｉｓ．ｏｕｓ．ａｃ．ｊｐ 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Operating System 
関連科目 電子計算機概論、ソフトウェアの設計と開発 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 コンピュータの性能はオペレーティングシステム（ＯＳ）の性能に大きく左右さ

れる。ＯＳは極めて重要な基本ソフトウェアである。その役割と機能を知り、そ
れらの機能を実現するためのアルゴリズムを理解する。ＯＳの仕組みを理解する
ことで、コンピュータシステム全体の制御を把握する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オペレーティングシステム（ＯＳ）の目的 

2 回 ＯＳの処理形態 
3 回 ＯＳと⼈間の関係 



4 回 ＯＳに要求される能⼒ 
5 回 ユーザインタフェースとプログラミングインタフェース 
6 回 ＯＳのためのハードウェア機能 
7 回 入出⼒制御 
8 回 ファイル管理 
9 回 マルチタスク（プロセス）とは 
10 回 マルチタスク（プロセス）制御１ 
11 回 マルチタスク（プロセス）制御２ 
12 回 メモリ管理 
13 回 ネットワークの制御 
14 回 運用管理について 
15 回 組み込み用ＯＳについて 

準備学習 1 回 教科書第１章を学習しておくこと 
2 回 教科書第１章及びＯＳ関連の参考書を学習しておくこと 
3 回 教科書第１章及びＯＳ関連の参考書を学習しておくこと 
4 回 教科書第１４章を学習しておくこと 
5 回 教科書第２章と第３章を学習しておくこと 
6 回 教科書第４章を学習しておくこと 
7 回 教科書第５章を学習しておくこと 
8 回 教科書第６章を学習しておくこと 
9 回 教科書第７章を学習しておくこと 
10 回 教科書第７章を学習しておくこと 
11 回 教科書第７章を学習しておくこと 
12 回 教科書第９章を学習しておくこと 
13 回 教科書第１１章を学習しておくこと 
14 回 教科書第１３章を学習しておくこと 
15 回 組み込みＯＳに関係する Web サイトで学習しておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FII5542 
成績評価 2 回の中間テスト２０％×２＋定期試験５０％＋レポート提出１０％で成績をつ

ける。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス IA(〜11),IB(〜11) 
見出し FII5542 数値解析Ⅱ 
担当教員名 榊原 道夫 
単位数 2 
教科書 だれでもわかる数値解析入門 理論と C プログラム／新濃清志・船⽥哲男 共

著／近代科学社 
アクティブラーニング  
キーワード 微分積分、数値解析、微分方程式 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 数値解析Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし 
授業形態 講義 
注意備考 中間試験は定期試験のルールにしたがって行う。 
シラバスコード FII5322 
実務経験のある教員  
達成目標 以下の項目が達成目標である：１．関数近似と補間の基礎知識を理解する２．数

値微分と数値積分を理解する３．微分方程式の初期値問題に対する数値解法の考
え方を理解する 

受講者へのコメント  
連絡先 榊原研究室（15 号館 2 階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Numerical Analysis II 
関連科目 数値解析 I、代数学 I& 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 数値解析のテクニックは理工学の多様な分野でシミュレーションを実現するた

めに利用されている。解析的にとくことが困難な問題に対して近似解を与える問
題に置き換えることにより解の近似値が得られる利点を理解すること、また近似
値の持つ問題点について理解することが講義の目的の一つである。また本講義に
より微分積分の数値解析の基本的な考え方、手法を学ぶことがもぷ一つの目的で
ある。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 【微分積分の基礎】微分積分の基本定理からテイラー展開まで本講義におい
て用いる基本的な知識について講義する。 
2 回 【ラグランジュ補間とニュートン補間】関数補間法としてラグランジュ補間
とニュートン補間について講義する。 
3 回 【エルミート補間、区分的多項式近似】微分係数までも考慮に入れた補間法
であるエルミート補間について講義する。 
4 回 【数値積分１（区分求積法、台形公式）】数値積分法の基本である台形公式
までの考え方を直感的な導入により解説する。 
5 回 【数値積分２（関数補間と数値積分）】第 4 回で解説した数値積分法を補間
法による関数近似より導出する。システマティックな公式の導出法について講義
する。 
6 回 【数値微分１（テイラー展開より）】微分係数の近似値を数値微分により求
める方法について講義する。 
7 回 【数値微分２（補間法より）】第 6 回の講義の内容を補間法を用いて解説す
る。 
8 回 【高階の微分係数の差分法】高階の微分係数の近似法について講義する。 
9 回 【中間試験１と解説】第 1〜8 回の講義について 60 分の試験とその解説を
行う。 
10 回 【微分方程式の離散化】微分方程式の導出、その解、簡単な微分方程式の
解法を講義し、実際的な問題では近似解法が有用であることを講義する。 
11 回 【初期値問題に対するオイラー法】オイラー法について数値微分、数値積
分のそれぞれの立場から解説する。 
12 回 【中点法につて】陰解法の簡単な例として中点法を取り上げ、陽解法との
違いについて講義する。 
13 回 【ルンゲ・クッタ法】実際の初期値問題に用いられることの多いルンゲ・
クッタ法について講義する。 
14 回 【中間試験２と解説】第 10,13 回の講義について 60 分の試験とその解説
を行う。 
15 回 【講義全体の総括】講義の全体で重要なポイントについて整理し、本講義
全体の理解を深める。 

準備学習 1 回 【微分積分の基礎】微分積分の基礎的な事項について復習する。 
2 回 【ラグランジュ補間とニュートン補間】数値解析 I で補間についての講義の
復習をする。 
3 回 【エルミート補間、区分的多項式近似】第 2 回の講義の復習。 
4 回 【数値積分１（区分求積法、台形公式）】積分法について復習する。 
5 回 【数値積分２（関数補間と数値積分）】第 4 回の講義の復習。 
6 回 【数値微分１（テイラー展開より）】テイラー展開の復習。 
7 回 【数値微分２（補間法より）】第 6 回の講義の復習。 
8 回 【高階の微分係数の差分法】第 6,7 回の講義の復習。 
9 回 【中間試験１と解説】これまでの講義全般の復習。 
10 回 【微分方程式の離散化】簡単な微分方程式の解法を勉強しておく。 
11 回 【初期値問題に対するオイラー法】第 4〜8 回の講義の復習。 



12 回 【中点法につて】第 10,11 回の講義の復習。 
13 回 【ルンゲ・クッタ法】第 11,12 回の講義の復習。 
14 回 【中間試験２と解説】第 10,13 回の講義の復習。 
15 回 【講義全体の総括】講義全体の復習。 

 



年度 2012 
授業コード FII5552 
成績評価 演習 50%，期末試験 50%で評価する． 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス IA(〜10),IB(〜10) 
見出し FII5552 離散数学Ⅱ 
担当教員名 椎名 広光 
単位数 2 
教科書 教材プリントを配布 
アクティブラーニング  
キーワード オートマトン，言語理論 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 離散数学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 久保幹雄著 組合せ最適化とアルゴリズム 共立出版（株）米⽥ら共著 オート

マトン・言語理論の基礎 近代科学社柴⽥・浅⽥共著 情報科学のための離散数
学 

授業形態 講義 
注意備考 離散数学Ⅰを履修しておくことが望ましい． 
シラバスコード FII5552 
実務経験のある教員  
達成目標 １．入⼒と状態変化の概念を理解できていること。２．非決定性有限オートマト

ンの概念を把握し決定性有限オートマトンとの関係性を理解していること。３．
実際の状態遷移図の変換と数学的な関係をア泊で来ていること。 

受講者へのコメント  
連絡先 １号館４階椎名研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Discrete Mathematics II 
関連科目 コンピュータ基礎Ⅰ・Ⅱ，計算機システム，離散数学Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 オートマトンは、コンピュータを抽象化して得られる数学的なモデルです。計算

機科学の理論的な基礎として研究が行われて来ており、本講義では初期概念とそ
の処理や構築について学習します。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オートマトンの概念について説明する。 

2 回 決定性オートマトンの処理手続きについて説明する。 
3 回 決定性オートマトンの遷移過程について説明する。 



4 回 決定性オートマトンの作成手法について説明する。 
5 回 決定性オートマトンの作成手法についてより詳細に説明する。 
6 回 決定性有限オートマトンの演習を実施する。 
7 回 非決定性有限オートマトンの概要を説明し、非決定性有限オートマトンと
決定性有限オートマトンの相違点について説明する。 
8 回 非決定性有限オートマトンにおける空動作について説明する。 
9 回 非決定性有限オートマトンから決定性有限オートマトンへの変換手法につ
いて説明する 
10 回 非決定性有限オートマトンに関する演習を実施します。 
11 回 決定性有限オートマトンで受理される言語族について説明する 
12 回 正規言語とオートマトンとの関係について説明をする。 
13 回 文脈自由言語とオートマトンとの関係について説明する。 
14 回 正規言語と文脈自由言語の相違点と形式的言語理論と自然言語処理との関
係について説明する。 
15 回 決定性有限オートマトンと非決定性有限オートマトンに関する総合的な演
習を行う。 

準備学習 1 回 コンピュータ基礎 I で勉強した内容を整理しておくこと。 
2 回 オートマトンの概念を具体例に適用した例を考えてみること。 
3 回 決定性有限オートマトンの処理過程を具体的な問題を解いてみること。ま
た、自分で決定性有限オートマトンを作成してみること。 
4 回 決定性有限オートマトンを作成し、より小さい状態数に変更してみること。 
5 回 決定性有限オートマトンを作成し、状態数最小化してみること。 
6 回 決定性有限オートマトンの演習を整理しておくこと。 
7 回 非決定性有限オートマトンの概念と決定性有限オートマトンとの違いを整
理しておくこと。 
8 回 非決定性有限オートマトンの空動作について整理しておくこと。実際の状
態遷移図をたどり遷移過程を理解しておくこと。 
9 回 空動作を消去する状態遷移図の変換問題を解いてみること。非決定性有限
オートマトンから決定性有限オートマトンへの変換問題を解いてみること。 
10 回 非決定性有限オートマトンの演習問題を整理しておくこと。 
11 回 決定性有限オートマトンの入⼒文字列の性質について整理すること。 
12 回 正規言語とその文法および決定性有限オートマトンの関係性を整理してお
くこと。 
13 回 文脈言語と正規減ととの違いやその文法の関係性を整理しておくこと。 
14 回 ⼈間が使用している言語の文法、特に英語の文型について整理しておくこ
と。 
15 回 形式言語とその文法形式について整理しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FII5711 
成績評価 小テスト(10%)，報告書(30%)，その他の提出物(10%)，試験(50%)により行う．

報告書は，情報技術者試験午前問題，講義内容に関係した用語あるいは⼈物の紹
介を課す予定である． 

曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス IA(〜11),IB(〜11) 
見出し FII5711 基本情報処理Ⅱ 
担当教員名 宮地 功 
単位数 2 
教科書 インフォテック・サーブ著：IT ワールド，インフォテック・サーブ，ISBN:978-

4-903768-61-8 
インフォテック・サーブ著：IT 戦略とマネージメント，インフォテック・サー
ブ，ISBN:978-4-903768 

アクティブラーニング  
キーワード マルチメディア，通信ネットワーク，ネットワーク，情報セキュリティ 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 基本情報処理Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 浦昭二，市川照久著：情報処理システム入門，サイエンス社 (2006)，ISBN:4-7819-

0865-9． 
三輪幸市著：「基本情報技術者スーパー合格本 過去問題集」，(2010) 秀和シス
テム，ISBN:978-4-7980-2437-0 
赤堀侃司監修：「標準パソコン用語事典」(2006) 秀和システム，ISBN:4-7980-
1292-0 

授業形態 講義 
注意備考 基本情報技術者試験免除対象科目履修講座の一科目である．予習と復習をして理

解を深めること．毎週，新しい用語が出現するので，特に復習をすること． 
シラバスコード FII5711 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)本科目の主たる目標が，基本情報技術者試験午前問題の免除にあるので，今日

の IT 技術に関わる広範な分野を網羅的に修得すること．(2)インタフェース技
術，マルチメディアシステム，通信ネットワーク，情報セキュリティについて，
基本情報技術者試験の問題が解けること．(3)認証された本教科の内容を厳格に
学習し，試験に合格すること． 

受講者へのコメント  
連絡先 宮地功研究室 １５号館３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  



英文科目名 Basic Information Technology II 
関連科目 電子計算機概論，情報処理入門，基本情報処理Ⅰ，ソフトウエア設計と開発，情

報と経営，データベース，アルゴリズムとデータ構造の一部，応用プログラミン
グⅠ・Ⅱの一部が免除対象科目であり，これらすべての履修が必要となる． 

次回に向けての改善変更予定  
講義目的 基本情報処理技術者試験免除対象科目の一部として本教科を位置づける．講義計

画に示した内容を，指定した教科書に沿って講述する．本科目の守備範囲は，イ
ンタフェース技術，マルチメディアシステム，通信ネットワーク，情報セキュリ
ティで，これらに関わる事項について論述し，練習問題を用いて学習内容の理解
を深める．本カリキュラムは新基本情報技術者試験に対応した編成となってい
る． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 マルチメディアシステム 

2 回 通信ネットワーク，ネットワークアーキテクチャ 
3 回 ネットワークアーキテクチャ，ＬＡＮ 
4 回 ＬＡＮ，インターネット 
5 回 インターネット 
6 回 インターネットセキュリティ，ネットワーク管理システム 
7 回 ネットワーク OS，外部設計 
8 回 中間試験 
9 回 内部設計，オブジェクト指向型開発フェーズ，Web アプリケーション開発 
10 回 情報セキュリティ技術 
11 回 情報セキュリティ技術 
12 回 情報セキュリティ管理 
13 回 評価・認証制度，⼈的セキュリティ対策，物理的セキュリティ対策 
14 回 情報セキュリティ対策 
15 回 セキュリティ実装技術 

準備学習 1 回 シラバスを確認し，学習の過程を把握しておくこと．教科書「IT ワールド」
の第 2 部 4.1, 4.2 節を読んでおくこと． 
2 回 教科書「IT ワールド」の第 5 部 1.1, 1.4, 2.1 節を読んでおくこと． 
3 回 教科書「IT ワールド」の第 5 部 2.2, 2.3, 3.1, 3.2 節を読んでおくこと． 
4 回 教科書「IT ワールド」の第 5 部 3.2, 3.3, 4.1 節を読んでおくこと． 
5 回 教科書「IT ワールド」の第 5 部 4.2, 4.3 節を読んでおくこと． 
6 回 教科書「IT ワールド」の第 5 部 4.4, 5.1 節を読んでおくこと． 
7 回 教科書「IT ワールド」の第 5 部 5.2 節, 第 7 部 2.2.2 項を読んでおくこと． 
8 回 これまでに学習した内容について復習して，基本情報処理技術者試験の該
当する問題が解けるようにしておくこと． 
9 回 教科書「IT ワールド」の第 7 部 2.2.3 項, 4.2.1 項, 5.2 節を読んでおくこと． 
10 回 教科書「IT 戦略とマネージメント」の第 4 部 1.1 節を読んでおくこと． 
11 回 教科書「IT 戦略とマネージメント」の第 4 部 1.1 節を読んでおくこと． 
12 回 教科書「IT 戦略とマネージメント」の第 4 部 1.1, 1.2 節を読んでおくこ
と． 



13 回 教科書「IT 戦略とマネージメント」の第 4 部 1.3, 2.1, 2.2 節を読んでおく
こと． 
14 回 教科書「IT 戦略とマネージメント」の第 4 部 2.3 節を読んでおくこと． 
15 回 教科書「IT 戦略とマネージメント」の第 4 部 2.4 節を読んでおくこと． 

 



年度 2012 
授業コード FII9011 
成績評価 提出された課題により評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス IA(〜09),IB(〜09) 
見出し FII9011 特別講義Ⅰ 
担当教員名 菅野 幸夫 
単位数 1 
教科書 資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード MIDI 規格、MIDI プログラミング 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 特別講義Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし。 
授業形態 講義 
注意備考 応用プログラミング I、応用プログラミング II まで C 言語を習得していることが

履修の条件。 
シラバスコード FII9011 
実務経験のある教員  
達成目標 MIDI アプリケーションを設計・作成する。 
受講者へのコメント  
連絡先 １５号館４階、菅野研究室。 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Lecture on Special Topic I 
関連科目 プログラミング基礎、応用プログラミング I、応用プログラミング II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 MIDI 規格の概要を理解し WindowsOS における MIDI プログラミングを習得す

る。 
対象学年 4 年 
授業内容  
準備学習 応用プログラミング I、応用プログラミング II までの C 言語を習得しておく。 

 



年度 2012 
授業コード FII9012 
成績評価 レポート１００%で評価し，６０点以上で合格とする 
曜日時限 集中その他 
対象クラス IA(〜09),IB(〜09) 
見出し FII9012 特別講義Ⅱ 
担当教員名 水藤 寛＊ 
単位数 1 
教科書 特になし。 
アクティブラーニング  
キーワード コンピュータシミュレーション、可視化（ビジュアリゼーション）、レイトレーシ

ング法 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 特別講義Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし。 
授業形態 講義 
注意備考 特別講義Ⅱは非常勤講師・水藤寛（岡山大学教授）が行う。講義の一部は学科実

習室を使うため、他学科の学生の履修はできない。 
シラバスコード FII9012 
実務経験のある教員  
達成目標 流れの問題に対するコンピュータシミュレーションの概要を理解する。可視化技 

術のひとつとしてのレイトレーシング法の実習を通して、可視化技術の重要性を 
理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先 15 号館 4F 河野研究室 086-256-9603 kohno@mis.ous.ac.jp 

（講義時間外の連絡は、河野から水藤教授へ行います。） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Lecture on Special Topic II 
関連科目 数値解析Ⅰ・Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 様々な流れの問題に適用されるコンピュータシミュレーションの実例に触れ、そ 

のために必要な技術のひとつとして可視化技法に対する理解を深めることを目
的とする。 

対象学年 4 年 
授業内容 1 回 流れの数値シミュレーション概要について解説する。 

2 回 環境問題における数値シミュレーション実例を紹介する。 



3 回 医療問題における数値シミュレーション実例を紹介する。 
4 回 簡単な数値シミュレーション技術の導入について説明する。 
5 回 可視化技術の基礎について説明する。 
6 回 レイトレーシング法による可視化の実習をする。 
7 回 レイトレーシング法による可視化の実習をする。 
8 回 まとめをする。 

準備学習 1 回 数値解析Ⅰ・Ⅱから微分方程式について復習しておくこと。 
2 回 参考書「微分方程式の差分解法」の 1.1 を読んでおくこと。 
3 回 参考書「偏微分方程式の差分解法」の付録のプログラムを見ておくこと。 
4 回 光線のモデリングについて検索し、調べておくこと。 
5 回 レイ・トレーシングについて調べておくこと。 
6 回 C 言語の復習をしておくこと。 
7 回 各自の課題について考えて、調べておくこと。 
8 回 レポート課題について準備しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FII9013 
成績評価 個々の卒業研究の取り組み状況と，卒研中間発表，卒研発表，卒業研究論文の内

容で評価する． 
曜日時限 集中その他 
対象クラス IA(〜09),IB(〜09) 
見出し FII9013 卒業研究 
担当教員名 劉 渤江、澤見 英男、山本 英二、宮地 功、榊原 道夫、濱谷 義弘、大⻄ 

荘一、 
単位数 8 
教科書 各研究室ごとに指示される． 
アクティブラーニング  
キーワード プレゼンテーション、論文作成、研究推進 
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 卒業研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 各研究室ごとに指示される． 
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード FII9013 
実務経験のある教員  
達成目標 (１)研究分野に対する情報収集が行なえる． 

(２)研究分野に対する問題発見と，その解決方法の計画が立てられる． 
(３)計画した研究内容を，自ら遂行できる． 
(４)自分の考えていることを文章で表現できる． 
(５)自分の考えていることを口頭発表できる． 

受講者へのコメント  
連絡先 配属先の指導教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Graduation Thesis 
関連科目 情報科学科開講科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ３年次までの講義や演習，実習で修得した知識や技術を応用し，自らテーマを解

決していく能⼒を養うとともに，研究要旨の作成や卒業論文の執筆，プレゼンテ
ーションを通じてコミュニケーション能⼒の向上を諮ることを目的とする．具体
的には，配属された研究室で，それそれの分野の研究を行なうための基礎知識の
習得や，関連情報の収集方法の習得，研究の進め方の経験，実際のシステム作成



や理論の構築などを行なう． 
対象学年 4 年 
授業内容  
準備学習 講読するテキストや文献は，前もって調べておき，セミナーで紹介，議論が出来

る様に準備する．課題に関するシステム作成の経過をパワーポイントやレポート
にまとめ，セミナーで紹介，議論が出来る様に準備する． 

 



年度 2012 
授業コード FIV1112 
成績評価 小テスト（３０％）および定期試験（７０％）による。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス VA(〜12),VB(〜12) 
見出し FIV1112 ⻄洋史 
担当教員名 ⻄野 雅二 
単位数 2 
教科書 プリント（資料）を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード ドイツ、ヨーロッパ、EU 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ⻄洋の歴史がおもしろく感じられ、興味がもてました。ありがとうございます。 

ー＞ うれしいコメントです。これからも頑張ってください。 
けっこう分かりずらかった。 ー＞ 流れのあるものですから、途中休んだりす
ると分かりづらくなることがあります。 
理解しやすかったです。ありがとうございました。 ー＞ このようなコメント
をまたもらって、私としてはうれしい限りです。 

科目名 ⻄洋史 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 阿部謹也著『物語 ドイツの歴史』中央公論社  

坂井 栄八郎著『ドイツ史 10 講』岩波書店  
木村 靖二編『ドイツ史』山川出版社  
成瀬治他編『ドイツ史』１・２・３巻、山川出版社  
ほか、適宜、紹介する。 

授業形態 講義 
注意備考 特になし。 
シラバスコード FIV1112 
実務経験のある教員  
達成目標 ヨーロッパ連合の中で主要な役割を果たしているドイツの歴史の大まかな流れ

を把握する。 
受講者へのコメント 今後もこの分野に関心を持ってくれるとうれしいです。遅刻者が若干目立ちまし

た。遅刻しないよう、がんばりましょう。 
連絡先 ⻄野研究室（２１号館７階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 おおむね満足してもらえたものと思います。 
英文科目名 History of Europe 
関連科目 ドイツ語 I、ドイツ語 II 
次回に向けての改善変更予定 次回もこの調子で頑張ります。 



講義目的 第二次大戦後に⻄と東に分断されていたドイツが、統一ドイツとなった。ヨーロ
ッパのほぼ中心に位置するドイツはいくつかの国と国境を接しており、それらと
多くの軋轢を経験してきた。とりわけフランスとの間では顕著であったが、その
両国が現在では手をとりあってヨーロッパ統合を推進している。中世からのドイ
ツ史を概観するなかで、何がヨーロッパを EU へと導いてきたのかさぐってい
く。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。『ガリア戦記』や『ゲルマーニア』に見えるゲルマン

⼈、ゲルマンの大移動などを説明する。 
2 回 フランク族のメロヴィング朝、カロリング朝など、ドイツ史のはじまりに至
るところを説明する。 
3 回 オットーの帝国と教会とのかかわり、神聖ローマ帝国の誕生について説明
する。 
4 回 王権と教会との間におけるかかわり、とりわけ叙任権闘争について説明す
る。 
5 回 都市の成立、騎士文化、ドイツ諸侯や国王の十字軍とのかかわりについて説
明する。 
6 回 中世社会のユダヤ⼈迫害、大空位時代、選挙侯などについて説明する。 
7 回 大空位時代後のハプスブルクとルクセンブルクの２陣営のこと、ペストや
飢饉などによる⼈口減の社会について説明する。 
8 回 ルター以前の教会や贖罪符、ルターの９５箇条ほかについて説明する。 
9 回 ルターの宗教改⾰について説明する。 
10 回 農⺠戦争、宗教和議について説明する。 
11 回 １５、１６世紀の文化と社会を概観する。とりわけ、「魔女」について説明
する。 
12 回 ３０年戦争について説明する。 
13 回 ゲーテ時代の文化と社会を概観する。フランス⾰命、神聖ローマ帝国の消
滅などナポレオンがドイツに与えた影響について説明する。 
14 回 ウィーン会議、ドイツ連邦の成立、３月⾰命、ビスマルクの登場について
説明する。 
15 回 第一次大戦、ナチズム台頭と敗戦、戦後から現在に至るドイツについて説
明する。 

準備学習 1 回 ヨーロッパやドイツの歴史について、高校の世界史の教科書その他でおお
まかに見ておくこと。 
2 回 ローマが見たゲルマン⼈やその大移動について復習すること。カール大帝
について予習すること。 
3 回 ドイツ史のはじまりに至るところを復習すること。神聖ローマ帝国につい
て予習すること。 
4 回 教会と王権がどのような関係にあったのか復習すること。叙任権とはどの
ようなものか予習すること。 
5 回 叙任権闘争について復習すること。中世の騎士はどのようなものであった
か予習すること。 



6 回 中世初期の社会について復習すること。ユダヤ⼈迫害や国王選挙について
予習すること。 
7 回 国王選挙について復習すること。中世の⼈口減について予習すること。 
8 回 なぜ極端な⼈口減があったのか復習すること。贖罪符とはどのようなもの
か予習すること。 
9 回 ルターの贖罪符にたいする考え方を復習すること。宗教対立について予習
すること。 
10 回 ルターの宗教改⾰時の考え方を復習すること。教会はルターに対してどの
ようにふるまったか予習すること。 
11 回 宗教和議の結果はどのようなものであったか復習すること。魔女とはどの
ようなものか予習すること。 
12 回 魔女裁判がおこなわれた社会について復習すること。３０年戦争とはどの
ようなものか予習すること。 
13 回 ３０年戦争の時代について復習すること。ナポレオンについて予習するこ
と。 
14 回 ドイツ⼈たちがナポレオンにたいしてどのようにふるまったか復習するこ
と。ビスマルクについて予習すること。 
15 回 第一次大戦にいたるまでのドイツ社会がどのようなものであったか復習す
ること。２度の大戦とナチズムについて予習すること。 

 



年度 2012 
授業コード FIV1311 
成績評価 平常点(30％)と定期試験(70％)によって評価する。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス VA(〜12),VB(〜12) 
見出し FIV1311 社会情報入門 
担当教員名 森 裕一 
単位数 2 
教科書 講義中に配布する資料等による。 
アクティブラーニング  
キーワード 社会情報，社会調査，経営，経済，法政，社会，歴史，文化 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 社会情報入門 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 「社会調査士」認定科目である。 
シラバスコード FIV1311 
実務経験のある教員  
達成目標 ・本学科で学習・研究する「社会情報」を広く理解することができる。 

・「社会調査」の基礎的事項を身につける。 
受講者へのコメント  
連絡先 森研究室（21 号館 7 階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introduction to Socio-Information 
関連科目 本科目に引き続き，「社会調査法」などの「社会調査士」認定科目を受講すること

が望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 「社会」，「調査」，「研究」をキーワードに，社会情報研究として典型的な学問分

野と実践的な事例を取り上げ，本学科における学習・研究を広く見通すことを目
標にした社会情報の入門講義を行う。最初に，典型的な学問分野を「経営・経済」，
「法政・社会」，「歴史・文化」の３つでくくり，それぞれにおいて社会情報とは
何かを講述する。続いて，それらの知識の上に，情報技術が社会に活かされてい
る具体的な事例として「社会調査」を取り上げ，社会調査によって資料やデータ
を収集し，分析しうる形にまで整理していく具体的な方法を解説する。これ 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  社会情報と経営・経済について学習する。（１） 



2 回  社会情報と経営・経済について学習する。（２） 
3 回  社会情報と法政・社会について学習する。（１） 
4 回  社会情報と法政・社会について学習する。（２） 
5 回  社会情報と歴史・文化について学習する。（１） 
6 回  社会情報と歴史・文化について学習する。（２） 
7 回  社会情報と社会調査について学習する。（１）−調査事例と社会情報研究の
方法について− 
8 回  社会情報と社会調査について学習する。（２）−調査企画と設計− 
9 回  社会情報と社会調査について学習する。（３）−標本調査とサンプリング１
− 
10 回  社会情報と社会調査について学習する。（４）−標本調査とサンプリング
２− 
11 回  社会情報と社会調査について学習する。（５）−調査票・質問文の作成１
− 
12 回  社会情報と社会調査について学習する。（６）−調査票・質問文の作成２
− 
13 回  社会情報と社会調査について学習する。（７）−調査の実施方法１− 
14 回  社会情報と社会調査について学習する。（８）−調査の実施方法２− 
15 回  社会情報と社会調査について学習する。（９）−調査データの整理− 

準備学習 1 回  「経営・経済」について最近の話題に目を向けておくこと。 
2 回  「経営・経済」の話題にさらに注目しておくとともに前回の復習をしてお
くこと。 
3 回  「法政・社会」について最近の話題に目を向けておくこと。 
4 回  「法政・社会」の話題にさらに注目しておくとともに前回の復習をしてお
くこと。 
5 回  「歴史・文化」について最近の話題に目を向けておくこと。 
6 回  「歴史・文化」の話題にさらに注目しておくとともに前回の復習をしてお
くこと。 
7 回  世の中にどのような「調査」があるかを意識して授業に臨むこと。 
8 回  新聞などの報道で見られる「社会調査」を調べてまとめておくこと。 
9 回  これまでの経験から，アンケートをとるときの問題点と注意点をまとめて
おくこと。 
10 回  第９回の復習をし，標本調査を行う必然性と注意点をまとめておくこと。 
11 回  アンケートを答える立場で，気になることやこうあってほしいと思うこ
とをまとめておくこと。 
12 回  第 11 回の内容をまとめるとともに，質問文以外で作成時に注意すべきと
思われることを整理しておくこと。 
13 回  あらためて，身の回りの実際の調査を調べておくこと。 
14 回  第 13 回の内容を現在行われている社会調査にあてはめて，それぞれの特
徴を整理しておくこと。 
15 回  第７〜14 回までの内容を整理し，データの整理に必要な観点をまとめて
おくこと。 



 



年度 2012 
授業コード FIV1312 
成績評価 定期試験（100％）により評価する。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス VA(〜11),VB(〜11) 
見出し FIV1312 環境政策 
担当教員名 井上 堅太郎＊ 
単位数 2 
教科書 講義資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 環境政策 持続可能な開発（発展） 汚染者負担原則（P.P.P.原則） 未然防止 

共生 生物多様性保全 自然再生 拡大生産者責任 循環型社会 環境税 経
済的手法 気候変動枠組条約 京都議定書 京都メカニズム ポスト京都 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 環境政策 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIV1312 
実務経験のある教員  
達成目標 環境政策の基本理念・諸原則を理解するとともに、個別の環境政策分野である環

境汚染対策、自然環境保全、廃棄物処理処分、資源リサイクル、環境影響評価（環
境アセスメント）、地球温暖化対策等の政策のこれまでの経緯・現状・今後の課題
について理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Environmental Policy 
関連科目 環境管理 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 環境政策の形成の過程、構築された環境政策の基本理念・諸原則、個別施策であ

る公害規制、自然保護施策、廃棄物処理処分施策、資源リサイクル、環境影響評
価（環境アセスメント）、地球温暖化対策等について、理解することとなるよう講
義する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 環境政策の基本理念となっている持続可能な開発および環境政策の諸原則



について講義する。 
2 回 環境政策における規制的手法・経済的手法等の手法、国・地方自治体・住⺠・
事業者等の主体、地球環境保全対策を初めとする政策の守備範囲等について講義
する。 
3 回 日本の環境政策の枠組みを規定している環境基本法および基本法に基づく
環境基本計画とその⻑期目標等について講義する。 
4 回 大気汚染・水質汚濁等の公害を防止するために、工場、自動車、建設作業等
の公害発生源に対してとられている公害規制等について講義する。 
5 回 日本の自然環境保全について、明治時代以来とられてきている森林保護、自
然公園保護、自然環境保全法による保全措置等の自然環境保全政策の経緯につい
て講義する。 
6 回 日本の自然環境保全について、近年における共生、自然再生、生物多様性保
全などの新らしい概念の導入、および自然環境保全概念の変遷について講義す
る。 
7 回 日本の廃棄物処理をめぐる政策の推移、現状および今後の課題について講
義する。 
8 回 日本におけるリサイクルのための法制度である再生資源利用促進法、容器
包装法、建設廃棄物リサイクル法、自動車リサイクル法などの個別法制度の経緯・
現状・課題、および拡大生産者責任について講義する。 
9 回 日本における循環型社会構築への取り組みについて循環型社会形成推進基
本法、同法に基づく循環型社会形成推進基本計画とその数値目標等について講義
する。 
10 回 日本における環境影響制度の構築の経緯について講義する。 
11 回 日本の環境影響評価制度、戦略的環境影響評価制度の現状および課題につ
いて講義する。 
12 回 環境政策における経済的手法である助成・補助および環境税・産廃税等の
経緯、現状、今後の課題等について講義する。 
13 回 公害等の原因者負担をめぐる経緯、事業者の環境認識の推移および自主的
な環境配慮への動向について講義する。 
14 回 地球温暖化のための国際社会の対応である気候変動枠組条約と京都議定書
の内容、京都議定書以降のあり方に関する国際動向（ポスト京都）等について講
義する。 
15 回 京都議定書に基づく日本の温室効果ガス削減への取組みの経緯・現状、ポ
スト京都に向けた国内動向等について講義する。 

準備学習 1 回 環境基本法の概要を予習しておくこと。 
2 回 環境政策における規制的手法・経済的手法、地球環境問題について予習して
おくこと。 
3 回 「第３次環境基本計画」の概要（環境省 HP 等）を予習しておくこと。 
4 回 四日市ぜんそく、水俣病、イタイイタイ病等の公害健康被害の発生とそれら
に対してとられた社会的な対応について予習しておくこと。 
5 回 国立公園等の自然公園の保護制度、保安林・保護林制度、鳥獣保護制度につ
いて予習しておここと。 



6 回 自然環境保全に係る「共生」の概念、生物多様性とその保全について予習し
ておくこと。 
7 回 廃棄物処理法について予習し、一般廃棄物、産業廃棄物、特別管理廃棄物の
処理処分の仕組の概要を予習しておくこと。 
8 回 日本におけるリサイクルのための法制度である再生資源利用促進法、容器
包装法、家電リサイクル法、建設廃棄物リサイクル法、自動車リサイクル法の概
要、および拡大生産者責任について予習しておくこと。 
9 回 循環型社会形成推進基本法、循環型社会形成指針基本計画の概要を予習し
ておくこと。 
10 回 日本の環境影響評価制度について予習しておくこと。 
11 回 日本の戦略的環境影響評価制度について予習しておくこと。 
12 回 環境税、環境優遇税制、および地方自治体による森林環境税と廃棄物処理
税について予習しておくこと。 
13 回 環境報告書、環境マネジメントシステム（ISO14000 シリーズ）、環境配慮
促進法について予習しておくこと。 
14 回 気候変動枠組条約、京都議定書、京都メカニズムについて予習しておくこ
と。 
15 回 日本政府による京都議定書目標達成計画の概要について予習しておくこ
と。 

 



年度 2012 
授業コード FIV1321 
成績評価 中間試験(50%)と定期試験(50%)によって評価を行う． 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス VA(〜11),VB(〜11) 
見出し FIV1321 ネットワーク入門 
担当教員名 ⿊⽥ 正博 
単位数 2 
教科書 ゼロからわかるネットワーク超入門／柴⽥晃／技術評論社 
アクティブラーニング  
キーワード IP アドレス，TCP/IP，ルーティング 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特になし． 
科目名 ネットワーク入門 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 次の Web ページを利用：「http://www.soci.ous.ac.jp/~kuroda/」の「Lectures」 
授業形態 講義 
注意備考 なし． 
シラバスコード FIV1321 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) コンピュータネットワークの基本用語と基本プロトコルの理解すること．

(2) コンピュータ上のアドレスを理解すること．(3) Web やメールの仕組みを理
解すること． 

受講者へのコメント 日頃利用しているインターネットがどのようにつながっているか，また PC のネ
ットワークの設定の際に入⼒する IP などの数字の意味などを授業で説明したの
で，受講者は興味深く聞いてくれたようであった． 

連絡先 ⿊⽥研究室 21 号館 4 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 日ごろ電子メールや情報検索などにインターネットサービスを利用していると
いうこともあり，コンピュータネットワークがどのような仕組みでつながってい
くのかということを講義した．内容的には，初級シスアドの資格試験で問われる
内容程度に設定したため，受講生は興味をもってくれたようであった． 

英文科目名 Introduction to Computer Network 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 インターネットがつながる仕組み，IP アドレスなどの意味をより不覚理解して

もらうために，小規模なネットワークの設計図などをグループで作ってもらうよ
うな授業をしたいと考えている． 

講義目的 コンピュータネットワークについて，その原理や機構を学ぶ．具体的には，ネッ
トワークの基本であるプロトコルの階層構造と各レイヤーの役割，インターネッ



ト通信プロトコルである TCP/IP などパソコンで実装されているハードウエア
とソフトウエア技術について理解した後，代表的なインターネットサービスにつ
いて学習する．さらに，情報セキュリティー技術やネットワークで実装されてい
るルーティング技術の基礎的な事項について学習する．本講義では随時実習を行
い，より実践的な知識と技術の習得を目指す． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。TCP/IP によるコンピュータネットワークの仕組みを

説明する。 
2 回 コンピュータネットワークで使用される IP アドレスを知ることと、数字の
意味を説明する。 
3 回 IP アドレスの構造やネットマスク，アドレスの種類といった IP アドレスの
仕組みを説明する。 
4 回 TCP/IP ネットワークによる通信を支えるルーティング技術と、通信で使用
する機器について説明する。さらに、ルーティングに関するコンピュータ設定を
確認する。 
5 回 経路選択で用いられるルーティングテーブルの設定方法および管理方法を
学習する。 
6 回 TCP/IP ネットワークにおけるパケットによるデータのやり取りについて
学習する。 
7 回 中間試験をおこなうので、第 1 回目から第 6 回目までの内容をよく理解し
整理をしておくこと。試験終了後に出題内容について解説する。 
8 回 TCP/IP ネットワークにおいて大切な TCP と UDP というの技術について
説明する。 
9 回 TCP と UDP の使い分けについて説明と、ネットワークにおいて様々な種
類のデータのやり取りをするための仕組みであるポート、ポート番号について解
説する。 
10 回 ICPM（インターネット制御通知プロトコル）を利用したコンピュータネ
ットワークの状態を調査する方法を解説する。 
11 回 コンピュータネットワークにおけるサーバとクライアントの役割について
解説をする。 
12 回 ネットワーク上のデータのやり取りで重要な役割を果たしている DNS や
HTTP といった代表的なプロトコルについて解説する。 
13 回 TCP/IP ネットワークにおけるレイヤー構造について解説し、各レイヤー
の役割を TCP/IP モデルと OSI 基本参照モデルで説明する。 
14 回 ネットワークインターフェイス層の役割について説明する。 
15 回 ネットワーク機器であるスイッチの役割について解説をする。 

準備学習 1 回  LAN と WAN の違いと調べておくこと。 
2 回 PC のネットワーク設定に必要な情報を調べておくこと。 
3 回 第 2 回授業で学習した IP アドレスの構造をしっかり理解しておくこと。 
4 回 ルーティング技術のイメージをしっかりとつかんでおくこと。 
5 回 第 4 回授業で学習したルーティングについて理解をしておくこと。 
6 回 パケットの意味を理解しておくこと。 



7 回 第 1 回目から第 6 回目までの内容をよく理解し整理をしておくこと。 
8 回 TCP と UDP に代表されるインターネットサービスが何かを調べておくこ
と。 
9 回 第 8 回授業で学習した TCP と UDP の違いを理解しておくこと。 
10 回 教科書の第 6 章にあるコマンドをインターネットにつながっているコンピ
ュータで実行し、その結果の意味を理解しておくこと。 
11 回 コンピュータネットワークにおけるサーバとクライアントの役割を予習し
ておくこと。 
12 回 自分の使っているコンピュータの接続先がどこであるかを教科書にあるコ
マンドを使って調べておくこと。 
13 回 コンピュータネットワークにおいて何故レイヤー構造が必要であるかを予
習しておくこと。 
14 回 MAC アドレスとは，どのようなアドレスであるかを予習しておくこと。 
15 回 こまでの授業で勉強したコンピュータネットワークで用いられる機器とそ
の役割について復習をしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FIV1511 
成績評価 小テスト 30％、学期末試験 70％により成績を評価する。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス VA(〜12),VB(〜12) 
見出し FIV1511 経済原論 
担当教員名 三原 裕子 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 経済原論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 教科書は指定せず、レジュメを配布します。また、必要に応じて適宜参考文献を

紹介します。 
シラバスコード FIV1511 
実務経験のある教員  
達成目標 ①経済学の基礎的な知識を身に着け、理論的に物事が判断できるための⼒を養

う。 
②新聞記事を読み、自分自身で政策の効果が評価できるようになるための知識を
身につける。 

受講者へのコメント この講義では経済学の雰囲気を経験してもらうための内容で構成しています。今
後は、経済原論で学んだ分野の応用に 
なっていきますので、引き続き経済学を学んでもらいたいと思います。 

連絡先 21 号館 7F 三原研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この講義を受けて良かった点として、最も回答割合の多かったものは「興味、関
心が高まった」であり、次いで「理解が深まった」 
であった。授業の満足度愛としては 9 割強の学生が満足していると回答してい
る。 

英文科目名 Elements of Economics 
関連科目 ミクロ経済分析、マクロ経済分析、国際経済論、地域経済分析 
次回に向けての改善変更予定 15 回を 3 分野に分けそれぞれを 5 回ずつで講義を行ってきました。これにより、

練習問題による反復練習の量が少なかったと 
思いいます。これについては、課題としたいと思います。 



講義目的 経済学を学ぶ上で、最も基本となるものがミクロ経済学とマクロ経済学である。
本講義では、経済学をさらに学ぶために必要最低限の知識を身につけることを目
的とする。そのために、需要曲線、供給曲線、社会余剰や国内総生産などの基礎
的な事柄について述べる。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス。授業の進め方や経済学、さらにはミクロ経済学とマクロ経済学

の違いについて説明する。 
2 回 授業を行うために必要な数学、とくに連立方程式について復習する。 
3 回 需要曲線がどのように導出され、また需要曲線の性質について説明する。 
4 回 供給曲線がどのように導出されるのか、また供給曲線の性質について説明
する。 
5 回 需要曲線と供給曲線を用いて価格決定およびそのメカニズムについて説明
する。 
6 回 第 5 回で行った価格決定を踏まえて消費者余剰、生産者余剰そして社会余
剰について説明する。 
7 回 社会余剰の応用として、政府の政策が社会余剰に及ぼす効果について説明
する。 
8 回 第 3 回から第 7 回までの内容に関する練習問題を解き、その解説をする。 
9 回 内閣府が公表する国内総生産についてのデータを読み、国内総生産の定義
および国内総生産の三面等価の法則について説明する。 
10 回 景気循環について説明し、あわせて経済成⻑率がどのようにして算出され
るのかについて説明する。 
11 回 三面等価の法則を再度確認し、産業連関表について説明する。 
12 回 産業連関表を用いて、各産業の産出物がどのように配分されているのかに
ついて実際のデータを用いて説明する。 
13 回 産業連関表を用いて、単純な世界を想定し、政策の波及効果について説明
する。 
14 回 産業連関表を用いて、ある産業において最終財の需要が増加したときに、
どの程度の波及効果が期待されるのかについて説明する。 
15 回 産業連関表に関する練習問題を解き、その解説をする。 

準備学習 1 回 授業内容の復習を行う。第 3 回目までにミクロ経済学とマクロ経済学の違
いについて整理しておくこと。 
2 回 連立方程式を解く、さらには与えられた関数をきちんと図示できるように
復習を行うこと。 
3 回 需要曲線の性質についてきちんと説明できるように復習を行うこと。 
4 回 供給曲線の性質について復習を行うこと。 
5 回 需要曲線と供給曲線を用いて、均衡価格を図示によって説明できるように
復習を行うこと。 
6 回 消費者余剰と生産者余剰を暗記ではなく、きちんと言葉と図示によって説
明できるように復習を行うこと。 
7 回 第 7 回の授業までに、自分自身にとって一番身近な税とは何かについて調
べておくこと。 



8 回 これまでの講義内容について、言葉と図示によってきちんと説明できるよ
うに整理しておくこと。 
9 回 第 9 回までに国内総生産に関する新聞記事を最低でも 1 つは見つけて読ん
でおくこと。 
10 回 景気が良い、悪いとはどのような規準によって判断されるのかについて、
自分なりに考えてみる。 
11 回 産業連関表の読み方をきちんと説明できるように復習を行うこと。 
12 回 あらかじめ配布する産業連関表について、目を通しておくこと。 
13 回 政策の波及効果について、再度復習しておくこと。 
14 回 ある産業の需要増によって、どのようなメカニズムで経済全体にその効果
が波及するのかについて再度復習をしておくこと。 
15 回 これまでの授業内容について、分からないところをきちんと見つけておく
こと。 

 



年度 2012 
授業コード FIV1512 
成績評価 小テスト 20%、定期試験 80%により成績を評価する。 

但し、定期試験において基準点を設置し、その得点が 100 点満点中、60 点未満
の場合は不合格とする。 

曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス VA(11〜12),VB(11〜12) 
見出し FIV1512 遺跡と遺物の基礎 
担当教員名 小林 博昭 
単位数 2 
教科書 使用しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 考古学、発掘調査、先史、古代 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 とくに無し。 
科目名 遺跡と遺物の基礎 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義の展開過程で、適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 １．A 群科目の「遺跡と遺物」、「遺跡遺物情報解析」、「社会情報実習 γ」を続け

て履修することが望ましい。 
２．就活で欠席した場合は、その活動報告書の提出が必要となるので注意するこ
と。 

シラバスコード FIV1512 
実務経験のある教員  
達成目標 考古学の学問的な体系について、理解の深化を図る。さらにその方法論、手法に

ついて、科学的な思考を習得させる。くわえて、学際的な領域に関しての理解と、
接近のしかた等々のスキルを養成する。 

受講者へのコメント とくに無し。 
連絡先 13 号館 2F 小林研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 とくに無し。 
英文科目名 The Basics Theory of Sites & Artifacts 
関連科目 A 群：遺跡と遺物、遺跡と遺物情報解析、社会情報実習 γ 

B2 群：日本史 
次回に向けての改善変更予定 より一層、分かりやすい講義を展開し、さらに自然に興味が沸き、知識と思考⼒

が身につく満足度の高い講義をめざす。 
講義目的 主として、我が国の先史・古代地域を研究する考古学における方法論と、その研

究史や、専門用語の解釈等に関して講義を展開する。具体的には、考古学が用い 



る諸方法論ー型式学、形態学や技術論などーを当時の資料、つまり遺跡や遺物な
どに即して論じ、さらにそれらを支援する最先端の自然科学的方法論にも視座を 
置く。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。講義の進め方を説明する。考古学の定義について、説

明する。 
2 回 遺跡と遺構について、具体例をスライドプロジェクターを使用しながら説
明する。また、両者の定義について説明を加える。 
3 回 遺物について、種類や具体例をスライドプロジェクターを使用しながら説
明する。さらにその定義について、説明を加える。 
4 回 考古学の方法論について、まずその１回目として、どのような考え方がある
のか配布プリントを中心にして OHC を利用しながら説明する。 
5 回 考古学の方法論について、その２回目として、どのような考え方があるの
か、その応用例等を配布プリントと OHC を使用して説明する。 
6 回 考古学の種類について説明する。これに加えて、遺跡の命名方法についても
説明する。加えて、考古学における時代区分について説明する。 
7 回 小テストを実施する。その結果について解説とまとめをする。さらに発掘調
査の種類について、具体例をスライドプロジェクターを使用しながら説明する。
さらに、発掘調査に必要な書類等について、OHC を使用して説明する。 
8 回 発掘調査の方法、その組織について、配布プリントと OHC、スライドプロ
ジェクター等を使用して説明する。 
9 回 発掘調査に使用される道具類、機材等についてスライドプロジェクターを
使用して説明する。さらにそれら機材のうち、レベルについて具体的な使用例を
１つ掲げて説明する。 
10 回 考古学を支援する諸科学について説明する。その後、自然科学の分野 
から絶対年代測定法について、配布プリントと OHC を使用して、C=14 年代測
定法を中心に説明する。 
11 回 考古学を支援する自然科学的方法のなかで、、配布プリントと OHC を使
用して、地下レーダー探査法や地磁気探査法等について説明する。 
12 回 小テストを実施する。テストのまとめと解説をする。その後、我が国にお
ける考古学の発達史について、江⼾時代以前を中心に説明する。 
13 回 江⼾時代における考古学発達史について説明する。 
14 回 明治時代から大正における考古学発達史について説明する。 
15 回 昭和における考古学発達史について、とくに顕著な出来事を中心に説明を
加える。さらに、これまで講義をおこなった内容について、理解を促進させるた
めに補足、追加説明をする。 

準備学習 1 回 考古学の定義について、ノートを中心に復習をすること。予習として、遺跡
や遺構について、図書館等で調べておくこと。 
2 回 遺跡と遺構について、説明できるように復習をしておくこと。遺物につい
て、図書館等で調べて、予習をしておくこと。 
3 回 遺物について、定義を説明できるようにノートを中心にして復習しておく
こと。 



4 回 考古学の方法論で、とくに地層累重の法則やルジメント等の復習の徹底化
を図ること。 
予習として、これらはどのように応用されるのか、各自、考察しておくこと。 
5 回 方法論のなかでの応用例を中心に配布プリントやノートを参考に復習する
こと。 
小テストを実施するので、今まで学んだところを整理、まとめておくこと。考古
学で 
用いられてきた時期区分にはどのような方法があるのか、図書館等で調べておく
こと。 
6 回 考古学の種類、そして遺跡命名方法について、さらに時代区分のなかでとく
に三時期区分法について、ノートを参考にして復習すること。発掘調査について、
図書館等でどのような種類があるのか、予習しておくこと。 
7 回 発掘調査の種類とそれにともなう主催者等や必要な書類、法的手続きにつ
いて、各自のノートを中心にして十分な復習をしておくこと。発掘調査に関して、
その方法や組織について、 
図書館等で予習しておくこと。 
8 回 発掘調査の方法を説明できるように復習しておくこと。発掘調査で使用さ
れる器材や、道具類について図書館等で調べて予習しておくこと。 
9 回 発掘調査に使用される道具類や器材のなかで、とくにレベルについて十分
理解を深めるために復習をすること。考古学と関連する自然科学方法のなかで、
年代測定法、とくに C=14 年代測定法について、図書館等で予習をしておくこと。 
10 回 C-14 年代測定法の原理を十分復習し、説明できるようにしておくこと。年
代測定法以外に、考古学を支援するどのような自然科学的方法があるのか、図書
館等で予習をしておくこと。 
11 回 地下レーダー探査法や地磁気探査法の原理を十分復習し、説明できるよう
にしておくこと。 
とくに電磁パルス波の反射する境界面や、これらの方法で検出可能な遺構なども
ふくめて復習しておくこと。小テストを実施するので、今まで学んだところを整
理、まとめておくこと。奈良?鎌倉時代の政治、経済、文化について、図書館等で
予習をしておくこと。 
12 回 江⼾時代以前の考古学史について復習しておくこと。さらに江⼾時代前期
から中期までの時期における政治、経済、文化について、図書館等で予習をして
おくこと。 
13 回 に江⼾時代における考古学発達史について、⼈物とその著書などを中心に、
復習すること。明治時代から昭和初期における政治、経済、文化について、図書
館等で予習をしておくこと。 
14 回 明治時代の考古学発達史について、とくに⼈物とその業績、そして著書を
中心に復習を徹底すること。大正から昭和の時期の政治、経済、文化について、
その概略を図書館等で調べておくこと。 
15 回 第 1 回から第 14 回までの内容を整理し、理解しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FIV1521 
成績評価 平常点(10％)と適宜課す課題(40％)，総合演習(10％)，試験(40％)によって，評

価する。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス VA(〜11),VB(〜11) 
見出し FIV1521 データ解析システム 
担当教員名 森 裕一 
単位数 2 
教科書 次の Web ページを利用する。http://mo161.soci.ous.ac.jp/R/DA_R/ 
アクティブラーニング  
キーワード 統計パッケージ，データ分析，データの視覚化，データの数量化，確率論，推定・

検定 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 データ解析システム 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ⻘木繁伸／R による統計解析／オーム社 
授業形態 講義 
注意備考 ・「社会調査士」認定科目である。・実務士資格「情報処理士」「上級情報処理士」

「社会調査アシスタント」の認定科目である。 
シラバスコード FIV1521 
実務経験のある教員  
達成目標 ・統計パッケージの操作法を身につける。・さまざまな 1 変量データから 2 変量

データの分析と結果の解釈ができるようになる。・カテゴリカルデータを中心と
した推定・検定が統計パッケージを用いてできるようになる。 

受講者へのコメント  
連絡先 森研究室（21 号館 7 階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Data Analysis System 
関連科目 「データ解析基礎」（必修科目）の知識を前提とする。「社会調査法」を受講して

いることが望ましい。本科目に引き続き，「行動計量学」などの「社会調査士」認
定科目を受講することが望ましい。 

次回に向けての改善変更予定  
講義目的 情報処理の実際として，確率論をベースとした統計的データ分析をとりあげる。

具体的には，調査結果の分析を意識し，実データを利用して，既習の 1 変量デー
タと 2 変量データの分析（データの視覚化と数量化）から始め，確率論の基礎を
確認した後，シミュレーションをまじえた確率分布とサンプリングされたデータ



の扱いとして推定・検定（平均や比率の差の検定，適合度検定，独立性検定）に
ついて学ぶ。すべての学習には，統計解析パッケージを活用し，その利用手順と
出⼒の解釈を通して，情報処理の実際について体験していく。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  統計解析パッケージの利用と社会調査データ解析について解説する。 

2 回  データの特徴の視覚化（1）として，連続量データの処理について，実習に
より学習する。 
3 回  データの特徴の視覚化（2）として，カテゴリカルデータについて，実習に
より学習する。 
4 回  データの特徴の数量化（3）として，基本統計量：代表値と散布度につい
て，実習により学習する。 
5 回  データの特徴の数量化（4）として，変量間の関係:属性相関,相関係数,偏相
関係数について，実習により学習する。 
6 回  確率論の基礎（1）として，確率の定義，条件付き確率，確率変数と分布に
ついて，実習により学習する。 
7 回  確率論の基礎（2）として，期待値，極限定理について，実習により学習す
る。 
8 回  確率論の基礎（3）として，ランダム化と確率概念について，実習により学
習する。 
9 回  サンプル調査の特徴（1）として，サンプル平均の性質，調査と確率，誤差
について，実習により学習する。 
10 回  サンプル調査の特徴（2）として，連続量の処理−仮説検定−について，
実習により学習する。 
11 回  サンプル調査の特徴（3）として，連続量の処理−平均と比率の差の検定
−について，実習により学習する。 
12 回  サンプル調査の特徴（4）として，カテゴリカルデータ処理−適合度検定
−について，実習により学習する。 
13 回  サンプル調査の特徴（5）として，カテゴリカルデータ処理−クロス表と
独立性検定−について，実習により学習する。 
14 回  総合演習を行う。 
15 回  総合演習を行う。 

準備学習 1 回  これまで学んだ統計関係の授業内容を見直しておくこと。 
2 回  さまざまなグラフについて，その用途や解釈について整理しておくこと。 
3 回  前回に引き続き，さまざまなグラフについて，その用途や解釈について整
理しておくこと。 
4 回  基本統計量について，復習しておくこと。 
5 回  変量間の関係について，復習しておくこと。 
6 回  確率について，復習しておくこと。 
7 回  確率について，復習しておくこと。 
8 回  確率について，復習しておくこと。 
9 回  標本調査について，復習しておくこと。 
10 回  仮説検定について，復習しておくこと。 



11 回  前回の内容と仮説検定について，復習しておくこと。 
12 回  カイ２乗検定について，復習しておくこと。 
13 回  クロス表およびカイ２乗検定について，復習しておくこと。 
14 回  これまでの内容をまとめ，総合演習に備えておくこと。 
15 回  前回の演習内容を補い，演習課題が完成できるようにしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FIV1522 
成績評価 教員別に課す課題に対する提出レポートにより評価する。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス VA(〜11),VB(〜11) 
見出し FIV1522 社会情報実習 β 
担当教員名 木村 邦彦、坂部 望、松村 博行 
単位数 1 
教科書 なし。 
アクティブラーニング  
キーワード メディア ジャーナリズム 国内政治 国際政治、情報関連法 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 該当なし 
科目名 社会情報実習 β 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜、紹介する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 ３セクションに分かれて実習する。特に担当が変わるときには、教官の指示に注

意を払うこと。 
シラバスコード FIV1522 
実務経験のある教員  
達成目標 課題テーマについて、情報の収集と整理、情報から得られる社会的な動向の把握・

評価、必要な社会的な対応について、体系的な手順・手法・まとめ方を身につけ
る。 

受講者へのコメント 実習であるので、事前に配布した資料をよく読み理解しておくこと。 
連絡先 各教員研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特に問題なし。 
英文科目名 Socio-Information Practice B 
関連科目 情報メディア ジャーナリズム論 政治学 国際政治学、情報法、情報化と知的

財産 
次回に向けての改善変更予定 できるだけ最新の状況を反映した資料を配布していきたい。 
講義目的 実習では、政治・法律・社会に関係する社会情報をテーマに、発信される情報の

収集と整理、情報から得られる社会的な動向の把握・評価、必要な社会的対応等
の体系的に学ぶ。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 情報法・その他の法律について概略を説明する。 

2 回 法律の検索手法について、ネットワークを使って実践的に学ぶ。 
3 回 複数のグループに分かれて、それぞれのグループが調査する内容を決めて、



各自が何をどのように調査・担当するのか意見交換をする。 
4 回 第 3 回目で決まったグループで共同して、法令の検索を教官の指示を受け
ながら実践的に行う。 
5 回 各グループで調査した結果を、個⼈単位でレポートにまとめ教員に提出す
る。 
6 回 「ｍｙ新聞」を作成することを６〜１０回の講義の目標とする。最初はま
ず、記事の書き方を学習する。主語と述語のあり方など、これまでに学んだ文章
の構成を復習する。 
7 回 新聞に掲載する記事として、最近、身の回りで起こったことを書く。５Ｗ１
Ｈの大切さを学習する。 
8 回 新聞に掲載する記事をもう１本書く。この回の最後では、新聞のレイアウト
を学習する。 
9 回 「ｍｙ新聞」はＡ４紙面に作成するので、書いた記事をＡ４紙面にレイアウ
トする。写真の必要性、見出しの大切さを学習する。 
10 回 「ｍｙ新聞」を完成させる。レイアウト、記事と写真の配置、見出しの再
考などを通して、新聞の読み方をも学習する。 
11 回 基本的なデータ処理を通じてエクセルをつかった統計処理の仕方を復習す
る。 
12 回 エクセルを使って世論調査や社会調査などのデータからグラフを作成す
る。 
13 回 プレゼンテーションのテーマを決定し、企画案を word で作成する。 
14 回 次回のプレゼンテーション実施に向けて準備する。 
15 回 各自がプレゼンテーションを実施する。 

準備学習 ３教員がそれぞれのテーマについて講義する。 
３テーマともに、５回の講義で完結する。いずれのテーマについても、前回の講
義を引き継いでいくため、講義前には復習をしっかりすることと、テーマによっ
ては予習をして出席すること。 
また、テーマごと個別に指示する場合も多いので、注意すること。 

 



年度 2012 
授業コード FIV1711 
成績評価 レポート（20％）、臨時試験（80％） 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス VA(〜12),VB(〜12) 
見出し FIV1711 東アジアの歴史 
担当教員名 志野 敏夫 
単位数 2 
教科書 講義中に適宜紹介する。 
アクティブラーニング  
キーワード 「東アジア」、「中国」、多様性、近代化 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 東アジアの歴史 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 高校「世界史」「日本史」、およびその他講義中に適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIV1711 
実務経験のある教員  
達成目標 1、「東アジア」とはどのような概念であるかを理解していること。  

2、「中国」が多様な「国」であることを理解していること。  
3、歴史の多面性を理解し、自らの世界観を構築しようとする態度をもつこと。 

受講者へのコメント  
連絡先 研究室：21 号館 7 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 History of East Asia 
関連科目 外国史 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 1、「東アジア」とはどのような概念であるかを理解させる。  

2、「中国」の多様性を理解させる。  
3、現代世界における東アジアの位置について考察する材料を提供する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション、および、「中国」とは何かについて考える。 

2 回 東アジアという地域とはどのようなものかについて、主に地理上の区分か
ら講義する。 
3 回 東アジアにある様々な文化圏について講義する。 
4 回 4 大文明の一つである⻩河文明と、近年発見されつつある⻑江文明を紹介す



る。 
5 回 古代中国の都市国家の特性について講義する。 
6 回 中国史上最初の帝国である、秦と漢王朝について講義する。 
7 回 皇帝というものの概念と天の思想、中華思想について講義する。 
8 回 中国三国時代から南北朝時代について解説し、東アジア世界を形成するこ
とになる冊封体制について講義する。 
9 回 南北朝から隋唐時代に周辺⺠族との交流により新しい世界帝国が作られ、
東アジア世界が形成されていくことを講義する。 
10 回 新しい文明の移入により、いわゆる中華文明が形成されたことを講義する。 
11 回 いわゆる異⺠族が中華帝国の主⼈公となる様子について講義する。 
12 回 今までにはないタイプの文明との接触と、中華世界の反応について解説し、
東アジアにとって「近代」化とはどのようなことかを講義する。 
13 回 東アジア世界の諸国が、ヨーロッパ列強の侵略にどのように対応していっ
たかを概観し、東アジアがどのように変容したかについて講義する。 
14 回 近代ヨーロッパ文明と、伝統的東アジア文明とを比較し、現代の私たちの
中にある「東アジア」について考察する。 
15 回 テストを実施し、解説を行い、本講義の学習内容を確認する。 

準備学習 1 回 高校の「世界史」のうち、中国史に関するところを復習しておくこと。 
2 回 世界地図で「アジア」地域を確認しておくこと。 
3 回 前回の講義について復習しておくこと。 
4 回 高校「世界史」の中国史のうち、古代文明について復習しておくこと。 
5 回 前回の講義について復習するとともに、「邑」とは何かについて調べておく
こと。 
6 回 高校「世界史」の中国史のうち、秦漢帝国について復習しておくこと。 
7 回 前回の講義について復習するとともに、古代ローマの「皇帝」という言葉の
意味を調べておくこと。 
8 回 前回の復習をしておくとともに、日本史の卑弥呼の時代から倭の五王につ
いて調べておくこと。 
9 回 前回の復習をしておくとともに、高校「世界史」の中国史のうち、隋・唐王
朝について復習しておくこと。 
10 回 高校「世界史」の中国史のうち、宋・元および遼・金王朝について復習し
ておくこと。 
11 回 高校「世界史」の中国史のうち、明・清王朝について復習しておくこと。 
12 回 高校「世界史」で、「近代社会」とはどのような要件をもった社会であるか
について復習、レポートを作成しておくこと。 
13 回 前回の講義について復習しておくこと。できれば、日本史の近代史の部分
を復習しておくこと。 
14 回 ここまでの講義を復習し、各⼈の中にある「東アジア的」なものについて
整理しておくこと。 
15 回 ここまで学習した事について復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FIV1712 
成績評価 定期試験（100%）により評価する。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス VA(〜11),VB(〜11) 
見出し FIV1712 日本の近代化と環境 
担当教員名 井上 堅太郎＊ 
単位数 2 
教科書 講義資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 環境 環境政策 公害対策 自然保護 地球環境保全 汚染者負担原則 拡大

生産者責任 持続可能な開発（発展） 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 日本の近代化と環境 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIV1712 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）近代化・都市化・工業化とともに廃棄物問題・環境汚染問題・自然破壊問

題・地球規模の環境問題等のさまざまな環境問題が発生したことを理解するこ
と。 
（２）環境保全のための原則・理念を理解し、環境の価値と環境政策を理解する
こと。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Modernization and Environment in Japan 
関連科目 環境管理 環境政策 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 近代化・都市化・工業化とともに廃棄物問題・環境汚染問題・自然破壊問題・地

球規模の環境問題等のさまざまな環境問題が発生したこと、それらに対する対応
策を講じてきたこと、対応策を積み重ねることを通じて環境保全のためのさまざ
まな原則・理念が打ち立てられてきたこと、環境の価値を認めて環境と⼈類社会
の関係に関する環境政策が構築されたことを理解することとなるよう講義する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 明治時代〜第二次世界大戦前までの近代化の過程における廃棄物問題と社
会的対応について講義する。 
2 回 明治時代〜第二次世界大戦前までの近代化の過程におけると自然破壊、環
境汚染等の環境問題の発生と社会的対応について講義する。 
3 回 四日市ぜんそく、水俣病、イタイイタイ病等の公害病の発生、地盤沈下や環
境汚染による農水産物被害の発生、および社会的な対応について講義する。 
4 回 高度経済成⻑期に多発した、四大公害裁判を初めとする公害紛争等につい
て講義する。 
5 回 公害対策基本法の制定、公害対策基本法の意義と限界等について講義する。 
6 回 高度経済成⻑期における国⺠の環境意識の変化、公害健康被害補償、水俣病
訴訟等について講義する。 
7 回 戦後復興および高度経済成⻑期における自然破壊、自然環境保全のために
とられた社会的対応の経緯等について講義する。 
8 回 戦後から今日に至る日本の廃棄物処理・処分をめぐる経緯および法制度の
構築の経緯・現状・課題について講義する。 
9 回 1990 年代頃以降における日本の不要物・廃棄物のリサイクルをめぐる経緯
およびリサイクルのための法制度の構築の経緯・現状・課題について講義する。 
10 回 日本における環境影響評価制度をめぐる経緯、現在の制度および今後の課
題について講義する。 
11 回 地球環境保全に関する日本の取組みの経緯について講義する。 
12 回 地球温暖化の問題および日本の対応の経緯・現状・課題について講義する。 
13 回 日本による環境分野の国際協⼒について講義する。 
14 回 産業界と環境政策の関係の経緯、産業界の環境配慮の動向、産業界に期待
される今後の課題等について講義する。 
15 回 環境保全への社会的な取組みの結果により形成された環境政策について講
義する。 

準備学習 1 回 明治時代における廃棄物（し尿・ごみ）問題について予習しておくこと。 
2 回 「足尾鉱毒事件」、および明治時代〜第二次世界大戦前までの時期に制定さ
れた「森林法」・「狩猟法」・「国立公園法（現在の自然公園法）」について予習して
おくこと。 
3 回 四日市ぜんそく、水俣病およびイタイイタイ病について予習しておくこと。 
4 回 「四大公害裁判」について予習しておくこと。 
5 回 公害対策基本法の概要について予習しておくこと。 
6 回 公害健康被害補償法（1987 年に改正・改称されて「公害健康被害の補償等
に関する法律」）について予習しておくこと。 
7 回 自然環境保全法、および 1990 年代以降に環境政策においてよく使われるよ
うになった「共生」について、予習しておくこと。 
8 回 「廃棄物の処理及び清掃に関する法律（廃棄物処理法）」について予習して
おくこと。 
9 回 「循環型社会形成推進基本法」および「循環型社会形成推進基本計画」につ
いて予習しておくこと。 
10 回 環境影響評価法について予習しておくこと。 



11 回 「ナイロビ宣言」、「リオデジャネイロ宣言」について予習しておくこと。 
12 回 日本政府による「京都議定書目標達成計画」の概要について予習しておく
こと。 
13 回 政府開発援助（ODA）について概要を予習しておくこと。 
14 回 汚染者負担原則（P.P.P.原則）、無過失責任、環境報告書、環境マネジメン
トシステム（ISO14000 シリーズ）について予習しておくこと。 
15 回 １回?14 回の講義を復習し、構築された環境政策について、明治時代以来
の経緯を経てきたこと、公害対策・自然環境保全対策・廃棄物処理処分・資源リ
サイクル対策・地球環境保全対策などからなること、国・地方公共団体・事業者・
国⺠がその主体であること、などを確認しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FIV1721 
成績評価 定期試験（100%）により評価する。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス VA(〜11),VB(〜11) 
見出し FIV1721 環境管理 
担当教員名 井上 堅太郎＊ 
単位数 2 
教科書 講義資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 環境管理 環境基準 公害 公害対策 公害規制 大気汚染 悪臭 水質汚濁 

富栄養化 水資源 騒音 地盤沈下 土壌汚染 化学物質汚染 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 環境管理 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIV1721 
実務経験のある教員  
達成目標 社会経済活動により引き起されるさまざまな公害（環境汚染）の発生、それらに

対して講じられてきた対応、その結果として構築された社会的な環境管理の仕組
み、および今後の課題について理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Environmental Management 
関連科目 環境政策 日本の近代化と環境 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 日本における大気汚染、水質汚濁、騒音、地盤沈下、化学物質汚染等による環境

汚染の問題の発生と対策の経緯、構築された環境管理の社会的な仕組およびこれ
からの課題について理解することとなるよう講義する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 環境管理の概念と基本原則等について講義する。 

2 回 大気汚染物質とその発生源、および二酸化窒素、浮遊粒子状物質、二酸化硫
⻩、一酸化炭素による大気汚染の現状について講義する。 
3 回 光化学オキシダント、有害大気汚染物質、悪臭による大気汚染とその影響等



について講義する。 
4 回 大気汚染環境基準、工場・自動車排出ガス等から排出される大気汚染規制に
ついて講義する。 
5 回 騒音による環境影響と一般騒音・自動車草稿騒音・新幹線鉄道騒音・航空機
騒音の環境基準、騒音公害の現状等について講義する。 
6 回 工場騒音・建設工事騒音の規制、自動車騒音の規制、新幹線鉄道騒音対策、
航空機騒音対策などについて講義する。 
7 回 水利用と水質汚濁、水質汚濁の影響と環境基準、閉鎖性水域の富栄養化、お
よび河川・湖沼・海域・地下水の水質汚濁の現状について講義する。 
8 回 水質保全のための工場・事業場の排水規制、閉鎖性水域の富栄養化対策、地
下水保全対策等について講義する。 
9 回 日本の水資源と水資源をめぐる問題・課題、世界の水資源と水資源をめぐる
問題・課題について講義する。 
10 回 日本の地盤沈下の推移・現状、地盤沈下の防止のための地下水汲上げ規制
等について講義する。 
11 回 日本における農用地の土壌汚染および市街地の土壌汚染に関する問題の発
生、講じられた対策の経緯について講義する。 
12 回 農用地土壌汚染、および市街地土壌汚染の対策のための法制度について講
義する。 
13 回 化学物質による環境汚染の特徴、内分泌撹乱物質、ダイオキシン類等によ
る環境汚染問題について講義する。 
14 回 化学物質汚染のために講じられた対策の経緯と現在の法制度等について講
義する。 
15 回 国・地方公共団体による環境管理行政・環境管理実務、および事業者によ
る自主的環境管理について講義する。 

準備学習 1 回 環境基本法による「公害」、「環境基準」および「公害規制」について予習し
ておくこと。 
2 回 「大気汚染」、および大気汚染物質（二酸化窒素、浮遊粒子状物質、二酸化
硫⻩、一酸化炭素）について予習しておくこと。 
3 回 大気汚染物質（光化学オキシダント、悪臭）について予習しておくこと。 
4 回 大気汚染物質による健康影響・健康被害、大気汚染環境基準、大気汚染防止
法の概要について予習しておくこと。 
5 回 「騒音」および騒音環境基準（一般騒音・自動車草稿騒音・新幹線鉄道騒音・
航空機騒音の環境基準）について予習しておくこと。 
6 回 「騒音規制法」の概要および騒音規制（工場騒音・建設工事騒音の規制、自
動車騒音の規制）について予習しておくこと。 
7 回 「水質汚濁」、水質汚濁物質、水域の「富栄養化」、および水質汚濁による健
康影響・健康影響について予習しておくこと。 
8 回 水質汚濁防止法の概要、湖沼水質保全法について予習しておくこと。 
9 回 日本および世界の水資源について予習しておくこと。 
10 回 「地盤沈下」および日本の地盤沈下の経緯について予習しておくこと。 
11 回 イタイイタイ病をめぐる問題の概要、イタイイタイ病と土壌汚染の関係に



ついて予習しておくこと。 
12 回 「農用地土壌汚染対策法」、「土壌汚染対策法」について予習しておくこと。 
13 回 「ダイオキシン類汚染」、「環境ホルモン物質」および「カネミ油症事件」
について予習しておくこと。 
14 回 「化学物質審査規制法」および「PRTR」について予習しておくこと。 
15 回 １回?14 回の講義を復習し、環境汚染を防止するために構築されてきてい
る環境管理の仕組を把握しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FIV1731 
成績評価 小テスト 30％、学期末試験 70％により成績を評価する。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス VA(〜10),VB(〜10) 
見出し FIV1731 地域経済分析 
担当教員名 三原 裕子 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 地域経済分析 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 教科書は指定せず、レジュメを配布します。また、必要に応じて適宜参考文献を

紹介します。 
シラバスコード FIV1731 
実務経験のある教員  
達成目標 ①経済学の基礎的な知識を身に着け、理論的に物事が判断できるための⼒を養

う。 
②新聞記事を読み、自分自身で政策の効果が評価できるようになるための知識を
身につける。 

受講者へのコメント 3 年生への開講科目でもあり、2 年生までに行ってきた経済学関連の授業の応用
を行いました。数学と経済学の知識を両方同時に使いながらの授業でしたが、論
理的な思考が身についてくれることを期待します。 

連絡先 21 号館 7F 三原研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 講義を受けて良かった点として最も回答割合の高かったものは「理解が深まっ
た」、次いで「興味、関心が高まった」であった。満足度については全員の学生が
満足と回答している。 

英文科目名 Regional Economics 
関連科目 ミクロ経済分析、マクロ経済分析、国際経済論 
次回に向けての改善変更予定 もう少し、学問的な分野ではなく身近な地域経済の話題を増やすことができれば

よかったと思います。 
これについては今後の課題としたいと思います。 

講義目的 地域経済分析では他の空間とは独立したある空間に注目し、その空間内において



(1)GDP がどのように決定され、（２）企業等がどのように立地し、さらには他空
間とどのような相互依存関係があるか、が中心に考察される。  
この講義では地域経済学の基本的な構造を理解し、地域が抱える諸問題を分析す
るために必要な知識を学ぶことを目的とする。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス。授業の進め方や地域経済学について説明する。 

2 回 授業を行うために必要な数学、とくに連立方程式について復習する。 
3 回 産業構造の変化と日本の地域構造について説明する。 
4 回 県内総生産の決定メカニズムについて説明する。 
5 回 地方政府の政策の効果について、県内総生産の決定メカニズムを用いて説
明する。 
6 回 産業連関表の読み方について説明する。 
7 回 産業連関表を用いて、各産業の産出物がどのように配分されているのかに
ついて実際のデータを用いて説明する。 
8 回 岡山県の産業連関表を用いて、需要の波及効果について説明する。 
9 回 第 3 回から第 8 回までの練習問題を解き、その解説を行う。 
10 回 特化係数の読み方およびその算出方法について説明する。 
11 回 岡山県が公表しているデータを用いて実際に特化係数を産出する。 
12 回 比較優位と地方間交易について説明する。 
13 回 ヘクシャー＝オリーン・モデルについて説明する。 
14 回 地域間交易による利益について説明する。 
15 回 第 10 回から第 14 回までの練習問題を解きその解説を行う。 

準備学習 1 回 授業内容の復習を行う。第 2 回目までに連立方程式について復習をしてお
くこと。 
2 回 連立方程式を解く、さらには与えられた関数をきちんと図示できるように
復習を行うこと。 
3 回 日本の地域構造の特徴について整理しておくこと。 
4 回 岡山県の県内総生産について岡山県のホームページ等で確認をしておくこ
と。 
5 回 第 4 回の県内総生産の決定メカニズムについて図を用いて説明できるよう
に復習しておくこと。 
6 回 産業連関表の読み方をきちんと説明できるように復習を行うこと。 
7 回 あらかじめ配布する産業連関表に目を通しておくこと。 
8 回 岡山県の産業連関表をホームページで確認しておくこと。 
9 回 第 3 回から第 8 回までの質問事項をまとめておくこと。 
10 回 特化係数について説明できるように復習しておくこと。 
11 回 あらかじめ配布するデータを用いて特化係数を産出しておくこと。 
12 回 比較優位について説明できるように復習をしておくこと。 
13 回 ヘクシャー＝オリーン・モデルを図示によって説明できるように復習をし
ておくこと。 
14 回 地方間の交易の利益について社会余剰を用いて説明できるように復習をし
ておくこと。 



15 回 これまでの授業内容について、分からないところをきちんと見つけておく
こと。 

 



年度 2012 
授業コード FIV1911 
成績評価 定期試験（100%）により評価する。 
曜日時限 月曜日 9・10 時限 
対象クラス VA(〜06),VB(〜06) 
見出し FIV1911 環境資源情報(再) 
担当教員名 井上 堅太郎＊ 
単位数 2 
教科書 講義資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 地球環境 地球資源 大気資源 水資源 食料 食料供給 化石燃料 地球温

暖化 ⼈口 地球⼈口 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 環境資源情報(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIV1911 
実務経験のある教員  
達成目標 ⼈類による地球資源の利用の現況、地球資源の限界、およびこれからの⼈類社会

に求められる政策選択肢について理解する。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Information of Environmental Resource 
関連科目 環境管理 環境政策 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 地球環境について⼈類の社会経済活動を支える資源の観点から講義し、資源利用

に伴う環境上の諸問題の発生と地球環境資源の限界を踏まえた⼈類に求められ
る政策選択のあり方について理解することとなるよう講義する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 大気・水・陸地・生態系からなる環境要素・環境資源、およびそれらに影響・

負荷を与える社会経済活動について講義する。 
2 回 地球の歴史、地球環境と環境資源、⼈類・文明と地球資源利用について講義
する。 
3 回 地球の誕生の後、今日の大気環境が形成される経緯について講義する。 



4 回 大気成分、大気環境およびオゾン層について講義する。 
5 回 地球の大気環境に影響を与える大気汚染物質の排出、オゾン層破壊物質の
排出等の⼈類の社会経済活動について講義する。 
6 回 地球の誕生後の海洋の形成および地球の水循環について講義する。 
7 回 世界の水資源・水利用について講義する。 
8 回 ⼈類文明の推移と土地利用の関係、穀物・水産物等の食料生産の現状・課題
等について講義する。 
9 回 世界の食料需給、⼈口増加と食料供給の関係、および今後の見通しと課題に
ついて講義する。 
10 回 ⼈類の社会経済活動とエネルギ?利用、およびエネルギー資源としての化
石燃料利用の経緯・現状・問題点について講義する。 
11 回 世界のエネルチー利用の経緯、現状、および将来見通しについて講義する。 
12 回 地球温暖化に関する IPCC 報告、および温暖化防止のための⼈類のあり方
に関する政策の選択肢について講義する。 
13 回 地球温暖化に関する国際社会の取組みの経緯、現状、今後の動向と課題に
ついて講義する。 
14 回 ⼈類の社会経済活動にともなう地球資源の利用、地球資源の限界、および
⼈類に求められる政策の選択肢について講義する。 
15 回 地球環境資源と⼈類の社会経済活動の関係を総括し、⼈類に求められるこ
れからの文明と⼈口のあり方に関する選択肢について講義する。 

準備学習 1 回 地球の大気・水・陸地・生態系について予習しておくこと。 
2 回 ⼈類による火の使用の始まり、農耕・放牧の始まり、都市形成の始まりにつ
いて予習しておくこと。 
3 回 地球の大気と植物の関係について予習しておくこと。 
4 回 オゾン層とフロン等⼈工化学物質によるその破壊について予習しておくこ
と。 
5 回 化石燃料使用と大気汚染物質の排出について予習しておくこと。 
6 回 地球の水資源・水循環について予習しておくこと。 
7 回 世界の水資源利用について予習しておくこと。 
8 回 世界の食料事情について予習しておくこと。 
9 回 今後の⼈口増加と必要な食料供給量について予習しておくこと。 
10 回 ⼈類の社会経済活動とエネルギ?利用について予習しておくこと。 
11 回 世界のエネルギ?利用の現状について予習しておくこと。 
12 回 地球温暖化について予習しておくこと。 
13 回 「IPCC 第４次報告書（2007 年）」の概要を予習しておくこと。 
14 回 「リオデジャネイロ宣言」を予習しておくこと。 
15 回 １回?14 回の講義を復習し、地球環境資源と⼈類の社会経済活動の関係、
⼈類に求められるこれからの文明と⼈口のあり方を理解しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FIV1912 
成績評価 定期試験（100%）により評価する。 
曜日時限 月曜日 9・10 時限 
対象クラス VA(〜06),VB(〜06) 
見出し FIV1912 環境情報・環境アセスメント(再) 
担当教員名 井上 堅太郎＊ 
単位数 2 
教科書 講義資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 環境情報 環境政策 環境汚染 公害被害 公害健康被害 環境基準 地球温

暖化 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 環境情報・環境アセスメント(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIV1912 
実務経験のある教員  
達成目標 環境情報の種類、環境情報の所在、環境情報と社会経済活動の関係を理解すると

ともに、環境情報と社会経済活動の関係からさまざまな環境政策が導入されるこ
とについて理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Environmental Information and Environmental Impact Assessment 
関連科目 環境管理 環境政策 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 さまざまな環境情報の所在、環境情報と社会経済活動の関係、環境情報を基礎と

する環境影響評価（環境アセスメント）、環境政策形成の関係について理解され
ることとなるよう講義する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 ⼈の社会経済活動に伴う環境影響、⼈類による環境影響に係る環境情報の

取得と環境情報の所在と種別、環境情報をもとに導入される環境政策について講
義する。 
2 回 環境情報と環境政策の関係、環境政策に関わる主体について講義する。 



3 回 環境汚染に関する環境情報について基本的な講義を行う。 
4 回 健康被害と環境情報について講義する。 
5 回 自然環境と環境情報について講義する。 
6 回 公害健康被害の発生と環境情報について講義する。 
7 回 公害紛争の発生と環境情報について講義する。 
8 回 大気汚染健康影響と大気環境基準について講義する。 
9 回 有害大気汚染物質と環境基準について講義する。 
10 回 水質汚濁による健康被害と環境基準について講義する。 
11 回 騒音による生活環境影響と環境基準について講義する。 
12 回 環境影響評価制度と環境情報について講義する。 
13 回 開発に伴う環境影響の調査・予測・評価と環境情報について講義する。 
14 回 地球温暖化に関係するエネルギ−利用、⼈口増加、経済開発等の環境情報、
および地球温暖化予測について講義する。 
15 回 地球温暖化対策に係る条約、京都議定書、ポスト京都交渉、および国内対
応について講義する。 

準備学習 1 回 環境情報は、環境に影響を与える⼈類の社会経済活動に伴って影響を受け
たことに関する情報、環境の汚染に関する情報、自然破壊に関する情報、地球環
境に関する情報などからなり、その影響を回復・回避させるためにとられる社会
的な対応の仕組が「環境政策」である。環境政策は環境情報を基礎に形成される
ことについて理解しておくこと。 
2 回 環境情報をもとに形成される環境政策について、その形成は住⺠（国⺠）、
事業者、地方自治体、国（政府と国会）、国際社会が、さまざまな環境保全課題ご
とに関与しつつ形成されるものであることについて理解しておくこと。 
3 回 環境汚染に関する情報として、大気汚染、水質汚濁、土壌汚染、騒音、地盤
沈下等の環境情報があり、それらについては、汚染状態を把握する仕組である「環
境監視（環境モニタリング）」を行うことによって情報が入手される。住⺠（国
⺠）、事業者、地方公共団体、政府、大学・研究機関、さまざまな国連下部機関な
どが環境モニタリング活動を行うことによって環境情報が入手されていること
について理解しておくこと。 
4 回 健康被害に関する環境情報は、公害病のような実際に環境汚染によって被
害者が生じたことに関する情報、その被害を生じさせた原因に関する医学的・科
学的な調査・解明から得られる情報、動物実験を通じて得られる汚染と生態影響
に関する情報等からなることについて理解しておくこと。 
5 回 この講義において、自然環境に係る環境情報は、⼈の社会経済活動によって
影響を受ける自然環境の改変や後退に関するものであり、⼈工的な土地利用の拡
大に伴う森林や緑地の減少・後退、野生生物種の絶滅や個体数の減少、自然海岸・
干潟の減少等であることを理解しておくこと。 
6 回 水俣病、イタイイタイ病、四日市ぜんそくの発生について、⼈の健康被害情
報、環境汚染の情報、健康情報と医科学的な解明に結果から得れた情報などの観
点から予習しておくこと。 
7 回 公害紛争は、公害病の発生に対して被害者が起こす被害補償や対策要求、農
水産物被害の発生に対して農業者・漁業者等が起こす被害補償や対策要求、騒音・



悪臭等の公害に対して影響を受けた住⺠による公害苦情・対策要求、工業開発・
企業立地に対して公害発生を懸念して住⺠が起こす反対運動、などからなること
について、理解しておくこと。 
8 回 大気汚染環境基準のうち、二酸化硫⻩、浮遊粒子状物質、二酸化窒素、光化
学オキシダント、一酸化炭素、微小粒子状物質の環境基準について、予習してお
くこと。 
9 回 大気汚染環境基準のうち、ベンゼン等の有害化学物質、ダイオキシン類の環
境基準について予習しておくこと。 
10 回 水質汚濁環境基準に係る、「有機汚濁（BOD、COD）」について予習して
おくこと。また、健康被害に係る水質汚濁環境基準について予習しておくこと。 
11 回 騒音に係る環境基準である、一般環境に係る騒音環境基準、自動車騒音に
係る環境基準、新幹線鉄道騒音に係る環境基準、航空機騒音に係る環境基準につ
いて予習しておくこと。 
12 回 環境影響評価制度を予習し、その制度において開発者が開発に伴う環境影
響に関する準備書、および評価書を用意すること、その書類の作成にあたってさ
まざまな環境情報を駆使することとなること、それらの情報には、監視・測定等
から得られた情報や開発に伴う汚染物質の排出などの情報（一次情報）、それら
をもとに集計等が施された高次情報（二次情報）、さらにはそうした情報をもと
に数値予測シミュレーション等により予測された情報（三次情報）などがあるこ
とを理解しておくこと。 
13 回 環境影響評価制度においては、開発者が環境影響に関する準備書、および
評価書を作成するが、その書類には開発事業により影響を受ける環境影響が記載
される。それらは環境影響に関する「環境情報」に他ならない。その中には自然
環境に係る大気・水・土壌などへの影響に関する情報、野生生物・生態系等の自
然環境への影響に関する情報、開発に伴って改変を受ける景観への影響に関する
情報、開発に伴って排出される温室効果ガスや廃棄物に関する情報などが含まれ
ることを理解しておくこと。 
14 回 地球温暖化に関する「IPCC 第４次レポート」における「政策決定者向け
要約」を予習しておくこと。この資料においては地球温暖化の今後の動向に影響
を与える⼈類の社会経済活動として、エネルギ−利用、⼈口増加、経済開発動向
等の環境情報が駆使されていることを理解しておくこと。 
15 回 地球温暖化対策に係る気候変動枠組条約、京都議定書について予習してお
くこと。 

 



年度 2012 
授業コード FIV1921 
成績評価 レポート（30％）、臨時試験（70％） 
曜日時限 月曜日 9・10 時限 
対象クラス VA(〜06),VB(〜06) 
見出し FIV1921 東アジア社会文化史(再) 
担当教員名 志野 敏夫 
単位数 2 
教科書 講義中に適宜紹介する。 
アクティブラーニング  
キーワード 「東アジア」、「中国」、多様性、近代化 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 東アジア社会文化史(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 高校「世界史」、および講義中に適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIV1921 
実務経験のある教員  
達成目標 1、「東アジア」とはどのような概念であるかを理解していること。  

2、「中国」が多様な「国」であることを理解していること。  
3、歴史の多面性を理解し、自らの世界観を構築しようとする態度をもつこと。 

受講者へのコメント  
連絡先 研究室：21 号館 7 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Social and Cultural History in East Asia 
関連科目 外国史 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 1、「東アジア」とはどのような概念であるかを理解させる。  

2、「中国」の多様性を理解させる。  
3、現代世界における東アジアの位置について考察する材料を提供する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションおよび、「東アジア」とは何かについて講義する。 

2 回 前回に引き続き、東アジアという地域とはどのようなものかについて講義
する。 
3 回 東アジアにある様々な文化圏を講義する。 
4 回 4 大文明の一つ⻩河文明と、近年発見されつつある⻑江文明を紹介する。 



5 回 古代中国の都市国家について講義する。 
6 回 中国史上最初の帝国である、秦と漢王朝について講義する。 
7 回 漢帝国の崩壊と周辺地域の変化について講義する。 
8 回 周辺⺠族の流入によって、新しい世界帝国と東アジア世界が形成されたこ
とを講義する。 
9 回 新しい文明の移入によりいわゆる中華文明が形成されたことを講義する。 
10 回 いわゆる異⺠族が中華帝国の主⼈公となる様子を講義する。 
11 回 今までにはないタイプの文明との接触と、中華世界の反応について講義す
る。 
12 回 「近代」化とはどのようなことかを講義する。 
13 回 清朝がどのような近代化改⾰を行なったかを講義する。 
14 回 日本がどのように近代化しようとしたかについて講義する。 
15 回 テストを実施し、解説を行い、本講義の学習内容を確認する。 

準備学習 1 回 高校の「世界史」のうち、中国史に関するところを復習しておくこと。 
2 回 世界地図で「アジア」地域を確認しておくこと。 
3 回 高校「世界史」の東南アジアやモンゴル地域を復習しておくこと。 
4 回 高校「世界史」の中国史のうち、古代文明について復習しておくこと。 
5 回 高校「世界史」の中国史のうち、古代文明について復習しておくこと。 
6 回 高校「世界史」の中国史のうち、秦漢帝国について復習しておくこと。 
7 回 高校「世界史」の中国史のうち、三国時代から南北朝時代を復習しておくこ
と。 
8 回 高校「世界史」の中国史のうち、隋・唐王朝について復習しておくこと。 
9 回 高校「世界史」の中国史のうち、宋・元および遼・金王朝について復習して
おくこと。 
10 回 高校「世界史」の中国史のうち、明・清王朝について復習しておくこと。 
11 回 高校「世界史」の中国史のうち、清時代にヨーロッパとの接触が起きた時
期について復習しておくこと。 
12 回 高校「世界史」のヨーロッパ史のうち、近代⾰命について復習しておくこ
と。 
13 回 高校「世界史」の中国史のうち、清朝末期＝19 世紀の歴史を復習しておく
こと。 
14 回 高校「日本史」のうち、幕末・明治期について復習しておくこと。 
15 回 ここまで学習した事について復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FIV2111 
成績評価 定期試験(85%)と、授業の中で実施する課題(15%)によって評価する。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス VA(〜12),VB(〜12) 
見出し FIV2111 現代の経営 
担当教員名 水谷 直樹 
単位数 2 
教科書 配布する講義資料による。 
アクティブラーニング  
キーワード 企業経営、経営戦略、企業組織 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 現代の経営 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業の中で紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 実務士資格「情報処理士」「上級情報処理士」「ビジネス実務士」「社会調査アシス

タント」の認定科目である。 
シラバスコード FIV2111 
実務経験のある教員  
達成目標 経営学の基礎的な概念を理解し、ビジネス分野の各論を学ぶために必要な知識を

得る。 
消費者の立場ではなく、企業側の立場から企業の意思決定の考察ができることを
目指す。 

受講者へのコメント  
連絡先 水谷研究室 21 号館７階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Modern Management 
関連科目 経営戦略、経営組織 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 現代経済の中で重要な役割を担っている企業の成り立ち・仕組み・機能等を理解

し、組織及び経営についての基礎知識を得る。具体的には、企業の沿⾰・諸形態
についての理解をふまえ、企業類型ごとの特徴を整理しながら、現代の経営にと
っての課題について考える。そして、経営学の柱である戦略論および組織論の概
要を把握する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。企業経営の目的について説明する。 



2 回 経営学の概要について解説する。経営戦略論と経営組織論が経営学の中核
であることを示し、それぞれについて概要を説明する。 
3 回 企業の規模と種類について解説する。日本の企業の構成について紹介し、規
模による分類および業種による分類について説明する。 
4 回 企業が有する経営資源を解説する。ヒト、モノ、カネ、情報という４つの経
営資源について説明する。 
5 回 企業をとりまく経営環境について解説する。企業は環境の変化に応じて変
化していることを理解する。 
6 回 企業の資金調達手段を解説する。直接金融と間接金融について説明する。 
7 回 株式と株式会社制度について解説する。株式のしくみを説明し、株式会社の
組織構造について説明する。 
8 回 経営のための戦略について解説する。企業活動の成果を高めるためには、戦
略を立てることが重要であることを説明する。 
9 回 成⻑戦略と競争戦略を解説する。企業が立案する戦略の中で代表的な成⻑
戦略および競争戦略について説明する。 
10 回 企業の経営組織について解説する。分業の有用性を説明し、企業が組織を
必要とする理由について理解する。 
11 回 経営組織の構造について解説する。経営組織として代表的な職能性組織お
よび事業部制組織を中心に説明し、戦略と組織構造との関連性を理解する。 
12 回 企業組織における働く個⼈のモチベーションについて解説する。組織を形
成するのは個⼈であり、各個⼈のモチベーション管理が重要であることを理解す
る。 
13 回 情報化が経営に及ぼす影響について解説する。コンピュータおよびそのネ
ットワークによる経営の変化について説明する。 
14 回 現代経営における課題として、企業の社会的責任について解説する。 
15 回 全体のまとめを行い、必要な場合は補足説明を行う。 

準備学習 1 回 シラバスを読んでおくこと。社会⼈としての自分の将来を思い描いておく
こと。 
2 回 日本の大企業のいくつかを思い浮かべ、それらの事業内容をイメージする
こと。また、企業が事業を行っていくうえで、決定しなければならない最重要項
目は何であるか考えておくこと。 
3 回 中規模・小規模な企業を思い浮かべ、その事業内容をイメージすること。就
職したい企業をリストアップし、その事業内容を説明できるようにしておくこ
と。 
4 回 企業が保有する資源としてどのようなものがあるか考察しておくこと。 
5 回 企業の経営を左右する環境要因として何があるか推測しておくこと。 
6 回 企業が事業を行う際に、資金を借りる理由を考えておくこと。なぜ利息を払
う必要が生じるのに資金を借りるのか考えておくこと。 
7 回 最近１年間の日経平均株価の変化について調べておくこと。 
8 回 日本の大企業の戦略の一例を紹介できるようにしておくこと。 
9 回 企業が成⻑するための戦略と競争するための戦略の一例を探しておくこと。 
10 回 事業を行う場合に、複数⼈で行うことの利点を考えておくこと。 



11 回 本大学の組織を推測して図で描いてみること。 
12 回 企業に就職する際、自分の働く動機は何であるか考えておくこと。あるい
は、大学に入学した動機が何であったか振り返っておくこと。 
13 回 インターネットビジネスの例を探しておくこと。 
14 回 個別企業に関連するニュース、特に企業の不祥事に目を向けておくこと。 
15 回 これまでの資料やノートをもとに授業を振り返っておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FIV2112 
成績評価 平常点(30％)，適宜課す課題・レポート(20％)および定期試験(50％)によって評

価を行う。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス VA(〜12),VB(〜12) 
見出し FIV2112 社会調査法 
担当教員名 森 裕一 
単位数 2 
教科書 社会調査へのアプローチ―論理と方法／大谷，後藤，永野，木下，小松／ミネル

ヴァ書房 
アクティブラーニング  
キーワード 社会調査，調査倫理，調査の実際，標本調査，データ処理，基本統計量，推定・

検定 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 社会調査法 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 ・「社会調査士」認定科目である。・実務士資格「情報処理士」「上級情報処理士」

「ビジネス実務士」「社会調査アシスタント」の認定科目である。 
シラバスコード FIV2112 
実務経験のある教員  
達成目標 ・「社会調査」の基礎的概念（意義，歴史，累計，倫理）を習得すること。・「社会

調査」の一連の過程を理解し，正しい調査票が作れるようになること。・標本調査
の概念を身につけ，「社会調査」の結果を正しく理解・運用できるようになるこ
と。・データの要約と推定・検定について理解し，自らデータ処理ができるように
なること。 

受講者へのコメント  
連絡先 森研究室（21 号館 7 階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Social Research Methods 
関連科目 「社会情報入門」（必修科目）と「データ解析基礎」（必修科目）の知識を前提と

する。本科目に引き続き，「データ解析システム」などの「社会調査士」認定科目
を受講することが望ましい。 

次回に向けての改善変更予定  
講義目的 社会調査の意義，歴史，類型，調査倫理，官庁統計をはじめとする各種調査の実



際やマーケティングなどでの利用事例などを社会調査全般にわたって学習する。
その後，資料やデータの収集から分析までの諸過程に関する基礎的事項に触れ，
標本調査の考え方を基に，データの要約と関係の把握や推定・検定などの基礎的
なデータ処理の方法について学習する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  社会調査の意義と用途について解説する。 

2 回  社会調査の歴史について解説する。 
3 回  調査倫理について解説する。 
4 回  各種の調査法と実施の方法について解説する。 
5 回  調査の企画と調査票のデザインについて解説する。 
6 回  データ獲得法（⺟集団と標本および標本抽出法）について解説する。 
7 回  分析の方法，質的調査と量的調査について解説する。 
8 回  調査結果のまとめ方とよみ方について解説する。 
9 回  実際の調査例（1）として，官庁統計，世論調査，学術調査，動向調査の具
体例について解説する。 
10 回  実際の調査例（2）として，マーケティングリサーチ，Web 調査の具体例
と特徴について解説する。 
11 回  統計処理の基礎（1）として，集団の特徴の把握，データの要約と表現の
仕方について解説する。 
12 回  統計処理の基礎（2）として，変量間の関係把握の方法について解説する。 
13 回  統計処理の基礎（3）として，標本と推定について解説する。 
14 回  統計処理の基礎（4）として，判断の根拠と検定の考え（1）について解説
する。 
15 回  統計処理の基礎（5）として，判断の根拠と検定の考え（2）について解説
する。 

準備学習 1 回  前期「社会情報入門」の「社会調査」の部分を見直しておくこと。 
2 回  日常あるいは報道等で見かける「社会調査」を調べておくこと。 
3 回  「社会調査」における問題点を意識しておくこと。 
4 回  「社会情報入門」の「社会調査」部分に出てきた調査方法をあらためてま
とめておくこと。 
5 回  これまでに経験したアンケートについて，その実行の様子や調査票のデザ
インの問題点を整理しておくこと。 
6 回  前期「データ解析基礎」の⺟集団，標本および標本調査の部分を復習して
おくこと。 
7 回  報道や公的刊行物において，調査データをどのように分析しているかを見
ておくこと。 
8 回  報道や公的刊行物において，調査結果をどのようにまとめているかを見て
おくこと。 
9 回  実際の「社会調査」の例をさがし，自分なりに特徴等をまとめておくこと。 
10 回  実際の「社会調査」の例をさがし，自分なりに特徴等をまとめておくこ
と。 
11 回  これまでの統計関係の授業で学んだ内容で今回の講義に関係する部分を



復習しておくこと。 
12 回  これまでの統計関係の授業で学んだ内容で今回の講義に関係する部分を
復習しておくこと。 
13 回  これまでの統計関係の授業で学んだ内容で今回の講義に関係する部分を
復習しておくこと。 
14 回  日常で使われる「検定」の意味や利用場面について整理しておくこと。 
15 回  前回の復習をしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FIV2121 
成績評価 小テスト（３０％）および定期試験（７０％）による。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス VA(〜11),VB(〜11) 
見出し FIV2121 言語文化論 
担当教員名 ⻄野 雅二 
単位数 2 
教科書 プリント（資料）を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード ドイツ語、ドイツ文化 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「6 月に入ったらクーラーをつけてください」、「あつい」、「暑い」、「もっとすず

しくしてほしい」 
  ＝＝＞ 暑かったですね。今年は特に電⼒事情等によりガマンが必要でし
た。 
「普段学ばないドイツ語関連の内容だったので新鮮でした」、「特になし」、「外国
の詩や物語がきけてよかった」 
  ＝＝＞ よかったと思ってもらえて嬉しいです。 

科目名 言語文化論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜、指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 特になし。 
シラバスコード FIV2121 
実務経験のある教員  
達成目標 題材として取り上げる文章そのものを理解すると同時に、それらが書かれた時代

の文化に一定の理解を深める。 
受講者へのコメント 今後とも外国の言語や文化にも関心をもってもらえると有難いです。 
連絡先 ⻄野研究室（２１号館７階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 おおむね満足してもらえたようです。この分野への理解や興味・関心が高まった
という⼈が多く、喜ばしい限りです。 

英文科目名 Language and Culture 
関連科目 ドイツ語 I、ドイツ語 II、⻄洋史を受講していることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 今後とも多くの学生諸君に満足してもらえるような講義になるよう努⼒します。 
講義目的 中世から現代にいたるまでのドイツ語文章に触れ、ドイツ語およびドイツ文化に

対する理解を深めることを目的とする。また、ことばと社会の関わりについても
言及していく。 



対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。ヨーロッパの各種言語とドイツ語の類似点、相違点な

どについて解説する。 
2 回 ー ドイツ語初歩文法概観 ー 
ここでは、若干の分量のドイツ語の文章を見ながら講義をすすめていくので、ま
ずは、ドイツ語の基礎的な文法にについて解説する。 
4 回 英雄叙事詩や宮廷叙事詩について、例を示しながら解説する。また、これら
の叙事詩に見られる中世の社会や文化について解説する。 
6 回 主に中世の騎士がになった文化の代表的なものとしてミンネザングについ
て解説する。 
8 回 ルターの聖書翻訳により、ドイツ語が変化した。ルター前後の時代のドイツ
語について解説する。 
9 回 ゲーテの時代の作品、とりわけゲーテやシラーについて解説するとともに、
それらを生んだ時代や社会について解説する。 
12 回 シュトルムの時代の作品、およびそれらを生んだ時代や社会について解説
する。 
14 回 ２０世紀の作品やネット社会のドイツ語について解説する。 

準備学習 1 回 欧米の各言語の類似点・相違点について考えておくこと。 
2 回 ドイツ語 I、II の既習者は、その内容を見直しておくこと。また、講義終了
後は文法項目をよく整理しておくこと。 
4 回 ドイツ語の文法初歩を復習しておくこと。ドイツ中世の「騎士」やその文化
について調べておくこと。 
6 回 ドイツ中世の文化ならびに講義で取り上げた文章を復習しておくこと。「騎
士」の「婦⼈」に対する考え方について調べておくこと。 
8 回 中世の文化ならびに講義で取り上げた文章を復習しておくこと。ドイツ中
世末期以降の詩作について調べておくこと。 
9 回 ルター前後の文化ならびに講義で取り上げた文章を復習しておくこと。ゲ
ーテの時代の詩⼈について調べておくこと。また、ゲーテやシラーにどのような
代表的な作品があるか、調べておくこと。 
12 回 ゲーテ時代の文化ならびに講義で取り上げた文章を復習しておくこと。シ
ュトルムの時代の詩⼈について調べておくこと。 
14 回 シュトルム時代の文化ならびに講義で取り上げた文章を復習しておくこ
と。２０世紀の詩⼈について調べておくこと。ネット時代のドイツ語について、
それまでのものと比較し検討しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FIV2122 
成績評価 小テスト（３０％）および定期試験（７０％）による。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス VA(〜11),VB(〜11) 
見出し FIV2122 言語文化情報解析 
担当教員名 ⻄野 雅二 
単位数 2 
教科書 ⻄野研究室に置いた Web サーバ上の資料を参照する。また、適宜、プリントを

配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード ドイツ語、JavaScript、html、C 言語、国際事情 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 反応の悪いキーボードがある。直してほしい。 ー＞ 情報処理センターにお願

いします。 
詳しく説明してくださってわかりやすく、質問があったらすぐ教えてくださりと
てもいいと思う。 
ー＞ ありがとう、うれしいコメントです。 

科目名 言語文化情報解析 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜、指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 ※ 実務士資格「情報処理士」「上級情報処理士」の認定科目である。  

※ 研究室の Web サーバに学内ネットワーク（OUSNET)を介してアクセスし、
資料等を提示して講義を行う。 

シラバスコード FIV2122 
実務経験のある教員  
達成目標 グローバル化した現代社会における異文化コミュニケーションの手段としての

「言語情報」の処理に関する理解を深め、国際事情の理解につなげる。 
受講者へのコメント 今後もこの分野に関心を持ち、頑張ってくれるとうれしいです。 
連絡先 ⻄野研究室（２１号館７階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 おおむね満足してもらえたものと思います。 
英文科目名 Information Analysis of Language and Culture 
関連科目 ドイツ語 I、ドイツ語 II を履修済みであることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 この調子で頑張ります。 
講義目的 英語、ドイツ語などの欧米言語による情報の処理を行う。すなわち、ここではこ

れらの言語による報道文や文学作品を取り扱いつつ、国際事情の理解にまでつな
げていく。さらに、html、C 言語によるプログラミングにより、これらの語学練



習問題など言語情報の処理について理解を深める。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。「メモ帳」によるファイルの作成と保存を説明する。 

2 回 国際事情理解（１）テキストファイルと欧米言語。ドイツ語のウムラウトな
ど、英語には無い文字を、それらが使用できない環境ではどのように表現するの
か説明する。 
3 回 国際事情理解（２）ワープロソフトでの欧米言語。ドイツ語のウムラウトな
ど、英語には無い文字をワープロソフトではどのように処理するのか説明する。 
4 回 国際事情理解（３）ブラウザでの欧米言語。ドイツ語のウムラウトなど、英
語には無い文字をブラウザで表示できるようにはどのようにしたらよいのか説
明する。 
5 回 国際事情理解（４）ドイツ語動詞。次回以降の練習問題のために、ドイツ語
の動詞の⼈称変化について説明する。 
6 回 JavaScript での語学練習問題と言語理解（１）。html ファイルで問題が 1 問
だけの練習問題を作成する。 
7 回 JavaScript での語学練習問題と言語理解（２）。html ファイルで複数の問題
を採点する練習問題を作成する。 
8 回 JavaScript での語学練習問題と言語理解（３）。html ファイルでの練習問題
により採点結果を表示できるプログラムを作成する。 
9 回 CGI での語学練習問題と言語理解（１）。CGI での練習問題の採点をする
html ファイルを作成する。 
10 回 CGI での語学練習問題と言語理解（２）。前回採点に用いた CGI プログラ
ムを解説する。 
11 回 C 言語での文学作品理解（１）。C 言語でのプログラム作成を説明する。 
12 回 C 言語での文学作品理解（２）。C 言語での繰り返し処理について説明す
る。 
13 回 C 言語での文学作品理解（３）。C 言語でのファイルの読み書きについて説
明する。 
14 回 C 言語での文学作品理解（４）。作品に出現する単語数をカウントする方法
について説明する。 
15 回 多言語による文書。まとめとして、テキストファイル、html ファイル、ワ
ープロファイル等により多言語が混在するファイルの作成について説明する。 

準備学習 1 回 パソコンの操作、特にファイル保存の場合の注意事項を確認しておくこと。 
2 回 メモ帳におけるファイルの保存の仕方を復習しておくこと。テキストファ
イルで表示できない欧文文字をどのように扱うのか調べておくこと。 
3 回 テキストファイルでの欧文特殊文字の処理の仕方を復習しておくこと。ワ
ープロソフトで特殊な欧文文字をどのように入⼒するのか調べておくこと。 
4 回 ワープロソフトでの欧文特殊文字の処理の仕方を復習しておくこと。ブラ
ウザで特殊な欧文文字をきちんと表示できるようにするにはどうするか調べて
おくこと。 
5 回 ブラウザでの欧文特殊文字の処理の仕方を復習しておくこと。以後、簡単な
ドイツ語を用いて講義を進めていくので、まずはドイツ語の動詞の変化について



調べておくこと。 
6 回 ドイツ語動詞の⼈称変化を復習しておくこと。html ファイルの作り方につ
いて調べておくこと。 
7 回 html ファイルの作り方を復習しておくこと。JavaScript とはどのようなも
のか調べておくこと。 
8 回 これまでのまとめをするので、特に、前々回および前回の復習をしっかりし
ておくこと。 
9 回 html ファイルの作り方を復習しておくこと。CGI とはどのようなものか調
べておくこと。 
10 回 ドイツ語練習問題がどのようにして採点されたのか、復習しておくこと。
CGI の利用について考えておくこと。 
11 回 CGI の採点プログラムがどのようなものであったか、復習しておくこと。
C 言語でのプログラミング入門について調べておくこと。 
12 回 C 言語でのプログラムの作り方を復習しておくこと。C 言語での繰り返し
処理について調べておくこと。 
13 回 繰り返し処理について復習しておくこと。C 言語でのファイルの読み書き
について調べておくこと。 
14 回 ファイルの読み書きについて復習しておくこと。C 言語でのプログラミン
グ全般について調べておくこと。 
15 回 これまでの全般について復習しておくこと。各種ソフトやブラウザなどで
の欧米特殊文字の入⼒、表示等について再確認しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FIV2131 
成績評価 平常点(20％)，適宜課す課題(20％)，および最終課題（Web 調査報告書による成

果発表）(60％)によって評価を行う。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス VA(〜10),VB(〜10) 
見出し FIV2131 社会調査実習 
担当教員名 森 裕一 
単位数 1 
教科書 Web ページ http://www.soci.ous.ac.jp/SociResPrc/2012/ および社会調査関係

の授業でこれまで使用した教科書・資料 
アクティブラーニング  
キーワード アンケート調査，社会調査 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 社会調査実習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 実習中に適宜指示する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 「社会調査士」認定科目であるが，資格取得のために，この科目を履修する場合

は，http://www.soci.ous.ac.jp/skill/SocialResearcher/subjects.html を確認のこ
と。 

シラバスコード FIV2131 
実務経験のある教員  
達成目標 ・アンケート調査により，社会調査の全過程を体験し，自ら社会調査を実施でき

るようになる。 
受講者へのコメント  
連絡先 森研究室（21 号館 7 階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Exercise of Social Research 
関連科目 これまでの社会調査関連科目を履修しておくこと。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 本実習では，社会情報実習 α とともに，社会調査の全過程を体験的に学習する。

ここでは，対象とする分野は特定せず，身近な話題をテーマとしたアンケート調
査を実施する。調査過程においては，自ら決めたテーマごとに立てた企画に基づ
き，事前情報の収集，質問紙の作成，調査の実施，得られたデータの分析に重点
をおく。実際の調査では，事前のサンプリング調査や本調査での質問紙の配布と
回収に焦点をあて，統計パッケージを利用したデータ分析と結果の読み取りを体



験する。また，報告書作成にあたっては，Web への情報発信について扱うことに
する 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション（アンケート調査の流れと情報収集・分析・発信の方

法）について解説する。 
2 回  アンケート調査の企画（テーマ，仮説，解決への方略の設定）を行う。 
3 回  調査項目の設定（先行研究の動向チェックと項目設定のための情報収集）
を行う。 
4 回  調査票の作成（主として，依頼文，質問紙の作成）を行う。 
5 回  調査票の作成（主として質問項目の評価と確定）を行う。 
6 回  作成したアンケートを用いて，調査を実施する。 
7 回  得られたデータを解析する（１：主として，Excel への結果の入⼒およびデ
ータのクリーニング）。 
8 回  得られたデータを解析する（２：主として，単純集計と傾向把握，Excel の
集計機能の利用）。 
9 回  得られたデータを解析する（３：項目間分析や多変量解析を利用した分析，
ソフトの利用）。 
10 回  得られたデータを解析する（４：解析結果の読み取りと再分析および仮説
検証） 
11 回  報告書を作成する（１：報告内容の整理と Web 公開のページ構成の検
討）。 
12 回  報告書を作成する（２：報告書作成）。 
13 回  報告書を作成する（３：報告書作成と公開）。 
14 回  成果を発表する（１）。 
15 回  成果を発表する（２）。 

準備学習 1 回  実際の社会調査を行うので，これまでの社会調査関連科目を復習しておく
こと。 
2 回  調査をしたいテーマを具体的に絞っておくこと。 
3 回  以下，これまで得た社会調査に関する知識を総動員して調査の全過程を踏
むので，必要な知識と技法の確認および前回のやり残しを補いながら，毎回の作
業に臨むこと。 
4 回  必要な知識と技法の確認および前回のやり残しを補いながら，今回の作業
に臨むこと。 
5 回  必要な知識と技法の確認および前回のやり残しを補いながら，今回の作業
に臨むこと。 
6 回  必要な知識と技法の確認および前回のやり残しを補いながら，今回の作業
に臨むこと。 
7 回  必要な知識と技法の確認および前回のやり残しを補いながら，今回の作業
に臨むこと。 
8 回  必要な知識と技法の確認および前回のやり残しを補いながら，今回の作業
に臨むこと。 
9 回  必要な知識と技法の確認および前回のやり残しを補いながら，今回の作業



に臨むこと。 
10 回  必要な知識と技法の確認および前回のやり残しを補いながら，今回の作
業に臨むこと。 
11 回  必要な知識と技法の確認および前回のやり残しを補いながら，今回の作
業に臨むこと。 
12 回  必要な知識と技法の確認および前回のやり残しを補いながら，今回の作
業に臨むこと。 
13 回  必要な知識と技法の確認および前回のやり残しを補いながら，今回の作
業に臨むこと。 
14 回  プレゼンテーションの方法について，復習・確認しておくこと。 
15 回  他者の発表も参考にしながら，必要に応じて修正も加えるなどして，より
よい発表ができるようにしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FIV2311 
成績評価 レポート（２５％）、定期試験（７５％）により成績を評価する。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス VA(〜12),VB(〜12) 
見出し FIV2311 情報数学 
担当教員名 竹内 渉 
単位数 2 
教科書 大学新入生のための数学入門／石村園子／共立出版 
アクティブラーニング  
キーワード 四則演算、三角関数、指数関数、対数関数、微分、積分 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 自由記述欄に記載なし。 
科目名 情報数学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 講義 
注意備考 高校で使用した数学のテキストで基本的な内容を復習することを望む。 
シラバスコード FIV2311 
実務経験のある教員  
達成目標 現代の経済学や社会学において、最小限に必要な基礎的な数学を理解し、計算⼒

を養うこと。 
受講者へのコメント テキストやノートを準備せずに受講している学生や、受講する以前から学習する

意欲に欠けている（具体的には欠席や遅刻が多い、または講義中に顔を下に向け
たままの）学生もおり、このような学生は授業に対する心構えを考え直さなけれ
ばならない。特に、数学では前に講義した内容をしっかり理解していないと次の
内容を理解することはできないことを肝に銘じて欲しい。 

連絡先 竹内研究室 １学舎３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 時間的に余裕を持ってゆっくり講義したはずだが、１回の授業で扱う量が多いと
の評価がそこそこにあったことは想定外であった。社会情報学科のような文系で
ある学科においても社会学や経済学を学ぶ際に数学が必須であるため、基礎的な
数学を一通り講義する必要がある。従って、扱う量がどうしても多くなる。聞き
取りにくいや板書が見えにくいとの評価があったが、大きな講義室での後方で受
講している学生は、もっと前の方で受講するべきである。 

英文科目名 Information Mathematics 
関連科目 本科目に引き続き、「経済原論」、「国際経済論」、「ミクロ経済解析」、「地域経済分

析」および「経済情報化論」を履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 １回の授業で扱う量を減らすように工夫するが、その代わりに学生各自が予習や



復習の時間を増やす必要がある。社会情報学科のような文系である学科の学生に
数学をより理解し易くするために、社会での応用例を出来るだけ取り入れて講義
する予定である。 

講義目的 現代の経済学や社会学を学ぶ際に、数学は必要不可欠である。このために最小限
に必要な基礎的な数学について述べる。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 分数、因数分解、平方根および複素数の計算について説明する。 

2 回 分数式の計算と方程式の解法について説明する。 
3 回 直線、放物線および円について解説する。 
4 回 楕円と不等式について説明する。 
5 回 三角比、角および三角関数について解説する。 
6 回 三角関数のグラフと公式について説明する。 
7 回 指数関数について解説する。 
8 回 対数関数について説明する。 
9 回 関数の極限について解説する。 
10 回 微分係数と導関数について説明する。 
11 回 微分計算について解説する。 
12 回 微分における関数の増減とグラフについて説明する。 
13 回 不定積分について解説する。 
14 回 定積分ついてに説明する。 
15 回 積分による面積の計算方法について解説する。 

準備学習 1 回 高校での数学のテキストで第１回授業内容の該当箇所を読み、理解してお
くこと。 
2 回 高校での数学のテキストで第２回授業内容の該当箇所を読み、理解してお
くこと。 
3 回 高校での数学のテキストで第３回授業内容の該当箇所を読み、理解してお
くこと。 
4 回 高校での数学のテキストで第４回授業内容の該当箇所を読み、理解してお
くこと。 
5 回 高校での数学のテキストで第５回授業内容の該当箇所を読み、理解してお
くこと。 
6 回 三角比、角および三角関数について復習しておくこと。 
7 回 高校で指数関数を学習していたら、数学のテキストで該当箇所を読み、理解
しておくこと。 
8 回 高校で対数関数を学習していたら、数学のテキストで該当箇所を読み、理解
しておくこと。 
9 回 高校で関数の極限について学習していたら、数学のテキストで該当箇所を
読み、理解しておくこと。 
10 回 関数の極限について復習しておくこと。 
11 回 微分係数と導関数について復習しておくこと。 
12 回 微分係数、導関数および微分計算について復習しておくこと。 
13 回 高校での数学のテキストで不定積分について学習していたら、理解してお



くこと。 
14 回 不定積分について復習しておくこと。 
15 回 不定積分と定積分について復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FIV2312 
成績評価 小テスト 30％、学期末試験 70％によって評価を行う。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス VA(〜12),VB(〜12) 
見出し FIV2312 国際経済論 
担当教員名 三原 裕子 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 国際経済論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 国際経済論をつかむ／石川城太 他／有斐閣 ：ゼミナール 国際経済入門／伊

藤元重／日本経済新聞出版社 
授業形態 講義 
注意備考 教科書は指定せず、レジュメを配布します。授業内容の進め方としては 国際経

済論をつかむ／石川城太 他／有斐閣 を参考にします。 
シラバスコード FIV2312 
実務経験のある教員  
達成目標 ①経済学の基礎的な知識を身に着け、理論的に物事が判断できるための⼒を養

う。 
②新聞記事を読み、自分自身で政策の効果が評価できるようになるための知識を
身につける。 

受講者へのコメント 前期の経済原論では経済学の基本である、ゲーム理論、ミクロ経済学、マクロ経
済学、について講義してきました。今回は、1 つの分野を集中的に勉強しました。
すべての学問に共通していることですが、最初から最後の授業まで連続して話が
続きますので、特別な事情がない限りは休まないようにしてもらいたいとおもい
ます。 

連絡先 21 号館 7 階 三原研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業を受けて良かった点として最も回答割合が多かったものは「理解が深まっ
た」である。また、「学習方法の改善につながった」と回答する学生が 4.2％あっ
た。すべての学生が満足したと回答している。一方で、授業の進行と教材の提示
について「板書はスライドの切り替えなど、授業進行が速すぎた」と回答する学
生が 4％あった。 

英文科目名 International Economics 



関連科目  
次回に向けての改善変更予定 授業進行が速すぎた、という回答がありました。これについては授業の前半の為

替に関する議論と後半の貿易の議論とでは確かに速度が異なったと思います。15
回を通して同じ速度で授業が進行できるように心掛けようと思います。 

講義目的 (1)なぜ国家間で貿易が行われるのか 
(2)さらに、各国において貿易形態がどのように決定されるのか 
(3)各国の行う貿易政策はどのようなものがあるのか 
(4)そしてその政策が自国および他国に及ぼす影響 
について把握することを目的とする。  
国際経済の基本的な構造を理解し、国際間の相互依存関係において発生する諸問
題を分析するための基礎的な事項を述べる。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス。授業の流れと国際経済学について説明する。 

2 回 比較優位と分業の利益について説明する。 
3 回 比較優位と国際貿易について説明し、各国の貿易形態がどのように決定さ
れるのかについて説明する。 
4 回 貿易が行われることにより各国はどのような利益を得るのかについて説明
する。 
5 回 比較優位の決定要因について説明する。 
6 回 産業間貿易と産業内貿易について説明する。 
7 回 なぜ産業内において貿易が行われるのかについて説明する。 
8 回 第 2 回から第 7 回に関連する練習問題を解きその解説を行う。 
9 回 貿易政策として関税・輸入割当の効果について説明する。 
10 回 貿易政策として、保護貿易を擁護する主張についてどのようなものがある
のかについて説明する。 
11 回 貿易政策として、戦略的貿易政策について説明する。 
12 回 第 9 回から第 11 回までの練習問題を解きその解説を行う。 
13 回 アンチダンピングが経済に及ぼす効果について説明する。 
14 回 セーフガードが経済に及ぼす効果について説明する。 
15 回 第 2 回から第 14 回までのまとめを行う。 

準備学習 1 回 国際経済論がどのような目的を持つ学問なのかについて復習しておくこと。 
2 回 なぜ貿易が行われるのかについて復習をしておくこと。 
3 回 比較優位について説明できるように復習をしておくこと。 
4 回 貿易自由化と社会余剰との関係について復習をしておくこと。 
5 回 比較優位にもとづき、各国の比較優位がどのような要因によって決定され
るのかについて整理しておくこと。 
6 回 配布するレジュメをもとに、日本ではどのような財を主に輸入しさらには
輸出しているのかについて確認をしておくこと。 
7 回 産業間貿易と水平的産業内貿易および垂直的産業内貿易の違いについて説
明できるように整理しておくこと。 
8 回 第 2 回から第 7 回までの質問事項を整理しておくこと。 
9 回 関税と輸入割り当てについて社会余剰を用いて説明できるように復習をし



ておくこと。 
10 回 保護貿易と社会余剰との関係を復習しておくこと。 
11 回 貿易をめぐる他国との駆け引きについてどのようなものがあるかを整理し
ておくこと。 
12 回 第 9 回から第 11 回までの質問事項を整理しておくこと。 
13 回 アンチダンピングとはどのような行為か、さらにアンチダンピングが社会
余剰に及ぼす効果について復習をしておくこと。 
14 回 セーフガードとはどのような行為をさすのか、さらにはセーフガードの種
類について復習をしておくこと。 
15 回 第 2 回から第 14 回までの質問事項を整理しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FIV2321 
成績評価 中間試験（40%），定期試験（60%） 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス VA(〜11),VB(〜11) 
見出し FIV2321 情報システム 
担当教員名 大藪 亮 
単位数 2 
教科書 経営情報システム／宮川公男／中央経済社 
アクティブラーニング  
キーワード 情報システム，経営情報システム，システム設計 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報システム 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIV2321 
実務経験のある教員  
達成目標 今日の情報技術が組織に与える影響は広範囲に及んでいるため，情報システム管

理が戦略，組織構造，組織間関係さらには社会のあり方にも左右されること，近
年の情報システム管理の対象が知識にまで広がっていることを理解することを
目標とする。また，情報システムを効率よく設計する為の技法や方法論について
理解することも目標とする。 

受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 5 階 大藪研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Information System 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 EUC を含む情報システムおよび情報処理システムの開発について，その基本設

計から詳細設計までに必要な種々の設計技術，設計技法を学習する。具体的には，
情報システムの概要と設計に関する知識を習得するために，情報システムの概
要，情報システムの設計，システムテスト，情報システムの保守管理について学
習する。具体的には，クライアントサーバシステムなどのシステム構成技術，シ
ステムの性能と信頼性および安全性，システム開発の言語とテスト技法，ソフト
ウェア開発の手法，情報の標準化などを扱う。 



対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションと企業経営と情報システムについて説明する。 

2 回 個⼈と組織の意思決定について説明する。 
3 回 組織の管理と戦略について説明する。 
4 回 ハードウェアについて説明する。 
5 回 ソフトウェアについて説明する。 
6 回 データベースについて説明する。 
7 回 経営情報システムについて説明する。 
8 回 意思決定支援システムについて説明する。 
9 回 戦略的情報システムについて説明する。 
10 回 エンドユーザ・コンピューティングについて説明する。 
11 回 意思決定活動と応用ソフトウェアについて説明する。 
12 回 オフィス情報システムについて説明する。 
13 回 情報システムの計画と設計、運営と管理について説明する。 
14 回 インターネット、e ビジネスの特徴と戦略について説明する。 
15 回 これまでの講義を振り返り経営情報のまとめを行なう。 

準備学習 1 回 特になし 
2 回 情報システムの概念について考えてくること。 
3 回 企業の情報システムの概念図を確認してくること。 
4 回 該当章を読んでくること。 
5 回 前回の復習と該当章を読んでくること。 
6 回 前回の復習と該当章を読んでくること。 
7 回 前回の復習と該当章を読んでくること。 
8 回 前回の復習と該当章を読んでくること。 
9 回 前回の復習と該当章を読んでくること。 
10 回 前回の復習と該当章を読んでくること。 
11 回 前回の復習と該当章を読んでくること。 
12 回 意思決定に関する課題を考えてくること。 
13 回 前回の復習と該当章を読んでくること。 
14 回 情報システムの運営と管理について確認しておくこと。 
15 回 これまでの講義で分からない点，疑問に思った点を確認しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FIV2322 
成績評価 平常点(30％)，適宜課す課題・レポート(40％)および定期試験(30％)によって評

価を行う。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス VA(〜11),VB(〜11) 
見出し FIV2322 行動計量学 
担当教員名 森 裕一 
単位数 2 
教科書 次の Web ページを利用する。http://mo161.soci.ous.ac.jp/@d/indexj.html 
アクティブラーニング  
キーワード 解析ストーリー，マーケティング，多変量解析，重回帰分析，クラスター分析，

数量化法，主成分分析，統計パッケージ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 行動計量学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 データマイニング事例集／上⽥太一郎／共立出版 
授業形態 講義 
注意備考 ・「社会調査士」認定科目である。・実務士資格「社会調査アシスタント」の認定

科目である。 
シラバスコード FIV2322 
実務経験のある教員  
達成目標 ・解析事例を基に，さまざまなデータ解析の手順について理解する。・多変量解

析の基礎を身につける。 
受講者へのコメント  
連絡先 森研究室（21 号館 7 階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Behavior Metrics 
関連科目 「データ解析システム」を履修していることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 既習の統計関係の講義を基礎として，多変量のデータ解析手法についての入門的

内容を概説する。扱う手法としては，回帰診断を含めた重回帰分析，主成分分析，
クラスター分析，数量化法等などの多変量統計手法の基礎である。これらの手法
ごとに，実データへ適用した事例を通して理論を講述し，同種のデータへ学んだ
手法を適用することを繰り返し，社会情報に関するデータ処理に各手法を適用で
きる⼒をつけることをめざす。演習では，統計解析パッケージを利用した実習を
行う。 



対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  データ科学と多変量解析の概要を解説する。 

2 回  データの記述と予測（１）として，「単回帰分析」について，実習により学
習する。 
3 回  「単回帰によるデータ分析」に関する練習をする。 
4 回  データの記述と予測（２）として，「重回帰分析」について，実習により学
習する。 
5 回  「重回帰によるデータ分析」に関する練習をする。 
6 回  データの記述と予測（３）として，「重回帰分析−カテゴリカルデータ−」
について，実習により学習する。 
7 回 「ダミー変数を利用するデータ分析」」に関する練習をする。 
8 回  似通ったグループに分ける手法として，「クラスター分析」について，実習
により学習する。 
9 回  「クラスター分析によるデータ分析」に関する練習をする。 
10 回  カテゴリカルデータを分析する手法として，「数量化法」について，実習
により学習する。 
11 回  「コレスポンデンス分析によるデータ分析」に関する練習をする。 
12 回  全体の傾向を効率よく語る手法として，「主成分分析」について，実習に
より学習する。 
13 回  「主成分分析によるデータ分析」に関する練習をする。 
14 回  総合演習を行う。 
15 回  総合演習を行う。 

準備学習 1 回  マーケティング分野のデータ解析の事例を見ておくこと。 
2 回  テキストとして使用する Web ページ（第 1 回）を事前に予習しておくこ
と。 
3 回  前回の手法を使って練習ができるように内容を復習しておくこと。 
4 回  テキストとして使用する Web ページ（第 2 回）を事前に予習しておくこ
と。 
5 回  前回の手法を使って練習ができるように内容を復習しておくこと。 
6 回  テキストとして使用する Web ページ（第 3 回）を事前に予習しておくこ
と。 
7 回  前回の手法を使って練習ができるように内容を復習しておくこと。 
8 回  テキストとして使用する Web ページ（第 4 回）を事前に予習しておくこ
と。 
9 回  前回の手法を使って練習ができるように内容を復習しておくこと。 
10 回  テキストとして使用する Web ページ（第 5 回）を事前に予習しておくこ
と。 
11 回  前回の手法を使って練習ができるように内容を復習しておくこと。 
12 回  テキストとして使用する Web ページ（第 6 回）を事前に予習しておくこ
と。 
13 回  前回の手法を使って練習ができるように内容を復習しておくこと。 
14 回  これまでの内容を復習しておき，総合演習に備えること。 



15 回  必要に応じて，前回の内容を補い，演習課題を完成できるようにしておく
こと。 

 



年度 2012 
授業コード FIV2331 
成績評価 定期試験(60%)と、授業の中で実施する課題または中間テスト(40%)によって評

価する。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス VA(〜10),VB(〜10) 
見出し FIV2331 経営情報分析 
担当教員名 水谷 直樹 
単位数 2 
教科書 配布する講義資料による。 
アクティブラーニング  
キーワード ビジネス実務、簿記会計 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 経営情報分析 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業の中で紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIV2331 
実務経験のある教員  
達成目標 ビジネススキルとしての簿記実務の内容を理解する。 

ビジネスの現場で使われる会計用語の意味を理解する。 
資格試験にも対応できる知識を習得する。 

受講者へのコメント  
連絡先 水谷研究室 21 号館７階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Analysis of Management Information 
関連科目 現代の経営を受講していることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 簿記についての基本的な処理方法について解説し、経済的な情報を計測するプロ

セスである会計について理解する。ビジネスの現場で活用できる知識を中心に解
説を進め、特にビジネスの中で頻出する会計用語が理解できるよう講義を行う。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクションとして、本講義の内容を概説する。 

2 回 会計の役割について解説し、その実務として位置づけられる簿記の仕組み
について説明する。 
3 回 財務諸表作成の流れについて解説する。勘定科目を用いた仕分けのルール



について説明する。 
4 回 企業における経済取引として頻出する仕入と売上について、簿記上の処理
方法を解説する。さらに企業間で行われる掛取引について説明する。 
5 回 複式簿記における仕訳について解説する。そして、資産・負債・費用・収益
の各項目の変動について理解する。 
6 回 仕訳について種々の実習を通じて習得する。 
7 回 減価償却について解説する。資産が経年変化して価値を減らす状況を帳簿
に表す方法について説明する。 
8 回 売上原価の計算方法について解説する。先入先出法、後入先出法、総平均法
の各方法を説明する。 
9 回 決算の際に行う処理を、減価償却および売上原価の計算を中心に実習する。 
10 回 財務分析について解説する。各種評価指標および利益計算について説明す
る。 
11 回 損益計算書の構造について解説する。営業利益、経常利益などの各種利益
について計算方法を説明する。 
12 回 損益分岐点計算について解説する。損益分岐点が存在する理由について理
解する。 
13 回 問題を解くことによって損益分岐点計算を理解する。変動費率の扱い方を
説明する。 
14 回 利息の計算およびローン計算について解説する。元利均等返済の仕組みに
ついて解説する。 
15 回 全体のまとめを行うとともに不足点を補う。 

準備学習 1 回 シラバスを確認しておくこと。 
2 回 企業にはどのようなステークホルダー（利害関係者）がいて、彼らが何を求
めているか推測しておくこと。 
3 回 家庭の家計簿の役割と集計結果をイメージしておくこと。 
4 回 ストックとフローで量を計測する仕組みについて復習しておくこと。 
5 回 勘定科目としてどのような項目があるか目を通しておくこと。 
6 回 仕訳を復習しておくこと。 
7 回 中古品の古さと売買価格との一般的な関係について推測しておくこと。 
8 回 前回までの復習を充分行っておくこと。 
9 回 減価償却の方法、売上原価の計算および在庫評価の方法を習得しておくこ
と。 
10 回 財産（ストック）を多く持っていることと、稼ぎ（フロー）が多いことの
違いを理解しておくこと。 
11 回 損益計算書の内容を復習しておくこと。 
12 回 企業の費用構造（生産量と費用との関係）について復習しておくこと。 
13 回 前回の損益分岐点計算を理解しておくこと。 
14 回 銀行の預金金利について、現在の値を調べておくこと。 
15 回 これまでに配布した資料に目を通しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FIV2332 
成績評価 定期試験によって評価する(100%)。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス VA(〜10),VB(〜10) 
見出し FIV2332 経営システム 
担当教員名 水谷 直樹 
単位数 2 
教科書 配布する講義資料による。 
アクティブラーニング  
キーワード 情報システム、インターネットビジネス 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 経営システム 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業の中で紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIV2332 
実務経験のある教員  
達成目標 経営における情報システムの必要性、役割と機能、特性について理解することを

目標とする。 
また、ビジネスにおけるインターネットの使われ方を理解し、インターネットを
使わない従来からの方法と比較できるようになることを目指す。 

受講者へのコメント  
連絡先 水谷研究室 21 号館７階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Management System 
関連科目 経営情報、経済情報化論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 企業経営におけるコンピュータ利用について理解することを目的に、情報システ

ムおよび情報通信技術のビジネス応用を解説する。また、企業の競争⼒を高める
ための戦略的な情報システム利用を事例によって分析するとともに、最新のイン
ターネットの利用動向についても解説する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクションとして、講義の概略を示す。 

2 回 経営における情報システム活用の歴史を解説する。コンピュータの誕生か
ら企業経営に利用されるまでの歴史と、大型コンピュータ時代の活用例について



説明する。 
3 回 情報のデジタル化の利点を解説する。コンピュータの仕組みの紹介を交え
ながら、情報をコンピュータ処理できる形態に変えることの意義を説明する。 
4 回 情報通信技術の戦略的利用について解説する。戦略情報システムと呼ばれ
たコンピュータ利用について説明し、コンピュータが労⼒削減以外の用途として
使われ始めた経緯を理解する。 
5 回 ＰＯＳシステムについて解説する。バーコードを利用した販売時点管理シ
ステムによる利益率の改善について説明する。 
6 回 サプライチェーンマネジメントについて解説する。在庫の削減による利益
率向上について説明するとともに、そのシステム化やジャストインタイム生産方
式との比較を行う。 
7 回 インターネットおよびＷＷＷの歴史と関連ビジネスについて解説する。 
8 回 インターネット広告ビジネスについて解説する。検索連動型広告を中心に、
既存メディアを通じた広告との比較を行う。 
9 回 電子商取引について解説する。電子商取引の種類、規模について説明すると
ともに、電子商取引を支える基盤である決済の仕組みやセキュリティ確保につい
て説明する。 
10 回 売れ筋ではない商材をネット店舗が扱う例を紹介し、実店舗と利益構造が
異なることを説明し、いわゆるロングテール現象を解説する。 
11 回 検索連動型広告とロングテール現象について、両者の関連性を解説する。 
12 回 デジタル関連機器の普及特性について解説する。自由競争を行っているに
も関わらず、独占状態に陥ることがみられるＩＴ関連事業について説明する。 
13 回 多大な収益を上げる米国のＩＴ関連企業の事例を紹介し、収益獲得の仕組
みをデジタル関連機器の普及特性および企業の費用構造から説明する。 
14 回 クラウドコンピューティングを中心に今後のコンピュータ利用について解
説する。 
15 回 これまでの解説での不足点を補うとともに、全体のまとめを行う。 

準備学習 1 回 シラバスを読んでおくこと。 
2 回 コンピュータの誕生時期および最初のコンピュータについて復習しておく
こと。 
3 回 日常的に使うデジタルという言葉が何を意味しているのか考えておくこと。 
4 回 情報システムをうまく活用している企業の例を探しておくこと。 
5 回 コンビニやスーパーのバーコードレジスタは、商品のバーコード情報を読
み取ることによって、どのような情報を獲得するのか考えておくこと。 
6 回 前回の講義を踏まえて、在庫を削減することの利点についてまとめておく
こと。 
7 回 自分が初めてインターネットを経験した時期、自分の家にインターネット
の回線が通じたのがいつであったか思い出しておくこと。 
8 回 検索エンジンを利用した場合に表示される広告について調べておくこと。 
9 回 電子商取引の店舗例を挙げられるようにしておくこと。 
10 回 ネット書店 Amazon のサイトを閲覧しておくこと。 
11 回 百貨店やスーパーに陳列しても売れそうにない商品を扱うネット店舗を探



しておくこと。 
12 回 ワープロソフトの機種選択を行う際に重視する点を列挙しておくこと。 
13 回 Windows や Word の開発費用を調べておくこと。 
14 回 大学の Web メールがどこのパソコンからも利用できる理由について考え
ておくこと。 
15 回  インターネット、コンピュータ技術の今後の動向に注意しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FIV2511 
成績評価 コメントカード 35 点（5 点×7 回） 

期末試験    65 点 
※コメントカードは内容によって 1-5 点の範囲で評価する 

曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス VA(〜12),VB(〜12) 
見出し FIV2511 社会学 
担当教員名 松村 博行 
単位数 2 
教科書 特に指定しないが、新聞やニュースを読んだり見たりする習慣を身につけていっ

てほしい。 
アクティブラーニング  
キーワード 少子高齢化・肥満・格差問題・グローバル化 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特に返答を要するものは見当たらなかった。 
科目名 社会学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義内で随時指示する 
授業形態 講義 
注意備考 担当教員は、学習者たる皆さんに最大限の敬意をもって講義を行います。受講生

の皆さんも、学習者としての自負と責務をしっかりと認識して講義に臨んで下さ
い。とりわけ、他の受講生の妨害になる振る舞いについては厳しく対処します。 

シラバスコード FIV2511 
実務経験のある教員  
達成目標 ・今日、社会問題として頻繁に取り上げられるトピックに関する基礎知識を習得

する 
・個別の問題の理解を通じて、現代の日本社会が抱える構造的な課題について考
察する 
・社会問題のもつグローバルな性格を理解する 
・コメントカードの作成を通じて文章⼒の向上を目指す 

受講者へのコメント 全 7 回のコメントカードについては比較的みんな良く考えて書いてくれたよう
に思う。文章⼒は慣れによって向上する要素が大なので、こういったコメントカ
ードもその１つの機会として捉えてほしい。 

連絡先 松村研究室（21 号館 7 階） 
yuki-mat@soci.ous.ac.jp 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 各項目ともおおむね受講生の満足を得たものと理解している。 
英文科目名 Sociology 



関連科目 政治学・経済学 
次回に向けての改善変更予定 1 年生前期の配当科目なので、受講生にとって身近だと思われるテーマを設定し

ているが、もっと映像資料を取り入れて視覚的に理解を促進することが必要と考
える。 

講義目的 一般に「社会問題」と呼ばれる個々のイシューを取り上げ、それがどういう問題
なのか、なぜ問題なのか、どのような解決策が提示されているのか、私たちの生
活にどう関係するのかといった点を注意深く考察するなかから、現代社会を理解
する基礎的な視座を涵養していく。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス：社会問題とは何か説明する。 

2 回 少子高齢化が進む日本の現状を説明する。 
＜コメントカード１＞ 
3 回 晩婚化・非婚化がなぜ生じているのか説明する。 
4 回 少子高齢化を国際比較するなかから、日本の今後の取りうる道筋について
説明する。 
＜コメントカード２＞ 
5 回 肥満がなぜ社会問題なのか、その理由について説明する。 
6 回 貧困が肥満の原因の一つとなっている理由を説明する。 
＜コメントカード３＞ 
7 回 格差問題と呼ばれるものの内容について概説する。 
8 回 この 20 年の間に拡大した所得格差の背景を説明する。 
＜コメントカード４＞ 
9 回  産業構造の転換がなぜ所得格差を生み出すのかについて説明する。 
10 回 子どもの教育を取り巻く現状と教育格差、学⼒格差の実態について説明す
る。 
＜コメントカード５＞ 
11 回 グローバル化する社会（１）グローバル化とは何か説明する。 
12 回 グローバル化する社会（２）新興国が台頭するなかで、先進国の製造業が
空洞化する現状について説明する。 
＜コメントカード６＞ 
13 回 グローバル化する社会（３）現代の移⺠の状況とそれが引き起こす社会的
摩擦について説明する。 
14 回 グローバル化する社会（４）資源・エネルギーをめぐる諸国間の争いにつ
いて説明する。 
＜コメントカード７＞ 
15 回 グローバル化する社会（５）国境を越えたテロや犯罪の脅威について説明
する。 

準備学習 1 回 講義日までに３日分は新聞を読んでおくこと。 
2 回 国立社会保障・⼈口問題研究所のサイトを訪れ、現在の日本の⼈口構成と⼈
口ピラミッドの特徴ついて確認しておくこと。 
3 回 新聞や雑誌で「婚活」に関する記事を探して読み、なぜ現在日本で晩婚化が
進んでいるのか自分なりの考えをもっておくこと。 



4 回 「事実婚」とは何か調べ、日本もこれを少子化対策の一環として導入するべ
きかどうかを考えておくこと。 
5 回 肥満が引き起こす病気（成⼈病）の種類を調べておくこと。 
6 回 貧困がなぜ肥満につながるのか調べておくこと。ヒントはアメリカにある。 
7 回 格差問題にはどのようなものがあるのか、調べておくこと。 
8 回 非正規雇用にはどのような種類があるのか、なぜ非正規雇用は賃金が低い
のか、その理由を調べておくこと。 
9 回 第二次産業とは何か、第三次産業とは何かそれぞれ調べておくこと。 
10 回 学⼒低下・学級崩壊という現象について、これまでの経験をもとにコメン
トを準備しておくこと。 
11 回 新聞でグローバル化（グローバリゼーション）という言葉がどのような記
事で使われているのか調べておくこと。 
12 回 新興国とはどのような国のことをいうのか、BRICS や VISTA とは何かに
ついて調べておくこと。 
13 回 日本の移⺠問題について調べておくこと。 
14 回 石油などの資源価格や小⻨などの食糧価格がこの 20 年の間にどれぐらい
値上がりしているのか調べておくこと。 
15 回 国境を越えた犯罪やテロにはどのようなものがある（あった）のか調べて
おくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FIV2512 
成績評価 定期試験(60%)と、授業の中で実施する課題または中間テスト(40%)によって評

価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス VA(11〜12),VB(11〜12) 
見出し FIV2512 ビジネス実務総論 
担当教員名 山口 隆久 
単位数 2 
教科書 ビジネスシリーズ ビジネス実務総論 改訂版／森脇道子編著／実教出版／

2011 年 10 月 30 日発行 
アクティブラーニング  
キーワード ビジネス実務、簿記会計、組織 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 ビジネス実務総論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業の中で紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 実務士資格「情報処理士」「上級情報処理士」「ビジネス実務士」の認定科目であ

る。 
シラバスコード FIV2512 
実務経験のある教員  
達成目標 競争的システムとしてのビジネスの世界で求められる実務内容と能⼒の内容を

概説し、実社会で必要な能⼒・ビジネススキルを学習する。 
受講者へのコメント  
連絡先 山口研究室 21 号館７階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Information of Business Practice 
関連科目 現代の経営 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 情報化時代のビジネスについて理論的・技術的に解説し、企業組織とともにその

内容がどのように展開してきたかを論じる。さらに、企業活動のフェーズごとに
求められる実務内容とビジネスの現場での能⼒について理解する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 第１章 ビジネス実務とは何かについて説明をする。 

2 回 「ビジネス実務の現場」の事例研究、協働について説明する。 
3 回 「ビジネス実務の定義・研究」、「ビジネス実務の学習とは」、「ビジネスワー



カーと能⼒開発」について説明をする。 
4 回 第２章 個⼈業務とマネジメント 
「個⼈業務をマネジメントする」について説明する。 
5 回 「業務推進とコミュニケーション」について説明する。 
6 回 第３章 協働業務とマネジメント 
「協働と課題の明確化」について説明する。 
7 回 「協働による課題達成」について説明する。 
8 回 「協働の成果の総合評価」、「協働するワークプレイス」について説明する。 
9 回 第４章 ビジネス実務をささえる個⼈業務の基本とノウハウ 
「個⼈業務のノウハウの蓄積・作り替え」、「ビジネス文章実務」について説明す
る。 
10 回 「対⼈業務」、「経理業務」について説明する。 
11 回 第５章 ビジネス実務をささえる協働業務の基本とノウハウ 
「情報実務の基本」について説明する。 
12 回 「コミュニケーション実務」、「サービス実務」について説明する。 
13 回 第６章 これからのビジネスとビジネスワーカー 
「働き方・働く場の多様化」、「新しい時代のビジネス」について説明する。 
14 回 「新しい時代の⼈の育成」、「ビジネスの変化への対応」について説明する。 
15 回 全体のまとめについて説明する。 

準備学習 1 回  特になし 
2 回  新聞・ニュースなどを見て、企業内部の仕事としてどのような仕事がある
か考えておくこと。 
3 回  新聞・ニュースなどを見て、企業内部の仕事としてどのような仕事がある
か考えておくこと。 
4 回  新聞・ニュースなどを見て、企業内部の仕事としてどのような仕事がある
か考えておくこと。 
5 回  よく売れている商品の例を思い浮かべておくこと。 
6 回  企業間競争の実例を知っておくこと。 
7 回  企業の経営状態の良し悪しをどう測ればよいか考えておくこと。 
8 回  企業で使われている役職の名前を知っておくこと。 
9 回  企業活動の評価方法を復習しておくこと。 
10 回  前回の内容を復習しておくこと。 
11 回  企業で働く⼈々の間に上下関係が存在する意義について考えておくこ
と。 
12 回  就職の際に自分に必要とされる一般的能⼒について考えておくこと。 
13 回  就職の際に自分に必要とされる情報処理能⼒について考えておくこと。 
14 回  大学生活において何を目標にするかについて考えておくこと。 
15 回  これまでに配布した資料に目を通しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FIV2521 
成績評価 適宜課すレポート課題（40％）および、定期試験（60％）で評価する 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス VA(〜10),VB(〜10) 
見出し FIV2521 金融システム 
担当教員名 山口 隆久 
単位数 2 
教科書 伊藤亮太『（ゼロからわかる）金融入門 基本と常識』（株）⻄東社 
アクティブラーニング  
キーワード 資金調達、信用保証制度、中小企業、企業の社会的責任、コーポレートガバナン

ス 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 金融システム 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示します。 
授業形態 講義 
注意備考 金融の講義は専門用語が多い為、欠席するとついていけなくなります。このこと

が理解できる学生の受講を歓迎します。 
シラバスコード FIV2521 
実務経験のある教員  
達成目標 資金の調達・運用をいかに効率良く行うかが企業の命運を左右するといっても決

して過言ではない。本講義では、金融システムの基礎知識とそれを企業の現場に
いかに活用するかといった応用⼒を自分のものにすることを達成目標とする。社
会に出て、即戦⼒としてすぐに活用できる知識を身につけることを主眼としま
す。 

受講者へのコメント  
連絡先 山口研究室 21 号館 7 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Financial System 
関連科目 経済学関連講義、ファイナンス 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 金融における基本的な知識が身につくように、できるだけやさしく、また最近の

金融問題や法律・税制の改正も取り上げながらわかり易く講義を行っていく。あ
わせて、中小企業の資金調達の事例研究を通じて、企業のファイナンス戦略を理
論的に分析し、実務的なファイナンスに関する分析能⼒も養成していく。もちろ
んキャリア教育の側面も兼ねています。 



対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  文系⼈材が金融論を学ぶ意義について説明する。 

2 回  世界とつながる金融の姿について説明する。 
3 回  世界の金融問題が日本に与える影響について説明する。 
4 回  金融市場の基本について説明する。 
5 回  間接金融、直接金融、債券市場について説明する。 
6 回  日本銀行や政府の役割について説明する。 
7 回  インフレ・デフレの影響、金融ビッグバンについて説明する。 
8 回  さまざまな金融機関の役割について説明する。 
9 回  手形・小切手、証券会社の役割について説明する。 
10 回  金融商品について説明する。 
11 回  資産運用の必要性について説明する。 
12 回  株・債券・投資信託・外国為替について説明する①。 
13 回  株・債券・投資信託・外国為替について説明する②。 
14 回  株・債券・投資信託・外国為替について説明する③。 
15 回  保険とデリバティブについて説明する。 

準備学習 1 回  特になし 
2 回  金融をキーワードに新聞記事を読んでくること 
3 回  先週の講義の復習をしておくこと。 
4 回  日経新聞で日銀の記事を読んでおくこと。 
5 回  日経新聞で日銀の記事を読んでおくこと。 
6 回  先週の講義の復習をしておくこと。 
7 回  先週の講義の復習をしておくこと。 
8 回  先週の講義の復習をしておくこと 
9 回  社会保障制度について自分なりに整理しておくこと。 
10 回  先週の講義の復習し、年金制度について整理しておくこと 
11 回  先週の講義の復習をしておくこと。 
12 回  今までの知識で自分の資産運用プランを立てること。 
13 回  先週の講義の復習をしておくこと。 
14 回  先週の講義の復習をしておくこと。 
15 回  これまでの講義を通して、金融は経済の血液である、との意味をもう一度
考えておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FIV25G1 
成績評価 中間試験(50%)，定期試験(50%)によって行う． 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス VA(〜11),VB(〜11) 
見出し FIV25G1 システム管理 
担当教員名 ⿊⽥ 正博 
単位数 2 
教科書 次の Web ページを利用：「http://www.soci.ous.ac.jp/~kuroda/」の「Lectures」 
アクティブラーニング  
キーワード 情報システム，システム開発法，ハードウエア，ソフトウエア，データベース，

インターネット 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 100 名を超す受講者数になってしまい，教室の席が毎回ほとんど埋まるという状

態であった．このため，夏場は教室内の室温が上がり，この点についての記述が
あった．これは施設の問題であるため，教員の立場としてはどうすることもでき
ない．受講者数が多くなった理由は，生物地球システム学科からの受講生が 30
数名（例年の 2 倍上）あったことであり，例年通りであればこの問題はなかった
かもしれない． 

科目名 システム管理 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する． 
授業形態 講義 
注意備考 実務士資格「情報処理士」「上級情報処理士」「ビジネス実務士」の認定科目であ

る． 
シラバスコード FIV25G1 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) システム開発や運営管理などで要求される知識を幅広く理解すること．(2) 

ファイル管理に関わるソフトウエアやデータベース，ネットワーク技術の基本事
項を理解すること． 

受講者へのコメント 前回の講義内容に関する小テストをほぼ毎回実施したが，多くの学生が真剣に取
り組んでいたようである．そのためか，中間試験および定期試験の出来も良かっ
たように思われる． 

連絡先 ⿊⽥研究室 21 号館 4 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 情報システムの設計および構築から始めて，ソフトウエアやハードウエアの基本
的事項までコンピュータシステムに関する内容を非常に幅広い網羅したため，授
業の進度が速くなったしまった． 

英文科目名 System Management 



関連科目  
次回に向けての改善変更予定 情報システムの構築と運用に重点を置き，システム管理者となったときに必要と

される事項について講義をしていくことを考えている． 
講義目的 システム開発や運営・管理などのシステム管理をおこなう際に要求される知識を

幅広く学習する．さらに，ファイル管理に関わるソフトウエアやデータベース，
コンピュータネットワーク技術などについても学習する．システム管理に関し
て，情報システムや EUC におけるシステム設計と要求分析，各種設計手法，工
程管理や品質管理などの開発管理手法，さらにシステム運用と管理の理論，ファ
イル管理について理解を深める．次に，OS や応用ソフトエアの種類と特徴，ソ
フトウエアの開発環境について学ぶ．また，ファイル管理とかかわってデータベ
ースの応 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。情報システムとシステム管理について概略を説明す

る。 
2 回  情報システムの利用目的は何であるかを説明する。 
3 回  情報システムはどのような目的で構築されるかを説明する。 
4 回  システム開発方法とその特徴を説明する。 
5 回  システムの設計から完成までの一連の流れを説明する。 
6 回  情報システムのプログラム開発方法とテスト，運用管理について説明する。 
7 回  試験を行うので、第 1 回から第 6 回までの内容をよく理解し整理しておく
こと。試験終了後に出題内容について解説を行う。 
8 回  品質管理技術などによるシステム管理におけるデータの集計方法を説明す
る。 
9 回  コンピュータを構成しているハードウエアについて説明する。 
10 回  オペレーティングシステム（OS）の役割とアプリケーションソフトウエ
アについて説明する。 
11 回  情報システムにおけるデータベースの役割について説明する。さらに、デ
ータベース管理システムについて説明をする。 
12 回  一般的に用いられる関係データベースの特徴について説明をする。 
13 回  情報システムにおける LAN を構成するネットワーク機器について説明す
る。 
14 回  LAN 内のネットワーク通信方法について説明する。 
15 回  試験を行うので、第 8 回から第 14 回までの内容をよく理解し整理してお
くこと。試験終了後に出題内容について解説を行う。 

準備学習 1 回 情報システムとシステム管理について概略について予習すること。 
2 回  情報システムの利用目的は何であるかを予習すること。 
3 回  情報システムの開発組織とシステム管理の役割について予習しておくこ
と。 
4 回  3 つのシステム開発方法について予習をしておくこと。 
5 回  システム開発の特徴を整理し，相違点および特徴を復習しておくこと。 
6 回  システムのプログラム開発方法とテストの役割について予習をしておくこ
と。 



7 回  第 1 回から第 6 回までの内容をよく理解し整理しておくこと。 
8 回  データの統計的処理方法をまとめ方について予習をしておくこと。 
9 回  自分が使っているコンピュータのハードウエアの仕様を確認しておくこ
と。 
10 回  代表的なオペレーティングシステム（OS）を調べ、それぞれの OS の特
徴をまとめておくこと。 
11 回  データベースの検索サービスと Yahoo などのサイトの検索サービスの違
いを調べておくこと。 
12 回  データベース管理システムのサービスについて復習をしておくこと。 
13 回  インターネットに接続しているコンピュータのネットワークの設定（項
目）について調べておくこと。 
14 回  IP アドレスと構造と目的について復習をしておくこと。 
15 回  第 8 回から第 14 回までの内容をよく理解し整理しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FIV25G2 
成績評価 中間試験(50%)，適宜出す ACCESS の課題(10%)，期末試験(40%)によって行う． 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス VA(〜11),VB(〜11) 
見出し FIV25G2 データベース 
担当教員名 ⿊⽥ 正博 
単位数 2 
教科書 「今すぐ使えるかんたん Access 2010」技術評論社 
アクティブラーニング  
キーワード 関係データベース，SQL，ACCESS，クエリ作成 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 Access の実習の進度が速いという記述がありましたが，受講している学生の操作

技術については相当に差があり，また受講生が 80 名近くいる科目なので，Access
の実習で皆が同じレベルまで到達することが難しいと思います．わからない場合
は，積極的に質問するという姿勢で授業に取り組むように努⼒してください． 

科目名 データベース 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 次の Web ページを利用する：「http://www.soci.ous.ac.jp/~kuroda/」の「Lectures」 
授業形態 講義 
注意備考 実務士資格「情報処理士」「上級情報処理士」「ビジネス実務士」「社会調査アシス

タント」の認定科目である． 
シラバスコード FIV25G2 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) データベースの意義と理論，およびデータベースの有用性について理解する

こと．(2) 目的に合ったデータベースを構築できる能⼒を養うこと． 
受講者へのコメント 出席状況も良く，講義と実習の両方で熱心に取り組んでくれました．Access は，

会社に入ったらほとんどのところで使用するビジネスソフトだと思います．講義
では，必要最低限の内容（クエリ作成）は実習しましたので，あとは実際の業務
で使っていくことで，さらに上手に使えるようなると思います． 

連絡先 ⿊⽥研究室 21 号館 4 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この講義は，リレーショナルデータベースの概念と SQL の構文といった講義と，
Access による実習という形式で行いました．講義では，IT パスポートおよび基
本情報処理試験の内容に合わせ，これらの資格の過去問題を練習問題として解か
せたため，この資格取得と目指す学生には良かったようです．また，実習のほう
は Access が使えるようになるということで，学生達も意欲的に取り組んでくれ
たように思います． 

英文科目名 Database 



関連科目 システム管理 
次回に向けての改善変更予定 Access によるコンピュータ実習では，大きなデータを使って Access による処理

を行わせることと，SQL による構文を書かせて実際にデータベースで演算をさ
せたいと考えています． 

講義目的 データベースの意義と理論，およびデータベースの有用性について理解させ，実
際に目的に合ったデータベースを構築できる能⼒を養うことを目的とする．デー
タファイルとデータベースについて概観したあと，データベースモデルの種類と
その技術について学ぶ．特に，データベースの構築においてはリレーショナルモ
デルを取り上げ，そのモデルで重要な正規化とデータベース言語 SQL の記述方
法について，データベースソフトの実習を通して習得していく．またその実習に
おいては，統計データベースを対象にし， ACCESS を用いて情報検索や情報管
理 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 データベースの持つべき機能および役割について学習する。 

2 回  関係データベースの基幹となるキーの概念と主キー、外部キーの役割を学
習する。 
3 回 関係データベースの演算である射影、選択、結合について説明する。 
4 回 関係データベースの言語である SQL について説明する。さらに SELELCT
文の書き方を学習する。 
5 回 射影、選択、結合といった演算が，SELECT 文でどのように表現されるか
を説明する。 
6 回 中間試験を行うので、第 1 回から第 5 回までの内容をよく理解し整理 
しておくこと。試験終了後に出題内容について解説を行う。 
7 回 Access を使ってテーブルの作成方法と主キーの設定方法について学習する。 
8 回 作成したテーブルのデータの並び替えなどの操作を学習する。 
9 回 テーブルを結合するリレーションシップの作成とクエリの作成方法につい
て説明する。 
10 回 第 6 回授業から第 9 回授業までの一連の操作を練習課題により学習する。 
11 回 テーブルへのデータ入⼒画面の設計方法（フォーム）について説明する。 
12 回 クエリ演算による出⼒画面の設計方法（レポート）について説明する。 
13 回 第 10 回学習で用いた練習課題を使って、フォームとレポートの作成方法
について学習する。 
14 回 Access の組み込み関数を用いたクエリの作成方法について学習する。 
15 回 第 4 回授業および第 5 回授業で学習した SELECT 文を Access の SQL に
おいて記述し動作を確認する。 

準備学習 1 回  システム管理のデータベースで学習した内容を復習すること。 
2 回  関係データベースの特徴について復習すること。 
3 回  主キーと外部キーの役割について理解しておくこと。 
4 回  射影、選択、結合の演算について理解しておくこと。 
5 回  Select 文の文法を復習しておくこと。 
6 回  関係データベースの特徴と SQL が書けるように勉強しておくこと。 
7 回  Access の起動および終了方法を確認しておくこと。 



8 回  外部データの取り込みと主キーの設定方法を復習しておくこと。 
9 回  主キーと外部キーを復習しておくこと。 
10 回  リレーションシップの作成手順を復習しておくこと。 
11 回  フォームツールを利用したフォームの作成を予習しておくこと。 
12 回  レポートの作成方法を予習しておくこと。 
13 回  主キーの設定，リレーションシップおよびクエリの作成方法を復習して
おくこと。 
14 回  射影，選択，結合の演算を復習しておくこと。 
15 回  Select 文の書き方（文法）を復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FIV2711 
成績評価 定期試験(100%)によって評価を行う． 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス VA(〜12),VB(〜12) 
見出し FIV2711 データ解析基礎 
担当教員名 ⿊⽥ 正博 
単位数 2 
教科書 Excel ではじめる社会調査データ分析／松原望, 松本渉／丸善株式会社 
アクティブラーニング  
キーワード データ集計と視覚化，相関関係と因果関係，仮説検定 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特になし． 
科目名 データ解析基礎 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する． 
授業形態 講義 
注意備考 (1)「社会調査士」の認定科目である．(2) 実務士資格「ビジネス実務士」「社会

調査アシスタント」の認定科目である． 
シラバスコード FIV2711 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) データからの情報抽出とデータ処理に必要となる統計的手法を身につける

こと．(2) 統計データの読み方や統計的仮説の検証方法や予測に関する基礎など
を学習すること． 

受講者へのコメント データ解析基礎の内容は，データをどのようにまとめたら良いか，そしてどのよ
うに解釈したらよいかといったことでした．これは，ゼミナールや卒業研究さら
に社会に出てからも必要とされる能⼒なので基本的事項はきちんと押さえてお
いて欲しいと思います． 

連絡先 ⿊⽥研究室 21 号館 4 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 内容に数理的な要素が含まれるため，数学が苦手な学生には難しい授業であると
感じられたようである． 

英文科目名 Introduction to Data Analysis 
関連科目 本科目に引続き「社会調査法」「データ解析システム」「行動計量学」を受講する

ことが望ましい． 
次回に向けての改善変更予定 数理的な内容をどうしても扱う必要があるため，数学が苦手な学生には難しく感

じられるようである．今年度も統計が使われている身近例題を取り入れたつもり
であるが身近なところでどのように統計学の知識が役立っているかを，実例を使
って説明をしてきたいと考えている． 



講義目的 社会調査あるいは調査報告で得られたデータの集計方法としての度数分布表の
作成法と読み方，グラフの読み方，平均値，分散などの基本統計量の算出と読み
取りなど記述統計の基礎を学んだのち，質的データに対するクロス集計表の作成
とその解釈について学習する。また，相関係数の読み方と擬似相関の存在，因果
関係と相関関係の違いについても言及する。さらに，回帰による予測や統計的仮
説の検証法としてのいくつかの検定法についても学習する． 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 統計の有用性とデータの誤用について説明する。 

2 回  質的データ（1 変量データ）のまとめかたと読み方について説明する。 
3 回  度数分布表とヒストグラムによる調査データのまとめかたと読み方につい
て説明する。 
4 回  平均値、中央値、最頻値、分散、標準偏差などの基本統計量の算出と読み
方について説明する。 
5 回  2 変量質的データの 2x2 クロス集計表と変量間の独立性について説明す
る。 
6 回  2 変量質的データの r×c クロス表と変量間の独立性について説明する。 
7 回  多変量質的データのクロス集計表と連関性について説明する。 
8 回  相関係数と散布図による量的データ（2 変量）のまとめかたと読み方につ
いて説明する。 
9 回  相関関係と因果関係，偏相関係数の概念について説明する。 
10 回  線形回帰による統計的予測について説明する。 
11 回  線形回帰による統計予測の評価方法について説明する。 
12 回  正規分布と 2 項分布を対象にした統計的推測について説明する。 
13 回  ⺟比率の検定と⺟平均の仮説検定方法について説明する。 
14 回  2 つ正規⺟集団に関する仮説検定方法について説明する。 
15 回  ⺟数によらないノンパラメトリック検定法について Wilcoxon 順位和検
定を例に説明をする。 

準備学習 1 回  統計調査の方法について予習しておくこと。 
2 回  質的データとはどのような性質を持っているか予習しておくこと。 
3 回  代表的なデータのまとめ方を予習しておくこと。 
4 回  データから基本等計量を求めることで何が得られるかを予習しておくこ
と。 
5 回  クロス集計表の性質を予習しておくこと。 
6 回  r×c 集計表はどうようにして作成するかを理解しておくこと。 
7 回  連関性と独立性の意味の違いを予習しておくこと。 
8 回  量的データはどうような特徴を持っているかを予習しておくこと。 
9 回  因果関係と相関関係の意味を調べ、違いを理解しておくこと。 
10 回  相関係数の意味を復習しておくこと。 
11 回  回帰式の立て方を復習しておくこと。 
12 回  高校で習う 2 項定理と確率の内容を復習しておくこと。 
13 回  仮説検定で知ることができることが何かを予習しておくこと。 
14 回  正規分布が想定される 2 つデータで違いを見たい場面はどうような時か



予習しておくこと。 
15 回  パラメトリックとノンパラメトリックの意味を理解しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FIV2712 
成績評価 教員別に課す課題（100％） 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス VA(〜11),VB(〜11) 
見出し FIV2712 社会情報実習 γ 
担当教員名 小林 博昭、中島 聰、志野 敏夫、⻄野 雅二 
単位数 1 
教科書 ⻄野：教科書は使用しない。毎回、作成した資料を配布する。 

中島 聰: 教科書は使用しない。毎回、作成した資料を配布する。 
志野：特にない。 
小林：実習展開過程でプリント等資料を配布する。 

アクティブラーニング  
キーワード ⻄野： Linux Perl プログラム 

中島 聰: 研究テーマの設定 資料の検索・収集 資料処理法 論文化・構築化 
論文作法  
志野：歴史研究 
小林：考古資料 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答 該当無し。 
科目名 社会情報実習 γ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ⻄野：各講義の時、指示する。 

中島 聰: 各講義の時、指示する。 
志野：『大漢和辞典』（購入する必要はない。） 
小林：実習展開過程で、適宜紹介する。 

授業形態 実験実習 
注意備考 ⻄野担当分：A 群の「言語文化情報解析」を受講することが望ましい。 

志野担当分：Ａ群の「歴史学」を受講していることが望ましい。 
小林担当分：A 群の「遺跡と遺物の基礎」、「遺跡と遺物」を受講することが望ま
しい。就活で欠席した場合、その活動報告書の提出が必要となるので、注意する
こと。 

シラバスコード FIV2712 
実務経験のある教員  
達成目標 1.ワープロソフトでの多言語による文書を作成できること。多言語からなる Web

ページを自分でプログラムして保存し、ブラウザで表示できるようにすること。 
2.科学技術分野における研究の方法論、つまり学術情報の成果の集約から論文完
成までの手順を、講義・演習・パソコン実習を通して習得する。 
3.歴史研究の基礎的方法を理解するとともに、漢和辞典を引けるようにする。  
4.考古遺物からの情報を引き出し、それらを読み取る能⼒と製図可能な技術を養
成する。 



受講者へのコメント とくに無し。 
連絡先 ⻄野：21 号館 7 階 ⻄野研究室 

中島：21 号館 7 階 中島研究室 
志野：21 号館 7 階 志野研究室 
小林：13 号館 2 階 小林研究室 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 とくに無し。 
英文科目名 Socio-Information Practice r 
関連科目 ⻄野：言語情報文化解析 

中島 聰: 科学技術論 
志野：東アジアの歴史、歴史学、歴史資料解析 
小林：遺跡と遺物の基礎、遺跡と遺物、遺跡遺物情報解析 

次回に向けての改善変更予定 現行の方法で好評を得ているので、受講生に対して、今後もより一層分かりやす
く、自然にスキルや知識が体得出来るようにしていきたい。 

講義目的 言語文化・科学技術史・歴史・考古を学び研究するに際し、必要で不可欠な基礎
的な知識と方法、および基本的スキルを、自ら実践することで習得することを目
指す。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。各担当者の講義の進め方を説明する。その後、Linux

パソコンにより、テキストファイル、文書ファイル等の作成をするなど、Linux
パソコンの使い方を説明する。 
2 回 プログラム言語 Perl のスカラー変数を説明し、Linux 上でこの変数を用い
てプログラムを作成する。 
3 回 プログラム言語 Perl の配列変数を説明し、Linux 上でこの変数および前回
見たスカラー変数を用いてプログラムを作成する。 
4 回 プログラム言語 Perl による、文書 A から文書 B への変換のプログラム、た
とえば、ですます調の文書をである調の文書に変換するなどのプログラムを提示
する。このプログラムを動かし、各自、各種の変換を体験する。 
5 回 科学技術研究(1) ー科学技術に関するテーマの設定ー 
6 回 科学技術研究(2) ー科学技術資料の検索・収集・整理ー 
7 回 科学技術研究(3) ー科学技術の論文化への構築と論文作法ー 
8 回 歴史研究にとって重要なテキストクリティークについて講義する。 
9 回 図書館の利用の仕方、文献検索の方法を学習する。 
10 回 『大漢和辞典』の引き方を学習し、実際に漢字をひく。 
11 回 『大漢和辞典』を使って『魏志倭⼈伝』を読む。 
12 回 考古資料のなかで、とくに石器の基礎知識と理解の徹底を目指す。そのた
めに各自に石器製作の素材となる剥片のレプリカを渡し、その表面観察時の注目
点を教示し、同時に専門用語の説明をする。 
13 回 配布プリントを中心に石器の実測の方法を説明し、その後、まず各自の剥
片レプリカの平面実測における外郭の取り方の解説をする。 
14 回 各自の剥片レプリカの腹面側の実測方法とその図化の仕方について 



配布プリントを中心に説明する。 
15 回 各自の剥片レプリカの平面実測図を今回で完成させるために、受講生個々
⼈の実測図に対して、不足している点や改善すべき箇所を説明する。 

準備学習 1 回 パソコンの種類にはどのようなものがあるか、また、Linux とは何か、予習
をしておくこと。 
2 回 Linux パソコンでの文書ファイル等の作成、および保存の仕方などを復習し
ておくこと。プログラム言語 Perl とはどのようなものか予習しておくこと。 
3 回 プログラム言語 Perl のスカラー変数、および Perl によるプログラムの作り
方を復習しておくこと。Perl の配列変数について予習しておくこと。 
4 回 Perl のスカラー変数、配列変数について復習しておくこと。これら 2 種類
の変数を用いてのプログラムの作り方について予習しておくこと。 
5 回 科学技術分野に関係した、研究してみたいテーマを事前に仮設定しておく
こと。 
6 回 科学技術の研究テーマに関係したインターネット・リソースを検索・収集・
蓄積しておくこと。 
7 回 収集・整理した科学技術関係の資料を論理的に展開して、論文形式に従っ
て、構成しておくこと。 
8 回 前期開講の「歴史学」の内容を復習していることが望ましいが、受講してい
ない者は、歴史の出来事を、どうやって現在のわれわれが知ることができるかを
考えておくこと。 
9 回 図書館に行って、図書館の利用の仕方を理解しておくこと。 
10 回 各⼈の持つ漢和辞典で、漢字の引き方を復習しておくこと。 
11 回 「魏志倭⼈伝」の各⼈割り当てられた箇所の幹事について、『大漢和辞典』
をもちいて引いておくこと。 
12 回 考古資料、とくに石器についてなんらかの情報を、図書館などで調べてお
くこと。 
13 回 復習として配布されたプリントを中心に、学んだ専門用語の理解と暗記を
心がけること。 
また、配布プリントから実測図の表現方法の予習をしておくこと。 
14 回 復習として、各自の実測図で誤りや改善を指摘された箇所の再点検をする
こと。予習として、自己の実測図と配布プリントのそれとの違いからより細かに
表現方法のコツを読み取ること。 
15 回 これまで学んだ石器実測図の書き方の再確認をしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FIV2721 
成績評価 中間試験 40%，定期試験 60% 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス VA(〜11),VB(〜11) 
見出し FIV2721 市場行動 
担当教員名 大藪 亮 
単位数 2 
教科書 コーポレート・マーケティング／村松潤一／同文舘出版 
アクティブラーニング  
キーワード マーケティング，消費者行動，顧客価値 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 市場行動 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜，指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIV2721 
実務経験のある教員  
達成目標 マーケティングは，経営・営業企画だけではなく，技術・研究開発や財務，⼈事

などあらゆる業務に必要となってきており，注目を浴びている分野である。本講
義では，企業のマーケティング活動やそれに対する消費者行動に興味・関心を持
つこと，また，マーケティングに関する基礎的な概念や理論を理解することを達
成目標とする。 

受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 5F 大藪研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Market Behavior 
関連科目 1 年次の「流通ビジネス」を受講していることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 企業活動は，大きく内的活動と外的活動に分けられる。例えば，内的活動は，組

織内の活動であり，戦略策定や財務等が挙げられる。外的活動は，消費者や顧客
に対する活動であり，主にマーケティングが中心となる。特に，企業の利益が，
顧客・消費者による自社製品の購買からもたらされることを考えると，外的活動
は非常に重要である。本講義は，企業の外的活動および消費者行動を市場行動と
捉える。講義では，具体的な事例を多く取り上げ解説する。これらを通じて，実
際のマーケティング活動を捉える視点やその論理を学び，それらの活動について



理解が 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。講義の進めを説明する。マーケティングと経営につい

ての基本的な考え方を説明する。 
2 回 マーケティング誕生とその役割について説明する。 
3 回 マーケティングの基礎概念について説明する。 
4 回 戦略的マーケティングの概念について説明する。 
5 回 具体的な事例をもとに，製品戦略について説明する。 
6 回 具体的な事例をもとに，価格戦略について説明する。 
7 回 具体的な事例をもとに，流通戦略について説明する。 
8 回 具体的な事例をもとに，プロモーション戦略について説明する。 
9 回 具体的な事例をもとに，顧客理解について説明する。 
10 回 製品開発に消費者が積極的に参加する事例を挙げ，消費者との価値創造に
ついて説明する。 
11 回 関係性マーケティングの発生と展開について説明する。 
12 回 サービス・マーケティングの基本的概念について説明する。 
13 回 市場志向型経営の貢献とその問題点について説明する。 
14 回 近年注目されるサービス・ドミナント・ロジックの基本的な考え方につい
て説明する。 
15 回 インターネットの普及によって，企業のマーケティングがどのように変化
したのかについて説明する。 

準備学習 1 回 なぜこの講義を選んだのかしっかりと考えておくこと。 
2 回 マーケティングの日本語訳を考えておくこと。 
3 回 売れる製品・サービスを作るためにはどうすれば良いのか考えておくこと。 
4 回 マクドナルドという強敵がいるにも関わらず，なぜモスバーガーは生き残
ることができているのか考えておくこと。 
5 回 ヒット商品を一つ選び，なぜその商品がヒットしているのか考えておくこ
と。 
6 回 自分の携帯電話の料金プランを確認しておくこと。 
7 回 なぜ四国にはセブンイレブンが出店していないのか考えておくこと。 
8 回 面白いと思った CM とその理由を考えておくこと。 
9 回 なぜコンビニでは夏でもおでんを売っているのか考えておくこと。 
10 回 なぜ無印良品「体にフィットするソファ」の⼈気が高いのか考えておくこ
と。 
11 回 なぜ企業はポイントカードを発行するのか考えておくこと。 
12 回 サービスとは何かを考えておくこと。 
13 回 顧客志向・市場志向とは何かを考えておくこと。 
14 回 もう一度サービスとは何かを考えておくこと。 
15 回 なぜアマゾンは⼈気があるのか考えておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FIV2911 
成績評価 各自の研究課題テーマの取り上げ方、まとめ（プレゼンテーション）などで総合

的に判断、６０点以上を合格とする。 
曜日時限 火曜日 9・10 時限 
対象クラス VA(〜10),VB(〜10) 
見出し FIV2911 社会情報研究Ⅰ 
担当教員名 志野 敏夫、森 裕一、木村 邦彦、坂部 望、水谷 直樹、山口 隆久、松村 

博行、 
単位数 2 
教科書 指導教員が指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード ゼミナール、研究課題策定、資料・データ収集、資料・データ整理 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 社会情報研究Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指導教員が指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 成績に記載した基準に基づき、評価を行う。 
シラバスコード FIV2911 
実務経験のある教員  
達成目標 各研究室で各自で策定した課題を達成する。 

１．課題への取り組みが積極的に出来る。 
２．資料などデータ収集・整理が出来る。 
３．資料・データなどを課題研究に活かすことが出来る。 

受講者へのコメント  
連絡先 各指導教員または学科⻑ 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Socio-Information Studies I 
関連科目 社会情報研究Ⅱ（後期、必須） 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 配属された指導教員の下、各教員の専門分野について、各自が研究を行い、報告

書にまとめる。研究課題策定への取り組み、資料収集と整理、プレゼンテーショ
ンなど発表への取り組みなどを学ぶ。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 ・各ゼミの専門に適合した科目の復習をしておくこと。 



・専門に応じた文献検索など、情報収集の手段・方法を習得しておくこと。 
・研究テーマ策定に必要な文献を読むなど情報の収集をすること。 
・研究したいと思うテーマの問題点を整理し、研究目的などを明確にプレゼンテ
ーションできるようにすること。 

 



年度 2012 
授業コード FIV2912 
成績評価 各自の研究課題テーマの取り上げ方、まとめ（プレゼンテーション）、研究内容お

よび報告書などで総合的に判断、６０点以上を合格とする。 
曜日時限 火曜日 9・10 時限 
対象クラス VA(〜10),VB(〜10) 
見出し FIV2912 社会情報研究Ⅱ 
担当教員名 志野 敏夫、森 裕一、木村 邦彦、坂部 望、水谷 直樹、山口 隆久、松村 

博行、 
単位数 2 
教科書 指導教員が指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード ゼミナール、研究課題策定、資料・データ収集、資料・データ整理 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 該当なし 
科目名 社会情報研究Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指導教員が指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 成績に記載した基準に基づき、評価を行う。 
シラバスコード FIV2912 
実務経験のある教員  
達成目標 各研究室で各自に課せられた課題を達成する。 

１．課題への取り組みが積極的に出来る。 
２．資料などデータ収集・整理が出来る。 
３．資料、データなどを課題研究に活かすことが出来る。 

受講者へのコメント ゼミ形式なので、十分な予習をすること。 
連絡先 各指導教員または学科⻑ 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特に問題なし 
英文科目名 Socio-Information Studies II 
関連科目 社会情報研究Ⅰ（前期、必須） 
次回に向けての改善変更予定 現在の方式で満足が得られているので引き続き同様に実施していきたい。 
講義目的 配属された指導教員の下、前期に続いて、各教員の専門分野について、各自が研

究を行い、報告書をまとめる。研究課題策定への取り組み、資料収集と整理、プ
レゼンテーションなど発表への取り組みなどを学ぶ。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 1 回 【社会情報研究（１６）】前期研究報告書の整理 



2 回 【社会情報研究（１７）】講義の資料、データ収集・整理 
3 回 【社会情報研究（１８）】講義の資料、データ収集・整理 
4 回 【社会情報研究（１９）】講義の資料、データ収集・整理 
5 回 【社会情報研究（２０）】講義の資料、データ収集・整理 
6 回 【社会情報研究（２１）】講義の資料、データ収集・整理 
7 回 【社会情報研究（２２）】講義の資料、データ収集・整理 
8 回 【社会情報研究（２３）】講義の資料、データ収集・整理 
9 回 【社会情報研究（２４）】講義の資料、データ収集・整理 
10 回 【社会情報研究（２５）】講義の資料、データ収集・整理 
11 回 【社会情報研究（２６）】講義の資料、データ収集・整理 
12 回 【社会情報研究（２７）】講義の資料、データ収集・整理 
13 回 【社会情報研究（２８）】講義の資料、データ収集・整理 
14 回 【社会情報研究（２９）】講義の資料、データ収集・整理 
15 回 【社会情報研究（３０）】研究課題の報告書作成 

 



年度 2012 
授業コード FIV3311 
成績評価 提出課題(50％)，定期試験(50%)によって評価を行う. 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス VA(〜11),VB(〜11) 
見出し FIV3311 プログラミング基礎 
担当教員名 ⿊⽥ 正博 
単位数 2 
教科書 よくわかる Excel2007 マクロ／VBA 入門／FOM 出版 
アクティブラーニング  
キーワード アルゴリズム，プログラミング 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特になし． 
科目名 プログラミング基礎 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 Web ページを利用：「http://www.soci.ous.ac.jp/~kuroda/」の「Lectures」 
授業形態 講義 
注意備考 実務士資格「情報処理士」「上級情報処理士」の認定科目である． 
シラバスコード FIV3311 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) 基本的な処理をアルゴリズムの形で表現させること．(2) そのアルゴリズム

をコンピュータ言語によって記述すること． 
受講者へのコメント これまでにやったことない授業内容であり，かつ論理的な思考を必要とするので

数学が苦手な学生には難しく感じられたと思う．物事を順序立てて考えることは
これから必要とされる能⼒なので，身につけてもらいたい． 

連絡先 ⿊⽥研究室 21 号館 4 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 コンピュータ言語の習得とアルゴリズムの理解といった 2 つの内容を講義でお
こなったため学生は難しく感じたかもしれないが，EXCEL 上で自分の書いたプ
ログラムが動作することは楽しく感じてくれたようである． 

英文科目名 Fundamental Programming 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 プログラムがどのようなものであるかを理解してもらうために，基本的なアルゴ

リズムについて少し詳しい説明をしたいと考えている． 
講義目的 VBA 言語によるプログラミング実習を行う．データの入出⼒と簡単な四則演算，

配列を使ったデータの格納方法，プログラムを作成するうえで基礎となる制御文
（条件判断や分岐，反復）を記述するための文法を学習する．そして，初等的な
計算処理に関するアルゴリズムとそれを実現するための VBA のプログラムを記
述するための技術を演習で習得する． 



対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  イントロダクション。Excel でのプログラミング言語である VBA について

説明する。 
2 回 Excel のセル上に入⼒されたデータの VBA での入出⼒と四則計算を説明し、
プログラム練習により学習する。 
3 回  VBA プログラミングにおける配列宣言の方法を説明し、配列を用いた文字
列処理のプログラムを例題にプログラムを学習する。 
4 回  VBA における二次元配列プログラムを行列計算を例にして説明する。 
5 回  配列を使った数値計算および文字列処理の VBA プログラムを作成する。 
6 回  VBA プログラムで反復処理をおこなうための For〜Next 文や Do while〜
Loop 文の手続きを説明する。 
7 回  For〜Next 文による反復処理の VBA プログラムを紹介し，その処理の流
れを説明する。さらに、練習問題により理解する。 
8 回  演習として、for〜next 文による反復処理の VBA プログラムを作成する。 
9 回  Do while〜Loop 文による反復処理の VBA プログラムを紹介し，その処理
の流れを説明する。さらに、練習問題により理解する。 
10 回  演習として、Do while〜Loop 文による反復処理の VBA プログラムを作
成する。 
11 回  For〜Next 文と Do while〜Loop 文の書き換え問題によるプログラミング
演習をおこなう。 
12 回  VBA プログラムで条件判定（選択）処理をおこなうための If〜Then 文の
手続きを説明する。 
13 回  If〜Then 文による条件判定処理の VBA プログラムを紹介し，その処理
の流れを説明する。さらに、練習問題により理解する。 
14 回  演習として、If〜Then 文による反復処理の VBA プログラムを作成する。 
15 回  試験を行うので、講義内容をよく理解し整理しておくこと。試験終了後に
出題内容について解説を行う。 

準備学習 1 回  VBA 言語について予習をしておくこと。 
2 回  データの入出⼒の関数と数値計算の記述方法を復習しておくこと 
3 回  配列と変数の違いを理解しておくこと 
4 回  1 次元配列のデータ表現について理解しておくこと 
5 回  変数と配列のデータ表現の違いを理解しておくこと 
6 回  反復処理でおこなう処理内容と VBA プログラムの手続きについて予習を
しておくこと。 
7 回  For〜Next 文の文法についてきちんと理解をしておくこと。 
8 回  第 7 回授業で学習した VBA プログラムの処理内容を復習し、理解してお
くこと。 
9 回  Do while〜Loop 文の文法を理解しておくこと。 
10 回  第 9 回授業で学習した VBA プログラムの処理内容を復習し、理解してお
くこと。 
11 回  For〜Next 文と Do while〜Loop 文の文法の類似点と相違点を理解してお
くこと。 



12 回  条件判定処理の文法と VBA プログラムの手続きについて予習をしておく
こと。 
13 回  If〜Then 文の文法についてきちんと理解をしておくこと。 
14 回  第 13 回授業で学習した VBA プログラムの処理内容を復習し、理解して
おくこと。 
15 回  講義内容をよく理解し整理しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FIV3312 
成績評価 小テスト  30 点（10 点×３回） 

期末テスト 70 点 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス VA(〜11),VB(〜11) 
見出し FIV3312 国際政治学 
担当教員名 松村 博行 
単位数 2 
教科書 国際政治経済学・入門第３版／野林健ほか／有斐閣／2007 年 
アクティブラーニング  
キーワード グローバル化・リアリズム・リベラリズム・批判理論・経済安全保障・国家主権

の限界・反グローバリズム 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 国際政治学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 村⽥晃嗣ほか[2009]『国際政治学をつかむ』有斐閣 

飯⽥敬輔[2007]『国際政治経済』東京大学出版会 
授業形態 講義 
注意備考 担当教員は、学習者たる皆さんに最大限の敬意をもって講義を行います。受講生

の皆さんも、学習者としての自負と責務をしっかりと認識して講義に臨んで下さ
い。とりわけ、他の受講生の妨害になる振る舞いについては厳しく対処します。 

シラバスコード FIV3312 
実務経験のある教員  
達成目標 ・国際政治経済学の基礎を学ぶ 

・グローバル化の諸相（ヒト・モノ・カネ・情報の国境を越えた移動）を理解す
る 
・安全保障における経済の役割について理解する 

受講者へのコメント  
連絡先 松村研究室（21 号館 7 階） 

yuki-mat@soci.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 International Politics 
関連科目 政治学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 この講義ではグローバル化が進む中で「国のパワー」と「市場のパワー」とが時

にはぶつかり合い、時には相互に依存し合う状況を観察することを通じ、現代の



国際政治経済の特徴を掴むことを目的とする。 
とりわけ経済領域におけるグローバリゼーションが国境を前提とした伝統的な
安全保障にどのような影響を与えているのか、「国家」の側はそれにどのように
対処しようとしているのかといった点を日本と米国を事例として詳しく論じた
い。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス：講義の進め方、国際政治学と国際政治経済学の関係について説

明する。 
2 回 IPE の見方（１）国際政治経済を分析する理論のうち、「リアリズム」につ
いて説明する。 
3 回 IPE の見方（２）国際政治経済を分析する理論のうち、「リベラリズム」に
ついて説明する。 
4 回 IPE の見方（３）国際政治経済を分析する理論のうち、「批判理論」につい
て説明する。 
 ＊第１回小テスト 
5 回 ⼒の構造と国際経済体制：世界恐慌が第二次世界大戦の一因となった理由、
そして戦後米国が主導して新たな国際経済秩序が誕生したプロセスについて説
明する。 
6 回 冷戦とブレトンウッズ体制（１）：冷戦とは何だったのか、説明する。 
7 回 冷戦とブレトンウッズ体制（２）：米国が創出した戦後国在経済秩序が機能
不全を起こした理由について説明する。 
8 回 安全保障と経済：安全保障における経済の位置づけについて説明する。 
9 回 保護貿易をめぐる政治と経済（１）：日米貿易摩擦の展開を説明し、なぜ経
済問題が政治化するのかそのメカニズムについて解説する。 
10 回 保護貿易をめぐる政治と経済（１）：1980 年代以降の日米経済摩擦の展開
を詳説し、なぜ日米間の摩擦は激化したのか、なぜ両国の摩擦が 1990 年代半ば
以降急速に終息したのかを説明する。 
 ＊第２回小テスト 
11 回 金融グローバル化の構図：資本移動の自由化がもたらした功罪について説
明する。 
12 回 科学技術と現代国際関係：科学技術と安全保障、国際政治の関係について
説明する。 
13 回 移⺠をめぐる政治と経済：ヒトの流れが国際政治に与えている影響につい
て説明する。 
14 回 経済発展と⼈権、⺠主化：途上国の開発モデルの限界について説明する。 
 ＊第 3 回小テスト 
15 回 地球環境をめぐる政治経済：一国単位では解決できない地球環境問題が国
際政治においてどのように扱われているのかを説明する。 

準備学習 1 回 新聞や雑誌で国際政治に関する記事を最低３つは読んでおく。 
2 回 テキスト第１章の「１リアリズムの見方」を読んでおく。とりわけリアリズ
ムにおける国益概念と覇権安定論について理解しておくこと。 
3 回 テキスト第１1 章の「２リベラリズムの見方」を読んでおく。とりわけ相互



依存論や国際レジーム論の意味するところを理解しておくこと。 
4 回 テキスト第１章の「３マルキシズムの見方」および「４コンストラクティヴ
ィズム」を読んでおく。とりわけ「世界システム論」と「ジェンダーの視点」に
ついて理解しておくこと。 
5 回 テキスト第２章のを読んでおく。とりわけ 1930 年代から 1940 年代にかけ
ての歴史とブレトンウッズ会議の特徴について理解しておくこと。 
6 回 テキスト第３章の 78-91 頁までを読んでおく。とりわけこの間の歴史的展
開について整理しておくこと。 
7 回 テキスト第３章の 92-99 頁を読んでおく。とりわけ 1960 年代末から 1970
年代前半までの国際情勢について理解しておくこと。 
8 回 テキスト第４章を読んでおく。とりわけ国家のパワーの源泉として経済⼒
が果たす役割について理解しておくこと。 
9 回 テキスト第５章の 124-133 頁を読んでおく。とりわけなぜ貿易摩擦が生じ
るのか理解しておくこと。 
10 回 テキスト第５章の 133 頁以降および配布するプリントを読んで、日米貿易
摩擦の展開について理解しておくこと。 
11 回 テキスト第６章を読んでおく。とりわけアジア通貨危機について理解して
おくこと。 
12 回 テキスト第７章を読んでおく。とりわけ国際政治における知的財産権問題
の意味について理解しておくこと。 
13 回 テキスト第８章を読んでおく。とりわけハイテク移⺠と呼ばれる高学歴移
⺠について理解しておくこと。 
14 回 テキスト第９章を読んでおく。とりわけ権威主義体制と累積債務問題につ
いて理解しておくこと。 
15 回 テキスト第 10 章を読んでおく。とりわけ地球環境レジームについて理解
しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FIV3321 
成績評価 課題（小レポート）３０％、試験７０％によって評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス VA(〜10),VB(〜10) 
見出し FIV3321 ジャーナリズム論 
担当教員名 木村 邦彦 
単位数 2 
教科書 適宜、資料などを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 情報メディア、情報社会、マス・コミュニケーション 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 ジャーナリズム論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜、紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 ・日常の社会の動きに関心を持って講義に出席して欲しい。 
シラバスコード FIV3321 
実務経験のある教員  
達成目標 ・⺠主主義の根幹は「表現・言論の自由」だということを理解する。 

・マスメディアには「情報の伝達」とともに「権⼒の監視」という重要な役割が
あることを学  び、「表現・言論の自由」のために欠かせない役割であることを
理解する。 
・曲がり角のマスメディアの現状を学び、市⺠が今なすべきことを考える。 

受講者へのコメント  
連絡先 木村邦彦研究室（２１号館７階）kimura@soci.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Journalism 
関連科目 情報メディア、情報と社会、コミュニケーション、マスメディア論を履修するこ

とが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 「情報」を伝える役目を持っている「マスメディア」。活字の発明は新聞、出版の

登場となり、電信の発明は放送を、写真は映画をもたらし、電信と映像はテレビ
の発明に寄与した。現在は、インターネットが加わったマルチメディアの時代だ
が、同時に多くの問題が噴出している。メディアを理解するために課題を探る。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 ジャーナリズムとは何か、を学び、社会における役割を説明する。 



2 回 ジャーナリズムの現状を考察する。東日本大震災、ＪＲや航空機事故などの
災害時における役割を考察する。 
3 回 ジャーナリズムの存在価値をテーマに、日米密約を焦点に考察する。 
4 回 日米密約をテーマにした講義を続ける。繰り返される権⼒者の情報統制に
ついて考察する。 
5 回 情報統制は現代でも続いていることを、映画「ヤスクニ」、ビラ配布規制な
どを取り上げて考察する。 
6 回 危うい日本の表現の自由をテーマに、メディアにおける権⼒の監視を考察
する。同時に、メディアの歴史と権⼒の抗争を学習する。 
7 回 日本の表現の自由における問題点を探る。安易な出版差し止めをこれまで
の例を取り上げて考察する。 
8 回 中間まとめとして、ジャーナリズムの役割と権⼒との抗争を復習する。 
9 回 政治とメディアの癒着をテーマとする。最初はＮＨＫを取り上げ、番組改変
問題、会⻑と政権幹部問題などを考察する。 
10 回 公共放送として、ＮＨＫと英国ＢＢＣの相違を考察する。日本の放送界の
背景にある電波行政の功罪も学習する。 
11 回 政治とＮＨＫ以外のメディアとの癒着を学習する。背景にある記者クラブ
と権⼒とのなれ合いについても考察する。 
12 回 安保闘争、ベトナム戦争など、戦後のメディアを巻き込んだ事件、出来事
をテーマに、ジャーナリズムの存在意義を考察する。 
13 回 １９７０年以降に焦点を合わせて、自立する日本とともに、“第４の権⼒”
と揶揄されていくメディアの問題を取り上げ、考察する。 
14 回 メディアの問題として、メディアスクラムと取材源の秘匿を軸に、事件を
絡めながら考察する。 
15 回 冤罪とメディアをテーマに、松本サリン事件などを取り上げながら、メデ
ィアが果たした役割と課題などを考察する。 

準備学習 前回の講義を復習して出席すること。 
日々のニュースに接しておくこと。 
できれば、というより、文書⼒などを身に着けるためにも必ず新聞を読んで講義
に出席すること。講義は、最近の社会の動きをテーマにするが、最後に毎回、気
になったり、関心のあったニュースを書いてもらうので、コンパクトにまとめて
くること。 

 



年度 2012 
授業コード FIV33G2 
成績評価 課題（小レポート）３０％、試験７０％によって評価する 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス VA(〜12),VB(〜12) 
見出し FIV33G2 情報と社会 
担当教員名 木村 邦彦 
単位数 2 
教科書 適宜、資料などを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 情報社会、情報メディア、マス・コミュニケーション 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報と社会 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜、紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 ・実務士資格「情報処理士」「上級情報処理士」「ビジネス実務士」の認定科目で

ある。 
・日ごろ、社会の動きに関心を持って講義に出席して欲しい。 

シラバスコード FIV33G2 
実務経験のある教員  
達成目標 ・情報化と社会とのかかわりについて、まず、情報化が社会生活に及ぼす影響、

情報伝達手段の 変遷を扱い、情報産業の今後のあり方について理解する。 
・情報社会を支える科学技術として、デジタル情報と情報メディアを簡単に扱い、
同時に、情報 社会の光と影についても焦点をあて高度情報通信社会のモラルに
ついても理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先 木村邦彦研究室（２１号館７階）kimura@soci.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Information and Society 
関連科目 情報メディア、コミュニケーション、マスメディア論、ジャーナリズム論を履修

することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 高度情報化社会が抱える「功」と「罪」を明確にすることを念頭におき、情報化

や情報技術が個⼈や社会に及ぼしている影響を考える。情報社会が目指している
もの、そこにおける正しいモラルなどの考察を通じて、情報と社会に関する基本
的な知識の習得と広い視野を養うことを目的とする。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義内容の説明をする。情報社会について、成り立ちと構成などの概略を主

として説明する。 
2 回 情報化社会から情報社会への移り変わりを考える。「情報は市⺠のもの」で
あることを学び、日本の社会事情を再考する。 
3 回 情報公開の歴史を学ぶ。進んでいる海外の状況を学び、日本では地方が先行
してきた背景を考察する。 
4 回 情報公開によって浮上した公金問題を考える。焦点は、市⺠オンブズマンの
存在であり、活動を学習する。 
5 回 情報公開と公金問題をさらに考える。４回と同じく、市⺠オンブズマンを取
り上げ、全国自治体への調査などを考察する。 
6 回 日本の匿名社会の広がりを考える。背景にあるのがインターネット社会で
あり、とまどうプロバイダーなどに焦点を当てて学習する。 
7 回 インターネット社会に焦点を当てて、犯罪を考える。いくつかの法制度を説
明しながら、社会が考えなければならない事案であることを学習する。 
8 回 中間まとめとして、情報社会の成熟にほど遠い日本の現状を復習する。 
9 回 個⼈情報保護法の成立の経過を学習する。欧米の圧⼒、日本の背景などを説
明する。 
10 回 個⼈情報保護法の成立過程をさらに学習しながら、政府が法制度を有利に
取り込んでいく状況を考察する。 
11 回 ＩＴ社会の中で政府が進める電子政府を学習する。次回に詳しく説明する
住⺠基本台帳ネットワークシステムを使っての構想と実践の功罪を考察する。 
12 回 住⺠基本台帳ネットワークシステムを詳しく説明する。さらに、政府が進
めようとしている共通番号制度の功罪を考察する。 
13 回 個⼈情報保護につきまとうプライバシー保護と名誉毀損について学習す
る。欧米との比較、訴訟の高額化にも触れ、考察する。 
14 回 災害と社会を考察する。東日本大震災などの災害をテーマに、メディアの
果たす役割などを考察する。 
15 回 災害と社会をさらに学習する。技術⾰新で登場したインターネットの利用
などを焦点に、将来のあり方を考察する。 

準備学習 前回の内容を理解して講義に臨むこと。 
日々のニュースに接しておくこと。 
できれば、というより、文書⼒などを身に着けるためにも必ず新聞を読んで講義
に出席すること。 
講義は、最近の社会の動きをテーマにし、最後に毎回、気になったり、関心のあ
ったニュースを書いてもらうので、コンパクトにまとめてくること。 

 



年度 2012 
授業コード FIV33H2 
成績評価 ２回の中間試験（１０点×２回）と期末試験（８０点）の合計で評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス VA(〜10),VB(〜10) 
見出し FIV33H2 地理情報解析 
担当教員名 能美 洋介 
単位数 2 
教科書 特に指定しない。毎回プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 地形図、主題図、GIS、地理情報、リモートセンシング 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 地理情報解析 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 東明佐久良著、完全図解ビジュアルＧＩＳ．オーム社 P.A.バーロー著、安仁屋政

武・佐藤亮訳、ＧＩＳの原理．古今書院． 
他、適宜指示する。 

授業形態 講義 
注意備考 生物地球システム学科「地理情報処理学」と同時開講しています。社会科学的分

野だけでなく、自然科学との関連性もある内容の講義です。 
シラバスコード FIV33H2 
実務経験のある教員  
達成目標 ○地形図や各種主題図についての理解し、説明することができる。 

○GIS を利用する上での地理情報の性質についての理解し、データ構造などにつ
いて説明できる。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２６号館３階 能美研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Geographic Information Analysis 
関連科目 情報地質学、応用地質学、天文・地学実習、地球科学実験２・３ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  地質学・生態学・社会科学など屋外における調査研究を伴う学問においては、

地理的な属性が付加した各種の情報を取り扱う。このような地理的な情報を処理
するためには、独自の考え方やデータの取り扱い方法が必要である。本講義では、
このような地理情報の性質について理解し、GIS を用いて地理情報を処理するた
めの基本的な技術やシステムの構築方法、その応用について理解を深めることを
目的とする。 



対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

 講義の目的と進め方、成績採点方針等について説明する。 
2 回 アナログ解析① 
 地形図の種類、図式、読図法について講義する。 
3 回 アナログ解析② 
 主題図の種類と利用上の注意について講義する。 
4 回 アナログ解析③ 
 空中写真の諸元、立体視の原理、利用法について講義する。 
5 回 デジタル解析① 
 地理情報システムの概要について講義する。 
 1 回目の中間試験を行う。 
6 回 デジタル解析② 
 ラスターデータについて講義する。 
7 回 デジタル解析③ 
 ＤＥＭとその利用法、表現方法について講義する。 
8 回 デジタル解析④ 
 重ね合わせ解析、フィルター解析等ラスターデータの解析方法について講義す
る。 
9 回 デジタル解析⑤ 
 ベクトルデータのうち、点データについて講義する。 
 ２回目の中間試験を行う。 
10 回 デジタル解析⑥ 
 ベクトルデータのうち、線データと面データについて講義する。 
11 回 デジタル解析⑦ 
 ベクトルデータの作成方法について講義する。 
12 回 リモートセンシング 
 リモートセンシングの原理と利用について講義する。 
13 回 写真測量 
 写真測量による地理データ取得方法について講義する。 
14 回 地理情報システムの利用実態 
 どのような場面で地理情報システムが利用されているかについて講義する。 
15 回 地理情報システムの今後 
 地理情報システムかかる問題点と今後の発展性について講義する。 

準備学習  シラバスによく目を通し、各講義の内容に示された語句について、事前に調べ
ておくこと。 
 第１回から第４回は紙ベースの地図についての講義です。この内容が、第５回
目以降のコンピュータによるデジタルな地図利用に引き継がれる。地図帳などを
利用して、普段から地図に慣れ親しんでおくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FIV3511 
成績評価 小テスト  30 点（10 点×３回） 

期末テスト 70 点 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス VA(〜11),VB(〜11) 
見出し FIV3511 行政学(再) 
担当教員名 松村 博行 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特に回答を求めるものはなかった 
科目名 行政学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 よくわかる行政学／村上弘ほか／ミネルヴァ書房／2009 
授業形態 講義 
注意備考 担当教員は、学習者たる皆さんに最大限の敬意をもって講義を行います。  

受講生の皆さんも、学習者としての自負と責務をしっかりと認識して  
講義に臨んで下さい。  
とりわけ、他の受講生の妨害になる振る舞いについては厳しく対処します。 

シラバスコード FIV3511 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)行政学の基礎を学ぶ。 

(2)官僚制について理解する。 
(3)地方分権について理解する。 

受講者へのコメント 行政学は実生活や日頃のニュースではあまり接することのない分野なので、しっ
かりと予習、復習をしなければ試験で良い点数をとることは難しいと思う。 

連絡先 松村研究室（21 号館 7 階） 
yuki-mat@soci.ous.ac.jp 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 各項目ともおおむね満足といくという評価を得たと思う。 
英文科目名 Public Administration 
関連科目 政治学 
次回に向けての改善変更予定 予習の分量と公務員試験対策の問題演習をもう少し増やすことを考えている。 
講義目的 私たちは日ごろ、政治に対する不満を表現するときに、「行政の怠慢」や「行政の

対応が遅い」など「行政」ということばを用いることが多い。しかし、ここでい
う行政とは一体何だろうか。行政は政治と同義と考えて良いのだろうか。異なる



概念だとすれば、政治と行政の違いいはどこにあるのか。また行政の担い手とは
誰なのか。 
本講義では、どちらかと言えば地味に思われがちな行政、あるいは行政学の基礎
を学び、そこから私たちの生活を取り巻く政治・行政の仕組みと意味について考
察する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス：講義の進め方について説明する。三権分立の中の行政の位置づ

けについて説明する。 
2 回 古典的自由主義の時代の行政の役割について説明する。 
3 回 20 世紀に大きな政府が誕生した背景について説明する。 
4 回 行政学の歴史について説明する。 
5 回 官僚制について説明する。 
●第１回小テスト 
6 回 行政組織の特徴について概説する。 
7 回 日本の中央府省制の特徴について説明する。 
8 回 予算編成と執行の仕組みについて説明する。 
9 回 行政と利益集団の関係について説明する。 
10 回 1-9 回を復習する。 
●第２回小テスト 
11 回 政治過程と政策過程について説明する。 
12 回 政策過程の理論を概説する。 
13 回 日本の中央―地方関係について説明する。 
14 回 地方自治の特徴について説明する。 
15 回 地方自治における新たなガバナンスの取り組みについて説明する。 
●第３回小テスト 

準備学習 1 回 新聞を読み、「行政」「内閣」「県庁」「市（役所）」という用語が含まれた記
事を見つけておくこと。 
2 回 配布されたプリントを事前に読み、古典的自由主義について理解しておく
こと。 
3 回 配布されたプリントを事前に読み、福祉国家について理解しておくこと。 
4 回 配布されたプリントを事前に読み、20 世紀の政府機能拡大の背景について
理解しておくこと。 
5 回 配布されたプリントを事前に読み、ヴェーバーの官僚制論について理解し
ておく。またこれまでの講義を復習し、小テストに備えること。 
6 回 配布されたプリントを事前に読み、行政組織におけるラインとスタッフの
相違について理解しておくこと。 
7 回 配布されたプリントを事前に読み、日本の府省制の組織構成を把握してお
くこと。 
8 回 配布されたプリントを事前に読み、予算編成における財務省主計局の役割
について理解しておくこと。 
9 回 配布されたプリントを事前に読み、利益集団の実態について理解しておく
こと。 



10 回 小テストに備えて第 6 回から第 9 回までの復習を行っておくこと。 
11 回 配布されたプリントを事前に読み、政策過程の概要を理解しておくこと。 
12 回 配布されたプリントを事前に読み、政策過程の諸モデルについてあらかじ
め知っておくこと。 
13 回 配布されたプリントを事前に読み、日本の中央-地方関係の現状について
理解しておくこと。 
14 回 配布されたプリントを事前に読み、地方自治の仕組みを理解しておくこと。 
15 回 配布されたプリントを事前に読み、NPO や市⺠オンブズマンなど地方自
治に関わるアクターの実態を知っておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FIV3512 
成績評価 課題提出及び実習成果等について評価(50%)し、調査報告書の内容を期末に総合

評価する(50%)。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス VA(〜11),VB(〜11) 
見出し FIV3512 社会情報実習 α 
担当教員名 山口 隆久、三原 裕子、大藪 亮、水谷 直樹 
単位数 1 
教科書 使用しない 
アクティブラーニング  
キーワード 産業連関、日銀短観、景気調査、アンケート調査、消費者動向調査 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 社会情報実習 α 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 「社会調査士」の認定科目である。実務士資格「社会調査アシスタント」の認定

科目である。 
シラバスコード FIV3512 
実務経験のある教員  
達成目標 社会調査の基本的実施能⼒を身につける。 
受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 7 階 水谷研究室・山口研究室・三原研究室  

21 号館 5 階 大藪研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Socio-Information Practice a 
関連科目 社会情報実習 D 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 社会調査に関する専門的知識を修得し、調査を適切に設計・実行できる能⼒を獲

得するため、社会調査の全過程を体験的に学習する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション(講義の進め方など全般的注意）【三原・水谷・山口・

大藪】 
2 回  経済分野の社会調査（調査の企画・設計（デザイン））に関する説明をする。
【三原】 
3 回  経営分野の社会調査（調査の企画・設計（デザイン））に関する説明をする。



【水谷】 
4 回  実習-1 調査企画・調査仮説・調査項目(経済分野 理論的概説）に関する
説明をする。【三原】 
5 回  実習-2 調査企画・調査仮説・調査項目(経営分野 理論的概説) に関する
説明をする。【水谷】 
6 回  実習-3 調査の実施（様々な景気調査）に関する説明をする。【三原】 
7 回  実習-4 調査の実施（街角景気調査・日銀短観）に関する説明をする。【三
原】 
8 回  実習-5 調査の実施（業種別経営成績の動向に関する分析）に関する説明を
する。【水谷】 
9 回  実習-6 調査の実施（消費者動向に関するアンケート調査分析）に関する説
明をする。【山口】 
10 回  実習-7 調査結果の分析（短観データの収集・解析）に関する説明をする。
【三原】 
11 回  実習-8 調査結果の分析（財務諸表中の財務データおよび収支データの収
集・解析など）に関する説明をする。【水谷】 
12 回  実習-9 報告書の作成①（収集したデータを報告書形式にまとめる）に関
する説明をする。【三原】 
13 回  実習 10 報告書の作成②（収集したデータを報告書形式にまとめる）に関
する説明をする。【山口】 
14 回  実習-11 成果発表会①（報告書の提出と発表）。 
15 回  実習-12 成果発表会②（報告書の提出と発表）。 

準備学習 1 回  特になし。 
2 回  内閣府のホームページを閲覧しておくこと。 
3 回  マーケティング・リサーチに関する講義資料を再確認しておくこと。 
4 回  新聞の調査記事に注目しておくこと。 
5 回  決算報告等、企業動向に関する記事に注目しておくこと。 
6 回  新聞の景気関連記事に注目すること。 
7 回  新聞の景気関連記事に注目すること。 
8 回  企業の決算報告等に関する記事に注目すること。 
9 回  企業戦略、マーケティングに関する記事に注目すること。 
10 回  日銀のホームページを見ておくこと。 
11 回  対象企業の公表済みデータを確認しておくこと。 
12 回  収集・解析したデータに目を通しておくこと。 
13 回  収集・解析したデータに目を通しておくこと。 
14 回  発表の準備（データの整合性等の確認）をしておくこと。 
15 回  発表の準備（データの整合性等の確認）をしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FIV3521 
成績評価 課題提出 20％、小テスト 30％、学期末試験 50％により成績を評価する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス VA(〜11),VB(〜11) 
見出し FIV3521 ミクロ経済解析 
担当教員名 三原 裕子 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード 消費者の効用最大化行動、租税 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 ミクロ経済解析 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ミクロ経済学をつかむ／神⼾伸輔 他／有斐閣 ：コア・テキスト 財政学／小

塩隆士／新世社 
授業形態 講義 
注意備考 教科書は指定せず、毎回レジュメを配布します。また、必要に応じて適宜参考文

献を紹介します。 
シラバスコード FIV3521 
実務経験のある教員  
達成目標 ①経済学の基礎的な知識を身に着け、理論的に物事が判断できるための⼒を養

う。 
②新聞記事を読み、自分自身で政策の効果が評価できるようになるための知識を
身につける。 

受講者へのコメント この講義では、1 年次からの応用として少し高度な道具を使いながら、税にまつ
わる議論を整理してきました。 
少し難易度は高かったもしれませんが、新聞等を読む際に興味をもってもらえれ
ばと思います。 

連絡先 21 号館 7F 三原研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業を受けて良かった点として、最も回答割合が多かったものとして「理解が深
まった」続いて「興味、関心が高まった」 
であった。総合評価として目標の達成について最も回答割合の多かったものが
「だいたいできた」であり、授業の満足度として 
9 割強の学生が満足したと回答している。 

英文科目名 Micro-Economics 
関連科目 マクロ経済分析、社会学 



次回に向けての改善変更予定 難易度があがった分、講義に時間を割いてしまったと感じています。もう少し、
練習問題等を解く時間を設けることが 
できればさらなる理解につながったと思われます。 

講義目的 本講義では消費者の行動を通じて経済現象を説明することを目的とする。そのた
めに、消費者の効用最大化行動、租税の性質、公平性と超過負担という観点から
いくつかの税体系のもつ性質について述べる。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス。講義の進め方を説明し、ミクロ経済の概観を説明する。 

2 回 授業を行うために最低限必要な連立方程式を復習する。 
3 回 消費者は何を規準として意思決定を行っているのかについて説明する。 
4 回 消費者の効用最大化行動を経済学の枠組みで説明する。 
5 回 財の価格が変化したときの消費者の効用最大化行動の変化について、所得
効果と代替効果を用いながら説明する。 
6 回 異時点間の問題を考え、消費者はどのように消費量や貯蓄量を決定するの
かについて説明する。 
7 回 消費者余剰、生産者余剰および社会余剰について説明する。 
8 回 2 回から 7 回までの練習問題を解き、その解説をする。 
9 回 財政の役割、租税の原則および種類について説明する。 
10 回 所得税の性質を超過負担の観点から説明する。 
11 回 消費税の性質を超過負担の観点から説明する。 
12 回 公平性の観点から消費税と所得税の性質について説明する。 
13 回 9 回から 12 回までの練習問題を解き、その解説をする。 
14 回 税の転嫁と税が社会余剰に与える効果について説明する。 
15 回 これまでの講義のまとめをする。 

準備学習 1 回 ミクロ経済学の目的について、第 1 回目の講義を踏まえてきちんと整理し
ておくこと。 
2 回 連立方程式を解き、与えられた関数をきちんと図示できるように復習をし
ておくこと。 
3 回 消費者の行動規準についてきちんと復習をしておくこと。 
4 回 消費者の効用最大化行動にはなぜ予算制約線と無差別曲線を用いるのかに
ついて説明できるように復習をしておくこと。 
5 回 所得効果と代替効果について図示によって説明できるように復習をしてお
くこと。 
6 回 異時点間の消費決定について、所得効果と代替効果を用いて説明できるよ
うに復習をしておくこと。 
7 回 消費者余剰、生産者余剰および社会余剰について言葉と図示によって説明
できるように復習をしておくこと。 
8 回 第 3 回から第 6 回までで分からないところを見つけておくこと。 
9 回 日本の財政状況について、調べておくこと。 
10 回 第 5 回目で行った所得効果と代替効果についてしっかりと復習をしておく
こと。 
11 回 第 5 回目で行った所得効果と代替効果についてしっかりと復習をしておく



こと。 
12 回 「逆進性」について参考書などで調べておくこと。 
13 回 消費税と所得税という 2 つの税体系を超過負担と逆進性の観点からきちん
と復習すること。 
14 回 第 14 回までに社会余剰について復習をしておくこと。 
15 回 これまでの講義において質問事項を整理しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FIV3522 
成績評価 中間試験(30%)、課題毎のプレゼンテーション(20%)、定期試験(50%)により成

績の評価を行う。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス VA(〜10),VB(〜10) 
見出し FIV3522 表象文化資料解析 
担当教員名 中島 聰 
単位数 2 
教科書 作成した関係資料を毎週講義時に配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 表象 文化 記号 表現 意味 象徴 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 表象文化資料解析 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義時に適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 各講義ごとに多種多様な記号現象を取り扱う。各自で特に関心を持った課題の資

料を解析結果を、受講者全員にプレゼンテーションしてもらうが、積極的な参加
と相互の活発な質疑応答を期待している。 

シラバスコード FIV3522 
実務経験のある教員  
達成目標 言語・非言語・社会・経済・科学技術・思想・宗教・芸術の各分野からコミュニ

ケーション論・情報論など多様な文化現象の基礎である記号の多様な意味や形態
を知り、自ら記号の創成ができるようになる。 

受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 7 階 中島(聰)研究室 086-256-9630 nakashima@soci.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Source Analysis of Culture and Representation 
関連科目 なし 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 表象とは、知覚・体験・記憶した内容を再び心の内に表わす働きやそれにより思

い浮かべる像をいう。表象の代表は言語とイメージだが、表象による意味の生成
は現代の文化現象の基底をなしている。  
 この講義では、表象がシステムとしてどのように機能するのか、またこの表象
におけるさまざまな意味の成立や表象の形態を、特に記号論的な観点から理解す
る。記号は、その表現形態と意味を持つことで、表象作用の具体化に他ならない。



そこで表象文化の現象としての記号分野を取り上げ、その多くの形態と豊かな意
味を、多彩な資料をもとにして、解析す 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 表象文化論への導入 ―記号の表現形態と意味― 

序論として、Ⅰ.記号論の基礎 Ⅱ.記号論のさまざまな分野 Ⅲ.資料解析の手法、
について説明する。 
2 回 記号論史 ―前史からソシュールへ― 
(1)記号というものが歴史の中でどんな取り扱いをされてきたかを解説する。 
(2)今日解決すべき記号の問題点を確認する。 
3 回 記号の基礎理論 ―定義とさまざまな分類・種類― 
(1)さまざまな記号の定義や意味を説明する。 
(2)記号の分類・種類を、多くの事例をもとにして調べて、記号のはたらき・特徴
を解説する。 
4 回 コミュニケーション論 ―モデル、コード― 
記号の中心的機能であるコミュニケーションの種類と、しくみ(過程・要因)を 
さまざまなモデルで、説明する。 
5 回 パースの記号の三分 
1)パースの記号過程の三要因と、記号の代表的な事例である図像・指標・象徴を、
多くの事例をもとに、解説する。 
2)モリスの記号論の三区分である構文論・意味論・語用論の概要を説明する。 
6 回 意味論と語用論 
1)歴史的に、さまざまな視点から意味が捉えられてきたことを解説する。【意味
論】 
2)具体的状況での言語使用を通して判る記号の豊かな働きを説明する。【語用論】 
7 回 構文論 
論理的な構文論の基礎を理解し、具体的に演習をすることで、自然言語の記号配
列やその真偽計算法を解説する。 
8 回 中間試験とその解説をする。 
9 回 表象文化の資料検索・収集・処理とプレゼンテーション技法の学習 
具体的な事例として、芸術的表象文化である日本古典芸能の能「井筒」を取り挙
げて、記号資料の収集・処理・解析の手法を説明する。 
10 回 言語的記号 ー⼈名ー  
1)⼈名は個⼈・家族・地域や国への帰属についての考え方と深く結び付いている
ことを、多くの事例をもとにして、説明する。 
2)命名をめぐる慣習や制度を理解することで、その背景にある意味体系、つまり
文化的・社会的価値観を解説する。 
3)言語記号に関係した課題で受講者がプレゼンテーションをする。 
11 回 非言語的記号 
1)言語記号に比べて、非言語記号は多種多様で，その使用範囲やはたらき・目的
も著しく広いことを、多くの事例をもとにして、また実際に表現しながら、説明
する。 
2)非言語記号に関係した課題で受講者がプレゼンテーションをする。 



12 回 科学・技術記号 
1)科学・技術記号は各々規約に基づいた特殊な独自の記号の表現形式をもってい
る。それはそれぞれの学問・技術の固有の進歩・発達により形作られたものであ
ることを、各学問分野の事例をもとにして、説明する。 
2)科学・技術記号に関係した課題で受講者がプレゼンテーションをする。 
13 回 社会的・経済的記号 
1)多くの⼈間のいろいろな関係を集約した体系である社会、その社会の中での個
⼈の位置・状況・役割を示す社会的・経済的記号。これらを構造化・システム化
し、規約化したさまざまな社会的・経済的記号の表現の働きを、たくさんの事例
をもとにして、説明する。 
2)社会的・経済的記号に関係した課題で受講者がプレゼンテーションをする。 
14 回 文化的記号  
1)習俗に関わる前知識的・思想的な記号として、占い・占術を紹介し、そのいろ
いろな種類を説明する。また特に九星気学(また可能なら 手相も)を取り扱い、実
際の技法を学びながら、東洋文化の思想的背景・世界観を解説する。 
2)文化的記号に関係した課題で受講者がプレゼンテーションをする。 
15 回 宗教的記号  
1)宗教、特に真言密教における記号論を、そのいろいろな記号の形・種類・機能・
儀具を学びながら、宗教と記号の本質的な関わりを解説する。 
2)宗教的記号に関係した課題で受講者がプレゼンテーションをする。 

準備学習 1 回 記号論(記号学)の定義・系統・分野などについて辞典・辞書などで調べてお
くこと。 
2 回 記号論関係の図書から、⻄洋の歴史における記号の捉え方・分類について概
略を把握しておくこと。 
3 回 記号論関係の図書から、記号の意味・機能・種類・収集処理方法等について
調べておくこと。 
4 回 心理学的、社会学的、情報理論的な視点からのコミュニケーション=モデル
を各々一つずつ調べておくこと。 
5 回 パースの類像(イコン)・指標(インデックス)・象徴(シンボル)の内容と種類
について、インターネットで調べておくこと。 
6 回 モリスの「記号理論の基礎」を読み、意味論と語用論の内容を理解しておく
こと。 
7 回 モリスの「記号理論の基礎」を読み、構文論の内容を理解しておくこと。 
8 回 第 1 回から第 7 回まで学習した内容を理解し、講義毎に整理しておくこと。 
9 回 記号論関係の図書から、記号の各種分野の資料の分類・検索・処理方法につ
いての予備知識をもっておくこと。能「井筒」について、事前にインターネット、
DVD などで直接触れておくことを勧めたい。 
10 回 漢字圏と英語圏での⼈名の構成・命名法・珍名・希名・近年日本で多く名
づけられる男女名を調べておくこと。 
11 回 身振り言語(ゼスチャー)・身体接触・空間など、非言語的記号の具体例を
調べ表現方法を確認しておくこと。 
12 回 数学・化学・生物学・物理学単位・建築学・機械学・天気気象・情報など



さまざまな科学・技術記号の内容を調べておくこと。 
13 回 家紋・紋章・ブランドマーク・ロゴ・交通標識・印鑑等の社会的・経済的
な記号形態を調べておくこと。 
14 回 占星術・手相・姓名判断・夢占い・易学・九星気学など占いについて調べ
ておくこと。 
15 回 日本真言密宗の宗教的な印・真言・儀具・曼荼羅図等の記号内容とその意
味するところを調べておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FIV3531 
成績評価 中間試験(40%)、定期試験(60%)により成績の評価を行う。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス VA(〜06),VB(〜06) 
見出し FIV3531 数理論理学(再) 
担当教員名 中島 聰 
単位数 2 
教科書 論理学/中島 聰/ふくろう出版 
アクティブラーニング  
キーワード 自然言語 意味論 命題計算 演繹系の推論式 述語 関係 クラス 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 受講者なし 
科目名 数理論理学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 教科書巻末に掲載した参考文献 
授業形態 講義 
注意備考 数理論理学は理系の性格の強い学問です。学習成果を確実に積み上げていくには

復習が大事です。毎週講義後必ず復習をして、不明な箇所は必ず質問してくださ
い。理解できるまで指導します。 

シラバスコード FIV3531 
実務経験のある教員  
達成目標 1)日常における自然言語の記号論理処理の手法を習得する。 

2)形式論理における各種の典型的な推論形態を理解し、その推論技法を完全に習
得する。 

受講者へのコメント 受講者なし 
連絡先 21 号館 7 階 中島(聰)研究室 086-256-9630 nakashima@soci.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講者なし 
英文科目名 Mathematical Logic 
関連科目 B2 群科目「 論理学」 
次回に向けての改善変更予定 受講者なし 
講義目的 数理論理学の中核的なテーマである、命題論理による言語の記号処理と論理式の

真偽判定のさまざまな演算方法、自然演繹系の推論式の導出・体系、述語論理の
量化式と妥当性の判定、ニ種の述語推理計算、関係言明に関わる多項述語処理、
クラス論理の命題論と推理論等の理論と技法の学習を目的とする。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 序論 ー数理論理学の理解へ向けてー 

2 回 数理論理学史 ー成立と展開の歴史を追うー 



3 回 数理論理学の基礎事項の理解 
4 回 論証のモデルの学習 ー各種シロジズムー 
5 回 命題計算(1) ー自然言語の命題論理式ー 
6 回 命題計算(2) ーさまざまな真理値分析法ー 
7 回 命題計算(3) ー恒真性テスト・恒偽性テストー 
8 回 自然演繹系の推論式 
9 回 中間試験とその解説をする。 
10 回 述語論理(1) ー限量記号と作用域ー 
11 回 述語論理(2) ー妥当性テスト・矛盾性テストー 
12 回 述語論理(3) ー述語推理計算ー 
13 回 述語論理(4) ー多項述語処理ー 
14 回 クラス論理(1) ー命題のクラス表示ー 
15 回 クラス論理(2) ークラス推理計算ー 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、全体の学習の過程と内容の概略を把握しておくこ
と。 
2 回 教科書第一部「⻄洋論理学の思想史的背景」を読み、⻄洋の形式的論理学の
歴史の流れを把握しておくこと。 
3 回 数理論理学、あるいは記号論理学に関する書物を図書館で読み、その基本的
事項の内容を理解しておくこと。 
4 回 教科書第二部一章「間接推理」を読み、定言的・仮言的・選言的三段論法・
ディレンマの基本形について理解をしておくこと。 
5 回 教科書第二部第三章第二節を読み、命題論理学の基本的事項と論理式の作
成手順を理解をしておくこと。 
6 回 教科書第二部第三章第三節を読み、命題論理式の真偽計算の方法を理解を
しておくこと。 
7 回 教科書第二部第三章第四節を読み、恒真式・恒偽式・偶然式の性質と各式の
真偽計算の方法を理解をしておくこと。 
8 回 教科書第二部第三章第六節を読み、ゲンツェンの NK 系推論式の方法を理
解をしておくこと。 
9 回 第 1 回から第 8 回までの学習内容を理解し、ポイント毎に整理しておくこ
と。 
10 回 教科書第二部第四章第一節を読み、述語論理学の量化式の作成の方法を理
解をしておくこと。 
11 回 教科書第二部第四章第二節を読み、妥当式・矛盾式・充足可能式の真偽判
定の方法を理解をしておくこと。 
12 回 教科書第二部第四章第三節を読み、自然演繹法の推理規則を理解をしてお
くこと。 
13 回 教科書第二部第四章第五節を読み、関係の論理とその記号化の方法を理解
をしておくこと。 
14 回 教科書第二部第五章第一節を読み、クラス作成の基本方法を理解をしてお
くこと。 
15 回 教科書第二部第五章第三節を読み、クラス論理による各種推理の手法を理



解をしておくこと。 
 



年度 2012 
授業コード FIV35K2 
成績評価 小テスト  30 点（10 点×３回） 

期末テスト 70 点 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス VA(11〜12),VB(11〜12) 
見出し FIV35K2 政治学 
担当教員名 松村 博行 
単位数 2 
教科書 はじめて出会う政治学第３版／北山俊哉他／有斐閣アルマ／2009 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 政治学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業内で適宜紹介する 
授業形態 講義 
注意備考 担当教員は、学習者たる皆さんに最大限の敬意をもって講義を行います。受講生

の皆さんも、学習者としての自負と責務をしっかりと認識して講義に臨んで下さ
い。とりわけ、他の受講生の妨害になる振る舞いについては厳しく対処します。 

シラバスコード FIV35K2 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）日本の政治制度の概要を知る。 

（２）政治参加の方法について学ぶ。 
（３）国際社会における日本の果たすべき役割などについて、自己との関わりの
なかから考える。 

受講者へのコメント  
連絡先 松村研究室（21 号館 7 階） 

yuki-mat@soci.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Politics 
関連科目 政治学、行政学、日本国憲法論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 皆さんの多くは「政治」という言葉を聞くと、国会議員や官僚たちが織りなす、

何やら遠い世界の話のようにイメージしていることと思います。しかし私たちの
日々の暮らしのなかには、実は政治とつながるさまざまな出来事が潜んでいま
す。 



この講義は、そうしたわれわれの身の回りのできごとを切り口に、私たちを取り
巻く、そして私たちが構成する「政治」とはどのようなものなのかを学びます。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンスとして講義の進め方を説明する。また政治にかかわる時事的な

トピックスを紹介しながら政治、あるいは政治学のイメージを概説する。 
2 回 １章「組織された集団」。自らの利益実現を目指して政治や行政に働きかけ
る利益集団の機能や問題点について説明する。 
3 回 ２章「官と⺠の関係」。「市場の失敗」と「政府の失敗」について説明し、市
場経済における政府の役割の限界について説明する。 
4 回 ３章「大企業と政府」。財界とよばれる経営者集団が政治に影響を及ぼし、
自らの思い通りの政策を実現する一方、大企業にとってあまり魅⼒のない政策が
生まれるのはなぜなのか解説する。 
5 回 ４章「選挙と政治」その１。有権者がどのような基準で政治家に投票するの
か、その投票行動について説明する。 
6 回 ４章「選挙と政治」その２。日本の選挙制度と政党制の戦後史について学
び、両者の深い関係について説明する。 
●第１回小テスト 
7 回 ５章「地方分権」。なぜ今地方分権が叫ばれるのか、その理由を日本の中央
−地方関係の特徴を説明するなかから考察する。 
8 回 ６章「マスメディアと政治」。マスコミによって⼈々の政治的意識の形成や
投票行動はどのように影響されるのか、また賢くマスコミを活用する方法はどの
ようなものかについて説明する。 
9 回 ７章「国会」。日本の国会の特徴、与党と野党との関係、そして法律ができ
るまでの駆け引きについて説明する。 
10 回 ８章「内閣と総理大臣」。議院内閣制と大統領制を比較し、日本の総理大臣
にはリーダーシップが欠けると言われる原因について解説する。 
11 回 1-10 回までの復習 
●第２回小テスト 
12 回 10 章「冷戦の終わりからテロとの戦いへ」その１。第二次世界大戦後の日
本を取り巻く国際政治の歴史について概説する。 
13 回 10 章「冷戦の終わりからテロとの戦いへ」その２。戦後日本の外交政策に
ついて説明する。 
14 回 11 章「経済交渉」。なぜ日米の間に摩擦という問題が起こったのか、そし
てなぜ摩擦が沈静化したのかについて説明する。 
15 回 12 章「国境を越える政治」。経済のグローバル化が進展し、国家以外のア
クターが国際政治の舞台で大きな影響⼒を持つようになった背景と、現状につい
て解説する。 
●第 3 回小テスト 

準備学習 1 回 日本の政治に関するニュースを見ておくこと。 
2 回 テキスト第１章を読み、業界団体と呼ばれるもののイメージを構築してお
くこと。 
3 回 テキスト第２章を読み、公共財と自然独占について理解を深めておくこと。 



4 回 テキスト第３章を読み、財界の影響⼒について理解したのち、新聞やニュー
スなどから今日において財界が政治に影響を与えている事例を見つけておくこ
と。 
5 回 テキスト第４章１節を読み、政策投票がなぜ難しいのか理解しておくこと。 
6 回 テキスト第４章２節を読み、中選挙区制と小選挙区制の特徴とそれぞれの
違いについて理解をしておくこと。第 1 回小テストに向けてこれまでの講義内容
を復習しておくこと。 
7 回 テキスト第５章を読み、日本の中央−地方関係の特徴について理解してお
くこと。また新聞やニュースなどから地方分権を求める議論をみつけ、その要求
の特徴について調べておくこと。 
8 回 テキスト第６章を読み、有権者の投票行動に与えるマスメディアの影響⼒
について理解しておくこと。 
9 回 テキスト第７章を読み、日本の国会がどのように運営されているのかを理
解しておくこと。 
10 回 テキスト第８章を読み、議院内閣制について理解しておくこと。 
11 回 小テストに備え、第７回から１０回までの講義内容を復習しておくこと。 
12 回 テキスト第 10 章１節を読み、第二次世界大戦後の国際政治の動きについ
て理解しておくこと。また「冷戦」について自分で調べておくこと。 
13 回 テキスト第 10 章２節を読み、戦後日本の外交政策について理解しておく
こと。また、吉⽥茂、日米安全保障条約について自分で調べておくこと。 
14 回 テキスト第 11 章を読み、日米貿易経済摩擦の変遷と顛末について理解し
ておくこと。 
15 回 テキスト第 12 章を読み、グローバル化という現象の意味について理解し
ておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FIV3711 
成績評価 出席状況と期末試験の成績で評価します。出席状況（３０％）試験の成績（７０％） 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス VA(〜12),VB(〜12) 
見出し FIV3711 世界地誌 
担当教員名 石⽥ 省三＊ 
単位数 2 
教科書 プリントを使用します。 
アクティブラーニング  
キーワード 世界、多様性、産業、文化、歴史、社会 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 世界地誌 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に適宜紹介します 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIV3711 
実務経験のある教員  
達成目標 「ところ変われば品変わる」とよく言われますが、これこそが地誌を一言で言い

表した言葉です。世界がコンピューターの普及により一体化する傾向を強めてい
るもののその一方で世界には非常に多様で様々な考え方をする⼈間が住んでい
るということを、各国の状況を通して再確認することを目標とします。 

受講者へのコメント  
連絡先 E-mail ishida@po1.oninet.ne.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 World Topography 
関連科目 地理学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 本講義では、地理の基礎学習を行ったのち後、経済的なつながりの深いアメリカ

合衆国や近い国としての中国について学んでいきたい。また日本と関係の深いＡ
ＳＥＡＮ（東南アジア諸国）、更にヨーロッパや、オセアニアなどの国々の現状
と、各国の抱える問題についても考えていきたい。地誌を学ぶにあたっては「多
様性」「文化」「持続可能な開発」などをキーワードに諸地域の動きを追っていき
たい。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 



本講義の概要について説明する。 
2 回 世界の大地形の成立過程について学ぶ。３月に起こった津波と地形の関係
についても学習する。 
3 回 日本の各地にみられる代表的な地形について学ぶ。また地形と⼈々の生活
についても詳しく見ていく。 
（地形図読図）Ⅰ（作業と演習） 
4 回 地形と⼈々の生活について理解を深めていく。 
（地形図読図）Ⅱ（作業と演習） 
5 回 世界の気候区分と日本の気候について学ぶ。岡山の気候の特徴についても
学習する。 
6 回 アメリカ合衆国：アメリカ合衆国の自然環境や⼈々のの暮らしについて学
ぶ。 
（農業の動向や多国籍企業の動向、またアメリカ合衆国の⺠族問題や都市問題な
ど） 
7 回 カナダ：世界有数の資源豊かな国の産業や⺠族問題について学んでいく。 
8 回 中国Ⅰ：発展著しい中国の⼈々と暮らしについて学ぶ。 
(自然環境・産業・経済・⺠族問題) 
9 回 ＡＳＥＡＮの国々：日本の生産拠点と言われるタイ国やドイモイ政策によ
って変貌しつつあるベトナムの⼈と生活について学ぶ。 
10 回 インド：発展するＩＴ産業と日本企業の進出が盛んなインドを中心にバン
グラデシュ、スリランカなど南アジア諸国の⼈々と生活についても学んでいく。 
11 回 ＥＵ諸国Ⅰ：「共生社会」をめざすヨーロッパ 25 カ国の現状と問題点につ
いて学習する。 
（EU の仕組み・問題点など） 
12 回 ＥＵ諸国Ⅱ：EU を構成する主な国々の⼈と生活について学びを深めてい
く。 
13 回 ラテンアメリカの国々：ブラジルやアルゼンチンの歴史と産業を中心に、
現代のラテンアメリカの⼈とくらしについて学ぶ。 
14 回 オセアニアの国々: 「多文化主義」をめざすオーストラリアの⼈々と生活
を中心にオセアニア諸国についても理解を深めていく。 
15 回 これまでの講義のまとめを行った上で、定期試験を行う。 

準備学習 1 回 特になし 
2 回 昨年の３．１１東日本大震災について新聞などで確認しておくこと。 
3 回 地形図の読み方について教科書等で確認しておくこと。当日は色鉛筆（６色
程度）があれば持参のこと。 
4 回 当日は色鉛筆（６色程度）があれば持参のこと。 
5 回 新聞の天気欄などを参考に、５月の世界各地の天気を比較してみること。 
6 回 アメリカ合衆国の集の名称等を地図で確認しておくこと。 
7 回 カナダにおいてオリンピックが開催されたことのある都市はどこか（夏冬
とも）調べておくこと。 
8 回 中国大陸の略地図が描けるように練習しておくこと。チベットや東北地方
にも注意すること。 



9 回 昨年起こったタイの大洪水について新聞などを参考に思い出しておくこと。 
10 回 インドと聞いて思い出すことを５項目メモしておくこと。またインドの南
北間の生活の違いについて調べておくこと。 
11 回 ヨーロッパで起こっている経済危機について新聞等で確認しておくこと。 
12 回 今年のオリンピックはロンドンで開催される。教科書等でイギリスについ
て調べておくこと。 
13 回 南アメリカについて地図帳などで確認しておくこと。 
14 回 オーストラリア、ニュージーランドはよく知っていると思うが、太平洋の
地域についても、どんな国があるか調べておくこと。 
15 回 第１回から第１４回までの復習を行っておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FIV3712 
成績評価 出席状況と期末試験の成績で評価する。出席状況（３０％）試験の成績（７０％） 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス VA(〜12),VB(〜12) 
見出し FIV3712 地理学 
担当教員名 石⽥ 省三＊ 
単位数 2 
教科書 プリントを使用します。 
アクティブラーニング  
キーワード 地域間の関係、持続可能な社会、防災、グローバリゼーション 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 地理学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に適宜紹介する 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIV3712 
実務経験のある教員  
達成目標 地理学的な考え方、地理学の課題の理解と解決法を考えていく。 
受講者へのコメント  
連絡先 E-mail ishida@po1.oninet.ne.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Geography 
関連科目 世界地誌 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 地理学は地域問題と地域構造を明らかにし、地域をどのようにしたらよいかを考

える学問である。本講義ではこうした考えをもとに、世界や日本のそれぞれの地
域の抱える問題と解決法を探っていきたい。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション  

本講義の概要について説明する。 
2 回 地形図読図（１） 
身近にあり役に立つ地形図の読み方を学ぶ。また地形と⼈々の生活についても詳
しく見ていく。 
（地形図読図）Ⅰ（作業と演習） 
3 回 地形図読図（２） 



（地形図読図）Ⅱ（作業と演習） 
4 回 世界の大地形の成立過程（１）について学ぶ。 
5 回 世界の大地形の成立過程（２）と災害について学ぶ。 
6 回 日本各地にみられる代表的な地形とそこに居住する⼈々の生活について学
ぶ。 
7 回 世界の気候区分と日本の気候について学ぶ。岡山の気候の特徴についても
学習する。 
8 回 日本の気候と災害について学ぶ。特に室⼾台風を中心に防災について学習
する。 
9 回 世界の農業の成立過程と変遷について学ぶ。 
10 回 世界の農業の現状と食糧問題について学ぶ。 
11 回 日本の集落の成立と歴史的な変化について学ぶ。 
12 回 世界の都市の成立と都市計画について学ぶ。 
13 回 地理学と ESD 教育（持続可能な社会のための教育）について学ぶ。 
14 回 現代の環境問題について学ぶ。 
15 回 これまでの講義のまとめを行った上で、定期試験を行う。 

準備学習 1 回 特になし 
2 回 地形図の読み方について教科書等で確認しておくこと。当日は色鉛筆（６色
程度）があれば持参のこと。 
3 回 作業学習のため色鉛筆（６色程度）を持参のこと。 
4 回 プレートテクトニクスとは何か。調べておくこと。 
5 回 アフリカ大地溝帯とは何か。調べておくこと。 
6 回 扇状地、海岸段丘など、日本でよく見られる地形について調べておくこと。 
7 回 津波など、世界で起こっている災害について新聞などで調べておくこと。 
8 回 昭和９年に岡山地方を襲った室⼾台風について調べておくこと。 
9 回 アメリカの農業について知っていることを整理しておくこと。 
10 回 世界の食糧問題について新聞などで調べておくこと。 
11 回 自分の住んでいる町の名称の由来について調べてみること。 
12 回 世界の大都市と各都市の⼈口、またそれぞれの年の特徴について調べてお
くこと。 
13 回 ESD 教育とは何か、新聞などで調べてみること。 
14 回 環境問題について新聞などを利用して知識を整理しておくこと。 
15 回 第１回から第１４回までの復習を行っておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FIV3721 
成績評価 講義へのとりくみ（30%）、毎回の小レポート（30％）、定期試験（40%）を総合

的に判断する。いずれも欠けてはならない。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス VA(〜10),VB(〜10) 
見出し FIV3721 ⺠族・⺠俗学演習 
担当教員名 辻 貴志＊ 
単位数 2 
教科書 １）テキストとして、P.R. DeVita (ed.). The Humbled Anthropologist: Tales from 

The Pacific（California: Wadsworth, Inc., 1990）のコピーを配布し、輪読する。
本書は、フィールドワーク初心者が、フィールドで直面した問題にショックを受
けつつも、問題を受け止め解決していく経緯が各章で紹介されていて有益な示唆
に富んでいる。各受講者は、割り当てられた箇所についてレジュメを作成し、要
約して発表することが義務づけられる。２ 

アクティブラーニング  
キーワード フィールドワーク、定量的調査法、定質的調査法、データの加工と利用、調査倫

理、調査被害 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 教室が暑いというコメントがいくつかあった。大学側で空調面など対策をとって

いただきたい。 
科目名 ⺠族・⺠俗学演習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 １）J.G.クレイン・M.V.アグロシーノ（江口信清訳）1996『⼈類学フィールドワ

ーク入門』昭和堂２）P.H.マン（中野正大訳）1982『社会調査を学ぶ⼈のために』
世界思想社３）その他、講義中に適宜指示する。 

授業形態 演習 
注意備考 １）試験は定期試験期間中におこなう（筆記形式）。２）毎回、担当者を決め英語

のテキストを輪読するが、各受講者はディスカッションにそなえあらかじめテキ
ストの内容を把握しておく必要がある。３）毎回、講義内容に関連する⺠族誌映
像を視聴する予定である。４）毎回、講義内容にかんする理解度をチェックする
ために小テストを実施する。受講者はつねに予習と復習がもとめられる。５）講
義中の私語、携帯電話など、講義のさまたげとなる学生の聴講はかたくお断りし
たい。 

シラバスコード FIV3721 
実務経験のある教員  
達成目標 １）社会調査のための基礎的な調査手法、データ処理方法、態度を身につける。

２）テキストの輪読をとおして、プレゼンテーションならびにディスカッション
の能⼒を高める。３）さまざまな⺠族誌資料の読解⼒と分析⼒を培う。 

受講者へのコメント 受講者にはなるべく自身の頭で物事をかんがえられるよう、講義に細工をほどこ
したが、積極的な講義への関与はみられなかった。受講者には、自身がなにをど



のくらい学びたいかという設定目標をもうけてもらい、積極的に講義に参加する
ことを望んだ。今後の取り組むべき課題としてもらいたい。 

連絡先 tsuji@idc.minpaku.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 おおむね、本講義にたいする興味・関心が高まったというアンケート結果となり
胸をなでおろしている。講義の内容にも満足したという割合が高く、教員の熱意
についても感じられたという割合も高かった。本講義では、社会調査士資格取得
のため、あえて難易度の高い授業内容にしたが、理解されたものとおもわれる。 

英文科目名 Exercises in Ethnology and Folklore 
関連科目 文化史、⺠俗学、⺠族学 
次回に向けての改善変更予定 私語にたいする注意がふじゅうぶん、話し方が明瞭でないなどネガティブな点を

指摘されたので、これらについて改善するつもりである。 
講義目的 本講義は、社会調査に必要な基本的技術と知識について習得することを目的とす

る。フィールドワークの方法論、定量的調査法、定質的調査法、データの加工と
利用についての基礎理論および実用的なトピックについて紹介する。そして、社
会調査をおこなううえでつねに意識しておかなくてはならない調査倫理と調査
被害の問題についても解説する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス 

2 回 ⼈類学者、博物館、社会調査士の仕事 
3 回 フィールドワークの技法 
4 回 フィールドワークの実際 
5 回 定量的調査法−「計る」、「数える」、「集める」 
6 回 定質的調査法①−会話分析 
7 回 定質的調査法②−ライフヒストリーの作成 
8 回 定質的調査法③−ドキュメント分析 
9 回 データの加工と利用①−写真資料の活用 
10 回 データの加工と利用②−映像資料の活用 
11 回 データの加工と利用③−GIS の活用 
12 回 データの加工と利用④−データ整理の技法 
13 回 データの加工と利用⑤−データのアウトプット 
14 回 調査倫理と調査被害 
15 回 講義のまとめと総合討論 

準備学習 1 回 シラバスによく目をとおしておくこと 
2 回 テキストの内容をよくふまえておくこと。発表担当者は、⼈数分のレジュメ
を用意しておくこと。 
3 回 テキストの内容をよくふまえておくこと。発表担当者は、⼈数分のレジュメ
を用意しておくこと。 
4 回 テキストの内容をよくふまえておくこと。発表担当者は、⼈数分のレジュメ
を用意しておくこと。 
5 回 テキストの内容をよくふまえておくこと。発表担当者は、⼈数分のレジュメ



を用意しておくこと。 
6 回 テキストの内容をよくふまえておくこと。発表担当者は、⼈数分のレジュメ
を用意しておくこと。 
7 回 テキストの内容をよくふまえておくこと。発表担当者は、⼈数分のレジュメ
を用意しておくこと。 
8 回 テキストの内容をよくふまえておくこと。発表担当者は、⼈数分のレジュメ
を用意しておくこと。 
9 回 テキストの内容をよくふまえておくこと。発表担当者は、⼈数分のレジュメ
を用意しておくこと。 
10 回 テキストの内容をよくふまえておくこと。発表担当者は、⼈数分のレジュ
メを用意しておくこと。 
11 回 テキストの内容をよくふまえておくこと。発表担当者は、⼈数分のレジュ
メを用意しておくこと。 
12 回 テキストの内容をよくふまえておくこと。発表担当者は、⼈数分のレジュ
メを用意しておくこと。 
13 回 テキストの内容をよくふまえておくこと。発表担当者は、⼈数分のレジュ
メを用意しておくこと。 
14 回 テキストの内容をよくふまえておくこと。発表担当者は、⼈数分のレジュ
メを用意しておくこと。 
15 回 テキストの内容をよくふまえておくこと。発表担当者は、⼈数分のレジュ
メを用意しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FIV3722 
成績評価 リアクション・ペーパーを含む講義への取り組み（5 割）、期末試験（5 割）から、

総合的に成績評価をおこなう。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス VA(〜11),VB(〜11) 
見出し FIV3722 ⺠俗学 
担当教員名 中村 真里絵＊ 
単位数 2 
教科書 教科書は使用しない。必要に応じて資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード ⺠俗学、柳⽥國男、フィールドワーク、文化相対主義、自文化と異文化、 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 自由記述は、板書の際の文字が薄いというものが、ほとんどであった。これにつ

いては、次回から改善するように努⼒したい。また、後ろに座っている学生には、
見やすい座席に座ってもらうよう勧めたい。 

科目名 ⺠俗学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 福⽥アジオ（他編）『図説 日本⺠俗学』（吉川弘文館、2009 年)福⽥アジオ、宮

⽥登編『日本⺠俗学概論』（吉川弘文館、2006 年)伊藤幹治『日本⼈の⼈類学的自
画像』（筑摩書房、2006 年）その他は、講義の際に紹介する。 

授業形態 講義 
注意備考 理解を助けるために、ビデオや DVD など映像資料の視聴もおこなう。 
シラバスコード FIV3722 
実務経験のある教員  
達成目標 ①日本の文化や社会の特質を理解する。②自文化および、異文化を客観的に理解

する視点を習得する。③文化の多様性と普遍性を理解する。 
受講者へのコメント 全体的に真面目に取り組んでもらえたため、講義をしやすい雰囲気であった。ま

た、試験勉強もよくしてきてくれたようで、全体的に良かったと思う。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 各項目とも、概ねよい評価をもらえた。今後も、工夫しながら講義をしていきた
い。 

英文科目名 Folklore 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 板書について、もう少し工夫していく必要があると感じた。 
講義目的 国際化がすすむ現在、日本⼈のアイデンティティや日本の伝統文化への理解が必

要とされている。本講義では、⺠俗学を通じて日本⼈の生活や伝統文化の特質を
理解することを目的とする。こうした自文化への理解を深めることは、異文化を



理解することにつながる。講義のなかでは、アジアの生活習慣や伝統文化の事例
を適宜紹介することにより、比較という視点を通して、日本文化への理解を深め
ていく。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義のガイダンス：⺠俗学とはどのような学問かについて、講義する。 

2 回 柳⽥國男と日本⺠俗学(1)： 
3 回 柳⽥國男と日本⺠俗学(2) 
4 回 ⺠俗学とフィールドワーク(1) 
5 回 ⺠俗学とフィールドワーク(2) 
6 回 日本の⺠俗文化 家族の変貌(1) 
7 回 日本の⺠俗文化 家族の変貌(2) 
8 回 日本の⺠俗文化 家族の変貌(3) 
9 回 日本の⺠俗文化 ⼈生儀礼と年中行事(1) 
10 回 日本の⺠俗文化 ⼈生儀礼と年中行事(2) 
11 回 日本の⺠俗文化 ⼈生儀礼と年中行事(3) 
12 回 日本の⺠俗文化 ⺠間信仰(1) 
13 回 日本の⺠俗文化 ⺠間信仰(2) 
14 回 日本の⺠俗文化 ⺠間信仰(3) 
15 回 まとめ 現代社会と⺠俗学：本講義を総括する。 

準備学習 1 回 シラバスに目を通してくること。 
2 回 前回の講義内容を確認すること。 
3 回 前回の講義内容から、柳⽥國男が日本⺠俗学に果たした役割について復習
すること。 
4 回 前 2 回の講義内容から、柳⽥國男が日本⺠俗学に果たした役割について確
認すること。 
5 回 前回の講義内容から、フィールドワークとはどのようなものであるか確認
をすること。 
6 回 前 2 回の講義内容から、フィールドワークとはどのようなものであるか確
認をすること。 
7 回 前回の講義内容から、日本の家族のあり方の特徴を確認すること。 
8 回 前 2 回の講義内容から、日本の家族のあり方の特徴を確認すること。 
9 回 前 3 回の講義内容から、日本の家族のあり方の特徴を確認すること。 
10 回 前回の講義内容から、日本における⼈生儀礼と年中行事について確認する
こと。 
11 回 前 2 回の講義内容から、日本における⼈生儀礼や年中行事について確認す
ること。 
12 回 前 3 回の講義内容から、日本における⼈生儀礼や年中行事について確認す
ること。 
13 回 前回の講義内容から、日本の⺠間信仰について確認すること。 
14 回 前 2 回の講義内容から、日本の⺠間信仰について確認すること。 
15 回 これまでの講義内容を復習してくることこと。 

 



年度 2012 
授業コード FIV4111 
成績評価 平常点(30％)と適宜課す課題(30％)，および総合課題(40％)によって，評価を行

う。 
曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス VA(〜12),VB(〜12) 
見出し FIV4111 情報リテラシー 
担当教員名 ⿊⽥ 正博 
単位数 2 
教科書 実践ドリルで学ぶ Office 活用術 2010 対応／ノア出版 
アクティブラーニング  
キーワード インターネット，情報倫理，オフィスソフト，データ処理，プレゼンテーション 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特になし． 
科目名 情報リテラシー 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 実務士資格「情報処理士」「上級情報処理士」「ビジネス実務士」「社会調査アシス

タント」の認定科目である。 
シラバスコード FIV4111 
実務経験のある教員  
達成目標 ・文書処理，表計算，プレゼンテーションの各アプリケーションソフトウェアの

基本操作ができること。 
・インターネット関係のアプリケーションの操作および倫理を身につけること。 
・アプリケーションソフトウェアを総合的に活用した文書表現，データの視覚的
表現，プレゼンテーションができること。 

受講者へのコメント ビジネス文書の作成，データ集計の方法などこれからずっと必要とされるコンピ
ュータの利用技術をキチンと見につけて，次により高度な集計方法や効果的なグ
ラフの作成などを身につけていってもらいたい． 

連絡先 ⿊⽥研究室（21 号館 4 階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 社会情報学科に入学してくる学生の多くが上手にコンピュータを使えるように
なりたいという希望があるため，WORD と EXCEL を実習するこの授業の受講
生は非常に真面目に取り組んでくれたようであり，満足度の高かったように思わ
れる． 

英文科目名 Information Literacy 
関連科目 本科目に引き続き「応用情報リテラシー」を受講することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 高校時代にある程度 PC を操作したことのある学生のクラスを担当したが，理解



度と利用技術にはばらつきがあった．進度の速い学生と，そうでない学生の両方
に満足してもらえる補助資料や課題などを準備していきたい． 

講義目的 文書処理，表計算，プレゼンテーションなど各アプリケーションソフトウェアの
基本操作を実習しながら，それらのソフトを総合的に活用した文書表現やデータ
の視覚的表現，プレゼンテーションの能⼒を養う。まず，文書作成のための基本
的な処理技術を実習する。次に，表計算ソフトを用いて必要な情報を抽出するた
めの技法とグラフによる効果的な視覚表現の方法について実習する．さらに，プ
レゼンテーションソフト用いて表計算ソフトによる解析結果をまとめさせる。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  文書と表の作成方法について学習する。 

2 回  文書の編集と飾り付け方法について学習する。 
3 回  インターネットによる情報検索と情報収集する。 
4 回  Excel の基本操作と計算式の入⼒方法について学習する。 
5 回  いろいろなグラフの作成方法について学習する。 
6 回  データの並び替えと抽出方法について学習する。 
7 回  複数のシートの連携させた計算処理方法について学習する。 
8 回  ピボットテーブル機能によるクロス集計表の作成方法について学習する。 
9 回  複数のシートからのクロス集計表の作成方法を学習する。 
10 回  文書処理と表計算を組み合わせた総合課題の文書を作成する。 
11 回  PowerPoint の基本操作を学習する。 
12 回  スライドショー実行とアニメーションの設定方法について学習する。 
13 回  与えられた課題に対して PowerPoint によるプレゼンテーションファイ
ルを作成する。 
14 回  プレゼンテーションと表計算を組み合わせた総合課題の文書を作成する。 
15 回  第 14 回授業に引き続き、プレゼンテーションと表計算を組み合わせた総
合課題の文書を作成する。 

準備学習 1 回  さまざまな文書の構成について意識しておくこと。 
2 回  具体的なビジネス文書に注意して，その構成要素などを意識しておくこと。 
3 回  メールやブラウジングのマナーを整理しておくこと。 
4 回  一般的な「集計」の方法を整理しておくこと。 
5 回  第 4 回授業で学習した数式の入⼒方法など操作も含めて内容を復習してお
くこと。 
6 回  グラフの作成手順について復習をしておくこと。 
7 回  EXCEL のデータベース機能の利用方法を復習しておくこと。 
8 回  クロス集計表の見方を復習しておくこと。 
9 回  ピボットテーブルによるクロス集計表の作成手順を復習しておくこと。 
10 回  EXCEL の操作の復習と苦手な部分を練習しておくこと。 
11 回  自己紹介をする場合を例に公表する内容や発表の方法を整理しておくこ
と。 
12 回  PowerPoint の基本操作をマスターするために復習・練習をしておくこと。 
13 回  スライドショーとアニメーションの機能を効果的に利用できるように練
習をしておくこと。 



14 回  PowerPoint の操作の復習と苦手な部分を練習しておくこと。 
15 回  今回で総合課題が仕上がるよう準備をしてくること。 

 



年度 2012 
授業コード FIV4112 
成績評価 中間試験（50%），定期試験(50%)によって評価を行う。 
曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス VA(〜11),VB(〜11) 
見出し FIV4112 応用プログラミング 
担当教員名 ⿊⽥ 正博 
単位数 2 
教科書 「よくわかる Excel2007 マクロ／VBA 入門」・FOM 出版 
アクティブラーニング  
キーワード 構造化プログラミング 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特になし． 
科目名 応用プログラミング 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 次の Web ページを利用：「http://www.soci.ous.ac.jp/~kuroda/」の「Lectures」 
授業形態 講義 
注意備考 注意：プログラミング基礎で学習した内容を基礎にしているため、プログラミン

グ基礎の単位を取得していること。 
備考：実務士資格「情報処理士」「上級情報処理士」の認定科目である． 

シラバスコード FIV4112 
実務経験のある教員  
達成目標 プログラムの入門科目である「プログラムミング基礎」の上級編として，より実

践的なプログラムミング技術を習得すること． 
受講者へのコメント 毎回課した練習課題に真面目にそして熱心に取り組んでくれました．授業で使っ

た VBA 言語は，OFFICE 上で動作する言語であるため，マクロを含めて今後の
利用する機会があるかもしれません．また，プログラミングに必要な論理的な考
え方，アルゴリズムを考えることは企画の提案やレポート作成の際の文書構成な
どにも役立つと思います． 

連絡先 ⿊⽥研究室 21 号館 4 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講者数が 60 ⼈程度であったため，コンピュータ言語を教える講義としては，
大⼈数のクラスになりましたが，前期のプログラミング基礎の単位取得者のみが
受講してため，学生の理解度は高いように感じられました．そのこともあってか，
学生の満足度も高かったように思います． 

英文科目名 Advanced Programming 
関連科目 プログラミング基礎 
次回に向けての改善変更予定 VBA の文法の理解への比重が高かったので，アルゴリズムの内容を入れた講義

にしていきたいと考えています． 



講義目的 「プログラミング基礎」の学習した“条件判断”や“繰返し”を復習した後，EXCEL
上でのマクロの作成や VBA によるプログラムを作成することにより，より実践
的なプログラムを書くことができるようにする．さらに，EXCEL の機能を使っ
た簡単なアプリケーション作成を行う． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  VBA 言語における変数と配列の扱いについて説明する。 

2 回  条件判定処理をおこなう Select〜Case 文について説明する。 
3 回  Select〜Case 文を使った VBA プログラムを紹介し、その処理を説明する。 
4 回  Select〜Case 文を用いた条件判定の VBA プログラムを作成する。 
5 回  演習問題として、If〜Then 文と Select〜Case 文の書き換えの VBA プログ
ラムを作成する。 
6 回  総合演習として反復処理（For〜Next 文、Do while〜Loop 文）および条件
判定処理（If〜Then 文，Select〜Case 文）を組み合わせた VBA プログラムを作
成する。 
7 回  中間試験を行うので、第 1 回から第 6 回までの内容をよく理解し整理して
おくこと。試験終了後に出題内容について解説を行う。 
8 回  VBA によるアプリケーションソフトの基本設計について説明する。 
9 回  メッセージボックスなどのユーザフォームによるデータの入出⼒部の設計
と作成の方法について説明する。 
10 回  Excel のデータベース機能と連動した VBA プログラムの作成方法につい
て説明し，その処理を解説する。 
11 回  演習問題として，EXCEL データベース機能を連動させた VBA プログラ
ムを作成する。 
12 回  定義関数の作成方法について説明する。 
13 回  定義関数の作成例の処理過程を説明した後，練習問題により VBA プログ
ラムを作成する。 
14 回  総合課題として、VBA による EXCEL 機能を使ったプリケーションの作
成をおこなう。 
15 回  第 14 回目授業に引き続き、総合課題の VBA プログラムを作成する。 

準備学習 1 回  変数と配列の概要について復習しておくこと。 
2 回  Select〜Case 文の文法を予習しておくこと。 
3 回  Select〜Case 文の文法を予習しておくこと。 
4 回  第 2 回授業および第 3 回授業で学習した Select〜Case 文による条件判定
処理の VBA プログラムの処理について理解しておくこと。 
5 回  If〜Then 文と Select〜Case 文の文法構造の類似点と相違点について復習
しておくこと。 
6 回  反復処理（For〜Next 文、Do while〜Loop 文）および条件判定処理（If〜
Then 文，Select〜Case 文）の文法について復習をしておくこと。 
7 回  第 6 回授業で作成した VBA プログラムの処理の流れを復習し理解をして
おくこと。 
8 回  作成するアプリケーションの流れを確認しておくこと 
9 回  VBA で提供する入出⼒関数を調べておくこと 



10 回  EXCEL のデータベース関数について調べておくこと 
11 回  VBA における EXCEL のデータベース機能との連動について復習してお
く 
12 回  Function 関数の手続について調べておくこと 
13 回  定義関数の作成方法について復習しておく 
14 回  EXCEL 機能と VBA プログラムと定義関数の作成方法について復習して
おくこと 
15 回  EXCEL 機能と VBA プログラムと定義関数の作成方法について復習して
おくこと 

 



年度 2012 
授業コード FIV4121 
成績評価 平常点(30％)と適宜課す課題(30％)，および総合課題(40％)によって，評価を行

う。 
曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス VA(〜12),VB(〜12) 
見出し FIV4121 情報リテラシー 
担当教員名 森 裕一 
単位数 2 
教科書 実践ドリルで学ぶ Office 活用術 2010 対応／ノア出版 
アクティブラーニング  
キーワード インターネット，情報倫理，オフィスソフト，データ処理，プレゼンテーション 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報リテラシー 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 実務士資格「情報処理士」「上級情報処理士」「ビジネス実務士」「社会調査アシス

タント」の認定科目である。 
シラバスコード FIV4121 
実務経験のある教員  
達成目標 ・文書処理，表計算，プレゼンテーションの各アプリケーションソフトウェアの

基本操作ができること。・インターネット関係のアプリケーションの操作および
倫理を身につけること。・アプリケーションソフトウェアを総合的に活用した文
書表現，データの視覚的表現，プレゼンテーションができること。 

受講者へのコメント  
連絡先 森研究室（21 号館 7 階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Information Literacy 
関連科目 本科目に引き続き「応用情報リテラシー」を受講することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 文書処理，表計算，プレゼンテーションなど各アプリケーションソフトウェアの

基本操作を実習しながら，それらのソフトを総合的に活用した文書表現やデータ
の視覚的表現，プレゼンテーションの能⼒を養う。まず，文書作成のための基本
的な処理技術を実習する。次に，表計算ソフトを用いて必要な情報を抽出するた
めの技法とグラフによる効果的な視覚表現の方法について実習する．さらに，プ
レゼンテーションソフト用いて表計算ソフトによる解析結果をまとめさせる。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  文書処理（1）として，文書の作成と表の作成について，PC を使いながら

学ぶ。 
2 回  文書処理（2）として，文書の編集と飾り付けについて，PC を使いながら
学ぶ。 
3 回  インターネットによる情報検索と情報収集について，PC を使いながら学
ぶ。 
4 回  表計算（1）として，Excel の基本操作と計算式の入⼒について，PC を使
いながら学ぶ。 
5 回  表計算（2）として，グラフの作成について，PC を使いながら学ぶ。 
6 回  表計算（3）として，データの並び替えと抽出について，PC を使いながら
学ぶ。 
7 回  表計算（4）として，複数のシートの連携について，PC を使いながら学ぶ。 
8 回  表計算（5）として，クロス集計表の作成について，PC を使いながら学ぶ。 
9 回  表計算（6）として，複数のシートからのクロス集計表の作成について，PC
を使いながら学ぶ。 
10 回  総合課題（1）として，文書処理と表計算について，PC を使いながら学
ぶ。 
11 回  プレゼンテーション（１）として，PowerPoint の基本操作について，PC
を使いながら学ぶ。 
12 回  プレゼンテーション（２）として，スライドショー実行とアニメーション
設定について，PC を使いながら学ぶ。 
13 回  演習を行う。 
14 回  総合課題（2-1）として，プレゼンテーションと表計算について，PC を使
いながら学ぶ。 
15 回  総合課題（2-2）として，プレゼンテーションと表計算について，PC を使
いながら学ぶ。 

準備学習 1 回  さまざまな文書の構成について意識しておくこと。 
2 回  具体的なビジネス文書に注意して，その構成要素などを意識しておくこと。 
3 回  メールやブラウジングのマナーを整理しておくこと。 
4 回  一般的な「集計」の方法を整理しておくこと。 
5 回  前回の課題を発展させるので，操作を含めて内容を復習しておくこと。 
6 回  前回の課題を発展させるので，操作を含めて内容を復習しておくこと。 
7 回  前回の課題を発展させるので，操作を含めて内容を復習しておくこと。 
8 回  前回の課題を発展させるので，操作を含めて内容を復習しておくこと。 
9 回  前回の課題を発展させるので，操作を含めて内容を復習しておくこと。 
10 回  これまでの復習や苦手な部分を練習しておくこと。 
11 回  自己紹介をする場合を例に，公表する内容や発表の方法を整理しておく
こと。 
12 回  前回の基本操作をマスターするために，復習・練習をしておくこと。 
13 回  これまでの復習をしておくこと。 
14 回  これまでの復習をしておくこと。 



15 回  今回で総合課題が仕上がるよう準備をしてくること。 
 



年度 2012 
授業コード FIV4311 
成績評価 レポート(20%)、中間試験(30%)、定期試験(50%)により成績を評価する。 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス VA(〜11),VB(〜11) 
見出し FIV4311 科学技術論 
担当教員名 中島 聰 
単位数 2 
教科書 科学技術史/中島 聰/大学教育出版 

教科書は書店販売ではなく、講義時に直接各自へ配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード ⻄洋科学史 数学 ⼒学 天体論 生物学 自然科学の理論と基礎概念 テク

ノロジーの進化 科学技術の社会との関わり 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 ・評価が難しいーー安易な単位認定を絶対にしないという気持ちで講義・評価を

しています。頑張って予習・復習を、配布した多くの資料を参考にして勉強して
ください。 
・声が聞こえにくいーー後ろに固まって座り私語する者がいたようで、注意はし
ていましたが、周辺の⼈には迷惑で、教員の声が聞こえにくい時があったかもし
れません。注意はさらに厳しくし続けていこうと思います。 

科目名 科学技術論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 教科書末の参考文献一覧を参照すること。 
授業形態 講義 
注意備考 1)各講義のポイントを指摘した項目を、教科書の資料をもとに、整理・要約して

おくこと。この作業は、講義の復習を兼ね、しかも理解をいっそう深めることに
もなる。  
2)この科目は実務士資格 「情報処理士」・「上級情報処理士」の認定科目である。 

シラバスコード FIV4311 
実務経験のある教員  
達成目標 1.現代社会成立の原動⼒となった科学技術の歴史を、その成立の背景・展開・時

間的空間的な関連のなかで理解する。 
2.科学技術の進展する 21 世紀において⼈と国・社会とのあるべき関係について
明確な自分の考えをもつ。 

受講者へのコメント 中間試験(30 点)では、講義の必須内容の確認を目的に、配布資料を基に解答する
かたち、レポート(20 点)では選択した課題から関係資料の収集・解析により、論
理的展開からの結論という形、定期試験(50 点)では、全般に亘る学習内容につい
て、それまで学習した成果の集約ということをめざした出題形式をとり、総合的
な判定ができるように配慮した試験にしました。これらの各テストによる単位取
得はどの他大学のレベルには決して劣らないものであると、確信しています。単
位をとれた⼈は自分の勉強の自慢してください。 



連絡先 21 号館 7 階 中島(聰)研究室 086-256-9630 nakashima@soci.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 おおむね講義の趣旨は理解してくれて受講しているようで安心しました。 
より多くの⼈の、より積極的な授業参加を期待しています。そうすれば学習成果
がさらに進むと思います。 

英文科目名 Science and Technology 
関連科目 B2 群科目 「科学技術と⼈間」「科学技術倫理」 
次回に向けての改善変更予定 学習内容が多岐にわたり、空間的にも時間的にも広範な学習にわたるため、もう

少し必要な内容を精査して説明をしたいと考えています。 
講義目的 ⻄洋の古代ギリシアから近現代へいたる科学技術思想史が主な内容である。⻄洋

において科学が成立する歴史的背景、特に数学・⼒学・天文学・生物学などさま
ざまな自然科学の理論や諸概念の内容、またさらに技術思想の展開などを明らか
にして、科学技術の特徴・歴史のなかで果たした意義、社会との相互関係につい
て考える。さらに現代科学技術の問題点、将来の方向、今後に果たすべき社会的
責任についても提言し、ともに考察していく。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 世界や日本における科学技術の現代の状況を解説して、解決すべき諸問題

を提起する。また科学技術史研究の方法・資料を提示する。 
2 回 科学と科学史、それぞれの定義や種類など基礎的な内容を説明する。 
3 回 G.サートンの総合的科学史と T.クーンのパラダイム科学史を詳細に解説す
る。 
4 回 ⻄洋科学の原点としてのオリエント科学とギリシア科学の関係と特徴を、
考古学的資料をもとにして解説する。 
5 回 万物の原理の探求に始まる古代の自然科学の成果を、タレス・ピュタゴラス
など古代ギリシア自然科学者たちの関係資料から理解する。 
6 回 古代ギリシアのアリストテレスの著書「自然学」・「天体論」・「気象論」より、
古代の典型的な自然観・天体論を説明する。 
7 回 アレキサンドリア期のエウクレイデスの「原論」より、集成された古代数学
の体系・内容を解説する。 
8 回 中間試験とその解説をする。 
9 回 コペルニクスの著書「天球回転論」とケプラーの著書「宇宙誌の神秘」・「新
天文学」から、近世の宇宙論の内容と特徴を解説する。 
10 回 ガリレオの「天文対話」を始めとするいくつかの著書と彼の発明品望遠鏡
による彼の⼒学的、天文学的な業績を解説する。 
11 回 ニュートンの主著「プリンキピア」をもとに、近代重⼒論の体系・内容を
解説する。 
12 回 ダーウィンの生物進化論を、著書「ヴィーグル号航海記」・「種の起源」や
ガラパゴス諸島の固有種の例をもとにして解説する。 
13 回 技術思想の古代の展開を、ヘシオドスの神話やソフォクレスらのギリシア
悲劇、プラトン「国家」、アリストテレス「ニコマコス倫理学」の各著作より、解
説する。 



14 回 中世から近世、近代へ到る技術観を「ベーコンのテクノロジー科学」と特
徴付け、その展開を、ベーコン「ニューアトランティス」・ディドロ「百科全書」
の著書をもとに、解説する。 
15 回 近代より現代の技術の進展を「産業化科学」と特徴付け、その展開を解説
する。そして現代世界の科学技術の問題点を提示し⼈類の将来を展望する。 

準備学習 1 回 わが国の科学技術の基本施策である「科学基本法」や「科学技術基本計画」
を調べ、日本の科学技術推進の基本的な方向を理解しておくこと。 
2 回 科学事典・辞典などで、科学の定義、科学史の種類、世界の科学史研究の動
向について基本的な知識をもっておくこと。 
3 回 総合的科学史の代表者 G.サートンとパラダイム科学史の代表者 T.クーンの
略歴・活動を、インターネットで調べておくこと。 
4 回 特にエジプト、メソポタミア科学の特徴・具体的な科学的発見・技術的発明
の事例を、図書館の資料で調べておくこと。 
5 回 タレス、ピュタゴラスなど古代自然科学者たちの科学関係の資料を、図書館
で調査・検索し、収集しておくこと。 
6 回 アリストテレスの著作「自然学」で、彼の自然・原因・運動などの科学的な
基礎概念の意味を理解しておくこと。 
7 回 ユークリッド(エウクレイデス)の「原論」の概要を、日本語訳本で見ておく
こと。 
8 回 第 1 回から第 7 回で学習した内容を理解し、各講義でのポイント毎に要約
しておくこと。 
9 回 コペルニクスとケプラーの履歴・科学的業績について、国内外のインターネ
ットで調べておくこと 
10 回 ガリレオの著書「天文対話」・「偽金鑑識官」・「星界の報告」、どれか一冊を
日本語訳本読んでおくこと。 
11 回 ニュートンの著書「プリンキピア」を読み、重⼒の定義・三法則・万有引
⼒の内容を確認してくこと。 
12 回 ダーウィンの著書「ヴィーグル号航海記」を読み、特にガラパゴス諸島の
固有種の生物について調べておくこと。 
13 回 ソフォクレスらのギリシア悲劇・プラトン「国家」・アリストテレス「ニコ
マコス倫理学」のなかのどれか一冊をもとにして、古代⼈の技術思想を見ておく
こと。 
14 回 ルネッサンス期の建築物を調べか、またベーコン「ニューアトランティス」・
ディドロ「百科全書」を読んでおくこと。 
15 回 フランスの近現代科学技術教育の原点エコール=ポリテクニークについて
知識をもっておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FIV4312 
成績評価 定期試験（100％） 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス VA(〜11),VB(〜11) 
見出し FIV4312 情報法 
担当教員名 坂部 望 
単位数 2 
教科書 小林英明著／「インターネットの法律問題」／中央経済社 
アクティブラーニング  
キーワード サイバー法、個⼈情報保護、電子商取引、インターネットの違法・有害情報 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 該当なし 
科目名 情報法 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜、指示する 
授業形態 講義 
注意備考 講義開始時刻までに入室すること（遅刻は他の⼈の迷惑になるので、30 分以上の

遅刻者の入室は認めない）。私語厳禁。前列に着席のこと。 
シラバスコード FIV4312 
実務経験のある教員  
達成目標 新しい法秩序が形成されつつある現代の情報化時代（インターネット社会）にお

いて，既存の法律の解釈の限界と新規立法の必要性を把握することが目標であ
る。特に，IT がもたらす社会的影響を功罪両面から，法律的問題を中心に解説
し、これからどんな法律等が必要になるのか、どんな法解釈の可能性があるのか、
自ら考える⼒を養成する。 

受講者へのコメント 常に問題意識を持って授業に参加してほしい。 
連絡先 坂部研究室 21 号館 5 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね理解が得られている。 
英文科目名 Cyberspace Laws 
関連科目 情報化と知的財産 
次回に向けての改善変更予定 状況の変化が激しい分野であるので、可能な限り最新の情報を提供したい。 
講義目的 デジタル情報社会において，膨大な量の情報が流通している実態を把握し，それ

に伴う情報の保護やそこに発生する社会問題や個⼈及び組織の責任について，法
律的な観点から考察する。特に，電子商取引における契約問題を中心にインター
ネットに関する法的諸問題を重点的に扱う。また，流通するデジタル情報を受信
する我々，あるいは公共の場にデジタル情報を発信する我々の情報モラルについ
ても触れることにし、情報化社会のルールを検討する。 



対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 情報化社会の現状（アナログ社会の法秩序からデジタル社会の法秩序へ） 

2 回 情報化時代における法的枠組み（既存法の限界と新規立法の立案へ） 
3 回 情報倫理（ネチケット・ネットワーク上の名誉毀損等について） 
4 回 個⼈情報保護とプライバシー（メーリングリストや電子掲示板における問
題点） 
5 回 インターネットと契約法１（電子契約法による契約の成立や契約における
錯誤の問題） 
6 回 インターネットと契約法２（電子書面を契約の証拠とすることが可能にな
ったこと） 
7 回 電子署名法とセキュリティ（ネットワーク上の相手方本⼈の確認と匿名性
の問題） 
8 回 インターネットと犯罪 1（不正アクセス禁止法の要点，情報窃盗の実態につ
いて） 
9 回 ンターネットと犯罪 2（迷惑メール規制２法，有害情報の流布の防止につい
て） 
10 回 情報化時代と知的財産権 1（ネット時代における特許，商標とドメイン，
意匠） 
11 回 情報化時代と知的財産権 2（ネットワーク時代におけるデジタル著作権等） 
12 回 プロバイダーに関する法律（プロバイダー責任制限法とネットワーク秩序） 
13 回 ネットワークと裁判（ネットワーク上で起きた事件の解決はどうするの
か？） 
14 回 海外諸国の動向 
15 回 情報法の総まとめ（情報⺠事関連分野と情報刑事関連分野等の整理） 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと 
2 回 既存法の法と情報ネットワーク時代における法の違いを調べておくこと 
3 回 メディア等で報道される情報化時代の社会問題について整理しておくこと 
4 回 企業等の巨大組織から情報が漏えいしている実態について問題点を考える
こと 
5 回 契約の基本法は⺠法であるので、まず⺠法上の契約について理解しておく
こと。方法は授業で指示する。 
6 回 前回の授業を復習し、情報化時代の契約形態についてテキストを読んでお
くこと。 
7 回 ネットワークの世界では相手が誰であるか確認する方法の存否について調
べること 
8 回 ネットワーク時代に起きている犯罪事件等をメディアなどで整理しておく
こと 
9 回 前回の授業を復習した上で、違法な情報の流通形態を調べておくこと 
10 回 情報化時代における産業財産権について、テキストを読んでおくこと 
11 回 デジタルコンテンツは複製が容易であり、本物と偽物の区別の問題につい
て考えること 
12 回 インターネットにはプロバイダーが不可欠である。テキスト該当箇所を読



んでおくこと 
13 回 ネットワークが原因で起きた訴訟について、テキストの該当箇所を読んで
おくこと 
14 回 先進諸国の立法動向や振興国の立法状況などをパソコン等で調べてみるこ
と 
15 回 これまでの授業の重要ポイントを整理しておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FIV4322 
成績評価 提出課題(20%)、総合演習課題(30%)、定期試験(50%)によって評価を行う。 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス VA(〜06),VB(〜06) 
見出し FIV4322 応用情報リテラシー(再) 
担当教員名 ⻄野 雅二 
単位数 2 
教科書 「実践ドリルで学ぶ Office 活用術」ノア出版 
アクティブラーニング  
キーワード ”情報処理”、”プレゼンテーション” 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 応用情報リテラシー(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜、指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIV4322 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) 情報収集から分析・加工、マルチメディアの活用を含む発表資料作成技術を

身につけること。 
(2) 効果的なプレゼンテーション資料の作成技術と発表技法を身につけること。 

受講者へのコメント  
連絡先 ⻄野研究室 21 号館 7 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Information Literacy 
関連科目 情報リテラシー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 これまで身につけた情報リテラシーを活用する場面として、プレゼンテーション

を取り上げ、情報収集から分析・加工、マルチメディアの活用を含む発表資料作
成まで、その知識と技術をコンピュータ実習により習得させる。 
各種の業務におけるコミュニケーションの必要性を基に、プレゼンテーションの
重要性とそのあり方を講述した後、企画、データ収集、分析と加工、まとめ上げ、
情報発信の各過程における具体的な理論と技術を講述する。 
これらの中で、音・音声、画像・映像などのマルチメディアも扱い、アニメーシ
ョンも含むマルチメディアの利用方 

対象学年 2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 イントロダクション。実務・業務における情報処理について概説する。 
2 回 プレゼンテーションの基礎と企画について解説する。 
3 回 データの収集と分析について解説する。 
4 回 収集データの加工について解説する。 
6 回 Office ソフトの連携と Office オブジェクトの活用について解説する。 
7 回 マルチメディアを利用した効果的な情報発信について解説する。 
9 回 レポートタイププレゼンテーション 1(ワンシート、報告書)による情報発信
について解説する。 
10 回 レポートタイププレゼンテーション 2(報告書)による情報発信について解
説する。 
11 回 Web タイププレゼンテーション（Web 報告書）による情報発信の実際に
ついて解説する。 
12 回 発表タイププレゼンテーションによる情報発信の実際について解説する。 
14 回 情報発信総合演習。発表会形式による発表練習をする。 

準備学習 1 回 情報リテラシーで学んだデータ集計に用いる Excel 関数の使用法の復習す
ること。 
2 回 企画の立案から、データ収集と解析、プレゼンテーションまでの過程を調べ
ること。 
3 回 大量データの集計方法に用いる Excel 関数の使い方を調べること。 
4 回 情報データのデータベース化と情報抽出方法に必要な Excel 関数を調べる
こと。 
5 回 Excel よるグラフ描画機能を理解しておくこと。 
6 回 PowerPoint への図・表貼り付け方法を習得しておくこと。 
7 回 PowerPoint の標準的な機能を理解しておくこと。 
8 回 プレゼンテーションファイル作成にイラストやアニメーションファイルを
準備しておくこと。 
9 回 ワンシートの作成に必要なデータの集計をおこなっておくこと。 
10 回 報告書の作成に必要なデータの集計をおこなっておくこと。 
11 回 Web 報告書作成に必要なデータの集計をおこなっておくこと。 
12 回 与えられた課題をプレゼンテーションファイルにまとめておくこと。 
14 回 グループで発表用のプレゼンテーションファイルにまとめておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FIV4332 
成績評価 提出課題 20%、定期試験 80%により成績を評価する。 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス VA(〜10),VB(〜10) 
見出し FIV4332 経済情報化論 
担当教員名 水谷 直樹 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード 企業行動、デジタル関連財、標準化 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 経済情報化論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業中に紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIV4332 
実務経験のある教員  
達成目標 情報化による企業行動の変化について理解を深める。 

ミクロ経済学による企業行動の説明方法に慣れる。 
企業の競争と独占について理解する。 
規制が支持される場合、支持されない場合の違いについて理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先 水谷研究室 21 号館７階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Analysis of Informational Economy 
関連科目 経営システム、経済原論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 情報化によって起きた企業行動の変化について把握することを目的とする。特

に、デジタル関連の財・サービスの特性が企業の費用構造に及ぼした影響につい
て理解するとともに、関連企業の戦略に関する知識を得る。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。本講義全体を概説する。情報化による企業活動の変化

について説明する。 
2 回 企業の経済モデルについて解説する。ミクロ経済学で一般的に用いられる
企業のモデルについて説明する。 



3 回 企業活動を表す費用関数について解説する。費用関数が企業活動を示す主
たるモデル式であることを説明する。 
4 回 企業活動の費用特性について解説する。生産量の増加に従って総費用がど
のように変化するか説明する。 
5 回 企業の最適化行動がどのように行われるか、ミクロ経済学の枠組みで解説
する。 
6 回 企業間に競争が存在する場合の状況について解説する。 
7 回 独占企業の行動について解説する。競争が存在する場合と独占状態の場合
とで、設定される価格が異なることを説明する。 
8 回 デジタル財の特徴を説明し、それによって企業行動に生じる特徴を解説す
る。 
9 回 規模の経済について解説し、企業の費用関数との関係を説明する。 
10 回 経験曲線効果について解説し、規模の経済および経験曲線効果と競争戦略
との関係を説明する。 
11 回 ネットワーク外部性について解説し、消費者側の事情が企業戦略に及ぼす
影響について説明する。 
12 回 標準化が行われる理由について解説し、企業側および消費者側からみた標
準化の利点を説明する。 
13 回 規制と企業行動について解説する。規制によって得られる利益・不利益に
ついて説明する。 
14 回 価格戦略と非価格戦略について解説する。他社と競争状態にある企業が、
非競争的なポジションを作り出す方法について説明する。 
15 回 全体のまとめを行うとともに、状況に応じて理解を深めるために適宜復習
を行う。 

準備学習 1 回 「情報」というキーワードから連想される財について、いくつか例を挙げら
れるようにしておくこと。 
2 回 経済原論で学んだ企業のモデルに関して、その内容を復習しておくこと。 
3 回 経済原論で学んだ企業の費用関数について、グラフの概形を思い出してお
くこと。 
4 回 前回の内容を復習し、生産量と費用の関係を習得しておくこと。 
5 回 一般的な企業の費用特性から、生産量を増大すれば利益が常に増えるわけ
ではないことを理解しておくこと。 
6 回 企業活動における独占の状態と競争の状態について、それぞれの事例を挙
げられるようにしておくこと。 
7 回 企業活動における独占の状態と競争の状態で、販売価格はどちらが高いか
考えるとともに、その理由を説明できるようにしておくこと。 
8 回 「デジタル」に関連する商品やサービスを列挙できるようにしておくこと。 
9 回 大量販売の事例を列挙するとともに、デジタル関連財での大量販売の事例
を探しておくこと。 
10 回 規模の経済について復習しておくこと。 
11 回 利用している⼈が多ければ多いほど価値が高まる商品やサービスを列挙し
ておくこと。 



12 回 標準化が行われた商品やサービスの具体例を列挙しておくこと。 
13 回 企業が規制を受けている事例を調べておくこと。特に新規に事業を始める
際に、認可が必要な産業としてどのような産業があるか調べておくこと。 
14 回 製品開発において、他社の製品と差別化する戦略が採用される目的につい
て考えておくこと。 
15 回 これまでに学んだ内容から、情報化によって企業の行動に起きた変化につ
いてまとめておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FIV43H2 
成績評価 提出課題(20%)，総合演習課題(30%)，試験(50%)によって評価を行う. 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス VA(〜12),VB(〜12) 
見出し FIV43H2 応用情報リテラシー 
担当教員名 ⿊⽥ 正博 
単位数 2 
教科書 実践ドリルで学ぶ Office 活用術／ノア出版 
アクティブラーニング  
キーワード ”情報処理”，”プレゼンテーション” 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特になし 
科目名 応用情報リテラシー 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 次の Web ページ：「http://www.soci.ous.ac.jp/~kuroda/」の「Lectures」 
授業形態 講義 
注意備考 実務士資格「情報処理士」「上級情報処理士」「ビジネス実務士」「社会調査アシス

タント」の認定科目である． 
シラバスコード FIV43H2 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) 情報収集から分析・加工，マルチメディアの活用を含む発表資料作成技術を

身につけること．(2) 効果的なプレゼンテーション資料の作成技術と発表技法を
身につけること． 

受講者へのコメント 出席状況も非常によく，熱心に課題に取り組んでくれました．ゼミ発表や卒業研
究などでデータをまとめる，そして発表するという場面がこれから沢山あると思
います．そのときに，この講義で勉強したことをぜひ活用してください． 

連絡先 ⿊⽥研究室 21 号館 4 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講者数が約 90 名であったため，学生から質問全てに対して丁寧に答えること
ができませんでしたが，受講した学生のコンピュータの操作技術が高かったこと
と，TA が進度の遅い学生に指導をしてくれたことで，進度の速い覚醒には，ビ
ジネスソフトの高度な利用方法を教えることができました．学生には，その点を
評価してもらえたのではないかと思います． 

英文科目名 Advanced Information Literacy 
関連科目 情報リテラシー 
次回に向けての改善変更予定 課題を決めて各学生あるいはグループごとでプレゼンテーションを実際にやら

せて，資料の作り方や発表方法についてお互いに評価できるような講義ができれ
ば良いと考えています． 



講義目的 これまで身につけた情報リテラシーを活用する場面として，プレゼンテーション
を取り上げ，情報収集から分析・加工，マルチメディアの活用を含む発表資料作
成まで，その知識と技術をコンピュータ実習により習得させる．各種の業務にお
けるコミュニケーションの必要性を基に，プレゼンテーションの重要性とそのあ
り方を講述した後，企画，データ収集，分析と加工，まとめ上げ，情報発信の各
過程における具体的な理論と技術を講述する．これらの中で，音・音声，画像・
映像などのマルチメディアも扱い，アニメーションも含むマルチメディアの利用
方法と 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  実務・業務における情報処理について説明する。 

2 回  プレゼンテーションの基礎と企画の方法について説明する。 
3 回  データの収集と分析の方法について説明し、EXCEL によりデータ処理方
法を学習する。 
4 回  収集データの加工方法を説明し、EXCEL によりデータの集計およびグラ
フなど加工方法を学習する。 
5 回  EXCEL による効果的な収集データの加工方法を学習する。 
6 回  Office ソフトの連携と Office オブジェクトの活用について学習する。 
7 回  画像などを利用した効果的な情報発信方法について学習する。 
8 回  アニメーションなどを組み込んだ動的な効果を使用した情報発信方法につ
いて学習する。 
9 回  ワンシートによるレポートタイププレゼンテーションによる情報発信方法
について学習する。 
10 回  報告書によるレポートタイププレゼンテーションによる情報発信方法に
ついて学習する。 
11 回  Web 報告書による Web タイププレゼンテーションによる情報発信方法
について学習する。 
12 回  発表タイププレゼンテーションによる情報発信方法について説明する。 
13 回  課題に対して発表タイププレゼンテーション資料を作成する。 
14 回  第 13 回授業に引き続き、課題に対して発表タイププレゼンテーション資
料を作成する。 
15 回  試験を行うので、講義内容をよく理解し整理しておくこと。試験終了後に
出題内容について解説をおこなう。 

準備学習 1 回  情報リテラシーで学んだデータ集計に用いる Excel 関数の使用法の復習す
ること。 
2 回  企画の立案から，データ収集と解析，プレゼンテーションまでの過程を調
べること。 
3 回  大量データの集計方法に用いる Excel 関数の使い方を調べること。 
4 回  情報データのデータベース化と情報抽出方法に必要な Excel 関数を調べる
こと。 
5 回  Excel よるグラフ描画機能を理解しておくこと。 
6 回  PowerPoint への図・表貼り付け方法を習得しておくこと。 
7 回  PowerPoint の標準的な機能を理解しておくこと。 



8 回  プレゼンテーションファイル作成にイラストやアニメーションファイルを
準備しておくこと。 
9 回  ワンシートの作成に必要なデータの集計をおこなっておくこと。 
10 回  報告書の作成に必要なデータの集計をおこなっておくこと。 
11 回  Web 報告書作成に必要なデータの集計をおこなっておくこと。 
12 回  発表型プレゼンテーションファイルの作成に関する注意事項を予習して
おくこと。 
13 回  与えれた課題をプレゼンテーションファイルにまとめておくこと。 
14 回  与えれた課題をプレゼンテーションファイルにまとめておくこと。 
15 回  講義内容をよく理解し整理しておくこと。特にパワーポイントの操作を
よく復習をしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FIV4512 
成績評価 課題（小レポート）３０％、試験７０％によって評価する。 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス VA(〜12),VB(〜12) 
見出し FIV4512 情報メディア 
担当教員名 木村 邦彦 
単位数 2 
教科書 適宜、資料などを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 情報社会、マス・コミュニケーション、ジャーナリズム 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報メディア 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜、紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 日常の社会の動きに関心を持って講義に出席して欲しい。 
シラバスコード FIV4512 
実務経験のある教員  
達成目標 ・「ことば」から「活字」へ、さらに、多種多様なメディアの世界に発展してきた

歴史を、  「情報の大切さ」に「技術⾰新」を絡めて理解する。 
・マスメディアの重要な役割は、「情報の伝達」とともに「権⼒の監視」であるこ
とを理解す る。その上で、メディアの問題点をも明らかにしつつ解決の道を探
り、支えていくことの大切さを理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先 木村邦彦研究室（２１号館７階）kimura@soci.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Information Media 
関連科目 情報と社会、コミュニケーション、マスメディア論、ジャーナリズム論を履修す

ることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 「情報」を伝えるものがメディアである。新聞、雑誌の言語（活字）から始まり、

映画、写真などの映像、放送と通信、電信と映像が加わったテレビ、さらにイン
ターネットなどまで多様化してきているのが現在である。このようなマルチメデ
ィアの進展とともに、いくつかの問題も出始めている。講義では、メディアの流
れを中心に現状と課題を探る。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 情報メディアの概略と情報社会における役割について説明する。 
2 回 活字メディアをテーマに、文字の登場、グーテンベルクの金属活字印刷機を
経て新聞につながっていく過程を学習する。 
3 回 日本の新聞の黎明期について学習する。「新聞誌」発行のビデオを観て、新
聞の必要性を考察する。 
4 回 日本の新聞の発達について学習する。現代の新聞の原型が明治時代に確立
していく状況を説明する。 
5 回 日本の新聞の発達の経過として、明治末から大正時代にかけての商業的様
相を強める状況を説明する。同時に、技術⾰新について学習する。 
6 回 メディアとして発展する新聞と情報統制をはかる政府・軍部の対立を垣間
見ながら、情報の大切さを考察する。 
7 回 情報の大切さを、戦後のメディアで改めて考察する。テレビ放送も始まる
が、メディアの軸である新聞の葛藤を軸に考察する。 
8 回 中間まとめとして、活字メディアの登場と挑戦についての復習する。 
9 回 近年における活字離れの状況を、新聞など活字メディアの電子化の進展を
絡めて考察する。 
10 回 活字メディアのである出版をテーマに学習する。メディアとして、主に雑
誌を取り上げ、江⼾末からの登場、発展の経過を学習する。 
11 回 出版の戦後に焦点を当てる。活字文化がもてはやされた戦後から、活字離
れの中で低迷、さらに電子化の中で模索する状況を考察する。 
12 回 インターネットに焦点を当てる。活字離れを引き起こしていく状況を、登
場から急速に拡大していく経過を見ながら学習する。浮き彫りにされている問題
点についても考察する。 
13 回 電子メディアに焦点を当てる。電気通信の発明が、情報メディアに大きな
影響を及ぼしてきたことを、経過とともに学習する。 
14 回 放送の登場を学習する。20 世紀は活字から音声・映像に移り変わった時
代、21 世紀は電子の時代、といわれる背景を学習する。 
15 回 テレビの登場からデジタル化までの経過を、功罪を考察しながら学習する。
「娯楽」として発展してきた背景を学び、メディアとしての今後のあり方などを
考察する。 

準備学習 前回の内容を理解して講義に臨むこと。 
日々のニュースに接しておくこと。 
できれば、というより、文書⼒などを身に着けるためにも必ず新聞を読んで講義
に出席すること。 
講義は、最近の社会の動きをテーマにする。最後に毎回、気になったり、関心の
あったニュースを書いてもらうので、コンパクトにまとめてくること。 

 



年度 2012 
授業コード FIV4522 
成績評価 定期試験及び授業で実施する公用文作成理解等を判断し総合評価とする。 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス VA(〜10),VB(〜10) 
見出し FIV4522 一般行政演習 
担当教員名 坂部 望 
単位数 2 
教科書 有斐閣アルマ「はじめての行政法」／石川敏行ほか著／有斐閣 
アクティブラーニング  
キーワード 公務員試験、行政法、行政書士試験、「公文書及び関係法令、規則の作成の演習」 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 該当なし 
科目名 一般行政演習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「ポケット六法」／有斐閣：「判例六法」／有斐閣 
授業形態 演習 
注意備考 私語厳禁、場合によっては退場させる。特に教科書をもたないものはその対象で

ある。 
できるだけ前の席に着席のこと 

シラバスコード FIV4522 
実務経験のある教員  
達成目標 行政法といえば何か難しそうなイメージが付きまとうが、しかし、将来どの道に

進んでも行政とは縁が切れない。たとえば納税の義務などである。また既に私た
ちは毎日のごとく消費税を支払っている。このようなケースは一例であっても、
将来、公務員などになる学生については法の適用知識が不可欠であり、また⺠間
企業に就職しても役所から行政指導などを受けることがある。そのような学生の
将来性を意識した行政法の演習授業としたい。 

受講者へのコメント 毎回の授業の積み重ねができていないと、次回の講義の理解が難しくなるので復
習をしっかりやってほしい。 

連絡先 坂部研究室 21 号館 5 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね理解が得られていると思われる。 
英文科目名 Exercise of Public Administration 
関連科目 「市⺠生活と法（私法学）」「情報化と知的財産」「情報法」「日本国憲法論」など。 
次回に向けての改善変更予定 具体的事例を豊富に取り上げることにしたい。 
講義目的 社会情報学科では、B 群において法学・日本国憲法を履修し、社会情報学科にお

いて開講している「市⺠生活と法（私法学）」「情報化と知的財産」「情報法」「日
本国憲法論」「一般行政演習」を合わせることによって私法学と公法学の基礎を



得ることができる。当科目は演習という性格からより具体的な事例から学ぶこと
とする。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 行政法とは。行政法の基礎について論じる。 

2 回 行政の仕組みⅠ 国の行政組織・地方の行政組織について論じる。 
3 回 行政の仕組みⅡ 特殊法⼈・公務員制度・公物について論じる。 
4 回 行政の行為形式Ⅰ 行政立法・行政計画・行政行為について論じる。 
5 回 行政の行為形式Ⅱ 行政行為と裁量・附款・効⼒について論じる。 
6 回 行政行為形式Ⅲ 行政行為の瑕疵・行政指導・行政契約について論じる。 
7 回 行政上の強制措置（行政上の強制措置／行政上の義務履行確保・即時強制
等）について論じる。 
8 回 行政手続きについてについて論じる。 
9 回 国家補償（国家賠償・損失補償）について論じる。 
10 回 行政救済Ⅰ（苦情処理・不服申立て）について論じる。 
11 回 行政救済Ⅱ（行政審判・行政事件訴訟）について論じる。 
12 回 情報公開法について論じる。 
13 回 個⼈情報保護法について論じる。 
14 回 重要判例の整理について論じる。 
15 回 公文書の作成法・法案・規則等の作成の仕方等について論じる。 

準備学習 1 回 入手した教科書の目次と構成をよく理解しておくこと。 
2 回 授業の終わりに次回までにテキストの読むべき範囲を指示する。 
3 回 授業の終わりに次回までにテキストの読むべき範囲を指示する。 
4 回 授業の終わりに次回までにテキストの読むべき範囲を指示する。 
5 回 授業の終わりに次回までにテキストの読むべき範囲を指示する。 
6 回 授業の終わりに次回までにテキストの読むべき範囲を指示する。 
7 回 授業の終わりに次回までにテキストの読むべき範囲を指示する。 
8 回 授業の終わりに次回までにテキストの読むべき範囲を指示する。 
9 回 授業の終わりに次回までにテキストの読むべき範囲を指示する。 
10 回 授業の終わりに次回までにテキストの読むべき範囲を指示する。 
11 回 授業の終わりに次回までにテキストの読むべき範囲を指示する。 
12 回 授業の終わりに次回までにテキストの読むべき範囲を指示する。 
13 回 授業の終わりに次回までにテキストの読むべき範囲を指示する。 
14 回 授業の終わりに次回までにテキストの読むべき範囲を指示する。 
15 回 授業の終わりに次回までにテキストの読むべき範囲を指示する。 

 



年度 2012 
授業コード FIV45G1 
成績評価 課題（小レポート）３０％、試験７０％によって評価する。 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス VA(〜12),VB(〜12) 
見出し FIV45G1 コミュニケーション 
担当教員名 木村 邦彦 
単位数 2 
教科書 適宜。資料などを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 情報社会、マス・コミュニケーション、パーソナル・コミュニケーション、ジャ

ーナリズム 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 コミュニケーション 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜、紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 ・実務士資格「情報処理士」「上級情報処理士」「ビジネス実務士」の認定科目で

ある。 
・日ごろの社会の動きに関心を持って講義に出席して欲しい。 

シラバスコード FIV45G1 
実務経験のある教員  
達成目標 ・非言語コミュニケーションから言語コミュニケーションへの移行、さらに、コ

ミュニケーショ ン・メディアの登場に至るまでの一連の流れの中でコミュニケ
ーションについて理解する。 
・情報通信ネットワークの仕組みとセキュリティ、コミュニケーションにおける
情報通信ネット ワークの活用方法やそこでの表現方法に触れ、電子メール、携
帯端末によるコミュニケーショ ン、政治や国際的なコミュニケーションのあり
方、現代社会を支えるマス・コミュニケーショ ンなどを扱うことを通じて、現
代社会におけるコミュニケーションやコミュニケーショ 

受講者へのコメント  
連絡先 木村邦彦研究室（２１号館７階）kimura@soci.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Communication 
関連科目 情報と社会、情報メディア、マス・メディア論、ジャーナリズム論を履修してい

ることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 情報社会におけるコミュニケーションのあり方について理解するとともに、コミ
ュニケーションの目的に応じた情報通信ネットワークやメディアの効果的な活
用方法を学ぶ。その問題点も明らかにしていく。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 コミュニケーションはどのようなものか、また、情報社会における役割につ

いて説明する。 
2 回 コミュニケーションは文字の登場から始まったことを理解し、グーテンベ
ルクの印刷機で転機を迎えたことを学習する。 
3 回 現代若者のコミュニケーション⼒の危うさをビデオを観て、考察する。さら
に、ことばは、記号、シンボルで成り立っていることを学習する。、 
4 回 ことばを分析すると、抽象的な姿が浮かんでくる。ことばは、記号の塊であ
ることを学習する。 
5 回 非言語コミュニケーションを学習する。前段として、ことばを使っているの
はヒトであることを認識する。 
6 回 前回に続いて、非言語コミュニケーションを学習するが、どのようなものが
あるかに焦点を置く。周辺言語などを取り上げて考察する。 
7 回 異文化コミュニケーションに触れた後、動物コミュニケーションを学習す
る。動物は、ヒトと違って直接的刺激で行動することを学習する。 
8 回 中間まとめとして、コミュニケーションとはどういうものかを、記号での構
成などで復習する。 
9 回 個⼈コミュニケーションを集団コミュニケーションとの比較で学ぶ。内的
コミュニケーションからケータイコミュニケーションを取り上げて学習する。 
10 回 集団コミュニケーションがいかに成り立っているかを学習する。社会にお
けるコミュニケーションとして企業におけるコミュニケーションをテーマに考
察する。 
11 回 集団コミュニケーションの続きとして、家庭におけるコミュニケーション
を取り上げる。大家族から核家族になった現代をとらえて考察する。 
12 回 政治とコミュニケーションを学習する。国内、国家間の間に介在する、マ
スメディアの役割についても考察する。 
13 回 マスコミュニケーションと社会をテーマに学習する。マスコミが世論を形
成することを考え、功罪を考察する。 
14 回 世論を形成するマスコミに焦点を当て、影響⼒を考察する。マスコミュニ
ケーションとしての広告に焦点を合わせ、いかに世論を導いてきたかを学習す
る。 
15 回 コミュニティー・コミュニケーションに焦点を合わせて学習する。核家族
化によって一時は失われたコミュニティーを再び形成する動きを考察する。 

準備学習 前回の講義を復習して講義に出席すること。 
日々のニュースに接しておくこと。 
できれば、というより、文書⼒などを身に着けるためにも必ず新聞を読んで講義
に出席すること。 
講義は、最近の社会の動きをテーマにする。最後に毎回、気になったり、関心の
あったニュースを書いてもらうので、コンパクトにまとめてくること。 



 



年度 2012 
授業コード FIV45H1 
成績評価 定期試験 100％ 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス VA(11〜11),VB(11〜11) 
見出し FIV45H1 日本国憲法論 
担当教員名 坂部 望 
単位数 2 
教科書 初指正典ほか『目で見る憲法』有斐閣 
アクティブラーニング  
キーワード 最高法規性、基本的⼈権の保障、国⺠主権、平和主義 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 講義への不満は特に見られなかった。 

学生からの注文は、教室環境に対することであった（夏期は極端に暑くて授業に
集中できないとのこと） 

科目名 日本国憲法論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 野中俊彦ほか『憲法判例集』有斐閣 

「ポッケト六法」有斐閣 
授業形態 講義 
注意備考 私語厳禁、場合によっては退場させる。特に教科書をもたないものはその対象で

ある。 
できるだけ前の席に着席のこと。 

シラバスコード FIV45H1 
実務経験のある教員  
達成目標 本講義は、あらゆる応用法学を学ぶための基礎的な土台を作るものであり、本学

においては「情報法」「情報化と知的財産」「一般行政演習」を深く理解するため
の十分な知識を習得することの他、将来社会⼈として様々な法律に接した際の対
処の仕方を身に着ける実務的な法学講義とする。 

受講者へのコメント 予習は、講義の前に教科書を熟読でなくても構わないので読んできてほしい。 
復習は、講義ノートを作り、暗記ではなく理解することを心がけること。 

連絡先 坂部研究室 21 号館 5 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね授業に関する理解が得られていると思われる。特に不満な回答はなかった。 
英文科目名 The Constitution of Japan 
関連科目 「市⺠生活と法」 
次回に向けての改善変更予定 講義に見合った教材等の選定をする。 

判例学習を増やしたい。 
講義目的 本講義は B 群で学ぶ「日本国憲法」とどのように異なるかといえば、将来「情報



法」「情報化と知的財産」及び「一般行政演習」を学ぶ前の下地を作る準備となる
といえよう。前の３法は応用法学であるので、その科目にスムーズに入るための
知識を伝授する。また、教職免許を意識した講義内容を心がけていく。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 憲法とは。その制定の歴史と各国の実情について・憲法の基本的原理につい

て論じる。 
2 回 権利の主体／生命・自由・幸福追求権について論じる。  
3 回 法の下の平等（⼈権・信条・性別・社会的身分・門地）について論じる。 
4 回 精神的自由（思想・良心の自由／信教の自由／集会・結社・表現の自由／学
問の自由と大学の自治）について論じる。 
5 回 経済的自由／通信の秘密・住居の不可侵／法定手続きの保障について論じ
る。 
6 回 社会権（生存権・教育の権利・労働基本権）について論じる。 
7 回 参政権／国務請求権／国⺠の義務について論じる。 
8 回 立法権Ⅰ（国会の概要）、立法権Ⅱ（国会の権能・立法過程・国政調査権・
弾劾裁判）について論じる。 
9 回 行政（内閣・衆議院の解散）について論じる。 
10 回 司法Ⅰ（裁判権と裁判所の種類）について論じる。 
11 回 司法Ⅱ（裁判の仕組み・司法審査・裁判の公開・裁判員制度）について論
じる。 
12 回 天皇（天皇の地位と権能）／財政制度について論じる。 
13 回 地方自治（地方の政治制度・住⺠投票）について論じる。 
14 回 憲法改正についてについて論じる。 
15 回 重要判例概説について論じる。 

準備学習 準備学習は、授業の終わりごとに指示するので、十分に予習しておくこと。 
 



年度 2012 
授業コード FIV5111 
成績評価 定期試験（100％）により評価する。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス VA(〜11),VB(〜11) 
見出し FIV5111 情報化と知的財産 
担当教員名 坂部 望 
単位数 2 
教科書 尾崎哲夫『はじめての知的財産法』自由国⺠社出版 
アクティブラーニング  
キーワード 知的財産権、著作権、デジタル時代 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 講義への不満は特に見られなかった。 

学生からの注文は、教室環境に対することであった（夏期は極端に暑くて授業に
集中できないとのこと） 

科目名 情報化と知的財産 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 小泉直樹著 「知的財産法入門」 岩波新書 
授業形態 講義 
注意備考 できれば小型の六法などもあるとよい。 
シラバスコード FIV5111 
実務経験のある教員  
達成目標 情報化時代（インターネット社会）において、制作者の権利としてどのような財

産が保護されるのかを理解し、将来、知的財産を活用する学生のマナーと権利を
理解することが目標である。特に、情報化によって知的財産のフリーライド（た
だ乗り）を防止する観点から、産業財産権及び著作権に関する重要事項をうまく
整理して理解できるように、それぞれの制度を実務界において生かせる⼈材を育
成する。 

受講者へのコメント 予習は、講義の前に教科書を熟読でなくても構わないので読んできてほしい。 
復習は、講義ノートを作り、暗記ではなく理解することを心がけること。 

連絡先 坂部研究室 21 号館 5 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね授業に関する理解が得られていると思われる。特に不満な回答はなかった。 
英文科目名 Informatization and Intellectual Property 
関連科目 情報法 
次回に向けての改善変更予定 講義に見合った教科書の選定をする。 
講義目的 情報化時代において、知的財産の知識が極めて重要になってきたことから、知的

財産と情報化がどのような関係にあるのかを解説する。大きく分類するならば、
行政機関に登録等を必要としない「著作権」と、登録をして個⼈あるいは企業の



財産を護る「産業財産権」の違いを明確にしておきたい。また、情報化によるフ
リーライドの事件が多発することから、知的財産の資産的意味の重要性を含め
て、また過去の重要判例を踏まえて、「知的財産」とは何かを追究する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 知的財産法とは何か（制作者の権利と財産的保護）について学ぶ。 

2 回 知的財産に関する国際条約（知的財産の国際的ハーモナイゼイション） に
ついて学ぶ。 
3 回 発明と特許（個⼈財産、企業財産としての特許法）について知る。 
4 回 実用新案権の制度（小さな発明と経済資産）について学ぶ。 
5 回 デザインと意匠権（情報化時代に欠かせないデザインの権利）について学ぶ 
6 回 商標制度（企業の顔である商標権）につて学ぶ。 
7 回 著作財産権と著作⼈格権（譲渡可能財産と譲渡不可能財産） について知る 
8 回  著作隣接権利制度（実演家の権利と保護） 
9 回 ソフトウエアと著作権（種々のソフトウエアと著作権の留意事項）を知る 
10 回 Web ページと著作権（Web ページを作成する際の注意事項）について知
る。 
11 回 不正競争防止法と企業秘密の保護（情報化時代による営業秘密の保護） に
ついて学ぶ。 
12 回 ビジネス方法特許と企業対応（情報化特許であるビジネス方法特許とは？） 
について学ぶ。 
13 回 情報化時代における知的財産の認識の必要性（情報化による財物の流通と
知的財産）について学ぶ。 
14 回 海外における知的財産政策の動向を知る。 
15 回 知的財産制度の総演習（産業財産制度と著作権制度の要点を解説する） を
行う。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと 
2 回 教科書をよく読み、知的財産法が国際的枠組みの中にあることを把握する
こと 
3 回 産業財産権の体系を教科書から理解しておくこと 
4 回 教科書の「実用新案制度」の箇所を読んでおくこと 
5 回 教科書の「意匠権」の箇所を読んでおくこと 
6 回 教科書の「商標制度」の箇所を読んでおくこと 
7 回 著作権法は広範囲にわたる権利の体系を定めてあるので教科書で確認する
こと 
8 回 前回の授業を復習し、教科書の「著作隣接権利制度」の箇所を読んでおくこ
と 
9 回 デジタル媒体に関する著作権制度を各種メディア等で学習しておくこと 
10 回 インターネットの世界でどのような著作権問題があるか調べてみること 
11 回 企業活動における競争ルールについて調べてみること。 
12 回 ビジネス方法特許（ビジネスモデル特許ともいう）につき教科書を読んで
おくこと 
13 回 従来の知的財産制度と情報化時代の制度とはどんな点が異なるのか考えて



みること 
14 回 知的財産制度は国際的条約の枠組みで構成されるが、特定国固有の制度も
調べておくこと 
15 回 今までの授業を振り返り、重要事項を整理し把握しておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FIV5311 
成績評価 定期試験(80%)と、授業の中で実施する課題(20%)によって評価する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス VA(〜11),VB(〜11) 
見出し FIV5311 経営情報 
担当教員名 水谷 直樹 
単位数 2 
教科書 配布する講義資料による。 
アクティブラーニング  
キーワード オペレーションズ・リサーチ、情報システム開発 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 経営情報 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業の中で紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIV5311 
実務経験のある教員  
達成目標 経営における定型的問題の構造について理解する。各種の情報系職種で必要とさ

れる経営分野における問題解決技法についての基礎知識を習得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 水谷研究室 21 号館７階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Management Information 
関連科目 経営システム、情報科学、情報数学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 経営環境の変化に迅速に対応するため、企業では種々の情報化が行われ、問題解

決に利用してきた。本講義では、経営における典型的な最適化問題を提示し、数
理的手法によって解決する方法論について解説する。そして、情報通信技術を活
用して問題に対処する知識や技術を解説する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 経営における問題解決手法について概説し、本講義で扱う内容を説明する。 

2 回 経営における最適化問題として、線形計画法を解説する。線形計画法のう
ち、最大化問題について説明する。 
3 回 線形計画法のうち最小化問題を解説し、最大化問題と対比する。 
4 回 線形計画法の一種である輸送問題を解説する。 



5 回 日程計画を解説する。アローダイアグラムの意味、最短完了時間を導出する
までの流れを説明する。 
6 回 日程計画を解説する。アローダイアグラムから最短完了時間およびクリテ
ィカルパスの導出方法を説明する。 
7 回 経営における問題解決への確率論の導入について解説する。問題解決のた
めに統計的な情報を用いることを前提に、確率の基礎を復習する。 
8 回 経営における統計的意思決定手法として、ベイズの定理の利用について解
説する。事象が起きた原因追及に、確率の考え方を導入する方法について説明す
る。 
9 回 情報システムにおける信頼性指標について解説する。システムのコンポー
ネントの信頼性指標から、システム全体の信頼性指標を計算する方法について説
明する。 
10 回 情報システムにおける信頼性指標について解説する。種々の信頼性計算を
実際に解いて、信頼性指標計算の理解を深める。 
11 回 モンテカルロシミュレーションについて解説する。乱数を用いてシミュレ
ーションを行う方法について説明する。 
12 回 ゲーム理論について解説する。囚⼈のジレンマのケースを示し、ゲーム理
論の考え方を理解する。 
13 回 ゲーム理論について、戦略型ゲームを対象に、その表現方法としての利得
行列の作成と解き方を説明する。 
14 回 ゲーム理論について、展開型ゲームを対象に、その表現方法としての木構
造グラフの作成と解き方を説明する。 
15 回 本講義全体の復習を行い、不足点を補う。関連資格試験についての説明も
行う。 

準備学習 1 回 シラバスを読んでおくこと。 
2 回 連立１次方程式・不等式に不安がある場合は復習しておくこと。 
3 回 前回の配布資料を理解しておくこと。 
4 回 線形計画法の解き方を理解しておくこと。 
5 回 建物を建設する場合に、どのような工程があるか推測せよ。その中に、同時
に並行して行える工程を見つけること。 
6 回 アローダイアグラムの意味を理解しておくこと。 
7 回 割合および確率に不安がある場合は復習しておくこと。 
8 回 前回の配布資料を理解しておくこと。 
9 回 事象の組み合わせを表形式に表現できるようにしておくこと。 
10 回 確率の復習をしておくこと。 
11 回 前回の配布資料を理解しておくこと。 
12 回 企業間の競争、たとえば値引き競争について事例を探しておくこと。 
13 回 前回の配布資料を理解しておくこと。 
14 回 ゲーム理論が活用できるビジネスの事象をイメージしておくこと。 
15 回 これまでの配布資料に目を通しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FIV5312 
成績評価 定期試験 100％ 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス VA(〜12),VB(〜12) 
見出し FIV5312 市⺠生活と法 
担当教員名 坂部 望 
単位数 2 
教科書 有斐閣アルマ「⺠事法入門」／野村豊弘／有斐閣 
アクティブラーニング  
キーワード 権利の主体、権利の客体、⺠法 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 該当なし 
科目名 市⺠生活と法 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「ポケット六法」有斐閣 
授業形態 講義 
注意備考 私語厳禁、場合によっては退場させる。特に教科書をもたないものはその対象で

ある。 
できるだけ前の席に着席のこと 

シラバスコード FIV5312 
実務経験のある教員  
達成目標 B 群の法学・日本国憲法を履修し、さらに本講義を受講することにより、法律の

公的側面（公法学）と私的側面（私法学）の知識を身に着けるごとができる。こ
れにより、社会⼈としての常識を学ぶことができることが期待される。 

受講者へのコメント この授業は、毎回の講義の積み重ねにより理解できるものであるので、復習をし
っかりとやってほしい。 

連絡先 坂部研究室 21 号館 5 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね理解が得られていると思われる。 
英文科目名 Civil Life and Laws 
関連科目 法学（B 群）、日本国憲法論 
次回に向けての改善変更予定 難しい個所は、図面による資料等の配布を検討したい。 
講義目的 大学における法律科目は、B 群で行われている法学と日本国憲法が存在するが、

本講義は日常の市⺠生活で頻繁に接する「法の常識」を伝授する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 私法とは何か。私法の学び方とその特徴について論じる。 

2 回 法の分類と私法の意義。公法との比較について論じる。 
3 回 私法の基本原理について論じる。 



4 回 私法の法源。道徳・制定法・慣習法・判例について論じる。 
5 回 判例とは何か。法解釈の重要性について論じる。 
6 回 私法の効⼒・私法の適用と解釈について論じる。 
7 回 私法の効⼒（⼈・時・場所）／裁判外の紛争解決について論じる。 
8 回 裁判による紛争解決／私法の適用と解釈について論じる。 
9 回 私法上の権利について論じる。 
10 回 権利の主体Ⅰ ⼈（自然⼈）について論じる。 
11 回 権利の主体Ⅱ 法⼈について論じる。 
12 回 権利の客体（物・知的財産・財産権）について論じる。 
13 回 法律行為／意思表示について論じる。 
14 回 代理・条件と期限／消滅時効について論じる。 
15 回 違法行為について論じる。 

準備学習 毎回、授業の終わりに予習すべき内容について指示するので、十分に準備するこ
と。 

 



年度 2012 
授業コード FIV5321 
成績評価 課題提出 20%、小テスト 20%、定期試験 60%により成績を評価する。 

但し、定期試験において基準点を設置し、その得点が 100 点満点中、 
60 点未満の場合は不合格とする。 

曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス VA(〜10),VB(〜10) 
見出し FIV5321 遺跡遺物情報解析 
担当教員名 小林 博昭 
単位数 2 
教科書 使用しない。講義進行過程で資料のプリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 考古学、遺物、石器、計測方法 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 遺跡遺物情報解析 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業の展開過程で、適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 (1) 演習形態を採用しており、受講生各⼈が毎時間の課題に対して、次回に提出

するレポート作成のために、その時間内に計測値等記録することになる。よって、
一般的な講義形態とは異なる。それゆえに、１回でも欠席すると、今までの例で
は、本講義についていくのが困難となる場合がある。とくに、４年生で履修する
場合は、十分注意すること。 
(2) 就活で企業訪問や説明会、入社試験等のために欠席した場合は、所定の活動
報告書の提出が必要となるので十分注意すること。 

シラバスコード FIV5321 
実務経験のある教員  
達成目標 考古遺物、とくに石器などについてその観察と、計測方法を詳細に実践し、計測

から得られた数値データと文字列によるデータを総合することによって、遺物か
ら得た情報の分析能⼒の養成を目標とする。 

受講者へのコメント  
連絡先 13 号館 2F 小林（博）研究室。 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Information Analysis of Sites and Artifacts 
関連科目 A 群：遺跡と遺物の基礎、遺跡と遺物、社会情報実習 γ、 

B2 群：日本史 
とくに、A 群の「遺跡と遺物の基礎」、「遺跡と遺物」、「社会情報実習 γ」 



を履修しておくこと、ないしは履修することが望ましい。」 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 講義科目の「遺跡と遺物」をより実践的に展開するために、演習形態でおこなう

当時の⼈類が製作した石器などの道具を資料とし、それに残された製作技術情報
を如何に抽出し解釈、考究を進めていくのかについて演習形態でおこなう。具体
的には、実際に各自に石器のレプリカを使用させて、石器などの遺物をみる場合
の着眼点や、そこから当時の情報を獲得し、数値化を図るためのスキル、さらに
はいわゆる遺物に対するセンスを実践的に養成することを目的とする。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。講義の進め方を説明する。その後、考古遺物としての

石器、そのものについて、配布プリントを中心にして、石器の細別と大別をおこ
ないながら説明する。 
2 回 配布プリントを中心にして、当時の⼈々の原石の様々な割り方について説
明する。さらに石器の⺟岩となる原石に打撃を加えるとどのような現象が発生す
るのか、受講生に渡した剥片レプリカを観察しながら、石器製作技術分析の基幹
となる、それら現象を確認させ、現象を表現する専門用語の暗記の徹底化を図る。 
3 回 前回で学んだ事項について小テストを実施し、受講生の理解度と、暗記した
専門用語を確認させる。その後、剥片の計測方法に入り、ノギスを用いて最大⻑、
最大幅、最大厚の計測の仕方について説明する。その際に、ノギス自体の使用方
法もあわせて解説する。また、電子精密重量計を用いた剥片の重量計測方法も解
説する。 
4 回 剥片の打面形状について観察の方法を説明し、その最大幅と奥行きの計測
方法について説明する。くわえて、打面形状の分類について説明し、実際に各自
の剥片レプリカの打面がどの分類に所属するのか、質疑応答によって理解を促進
させる。 
5 回 剥片の末端形状について、海外でおこなわれている分類について説明する。
その後、受講生各自の剥片レプリカの末端が実際に分類のいずれに該当するのか
質疑応答によって、理解を促進させ、石器を視る眼を養成する。 
6 回 剥片のバルブ形状について、海外でおこなわれている分類について配布プ
リントをもとに説明する。その後、受講生各自の剥片レプリカのバルブが実際に
それら分類のいずれに該当するのか、質疑応答によって理解を促進させ、石器に
たいする個々⼈のセンスを養成する。 
7 回 剥片の打角の計測方法を説明する。その後、各自の剥片レプリカを用いて、
その打角を計測し、計測過程での質問に応答することで、理解の徹底化を図る。 
8 回 剥片の背面形状について説明する。受講生各自の剥片レプリカの背面を構
成する諸剥離面の観察からはじめて、これらの剥離面相互の新旧関係について説
明する。その後、各自の剥片レプリカの背面剥離面について、確認をさせる。 
9 回 剥片背面の新旧関係が剥片生産技術を解明する上で、必要不可欠な 
要素である事を受講生に再認識させる。その後、新旧関係を表現する 
ための表記の方法について、説明を加え、理解を促進させる。 
また、各自の剥片レプリカ背面の概略図に、それら表記の方法を記入することで、
実践させ、理解の徹底化を図る。 



10 回 これまでの剥片計測の理解を確認するために、小テストを実施し、テスト
後に解説とまとめをする。その後、剥片素材の石器の例として、エンド・スクレ
イパー、サイド・スクレイパーについて説明をする。 
11 回 受講生各自にエンド・スクレイパーのレプリカを渡し、それらレプリカ自
体について、どこに刃部が形成されているのかをまず認識させる。その後、最大
⻑、最大幅、最大厚の計測方法について説明する。 
12 回 エンド・スクレイパーの刃角、刃部突出度、刃部形状などについての 
計測方法とその表記の仕方を説明する。その後受講生各自のエンド・スクレイパ
ーのレプリカについて、それらを確認、その方法を習得させる。 
13 回 各自の持つサイド・スクレイパーのレプリカで、どこに刃部が形成されて
いるのかをまず認識させる。その後、最大⻑、最大幅、最大厚の計測方法につい
て説明する。 
14 回 サイド・スクレイパーの刃角、刃部突出度、およびそれらの計測方法につ
いて説明する。その後受講生各自のサイド・スクレイパーのレプリカについて、
それらを確認、その方法を習得させる。 
15 回 スクレイパー類に関する理解を確認するために小テストを実施する。その
後、解説とまとめをする。さらにこれまでの剥片や、スクレイパー類の計測方法
について、とくに注意すべき点と追加すべき項目の説明をする。くわえて、ツー
ルとしての他の石器について説明する。 

準備学習 1 回 授業内容の確認と復習。次回までに、図書館等で、石器とくに旧石器時代の
石器について、 
下調べをして予習をおこなうこと。 
2 回 授業で習った石器の分類について復習し、説明できるようにしておくこと。
石の割れ方について図書館等で下調べをして予習しておくこと。 
3 回 配布されたプリントに記載されている石の割れ方と剥片についての専門用
語を復習して、暗記すること。剥片について大きさなどの数値化をどのようにす
るのか、参考書などで予習しすること。 
4 回 授業で習った剥片の計測項目とその着眼点について、ノートを参照しなが
ら復習をすること。再度、剥片の打点と打面の位置関係について、今までに配布
されたプリントのなかで関連するプリントをよく見て予習すること。 
5 回 復習としては、配布されたプリントの末端形状の図像と、ノートのそれを暗
記すること。予習として、剥片のバルブの位置等を、今までに配布されたプリン
トを中心に確認しておくこと。 
6 回 復習としては、配布されたプリントのに記載されているバルブの分類関す
る図像と、ノートのそれを暗記すること。予習として、打面とバルブの位置を今
までに配布されたプリントを中心に確認しておくこと。 
7 回 剥片の打角測定は、かなり難しい部類と思われるので、授業時間内に理解不
可能だった受講生は、復習として聞きに来ること。さらに時間内に理解できた⼈
も、忘れないように、イメージトレーニングを積むこと。剥片の背面について、
今までに配布されたプリントを中心に、繰り返し十分視ておくこと。 
8 回 配布プリントに記載されている剥片の背面を構成する諸剥離面の形状や新
旧関係、ノートのそれを中心に十分復習をしておくこと。 



9 回 剥片の背面を構成する諸剥離面の形状や新旧関係を表記する方法について、
十分ふくしゅうすること。予習としては、スクレイパー類について図書館等で下
調べをしておくこと。 
10 回 スクレイパー類について配布プリントを中心に復習しておくこと。予習と
して、エンド・スクレイパーについて、図書館等で下調べをしておくこと。 
11 回 エンド・スクレイパーの大きさ測定に関して、いずれの箇所でおこなうの
か、復習をすること。予習は配布プリントを中心として、それに記載されている
刃部の位置確認をしておくこと。 
12 回 刃部の刃角、突出度、その形状について、ノートを見ながら十分な復習を
すること。 
サイド・スクレイパーについて、予習として図書館等で下調べをしておくこと。 
13 回 サイド・スクレイパーの大きさの計測方法について、復習をしておくこと。
予習として、配布されたプリントを中心に、そこで記載されているサイド・スク
レイパーの刃部について、位置、形状などを十分確認しておくこと。 
14 回 サイド・スクレイパーの刃部形状の数値化について、復習しておくこと。 
くわえて、これまでに習ったエンド・スクレイパーの計測方法も再度、復習して
おくこと。 
15 回 第 1 回から第 14 回までの内容を配布プリントやノートを参考にして整理
の上、理解し、覚えるべきところは十分暗記すること。 

 



年度 2012 
授業コード FIV5322 
成績評価 課題 20％、小テスト 30％、学期末試験 50％ 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス VA(〜11),VB(〜11) 
見出し FIV5322 マクロ経済解析 
担当教員名 三原 裕子 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード 国⺠総生産、財政政策、金融政策 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 マクロ経済解析 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 教科書は指定せず、レジュメを配布します。また、必要に応じて適宜参考文献を

紹介します。 
シラバスコード FIV5322 
実務経験のある教員  
達成目標 ①経済学の基礎的な知識を身に着け、理論的に物事が判断できるための⼒を養

う。 
②新聞記事を読み、自分自身で政策の効果が評価できるようになるための知識を
身につける。 

受講者へのコメント 比較的、我々に身近な格差や社会保障を中心に講義を行ってきました。逆進性の
考え方など、新聞等で記載されている事柄を少し疑ってみる必要があるなど、冷
静に社会を見る⼒を養うために論理性を身に着けてもらいたいとおもいます。 

連絡先 21 号館 7 階 三原研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業を受けて良かった点として最も回答割合が多かったものは「理解が深まっ
た」であり、次いで「興味、関心が高まった」であった。さらにすべての学生が
「満足」と回答している。 

英文科目名 Macro-Economics 
関連科目 ミクロ経済分析、国際経済論、地域経済分析 
次回に向けての改善変更予定 授業の前半に行ったジニ係数の算出では少し時間をかけすぎてしまったと思い

ます。これにてついては、今後の課題とします。 
講義目的 現実に行われる政策の効果を理解する事を目的とする。そのため、「一次接近」と

して、できるだけシンプルな箱庭経済を作り上げ、その箱庭経済がある政策によ



ってどのような影響を受けるかを、理論的に考察していくことを目的とする。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス。講義の進め方およびマクロ経済の概観を説明する。 

2 回 マクロ経済学の課題とその分析方法について説明し、授業に最低限必要な
連立方程式について復習する。 
3 回 国内総生産には 3 つの側面があり、それらは何によって構成されているの
かについて説明する。さらに、国内総生産の三面等価の法則について説明する。 
4 回 実際の過去のデータを用いて、日本経済の推移を説明する。 
5 回 景気の山、景気の谷、不況および好況について説明する。 
6 回 国内総生産の大きさはどのように決定されるのかについて説明する（45 度
線分析）。 
7 回 政府支出の拡大および租税が経済活動の規模に与える効果について説明す
る（財政政策の効果）。 
8 回 1 回から 6 回までで行った講義の練習問題を行いその解説をする。 
9 回 金融市場について考察するために、貨幣供給と貨幣需要について説明する。 
そのうえで、貨幣供給量と利子率との関係について説明する。 
10 回 IS 曲線を導出し、IS 曲線がどのような性質を持っているのかについて説明
する。 
11 回 LM 曲線を導出し、LM 曲線の性質について説明する。 
12 回 9 回と 10 回において導出した IS 曲線と LM 曲線を用いて、国⺠総生産の
決定について説明する。 
13 回 政府の財政政策がマクロ経済にどのような影響を及ぼすかについて説明す
る。 
14 回 政府の金融政策がマクロ経済に及ぼす影響について説明する。 
15 回 9 回から 14 回までの内容についての練習問題を行い、その解説をする。 

準備学習 1 回 マクロ経済学の目的について復習しておくこと。 
2 回 連立方程式を解き、与えられた関数を図示できるように復習をしておくこ
と。 
3 回 国内総生産に関する記事を最低でも 1 つは読んでおくこと。 
4 回 日本経済の歩みについて整理しておくこと。 
5 回 国内総生産の定義についてきちんと復習をしておくこと。 
6 回 第 2 回で行った連立方程式についてしっかりと復習をしておくこと。 
7 回 政府の政策の効果について、その波及効果のメカニズムについてきちんと
説明できるように復習をしておくこと。 
8 回 第 3 回から第 7 回までで質問事項を整理しておくこと。 
9 回 政府の金融政策としてどのようなものがあり、どのように行われるのかに
ついて復習をすること。 
10 回 IS 曲線を図示しながら説明できるように復習をすること。 
11 回 LM 曲線を図示しながら説明できるように復習をすること。 
12 回 均衡国⺠所得と均衡利子率とは何かについて復習をしておくこと。 
13 回 財政政策が均衡国⺠所得と均衡利子率に及ぼす効果について、そのメカニ
ズムを説明できるように復習を行うこと。 



14 回 金融政策が均衡国⺠所得と均衡利子率に及ぼす効果について、そのメカニ
ズムを説明できるように復習を行うこと。 
15 回 第 3 回から第 14 回までで分からない箇所について質問できるように準備
を行うこと。 

 



年度 2012 
授業コード FIV5332 
成績評価 各章の演習課題と最後に行う総合演習としてのプレゼンテーションによって評

価する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス VA(〜10),VB(〜10) 
見出し FIV5332 ビジネス実務演習 
担当教員名 山口 隆久 
単位数 2 
教科書 組織を動かすコミュニケーション⼒ −企業・学校・サークル あらゆる組織の

円滑な運営のために／高橋眞知子著／実教出版／2010 年 10 月 20 日発行 
アクティブラーニング  
キーワード 経営実務、企画書作成、プレゼンテーション能⼒、ＩＴ、ビジネスマナー 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 ビジネス実務演習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜、指示する。 
授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード FIV5332 
実務経験のある教員  
達成目標 ビジネス実務の実際を想定した参加型の演習により，ビジネス実務の実践⼒をつ

け，適切な状況判断能⼒・行動⼒を養うことを目標とする。 
受講者へのコメント  
連絡先 山口研究室（21 号館 7 階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Exercise of Business Practice 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 最初の４回で，ビジネス実務に必要な理論を確認し，具体的な場面を設定し，ロ

ール・プレイングやケース・スタディによる演習を行う。次の２回では，経営実
務の演習を行い，さまざまなプロジェクトを遂行していく上で重要な損益に関す
る感覚を身につける。残りの９回では，グループに分かれて，プロジェクトのテ
ーマを 1 つ決め，その企画をプレゼンテーションするまでの一連の流れをグルー
プワークで模擬体験する総合演習により，ビジネス実務の実践⼒を身につける。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  自己分析を行うとともに，職業観・就労観について討論し，仕事における



自己の発現と他者との協調のあり方を明確にする。 
2 回  効果的なビジネス・コミュニケーションのあり方を確認し，会議，面接，
面談，交渉，発表の各場面におけるコミュニケーションをシミュレーション形式
で演習する。 
3 回  履歴書やエントリーシートを題材に，効果的な文書表現について演習する。 
4 回  職場のエチケットとビジネスマナーおよび環境整備を確認し，案内，接待，
電話対応などの具体的な場面におけるビジネスマナーをシミュレーション形式
で演習する。 
5 回  経営実務の理論を確認し，減価償却，損益分岐点等の計算演習を行う。 
6 回  前回（５）に続き，財務諸表に関する演習を行う。 
7 回  実務演習１：企画会議によるテーマ設定と業務・日程計画策定 
8 回  実務演習２：情報収集とオフィスツールの活用 
9 回  実務演習３：収集した情報の整理と企画書作成の準備 
10 回  実務演習４：企画書の作成 
11 回  実務演習５：プレゼンテーションの準備およびプレゼンテーションに関
連するビジネス文書・社外文書・ビジネスメールの作成 
12 回  実務演習６：プレゼンテーションの準備および収集した情報の整理・ファ
イリング・破棄 
13 回  実務演習７：企画プロジェクトのプレゼンテーション（１） 
14 回  実務演習８：企画プロジェクトのプレゼンテーション（２） 
15 回  実務演習９：プレゼンテーションの評価 

準備学習 1 回 特になし 
2 回  先週の配付資料を再確認すること。 
3 回  先週の配付資料を再確認すること。 
4 回  先週の配付資料を再確認すること。 
5 回  先週の配付資料を再確認すること。 
6 回  先週の計算を再度、復習で行ってくおくこと。 
7 回  先週の配付資料を再確認すること。 
8 回  先週の配付資料を再確認すること。 
9 回  演習内容１，２の再確認すること。 
10 回  演習内容１，２、３の再確認すること。 
11 回 演習内容１，２、３、４の再確認すること。 
12 回  特になし 
13 回  プレセンテーションの準備を必ずしておくこと 
14 回  プレセンテーションの準備を必ずしておくこと 
15 回  プレセンテーションの準備を必ずしておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FIV5511 
成績評価 定期試験（100％）によって評価する。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス VA(〜12),VB(〜12) 
見出し FIV5511 電子計算機 
担当教員名 ⿊⽥ 正博 
単位数 2 
教科書 基本情報技術者テキスト I ハードウェア・ソフトウェア／平井利明[監修] 平井

利明, 岩井宏, 山本敦[著]／実務出版 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特になし． 
科目名 電子計算機 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 実務士資格「情報処理士」「上級情報処理士」の認定科目である。 
シラバスコード FIV5511 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)コンピュータのハードウェアの仕組みとその名称を理解する。  

(2)ソフトウェアの種類、オペレーティングシステムの役割を理解する。 
受講者へのコメント コンピュータがどうのように進化してきたか，あるいは OS が何故必要なのかと

いった歴史的な背景を知っておくことは，エンドユーザであったしても非常に重
要なことであると思う． 

連絡先 ⿊⽥研究室 21 号館 4 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ハードウエアとソフトウエアといったコンピュータの基本的事項に内容を講義
したため，内容的には難しく感じられたことと思う． 

英文科目名 Computer Science 
関連科目 情報科学 
次回に向けての改善変更予定 視聴覚資料を講義に取り入れていくことを計画している． 
講義目的 情報社会において必要とされるコンピュータに関して，主にハードウェアの機能

と役割，動作原理の基礎知識を学ぶ。また，ハードウェアを動かすオペレーティ
ングシステムがどのように働いているか学習する。さらに，最新のパソコンに関
する知識も学ぶ。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  コンピュータの概論について説明する。 



2 回  中央処理装置（CPU）の役割について説明する。 
3 回  主記憶装置（メインメモリ）とキャッシュメモリの役割について説明する。 
4 回  パソコン本体にあるハードウエアの種類などについて説明する。 
5 回  USB フラッシュメモリなどの外部補助記憶装置について説明する。 
6 回  キーボードやマウス，スキャナなどの入⼒装置について説明する。 
7 回  ディスプレイやプリンタなどの出⼒装置について説明する。 
8 回  基本ソフトウエア（OS）について説明する。 
9 回  OS における記憶管理について説明する。 
10 回  OS におけるジョブ・タスク管理について説明する。 
11 回  コンピュータにおけるディレクトリー構造，ファイルとデータ管理につ
いて説明する。 
12 回  アプリケーションソフトウェアやソフトウエア開発言語（プログラミン
グ言語）について説明する。 
13 回  システムの構成方法について説明する。 
14 回  システムの性能と信頼性について説明する。 
15 回  試験を行うので、講義内容をよく理解し整理しておくこと。試験終了後に
出題内容についての解説をおこなう。 

準備学習 1 回  コンピュータの 5 大装置について予習すること。 
2 回  CPU の役割について予習すること。 
3 回  メモリとキャッシュメモリについて予習すること。 
4 回  パソコン本体に内臓されているハードウエアの種類を調べること。 
5 回  外部補助記憶装置について予習すること。 
6 回  パソコンに接続できる入⼒装置について調べること。 
7 回  ディスプレイの解像度の意味を調べること。 
8 回  OS の種類について調べること。 
9 回  OS における記憶管理について予習すること。 
10 回  ジョブとタスクの意味を予習してくること。 
11 回  ディレクトリー構造の意味を予習してくること。 
12 回  プログラミング言語の種類について予習してくること。 
13 回  システムの構成方法について予習してくること。 
14 回  システムの性能と信頼性をはかる尺度について予習してくること。 
15 回  講義内容をよく理解し整理しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FIV5512 
成績評価 定期試験(100％)によって評価する。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス VA(〜12),VB(〜12) 
見出し FIV5512 情報科学 
担当教員名 ⿊⽥ 正博 
単位数 2 
教科書 次の Web ページを利用：「http://www.soci.ous.ac.jp/~kuroda/」の「Lectures」 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特になし． 
科目名 情報科学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 実務士資格「情報処理士」「上級情報処理士」「ビジネス実務士」の認定科目であ

る。 
シラバスコード FIV5512 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)2 進数と 10 進数の関係を求められること。  

(2)論理演算を計算できること。  
(3)さまざまなデータ構造やアルゴリズムに関して説明できること。 

受講者へのコメント コンピュータでは，情報はどのように表現されるのか，またコンピュータプログ
ラムの作成においてその設計図となるフローチャートをどう書くかなど，理系的
の要素の強い内容であったため難しく感じられた事と思います．フローチャート
はロジックに基づいて作成するため，この作業は他の分野でも重要であります． 

連絡先 ⿊⽥研究室 21 号館 4 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 コンピュータにおける数値表現や論理演算，またアルゴリズムの理解とフローチ
ャートの作成など理系要素の強い科目であったため，学生にとっては非常に難し
い科目であったことが想像されます．総合評価の目標達成に関する評価で，「半
分程度理解できた」と回答した学生の割合が担当する他の科目と比較して多かっ
たのは，そのためであると考えられます．満足度のほうは，8 割が「満足」また
は「ほぼ満足」と回答しているので，理解をするよう努⼒をしたのかもしれませ
ん． 

英文科目名 Information Science 
関連科目 電子計算機 



次回に向けての改善変更予定 2 年次前期に開講しているプログラミング基礎につながるように，アルゴリズム
とフローチャートの学習の比重を高くしたいと考えています． 

講義目的 情報および情報処理の基本事項や基礎理論を学び，さらに進んだ知識の修得に必
要な情報科学の基礎⼒を身につける。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  基数変換について説明する。 

2 回  コンピュータにおける数値表現（2 進数）について説明する。 
3 回  コンピュータにおける負の数値表現（補数）について説明する。 
4 回  2 進数での足し算と引き算について説明する。 
5 回  コンピュータにおける小数点以下の数値表現について説明する。 
6 回  AND、OR、NOT などを組み合わせた論理演算について説明する。 
7 回  論理回路について説明する。 
8 回  データ構造について説明する。 
9 回  ２分木とリスト構造について説明する。 
10 回  キューとスタックについて説明する。 
11 回  アルゴリズムと流れ図の書き方について説明する。 
12 回  整列のアルゴリズムについて説明する。 
13 回  探索のアルゴリズムについて説明する。 
14 回 ポーランド記法について説明する。 
15 回  試験を行うので、講義内容をよく理解し整理しておくこと。試験終了後に
出題内容について解説を行う。 

準備学習 1 回  指数について復習をしておくこと 
2 回  10 進数から 2 進数への変換を復習しておくこと 
3 回  補数について予習しておくこと 
4 回  2 進数の補数計算を復習しておくこと 
5 回  コンピュータにおける小数点以下の数値表現について予習をしておくこ
と。 
6 回  論理演算について予習をしておくこと。 
7 回  論理演算について復習をしておくこと。 
8 回  データ構造について予習しておくこと。 
9 回  木のデータ構造について予習しておくこと。 
10 回  キューとスタックのデータ構造について予習をしておくこと。 
11 回  流れ図の記号について調べておくこと。 
12 回  代表的な整列のアルゴリズムについて予習をしておくこと。 
13 回  代表的な探索のアルゴリズムについて予習をしておくこと。 
14 回  ポーランド記法について予習しておくこと 
15 回  講義内容をよく理解し整理しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FIV5521 
成績評価 小テスト 40%、定期試験 60%で評価する。但し、定期試験において基準点を設

置し、その得点が 100 点満点中、60 点未満の場合は不合格とする。。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス VA(〜11),VB(〜11) 
見出し FIV5521 遺跡と遺物 
担当教員名 小林 博昭 
単位数 2 
教科書 使用しない。講義の進行過程でプリント等を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 考古学、先史時代、遺跡、遺物、遺構、岡山県 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 遺跡と遺物 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義の展開過程で、適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 上記関連科目を受講することが望ましい。 

就活で欠席した場合、その活動報告書の提出が必要となるので、注意すること。 
シラバスコード FIV5521 
実務経験のある教員  
達成目標 岡山県における県南部、北部地域の先史時代遺跡とその出土遺物や遺構を時系列

的に扱うことを通じて、考古学の方法論や遺物の観察方法を体得させ、さらにそ
れら遺跡、遺構、遺物から多岐に及ぶ情報を獲得し、分析ができる能⼒を養成す
る。 

受講者へのコメント  
連絡先 13 号館 2F 小林（博）研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Sites and Artifacts 
関連科目 A 群：遺跡と遺物の基礎、遺跡遺物情報解析、社会情報実習 γ、B2 群：日本史 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 先史時代の県南、県北の地域を扱い、理解を深化させるために場合によっては、

列島各地において過去⼈類が使用した石器、土器などの各種道具を資料とし、遺
跡と遺物をもとに、古代社会における技術情報を分析し、地域集団の技術的伝統
基盤と生活様式等を抽出、時系列的系統性のなかで、当時岡山県内に居住した社
会集団の特性、推移・変遷の様相を把握させる。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 イントロダクション。講義の進め方について説明する。旧石器時代の定義、
我が国における旧石器時代の区分について説明する。 
2 回 日本列島における旧石器時代の自然環境について説明する。 
3 回 岡山県全域における前期旧石器時代について、その出土石器を中心に大陸
との関連などについて、スライドプロジェクター、配布プリントと OHC を用い
て説明する。さらに岡山県北部の地形、地勢について、その概略を説明する。と
くに蒜山地域における旧石器時代遺跡の立地条件や、旧石器時代遺物出土層位等
について説明する。加えて、AT 下位の遺跡のうち、⼾谷遺跡第１地点について、
その概要をスライドプロジェクター、配布プリントと OHC を用いて説明する。 
4 回 前回に続いて、⼾谷遺跡第１地点の石器文化の特色の補足説明と、同じ AT
下位の時期に所属する遺跡として、⼾谷遺跡第 4、5 地点をとりあげ、その内容
について説明する。これに加えて AT 下位の遺跡として小林河原遺跡の内容を、
スライドプロジェクター、配布プリントと OHC を用いて説明する。 
5 回 前回に続いて、小林河原遺跡の石器文化の内容について説明を加える。とく
にこれまで学んだ⼾谷遺跡群の石器文化との差異を抽出し、理解を促進させる。 
6 回 小テストを実施し、その結果の解説とまとめをする。さらに蒜山地域におけ
る AT 上位の遺跡を概観し、フコウ原遺跡、および笹畝遺跡第２地点検出石器文
化の内容を、スライドプロジェクター、配布プリントと OHC を用いて説明する。 
7 回 前回に続いて、蒜山地域の AT 上位の遺跡検出の石器文化について、説明
し、その後、県南部の瀬⼾内地域における AT 前後の時期に相当する石器文化と
して、国府期をスライドプロジェクター、配布プリントと OHC を用いて説明す
る。国府期に加えて、この時期以降の瀬⼾内地域に 
おける遺跡と石器文化について説明する。 
8 回 前回に続いて、瀬⼾内地域の国府期以降の遺跡と石器文化について、補足説
明をする。さらに県北の蒜山地域、および県南の瀬⼾内地域における細石刃文化
期についてスライドプロジェクター、配布プリント、OHC を用いて説明する。
また、この時期の剥片生産技術の１つである湧別技法と、その列島内での伝播状
況を説明する。 
9 回 小テストを実施する。その結果の解説とまとめをする。さらに縄文時代草創
期、つまり日本列島の旧石器時代と土器発生を含めた縄文時代の画期について、
世界史的な新石器時代との関連とその相違についてもスライドプロジェクター、
配布プリントや、OHC を用いて説明を加える。 
10 回 前回に続いて、列島における縄文時代草創期の様相をスライドプロジェク
ター、配布プリント、OHC を用いて説明する。さらに県北、県南部の草創期の
様相について説明をする。 
11 回 縄文時代早期に所属する岡山県内の遺跡とその内容について、全国的な様
相と比較しながら、スライドプロジェクター、配布プリント、OHC を用いて説
明する。 
12 回 岡山県内における縄文時代前、中期の様相を全国的な様相と比較しながら、
ライドプロジェクター、配布プリント、OHC を用いて説明する。 
13 回 前回に続いて、岡山県内における縄文時代前、中期の様相をスライドプロ
ジェクター、配布プリント、OHC を用いて説明する。 



14 回 岡山県内における縄文時代後、晩期の諸様相を該当時期の遺跡出土遺物を
中心に説明する。 
15 回 小テストを実施する。その解説やまとめをおこなう。また、第１回から第
14 回までの講義内容の整理とまとめや、補足説明をする。 

準備学習 1 回 日本列島における旧石器時代の時期区分について、復習をしておくこと。旧
石器時代の列島の自然環境、とくに姶良 Tn 火山灰や、日本列島の北から南まで
の海峡の位置について、図書館等で予習、確認しておくこと。 
2 回 日本列島の旧石器時代における自然環境について、復習をしておくこと。岡
山県の地図にて、県南と県北の位置関係、地形について、図書館等で予習してお
くこと。 
3 回 岡山県の前期旧石器時代とその遺物について、さらに蒜山地域における旧
石器時代の遺跡の 
位置関係についても復習しておくこと。日本列島の後期旧石器時代を代表的する
石器について図書館等で予習しておくこと。 
4 回 ⼾谷遺跡第１地点や、小林河原遺跡の石器文化の特色を説明できるように
復習しておくこと。 
5 回 ⼾谷遺跡第 1 地点と小林河原遺跡の石器文化の相違と共通点を説明できる
ように復習すること。小テストを実施するので、これまでの講義の内容の整理と
まとめをしておくこと。日本列島における後期旧石器時代のなかでも後半の時期
に相当する石器文化を図書館等で予習しておくこと。 
6 回 蒜山地域における AT 上位の遺跡とその内容について復習すること。国府
型ナイフについて 
その製作技法や列島内での分布状況について予習しておくこと。 
7 回 国府期やそれ以降の時期の石器文化について、配布プリントを中心に復習
すること。細石刃文化について、図書館等で予習しておくこと。 
8 回 細石刃文化について、十分に復習すること。小テストを実施するので、これ
までの講義の内容の整理とまとめをしておくこと。縄文時代について、その概略
を予習しておくこと。 
9 回 縄文時代草創期について復習すること。さらに、岡山県内で、最古の縄文時
代の遺跡や遺物 
について図書館等で予習しておくこと。 
10 回 岡山県内の縄文時代草創期について十分に復習すること。日本列島の縄文
時代早期について、図書館等で予習しておくこと。 
11 回 岡山県内の縄文時代早期の遺跡と遺物を、配布プリントを中心に復習する
こと。全国的にみた縄文時代前、中期について図書館等で予習しておくこと。 
12 回 岡山県内の前、中期の様相を配布プリントを中心に復習すること。さらに
この時期についての自然環境等を図書館等で予習しておくこと。 
13 回 この時期の岡山県の自然環境や、遺跡出土土器の様相について復習するこ
と。縄文時代後、晩期について、その特色を図書館等で予習しておくこと。 
14 回 岡山県内における縄文時代後、晩期の諸様相を配布プリントを中心に復習
すること。小テストを実施するので、これまでの講義の内容の整理とまとめをし
ておくこと。また。これまでの講義の内容を確認し、質問等や不明な点をノート



に列記しておくこと。 
15 回 第１回から第 14 回までの講義内容の整理とまとめを、配布プリントや各
自のノートを中心に 
繰り返しおこなうこと。 

 



年度 2012 
授業コード FIV5522 
成績評価 グループワーク作業による成果物（50％）、定期試験（50％） 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス VA(〜11),VB(〜11) 
見出し FIV5522 経営戦略 
担当教員名 山口 隆久 
単位数 2 
教科書 １からの戦略／碩学舎／ISBN: 4502671509 
アクティブラーニング  
キーワード 経営戦略、マーケティング、市場調査、消費者行動、広告戦略 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 経営戦略 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 実務士資格「情報処理士」「上級情報処理士」「ビジネス実務士」「社会調査アシス

タント」の認定科目である。 
シラバスコード FIV5522 
実務経験のある教員  
達成目標 企業戦略（経営戦略、マーケティング戦略）の基本的な考え方を理解し、企業の

構造と関連付けて把握して欲しい。また、グループでのワークッショプによって、
組織対応⼒、コミュニケーション能⼒、プレゼンテーション⼒を身につけてほし
い。 

受講者へのコメント  
連絡先 山口研究室（21 号館 7 階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Management Strategy 
関連科目 前期の「市場行動」の理解を前提としている為、必ず既に、「市場行動」を受講し

ていること（必須）。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 本講義では、理論を説明した後、残り６回の講義では、７〜８名程度のグループ

に分かれてビジネスプラン策定のワークショップを開催する。 
企業経営の重要な柱である企業戦略（経営戦略、マーケティング戦略）の基礎理
論を中心に学習し、ビジネス戦略の構築にあたって重視すべき実務内容の考察に
反映させる。具体的には、販売の企業活動の総括としての位置づけを概説し、マ
ーケティング戦略の近代化・科学化が経営戦略の柱となっている実態を論じる。



企業戦略（経営戦略、マーケティング戦略）の基礎理論と現代的な課題を理解し、
ビジネス実務におい 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  経営戦略の概論について述べる。 

2 回  企業戦略（経営戦略、マーケティング戦略）策定の要件について論じる。 
3 回  全社戦略（経営理念、ビジョン、ミッション）について論じる。 
4 回  事業ポートフォリオ、多角化戦略、情報戦略について論じる。 
5 回  事業戦略（戦略分析）について論じる。 
6 回  競争優位理論について論じる。 
7 回  外部環境分析、内部環境分析について論じる。 
8 回  基本戦略と戦略パターンについて論じる。 
9 回  グローバル戦略（M&A）について論じる。 
10 回  企業戦略の策定と実行プロセスについて論じる。 
11 回  戦略と組織の変⾰について論じる。 
12 回  戦略と財務(1)（経営成果、コーポ-レート・ガバナンス、企業価値）につ
いて論じる。 
13 回  戦略と財務(2)（ケーススタディ）について論じる。 
14 回  企業戦略のまとめと展望について論じる。 
15 回  マーケティングと経営戦略の相互関係についてについて論じる。 

準備学習 1 回  特になし 
2 回  マーケティングと経営戦略の違いについて考えてくること 
3 回  企業戦略の必要性について考えてくること 
4 回  経営理念とは必要か否かについて考えてくること 
5 回  事業ポートフォリオについて再確認すること 
6 回  戦略分析について再確認すること 
7 回  事業戦略とマーケティングの関連性について確認すること 
8 回  先週の環境分析の必要性について再確認すること 
9 回  日本企業の海外進出の事例を一つは考えてくること 
10 回  自分株式会社のケースを想定すること。 
＊７〜８名程度のグループに分かれてビジネスプラン策定のワークショップを
開催。 
11 回  企業戦略の実行プロセスはどのようにあるべきかについて再確認するこ
と。 
＊７〜８名程度のグループに分かれてビジネスプラン策定のワークショップを
開催。 
12 回  戦略と組織の関係について、アンゾフの理論を読んでくること。 
＊７〜８名程度のグループに分かれてビジネスプラン策定のワークショップを
開催。 
13 回  企業における財務戦略とは何かについて再確認してくること。 
＊７〜８名程度のグループに分かれてビジネスプラン策定のワークショップを
開催。 
14 回  財務戦略に関する資料を再確認してくること。 



＊７〜８名程度のグループに分かれてビジネスプラン策定のワークショップを
開催。 
15 回  経営戦略が企業にとって必要な理由をまとめてくること。 
＊７〜８名程度のグループに分かれてビジネスプラン策定のワークショップを
開催。（発表） 

 



年度 2012 
授業コード FIV5711 
成績評価 臨時試験（80％）、レポート（20％） 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス VA(〜11),VB(〜11) 
見出し FIV5711 歴史学 
担当教員名 志野 敏夫 
単位数 2 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード 歴史、歴史学、自然科学の概念、テキストクリティーク、歴史観 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 歴史学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 『歴史学概論』 (講談社学術文庫)増⽥四郎著、『歴史とは何か』（岩波新書）E.H. 

カー著、清水 幾太郎訳、その他講義中に適宜紹介する 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FIV5711 
実務経験のある教員  
達成目標 1、「歴史」とは何かを理解していること。  

2、歴史学研究と自然科学研究との関係や相違について理解していること。  
3、歴史資料の特性とテキストクリティークの重要性を理解していること。  
4、歴史がもつ意義について考え、自らの歴史観を養成しようとする態度をもつ
こと。 

受講者へのコメント  
連絡先 志野研究室：21 号館 7 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 History 
関連科目 外国史、東アジアの歴史 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 1、「歴史」とは何かを理解させる。  

2、歴史学研究と自然科学研究との関係や相違について理解させる。  
3、研究対象である歴史資料の特性を理解させる  
4、歴史研究の意義について理解させる。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションおよび、導入を行う。 



2 回 「歴史」とは何か、現在の「歴史」の定義について講義する。 
3 回 中国語および日本語における「歴史」という言葉について講義する。 
4 回 ⻄洋における「歴史」という言葉について講義する。 
5 回 古代中国における歴史学の概念と学問研究における位置づけについて、主
に『春秋』と『史記』によって講義する。 
6 回 中国における歴史学の概念と社会的位置づけについて、主に『資治通鑑』に
よって講義する。 
7 回 ヨーロッパ中世における歴史学の位置づけについて講義する。 
8 回 ⻄洋ルネサンス期における科学⾰命の概要について講義する。 
9 回 ⻄洋ルネサンス期における歴史学の始まりについて講義する。 
10 回 ヨーロッパ近世社会の変化と歴史学の関係について講義する。 
11 回 ヨーロッパ近代社会の展開と、歴史学の変化について講義する。 
12 回 マルクスの唯物史観と、それが歴史学および社会に与えた影響について講
義する。 
13 回 歴史学と近代自然科学が定義する「科学」の概念との相違とその問題点に
ついて講義する。 
14 回 歴史学研究におけるテキストクリティークの重要性について講義する。 
15 回 テストを行い、その解説をして本講義の学習内容を復習しつつ、歴史が持
つ「⼒」について考える。 

準備学習 1 回 各⼈どの地域、どの時代の歴史に興味があるか確認しておくこと。 
2 回 辞書で「歴史」という言葉を調べておくとともに、各⼈で「歴史」とは何か、
考えておくこと。 
3 回 前回講義の復習をしておくこと。 
4 回 前回講義の復習をしておくこと。 
5 回 前回講義の復習をしておくこと。 
6 回 前回講義の復習をしておくこと。 
7 回 前回講義の復習をしておくこと。 
8 回 前回講義の復習をしておくとともに、高校「世界史」のルネサンス期につい
て復習しておくこと。 
9 回 前回講義の復習をしておくこと。 
10 回 前回講義の復習をしておくとともに、高校「世界史」の宗教⾰命について
復習しておくこと。 
11 回 前回講義の復習をしておくとともに、高校「世界史」の近代市⺠⾰命につ
いて復習しておくこと。 
12 回 前回講義の復習をしておくこと。 
13 回 前回講義の復習をしておくとともに、第 8 回の講義について復習しておく
こと。 
14 回 前回講義の復習をしておくこと。 
15 回 前回までのすべての講義の復習をしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FIV5712 
成績評価 中間試験 40%，定期試験 60%により成績を評価する。 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス VA(〜12),VB(〜12) 
見出し FIV5712 流通ビジネス 
担当教員名 大藪 亮 
単位数 2 
教科書 流通論／村松幸廣、井上崇通、村松潤一編／同文舘出版 
アクティブラーニング  
キーワード 流通，小売業者，卸売業者，メーカー 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 流通ビジネス 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜，指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 本講義は，原則１年生対象講義である。 
シラバスコード FIV5712 
実務経験のある教員  
達成目標 本講義では，小売業など流通ビジネスについて，興味・関心を持つこと，また流

通の現実を理解し，分析するための基本的な概念や理論を理解することを達成目
標とする。。 

受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 5F 大藪研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Distribution Business 
関連科目 市場行動（2 年次），経営戦略（2 年次） 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 現代流通ビジネスの実態と日本の流通システムの変化をとりあげる。小売業態の

進化と卸売商業の役割、メーカーの流通政策を説明する。また。情報化、グロー
バル化の中での流通の変化についても講義する。具体的には、生産と消費を結ぶ
流通は、どのような機能と役割を担っているのか、小売業、卸売業、メーカーな
どの流通主体ごとに検討する。さらに、それらの全体としての流通システムにつ
いて考える。また近年急速に進行している国際化と情報化の中での流通変化につ
いても考える。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。講義の進めを説明する。流通と私たちの生活との関係



についての基本的な考え方を説明する。 
2 回 流通の機能やその役割について説明する。 
3 回 小売業とは何か，その役割と諸形態について説明する。 
4 回 百貨店と総合スーパーの生成と発展について説明する。 
5 回 食品スーパーとコンビニエンスストアの生成と発展について説明する。 
6 回 卸売業の役割と諸形態について説明する。 
7 回 マーケティングチャネル政策と流通構造について説明する。 
8 回 流通の組織化ついて説明する。 
9 回 通信販売と流通について説明する。 
10 回 中小商業と流通について説明する。 
11 回 大規模商業と流通について説明する。 
12 回 地域・街づくりと流通について説明する。 
13 回 国際化の進展と流通について説明する。 
14 回 情報化の進展と流通との関係について説明する。 
15 回 流通における物流の役割やロジスティクスの概念について説明する。 

準備学習 1 回 なぜこの講義を選んだのかしっかり考えておくこと。 
2 回 セブンイレブンが無くなったら私たちの生活はどのようになってしまうか
を考えておくこと。 
3 回 小売業とは何かを考えておくこと。 
4 回 百貨店の魅⼒について考えておくこと。 
5 回 コンビニの魅⼒について考えておくこと。 
6 回 「そうは問屋が卸さない」とはどういう意味かを考えておくこと。 
7 回 チャネルの意味を調べておくこと。 
8 回 サプライチェーンの意味を調べておくこと。 
9 回 良く利用する通信販売（ネットショッピングも含む）とその理由を考えてお
くと。 
10 回 中小商業の強みとは何かを考えておくこと。 
11 回 安いセブンプレミアムのコーラとコカコーラのコーラ，どちらを選ぶか考
えておくこと。 
12 回 岡山の地場産品を調べておくこと。 
13 回 セブンイレブンの中国進出は，成功するかどうかを考えておくこと。 
14 回 なぜスーパーやコンビニではバーコードを使用するのか考えておくこと。 
15 回 ロジスティクスの意味を調べておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FIV5722 
成績評価 臨時試験（60％）、レポート（40％） 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス VA(〜11),VB(〜11) 
見出し FIV5722 歴史資料解析 
担当教員名 志野 敏夫 
単位数 2 
教科書 特にない 
アクティブラーニング  
キーワード 歴史研究、工具書（含 Web サイト）、漢字文化、漢文読解 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 歴史資料解析 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 『大漢和辞典』（購入する必要はない）  

『正史 三国志４』ちくま学芸文庫（購入する必要はない）  
その他、講義中に紹介する 

授業形態 講義 
注意備考 「歴史学」「東アジアの歴史」を履修していることが望ましい。 
シラバスコード FIV5722 
実務経験のある教員  
達成目標 1.歴史研究の方法を理解する。  

2.漢和辞典を使いこなせるようにする。  
3.漢文史料から歴史を再構成する基本的方法を理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 7 階志野研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Analysis of Historical Sources 
関連科目 東アジアの歴史、歴史学、社会情報実習 γ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 歴史研究に必要な方法論を講義・実習する。主に東アジアの歴史理解に必要な、

漢文史料の読解を中心とする。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション、および歴史の研究対象＝史料について講義する。 

2 回 歴史研究におけるテキストクリティークの重要性について講義する。 
3 回 歴史研究に必要な工具書、Web サイトを紹介する。 
4 回 レポートに基づき、引き続き工具書の解説を行ない、また、書籍の表題から



内容についてどう推測するかについて講義する。 
5 回 漢字の持つ文化史的意義について講義する。 
6 回 漢字の訓読みと音読みの歴史的意味について講義する。 
7 回 『大漢和辞典』の紹介と引き方を講義し、実習する。 
8 回 漢字と漢文の特性を解説し、漢文理解の方法（漢文の読み方）を講義する。 
9 回 前回に引き続き、漢文理解の方法を講義する。 
10 回 作者陳寿の紹介と、『魏志倭⼈伝』のテキストクリティークを行なう。 
11 回 曹操と劉備を例にとり、彼らに対してどのような⼈物像が描かれているか
を講義する。 
12 回 『魏志倭⼈伝』を読解する。 
13 回 前回に引き続き『魏志倭⼈伝』を読解する。 
14 回 前回に引き続き『魏志倭⼈伝』を読解するとともに、その史料を基に歴史
を復元する方法を講義する。 
15 回 試験を行い、その解説をして本講義の学習内容を復習する。 

準備学習 1 回 われわれはどのようにして「歴史」を知るのかについて、各⼈考えておくこ
と。 
2 回 前回講義の復習をしておくこと。 
3 回 各⼈に特定の書籍名を与えるので、それをどのようにすれば手に入れて読
むことができるかを調べておくこと。 
4 回 歴史概説書に関するレポートを課すので、それを行っておくこと。 
5 回 東アジア世界に漢字が普及する過程について調べておくこと。 
6 回 漢字の音読みと訓読みの違いについて調べておくこと。 
7 回 各⼈の持つ漢和辞典で、引き方を復習しておくこと。 
8 回 高校で学習した漢文文法の復習をしておくこと。 
9 回 前回講義の復習をしておくこと。 
10 回 『正史 三国志』（ちくま学芸文庫）の解説部分を読んで、『三国志』とは
どのような書物であるのかを知っておくこと。 
11 回 前回講義の復習をしておくこと。 
12 回 『正史 三国志４』（ちくま学芸文庫）の「魏志倭⼈伝」部分を一読し、内
容を把握しておくこと。 
13 回 前回講義の復習をし、漢文読みの方法の習熟に努めること。 
14 回 前回講義の復習をし、漢文読みの方法の習熟に努めること。 
15 回 『正史 三国志４』（ちくま学芸文庫）の「魏志倭⼈伝」部分を参考にして、
配布している「魏志倭⼈伝」原文の読み下しを行っておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FIV5732 
成績評価 適宜課すレポート課題および総合課題で評価する 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス VA(〜10),VB(〜10) 
見出し FIV5732 ファイナンス 
担当教員名 木下 良治＊ 
単位数 2 
教科書 スッキリわかる日商簿記 3 級 (スッキリわかるシリーズ) TAC 出版 
アクティブラーニング  
キーワード 金融機関・中小企業・日本型経営システム・金融市場、金融資産 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 ファイナンス 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 講義 
注意備考 ＊木下良治（中小企業診断士・博士（マネジメント））＊前期「金融システム」を

必ず受講しておくこと。 
シラバスコード FIV5732 
実務経験のある教員  
達成目標 日本の金融システムの概要を正確に理解する。本講義を受講して、新聞の主要な

金融記事や経済記事が理解できるレベルを目標とする。 
受講者へのコメント  
連絡先 山口研究室 21 号館 5 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Finance 
関連科目 ファイナンス（後期開講） 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 現在、経済の中で金融の占める役割はますます大きくなってきている。日本経済

を真に理解するためには、金融に関するさまざまな知識が不可欠となっている。
金融の分野は他に比して現実との関わりが強い分野であり、金融の果たしている
役割を的確に理解するためには、経済のグローバル化の進展や情報・通信技術の
飛躍的⾰新等変化の著しい金融システムについての正確な知識が不可欠である。
本講義はこうした点を踏まえ、現実の金融問題を現実ベースに合わせて中小企業
を対象として取り扱っていき、「現代企業論」をベースとして論じていく。さら
に、現 

対象学年 3 年/4 年 



授業内容 1 回  イントロダクション（講義概要と運営方針・企業金融・経営組織・⼈的資
源管理・中小企業論） 
2 回  企業金融システムの基本（資金調達・資金運用・資金の流れと財務諸表と
の関係性） 
3 回  企業金融システムの診断（企業金融シミュレーション・経営分析・経営診
断） 
4 回  経営理念の視点からの経営組織（経営理念・内容・役割・浸透・事例） 
5 回  意思決定の視点からの経営組織（意思決定とは・本質的要素・種類・プロ
セス・条件） 
6 回  会社法の視点からの経営組織（会社の種類・定款・資本金・登記・会社の
機関・所有者・経営者・権限・企業統治（ガバナンス）・非営利組織） 
7 回  経営資源の視点からの経営組織（経営資源とは・⼈的資源・物的資源・財
務的資源・知的資源・経営階層・組織形態・組織図・ドメイン・利害関係者・組
織文化・風土・日本的経営と変化） 
8 回  リーダーシップの視点からの⼈的資源管理（ヒューマン・リソース・マネ
ジメント）（リーダーシップとは・バーナード学説・三隅学説・フィドラー学説お
よび他の学説・コーチング） 
9 回  モチベーションの視点からの⼈的資源管理（ＨＲＭ）（モチベーション・イ
ンセンティブ・マズロー学説・ハーズバーグ学説・マクレランド学説・コンフリ
クト，その他の学説・組織社会化・組織コミットメント・公正性・キャリア開発・
日本的雇用慣行とその変容・雇用・就業管理・正社員と非正規社員） 
10 回  ワーク・ライフ・バランスの視点からの⼈的資源管理（働きがい・生きが
い・生きがいの理論的構図） 
11 回  中小企業経営（金融側面からのアプローチ）（中小企業とは・中小企業の
位置付け・中小企業の種類） 
12 回  中小企業を取り巻く環境（内外の経済動向・中小企業の動向・試練に直面
する中小企業） 
13 回  中小 企業による市場の創造と開拓（中小企業のイノベーション・中小企
業における知的財産・技術⾰新を生み出す⼈材の確保と育成・中小企業の研究開
発資金） 
14 回  中小企業の雇用動向と⼈材確保（中小企業の雇用動向・中小企業の教育機
関との連携・中小企業の賃金制度・中小企業の⼈材の能⼒開発・中小企業のワー
ク・ライフ・バランス） 
15 回  中小企業に対する支援（公的支援機関・資金支援施策・雇用調整助成金・
設備投資・その他の支援） 

準備学習 1 回  前期講義「金融システム」の復習をしておくこと 
2 回  先週の復習を必ずしておくこと（先週の章を再読） 
3 回  先週の復習を必ずしておくこと（先週の章を再読） 
4 回  先週の復習を必ずしておくこと（先週の章を再読） 
5 回  先週の復習を必ずしておくこと（先週の章を再読） 
6 回  先週の復習を必ずしておくこと（先週の章を再読） 
7 回  先週の復習を必ずしておくこと（先週の章を再読） 



8 回  先週の復習を必ずしておくこと（先週の章を再読） 
9 回  先週の復習を必ずしておくこと（先週の章を再読） 
10 回  先週の復習を必ずしておくこと（先週の章を再読） 
11 回  先週の復習を必ずしておくこと（先週の章を再読） 
12 回  先週の復習を必ずしておくこと（先週の章を再読） 
13 回 先週の復習を必ずしておくこと（先週の章を再読） 
14 回  先週の復習を必ずしておくこと（先週の章を再読） 
15 回  今までの復習をすること 

 



年度 2012 
授業コード FIV9012 
成績評価 課題提出（20％）、定期試験（80％）の結果によって評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス VA(〜11),VB(〜11) 
見出し FIV9012 情報と職業 
担当教員名 山口 隆久 
単位数 2 
教科書 改訂２版「情報と職業」／豊⽥雅彦、加藤晃、鈴木和雄共著／日本教育訓練セン

ター 
アクティブラーニング  
キーワード 情報倫理、企業秘密、情報関連法、職業形態、職業意識 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報と職業 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜、指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 本講義は集中講義で、12 月、1 月、2 月の土日および補講日に行う（後日、掲示

板にて連絡する）。 
ノートは必ず持参のこと。講義中は私語厳禁。実務士資格「情報処理士」「上級情
報処理士」の認定科目である。 

シラバスコード FIV9012 
実務経験のある教員  
達成目標 情報社会の進展がわれわれの生活に与えた影響や、情報化によって生まれた産業

のみならず、既存の産業への情報化の影響についても触れ、高度情報通信社会の
特徴と職業について概観する。また、これらを背景とした⼈材育成のあり方や、
職業倫理を含む職業観なども扱い、情報と職業についての関わり、情報化社会に
おける職業⼈としてのあり方を理解させる。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２１号館７階山口研究室（質問・意見等のある学生の来室を歓迎します） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Information and Business 
関連科目 社会学、情報化と知的財産、情報法、市⺠生活と法 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 情報社会の進展、特に、情報のデジタル化と通信ネットワークの発展によっても

たらされた、新しい職種・サービスの台頭、既存の業務形態の変化、SOHO など
の新しいオフイス形態の出現、⼈材育成の変化、これらにともなう職業観と勤労



観の変化と今後のあり方など、情報と職業に関する考察を行うことを目的とす
る。また、業務にかかわるセキュリティや知的財産権、個⼈情報保護との関係か
ら職業倫理についても理解を深めていく。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  本講義の概要説明をする。 

2 回  情報社会への進展（1）について説明をする。 
3 回  情報社会への進展（2）について説明をする。 
4 回  情報社会と私たちの生活（1）について説明をする。 
5 回  情報社会と私たちの生活（2）について説明をする。 
6 回  情報社会と高等教育について説明をする。 
7 回  情報社会の進展と職業について説明をする。 
8 回  情報技術と⼈材育成（1）について説明をする。 
9 回  情報技術と⼈材育成（2）について説明をする。 
10 回  情報技術とメディアの利用（1）について説明をする。 
11 回  情報技術とメディアの利用（2）について説明をする。 
12 回  情報産業と国際化について説明をする。 
13 回  経営・ビジネスと情報倫理について説明をする。 
14 回  経営・ビジネスと職業情報について説明をする。 
15 回  これまでのまとめ、および最後に、情報化時代における企業の法令遵守
（コンプライアンス）について説明をする。 

準備学習 1 回  シラバス、教科書をよく確認し学習の過程を把握しておくこと。 
2 回  最近の情報社会がどのような社会的現象をもたらしているのかを予習する
こと。 
3 回  情報化社会が今後、どのような展望を有するのかテキストから予習するこ
と。 
4 回  身近なところで起きている情報化について、自分なりの考えをまとめるこ
と。 
5 回  インターネット等を用いた日常の商取引形態について予習しておくこと。 
6 回  高等学校の「情報科」教員や企業の情報技術教育に何が必要かを考えてお
くこと。 
7 回  あらゆる産業が情報化の波をどのように受け止めているのかを考えておく
こと。 
8 回  どんな産業であれ情報スキルは求められる。自分の情報技術の知識を整
理すること。 
9 回  企業等の組織において、今後求められる情報技術について考えること。 
10 回  企業等にとって情報技術がどのように活用されているか文献等で調査し
ておくこと。 
11 回  情報技術と企業の様々な経済効果（コスト削減等）について調査してお
くこと。 
12 回  情報化時代の主役はインターネットにあり、常に国境を越えることを考
えること。 
13 回  企業等が情報を扱うには、それなりのマナーが必要であることを考えて



おくこと。 
14 回  最近、企業等の情報漏えい等が問題となっており情報と責任の問題を考
えること。 
15 回  企業が情報を扱うことについて、法律の内容をテキストで把握しておく
こと。 

 



年度 2012 
授業コード FIV9013 
成績評価 研究内容はもちろん、各自のテーマへの取り組み（研究課題策定）まとめ（文章

化、プレゼンテーション）など、総合的に判断、６０点以上を合格とする。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス VA(〜09),VB(〜09) 
見出し FIV9013 卒業研究 
担当教員名 志野 敏夫、木村 邦彦、水谷 直樹、山口 隆久、松村 博行、三原 裕子、

⻄野 雅 
単位数 8 
教科書 指導教員が指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード ゼミナール、研究課題の策定・考察、資料・データ収集、資料・データ整理、論

文作成 
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 卒業研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指導教員が指示する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 成績評価に記載した基準に基づき、厳格に評価する。 
シラバスコード FIV9013 
実務経験のある教員  
達成目標 各研究室で各自が策定した卒業論文テーマを完成させる。 

１．研究分野について、積極的に研究・学習計画を立てる。 
２．研究分野について、資料・データ収集と整理が出来る。 
３．論文を作成、発表が出来る。 

受講者へのコメント  
連絡先 各指導教員または学科⻑ 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Graduation Thesis 
関連科目 社会情報研究Ⅰ、Ⅱ（３年前期・後期、必須）並びに社会情報学科科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 配属された指導教員の下、各教員の専門分野について、各自が卒業研究の課題を

設定。資料・データの収集・整理などを通して十分な知識を蓄え、卒業論文を作
成、研究発表を行う。 

対象学年 4 年 
授業内容  



準備学習 ・社会情報研究Ⅰ、Ⅱの復習 
・各研究テーにおける基本的文献の読了 
・各研究テーマの研究に合う研究方法の構築 

 



年度 2012 
授業コード FIV9022 
成績評価 期末試験の成績（100％）で評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス VA(07〜10),VB(07〜10) 
見出し FIV9022 現代アジア理解 
担当教員名 山口 隆久 
単位数 2 
教科書 適宜資料を配布する 
アクティブラーニング  
キーワード アジア・都市・農山村・地域・地方・分権 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 現代アジア理解 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜紹介 
授業形態 講義 
注意備考 必須条件として、前期に「海外研修」を履修していない者は、この講義を受講で

きないので注意すること（ただし、中学校教員免許の取得のために必要な場合を
除いて）。 

シラバスコード FIV9022 
実務経験のある教員  
達成目標 地理的特徴や多様性という側面から、現代の東アジアの中における日本の客観的

な位置づけについて理解する。 
受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 7 階 山口研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Understanding of Modern Asia 
関連科目 なし 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 現代のアジア社会が直面しているグローバルな変動の内容について、地域・政策・

環境の観点から詳細に学ぶ。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 本講義の目的・履修計画などについて説明する。 

2 回 グローバリゼーションの状況について講義する。 
3 回 アジア諸国の地理的特徴について講義する。 
4 回 「地域」概念の多様性を論じる。 
5 回 日本の首都、東京の状況と国内地域構造について講義する。 



6 回 東京一極集中の裏返しとしての地方経済の状況について論じる。 
7 回 グローバル化がもたらした近年の農山村の疲弊について論じる。 
8 回 無店舗経営の成⻑、それに伴う車依存社会の変化について論じる。 
9 回 地方分権改⾰の現状と展望を論じる。 
10 回 地方自治の理想と都市の階層構造の実態との乖離について講義する。 
11 回 地価下落に伴う都市再開発政策の行き詰まりについて論じる。 
12 回 中国における環境政策の形成と発展について講義する。 
13 回 韓国における環境政策の形成と発展について講義する。 
14 回 環境政策の発展における⺠主主義・地方政府の役割について論じる。 
15 回 質問を受け、回答する。 

準備学習 1 回 特になし。 
2 回 身近なところにある Maid in Asia の物産を思い起こしておくこと。 
3 回 地理学の講義を想起しておくこと。 
4 回 日常用語の「地域」という言葉の使い方を考えておくこと。 
5 回 TV などで放映される東京のイメージを頭に描いておくこと。 
6 回 岡山経済の現状をイメージしておくこと。 
7 回 TV などで放映される農山村のイメージを頭に描いておくこと。 
8 回 ネット通販・TV ショッピングなどをイメージしておくこと。 
9 回 地方分権に関する書物・記事などに注目しておくこと。 
10 回 大都市・中小都市のさまざまな違いに注目しておくこと。 
11 回 都市開発の実例について調べておくこと。 
12 回 同じテーマの新聞記事などに注目しておくこと。 
13 回 前回に同じ。 
14 回 前回までの講義内容を復習しておくこと。 
15 回 本講義内容についての質問事項を考えておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FS019G2 
成績評価 課題発表⼒等の平常点(60%)と定期試験(40%)により評価する 
曜日時限 集中その他 
対象クラス BA(理)(〜08),BB(理)(〜08) 
見出し FSB9021 卒業研究 
担当教員名 池⽥ 正五、南 善子、尾堂 順一、林 謙一郎、三井 亮司、宮永 政光、窪

木 厚⼈ 
単位数 8 
教科書 適宜指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード 学習、実験、観察、発見的教授法 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 卒業研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 中学校理科の教科書 
授業形態 実験実習 
注意備考 理数系教員養成プロジェクト（理科分野）に所属している（教職基礎演習を受講

した学生）学生が受講できる科目です。それ以外の学生は受講できませんので，
登録の際は十分注意してください。 
理科の教員を目指している学生を対象とした実践的な授業です。熱意を持って主
体的・積極的に受講するように。 

シラバスコード FSB9021 
実務経験のある教員  
達成目標 ①理科教育において重視される生徒実験のあり方について考えられること 

②理科教育において重視される生徒実験の問題点を理解すること 
③生徒が興味を持つような理科実験・観察のプレゼンテーション能⼒を身につけ
ること 

受講者へのコメント  
連絡先 山口一裕 7 号館 1 階 yamaguti[アットマーク]das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Graduation Thesis 
関連科目 理科の教免に関係する科目、野外実習Ⅰ・Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 子どもの自己活動と実験・観察を基本とした自然科学の教育を実践するための基

礎知識と技術を養成する。実際に中学校で行われている観察・実験を体験して理
科教育の学習の中での位置づけを明確にし，問題点を明らかにし，より発展した



ものに改良する態度を養う。卒業後実際に現場に立ったときに役立つ技能や知識
を習得することを目的とする。 

対象学年 4 年 
授業内容 1 回  中学校理科の教科書を読んで、実験・観察についてまとめる。 

2 回 ウェブ教材の閲覧・活用の方法について学習する 
3 回  中学校理科（物理分野）で取り扱う実験を考えてみる 
4 回  中学校理科（物理分野）で取り扱う実験をする 
5 回  中学校理科（物理分野）で取り扱う実験を発表する 
6 回  中学校理科（化学分野）で取り扱う実験を考えてみる 
7 回  中学校理科（化学分野）で取り扱う実験をする 
8 回  中学校理科（化学分野）で取り扱う実験を発表する 
9 回  中学校理科（生物分野）で取り扱う実験を考えてみる 
10 回  中学校理科（生物分野）で取り扱う実験をする 
11 回  中学校理科（生物分野）で取り扱う実験を発表する 
12 回  中学校理科（地学分野）で取り扱う実験を考えてみる 
13 回  中学校理科（地学分野）で取り扱う実験をする 
14 回  中学校理科（地学分野）で取り扱う実験を発表する 
15 回  中学校理科における実験・観察の重要性についてまとめる 

準備学習 1 回 中学校理科の実験を調べておく 
2 回 ウェブ教材を調べてくおく 
3 回 中学校理科（物理分野）の実験について調べておく 
4 回 中学校理科（物理分野）の実験するうえでの問題点について調べておく 
5 回 中学校理科（物理分野）の実験計画を作成しておく 
6 回 中学校理科（化学分野）の実験について調べておく 
7 回 中学校理科（化学分野）の実験するうえでの問題点について調べておく 
8 回 中学校理科（化学分野）の実験計画を作成しておく 
9 回 中学校理科（生物分野）の実験について調べておく 
10 回 中学校理科（生物分野）の実験するうえでの問題点について調べておく 
11 回 中学校理科（生物分野）の実験計画を作成しておく 
12 回 中学校理科（地学分野）の実験について調べておく 
13 回 中学校理科（地学分野）の実験するうえでの問題点について調べておく 
14 回 中学校理科（地学分野）の実験計画を作成しておく 
15 回 中学校理科における実験・観察の重要性について考えておく 

 



年度 2012 
授業コード FSB1111 
成績評価 定期試験で評価する。また、中間の確認試験とレポート課題等を補助的に評価に

用いる。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス BA(理)(08〜12),BB(理)(08〜12) 
見出し FSB1111 情報リテラシーⅠ 
担当教員名 畠山 唯達 
単位数 2 
教科書 とくに市販のものを指定しない。教材はホームページに掲載するか、プリントし

て配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード コンピュータ、ネットワーク 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報リテラシーⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 とくに指定しない。必要だと思う学生は適宜用意してほしい(詳しくは初回に解

説する)。 
授業形態 講義 
注意備考 情報処理センター(11 号館)のパソコンを使い、演習形式で授業を実施する。定期

試験も実技試験を行う予定である。本講義ではネットワーク上の資源も活用す
る。また、岡山理科大学「OUS コンテンツライブラリー」中の「CCC 情報リテ
ラシーI」などのオンライン教材を補助的に使用する。対面による講義とビデオを
用いた講義を併用する予定である。教材配布、ビデオ講義、レポート提出などは
岡山理科大学学習管理システム(MOMOTARO)を用いて行う予定である。 

シラバスコード FSB1111 
実務経験のある教員  
達成目標 ・基礎的な情報リテラシー(Windows Vista およびいくつかのアプリケーション)

の実践と理解 
・コンピュータとネットワークに対する最低限の知識の習得 
・ネットワーク上から必要な情報を探す技術の習得・ネットワークを利用する上
で必要な倫理の学習 

受講者へのコメント  
連絡先 畠山の居室は情報処理センター(11 号館)5F。 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Information Literacy I 
関連科目 後期「情報リテラシーII」も履修することを勧める。 



次回に向けての改善変更予定  
講義目的 大学での学習・研究はもとより、今や社会で生活するにもインターネットや計算

機による情報の収集、加工、発信は欠かせない。その原理と仕組みを理解し、技
法と倫理および情報化社会を生きていくために必要な最低限の知識を身につけ
ることを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  講義オリエンテーション、アカウントの説明と登録について説明する。 

2 回  電子メールアカウント等について説明する。 
3 回  電子メールの利用方法について説明する。 
4 回  インターネット上の検索１ (一般的なネットワーク検索)について説明す
る。 
5 回  インターネット上の検索２ (特化したデータの検索と利用)について説明
する。 
6 回  コンピュータのしくみ、データ・文字 について説明する。(ビデオを用い
た講義：予定) 
7 回  ファイルシステムとフォルダ・ファイル操作について説明する。 
8 回  ワードプロセッサ１ (基本的な使い方と画像の挿入)について説明する。 
9 回  ワードプロセッサ２ (化学式、数式の入⼒)について説明する。 
10 回  これまでのおさらいと確認テストをする。 
11 回  表計算１ (表計算ソフトを用いた基本的な計算)について説明する。 
12 回  表計算２ (計算法つづき、グラフの作成)について説明する。 
13 回  表計算３ (科学的なデータの取り込みと基本的な解析)について説明す
る。 
14 回  情報倫理とセキュリティについて説明する。 (ビデオを用いた講義：予
定) 
15 回  総合演習をする。 

準備学習 1 回 オリエンテーションで説明した「ID」について、プリントを再読してくる
こと。 
2 回  情報処理センター実習室のコンピュータにちゃんとログインできること。 
3 回  前回の復習をしておくこと。 
4 回  前回の復習をしておくこと。 
5 回  前回の復習をしておくこと。 
6 回  前回の復習をしておくこと。 
7 回  前回の復習をしておくこと。 
8 回  前回の復習をしておくこと。 
9 回  前回の復習をしておくこと。 
10 回  前回の復習をしておくこと。 
11 回  前回の復習をしておくこと。 
12 回  前回の復習をしておくこと。 
13 回  前回の復習をしておくこと。 
14 回  前回の復習をしておくこと。 
15 回  前回の復習をしておくこと。 



 



年度 2012 
授業コード FSB1112 
成績評価 中間試験（50%）と定期試験（50%）の成績で評価する。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス BA(理)(〜11),BB(理)(〜11) 
見出し FSB1112 進化生物学 
担当教員名 猪口 雅彦、南 善子 
単位数 2 
教科書 必要に応じてプリントを配付する。 
アクティブラーニング  
キーワード 生命の起原，生物の進化，生物の多様性，動物の発生，形態形成，遺伝子，タン

パク質，細胞，組織，分化 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 板書等の間違い（理解を妨げる様なもの）については、ぜひその場でご指摘くだ

さい。また、板書の整理につきましても、理解し難い場合はその場でご指摘くだ
さい。しかし、基本的に板書は口頭や配付プリントによる説明を補助する目的で
行うものであり、皆さんの講義ノートの原稿ではありませんので、板書内容を基
に受講者自身でノート整理を行ってください。一方で、講義時間外の学習におい
て、ノート整理に多くの時間を割いた受講者も（きっと大勢）いたことは承知し
ています。 

科目名 進化生物学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 化学進化・細胞進化（シリーズ進化学 3）（岩波書店） 

発生と進化（シリーズ進化学 4）（岩波書店） 
発生生物学（基礎生物学テキストシリーズ 5）（東京化学同⼈） 
生化学辞典 第４版（東京化学同⼈） 
Essential 細胞生物学（南江堂） 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSB1112 
実務経験のある教員  
達成目標 生物のもつ普遍性や多様性について、 

・生体物質の共通性と遺伝子配列やタンパク質分子構造の変化 
・原核生物と真核生物の共通性と相違点 
・単細胞生物と多細胞生物の共通性と相違点などを進化の観点から一貫的・網羅
的に説明できる様になること。 
また、複雑な多細胞の生物体の発生について、 
・単細胞の受精卵から体制が複雑化して行く過程・形態や機能の分化を決めるメ
カニズムなどを系統立てて説明できるようになること。 

受講者へのコメント 興味を持って、多くの授業時間外学習に取り組んでいただいたことは素晴らしい
ことだと思います。今後ともその様な態度で受講を続けてください。 



連絡先 猪口研究室 1 号館 2 階，ino@dbc.ous.ac.jp 
南研究室 1 号館 1 階，minami@dbc.ous.ac.jp 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 自主的に（授業時間外）学習に取り組んだ受講生が約 3 分の 2、しかも 2?3 時間
以上行った⼈も 1 割と、かなり意欲的に取り組んでいただけた様です。目標達成
度、満足度ともかなり高く、概ね問題なく講義を実施できたのではないかと思い
ます。ただ、1 回の授業で扱う分量が多いと感じられた受講生も 1 割強いました
ので、講義内容の若干の見直しが必要だと思います。 

英文科目名 Evolution and Biology 
関連科目 生物化学 I〜III，細胞生物学 I〜II，分子遺伝学 I〜II，植物科学 I〜II 
次回に向けての改善変更予定 2 名の担当者で話し合い、講義内容（特に分量）の再検討を行います。 
講義目的 生命の起原から細胞の進化、性の分化、多細胞生物の誕生までの進化の過程を辿

ることで、現在の生物に見られる普遍性と多様性が生じた必然を解説する。（猪
口が担当）また、現在の多細胞動物が、たった 1 つの受精卵からどのようにして
複雑な体を作っていくのかを解説することで、多様な生物種の個体としての成り
立ちを決めるメカニズム（胚発生，体軸決定，分化）について説明する。（南が担
当） 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 【生命 40 億年の歴史】全体の講義計画について説明を行う。また、地球の

歴史の中で生命の誕生から現在の多様な生物による世界までの進化を俯瞰し、今
後の講義の導入とする。 
2 回 【さまざまな進化論】⼈間の生物進化に対する認識の変遷を地質年代と化石
を中心に説明し、近代以降の主要な進化論の考え方について解説する。 
3 回 【分子進化】生物進化の痕跡としての遺伝情報の変化とタンパク質進化につ
いて解説する。 
4 回 【化学進化と生命の起原】生命誕生に至る原始地球環境中での有機化学物質
の非生物的生成と複雑化、および原初生命となる細胞の誕生についての様々な仮
説を解説する。 
5 回 【細胞の進化】原初の単純な単細胞生物のエネルギー獲得系の進化と、原核
細胞から真核細胞への進化の過程について解説する。 
6 回 【性の進化】生物進化における「性」の過程の誕生と複雑化、および無性生
殖と有性生殖の進化的意義について解説する。 
7 回 【多細胞生物への進化】単細胞生物からの多細胞化と、より複雑な多細胞生
物への進化について解説する。 
8 回 これまでのまとめを行い、中間試験を実施したのち、試験内容について解説
を行う。 
9 回 【生殖細胞の形成】減数分裂について説明し、その利点と欠点について解説
する。 
10 回 【配偶子の形成と受精】卵子と精子の形成、および受精の仕組みについて
解説する。 
11 回 【卵割から胚葉形成まで】受精後、３胚葉形成までの形の変化について説



明し、中胚葉誘導の仕組みについて解説する。 
12 回 【のう胚から器官形成まで】原腸形成、脊索誘導、神経誘導と形づくりの
メカニズムを説明し，器官形成の例を解説する。 
13 回 【発生と細胞死】発生の過程に置いて，必然である細胞死のメカニズムに
ついて解説する。 
14 回 【細胞分化と再生】細胞の分化のメカニズムとイモリの再生などについて
解説する。 
15 回 【幹細胞とがん細胞】ES 細胞、iPS 細胞、がん細胞とは何か、解説する。 

準備学習 1 回 本やネットで調べるなどして、進化について自分なりの興味・疑問をもつよ
うにしておくこと。 
2 回 進化論にはどのようなものがあるか調べておく。またダーウィンの進化論
の骨子について調べておくこと。 
3 回 遺伝情報とタンパク質の一次構造の関係について復習しておくこと。 
4 回 生体を構成する基本分子の種類と構造について復習しておくこと。 
5 回 原核細胞と真核細胞の構造的特徴と細胞小器官の機能について復習してお
くこと。 
6 回 無性生殖と有性生殖時の細胞分裂のしかたについて復習しておくこと。 
7 回 細胞の分化について調べておく。また体細胞と生殖細胞について調べてお
くこと。 
8 回 第 7 回までの講義内容についてまとめておくこと。 
9 回 細胞分裂について復習しておくこと。 
10 回 前回の講義と細胞の情報伝達について復習しておくこと。 
11 回 高校生レベルの発生の知識を復習しておくこと。 
12 回 高校生レベルの発生の知識を復習しておくこと。 
13 回 前回の講義を十分に復習しておくこと。 
14 回 イモリの四肢の切断後の再生など、身近な再生機構について予習をしてお
くこと。 
15 回 ES 細胞、iPS 細胞、がん細胞について新聞記事を調べておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSB1311 
成績評価 定期試験 60％、課題提出 40％で成績を評価する。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス BA(理)(07〜12),BB(理)(07〜12) 
見出し FSB1311 化学概論 
担当教員名 尾堂 順一 
単位数 2 
教科書 下記の教科書と配布したプリントを用いる。 

基礎化学／齋藤勝裕／三共出版 
アクティブラーニング  
キーワード 原子構造，原子軌道，分子軌道，化学結合，化学反応，酸・塩基，酸化還元反応，

反応速度 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  板書した字を消すのが少し早いとの指摘があった。これは，毎回気をつけてい

る事である。⿊板の左端から書き出して，右へ移動しながら書き足して行くこと
で，出来るだけ消すのを遅くする努⼒は続けている。今後も，更に改善をしたい
と思う。 
 次に，各項目終了後に配布する小問題に対する解答を配布して欲しいとの希望
がある。これに対しては，提出された小問題を添削する事で対処している。間違
っている解答，あるいは記述が足りない解答に関しては丁寧な添削を心がけてい
るので，ぜひ添削のために提出してほしいと思います。 

科目名 化学概論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 下記の参考書以外にも，講義内容に応じて適宜指示をします。 

マクマリー一般化学（上・下）／John McMurry、Robert C. Fay 共著；荻野 博、
山本 学、大野公一共訳／東京化学同⼈ 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSB1311 
実務経験のある教員  
達成目標 ・原子の構造を説明できる 

・原子軌道の形や性質を説明できる 
・分子軌道と物質の性質の関係を説明できる 
・化学結合（共有結合，イオン結合，配位結合など）を説明できる 
・水の性質を化学結合や水素結合との関係で説明できる 
・化学反応の起りやすさを説明できる 
・酸と塩基の定義及び酸・塩基の中和反応を説明できる 
・酸化還元反応と電子の授受の関係を説明できる 

受講者へのコメント  高校の時に化学を未履修あるいは履修していてもその理解が十分ではなかっ
た受講生にレベルを合わせて講義をしている。そのため，かなり易しい内容を盛



り込んである教科書を講義では採用し，講義もじっくりと基本事項が理解出来る
様な工夫をしている。 
 今後，生物化学科で受講する専門科目を十分に理解するには，化学の知識は不
可欠であるので，しっかりと勉強をしてほしい。 

連絡先 １号館３階の尾堂研究室（odo@dbc.ous.ac.jp） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  受講生の講義への出席状況も良く，課題提出も順調であったことから，ほとん
どの受講生が積極的に講義に取り組んだ事を示している。 
このためか，ほとんどの受講生が，化学に対する理解・興味が高まったと回答し
ており，講義の目標は達成できたと考えられる。 

英文科目名 Fundamental Chemistry 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  今年度の教科書はかなり易しい内容でもあり，本講義には適した本であった。

しかし，さらに化学の基本事項が理解出来る様に，新しく発刊された教科書を調
ベ，今年度使用した教科書が最も適したものであったかを精査して，次年度の教
科書の選定をする予定である。 
 また、項目の終了後に，その項目の内容が十分に理解できているかを復習する
ために，小問題集を配布している。これは，受講生には好評なので，更に内容を
充実させ次年度も継続する予定である。 

講義目的  本学科で主に学習するバイオサイエンスに関わる広範な専門分野の内容を理
解するには，化学全般の基礎的な事項を十分に理解しておくことが必要である。
特に，原子の構造，電子の性質，原子軌道，分子軌道，化学結合，化学反応（酸
塩基反応、酸化還元反応、触媒反応など）、化学反応速度などに関する基礎的な事
項を十分に理解しておくことは重要である。 
 なお，本講義では，高校で化学を履修していない⼈，あるいは履修はしたもの
の十分な理解ができていない⼈でも充分に理解できる様なレベルで講義を行う。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。今後の講義内容，教科書や参考書の案内，単位の評価

法など講義の進め方を説明する。 
2 回 電子、陽子、中性子などの基本事項及び原子の構造について解説する。 
3 回 原子中の電子の存在状態と原子軌道について解説する。 
4 回 電子配置と元素の周期表について解説する。 
5 回 化学結合の種類（イオン結合、共有結合、金属結合など）とその性質につい
て解説する。 
6 回 共有結合、σ 結合、π 結合や分子間⼒などについて解説する。 
7 回 単結合・二重結合・三重結合の性質及び水の構造について解説する。 
8 回 混成軌道や結合エネルギーについて解説する。 
9 回 気体と固体の性質について解説する。 
10 回 溶液の性質について解説する。 
11 回 酸と塩基や酸塩基の中和反応などについて解説する。 
12 回 緩衝溶液や緩衝作用について解説する。 



13 回 酸化数、酸化剤、還元剤などについて解説する。 
14 回 酸化還元反応とその応用について解説する。 
15 回 反応速度、活性化エネルギーなどについて解説する。 

準備学習 1 回 講義内容の確認と復習をする。 
2 回 原子の構造を理解するために、教科書の第１章と第２章を予習しておくこ
と。 
3 回 原子軌道を理解するために、教科書の第２章を予習しておくこと。 
4 回 電子配置を理解するために、教科書の第３章を予習しておくこと。 
5 回 化学結合を理解するために、教科書の第４章を予習しておくこと。 
6 回 共有結合や分子間⼒を理解するために、教科書の第４章を予習しておくこ
と。 
7 回 分子構造を理解するために、教科書の第５章を予習しておくこと。 
8 回 分子構造を理解するために、教科書の第５章を予習しておくこと。 
9 回 気体と固体の性質を理解するために、教科書の第６章と第７章を予習して
おくこと。 
10 回 溶液の性質を理解するために、教科書の第８章を予習しておくこと。 
11 回 酸と塩基を理解するために、教科書の第９章を予習しておくこと。 
12 回 緩衝溶液や緩衝作用を理解するために、教科書の第９章を予習しておくこ
と。 
13 回 酸化還元反応を理解するために、教科書の第１０章を予習しておくこと。 
14 回 酸化還元反応を理解するために、教科書の第１０章を予習しておくこと。 
15 回 化学反応速度を理解するために、教科書の第１１章と第１２章を予習して
おくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSB1312 
成績評価 定期試験、課題（提出状況） 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス BA(理)(〜12),BB(理)(〜12) 
見出し FSB1312 分析化学Ⅰ 
担当教員名 野上 祐作 
単位数 2 
教科書 パートナー分析化学Ⅰ／斎藤寛ほか編集／南江堂 
アクティブラーニング  
キーワード 化学平衡、酸・塩基、pH、酸化還元 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 分析化学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 関数電卓は比較的シンプルなものを早目に手に入れましょう。 
シラバスコード FSB1312 
実務経験のある教員  
達成目標 ここで習得した化学分析に関する基礎知識が生物化学実験Ⅰ〜Ⅳで活用される

こと。 
受講者へのコメント  
連絡先 1 号館 3 階野上研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Analytical Chemistry I 
関連科目 本科目に引き続き「分析化学Ⅱ」を履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生物化学科の学生にとって必須である pH の概念や化学平衡を中心に、分析に関

する基礎知識を理解させ、誤りのない分析ができるように指導する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 高等学校までの化学で聞きなれない「分析化学」とはどのようなものか、そ

して何のために分析化学を勉強するのかについて説明する。 
2 回 試薬を溶かしたり化学反応をさせたりする「水」とは何かそして水がどのよ
うな性質をもつかについて説明する。 
3 回 水などに溶けている物質の濃度のいろいろな表し方について説明する。 
4 回 化学反応及び反応が見かけ上止まったようにみえる溶液平衡の概念、質量
作用の法則などについて理解させる。 



5 回 化学の代表的な物質である酸・塩基について、化学の発展とともにその概念
がどのように変遷してきたかを踏まえながら説明する。 
6 回 酸・塩基電離平衡、解離定数などを説明する。 
7 回 溶液の酸性・アルカリ性の指標である pH の定義、pH の計算に必要な指数・
対数について説明する。 
8 回 強酸、希薄強酸水溶液の pH の求め方を教え、二次方程式の解き方を思い出
させながら解の公式を正しく使えるように指導する。 
9 回 弱酸水溶液の pH の計算演習を行なわせ、簡単な計算が全員できるように指
導する。 
10 回 pH 緩衝液、緩衝能⼒の概念について説明する。 
11 回 錯体、金属錯体、キレートについて説明し、キレート試薬による金属キレ
ート化合物の形成について紹介する。 
12 回 沈殿・溶解の概念、いくつかの沈殿反応について説明し、難溶解性物質を
溶解させる方法などについて説明する。 
13 回 酸化還元の概念、電極の概念、酸化還元電極などについて説明する。 
14 回 標準水素電極、電極電位、ネルンストの式について説明する。 
15 回 分析データの取扱い方として、有効数字、誤差、平均値と標準偏差などに
ついて理解させ、分析の正確さ及び精密さについて説明する。 

準備学習 1 回 関数電卓を準備し、その使い方をマスターすること。 
2 回 「水とは何ですか？」と聞かれてそれなりに答えられるようにしてくるこ
と。 
3 回 高校で習った化学で、モルの概念について復習してくること。 
4 回 平衡の概念について考えてくること。 
5 回 高校で習った酸とか塩基について復習してくること。 
6 回 第４回で学習した質量作用の法則を復習してくること。 
7 回 指数、対数の計算ができるようにしてくること。 
8 回 電卓で√及び対数計算ができるようにしてくること。 
9 回 指数の足算・引算のある√計算ができるようにしてくること。 
10 回 緩衝作用とはどのようなイメージか考えてくること。 
11 回 金属イオンは水の中でどのような存在形態にあるのかを調べてくること。 
12 回 溶け難いものと溶け易いものの違いについて何がそうさせるのかを考えて
くること。 
13 回 高校時代に習った化合物中の構成元素の酸化数の求め方について復習して
くること。 
14 回 第６回で学習した酸・塩基平衡について復習してくること。 
15 回 「有効数字」について調べてくること。 

 



年度 2012 
授業コード FSB1321 
成績評価 講義中の課題への取り組み（20％）と定期試験（80％）により評価する。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス BA(理)(〜10),BB(理)(〜10) 
見出し FSB1321 生化学計算法 
担当教員名 三井 亮司 
単位数 2 
教科書 島原健三・水林久雄 共著/わかりやすい化学計算/三共出版：毎回演習プリント

を配布 
アクティブラーニング  
キーワード 物理量 単位 有効数字の取り扱い 酵素反応 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 毎回行う復習のプリントが役に立ったというものがほとんどでしたのでこれか

らも続けていきたいと思います。次年度の受講生も是非有効に活用してほしいと
思います。毎回講義の前に復習プリントの見直しをして配布していますが、解説
のなかった内容があったとの意見が一名ありました。進行の具合によって昨年度
の問題が混じったのかもしれません。引き続き注意はしますが、関連講義では内
容として解説のあったものを計算問題形式で実施しているものですから、必要の
ない問題ではありませんのでチャレンジしてみてもよいのではないでしょうか。 

科目名 生化学計算法 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSB1321 
実務経験のある教員  
達成目標 生命科学のための必要最低限の化学計算を理解し、実行できるようにする。また、

生化学反応を取り上げ、定量的に扱えるようになる。講義中に実施した問題演習
だけの解法ではなく、実験実習で扱う計算についても理解を深める。 

受講者へのコメント 生化学で必要とされる計算はそれほど複雑なものはありません。計算と言うより
も、生化学的な現象を理解し、その結果を数値で表現するために、最低限本講義
で実施している練習問題は理解し、活用できることが望まれます。 

連絡先 １号館１階 応用微生物学研究室/Mail: rmitsui@dbc.ous.ac.jp/Phone: 086-256-
9708 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 生化学計算に受講生の興味を引きつけるのはなかなか難しいものですが、学生実
験と連動して手を動かしながら必要な計算を学ぶという観点から講義を実施す
るという試みでここ数年実施しています。大まかに評価する上で指標となるであ
ろう満足度が、「満足、ほぼ満足」と回答した⼈が 75%であったこと、特に本学



科の学生にとって興味を持ちにくいであろう講義で、この分野へ理解や興味・関
心が高まったと回答した⼈が半数近くいたこと、全体としても講義内容に関して
の評価としては問題としなければいけない項目はなかったことから、この方向で
進めて 

英文科目名 Biochemistry Practice 
関連科目 生物化学実験 I, II、生物化学 II 
次回に向けての改善変更予定 講義室に関して、⼈数に対して狭いというものが多かったです。教務に改善を望

みます。 
講義目的 実験実習等で実際に必要とされる項目の演習問題を取り上げ、生化学分野におい

て最低限必要な実験測定値の扱い方と計算法を理解する。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  生化学分野において必要な数値、計算について解説する。 

2 回 生物化学分野における物理量と単位について理解する。また、測定値の精度
と計算の精度を有効数字と併せて理解する。 
3 回  水溶液における濃度表記について理解する。 
4 回 反応の平衡と平衡定数について理解する。 
5 回 電解質の解離度と解離定数について理解する。 
6 回 水の解離度と水素イオン濃度について理解する。 
7 回 分光光度法とそれを用いた定量法について理解する。 
8 回 生化学分野における分光光度法を用いた分析について理解する。 
9 回 酵素反応に基づいた酵素量の定量的な取り扱いについて理解する。 
10 回 酵素を用いた実際の実験例に基づき酵素量（Ｕ：ユニット）について解説
し、酵素濃度、比活性の概念を理解する。 
11 回 分光光度法を用いた酵素反応の測定法や定量法を理解する。 
12 回 酵素反応における平衡定数、速度定数について理解する。 
13 回 酵素反応における初速度、最大速度、ミカエリス定数について理解する。 
14 回 ミカエリスメンテン式の導き方について理解する。また、これを用いた応
用例について解説する。 
15 回 本講義を通して理解した内容や計算法について演習する。総まとめ。 

準備学習 1 回 生物化学実験などで必要とされる計算法について調べておくこと。 
2 回 物理量とは何か、理解しておくこと。 有効数字の取り扱いと実験精度につ
いて考えておくこと。 
3 回 水溶液の濃度表記について調べておくこと。 
前回の内容について復習しておくこと。 
4 回 反応の平衡と平衡定数について調べておくこと。 
前回の内容について復習しておくこと。 
5 回 電解質の解離度と解離定数について調べておくこと。 
前回の内容について復習しておくこと。 
6 回 pH の概念や水の解離度と水素イオン濃度について調べておくこと。 
前回の内容について復習しておくこと。 
7 回 分光光度法について予習しておくこと。 
前回の内容について復習しておくこと。 



8 回 生化学分野での分光光度法の利用について調べておくこと。 
前回の内容について復習しておくこと。 
9 回 酵素とはどのようなものでどのような機能をもっているか調べておくこと。 
前回の内容について復習しておくこと。 
10 回 酵素の触媒活性を基準とした酵素量について定量化できるようにしておく
こと。 
前回の内容について復習しておくこと。 
11 回  分光光度法と酵素活性の測定について調べておくこと。 
前回の内容について復習しておくこと。 
12 回 酵素反応の平衡定数、速度定数について調べておくこと。 
前回の内容について復習しておくこと。 
13 回 酵素と基質の親和性などについてまとめておくこと。 
前回の内容について復習しておくこと。 
14 回 ミカエリス定数やミカエリスメンテン式について調べておくこと。 
前回の内容について復習しておくこと。 
15 回 本講義において配布したプリントについて再度、復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSB1322 
成績評価 定期試験（100％）で評価を行なう。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス BA(理)(〜11),BB(理)(〜11) 
見出し FSB1322 細胞生物学Ⅱ 
担当教員名 南 善子 
単位数 2 
教科書 コーン・スタンプ 生化学 第５版／⽥宮信雄・八木達彦訳／東京科学同⼈ 

また、プリントを適時，必要に応じて配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 細胞，組織，情報伝達 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ノートまとめなどをやってもらえたようです。これからも頑張りましょう。 

概ね頑張ったという意見ですが、説明が分かってもらえなかったような意見もあ
りました。今後の検討課題です。 

科目名 細胞生物学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 生化学辞典 第４版/東京化学同⼈ 

Essential 細胞生物学 第 3 版／南江堂 
授業形態 講義 
注意備考 細胞生物学 I が理解できていることが望ましい。 

講義の最初の時間に，受講の注意をするので必ず出席すること。 
シラバスコード FSB1322 
実務経験のある教員  
達成目標 ① 細胞の動きの仕組みを理解できるようになる 

② 組織とはどのような成り立ちをしているか理解できるようになる 
③ 情報伝達の仕組みを理解できるようになる 

受講者へのコメント 内容が難しいかもしれませんが、頑張りましょう。 
復習をするように心がけて下さい。 

連絡先 1 号館 1F 研究室（南）minami@dbc.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 大半の学生が講義にほぼ満足できているようである。 
ただ、一回で扱う量が多い、進行が早いなどの意見も目立つ。広い内容を扱うの
で、多くなりがちかもしれない。焦点を絞れるように考慮していきたい。 

英文科目名 Cell Biology II 
関連科目 細胞生物学 I 

生物化学 I, II, III 
進化生物学 



次回に向けての改善変更予定 講義内容を少なくする。焦点を絞る。 
講義目的 細胞生物学 I で学んだ細胞の概要を元に，最新のデ−タも取り入れながら，もう

少し高度な内容への導入を行なう。今後の講義をできる限り理解しやすくするた
めに，より専門的な知識を入れる。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  細胞骨格の種類と構造とその機能。細胞骨格とは何か、その概要を説明す

る。 
2 回  中間径フィラメントの働きを、例を挙げて説明する。 
3 回  微小管の構造と機能を説明する。 
4 回  アクチンフィラメントとミオシンフィラメント。その構造と機能について
説明する。 
5 回  筋収縮のメカニズムについて解説する。 
6 回  細胞分裂の仕組みについて、分子レベルから説明する。 
7 回  減数分裂。体細胞分裂との違いを説明する。 
8 回  細胞分裂の調節がどのようにして行われているのかを，解説する。 
9 回  動物と植物の組織の成り立ち。組織の構造を例を挙げて説明する。 
10 回  細胞間接着の種類と構造について，説明する。 
11 回  細胞間接着の役割について，例を挙げて説明する。 
12 回  細胞間の情報伝達の方法について、解説する。 
13 回  二次メッセンジャ−とは何か、その働きについて説明する。 
14 回  細胞の情報伝達の具体例を挙げて，解説する。 
15 回  細胞の生と死。細胞が生きるとは，細胞が死ぬとは何か，解説する。 

準備学習 1 回  前期の細胞生物学 I の復習をしておくこと。 
2 回  ケラチンやコラーゲンなどの良く耳にするタンパク質について調べておく
こと。 
3 回  細胞小器官の配置や関係を調べておく。 
4 回  私たちの筋肉が動く仕組みを，高校生レベルで理解しておく。 
5 回  前回までの細胞骨格について良く復習しておく。 
6 回  高校レベルの細胞分裂について、復習しておく。 
7 回  前回の細胞分裂をしっかり復習しておく。 
8 回  前回までの細胞分裂の講義を復習しておく。 
9 回  組織とは何かを調べておく。 
10 回  前回の講義を良く復習しておく。 
11 回  前回の復習を良くしておく。 
12 回  ホルモンとは何か，調べておく。 
13 回  前回の復習を良くしておく。 
14 回  血糖値とは何か，調べておく。 
15 回  細胞が死ぬとはどういうことか，調べておく。 

 



年度 2012 
授業コード FSB1332 
成績評価 講義ヘの取り組み、課題の提出、定期試験により評価する。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス BA(理)(〜10),BB(理)(〜10) 
見出し FSB1332 食品機能化学 
担当教員名 三井 亮司 
単位数 2 
教科書 わかりやすい食品化学／吉⽥勉監修／三共出版 
アクティブラーニング  
キーワード 五大栄養素 機能性食品 特定保健用食品 組換え作物 食品の一〜三次機能 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 今回特に自由記述欄変へのコメントはありませんでした。 
科目名 食品機能化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSB1332 
実務経験のある教員  
達成目標 ５大栄養素について生化学的また栄養化学的観点から理解し、食（栄養面・安全

面など）に対する意識を高める（一次機能）。 
食品の味・官能検査および評価法・レオロジーなどを理解する（二次機能）。 
特定保健用食品などの食品における機能性の意味と内容を理解する（三次機能）。 
組換え作物・食品の現状と今後について考察する。 

受講者へのコメント 本学科では唯一の食品と名の付いた講義であるため、生物化学とは異なることを
イメージされるのかもしれませんが、食べ物とは生物そのもの、あるいはそれを
加工したものを扱う学問であると言うことを理解し、生物化学の基礎科目を十分
に理解しておくことが必要です。 

連絡先 １号館１階 応用微生物学研究室/ Mail: rmitsui@dbc.ous.ac.jp /Phone: 086-
256-9708 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 理解が深まったという受講者が 6 割、関心興味が高まったが 6 割であり、総合的
に 8 割の受講者が満足とのことですので、方針的には現在と同様に実施していく
予定です。 

英文科目名 Biochemistry for Functional Foods 
関連科目 生物化学 I, II 
次回に向けての改善変更予定 食品分野のトピックスも取り上げて紹介していますが、この分野の進展は非常に

早く、できるだけ新鮮なもの身近なものを紹介していくことを心掛けています。



一方の栄養学的な面は生化学の基礎とも通じる領域ですので、生物化学の観点か
ら見た食品について解説したいと考えています。 

講義目的 食品とは生物を基とするものである。このことから、食品、食事の意味を生化学、
および栄養学の観点から見つめ、生命を維持し、健康に生活するために必要な成
分、またその生理学的意義について学ぶ。また、近年身近に様々な機能性を持つ
特定保健用食品も店頭に数多く並ぶなど食に対する意識の高まりも顕著である。
また、近年多くの議論がなされている遺伝子組換え作物とはどのような作物であ
るのか、これらの現状についても解説する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  食品とはどのような機能と定義に基づくものか解説する。 

2 回  食品成分の構成と摂取について解説する。 
3 回  五大栄養素：水・炭水化物について解説する。 
4 回  五大栄養素：脂質・アミノ酸・タンパク質について解説する。 
5 回  五大栄養素：微量成分であるビタミン・灰分について解説する。 
6 回  五大栄養素：微量成分である色素・香り・味覚物質について解説する。 
7 回  食品における自然毒などの有害な物質について解説する。 
8 回 食品に含まれる、あるいはその加工などに用いられる酵素、特に糖質に関連
した酵素について解説する。 
9 回 食品に含まれる、あるいはその加工などに用いられる酵素、特に脂質、タン
パク質に関連した酵素について解説する。 
10 回  食品の官能検査について解説する。 
11 回  食品の機能性の定義や範囲、三次機能について解説する。 
12 回  特定保健用食品（トクホ）とはどのような食品であるか解説する。 
13 回  遺伝子組換え作物の種類や世界での作付けについて解説する。 
14 回 遺伝子組換え作物とはどのような機能が付与されたものであるのか解説す
る。 
15 回 本講義内容について総復習をする。 

準備学習 1 回  食品として求められることを調べておくこと。 
2 回  5 大栄養素とは何か調べておくこと。 
3 回  食品における化学的性質を理解しておくこと。 
4 回  食品における化学的性質を理解しておくこと。 
5 回  食品における化学的性質を理解しておくこと。 
6 回  食品における化学的性質を理解しておくこと。 
7 回  自然毒とはどのようなものがあるか調べておくこと。 
8 回  食品に関係する酵素とはどのようなものがあるか調べておくこと。 
9 回  食品に関係する酵素とはどのようなものがあるか調べておくこと。 
10 回  官能検査とは何であるか調べておくこと。 
11 回  食品の一、二、三次機能についてそれぞれ理解しておくこと。 
12 回  厚労省のホームページから特定保健用食品を調べてみること。 
13 回  組換え作物の現状を調べてみること。 
14 回  組換え作物について調べてみること。 
15 回  総復習をしておくこと。 



 



年度 2012 
授業コード FSB1511 
成績評価 定期試験 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス BA(理)(〜11),BB(理)(〜11) 
見出し FSB1511 環境生態学 
担当教員名 野上 祐作 
単位数 2 
教科書 環境科学概論／山下・坂本・若村・野上・坂本・安藤著／大学教育出版 
アクティブラーニング  
キーワード 環境、生態系、⼈間活動 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 質問や疑問があればいつでも対応するつもりでいますので、遠慮しないで下さ

い。 
話がよく聞き取れない場合には、できるだけ前の席に座るように心がけてくださ
い。 

科目名 環境生態学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 パワーポイントによる講義ですが、プリントを配布しますので特に画面をノート

に写し取る必要なありません。 
シラバスコード FSB1511 
実務経験のある教員  
達成目標 自然界の仕組みの理解を深め、⼈間の立ち位置を認識させること。 
受講者へのコメント 受講生が多いため、当該テーマに対する対話が困難ではあるが、もう少し質問等

を行なっていただきたい。 
連絡先 1 号館 3 階野上研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業形態がパワーポイント主体であることから一方的な話になるが、受講してい
る学生は積極的に聞いているように思われた。各評価は概ね予想された結果であ
ると思われる。 

英文科目名 Environmental Ecology 
関連科目 後期の「環境生物化学」を受講することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 室内を暗くしているため、眠くなる場合もあると思われるので、極⼒眠くならな

いような話の仕方を工夫したい。 
講義目的 ⼈間を含め、地球上で生活する多種多様な生物群集を、それらの生活環境と併せ

て 1 つのシステムとして捉え、その中で営まれるエネルギーの流れ、物質循環に
スポットをあて、自然の摂理について理解させる。 



対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 環境生態学とはどのような学問なのかを説明する。 

2 回 環境という抽象概念について説明する。 
3 回 生物群集という生態学用語について説明する。 
4 回 多義語としてのエネルギーの概念について説明する。 
5 回 生態系の構造と機能について説明する。 
6 回 生態系の駆動⼒の出発点となる生物生産という概念について説明する。 
7 回 生態系のエネルギーの流れを担う食物連鎖について説明する。 
8 回 生態系における物質循環について説明する。 
9 回 化学物質の生物濃縮の概念について説明する。 
10 回 生物生産の担い手である森林の衰退状況の現状について解説する。 
11 回 地球温暖化と並ぶもう 1 つの地球環境問題、「種の多様性」の危機につい
て解説する。 
12 回 生物にとって重要な空気と光に関する現状について解説する。 
13 回 生物にとって重要な水と土壌に関する現状について解説する。 
14 回 生態系の構造・機能に対するストレスの影響について説明する。 
15 回 生態系が環境の変化によって受けるストレスのいくつかの緩和策について
解説する。 

準備学習 1 回 生態学のイメージについて考えてくること 
2 回 日常的に用いる環境という言葉の意味を意識的に考えてくること。 
3 回 群集と群衆はどのように使い分けされるのか考えてくること。 
4 回 日常的に用いるエネルギーという言葉の意味を意識的に考えてくること。 
5 回 エコシステムとはどのようなイメージか整理してくること。 
6 回 この地球上で 1 年間に生産されるバイオマスはどの程度か調べてくること。 
7 回 食物連鎖の例を考えてくること。 
8 回 生態系において物質循環とはどのような役割なのか考えてくること。 
9 回 あなたにとっての生物濃縮のイメージを作ってくること。 
10 回 森林の衰退はどのような問題を引き起こすか考えてくること。 
11 回 種の多様性とはどのようなイメージなのか考えてくること。 
12 回 生態系の中で光がどのような役割を演じているかを考えてくること。 
13 回 植物にとって土壌はどのような位置付けかを考えてくること。 
14 回 ストレスとは何か考えてくること。 
15 回 あなたなりにストレスの緩和策を考えてくること。 

 



年度 2012 
授業コード FSB1512 
成績評価 定期試験 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス BA(理)(〜11),BB(理)(〜11) 
見出し FSB1512 環境生物化学 
担当教員名 野上 祐作 
単位数 2 
教科書 環境科学概論／山下・坂本・若村・野上・坂本・安藤著／大学教育出版 
アクティブラーニング  
キーワード 環境問題、生態毒性、持続可能社会 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 環境生物化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 パワーポイントによる講義ですが、プリントを配布しますので特に画面をノート

に写し取る必要はありません。 
シラバスコード FSB1512 
実務経験のある教員  
達成目標 従来の科学技術万能の考え方に限界があることを認識させ、新しいパラダイムシ

フトを模索するヒントとなること。 
受講者へのコメント  
連絡先 1 号館 3 階野上研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Environmental Biochemistry 
関連科目 環境生態学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ⼈間が環境中に放出する様々な化学物質によって引き起こされた環境問題にス

ポットをあて、その問題の構図を明らかにし、「文明の進歩」とは何かを考えさせ
る。そして、持続可能な社会に必要な新しい価値観を構築していくための一助と
する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 地球の⼈口は指数関数的に増加しているが、このまま増加が続くと地球の

クライシスがやってくる。その対策等について説明する。 
2 回 大気圏の環境問題には、有害物質に係る問題と地球規模の問題があり、それ
らを正しく認識しなければならないことを説明する。 



3 回 地球規模の環境問題の代表は地球温暖化に関するものであるが、その正し
い理解をするために必要な科学的裏づけを解説する。 
4 回 成層圏に形成されているオゾン層がフレオンガスによって破壊されている
との指摘がなされその生産、使用が禁止された。その後のオゾン層の変化につい
て観測データをもとに解説する。 
5 回 酸性ガスの放出に起因する酸性雨については近年話題が減っているものの、
その生成メカニズムについて正しく理解しておく必要があり、それについて説明
する。 
6 回 我国の水質汚濁防止法で定められている都道府県知事の水質監視義務に関
する話をする。 
7 回 アオコなどの異常増殖を伴う閉鎖性水域の富栄養化に関する話をする。 
8 回 タンカーなどの座礁に伴う油汚染が生態系に及ぼす影響について説明する。 
9 回 近年増加傾向にある土壌汚染対策法の施行に伴う土壌汚染問題について解
説する。 
10 回 殺虫剤や除草剤などの農薬の化学物質と野生生物との係わりについて説明
する。 
11 回 重金属による環境問題について、過去に生じた公害問題事例を取り上げな
がら解説する。 
12 回 塩素系有機化合物による環境問題について、過去に生じた公害問題事例を
取り上げながら解説する。 
13 回 我々の身の周りに存在する変異原・発ガン物質の歴史的変遷について解説
する。 
14 回 安価で大量に使用された天然鉱物のアスベストの健康影響について解説す
る。 
15 回 21 世紀初頭にセンセーショナルな話題を提供した外因性内分泌撹乱化学
物質の障害発現メカニズムなどについて紹介する。 

準備学習 1 回 地球の⼈口増加曲線についてしらべてきること。 
2 回 過去に生じた大気の環境問題を少なくとも一つ探し出してくること。 
3 回 地球温暖化に関するさまざまな見解を整理してくること。 
4 回 オゾン層がどのようなものか調べてくること。 
5 回 現在、我国で降っている雨の pH がどの程度か調べてくること。 
6 回 身近な川や海の水が汚れているかどうか確かめてくること。 
7 回 アオコなどの植物プランクトンがどんなものか調べてくること。 
8 回 過去に起こった油による海洋汚染を少なくとも一つ探してくること。 
9 回 土壌汚染対策法について調べてくること。 
10 回 レイチェル・カーソンという⼈について調べてくること。 
11 回 イタイイタイ病について調べてくること。 
12 回 ダイオキシンについて調べてくること。 
13 回 タバコが有害であるといわれる根拠を調べてくること。 
14 回 最近話題になったアスベスト問題について調べてくること。 
15 回 オスのメス化ってどんなことか調べてくること。 

 



年度 2012 
授業コード FSB1522 
成績評価 定期試験の成績により評価する。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス BA(理)(〜10),BB(理)(〜10) 
見出し FSB1522 植物科学Ⅱ 
担当教員名 猪口 雅彦 
単位数 2 
教科書 講義時にプリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 植物分子生理学，細胞内信号伝達，転写制御 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 自由記述によるご意見が無かったのは残念でした。 
科目名 植物科学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 テイツ／ザイガー 植物生理学（第 3 版）、L. テイツ, E. ザイガー（編）、⻄谷和

彦, 島崎研一郎（監訳）、培風館（2004） ISBN 4-563-07784-4 
（上記参考書の原書新版。英語の勉強にもなるのでオススメ→）Plant Physiology, 
5th Ed., Taiz, L. and Zeiger, E., Eds., Sinauer Associates, Inc. (2010) ISBN 978-0-
87893-866-7 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSB1522 
実務経験のある教員  
達成目標 下記の現象の分子メカニズムを理解して説明できる様になる。 

・受容体による刺激の認識と、細胞内信号への変換 
・細胞内因子による信号伝達・真核生物遺伝子の転写制御 
また、生理現象の分子メカニズムを探る方法として 
・突然変異を用いた遺伝学的解析法 
・機能タンパク質の活性化剤・阻害剤を用いた薬理学的解析法 
・遺伝子組換え技術を用いた分子生物学的解析法 
の具体的技術と、利点・欠点について理解して説明できる様になる。 
さらに、それらを総合して、特定の植物生理現象について、その分子メカニズム
を演繹的に論じることができる 

受講者へのコメント 3 年次後期の選択科目ということで、単位目的というよりは、本当にこの分野に
興味のある⼈が受講してくれたものと思います。自主的な学習の取り組みからも
それが窺えますが、自分が興味や疑問を持った事柄について、もう少し積極的に
質問などをしてくれれば良かったと思います。 

連絡先 1 号館 2 階，ino@dbc.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 



各項目評価に対する所見 受講生自身の取り組みについては、半数強が授業時間外の学習をしており、その
多くは提出用紙に記載の事前学習項目に取り組んでくれた様ですが、その他関連
する図書や資料で自主的に学習している様子も窺えて、大変心強く思いました。
受講により、主に専門分野についての理解や興味が深まったとのことで、専門科
目としては妥当だと思います。目標達成度、受講の満足度とも概ね良好で、講義
の意図をよく理解して受講してくれたものと思います。 

英文科目名 Plant Science II 
関連科目 植物科学 I，細胞生物学 II，分子遺伝学 I，分子遺伝学 II 
次回に向けての改善変更予定 特にご指摘もありませんし、基本的には同様のスタイルで実施するつもりです。 
講義目的 植物科学―植物の生物科学について、主に高等（被子）植物の細胞〜分子レベル

での現象について解説していく。特に、植物細胞の刺激応答における信号伝達と
遺伝子発現制御に重点をおく。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 【オリエンテーション】全体の講義計画について説明を行う。 

2 回 【植物細胞内信号伝達概観】生物が環境刺激を受容して応答するまでの「信
号伝達」の考え方について解説する。特に、細胞内において伝達される「信号」
とは何かについて論じる。 
3 回 【受容体】細胞外部からの刺激を感受する装置としての「受容体」を、その
刺激感受メカニズムと細胞内へ刺激を伝達するメカニズムの両面から、いくつか
のタイプに分けて解説する。 
4 回 【細胞内信号伝達因子】多くの細胞で共通して見られる、細胞内で信号を伝
達するメカニズムについて解説する。 
5 回 【遺伝子発現制御】環境刺激が細胞内を信号として伝達された結果起こる、
特定の遺伝子の転写を調節するメカニズムについて解説する。 
6 回 【信号伝達解析法概説】前回までに解説した細胞内信号伝達（受容から遺伝
子転写調節まで）に関わる因子を解析するための手法を、遺伝学的側面と薬理学
的側面から解説する。 
7 回 【植物組織培養】植物細胞の信号伝達研究にも用いられる細胞・組織培養技
術について、その発展の歴史と観察される現象について解説する。 
8 回 【遺伝子組換え植物】植物細胞の信号伝達研究においても強⼒な手段として
用いられる遺伝子組換え体の作成について、特にアグロバクテリウム属細菌を利
用した方法を中心に解説する。 
9 回 【花成制御】高等植物が環境刺激に応答して栄養生⻑期から生殖生⻑期へと
転換する「花成」現象の制御の分子メカニズムについて解説する。その中で、突
然変異体の利用と、それによる解析方法についても述べる。 
10 回 【花器官形成】高等植物の花を構成する各器官のアイデンティティが決定
される分子メカニズムとしての「ABC モデル」について解説する。 
11 回 【非生物的ストレス応答】高等植物が傷害に応答するメカニズムについて、
猪口が行っている傷害応答性遺伝子の発現調節機構の研究事例を紹介して解説
する。 
12 回 【ホルモン信号伝達】近年急速に解明が進んでいる植物ホルモンの受容と
信号伝達のメカニズムについて、任意の１つのホルモンの事例を取り上げて解説



する。その中で、信号伝達経路を模式図化して表す方法についても述べる。 
13 回 【病害応答】高等植物が病原体に対して誘起する抵抗性反応について、そ
の種類や抵抗メカニズムについて解説する。その中で、タンパク性の因子同士の
相互作用を調べる方法についても述べる。 
14 回 【二次代謝制御】植物体の特定の部位や特定の生⻑段階のみに見られるこ
とが多い二次代謝について、その代謝調節のメカニズムを「鍵酵素」を中心に解
説する。 
15 回 【リクエスト講義】受講生からのリクエストにより内容を決定する。 

準備学習 1 回 本講義に期待する内容を考えておくこと。 
2 回 タンパク質の立体構造について復習しておくこと。 
3 回 タンパク質によるリガンドの結合やエネルギーの吸収について調べておく
こと。 
4 回 G タンパク質、プロテインキナーゼ、セカンドメッセンジャーについて調
べておくこと。 
5 回 真核生物遺伝子の転写メカニズムについて調べておくこと。 
6 回 突然変異やアゴニスト・アンタゴニストについて調べておくこと。 
7 回 植物組織培養とはどのような技術かについて調べておくこと。 
8 回 一般的な細胞への遺伝子導入技術について調べておくこと。 
9 回 植物の花成はどのような自然条件で制御されているかについて調べておく
こと。 
10 回 花を構成する器官の種類と配置について調べておくこと。 
11 回 ストレスとはどのような状態をいうのかについて調べておくこと。 
12 回 主な植物ホルモンの化学構造について調べておくこと。 
13 回 植物はどのようにして病原菌の感染を防いでいるのかについて調べておく
こと。 
14 回 主な二次代謝物質と、二次代謝の意義について調べておくこと。 
15 回 この回までに、本やネットで調べるなどして、講義で取り上げてほしい内
容をメール等で連絡すること。 

 



年度 2012 
授業コード FSB15B1 
成績評価 課題提出などの平常点（20％）と定期試験（80％）で評価する。採点の基準は 100 

点満点のうち 60 点以上を合格とする。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス BA(理)(〜12),BB(理)(〜12) 
見出し FSB15B1 地学基礎論Ⅰ 
担当教員名 小林 祥一 
単位数 2 
教科書 地球学入門 惑星地球と大気・海洋のシステム／酒井治孝／（東海大学出版会） 

ISBN: 978-4-486-01615-1 
アクティブラーニング  
キーワード 太陽系、地球、環境、鉱物、岩石、鉱床 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 地学基礎論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プリントで補足 
授業形態 講義 
注意備考 ※しばしば電子教材を液晶プロジェクターで投影し授業を行う。 
シラバスコード FSB15B1 
実務経験のある教員  
達成目標 地球を理解する一歩として、地球本来の環境について十分理解させる。どの分野

にも共通して重要な地球を構成する物質（資源）である、岩石や鉱物（含宝石鉱
物）の物理化学的性質、生成条件および生成過程を修得する。前期は基本的に、
中学校以来、地学に触れたことがない学生が大部分であることから、基礎的知識
の修得を目標とし、地学のおもしろさを知るための準備をこの地学基礎論 I でし
たい。 

受講者へのコメント 受講生が多いので毎時間の終わりに各自質問を書いて提出してもらっているよ
ね。皆さんはこれによって積極的に参加していることになると思いますので、こ
れを利用してもらいたい。 

連絡先 7 号館 6 階 小林研究室 086-256-9704  kobayashi＠das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね良好。よく理解したようですね。 
英文科目名 Geology I 
関連科目 地学基礎論Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 大学で初めて習う地学は独立した全く別の分野のように考えている学生がいる

が、地学は生物系にも化学系にも関連していることを、理解できるような工夫が
必要かも知れない 



講義目的 太陽系のメンバーである地球について、地表付近および地球内部はどんな構造を
していて、どのような環境で、どのような物質でできているかを解説し、地球自
身の基礎的な概念を理解する。これらをもとに地球の地殻およびマントルを構成
する岩石・鉱物の生成のメカニズム、産状、分類およびこれらの物理化学的性質
について概説する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション。講義の進め方を説明する。 

2 回  宇宙の中の太陽系はどんな特徴を持ったところかを説明する。 
3 回  太陽系の中で地球はどんな特徴を持ったところかを説明する。 
4 回  地球の表面温度を決める因子について説明する。 
5 回  水と二酸化炭素の循環システムと地球環境との関係について説明する。 
6 回  地球の内部構造を知る手がかりについて説明する。 
7 回  地球の環境について、まとめをする。 
8 回  地球を構成する物質、鉱物の種類と特徴について説明する。 
9 回  地球を構成する物質、鉱物の結晶学的特徴について説明する。 
10 回  地球を構成する物質、鉱物の化学的特徴について説明する。 
11 回  宝石鉱物の種類と特徴について説明する。 
12 回  地球を構成する物質、岩石の特に火成岩の種類について説明する。 
13 回  地球を構成する物質、岩石の組織について火成岩を中心に説明する。 
14 回  マグマの発生と火成岩の生成について説明する。 
15 回  岩石の風化と土壌の形成について説明する。 

準備学習 1 回 シラバスを確認し学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 太陽系のメンバーには何があるか思い出しておくこと。 
3 回 惑星地球の環境、特に水、大気、温度と私たち生命との関係を考えておくこ
と。 
4 回 地球型惑星の表面温度はどんな条件によって支配されているか考えておく
こと。 
5 回 地球の環境を支配している水と二酸化炭素はどこで消費され、どこで放出
されているかを調べておくこと。 
6 回 万有引⼒、地震の伝わり方を復習しておくこと。 
7 回 これまでの授業内容を復習しておくこと。 
8 回 無機化合物について復習しておくこと。 
9 回 無機化学で習ったイオン半径、配位数について復習しておくこと。 
10 回 結晶系、単位胞について調べておくこと。 
11 回 鉱物と⼈間生活との関係を広く考えておくこと。 
12 回 岩石と鉱物の違いについて調べておくこと。 
13 回 無機化合物の生成において急冷と徐冷によって生じる形態の違いを考えて
おくこと。 
14 回 化学で学習した相平衡図の見方を復習しておくこと。 
15 回 風化現象にはどんな要因が関係するか思い出しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSB15B2 
成績評価 課題提出などの平常点（20％）と定期試験（80％）で評価する。採点の基準は 100 

点満点のうち 60 点以上を合格とする。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス BA(理)(〜12),BB(理)(〜12) 
見出し FSB15B2 地学基礎論Ⅱ 
担当教員名 小林 祥一 
単位数 2 
教科書 地球学入門 惑星地球と大気・海洋のシステム／酒井治孝／（東海大学出版会） 

ISBN: 978-4-486-01615-1 
アクティブラーニング  
キーワード プレートテクトニクス、地質現象、生命の誕生、進化と絶滅、地球環境 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 非常に興味深い内容の多い講義でした。 

→このような評価はこれまでなかったので、嬉しいですね。 
解説が一つ一つ丁寧でわかりやすかった。様々の事柄が関連づけされており、興
味が深まった。生徒の質問に時間をかけて回答をしてくださるのがすばらしいで
す。 
→これも、これまでなかったので嬉しいです。多学科の学生が集まっていること
もあり、皆さんが満足することは難しいので、いろいろ工夫したことの評価だっ
たのかなと思っています。もっと興味がわくように考えますね。 
毎回楽しかったです。多の科目とも結構つながっていることが多 

科目名 地学基礎論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プリントで補足 
授業形態 講義 
注意備考 ※しばしば電子教材を液晶プロジェクターで投影し授業を行う。 
シラバスコード FSB15B2 
実務経験のある教員  
達成目標 地学基礎論 I で修得した学習内容をもとに、地球の形成、地球内部の動き、そし

てそれによってもたらされる地質現象について、また生命の誕生とその進化・絶
滅についての知識の修得をめざす。さらに環境問題など地球科学と私たちの生活
との関係を理解できる能⼒の修得もめざす。 

受講者へのコメント 受講生が多いので毎時間の終わりに各自質問を書いて提出してもらっているよ
ね。皆さんはこれによって積極的に参加していることになると思いますので、こ
れを利用してもらいたい。 

連絡先 7 号館 6 階 小林研究室 086-256-9704  kobayashi＠das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね良好。よく理解したようですね。 



ただ、総合評価５）および 7）で「できた」「満足」ではなく、「だいたいできた」
「ほぼ満足」の方が上回っていたことは意外であった。基礎論Ⅱは受講者の大半
が生物系の学生であることを考慮し、生命の発生、進化、絶滅の話を中心に話し
たはずである。その原因は何かを考えて見たい。 

英文科目名 Geology II 
関連科目 地学基礎論 I 
次回に向けての改善変更予定 大学で初めて習う地学は独立した全く別の分野のように考えている学生がいる

が、地学は生物系にも化学系にも関連していることを、理解できるような工夫が
必要かも知れない。また、上述したように、生命関係の内容にしたにもかかわら
ず、総合評価５）および 7）で「だいたいできた」「ほぼ満足」だったので、この
件について検討し改善してみたい。 

講義目的 地球内部の動きと、これが原因で起こるさまざまな現象について解説する。地球
の誕生から今日に至る過程で、生命の誕生、古環境に生きた古生物の進化・絶滅
について理解する。更に、現在の地表付近の環境とその変化についても言及し、
これらを通して⼈々の生活と地学との関わり合いを理解する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション。地学と私たちの生活との関わり合いについて説明す

る。 
2 回  大陸移動説と海洋底拡大説について説明する。 
3 回  プレートテクトニクス概要と、この理論に発展した過程について説明する。 
4 回  プレートテクトニクスについて定量的に説明する。 
5 回  プレート運動に関係した海底でのでき事を説明する。 
6 回  プレート運動に関係したさまざまな地質現象について説明する。 
7 回  プレート運動のまとめと日本列島の成り立ちについて説明する。 
8 回  酸素の起源と生物の起源について説明する。 
9 回  生命の誕生と進化について説明する。 
10 回  先カンブリア時代から古生代の地球環境と生物の進化について説明する。 
11 回  古生代から中生代の地球環境と生物の進化について説明する。 
12 回  中生代から新生代の環境変化と生物について説明する。 
13 回  地球環境の変化と生物の進化の中で私たちについて説明する。 
14 回  現在の地球環境の変化について説明する。 
15 回  私たちの生活と地球科学との関わりをまとめをする。 

準備学習 1 回 シラバスを確認し学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 高等学校等の地学、地理などの教科書を見て復習しておく。アルフレット・
ウェーゲナーさんについて調べておくこと。 
3 回 地球の磁場について復習しておくこと。 
4 回 世界の震源、火山の分布について調べ、特徴を見ておくこと。 
5 回 今生物地学分野で海底が注目されている理由について新聞、インターネッ
トなどで調べておくこと。 
6 回 地震の発生やマグマ活動について復習しておく。これらとプレート運動と
の関係を考えておくこと。 
7 回 2 回から 6 回までの内容の復習と、日本列島にはどんな岩石が分布している



か調べておくこと。 
8 回 前期の授業で習った地球誕生以来の大気組成の変遷について復習しておく
こと。 
9 回 先カンブリア時代の生物について調べておくこと。 
10 回 細胞について高等学校の教科書等で調べておくこと。 
11 回 古生代末の地球環境を調べること。当時の大陸の形を復習しておくこと。 
12 回 中生代末の大量絶滅の原因ついて調べておくこと。 
13 回 ほ乳類の特徴について調べておくこと。 
14 回 私たちの生活が地球環境へ及ぼしている具体例を考えておくこと。 
15 回 地学基礎論Ⅰ、Ⅱの内容を復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSB1711 
成績評価 定期試験の成績及び課題提出物を総合的に評価する。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス BA(理)(〜11),BB(理)(〜11) 
見出し FSB1711 分析化学Ⅰ(再) 
担当教員名 野上 祐作 
単位数 2 
教科書 パートナー分析化学Ⅰ／斎藤寛ほか編集／南江堂 
アクティブラーニング  
キーワード 物質量の単位、化学反応、化学平衡 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 様々な感想があってしかるべきと思っている。もう少し自分自身に厳しく接する

ようにしてほしい。 
科目名 分析化学Ⅰ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 講義には関数電卓を必ず持参すること。 
シラバスコード FSB1711 
実務経験のある教員  
達成目標 目的の濃度の水溶液の調製、強酸、弱酸、希薄溶液の pH の計算ができるように

なるとともに、分子を構成する個々の元素の酸化数を求め、それらが酸化された
か還元されたか判断できるようになること。 

受講者へのコメント 自分の置かれている立場をもう少し真剣に考え、何とか単位を取得しようとする
前向きな気持ちを表してほしい。 

連絡先 1 号館 3 階野上研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 分析化学Ⅰの再履修クラスの受講生には必ず単位履修をして頂くために、しばし
ば無理やり演習問題をやらせることを強いたりした。その結果、概ね目的は達成
されたように思われるが、それでも若干名の学生がついてこられなかったようで
ある。 

英文科目名 Analytical Chemistry I 
関連科目 後期の分析化学Ⅱが受講できるようになるのが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 最小限度必要な数学（二次方程式や対数など）の基礎知識を習得させる一層の努

⼒をしたいと考えているが、限られた時間の中でその方法について試行錯誤を試
みる。 

講義目的 生物化学科の学生にとって最小限必要な「酸塩基平衡」と「酸化還元平衡」が理
解できるように時間をかけて徹底指導する。 



対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 モル濃度の求め方を説明する。 

2 回 酸・塩基の概念を説明する。 
3 回 酸塩基反応を説明する。 
4 回 酸塩基平衡について説明をする。 
5 回 pH について説明する。 
6 回 強酸・強塩基 pH の計算演習を指導する。 
7 回 弱酸・弱塩基の pH の計算演習を指導する。 
8 回 沈殿の生成と溶解について説明する。 
9 回 酸化還元の概念について説明する。 
10 回 電極について説明する。 
11 回 酸化還元反応について説明する。 
12 回 酸化還元平衡について説明する。 
13 回 分析データの取り扱い方を説明する。 
14 回 計算問題が解けるように指導する。 
15 回 前回に引き続き計算問題ができるようになるまで指導する。 

準備学習 1 回 物質量の単位について学習してくること。 
2 回 代表的な酸、塩基の名前が言えるようにしてくること。 
3 回 酸と塩基が反応すると何ができるかを学習しておくこと。 
4 回 平衡の概念を学習してくること。 
5 回 pH の定義について整理してくること。 
6 回 指数・対数の計算ができるようにしてくること。 
7 回 二次方程式の解の公式を正しく使えるようにしてくること。 
8 回 溶解度積について学習してくること。 
9 回 酸化数について学習してくること。 
10 回 電極とはどのようなものかを調べてくること。 
11 回 酸化剤や還元剤について調べてくること。 
12 回 第 4 回で学習した酸塩基平衡について復習してくること。 
13 回 有効数字について学習してくること。 
14 回 教科書の p.85 の演習問題（２）を考えてくること。 
15 回 教科書の p.178 の演習問題（１）〜（３）を考えてくること。 

 



年度 2012 
授業コード FSB1712 
成績評価 定期試験、課題（提出状況） 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス BA(理)(〜11),BB(理)(〜11) 
見出し FSB1712 分析化学Ⅱ 
担当教員名 野上 祐作 
単位数 2 
教科書 パートナー分析化学Ⅰ／斎藤寛ほか編集／南江堂 

講義ノート／野上祐作／大学教育出版 
アクティブラーニング  
キーワード 滴定、分離技術、光吸収 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 分析化学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 講義には関数電卓を持参すること 
シラバスコード FSB1712 
実務経験のある教員  
達成目標 測定の概念や汎用機器の原理を理解させ、生物化学実験Ⅰ〜Ⅳで応用できるよう

になること。 
受講者へのコメント  
連絡先 1 号館 3 階野上研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Analytical Chemistry II 
関連科目 分析化学Ⅰを必ず履修しておく必要がある。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 前半で、分析化学Ⅰで学習した基礎知識をもとに各種滴定について理解させ、後

半では、実際の生物化学実験で汎用されている pH メーター、クロマトグラフ、
分光光度計などの原理を中心に理解させる。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 容量分析法としてどのようなものがあるか、また、それらに用いられる試

薬・器具について、説明する。 
2 回 中和反応を利用して酸、塩基の濃度を求める中和滴定及び滴定曲線につい
て説明する。 
3 回 多塩基酸の滴定について、硫酸を例として説明する。 



4 回 酸化還元反応を利用して還元剤や酸化剤の濃度を求める酸化還元滴定につ
いて説明する。 
5 回 代表的な酸化還元滴定として過マンガン酸カリウムを用いる滴定について
紹介する。 
6 回 沈殿反応を利用してハロゲン化物イオンの濃度を求める沈殿滴定について
説明する。 
7 回 キレート生成反応を利用して金属イオン濃度を求めるキレート滴定につい
て説明する。 
8 回 生物化学実験で用いる pH メーターの測定原理を、ガラス電極の概念と併せ
て説明する。 
9 回 多成分混合試料中の個々の成分を分離するクロマトグラフィーの原理につ
いて説明する。 
10 回 液体中の混合成分を分離分析するクロマトグラフィーとしての HPLC に
ついて説明する。 
11 回 気体中の混合成分を分離分析するガスクロマトグラフとその検出器につい
て説明する。 
12 回 光を用いた色々な分析法があるが、光とはそもそもどんな性質をもってい
るかを説明する。 
13 回 光を利用した最もポピュラーな分析法である吸光光度法について説明す
る。 
14 回 機器分析でポピュラーに用いられる絶対検量線法や標準添加法などについ
て説明する。 
15 回 酸と塩基の反応過程における pH、酸化還元の反応過程における電極電位
の計算演習を行なわせ、滴定曲線の作成の仕方を指導する。 

準備学習 1 回 1：1 の化学反応による濃度の求め方について考えてくること。 
2 回 滴定途中での pH の計算ができるようにしてくること。 
3 回 多塩基酸としてどのようなものがあるかを調べてくること。 
4 回 滴定途中での電極電位の計算ができるようにしてくること。 
5 回 過マンガンカリウムの酸化⼒について調べてくること。 
6 回 分析化学Ⅰで学習した沈殿生成反応について復習してくること。 
7 回 分析化学Ⅰで学習したキレート生成反応について復習してくること。 
8 回 「講義ノート（プリント）」の 20 講を読んで、簡単に pH が測定できる pH
メーターとはどんなものかを調べてくること。 
9 回 「講義ノート（プリント）」の 21 講を読んでクロマトグラフィーがどんな
ものか考えてくること。 
10 回 「講義ノート（プリント）」の 22 講を読んで HPLC について考えてくるこ
と。 
11 回 「講義ノート（プリント）」の 23 講を読んでガスクロの概念をつかんでく
ること。 
12 回 講義ノート（プリント）」の 24 講を読んで光のイメージをつかんでくるこ
と。 
13 回 「講義ノート（プリント）」の第 25 講を読んで、分光光度法のイメージを



作ってくること。 
14 回 「講義ノート（プリント）」の第 25 講の検量線のところを読んでくること。 
15 回 酸塩基反応及び酸化還元反応について復習してくること。 

 



年度 2012 
授業コード FSB1721 
成績評価 定期試験 60％、課題提出 40％で成績を評価する。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス BA(理)(〜10),BB(理)(〜10) 
見出し FSB1721 生物無機化学Ⅱ 
担当教員名 尾堂 順一 
単位数 2 
教科書 下記の教科書と配布したプリントを使用する。 

生物無機化学／桜井 弘，⽥中 久編著／廣川書店 
アクティブラーニング  
キーワード 金属錯体，医薬品，抗腫瘍活性，解毒作用 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  毎回気をつけている事であるが，板書した字を消すのが少し早いとの指摘があ

る。文字を大きくして見やすい様にし，かつ色チョークを使って重要事項が理解
できる様に工夫している。板書も左端から右へと移動して書く様に工夫してはい
るが，今後も，更に改善をしたいと思う。 
 次に，各項目終了後に配布する小問題に対する解答を配布して欲しいとの希望
がある。これに対しては，提出された小問題を添削する事で対処している。間違
っている解答，あるいは記述が足りない解答に関しては丁寧な添削を心がけてい
るので，ぜひ添削のために提出してほしい 

科目名 生物無機化学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義内容に合わせて適宜指示をする。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSB1721 
実務経験のある教員  
達成目標 ・シスプラチンの構造と抗腫瘍活性との関係を説明できる 

・抗腫瘍活性を示すブレオマイシンの構造と機能を説明できる 
・腫瘍親和性感光色素による抗がん効果を説明できる 
・放射線の種類と性質を説明できる 
・放射性同位元素を含む医薬品が医療分野でどのように利用されているか説明で
きる 
・疾病と関連する活性酸素を消去する金属酵素の機能を説明できる 
・医薬品の代謝にシトクロム P-450 がどの様に関わるか説明できる 
・メタロチオネインが体内に取り込まれた過剰の金属イオンをどの様にして無毒
化するかを説明できる 

受講者へのコメント  生物無機化学 II は，主に金属イオンの優れた特性を利用して，様々な疾病の
治療薬あるいは診断薬として実際の医療現場で利用されている金属イオンを含
む医薬品を紹介している。 



 ただ，本講義内容を理解するには，化学の基本事項だけでなく，生物あるいは
錯体化学などに関する幅広い基本事項の理解が必要なので，これらに関連する専
門書をしっかり勉強してほしい。 

連絡先 １号館３階の尾堂研究室（odo@dbc.ous.ac.jp） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  受講生の講義への出席状況も良く，課題提出も順調であったことから，ほとん
どの受講生が積極的に講義に取り組んだ事を示している。 
このためか，ほとんどの受講生が，生物無機化学 II に対する理解・興味が高ま
ったと回答しており，講義の目標は達成できたと考えられる。 

英文科目名 Bioinorganic Chemistry II 
関連科目 「生物無機化学 I」の講義内容を復習しておくと、更に理解が深まる。 
次回に向けての改善変更予定  教科書は少しレベルの高い内容ではあるが，別にプリントを配布して基礎事項

の理解に役立つ様に工夫している。しかし，さらに生物無機化学の基本事項が理
解出来る様に，新しく発刊された教科書を調ベ，今年度使用した教科書が最も適
したものであったかを精査して，次年度の教科書の選定をする予定である。 
 また、項目の終了後に，その項目の内容が十分に理解できているかを復習する
ために，小問題集を配布している。これは，受講生には好評なので，更に内容を
充実させ次年度も継続する予定である。 

講義目的  金属錯体は様々な生理活性を有することが知られており，様々な分野で応用さ
れている。その中で，白金イオンを含むシスプラチンや鉄イオンを含むブレオマ
イシンなどの金属錯体は，強い抗腫瘍活性を示すので，抗癌剤として実際に利用
されている。本講義では，先ず，この様な疾病の治療に利用されている金属錯体
について解説し，次に，生体内に取り込まれた毒性のある有機物や重金属イオン
などの解毒に関わる生体分子についても解説することを目的とする。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。生物無機化学 II で何を講義するのか、どのような内

容にするのかなど、今後の講義の進め方を説明する。 
2 回 抗腫瘍活性を有する白金錯体の種類と DNA に対する相互作用について解
説する。 
3 回 抗腫瘍活性を有する白金錯体の抗がん作用のメカニズムについて解説する。 
4 回 DNA の構造及び DNA と相互作用する化合物について解説する。 
5 回 DNA を切断して腫瘍を壊死させるブレオマイシンの抗腫瘍活性の反応メカ
ニズムについて解説する。 
6 回 ポルフィリン誘導体の光増感作用及び光照射で生成する活性酸素（一重項
酸素やスーパーオキシド）の特性について解説する。 
7 回 腫瘍に対して高い親和性を持ち、かつ光増感作用を有する腫瘍親和性感光
色素とその抗腫瘍活性について解説する。 
8 回 放射性同位元素、放射線の種類及び生体に対する作用について解説する。 
9 回 疾病の診断に利用されている核医学診断薬の種類と機能について解説する。 
10 回 酸素分子に由来する活性酸素の種類とその生体に対する作用について解説
する。 



11 回 活性酸素を消去して生体を防御する金属錯体の機能について解説する。 
12 回 毒性を有する有機化合物（例えば、医薬品や変異原物質など）から生体を
防御するために作用するシトクロム P-450 の構造およびその特性について解説
する。 
13 回 毒性を有する有機化合物（例えば、医薬品や変異原物質など）から生体を
防御するために作用するシトクロム P-450 の反応メカニズムについて解説する。 
14 回 重金属イオンの毒性から生体を防御するために作用するメタロチオネイン
の構造とその特性について解説する。 
15 回 重金属イオンの毒性から生体を防御するために作用するメタロチオネイン
の構造とその特性について解説する。 

準備学習 1 回 今後の講義内容の確認をする。 
2 回 教科書「3.4 抗がん活性をもつ白金錯体」の項を予習しておくこと。 
3 回 教科書「3.4 抗がん活性をもつ白金錯体」の項を予習しておくこと。 
4 回 教科書「3.2 DNA を切断する金属錯体」の項を予習しておくこと。 
5 回 教科書「3.2 DNA を切断する金属錯体」の項を予習しておくこと。 
6 回 事前に配布したプリントを予習しておくこと。 
7 回 事前に配布したプリントを予習しておくこと。 
8 回 教科書「3.6 核医学診断薬」の項を予習しておくこと。 
9 回 教科書「3.6 核医学診断薬」の項を予習しておくこと。 
10 回 教科書「3.7 活性酸素を消去する金属錯体」の項を予習しておくこと。 
11 回 教科書「3.7 活性酸素を消去する金属錯体」の項を予習しておくこと。 
12 回 教科書「3.1 薬物代謝酵素シトクロム P-450 とそのモデル」の項を予習し
ておくこと。 
13 回 教科書「3.1 薬物代謝酵素シトクロム P-450 とそのモデル」の項を予習し
ておくこと。 
14 回 教科書「3.3 多機能な金属結合タンパク質メタロチオネイン」の項を予習
しておくこと 
15 回 教科書「3.3 多機能な金属結合タンパク質メタロチオネイン」の項を予習
しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSB1722 
成績評価 定期試験（100％）で評価する。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス BA(理)(〜09),BB(理)(〜09) 
見出し FSB1722 発生生物学 
担当教員名 南 善子 
単位数 2 
教科書 Essential 細胞生物学／中村桂子・松原謙一監訳／南江堂 
アクティブラーニング  
キーワード 発生，細胞，組織，受精，遺伝子，分化 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 自由記述なし 
科目名 発生生物学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 発生生物学（基礎生物学テキストシリーズ 5）化学同⼈ 

生化学辞典 第４版/東京化学同⼈ 
授業形態 講義 
注意備考 細胞生物学 II の講義を受けていることが望ましい 
シラバスコード FSB1722 
実務経験のある教員  
達成目標 ・生命がどのように誕生するのか理解出来るようになる 

・生物がどのように形を作っていくのか理解できるようになる 
・生物の生と死，連続性といった課題を考えられるようになる 

受講者へのコメント 概ね理解できたようで、よかったです 
連絡先 1 号館 1F 研究室（南）minami@dbc.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 全ての項目で、概ね受講生が満足できているようです。 
英文科目名 Developmental Biology 
関連科目 細胞生物学 I, II 
次回に向けての改善変更予定 ０９生対象の再履修クラスのため、変更はしない 
講義目的 主に動物の発生について，たった 1 つの受精卵からいかにして複雑な体が作られ

るか（形態形成）について解説する。多様な多細胞生物の個体としての成り立ち
を決める課程である，胚発生，体軸決定などに関する遺伝子の発現とその調節メ
カニズムを説明する。さらに，幹細胞と体細胞の成り立ちやがん，老化，再生な
どの最近の話題についても紹介する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  発生学小史。現代までの発生生物学の進展について説明する。 

2 回  生命誕生の不思議を NHK ビデオを鑑賞し、その後解説する。 



3 回  減数分裂の仕組みについて，説明する。 
4 回  細胞周期がどのように調節されているかについて，説明する。 
5 回  植物の生殖。配偶子形成について，説明をする。 
6 回  植物の生殖。受精と初期発生について，説明をする。 
7 回  小テスト。これまでの内容について，小テストを行い、その後，テストの
解説をする。 
8 回  動物の生殖、受精。受精のメカニズムについて、分子レベルで説明する。 
9 回  卵割，体軸決定、胚葉の形成。受精後、胞胚期までの初期発生について、
また、胚葉の誘導について説明する。 
10 回  胚の形作り。原腸形成から器官形成までを説明する。 
11 回  胚発生にかかわる遺伝子と細胞分化。胚発生のメカニズムを分子レベル
で説明する。 
12 回  細胞死。発生に必要な細胞死について、壊死との比較を行いながら説明す
る。 
13 回  再生・変態のメカニズム。イモリなどの四肢の再生や昆虫の変態について
説明する。 
14 回  ES 細胞と iPS 細胞。幹細胞とはどのようなものか、説明する。 
15 回  がん。生体に生じるがんも幹細胞の一つといえる。どのようなメカニズム
で生じるのか，説明する。 

準備学習 1 回  命が生まれるということについて、参考書などで調べておくこと。 
2 回  受精から，どのように形が作られて行くのか，参考書などで調べておくこ
と。 
3 回  体細胞分裂について復習しておくこと。 
4 回  前回の講義を良く復習して理解をしておくこと。 
5 回  植物の生殖について、高校の教科書，参考書を読み直しておくこと。 
6 回  前回の講義内容を良く復習しておくこと。 
7 回  これまでの内容について，よく勉強しておくこと。 
8 回  植物の生殖について、高校の教科書，参考書を読み直しておくこと。 
9 回  外胚葉・内胚葉・中胚葉とは何か、高校の教科書，参考書で復習しておく
こと。 
10 回  原腸形成や神経誘導など、高校の教科書，参考書で復習しておくこと。 
11 回  前回、前々回の講義を良く復習しておくこと。 
12 回  「個体発生は系統発生を繰り返す」というヘッケルの言葉を調べておく
こと。 
13 回  前回同様、「個体発生は系統発生を繰り返す」というヘッケルの言葉を、
よく考えておくこと。 
14 回  最近の新聞で，ES 細胞，iPS 細胞が載っている記事を調べておくこと。 
15 回  癌細胞には、どんな特徴があるか，調べておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSB17D1 
成績評価 報告書の内容と実験への取り組み状況によって評価を行う（100％）。すべての実

験について報告書が作成され、受理されて単位が与えられる。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス BA(理)(〜11),BB(理)(〜11) 
見出し FSB17D1 物理学基礎実験 
担当教員名 宮川 和也、小坂 圭二＊、豊⽥ 新、中⼒ 眞一 
単位数 2 
教科書 物理学基礎実験／岡山理科大学理学部応用物理学科 編／大学教育出版 
アクティブラーニング  
キーワード 物理学、実験 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 国立天文台 理科年表（丸善）その他、参考資料は適宜配布する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 関数電卓（プログラム機能は不要）を購入すること。 

共同実験者に迷惑を及ぼすので遅刻、欠席は厳禁である。各テーマに２週を割り
当て、第１週に実験を行い、第２週に報告書を完成させる。事前に実験内容をよ
く予習してくること。 

シラバスコード FSB17D1 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）物理学の基礎的な実験について、基本的事項を理解し、実験方法に習熟す

る。 
   実験器具、装置の取り扱いができるようになる。 
（２）実験データを適切に処理し、現象を的確に表現するためのグラフが作成で
きる 
   ようになる。 
（３）パソコンを利用して実験データを処理できるようになる。 

受講者へのコメント  
連絡先 宮川和也 086-256-9488 miyagawa@dap.ous.ac.jp 豊⽥ 新 086-256-9608 

toyoda@dap.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Experiments in Physics 
関連科目 物理学基礎論Ⅰ、Ⅱを前後して（できれば本実験科目を履修する前に）履修する

ことが望ましい。 



次回に向けての改善変更予定  
講義目的 （１）基礎的な実験を通して、物理学における実験方法と実験器具、装置の取り

扱いの 
   基礎を学ぶ。 
（２）実験データの処理の方法、現象を的確に表現するためのグラフの作成方法
につい 
   て実習する。 
（３）パソコンを利用した実験データの処理方法について学ぶ。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 【第 1 回】テキストを購入し、実験全体を概観しておくこと。 

【第 2 回】パソコンによる実験データ処理についてテキストを読み、演習内容を
理解して 
     おくこと。 
【第 3 回】ノギス、マイクロメーター、電卓の使い方についてテキストを読み、
実験内容 
     を理解しておくこと。 
【第 4 回〜15 回】 
 該当の実験についてテキストを読み、実験方法までレポートとしてまとめてお
く 
 こと。 

 



年度 2012 
授業コード FSB17D2 
成績評価 各時間ごとに提出する実験結果 60％、実験への取り組みおよび理解度 40％によ

り、総合して成績評価とする。採点の基準は 100 点満点のうち、60 点以上を合
格とする。欠席した場合は補充実験を行う。また、授業回数の 3 分の 1 以上の
欠席がある場合には、“E”評価とする。 

曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス BA(理)(〜12),BB(理)(〜12) 
見出し FSB17D2 地学基礎実験 
担当教員名 小林 祥一、郷津 知太郎＊ 
単位数 2 
教科書 ニューステージ・地学図表／浜島書店 
アクティブラーニング  
キーワード 鉱物、岩石、化石、地質、天気 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 実験中に話を聞きながら対応している効果が出ているようですね。 
科目名 地学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 資料を配付する 
授業形態 実験実習 
注意備考 地学基礎論１を履修しておくことが望ましい。 

偏光顕微鏡実習、地質図関係の実習のような積み重ねの実験では、連続して受け
ないと理解できない。従って体調を整え、欠席しないように心掛ける。 

シラバスコード FSB17D2 
実務経験のある教員  
達成目標 地球を観察する手法および目を養うことが目標。そのため、実際の鉱物、岩石、

化石標本を観察・利用し、野外での調査に興味が持てる程度の実⼒をめざす。物
理的制約から、野外での実習は難しいが、調査後必要となる偏光顕微鏡の操作法、
調査によって得られたデータの解析法などの習得をめざす。 

受講者へのコメント 夕方からの実験で集中できない学生が何⼈かみられますが、最初の説明を聞き十
分理解して始めるようにしてほしいですね。慣れないこととはいえ、特に難しい
内容をしているわけではありませんので、学習効果が上がるように努⼒してくだ
さい。 

連絡先 7 号館 6F 小林研究室 086-156-9704 kobayashi@das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね良好。よく理解してくれたようです。 
英文科目名 Experiments in Geology 
関連科目 地学基礎論 I、地学基礎論 II 
次回に向けての改善変更予定 新しい指導要領では、観察、体験を重要視しているようです。野外実習なども取



り入れ、実践的な実験をどのように取り入れるかを考えています。 
講義目的 地学各分野のうちから最も基礎的な項目である岩石・鉱物・化石の観察、天気図

の作成、地質図の作成、パーソナルコンピューターの活用などについて実験を行
う。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 鉱物の鑑定 

実際の鉱物を観察し、物理的性質について理解できるようにする。 
2 回 結晶系と晶族 
鉱物の結晶模型を利用し、対称性について理解し、晶族を決定できるようにする。 
3 回 地質図１ 基本説明、単斜構造 
地質図について基本的なこと、たとえば見方、またその利用などの説明を通して、
地質図の重要性を理解する。基本的な地質図を地質データから描けるようにす
る。 
4 回 地質図２ 断層、不整合 
断層、不整合が地質図上でどのように描き表せるかを理解する。 
5 回 地質図３ 断面図 
地下資源などの調査で必要な地下の情報を、地質図から読み取る方法を理解す
る。 
6 回 地質図４ 褶曲 
褶曲構造が地表に現れる際の特徴、および断面図を描き、これらから褶曲構造を
立体的に理解する。 
7 回 化石の観察 
示準化石、示相化石を理解し、それらの特徴を観察する。 
8 回 偏光顕微鏡観察１ 基本説明、花崗岩中の⿊雲⺟、石英斑岩 
物質の光学的性質、偏光顕微鏡の構造、これによって何が観察できるか、また調
整方法について理解する。 
9 回 偏光顕微鏡観察２ 花崗岩、安山岩 
花崗岩、安山岩の構造を観察し、石英、⻑石、⿊雲⺟、白雲⺟、角閃石の鏡下で
の特徴を理解する。 
10 回 偏光顕微鏡観察３ 斑レイ岩、砂岩 
斑レイ岩、砂岩の構造を観察し、輝石の鏡下での特徴を理解する。 
11 回 偏光顕微鏡観察４ 玄武岩、晶質石灰岩 
玄武岩、晶出石灰岩の構造を観察し、カンラン石、炭酸塩鉱物の鏡下での特徴を
理解する。 
12 回 パソコンの活用  
モード分析花崗岩類のモード分析を行い、その結果をもとにその岩石を分類す
る。得られたデータをパソコンで整理し、岩石の成因について理解する。 
13 回 天気図の作成と四季の天気 
当日の気象通報を聞き、そのデータをもとに天気図を描き、翌日の天気を予測し、
気象現象を理解する。 
14 回 まとめおよび解説を行い、理解度をチェックする。 
15 回 まとめおよび解説を行い、理解度をチェックし、実験結果を理解するため



に補足説明をする。 
準備学習 1 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の物理的性質を調べてお

くこと。 
2 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の結晶構造、対称性など
物理的性質を調べておくこと。 
3 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、地質図の概念を学んでおくこ
と。 
4 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、断層、不整合についての概念
を学んでおくこと。 
5 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、地質構造を理解する方法を調
べておくこと。 
6 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、褶曲地形について調べておく
こと。 
7 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、化石の種類および化石の役割
を理解しておくこと。 
8 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、物質に対する光学的性質を調
べておくこと。 
9 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の光学的性質を調べてお
くこと。 
10 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の光学的性質を調べて
おくこと。 
11 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の光学的性質を調べて
おくこと。 
12 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、火成岩の主造岩鉱物の量比
を調べ、あわせて分類方法、火成岩の生成過程を理解しておくこと。 
13 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、天気図の役割、描き方を調
べておくこと。また、テレビ、新聞、インターネットを利用し、雲の動きと天気
図との関係、気圧配置と４季の天気との関係などを理解しておくこと。 
14 回 これまで学習した、実験内容を復習し、理解が曖昧なところを整理してお
くこと。 
15 回 これまで学習した、実験内容を復習し、実験結果について充分考察ができ
てない部分を整理しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSB17E1 
成績評価 各時間ごとに提出する実験結果 60％、実験への取り組みおよび理解度 40％によ

り、総合して成績評価とする。採点の基準は 100 点満点のうち、60 点以上を合
格とする。欠席した場合は補充実験を行う。また、授業回数の 3 分の 1 以上の
欠席がある場合には、“E”評価とする。 

曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス BA(理)(〜11),BB(理)(〜11) 
見出し FSB17E1 地学基礎実験 
担当教員名 小林 祥一、郷津 知太郎＊ 
単位数 2 
教科書 ニューステージ・地学図表／浜島書店 
アクティブラーニング  
キーワード 鉱物、岩石、化石、地質、天気 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 地学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 資料を配付する 
授業形態 実験実習 
注意備考 地学基礎論１を履修しておくことが望ましい。 

偏光顕微鏡実習、地質図関係の実習のような積み重ねの実験では、連続して受け
ないと理解できない。従って体調を整え、欠席しないように心掛ける。 

シラバスコード FSB17E1 
実務経験のある教員  
達成目標 地球を観察する手法および目を養うことが目標。そのため、実際の鉱物、岩石、

化石標本を観察・利用し、野外での調査に興味が持てる程度の実⼒をめざす。物
理的制約から、野外での実習は難しいが、調査後必要となる偏光顕微鏡の操作法、
調査によって得られたデータの解析法などの習得をめざす。 

受講者へのコメント 以前に比べると、実験の項目をほぼ 2/3 に減らし、皆さんに考える実験をしても
らうことにしたのです。ところが、皆さんはその余裕の時間を有効に使っていな
いように思います。実験を受けるからには、予習復習はさておき、TA もいます
ので質問ぐらいはするように努⼒すべきで、受身ではなく「皆さん主体型」の実
験をしていただきたい。もっとノビノビと実験しましょう。 

連絡先 7 号館 6F 小林研究室 086-156-9704 kobayashi@das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね良好。よく理解してくれたようです。 
英文科目名 Experiments in Geology 
関連科目 地学基礎論 I、地学基礎論 II 



次回に向けての改善変更予定 これまで地学を学んだ経験のある⼈が少ないようですので、実験内容に関係した
エピソードなども紹介し、その実験の意味などを理解してもらうようにしてみま
しょう。実は、地学のおもしろさは、実際に野外に出て観察することです。それ
によって岩石鉱物の産状、化石の産状、地質構造が簡単に理解できると思うので
すね。そして、採集した鉱物岩石を、顕微鏡で観察できるように薄片にするとか、
地質調査の結果をまとめるとかしたら興味を持って実験に参加できると思いま
す。実はこんな楽しい実験がしたいと思っています。実験の受講者数、限られた
時間、 

講義目的 地学各分野のうちから最も基礎的な項目である岩石・鉱物・化石の観察、天気図
の作成、地質図の作成、パーソナルコンピューターの活用などについて実験を行
う。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 鉱物の鑑定 

実際の鉱物を観察し、物理的性質について理解できるようにする。 
2 回 結晶系と晶族 
鉱物の結晶模型を利用し、対称性について理解し、晶族を決定できるようにする。 
3 回 地質図１ 基本説明、単斜構造 
地質図について基本的なこと、たとえば見方、またその利用などの説明を通して、
地質図の重要性を理解する。基本的な地質図を地質データから描けるようにす
る。 
4 回 地質図２ 断層、不整合 
断層、不整合が地質図上でどのように描き表せるかを理解する。 
5 回 地質図３ 断面図 
地下資源などの調査で必要な地下の情報を、地質図から読み取る方法を理解す
る。 
6 回 地質図４ 褶曲 
褶曲構造が地表に現れる際の特徴、および断面図を描き、これらから褶曲構造を
立体的に理解する。 
7 回 化石の観察 
示準化石、示相化石を理解し、それらの特徴を観察する。 
8 回 偏光顕微鏡観察１ 基本説明、花崗岩中の⿊雲⺟、石英斑岩 
物質の光学的性質、偏光顕微鏡の構造、これによって何が観察できるか、また調
整方法について理解する。 
9 回 偏光顕微鏡観察２ 花崗岩、安山岩 
花崗岩、安山岩の構造を観察し、石英、⻑石、⿊雲⺟、白雲⺟、角閃石の鏡下で
の特徴を理解する。 
10 回 偏光顕微鏡観察３ 斑レイ岩、砂岩 
斑レイ岩、砂岩の構造を観察し、輝石の鏡下での特徴を理解する。 
11 回 偏光顕微鏡観察４ 玄武岩、晶質石灰岩 
玄武岩、晶出石灰岩の構造を観察し、カンラン石、炭酸塩鉱物の鏡下での特徴を
理解する。 
12 回 パソコンの活用  



モード分析花崗岩類のモード分析を行い、その結果をもとにその岩石を分類す
る。得られたデータをパソコンで整理し、岩石の成因について理解する。 
13 回 天気図の作成と四季の天気 
当日の気象通報を聞き、そのデータをもとに天気図を描き、翌日の天気を予測し、
気象現象を理解する。 
14 回 まとめおよび解説を行い、理解度をチェックする。 
15 回 まとめおよび解説を行い、理解度をチェックし、実験結果を理解するため
に補足説明をする。 

準備学習 1 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の物理的性質を調べてお
くこと。 
2 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の結晶構造、対称性など
物理的性質を調べておくこと。 
3 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、地質図の概念を学んでおくこ
と。 
4 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、断層、不整合についての概念
を学んでおくこと。 
5 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、地質構造を理解する方法を調
べておくこと。 
6 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、褶曲地形について調べておく
こと。 
7 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、化石の種類および化石の役割
を理解しておくこと。 
8 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、物質に対する光学的性質を調
べておくこと。 
9 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の光学的性質を調べてお
くこと。 
10 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の光学的性質を調べて
おくこと。 
11 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の光学的性質を調べて
おくこと。 
12 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、火成岩の主造岩鉱物の量比
を調べ、あわせて分類方法、火成岩の生成過程を理解しておくこと。 
13 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、天気図の役割、描き方を調
べておくこと。また、テレビ、新聞、インターネットを利用し、雲の動きと天気
図との関係、気圧配置と４季の天気との関係などを理解しておくこと。 
14 回 これまで学習した、実験内容を復習し、理解が曖昧なところを整理してお
くこと。 
15 回 これまで学習した、実験内容を復習し、実験結果について充分考察ができ
てない部分を整理しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSB2111 
成績評価 定期試験（100％）で評価を行なう。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス BA(理)(11〜11),BB(理)(11〜11) 
見出し FSB2111 細胞生物学Ⅰ 
担当教員名 南 善子 
単位数 2 
教科書 コーン・スタンプ 生化学 第５版／⽥宮信雄・八木達彦訳／東京化学同⼈ 

プリントを適時、必要に応じて配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 細胞，生体高分子 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 板書が早すぎる：タイミングを見てます。大半の⼈が書き終わっていることを確

認しているので、早く書く習慣をつけてください。 
ノートまとめをした：良いことです。他の講義でもやってみてください。 
席を自由にして欲しい：席が決まっていて良いという⼈も多い。１時間半ですか
ら、講義に集中してください。 
席の位置とプロジェクターの見やすさ：状況により、席の移動を認めますから、
言ってください。 

科目名 細胞生物学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 化学同⼈生化学辞典 第４版/東京化学同⼈ 

Essential 細胞生物学 第３版/南江堂 
授業形態 講義 
注意備考 １回目の講義の最初に，講義の方法について説明を行うので，必ず出席すること。 

本講義は，再履修の学生は受講出来ないので注意すること。全ての再履修の学生
は，後期の細胞生物 I（再）を受講すること。 

シラバスコード FSB2111 
実務経験のある教員  
達成目標 ① 細胞を立体的に動的に捉えることが出来るようになる。 

② 細胞を構成する生体分子の動きを知る。 
③ 細胞の中で起こる生命現象を理解する。 
④ 生物学の基本を理解する 

受講者へのコメント 講義のあった日にしっかりとノートのまとめ直しをすること。日々のちょっとし
た努⼒によって、理解度が変わってくる。 

連絡先 1 号館 1F 研究室（南） minami@dbc.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 出席、学習量、講義の満足度など、大半の⼈がよく取り組んだようである。 
総合評価として、目標達成が低めのようである。 



英文科目名 Cell Biology I 
関連科目 細胞生物学 II 

生物化学 I, II, III 
次回に向けての改善変更予定 理解が追いついていない面があるようなので、出来る限り、ゆっくりと進めてい

きたい。 
講義目的 生命はどのように維持されているのか？その疑問に対する答えを探りながら，細

胞の精巧な仕組みを学ぶ。細胞を立体的に動的に捉え，その全体像から分子レベ
ルまで掘り下げて講義を進める。本講義の目的は，生化学・分子生物学の基礎的
な理解を得ることにある。 

対象学年 2 年 
授業内容 1 回  イントロダクション。生命について、一般的な定義を解説する 

2 回  真核生物の構造。細胞内の細胞小器官について，一通り説明する。 
3 回  膜の構造と性質。生体膜を構成する分子、生体膜の性質について解説する。 
4 回  膜輸送（1）。膜輸送タンパク質について，解説する。 
5 回  膜輸送（2）。膜輸送タンパク質による，実際の分子の輸送の例を挙げて，
説明する。 
6 回  核の構造と機能について，説明する。 
7 回  DNA からタンパク質へ（1）。DNA の複製、RNA への転写，タンパク質
への翻訳について，説明する。 
8 回  DNA からタンパク質へ（2）。リボソームでの翻訳のメカニズムを解説す
る。 
9 回  ミトコンドリアの構造と機能について，説明する。 
10 回  葉緑体の構造と機能について，説明する。 
11 回  新生タンパクの行方。タンパク質が生合成された後、それぞれが働く場へ
とどのようにして移動するのかを解説する。 
12 回  細胞内区画と細胞内輸送，小胞体。小胞体の働きについて説明し、小胞体
上で合成されたタンパク質がどのように移動するかを説明する。 
13 回  細胞内区画と細胞内輸送，ゴルジ体。ゴルジ体の構造と機能、分泌作用に
ついて説明する。 
14 回  細胞内区画と細胞内輸送，リソソ−ム。食作用、飲作用について、リソソ
ームの働きと共に解説する。 
15 回  タンパク質の一生。タンパク質の分解について，解説する。 

準備学習 1 回  高校の生物の教科書で、細胞についてよく復習しておくこと。 
2 回  真核生物の細胞内小器官について、復習しておくこと。 
3 回  生体膜はどんな性質か，高校レベルの内容を理解しておくこと。 
4 回  前回の生体膜の性質を良く復習しておくこと。 
5 回  前回の膜輸送について良く復習しておくこと。 
6 回  遺伝子とは何かを理解しておくこと。 
7 回  核の中で行われること、細胞質で行われること区別して、良く理解してお
くこと。 
8 回  DNA, RNA, タンパク質の構造を復習しておくこと。 
9 回  酸素呼吸と代謝について、予習しておくこと。 



10 回  植物が行う光合成が私たちにどう関係するか，予習しておくこと。 
11 回  細胞の中で働くタンパク質の種類を調べておくこと。 
12 回  タンパク質合成について，復習しておくこと。 
13 回  前回の小胞体の働きを，復習しておくこと。 
14 回  前回のゴルジ体の働きを，復習しておくこと。 
15 回  タンパク質の合成から局在化まで，復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSB2112 
成績評価 定期試験（100％）で評価を行なう。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス BA(理)(〜11),BB(理)(〜11) 
見出し FSB2112 細胞生物学Ⅰ(再) 
担当教員名 南 善子 
単位数 2 
教科書 コーン・スタンプ 生化学 第５版／⽥宮信雄・八木達彦訳／東京化学同⼈ 

また、プリントを適時，必要に応じて配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 細胞，生体高分子 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ⿊板の文字が見にくいという意見、課題の答えをきっちりして欲しいとの意見が

ありましたので、改善していきます。 
大半の⼈に再履修で分かりやすかったという意見をもらいましたが、分かりづら
かったとの意見もありました。これに関しては、今後、対処します。 

科目名 細胞生物学Ⅰ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 Essential 細胞生物学 第３版／南江堂 
授業形態 講義 
注意備考 １回目の講義の最初に，講義の方法について説明を行うので，必ず出席すること。 
シラバスコード FSB2112 
実務経験のある教員  
達成目標 ① 細胞を立体的に動的に捉えることが出来るようになる。 

② 細胞を構成する生体分子の動きを知る。 
③ 細胞の中で起こる生命現象を理解する。 
④ 生物学の基本を理解する 

受講者へのコメント ノートで復習が出来たと思います。 
勉強する癖を失わないように、他の講義でもノート作成をしてみてはどうでしょ
う？ 

連絡先 1 号館 1F 研究室（南） minami@dbc.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 半数以上の学生が、講義を前向きに捉えているように思われる。 
授業進行が早かったという意見、理解できるように工夫を加えて欲しいという意
見も、数パーセントあるので、今後の課題と考えている。 

英文科目名 Cell Biology I 
関連科目 細胞生物学 II 

生物化学 I, II, III 



次回に向けての改善変更予定 講義内容をもう少し減らし、理解ができる範囲に押さえることも検討したい。 
講義目的 生命はどのように維持されているのか？その疑問に対する答えを探りながら，細

胞の精巧な仕組みを学ぶ。細胞を立体的に動的に捉え，その全体像から分子レベ
ルまで掘り下げて講義を進める。本講義の目的は，生化学・分子生物学の基礎的
な理解を得ることにある。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  イントロダクション。生命について、一般的な定義を解説する 

2 回  真核生物の構造。細胞内の細胞小器官について，一通り説明する。 
3 回  膜の構造と性質。生体膜を構成する分子、生体膜の性質について解説する。 
4 回  膜輸送（1）。膜輸送タンパク質について，解説する。 
5 回  膜輸送（2）。膜輸送タンパク質による，実際の分子の輸送の例を挙げて，
説明する。 
6 回  核の構造と機能について，説明する。 
7 回  DNA からタンパク質へ（1）。DNA の複製、RNA への転写，タンパク質
への翻訳について，説明する。 
8 回  DNA からタンパク質へ（2）。リボソームでの翻訳のメカニズムを解説す
る。 
9 回  ミトコンドリアの構造と機能について，説明する。 
10 回  葉緑体の構造と機能について，説明する。 
11 回  新生タンパクの行方。タンパク質が生合成された後、それぞれが働く場へ
とどのようにして移動するのかを解説する。 
12 回  細胞内区画と細胞内輸送，小胞体。小胞体の働きについて説明し、小胞体
上で合成されたタンパク質がどのように移動するかを説明する。 
13 回  細胞内区画と細胞内輸送，ゴルジ体。ゴルジ体の構造と機能、分泌作用に
ついて説明する。 
14 回  細胞内区画と細胞内輸送，リソソ−ム。食作用、飲作用について、リソソ
ームの働きと共に解説する。 
15 回  タンパク質の一生。タンパク質の分解について，解説する。 

準備学習 1 回  前期の講義で何が問題だったのか，自分でよく考えておくこと。 
2 回  真核生物の細胞内小器官について、復習しておくこと。 
3 回  生体膜はどんな性質か，高校レベルの内容を理解しておくこと。 
4 回  前回の生体膜の性質を良く復習しておくこと。 
5 回  前回の膜輸送について良く復習しておくこと。 
6 回  遺伝子とは何かを理解しておくこと。 
7 回  核の中で行われること、細胞質で行われること区別して、良く理解してお
くこと。 
8 回  DNA, RNA, タンパク質の構造を復習しておくこと。 
9 回  酸素呼吸と代謝について、予習しておくこと。 
10 回  植物が行う光合成が私たちにどう関係するか，予習しておくこと。 
11 回  細胞の中で働くタンパク質の種類を調べておくこと。 
12 回  タンパク質合成について，復習しておくこと。 
13 回  前回の小胞体の働きを，復習しておくこと。 



14 回  前回のゴルジ体の働きを，復習しておくこと。 
15 回  タンパク質の合成から局在化まで，復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSB2121 
成績評価 定期試験（70%）および講義中の演習課題提出（30%）で評価する。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス BA(理)(〜09),BB(理)(〜09) 
見出し FSB2121 生物物理化学Ⅲ 
担当教員名 ⻘木 宏之 
単位数 2 
教科書 生物物理化学の基礎−生命現象理解のために−／白浜，杉原編著，井上，柴⽥，

山口共著／三共出版 
アクティブラーニング  
キーワード 両親媒性分子，２分子膜、分子集合体 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 生物物理化学Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSB2121 
実務経験のある教員  
達成目標 1）生体反応系としての生体膜の役割を理解させる。 

2）生命現象における分子集合特性の重要性を理解させる。 
3）生体膜構成成分と生体膜物性との関係を理解させる。 

受講者へのコメント  
連絡先 １号館３階研究室 e-mail: aoki@dbc.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Biophysical Chemistry III 
関連科目 生物物理化学 I,II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 両親媒性を示す脂質分子は、水中で自発的に生体分子の基本骨格構造である２分

子膜を形成する．この生体膜が様々な生命反応の場を形成していること、および
生命の発生過程における生体膜の重要性を概説する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。講義の進め方を説明する。生体内反応と生体膜の役割

について説明する。 
2 回 反応速度論の基礎について説明する。 
3 回 酵素反応速度論について説明する。 



4 回 酵素活性の調節機構について説明する。 
5 回 全定常状態速度論について説明する。 
6 回 薬物速度論について説明する。 
7 回 生体系界面の熱⼒学について説明する。 
8 回 界面電気現象について説明する。 
9 回 単分子膜と吸着膜について説明する。 
10 回 累積膜・ベシクル・2 分子膜について説明する。 
11 回 生体膜の構成成分と構造について説明する。 
12 回 生体膜の動的構造について説明する。 
13 回 膜輸送と膜電位について説明する。 
14 回 生体膜の小胞化と膜融合について説明する。 
15 回 エネルギー変換機構（ミトコンドリア）について説明する。 

準備学習 1 回 生体内反応における”生体膜”の役割について、考え調べてくること。生体内
反応の速度過程について予習すること。 
2 回 生体内反応と生体膜の役割について復習すること。反応速度論に関し予習
すること。 
3 回 反応速度論の基礎について復習すること。酵素反応速度論に関し予習する
こと. 
4 回 酵素反応速度論について復習すること。酵素活性の調節機構に関し予習す
ること。 
5 回 酵素活性の調節機構について復習すること。全定常状態速度論に関し予習
すること。 
6 回 全定常状態速度論について復習すること。薬物速度論に関し予習すること。 
7 回 薬物速度論について復習する。生体系界面の熱⼒学に関し予習すること。 
8 回 生体系界面の熱⼒学について復習すること。界面電気現象に関し予習する
こと。 
9 回 界面電気現象について復習すること。単分子膜と吸着膜に関し予習するこ
と。 
10 回 単分子膜と吸着膜について復習すること。累積膜・ベシクル・2 分子膜に
関し予習すること 
11 回 累積膜・ベシクル・2 分子膜について復習すること。生体膜の構成成分と
構造に関し予習すること。 
12 回 生体膜の構成成分と構造について復習すること。生体膜の動的構造に関し
予習すること。 
13 回 生体膜の動的構造について復習すること。膜輸送と膜電位に関し予習する
こと。 
14 回 膜輸送と膜電位について復習すること。生体膜の小胞化と膜融合に関し予
習すること。 
15 回 生体膜の小胞化と膜融合について復習する。ミトコンドリアのエネルギー
変換機能に関し予習すること。 

 



年度 2012 
授業コード FSB2311 
成績評価 講義中の課題問題（20％），定期試験（80％）により評価する。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス BA(理)(〜11),BB(理)(〜11) 
見出し FSB2311 有機化学Ⅱ(再) 
担当教員名 野崎 浩 
単位数 2 
教科書 J.Mcmurry 著，伊藤，児玉訳・「有機化学概説 第６版」・東京化学同⼈ 
アクティブラーニング  
キーワード アルケン、アルキン、芳香族化合物、立体化学、光学異性体 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 難しいと思えるところは、質問にくること。ほっておくから益々分らなくなりま

す。 
出席をとって、すぐ出て行く⼈に対する処置は考えます。小テストを時間内に何
回かするかも知れません。 

科目名 有機化学Ⅱ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 J.Mcmurry 著・「Fundamentals of Organic Chemistry sixth Edition」・Brooks/Cole 

Publishing Company 
授業形態 講義 
注意備考 有機化学１を十分理解していることが必要である。 
シラバスコード FSB2311 
実務経験のある教員  
達成目標 教科書の各章中の演習問題が解けるようになること。 
受講者へのコメント まずは自分の手で問題を解く努⼒をして欲しい。その上で分らなかったら 

必ず質問に来るようにして欲しい。 
連絡先 １号館２階野崎研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 講義内容が難しいと思っている⼈が何⼈かいます。 
授業中何回も話をしていますが、その日に理解出来なかったところは 
その日の内に質問に来て欲しい。 

英文科目名 Organic Chemistry II 
関連科目 有機化学Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定 講義の後半に必ず演習問題を解かすようにする。次回の最初に 

順番に解答させ、模範解答を理解させる。 
講義目的 我々の生命活動を支えている物質の大部分は有機化合物である。従って生命現象

を分子のレベルで理解するためには有機化学は不可欠な学問である。本講義は有
機化学 I で学んだ知識をもとにライフサイエンスを学ぶに必要な最小限の基礎知



識としてのアルケン，アルキン，芳香族化合物および立体化学を講述する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 アルケンの反応（付加反応）におけるハロゲン化水素化および水和について

説明する。 
2 回 アルケンの反応（付加反応）におけるハロゲン化、水素化について説明す
る。 
3 回 アルケンの反応（酸化）におけるヒドロキシ化と開裂について説明する。 
4 回 共役ジエンと共鳴構造について説明する。 
5 回 アルキンとその反応における水素、ハロゲン化水素、水の付加について説明
する。また、アセチリドアニオンについても解説する。 
6 回 演習 アルケンおよびアルキンの反応に関する演習問題を行い、解答につ
いて解説を行う。 
7 回 芳香族化合物の構造と命名法について説明する。特に、共役 2 重結合とベ
ンゼン骨格についての違いを解説する。 
8 回 芳香族化合物の求電子置換反応における臭素化およびその他の置換反応に
ついて説明する。 
9 回 芳香族求電子置換における置換基効果について説明し、それぞれの反応メ
カニズムについて詳細に解説する。 
10 回 芳香族化合物の酸化、還元および有機合成を説明し、芳香族化合物の配向
性、置換其効果に基づく分子設計について説明する。 
11 回 演習 芳香族化合物に関する演習問題を行い、解答について詳細に解説す
る。 
12 回 立体化学と光学活性について説明し、鏡像異性体の概念についてモデルを
使用して解説する。 
13 回 立体配置表示の順位則と立体異性体について説明し、鏡像異性体、ジアス
テレオマー、メソ化合物の違いについて分子模型を使用して詳述する。 
14 回  ラセミ体と反応の立体化学について説明し、求核置換反応における生成
物の立体化学についてモデルに基づき解説する。 
15 回 演習 本講義におけるすべての理解度を再確認するため演習問題を行い、
解答を詳細に解説し、質疑応答を行う。 

準備学習 1 回 有機化学Ⅰの内容を十分理解しておくこと。 
2 回 付加反応の機構とマルコフニコフ則を理解しておくこと。 
3 回 水和、ハロゲン化、水素化を理解しておくこと。 
4 回 ヒドロキシ化と開裂反応を理解しておくこと。 
5 回 【演習】1,4-1,2-付加反応を理解しておくこと。 
6 回 付加反応とアセチリドアニオンの反応性を理解しておくこと。 
7 回 4 章を十分理解しておくこと。 
8 回 アルケンとの違いを理解しておくこと。 
9 回 求電子置換反応の機構を理解しておくこと。 
10 回 置換其による配向性について理解していること。 
11 回 簡単な芳香族化合物の合成ができること。 
12 回 5 章を十分に理解しておくこと。 



13 回 立体異性体と 4 面体炭素との関連を理解しておくこと。 
14 回 順位則に基づいて立体配置表示が出来ていること。 
15 回 6 章を十分に理解しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSB2312 
成績評価 課題提出（20％），定期試験（80％）により評価する。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス BA(理)(〜11),BB(理)(〜11) 
見出し FSB2312 天然物化学 
担当教員名 野崎 浩 
単位数 2 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード テルペノイド、ステロイド、アルカロイド、生合成 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 興味を持って聴講しているとのこと、今後ともより分り易く 

講義するよう心掛けます。 
科目名 天然物化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 大石 武著・「天然物化学」・朝倉書店，村上 孝夫著・「天然物の構造と化学」・

広川書店 
授業形態 講義 
注意備考 有機化学、生物化学を理解していることが望ましい。 
シラバスコード FSB2312 
実務経験のある教員  
達成目標 天然に存在する有機化合物の種類、構造、性質を理解すること。 
受講者へのコメント 特に、復習の時間をとって欲しい。 

疑問点はその週の内に質問に来ること。 
連絡先 １号館２階野崎研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし。 
英文科目名 Organic Chemistry of Natural Products 
関連科目 有機化学、生物化学 
次回に向けての改善変更予定 講義内容が実社会においてどのように使われているか 

具体例をあげ、学習意欲が増すよう配慮する。 
講義目的 生命体によって作り出される炭素化合物は膨大な数にのぼり、それらは自らの生

理を調節するとともに生物間相互にも多大な影響を与えている。このような生命
現象に関わる生理活性は化学構造の微妙な違いによって生じている。天然有機化
合物を化学構造から系統的に分類し、それらの有する生理活性について講義する 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 光合成について説明する。特に、化学的な側面から解説する。 

2 回 光合成と天然有機化合物との関連を含め、植物内での有機化学反応につい



て解説する。 
3 回 単糖類の構造と性質について説明する。その立体化学についても解説する。 
4 回 オリゴ糖と天然糖について説明し、身近な糖の例を挙げ解説する。 
5 回 脂質について説明し、単純脂質と複合脂質の構造および性質について解説
する。 
6 回 脂肪酸関連化合物について説明し、特に脂肪酸の種類、性質、構造の詳細を
解説する。 
7 回 脂質の代謝生合成および脂質関連天然物について説明する。その内、脂肪酸
の生合成および代謝を有機化学的見地から詳述する。 
8 回 テルペノイドについて説明し、その生合成を詳しく解説する。モノテルペン
の構造および種類についても口述する。 
9 回  セスキテルペンの生合成および構造について説明する。 
10 回 セスキテルペンの立体化学について分子模型を使用して解説する。 
11 回 ジテルペンの生合成およびその立体化学について説明すると共に、植物ホ
ルモンについてもその関連性について解説する。 
12 回 トリテルペンとステロイドについて説明し、それらの生合成および構造に
ついて解説する。また、それらの生物活性についても議論する。 
13 回 アルカロイドについて説明し、それらの構造的な特徴を解説する。 
14 回 アルカロイドの構造的な分類を行い、それらの幅広い生物活性について解
説する。 
15 回 演習 本講義の理解度を再確認するため演習を行い解答を詳細に解説し、
質疑応答を行う。 

準備学習 1 回 有機化学ⅠおよびⅡを理解していること。 
2 回 光合成の概念を理解していること。 
3 回 光合成による糖の合成を把握していること。 
4 回 グリコシド結合、アノマー炭素等の概念を理解しておくこと。 
5 回 還元糖とアルデヒドとの関連を理解しておくこと。 
6 回 脂質の構造、種類を把握しておくこと。 
7 回 ケン化価、ヨウ素価が計算できること。 
8 回 脂質の生合成、β 酸化の機構を理解しておくこと。 
9 回 イソプレン則を把握しておくこと。 
10 回 閉環反応を理解していること。 
11 回 デカリン環の立体化学を理解しておくこと。 
12 回 炭素陽イオン転移を理解しておくこと。 
13 回 トリテルペンとステロイドの生合成、立体化学を理解しておくこと。 
14 回 アルカロイドの特性および生合成を理解しておくこと。 
15 回 糖、脂質、テルペノイド全般を理解しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSB2321 
成績評価 定期試験の成績により評価する。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス BA(理)(〜10),BB(理)(〜10) 
見出し FSB2321 植物科学Ⅰ 
担当教員名 猪口 雅彦 
単位数 2 
教科書 講義時にプリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 植物生理，植物の発育，植物の代謝，光合成 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「出席はちゃんととってほしい。」という記述があったのですが、出席について

の考え方は初回講義時に説明したはずです。上記「受講者へのコメント」にも書
きましたが、主体的に講義をとっている受講生に対して「出席をとる」意義を教
えて欲しいぐらいです。出席をとったところで「出席点」というものは無いので
すから。また、「学生としてはありがたいですが、先生の労⼒を考慮すると、せっ
かくプリントがあるわけですから、板書はプリントの補助程度で十分だと思いま
す。」というコメントも頂きましたが、もとより「板書はプリントの補助」のつも
り 

科目名 植物科学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 テイツ／ザイガー 植物生理学（第 3 版）、L. テイツ, E. ザイガー（編）、⻄谷和

彦, 島崎研一郎（監訳）、培風館（2004） ISBN 4-563-07784-4 
（上記参考書の原書新版。英語の勉強にもなるのでオススメ→）Plant Physiology, 
5th Ed., Taiz, L. and Zeiger, E., Eds., Sinauer Associates, Inc. (2010) ISBN 978-0-
87893-866-7 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSB2321 
実務経験のある教員  
達成目標 植物の生⻑過程における環境応答を現象論的に理解するとともに、環境刺激の受

容メカニズムとホルモンによる生⻑調節を理解する。また、光合成によるエネル
ギー獲得の代謝メカニズムと、そのエネルギーが炭素同化・窒素同化や各種生合
成反応にどのように用いられるかを理解する。 

受講者へのコメント 講義中にも随時言っていることですが、講義には《自分なりの》興味や目的をも
って臨んで欲しいと思います。私が課す事前学習項目は、その切っ掛けに過ぎま
せん。講義には《主体的に》《出たいから出る》ものです。そうすると、講義室の
一番後ろの隅に固まって座るということも無くなるのではないでしょうか？一
番板書も見難い、声も聞き取りづらい場所に座って何のメリットがあるのか、私
にはさっぱり理解できません。 



連絡先 1 号館 2 階，ino@dbc.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講生の取り組みについては、特に義務的な課題を出しているわけでもないの
に、講義時間外の学習を半数以上の受講生がしていてくれていたことが心強いで
す。講義全体の評価では、「満足」＋「ほぼ満足」が 6 割を超えているものの、
「やや不満」と「不満」も居たのですが、不満のある⼈こそ是非自由記述欄に具
体的な指摘をしていただきたかったです。要望事項としては、大半は「特にない」
でしたが、宿題などの講義時間外の学習方法をはっきりと示して欲しいというの
が若干目立ちました。「何を学習するか」は受講生の目的次第だと思うのですが。 

英文科目名 Plant Science I 
関連科目 細胞生物学 I，生物化学 III，植物科学 II 
次回に向けての改善変更予定 アンケートからは、大きく改善を要するところは読み取れませんでしたが、上記

の「講義外の学習方法の指示」については、毎回の提出用紙に記載の事前学習項
目を（場合によっては）もう少し具体的にする様に検討してみます。 

講義目的 植物科学―植物の生物科学について、主に高等（種子）植物の個体〜細胞レベル
での現象について解説していく。特に、植物個体の生⻑過程とエネルギーフロー
に重点をおく。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 【オリエンテーション】全体の講義計画について説明を行う。 

2 回 【高等植物の生活環】高等植物の一生における胞子体世代と配偶体世代につ
いて、世代交代における核相の移り変わりとそれぞれの生⻑過程を解説する。 
3 回 【生⻑と分化】高等植物の胞子体世代の生⻑過程を 4 つの段階に分けて、そ
れぞれの生⻑の特徴を解説するとともに、植物の形態形成の基本メカニズムを解
説する。 
4 回 【環境応答反応】植物が環境刺激を受けて生⻑を変化させる現象を、光刺激
と重⼒刺激を中心に解説する。 
5 回 【植物ホルモン（１）】植物ホルモンの概念を、生⻑における屈曲反応（屈
性）の研究からのオーキシンの発見を通して解説する。 
6 回 【植物ホルモン（２）】現在知られている主な植物ホルモンの種類と、それ
ぞれの化学的特性と主な生理作用について解説する。 
7 回 【中間まとめ】講義前半の内容を振り返り、質疑応答を行う。 
8 回 【植物細胞の構造と機能】植物細胞に特有の構造と機能、特にオルガネラの
分化について解説する。 
9 回 【光合成（１）：光化学反応系】葉緑体の光化学反応系において、光エネル
ギーから ATP と NADPH の化学的エネルギーが生成されるメカニズムについて
解説する。 
10 回 【光合成（２）：C3 型炭酸固定反応】光化学反応系によって生成された化
学エネルギーを用いて行われる炭酸固定反応の基本メカニズムであるカルビン
ベンソン回路について解説する。 
11 回 【光合成（３）：C4 型炭酸固定反応】カルビンベンソン回路から派生した
C4 炭酸固定反応系およびベンケイソウ型有機酸代謝（CAM）反応系について解



説する。 
12 回 【炭素代謝】光合成組織において固定された炭水化物の植物体全体への転
移・輸送と、非光合成組織における同化産物の利用について解説する。 
13 回 【窒素代謝】炭素に次ぐ重要な元素である窒素の同化について、微生物に
よる窒素固定から植物細胞中でのアミノ酸への同化までの過程を解説する。 
14 回 【生合成反応：一次代謝と二次代謝】同化産物を利用して行われる植物細
胞の豊富な生合成能⼒について、特に主要な二次代謝反応系を中心に解説する。 
15 回 【まとめと復習】講義全体を振り返って要点を整理するとともに、質疑応
答を行う。 

準備学習 1 回 本講義に期待する内容を考えておく。 
2 回 植物の一生はいつ始り、いつ終わるのかを考えておく。 
3 回 生物の生⻑（＝体が大きくなること）はどのようにして起こるのかを考えて
おく。 
4 回 植物の生⻑に影響を与える環境刺激にはどのようなものがあるかを考えて
おく。 
5 回 ホルモンとはどのような特徴を持つか調べておく。 
6 回 植物ホルモンの種類と、それらがどのような化学物質であるかを調べてお
く。 
7 回 第６回までの講義ノートを整理し、疑問点をまとめておく。 
8 回 植物細胞の細胞小器官とその役割についてまとめておく。 
9 回 植物の光合成色素と、光による色素分子の励起について調べておく。 
10 回 C3 炭酸固定反応系の原料と産物は何かを考えておく。 
11 回 炭酸固定反応系における光呼吸の原因とデメリットを復習しておく。 
12 回 炭素同化（炭酸固定反応）は植物体のどこで起こるのかを考えておく。 
13 回 窒素原子が含まれる生体物質と、その窒素原子が何に由来するのかを調べ
ておく。 
14 回 一次代謝と二次代謝の意義について調べておく。 
15 回 講義全体を通してのノート整理を行い、疑問点をまとめておく。 

 



年度 2012 
授業コード FSB2322 
成績評価 定期試験 100％により評価する。 

但し，定期試験においては基準点を設け。得点が 100 点満点中 60 点未満は不合
格とする。 

曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス BA(理)(〜10),BB(理)(〜10) 
見出し FSB2322 薬品合成化学 
担当教員名 大平 進 
単位数 2 
教科書 有機合成の戦略／C.L.ウイリス，M.ウイリス／化学同⼈ 
アクティブラーニング  
キーワード 逆合成，反応機構 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 薬品合成化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験期間中に行い，試験形態は筆記試験とする。 

授業中に配布する小問題を中心に有機化学を勉強すること。 
シラバスコード FSB2322 
実務経験のある教員  
達成目標 医薬，農薬等の有機化合物を選択的につくるための有機化学反応を，以下の観点

から理解させる。 
1）炭素−炭素結合生成反応 
2）カルボニル化合物の反応 
3）酸化レベルと官能基変換 
4）保護基 
5）官能基選択性，位置選択性，立体選択性 

受講者へのコメント  
連絡先 １号館２Ｆ 大平研究室 086-256-9425 sohira@dbc.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Medicinal Synthetic Chemistry 
関連科目 有機化学 I,II,III,IV  天然物化学，薬品応用化学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 種々の構造の化合物を⼈工的に化学合成し薬効を調べる過程は新薬開発には欠

かせない。本講義では望む構造をもつ有機化合物を選択的効率的に合成するため



の有機化学について学ぶ。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。医薬品合成と有機化学の関わり，講義の範囲等につい

て説明する。 
（大平 進） 
2 回 有機化学反応理解の基本，結合の極性と曲がった矢印の使い方について説
明する。 
（大平 進） 
3 回 有機化学Ｉ-ＩＶで学んだ炭素炭素結合生成反応について，有機合成化学的
見方を説明する。 
（大平 進） 
4 回 簡単な標的化合物を例に逆合成の考え方と方法を説明する。 
（大平 進） 
5 回 標的化合物の潜在極性，極性変換の概念について説明する。 
（大平 進） 
6 回 環状化合物の合成法，分子内反応の有為さについて説明する。 
（大平 進） 
7 回 酸化，還元，脱水，加水の関係と官能基相互変換，各官能基の関係性につい
て説明する。 
（大平 進） 
8 回 各種官能基の保護基の利用法を説明する。 
（大平 進） 
9 回 官能基および位置選択的炭素炭素結合生成反応について説明する。 
（大平 進） 
10 回 酸化・還元の官能基選択性，位置選択性とその発現理由を説明する。 
（大平 進） 
11 回 位置選択性の発現理由を，HSAB 原理，熱⼒学および速度論制御の概念を
用いて説明する。 
（大平 進） 
12 回 ジアステレオ選択性とエナンチオ選択性について説明する。 
（大平 進） 
13 回 環状および非環状化合物に対する付加反応の立体選択性の発現理由につい
て説明する。 
（大平 進） 
14 回 非環状化合物への付加反応について立体選択性を予測する方法について説
明する。 
（大平 進） 
15 回 実際の医薬品の最近の具体的合成経路について，反応を分類し，説明する。 
（大平 進） 

準備学習 1 回 授業内容の確認と復習。第２回目授業までに有機化学 I-IV の復習をしてお
くこと。 
2 回 結合の極性と曲がった矢印の書き方を復習すること，第３回目授業までに



有機化学 I-IV の復習をしておくこと。 
3 回 炭素炭素結合生成反応について復習すること，第４回目授業までに逆合成
の方法について予習しておくこと。 
4 回 複数の逆合成経路を理解するよう復習すること。第５回目授業までに潜在
極性，極性変換について予習しておくこと。 
5 回 潜在極性，極性変換の意味を理解できるよう復習すること。第６回授業まで
に環状化合物の合成について予習しておくこと。 
6 回 環状化合物の合成について，反応機構を理解するよう復習すること。第７回
授業までに，官能基変換について予習しておくこと。 
7 回 官能基変換反応について関係性を理解するよう復習すること。第８回授業
までに保護基について予習しｔおくこと 
8 回 各種官能基の保護について具体例を復習しておくこと。第９回目授業まで
に官能基選択的反応，位置選択的反応について予習しておくこと。 
9 回 官能基選択的反応，位置選択的反応の具体例を復習しておくこと。第１０回
目授業までにその発現理由について予習しておくこと。 
10 回 官能基および位置選択性の発現理由について復習しておくこと。第１１回
授業までに熱⼒学制御と速度論制御について予習しておくこと。 
11 回 HSAB 原理，熱⼒学制御，速度論制御について復習すること。第１２回目
授業までにジアステレオ選択的反応とエナンチオ選択的反応について予習して
おくこと。 
12 回 ジアステレオ選択的反応とエナンチオ選択的反応について復習しておくこ
と。第１３回目授業までに環状および非環状化合物の立体選択性について予習し
ておくこと。 
13 回 環状および非環上化合物の立体選択性の発現理由について復習しておくこ
と。第１４回目授業までに非環状化合物への付加反応への付加反応の立体選択性
について予習しておくこと。 
14 回 非環上化合物への付加反応の選択性を予測できるようになっておくこと。
第１５回目授業までに多段階合成の各反応をたどっておくこと。 
15 回 多段階合成の各反応をその役割も含めて十分理解できるよう，復習をおこ
なうこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSB23A1 
成績評価 中間テスト（４０％）と定期試験（６０％）において 100 点満点中６０点以上を

単位取得合格とする。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス BA(理)(〜12) 
見出し FSB23A1 数学Ⅰ 
担当教員名 宮垣 嘉也 
単位数 2 
教科書 やさしく学べる微分積分/石村園子/共立出版 
アクティブラーニング  
キーワード 連続、極限、微分係数、導関数、合成関数の微分、テイラー／マクローリン展開 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 教科書の学習箇所がときには前後するが、そのつど明示しているのでホローして

ほしい。 
数式に対する基本的な計算はある程度円滑にできてほしい。 

科目名 数学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 多くある、たとえば、計算⼒が身につく微分積分/佐野公明:基礎コース微分積分

/坂⽥、萬代、山原,どちらも学術図書出版社、など。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSB23A1 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）三角関数、逆三角関数、指数関数、対数関数およびこれらを合成した関数

の微分計算が円滑に実行できること、 
（2）対数微分法、不定形の極限の計算ができること、 
（３）マクローリン展開ができること。 

受講者へのコメント 欠席をすると内容の理解の困難度がかなり増すので、できるだけ欠席しないよう
に。 
ノートをとるより(板書の内容は教科書とほぼ同じ）、よく聞いていて、考え方や
一般的な方法を知るようにしてほしい。 

連絡先 宮垣研究室 ５号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし 
英文科目名 Mathematics I 
関連科目 数学入門、数学 II 
次回に向けての改善変更予定 分かりやすい説明ときれいな板書を心がけたい。 
講義目的 （１）関数の微分演算についての概念と定理を与える、 



（２）初等関数について具体的に微分できるようにする、 
（３）微分の大切な応用（極限値の計算や関数のべき級数展開）についての知識
を与える。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 三角関数、逆三角関数を学習する。 

2 回 指数関数、対数関数を学習する。 
3 回 微分係数、導関数、微分公式、合成関数の微分について、定義および計算方
法を学習する。 
4 回 整式、有理式、三角関数、逆三角関数の微分の計算方法について学習する。 
5 回 指数関数、対数関数の微分、対数微分法について、その計算方法を学習す
る。 
6 回 微分に関する演習（１）をする。 
7 回 微分に関する演習（２）をする。 
8 回 第 1 回〜7 回の内容に対する中間テストをして、理解度をみるとともに、理
解不足の事項の再解説をする。 
9 回 ロルの定理と平均値の定理、ロピタルの定理を学習し、不定形の極限の計算
方法を知る。 
10 回 微分を応用した関数のグラフの描き方について学習する。 
11 回 理解を深めるために第 10 回〜11 回に対する演習をする。 
12 回 ｎ次導関数の求め方を学習する。 
13 回 テイラー展開の定義と計算方法を学習する。 
14 回 マクローリン展開の定義と計算方法を学習する。 
15 回 理解を深めるために第 9 回〜14 回の内容に対する演習をする。 

準備学習 1 回 一般角、弧度法（ラジアン角）、逆三角関数の意味について調べておくこと。 
2 回 指数関数、対数関数の意味と定義域、自然対数の底とは何か、どんな値かに
ついてしらべておくこと。 
3 回 微分の定義とその幾何学的意味を知っておくこと。 
4 回 逆三角関数のグラフを描いて、その接線の傾きの符号を調べておくこと。 
5 回 対数微分法が適用される関数の例を二つ挙げること。 
6 回 基本関数の導関数をまとめておくこと。 
7 回 合成関数の微分の仕方の要点を確認しておくこと。 
8 回 演習から得た知識から、間違いなく関数を微分するための注意点を列挙し
ておくこと。 
9 回 ロルの定理および平均値の定理はどんな内容か予習しておくこと。 
10 回 できるだけ正確に関数のグラフの形を描くにはどんな量が必要か、考えて
列挙してみること。 
11 回 各項目ごとの要点を整理しておくこと。 
12 回 いくつかの関数を例にあげて、それらの 1〜4 回微分を実行してみること。 
13 回 テイラー展開の意味を考えておくこと。 
14 回 ５つの基本的な関数の無限べき級数展開を、収束範囲も示してまとめてお
くこと。 
15 回 個々の問題を解くさいに注意すべき具体的な点を整理してまとめておくこ



と。 
 



年度 2012 
授業コード FSB23B2 
成績評価 中間テスト（５０％）と定期試験（５０％）において１００点満点中６０点以上

を単位取得合格とする。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス BA(理)(〜12) 
見出し FSB23B2 数学Ⅱ 
担当教員名 宮垣 嘉也 
単位数 2 
教科書  

やさし学べる微分積分/石村園子/共立出版（数学Ｉに同じ）。 
１２回〜１５回（微分方程式に関する内容）はノート講義。 

アクティブラーニング  
キーワード 置換積分、部分積分法、リーマン和、定積分、微分方程式 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ｢丁寧に説明してほしい」「板書がきたない」 

前者については、説明が丁寧で分かりやすかったというコメントも複数あった。 
後者については、改めたい。 

科目名 数学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 計算⼒が身につく微分積分/佐野公明著/学術図書出版社：基礎コース微分積分坂

⽥、萬代、山原著/学術図書出版社：テキスト微分方程式/小寺平治/共立出版社 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSB23B2 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）基本的な関数の積分を示すことができる、（２）置換積分や部分積分を利用

した積分の計算ができる、（３）定積分によって図形の面積や回転体の体積を求
めることができる、（４）変数分離形、1 階線形、定係数２階線形の微分方程式の
解を求めることができる。 

受講者へのコメント 板書は教科書とほぼ同じなので、教科書のどの個所を勉強しているのか確認する
こと、書くよりよく聞いておいてほしい、聞くことと考えることを並行して実行
してください。 

連絡先 宮垣研究室 5 号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね良。 
英文科目名 Mathematics II 
関連科目 入門数学、数学Ｉ 
次回に向けての改善変更予定 板書をきれいに書きたい。 



講義目的 （１）微分演算の逆としての積分演算についての知識を与える、（２）不定積分を
見出すいろいろな方法（工夫）を知らしめる、（３）定積分の意味と不定積分との
関連を示す、（４）定積分の求積への応用を示す、（５）積分の応用として簡単な
微分方程式の解き方についての知識を与える。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 不定積分の基本公式について学習する。 

2 回 置換積分法について学習する。（１） 
3 回 置換積分法について学習する。（２） 
4 回 部分積分法について学習する。 
5 回 有理関数の積分の求め方について学習する。 
6 回 第 1 回〜5 回に対する演習をする。 
7 回 ここまでのまとめとして、中間テストをして不定積分の計算方法の理解度
をみるとともに、理解不足の項目を再解説する。 
8 回 リーマン和および定積分の定義とその性質について学習する。 
9 回 定積分の計算方法について学習する。 
10 回 定積分を用いて面積や体積を求める。 
11 回 定積分の計算が実行できるか、２回目の中間テストによってチェックする
とともに、再解説によって理解不足点をリカバーする。 
12 回 変数分離形微分方程式の解き方について学習する。 
13 回 1 階線形部分方程式の解き方について学習する、 
14 回 定係数２階線形微分方程式の解き方について学習する。 
15 回 第 12 回〜14 回に対する演習または補足講義をする。 

準備学習 1 回 テキストによって基本関数の微分を知って、逆に積分の公式をつくってみ
ること。 
2 回 置換積分とはどのようなものかについて、テキストで知っておくこと。 
3 回 置換積分の手順を箇条書きに整理しておくこと。 
4 回 部分積分法とはどのようなものかについて、テキストで知っておくこと。 
5 回 部分分数展開とはどのようなものかについて、テキストで知っておくこと。 
6 回 第 1 回〜5 回の内容を整理して、不定積分の求め方を一つのアルゴリズムに
まとめてみること。 
7 回 具体的に積分計算を実行するさいの注意点を列挙しておくこと。 
8 回 リーマン和の定義とその幾何学的意味をテキストであらかじめ知っておく
こと。 
9 回 積分の平均値の定理の幾何学的意味を考えてみること。 
10 回 複雑な図形の面積や体積の実験的求め方について考察してみること。 
11 回 関数のグラフの概形を描く練習をしておくこと。 
12 回 簡単な微分方程式で表わされた自然科学や社会科学における法則の例を調
べておくこと。 
13 回 線形、非線形の定義について調べておくこと。 
14 回 同次微分方程式、非同次微分方程式の違いについて調べておくこと。 
15 回 微分方程式の形ごとに、それぞれの公式や解法の手順を整理してまとめて
おくこと。 



 



年度 2012 
授業コード FSB2511 
成績評価 レポート（１０％）と中間試験（１０％）および定期試験（８０％）で評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス BA(理)(〜11),BB(理)(〜11) 
見出し FSB2511 生物化学Ⅰ(再) 
担当教員名 林 謙一郎 
単位数 2 
教科書 生物化学序説 第 2 版（化学同⼈）泉屋信夫 共著 
アクティブラーニング  
キーワード 生化学、分子構造、生体成分 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 できるだけ、平易に説明していますが、難しいとの回答がありましたが、 

再履修クラスでもあり、予習を心がけて下さい。 
科目名 生物化学Ⅰ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 Essential 細胞生物学 第 2 版（南江堂）,生化学辞典 第３版（第２版も可）， 
授業形態 講義 
注意備考 基礎的な事柄を、よく予習・復習しておくこと。 
シラバスコード FSB2511 
実務経験のある教員  
達成目標 生物化学 II 以降を学ぶのに必要な基礎事項を理解することを目標とし、その達

成のために、以下のような項目を説明できること。アミノ酸、糖質、脂質の構造
式が説明でき、その化学構造と細胞内での役割について理解する。タンパク質の
アミノ酸配列と高次構造について、説明出来ること。補酵素、ビタミンの構造と
役割について、説明出来ること。 

受講者へのコメント 特になし 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 プリントを中心に、より理解しやすいように要点をまとめるように改善する。 
英文科目名 Biochemistry I 
関連科目 生物化学 II、生物化学 III、細胞生化学 I,II 
次回に向けての改善変更予定 要点を明確にして、より重要な点を強調したい。 
講義目的 生物化学では、生物の細胞の構造と機能を担う生体成分であるタンパク質，核酸，

糖，脂質の構造と機能を学習する。さらに、細胞内での生合成と分解、エネルギ
ー生成などの代謝活動を、分子レベルで理解する事を目標とする。そのため、生
物化学 I では、基本的な生体成分であるアミノ酸、タンパク質、糖質、脂質の化
学構造および、ビタミンと補酵素の構造について、生体内での機能と関連させて
説明する。 



対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 生物化学序論、生体機能に関する反応、水溶液の性質などを解説する。 

2 回 アミノ酸の構造と立体化学、L 型アミノ酸の立体構造と側鎖の化学的性質に
ついて解説する。 
3 回 アミノ酸、ペプチドの性質と反応、特にペプチド結合の性質、両性イオンな
どについて解説する。 
4 回 タンパク質の構造と機能、特にタンパク質の 1 次構造について解説する。 
5 回 タンパク質の高次構造、特に 2 次構造、３次構造について解説し、それらを
保持する化学結合について説明する。 
6 回 単糖の構造と機能、特にアルドースとケトースの化学構造と開環・閉環構造
について説明する。 
7 回 オリゴ糖、多糖の構造と機能、特に２糖の構造について説明する。また、ア
ミロースやセルロースなどのグリコシド結合を解説する。 
8 回 第１回から第７回目までの講義内容について、中間試験を行うとともに、 
試験内容の解説を行う。 
9 回 単純脂質と生体の機能 特に、脂肪酸の構造と性質について解説する。 
10 回 複合脂質と生体の機能 特に、リン脂質・糖脂質の構造と機能や生体膜の
構造について解説する。 
11 回 核酸塩基の構造と化学 核酸の構成成分の化学構造とその性質について説
明する。 
12 回 ヌクレオシドの構造と化学について解説する。 
13 回 DNA と RNA の構造と機能、特に、２重螺旋構造と遺伝情報の複製につい
て解説する。 
14 回 ビタミンの構造と機能１、水溶性ビタミンの構造と補酵素との関連性を解
説する。 
15 回 ビタミンの構造と機能２ 脂溶性ビタミンの構造と性質について解説す
る。 

準備学習 1 回 シラバスと教科書の内容ををよく確認し学習の過程を把握しておくこと 
2 回 アミノ酸の立体化学と光学異性体について、調べておくこと。 
3 回 タンパク質に含まれる２０種類のアミノ酸と、非核酸性アミノ酸の化学構
造、ペプチド結合、ニンヒドリン反応等について調べておくこと。 
4 回 ポリペプチド結合、タンパク質の機能分類、一次構造、二次構造について調
べておくこと。 
5 回 タンパク質の立体構造、すなわち三次構造、四次構造、タンパク質の変性に
ついて調べておくこと。 
6 回 単糖の化学構造、アルドースとケトースの開環、閉環構造について、調べて
おくこと。 
7 回 生体に存在する２糖、オリゴ糖、多糖の名称、分類、機能を調べておくこと。 
8 回 １回から７回目までの講義内容について、中間試験とその問題の解答の解
説を行う。 
9 回 ワックス、脂肪酸、グリセロールの構造式と名称をしらべ、アシルグリセロ
ールの性質を勉強しておくこと。 



10 回 リン脂質、糖脂質の化学構造と生体膜の構造について、調べておくこと。
また、乳化作用、界面活性について勉強しておくこと。 
11 回 DNA と RNA に含有される核酸塩基、糖、リン酸について、その構造式を
調べておくこと。 
12 回 ヌクレオシドの化学構造と、核酸塩基の間での水素結合について調べてお
くこと。 
13 回 DNA, RNA の立体構造、DNA のポリヌクレオチド鎖の構造、mRNA, tRNA
の構造と機能について調べておくこと。 
14 回 NAD, FAD, H-CoA の構造について、勉強しておくこと、水溶性ビタミン
について調べておくこと 
15 回 脂溶性ビタミン、ビタミン A、D、E について調べておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSB2512 
成績評価 定期試験(100%)で評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス BA(理)(〜11),BB(理)(〜11) 
見出し FSB2512 生物化学Ⅲ 
担当教員名 南 善子 
単位数 2 
教科書 コーン・スタンプ 生化学 第５版／⽥宮信雄・八木達彦訳／東京化学同⼈ 
アクティブラーニング  
キーワード 呼吸，光合成，アミノ酸代謝，脂質代謝，ヌクレオチド代謝 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 図表を使って欲しいという意見がありました。工夫してみます。 

ノートまとめをしたという前向きな意見が複数ありましたが、そうでないものも
ありました。 

科目名 生物化学Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 生化学辞典 第４版/東京化学同⼈ 
授業形態 講義 
注意備考 生物化学 I, II と細胞生物学 I の講義を十分に理解しておくこと。 

最初の講義で，受講の注意などを伝達するので必ず出席すること。 
シラバスコード FSB2512 
実務経験のある教員  
達成目標 ① 呼吸とは何か，光合成とは何か，きちんと説明出来るようになる。 

② 生体内で起こる様々な代謝を理解し，生命現象に結びつけられるようにな
る。 

受講者へのコメント しっかりと復習することを心がけて下さい。 
講義時間以外でも、勉強しましょう。 

連絡先 1 号館１階 研究室（南） minami@dbc.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業の目標達成度が少し低いようである。内容が多い、進行が早いという意見が
目立つ。 
内容が多く、理解が不樹分であったかもしれない、改善点である。 

英文科目名 Biochemistry III 
関連科目 生物化学 I，II 

細胞生物学 I, II 
次回に向けての改善変更予定 内容が多いという意見に対して、考慮したい。 
講義目的 生物化学 II に続いて、エネルギー生産について学ぶ。呼吸と光合成の関連を理解

し，基本的な知識を入れる。また，脂質，アミノ酸，ヌクレオチドという基本単



位の代謝を理解する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  糖代謝の復習。生物化学 II で学習した内容を再確認し、続く代謝との関連

を解説する。 
2 回  ミトコンドリアと電子伝達系（1）。電子伝達系の構成を説明する。 
3 回  ミトコンドリアと電子伝達系（2）。酸化的リン酸化の機構とエネルギーに
ついて，説明する。 
4 回  ミトコンドリアでの ATP 合成。ATP 合成酵素の働きについて，説明する。 
5 回  光合成の暗反応。二酸化炭素固定経路について，説明する。 
6 回  光合成の明反応。光合成の電子伝達系の構成について、説明する。 
7 回  呼吸と光合成のまとめ。呼吸と光合成の反応を比較し，まとめを行う。 
8 回  脂質代謝（分解）。脂質の分解経路について，説明し、呼吸の電子伝達系と
の関係を解説する。 
9 回  脂質代謝（合成）。脂質の合成経路について，説明し，分解経路との比較を
行う。 
10 回  アミノ酸代謝（分解）。アミノ酸の分解経路について，解説する。 
11 回  アミノ酸代謝（尿素回路）。アミノ酸の分解で生じるアンモニアの代謝に
ついて，説明する。 
12 回  アミノ酸代謝（合成）。アミノ酸の合成，特に，ヒトにとっての非必須ア
ミノ酸の合成について説明する。 
13 回  アミノ酸代謝（窒素固定）。窒素固定細菌が行う、窒素固定経路を説明す
る。 
14 回  ヌクレオチド代謝（分解）。ヌクレオチドの分解経路について説明する。 
15 回  ヌクレオチド代謝（合成）。ヌクレオチドの合成経路について説明する。 

準備学習 1 回  生物化学 II の内容を良く復習しておくこと。 
2 回  ミトコンドリアについて復習しておくこと。 
3 回  前回の講義内容を良く復習しておくこと。 
4 回  前回の講義内容を良く復習しておくこと。 
5 回  葉緑体について復習しておくこと。 
6 回  電子伝達系について調べておくこと。 
7 回  これまでの講義内容を良く復習しておくこと。 
8 回  脂質の構造を復習しておくこと。 
9 回  前回の講義内容を良く復習しておくこと。 
10 回  アミノ酸の構造，種類，性質を復習しておくこと。 
11 回  前回の講義内容を良く復習しておくこと。 
12 回  必須アミノ酸を理解しておくこと。 
13 回  植物と窒素固定の関係を調べておくこと。 
14 回  ヌクレオチドの構造，種類を復習しておくこと。 
15 回  前回の講義内容を良く復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSB2521 
成績評価 実験の実施（50%）と実験レポ−トの内容（50%）で成績評価を行なう。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス BA(理)(〜10),BB(理)(〜10) 
見出し FSB2521 生物化学実験Ⅰ 
担当教員名 三井 亮司、窪木 厚⼈、河野 真二、猪口 雅彦 
単位数 3 
教科書 オリエンテーション時に実験テキストを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 実験基礎技術，細胞生物学，微生物学，生化学，有機化学，分析化学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特にコメントを必要とする自由記述はありませんでした。 
科目名 生物化学実験Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 あらかじめ実験テキストを熟読し、各自の実験ノートに手順をまとめてくるこ

と。実験に相応しい服装をし、必ず白衣を着用すること。出席と実験レポ−トの
提出は必須である。 

シラバスコード FSB2521 
実務経験のある教員  
達成目標 実験の基礎技術の習得。 

・固体と液体を必要な精度に応じて適切に計り取ることができる様になる。 
・各種溶液を必要な濃度で調製することができる様になる。 
・生化学、細胞学、生理学、微生物学、有機化学、分析化学などの基礎的実験を
安全かつ正確に遂行できる様になる。 
・実験データをパソコン等を用いて適切に処理し、必要な結果を導き出せる様に
なる。 
・分かり易く簡潔な実験レポートを作成できる様になる。 

受講者へのコメント 実習科目は手を動かして今までの学習内容を確認できる貴重な機会です。やらさ
れているととらえるのではなく積極的な取り組みを期待します。 

連絡先 三井亮司：1 号館 1 階，rmitsui@dbc.ous.ac.jp 猪口雅彦：1 号館 2 階，
ino@dbc.ous.ac.jp 窪木厚⼈：1 号館 2 階，kuboki@dbc.ous.ac.jp 河野慎二：1
号館 3 階 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 実験実習と言うこともあり、レポート提出など自宅で学習する必要が多かったよ
うです。目標達成と考える率は 85%を超えています。満足度も 78%でした。 

英文科目名 Laboratory Experiments in Biochemistry I 



関連科目 生物化学科の講義全般 
次回に向けての改善変更予定 とくにありませんが、本年度は実施形態を変更したのでその充実を図っていきま

す。 
講義目的 生化学、細胞学、生理学、微生物学、有機化学、分析化学などの基礎的実験を通

して、試薬や生物試料の取扱い、溶液の調製、生化学物質の分析方法など、今後
の実験の基礎となる技術を習得する。また、実験過程の観察と記述、コンピュー
タによるデータ処理を含む実験結果の解析、およびレポートの作成の仕方などに
も重点をおく。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 本学の実験系排水、生活系排水および廃棄物の処理などについて説明する。
実験を実施するための基本操作についてトレーニングをする。 
3 回 生化学実験１ 各種水溶液の調製と、pH メーターを用いた pH 測定につい
て実習する。 
4 回 生化学実験２ 酸と塩基の滴定操作と緩衝溶液の調製および緩衝作用につ
いて実習する。 
5 回 生化学実験３ 吸光光度計を用いた溶液の吸光度の測定とタンパク質の比
色定量法について実習する。 
6 回 生化学実験４ 酵素溶液の調製と酵素活性の測定について実習する。 
7 回 微生物学実験１ 微生物を培養するための培地作製と植菌について実習す
る。 
8 回 微生物学実験２ 微生物の形態観察とグラム染色について実習する。 
9 回 微生物学実験３ 微生物細胞の機能を利用した発酵食品の製造について実
習する。 
10 回 微生物学実験４ 微生物細胞の機能を利用したアルコール発酵について実
習する。 
11 回 有機化学１ 抽出・薄層クロマトグラフィーによる有機化合物の分離につ
いて実 
習する。 
12 回 有機化学２ シリカゲルカラムクロマトグラフィーによる有機化合物の分
離につ 
いて実習する。 
13 回 有機化学３ 再結晶・昇華による有機化合物の分離について実習する。 
14 回 有機化学４ アミノ酸の化学構造とその性質について実習する。 
15 回 報告書の作成を行う。 

準備学習 1 回 科学実験を行うにおいて注意すべき点について考えておくこと。 
2 回 実験実施に必要な準備について考えておくこと。 
3 回 当日の実験内容について十分に予習しておくこと。実習後、テキスト、教員
の指示に従ってレポートを提出すること。 
4 回 当日の実験内容について十分に予習しておくこと。実習後、テキスト、教員
の指示に従ってレポートを提出すること。 
5 回 当日の実験内容について十分に予習しておくこと。実習後、テキスト、教員



の指示に従ってレポートを提出すること。 
6 回 当日の実験内容について十分に予習しておくこと。実習後、テキスト、教員
の指示に従ってレポートを提出すること。 
7 回 当日の実験内容について十分に予習しておくこと。実習後、テキスト、教員
の指示に従ってレポートを提出すること。 
8 回 当日の実験内容について十分に予習しておくこと。実習後、テキスト、教員
の指示に従ってレポートを提出すること。 
9 回 当日の実験内容について十分に予習しておくこと。実習後、テキスト、教員
の指示に従ってレポートを提出すること。 
10 回 当日の実験内容について十分に予習しておくこと。実習後、テキスト、教
員の指示に従ってレポートを提出すること。 
11 回 当日の実験内容について十分に予習しておくこと。実習後、テキスト、教
員の指示に従ってレポートを提出すること。 
12 回 当日の実験内容について十分に予習しておくこと。実習後、テキスト、教
員の指示に従ってレポートを提出すること。 
13 回 当日の実験内容について十分に予習しておくこと。実習後、テキスト、教
員の指示に従ってレポートを提出すること。 
14 回 当日の実験内容について十分に予習しておくこと。実習後、テキスト、教
員の指示に従ってレポートを提出すること。 
15 回 各実験の結果を整理しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSB2522 
成績評価 試験の成績 50％、各実習項目に対するレポート提出 50％で成績を評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス BA(理)(〜10),BB(理)(〜10) 
見出し FSB2522 生物化学実験Ⅲ 
担当教員名 尾堂 順一、宮永 政光、河野 真二 
単位数 3 
教科書 実習用に作成したプリントを用いる。 
アクティブラーニング  
キーワード 環境分析，分光分析，クロマトグラフィー，物理化学的測定 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 授業アンケートを実施しなかったので、回答はありません。 
科目名 生物化学実験Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 実習中に適宜指示をする。 
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード FSB2522 
実務経験のある教員  
達成目標 ・実験に用いるガラス器具を使うことができる 

・環境分析に必要な分析法の原理を説明できるとともに，実際に行うことができ
る 
・電位差滴定，分光分析，クロマトグラフィーなどの基礎的な化学分析法の原理
を説明できるとともに，実際に行うことができる 
・得られた実験データの解析を行うことができる 
・Word や Excel などのソフトを使って実験結果をまとめることができる 

受講者へのコメント  授業アンケートを実施しなかったのでコメントはできませんが、次の事項に留
意して下さい。 
 本実験では，実習最後の日に発表会を開催しています。これは，実習を通して
専門的な知識・技術をより確かにするためだけでなく，⼈前で発表するためのプ
レゼンテーション能⼒を身につける目的もあります。ある実習項目に対して，実
習の目的，操作法，実験結果及び考察などをパワーポイントを使って，教員と受
講生の前で発表します。実習内容を十分に理解していないと，発表も不十分な内
容となるので，予習が大切です。 
 なお，実験では様々な試薬類 

連絡先 尾堂（１号館３階，odo@dbc.ous.ac.jp） 
宮永（１号館３階，miyanaga@dbc.ous.ac.jp） 
河野（１号館３階） 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 



各項目評価に対する所見 授業アンケートを実施しなかったので、所見はありません。 
英文科目名 Laboratory Experiments in Biochemistry III 
関連科目 分析化学 I、分析化学 II、環境生態学、機器分析法、生物化学的分析法、環境生

物化学などを受講していると、理解がさらに深まる。 
次回に向けての改善変更予定  現状の実習項目を大きく変更する予定はありませんが，生物化学の専門分野に

おける基礎的な知識・技術をより確かなものにするためには，更に，興味を引く
実習内容の検討や実習用テキストの内容を充実させる工夫をしたいと思います。 

講義目的  環境中や生体内の化合物の性質を明らかにするためには，基礎的な化学的分析
法や物理化学的分析法を習得する必要がある。本実験では，活性汚泥や生体試料
などを用いて，環境分析，分光分析，クロマトグラフィーによる分析及び物理化
学的測定に関する原理及び手法を習得することを目的とする。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 今後の実習の進め方を説明すると共に、第３回?７回までの実習内容を講義

する。 
2 回 第３回?第７回までの各実習の準備（ガラス器具の搬入や試薬の調製など）
を行う。 
3 回 化学的酸素要求量（COD）の測定①。水質汚濁の指標の一つである COD
測定に用いる試薬やサンプルを調製し、濃度計算や機器・器具の使用法を理解す
る。 
4 回 化学的酸素要求量（COD）の測定②。第 2 回で調製した試薬やサンプルを
用いて COD 測定を行い、実験操作や酸化還元反応の原理について理解する。 
5 回 水溶液中の全リン濃度の測定。水溶液に懸濁した微生物からのリンの放出
を観察して、生体内でのエネルギー代謝について理解する。 
6 回 水溶液中のポリフェノールの定量①。飲料水や環境水中のポリフェノール
定量を行い、種々の定量法の原理を理解する。また、第 7 回で行う実験のため、
葉の処理と水溶液への浸漬も行う。 
7 回 水溶液中のポリフェノールの定量②。第 7 回で水溶液に浸漬した葉から溶
出したポリフェノールの定量を行い、葉の処理法・浸漬法・浸漬温度による差異
を比較・考察する。 
8 回 今後の実習の進め方を説明すると共に、第 10 回?第 14 回までの実習内容を
講義する。 
9 回 第 10 回?第 14 回までの各実習の準備（ガラス器具の搬入や試薬の調製な
ど）を行う。 
10 回 電位差滴定を用いて NaOH と Na2CO3 の混合物の定量実験に関する実習
を行う。 
11 回 吸光光度法を用いて酸塩基指示薬（Bromocresol green）の解離定数を決定
する実習を行う。 
12 回 グルコースオキシダーゼ及びペルオキシダーゼが触媒する酵素反応を用い
て、尿中ブドウ糖の吸光定量法に関する実習を行う。 
13 回 ろ紙クロマトグラフィーを用いて、市販の合成着色料を分離・定性分析す
る実習を行う。 
14 回 α 線、β 線、γ 線などの放射線及びそれらの性質を測定する実習を行う。 



15 回 各実習項目で得られた実験結果を基に報告書を作成すると共に、各実習項
目に関する試験を行う。 

準備学習 1 回 事前に配布した実習書の「第３回?７回までの実習項目」を予習しておくこ
と。 
2 回 配布した実習書の「第３回?７回までの実習項目」を予習しておくこと。 
3 回 実習書の「化学的酸素要求量（COD）の測定」の項目を予習しておくこと。 
4 回 実習書の「化学的酸素要求量（COD）の測定」の項目を予習しておくこと。 
5 回 実習書の「水溶液中の全リン濃度の測定」の項目を予習しておくこと。 
6 回 実習書の「水溶液中のポリフェノールの定量」の項目を予習しておくこと。 
7 回 実習書の「水溶液中のポリフェノールの定量」の項目を予習しておくこと。 
8 回 第１回目に配布した実習書の「第 10 回?第 14 回までの実習項目」を予習し
ておくこと。 
9 回 第１回目に配布した実習書の「第 10 回?第 14 回までの実習項目」を予習し
ておくこと。 
10 回 実習書の「電位差滴定による混合物の定量」の項目を予習しておくこと。 
11 回 実習書の「吸光光度法による酸塩基指示薬の解離定数の決定」の項目を予
習しておくこと。 
12 回 実習書の「酵素反応を用いる尿中ブドウ糖の吸光定量法」の項目を予習し
ておくこと。 
13 回 実習書の「クロマトグラフィーを利用する合成着色料の分離・定性分析」
の項目を予習しておくこと。 
14 回 実習書の「放射線の測定及びその性質」の項目を予習しておくこと。 
15 回 これまでの実験結果を整理しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSB25A1 
成績評価 レポート提出課題２０％、中間テスト２０％と定期試験６０％で評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス BB(理)(〜12) 
見出し FSB25A1 数学Ⅰ 
担当教員名 濱谷 義弘 
単位数 2 
教科書 やさしく学べる微分積分／石村園子著／共立出版株式会社 
アクティブラーニング  
キーワード 連続、極限、微分係数、導関数、合成関数の微分、テイラー／マクローリン展開 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 ・内容に対し講義時間が足りなくなり、中間テストを行わず、代わりに演習・課

題等で評価した点は深く反省しています。が、成績はきちんと、平常点(講義時の
演習作業点)、課題、定期試験で正しく評価しています。これを踏まえ数学Ⅱでは
中間テストを行っています。 
・日本字は汚いですが、数式等はふつうです。 

科目名 数学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 佐野公明著：計算⼒が身につく微分積分、学術図書出版社、坂⽥、萬代、山原著：

基礎コース微分積分、学術図書出版社など。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSB25A1 
実務経験のある教員  
達成目標 （！）三角関数、逆三角関数、指数関数、対数関数およびこれらを合成した関数

の微分計算が円滑に実行できること、（２）対数微分法、不定形の極限の計算がで
きること、（３）マクローリン展開ができること。 

受講者へのコメント 数学Ⅰは、俗に言う理学部のソフトな科学のクラス：生命、臨床、動物系を対象
とする微分のコースです。数年、２教員で担当していますが、教科書が使いにく
く、わかりづらいので、別のものに換えることを検討しています。 

連絡先 濱谷研究室 第一学舎３階、オフィスアワー：月曜昼時限、７・８時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 講義時間を守るように努める。 
英文科目名 Mathematics I 
関連科目 高校の数学Ⅱ相当まで履修していることを望む。 
次回に向けての改善変更予定 数学Ⅱでは既に中間テストを行っています。が、もちろん 2013 度の数学Ⅰでも

中間テストを行います。 
講義目的 （１）関数の微分演算についての概念と定理を与える、（２）初等関数について具



体的に微分できるようにする、（３）微分の大切な応用（極限値の計算や関数のべ
き級数展開）についての知識を与える。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 三角関数、逆三角関数を解説する。 

2 回 指数関数、対数関数を解説する。 
3 回 微分係数、導関数、微分公式、合成関数の微分を解説する。 
4 回 整式、有理式、三角関数、逆三角関数の微分を解説する。 
5 回 指数関数、対数関数の微分、対数微分法を解説する。 
6 回 微分にかんする演習（１）を解説する。 
7 回 微分に関する演習（２）を解説する。 
8 回 第１回〜７回の内容に対する中間テストとその解説をする。 
9 回 ロルの定理と平均値の定理、ロピタルの定理と不定形の極限を解説する。 
10 回 関数のグラフを解説する。 
11 回 第１０回〜１１回に対する演習を解説する。 
12 回 ｎ次導関数を解説する。 
13 回 テイラー展開／マクローリン展開（１）を解説する。 
14 回 テイラー展開／マクローリン展開（２）を解説する。 
15 回 第９回〜１４回の内容に対する演習を解説する。 

準備学習 1 回 一般角、弧度法（ラジアン角）、逆三角関数の意味について調べておくこと。 
2 回 指数関数、対数関数の意味と定義域、自然対数の底とは何か、どんな値かに
ついて調べておくこと。 
3 回 微分の定義とその幾何学的意味を知っておくこと。 
4 回 逆三角関数のグラフを描いて、その背線の傾きの符号を調べておくこと。 
5 回 対数微分法が適用される関数の例を二つ挙げること。 
6 回 基本関数の導関数をまとめておくこと。 
7 回 合成関数の微分の仕方の要点を確認しておくこと。 
8 回 演習から得た知識から、間違いなく関数を微分するための注意点を列挙し
ておくこと。 
9 回 ロルの定理および平均値の定理はどんな内容か予習しておくこと。 
10 回 できるだけ正確に関数のグラフの形を描くにはどんな量が必要か、考えて
列挙してみること。 
11 回 各項目ごとの要点を整理しておくこと。 
12 回 いくつかの関数を例にあげて、それらの１〜４回微分を実行してみること。 
13 回 テイラー展開の意味を考えておくこと。 
14 回 ５つの基本的な関数の無限べき級数展開を、収束範囲も示してまとめてお
くこと。 
15 回 個々の問題を解くさいに注意すべき具体的な点を整理してまとめておくこ
と。 

 



年度 2012 
授業コード FSB25B2 
成績評価 中間テスト４０％、定期試験６０％により成績を評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス BB(理)(〜12) 
見出し FSB25B2 数学Ⅱ 
担当教員名 濱谷 義弘 
単位数 2 
教科書 やさしく学べる 微分積分／石村園子著／共立出版株式会社、 

ただし、12 回〜15 回はノート講義と必要に応じてプリントを配る。 
アクティブラーニング  
キーワード 置換積分、部分積分法、リーマン和、定積分、微分方程式 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 数学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 佐野公明著：計算⼒が身につく微分積分、学術図書出版社、坂⽥、萬代、山原著：

基礎コース微分積分、学術図書出版社、小寺平治著：テキスト微分方程式、共立
出版社 

授業形態 講義 
注意備考 高校で数学Ⅱまで、またはそれに相当する科目まで履修していることが望まし

い。 
シラバスコード FSB25B2 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）基本的な関数の積分を示すことができる、 

（２）置換積分や部分積分を利用した積分の計算ができる、 
（３）定積分によって図形の面積や回転体の体積を求めることができる、 
（４）変数分離形、1 階線形、定係数２階線形の微分方程式の解を求めることが
できる。 

受講者へのコメント  
連絡先 濱谷研究室 一学舎３階、オフィスアワー：月昼時間、７・８時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mathematics II 
関連科目 入門数学、数学Ｉ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 （１）微分演算の逆としての積分演算についての知識を与える、 

（２）不定積分を見出すいろいろな方法（工夫）を知らしめる、 
（３）定積分の意味と不定積分との関連を示す、 



（４）定積分の求積への応用を示す、 
（５）積分の応用として簡単な微分方程式の解き方についての知識を与える。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 不定積分の基本公式を説明する。 

2 回 置換積分法（１）を説明する。 
3 回 置換積分法（２）を説明する。 
4 回 部分積分法を説明する。 
5 回 有理関数の積分を説明する。 
6 回 第 1 回〜5 回に対する演習をする。 
7 回 まとめ、中間テストとその解説をする。 
8 回 定積分の定義とその性質を説明する。 
9 回 定積分の計算をする。 
10 回 面積、体積の計算への定積分の応用を説明する。 
11 回 まとめ、中間テストとその解説をする。 
12 回 変数分離形微分方程式の解き方を解説する。 
13 回 1 階線形部分方程式の解き方を解説する。 
14 回 定係数２階線形微分方程式の解き方を解説する。 
15 回 第 12 回〜14 回に対する演習をする。 

準備学習 1 回 テキストによって基本関数の微分を知って、逆に積分の公式をつくること。 
2 回 置換積分とはどのようなものかについて、テキストで知っておくこと。 
3 回 置換積分の手順を箇条書きに整理しておくこと。 
4 回 部分積分法とはどのようなものかについて、テキストで知っておくこと。 
5 回 部分分数展開とはどのようなものかについて、テキストで知っておくこと。 
6 回 第 1 回〜5 回の内容を整理して、不定積分の求め方を一つのアルゴリズムに
まとめてみること。 
7 回 具体的に積分計算を実行するさいの注意点を列挙しておくこと。 
8 回 リーマン和の定義とその幾何学的意味をテキストであらかじめ知っておく
こと。 
9 回 積分の平均値の定理の幾何学的意味を考えてみること。 
10 回 複雑な図形の面積や体積の実験的求め方について考察してみること。 
11 回 関数のグラフの概形を描く練習をしておくこと。 
12 回 簡単な微分方程式で表わされた自然科学や社会科学における法則の例を調
べておくこと。 
13 回 線形、非線形の定義について調べておくこと。 
14 回 同次微分方程式、非同次微分方程式の違いについて調べておくこと。 
15 回 微分方程式の形ごとに、それぞれの公式や解法の手順を整理してまとめて
おくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSB27C1 
成績評価 提出したスケッチとレポートの内容により評価する．なお，本実験は教職関連科

目でもあるので，全出席が評価の前提である．そのため，公欠を含め２回（教育
実習の場合は３回）をこえる欠席は，直ちに単位認定資格を失うものとする． 

曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス BA(理)(〜12),BB(理)(〜12) 
見出し FSB27C1 生物学基礎実験 
担当教員名 守⽥ 益宗、正木 智美＊ 
単位数 2 
教科書 特になし，適宜プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 光学顕微鏡観察 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 同時開講科目を多くもつ教員の所見記入について，同じような所見記入の手間を

省くため，コピー入⼒ができるようお願いを重ねているにもかかわらず，前のシ
ステムと同様の記入法であり全く改善されていません．ポータルサイトに移行し
ても，教員の手間がかかるだけです．教員所見を記入する気にもなりません．何
かあれば個別に聞きに来て下さい． 

科目名 生物学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 実験実習 
注意備考 第１回オリエンテーションを欠席の学生は以後の受講を認めない。また，受講希

望者多数の場合は抽選とする。 
シラバスコード FSB27C1 
実務経験のある教員  
達成目標 光学顕微鏡が支障なく操作できるようになること 
受講者へのコメント 同時開講科目を多くもつ教員の所見記入について，同じような所見記入の手間を

省くため，コピー入⼒ができるようお願いを重ねているにもかかわらず，前のシ
ステムと同様の記入法であり全く改善されていません．ポータルサイトに移行し
ても，教員の手間がかかるだけです．教員所見を記入する気にもなりません．何
かあれば個別に聞きに来て下さい． 

連絡先 理大研究室７号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 同時開講科目を多くもつ教員の所見記入について，同じような所見記入の手間を
省くため，コピー入⼒ができるようお願いを重ねているにもかかわらず，前のシ
ステムと同様の記入法であり全く改善されていません．ポータルサイトに移行し
ても，教員の手間がかかるだけです．教員所見を記入する気にもなりません．何
かあれば個別に聞きに来て下さい． 



英文科目名 Experiments in Biology 
関連科目 特になし 
次回に向けての改善変更予定 同時開講科目を多くもつ教員の所見記入について，同じような所見記入の手間を

省くため，コピー入⼒ができるようお願いを重ねているにもかかわらず，前のシ
ステムと同様の記入法であり全く改善されていません．ポータルサイトに移行し
ても，教員の手間がかかるだけです．教員所見を記入する気にもなりません．何
かあれば個別に聞きに来て下さい． 

講義目的 中学・高校教師が指導しなければならない生物実験や，知っておくと教科指導に
便利な光学顕微鏡の使い方やその実験法について教授する． 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：実験の進め方を説明する． 

2 回 顕微鏡の使用法を説明し，実際に操作する． 
3 回 生物学のためのスケッチ実習を説明し，実際にスケッチする． 
4 回 ミクロメーターの使い方を説明し，実際に計測する． 
5 回 花粉形態の観察と計測 その１：花粉粒径を計測する． 
6 回 花粉形態の観察と計測 その２：花粉粒径を計測する． 
7 回 検索表の作成：植物を材料に検索表を作成する． 
8 回 淡水プランクトンの観察と生態 その１：淡水中のプランクトンを観察す
る． 
9 回 淡水プランクトンの観察と生態 その２：淡水中のプランクトンを観察す
る． 
10 回 気孔細胞の観察：気孔細胞の観察と密度の計測をする． 
11 回 維管束の観察：維管束組織の観察をする． 
12 回 コリメート法による顕微鏡写真撮影：顕微鏡写真の撮影法を説明し，実際
に撮影する． 
13 回 植物の根端細胞分裂の観察 その１：タマネギ根端細胞の細胞分裂標本を
作製する． 
14 回 植物の根端細胞分裂の観察 その２：タマネギ根端細胞の細胞分裂像を観
察する． 
15 回 報告書作成，補充実験：レポートの作成を行う． 

準備学習 特になし 
 



年度 2012 
授業コード FSB27C2 
成績評価 提出したスケッチとレポートの内容により評価する．なお，本実験は教職関連科

目でもあるので，全出席が評価の前提である．そのため，公欠を含め２回（教育
実習の場合は３回）をこえる欠席は，直ちに単位認定資格を失うものとする． 

曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス BA(理)(〜12),BB(理)(〜12) 
見出し FSB27C2 生物学基礎実験 
担当教員名 守⽥ 益宗、正木 智美＊ 
単位数 2 
教科書 特になし，適宜プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 光学顕微鏡観察 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 同上 
科目名 生物学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 実験実習 
注意備考 第１回オリエンテーションを欠席の学生は以後の受講を認めない。また，受講希

望者多数の場合は抽選とする。 
シラバスコード FSB27C2 
実務経験のある教員  
達成目標 光学顕微鏡が支障なく操作できるようになること 
受講者へのコメント 同上 
連絡先 理大研究室７号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 同時開講科目を多くもつ教員の所見記入について，同じような所見記入の手間を
省くため，一括コピーができるようお願いを毎年しているにもかかわらず，全く
改善されていません．手間がかかるだけで，所見を記入する気にもなりません．
何かあれば個別に聞きに来て下さい． 

英文科目名 Experiments in Biology 
関連科目 特になし 
次回に向けての改善変更予定 同上 
講義目的 中学・高校教師が指導しなければならない生物実験や，知っておくと教科指導に

便利な光学顕微鏡の使い方やその実験法について教授する． 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：実験の進め方を説明する． 

2 回 顕微鏡の使用法を説明し，実際に操作する． 



3 回 生物学のためのスケッチ実習を説明し，実際にスケッチする． 
4 回 ミクロメーターの使い方を説明し，実際に計測する． 
5 回 花粉形態の観察と計測 その１：花粉粒径を計測する． 
6 回 花粉形態の観察と計測 その２：花粉粒径を計測する． 
7 回 検索表の作成：植物を材料に検索表を作成する． 
8 回 淡水プランクトンの観察と生態 その１：淡水中のプランクトンを観察す
る． 
9 回 淡水プランクトンの観察と生態 その２：淡水中のプランクトンを観察す
る． 
10 回 気孔細胞の観察：気孔細胞の観察と密度の計測をする． 
11 回 維管束の観察：維管束組織の観察をする． 
12 回 コリメート法による顕微鏡写真撮影：顕微鏡写真の撮影法を説明し，実際
に撮影する． 
13 回 植物の根端細胞分裂の観察 その１：タマネギ根端細胞の細胞分裂標本を
作製する． 
14 回 植物の根端細胞分裂の観察 その２：タマネギ根端細胞の細胞分裂像を観
察する． 
15 回 報告書作成，補充実験：レポートの作成を行う． 

準備学習 特になし 
 



年度 2012 
授業コード FSB27D1 
成績評価 各時間ごとに提出する実験結果 60％、実験への取り組みおよび理解度 40％によ

り、総合して成績評価とする。採点の基準は 100 点満点のうち、60 点以上を合
格とする。欠席した場合は補充実験を行う。また、授業回数の 3 分の 1 以上の
欠席がある場合には、“E”評価とする。 

曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス BA(理)(〜11),BB(理)(〜11) 
見出し FSB27D1 地学基礎実験 
担当教員名 小林 祥一、山口 一裕 
単位数 2 
教科書 ニューステージ・地学図表／浜島書店 
アクティブラーニング  
キーワード 鉱物、岩石、化石、地質、天気 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 地学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 資料を配付する 
授業形態 実験実習 
注意備考 地学基礎論１を履修しておくことが望ましい。 

偏光顕微鏡実習、地質図関係の実習のような積み重ねの実験では、連続して受け
ないと理解できない。従って体調を整え、欠席しないように心掛ける。 

シラバスコード FSB27D1 
実務経験のある教員  
達成目標 地球を観察する手法および目を養うことが目標。そのため、実際の鉱物、岩石、

化石標本を観察・利用し、野外での調査に興味が持てる程度の実⼒をめざす。物
理的制約から、野外での実習は難しいが、調査後必要となる偏光顕微鏡の操作法、
調査によって得られたデータの解析法などの習得をめざす。 

受講者へのコメント 以前に比べると、実験の項目をほぼ 2/3 に減らし、皆さんに考える実験をしても
らうことにしたのです。ところが、皆さんはその余裕の時間を有効に使っていな
いように思います。実験を受けるからには、予習復習はさておき、TA もいます
ので質問ぐらいはするように努⼒すべきで、受身ではなく「皆さん主体型」の実
験をしていただきたい。もっとノビノビと実験しましょう。 

連絡先 7 号館 6F 小林研究室 086-156-9704 kobayashi@das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね良好。よく理解してくれたようです。 
英文科目名 Experiments in Geology 
関連科目 地学基礎論 I、地学基礎論 II 



次回に向けての改善変更予定 これまで地学を学んだ経験のある⼈が少ないようですので、実験内容に関係した
エピソードなども紹介し、その実験の意味などを理解してもらうようにしてみま
しょう。実は、地学のおもしろさは、実際に野外に出て観察することです。それ
によって岩石鉱物の産状、化石の産状、地質構造が簡単に理解できると思うので
すね。そして、採集した鉱物岩石を、顕微鏡で観察できるように薄片にするとか、
地質調査の結果をまとめるとかしたら興味を持って実験に参加できると思いま
す。実はこんな楽しい実験がしたいと思っています。実験の受講者数、限られた
時間、 

講義目的 地学各分野のうちから最も基礎的な項目である岩石・鉱物・化石の観察、天気図
の作成、地質図の作成、パーソナルコンピューターの活用などについて実験を行
う。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 鉱物の鑑定 

実際の鉱物を観察し、物理的性質について理解できるようにする。 
2 回 結晶系と晶族 
鉱物の結晶模型を利用し、対称性について理解し、晶族を決定できるようにする。 
3 回 地質図１ 基本説明、単斜構造 
地質図について基本的なこと、たとえば見方、またその利用などの説明を通して、
地質図の重要性を理解する。基本的な地質図を地質データから描けるようにす
る。 
4 回 地質図２ 断層、不整合 
断層、不整合が地質図上でどのように描き表せるかを理解する。 
5 回 地質図３ 断面図 
地下資源などの調査で必要な地下の情報を、地質図から読み取る方法を理解す
る。 
6 回 地質図４ 褶曲 
褶曲構造が地表に現れる際の特徴、および断面図を描き、これらから褶曲構造を
立体的に理解する。 
7 回 化石の観察 
示準化石、示相化石を理解し、それらの特徴を観察する。 
8 回 偏光顕微鏡観察１ 基本説明、花崗岩中の⿊雲⺟、石英斑岩 
物質の光学的性質、偏光顕微鏡の構造、これによって何が観察できるか、また調
整方法について理解する。 
9 回 偏光顕微鏡観察２ 花崗岩、安山岩 
花崗岩、安山岩の構造を観察し、石英、⻑石、⿊雲⺟、白雲⺟、角閃石の鏡下で
の特徴を理解する。 
10 回 偏光顕微鏡観察３ 斑レイ岩、砂岩 
斑レイ岩、砂岩の構造を観察し、輝石の鏡下での特徴を理解する。 
11 回 偏光顕微鏡観察４ 玄武岩、晶質石灰岩 
玄武岩、晶出石灰岩の構造を観察し、カンラン石、炭酸塩鉱物の鏡下での特徴を
理解する。 
12 回 パソコンの活用  



花崗岩類のモード分析を行い、その結果をもとにその岩石を分類する。得られた
データをパソコンで整理し、岩石の成因について理解する。 
13 回 天気図の作成と四季の天気 
当日の気象通報を聞き、そのデータをもとに天気図を描き、翌日の天気を予測し、
気象現象を理解する。 
14 回 まとめおよび解説を行い、理解度をチェックする。 
15 回 まとめおよび解説を行い、理解度をチェックし、実験結果を理解するため
に補足説明をする。 

準備学習 1 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の物理的性質を調べてお
くこと。 
2 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の結晶構造、対称性など
物理的性質を調べておくこと。 
3 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、地質図の概念を学んでおくこ
と。 
4 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、断層、不整合についての概念
を学んでおくこと。 
5 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、地質構造を理解する方法を調
べておくこと。 
6 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、褶曲地形について調べておく
こと。 
7 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、化石の種類および化石の役割
を理解しておくこと。 
8 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、物質に対する光学的性質を調
べておくこと。 
9 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の光学的性質を調べてお
くこと。 
10 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の光学的性質を調べて
おくこと。 
11 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の光学的性質を調べて
おくこと。 
12 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、火成岩の主造岩鉱物の量比
を調べ、あわせて分類方法、火成岩の生成過程を理解しておくこと。 
13 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、天気図の役割、描き方を調
べておくこと。また、テレビ、新聞、インターネットを利用し、雲の動きと天気
図との関係、気圧配置と４季の天気との関係などを理解しておくこと。 
14 回 これまで学習した、実験内容を復習し、理解が曖昧なところを整理してお
くこと。 
15 回 これまで学習した、実験内容を復習し、実験結果について充分考察ができ
てない部分を整理しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSB27D2 
成績評価 各時間ごとに提出する実験結果 60％、実験への取り組みおよび理解度 40％によ

り、総合して成績評価とする。採点の基準は 100 点満点のうち、60 点以上を合
格とする。欠席した場合は補充実験を行う。また、授業回数の 3 分の 1 以上の
欠席がある場合には、“E”評価とする。 

曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス BA(理)(〜12),BB(理)(〜12) 
見出し FSB27D2 地学基礎実験 
担当教員名 小林 祥一、山口 一裕 
単位数 2 
教科書 ニューステージ・地学図表／浜島書店 
アクティブラーニング  
キーワード 鉱物、岩石、化石、地質、天気 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 実験中に話を聞きながら対応している効果が出ているようですね。 
科目名 地学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 資料を配付する 
授業形態 実験実習 
注意備考 地学基礎論１を履修しておくことが望ましい。 

偏光顕微鏡実習、地質図関係の実習のような積み重ねの実験では、連続して受け
ないと理解できない。従って体調を整え、欠席しないように心掛ける。 

シラバスコード FSB27D2 
実務経験のある教員  
達成目標 地球を観察する手法および目を養うことが目標。そのため、実際の鉱物、岩石、

化石標本を観察・利用し、野外での調査に興味が持てる程度の実⼒をめざす。物
理的制約から、野外での実習は難しいが、調査後必要となる偏光顕微鏡の操作法、
調査によって得られたデータの解析法などの習得をめざす。 

受講者へのコメント 夕方からの実験で集中できない学生が何⼈かみられますが、最初の説明を聞き十
分理解して始めるようにしてほしいですね。慣れないこととはいえ、特に難しい
内容をしているわけではありませんので、学習効果が上がるように努⼒してくだ
さい。 

連絡先 7 号館 6F 小林研究室 086-156-9704 kobayashi@das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね良好。よく理解してくれたようです。 
英文科目名 Experiments in Geology 
関連科目 地学基礎論 I、地学基礎論 II 
次回に向けての改善変更予定 新しい指導要領では、観察、体験を重要視しているようです。野外実習なども取



り入れ、実践的な実験をどのように取り入れるかを考えています。 
講義目的 地学各分野のうちから最も基礎的な項目である岩石・鉱物・化石の観察、天気図

の作成、地質図の作成、パーソナルコンピューターの活用などについて実験を行
う。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 鉱物の鑑定 

実際の鉱物を観察し、物理的性質について理解できるようにする。 
2 回 結晶系と晶族 
鉱物の結晶模型を利用し、対称性について理解し、晶族を決定できるようにする。 
3 回 地質図１ 基本説明、単斜構造 
地質図について基本的なこと、たとえば見方、またその利用などの説明を通して、
地質図の重要性を理解する。基本的な地質図を地質データから描けるようにす
る。 
4 回 地質図２ 断層、不整合 
断層、不整合が地質図上でどのように描き表せるかを理解する。 
5 回 地質図３ 断面図 
地下資源などの調査で必要な地下の情報を、地質図から読み取る方法を理解す
る。 
6 回 地質図４ 褶曲 
褶曲構造が地表に現れる際の特徴、および断面図を描き、これらから褶曲構造を
立体的に理解する。 
7 回 化石の観察 
示準化石、示相化石を理解し、それらの特徴を観察する。 
8 回 偏光顕微鏡観察１ 基本説明、花崗岩中の⿊雲⺟、石英斑岩 
物質の光学的性質、偏光顕微鏡の構造、これによって何が観察できるか、また調
整方法について理解する。 
9 回 偏光顕微鏡観察２ 花崗岩、安山岩 
花崗岩、安山岩の構造を観察し、石英、⻑石、⿊雲⺟、白雲⺟、角閃石の鏡下で
の特徴を理解する。 
10 回 偏光顕微鏡観察３ 斑レイ岩、砂岩 
斑レイ岩、砂岩の構造を観察し、輝石の鏡下での特徴を理解する。 
11 回 偏光顕微鏡観察４ 玄武岩、晶質石灰岩 
玄武岩、晶出石灰岩の構造を観察し、カンラン石、炭酸塩鉱物の鏡下での特徴を
理解する。 
12 回 パソコンの活用  
花崗岩類のモード分析を行い、その結果をもとにその岩石を分類する。得られた
データをパソコンで整理し、岩石の成因について理解する。 
13 回 天気図の作成と四季の天気 
当日の気象通報を聞き、そのデータをもとに天気図を描き、翌日の天気を予測し、
気象現象を理解する。 
14 回 まとめおよび解説を行い、理解度をチェックする。 
15 回 まとめおよび解説を行い、理解度をチェックし、実験結果を理解するため



に補足説明をする。 
準備学習 1 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の物理的性質を調べてお

くこと。 
2 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の結晶構造、対称性など
物理的性質を調べておくこと。 
3 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、地質図の概念を学んでおくこ
と。 
4 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、断層、不整合についての概念
を学んでおくこと。 
5 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、地質構造を理解する方法を調
べておくこと。 
6 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、褶曲地形について調べておく
こと。 
7 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、化石の種類および化石の役割
を理解しておくこと。 
8 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、物質に対する光学的性質を調
べておくこと。 
9 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の光学的性質を調べてお
くこと。 
10 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の光学的性質を調べて
おくこと。 
11 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の光学的性質を調べて
おくこと。 
12 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、火成岩の主造岩鉱物の量比
を調べ、あわせて分類方法、火成岩の生成過程を理解しておくこと。 
13 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、天気図の役割、描き方を調
べておくこと。また、テレビ、新聞、インターネットを利用し、雲の動きと天気
図との関係、気圧配置と４季の天気との関係などを理解しておくこと。 
14 回 これまで学習した、実験内容を復習し、理解が曖昧なところを整理してお
くこと。 
15 回 これまで学習した、実験内容を復習し、実験結果について充分考察ができ
てない部分を整理しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSB3111 
成績評価 実験レポート 60％、中間実技試験 10％、定期試験 30％により成績を評価する。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス BA(理)(〜12),BB(理)(〜12) 
見出し FSB3111 化学基礎実験 
担当教員名 ⻘木 宏之、直島 好伸 
単位数 2 
教科書 岡山理科大学化学実験 −手引きと演習− ／ 佐藤幸子：理工系化学実験（−基

礎と応用− 第３版） ／ 坂⽥一矩編 ／ （東京教学社） 
アクティブラーニング  
キーワード 無機定性分析：金属のイオン化傾向、元素の周期表、分属試薬、溶解度積、化学

平衡、錯イオン、両性金属、マスキング 
定量分析：中和、酸化還元、キレート生成、電離定数、pH、pKa、緩衝溶液、モ
ル濃度、質量百分率 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 化学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎化学実験安全オリエンテーション ／ 山口和也、山本仁著 ／（東京化学同

⼈）：大学の基礎化学実験 ／大学一般化学教育研究会編 ／（学術図書出版社）：
フォトサイエンス化学図録 ／（数研出版）：これだけはおさえたい化学／井口洋
夫 他／実教出版 

授業形態 実験実習 
注意備考 全ての実験を行い、レポートを期限内に提出し受理されていることが、単位取得

の前提条件である。十分な予習をし、内容を理解して実験に臨むこと。実験を安
全に行うため、白衣と保護眼鏡の着用を義務づける。 

シラバスコード FSB3111 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）薬品の取り扱い方の基本を理解する。決められた濃度の試薬溶液を調製で

きる。 
（２）適切な実験廃液の処理ができる。 
（３）測容ガラス器具（ホールピペット、ビュレット、メスフラスコ）の使用方
法を習得する。 
（４）pH メーター、分光光度計、電子天秤の使用方法を習得する。 
（５）詳しい実験観察結果を文章で表現し、物質の変化を化学反応式で記述でき
る。 
（６）報告書の基本的書き方を習得する。 
（７）モル濃度、質量パーセント濃度を理解し、滴定実験、吸光光度法分析によ
り日常的な物（食酢、ミネラルウォーター、ドリンク剤 

受講者へのコメント  



連絡先 1 号館 3 階研究室 電子メール aoki@dbc.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Experiments in Chemistry 
関連科目 化学概論、 分析化学 I、 入門化学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 基礎的な実験を通して、化学実験に必要な基本的知識と実験室でのマナーを習得

する。実験機器の取り扱い方、グラフの書き方、報告書の作成法等を学ぶと同時
に、化学の基礎原理や概念についての理解を深める。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：講義の進め方、予習の仕方を説明する。 

安全・環境教育を実施する。 
2 回 基礎実験（金属と酸との反応）とレポート作成 
金属と強酸・強塩基との反応を調べることによって、化学実験で使われる器具お
よび試薬の基本的な取扱い方と、実験操作を学ぶ。 
3 回 第１属陽イオンの定性分析 （Ag, Pb） 
銀イオン、鉛イオンを 塩酸（第１属陽イオン分属試薬）と反応させ難溶性の塩化
物沈殿を生成する。塩化鉛と塩化銀の溶解度差、アンモニア共存下での塩化銀の
可溶性錯イオン形成などの化学的性質を利用して、両イオンを分離し、各イオン
に特異的な反応を用いてそれぞれのイオンを検出確認する。 
4 回 第２属陽イオンの定性分析 I（Pb, Bi, Cu, Cd) 
酸性条件下で、鉛、ビスマス、銅、カドミウムイオンを硫化水素（第２属陽イオ
ン分属試薬）と反応させ、それぞれ硫化鉛、硫化ビスマス、硫化銅 、硫化カドミ
ウム の沈殿を生成する。それぞれの硫化物生成反応と得られた硫化物の熱硝酸
との溶解性、各イオンとアルカリ水溶液・硫酸との反応および各イオン固有の検
出反応から確認する。 
5 回 第２属陽イオンの定性分析 II （混合試料の系統分析） 
第１属陽イオンを塩化物沈殿分離後、溶液中の第２属陽イオンを酸性条件下、硫
化水素 と反応させる。各種の硫化物として沈殿させる。これら硫化物の混合沈
殿を、熱硝酸で酸化、溶解した後、鉛イオンを硫酸塩沈殿として分離する。つづ
いて、ビスマス 、銅、カドミウムイオン 混在溶液をアンモニアアルカリ性にし
て、ビスマスイオンを水酸化物沈殿、銅イオンを可溶性アンミン錯体として、カ
ドミウムイオンと分離する。銅イオンとカドミウムイオンはそれぞれシアノ錯体
化後、錯体の安定度差から、カドミウムを硫化物沈殿とすることによって分離・
確認する。 
6 回 第３属陽イオンの定性分析 （Al, Fe, Cr） 
酸性溶液中ではイオンとして溶解している Fe(III) イオン、アルミニウムイオン、
クロム(III)イオン は、弱塩基性水溶液・アンモニア?塩化アンモニウム水溶液（第
３属陽イオン分属試薬）中で、水酸化物イオンと反応し、水酸化物として沈殿さ
せる。第３属陽イオンの混合沈殿の分離は、両性水酸化物である水酸化アルミニ
ウムと水酸化クロム(III)とを過剰の NaOH で溶解して、不溶性の水酸化鉄(III)



を沈殿として分離する。得られた各種イオン混合溶液に過酸化水素を加え加熱
し、クロム(III)イオンをクロム酸イオンに酸化し、硝酸を添加して、テトラヒド
ロキソアルミン酸イオンをアルミニ ウムイオンとする。溶液を pH 9?10 にア
ンモニアで調節し、水酸化アルミニウムを沈殿、クロム酸イオンと分離する。分
離されたイオンを含む溶液について、ロダン反応、ベレンス反応、アルミノン・
アルミニウムの赤色レーキ、クロム酸鉛の⻩色沈殿生成などの特異反応を利用し
て各イオンの確認を行う。 
7 回 陽イオンの系統分析 （中間実技試験） 
８種類の第１?３属陽イオン（銀、鉛、ビスマス、銅、カドミウム、鉄(III)、アル
ミニウム、クロム(III)イオン）のうち、数種類の金属イオンを含む未知試料の全
分析（系統的定性分析）を行い、試料中に存在するイオンを検出する。 
8 回 陽イオンの系統分析結果の解説を行う。 
容量分析の事前説明を行う。 
9 回 中和滴定 （食酢の定量） 
 0.1 mol/l 水酸化ナトリウム水溶液の標定を行い、それを標準溶液として用い
た中和滴定により、市販食酢中の酢酸のモル濃度を決定し、食酢の質量パーセン
ト濃度を求める。 
10 回 酸化還元滴定 （オキシドール中の過酸化水素の定量） 
外用消毒剤として使用される市販のオキシドール中の過酸化水素を、過マンガン
酸カリウム水溶液を用いた酸化還元滴定により定量する。 
11 回 キレート滴定 （水の硬度測定） 
検水中に含まれるカルシウムイオン とマグネシウムイオンの量を、キレート滴
定法によって求め、水道水、市販ミネラルウォーターの硬度を決定する。 
12 回 pH メーターを用いる電位差滴定 I：（酢酸の電離定数決定） 
酢酸溶液に NaOH 標準溶液を滴下し、pH を測定する。NaOH 溶液の滴下と pH
の測定を繰り返して、滴定曲線を作成する。滴定曲線を用いて、交点法により当
量点を求め、酢酸のモル濃度と pKa を決定する。グラフの基本的な書き方を学
ぶ。 
13 回  pH メーターを用いる電位差滴定 II：  
（水酸化ナトリウム・炭酸ナトリウム混合溶液の滴定） 
  pH メーターを用いた電位差滴定法により、未知濃度の水酸化ナトリウムと
炭酸ナトリウムの混合試料を定量し、それぞれの質量％濃度を算出する。pH メ
ーターの 取扱いおよび滴定操作を習熟すると共に、二価の弱塩基と強酸との中
和反応ついての理解を深める。さらに、フェノールフタレイン指示薬、メチルオ
レンジ指示 薬を用いた二段階滴定（ワーダー法）と pH 滴定曲線との関係を確
認する。 
14 回  吸光光度法による鉄イオンの定量 
1,10-フェナントロリンはそれ自身は無色の塩基であるが、２価の鉄イオンと反
応して安定な赤色の錯体を形成する。このことを利用して、試料水中の鉄イオン
を吸光光度法により定量する。 
15 回 ・14 回目の実験で得られた各グループの定量値と試料の表示濃度との差異
について考察する。 



・補充実験と演習問題の解説を行う。 
準備学習 1 回 教科書第 1 章 pp.1〜9 化学実験の基本的注意を読んでおくこと。 

2 回 教科書第 1 章 pp.1〜9 および pp.36〜40. 実験レポートの書き方 を読ん
でおくこと。 
元素の周期表、イオン化傾向、強酸、強塩基、酸化⼒のある酸について復習して
おくこと。 
「化学実験−手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
3 回 教科書 pp.15〜18 を読み、難溶塩の溶解度と溶解度積について復習してお
くこと。 
教科書 pp.62〜68 を読み、陽イオンの分属と分属試薬について予習しておく。 
「化学実験−手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
4 回 教科書 pp.68〜73 を読み、第２属陽イオンについて予習しておくこと。 
「化学実験−手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
5 回 教科書 pp.73〜75 と第４回実験レポートを参考に、系統分析のフローチャ
ートを作成しておくこと。 
「化学実験−手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
6 回 教科書 pp.78〜83 を読み、第３属陽イオンについて予習しておくこと。 
「化学実験−手引きと演習」該当ページの化学反応式とフローチャートを書いて
おくこと 
7 回 第 3〜6 回のレポートを参考に、第１?３属陽イオンの全分析フローチャー
トを作成しておくこと。 
8 回 教科書 pp.10〜13 を読み、溶液と濃度（百分率、モル濃度）について、復習
しておくこと。 
中和滴定における一次標準溶液の調製法について予習しておくこと。 
9 回 教科書 pp.52〜57、pp.88〜97 を読み、容量分析における計算方法を復習し
ておくこと。 
「化学実験−手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
10 回 教科書 pp.108〜110 を読んで、酸化還元反応、酸化数、酸化剤、還元剤の
定義を復習にしておくこと。 
「化学実験−手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
11 回 日常生活において、水の硬度に関心を持ち、ミネラルウォーター、水道水、
温泉水などの成分表示を調べてくること。 
教科書 pp.112〜116 を読み、「化学実験−手引きと演習」該当ページの化学反応
式と金属指示薬の構造式を書いておくこと。 
12 回 教科書 pp.57〜59、pp.92〜97 を読み、弱酸の電離定数、緩衝溶液につい
て復習しておくこと。 
「化学実験−手引きと演習」該当ページと教科書 p.97 を読み、酢酸の pKa 値は
滴定曲線における 1/2 当量点の pH であることを理解しておくこと。 
13 回 教科書 pp.98〜100 を読んでおくこと。 
「化学実験−手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
14 回 教科書 pp.59〜61 を読み、分光光度計について予習しておくこと。 
教科書 pp.122〜126、「化学実験−手引きと演習」該当ページを読み、フェナント



ロリン鉄（II）錯体を利用した鉄イオンの定量について、予習しておくこと。 
15 回 実験ノート・実験レポートの整理、演習問題の復習をし、質問事項をまと
めてくること。 

 



年度 2012 
授業コード FSB3112 
成績評価 中間試験・定期試験（80％）、課題等（20％）により評価する。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス BA(理)(07〜12),BB(理)(07〜12) 
見出し FSB3112 バイオテクノロジー概論 
担当教員名 宮永 政光 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 生殖、遺伝子、遺伝子組み換え、形質転換、細胞融合、再生医療 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 バイオテクノロジー概論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義で指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSB3112 
実務経験のある教員  
達成目標 遺伝子組み換えについて理解すること。  

バイオテクノロジーの基本技術について理解すること。  
バイオテクノロジーが様々な分野で利用されていることを理解すること。 

受講者へのコメント  
連絡先 1 号館 3 階 環境生物化学研究室（miyanaga@dbc.ous.ac.jp） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Fundamental Biotechnology 
関連科目 進化生物学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 様々なメディア等で取り上げられているバイオテクノロジーは、薬品や食品だけ

でなく、環境などの分野にもかかわっている。本講義では、基本的な内容だけで
なく、実際に応用されている技術等についても講義し、バイオテクノロジーにつ
いて分かりやすく解説する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。講義の進め方などについて説明する。生物と生殖につ

いて説明する。 
2 回 バイオテクノロジーの歴史。有史以来、利用されてきたバイオテクノロジー
について説明する。 



3 回 細胞は生物を構成している。細胞を構成している小器官やその働きなどに
ついて説明する。 
4 回 遺伝子から DNA へ。遺伝子・ゲノム・DNA・染色体について説明する。 
5 回 遺伝子組み換えの原理。遺伝子組み換えについて、その原理を中心に説明す
る。 
6 回 有用物質の遺伝子組み換え生産。遺伝子組み換えにより生産される生理活
性物質について、実用例をあげて説明する。 
7 回 中間試験およびその解説。中間試験を行う。試験終了後に問題について解説
を行う。 
8 回 細胞融合による雑種細胞の形成。細胞融合の原理・方法について説明する。 
9 回 植物を対象にしたバイオテクノロジーⅠ。植物細胞を利用したバイオテク
ノロジーの原理・方法について説明する。 
10 回 植物を対象にしたバイオテクノロジーⅡ。植物細胞を利用したバイオテク
ノロジーの応用について説明する。 
11 回 畜産分野のバイオテクノロジー。動物細胞のバイオテクノロジーやクロー
ン動物について説明する。 
12 回 水産分野のバイオテクノロジー。魚類の生殖やバイオテクノロジーの水産
分野への応用について説明する。 
13 回 バイオリアクターとバイオセンサー。バイオテクノロジーを利用した反応
を工業化した例や開発中の技術などについて説明する。 
14 回 21 世紀に期待されるバイオテクノロジー。バイオテクノロジーを環境問題
や食糧問題へ応用することについて説明する。 
15 回 再生医療-ES 細胞と iPS 細胞-。生体の再生について説明する。また、ES
細胞と iPS 細胞についても説明する。 

準備学習 1 回 配布したプリントを読んで復習しておくこと。 
2 回 配布したプリントを読んで復習しておくこと。第 3 回の講義までに細胞に
ついて予習しておくこと。 
3 回 配布したプリントを読んで復習しておくこと。第 4 回の講義までに遺伝子・
DNA について予習しておくこと。 
4 回 配布したプリントを読んで復習しておくこと。第 5 回の講義までに遺伝子
の発現について予習しておくこと。 
5 回 配布したプリントを読んで復習しておくこと。第 6 回の講義までに遺伝子
の発現について復習・予習をしておくこと。 
6 回 配布したプリントを読んで復習しておくこと。第 7 回の講義までに遺伝子
の発現について復習をしておくこと。 
7 回 第 1 回から第 6 回の講義で配布したプリントを読んで、講義内容について
復習しておくこと。 
8 回 配布したプリントを読んで復習しておくこと。第 9 回の講義までに植物細
胞について予習をしておくこと。 
9 回 配布したプリントを読んで復習しておくこと。第 10 回の講義までに植物細
胞のバイオテクノロジーについて復習・予習をしておくこと。 
10 回 配布したプリントを読んで復習しておくこと。第 11 回の講義までに動物



細胞について予習をしておくこと。 
11 回 配布したプリントを読んで復習しておくこと。第 12 回の講義までに動物
細胞のバイオテクノロジーについて復習・予習をしておくこと。 
12 回 配布したプリントを読んで復習しておくこと。第 13 回の講義までにバイ
オテクノロジーの基本的技術について復習・予習をしておくこと。 
13 回 配布したプリントを読んで復習しておくこと。第 14 回の講義までにバイ
オテクノロジーを環境問題へ応用することについて予習をしておくこと。 
14 回 配布したプリントを読んで復習しておくこと。第 15 回の講義までに生体
の再生について予習をしておくこと。 
15 回 生物の発生や細胞について予習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSB3121 
成績評価 定期試験９０％、小テストの結果１０％により成績を評価する。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス BA(理)(11〜11),BB(理)(11〜11) 
見出し FSB3121 微生物学Ⅰ 
担当教員名 ⽥中 三男 
単位数 2 
教科書 プリント冊子 
アクティブラーニング  
キーワード 微生物の取り扱い方、単離・命名・保存法、増殖と死滅、形態と機能、ファージ 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 講義が聞き取れ難い点があったとの事。注意したいと思います。教科書の重要な

点を指摘しながら、 
講義を行っていますので、集中して受講していただきたい。 

科目名 微生物学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 微生物学／⻘木健次／化学同⼈ 
授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験期間中に行い、試験形態は筆記試験とする。 
シラバスコード FSB3121 
実務経験のある教員  
達成目標 ①微生物の増殖とは何か、滅菌の意味と意義を理解すること。 

②微生物の保存法を理解し覚えること。 
③微生物の命名法について理解すること。 
④微生物の種類と簡単な性質を覚えること。 
⑤微生物の形態と機能を理解すること。 
⑥ファージの性質と機能を理解すること。 

受講者へのコメント 講義用の教科書があるので、授業中は講義をよく聞いて欲しい。教科書に重要な
ことは総て書いてあるので、 
重要な部分は指摘しているはずです。また、予習復習を十分にすることが望まし
い。 
授業中に理解度を確認するための質問等を行うので、積極的に発言して欲しい。 
授業に３、４回も欠席した⼈が多く見受けられるが、授業は連続しているので、
欠席は極⼒避けて欲しい。 

連絡先 １号館１階 ⽥中研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 総合評価より普通以上で、比較的良好な授業効果が得られていると思われる。 
英文科目名 Microbiology I 



関連科目 微生物学 II、応用微生物学も続けて履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 質疑応答を増やし、理解度の向上と確認を行いつつ授業を進めて行きたい。 
講義目的 微生物はその名の通りに微小な生物であるが、その形態・性状は多岐にわたり、

自然界（特殊環境も含めて）のほとんどあらゆる場所に棲息している。⼈類は昔
からその様な微生物により害を受けたり、また、経験的にその働きを利用してき
た。本講義では微生物学の発展の歴史から始めて、微生物の正しい取り扱い方、
細菌、糸状菌、放線菌、酵⺟などの分類・形態・機能と性質など、全般的な基礎
事項を解説する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 微生物学の発展史を説明する。 

2 回 微生物の分離法・命名法?１を説明する。 
3 回 微生物の分離法・命名法?２を説明する。 
4 回 微生物の保存法?１を説明する。 
5 回 微生物の保存法?２を説明する。 
6 回 微生物の培養と滅菌?１を説明する。 
7 回 微生物の培養と滅菌?２を説明する。 
8 回 微生物の分類・形態・機能と性質?１を説明する。 
9 回 微生物の分類・形態・機能と性質?２を説明する。 
10 回 微生物の分類・形態・機能と性質?３を説明する。 
11 回 微生物の分類・形態・機能と性質?４を説明する。 
12 回 微生物の分類・形態・機能と性質?５を説明する。 
13 回 ファージ（ウィルス）の機能と性質?１を説明する。 
14 回 ファージ（ウィルス）の機能と性質?２を説明する。 
15 回 ファージ（ウィルス）の機能と性質?３を説明する。 

準備学習 1 回 微生物の発見、微生物学の発展に寄与した⼈物とその功績に関し予習を行
うこと。 
2 回 微生物の命名規約や分類群に関し予習を行うこと。 
3 回 微生物の分離・単離法など取得方法に関し予習を行うこと。 
4 回 微生物の各種保存法とその特徴に関し予習を行うこと。 
5 回 微生物の単離方法および保存機関の役割に関し予習を行うこと。 
6 回 微生物の増殖過程および増殖条件や栄養素に関し予習を行うこと。 
7 回 微生物の死滅過程や殺菌方法に関し予習を行うこと。 
8 回 微生物の生物界での位置、微生物の特色に関し予習を行うこと。 
9 回 グラム染色法とその意義・特徴に関し予習を行うこと。 
10 回 細菌の分類・形態と機能に関し予習を行うこと。 
11 回 真菌類の分類・形態と機能に関し予習を行うこと。 
12 回 酵⺟の分類・形態と機能に関し予習を行うこと。 
13 回 ウィルス研究の発展とファージの形態に関し予習を行うこと。 
14 回 ファージの構造と機能に関し予習を行うこと。 
15 回 ファージの増殖と溶原化に関し予習を行うこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSB3122 
成績評価 定期試験９０％、小テスト１０％により成績を評価する。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス BA(理)(〜11),BB(理)(〜11) 
見出し FSB3122 微生物学Ⅰ(再) 
担当教員名 ⽥中 三男 
単位数 2 
教科書 プリント冊子 
アクティブラーニング  
キーワード 微生物の取り扱い方、単離・命名・保存法、増殖と死滅、形態と機能、ファージ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 遅刻者がうっとうしかったとの指摘があるが、学生諸君には授業に遅刻しないこ

とを、切に望む。 
科目名 微生物学Ⅰ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 微生物学／⻘木健次／化学同⼈ 
授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験期間中に行い、試験形態は筆記試験とする。 
シラバスコード FSB3122 
実務経験のある教員  
達成目標 ①微生物の増殖とは何か、滅菌の意味と意義を理解すること。 

②微生物の保存法を理解し覚えること。 
③主な微生物の種類と名前を覚えること。 
④微生物の形態と機能を理解すること。 
⑤ファージの性質と機能を理解すること。 

受講者へのコメント ８）９）１０）への回答は特になしが殆どであるが、重要な事柄は教科書に記述
してあるので、講義は注意して聴くことに 
集中していただきたい。 

連絡先 １号館１階 ⽥中研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 総合評価で授業の目標は少し出来た以上、教員の意欲は少し感じられた以上、授
業に満足したかはほぼ満足以上が殆どで、 
比較的良好な授業効果が得られていると思う。 

英文科目名 Microbiology I 
関連科目 微生物学 II も続けて履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 質疑応答の機会を増やして、理解度を確認しながら講義を進めたいと思う。時に

は質問を紙面で受けるようにもしたいと 
思っている。 



講義目的 微生物はその名の通り微小な生物であるが、その形態・性状は多岐にわたり、自
然界（特殊環境を含む）のほとんどあらゆる場所に棲息している。⼈類は昔から
その様な微生物により害を受けたり、また、経験的にその働きを利用してきた。
本講義では微生物学の発展の歴史から始めて、微生物の正しい取り扱い方、細菌、
糸状菌、放線菌、酵⺟などの分類・形態・機能と性質など全般的な基礎事項を解
説する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 微生物学の発展史を説明する。 

2 回 微生物の分離法・命名法?１を説明する。 
3 回 微生物の分離法・命名法?２を説明する。 
4 回 微生物の保存法?１を説明する。 
5 回 微生物の保存法?２を説明する。 
6 回 微生物の培養と滅菌?１を説明する。 
7 回 微生物の培養と滅菌?２を説明する。 
8 回 微生物の分類・形態・機能と性質?１を説明する。 
9 回 微生物の分類・形態・機能と性質?２を説明する。 
10 回 微生物の分類・形態・機能と性質?３を説明する。 
11 回 微生物の分類・形態・機能と性質?４を説明する。 
12 回 微生物の分類・形態・機能と性質?５を説明する。 
13 回 ファージ（ウィルス）の機能と性質?１を説明する。 
14 回 ファージ（ウィルス）の機能と性質?２を説明する。 
15 回 ファージ（ウィルス）の機能と性質?３を説明する。 

準備学習 1 回 微生物の発見、微生物学の発展に寄与した⼈物とその功績に関し予習を行
うこと。 
2 回 微生物の命名規約や分類群に関し予習を行うこと。 
3 回 微生物の分離・単離法に関し予習を行うこと。 
4 回 微生物の各種保存法とその特徴に関し予習を行うこと。 
5 回 微生物の単離方法および保存機関の役割に関し予習を行うこと。 
6 回 微生物の増殖過程および増殖条件や栄養素に関し予習を行うこと。 
7 回 微生物の死滅過程や殺菌方法に関し予習を行うこと。 
8 回 微生物の生物界での位置、微生物の特色に関し予習を行うこと。 
9 回 グラム染色法とその意義・特徴に関し予習を行うこと。 
10 回 細菌の分類・形態と機能に関し予習を行うこと。 
11 回 真菌類の分類・形態と機能に関し予習を行うこと。 
12 回 酵⺟の分類・形態と機能に関し予習を行うこと。 
13 回 ウィルスの研究の発展とファージの形態に関し予習を行うこと。 
14 回 ファージの構造と機能に関し予習を行うこと。 
15 回 ファージの増殖と溶原化に関し予習を行うこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSB3132 
成績評価 定期試験（70%）および講義中の演習課題提出（30%）で評価する。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス BA(理)(〜09),BB(理)(〜09) 
見出し FSB3132 生体分子モデリング 
担当教員名 ⻘木 宏之 
単位数 2 
教科書 配布プリントを用いる。 
アクティブラーニング  
キーワード 分子モデリング 分子⼒学法 分子軌道法 分子動⼒学シミュレーション 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生体分子モデリング 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 分子軌道法 MOPAC ガイドブック／平野 恒夫、⽥辺 和俊 (編集)／海文堂出版：

パソコンで見る動く分子事典／本間善夫・川端潤 著／講談社 
授業形態 講義 
注意備考 分子データをインターネットを用いて検索し、メールを利用して添付ファイルで

課題の提出を行う。 
シラバスコード FSB3132 
実務経験のある教員  
達成目標 低分子レベルの生体構成分子の構造最適化された分子モデルを作成できること、

および代表的な有機化学反応過程における振動解析や遷移状態を予想すること
等を目的し、インターネット上に公開された生体分子データベースの理解と活用
を目標とする。 

受講者へのコメント  
連絡先 １号館３階研究室 e-mail: aoki@dbc.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Biomolecular Modeling 
関連科目 情報リテラシーI 情報リテラシーII 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 分子の立体構造は、それら分子により構成される物性に関わり、生体分子におい

ては、その構造と機能は極めて重要な関係にある。講義では分子モデリングソフ
ト MOLDA および Winmostar を用い、生体分子モデル構築を演習し、分子⼒学
法・分子軌道法・分子動⼒学シミュレーションについて解説する。また、インタ
ーネット上で展開される分子グラフィックスについて解説する。 

対象学年 3 年/4 年 



授業内容 1 回 イントロダクション。講義の進め方を説明する。分子の立体構造と分子科学
計算について説明する。 
2 回 分子モデリングの導入背景について説明する。 
3 回 分子モデリングソフト MOLDA,Winmostar について説明する。 
4 回 分子構造データ作成１：構造最適化について説明する。 
5 回 分子構造データ作成２：振動解析について説明する。 
6 回 分子データフォーマットの相互変換について説明する。 
7 回 有機化学分子構造データベースについて説明する。 
8 回 生体分子構造データベースについて説明する。 
9 回 分子の幾何学的構造の解析について説明する。 
10 回 VRML による分子グラフィックスについて説明する。 
11 回 分子⼒学計算について説明する。 
12 回 分子軌道計算について説明する。 
13 回 分子動⼒学シミュレーション-1：分子動⼒学ソフト GROMACS と MD ⼒
場について説明する。 
14 回 分子動⼒学シミュレーション-2：液晶分子の分子構造ファイルの設計につ
いて説明する。 
15 回 分子動⼒学シミュレーション-3：多粒子径シミュレーションのための初期
構造の設計について説明する。 

準備学習 1 回 ”分子モデリング”について調べてくる。分子モデリングが活用された、教科
書記載を調査、予習すること。 
2 回 分子の立体構造と分子科学計算について整理復習すること。分子モデリン
グの開発の歴史を予習すること。 
3 回 分子モデリングの導入背景について復習すること。分子モデリングソフト
MOLDA,Winmostar のマニュアルを予習すること。 
4 回 分子モデリングソフト MOLDA,Winmostar の機能について復習すること。
化学構造式から３D モデル変換に関し予習すること。 
5 回 構造最適化解析について復習すること。水分子の赤外吸収スペクトルに関
し予習すること。 
6 回 水分子およびエチレンの振動解析について復習すること。分子モデリング
の使用されるデータ様式に関し予習すること。 
7 回 分子データフォーマットの相互変換について整理復習すること。分子構造
を用いた文献調査法に関し予習すること。 
8 回 有機化学分子構造データベースについて復習する。生体分子構造データベ
ース PDB に関し予習すること。 
9 回 生体分子構造データベースに利用例を整理復習すること。分子の幾何学的
構造の解析に関し予習すること。 
10 回 分子の幾何学的構造の解析について復習すること。VRML による分子グラ
フィックスに関し予習すること。 
11 回 VRML による分子グラフィックスについて復習すること。分子⼒学計算に
関し予習すること。 
12 回 分子⼒学計算について復習すること。分子軌道計算に関し予習すること。 



13 回 分子軌道計算について復習すること。分子動⼒学法に関し予習すること。 
14 回 分子動⼒学ソフト GROMACS と MD ⼒場について復習すること。液晶分
子の分子構造の最適化を予習すること。 
15 回 液晶分子の分子構造ファイルの設計過程について復習すること。多粒子径
シミュレーションのための初期構造の設計について予習すること。 

 



年度 2012 
授業コード FSB3311 
成績評価 講義中の課題（１０％）と定期試験（９０％）で評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス BA(理)(〜11),BB(理)(〜11) 
見出し FSB3311 生物化学Ⅱ 
担当教員名 三井 亮司 
単位数 2 
教科書 コーン・スタンプ 生化学〔第 5 版〕/ E. E. Conn, P. K. Stumpf 著, ⽥宮信雄,  

八 
木達彦 訳/ 東京化学同⼈ 

アクティブラーニング  
キーワード 酵素、酵素反応速度論、ミカエリス定数、糖代謝、解糖系、グリコーゲン代謝、

ペントースリン酸経路、クエン酸サイクル 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特に改善を要望する内容はありませんでした。毎回配布する復習プリントとその

解説が効果的だったとのことですので次年度以降も継続する予定です。 
科目名 生物化学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 生化学辞典 第 3 版（第２版も可）、Essential 細胞生物学（南江堂） 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSB3311 
実務経験のある教員  
達成目標 酵素の構造と機能発現の関係を理解すること。 

酵素反応速度論の概念を理解すること。 
糖を中心としたエネルギー代謝の全体像を理解すること、代謝経路の関係を有機
的に把渥して全体像を理解すること。 

受講者へのコメント 生物化学 II の講義は生体反応を司る酵素や基礎的な代謝を扱う重要な内容を含
んでいます。生命現象を理解、研究していく上で必須の項目ですので講義修了後
も配布したプリントや復習問題をみて、これから受講する講義内容と結びつけて
いけるように努⼒して下さい。 

連絡先 1 号館 1 階 三井亮司 / E-mail: rmitsui@dbc.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 学習に対する取り組みは、毎回プリントを配布して復習問題を課したことから多
くの⼈が授業外にも本講義内容に取り組んだと答えている点は講義方針として
よかったのではないかと感じています。また授業を受けてよかった点に関して
は、何らかの回答をしており、無回答の⼈がほとんどなかったことは興味の喚起
に役立ったのであろうと思います。満足度は「満足・ほぼ満足」で 75%ですので
今後もこの方向で講義を続けていきたいと考えています。 



英文科目名 Biochemistry II 
関連科目 生物化学 I, III、細胞生物学、応用酵素学 
次回に向けての改善変更予定 考慮してほしい点などは「特にない」が 9 割以上でした。その他の⼈も、特定の

項目に集中したものはありませんでしたが、教科書のレベルが高いという意見が
数⼈ありました。現在採用している教科書は確かに高度な内容も含みますが、そ
れを講義で理解していただくように考えています。生化学の教科書は本学科の学
生にとって、大変重要なものであると思っています。以前、平易な教科書を使っ
ていたことがありましたが、大学の生化学のスタンダードである教科書を用いる
ことで、大学院受験や 研究活動を行うときに、側に置いて使用できる教科書が
よいの 

講義目的 生物化学 I で学習した生体成分の生体内での変化と、その変化の流れの調節を酵
素の機能とあわせて解説する。生命は酵素の触媒能により維持されているといっ
ても過言ではない。それほど重要な役割を果たす酵素とはどのようなもので、ど
のような機能を有するのかを理解すること、また、糖代謝を中心としたエネルギ
ー代謝の流れを理解することを目的とする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  生体触媒としての酵素と酵素発見の歴史について解説する。 

2 回 酵素の触媒作用について解説する。 
3 回  アミノ酸の構造についての復習とタンパク質の高次構造について解説す
る。 
4 回 タンパク質の高次構造と酵素活性の発現と失活の関係、触媒としての重要
な役割を持つ活性中心の形成について解説する。 
5 回  酵素の命名法と分類について解説する。 
6 回  酵素反応の考え方 
7 回  酵素反応の定量的取扱いについて解説する。 
8 回  酵素反応速度論 ミカエリス-メンテン式 Km 値の持つ意味と求め方につ
いて解説する。 
9 回  酵素と阻害剤について作用機作と速度論的パラメーターの関係について解
説する。 
10 回  代謝の概要と酵素の役割、また酵素の合成と調節について解説する。 
11 回  自由エネルギーと ATP について解説する。 
12 回  ATP の生成と電子伝達系の関係を解説する。 
13 回  解糖と発酵について解説する。 
14 回  クエン酸回路における各反応と酵素について解説する。 
15 回  解糖系、ペントースリン酸回路における各反応と酵素について解説する。 

準備学習 1 回  酵素発見の歴史について調べてみること。 
2 回  前回の内容を復習し、疑問点をまとめておくこと。 
3 回  アミノ酸とタンパク質について生物化学 I の範囲を復習しておくこと。 
4 回  前回の内容を復習し、疑問点をまとめておくこと。 
5 回  前回の内容を復習し、疑問点をまとめておくこと。 
6 回  前回の内容を復習し、疑問点をまとめておくこと。 
7 回  酵素活性の単位の取り扱い方を復習しておくこと。 



8 回  酵素の定量的取り扱いを復習しておくこと。 
9 回  前回の内容を復習し、疑問点をまとめておくこと。 
10 回  前回の内容を復習し、疑問点をまとめておくこと。 
11 回  前回の内容を復習し、疑問点をまとめておくこと。 
12 回  解糖の概要について復習しておくこと。 
13 回  前回の内容を復習し、疑問点をまとめておくこと。 
14 回  糖代謝とクエン酸回路の関係について調べておくこと 
15 回  本講義について総復習し、疑問点などをまとめておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSB3312 
成績評価 定期試験 100％により評価する。但し，定期試験においては基準点を設け。得点

が 100 点満点中 60 点未満は不合格とする。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス BA(理)(〜12),BB(理)(〜12) 
見出し FSB3312 有機化学Ⅰ(再) 
担当教員名 大平 進 
単位数 2 
教科書 有機化学概説第 6 版／J. Mcmurry ／東京化学同⼈ 
アクティブラーニング  
キーワード 化学結合，異性体，有機化学反応 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 有機化学Ⅰ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 マクマリー有機化学概説問題の解き方（第 6 版）英語版／S. Mcmurry／ 東京化

学同⼈ 
授業形態 講義 
注意備考 この講義は再履修者のみを対象とし，演習を中心に行う 

試験は定期試験期間中に行い，試験形態は筆記試験とする。 
予習，復習にホームページを活用すること。http://main.nps.dbc.ous.ac.jp 

シラバスコード FSB3312 
実務経験のある教員  
達成目標 1）結合と電子の関係を明確に理解させる。 

2）種々の異性体の概念を理解させる。 
3）有機化合物の構造式の意味を理解させる。 
4）有機化学反応の速度論，熱⼒学の基礎を理解させる。 

受講者へのコメント  
連絡先 1 号館 2 階 大平研究室 sohira@dbc.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Organic Chemistry I 
関連科目 有機化学 II, III, IV 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生物化学に関する多くの専門科目を深く理解するためには，高度の有機化学の知

識を必要とする。ここでは，有機化学全般の基礎となる化学結合の考え方と立体
化学，化学反応の見方等を概説する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 オリエンテーション。高校レベルの原子の構造を復習する。 
（大平 進） 
2 回 量子化学で計算した原子軌道と，電子配置について説明する。 
（大平 進） 
3 回 共有結合，イオン結合，オクテット則等，結合が電子対であること，結合を
つくらない電子対があることについて解説する。 
（大平 進） 
4 回 混成軌道の概念を説明し，sp3 混成軌道でメタン，エタンの構造を説明す
る。 
（大平 進） 
5 回 sp2 混成軌道とエチレンの構造，sp 混成軌道とアセチレンの構造について
説明する。 
（大平 進） 
6 回 結合の極性と電気陰性度について説明し，結合の開裂パターンを解説する。 
（大平 進） 
7 回 酸・塩基の定義を説明し，pKa 値から反応の方向性を予測する。 
（大平 進） 
8 回 主な官能基の種類を説明し，複雑な天然物の官能基を捜させる。 
（大平 進） 
9 回 分子アルカンの命名法と各種化合物の立体配座を説明する。 
（大平 進） 
10 回 脂環式化合物の命名法とシス?トランス異性体について説明する。 
（大平 進） 
11 回 アルケンの命名法とシス・トランス異性体について説明する。 
（大平 進） 
12 回 立体化学を命名する為に必要な順位則と具体的な適用について説明する。 
（大平 進） 
13 回 有機化学反応の分類（付加，脱離，置換，転位）と特徴について説明する。 
（大平 進） 
14 回 反応と速度を決めるものと反応の方向を決めるものについて説明する。 
（大平 進） 
15 回 反応エネルギーと中間体，活性化エネルギーと遷移状態の概念を説明する。 
（大平 進） 

準備学習 1 回 講義の範囲と進め方の説明。第２回目授業までに高校の教科書を使って原
子の構造を復習しておくこと。 
2 回 原子核，陽子，電子，原子番号，質量数，質量の関係を理解しておくこと。
第３回目授業までに価電子と結合と電子対について予習しておくこと。 
3 回 電子の共有により結合が生成することを理解しておくこと。第４回目授業
までに，原子軌道について予習しておくこと。 
4 回 s 軌道，p 軌道，d 軌道に電子が配置される順を理解しておくこと。第５回
目授業まで混成軌道について予習しておくこと。 
5 回 s 軌道と p 軌道が混成するという概念を理解し，メタン，エチレン，アセチ



レンの構造を理解しておくこと。第６回目授業までに周期表と電気陰性度の関係
を予習しておくこと。 
6 回 電気陰性度と周期表の関係を覚えておくこと。第７回目授業までに酸と塩
基について予習しておくこと。 
7 回 酸と塩基について理解し， pKa の値から反応方向を予測できるようにな
っておくこと。第８回目授業までに官能基について予習しておくこと。 
8 回 主な官能基が特定できるようになっておくこと。第９回目授業までに骨格
構造，ニューマン図 
イス形配座について予習しておくこと。 
9 回 分岐アルカンが命名でき，ニューマン図，イス形配座が書けるようになって
おくこと。第１０回目授業までに脂環式化合物の命名法と立体化学について予習
しておくこと。 
10 回 脂環式化合物を命名でき，シス?トランスを帰属できるようにしておくこ
と。第１１回目授業までに二重結合の構造について復習し，命名法を予習してお
くこと。 
11 回 二重結合の異性体を骨格構造で描けるようになっておくこと。第１２回目
授業までに順位則について予習しておくこと。 
12 回 四つのグループの順位付けができるようになっておくこと。第１３回目授
業までに反応物と生成物を比較して違う場所がわかるよう予習しておくこと 
13 回 四種類の反応の特徴を理解しておくこと。第１４回目授業までに反応のエ
ネルギー図について予習しておくこと。 
14 回 化学平衡と反応の有利な方向について理解しておくこと。第１５回目授業
までに 
多段階反応について予習しておくこと。 
15 回 反応を支配する２つのもの（エンタルピー差と活性化エネルギー）を区別
できるよう復習すること。 

 



年度 2012 
授業コード FSB3321 
成績評価 定期試験（75%）および講義中の小テスト（25%）で評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス BA(理)(〜10),BB(理)(〜10) 
見出し FSB3321 機器分析法 
担当教員名 窪木 厚⼈ 
単位数 2 
教科書 適宜プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 質量分析法（MS）、紫外・可視・赤外分光法（UV-VIS, IR）、核磁気共鳴（NMR）、

構造決定 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 機器分析法 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 有機化合物のスペクトルによる同定法／Silverstein, Webster, Kiemle 著／荒木、

益子、山本、鎌⽥訳／東京化学同⼈：ビギナーズ有機構造解析／川端 潤／化学
同⼈ 

授業形態 講義 
注意備考 有機化学 I,II,III,IV の内容について理解しておく。 

生物化学実験 IV の課題に本講義の内容と関連するものがある。 
シラバスコード FSB3321 
実務経験のある教員  
達成目標 質量分析法（MS）、紫外・可視・赤外分光法（UV-VIS, IR）、核磁気共鳴（NMR）

の原理を理解する。 
各測定の結果各種を利用して有機化合物の部分構造を予想できる。 

受講者へのコメント  
連絡先 1 号館 2 階天然物合成化学研究室 086-256-9489 kuboki@dbc.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Instrumental Analysis 
関連科目 有機化学 I,II,III,IV 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 近年、有機化合物の構造決定を行うための様々な手法が開発され、天然から微量

しか得られない物質の複雑な構造まで決定できるようになってきた。本講義で
は、有機化合物の構造決定に必要な手法の原理、および、得られるスペクトルの
解析方法について解説する。 

対象学年 3 年/4 年 



授業内容 1 回 イントロダクション：講義の進め方を説明する。 
2 回 質量分析法（MS）1：質量分析法（MS）の原理、分子イオンについて説明
する。 
3 回 演習 1：第 2 回講義の内容に関する例題を解くことによって、具体的な解析
法を説明する。 
4 回 質量分析法（MS）2：質量分析法（MS）のフラグメント化について説明す
る。 
5 回 演習 2：第 4 回講義の内容に関する例題を解くことによって、具体的な解析
法を説明する。 
6 回 核磁気共鳴（NMR）1：核磁気共鳴（NMR）の原理、シフトについて説明
する。 
7 回 演習 3：第 6 回講義の内容に関する例題を解くことによって、具体的な解析
法を説明する。 
8 回 核磁気共鳴（NMR）2：核磁気共鳴（NMR）のカップリングについて説明
する。 
9 回 演習 4：第 8 回講義の内容に関する例題を解くことによって、具体的な解析
法を説明する。 
10 回 核磁気共鳴（NMR）3：核磁気共鳴（NMR）の 13C-NMR について説明す
る。 
11 回 演習 5：第 10 回講義の内容に関する例題を解くことによって、具体的な解
析法を説明する。 
12 回 核磁気共鳴（NMR）4：核磁気共鳴（NMR）の NOE、二次元 NMR につ
いて説明する。 
13 回 演習 6：第 12 回講義の内容に関する例題を解くことによって、具体的な解
析法を説明する。 
14 回 紫外・可視・赤外分光法（UV-VIS, IR）：紫外・可視・赤外分光法（UV-VIS, 
IR）の原理、解析について説明する。 
15 回 演習 7：第 14 回講義の内容に関する例題を解くことによって、具体的な解
析法を説明する。 

準備学習 1 回 授業内容の確認と復習。参考書などにより、質量分析法（MS）の原理につ
いて予習しておくこと。 
2 回 質量分析法（MS）の原理、分子イオンについて復習すること。 
3 回 第 2 回の授業内容について、実例を解析できるよう復習を行うこと。参考
書などにより、質量分析法（MS）の分子のフラグメント化（フラグメンテーショ
ン）について予習しておくこと。 
4 回 質量分析法（MS）の分子のフラグメント化（フラグメンテーション）につ
いて復習すること。 
5 回 第 4 回の授業内容について、質量分析法（MS）の実例を解析できるよう復
習を行うこと。参考書などにより、核磁気共鳴（NMR）の原理について予習して
おくこと。 
6 回 核磁気共鳴（NMR）の原理について復習すること。 
7 回 第 6 回の授業内容について、実例を解析できるよう復習を行うこと。参考



書などにより、1H-NMR における特徴的なカップリングについて予習しておく
こと。 
8 回 1H-NMR における特徴的なカップリングについて復習すること。 
9 回 第 8 回の授業内容について、実例を解析できるよう復習を行うこと。参考
書などにより、13C-NMR について予習しておくこと。 
10 回 13C-NMR の原理、解析方法について復習すること。 
11 回 第 10 回の授業内容について、実例を解析できるよう復習を行うこと。参
考書などにより、NOE、二次元 NMR について予習しておくこと。 
12 回 NOE、二次元 NMR の原理、解析方法について復習すること。 
13 回 第 12 回の授業内容について、実例を解析できるよう復習を行うこと。参
考書などにより、UV-VIS および IR について予習しておくこと。 
14 回 UV-VIS および IR の原理、解析方法について復習すること。 
15 回 第 14 回の授業内容について、実例を解析できるよう復習を行うこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSB3322 
成績評価 定期試験（75%）および講義中の小テスト（25%）で評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス BA(理)(〜11),BB(理)(〜11) 
見出し FSB3322 有機化学Ⅳ 
担当教員名 窪木 厚⼈ 
単位数 2 
教科書 マクマリ- 有機化学概説 第 6 版／J.McuMurry 著／伊藤、児玉訳／東京化学同

⼈ 
アクティブラーニング  
キーワード カルボン酸、アミン、有機化学反応、反応機構 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 小テストをする時間がない、終えるのが遅すぎる： 

 解答用紙を配布する際、毎回、時間がない⼈は学生番号と氏名を記入してすぐ
に退室してもよいと言っていたはずです。（終了時間を大きく過ぎたことは 1 回
だったと思います。）また、解答は採点せず、出欠確認にのみ利用している、とも
言っていたので、白紙で提出したとしても成績面に影響はないことも受講生は知
っていたはずです。解説は次回の冒頭に行っているため、次回までに自⼒で解答
しておけばよく、解答時間が短すぎるということにもあたらないと思います。 

科目名 有機化学Ⅳ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 マクマリ- 有機化学概説 問題の解き方 第 6 版（英語版）／J.McuMurry／／

東京化学同⼈ 
授業形態 講義 
注意備考 有機化学 I, II, III を十分理解していることが必要である。 

更新日時 
シラバスコード FSB3322 
実務経験のある教員  
達成目標 ケトン、アルデヒド、カルボン酸およびアミンやその類縁体に関する命名法、構

造、基本的な反応とその反応機構を理解することを目的とする。 
受講者へのコメント 期末試験で反応機構を問う問題を出題したところ、こちらの予想以上に高い正答

率となり驚いた。そのため、かなり甘い判定になった。 
連絡先 1 号館 2 階天然物合成化学研究室 086-256-9489 kuboki@dbc.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Organic Chemistry IV 
関連科目 有機化学 I, II, III 
次回に向けての改善変更予定 講義後半に内容が固まる傾向があるため、前半の速度を少し上げて全体を均一と



する。 
講義目的 生命活動を支えている生体物質のほとんどは、有機化合物である。したがって、

生命現象を分子のレベルで理解するためには、有機化学の理解は不可欠である。
本講義では、有機化学 I, II, III で学んだ知識をもとに、ライフサイエンスの基礎
となる必要最小限の基礎知識として、ケトン、アルデヒド、カルボキシル基、お
よび含窒素化合物の化学を講義する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション：講義の進め方を説明する。 

2 回 カルボン酸とその誘導体の命名法と構造について説明する。 
3 回 カルボン酸の酸性度と置換基効果について説明する。 
4 回 カルボン酸の合成と反応について説明する。 
5 回 酸ハロゲン化物、酸無水物の合成と反応について説明する。 
6 回 エステルの合成と反応について説明する。 
7 回 アミド、ニトリルの合成と反応について説明する。 
8 回 ケトエノール互変異性体と反応について説明する。 
9 回 エノラートイオンの反応について説明する。 
10 回 アルドール反応について説明する。 
11 回 エステルの縮合について説明する。 
12 回 アミンの命名法と構造について説明する。 
13 回 アミンの性質と合成について説明する。 
14 回 アミンの反応について説明する。 
15 回 複素環アミンについて説明する。 

準備学習 1 回 授業内容を確認すること。予習として教科書の 10.1 と 10.2 を読んでおくこ
と。 
2 回 カルボン酸とその誘導体の命名法と構造について復習すること。予習とし
て教科書の 10.3 を読んでおくこと。 
3 回 カルボン酸の酸性度と置換基効果について復習すること。予習として教科
書の 10.4 から 10.8 を読んでおくこと。 
4 回 カルボン酸の合成と反応について復習すること。予習として教科書の 10.4
から 10.8 を読んでおくこと。 
5 回 酸ハロゲン化物、酸無水物の合成と反応について復習すること。予習として
教科書の 10.11 を読んでおくこと。 
6 回 エステルの合成と反応について復習すること。予習として教科書の 10.12 と
10.13 を読んでおくこと。 
7 回 アミド、ニトリルの合成と反応について復習すること。予習として教科書の
11.1 から 11.3 を読んでおくこと。 
8 回 ケトエノール互変異性体と反応について復習すること。予習として教科書
の 11.4 から 11.6 を読んでおくこと。 
9 回 エノラートイオンの反応について復習すること。予習として教科書の 11.8
から 11.10 を読んでおくこと。 
10 回 アルドール反応について復習すること。予習として教科書の 11.11 を読ん
でおくこと。 



11 回 エステルの縮合について復習すること。予習として教科書の 12.1 と 12.2
を読んでおくこと。 
12 回 アミンの命名法と構造について復習すること。予習として教科書の 12.3 と
12.4 を読んでおくこと。 
13 回 アミンの性質と合成について復習すること。予習として教科書の 12.5 を
読んでおくこと。 
14 回 アミンの反応について復習すること。予習として教科書の 12.6 を読んで
おくこと。 
15 回 複素環アミンについて復習すること。 

 



年度 2012 
授業コード FSB3332 
成績評価 定期試験（70%）および講義中の演習課題提出（30%）で評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス BA(理)(〜09),BB(理)(〜09) 
見出し FSB3332 生物物理化学Ⅰ(再) 
担当教員名 ⻘木 宏之 
単位数 2 
教科書 生物物理化学の基礎−生命現象理解のために−／白浜，杉原編著，井上，柴⽥，

山口共著／三共出版 
アクティブラーニング  
キーワード エンタルピー，エントロピー，Gibbs 自由エネルギー，化学ポテンシャル 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生物物理化学Ⅰ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 この講義は生物物理化学 I 再履修者対象であるので，その他の学生は履修できな

い。 
シラバスコード FSB3332 
実務経験のある教員  
達成目標 1）化学熱⼒学（熱⼒学第一、第二、第三法則）を理解させる。 

2）エントロピーとエンタルピーを理解させる。 
3）Gibbs 自由エネルギーと化学平衡条件との関係を理解させる。 

受講者へのコメント  
連絡先 １号館３階 研究室 e-mail: aoki@dbc.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Biophysical Chemistry I 
関連科目 生物物理化学 II,III 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生命現象を分子レベルで理解するため、化学熱⼒学（熱⼒学第一、第二、第三法

則）を導入し、化学反応のおける平衡条件と自由エネルギー、エントロピー、化
学ポテンシャルの関係を概説する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。講義の進め方を説明する。生物物理化学の学問領域つ

いて説明する 
2 回 生体エネルギー学（化学熱⼒学）の描く世界について概観する。 



3 回 エネルギーの形態と保存（熱⼒学第一法則）のついて説明する。 
4 回 エントロピーの法則（熱⼒学第二法則）について説明する。 
5 回 第一法則と第二法則の統合と第三法則の導入について説明する。 
6 回 自由エネルギーと化学ポテンシャルについて説明する。 
7 回 液相中の化学平衡について説明する。 
8 回 平衡定数の変化から求まる化学熱⼒学量について説明する。 
9 回 相平衡と分配平衡について説明する。 
10 回 電気化学ポテンシャルと電極電位について説明する。 
11 回 種々の電極電位とその組み合わせについて説明する。 
12 回 電池の起電⼒と電極電位について説明する。 
13 回 化学熱⼒学的データから見る非共有結合について説明する。 
14 回 共役反応について説明する。 
15 回 酸化・還元反応について説明する。 

準備学習 1 回 ”生命体”の定義を調べてくること。生物と物理と化学の関連性について、各
自考えをまとめてくること。 
2 回 生物物理化学の学問領域ついて整理復習すること。生体エネルギー学（化学
熱⼒学）に関し予習すること。 
3 回 生体エネルギー学（化学熱⼒学）の対象領域を整理復習すること。熱⼒学第
一法則に関し予習すること。 
4 回 エネルギーの形態と保存（熱⼒学第一法則）のついて復習すること。熱⼒学
第二法則に関し予習すること。 
5 回 エントロピーの法則（熱⼒学第二法則）について復習すること。熱⼒学第三
法則に関し予習すること。 
6 回 第一法則と第二法則の統合と第三法則の導入について整理復習すること。
自由エネルギー関し予習すること。 
7 回 自由エネルギーと化学ポテンシャルについて復習すること。液相中の化学
平衡に関し予習すること。 
8 回 液相中の化学平衡について復習すること。化学熱⼒学量に関し予習するこ
と。 
9 回 平衡定数の変化から求まる化学熱⼒学量について整理復習すること。相平
衡に関し予習すること。 
10 回 相平衡と分配平衡について整理復習すること。電気化学ポテンシャルに関
し予習すること。 
11 回 電気化学ポテンシャルと電極電位について復習すること。 
12 回 種々の電極電位とその組み合わせについて説明する。各種金属による電極
電位に関し予習すること。 
13 回 電池の起電⼒と電極電位について整理復習すること。非共有結合に関し予
習すること。 
14 回 化学熱⼒学的データから見る非共有結合について整理復習すること。生体
エネルギー学における共役反応に関し予習すること。 
15 回 Gibbs エネルギーと共役反応について復習すること。代謝エネルギーと酸
化還元反応に関し予習すること。 



 



年度 2012 
授業コード FSB3342 
成績評価 定期試験により評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス BA(理)(〜10),BB(理)(〜10) 
見出し FSB3342 生物有機化学 
担当教員名 林 謙一郎 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード ホルモン、ケミカルバイオロジー、化学遺伝学 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生物有機化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 創薬科学入門 

─薬はどのようにつくられる？ 
佐藤健太郎 著 
・A5 判 208 頁 
・ISBN 978-4-274-50361-0 

授業形態 講義 
注意備考 有機化学、生物化学を理解していることが望ましい。 
シラバスコード FSB3342 
実務経験のある教員  
達成目標 生命現象を有機化学的な視点から理解し、化学構造から生命現象に関わる分子の

機能を推測できる。また、医薬・農薬の作用機構やその開発過程の基礎となる概
念を理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先 １号館２階 林研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Bio-organic Chemistry 
関連科目 有機化学、生物化学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生物有機化学では、生命現象を化学的な視点から理解する。特に有機化学の側面

から理解・解釈することで、生命活動・現象を分子レベルで包括・系統的に理解
することが可能となる。生物化学・遺伝学・分子生物学・細胞生物学などの生物
学を基礎として、生命現象の制御・調節機構に関わる化合物（生理活性化合物）
やその作用機構を、化学構造を中心にして講義していく。また、分子生物学的な



手法にと有機化学的な手法を匠に組み合わせて、核酸や蛋白質など、生体分子の
機能や反応を分子レベルで扱おうとする学問領域であるケミカルバイオロジー
について 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  生物有機化学の基礎と生理活性物質の概念について、解説する。 

2 回  生体関連物質・生理活性物質の化学・分類について、解説する。 
3 回  生理活性物質の作用機構 1 酵素阻害剤・受容体拮抗剤などについて解説
する。 
4 回  生理活性物質の作用機構 2 分子メカニズム、鍵と鍵⽳モデルについて解
説する。 
5 回  生理活性物質の分子設計について、合理的分子設計について解説する。 
6 回  基本理論１：化合物ライブラリー・スクリーニングについて解説する。 
7 回  基本理論２：ランダムスクリーニングとリード化合物の発見について解説
する。 
8 回  基本理論３：合理的スクリーニングの概念・手法、インシリコスクリーニ
ングについて、解説する。 
9 回  基本理論４：構造活性相関の概念、構造アナログ、置換基等価体について、
解説する。 
10 回  基本理論５：生理活性の評価：レポーターアッセイ、受容体結合アッセ
イについて解説する。 
11 回  最新理論１：ハイスループットスクリーニングについて解説する。 
12 回  最新理論２：化合物ライブラリーと化学構造情報について解説する。 
13 回  ケミカルジェネティックについて解説する。 
14 回  蛍光分子イメージングについて解説する。 
15 回  大規模システム解析：プロテオーム・メタボローム解析について解説す
る。 

準備学習 2 回  事前に配布したプリントを予習しておくこと。 
3 回  事前に配布したプリントを予習しておくこと。 
4 回  事前に配布したプリントを予習しておくこと。 
5 回  事前に配布したプリントを予習しておくこと。 
6 回  事前に配布したプリントを予習しておくこと。 
7 回  事前に配布したプリントを予習しておくこと。 
8 回  事前に配布したプリントを予習しておくこと。 
9 回  事前に配布したプリントを予習しておくこと。 
10 回  事前に配布したプリントを予習しておくこと。 
11 回  事前に配布したプリントを予習しておくこと。 
12 回  事前に配布したプリントを予習しておくこと。 
13 回  事前に配布したプリントを予習しておくこと。 
14 回  事前に配布したプリントを予習しておくこと。 
15 回  事前に配布したプリントを予習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSB3511 
成績評価 講義中での質疑応答（50％）や課題提出（50％）などを加味して，総合的に評価

する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス BA(理)(07〜12),BB(理)(07〜12) 
見出し FSB3511 生物化学トピックス 
担当教員名 池⽥ 正五、⻘木 宏之、南 善子、尾堂 順一、林 謙一郎、三井 亮司、宮

永 政光 
単位数 2 
教科書 使用しない 
アクティブラーニング  
キーワード バイオサイエンス、バイオテクノロジー 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 ある教員の講義内容に関する意見（1 名）がありましたが、本講義の趣旨や大学

での勉強の意義の多様性をご理解いただければと思います。 
これ以外、回答を必要とする記述は無かった。 

科目名 生物化学トピックス 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 講義 
注意備考 毎回の講義の成績で評価するので、定期試験は行わない。教員からの課題など指

示について毎回よく聞くこと。 
シラバスコード FSB3511 
実務経験のある教員  
達成目標 身近な話題と生物化学との関わりを理解する。 
受講者へのコメント 授業の開始に間に合うように教室へ来て、直ちに授業に臨むこと。 

本講義はオムニバス形式で、各教員が異なった方法で講義を進めています。大学
では、そういったことにも対応できることが必要ですので、各講義における注意
事項にしっかり対応して下さい。 

連絡先 生物化学科教員の研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 78%の学生が目標を「できた」または「だいたいできた」であり、84%の学生が
この授業に「満足」または「ほぼ満足」した。また、91%の学生が教員の熱意を
「感じられた」または「少し感じられた」とした。したがって、講義の内容やレ
ベルに問題は無いと考える。講義の進め方で、特に指摘数の多い（10％を超える）
項目は無かった。 

英文科目名 Topics of Biochemistry 
関連科目 生物化学科で開講している全ての A 群科目 



次回に向けての改善変更予定 特に問題は感じられないが、さらにわかりやすく、また生物化学に興味が見てる
ように講義を進めるよう努⼒を続ける。 

講義目的 バイオサイエンスやバイオテクノロジーに代表されるように，生物化学に関わる
分野の研究は活発であり，その進展には著しいものがある。この講義では，この
ような最前線の研究の背景・目的・将来や諸問題点などについて分かり易く解説
し，生物化学に対する関心を高めることを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションとして、生物化学科が扱う研究分野について紹介する。

また、各研究室の取り組みに関して説明する。 
2 回 生体膜を構成する脂質分子が水中でどのようにして、2 分子膜構造を形成す
るかを説明し、温度やイオン環境の変化で、様々な構造・機能変化を示すことを
紹介する。 
3 回 様々な生物のゲノム解析によりわかったととと、それらから可能になる未
来のできごとについて説明する。 
4 回 植物組織培養や遺伝子組換えといったバイオテクノロジーを用いて植物が
もつ能⼒について研究したり利用している事例を解説する。 
5 回 様々な骨格構造をもつ有機化合物が生体に対してどのような作用をするか，
どのように役に立っているかを説明する。 
6 回 様々な金属イオンが病気の治療に使われている事を、悪性腫瘍やリウマチ
などの治療に使われている金属含有医薬品の実例を挙げながら解説する。 
7 回 環境に優しい化学を追求するグリーンケミストリーについて説明する。 
8 回 未利用資源の有効利用の重要性について説明する。 
9 回 地球温暖化についてさまざまな考え方がありますが、それらの科学的根拠
につい て整理しながら説明する。 
10 回 植物からの贈り物―その代謝産物―について講義する。 
11 回 科学論文・特許について解説し、科学者・技術者のキャリアや研究プロセ
スについて説明する。 
12 回 微生物や微生物由来の酵素が日常生活の中で重要な役割を果たしているこ
とを解説する。また、食糧・エネルギー・環境のあらゆる分野で微生物が利用さ
れている事例を紹介する。 
13 回 細胞が引き起こす様々な生命現象を、模式図や動画などを見ながら理解す
る。 
14 回 化学物質の環境中での動態や生物に与える影響について講義する。 
15 回 これまでの講義を聞いて、自分が将来チャレンジしてみたい研究などにつ
いてレポートを作成する。 

準備学習 1 回 生物化学科のホームページをみて、どのような研究が行われているか見て
おくこと。 
2 回 大腸菌およびヒトの各種細胞膜の脂質構成を調べ、比較を行くこと。生体膜
の起源について予習を行うこと。 
3 回 遺伝子が解読されることによって、どのようなことができるだろうか、考え
ておくこと。 
4 回 身近な植物でバイオテクノロジーが応用されている事例がないか調べてく



る。 
5 回 有機化学 I で学んだ骨格構造の書き方を復讐しておくこと。 
6 回 我々の⼈体の中で機能している金属イオンの種類や働きについて学習して
おくと理解しやすい。 
7 回 グリーンケミストリーと従来の化学の違いを理解し、説明できるよう復習
を行うこと。 
8 回 農・林産廃棄物のエネルギー利用や食糧への変換に関し予習を行うこと。 
9 回 講義内容をみて、これまでに学んできたこととの関連を考えてみること。 
10 回 身近な植物成分について調べておくこと。 
11 回 講義の中で説明した内容について、予習・復習を行い、科学研究のプロセ
スや特許の仕組みを理解すること。 
12 回 日常の生活を振り返り、微生物が関わっていると思われるものを、少なく
とも１つ以上見つけておくこと。またそれがどのような微生物または微生物酵素
を利用したものであるか調べてみること。 
13 回 高校生物の教科書や参考書などを読み直しておくこと。 
14 回 講義内容をみて今までの学習内容との関連を考え、予習をすること。 
15 回 これまでの講義を聞いて、どのような研究に自分が最も興味を引かれたか、
考えておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSB3512 
成績評価 定期試験で評価する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス BA(理)(〜12),BB(理)(〜12) 
見出し FSB3512 生物化学Ⅰ 
担当教員名 林 謙一郎 
単位数 2 
教科書 コーン・スタンプ 生化学〔第 5 版〕/E. E. Conn, P. K. Stumpf 著,⽥宮 信雄, 

八木 達彦 訳/東京化学同⼈、ISBN 9784807902996/A5・652 ページ 
アクティブラーニング  
キーワード 生化学、分子構造、生体成分 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生物化学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 Essential 細胞生物学 第 2 版（南江堂）,生化学辞典 第３版（第２版も可） 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSB3512 
実務経験のある教員  
達成目標 生物化学 II 以降を学ぶのに必要な基礎事項を理解することを目標とし、その達

成のために、以下のような項目を説明できること。アミノ酸、糖質、脂質の構造
式が説明でき、その化学構造と細胞内での役割について理解する。タンパク質の
アミノ酸配列と高次構造について、説明出来ること。補酵素、ビタミンの構造と
役割について、説明出来ること。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Biochemistry I 
関連科目 生物化学 II、生物化学 III、細胞生化学 I,II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生物化学では、生物の細胞の構造と機能を担う生体成分であるタンパク質，核酸，

糖，脂質の構造と機能を学習する。さらに、細胞内での生合成と分解、エネルギ
ー生成などの代謝活動を、分子レベルで理解する事を目標とする。そのため、生
物化学 I では、基本的な生体成分であるアミノ酸、タンパク質、糖質、脂質の化
学構造および、ビタミンと補酵素の構造について、生体内での機能と関連させて
説明する。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 生物化学序論、水の性質、pH, 弱酸、弱塩基の電離、緩衝液など、生化学の

基礎となる水溶液の性質を解説する。 
2 回 単糖の構造と機能、炭水化物の分類、立体異性体、アルドース、ケトースな
どについて解説する。 
3 回 オリゴ糖、多糖の構造と機能、特に 2 糖類、多糖類の分類、性質、構成糖に
ついて解説し、細胞壁多糖の構造を説明する。 
4 回 アミノ酸の構造と立体化学、L 型アミノ酸の側鎖の性質、分類について解説
する。 
5 回 アミノ酸、ペプチドの性質と反応、アミノ酸の化学反応、非タンパク性アミ
ノ酸、生理活性ペプチドについて解説し、ペプチド結合の性質も説明する。 
6 回 タンパク質の立体構造、タンパク質の電荷、ペプチド鎖の構造について解説
する。 
7 回 タンパク質の高次構造、アルファ・ヘリックス、ベータ・シート等の 2 次構
造と、高次構造について解説する。 
8 回  問題演習を行うので、これまでの講義内容を整理して、復習しておくこと。 
9 回 核酸と成分と構成、特に塩基、糖、ヌクレオチドの化学構造について解説す
る。 
10 回 DNA の構造、核酸の 2 重らせん構造と、遺伝複製の機能について解説す
る。 
11 回 RNA の分類、性質、機能について、概説する。また。突然変異、核蛋白に
ついて説明する。 
12 回 単純脂質と生体の機能、特に、脂肪酸の性質と名称、ろうなどの構造と化
学反応性について解説する。 
13 回 複合脂質と生体の機能、特に、リン脂質、グリコリピド、テルペノイド、
ステロールなどの構造と、生体膜の構造について解説する。 
14 回 ビタミンの構造と機能１、特に水溶性ビタミンの構造、機能について説明
し、補酵素都の関係を解説する。 
15 回 ビタミンの構造と機能２，特に脂溶性ビタミンの構造、機能について説明
する。 

準備学習 1 回 シラバスと教科書の内容ををよく確認し学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 単糖の化学構造、アルドースとケトースの開環、閉環構造について、調べて
おくこと。 
3 回 生体に存在する２糖、オリゴ糖、多糖の名称、分類、機能を調べておくこと。 
4 回 アミノ酸の立体化学と光学異性体について、調べておくこと。 
5 回 タンパク質に含まれる２０種類のアミノ酸と、非核酸性アミノ酸の化学構
造、ペプチド結合、ニンヒドリン反応等について調べておくこと。 
6 回 ポリペプチド結合、タンパク質の機能分類、一次構造、二次構造について調
べておくこと。 
7 回 タンパク質の立体構造、すなわち三次構造、四次構造、タンパク質の変性に
ついて調べておくこと。 
8 回 １回から７回目までの講義内容について、問題演習とその問題の解答の解



説を行うので、これまでの演習問題を予習すること。 
9 回 DNA と RNA に含有される核酸塩基、糖、リン酸について、その構造式を
調べておくこと。 
10 回 DNA のポリヌクレオチド鎖の構造ヌクレオシドの化学構造と、核酸塩基
の間での水素結合について調べておくこと。 
11 回 RNA の立体構造、mRNA、tRNA の構造と機能について調べておくこと。 
12 回 ワックス、脂肪酸、グリセロールの構造式と名称を調べ、アシルグリセロ
ールの性質を勉強しておくこと。 
13 回 リン脂質、糖脂質の化学構造と生体膜の構造について、調べておくこと。
また、乳化作用、界面活性について勉強しておくこと。 
14 回 NAD, FAD, H-CoA の構造について、勉強しておくこと、水溶性ビタミン
について調べておくこと 
15 回 脂溶性ビタミン、ビタミン A、D、E について調べておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSB3711 
成績評価 実験レポート（60％）、中間試験（10％）、定期試験（30％）により成績を評価す

る。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス BA(理)(〜12),BB(理)(〜12) 
見出し FSB3711 化学基礎実験 
担当教員名 高原 周一、佐藤 幸子 
単位数 2 
教科書 岡山理科大学化学実験一手引きと演習一 ／ 佐藤幸子 

：理工系化学実験（一基礎と応用一 第３版） ／ 坂⽥一矩編 ／ （東京教学社） 
アクティブラーニング  
キーワード 無機定性分析：金属のイオン化傾向、元素の周期表、分属試薬、溶解度積、化学

平衡、錯イオン、両性金属、マスキング 
定量分析：中和、酸化還元、キレート生成、電離定数、pH、pKa、緩衝溶液、モ
ル濃度、質量百分率 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答 机が狭い，通路が狭いというコメントがありました．これらのことは認識してお

り，大学にスペース拡大を要請中です． 
椅子がボロイというコメントがありましたが，座るのに支障がある椅子があれば
交換するようにします． 
マイク・スピーカーの音が少し聞き取りにくいというコメントがありました．確
かにあまり良いスピーカーではないので，通常の講義室にあるような備え付けの
スピーカーを導入するように大学に要請します． 
化学の基礎，計算方法，レポート作成等の資料を追加してほしいという要望があ
りましたので，検討します． 
実験の前にもう 

科目名 化学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎化学実験安全オリエンテーション ／ 山口和也、山本仁著 ／（東京化学同

⼈） 
大学の基礎化学実験 ／大学一般化学教育研究会編 ／（学術図書出版社） 
フォトサイエンス化学図録 ／（数研出版） 
化学入門／ 井口洋夫、木下實編集 ／（ 実教出版） 
クリスチャン分析化学 I, II ／ Gary D. Christian ／（丸善） 

授業形態 実験実習 
注意備考 全ての実験を行い、レポートを提出し受理されていることが、単位取得の前提条

件である。十分な予習をし、内容を理解して実験に臨むこと。実験開始までに、
予習プリントを提出する。実験を安全に行うため、白衣と保護眼鏡の着用を義務
づける。 

シラバスコード FSB3711 



実務経験のある教員  
達成目標 （１）薬品の取り扱い方の基本を理解する。決められた濃度の試薬溶液を調製で

きる。 
（２）適切な実験廃液の処理ができる。 
（３）化学実験で用いられるガラス器具（ホールピペット、ビュレット、メスフ
ラスコなど）や機器（pH メーター、分光光度計、電子天秤など）を適切に使用
できる。 
（４）モル濃度、質量パーセント濃度を理解し、滴定実験、吸光光度法分析によ
り化学物質の濃度を決定できる。 
（５）現象を分子論的に捉え、物質の変化を化学反応式で記述できる。 
（６）実験についての報告書を作成することができる。 

受講者へのコメント 他の講義・実験と比べて，レポートの量が多くて大変だったと思いますが，化学
についての知識やレポート作成技術は向上したのではないでしょうか．今後の大
学生活で，その成果を生かしていかれることを期待しています． 

連絡先 高原周一 13 学舎 3 階 電子メール takahara@chem.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 週当たりの学習時間数で「3 時間程度またはそれ以上」が 6 割を超えており（2
時間程度を加えると 8 割程度），予習・レポート作成等でかなりの時間外学習が
出来ていたようである． 
「この分野への理解が深まった」という学生が 7 割程度，「技能・技術が向上し
た」が 6 割程度，授業に「満足した」もしくは「ほぼ満足した」学生が 9 割以上
で，学生の評価は概ね高かったと考えている．ただ，「この分野への興味・関心が
高まった」という学生は 5 割弱と少し低めで，改善を要する． 
当初，受講生は 40 名だったが，最終的に単位認定できたのは 24 名であ 

英文科目名 Experiments in Chemistry 
関連科目 化学基礎論 I・II、入門化学 
次回に向けての改善変更予定 内容が無機化学・分析化学に偏っているので，物理化学・有機化学関係のテーマ

を導入することを検討したい． 
化学への興味・関心を高めるために，メインの実験に関連した演示実験を導入す
ることも検討したい． 
レポートについて，予習プリントを基本的に写すだけになる部分（結果と考察以
外の部分）については一部省略することを検討したい． 

講義目的 基礎的な実験を通して、化学実験に必要な基本的知識と実験室でのマナーを習得
する。実験機器の取り扱い方、グラフの書き方、報告書の作成法等を学ぶと同時
に、化学の基礎原理や概念についての理解を深める。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

講義の進め方等を説明する。安全・環境教育を行う。 
2 回 基礎実験（金属と酸との反応） 
金属と強酸・強塩基との反応を調べる。 
3 回 第１ 属陽イオンの定性分析 



銀イオン、鉛イオンの定性分析についての実験を行う。 
4 回 第２属陽イオンの定性分析 I 
鉛 、ビスマス、銅 、カドミウムイオンの定性分析についての実験を行う。 
5 回 第２属陽イオンの定性分析 II  
混合試料の系統分析を行う。 
6 回 第３属陽イオンの定性分析 
アルミニウム、鉄、クロムイオンの定性分析についての実験を行う。 
7 回 陽イオンの系統分析（中間試験） 
これまで修得した知識を元に、未知試料の定性分析を行う。 
8 回 陽イオンの系統分析結果の解説を行う。また、容量分析の事前説明を行う。 
9 回 中和滴定  
中和滴定により、食酢中の酢酸の定量および水酸化ナトリウム・炭酸ナトリウム
混合溶液中の各成分の定量を行う。 
10 回 酸化還元滴定  
酸化還元滴定により、オキシドール中の過酸化水素の定量を行う。 
11 回 キレート滴定  
キレート滴定により、水道水、市販ミネラルウォーターの硬度を決定する。 
12 回 pH メーターを用いる電位差滴定 I 
電位差滴定により酢酸の電離定数を決定する。 
13 回  pH メーターを用いる電位差滴定 II  
電位差滴定により、水酸化ナトリウム・炭酸ナトリウム混合溶液の定量、リン酸
の電離定数の決定等を行う。 
14 回 吸光光度法による鉄イオンの定量 
1,10-フェナントロリンとの錯体形成反応を利用して、試料水中の鉄イオンを吸
光光度法により定量する。 
15 回 14 回目の実験で得られた各グループの定量値と試料の表示濃度との差異
について考察する。 
補充実験と演習問題の解説を行う。 

準備学習 1 回 シラバスを読んでおくこと。 
2 回 教科書等を使って実施する実験について事前学習し、指示された予習課題
を仕上げること。 
3 回 教科書等を使って実施する実験について事前学習し、指示された予習課題
を仕上げること。 
4 回 教科書等を使って実施する実験について事前学習し、指示された予習課題
を仕上げること。 
5 回 教科書等を使って実施する実験について事前学習し、指示された予習課題
を仕上げること。 
6 回 教科書等を使って実施する実験について事前学習し、指示された予習課題
を仕上げること。 
7 回 教科書等を使って実施する実験について事前学習し、指示された予習課題
を仕上げること。 
8 回 教科書等を使って実施する実験について事前学習し、指示された予習課題



を仕上げること。 
9 回 教科書等を使って実施する実験について事前学習し、指示された予習課題
を仕上げること。 
10 回 教科書等を使って実施する実験について事前学習し、指示された予習課題
を仕上げること。 
11 回 教科書等を使って実施する実験について事前学習し、指示された予習課題
を仕上げること。 
12 回 教科書等を使って実施する実験について事前学習し、指示された予習課題
を仕上げること。 
13 回 教科書等を使って実施する実験について事前学習し、指示された予習課題
を仕上げること。 
14 回 教科書等を使って実施する実験について事前学習し、指示された予習課題
を仕上げること。 
15 回 教科書等を使って実施する実験について事前学習し、指示された予習課題
を仕上げること。 

 



年度 2012 
授業コード FSB4111 
成績評価 定期試験９０％、小テスト１０％により成績を評価する。 
曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス BA(理)(〜10),BB(理)(〜10) 
見出し FSB4111 生物化学的分析法 
担当教員名 ⽥中 三男 
単位数 2 
教科書 プリント冊子 
アクティブラーニング  
キーワード 測定の精度と誤差、生体物質の回収法、濃縮と脱塩、カラムクロマト理論、電気

泳動理論、酵素的定量法、免役学的定量法、バイオセンサー 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特に無いが、実験と同時進行の内容があって良かったとの評価を得て良かった。 
科目名 生物化学的分析法 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 バイオリアクター／福井三郎／講談社サイエンティフィク 
授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験期間中に行い、試験形態は筆記試験とする。 
シラバスコード FSB4111 
実務経験のある教員  
達成目標 ①測定値の有効数字について理解すること。 

②目的物質の回収・濃縮法などについて理解すること。 
③各種測定法の測定原理・理論について理解をすること。 
④生体成分の定量に使われる酵素の反応機構について理解が重要。 
⑤バイオセンサーの原理と利用範囲などについて理解すること。 

受講者へのコメント 講義用の教科書があるので、授業中は講義をよく聞いて欲しい。教科書に重要な
ことは総て書いてあるので、 
重要な部分は指摘しているはずです。また、予習復習を十分にすることが望まし
い。 
授業中に理解度を確認するための質問等を行うので、積極的に発言して欲しい。 

連絡先 １号館１階 ⽥中研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 総合評価より普通以上で、比較的良好な授業効果が得られていると思われる。 
英文科目名 Biochemical Analysis 
関連科目 微生物学 I, II を履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 更に授業中の質問等を増やしてみたい。場合によっては質問用紙を配布し、回答

を回収し、次回の復習に 
活用することも考えている。 



講義目的 近年のバイオテクノロジーに代表される生物・微生物学の進歩にともなって、生
体成分の正確で精密な分離・精製および定性（同定）・定量はますます重要になっ
ている。ここでは、生体成分のクロマトグラフィーや電気泳動などによる分離・
精製の原理とその方法、更に、生物学的定量法の原理と実施法、バイオセンサー
の原理と実施法などについて解説する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 生物化学的分析法について説明する。 

2 回 測定の精度と測定値の取り扱い方?１について説明する。 
3 回 測定の精度と測定値の取り扱い方?２について説明する。 
4 回 測定の精度と測定値の取り扱い方?３について説明する。 
5 回 細胞からの目的物質の回収法について説明する。 
6 回 目的物質の濃縮と脱塩について説明する。 
7 回 酵素の分離・精製法（クロマト理論）?１について説明する。 
8 回 酵素の分離・精製法（クロマト理論）?２について説明する。 
9 回 電気泳動法の理論?１について説明する。 
10 回 電気泳動法の理論?２について説明する。 
11 回 酵素的定量法の理論について説明する。 
12 回 酵素的定量法の応用について説明する。 
13 回 生物学的定量法の理論と応用について説明する。 
14 回 バイオセンサーの理論と応用について説明する。 
15 回 バイオセンサーの理論と応用について説明する。 

準備学習 1 回 定性分析と定量分析の違いと特徴に関し予習を行うこと。 
2 回 定量分析における測定誤差の評価法に関し予習を行うこと。 
3 回 定量分析における誤差と有効数字（有効桁数）に関し予習を行うこと。 
4 回 測定における誤差の発生に関し予習を行うこと。 
5 回 目的物質の生産法、細胞の破壊法に関し予習を行うこと。 
6 回 生体成分の濃縮手法、脱塩手法について、また濃縮と脱塩の精製過程におけ
る意義にに関し予習を行うこと。 
7 回 各種クロマト法の理論的解析法に関し予習を行うこと。 
8 回 ゲルクロマト、イオンクロマト、アフィニティークロマトの相違点と特徴に
関し予習を行うこと。 
9 回 電気泳動法の理論的背景に関し予習を行うこと。 
10 回 各種泳動法（純度測定、分子量測定など）の測定原理に関し予習を行うこ
と。 
11 回 酵素を用いた生体成分の定量原理に関し予習を行うこと。 
12 回 酵素を用いた生体成分の反応量の定量手段（終末速度の測定、初速度の測
定など）に関し予習を行うこと。 
13 回 免疫学的定量法（酵素抗体法など）の原理に関し予習を行うこと。 
14 回 各種バイオセンサーの測定原理に関し予習を行うこと。 
15 回 生体触媒（特に酵素）の膜などへの固定化手法に関し予習を行うこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSB4112 
成績評価 定期試験９０％、小テスト１０％により成績を評価する。 
曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス BA(理)(〜10),BB(理)(〜10) 
見出し FSB4112 応用微生物学 
担当教員名 ⽥中 三男 
単位数 2 
教科書 プリント冊子 
アクティブラーニング  
キーワード 醸造酒、蒸留酒、味噌と醤油、酢、鰹節、チーズ、パン、アミノ酸発酵、核酸関

連物質生産、微生物培養工学 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 興味深い内容で良かったとの意見があったが、講義を集中して聴いてくれたら、

こういう感想もでるはずと思う。 
いずれにしても、このような感想が多くでるようにしたいと考えている。 

科目名 応用微生物学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 おいしい微生物たち／野尾正昭／集英社：発酵食品への招待／一島英治／裳華房 
授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験期間中に行い、試験形態は筆記試験とする。 
シラバスコード FSB4112 
実務経験のある教員  
達成目標 ①各種発酵食品の基礎的製造法について理解すること。 

②各種発酵食品と微生物の関係について理解すること。 
③各種培養操作法とその理論的背景について理解すること。 

受講者へのコメント 講義中は聴くことに専念し、予習よりも復習を十分にすることを望む。 
連絡先 １号館１階 ⽥中研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 総合評価で項目５）は半分程度できた以上、項目６）はどちらとも言えない以上、
項目７）は普通以上が殆どで、 
比較的良好な授業効果が得られていると思う。 

英文科目名 Applied Microbiology 
関連科目 微生物学 I, II を履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 講義中に質問をし、質疑応答を機会をもう少し増やしたい。質問を書面で受ける

ことも増やしていきたい。 
講義目的 微生物学の講義を基礎としてワイン、ビール、日本酒、食酢、醤油、味噌、鰹節、

パン、チーズなどの発酵・醸造食品について新しいバイオテクノロジーの応用を
混えて解説する。更に、ニューバイオテクノロジーとしての微生物機能を応用し



たアミノ酸、核酸関連物質などの工業的発酵生産の基礎と応用について解説す
る。また、応用微生物学分野の重要な一領域である培養工学における微生物反応
の化学量論、培養技術および培養操作法について講義する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 アルコール醸造の技術史を説明する。 

2 回 アルコール醸造の技術史を説明する。 
3 回 醸造酒と蒸留酒（日本酒・焼酎）?１を説明する。 
4 回 醸造酒と蒸留酒（日本酒・焼酎）?２を説明する。 
5 回 醸造酒と蒸留酒（ビール・ウィスキー）を説明する。 
6 回 赤ワインと白ワインの製造過程の相違点、マロラクティック反応の意義を
説明する。 
7 回 その他の発酵・醸造食品（食酢）を説明する。 
8 回 その他の発酵・醸造食品（醤油・味噌）を説明する。 
9 回 その他の発酵・醸造食品（鰹節）を説明する。 
10 回 その他の発酵・醸造食品（チーズ・パン）を説明する。 
11 回 アミノ酸発酵?１を説明する。 
12 回 アミノ酸発酵?２を説明する。 
13 回 核酸関連物質の製法を説明する。 
14 回 微生物培養工学?１を説明する。 
15 回 微生物培養工学?２を説明する。 

準備学習 1 回 日本の酒造りの歴史と日本文化への影響に関し予習を行うこと。 
2 回 日本酒の製造技術の発展と現代微生物学への寄与に関し予習を行うこと。 
3 回 日本酒醸造のプロセス（麹造り、酒⺟造りなどを含む）と技術に関し予習を
行うこと。 
4 回 蒸留酒である焼酎の製造プロセスと蒸留法に関し予習を行うこと。 
5 回 ⻨芽造りとビール醸造プロセスとその技術について調べておくこと、また
ウィスキーの熟成の意義に関し予習を行うこと。 
6 回 赤ワインと白ワインの製造過程の相違点、マロラクティック反応の意義に
関し予習を行うこと。 
7 回 酢酸発酵プロセスに関し予習を行うこと。 
8 回 味噌醸造と醤油醸造の製造プロセスにおける相違点に関し予習を行うこと。 
9 回 動物性発酵食品の代表例としての鰹節の製造工程に関し予習を行うこと。 
10 回 チーズの製造工程におけるレニン（酵素）の役割と熟成の意義などについ
て、またパンの製造プロセスに関し予習を行うこと。 
11 回 アミノ酸製造における直接発酵法と栄養要求変異株を用いる方法に関し予
習を行うこと。 
12 回 野生株を用いたアミノ酸生産における効率的生産法に関し予習を行うこ
と。 
13 回 ＲＮＡの直接分解法による生産と代謝調節変異株による生産法に関し予習
を行うこと。 
14 回 微生物増殖過程における化学量論および増殖の速度論に関し予習を行うこ
と。 



15 回 微生物の各種培養技術に関し予習を行うこと。 
 



年度 2012 
授業コード FSB41A1 
成績評価 宿題(20%)、小テスト(60%) および定期試験(20%) で評価する。 
曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス BA(理)(〜11),BB(理)(〜11) 
見出し FSB41A1 物理学基礎論Ⅱ 
担当教員名 宮川 和也 
単位数 2 
教科書 物理学入門 増補版／原 康夫／学術図書出版社 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学基礎論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSB41A1 
実務経験のある教員  
達成目標 電荷、電流、電場、磁場、電磁波など 電磁気学の基礎知識を習得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 宮川 研究室、24 号館 5 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Physics II 
関連科目 「物理学基礎論Ⅰ」を履修しておくことが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 電気・磁気現象は私たちにとって大変身近なものです。これは、原子、分子の世

界を支配する⼒が電磁気⼒であり、様々な物質の電気的、磁気的性質が主として
電子によって規定されているという事情によります。この講義では、このような
事を意識しながら、電磁気学のポイントを学びます。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 電荷と電流について解説する。 

2 回 クーロンの法則について解説する。 
3 回 電場と電気⼒線について解説する。 
4 回 電気⼒による位置エネルギー、電位について解説する。 
5 回 テストを実施する。また、その後、解説を行う。 
6 回 導体、キャパシター（コンデンサー）について解説する。 



7 回 オームの法則と抵抗について解説する。 
8 回 電流と仕事について解説する。 
9 回 テストを実施する。また、その後、解説を行う。 
10 回 磁石と磁場、電流のつくる磁場について解説する。 
11 回 ローレンツ⼒、電流に作用する磁気⼒について解説する。 
12 回 電磁誘導について解説する。 
13 回 交流について解説する。 
14 回 光と電磁波について解説する。 
15 回 演習問題を解く。また、その解説を行う。 

準備学習 1 回 電荷と電流について、教科書を読んでおくこと。 
2 回 クーロンの法則について、教科書を読んでおくこと。また、指示された問題
を解いておくこと。 
3 回 電場と電気⼒線について、教科書を読んでおくこと。また、指示された問題
を解いておくこと。 
4 回 電気⼒による位置エネルギー、電位について、教科書を読んでおくこと。ま
た、指示された問題を解いておくこと。 
5 回 指示された問題を解いておくこと。 
6 回 導体、キャパシター（コンデンサー）について、教科書を読んでおくこと。
また、指示された問題を解いておくこと。 
7 回 オームの法則と抵抗について、教科書を読んでおくこと。また、指示された
問題を解いておくこと。 
8 回 電流と仕事について、教科書を読んでおくこと。また、指示された問題を解
いておくこと。 
9 回 指示された問題を解いておくこと。 
10 回 磁石と磁場、電流のつくる磁場について、教科書を読んでおくこと。また、
指示された問題を解いておくこと。 
11 回 ローレンツ⼒、電流に作用する磁気⼒について、教科書を読んでおくこと。
また、指示された問題を解いておくこと。 
12 回 電磁誘導について、教科書を読んでおくこと。また、指示された問題を解
いておくこと。 
13 回 交流について、教科書を読んでおくこと。また、指示された問題を解いて
おくこと。 
14 回 光と電磁波について、教科書を読んでおくこと。また、指示された問題を
解いておくこと。 
15 回 指示された問題を解いておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSB41A2 
成績評価 演習時に割り当てられた解答内容と試験の成績 
曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス BA(理)(10〜11),BB(理)(10〜11) 
見出し FSB41A2 教職のための物理 
担当教員名 若村 国夫 
単位数 2 
教科書 プリント配布 
アクティブラーニング  
キーワード ⼒、仕事、エネルギー、運動、熱、波 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 教職のための物理 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 改訂版高等学校・物理 I（数研出版）、教員採用試験中学校理科（一ツ橋書店） 
授業形態 講義 
注意備考 ⼒学を中心とする高校物理 I の内容を確実に理解するぞと云う姿勢および演習で

行うすべての問題を自分で解く努⼒が必要。 
シラバスコード FSB41A2 
実務経験のある教員  
達成目標 中学理科教員採用試験物理分野（⼒学が中心）の問題が解けるようになること 
受講者へのコメント こちらが示す解法の手順や間違えの少ない計算法などを練習して身に付けて欲

しい。これで中学理科物理の⼒学は７０％獲得を目指せるはず。自己流も結構だ
が、種々の考え方や解法を知っておくと教員になったときには大いに役立つ筈。 

連絡先 ７号館１階研究室（電話：０８６−２５６−９４０４） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 基礎物理学、⼒学、基礎数学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 中学理科教員採用試験に出題される物理分野の内容を十分理解し、問題を解くた

めの考え方、解法の手順、計算間違えの少ない計算手順などを学び、身につける。
このことにより、教員採用試験に合格し教壇に立った場合に、必要な知識や生徒
への分かり易い説明の仕方なども身につけられる。授業時間数の関係で、最も多
く出題される⼒学と関係分野に的を絞る。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 どのような形態で講義を行うかを説明し、必要なプリントの配布、次回の予

定を割り当てる。 



2 回 中学理科教員採用試験に出題される物理分野・⼒学・運動の表し方・の知識
の復習と解法、次回解答問題の割り当て① 
3 回 ⼒学・運動の表し方・の知識の復習と問題の解法および次回解答問題の割り
当て② 
4 回 ⼒学・運動の表し方・の知識の復習と問題の解法および次回解答問題の割り
当て③ 
5 回 ⼒学・運動の法則・の知識の復習と問題の解法および次回解答問題の割り当
て① 
6 回 ⼒学・運動の法則・の知識の復習と問題の解法および次回解答問題の割り当
て② 
7 回 ⼒学・運動の法則・の知識の復習と問題の解法および次回解答問題の割り当
て③ 
8 回 ⼒学・運動の法則・の知識の復習と問題の解法および次回解答問題の割り当
て④ 
9 回 ⼒学・仕事とエネルギー・の知識の復習と問題の解法および次回解答問題の
割り当て① 
10 回 ⼒学・仕事とエネルギー・の知識の復習と問題の解法および次回解答問題
の割り当て② 
11 回 ⼒学・仕事とエネルギー・の知識の復習と問題の解法および次回解答問題
の割り当て③ 
12 回 熱とエネルギー・の知識の復習と問題の解法および次回解答問題の割り当
て① 
13 回 熱とエネルギー・の知識の復習と問題の解法および次回解答問題の割り当
て② 
14 回 波動、その他物理分野に関する知識の復習と試験に関する質問の受付 
15 回 試験 

準備学習 1 回 特になし 
2 回 分数やその加減乗除、ベクトルの加減、微分積分の意味などを復習する 
3 回 第 2 回の授業内容の復習 
4 回 第 3 回の授業内容の復習 
5 回 第 4 回の授業内容の復習 
6 回 第 5 回の授業内容の復習 
7 回 第 6 回の授業内容の復習 
8 回 第 7 回の授業内容の復習 
9 回 第 8 回の授業内容の復習 
10 回 第 9 回の授業内容の復習 
11 回 第 10 回の授業内容の復習 
12 回 第 11 回の授業内容の復習 
13 回 第 12 回の授業内容の復習 
14 回 第 13 回の授業内容の復習 
15 回 これまでの授業内容の復習 

 



年度 2012 
授業コード FSB41B2 
成績評価 平常点（34%），各分野の試験（33%）および定期試験（33%）で評価する。 
曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス BA(理)(10〜10),BB(理)(10〜10) 
見出し FSB41B2 教職のための化学 
担当教員名 横山 崇 
単位数 2 
教科書 これだけは知っておきたい 教員のための化学／⽥中春彦編著／培風館 
アクティブラーニング  
キーワード 教員採用試験，理科，受験対策，一般化学 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ハッキリと話して欲しい。何と言っているかわからない時があった。→申し訳あ

りません。気をつけます。 
実⼒が付いたと思います。大変だったけど，それが逆によかった。→ありがとう
ございます。 

科目名 教職のための化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 教員採用試験・精選実施問題シリーズ⑧ 全国版 専門教養 中学理科・物理・

化学・生物・地学の精選実施問題／協同教育研究会編／協同出版 
授業形態 講義 
注意備考 教員養成プロジェクト関連科目。 
シラバスコード FSB41B2 
実務経験のある教員  
達成目標 教員採用試験科目の「化学」の科目の合格水準に達すること。 
受講者へのコメント 教員採用試験支援の講義科目ですので，教員採用試験に合格するようにもっと勉

強してもらいたいと思います。 
連絡先 13 号館 4 階分析化学研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この講義を受講するに当たって，高等学校の化学をしっかり復習してない⼈やし
っかり予習をしていないという⼈は，講義についてくることができなかったと思
います。 

英文科目名  
関連科目 各学科で開講されている化学の専門基礎科目および化学の専門関連科目をすべ

て履修しておくことが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 変更予定なし。 
講義目的 教員採用試験科目のうち「化学」の科目に関して，合格水準に達するための支援

を行うことを目的とする。 
対象学年 3 年/4 年 



授業内容 1 回  講義の進め方を説明する。 
2 回  物質の構成および物質の状態の演習をする。 
3 回  物質の構成および物質の状態の演習および試験をする。 
4 回  物質の構成および物質の状態の試験の解答および演習をする。 
5 回  化学変化の特徴と反応速度および化学変化の方向性の演習をする。 
6 回  化学変化の特徴と反応速度および化学変化の方向性の演習および試験を
する。 
7 回  化学変化の特徴と反応速度および化学変化の方向性の試験の解答および
演習をする。 
8 回  無機物質の性質と反応の演習をする。 
9 回  無機物質の性質と反応の演習および試験をする。 
10 回  無機物質の性質と反応の試験の解答および演習をする。 
11 回  有機化合物の性質と反応および高分子化合物と生体関連物質の演習をす
る。 
12 回  有機化合物の性質と反応および高分子化合物と生体関連物質の演習およ
び試験をする。 
13 回  有機化合物の性質と反応および高分子化合物と生体関連物質の試験の解
答および演習をする。 
14 回  化学と社会についての解説をする。 
15 回  化学と社会についての解説および総合演習をする。 

準備学習 1 回  シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。 
2 回  物質の構成および物質の状態の範囲の過去の教員採用試験問題および教
科書の問題を解くこと。 
3 回  物質の構成および物質の状態の範囲の過去の教員採用試験問題および教
科書の問題を解くこと。 
4 回  物質の構成および物質の状態の範囲の過去の教員採用試験問題および教
科書の問題を解くこと。 
5 回  化学変化の特徴と反応速度および化学変化の方向性の範囲の過去の教員
採用試験問題および教科書の問題を解くこと。 
6 回  化学変化の特徴と反応速度および化学変化の方向性の範囲の過去の教員
採用試験問題および教科書の問題を解くこと。 
7 回  化学変化の特徴と反応速度および化学変化の方向性の範囲の過去の教員
採用試験問題および教科書の問題を解くこと。 
8 回  無機物質の性質と反応の範囲の過去の教員採用試験問題および教科書の
問題を解くこと。 
9 回  無機物質の性質と反応の範囲の過去の教員採用試験問題および教科書の
問題を解くこと。 
10 回  無機物質の性質と反応の範囲の過去の教員採用試験問題および教科書の
問題を解くこと。 
11 回  有機化合物の性質と反応および高分子化合物と生体関連物質の範囲の過
去の教員採用試験問題および教科書の問題を解くこと。 
12 回  有機化合物の性質と反応および高分子化合物と生体関連物質の範囲の過



去の教員採用試験問題および教科書の問題を解くこと。 
13 回  有機化合物の性質と反応および高分子化合物と生体関連物質の範囲の過
去の教員採用試験問題および教科書の問題を解くこと。 
14 回  化学と社会の範囲の教科書の問題を解くこと。 
15 回  化学と社会の範囲の教科書の問題および過去の教員採用試験問題を解く
こと。 

 



年度 2012 
授業コード FSB4311 
成績評価 毎回の提出物（15%）および定期試験（85%）の成績で評価する。提出物に事前

学習の記入が無いものは評価しない。 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス BA(理)(〜12),BB(理)(〜12) 
見出し FSB4311 生物学概論 
担当教員名 猪口 雅彦 
単位数 2 
教科書 生命科学 改訂第 3 版、東京大学生命科学教科書編集委員会 編（羊土社）ISBN 

978-4-7581-2000-5 
アクティブラーニング  
キーワード 生物学全般、タンパク質、遺伝子、細胞、代謝、信号伝達、恒常性、免疫、発生、

生殖、進化、生態 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「教科書が難しすぎて理解しづらかったです。」と「教科書が難しかった。もう少

し基礎的なことも書いてある教科書を使ってもらえたらうれしかった。」とのコ
メントがありました。基本的には配布プリントと講義の話を聞いていただければ
理解ができる様に設計しています。じゃ、教科書って何なんだ？ということにな
りますが、高校までの様な意味での「教科書」ではありません。「参考図書を無理
に買わせている」様なものです。それにあたっては、少し（⼈によっては大分）
背伸びをした内容としています。⼈は背伸びをすることによって成⻑できると考
え 

科目名 生物学概論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 理系総合のための生命科学 第 2 版―分子・細胞・個体から知る“生命”のしくみ、

東京大学生命科学教科書編集委員会 編（羊土社）ISBN 978-4-7581-2010-4 
授業形態 講義 
注意備考 毎回事前に教科書の相当する章を読んで、その内容に関連した疑問点をノートに

書いてくること。提出用紙に、その疑問点とそれに対する講義後の感想（疑問は
解決できたか、さらにふくらんだか）を書いて提出してもらいます。 

シラバスコード FSB4311 
実務経験のある教員  
達成目標 生物に見られる共通性を、物質レベル、構造レベル、機能レベルで説明できる様

になること。生物に見られる多様性を、ゲノムの進化や環境への応答の仕方など
で説明できる様になること。 

受講者へのコメント 毎回の講義中に私の考え方はその都度お話ししていたので、特にコメントはあり
ません。 

連絡先 1 号館 2 階，ino@dbc.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 



各項目評価に対する所見 欠席が多い（3・4 回以上）受講生や、講義時間外に全く学習をしなかった受講生
が、それぞれ 1 割、2 割いたことは、初年次導入科目としては気になりました。
講義の目標があまりできなかった⼈や、講義にやや不満がある⼈は（いずれも少
数ですが）、それでは講義以外で何をして自己達成度・満足度を上げるのか？と
いうことを考えてください。「説明にもう少し工夫を」という意見や「時間配分を
考えて」という意見が若干多かったですが、前者は一方では「工夫されていて分
かりやすかった」という意見も（毎回の提出用紙などで）いただいているので、
ど 

英文科目名 Fundamental Biology 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 上に書かれていた様に、毎回の講義内容の分量を見直して、なるべく予定の講義

内容が予定の講義回に済む様にします。講義内容を分かりやすくする工夫は常に
しており、毎年の様に改訂をしているので、来年度も改訂されるでしょう。私語
の注意は（大学においては）教員がするものだとは思っていません。教科書の難
易度については（下の項目で書きますが）、あるいみ《確信的》に難しくしている
ので、多数の受講生から不満がでない限りは当面このままで行くつもりです。 

講義目的 生命の基本単位である細胞を中心として、その構成要素の物質的理解から構造や
機能、さらにそれらが組み合わさって多細胞体となるまでを系統立てて解説す
る。さらに、生物進化と環境との関わりについても概説する。高校生物 I と II レ
ベルの生物学の基礎を学ぶことを目的とするが、単に「知識を覚える」のではな
く、身近な現象を取り上げながら「生物のしくみ」と「生物学の考え方」を理解
することを主眼とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 【生物の多様性と一様性】 全体の講義計画について説明を行った後で、生

物に共通する特徴と生物の系統について解説する。 
2 回 【生体を構成する物質】生体を構成する物質と遺伝子の概念について解説す
る。 
3 回 【遺伝情報の複製】遺伝物質としての DNA の構造と、DNA 分子の複製に
による遺伝情報の伝達について解説する。 
4 回 【遺伝子の発現】遺伝子からタンパク質が作られ、生体の特徴が決定される
メカニズムについて解説する。 
5 回 【細胞の構造と機能】細胞に見られる膜構造と、原核細胞と真核細胞の構造
と働きについて解説する。 
6 回 【代謝と酵素】生体内の化学反応である代謝と、その代謝を行う酵素の働き
と特徴について解説する。 
7 回 【生体エネルギー】エネルギー獲得のための重要な代謝である呼吸と光合成
について解説する。 
8 回 【細胞周期】細胞周期と細胞分裂の過程と、細胞の寿命（細胞死）について
解説する。 
9 回 【シグナル伝達】生物が環境の変化に応答するしくみとして、細胞における
刺激の感知と細胞内でのシグナル伝達、および多細胞生物における細胞間での情
報伝達について解説する。 



10 回 【恒常性の維持】前回の情報伝達手段によって、どのように多細胞生物の
体内環境が一定に保たれているかについて解説する。 
11 回 【免疫】動物の生体防御システムである、自然免疫と獲得免疫の意義とし
くみについて解説する。 
12 回 【発生と分化】多細胞生物の発生の過程について、動物と植物を対比させ
ながら解説する。 
13 回 【生殖と減数分裂】生物が増えるしくみと性の意義、減数分裂のしくみに
ついて解説する。 
14 回 【生物圏と環境】生態系における生物間の相互関係を、特に食物連鎖（食
物網）と生息密度の観点から解説する。 
15 回 【生物進化とゲノム】生命の誕生から現在に至る生物の変化（進化）の過
程を、生物の遺伝情報の全体像（ゲノム）の比較から論じて解説する。 

準備学習 1 回 教科書 1 章「生物の多様性と一様性」の I〜III を読んで、疑問をまとめてく
る。 
2 回 教科書 1 章「生物の多様性と一様性」の IV〜V を読んで、疑問をまとめて
くる。 
3 回 教科書 2 章「遺伝情報の複製」を読んで、疑問をまとめてくる。 
4 回 教科書 3 章「遺伝子の発現」を読んで、疑問をまとめてくる。（4 章「遺伝
子発現の調節」にも目を通しておくことが望ましい） 
5 回 教科書 5 章「細胞の膜構造と細胞内小器官」を読んで、疑問をまとめてく
る。（6 章「細胞骨格」にも目を通しておくことが望ましい） 
6 回 教科書 7 章「代謝」を読んで、疑問をまとめてくる。 
7 回 教科書 8 章「生体エネルギー」を読んで、疑問をまとめてくる。 
8 回 教科書 9 章「細胞周期」を読んで、疑問をまとめてくる。 
9 回 教科書 10 章「シグナル伝達」を読んで、疑問をまとめてくる。 
10 回 多細胞動物が体内の状態を一定に保つしくみについて参考書 5 章「環境応
答と恒常性」などを読んで、疑問をまとめてくる。 
11 回 動物の免疫について参考書 21 章「免疫」などを読んで、疑問をまとめて
くる。 
12 回 教科書 11 章「発生と分化」を読んで、疑問をまとめてくる。 
13 回 教科書 12 章「生殖と減数分裂」を読んで、疑問をまとめてくる。 
14 回 様々な環境への生物の適応について参考書 23 章「生物圏と環境」などを
読んで、疑問をまとめてくる。 
15 回 生物進化の過程と遺伝子の変化について参考書 24 章「生物進化とゲノム」
などを読んで、疑問をまとめてくる。 

 



年度 2012 
授業コード FSB4312 
成績評価 毎回提出させる授業メールの回数と内容(20%)・メールで答えさせる小問題に対

する回答内容(20%)・レポート課題の評価(20%)・期末試験(40%) 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス BA(理)(08〜12),BB(理)(08〜12) 
見出し FSB4312 情報リテラシーⅡ 
担当教員名 増⽥ 和文＊ 
単位数 2 
教科書 特にに指定しない。 
アクティブラーニング  
キーワード プレゼンテーション、パワーポイント、表計算、エクセル、統計処理、検定、マ

クロ機能 VBA プログラミング、コンピュータ化学 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 自由記述は以下の２つだけでした。 

①「内容がちょっと難しかった」：受講者の習熟度には幅があるため、講義内容は
基礎から応用まで幅広いものとなっています。授業は受講者の進行状況を確認し
ながら行っていますが、更に細かく確認するようにします。また授業途中でわか
らなくなった時は、手を挙げて知らせてください。 
②「マウスの線が短かった」：マウスのコードが短く、使いづらい等機器に不具合
がある場合は、その場で申し出てください。 

科目名 情報リテラシーⅡ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 (1) 涌井良幸・涌井貞美 著「Excel で学ぶ統計解析」（ナツメ社） 

(2) 日経 PC21 編「エクセル関数バイブル」（日経 BP 出版センター） 
(3) 矢野文彦 監修「情報リテラシー教科書−Windows 7/Office 2010+Access 対
応版」（オーム社） 
(4) 杉本くみ子・吉⽥栄子 著「情報リテラシー Office2010―Windows7 対応」
（実教出版） 
その他、講義中においても紹介する。 

授業形態 講義 
注意備考 パソコン入門（前期）の履修を前提とした講義である。家で自由に使える Windows

パソコン（新しいものである必要はない）を持っていることが望ましい。パソコ
ンによる演習であるから、遅刻、欠席は講義の進行から脱落する大きな要因とな
るので十分注意すること。 

シラバスコード FSB4312 
実務経験のある教員  
達成目標 ・ 文書中に図表を挿入し、わかりやすい文書が作成できる。 

・ プレゼンテーションソフトにより適切なスライドが作成できる。 
・ スライドにアニメーションを効果的に使える。 
・ 作成したスライドで効果的な発表ができる。 



・ 表計算ソフトにより表計算・グラフの作成ができる。 
・ 表計算ソフトを通じて、統計・確率・検定の概念が理解できる。 
・ 定型処理を効率的に処理できるよう Excel のマクロ機能が利用できる。 
・ 簡単な分子のグラフィック表示ができる。 
・ VBA プログラミングとはどういうもか理解できる。 

受講者へのコメント 今後とも、授業に対する高い評価が得られるよう努⼒していきます。 
連絡先 メールアドレス等を初回の授業で公開する。 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 【C】総合評価における設問「5)この授業の目標を達成できましたか」に対し計
80%の受講者が「できた(44.7%)」「だいたいできた(35.3%)」、「6)授業に対する
教員の意欲が感じられましたか(76.5%)」に対し計 93%の受講者が「感じられた
(76.5%)」「少し感じられた(16.5%)」、「7)この授業に満足しましたか」に対し計
88.3%の受講者が「満足(65.9%)」「ほぼ満足(22.4%)」と回答しています。2012
年度にはじめて担当した授業で、手探りの部分もありましたが、高い評価を得る
ことがで 

英文科目名 Information Literacy II 
関連科目 パソコン入門（前期） 
次回に向けての改善変更予定 2013 年度の授業も 2012 年度と同様の内容で行う予定ですが、受講者のスキルに

はかなりの幅があるため、講義内容も基礎から応用まで幅広いものとし、受講者
全員の「達成感」や「満足度」が更に上がるようにします。 

講義目的 実験・調査データの解析やレポートの作成に必要な図表の作成に便利な表計算・
グラフ作成ソフトの使い方及び分かりやすく発表する電子スライドを作成する
プレゼンテーションソフトの技法を学ぶ。表計算ソフトの利用法を通じて、デー
タの統計処理、検定の概念と重要性などについても理解が深まることを期待して
いる。特に表計算ソフトの利用⼒の向上に重点を置いている。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義計画、コンピュータ環境の確認を行い、情報倫理のビデオを閲覧する。 

2 回 文書と図形の入⼒：ワード上での図形作成、クリップアート、オートシェイ
プの使い方について説明する。 
3 回 スライドの作成技法（１）：パワーポイントの基本操作について説明する。 
4 回 スライドの作成技法（２）：自己紹介をテーマとするプレゼンの作成につい
て説明する。 
5 回 スライドの作成技法（３）：効果的な技法、アニメーション、マルチメディ
アの挿入等について説明する。 
6 回 Excel の使い方（１）：基本操作について復習（確認）する。 
7 回 Excel の使い方（２）：数表の作成及びグラフの作成について説明する。 
8 回 Excel の使い方（３）：IF、AND、OR、SUMIF、COUNTIF 関数の使い方
について説明する。 
9 回 Excel の使い方（４）：文字列処理関数による不規則な形式の名簿の自動整
形について説明する。 
10 回 Excel の使い方（５）：度数分布、相関係数、回帰分析、その他の統計処理



関数について説明する。 
11 回 コンピュータ化学（１）：分子モデルの作り方と表示方法について説明す
る。 
12 回 コンピュータ化学（２）：半経験的分子軌道法により分子のエネルギーを計
算する。 
13 回 コンピュータ化学（３）：生体高分子をグラフィックス表示し、構造パラメ
ータを調べる方法について説明する。 
14 回 Excel のマクロ機能とは何か、VBA プログラミングとはどいうものかにつ
いて説明する。 
15 回 １〜１４回の講義内容について復習する。 

準備学習 1 回 毎回、パソコンへのログインし、大学のウェブメールを使うので、「ログイ
ン名・パスワード」等を必ず確認しておくこと。 
2 回 MS-Word の基本的な使い方は、習得済みとした前提の講義であるのでよく
復習しておくこと。 
3 回 中学高校で習った小論文の書き方、自己紹介の方法などについて復習して
おくこと。 
4 回 自己紹介のプレゼンを作成する上で、公開してよい情報と公開すべきでな
い情報について考えておくこと。 
5 回 効果的なスライドにバージョンアップするために、どのような技法が必要
か考えておくこと。 
6 回 パソコン入門（前期）で Excel の基本は、習得済みとした前提の講義である
のでよく復習しておくこと。 
7 回 Sin、Cos 等の三角関数を使う。角度のラジアン単位、度単位等について確
認しておくこと。 
8 回 論理関数について学ぶ。「かつ(and)」「または(or)」等の論理概念を確認し
ておくこと。 
9 回 Excel には、文字列の処理に使う関数が用意されている。自分ならどのよう
な関数があれば便利か考えておくこと。 
10 回 度数分布とは何か、度数分布を作るには、どのような基本関数が必要か考
えておくこと。 
11 回 水、メタン、メタノール、ベンゼンなど基本的な分子の構造式について調
べておくこと。 
12 回 分子のエネルギーと安定な分子の構造とはどういう関係にあるか考えてお
くこと。 
13 回 生体高分子には、どういうものがあるか調べておくこと。 
14 回 標準的な Excel の関数だけでは不十分だと感ずる処理や計算にどのような
ものがあるか考えておくこと。 
15 回 今期全体を通じて学んだことを復習し、どの項目が理解不十分であるかま
とめておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSB4321 
成績評価 課題提出（20％），定期試験（80％）により評価する 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス BA(理)(〜11),BB(理)(〜11) 
見出し FSB4321 有機化学Ⅲ 
担当教員名 野崎 浩 
単位数 2 
教科書 J.Mcmurry 著，伊藤，児玉訳・「有機化学概説 第６版」・東京化学同⼈ 
アクティブラーニング  
キーワード ハロゲンアルキル、アルコール、エーテル、フェノール、アルデヒド、ケトン、

求核置換反応、求核付加反応 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 学生さんの板書に解答をする時、大きな字で書くよう指導します。 
科目名 有機化学Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 J.Mcmurry 著・「Fundamentals of Organic Chemistry sixth Edition」・Brooks/Cole 

Publishing Company 
授業形態 講義 
注意備考 有機化学 I，II を十分理解していることが必要である。 
シラバスコード FSB4321 
実務経験のある教員  
達成目標 求核置換反応、脱離反応、求核付加反応の各機構が説明できること。教科書の各

章中の演習問題が解けるようになること。 
受講者へのコメント 有機化学の I や II を、その都度、復習して講義に臨んで欲しい。 

理解出来なかったところは必ず質問にくること。そのままにしておくと 
さらに分らなくなります。 

連絡先 1 号館２階野崎研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね理解してくれているように思います。例題の解答例を増やすなど 
検討していきます。 

英文科目名 Organic Chemistry III 
関連科目 有機化学Ⅰ、有機化学Ⅱ、有機化学Ⅲ 
次回に向けての改善変更予定 板書の文字を大きく分り易く書くよう心掛けます。 
講義目的 我々の生命活動を支えている物質の大部分は有機化合物である。従って生命現象

を分子のレベルで理解するためには有機化学は不可欠な学問である。本講義は有
機化学 I，II で学んだ知識をもとにライフサイエンスを学ぶに必要な最小限の基
礎知識としてのハロゲン化アルキル，アルコール，カルボニル化合物および含窒
素化合物の化学を講述する。 



対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ハロゲン化アルキルの命名法と構造について説明する。 

2 回 求核置換反応における SN2 反応について、その反応機構を分子モデルを用
いて解説する。 
3 回 求核置換反応における SN1 反応について説明し、SN2 反応との違いを解説
する。 
4 回 ハロゲン化アルキルの脱離反応における E1 反応、E2 反応について説明し、
それらの反応機構について詳しく解説する。 
5 回 演習 ハロゲン化アルキル反応に関する演習問題を行い、解答について詳
細に解説を行う。 
6 回 アルコール、フェノールおよびエーテルの命名法と性質について説明し、官
能其による分子の特徴を解説する。 
7 回 アルコール、フェノールおよびエーテルの合成法について説明する。 
8 回 アルコール、フェノールおよびエーテルの反応について、それらの反応メカ
ニズムを詳細に解説する。 
9 回 チオールおよびスルフィドついて説明し、アルコールおよびエーテルと比
較しながら解説する。 
10 回 演習 アルコール、フェノール、エーテルおよびチオールの反応に関する
演習問題を行い、解答について解説を行う。 
11 回 カルボニル化合物の種類と命名法について説明する。特にカルボ二ル其の
特徴について解説する。 
12 回 アルデヒドとケトンの反応における求核付加反応、酸化、還元反応につい
て説明する。 
13 回 アルデヒドとケトンの求核付加反応における水和、アルコールの付加につ
いて説明する。 
14 回 アルデヒドとケトンの求核付加反応におけるアミンの付加およびリンイり
ドについて説明する。 
15 回 演習 アルデヒドとケトンの反応に関する演習を行い、解答について詳細
に解説を行う。 

準備学習 1 回 有機化学Ⅱの内容を十分理解しておくこと。 
2 回 ハロゲン化アルキルの特性を把握しておくこと。 
3 回 求核置換反応の機構を理解しておくこと。 
4 回 SN2，SN1 反応の違いを理解しておくこと。 
5 回 脱離反応の機構を把握しておくこと。 
6 回 ハロゲン化アルキル全般を理解しておくこと。 
7 回 アルコール、フェノールの特性を理解しておくこと。 
8 回 ウィルアムソンのエーテル合成法を理解しておくこと。 
9 回 エーテル、エポキシドの反応を理解しておくこと。 
10 回 アルコールおよび関連化合物全般を理解しておくこと。 
11 回 8 章全般を理解しておくこと。 
12 回 アルデヒド、ケトンの特性、命名法を理解しておくこと。 
13 回 求核付加反応の機構を把握しておくこと。 



14 回 還元、水和反応を理解しておくこと。 
15 回 アルデヒド、ケトン全般を理解しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSB4322 
成績評価 定期試験の成績（90％）に小テスト（10％）などの評価を加味して行う。 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス BA(理)(〜11),BB(理)(〜11) 
見出し FSB4322 分子遺伝学Ⅱ 
担当教員名 池⽥ 正五 
単位数 2 
教科書 分子遺伝学（第３版）／T.A. Brown 著 ⻄郷薫監訳／（東京化学同⼈） 
アクティブラーニング  
キーワード DNA 複製、DNA の損傷と修復、ゲノム 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 １）出席の取り方についての意見（1 名）ですが、原則はベルが鳴り終わった以

降入室した学生は遅刻だと思いますが、多少の猶予を行っているつもりです。学
生の指摘している、事業ちょうどに入ってきて遅刻扱いにしたことはないと思い
ますが、できるだけ早く着席して、学習の準備をしておいていただければと思い
ます。 
２）⿊板の説明（ノートの書き取り）をしてほしいとの意見（1 名）ですが、必
要なことは配布のプリント中に記載しているので、講義の話を聞くことにできる
だけ集中してください。 
３）上記以外、回答を必要とする記述は無かった。 

科目名 分子遺伝学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ゲノム （第３版）／T.A. Brown 著／（メディカル-サイエンス-インターナショ

ナル社）：エッセンシャル 遺伝子／B. Lewin 著 菊池ら訳／（東京化学同⼈）：
ウィーバー 分子生物学（第４版）／Weaver 著 杉山ら訳／（化学同⼈） 

授業形態 講義 
注意備考 講義の進行についてまとめたプリントを配布する。 
シラバスコード FSB4322 
実務経験のある教員  
達成目標 １）DNA の複製や突然変異の重要項目が説明できること。 

２）様々な生物のゲノムの特徴について説明できること。 
３）上記のことを、簡単な図を描いて説明できること。 

受講者へのコメント 授業の開始に間に合うように教室へ来て、直ちに授業に臨むこと。 
講義中、できるだけ退出を避けること。 
最後に行う確認テストに真剣に取り組んでほしい。そうすることで、当該講義の
理解がより進みます。 

連絡先 池⽥研究室 1 号館 3 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 64%の学生が目標を「できた」または「だいたいできた」であり、 90%の学生が



教員の熱意を「感じられた」または「少し感じられた」とした。 また、 80%の
学生がこの授業に「満足」または「ほぼ満足」した。したがって、講義の内容や
レベルに問題は無いと考える。講義の進め方で、特に指摘数の多い（10％を超え
る）項目は無かった。 

英文科目名 Molecular Genetics II 
関連科目 「分子遺伝学Ⅰ」を履修しておくことが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 特に問題は感じられないが、さらにわかりやすく講義を進めるよう努⼒を続け

る。 
講義目的 前半は分子遺伝学Ⅰにひきつづき、基本的な遺伝現象について説明する。後半で

は、ウイルス、原核生物、真核生物、さらにヒトのゲノムについて説明し、それ
ぞれの生物の分子遺伝学的特徴について解説する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 DNA 複製において、DNA 分子全体がどのように複製されて行くのか、ま

たそれがどのような実験で明らかにされたのか、説明する。 
2 回 DNA 分子の複製の化学反応とそれに係わる酵素の特徴などについて説明す
る。 
3 回 DNA 合成開始の仕組み、DNA の鎖間で異なる合成反応の機構、および複
製の開始機構について説明する。 
4 回 遺伝物質の変化によって引き起こされる突然変異の生物学的影響について
説明する。 
5 回 突然変異を起こす原因と、それによってどのように突然変異が引き起こさ
れるのか、説明する。 
6 回 DNA の修復機構と組換えの仕組みと生物学的意義について説明する。 
7 回 細菌のウイルスであるバクテリオファージの種類と構造、生活環について
説明する。 
8 回 バクテリオファージのゲノムの構造と発現制御について説明する。 
9 回 真核生物のウイルスについて、ゲノムの構造、発現制御、病気との関連につ
いて説明する。 
10 回 原核生物のゲノムを理解するために、大腸菌のゲノムの構成について説明
する。 
11 回 原核生物のもつプラスミドやトランスポゾンの構造と性質について説明す
る。 
12 回 真核生物ゲノムの遺伝的構成と物理的構成について説明する。 
13 回 真核生物の染色体の構造や染色体外遺伝子について説明する。 
14 回 ヒトゲノムの構成や多型性について説明する。 
15 回 ヒトの遺伝子異常と疾患（単因子遺伝性疾患や多因子疾患、がんなど）に
ついて説明する。 

準備学習 1 回 教科書の 11 章-1 を読み、DNA 複製の全体的な仕組みについて予習してお
くこと。 
2 回 教科書の 11 章-2 の前半を読み、DNA ポリメラーゼの機能と複製フォーク
で起こる反応について予習しておくこと。 
3 回 教科書の 11 章-2 の後半と-3 を読み、複製フォークで起こる反応とねじれ



に関する問題について予習しておくこと。 
4 回 教科書の 12 章-1 の前半を読み、突然変異の種類と生物学的影響について予
習しておくこと。 
5 回 教科書の 12 章-1 の後半を読み、突然変異原について予習しておくこと。 
6 回 教科書の 12 章-2 と-3 を読み、DNA 修復と DNA 組換えの仕組みについて
予習しておくこと。 
7 回 教科書の 13 章-1 の前半を読み、バクテリオファージの種類と生活環につい
て予習しておくこと。 
8 回 教科書の 13 章-1 の後半を読み、バクテリオファージの遺伝子と発現調節に
ついてついて予習しておくこと。 
9 回 教科書の 13 章-2 を読み、真核生物のウイルスの種類と生活環について予習
しておくこと。 
10 回 教科書の 14 章の前半を読み、原核生物のゲノムの遺伝的構成と物理的構
成について予習しておくこと。 
11 回 教科書の 14 章の後半を読み、プラスミドやトランスポゾンについて予習
しておくこと。 
12 回 教科書の 15 章の前半を読み、真核生物の核ゲノムの遺伝的構成と物理的
構成について予習しておくこと。 
13 回 教科書の 15 章の後半を読み、真核生物の染色体の構造と染色体外遺伝子
について予習しておくこと。 
14 回 教科書の 16 章を読み、ヒトゲノムの構造について予習しておくこと。 
15 回 遺伝子に関連した病気について、それがどういう理由で発症するのか、こ
れまでの分子遺伝学の知識で考えておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSB4331 
成績評価 定期試験の成績（70％）に小テスト（30％）などの評価を加味して行う。 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス BA(理)(10〜10),BB(理)(10〜10) 
見出し FSB4331 遺伝子工学 
担当教員名 池⽥ 正五 
単位数 2 
教科書 分子遺伝学（第３版）／T.A. Brown 著 ⻄郷薫監訳／（東京化学同⼈） 
アクティブラーニング  
キーワード 遺伝子クローニング、ベクター、DNA の分析・解析法、遺伝子工学の産業・医

療への利用 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 設備などに関する要望は、大学当局から対応していただけるよう要望します。 

スライドの移動スピードに関する要望（1 名）については、十分な時間をとるよ
う心がけますが、学生側もできるだけ速く書き移すようにして下さい。 
上記以外、回答を必要とする記述は無かった。 

科目名 遺伝子工学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 バイオテクノロジーテキストシリーズ 遺伝子工学／柴 忠義／（IBS 出版）：上級

バイオ技術者認定試験問題集／（IBS 出版） 
授業形態 講義 
注意備考 上記教科書の他、講義内容に関する補充プリントも配布する。 
シラバスコード FSB4331 
実務経験のある教員  
達成目標 １）遺伝子工学で用いる酵素や宿主-ベクター系について説明できる 

２）DNA の分析法、塩基配列決定法、PCR、ハイブリダイゼーションなどにつ
いて原理が説明できる 
３）遺伝子工学の産業・医療への利用について説明できる 
４）上級バイオ技術者認定試験の遺伝子関連の問題が解ける 

受講者へのコメント 授業の開始に間に合うように教室へ来て、直ちに授業に臨むこと。 
講義中、できるだけ退出を避けること。 
最後に行う確認テストに真剣に取り組んでほしい。そうすることで、当該講義の
理解がより進みます。 

連絡先 池⽥研究室 1 号館 3 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 50%の学生が目標を「できた」または「だいたいできた」であり、67%の学生が
この授業に「満足」または「ほぼ満足」した。また、86%の学生が教員の熱意を
「感じられた」または「少し感じられた」とした。したがって、講義の内容やレ
ベルに問題は無いと考える。講義の進め方で、特に指摘数の多い（10％を超える）



項目は無かった。 
英文科目名 Genetic Engineering 
関連科目 「分子遺伝学Ⅰ」と「分子遺伝学 II」を履修しておくことが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 特に問題は感じられないが、さらにわかりやすく講義を進めるよう努⼒を続け

る。 
講義目的  バイオテクノロジーのなかの中心的技術のひとつである遺伝子工学は、産業や

医療のさまざま面でひろく利用されはじめている。これらの技術は、「分子遺伝
学」の基礎研究で得られた知見の応用であるので、分子遺伝学的に原理を理解す
ることが重要である。本講義では、まず、遺伝子組換え後術に用いられる酵素の
基本的な性質やベクターの機能について説明する。つづいて、DNA の分析法、
塩基配列決定法、PCR、ハイブリダイゼーションなどの原理について説明する。
そして、これらの技術の産業・医療への利用について解説する。また、上級バイ
オ技 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 遺伝子工学を理解するために必要な核酸の構造を説明する。 

2 回 遺伝子クローニングの概要を、大腸菌のプラスミドベクターを用いた場合
を例にして説明する。 
3 回 遺伝子クローニングにおける制限酵素と DNA リガーゼの性質およびその
利用について説明する。 
4 回 大腸菌を宿主とした遺伝子クローニングにおけるクローニングベクターの
種類、性質、およびその利用について説明する。 
5 回 酵⺟、植物、および哺乳類細胞を宿主とした遺伝子クローニングにおけるク
ローニングベクターの種類、性質、およびその利用について説明する。 
6 回 遺伝子の解析法として、DNA の抽出、分析、および電気泳動法の原理とそ
の利用法について説明する。 
7 回 遺伝子の解析法として、ハイブリダイゼーションの原理とその応用例（サザ
ンハイブリダイゼーション、ノーザンハイブリダイゼーションなど）について説
明する。 
8 回 遺伝子の解析法として、塩基配列の決定と PCR 法の原理とその応用例につ
いて説明する。 
9 回 遺伝子の解析法として、遺伝子発現制御の解析原理とその利用法について
説明する。 
10 回 遺伝子工学の産業・医療への応用として、組換えタンパク質の大量生産の
原理とその利用法について説明する。 
11 回 遺伝子工学の産業・医療への応用として、全ゲノムの塩基配列決定法（ゲ
ノムプロジェクト）の原理について説明する。 
12 回 遺伝子工学の産業・医療への応用として、トランスジェニック植物・動物
の作成法の原理と応用例について説明する。 
13 回 遺伝子工学の産業・医療への応用として、遺伝子診断法の原理と応用例に
ついて説明する。 
14 回 遺伝子工学の産業・医療への応用として、染色体の分析法の原理と染色体
異常について説明する。 



15 回 遺伝子工学の産業・医療への応用として、ゲノム創薬とテーラーメイド医
療の原理と応用例について説明する。 

準備学習 1 回 今回の内容は分子遺伝学Ⅰで既に講義しているので、教科書の３章を読ん
で、ヌクレオチドや DNA の構造について復習しておくこと。 
2 回 教科書の 20 章-1 を読み、遺伝子クローニングの概要について予習しておく
こと。 
3 回 教科書の 20 章-2 を読み、制限酵素とリガーゼのはたらきについて予習して
おくこと。 
4 回 教科書の 20 章-3 を読み、大腸菌のクローニングベクターについて予習して
おくこと。 
5 回 教科書の 20 章-4 を読み、真核生物のためのクローニングベクターについて
予習しておくこと。 
6 回 配布プリントの該当するページを読み、DNA の分析法について予習してお
くこと。 
7 回 教科書の 21 章-1 と配布プリントの該当するページを読み、ハイブリダイゼ
ーションの概要について予習しておくこと。 
8 回 教科書の 21 章-2 と配布プリントの該当するページを読み、DNA の塩基配
列決定法と PCR の概要について予習しておくこと。 
9 回 教科書の 21 章-3 と配布プリントの該当するページを読み、遺伝子発現の解
析法の概要について予習しておくこと。 
10 回 教科書の 21 章-4 と-5 および配布プリントの該当するページを読み、組換
えタンパク質の大量生産の概要について予習しておくこと。 
11 回 教科書の 22 章を読み、ゲノムプロジェクトの概要について予習しておく
こと。 
12 回 配布プリントの該当するページを読み、トランスジェニック動植物の概要
について予習しておくこと。また、遺伝子の産業における応用について、どのよ
うなものがあるか自分なりに調べてみること。 
13 回 配布プリントの該当するページを読み、遺伝子診断技術の概要について予
習しておくこと。また、遺伝子診断の応用について、どのようなものがあるか自
分なりに調べてみること。 
14 回 配布プリントの該当するページを読み、染色体分析の概要について予習し
ておくこと。 
15 回 配布プリントの該当するページを読み、ゲノム創薬とテーラーメイド医療
の概要について予習しておくこと。それらの技術のどのような応用があるか自分
なりに調べてみること。 

 



年度 2012 
授業コード FSB4332 
成績評価 講義中の課題（10％）と定期試験（90％）により評価する。 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス BA(理)(10〜10),BB(理)(10〜10) 
見出し FSB4332 応用酵素学 
担当教員名 三井 亮司 
単位数 2 
教科書 酵素の科学／藤本大三郎著／裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード 酵素 生体触媒 代謝 タンパク質 酵素の精製 微生物 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 講義内容としては興味を持てたというコメント以外はありませんでした。講義室

の広さや空調などは教務課で対応して頂けるようお願いします。 
科目名 応用酵素学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 コーン・スタンプ 生化学〔第 5 版〕/E. E. Conn, P. K. Stumpf 著,⽥宮 信雄, 

八 
木 達彦 訳 / 東京化学同⼈ 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSB4332 
実務経験のある教員  
達成目標 生体触媒、酵素とはどのようなものであるかを理解する。 

活性発現のメカニズム(タンパク質の高次構造と活性部位形成）を理解する。 
酵素の製造、精製法と分析法を理解する。 
微生物の多様性が多様な酵素源となり産業応用への優位性へとつながることを
理解する。 

受講者へのコメント ３年生後期という開講時期であることもあり、現在まで学んできた基礎的知識の
理解の上にあるよう応用的な科目としてシラバス上でも設定しました。実際の産
業で利用される酵素などを紹介しながら講義を進めたため、興味を持ったという
声もいくつかいただきました。応用面での利用は確かに興味深いものですが、そ
こにいたるまで基礎的な知識の積み上げであることも留意し、今後に生かしてい
ただければと思います。 

連絡先 １号館１階 応用微生物学研究室 / Mail: rmitsui@dbc.ous.ac.jp / Phone: 086-
256-9708 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 8 割近くの受講者が理解や関心が深まり、満足との評価も 9 割を超えているので
概ね緊急の改善を必要とするものはないように思っています。次年度に向けても
現在の授業の方針を継続し、改善していく方向で考えています。 



英文科目名 Applied Enzymology 
関連科目 生物化学 II 応用微生物学 食品機能化学 
次回に向けての改善変更予定 本講義の内容は応用的な酵素利用をベースにしたものですが、その基礎は生物化

学 I~III にあります。酵素化学的な基礎知識を生物化学 II で修得したものを再度
理解を促すよう講義の中に取り入れていきます。 

講義目的 酵素とは生物が生きるために必要とするエネルギーの獲得や生体成分の供給な
ど、いわゆる代謝を支える重要な役割を持つ。私達⼈間は様々な生物が生きるた
めに保持する酵素を、生活を豊かにする目的で利用している。産業利用される酵
素とはどのような酵素で、利用を目的とした酵素の微生物などからの探索方法、
抽出方法、精製方法を学ぶ。また、医療、食糧、環境、エネルギーといった、私
達の生活に密接して酵素が利用されていることを知る。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 酵素発見の歴史と酵素の産業（食糧・環境・エネルギー分野）・医療分野で

の利用について概説する。 
2 回  生体触媒としての酵素について、活性発現するためのメカニズムなどを解
説する。 
3 回  産業利用される上で重要な酵素の安定性や高次構造との関連について解説
する。 
4 回 産業利用される酵素の由来や製造方法について解説する。 
5 回  酵素の精製法、純度の検定法などについて解説する。 
6 回  酵素の固定化とその利用法について解説する。 
7 回 産業や医療分野で酵素を利用することのメリットについて解説する。 
8 回 デンプンの酵素を用いた加工技術について解説する。 
9 回 異性化糖や機能性糖の生産に関わる酵素について解説する。 
10 回 食品加工に関連する酵素について解説する。 
11 回 産業や医療分野で応用される稀少な酵素についてその供給法（代替や遺伝
子組換え）について解説する。 
12 回 酵素法を用いたアミノ酸の製造方法について解説する。 
13 回 酵素を利用した医薬・診断薬の製造について解説する。 
14 回 酵素の欠損による代謝異常など、酵素が関わる病気について解説する。 
15 回  問題プリントによる総まとめと復習を実施する。 

準備学習 1 回  酵素発見の歴史や身近に利用される酵素などについて調べておくこと。 
2 回  生体触媒としての酵素の化学触媒との共通点と相違点を調べておくこと。 
3 回  タンパク質の高次構造と酵素活性との関係を調べておくこと。 
4 回  微生物と産業用酵素の関係を調べておくこと。 
5 回  カラムクロマトグラフィーの種類と原理、また SDS-PAGE 法についてを
調べておくこと。 
6 回  酵素を固定化することで得られる利点について調べておくこと。 
7 回 化学触媒と生体触媒の違い、産業利用におけるメリット・デメリットについ
て調べておくこと。 
8 回 デンプンに関係する酵素と酵素源について調べておくこと。 
9 回  異性化糖とはどのようなものであるか調べておくこと。 



10 回  食品製造に関わる酵素について調べておくこと。 
11 回 微生物のスクリーニング法や遺伝子組換えによるタンパク質生産方法につ
いて調べておくこと。 
12 回  アミノ酸が産業分野でどのように利用されているのか、またアミノアシ
ラーゼについて調べておくこと。 
13 回 医薬品としてのインスリンの生産方法について調べておくこと。酵素を用
いた病気の診断方法について調べておくこと。 
14 回  酵素の欠損による先天性代謝異常について調べておくこと。 
15 回  学習した内容を再度見直し、ノートを整理しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSB47D2 
成績評価 レポート(30%)・発表(30%)・ポートフォリオ(20%）・試験(20%）により評価す

る。 
曜日時限 木曜日 7・8 時限 
対象クラス BA(理)(10〜11),BB(理)(10〜11) 
見出し FSB47D2 教職基礎演習 
担当教員名 森 嘉久、齋藤 達昭、山崎 正之、若村 国夫、小林 祥一、曽我 雅比児、

山口 一 
単位数 1 
教科書 特になし。 
アクティブラーニング  
キーワード 理数系教員 理数系教員養成プロジェクト(基礎理学科：理数系教員コース)の必

須科目 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 教職基礎演習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜、紹介する。 
授業形態 演習 
注意備考 この講義は教職に関連した講義なので、原則として 2 年前期終了時に全科目の旧

GPA が 2.5（新 GPA1.6）以上の学生のみ受講できる。この講義は、主に演習形
式で実施する予定であるので、受講生が多い場合は⼈数制限をする。卒業生など
による講演の講義があるので、土曜日に開講することがある。この講義は、理数
系教員養成プロジェクト(基礎理学科：理数系教員コース)を希望する⼈の必須科
目である。ただし、このプロジェクトに参加しなくても各学科で定められた科目
の単位を修得すれば教員免許を取得できます。プロジェクトに参加した学生 

シラバスコード FSB47D2 
実務経験のある教員  
達成目標 １）自分の意見をまとめて文章にする能⼒。 

１）自分の意見をわかりやすく発表する能⼒。 
２）他の⼈に意見に聞く姿勢。 
３）他者と協⼒する能⼒。 
４）自己評価する能⼒ 自分のポートフォリオを作る。 
５）教職の基礎的素養を獲得する。 
６）情報収集⼒、問題解決⼒、チームワーク、コミュニケーション⼒などの学士
⼒を身につける。 

受講者へのコメント  
連絡先 プロジェクト メールアドレス 

山口一裕(yamaguti(アットマーク)std.das.ous.ac.jp) 
森嘉久(mori(アットマーク)das.ous.ac.jp) 



合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 教職科目(Ｃ群）、理数系教員養成プロジェクト関連科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 この講義は理数系教員養成プロジェクト(基礎理学科：理数系教員コース)のオリ

エンテーション科目です。このプロジェクトは、将来絶対に教職に就きたい⼈に
対して実施されるプロジェクトです。この講義では、教員を目指している理由、
教師に必要な資質や理想の教師像などを自分で考えて、同じく教職を目指してい
るグループで発表、討論することにより、明確な目標意識を持ってもらうことを
目的としています。いままでの学生生活を自己評価するとともに、教員を目指す
ためにこれからどのような大学生活のプランを考えたらよいのかを考えましょ
う。プ 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：理数系教員養成プロジェクト(基礎理学科：理数系教

員コース）とは。自分の歴史であるポートフォリオを作成する。また、SNS を活
用して参加者のネットワークを作成する。 
2 回 苦手分野の把握を目的とした試験を実施する。また「なぜ教師を目指すの
か？」をテーマにグループディスカッション・発表を実施する。 
3 回 前回実施した試験の解説を行った後、教員採用の現状説明を行い、理数系教
員になるためには今どんな勉強をすべきなのかを検討する。 
4 回 中学校の教科書を調べることにより、実際に教える際どのような困難があ
るか、またどのような工夫が必要か、今どのようなことを身につけておかなけれ
ばならないか、などに関するグループディスカッションと代表による発表を実施
する。 
5 回 現役 OB 教員もしくは退職した教員の講演会を実施する。 
6 回 前回の講演内容をもとにして、学校の抱える問題点についてのグループデ
ィスカッションを実施し、発表させる。 
7 回 教職に就くためには今何をしたらよいのか、をテーマに、教職をめざしてい
る４年生の講演会を開催し、それをもとに感想およびこれからの大学での生活計
画をレポートにまとめさせる。 
8 回 「将来どんな教師になりたいのか」をテーマとしたレポート作成・発表を実
施する。ポートフォリオの回収も実施する。 

準備学習 1 回 このシラバスを読んで、授業内容を把握しておくこと。 
2 回 教員を目指している理由をまとめておくこと。 
3 回 自分が受験したい県の採用状況や過去の教員採用試験問題の傾向を調べて
おくこと。 
4 回 教師に必要な資質とは何か、理想の教師像についてレポートにまとめてお
くこと。 
5 回 現在学校が抱える問題点について調べておくこと。 
6 回 前回の講演をもとに、学校が抱える問題点について自分の考えをまとめて



おくこと。 
7 回 これからの大学での生活計画を考えておくこと。 
8 回 教師に必要な資質とは何か、理想の教師像についてまとめておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSB5111 
成績評価 定期試験 60％、課題提出 40％で成績を評価する。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス BA(理)(〜11),BB(理)(〜11) 
見出し FSB5111 生物無機化学Ⅰ 
担当教員名 尾堂 順一 
単位数 2 
教科書 下記の教科書と配布したプリントを使用する。 

生物無機化学／桜井 弘，⽥中 久編著／廣川書店 
アクティブラーニング  
キーワード 必須微量金属元素，金属含有タンパク質，生理活性，生命現象 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  板書した字を消すのが少し早いとの指摘があった。これは，毎回気をつけてい

る事である。⿊板の左端から書き出して，右へ移動しながら書き足して行くこと
で，出来るだけ消すのを遅くする努⼒は続けている。今後も，更に改善をしたい
と思う。 
 次に，各項目終了後に配布する小問題に対する解答を配布して欲しいとの希望
がある。これに対しては，提出された小問題を添削する事で対処している。間違
っている解答，あるいは記述が足りない解答に関しては丁寧な添削を心がけてい
るので，ぜひ添削のために提出してほしいと思います。 

科目名 生物無機化学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義内容に合わせて適宜指示をする。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSB5111 
実務経験のある教員  
達成目標 ・生体内には微量の必須金属イオンが存在していることを説明できる 

・金属イオンが疾病と関連している事を説明できる 
・金属錯体に関わる用語（配位子，配位結合，配位構造など）を説明できる 
・酸素を運搬するヘモグロビンの構造と機能を説明できる 
・電子の授受に関わる鉄含有タンパク質の構造と機能を説明できる 
・電子の授受に関わる銅(II)含有タンパク質の構造と機能を説明できる 
・亜鉛タンパク質の構造と機能を説明できる 
・カルシウム結合タンパク質の構造と機能を説明できる 

受講者へのコメント  生物無機化学 I は，我々の体内で重要な役割を果たしている金属イオン及び
金属含有タンパク質（酵素も含む）の構造・機能等に関する内容である。このた
め，講義内容が十分に理解できれば，自分の体内での生体反応が理解できるだけ
でなく，普段の食生活においてミネラルを摂取する必要性があることが理解でき
ると思う。 



 ただ，本講義内容を理解するには，化学の基本事項だけでなく，生物あるいは
錯体化学などに関する幅広い基本事項の理解が必要なので，これらに関連する専
門書を勉強してほしい。 

連絡先 １号館３階の尾堂研究室（odo@dbc.ous.ac.jp） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  受講生の講義への出席状況も良く，課題提出も順調であったことから，ほとん
どの受講生が積極的に講義に取り組んだ事を示している。 
このためか，ほとんどの受講生が，生物無機化学に対する理解・興味が高まった
と回答しており，講義の目標は達成できたと考えられる。 

英文科目名 Bioinorganic Chemistry I 
関連科目 「生物無機化学 II」を続けて受講すると、更に生物無機化学の分野に対する興味

が広がる。 
次回に向けての改善変更予定  教科書は少しレベルの高い内容ではあるが，別にプリントを配布して基礎事項

の理解に役立つ様に工夫している。しかし，さらに生物無機化学の基本事項が理
解出来る様に，新しく発刊された教科書を調ベ，今年度使用した教科書が最も適
したものであったかを精査して，次年度の教科書の選定をする予定である。 
 また、項目の終了後に，その項目の内容が十分に理解できているかを復習する
ために，小問題集を配布している。これは，受講生には好評なので，更に内容を
充実させ次年度も継続する予定である。 

講義目的  我々の体は，多くの元素から構成されています。その中に，鉄，銅，亜鉛，マ
ンガン，ヨウ素，コバルトなどの必須微量金属元素があります。これらの金属元
素は，生体内では非常に微量しか存在しませんが，それら金属イオンを含むタン
パク質は，生体内で多くの重要な生命現象に関与しています。 
 本講義では，これらの金属イオンを含む含有タンパク質（又は酵素）に焦点を
絞り、生体内での存在様式とその機能等について解説し，生命現象に関わる金属
イオンの役割を学習するのを目的とする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。生物無機化学 I で何を講義するのか、どのような内

容にするのかなど、今後の講義の進め方を説明する。 
2 回 生体内に存在し、かつ生命維持に必要な生体反応に関与している様々な金
属イオンについて解説する。 
3 回 生体内の金属イオンが不足したり、あるいは過剰になることで、様々な疾病
と関与していることを解説する。 
4 回 金属含有酵素中の金属イオンは錯体を形成しているので、その錯体の構造
の特徴などを理解するために錯体化学について解説する。 
5 回 鉄を含む酵素の中で、へム鉄を含む酵素・タンパク質について解説する。特
に、酸素運搬や酸素貯蔵に関与するヘモグロビンやミオグロビンについて解説す
る。 
6 回 へム鉄を含む酵素・タンパク質の中で、特に生体中で生成する活性酸素を消
去する酵素（ペルオキシダーゼやカタラーゼなど）について解説する。 
7 回 へム鉄を含む酵素・タンパク質の中で、特にミトコンドリア中で作用する酵



素（シトクロム類など）について解説する。 
8 回 鉄イオンを含有する金属酵素の中で、へム鉄を含まない酵素やタンパク質
について解説する。特に、活性酸素を消去する Cu,Zn-SOD（スーパーオキシド
ジスムターゼ）について解説する。 
9 回 へム鉄を含まない鉄含有酵素やタンパク質の中で、特に重要な生体内反応
に関与する鉄?硫⻩タンパク質について解説する。 
10 回 銅イオンを含む酵素・タンパク質について解説する。特に電子伝達に関与
するタンパク質（例えば、プラストシアニンなど）について解説する。 
11 回 銅イオンを含む酵素・タンパク質の中で、特に酸素運搬（ヘモシアニン）
やアスコルビン酸の酸化（アスコルビン酸酸化酵素）に関与する酵素について解
説する。 
12 回 生体内で重要な働きをする亜鉛含有酵素やタンパク質の中での、亜鉛イオ
ンの役割を解説すると共に、特に血液の pH 調節に関与する亜鉛酵素（カーボニ
ックアンヒドラーゼ）について解説する。 
13 回 ペプチドの加水分解（カルボキシペプチダーゼ）やアルコールの分解（ア
ルコールデヒドロゲナーゼ）に関与する亜鉛含有酵素について解説する。 
14 回 生体内での Ca イオンの存在状態を解説すると共に、細胞中の酵素の働き
を制御する機能を有する Ca 受容タンパク質（カルモジュリン）について解説す
る。 
15 回 筋肉の収縮と弛緩に亜鉛イオンが関与すること、及びその反応に関与する
タンパク質（トロポニン C など）について解説する。 

準備学習 1 回 今後の講義内容の確認をする。 
2 回 生体内の金属イオンの種類や存在状態等を理解するために、教科書の「1. 序
論 生命と無機元素」の項を予習しておくこと。 
3 回 生体内の金属イオンと疾病との関わりを理解するために、教科書の「1. 序
論 生命と無機元素」の項を予習しておくこと。 
4 回 事前に配布したプリントを熟読すると共と，配位子，配位結合，非共有電子
対など基礎事項について予習しておくこと。 
5 回 生体内で重要な役割を果たしている鉄含有タンパク質の種類や機能を理解
するために，教科書の「2.3 酸素を運ぶ物質」の項を予習しておくこと。 
6 回 ヘム鉄タンパク質の機能を理解するために、教科書の「2.4.1 へム鉄タンパ
ク質」の項を予習しておくこと。 
7 回 ヘム鉄タンパク質の機能を理解するために、教科書の「2.4.1 へム鉄タンパ
ク質」の項を予習しておくこと。 
8 回 非ヘム鉄タンパク質の種類と機能を理解するために、教科書の「2.4.2．非
ヘム鉄タンパク質」の項を予習しておくこと。 
9 回 非ヘム鉄タンパク質の機能を理解するために、教科書の「2.4.2 非ヘム鉄タ
ンパク質」の項を予習しておくこと。 
10 回 銅タンパク質の種類と機能を理解するために、教科書の「2.5 銅タンパク
質・銅酵素」の項を予習しておくこと。 
11 回 銅タンパク質の機能を理解するために、教科書の「2.5 銅タンパク質・銅
酵素」の項を予習しておくこと。 



12 回 亜鉛タンパク質の種類と機能を理解するために、教科書の「2.6 亜鉛タン
パク質・亜鉛酵素」の項を予習しておくこと。 
13 回 亜鉛タンパク質の機能を理解するために、教科書の「2.6 亜鉛タンパク質・
亜鉛酵素」の項を予習しておくこと。 
14 回 カルシウム受容タンパク質の種類と機能を理解するために、教科書の「2.7 
カルシウム結合タンパク質」の項を予習しておくこと。 
15 回 カルシウム受容タンパク質の機能を理解するために、教科書の「2.7 カル
シウム結合タンパク質」の項を予習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSB5112 
成績評価 定期試験 60％、課題提出 40％で成績を評価する。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス BA(理)(〜11),BB(理)(〜11) 
見出し FSB5112 生物無機化学Ⅰ(再) 
担当教員名 尾堂 順一 
単位数 2 
教科書 下記の教科書と配布したプリントを使用する。 

生物無機化学／桜井 弘，⽥中 久編著／廣川書店 
アクティブラーニング  
キーワード 必須微量金属元素，金属含有タンパク質，生理活性，生命現象 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特に記述は１件もありませんでしたが，全般的には満足してもらえる講義だった

考えています。 
科目名 生物無機化学Ⅰ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義内容に合わせて適宜指示をする。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSB5112 
実務経験のある教員  
達成目標 ・生体内には微量の必須金属イオンが存在していることを説明できる 

・金属イオンが疾病と関連している事を説明できる 
・金属錯体に関わる用語（配位子，配位結合，配位構造など）を説明できる 
・カルシウム結合タンパク質の構造と機能を説明できる 
・酸素を運搬するヘモグロビンの構造と機能を説明できる 
・活性酸素を消去する鉄タンパク質の構造と機能を説明できる 
・亜鉛タンパク質の構造と機能を説明できる 

受講者へのコメント  講義では，毎時間プリントを用意して，理解を深めて頂く努⼒をしています。
授業中は，できるだけ文字を大きく板書すると共に，大切な用語や内容について
は色を変えて書くようにしています。また，⿊板の左端から右へと板書すること
により，板書した内容を早く消さない様に，いろいろと工夫をしています。 
 生物無機化学 I では，我々の体内での金属酵素の働きを勉強することにより，
ミネラルがいかに大切かが理解できると思います。普段の食生活にもつながる内
容なので，しっかりと勉強して頂きたいと思います。 

連絡先 １号館３階の尾堂研究室（odo@dbc.ous.ac.jp） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  項目[A]では、講義への出席率もよく、かつ授業時間以外の学習にも取り組ん
でいる受講生が多いことが分かった。項目[B]では、ほとんどの受講生がこの分



野への理解が深まったと回答している。項目[C]では、教員の意欲を感じた（８
５％）、講義に対する満足度（７６％）も高い回答結果となった。項目[E]では、
授業の手法・進行・教材等に対する要望は特になかった。以上の事から、受講生
にはほぼ満足してもらえたと思う。 
 ただ，次年度以降も講義を更に工夫することにより，更に内容の理解を深めて
もらえるようにする積もりである。 

英文科目名 Bioinorganic Chemistry I 
関連科目 「生物無機化学 II」を続けて受講すると、更に生物無機化学の分野に対する興味

が広がる。 
次回に向けての改善変更予定  現状の講義の方針を大きく変更する予定はありませんが，生物無機化学の分野

における最新のホットな話題も取り入れて，更に興味を引く講義にしたいと思っ
ています。 

講義目的  我々の体は，多くの元素から構成されています。その中に，鉄，銅，亜鉛，マ
ンガン，ヨウ素，コバルトなどの必須微量金属元素があります。これらの金属元
素は，生体内では非常に微量しか存在しませんが，それら金属イオンを含むタン
パク質は，生体内で多くの重要な生命現象に関与しています。 
 本講義では，これらの金属イオンを含む含有タンパク質（又は酵素）に焦点を
絞り、生体内での存在様式とその機能等について解説し，生命現象に関わる金属
イオンの役割を学習するのを目的とする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。生物無機化学 I で何を講義するのか、どのような内

容にするのかなど、今後の講義の進め方を説明する。 
2 回 生体内に存在し、かつ生命維持に必要な生体反応に関与している様々な金
属イオンについて解説する。 
3 回 生体内の金属イオンが不足したり、あるいは過剰になることで、様々な疾病
と関与していることを解説する。 
4 回 金属含有酵素中の金属イオンは錯体を形成しているので、その錯体の構造
の特徴などを理解するために錯体化学について解説する。 
5 回 生体内での Ca イオンの存在状態を解説すると共に、細胞中の酵素の働きを
制御する機能を有する Ca 受容タンパク質（カルモジュリン）について解説する。 
6 回 筋肉の収縮と弛緩に亜鉛イオンが関与すること、及びその反応に関与する
タンパク質（トロポニン C など）について解説する。 
7 回 鉄イオンを含むタンパク質の中で、へム鉄を含むタンパク質について解説
する。 
8 回 鉄イオンを含むタンパク質の中で、酸素運搬や酸素貯蔵に関与するヘモグ
ロビンやミオグロビンについて解説する。 
9 回 へム鉄を含むタンパク質の中で、特にミトコンドリア中で作用する酵素（シ
トクロム類など）について解説する。 
10 回 活性酸素を消去するヘム鉄タンパク質であるペルオキシダーゼについて解
説する。 
11 回 活性酸素を消去するヘム鉄タンパク質であるカタラーゼについて解説す
る。 



12 回 毒性を有する有機化合物（例えば、医薬品）に対して解毒作用を示すヘム
鉄タンパク質であるシトクロム P-450 について解説する。 
13 回 活性酸素を消去する銅タンパク質であるスーパーオキシドジスムターゼに
ついて解説する。 
14 回 血液の pH を調節する亜鉛タンパク質であるカーボニックアンヒドラーゼ
について解説する。 
15 回 ペプチドを C 末端から加水分解する亜鉛タンパク質であるカルボキシペ
プチダーゼについて解説する。 

準備学習 1 回 今後の講義内容の確認をする。 
2 回 生体内の金属イオンの種類や存在状態等を理解するために、教科書の「1. 序
論 生命と無機元素」の項を予習しておくこと。 
3 回 生体内の金属イオンと疾病との関わりを理解するために、教科書の「1. 序
論 生命と無機元素」の項を予習しておくこと。 
4 回 事前に配布したプリントを熟読すると共と，配位子，配位結合，非共有電子
対など基礎事項について予習しておくこと。 
5 回 カルシウム結合タンパク質の種類と機能を理解するために、教科書の「2.7 
カルシウム結合タンパク質」の項を予習しておくこと。 
6 回 カルシウム結合タンパク質の機能を理解するために、教科書の「2.7 カルシ
ウム結合タンパク質」の項を予習しておくこと。 
7 回 生体内で重要な役割を果たしている鉄含有タンパク質の種類や機能を理解
するために，教科書の「2.4.1 ヘム鉄タンパク質」の項を予習しておくこと。 
8 回 酸素運搬や酸素貯蔵に関与するヘモグロビンやミオグロビンについて理解
するために、教科書の「2.3 酸素を運ぶ物質」の項を予習しておくこと。 
9 回 ヘム鉄タンパク質の機能を理解するために、教科書の「2.4.1 へム鉄タンパ
ク質」の項を予習しておくこと。 
10 回 ヘム鉄タンパク質の機能を理解するために、教科書の「2.4.1 へム鉄タン
パク質」の項を予習しておくこと。 
11 回 ヘム鉄タンパク質の機能を理解するために、教科書の「2.4.1 へム鉄タン
パク質」の項を予習しておくこと。 
12 回 ヘム鉄タンパク質の機能を理解するために、教科書の「2.4.1 へム鉄タン
パク質」の項を予習しておくこと。 
13 回 銅タンパク質の機能を理解するために、教科書の「2.5 銅タンパク質・銅
酵素」の項を予習しておくこと。 
14 回 亜鉛タンパク質の機能を理解するために、教科書の「2.6 亜鉛タンパク質・
亜鉛酵素」の項を予習しておくこと。 
15 回 亜鉛タンパク質の機能を理解するために、教科書の「2.6 亜鉛タンパク質・
亜鉛酵素」の項を予習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSB5121 
成績評価 定期試験９０％、小テスト１０％により成績を評価する。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス BA(理)(〜10),BB(理)(〜10) 
見出し FSB5121 微生物学Ⅱ 
担当教員名 ⽥中 三男 
単位数 2 
教科書 プリント冊子 
アクティブラーニング  
キーワード 微生物の細胞構造、膜構造、輸送、ＡＴＰ生産系、食品の保蔵、微生物変異機構、

増殖と死滅の動⼒学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 教科書は板書の時間を避けるために作成した。授業中には重要な点を指摘しなが

ら、進めていたつもりであるが、 
更に、明確に指摘することを心掛けたい。 

科目名 微生物学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 微生物学／⻘木健次／化学同⼈：食品微生物学／木村光／培風館 
授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験期間中に行い、試験形態は筆記試験とする。 
シラバスコード FSB5121 
実務経験のある教員  
達成目標 ①微生物の細胞構造と機能の関連性などについて理解を深めること。 

②微生物の代謝とエネルギー供給反応との関連性などについて理解すること。 
③食品と微生物はどのように関連性があるかを理解すること。 
④微生物の物質循環における重要性を理解すること。 
⑤微生物の変異と遺伝の基礎を理解すること。 
⑥微生物培養の工学的側面からの理解のための簡単な理論を理解すること。 

受講者へのコメント 講義用の教科書があるので、授業中は講義をよく聞いて欲しい。教科書に重要な
ことは総て書いてあるので、 
重要な部分は指摘しているはずです。また、予習復習を十分にすることが望まし
い。 
授業中に理解度を確認するための質問等を行うので、積極的に発言して欲しい。 

連絡先 １号館１階 ⽥中研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 総合評価より普通以上で、比較的良好な授業効果が得られていると思われる。 
英文科目名 Microbiology II 
関連科目 微生物学 I を履修しておくことが望ましい。 



次回に向けての改善変更予定 更に授業中の質問等を増やしてみたい。場合によっては質問用紙を配布し、回答
を回収し、次回の復習に 
活用することも考えている。 

講義目的 前期において微生物の分類・形態・機能と性質などを解説したが、これだけでは
微生物学としては不十分である。そこで、本講義では微生物細胞の構造と機能、
微生物の生理・物質代謝（特にエネルギー供給反応）、微生物の生態や微生物との
関連が深い食品の保蔵、微生物の遺伝と変異の基礎事項、更に、微生物の培養工
学の基礎として培養および殺菌の理論について解説する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 微生物細胞の構造と機能?１を説明する。 

2 回 微生物細胞の構造と機能?２を説明する。 
3 回 微生物細胞の構造と機能?３を説明する。 
4 回 微生物の生理・代謝?１を説明する。 
5 回 微生物の生理・代謝?２を説明する。 
6 回 微生物の生理・代謝?３を説明する。 
7 回 微生物の生理・代謝?４を説明する。 
8 回 食品の保蔵?１を説明する。 
9 回 食品の保蔵?２を説明する。 
10 回 微生物の生態?１を説明する。 
11 回 微生物の生態?２を説明する。 
12 回 微生物の遺伝と変異?１を説明する。 
13 回 微生物の遺伝と変異?２を説明する。 
14 回 微生物培養工学?１を説明する。 
15 回 微生物培養工学?２を説明する。 

準備学習 1 回 真核微生物と原核微生物の細胞構造の違いに関し予習を行うこと。 
2 回 微生物の細胞壁と細胞膜の構造に関し予習を行うこと。 
3 回 微生物の膜輸送（自由拡散と能動輸送）に関し予習を行うこと。 
4 回 微生物のＡＴＰ生産機構とその役割に関し予習を行うこと。 
5 回 ＥＭＰ経路とエントナー・ドゥドロフ経路に関し予習を行うこと。 
6 回 ペントース・リン酸経路の役割、ＴＣＡサイクルとグリオキシル酸回路との
関係に関し予習を行うこと。 
7 回 嫌気性化学合成生物と独立栄養生物のエネルギー供給過程に関し予習を行
うこと。 
8 回 微生物活性と食品保蔵との関係に関し予習を行うこと。 
9 回 水分活性と食品保蔵性と微生物活性の関係に関し予習を行うこと。 
10 回 物質循環（炭素、窒素、イオウ）における微生物の役割に関し予習を行う
こと。 
11 回 微生物と動物（特に反芻動物）、微生物と植物、微生物相互の関係（共生な
ど）に関し予習を行うこと。 
12 回 微生物の変異の機構に関し予習を行うこと。 
13 回 細菌における遺伝子組み換えの手法に関し予習を行うこと。 
14 回 微生物の増殖過程の動⼒学的解析法に関し予習を行うこと。 



15 回 微生物の死滅過程の動⼒学的解析法に関し予習を行うこと。 
 



年度 2012 
授業コード FSB5122 
成績評価 中間試験・定期試験（80％）、課題等（20％）により評価する。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス BA(理)(〜10),BB(理)(〜10) 
見出し FSB5122 生物的環境保全論 
担当教員名 宮永 政光 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 活性汚泥、排水処理、環境問題、公害 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生物的環境保全論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義で指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSB5122 
実務経験のある教員  
達成目標 環境保全に関する理解を深めること。  

排水処理に関する基礎知識を理解すること。  
環境問題について自分の意見を言えるようになること。 

受講者へのコメント  
連絡先 1 号館 3 階 環境生物化学研究室（miyanaga@dbc.ous.ac.jp） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Biochemical Treatment of Waste Water 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 自然界において生物が営む物質の分解に注目し、今日の様々な環境汚染と、生態

系における物質循環との関わりを考え、病院などから排出される抗生物質を含む
排水の処理方法も論じながら、山積している環境問題の解決を模索する一助とし
たい。また、実際に稼働している排水・廃棄物処理施設での研修も行う。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。講義の進め方などについて説明する。環境の基本項目

等について説明する。 
2 回 生物学的環境保全論序論。環境問題の歴史や現在の環境問題について説明
する。 



3 回 自然界の自浄作用。自然の自浄作用および汚染が自浄作用を超えた場合に
ついて説明する。 
4 回 微生物による物質変換。生体内で行われる化学物質の代謝について、難分解
性化学物質等を例にあげて説明する。 
5 回 微生物共生系。種々の生物間の共生関係や共存した場合の化学物質の代謝
について説明する。 
6 回 水域の富栄養化。水域の環境問題とその原因について説明する。 
7 回 中間試験およびその解説。中間試験を行う。試験終了後に問題について解説
を行う。 
8 回 活性汚泥の生化学（1）。活性汚泥微生物やその働きについて説明する。 
9 回 活性汚泥の生化学（2）。活性汚泥微生物を利用した好気的排水処理について
説明する。 
10 回 生化学的脱窒素・脱リン。微生物を利用した窒素とリンの排水からの除去
について説明する。 
11 回 生物膜の生化学。生物膜の構造と生物膜を利用した排水処理について説明
する。 
12 回 嫌気性微生物による水処理。嫌気性微生物を利用した排水処理について説
明する。 
13 回 排水処理施設の見学・研修。実際に稼働している排水処理施設の見学・研
修を行う。 
14 回 水処理におけるバイオテクノロジー。バイオテクノロジーの排水処理への
応用について説明する。 
15 回 環境保全の現状と未来。過去に起きた環境問題やこれからの課題について
説明する。 

準備学習 1 回 配布したプリントを読んで復習しておくこと。 
2 回 配布したプリントを読んで復習しておくこと。第 3 回の講義までに自然や
生物について予習しておくこと。 
3 回 配布したプリントを読んで復習しておくこと。第 4 回の講義までに生物の
代謝について予習しておくこと。 
4 回 配布したプリントを読んで復習しておくこと。第 5 回の講義までに微生物
を含む生物について予習しておくこと。 
5 回 配布したプリントを読んで復習しておくこと。第 6 回の講義までに水域の
環境について予習しておくこと。 
6 回 配布したプリントを読んで復習しておくこと。第 7 回の講義までに水域の
環境について予習しておくこと。 
7 回 第 1 回から第 6 回の講義で配布したプリントを読んで、講義内容について
復習しておくこと。 
8 回 配布したプリントを読んで復習しておくこと。第 9 回の講義までに活性汚
泥について予習しておくこと。 
9 回 配布したプリントを読んで復習しておくこと。第 10 回の講義までに窒素・
リンの変換について予習しておくこと。 
10 回 配布したプリントを読んで復習しておくこと。第 11 回の講義までに生物



膜について予習しておくこと。 
11 回 配布したプリントを読んで復習しておくこと。第 12 回の講義までに嫌気
性微生物について予習しておくこと。 
12 回 配布したプリントを読んで復習しておくこと。第 13 回の講義までに排水
処理施設について予習しておくこと。 
13 回 第 14 回の講義までにバイオテクノロジーの基本項目について予習してお
くこと。 
14 回 配布したプリントを読んで復習しておくこと。第 14 回の講義までに環境
保全について予習しておくこと。 
15 回 これまでの環境問題について予習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSB51A2 
成績評価 課題提出（30％）、定期試験（70％）によって判定する。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス BA(理)(〜12),BB(理)(〜12) 
見出し FSB51A2 物理学基礎論Ⅰ 
担当教員名 豊⽥ 新 
単位数 2 
教科書 原康夫著 物理学入門 増補版 学術図書出版社 
アクティブラーニング  
キーワード 運動、質点の⼒学、⼒学、連続体、波動 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学基礎論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 国立天文台理科年表（丸善）: サーウェイ著 松村訳 科学者と技術者のための物

理学Ⅰa, Ⅰb(学術図書) 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSB51A2 
実務経験のある教員  
達成目標 物理学の基礎的な概念である、運動の記述方法、⼒学的エネルギーを理解する。

質点の⼒学、連続体⼒学及び波動の基礎的事項を理解し、基礎的な問題が解ける
ようになる。これらの事項を基礎とした科学技術、現在の社会的問題の本質につ
いて理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先 豊⽥（新）研究室 26 号館 3 階 Phone 256-9608 E-mail: toyoda@dap.ous.ac.jp 

オフィスアワー 木曜日 15：00-18：00（教授会開催日を除く） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Physics I 
関連科目 高等学校で物理を履修していない者は、前期に開講される入門物理を履修してお

くこと。高等学校で物理を履修していること、あるいは入門物理を履修している
ことを講義の前提とする。物理学基礎実験を履修する者はこの講義と同時あるい
は履修後に受講することを強く勧める。この講義に続けて物理学基礎論Ⅱを受講
することが望ましい。 

次回に向けての改善変更予定  
講義目的 この世界の自然現象は物理学を基礎として成り立っている。その物理学の基礎的

なことがらのうち、その運動、⼒、エネルギーについて学び、理解を深める。ま



た、現在の科学技術、地球環境科学への応用についても一部解説する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 物理量と単位、等速直線運動、等加速度運動について学習する。 

2 回 ⼒とそのつりあい、運動の法則について学習する。 
3 回 運動方程式の解法について学習する。 
4 回 運動方程式の解法について学習する。 
5 回 ⼒のモーメントについて学習する。 
6 回 運動量と⼒積、運動量保存則について学習する。 
7 回 仕事とエネルギーの定義について学習する。 
8 回 ⼒学的エネルギー保存則について学習する。 
9 回 仕事＝エネルギー定理について学習する。 
10 回 等速円運動について学習する。 
11 回 万有引⼒と天体の運動について学習する。 
12 回 単振動について学習する。 
13 回 流体と圧⼒について学習する。 
14 回 波動の基本について学習する。 
15 回 音波、光について学習する。 

準備学習 毎回の講義においてその回の講義の復習となる課題（演習問題）を出します。次
回の講義までに解き、提出してください。 

 



年度 2012 
授業コード FSB5311 
成績評価 定期試験 100％により評価する。但し，定期試験においては基準点を設け。得点

が 100 点満点中 60 点未満は不合格とする。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス BA(理)(〜12),BB(理)(〜12) 
見出し FSB5311 有機化学Ⅰ 
担当教員名 大平 進 
単位数 2 
教科書 有機化学概説第 6 版／J. Mcmurry ／東京化学同⼈ 
アクティブラーニング  
キーワード 化学結合，異性体，有機化学反応 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 今後の参考にしたい。 
科目名 有機化学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 マクマリー有機化学概説問題の解き方（第 6 版）英語版／S. Mcmurry／ 東京化

学同⼈ 
授業形態 講義 
注意備考 この講義は 10 生のみが対象であるので，その他の学生は後期の「有機化学 I(再)」

を履修すること。試験は定期試験期間中に行い，試験形態は筆記試験とする。 
予習，復習にホームページを活用すること。http://main.nps.dbc.ous.ac.jp 

シラバスコード FSB5311 
実務経験のある教員  
達成目標 1）結合と電子の関係を明確に理解させる。 

2）種々の異性体の概念を理解させる。 
3）有機化合物の構造式の意味を理解させる。 
4）有機化学反応の速度論，熱⼒学の基礎を理解させる。 

受講者へのコメント ほとんど理解できなかった⼈も，再度の履修により少しづつ理解できるようにな
るので諦めないこと。 

連絡先 1 号館 2 階 大平研究室 sohira@dbc.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ほぼ予想通りであった。 
英文科目名 Organic Chemistry I 
関連科目 有機化学 II, III, IV 
次回に向けての改善変更予定 スクリーンの使い方，明確な説明の仕方に改善余地がある。 
講義目的 生物化学に関する多くの専門科目を深く理解するためには，高度の有機化学の知

識を必要とする。ここでは，有機化学全般の基礎となる化学結合の考え方と立体
化学，化学反応の見方等を概説する。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。高校レベルの原子の構造を復習する。 

（大平 進） 
2 回 量子化学で計算した原子軌道と，電子配置について説明する。 
（大平 進） 
3 回 共有結合，イオン結合，オクテット則等，結合が電子対であること，結合を
つくらない電子対があることについて解説する。 
（大平 進） 
4 回 混成軌道の概念を説明し，sp3 混成軌道でメタン，エタンの構造を説明す
る。 
（大平 進） 
5 回 sp2 混成軌道とエチレンの構造，sp 混成軌道とアセチレンの構造について
説明する。 
（大平 進） 
6 回 結合の極性と電気陰性度について説明し，結合の開裂パターンを解説する。 
（大平 進） 
7 回 酸・塩基の定義を説明し，pKa 値から反応の方向性を予測する。 
（大平 進） 
8 回 主な官能基の種類を説明し，複雑な天然物の官能基を捜させる。 
（大平 進） 
9 回 分子アルカンの命名法と各種化合物の立体配座を説明する。 
（大平 進） 
10 回 脂環式化合物の命名法とシス?トランス異性体について説明する。 
（大平 進） 
11 回 アルケンの命名法とシス・トランス異性体について説明する。 
（大平 進） 
12 回 立体化学を命名する為に必要な順位則と具体的な適用について説明する。 
（大平 進） 
13 回 有機化学反応の分類（付加，脱離，置換，転位）と特徴について説明する。 
（大平 進） 
14 回 反応と速度を決めるものと反応の方向を決めるものについて説明する。 
（大平 進） 
15 回 反応エネルギーと中間体，活性化エネルギーと遷移状態の概念を説明する。 
（大平 進） 

準備学習 1 回 講義の範囲と進め方の説明。第２回目授業までに高校の教科書を使って原
子の構造を復習しておくこと。 
2 回 原子核，陽子，電子，原子番号，質量数，質量の関係を理解しておくこと。
第３回目授業までに価電子と結合と電子対について予習しておくこと。 
3 回 電子の共有により結合が生成することを理解しておくこと。第４回目授業
までに，原子軌道について予習しておくこと。 
4 回 s 軌道，p 軌道，d 軌道に電子が配置される順を理解しておくこと。第５回
目授業まで混成軌道について予習しておくこと。 



5 回 s 軌道と p 軌道が混成するという概念を理解し，メタン，エチレン，アセチ
レンの構造を理解しておくこと。第６回目授業までに周期表と電気陰性度の関係
を予習しておくこと。 
6 回 電気陰性度と周期表の関係を覚えておくこと。第７回目授業までに酸と塩
基について予習しておくこと。 
7 回 酸と塩基について理解し， pKa の値から反応方向を予測できるようにな
っておくこと。第８回目授業までに官能基について予習しておくこと。 
8 回 主な官能基が特定できるようになっておくこと。第９回目授業までに骨格
構造，ニューマン図 
イス形配座について予習しておくこと。 
9 回 分岐アルカンが命名でき，ニューマン図，イス形配座が書けるようになって
おくこと。第１０回目授業までに脂環式化合物の命名法と立体化学について予習
しておくこと。 
10 回 脂環式化合物を命名でき，シス?トランスを帰属できるようにしておくこ
と。第１１回目授業までに二重結合の構造について復習し，命名法を予習してお
くこと。 
11 回 二重結合の異性体を骨格構造で描けるようになっておくこと。第１２回目
授業までに順位則について予習しておくこと。 
12 回 四つのグループの順位付けができるようになっておくこと。第１３回目授
業までに反応物と生成物を比較して違う場所がわかるよう予習しておくこと 
13 回 四種類の反応の特徴を理解しておくこと。第１４回目授業までに反応のエ
ネルギー図について予習しておくこと。 
14 回 化学平衡と反応の有利な方向について理解しておくこと。第１５回目授業
までに 
多段階反応について予習しておくこと。 
15 回 反応を支配する２つのもの（エンタルピー差と活性化エネルギー）を区別
できるよう復習すること。 

 



年度 2012 
授業コード FSB5312 
成績評価 講義中の課題問題（20％），定期試験（80％）により評価する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス BA(理)(〜12),BB(理)(〜12) 
見出し FSB5312 有機化学Ⅱ 
担当教員名 野崎 浩 
単位数 2 
教科書 J.Mcmurry 著，伊藤，児玉訳・「有機化学概説 第６版」・東京化学同⼈ 
アクティブラーニング  
キーワード アルケン、アルキン、芳香族化合物、立体化学、光学異性体 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 全員が講義内容が理解出来るよう随時個別指導を徹底する。 
科目名 有機化学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 J.Mcmurry 著・「Fundamentals of Organic Chemistry sixth Edition」・Brooks/Cole 

Publishing Company 
授業形態 講義 
注意備考 有機化学１を十分理解していることが必要である。 
シラバスコード FSB5312 
実務経験のある教員  
達成目標 教科書の各章中の演習問題が解けるようになること。 
受講者へのコメント 一部に全く講義内容が理解できない⼈がいます。 

そのほとんどが有機化学Ｉの単位が取れていません。有機化学Ｉを 
もう一度しっかり時間をかけて勉強して下さい。わからないところが 
あれば必ず質問しに来て下さい。有機化学Ｉ，ＩＩは必修科目です。 
頑張って努⼒して欲しい。 

連絡先 １号館２階野崎研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし。 
英文科目名 Organic Chemistry II 
関連科目 有機化学Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定 講義の始めに有機化学Ｉの復習を行い、理解度を確認した後に有機化学ＩＩの 

講義を行うようにする。未理解者に対しては課題を課し個別に対応する。 
講義目的 我々の生命活動を支えている物質の大部分は有機化合物である。従って生命現象

を分子のレベルで理解するためには有機化学は不可欠な学問である。本講義は有
機化学 I で学んだ知識をもとにライフサイエンスを学ぶに必要な最小限の基礎知
識としてのアルケン，アルキン，芳香族化合物および立体化学を講述する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 アルケンの反応（付加反応）におけるハロゲン化水素化および水和について
説明する。 
2 回 アルケンの反応（付加反応）におけるハロゲン化、水素化について説明す
る。 
3 回 アルケンの反応（酸化）におけるヒドロキシ化と開裂について説明する。 
4 回 共役ジエンと共鳴構造について説明する。 
5 回 アルキンとその反応における水素、ハロゲン化水素、水の付加について説明
する。また、アセチりドアニオンについても解説する。 
6 回 演習 アルケンおよびアルキンの反応に関する演習問題を行い、解答につ
いてに解説を行う。 
7 回 芳香族化合物の構造と命名法について説明する。特に、共役２重結合とベン
ゼン骨格についての違いを解説する。 
8 回 芳香族化合物の求電子置換反応における臭素化およびその他の置換反応に
ついて説明する。 
9 回 芳香族求電子置換反応における置換基効果について説明し、それぞれの反
応メカニズムについて詳細に解説する。 
10 回 芳香族化合物の酸化、還元反応を説明し、芳香族化合物の配向性、置換其
効果に基づく分子設計について説明する。 
11 回 演習 芳香族化合物に関する演習問題を行い、解答について詳細に解説す
る。 
12 回 立体化学と光学活性について説明し、鏡像異性体の概念についてモデルを
使用して解説する。 
13 回 立体配置表示の順位則と立体異性体について説明し、鏡像異性体、ジアス
テレオマー、メソ化合物の違いについて分子模型を使用して詳述する。 
14 回  ラセミ体と反応の立体化学について説明し、求核置換反応における生成
物の立体化学についてモデルに基づき解説する。 
15 回 演習 本講義におけるすべての理解度を再確認するため演習問題を行い、
解答を詳細に解説し、質疑応答を行う。 

準備学習 1 回 有機化学Ⅰの内容を十分理解しておくこと。 
2 回 付加反応の機構とマルコフニコフ則を理解しておくこと。 
3 回 水和、ハロゲン化、水素化を理解しておくこと。 
4 回 ヒドロキシ化と開裂反応を理解しておくこと。 
5 回 アルケンを理解しておくこと。 
6 回 付加反応とアセチリドアニオンの反応性を理解しておくこと。 
7 回 4 章を十分理解しておくこと。 
8 回 アルケンとの違いを理解しておくこと。 
9 回 求電子置換反応の機構を理解しておくこと。 
10 回 置換其による配向性について理解していること。 
11 回 簡単な芳香族化合物の合成ができること。 
12 回 5 章を十分に理解しておくこと。 
13 回 立体異性体と 4 面体炭素との関連を理解しておくこと。 
14 回 順位則に基づいて立体配置表示が出来ていること。 



15 回 4 章、5 章、6 章を十分に理解しておくこと。 
 



年度 2012 
授業コード FSB5321 
成績評価 定期試験の成績（90％）に小テストなどの評価（10％）を加味して行う。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス BA(理)(〜11),BB(理)(〜11) 
見出し FSB5321 分子遺伝学Ⅰ 
担当教員名 池⽥ 正五 
単位数 2 
教科書 分子遺伝学（第３版）／T.A. Brown 著 ⻄郷薫監訳／（東京化学同⼈） 
アクティブラーニング  
キーワード DNA、二重らせん、転写、RNA、遺伝暗号、翻訳、遺伝子の発現調節 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 設備などに関する要望は、大学当局から対応していただけるよう要望します。 

プリントの渡し方が雑という意見（2 名）がありますので、ゆっくりと配布した
いと思います。 
⿊板を使って欲しいという意見（1 名）がありますが、講義の進め方の考え方で、
板書を写すことばかりに時間をとるような講義はしたくありません。まとめを記
載したプリントを配布しているので、できるだけ話を集中して聞けるようにして
もらえれば良いと思います。 
上記以外、回答を必要とする記述は無かった。 

科目名 分子遺伝学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 エッセンシャル 遺伝子／B. Lewin 著 菊池ら訳／（東京化学同⼈）：ウィーバ

ー 分子生物学（第４版）／Weaver 著 杉山ら訳／（化学同⼈） 
授業形態 講義 
注意備考 講義の進行をまとめたプリントを配布します。 
シラバスコード FSB5321 
実務経験のある教員  
達成目標 １）DNA の物質としての構造を化学的に説明できること。 

２）遺伝情報がどのように DNA 上に刻まれているか、説明できること。 
３）遺伝情報がどのように読み取られているか、説明できること。 
４）上記のことを簡単な図を描いて説明できること。 

受講者へのコメント 授業の開始に間に合うように教室へ来て、直ちに授業に臨むこと。 
講義中、できるだけ退出を避けること。 
最後に行う確認テストに真剣に取り組んでほしい。そうすることで、当該講義の
理解がより進みます。 

連絡先 池⽥研究室 1 号館 3 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 56%の学生が目標を「できた」または「だいたいできた」であり、74%の学生が
この授業に「満足」または「ほぼ満足」した。また、86%の学生が教員の熱意を



「感じられた」または「少し感じられた」とした。したがって、講義の内容やレ
ベルに問題は無いと考える。講義の進め方で、特に指摘数の多い（10％を超える）
項目は無かった。 

英文科目名 Molecular Genetics I 
関連科目 本科目の履修は、「分子遺伝学 II」や「遺伝子工学」「免疫学」などの科目を理解

するために必要である。 
次回に向けての改善変更予定 特に問題は感じられないが、さらにわかりやすく講義を進めるよう努⼒を続け

る。 
講義目的 遺伝現象とそれを司る物質を分子のレベルで理解するために、分子遺伝学の基礎

と現状を説明する。特にどのような実験を通じてそれらの現象が解明されて来た
のか、できるだけわかりやすく解説する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 遺伝学と分子生物学の起源について概説し、分子遺伝学Ⅰで何を学ぶのか

説明する。 
2 回 遺伝子の本体が DNA であることを証明した実験を詳しく紹介する。 
3 回 DNA の構造のうち、ヌクレオチドの化学的な構造や特徴について説明する。 
4 回 DNA の構造のうち、二重らせん構造について説明する。この構造がどのよ
うな研究をもとに組み立てられたのかについても説明する。 
5 回 遺伝子の本体である DNA 分子上に生物学的情報がどのように刻まれてい
るのか、説明する。 
6 回 DNA の転写の仕組みを分子レベルで理解するために、それに係わる酵素や
DNA の塩基配列上の特徴などについて説明する。 
7 回 RNA 分子の中で、rRNA と tRNA の構造や分子遺伝学的役割について説明
する。 
8 回 RNA 分子の中で、mRNA の構造や分子遺伝学的役割について説明する。 
9 回 DNA の遺伝暗号とはどのようなものか、またその特徴について説明する。 
10 回 翻訳過程における tRNA の役割について説明する。 
11 回 タンパク質合成のしくみを理解するために、翻訳過程を分子レベルで説明
する。 
12 回 遺伝子発現の調節が生命活動にいかに重要であるか、いろいろな発現調節
例を示しながら説明する。 
13 回 細菌における遺伝子発現の調節を分子のレベルで詳しく説明する。 
14 回 真核生物における遺伝子発現調節のおおまかな分子機構を説明する。 
15 回 分子遺伝学 I で学んだ各章における重要点を再確認し、相互に関連づける
ことができるよう、各章のまとめを連続して説明する。 

準備学習 1 回 これまでに習った遺伝学に関することを思い出しておくこと。 
2 回 教科書の２章を読み、遺伝子と DNA の関係を予習しておくこと。 
3 回 教科書の３章の前半を読み、ヌクレオチドの構造について予習しておくこ
と。 
4 回 教科書の３章の後半を読み、DNA の構造について予習しておくこと。 
5 回 教科書の４章を読み、遺伝子と生物学的情報について予習しておくこと。 
6 回 教科書の５章を読み、転写について予習しておくこと。 



7 回 教科書の６章を読み、rRNA と tRNA の構造と機能について予習しておくこ
と。 
8 回 教科書の７章を読み、mRNA の構造と機能について予習しておくこと。 
9 回 教科書の８章を読み、遺伝暗号について予習しておくこと。 
10 回 教科書の９章の前半を読み、翻訳における tRNA の役割について予習して
おくこと。 
11 回 教科書の９章の後半を読み、タンパク質合成の仕組みについて予習してお
くこと。 
12 回 教科書の 10 章-1 と-2 を読み、なぜ遺伝子の発現を調節するのか、予習し
ておくこと。 
13 回 教科書の 10 章-3 を読み、細菌における遺伝子発現の調節について予習し
ておくこと。 
14 回 教科書の 10 章-4 と-5 を読み、真核生物における遺伝子発現の調節につい
て予習しておくこと。 
15 回 これまでの学習を振り返って、理解できていない点を探しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSB5322 
成績評価 定期試験の成績（70％）に、小テストなどの評価（30％）を加味して行う。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス BA(理)(〜10),BB(理)(〜10) 
見出し FSB5322 免疫学 
担当教員名 池⽥ 正五 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 免疫、抗体、免疫細胞、免疫と病気、免疫学的分析 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 １）問題プリントの文字を大きく行間を空けてほしいとの意見（1 名）ですが、

できるだけそれに近づけるようにします。 
２）解答用紙を早くわたしすぎとの意見（1 名）です。できるだけ、時間が来た
らすぐに抗議を開始したいので、そうしていますが、もう少し遅らします。 
３）上記以外、回答を必要とする記述は無かった。 

科目名 免疫学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 細胞の分子生物学（第４版）／中村、松原監訳／（Newton Press）：医系免疫学

（改訂 10 版）／矢⽥著／（中外医学社）：医科免疫学（改訂第６版）／菊池・上
出・小野江編集／（南江堂） 

授業形態 講義 
注意備考 配布するすべてのプリントを毎回持参すること。 
シラバスコード FSB5322 
実務経験のある教員  
達成目標 １）免疫現象を担当している臓器や細胞について簡単に説明できること。 

２）免疫に関与する分子について簡単に説明できること。 
３）身近な免疫現象について基本的な仕組みが説明できること。 
４）免疫学的分析法の基本的原理が説明できること。 

受講者へのコメント 授業の開始に間に合うように教室へ来て、直ちに授業に臨むこと。 
講義中、できるだけ退出を避けること。 
最後に行う確認テストに真剣に取り組んでほしい。そうすることで、当該講義の
理解がより進みます。 

連絡先 池⽥研究室 1 号館 3 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 52%の学生が目標を「できた」または「だいたいできた」であり、 95%の学生が
教員の熱意を「感じられた」または「少し感じられた」とした。 また、 77%の
学生がこの授業に「満足」または「ほぼ満足」した。したがって、講義の内容や
レベルに問題は無いと考える。講義の進め方で、特に指摘数の多い（10％を超え



る）項目は無かった。 
英文科目名 Immunology 
関連科目 「生物化学 I」や「細胞生物学 I と II」、「分子遺伝学 I と II」など、生物化学の基

礎を理解しておくことが望ましい 
次回に向けての改善変更予定 特に問題は感じられないが、さらにわかりやすく講義を進めるよう努⼒を続け

る。 
講義目的  免疫学は病気との関連のみならず、生体の自己維持機構を知る上での生物学の

重要な分野である。本講義では免疫学の基礎を理解するために、まず身近な免疫
現象からその概念を知る。次に免疫系を構成する臓器・細胞・分子の特性を学び、
抗体分子の多様性のできる仕組みや免疫応答における情報伝達機構を、分子細胞
生物学的に理解する。さらに免疫に関連した病気や、免疫反応を利用した様々な
応用面について学ぶ。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 身近な免疫現象とその概念について概説しながら、本講義で行う免疫学の

内容やレベルを説明する。 
2 回 生体の防御機構、リンパ球が免疫応答を担っていること、免疫系が多様なこ
と、自己と非自己を認識すること、および記憶があることなどについて、これか
らの講義に必要な免疫学の基本概念を説明する。 
3 回 免疫担当臓器の解剖学的所在とその機能について説明する。 
4 回 免疫担当細胞、自然免疫、およびサイトカインについて説明する。 
5 回 抗体の化学構造とその多様性との関連、および抗体のクラスについて説明
する。 
6 回 抗体のクラスと生理的機能の違い、および抗原抗体反応の特徴について説
明する。 
7 回 抗体の多様性のできるしくみを、遺伝子構造と分子遺伝学的現象から説明
する。 
8 回 補体系の反応とその生理的機能について説明する。 
9 回 抗体産生における細胞間相互作用として、抗原提示細胞の作用と役割や主
要組織適合性抗原複合体の構造と機能について説明する。 
10 回 抗体産生における細胞間相互作用として、T 細胞受容体の構造と機能、ヘ
ルパーT 細胞の作用と役割について説明する。 
11 回 細胞性免疫として、細胞傷害性 T 細胞のウイルス感染細胞に対する作用に
ついて説明する。 
12 回 病気に関する免疫現象として、アレルギーや自己免疫疾患について説明す
る。 
13 回 病気に関する免疫現象として、免疫不全、免疫調節薬、ワクチンなどつい
て説明する。 
14 回 免疫学の応用として、抗体（モノクロナール抗体を含む）の作成法につい
て説明する。 
15 回 免疫学の応用として、酵素抗体法、ウエスタンブロッティング、イムノク
ロマトなどについて説明する。 

準備学習 1 回 身近な免疫現象にはどのようなものがあるだろうか、考えてみること。 



2 回 テキストの講義該当ページをよく読み、免疫現象のおおまかな特徴につい
て予習しておくこと。 
3 回 テキストの講義該当ページをよく読み、免疫に関係する臓器にはどのよう
なものがあるか、予習しておくこと。 
4 回 テキストの講義該当ページをよく読み、免疫に関係する細胞にはどのよう
なものがあるか、予習しておくこと。 
5 回 テキストの講義該当ページをよく読み、抗体のおおまかな構造について予
習しておくこと。 
6 回 テキストの講義該当ページをよく読み、抗体の働き（エフェクター作用）に
はどのようなものがあるか、予習しておくこと。 
7 回 テキストの講義該当ページをよく読み、抗体遺伝子の再構成について、予習
しておくこと。そのためには、真核生物の遺伝子構造について整理しておく必要
がある。 
8 回 テキストの講義該当ページをよく読み、補体系のおおまかな働きについて
予習しておくこと。 
9 回 配布テキストの講義該当ページをよく読み、抗体産生における細胞間相互
作用について予習しておくこと。また、これまでに習った免疫担当細胞について
整理しておくこと。 
10 回 テキストの講義該当ページをよく読み、抗体産生における細胞間相互作用
について予習しておくこと。また、これまでに習ったサイトカインについて整理
しておくこと。 
11 回 テキストの講義該当ページをよく読み、細胞性免疫について予習しておく
こと。インフルエンザウイルスの構造を調べておくとわかりやすい。 
12 回 テキストの講義該当ページをよく読み、アレルギー反応にはどのようなも
のがあるか、予習しておくこと。 
13 回 テキストの講義該当ページをよく読み、ワクチンや免疫調整剤について、
予習しておくこと。 
14 回 テキストの講義該当ページをよく読み、抗体の作成法について、予習して
おくこと。 
15 回 テキストの講義該当ページをよく読み、免疫学的測定法について、予習し
ておくこと。これまで学習した抗原抗体反応の特徴について整理しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSB5331 
成績評価 課題提出（20％），定期試験（80％）により評価する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス BA(理)(〜10),BB(理)(〜10) 
見出し FSB5331 薬品応用化学 
担当教員名 野崎 浩 
単位数 2 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード 生物活性、天然有機化合物、構造活性相関 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 プリント等については今後必要と思われるものについては検討します。 
科目名 薬品応用化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 大石 武著・「天然物化学」・朝倉書店，村上 孝夫著・「天然物の構造と化学」・

広川書店 
授業形態 講義 
注意備考 天然物化学を受講していることが望ましい。 
シラバスコード FSB5331 
実務経験のある教員  
達成目標 天然有機化合物の構造と生物活性との関連を理解でき、日常生活の中での役割が

十分認識できるようになること 
受講者へのコメント 有機化学を基本としているので、常に有機化学の教科書やノートを振り返りなが

ら 
復習をして欲しい。 

連絡先 １号館２階野崎研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 興味を持って受講してもらっているようで安心しています。 
これからも講義の工夫をしながら行いたいと考えています。 

英文科目名 Medicinal Chemistry 
関連科目 有機化学、生物化学、天然物化学、薬品合成化学 
次回に向けての改善変更予定 板書の文字をなるべく大きくするよう心掛けたいと思います。 
講義目的 天然物化学は動物および植物によって生合成される有機化合物に関する化学で

ある。有機天然物構造論で学んだ天然物の基礎的知識を基に、本講では生理作用
に従って重要な天然物について具体的に論ずる。又、それらの分離法、活性検定
法など天然物化学研究法についても解説する 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 生物活性天然物（自己制御、個体間制御物質）の概念について解説する。 



2 回 自己制御物質、特にビタミン、ホルモンについて説明し、具体例に基づき有
機化学的に解説する。 
3 回 自己制御物質、特にアミン性ホルモン、ステロイドホルモンについて説明
し、具体例に基づき有機化学的に解説する。 
4 回 自己制御物質、特にオータコイドについて説明し、それらの生理活性を概説
する。 
5 回 自己制御物質、特に植物ホルモン、昆虫ホルモンについて説明し、化学構造
に基づき解説する。 
6 回 演習 生物活性天然物に関する演習問題を行い、解答について解説を行う。 
7 回 医薬品の特性について説明し、有機化学的な側面から概説する。 
8 回 医薬品の化学構造と反応性について説明し、薬理作用の構造活性相関につ
いて解説する。 
9 回 【準備学習：構造活性相関の概念を確認しておくこと】薬効因子（可逆拮抗
と非可逆拮抗）について説明し、薬効の概念を口述する。 
10 回 薬効因子（薬物活性の評価）に基づき薬品合成の設計について概説する。 
11 回 薬物と受容体の相互作用について立体化学的に概説する。 
12 回 天然物化学研究法の概略について解説し、簡易実験を交えて教示する。 
13 回 天然物化学研究法において、化合物の単離、精製、各種分析法について、
各論的に概説する。 
14 回 標準試料に基づき、IR, NMR, MS スペクトルの解析を行い、化学構造の確
定までを解説する。 
15 回 演習 生理活性天然物に関する演習を行い、解答について解説する。 

準備学習 1 回 天然物化学を理解しておくこと。 
2 回 生理活性天然物の概念を把握しておくこと。 
3 回 ビタミン、ホルモンの役割と構造を理解しておくこと。 
4 回 構造と活性の関連を理解しておくこと。 
5 回 オータコイドの概念を理解しておくこと。 
6 回 自己制御、個体間制御物質を十分理解しておくこと。 
7 回 自己制御、個体間制御物質を十分理解しておくこと。 
8 回 医薬品の概念を把握しておくこと。 
9 回 構造活性相関の概念を確認しておくこと。 
10 回 薬の可逆性を理解しておくこと。 
11 回 活性評価の概念を理解しておくこと。 
12 回 活性発現の機構を理解しておくこと。 
13 回 天然物の取扱を理解しておくこと。 
14 回 天然物の構造解析の流れを理解しておくこと。 
15 回 生理活性天然物化学の概念を十分理解しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSB5511 
成績評価 実験の実施（50％）および実験レポ−トの内容やテスト（50％）で成績評価を行

なう。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス BA(理)(〜10),BB(理)(〜10) 
見出し FSB5511 生物化学実験Ⅱ 
担当教員名 池⽥ 正五、南 善子、宮永 政光、河野 真二 
単位数 3 
教科書 オリエンテ−ション時に実験テキストを配付する。 
アクティブラーニング  
キーワード 細胞分画、タンパク質の精製、遺伝子操作 、PCR 法 、DNA デ−タベ−ス 、代

謝酵素、免疫反応 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 実験器具の調整に関する意見（1 名）には、できるだけ対応いたします。 

教員の実験中の対応に対する意見（1 名）にも、十分に気を付けます。 
実験内容の各学生の理解レベルに関する意見（1 名）についても、できるだけ個々
の学生に合わせた対応を行うつもりです。 

科目名 生物化学実験Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 摘宜指示する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 出席と実験レポ−トの提出は必須である。安全のため、必ず実験着を着て実験す

ること。 
シラバスコード FSB5511 
実務経験のある教員  
達成目標 ・遠心分離器・分光光度計・電気泳動装置・サーマルサイクラーなどの装置が使

えるようになること 
・タンパク定量ができるようになること 
・カラムクロマトグラフィーの原理を理解し，使いこなせるようになること 
・遺伝子操作に慣れ，原理を理解すること 
・DNA データベースの使用法を憶え，使いこなせるようになること 
・酵素反応速度論を理解し，計算を出来るようになること 
・免疫反応を理解すること 
・電気泳動・膜への転写・染色などの作業が出来るようになり，原理を理解する
こと 
・実験結果のまとめと考察ができるようになること 

受講者へのコメント 実験の前までに必ずテキストをよみ、原理や操作について理解しておくこと。 
できるだけ早めに結果の整理や考察をし、レポートの作成に備えること。 

連絡先 池⽥：1 号館 3F 研究室 
南：1 号館 1F 研究室 



宮永：1 号館 3F 研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 84%の学生が目標を「できた」または「だいたいできた」であり、84%の学生が
この授業に「満足」または「ほぼ満足」した。また、94%の学生が教員の熱意を
「感じられた」または「少し感じられた」とした。したがって、講義の内容やレ
ベルに問題は無いと考える。講義の進め方で、特に指摘数の多い（10％を超える）
項目は無かった。実験の器具や機器の整備をして欲しいという意見（11%）には、
できるだけ対応いたします。 

英文科目名 Laboratory Experiments in Biochemistry II 
関連科目 生物化学科の講義全般 
次回に向けての改善変更予定 特に問題は感じられないが、さらに充実した学生実験を進めるよう努⼒を続け

る。 
講義目的 実験を通じて，生物科学の講義内容を実感的に理解する。すなわち，組織の成り

立ちと細胞の代謝，免疫，遺伝子やタンパク質の性質，操作法を学ぶ。実験器具
や測定機器の基本的な扱い方の習得，実験結果の考察，グラフの書き方，コンピ
ュ−タによるデ−タ処理，レポ−ト作成の仕方等にも重点を置く。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションで実験実施の方法や注意事項を伝達する。また各実験

の説明と実験の準備を行う。 
2 回 細胞分画 I：動物の肝臓を使って，遠心分離法により細胞分画を行い、細胞
小器官が重さによって分離できることを理解する。また、遠心分離の原理も理解
する。 
3 回 細胞分画 II：指標酵素の活性を測定し、細胞分画した試料の検証を行う。
各酵素の働きについて理解する。 
4 回 タンパク質の精製 I：カラムクロマトグラフィーを用いて、既知タンパクの
分離を行う。タンパク質の性質と精製の原理を理解する。 
5 回 タンパク質の精製 II：シトクロム c の吸収スペクトルを測定し、ヘムタン
パクの特徴を理解する。また、タンパク質定量を行い、定量の原理を理解する。 
6 回 遺伝子操作 ：大腸菌の形質転換実験を行い、遺伝子と形質の関係を理解す
る。 
7 回 遺伝子操作：DNA を制限酵素で切断し、ゲル電気泳動で分離することによ
り、制限酵素の働きと電気泳動の原理を理解する。 
8 回 PCR 法：PCR により目的遺伝子を増幅し、ゲル電気泳動で確認することに
より、PCR 法の原理を理解する。 
9 回 DNA デ−タベ−スの利用：パソコンで DNA とタンパク質のデ−タベ−ス
を利用し、ORF の検索、制限酵素地図の作成、系統樹の作成を行う。 
10 回 代謝に関わる酵素の分析 I：pH や温度を変化させ種々の条件で酵素反応
を行い、生体成分としての酵素の特性を理解する。 
11 回 代謝に関わる酵素の分析 II：基質濃度や反応時間を変化させて酵素反応を
行い、酵素反応速度論について理解する。 
12 回 免疫反応 I：タンパク質溶液をゲル電気泳動で分子量ごとに分離を行い、



ゲル電気泳動の原理について理解する。 
13 回 免疫反応 II：抗原抗体反応を利用してタンパク質混合液から目的のタンパ
ク質を検出し、免疫反応について理解する。 
14 回 補充実験および実験の後片付けを行う。 
15 回 レポートの作成を行い、これまでの実験のまとめをする。 

準備学習 1 回 実験実施に必要な準備・服装について考えておくこと。 
2 回 当日の実験内容についてあらかじめ十分に予習し、またテキストの指示に
従って課題提出を行うこと。また、実験終了後は、実験ノートをよく整理してお
くこと。 
3 回 当日の実験内容についてあらかじめ十分に予習し、またテキストの指示に
従って課題提出を行うこと。また、実験終了後は、実験ノートをよく整理してお
くこと。 
4 回 当日の実験内容についてあらかじめ十分に予習し、またテキストの指示に
従って課題提出を行うこと。また、実験終了後は、実験ノートをよく整理してお
くこと。 
5 回 当日の実験内容についてあらかじめ十分に予習し、またテキストの指示に
従って課題提出を行うこと。また、実験終了後は、実験ノートをよく整理してお
くこと。 
6 回 当日の実験内容についてあらかじめ十分に予習し、またテキストの指示に
従って課題提出を行うこと。また、実験終了後は、実験ノートをよく整理してお
くこと。 
7 回 当日の実験内容についてあらかじめ十分に予習し、またテキストの指示に
従って課題提出を行うこと。また、実験終了後は、実験ノートをよく整理してお
くこと。 
8 回 当日の実験内容についてあらかじめ十分に予習し、またテキストの指示に
従って課題提出を行うこと。また、実験終了後は、実験ノートをよく整理してお
くこと。 
9 回 当日の実験内容についてあらかじめ十分に予習し、またテキストの指示に
従って課題提出を行うこと。また、実験終了後は、実験ノートをよく整理してお
くこと。 
10 回 当日の実験内容についてあらかじめ十分に予習し、またテキストの指示に
従って課題提出を行うこと。また、実験終了後は、実験ノートをよく整理してお
くこと。 
11 回 当日の実験内容についてあらかじめ十分に予習し、またテキストの指示に
従って課題提出を行うこと。また、実験終了後は、実験ノートをよく整理してお
くこと。 
12 回 当日の実験内容についてあらかじめ十分に予習し、またテキストの指示に
従って課題提出を行うこと。また、実験終了後は、実験ノートをよく整理してお
くこと。 
13 回 当日の実験内容についてあらかじめ十分に予習し、またテキストの指示に
従って課題提出を行うこと。また、実験終了後は、実験ノートをよく整理してお
くこと。 



14 回 これまでの実験内容を整理し、補充実験や片付けについて考えておくこと。 
15 回 各実験の結果をよく整理し、理解しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSB5512 
成績評価 レポート，試験により評価 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス BA(理)(〜10),BB(理)(〜10) 
見出し FSB5512 生物化学実験Ⅳ 
担当教員名 大平 進、林 謙一郎、窪木 厚⼈、河野 真二 
単位数 3 
教科書 第１日目に実験マニュアルを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 有機化学，合成，分離，分析 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生物化学実験Ⅳ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 フィーザー／ウィリアムソン著 後藤俊夫訳・「有機化学実験 原書６版」・丸善 
授業形態 実験実習 
注意備考 あらかじめ実験マニュアルをよく読み各実験操作の意味を十分理解しておくこ

と。 
シラバスコード FSB5512 
実務経験のある教員  
達成目標 反応，精製，分析をおこなうことにより，有機化合物を扱う実験の基本操作を体

得させる。 
受講者へのコメント  
連絡先 1 号館 2 階大平研究室 sohira@dbc.ous.ac.jp 林研究室 hayashi@dbc.ous.ac.jp 窪

木研究室 kuboki@dbc.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Laboratory Experiments in Biochemistry IV 
関連科目 有機化学 I, II, III, IV, 機器分析法 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 有機化合物の合成や分離・分析をおこなうことにより，反応や分析法の実際を理

解し，基礎的な有機化学の実験技術を習得する 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  実験の概要説明，諸注意 

2 回 水素化ホウ素ナトリウムによるジフェニルメタノールの合成を実験する。 
3 回 Grignard 反応によるジフェニルメタノールの合成 I を実験する。 
4 回 Grignard 反応によるジフェニルメタノールの合成Ⅱを実験する。 
5 回 アセトアミノフェンの合成を実験する。 



6 回 サリチル酸誘導体Ｉの合成を実験する。 
7 回 サリチル酸誘導体 II の合成を実験する。 
8 回 茶葉からカフェインの抽出を実験する。 
9 回 胆石からコレステロールの単離・精製を実験する。 
10 回 脂肪のけん化価とヨウ素価の測定を実験する。 
11 回  染色と染料Ⅰの実験をする。 
12 回  染色と染料 II の実験をする。 
13 回 糖類の検出の実験をする。 
14 回  報告書作成 
15 回  総合演習 

準備学習 1 回 有機機器分析の基本を自習しておくこと。 
2 回 還元反応について学習しておくこと。 
3 回 グリニャール反応について学習しておくこと。 
4 回 クロマトグラフィーについて調べておくこと 
5 回 フェノールとアミノ基の性質について学習しておくこと。 
6 回 塩基性触媒によるエステル化反応について、調べておくこと。 
7 回 酸触媒によるエステル化反応について、調べておくこと。 
8 回 カフェインの構造，性質について学習しておくこと。 
9 回 コレステロールの立体構造と性質について学習しておくこと。 
。 
10 回 飽和脂肪酸と不飽和脂肪酸や、中性脂質の構造について学習しておくこと。 
11 回 糖類の検出方法について学習しておくこと。 
12 回 アゾ染料の合成法および性質について学習しておくこと。 
13 回 アゾ染料および草木を用いた染色について学習しておくこと。 
14 回 実験の各操作が何を意味するか理解しておくこと。 
15 回 各実験の化学反応，精製法，化学的性質，スペクトル等についてまとめて
おくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSB57A2 
成績評価 提出したスケッチとレポートの内容により評価する．なお，本実験は教職関連科

目でもあるので，全出席が評価の前提である．そのため，公欠を含め２回（教育
実習の場合は３回）をこえる欠席は，直ちに単位認定資格を失うものとする． 

曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス BA(理)(〜12),BB(理)(〜12) 
見出し FSB57A2 生物学基礎実験 
担当教員名 守⽥ 益宗、正木 智美＊ 
単位数 2 
教科書 特になし，適宜プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 光学顕微鏡観察 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 同上 
科目名 生物学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 実験実習 
注意備考 第１回オリエンテーションを欠席の学生は以後の受講を認めない。また，受講希

望者多数の場合は抽選とする。 
シラバスコード FSB57A2 
実務経験のある教員  
達成目標 光学顕微鏡が支障なく操作できるようになること 
受講者へのコメント 同上 
連絡先 理大研究室７号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 同時開講科目を多くもつ教員の所見記入について，同じような所見記入の手間を
省くため，一括コピーができるようお願いを毎年しているにもかかわらず，全く
改善されていません．手間がかかるだけで，所見を記入する気にもなりません．
何かあれば個別に聞きに来て下さい． 

英文科目名 Experiments in Biology 
関連科目 特になし 
次回に向けての改善変更予定 同上 
講義目的 中学・高校教師が指導しなければならない生物実験や，知っておくと教科指導に

便利な光学顕微鏡の使い方やその実験法について教授する． 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：実験の進め方を説明する． 

2 回 顕微鏡の使用法を説明し，実際に操作する． 



3 回 生物学のためのスケッチ実習を説明し，実際にスケッチする． 
4 回 ミクロメーターの使い方を説明し，実際に計測する． 
5 回 花粉形態の観察と計測 その１：花粉粒径を計測する． 
6 回 花粉形態の観察と計測 その２：花粉粒径を計測する． 
7 回 検索表の作成：植物を材料に検索表を作成する． 
8 回 淡水プランクトンの観察と生態 その１：淡水中のプランクトンを観察す
る． 
9 回 淡水プランクトンの観察と生態 その２：淡水中のプランクトンを観察す
る． 
10 回 気孔細胞の観察：気孔細胞の観察と密度の計測をする． 
11 回 維管束の観察：維管束組織の観察をする． 
12 回 コリメート法による顕微鏡写真撮影：顕微鏡写真の撮影法を説明し，実際
に撮影する． 
13 回 植物の根端細胞分裂の観察 その１：タマネギ根端細胞の細胞分裂標本を
作製する． 
14 回 植物の根端細胞分裂の観察 その２：タマネギ根端細胞の細胞分裂像を観
察する． 
15 回 報告書作成，補充実験：レポートの作成を行う． 

準備学習 特になし 
 



年度 2012 
授業コード FSB57B1 
成績評価 提出したスケッチとレポートの内容により評価する．なお，本実験は教職関連科

目でもあるので，全出席が評価の前提である．そのため，公欠を含め２回（教育
実習の場合は３回）をこえる欠席は，直ちに単位認定資格を失うものとする． 

曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス BA(理)(〜12),BB(理)(〜12) 
見出し FSB57B1 生物学基礎実験 
担当教員名 守⽥ 益宗、正木 智美＊ 
単位数 2 
教科書 特になし，適宜プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 光学顕微鏡観察 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 同時開講科目を多くもつ教員の所見記入について，同じような所見記入の手間を

省くため，コピー入⼒ができるようお願いを重ねているにもかかわらず，前のシ
ステムと同様の記入法であり全く改善されていません．ポータルサイトに移行し
ても，教員の手間がかかるだけです．教員所見を記入する気にもなりません．何
かあれば個別に聞きに来て下さい． 

科目名 生物学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 実験実習 
注意備考 第１回オリエンテーションを欠席の学生は以後の受講を認めない。また，受講希

望者多数の場合は抽選とする。 
シラバスコード FSB57B1 
実務経験のある教員  
達成目標 光学顕微鏡が支障なく操作できるようになること 
受講者へのコメント 同時開講科目を多くもつ教員の所見記入について，同じような所見記入の手間を

省くため，コピー入⼒ができるようお願いを重ねているにもかかわらず，前のシ
ステムと同様の記入法であり全く改善されていません．ポータルサイトに移行し
ても，教員の手間がかかるだけです．教員所見を記入する気にもなりません．何
かあれば個別に聞きに来て下さい． 

連絡先 理大研究室７号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 同時開講科目を多くもつ教員の所見記入について，同じような所見記入の手間を
省くため，コピー入⼒ができるようお願いを重ねているにもかかわらず，前のシ
ステムと同様の記入法であり全く改善されていません．ポータルサイトに移行し
ても，教員の手間がかかるだけです．教員所見を記入する気にもなりません．何
かあれば個別に聞きに来て下さい． 



英文科目名 Experiments in Biology 
関連科目 特になし 
次回に向けての改善変更予定 同時開講科目を多くもつ教員の所見記入について，同じような所見記入の手間を

省くため，コピー入⼒ができるようお願いを重ねているにもかかわらず，前のシ
ステムと同様の記入法であり全く改善されていません．ポータルサイトに移行し
ても，教員の手間がかかるだけです．教員所見を記入する気にもなりません．何
かあれば個別に聞きに来て下さい． 

講義目的 中学・高校教師が指導しなければならない生物実験や，知っておくと教科指導に
便利な光学顕微鏡の使い方やその実験法について教授する． 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：実験の進め方を説明する． 

2 回 顕微鏡の使用法を説明し，実際に操作する． 
3 回 生物学のためのスケッチ実習を説明し，実際にスケッチする． 
4 回 ミクロメーターの使い方を説明し，実際に計測する． 
5 回 花粉形態の観察と計測 その１：花粉粒径を計測する． 
6 回 花粉形態の観察と計測 その２：花粉粒径を計測する． 
7 回 検索表の作成：植物を材料に検索表を作成する． 
8 回 淡水プランクトンの観察と生態 その１：淡水中のプランクトンを観察す
る． 
9 回 淡水プランクトンの観察と生態 その２：淡水中のプランクトンを観察す
る． 
10 回 気孔細胞の観察：気孔細胞の観察と密度の計測をする． 
11 回 維管束の観察：維管束組織の観察をする． 
12 回 コリメート法による顕微鏡写真撮影：顕微鏡写真の撮影法を説明し，実際
に撮影する． 
13 回 植物の根端細胞分裂の観察 その１：タマネギ根端細胞の細胞分裂標本を
作製する． 
14 回 植物の根端細胞分裂の観察 その２：タマネギ根端細胞の細胞分裂像を観
察する． 
15 回 報告書作成，補充実験：レポートの作成を行う． 

準備学習 特になし 
 



年度 2012 
授業コード FSB57B2 
成績評価 報告書の内容と実験への取り組み状況によって評価を行う（100％）。すべての実

験について報告書が作成され、受理されて単位が与えられる。 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス BA(理)(〜12),BB(理)(〜12) 
見出し FSB57B2 物理学基礎実験 
担当教員名 宮川 和也、⽥代 勤、小坂 圭二＊、豊⽥ 新 
単位数 2 
教科書 物理学基礎実験／岡山理科大学理学部応用物理学科 編／大学教育出版 
アクティブラーニング  
キーワード 物理学、実験 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 国立天文台 理科年表（丸善）その他、参考資料は適宜配布する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 関数電卓（プログラム機能は不要）を購入すること。 

共同実験者に迷惑を及ぼすので遅刻、欠席は厳禁である。各テーマに２週を割り
当て、第１週に実験を行い、第２週に報告書を完成させる。事前に実験内容をよ
く予習してくること。 

シラバスコード FSB57B2 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）物理学の基礎的な実験について、基本的事項を理解し、実験方法に習熟す

る。 
   実験器具、装置の取り扱いができるようになる。 
（２）実験データを適切に処理し、現象を的確に表現するためのグラフが作成で
きる 
   ようになる。 
（３）パソコンを利用して実験データを処理できるようになる。 

受講者へのコメント  
連絡先 宮川和也 086-256-9488 miyagawa@dap.ous.ac.jp 豊⽥ 新 086-256-9608 

toyoda@dap.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Experiments in Physics 
関連科目 物理学基礎論Ⅰ、Ⅱを前後して（できれば本実験科目を履修する前に）履修する

ことが望ましい。 



次回に向けての改善変更予定  
講義目的 （１）基礎的な実験を通して、物理学における実験方法と実験器具、装置の取り

扱いの 
   基礎を学ぶ。 
（２）実験データの処理の方法、現象を的確に表現するためのグラフの作成方法
につい 
   て実習する。 
（３）パソコンを利用した実験データの処理方法について学ぶ。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 【第 1 回】テキストを購入し、実験全体を概観しておくこと。 

【第 2 回】パソコンによる実験データ処理についてテキストを読み、演習内容を
理解して 
     おくこと。 
【第 3 回】ノギス、マイクロメーター、電卓の使い方についてテキストを読み、
実験内容 
     を理解しておくこと。 
【第 4 回〜15 回】 
 該当の実験についてテキストを読み、実験方法までレポートとしてまとめてお
く 
 こと。 

 



年度 2012 
授業コード FSB9011 
成績評価 実験態度(30％)及びレポート(70％)により評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス BA(理)(10〜10),BB(理)(10〜10) 
見出し FSB9011 野外実践指導実習Ⅱ 
担当教員名 山口 一裕、守⽥ 益宗、齋藤 達昭、北岡 豪一、桑澤 清明、小林 祥一 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード プランクトンの採取・観察・同定 

ウニの発生 
地質調査 花こう岩 高温石英 
夏の星座 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答 同時開講科目を多くもつ教員の所見記入について，同じような所見記入の手間を

省くため，コピー入⼒ができるようお願いを重ねているにもかかわらず，前のシ
ステムと同様の記入法であり全く改善されていません．ポータルサイトに移行し
ても，教員の手間がかかるだけです．教員所見を記入する気にもなりません．何
かあれば個別に聞きに来て下さい． 

科目名 野外実践指導実習Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 実験計画は，時期や天候に左右されるので，内容に変更がある。 

前島実習（3 泊 4 日）は，夏休み期間中に集中で行う予定である。交通費は大学
が負担するが，宿泊費（加計学園と岡山大学臨海実験所）および食費は自己負担
する必要がある。 
その他の実習は日程や講義時間の関係で一部後期に実施するので，受講する際は
十分注意してください。 
そのため成績は後期につきます。 

シラバスコード FSB9011 
実務経験のある教員  
達成目標 野外での実習を通して野外調査の技術と知識を習得する。 

野外で起こりうる危険について想定することができる。 
課題研究を指導するときにどのような方法で研究を進めるかを計画・実施するこ
とができる。 

受講者へのコメント 同時開講科目を多くもつ教員の所見記入について，同じような所見記入の手間を
省くため，コピー入⼒ができるようお願いを重ねているにもかかわらず，前のシ
ステムと同様の記入法であり全く改善されていません．ポータルサイトに移行し
ても，教員の手間がかかるだけです．教員所見を記入する気にもなりません．何



かあれば個別に聞きに来て下さい． 
連絡先 7 号館 1F 山口研究室 yamaguti[アトマーク]das.ous.ac.jp 

7 号館 2F 齋藤研究室 saito[アトマーク]das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 同時開講科目を多くもつ教員の所見記入について，同じような所見記入の手間を
省くため，コピー入⼒ができるようお願いを重ねているにもかかわらず，前のシ
ステムと同様の記入法であり全く改善されていません．ポータルサイトに移行し
ても，教員の手間がかかるだけです．教員所見を記入する気にもなりません．何
かあれば個別に聞きに来て下さい． 

英文科目名  
関連科目 生態学、地質学、地球化学、陸水の科学、宇宙科学 
次回に向けての改善変更予定 同時開講科目を多くもつ教員の所見記入について，同じような所見記入の手間を

省くため，コピー入⼒ができるようお願いを重ねているにもかかわらず，前のシ
ステムと同様の記入法であり全く改善されていません．ポータルサイトに移行し
ても，教員の手間がかかるだけです．教員所見を記入する気にもなりません．何
かあれば個別に聞きに来て下さい． 

講義目的 野外調査や自然観察などのフィールドワーク実習を生物分野と地学分野の関連
教員が中心となって集中講義の形式で行う。実習地は岡山県瀬⼾内市牛窓と前島
周辺，岡山市建部町旭川分流，岡山県内で実施する。 
将来教員になったときに，課題研究など発展した内容の授業を指導できるように
野外での知識と技術を身に付けるための実習を行う。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 それぞれの実習の前に行う事前講義に必ず参加すること。 

配布する実験プリントをよく読み，関係する内容の予習を行うこと。 
 



年度 2012 
授業コード FSB9012 
成績評価 実践活動とそのレポートの内容（70%）、発表会（20%）、最終試験（10%）によ

って評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス BA(理)(10〜10),BB(理)(10〜10) 
見出し FSB9012 授業実践演習Ⅱ 
担当教員名 山崎 正之、小林 祥一、山口 一裕、伊代野 淳、森 嘉久、山崎 重雄、齋

藤 達昭 
単位数 1 
教科書 プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 理科 数学 授業補助 実験補助 学習支援 

教職 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特に記入はなかった。 
科目名 授業実践演習Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指導する。 
授業形態 演習 
注意備考 理数系教員養成プロジェクトに所属している学生は受講できます。 

それ以外の学生は受講できませんので，注意してください。 
シラバスコード FSB9012 
実務経験のある教員  
達成目標 教師に必要な知識と技術を身につけること 

コミュニケーション能⼒を身につけること 
中学校や高校での授業や実験に必要な知識と技術を身につけうこと 

受講者へのコメント 毎回提出することになっているレポートが期日より遅れる⼈がかなりあった。大
切なことなので、きちんと間に合わせて欲しい。 

連絡先 山崎正之（20 号館 5 階） 
小林祥一（7 号館 6 階） 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 目標の達成、満足度、どちらも無回答の⼈以外は「できた・だいたいできた」「満
足・ほぼ満足」という結果であった。 

英文科目名  
関連科目 教職基礎演習、教職の関連する基礎科目と実験科目（理科） 
次回に向けての改善変更予定 口頭での意見発表では、メールでの連絡システム、分担スケジュールのこと、自

習室での指導などについて色々な意見をいただいた。この年度から始まった科目
なので、少しずつ改善していきたい。 



講義目的 将来教職を目指す学生に中学校や高校の授業での実践的な体験活躍の機会を与
える授業である。授業や実験の補助や放課後の学習支援を通して教師に必要な知
識と技術を身につけることができる。 
現場を多く経験することによりスムースに 4 年時に実施される教育実習が行え
るようにする。 
授業体験などによって得られた知識や感想を発表する情報交換会を行う。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションをする。 

 担当科目の決定 数学と理科 
2 回 付属中学校および高校等で授業補助・実験補助，授業実践・実験実践をす
る。 
3 回 付属中学校および高校等で授業補助・実験補助，授業実践・実験実践をす
る。 
4 回 付属中学校および高校等で授業補助・実験補助，授業実践・実験実践をす
る。 
5 回 付属中学校および高校等で授業補助・実験補助，授業実践・実験実践をす
る。 
6 回 付属中学校および高校等で授業補助・実験補助，授業実践・実験実践をす
る。 
7 回 活動内容を発表する。 
8 回 まとめ 実践活動の報告書を作成する。 

準備学習 オリエンテーションには必ず出席すること。 
授業補助・実験補助などの活動前には事前打ち合わせを行うので参加者は必ず出
席すること。授業内容について事前に教科書や参考書を読み，簡単な授業計画案
を作成すること。 
活動終了後は必ず報告書を作成すること。 

 



年度 2012 
授業コード FSB9013 
成績評価 卒業研究への取り組み状況や、プレゼンテーション、論文の内容などを総合的に

評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス BA(理)(〜09),BB(理)(〜09) 
見出し FSB9013 卒業研究 
担当教員名 窪木 厚⼈、野崎 浩、野上 祐作、大平 進、猪口 雅彦、⽥中 三男、池⽥ 

正五、 
単位数 8 
教科書 指導教員から適宜指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード バイオサイエンス、バイオテクノロジー 
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 卒業研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指導教員から適宜指示する。 
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード FSB9013 
実務経験のある教員  
達成目標 １）自分の研究内容を他の⼈にわかりやすく説明できる。 

２）実験技術を身につけ、実験計画を立てることができる。 
３）研究成果をまとめてプレゼンテーションすることができる。 
４）論理的な文章が書ける。 

受講者へのコメント  
連絡先 各指導教員および学科⻑ 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Graduation Thesis 
関連科目 生物化学科開講のすべての A 群科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生物化学の各研究室に配属し、それぞれのテーマについて研究する。そのことに

より、生物化学の専門知識の理解、実験技術の習得、プレゼンテーション能⼒・
コミュニケーション能⼒の向上、論文作成能⼒等を身につける。 

対象学年 4 年 
授業内容  
準備学習 指導教員の指示に従って、準備学習を十分に行うこと。 



 



年度 2012 
授業コード FSB9022 
成績評価  レポートなどの評価（20％）と定期試験（80％）により評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス BA(理)(10〜10),BB(理)(10〜10) 
見出し FSB9022 教職のための地学 
担当教員名 野瀬 重⼈ 
単位数 2 
教科書  平成 20 年度改訂中学校学習指導要領解説 理科編 文部科学省 

 平成 21 年度改訂高等学校学習指導要領解説 理科編 文部科学省 
アクティブラーニング  
キーワード 第２分野、地学基礎、地学、天文、気象、地質 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  自由記述の欄に記入している学生は１名であった。その記述を紹介する。 

① 「教員採用試験の勉強に役に立った」 
科目名 教職のための地学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  講義の進捗に応じて適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考  試験は定期試験期間中に行い、試験形態は筆記試験とする。 
シラバスコード FSB9022 
実務経験のある教員  
達成目標  ①天文、気象、地質などの現象に関する基礎的な知識を習得している。 

 ②天文、気象、地質などの現象を指導技術により生徒に理解させることができ
る。  
 ③地学の授業において観察・実験が十分にできる。 
 ④情熱と熱心さを伴って授業を展開することができる。 

受講者へのコメント  特に中学校の理科担当教員になると、教科書の 25％は地学の内容である。講義
の内容をもう一度見直して理解を深め、学校現場では立派に勤務していただきた
い。 

連絡先  野瀬重⼈ 岡山理科大学理学部  １０学舎５階 野瀬研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  この講義は、特に中・高等学校の理科の教員になる目的を持った学生が、教師
となり現場で授業を行うに際して必要な地学内容を学習するための講座である。
学生が育った過去の教育において、地学に関する授業が高校ではほとんどなく、
地学の知識のない学生も存在しているのが現状である。そのため、学生の意欲も
旺盛で活発な講義が展開できたと思っている。学生はよく勉強ができたし、宿題、
レポート等の提出もよくできた。学生からも高い評価をいただいた。 

英文科目名  



関連科目  事前に「理科教育法Ⅲ」を習得しておくことが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  講義が中心で実験観察の時間が少なかったように思う。次回からは、実験観察

の割合を増やしていきたい。 
講義目的  中・高等学校の理科地学領域の教育を担当する教員に必要な内容の理解と指導

技術の向上を、講義と演習によって育成する。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  平成 20 年度改訂中学校学習指導要領（理科編）の第２分野（地学領域）

及び平成 21 年度改訂高等学校学習指導要領（理科編）の「地学基礎」の概要に
ついて講義する。 
2 回  平成 21 年度改訂高等学校学習指導要領（理科編）の「地学」の概要につ
いて講義する。 
3 回  「地球の形状」に関して、地球の形と重⼒、地磁気、地球の内部構造など
の内容と指導法を講義をする。 
4 回  「地球の内部」に関して、地球の内部構造、地震波の伝わり方、地球の内
部の状態と物質などの内容と指導法を講義をする。 
5 回  「地球の活動」に関して、プレートテクトニクス、地震と地殻変動、火成
活動などの内容と指導法を講義する。 
6 回  「地球の歴史」に関して、地表の変化、地層の観察、地球環境の変遷など
の内容と指導法を講義する。 
7 回  第１回から第６回の講義内容に関する演習問題を取り上げ、その解法と
指導法を講義する。 
8 回  「大気の構造と運動」に関して、大気の構造、大気の運動と気象などの内
容と指導法を講義する。 
9 回  「海洋と海水の運動」に関して、海洋の構造、海水の運動などの内容と指
導法を講義する。 
10 回  第８回から第９回の講義内容に関する演習問題を取り上げ、その解法と
指導法を講義する。 
11 回  「太陽系」に関して、地球の自転と公転、太陽系天体とその運動、太陽
の活動などの内容と指導法を講義する。 
12 回  「恒星と銀河系」に関して、恒星の性質と進化、銀河系の構造などの内
容と指導法を講義する。 
13 回  「銀河と宇宙」に関して、様々な銀河、膨張する宇宙などの内容と指導
法を講義する。 
14 回  第 11 回から第 13 回の講義内容に関する演習問題を取り上げ、その解法
と指導法を講義する。 
15 回  高等学校の地学領域を内容とする理科課題研究の実践について講義する。 

準備学習 1 回  平成 20 年度改訂中学校学習指導要領解説（理科編）の 129p〜135ｐと平
成 21 年度改訂高等学校学習指導要領解説（理科編）〈以下指導要領という〉の
210p〜212ｐをよく読み、予習しておくこと。 
2 回  平成 21 年度改訂高等学校学習指導要領の 212ｐ〜214ｐを予習しておく
こと。 
3 回  以下の講義は、高等学校「地学」の内容とその指導法を講義するものであ



る。 
 指導要領の「地球の形状」（107ｐ）に関する部分を予習しておくこと。 
4 回  指導要領の「地球の内部」（107ｐ〜108ｐ）に関する部分を予習しておく
こと。 
5 回  指導要領の「地球の活動」（108ｐ〜109ｐ）に関する部分を予習しておく
こと。 
6 回  指導要領の「地球の歴史」（110ｐ〜111ｐ）に関する部分を予習しておく
こと。 
7 回   資料として配付している演習問題の内、第１回から第６回までの講義内
容に関する部分を予習しておくこと。 
8 回  指導要領の「大気の構造と運動」（111ｐ〜112ｐ）に関する部分を予習し
ておくこと。 
9 回  指導要領の「海洋と海水の運動」（112ｐ〜113ｐ）に関する部分を予習し
ておくこと。 
10 回   資料として配付している演習問題の内、第８回と第９回の講義内容に関
する部分を予習しておくこと。 
11 回  指導要領の「太陽系」（114ｐ）に関する部分を予習しておくこと。 
12 回  指導要領の「恒星と銀河系」（115ｐ）に関する部分を予習しておくこと。 
13 回  指導要領の「銀河と宇宙」（115ｐ）に関する部分を予習しておくこと。 
14 回  資料として配付している演習問題の内、第 11 回〜第 13 回の講義内容に
関する部分を予習しておくこと。 
15 回   指導要領の「理科課題研究」（118ｐ〜123ｐ）に関する部分を予習して
おくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSB9031 
成績評価 実践活動とそのレポートの内容（70%）、発表会（20%）、最終試験（10%）によ

って評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス BA(理)(10〜10),BB(理)(10〜10) 
見出し FSB9031 授業実践演習Ⅰ 
担当教員名 山崎 正之、小林 祥一、山口 一裕、伊代野 淳、森 嘉久、山崎 重雄、齋

藤 達昭 
単位数 1 
教科書 プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 理科 数学 授業補助 実験補助 学習支援 

教職 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 授業実践演習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指導する。 
授業形態 演習 
注意備考 理数系教員養成プロジェクトに所属している学生は受講できます。 

それ以外の学生は受講できませんので，注意してください。 
シラバスコード FSB9031 
実務経験のある教員  
達成目標 教師に必要な知識と技術を身につけること 

コミュニケーション能⼒を身につけること 
中学校や高校での授業や実験に必要な知識と技術を身につけうこと 

受講者へのコメント  
連絡先 山崎正之（20 号館 5 階） 

小林祥一（7 号館 6 階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 教職基礎演習、教職の関連する基礎科目と実験科目（理科） 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 将来教職を目指す学生に中学校や高校の授業での実践的な体験活躍の機会を与

える授業である。授業や実験の補助や放課後の学習支援を通して教師に必要な知
識と技術を身につけることができる。 
現場を多く経験することによりスムースに 4 年時に実施される教育実習が行え



るようにする。 
授業体験などによって得られた知識や感想を発表する情報交換会を行う。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションをする。 

 担当科目の決定 数学と理科 
2 回 付属中学校および高校等で授業補助・実験補助，授業実践・実験実践をす
る。 
3 回 付属中学校および高校等で授業補助・実験補助，授業実践・実験実践をす
る。 
4 回 付属中学校および高校等で授業補助・実験補助，授業実践・実験実践をす
る。 
5 回 付属中学校および高校等で授業補助・実験補助，授業実践・実験実践をす
る。 
6 回 付属中学校および高校等で授業補助・実験補助，授業実践・実験実践をす
る。 
7 回 活動内容を発表する。 
8 回 まとめ 実践活動の報告書を作成する。 

準備学習 オリエンテーションには必ず出席すること。 
授業補助・実験補助などの活動前には事前打ち合わせを行うので参加者は必ず出
席すること。授業内容について事前に教科書や参考書を読み，簡単な授業計画案
を作成すること。 
活動終了後は必ず報告書を作成すること。 

 



年度 2012 
授業コード FSC1111 
成績評価 中間試験（３０％）と定期試験の結果（７０％）によって評価する。毎講義のあ

とに行う小テストの結果も考慮することがある。また、授業回数の 3 分の 1 以
上の欠席がある場合には試験成績は無効とみなし、“E”評価とする。 

曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス CA(〜11),CB(〜11) 
見出し FSC1111 物理化学Ⅱ 
担当教員名 大谷 槻男 
単位数 2 
教科書 バーロー物理化学（上）/大門、堂免訳（東京化学同⼈） 
アクティブラーニング  
キーワード 熱⼒学第１法則、熱⼒学第２法則、ギブスの自由エネルギー、ギブスの相律、状

態図 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 ・「小テスト」がよかったという意見が多くありました。今後も理解が深まるよ

うなテストを考えます。 
・「いやみを言わないで」というのがありました。思い当たるフシがないのです
が、今後言葉には気をつけます。 
・「教室が暑い」という意見がありましたが、全国的に節電のためお互いにがま
んしましょう。 
・「ハウリングが多すぎる」ということについては，設備的な問題ですので教務
に伝えます。 

科目名 物理化学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない。 
授業形態 講義 
注意備考 ・習熟度別クラスになっています。クラス分けをオリエンテーションまたは掲示

板で確認し，必ず自分のクラスを履修すること。 
・基礎的な物理学の知識と簡単な微分・積分学の知識が必要です。また、物理化
学Ｉをよく学習しておくこと。 

シラバスコード FSC1111 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）熱⼒学第１法則、熱⼒学第２法則の概念を理解すること。 

（２）ギブスの自由エネルギーとは何か、どのように使えるかを理解すること。 
（３）化学平衡、相転移の概念を正しく理解すること。 
（４）基礎的な数学（微分、積分）ができること。 

受講者へのコメント ・この講義は習熟度の高いクラスですが、定期試験の結果では１０名近くの⼈が
不合格になりました。例年より多い⼈数です。 
 物化Ｉの成績でクラス分けをしていますが、習熟度が十分でない⼈が含まれて
いたのではないかと思います。 



・⼈数が多すぎました。反省します。 
連絡先 研究室（１３号館３階）TEL:086-256-9423,E-mail:ohtani@chem.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 [C]5) 「達成度」：「できた」２０．５％、「だいたいできた」５２．３％、「半分
程度」１１．４％ 
  むずかしい講義内容を考えるとけっこう高い割合ではないかと思います。 
[C]6) 「教員の熱心さ」：「感じられた」５４．５％、「少し感じられた」１８．
２％ 
  例年並みの評価です。 
[C]7) 「満足度」：「ほぼ満足」以上が６５．９％で、概ね満足していただけたと
思っています。 

英文科目名 Physical Chemistry II 
関連科目 物理化学Ｉ、その他の多くの化学専門科目と関連する。 
次回に向けての改善変更予定 ・クラス分けの基準をもっと厳格にします。 

・声の大きさと明瞭さに気をつけます。 
講義目的 物理化学Ｉで学んだ熱⼒学の基礎を復習し、その発展的な内容（より具体的な事

象）について講義する。最も重要な概念であるギブスの自由エネルギーについて
は特に詳しく述べる。また、化学平衡や相転移の重要な概念についても、自由エ
ネルギーを使って説明する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 物理化学Ｉの復習（熱⼒学第一法則）をする。また、演習問題の解答をとお

してエンタルピーの概念を説明する。 
2 回 物理化学Ｉの復習（熱⼒学第二法則）をする。演習問題を解きながら、エン
トロピーの概念を説明する。 
3 回 エントロピーの温度変化、圧⼒変化の公式を導き、関連する演習問題の解答
をする。 
4 回 ギブスの自由エネルギーの概念を導入し、その重要さを問題解答をとおし
て説明する。 
5 回 ギブスの自由エネルギーの圧⼒変化の公式の導出を行い、演習問題をする。 
6 回 ギブスの自由エネルギーと平衡条件の間の関係式を導出し、演習問題をす
る。 
7 回 ギブスの自由エネルギーの温度変化の公式の導出を行い、演習問題をする。 
8 回 ギブスの自由エネルギーと相平衡および水の状態図について解説する。 
9 回 中間テストおよびその解答をする。 
10 回 物理化学の分野において最も重要な公式であるクラジウス・クラペイロン
の式の導出と、それを用いる演習問題をする。 
11 回 気・液状態図の説明を具体的な系について行い、ラウールの法則の適用を
説明する。 
12 回 ギブスの相律の説明を行い、状態図の各領域における系の自由度を計算す
る。また、系の自由度の概念の重要さを説明する。 
13 回 二成分系状態図の説明を行う。また、状態図の各領域での系の自由度を説



明する。 
14 回 化学電池の説明を行い、起電⼒からの物理化学的量の算出法を説明する。 
15 回 これまでの講義のまとめー期末試験の参考として、これまでの講義で行っ
た重要な項目を説明する。 

準備学習 1 回 昨年度学んだ物理化学Ｉの復習をしておくこと。 
2 回 昨年度学んだ物理化学Ｉの復習をしておくこと。 
3 回 第１，２回の講義内容をよく復習しておくこと。 
4 回 これまで学んだエンタルピー、エントロピーの概念をよく理解しておくこ
と。 
5 回 前回の講義のギブスの自由エネルギーの意味をよく復習しておくこと。 
6 回 前回の講義の内容をよく理解しておくこと。 
7 回 第４，５，６回の講義の内容をよく復習しておくこと。 
8 回 第４，５，６、７回の講義の内容を全てよく理解しておくこと、計算もよく
練習しておくこと。 
9 回 これまでの講義の内容をよく勉強しておくこと。 
10 回 ギブスの自由エネルギーの概念の把握とそれに関係する公式をよく復習し
ておくこと。 
11 回 状態図の概念をあらかじめ勉強しておくこと。 
12 回 組成・温度状態図をよく予習しておくこと。 
13 回 前回の内容をよく復習しておくこと。 
14 回 電池の歴史（ボルタ電池など）を予習しておくこと。 
15 回 これまでの全内容を復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSC1112 
成績評価 適宜行う理解⼒テストの評価(20%)と、中間試験(30%)、期末試験(50%)の成績

によって評価する。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス CB(〜12) 
見出し FSC1112 物理化学Ⅰ 
担当教員名 橘高 茂治 
単位数 2 
教科書 バーロー著・大門・堂面訳 バーロー物理化学（上）・東京化学同⼈ 
アクティブラーニング  
キーワード 熱⼒学、エンタルピー、熱容量、断熱変化、エントロピー 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 試験に対する正解あわせは各自でやってください。試験以前に同様な練習問題と

その回答は十分やっているので。 
授業中に疑問点があったらその場で申し出てください。質問はできるだけ授業の
最後に少し時間をとって受けるようにしています。 

科目名 物理化学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 秋貞・井上・杉原著・化学熱⼒学中心の基礎物理化学・学術図書出版社 
授業形態 講義 
注意備考 勉強は復習に重点を置くこと。高等学校で使った数学、物理の教科書をよく利用

すること。 
シラバスコード FSC1112 
実務経験のある教員  
達成目標 物理化学では化学的現象を表現、あるいは予測させる種々の法則（理論）がある。

これらの理論を定量的に理解することを第一の目標とする。授業の最初に学習し
た数学を用いて講義で用いられる理論と取り扱いに習熟すること。 

受講者へのコメント なし 
連絡先 e-mail: kittaka@chem.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 なし 
英文科目名 Physical Chemistry I 
関連科目 物理化学 II、物理化学 III、 
次回に向けての改善変更予定 受講生の様子を見て授業内容の密度を少しあげます。 
講義目的 化学を勉強するとき、物理的な考え方なしで理解を深めることはできない。物理

化学では化学的現象を物理の知識を利用して説明し、予測することの有用性を学
ぶ。本稿では物理学の柱の一つである熱⼒学を学ぶ。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 物理化学の概要説明、物理化学に必要な数学と物理の復習 
2 回 数学テスト、熱⼒学第一法則（系と外界の定義） 
3 回 理想気体の状態方程式、⼒とエネルギー、圧⼒ 
4 回 状態変化と状態量変化（内部エネルギー、熱、仕事） 
5 回 状態変化と状態量変化（エンタルピー変化１） 
6 回 状態変化と状態量変化（エンタルピー変化２） 
7 回 状態変化と状態量変化（エンタルピーと熱容量） 
8 回 状態変化と状態量変化（断熱膨張、圧縮） 
9 回 前半の講義の復習と演習 
10 回 中間試験 
11 回 熱⼒学第二法則（可逆変化） 
12 回 カルノーのサイクルと最大熱効率 
13 回 エントロピーの定義、状態量変化とエントロピー 
14 回 エントロピー、混合のエントロピー 
15 回 後半の講義の復習と演習 

準備学習 1 回 不要 
2 回 高校の数学の復習 
3 回 前回の復習 
4 回 前回の復習 
5 回 前回の復習 
6 回 前回の復習 
7 回 前回の復習 
8 回 前回の復習 
9 回 前回の復習 
10 回 前回の復習 
11 回 前回の復習 
12 回 前回の復習 
13 回 前回の復習 
14 回 前回の復習 
15 回 前回の復習 

 



年度 2012 
授業コード FSC11A2 
成績評価 定期試験（60%），毎回実施する課題と演習（40%）から評価する。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス CA(〜10),CB(〜10),CM(〜10) 
見出し FSC11A2 有機反応化学 
担当教員名 若松 寛 
単位数 2 
教科書 電子の動きでみる有機反応のしくみ／奥村格・杉村高志／東京化学同⼈ 
アクティブラーニング  
キーワード 有機反応 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特になし。 
科目名 有機反応化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 マクマリー有機化学概説第６版／マクマリー他著、伊東・児玉訳／東京化学同⼈ 

その他、講義において指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 ※ 講 義 資 料 、 演 習 ・ 試 験 の 解 答 等 は 、 教 員 ホ ー ム ペ ー ジ

（http://www.chem.ous.ac.jp/~waka/）に随時掲載し、講義時間内でも使用する。 
シラバスコード FSC11A2 
実務経験のある教員  
達成目標 電子の流れを正確に理解し，有機反応の基本的な考え方を身に付けることを目標

とする。 
受講者へのコメント 教科書の該当箇所の予習、および２年までの有機化学の復習をしておいてくださ

い。 
連絡先 22 号館 3 階（精密有機化学研究室） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ３年後期終了までに最低限学んでおかなければならない有機化学の内容はこの
授業で扱わなければならず、毎年進行が遅れがちになるのですが、次年度は内容
を吟味していきたいと考えています。 

英文科目名 Organic Reaction 
関連科目 有機化学系の基礎科目を履修しておくことが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 基本的に教科書に従って進めるスタイルは続ける予定です。理解の助けとなるよ

うに補助プリント等を作成し、演習問題もよりたくさん 
行うようにします。 

講義目的 有機化学は暗記の学問と思われがちであるが，化学結合をつくる電子の動きの法
則性を知れば，多くの有機反応は体系的に理解できる。本講義では，これまで官
能基別に学んできた有機化学を反応のタイプ別に分類し直し，その主なものにつ



いて詳述する。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 「化学結合と分子構造」について説明する。 

2 回 「酸と塩基」について説明する。 
3 回 「有機反応の表し方」について説明する。 
4 回 「求核置換と脱離反応」について説明する（１日目）。 
5 回 「求核置換と脱離反応」について説明する（２日目）。 
6 回 「求核置換と脱離反応」について説明する（３日目）。 
7 回 総合演習（１回目）を行う。 
8 回 「付加反応と付加脱離型置換反応（求電子的）」について説明する（１日目）。 
9 回 「付加反応と付加脱離型置換反応（求電子的）」について説明する（２日目）。 
10 回 「付加反応と付加脱離型置換反応（求核的）」について説明する（１日目）。 
11 回 「付加反応と付加脱離型置換反応（求核的）」について説明する（２日目）。 
12 回 総合演習（２回目）を行う。 
13 回 「エノールとエノラートの反応」について説明する（１日目）。 
14 回 「エノールとエノラートの反応」について説明する（２日目）。 
15 回 総合演習（３回目）を行う。 

準備学習 1 回 有機化学系基礎科目で用いた教科書の「構造と結合」に関する内容を復習し
ておくこと。 
2 回 教科書の該当箇所をよく読んでおくこと。 
3 回 教科書の該当箇所をよく読んでおくこと。 
4 回 教科書の該当箇所をよく読んでおくこと。 
5 回 教科書の該当箇所をよく読んでおくこと。 
6 回 教科書の該当箇所をよく読んでおくこと。 
7 回 前回までの内容を復習し，教科書の演習問題を解いておくこと。 
8 回 教科書の該当箇所をよく読んでおくこと。 
9 回 教科書の該当箇所をよく読んでおくこと。 
10 回 教科書の該当箇所をよく読んでおくこと。 
11 回 教科書の該当箇所をよく読んでおくこと。 
12 回 前回までの内容を復習し，教科書の演習問題を解いておくこと。 
13 回 教科書の該当箇所をよく読んでおくこと。 
14 回 教科書の該当箇所をよく読んでおくこと。 
15 回 前回までの内容を復習し，教科書の演習問題を解いておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSC1311 
成績評価 定期試験(50%)と課題提出(50%)で評価を行う。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス CA(〜12),CB(〜12) 
見出し FSC1311 コンピュータ入門Ⅰ 
担当教員名 坂根 弦太、畠山 唯達 
単位数 2 
教科書 とくに市販のものを指定しない。教材はホームページに掲載、またはプリントし

て配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード コンピュータ、ネットワーク 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 コンピュータ入門Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 とくに指定しない。必要だと思う学生は適宜用意してほしい(詳しくは初回の講

義で説明する）。 
授業形態 講義 
注意備考 情報処理センターのパソコンを使い、演習形式で講義を実施する。本講義ではネ

ットワーク上の資源も活用する。また、岡山理科大学「OUS コンテンツライブラ
リー」中の「CCC 情報リテラシーI」などのオンライン教材を補助的に使用する。 

シラバスコード FSC1311 
実務経験のある教員  
達成目標 ・基礎的な情報リテラシー（Windows Vista およびいくつかのアプリケーション）

の実践と理解 
・コンピュータとネットワークに対する最低限の知識の習得 
・ネットワークを利用する上で必要な倫理の学習 

受講者へのコメント  
連絡先 坂根の居室は 13 号館 2 階、Web サイトは http://www.chem.ous.ac.jp/~gsakane/ 

畠山の居室は 11 号館 5 階、Web サイトは http://satsuma.center.ous.ac.jp/ 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Computer Literacy I 
関連科目 後期「コンピュータ入門 II」も受講することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 大学での学習・研究はもとより、今や社会で生活するにもインターネットや計算

機による情報の収集、加工、発信は欠かせない、その原理と仕組みを理解し、技
法と倫理を身につけることを目的とする。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション・各種アカウント登録・計算機の基本的な使い方につ

いて解説する。 
2 回  電子メールシステムについて解説する。 
3 回  Web メール（Web メールの利用、メール利用上の注意）について解説す
る。 
4 回  コンピュータのしくみ、データ・文字について解説する。 
5 回  ファイル・ディスク操作について解説する。 
6 回  コンピュータ・ネットワークを用いた検索１ (一般的なネットワーク検索)
について解説する。 
7 回  コンピュータ・ネットワークを用いた検索２ (化学データベース等の検索
と利用)について解説する。 
8 回  ワードプロセッサ１ (基本的な使い方と画像の挿入)について解説する。 
9 回  ワードプロセッサ２ (化学式、数式の入⼒)について解説する。 
10 回  表計算１ (表計算ソフトを用いた基本的な計算)について解説する。 
11 回  表計算２ (計算法つづき、グラフの作成)について解説する。 
12 回  表計算３ (科学的なデータの取り込みと基本的な解析)について解説す
る。 
13 回  ネットワークにおけるセキュリティと倫理について解説する。 
14 回  コンピュータを使って「化学」をする１について解説する。 
15 回  コンピュータを使って「化学」をする２について解説する。 

準備学習 1 回 オリエンテーションで配布されたＩＤについての説明を再読しておくこと。 
2 回  「岡山理科大学情報倫理ガイドライン」と「岡山理科大学情報倫理要綱(学
生向)」を理解しておくこと。 
3 回  前回の復習をしておくこと。 
4 回  前回の復習をしておくこと。 
5 回  前回の復習をしておくこと。 
6 回  前回の復習をしておくこと。 
7 回  前回の復習をしておくこと。 
8 回  前回の復習をしておくこと。 
9 回  前回の復習をしておくこと。 
10 回  前回の復習をしておくこと。 
11 回  前回の復習をしておくこと。 
12 回  前回の復習をしておくこと。 
13 回  前回の復習をしておくこと。 
14 回  前回の復習をしておくこと。 
15 回  前回の復習をしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSC1312 
成績評価 基本的に試験の成績で評価する。課題提出を補助的に使用する。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス CA(〜12),CB(〜12) 
見出し FSC1312 コンピュータ入門Ⅱ 
担当教員名 畠山 唯達 
単位数 2 
教科書 とくに市販のものを指定しない。教材はホームページに掲載、またはプリントし

て配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード コンピュータ、ホームページ、プレゼンテーション 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 コンピュータ入門Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 とくに指定しない。必要だと思う学生は各自自分にあったものを用意してほし

い。 
授業形態 講義 
注意備考 情報処理センターのパソコンを使い、演習形式でを実施する。試験もパソコンを

使った実技試験を行う予定である。 
本講義ではネットワーク資源も活用する。また、岡山理科大学「OUS コンテンツ
ライブラリー」中の「CCC 情報リテラシーI・II」などの教材を用いる。対面によ
る講義とビデオを用いた講義を併用する予定である。教材配布、ビデオ講義、レ
ポート提出などは岡山理科大学学習管理システム(MOMOTARO)を用いて行う
予定である。 

シラバスコード FSC1312 
実務経験のある教員  
達成目標 ・2 進数演算、基本的な論理演算・論理回路、IP ネットワーキング基礎の理解 

・Web ページの基本的な構成の理解と作成 
・化学科の各種実験解析に必要な表計算および解析の取得 
・基礎的なプレゼンテーションの理解と実践 

受講者へのコメント  
連絡先 畠山の居室は 11 号館 5 階。 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Computer Literacy II 
関連科目 2 年前期「化学プレゼンテーション」を履修することを推奨する。また、B2 群科

目「論理学」の履修も勧める。 



次回に向けての改善変更予定  
講義目的 パソコンを用いた発表・表現方法の基礎として、ホームページの作成とプレゼン

テーション法の基礎を学ぶ。また、前期で演習した表計算をより実践的に使うた
めの応用を学習する。さらに、コンピュータとインターネットの簡単なしくみ、
およびインターネットを利用する際の基本的なセキュリティと倫理についても
学習する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  数進法について解説する。 

2 回  数進法のつづきとコンピュータにおけるデータについて解説する。 
3 回  論理演算と加算機について解説する。 
4 回  IP ネットワーキングの基礎について解説する。 
5 回 ホームページの作成１ (WWW, HTTP)について解説する。 
6 回  ホームページの作成２ (HTML の基本的な文法(1))について解説する。 
7 回  ホームページの作成３ (HTML の基本的な文法(2))について解説する。 
8 回  ホームページの作成４ (CSS, FTP)について解説する。 
9 回 前期講義の「表計算」の復習をする。 
10 回  表計算応用１ (参照に関する理解)について解説する。 
11 回  表計算応用２ (条件分岐)について解説する。 
12 回  表計算応用３ (条件分岐と論理演算)について解説する。 
13 回 表計算応用４ (基本的な統計関数)について解説する。 
14 回 プレゼンテーション１ (プレゼンテーション総論)について解説する。 
15 回 プレゼンテーション２ (プレゼンテーションソフトを用いた口頭発表作成
法)について解説する。 

準備学習 1 回  前期「コンピュータ入門Ｉ」の復習をしておくこと。 
2 回  前回の復習をしておくこと。 
3 回  前回の復習をしておくこと。 
4 回  前回の復習をしておくこと。 
5 回  前回の復習をしておくこと。 
6 回  前回の復習をしておくこと。 
7 回  前回の復習をしておくこと。 
8 回  前回の復習をしておくこと 
9 回  前回の復習および前期「コンピュータ入門Ｉ」の表計算部分の復習をして
おくこと。 
10 回  前回の復習をしておくこと。 
11 回  前回の復習をしておくこと。 
12 回  前回の復習をしておくこと。 
13 回  前回の復習をしておくこと。 
14 回  前回の復習をしておくこと。 
15 回  前回の復習をしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSC1321 
成績評価 定期試験(60%)，中間試験(20%)，演習(20%)の結果から評価する。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス CA(〜11),CB(〜11) 
見出し FSC1321 有機化学Ⅲ 
担当教員名 豊⽥ 真司 
単位数 2 
教科書 マクマリー有機化学概説（第６版）／マクマリー著 伊東，児玉訳／東京化学同

⼈ 
アクティブラーニング  
キーワード 有機化学，反応，合成，アルコール，カルボニル化合物，カルボン酸誘導体 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 講義室が狭いとの意見が多くありました．適切な大きさの講義室が使えるよう，

教務部に要望します． 
講義の進行が遅い，演習の時間配分が多いとの意見がありました．内容を理解す
る上で演習は重要だと考えています． 
教科書を変えてほしいとの要望については，内容やレベルを勘案して今後も検討
していきます． 

科目名 有機化学Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎有機化学，フェセンデン，フェセンデン著 成⽥吉徳訳，化学同⼈： 

山本学，伊与⽥正彦，有機化学演習 −基本から大学院入試まで−，豊⽥真司 著，
東京化学同⼈： 
分子模型 

授業形態 講義 
注意備考 ※パソコン，液晶プロジェクターで電子教材を提供。 

※学内ネットワーク（ＯＵＳＮＥＴ）を経由して研究室のＷＥＢサーバから講義
情報を提供。 

シラバスコード FSC1321 
実務経験のある教員  
達成目標 ・基本的な化合物の命名ができる。 

・アルコール，フェノール，エーテルの性質と反応が理解できる。 
・カルボニル化合物の特徴と種類を説明することができる。 
・アルデヒド，ケトン，カルボン酸およびカルボン酸誘導体の基本的な性質と反
応が理解できる。 

受講者へのコメント 講義中は静かで講義に集中しやすい環境でした． 
講義が進むにつれて演習の取り組みが十分でない⼈が目立ってきました． 
遅刻，欠席が目立つ⼈がいました． 

連絡先 豊⽥（真）研究室 １３号館２階 
合理的配慮が必要な学生への  



対応 
各項目評価に対する所見 ほぼ毎回宿題を出したため，予習等の取り組みの割合が高くなりました． 

２年前期の科目で理解度の範囲が広くなったので，満足度が普通の割合が多くな
りました． 

英文科目名 Organic Chemistry III 
関連科目 「有機化学 I」「有機化学 II」の単位を取得しておくことが望ましい。本講義に続

いて「有機化学演習」を履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 受講者が多く，演習問題の割り当てが十分にできませんでした．より多くの⼈に

機会を与えるよう工夫します．習熟度が高い⼈も満足できるよう，応用的な演習
問題も導入します． 

講義目的 有機化学 I，II に引き続き，官能基ごとに有機化合物の命名，性質，合成，反応
について述べていく。本講義では、主としてアルコール，カルボニル化合物およ
びカルボン酸誘導体を扱う。理解を深めるために演習を重視し、原則として毎回
課題を出す。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 本講義のオリエンテーションを行う。 

アルコール，フェノール，エーテル（１） 命名と性質について解説する。 
2 回 アルコール，フェノール，エーテル（２） アルコールの合成と反応（脱水，
酸化）について解説する。 
3 回 アルコール，フェノール，エーテル（３） アルコールの反応（エーテルへ
の変換）およびフェノール，エポキシドの合成・反応ついて解説する。 
4 回 アルコール，フェノール，エーテル（４） チオールとスルフィドの命名と
性質を解説する。章のまとめと演習問題を行う。 
5 回 前回の演習問題を解説する。 
アルデヒドとケトン（１） 命名，性質および合成について解説する。 
6 回 アルデヒドとケトン（２） 反応（求核付加反応：還元，水和など）につい
て解説する。 
7 回 アルデヒドとケトン（３） 反応（求核付加反応の続き，アミンの付加，グ
リニャール反応）について解説する。 
8 回 アルデヒドとケトン（４） 反応のまとめについて解説する。章のまとめと
演習問題を行う。 
9 回 アルデヒドとケトン（５）演習問題について解説する。 
10 回 中間試験を行う。 
これまでの範囲の総合的な演習問題を行う。 
11 回 中間試験を解説する。 
カルボン酸とその誘導体（１） 命名と性質について解説する。 
12 回 カルボン酸とその誘導体（２） カルボン酸の酸性度と合成について解説す
る。 
13 回 カルボン酸とその誘導体（３） カルボン酸誘導体の反応（求核アシル置換
反応）について解説する。 
14 回 カルボン酸とその誘導体（４） カルボン酸の反応，酸ハロゲン化物および
酸無水物の合成，反応について解説する。 



15 回 カルボン酸とその誘導体（５） エステルの合成，反応について解説する。 
演習問題および講義のまとめを行う。 

準備学習 1 回 シラバスで講義概要を把握すること。 
教科書でアルコールの命名について予習すること。 
2 回 教科書でアルコールの合成と反応について予習すること。 
前回の宿題および演習問題を行うこと。 
3 回 教科書でアルコールの反応，フェノールとエポキシドについて予習するこ
と。 
前回の宿題および演習問題を行うこと。 
4 回 教科書でチオールとスルフィドについて予習すること。 
教科書８章を全般的に復習すること。 
前回の宿題および演習問題を行うこと。 
5 回 教科書８章の演習問題を復習すること。 
教科書でアルデヒドとケトンの命名，合成について予習すること。 
6 回 教科書でアルデヒドとケトンの反応について予習すること。 
前回の宿題および演習問題を行うこと。 
7 回 教科書でアルデヒドとケトンの反応について予習すること。 
前回の宿題および演習問題を行うこと。 
8 回 教科書でアルデヒドとケトンの反応について予習すること。 
教科書９章を全般的に復習すること。 
前回の宿題および演習問題を行うこと。 
9 回 教科書９章の演習問題を復習すること。 
前回の宿題および演習問題を行うこと。 
10 回 中間試験の範囲の勉強をしてくること。 
教科書８章，９章の演習問題を復習すること。 
前回の宿題および演習問題を行うこと。 
11 回 中間試験の問題を復習すること。 
教科書でカルボン酸誘導体の命名について予習すること。 
前回の宿題および演習問題を行うこと。 
12 回 教科書でカルボン酸の酸性度と合成について予習すること。 
前回の宿題および演習問題を行うこと。 
13 回 教科書でカルボン酸誘導体の反応について予習すること。 
前回の宿題および演習問題を行うこと。 
14 回 教科書でカルボン酸誘導体の反応，酸ハロゲン化物と酸無水物について予
習すること。 
前回の宿題および演習問題を行うこと。 
15 回 教科書でエステルについて予習すること。 
教科書１０章のエステルまでの範囲を全般的に復習すること。 
前回の宿題および演習問題を行うこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSC1331 
成績評価 定期試験（70%），講義中に行う課題と演習（30%）から評価する． 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス CA(〜10),CB(〜10),CM(〜10) 
見出し FSC1331 有機分光化学 
担当教員名 岩永 哲夫 
単位数 2 
教科書 小川・榊原・村⽥著／基礎から学ぶ有機化合物のスペクトル解析／東京化学同⼈ 

マクマリー他著，伊東・児玉訳／マクマリー有機化学概説第６版「構造決定」の
章／東京化学同⼈ 
その他，適宜プリントを配布する。 

アクティブラーニング  
キーワード 分光法，スペクトル，NMR，IR，MS，紫外・可視分光法 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 装置の使用方法についてコメントがありましたが，様々な会社の装置があり，取

り扱い方やインターフェイスが違うので一様に操作方法について講義すること
はなかなか難しいと思います．しかしながら，来年度より学内に設置している機
種を例に，使用方法について参考程度ですが紹介したいと思います． 
講義室に関する要望について，学務部へ対処をお願いしておきます． 

科目名 有機分光化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 横山・廣⽥・石原著／演習で学ぶ有機化合物のスペクトル解析／東京化学同⼈ 

ハーウッド，クラリッジ著／有機化合物のスペクトル解析入門／化学同⼈ 
シルバースタイン他著，荒木他訳／有機化合物のスペクトルによる同定法（第６
版，第７版）／東京化学同⼈ 
その他，講義において指示する． 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSC1331 
実務経験のある教員  
達成目標 各種スペクトルから有機化合物の構造決定ができるようになることを目標とす

る． 
受講者へのコメント 演習などから数値の取り扱いなどが少し不得手な部分が見受けられましたので，

落ち着いて考えながら演習に取り組むことが必要であろうと思います． 
連絡先 理学部化学科 岩永哲夫（13 号館 2 階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 今年度から担当が変わり，新しい教科書を利用して講義を行いました．基本的に
板書とスライドを用いて，原理およびスペクトルの解析方法について理解できる
ように，講義を進めました．  



全体的なアンケートの結果から，授業への満足度が高かったのではないかと思わ
れます． 

英文科目名 Organic Spectroscopic Chemistry 
関連科目 ２年次までの有機化学系基礎科目を履修しておくことが望ましい．（本講義の内

容の多くは「有機化学実験」で実習する．） 
次回に向けての改善変更予定 講義内容を詰めすぎた時間があったと思いますので，少し内容をしぼって，理解

が進むように講義することを努めます．また時間配分を考えて，演習時間を十分
にとれるようにしたいと考えています． 

講義目的 有機化合物の構造決定において各種分光法は強⼒な手段となる．本講義では，構
造決定に使われる代表的な分光法である核磁気共鳴（NMR）分光法，赤外線（IR）
分光法，質量分析法（MS）について，原理とその解析方法を演習を交えながらを
学ぶ．また有機化学の立場から紫外・可視分光法についても学ぶ． 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 分光法による有機化合物の構造決定について解説する． 

2 回 電磁波と分光分析の関係について解説する． 
3 回 プロトン核磁気共鳴分光法の概要について解説する． 
4 回 プロトン核磁気共鳴分光法の原理，解析法について解説する． 
5 回 プロトン核磁気共鳴分光法の応用について解説する． 
6 回 炭素 13 核磁気共鳴分光法について解説する． 
7 回 核磁気共鳴スペクトル演習を行い，それらの解答，解説をする． 
8 回 質量分析法の原理について解説する． 
9 回 質量分析法の解析について解説する． 
10 回 赤外分光法の原理について解説する． 
11 回 赤外線分光法の測定法，解析について解説する． 
12 回 有機化合物の赤外線吸収スペクトルについて解説する． 
13 回 赤外線吸収スペクトル演習を行い，それらの解答，解説をする． 
14 回 総合演習１を行い，それらの解答，解説をする． 
15 回 総合演習２を行い，それらの解答，解説をする． 

準備学習 1 回 有機化学系基礎科目で用いた教科書の「構造決定」または「分光法」に関す
る内容を読んでおくこと． 
2 回 教科書の該当箇所をよく読んでおくこと． 
3 回 教科書の該当箇所をよく読んでおくこと． 
4 回 教科書の該当箇所をよく読んでおくこと． 
5 回 教科書の該当箇所をよく読んでおくこと． 
6 回 教科書の該当箇所をよく読んでおくこと． 
7 回 核磁気共鳴スペクトルに関する前回までの内容を復習しておくこと． 
8 回 教科書の該当箇所をよく読んでおくこと． 
9 回 教科書の該当箇所をよく読んでおくこと． 
10 回 教科書の該当箇所をよく読んでおくこと． 
11 回 教科書の該当箇所をよく読んでおくこと． 
12 回 教科書の該当箇所をよく読んでおくこと． 
13 回 赤外線吸収スペクトルに関する前回までの内容を復習しておくこと． 



14 回 各分光法，分析法で得られる分子情報について整理しておくこと． 
15 回 各分光法，分析法で得られる分子情報について整理しておくこと． 

 



年度 2012 
授業コード FSC13B2 
成績評価 出席点 10％、課題評価点 30％、試験点 60％として総合評価する。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 化学科(〜10) 
見出し FSC13B2 固体化学 
担当教員名 林 宏哉 
単位数 2 
教科書 平尾一之「無機化学ーその現代的アプローチ」東京化学同⼈ 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 固体化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 シュライバー「無機化学」下巻 東京化学同⼈ 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSC13B2 
実務経験のある教員  
達成目標 固体、液体、気体の違いを理解する。固体にしかない性質を理解する。晶系と格

子系を憶える。結晶外形と格子系の関係を理解する。 
小さい結晶の性質を理解する。 
新しい電池と電池材料を理解する。 
電気伝導、超伝導、半導体、キャリヤーの違いを理解する。強磁性体、常磁性体、
反磁性体の基本物質を憶える。磁性の発現について理解する。 
固体物質が環境問題に役立つ例を理解する。 
生物がつくる無機固体物質を知って、未来材料として役立てる方法について考え
る。 

受講者へのコメント  
連絡先 13 号館 2 階⻄端電話：086-256-9474 メール：koya@chem.ous.ac.jp 必ずタイト

ルをつけること。 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Solid State Chemistry 
関連科目 無機化学Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 物質には 3 態ある。そのうち固体だけが形を作ることができる。様々な結晶性固

体が生成するメカニズムを学び、結晶の不思議さを感じよう。金属・半導体・超



伝導・レーザーなど固体物質が示す性質を調べ、その物性の発現メカニズムを学
ぶ。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 【固体状態】 

2 回 【面白い形の結晶】 
3 回 【ナノマテリアル】 
4 回 【金属】 
5 回 【半導体】 
6 回 【イオン伝導体】 
7 回 【超伝導体】 
8 回 【低次元性伝導体】 
9 回 【強磁性体】 
10 回 【常磁性体】 
11 回 【強誘電体】 
12 回 【レーザー発振材料】 
13 回 【環境と固体化学】 
14 回 【バイオミネラリゼーション】 
15 回 【定期試験】 

準備学習 事前学習の必要はない。 
前回の講義内容を 10 行以内に要約して、要点を結ぶ関係を理解しておく。 ま
た合わせて、新規用語の意味を考えて整理し、記憶する。 
特に重要と指摘した点は自然に口に出るまで繰り返し唱えるようにして学習す
る。 

 



年度 2012 
授業コード FSC1511 
成績評価 平常点（34%），各分野の試験（33%）および定期試験（33%）で評価する。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス CA(〜10),CB(〜10) 
見出し FSC1511 環境分析化学Ⅰ 
担当教員名 横山 崇 
単位数 2 
教科書 新・公害防止の技術と法規 水質編 I・II／公害防止の技術と法規編集委員会編／

丸善 
アクティブラーニング  
キーワード 公害防止管理者，水質，環境，国家試験，資格，受験対策 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 自由記述：いちいち⿊（番？）板に書かなくとも，過去問のプリントを配布して

終わる 30 分前に一⼈一⼈に答えてもらい，解説した方が良いと思います。→国
家試験の問題は過去問と同じような問題が多く出題されます。プリントを配布し
ただけでは，身に付くとは思いませんので，問題を自分で書いて覚えることも重
要な試験対策の一つであると思います。 

科目名 環境分析化学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 水質関係・主任管理者 公害防止管理者等 国家試験問題 正解とヒント／産業

管理協会／丸善 
授業形態 講義 
注意備考 G コース推奨科目。CM クラスからの他コース履修を制限することがある。担当

教員と相談の上，履修すること。 
シラバスコード FSC1511 
実務経験のある教員  
達成目標 公害防止管理者（水質関係）国家試験に合格すること。 
受講者へのコメント 資格支援の講義科目ですので，公害防止管理者等国家試験をもっと受験してもら

いたいと思います。 
連絡先 13 号館 4 階分析化学研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この授業に積極的に取り組んでいないという⼈は，かなり難しく感じたと思いま
す。 

英文科目名 Environmental Analytical Chemistry I 
関連科目 専門基礎科目，化学環境論，機器分析化学をすべて履修しておくことが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 変更予定なし。 
講義目的 公害防止管理者（水質関係）の国家資格取得に対する支援を目的とする。 
対象学年 3 年/4 年 



授業内容 1 回  公害防止管理者（水質関係）について説明する。 
2 回  公害総論および水質概論の演習をする。 
3 回  公害総論および水質概論の演習および試験をする。 
4 回  公害総論および水質概論の試験の解答および演習をする。 
5 回  汚水処理特論の演習をする。 
6 回  汚水処理特論の演習および試験をする。 
7 回  汚水処理特論の試験の解答および演習をする。 
8 回  水質有害物質特論の演習をする。 
9 回  水質有害物質特論の演習および試験をする。 
10 回  水質有害物質特論の試験の解答および演習をする。 
11 回  大規模水質特論の演習をする。 
12 回  大規模水質特論の演習および試験をする。 
13 回  大規模水質特論の試験の解答および演習をする。 
14 回  水の汚濁と浄化についての解説および総合演習をする。 
15 回  廃棄物の処理とリサイクルについての解説および総合演習をする。 

準備学習 1 回  シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。 
2 回  公害総論および水質概論の範囲の過去の国家試験問題を解くこと。 
3 回  公害総論および水質概論の範囲の過去の国家試験問題を解くこと。 
4 回  公害総論および水質概論の範囲の過去の国家試験問題を解くこと。 
5 回  汚水処理特論の範囲の過去の国家試験問題を解くこと。 
6 回  汚水処理特論の範囲の過去の国家試験問題を解くこと。 
7 回  汚水処理特論の範囲の過去の国家試験問題を解くこと。 
8 回  水質有害物質特論の範囲の過去の国家試験問題を解くこと。 
9 回  水質有害物質特論の範囲の過去の国家試験問題を解くこと。 
10 回  水質有害物質特論の範囲の過去の国家試験問題を解くこと。 
11 回  大規模水質特論の範囲の過去の国家試験問題を解くこと。 
12 回  大規模水質特論の範囲の過去の国家試験問題を解くこと。 
13 回  大規模水質特論の範囲の過去の国家試験問題を解くこと。 
14 回  過去の国家試験問題を解くこと。 
15 回  過去の国家試験問題を解くこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSC1512 
成績評価 中間試験と最終試験（７０％）、小テストと宿題など（３０％） 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス CA(〜12),CB(〜12) 
見出し FSC1512 化学入門Ⅱ 
担当教員名 山本 峻三＊ 
単位数 2 
教科書 「大学化学への入門−演習問題を中心に−」/野村、小川、山室、向山共著/学術

図書出版 
アクティブラーニング  
キーワード 高校化学の確認、専門化学への準備、演習による理解の深化 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 該当なし 
科目名 化学入門Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし。適宜プリントを配布する。 
授業形態 講義 
注意備考 出欠は毎回チェックする。小テストは原則として 2、3 回の講義に 1 回のペース

で行う。 
小テストは教科書とノートを参照してもよいが、短時間に解答するために十分復
習しておくこと。質問はいつでも歓迎する。本講義と前期の化学入門Ⅰの両方を
履修して広い範囲の化学の基礎を学ぶことが望ましい。 

シラバスコード FSC1512 
実務経験のある教員  
達成目標 高校化学の内容を再点検するとともに専門化学の内容を理解できるような知識

を身につけることを目標にして講義をおこなう。特に理論化学の領域に重点をお
く。 
○ 熱化学方程式やヘスの法則が理解できます。 
○ 反応速度や化学平衡の基礎知識が得られます。 
○ 酸と塩基の判定ができ、pH 計算ができるようになります。 
○ 中和滴定や電離平衡に関する知識が得られます。 
○ 酸化・還元反応とはどのような反応かが理解でき、酸化・還元の反応式
を書くことができるようになります。 
○ 化学電池や電気分解の理解が得られます。 
○ 非金属 

受講者へのコメント 講義内容で解からないところがあれば遠慮なく指摘してもらいたい。字が小さく
て見にくいとか、説明をもう一度してほしいということでもいい。また前の方の
席が空いているときは前に移動してもらいたい。前と後ろでは集中⼒が全然違う
と思われる。 

連絡先  



合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 項目１：94.1％が欠席 2 回以下であり、特に問題はない。項目２：時間外の学習
時間が 30 分程度とまったくしなかったがそれぞれ 47.1％と 11.8%であり、問題
である。期間中数回宿題を課したが、さらに回数多くの宿題を課すことで解決す
ることしかできないと思われる。項目３：宿題などに取り組んだが 91.2％と最も
多かった。今後は宿題の回数を増やすことで時間外の学習を促したい。項目４：
97.1％がこの分野への理解が深まったと答え、この分野への興味、関心が高まっ
たも 17.6％であった。本講義の目的はある程度達成されたと 

英文科目名 Introduction to General Chemistry II 
関連科目 特にないが、高校化学Ⅰ、Ⅱを履修していることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 板書（字の大きさと消すタイミング）に関しては十分配慮するつもりである。ま

たそのつど教科書の該当箇所を指摘することにより板書との対応をはっきりさ
せる。 

講義目的 高校化学の内容の確認と専門化学の理解への準備のため広い範囲の化学の基礎
的な部分を理解することを目的とする。演習問題を解くことにより理解を深め
る。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 はじめに授業の進め方について説明する。その後反応熱と熱化学方程式に

関して解説する。 
2 回 ヘスの法則とその応用に関して解説する。 
3 回 反応速度に関して解説する。 
4 回 化学平衡に関して解説する。 
5 回 酸と塩基の定義に関して解説する。 
6 回 電離平衡と水素イオン指数に関して解説する。 
7 回 中和滴定に関して解説する。 
8 回 緩衝溶液に関して解説する。 
9 回 中間試験（50 分程度）を行い、問題について解説する。 
10 回 酸化と還元（１）について解説する。 
11 回 酸化と還元（２）について解説する。 
12 回 化学電池について解説する。 
13 回 電気分解について解説する。 
14 回 非金属元素の性質について解説する。 
15 回 金属元素の性質について解説する。 

準備学習 1 回 シラバスと教科書の目次で第１回目の学習内容を確認し教科書（p92-95）
の「反応熱と熱化学方程式」のところを読み、予備知識を得ておくこと。 
2 回 第１回の講義内容の復習をすること。また教科書(p 95−97)により「ヘスの
法則、結合エネルギー」について予備知識を得ておくこと。 
3 回 第２回の講義内容の復習をすること。また教科書(p100−103)により「反応
速度」について予備知識を得ておくこと。 
4 回 第３回の講義内容の復習をすること。また教科書(p103−105)により「化学
平衡」について予備知識を得ておくこと。 



5 回 第４回の講義内容の復習をすること。また教科書(p110−114)により「酸と
塩基」について予備知識を得ておくこと。 
6 回 第５回の講義内容の復習をすること。また教科書(p114−119)により「電離
平衡と水素イオン指数」について予備知識を得ておくこと。 
7 回 第６回の講義内容の復習をすること。また教科書(p119−120)により「中和
滴定」について予備知識を得ておくこと。 
8 回 第７回の講義内容の復習をすること。また教科書(p119−120)により「緩衝
溶液」について予備知識を得ておくこと。 
9 回 第１回〜８回の講義内容の復習をすること。 
10 回 中間試験の内容について復習と確認すること。また教科書(p 126−129)に
より「酸化と還元、酸化数等」について予備知識を得ておくこと。 
11 回 第 10 回の講義内容について復習すること。また教科書(p 129−131)によ
り「金属のイオン化傾向」について予備知識を得ておくこと。 
12 回 第 1１回の講義内容について復習すること。また教科書(p 133−135)によ
り「化学電池」について予備知識を得ておくこと。 
13 回 第 1２回の講義内容について復習すること。また教科書(p 135−137)によ
り「電気分解」について予備知識を得ておくこと。 
14 回 第 1３回の講義内容について復習すること。また教科書(p 140−142)によ
り「非金属元素の性質」について予備知識を得ておくこと。 
15 回 第 1４回の講義内容について復習すること。また教科書(p 145−148)によ
り「金属元素の性質」について予備知識を得ておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSC1522 
成績評価 中間(30%)および定期試験(70%)で評価する。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス CA(〜11),CB(〜11) 
見出し FSC1522 物理化学Ⅲ 
担当教員名 森重 國光 
単位数 2 
教科書 バーロー著 大門 寛・堂免一成 訳「バーロー物理化学（上）」・東京化学同⼈ 
アクティブラーニング  
キーワード 理想気体 

非理想気体 
量子化 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「毎回宿題を課すと、勉強のリズムができてよい」そんなことをすると、大多数

の受講生は拒否反応を示します。 
「解説が丁寧で分かりやすかった。」ありがとうございます。今後も、このような
評価を頂けるように頑張ります。 

科目名 物理化学Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 藤代亮一・大門 寛・堂免一成 著「バーロー物理化学問題の解き方」・東京化学

同⼈ 
授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験中に行い、試験形態は筆記試験とする。 
シラバスコード FSC1522 
実務経験のある教員  
達成目標 理想気体の式が自由に使えるようになること。 

モルの概念、アボガドロ数を理解すること。 
実在気体の性質を理解すること。 
気体の性質を通じて、量子化の基礎概念を理解すること。 
気体粒子の並進、回転、振動運動の量子化エネルギーのボルツマン分布を理解す
ること。分配関数の重要性を理解すること。 

受講者へのコメント 授業時間外で週に一時間程度学習した⼈の割合が多く、2 時間以上学習した⼈の
割合は 10%と非常に低いのが問題です。大学で習う授業は基本的に深い内容を
取り扱うため、授業外に自分でしっかりと時間をかけて学習し直すことが必要で
す。 

連絡先 森重研究室 13 号館 2 階 morishi@chem.ous.ac.jp オフィスアワー：月曜１〜
４時限 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業を受けてこの分野への理解が深まったと思う⼈やこの分野への興味、関心が



高まったと思う⼈が比較的多いのはうれしいことです。また、授業の目標をだい
たい達成できたと考える⼈、授業にほぼ満足したと考える⼈の割合も比較的に高
いものでした。しかし、教員側からみると、授業の内容をよく理解できている⼈
は多くないのが実情です。 

英文科目名 Physical Chemistry III 
関連科目 物理化学 I、物理化学 II を受講していること。 
次回に向けての改善変更予定 理解しやすいように、説明のもっと工夫を加える予定です。 
講義目的 物理化学の主題は、原子・分子の世界の言葉で巨視的な世界を量的に理解するこ

とである。気体の学習を通して、物理化学を特徴づける二つの主要な構成要素、
すなわち通常のマクロな世界と原子・分子のミクロな世界がどのように結び付け
られるかを理解する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 理想気体と非理想気体の違いについて説明する。 

2 回 非理想気体の Van der Waals 方程式について説明する。 
3 回 理想気体および非理想気体の温度、圧⼒、体積の計算方法を説明する。 
4 回 理想気体の古典的分子運動論を説明する。 
5 回 分子エネルギーの分類を説明する。 
6 回 量子論入門として、粒子波について説明する。 
7 回 量子化された回転、振動、電子エネルギーについて説明する。 
8 回 量子状態への分布を与える Boltzmann 分布について説明する。 
9 回 気体粒子の一次元並進運動の量子化を説明する。 
10 回 気体粒子の三次元並進運動の量子化を説明する。 
11 回 気体分子の熱エネルギーについて説明する。 
12 回 気体の分子運動論に基づく計算問題について説明する。 
13 回 粒子波および Boltzmann 分布に関する計算問題について説明する。 
14 回 分配関数および並進エネルギーに関する初歩的な計算問題について説明す
る。 
15 回 定期試験の傾向と対策について説明する。 

準備学習 1 回 理想気体と非理想気体について予習をしておくこと。 
2 回 van der Waals 式について予習をしておくこと。 
3 回 非理想気体の状態方程式の計算方法について予習をしておくこと。 
4 回 古典的分子運動論について予習をしておくこと。 
5 回 分子エネルギーの分類について予習をしておくこと。 
6 回 粒子波について予習をしておくこと。 
7 回 量子化された回転、振動、電子エネルギーについて予習をしておくこと。 
8 回 Boltzmann 分布について予習をしておくこと。 
9 回 気体粒子の 1 次元並進運動の量子化について予習をしておくこと。 
10 回 気体粒子の三次元並進運動の量子化について予習をしておくこと。 
11 回 気体分子の熱エネルギーについて予習をしておくこと。 
12 回 章末の気体の分子運動論に関する計算問題について予習をしておくこと。 
13 回 章末の粒子波および Boltzmann 分布に関する計算問題について予習をし
ておくこと。 



14 回 章末の分配関数および並進エネルギーに関する計算問題について予習をし
ておくこと。 
15 回 全体の復習をしておき、理解できていることと理解できていないことの区
別をしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSC1711 
成績評価 中間試験と最終試験（７０％）、小テストと宿題など（３０％）。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス CA(〜12),CB(〜12) 
見出し FSC1711 化学入門Ⅰ 
担当教員名 山本 峻三＊ 
単位数 2 
教科書 「大学化学への入門−演習問題を中心に−」/野村、小川、山室、向山共著/学術

図書出版 
アクティブラーニング  
キーワード 高校化学の確認、専門化学への準備、演習による理解の深化 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 基本的知識が身についてよかった。高校であいまいであった分野もこの授業では

っきりと理解できた。という肯定的な以下縁があった。ある程度こちらの意図し
たところは達成できたと思われる。また練習問題をもっと時間内にやってほしい
と言う意見があった。それなりに演習問題を講義中に取り上げてきたつもりであ
る。時間の関係であまり多くの問題を取り上げることはできないが、工夫してみ
ようと思う。 

科目名 化学入門Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし。適宜プリントを配布する。 
授業形態 講義 
注意備考  出欠は毎回チェックする。小テストは原則として 2、3 回の講義に 1 回のペー

スで行う。 
小テストは教科書とノートを参照してもよいが、短時間に解答するために十分復
習しておくこと。質問はいつでも歓迎する。本講義と後期の化学入門Ⅱの両方を
履修して広い範囲の化学の基礎を学ぶことが望ましい。 

シラバスコード FSC1711 
実務経験のある教員  
達成目標 高校化学の内容を再点検するとともに専門化学の内容を理解できるような知識

を身につけることを目標にして講義をおこなう。特に理論化学の領域に重点をお
く。 
○ 化学の基本法則が理解でき、原子・分子の概念の理解が深まります。 
○ 原子の構造、電子配置や周期表が理解できます。 
○ 化学結合（イオン結合、共有結合、金属結合）が理解できます。 
○ 物質量の概念（モルの意味）が理解でき、溶液の濃度の理解が深まりま
す。 
○ 化学反応の係数の関係が理解できます。 
○ 気体の状態方程式が理解でき、気体の圧⼒、温度と体積の関係に関 

受講者へのコメント 講義内容で解からないところがあれば遠慮なく指摘してもらいたい。字が小さく



て見にくいとか、説明をもう一度してほしいということでもいい。また前の方の
席が空いているときは前に移動してもらいたい。前と後ろでは集中⼒が全然違う
と思われる。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 項目Ⅰ：68.9%が欠席０回 欠席 2 回以下の学生が 90％以上あり、特に問題はな
い。 
項目２： 時間外の学習時間が 30 分程度とまったくしなかったがそれぞれ 42.2％
と 31.1%であり、問題である。毎回宿題を課すことで解決することしかできない
と思われる。 
項目３：宿題などに取り組んだが 48.9％と最も多かった。今後は宿題の回数を増
やすことで時間外の学習を促したい。 
項目４：71.1％がこの分野への理解が深まったと答え、この分野への興味、関心
が高まったも 26.7％であった。本講義の目的はある程度達成されたと考え 

英文科目名 Introduction to General Chemistry I 
関連科目 特にないが、高校化学Ⅰ、Ⅱを履修していることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 板書（字の大きさと消すタイミング）に関しては十分配慮するつもりである。ま

たそのつど教科書の該当箇所を指摘することにより板書との対応をはっきりさ
せる。 

講義目的 高校化学の内容の確認と専門化学の理解への準備のため広い範囲の化学の基礎
的な部分を理解することを目的とする。演習問題を解くことにより理解を深め
る。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 はじめに授業の進め方について説明する。その後物質の構成に関して解説

する。 
2 回 化学の基本法則について解説する。 
3 回 原子の構造、原子量・分子量について解説する。 
4 回 原子の電子配置、周期表について解説する。 
5 回 化学結合（イオン結合）について解説する。 
6 回 化学結合（共有結合）について解説する。 
7 回 化学結合（金属結合）について解説する。 
8 回 中間試験（50 分程度）を行い、問題について解説する。 
9 回 物質量と溶液の濃度について解説する。 
10 回 化学反応とその化学量論的表現について解説する。 
11 回 物質の三態について解説する。 
12 回 気体の状態方程式（理想気体）について解説する。 
13 回 気体の状態方程式（実在気体）について解説する。 
14 回 溶液の性質（ラウールの法則、ヘンリーの法則）について解説する。 
15 回 溶液の性質（沸点上昇、凝固点効果と浸透圧）について解説する。 

準備学習 1 回 シラバスと教科書の目次で第１回目の学習内容を確認し教科書の「物質の
構成（p8-10）」のところを読み、予備知識を得ておくこと。 



2 回 第１回の講義内容の復習をすること。また教科書(p 10-11)により「化学の
基本法則」について予備知識を得ておくこと。 
3 回 第２回の講義内容の復習をすること。また教科書(p 11-14)により「原子の
構造：原子と元素」について予備知識を得ておくこと。 
4 回 第３回の講義内容の復習をすること。また教科書(p 38−40)により「原子の
電子配置、周期表と元素の性質」について予備知識を得ておくこと。 
5 回 第４回の講義内容の復習をすること。また教科書(p 49−51)により「化学結
合（イオン結合）」について予備知識を得ておくこと。 
6 回 第５回の講義内容の復習をすること。また教科書(p 51−57)により「共有結
合、分子からなる物質」について予備知識を得ておくこと。 
7 回 第６回の講義内容の復習をすること。また教科書(p 57−58)により「金属結
合」について予備知識を得ておくこと。 
8 回 第１回〜7 回の講義内容の復習をすること。 
9 回 中間試験の内容について復習と確認すること。また教科書(p 26−31)により
「物質量、溶液の濃度」について予備知識を得ておくこと。 
10 回 第 9 回の講義内容の復習をすること。また教科書(p 31−33)により「化学
反応の量論的表現」について予備知識を得ておくこと。 
11 回 第１０回の講義内容の復習をすること。また教科書(p 62−66)により「物
質の三態」について予備知識を得ておくこと。 
12 回 第１１回の講義内容の復習をすること。また教科書(p 68−73)により「気
体の状態方程式（理想気体）」について予備知識を得ておくこと。 
13 回 第１２回の講義内容の復習をすること。また教科書(p 73−7376)により「気
体の状態方程式（実在気体）」について予備知識を得ておくこと。 
14 回 第１３回の講義内容の復習をすること。また教科書(p 83−86)により「溶
液の性質（ラウールの法則、ヘンリーの法則）」について予備知識を得ておくこ
と。 
15 回 第１４回の講義内容の復習をすること。また教科書(p 86−89)により「溶
液の性質（沸点上昇、凝固点効果と浸透圧）」について予備知識を得ておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSC17C2 
成績評価 実験レポート（60％）、中間試験（10％）、定期試験（30％） 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス CA(〜12) 
見出し FSC17C2 化学基礎実験 
担当教員名 赤司 治夫、⻘木 宏之 
単位数 2 
教科書 佐藤幸子・「岡山理科大学化学実験一手引きと演習一」、坂⽥一矩編・「理工系化学

実験一基礎と応用一」東京教学社 
アクティブラーニング  
キーワード 無機定性分析：金属のイオン化傾向、元素の周期表、分属試薬、溶解度積、化学

平衡、錯イオン両性金属、マスキング定量分析：中和、酸化還元、キレート生成、
電離定数、pH、pKa、モル濃度、質量百分率 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 化学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 大学一般化学教育研究会編・「大学の基礎化学実験」・学術図書出版社フォトサイ

エンス化学図録・数研出版、 井口洋夫、木下實編集・「化学入門」・実教出版 
授業形態 実験実習 
注意備考 全ての実験を行い、レポートを期限内に提出し受理されていることが、単位取得

の前提条件である。 
事故予防のため、白衣と保護眼鏡の着用を義務づける。 
十分な予習をし、内容を理解して実験に臨むこと。  
実験開始１時間前までに、予習プリントを必ず提出する。 

シラバスコード FSC17C2 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）薬品の取り扱い方の基本を理解する。 決められた濃度の試薬溶液を調製

できる。 
（２）適切な実験廃液の処理ができる。 
（３）滴定実験の器具（ホールピペット、ビュレット、メスフラスコ）の使用方
法を習得する。 
（４）pH メーター、分光光度計、電子天秤の使用方法を習得する。 
（５）詳しい実験観察結果を文章で表現し、物質の変化を化学反応式で記述でき
る。 
（６）報告書の基本的書き方を習得する。 
（７）モル濃度を理解し、滴定実験、吸光光度法分析により日常的な物（食酢、
ミネラルウォーター、ドリンク剤、消毒剤等）に含ま 

受講者へのコメント  
連絡先 22 号館 5F 508 号室 e-mail:akashi@high.ous.ac.jp 



合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Fundamental Experiments of Chemistry 
関連科目 化学入門 I、II、分析化学 I、II、無機化学 I 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 基礎的な実験を通して、化学実験に必要な基本的知識と実験室でのマナーを習得

する。実験機器の取り扱い方、パソコンを活用した実験結果の解析方法、グラフ
の書き方、報告書の作成法等を学ぶと同時に、化学の基礎原理や概念についての
理解を深める。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーションをする。 

2 回  基本実験（金属と酸との反応）とレポート作成方法の説明をする。 
3 回  第 I 属陽イオンの定性分析をする。 
4 回  第 II 属陽イオンの定性分析(1)をする。 
5 回  第 II 属陽イオンの定性分析(2)をする。 
6 回  第 III 属陽イオンの定性分析をする。 
7 回  陽イオンの系統分析 （中間試験）をする。 
8 回  定量分析：中和滴定 （食酢の定量）をする。 
9 回  定量分析：酸化還元滴定 （オキシドール中の過酸化水素の定量）をする。 
10 回  定量分析：キレート滴定 （水の硬度測定）をする。 
11 回  定量分析：pH メーターを用いる電位差滴定 （酢酸の電離定数の測定、
グラフから pKa を求める）をする。 
12 回  定量分析：pH メーターを用いる電位差滴定 （表計算ソフトを用いたグ
ラフ作成、pKa の測定）をする。 
13 回  定量分析：吸光光度法分析（鉄イオンの定量） パソコンを活用したデー
タ解析とレポート作成をする。 
14 回  補充実験、レポート解説をする。 
15 回  補充実験、レポート解説をする。 

準備学習 1 回  教科書第 1 章を読み、化学実験を行う上での基本的注意事項を理解してお
くこと。 
2 回  実験の手引きをよく読み、内容を理解しておくこと。 
3 回  実験の手引きをよく読み、内容を理解しておくこと。 
4 回  実験の手引きをよく読み、内容を理解しておくこと。 
5 回  実験の手引きをよく読み、内容を理解しておくこと。 
6 回  実験の手引きをよく読み、内容を理解しておくこと。 
7 回  実験の手引きをよく読み、内容を理解しておくこと。 
8 回  実験の手引きをよく読み、内容を理解しておくこと。 
9 回  実験の手引きをよく読み、内容を理解しておくこと。 
10 回  実験の手引きをよく読み、内容を理解しておくこと。 
11 回  実験の手引きをよく読み、内容を理解しておくこと。 
12 回  実験の手引きをよく読み、内容を理解しておくこと。 



13 回  実験の手引きをよく読み、内容を理解しておくこと。 
14 回  実験の手引きをよく読み、内容を理解しておくこと。 
15 回  実験の手引きをよく読み、内容を理解しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSC17D1 
成績評価 報告書の内容と実験への取り組み状況によって評価を行う（100％）。すべての実

験について報告書が作成され、受理されて単位が与えられる。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス CA(〜11),CB(〜11) 
見出し FSC17D1 物理学基礎実験 
担当教員名 宮川 和也、小坂 圭二＊、豊⽥ 新、中⼒ 眞一 
単位数 2 
教科書 物理学基礎実験／岡山理科大学理学部応用物理学科 編／大学教育出版 
アクティブラーニング  
キーワード 物理学、実験 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 国立天文台 理科年表（丸善）その他、参考資料は適宜配布する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 関数電卓（プログラム機能は不要）を購入すること。 

共同実験者に迷惑を及ぼすので遅刻、欠席は厳禁である。各テーマに２週を割り
当て、第１週に実験を行い、第２週に報告書を完成させる。事前に実験内容をよ
く予習してくること。 

シラバスコード FSC17D1 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）物理学の基礎的な実験について、基本的事項を理解し、実験方法に習熟す

る。 
   実験器具、装置の取り扱いができるようになる。 
（２）実験データを適切に処理し、現象を的確に表現するためのグラフが作成で
きる 
   ようになる。 
（３）パソコンを利用して実験データを処理できるようになる。 

受講者へのコメント  
連絡先 宮川和也 086-256-9488 miyagawa@dap.ous.ac.jp 豊⽥ 新 086-256-9608 

toyoda@dap.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Experiments in Physics 
関連科目 物理学基礎論Ⅰ、Ⅱを前後して（できれば本実験科目を履修する前に）履修する

ことが望ましい。 



次回に向けての改善変更予定  
講義目的 （１）基礎的な実験を通して、物理学における実験方法と実験器具、装置の取り

扱いの 
   基礎を学ぶ。 
（２）実験データの処理の方法、現象を的確に表現するためのグラフの作成方法
につい 
   て実習する。 
（３）パソコンを利用した実験データの処理方法について学ぶ。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 【第 1 回】テキストを購入し、実験全体を概観しておくこと。 

【第 2 回】パソコンによる実験データ処理についてテキストを読み、演習内容を
理解 
    しておくこと。 
【第 3 回】ノギス、マイクロメーター、電卓の使い方についてテキストを読み、
実験 
    内容を理解しておくこと。 
【第 4 回〜15 回】 
 該当の実験についてテキストを読み、実験方法までレポートとしてまとめてお
く 
 こと。 

 



年度 2012 
授業コード FSC17D2 
成績評価 各時間ごとに提出する実験結果 60％、実験への取り組みおよび理解度 40％によ

り、総合して成績評価とする。採点の基準は 100 点満点のうち、60 点以上を合
格とする。欠席した場合は補充実験を行う。また、授業回数の 3 分の 1 以上の
欠席がある場合には、“E”評価とする。 

曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス CA(12〜12),CB(12〜12) 
見出し FSC17D2 地学基礎実験 
担当教員名 小林 祥一、郷津 知太郎＊ 
単位数 2 
教科書 ニューステージ・地学図表／浜島書店 
アクティブラーニング  
キーワード 鉱物、岩石、化石、地質、天気 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 実験中に話を聞きながら対応している効果が出ているようですね。 
科目名 地学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 資料を配付する 
授業形態 実験実習 
注意備考 地学基礎論１を履修しておくことが望ましい。 

偏光顕微鏡実習、地質図関係の実習のような積み重ねの実験では、連続して受け
ないと理解できない。従って体調を整え、欠席しないように心掛ける。 

シラバスコード FSC17D2 
実務経験のある教員  
達成目標 地球を観察する手法および目を養うことが目標。そのため、実際の鉱物、岩石、

化石標本を観察・利用し、野外での調査に興味が持てる程度の実⼒をめざす。物
理的制約から、野外での実習は難しいが、調査後必要となる偏光顕微鏡の操作法、
調査によって得られたデータの解析法などの習得をめざす。 

受講者へのコメント 夕方からの実験で集中できない学生が何⼈かみられますが、最初の説明を聞き十
分理解して始めるようにしてほしいですね。慣れないこととはいえ、特に難しい
内容をしているわけではありませんので、学習効果が上がるように努⼒してくだ
さい。 

連絡先 7 号館 6F 小林研究室 086-156-9704 kobayashi@das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね良好。よく理解してくれたようです。 
英文科目名 Experiments in Geology 
関連科目 地学基礎論 I、地学基礎論 II 
次回に向けての改善変更予定 新しい指導要領では、観察、体験を重要視しているようです。野外実習なども取



り入れ、実践的な実験をどのように取り入れるかを考えています。 
講義目的 地学各分野のうちから最も基礎的な項目である岩石・鉱物・化石の観察、天気図

の作成、地質図の作成、パーソナルコンピューターの活用などについて実験を行
う。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 鉱物の鑑定 

実際の鉱物を観察し、物理的性質について理解できるようにする。 
2 回 結晶系と晶族 
鉱物の結晶模型を利用し、対称性について理解し、晶族を決定できるようにする。 
3 回 地質図１ 基本説明、単斜構造 
地質図について基本的なこと、たとえば見方、またその利用などの説明を通して、
地質図の重要性を理解する。基本的な地質図を地質データから描けるようにす
る。 
4 回 地質図２ 断層、不整合 
断層、不整合が地質図上でどのように描き表せるかを理解する。 
5 回 地質図３ 断面図 
地下資源などの調査で必要な地下の情報を、地質図から読み取る方法を理解す
る。 
6 回 地質図４ 褶曲 
褶曲構造が地表に現れる際の特徴、および断面図を描き、これらから褶曲構造を
立体的に理解する。 
7 回 化石の観察 
示準化石、示相化石を理解し、それらの特徴を観察する。 
8 回 偏光顕微鏡観察１ 基本説明、花崗岩中の⿊雲⺟、石英斑岩 
物質の光学的性質、偏光顕微鏡の構造、これによって何が観察できるか、また調
整方法について理解する。 
9 回 偏光顕微鏡観察２ 花崗岩、安山岩 
花崗岩、安山岩の構造を観察し、石英、⻑石、⿊雲⺟、白雲⺟、角閃石の鏡下で
の特徴を理解する。 
10 回 偏光顕微鏡観察３ 斑レイ岩、砂岩 
斑レイ岩、砂岩の構造を観察し、輝石の鏡下での特徴を理解する。 
11 回 偏光顕微鏡観察４ 玄武岩、晶質石灰岩 
玄武岩、晶出石灰岩の構造を観察し、カンラン石、炭酸塩鉱物の鏡下での特徴を
理解する。 
12 回 パソコンの活用  
モード分析花崗岩類のモード分析を行い、その結果をもとにその岩石を分類す
る。得られたデータをパソコンで整理し、岩石の成因について理解する。 
13 回 天気図の作成と四季の天気 
当日の気象通報を聞き、そのデータをもとに天気図を描き、翌日の天気を予測し、
気象現象を理解する。 
14 回 まとめおよび解説を行い、理解度をチェックする。 
15 回 まとめおよび解説を行い、理解度をチェックし、実験結果を理解するため



に補足説明をする。 
準備学習 1 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の物理的性質を調べてお

くこと。 
2 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の結晶構造、対称性など
物理的性質を調べておくこと。 
3 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、地質図の概念を学んでおくこ
と。 
4 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、断層、不整合についての概念
を学んでおくこと。 
5 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、地質構造を理解する方法を調
べておくこと。 
6 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、褶曲地形について調べておく
こと。 
7 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、化石の種類および化石の役割
を理解しておくこと。 
8 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、物質に対する光学的性質を調
べておくこと。 
9 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の光学的性質を調べてお
くこと。 
10 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の光学的性質を調べて
おくこと。 
11 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の光学的性質を調べて
おくこと。 
12 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、火成岩の主造岩鉱物の量比
を調べ、あわせて分類方法、火成岩の生成過程を理解しておくこと。 
13 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、天気図の役割、描き方を調
べておくこと。また、テレビ、新聞、インターネットを利用し、雲の動きと天気
図との関係、気圧配置と４季の天気との関係などを理解しておくこと。 
14 回 これまで学習した、実験内容を復習し、理解が曖昧なところを整理してお
くこと。 
15 回 これまで学習した、実験内容を復習し、実験結果について充分考察ができ
てない部分を整理しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSC17E1 
成績評価 各時間ごとに提出する実験結果 60％、実験への取り組みおよび理解度 40％によ

り、総合して成績評価とする。採点の基準は 100 点満点のうち、60 点以上を合
格とする。欠席した場合は補充実験を行う。また、授業回数の 3 分の 1 以上の
欠席がある場合には、“E”評価とする。 

曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス CA(〜11),CB(〜11) 
見出し FSC17E1 地学基礎実験 
担当教員名 小林 祥一、郷津 知太郎＊ 
単位数 2 
教科書 ニューステージ・地学図表／浜島書店 
アクティブラーニング  
キーワード 鉱物、岩石、化石、地質、天気 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 地学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 資料を配付する 
授業形態 実験実習 
注意備考 地学基礎論１を履修しておくことが望ましい。 

偏光顕微鏡実習、地質図関係の実習のような積み重ねの実験では、連続して受け
ないと理解できない。従って体調を整え、欠席しないように心掛ける。 

シラバスコード FSC17E1 
実務経験のある教員  
達成目標 地球を観察する手法および目を養うことが目標。そのため、実際の鉱物、岩石、

化石標本を観察・利用し、野外での調査に興味が持てる程度の実⼒をめざす。物
理的制約から、野外での実習は難しいが、調査後必要となる偏光顕微鏡の操作法、
調査によって得られたデータの解析法などの習得をめざす。 

受講者へのコメント 以前に比べると、実験の項目をほぼ 2/3 に減らし、皆さんに考える実験をしても
らうことにしたのです。ところが、皆さんはその余裕の時間を有効に使っていな
いように思います。実験を受けるからには、予習復習はさておき、TA もいます
ので質問ぐらいはするように努⼒すべきで、受身ではなく「皆さん主体型」の実
験をしていただきたい。もっとノビノビと実験しましょう。 

連絡先 7 号館 6F 小林研究室 086-156-9704 kobayashi@das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね良好。よく理解してくれたようです。 
英文科目名 Experiments in Geology 
関連科目 地学基礎論 I、地学基礎論 II 



次回に向けての改善変更予定 これまで地学を学んだ経験のある⼈が少ないようですので、実験内容に関係した
エピソードなども紹介し、その実験の意味などを理解してもらうようにしてみま
しょう。実は、地学のおもしろさは、実際に野外に出て観察することです。それ
によって岩石鉱物の産状、化石の産状、地質構造が簡単に理解できると思うので
すね。そして、採集した鉱物岩石を、顕微鏡で観察できるように薄片にするとか、
地質調査の結果をまとめるとかしたら興味を持って実験に参加できると思いま
す。実はこんな楽しい実験がしたいと思っています。実験の受講者数、限られた
時間、 

講義目的 地学各分野のうちから最も基礎的な項目である岩石・鉱物・化石の観察、天気図
の作成、地質図の作成、パーソナルコンピューターの活用などについて実験を行
う。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 鉱物の鑑定 

実際の鉱物を観察し、物理的性質について理解できるようにする。 
2 回 結晶系と晶族 
鉱物の結晶模型を利用し、対称性について理解し、晶族を決定できるようにする。 
3 回 地質図１ 基本説明、単斜構造 
地質図について基本的なこと、たとえば見方、またその利用などの説明を通して、
地質図の重要性を理解する。基本的な地質図を地質データから描けるようにす
る。 
4 回 地質図２ 断層、不整合 
断層、不整合が地質図上でどのように描き表せるかを理解する。 
5 回 地質図３ 断面図 
地下資源などの調査で必要な地下の情報を、地質図から読み取る方法を理解す
る。 
6 回 地質図４ 褶曲 
褶曲構造が地表に現れる際の特徴、および断面図を描き、これらから褶曲構造を
立体的に理解する。 
7 回 化石の観察 
示準化石、示相化石を理解し、それらの特徴を観察する。 
8 回 偏光顕微鏡観察１ 基本説明、花崗岩中の⿊雲⺟、石英斑岩 
物質の光学的性質、偏光顕微鏡の構造、これによって何が観察できるか、また調
整方法について理解する。 
9 回 偏光顕微鏡観察２ 花崗岩、安山岩 
花崗岩、安山岩の構造を観察し、石英、⻑石、⿊雲⺟、白雲⺟、角閃石の鏡下で
の特徴を理解する。 
10 回 偏光顕微鏡観察３ 斑レイ岩、砂岩 
斑レイ岩、砂岩の構造を観察し、輝石の鏡下での特徴を理解する。 
11 回 偏光顕微鏡観察４ 玄武岩、晶質石灰岩 
玄武岩、晶出石灰岩の構造を観察し、カンラン石、炭酸塩鉱物の鏡下での特徴を
理解する。 
12 回 パソコンの活用  



モード分析花崗岩類のモード分析を行い、その結果をもとにその岩石を分類す
る。得られたデータをパソコンで整理し、岩石の成因について理解する。 
13 回 天気図の作成と四季の天気 
当日の気象通報を聞き、そのデータをもとに天気図を描き、翌日の天気を予測し、
気象現象を理解する。 
14 回 まとめおよび解説を行い、理解度をチェックする。 
15 回 まとめおよび解説を行い、理解度をチェックし、実験結果を理解するため
に補足説明をする。 

準備学習 1 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の物理的性質を調べてお
くこと。 
2 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の結晶構造、対称性など
物理的性質を調べておくこと。 
3 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、地質図の概念を学んでおくこ
と。 
4 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、断層、不整合についての概念
を学んでおくこと。 
5 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、地質構造を理解する方法を調
べておくこと。 
6 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、褶曲地形について調べておく
こと。 
7 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、化石の種類および化石の役割
を理解しておくこと。 
8 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、物質に対する光学的性質を調
べておくこと。 
9 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の光学的性質を調べてお
くこと。 
10 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の光学的性質を調べて
おくこと。 
11 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の光学的性質を調べて
おくこと。 
12 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、火成岩の主造岩鉱物の量比
を調べ、あわせて分類方法、火成岩の生成過程を理解しておくこと。 
13 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、天気図の役割、描き方を調
べておくこと。また、テレビ、新聞、インターネットを利用し、雲の動きと天気
図との関係、気圧配置と４季の天気との関係などを理解しておくこと。 
14 回 これまで学習した、実験内容を復習し、理解が曖昧なところを整理してお
くこと。 
15 回 これまで学習した、実験内容を復習し、実験結果について充分考察ができ
てない部分を整理しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSC17E2 
成績評価 ミニレポート点（20 点）、課題レポート点（10 点）、試験（70 点）の合計点に対

して、授業態度を加味して総合的に評価する。採点の基準は 100 点満点の内、60
点以上を合格とする。授業を 6 回以上欠席した場合には、試験成績を無効とみな
し、Ｅ評価とする。 

曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス CA(〜11),CB(〜11) 
見出し FSC17E2 化学環境論 
担当教員名 岡村 秀雄＊ 
単位数 2 
教科書 川合真一郎、山本義和著「明日の環境と⼈間 第３版」、化学同⼈ 
アクティブラーニング  
キーワード 有害化学物質、運命、影響、残留性、生物蓄積性、毒性、生態系、環境毒性学、

環境保全 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 化学環境論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業中に紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 私語の止まらない⼈、熟睡する⼈、頻繁に入退出する⼈は退出させる。遅刻者は

最前列に着席のこと。教科書は必ず入手のこと。試験は定期試験期間中に行い、
筆記試験とする。試験への教科書、資料、計算機などの持込みは不可とする。 

シラバスコード FSC17E2 
実務経験のある教員  
達成目標 ⼈間活動によって生じる環境問題を環境生態学・化学環境論の視点から理解し、

将来生じるかもしれない環境問題への対処についての考え方を養う。 
受講者へのコメント  
連絡先 okamurah@maritime.kobe-u.ac.jp メール本文中に、あて先と差出⼈の記入のない

メールは読まない。 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Environmental Chemistry 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ⼈間活動による環境生態系への悪影響を環境生態学・化学環境論の立場から理解

することを目指し、有害化学物質の生態系における運命および生態系に及ぼす影
響に関する現状、環境保全のための方策の現状を理解する。 



対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。ＤＶＤにより環境科学の概要を理解する。 

2 回 地球規模および国内で生じている環境問題について復習し、前期授業のま
とめを行う。 
3 回 生態系における有害化学物質の運命に影響を及ぼす要因について概説し、
１）自浄作用と水処理の原理を説明する。 
4 回 生態系における有害化学物質の運命 ２）農薬 について説明する。 
5 回 生態系における有害化学物質の運命 ３）有機塩素化合物 について説明
する。 
6 回 生態系における有害化学物質の運命 ４）ダイオキシン類 について説明
する。 
7 回 生態系における有害化学物質の運命 ５）重金属 について説明する。 
8 回 生態系に及ぼす有害化学物質の影響 １）生物濃縮 について説明する。 
9 回 生態系に及ぼす有害化学物質の影響 ２）薬物代謝酵素 について説明す
る。 
10 回 生態系に及ぼす有害化学物質の影響 ３）毒性評価の意義、方法 につい
て説明する。 
11 回 生態系に及ぼす有害化学物質の影響 ４）内分泌撹乱作用 について説明
する。 
12 回 環境保全 １）廃棄物処理・排水処理について、説明する。 
13 回 環境保全 ２）環境浄化 について説明する。 
14 回 新たな環境汚染物質について、問題の所在と本質を説明する。 
15 回 環境生態学Ⅱ・化学環境論のまとめを行う。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習の過程を把握すること。 
2 回 前回に配布したプリントの全問について、教科書や参考書を見ながら回答
しておくこと。 
3 回 教科書「4.1 から 4.3」（１１３〜１２０ページ）を読み、自浄作用について
予習を行うこと。 
4 回 教科書「4.4 農薬」（１２０〜１２６ページ）を読み、農薬の環境内運命に
ついて予習を行うこと。 
5 回 教科書「4.5 有機塩素化合物」（１２６〜１４６ページ）を読み、有機塩素
化合物の環境内運命について予習を行うこと。 
6 回 教科書「4.6 から 4.7」（１４６〜１５８ページ）を読み、ダイオキシン類の
環境内運命について予習を行うこと。 
7 回 教科書「4.8 重金属」（１５８〜１６３ページ）を読み、重金属の環境内運
命について予習を行うこと。また、これまでに取り上げた有害化学物質の環境内
運命をまとめておくこと。 
8 回 教科書「4.9 から 5.1」（１６４〜１７９ページ）を読み、生物濃縮について
予習を行うこと。 
9 回 教科書「5.3 薬物代謝酵素」（１７９〜１８９ページ）を読み、薬物代謝酵
素について予習を行うこと。 
10 回 教科書「5.5 化学物質の毒性評価法」（１８９〜２０７ページ）を読み、



変異原性と発ガン性について予習を行うこと。 
11 回 教科書「5.7 内分泌撹乱物質」（２０７〜２２２ページ）を読み、この問
題の本質について予習を行うこと。また、これまでに取り上げた有害化学物質に
ついて生態系に及ぼす影響をまとめておくこと。 
12 回 教科書「6.1 から 6.2」（２２３〜２２９ページ）を読み、廃棄物処理と排
水処理について予習を行うこと。 
13 回 教科書「6.3 から 6.10」（２２９〜２５７ページ）を読み、生物を用いた環
境浄化法について予習を行うこと。 
14 回 事前に配布する資料を読み、新たに問題となる環境汚染物質について予習
を行うこと。 
15 回 教科書（１１３〜２５７ページ）を読み返し、整理しておくこと。また、
毎回の講義資料の最後に示した専門用語について、十分に復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSC2111 
成績評価 講義内小テスト 20％、中間テスト 30％、定期試験 50％により成績を評価する。

ただし、定期試験において基準点を設け、得点が１００点満点中、６０点未満の
場合は不合格とする。 

曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス CA(〜12) 
見出し FSC2111 分析化学Ⅰ 
担当教員名 善木 道雄 
単位数 2 
教科書 定量分析化学/デイ、アンダーウッド共著/鳥居、康共訳/培風館 
アクティブラーニング  
キーワード 分析化学、化学反応式、酸と塩基、平衡定数、ｐH 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 ⿊板が狭い。字が小さいという指摘があった。板書の書き方をシンプルにするよ

う心掛ける。 
科目名 分析化学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 分析化学〈基礎編〉/本水、磯崎、櫻川、井原、内山、善木、寺前、中釜、平山、

平山、南澤、森⽥共著/東京教学社 
授業形態 講義 
注意備考 関数電卓が必要 
シラバスコード FSC2111 
実務経験のある教員  
達成目標 高校までに習得した化学の基礎知識の再確認をする。特に化学反応の組み立て

方、濃度表示、平衡定数、ｐH についての基礎知識を習得する。 
受講者へのコメント 予習復習を必ずするように。 
連絡先 善木研究室 13 号館 4 階 zenki@chem.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特記事項なし。 
英文科目名 Analytical Chemistry I 
関連科目 本講義に続いて分析化学Ⅱ、分析化学演習、機器分析化学および環境分析化学 I・

Ⅱの履修が望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 小テストの回数を増やす。 
講義目的 分析化学はあらゆる分野の化学の基礎となっている。理論的な思考⼒の発展と合

理的な実験の構築ができるように、基礎的な化学反応を取り上げ、その定量関係
について講義する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 【オリエンテーション】分析化学の講義の進め方について説明する。 



2 回 【分析化学とは】分析化学は化学の基礎であり、その重要性について説明す
る。 
3 回 【分析操作の手順とデータ処理、誤差】分析の手順を説明し、データーの処
理方法、誤差の問題等について解説する。 
4 回 【水溶液と化学平衡】水溶液の化学平衡について概説する。 
5 回 【滴定分析法、化学式の組み立て方】酸・塩基反応、沈殿反応、酸化・還元
反応、錯生成反応について化学反応式の組み立て方を講義する。 
6 回 【化学量論、モルと当量】モルと当量についての化学量論を演習を交えて説
明する。 
7 回 【モル濃度、式量濃度 規定度、百万分率】濃度表式について演習を交えて
解説する。 
8 回 【中間試験】第１回から第７回までの内容の中間試験を行う。試験終了後に
出題内容について解説する。 
9 回 【酸・塩基反応】個々の代表的な酸・塩基反応について、実例を挙げながら
その当量関係について説明する。 
10 回 【酸化・還元反応】代表的な酸化・還元反応について、反応式の組み立て
方からもう一度再確認しながら解説する。 
11 回 【重量分析法】沈殿生成反応を理解したうえで、重量分析の当量関係につ
いて解説する。 
12 回 【化学平衡論一般】水溶液の化学平衡関係を概説する。 
13 回 【酸と塩基、ブレンステッド説】酸と塩基について、その定義から始めて
詳しく説明する。 
14 回 【pH の概念】ｐH の概念を説明し、強酸・強塩基水溶液のｐH について
概説する。 
15 回 【弱酸・弱塩基水溶液のｐH】酸解離定数の理解を中心に詳述する。 

準備学習 1 回 分析化学とはどんな学問か、何を学ぶのか考えてみること。 
3 回 分析操作の手順、データ処理、誤差について考えてみること。 
4 回 水溶液の化学平衡について予習をすること。 
5 回 化学反応式の組み立て方について、特に酸化・還元反応式について予習をし
っかりすること。 
6 回 モルと当量について予習をしっかりすること。 
7 回 正しい濃度表示のもとに定量分析は成り立つので、わかるまで予習・復習を
すること。 
8 回 7 回までの講義の復習をし、教科書中の例題を理解するまで解くこと。 
9 回 酸・塩基反応について予習をしっかり行い、当量関係について理解を深める
こと。 
10 回 酸化・還元反応について予習・復習を完全にすること。 
11 回 沈殿反応についてまとめてみること。 
12 回 水溶液の平衡論について復習をしっかりすること。 
13 回 酸・塩基の定義について、特にブレンスッテドの酸・塩基説について理解
をすること。 
14 回 酸の強さ、pH の概念について予習復習をしっかりすること。 



15 回 弱酸水溶液の pH について考えてみること。酸解離定数の取り扱い方の復
習をすること。 

 



年度 2012 
授業コード FSC2112 
成績評価 課題提出（20％）、中間試験（30％）、期末試験（50％）により行う。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス CA(〜12),CB(〜12) 
見出し FSC2112 分析化学Ⅱ 
担当教員名 善木 道雄 
単位数 2 
教科書 定量分析化学/デイ・アンダーウッド共著/鳥居・康共訳/培風館 
アクティブラーニング  
キーワード 平衡定数、pH、酸と塩基、錯生成反応、溶解平衡、酸化・還元平衡 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 テストの解答をきちんとする。 
科目名 分析化学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 分析化学〈基礎編〉/本水、磯崎、櫻川、井原、内山、善木、寺前、中釜、平山、

三浦、南澤、森⽥共著/東京教学社 
授業形態 講義 
注意備考 習熟度別クラスになっている。クラス分けをオリエンテーションまたは掲示板で

確認して、自分のクラスで履修すること。関数電卓が必要。最終試験は 15 回講
義終了後実施する。日時については掲示板で伝達する。 

シラバスコード FSC2112 
実務経験のある教員  
達成目標 あらゆる組成の水溶液の pH が計算できる。溶液内に存在する化学種の分布率を

求めることができる。錯生成反応や沈殿の溶解平衡を理論的に考察することがで
きる。 

受講者へのコメント 教科書の例題が多いのが特徴で、予習、復習に有効に利用してほしい。 
連絡先 13 号館 4 階 善木道雄研究室 zenki@chem.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業の目標を達成できたとする学生が非常に少なく、半分程度、少しできたとい
う学生が大部分であった。理解しやすいように 
授業内容を改善したい。 

英文科目名 Analytical Chemistry II 
関連科目 分析化学Ⅰ、分析化学演習、機器分析化学、環境分析化学Ⅰ・Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 重要なところはゆっくりメリハリをつけて講義を進めていく。 
講義目的 分析化学Ⅰに引き続いて、基礎的な化学反応の理論、特に水溶液内の化学平衡に

ついて詳しく述べる。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 【水溶液の化学平衡】分析化学 I の復習をかねて、水溶液の化学平衡、ｐH



の概念等について説明する。 
2 回 【強酸・強塩基の滴定曲線の作成】強酸・強塩基の滴定における理論曲線を
作成し、酸・塩基反応について講義する。 
3 回 【弱酸の解離平衡】酸解離定数を定義し、あらゆる組成の弱酸溶液のｐH を
計算できるよう解説する。 
4 回 【弱塩基の解離平衡】前回に引き続き弱塩基についても考え、その解離平衡
について解説する。 
5 回 【弱酸・弱塩基の滴定曲線の作成】強酸・強塩基の場合と同様に理論曲線を
作成し、弱酸・弱塩基の滴定について解説する。 
6 回 【pH 指示薬、緩衝溶液】ｐH 指示薬などの有機試薬全般の説明、また緩衝
溶液について説明する。 
7 回 【中間試験】強酸・強塩基、弱酸・弱塩基の溶液のｐH 計算についての中間
テストを行い、試験終了後、出題内容について解説する。 
8 回 【複雑な酸・塩基の解離平衡】二塩基酸の解離平衡について詳述する。 
9 回 【ポリプロトン酸の pH 計算】炭酸、リン酸のようなポリプロトンさんの解
離平衡について詳述する。 
10 回 【酸・塩基化学種の分布 1】酢酸のような簡単な酸を例にして、その化学
種の分布曲線をかき、化学種の存在率について説明する。 
11 回 【酸・塩基化学種の分布 2】前回の講義を、さらにポリプロトンさんの存
在率にまで拡大し、実際に分布曲線を作成し考察する。 
12 回 【化学反応の進行】酸・塩基の中和反応の進行の程度を考察し、反応後の
それぞれの化学種の濃度を計算し、化学平衡反応のまとめの解説をする。 
13 回 【錯生成反応】錯体について説明したのち、錯生成反応について考察する。
代表的なキレート試薬、EDTA について解説し、条件安定度定数について講義す
る。 
14 回 【溶解平衡】沈殿反応について説明したのち、溶解度、溶解平衡について
詳述する。 
15 回 【酸化・還元平衡】電池、ネルンストの式等について説明する。 

準備学習 1 回 水溶液の化学平衡について教科書をよく読んでおくこと。酸・塩基の概念に
ついて、自分の考えをまとめておくこと。 
2 回 HCl や NaOH 水溶液の pH を計算できるよう準備すること。滴定曲線のグ
ラフが書ける準備をすること。 
3 回 酸解離定数の取り扱いをしっかりと勉強すること。 
4 回 塩基解離定数ついても理解しておくこと。 
5 回 中和反応後のどのような組成の溶液でも pH が計算できるよう演習をしっ
かりすること。滴定曲線から多くの化学的な知見を得るよう努⼒すること。 
6 回 指示薬の構造と変色機構を勉強すること。 
7 回 試験で間違ったところは特に復習をし、完全に理解すること。 
8 回 逐次酸解離定数について調べておくこと。 
9 回 炭酸やリン酸溶液の pH 計算について調べておくこと。 
10 回 酢酸やアンモニアの化学種の分布について考えてみること。 
11 回 シュウ酸やリン酸のようなポリプロトン酸化学種の分布について調べてお



くこと。 
12 回 酸と塩基の中和反応、あるいはその他の化学反応がどの程度進行するか予
測してみること。 
13 回 錯体と生成定数について調べておくこと。 
14 回 沈殿の溶解および溶解度について考えてみること。 
15 回 電池、酸化・還元反応、ネルンスト式について予習をしっかりすること。 

 



年度 2012 
授業コード FSC2122 
成績評価 提出課題と小テスト 30％，定期試験 70％により成績を評価する． 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス CA(〜11),CB(〜11) 
見出し FSC2122 無機化学演習 
担当教員名 柴原 隆志 
単位数 2 
教科書 基礎無機化学 第２版／荻野博 飛⽥博実 岡崎雅明／東京化学同⼈ 
アクティブラーニング  
キーワード 元素，原子，分子，原子核，イオン，酸， 塩基， 典型金属元素，非金属元素，

遷移金属元素 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  

スクリーンが見えにくい場合は，その旨をすぐに伝えてください．また，できる
だけよく見える位置に着席してください．  
スライド変更が速すぎる場合は，その旨を伝えてください．ゆっくり変更すると，
どうしても講義内容が少なくなります． 
プリントが役立ったとのことを喜んでいます． 

科目名 無機化学演習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 無機化学演習／齋藤太郎・井本英夫／岩波書店 
授業形態 演習 
注意備考 無機化学 I〜III の教科書として使用している「基礎無機化学」の章末問題を詳細

に解説する．教科書以外の問題もプリント配布し，演習問題とする． 
シラバスコード FSC2122 
実務経験のある教員  
達成目標 無機化学の広い範囲にわたる問題を実際に解き，多彩な無機化学の基本を習得す

ること． 
受講者へのコメント 多くのプリントを配布し，パワーポイントを多用した授業への好意的なコメント

が多かったことを喜んでいます．さらにわかりやすい講義をしたいと思っていま
す． 
学生諸君は，疑問を次の時間まで残さないで，積極的に質問してください． 

連絡先 22 号館 6F 柴原研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 「満足・ほぼ満足」が過半数を超え，基本的に良かったと思っています． 
英文科目名 Exercises in Inorganic Chemistry 
関連科目 無機化学 I，無機化学 II，無機化学 III を受講していることが望ましい（受講中を

含む）． 



次回に向けての改善変更予定  
講義目的 無機化学 I，無機化学 II で学んだ基礎的理論に基づき，無機化学の総論および各

論に関する問題について詳細に解説する． 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション．演習の進め方を説明する．教科書「1. 元素と周期表」

の章末問題を解説する．プリント問題 1 を配布する． 
2 回 プリント問題 1 を解説する． 
3 回 教科書「2. 分子とそのモデル」の章末問題を解説する．プリント問題 2 を
配布する． 
4 回 プリント問題 2 を解説する． 
5 回 教科書「3. イオン性固体と金属」の章末問題を解説する．プリント問題 3
を配布する． 
6 回 プリント問題 3 を解説する． 
7 回 教科書「4. 基礎無機反応」の章末問題を解説する．プリント問題 4 を配布
する． 
8 回 プリント問題 4 を解説する． 
9 回 教科書「5．典型金属の化学」の章末問題を解説する（1 回目）．プリント問
題 5 を配布する． 
10 回 プリント問題 5 を解説する． 
11 回 教科書「5．典型金属の化学」の章末問題を解説する（2 回目）．プリント
問題 6 を配布する． 
12 回 プリント問題 6 を解説する． 
13 回 教科書「5．典型金属の化学」の章末問題を解説する（3 回目）．プリント
問題 7 を配布する． 
14 回 プリント問題 7 を解説する．プリント問題 8 を配布する． 
15 回 プリント問題 8 を解説する． 

準備学習 1 回 教科書「1. 元素と周期表」の章末問題を解くこと． 
2 回 プリント問題 1 を解くこと． 
3 回 教科書「2. 分子とそのモデル」の章末問題を解くこと． 
4 回 プリント問題 2 を解くこと． 
5 回 教科書「3. イオン性固体と金属」の章末問題を解くこと． 
6 回 プリント問題 3 を解くこと. 
7 回 教科書「4. 基礎無機反応」の章末問題を解くこと． 
8 回 プリント問題 4 を解くこと． 
9 回 教科書「5．典型金属の化学」の章末問題を解くこと． 
10 回 プリント問題 5 を解くこと． 
11 回 教科書「5．典型金属の化学」の章末問題を解くこと． 
12 回 プリント問題 6 を解説する． 
13 回 教科書「5．典型金属の化学」の章末問題を解くこと． 
14 回 プリント問題 7 を解くこと． 
15 回 プリント問題 8 を解くこと． 

 



年度 2012 
授業コード FSC2132 
成績評価 主として期末試験で評価する（１００％）。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス CA(〜10),CB(〜10) 
見出し FSC2132 化学と社会 
担当教員名 大谷 槻男 
単位数 2 
教科書 適宜プリント資料を配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 生活のなかの化学物質、鉱物資源、エネルギー資源、地球環境、環境汚染、地球

温暖化 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 自由記述は１件のみで、「非常に面白くて興味がわきました」という記述でした。

今後も努⼒して満足してもらえるような授業にしていきたいと思っています。 
科目名 化学と社会 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「第４版 化学ー物質・エネルギー・環境」/浅野、荒川、菊川(学術図書出版社）、

「現代の生活と物質」/⻄口 毅(化学同⼈）、「正しく知る地球温暖化」/赤祖父 
俊一(誠文堂新光社）、「⻩砂 その謎を追う」/岩坂 泰信(紀伊国屋書店）、「地球
環境４６億年の大変動史」/⽥近 英一(化学同⼈）、「エネルギー・環境・社会ー現
代技術社会論」（京大⼈気講義シリーズ：丸善） 

授業形態 講義 
注意備考 ・この講義はわれわれの生活において、化学の果たすべき役割について考えるこ

とを主な目的としています。単に講義を聴講するだけでなく、図書館やインター
ネットなどをよく利用して、各自必要な情報を得る努⼒をして下さい。 
・参考書は必ずしも購入する必要はありませんが、図書館を利用するなど、何ら
かの方法で読んでおくことを薦めます。 

シラバスコード FSC2132 
実務経験のある教員  
達成目標 １．生活で使われるさまざまな化学物質についての知識を得る。 

２．鉱物資源、エネルギー資源の知識を得る。 
３．地球環境に及ぼす汚染物質についての知識を得る。 
４．地球環境保全のために果たすべき化学の役割について考える。 

受講者へのコメント 化学に関係する時事的な内容（エネルギー、環境等）の講義をするので、比較的
取り組みやすい授業内容になっているのではないかと思われます。しかし、今年
度はかなりの⼈数が不合格になりました（約３０％）。単に面白いと思っただけ
ではだめで、しっかりと内容を把握することが重要です。決して単位を稼ぎやす
い授業ではありませんので注意して下さい。 

連絡先 １３号館３階研究室 TEL:086-256-9423,E-mail:ohtani@chem.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への  



対応 
各項目評価に対する所見 「この授業を受けて良かったこと」にはこの分野への理解が深まったと思った⼈

は７０．６％ありました。また関心が高まったと思った⼈は４１．２％でした。
「教員の熱心度」は８２．４％の⼈が「感じられた（少し感じられた）」との評価
でした。 
「満足度」に関しては満足が４１．２％、ほぼ満足が３５．３％でした。いずれ
の項目においてもそれなりの評価を得られたと思っています。 
「授業の手法」、「授業の進行と教材」については特に意見はありませんでした。 

英文科目名 Chemistry in Human Life 
関連科目 化学科で開講している専門科目のほとんど全てに関連している。 
次回に向けての改善変更予定 より、時事的な内容を充実させたいと思っています。 
講義目的 化学はわれわれの生活にとって欠かすことのできない様々な有用物質を生み出

してきた。その反面、それらを生産する際に排出される二酸化炭素や有害物質な
どが環境汚染の原因となっている。善悪両面において化学の果たす役割は大き
い。そして現在、より良い地球環境を作るために、化学は何ができるのかが問わ
れている。この講義では、⼈間の生活において、化学が果たしている役割と、今
後果たすべき役割についてさまざまな観点から考える。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 近・現代の化学の歴史を概説する。また、ハーバー・ボッシュによる空中窒

素固定法の功罪等について解説する。 
2 回 生活の中のいろいろな化学物質について解説する。最も重要な物質である
水については、その性質と資源利用について詳しく説明する。 
3 回 地球上のエネルギー・物質循環、森林資源、バイオマス等について解説す
る。 
4 回 産業の基幹元素である炭素、鉄、ケイ素の性質について述べ、それらがどの
ように利用されているかについて説明する。 
5 回 現代の産業に欠かすことのできないレアメタル、レアアースの種類とその
役割について解説する。 
6 回 海洋体積でみれば、日本は世界第四位の海洋国家である。日本の海底鉱物資
源とエネルギー資源について説明する。 
7 回 化石燃料、メタンハイドレート、バイオマス等のエネルギー利用と化学につ
いて説明する。 
8 回 太陽電池、原子⼒、廃熱等のエネルギー利用と化学について説明する。 
9 回 省エネルギーとして有望視されている超伝導について、その歴史、原理、応
用等について説明する。 
10 回 二酸化炭素の濃度と地球温暖化との関連性についての種々の学説について
紹介する。 
11 回 地球の気温に関する種々の学説（⿊点の数と気候との関連等）について解
説する。 
12 回 オゾンの生成と性質、オゾン層の役割、オゾンホール等について解説する。 
13 回 オゾンホールの生成機構、紫外線が健康に及ぼす影響等について解説する。 
14 回 ⻩砂の発生、含まれる物質、性質、日本に及ぼす影響等について解説する。 



15 回 これまでの学習内容を復習する。 
準備学習 1 回 ハーバー・ボッシュによる空中窒素固定法についてあらかじめ調べておく

こと。 
2 回 化学物質についてよく学習しておくこと。 
3 回 バイオマスについてよく予習しておくこと。 
4 回 炭素、鉄、ケイ素について学習しておくこと。 
5 回 レアメタル、レアアースについて勉強しておくこと。 
6 回 排他的経済水域について調べておくこと。 
7 回 化石燃料について調べておくこと。 
8 回 エネルギー利用について学習しておくこと。 
9 回 超伝導について調べておくこと。 
10 回 地球温暖化と二酸化炭素との関係について調べておくこと。 
11 回 地球温暖化について、いろいろな資料から情報を得ておくこと。 
12 回 オゾンの性質について調べておくこと。 
13 回 オゾンホールについてその発生機構をよく調べておくこと。 
14 回 ⻩砂について調べておくこと。 
15 回 これまでに学習したことをよく復習してくること。 

 



年度 2012 
授業コード FSC21A1 
成績評価 定期試験(80%)、レポート(10%)、小テストおよび平常点(10%)によって評価す

る。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス CA(〜10),CB(〜10),CM(〜10) 
見出し FSC21A1 高分子化学 
担当教員名 山⽥ 真路 
単位数 2 
教科書 適宜指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード 平均分子量、高分子合成、生体高分子、機能性高分子、環境 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 自由記述欄に記述されていたコメントにすべて回答させていただきます。 

・先生の説明や授業内容は明快でわかりやすかった。小話も面白かったです。 
⇒ありがとうございます。今後もこの調子で頑張りたいと思います。 

科目名 高分子化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 ※試験は定期試験期間中に行い、試験形態は筆記試験とする。 

※パソコン、液晶プロジェクターで電子教材を提供。 
※学内ネットワーク（ＯＵＳＮＥＴ）を経由して研究室のＷＥＢサーバから講義
情報を提供。 

シラバスコード FSC21A1 
実務経験のある教員  
達成目標 以下の事柄を習得することを目的とする。 

（１）我々の身近に存在する高分子物質を説明することができること。 
（２）高分子のガラス転移に関して説明することができること。 
（３）平均分子量を計算することができること。 
（４）ラジカル重合やイオン重合について説明することができること。 
（５）イオン交換樹脂等の原理を説明することができること。 
（６）身近に存在する生体高分子について説明することができること。 
（７）高分子と環境とのつながりについて説明することができること。 

受講者へのコメント シラバスに「予習」と「復習」のポイントが記載されていますので、よく目を通
していただければ幸いです。 

連絡先 山⽥(真)研究室 １３号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 [A]授業への取り組み 
「授業時間外にどの程度学習しましたか」という項目では半分の⼈が全くしなっ



たと回答しました。シラバスに、予習および復習項目が書かれていますので、そ
の部分を読んでいただければ幸いです。 
[B]授業におけるあなたの成⻑ 
理解が深まったや関心が高まったというコメントが多かったため、本講義の目的
は達成出来ていると思われます。 
[E]の項目に関しては【次回に向けての改善・変更予定】に記述しました。 

英文科目名 Polymer Chemistry 
関連科目 化学の基礎的な知識を有している事が望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 [E]の項目に対する改善点 

・授業の手法について 
「内容を易しく」と「内容を難しく」という欄にそれぞれ 1 名ずつチェックが入
っていましが、残りの方は「特にない」にチェックを入れているため、来年度も
この内容で行いたいと思います。ただ、本授業は「理学部」と「工学部」の合同
授業であるため、双方の学生に十分満足していただく授業を行うのは難しいと考
えています。 

講義目的 高分子は我々の生活で欠かせない材料の一つである。高分子化学では、高分子の
一般的な性質から高分子の重合反応、機能性高分子、生体高分子まで幅広く講義
する。それと供に、高分子材料についての講義も行う。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 高分子化学の概要。講義の進め方について説明する。 

2 回 高分子の基礎。高分子の歴史と基本的な考えについて説明する。 
3 回 高分子の構造と物性（１）。高分子の基本的な構造（結晶領域と非晶領域）
について説明する。 
4 回 高分子の構造と物性（２）。高分子の基本的な物性（高分子のガラス転移）
について説明する。 
5 回 高分子の分子量測定。分子量の計算方法および分子量の測定方法について
説明する。 
6 回 高分子の合成（１）。ラジカル重合について説明する。 
7 回 高分子の合成（２）。イオン重合について説明する。 
8 回 高分子の合成（３）。その他の重合について説明する。 
9 回 機能性高分子（１）。イオン交換樹脂およびイオン交換膜について説明する。 
10 回 機能性高分子（２）。導電性高分子について説明する。 
11 回 生体高分子（１）。多糖、特にセルロースについて説明する。 
12 回 生体高分子（２）。タンパク質や核酸について説明する。 
13 回 生活環境と高分子（１）。生分解性高分子について説明する。 
14 回 生活環境と高分子（２）。環境にやさしい高分子やその合成法について説明
する。 
15 回 まとめと総合演習。第１回から第１４回までの内容を理解した上で、これ
からの高分子について説明する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。第２回授業までに、
高分子化学の概要に関して復習しておくこと。 
2 回 身の回りにある高分子を図書館等で調べておくこと。第３回授業までに、高



分子の基本的な考えに関して復習しておくこと。 
3 回 高分子の構造と物性の関係を図書館で調べておくこと。第４回授業までに、
高分子の構造に関して復習しておくこと。 
4 回 高分子の構造と物性の関係を図書館で調べておくこと。第５回授業までに、
高分子の物性に関して復習しておくこと。 
5 回 「平均分子量」という言葉を図書館で調べ、内容を理解しておくこと。第６
回授業までに、高分子の分子量測定に関して復習しておくこと。 
6 回 高分子の合成を学習するにあたり、有機化学の一般的な反応をもう一度理
解しておくこと。第７回授業までに、ラジカル重合に関して復習しておくこと。 
7 回 高分子の合成を学習するにあたり、有機化学の一般的な反応をもう一度理
解しておくこと。第８回授業までに、イオン重合に関して復習しておくこと。 
8 回 高分子の合成を学習するにあたり、有機化学の一般的な反応をもう一度理
解しておくこと。第９回授業までに、その他の合成方法に関して復習しておくこ
と。 
9 回 図書館で「イオン交換樹脂」および「イオン交換膜」について調べ、どのよ
うな分野で使われている物かを理解しておくこと。第 10 回授業までに、イオン
交換樹脂に関して復習しておくこと。 
10 回 図書館で「導電性高分子」について調べ、どのような分野で使われている
物かを理解しておくこと。第 11 回授業までに、導電性高分子に関して復習して
おくこと。 
11 回 生体高分子の１つである「多糖」が、自分たちの身の周りでどのような素
材として使われているかを調べておくこと。第 12 回授業までに、多糖に関して
復習しておくこと。 
12 回 生体高分子の１つである「タンパク質」が、自分たちの身の周りでどのよ
うな素材として使われているかを調べておくこと。第 13 回授業までに、タンパ
ク質と核酸に関して復習しておくこと。 
13 回 図書館等で、高分子と環境問題との関係を調べておくこと。第 14 回授業
までに、生分解性高分子に関して復習しておくこと。 
14 回 図書館等で、高分子と環境問題との関係を調べておくこと。第 15 回授業
までに、第１回から第１４回までの内容をよく理解しておくこと。 
15 回 第１回〜第１４回までの内容をよく復習し、キーワードである「平均分子
量、高分子合成、生体高分子、機能性高分子、環境」について理解しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSC2311 
成績評価 定期試験(80%)と演習(20%)の結果から評価する． 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス CA(〜12) 
見出し FSC2311 有機化学Ⅰ 
担当教員名 豊⽥ 真司 
単位数 2 
教科書 マクマリー有機化学概説（第６版）／マクマリー著 伊東，児玉訳／東京化学同

⼈ 
アクティブラーニング  
キーワード 有機化学，結合，構造，反応，アルカン，アルケン 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 毎回の宿題がよかったという意見がありました．宿題だけで予習，復習が十分で

あるとはいえません． 
科目名 有機化学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 有機化学演習 −基本から大学院入試まで−，山本学，伊与⽥正彦，豊⽥真司 著，

東京化学同⼈： 
分子模型 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSC2311 
実務経験のある教員  
達成目標 ・有機化学を学習していくために必要な基礎知識（構造，結合，酸・塩基）を身

につける。 
・有機化学の構造の書き方，命名法の基礎を習得する。 
・アルカン，アルケンの性質と反応を理解する。 

受講者へのコメント 全般的に講義の取り組みは良好でした． 
必修科目であり，出席も良好でした． 
演習への取り組みは，積極的な⼈の割合が高くはありませんでした． 

連絡先 豊⽥（真）研究室 13 号館 2 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 毎回宿題を出したため，宿題等の課題に取り組んだ割合は高くなりました． 
この分野への理解が深まったとの意見が７７％であり，多くの⼈が積極的に講義
に望んだことがわかります． 
満足度は普通以下の⼈が２７％で，全体的な満足度を向上する余地があると感じ
ています． 
授業外学習は３０分以下の⼈が約半数であり，十分ではないと考えます． 



英文科目名 Organic Chemistry I 
関連科目 本講義に続いて「有機化学 II」「有機化学 III」および「有機化学演習」を履修す

ることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 基本的に現在の講義のやり方を継続していきます． 

再履修の受講者にきめの細かい指導ができるように工夫します． 
講義目的 有機化学の基礎を学び，さらに専門的な学習や研究に必要な知識を身につけるた

めの講義である。最初に有機化合物の構造と結合に関する全体的な内容を学習し
たのち，官能基ごとに化合物の命名，性質，合成，反応について述べていく。理
解を深めるために，演習問題を重視する．必要に応じて，分子模型を使用する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 構造と結合；酸と塩基（１） 原子，電子について説明する。 

2 回  構造と結合；酸と塩基（２） 共有結合，混成軌道について説明する。 
3 回  構造と結合；酸と塩基（３） 酸と塩基について説明する。 
4 回  構造と結合；酸と塩基（４） 構造、結合、酸、塩基に関する演習問題の解
説を行う。 
5 回  有機化合物の性質（１） アルカン 命名法について説明する。 
6 回  有機化合物の性質（２） 立体配座について説明する。 
7 回  有機化合物の性質（３） 立体配座 シクロアルカンについて説明する。 
8 回  有機化合物の性質（４）  有機化合物の性質に関する演習問題の解説を行
う。 
9 回  有機反応の性質：アルケン（１） 命名法，異性体について説明する。 
10 回  有機反応の性質：アルケン（２） 有機反応 アルケンの付加について説
明する。 
11 回  有機反応の性質：アルケン（３） アルケンに関する演習問題の解説を行
う。 
12 回  アルケンとアルキンの反応（１） アルケンの付加反応について説明する。 
13 回  アルケンとアルキンの反応（２） アルケンの付加反応について説明する。 
14 回  アルケンとアルキンの反応（３） アルケンの酸化，還元について説明す
る。 
15 回  アルケンとアルキンの反応（４）アルケンに関する演習問題の解説を行
う。 

準備学習 1 回 シラバスで講義概要を把握し、原子，電子について教科書で予習すること。 
2 回 前回の宿題を解き、共有結合，混成軌道について教科書で予習すること。 
3 回 前回の宿題を解き、酸と塩基について教科書で予習すること。 
4 回 構造と結合について教科書で復習して演習問題を解き、解答をレポートに
まとめること。 
5 回 アルカン 命名法について教科書で予習すること。 
6 回 前回の宿題を解き、立体配座について教科書で予習すること。 
7 回 前回の宿題を解き、立体配座、シクロアルカンについて教科書で予習するこ
と。 
8 回 有機化合物の性質について教科書で復習して演習問題を解き、解答をレポ
ートにまとめること。 



9 回 アルケンの命名法，異性体について教科書で予習すること。 
10 回 前回の宿題を解き、有機反応、アルケンの付加について教科書で予習する
こと。 
11 回 有機反応の性質について教科書で復習して演習問題を解き、解答をレポー
トにまとめること。 
12 回  アルケンの付加反応について教科書で予習すること。 
13 回 前回の宿題を解き、アルケンの付加反応について教科書で予習すること。 
14 回 前回の宿題を解き、アルケンの酸化，還元について教科書で予習すること。 
15 回 アルケンについて教科書で復習して演習問題を解き、解答をレポートにま
とめること。 

 



年度 2012 
授業コード FSC2312 
成績評価 定期試験(60%)，中間試験(20%)，演習(20%)の結果から評価する。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス CA(〜12),CB(〜12) 
見出し FSC2312 有機化学Ⅱ 
担当教員名 豊⽥ 真司 
単位数 2 
教科書 マクマリー有機化学概説（第６版）／マクマリー著 伊東，児玉訳／東京化学同

⼈ 
アクティブラーニング  
キーワード 有機化学，反応，合成，立体化学，芳香族化合物，ハロゲン化アルキル 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 演習の説明が⻑すぎるとの意見がありました．演習を十分に説明して理解をする

ことは重要ですが，時間のバランスは考えてみます． 
科目名 有機化学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 有機化学演習 −基本から大学院入試まで−，山本学，伊与⽥正彦，豊⽥真司 著，

東京化学同⼈： 
分子模型 

授業形態 講義 
注意備考 習熟度別クラスになっています。クラス分けをオリエンテーションまたは掲示板

で確認し，自分のクラスを履修すること。 
シラバスコード FSC2312 
実務経験のある教員  
達成目標 アルキン，芳香族化合物，ハロゲン化アルキル，アルコール関連化合物の性質と

反応を理解する。 
立体異性体やキラリティーなど立体化学の基礎概念を習得し，立体化学の表示や
命名ができる。 

受講者へのコメント 習熟度上位のクラスでしたが，授業の後半になるにつれて，レベルの差が大きく
なりました． 
全般的に静かに熱心に授業に取り組んでくれました． 
宿題演習については，一部の⼈が十分に取り組めていないようでした． 

連絡先 豊⽥（真）研究室 13 号館 2 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 出席状況は全般的に良好でした． 
毎回宿題を出したので，学習時間は⻑めでした． 

英文科目名 Organic Chemistry II 
関連科目 「有機化学 I」の単位を取得しておくことが望ましい。本講義に続いて「有機化



学 III」および「有機化学演習」を履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 基本的に同じ方針時講義を行います．演習をさらに重視します． 

可能であればミニ実験も取り入れます． 
講義目的 有機化学 I に引き続き，官能基ごとに化合物の命名，性質，合成，反応について

述べていく。立体化学の基礎についても学習する。理解を深めるために，演習問
題を重視する．必要に応じて，分子模型を使用する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 アルケンとアルキンの反応（１） 共役ジエンの反応 共鳴について説明す

る。 
2 回 アルケンとアルキンの反応（２） アルキンの反応について説明する。 演
習問題の解説を行う。 
3 回 芳香族化合物（１） 芳香族性、命名法について説明する。 
4 回 芳香族化合物（２） 求電子置換反応について説明する。 
5 回 芳香族化合物（３） 酸化・還元について説明する。 
6 回 芳香族化合物（４） に関する演習問題の解説を行う。 
7 回 立体化学（１） 鏡像異性体について説明する。 
8 回 立体化学（２） 順位則，ジアステレオマーについて説明する。 
9 回 立体化学（３） メソ化合物について説明する。 
10 回 立体化学（４） に関する演習問題の解説を行う。 
11 回 中間試験および解説を行う。 
12 回 ハロゲン化アルキル（１） 命名法、合成法について説明する。 
13 回 ハロゲン化アルキル（２） 求核置換反応について説明する。 
14 回 ハロゲン化アルキル（３） 脱離反応について説明する。 
15 回 ハロゲン化アルキル（４） に関する演習問題の解説を行う。 

準備学習 1 回 シラバスで講義概要を把握し、共役ジエンの反応、共鳴について教科書で予
習すること。 
2 回 アルキンの反応について教科書で予習する。共役ジエン、アルキンについて
教科書で復習して演習問題を解き、解答をレポートにまとめること。 
3 回 芳香族性、芳香族化合物の命名法について教科書で予習すること。 
4 回 前回の宿題を解き、芳香族化合物の求電子置換反応について教科書で予習
すること。 
5 回 前回の宿題を解き、芳香族化合物の酸化・還元について教科書で予習するこ
と。 
6 回 芳香族化合物について教科書で復習して演習問題を解き、解答をレポート
にまとめること。 
7 回 鏡像異性体について教科書で予習すること。 
8 回 前回の宿題を解き、 順位則、ジアステレオマーについて教科書で予習する
こと。 
9 回 前回の宿題を解き、 メソ化合物について教科書で予習すること。 
10 回 立体化学について教科書で復習して演習問題を解き、解答をレポートにま
とめること。 
11 回 これまでの講義内容を教科書で復習し、中間試験の勉強を行うこと。 



12 回 ハロゲン化アルキルの命名法、合成法について教科書で予習すること。 
13 回 前回の宿題を解き、ハロゲン化アルキルの求核置換反応について教科書で
予習すること。 
14 回 前回の宿題を解き、ハロゲン化アルキルの脱離反応について教科書で予習
すること。 
15 回 ハロゲン化アルキルについて教科書で復習して演習問題を解き、解答をレ
ポートにまとめること。 

 



年度 2012 
授業コード FSC2321 
成績評価 定期試験(80%)と演習(20%)の結果から評価する． 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス CB(〜12) 
見出し FSC2321 有機化学Ⅰ 
担当教員名 山⽥ 晴夫 
単位数 2 
教科書 マクマリー有機化学概説（第６版）／マクマリー著 伊東，児玉訳／東京化学同

⼈ 
アクティブラーニング  
キーワード 有機化学，結合，構造，反応，アルカン，アルケン 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 有機化学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 有機化学演習 −基本から大学院入試まで−，山本学，伊与⽥正彦，豊⽥真司 著，

東京化学同⼈： 
分子模型 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSC2321 
実務経験のある教員  
達成目標 ・有機化学を学習していくために必要な基礎知識（構造，結合，酸・塩基）を身

につける。 
・有機化学の構造の書き方，命名法の基礎を習得する。 
・アルカン，アルケンの性質と反応を理解する。 

受講者へのコメント 有機化学１は、基本的な説明がほとんどで、あまり本格的な有機反応がでてきま
せん。しかし、有機化学２，３と進んで行くにつれて、講義で説明される反応の
数が急速に増えてゆきます。このまま、有機化学に関心を持ち続けて、学んでも
らえればと思います。 

連絡先 山⽥（晴）研究室 22 号館 3 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 有機化学１は、大学で初めて学ぶ有機化学関連の講義です。６，７割の学生がこ
の分野への理解を示し、興味・関心をもってもらえたのはよかったと思っていま
す。また、３割程度の学生が講義でだされる宿題以外の学習に自主的に取り組ん
だと回答してもらえたことは、入門として位置づけられている講義の役割を果た
すことができたと感じています。 

英文科目名 Organic Chemistry I 



関連科目 本講義に続いて「有機化学 II」「有機化学 III」および「有機化学演習」を履修す
ることが望ましい。 

次回に向けての改善変更予定 有機化学１は入門的な役割なので、はじめのうちは、かなりゆっくりとしたペー
スで講義を進めています。そのために、予定している範囲まで講義を進めようと
して、講義の後半でペースが速くなりすぎているのは事実だと思います。もう少
しペース配分を考えて講義を進めていきたいと思います。 

講義目的 有機化学の基礎を学び，さらに専門的な学習や研究に必要な知識を身につけるた
めの講義である。最初に有機化合物の構造と結合に関する全体的な内容を学習し
たのち，官能基ごとに化合物の命名，性質，合成，反応について述べていく。理
解を深めるために，演習問題を重視する．必要に応じて，分子模型を使用する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 構造と結合；酸と塩基（１） 原子，電子について説明する。 

2 回  構造と結合；酸と塩基（２） 共有結合，混成軌道について説明する。 
3 回  構造と結合；酸と塩基（３） 酸と塩基について説明する。 
4 回  構造と結合；酸と塩基（４） 構造、結合、酸、塩基に関する演習問題の解
説を行う。 
5 回  有機化合物の性質（１） アルカン 命名法について説明する。 
6 回  有機化合物の性質（２） 立体配座について説明する。 
7 回  有機化合物の性質（３） 立体配座 シクロアルカンについて説明する。 
8 回  有機化合物の性質（４）  有機化合物の性質に関する演習問題の解説を行
う。 
9 回  有機反応の性質：アルケン（１） 命名法，異性体について説明する。 
10 回  有機反応の性質：アルケン（２） 有機反応 アルケンの付加について説
明する。 
11 回  有機反応の性質：アルケン（３） アルケンに関する演習問題の解説を行
う。 
12 回  アルケンとアルキンの反応（１） アルケンの付加反応について説明する。 
13 回  アルケンとアルキンの反応（２） アルケンの付加反応について説明する。 
14 回  アルケンとアルキンの反応（３） アルケンの酸化，還元について説明す
る。 
15 回  アルケンとアルキンの反応（４）アルケンに関する演習問題の解説を行
う。 

準備学習 1 回 シラバスで講義概要を把握し、原子，電子について教科書で予習すること。 
2 回 前回の宿題を解き、共有結合，混成軌道について教科書で予習すること。 
3 回 前回の宿題を解き、酸と塩基について教科書で予習すること。 
4 回 構造と結合について教科書で復習して演習問題を解き、解答をレポートに
まとめること。 
5 回 アルカン 命名法について教科書で予習すること。 
6 回 前回の宿題を解き、立体配座について教科書で予習すること。 
7 回 前回の宿題を解き、立体配座、シクロアルカンについて教科書で予習するこ
と。 
8 回 有機化合物の性質について教科書で復習して演習問題を解き、解答をレポ



ートにまとめること。 
9 回 アルケンの命名法，異性体について教科書で予習すること。 
10 回 前回の宿題を解き、有機反応、アルケンの付加について教科書で予習する
こと。 
11 回 有機反応の性質について教科書で復習して演習問題を解き、解答をレポー
トにまとめること。 
12 回  アルケンの付加反応について教科書で予習すること。 
13 回 前回の宿題を解き、アルケンの付加反応について教科書で予習すること。 
14 回 前回の宿題を解き、アルケンの酸化，還元について教科書で予習すること。 
15 回 アルケンについて教科書で復習して演習問題を解き、解答をレポートにま
とめること。 

 



年度 2012 
授業コード FSC2322 
成績評価 定期試験(60%)，中間試験(20%)，演習(20%)の結果から評価する。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス CA(〜12),CB(〜12) 
見出し FSC2322 有機化学Ⅱ 
担当教員名 山⽥ 晴夫 
単位数 2 
教科書 マクマリー有機化学概説（第６版）／マクマリー著 伊東，児玉訳／東京化学同

⼈ 
アクティブラーニング  
キーワード 有機化学，反応，合成，立体化学，芳香族化合物，ハロゲン化アルキル 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特になし 
科目名 有機化学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 有機化学演習 −基本から大学院入試まで−，山本学，伊与⽥正彦，豊⽥真司 著，

東京化学同⼈： 
分子模型 

授業形態 講義 
注意備考 習熟度別クラスになっています。クラス分けをオリエンテーションまたは掲示板

で確認し，自分のクラスを履修すること。 
シラバスコード FSC2322 
実務経験のある教員  
達成目標 アルキン，芳香族化合物，ハロゲン化アルキル，アルコール関連化合物の性質と

反応を理解する。 
立体異性体やキラリティーなど立体化学の基礎概念を習得し，立体化学の表示や
命名ができる。 

受講者へのコメント このクラスは、有機化学が不得手の学生を対象に講義を行っています。命名法や
有機反応の基本を理解してもらうことが目的です。なるべくわかりやすく講義を
行っているつもりですが、まだ、ピカソのような構造式を書いている学生が散見
されます。有機化学がわからない学生は、こちらが想像できないところでつまず
いている場合が多いので、再度、同じ講義を受けることがあれば、自分がなにが
わからないのかを伝えてください。 

連絡先 山⽥（晴）研究室 22 号館 3 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 有機化学が不得手な学生の一部でも、有機化学がおもしろいと感じ、興味を持っ
てもらえればこの講義の目的は達せられたと思います。今後も有機化学関連の講
義は多数用意されているので、自信を持って有機化学を勉強してください。 



英文科目名 Organic Chemistry II 
関連科目 「有機化学 I」の単位を取得しておくことが望ましい。本講義に続いて「有機化

学 III」および「有機化学演習」を履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 これまでも、有機化学が苦手な学生たちがつまずきやすいポイントをなるべく丁

寧に説明するようにしています。こちらもすべてのポイントを把握しているわけ
ではありません。有機化学でわからないところを教えてください。そこをわかり
やすい表現で講義をしたいと思っています 
。また、講義と演習を組み合わせた講義をこれからも続けていくつもりです。 

講義目的 有機化学 I に引き続き，官能基ごとに化合物の命名，性質，合成，反応について
述べていく。立体化学の基礎についても学習する。理解を深めるために，演習問
題を重視する．必要に応じて，分子模型を使用する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 アルケンとアルキンの反応（１） 共役ジエンの反応 共鳴について説明す

る。 
2 回 アルケンとアルキンの反応（２） アルキンの反応について説明する。 演
習問題の解説を行う。 
3 回 芳香族化合物（１） 芳香族性、命名法について説明する。 
4 回 芳香族化合物（２） 求電子置換反応について説明する。 
5 回 芳香族化合物（３） 酸化・還元について説明する。 
6 回 芳香族化合物（４） に関する演習問題の解説を行う。 
7 回 立体化学（１） 鏡像異性体について説明する。 
8 回 立体化学（２） 順位則，ジアステレオマーについて説明する。 
9 回 立体化学（３） メソ化合物について説明する。 
10 回 立体化学（４） に関する演習問題の解説を行う。 
11 回 中間試験および解説を行う。 
12 回 ハロゲン化アルキル（１） 命名法、合成法について説明する。 
13 回 ハロゲン化アルキル（２） 求核置換反応について説明する。 
14 回 ハロゲン化アルキル（３） 脱離反応について説明する。 
15 回 ハロゲン化アルキル（４） に関する演習問題の解説を行う。 

準備学習 1 回 シラバスで講義概要を把握し、共役ジエンの反応、共鳴について教科書で予
習すること。 
2 回 アルキンの反応について教科書で予習する。共役ジエン、アルキンについて
教科書で復習して演習問題を解き、解答をレポートにまとめること。 
3 回 芳香族性、芳香族化合物の命名法について教科書で予習すること。 
4 回 前回の宿題を解き、芳香族化合物の求電子置換反応について教科書で予習
すること。 
5 回 前回の宿題を解き、芳香族化合物の酸化・還元について教科書で予習するこ
と。 
6 回 芳香族化合物について教科書で復習して演習問題を解き、解答をレポート
にまとめること。 
7 回 鏡像異性体について教科書で予習すること。 
8 回 前回の宿題を解き、 順位則、ジアステレオマーについて教科書で予習する



こと。 
9 回 前回の宿題を解き、 メソ化合物について教科書で予習すること。 
10 回 立体化学について教科書で復習して演習問題を解き、解答をレポートにま
とめること。 
11 回 これまでの講義内容を教科書で復習し、中間試験の勉強を行うこと。 
12 回 ハロゲン化アルキルの命名法、合成法について教科書で予習すること。 
13 回 前回の宿題を解き、ハロゲン化アルキルの求核置換反応について教科書で
予習すること。 
14 回 前回の宿題を解き、ハロゲン化アルキルの脱離反応について教科書で予習
すること。 
15 回 ハロゲン化アルキルについて教科書で復習して演習問題を解き、解答をレ
ポートにまとめること。 

 



年度 2012 
授業コード FSC2331 
成績評価 提出課題と小テスト 30％，定期試験 70％により成績を評価する． 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス CA(〜10),CB(〜10),CM(〜10) 
見出し FSC2331 量子化学 
担当教員名 柴原 隆志 
単位数 2 
教科書 基礎量子化学（-量子論から分子を見る-）／馬場 正昭／サイエンス社 
アクティブラーニング  
キーワード ミクロの世界， 粒子， 波動， 不確定性原理， シュレーディンガー方程式， 分

子軌道， ヒュッケル法 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 量子化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 演習で理解する分子の対称と群論入門／ 崎山 博史 他／丸善出版 
授業形態 講義 
注意備考 量子化学の学習に必要な数学は，「厳密さ」よりも「分かり易さ」を重視したプリ

ントを配布する．数学に自信がなくても量子化学が理解できるように工夫してい
る．プリントの問題を解くことにより，理解が深まる． 

シラバスコード FSC2331 
実務経験のある教員  
達成目標 微小粒子の波動性を知り，分子軌道法とくに ヒュッケル法を理解すること． 
受講者へのコメント  
連絡先 22 号館 6F  柴原研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Quantum Chemistry 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 原子軌道，分子軌道，化学結合などをよく理解するために必要な量子化学をやさ

しく解説する． 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション．講義の進め方を説明する．量子化学を学ぶために必要

な数学を記した「量子化学入門のための数学」のプリントを配布する．「微分と偏
微分」を解説する． 
2 回 「ベクトルと行列式」（プリント）を解説する． 
3 回 「行列」（プリント）を解説する． 教科書と関連するプリントを配布する． 



4 回 「量子論の基本的な考え方」（プリント+教科書）を解説する（1 回目）． 
5 回 「量子論の基本的な考え方」（プリント+教科書）を解説する（2 回目） 
6 回 「量子論の基本的な考え方」（プリント+教科書）を解説する（3 回目）．教
科書と関連するプリントを配布する． 
7 回 「化学結合と分子軌道」（プリント+教科書）を解説する（1 回目） 
8 回 「化学結合と分子軌道」（プリント+教科書）を解説する（2 回目） 
9 回 「化学結合と分子軌道」（プリント+教科書）を解説する（3 回目） 
10 回 「化学結合と分子軌道」（プリント+教科書）を解説する（4 回目） 
11 回 「化学結合と分子軌道」（プリント+教科書）を解説する（5 回目）．教科書
と関連するプリントを配布する． 
12 回 「分子の対称性」（プリント+教科書）を解説する（1 回目）． 
13 回 「分子の対称性」（プリント+教科書）を解説する（2 回目）． 
14 回 「分子の対称性」（プリント+教科書）を解説する（3 回目）． 
15 回 「分子の対称性」（プリント+教科書）を解説する（4 回目）． 

準備学習 1 回 「微分」 を復習しておくこと． 
2 回 「ベクトルと行列式」（プリント）を予習すること． 
3 回 「行列」（プリント）を予習すること． 
4 回 「量子論の基本的な考え方」（プリント+教科書）を通読すること． 
5 回 「量子論の基本的な考え方」（プリント+教科書）を通読すること． 
6 回 「量子論の基本的な考え方」（プリント+教科書）を通読すること． 
7 回 「化学結合と分子軌道」（プリント+教科書）を通読すること． 
8 回 「化学結合と分子軌道」（プリント+教科書）を通読すること． 
9 回 「化学結合と分子軌道」（プリント+教科書）を通読すること． 
10 回 「化学結合と分子軌道」（プリント+教科書）を通読すること． 
11 回 「化学結合と分子軌道」（プリント+教科書）を通読すること． 
12 回 「分子の対称性」（プリント+教科書）を通読すること． 
13 回 「分子の対称性」（プリント+教科書）を通読すること． 
14 回 「分子の対称性」（プリント+教科書）を通読すること． 
15 回 「分子の対称性」（プリント+教科書）を通読すること． 

 



年度 2012 
授業コード FSC23A2 
成績評価 提出課題と小テスト 30％，定期試験 70％により成績を評価する． 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス CA(〜10),CB(〜10),CM(〜10) 
見出し FSC23A2 錯体化学 
担当教員名 柴原 隆志 
単位数 2 
教科書 基礎無機化学 第２版／荻野博 飛⽥博実 岡崎雅明／東京化学同⼈ 
アクティブラーニング  
キーワード 配位結合， 分光化学系列，電子スペクトル，溶液内平衡，電子移動， 18 電子則， 

光反応， 錯体触媒 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 スクリーンが見えにくい場合は，その旨をすぐに伝えてくださいい．また，でき

るだけよく見える位置に着席してください．  
プリントが役立ったとのことを喜んでいます． 

科目名 錯体化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSC23A2 
実務経験のある教員  
達成目標 錯体の多種多様な構造・物性を基礎的な理論に基づいて理解すること． 
受講者へのコメント 多くのプリントを配布し，パワーポイントを多用した授業への好意的なコメント

が多かったことを喜んでいます．今後，より具体的な例題を増やし，さらにわか
りやすい講義をしたいと思っています． 
 学生諸君は，疑問を次の時間まで残さないで，積極的に質問してください． 

連絡先 22 号館 6F 柴原研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 「満足・ほぼ満足」が過半数を超え，基本的に良かったと思っています． 
英文科目名 Coordination Chemistry 
関連科目 無機化学 I，無機化学 II，無機化学 III を受講していることが望ましい（受講中を

含む）． 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 無機化学・有機化学の境界領域にある錯体化学は，有機金属化学，生物無機化学

も含み著しい発展を遂げている．錯体化学の基礎的分野に重点を置いて解説す
る． 

対象学年 3 年/4 年 



授業内容 1 回 イントロダクション．講義の進め方を説明する．教科書「8.1 錯体の配位数
と構造」を解説する（1 回目）． 
2 回 「8.1 錯体の配位数と構造」を解説する（2 回目）． 
3 回 教科書「8.2 異性現象」を解説する． 
4 回 教科書「8.3 錯体の結合」を解説する（1 回目）． 
5 回 教科書「8.3 錯体の結合」を解説する（2 回目）． 
6 回 教科書「8.4 錯体の電子スペクトル」を解説する（1 回目）． 
7 回 「8.4 錯体の電子スペクトル」を解説する（2 回目）． 
8 回 教科書「9.1 錯体の溶液内平衡」を解説する． 
9 回 教科書「9.2 配位子置換反応の速度論」を解説する． 
10 回 教科書「9.3 電子移動反応」を解説する． 
11 回 教科書「9.4 光反応」を解説する． 
12 回 教科書「10 有機金属錯体」を解説する（1 回目）． 
13 回 教科書「10 有機金属錯体」を解説する（2 回目）． 
14 回 教科書「10 有機金属錯体」を解説する（3 回目）． 
15 回 教科書「生物無機化学」を解説する． 

準備学習 1 回 教科書「8.1 錯体の配位数と構造」を通読すること． 
2 回 教科書「8.1 錯体の配位数と構造」を通読すること． 
3 回 教科書「8.2 異性現象」を通読すること． 
4 回 教科書「8.3 錯体の結合」を通読すること． 
5 回 教科書「8.3 錯体の結合」を通読すること． 
6 回 教科書「8.4 錯体の電子スペクトル」を通読すること． 
7 回 教科書「8.4 錯体の電子スペクトル」を通読すること． 
8 回 教科書「9.1 錯体の溶液内平衡」を通読すること． 
9 回 教科書「9.2 配位子置換反応の速度論」を通読すること． 
10 回 教科書「9.3 電子移動反応」を通読すること． 
11 回 教科書「9.4 光反応」を通読すること． 
12 回 教科書「10 有機金属錯体」を通読すること． 
13 回 教科書「10 有機金属錯体」を通読すること． 
14 回 教科書「11 有機金属錯体」を通読すること． 
15 回 教科書「11 有機金属錯体」を通読すること． 

 



年度 2012 
授業コード FSC2511 
成績評価 レポート(75%)、試験(20%)、日報および平常点(5%)によって評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限、金曜日 5・6 時限 
対象クラス CA(〜10),CB(〜10) 
見出し FSC2511 分析化学実験 
担当教員名 山⽥ 真路、横山 崇 
単位数 3 
教科書 学生実験の手引き／（岡山理科大学理学部化学科編） 
アクティブラーニング  
キーワード 定性分析、定量分析、分光分析 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 [E]の項目に対する改善 

・授業の手法 
「説明にもう少し工夫」に数名チェック 
⇒テキストの表現や説明方法を変えたいと思います。  
・実験について 
「器具や機器を整備・補充」に 1 割強チェック 
⇒器具は実験の始まる前にチェックしている訳ですから、不備は無いと考えてい
ます。分光器の故障に関しては事前に動作確認を行いたいと思います。 
「TA の態度、指導⼒」に数名チェック。 
⇒ご指摘ありがとうございます。今後、教員と TA 間で事前のミーティング等を
行うなどして、適切な対応が出来るように心がけたいと思います。 

科目名 分析化学実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 環境・分析化学実験／酒井忠雄、相原將⼈編（三共出版）増補 新版分析化学実

験／日本分析化学会北海道支部編（化学同⼈）新版 分析化学実験／本水、磯崎、
井原、櫻川、善木、寺前、⻄澤、平山、三浦、森⽥、山口（東京教学社） 

授業形態 実験実習 
注意備考 Ｇコース専用科目。ＣＭクラスからの他コース履修は出来ません。実験テキスト、

プリント、参考書をよく読んで、事前に実験内容について予習・理解しておくこ
と。その他の注意事項をオリエンテーションにて説明します。 

シラバスコード FSC2511 
実務経験のある教員  
達成目標 分析化学実験を通して以下の事柄を習得することを目的とする。 

（１）実験器具を正しく使うことができること。 
（２）実験原理を理解し、正しく説明することができること。 
（３）実験を正しく行い、絶対誤差、相対誤差を計算することができること。 
（４）分光光度計を正しく使うことができること。 
（５）報告書を正しく作成することができること。 

受講者へのコメント 実験が始まる前に、実験書や分析化学の教科書をよく読み、実験内容をよく理解



してほしい。 
連絡先 横山 崇：分析化学研究室 １３号館４階 

山⽥真路：生体高分子研究室 １３号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 [A]取り組み 
実験科目であるため、出席および学習に関しては良い評価を得ました。今後もこ
の調子で頑張っていただきたいと思います。 
[B]成⻑に関して 
実験を通して理解が高まったや関心が高まった、技能・技術が向上したという意
見が多かった。分析化学実験の目的を理解していただきありがとうございます。 
[C]総合評価 
授業の目標に関して 1 割弱の学生が「少しできた」とコメントしているため、今
後少しでも理解度が上がるようにテキストの表現や説明方法を変えたいと思い
ます。 
[E]の項目は【改善・変更予定】に記述 

英文科目名 Experiments in Analytical Chemistry 
関連科目 分析化学 I,II 
次回に向けての改善変更予定 各項目に記述しました。 
講義目的 分析化学の基礎的事項を通して、実験事実と化学量論の関係を学ぶ。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。分析化学実験の進め方を説明する。 

2 回 ａ．無機イオンのペーパークロマトグラフィー。ペーパークロマトグラフィ
ーのやり方および原理を理解する。 
3 回 ｂ．金属イオン混合溶液のペーパークロマトグラフィー。ペーパークロマト
グラフィーのやり方および原理を理解する。 
4 回 ｃ．EDTA の標定。EDTA の標定方法について理解する。 
5 回 ｄ．カルシウムおよびマグネシウムイオンの滴定。カルシウムおよびマグネ
シウムイオンの滴定方法について理解する。 
6 回 ｅ．カルシウムおよびマグネシウムイオンの定量。カルシウムおよびマグネ
シウムイオンの分離定量について理解する。 
7 回 ｆ．容量法による未知試料中の硬度の測定。未知試料中のカルシウムおよび
マグネシウムイオンの分離定量について理解する。 
8 回 ｇ．重量法によるアルミニウムイオンの定量１。アルミニウムイオンの定量
法について理解する。 
9 回 ｈ．重量法によるアルミニウムイオンの定量２。アルミニウムイオンの定量
法について理解する。 
10 回 ｉ．未知試料中のアルミニウムイオンの定量１。未知試料中のアルミニウ
ムイオンの定量法について理解する。 
11 回 ｊ．未知試料中のアルミニウムイオンの定量２。未知試料中のアルミニウ
ムイオンの定量法について理解する。 
12 回 ｋ．チオ硫酸ナトリウム溶液の標定。チオ硫酸ナトリウム溶液の標定方法



について理解する。 
13 回 ｌ．次亜塩素酸ナトリウム溶液中の有効塩素の定量。次亜塩素酸ナトリウ
ム溶液中の有効塩素の定量法について理解する。 
14 回 ｍ．インドフェノールの可視吸収スペクトル。吸収スペクトルの測定方法
および原理を理解する。 
15 回 ｎ．アンモニウムイオンの検量線作成および未知試料中のアンモニウムイ
オンの定量。アンモニウムイオンの定量方法について理解する。 
※第 4〜第 15 回は各班にわかれて順番に c-f、g-j、k-n の実験を行う。 
※最後にテストを行うので、実習内容をよく理解しておくこと。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 教科書および図書館等でペーパークロマトグラフィーの原理を調べて、理
解しておくこと。また、実験終了後は、実験ノートをよく整理しておくこと。 
3 回 実験書および図書館等でペーパークロマトグラフィーの原理を調べて、理
解しておくこと。また、実験終了後は、実験ノートをよく整理しておくこと。 
4 回 教科書および図書館等で EDTA の構造等を調べ、どのような性質を持った
分子なのかを調べておくこと。また、実験終了後は、実験ノートをよく整理して
おくこと。 
5 回 教科書および図書館等で滴定の原理を調べ、理解しておくこと。また、実験
終了後は、実験ノートをよく整理しておくこと。 
6 回 教科書および図書館等で前回の実験で求めた滴定値からどのような方法で、
カルシウムおよびマグネシウムイオンの定量を行うかを理解しておくこと。ま
た、実験終了後は、実験ノートをよく整理しておくこと。 
7 回 図書館等で水道水の硬度を調べ、自分たちの測定値と比較できるように準
備しておくこと。また、実験終了後は、実験ノートをよく整理しておくこと。 
8 回 教科書および図書館で実験時に生成する沈殿を調べておくこと。また、実験
終了後は、実験ノートをよく整理しておくこと。 
9 回 教科書および図書館等で絶対誤差、相対誤差の求め方を復習し、理解してお
くこと。また、実験終了後は、実験ノートをよく整理しておくこと。 
10 回 教科書および図書館等でどのような方法で鉄イオンを分離することが出来
るかを調べておくこと。また、実験終了後は、実験ノートをよく整理しておくこ
と。 
11 回 教科書および図書館等で絶対誤差、相対誤差の求め方を復習し、理解して
おくこと。また、実験終了後は、実験ノートをよく整理しておくこと。 
12 回 教科書および図書館等で実験で使うでんぷんがどのような役割をしている
かを理解しておくこと。また、実験終了後は、実験ノートをよく整理しておくこ
と。 
13 回 教科書および図書館等で「有効塩素」の意味を調べ、どのような塩素であ
るかを理解しておくこと。また、実験終了後は、実験ノートをよく整理しておく
こと。 
14 回 教科書および図書館等で分光光度計の原理を調べ、理解しておくこと。ま
た、実験終了後は、実験ノートをよく整理しておくこと。 
15 回 教科書および図書館等で検量線の作成方法および使い方を理解しておくこ



と。また、実験終了後は、実験ノートをよく整理しておくこと。 
実験 a〜n までの内容を整理し、理解しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSC2512 
成績評価 発表と討論（40%）とレポート（40%）に実験に取り組む姿勢、内容（20%）を

加味して総合的に評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限、金曜日 5・6 時限 
対象クラス CA(〜10),CB(〜10) 
見出し FSC2512 有機化学実験 
担当教員名 若松 寛、山⽥ 晴夫 
単位数 3 
教科書 学生実験の手引き／岡山理科大学理学部化学科編 

この他、必要に応じてプリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 有機合成、プレゼンテーション 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特になし。 
科目名 有機化学実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 図解とフローチャートによる新有機化学実験／浅⽥、内出、小林共著／技報堂出

版 
有機化学実験（原書 8 版）／フィーザー、ウィリアムソン共著、磯部他訳／丸善 
機器分析のてびき１、同データ集／泉、小川他監修／化学同⼈ 
マクマリー有機化学概説第６版／マクマリー他著、伊東・児玉訳／東京化学同⼈ 

授業形態 実験実習 
注意備考 この科目はＧコース専用科目なので、Ｍコースからの他コース履修はできませ

ん。１年次に分子模型を購入した⼈は実習で使用するので持参してください。 
※発表会では、実験グループごとにパワーポイントを使ってスライドを作成し発
表を行います。 

シラバスコード FSC2512 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)合成・分離・構造決定といった有機化学実験の一連の基本操作を習得するこ

と。 
(2)実験や分子模型実習を通じて、有機化合物を実体のあるものとして捉えられ
るようになること。 
(3)プレゼンテーションの基礎技術を身につけること。 

受講者へのコメント ・実験の予習を怠らないようにしてください。 
・実験前の説明には重要事項が含まれているので、退屈と思うかもしれませんが
しっかり聞くようにしてください。 

連絡先 山⽥晴夫，若松 寛：22 号館 3 階（精密有機化学研究室） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ・総合評価の目標達成度がさらに上がるように、実験の進め方を改善していきま



す。 
英文科目名 Experiments in Organic Chemistry 
関連科目 ２年生までの有機化学系基礎科目、および「有機分光化学」の単位を取得してお

くことを強く希望する。 
次回に向けての改善変更予定 ・実験テーマ、テキストを学生の理解⼒に合わせて改善していきます。 

・有機化学実験では最後の討論会を重視しているため、レポートの提出回数は他
の実験科目よりも少なくしています。しかし、毎回の実験 
の予習と結果報告については、実験による学習効果が上がるよう工夫していきた
いと考えています。 

講義目的 いくつかの有機化合物の合成・分離および構造決定の課題実験を行い、有機化学
実験の基本操作を習得するとともに、赤外線吸収スペクトル（IR）や核磁気共鳴
スペクトル（NMR）などの機器分析により構造解析の基本を学ぶ。また、分子模
型の実習を通じて有機化合物の構造や立体化学に対する理解を深める。さらに、
実験結果を発表・討論する機会を設け、プレゼンテーションの基礎を学ぶ。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 実験全般のガイダンスを行った後および実験準備を行う。 

2 回 「分子模型を用いた実習」を行う。 
3 回 （合成実験 1）「ベンゾピナコールの光合成とピナコール転位」について実
験する。 
4 回 （合成実験 2）「アセトアニリドの合成」について実験する（１回目）。 
5 回 （合成実験 3）「アセトアニリドの合成」について実験する（２回目）。 
6 回 （合成実験 4）「ジベンジリデンアセトンの合成」について実験する（１回
目）。 
7 回 （合成実験 5）「ジベンジリデンアセトンの合成」について実験する（２回
目）。 
8 回 （合成実験 6）「Dieckmann 縮合と還元反応」について実験する（１回目）。 
9 回 （合成実験 7）「Dieckmann 縮合と還元反応」について実験する（２回目）。 
10 回 （合成実験 8）「Dieckmann 縮合と還元反応」について実験する（３回目）。 
11 回 （合成実験 9）「Friedel-Crafts 反応」について実験する（１回目）。 
12 回 （合成実験 10）「Friedel-Crafts 反応」について実験する（２回目）。 
13 回 「未知試料の構造決定」について実験する（１回目）。 
14 回 「未知試料の構造決定」について実験する（２回目）。 
15 回 合成実験 1〜10 についての発表と討論を行う。 

準備学習 1 回 教科書の「第１部共通事項」と「第４部有機化学実験」をよく読んでおくこ
と。 
2 回 有機化学の教科書の「立体化学」の箇所を復習しておくこと。 
3 回 教科書の該当箇所をよく読み，実験手順を把握しておくこと。 
4 回 教科書の該当箇所をよく読み，実験手順を把握しておくこと。 
5 回 教科書の該当箇所をよく読み，実験手順を把握しておくこと。 
6 回 教科書の該当箇所をよく読み，実験手順を把握しておくこと。 
7 回 教科書の該当箇所をよく読み，実験手順を把握しておくこと。 
8 回 教科書の該当箇所をよく読み，実験手順を把握しておくこと。 



9 回 教科書の該当箇所をよく読み，実験手順を把握しておくこと。 
10 回 教科書の該当箇所をよく読み，実験手順を把握しておくこと。 
11 回 教科書の該当箇所をよく読み，実験手順を把握しておくこと。 
12 回 教科書の該当箇所をよく読み，実験手順を把握しておくこと。 
13 回 教科書の該当箇所をよく読み，定性試験の反応を理解しておくこと。 
14 回 教科書の該当箇所をよく読み，定性試験の反応を理解しておくこと。 
15 回 発表会のスライドを準備し，発表練習をしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSC2521 
成績評価 レポートなどの平常点(50%)と筆記試験(50%)で評価を行う。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限、金曜日 5・6 時限 
対象クラス CA(〜10),CB(〜10) 
見出し FSC2521 無機化学実験 
担当教員名 森重 國光、坂根 弦太 
単位数 3 
教科書 学生実験の手引き（岡山理科大学理学部化学科編） 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 実験と講義との連携を深めることは確かに重要だと思います。 
科目名 無機化学実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 荻野 博・飛⽥博実・岡崎雅明共著・「基本無機化学」第 2 版・東京化学同⼈ 
授業形態 実験実習 
注意備考 予習を十分に行うこと G コース専用科目 CM クラスからの他コース履修は

できません。 
シラバスコード FSC2521 
実務経験のある教員  
達成目標 無機化合物の合成と無機化学実験に必要な基本的操作を習得すること。 
受講者へのコメント ある程度授業時間外で学習をしていたようで、結構だと思います。しかし、レポ

ートや試験結果を見ると、必ずしも時間外の学習を行っていた⼈は多くないこと
が推察されます。実験科目なので、レポート作成のためにももっと多くの時間を
割いて学習する必要があります。 

連絡先 森重研究室 13 号館 2 階、林・坂根研究室 13 号館 2 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 多数の⼈が授業時間外の学習にある程度取り組んでいたようで、結構なことで
す。授業を受けてこの分野への理解が深まり、興味や関心がたかまり、技能・技
術が向上したと思っている⼈が多数いることは、この授業がある程度高く評価さ
れていることを示すものと思います。 

英文科目名 Experiments in Inorganic Chemistry 
関連科目 無機化学 I、II、III の単位を取得しておくことが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 実験器具の改善に努めます。 
講義目的 簡単な無機化合物の合成と無機化学実験の基本的操作の習得を目的とする。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 実験操作法の説明と安全講習をする。 

2 回  - 錯体合成 I - 



5 種類のコバルト錯体の合成を行うとともに、得られた錯体の性質を調べ、電子
スペクトルと電子状態の関係について理解を深める。 
6 回  - 錯体合成 II - 
タングステン錯体、アルミニウム錯体および機能性色素のフタロシアニンの合
成、ルミノールの酸化反応などを行い、錯体の化学および各種発光現象の理解を
深める。 
9 回  - コロイド − 
水酸化鉄ゾルと紺⻘ゾルの光学的・電気的性質および凝結価の測定を行うととも
に、水ガラスからゲルを合成して、ゲルの性質を調べ、コロイド状態に関する理
解を深める。 
12 回  − 電池 − 
ボルタ電池、ダニエル電池、CdS 光化学電池を作り、各電池の機構を調べること
で、電池に関する理解を深める。 
15 回 最後に試験を行うので、実験内容をよく理解し整理しておくこと。 
試験終了後に出題内容について解説を行う。 

準備学習 1 回 学生実験の手引きの一般的注意事項をよく読んでおくこと。 
2 回 学生実験の手引きの錯体合成 I の箇所を予習しておくこと。また、実験終了
後は、実験ノートをよく整理しておくこと。 
6 回 学生実験の手引きの錯体合成 II の箇所を予習しておくこと。また、実験終
了後は、実験ノートをよく整理しておくこと。 
9 回 学生実験の手引きのコロイドの箇所を予習しておくこと。また、実験終了後
は、実験ノートをよく整理しておくこと。 
12 回 学生実験の手引きの電池の箇所を予習しておくこと。また、実験終了後は、
実験ノートをよく整理しておくこと。 
15 回 学生実験の手引きの無機実験の部分をよく復習し、理解しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSC2522 
成績評価 予習レポート（３割）および本レポート（７割）により評価する． 
曜日時限 火曜日 5・6 時限、金曜日 5・6 時限 
対象クラス CA(〜10),CB(〜10) 
見出し FSC2522 物理化学実験 
担当教員名 岩永 哲夫、林 宏哉 
単位数 3 
教科書 2 年次の化学実験で購入したテキストを使用する． 
アクティブラーニング  
キーワード 物理化学・実験実習・レポート作成 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ・確認テストについては，講義中に何度もアナウンスをしていました．ご了承く

ださい．評価については，次年度のシラバスに記入しています． 
科目名 物理化学実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 千原秀昭・徂徠道夫 編、「基礎物理化学実験 第４版」 東京化学同⼈バーロー

物理化学（上）第６版 大門寛・堂免一成 訳 東京化学同⼈ 
授業形態 実験実習 
注意備考 Ｇコース専用科目．CM クラスからの他コース履修はできない．日程の都合上，

土曜日に実験を行う可能性があるので予め日程を開けておくこと（開始時に通
知）． 

シラバスコード FSC2522 
実務経験のある教員  
達成目標 ・物理化学の講義で学んできた知識を体得する． 

・基本的な物理量を実験により決定する． 
・コンピュータを使用して簡単なデータ処理をすることができる． 
・班内で協⼒しつつ，主体的に実験に取り組むことができる． 
・実験に関するレポートを作成することができる． 

受講者へのコメント ・事前の予習をしっかりやるために，予習課題を与えています．実験書に書いて
いることだけではなく，わからないことばなどをしっかり専門書を用いて，調べ
ることをおすすめします． 
・実験内容に関係のない私語は注意散漫になり思わぬ事故を引き起こす可能性を
生じるので，目に余る場合は指導していくようにします．ただし，実験内容につ
いては話し合いをして欲しいと思います． 
・実験内容によって，終了時刻が前後することがあります．その点は了承してく
ださい． 

連絡先 理学部化学科 岩永哲夫（13 号館 2 階） 
理学部化学科 林 宏哉（13 号館 2 階） 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 



各項目評価に対する所見 実験全般に関する項目については，概ね満足したという回答が得られています． 
英文科目名 Experiments in Physical Chemistry 
関連科目 物理化学Ⅰ〜Ⅲ 
次回に向けての改善変更予定 ・各実験テーマについて議論がしやすいように説明を工夫していきます． 
講義目的 物理化学Ⅰ〜Ⅲなどで物理化学を学んできたが，その知識を真に体得するために

は，実験が最も有効な手段である．本実験では，主に基本的な物理量を測定する
ための実験テーマを行う．精密な測定を行う前に，その実験の全体像が見える予
備実験や演示実験を取り入れている．一部の実験のデータ解析には表計算ソフト
(EXCEL)を用いる．全体を 3?４⼈程度の班に分け，班内で協⼒して実験を行う． 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  ガイダンスおよび実験準備を行い，器具などを確認する． 

2 回  「テーマ A（溶解）」について実験する． 
3 回 「 テーマ B（二次反応速度）」について実験する．（1 日目） 
4 回  「実験 B（二次反応速度）」について実験する．（2 日目） 
5 回  「 テーマ B（二次反応速度）」について実験する．（3 日目） 
6 回  「テーマ C（凝固点降下）」について実験する．（1 日目） 
7 回  「テーマ C（凝固点降下）」について実験する．（2 日目） 
8 回  「テーマ C（凝固点降下）」について実験する．（3 日目） 
9 回  「テーマ D（超伝導および半導体の電気伝導度）」について実験する．（1
日目） 
10 回 「テーマ D（超伝導および半導体の電気伝導度）」について実験する．（2
日目） 
11 回  「テーマ D（超伝導および半導体の電気伝導度）」について実験する．（3
日目） 
12 回  「テーマ E（液体の蒸気圧）」について実験する．（1 日目） 
13 回  「テーマ E（液体の蒸気圧）」について実験する．（2 日目） 
14 回  「テーマ E（液体の蒸気圧）」について実験する．（3 日目） 
15 回  後片付けを行い，実験のまとめ方について説明する．（※ テーマ B〜E の
順序は班によって異なる．） 

準備学習 1 回  シラバスを読んでおくこと． 
2 回 テーマ A（溶解）の予習レポートを作成すること． 
3 回 テーマ B（二次反応速度）の予習レポートを作成すること． 
4 回  実験内容の確認と必要なデータ処理を行うこと． 
5 回  実験内容の確認と必要なデータ処理を行うこと． 
6 回  テーマ C（凝固点降下）の予習レポートを作成すること． 
7 回  実験内容の確認と必要なデータ処理を行うこと． 
8 回  実験内容の確認と必要なデータ処理を行うこと． 
9 回 テーマ D（超伝導および半導体の電気伝導度）の予習レポートを作成する
こと． 
10 回  実験内容の確認と必要なデータ処理を行うこと． 
11 回  実験内容の確認と必要なデータ処理を行うこと． 
12 回 テーマ E（液体の蒸気圧）の予習レポートを作成すること． 



13 回  実験内容の確認と必要なデータ処理を行うこと． 
14 回  実験内容の確認と必要なデータ処理を行うこと． 
15 回  事後レポートを作成すること． 

 



年度 2012 
授業コード FSC2712 
成績評価 定期試験(70%)、レポート(20%)、小テストおよび平常点(10%)によって評価す

る。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス CA(11〜11),CB(11〜11) 
見出し FSC2712 バイオ有機化学 
担当教員名 山⽥ 真路 
単位数 2 
教科書 マクマリー有機化学概論(第６版)／マクマリー著 伊東、児玉訳（東京化学同⼈） 
アクティブラーニング  
キーワード 炭水化物、アミノ酸、脂質、核酸 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 自由記述欄に記述されていたコメントにすべて回答させていただきます。 

・スライドが少し早いところがある。 
⇒ 今後、改善したいと思います。 
・教科書の最後の章（クエン酸回路）までしてほしかった。 
⇒ 時間の関係上、クエン酸回路の講義は行っていません。また、シラバスの計画
の中にもクエン酸回路の記述はしていません。今後時間があれば講義したいと思
います。 
・小テストをするのが遅すぎ。 
⇒ 授業をしっかりと聞いていただければ５分で回答できる内容です。少なくと
も５分以上前に小テストを始めていますが、それでも遅いという 

科目名 バイオ有機化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎有機化学／フェセンデン、フェセンデン著 成⽥吉徳訳（化学同⼈） 
授業形態 講義 
注意備考 ※試験は定期試験期間中に行い、試験形態は筆記試験とする。 

※パソコン、液晶プロジェクターで電子教材を提供。 
※学内ネットワーク（ＯＵＳＮＥＴ）を経由して研究室のＷＥＢサーバから講義
情報を提供。 

シラバスコード FSC2712 
実務経験のある教員  
達成目標 以下の事柄を習得することを目的とする。 

（１）炭水化物とは何か。また、どのようなところに存在しているか。 
（２）「デンプン」と「セルロース」の違いを分子構造の違いから説明できるこ
と。 
（３）アミノ酸とタンパク質の関係を説明できること。 
（４）タンパク質の構造を説明できること。 
（５）脂質の定義を説明できること。 
（６）脂質の構造と融点の関係を説明することができること。 



（７）DNA と RNA の違いを説明できること。 
（８）遺伝について有機化学の視点から説明できること。 

受講者へのコメント シラバスに「予習」と「復習」のポイントが記載されていますので、よく目を通
していただければ幸いです。 

連絡先 山⽥（真）研究室 １３号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 [A]授業への取り組み 
「授業時間外にどの程度学習しましたか」という項目では 90％近くの学生が課
題に取り組んだと回答しました。残りの 10％程度の学生はシラバスに、予習およ
び復習項目が書かれていますので、その部分を読んでいただければ幸いです。 
[B]授業におけるあなたの成⻑ 
「理解が深まった(81%)」や「関心が高まった(47%)」というコメントが多かっ
たため、本講義の目的は達成出来ていると思われます。 
[E]どのような点を考慮してほしいか 
・授業の手法について 
「内容を易しく」と「理解しやすいように工 

英文科目名 Bio-organic Chemistry 
関連科目 有機化学 I-III の単位を取得しておくことが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 各項目に記述しました。 
講義目的 生体内で行われる現象を理解するには、その現象に関与する分子についての化学

的な知識が必要不可欠である。そこで、「生物有機化学」では生命現象に関わる分
子の構造や性質、反応を有機化学の視点から講義を行う。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 生物有機化学の概要。講義の進め方について説明する。 

2 回 炭水化物の分類と構造。炭水化物の分類と構造について、例を示しながら説
明する。 
3 回 単糖の反応。単糖の反応、特にグルコースの反応について説明する。 
4 回 二糖について。ショ糖を例にして二糖について説明する。 
5 回 多糖について。多糖（デンプンとセルロース）について説明する。 
6 回 アミノ酸の構造と性質１。アミノ酸の構造と種類について説明する。 
7 回 アミノ酸の構造と性質２。アミノ酸の構造と pH の関係について説明する。 
8 回 ペプチドについて。アミノ酸同士がつながったペプチドについて説明する。 
9 回 タンパク質の構造と性質。タンパク質の構造（α へリックスと β シート）
と性質（タンパク質の変性）について説明する。 
10 回 脂質の分類と構造。初めに脂質の定義について説明した後、脂質の分類と
構造について説明する。 
11 回 脂質の性質。脂質の性質、特に脂肪酸の融点について説明する。 
12 回 核酸の構造。核酸の構造、特に DNA と RNA の違いについて説明する。 
13 回 核酸の性質。核酸の性質（相補的な塩基対形成）について説明する。 
14 回 遺伝の化学。遺伝の化学（複製、転写、翻訳）について説明する。 
15 回 まとめと総合演習。本講義のキーワードである「炭水化物、アミノ酸、脂



質、核酸」のつながりについて説明する。 
準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。 

2 回 図書館等で炭水化物が自分たちの身の回りでどのような形（例、食べ物、製
品）で存在しているかを調べておくこと。第２回授業までに、炭水化物の分類と
構造について復習しておくこと。 
3 回 教科書等で単糖の反応に関する基本的な事項を調べておくこと。第４回授
業までに、単糖の反応について復習しておくこと。 
4 回 第３回目の授業をよく復習し、アセタールとヘミアセタールの違いを理解
しておくこと。第５回授業までに二糖について復習しておくこと。 
5 回 単糖から二糖が出来ることをよく理解し、多糖が形成した場合、どのような
構造を形成するかを調べておくこと。第６回授業までに、多糖について復習して
おくこと。 
6 回 図書館等でアミノ酸やタンパク質が自分たちの身の回りでどのような形
（例、食べ物、製品）で存在しているかを調べておくこと。第７回授業までに、
アミノ酸の構造と性質について復習しておくこと。 
7 回 教科書等で、pKa(酸解離定数)に関して復習しておくこと。第８回授業まで
に、アミノ酸の反応について復習しておくこと。 
8 回 図書館等で「ペプチド」について調べ、アミノ酸との関係を理解しておくこ
と。第９回授業までに、ペプチドについて復習しておくこと。 
9 回 図書館で、身近にあるタンパク質に関して調べておくこと。第 10 回授業ま
でに、タンパク質の構造と性質について復習しておくこと。 
10 回 図書館等で脂質が自分たちの身の回りでどのような形（例、食べ物、製品）
で存在しているかを調べておくこと。第 11 回授業までに脂質の分類と性質につ
いて復習しておくこと。 
11 回 脂質の構造と物性（特に融点）との関係に関して、教科書等で調べておく
こと。第 12 回授業までに脂質の構造について復習しておくこと。 
12 回 図書館等で DNA と RNA の違いを調べておくこと。第 13 回授業までに核
酸の構造について復習しておくこと。 
13 回 図書館で核酸塩基の塩基対形成(アデニンとチミン、グアニンとシトシン)
に関して調べておくこと。第 14 回授業までに核酸の性質造について復習してお
くこと。 
14 回 「複製・転写・翻訳」について図書館等で調べておくこと。第 15 回授業ま
でに遺伝の化学について復習しておくこと。 
15 回 第１回〜第１４回の内容をよく復習し、本講義のキーワードである「炭水
化物、アミノ酸、脂質、核酸」の重要性をもう一度理解しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSC2722 
成績評価  
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス CA(〜10),CB(〜10),CM(〜10) 
見出し FSC2722 生物有機化学(再) 
担当教員名 山⽥ 真路 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 自由記述欄に記述されていたコメントにすべて回答させていただきます。 

・スライドが少し早いところがある。 
⇒ 今後、改善したいと思います。 
・教科書の最後の章（クエン酸回路）までしてほしかった。 
⇒ 時間の関係上、クエン酸回路の講義は行っていません。また、シラバスの計画
の中にもクエン酸回路の記述はしていません。今後時間があれば講義したいと思
います。 
・小テストをするのが遅すぎ。 
⇒ 授業をしっかりと聞いていただければ５分で回答できる内容です。少なくと
も５分以上前に小テストを始めていますが、それでも遅いという 

科目名 生物有機化学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSC2722 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント シラバスに「予習」と「復習」のポイントが記載されていますので、よく目を通

していただければ幸いです。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 [A]授業への取り組み 
「授業時間外にどの程度学習しましたか」という項目では 90％近くの学生が課
題に取り組んだと回答しました。残りの 10％程度の学生はシラバスに、予習およ
び復習項目が書かれていますので、その部分を読んでいただければ幸いです。 
[B]授業におけるあなたの成⻑ 
「理解が深まった(81%)」や「関心が高まった(47%)」というコメントが多かっ



たため、本講義の目的は達成出来ていると思われます。 
[E] 
・授業の手法について 
「内容を易しく」と「理解しやすいように工夫が欲しい」という欄にそれぞれ 

英文科目名 Bioorganic Chemistry 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 各項目に記述しました。 
講義目的  
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード FSC27C1 
成績評価 提出したスケッチとレポートの内容により評価する．なお，本実験は教職関連科

目でもあるので，全出席が評価の前提である．そのため，公欠を含め２回（教育
実習の場合は３回）をこえる欠席は，直ちに単位認定資格を失うものとする． 

曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス CA(〜11),CB(〜11) 
見出し FSC27C1 生物学基礎実験 
担当教員名 守⽥ 益宗、正木 智美＊ 
単位数 2 
教科書 特になし，適宜プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 光学顕微鏡観察 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 同時開講科目を多くもつ教員の所見記入について，同じような所見記入の手間を

省くため，コピー入⼒ができるようお願いを重ねているにもかかわらず，前のシ
ステムと同様の記入法であり全く改善されていません．ポータルサイトに移行し
ても，教員の手間がかかるだけです．教員所見を記入する気にもなりません．何
かあれば個別に聞きに来て下さい． 

科目名 生物学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 実験実習 
注意備考 第１回オリエンテーションを欠席の学生は以後の受講を認めない。また，受講希

望者多数の場合は抽選とする。 
シラバスコード FSC27C1 
実務経験のある教員  
達成目標 光学顕微鏡が支障なく操作できるようになること 
受講者へのコメント 同時開講科目を多くもつ教員の所見記入について，同じような所見記入の手間を

省くため，コピー入⼒ができるようお願いを重ねているにもかかわらず，前のシ
ステムと同様の記入法であり全く改善されていません．ポータルサイトに移行し
ても，教員の手間がかかるだけです．教員所見を記入する気にもなりません．何
かあれば個別に聞きに来て下さい． 

連絡先 理大研究室７号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 同時開講科目を多くもつ教員の所見記入について，同じような所見記入の手間を
省くため，コピー入⼒ができるようお願いを重ねているにもかかわらず，前のシ
ステムと同様の記入法であり全く改善されていません．ポータルサイトに移行し
ても，教員の手間がかかるだけです．教員所見を記入する気にもなりません．何
かあれば個別に聞きに来て下さい． 



英文科目名 Experiments in Biology 
関連科目 特になし 
次回に向けての改善変更予定 同時開講科目を多くもつ教員の所見記入について，同じような所見記入の手間を

省くため，コピー入⼒ができるようお願いを重ねているにもかかわらず，前のシ
ステムと同様の記入法であり全く改善されていません．ポータルサイトに移行し
ても，教員の手間がかかるだけです．教員所見を記入する気にもなりません．何
かあれば個別に聞きに来て下さい． 

講義目的 中学・高校教師が指導しなければならない生物実験や，知っておくと教科指導に
便利な光学顕微鏡の使い方やその実験法について教授する． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：実験の進め方を説明する． 

2 回 顕微鏡の使用法を説明し，実際に操作する． 
3 回 生物学のためのスケッチ実習を説明し，実際にスケッチする． 
4 回 ミクロメーターの使い方を説明し，実際に計測する． 
5 回 花粉形態の観察と計測 その１：花粉粒径を計測する． 
6 回 花粉形態の観察と計測 その２：花粉粒径を計測する． 
7 回 検索表の作成：植物を材料に検索表を作成する． 
8 回 淡水プランクトンの観察と生態 その１：淡水中のプランクトンを観察す
る． 
9 回 淡水プランクトンの観察と生態 その２：淡水中のプランクトンを観察す
る． 
10 回 気孔細胞の観察：気孔細胞の観察と密度の計測をする． 
11 回 維管束の観察：維管束組織の観察をする． 
12 回 コリメート法による顕微鏡写真撮影：顕微鏡写真の撮影法を説明し，実際
に撮影する． 
13 回 植物の根端細胞分裂の観察 その１：タマネギ根端細胞の細胞分裂標本を
作製する． 
14 回 植物の根端細胞分裂の観察 その２：タマネギ根端細胞の細胞分裂像を観
察する． 
15 回 報告書作成，補充実験：レポートの作成を行う． 

準備学習 特になし 
 



年度 2012 
授業コード FSC27C2 
成績評価 提出したスケッチとレポートの内容により評価する．なお，本実験は教職関連科

目でもあるので，全出席が評価の前提である．そのため，公欠を含め２回（教育
実習の場合は３回）をこえる欠席は，直ちに単位認定資格を失うものとする． 

曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス CA(12〜12),CB(12〜12) 
見出し FSC27C2 生物学基礎実験 
担当教員名 守⽥ 益宗、正木 智美＊ 
単位数 2 
教科書 特になし，適宜プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 光学顕微鏡観察 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 同上 
科目名 生物学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 実験実習 
注意備考 第１回オリエンテーションを欠席の学生は以後の受講を認めない。また，受講希

望者多数の場合は抽選とする。 
シラバスコード FSC27C2 
実務経験のある教員  
達成目標 光学顕微鏡が支障なく操作できるようになること 
受講者へのコメント 同上 
連絡先 理大研究室７号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 同時開講科目を多くもつ教員の所見記入について，同じような所見記入の手間を
省くため，一括コピーができるようお願いを毎年しているにもかかわらず，全く
改善されていません．手間がかかるだけで，所見を記入する気にもなりません．
何かあれば個別に聞きに来て下さい． 

英文科目名 Experiments in Biology 
関連科目 特になし 
次回に向けての改善変更予定 同上 
講義目的 中学・高校教師が指導しなければならない生物実験や，知っておくと教科指導に

便利な光学顕微鏡の使い方やその実験法について教授する． 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：実験の進め方を説明する． 

2 回 顕微鏡の使用法を説明し，実際に操作する． 



3 回 生物学のためのスケッチ実習を説明し，実際にスケッチする． 
4 回 ミクロメーターの使い方を説明し，実際に計測する． 
5 回 花粉形態の観察と計測 その１：花粉粒径を計測する． 
6 回 花粉形態の観察と計測 その２：花粉粒径を計測する． 
7 回 検索表の作成：植物を材料に検索表を作成する． 
8 回 淡水プランクトンの観察と生態 その１：淡水中のプランクトンを観察す
る． 
9 回 淡水プランクトンの観察と生態 その２：淡水中のプランクトンを観察す
る． 
10 回 気孔細胞の観察：気孔細胞の観察と密度の計測をする． 
11 回 維管束の観察：維管束組織の観察をする． 
12 回 コリメート法による顕微鏡写真撮影：顕微鏡写真の撮影法を説明し，実際
に撮影する． 
13 回 植物の根端細胞分裂の観察 その１：タマネギ根端細胞の細胞分裂標本を
作製する． 
14 回 植物の根端細胞分裂の観察 その２：タマネギ根端細胞の細胞分裂像を観
察する． 
15 回 報告書作成，補充実験：レポートの作成を行う． 

準備学習 特になし 
 



年度 2012 
授業コード FSC27D1 
成績評価 各時間ごとに提出する実験結果 60％、実験への取り組みおよび理解度 40％によ

り、総合して成績評価とする。採点の基準は 100 点満点のうち、60 点以上を合
格とする。欠席した場合は補充実験を行う。また、授業回数の 3 分の 1 以上の
欠席がある場合には、“E”評価とする。 

曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス CA(〜11),CB(〜11) 
見出し FSC27D1 地学基礎実験 
担当教員名 小林 祥一、山口 一裕 
単位数 2 
教科書 ニューステージ・地学図表／浜島書店 
アクティブラーニング  
キーワード 鉱物、岩石、化石、地質、天気 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 地学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 資料を配付する 
授業形態 実験実習 
注意備考 地学基礎論１を履修しておくことが望ましい。 

偏光顕微鏡実習、地質図関係の実習のような積み重ねの実験では、連続して受け
ないと理解できない。従って体調を整え、欠席しないように心掛ける。 

シラバスコード FSC27D1 
実務経験のある教員  
達成目標 地球を観察する手法および目を養うことが目標。そのため、実際の鉱物、岩石、

化石標本を観察・利用し、野外での調査に興味が持てる程度の実⼒をめざす。物
理的制約から、野外での実習は難しいが、調査後必要となる偏光顕微鏡の操作法、
調査によって得られたデータの解析法などの習得をめざす。 

受講者へのコメント 以前に比べると、実験の項目をほぼ 2/3 に減らし、皆さんに考える実験をしても
らうことにしたのです。ところが、皆さんはその余裕の時間を有効に使っていな
いように思います。実験を受けるからには、予習復習はさておき、TA もいます
ので質問ぐらいはするように努⼒すべきで、受身ではなく「皆さん主体型」の実
験をしていただきたい。もっとノビノビと実験しましょう 

連絡先 7 号館 6F 小林研究室 086-156-9704 kobayashi@das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね良好。よく理解してくれたようです。 
英文科目名 Experiments in Geology 
関連科目 地学基礎論 I、地学基礎論 II 



次回に向けての改善変更予定 これまで地学を学んだ経験のある⼈が少ないようですので、実験内容に関係した
エピソードなども紹介し、その実験の意味などを理解してもらうようにしてみま
しょう。実は、地学のおもしろさは、実際に野外に出て観察することです。それ
によって岩石鉱物の産状、化石の産状、地質構造が簡単に理解できると思うので
すね。そして、採集した鉱物岩石を、顕微鏡で観察できるように薄片にするとか、
地質調査の結果をまとめるとかしたら興味を持って実験に参加できると思いま
す。実はこんな楽しい実験がしたいと思っています。実験の受講者数、限られた
時間、 

講義目的 地学各分野のうちから最も基礎的な項目である岩石・鉱物・化石の観察、天気図
の作成、地質図の作成、パーソナルコンピューターの活用などについて実験を行
う。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 鉱物の鑑定 

実際の鉱物を観察し、物理的性質について理解できるようにする。 
2 回 結晶系と晶族 
鉱物の結晶模型を利用し、対称性について理解し、晶族を決定できるようにする。 
3 回 地質図１ 基本説明、単斜構造 
地質図について基本的なこと、たとえば見方、またその利用などの説明を通して、
地質図の重要性を理解する。基本的な地質図を地質データから描けるようにす
る。 
4 回 地質図２ 断層、不整合 
断層、不整合が地質図上でどのように描き表せるかを理解する。 
5 回 地質図３ 断面図 
地下資源などの調査で必要な地下の情報を、地質図から読み取る方法を理解す
る。 
6 回 地質図４ 褶曲 
褶曲構造が地表に現れる際の特徴、および断面図を描き、これらから褶曲構造を
立体的に理解する。 
7 回 化石の観察 
示準化石、示相化石を理解し、それらの特徴を観察する。 
8 回 偏光顕微鏡観察１ 基本説明、花崗岩中の⿊雲⺟、石英斑岩 
物質の光学的性質、偏光顕微鏡の構造、これによって何が観察できるか、また調
整方法について理解する。 
9 回 偏光顕微鏡観察２ 花崗岩、安山岩 
花崗岩、安山岩の構造を観察し、石英、⻑石、⿊雲⺟、白雲⺟、角閃石の鏡下で
の特徴を理解する。 
10 回 偏光顕微鏡観察３ 斑レイ岩、砂岩 
斑レイ岩、砂岩の構造を観察し、輝石の鏡下での特徴を理解する。 
11 回 偏光顕微鏡観察４ 玄武岩、晶質石灰岩 
玄武岩、晶出石灰岩の構造を観察し、カンラン石、炭酸塩鉱物の鏡下での特徴を
理解する。 
12 回 パソコンの活用  



花崗岩類のモード分析を行い、その結果をもとにその岩石を分類する。得られた
データをパソコンで整理し、岩石の成因について理解する。 
13 回 天気図の作成と四季の天気 
当日の気象通報を聞き、そのデータをもとに天気図を描き、翌日の天気を予測し、
気象現象を理解する。 
14 回 まとめおよび解説を行い、理解度をチェックする。 
15 回 まとめおよび解説を行い、理解度をチェックし、実験結果を理解するため
に補足説明をする。 

準備学習 1 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の物理的性質を調べてお
くこと。 
2 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の結晶構造、対称性など
物理的性質を調べておくこと。 
3 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、地質図の概念を学んでおくこ
と。 
4 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、断層、不整合についての概念
を学んでおくこと。 
5 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、地質構造を理解する方法を調
べておくこと。 
6 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、褶曲地形について調べておく
こと。 
7 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、化石の種類および化石の役割
を理解しておくこと。 
8 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、物質に対する光学的性質を調
べておくこと。 
9 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の光学的性質を調べてお
くこと。 
10 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の光学的性質を調べて
おくこと。 
11 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の光学的性質を調べて
おくこと。 
12 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、火成岩の主造岩鉱物の量比
を調べ、あわせて分類方法、火成岩の生成過程を理解しておくこと。 
13 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、天気図の役割、描き方を調
べておくこと。また、テレビ、新聞、インターネットを利用し、雲の動きと天気
図との関係、気圧配置と４季の天気との関係などを理解しておくこと。 
14 回 これまで学習した、実験内容を復習し、理解が曖昧なところを整理してお
くこと。 
15 回 これまで学習した、実験内容を復習し、実験結果について充分考察ができ
てない部分を整理しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSC27D2 
成績評価 各時間ごとに提出する実験結果 60％、実験への取り組みおよび理解度 40％によ

り、総合して成績評価とする。採点の基準は 100 点満点のうち、60 点以上を合
格とする。欠席した場合は補充実験を行う。また、授業回数の 3 分の 1 以上の
欠席がある場合には、“E”評価とする。 

曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス CA(12〜12),CB(12〜12) 
見出し FSC27D2 地学基礎実験 
担当教員名 小林 祥一、山口 一裕 
単位数 2 
教科書 ニューステージ・地学図表／浜島書店 
アクティブラーニング  
キーワード 鉱物、岩石、化石、地質、天気 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 実験中に話を聞きながら対応している効果が出ているようですね。 
科目名 地学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 資料を配付する 
授業形態 実験実習 
注意備考 地学基礎論１を履修しておくことが望ましい。 

偏光顕微鏡実習、地質図関係の実習のような積み重ねの実験では、連続して受け
ないと理解できない。従って体調を整え、欠席しないように心掛ける。 

シラバスコード FSC27D2 
実務経験のある教員  
達成目標 地球を観察する手法および目を養うことが目標。そのため、実際の鉱物、岩石、

化石標本を観察・利用し、野外での調査に興味が持てる程度の実⼒をめざす。物
理的制約から、野外での実習は難しいが、調査後必要となる偏光顕微鏡の操作法、
調査によって得られたデータの解析法などの習得をめざす。 

受講者へのコメント 夕方からの実験で集中できない学生が何⼈かみられますが、最初の説明を聞き十
分理解して始めるようにしてほしいですね。慣れないこととはいえ、特に難しい
内容をしているわけではありませんので、学習効果が上がるように努⼒してくだ
さい。 

連絡先 7 号館 6F 小林研究室 086-156-9704 kobayashi@das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね良好。よく理解してくれたようです。 
英文科目名 Experiments in Geology 
関連科目 地学基礎論 I、地学基礎論 II 
次回に向けての改善変更予定 新しい指導要領では、観察、体験を重要視しているようです。野外実習なども取



り入れ、実践的な実験をどのように取り入れるかを考えています。 
講義目的 地学各分野のうちから最も基礎的な項目である岩石・鉱物・化石の観察、天気図

の作成、地質図の作成、パーソナルコンピューターの活用などについて実験を行
う。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 鉱物の鑑定 

実際の鉱物を観察し、物理的性質について理解できるようにする。 
2 回 結晶系と晶族 
鉱物の結晶模型を利用し、対称性について理解し、晶族を決定できるようにする。 
3 回 地質図１ 基本説明、単斜構造 
地質図について基本的なこと、たとえば見方、またその利用などの説明を通して、
地質図の重要性を理解する。基本的な地質図を地質データから描けるようにす
る。 
4 回 地質図２ 断層、不整合 
断層、不整合が地質図上でどのように描き表せるかを理解する。 
5 回 地質図３ 断面図 
地下資源などの調査で必要な地下の情報を、地質図から読み取る方法を理解す
る。 
6 回 地質図４ 褶曲 
褶曲構造が地表に現れる際の特徴、および断面図を描き、これらから褶曲構造を
立体的に理解する。 
7 回 化石の観察 
示準化石、示相化石を理解し、それらの特徴を観察する。 
8 回 偏光顕微鏡観察１ 基本説明、花崗岩中の⿊雲⺟、石英斑岩 
物質の光学的性質、偏光顕微鏡の構造、これによって何が観察できるか、また調
整方法について理解する。 
9 回 偏光顕微鏡観察２ 花崗岩、安山岩 
花崗岩、安山岩の構造を観察し、石英、⻑石、⿊雲⺟、白雲⺟、角閃石の鏡下で
の特徴を理解する。 
10 回 偏光顕微鏡観察３ 斑レイ岩、砂岩 
斑レイ岩、砂岩の構造を観察し、輝石の鏡下での特徴を理解する。 
11 回 偏光顕微鏡観察４ 玄武岩、晶質石灰岩 
玄武岩、晶出石灰岩の構造を観察し、カンラン石、炭酸塩鉱物の鏡下での特徴を
理解する。 
12 回 パソコンの活用  
花崗岩類のモード分析を行い、その結果をもとにその岩石を分類する。得られた
データをパソコンで整理し、岩石の成因について理解する。 
13 回 天気図の作成と四季の天気 
当日の気象通報を聞き、そのデータをもとに天気図を描き、翌日の天気を予測し、
気象現象を理解する。 
14 回 まとめおよび解説を行い、理解度をチェックする。 
15 回 まとめおよび解説を行い、理解度をチェックし、実験結果を理解するため



に補足説明をする。 
準備学習 1 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の物理的性質を調べてお

くこと。 
2 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の結晶構造、対称性など
物理的性質を調べておくこと。 
3 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、地質図の概念を学んでおくこ
と。 
4 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、断層、不整合についての概念
を学んでおくこと。 
5 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、地質構造を理解する方法を調
べておくこと。 
6 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、褶曲地形について調べておく
こと。 
7 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、化石の種類および化石の役割
を理解しておくこと。 
8 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、物質に対する光学的性質を調
べておくこと。 
9 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の光学的性質を調べてお
くこと。 
10 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の光学的性質を調べて
おくこと。 
11 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の光学的性質を調べて
おくこと。 
12 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、火成岩の主造岩鉱物の量比
を調べ、あわせて分類方法、火成岩の生成過程を理解しておくこと。 
13 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、天気図の役割、描き方を調
べておくこと。また、テレビ、新聞、インターネットを利用し、雲の動きと天気
図との関係、気圧配置と４季の天気との関係などを理解しておくこと。 
14 回 これまで学習した、実験内容を復習し、理解が曖昧なところを整理してお
くこと。 
15 回 これまで学習した、実験内容を復習し、実験結果について充分考察ができ
てない部分を整理しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSC3111 
成績評価 講義内小テスト 20％、中間テスト 30％、定期試験 50％により成績を評価する。

ただし、定期試験において基準点を設け、得点が１００点満点中、６０点未満の
場合は不合格とする。 

曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス CB(〜12) 
見出し FSC3111 分析化学Ⅰ 
担当教員名 善木 道雄 
単位数 2 
教科書 定量分析化学/デイ、アンダーウッド共著/鳥居、康共訳/培風館 
アクティブラーニング  
キーワード 分析化学、化学反応式、酸と塩基、平衡定数、ｐH 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 板書の字の大きさ、多く書きすぎないよう心掛ける。 
科目名 分析化学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 分析化学〈基礎編〉/本水、磯崎、櫻川、井原、内山、善木、寺前、中釜、平山、

平山、南澤、森⽥共著/東京教学社 
授業形態 講義 
注意備考 関数電卓が必要 
シラバスコード FSC3111 
実務経験のある教員  
達成目標 高校までに習得した化学の基礎知識の再確認をする。特に化学反応の組み立て

方、濃度表示、平衡定数、ｐH についての基礎知識を習得する。 
受講者へのコメント 予習復習を必ずするように。 
連絡先 善木研究室 13 号館 4 階 zenki@chem.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特記事項なし。 
英文科目名 Analytical Chemistry I 
関連科目 本講義に続いて分析化学Ⅱ、分析化学演習、機器分析化学および環境分析化学 I・

Ⅱの履修が望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 小テストをもう少し回数を増やして行い、理解度を確認したい。 
講義目的 分析化学はあらゆる分野の化学の基礎となっている。理論的な思考⼒の発展と合

理的な実験の構築ができるように、基礎的な化学反応を取り上げ、その定量関係
について講義する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 【オリエンテーション】分析化学の講義の進め方について説明する。 

2 回 【分析化学とは】分析化学は化学の基礎であり、その重要性について説明す



る。 
3 回 【分析操作の手順とデータ処理、誤差】分析の手順を説明し、データーの処
理方法、誤差の問題等について解説する。 
4 回 【水溶液と化学平衡】水溶液の化学平衡について概説する。 
5 回 【滴定分析法、化学式の組み立て方】酸・塩基反応、沈殿反応、酸化・還元
反応、錯生成反応について化学反応式の組み立て方を講義する。 
6 回 【化学量論、モルと当量】モルと当量についての化学量論を演習を交えて説
明する。 
7 回 【モル濃度、式量濃度 規定度、百万分率】濃度表式について演習を交えて
解説する。 
8 回 【中間試験】第１回から第７回までの内容の中間試験を行う。試験終了後に
出題内容について解説する。 
9 回 【酸・塩基反応】個々の代表的な酸・塩基反応について、実例を挙げながら
その当量関係について説明する。 
10 回 【酸化・還元反応】代表的な酸化・還元反応について、反応式の組み立て
方からもう一度再確認しながら解説する。 
11 回 【重量分析法】沈殿生成反応を理解したうえで、重量分析の当量関係につ
いて解説する。 
12 回 【化学平衡論一般】水溶液の化学平衡関係を概説する。 
13 回 【酸と塩基、ブレンステッド説】酸と塩基について、その定義から始めて
詳しく説明する。 
14 回 【pH の概念】ｐH の概念を説明し、強酸・強塩基水溶液のｐH について
概説する。 
15 回 【弱酸・弱塩基水溶液のｐH】酸解離定数の理解を中心に詳述する。 

準備学習 1 回 分析化学とはどんな学問か、何を学ぶのか考えてみること。 
3 回 分析操作の手順、データ処理、誤差について考えてみること。 
4 回 水溶液の化学平衡について予習をすること。 
5 回 化学反応式の組み立て方について、特に酸化・還元反応式について予習をし
っかりすること。 
6 回 モルと当量について予習をしっかりすること。 
7 回 正しい濃度表示のもとに定量分析は成り立つので、わかるまで予習・復習を
すること。 
8 回 7 回までの講義の復習をし、教科書中の例題を理解するまで解くこと。 
9 回 酸・塩基反応について予習をしっかり行い、当量関係について理解を深める
こと。 
10 回 酸化・還元反応について予習・復習を完全にすること。 
11 回 沈殿反応についてまとめてみること。 
12 回 水溶液の平衡論について復習をしっかりすること。 
13 回 酸・塩基の定義について、特にブレンスッテドの酸・塩基説について理解
をすること。 
14 回 酸の強さ、pH の概念について予習復習をしっかりすること。 
15 回 弱酸水溶液の pH について考えてみること。酸解離定数の取り扱い方の復



習をすること。 
 



年度 2012 
授業コード FSC3112 
成績評価 課題提出（20％）、中間試験（30％）、期末試験（50％）により行う。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス CA(〜12),CB(〜12) 
見出し FSC3112 分析化学Ⅱ 
担当教員名 善木 道雄 
単位数 2 
教科書 定量分析化学/デイ・アンダーウッド共著/鳥居・康共訳/培風館 
アクティブラーニング  
キーワード 平衡定数、pH、酸と塩基、錯生成反応、溶解平衡、酸化・還元平衡 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特になし。 
科目名 分析化学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 分析化学〈基礎編〉/本水、磯崎、櫻川、井原、内山、善木、寺前、中釜、平山、

三浦、南澤、森⽥共著/東京教学社 
授業形態 講義 
注意備考 習熟度別クラスになっている。クラス分けをオリエンテーションまたは掲示板で

確認して、自分のクラスで履修すること。関数電卓が必要。最終試験は 15 回講
義終了後実施する。日時については掲示板で伝達する。 

シラバスコード FSC3112 
実務経験のある教員  
達成目標 あらゆる組成の水溶液の pH が計算できる。溶液内に存在する化学種の分布率を

求めることができる。錯生成反応や沈殿の溶解平衡を理論的に考察することがで
きる。 

受講者へのコメント 質問が少ない。 
連絡先 13 号館 4 階 善木道雄研究室 zenki@chem.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業の目標を代替達成できたと答えた学生が大部分で、理解度が良く満足してい
る。 

英文科目名 Analytical Chemistry II 
関連科目 分析化学Ⅰ、分析化学演習、機器分析化学、環境分析化学Ⅰ・Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 予習復習が少ないので、宿題を課するようにしたい。 
講義目的 分析化学Ⅰに引き続いて、基礎的な化学反応の理論、特に水溶液内の化学平衡に

ついて詳しく述べる。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 【水溶液の化学平衡】分析化学 I の復習をかねて、水溶液の化学平衡、ｐH

の概念等について説明する。 



2 回 【強酸・強塩基の滴定曲線の作成】強酸・強塩基の滴定における理論曲線を
作成し、酸・塩基反応について講義する。 
3 回 【弱酸の解離平衡】酸解離定数を定義し、あらゆる組成の弱酸溶液のｐH を
計算できるよう解説する。 
4 回 【弱塩基の解離平衡】前回に引き続き弱塩基についても考え、その解離平衡
について解説する。 
5 回 【弱酸・弱塩基の滴定曲線の作成】強酸・強塩基の場合と同様に理論曲線を
作成し、弱酸・弱塩基の滴定について解説する。 
6 回 【pH 指示薬、緩衝溶液】ｐH 指示薬などの有機試薬全般の説明、また緩衝
溶液について説明する。 
7 回 【中間試験】強酸・強塩基、弱酸・弱塩基の溶液のｐH 計算についての中間
テストを行い、試験終了後、出題内容について解説する。 
8 回 【複雑な酸・塩基の解離平衡】二塩基酸の解離平衡について詳述する。 
9 回 【ポリプロトン酸の pH 計算】炭酸、リン酸のようなポリプロトンさんの解
離平衡について詳述する。 
10 回 【酸・塩基化学種の分布 1】酢酸のような簡単な酸を例にして、その化学
種の分布曲線をかき、化学種の存在率について説明する。。 
11 回 【酸・塩基化学種の分布 2】前回の講義を、さらにポリプロトンさんの存
在率にまで拡大し、実際に分布曲線を作成し考察する。 
12 回 【化学反応の進行】酸・塩基の中和反応の進行の程度を考察し、反応後の
それぞれの化学種の濃度を計算し、化学平衡反応のまとめの解説をする。 
13 回 【錯生成反応】錯体について説明したのち、錯生成反応について考察する。
代表的なキレート試薬、EDTA について解説し、条件安定度定数について講義す
る。 
14 回 【溶解平衡】沈殿反応について説明したのち、溶解度、溶解平衡について
詳述する。 
15 回 【酸化・還元平衡】電池、ネルンストの式等について説明する。 

準備学習 1 回 水溶液の化学平衡について教科書をよく読んでおくこと。酸・塩基の概念に
ついて、自分の考えをまとめておくこと。 
2 回 HCl や NaOH 水溶液の pH を計算できるよう準備すること。滴定曲線のグ
ラフが書ける準備をすること。 
3 回 酸解離定数の取り扱いをしっかりと勉強すること。 
4 回 塩基解離定数ついても理解しておくこと。 
5 回 中和反応後のどのような組成の溶液でも pH が計算できるよう演習をしっ
かりすること。滴定曲線から多くの化学的な知見を得るよう努⼒すること。 
6 回 指示薬の構造と変色機構を勉強すること。 
7 回 試験で間違ったところは特に復習をし、完全に理解すること。 
8 回 逐次酸解離定数について調べておくこと。 
9 回 炭酸やリン酸溶液の pH 計算について調べておくこと。 
10 回 酢酸やアンモニアの化学種の分布について考えてみること。 
11 回 シュウ酸やリン酸のようなポリプロトン酸化学種の分布について調べてお
くこと。 



12 回 酸と塩基の中和反応、あるいはその他の化学反応がどの程度進行するか予
測してみること。 
13 回 錯体と生成定数について調べておくこと。 
14 回 沈殿の溶解および溶解度について考えてみること。 
15 回 電池、酸化・還元反応、ネルンスト式について予習をしっかりすること。 

 



年度 2012 
授業コード FSC3121 
成績評価 理解度を確かめるために、小テスト（クイズ）を不定期に行う（20％）。ホームワ

ークとしてレポート提出を数回求める（20％）。中間にテストを一回行う（20％）。
これら（60％）と定期試験（40％）の合計で評価する。但し、定期試験において
基準点を設け、得点が 100 点満点中、60 点未満の場合は不合格とする。 

曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス CA(〜11),CB(〜11) 
見出し FSC3121 機器分析化学 
担当教員名 本水 昌二＊ 
単位数 2 
教科書 基礎教育シリーズ 分析化学＜機器分析編＞／本水昌二他／東京教学社 
アクティブラーニング  
キーワード 機器分析化学、光吸収・放射分析化学、電気化学分析、クロマトグラフ分析、反

応速度分析、質量分析、フローインジェクション分析、マイクロ空間分析、機器
分析応用 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答 １）マイクやスピーカーの音量：ハウジングが起こった、との記述があるが、こ

れは前回使用者が異常に音量を高めていたことが一度あった。板書中にも聞こえ
るようにしたいので、ワイヤレスマイクの使用を検討したい。 
２）板書の量が少なすぎる：教科書や配布資料に記述している図や表は時間の関
係で口頭での説明としている。スライドでの説明も考えられるが、何が効率的、
効果的が検討してみたい。 
 以上の２件。 

科目名 機器分析化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎教育分析化学／東京教学社：基礎教育分析化学演習／東京教学社 

その他、参考書は適宜紹介し、また参考資料（演習問題等）のプリントを配布す
る。 

授業形態 講義 
注意備考 出席は重視されるので、欠席は避けること。 

試験は定期試験期間中に行い、試験形態は筆記試験とする（教科書、ノート等の
持ち込みは認めない。その他必要事項は直前に指示する）。 

シラバスコード FSC3121 
実務経験のある教員  
達成目標 化学実験や物質測定に汎用的に用いられる分析機器の基本的原理を理解し、各種

分析機器の利点、欠点、使用における注意点を十分に把握することを目標とする。
また、これら分析機器の装置構成の基本を知り、以後の化学実験、卒業論文研究、
修士論文研究等において活用できるための基礎⼒を修得することを目標とする。 

受講者へのコメント １）授業への出席が前提ですので、やむを得ない場合以外は必ず出席してくださ
い。５回欠席してもいいということではなく、５回以内であれば、試験を受ける



ことができるということです。これまでの経験から、３回以上欠席した受講生の
単位取得率は極めて低い（２％以下）結果です。欠席は授業に対する熱意の欠如
にも関係していることでしょう。課題は自主学習も含め、自分を磨くためにも積
極性を持ち、欠席は避けましょう。やむを得ない場合には、理由を言ってもらえ
ば、出席扱いにもできます。特に事前に予定されている場合には、あらかじめ知
らせて 

連絡先 メール：motomizu@cc.okayama-u.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 [A]１）オール出席を前提に、毎回出欠をとっています。大部分の受講生は早め
に着席し、講義開始とともに静粛になり、熱意を感じています。３・４回欠席の
⼈もいますが（５）、自分のためにもできるだけ欠席はしない方がいいことを熟
知してもらいます。２）,３）授業時間外の学習時間がやや不足している受講生が
います。復習、予習そして興味ある関連事項等の調査など、自主的学習をしても
らうような課題を出すようにします。 
[B」”この分野への理解が深まった”が全員に該当するような工夫が必要と思いま
す。自主学習も含めて積極的に取り組 

英文科目名 Instrumental Analytical Chemistry 
関連科目 分析化学 I および II 

分析化学演習 
次回に向けての改善変更予定 １）毎回出席をとっているが、欠席４・５回が約１０％ある。これをなくするた

めに、２回欠席で本⼈に事情を確認するようにしたい。 
２）授業内容を精選し、もう少し時間をかけてわかりやすく説明するように工夫
する。 
３）授業に興味を持つように、課題、レポート、自主学習等に積極的に取り組む
めるように、内容も含めて改善する。 
４）通常の講義では余り取り入れられていないが、自主学習のために、３〜４⼈
のグループを編成し、共同で作業する臨時のグループ学習を取り入れることを検
討している。学生同士のコミュニケーション向上にもつなが 

講義目的 化学分析に用いられる基本的な機器分析法の原理、法則を理解し、その分析的特
徴、利点、欠点を知る。これらをベースとして、実際的な応用法、利用法を理解
し、実際試料の化学分析における問題点を十分に把握することを目的とする。 
 そして、将来化学実験、卒業論文研究、修士論文研究、および実社会における
専門職業における物質測定研究でも十二分に応用できるための基礎事項、基本事
項を学び、修得することを目的とする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 機器分析一般について概略を学ぶ。 

物質と光の相互作用の基本的事項として、光を利用する主要な化学分析法、分子
のエネルギー状態と化学分析法、電子遷移とスペクトル線について学ぶ。 
2 回 吸光光度法について学ぶ。光吸収の基本的法則（ランベルトーベールの法
則）を理解する。この法則を基に紫外、 
可視吸光光度法の装置構成、実際的分析法、応用について学ぶ。 



3 回 光吸収を利用する分析法として、蛍光分析法、赤外吸収分析法（IR）を学
ぶ。基準振動および装置構成、赤外吸収スペクトルについて学ぶ。 
4 回 原子の吸収を利用する分析法として、原子吸光光度法を学ぶ。その装置構
成、実際的応用、利点、欠点などを学ぶ。 
5 回 原子の発光を利用する分析法として、炎光分析法、高周波誘導結合プラズマ
（ICP）発光分析法について学ぶ。 
原子吸光光度法と発光法の相違、利点と欠点、装置構成などについて学ぶ。ICP
質量分析法（ICP-MS）についてもふれる。 
6 回 電気化学分析法の基本事項として、電子移動、酸化還元、ネルンスト式につ
いて学び、これらに基づく化学分析 
法について概略を学ぶ。 
7 回 電気化学分析法の中で基本的に重要な電位差測定法（pH 電極、イオン選択
電極法）について、その原理、電極構成 
測定装置構成、実際的応用について学ぶ。 
8 回 電気化学分析法の中で、絶対分析法としても重要な電解分析、電量分析の基
礎的原理、法則および装置構成、実際的 
応用について学ぶ。 
9 回 電流と電位を同時に測定し、電気化学的情報を得る分析法として、ボルタン
メトリーを学び、この方法で得られる 
情報の解析法について理解する。 
10 回 クロマトグラフィーの分離メカニズムの原理を学び、それらの分析化学的
手法への応用の概略を学ぶ。 
11 回 カラムクロマトグラフィーにおける保持値と分配平衡の関係、理論段の求
め方、分離の評価法等基本事項を学ぶ。 
12 回 クロマトグラフィーの中でも化学分析に必須の手法である GC と LC につ
いて学ぶ。これらの利点、欠点、装置構成 
実際的応用などを学ぶ。さらに、高感度分析法の GC-MS, LC-MS についても学
ぶ。 
13 回 キャピラリー電気泳動の原理、理論的背景、装置構成、応用について学ぶ。 
14 回 質量分析法について学ぶ 
15 回 化学分析システムとして、液体流れを用いる分析法として、フローインジ
ェクション分析法、シーケンシャルインジェクション分析法などの流れ分析法を
学び、将来的な手法として有望なコンピュータ制御分析法についても学ぶ。 
 最後に機器分析の応用について学ぶ。 
16 回 定期試験 

準備学習 1 回 化学的分析法と物理的分析法の違い、機器分析との関連を理解しておくこ
と。 
光の吸収及び放射を利用する分析法：光吸収、放射の基本的法則、原理について
概説を学ぶので、光の性質や光速、波⻑、波数、振動数などについて復習してお
くこと。 
2 回 光の吸収を利用する分析法：実際的応用として紫外（UV）、可視（VIS）吸
収を利用する吸光光度法について学ぶので、ランベルトの法則、ベールの法則に



ついて調べておくこと。 
3 回 光の吸収を利用する分析法：蛍光分析法と赤外吸収分析法の特徴と実際的
応用について学ぶので、蛍光と吸光の違いを調べておくこと。 
4 回 光の吸収を利用する分析法：実際的応用として原子吸光光度法の原理、
UV,VIS との違い、利点、欠点について学ぶので、ランベルト―ベールの法則を
復習しておくこと。 
5 回 原子スペクトル分析：原子の発光を利用する分光分析法の炎光分析法、ICP
発光分析法などについて学ぶので、光の放射（発光）と吸光の違いをまとめてお
くこと。 
6 回 電気化学分析法（その１）：電気化学の基本事項としての電子移動、酸化還
元、ネルンスト式について学ぶので、電気に関する基本事項（電流、電圧、抵抗
の関係）をまとめておくこと。電子移動と酸化還元、ネルンスト式について「分
析化学」の該当箇所を復習しておくこと。 
7 回 電気化学分析法（その２）：電位差分析法、pH 測定について学ぶので、ネル
ンスト式の内容について復習しておくこと。 
8 回 電気化学分析法（その３）：電解分析と電量分析について学ぶので、ネルン
スト式の理解、ファラデーの法則を理解しておくこと。 
9 回 電気化学分析法（その４）：電流・電位測定法について学ぶので、ネルンス
ト式を自由に扱えるように演習問題等を解いて理解しておくこと。 
10 回 クロマトグラフィーの原理と分析化学的手法について学ぶので、液液分配
平衡の原理を復習しておくこと。また順相クロマトグラフィーと逆相クロマトグ
ラフィーの違い、それらに用いられるカラムの違いを調べておくこと。 
11 回 カラムクロマトグラフィーの基礎について学ぶので、分配平衡、保持値、
分離機構について予習しておくこと。 
12 回 ガスクロマトグラフィー（GC)と液体クロマトグラフィー（LC)：原理、
装置構成、応用について学ぶので、GC と LC に用いられる固定相（カラムおよ
び充填剤と移動相について調べておくこと。 
13 回 キャピラリーゾーン電気泳動（CZE）：電気泳動の原理と応用について学ぶ
ので、イオンの移動度、電気泳動について予習しておくこと。 
14 回 質量分析（mass spectrometry）について学ぶので、電流、磁界、運動の関
係について復習しておくこと。 
15 回 新しい化学システムとして、液体流れを用いる化学分析法（各種分析法と
将来的展望）について学ぶので、フローインジェクション分析、シーケンシャル
インジェクション分析、マイクロチップ分析について調べておくこと。 
16 回 定期試験 

 



年度 2012 
授業コード FSC3122 
成績評価 提出課題と小テスト 30％，定期試験 70％により成績を評価する． 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス CA(〜11),CB(〜11) 
見出し FSC3122 無機化学Ⅲ 
担当教員名 柴原 隆志 
単位数 2 
教科書 基礎無機化学 第２版／荻野博 飛⽥博実 岡崎雅明／東京化学同⼈ 
アクティブラーニング  
キーワード 周期表，族，周期，s-ブロック元素，p-ブロック元素，d-ブロック元素，f-ブロッ

ク元素 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 省エネは実行しなくてはなりません．衣服を調節してできるだけ我慢しましょ

う． 
科目名 無機化学Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSC3122 
実務経験のある教員  
達成目標 個々の物質のもつ個性と周期表で関連づけられる類似の性質を理解すること． 
受講者へのコメント 多くのプリントを配布し，パワーポイントを多用した授業への好意的なコメント

が多かったことを喜んでいます．さらにわかりやすい講義をしたいと思っていま
す． 
学生諸君は，疑問を次の時間まで残さないで，積極的に質問してください． 

連絡先 22 号館 6F 柴原研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 「満足・ほぼ満足」が過半数を超え，基本的に良かったと思っています． 
英文科目名 Inorganic Chemistry III 
関連科目 無機化学 I，無機化学 II を受講していることが望ましい． 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 無機化学 I，無機化学 II で学んだ基礎的理論に基づき，各元素の特性について詳

細に解説する． 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション．講義の進め方を説明する．教科書「5 典型金属の化学 

（s-ブロック元素）」を解説する． 
2 回 教科書「5 典型金属の化学 （p-ブロック元素）」を解説する（1 回目）． 



3 回 教科書「5 典型金属の化学 （p-ブロック元素）」を解説する（2 回目）． 
4 回 教科書「5 典型金属の化学 （12 族元素）」を解説する． 
5 回 教科書「非金属元素の化学（水素 ホウ素）」を解説する． 
6 回 教科書「6 非金属元素の化学（炭素 ケイ素 ゲルマニウム）」を解説する（1
回目）． 
7 回 教科書「6 非金属元素の化学（炭素 ケイ素 ゲルマニウム）」を解説する（2
回目）． 
8 回 教科書「6 非金属元素の化学（窒素 リン ヒ素 アンチモン）を解説する（1
回目）． 
9 回 教科書「6 非金属元素の化学（窒素 リン ヒ素 アンチモン）を解説する（2
回目）． 
10 回 教科書「6 非金属元素の化学（酸素 硫⻩ セレン テルル ポロニウム）」を
解説する． 
11 回 教科書「7 遷移金属の化学 （d-ブロック元素）」を解説する（1 回目）． 
12 回 教科書「7 遷移金属の化学 （d-ブロック元素）」を解説する（2 回目）． 
13 回 教科書「7 遷移金属の化学 （d-ブロック元素）」を解説する（3 回目）． 
14 回 教科書「7 遷移金属の化学 （f-ブロック元素）」を解説する（1 回目）． 
15 回 教科書「7 遷移金属の化学 （f-ブロック元素）」を解説する（2 回目）． 

準備学習 1 回 教科書「5 典型金属の化学 （s-ブロック元素）」を通読すること． 
2 回 教科書「5 典型金属の化学 （p-ブロック元素）」を通読すること． 
3 回 教科書「5 典型金属の化学 （p-ブロック元素）」を通読すること． 
4 回 教科書「5 典型金属の化学 （12 族元素）」を通読すること． 
5 回 教科書「6 非金属元素の化学（水素 ホウ素）」を通読すること． 
6 回 「6 非金属元素の化学（炭素 ケイ素 ゲルマニウム）」を通読すること． 
7 回 「6 非金属元素の化学（炭素 ケイ素 ゲルマニウム）」を通読すること． 
8 回 教科書「6 非金属元素の化学（窒素 リン ヒ素 アンチモン）」を通読するこ
と． 
9 回 教科書「6 非金属元素の化学（窒素 リン ヒ素 アンチモン）」を通読するこ
と． 
10 回 教科書「6 非金属元素の化学（酸素 硫⻩ セレン テルル ポロニウム）」を
通読すること． 
11 回 教科書「7 遷移金属の化学 （d-ブロック元素）」を通読すること． 
12 回 教科書「7 遷移金属の化学 （d-ブロック元素）」を通読すること． 
13 回 教科書「7 遷移金属の化学 （d-ブロック元素）」を通読すること． 
14 回 教科書「7 遷移金属の化学 （f-ブロック元素）」を通読すること． 
15 回 教科書「7 遷移金属の化学 （f-ブロック元素）」を通読すること． 

 



年度 2012 
授業コード FSC3131 
成績評価 定期試験(80%)、演習(20%)の結果から総合的に評価する。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス CA(〜10),CB(〜10),CM(〜10) 
見出し FSC3131 有機合成化学 
担当教員名 山⽥ 晴夫 
単位数 2 
教科書 C. L. ウイルス、M. ウイルス著 富岡清訳 有機合成の戦略 化学同⼈ 
アクティブラーニング  
キーワード 逆合成解析、グリニャール反応、Wittig 反応、アルドール縮合、アルキル化反応、

ディックマン縮合、Diels-Alder 反応 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 有機合成化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 マクマリー著 伊東・児玉訳、”マクマリー有機化学概説（第６版）東京化学同⼈ 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSC3131 
実務経験のある教員  
達成目標 逆合成解析の考え方を理解し、簡単な構造を持つ鎖状、環状有機化合物の多段階

合成法を習得すること。逆合成解析を通して合成スキームを考え、有機化学 I-IV、
有機化学演習で学んできた炭素ー炭素結合形成反応や様々な官能基変換反応を
適切に組み合わせて、目的とする有機化合物の多段階合成法を組み立てられるよ
うになることが目標である。 

受講者へのコメント 有機合成化学は、これまでに学習してきた有機反応を組み合わせて、新しい化合
物の合成法を考えるための講義です。授業時間外の学習として提出された課題の
み取り組んだ学生がほとんどで、指示された課題以外の学習に取り組んだ学生が
わずかしかいないのが残念です。有機合成化学は、正解が一つではありません。
有機化学をより深く学べば、様々な別の回答を導くことができます。 
その楽しさに目覚めれば、より楽しく有機合成化学を学ぶことができると思いま
す。 

連絡先 山⽥（晴）研究室 ２２号館３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 有機合成化学に対する理解が深まり、半分程度の学生がこの分野に興味や関心を
持ってくれたことがよかったと思っています。また、この講義を通して、有機反
応をどのように活用して目的の化合物をつくったらよいのか。その基本的な考え
方を修得してもらえたようにようにに思います。 



英文科目名 Synthetic Organic Chemistry 
関連科目 有機化学 I−IV、有機化学演習等の単位を修得しておくことが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 １回あたりの講義で扱う内容が多すぎる、また、講義の進行が早すぎるといった

意見がありました。有機合成化学では、同じような合成法が繰り返し出てきてき
ますが、そこを２回目以降、簡単に説明するとそういった印象が残るのだと思い
ます。また、⿊板にかかれるスチームも多くなりがちで、ノートへ書き写してい
るうちに、どこを説明しているのかわからなくなっているのだと思います。どの
合成法が新しくでてきたものか、どこが以前の繰り返しなのか、もう少しわかり
やすく、ゆっくりと講義を進めていきたいと考えています。 

講義目的 有機合成化学では、炭素ー炭素結合形成反応を基本に、様々な官能基変換や官能
基の保護を行いながら、目的の有機化合物を合成する方法について解説する。講
義と演習を通じて、有機合成の基本的な考え方を身につけることを目的とする。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  講義の進め方と目標を説明する。有機反応化学と有機合成化学の違いに

ついて説明する。 
2 回  有機合成化学で重要な逆合成解析の基本的な考え方について説明する。 
3 回  グリニャール試薬を用いる有機合成（１）付加反応について説明する。 
4 回  グリニャール試薬を用いる有機合成（２）アルキル化反応付加反応につい
て説明する。 
5 回  グリニャール試薬を用いる有機合成に関する演習問題の解説を行う。 
6 回  Wittig 反応を用いる有機合成について説明する。 
7 回  Wittig 反応を用いる有機合成に関する演習問題の解説を行う。 
8 回  カルボニル化合物を用いる有機合成（１）縮合反応について説明する。 
9 回  カルボニル化合物を用いる有機合成（２）アルキル化反応について説明す
る。 
10 回  カルボニル化合物を用いる有機合成（３）共役付加反応について説明す
る。 
11 回 カルボニル化合物を用いる有機合成に関する演習問題の解説を行う。 
12 回  ディックマン縮合を用いる環状化合物の有機合成について説明する。 
13 回  ロビンソン縮環反応を用いる環状化合物の有機合成について説明する。 
14 回  Diels-Alder 反応を用いる環状化合物の有機合成について説明する。 
15 回 環状化合物の有機合成に関する演習問題の解説を行う。 

準備学習 1 回 シラバスで講義概要を把握しる。有機化学 1-IV で習った有機反応を復習す
る。 
2 回 逆合成解析について教科書で予習する。 
3 回 グリニャール試薬の調整法を有機化学の教科書で予習する。 
4 回 グリニャール試薬の反応を有機化学の教科書で予習する。 
5 回 グリニャール反応について教科書を復習し、演習問題を解き、回答をレポー
トにまとめる。 
6 回 Wittig 試薬の反応を有機化学の教科書で予習する。 
7 回 Wittig 試薬の反応について教科書を復習し、演習問題を解き、回答をレポー
トにまとめる。 



8 回 縮合反応を有機化学の教科書で予習する。 
9 回 アルキル化反応を有機化学の教科書で予習する。 
10 回 共役付加反応を有機化学の教科書で予習する。 
11 回 カルボニル化合物の反応について教科書を復習し、演習問題を解き、回答
をレポートにまとめる。 
12 回 ディックマン縮合を有機化学の教科書で予習する。 
13 回 ロビンソン縮環反応を有機化学の教科書で予習する。 
14 回 Diels-Alder 反応をを有機化学の教科書で予習する。 
15 回 環状化合物の合成について教科書を復習し、演習問題を解き、回答をレポ
ートにまとめる。 

 



年度 2012 
授業コード FSC3132 
成績評価 レポート提出 20％、小テスト 20%、平素の取組 10%、定期試験 50％により成績

を評価する。ただし、定期試験においては基準点を設け、得点が 100 点満点中、
60 点未満の場合は不合格とする。 

曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス CA(〜10),CB(〜10),CM(〜10) 
見出し FSC3132 特別講義 
担当教員名 本水 昌二＊ 
単位数 1 
教科書 講義中に適宜プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 鑑識化学、裁判化学、法医科学、法医鑑識、科学捜査、法科学、法化学 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 特別講義 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 犯罪鑑識の科学／小沼弘義／裳華房 

裁判化学／濱⽥昭他／南江堂 
法医裁判化学／大矢正算他／廣川書店 
最新科学捜査がわかる本/法科学鑑定研究所/イーストプレス 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSC3132 
実務経験のある教員  
達成目標 裁判化学・鑑識化学の役割、意義と重要性を理解し、鑑定、鑑識が必要となる代

表的な試料とその定性分析や定量分析、機器分析について基本的知識を修得する
ことを目標とする。具体的には次のことが達成されること。 
・鑑識化学の重要性と意義を説明できること。 
・鑑識化学が対象とする主要な物質について、分類し、理解できていること。 
・鑑識化学で用いられる機器分析について、主要な機器とそれらが得意とする分
析対象が理解できていること。 

受講者へのコメント  
連絡先 メールアドレス：motomi これまでに学んだことについて簡単な試験を行うので、

まとめと復讐をしておくこと。zu@cc.okayama-u.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Special Lecture 
関連科目 分析化学 I および II 



機器分析化学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 犯罪捜査に関係する試料に関連し、鑑識化学あるいは裁判化学の意義、鑑定およ

び鑑定書、鑑識が必要となる代表的な薬毒物や農薬、工業製品など、さらには生
体試料の分析に関する定性分析や定量分析、機器を用いる化学分析法について基
本的知識を修得することを目的とし、科学捜査研究所などで行われている多岐に
わたる鑑識の重要性と意義について考える。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 1 回 鑑識化学とは：鑑識科学と鑑識化学及び鑑識化学（裁判化学）概論 

 鑑識化学とはどのような化学か、どのようなことを目的としているのか、など
について概説する。 
2 回 鑑識化学における鑑定：鑑識化学（裁判化学）の意義、重要性 
裁判化学は鑑識化学、司法化学ともいわれる。裁判化学は、化学のみならず広く
自然科学を基礎とする応用化学ということができる。その意義と重要性について
説明する。 
3 回 毒物分析概論：毒物の分類、薬物の分類 
毒物による中毒死やその疑いがある場合、病理解剖学的方法と化学（鑑識化学）
的方法によって行う。その基礎として毒物、薬物分類について説明する。 
4 回 農薬、工業製品分析概論：農薬の分類、工業製品の分類 
農薬や工業製品の中には⼈畜に毒性を示すものも多く、重要な鑑定対象となる。
主要な対象物について説明する。 
5 回 鑑識化学に用いられる機器分析概論（その１） 
鑑識化学には、多種類の機器分析が用いられる。中でも必須の分離・検出法とし
て汎用的に用いられる紫外可視吸光光度法とクロマトグラフィーについて説明
する。 
6 回  鑑識化学に用いられる機器分析概論（その２） 
スペクトル測定法、免疫測定法、DNA 型鑑定について説明する。 
7 回 鑑識化学の将来 
鑑識化学のまとめと今後ますます複雑化する鑑識化学の動向について説明する。 

準備学習 1 回   科学捜査研究所などではどのような鑑識科学が行われているか、鑑識
化学（裁判化学）などをキーワードに、情報を収集し、レポートにまとめてみる
こと。 
2 回 最近の科学捜査で用いられた鑑定例について調べ、2〜3 例についてレポー
トに概要をまとめてみること。 
3 回 毒物、薬物について主なものについて、それぞれ約 10 種を調べて、化学構
造と共に表にまとめてみること。 
4 回 農薬について主なものについて、それぞれ約 10 種を調べて、化学構造と共
に表にまとめてみること。 
5 回 機器分析化学の該当項目を復習しておくこと。 
6 回 質量スペクトル、IR スペクトル、NMR スペクトルについて、復習しておく
こと。 
7 回 これまでに学んだことについて簡単な試験を行うので、まとめと復讐をし



ておくこと。 
 



年度 2012 
授業コード FSC3311 
成績評価 原則として定期試験結果により行なう．60 点以上を合格とする。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス CA(〜12),CB(〜12) 
見出し FSC3311 生物学基礎論Ⅰ 
担当教員名 守⽥ 益宗 
単位数 2 
教科書 テキスト「見つめる生物ファーブル EYE（東京法令出版）」と配布資料を中心に

講義 
アクティブラーニング  
キーワード 生命現象のいろいろ 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 同時開講科目を多くもつ教員の所見記入について，同じような所見記入の手間を

省くため，コピー入⼒ができるようお願いを重ねているにもかかわらず，前のシ
ステムと同様の記入法であり全く改善されていません．ポータルサイトに移行し
ても，教員の手間がかかるだけです．教員所見を記入する気にもなりません．何
かあれば個別に聞きに来て下さい． 

科目名 生物学基礎論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 講義 
注意備考 第１回オリエンテーションを欠席の学生は以後の受講を認めない。受講者多数の

場合は抽選を行なう。 
シラバスコード FSC3311 
実務経験のある教員  
達成目標 生物学の基礎的知識習得とそれを日本語で正しく表現できる能⼒の習得 
受講者へのコメント 同時開講科目を多くもつ教員の所見記入について，同じような所見記入の手間を

省くため，コピー入⼒ができるようお願いを重ねているにもかかわらず，前のシ
ステムと同様の記入法であり全く改善されていません．ポータルサイトに移行し
ても，教員の手間がかかるだけです．教員所見を記入する気にもなりません．何
かあれば個別に聞きに来て下さい． 

連絡先 理大研究室７号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 同時開講科目を多くもつ教員の所見記入について，同じような所見記入の手間を
省くため，コピー入⼒ができるようお願いを重ねているにもかかわらず，前のシ
ステムと同様の記入法であり全く改善されていません．ポータルサイトに移行し
ても，教員の手間がかかるだけです．教員所見を記入する気にもなりません．何
かあれば個別に聞きに来て下さい． 



英文科目名 Biology I 
関連科目 特になし 
次回に向けての改善変更予定 同時開講科目を多くもつ教員の所見記入について，同じような所見記入の手間を

省くため，コピー入⼒ができるようお願いを重ねているにもかかわらず，前のシ
ステムと同様の記入法であり全く改善されていません．ポータルサイトに移行し
ても，教員の手間がかかるだけです．教員所見を記入する気にもなりません．何
かあれば個別に聞きに来て下さい． 

講義目的 生物のもつ基本的性質を分子から生物個体のまでのレベルでとらえ，生物学の基
本的なことがらを論じる． 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：講義の進め方を説明する． 

2 回 生物と無生物の違いについて説明する． 
3 回 生物学の発達と顕微鏡の歴史について説明する． 
4 回 生物をつくる物質について説明する． 
5 回 細胞の構造について説明する． 
6 回 異化：エネルギーを取り出す仕組みについて説明する． 
7 回 同化：体物質を合成する仕組みについて説明する． 
8 回 トピックス：生物と ABC 兵器について説明する． 
9 回 生殖の仕組みについて説明する． 
10 回 遺伝：メンデルの遺伝法則について説明する． 
11 回 遺伝物質と形質の発現について説明する． 
12 回 生物と刺激反応性について説明する． 
13 回 生物体の調節について説明する． 
14 回 生命の起源について説明する． 
15 回 試験およびその解説を行う． 

準備学習 予習は特に必要ないが，前回講義の復習をしておくこと 
 



年度 2012 
授業コード FSC3312 
成績評価 原則として定期試験結果により行なう．60 点以上を合格とする。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス CA(〜12),CB(〜12) 
見出し FSC3312 生物学基礎論Ⅱ 
担当教員名 守⽥ 益宗 
単位数 2 
教科書 テキスト「見つめる生物ファーブル EYE（東京法令出版）」と配布資料を中心に

講義 
アクティブラーニング  
キーワード 生物をとりまくもの 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特になし 
科目名 生物学基礎論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 講義 
注意備考 第１回目オリエンテーションを欠席の学生は以後の受講を認めない。また，受講

希望者が多数の場合には抽選をおこなう。 
シラバスコード FSC3312 
実務経験のある教員  
達成目標 生物学の基礎的知識の理解とそれに関連する文献を自ら探求し，それらの情報を

総合化する能⼒の向上 
受講者へのコメント 物事の流れをつかみ，それを簡潔な文章にまとめる練習を日頃からしておかない

と，講義内容も理解できません． 
いくら資料など持ち込み可のテストといえども単位をとるのは至難です． 

連絡先 理大研究室７号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし 
英文科目名 Biology II 
関連科目 特になし 
次回に向けての改善変更予定 特になし 
講義目的 生物学の基礎的項目のうち，生物個体や生物群集間にみられる様々な関係を論じ

るとともに，自然環境の変動が生物や⼈間社会にどのような変化をもたらしたの
か論じる． 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：講義の進め方について説明する． 

2 回 生物をとりまく環境について説明する． 



3 回 生物と温度の関係について説明する． 
4 回 生物と水の関係について説明する． 
5 回 生物の分布をきめるさまざまな要因について説明する． 
6 回 生態系における物質生産について説明する． 
7 回 トピックス：⼈口増加と食糧問題について説明する． 
8 回 生態系における物質循環について説明する． 
9 回 生態遷移について説明する． 
10 回 植物分布と気候について説明する． 
11 回 過去を探るさまざま科学について説明する． 
12 回 氷河期と生物の世界について説明する． 
13 回 後氷期と生物の世界について説明する． 
14 回 ⼈間社会の発展と環境問題について説明する． 
15 回 試験およびその解説を行う． 

準備学習 予習は特に必要ないが，前回講義の内容を復習しておくこと 
 



年度 2012 
授業コード FSC3321 
成績評価 レポート・小テスト 40％、試験点 60％として 100 点満点で評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス CA(〜11),CB(〜11) 
見出し FSC3321 無機化学Ⅱ 
担当教員名 坂根 弦太 
単位数 2 
教科書 基本無機化学 第２版／荻野 博、飛⽥博実、岡崎雅明／東京化学同⼈ 
アクティブラーニング  
キーワード イオン性固体、金属、結晶構造、酸と塩基、酸化と還元、溶媒 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 教科書をもっと使ってほしい、教科書通りに進めてほしいというご意見がありま

した。教科書に載っていることはそのようにご案内し、教科書に載っていないこ
とは板書でゆっくりとノートに記録してもらうよう留意したいと思います。 

科目名 無機化学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSC3321 
実務経験のある教員  
達成目標 基本的な物質と結晶構造を憶える。 

構造の成り立ちを理解する。 
イオン結晶、共有結晶、金属結晶の基本物質を憶える。性質の相違がある理由を
理解する。 
ボルン・ハバーサイクルを理解する。 
バンドの用語を憶える。半導体と金属の違いをバンドで理解する。ｐ型、ｎ型を
理解する。 
基本的な無機酸を憶える。酸素酸の酸解離定数を推定する。酸の定義を理解する。
ｐH を計算する。 
基本的な酸化剤、還元剤を憶える。電池の起電⼒が計算できる。標準酸化還元電
位を理解し酸化還元反応の進行を予測する。 
溶媒の種類を憶える。溶媒が化学反応に及 

受講者へのコメント １５回の講義でお話しした内容をよく把握、理解し、自分の言葉で説明できるよ
うになった方が大勢おられます。無機化学の基本となる概念が身についたことは
素晴らしいと思います。全般的に、欠席も少なく、講義中の私語も少なく、レポ
ートの提出率もよく、受講生の皆さんの勉学姿勢は良好であったと思います。３
年次で開講される無機化学実験につながる内容が多かったので、身に着けた概念
を３年次以降の実験で活かしていただけるよう希望します。 

連絡先 坂根の居室は 13 号館 2 階、gsakane@chem.ous.ac.jp 



合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 空調に関する問題提起が多くありましたが、関係部署に教室改善を要望するとと
もに、講義中は、暑すぎないよう、寒すぎないよう、風があまり吹き付けないよ
う、教室環境の維持管理に努めたいと思います。ビデオやＤＶＤやＣＤを教材と
して使いましたが、適切な音量になるよう、留意したいと思います。 

英文科目名 Inorganic Chemistry II 
関連科目 固体化学 
次回に向けての改善変更予定 より教科書に沿った内容に変更します。また、なるべく９０分間でお話が完結す

るよう、時間調整に留意します。板書した内容をノートに転載していただくため
の時間を確保するよう注意します。シラバス通りに進むよう、講義の進捗状況を
調整します。 

講義目的 無機化合物の成り立ちを勉強する。とくに結晶構造と結晶の電気的・磁気的性質
について学び、さらに無機化学反応の基礎である酸・塩基反応、さらには酸化・
還元反応について学ぶ。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 最密充填について解説する。 

2 回 金属結晶について解説する。 
3 回 イオン結晶と共有結晶について解説する。 
4 回 ボルン・ハバーサイクルについて解説する。 
5 回 金属結合について解説する。 
6 回 エネルギーバンドについて解説する。 
7 回 半導体について解説する。 
8 回 超伝導について解説する。 
9 回 酸と塩基について解説する。 
10 回 酸解離定数について解説する。 
11 回 酸化と還元について解説する。 
12 回 標準還元電位について解説する。 
13 回 電池について解説する。 
14 回 非プロトン性溶媒について解説する。 
15 回 周期表について解説する。 

準備学習 1 回 周期表を眺めておくこと。 
2 回 前回の復習をしておくこと。 
3 回 前回の復習をしておくこと。 
4 回 前回の復習をしておくこと。 
5 回 前回の復習をしておくこと。 
6 回 前回の復習をしておくこと。 
7 回 前回の復習をしておくこと。 
8 回 前回の復習をしておくこと。 
9 回 前回の復習をしておくこと。 
10 回 前回の復習をしておくこと。 
11 回 前回の復習をしておくこと。 



12 回 前回の復習をしておくこと。 
13 回 前回の復習をしておくこと。 
14 回 前回の復習をしておくこと。 
15 回 前回の復習をしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSC3331 
成績評価 定期試験(60%)，宿題およびレポート(40%)の結果から評価する．数回宿題また

はレポートの課題を出す。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス CA(〜10),CB(〜10),CM(〜10) 
見出し FSC3331 安全化学 
担当教員名 豊⽥ 真司 
単位数 2 
教科書 学生のための化学実験安全ガイド／徂徠 道夫他著／東京化学同⼈ 
アクティブラーニング  
キーワード 化学物質，実験操作，安全対策，危険物，法規制 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 とくになし 
科目名 安全化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎化学実験安全オリエンテーション，山口 和也・山本 仁著，東京化学同⼈： 

その他は講義において指示する 
授業形態 講義 
注意備考 実験の安全に関する内容が含まれるため，化学科３年次の学生はできるだけ全員

受講すること。 
※パソコン，液晶プロジェクターで電子教材を提供。 
※学内ネットワーク（ＯＵＳＮＥＴ）を経由して研究室のＷＥＢサーバから講義
情報を提供。 
※ＷＥＢを利用して講義の課題の資料収集。 

シラバスコード FSC3331 
実務経験のある教員  
達成目標 ・化学物質を安全に取り扱うための基礎知識を習得する。 

・安全と環境の観点から化学物質の法規制の概要を説明できる。 
・「危険物取扱者」の資格試験の内容を把握し，基本的な問題に解答できる。 
・安全性に関連した基本的な化学物質の構造と性質が説明できる。 

受講者へのコメント 出席がよくない⼈が目立ちました． 
レポートなどの提出物を出さない，遅れて出す⼈が多くいました．これらは評価
に反映しています． 

連絡先 豊⽥（真）研究室，13 号館 2 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 目標達成が半分程度が約半数であり，十分ではないと考えました． 
満足度も普通が多く，さらに満足度を高める必要があります． 

英文科目名 Chemical Safety 



関連科目 化学科・実験科目全般 
次回に向けての改善変更予定 プリントを中心に使用しました．より効果的，わかりやすいように改善していき

ます． 
講義目的 ３年次以降の専門的な実験を安全に行うために，化学物質の取り扱い方や実験操

作の基本を学ぶ。化学物質に関連したいくつかの法律を解説し，環境との関わり
を社会的な面から考えていく。環境に関連した法律も概説する。講義の内容は，
「危険物取扱者」や「毒物・劇物取扱責任者」などの資格に関連している。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義および関連した資格（危険物取扱者など）の概要を説明する。 

2 回 危険な化学物質 毒物劇物（１） 毒物・劇物に関する法令および各物質の
性質を解説する。 
3 回 危険な化学物質 毒物劇物（２） 薬物類の法規制と性質および応急処置に
ついて解説する。 
4 回 危険な化学物質 危険物（１） 危険物に関する法令，危険物の分類，資格に
ついて解説する． 
5 回 危険な化学物質 危険物（２） 危険物各類（第１，３，５，６類）の性質を
解説する。 
6 回 危険な化学物質 危険物（３） 危険物各類（第２，４類）の性質および危険
性に関する表示について解説する。 
7 回 危険な化学物質 危険物（４） 燃焼と消火の理論，高圧ガスおよび緊急対処
法について解説する。 
8 回 「危険物取扱者」と「毒物・劇物取扱責任者」の模擬試験および解説を行う。 
9 回 「危険物取扱者」と「毒物・劇物取扱責任者」の模擬試験解説の続きを行う。 
 危険な化学物質 環境汚染物質等（１） 発がん性物質，環境基本法，水質・大気
汚染について解説する。 
10 回 危険な化学物質 環境汚染物質等（２） オゾン層破壊物質，化審法，労安
法について解説する。 
11 回 危険な化学物質 環境汚染物質等（３） PRTR 法，MSDS について解説す
る。 
12 回 危険な化学物質 環境汚染物質等（４） ダイオキシン類，温室効果ガスに
ついて解説する。 
13 回 実験装置と実験操作（１） ガラス器具の扱い方，真空，脱水・乾燥，加熱，
蒸留などの操作について解説する。 
14 回 実験装置と実験操作（２） 冷却，かくはん，再結晶などの操作，不安定化
合物の取り扱いについて解説する。 
15 回 実験装置と実験操作（３） 事故の実例と対策について解説する。 
講義のまとめを行う。 

準備学習 1 回 シラバスで講義の概要を事前に学習すること。 
2 回 プリント・教科書で毒物劇物に関する法律と基礎を学習すること。 
3 回 プリント・教科書で具体的な毒物劇物およびその他薬物類の種類と性質を
学習すること。 
4 回 プリント・教科書で危険物に関する法律と基礎を学習すること。 



5 回 プリント・教科書で具体的な危険物の種類と性質（第１，３，５，６類）を
学習すること。 
6 回 プリント・教科書で具体的な危険物の種類（第２，４類）と性質を学習する
こと。 
7 回 プリント・教科書で燃焼と消火の理論および緊急対処法に関する部分を学
習すること。 
8 回 危険物と毒物・劇物に関する資格模擬試験の学習すること。 
9 回 危険物と毒物・劇物に関する資格模擬試験問題の復習すること。 
プリント・教科書で環境汚染物質（発がん性物質から大気汚染物質まで）に関す
る部分を学習すること。 
10 回 プリントで環境汚染物質（オゾン層破壊物質から労安法まで）に関する部
分を学習すること。 
11 回 プリントで環境汚染物質（PRTR 法，MSDS）に関する部分を学習するこ
と。 
12 回 プリントで環境汚染物質（ダイオキシン類，温室効果ガス）に関する部分
を学習すること。 
13 回 プリント・教科書で実験装置と実験操作（ガラス器具から蒸留まで）に関
する部分を学習すること。 
14 回 プリント・教科書で実験装置と実験操作（冷却から不安定化合物の取り扱
い）に関する部分を学習すること。 
15 回 プリント中の事故の実例を事前に読んでおくこと。プリント中の化合物の
構造と性質を調べておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSC3332 
成績評価 中間(30%)および定期試験(70%)で評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス CA(〜10),CB(〜10),CM(〜10) 
見出し FSC3332 材料化学 
担当教員名 森重 國光 
単位数 2 
教科書 M.A.White 著 稲葉 章 訳「材料科学の基礎」・東京化学同⼈ 
アクティブラーニング  
キーワード 色と電子構造 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「寒い時がある」大学に投書してください。 
科目名 材料化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない。 
授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験中に行い、試験形態は筆記試験とする。 
シラバスコード FSC3332 
実務経験のある教員  
達成目標 材料の色の起源や光学的な諸原理を理解すること。 
受講者へのコメント 大学の授業は深い内容を伴うので、授業時間外に自分で学習する時間をとること

が必須です。 
連絡先 森重研究室 13 号館 2 階 morishi@chem.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業時間外の学習時間が少なすぎます。 
授業を受けて、この分野への理解が深まった、また興味・関心が高まったと思う
⼈が多いのはうれしいことです。 
しかし、満足度があまり高くないのを知りました。次年度の講義に生かします。 

英文科目名 Materials Chemistry 
関連科目 固体化学、結晶の化学を受講することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 理解しやすいように、説明にもっと工夫を加える予定です。 
講義目的 材料の色の原因を原子や分子の電子構造および屈折や干渉効果により説明する。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 原子で起こる遷移・⿊体放射による色について説明する。 

2 回 振動励起による色・結晶場による色について説明する。 
3 回 色中心・電荷の非局在化と分子軌道による色について説明する。 
4 回 章末の演習問題の解き方について説明する。 
5 回 金属光沢について説明する。 



6 回 純粋な半導体の色について説明する。 
7 回 不純物をドープした半導体の色について説明する。 
8 回 章末問題の解き方を説明する。 
9 回 屈折による色について説明する。 
10 回 干渉による色について説明する。 
11 回 光の散乱による色について説明する。 
12 回 回折格子による色について説明する。 
13 回 章末問題の解き方について説明する。 
14 回 光学活性・複屈折について説明する。 
15 回 非線形光学効果について説明する。 

準備学習 1 回 原子遷移・⿊体放射による色について予習をしておくこと。 
2 回 振動励起・結晶場による色について予習をしておくこと。 
3 回 色中心・電荷の非局在化と分子軌道による色について予習をしておくこと。 
4 回 章末の演習問題について考えておくこと。 
5 回 金属光沢について予習をしておくこと。 
6 回 純粋な半導体の色について予習をしておくこと。 
7 回 不純物をドープした半導体の色について予習をしておくこと。 
8 回 章末問題を考えておくこと。 
9 回 屈折による色について予習をしておくこと。 
10 回 干渉による色について予習をしておくこと。 
11 回 光の散乱による色について予習をしておくこと。 
12 回 回折格子による色について予習をしておくこと。 
13 回 章末問題について考えておくこと。 
14 回 光学活性・複屈折について予習をしておくこと。 
15 回 非線形光学効果について予習をしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSC3342 
成績評価  
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス CA(〜10),CB(〜10),CM(〜10) 
見出し FSC3342 化学熱⼒学(再) 
担当教員名 柴原 隆志 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 化学熱⼒学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSC3342 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Chemical Thermodynamics 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード FSC3511 
成績評価 講義中の小テスト(15%)、課題レポート(10%)と定期試験(75%)により評価する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス CA(〜12),CB(〜12) 
見出し FSC3511 地学基礎論Ⅰ 
担当教員名 山口 一裕 
単位数 2 
教科書 「ニューステージ地学図表」・浜島書店毎回、講義プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 地球科学・地球環境・過去、現在、未来・岩石・鉱物・地球の形・火山・地震・

重⼒・地磁気・プレートテクトニクス・化石・古生物 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 地学基礎論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 高校で学習する地学と地球環境分野の講義、実験を受講するための基礎を学習す

るので、しっかり予習・復習をすることが大切である。学習相談や質問などがあ
れば、オフィスアワーの時間か、連絡先にメールで連絡してください。 

シラバスコード FSC3511 
実務経験のある教員  
達成目標 地球科学に関する基本的な考え方と知識を習得する。 

理科教師として必要な地学の基礎的な知識を習得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 研究室 7 号館 1 階 yamaguti@das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Geology I 
関連科目 地学基礎論Ⅱ・地学基礎実験 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 温暖化や酸性雨など地球規模で起こる環境問題や⼈類に災害をもたらす地震や

火山活動を正しく理解するためには、基本となる「地球の姿」を知る必要がある。
地学基礎論 I では、地球の概観、内部構造、プレートテクトニクス、地震、火山、
地球の歴史について講義する。できるだけ実践的な地球科学を習得するために、
具体的な事例や演習を取り入れたい。標本の観察や演習問題には積極的に取り組
むことを心がけてほしい。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回  オリエンテーション 地球の岩石 火成岩・堆積岩・変成岩 復習問題 
2 回  地球科学の考え方 地球の歴史性 復習問題 
3 回  固体地球を構成する物質 鉱物と岩石 復習問題 
4 回  火成岩のでき方 復習問題 
5 回  火山活動と災害 復習問題 
6 回  地球の形と大きさ 復習問題 
7 回  重⼒を使って地球を調べる 復習問題 課題実験 自宅で重⼒を測ろう！ 
8 回  地磁気 地磁気は地球を救う 
9 回  地震と災害 演習問題があるので各自しっかりまとめること。 
10 回  海底の地形と特徴 
11 回  地震波と地球の内部構造 演習問題があるので各自しっかりまとめるこ
と。 
12 回  移動する大陸、拡大する海底 
13 回  プレート・テクトニクス 
14 回  地球の歴史 Ⅰ 
15 回  地球の歴史Ⅱ 

準備学習 1 回  このシラバスを読んでこれから勉強する地学基礎論Ⅰの学習内容(教科書
の第 1 章から第 3 章）を把握する。使用する教科書には地球に関する美しい写真
がいっぱいあるので見ておいて下さい。 
2 回  教科書 p54〜p55 の地層の形成を読んでおこう。 
3 回  先週の復習問題をしっかり身につけよう。教科書 p15〜p23 の造岩鉱物や
おもな鉱物を読んでおこう。 
4 回  先週の復習問題をしっかり身につけよう。教科書 p16〜p19 の火成岩を読
んでおこう。 
5 回  先週の復習問題をしっかり身につけよう。教科書 p34〜p37 と p26 の火
山とマグマの発生を読んでおこう。 
6 回  先週の復習問題をしっかり身につけよう。教科書 p6〜p7 の地球の大きさ
と形を読んでおこう。 
7 回  先週の復習問題をしっかり身につけよう。教科書 p8〜p9 の重⼒を読んで
おこう。 
8 回  先週の復習問題をしっかり身につけよう。教科書 p10〜p11 地磁気を読ん
でおこう。 
9 回  先週の復習問題をしっかり身につけよう。教科書 p38〜47 の地震と災害
を読んでおこう。 
10 回  先週の復習問題をしっかり身につけよう。教科書 p27〜28 地球内部の熱
と海底地形図を読んでおこう。 
11 回  先週の復習問題をしっかり身につけよう。教科書 p12〜13 の地球の内部
構造を読んでおこう。 
12 回  先週の復習問題をしっかり身につけよう。教科書 p32〜p33 の動くプレ
ートを読んでおこう。 
13 回  先週の復習問題をしっかり身につけよう。教科書 p30〜p31 のプレート
境界を読んでおこう。 



14 回  先週の復習問題をしっかり身につけよう。教科書 p68〜p77 の地球の歴
史をよく読んでおこう。 
15 回  先週の復習問題をしっかり身につけよう。教科書 p68〜p77 の地球の歴
史をよく読んでおこう。 

 



年度 2012 
授業コード FSC3512 
成績評価 定期試験を主とし（60％）、提出レポートと講義への出席状況（40％）を参考に

して評価する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス CA(〜12),CB(〜12) 
見出し FSC3512 地学基礎論Ⅱ 
担当教員名 北岡 豪一 
単位数 2 
教科書 浜島書店編集部 編著 「ニューステージ新版地学図表」，浜島書店，2003 
アクティブラーニング  
キーワード 宇宙・地球・大気・海洋・水・環境 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 地学基礎論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 「地学基礎論Ⅰ」を受講しておくことが望ましい。 
シラバスコード FSC3512 
実務経験のある教員  
達成目標 現在の地球環境がどのような歴史的過程で形成され、現在それがどのようにして

維持され変動しているのか、そのメカニズムを理解する。 
受講者へのコメント  
連絡先 基礎理学科 北岡研究室（7 号館 3 階）kitaoka@das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Geology II 
関連科目 地学基礎論Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 大気、海洋、陸水で起こっている諸現象を取り上げ、それらが太陽エネルギーで

駆動された物質とエネルギーの流れの過程であることを学習する。講義は宇宙・
地球の進化を視野に入れて行う。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  星の観測と科学史 

2 回  宇宙の膨張 
3 回  物質の生成と宇宙の進化 
4 回  太陽系の形成と地球の誕生 
5 回  地球環境の変遷 



6 回  地球表層の温度，温室効果 
7 回  大気の鉛直構造とオゾン層 
8 回  大気の地球規模の動き 
9 回  大気の動き方 
10 回  大気の渦：低気圧・前線 
11 回  大気の対流と降水過程 
12 回  海洋・大気・陸をめぐる水循環 
13 回  陸域における水循環 
14 回  ⼈間活動と環境の変化 
15 回  温暖化 

準備学習 1 回  シラバスをよく見て学習の過程を把握しておくこと，また，地学図表の
図，写真をひととおり見ておく 
2 回  なぜ明るい星と暗い星，また，いろいろな色の星があるのか，考えておく 
3 回  現在，宇宙が一様に膨張していることがどうして言えたのか，復習してお
く 
4 回  太陽系の惑星の中で地球だけに満々と液体の水が湛えられているのはな
ぜか，考えておく 
5 回  大陸がなぜ移動するのか，「地学基礎論Ⅰ」を復習しておく 
6 回  温室はなぜ暖かいのか，考えておく 
7 回  上空ほど温度が低いのはなぜか，考えておく 
8 回  南極はなぜ寒いのか，考えておく 
9 回  自転車がパンクするとタイヤの空気が抜けるのはなぜか，考えておく 
10 回  上昇気流はどういう場合に起こるのか，考えておく 
11 回  雲や霧はどうしてできるのか，考えておく 
12 回  日本で毎年雨が降るのはどうしてか，考えておく 
13 回  川にはいつも水がながれているのはなぜか，考えておく 
14 回  ⼈間活動が環境に与えている影響について，調べておく 
15 回  地球温暖化について調べておく 

 



年度 2012 
授業コード FSC3521 
成績評価 各講義で提出されたレポート(100%)から総合的に評価する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 化学科(〜10) 
見出し FSC3521 化学トピックス 
担当教員名 山⽥ 真路、岩永 哲夫、橘高 茂治、善木 道雄、林 宏哉、森重 國光、大

谷 槻男 
単位数 2 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード 先端化学，化学トピックス 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 化学トピックス 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 講義 
注意備考 この講義はゼミ配属のための研究室紹介も兼ねているので，できる限り受講し，

かつ，全部の講義に出席すること。 
シラバスコード FSC3521 
実務経験のある教員  
達成目標 化学科の各ゼミで行われている研究のアウトラインを理解できるようになるこ

と。 
受講者へのコメント この講義を通して、研究室の配属や今後の進路について参考にしてもらえればと

思っています。 
連絡先 各教員の研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 化学トピックスは、化学科の教員が持ち回りで化学関連の最新のトピックスや研
究室配属の参考になるように各研究室で行われている研究内容を紹介するため
の講義です。半分以上の学生が今後の進路の参考になったと回答してくれたこと
は、この講義の目的が受講生に伝わりよかったと思っています。 

英文科目名 Topics in Chemistry 
関連科目 化学科開講科目の全て 
次回に向けての改善変更予定 これまで通り、各研究室に関連した最新の化学トピックスや研究内容について紹

介していくつもりです。 
講義目的 化学科の「卒業研究」を実施する各ゼミで行われている研究について，その背景，

目的，成果および今後の展開についてわかりやすく述べる。国内外におけるその
分野の最先端のトピックスや関連する諸問題についても理解しやすく解説する。 



対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の進め方，卒業研究および化学特別実験について説明する。 

2 回 工業的に重要な分離・精製工程で使われる多孔性吸着剤について説明する。 
3 回 有機化合物の形と動きを制御するための手法を解説し，立体化学の重要性
と分子設計の面白さを紹介する。 
4 回 真珠の安全安心ナノ化学： 
地球の資源，環境問題が 21 世紀の化学の課題である。環境問題は生物に安全で
安心して使用できる物質を利用することである。日本は資源小国であるがカルシ
ウム資源に関してだけは資源大国である。炭酸カルシウムは生物に安全安心な物
質である。この有効利用を進めることが日本および⼈類にとっての緊急課題であ
ろう。炭酸カルシウムの現状と未来について解説する。 
5 回 機能性錯体のクリスタルエンジニアリングについて解説する。 
6 回 流れを用いる分析法の中から，地球環境を考慮したサイクリックフローイ
ンジェクション分析法について詳述する。 
7 回 超分子化学，特に分子機械と分子集合体について解説する。 
8 回 熱測定の手法と熱測定でわかることについて説明する。これから求められ
る化学教育についても論じる。 
9 回 多孔体と接触した水の多様な相変化： 
 自然には種々の形，大きさの孔を持った物質がある。水はこれらの物質と関わ
りながら存在し，多様な挙動(蒸発，凝縮，凍結，融解）を示す。その多様性につ
いて標準試料を用いて解明されている現象を講述する。 
10 回 材料としての生体高分子について解説する。 
11 回 機能性有機化合物の合成と生体有機化合物との関わりについて解説する。 
12 回 超伝導物質・半導体・金属等について説明する。 
13 回 有機化合物の光反応と機能性材料への応用について解説する。 
14 回 無機化合物の構造決定と電子状態計算の手法について解説する。 
15 回 流れを利用する分離分析化学について解説する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握すること。 
2 回 多孔体の用途について調べておくこと。 
3 回 有機化学の教科書で立体化学の分野を中心に復習しておくこと。 
4 回 真珠を構成する化学物質を調べること。ナノの⻑さを調べること。 
5 回 結晶は私達の生活に関わる様々な局面で利用されている。自身の生活の中
で利用されている結晶の例を調査しておくこと。 
6 回 グリーンケミストリー，ゼロエミッション構想について調べておくこと。 
7 回 これまで学習した有機化学の講義内容を復習しておくこと。 
8 回 熱容量とは何か復習しておくこと。 
9 回 水の相図について調べておくこと。 
10 回 図書館等で生体高分子（特に DNA）の構造について調べておくこと。 
11 回 基本的な有機反応について教科書で復習しておくこと。 
12 回 超伝導の基礎を専門書やインターネットなどで調べておくこと。 
13 回 有機化学の基礎を教科書等で復習しておくこと。 
14 回 電子の軌道と量子数について復習しておくこと。 



15 回 「分析化学 I・II」および「機器分析化学」の教科書を復習しておくこと。 
 



年度 2012 
授業コード FSC3522 
成績評価 毎回の実験態度および実験終了時の報告 20%、レポート 80%により評価する。

ただし、レポートは物理化学、分析化学、無機化学、有機化学の各分野ごとに与
えられ、それらのすべてを提出しなければならない。 

曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス CA(〜11),CB(〜11) 
見出し FSC3522 化学実験 
担当教員名 若松 寛、山⽥ 真路、岩永 哲夫、林 宏哉、森重 國光 
単位数 3 
教科書 学生実験の手引き／岡山理科大学理学部化学科編（ガイダンス時に頒布する） 
アクティブラーニング  
キーワード 化学実験 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ・荷物の置き場所がない、狭いなどの意見に対しては、実験室スペースをできる

だけ効率的に利用するよう改善します。 
・マイク、スピーカーの不調については改善します。 

科目名 化学実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜紹介する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 教科書、参考書（授業で用いた教科書、参考書、プリントなど）をよく読んで事

前に予習しておくこと。 
※第２回は情報処理センター実習室のパソコンを利用して演習を行う。 

シラバスコード FSC3522 
実務経験のある教員  
達成目標 物理化学、分析化学、無機化学、有機化学の各分野における実験操作の基礎を修

得し、上位学年での実験が滞りなく行えるようになることを目標とする。具体的
には次の各項目である。 
・目的化合物について文献を調べ適切な情報を得ることができる。 
・化学実験で必要となるデータ処理を表計算ソフトを用いて行うことができる。 
・中和滴定により、溶液の酸もしくはアルカリの濃度を決定することができる。
（逆滴定を含む） 
・恒温槽を用いて試料の温度を一定にして実験を行うことができる。 
・分配係数を決定することができる。（分子会合が起こっ 

受講者へのコメント ・実験の予習を怠らないようにしてください。 
・実験時に全員に向けて教員が話をすることがありますが、重要事項が含まれて
いるので、退屈と思うかもしれませんがしっかり聞くよう 
にしてください。 

連絡先 ガイダンス時に各回の担当教員を紹介するので、各回の連絡・質問等はその担当
教員に行うこと。若松研究室 22 号館 3 階、山⽥（真）研究室 13 号館 4 階、岩永



研究室 13 号館 2 階、林研究室 13 号館 2 階、森重研究室 13 号館 2 階。 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 本実験は全体的には学生からまずまずの評価を受けていると思われます。ただ
し、教員側の改善に関しては「理解しやすいように説明してほしい」、「マイクを
使うか、大きな声で話してほしい」、「器具や機器の整備・補充」、「TA の態度に
問題（分野間で差がある）」の各項目のポイントがやや高めでした。次年度はこれ
らについて改善していきます。 

英文科目名 Experiments in General Chemistry 
関連科目 必修科目である「無機化学 I,II」、「有機化学 I,II」、「物理化学 I,II」、「分析化学 I,II」、

および「化学基礎実験」を履修しておくことが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 ・実験テーマ、テキストを学生の理解⼒に合わせて改善していきます。 

・実験室の機器・器具の更新、補充に努めていきます。 
講義目的 １年次の「化学基礎実験」から一歩進んで、合成実験も含む化学全般にわたる基

礎的な実験操作や結果の解析法を学ぶ。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス（教科書の配布、実験概要の説明、安全指導）を行った後、実験

器具を確認する。 
2 回 (1)Chemical Abstracts を利用する化学文献の調査方法と、 
(2)化学実験で必要なデータ処理を表計算ソフトを用いて行う方法 
について説明する。 
3 回 「分配係数の測定 1（溶液調製）」について実験する。 
4 回 「分配係数の測定 2（本測定）」について実験する。 
5 回 「硫酸イオンの重量分析 1（既知試料）」について実験する。 
6 回 「硫酸イオンの重量分析 2（既知試料）」について実験する。 
7 回 「硫酸イオンの重量分析 3（未知試料）」について実験する。 
8 回 「硫酸イオンの重量分析 4（未知試料）」について実験する。 
9 回 「ニッケル水酸化物のエレクトロクロミズム 1（ニッケル水酸化物の合成）」
について実験する。 
10 回 「ニッケル水酸化物のエレクトロクロミズム 2（酸化スズ透明電極の作成）」
について実験する。 
11 回 「ニッケル水酸化物のエレクトロクロミズム 3（電気化学的酸化還元によ
るニッケル水酸化物の色調変化の観察）」について実験する。 
12 回 「有機化合物の分離（色素のカラムクロマトグラフィー）」について実験す
る。 
13 回 「有機化合物の合成 1（メチルオレンジの合成）」について実験する。 
14 回 「有機化合物の合成 2（酢酸エチルの合成）」について実験する。 
15 回 報告書を作成する。 

準備学習 1 回 この実験科目は内容が多岐にわたるので、今後の講義（実験）計画に目を通
しておくこと。 
2 回 教科書の指定箇所をあらかじめ読んでおくこと。 
3 回 予習レポートを作成しておくこと。 



4 回 予習レポートの修正と実験内容の確認を行っておくこと。 
5 回 るつぼの恒量化について調べておくこと。 
6 回 実験で生じる沈殿を予想し、その物性を調べておくこと。 
7 回 有効数字を踏まえ絶対誤差と相対誤差を計算できるように、有効数字に関
して調べておくこと。 
8 回 教科書中に記載されている物質（１２種類）の硫酸イオンの重量％を計算し
ておくこと。 
9 回 ランベルト・ベールの法則を調べておくこと。化学平衡を決める因子を調べ
ておくこと。 
10 回 ブラッグの式を調べておくこと。電気抵抗測定の原理を調べておくこと。 
11 回 酸化・還元および標準電極電位を調べておくこと。 
12 回 クロマトグラフィーの原理について調べておくこと。 
13 回 メチルオレンジ生成の反応経路を有機化学の教科書等で調べておくこと。
ろ過の方法を教科書で確認しておくこと。 
14 回 酢酸エチル生成の反応経路を有機化学の教科書等で調べておくこと。蒸留
の方法を教科書で確認しておくこと。 
15 回 教科書の該当する箇所をよく読んでおくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSC3532 
成績評価 平常点（34%），各分野の試験（33%）および定期試験（33%）で評価する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス CA(〜10),CB(〜10) 
見出し FSC3532 環境分析化学Ⅱ 
担当教員名 横山 崇 
単位数 2 
教科書 環境計量士への近道（上）／日本環境測定分析協会／丸善：環境計量士への近道

（下）／日本環境測定分析協会／丸善 
アクティブラーニング  
キーワード 環境計量士，濃度，国家試験，資格，受験対策 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 自由記述なし。 
科目名 環境分析化学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 環境計量士への近道[演習編]IV／日本環境測定分析協会／丸善：環境測定と分析

機器／日本環境測定分析協会／丸善：環境六法／環境法令研究会編／中央法規出
版：計量関係法令例規集／経済産業省計量行政室編／第一法規出版 

授業形態 講義 
注意備考 G コース推奨科目。CM クラスからの他コース履修を制限することがある。担当

教員と相談の上，履修すること。 
シラバスコード FSC3532 
実務経験のある教員  
達成目標 環境計量士（濃度関係）国家試験に合格すること。 
受講者へのコメント 資格支援の講義科目ですので，国家試験に合格するようにもっと勉強してもらい

たいと思います。 
連絡先 13 号館 4 階分析化学研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この講義でしっかり予習をしていないという⼈は，かなり難しく感じたと思いま
す。 

英文科目名 Environmental Analytical Chemistry II 
関連科目 専門基礎科目，数学 I・II，化学環境論，機器分析化学および環境分析化学 I をす

べて履修しておくことが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 変更予定なし。 
講義目的 環境計量士（濃度関係）の国家資格取得に対する支援を目的とする。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  環境計量士（濃度関係）について説明する。 

2 回  化学基礎および環境関係法規の演習をする。 



3 回  化学基礎および環境関係法規の演習および試験をする。 
4 回  化学基礎および環境関係法規の試験の解答および演習をする。 
5 回  計量管理概論の演習をする。 
6 回  計量管理概論の演習および試験をする。 
7 回  計量管理概論の試験の解答および演習をする。 
8 回  化学分析概論および濃度の計量の演習をする。 
9 回  化学分析概論および濃度の計量の演習および試験をする。 
10 回  化学分析概論および濃度の計量の試験の解答および演習をする。 
11 回  計量関係法規の演習をする。 
12 回  計量関係法規の演習および試験をする。 
13 回  計量関係法規試験の解答および演習をする。 
14 回  大気の汚染と保全についての解説および総合演習をする。 
15 回  総合演習をする。 

準備学習 1 回  シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。 
2 回  化学基礎および環境関係法規の範囲の過去の国家試験問題を解くこと。 
3 回  化学基礎および環境関係法規の範囲の過去の国家試験問題を解くこと。 
4 回  化学基礎および環境関係法規の範囲の過去の国家試験問題を解くこと。 
5 回  計量管理概論の範囲の過去の国家試験問題を解くこと。 
6 回  計量管理概論の範囲の過去の国家試験問題を解くこと。 
7 回  計量管理概論の範囲の過去の国家試験問題を解くこと。 
8 回  化学分析概論および濃度の計量の範囲の過去の国家試験問題を解くこと。 
9 回  化学分析概論および濃度の計量の範囲の過去の国家試験問題を解くこと。 
10 回  化学分析概論および濃度の計量の範囲の過去の国家試験問題を解くこ
と。 
11 回  計量関係法規の範囲の過去の国家試験問題を解くこと。 
12 回  計量関係法規の範囲の過去の国家試験問題を解くこと。 
13 回  計量関係法規の範囲の過去の国家試験問題を解くこと。 
14 回  過去の国家試験問題を解くこと。 
15 回  過去の国家試験問題を解くこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSC35B1 
成績評価 各講義で提出されたレポート(100%)から総合的に評価する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 化学科(11〜11) 
見出し FSC35B1 化学トピックス 
担当教員名 横山 崇、赤司 治夫、若松 寛、坂根 弦太、高原 周一、山⽥ 晴夫、山⽥ 

真路、 
単位数 2 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード 先端化学，化学トピックス 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 化学トピックス 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 講義 
注意備考 この講義はゼミ配属のための研究室紹介も兼ねているので，できる限り受講し，

かつ，全部の講義に出席すること。 
シラバスコード FSC35B1 
実務経験のある教員  
達成目標 化学科の各ゼミで行われている研究のアウトラインを理解できるようになるこ

と。 
受講者へのコメント  
連絡先 各教員の研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Topics in Chemistry 
関連科目 化学科開講科目の全て 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 化学科の「卒業研究」を実施する各ゼミで行われている研究について，その背景，

目的，成果および今後の展開についてわかりやすく述べる。国内外におけるその
分野の最先端のトピックスや関連する諸問題についても理解しやすく解説する。 

対象学年 2 年 
授業内容 1 回 講義の進め方，卒業研究および化学特別実験について説明する。 

2 回 工業的に重要な分離・精製工程で使われる多孔性吸着剤について説明する。 
3 回 有機化合物の形と動きを制御するための手法を解説し，立体化学の重要性
と分子設計の面白さを紹介する。 



4 回 真珠の安全安心ナノ化学： 
地球の資源，環境問題が 21 世紀の化学の課題である。環境問題は生物に安全で
安心して使用できる物質を利用することである。日本は資源小国であるがカルシ
ウム資源に関してだけは資源大国である。炭酸カルシウムは生物に安全安心な物
質である。この有効利用を進めることが日本および⼈類にとっての緊急課題であ
ろう。炭酸カルシウムの現状と未来について解説する。 
5 回 機能性錯体のクリスタルエンジニアリングについて解説する。 
6 回 流れを用いる分析法の中から，地球環境を考慮したサイクリックフローイ
ンジェクション分析法について詳述する。 
7 回 超分子化学，特に分子機械と分子集合体について解説する。 
8 回 熱測定の手法と熱測定でわかることについて説明する。これから求められ
る化学教育についても論じる。 
9 回 多孔体と接触した水の多様な相変化： 
 自然には種々の形，大きさの孔を持った物質がある。水はこれらの物質と関わ
りながら存在し，多様な挙動(蒸発，凝縮，凍結，融解）を示す。その多様性につ
いて標準試料を用いて解明されている現象を講述する。 
10 回 材料としての生体高分子について解説する。 
11 回 機能性有機化合物の合成と生体有機化合物との関わりについて解説する。 
12 回 超伝導物質・半導体・金属等について説明する。 
13 回 有機化合物の光反応と機能性材料への応用について解説する。 
14 回 無機化合物の構造決定と電子状態計算の手法について解説する。 
15 回 流れを利用する分離分析化学について解説する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握すること。 
2 回 多孔体の用途について調べておくこと。 
3 回 有機化学の教科書で立体化学の分野を中心に復習しておくこと。 
4 回 真珠を構成する化学物質を調べること。ナノの⻑さを調べること。 
5 回 結晶は私達の生活に関わる様々な局面で利用されている。自身の生活の中
で利用されている結晶の例を調査しておくこと。 
6 回 グリーンケミストリー，ゼロエミッション構想について調べておくこと。 
7 回 これまで学習した有機化学の講義内容を復習しておくこと。 
8 回 熱容量とは何か復習しておくこと。 
9 回 水の相図について調べておくこと。 
10 回 図書館等で生体高分子（特に DNA）の構造について調べておくこと。 
11 回 基本的な有機反応について教科書で復習しておくこと。 
12 回 超伝導の基礎を専門書やインターネットなどで調べておくこと。 
13 回 有機化学の基礎を教科書等で復習しておくこと。 
14 回 電子の軌道と量子数について復習しておくこと。 
15 回 「分析化学 I・II」および「機器分析化学」の教科書を復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSC3711 
成績評価 主として中間テスト（３０％）と定期試験（７０％）の成績で評価する。毎講義

のあとで行う小テストの結果を考慮することもある。また、授業回数の 3 分の 1 
以上の欠席がある場合には試験成績は無効とみなし、“E”評価とする。 

曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス CA(〜11),CB(〜11) 
見出し FSC3711 結晶の化学 
担当教員名 大谷 槻男 
単位数 2 
教科書 プリント資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 最密充填構造、単結晶、Ｘ線回折法、半導体、超伝導体、リチウムイオン２次電

池、熱電発電 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 ・あまり自由記述がなく、回答ができません。 
科目名 結晶の化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 入門固体化学/スマート・ムーア著、河本・平尾訳(化学同⼈) 
授業形態 講義 
注意備考 必修科目の無機化学、物理化学の知識が必要である。 
シラバスコード FSC3711 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）結晶とは何かを理解すること。 

（２）原子の積み重なり方の基本を理解すること。 
（３）Ｘ線回折法の原理を理解すること。 
（４）半導体の原理と応用を理解すること。 
（５）超伝導とはどのような現象で、どのような用途があるかを理解すること。 
（６）リチウムイオン２次電池の原理を理解すること。 

受講者へのコメント ・受講者が多い割には熱心に受講した⼈が多かったという印象です。そのせいか、
定期試験で不合格になった⼈数はわずかに４ 名でした。 
・結晶や結晶模型をときどき教室に持っていって授業終了後でも自由に見てもら
っていますが、今年は見にくる⼈が少なかっ  たです。実際にさわって見るこ
とは勉強になります。 

連絡先 研究室（１３号館３階）TEL:086-256-9423,E-mail:ohtani@chem.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ・[B]「理解」・「興味・関心が深まった」がそれぞれ７０％、４５％で、興味を抱
いていただいたと思われます。 
・[C]５）「達成度」は「できた」、「大体できた」の総数が５６．７％で、これは
微妙な結果です。 



・[C]６）「教員の意欲」は「感じられた」が４５％、「少し感じられた」が３０％
でこれは相応の評価がいただけたと思って います。 
・[C]７）「満足度」については、「ほぼ満足」以上が６６．６％でした。もっと満
足度が上昇するよう努⼒します。 

英文科目名 Chemistry of Crystals 
関連科目 固体化学、物理化学Ｉ・II・III、無機化学Ｉ．II、III 
次回に向けての改善変更予定 ・もっと興味を持ってもらえるよう、きれいな結晶や結晶模型をさらに準備した

いと思います。 
・声、板書を改善します。 

講義目的 われわれの身の回りには多くの無機物質がある。その利用は石器時代にまでさか
のぼることができる。縄文時代には高度な技術で作られた焼き物（セラミックス
容器）があったことはよく知られている。さらに現代になると、シリコン半導体、
永久磁石、超伝導物質といった数多くの機能性セラミックスがハイテク産業の基
幹的な材料として使われるようになった。本講義では種々の無機物質に関して、
構造の基礎・構造解析・結晶作成法等について述べ、さらに半導体・超伝導体・
イオン電池等の応用面についても解説する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 単結晶のいろいろを具体的な宝石、鉱物結晶、雪の結晶等の画像で紹介す

る。 
2 回 単結晶の作り方を述べる。またベルヌーイ法、チョクラルスキー法、フラッ
クス法などによって作られる⼈工の単結晶（ルビー、サファイヤ、ダイヤモンド、
水晶等）を種々紹介する。 
3 回 原子の積み重なり方を最密充填構造（ＦＣＣ，ＨＣＰ）で説明する。それぞ
れの充填構造の詳細について説明する。 
4 回 最蜜充填構造を基本とするイオン結晶の構造を説明する。また、八面体孔、
四面体孔への金属原子の入り方によってどのような結晶構造が形成されるかを
説明する。 
5 回 ボルン・ハーバーサイクルによる格子エネルギーの計算方法を説明する。 
6 回 結晶構造を記述するために必要な概念である単位格子、格子定数、ミラー指
数、面間隔等について説明する。 
7 回 ７種類の結晶系について説明し、それらを基本とする種々の結晶構造につ
いて解説する。 
8 回 結晶構造を決定するためのＸ線回折法の原理とブラッグの回折公式につい
て説明する。 
9 回 中間テストを行い、その解答をする。 
10 回 物質の伝導性の説明を行い、半導体の原理（バンド構造、不純物準位等）、
ｐｎ接合などを解説する。 
11 回 半導体の応用例である太陽電池、発光ダイオード、光触媒等について説明
する。 
12 回 超伝導の原理と応用について解説する。 
13 回 リチウムイオン２次電池の原理と応用について解説する。 
14 回 ゼオライトの構造と応用について説明する。また熱電発電について説明す



る。 
15 回 これまでの講義内容のまとめを行い、試験のためにどのような準備が必要
かを説明する。 

準備学習 1 回 シラバスを事前によく調べておくこと。 
2 回 単結晶や宝石についての知識を調べておくこと。 
3 回 あらかじめ配布したプリント資料をよくみて学習しておくこと。 
4 回 あらかじめ配布したプリント資料をよくみて、結晶の生成について学習し
ておくこと。 
5 回 あらかじめ配布したプリント資料中のボルン・ハーバーサイクルについて
勉強しておくこと。 
6 回 あらかじめ配布したプリント資料をみて、結晶構造の記述法についてよく
学習しておくこと。 
7 回 前回の復習をよくしておくこと。 
8 回 あらかじめ配布したプリント資料をよくみて、Ｘ線回折法について学習し
ておくこと。 
9 回 これまで学んだことをよく復習しておくこと。 
10 回 あらかじめ配布したプリント資料をよく学習しておくこと。 
11 回 前回の講義について復習し、半導体の概念をよく理解しておくこと。 
12 回 あらかじめ配布したプリント資料をみて学習しておくこと。 
13 回 あらかじめ配布したプリント資料をみて学習しておくこと。 
14 回 あらかじめ配布したプリント資料をよくみておくこと。 
15 回 これまで配布したプリント資料と講義内容をみて、よく復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSC37A2 
成績評価 実験レポート（60％）、中間試験（10％）、定期試験（30％） 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス CB(〜12) 
見出し FSC37A2 化学基礎実験 
担当教員名 赤司 治夫、高原 周一 
単位数 2 
教科書 佐藤幸子・「岡山理科大学化学実験一手引きと演習一」、坂⽥一矩編・「理工系化学

実験一基礎と応用一」東京教学社 
アクティブラーニング  
キーワード 無機定性分析：金属のイオン化傾向、元素の周期表、分属試薬、溶解度積、化学

平衡、錯イオン両性金属、マスキング定量分析：中和、酸化還元、キレート生成、
電離定数、pH、pKa、モル濃度、質量百分率 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 化学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 大学一般化学教育研究会編・「大学の基礎化学実験」・学術図書出版社フォトサイ

エンス化学図録・数研出版、 井口洋夫、木下實編集・「化学入門」・実教出版 
授業形態 実験実習 
注意備考 全ての実験を行い、レポートを期限内に提出し受理されていることが、単位取得

の前提条件である。 
事故予防のため、白衣と保護眼鏡の着用を義務づける。 
十分な予習をし、内容を理解して実験に臨むこと。  
実験開始１時間前までに、予習プリントを必ず提出する。 

シラバスコード FSC37A2 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）薬品の取り扱い方の基本を理解する。 決められた濃度の試薬溶液を調製

できる。 
（２）適切な実験廃液の処理ができる。 
（３）滴定実験の器具（ホールピペット、ビュレット、メスフラスコ）の使用方
法を習得する。 
（４）pH メーター、分光光度計、電子天秤の使用方法を習得する。 
（５）詳しい実験観察結果を文章で表現し、物質の変化を化学反応式で記述でき
る。 
（６）報告書の基本的書き方を習得する。 
（７）モル濃度を理解し、滴定実験、吸光光度法分析により日常的な物（食酢、
ミネラルウォーター、ドリンク剤、消毒剤等）に含ま 

受講者へのコメント  
連絡先 22 号館 5F 508 号室 e-mail:akashi@high.ous.ac.jp 



合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Fundamental Experiments of Chemistry 
関連科目 化学入門 I、II、分析化学 I、II、無機化学 I 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 基礎的な実験を通して、化学実験に必要な基本的知識と実験室でのマナーを習得

する。実験機器の取り扱い方、パソコンを活用した実験結果の解析方法、グラフ
の書き方、報告書の作成法等を学ぶと同時に、化学の基礎原理や概念についての
理解を深める。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーションをする。 

2 回  基本実験（金属と酸との反応）とレポート作成方法の説明をする。 
3 回  第 I 属陽イオンの定性分析をする。 
4 回  第 II 属陽イオンの定性分析(1)をする。 
5 回  第 II 属陽イオンの定性分析(2)をする。 
6 回  第 III 属陽イオンの定性分析をする。 
7 回  陽イオンの系統分析 （中間試験）をする。 
8 回  定量分析：中和滴定 （食酢の定量）をする。 
9 回  定量分析：酸化還元滴定 （オキシドール中の過酸化水素の定量）をする。 
10 回  定量分析：キレート滴定 （水の硬度測定）をする。 
11 回  定量分析：pH メーターを用いる電位差滴定 （酢酸の電離定数の測定、
グラフから pKa を求める）をする。 
12 回  定量分析：pH メーターを用いる電位差滴定 （表計算ソフトを用いたグ
ラフ作成、pKa の測定）をする。 
13 回  定量分析：吸光光度法分析（鉄イオンの定量） パソコンを活用したデー
タ解析とレポート作成をする。 
14 回  補充実験、レポート解説をする。 
15 回  補充実験、レポート解説をする。 

準備学習 1 回  教科書第 1 章を読み、化学実験を行う上での基本的注意事項を理解してお
くこと。 
2 回  実験の手引きをよく読み、内容を理解しておくこと。 
3 回  実験の手引きをよく読み、内容を理解しておくこと。 
4 回  実験の手引きをよく読み、内容を理解しておくこと。 
5 回  実験の手引きをよく読み、内容を理解しておくこと。 
6 回  実験の手引きをよく読み、内容を理解しておくこと。 
7 回  実験の手引きをよく読み、内容を理解しておくこと。 
8 回  実験の手引きをよく読み、内容を理解しておくこと。 
9 回  実験の手引きをよく読み、内容を理解しておくこと。 
10 回  実験の手引きをよく読み、内容を理解しておくこと。 
11 回  実験の手引きをよく読み、内容を理解しておくこと。 
12 回  実験の手引きをよく読み、内容を理解しておくこと。 



13 回  実験の手引きをよく読み、内容を理解しておくこと。 
14 回  実験の手引きをよく読み、内容を理解しておくこと。 
15 回  実験の手引きをよく読み、内容を理解しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSC4111 
成績評価 定期試験(70%), 中間試験(20%), 小テスト(0%), レポート(10%), ノート(0%)

定期試験(70 点), 中間試験(20 点), とレポート(10 点)を合計した得点により評
価する。 

曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス CA(〜12),CB(〜12) 
見出し FSC4111 数学Ⅰ 
担当教員名 春木 茂 
単位数 2 
教科書 「理工系の基礎 微分積分」(増補版)／石原, 浅野共著／裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード 極限, 連続, 導関数, 微分 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 数学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「微分積分」(改訂版)／矢野, 石原編／裳華房 
授業形態 講義 
注意備考 高校数学の数ⅡとⅢを学習しておくことが望ましい。大学の数学の基礎となるの

で, 復習と計算の練習を怠らないこと。特に, 講義のノートを主にして復習する
こと。 

シラバスコード FSC4111 
実務経験のある教員  
達成目標 極限の概念を理解すること。微分の定義, 運用方法とその応用を修得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 第一学舎４階 春木研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mathematics I 
関連科目 高等学校で「数学Ⅲ」を履修していることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 数学の基礎となる一変数の関数の微分とその応用を講述する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション. 講義の進め方を説明する。 

2 回 数列の極限について説明する。 
3 回 関数の極限, 連続関数について説明する。 
4 回 導関数 微分の基本公式について解説する。 
5 回 合成関数の微分について説明する。 



6 回 対数関数と指数関数の微分について説明する。 
7 回 三角関数の微分について説明する。 
8 回 逆三角関数について説明する。 
9 回 逆関数の微分, パラメータ表示の関数の微分について説明する。 
10 回 中間試験とその解説をする。 
11 回 平均値の定理と関数の増減について説明する。 
12 回 ロピタルの定理について説明する。 
13 回 関数の凹凸について説明する。 
14 回 テイラーの定理について説明する。 
15 回 整理, 復習, 定期試験の対策をする。 

準備学習 1 回 高校数学を復習すること。 
2 回 第 1 章 極限と連続 §1 数列と級数の予習を行うこと。 
3 回 第 1 章 極限と連続 §2 関数と極限 §3 連続関数の予習を行うこと。 
4 回 第 2 章 微分法の基礎 §4 導関数 §5 微分法の公式(その 1)の予習を行う
こと。 
5 回 第 2 章 微分法の基礎 §5 微分法の公式(その 1)の予習を行うこと。 
6 回 第 3 章 いろいろな関数の微分法 §7 指数関数・対数関数 §8 指数関数と
対数関数の微分法 §10 対数微分法の予習を行うこと。 
7 回 第 3 章 いろいろな関数の微分法 §9 三角関数の微分法の予習を行うこと。 
8 回 第 3 章 いろいろな関数の微分法 §11 逆三角関数の微分法の予習を行うこ
と。 
9 回 第 2 章 微分法の基礎 §6 微分法の公式(その 2) 第 3 章 いろいろな関数
の微分法 §11 逆三角関数の微分法の予習を行うこと。 
10 回 第 1 回から第 9 回までの講義のノートの復習を行なうこと。 
11 回 第 4 章 微分法の応用 §14 平均値の定理 §18 関数の値の変化の予習を
行うこと。 
12 回 第 4 章 微分法の応用 §15 不定形の極限値の予習を行うこと。 
13 回 第 4 章 微分法の応用 §18 関数の値の変化の予習を行うこと。 
14 回 第 3 章 いろいろな関数の微分法 §12 n 次導関数 第 4 章 微分法の応用 
§16 テイラーの定理の予習を行うこと。 
15 回 第 1 回から第 14 回までの講義のノートの復習を行なうこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSC4112 
成績評価 定期試験(70%), 中間試験(20%), 小テスト(0%), レポート(10%), ノート(0%)

定期試験(70 点), 中間試験(20 点), とレポート(10 点)を合計した得点により評
価する。 

曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス CA(〜12),CB(〜12) 
見出し FSC4112 数学Ⅱ 
担当教員名 春木 茂 
単位数 2 
教科書 「理工系の基礎 微分積分」(増補版)／石原, 浅野共著／裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード 不定積分, 極限, 定積分, 広義積分, 級数 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 数学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「微分積分」（改訂版）／矢野, 石原編／裳華房 
授業形態 講義 
注意備考 大学の数学の基礎となるので, 復習と計算の練習を怠らないこと。特に, 講義の

ノートを主にして復習すること。 
シラバスコード FSC4112 
実務経験のある教員  
達成目標 積分の定義を知り, 実際に積分を実行できること。級数についても理解すること。 
受講者へのコメント  
連絡先 第一学舎４階春木研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mathematics II 
関連科目 数学Ⅰを履修していることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 数学の基礎となる一変数の関数の積分とその応用を講述する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。講義の進め方を説明する。 

2 回 簡単な関数の不定積分と定積分について説明する。 
3 回 不定積分の置換積分法について説明する。 
4 回 定積分の置換積分法について説明する。 
5 回 部分積分法について説明する。 
6 回 いろいろな関数の積分について説明する。 



7 回 積分の応用(面積)について説明する。 
8 回 和の極限と定積分について説明する。 
9 回 極座標による図形の面積, 立体の体積, 曲線の⻑さについて説明する。 
10 回 中間試験とその解説をする。 
11 回 広義積分について説明する。 
12 回 簡単な級数の収束, 発散について説明する。 
13 回 テイラー級数について説明する。 
14 回 テイラー級数について説明する。 
15 回 整理, 復習, 定期試験の対策をする。 

準備学習 1 回 高校数学, 微分積分学Ⅰを復習すること。 
2 回 第 5 章 積分法の基礎 §22 不定積分 §23 微分積分法の基本定理 第 6 章 
不定積分の計算 §24 簡単な関数の不定積分の予習を行うこと。 
3 回 第 6 章 不定積分の計算 §25 置換積分法の予習を行うこと。 
4 回 第 5 章 積分法の基礎 §21 定積分の性質 第 7 章 定積分とその応用 §30 
定積分の計算の予習を行うこと。 
5 回 第 6 章 不定積分の計算 §26 部分積分法 第 7 章 定積分とその応用 §30 
定積分の計算の予習を行うこと。 
6 回 第 6 章 不定積分の計算 §27 有理関数の積分 §28 sinx, cosx の有理式の
積分 §29 無理関数の積分の予習を行うこと。 
7 回 第 7 章 定積分とその応用 §32 面積・体積の予習を行うこと。 
8 回 第 5 章 積分法の基礎 §20 定積分の定義の予習を行うこと。 
9 回 第 7 章 定積分とその応用 §32 面積・体積 §33 曲線の⻑さの予習を行う
こと。 
10 回 第 1 回から第 9 回までの講義のノートの復習を行なうこと。 
11 回 第 7 章 定積分とその応用 §31 広義の積分の予習を行うこと。 
12 回 第 1 章 極限と連続 §1 数列と級数 第 4 章 微分法の応用 §17 テイラー
展開の予習を行うこと。 
13 回 第 4 章 微分法の応用 §17 テイラー展開の予習を行うこと。 
14 回 第 4 章 微分法の応用 §17 テイラー展開の予習を行うこと。 
15 回 第 1 回から第 14 回までの講義のノートの復習を行なうこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSC4121 
成績評価 中間試験（３０％）と定期試験の結果（７０％）によって評価する。毎講義のあ

とに行う小テストの結果も考慮することがある。また、授業回数の 3 分の 1 以
上の欠席がある場合には試験成績は無効とみなし、“E”評価とする。 

曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス CA(〜11),CB(〜11) 
見出し FSC4121 物理化学Ⅱ 
担当教員名 大谷 槻男 
単位数 2 
教科書 バーロー物理化学（上）/大門、堂免訳（東京化学同⼈） 
アクティブラーニング  
キーワード 熱⼒学第１法則、熱⼒学第２法則、ギブスの自由エネルギー、ギブスの相律、状

態図 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 自由記述なし。 
科目名 物理化学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない。 
授業形態 講義 
注意備考 ・習熟度別クラスになっています。クラス分けをオリエンテーションまたは掲示

板で確認し，必ず自分のクラスを履修すること。 
・基礎的な物理学の知識と簡単な微分・積分学の知識が必要です。また、物理化
学Ｉをよく学習しておくこと。 

シラバスコード FSC4121 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）熱⼒学第１法則、熱⼒学第２法則の概念を理解すること。 

（２）ギブスの自由エネルギーとは何か、どのように使えるかを理解すること。 
（３）化学平衡、相転移の概念を正しく理解すること。 
（４）基礎的な数学（微分、積分）ができること。 

受講者へのコメント ・習熟度がすこし十分ではないと思われるクラスの授業でしたが、欠席者が多く、
遅刻者もかなりいました。例年よりも不合格 者が多くなりました。ほぼ半数が
不合格者でした。授業への取り組み方がよくなかったと思います。 

連絡先 研究室（１３号館３階）TEL:086-256-9423,E-mail:ohtani@chem.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 [C]5) 理解度が「大体できた」以上が４７．４％で他の講義よりも低い値になり
ました。 
[C]6) 「教員の熱心度」は「少し感じられた」以上が８４．２％で、これは評価
してもらえたと思っています。 



英文科目名 Physical Chemistry II 
関連科目 物理化学Ｉ、その他の多くの化学専門科目と関連する。 
次回に向けての改善変更予定 ・内容をもう少し易しくしようと思います。 

・声（大きさ、明瞭さ）に気をつけます。 
講義目的 物理化学Ｉで学んだ熱⼒学の基礎を復習し、その発展的な内容（より具体的な事

象）について講義する。最も重要な概念であるギブスの自由エネルギーについて
は特に詳しく述べる。また、化学平衡や相転移の重要な概念についても、自由エ
ネルギーを使って説明する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 物理化学Ｉの復習（熱⼒学第一法則）を行う。また、演習問題の解答をとお

してエンタルピーの概念を説明する。 
2 回 物理化学Ｉの復習（熱⼒学第二法則）を行う。演習問題を解きながら、エン
トロピーの概念を説明する。 
3 回 エントロピーの温度変化、圧⼒変化の公式を導き、関連する演習問題を解答
する。 
4 回 ギブスの自由エネルギーの概念を導入し、その重要さを問題解答をとおし
て説明する。 
5 回 ギブスの自由エネルギーの圧⼒変化の公式の導出を行い、演習問題を解答
する。 
6 回 ギブスの自由エネルギーと平衡条件の間の関係式を導出し、演習問題を解
答する。 
7 回 ギブスの自由エネルギーの温度変化の公式の導出を行い、演習問題を解答
する。 
8 回 ギブスの自由エネルギーと相平衡および水の状態図について解説する。 
9 回 中間テストおよびその解答をする。 
10 回 物理化学の分野において最も重要な公式であるクラジウス・クラペイロン
の式の導出と、それを用いる演習問題をする。 
11 回 気・液状態図の説明を具体的な系について行い、ラウールの法則の適用を
説明する。 
12 回 ギブスの相律の説明を行い、状態図の各領域における系の自由度を計算す
る。また、系の自由度の概念の重要さを説明する。 
13 回 二成分系状態図の説明を行う。また、状態図の各領域での系の自由度を説
明する。 
14 回 化学電池の説明を行い、起電⼒からの物理化学的量の算出法を説明する。 
15 回 これまでの講義のまとめー期末試験の参考として、これまでの講義で行っ
た重要な項目を説明する。 

準備学習 1 回 昨年度学んだ物理化学Ｉの復習をしておくこと。 
2 回 昨年度学んだ物理化学Ｉの復習をしておくこと。 
3 回 第１，２回の講義内容をよく復習しておくこと。 
4 回 これまで学んだエンタルピー、エントロピーの概念をよく理解しておくこ
と。 
5 回 前回の講義のギブスの自由エネルギーの意味をよく復習しておくこと。 



6 回 前回の講義の内容をよく理解しておくこと。 
7 回 第４，５，６回の講義の内容をよく復習しておくこと。 
8 回 第４，５，６、７回の講義の内容を全てよく理解しておくこと、計算もよく
練習しておくこと。 
9 回 これまでの講義の内容をよく勉強しておくこと。 
10 回 ギブスの自由エネルギーの概念の把握とそれに関係する公式をよく復習し
ておくこと。 
11 回 状態図の概念をあらかじめ勉強しておくこと。 
12 回 組成・温度状態図をよく予習しておくこと。 
13 回 前回の内容をよく復習しておくこと。 
14 回 電池の歴史（ボルタ電池など）を予習しておくこと。 
15 回 これまでの全内容を復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSC4131 
成績評価 学期末の試験(60 点）と、授業中に適宜行う小試験(40 点)で評価する。 
曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス CA(09〜10),CB(09〜10) 
見出し FSC4131 放射線化学 
担当教員名 橘高 茂治 
単位数 2 
教科書 エックス線作業主任者試験徹底研究 
アクティブラーニング  
キーワード X-線、放射線、放射線被爆の⼈体への影響、放射線の減弱 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 放射線化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 エックス線取り扱いの基礎・電子科学研究所 
授業形態 講義 
注意備考 エックス線作業主任者試験を受ける学生は講義範囲以外についても教科書を精

査､習得する必要がある。 
シラバスコード FSC4131 
実務経験のある教員  
達成目標 授業は一般的講義に引き続いて試験問題の解答法を取得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 kittaka@chem.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Radiation Chemistry 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 X-線作業主任者に求められる基本的知識の習得を通じて，種々の放射線の取り扱

いについて学習する。作業主任者に実際に求められる知識、技術は非常に多く、
実際に主任者の試験でも出題される。講義では更にそれらを学習する上での基礎
になる事柄を勉強する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の概要説明。放射線、X-線の性質 

2 回 １．X-線の生体に与える影響 
 放射線生物作用 
3 回 ２．細胞と組織の放射線感受性 
  細胞の放射線感受性 



4 回 ２．細胞と組織の放射線感受性 
  組織の放射線感受性 
5 回 ３．放射線影響の分類 
  身体的影響と遺伝的影響 
6 回 ３．放射線影響の分類 
  確定的影響と確率的影響 
7 回 ４．X-線が組織、器官に与える影響 
8 回 ４．X-線が組織、器官に与える影響 
9 回 中間試験 
10 回 ５．X-線が全身に与える影響 
11 回 ５．X-線が全身に与える影響 
12 回 ５．X-線が全身に与える影響 
13 回 X-線の性質 
  X-線の発生の原理、物質との相互作用 
14 回 ２．X-線の減弱 
15 回 講義のまとめ、演習 

準備学習 1 回 必要なし 
2 回 前回の復習 
3 回 前回の復習 
4 回 前回の復習 
5 回 前回の復習 
6 回 前回の復習 
7 回 前回の復習 
8 回 これまでの復習 
9 回 必要なし 
10 回 前回の復習 
11 回 前回の復習 
12 回 前回の復習 
13 回 前回の復習 
14 回 前回の復習 
15 回 前回の復習 

 



年度 2012 
授業コード FSC41A2 
成績評価 演習時に割り当てられた解答内容と試験の成績 
曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス CA(10〜11),CB(10〜11) 
見出し FSC41A2 教職のための物理 
担当教員名 若村 国夫 
単位数 2 
教科書 プリント配布 
アクティブラーニング  
キーワード ⼒、仕事、エネルギー、運動、熱、波 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 教職のための物理 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 改訂版高等学校・物理 I（数研出版）、教員採用試験中学校理科（一ツ橋書店） 
授業形態 講義 
注意備考 ⼒学を中心とする高校物理 I の内容を確実に理解するぞと云う姿勢および演習で

行うすべての問題を自分で解く努⼒が必要。 
シラバスコード FSC41A2 
実務経験のある教員  
達成目標 中学理科教員採用試験物理分野（⼒学が中心）の問題が解けるようになること 
受講者へのコメント 他の記述を参考にしてください。 
連絡先 ７号館１階研究室（電話：０８６−２５６−９４０４） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 基礎物理学、⼒学、基礎数学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 中学理科教員採用試験に出題される物理分野の内容を十分理解し、問題を解くた

めの考え方、解法の手順、計算間違えの少ない計算手順などを学び、身につける。
このことにより、教員採用試験に合格し教壇に立った場合に、必要な知識や生徒
への分かり易い説明の仕方なども身につけられる。授業時間数の関係で、最も多
く出題される⼒学と関係分野に的を絞る。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 どのような形態で講義を行うかを説明し、必要なプリントの配布、次回の予

定を割り当てる。 
2 回 中学理科教員採用試験に出題される物理分野・⼒学・運動の表し方・の知識
の復習と解法、次回解答問題の割り当て① 



3 回 ⼒学・運動の表し方・の知識の復習と問題の解法および次回解答問題の割り
当て② 
4 回 ⼒学・運動の表し方・の知識の復習と問題の解法および次回解答問題の割り
当て③ 
5 回 ⼒学・運動の法則・の知識の復習と問題の解法および次回解答問題の割り当
て① 
6 回 ⼒学・運動の法則・の知識の復習と問題の解法および次回解答問題の割り当
て② 
7 回 ⼒学・運動の法則・の知識の復習と問題の解法および次回解答問題の割り当
て③ 
8 回 ⼒学・運動の法則・の知識の復習と問題の解法および次回解答問題の割り当
て④ 
9 回 ⼒学・仕事とエネルギー・の知識の復習と問題の解法および次回解答問題の
割り当て① 
10 回 ⼒学・仕事とエネルギー・の知識の復習と問題の解法および次回解答問題
の割り当て② 
11 回 ⼒学・仕事とエネルギー・の知識の復習と問題の解法および次回解答問題
の割り当て③ 
12 回 熱とエネルギー・の知識の復習と問題の解法および次回解答問題の割り当
て① 
13 回 熱とエネルギー・の知識の復習と問題の解法および次回解答問題の割り当
て② 
14 回 波動、その他物理分野に関する知識の復習と試験に関する質問の受付 
15 回 試験 

準備学習 1 回 特になし 
2 回 分数やその加減乗除、ベクトルの加減、微分積分の意味などを復習する 
3 回 第 2 回の授業内容の復習 
4 回 第 3 回の授業内容の復習 
5 回 第 4 回の授業内容の復習 
6 回 第 5 回の授業内容の復習 
7 回 第 6 回の授業内容の復習 
8 回 第 7 回の授業内容の復習 
9 回 第 8 回の授業内容の復習 
10 回 第 9 回の授業内容の復習 
11 回 第 10 回の授業内容の復習 
12 回 第 11 回の授業内容の復習 
13 回 第 12 回の授業内容の復習 
14 回 第 13 回の授業内容の復習 
15 回 これまでの授業内容の復習 

 



年度 2012 
授業コード FSC41B2 
成績評価 平常点（34%），各分野の試験（33%）および定期試験（33%）で評価する。 
曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス CA(〜10),CB(〜10) 
見出し FSC41B2 教職のための化学 
担当教員名 横山 崇 
単位数 2 
教科書 これだけは知っておきたい 教員のための化学／⽥中春彦編著／培風館 
アクティブラーニング  
キーワード 教員採用試験，理科，受験対策，一般化学 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ハッキリと話して欲しい。何と言っているかわからない時があった。→申し訳あ

りません。気をつけます。 
実⼒が付いたと思います。大変だったけど，それが逆によかった。→ありがとう
ございます。 

科目名 教職のための化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 教員採用試験・精選実施問題シリーズ⑧ 全国版 専門教養 中学理科・物理・

化学・生物・地学の精選実施問題／協同教育研究会編／協同出版 
授業形態 講義 
注意備考 G コース推奨科目。CM クラスからの他コース履修を制限することがある。担当

教員と相談の上，履修すること。 
シラバスコード FSC41B2 
実務経験のある教員  
達成目標 教員採用試験科目の「化学」の科目の合格水準に達すること。 
受講者へのコメント 教員採用試験支援の講義科目ですので，教員採用試験に合格するようにもっと勉

強してもらいたいと思います。 
連絡先 13 号館 4 階分析化学研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この講義を受講するに当たって，高等学校の化学をしっかり復習してない⼈やし
っかり予習をしていないという⼈は，講義についてくることができなかったと思
います。 

英文科目名 Chemistry for School Teaching 
関連科目 専門基礎科目をすべて履修しておくことが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 変更予定なし。 
講義目的 教員採用試験科目のうち「化学」の科目に関して，合格水準に達するための支援

を行うことを目的とする。 
対象学年 3 年/4 年 



授業内容 1 回  講義の進め方を説明する。 
2 回  物質の構成および物質の状態の演習をする。 
3 回  物質の構成および物質の状態の演習および試験をする。 
4 回  物質の構成および物質の状態の試験の解答および演習をする。 
5 回  化学変化の特徴と反応速度および化学変化の方向性の演習をする。 
6 回  化学変化の特徴と反応速度および化学変化の方向性の演習および試験を
する。 
7 回  化学変化の特徴と反応速度および化学変化の方向性の試験の解答および
演習をする。 
8 回  無機物質の性質と反応の演習をする。 
9 回  無機物質の性質と反応の演習および試験をする。 
10 回  無機物質の性質と反応の試験の解答および演習をする。 
11 回  有機化合物の性質と反応および高分子化合物と生体関連物質の演習をす
る。 
12 回  有機化合物の性質と反応および高分子化合物と生体関連物質の演習およ
び試験をする。 
13 回  有機化合物の性質と反応および高分子化合物と生体関連物質の試験の解
答および演習をする。 
14 回  化学と社会についての解説をする。 
15 回  化学と社会についての解説および総合演習をする。 

準備学習 1 回  シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。 
2 回  物質の構成および物質の状態の範囲の過去の教員採用試験問題および教
科書の問題を解くこと。 
3 回  物質の構成および物質の状態の範囲の過去の教員採用試験問題および教
科書の問題を解くこと。 
4 回  物質の構成および物質の状態の範囲の過去の教員採用試験問題および教
科書の問題を解くこと。 
5 回  化学変化の特徴と反応速度および化学変化の方向性の範囲の過去の教員
採用試験問題および教科書の問題を解くこと。 
6 回  化学変化の特徴と反応速度および化学変化の方向性の範囲の過去の教員
採用試験問題および教科書の問題を解くこと。 
7 回  化学変化の特徴と反応速度および化学変化の方向性の範囲の過去の教員
採用試験問題および教科書の問題を解くこと。 
8 回  無機物質の性質と反応の範囲の過去の教員採用試験問題および教科書の
問題を解くこと。 
9 回  無機物質の性質と反応の範囲の過去の教員採用試験問題および教科書の
問題を解くこと。 
10 回  無機物質の性質と反応の範囲の過去の教員採用試験問題および教科書の
問題を解くこと。 
11 回  有機化合物の性質と反応および高分子化合物と生体関連物質の範囲の過
去の教員採用試験問題および教科書の問題を解くこと。 
12 回  有機化合物の性質と反応および高分子化合物と生体関連物質の範囲の過



去の教員採用試験問題および教科書の問題を解くこと。 
13 回  有機化合物の性質と反応および高分子化合物と生体関連物質の範囲の過
去の教員採用試験問題および教科書の問題を解くこと。 
14 回  化学と社会の範囲の教科書の問題を解くこと。 
15 回  化学と社会の範囲の教科書の問題および過去の教員採用試験問題を解く
こと。 

 



年度 2012 
授業コード FSC4511 
成績評価 レポート・小テスト 40％、試験点 60％として 100 点満点で評価する。 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス CA(〜11),CB(〜11) 
見出し FSC4511 無機化学Ⅱ 
担当教員名 坂根 弦太 
単位数 2 
教科書 基本無機化学 第２版／荻野 博、飛⽥博実、岡崎雅明／東京化学同⼈ 
アクティブラーニング  
キーワード イオン性固体、金属、結晶構造、酸と塩基、酸化と還元、溶媒 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 教科書をもっと使ってほしい、教科書通りに進めてほしいというご意見がありま

した。教科書に載っていることはそのようにご案内し、教科書に載っていないこ
とは板書でゆっくりとノートに記録してもらうよう留意したいと思います。 

科目名 無機化学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSC4511 
実務経験のある教員  
達成目標 基本的な物質と結晶構造を憶える。 

構造の成り立ちを理解する。 
イオン結晶、共有結晶、金属結晶の基本物質を憶える。性質の相違がある理由を
理解する。 
ボルン・ハバーサイクルを理解する。 
バンドの用語を憶える。半導体と金属の違いをバンドで理解する。ｐ型、ｎ型を
理解する。 
基本的な無機酸を憶える。酸素酸の酸解離定数を推定する。酸の定義を理解する。
ｐH を計算する。 
基本的な酸化剤、還元剤を憶える。電池の起電⼒が計算できる。標準酸化還元電
位を理解し酸化還元反応の進行を予測する。 
溶媒の種類を憶える。溶媒が化学反応に及 

受講者へのコメント １５回の講義でお話しした内容をよく把握、理解し、自分の言葉で説明できるよ
うになった方が大勢おられます。無機化学の基本となる概念が身についたことは
素晴らしいと思います。全般的に、欠席も少なく、講義中の私語も少なく、レポ
ートの提出率もよく、受講生の皆さんの勉学姿勢は良好であったと思います。３
年次で開講される無機化学実験につながる内容が多かったので、身に着けた概念
を３年次以降の実験で活かしていただけるよう希望します。 

連絡先 坂根の居室は 13 号館 2 階、gsakane@chem.ous.ac.jp 



合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 空調に関する問題提起が多くありましたが、関係部署に教室改善を要望するとと
もに、講義中は、暑すぎないよう、寒すぎないよう、風があまり吹き付けないよ
う、教室環境の維持管理に努めたいと思います。ビデオやＤＶＤやＣＤを教材と
して使いましたが、適切な音量になるよう、留意したいと思います。 

英文科目名 Inorganic Chemistry II 
関連科目 固体化学 
次回に向けての改善変更予定 より教科書に沿った内容に変更します。また、なるべく９０分間でお話が完結す

るよう、時間調整に留意します。板書した内容をノートに転載していただくため
の時間を確保するよう注意します。シラバス通りに進むよう、講義の進捗状況を
調整します。 

講義目的 無機化合物の成り立ちを勉強する。とくに結晶構造と結晶の電気的・磁気的性質
について学び、さらに無機化学反応の基礎である酸・塩基反応、さらには酸化・
還元反応について学ぶ。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 最密充填について解説する。 

2 回 金属結晶について解説する。 
3 回 イオン結晶と共有結晶について解説する。 
4 回 ボルン・ハバーサイクルについて解説する。 
5 回 金属結合について解説する。 
6 回 エネルギーバンドについて解説する。 
7 回 半導体について解説する。 
8 回 超伝導について解説する。 
9 回 酸と塩基について解説する。 
10 回 酸解離定数について解説する。 
11 回 酸化と還元について解説する。 
12 回 標準還元電位について解説する。 
13 回 電池について解説する。 
14 回 非プロトン性溶媒について解説する。 
15 回 周期表について解説する。 

準備学習 1 回 周期表を眺めておくこと。 
2 回 前回の復習をしておくこと。 
3 回 前回の復習をしておくこと。 
4 回 前回の復習をしておくこと。 
5 回 前回の復習をしておくこと。 
6 回 前回の復習をしておくこと。 
7 回 前回の復習をしておくこと。 
8 回 前回の復習をしておくこと。 
9 回 前回の復習をしておくこと。 
10 回 前回の復習をしておくこと。 
11 回 前回の復習をしておくこと。 



12 回 前回の復習をしておくこと。 
13 回 前回の復習をしておくこと。 
14 回 前回の復習をしておくこと。 
15 回 前回の復習をしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSC4512 
成績評価 演習（40％）と定期試験（60％）により評価する。 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス CA(〜11),CB(〜11) 
見出し FSC4512 分析化学演習 
担当教員名 善木 道雄 
単位数 2 
教科書 授業前にプリントを配布する。 

定量分析化学/デイ・アンダーウッド共著/鳥居・康共訳/培風館 
アクティブラーニング  
キーワード 分析化学演習 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 説明にマイクを使用したい。 
科目名 分析化学演習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 分析化学〈基礎編〉、本水、磯崎、井原、内山、善木、寺前、中釜、平山、三浦、

南澤、森⽥共著/東京教学社 
授業形態 演習 
注意備考 関数電卓が必要。与えられた演習問題解答は時間前に板書しておくこと。 

最終試験は 15 回終了後実施する。日時については掲示板により伝達する。 
シラバスコード FSC4512 
実務経験のある教員  
達成目標 基礎的な分析化学における演習問題を解くことによって、化学平衡の理解と応用

を再確認する。 
受講者へのコメント 自分の⼒で取り組むこと。 
連絡先 13 号館 4 階 善木道雄研究室 zenki@chem.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業の目標達成度、満足度が、かなりよい評価を与えているがこれは甘いと思う。
自分の⼒で問題を解決してこそ達成感、満足感が得られる。 

英文科目名 Exercises in Analytical Chemistry 
関連科目 分析化学Ⅰ、分析化学Ⅱを履修・習得した上で受講すること。 

機器分析化学、環境分析化学 I・Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 毎時間演習問題が当たるようにしたい。 
講義目的 分析化学の基礎項目を演習する。出来るだけ多くの実用的な問題を、自分の⼒で

解けるようになるまで演習する。また、説いた問題を他⼈へわかりやすく説明す
る能⼒も鍛える。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 簡単な化学計算、化学量論についての問題を演習する。 



2 回 化学反応式の組み立て方についての問題を演習する。 
3 回 濃度方式、モル濃度、規定度、百万分率についての問題を演習する。 
4 回 酸・塩基滴定の量論関係の問題を演習する。 
5 回 重量分析法に関する問題を演習する。 
6 回 酸・塩基平衡、ｐH に関する問題を演習する。 
7 回 強酸、強塩基のｐH 計算に関する問題を演習する。 
8 回 弱酸、弱塩基のｐH 計算に関する問題を演習する。 
9 回 緩衝溶液に関する問題を演習する。 
10 回 滴定曲線を作成する。 
11 回 複雑な系の酸塩基平衡に関する問題を演習する。 
12 回 酸・塩基化学種の分布に関する問題を演習する。 
13 回 錯生成平衡に関する問題を演習する。 
14 回 前回に引き続き錯生成平衡に関する問題を演習する。 
15 回 溶解平衡、沈殿生成反応に関する問題を演習する。 

準備学習 1 回 化学反応について調べておくこと。 
2 回 あらかじめ与えられた問題を解いてみること。 
3 回 濃度に関する知識をしっかりしておくこと。与えられた問題を解いてみる
こと。 
4 回 あらかじめ与えられた問題を解いてみること。 
5 回 あらかじめ与えられた問題を解いてみること。 
6 回 ｐH の概念をしっかりと身につけておくこと。与えられた問題を解いてみ
ること。 
7 回 水素イオン濃度が確実に計算できるように訓練しておくこと。 
8 回 酸解離定数について勉強しておくこと。与えられた問題を解いてみること。 
9 回 弱酸とその塩の組み合わせについて考えてみること。与えられた問題を解
いてみること。 
10 回 酸と塩基の混合液のｐH について考えてみること。 
11 回 炭酸、リン酸水溶液のｐH について考えてみること。化学種の分布曲線を
かいてみること。 
12 回 酸解離定数のまとめをすること。与えられた問題を解いてみること。 
13 回 錯体について調べてみること。生成定数について理解すること。 
14 回 キレート滴定について調べてみること。与えられた問題を解いてみること。 
15 回 溶解度について考えてみること。与えられた問題を解いてみること。 

 



年度 2012 
授業コード FSC4522 
成績評価 定期試験（60％）と課題と演習（40％）により評価する。 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス CA(〜10),CB(〜10),CM(〜10) 
見出し FSC4522 資源エネルギー化学 
担当教員名 若松 寛 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード エネルギー問題、光化学、太陽光発電、⼈工光合成 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特になし。 
科目名 資源エネルギー化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 低炭素社会と資源・エネルギー／及川紀久雄（編著）／三共出版、他に講義中に

紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 化学全般について基本的知識を身につけておくことを強く希望する。 
シラバスコード FSC4522 
実務経験のある教員  
達成目標 地球環境の現状を理解し、再生可能エネルギー、特に太陽光エネルギーの有効利

用について知識を深める。 
受講者へのコメント この講義では化学の各分野にまたがる内容を扱いますので，３年前期までに履修

した科目（有機，無機，物化，分析）の基礎的な事項を復習しておいてください。 
連絡先 22 号館 3 階（精密有機化学研究室） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 総合評価において目標達成度，満足度が不十分な点に関しては，教員，受講者の
両方に改善の余地があると考えています。受講者には化学全般の基礎事項を習得
しておくことを要求すると同時に，教員側もより理解しやすい授業を行うよう努
めます。 

英文科目名 Chemistry of Resources and Energy 
関連科目 特になし。 
次回に向けての改善変更予定 この講義は担当教員（若松）が初めて担当したものであり，内容も前年度から大

幅に変更しているため，試行錯誤的な要素が多分にありました。次年度は内容を
整理して講義を進めたいと考えています。 

講義目的 世界が直面している資源・エネルギー問題あるいは地球温暖化問題の解決に向け
ては様々な取り組みが進行している。その中で、太陽光という無尽蔵のエネルギ
ーを効率よく利用することは有望な手段の１つと考えられている。本講義では、



資源・エネルギー問題全般について解説した後、主に有機光化学の視点より⼈工
光合成と太陽光発電の基礎から現在の取り組みまでを解説し、これらの問題で化
学者が関与できることは何かを考察する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 「⼈類とエネルギーのかかわり」について説明する。 

2 回 「地球温暖化と低炭素社会」について説明する。 
3 回 「再生可能エネルギー」について説明する。 
4 回 「光化学の基礎」について説明する。 
5 回 「有機光反応の基礎」について説明する。 
6 回 「電子移動反応の基礎」について説明する。 
7 回 「物質合成と光誘起電子移動反応の接点」について説明する。 
8 回 「植物の光合成の基礎」について説明する。 
9 回 「⼈工光合成への取り組みの現状」について説明する（１回目）。 
10 回 「⼈工光合成への取り組みの現状」について説明する（２回目）。 
11 回 「⼈工光合成への取り組みの現状」について説明する（３回目）。 
12 回 「太陽光発電（太陽電池）の基礎」について説明する。 
13 回 「有機系太陽電池の現状」について説明する（１回目）。 
14 回 「有機系太陽電池の現状」について説明する（２回目）。 
15 回 「有機系太陽電池の現状」について説明する（３回目）。 

準備学習 配布したプリントの該当部分を予習しておくこと。 
 



年度 2012 
授業コード FSC45A2 
成績評価 レポート提出（50％）、演習内容の発表（50％）によって評価する。 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス CA(〜12),CB(〜12) 
見出し FSC45A2 地球型惑星の歴史と物質科学 
担当教員名 豊⽥ 新、能美 洋介、畠山 唯達、蜷川 清隆、⻄⼾ 裕嗣、板谷 徹丸、兵

藤 博信 
単位数 2 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード 地球史 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 地球型惑星の歴史と物質科学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 岩波講座 地球惑星科学１−１４ 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSC45A2 
実務経験のある教員  
達成目標 ４６億年の地球史概略と歴史を調べる年代測定法を理解し、それに密接に関連す

る地球惑星の構成物質の分析法について理解する． 
受講者へのコメント  
連絡先 新 6 号館 2 階 板谷徹丸研究室 itaya@rins.ous.ac.jp 

26 号館 3 階 ⻄⼾裕嗣研究室 nishido@rins.ous.ac.jp 
26 号館 3 階 豊⽥ 新研究室 toyoda@dap.ous.ac.jp 
1 号館 3 階 蜷川清隆研究室 ninagawa@dap.ous.ac.jp 
アイソトープ実験施設 2 階 兵藤博信研究室 hhyodo@rins.ous.ac.jp 
21 号館 6 階 能美洋介研究室 y_noumi@big.ous.ac.jp 
11 号館 5 階 畠山唯達 hatake@center.ou 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 なし 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 地球環境の問題がクローズアップされている現代において、過去の地球・惑星の

歴史を調べることが、未来予測につながる。地球型惑星の歴史とそれを構成する
物質について学び、歴史を調べる年代測定法について講義と演習を行う。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 地球型惑星の歴史（１）隕石と太陽系誕生史について学ぶ。（蜷川） 

2 回 地球型惑星の歴史（２）地球の形成と進化について学ぶ。（板谷） 
3 回 地球型惑星の歴史（３）⼈類の発生と進化・環境変動史・捕獲電子年代測定
法について学ぶ。（豊⽥） 
4 回 地球型惑星の要素（１）岩石と鉱物について学ぶ。（⻄⼾） 
5 回 地球型惑星の要素（２）地球内部構造について学ぶ。（兵藤） 
6 回 年代測定法（１）同位体年代測定法について学ぶ。（板谷） 
7 回 年代測定法（２）フィッショントラック年代測定法について学ぶ。（能美） 
8 回 年代測定法（３）古地磁気年代推定法について学ぶ。（畠山） 
9 回 地球惑星構成物質分析法・X 線回折について学ぶ。（小林） 
10 回 年代測定・解析演習（1）（板谷，豊⽥，兵藤，能美，蜷川，⻄⼾） 
年代測定・解析演習を行う。 
11 回 年代測定演習・解析（2）（板谷，豊⽥，兵藤，能美，蜷川，⻄⼾） 
年代測定・解析演習を行う。 
12 回 年代測定演習・解析（3）（板谷，豊⽥，兵藤，能美，蜷川，⻄⼾） 
年代測定・解析演習を行う。 
13 回 年代測定演習・解析（4）（板谷，豊⽥，兵藤，能美，蜷川，⻄⼾） 
年代測定・解析演習を行う。 
14 回 演習内容発表会準備（板谷，豊⽥，兵藤，能美，蜷川，⻄⼾） 
年代測定・解析演習発表準備を行う。 
15 回 演習内容発表会（全担当教員） 
年代測定・解析演習発表を行う。 

準備学習 1 回 太陽系の構成を調べておくこと 
2 回 地球の歴史を調べておくこと 
3 回 第四紀とは何か、⼈類とは何かについて調べておくこと 
電子スピン共鳴について調べておくこと 
4 回 地殻をつくる岩石は 10 種類ほどの造岩鉱物から構成されている。どのよう
なものがあるか調べておくこと 
5 回 地震波(P 波, S 波)について調べておくこと 
6 回 放射性同位元素について調べておくこと 
7 回 フィッショントラックについて調べておくこと 
8 回 古地磁気について調べておくこと 
9 回 X 線回折について調べておくこと 
10 回 配布されたプリントを調べておくこと 
11 回 配布されたプリントを調べておくこと 
12 回 配布されたプリントを調べておくこと 
13 回 配布されたプリントを調べておくこと 
14 回 演習 4 回分の内容を整理しておくこと 
15 回 発表内容を把握し口頭発表練習をしておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FSC47D2 
成績評価 レポート(30%)・発表(30%)・ポートフォリオ(20%）・試験(20%）により評価す

る。 
曜日時限 木曜日 7・8 時限 
対象クラス CA(10〜11),CB(10〜11) 
見出し FSC47D2 教職基礎演習 
担当教員名 森 嘉久、齋藤 達昭、山崎 正之、若村 国夫、小林 祥一、曽我 雅比児、

山口 一 
単位数 1 
教科書 特になし。 
アクティブラーニング  
キーワード 理数系教員 理数系教員養成プロジェクト(基礎理学科：理数系教員コース)の必

須科目 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 教職基礎演習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜、紹介する。 
授業形態 演習 
注意備考 この講義は教職に関連した講義なので、原則として 2 年前期終了時に全科目の旧

GPA が 2.5（新 GPA1.6）以上の学生のみ受講できる。この講義は、主に演習形
式で実施する予定であるので、受講生が多い場合は⼈数制限をする。卒業生など
による講演の講義があるので、土曜日に開講することがある。この講義は、理数
系教員養成プロジェクト(基礎理学科：理数系教員コース)を希望する⼈の必須科
目である。ただし、このプロジェクトに参加しなくても各学科で定められた科目
の単位を修得すれば教員免許を取得できます。プロジェクトに参加した学生 

シラバスコード FSC47D2 
実務経験のある教員  
達成目標 １）自分の意見をまとめて文章にする能⼒。 

１）自分の意見をわかりやすく発表する能⼒。 
２）他の⼈に意見に聞く姿勢。 
３）他者と協⼒する能⼒。 
４）自己評価する能⼒ 自分のポートフォリオを作る。 
５）教職の基礎的素養を獲得する。 
６）情報収集⼒、問題解決⼒、チームワーク、コミュニケーション⼒などの学士
⼒を身につける。 

受講者へのコメント  
連絡先 プロジェクト メールアドレス 

山口一裕(yamaguti(アットマーク)std.das.ous.ac.jp) 
森嘉久(mori(アットマーク)das.ous.ac.jp) 



合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 教職科目(Ｃ群）、理数系教員養成プロジェクト関連科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 この講義は理数系教員養成プロジェクト(基礎理学科：理数系教員コース)のオリ

エンテーション科目です。このプロジェクトは、将来絶対に教職に就きたい⼈に
対して実施されるプロジェクトです。この講義では、教員を目指している理由、
教師に必要な資質や理想の教師像などを自分で考えて、同じく教職を目指してい
るグループで発表、討論することにより、明確な目標意識を持ってもらうことを
目的としています。いままでの学生生活を自己評価するとともに、教員を目指す
ためにこれからどのような大学生活のプランを考えたらよいのかを考えましょ
う。プ 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：理数系教員養成プロジェクト(基礎理学科：理数系教

員コース）とは。自分の歴史であるポートフォリオを作成する。また、SNS を活
用して参加者のネットワークを作成する。 
2 回 苦手分野の把握を目的とした試験を実施する。また「なぜ教師を目指すの
か？」をテーマにグループディスカッション・発表を実施する。 
3 回 前回実施した試験の解説を行った後、教員採用の現状説明を行い、理数系教
員になるためには今どんな勉強をすべきなのかを検討する。 
4 回 中学校の教科書を調べることにより、実際に教える際どのような困難があ
るか、またどのような工夫が必要か、今どのようなことを身につけておかなけれ
ばならないか、などに関するグループディスカッションと代表による発表を実施
する。 
5 回 現役 OB 教員もしくは退職した教員の講演会を実施する。 
6 回 前回の講演内容をもとにして、学校の抱える問題点についてのグループデ
ィスカッションを実施し、発表させる。 
7 回 教職に就くためには今何をしたらよいのか、をテーマに、教職をめざしてい
る４年生の講演会を開催し、それをもとに感想およびこれからの大学での生活計
画をレポートにまとめさせる。 
8 回 「将来どんな教師になりたいのか」をテーマとしたレポート作成・発表を実
施する。ポートフォリオの回収も実施する。 

準備学習 1 回 このシラバスを読んで、授業内容を把握しておくこと。 
2 回 教員を目指している理由をまとめておくこと。 
3 回 自分が受験したい県の採用状況や過去の教員採用試験問題の傾向を調べて
おくこと。 
4 回 教師に必要な資質とは何か、理想の教師像についてレポートにまとめてお
くこと。 
5 回 現在学校が抱える問題点について調べておくこと。 
6 回 前回の講演をもとに、学校が抱える問題点について自分の考えをまとめて



おくこと。 
7 回 これからの大学での生活計画を考えておくこと。 
8 回 教師に必要な資質とは何か、理想の教師像についてまとめておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSC5111 
成績評価 中間試験（３０％）および定期試験（７０％）の結果によって評価する。また、

授業回数の 3 分の 1 以上の欠席がある場合には試験成績は無効とみなし、“E”評
価とする。 

曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス CA(〜12),CB(〜12) 
見出し FSC5111 化学概論 
担当教員名 大谷 槻男 
単位数 2 
教科書 第４版 化学ー物質・エネルギー・環境/浅野・荒川・菊川(学術図書出版社） 
アクティブラーニング  
キーワード 原子、分子、物質量、電子構造、周期表、環境、エネルギー、資源 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 ・「教室が暑い」という意見が複数ありましたが、大学の方針でエアコンが入ら

ない時期があります。私も暑かったですが電⼒ 節減のためですから辛抱しまし
ょう。 
・「スクリーン」が小さいという意見がありました。私もそう思っていますが、大
きくすることは難しいと思いますので、なる べく前の方の席に座って下さい。
声もよく聞こえます。前はよく空いています。 
・残りの記述は概ね、「良かった」、「ためになった」という評価でした。今後もそ
ういう表かをしてもらえるよう、努⼒しま す。 

科目名 化学概論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 原子・分子から学ぶ化学の世界/浅野、上野、大賀(学術図書出版社） 
授業形態 講義 
注意備考 この講義は化学の基礎を学ぶことを目的とする入門講座ではなく、化学や自然科

学への興味を持ってもらいたいという趣旨の講義です。化学の基礎（高校までの
学習内容）を学びたい⼈は化学入門などの導入講義を受けてください。高度な内
容も含まれていますので、漫然と聞き流していただけでは理解できないことがあ
りますので、積極的に取り組んで下さい。 

シラバスコード FSC5111 
実務経験のある教員  
達成目標 １）原子、分子の概念の把握、および物質量の計算ができること。 

２）質量保存の法則、倍数比例の法則などの基礎的な法則が理解できること。 
３）原子構造、電子構造の正しい理解ができること。 
４）量子数や電子軌道、混成軌道などの原子内の電子の振る舞いを把握できるこ
と。 
５）環境や資源についての正しい理解ができること。 
６）化学や自然科学に対する興味を増進させること。 

受講者へのコメント ・１．２時限目の授業でしたが、出席率は悪くなく、熱心でした。 



・定期試験は例年よりも少し難しい内容でしたが、概ねよくできていました。 
・定期試験の成績で、例年よりも明らかに悪かったのは、ドルトンの「倍数比例
の法則」の計算でした。モルの概念がまだよく 理解できていない⼈がたくさん
います。化学の基礎なので、よく復習しておいて下さい。 

連絡先 研究室（１３号館３階）TEL:086-256-9423,E-mail:ohtani@chem.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 [B]この分野への理解が深まった：６５．４％、興味・関心が高まった：４８．
１％ 
  概ね興味を持って授業を受けてくれたように感じます。 
[C]達成度は「大体できた」までの総計で５２％で、もうすこしわかりやすい授
業を心がけます。 
[D}教員の意欲については、「感じられた」が４８・１％、「少し感じられた」が
３４．６％でした。これについては他の教員 の評価がわからないので、高いの
か低いのか、どう評価していいのかわかりません。 

英文科目名 Introductory Chemistry 
関連科目 化学科のどの科目とも大なり小なりの関連性がある。 
次回に向けての改善変更予定 ・基礎的なこと、特にモルの概念などはもっと詳しく説明します。 

・はっきりと大きな声で話すように努⼒します。 
講義目的 私達が現在持っている化学（科学）に関する知識はギリシャ時代から現代にいた

る⻑い間に、多くの科学者達によって積み重ねられてきた研究の結果である。原
子や分子の実在の発見の歴史はそのまま科学の歴史であると言っても過言では
ない。本講義では特に原子や分子がどのようにして発見されたか、そのことから
自然に対する認識がどうような進展をみせたかを歴史的にたどることによって、
化学の知識を深めることから始める。さらに、２０世紀に入ってから発展した量
子⼒学に基づく原子構造について述べる。また化学にとって重要な電子配置につ
いて説明 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 化学、物理でよく使われる単位、基本物理定数、原子・分子の概念を概説す

る。 
2 回 ギリシャ時代の化学ー原子説をめぐって、デモクリトス、エピクロス、アリ
ストテレスなどの考えを紹介し、デモクリトスらの原子説がいかに近代の原子説
に近いものであったかを説明する。 
3 回 近代化学の発展ーラボアジェ、ボイル、シャルル、プルーストらによる近代
化学の発展を解説する。また、「定比例の法則」・「倍数比例の法則」から導かれた
ドルトンの原子説の説明をする。 
4 回 アボガドロ、カニッツァーロらによる気体分子の研究について説明する。 
5 回 ２０世紀に始まった量子⼒学の発展と原子構造について説明する。 
6 回 原子内の電子配置（パウリの原理、フントの規則など）と電子軌道、混成軌
道などの説明をする。 
7 回 メンデレーフの周期表にみられる原子半径、原子の性質などの規則性につ
いて説明する。また、これまでの講義を簡単にまとめる。 



8 回 中間試験とその解答をする。 
9 回 鉄は⼈類の科学技術上最も重要な元素である。鉄の歴史（日本古来のたたら
製鉄を含む）、鉄酸化物（べんがら、砂鉄など）、プレートテクトニクスと酸化鉄
の関係など鉄に関する種々の説明をする。 
10 回 水は全ての生物にとって欠かせない物質である。水の性質、水の不思議、
地球上の水（海）と気候などについて説明する。 
11 回 ダイヤモンド、フラーレン、カーボンナノチューブ、グラフェンシートな
ど炭素に関する説明をする。 
12 回 レアメタルやレアアースの永久磁石、超伝導などへの利用例について述べ
る。その他、さまざまな応用例について解説する。 
13 回 地球環境ー温暖化、オゾンホール、大気汚染、⻩砂などについて現代の問
題点について考察する。 
14 回 資源およびエネルギー（石油、水、太陽、森林資源、海底資源など）につ
いて、幅広く説明する。 
15 回 これまでの講義内容のまとめをする。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認しておくこと。 
2 回 原子・分子の概念をよく理解しておくこと。物質量の概念と計算ができるこ
と。 
3 回 近代の化学の発展についてーラボアジェ、ドルトンなどの発見について教
科書をよく読んでおくこと。 
4 回 前回までの講義の内容をよく復習し、気体分子の予習をしておくこと。 
5 回 ２０世紀以後の原子構造の研究の発展の歴史を調べておくこと。 
6 回 原子構造を復習し、原子の電子配置を教科書で予習しておくこと。 
7 回 元素の周期表における元素の並び方の法則をよく理解しておくこと。これ
までに学んだことをよく復習しておくこと。 
8 回 これまでに学習したことをよく復習しておくこと。 
9 回 鉄について学習しておくこと。 
10 回 水について勉強しておくこと。 
11 回 炭素の同素体について調べておくこと。 
12 回 レアメタル、レアアースについて学習しておくこと。 
13 回 地球環境について調べておくこと。 
14 回 いろいろな地球資源について調べておくこと。 
15 回 これまでの復習をよくしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSC5112 
成績評価 試験評価 70％ 

課題評価 30％ 
の割合で評価する。 

曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス CA(〜12),CB(〜12) 
見出し FSC5112 無機化学Ⅰ 
担当教員名 林 宏哉 
単位数 2 
教科書 「基本無機化学」荻野博、飛⽥博実、岡崎雅明著、東京化学同⼈ 

pp1-87. 
アクティブラーニング  
キーワード 原子 

原子構造 
周期表 
化学結合 
分子 
分子軌道 
軌道エネルギー 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 無機化学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「無機化学」平尾一之、⽥中勝久、中平敦著、東京化学同⼈ 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSC5112 
実務経験のある教員  
達成目標 第 4 周期までの元素名、元素記号が書ける。 

フントの規則が適用できる。 
原子の基底電子配置が書ける。 
イオン化エネルギー、電子親和⼒が理解できる。 
結合性軌道、反結合性軌道が理解できる。 
化学結合の原理が理解できる。 

受講者へのコメント  
連絡先 居室：13 号館 2 階研究室 

電話 086-256-9474 
E-mail:koya@chem.ous.ac.jp 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 



各項目評価に対する所見  
英文科目名 Inorganic Chemistry I 
関連科目 固体化学、無機化学Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 この講義の目的はは原子の構造を理解すること、およびそれに基づいて原子の性

質、化学結合の原理を理解するすることである。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 １．１元素の期限と原子の構成 

１．１．１核反応と超新星 
2 回 １．１．２原子の構造 
a．ラザフォードモデル 
b.ボーアモデル 
3 回 c.ド・ブローイの式 
4 回 d.シュレーディンガー方程式 
e.不確定性原理 
5 回 1・1・3 電子の軌道と量子数 
6 回 a.パウリの排他原理 
b.構成原理 
c.フントの規則 
7 回 1・1・4 同位体と原子量 
1・2・1 周期表の発見 
1・2・2 元素の電子配置と周期性の起源 
8 回 1・3 元素の一般的性質と周期性 
1・3・1 原子の大きさ 
スレーターの規則 
9 回 1・3・2 イオン化エネルギー 
1・3・3 電子親和⼒ 
1・3・4 電気陰性度 
1・3・5 磁気的性質 
10 回 2・1 共有結合 
11 回 2・2 共有結合と軌道 
2・2・1 分子軌道法 
2・2・2 二原子分子 
12 回 2・2・3 多原子分子 
13 回 2・2・4 原子価結合法 
2・2・5 混成軌道 
2・2・6π 結合 
14 回 2・3 分子の立体構造と極性 
2・3・1VSEPR 理論 
2・3・2 結合の分極と双極子モーメント 
15 回 2・3・3 形式電荷と酸化数 
2・3・4 電気的中性の原理 



16 回 試験 
準備学習 周期表の第 4 周期の元素まで、元素名、元素記号を憶えておく。 

また 1,2,13,14,15,16,17,18 族の元素を族ごとにいえるようにしておく。 
前回の講義を 10 行以内の文章にして要約しておく。 
特に新しい概念を他⼈に説明するつもりで文章を書く。 

 



年度 2012 
授業コード FSC5121 
成績評価 適宜行うレポート提出の評価、中間試験、期末試験の成績によって評価する。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス CA(〜10),CB(〜10),CM(〜10) 
見出し FSC5121 界面化学 
担当教員名 橘高 茂治 
単位数 2 
教科書 入門コロイドと界面の科学・鈴木四朗・三共出版 
アクティブラーニング  
キーワード 表面張⼒、コロイド、ナノ粒子、吸着、 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 界面化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 現代界面コロイド化学の基礎・日本化学会編・丸善株式会社 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSC5121 
実務経験のある教員  
達成目標 身の回りの自然現象に関わる界面化学的過程を認識、理解するするための基礎的

知識を習得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 kittaka@chem.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Surface Chemistry 
関連科目 物理化学 I、物理化学 II、物理化学 III 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 物質のコロイド・界面化学的性質は,我々の気がつかないところで自然現象を大

きく支配している。界面化学では、前半で、コロイドの重要な性質である分散性
について講述する。後半では、固体表面のエネルギーの性質と、その種々の自然
現象における役割について述べる。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 【コロイドとその特徴】 

2 回 【コロイドの運動学的性質】 
3 回 【電気的性質】 
4 回 【コロイド分散系の安定性】 
5 回 【表面張⼒１】 



6 回 【表面張⼒２】 
7 回 【界面活性剤の性質 1】 
8 回 【界面活性剤の性質２】 
9 回 【乳化とエマルション】 
10 回 【演習】 
11 回 【吸着１】 
12 回 【吸着２】 
13 回 【吸着３】 
14 回 【濡れ】 
15 回 【薄膜】 

準備学習  
 



年度 2012 
授業コード FSC5122 
成績評価 中間試験(40 点)と期末試験(60 点)によって評価する 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス CA(〜11),CB(〜11) 
見出し FSC5122 物理化学演習 
担当教員名 橘高 茂治 
単位数 2 
教科書 化学熱⼒学中心の基礎物理化学（秋貞・井上・杉原共著：学術図書出版社） 
アクティブラーニング  
キーワード 熱⼒学第１、第２法則、エンタルピー、エントロピー、クラジウス・クラペイロ

ン式、自由エネルギー 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特になし 
科目名 物理化学演習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 バーロー物理化学（上）（東京化学同⼈）（物理化学Ｉ，II の教科書） 
授業形態 演習 
注意備考 通常の授業では詳しく説明していないところも演習を通じて理解をより深く、広

いものとするように努めること。必ず予習し、問題を解答して授業に臨むこと。。 
シラバスコード FSC5122 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）熱⼒学第１、第２法則を理解すること。エンタルピー、エントロピー、ギ

ブスの自由エネルギーが関与する法則 を用いて種々の具体的な現象の計算が
できること。（２）物理化学の基本的な公式を理解し、問題が解けること。 

受講者へのコメント 特になし 
連絡先 研究室（１３号館３階）､kittaka@chem.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし 
英文科目名 Exercises in Physical Chemistry 
関連科目 物理化学Ｉ，II，III 
次回に向けての改善変更予定 予習に重点を置ける勉強をするように工夫します。 
講義目的 この講義は、物理化学Ｉ，II,III で受けた講義内容を演習形式で学習する講義であ

る。物理化学では種々の公式が出てくるが、数式だけを眺めていても理解は進ま
ない。演習（計算）を通じて公式の理解を深めることが重要である。また、物理
化学で扱う内容は多岐にわたっており、これまでの物理化学の講義では扱ってこ
なかった重要な分野があるので、後半ではそれらの分野（化学反応等）の演習も
行う。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 熱⼒学第１法則 
2 回 熱⼒学量の間の関係式 
3 回 内部エネルギー、仕事、エンタルピーの計算 
4 回 断熱膨張・収縮 
5 回 熱⼒学第２法則 
6 回 エントロピーの計算 
7 回 中間テスト２ 
8 回 物理化学 II の復習 
9 回 自由エネルギーの圧⼒変化、温度変化 
10 回 相転移とクラジウス・クラペイロンの式 
11 回 部分モル量 
12 回 状態図とギブスの相律 
13 回 一次反応速度式 
14 回 反応機構、活性化エネルギー 
15 回 これまでのまとめ 

準備学習 1 回 物理化学Ｉで学んだ内容を復習しておくこと 
2 回 物理化学Ｉで学んだ内容を復習しておくこと 
3 回 物理化学Ｉで学んだ内容を復習しておくこと 
4 回 物理化学Ｉで学んだ内容を復習しておくこと 
5 回 物理化学Ｉ，II で学んだ内容を復習しておくこと 
6 回 物理化学Ｉ，II で学んだ内容を復習しておくこと 
7 回 これまでに学んだ内容をよく勉強しておくこと 
8 回 物理化学 II で学んだギブスの自由エネルギーの復習をしておくこと 
9 回 物理化学 II で学んだギブスの自由エネルギーに関する公式の復習をしてお
くこと 
10 回 物理化学 II で学んだギブスの自由エネルギーに関する公式の復習をして
おくこと 
11 回 教科書の部分モル量予習しておくこと 
12 回 物理化学ＩＩで学んだ状態図とギブスの相律の復習をしておくこと 
13 回 教科書の化学反応式の章を勉強しておくこと 
14 回 教科書の化学反応式の章を勉強しておくこと 
15 回 これまでの復習をしておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FSC5311 
成績評価 ほぼ毎回、小テストを行い、出席チェックと理解度を判断する。この評価は、最

終得点に１０点以内の加算をする。中間試験と期末試験は、それぞれ４０点を満
点とする。１回もしくは２回、レポート提出し、これは最終得点に１０点以内の
加算をする。 

曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス CA(〜11),CB(〜11) 
見出し FSC5311 物理学基礎論Ⅱ 
担当教員名 中川 幸子 
単位数 2 
教科書 原 康夫 ／物理学入門 増補版／学術図書出版社 
アクティブラーニング  
キーワード 量子化学と量子⼒学、現代科学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学基礎論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 とくになし 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSC5311 
実務経験のある教員  
達成目標 高校教員採用試験の問題に挑戦出来る。 
受講者へのコメント  
連絡先 stnak@dap.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Physics II 
関連科目 量子化学、物理化学、放射化学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 一般教養としての物理、中でも電磁気、原子物理、原子核物理の基礎を『物理と

化学に共通する電子の目』を通して理解する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 「日常生活の中の電磁気学」や「原発事故でもおこらない限り無関心な原子核物

理」ではなく、 
高校教員採用試験の物理の問題も時には見てみよう。卒業後、一般企業への就職
活動の際にも『理学部卒業者に期待される一般教養としての物理や化学』という



水準があるが、教員採用試験は、それをチェックする一つの目安である。本講義
でカバー出来る物理のはほんの一握りである。『化学を学ぶ際に最も重要な，電
子とイオンの振る舞い』を意識的に重視して，化学と物理の架け橋である「電子」
を通して、モノを見て行くように心がけて欲しい。 

 



年度 2012 
授業コード FSC5312 
成績評価 課題提出（30％）、定期試験（70％）によって判定する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス CA(〜12),CB(〜12) 
見出し FSC5312 物理学基礎論Ⅰ 
担当教員名 豊⽥ 新 
単位数 2 
教科書 原康夫著 物理学入門 増補版 学術図書出版社 
アクティブラーニング  
キーワード 運動、質点の⼒学、⼒学、連続体、波動 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学基礎論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 国立天文台理科年表（丸善）: サーウェイ著 松村訳 科学者と技術者のための物

理学Ⅰa, Ⅰb(学術図書) 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSC5312 
実務経験のある教員  
達成目標 物理学の基礎的な概念である、運動の記述方法、⼒学的エネルギーを理解する。

質点の⼒学、連続体⼒学及び波動の基礎的事項を理解し、基礎的な問題が解ける
ようになる。これらの事項を基礎とした科学技術、現在の社会的問題の本質につ
いて理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先 豊⽥（新）研究室 26 号館 3 階 Phone 256-9608 E-mail: toyoda@dap.ous.ac.jp 

オフィスアワー 木曜日 15：00-18：00（教授会開催日を除く） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Physics I 
関連科目 高等学校で物理を履修していない者は、前期に開講される入門物理を履修してお

くこと。高等学校で物理を履修していること、あるいは入門物理を履修している
ことを講義の前提とする。物理学基礎実験を履修する者はこの講義と同時あるい
は履修後に受講することを強く勧める。この講義に続けて物理学基礎論Ⅱを受講
することが望ましい。 

次回に向けての改善変更予定  
講義目的 この世界の自然現象は物理学を基礎として成り立っている。その物理学の基礎的

なことがらのうち、その運動、⼒、エネルギーについて学び、理解を深める。ま



た、現在の科学技術、地球環境科学への応用についても一部解説する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 物理量と単位、等速直線運動、等加速度運動について学習する。 

2 回 ⼒とそのつりあい、運動の法則について学習する。 
3 回 運動方程式の解法について学習する。 
4 回 運動方程式の解法について学習する。 
5 回 ⼒のモーメントについて学習する。 
6 回 運動量と⼒積、運動量保存則について学習する。 
7 回 仕事とエネルギーの定義について学習する。 
8 回 ⼒学的エネルギー保存則について学習する。 
9 回 仕事＝エネルギー定理について学習する。 
10 回 等速円運動について学習する。 
11 回 万有引⼒と天体の運動について学習する。 
12 回 単振動について学習する。 
13 回 流体と圧⼒について学習する。 
14 回 波動の基本について学習する。 
15 回 音波、光について学習する。 

準備学習 毎回の講義においてその回の講義の復習となる課題（演習問題）を出します。次
回の講義までに解き、提出してください。 

 



年度 2012 
授業コード FSC5511 
成績評価 班ごとの発表（他の受講生の評価も加味する，４割），個⼈の提出するレポート

（６割）によって評価する． 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス CA(〜11),CB(〜11) 
見出し FSC5511 化学プレゼンテーション 
担当教員名 岩永 哲夫 
単位数 2 
教科書 プリントを使用．教材（パワーポイントファイルなど）は適宜配布する． 
アクティブラーニング  
キーワード 化学・プレゼンテーション・協同学習 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 調査方法を理解できたという記述があり，こちらの講義目標を達成できたと思わ

れます． 
PC ソフトの件ですが，これについては情報処理センターへ要望を出しておきた
いと思います． 

科目名 化学プレゼンテーション 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に紹介する． 
授業形態 講義 
注意備考 発表準備は講義時間外にも行うことになる．発表会は土曜日に行う．グループで

課題に取り組むので、途中で脱落するのは避けること． 
シラバスコード FSC5511 
実務経験のある教員  
達成目標 幅広い分野の化学についての関心・理解を深める． 

自分の理解したことを他⼈にわかりやすく説明できる． 
プレゼンテーションのためにコンピュータを使用できる． 
調査⼒、理解⼒、批判⼒など、すべての学習活動にとって必要となる能⼒を高め
る． 
他の班員と協⼒して、議論しながら、ひとつのことを成し遂げる体験をする． 
自発的・能動的な学びを体験することにより、受動的な学習からの脱却する． 

受講者へのコメント 多くの受講生が熱心に取り組んでいたと思います．インターネットを利用した調
べ物が多かったように思えるので，その点に関しては少し残念に感じました．図
書館など冊子媒体の利用は知識の幅を広げる良いツールであるので，今後はもっ
と積極的に利用して欲しいと思います． 

連絡先 化学科 岩永哲夫（１３号館２階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 アンケートから授業内容に満足したという回答が多く，概ね良い評価であると考
えます．また授業以外の時間を使って課題に取り組んだり，図書館などを利用し



て資料を探すということも達成できていると考えています．こちらが提示した授
業目標を概ね達成できているアンケート結果であったと思われます． 

英文科目名 Presentation Technique for Chemist 
関連科目 プレゼンテーションⅠ（B2 群）・文章表現法（B2 群） 
次回に向けての改善変更予定 発表会の予行練習などではあまり討論が盛り上がっていなかったようなので，質

問の仕方などをポイントを指導し，もう少し討論が活発に行えるように工夫をし
ていきたいと考えています． 

講義目的 興味のあるテーマについて自ら調べ，発表することを通じて，化学についての関
心・理解を深めるとともに，プレゼンテーション能⼒を育成することを目指す．
具体的には，４⼈程度の班を作り，班ごとに化学に関係するテーマを決めて，情
報収集し，パワーポイントを用いて発表する．各⼈は情報収集のために最低１冊
は本を読むこととし，その本の要約・感想をレポートとして提出する． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  ガイダンスをする． 

2 回  班分けを行う．また班員と話し合い，テーマを決定する． 
3 回  プレゼンテーションの方法論（１） 情報収集をする．教員によるプレゼン
テーションの基本について説明する． 
4 回  プレゼンテーションの方法論（２） 内容と構成の仕方．プレゼンテーショ
ンの流れについて説明する． 
5 回  プレゼンテーションの方法論（３） プレゼンテーションテクニックについ
て紹介する． 
6 回  班別に発表準備をする． 
7 回  班別に発表準備をする． 
8 回  発表予行演習（１）を行い，全体で批評する． 
9 回  発表予行演習（２）を行い，全体で批評する． 
10 回  発表予行演習（３）を行い，全体で批評する． 
11 回  発表内容の修正をする． 
12 回  発表会を行い，全体で議論をする． 
15 回  発表会の反省，これまでの発表に関するまとめをする． 

準備学習 1 回  シラバスを読んでおくこと． 
2 回  発表したいテーマを考えてくること． 
3 回  班で発表するテーマについて調べること． 
4 回  班で発表するテーマについて調べて，概要を提出すること． 
5 回  班で発表するテーマについて調べて，疑問点などを明確にしておくこと． 
6 回  発表予行演習の準備をすること． 
7 回 科学技術に関する本を読んで要約・感想を書いてくること． 
8 回  発表予行演習の準備をすること． 
9 回  発表会に向けて準備をすること． 
10 回  発表会に向けて準備をすること． 
11 回  発表会に向けて準備をすること． 
12 回  発表会の反省と別の班の発表の感想などをまとめて提出すること． 
15 回  発表会の反省などをまとめて提出すること． 



 



年度 2012 
授業コード FSC5512 
成績評価 適宜行う理解⼒テストの評価(20%)と、中間試験(30%)、期末試験(50%)の成績

によって評価する。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス CA(〜12) 
見出し FSC5512 物理化学Ⅰ 
担当教員名 橘高 茂治 
単位数 2 
教科書 バーロー著・大門・堂面訳 バーロー物理化学（上）・東京化学同⼈ 
アクティブラーニング  
キーワード 熱⼒学、エンタルピー、熱容量、断熱変化、エントロピー 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 試験に対する正解あわせは各自でやってください。試験以前に同様な練習問題と

その回答は十分やっているので。 
授業中に疑問点があったらその場で申し出てください。質問はできるだけ授業の
最後に少し時間をとって受けるようにしています。 

科目名 物理化学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 秋貞・井上・杉原著・化学熱⼒学中心の基礎物理化学・学術図書出版社 
授業形態 講義 
注意備考 勉強は復習に重点を置くこと。高等学校で使った数学、物理の教科書をよく利用

すること。 
シラバスコード FSC5512 
実務経験のある教員  
達成目標 物理化学では化学的現象を表現、あるいは予測させる種々の法則（理論）がある。

これらの理論を定量的に理解することを第一の目標とする。授業の最初に学習し
た数学を用いて講義で用いられる理論と取り扱いに習熟すること。 

受講者へのコメント 特になし 
連絡先 e-mail: kittaka@chem.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし 
英文科目名 Physical Chemistry I 
関連科目 物理化学 II、物理化学 III、 
次回に向けての改善変更予定 受講生の様子を見て授業内容の密度を少しあげます。 
講義目的 化学を勉強するとき、物理的な考え方なしで理解を深めることはできない。物理

化学では化学的現象を物理の知識を利用して説明し、予測することの有用性を学
ぶ。本稿では物理学の柱の一つである熱⼒学を学ぶ。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 物理化学の概要説明、物理化学に必要な数学と物理の復習 
2 回 数学テスト、熱⼒学第一法則（系と外界の定義） 
3 回 理想気体の状態方程式、⼒とエネルギー、圧⼒ 
4 回 状態変化と状態量変化（内部エネルギー、熱、仕事） 
5 回 状態変化と状態量変化（エンタルピー変化１） 
6 回 状態変化と状態量変化（エンタルピー変化２） 
7 回 状態変化と状態量変化（エンタルピーと熱容量） 
8 回 状態変化と状態量変化（断熱膨張、圧縮） 
9 回 前半の講義の復習と演習 
10 回 中間試験 
11 回 熱⼒学第二法則（可逆変化） 
12 回 カルノーのサイクルと最大熱効率 
13 回 エントロピーの定義、状態量変化とエントロピー 
14 回 エントロピー、混合のエントロピー 
15 回 後半の講義の復習と演習 

準備学習 1 回 不要 
2 回 高校の数学の復習 
3 回 前回の復習 
4 回 前回の復習 
5 回 前回の復習 
6 回 前回の復習 
7 回 前回の復習 
8 回 前回の復習 
9 回 前回の復習 
10 回 前回の復習 
11 回 前回の復習 
12 回 前回の復習 
13 回 前回の復習 
14 回 前回の復習 
15 回 前回の復習 

 



年度 2012 
授業コード FSC5522 
成績評価 定期試験(60%)，中間試験(20%)，演習(20%)の結果から評価する。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス CA(〜11),CB(〜11) 
見出し FSC5522 有機化学演習 
担当教員名 豊⽥ 真司 
単位数 2 
教科書 マクマリー有機化学概説（第６版）／マクマリー著 伊東，児玉訳／東京化学同

⼈ 
アクティブラーニング  
キーワード カルボン酸誘導体，アミン，カルボニル化合物，縮合反応 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特になし 
科目名 有機化学演習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 山本学，伊与⽥正彦，有機化学演習 −基本から大学院入試まで−，豊⽥真司 著，

東京化学同⼈： 
基礎有機化学，フェセンデン，フェセンデン著 成⽥吉徳訳，化学同⼈： 
分子模型 

授業形態 演習 
注意備考 ※パソコン，液晶プロジェクターで電子教材を提供。 

※学内ネットワーク（ＯＵＳＮＥＴ）を経由して研究室のＷＥＢサーバから講義
情報を提供。 

シラバスコード FSC5522 
実務経験のある教員  
達成目標 ・種々のカルボニル化合物の性質と反応が理解できる。 

・アミンの命名，性質と反応が理解できる。 
・カルボニル化合物の置換反応，縮合反応の基本を説明できる。 
・有機化学の基礎を応用して総合的な演習問題に取り組むことができる。 

受講者へのコメント 基本的に有機化学 I?III を履修していることを前提に授業を進めました．これま
での理解度によっては，内容の理解が相当困難だったと思われます． 

連絡先 豊⽥（真）研究室 １３号館２階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 これまでの有機化学１?３に比べて，満足度が低下しました． 
準備学習などの学習時間は，まだ少ないもののある程度確保さてれいるようで
す． 

英文科目名  
関連科目 「有機化学 I」「有機化学 II」「有機化学 III」の単位を取得しておくことが望まし



い。 
次回に向けての改善変更予定 受講者が多く，演習問題を十分にあてることができませんでした．演習の内容，

やり方を工夫します． 
講義目的 有機化学 I-III に引き続き，カルボニル誘導体とアミンの命名，性質，合成，反応

およびカルボニル化合物に特徴的な置換と縮合反応を述べる。講義の後半はこれ
まで有機化学系の講義で学んできた命名，反応，合成について，総合的な演習を
行なう。理解を深めるために演習を重視し、原則として毎回課題を出す。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 本講義のオリエンテーションを行う。 

カルボン酸とその誘導体（１）エステルまでの復習をする。アミドとニトリルの
合成，反応について解説する。 
2 回 カルボン酸とその誘導体（２）アミドとニトリルを中心に，章のまとめと演
習問題を行う。 
3 回 前回の演習問題を解説する。  
付加反応と縮合反応（１） エノールと α ハロゲン化について解説する。 
4 回 付加反応と縮合反応（２） エノラートの生成と反応について解説する。 
5 回 付加反応と縮合反応（３） アルドール反応について解説する。 
6 回 付加反応と縮合反応（４） クライゼン縮合反応について解説する。章のま
とめと演習問題を行う。 
7 回 前回の演習問題を解説する。 
アミン（１）アミンの命名について解説する。 
8 回 アミン（２）アミンの構造，性質，塩基性度について解説する。 
9 回 アミン（３）アミンの合成，反応について解説する。 
10 回 アミン（４）アミンの反応について解説する。章のまとめと演習問題を行
う。 
11 回 前回の演習問題を解説する。 
中間試験を行う。 
12 回 中間試験を解説する。 
総合的な演習問題（命名）を行う。 
13 回 前回の演習問題を解説する。 
総合的な演習問題（反応）を行う。 
14 回 前回の演習問題を解説する。 
総合的な演習問題（反応）を行う。 
15 回 総合的な演習問題（合成）を行う。 
前回までの演習問題を解説し，講義のまとめを行う。 

準備学習 1 回 シラバスで講義概要を把握すること。 
教科書１０章のエステルまでの範囲を復習すること。 
アミドとニトリルの範囲を予習すること。 
2 回 教科書でアミドとニトリルの範囲を復習すること。 
前回の宿題および演習問題を行うこと。 
3 回 教科書でエノールの生成と反応について予習すること。 
前回の宿題および演習問題を行うこと。 



4 回 教科書でエノラートの生成と反応について予習すること。 
前回の宿題および演習問題を行うこと。 
5 回 教科書でアルドール反応について予習すること。 
前回の宿題および演習問題を行うこと。 
6 回 教科書でクライゼン縮合反応について予習すること。 
前回の宿題および演習問題を行うこと。 
教科書１１章を全般的に復習すること。 
7 回 前回の宿題および演習問題を行うこと。 
教科書でアミンの命名について予習すること。 
8 回 教科書でアミンの構造と塩基性度について予習すること。 
前回の宿題および演習問題を行うこと。 
9 回 教科書でアミンの合成と反応について予習すること。 
前回の宿題および演習問題を行うこと。 
10 回 教科書でアミンの反応について予習すること。 
前回の宿題および演習問題を行うこと。 
教科書１２章を全般的に復習すること。 
11 回 前回の宿題および演習問題を行うこと。 
中間試験の範囲を復習してくること。 
12 回 中間試験の問題を復習すること。 
前回の宿題および演習問題を行うこと。 
命名について教科書を全般的に復習すること。 
13 回 前回の宿題および演習問題を行うこと。 
反応について教科書を全般的に復習すること。 
14 回 前回の宿題および演習問題を行うこと。 
反応について教科書を全般的に復習すること。 
15 回 前回の宿題および演習問題を行うこと。 
合成について教科書を全般的に復習すること。 

 



年度 2012 
授業コード FSC5552 
成績評価  
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス CA(〜10),CB(〜10) 
見出し FSC5552 有機化学Ⅳ(再) 
担当教員名 豊⽥ 真司 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 有機化学Ⅳ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSC5552 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 「有機化学演習」の所見を参照 
英文科目名 Organic Chemistry IV 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード FSC57A2 
成績評価 提出したスケッチとレポートの内容により評価する．なお，本実験は教職関連科

目でもあるので，全出席が評価の前提である．そのため，公欠を含め２回（教育
実習の場合は３回）をこえる欠席は，直ちに単位認定資格を失うものとする． 

曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス CA(12〜12),CB(12〜12) 
見出し FSC57A2 生物学基礎実験 
担当教員名 守⽥ 益宗、正木 智美＊ 
単位数 2 
教科書 特になし，適宜プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 光学顕微鏡観察 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 同上 
科目名 生物学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 実験実習 
注意備考 第１回オリエンテーションを欠席の学生は以後の受講を認めない。また，受講希

望者多数の場合は抽選とする。 
シラバスコード FSC57A2 
実務経験のある教員  
達成目標 光学顕微鏡が支障なく操作できるようになること 
受講者へのコメント 同上 
連絡先 理大研究室７号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 同時開講科目を多くもつ教員の所見記入について，同じような所見記入の手間を
省くため，一括コピーができるようお願いを毎年しているにもかかわらず，全く
改善されていません．手間がかかるだけで，所見を記入する気にもなりません．
何かあれば個別に聞きに来て下さい 

英文科目名 Experiments in Biology 
関連科目 特になし 
次回に向けての改善変更予定 同上 
講義目的 中学・高校教師が指導しなければならない生物実験や，知っておくと教科指導に

便利な光学顕微鏡の使い方やその実験法について教授する． 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：実験の進め方を説明する． 

2 回 顕微鏡の使用法を説明し，実際に操作する． 



3 回 生物学のためのスケッチ実習を説明し，実際にスケッチする． 
4 回 ミクロメーターの使い方を説明し，実際に計測する． 
5 回 花粉形態の観察と計測 その１：花粉粒径を計測する． 
6 回 花粉形態の観察と計測 その２：花粉粒径を計測する． 
7 回 検索表の作成：植物を材料に検索表を作成する． 
8 回 淡水プランクトンの観察と生態 その１：淡水中のプランクトンを観察す
る． 
9 回 淡水プランクトンの観察と生態 その２：淡水中のプランクトンを観察す
る． 
10 回 気孔細胞の観察：気孔細胞の観察と密度の計測をする． 
11 回 維管束の観察：維管束組織の観察をする． 
12 回 コリメート法による顕微鏡写真撮影：顕微鏡写真の撮影法を説明し，実際
に撮影する． 
13 回 植物の根端細胞分裂の観察 その１：タマネギ根端細胞の細胞分裂標本を
作製する． 
14 回 植物の根端細胞分裂の観察 その２：タマネギ根端細胞の細胞分裂像を観
察する． 
15 回 報告書作成，補充実験：レポートの作成を行う． 

準備学習 特になし 
 



年度 2012 
授業コード FSC57B1 
成績評価 提出したスケッチとレポートの内容により評価する．なお，本実験は教職関連科

目でもあるので，全出席が評価の前提である．そのため，公欠を含め２回（教育
実習の場合は３回）をこえる欠席は，直ちに単位認定資格を失うものとする． 

曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス CA(〜11),CB(〜11) 
見出し FSC57B1 生物学基礎実験 
担当教員名 守⽥ 益宗、正木 智美＊ 
単位数 2 
教科書 特になし，適宜プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 光学顕微鏡観察 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 同時開講科目を多くもつ教員の所見記入について，同じような所見記入の手間を

省くため，コピー入⼒ができるようお願いを重ねているにもかかわらず，前のシ
ステムと同様の記入法であり全く改善されていません．ポータルサイトに移行し
ても，教員の手間がかかるだけです．教員所見を記入する気にもなりません．何
かあれば個別に聞きに来て下さい． 

科目名 生物学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 実験実習 
注意備考 第１回オリエンテーションを欠席の学生は以後の受講を認めない。また，受講希

望者多数の場合は抽選とする。 
シラバスコード FSC57B1 
実務経験のある教員  
達成目標 光学顕微鏡が支障なく操作できるようになること 
受講者へのコメント 同時開講科目を多くもつ教員の所見記入について，同じような所見記入の手間を

省くため，コピー入⼒ができるようお願いを重ねているにもかかわらず，前のシ
ステムと同様の記入法であり全く改善されていません．ポータルサイトに移行し
ても，教員の手間がかかるだけです．教員所見を記入する気にもなりません．何
かあれば個別に聞きに来て下さい． 

連絡先 理大研究室７号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 同時開講科目を多くもつ教員の所見記入について，同じような所見記入の手間を
省くため，コピー入⼒ができるようお願いを重ねているにもかかわらず，前のシ
ステムと同様の記入法であり全く改善されていません．ポータルサイトに移行し
ても，教員の手間がかかるだけです．教員所見を記入する気にもなりません．何
かあれば個別に聞きに来て下さい． 



英文科目名 Experiments in Biology 
関連科目 特になし 
次回に向けての改善変更予定 同時開講科目を多くもつ教員の所見記入について，同じような所見記入の手間を

省くため，コピー入⼒ができるようお願いを重ねているにもかかわらず，前のシ
ステムと同様の記入法であり全く改善されていません．ポータルサイトに移行し
ても，教員の手間がかかるだけです．教員所見を記入する気にもなりません．何
かあれば個別に聞きに来て下さい． 

講義目的 中学・高校教師が指導しなければならない生物実験や，知っておくと教科指導に
便利な光学顕微鏡の使い方やその実験法について教授する． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：実験の進め方を説明する． 

2 回 顕微鏡の使用法を説明し，実際に操作する． 
3 回 生物学のためのスケッチ実習を説明し，実際にスケッチする． 
4 回 ミクロメーターの使い方を説明し，実際に計測する． 
5 回 花粉形態の観察と計測 その１：花粉粒径を計測する． 
6 回 花粉形態の観察と計測 その２：花粉粒径を計測する． 
7 回 検索表の作成：植物を材料に検索表を作成する． 
8 回 淡水プランクトンの観察と生態 その１：淡水中のプランクトンを観察す
る． 
9 回 淡水プランクトンの観察と生態 その２：淡水中のプランクトンを観察す
る． 
10 回 気孔細胞の観察：気孔細胞の観察と密度の計測をする． 
11 回 維管束の観察：維管束組織の観察をする． 
12 回 コリメート法による顕微鏡写真撮影：顕微鏡写真の撮影法を説明し，実際
に撮影する． 
13 回 植物の根端細胞分裂の観察 その１：タマネギ根端細胞の細胞分裂標本を
作製する． 
14 回 植物の根端細胞分裂の観察 その２：タマネギ根端細胞の細胞分裂像を観
察する． 
15 回 報告書作成，補充実験：レポートの作成を行う． 

準備学習 特になし 
 



年度 2012 
授業コード FSC57B2 
成績評価 報告書の内容と実験への取り組み状況によって評価を行う（100％）。すべての実

験について報告書が作成され、受理されて単位が与えられる。 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス CA(12〜12),CB(12〜12) 
見出し FSC57B2 物理学基礎実験 
担当教員名 宮川 和也、小坂 圭二＊、豊⽥ 新、⽥代 勤 
単位数 2 
教科書 物理学基礎実験／岡山理科大学理学部応用物理学科 編／大学教育出版 
アクティブラーニング  
キーワード 物理学、実験 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 国立天文台 理科年表（丸善）その他、参考資料は適宜配布する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 関数電卓（プログラム機能は不要）を購入すること。 

共同実験者に迷惑を及ぼすので遅刻、欠席は厳禁である。各テーマに２週を割り
当て、第１週に実験を行い、第２週に報告書を完成させる。事前に実験内容をよ
く予習してくること。 

シラバスコード FSC57B2 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）物理学の基礎的な実験について、基本的事項を理解し、実験方法に習熟す

る。 
   実験器具、装置の取り扱いができるようになる。 
（２）実験データを適切に処理し、現象を的確に表現するためのグラフが作成で
きる 
   ようになる。 
（３）パソコンを利用して実験データを処理できるようになる。 

受講者へのコメント  
連絡先 宮川和也 086-256-9488 miyagawa@dap.ous.ac.jp 豊⽥ 新 086-256-9608 

toyoda@dap.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Experiments in Physics 
関連科目 物理学基礎論Ⅰ、Ⅱを前後して（できれば本実験科目を履修する前に）履修する

ことが望ましい。 



次回に向けての改善変更予定  
講義目的 （１）基礎的な実験を通して、物理学における実験方法と実験器具、装置の取り

扱いの 
   基礎を学ぶ。 
（２）実験データの処理の方法、現象を的確に表現するためのグラフの作成方法
につい 
   て実習する。 
（３）パソコンを利用した実験データの処理方法について学ぶ。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 【第 1 回】テキストを購入し、実験全体を概観しておくこと。 

【第 2 回】パソコンによる実験データ処理についてテキストを読み、演習内容を
理解 
    しておくこと。 
【第 3 回】ノギス、マイクロメーター、電卓の使い方についてテキストを読み、
実験 
    内容を理解しておくこと。 
【第 4 回〜15 回】 
 該当の実験についてテキストを読み、実験方法までレポートとしてまとめてお
く 
 こと。 

 



年度 2012 
授業コード FSC59A1 
成績評価 毎回の講義での平常点（50%）と演習（50%）で評価する。 
曜日時限 金曜日 9・10 時限 
対象クラス CA(10〜10),CB(10〜10),CM(10〜10) 
見出し FSC59A1 教職のための生物 
担当教員名 池⽥ 正五、高崎 浩幸、南 善子、林 謙一郎、三井 亮司、宮永 政光、小

林 秀司 
単位数 2 
教科書 現代生命科学の基礎?遺伝子・細胞から進化・生態まで?／都築幹夫 編／（教育

出版） 
アクティブラーニング  
キーワード 教員採用試験、理科、生物 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 講義の進行に関する意見（1 名）は、シラバスを参考にして下さい。また、同一

学生からの成績評価に関する意見に対しては、本講義がオムニバス形式であるこ
とを理解していただければと思います。 
上記以外、回答を必要とする記述は無かった。 

科目名 教職のための生物 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 教員採用試験中学校理科／一ツ橋書店 
授業形態 講義 
注意備考 毎回の講義の成績で評価するので、定期試験は行わない。 
シラバスコード FSC59A1 
実務経験のある教員  
達成目標 教員採用試験生物分野の問題が解けるようになること。 
受講者へのコメント 本講義はオムニバス形式で、各教員が異なった方法で講義を進めています。この

ような多様性も、教員志望の学生として理解しておく必要のあることだと考えま
すので、各教員の指示に従って、対応をお願いします。 

連絡先 担当各教員の研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 87%の学生が目標を「できた」または「だいたいできた」であり、 93%の学生が
教員の熱意を「感じられた」または「少し感じられた」とした。 また、 93%の
学生がこの授業に「満足」または「ほぼ満足」した。したがって、講義の内容や
レベルに問題は無いと考える。講義の進め方で、特に指摘数の多い（10％を超え
る）項目は無かった。 

英文科目名  
関連科目 生物関連の基礎および専門科目 
次回に向けての改善変更予定 特に問題は感じられないが、さらにわかりやすく講義を進めるよう努⼒を続け



る。 
講義目的 教員採用試験に出題される生物分野の内容を十分理解し、問題を解くための考え

方を学ぶ。これらは、教員採用試験に対する対策となるばかりでなく、教壇に立
った場合の必要な知識や生徒への分かり易い説明の仕方などの修得につながる。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 生体を構成する細胞の構造と機能について講義する。 

2 回 生殖方法や減数分裂について、問題を解きながら十分な理解が得られるよ
うに解説する。 
3 回 動物と植物の発生について、問題を解きながら十分な理解が得られるよう
に解説する。 
4 回 メンデルの遺伝の法則性と遺伝因子の存在箇所としての染色体の振る舞い、
連鎖の仕組みについて概説する。 
5 回 遺伝子の本体の推定方法と遺伝子の取り扱いについて概説する。 
6 回 遺伝情報とタンパク質の合成、形質発現の調節と形態形成、およびバイオテ
クノロジーについて、演習をまじえて説明する。 
7 回 環内部環境としての体液の循環と働き、その成分の調節、恒常性の維持の原
理について解説する。さらにホルモンや自律神経の働きとの相互作用について説
明する。 
8 回 刺激を受容する器官，神経の興奮とその伝達や中枢神経系の働き及び動物
の反応と行動など，神経系、受容器、効果器の相互の関連について解説する。 
9 回 栄養成⻑から生殖成⻑にいたる植物の生活と環境応答について、発芽、光合
成・花芽形成、結実、種子形成の過程、さらに重⼒屈性や光屈性などを解説する。 
10 回 アミノ酸、タンパク質の構造を演習問題をとおして確認する。 
11 回 酵素の機能やそれが関わる代謝などについて演習問題をとおして確認す
る。 
12 回 生物の分類と進化 I. 生物の多様性とその分類および系統関係について講
義する。 
13 回 生物の分類と進化 II. 生物の起源と進化、および進化の仕組みについて講
義する。後半は講義内容についての小テストとその解説を行う。 
14 回 生物の集団：生態学の基礎として分類学的な種と生態学で扱う種の個体群
について学習する。 
15 回 生物の集団：多種の個体群が組み合わさった生物群集とさらに高次の生態
系について学習する。 

準備学習 1 回 細胞の構造と機能について予習をしておくこと。 
2 回 教科書の「生殖と発生」の項目を予め予習し、自分なりの理解をしておくこ
と。 
3 回 教科書の「生殖と発生」の項目を予め予習し、自分なりの理解をしておくこ
と。 
4 回 教科書の「遺伝の法則」の項目を予め予習して、メンデルは以前のどのよう
な知見を基にしたのか、法則は以後どのような影響を与えたか、についての各自
の考え方をレポートにしておくこと。 
5 回 教科書の「遺伝の法則」の項目を予め予習して、どのような曲折を経て得ら



れた知見なのか、についての各自の考え方をレポートにしておくこと。 
6 回 教科書の「遺伝情報とその発現」の項目を予め予習し、自分なりの理解をし
ておくこと。 
7 回 教科書や参考書を読み、体液とその恒常性に関して予習をしておくこと。 
8 回 教科書や参考書を読み、動物における刺激受容と応答に関して予習をして
おくこと。 
9 回 植物の成⻑と環境応答について、光合成、発芽、花芽形成、種子形成などの
植物の形態形成過程と、重⼒屈性や光屈性の仕組みについて、予習し、講義後に、
十分復習すること。 
10 回 教科書または過去の本学の講義などで使用した生化学の教科書・参考書等
を利用し、アミノ酸やタンパク質について復習しておくこと。 
11 回 教科書または過去の本学の講義などで使用した生化学の教科書・参考書等
を利用し、酵素について復習しておくこと。 
12 回 予習として生物の命名規約と五界説について学習しておくこと。 
13 回 生物の多様性とその分類および系統関係を復習しておくこと。予習として
生物の起源と進化について学習しておくこと。 
14 回 種の個体がどのように同種のまとまりをもちながら生息しているか、動物
界、植物界、モネラ界、・・・それぞれの界から 1 種ずつ例に選んで簡単な文章
にまとめておくこと。 
15 回 種の個体群がどのように他種の個体群との組み合わせのもとで生息してい
るか、ある森を想定して見出される複数の動物種と複数の植物種を例に選んで簡
単な文章にまとめておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSC9011 
成績評価 実験態度(30％)及びレポート(70％)により評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス CA(10〜10),CB(10〜10),CM(10〜10) 
見出し FSC9011 野外実践指導実習Ⅱ 
担当教員名 山口 一裕、守⽥ 益宗、齋藤 達昭、北岡 豪一、桑澤 清明、小林 祥一 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード プランクトンの採取・観察・同定 

ウニの発生 
地質調査 花こう岩 高温石英 
夏の星座 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 野外実践指導実習Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 実験計画は，時期や天候に左右されるので，内容に変更がある。 

前島実習（3 泊 4 日）は，夏休み期間中に集中で行う予定である。交通費は大学
が負担するが，宿泊費（加計学園と岡山大学臨海実験所）および食費は自己負担
する必要がある。 
その他の実習は日程や講義時間の関係で一部後期に実施するので，受講する際は
十分注意してください。 
そのため成績は後期につきます。 

シラバスコード FSC9011 
実務経験のある教員  
達成目標 野外での実習を通して野外調査の技術と知識を習得する。 

野外で起こりうる危険について想定することができる。 
課題研究を指導するときにどのような方法で研究を進めるかを計画・実施するこ
とができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 7 号館 1F 山口研究室 yamaguti[アトマーク]das.ous.ac.jp 

7 号館 2F 齋藤研究室 saito[アトマーク]das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  



関連科目 生態学、地質学、地球化学、陸水の科学、宇宙科学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 野外調査や自然観察などのフィールドワーク実習を生物分野と地学分野の関連

教員が中心となって集中講義の形式で行う。実習地は岡山県瀬⼾内市牛窓と前島
周辺，岡山市建部町旭川分流，岡山県内で実施する。 
将来教員になったときに，課題研究など発展した内容の授業を指導できるように
野外での知識と技術を身に付けるための実習を行う。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 それぞれの実習の前に行う事前講義に必ず参加すること。 

配布する実験プリントをよく読み，関係する内容の予習を行うこと。 
 



年度 2012 
授業コード FSC9012 
成績評価 実践活動とそのレポートの内容（70%）、発表会（20%）、最終試験（10%）によ

って評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス CA(10〜10),CB(10〜10),CM(10〜10) 
見出し FSC9012 授業実践演習Ⅱ 
担当教員名 山崎 正之、小林 祥一、山口 一裕、伊代野 淳、森 嘉久、山崎 重雄、齋

藤 達昭 
単位数 1 
教科書 プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 理科 数学 授業補助 実験補助 学習支援 

教職 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特に記入はなかった。 
科目名 授業実践演習Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指導する。 
授業形態 演習 
注意備考 理数系教員養成プロジェクトに所属している学生は受講できます。 

それ以外の学生は受講できませんので，注意してください。 
シラバスコード FSC9012 
実務経験のある教員  
達成目標 教師に必要な知識と技術を身につけること 

コミュニケーション能⼒を身につけること 
中学校や高校での授業や実験に必要な知識と技術を身につけうこと 

受講者へのコメント 毎回提出することになっているレポートが期日より遅れる⼈がかなりあった。大
切なことなので、きちんと間に合わせて欲しい。 

連絡先 山崎正之（20 号館 5 階） 
小林祥一（7 号館 6 階） 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 目標の達成、満足度、どちらも無回答の⼈以外は「できた・だいたいできた」「満
足・ほぼ満足」という結果であった。 

英文科目名  
関連科目 教職基礎演習、教職の関連する基礎科目と実験科目（理科） 
次回に向けての改善変更予定 口頭での意見発表では、メールでの連絡システム、分担スケジュールのこと、自

習室での指導などについて色々な意見をいただいた。この年度から始まった科目
なので、少しずつ改善していきたい。 



講義目的 将来教職を目指す学生に中学校や高校の授業での実践的な体験活躍の機会を与
える授業である。授業や実験の補助や放課後の学習支援を通して教師に必要な知
識と技術を身につけることができる。 
現場を多く経験することによりスムースに 4 年時に実施される教育実習が行え
るようにする。 
授業体験などによって得られた知識や感想を発表する情報交換会を行う。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションをする。 

 担当科目の決定 数学と理科 
2 回 付属中学校および高校等で授業補助・実験補助，授業実践・実験実践をす
る。 
3 回 付属中学校および高校等で授業補助・実験補助，授業実践・実験実践をす
る。 
4 回 付属中学校および高校等で授業補助・実験補助，授業実践・実験実践をす
る。 
5 回 付属中学校および高校等で授業補助・実験補助，授業実践・実験実践をす
る。 
6 回 付属中学校および高校等で授業補助・実験補助，授業実践・実験実践をす
る。 
7 回 活動内容を発表する。 
8 回 まとめ 実践活動の報告書を作成する。 

準備学習 オリエンテーションには必ず出席すること。 
授業補助・実験補助などの活動前には事前打ち合わせを行うので参加者は必ず出
席すること。授業内容について事前に教科書や参考書を読み，簡単な授業計画案
を作成すること。 
活動終了後は必ず報告書を作成すること。 

 



年度 2012 
授業コード FSC9013 
成績評価 平常点(1/3)，化学特別実験報告書(1/3)，化学特別実験発表(1/3)で評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス CM(〜10) 
見出し FSC9013 化学特別実験 
担当教員名 横山 崇、赤司 治夫、若松 寛、坂根 弦太、高原 周一、山⽥ 晴夫、山⽥ 

真路、 
単位数 8 
教科書 ゼミ担当教員から指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード 実験計画，プレゼンテーション能⼒，コミュニケーション能⼒，論理的思考⼒，

問題解決⼒，自己管理⼒ 
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 化学特別実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ゼミ担当教員から指示する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 Ｍコース専用科目。CA・CB クラスからの他コース履修はできない。ゼミ担当教

員の指導に従って研究室毎に行う。 
シラバスコード FSC9013 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）化学特別実験に使用する器具および装置の取扱いができる。 

（２）実験計画を立て，実験した内容を記録することができる。 
（３）必要な情報を英語の文献やインターネット等を通じて，自ら獲得すること
ができる。 
（４）問題点に対して，自主的に解決方法を探索できる。 
（５）課題に対して，背景・目的などを具体的および論理的に記述できる。 
（６）プレゼンテーションソフトを駆使し，発表ができる。 
（７）質問を理解し，的確な回答ができる。 
（８）化学に関する知識を体系的に理解し，創造的思考⼒を発揮できる。 

受講者へのコメント  
連絡先 ゼミ担当教員の研究室。 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Chemical Experiment 
関連科目 化学セミナーI，II 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 ゼミ担当教員の指導の下で，１年間を通して化学に関するテーマの実験を行う。
また，化学特別実験報告書の作成および発表を通して，自主的に学習および実験
することができる能⼒，文章作成および読解能⼒，プレゼンテーション能⼒，コ
ミュニケーション能⼒，論理的思考⼒，問題解決⼒，自己管理⼒を養うことを目
的とする。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 指導教員の指導の下，研究計画を立てること。 

 



年度 2012 
授業コード FSC9022 
成績評価 平常点（100%）で評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス CM(〜10) 
見出し FSC9022 化学セミナーⅡ 
担当教員名 横山 崇、赤司 治夫、若松 寛、坂根 弦太、高原 周一、山⽥ 晴夫、山⽥ 

真路、 
単位数 2 
教科書 各担当教員から指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード 研究実施能⼒，英文読解⼒，プレゼンテーション能⼒ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 化学セミナーⅡ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 各担当教員から指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 M コース専用科目。CA・CB クラスからの他コース履修はできない。開講の時間

については，各担当教員の指示に従うこと。 
シラバスコード FSC9022 
実務経験のある教員  
達成目標 1．各ゼミで行われる化学の研究を行うための英語の論文を理解できるようにな

ること。 
2．化学実験の基本操作を身につけること。 
3．研究内容をプレゼンテーションできるようになること。 

受講者へのコメント  
連絡先 各担当教員の研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Seminar in Chemistry II 
関連科目 化学科開講科目全般 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 各ゼミで実施される「化学特別実験」と並行して，セミナー形式で，研究を行う

ための基礎能⼒を身につけることを目指す。まず，実験の安全について十分に講
習を受け，実験の基本操作を習得する。化学英語の読解⼒を身につけるため，基
礎的な内容の英語を読解する。研究発表および質疑応答を通して，プレゼンテー
ションの技術を習得する。 

対象学年 3 年/4 年 



授業内容 1 回 実験の安全について説明する。 
2 回 実験の安全について説明する。 
3 回 実験の安全について説明する。 
4 回 化学英語の読解をする。 
5 回 化学英語の読解をする。 
6 回 化学英語の読解をする。 
7 回 化学英語の読解をする。 
8 回 研究発表準備をする。 
9 回 研究発表をする。 
10 回 化学英語の読解をする。 
11 回 化学英語の読解をする。 
12 回 化学英語の読解をする。 
13 回 化学英語の読解をする。 
14 回 研究発表準備をする。 
15 回 研究発表をする。 

準備学習 1 回 化学セミナーＩの復習をしておくこと。 
2 回 前回の講義の復習をしておくこと。 
3 回 前回の講義の復習をしておくこと。 
4 回 あらかじめ与えられている英文資料を読んでおくこと。 
5 回 あらかじめ与えられている英文資料を読んでおくこと。 
6 回 あらかじめ与えられている英文資料を読んでおくこと。 
7 回 あらかじめ与えられている英文資料を読んでおくこと。 
8 回 研究発表のための資料を整理しておくこと。 
9 回 前回の結果をふまえてさらに整理しておくこと。 
10 回 あらかじめ与えられている英文資料を読んでおくこと。 
11 回 あらかじめ与えられている英文資料を読んでおくこと。 
12 回 あらかじめ与えられている英文資料を読んでおくこと。 
13 回 あらかじめ与えられている英文資料を読んでおくこと。 
14 回 研究発表のための資料を整理しておくこと。 
15 回 前回の結果をふまえてさらに整理しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSC9023 
成績評価 平常点(1/3)，卒業論文(1/3)，卒業研究発表(1/3)で評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス CA(〜09),CB(〜09),CM(〜09) 
見出し FSC9023 卒業研究 
担当教員名 山⽥ 晴夫、山⽥ 真路、岩永 哲夫、橘高 茂治、善木 道雄、林 宏哉、森

重 國光 
単位数 8 
教科書 ゼミ担当教員から指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード 研究，英語読解⼒，自主的開発⼒，創造⼒，プレゼンテーション能⼒ 
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 卒業研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ゼミ担当教員から指示する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 ゼミ担当教員の指導に従って研究室毎に行う。 
シラバスコード FSC9023 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）卒業研究に使用する器具および装置の取扱いができる。 

（２）研究計画を立て，研究した内容を記録することができる。 
（３）必要な情報を英語の論文やインターネット等を通じて，自ら獲得すること
ができる。 
（４）問題点に対して，自主的に解決方法を探索できる。 
（５）課題に対して，背景・目的などを具体的および論理的に記述できる。 
（６）プレゼンテーションソフトを駆使し，発表ができる。 
（７）質問を理解し，的確な回答ができる。 
（８）化学に関する知識を体系的に理解し，創造的思考⼒を発揮できる。 

受講者へのコメント  
連絡先 ゼミ担当教員の研究室。 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Undergraduate Research 
関連科目 化学科で学んだ全ての講義科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ゼミ担当教員の指導の下で，１年間を通して化学に関するテーマの研究を行う。

また，卒業研究論文の作成および研究発表を通して，自主的に学習および研究す



ることができる能⼒，文章作成および読解能⼒，プレゼンテーション能⼒，コミ
ュニケーション能⼒，論理的思考⼒，問題解決⼒，自己管理⼒を養うことを目的
とする。 

対象学年 4 年 
授業内容  
準備学習 指導教員の指導の下，研究計画を立てること。 

 



年度 2012 
授業コード FSC9031 
成績評価 実践活動とそのレポートの内容（70%）、発表会（20%）、最終試験（10%）によ

って評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス CA(10〜10),CB(10〜10),CM(10〜10) 
見出し FSC9031 授業実践演習Ⅰ 
担当教員名 山崎 正之、小林 祥一、山口 一裕、伊代野 淳、森 嘉久、山崎 重雄、齋

藤 達昭 
単位数 1 
教科書 プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 理科 数学 授業補助 実験補助 学習支援 

教職 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 授業実践演習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指導する。 
授業形態 演習 
注意備考 理数系教員養成プロジェクトに所属している学生は受講できます。 

それ以外の学生は受講できませんので，注意してください。 
シラバスコード FSC9031 
実務経験のある教員  
達成目標 教師に必要な知識と技術を身につけること 

コミュニケーション能⼒を身につけること 
中学校や高校での授業や実験に必要な知識と技術を身につけうこと 

受講者へのコメント  
連絡先 山崎正之（20 号館 5 階） 

小林祥一（7 号館 6 階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 教職基礎演習、教職の関連する基礎科目と実験科目（理科） 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 将来教職を目指す学生に中学校や高校の授業での実践的な体験活躍の機会を与

える授業である。授業や実験の補助や放課後の学習支援を通して教師に必要な知
識と技術を身につけることができる。 
現場を多く経験することによりスムースに 4 年時に実施される教育実習が行え



るようにする。 
授業体験などによって得られた知識や感想を発表する情報交換会を行う。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションをする。 

 担当科目の決定 数学と理科 
2 回 付属中学校および高校等で授業補助・実験補助，授業実践・実験実践をす
る。 
3 回 付属中学校および高校等で授業補助・実験補助，授業実践・実験実践をす
る。 
4 回 付属中学校および高校等で授業補助・実験補助，授業実践・実験実践をす
る。 
5 回 付属中学校および高校等で授業補助・実験補助，授業実践・実験実践をす
る。 
6 回 付属中学校および高校等で授業補助・実験補助，授業実践・実験実践をす
る。 
7 回 活動内容を発表する。 
8 回 まとめ 実践活動の報告書を作成する。 

準備学習 オリエンテーションには必ず出席すること。 
授業補助・実験補助などの活動前には事前打ち合わせを行うので参加者は必ず出
席すること。授業内容について事前に教科書や参考書を読み，簡単な授業計画案
を作成すること。 
活動終了後は必ず報告書を作成すること。 

 



年度 2012 
授業コード FSC9032 
成績評価  レポートなどの評価（20％）と定期試験（80％）により評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス CA(10〜10),CB(10〜10),CM(10〜10) 
見出し FSC9032 教職のための地学 
担当教員名 野瀬 重⼈ 
単位数 2 
教科書  平成 20 年度改訂中学校学習指導要領解説 理科編 文部科学省 

 平成 21 年度改訂高等学校学習指導要領解説 理科編 文部科学省 
アクティブラーニング  
キーワード 第２分野、地学基礎、地学、天文、気象、地質 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  自由記述の欄に記入している学生は１名であった。その記述を紹介する。 

① 「教員採用試験の勉強に役に立った」 
科目名 教職のための地学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  講義の進捗に応じて適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考  試験は定期試験期間中に行い、試験形態は筆記試験とする。 
シラバスコード FSC9032 
実務経験のある教員  
達成目標  ①天文、気象、地質などの現象に関する基礎的な知識を習得している。 

 ②天文、気象、地質などの現象を指導技術により生徒に理解させることができ
る。  
 ③地学の授業において観察・実験が十分にできる。 
 ④情熱と熱心さを伴って授業を展開することができる。 

受講者へのコメント  特に中学校の理科担当教員になると、教科書の 25％は地学の内容である。講義
の内容をもう一度見直して理解を深め、学校現場では立派に勤務していただきた
い。 

連絡先  野瀬重⼈ 岡山理科大学理学部  １０学舎５階 野瀬研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  この講義は、特に中・高等学校の理科の教員になる目的を持った学生が、教師
となり現場で授業を行うに際して必要な地学内容を学習するための講座である。
学生が育った過去の教育において、地学に関する授業が高校ではほとんどなく、
地学の知識のない学生も存在しているのが現状である。そのため、学生の意欲も
旺盛で活発な講義が展開できたと思っている。学生はよく勉強ができたし、宿題、
レポート等の提出もよくできた。学生からも高い評価をいただいた。 

英文科目名  



関連科目  事前に「理科教育法Ⅲ」を習得しておくことが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  講義が中心で実験観察の時間が少なかったように思う。次回からは、実験観察

の割合を増やしていきたい。 
講義目的  中・高等学校の理科地学領域の教育を担当する教員に必要な内容の理解と指導

技術の向上を、講義と演習によって育成する。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  平成 20 年度改訂中学校学習指導要領（理科編）の第２分野（地学領域）

及び平成 21 年度改訂高等学校学習指導要領（理科編）の「地学基礎」の概要に
ついて講義する。 
2 回  平成 21 年度改訂高等学校学習指導要領（理科編）の「地学」の概要につ
いて講義する。 
3 回  「地球の形状」に関して、地球の形と重⼒、地磁気、地球の内部構造など
の内容と指導法を講義をする。 
4 回  「地球の内部」に関して、地球の内部構造、地震波の伝わり方、地球の内
部の状態と物質などの内容と指導法を講義をする。 
5 回  「地球の活動」に関して、プレートテクトニクス、地震と地殻変動、火成
活動などの内容と指導法を講義する。 
6 回  「地球の歴史」に関して、地表の変化、地層の観察、地球環境の変遷など
の内容と指導法を講義する。 
7 回  第１回から第６回の講義内容に関する演習問題を取り上げ、その解法と
指導法を講義する。 
8 回  「大気の構造と運動」に関して、大気の構造、大気の運動と気象などの内
容と指導法を講義する。 
9 回  「海洋と海水の運動」に関して、海洋の構造、海水の運動などの内容と指
導法を講義する。 
10 回  第８回から第９回の講義内容に関する演習問題を取り上げ、その解法と
指導法を講義する。 
11 回  「太陽系」に関して、地球の自転と公転、太陽系天体とその運動、太陽
の活動などの内容と指導法を講義する。 
12 回  「恒星と銀河系」に関して、恒星の性質と進化、銀河系の構造などの内
容と指導法を講義する。 
13 回  「銀河と宇宙」に関して、様々な銀河、膨張する宇宙などの内容と指導
法を講義する。 
14 回  第 11 回から第 13 回の講義内容に関する演習問題を取り上げ、その解法
と指導法を講義する。 
15 回  高等学校の地学領域を内容とする理科課題研究の実践について講義する。 

準備学習 1 回  平成 20 年度改訂中学校学習指導要領解説（理科編）の 129p〜135ｐと平
成 21 年度改訂高等学校学習指導要領解説（理科編）〈以下指導要領という〉の
210p〜212ｐをよく読み、予習しておくこと。 
2 回  平成 21 年度改訂高等学校学習指導要領の 212ｐ〜214ｐを予習しておく
こと。 
3 回  以下の講義は、高等学校「地学」の内容とその指導法を講義するものであ



る。 
 指導要領の「地球の形状」（107ｐ）に関する部分を予習しておくこと。 
4 回  指導要領の「地球の内部」（107ｐ〜108ｐ）に関する部分を予習しておく
こと。 
5 回  指導要領の「地球の活動」（108ｐ〜109ｐ）に関する部分を予習しておく
こと。 
6 回  指導要領の「地球の歴史」（110ｐ〜111ｐ）に関する部分を予習しておく
こと。 
7 回   資料として配付している演習問題の内、第１回から第６回までの講義内
容に関する部分を予習しておくこと。 
8 回  指導要領の「大気の構造と運動」（111ｐ〜112ｐ）に関する部分を予習し
ておくこと。 
9 回  指導要領の「海洋と海水の運動」（112ｐ〜113ｐ）に関する部分を予習し
ておくこと。 
10 回   資料として配付している演習問題の内、第８回と第９回の講義内容に関
する部分を予習しておくこと。 
11 回  指導要領の「太陽系」（114ｐ）に関する部分を予習しておくこと。 
12 回  指導要領の「恒星と銀河系」（115ｐ）に関する部分を予習しておくこと。 
13 回  指導要領の「銀河と宇宙」（115ｐ）に関する部分を予習しておくこと。 
14 回  資料として配付している演習問題の内、第 11 回〜第 13 回の講義内容に
関する部分を予習しておくこと。 
15 回   指導要領の「理科課題研究」（118ｐ〜123ｐ）に関する部分を予習して
おくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSC9041 
成績評価 平常点（100%）で評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス CM(〜10) 
見出し FSC9041 化学セミナーⅠ 
担当教員名 横山 崇、赤司 治夫、若松 寛、坂根 弦太、高原 周一、山⽥ 晴夫、山⽥ 

真路、 
単位数 2 
教科書 各担当教員から指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード 研究実施能⼒，英文読解⼒，プレゼンテーション能⼒ 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 化学セミナーⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 各担当教員から指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 M コース専用科目。CA・CB クラスからの他コース履修はできない。開講の時間

については，各担当教員の指示に従うこと。 
シラバスコード FSC9041 
実務経験のある教員  
達成目標 1．各ゼミで行われる化学の研究を行うための英語の論文を理解できるようにな

ること。 
2．化学実験の基本操作を身につけること。 
3．研究内容をプレゼンテーションできるようになること。 

受講者へのコメント  
連絡先 各担当教員の研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Seminar in Chemistry I 
関連科目 化学科開講科目全般 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 各ゼミで実施される「化学特別実験」と並行して，セミナー形式で，研究を行う

ための基礎能⼒を身につけることを目指す。まず，実験の安全について十分に講
習を受け，実験の基本操作を習得する。化学英語の読解⼒を身につけるため，基
礎的な内容の英語を読解する。研究発表および質疑応答を通して，プレゼンテー
ションの技術を習得する。 

対象学年 3 年/4 年 



授業内容 1 回 実験の安全について説明する。 
2 回 実験の安全について説明する。 
3 回 実験の安全について説明する。 
4 回 化学英語の読解をする。 
5 回 化学英語の読解をする。 
6 回 化学英語の読解をする。 
7 回 化学英語の読解をする。 
8 回 研究発表準備をする。 
9 回 研究発表をする。 
10 回 化学英語の読解をする。 
11 回 化学英語の読解をする。 
12 回 化学英語の読解をする。 
13 回 化学英語の読解をする。 
14 回 研究発表準備をする。 
15 回 研究発表をする。 

準備学習 1 回 シラバスを読んで，あらかじめよく調べておくこと。 
2 回 前回の講義の復習をしておくこと。 
3 回 前回の講義の復習をしておくこと。 
4 回 あらかじめ与えられている英文資料を読んでおくこと。 
5 回 あらかじめ与えられている英文資料を読んでおくこと。 
6 回 あらかじめ与えられている英文資料を読んでおくこと。 
7 回 あらかじめ与えられている英文資料を読んでおくこと。 
8 回 研究発表のための資料を整理しておくこと。 
9 回 前回の結果をふまえてさらに整理しておくこと。 
10 回 あらかじめ与えられている英文資料を読んでおくこと。 
11 回 あらかじめ与えられている英文資料を読んでおくこと。 
12 回 あらかじめ与えられている英文資料を読んでおくこと。 
13 回 あらかじめ与えられている英文資料を読んでおくこと。 
14 回 研究発表のための資料を整理しておくこと。 
15 回 前回の結果をふまえてさらに整理しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSL1111 
成績評価 定期試験（100%） 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス LA(〜12),LB(〜12) 
見出し FSL1111 一般生物学 
担当教員名 片山 誠一 
単位数 2 
教科書 石川 統 編 「生物学入門」 東京化学同⼈ 
アクティブラーニング  
キーワード 生物、生体物質、細胞、代謝、遺伝、発生・分化、動物生理 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「もう少し広いところでやってほしい。」できるだけ大きな講義室を用意できれ

ばいいのですが、部屋も足りないようです。教務課には善処をお願いしていきま
す。 

科目名 一般生物学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし。 
授業形態 講義 
注意備考 プリント中心に講義を行う。適宜教科書、OHP、プロジェクターを活用する。 
シラバスコード FSL1111 
実務経験のある教員  
達成目標 臨床生命科学科で今後も学んでいく上で最低限必要な生物という概念の理解が

得られることを目標としている。 
受講者へのコメント 特に宿題等を出していないためか、講義外での学習が少ないようです。積極的に

復習をしてもらいたいです。 
連絡先 24 号館 3 階、katayama@dls.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 【総合評価】満足＋ほぼ満足が、51.5%と過半数になったので、まずまずの評価
であった。やや不満＋不満は、8.8%と他の講義と比べやや多いようだ。高校の生
物を学んでいない学生のために基礎的な内容に終始しているので、そのあたりで
物足らない部分があるのかもしれない。大学らしい表現で講義を進めて行くよう
にしたい。【授業の手法】「理解しやすいように、説明にもう少し工夫を加えても
らえるとよい。（9.7％）」：分かりやすく図を多用しているが、もう少し内容を減
らして個々の項目を丁寧に説明したほうが良いかもしれない。【授業 

英文科目名 General Biology 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 １）元気よく授業をする。２）もう少し項目ごとに、説明を丁寧にして授業をす

る。３）板書を丁寧に書くようにする。 



講義目的 高校で生物を履修していない学生にも、わかりやすく基礎生物学を紹介する。そ
の中で、特に臨床生命科学科で学んでいくために必要な項目について理解を深め
ていく。最終的に生物学教育に関して、高校と大学をスムーズに連結させたい。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 生体物質（その 1） 
3 回 生体物質（その 2） 
4 回 細胞（その１） 
5 回 細胞（その２） 
6 回 代謝（その１） 
7 回 代謝（その２） 
8 回 代謝（その３） 
9 回 遺伝と遺伝情報（その１） 
10 回 遺伝と遺伝情報（その２） 
11 回 遺伝と遺伝情報（その３） 
12 回 発生・分化（その１） 
13 回 発生・分化（その２） 
14 回 動物の反応と調節（その１） 
15 回 動物の反応と調節（その２） 

準備学習 1 回 教科書を購入しておく。 
2 回 教科書の生体物質の章を予め読んでおく。 
3 回 教科書の生体物質の残りの章を予め読んでおく。 
4 回 教科書の細胞の章を予め読んでおく。 
5 回 教科書の細胞の章の残りを予め読んでおく。 
6 回 教科書の代謝の章を予め読んでおく。 
7 回 教科書の代謝の章の残りを予め読んでおく。 
8 回 教科書の代謝の章の残りを予め読んでおく。 
9 回 教科書の遺伝と遺伝情報の章を予め読んでおく。 
10 回 教科書の遺伝と遺伝情報の章の残りを予め読んでおく。 
11 回 教科書の遺伝と遺伝情報の章の残りを予め読んでおく。 
12 回 教科書の発生と分化の章を予め読んでおく。 
13 回 教科書の発生と分化の章の残りを予め読んでおく。 
14 回 教科書の動物の反応と調節の章を予め読んでおく。 
15 回 教科書の動物の反応と調節の章の残りを予め読んでおく。 

 



年度 2012 
授業コード FSL1112 
成績評価 定期試験 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス LA(〜12),LB(〜12) 
見出し FSL1112 食品学総論 
担当教員名 山口 悟 
単位数 2 
教科書 食品学総論 第２版  栄養科学シリーズＮＥＸＴ 食べ物と健康／ 辻 英

明 海老原清 編／講談社サイエンティフィク 
アクティブラーニング  
キーワード 食品成分、化学構造 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 食品学総論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜紹介する 
授業形態 講義 
注意備考 講義を受けたその日のうちに一度復習をして下さい。次の講義日の前日にもう一

度復習して下さい。自分の頭を使って良く考えながら復習に⼒を入れて下さい。
理解出来なかったことは積極的に質問して下さい。お昼休みはオフィスアワーに
していますから予約なしで訪問してもらってかまいません。それ以外のときはま
ず上記連絡先にメールを下さい。 

シラバスコード FSL1112 
実務経験のある教員  
達成目標 食品に含まれる成分を説明できる。成分の化学的性質を説明できる 
受講者へのコメント  
連絡先 2 学 舎 3 階  食 品 分 子 機 能 科 学 研 究 室  メ ー ル ア ド レ ス 

s.yamaguchi@dls.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 General Aspect of Food Science 
関連科目 生物化学 I、生物化学 II、一般科学を履修していることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ⼈は食品を摂取して生命を維持している。食品にはどのような成分が含まれてい

て、それらがどのような物質から構成されているのかを理解する。またそれらの
物質が調理、加工、保存中にどのように変化し、体内でどのように働くのかを理
解する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 オリエンテーション：⼈間と食品（食物）との関わりについて学習する。 
2 回 食品成分：食品の分類、食品成分表について学習する。 
3 回 炭水化物：糖類（単糖類、二糖類、多糖類）、化学的性質と構造について学
習する。 
4 回 脂質：脂質、脂肪酸、油脂の化学的性質と構造について学習する。 
5 回 蛋白質：必須アミノ酸の構造と性質、蛋白質の種類と性質について学習す
る。 
6 回 酵素：食品の褐変と酸化還元に関与する酵素類、加水分解酵素について学習
する。 
7 回 ビタミン：水溶性ビタミン、油溶性ビタミンについて学習する。 
8 回 ミネラル：ミネラルの種類と働きについて学習する。 
9 回 色素成分：ヘム類、カルチノイド、クロロフィルについて学習する。 
10 回 香り成分：アルデヒド、エステル、硫⻩化合物について学習する。 
11 回 嗜好成分①：甘み、酸味、塩味、苦味について学習する。 
12 回 嗜好成分②：うま味、辛味、渋味、その他について学習する。 
13 回 機能性食品について学習する。 
14 回 食品の物理的特性：テクスチャー、レオロジーについて学習する。 
15 回 まとめについて学習する。 

準備学習 予習：テキストにそって講義を進めるので、教科書をよく読んできて下さい。 
復習：毎回講義の最後に復習ポイントを伝えるのでノートと授業中に配布したプ
リントをよく見直しておさらいして下さい。 

 



年度 2012 
授業コード FSL1121 
成績評価 定期試験 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜11) 
見出し FSL1121 機器分析法 
担当教員名 山口 悟 
単位数 2 
教科書 生命化学のための分析化学／伊永 隆史 編／化学同⼈ 
アクティブラーニング  
キーワード 定量分析、定性分析、生体分析 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 練習問題が欲しかった 

 練習問題は渡していました 
大事なところを教えて欲しかった 
 スライドでは赤色で強調し、大切なところは５回繰り返して話しています。 
図の説明も文章にしてもらわないと困る 
 図の説明は言葉で説明しています。⼈の話を聞きながらノートが取れるように
なって下さい。社会に出てから大切です 
復習ポイントを言って欲しい 
 講義中に大切なことは５回繰り返して話しています 
教科書に合わせて欲しい 
 皆のレベルに合った本を探します 
マイクを使ってくれて有りがたかった 
 ありがとうございます 
毎回のプリ 

科目名 機器分析法 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 庄野利之、脇⽥久伸編著「入門機器分析化学」三共出版 
授業形態 講義 
注意備考 講義を受けたその日のうちに一度復習をして下さい。次の講義日の前日にもう一

度復習して下さい。自分の頭を使って良く考えながら復習に⼒を入れて下さい。
理解出来なかったことは積極的に質問して下さい。お昼休みはオフィスアワーに
していますから予約なしで訪問してもらってかまいません。それ以外のときは一
度上記連絡先にメールを下さい。 

シラバスコード FSL1121 
実務経験のある教員  
達成目標 分析名を聞かれた時に簡単な原理も含めて説明出来るようになること。 
受講者へのコメント 「1 回の授業で扱う量が多い」「教科書や資料が、少し平易なものの方がよい」と

いう意見がありました。一生懸命家庭学習していてもこのような状況ならもっと
量を減らしてレベルを落とした講義を心がけたいと思います。 



連絡先 2 学舎 3 階 食品分子機能科学研究室  メールアドレス 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業時間外の学習時間の少なさが大変気になります。少なくとも 1.5 時間は復習
して下さい。その一方、2 時間以上勉強し他⼈も約 6％おり、これらは成績の結
果とほぼ比例していることからきちんと勉強した⼈は理解出来たと考えられま
す。最初に「講義があったその日に 1.5 時間以上」「講義前日にもノートを見直
す」ことを伝えましたが、努⼒してくれた学生がいることがうれしいです。 

英文科目名 Instrumental Analysis 
関連科目 検査機器論、生物化学的分析法 
次回に向けての改善変更予定 「板書はスライドの切り替えなど、授業進行が速すぎた」というコメントがあり

ましたのでもっとゆっくり進めます。 
「理解しやすいように、説明にもう少し工夫を加えてもらえるとよい」というコ
メントがありましたのでもっと動画などを用いて皆さんに合わせて説明を工夫
いたします。この授業の目標を「少しできた」又は「できなかった」という学生
がが 1/3 ほどいることが残念です。次回はもっとレベルを落として講義をしま
す。 

講義目的 研究において物質を正確に定量し、それに対して評価することが求められます。
その際、使用する分析機器の使用方法を正しく学んでいないと機器を壊したり、
事故につながる危険性があります。また測定原理をきちんと理解していないと得
られた結果が何を意味しているのかわかりません。近年の分析機器の進歩で分析
の自動化が進み、分析内容がブラックボックスとなりがちです。機器分析法では
測定方法、例のみならず基本原理を理解することを目指します。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション：機器分析一般について学習する。 

2 回 紫外／可視吸収について学習する。 
3 回 紫外／可視吸収について学習する。 
4 回 蛍光分光法について学習する。 
5 回 赤外・ラマン分光法について学習する。 
6 回 原子吸光・発光分析について学習する。 
7 回 核磁気共鳴（プロトン）について学習する。 
8 回 核磁気共鳴（プロトン）について学習する。 
9 回 核磁気共鳴（プロトン）について学習する。 
10 回 核磁気共鳴（カーボン）について学習する。 
11 回 核磁気共鳴（カーボン）について学習する。 
12 回 電子スピン共鳴吸収（ESR）について学習する。 
13 回 質量分析について学習する。 
14 回 質量分析について学習する。 
15 回 これまでに学習したことについてまとめについて学習する。 

準備学習 予習：シラバスにそって講義を行いますので、教科書の相当箇所をよく読んでお
くこと。 
復習：講義のノート、配られたプリント類をもとにして講義の最後に言われた復



習のポイントを重点にもういちどおさらいすること。 
 



年度 2012 
授業コード FSL1122 
成績評価 定期試験の成績をもとに評価する。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜11) 
見出し FSL1122 臨床検査総論Ⅱ 
担当教員名 片山 誠一 
単位数 2 
教科書 奈良 信雄ら著 臨床検査学講座「遺伝子・染色体検査学」、大澤 進ら著「検査

管理総論」医⻭薬出版 
アクティブラーニング  
キーワード 遺伝子・染色体検査、検査管理 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 昨年度は冬に入っても、節電のため暖房が抑えられていた。そのため、「講義室が

寒かった。」という苦情が、自由記述欄に多かった（18.8%)。今年度もおそらく
節電は行われるので、暖かくして（服を着込んで）講義室に来てほしい。また講
義室内に冷たい空気が入らないように講義中はドアを開け閉めしないように、心
がけていきたい。 

科目名 臨床検査総論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし。 
授業形態 講義 
注意備考 プリント中心に講義を行う。適宜教科書、液晶プロジェクターを活用する。 
シラバスコード FSL1122 
実務経験のある教員  
達成目標 前半の「遺伝子・染色体検査学」では、遺伝子・染色体検査の原理とその方法に

ついて十分理解する。後半の「検査管理総論」では、検査室の運営や、精度管理
の概念、検査で得られたデータやその方法の評価について理解を深める。 

受講者へのコメント 授業時間外の週あたりの学習時間が、全くなかった学生が 53.6%に上っていた。
できれば、毎週講義後にプリントの整理など復習をしてほしいと考えています。 

連絡先 24 号館 3 階、katayama@dls.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この授業について、目標が達成できなかった学生は、5.8%と少なかった。また、
満足度について、不満は 1.4%と大変少なかった。よって、この講義は、学生か
ら一定の評価を得ていると判断した。 

英文科目名 Clinical Pathology II 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 講義内容については、変更予定はありません。しかし、「授業の時間配分を考えて

進めてほしい。」という学生が 11.6%いたので、その点を考慮していきたいと考



えている。 
講義目的 臨床検査を行う上で必要とされる「遺伝子・染色体検査学」、「検査管理総論」に

ついて学び、理解する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 遺伝・細胞・染色体 

2 回 染色体検査法（その１） 
3 回 染色体検査法（その２） 
4 回 遺伝子と遺伝子異常（その１） 
5 回 遺伝子と遺伝子異常（その２） 
6 回  遺伝子検査法（その１） 
7 回 遺伝子検査法（その２） 
8 回 検査部の組織・業務とその管理（その１） 
9 回 検査部の組織・業務とその管理（その２） 
10 回 検査室管理とその運営 
11 回 精度管理（その１） 
12 回 精度管理（その２） 
13 回 精度管理（その３） 
14 回 検査情報の判定基準 
15 回 検査法の評価、予防医学 

準備学習 1 回 「遺伝子・染色体検査学」の教科書の遺伝・細胞・染色体の箇所を予め読ん
でおく。 
2 回 「遺伝子・染色体検査学」の教科書の染色体検査法の箇所を予め読んでお
く。 
3 回 「遺伝子・染色体検査学」の教科書の染色体検査法の箇所を予め読んでお
く。 
4 回 「遺伝子・染色体検査学」の教科書の遺伝子と遺伝子異常の箇所を予め読ん
でおく。 
5 回 「遺伝子・染色体検査学」の教科書の遺伝子と遺伝子異常の箇所を予め読ん
でおく。 
6 回 「遺伝子・染色体検査学」の教科書の遺伝子検査法の箇所を予め読んでお
く。 
7 回 「遺伝子・染色体検査学」の教科書の遺伝子検査法の箇所を予め読んでお
く。 
8 回 「検査管理総論」の教科書の検査部の組織・業務とその管理の箇所を予め読
んでおく。 
9 回 「検査管理総論」の教科書の検査部の組織・業務とその管理の箇所を予め読
んでおく。 
10 回 「検査管理総論」の教科書の検査室管理とその運営の箇所を予め読んでお
く。 
11 回 「検査管理総論」の教科書の精度管理の箇所を予め読んでおく。 
12 回 「検査管理総論」の教科書の精度管理の箇所を予め読んでおく。 
13 回 「検査管理総論」の教科書の精度管理の箇所を予め読んでおく。 



14 回 「検査管理総論」の教科書の検査情報の判定基準の箇所を予め読んでおく。 
15 回 「検査管理総論」の教科書の検査法の評価、予防医学の箇所を予め読んで
おく。 

 



年度 2012 
授業コード FSL1131 
成績評価 得点配分を毎回のレポート提出（40％）、中間テスト（25％）、定期試験（35％）

とし、100 点満点中 60 点以上を合格とする。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜10) 
見出し FSL1131 病理学Ⅱ 
担当教員名 由谷 親夫 
単位数 2 
教科書 「シンプル病理学」／笹野公伸 ほか編／南江堂 
アクティブラーニング  
キーワード 臓器別疾患の成り立ち、病理組織標本の見方、特殊染色の意義、細胞診断の意義 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特になし 
科目名 病理学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 実践病理組織細胞学カラー図鑑／⽥所 衛監修／HBJ 出版局 
授業形態 講義 
注意備考 配布プリントはウェブサーバに掲載し、適宜ダウンロードして使用する。 
シラバスコード FSL1131 
実務経験のある教員  
達成目標 各臓器における病理学的事実を示しながら、疾病構造を各論的に理解する。 
受講者へのコメント 予習を心掛けて欲しい。 
連絡先 cyutani@dls.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし 
英文科目名 Pathology II 
関連科目 病理学 I,病理学実習 
次回に向けての改善変更予定 特になし 
講義目的 病理学は臨床医学と基礎医学の橋渡しをする基盤的な学問である。病理学を通じ

て、病気の成り立ちについて学び、臨床病態との関係を解説する。各臓器におけ
る病理学的事実を示しながら、疾病構造を各論的に理解し、それに伴う臨床的検
査材料から病理検査医学と細胞学的検査を学び、診断・治療・予後への方向性を
考える。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  循環器 

2 回  呼吸器 
3 回  消化器 
4 回  肝臓・胆道・膵臓 



5 回  内分泌系、泌尿器系 
6 回  生殖器および乳腺 
7 回  中間テスト 
8 回  造血臓器系 
9 回  神経系 
10 回  運動器 
11 回  皮膚系、膠原病 
12 回  小児病理、その他 
13 回  組織学的検査法 
14 回  細胞学的検査法 
15 回  病理検査室の役割と重要性 

準備学習 1 回  心臓血管系の病気について理解する。とくに心筋梗塞や脳卒中など生活習
慣病を把握する。 
2 回  肺炎、肺結核、そして肺癌などの発生病理について概括しておく。 
3 回  食道から肛門に至るまでの管腔臓器の炎症や腫瘍について概括しておく。 
4 回  肝炎ウイルスに起因する肝疾患を全体像として理解し、胆道や膵疾患も学
ぶ。 
5 回  下垂体、甲状腺、そして副腎などのホルモン異常を呈する疾患を理解して
おく。 
6 回  HPV 感染に基づく頸部癌や子宮内膜症、そして卵巣疾患、前立腺疾患など
を概括しておく。 
7 回  前半に学んだ各臓器の疾患について整理し、確認する。 
8 回  白血病の発生病理、リンパ腫の種類そして骨髄疾患を理解しておく。 
9 回  炎症、虚血、腫瘍性疾患について、臨床症状とともに理解しておく。 
10 回  関節炎、骨腫瘍、軟部腫瘍を中心に把握しておく。 
11 回  自己免疫疾患に伴う皮膚病変、腎臓病変などを概観しておく。 
12 回  小児に比較的限定した腫瘍、炎症性疾患などをまとめておく。 
13 回  通常の HE 染色に加えて、特殊染色や免疫染色について理解しておく。 
14 回  婦⼈科領域、尿、喀痰などから得られる検体の処理方法や染色方法につい
てまとめておく。 
15 回  外科病理学、細胞病理学や剖検業務について、具体的な検査方法や法律を
知っておく。 

 



年度 2012 
授業コード FSL1132 
成績評価 ミニレポート（２０％）、試験（８０％）により行う。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜10) 
見出し FSL1132 健康管理概論 
担当教員名 橋川 成美 
単位数 2 
教科書 基礎から学ぶ 健康管理概論 柳川洋 （編）南江堂 
アクティブラーニング  
キーワード 疫学、生活習慣病予防、健康管理、厚生労働省、保健 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 健康管理概論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 国⺠衛生の動向 （２０１０年度版） （財）厚生統計協会 
授業形態 講義 
注意備考 最終試験は１５回終了後実施する。日時は後日連絡する。 
シラバスコード FSL1132 
実務経験のある教員  
達成目標 健康づくりには栄養・運動・休養が重要であることを理解すること。そのための

国の様々な施策について理解すること。 
受講者へのコメント  
連絡先 １号館３階 橋川研究室 hobara@dls.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introduction of Health Care 
関連科目 公衆衛生学、基礎栄養学を履修していることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 健康管理概論では、我が国の保健衛生の現状を学ぶと共に、健康管理を考えるに

当たって必要な医学的背景を概説する。内容は公衆衛生学に沿うが、特に食生活
が重要な意味を持つ生活習慣病と健康増進施策についての説明に重点を置く。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 健康の概念 

2 回 疫学とは 
3 回 ⼈口統計について 
4 回 保健統計について 
5 回 健康づくり施策その１ 
6 回 健康づくり施策その２ 



7 回 健康日本２１ 
8 回 健康管理の方法その１ 
9 回 健康管理の方法その２ 
10 回 生活習慣と健康その１ 
11 回 生活習慣と健康その２ 
12 回 生活習慣病の疫学、予防その１ 
13 回 生活習慣病の疫学、予防その２ 
14 回 地域の健康管理 
15 回 老⼈・成⼈の健康管理 

準備学習 1 回 健康の定義、追及、管理について定義と意味を考えること。 
2 回 疫学の定義、指標、を考え、専門用語について慣れ親しんでおくこと。 
3 回 国勢調査や各指標の意義を整理しておくこと。 
4 回 健康水準は各国によって異なる。他国との比較、また自国の歴史の流れとの
相関性について考えておくこと。 
5 回 国⺠健康づくりの運動の変遷について調べておくこと。 
6 回 特別用途食品、特定保健用食品、栄養機能食品の定義について調べておくこ
と。 
7 回 健康日本２１の９分野の主な目標設定を調べておくこと。 
8 回 健康管理の対象が個別と集団の場合のメリットとデメリットを比較して考
えてみること。 
9 回 精密検査が必要とされた場合の養成者の適中度を知るためにはどのような
情報が必要であるか考えてみること。 
10 回 料理様式が循環器疾患の発症に与える影響について考えてみること。 
11 回 アルコール摂取量と循環器疾患死亡の疫学的関連について考えてみるこ
と。 
12 回 自国と欧米諸国との循環器疾患の発症の内容と罹患率の違いについて調べ
ておくこと。 
13 回 悪性新生物の発症率の過去２０年間の推移と危険因子に対する対策につい
て考えてみること。 
14 回 地域保健法によって定められている保健所の業務１４項目について調べて
おくこと。 
15 回 それぞれの癌検診について、一般的な方法を調べておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSL1311 
成績評価 ミニレポート（20％）、試験（80％）により行う。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜11) 
見出し FSL1311 分子生物学 
担当教員名 石原 浩二 
単位数 2 
教科書 ⽥村隆明・村松正實著 「基礎分子生物学」 東京化学同⼈，および，配布する

プリント 
アクティブラーニング  
キーワード DNA、RNA、遺伝情報 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 冷房が寒いという記述がいくつかあった．その一方で部屋が暑いという声もあ

る．冷房に関しては，講義室で温度を設定できないので，具体的な対応は難しい．
しかし，講義の初めに，寒さに弱い⼈は，何か羽織るものを持参するか，冷房の
風が当たらない場所へ座るように，事前に注意を促したいと思う． 

科目名 分子生物学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に随時連絡する。 
授業形態 講義 
注意備考 最終試験は 15 回終了後実施する。日時は後日連絡する 
シラバスコード FSL1311 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）すべての生物に共通する遺伝情報の保存、発現の流れを理解すること。 

（２）情報高分子としての DNA、RNA、タンパク質の機能を理解すること。 
（３）DNA が持つ遺伝情報のタンパク質への発現の流れを理解すること。 

受講者へのコメント 講義時に配布しているプリントは，自宅でも学習できるようにと考えて作製して
いる．受講後，帰宅したら，講義のプリントを見直し，その日の講義内容を再確
認して，自宅での学習をしてもらいたい． 

連絡先 27 号館２階 石原浩二研究室 ishihara@dls.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 総合評価においては，89％の学生が満足，ほぼ満足と回答し，講義そのものは学
生の期待に応えられていると考えている．しかし，授業時間以外での勉強となる
と，全くしなかったという学生が 35％も存在しており，今後は課題を増やすな
ど，大学外での勉強を促す工夫が必要と考えている． 

英文科目名 Molecular Biology 
関連科目 分子遺伝学を履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 アンケートでは，講義時に配布しているプリントがわかりやすいという声が多か



ったので，今後もより精査して，学生の興味を引きつつも，講義内容がわかるよ
うな工夫を随所に取り入れて行こうと考えている．また，自習用の問題なども取
り入れてみようと考えている． 

講義目的 生物は遺伝子の情報に基づいて合成されたタンパク質の作用により生命活動を
営んでいる。このような遺伝子およびタンパク質の構造と機能、タンパク質合成
の機構を分子レベルで明らかにするのが分子生物学であり、その基礎を学んで生
命現象を理解するのが本講義の目的である。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 分子生物学序論 

2 回 核酸とタンパク質 
3 回 基礎生物学と分子生物学 
4 回 細胞生物学 
5 回 栄養と代謝の分子生物学 
6 回 メンデル遺伝学から近代分子生物学へ 
7 回 遺伝物質 DNA の登場 
8 回 情報高分子 DNA （１）DNA の構造 
9 回 情報高分子 DNA （２）遺伝情報の保存 
10 回 情報高分子 DNA （３）DNA の合成と代謝 
11 回 情報高分子 RNA （１）RNA の構造 
12 回 情報高分子 RNA （２）RNA の機能 
13 回 情報高分子 RNA （３）RNA の代謝 
14 回 情報高分子タンパク質 （１）構造と機能 
15 回 情報高分子タンパク質 （２）タンパク質の取扱い 

準備学習 1 回 シラバスを見て、生物の遺伝情報がどのように保存され発現されているか
について考えておくこと。 
2 回 核酸とタンパク質が生命にとってどのような役割を持っているかを考えて
みること。 
3 回 生物の生命現象を分子レベルでとらえることを想像しておくこと。 
4 回 生物の基本的な構造体としての細胞について考えておくこと。 
5 回 細胞内でどのような物質が機能しているかを考えておくこと。 
6 回 メンデルがどのようにして遺伝現象を見出したか、それがどのように現代
に生きているかを考えておくこと。 
7 回 DNA とはどのようなものか、どのような働きを持っているかを考えておく
こと。 
8 回 DNA がどこに存在し、どのような構造的特徴を持っているかを考えておく
こと。 
9 回 遺伝因子としての DNA は情報をどのようにして保存しているかを考えて
おくこと。 
10 回 DNA はどのようにして作られるか、また代謝異常により見られる病気を
調べておくこと。 
11 回 RNA は DNA とどのような違いがあるかを調べておくこと。 
12 回 RNA が持っている役割を調べておくこと。 



13 回 RNA はどのように合成、代謝されるか、疾患とどのように関わっているか
を調べておくこと。 
14 回 タンパク質を構成しているアミノ酸について調べておくこと。 
15 回 タンパク質の分離精製法などにはどのような方法があるかを調べておくこ
と。 

 



年度 2012 
授業コード FSL1312 
成績評価 定期試験（100％） 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜11) 
見出し FSL1312 臨床血液学Ⅱ 
担当教員名 片岡 健、⽥中 正信＊ 
単位数 2 
教科書 臨床検査学講座 「血液検査学」（医⻭薬出版） 
アクティブラーニング  
キーワード 凝固線溶系、出血、止血、血液検査法 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 今後もわかりやすい講義を心がけます。 
科目名 臨床血液学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 日本血液学会 編 スタンダード検査血液学 （医⻭薬出版） 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSL1312 
実務経験のある教員  
達成目標 凝固線溶系の仕組みとその破綻をきちんと理解する。血液検査法の概略を理解

し、血液数の算定、血球検査、血液凝固・線溶系検査などについて具体的な内容
と意味を説明できる。 

受講者へのコメント 講義の進行がはやいとの意見があったので、十分理解できなかった場合は質問を
しに来て下さい。 

連絡先 臨床生命科学科 片岡研究室（二学舎 2 階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 おおむね問題はなかったと考えられます。 
英文科目名 Clinical Hematology II 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 授業時間外での学習を全くしていない学生が多かったので、今後課題等を通して

自宅学習できるように改善します。 
講義目的 血液は血球と血漿から構成され、様々な状況に対応するために協調して働いてい

る。特に止血するためには、血液凝固と線溶という相反する機序がバランスよく
機能する必要がある。この講義では複雑な凝固線溶系の仕組みとその破綻がどの
ような疾患を招来するか、血液検査法の概略とともに学ぶ。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション 

2 回  止血の機序と凝固線溶系 その１ 



3 回 止血の機序と凝固線溶系 その２ 
4 回  造血臓器 その１ 
5 回 造血臓器 その 2 
6 回 出血性素因 その１ 
7 回  出血性素因 その 2 
8 回 凝固能亢進状態 
9 回  脾臓機能亢進症 
10 回 血液検査法総論 
11 回 血球に関する検査法 その１ 
12 回   血球に関する検査法 その２ 
13 回 血液凝固と線溶系の検査法 その１ 
14 回   血液凝固と線溶系の検査法 その２ 
15 回 まとめ 

準備学習 臨床血液学Ⅰ の知識を整理しておくこと。また指定教科書の該当する項目に目
を通しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSL1321 
成績評価 定期試験(100%)で評価する。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜10) 
見出し FSL1321 生物化学的分析法 
担当教員名 濱⽥ 博喜 
単位数 2 
教科書 臨床検査学講座「臨床化学検査」（医⻭薬出版） 
アクティブラーニング  
キーワード 微量定量分析、生物統計学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特になし 
科目名 生物化学的分析法 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 臨床検査法提要（改訂第３２版）金原書店 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSL1321 
実務経験のある教員  
達成目標 生物化学的分析法に係る基本的事項を理解できる。分析値のもつ意味を統計学的

に理解できる。分析の基本である分光光度法を理解できる。 
受講者へのコメント 予習をお願いしたい 
連絡先 濱⽥研究室（１４号館２階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 わかりやすく講義を行う。 
英文科目名 Biochemical Analysis 
関連科目 分析化学 
次回に向けての改善変更予定 特になし 
講義目的 生物化学的分析法に係る基礎的事項を概説する。臨床化学検査に必要な基礎知識

および各種分析法について学ぶ。濃度と pH の計算も講義する。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  コースオリエンテーションおよび生物化学的分析法概論に関して説明す

る。 
2 回  濃度計算（１） 
3 回 濃度計算（２） 
4 回 濃度計算（３） 
5 回 pH と緩衝溶液に関して（１） 
6 回 pH と緩衝溶液に関して（２） 



7 回  pH と緩衝溶液に関して（３） 
8 回  生物化学的分析法（１） 
9 回   生物化学的分析法（２） 
10 回  生物化学的分析法（３） 
11 回 分光光度法（１） 
12 回  分光光度法（２） 
13 回 分光光度法（３） 
14 回 分光光度法（４） 
15 回 血液と免疫の分析に関して 

準備学習 高校時代に使っていた化学 I と II の復習が必要である。また分析化学を修得して
いる必要がある。 

 



年度 2012 
授業コード FSL1322 
成績評価 定期試験（100 %）で評価する。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜10) 
見出し FSL1322 臨床化学 
担当教員名 益岡 典芳 
単位数 2 
教科書 臨床検査学講座「臨床化学検査学」改訂３版 （医⻭薬出版） 
アクティブラーニング  
キーワード ホメオスタシス、遊出酵素、血液・尿検査、医化学、疾病・病態、臨床化学 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「どこが重要なのか、わかりづらい。教科書が重い。」 

重要なポイントが多くて、わかりにくくなっていると思います。工夫をしますが、
努⼒は必要です。 

科目名 臨床化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 臨床検査法提要（改訂第 32 版）金原書店 
授業形態 講義 
注意備考 必ず復習すること。 

生理学、生化学、機器分析法、生化学的分析法を復習すること。 
シラバスコード FSL1322 
実務経験のある教員  
達成目標 体液、組織など臨床材料の各種成分について生体の健康時および病的状態での化

学的情報を的確に捉えることは、疾病の診断と治療、および予防、予後の判定に
非常に重要であることを理解する。 

受講者へのコメント 臨床検査では臨床化学分析を行なう割合は高い。また、どこで測定しても同じ数
値が出るように、測定法の改善・標準化などが進んでいるので、これからも注目
してほしい話題です。 

連絡先 臨床生命科学科 益岡研究室 二学舎３Ｆ 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 良好と考えている。 
英文科目名 Clinical Chemistry 
関連科目 生化学、生理学、病理学、生物化学的分析法が関連する。 
次回に向けての改善変更予定 理解しやすいように、一層内容を吟味し、工夫したい。 
講義目的 臨床化学は、臨床病理学（検査医学）、生化学（医化学）の一つの領域として分析

化学的手法を駆使して驚異的進展を遂げた分野で、その主目的はヒト体液や組織
中の化学物質の変動を分析することにより、健康・病態の評価をおこなう学問で
ある。本講義では生体成分の分析法および得られた結果の評価法について説明



し、分析結果（検査値）が疾病の適確な診断と治療、病態の動的経過観察、予後
の判定について情報を得るために非常に重要であることを理解させる。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 臨床化学とは、臨床化学の基礎知識を講義する。 

2 回 臨床化学分析法について 
分析化学との相違点と類似点を講義する。 
3 回 臨床化学データの取り扱いと、考え方と測定値を変動させる要因について
講義する。 
4 回 無機質（電解質と微量元素）について講義する。 
5 回 糖質と関連化合物の測定１：考え方と測定値を変動させる要因について講
義する。 
6 回 糖質と関連化合物の測定２：考え方と測定値を変動させる要因について講
義する。 
7 回 タンパク質と関連化合物の測定１：考え方と測定値を変動させる要因につ
いて講義する。 
8 回 タンパク質と関連化合物の測定２：考え方と測定値を変動させる要因につ
いて講義する。 
9 回 非タンパク質性窒素と関連化合物の測定：考え方と測定値を変動させる要
因について講義する。 
10 回 脂質と関連化合物の測定１：考え方と測定値を変動させる要因について講
義する。 
11 回 脂質と関連化合物の測定２（脂質とリポタンパク質他）：考え方と測定値を
変動させる要因について講義する。 
12 回 酵素活性測定法：考え方と測定値を変動させる要因について講義する。 
13 回 酵素と疾病：考え方と測定値を変動させる要因について講義する。 
14 回 ホルモンと疾病：考え方と測定値を変動させる要因について講義する。 
15 回 臓器機能評価と疾患：考え方と測定値を変動させる要因について講義する。 

準備学習 1 回 健康管理概論、基礎化学、分析化学の復習をしておくこと。 
2 回 機器分析法、生化学的分析法の復習をしておくこと。 
3 回 生化学的分析法の復習をしておくこと。 
4 回 生化学の復習をしておくこと。 
5 回 生化学（糖質の化学）の復習をしておくこと。 
6 回 生化学（糖質の代謝）の復習をしておくこと。 
7 回 生化学（タンパク質の化学）の復習をしておくこと。 
8 回 生化学（タンパク質の代謝）をしておくこと。 
9 回 生化学（含窒素成分）の復習をしておくこと。 
10 回 生化学（脂質の化学）の復習をしておくこと。 
11 回 生化学（脂質代謝）の復習をしておくこと。 
12 回 生化学の復習をしておくこと。 
13 回 生化学の復習をしておくこと。 
14 回 生化学、生理学、病理学の復習をしておくこと。 
15 回 生化学、生理学、病理学の復習をしておくこと。 



 



年度 2012 
授業コード FSL1511 
成績評価 実験に対する姿勢(30%)、実習レポート提出(30%)、試験(40%)で成績を評価す

る。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜10) 
見出し FSL1511 臨床生物化学実習Ⅱ 
担当教員名 益岡 典芳 
単位数 1 
教科書 プリント(資料)を使用する。 
アクティブラーニング  
キーワード 緩衝液、比色分析、クロマトグラフ、酵素活性、培養細胞、電気泳動、タンパク

質、酵素、脂質 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 1. ⼈数が多い割りに教室が狭い。広い部屋が良いです。狭い。大⼈数で蒸し暑い。

暑い。 
2. 実習時間が⻑い。 
3. 実験の目的くらいは毎回言ってほしい。 
の意見があった。1 と 2 については、受講者の希望に沿うように改善します。3．
については受講者の努⼒を要望します。 
具体的には改善・変更予定を参照ください。 

科目名 臨床生物化学実習Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 石⿊伊三雄監修「わかりやすい生化学」ヌーヴェルヒロカワ、ヴォート「生化学」

東京化学同⼈、上代淑⼈監訳「ハーパー・生化学 最新版」丸善。 
授業形態 実験実習 
注意備考 実験に危険は付き物である。白衣を用意し、実験しやすい身だしなみで臨むこと。

実験ノート、計算機、グラフ用紙を準備すること。理解できなかったことは積極
的に質問すること。 

シラバスコード FSL1511 
実務経験のある教員  
達成目標 1.器具、機器の基本的な操作法を習得する。 

2.実験し、観察し、考察する能⼒を養う。 
受講者へのコメント 担当者も、⼈数が多い割りに教室が狭く、内容が多いので、実習時間が⻑いと思

っている。しかし、 
この実習は臨床検査技師を目指す学生にとって重要な実習と思いますので、受講
者の努⼒を要望します。 

連絡先 益岡研究室,二学舎三階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね良好と考えている。 



英文科目名 Practice in Clinical Biochemistry II 
関連科目 生物化学Ⅰ、生物化学Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 1．実習室を広く使えるように内容等を一部改定します。 

2．予習をしてくれば基本的に時間内に終わる内容です。 
3. 実習書に実験目的が書いてありますが、念のため実習時間の始めに読みます。 

講義目的 実験することで、生物化学の知識をより確実なものにすることを目的とする。実
験し、観察し、考察することで、学習してきた知識を確かめる。また、器具、機
器の基本的な操作法を学ぶ。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 【オリエンテーション】 

実習の心得と実習内容について講義する。 
2 回 【緩衝液の調製１】緩衝液の調製を実習する。 
3 回 【緩衝液の調製２】緩衝液の緩衝能の測定を実習する。 
4 回 【糖質実験】グルコースの定量を実習する。 
5 回 【タンパク質１】タンパク質の定量を実習する。 
6 回 【タンパク質２】酵素活性１：カタラーゼの活性を測定する。 
7 回 【タンパク質３】酵素活性２：酵素の性質を実習する。 
8 回 【タンパク質４】酵素活性３：乳酸脱水素酵素の活性を測定する。 
9 回 【タンパク質５】アミノ酸を薄層クロマトグラフで分離する。 
10 回 【タンパク質６】溶血液からヘモグロビンを分離する。 
11 回 【タンパク質７】電気泳動１ タンパク質を電気泳動で分離する。 
12 回 【タンパク質８】電気泳動２ タンパク質を電気泳動で分離する。 
13 回 【脂質実験】脂質を組織から分離する。 
14 回 【実験まとめ１】報告書作成について実習する。 
15 回 【実験まとめ２】試験 

準備学習 1 回 【オリエンテーション】実習で使う器具、機器を調べてくること。 
2 回 【緩衝液の調製１】緩衝液の調整と組成を調べてくること。 
3 回 【緩衝液の調製２】緩衝液の性質を調べてくること。 
4 回 【糖質実験】グルコースの定量法を調べてくること。 
5 回 【タンパク質１】タンパク質の定量法を調べてくること。 
6 回 【タンパク質２】酵素について調べてくること。 
7 回 【タンパク質３】酵素活性について調べてくること。 
8 回 【タンパク質４】酵素活性について調べてくること。 
9 回 【タンパク質５】アミノ酸と薄層クロマトグラフについて調べてくること。 
10 回 【タンパク質６】タンパク質の分離法を調べてくること。 
11 回 【タンパク質７】タンパク質の電気泳動について調べてくること 
12 回 【タンパク質８】タンパク質の電気泳動について調べてくること。 
13 回 【脂質実験１】脂質の種類と性質について調べてくること。 
14 回 【実験まとめ１】実験レポートの作成方法について調べておくこと。 
15 回 【実験まとめ２】これまでに行った実験について、総復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSL1512 
成績評価 ミニレポート（20％）、試験（80％）により行う。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜11) 
見出し FSL1512 公衆衛生学 
担当教員名 篠⽥ 純男＊、松浦 信康、中山 智津子＊ 
単位数 2 
教科書 竹⽥美文他著 「わかりやすい公衆衛生学」 三共出版 
アクティブラーニング  
キーワード 公衆衛生、個⼈衛生、疫学、保健統計 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 公衆衛生学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 厚生の指標臨時増刊「国⺠衛生の動向」 財団法⼈ 厚生統計協会 
授業形態 講義 
注意備考 最終試験は 15 回終了後実施する。日時は後日連絡する。 
シラバスコード FSL1512 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）⼈の健康について総合的に理解すること。 

（２）公衆衛生と個⼈衛生の概念を理解すること。 
（３）国際的な立場での公衆衛生を理解すること。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２学舎２階 篠⽥純男研究室 shinoda@dls.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Public Hygiene 
関連科目 食品安全衛生学を履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 公衆衛生学は、集団としての⼈の健康を対象とする学問であり、健康に関わる極

めて広範囲な領域を含んでいる。ここでは、公衆衛生学の概略を学び、健康に関
わる要因について総合的に捉えて、⼈間集団の健康保持に方策を理解することを
目的としている。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 公衆衛生学序論 

2 回 健康の概念 
3 回 保健衛生統計 （１）⼈口統計 
4 回 保健衛生統計 （２）医療統計 



5 回 疫学 （１）疫学概論 
6 回 疫学 （２）疫学の応用 
7 回 食品衛生 
8 回 感染症対策 （１）感染症の発生動向 
9 回 感染症対策 （２）感染症の国際動向 
10 回 国際健康保健 
11 回 環境と健康 
12 回 ⺟子保健 
13 回 学校保健 
14 回 産業保健 
15 回 保健行政 

準備学習 1 回 シラバスを見て、公衆衛生が⼈間大衆の健康保全に如何に必要であるかを
考えておくこと。 
2 回 健康の在るべき姿、個⼈の健康、公衆の健康について考えておくこと。 
3 回 口問題など、公衆衛生に必要な基礎的な保健衛生統計の意義を考えておく
こと。 
4 回 医療統計、その他の資料の国際比較について考えておくこと。 
5 回 疫学とは何か、公衆の衛生にとっての疫学の重要性について考えておくこ
と 
6 回 疫学の具体例、実施法などについて考えておくこと。 
7 回 食の安全に関わる具体的問題点について考えておくこと。 
8 回 わが国で行われている感染症対策にはどのようなものがあるか、話題とな
っている感染症は何かを調べておくこと。 
9 回 世界、特に開発途上国で問題となっている感染症にはどのようなものがあ
るかを調べておくこと。 
10 回 感染症だけでなく、種々の国際的な医療の格差、旅行者の保健などを考え
ておくこと。 
11 回 環境変化が如何に健康に影響するか、どのような歴史的経過があるか、環
境保全は如何にあるべきかを考えておくこと。 
12 回 国⺠健康にとって重要な課題である幼児、⺟体の健康保全、制御について
考えておくこと。 
13 回 成⻑期にある児童生徒の通う場での健康問題である学校保健の重要性につ
いて考えておくこと。 
14 回 生産活動を支える産業保健の意義について考えておくこと。 
15 回 匡、地方でどのような保健衛生行政が行われているかを考えておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSL1521 
成績評価 ２０％課題提出、８０％実習試験 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜09) 
見出し FSL1521 臨床免疫学実習Ⅱ 
担当教員名 櫃本 泰雄、山崎 勤、片山 誠一 
単位数 2 
教科書 実習プリント 
アクティブラーニング  
キーワード モノクローナル抗体、SDS-PAGE、Western blotting、ELISA、風疹ウイルス HI

価 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 雨の日の湿気がすごいので改善して欲しい：１０年も前から、生物化学科の先生

方が中心になって調査して頂き、２４号館１F の大実験室は山肌に直に接してい
るという立地条件から、建物が湿気を直接的に吸い上げるようになっているよう
です。いまだにこれに対する抜本的な改善策が見当たらず、とりあえずはエアコ
ンを常時作動させるということで対応しています。将来的には何らかの改善を図
りたいと思っています。 

科目名 臨床免疫学実習Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 窪⽥哲朗他著：臨床検査学講座 免疫検査学 医⻭薬出版 
授業形態 実験実習 
注意備考 免疫学と臨床免疫学の内容を理解しておくこと。実習時間トータル 45 時間のう

ち、15 時間は実習講義にあてる。 
シラバスコード FSL1521 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）モノクローナル抗体の精製ができるようになること 

（２）SDS-PAGE ができるようになること 
（３）Western blotting ができるようになること 
（４）ELISA ができるようになること 
（５）風疹ウイルス HI 価測定ができるようになること 
（６）病院での臨床検査業務において、何がどのように為されているかを理解す
ること 

受講者へのコメント 実習は、いろいろな意味で重要な要素を含むため、積極的な姿勢で臨んで頂き、
有効に活用して欲しい。 

連絡先 ２４号館，３階、櫃本研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この授業の目標達成度は、「できた」?「だいたいできた」が７８％であり、ほぼ
満足のいけるものだと思う。 



英文科目名 Practice in Clinical Immunology II 
関連科目 免疫学，臨床免疫学，臨床免疫学実習 I 
次回に向けての改善変更予定 実習室環境に注意を払う。 
講義目的 本実習は、「臨床免疫実習 I」の延⻑であり、臨床免疫学におけるさらなる項目を

実践する。また、本実習には、5 週間にわたる臨地実習が含まれる。 
対象学年 4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 モノクローナル抗体の精製 
3 回 SDS-PAGE(1) 
4 回 SDS-PAGE(2) 
5 回 Western blotting(1) 
6 回 Western blotting(2) 
7 回 まとめ 
8 回 酵素抗体測定法 
9 回 風疹ウイルス HI 価測定（１）／免疫電気泳動法 
10 回 風疹ウイルス HI 価測定（２）／免疫電気泳動法 
11 回 実習講義（１） 
12 回 実習講義（２） 
13 回 実習講義（３） 
14 回 実習講義（４） 
15 回 実習講義（５）総括 

準備学習 1 回 免疫学全般の復習 
2 回 モノクローナル抗体について理解しておく 
3 回 タンパクの分離分画についての復習をしておく 
4 回 SDS-PAGE に関する予習をしておく 
5 回 抗原抗体反応についてまとめておく 
6 回 特に膜上での酵素抗体法について調べておく 
7 回 これまでの実習項目を復習しておく 
8 回 酵素抗体測定法についてまとめておく 
9 回 ウイルス抗体価測定法について調べておく 
10 回 HI 測定法の原理を予習しておく 
11 回 モノクローナル抗体について理解しておく 
12 回 タンパクの分離分画についての復習をしておく 
13 回 抗原抗体反応についてまとめておく 
14 回 酵素抗体測定法についてまとめておく 
15 回 ウイルス抗体価測定法について調べておく 

 



年度 2012 
授業コード FSL1522 
成績評価 課題提出２０％、実習試験８０％ 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜10) 
見出し FSL1522 臨床免疫学実習Ⅰ 
担当教員名 櫃本 泰雄、山崎 勤、片山 誠一、⻄向 弘明＊ 
単位数 1 
教科書 実習プリント 
アクティブラーニング  
キーワード 採血，血液型，凝集反応、補体 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 臨床免疫学実習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 窪⽥哲朗他著：臨床検査学講座 免疫検査学 医⻭薬出版 
授業形態 実験実習 
注意備考 免疫学と臨床免疫学の内容を理解しておくこと。実習時間トータル 45 時間のう

ち、15 時間は実習講義にあてる。 
シラバスコード FSL1522 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）採血ができるようになること 

（２）血液型判定ができるようになること 
（３）種々の凝集反応ができるようになること 
（４）補体価の概念を理解し、補体価測定ができるようになること 

受講者へのコメント  
連絡先 ２４号館３階，櫃本研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Practice in Clinical Immunology I 
関連科目 免疫学，臨床免疫学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 本実習は、「臨床免疫学」に含まれる項目の実習講義と、実習からなっている。

「免疫学」「臨床免疫学」で学んだ内容を、より基礎的および理学部的側面から実
践する。実習内容には、病院や臨床検査センターで実際におこなわれている検査
項目が含まれており、それらを通じて基礎的な学問がどのように臨床応用されて
いるかも学ぶ。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 



2 回 実習講義（１）ABO 血液型 
3 回 実習講義（２）Rh 式血液型 
4 回 実習講義（３）輸血／臓器移植 
5 回 実習講義（４）腫瘍免疫 
6 回 実習講義（５）感染免疫補足 
7 回 実習オリエンテーション 
8 回 採血実習 
9 回 血清分離 
10 回 血液型判定 
11 回 不規則抗体に関する実習 
12 回 CRP/STS/RA 凝集反応 
13 回 Paul-Bunnell 反応 
14 回 補体価測定（１） 
15 回 補体価測定（２） 

準備学習 1 回 血液型一般について予習しておくこと 
2 回 ABO 血液型の予習をしておくこと 
3 回 Rh 式血液型の予習をしておくこと 
4 回 輸血について調べておくこと 
5 回 各種腫瘍マーカーを整理しておくこと 
6 回 感染症の復習をしておくこと 
7 回 とくになし 
8 回 採血に関する手順を調べておくこと 
9 回 血液の成分や凝固、血清分離について調べておくこと 
10 回 血液型について復習しておくこと 
11 回 不規則抗体についての予習をしておくこと 
12 回 各種感染症に対する診断検査について復習しておくこと 
13 回 EB ウイルス感染症、フォルスマン抗体について調べておくこと 
14 回 補体について復習しておくこと 
15 回 CH50 に関する予習をしておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FSL15B1 
成績評価 課題提出などの平常点（20％）と定期試験（80％）で評価する。採点の基準は 100 

点満点のうち 60 点以上を合格とする。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス LA(〜12),LB(〜12) 
見出し FSL15B1 地学基礎論Ⅰ 
担当教員名 小林 祥一 
単位数 2 
教科書 地球学入門 惑星地球と大気・海洋のシステム／酒井治孝／（東海大学出版会） 

ISBN: 978-4-486-01615-1 
アクティブラーニング  
キーワード 太陽系、地球、環境、鉱物、岩石、鉱床 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 地学基礎論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プリントで補足 
授業形態 講義 
注意備考 ※しばしば電子教材を液晶プロジェクターで投影し授業を行う。 
シラバスコード FSL15B1 
実務経験のある教員  
達成目標 地球を理解する一歩として、地球本来の環境について十分理解させる。どの分野

にも共通して重要な地球を構成する物質（資源）である、岩石や鉱物（含宝石鉱
物）の物理化学的性質、生成条件および生成過程を修得する。前期は基本的に、
中学校以来、地学に触れたことがない学生が大部分であることから、基礎的知識
の修得を目標とし、地学のおもしろさを知るための準備をこの地学基礎論 I でし
たい。 

受講者へのコメント 受講生が多いので毎時間の終わりに各自質問を書いて提出してもらっているよ
ね。皆さんはこれによって積極的に参加していることになると思いますので、こ
れを利用してもらいたい。 

連絡先 7 号館 6 階 小林研究室 086-256-9704  kobayashi＠das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね良好。よく理解したようですね。 
英文科目名 Geology I 
関連科目 地学基礎論Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 大学で初めて習う地学は独立した全く別の分野のように考えている学生がいる

が、地学は生物系にも化学系にも関連していることを、理解できるような工夫が
必要かも知れない 



講義目的 太陽系のメンバーである地球について、地表付近および地球内部はどんな構造を
していて、どのような環境で、どのような物質でできているかを解説し、地球自
身の基礎的な概念を理解する。これらをもとに地球の地殻およびマントルを構成
する岩石・鉱物の生成のメカニズム、産状、分類およびこれらの物理化学的性質
について概説する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション。講義の進め方を説明する。 

2 回  宇宙の中の太陽系はどんな特徴を持ったところかを説明する。 
3 回  太陽系の中で地球はどんな特徴を持ったところかを説明する。 
4 回  地球の表面温度を決める因子について説明する。 
5 回  水と二酸化炭素の循環システムと地球環境との関係について説明する。 
6 回  地球の内部構造を知る手がかりについて説明する。 
7 回  地球の環境について、まとめをする。 
8 回  地球を構成する物質、鉱物の種類と特徴について説明する。 
9 回  地球を構成する物質、鉱物の結晶学的特徴について説明する。 
10 回  地球を構成する物質、鉱物の化学的特徴について説明する。 
11 回  宝石鉱物の種類と特徴について説明する。 
12 回  地球を構成する物質、岩石の特に火成岩の種類について説明する。 
13 回  地球を構成する物質、岩石の組織について火成岩を中心に説明する。 
14 回  マグマの発生と火成岩の生成について説明する。 
15 回  岩石の風化と土壌の形成について説明する。 

準備学習 1 回 シラバスを確認し学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 太陽系のメンバーには何があるか思い出しておくこと。 
3 回 惑星地球の環境、特に水、大気、温度と私たち生命との関係を考えておくこ
と。 
4 回 地球型惑星の表面温度はどんな条件によって支配されているか考えておく
こと。 
5 回 地球の環境を支配している水と二酸化炭素はどこで消費され、どこで放出
されているかを調べておくこと。 
6 回 万有引⼒、地震の伝わり方を復習しておくこと。 
7 回 これまでの授業内容を復習しておくこと。 
8 回 無機化合物について復習しておくこと。 
9 回 無機化学で習ったイオン半径、配位数について復習しておくこと。 
10 回 結晶系、単位胞について調べておくこと。 
11 回 鉱物と⼈間生活との関係を広く考えておくこと。 
12 回 岩石と鉱物の違いについて調べておくこと。 
13 回 無機化合物の生成において急冷と徐冷によって生じる形態の違いを考えて
おくこと。 
14 回 化学で学習した相平衡図の見方を復習しておくこと。 
15 回 風化現象にはどんな要因が関係するか思い出しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSL15B2 
成績評価 課題提出などの平常点（20％）と定期試験（80％）で評価する。採点の基準は 100 

点満点のうち 60 点以上を合格とする。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス LA(〜12),LB(〜12) 
見出し FSL15B2 地学基礎論Ⅱ 
担当教員名 小林 祥一 
単位数 2 
教科書 地球学入門 惑星地球と大気・海洋のシステム／酒井治孝／（東海大学出版会） 

ISBN: 978-4-486-01615-1 
アクティブラーニング  
キーワード プレートテクトニクス、地質現象、生命の誕生、進化と絶滅、地球環境 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 非常に興味深い内容の多い講義でした。 

→このような評価はこれまでなかったので、嬉しいですね。 
解説が一つ一つ丁寧でわかりやすかった。様々の事柄が関連づけされており、興
味が深まった。生徒の質問に時間をかけて回答をしてくださるのがすばらしいで
す。 
→これも、これまでなかったので嬉しいです。多学科の学生が集まっていること
もあり、皆さんが満足することは難しいので、いろいろ工夫したことの評価だっ
たのかなと思っています。もっと興味がわくように考えますね。 
毎回楽しかったです。多の科目とも結構つながっていることが多 

科目名 地学基礎論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プリントで補足 
授業形態 講義 
注意備考 ※しばしば電子教材を液晶プロジェクターで投影し授業を行う。 
シラバスコード FSL15B2 
実務経験のある教員  
達成目標 地学基礎論 I で修得した学習内容をもとに、地球の形成、地球内部の動き、そし

てそれによってもたらされる地質現象について、また生命の誕生とその進化・絶
滅についての知識の修得をめざす。さらに環境問題など地球科学と私たちの生活
との関係を理解できる能⼒の修得もめざす。 

受講者へのコメント 受講生が多いので毎時間の終わりに各自質問を書いて提出してもらっているよ
ね。皆さんはこれによって積極的に参加していることになると思いますので、こ
れを利用してもらいたい。 

連絡先 7 号館 6 階 小林研究室 086-256-9704  kobayashi＠das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね良好。よく理解したようですね。 



ただ、総合評価５）および 7）で「できた」「満足」ではなく、「だいたいできた」
「ほぼ満足」の方が上回っていたことは意外であった。基礎論Ⅱは受講者の大半
が生物系の学生であることを考慮し、生命の発生、進化、絶滅の話を中心に話し
たはずである。その原因は何かを考えて見たい。 

英文科目名 Geology II 
関連科目 地学基礎論 I 
次回に向けての改善変更予定 大学で初めて習う地学は独立した全く別の分野のように考えている学生がいる

が、地学は生物系にも化学系にも関連していることを、理解できるような工夫が
必要かも知れない。また、上述したように、生命関係の内容にしたにもかかわら
ず、総合評価５）および 7）で「だいたいできた」「ほぼ満足」だったので、この
件について検討し改善してみたい。 

講義目的 地球内部の動きと、これが原因で起こるさまざまな現象について解説する。地球
の誕生から今日に至る過程で、生命の誕生、古環境に生きた古生物の進化・絶滅
について理解する。更に、現在の地表付近の環境とその変化についても言及し、
これらを通して⼈々の生活と地学との関わり合いを理解する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション。地学と私たちの生活との関わり合いについて説明す

る。 
2 回  大陸移動説と海洋底拡大説について説明する。 
3 回  プレートテクトニクス概要と、この理論に発展した過程について説明する。 
4 回  プレートテクトニクスについて定量的に説明する。 
5 回  プレート運動に関係した海底でのでき事を説明する。 
6 回  プレート運動に関係したさまざまな地質現象について説明する。 
7 回  プレート運動のまとめと日本列島の成り立ちについて説明する。 
8 回  酸素の起源と生物の起源について説明する。 
9 回  生命の誕生と進化について説明する。 
10 回  先カンブリア時代から古生代の地球環境と生物の進化について説明する。 
11 回  古生代から中生代の地球環境と生物の進化について説明する。 
12 回  中生代から新生代の環境変化と生物について説明する。 
13 回  地球環境の変化と生物の進化の中で私たちについて説明する。 
14 回  現在の地球環境の変化について説明する。 
15 回  私たちの生活と地球科学との関わりをまとめをする。 

準備学習 1 回 シラバスを確認し学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 高等学校等の地学、地理などの教科書を見て復習しておく。アルフレット・
ウェーゲナーさんについて調べておくこと。 
3 回 地球の磁場について復習しておくこと。 
4 回 世界の震源、火山の分布について調べ、特徴を見ておくこと。 
5 回 今生物地学分野で海底が注目されている理由について新聞、インターネッ
トなどで調べておくこと。 
6 回 地震の発生やマグマ活動について復習しておく。これらとプレート運動と
の関係を考えておくこと。 
7 回 2 回から 6 回までの内容の復習と、日本列島にはどんな岩石が分布している



か調べておくこと。 
8 回 前期の授業で習った地球誕生以来の大気組成の変遷について復習しておく
こと。 
9 回 先カンブリア時代の生物について調べておくこと。 
10 回 細胞について高等学校の教科書等で調べておくこと。 
11 回 古生代末の地球環境を調べること。当時の大陸の形を復習しておくこと。 
12 回 中生代末の大量絶滅の原因ついて調べておくこと。 
13 回 ほ乳類の特徴について調べておくこと。 
14 回 私たちの生活が地球環境へ及ぼしている具体例を考えておくこと。 
15 回 地学基礎論Ⅰ、Ⅱの内容を復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSL1711 
成績評価 実験レポート 60％、中間実技試験 10％、定期試験 30％により成績を評価する。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス LA(〜12),LB(〜12) 
見出し FSL1711 化学基礎実験 
担当教員名 ⻘木 宏之、⻑尾 一孝、直島 好伸 
単位数 2 
教科書 岡山理科大学化学実験 −手引きと演習− ／ 佐藤幸子：理工系化学実験（−基

礎と応用− 第３版） ／ 坂⽥一矩編 ／ （東京教学社） 
アクティブラーニング  
キーワード 無機定性分析：金属のイオン化傾向、元素の周期表、分属試薬、溶解度積、化学

平衡、錯イオン、両性金属、マスキング 
定量分析：中和、酸化還元、キレート生成、電離定数、pH、pKa、緩衝溶液、モ
ル濃度、質量百分率 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 化学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎化学実験安全オリエンテーション ／ 山口和也、山本仁著 ／（東京化学同

⼈）：大学の基礎化学実験 ／大学一般化学教育研究会編 ／（学術図書出版社）：
フォトサイエンス化学図録 ／（数研出版）：これだけはおさえたい化学／井口洋
夫 他／実教出版 

授業形態 実験実習 
注意備考 全ての実験を行い、レポートを期限内に提出し受理されていることが、単位取得

の前提条件である。十分な予習をし、内容を理解して実験に臨むこと。実験を安
全に行うため、白衣と保護眼鏡の着用を義務づける。 

シラバスコード FSL1711 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）薬品の取り扱い方の基本を理解する。決められた濃度の試薬溶液を調製で

きる。 
（２）適切な実験廃液の処理ができる。 
（３）測容ガラス器具（ホールピペット、ビュレット、メスフラスコ）の使用方
法を習得する。 
（４）pH メーター、分光光度計、電子天秤の使用方法を習得する。 
（５）詳しい実験観察結果を文章で表現し、物質の変化を化学反応式で記述でき
る。 
（６）報告書の基本的書き方を習得する。 
（７）モル濃度、質量パーセント濃度を理解し、滴定実験、吸光光度法分析によ
り日常的な物（食酢、ミネラルウォーター、ドリンク剤 

受講者へのコメント  



連絡先 1 号館 3 階研究室 電子メール aoki@dbc.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Experiments in Chemistry 
関連科目 一般化学、分析化学、入門化学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 基礎的な実験を通して、化学実験に必要な基本的知識と実験室でのマナーを習得

する。実験機器の取り扱い方、グラフの書き方、報告書の作成法等を学ぶと同時
に、化学の基礎原理や概念についての理解を深める。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：講義の進め方、予習の仕方を説明する。 

安全・環境教育を実施する。 
2 回 基礎実験（金属と酸との反応）とレポート作成 
金属と強酸・強塩基との反応を調べることによって、化学実験で使われる器具お
よび試薬の基本的な取扱い方と、実験操作を学ぶ。 
3 回 第１属陽イオンの定性分析 （Ag, Pb） 
銀イオン、鉛イオンを 塩酸（第１属陽イオン分属試薬）と反応させ難溶性の塩化
物沈殿を生成する。塩化鉛と塩化銀の溶解度差、アンモニア共存下での塩化銀の
可溶性錯イオン形成などの化学的性質を利用して、両イオンを分離し、各イオン
に特異的な反応を用いてそれぞれのイオンを検出確認する。 
4 回 第２属陽イオンの定性分析 I（Pb, Bi, Cu, Cd) 
酸性条件下で、鉛、ビスマス、銅、カドミウムイオンを硫化水素（第２属陽イオ
ン分属試薬）と反応させ、それぞれ硫化鉛、硫化ビスマス、硫化銅 、硫化カドミ
ウム の沈殿を生成する。それぞれの硫化物生成反応と得られた硫化物の熱硝酸
との溶解性、各イオンとアルカリ水溶液・硫酸との反応および各イオン固有の検
出反応から確認する。 
5 回 第２属陽イオンの定性分析 II （混合試料の系統分析） 
第１属陽イオンを塩化物沈殿分離後、溶液中の第２属陽イオンを酸性条件下、硫
化水素 と反応させる。各種の硫化物として沈殿させる。これら硫化物の混合沈
殿を、熱硝酸で酸化、溶解した後、鉛イオンを硫酸塩沈殿として分離する。つづ
いて、ビスマス 、銅、カドミウムイオン 混在溶液をアンモニアアルカリ性にし
て、ビスマスイオンを水酸化物沈殿、銅イオンを可溶性アンミン錯体として、カ
ドミウムイオンと分離する。銅イオンとカドミウムイオンはそれぞれシアノ錯体
化後、錯体の安定度差から、カドミウムを硫化物沈殿とすることによって分離・
確認する。 
6 回 第３属陽イオンの定性分析 （Al, Fe, Cr） 
酸性溶液中ではイオンとして溶解している Fe(III) イオン、アルミニウムイオン、
クロム(III)イオン は、弱塩基性水溶液・アンモニア?塩化アンモニウム水溶液（第
３属陽イオン分属試薬）中で、水酸化物イオンと反応し、水酸化物として沈殿さ
せる。第３属陽イオンの混合沈殿の分離は、両性水酸化物である水酸化アルミニ
ウムと水酸化クロム(III)とを過剰の NaOH で溶解して、不溶性の水酸化鉄(III)



を沈殿として分離する。得られた各種イオン混合溶液に過酸化水素を加え加熱
し、クロム(III)イオンをクロム酸イオンに酸化し、硝酸を添加して、テトラヒド
ロキソアルミン酸イオンをアルミニ ウムイオンとする。溶液を pH 9?10 にア
ンモニアで調節し、水酸化アルミニウムを沈殿、クロム酸イオンと分離する。分
離されたイオンを含む溶液について、ロダン反応、ベレンス反応、アルミノン・
アルミニウムの赤色レーキ、クロム酸鉛の⻩色沈殿生成などの特異反応を利用し
て各イオンの確認を行う。 
7 回 陽イオンの系統分析 （中間実技試験） 
８種類の第１?３属陽イオン（銀、鉛、ビスマス、銅、カドミウム、鉄(III)、アル
ミニウム、クロム(III)イオン）のうち、数種類の金属イオンを含む未知試料の全
分析（系統的定性分析）を行い、試料中に存在するイオンを検出する。 
8 回 陽イオンの系統分析結果の解説を行う。 
容量分析の事前説明を行う。 
9 回 中和滴定 （食酢の定量） 
 0.1 mol/l 水酸化ナトリウム水溶液の標定を行い、それを標準溶液として用い
た中和滴定により、市販食酢中の酢酸のモル濃度を決定し、食酢の質量パーセン
ト濃度を求める。 
10 回 酸化還元滴定 （オキシドール中の過酸化水素の定量） 
外用消毒剤として使用される市販のオキシドール中の過酸化水素を、過マンガン
酸カリウム水溶液を用いた酸化還元滴定により定量する。 
11 回 キレート滴定 （水の硬度測定） 
検水中に含まれるカルシウムイオン とマグネシウムイオンの量を、キレート滴
定法によって求め、水道水、市販ミネラルウォーターの硬度を決定する。 
12 回 pH メーターを用いる電位差滴定 I：（酢酸の電離定数決定） 
酢酸溶液に NaOH 標準溶液を滴下し、pH を測定する。NaOH 溶液の滴下と pH
の測定を繰り返して、滴定曲線を作成する。滴定曲線を用いて、交点法により当
量点を求め、酢酸のモル濃度と pKa を決定する。グラフの基本的な書き方を学
ぶ。 
13 回  pH メーターを用いる電位差滴定 II：  
（水酸化ナトリウム・炭酸ナトリウム混合溶液の滴定） 
  pH メーターを用いた電位差滴定法により、未知濃度の水酸化ナトリウムと
炭酸ナトリウムの混合試料を定量し、それぞれの質量％濃度を算出する。pH メ
ーターの 取扱いおよび滴定操作を習熟すると共に、二価の弱塩基と強酸との中
和反応ついての理解を深める。さらに、フェノールフタレイン指示薬、メチルオ
レンジ指示 薬を用いた二段階滴定（ワーダー法）と pH 滴定曲線との関係を確
認する。 
14 回  吸光光度法による鉄イオンの定量 
1,10-フェナントロリンはそれ自身は無色の塩基であるが、２価の鉄イオンと反
応して安定な赤色の錯体を形成する。このことを利用して、試料水中の鉄イオン
を吸光光度法により定量する。 
15 回 ・14 回目の実験で得られた各グループの定量値と試料の表示濃度との差異
について考察する。 



・補充実験と演習問題の解説を行う。 
準備学習 1 回 教科書第 1 章 pp.1〜9 化学実験の基本的注意を読んでおくこと。 

2 回 教科書第 1 章 pp.1〜9 および pp.36〜40. 実験レポートの書き方 を読ん
でおくこと。 
元素の周期表、イオン化傾向、強酸、強塩基、酸化⼒のある酸について復習して
おくこと。 
「化学実験−手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
3 回 教科書 pp.15〜18 を読み、難溶塩の溶解度と溶解度積について復習してお
くこと。 
教科書 pp.62〜68 を読み、陽イオンの分属と分属試薬について予習しておく。 
「化学実験−手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
4 回 教科書 pp.68〜73 を読み、第２属陽イオンについて予習しておくこと。 
「化学実験−手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
5 回 教科書 pp.73〜75 と第４回実験レポートを参考に、系統分析のフローチャ
ートを作成しておくこと。 
「化学実験−手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
6 回 教科書 pp.78〜83 を読み、第３属陽イオンについて予習しておくこと。 
「化学実験−手引きと演習」該当ページの化学反応式とフローチャートを書いて
おくこと 
7 回 第 3〜6 回のレポートを参考に、第１?３属陽イオンの全分析フローチャー
トを作成しておくこと。 
8 回 教科書 pp.10〜13 を読み、溶液と濃度（百分率、モル濃度）について、復習
しておくこと。 
中和滴定における一次標準溶液の調製法について予習しておくこと。 
9 回 教科書 pp.52〜57、pp.88〜97 を読み、容量分析における計算方法を復習し
ておくこと。 
「化学実験−手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
10 回 教科書 pp.108〜110 を読んで、酸化還元反応、酸化数、酸化剤、還元剤の
定義を復習にしておくこと。 
「化学実験−手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
11 回 日常生活において、水の硬度に関心を持ち、ミネラルウォーター、水道水、
温泉水などの成分表示を調べてくること。 
教科書 pp.112〜116 を読み、「化学実験−手引きと演習」該当ページの化学反応
式と金属指示薬の構造式を書いておくこと。 
12 回 教科書 pp.57〜59、pp.92〜97 を読み、弱酸の電離定数、緩衝溶液につい
て復習しておくこと。 
「化学実験−手引きと演習」該当ページと教科書 p.97 を読み、酢酸の pKa 値は
滴定曲線における 1/2 当量点の pH であることを理解しておくこと。 
13 回 教科書 pp.98〜100 を読んでおくこと。 
「化学実験−手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
14 回 教科書 pp.59〜61 を読み、分光光度計について予習しておくこと。 
教科書 pp.122〜126、「化学実験−手引きと演習」該当ページを読み、フェナント



ロリン鉄（II）錯体を利用した鉄イオンの定量について、予習しておくこと。 
15 回 実験ノート・実験レポートの整理、演習問題の復習をし、質問事項をまと
めてくること。 

 



年度 2012 
授業コード FSL17D1 
成績評価 報告書の内容と実験への取り組み状況によって評価を行う（100％）。すべての実

験について報告書が作成され、受理されて単位が与えられる。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜11) 
見出し FSL17D1 物理学基礎実験 
担当教員名 宮川 和也、小坂 圭二＊、豊⽥ 新、中⼒ 眞一 
単位数 2 
教科書 物理学基礎実験／岡山理科大学理学部応用物理学科 編／大学教育出版 
アクティブラーニング  
キーワード 物理学、実験 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 国立天文台 理科年表（丸善）その他、参考資料は適宜配布する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 関数電卓（プログラム機能は不要）を購入すること。 

共同実験者に迷惑を及ぼすので遅刻、欠席は厳禁である。各テーマに２週を割り
当て、第１週に実験を行い、第２週に報告書を完成させる。事前に実験内容をよ
く予習してくること。 

シラバスコード FSL17D1 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）物理学の基礎的な実験について、基本的事項を理解し、実験方法に習熟す

る。 
   実験器具、装置の取り扱いができるようになる。 
（２）実験データを適切に処理し、現象を的確に表現するためのグラフが作成で
きる 
   ようになる。 
（３）パソコンを利用して実験データを処理できるようになる。 

受講者へのコメント  
連絡先 宮川和也 086-256-9488 miyagawa@dap.ous.ac.jp 豊⽥ 新 086-256-9608 

toyoda@dap.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Experiments in Physics 
関連科目 物理学基礎論Ⅰ、Ⅱを前後して（できれば本実験科目を履修する前に）履修する

ことが望ましい。 



次回に向けての改善変更予定  
講義目的 （１）基礎的な実験を通して、物理学における実験方法と実験器具、装置の取り

扱いの 
   基礎を学ぶ。 
（２）実験データの処理の方法、現象を的確に表現するためのグラフの作成方法
につい 
   て実習する。 
（３）パソコンを利用した実験データの処理方法について学ぶ。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 【第 1 回】テキストを購入し、実験全体を概観しておくこと。 

【第 2 回】パソコンによる実験データ処理についてテキストを読み、演習内容を
理解 
    しておくこと。 
【第 3 回】ノギス、マイクロメーター、電卓の使い方についてテキストを読み、
実験 
    内容を理解しておくこと。 
【第 4 回〜15 回】 
 該当の実験についてテキストを読み、実験方法までレポートとしてまとめてお
く 
 こと。 

 



年度 2012 
授業コード FSL17D2 
成績評価 各時間ごとに提出する実験結果 60％、実験への取り組みおよび理解度 40％によ

り、総合して成績評価とする。採点の基準は 100 点満点のうち、60 点以上を合
格とする。欠席した場合は補充実験を行う。また、授業回数の 3 分の 1 以上の
欠席がある場合には、“E”評価とする。 

曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス LA(〜12),LB(〜12) 
見出し FSL17D2 地学基礎実験 
担当教員名 小林 祥一、郷津 知太郎＊ 
単位数 2 
教科書 ニューステージ・地学図表／浜島書店 
アクティブラーニング  
キーワード 鉱物、岩石、化石、地質、天気 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  

実験中に話を聞きながら対応している効果が出ているようですね。 
科目名 地学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 資料を配付する 
授業形態 実験実習 
注意備考 地学基礎論１を履修しておくことが望ましい。 

偏光顕微鏡実習、地質図関係の実習のような積み重ねの実験では、連続して受け
ないと理解できない。従って体調を整え、欠席しないように心掛ける。 

シラバスコード FSL17D2 
実務経験のある教員  
達成目標 地球を観察する手法および目を養うことが目標。そのため、実際の鉱物、岩石、

化石標本を観察・利用し、野外での調査に興味が持てる程度の実⼒をめざす。物
理的制約から、野外での実習は難しいが、調査後必要となる偏光顕微鏡の操作法、
調査によって得られたデータの解析法などの習得をめざす。 

受講者へのコメント  
夕方からの実験で集中できない学生が何⼈かみられますが、最初の説明を聞き十
分理解して始めるようにしてほしいですね。慣れないこととはいえ、特に難しい
内容をしているわけではありませんので、学習効果が上がるように努⼒してくだ
さい。 

連絡先 7 号館 6F 小林研究室 086-156-9704 kobayashi@das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね良好。よく理解してくれたようです。 
英文科目名 Experiments in Geology 



関連科目 地学基礎論 I、地学基礎論 II 
次回に向けての改善変更予定 新しい指導要領では、観察、体験を重要視しているようです。野外実習なども取

り入れ、実践的な実験をどのように取り入れるかを考えています。 
講義目的 地学各分野のうちから最も基礎的な項目である岩石・鉱物・化石の観察、天気図

の作成、地質図の作成、パーソナルコンピューターの活用などについて実験を行
う。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 鉱物の鑑定 

実際の鉱物を観察し、物理的性質について理解できるようにする。 
2 回 結晶系と晶族 
鉱物の結晶模型を利用し、対称性について理解し、晶族を決定できるようにする。 
3 回 地質図１ 基本説明、単斜構造 
地質図について基本的なこと、たとえば見方、またその利用などの説明を通して、
地質図の重要性を理解する。基本的な地質図を地質データから描けるようにす
る。 
4 回 地質図２ 断層、不整合 
断層、不整合が地質図上でどのように描き表せるかを理解する。 
5 回 地質図３ 断面図 
地下資源などの調査で必要な地下の情報を、地質図から読み取る方法を理解す
る。 
6 回 地質図４ 褶曲 
褶曲構造が地表に現れる際の特徴、および断面図を描き、これらから褶曲構造を
立体的に理解する。 
7 回 化石の観察 
示準化石、示相化石を理解し、それらの特徴を観察する。 
8 回 偏光顕微鏡観察１ 基本説明、花崗岩中の⿊雲⺟、石英斑岩 
物質の光学的性質、偏光顕微鏡の構造、これによって何が観察できるか、また調
整方法について理解する。 
9 回 偏光顕微鏡観察２ 花崗岩、安山岩 
花崗岩、安山岩の構造を観察し、石英、⻑石、⿊雲⺟、白雲⺟、角閃石の鏡下で
の特徴を理解する。 
10 回 偏光顕微鏡観察３ 斑レイ岩、砂岩 
斑レイ岩、砂岩の構造を観察し、輝石の鏡下での特徴を理解する。 
11 回 偏光顕微鏡観察４ 玄武岩、晶質石灰岩 
玄武岩、晶出石灰岩の構造を観察し、カンラン石、炭酸塩鉱物の鏡下での特徴を
理解する。 
12 回 パソコンの活用  
モード分析花崗岩類のモード分析を行い、その結果をもとにその岩石を分類す
る。得られたデータをパソコンで整理し、岩石の成因について理解する。 
13 回 天気図の作成と四季の天気 
当日の気象通報を聞き、そのデータをもとに天気図を描き、翌日の天気を予測し、
気象現象を理解する。 



14 回 まとめおよび解説を行い、理解度をチェックする。 
15 回 まとめおよび解説を行い、理解度をチェックし、実験結果を理解するため
に補足説明をする。 

準備学習 1 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の物理的性質を調べてお
くこと。 
2 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の結晶構造、対称性など
物理的性質を調べておくこと。 
3 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、地質図の概念を学んでおくこ
と。 
4 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、断層、不整合についての概念
を学んでおくこと。 
5 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、地質構造を理解する方法を調
べておくこと。 
6 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、褶曲地形について調べておく
こと。 
7 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、化石の種類および化石の役割
を理解しておくこと。 
8 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、物質に対する光学的性質を調
べておくこと。 
9 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の光学的性質を調べてお
くこと。 
10 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の光学的性質を調べて
おくこと。 
11 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の光学的性質を調べて
おくこと。 
12 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、火成岩の主造岩鉱物の量比
を調べ、あわせて分類方法、火成岩の生成過程を理解しておくこと。 
13 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、天気図の役割、描き方を調
べておくこと。また、テレビ、新聞、インターネットを利用し、雲の動きと天気
図との関係、気圧配置と４季の天気との関係などを理解しておくこと。 
14 回 これまで学習した、実験内容を復習し、理解が曖昧なところを整理してお
くこと。 
15 回 これまで学習した、実験内容を復習し、実験結果について充分考察ができ
てない部分を整理しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSL17E1 
成績評価 各時間ごとに提出する実験結果 60％、実験への取り組みおよび理解度 40％によ

り、総合して成績評価とする。採点の基準は 100 点満点のうち、60 点以上を合
格とする。欠席した場合は補充実験を行う。また、授業回数の 3 分の 1 以上の
欠席がある場合には、“E”評価とする。 

曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜11) 
見出し FSL17E1 地学基礎実験 
担当教員名 小林 祥一、郷津 知太郎＊ 
単位数 2 
教科書 ニューステージ・地学図表／浜島書店 
アクティブラーニング  
キーワード 鉱物、岩石、化石、地質、天気 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 地学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 資料を配付する 
授業形態 実験実習 
注意備考 地学基礎論１を履修しておくことが望ましい。 

偏光顕微鏡実習、地質図関係の実習のような積み重ねの実験では、連続して受け
ないと理解できない。従って体調を整え、欠席しないように心掛ける。 

シラバスコード FSL17E1 
実務経験のある教員  
達成目標 地球を観察する手法および目を養うことが目標。そのため、実際の鉱物、岩石、

化石標本を観察・利用し、野外での調査に興味が持てる程度の実⼒をめざす。物
理的制約から、野外での実習は難しいが、調査後必要となる偏光顕微鏡の操作法、
調査によって得られたデータの解析法などの習得をめざす。 

受講者へのコメント 以前に比べると、実験の項目をほぼ 2/3 に減らし、皆さんに考える実験をしても
らうことにしたのです。ところが、皆さんはその余裕の時間を有効に使っていな
いように思います。実験を受けるからには、予習復習はさておき、TA もいます
ので質問ぐらいはするように努⼒すべきで、受身ではなく「皆さん主体型」の実
験をしていただきたい。もっとノビノビと実験しましょう。 

連絡先 7 号館 6F 小林研究室 086-156-9704 kobayashi@das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね良好。よく理解してくれたようです。 
英文科目名 Experiments in Geology 
関連科目 地学基礎論 I、地学基礎論 II 



次回に向けての改善変更予定 これまで地学を学んだ経験のある⼈が少ないようですので、実験内容に関係した
エピソードなども紹介し、その実験の意味などを理解してもらうようにしてみま
しょう。実は、地学のおもしろさは、実際に野外に出て観察することです。それ
によって岩石鉱物の産状、化石の産状、地質構造が簡単に理解できると思うので
すね。そして、採集した鉱物岩石を、顕微鏡で観察できるように薄片にするとか、
地質調査の結果をまとめるとかしたら興味を持って実験に参加できると思いま
す。実はこんな楽しい実験がしたいと思っています。実験の受講者数、限られた
時間、 

講義目的 地学各分野のうちから最も基礎的な項目である岩石・鉱物・化石の観察、天気図
の作成、地質図の作成、パーソナルコンピューターの活用などについて実験を行
う。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 鉱物の鑑定 

実際の鉱物を観察し、物理的性質について理解できるようにする。 
2 回 結晶系と晶族 
鉱物の結晶模型を利用し、対称性について理解し、晶族を決定できるようにする。 
3 回 地質図１ 基本説明、単斜構造 
地質図について基本的なこと、たとえば見方、またその利用などの説明を通して、
地質図の重要性を理解する。基本的な地質図を地質データから描けるようにす
る。 
4 回 地質図２ 断層、不整合 
断層、不整合が地質図上でどのように描き表せるかを理解する。 
5 回 地質図３ 断面図 
地下資源などの調査で必要な地下の情報を、地質図から読み取る方法を理解す
る。 
6 回 地質図４ 褶曲 
褶曲構造が地表に現れる際の特徴、および断面図を描き、これらから褶曲構造を
立体的に理解する。 
7 回 化石の観察 
示準化石、示相化石を理解し、それらの特徴を観察する。 
8 回 偏光顕微鏡観察１ 基本説明、花崗岩中の⿊雲⺟、石英斑岩 
物質の光学的性質、偏光顕微鏡の構造、これによって何が観察できるか、また調
整方法について理解する。 
9 回 偏光顕微鏡観察２ 花崗岩、安山岩 
花崗岩、安山岩の構造を観察し、石英、⻑石、⿊雲⺟、白雲⺟、角閃石の鏡下で
の特徴を理解する。 
10 回 偏光顕微鏡観察３ 斑レイ岩、砂岩 
斑レイ岩、砂岩の構造を観察し、輝石の鏡下での特徴を理解する。 
11 回 偏光顕微鏡観察４ 玄武岩、晶質石灰岩 
玄武岩、晶出石灰岩の構造を観察し、カンラン石、炭酸塩鉱物の鏡下での特徴を
理解する。 
12 回 パソコンの活用  



モード分析花崗岩類のモード分析を行い、その結果をもとにその岩石を分類す
る。得られたデータをパソコンで整理し、岩石の成因について理解する。 
13 回 天気図の作成と四季の天気 
当日の気象通報を聞き、そのデータをもとに天気図を描き、翌日の天気を予測し、
気象現象を理解する。 
14 回 まとめおよび解説を行い、理解度をチェックする。 
15 回 まとめおよび解説を行い、理解度をチェックし、実験結果を理解するため
に補足説明をする。 

準備学習 1 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の物理的性質を調べてお
くこと。 
2 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の結晶構造、対称性など
物理的性質を調べておくこと。 
3 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、地質図の概念を学んでおくこ
と。 
4 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、断層、不整合についての概念
を学んでおくこと。 
5 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、地質構造を理解する方法を調
べておくこと。 
6 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、褶曲地形について調べておく
こと。 
7 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、化石の種類および化石の役割
を理解しておくこと。 
8 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、物質に対する光学的性質を調
べておくこと。 
9 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の光学的性質を調べてお
くこと。 
10 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の光学的性質を調べて
おくこと。 
11 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の光学的性質を調べて
おくこと。 
12 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、火成岩の主造岩鉱物の量比
を調べ、あわせて分類方法、火成岩の生成過程を理解しておくこと。 
13 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、天気図の役割、描き方を調
べておくこと。また、テレビ、新聞、インターネットを利用し、雲の動きと天気
図との関係、気圧配置と４季の天気との関係などを理解しておくこと。 
14 回 これまで学習した、実験内容を復習し、理解が曖昧なところを整理してお
くこと。 
15 回 これまで学習した、実験内容を復習し、実験結果について充分考察ができ
てない部分を整理しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSL2111 
成績評価 課題提出１０％、定期試験９０％ 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜10) 
見出し FSL2111 医用工学概論 
担当教員名 櫃本 泰雄、橋川 直也 
単位数 2 
教科書 「臨床検査技術学 医用工学概論」⽥頭功、清水芳雄、医学書院 
アクティブラーニング  
キーワード 医用電子工学、電気回路、生体電気、心電図、脳波、筋電図、情報科学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 ５件の自由記載はすべて教室に対する問題でした。教室が寒い、せまい、２?４?

１はやめて欲しいなど。今後教室の配分決定などの段階で要求を出して行こうと
思います。 

科目名 医用工学概論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「臨床工学シリーズ 8 医用電気工学」金井 他、コロナ社、「臨床工学シリーズ

9 医用電子工学」松尾 他、コロナ社、 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSL2111 
実務経験のある教員  
達成目標 以下の項目を理解し、説明できるようになること。 

（１）医用電子工学，電気回路の原理について、 
（２）生体電気現象の測定について 
（３）心電図、脳波、筋電図について 
（４）医療に使われている情報科学について 
（５）電気的検査機器の安全について 

受講者へのコメント そんなにいやがらずに、勉強して下さい。後期に開講される医用工学実習で、さ
らに面白くなりますから。 

連絡先 ２４号館３階 櫃本泰雄研究室 hitsumot@dls.ous.ac.jp１号館３階 橋川直也
研究室 hashikawa@dls.ous.ac.jp 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 目標達成度で、できた＝５％、だいたいできた＝３１％、半分程度できた＝３
６％、と少し不満の残る結果であった。従来より、当学科の学生は、物理学、電
気、電子関係の項目には苦手意識が強いため、講義導入部では特に配慮しながら
進めているが、なかなか根強い抵抗感があって苦労している。 

英文科目名 Medicinal Engineering 



関連科目 医用工学実習 
次回に向けての改善変更予定 今の路線で頑張る。 
講義目的 医学と工学の学際的な領域の学問である医用工学（Medical Engineering）には、

診断治療機器学、生体信号計測学、医用電気工学、医用電子工学などの科目が含
まれる。本講義では、実際の医療に応用される理工学的手法と計測技術に関する
基礎知識を学び、医用工学機器並びに医療のシステム化に対応できる能⼒を養
う。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 直流と交流 
3 回 回路素子 
4 回 直流回路と交流回路 
5 回 ダイオード特性と整流回路 
6 回 トランジスタ 
7 回 フィルター（1） 
8 回 フィルター（2） 
9 回 演算増幅器（1） 
10 回 演算増幅器（2） 
11 回 デジタル論理回路 
12 回 生体信号計測 
13 回 情報工学・コンピューター 
14 回 情報工学・コンピューター(2) 
15 回 機器の安全対策 

準備学習 1 回 生体電気現象の復習をしておくこと。 
2 回 物理学等で学習した電気の項目を復習しておく 
3 回 抵抗器、電池，コンデンサー、コイルなどの電子電気素子について予習して
おくこと 
4 回 オームの法則、キルヒホッフの法則について予習しておく 
5 回 半導体の概念を予習しておく 
6 回 増幅素子について調べておく 
7 回 フーリエ理論について調べておく 
8 回 CR 回路の原理を予習しておく 
9 回 OP アンプの概念を調べておく 
10 回 OP アンプ回路について調べておく 
11 回 2 進数を理解しておくこと 
12 回 センサおよびトランスデューサについて理解しておくこと 
13 回 コンピューターがどのような構造でできているか考えておくこと 
14 回 ソフトウェアについて理解しておくこと 
15 回 どのような電流が危険なのか、またどこを流れる電流が危険なのか考えて
おくこと 

 



年度 2012 
授業コード FSL2112 
成績評価 ミニレポート（20％）、試験（80％）により行う。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜11) 
見出し FSL2112 分子遺伝学 
担当教員名 橋川 直也 
単位数 2 
教科書 ⽥村隆明・村松正實著 「基礎分子生物学」 東京化学同⼈ 
アクティブラーニング  
キーワード DNA, RNA, 遺伝情報、遺伝子工学、ゲノム 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 分子遺伝学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に随時連絡する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSL2112 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）DNA の遺伝情報の複製、転写、翻訳についてのメカニズムを理解するこ

と。 
（２）遺伝子の取扱いと応用についての基礎的な知識を得ること。 
（３）分子遺伝学技術の医療、食品、工業、その他への応用について知識を得る
こと。 

受講者へのコメント  
連絡先 １号館３階 橋川直也研究室 hashikawa@dls.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Molecular Genetics 
関連科目 前期の分子生物学を履修しておくことが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 分子生物学の基礎の上に立って生命現象を分子レベルで学ぶのが目的であり、細

胞機能の遺伝学的制御、ゲノム解析や遺伝子工学の利用など、分子生物学と連携
させて解説を行う。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 分子遺伝学序論 

2 回 RNA の合成と転写 （１）鋳型、転写の開始、伸張、終結 
3 回 RNA の合成と転写 （２）オペロン、スプライシング 



4 回 タンパク質合成の分子機構 （１）mRNA, リボソーム 
5 回 タンパク質合成の分子機構 （２）tRNA 
6 回 DNA の複製 （１）DNA ポリメラーゼ、プライマー 
7 回 DNA の複製 （２）真核生物、ウイルス 
8 回 中間テスト 
9 回 遺伝子の変異と修復 （１）変異機構、変異原 
10 回 遺伝子の変異と修復 （２）変異の種類とその修復 
11 回 DNA の取扱い （１）DNA の抽出・分離 
12 回 DNA の取扱い （２）遺伝子組換え技術 
13 回 遺伝子工学、クローニング 
14 回 真核生物の分子遺伝 （１）基礎 
15 回 真核生物の分子遺伝 （２）応用 

準備学習 1 回 シラバスを読み、基礎となる分子生物学を復習しておくこと。 
2 回 生体内での遺伝情報の発現の流れを考えておくこと。 
3 回 原核生物と真核生物での遺伝子発現の相違について考えておくこと。 
4 回 遺伝情報がタンパク質に頬訳される場のリボソームについて考えておくこ
と。 
5 回 アミノ酸の運び屋である tRNA の働きを考えておくこと。 
6 回 DNA に保存されている遺伝情報がどのように子孫に残されるかを考えてお
くこと。 
7 回 原核生物、真核生物、ウイルスにおける DNA の複製の相違について考えて
おくこと。 
8 回 前回までのまとめを行い、整理しておく。 
9 回 どのような機構で遺伝情報が誤って伝わり、誤ったタンパク質合成が行わ
れ、また、そのような場合にどのような問題が起こり得るかを考えておくこと。 
10 回 変異の種類とその修復機構にはどのような機構があり得るかを考えておく
こと。 
11 回 細胞から DNA を抽出し、精製する方法を考えておくこと。 
12 回 遺伝子組換えにはどのような技術が必要かを考えておくこと。 
13 回 遺伝子工学とは何か、どのようなところで実用化されているかを考えてお
くこと。 
14 回 原核生物を基に進展した分子遺伝学の真菌、さらには⼈間に至る真核生物
の分子遺伝との相違・応用を考える。 
15 回 真核生物の分子遺伝を医療や工業技術、生活への応用について考えておく
こと。 

 



年度 2012 
授業コード FSL2122 
成績評価 ミニレポート（20％）、試験（80％）により行う。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜10) 
見出し FSL2122 食品安全衛生学 
担当教員名 篠⽥ 純男＊、松浦 信康、中山 智津子＊ 
単位数 2 
教科書 篠⽥純男・成松鎭雄・林 泰資 著 「食品衛生学」 三共出版 
アクティブラーニング  
キーワード 食の安全、リスクアナリシス、食品衛生 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 食品安全衛生学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 菊川清見・那須正夫 編 「食品衛生学−食の安全の科学−」 南江堂 
授業形態 講義 
注意備考 最終試験は 15 回終了後実施する。日時は後日連絡する 
シラバスコード FSL2122 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）食品の変質とその対処法について理解すること。 

（２）食品管理のあり方について理解すること。 
（３）食品添加物について正しい理解をすること。 
（４）食品汚染物質と健康との関係を理解すること。 
（５）食中毒の原因となる因子の概要と食中毒の予防について理解すること。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２学舎２階 篠⽥純男研究室 shinoda@dls.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Food Safety and Sanitation 
関連科目 生理活性物質化学を履修しておくことが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ヒトが生きて行くためには衣食住を保障する必要があるが、特に食は必須であ

り、その安全性の確保はもっとも重要である。食品の安全性の確保のためには、
食品の生産、加工、流通、保存などの過程で適切な衛生管理が行われていなけれ
ばならない。食品に由来する危険性を知る必要がある。この講義では、食品衛生
管理のあり方と、食中毒や食品由来感染症など、食品を介する疾患とその対処に
ついて解説を行う。 

対象学年 3 年/4 年 



授業内容 1 回 食品安全衛生学序論 
2 回 食品衛生行政 
3 回 食品衛生法規 
4 回 食品と微生物 
5 回 食中毒総論 
6 回 自然毒・化学性食中毒 
7 回 微生物性食中毒 （１）毒素型食中毒 
8 回 微生物性食中毒 （２）感染型食中毒 
9 回 食品由来感染症 
10 回 食品汚染と健康 
11 回 食品の変質と保存 
12 回 食品添加物総論・分類 
13 回 食品添加物各論 
14 回 食品の器具・容器包装 
15 回 新しい食品の諸問題・食品衛生管理 

準備学習 1 回 シラバスを確認して食品の安全・衛生の概念を理解しておくこと。 
2 回 わが国ではどのような食品衛生の行政組織が置かれて来たか、過去・現在に
ついて見ておくこと。 
3 回 現在施行されている食品衛生関連の法規の名称を頭に入れておくこと。 
4 回 食品にとって有益な微生物と有害な微生物の存在を実生活の中で考えてお
くこと。 
5 回 食中毒発生動向の過去・現在についてグラフを見ておくこと。 
6 回 具体的な食中毒事例を想い出して、病因物質などを考察しておくこと。 
7 回 毒素型食中毒・タンパク質毒素の概念を予習しておくこと。 
8 回 食品中での微生物の増殖と食中毒との関連を考えておくこと。 
9 回 消化管に入った病原体の増殖・発症の概念を考えておくこと。 
10 回 健康影響を及ぼす食品汚染物質とその生体内での代謝・排泄等について考
えておくこと。 
11 回 家庭内での食品腐敗を防ぐために行っていることの科学的根拠について考
察しておくこと。 
12 回 市販されている食品にはどのような食品添加物が使われているか、どのよ
うな表示方法がされているかを調べておくこと。 
13 回 市販されている食品に使われている食品添加物の効果、問題点について調
べておくこと。 
14 回 使用している食器、食用器具の材質、問題点等について調べておくこと。 
15 回 新たに開発された食品、新たな食品管理システム等の問題点・疑問点につ
いて考えておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSL2311 
成績評価 定期試験（100％） 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜11) 
見出し FSL2311 臨床血液学Ⅰ 
担当教員名 片岡 健 
単位数 2 
教科書 臨床検査学講座 「血液検査学」（医⻭薬出版） 
アクティブラーニング  
キーワード 血球の三系統、幹細胞、発生、分化、成熟、疾患 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 臨床血液学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 平野正美 監修 ビジュアル 臨床血液形態学（南江堂） 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSL2311 
実務経験のある教員  
達成目標 血球の三系統、発生、分化と成熟、その破綻が疾患を生み出すことが理解できる。

特に血球の形態と機能について理解し、説明することができる。 
受講者へのコメント 講義内容を十分に理解できなかった場合は必要に応じて補習を行うので、その旨

申告してください。 
連絡先 臨床生命科学科 片岡研究室（二学舎 2 階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 目標を達成できなかったと評価している学生が数名いたので、申し訳なく思う。
学生の理解度を途中で十分に確認することを、怠っていたと反省している。 

英文科目名 Clinical Hematology I 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 学生の理解度を細かく把握できるように、努⼒したい。また授業時間外に全く学

習していない学生が 1/3 程いたので、今後課題を課すなど時間外学習の徹底を図
りたい。 

講義目的 血液は血球と血漿から構成される。そのうち血球は赤血球・白血球・血小板の三
系統からなる。まずその発生、分化と成熟を学び、その破綻がどのような疾患を
生み出すかを学習する。またその形態と機能を知り生体が血球によってどのよう
に守られているかを知る。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション、血液学について 



2 回  血液の成分と機能 
3 回  血球の回転 
4 回  赤血球 その１ 
5 回  赤血球 その２ 
6 回  白血球 その１ 
7 回  白血球 その２ 
8 回  血小板 
9 回 血球系幹細胞 
10 回  赤血球の疾患 その１ 
11 回 赤血球の疾患 その２ 
12 回 白血球の疾患 その１ 
13 回 白血球の疾患 その２ 
14 回 血小板の疾患 
15 回 まとめ 

準備学習 これまで学習した生物学の知識を整理しておくこと。また指定教科書の該当する
項目に目を通しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSL2312 
成績評価 課題提出１０％、試験９０％により行う。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜11) 
見出し FSL2312 免疫学 
担当教員名 櫃本 泰雄 
単位数 2 
教科書 窪⽥哲朗他著：臨床検査学講座 免疫検査学 医⻭薬出版 
アクティブラーニング  
キーワード 免疫、生体防御、T 細胞、B 細胞、組織適合抗原、抗体 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 免疫学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 谷口克編：標準免疫学（医学書院）、菊地浩吉編集：医科免疫学（南江堂）免疫学

の基礎 （第 4 版 東京化学同⼈）、免疫学の入門 （第 6 版 金芳堂） 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSL2312 
実務経験のある教員  
達成目標 以下に掲げる項目が説明できること 

（１）生体は、病原微生物や外来異物に対して、どのようなメカニズムで対応し
ているか。 
（２）免疫系の組織構成について。 
（３）組織適合抗原について。 
（４）T 細胞の抗原認識機構について。 
（５）抗体の構造と機能について。 
（６）細胞性免疫と液性免疫について。 
（７）抗原抗体反応について。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２４号館３階 櫃本泰雄研究室 hitsumot@dls.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Immunology 
関連科目 臨床免疫学，臨床免疫学実習 I、II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 免疫学は、生体防御の要である免疫系の仕組みを扱う学問である。生物進化にお

ける免疫系の意義、病原微生物排除や悪性新生物の発生を阻止する、液性免疫と



細胞性免疫を初めとする様々な免疫機構を理解する。臨床検査医学・臨床医学を
学習する過程において、本講義は臨床化学や臨床免疫学を初めとするさまざまな
医学関連科目への基礎となる。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション 

2 回 免疫学の歴史的背景 
3 回 免疫システム、免疫担当細胞 
4 回 組織適合抗原（その１） 
5 回 組織適合抗原（その２） 
6 回 抗原提示 
7 回 T 細胞（その１） 
8 回 T 細胞（その２） 
9 回 B 細胞 
10 回 抗体（その１） 
11 回 抗体（その２） 
12 回 抗原抗体反応（その１） 
13 回 抗原抗体反応（その２） 
14 回 補体 
15 回 総括 

準備学習 1 回 シラバスを読み、教科書を準備する 
2 回 エドワード・ジェンナーの功績について事前に調べておくこと 
3 回 解剖学の復習をしておくこと 
4 回 タンパク質、特に膜タンパクについて復習しておくこと 
5 回 遺伝学の復習をしておくこと 
6 回 細胞生物学，分子生物学を復習しておくこと 
7 回 第３回の講義内容と血液細胞についてよく理解しておくこと 
8 回 第７回講義分の T 細胞の機能についてまとめておくこと 
9 回 B 細胞に関する予習をしておくこと 
10 回 抗体分子の概念を把握しておくこと 
11 回 第１１回講義分の内容をまとめておくこと 
12 回 抗原と抗体が試験管内で引き起こす結合反応について予習しておくこと 
13 回 第１２回講義分の内容から、それが臨床検査でどのように応用されている
かをあらかじめ調べておくこと 
14 回 抗原非特異的な生体防御機構についてまとめておくこと 
15 回 これまでの全講義分を復習しておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FSL2321 
成績評価 得点配分を中間テスト（50％）、レポート提出・定期試験（50％）等にて評価す

る。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜10) 
見出し FSL2321 臨床生理学Ⅱ 
担当教員名 由谷 親夫、橋川 直也、櫃本 泰雄 
単位数 2 
教科書 臨床検査学講座「生理機能検査学」／大久保善朗ほか／医⻭薬出版 
アクティブラーニング  
キーワード 呼吸機能検査法、画像診断、脳波検査法、感覚機能検査法 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特になし 
科目名 臨床生理学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 講義 
注意備考 由谷親夫担当：配布プリントはウェブサーバに掲載し、適宜ダウンロードして使

用する。 
シラバスコード FSL2321 
実務経験のある教員  
達成目標 各種機能検査の原理と実際について理解を深める。 
受講者へのコメント それぞれの教員により授業形態が異なるので、切り替えて臨んでほしい。 
連絡先 cyutani@dls.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 3 教員で授業を進めているので、授業の進め方にそれぞれの特徴があり、学生の
困惑が 
あるようである。 

英文科目名 Clinical Physiology II 
関連科目 臨床生理学 I および臨床生理学実習 
次回に向けての改善変更予定 授業内容を明確に示したい。 
講義目的 生理機能検査の特性を理解する。また、呼吸機能検査法、脳神経機能および感覚

機能に関する生理機能検査の原理と実際について学ぶ。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 脳波と脳波測定法の基礎 

2 回 正常脳波 
3 回 正常脳波と異常の脳波 
4 回 賦活法及び睡眠脳波 



5 回 呼吸器系の解剖と生理 
6 回 呼吸機能検査（１）・換気機能検査 
7 回 呼吸機能検査（２）・その他 
8 回 血液ガス分析・基礎代謝 
9 回 画像診断（１） 
10 回 画像診断（２） 
11 回 画像診断（３） 
12 回 中間試験とその解説 
13 回 平衡機能検査法と眼底検査法について（前半） 
14 回 眼底検査法（後半） 
15 回 聴覚検査法 

準備学習 1 回 脳波の発生機序について考えておくこと 
2 回 正常な脳波とはどのようなものか考えておくこと 
3 回 異常な脳波とはどのようなものか考えておくこと 
4 回 どのうような賦活法があるか調べておくこと 
5 回 呼吸器系の解剖を呼吸運動、換気機能、そしてガス交換の機能と対比する 
6 回 スパイロメーター、フローボリュームメーターからから換気障害を推測す
る 
7 回 クロージングボリューム・体プレスチモグラフを理解する 
8 回 酸塩基平衡障害、パルスオキシメーターそして基礎代謝の意義を理解する 
9 回 画像診断を理解し、その検査法と臨床診断をまとめる 
10 回 エコー、ＭＲＩ検査法をまとめ、病態と画像の確認を行う 
11 回 心エコー検査法を中心に理解しておくこと 
12 回 呼吸機能検査法と画像検査についてまとめておく 
13 回 半規管および眼球の解剖と整理を復習しておくこと 
14 回 視覚路の解剖と整理を復習しておくこと 
15 回 聴覚器および聴覚路の解剖と整理を復習しておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FSL2322 
成績評価 提出課題１0％、小テストの結果１0%、定期試験 80％により成績を評価する。 

但し、定期試験において基準点を設け、得点が 100 点満点中、60 点未満の場合
は不合格とする。 

曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜10) 
見出し FSL2322 フードマネージメント論 
担当教員名 松下 至＊ 
単位数 2 
教科書 フードマネージメント論の自作プリントを使用する 
アクティブラーニング  
キーワード “食品流通と品質管理” 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 フードマネージメント論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 図解―食品加工装置（工業調査会）  そして新技術紹介（松下プリント） 
授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験期間中に行い、試験形態は筆記試験とする。 
シラバスコード FSL2322 
実務経験のある教員  
達成目標 ①食生活の歴史と栄養的価値の変遷について理解する 

②食料生産について学ぶ（世界の国との関わりを理解） 
③食農環境の推移と今後の進むべき道筋について 
④加工食品の種類と保存法について理解すること 
⑤加工食品の製造法と新商品開発の道筋 
⑥流通と外食産業の関係の理解 
授業は丸暗記中心ではなく、理解することに重きを置きミニテストも数回実施。
題について講義、ディスカッションを行い、理解を深める。 

受講者へのコメント  
連絡先 非常勤講師室  080 3167 5484  e-mail imatsush@owc.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Food Management 
関連科目 分析化学を復習することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 食品の流通、加工、栄養に関し説明できるよう復習してゆく事。日本の食糧生産

と世界の食糧生産について説明しフードマネージメントの基本を理解させるこ



と 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。食生活を歴史的観点からながめて、現代の食品の流通

と食生活を検証する 
2 回 フードマネージメント論の領域とその学習法を説明する。 
3 回 現代食生活を再考する。その後、食生活の充実を図るための課題について説
明する。 
4 回 食生活の歴史と栄養的価値の変遷について説明する。 
5 回 日本の食糧生産と世界の食糧生産について説明する。 
6 回 食品の栄養的価値について説明する。 
7 回 中国、アメリカとの輸出入に関して説明する。 
8 回 食品原料の輸出入について説明する。 
9 回 食料生産と流通について：その１農産物の説明 
10 回 食料生産と流通について：その２畜産物の説明 
11 回 加工食品の種類と品質基準について解説する。 
12 回 加工食品の製造法と管理技法について解説する。 
13 回 新商品の開発と販売方法について解説する。 
14 回 食品の安全性と現代社会ついて解説する。 
15 回 食品のフードマネジメントの課題について討論する。 

準備学習 1 回 授業内容の確認と勉学の仕方と復習の方法。第２回目授業までに、参考書な
どにより、食品のマネジメントの予習を行うこと。 
2 回 食品の流通経路図示して説明できるように復習を行うこと。第３回授業ま
でに参考書などにより食糧生産について調べておく事。 
3 回 現代食生活を説明できるよう復習を行うこと。第４回授業までに参考書な
どにより食品の栄養関し予習を行うこと。 
4 回 食糧生産法に関し説明できるよう復習すること。日本の食糧生産と世界の
食糧生産について説明する。 
5 回の食糧生産に関し予習を行うこと。 
5 回 日本の食糧生産と世界の食糧生産について説明できるよう復習すること。
食生活の歴史と栄養的価値の変遷について説明する。 6 回の食生活の歴史と栄
養的価値に関し予習を行うこと。 
6 回 食生活の歴史と栄養的価値の変遷について復習すること。食生活の歴史と
栄養的価値について説明する。 
７回の中国、アメリカとの輸出入に関して予習を行うこと。 
7 回 食品の栄養に関し説明できるよう復習すること。中国とアメリカとの輸出
入に関して説明する。 
8 回の食品原料の輸出入について予習を行うこと。 
8 回 中国とアメリカとの輸出入について復習すること。食品原料の輸出入につ
いて説明する。 
9 回の食糧生産と流通に関し予習を行うこと。 
9 回 食品の栄養に関し説明できるよう復習すること。食料生産と流通について：
その１農産物の説明 



10 回の食糧生産に関し予習を行うこと。 
10 回 食品の流通に関し説明できるよう復習すること。食料生産と流通について：
その２畜産物の説明 
11 回の加工食品の種類と品質基準に関し予習を行うこと。 
11 回 食料生産と流通について：その２畜産物の復習すること。加工食品の種類
と品質基準について解説する 
12 回の食糧生産に関し予習を行うこと。 
12 回 加工食品に関し説明できるよう復習すること。加工食品の製造法と管理技
法について解説する。 
13 回の食糧生産に関し予習を行うこと。 
13 回 加工食品の製造法と管理技法について復習すること。新商品の開発と販売
方法について解説する。 
14 回の食品の安全性と現代社会ついて予習を行うこと。 
14 回 新商品の開発と販売方法について復習すること。食品の安全性と現代社会
について説明する 
15 回の討論会に関し予習を行うこと。 
15 回 食品のフードマネジメントの課題について討論する。そしてテストの重要
課題について説明する。 

 



年度 2012 
授業コード FSL23A1 
成績評価 中間テスト（４０％）と定期試験（６０％）において 100 点満点中６０点以上を

単位取得合格とする。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス LA(〜12) 
見出し FSL23A1 数学Ⅰ 
担当教員名 宮垣 嘉也 
単位数 2 
教科書 やさしく学べる微分積分/石村園子/共立出版 
アクティブラーニング  
キーワード 連続、極限、微分係数、導関数、合成関数の微分、テイラー／マクローリン展開 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 同上 
科目名 数学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 多くある、たとえば、計算⼒が身につく微分積分/佐野公明、あるいは基礎コース

微分積分/坂⽥、萬代、山原、どちらも学術図書出版社、など。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSL23A1 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）三角関数、逆三角関数、指数関数、対数関数およびこれらを合成した関数

の微分計算が円滑に実行できること、 
（2）対数微分法、不定形の極限の計算ができること、 
（３）マクローリン展開ができること。 

受講者へのコメント 同上 
連絡先 宮垣研究室 ５号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ＢＡに同じ 
英文科目名 Mathematics I 
関連科目 数学入門、数学 II 
次回に向けての改善変更予定 同上 
講義目的 （１）関数の微分演算についての概念と定理を与える、 

（２）初等関数について具体的に微分できるようにする、 
（３）微分の大切な応用（極限値の計算や関数のべき級数展開）についての知識
を与える。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 三角関数、逆三角関数を学習する。 



2 回 指数関数、対数関数を学習する。 
3 回 微分係数、導関数、微分公式、合成関数の微分について、定義および計算方
法を学習する。 
4 回 整式、有理式、三角関数、逆三角関数の微分の計算方法について学習する。 
5 回 指数関数、対数関数の微分、対数微分法について、その計算方法を学習す
る。 
6 回 微分に関する演習（１）をする。 
7 回 微分に関する演習（２）をする。 
8 回 第 1 回〜7 回の内容に対する中間テストをして、理解度をみるとともに、理
解不足の事項の再解説をする。 
9 回 ロルの定理と平均値の定理、ロピタルの定理を学習し、不定形の極限の計算
方法を知る。 
10 回 微分を応用した関数のグラフの描き方について学習する。 
11 回 理解を深めるために第 10 回〜11 回に対する演習をする。 
12 回 ｎ次導関数の求め方を学習する。 
13 回 テイラー展開の定義と計算方法を学習する。 
14 回 マクローリン展開の定義と計算方法を学習する。 
15 回 理解を深めるために第 9 回〜14 回の内容に対する演習をする。 

準備学習 1 回 一般角、弧度法（ラジアン角）、逆三角関数の意味について調べておくこと。 
2 回 指数関数、対数関数の意味と定義域、自然対数の底とは何か、どんな値かに
ついてしらべておくこと。 
3 回 微分の定義とその幾何学的意味を知っておくこと。 
4 回 逆三角関数のグラフを描いて、その接線の傾きの符号を調べておくこと。 
5 回 対数微分法が適用される関数の例を二つ挙げること。 
6 回 基本関数の導関数をまとめておくこと。 
7 回 合成関数の微分の仕方の要点を確認しておくこと。 
8 回 演習から得た知識から、間違いなく関数を微分するための注意点を列挙し
ておくこと。 
9 回 ロルの定理および平均値の定理はどんな内容か予習しておくこと。 
10 回 できるだけ正確に関数のグラフの形を描くにはどんな量が必要か、考えて
列挙してみること。 
11 回 各項目ごとの要点を整理しておくこと。 
12 回 いくつかの関数を例にあげて、それらの 1〜4 回微分を実行してみること。 
13 回 テイラー展開の意味を考えておくこと。 
14 回 ５つの基本的な関数の無限べき級数展開を、収束範囲も示してまとめてお
くこと。 
15 回 個々の問題を解くさいに注意すべき具体的な点を整理してまとめておくこ
と。 

 



年度 2012 
授業コード FSL23B2 
成績評価 中間テスト（５０％）と定期試験（５０％）において１００点満点中６０点以上

を単位取得合格とする。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス LA(〜12) 
見出し FSL23B2 数学Ⅱ 
担当教員名 宮垣 嘉也 
単位数 2 
教科書  

やさし学べる微分積分/石村園子/共立出版（数学Ｉに同じ）。 
１２回〜１５回（微分方程式に関する内容）はノート講義。 

アクティブラーニング  
キーワード 置換積分、部分積分法、リーマン和、定積分、微分方程式 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 同上 
科目名 数学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 計算⼒が身につく微分積分/佐野公明著/学術図書出版社：基礎コース微分積分坂

⽥、萬代、山原著/学術図書出版社：テキスト微分方程式/小寺平治/共立出版社 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSL23B2 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）基本的な関数の積分を示すことができる、（２）置換積分や部分積分を利用

した積分の計算ができる、（３）定積分によって図形の面積や回転体の体積を求
めることができる、（４）変数分離形、1 階線形、定係数２階線形の微分方程式の
解を求めることができる。 

受講者へのコメント 同上 
連絡先 宮垣研究室 5 号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ＦＳＢ２３Ｂ２に同じ 
英文科目名 Mathematics II 
関連科目 入門数学、数学Ｉ 
次回に向けての改善変更予定 同上 
講義目的 （１）微分演算の逆としての積分演算についての知識を与える、（２）不定積分を

見出すいろいろな方法（工夫）を知らしめる、（３）定積分の意味と不定積分との
関連を示す、（４）定積分の求積への応用を示す、（５）積分の応用として簡単な
微分方程式の解き方についての知識を与える。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 不定積分の基本公式について学習する。 

2 回 置換積分法について学習する。（１） 
3 回 置換積分法について学習する。（２） 
4 回 部分積分法について学習する。 
5 回 有理関数の積分の求め方について学習する。 
6 回 第 1 回〜5 回に対する演習をする。 
7 回 ここまでのまとめとして、中間テストをして不定積分の計算方法の理解度
をみるとともに、理解不足の項目を再解説する。 
8 回 リーマン和および定積分の定義とその性質について学習する。 
9 回 定積分の計算方法について学習する。 
10 回 定積分を用いて面積や体積を求める。 
11 回 定積分の計算が実行できるか、２回目の中間テストによってチェックする
とともに、再解説によって理解不足点をリカバーする。 
12 回 変数分離形微分方程式の解き方について学習する。 
13 回 1 階線形部分方程式の解き方について学習する、 
14 回 定係数２階線形微分方程式の解き方について学習する。 
15 回 第 12 回〜14 回に対する演習または補足講義をする。 

準備学習 1 回 テキストによって基本関数の微分を知って、逆に積分の公式をつくってみ
ること。 
2 回 置換積分とはどのようなものかについて、テキストで知っておくこと。 
3 回 置換積分の手順を箇条書きに整理しておくこと。 
4 回 部分積分法とはどのようなものかについて、テキストで知っておくこと。 
5 回 部分分数展開とはどのようなものかについて、テキストで知っておくこと。 
6 回 第 1 回〜5 回の内容を整理して、不定積分の求め方を一つのアルゴリズムに
まとめてみること。 
7 回 具体的に積分計算を実行するさいの注意点を列挙しておくこと。 
8 回 リーマン和の定義とその幾何学的意味をテキストであらかじめ知っておく
こと。 
9 回 積分の平均値の定理の幾何学的意味を考えてみること。 
10 回 複雑な図形の面積や体積の実験的求め方について考察してみること。 
11 回 関数のグラフの概形を描く練習をしておくこと。 
12 回 簡単な微分方程式で表わされた自然科学や社会科学における法則の例を調
べておくこと。 
13 回 線形、非線形の定義について調べておくこと。 
14 回 同次微分方程式、非同次微分方程式の違いについて調べておくこと。 
15 回 微分方程式の形ごとに、それぞれの公式や解法の手順を整理してまとめて
おくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSL2511 
成績評価 定期試験(70)と日報提出時の報告内容（30） 
曜日時限 火曜日 5・6 時限、金曜日 5・6 時限 
対象クラス  
見出し FSL2511 食品基礎実験 
担当教員名 小嶋 健博 
単位数 3 
教科書 プリント配布 
アクティブラーニング  
キーワード 食品分析 食品添加物 残留農薬 味覚 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 食品基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 実験中に指示する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 実験操作をプリント，および参考書をよく読み理解した後，事前に実験計画を立

てておく。また，グル−プ実験では一致協⼒して行う。 
シラバスコード FSL2511 
実務経験のある教員  
達成目標 分析実験の基本操作の習得と実験デ−タの取り扱い，レポ−ト作成ができる。 
受講者へのコメント  
連絡先 13 号館 3 階（e-mail：tkojima@dls.ous.ac.jp） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Experiments in Food 
関連科目 分析化学 食品化学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 日常生活における，食品成分とおいしさの食感との関係は重要な問題である。食

品を分析するための基礎的なことを修得するために，まず，試料の秤量→溶解→
沈殿生成→沈殿のろ過→沈殿の洗浄・精製→乾燥→灰化→灰化物の秤量→計算と
分析化学の基本操作を含む重量分析からはじめる。実験を通して実験項目と化学
量論の関係を学ぶ。さらに測定値の取り扱い，実験結果の考察，報告書の作成に
ついて習得する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 食実験に関する実験内容と注意点についてのオリエンテ−ションを行う。 

2 回 硫酸第 1 鉄塩中の硫酸イオンの分析実験に関する沈殿反応について講義し
た後，実験準備をする。 



3 回 硫酸第 1 鉄塩中の硫酸イオンの分析実験をする。 
4 回 硫酸第 1 鉄塩中の硫酸イオンの分析実験をする。 
5 回 トリンダ−法による飲料水中の糖の分析に関する呈色反応，分光分析の基
礎に関し講義し，実験の準備をする。 
6 回 トリンダ−法による飲料水中の糖の分析をする。 
7 回 トリンダ−法による飲料水中の糖の分析をする。 
8 回 食品添加物、着色剤の HPLC 分析に関するクロマトグラフィ−について講
義したのち，実験準備をする。 
9 回 食品添加物、着色剤の HPLC 分析をする。 
10 回 残留農薬の HPLC 分析実験をする。 
11 回 食品のテクスチャ−測定による食感評価に関する講義した後，実験準備を
する。 
12 回 テクスチャ−測定による食感評価実験をする。 
13 回 テクスチャ−測定による食感評価実験をする。 
14 回 合成着色剤の CV 測定のための基礎講義をする。 
15 回 合成着色剤の CV 測定実験をする。 
16 回 食品基礎実験最終試験を行う。 

準備学習 1 回 実験の安全について 
2 回 硫酸イオンの分析の実験計画 
3 回 硫酸イオンの分析の実験計画 
4 回 硫酸イオンの分析の実験計画 
5 回 糖分析の実験計画 
6 回 糖分析の実験計画 
7 回 糖分析の実験計画 
8 回 HPLC 分析の実験計画 
9 回 HPLC 分析の実験計画 
10 回 HPLC 分析の実験計画 
11 回 HPLC 分析の実験計画 
12 回 食品の味について 
13 回 食品の味について 
14 回 有機物の酸化還元 
15 回 有機物の酸化還元 

 



年度 2012 
授業コード FSL2512 
成績評価 実験に取り組む姿勢（30％）、レポート（60％）、口頭試問（10％） 
曜日時限 火曜日 5・6 時限、金曜日 5・6 時限 
対象クラス LA(〜11),LB(〜11) 
見出し FSL2512 生物化学実験Ⅰ 
担当教員名 山口 悟 
単位数 3 
教科書 実験に適したプリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 蛋白質、炭水化物、色素、定量分析、定性分析 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生物化学実験Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考 レポートは提出期限内に提出すること。基本的に欠席は認めない。 
シラバスコード FSL2512 
実務経験のある教員  
達成目標 実験に関する一般的基礎知識（特に安全について）を習得する。実験器具が正し

く使えるようになる。行った実験をレポートにまとめることが出来る。 
受講者へのコメント  
連絡先 2 学舎 3 階 食品分子機能科学研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Experiments in Biochemistry I 
関連科目 生物有機化学、生物化学 I、生物化学 II、食品学総論、機器分析法、生物化学実

験ⅠⅠを履修していることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 実験を行うには必ず準備が必要である。まず予習課題を通じて基礎知識、理論を

学ぶ。実験を通して器具の取扱いに関する基本的な技術と使用する分析機器の基
本原理を学ぶ。さらに実験結果をレポートとしてまとめることを学ぶ。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 実験を始める前に安全について学習する。 

2 回 食品中に含まれる蛋白質の分離精製について実習する。 
3 回 食品中に含まれる蛋白質の分離精製について実習する。 
4 回 食品中に含まれる蛋白質の定量について実習する。 
5 回 食品中に含まれる蛋白質の定量について実習する。 



6 回 食品中に含まれる炭水化物（糖類）の分離精製について実習する。 
7 回 食品中に含まれる炭水化物（糖類）の分離精製について実習する。 
8 回 食品中に含まれる炭水化物（糖類）の分離精製について実習する。 
9 回 食品中に含まれる炭水化物（糖類）の定量について実習する。 
10 回 食品中に含まれる色素の分離精製について実習する。 
11 回 食品中に含まれる色素の分離精製について実習する。 
12 回 食品（魚類）中に含まれる ATP の定量について実習する。 
13 回 食品（肉類）中に含まれる蛋白質の分離精製を行い色素の定量について実
習する。 
14 回 食品（野菜）中に含まれる蛋白質の分離精製を行い色素の定量について実
習する。 
15 回 これまでに行った実習全てに関する口頭試問をする。 

準備学習 各実習前に予習課題を出すのでそれを自分で調べてくること。 
 



年度 2012 
授業コード FSL2521 
成績評価 レポートの内容によって評価する 
曜日時限 火曜日 5・6 時限、金曜日 5・6 時限 
対象クラス LA(〜10),LB(〜10) 
見出し FSL2521 食品化学実験 
担当教員名 松浦 信康 
単位数 3 
教科書 テキストを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード クロマトグラフィー、PCR、天然物、生物活性 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 満足したとのコメントを複数頂いた。さらに充実した実習を目指して努⼒した

い。 
科目名 食品化学実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特に無し 
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード FSL2521 
実務経験のある教員  
達成目標 DNA, plasmid の取り扱いおよび PCR 法を理解し、食品分析への応用を理解する

細胞における生物活性測定法を学ぶ植物成分の分離精製法を学ぶ 
受講者へのコメント わからない箇所は、後回しにせず、その場で解決するよう努⼒してほしい。 
連絡先 松浦研究室 １３号館３階 nobuyasu@dls.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 おおよそ満足しているとの回答であった。しかしながらさらによい実習を目指
し、工夫していきたい。 

英文科目名 Experiments in Food Chemistry 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 学生の理解度を判断しながら、講義を進めていきたい。 
講義目的 「食」を科学的に解明し、その生物学的および医食同源的利用を行うための技術

内容習得を目的とする。１）化学成分分析２）遺伝学的分析３）生物活性評価に
ついて学ぶ。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション１をする 

2 回  オリエンテーション２をする 
3 回  食に含まれる化学成分の分析１をする 
4 回  食に含まれる化学成分の分析２をする 



5 回  食に含まれる化学成分の分析３をする 
6 回  食に含まれる化学成分の分析４をする 
7 回  食の遺伝学的分析１をする 
8 回  食の遺伝学的分析２をする 
9 回  食の遺伝学的分析３をする 
10 回  食の遺伝学的分析４をする 
11 回  食成分による生物活性評価１をする 
12 回  食成分による生物活性評価２をする 
13 回  食成分による生物活性評価３をする 
14 回  食成分による生物活性評価４をする 
15 回 実習内容の確認と総復習をする 

準備学習 1 回 生物化学、生物有機化学の復習をしておくこと 
2 回 分子生物学、分子遺伝学の復習をしておくこと 
3 回 当日実施する実習書の内容を理解しておくこと 
4 回 当日実施する実習書の内容を理解しておくこと 
5 回 当日実施する実習書の内容を理解しておくこと 
6 回 当日実施する実習書の内容を理解しておくこと 
7 回 当日実施する実習書の内容を理解しておく 
8 回 当日実施する実習書の内容を理解しておくこと 
9 回 当日実施する実習書の内容を理解しておくこと 
10 回 当日実施する実習書の内容を理解しておくこと 
11 回 当日実施する実習書の内容を理解しておくこと 
12 回 当日実施する実習書の内容を理解しておくこと 
13 回 当日実施する実習書の内容を理解しておくこと 
14 回 当日実施する実習書の内容を理解しておくこと 
15 回 これまでの内容の総復習をしておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FSL2522 
成績評価 実験に対する姿勢（20%），実験報告書（レポート）提出（60%），口頭試問結果

（20%）により単位認定を行う。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限、金曜日 5・6 時限 
対象クラス LA(〜11),LB(〜11) 
見出し FSL2522 生物化学実験Ⅱ 
担当教員名 石原 浩二 
単位数 3 
教科書 配布するプリントを用いて実験を行う。 
アクティブラーニング  
キーワード 食品成分，食品加工技術，アルコール発酵，酵素活性，酵素反応，電気泳動 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生物化学実験Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 泉・小川・加藤・塩川・芝 監修 化学のレポートと論文の書き方 化学同⼈そ

の他は実験中に指示する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 白衣を準備しておくこと（白衣未着での実験は認めない）。欠席は認めない。実験

報告書（レポート）は必ず期限内に提出すること。 
シラバスコード FSL2522 
実務経験のある教員  
達成目標 生物化学に関する基本的な実験操作ができること。また，基本的な実験装置の操

作ができることを目標とする。 
受講者へのコメント 実験科目は，講義時間外での学習が重要なので，今後も予習復習についてしっか

りと行ってもらいたい． 
連絡先 石原浩二：14 号館 2 階 or 27 号館 2 階 石原研究室 ishihara@dls.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 本実験に関する満足度を見ると，「満足・ほぼ満足」が 28 名（48 名回答中）であ
り，全体の 58％しか満足していないことがわかった．この満足度の低い原因とし
て，個別記述欄に多かった実験室の構造（部屋の中央に大きな柱がある）と狭さ
が大きく関係していると思われる．達成度については，78％もの学生が「できた・
だいたいできた」と回答しており，実験内容や進め方自体に大きな問題はないと
思われる． 

英文科目名 Experiments in Biochemistry II 
関連科目 生物有機化学，生物化学が履修済みであることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 教員の説明が見づらいという個別意見が多かったので，今後は，別に講義室を使

った実験内容の説明や解説を行ってから，具体的な実験に入って行きたいと考え



ている． 
講義目的 初歩的な実験をいくつか行う。知識として学習してきた理論や反応を実際に確か

めるとともに，実験器具，分析機器類の取り扱いに関する知識，技術を学び，生
物化学についての基礎的な知識と基本操作を確かなものにする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 実験を始める前に 

2 回 基本操作 
3 回 タンパク質の定性実験 
4 回 食品成分の定性実験 
5 回 パン酵⺟の固定化とアルコール発酵 
6 回 プロテアーゼ活性の検出 その１ 
7 回 プロテアーゼ活性の検出 その２ 
8 回 酵素によるスクロースの加水分解反応 その１ 
9 回 酵素によるスクロースの加水分解反応 その２ 
10 回 酸化還元酵素の活性検出と酵素反応速度論 その１ 
11 回 酸化還元酵素の活性検出と酵素反応速度論 その２ 
12 回 電気泳動 その１ 
13 回 電気泳動 その２ 
14 回 口頭試問 
15 回 報告書作成 

準備学習 1 回 実験を行うに当たっての注意点とは何かについて，各自考えておくこと。 
2 回 高校で使用したガラス器具などの名称や扱い方を調べておくこと。 
3 回 タンパク質に特有な反応について調べておくこと。 
4 回 植物色素の特徴や酵素および非酵素的な褐変反応について調べておくこと。 
5 回 アルコール発酵とは何かについて調べておくこと。 
6 回 酵素の基質特異性について調べておくこと。 
7 回 酵素の最適 pH について調べておくこと。 
8 回 還元糖とは何かについて調べておくこと。 
9 回 ラインウィーバーバーク式について調べておくこと。 
10 回 乳酸脱水素酵素について調べておくこと。 
11 回 酵素活性の求め方について調べておくこと。 
12 回 ポリアクリルアミドゲル電気泳動（SDS-PAGE）について調べておくこと。 
13 回 SDS-PAGE により分子質量を求める方法について調べておくこと。 
14 回 これまで行った実験について，理論や考え方などについて総復習しておく
こと。 
15 回 実験報告書の作成方法について調べておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSL2531 
成績評価 レポート(100%) 
曜日時限 火曜日 5・6 時限、木曜日 5・6 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜09) 
見出し FSL2531 臨床生理学実習Ⅱ 
担当教員名 櫃本 泰雄、佐藤 恭子＊、橋川 直也、玉木 俊治＊、片岡 健、山崎 勤 
単位数 2 
教科書 オリエンテーションの際にプリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 平衡機能、聴⼒、聴性脳幹反応、腹部エコー、心エコー、眼底検査 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 臨床生理学実習Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 大久保善朗ほか「臨床検査学講座 生理機能検査学 第 2 版」（医⻭薬出版）宮

武邦夫監修「実践生理機能検査テキスト」（メディカ出版）櫻林郁之介監修「患者
さんに伝える臨床検査の説明マニュアル」（医⻭薬出版） 

授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード FSL2531 
実務経験のある教員  
達成目標 講義で学んだ種々の生理機能検査法を自ら体験し検査の手技や機器の取扱いな

どに習熟する。生理機能検査は被験者と直接接して行うものであるから、被験者
の安全を確保し、信頼できる記録を得るためには、機器の構造や動作原理、保守
管理などについて精通する。 

受講者へのコメント  
連絡先 橋川（直）研究室（臨床分子遺伝学研究室）1 号館 3 階 hashikawa@dls.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Practice in Clinical Physiology II 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 臨床生理検査は被検者と直接に接して、生体活動における諸現象を観察し、客観

的な医療情報を得る検査である。各種臓器の生理機能を知るにはどのような検査
があり、どのようなことがわかるのかを学習する。また臨床生理学的検査の特異
性について学習する。 

対象学年 4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション 1 



2 回  オリエンテーション 2 
3 回 平衡機能 1 
4 回 平衡機能 2 
5 回 聴⼒ 1 
6 回 聴⼒ 2 
7 回 聴性脳幹反応 1 
8 回  聴性脳幹反応 2 
9 回 腹部エコー1 
10 回 腹部エコー2 
11 回 心エコー1 
12 回 心エコー2 
13 回 眼底 1 
14 回 眼底 2 
15 回 眼底 3 

準備学習 1 回 臨床生理学の復習 
2 回 臨床生理学の復習 
3 回 臨床生理学の復習、実習内容の予習 
4 回 臨床生理学の復習、実習内容の予習 
5 回 臨床生理学の復習、実習内容の予習 
6 回 臨床生理学の復習、実習内容の予習 
7 回 臨床生理学の復習、実習内容の予習 
8 回 臨床生理学の復習、実習内容の予習 
9 回 臨床生理学の復習、実習内容の予習 
10 回 臨床生理学の復習、実習内容の予習 
11 回 臨床生理学の復習、実習内容の予習 
12 回 臨床生理学の復習、実習内容の予習 
13 回 臨床生理学の復習、実習内容の予習 
14 回 臨床生理学の復習、実習内容の予習 
15 回 臨床生理学の復習、実習内容の予習 

 



年度 2012 
授業コード FSL2532 
成績評価 レポート(100%) 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜10) 
見出し FSL2532 臨床生理学実習Ⅰ 
担当教員名 橋川 直也、玉木 俊治＊、片岡 健 
単位数 1 
教科書 オリエンテーションの際にプリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 心電図、サーモグラフィー、脳波、神経伝導、呼吸機能 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 臨床生理学実習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 大久保善朗ほか「臨床検査学講座 生理機能検査学 第 2 版」（医⻭薬出版）宮

武邦夫監修「実践生理機能検査テキスト」（メディカ出版）櫻林郁之介監修「患者
さんに伝える臨床検査の説明マニュアル」（医⻭薬出版） 

授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード FSL2532 
実務経験のある教員  
達成目標 講義で学んだ種々の生理機能検査法を自ら体験し検査の手技や機器の取扱いな

どに習熟する。生理機能検査は被験者と直接接して行うものであるから、被験者
の安全を確保し、信頼できる記録を得るためには、機器の構造や動作原理、保守
管理などについて精通する。 

受講者へのコメント  
連絡先 橋川（直）研究室（臨床分子遺伝学研究室）1 号館 3 階 hashikawa@dls.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Practice in Clinical Physiology I 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 臨床生理検査は被検者と直接に接して、生体活動における諸現象を観察し、客観

的な医療情報を得る検査である。各種臓器の生理機能を知るにはどのような検査
があり、どのようなことがわかるのかを学習する。また臨床生理学的検査の特異
性について学習する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション 1 



2 回  オリエンテーション 2 
3 回  心電図検査 1 
4 回  心電図検査 2 
5 回 サーモグラフィ 1 
6 回 サーモグラフィー2 
7 回  脳波検査 1 
8 回  脳波検査 2 
9 回  神経伝導検査 1 
10 回  神経伝導検査 2 
11 回 呼吸機能検査 1 
12 回 呼吸機能検査 2 
13 回 呼吸機能検査 3 
14 回 睡眠時無呼吸症候群の検査 1 
15 回 睡眠時無呼吸症候群の検査 2 

準備学習 1 回 臨床生理学の復習 
2 回 臨床生理学の復習 
3 回 臨床生理学の復習、実習内容の予習 
4 回 臨床生理学の復習、実習内容の予習 
5 回 臨床生理学の復習、実習内容の予習 
6 回 臨床生理学の復習、実習内容の予習 
7 回 臨床生理学の復習、実習内容の予習 
8 回 臨床生理学の復習、実習内容の予習 
9 回 臨床生理学の復習、実習内容の予習 
10 回 臨床生理学の復習、実習内容の予習 
11 回 臨床生理学の復習、実習内容の予習 
12 回 臨床生理学の復習、実習内容の予習 
13 回 臨床生理学の復習、実習内容の予習 
14 回 臨床生理学の復習、実習内容の予習 
15 回 臨床生理学の復習、実習内容の予習 

 



年度 2012 
授業コード FSL25A1 
成績評価 レポート提出課題２０％、中間テスト２０％と定期試験６０％で評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス LB(〜12) 
見出し FSL25A1 数学Ⅰ 
担当教員名 濱谷 義弘 
単位数 2 
教科書 やさしく学べる微分積分／石村園子著／共立出版株式会社 
アクティブラーニング  
キーワード 連続、極限、微分係数、導関数、合成関数の微分、テイラー／マクローリン展開 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 数学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 佐野公明著：計算⼒が身につく微分積分、学術図書出版社、坂⽥、萬代、山原著：

基礎コース微分積分、学術図書出版社など。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSL25A1 
実務経験のある教員  
達成目標 （！）三角関数、逆三角関数、指数関数、対数関数およびこれらを合成した関数

の微分計算が円滑に実行できること、（２）対数微分法、不定形の極限の計算がで
きること、（３）マクローリン展開ができること。 

受講者へのコメント  
連絡先 濱谷研究室 第一学舎３階、オフィスアワー：月曜昼時限、７・８時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mathematics I 
関連科目 高校の数学Ⅱ相当まで履修していることを望む。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 （１）関数の微分演算についての概念と定理を与える、（２）初等関数について具

体的に微分できるようにする、（３）微分の大切な応用（極限値の計算や関数のべ
き級数展開）についての知識を与える。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 三角関数、逆三角関数を解説する。 

2 回 指数関数、対数関数を解説する。 
3 回 微分係数、導関数、微分公式、合成関数の微分を解説する。 
4 回 整式、有理式、三角関数、逆三角関数の微分を解説する。 



5 回 指数関数、対数関数の微分、対数微分法を解説する。 
6 回 微分にかんする演習（１）を解説する。 
7 回 微分に関する演習（２）を解説する。 
8 回 第１回〜７回の内容に対する中間テストとその解説をする。 
9 回 ロルの定理と平均値の定理、ロピタルの定理と不定形の極限を解説する。 
10 回 関数のグラフを解説する。 
11 回 第１０回〜１１回に対する演習を解説する。 
12 回 ｎ次導関数を解説する。 
13 回 テイラー展開／マクローリン展開（１）を解説する。 
14 回 テイラー展開／マクローリン展開（２）を解説する。 
15 回 第９回〜１４回の内容に対する演習を解説する。 

準備学習 1 回 一般角、弧度法（ラジアン角）、逆三角関数の意味について調べておくこと。 
2 回 指数関数、対数関数の意味と定義域、自然対数の底とは何か、どんな値かに
ついて調べておくこと。 
3 回 微分の定義とその幾何学的意味を知っておくこと。 
4 回 逆三角関数のグラフを描いて、その背線の傾きの符号を調べておくこと。 
5 回 対数微分法が適用される関数の例を二つ挙げること。 
6 回 基本関数の導関数をまとめておくこと。 
7 回 合成関数の微分の仕方の要点を確認しておくこと。 
8 回 演習から得た知識から、間違いなく関数を微分するための注意点を列挙し
ておくこと。 
9 回 ロルの定理および平均値の定理はどんな内容か予習しておくこと。 
10 回 できるだけ正確に関数のグラフの形を描くにはどんな量が必要か、考えて
列挙してみること。 
11 回 各項目ごとの要点を整理しておくこと。 
12 回 いくつかの関数を例にあげて、それらの１〜４回微分を実行してみること。 
13 回 テイラー展開の意味を考えておくこと。 
14 回 ５つの基本的な関数の無限べき級数展開を、収束範囲も示してまとめてお
くこと。 
15 回 個々の問題を解くさいに注意すべき具体的な点を整理してまとめておくこ
と。 

 



年度 2012 
授業コード FSL25B2 
成績評価 中間テスト４０％、定期試験６０％により成績を評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス LB(〜12) 
見出し FSL25B2 数学Ⅱ 
担当教員名 濱谷 義弘 
単位数 2 
教科書 やさしく学べる 微分積分／石村園子著／共立出版株式会社、 

ただし、12 回〜15 回はノート講義と必要に応じてプリントを配る。 
アクティブラーニング  
キーワード 置換積分、部分積分法、リーマン和、定積分、微分方程式 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 数学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 佐野公明著：計算⼒が身につく微分積分、学術図書出版社、坂⽥、萬代、山原著：

基礎コース微分積分、学術図書出版社、小寺平治著：テキスト微分方程式、共立
出版社 

授業形態 講義 
注意備考 高校で数学Ⅱまで、またはそれに相当する科目まで履修していることが望まし

い。 
シラバスコード FSL25B2 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）基本的な関数の積分を示すことができる、 

（２）置換積分や部分積分を利用した積分の計算ができる、 
（３）定積分によって図形の面積や回転体の体積を求めることができる、 
（４）変数分離形、1 階線形、定係数２階線形の微分方程式の解を求めることが
できる。 

受講者へのコメント  
連絡先 濱谷研究室 一学舎３階、オフィスアワー：月昼時間、７・８時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mathematics II 
関連科目 入門数学、数学Ｉ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 （１）微分演算の逆としての積分演算についての知識を与える、 

（２）不定積分を見出すいろいろな方法（工夫）を知らしめる、 
（３）定積分の意味と不定積分との関連を示す、 



（４）定積分の求積への応用を示す、 
（５）積分の応用として簡単な微分方程式の解き方についての知識を与える。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 不定積分の基本公式を説明する。 

2 回 置換積分法（１）を説明する。 
3 回 置換積分法（２）を説明する。 
4 回 部分積分法を説明する。 
5 回 有理関数の積分を説明する。 
6 回 第 1 回〜5 回に対する演習をする。 
7 回 まとめ、中間テストとその解説をする。 
8 回 定積分の定義とその性質を説明する。 
9 回 定積分の計算をする。 
10 回 面積、体積の計算への定積分の応用を説明する。 
11 回 まとめ、中間テストとその解説をする。 
12 回 変数分離形微分方程式の解き方を解説する。 
13 回 1 階線形部分方程式の解き方を解説する。 
14 回 定係数２階線形微分方程式の解き方を解説する。 
15 回 第 12 回〜14 回に対する演習をする。 

準備学習 1 回 テキストによって基本関数の微分を知って、逆に積分の公式をつくること。 
2 回 置換積分とはどのようなものかについて、テキストで知っておくこと。 
3 回 置換積分の手順を箇条書きに整理しておくこと。 
4 回 部分積分法とはどのようなものかについて、テキストで知っておくこと。 
5 回 部分分数展開とはどのようなものかについて、テキストで知っておくこと。 
6 回 第 1 回〜5 回の内容を整理して、不定積分の求め方を一つのアルゴリズムに
まとめてみること。 
7 回 具体的に積分計算を実行するさいの注意点を列挙しておくこと。 
8 回 リーマン和の定義とその幾何学的意味をテキストであらかじめ知っておく
こと。 
9 回 積分の平均値の定理の幾何学的意味を考えてみること。 
10 回 複雑な図形の面積や体積の実験的求め方について考察してみること。 
11 回 関数のグラフの概形を描く練習をしておくこと。 
12 回 簡単な微分方程式で表わされた自然科学や社会科学における法則の例を調
べておくこと。 
13 回 線形、非線形の定義について調べておくこと。 
14 回 同次微分方程式、非同次微分方程式の違いについて調べておくこと。 
15 回 微分方程式の形ごとに、それぞれの公式や解法の手順を整理してまとめて
おくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSL27C1 
成績評価 提出したスケッチとレポートの内容により評価する．なお，本実験は教職関連科

目でもあるので，全出席が評価の前提である．そのため，公欠を含め２回（教育
実習の場合は３回）をこえる欠席は，直ちに単位認定資格を失うものとする． 

曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス LA(〜12),LB(〜12) 
見出し FSL27C1 生物学基礎実験 
担当教員名 守⽥ 益宗、正木 智美＊ 
単位数 2 
教科書 特になし，適宜プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 光学顕微鏡観察 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 同時開講科目を多くもつ教員の所見記入について，同じような所見記入の手間を

省くため，コピー入⼒ができるようお願いを重ねているにもかかわらず，前のシ
ステムと同様の記入法であり全く改善されていません．ポータルサイトに移行し
ても，教員の手間がかかるだけです．教員所見を記入する気にもなりません．何
かあれば個別に聞きに来て下さい． 

科目名 生物学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 実験実習 
注意備考 第１回オリエンテーションを欠席の学生は以後の受講を認めない。また，受講希

望者多数の場合は抽選とする。 
シラバスコード FSL27C1 
実務経験のある教員  
達成目標 光学顕微鏡が支障なく操作できるようになること 
受講者へのコメント 同時開講科目を多くもつ教員の所見記入について，同じような所見記入の手間を

省くため，コピー入⼒ができるようお願いを重ねているにもかかわらず，前のシ
ステムと同様の記入法であり全く改善されていません．ポータルサイトに移行し
ても，教員の手間がかかるだけです．教員所見を記入する気にもなりません．何
かあれば個別に聞きに来て下さい． 

連絡先 理大研究室７号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 同時開講科目を多くもつ教員の所見記入について，同じような所見記入の手間を
省くため，コピー入⼒ができるようお願いを重ねているにもかかわらず，前のシ
ステムと同様の記入法であり全く改善されていません．ポータルサイトに移行し
ても，教員の手間がかかるだけです．教員所見を記入する気にもなりません．何
かあれば個別に聞きに来て下さい． 



英文科目名 Experiments in Biology 
関連科目 特になし 
次回に向けての改善変更予定 同時開講科目を多くもつ教員の所見記入について，同じような所見記入の手間を

省くため，コピー入⼒ができるようお願いを重ねているにもかかわらず，前のシ
ステムと同様の記入法であり全く改善されていません．ポータルサイトに移行し
ても，教員の手間がかかるだけです．教員所見を記入する気にもなりません．何
かあれば個別に聞きに来て下さい． 

講義目的 中学・高校教師が指導しなければならない生物実験や，知っておくと教科指導に
便利な光学顕微鏡の使い方やその実験法について教授する． 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：実験の進め方を説明する． 

2 回 顕微鏡の使用法を説明し，実際に操作する． 
3 回 生物学のためのスケッチ実習を説明し，実際にスケッチする． 
4 回 ミクロメーターの使い方を説明し，実際に計測する． 
5 回 花粉形態の観察と計測 その１：花粉粒径を計測する． 
6 回 花粉形態の観察と計測 その２：花粉粒径を計測する． 
7 回 検索表の作成：植物を材料に検索表を作成する． 
8 回 淡水プランクトンの観察と生態 その１：淡水中のプランクトンを観察す
る． 
9 回 淡水プランクトンの観察と生態 その２：淡水中のプランクトンを観察す
る． 
10 回 気孔細胞の観察：気孔細胞の観察と密度の計測をする． 
11 回 維管束の観察：維管束組織の観察をする． 
12 回 コリメート法による顕微鏡写真撮影：顕微鏡写真の撮影法を説明し，実際
に撮影する． 
13 回 植物の根端細胞分裂の観察 その１：タマネギ根端細胞の細胞分裂標本を
作製する． 
14 回 植物の根端細胞分裂の観察 その２：タマネギ根端細胞の細胞分裂像を観
察する． 
15 回 報告書作成，補充実験：レポートの作成を行う． 

準備学習 特になし 
 



年度 2012 
授業コード FSL27C2 
成績評価 提出したスケッチとレポートの内容により評価する．なお，本実験は教職関連科

目でもあるので，全出席が評価の前提である．そのため，公欠を含め２回（教育
実習の場合は３回）をこえる欠席は，直ちに単位認定資格を失うものとする． 

曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス LA(〜12),LB(〜12) 
見出し FSL27C2 生物学基礎実験 
担当教員名 守⽥ 益宗、正木 智美＊ 
単位数 2 
教科書 特になし，適宜プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 光学顕微鏡観察 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 同上 
科目名 生物学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 実験実習 
注意備考 第１回オリエンテーションを欠席の学生は以後の受講を認めない。また，受講希

望者多数の場合は抽選とする。 
シラバスコード FSL27C2 
実務経験のある教員  
達成目標 光学顕微鏡が支障なく操作できるようになること 
受講者へのコメント 同上 
連絡先 理大研究室７号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 同時開講科目を多くもつ教員の所見記入について，同じような所見記入の手間を
省くため，一括コピーができるようお願いを毎年しているにもかかわらず，全く
改善されていません．手間がかかるだけで，所見を記入する気にもなりません．
何かあれば個別に聞きに来て下さい． 

英文科目名 Experiments in Biology 
関連科目 特になし 
次回に向けての改善変更予定 同上 
講義目的 中学・高校教師が指導しなければならない生物実験や，知っておくと教科指導に

便利な光学顕微鏡の使い方やその実験法について教授する． 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：実験の進め方を説明する． 

2 回 顕微鏡の使用法を説明し，実際に操作する． 



3 回 生物学のためのスケッチ実習を説明し，実際にスケッチする． 
4 回 ミクロメーターの使い方を説明し，実際に計測する． 
5 回 花粉形態の観察と計測 その１：花粉粒径を計測する． 
6 回 花粉形態の観察と計測 その２：花粉粒径を計測する． 
7 回 検索表の作成：植物を材料に検索表を作成する． 
8 回 淡水プランクトンの観察と生態 その１：淡水中のプランクトンを観察す
る． 
9 回 淡水プランクトンの観察と生態 その２：淡水中のプランクトンを観察す
る． 
10 回 気孔細胞の観察：気孔細胞の観察と密度の計測をする． 
11 回 維管束の観察：維管束組織の観察をする． 
12 回 コリメート法による顕微鏡写真撮影：顕微鏡写真の撮影法を説明し，実際
に撮影する． 
13 回 植物の根端細胞分裂の観察 その１：タマネギ根端細胞の細胞分裂標本を
作製する． 
14 回 植物の根端細胞分裂の観察 その２：タマネギ根端細胞の細胞分裂像を観
察する． 
15 回 報告書作成，補充実験：レポートの作成を行う． 

準備学習 特になし 
 



年度 2012 
授業コード FSL27D1 
成績評価 各時間ごとに提出する実験結果 60％、実験への取り組みおよび理解度 40％によ

り、総合して成績評価とする。採点の基準は 100 点満点のうち、60 点以上を合
格とする。欠席した場合は補充実験を行う。また、授業回数の 3 分の 1 以上の
欠席がある場合には、“E”評価とする。 

曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜11) 
見出し FSL27D1 地学基礎実験 
担当教員名 小林 祥一、山口 一裕 
単位数 2 
教科書 ニューステージ・地学図表／浜島書店 
アクティブラーニング  
キーワード 鉱物、岩石、化石、地質、天気 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 地学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 資料を配付する 
授業形態 実験実習 
注意備考 地学基礎論１を履修しておくことが望ましい。 

偏光顕微鏡実習、地質図関係の実習のような積み重ねの実験では、連続して受け
ないと理解できない。従って体調を整え、欠席しないように心掛ける。 

シラバスコード FSL27D1 
実務経験のある教員  
達成目標 地球を観察する手法および目を養うことが目標。そのため、実際の鉱物、岩石、

化石標本を観察・利用し、野外での調査に興味が持てる程度の実⼒をめざす。物
理的制約から、野外での実習は難しいが、調査後必要となる偏光顕微鏡の操作法、
調査によって得られたデータの解析法などの習得をめざす。 

受講者へのコメント 以前に比べると、実験の項目をほぼ 2/3 に減らし、皆さんに考える実験をしても
らうことにしたのです。ところが、皆さんはその余裕の時間を有効に使っていな
いように思います。実験を受けるからには、予習復習はさておき、TA もいます
ので質問ぐらいはするように努⼒すべきで、受身ではなく「皆さん主体型」の実
験をしていただきたい。もっとノビノビと実験しましょう。 

連絡先 7 号館 6F 小林研究室 086-156-9704 kobayashi@das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね良好。よく理解してくれたようです。 
英文科目名 Experiments in Geology 
関連科目 地学基礎論 I、地学基礎論 II 



次回に向けての改善変更予定 これまで地学を学んだ経験のある⼈が少ないようですので、実験内容に関係した
エピソードなども紹介し、その実験の意味などを理解してもらうようにしてみま
しょう。実は、地学のおもしろさは、実際に野外に出て観察することです。それ
によって岩石鉱物の産状、化石の産状、地質構造が簡単に理解できると思うので
すね。そして、採集した鉱物岩石を、顕微鏡で観察できるように薄片にするとか、
地質調査の結果をまとめるとかしたら興味を持って実験に参加できると思いま
す。実はこんな楽しい実験がしたいと思っています。実験の受講者数、限られた
時間、 

講義目的 地学各分野のうちから最も基礎的な項目である岩石・鉱物・化石の観察、天気図
の作成、地質図の作成、パーソナルコンピューターの活用などについて実験を行
う。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 鉱物の鑑定 

実際の鉱物を観察し、物理的性質について理解できるようにする。 
2 回 結晶系と晶族 
鉱物の結晶模型を利用し、対称性について理解し、晶族を決定できるようにする。 
3 回 地質図１ 基本説明、単斜構造 
地質図について基本的なこと、たとえば見方、またその利用などの説明を通して、
地質図の重要性を理解する。基本的な地質図を地質データから描けるようにす
る。 
4 回 地質図２ 断層、不整合 
断層、不整合が地質図上でどのように描き表せるかを理解する。 
5 回 地質図３ 断面図 
地下資源などの調査で必要な地下の情報を、地質図から読み取る方法を理解す
る。 
6 回 地質図４ 褶曲 
褶曲構造が地表に現れる際の特徴、および断面図を描き、これらから褶曲構造を
立体的に理解する。 
7 回 化石の観察 
示準化石、示相化石を理解し、それらの特徴を観察する。 
8 回 偏光顕微鏡観察１ 基本説明、花崗岩中の⿊雲⺟、石英斑岩 
物質の光学的性質、偏光顕微鏡の構造、これによって何が観察できるか、また調
整方法について理解する。 
9 回 偏光顕微鏡観察２ 花崗岩、安山岩 
花崗岩、安山岩の構造を観察し、石英、⻑石、⿊雲⺟、白雲⺟、角閃石の鏡下で
の特徴を理解する。 
10 回 偏光顕微鏡観察３ 斑レイ岩、砂岩 
斑レイ岩、砂岩の構造を観察し、輝石の鏡下での特徴を理解する。 
11 回 偏光顕微鏡観察４ 玄武岩、晶質石灰岩 
玄武岩、晶出石灰岩の構造を観察し、カンラン石、炭酸塩鉱物の鏡下での特徴を
理解する。 
12 回 パソコンの活用  



花崗岩類のモード分析を行い、その結果をもとにその岩石を分類する。得られた
データをパソコンで整理し、岩石の成因について理解する。 
13 回 天気図の作成と四季の天気 
当日の気象通報を聞き、そのデータをもとに天気図を描き、翌日の天気を予測し、
気象現象を理解する。 
14 回 まとめおよび解説を行い、理解度をチェックする。 
15 回 まとめおよび解説を行い、理解度をチェックし、実験結果を理解するため
に補足説明をする。 

準備学習 1 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の物理的性質を調べてお
くこと。 
2 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の結晶構造、対称性など
物理的性質を調べておくこと。 
3 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、地質図の概念を学んでおくこ
と。 
4 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、断層、不整合についての概念
を学んでおくこと。 
5 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、地質構造を理解する方法を調
べておくこと。 
6 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、褶曲地形について調べておく
こと。 
7 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、化石の種類および化石の役割
を理解しておくこと。 
8 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、物質に対する光学的性質を調
べておくこと。 
9 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の光学的性質を調べてお
くこと。 
10 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の光学的性質を調べて
おくこと。 
11 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の光学的性質を調べて
おくこと。 
12 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、火成岩の主造岩鉱物の量比
を調べ、あわせて分類方法、火成岩の生成過程を理解しておくこと。 
13 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、天気図の役割、描き方を調
べておくこと。また、テレビ、新聞、インターネットを利用し、雲の動きと天気
図との関係、気圧配置と４季の天気との関係などを理解しておくこと。 
14 回 これまで学習した、実験内容を復習し、理解が曖昧なところを整理してお
くこと。 
15 回 これまで学習した、実験内容を復習し、実験結果について充分考察ができ
てない部分を整理しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSL27D2 
成績評価 各時間ごとに提出する実験結果 60％、実験への取り組みおよび理解度 40％によ

り、総合して成績評価とする。採点の基準は 100 点満点のうち、60 点以上を合
格とする。欠席した場合は補充実験を行う。また、授業回数の 3 分の 1 以上の
欠席がある場合には、“E”評価とする。 

曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス LA(〜12),LB(〜12) 
見出し FSL27D2 地学基礎実験 
担当教員名 小林 祥一、山口 一裕 
単位数 2 
教科書 ニューステージ・地学図表／浜島書店 
アクティブラーニング  
キーワード 鉱物、岩石、化石、地質、天気 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 実験中に話を聞きながら対応している効果が出ているようですね。 
科目名 地学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 資料を配付する 
授業形態 実験実習 
注意備考 地学基礎論１を履修しておくことが望ましい。 

偏光顕微鏡実習、地質図関係の実習のような積み重ねの実験では、連続して受け
ないと理解できない。従って体調を整え、欠席しないように心掛ける。 

シラバスコード FSL27D2 
実務経験のある教員  
達成目標 地球を観察する手法および目を養うことが目標。そのため、実際の鉱物、岩石、

化石標本を観察・利用し、野外での調査に興味が持てる程度の実⼒をめざす。物
理的制約から、野外での実習は難しいが、調査後必要となる偏光顕微鏡の操作法、
調査によって得られたデータの解析法などの習得をめざす。 

受講者へのコメント 夕方からの実験で集中できない学生が何⼈かみられますが、最初の説明を聞き十
分理解して始めるようにしてほしいですね。慣れないこととはいえ、特に難しい
内容をしているわけではありませんので、学習効果が上がるように努⼒してくだ
さい。 

連絡先 7 号館 6F 小林研究室 086-156-9704 kobayashi@das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね良好。よく理解してくれたようです。 
英文科目名 Experiments in Geology 
関連科目 地学基礎論 I、地学基礎論 II 
次回に向けての改善変更予定  



新しい指導要領では、観察、体験を重要視しているようです。野外実習なども取
り入れ、実践的な実験をどのように取り入れるかを考えています。 

講義目的 地学各分野のうちから最も基礎的な項目である岩石・鉱物・化石の観察、天気図
の作成、地質図の作成、パーソナルコンピューターの活用などについて実験を行
う。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 鉱物の鑑定 

実際の鉱物を観察し、物理的性質について理解できるようにする。 
2 回 結晶系と晶族 
鉱物の結晶模型を利用し、対称性について理解し、晶族を決定できるようにする。 
3 回 地質図１ 基本説明、単斜構造 
地質図について基本的なこと、たとえば見方、またその利用などの説明を通して、
地質図の重要性を理解する。基本的な地質図を地質データから描けるようにす
る。 
4 回 地質図２ 断層、不整合 
断層、不整合が地質図上でどのように描き表せるかを理解する。 
5 回 地質図３ 断面図 
地下資源などの調査で必要な地下の情報を、地質図から読み取る方法を理解す
る。 
6 回 地質図４ 褶曲 
褶曲構造が地表に現れる際の特徴、および断面図を描き、これらから褶曲構造を
立体的に理解する。 
7 回 化石の観察 
示準化石、示相化石を理解し、それらの特徴を観察する。 
8 回 偏光顕微鏡観察１ 基本説明、花崗岩中の⿊雲⺟、石英斑岩 
物質の光学的性質、偏光顕微鏡の構造、これによって何が観察できるか、また調
整方法について理解する。 
9 回 偏光顕微鏡観察２ 花崗岩、安山岩 
花崗岩、安山岩の構造を観察し、石英、⻑石、⿊雲⺟、白雲⺟、角閃石の鏡下で
の特徴を理解する。 
10 回 偏光顕微鏡観察３ 斑レイ岩、砂岩 
斑レイ岩、砂岩の構造を観察し、輝石の鏡下での特徴を理解する。 
11 回 偏光顕微鏡観察４ 玄武岩、晶質石灰岩 
玄武岩、晶出石灰岩の構造を観察し、カンラン石、炭酸塩鉱物の鏡下での特徴を
理解する。 
12 回 パソコンの活用  
花崗岩類のモード分析を行い、その結果をもとにその岩石を分類する。得られた
データをパソコンで整理し、岩石の成因について理解する。 
13 回 天気図の作成と四季の天気 
当日の気象通報を聞き、そのデータをもとに天気図を描き、翌日の天気を予測し、
気象現象を理解する。 
14 回 まとめおよび解説を行い、理解度をチェックする。 



15 回 まとめおよび解説を行い、理解度をチェックし、実験結果を理解するため
に補足説明をする。 

準備学習 1 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の物理的性質を調べてお
くこと。 
2 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の結晶構造、対称性など
物理的性質を調べておくこと。 
3 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、地質図の概念を学んでおくこ
と。 
4 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、断層、不整合についての概念
を学んでおくこと。 
5 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、地質構造を理解する方法を調
べておくこと。 
6 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、褶曲地形について調べておく
こと。 
7 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、化石の種類および化石の役割
を理解しておくこと。 
8 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、物質に対する光学的性質を調
べておくこと。 
9 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の光学的性質を調べてお
くこと。 
10 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の光学的性質を調べて
おくこと。 
11 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の光学的性質を調べて
おくこと。 
12 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、火成岩の主造岩鉱物の量比
を調べ、あわせて分類方法、火成岩の生成過程を理解しておくこと。 
13 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、天気図の役割、描き方を調
べておくこと。また、テレビ、新聞、インターネットを利用し、雲の動きと天気
図との関係、気圧配置と４季の天気との関係などを理解しておくこと。 
14 回 これまで学習した、実験内容を復習し、理解が曖昧なところを整理してお
くこと。 
15 回 これまで学習した、実験内容を復習し、実験結果について充分考察ができ
てない部分を整理しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSL3111 
成績評価 レポート提出（10%），小テスト（10%），期末試験（80%）により単位認定を行

う。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス LA(〜12),LB(〜12) 
見出し FSL3111 基礎栄養学 
担当教員名 石原 浩二 
単位数 2 
教科書 新 食品・栄養科学シリーズ 新ガイドライン準拠 基礎栄養学 ⻄川善之・灘

本知憲編 化学同⼈ 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 冷房が効かないという声がかなり多い．これについては教員で改善できるもので

はないので，大学へ伝え，改善してもらうように御願いをする予定である． 
科目名 基礎栄養学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 最終試験は 15 回の講義終了後に実施する。日時については講義中に指示する。 
シラバスコード FSL3111 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）栄養の基本概念を生活している⼈間の総合的な食生活としてとらえるこ

と。 
（２）各栄養素の摂取，消化，吸収，代謝を理解する。 
（３）⼈体の機能維持と栄養との関係が理解できるようになること。 

受講者へのコメント 講義時に配布しているプリントは，自宅でも学習できるようにと考えて作製して
いるので，受講後，帰宅したら，必ずその日の講義内容を確認するなど，自宅で
の学習時間を増やしてほしい． 

連絡先 14 号館 2 階 or 27 号館 2 階 石原研究室 ishihara@dls.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 総合評価においては，85％の学生が満足・ほぼ満足と回答しており，講義そのも
のは学生の期待に沿ったものとなっていると認識している．しかし，講義時間以
外で全く勉強しなかったという学生が 24％も存在しており，今後は課題を出す
などして，自宅での勉強を促す必要があると考える． 

英文科目名 Basic Nutrition 
関連科目 化学，生物化学，生物有機化学など 
次回に向けての改善変更予定 アンケートでは，講義時に配布しているプリントがわかりやすいという声が多か



ったので，今後も内容を時代に合わせたものへと精査し，よりわかりやすくなる
工夫を取り入れたいと考えている． 

講義目的 栄養学とは「食と健康の関係」を取り扱う学問であり，医学，生理学，生化学，
薬学，生態学，スポーツ科学などによって支えられている応用（複合）科学的色
彩が強い学問分野である。栄養現象を科学的に解明する基礎的部分と，それらの
知識を実際の食生活に適用する応用部分の両面から解説し，「医食同源」の理解
に役立てることを本講義の目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 栄養学入門（栄養とは何か） 

2 回 栄養と食生活について 
3 回 糖質の栄養１ 
4 回 糖質の栄養２ 
5 回 脂質の栄養１ 
6 回 脂質の栄養２ 
7 回 タンパク質の栄養１ 
8 回 タンパク質の栄養２ 
9 回 ビタミンの栄養１ 
10 回 ビタミンの栄養２ 
11 回 無機質の栄養１ 
12 回 無機質の栄養２ 
13 回 機能性非栄養成分 
14 回 エネルギー代謝 
15 回 摂食と消化吸収 

準備学習 1 回 栄養とは何かについて各自考えておくこと 
2 回 健康と食生活の関係について調べておくこと。 
3 回 糖質の種類や性質について調べておくこと。 
4 回 糖質の栄養学的意義は何か考えておくこと。 
5 回 脂質の種類や性質について調べておくこと。 
6 回 脂質の栄養学的意義は何か考えておくこと。 
7 回 タンパク質やアミノ酸の性質について調べておくこと。 
8 回 タンパク質の栄養学的意義とは何か考えておくこと。 
9 回 脂溶性ビタミンの種類や性質について調べておくこと。 
10 回 水溶性ビタミンの種類や性質について調べておくこと。 
11 回 無機質（ミネラル）の一般的な機能について調べておくこと。 
12 回 無機質の欠乏および過剰摂取による⼈体への影響について調べておくこ
と。 
13 回 食物繊維（ダイエタリーファイバー）の種類や性質について調べておくこ
と。 
14 回 食物のエネルギーおよび基礎代謝について調べておくこと。 
15 回 消化管の一般的な構造と役割について調べておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSL3112 
成績評価 得点配分を毎回のレポート提出（40％）、中間試験（25％）、定期試験（35％）と

し、100 点満点中 60 点以上を合格とする。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜11) 
見出し FSL3112 病理学Ⅰ 
担当教員名 由谷 親夫 
単位数 2 
教科書 「シンプル病理学」／笹野公伸 ほか編／南江堂 
アクティブラーニング  
キーワード 適応、肥大、萎縮、奇形、炎症、腫瘍、老化 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ためになった、面白かったというコメントが見られ、より一層引き締めてやりた

い。 
科目名 病理学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 実践病理組織細胞学カラー図鑑／⽥所 衛監修／HBJ 出版局 
授業形態 講義 
注意備考 配布プリントはウェブサーバに掲載し、必要があればダウンロードして使用す

る。 
シラバスコード FSL3112 
実務経験のある教員  
達成目標 疾病構造を病理形態学的事実として捉え、総論的に理解する。腫瘍の形態学的診

断について、外科的あるいは剖検により得られた材料の取り扱いや染色法につい
ても総論的に学ぶ。 

受講者へのコメント 真冬の授業のため、幾日か寒かったようである。防寒を心がけて頑張ろう。 
連絡先 cyutani@dls.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業内容に関してはほとんど問題はなかったようである。 
英文科目名 Pathology I 
関連科目 病理学実習 
次回に向けての改善変更予定 供覧するスライドの説明をもっとじっくり行うよう努める。 
講義目的 病理学は臨床医学と基礎医学の橋渡しをする基盤的な学問である。病理学を通じ

て、病気の成り立ちについて学び、臨床病態との関係を解説する。病理学的事実
を示しながら、疾病構造を病理形態学的に理解し、それに伴う臨床的症候論から
検査医学と治療・予後への方向性を考える。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  病理学とは何か？ 



2 回  細胞傷害と細胞増殖 
3 回  組織、細胞の修復と再生 
4 回  循環障害 
5 回  炎症 
6 回  感染症 
7 回  中間テスト 
8 回  免疫機構の異常 
9 回  腫瘍 I 
10 回  腫瘍 II 
11 回  遺伝と先天異常 
12 回  代謝異常 
13 回  老化 
14 回  細胞診断学総論 
15 回  病理組織学的診断学総論 

準備学習 1 回  病気の成り立ち、原因、経過などを自らの経験から概念的に理解しておく。 
2 回  細胞の障害から壊死形態を理解し、その後に起こる細胞反応を把握してお
く。 
3 回  障害を受けた後、細胞・組織は増殖し、再生していく。この過程を理解し
ておく。 
4 回  出血・血栓形成などを理解し、虚血やショック状態に陥る過程を理解して
おく。 
5 回  組織傷害に対する生体反応である炎症の過程を概観すること。 
6 回  病原体が生体に傷害を与え、反応する過程を連続的に理解しておく。 
7 回  前半に学んだ内容について、確認し、画像とともに演習する。 
8 回  感染症のみならず、自己免疫疾患・腫瘍免疫・拒絶反応を担当する免疫機
構を把握しておく。 
9 回  腫瘍の概念特に良性と悪性腫瘍の生物学的機構について理解しておく。 
10 回  腫瘍発生や癌遺伝子について概念的に理解しておく。 
11 回  染色体異常と遺伝子異常に基づく疾患を概観しておく。 
12 回  ⼈体における物質代謝の異常に基づく可逆的・不可逆的反応を理解して
おく。 
13 回  加齢によるによる疾病発生について把握しておく。 
14 回  悪性腫瘍の診断における細胞観察の役割について理解しておく。 
15 回  外科的あるいは剖検により得られた材料の取り扱いや染色法について学
ぶ。 

 



年度 2012 
授業コード FSL3121 
成績評価 得点配分を染色標本の出来映え（50％）、顕微鏡観察スケッチ（50％）とし、100

点満点中 60 点以上を合格とする。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜10) 
見出し FSL3121 病理学実習 
担当教員名 由谷 親夫 
単位数 1 
教科書 「シンプル病理学」／笹野公伸 ほか編／南江堂 
アクティブラーニング  
キーワード 病理組織標本、特殊染色法、顕微鏡観察、剖検症例 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特になし 
科目名 病理学実習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「組織病理アトラス」／小池盛雄 ほか編集／文光堂 
授業形態 実験実習 
注意備考 病理学実習のプロトコール、予定、特殊染色の方法などをウェブにて配信し、適

宜ダウンロードして用いる。 
シラバスコード FSL3121 
実務経験のある教員  
達成目標 剖検症例のまとめ、病理組織標本および細胞診標本の見方、特殊染色法について

実践できるようにする。 
受講者へのコメント 予習をしてほしい 
連絡先 cyutani@dls.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 器具や機器の充実をできる範囲ではかどりたい。 
英文科目名 Practice in Pathology 
関連科目 病理学 I,II 
次回に向けての改善変更予定 特になし 
講義目的 病理学で学んだ基礎知識をもとに、より具体的に剖検症例の臨床経過の理解から

肉眼的および組織学的観察を行うことで病理学的事実を解説する。実際症例の経
験から、必要な特殊染色を理解し、自ら作製、染色し、症例を総合的に纏める。
細胞学的診断方法についても解説する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  特殊染色のオリエンテーション、染色方法など 

2 回  細菌、真菌、結核菌（１） 
3 回  粘液染色（２） 



4 回  線維・弾⼒染色（３） 
5 回  銀染色、DNA 染色（４） 
6 回  鉄、アミロイド染色（５） 
7 回  神経系染色（６） 
8 回  細胞診標本、パパニコロー染色（７） 
9 回  顕微鏡観察（１）・循環器、呼吸器 
10 回  顕微鏡観察（２）・消化器 
11 回  顕微鏡観察（３）・肝・胆・膵・泌尿器 
12 回  顕微鏡観察（４）・内分泌・生殖器 
13 回  顕微鏡観察（５）・脳神経系・その他 
14 回  顕微鏡観察（６）・その他 
15 回  顕微鏡観察（７）・細胞診 

準備学習 1 回  特殊染色の意義、染色の準備・手順を理解しておく。 
2 回  マニュアルに従って染色を行い、顕微鏡観察にて確認する。 
3 回  マニュアルに従って染色を行い、顕微鏡観察にて確認する。 
4 回  マニュアルに従って染色を行い、顕微鏡観察にて確認する。 
5 回  マニュアルに従って染色を行い、顕微鏡観察にて確認する。 
6 回  マニュアルに従って染色を行い、顕微鏡観察にて確認する。 
7 回  マニュアルに従って染色を行い、顕微鏡観察にて確認する。 
8 回  マニュアルに従って染色を行い、顕微鏡観察にて確認する。 
9 回  各臓器における代表的な病理組織学的所見を観察・スケッチし、正常との
相違を記す。 
10 回  各臓器における代表的な病理組織学的所見を観察・スケッチし、正常との
相違を記す。 
11 回  各臓器における代表的な病理組織学的所見を観察・スケッチし、正常との
相違を記す。 
12 回  各臓器における代表的な病理組織学的所見を観察・スケッチし、正常との
相違を記す。 
13 回  各臓器における代表的な病理組織学的所見を観察・スケッチし、正常との
相違を記す。 
14 回  各臓器における代表的な病理組織学的所見を観察・スケッチし、正常との
相違を記す。 
15 回  各臓器における代表的な病理組織学的所見を観察・スケッチし、正常との
相違を記す。 

 



年度 2012 
授業コード FSL3122 
成績評価 定期試験 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜10) 
見出し FSL3122 食品機能学 
担当教員名 山口 悟 
単位数 2 
教科書 Ｎブックス 改訂 食品機能学[第２版]／⻘柳康夫 編著 有⽥政信・太⽥英明・

大野信子・薗⽥勝・辻英明 共著／建帛社 
アクティブラーニング  
キーワード 食品、機能性 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 食品機能学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 講義を受けたその日のうちに一度復習をして下さい。次の講義日の前日にもう一

度復習して下さい。自分の頭を使って良く考えながら復習に⼒を入れて下さい。
理解出来なかったことは積極的に質問して下さい。お昼休みはオフィスアワーに
していますから予約なしで訪問してもらってかまいません。それ以外のときはま
ず上記連絡先にメールを下さい。 

シラバスコード FSL3122 
実務経験のある教員  
達成目標 食品の機能性についてその成分から説明出来る 
受講者へのコメント  
連絡先 2 学舎 3 階 食品分子機能科学研究室 s.yamaguchi@dls.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Characteristics of Functional Foods 
関連科目 食品学総論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 近年、食品は栄養を補給する一次機能としてだけではなく、二次機能、三次機能

として理解されるようになり、食品の機能性が大きくクローズアップされてきて
いる。このような背景をふまえ、本講義では多岐にわたる食品機能の理解につと
める。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション：機能性食品の分類について学習する。 



2 回 抗酸化機能について学習する。 
3 回 抗酸化機能について学習する。 
4 回 抗酸化機能について学習する。 
5 回 消化吸収促進について学習する。 
6 回 代謝改善機能について学習する。 
7 回 難消化、吸収阻害について学ぶ。 
8 回 微生物活性機能について学ぶ。 
9 回 脂質関連代謝機能について学ぶ。 
10 回 脂質関連代謝機能について学ぶ。 
11 回 脂質関連代謝機能について学ぶ。 
12 回 酵素阻害、酵素活性化機能について学ぶ。 
13 回 免疫系に及ぼす機能について学ぶ。 
14 回 神経系に及ぼす機能について学ぶ。 
15 回 食品機能に関する最新の研究成果について学ぶ。 

準備学習 予習：テキストにそって講義を進めるので、よく読んできて下さい。 
復習：毎回講義の最後に復習ポイントを伝えるのでノートと授業中に配布したプ
リントをよく見直しておさらいして下さい。 

 



年度 2012 
授業コード FSL3311 
成績評価 課題提出（１０％），試験（９０％）により行う。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス LA(〜12),LB(〜12) 
見出し FSL3311 生物有機化学 
担当教員名 濱⽥ 博喜 
単位数 2 
教科書 McMurry et al., 監訳 菅原ニ三男 マクマリー生物有機化学 有機化学編 丸

善（株） 
アクティブラーニング  
キーワード アルカン，IUPAC, ケトン，アルデヒド，マルコフニコフ則，クライゼン縮合反

応，マイケル付加反応 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 自慢の話があると言われるので控えて講義する。少しわかりやすい生物有機化学

に変更する。教員の意欲は感じると学生は言っているので 
このままの態度で講義を行う。 

科目名 生物有機化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 中島利誠訳 有機化学 東京化学同⼈ 
授業形態 講義 
注意備考 最終試験は１５回講義終了後実施する。日時については授業中に指示する。 
シラバスコード FSL3311 
実務経験のある教員  
達成目標 本講義を修得すると，全ての有機化学反応に関心を抱くようになる。また，有機

化学反応の反応機構の理解が容易に出来るようになる。 
受講者へのコメント 予習と化学と生物の勉強をしておくこと。 
連絡先 １４号館２階 濱⽥研究室（食品予防医学研究室） hamada@dls.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 例年の項目にそって講義をしている。 
英文科目名 Bioorganic Chemistry 
関連科目 生物化学１，II, 
次回に向けての改善変更予定 今回の講義は難しすぎたので少し優しい有機化学に変更する。 
講義目的 生体で起きている生化学反応を知るには基礎の有機化学の勉強が大切である。こ

の講義は基礎的な有機化学に関して，化合物の命名法からスタートして⼈名反応
の反応機構解説まで行う。この講義の目的は有機化学の一般的な知識の修得と生
体で起きている有機化学反応を理解出来るようになることである。毎回の講義の
終わりには反応機構を説明する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 生物有機化学の講義の全般的な内容。 
2 回 アルカン１でアルカンの性質や命名法に関する内容。 
3 回 アルカン２でアルカンの性質や命名法に関する内容。 
4 回 アルケン，アルキン１の性質や命名法に関する内容。 
5 回 アルケン，アルキン２の性質や命名法や反応に関する内容。 
6 回 酸素，イオウ，ハロゲン化合物１に関して性質，物性や化学反応に関する内
容。 
7 回 酸素，イオウ，ハロゲン化合物２に関して性質，物性や化学反応に関する内
容。 
8 回 アミン１に関して性質，物性や化学反応に関する内容。 
9 回 アミン２に関して性質，物性や化学反応に関する内容。 
10 回 アルデヒド，ケトン１に関して性質，物性や化学反応に関する内容。 
11 回 アルデヒド，ケトン２に関して性質，物性や化学反応に関する内容。 
12 回 カルボン酸と誘導体１に関して性質，物性や化学反応に関する内容。 
13 回 カルボン酸と誘導体２に関して性質，物性や化学反応に関する内容。 
14 回 カルボン酸と誘導体３に関して性質，物性や化学反応に関する内容。 
15 回 ⼈名反応と有機合成に関して化学反応と反応機構解説に関する内容。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認して学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 アルカン１に関して教科書を読んでおくこと。 
3 回 アルカン２に関して教科書を読んでおくこと。 
4 回 アルケン，アルキン１に関して教科書を読んでおくこと。 
5 回 アルケン，アルキン２に関して教科書を読んでおくこと。 
6 回 酸素，イオウ，ハロゲン化合物１に関して教科書を読んでおくこと。 
7 回 酸素，イオウ，ハロゲン化合物２に関して教科書を読んでおくこと。 
8 回 アミン１に関して教科書を読んでおくこと。 
9 回 アミン２に関して教科書を読んでおくこと。 
10 回 アルデヒド，ケトン１に関して教科書を読んでおくこと。 
11 回 アルデヒド，ケトン２に関して教科書を読んでおくこと。 
12 回 カルボン酸と誘導体１に関して教科書を読んでおくこと。 
13 回 カルボン酸と誘導体２に関して教科書を読んでおくこと。 
14 回 カルボン酸と誘導体３に関して教科書を読んでおくこと。 
15 回 ⼈名反応と有機合成に関して教科書を読んでおくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSL3312 
成績評価 中間試験（50％）および定期試験（50％） 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス LA(〜12),LB(〜12) 
見出し FSL3312 医学概論 
担当教員名 由谷 親夫 
単位数 1 
教科書 「医学概論」／日野原重明著／医学書院 
アクティブラーニング  
キーワード 歴史・健康・病気・診断・治療・倫理・脳死・心臓死・安楽死・尊厳死・チーム

医療・生活習慣病・予防医学・禁煙 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 自画自賛になってしまうが、講義が面白かったという評価が多く、さらなる講義

の有意義さを 
追求したい。 

科目名 医学概論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 臨床検査技術学 「医学概論・臨床医学総論・臨床病理学総論」／医学書院 
授業形態 講義 
注意備考 ウェブにてプリント（ハンドアウト）を配信する。 
シラバスコード FSL3312 
実務経験のある教員  
達成目標 ⼈の健康及び疾病予防についてその歴史的背景、十分な知識が必要であることを

理解する。 
受講者へのコメント 教科書の精読が望まれる。 
連絡先 由谷研究室（臨床病理学研究室） 24 号館 2 階 cyutani@dls.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね、問題はないと思われた。 
英文科目名 Introduction to Medicine 
関連科目 解剖学・病理学Ｉ・ＩＩ 
次回に向けての改善変更予定 本学年は 120 名の学生のため、ややもすると教室が狭く、雑然とした雰囲気が出

てしまうが、 
今年度は 100 名なので、多少このことに対する不満は解消される期待がある。 

講義目的 医療の発達はめざましいものがあるが、昔から発達してきた歴史があって現在に
至っている。医学並びに診断技術の歴史を知り、医療従事者の倫理・使命を考え
る。講義では社会や医学の進展に伴う病気・検査・治療の変遷、チーム医療、医
療の倫理（患者様、医療従事者として）などについて教授する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 医学をどのように捉えるか 
2 回 医学の発達のすがたー医学史 その１ 
3 回 医学の発達のすがたー医学史 その２ 
4 回  健康・病気・医学の体系 
5 回 病気の原因 
6 回 病気による身体の変化 その１ 
7 回 病気による身体の変化 その２ 
8 回 中間試験とその解説 
9 回 病気の診断 
10 回 病気の治療とリハビリテーション 
11 回 病気の予防 
12 回 新しい医療システム 
13 回 医学および看護の生命へのアプローチ 
14 回 脳死・臓器移植・再生医療 
15 回 衛生統計 

準備学習 1 回 科学における医学の意義と役割について調べておくこと。 
2 回 医学の歴史について調べておくこと。 
3 回 医学の歴史について調べておくこと。 
4 回 健康と病気について調べておくこと。 
5 回 健康と病気について調べておくこと。 
6 回 健康と病気について調べておくこと。 
7 回 健康と病気について調べておくこと。 
8 回 これまでの内容をまとめておく。 
9 回 診断・治療について調べておくこと。 
10 回 病気の治療について調べておくこと。 
11 回 病気の予防について調べておくこと。 
12 回 医療のあり方について調べておくこと。 
13 回 生命について自分なりに調べておくこと。 
14 回 先端医療と脳死、臓器移植について調べておくこと。 
15 回 医学のこれまでの動向について調べておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSL3321 
成績評価 定期試験（90）と課題提出(10) 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜11) 
見出し FSL3321 生物無機化学 
担当教員名 小嶋 健博 
単位数 2 
教科書 八木康一 編集；“ライフサイエンス系の無機化学”（三共出版） 
アクティブラーニング  
キーワード 元素 集合体としての機能 錯体と酸化還元 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 生物無機化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に指示 
授業形態 講義 
注意備考 各章末の演習問題は講義終了後，課題として与え，指定した期日までに提出する

こと 
シラバスコード FSL3321 
実務経験のある教員  
達成目標 生命活動への周期律表中の元素の関わり，生命活動への化学反応，酸化還元反応

や濃度勾配 
受講者へのコメント この生物無機化学は一年次の一般化学，有機化学，生物化学を基礎としたもので，

非常に易しい内容です。これを理解するために再度一年次の教科書を開き見て理
解して下さい。提出された宿題やレポ−トを見てもタダ写して出せばよいという
のも多くあります。課題が多いときには一問でもよい，よく考え理解できた個性
あるレポ−トの提出を期待します。 

連絡先 13 号館 3 階（e-mail：tkojima@dls.ous.ac.jp） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ⿊板の板書がきたない：できるだけ活字は少なく大きく書くようにします。説明
がわかりにくい：可能な限りゆっくりと説明をし，このために理解しやすいよう
にまとめたプリントを配布します。 

英文科目名 Bioinorganic Chemistry 
関連科目 生物化学 
次回に向けての改善変更予定 教科書は変更しません。課題・レポート提出は強制しなく，自主提出に致します。 
講義目的 生物と金属（Ｆｅ，Ｎａ，Ｋ，Ｍｇ，Ca 等）の関わりは古くから知られ，生体内

のある金属を含むタンパク質は生物機能，生命維持に重要である。生物無機化学
では，典型元素の位置，遷移金属の生命活動への関わり説明し，巨大タンパク質



が機能するためには鉄や銅，あるいはカルシウムが必須因子であることを構造と
機能から解説する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテ−ションを行う。 

2 回 元素と原子の性質について説明する。 
3 回 希ガス元素と水素の性質について説明する。 
4 回 典型元素 I の性質について説明する。 
5 回 典型元素 II の性質について説明する。 
6 回 酸素族元素の性質について説明する。 
7 回 遷移元素の性質と役割について説明する。 
8 回 d 元素と錯体の生成について説明する。 
9 回 生体の代謝反応を理解するための d 元素の酸化還元（I）を説明する。 
10 回 d 元素の酸化還元(II)を説明する。 
11 回 錯体の分子構造と分子軌道−配子場理論について説明する。 
12 回 生命現象（I)に係わる金属について説明する。 
13 回 生命現象(II)2 係わる遷移金属について説明する。 
14 回 生命活動とエネルギ−について説明する。 
15 回 物質の輸送に関して説明する。 

準備学習 1 回 宇宙の誕生と世界の文明発祥の地を調べておくこと。 
2 回 短周期表と⻑周期の元素の並び方の違いを調べておくこと。 
3 回 周期律表 1 族と 0 族の元素の性質を予習しておくこと。 
4 回 II 族元素の性質と化学反応性を調べておくこと。 
5 回 典型元素と p 軌道について調べておくこと。 
6 回 大気中の成分について調べておくこと。 
7 回 金属の種類と性質について調べておくこと。 
8 回 金属錯体で使用される用語について調べておくこと。 
9 回 金属の酸化とは，還元とはどのような現象か一般化学で使用した教科書を
読んでおくこと。 
10 回 分析化学で使用した教科書の酸化と還元の章を読んでおくこと。 
11 回 金属錯体の形と性質を教科書で理解していること。 
12 回 膜がなかったら生命は誕生していただろうか？考えておくこと。 
13 回 膜と濃度勾配が存在することで何が起こるか調べておくこと。 
14 回 化学反応で生じるエネルギ−について教科書で調べておくこと。 
15 回 物質の輸送について教科書の章を読んでおくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSL3322 
成績評価 自主学習（10％）、定期試験（90％） 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜11) 
見出し FSL3322 医動物学 
担当教員名 原⽥ 正和＊ 
単位数 2 
教科書 吉⽥幸雄・有薗直樹著：“医動物学”，南山堂 
アクティブラーニング  
キーワード 寄生虫、生活史、中間宿主、ベクター、検査・診断 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 医動物学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特に無し 
授業形態 講義 
注意備考 教科書がなくても勉強できるよう、プリントを配布する。 
シラバスコード FSL3322 
実務経験のある教員  
達成目標 現在の日本における寄生虫症について概観できる。各寄生虫の形態、生活史、症

状、病理、診断・検査法、治療法について説明できる。各衛生動物の分類、形態、
役割について説明できる。各病害動物について病害性とその対策について説明で
きる。 

受講者へのコメント 約半数の学生が授業時間外に学習している事が分った。課題だけでなく、予習復
習に少しでも時間を取って欲しい。 

連絡先 香川大学医学部、mharada@kms.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 各評価は概ね予想できる範囲であった。反省点も指摘されていたので、順次改良
を重ねたい。 

英文科目名 Parasitology 
関連科目 病理学、微生物学 
次回に向けての改善変更予定 プリントとスライドのずれを少なくするよう努⼒したい。 
講義目的 医動物学は、ヒトに寄生して病気を起こす単細胞以上の生物（寄生虫）、その中間

宿主や媒介動物（衛生動物）を扱い、さらに、有害動物、有毒動物、不快害虫ま
でを対象とする分野である。本講義では幅広い動物群を扱うので、分類学を概観
し、各種毎に形態、生活史、感染源、寄生部位、症状、病理、診断・検査法、治
療法等を講義する。また、世界と日本の寄生虫症の現状を概説し、寄生虫の研究
史、宿主選択、抗原変異や生存戦略、抑圧と撲滅への取り組み、多様性保全等に



ついても紹介する。医動物各種について最適な検査法を選択し、形態学的に同定
でき 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 医動物学総論、原虫類総論、赤痢アメーバ 

2 回 病原性自由生活アメーバ、ランブル鞭毛虫、トリコモナス類、トリパノソー
マ類、リーシュマニア類 
3 回 クリプトスポリジウム、サイクロスポーラ、イソスポーラ、トキソプラズ
マ、マラリア 
4 回 バーベシア、ニューモシスチス、大腸バランチジウム、AIDS と寄生虫 
5 回 線虫類総論、回虫、ブタ回虫、犬回虫、猫蛔虫、アニサキス類、蟯虫 
6 回 鉤虫、東洋毛様線虫、広東住血線虫、糞線虫、顎口虫 
7 回 バンクロフト糸状虫、マレー糸状虫、犬糸状虫、回旋糸状虫、ロア糸状虫、
東洋眼虫 
8 回 メジナ虫、鞭虫、フィリピン毛細虫、旋毛虫、幼虫移行症、吸虫類総論 
9 回 肝吸虫、横川吸虫、異形吸虫、有害異形吸虫、ウェステルマン肺吸虫、宮崎
肺吸虫、大平肺吸虫 
10 回 棘口吸虫、肝蛭、巨大肝蛭、住血吸虫類、セルカリア皮膚炎 
11 回 条虫類総論、広節裂頭条虫類、日本海裂頭条虫、鯨複殖門条虫、マンソン
裂頭条虫、孤虫症 
12 回 有鉤条虫、無鉤条虫、単包条虫、多包条虫、縮小条虫、小形条虫、瓜実条
虫 
13 回 衛生動物総論、軟体動物、節足動物（甲殻類、ダニ類） 
14 回 節足動物（昆虫類：蚊、ブユ、ハエ、サシチョウバエ、メマトイ、ヌカカ）、
脊椎動物（魚類、両生類、爬虫類、哺乳類） 
15 回 有毒・有害動物、不快害虫、検査法、診断法 

準備学習 1 回 教科書、インターネットなどで予習する。 
2 回 前回のプリントを整理し、教科書、インターネットなどで予習する。 
3 回 前回のプリントを整理し、教科書、インターネットなどで予習する。 
4 回 前回のプリントを整理し、教科書、インターネットなどで予習する。 
5 回 前回のプリントを整理し、教科書、インターネットなどで予習する。 
6 回 前回のプリントを整理し、教科書、インターネットなどで予習する。 
7 回 前回のプリントを整理し、教科書、インターネットなどで予習する。 
8 回 前回のプリントを整理し、教科書、インターネットなどで予習する。 
9 回 前回のプリントを整理し、教科書、インターネットなどで予習する。 
10 回 前回のプリントを整理し、教科書、インターネットなどで予習する。 
11 回 前回のプリントを整理し、教科書、インターネットなどで予習する。 
12 回 前回のプリントを整理し、教科書、インターネットなどで予習する。 
13 回 前回のプリントを整理し、教科書、インターネットなどで予習する。 
14 回 前回のプリントを整理し、教科書、インターネットなどで予習する。 
15 回 これまでのプリントを整理し、各寄生虫について重要な事柄をまとめてお
く。 

 



年度 2012 
授業コード FSL3332 
成績評価 期末試験(100 %)で評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜10) 
見出し FSL3332 検査機器論 
担当教員名 益岡 典芳 
単位数 2 
教科書 三村邦裕他著「新臨床検査学講座 検査機器総論」医⻭薬出版 
アクティブラーニング  
キーワード 分析化学、生化学、臨床化学、分析機器、分析法 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 実験の始まる前に講義があると良いのではとの意見があった。教務委員と一緒に

検討したい。 
科目名 検査機器論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 臨床検査技師教育研究会「新訂臨床検査知識の整理 17 第 2 版 検査機器総論」

医⻭薬出版、菅野剛史他編「臨床検査技術学２ 検査機器総論・検査管理総論」
医学書院。 

授業形態 講義 
注意備考 理解できなかったことは積極的に質問すること。 
シラバスコード FSL3332 
実務経験のある教員  
達成目標 臨床化学検査で使用する機器の基本的知識を習得し、 

安全に正しく使用できるようになる。 
受講者へのコメント 実験実習に役立つ科目なので、これからも検査機器には注意を払ってほしい。 
連絡先 益岡研究室,二学舎三階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 良好と考えている。 
英文科目名 Laboratory Instrument 
関連科目 機器分析法、生物化学Ⅰ、生物化学Ⅱを履修しておくことが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 解りやすい、理解しやすい講義になるように努⼒したい。 
講義目的 生体試料の取り扱い方、分析器具と機器の取り扱い方、分析方法について。 

臨床化学検査および臨床化学研究で使用する分析方法と分析機器について学ぶ。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 【はじめに】序論 臨床検査に使う単位、機器について講義する。 

2 回 【化学容量器】化学容量器の種類と規格について講義する。 
3 回 【秤量装置】秤量装置の種類と特性について講義する。 
4 回 【遠心分離装置】遠心分離装置の種類と特性について講義する。 



5 回 【分離分析装置１】クロマトグラフィー装置の種類と特性１について講義す
る。 
6 回 【分離分析装置２】クロマトグラフィー装置の種類と特性２について講義す
る。 
7 回 【攪拌装置】攪拌装置の種類と特性について講義する。 
8 回 【恒温装置】恒温装置の種類と特性について講義する。 
9 回 【保冷装置】保冷装置の種類と特性について講義する。 
10 回 【消毒・滅菌装置】消毒・滅菌装置の種類と特性について講義する。 
11 回 【測光装置１】測光装置の種類と特性１について講義する。 
12 回 【測光装置２】測光装置の種類と特性２について講義する。 
13 回 【電気化学装置】電気化学装置の種類と特性について講義する。 
14 回 【純水製造装置】純水製造装置の種類と特性について講義する。 
15 回 【まとめ】まとめ 

準備学習 1 回 【はじめに】実験および臨床検査に使う機器について調べておくこと。 
2 回 【化学容量器】溶液の容量を測定する器具について調べておくこと。 
3 回 【秤量装置】重さを測定する器具について調べておくこと。 
4 回 【遠心分離装置】遠心⼒について調べておくこと。 
5 回 【分離分析装置１】化合物の分離法について調べておくこと。 
6 回 【分離分析装置２】化合物の分離法について調べておくこと。 
7 回 【攪拌装置】攪拌法について調べておくこと。 
8 回 【恒温装置】恒温装置について調べておくこと。 
9 回 【保冷装置】冷蔵庫、冷凍庫について調べておくこと。 
10 回 【消毒・滅菌装置】消毒・滅菌について調べておくこと。 
11 回 【測光装置１】光の波⻑と吸収の測定について調べておくこと。 
12 回 【測光装置２】 
光の性質について調べておくこと。 
13 回 【電気化学装置】 
ｐH は電位、電池と同じ？ 
どのようにして測定するのかを調べておくこと。 
14 回 【純水製造装置】 
純水はどのようにすると作れるかを調べておくこと。 
15 回 【まとめ】 
これまで学習した事項を総復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSL3511 
成績評価 得点配分を毎回演習レポート提出（40％）、中間テスト（25％）、定期試験（35％）

とし、100 点満点中 60 点以上を合格とする。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜11) 
見出し FSL3511 解剖学 
担当教員名 由谷 親夫 
単位数 2 
教科書 「シンプル解剖生理学」／河⽥光博・樋口隆著／南江堂 
アクティブラーニング  
キーワード 細胞、組織、臓器、機能 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特になし 
科目名 解剖学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「入門⼈体解剖学」／藤⽥恒夫／南江堂 
授業形態 講義 
注意備考 配布プリントはウェブサーバに掲載し、適宜ダウンロードして使用する。 
シラバスコード FSL3511 
実務経験のある教員  
達成目標 ⼈体を構成する正常な諸臓器の位置や形状および内部構造と機能について、理解

を深める。 
受講者へのコメント 予習をすることを希望します。初めての解剖学であり、⼾惑いがみられる。 

教科書を眺めるだけで随分と理解が進む。 
連絡先 cyutani@dls.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし 
英文科目名 Anatomy 
関連科目 解剖学実習 
次回に向けての改善変更予定 どうしても分量が多くなるので、平易に説明を加えたい。 

スライドをもう少しゆっくりと回すことも必要であろう。 
板書への明瞭なそしてあくまでも初歩的な内容を記したい。 

講義目的 解剖学は臨床医学、基礎医学を問わず、もっとも基礎になる学問である。⼈体を
構成する正常な諸臓器の位置や形状および内部構造について解説する。肉眼解剖
学、光学顕微鏡による組織学、電子顕微鏡による超微形態学などとの関連を解説
する。各臓器における解剖学的事実を示しながら、その生理学的意義を各論的に
説明し、それに伴う臨床診断や治療の現実を考える。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回  からだの構造と機能の概論・細胞 
2 回  遺伝とゲノム・組織 
3 回  骨・筋 
4 回  体液と血液 
5 回  免疫系 
6 回  循環系 
7 回  中間テスト 
8 回  呼吸器系・代謝、栄養、体温 
9 回  消化器系 
10 回  神経系 
11 回  感覚系 
12 回  内分泌系 
13 回  泌尿器系 
14 回  生殖と発生 
15 回  各臓器の解剖と機能について、演習形式でまとめる。 

準備学習 1 回  身体構造の解剖と生理を系、器官、組織、細胞の順に整理しておくこと。 
2 回  遺伝の仕組みを理解しておく。組織とはどのようなものか、その概念を整
理しておく。 
3 回  骨の発生や成⻑について理解する。骨格筋、平滑筋、心筋の特徴を把握し
ておくこと。 
4 回  体液の区分と存在量を理解し、血液の成分を整理しておく。 
5 回  細胞性免疫と液性免疫の違い、アレルギーの概念を把握しておく。 
6 回  心臓と血管系の形態と分布について概観しておく。 
7 回  前半のまとめを行い、整理しておく。 
8 回  呼吸器系の構造と生理を理解し、エネルギー代謝や体温の調節の仕組みを
把握しておく。 
9 回  食物が消化・吸収され、排泄される仕組みを理解しておく。 
10 回  神経系を構成する器官・組織とその機能の概観を見ておくこと。 
11 回  視覚・聴覚・触覚を感受する器官の位置と構造を把握しておく。 
12 回  内分泌ホルモンとはなにか、そのフィードバック機構をみておく。 
13 回  血液から尿生成までの過程とそれを携わる器官を把握しておく。 
14 回  男性と女性の生殖器の違い、妊娠・分娩の経過などを理解しておく。 
15 回  ⼈体の構造と機能を各臓器ごとに整理する。 

 



年度 2012 
授業コード FSL3512 
成績評価 得点配分を HE 標本の出来映え（30％）、プレゼンテーション（20％）、顕微鏡観

察スケッチ（50％）とし、100 点満点中 60 点以上を合格とする。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス LA(〜11),LB(〜11) 
見出し FSL3512 解剖学実習 
担当教員名 由谷 親夫 
単位数 1 
教科書 「シンプル解剖生理学」／河⽥光博、樋口隆著／南江堂 
アクティブラーニング  
キーワード 顕微鏡操作、標本作製、プレゼンテーション、顕微鏡観察 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 取り上げるほどの問題点の指摘は、ほとんど見られない。 
科目名 解剖学実習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「機能を中心とした図説組織学」／山⽥英智監訳／医学書院 
授業形態 実験実習 
注意備考 配布プリントはウェブサーバに掲載し、適宜ダウンロードして使用する。 
シラバスコード FSL3512 
実務経験のある教員  
達成目標 生体における臓器の位置関係、肉眼的所見そして組織学的所見を標本作製を通じ

て学ぶ。 
受講者へのコメント 比較的予習を行うよう実習を組んでいるため、よくやったと思っている。 
連絡先 cyutani@dls.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね問題はなかったようである。 
英文科目名 Practice in Anatomy 
関連科目 解剖学 
次回に向けての改善変更予定 もっと広く知識を求めるように仕向けたい。 
講義目的 臨床医学・基礎医学を問わず、解剖学は疾患の理解にとってきわめて重要である。

解剖学を理解するためには、生体における臓器の位置関係、肉眼的所見そして組
織学的所見を身をもって体得することが重要である。形態学的観察のみならず、
生理機能との有機的関連についても解説する。さらに自らが標本作製し、プレゼ
ンテーションを行い、討論に参加する 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  解剖学実習オリエンテーション（１）・顕微鏡の使い方など 

2 回  解剖学実習オリエンテーション（２）・臓器の写真撮影、切り出し 
3 回  解剖学実習オリエンテーション（３）・脱水、包埋、薄切 



4 回  解剖学実習オリエンテーション（４）・染色、透徹、封入 
5 回  プレゼンテーション（１）・準備 
6 回  プレゼンテーション（２）・発表、討論 
7 回  プレゼンテーション（３）・発表、討論 
8 回  顕微鏡観察、呼吸・循環器系 
9 回  顕微鏡観察、消化管 
10 回  顕微鏡観察、肝・胆・膵 
11 回  顕微鏡観察、内分泌系 
12 回  顕微鏡観察、泌尿・生殖系 
13 回  顕微鏡観察、脳・神経系 
14 回  顕微鏡観察、その他 
15 回  予備日 

準備学習 1 回  顕微鏡の使い方を各自の顕微鏡を使って学ぶ。臓器の肉眼的所見の見方な
ども学ぶ。 
2 回  各臓器の特徴を理解しておくこと。 
3 回  臓器の切り出し後のブロック作製、薄切、染色の手順を理解しておくこと。 
4 回  染色後の標本の透徹、封入の手順を心得ておくこと。 
5 回  各班毎のカテゴリーにしたがって、写真撮影、画像の取り込みなどを行う。 
6 回  前半のプレゼンを聞き、質疑応答により理解を深める。 
7 回  後半のプレゼンを聞き、質疑応答により理解を深める。 
8 回  それぞれの臓器の顕微鏡学的構造をスケッチし、機能と関連付ける。 
9 回  それぞれの臓器の顕微鏡学的構造をスケッチし、機能と関連付ける。 
10 回  それぞれの臓器の顕微鏡学的構造をスケッチし、機能と関連付ける。 
11 回  それぞれの臓器の顕微鏡学的構造をスケッチし、機能と関連付ける。 
12 回  それぞれの臓器の顕微鏡学的構造をスケッチし、機能と関連付ける。 
13 回  それぞれの臓器の顕微鏡学的構造をスケッチし、機能と関連付ける。 
14 回  それぞれの臓器の顕微鏡学的構造をスケッチし、機能と関連付ける。 
15 回  HE 染色標本、スケッチ集の作製を行う。 

 



年度 2012 
授業コード FSL3521 
成績評価 レポート（100％） 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス LA(〜10),LB(〜10) 
見出し FSL3521 臨床血液学実習Ⅰ 
担当教員名 片岡 健、⽥中 正信＊、岡本 由美＊、南 香織＊、近常 倫子＊ 
単位数 1 
教科書 オリエンテーションの際にプリント（実習書）を配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 採血法、普通染色法、血球数、自動血球計数器、特殊染色法、出血時間、PT、

APTT、FDP、ヘマトクリット値、網状赤血球数、赤血球抵抗試験、骨髄像分類 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 臨床現場で検査業務に携わっている非常勤講師と話が出来てよかったとの意見

が多くあり、臨床現場の雰囲気を伝えることの重要性を確認できた。 
科目名 臨床血液学実習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宣指示する 
授業形態 実験実習 
注意備考 実習の詳細な日程は追って指示する 
シラバスコード FSL3521 
実務経験のある教員  
達成目標 血球数の算定、各血球の形態の同定、血球の特殊染色法、機能検査法、骨髄細胞

の分類、造血器疾患の解析を理解し、説明できる。 
受講者へのコメント 実習内容が多すぎて十分理解できなかった場合は、その旨申告してください。個

別に対応いたします。 
連絡先 臨床生命科学科 片岡研究室（二学舎 2 階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 １回の実習で取り扱う量が多いとの意見があり、纏めたり省略したりできるもの
がないか項目の再検討を行いたい。これと関連して実習の終了時刻が遅くなった
日があり、実習の段取りをきちんとする必要性を感じた。 

英文科目名 Practice in Clinical Hematology I 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 実習の内容を吟味して、１回の実習で取り扱う量が時間内に収まるようにする予

定である。 
講義目的 血球数の算定の仕方と各血球の形態を同定できるよう実習を行う。血球の特殊染

色法、機能検査法、骨髄細胞の分類を実習する。それらのデータを使って造血器
疾患ををどのように解析するかを学習する。 

対象学年 3 年/4 年 



授業内容 1 回  採血法 
2 回  普通染色法 
3 回 標本の観察 
4 回 血球数算定と自動血球計数器 
5 回  特殊染色法 
6 回  出血時間 
7 回 PT、APTT 
8 回  FDP 
9 回  ヘマトクリット値 
10 回 網状赤血球数 
11 回 赤血球抵抗試験 
12 回 骨髄像分類(1) 
13 回 骨髄像分類(2) 
14 回 骨髄像分類(3) 
15 回 骨髄像分類(4) 

準備学習 臨床血液学Ⅰ、ⅠⅠの知識を整理しておくこと。実習書（オリエンテーションの
際に配布するプリント）を読んで内容を把握してから、実習に臨むこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSL3522 
成績評価 実験に対する姿勢（２０％）、実験報告書提出（５０％）、筆記試験結果（３０％）

により評価を行う。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜10) 
見出し FSL3522 生理学実習 
担当教員名 橋川 直也、橋川 成美 
単位数 1 
教科書 配布する実習書を用いる。 
アクティブラーニング  
キーワード 実験動物（カエル） 電気生理 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生理学実習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 標準生理学 第 5 版 監修 本郷利憲 廣重⼒ 編集 豊⽥順一 熊⽥衛 小

澤静司 福⽥康一郎 本間研一 
授業形態 実験実習 
注意備考 実習前に必ず実習書を読んでおくこと。欠席は認めない。実験報告書は必ず期限

内に提出すること。 
シラバスコード FSL3522 
実務経験のある教員  
達成目標 講義で学んだ生理機能について机上のイメージだけではなく、実験動物を用い

て、また自分自身の体で実感することでより理解を深める。 
受講者へのコメント  
連絡先 橋川直也：1 号館 3 階 橋川（直）研究室 hashikawa@dls.ous.ac.jp 

橋川成美：1 号館 3 階 橋川（成）研究室 hobara@dls.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Practice in Physiology 
関連科目 動物生理学、生体情報学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 動物生理学と生体情報学の講義で得た知識を実際に生体の現象・行動に接して確

認し、理解を深める。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 カエルの解剖 

2 回 正常値とデータの統計的処理 
3 回 神経筋試料の刺激実験（カエル神経筋試料の作成） 



4 回 神経筋試料の刺激実験（クロナキシー） 
5 回 神経の活動電位（坐骨神経標本の作成） 
6 回 神経の活動電位（神経伝達速度の測定） 
7 回 筋収縮（刺激の強さと収縮聴⼒との関係） 
8 回 筋収縮（疲労曲線） 
9 回 カエルの心臓に関する実験（心室性期外収縮） 
10 回 カエルの心臓に関する実験（Stannius の実験） 
11 回 ヒトの感覚（皮膚感覚） 
12 回 ヒトの感覚（重量） 
13 回 ヒトの感覚（味覚・視覚） 
14 回 反応時間の測定 
15 回 ヒトの血圧と心拍数の測定 

準備学習 1 回 各臓器の名前、位置を調べておくこと。 
2 回 正規分布について調べておくこと。 
3 回 電気刺激装置の使い方を調べておくこと。 
4 回 神経に対する刺激の強さ−時間曲線について調べておくこと。 
5 回 坐骨神経の摘出法について調べておくこと。 
6 回 坐骨神経の特性について調べておくこと。 
7 回 単収縮、不完全強縮、完全強縮を理解しておくこと。 
8 回 筋の疲労が起こるメカニズムを理解しておくこと。 
9 回 不整脈の種類と起こる機構について調べておくこと。 
10 回 心臓自動中枢について理解しておくこと。 
11 回 触点、痛点の分布を皮膚の各部について調べておくこと。 
12 回 スティーブンスの法則について調べておくこと。 
13 回 ウェバーの法則について調べておくこと。 
14 回 一般的なヒトの反応時間の平均値などについて調べておくこと。 
15 回 血圧の定義について理解しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSL37B1 
成績評価 実験レポート（60％）、中間試験（10％）、定期試験（30％）により成績を評価す

る。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス LA(〜12),LB(〜12) 
見出し FSL37B1 化学基礎実験 
担当教員名 高原 周一、佐藤 幸子 
単位数 2 
教科書 岡山理科大学化学実験一手引きと演習一 ／ 佐藤幸子 

：理工系化学実験（一基礎と応用一 第３版） ／ 坂⽥一矩編 ／ （東京教学社） 
アクティブラーニング  
キーワード 無機定性分析：金属のイオン化傾向、元素の周期表、分属試薬、溶解度積、化学

平衡、錯イオン、両性金属、マスキング 
定量分析：中和、酸化還元、キレート生成、電離定数、pH、pKa、緩衝溶液、モ
ル濃度、質量百分率 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答 机が狭い，通路が狭いというコメントがありました．これらのことは認識してお

り，大学にスペース拡大を要請中です． 
椅子がボロイというコメントがありましたが，座るのに支障がある椅子があれば
交換するようにします． 
マイク・スピーカーの音が少し聞き取りにくいというコメントがありました．確
かにあまり良いスピーカーではないので，通常の講義室にあるような備え付けの
スピーカーを導入するように大学に要請します． 
化学の基礎，計算方法，レポート作成等の資料を追加してほしいという要望があ
りましたので，検討します． 
実験の前にもう 

科目名 化学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎化学実験安全オリエンテーション ／ 山口和也、山本仁著 ／（東京化学同

⼈） 
大学の基礎化学実験 ／大学一般化学教育研究会編 ／（学術図書出版社） 
フォトサイエンス化学図録 ／（数研出版） 
化学入門／ 井口洋夫、木下實編集 ／（ 実教出版） 
クリスチャン分析化学 I, II ／ Gary D. Christian ／（丸善） 

授業形態 実験実習 
注意備考 全ての実験を行い、レポートを提出し受理されていることが、単位取得の前提条

件である。十分な予習をし、内容を理解して実験に臨むこと。実験開始までに、
予習プリントを提出する。実験を安全に行うため、白衣と保護眼鏡の着用を義務
づける。 

シラバスコード FSL37B1 



実務経験のある教員  
達成目標 （１）薬品の取り扱い方の基本を理解する。決められた濃度の試薬溶液を調製で

きる。 
（２）適切な実験廃液の処理ができる。 
（３）化学実験で用いられるガラス器具（ホールピペット、ビュレット、メスフ
ラスコなど）や機器（pH メーター、分光光度計、電子天秤など）を適切に使用
できる。 
（４）モル濃度、質量パーセント濃度を理解し、滴定実験、吸光光度法分析によ
り化学物質の濃度を決定できる。 
（５）現象を分子論的に捉え、物質の変化を化学反応式で記述できる。 
（６）実験についての報告書を作成することができる。 

受講者へのコメント 他の講義・実験と比べて，レポートの量が多くて大変だったと思いますが，化学
についての知識やレポート作成技術は向上したのではないでしょうか．今後の大
学生活で，その成果を生かしていかれることを期待しています． 

連絡先 高原周一 13 学舎 3 階 電子メール takahara@chem.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 週当たりの学習時間数で「3 時間程度またはそれ以上」が 6 割を超えており（2
時間程度を加えると 8 割程度），予習・レポート作成等でかなりの時間外学習が
出来ていたようである． 
「この分野への理解が深まった」という学生が 7 割程度，「技能・技術が向上し
た」が 6 割程度，授業に「満足した」もしくは「ほぼ満足した」学生が 9 割以上
で，学生の評価は概ね高かったと考えている．ただ，「この分野への興味・関心が
高まった」という学生は 5 割弱と少し低めで，改善を要する． 
当初，受講生は 40 名だったが，最終的に単位認定できたのは 24 名であ 

英文科目名 Experiments in Chemistry 
関連科目 化学基礎論 I・II、入門化学 
次回に向けての改善変更予定 内容が無機化学・分析化学に偏っているので，物理化学・有機化学関係のテーマ

を導入することを検討したい． 
化学への興味・関心を高めるために，メインの実験に関連した演示実験を導入す
ることも検討したい． 
レポートについて，予習プリントを基本的に写すだけになる部分（結果と考察以
外の部分）については一部省略することを検討したい． 

講義目的 基礎的な実験を通して、化学実験に必要な基本的知識と実験室でのマナーを習得
する。実験機器の取り扱い方、グラフの書き方、報告書の作成法等を学ぶと同時
に、化学の基礎原理や概念についての理解を深める。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

講義の進め方等を説明する。安全・環境教育を行う。 
2 回 基礎実験（金属と酸との反応） 
金属と強酸・強塩基との反応を調べる。 
3 回 第１ 属陽イオンの定性分析 



銀イオン、鉛イオンの定性分析についての実験を行う。 
4 回 第２属陽イオンの定性分析 I 
鉛 、ビスマス、銅 、カドミウムイオンの定性分析についての実験を行う。 
5 回 第２属陽イオンの定性分析 II  
混合試料の系統分析を行う。 
6 回 第３属陽イオンの定性分析 
アルミニウム、鉄、クロムイオンの定性分析についての実験を行う。 
7 回 陽イオンの系統分析（中間試験） 
これまで修得した知識を元に、未知試料の定性分析を行う。 
8 回 陽イオンの系統分析結果の解説を行う。また、容量分析の事前説明を行う。 
9 回 中和滴定  
中和滴定により、食酢中の酢酸の定量および水酸化ナトリウム・炭酸ナトリウム
混合溶液中の各成分の定量を行う。 
10 回 酸化還元滴定  
酸化還元滴定により、オキシドール中の過酸化水素の定量を行う。 
11 回 キレート滴定  
キレート滴定により、水道水、市販ミネラルウォーターの硬度を決定する。 
12 回 pH メーターを用いる電位差滴定 I 
電位差滴定により酢酸の電離定数を決定する。 
13 回  pH メーターを用いる電位差滴定 II  
電位差滴定により、水酸化ナトリウム・炭酸ナトリウム混合溶液の定量、リン酸
の電離定数の決定等を行う。 
14 回 吸光光度法による鉄イオンの定量 
1,10-フェナントロリンとの錯体形成反応を利用して、試料水中の鉄イオンを吸
光光度法により定量する。 
15 回 14 回目の実験で得られた各グループの定量値と試料の表示濃度との差異
について考察する。 
補充実験と演習問題の解説を行う。 

準備学習 1 回 シラバスを読んでおくこと。 
2 回 教科書等を使って実施する実験について事前学習し、指示された予習課題
を仕上げること。 
3 回 教科書等を使って実施する実験について事前学習し、指示された予習課題
を仕上げること。 
4 回 教科書等を使って実施する実験について事前学習し、指示された予習課題
を仕上げること。 
5 回 教科書等を使って実施する実験について事前学習し、指示された予習課題
を仕上げること。 
6 回 教科書等を使って実施する実験について事前学習し、指示された予習課題
を仕上げること。 
7 回 教科書等を使って実施する実験について事前学習し、指示された予習課題
を仕上げること。 
8 回 教科書等を使って実施する実験について事前学習し、指示された予習課題



を仕上げること。 
9 回 教科書等を使って実施する実験について事前学習し、指示された予習課題
を仕上げること。 
10 回 教科書等を使って実施する実験について事前学習し、指示された予習課題
を仕上げること。 
11 回 教科書等を使って実施する実験について事前学習し、指示された予習課題
を仕上げること。 
12 回 教科書等を使って実施する実験について事前学習し、指示された予習課題
を仕上げること。 
13 回 教科書等を使って実施する実験について事前学習し、指示された予習課題
を仕上げること。 
14 回 教科書等を使って実施する実験について事前学習し、指示された予習課題
を仕上げること。 
15 回 教科書等を使って実施する実験について事前学習し、指示された予習課題
を仕上げること。 

 



年度 2012 
授業コード FSL4111 
成績評価 定期試験の結果によってのみ評価する 
曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜11) 
見出し FSL4111 放射線生物学 
担当教員名 松浦 信康 
単位数 2 
教科書 臨床検査学講座「放射性同位 元素検査技術学」医⻭薬出版 
アクティブラーニング  
キーワード 放射線 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 満足したとのコメントを複数頂いた。さらに充実した実習を目指して努⼒した

い。 
科目名 放射線生物学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特に無し 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSL4111 
実務経験のある教員  
達成目標 ラジオアイソトープの物理学的、化学的および生物学的性質を理解する。ラジオ

アイソトープ利用における、利点、欠点についても理解する。 
受講者へのコメント わからない箇所は、後回しにせず、その場で解決するよう努⼒してほしい。 
連絡先 松浦研究室 １３号館３階 nobuyasu@dls.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 おおよそ満足しているとの回答であった。しかしながらさらによい講義を目指
し、工夫していきたい。 

英文科目名 Radiobiology 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 学生の理解度を判断しながら、講義を進めていきたい。 
講義目的 アイソトープを用いる臨床検査や生化学的実験を行うために基礎的な知識とし

て必須であるラジオアイソトープ（放射性同位元素）の性質、放射線の測定法、
放射線の防御や生体への影響等について解説し、さらにラジオイムノアッセイ法
など生物化学におけるラジオアイソトープの利用についても理解を深める。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  放射線とは何か、医食同源に関与する放射線を講義する 

2 回  放射線と放射性壊変を講義する 
3 回  放射線と物質の相互作用を講義する 



4 回  放射線測定法とその原理（１）を講義する 
5 回  放射線測定法とその原理（２）を講義する 
6 回  放射化学（１）を講義する 
7 回  放射化学（２）を講義する 
8 回  放射線の生物学的作用を講義する 
9 回  放射線による障害を講義する 
10 回  放射線の遺伝的影響を講義する 
11 回  放射線医薬品（１）を講義する 
12 回  放射線医薬品（２）を講義する 
13 回  放射線の研究への応用を講義する 
14 回  放射線管理と安全取り扱いを講義する 
15 回  これまでの講義のおさらいとまとめをする 

準備学習 1 回 高校の化学教科書における放射線に関する項目の復習をすること 
2 回 テキストにおける放射線と放射性壊変に関する項目を読んでおくこと 
3 回 テキストにおける放射線と物質の相互作用に関する項目を読んでおくこと 
4 回 テキストにおける放射線測定法とその原理に関する項目を読んでおくこと 
5 回 前回の講義の復習をすること 
6 回 テキストにおける放射化学に関する項目を読んでおくこと 
7 回 前回の講義の復習をすること 
8 回 テキストにおける放射線の生物学的作用に関する項目を読んでおくこと 
9 回 テキストにおける放射線による障害に関する項目を読んでおくこと 
10 回 テキストにおける放射線の遺伝障害に関する項目を読んでおくこと 
11 回 テキストにおける放射線医薬品に関する項目を読んでおくこと 
12 回 前回の講義の復習をすること 
13 回 テキストにおける放射線の研究への応用に関する項目を読んでおくこと 
14 回 テキストにおける放射線管理と安全取り扱いに関する項目を読んでおくこ
と 
15 回 全講義に関する総復習をすること 

 



年度 2012 
授業コード FSL4112 
成績評価 定期試験（100％） 
曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜11) 
見出し FSL4112 臨床生理学Ⅰ 
担当教員名 片岡 健 
単位数 2 
教科書 大久保善朗ほか「臨床検査学講座 生理機能検査学 第 2 版」（医⻭薬出版） 
アクティブラーニング  
キーワード 循環機能検査・神経・筋機能検査 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 AED についての実演等、機器等を持ち込んで講義を進めます。 
科目名 臨床生理学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 宮武邦夫監修「実践生理機能検査テキスト」（メディカ出版高階經和「心電図を学

ぶ⼈のために 第 4 版」（医学書院）比江嶋一昌編著「臨床研修イラストレイテ
ッド 4 循環器系マニュアル 改訂版」（羊土社）江部充ほか「図解脳波テキスト 
第 2 版」（文光堂） 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSL4112 
実務経験のある教員  
達成目標 各種生理検査の原理、検査機器の構造、検査手順、得られた結果から診断に至る

過程を十分に理解できるようにする。 
受講者へのコメント 講義の進行が速いとの意見がありました。十分理解できなかったときは、質問に

来て下さい。 
連絡先 臨床生命科学科 片岡研究室（二学舎 2 階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 おおむね問題はなかったと考えています。 
英文科目名 Clinical Physiology I 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 授業時間以外に全く勉強をしていない学生がかなりいました。今後は自習課題等

を取り入れて、自宅学習を推進するようにします。 
講義目的 臨床生理検査は被検者と直接に接して、生体活動における諸現象を観察し、客観

的な医療情報を得る検査である。各種臓器の生理機能を知るにはどのような検査
があり、どのようなことがわかるのかを学習する。また臨床生理学的検査の特異
性について学習する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回  生理検査とは 
2 回  循環機能検査・心電図 その１ 
3 回  循環機能検査・心電図 その２ 
4 回  循環機能検査・心電図 その３ 
5 回  循環機能検査・心電図 その４ 
6 回  循環機能検査・心音図 その１ 
7 回  循環機能検査・心音図 その２ 
8 回 循環機能検査・心音図 その３ 
9 回 循環機能検査・脈波 その１ 
10 回 循環機能検査・脈波 その２ 
11 回  神経・筋機能検査・筋電図その１ 
12 回  神経・筋機能検査・筋電図その２ 
13 回  神経・筋機能検査・筋電図その３ 
14 回  神経・筋機能検査・筋電図その４ 
15 回  画像診断検査・熱画像検査 

準備学習 これまで学習した生物学の知識を整理しておくこと。また指定教科書の該当する
項目に目を通しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSL4121 
成績評価 定期試験（70%）、レポート（30%） 
曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜10) 
見出し FSL4121 臨床生物化学実習Ⅰ 
担当教員名 片山 誠一 
単位数 1 
教科書 実習書を用いる。 
アクティブラーニング  
キーワード 病原微生物、滅菌・消毒法、検査法 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 【教室の広さや形状】「柱で前のホワイトボードが見えない。」 構造上、なかな

か改善は難しい。ホワイトボードが見える位置に移動するように促していきた
い。 

科目名 臨床生物化学実習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし。 
授業形態 実験実習 
注意備考 積極的に実習に参加すること。 
シラバスコード FSL4121 
実務経験のある教員  
達成目標 実習を通して、微生物の扱い方、滅菌・消毒方法や薬剤感受性試験など、基本的

な技術を理解、習得する。 
受講者へのコメント レポートの提出を遅れないようにお願いします。 
連絡先 24 号館 3 階、katayama@dls.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 宿題・課題に取り組んだ学生が、93.8%と多く、しっかりと時間外に勉強させる
ことができた。また満足＋ほぼ満足が 73％でまずまずの評価を受けたようだ。し
ばらくは、この調子で進めていきたい。【授業の手法】「1 回の実習で扱う量が多
い（12.5%）」→ 臨床検査の国家試験に対応するため、いたしかたない。むしろ
項目が少ないぐらいです。しかし、不必要な実験がないか、一度検討してみます。
【授業の進行と教材の提示】「授業の時間配分を考えて進めてほしい。（33%） → 
考えて進めてはいるが、実習のため、どうしても予定外のこ 

英文科目名 Practice in Clinical Biochemistry I 
関連科目 微生物学、病原微生物学 
次回に向けての改善変更予定 実習の開始時間を早くします。 
講義目的 微生物とは肉眼で見えない生物を対象としている。その中で特に細菌と真菌・ウ

イルス（バクテリオファージ）に関して実習を行う。 



対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーションと実習書の配布 

2 回 培地の作製と無菌操作 
3 回 滅菌と消毒法 
4 回 細菌の形態観察（その１） 
5 回 真菌・細菌の形態観察（その２） 
6 回 嫌気性菌の培養法 
7 回 レンサ球菌の分離・同定 
8 回 細菌ウイルスの感染と⼒価測定 
9 回 ⻩色ブドウ球菌の分離・同定 
10 回 ヘモフィリスの分離・同定 
11 回 ビブリオ属菌の分離・同定 
12 回 腸内細菌の分離・同定 
13 回 薬剤感受性試験 
14 回 PCR による毒素遺伝子の検出（その１） 
15 回  PCR による毒素遺伝子の検出（その２） 

準備学習 1 回 実習に必要となるもの（教科書・白衣等）を準備しておく。 
2 回 実習書の培地の作製と無菌操作の箇所を予めよく読んでおく。 
3 回 実習書の滅菌と消毒法の箇所を予めよく読んでおく。 
4 回 実習書の細菌の形態観察（その１）の箇所を予めよく読んでおく。 
5 回 実習書の真菌・細菌の形態観察（その２）の箇所を予めよく読んでおく。 
6 回 実習書の嫌気性菌の培養法の箇所を予めよく読んでおく。 
7 回 実習書のレンサ球菌の分離・同定の箇所を予めよく読んでおく。 
8 回 実習書の細菌ウイルスの感染と⼒価測定の箇所を予めよく読んでおく。 
9 回 実習書の⻩色ブドウ球菌の分離・同定の箇所を予めよく読んでおく。 
10 回 実習書のヘモフィリスの分離・同定の箇所を予めよく読んでおく。 
11 回 実習書のビブリオ属菌の分離・同定の箇所を予めよく読んでおく。 
12 回 実習書の腸内細菌の分離・同定の箇所を予めよく読んでおく。 
13 回 実習書の薬剤感受性試験の箇所を予めよく読んでおく。 
14 回 実習書の PCR による毒素遺伝子の検出（その１）の箇所を予めよく読ん
でおく。 
15 回 実習書の PCR による毒素遺伝子の検出（その２）の箇所を予めよく読ん
でおく。 

 



年度 2012 
授業コード FSL4122 
成績評価 課題提出５０％、試験５０％ 
曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜10) 
見出し FSL4122 医用工学実習 
担当教員名 櫃本 泰雄、橋川 直也 
単位数 1 
教科書 実習書をプリントにより配布する 
アクティブラーニング  
キーワード マルチメーター（テスター）、オシロスコープ、低周波発信器、ダイオード、トラ

ンジスタ、OP アンプ、フィルター、論理回路、 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 医用工学実習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「臨床検査技術学 医用工学概論」⽥頭功、清水芳雄、医学書院 
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード FSL4122 
実務経験のある教員  
達成目標 以下の項目を修得する 

（１）マルチメーター（テスター）が自在に使えるようになること 
（２）オシロスコープが扱えるようになること 
（３）低周波発信器が扱えるようになること 
（４）ダイオードの動作原理を理解する 
（５）トランジスタの動作原理を理解する 
（６）OP アンプの原理を理解する 
（７）論理回路を組み立てることができるようになる 
（８）フィルターの原理を理解する 

受講者へのコメント  
連絡先 ２４号館３階 櫃本泰雄研究室 hitsumot@dls.ous.ac.jp１号館３階 橋川直也

研究室 hashikawa@dls.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Practice in Medicinal Engineering 
関連科目 医用工学概論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 医療に応用される理工学的手法と計測技術に関する基礎知識を実習により修得



し、種々の医用工学的機器を使い、医療システムを運用するための基礎的能⼒を
養う。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 オシロスコープと低周波発信器の使用法 
3 回 テスターと安定化電源の使用、直流と交流の計測 
4 回 ダイオード特性 
5 回 整流回路 
6 回 トランジスタの特性 
7 回 まとめ 
8 回 フィルター特性（１） 
9 回 フィルター特性（２） 
10 回 演算増幅回路（1） 
11 回 演算増幅回路（２） 
12 回 デジタル論理回路（１） 
13 回 デジタル論理回路（１） 
14 回 まとめ 
15 回 実習予備日 

準備学習 1 回 医用工学概論の内容を復習しておく 
2 回 オシロスコープと低周波発信器の原理を復習しておく 
3 回 直流，交流の復習をしておく 
4 回 ダイオードの復習をしておく 
5 回 整流回路について理解しておく 
6 回 トランジスタの復習をしておく 
7 回 これまでの実習内容をまとめておく 
8 回 CR 回路（HPF）について調べておく 
9 回 CR 回路（LPF）について調べておく 
10 回 OP アンプ（反転増幅回路）について復習しておく 
11 回 OP アンプ（非反転増幅回路）について復習しておく 
12 回 論理回路にどのようなものがあるか調べておくこと 
13 回 論理演算を理解しておくこと 
14 回 コンピューターに論理回路はどのように組み込まれているか考えておくこ
と 
15 回 これまでの実習内容をまとめておく 

 



年度 2012 
授業コード FSL41A1 
成績評価 宿題(20%)、小テスト(60%) および定期試験(20%) で評価する。 
曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜11) 
見出し FSL41A1 物理学基礎論Ⅱ 
担当教員名 宮川 和也 
単位数 2 
教科書 物理学入門 増補版／原 康夫／学術図書出版社 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学基礎論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSL41A1 
実務経験のある教員  
達成目標 電荷、電流、電場、磁場、電磁波など 電磁気学の基礎知識を習得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 宮川 研究室、24 号館 5 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Physics II 
関連科目 「物理学基礎論Ⅰ」を履修しておくことが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 電気・磁気現象は私たちにとって大変身近なものです。これは、原子、分子の世

界を支配する⼒が電磁気⼒であり、様々な物質の電気的、磁気的性質が主として
電子によって規定されているという事情によります。この講義では、このような
事を意識しながら、電磁気学のポイントを学びます。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 電荷と電流について解説する。 

2 回 クーロンの法則について解説する。 
3 回 電場と電気⼒線について解説する。 
4 回 電気⼒による位置エネルギー、電位について解説する。 
5 回 テストを実施する。また、その後、解説を行う。 
6 回 導体、キャパシター（コンデンサー）について解説する。 



7 回 オームの法則と抵抗について解説する。 
8 回 電流と仕事について解説する。 
9 回 テストを実施する。また、その後、解説を行う。 
10 回 磁石と磁場、電流のつくる磁場について解説する。 
11 回 ローレンツ⼒、電流に作用する磁気⼒について解説する。 
12 回 電磁誘導について解説する。 
13 回 交流について解説する。 
14 回 光と電磁波について解説する。 
15 回 演習問題を解く。また、その解説を行う。 

準備学習 1 回 電荷と電流について、教科書を読んでおくこと。 
2 回 クーロンの法則について、教科書を読んでおくこと。また、指示された問題
を解いておくこと。 
3 回 電場と電気⼒線について、教科書を読んでおくこと。また、指示された問題
を解いておくこと。 
4 回 電気⼒による位置エネルギー、電位について、教科書を読んでおくこと。ま
た、指示された問題を解いておくこと。 
5 回 指示された問題を解いておくこと。 
6 回 導体、キャパシター（コンデンサー）について、教科書を読んでおくこと。
また、指示された問題を解いておくこと。 
7 回 オームの法則と抵抗について、教科書を読んでおくこと。また、指示された
問題を解いておくこと。 
8 回 電流と仕事について、教科書を読んでおくこと。また、指示された問題を解
いておくこと。 
9 回 指示された問題を解いておくこと。 
10 回 磁石と磁場、電流のつくる磁場について、教科書を読んでおくこと。また、
指示された問題を解いておくこと。 
11 回 ローレンツ⼒、電流に作用する磁気⼒について、教科書を読んでおくこと。
また、指示された問題を解いておくこと。 
12 回 電磁誘導について、教科書を読んでおくこと。また、指示された問題を解
いておくこと。 
13 回 交流について、教科書を読んでおくこと。また、指示された問題を解いて
おくこと。 
14 回 光と電磁波について、教科書を読んでおくこと。また、指示された問題を
解いておくこと。 
15 回 指示された問題を解いておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSL41A2 
成績評価 演習時に割り当てられた解答内容と試験の成績 
曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(10〜11) 
見出し FSL41A2 教職のための物理 
担当教員名 若村 国夫 
単位数 2 
教科書 プリント配布 
アクティブラーニング  
キーワード ⼒、仕事、エネルギー、運動、熱、波 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 教職のための物理 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 改訂版高等学校・物理 I（数研出版）、教員採用試験中学校理科（一ツ橋書店） 
授業形態 講義 
注意備考 ⼒学を中心とする高校物理 I の内容を確実に理解するぞと云う姿勢および演習で

行うすべての問題を自分で解く努⼒が必要。 
シラバスコード FSL41A2 
実務経験のある教員  
達成目標 中学理科教員採用試験物理分野（⼒学が中心）の問題が解けるようになること 
受講者へのコメント 他の記述を参考にしてください。 
連絡先 ７号館１階研究室（電話：０８６−２５６−９４０４） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 基礎物理学、⼒学、基礎数学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 中学理科教員採用試験に出題される物理分野の内容を十分理解し、問題を解くた

めの考え方、解法の手順、計算間違えの少ない計算手順などを学び、身につける。
このことにより、教員採用試験に合格し教壇に立った場合に、必要な知識や生徒
への分かり易い説明の仕方なども身につけられる。授業時間数の関係で、最も多
く出題される⼒学と関係分野に的を絞る。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 どのような形態で講義を行うかを説明し、必要なプリントの配布、次回の予

定を割り当てる。 
2 回 中学理科教員採用試験に出題される物理分野・⼒学・運動の表し方・の知識
の復習と解法、次回解答問題の割り当て① 



3 回 ⼒学・運動の表し方・の知識の復習と問題の解法および次回解答問題の割り
当て② 
4 回 ⼒学・運動の表し方・の知識の復習と問題の解法および次回解答問題の割り
当て③ 
5 回 ⼒学・運動の法則・の知識の復習と問題の解法および次回解答問題の割り当
て① 
6 回 ⼒学・運動の法則・の知識の復習と問題の解法および次回解答問題の割り当
て② 
7 回 ⼒学・運動の法則・の知識の復習と問題の解法および次回解答問題の割り当
て③ 
8 回 ⼒学・運動の法則・の知識の復習と問題の解法および次回解答問題の割り当
て④ 
9 回 ⼒学・仕事とエネルギー・の知識の復習と問題の解法および次回解答問題の
割り当て① 
10 回 ⼒学・仕事とエネルギー・の知識の復習と問題の解法および次回解答問題
の割り当て② 
11 回 ⼒学・仕事とエネルギー・の知識の復習と問題の解法および次回解答問題
の割り当て③ 
12 回 熱とエネルギー・の知識の復習と問題の解法および次回解答問題の割り当
て① 
13 回 熱とエネルギー・の知識の復習と問題の解法および次回解答問題の割り当
て② 
14 回 波動、その他物理分野に関する知識の復習と試験に関する質問の受付 
15 回 試験 

準備学習 1 回 特になし 
2 回 分数やその加減乗除、ベクトルの加減、微分積分の意味などを復習する 
3 回 第 2 回の授業内容の復習 
4 回 第 3 回の授業内容の復習 
5 回 第 4 回の授業内容の復習 
6 回 第 5 回の授業内容の復習 
7 回 第 6 回の授業内容の復習 
8 回 第 7 回の授業内容の復習 
9 回 第 8 回の授業内容の復習 
10 回 第 9 回の授業内容の復習 
11 回 第 10 回の授業内容の復習 
12 回 第 11 回の授業内容の復習 
13 回 第 12 回の授業内容の復習 
14 回 第 13 回の授業内容の復習 
15 回 これまでの授業内容の復習 

 



年度 2012 
授業コード FSL41B2 
成績評価 平常点（34%），各分野の試験（33%）および定期試験（33%）で評価する。 
曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(10〜10) 
見出し FSL41B2 教職のための化学 
担当教員名 横山 崇 
単位数 2 
教科書 これだけは知っておきたい 教員のための化学／⽥中春彦編著／培風館 
アクティブラーニング  
キーワード 教員採用試験，理科，受験対策，一般化学 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ハッキリと話して欲しい。何と言っているかわからない時があった。→申し訳あ

りません。気をつけます。 
実⼒が付いたと思います。大変だったけど，それが逆によかった。→ありがとう
ございます。 

科目名 教職のための化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 教員採用試験・精選実施問題シリーズ⑧ 全国版 専門教養 中学理科・物理・

化学・生物・地学の精選実施問題／協同教育研究会編／協同出版 
授業形態 講義 
注意備考 教員養成プロジェクト関連科目。 
シラバスコード FSL41B2 
実務経験のある教員  
達成目標 教員採用試験科目の「化学」の科目の合格水準に達すること。 
受講者へのコメント 教員採用試験支援の講義科目ですので，教員採用試験に合格するようにもっと勉

強してもらいたいと思います。 
連絡先 13 号館 4 階分析化学研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この講義を受講するに当たって，高等学校の化学をしっかり復習してない⼈やし
っかり予習をしていないという⼈は，講義についてくることができなかったと思
います。 

英文科目名  
関連科目 各学科で開講されている化学の専門基礎科目および化学の専門関連科目をすべ

て履修しておくことが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 変更予定なし。 
講義目的 教員採用試験科目のうち「化学」の科目に関して，合格水準に達するための支援

を行うことを目的とする。 
対象学年 3 年/4 年 



授業内容 1 回  講義の進め方を説明する。 
2 回  物質の構成および物質の状態の演習をする。 
3 回  物質の構成および物質の状態の演習および試験をする。 
4 回  物質の構成および物質の状態の試験の解答および演習をする。 
5 回  化学変化の特徴と反応速度および化学変化の方向性の演習をする。 
6 回  化学変化の特徴と反応速度および化学変化の方向性の演習および試験を
する。 
7 回  化学変化の特徴と反応速度および化学変化の方向性の試験の解答および
演習をする。 
8 回  無機物質の性質と反応の演習をする。 
9 回  無機物質の性質と反応の演習および試験をする。 
10 回  無機物質の性質と反応の試験の解答および演習をする。 
11 回  有機化合物の性質と反応および高分子化合物と生体関連物質の演習をす
る。 
12 回  有機化合物の性質と反応および高分子化合物と生体関連物質の演習およ
び試験をする。 
13 回  有機化合物の性質と反応および高分子化合物と生体関連物質の試験の解
答および演習をする。 
14 回  化学と社会についての解説をする。 
15 回  化学と社会についての解説および総合演習をする。 

準備学習 1 回  シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。 
2 回  物質の構成および物質の状態の範囲の過去の教員採用試験問題および教
科書の問題を解くこと。 
3 回  物質の構成および物質の状態の範囲の過去の教員採用試験問題および教
科書の問題を解くこと。 
4 回  物質の構成および物質の状態の範囲の過去の教員採用試験問題および教
科書の問題を解くこと。 
5 回  化学変化の特徴と反応速度および化学変化の方向性の範囲の過去の教員
採用試験問題および教科書の問題を解くこと。 
6 回  化学変化の特徴と反応速度および化学変化の方向性の範囲の過去の教員
採用試験問題および教科書の問題を解くこと。 
7 回  化学変化の特徴と反応速度および化学変化の方向性の範囲の過去の教員
採用試験問題および教科書の問題を解くこと。 
8 回  無機物質の性質と反応の範囲の過去の教員採用試験問題および教科書の
問題を解くこと。 
9 回  無機物質の性質と反応の範囲の過去の教員採用試験問題および教科書の
問題を解くこと。 
10 回  無機物質の性質と反応の範囲の過去の教員採用試験問題および教科書の
問題を解くこと。 
11 回  有機化合物の性質と反応および高分子化合物と生体関連物質の範囲の過
去の教員採用試験問題および教科書の問題を解くこと。 
12 回  有機化合物の性質と反応および高分子化合物と生体関連物質の範囲の過



去の教員採用試験問題および教科書の問題を解くこと。 
13 回  有機化合物の性質と反応および高分子化合物と生体関連物質の範囲の過
去の教員採用試験問題および教科書の問題を解くこと。 
14 回  化学と社会の範囲の教科書の問題を解くこと。 
15 回  化学と社会の範囲の教科書の問題および過去の教員採用試験問題を解く
こと。 

 



年度 2012 
授業コード FSL41C2 
成績評価 課題レポート提出（10%），小テスト（10%），期末試験（80%）により単位認定

を行う。 
曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス LA(09〜12),LB(09〜12) 
見出し FSL41C2 生物化学Ⅱ 
担当教員名 石原 浩二 
単位数 2 
教科書 石⿊伊三雄監修 わかりやすい生化学 ヌーヴェルヒロカワ 
アクティブラーニング  
キーワード 代謝，ホルモン，ビタミン，代謝調節 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生物化学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 五十嵐 志村 編著 生化学 光生館ヴォート 生化学 上下 東京化学同⼈

上代淑⼈監訳 ハーパー・生化学 最新版 丸善 
授業形態 講義 
注意備考 生物化学Ⅰを履修済みであることが望ましい。 
シラバスコード FSL41C2 
実務経験のある教員  
達成目標 生体(健康なヒト)の代謝と代謝調節が理解できるようになること。 
受講者へのコメント 講義そのものへの不満はないので，今後も同様に進めていく予定である．しかし，

学外での学習時間を増やすように心がけてもらいたい． 
連絡先 石原浩二：14 号館 2 階 or 27 号館 2 階 石原研究室 ishihara@dls.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 講義への満足度を見ると，「満足・ほぼ満足」が 97 名（102 名回答中）と，全体
の 95%の学生から支持されていることがわかった．目標達成度でも「できた・だ
いたいできた」が 78 名（76.5%）であったが，半分程度できたが 20 名（19.6%）
と無視できない数字となった．また，講義時間以外での学習についても，34 名
（33.3%）もの学生が全くしなかったと回答しており，これは改善すべき問題で
あると考えている． 

英文科目名 Biological Chemistry II 
関連科目 生物化学Ⅰ，生物有機化学 
次回に向けての改善変更予定 レポート課題の内容について，今までのような調べてまとめるというスタイルだ

けでなく，学生自らで考えるような疑問投げかけ型の内容を取り入れ，学外での
学習時間を増やすように配慮したいと考えている． 

講義目的 本講義の目的は医学に関連する生化学の基礎を学ぶことである。これまで生物化



学Ⅰで学習したことに引き続き，代謝とそのつながり，生体(健康なヒト)のホメ
オスタシスについて学ぶ。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 生体内におけるアミノ酸及びタンパク質の代謝 1 

2 回 生体内におけるアミノ酸及びタンパク質の代謝 2 
3 回 生体内における核酸の役割１ 
4 回 生体内における核酸の役割２ 
5 回 体液 
6 回 ホルモン１ 
7 回 ホルモン２ 
8 回 ビタミン１ 
9 回 ビタミン２ 
10 回 内部環境の恒常性〜ホメオスタシス１ 
11 回 内部環境の恒常性〜ホメオスタシス２ 
12 回 消化吸収と栄養価 
13 回 血液１ 
14 回 血液２ 
15 回 まとめ 

準備学習 1 回 タンパクを構成するアミノ酸の構造について調べておくこと。 
2 回 アミノ酸のアミノ基がどのように代謝されるかについて調べておくこと。 
3 回 核酸の種類や構造について調べておくこと。 
4 回 DNA や RNA について調べておくこと。 
5 回 浸透圧とは何かについて調べておくこと。 
6 回 ホルモンの種類や分類について調べておくこと。 
7 回 内分泌疾患について調べておくこと。 
8 回 脂溶性ビタミンの種類と構造について調べておくこと 
9 回 水溶性ビタミンの種類と構造について調べておくこと。 
10 回 フィードバック調節とは何かについて調べておくこと。 
11 回 細胞間情報伝達物質にはどのようなものがあるか調べておくこと。 
12 回 各栄養素の消化・吸収過程について調べておくこと。 
13 回 血液の成分について調べておくこと。 
14 回 血液凝固について調べておくこと。 
15 回 これまでに学習した事項を総復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSL4311 
成績評価 定期試験（90）と課題レポ−ト（10） 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス LA(〜12),LB(〜12) 
見出し FSL4311 一般化学 
担当教員名 小嶋 健博 
単位数 2 
教科書 R.J.Quellette 著，岩本等訳；“化学−その基礎へのアプロ−チ”，東京化学同⼈ 
アクティブラーニング  
キーワード 身の回りの化学 化学記号 化学用語 モルの概念 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特にない。 
科目名 一般化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義で指示 
授業形態 講義 
注意備考 まず，予習のため教科書を読み，一回目は大体の内容を把握，それから化学用語

や法則を理解するように読み，演習問題を解くことにより，より理解するように
努⼒する。 

シラバスコード FSL4311 
実務経験のある教員  
達成目標 使用テキストの各章のはじめに，必ず学習目標に記憶・理解しなければならない

化学用語・記号，式や法則がでてくる。これだけは理解しなければならない“まと
め”が章末にあるので理解に努め，講義を通して身の回りで起こる問題を科学的
に取り扱える素養を身につける。 

受講者へのコメント 与えられた宿題の課題は，一問でもよい，全ての課題を出さなくてもよく考えて
理解できたものを提出して下さい。もう少し教科書を読むのと，教科書も皆さん
が服に興味と好みがあるように皆さんにぴったりの相性のよい参考書がありま
すので図書館で探してみて下さい。 

連絡先 13 号館 3 階(e-mail：tkojima@dls.ous.ac.jp) 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ・板書をわかりやすく：できるだけ大きく書きます。板書が早く消される：これ
は教科書に書いてあります。また，このために理解できるようにプリントも配っ
ています。説明がわかりにくい：一般化学の教科書で，これ以上易しい教科書は
ありません。説明や話が分かりにくい点は直し，もっと丁寧に説明します。しか
し，教科書のはじめに書いてありますよう何回も何回も読み専門用語は覚え，演
習問題も自主的に解いてもらいたい。 

英文科目名 General Chemistry 



関連科目 分析化学 有機化学 
次回に向けての改善変更予定 化学で最低必要な項目に絞り講義をし，問題やレポートは無理をしないようにで

きる⼈だけに提出をしてもらい強制は致しません。 
講義目的 これまで高校で化学を未履修であったり，また，これから化学を学ぼうとする学

生に何故化学が必要か，化学の基本的な考え方を解説する。化学を学ぶにあたり，
基本的に重要な化学用語，記号，式や方程式を理解・記憶するように例題を解き
ながら解説する。予習・復習をすれば化学は案外やさしい科目であることがわか
るであろう。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 一般化学を勉強するのは何故か？また，その目的についてオリエンテ−シ

ョンをする。 
2 回 化学とはなんぞや，化学とは物質の組成，構造，反応を取り扱う科学を感心
のある自然現象を観察，整理し問題の解決を図る方法について講義する。 
3 回 測定と有効数値に関し科学計算に必要な単位の変換法について係数単位法
の使い方の演習をする。 
4 回 物質とは何か?について分類，実例をあげて講義する。 
5 回 元素の組み合わせと化合物の種類について講義する。 
6 回 原子，分子およびイオンの特徴と性質について講義する。 
7 回 原子の構造とエネルギ−準位と電子配置について講義する。 
8 回 化学結合の種類と電気陰性度について講義する。 
9 回 今日使用されている周期律表の歴史と周期律表の見方について講義する。 
10 回 化学合物の系統的な命名法について講義する。 
11 回 実験式と分子式の区別と化合物の組成，特にモルについて説明する。 
12 回 化学方程式と反応の種類について講義する。 
13 回 化学量論に必要なバランスのとれた化学方程式の規則を例題を挙げ説明す
る。 
14 回 化学量論：バランスのとれた化学方程式と反応物質の収量計算をする。
（１）。 
15 回 化学量論：バランスのとれた化学方程式と反応物質の収量計算をする。 

準備学習 1 回 身の回りに存在するもの（物質）を調べておくこと。 
2 回 化学の歴史と 4 大文明との関係を調べておくこと。 
3 回 ⼈の日常生活において，いろいろな種類の単位があるのか考えてみること。 
4 回 身の回りに起こる現象（雨，雪，氷と霧等）や物を見て疑問に思うこと。 
5 回 元素名の由来について調べること。 
6 回 純物質の性質はどこからきているか。 
7 回 太陽系の惑星の関係を調べておくこと。 
8 回 元素の数と化合物との関連を⼈間社会における 1 個⼈−個⼈の関係から家
族や大きな集団における⼈間関係を考えること。 
9 回 野球やサッカ−試合のプログラムについて調べておくこと。 
10 回 化合物の命名について⼈名か地名等に由来している？教科書を読んでおく
こと。 
11 回 教科書の化合物の章をよく読み，化学の基礎であるモルの概念を理解する



ように努⼒すること。 
12 回 化学方程式の例を調べること。 
13 回 化学方程式とモルを理解しておくこと。 
14 回 モル数とアボガドロ数の関係を再度調べておくこと。 
15 回 モル数とアボガドロ数の関係を再度理解しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSL4321 
成績評価 レポート提出（１０％） 定期試験（９０％） 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜10) 
見出し FSL4321 生理活性物質化学 
担当教員名 濱⽥ 博喜 
単位数 2 
教科書 MARION H.O'LEARY 著 中島 利誠 訳 有機化学 東京化学同⼈ 
アクティブラーニング  
キーワード 有機合成，アルコール酸化反応，置換反応，脱離反応，求核攻撃反応 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特になし 
科目名 生理活性物質化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ウオーレン、野依良治 他， 有機化学 上，下 （東京化学同⼈） 
授業形態 講義 
注意備考 最終試験は１５回講義終了後実施する。日時については授業中に指示する。 
シラバスコード FSL4321 
実務経験のある教員  
達成目標 簡単な有機合成の反応の機構が解説出来る能⼒を身につける。 
受講者へのコメント 生物有機化学の復習をしておくこと。 
連絡先 １４号館２階 濱⽥研究室（食品予防医学研究室） hamada@dls.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし 
英文科目名 Biological Compound Chemistry 
関連科目 生物有機化学，生物化学 I 

， 
次回に向けての改善変更予定 特になし 
講義目的 生理活性物質の合成の反応機構に関して熟知できるような能⼒を備えさせる。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 化学結合 

2 回 炭化水素（1） 
3 回 炭化水素（2） 
4 回 光学異性（1） 
5 回 光学異性（2） 
6 回 アルコール，ハロゲン化アルキル，その関連化合物 
7 回 アミン 
8 回 アルデヒド，ケトン 



9 回 有機合成（1） 
10 回 有機合成（2） 
11 回 カルボン酸 
12 回 カルボン酸誘導体 
13 回 芳香族化合物 
14 回 アミノ酸，ペプチド，タンパク質 
15 回 炭水化物 

準備学習 有機化学の関連項目の教科書を読んでおくこと。 
 



年度 2012 
授業コード FSL4511 
成績評価 自主学習（10％）レポート（50％）試験（40％） 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜10) 
見出し FSL4511 医動物学実習 
担当教員名 原⽥ 正和＊ 
単位数 1 
教科書 吉⽥幸雄・有薗直樹著：“医動物学” 南山堂 
アクティブラーニング  
キーワード 寄生虫、生活史、病理、中間宿主、ベクター、検査・診断 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 医動物学実習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特に無し 
授業形態 実験実習 
注意備考 実習プリントを配布する。 
シラバスコード FSL4511 
実務経験のある教員  
達成目標 寄生虫・衛生動物を形態学的に同定でき、そのために必要な検査を行うことが出

来る。 
受講者へのコメント  
連絡先 香川大学医学部、mharada@kms.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Practice in Parasitology 
関連科目 病理学、微生物学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 代表的な寄生虫、衛生動物を実際に観察、スケッチすることにより、寄生虫、衛

生動物の形態に対する理解を深め、同定、診断能⼒を身につける。また、寄生虫
症の病理切片を観察、スケッチする事により病理切片での同定能⼒を養う。さら
に、診断、同定に必要な検査手技の実習を行い、実行できる様にする。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 線虫類（旋毛虫、アニサキス幼虫、蟯虫横断切片、犬糸状虫のミクロフィラ

リアを同定出来る様にする） 
2 回 原虫類１（ランブル鞭毛虫、膣トリコモナス、ガンビアトリパノソーマ、シ
ャーガス病病理切片、リーシュマニアプロマスティゴートを同定出来る様にす
る） 



3 回 原虫類 2（熱帯熱マラリア原虫、三日熱マラリア原虫、卵形マラリア原虫、
トキソプラズマ、ニューモシスチス、クリプトスポリジウムを同定出来る様にす
る） 
4 回 吸虫類（肝吸虫、横川吸虫、日本住血吸虫病理切片、ビルハルツ住血吸虫の
セルカリア、ウエステルマン肺吸虫、大平肺吸虫のセルカリアを同定出来る様に
する） 
5 回 条虫類、衛動動物（日本海裂頭条虫（広節裂頭条虫）、多包条虫病理切片、
ツツガムシ幼虫、ヒョウヒダニ、ノミ成虫を同定出来る様にする） 
6 回 虫卵検査 1（集卵法（MGL 法）、蟯虫卵、直接塗抹法（回虫卵、鞭虫卵、日
本住血吸虫卵、マンソン住血吸虫卵を同定出来る様にする） 
7 回 虫卵検査 2（肝吸虫卵、横川吸虫卵、ウエステルマン肺吸虫卵、日本海裂頭
条虫卵、有鉤・無鉤条虫卵、小形条虫卵、縮小条虫卵を同定出来る様にする） 
8 回 自主学習のまとめをする。国家試験の画像問題を解ける様にする。 

準備学習 1 回 事前に配布するスケッチ用紙に、各種の生活史、検査法等、重要な事項を書
き込んでおく。 
2 回 事前に配布するスケッチ用紙に、各種の生活史、検査法等、重要な事項を書
き込んでおく。 
3 回 事前に配布するスケッチ用紙に、各種の生活史、検査法等、重要な事項を書
き込んでおく。 
4 回 事前に配布するスケッチ用紙に、各種の生活史、検査法等、重要な事項を書
き込んでおく。 
5 回 事前に配布するスケッチ用紙に、各種の生活史、検査法等、重要な事項を書
き込んでおく。 
6 回 事前に配布するスケッチ用紙に、各種の重要な事項を書き込んでおく。 
7 回 事前に配布するスケッチ用紙に、各種の重要な事項を書き込んでおく。 
8 回 これまでの復習をしておく。 

 



年度 2012 
授業コード FSL4512 
成績評価 提出レポートの内容および実習試験の成績により評価する。 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜11) 
見出し FSL4512 ＲＩ検査技術学実習 
担当教員名 松浦 信康 
単位数 1 
教科書 プリントを使用する。 
アクティブラーニング  
キーワード ラジオアイソトープ、測定法 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 ＲＩ検査技術学実習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特に無し 
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード FSL4512 
実務経験のある教員  
達成目標 ラジオアイソトープの取り扱い法、および核種に応じた測定法を身に付ける。 
受講者へのコメント  
連絡先 松浦研究室 １３号館３階 nobuyasu@dls.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Practice in RI Technology 
関連科目 放射線生物学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 医療機関の臨床検査では、ラジオアイソトープを用いる検査法が利用されてい

る。本実習では、これらの検査で利用されている放射性同位体（RI）の物理学的
性質や生物に対する影響を学とともに、RI の安全な取り扱いや管理方法および
臨床検査法で実際に用いられている具体的な検査方法を理解する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  実習を実施するにあたる注意事項、簡単な内容説明をする 

2 回  放射性同位元素の取り扱い方法（１）を実施する 
3 回  放射性同位元素の取り扱い方法（２）を実施する 
4 回  密封放射線源による α 線の性質とその測定法１を実施する 
5 回  密封放射線源による α 線の性質とその測定法２を実施する 
6 回  密封放射線源による β 線の性質とその測定法１を実施する 



7 回  密封放射線源による β 線の性質とその測定法２を実施する 
8 回  実習内容のおさらいと確認を実施する 
9 回  密封放射線源による γ 線の性質とその測定法１を実施する 
10 回  密封放射線源による γ 線の性質とその測定法２を実施する 
11 回  環境中の放射線の測定１を実施する 
12 回  環境中の放射線の測定２を実施する 
13 回  見学実習１を実施する 
14 回  見学実習２を実施する 
15 回 実習のまとめと確認を実施する 

準備学習 1 回 前期の放射線生物学の講義の復習をすること 
2 回 実習書に基づいた当日の実習目的および内容の理解をすること 
3 回 実習書に基づいた当日の実習目的および内容の理解をすること 
4 回 実習書に基づいた当日の実習目的および内容の理解をすること 
5 回 実習書に基づいた当日の実習目的および内容の理解をすること 
6 回 実習書に基づいた当日の実習目的および内容の理解をすること 
7 回 実習書に基づいた当日の実習目的および内容の理解をすること 
8 回 これまでの実習内容の復習をすること 
9 回 実習書に基づいた当日の実習目的および内容の理解をすること 
10 回 実習書に基づいた当日の実習目的および内容の理解をすること 
11 回 実習書に基づいた当日の実習目的および内容の理解をすること 
12 回 実習書に基づいた当日の実習目的および内容の理解をすること 
13 回 放射線施設見学にあたる注意事項の再確認をすること 
14 回 放射線施設見学にあたる注意事項の再確認をすること 
15 回 全ての実習内容の復習をすること 

 



年度 2012 
授業コード FSL4521 
成績評価 臨地実習ノート提出による。 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜09) 
見出し FSL4521 臨床生理学実習Ⅱ 
担当教員名 櫃本 泰雄、佐藤 恭子＊ 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 臨床生理学実習Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード FSL4521 
実務経験のある教員  
達成目標 それぞれの検査の原理、臨床的意義が理解できること、および自分でそれらの検

査が遂行できることを目指す。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Practice in Clinical Physiology II 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ABR、心エコー、腹部エコー、眼底検査、平衡感覚機能検査についてその原理と

実際を学ぶ。臨地実習において臨床生理学実習項目（呼吸器機能検査、腎管器機
能検査、聴覚機能検査、視覚機能検査、脳神経機能検査、平衡感覚機能検査等）
を、それぞれ実践を通じて修得する。 

対象学年 4 年 
授業内容  
準備学習 各臨床生理機能検査について復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSL4522 
成績評価 レポート(50%)、試験(50%)により評価する。 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス LA(〜10),LB(〜10) 
見出し FSL4522 臨床検査総論実習Ⅰ 
担当教員名 片岡 健、重松 由美恵＊、⽥中 和美＊、山崎 勤、白石 雅子＊ 
単位数 1 
教科書 配布実習書、臨床検査学講座「臨床検査総論（第２版）」医⻭薬出版社 
アクティブラーニング  
キーワード 尿検査 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 臨床検査総論実習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 臨床検査法提要（改訂第３２版）金原出版 
授業形態 実験実習 
注意備考 必ず予習をして実習に臨むこと。臨床検査総論Ⅰを履修のこと。 
シラバスコード FSL4522 
実務経験のある教員  
達成目標 検査法を理解することができる。検査値から生体の状態を推測することができ

る。 
受講者へのコメント この実習で扱う項目は４年生の臨池実習の基礎となるので、しっかり復習して欲

しい。 
連絡先 臨床生命科学科 片岡研究室（二学舎 2 階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 おおむね問題はなく、満足度は高かった。 
英文科目名 Practice in Clinical Pathology I 
関連科目 臨床検査総論Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定 １回の実習で扱う量が多いとのコメントがあったので、今後検討したい。 
講義目的 一般検査に関する基礎知識を整理し、技術を学ぶ。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  コースオリエンテーション 

2 回  尿定性・半定量検査１：タンパク 
3 回  尿定性・半定量検査２：糖 
4 回  尿定性・半定量検査３：ケトン体 
5 回  尿定性・半定量検査４：ウロビリノーゲン 
6 回  尿沈渣１ 
7 回  尿沈渣２ 



8 回  尿沈渣３ 
9 回  尿沈渣４ 
10 回  尿検査総合１ 
11 回  尿検査総合２ 
12 回  便検査１ 
13 回  便検査２ 
14 回  穿刺液検査 
15 回  試験 

準備学習 1 回  臨床検査総論Ⅰの復習 
2 回  臨床検査総論Ⅰの復習 
3 回  臨床検査総論Ⅰの復習 
4 回  臨床検査総論Ⅰの復習 
5 回  臨床検査総論Ⅰの復習 
6 回  臨床検査総論Ⅰの復習 
7 回  臨床検査総論Ⅰの復習 
8 回  臨床検査総論Ⅰの復習 
9 回  臨床検査総論Ⅰの復習 
10 回  臨床検査総論Ⅰの復習 
11 回  臨床検査総論Ⅰの復習 
12 回  臨床検査総論Ⅰの復習 
13 回  臨床検査総論Ⅰの復習 
14 回  臨床検査総論Ⅰの復習 

 



年度 2012 
授業コード FSL4532 
成績評価 レポート(30%)、実習態度(30%)、テスト(40%)により評価する。 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜10) 
見出し FSL4532 臨床化学実習Ⅰ 
担当教員名 益岡 典芳 
単位数 1 
教科書 配布実習書、臨床検査学講座「臨床化学検査学」医⻭薬出版社 
アクティブラーニング  
キーワード 検査機器論、生体成分微量定量、臨床化学、分光光度計、pH メーター、検量線、

回収率 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「実習室が狭い」「分光光度計が不足している」 

次回は改善したいと考えている。 
科目名 臨床化学実習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 臨床検査法提要（改訂第３２版）金原出版 
授業形態 実験実習 
注意備考 必ず予習をして実習に臨むこと。臨床化学、生物化学的分析法を履修のこと。 
シラバスコード FSL4532 
実務経験のある教員  
達成目標 分析に係る事項を実験結果を基に考察することができる。 

臨床化学分析の基礎を習得できる。 
受講者へのコメント 臨床化学実習は重要な実習であるので、興味を持ち続けてほしい。 
連絡先 益岡研究室（２学舎３階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 良好と考えている。 
英文科目名 Practice in Clinical Chemistry I 
関連科目 検査機器論、臨床化学、生物化学的分析法など 
次回に向けての改善変更予定 機器・実習スペースを改善する。 
講義目的 臨床化学検査に必要な基礎分析法を理解し習得する。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 コースオリエンテーション 

実習の心得とレポート作成などについて講義する。 
2 回  試薬の作成とデータ処理１について実習する。 
3 回  試薬作成とデータ処理２について実習する。 
4 回  分析機器の精度確認１について実習する。 
5 回  分析機器の精度確認２について実習する。 



6 回  クレアチニン測定１について実習する。 
7 回  クレアチニン測定２について実習する。 
8 回  鉄の測定２について実習する。 
9 回  鉄の測定２について実習する。 
10 回  タンパクの測定１について実習する。 
11 回  タンパクの測定２について実習する。 
12 回  グルコース測定１について実習する。 
13 回  グルコース測定２について実習する。 
14 回  報告書作成について実習する。 
15 回  実習について試験する。 

準備学習 1 回  生物化学的分析法、臨床化学の復習をすること。 
2 回  生物化学的分析法、臨床化学の復習、実習内容予習を行うこと。 
3 回  生物化学的分析法、臨床化学の復習、実習内容予習を行うこと。 
4 回  生物化学的分析法、臨床化学の復習、実習内容予習を行うこと。 
5 回  生物化学的分析法、臨床化学の復習、実習内容予習を行うこと。 
6 回  生物化学的分析法、臨床化学の復習、実習内容予習を行うこと。 
7 回  生物化学的分析法、臨床化学の復習、実習内容予習を行うこと。 
8 回  生物化学的分析法、臨床化学の復習、実習内容予習を行うこと。 
9 回  生物化学的分析法、臨床化学の復習、実習内容予習を行うこと。 
10 回  生物化学的分析法、臨床化学の復習、実習内容予習を行うこと。 
11 回  生物化学的分析法、臨床化学の復習、実習内容予習を行うこと。 
12 回  生物化学的分析法、臨床化学の復習、実習内容予習を行うこと。 
13 回  生物化学的分析法、臨床化学の復習、実習内容予習を行うこと。 
14 回  生物化学的分析法、臨床化学の復習、実習内容予習を行うこと。 
15 回  実習内容を復習し、まとめを行うこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSL47D2 
成績評価 レポート(30%)・発表(30%)・ポートフォリオ(20%）・試験(20%）により評価す

る。 
曜日時限 木曜日 7・8 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(10〜11) 
見出し FSL47D2 教職基礎演習 
担当教員名 森 嘉久、齋藤 達昭、山崎 正之、若村 国夫、小林 祥一、曽我 雅比児、

山口 一 
単位数 1 
教科書 特になし。 
アクティブラーニング  
キーワード 理数系教員 理数系教員養成プロジェクト(基礎理学科：理数系教員コース)の必

須科目 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 教職基礎演習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜、紹介する。 
授業形態 演習 
注意備考 この講義は教職に関連した講義なので、原則として 2 年前期終了時に全科目の旧

GPA が 2.5（新 GPA1.6）以上の学生のみ受講できる。この講義は、主に演習形
式で実施する予定であるので、受講生が多い場合は⼈数制限をする。卒業生など
による講演の講義があるので、土曜日に開講することがある。この講義は、理数
系教員養成プロジェクト(基礎理学科：理数系教員コース)を希望する⼈の必須科
目である。ただし、このプロジェクトに参加しなくても各学科で定められた科目
の単位を修得すれば教員免許を取得できます。プロジェクトに参加した学生 

シラバスコード FSL47D2 
実務経験のある教員  
達成目標 １）自分の意見をまとめて文章にする能⼒。 

１）自分の意見をわかりやすく発表する能⼒。 
２）他の⼈に意見に聞く姿勢。 
３）他者と協⼒する能⼒。 
４）自己評価する能⼒ 自分のポートフォリオを作る。 
５）教職の基礎的素養を獲得する。 
６）情報収集⼒、問題解決⼒、チームワーク、コミュニケーション⼒などの学士
⼒を身につける。 

受講者へのコメント  
連絡先 プロジェクト メールアドレス 

山口一裕(yamaguti(アットマーク)std.das.ous.ac.jp) 
森嘉久(mori(アットマーク)das.ous.ac.jp) 



合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 教職科目(Ｃ群）、理数系教員養成プロジェクト関連科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 この講義は理数系教員養成プロジェクト(基礎理学科：理数系教員コース)のオリ

エンテーション科目です。このプロジェクトは、将来絶対に教職に就きたい⼈に
対して実施されるプロジェクトです。この講義では、教員を目指している理由、
教師に必要な資質や理想の教師像などを自分で考えて、同じく教職を目指してい
るグループで発表、討論することにより、明確な目標意識を持ってもらうことを
目的としています。いままでの学生生活を自己評価するとともに、教員を目指す
ためにこれからどのような大学生活のプランを考えたらよいのかを考えましょ
う。プ 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：理数系教員養成プロジェクト(基礎理学科：理数系教

員コース）とは。自分の歴史であるポートフォリオを作成する。また、SNS を活
用して参加者のネットワークを作成する。 
2 回 苦手分野の把握を目的とした試験を実施する。また「なぜ教師を目指すの
か？」をテーマにグループディスカッション・発表を実施する。 
3 回 前回実施した試験の解説を行った後、教員採用の現状説明を行い、理数系教
員になるためには今どんな勉強をすべきなのかを検討する。 
4 回 中学校の教科書を調べることにより、実際に教える際どのような困難があ
るか、またどのような工夫が必要か、今どのようなことを身につけておかなけれ
ばならないか、などに関するグループディスカッションと代表による発表を実施
する。 
5 回 現役 OB 教員もしくは退職した教員の講演会を実施する。 
6 回 前回の講演内容をもとにして、学校の抱える問題点についてのグループデ
ィスカッションを実施し、発表させる。 
7 回 教職に就くためには今何をしたらよいのか、をテーマに、教職をめざしてい
る４年生の講演会を開催し、それをもとに感想およびこれからの大学での生活計
画をレポートにまとめさせる。 
8 回 「将来どんな教師になりたいのか」をテーマとしたレポート作成・発表を実
施する。ポートフォリオの回収も実施する。 

準備学習 1 回 このシラバスを読んで、授業内容を把握しておくこと。 
2 回 教員を目指している理由をまとめておくこと。 
3 回 自分が受験したい県の採用状況や過去の教員採用試験問題の傾向を調べて
おくこと。 
4 回 教師に必要な資質とは何か、理想の教師像についてレポートにまとめてお
くこと。 
5 回 現在学校が抱える問題点について調べておくこと。 
6 回 前回の講演をもとに、学校が抱える問題点について自分の考えをまとめて



おくこと。 
7 回 これからの大学での生活計画を考えておくこと。 
8 回 教師に必要な資質とは何か、理想の教師像についてまとめておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSL5111 
成績評価 定期試験（90%）、小テスト（10%） 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜11) 
見出し FSL5111 微生物学 
担当教員名 片山 誠一 
単位数 2 
教科書 岡⽥ 淳ら著 臨床医学講座「微生物学/臨床微生物学」医⻭薬出版 
アクティブラーニング  
キーワード 細菌、真菌、ウイルス、滅菌・消毒、抗生物質、感染と生体防御 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 【マイク・スピーカの音量や音質】「もっと小さくしてほしい。」もともと声が大

きいので、うるさく感じたのかもしれません。マイクのすぐそばでは、あまり話
さないようにします。音量調節が可能な講義室では、少し下げるようにします。 

科目名 微生物学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 小熊・東著「コンパクト微生物学 改訂第 2 版」南江堂 
授業形態 講義 
注意備考 プリント中心に講義を行う。適宜教科書、OHP、プロジェクターを活用する。 
シラバスコード FSL5111 
実務経験のある教員  
達成目標 滅菌・消毒や抗生物質など、微生物に関する基本的な概念・知識を十分理解する。 
受講者へのコメント 特に宿題等を出していないためか、講義外での学習が少ないようです。積極的に

復習をしてもらいたいです。 
連絡先 24 号館 3 階、katayama@dls.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 【総合評価】授業時間外の学習を全く行っていない学生が、52.4%と多かった。
今後は、課題の様なものを出させたほうが良いのか検討していきたい。満足＋ほ
ぼ満足が 64％でまずまずの評価を受けたようだ。しばらくは、この調子で進めて
いきたい。【授業の手法】「1 回の授業で扱う量が多い（10.7%）」内容のスリム化
をはかっていきたい。 

英文科目名 Microbiology 
関連科目 病原微生物学 
次回に向けての改善変更予定 １）元気よく授業をする。２）もう少し項目ごとに、内容を精査して授業をする。

３）マイクに近づき過ぎないようにする。 
講義目的 微生物学とは肉眼で見えない生物を対象としている。微生物にはどのような生物

が存在し、それぞれどのような特徴があるのか理解していく。滅菌・消毒や抗生
物質など、微生物に関する基本的な概念・知識を理解する。 



対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 微生物の分類 

2 回 細菌の形態と構造・染色法 
3 回 細菌の発育と培養 
4 回 真菌 
5 回 ウイルス 
6 回 遺伝と変異（その１） 
7 回 遺伝と変異（その２） 
8 回 滅菌と消毒（その１） 
9 回 滅菌と消毒（その２） 
10 回 化学療法（その１） 
11 回 化学療法（その２） 
12 回 薬剤耐性とワクチン 
13 回 正常細菌叢とその変動 
14 回 病原性と抵抗⼒ 
15 回 病院感染と新興感染症 

準備学習 1 回 教科書の微生物の分類の箇所を予め読んでおく。 
2 回 教科書の細菌の形態と構造・染色法の箇所を予め読んでおく。 
3 回 教科書の細菌の発育と培養の箇所を予め読んでおく。 
4 回 教科書の真菌の箇所を予め読んでおく。 
5 回 教科書のウイルスの箇所を予め読んでおく。 
6 回 教科書の遺伝と変異（その１）の箇所を予め読んでおく。 
7 回 教科書の遺伝と変異（その２）の箇所を予め読んでおく。 
8 回 教科書の滅菌と消毒（その１）の箇所を予め読んでおく。 
9 回 教科書の滅菌と消毒（その２）の箇所を予め読んでおく。 
10 回 教科書の化学療法（その１）の箇所を予め読んでおく。 
11 回 教科書の化学療法（その２）の箇所を予め読んでおく。 
12 回 教科書の薬剤耐性とワクチンの箇所を予め読んでおく。 
13 回 教科書の正常細菌叢とその変動の箇所を予め読んでおく。 
14 回 教科書の病原性と抵抗⼒の箇所を予め読んでおく。 
15 回 教科書の病院感染と新興感染症の箇所を予め読んでおく。 

 



年度 2012 
授業コード FSL5112 
成績評価 ミニレポート（２０％）、試験（８０％）により行う。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜11) 
見出し FSL5112 生体情報学 
担当教員名 橋川 成美 
単位数 2 
教科書 やさしい生理学（改訂 5 版） 森本武利、彼末一之 （編）南江堂（2005 年） 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生体情報学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 標準生理学（第 5 版） 監修 本郷利憲、廣重⼒ 編集 豊⽥順一、熊⽥衛、小

澤静司、福⽥康一郎、本間研一 医学書院 
授業形態 講義 
注意備考 予習・復習をすることと、特に復習に⼒を入れ参考書などを読み内容を理解する

こと。 
シラバスコード FSL5112 
実務経験のある教員  
達成目標 生体機能の恒常性維持に神経系ー内分泌系ー免疫系からなる情報ネットワーク

が如何に重要であるかを理解させる。また脳の可塑性の面から記憶・学習そして
リハビリテーションについて認識させると共に、脳とコンピュータの違いにつて
もあらためて理解させる。 

受講者へのコメント  
連絡先 1 号館 3 階 橋川研究室 hobara@dls.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Cellular Communication and Biosignal Transduction 
関連科目 生化学を修得し、さらに動物生理学を履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 多細胞生物である⼈を含めた高等動物が、多彩な内定外的環境下で個体として合

目的性を持った機能を営むことが出来るのは、個体から細胞、分子レベルにわた
り階層的に秩序立てられた調節、統合が正確に行われているからであり、これら
は神経系を最上位としてその下にある内分泌系や免疫系からなる情報ネットワ
ークの働きによると言える。本講義ではこのような情報系を通して生体現象を把
握させる。 



対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 序論 

2 回 個体における情報ネットワーク（概論） 
3 回 神経の興奮伝導と伝達 
4 回 中枢神経系（脳） 
5 回 中枢神経系（睡眠） 
6 回 末梢神経系 
7 回 感覚機能（視覚、聴覚） 
8 回 感覚機能（平衡感覚、化学感覚） 
9 回 内分泌（ホルモンによる情報伝達） 
10 回 内分泌（ホルモンの分泌を調節するホルモン） 
11 回  神経系と内分泌系の相関 
12 回 運動の調節 
13 回 生体防御系 
14 回 遺伝情報のエラーと疾患 
15 回 骨の生理学 

準備学習 1 回 秩序ある生命活動を営むために身体各部の組織・器官を連絡し調節する仕
組みとして何があげられるか考えてみること。 
2 回 シナプス伝達の特徴を考えてみること。 
3 回 活動電位について理解しておくこと。 
4 回 脳の構造と各部位の役割について調べておくこと。 
5 回 レム睡眠、ノンレム睡眠について調べておくこと。 
6 回 自律神経の神経伝達物質の分類をまとめておくこと。 
7 回 感覚受容の経路について調べておくこと。 
8 回 体性感覚の種類、味覚・嗅覚の受容器、神経経路を調べておくこと。 
9 回 ホルモンの作用における 4 つの機能について調べておくこと。 
10 回 視床下部ホルモン、下垂体ホルモンの名前に慣れ親しんでおくこと。 
11 回 視床下部の各器官の名前、機能をまとめておくこと。また情動について考
えてみること。 
12 回 有酸素運動・無酸素運動について理解しておくこと。 
13 回 免疫系について調べておくこと。 
14 回 現在解明されている遺伝子による疾患についてしらべておくこと。 
15 回 骨形成・代謝における重要であると思われる因子を調べておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSL5121 
成績評価 定期試験の結果によって評価する。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス LA(〜08),LB(〜08) 
見出し FSL5121 基礎生物化学Ⅰ(再) 
担当教員名 松浦 信康 
単位数 2 
教科書 石⿊伊三雄監修「わかりやすい生化学」ヌーヴェルヒロカワ 
アクティブラーニング  
キーワード 生体成分、代謝 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 自由記述無し 
科目名 基礎生物化学Ⅰ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ヴォート「生化学」東京化学同⼈、上代淑⼈監訳「ハーパー・生化学 最新版」

丸善。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSL5121 
実務経験のある教員  
達成目標 生体(ヒト)の生体成分とその代謝を理解する。 
受講者へのコメント わからない箇所は、後回しにせず、その場で解決するよう努⼒してほしい。 
連絡先 松浦研究室、13 号館 3 階 nobuyasu@dls.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 おおよそ満足しているとの回答であった。しかしながらさらによい講義を目指
し、工夫していきたい。 

英文科目名 Basic Biological Chemistry I 
関連科目 生物化学、生理化学、分子生物学、生物学 
次回に向けての改善変更予定 学生の理解度を判断しながら、講義を進めていきたい。 
講義目的 本講義の目的は医学に関連する生物化学を学ぶことである。生体(ヒト)の生体成

分とその代謝を中心に学ぶ。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 【はじめに】高校からの生物、化学と大学での生物および化学との接点につ

いて講義する 
2 回 【細胞と生体分子】生体における細胞の役割とそれを構成する分子について
講義する 
3 回 【タンパク質の性質１】タンパク質の化学的役割について講義する 
4 回 【タンパク質の性質２】タンパク質の生物学的役割について講義する 



5 回 【酵素の性質と働き１】タンパク質である酵素の役割について講義する 
6 回 【酵素の性質と働き２】酵素の反応速度論について講義する 
7 回 【生体内のおける糖質代謝１】糖質の化学構造について講義する 
8 回 【生体内のおける糖質代謝２】糖質の生体内における役割について講義する 
9 回 【生体内のおける糖質代謝３】生体内における糖質分子の化学変換について 
１講義する 
10 回 【生体内のおける糖質代謝４】生体内における糖質分子の化学変換につい
て２講義する 
11 回 【生体内における脂質代謝１】脂質の化学構造について講義する 
12 回 【生体内における脂質代謝２】生体内における脂質分子の化学構造講義す
る 
13 回 【生体内における脂質代謝３】生体内における脂質分子の生物学的役割講
義する 
14 回 【生体内における脂質代謝４】生体内における脂質分子の化学変換講義す
る 
15 回 まとめと生物化学 II への橋渡し 

準備学習 1 回 【はじめに】高校の生物学教科書に目を通しておくこと 
2 回 【細胞と生体分子】テキストの細胞と生体分子に関する項目を読んでおくこ
と 
3 回 【タンパク質の性質１】テキストのタンパク質に関する項目を読んでおくこ
と 
4 回 【タンパク質の性質２】前回の講義の復習すること 
5 回 【酵素の性質と働き１】テキストの酵素に関する項目を読んでおくこと 
6 回 【酵素の性質と働き２】前回の講義の復習をすること 
7 回 【生体内のおける糖質代謝１】テキストにおける糖質の項目を読んでおくこ
と 
8 回 【生体内のおける糖質代謝２】前回の講義の復習をすること 
9 回 【生体内のおける糖質代謝３】前回の講義の復習をすること 
10 回 【生体内のおける糖質代謝４】前回の講義の復習をすること 
11 回 【生体内における脂質代謝１】テキストの脂質に関する項目を読んでおく
こと 
12 回 【生体内における脂質代謝２】前回の講義の復習をすること 
13 回 【生体内における脂質代謝３】前回の講義の復習をすること 
14 回 【生体内における脂質代謝４】前回の講義の復習すること 
15 回 これまでの講義の復習 

 



年度 2012 
授業コード FSL5122 
成績評価 レポートおよび定期試験結果により評価する 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜10) 
見出し FSL5122 食薬学 
担当教員名 松浦 信康 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 医食同源 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 食薬学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特に無し 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSL5122 
実務経験のある教員  
達成目標 食に含まれる機能性成分の化学構造および生体内での作用機構について理解す

る。医食同源のコンセプトを理解する 
受講者へのコメント  
連絡先 松浦研究室 １３号館３階 nobuyasu@dls.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Pharmacositology 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 野菜や果物等食として摂取している、主として植物二次代謝産物を栄養学的見地

から解説し、食の持つ潜在的な三次機能の意味を把握する。「食」と「薬」の共通
性と相違点とを明らかにし、各々が本来持っている特性について説明すると共
に、適正な利用法についての基礎的な知識と考え方を講述する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  食薬学序論を解説する 

2 回  生態科学と「食」、「薬」との関わりを解説する 
3 回  植物一次代謝産物と食の一次機能を解説する 
4 回  香辛料と食の二次機能を解説する 
5 回  ハーブと食の二次機能を解説する 



6 回  食の三次機能を解説する 
7 回  医食同源と疾病予防を解説する 
8 回  天然味呈成分とその化学を解説する 
9 回  天然色素と生物活性を解説する 
10 回  匂いとその化学を解説する 
11 回  抗酸化活性成分を解説する 
12 回  食と腸内フローラを解説する 
13 回  薬膳、食養膳を解説する 
14 回  食薬区分と健康食品を解説する 
15 回  これまでの内容の総復習と確認をする 

準備学習 1 回 天然物化学について復習しておくこと 
2 回 事前配布したプリントをよく読んでおくこと 
3 回 事前配布したプリントをよく読んでおくこと 
4 回 事前配布したプリントをよく読んでおくこと 
5 回 事前配布したプリントをよく読んでおくこと 
6 回 第３回から第５回の内容を復習しておくこと 
7 回 事前配布したプリントをよく読んでおくこと 
8 回 事前配布したプリントをよく読んでおくこと 
9 回 事前配布したプリントをよく読んでおくこと 
10 回 事前配布したプリントをよく読んでおくこと 
11 回 事前配布したプリントをよく読んでおくこと 
12 回 事前配布したプリントをよく読んでおく 
13 回 事前配布したプリントをよく読んでおくこと 
14 回 事前配布したプリントをよく読んでおくこと 
15 回 これまでの講義内容を総復習すること 

 



年度 2012 
授業コード FSL51A1 
成績評価 定期試験の結果によって評価する。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス LA(09〜12),LB(09〜12) 
見出し FSL51A1 生物化学Ⅰ 
担当教員名 松浦 信康 
単位数 2 
教科書 石⿊伊三雄監修「わかりやすい生化学」ヌーヴェルヒロカワ 
アクティブラーニング  
キーワード 生体成分、代謝 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 満足したとのコメントを多数頂いた。さらに充実した実習を目指して努⼒した

い。 
科目名 生物化学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ヴォート「生化学」東京化学同⼈、上代淑⼈監訳「ハーパー・生化学 最新版」

丸善。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSL51A1 
実務経験のある教員  
達成目標 生体(ヒト)の生体成分とその代謝を理解する。 
受講者へのコメント わからない箇所は、後回しにせず、その場で解決するよう努⼒してほしい。 
連絡先 松浦研究室、13 号館 3 階 nobuyasu@dls.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 おおよそ満足しているとの回答であった。しかしながらさらによい講義を目指
し、工夫していきたい。 

英文科目名 Biological Chemistry I 
関連科目 生物化学、生理化学、分子生物学、生物学 
次回に向けての改善変更予定 学生の理解度を判断しながら、講義を進めていきたい。 
講義目的 本講義の目的は医学に関連する生物化学を学ぶことである。生体(ヒト)の生体成

分とその代謝を中心に学ぶ。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 【はじめに】高校からの生物、化学と大学での生物および化学との接点につ

いて講義する 
2 回 【細胞と生体分子】生体における細胞の役割とそれを構成する分子について
講義する 
3 回 【タンパク質の性質１】タンパク質の化学的役割について講義する 



4 回 【タンパク質の性質２】タンパク質の生物学的役割について講義する 
5 回 【酵素の性質と働き１】タンパク質である酵素の役割について講義する 
6 回 【酵素の性質と働き２】酵素の反応速度論について講義する 
7 回 【生体内のおける糖質代謝１】糖質の化学構造について講義する 
8 回 【生体内のおける糖質代謝２】糖質の生体内における役割について講義する 
9 回 【生体内のおける糖質代謝３】生体内における糖質分子の化学変換について 
１講義する 
10 回 【生体内のおける糖質代謝４】生体内における糖質分子の化学変換につい
て２講義する 
11 回 【生体内における脂質代謝１】脂質の化学構造について講義する 
12 回 【生体内における脂質代謝２】生体内における脂質分子の化学構造講義す
る 
13 回 【生体内における脂質代謝３】生体内における脂質分子の生物学的役割 
14 回 【生体内における脂質代謝４】生体内における脂質分子の化学変換講義す
る 
15 回 まとめと生物化学 II への橋渡し講義する 

準備学習 1 回 【はじめに】高校の生物学教科書に目を通しておくこと 
2 回 【細胞と生体分子】テキストの細胞と生体分子に関する項目を読んでおくこ
と 
3 回 【タンパク質の性質１】テキストのタンパク質に関する項目を読んでおくこ
と 
4 回 【タンパク質の性質２】前回の講義の復習をすること 
5 回 【酵素の性質と働き１】テキストの酵素に関する項目を読んでおくこと 
6 回 【酵素の性質と働き２】前回の講義の復習をすること 
7 回 【生体内のおける糖質代謝１】テキストにおける糖質の項目を読んでおくこ
と 
8 回 【生体内のおける糖質代謝２】前回の講義の復習をすること 
9 回 【生体内のおける糖質代謝３】前回の講義の復習をすること 
10 回 【生体内のおける糖質代謝４】前回の講義の復習をすること 
11 回 【生体内における脂質代謝１】テキストの脂質に関する項目を読んでおく
こと 
12 回 【生体内における脂質代謝２】前回の講義の復習をすること 
13 回 【生体内における脂質代謝３】前回の講義の復習をすること 
14 回 【生体内における脂質代謝４】前回の講義の復習をすること 
15 回 これまでの講義の復習をすること 

 



年度 2012 
授業コード FSL51A2 
成績評価 課題提出（30％）、定期試験（70％）によって判定する。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス LA(〜12),LB(〜12) 
見出し FSL51A2 物理学基礎論Ⅰ 
担当教員名 豊⽥ 新 
単位数 2 
教科書 原康夫著 物理学入門 増補版 学術図書出版社 
アクティブラーニング  
キーワード 運動、質点の⼒学、⼒学、連続体、波動 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学基礎論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 国立天文台理科年表（丸善）: サーウェイ著 松村訳 科学者と技術者のための物

理学Ⅰa, Ⅰb(学術図書) 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSL51A2 
実務経験のある教員  
達成目標 物理学の基礎的な概念である、運動の記述方法、⼒学的エネルギーを理解する。

質点の⼒学、連続体⼒学及び波動の基礎的事項を理解し、基礎的な問題が解ける
ようになる。これらの事項を基礎とした科学技術、現在の社会的問題の本質につ
いて理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先 豊⽥（新）研究室 26 号館 3 階 Phone 256-9608 E-mail: toyoda@dap.ous.ac.jp 

オフィスアワー 木曜日 15：00-18：00（教授会開催日を除く） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Physics I 
関連科目 高等学校で物理を履修していない者は、前期に開講される入門物理を履修してお

くこと。高等学校で物理を履修していること、あるいは入門物理を履修している
ことを講義の前提とする。物理学基礎実験を履修する者はこの講義と同時あるい
は履修後に受講することを強く勧める。この講義に続けて物理学基礎論Ⅱを受講
することが望ましい。 

次回に向けての改善変更予定  
講義目的 この世界の自然現象は物理学を基礎として成り立っている。その物理学の基礎的

なことがらのうち、その運動、⼒、エネルギーについて学び、理解を深める。ま



た、現在の科学技術、地球環境科学への応用についても一部解説する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 物理量と単位、等速直線運動、等加速度運動について学習する。 

2 回 ⼒とそのつりあい、運動の法則について学習する。 
3 回 運動方程式の解法について学習する。 
4 回 運動方程式の解法について学習する。 
5 回 ⼒のモーメントについて学習する。 
6 回 運動量と⼒積、運動量保存則について学習する。 
7 回 仕事とエネルギーの定義について学習する。 
8 回 ⼒学的エネルギー保存則について学習する。 
9 回 仕事＝エネルギー定理について学習する。 
10 回 等速円運動について学習する。 
11 回 万有引⼒と天体の運動について学習する。 
12 回 単振動について学習する。 
13 回 流体と圧⼒について学習する。 
14 回 波動の基本について学習する。 
15 回 音波、光について学習する。 

準備学習 毎回の講義においてその回の講義の復習となる課題（演習問題）を出します。次
回の講義までに解き、提出してください。 

 



年度 2012 
授業コード FSL5311 
成績評価 ミニレポート（２０％）、試験（８０％）により行う。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜11) 
見出し FSL5311 動物生理学 
担当教員名 今村 喜一＊ 
単位数 2 
教科書 やさしい生理学（改訂第 5 版） 森本武利、彼末一之 （編）南江堂 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 動物生理学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 標準生理学（第 5 版） 監修 本郷利憲、廣重⼒ 編集 豊⽥順一、熊⽥衛、小

澤静司、福⽥康一郎、本間研一 医学書院 
授業形態 講義 
注意備考 予習・復習をすること。特に復習に⼒を入れ内容を理解すること。参考書などを

よく読むこと。最終試験は 15 回終了後実施する。日時は後日連絡する。 
シラバスコード FSL5311 
実務経験のある教員  
達成目標 ⼈の生理機能の素晴らしさを理解させ健康の維持についてあらためて考えても

らう。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Animal Physiology and Biochemistry 
関連科目 本講義の生理現象をより広く深くに理解するするために生体情報学の履修が望

ましい。また、基礎生物化学を十分理解しておくこと。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ⼈体の構成および⼈体各部の機能について概説し、主として生命維持の基盤とい

える体温、血液・体液の調節、循環、呼吸、腎臓および運動系などの生理機能に
ついて自分自身のこととして理解させる。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 序論 

2 回 ⼈体の構成 
3 回 血液と体液 



4 回 循環（心臓） 
5 回 循環（体液性調節） 
6 回 呼吸（換気） 
7 回 呼吸（ヘモグロビンの役割） 
8 回 腎臓機能（腎の機能的構造） 
9 回 腎臓機能（尿細管における再吸収・分泌） 
10 回 摂食の調節 
11 回 消化管の機能 
12 回 代謝と体温 
13 回 運動の生理化学（筋収縮の仕組み） 
14 回 運動の生理化学（骨格筋の収縮の仕方） 
15 回 運動の生理化学（筋収縮のエネルギー） 

準備学習 1 回 生物を対象とする自然科学で、医学の基礎をなし、機能を主として取り扱う
学問であることを理解すること。 
2 回 ⼈体は細胞を単位としてどのように組み立てているのか考えてみること。 
3 回 血清と血漿の違い、血球にはどのような種類があるか調べておくこと。 
4 回 心臓の働き、刺激伝導系について調べておくこと。 
5 回 体液循環調節機構について調べておくこと。どのような受容器を介するの
か、どのような機構が存在するのかなど。 
6 回 肺胞換気量、残気量について調べておくこと。肺活量とは何を指すかなど。 
7 回 血液による二酸化炭素の運搬について調べておくこと。 
8 回 各器官の名前と機能を頭に入れておくこと。 
9 回 尿細管のどの部位で何が再吸収、あるいは分泌されるかまとめておくこと。 
10 回 消化管ホルモンの名前と、どこから分泌されるのか、どういった働きをす
るのかについてまとめておくこと。 
11 回 糖質、タンパク質、脂質それぞれがどこでどのように消化吸収されるか調
べておくこと。 
12 回 糖質、タンパク質、脂質の代謝について調べておくこと。 
13 回 筋肉の分類と特徴について調べておくこと。 
14 回 筋収縮の過程を骨格筋のみならず心筋、平滑筋においてもまとめておくこ
と。 
15 回 ATP の生成過程について調べておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSL5312 
成績評価 定期試験（80）と課題提出（20） 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス LA(〜12),LB(〜12) 
見出し FSL5312 分析化学 
担当教員名 小嶋 健博 
単位数 2 
教科書 桜井弘 編集；“薬学のための分析化学”（化学同⼈） 

菅原正雄；“基礎分析化学演習”（三共出版） 
アクティブラーニング  
キーワード モル濃度 pH 酸塩基 濃度計算 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 分析化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 やさしい勉強法はない。でてきた事象，用語・記号は覚え演習問題を解くことが

分析化学理解の早道である。 
シラバスコード FSL5312 
実務経験のある教員  
達成目標 分析関連の用語，特にモル数の理解とｐH 計算，さらに酸塩基平衡式の分析への

応用 
受講者へのコメント  
連絡先 13 号館 3 階（e-mail：tkojima@dls.ous.ac.jp） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Analytical Chemistry 
関連科目 一般化学 無機化学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 分析化学は地球環境，資源，エネルギ−，食料生産や生体，医薬などの広い分野

の自然科学の基礎になる学問である。臨床生命科学科において調べる，明らかに
する，情報収集，解析といった手段が一連の分析科学である。分析の基礎的な用
語，化学反応式，化学平衡式を使えるように解説する。また，分析化学を理解す
るには濃度や科学平衡式を使い計算することが重要であるので，毎回課題を与え
る。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 分析化学についてオリエンテ−ションを行う。 



2 回 水の構造と特性について講義する。 
3 回 水の電離と電解質について講義する。 
4 回 溶液の濃度と濃度計算の演習をする。 
5 回 活量とイオン強度について講義し，演習をする。 
6 回 酸と塩基とは何か，演習も取り入れる。 
7 回 溶液と pH の濃度と pH の関係について講義する。 
8 回 溶液中の化学種（１）について講義と演習をする。 
9 回 溶液中の化学種（２）の計算演習をする。 
10 回 酸塩基滴定について講義する。 
11 回 溶液濃度の計算をする。 
12 回 錯体の化学について分析との関係を講義する。 
13 回 キレ−ト滴定の実応用について講義する。 
14 回 酸化と還元について講義する。 
15 回 酸化還元滴定と電気分析化学について講義する。 

準備学習 1 回 分析化学は必要か？ 
2 回 化学結合について調べておく。 
3 回 初歩的な電気（電圧，電流，抵抗）に関し調べておく。 
4 回 モル数について調べておく。 
5 回 化学方程式と化学量論について一般化学の教科書を復習しておく。 
6 回 酸性とアルカリ性の定義について読んでおく。 
7 回 酸と塩基について再度調べておく。 
8 回 化学平衡式とモル濃度の計算をできるよう準備しておく。 
9 回 化学平衡式とモル濃度の計算法を演習しておく。 
10 回 化学平衡式とモル濃度の演習書を解く。 
11 回 酸塩基平衡の演習章を解く。 
12 回 化学結合の種類について調べておく。 
13 回 錯体について調べておく。 
14 回 物質の腐食について調べておく。 
15 回 酸化還元の定義を明確にしておく。 

 



年度 2012 
授業コード FSL5321 
成績評価 課題提出１０％、定期試験の成績９０％ 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜10) 
見出し FSL5321 臨床免疫学 
担当教員名 櫃本 泰雄 
単位数 2 
教科書 窪⽥哲朗他著：臨床検査学講座 免疫検査学 医⻭薬出版 
アクティブラーニング  
キーワード 免疫学的手法、アレルギー疾患、自己免疫疾患、腫瘍マーカー 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 教室がせまい：教室配分について、今後教務に配慮頂きます。 

難しかったけど分からないことが分かると楽しかったです。いろんな疑問や興味
がたくさんあって、まだまだ勉強したいと思いました：すばらしい。そのような
意欲が出て来たということが、一番大切なことですね。 
お世話になりました！！：まだまだこれからもありますよ。 

科目名 臨床免疫学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 谷口克編：標準免疫学（医学書院）、菊地浩吉編集：医科免疫学（南江堂）免疫学

の基礎 （第 4 版 東京化学同⼈）、免疫学の入門 （第 6 版 金芳堂） 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSL5321 
実務経験のある教員  
達成目標 以下の内容を説明できるようになること。 

（１）免疫学的手法を用いた検査法の原理について 
（２）アレルギー疾患の概要 
（３）自己免疫疾患の概要 
（４）腫瘍免疫／腫瘍マーカーの概念 

受講者へのコメント 特になし 
連絡先 ２４号館３階 櫃本泰雄研究室 hitsumot@dls.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 目標達成については、できた＝１２％、だいたいできた＝３２％、半分程度でき
た＝３２％、ということで、やや不満が残る結果となった。内容が盛りだくさん
にならざるを得ない科目でもあり、今後、更なる改善が必要である。 

英文科目名 Clinical Immunology 
関連科目 免疫学、免疫学実習 
次回に向けての改善変更予定 プリントの改訂を行う。 



講義目的 種々の感染症や免疫疾患等に関連する免疫学的臨床検査項目は膨大かつ多様で
ある。また免疫学そのものも、なお変化を続けている。本講義では、「免疫学」で
学んだ内容を確認するとともに、それらが臨床現場でどのように応用されている
かを学ぶ。なかでも、ほとんどの免疫学的測定法の基本原理となっている抗原抗
体反応は最も重要な要素であり、その熱⼒学的側面からの理解と応用を目指す。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 臨床免疫学総論（疑問点、問題点、総括） 

2 回 免疫学的測定法（免疫沈降反応） 
3 回 免疫学的測定法（凝集反応、酵素抗体法など） 
4 回 補体系 
5 回 感染症における免疫／検査学 (1) 
6 回 感染症における免疫／検査学 (２) 
7 回 感染症における免疫／検査学 (３) 
8 回 アレルギー論（１） 
9 回 アレルギー論（２） 
10 回 自己免疫疾患（１） 
11 回 自己免疫疾患（２） 
12 回 自己免疫疾患（３） 
13 回 腫瘍免疫／腫瘍マーカー 
14 回 移植免疫 
15 回 総括 

準備学習 1 回 免疫学での講義内容を復習しておくこと 
2 回 抗原抗体反応論を復習しておくこと 
3 回 凝集反応の意味や抗体の性質を予習しておくこと 
4 回 補体の働きや仕組みについての予習をしておくこと 
5 回 細菌感染症をまとめておくこと 
6 回 ウイルス感染症をまとめておくこと 
7 回 リケッチャ，マイコプラズマ、クラミジア等の感染症についてまとめておく
こと 
8 回 IgE と I 型アレルギー、II 型アレルギーについて予習しておくこと 
9 回 III 型アレルギー、IV 型アレルギーについて予習しておくこと 
10 回 甲状腺の解剖生理を調べておくこと 
11 回 I 型糖尿病、溶血性貧血，悪性貧血、重症筋無⼒症，原発性胆汁性肝硬変に
ついて予習しておくこと 
12 回 関節リウマチ、SLE について予習しておくこと 
13 回 腫瘍マーカーについて予習しておく 
14 回 細胞性免疫について復習しておく 
15 回 これまでの全講義内容をまとめておく 

 



年度 2012 
授業コード FSL5322 
成績評価 定期試験（100%） 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜11) 
見出し FSL5322 病原微生物学 
担当教員名 片山 誠一 
単位数 2 
教科書 岡⽥ 淳ら著 臨床医学講座「微生物学/臨床微生物学」医⻭薬出版 
アクティブラーニング  
キーワード 感染症、病原微生物、微生物検査 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 昨年度は冬に入っても、節電のため暖房が抑えられていた。そのため、「講義室が

寒かった。」という苦情が、自由記述欄に多かった（18.8%)。今年度もおそらく
節電は行われるので、暖かくして（服を着込んで）講義室に来てほしい。また講
義室内に冷たい空気が入らないように講義中はドアを開け閉めしないように、心
がけていきたい。また、「スライドを変えるのが、速すぎる。」との意見もあった。
できるだけ⻑く１つのスライドを表示できるように配慮したい。 

科目名 病原微生物学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 小熊・東著「コンパクト微生物学 改訂第 2 版」南江堂 
授業形態 講義 
注意備考 プリント中心に講義を行う。適宜教科書、液晶プロジェクターを活用する。 
シラバスコード FSL5322 
実務経験のある教員  
達成目標 感染症の病態とその原因となる病原微生物がすぐ結びつくようにする。その微生

物の検査法と治療・予防法もすぐ思いだされるようにする。 
受講者へのコメント 授業時間外の週あたりの学習時間が、全くなかった学生が 56.6%に上っていた。

できれば、毎週講義後にプリントの整理など復習をしてほしい。 
連絡先 24 号館 3 階、katayama@dls.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この授業について、目標が達成できなかった学生は、3.9%と少なかった。また、
満足度について、不満は 1.3%と大変少なかった。よって、この講義は、学生か
ら一定の評価を得ていると判断した。さらに、教員の意欲について、48.7%の学
生が「感じられた。」と評した。この講義が、私の専門であることから、このよう
に認められたと思われる。 

英文科目名 Clinical Microbiology 
関連科目 微生物学 
次回に向けての改善変更予定 講義内容については、変更予定はありません。しかし、「授業の時間配分を考えて



進めてほしい。」という学生が 10.5%いたので、その点を考慮していきたいと考
えている。 

講義目的 感染症を引き起こす病原微生物の特徴とその検査法について理解を深めていく。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 好気性・通性嫌気性グラム陽性球菌 

2 回 好気性・通性嫌気性グラム陰性球菌 
3 回 通性嫌気性グラム陰性桿菌（その１） 
4 回 通性嫌気性グラム陰性桿菌（その２） 
5 回 ビブリオ属菌の特徴と病原性 
6 回 好気性グラム陰性桿菌と微好気性らせん菌 
7 回 好気性グラム陽性桿菌と抗酸菌 
8 回 偏性嫌気性菌 
9 回 スピロヘータとマイコプラズマ 
10 回 リケッチアとクラミジア 
11 回 病原真菌 
12 回  病原ウイルス（その１） 
13 回  病原ウイルス（その２） 
14 回  病原ウイルス（その３） 
15 回 微生物の検査法 

準備学習 1 回 教科書の好気性・通性嫌気性グラム陽性球菌の箇所を予め読んでおく。 
2 回 教科書の好気性・通性嫌気性グラム陰性球菌の箇所を予め読んでおく。 
3 回 教科書の通性嫌気性グラム陰性桿菌の箇所を予め読んでおく。 
4 回 教科書の通性嫌気性グラム陰性桿菌の箇所を予め読んでおく。 
5 回 教科書のビブリオ属菌の特徴と病原性の箇所を予め読んでおく。 
6 回 教科書の好気性グラム陰性桿菌と微好気性らせん菌の箇所を予め読んでお
く。 
7 回 教科書の好気性グラム陰性桿菌と微好気性らせん菌の箇所を予め読んでお
く。 
8 回 教科書の偏性嫌気性菌の箇所を予め読んでおく。 
9 回 教科書のスピロヘータとマイコプラズマの箇所を予め読んでおく。 
10 回 教科書のリケッチアとクラミジアの箇所を予め読んでおく。 
11 回 教科書の病原真菌の箇所を予め読んでおく。 
12 回 教科書の病原ウイルスの箇所を予め読んでおく。 
13 回 教科書の病原ウイルスの箇所を予め読んでおく。 
14 回 教科書の病原ウイルスの箇所を予め読んでおく。 
15 回 教科書の微生物の検査法の箇所を予め読んでおく。 

 



年度 2012 
授業コード FSL5332 
成績評価 レポート課題提出（20%），期末試験結果（80%）により単位認定を行う。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜10) 
見出し FSL5332 食品バイオテクノロジー 
担当教員名 濱⽥ 博喜 
単位数 2 
教科書 相⽥ 浩 編著 バイオテクノロジー概論 建ぱく社 
アクティブラーニング  
キーワード 食品バイオテクノロジー，発酵食品，遺伝子組み換え食品，ワイン，ビール，機

能性食品 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特になし。 
科目名 食品バイオテクノロジー 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に適時紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 生物化学 I, II と生物有機化学を履修しておくこと。 
シラバスコード FSL5332 
実務経験のある教員  
達成目標 食品バイオテクノロジーの概念が理解できて，説明できる。 
受講者へのコメント 実際に発酵食品を作らせたので、受講生は本講義の評価が高いと評判である。 
連絡先 浜⽥博喜： 14 号館 2 階 濱⽥研究室 hamada@dls.ous.ac.jp 石原浩二： 14 号

館 2 階 or 27 号館 2 階 石原研究室 ishihara@dls.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 例年と同様に食品バイオに関してわかりやすく講義している。今後も実際に発酵
食品を課題で作らせる。 

英文科目名 Food Biotechnology 
関連科目 生物有機化学，生物化学など 
次回に向けての改善変更予定 例年と同様に行う。 
講義目的 食品に関するバイオテクノロジーを講議する。特に，この講義では食品の最終製

品の法律に関しても講義を行う。また，食品バイオで製品になっているものに関
しても，製品に含まれる成分についても講義をする。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 バイオテクノロジーとは（歴史について） 

2 回 食品バイオテクノロジーの源流１（微生物利用食品１） 
3 回 食品バイオテクノロジーの源流２（微生物利用食品２） 
4 回 食品バイオテクノロジーの源流３ （微生物工業製品） 



5 回 食品バイオテクノロジーの源流４（アミノ酸発酵工業） 
6 回 食品バイオテクノロジーの源流５（核酸発酵） 
7 回 食品バイオテクノロジーと遺伝子組換え１（核酸の構造，転写，翻訳，クロ
ーニング技術） 
8 回 食品バイオテクノロジーと遺伝子組換え２（遺伝子組換えの応用と問題点） 
9 回 食品製造に関する法律１ 
10 回 食品製造に関する法律２ 
11 回 動物におけるバイオテクノロジー技術と食品生産 
12 回 植物におけるバイオテクノロジー技術と食品生産 
13 回 バイオリアクター技術と食品製造 
14 回 食品バイオテクノロジーと食品成分の関係 
15 回 食品バイオテクノロジーの総括と未来について 

準備学習 1 回 生物化学を復習しつつ，バイオテクノロジーとは何かについて考えておく
こと。 
2 回 微生物の種類や分類について調べておくこと。 
3 回 微生物発酵を利用した食品にどのようなものがあるか調べておくこと。 
4 回 デンプン加工における微生物，および微生物由来酵素の利用について調べ
ておくこと。 
5 回 L-グルタミン酸発酵について調べておくこと。 
6 回 食品のうま味成分にはどのようなものがあるか調べておくこと。 
7 回 生物化学を復習しつつ，ベクターや制限酵素とは何かについて調べておく
こと。 
8 回 遺伝子組換え技術の問題点について考えておくこと。 
9 回 食品製造に関わる法律にどのようなものがあるか調べておくこと。 
10 回 食品製造の現状と問題点について各自考えておくこと。 
11 回 クローン動物やキメラ動物とは何かについて調べておくこと。 
12 回 細胞融合などの植物バイオ技術で生まれた品種にどのようなものがあるか
調べておくこと。 
13 回 酵素反応と一般化学反応との特徴と比較しておくこと。 
14 回 食品の機能性を高めるにはどうすればいいかについて各自考えておくこ
と。 
15 回 食品バイオテクノロジーの現在の問題点と解決策について各自考えてみる
こと。 

 



年度 2012 
授業コード FSL5511 
成績評価 中間試験(50%)、定期試験(50%)で評価する。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜11) 
見出し FSL5511 臨床検査総論Ⅰ 
担当教員名 榎本 泰明＊ 
単位数 2 
教科書 臨床検査学講座 臨床検査総論 第 3 版／三村邦裕・鈴木敏恵・ほか著／医⻭薬

出版 
アクティブラーニング  
キーワード 健康管理、医療の成り立ち、尿検査 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 ＤＶＤ使用（立ち上げ）マニュアルを講義室に置いて下さい。 

煩雑で、そのつど都度教務に駆け込み教えて戴き、非常に 
恥ずかしい思いをしました。 

科目名 臨床検査総論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 月間メディカルテクノロジー別冊 新・カラーアトラス尿沈渣／医⻭薬出版社：

臨床検査法提要／金原出版：臨床検査学講座「関係法規（第４版）」／医⻭薬出版
社 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSL5511 
実務経験のある教員  
達成目標 臨床検査に関する法規を理解できる。一般検査について、検査前検体採取から検

査実施および検査値評価までの一連を、疾病と関連つけて考えることができる。 
受講者へのコメント 臨床科学コースと食科学コースの受講生のうち、評価Ｄのほ 

とんどは後者であった事が、結果を見て判明し驚いた。 
前者との理解⼒や向学心に乖離が身受けられる。後者は受講 
意義や卒後の方向性を明確にし取り組んで欲しい。 

連絡先 由谷研究室（24 号館、２階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 もっと学生のコメントが欲しいが、記述して意見を謙虚に受 
け留め次年度に生かしたいと思います。尚、 
一昨年よりも学生達とのコミュニケーションが図、れ楽しく 
講義が出来たと思えました。 

英文科目名 Clinical Pathology I 
関連科目 生理学、病理学など 



次回に向けての改善変更予定 講義は、主にパワーポイントを用いで各分野詳細に指導した。 
中間試験やレポート提出で、定期試験の救済措置も実施した 
が、やはり評点の低い者がいる為、今後、こまめな指導と 
一方的な講義のみならず、考察を確認する授業に変換したい 
と思う。 

講義目的 臨床検査の成り立ちと概要、その法的規制と業務範囲について概説する。初期診
療における基本的な臨床検査および一般検査の意義とその方法について学ぶ。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  講義オリエンテーションおよび臨床検査概論 

2 回  関係法規１ 
3 回  関係法規２ 
4 回  関係法規３ 
5 回  検体採取１ 
6 回  検体採取２（採血法含む） 
7 回  中間試験とその解説 
8 回  尿検査各論１：化学的検査１ 
9 回  尿検査各論２：化学的検査２ 
10 回  尿検査各論３：化学的検査３ 
11 回  尿検査各論４：腎機能検査・評価 
12 回  尿検査各論５：尿沈渣１（出現細胞・結晶） 
13 回  尿検査各論６：尿沈渣２（出現細胞・結晶） 
14 回  便検査（便潜血・虫卵） 
15 回  穿刺液・脳脊髄液検査 

準備学習 1 回  健康診断、健康管理について考えておくこと 
5 回  血管、神経の走行を解剖学的に確認する 
6 回  生体内の水分の移動について、解剖学的に確認する 
7 回  これまで講義内容を整理しておく 
8 回  生化学の復習 
9 回  生化学の復習 
10 回  生化学の復習 
11 回  生化学の復習 
12 回  生化学の復習 
13 回  生化学の復習 
14 回  生化学の復習 
15 回  生化学の復習 

 



年度 2012 
授業コード FSL5532 
成績評価 期末試験(100%)で評価する。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(〜10) 
見出し FSL5532 臨床栄養学 
担当教員名 益岡 典芳 
単位数 2 
教科書 後藤昌義、滝下修一「新しい臨床栄養学」南江堂 
アクティブラーニング  
キーワード 病態生化学、医化学、栄養学、特別用途食品、特定健康食品 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 なし 
科目名 臨床栄養学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 石⿊伊三雄監修「わかりやすい生化学」ヌーヴェルヒロカワ、ヴォート「生化学」

東京化学同⼈、上代淑⼈監訳「ハーパー・生化学 最新版」丸善。 
授業形態 講義 
注意備考 講義はヒトの生物化学(医化学)と栄養学との関連性が高い。理解できなかったこ

とは積極的に質問すること。 
シラバスコード FSL5532 
実務経験のある教員  
達成目標 健康維持なとき、病気のとき、避けるべき食事、必要な食事について理解する。 
受講者へのコメント 現代はさまざまなストレスがあり、健康をそこなうこともあると思います。健康

を損なわないように、本講義の知識を活用ください。 
連絡先 益岡研究室,二学舎三階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 良好と考えている。 
英文科目名 Clinical Nutrition 
関連科目 栄養学、生物化学Ⅰ、生物化学Ⅱ、栄養代謝学、医化学 
次回に向けての改善変更予定 講義の満足度をあげるよう努⼒したい。 
講義目的 栄養学はヒト（健常者）と食物の関係であるが、「臨床栄養学」は、健康増進的な

栄養学、予防医学的な栄養学、治療医学的な栄養学を目指す。食の代謝を学ぶこ
とにより健康維持、病気予防に必要な栄養、避けるべき食物について述べる。食
物の大切さ「医食同源」を理解することを目的とする。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 【はじめに】臨床栄養とはどんな学問かを講義する。 

2 回 【食欲】食欲と摂食障害について講義する。 
3 回 【消化器】消化器疾患と食事について講義する。 



4 回 【肝臓・胆道】肝臓・胆道疾患と食事について講義する。 
5 回 【代謝性疾患１】代謝性疾患と食事１について講義する。 
6 回 【代謝性疾患２】代謝性疾患と食事２について講義する。 
7 回 【循環器疾患】循環器疾患と食事について講義する。 
8 回 【腎臓疾患】腎臓疾患と食事について講義する。 
9 回 【体液とその異常】体液とその異常と食事について講義する。 
10 回 【呼吸器疾患】呼吸器疾患と食事について講義する。 
11 回 【血液疾患】血液疾患と食事について講義する。 
12 回 【免疫とアレルギー】免疫・アレルギー疾患と食事について講義する。 
13 回 【発熱と熱性疾患】発熱と熱性疾患と食事について講義する。 
14 回 【栄養法】栄養法について講義する。 
15 回 【まとめ】これまでの講義のまとめを講義する。 

準備学習 1 回 【はじめに】食事と健康について調べてくること。 
2 回 【食欲】食欲と食欲不振について調べておくこと。 
3 回 【消化器】消化器官と疾患について調べておくこと。 
4 回 【肝臓・胆道】肝臓・胆道と疾患について調べておくこと。 
5 回 【代謝性疾患１】代謝と病気について調べておくこと。 
6 回 【代謝性疾患２】代謝と病気について調べておくこと。 
7 回 【循環器疾患】動脈硬化、高血圧の疾患について調べておくこと。 
8 回 【腎臓疾患】腎臓の疾患について調べておくこと。 
9 回 【体液とその異常】体液の組成について調べておくこと。 
10 回 【呼吸器疾患】呼吸器疾患について調べておくこと。 
11 回 【血液疾患】血液の疾患について調べておくこと。 
12 回 【免疫とアレルギー】免疫とアレルギー疾患について調べておくこと。 
13 回 【発熱と熱性疾患】発熱について調べておくこと。 
14 回 【栄養法】栄養法について調べておくこと。 
15 回 【まとめ】これまで学習した事項を総復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSL5711 
成績評価 ・ 課題提出 (60%) 

・ 試験 (40%) 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス LA(〜12),LB(〜12) 
見出し FSL5711 パソコン入門 
担当教員名 松本 宏樹＊ 
単位数 2 
教科書 特に使用しない。必要な資料は随時配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード Word 情報リテラシー コンピュータ 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 パソコン入門 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特に必要ないが、word の使い方が書かれた本を読んでおくと授業内容への理解

が深まるので一読することをお勧めする。 
授業形態 講義 
注意備考 コンピュータを使った演習が中心なので、遅刻や欠席は授業内容を理解する上で

大きなマイナスになります。毎回きちんと出席するようにして下さい。 
講義用ウェブページ http://takenote.imodurushiki.com 

シラバスコード FSL5711 
実務経験のある教員  
達成目標 1. コンピュータの基本的な操作を身につけられるようになること。 

2. Word を用いて文章作成ができるようになること。 
3. インターネットを利用する際の知識と技術を身につけられるようになるこ
と。 

受講者へのコメント  
連絡先 7 号館 3 階 740 号室 

電子メールアドレス: h.matsumoto.post@gmail.com 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introduction to Personal Computer 
関連科目 パソコン演習(後期) 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 コンピュータは大学だけでなく社会で生活する上において必須のものになって

いる。この授業ではコンピュータを扱う上での基礎的知識と Microsoft Word の
基礎な使い方からレポートや卒業研究の作成に応用できる文章作成技術を身に



つけることを目的としている。さらに、情報化社会においてインターネット上で
重要な情報リテラシーを学習することも目的としている。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義概要、コンピュータの使い方と学生用ウェブメールの使い方を説明す

る。 
2 回 コンピュータの構成要素(ハードウェアとソフトウェア)について学習する。 
3 回 Windows の基本的な使い方について学習する。 
4 回 情報リテラシー (1) インターネットの使い方、注意点について学習する。 
5 回 情報リテラシー (2) ネットワークとセキュリティについて学習する。 
6 回 Word の基礎 (1) Microsoft Word を使った文章入⼒を行う。 
7 回 Word の基礎 (2) 日本語入⼒と文章作成について学習する。 
8 回 Word の基礎 (3) 書式と修飾について学習する。 
9 回 Word の基礎 (4) 表、グラフ、図の挿入方法を学習する。 
10 回 Word の使い方を復習しておくこと。 
11 回 Word の基礎 (5) 数式エディタを使った数式処理を行う。 
12 回 Word の基礎 (6) テンプレート、ウィザードと差込印刷を使ったオブジェ
クト作成を行う。 
13 回 Word の基礎 (7) 目次機能と図の参照機能を使った文章作成を行う。 
14 回 Word の応用 (2) 演習として、目次機能と図の参照機能を使った⻑文作成
を行う。 
15 回 まとめと復習を行う。 

準備学習 1 回 シラバスを読んで全般的な講義内容を確認しておくこと。 
2 回 学生用ウェブメールが使えるようになっていること。 
3 回 前回までの復習をやっておくこと。 
4 回 前回までの復習をやっておくこと。 
5 回 前回までの復習をやっておくこと。 
6 回 コンピュータの基本的な使い方を把握しておくこと。 
7 回 前回までの復習をやっておくこと。 
8 回 前回までの復習をやっておくこと。 
9 回 前回までの復習をやっておくこと。 
10 回 Word の使い方を復習しておくこと。 
11 回 前回までの復習をやっておくこと。 
12 回 前回までの復習をやっておくこと。 
13 回 前回までの復習をやっておくこと。 
14 回 前回までの復習をやっておくこと。 
15 回 講義全体を通して学習してきたことを復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSL5712 
成績評価 ・ 課題提出 (60%) 

・ 試験 (40%) 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス LA(〜12),LB(〜12) 
見出し FSL5712 パソコン演習 
担当教員名 松本 宏樹＊ 
単位数 2 
教科書 特に使用しない。必要な資料は随時配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード Excel 表計算 統計処理 PowerPoint プレゼンテーション 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「課題が多い」「課題が難しい」という回答が 5 件ほどありました。 

課題は授業中に取り組んでいますので、わからないところがあれば積極的に質問
して下さい。 

科目名 パソコン演習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特に必要ないが、Excel と PowerPoint の使い方が書かれた本を読んでおくと授

業内容への理解が深まるので一読することをお勧めする。 
授業形態 演習 
注意備考 コンピュータを使った演習が中心なので、遅刻や欠席は授業内容を理解する上で

大きなマイナスになります。毎回きちんと出席するようにして下さい。 
講義用ウェブページ http://takenote.imodurushiki.com 

シラバスコード FSL5712 
実務経験のある教員  
達成目標 1. Excel の基本的な機能が使えるようになること。 

2. Excel を用いてデータ解析を行い、グラフを作成できるようになること。 
3. 統計処理の基礎を理解すること 
4. PowerPoint を用いて発表用の資料を作成できるようになること。 
特に Excel の使い方に重点を置いている。 

受講者へのコメント Excel の演習等でわからないことがあればしっかり質問するようにして下さい。
そのための時間、⼈員は確保してあります。手を動かして慣れることが重要です。 

連絡先 7 号館 3 階 740 号室。 
電子メールアドレス: h.matsumoto.post@gmail.com 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 [A]授業に対する取り組みについて、出席率をみると全体の出席率は高いと感じ
られるが、時間外の予習復習および課題への学習意欲が低いように感じられる。
コンピュータに慣れるためにも自主的にコンピュータ関連の参考書を手にとっ
て欲しいと考える。 



[B]授業における成⻑について、「コンピュータ分野への理解が深まった」との回
答が約 6 割あるが、「技能・技術が向上した」の回答は約 3 割であった。コンピ
ュータ操作、excel の使い方は使って覚えるほかないので、しっかりと手を動か
して覚えてほしい。 

英文科目名 Practice in Personal Computer 
関連科目 パソコン入門(前期) 
次回に向けての改善変更予定 練習問題や課題の難易度をもう少し細分化して、受講者の理解度や技術レベルに

合わせやすいように改善したいと考える。 
講義目的 Microsoft Excel と Microsoft PowerPoint を用いてデータ解析と統計処理の基礎

と表現方法を学習する。データ解析からその発表方法まで一貫して自分で行える
ようになることを目的としている。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義概要を説明する。 

Excel の基礎 (1) Microsoft Excel の基本的な使い方を説明する。 
2 回 Excel の基礎 (2) Microsoft Excel の基本的な使い方を説明する。 
3 回 Excel の基礎 (3) データ形式について学習する。 
4 回 Excel の基礎 (4) データの参照について学習する。 
5 回 Excel の基礎 (5) 関数について学習する。 
6 回 Excel の基礎 (6) 関数について学習する。 
7 回 Excel の基礎 (7) グラフ作成について学習する。 
8 回 Excel の応用 (1) オートフィルタを用いたデータ解析を行う。 
9 回 Excel の応用 (2) オートフィルタを用いたデータ解析を行う。 
10 回 Excel の応用 (3) ピボットテーブルを用いたクロス集計を行う。 
11 回 Excel の応用 (4) ピボットテーブルを用いたクロス集計を行う。 
12 回 PowerPoint の基礎 (1) Microsoft PowerPoint を使ってプレゼンテーショ
ン用スライド等の資料作成について学習する。 
13 回 PowerPoint の基礎 (2) PowerPoint の基本的な使い方の学習とその演習を
行う。 
14 回 PowerPoint の応用 (1) PowerPoint を使って課題のプレゼンテーション用
資料を作成する。 
15 回 まとめと復習を行う。 

準備学習 1 回 シラバスを読んで全般的な講義内容を確認しておくこと。学生用ウェブメ
ールのアカウントにログオン出来るようにしておくこと。 
2 回 前回までの復習をやっておくこと。 
3 回 前回までの復習をやっておくこと。 
4 回 前回までの復習をやっておくこと。 
5 回 前回までの復習をやっておくこと。 
6 回 前回までの復習をやっておくこと。 
7 回 前回までの復習をやっておくこと。 
8 回 前回までの復習をやっておくこと。 
9 回 前回までの復習をやっておくこと。 
10 回 前回までの復習をやっておくこと。 



11 回 前回までの復習をやっておくこと。 
12 回 前回までの復習をやっておくこと。 
13 回 前回までの復習をやっておくことと課題テーマを考えておくこと。 
14 回 課題テーマを考えておくこと。 
15 回 講義全体を通して学習してきたことを復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSL57B2 
成績評価 報告書の内容と実験への取り組み状況によって評価を行う（100％）。すべての実

験について報告書が作成され、受理されて単位が与えられる。 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス LA(〜12),LB(〜12) 
見出し FSL57B2 物理学基礎実験 
担当教員名 宮川 和也、小坂 圭二＊、豊⽥ 新、⽥代 勤 
単位数 2 
教科書 物理学基礎実験／岡山理科大学理学部応用物理学科 編／大学教育出版 
アクティブラーニング  
キーワード 物理学、実験 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 国立天文台 理科年表（丸善）その他、参考資料は適宜配布する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 関数電卓（プログラム機能は不要）を購入すること。 

共同実験者に迷惑を及ぼすので遅刻、欠席は厳禁である。各テーマに２週を割り
当て、第１週に実験を行い、第２週に報告書を完成させる。事前に実験内容をよ
く予習してくること。 

シラバスコード FSL57B2 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）物理学の基礎的な実験について、基本的事項を理解し、実験方法に習熟す

る。 
   実験器具、装置の取り扱いができるようになる。 
（２）実験データを適切に処理し、現象を的確に表現するためのグラフが作成で
きる 
   ようになる。 
（３）パソコンを利用して実験データを処理できるようになる。 

受講者へのコメント  
連絡先 宮川和也 086-256-9488 miyagawa@dap.ous.ac.jp 豊⽥ 新 086-256-9608 

toyoda@dap.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Experiments in Physics 
関連科目 物理学基礎論Ⅰ、Ⅱを前後して（できれば本実験科目を履修する前に）履修する

ことが望ましい。 



次回に向けての改善変更予定  
講義目的 （１）基礎的な実験を通して、物理学における実験方法と実験器具、装置の取り

扱いの 
   基礎を学ぶ。 
（２）実験データの処理の方法、現象を的確に表現するためのグラフの作成方法
につい 
   て実習する。 
（３）パソコンを利用した実験データの処理方法について学ぶ。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 【第 1 回】テキストを購入し、実験全体を概観しておくこと。 

【第 2 回】パソコンによる実験データ処理についてテキストを読み、演習内容を
理解 
    しておくこと。 
【第 3 回】ノギス、マイクロメーター、電卓の使い方についてテキストを読み、
実験 
    内容を理解しておくこと。 
【第 4 回〜15 回】 
 該当の実験についてテキストを読み、実験方法までレポートとしてまとめてお
く 
 こと。 

 



年度 2012 
授業コード FSL59A1 
成績評価 毎回の講義での平常点（50%）と演習（50%）で評価する。 
曜日時限 金曜日 9・10 時限 
対象クラス 臨床生命科学科(10〜10) 
見出し FSL59A1 教職のための生物 
担当教員名 池⽥ 正五、高崎 浩幸、南 善子、林 謙一郎、三井 亮司、宮永 政光、小

林 秀司 
単位数 2 
教科書 現代生命科学の基礎?遺伝子・細胞から進化・生態まで?／都築幹夫 編／（教育

出版） 
アクティブラーニング  
キーワード 教員採用試験、理科、生物 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 講義の進行に関する意見（1 名）は、シラバスを参考にして下さい。また、同一

学生からの成績評価に関する意見に対しては、本講義がオムニバス形式であるこ
とを理解していただければと思います。 
上記以外、回答を必要とする記述は無かった。 

科目名 教職のための生物 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 教員採用試験中学校理科／一ツ橋書店 
授業形態 講義 
注意備考 毎回の講義の成績で評価するので、定期試験は行わない。 
シラバスコード FSL59A1 
実務経験のある教員  
達成目標 教員採用試験生物分野の問題が解けるようになること。 
受講者へのコメント 本講義はオムニバス形式で、各教員が異なった方法で講義を進めています。この

ような多様性も、教員志望の学生として理解しておく必要のあることだと考えま
すので、各教員の指示に従って、対応をお願いします。 

連絡先 担当各教員の研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 87%の学生が目標を「できた」または「だいたいできた」であり、 93%の学生が
教員の熱意を「感じられた」または「少し感じられた」とした。 また、 93%の
学生がこの授業に「満足」または「ほぼ満足」した。したがって、講義の内容や
レベルに問題は無いと考える。講義の進め方で、特に指摘数の多い（10％を超え
る）項目は無かった。 

英文科目名  
関連科目 生物関連の基礎および専門科目 
次回に向けての改善変更予定 特に問題は感じられないが、さらにわかりやすく講義を進めるよう努⼒を続け



る。 
講義目的 教員採用試験に出題される生物分野の内容を十分理解し、問題を解くための考え

方を学ぶ。これらは、教員採用試験に対する対策となるばかりでなく、教壇に立
った場合の必要な知識や生徒への分かり易い説明の仕方などの修得につながる。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 生体を構成する細胞の構造と機能について講義する。 

2 回 生殖方法や減数分裂について、問題を解きながら十分な理解が得られるよ
うに解説する。 
3 回 動物と植物の発生について、問題を解きながら十分な理解が得られるよう
に解説する。 
4 回 遺伝現象の規則性、染色体と遺伝子：メンデルの観察と実験にはじまる遺伝
の法則性と遺伝子の存在箇所の捉え方について概説する。 
5 回 遺伝子の本体：遺伝の法則性による遺伝子の本体の解明の道のりと反応性
について概説する。 
6 回 遺伝情報とタンパク質の合成、形質発現の調節と形態形成、およびバイオテ
クノロジーについて、演習をまじえて説明する。 
7 回 環内部環境としての体液の循環と働き、その成分の調節、恒常性の維持の原
理について解説する。さらにホルモンや自律神経の働きとの相互作用について説
明する。 
8 回 刺激を受容する器官，神経の興奮とその伝達や中枢神経系の働き及び動物
の反応と行動など，神経系、受容器、効果器の相互の関連について解説する。 
9 回 栄養成⻑から生殖成⻑にいたる植物の生活と環境応答について、発芽、光合
成・花芽形成、結実、種子形成の過程、さらに重⼒屈性や光屈性などを解説する。 
10 回 アミノ酸、タンパク質の構造を演習問題をとおして確認する。 
11 回 酵素の機能やそれが関わる代謝などについて演習問題をとおして確認す
る。 
12 回 生物の分類と進化 I. 生物の多様性とその分類および系統関係について講
義する。 
13 回 生物の分類と進化 II. 生物の起源と進化、および進化の仕組みについて講
義する。後半は講義内容についての小テストとその解説を行う。 
14 回 生物の集団：生態学の基礎として分類学的な種と生態学で扱う種の個体群
について学習する。 
15 回 生物の集団：多種の個体群が組み合わさった生物群集とさらに高次の生態
系について学習する。 

準備学習 1 回 細胞の構造と機能について予習をしておくこと。 
2 回 教科書の「生殖と発生」の項目を予め予習し、自分なりの理解をしておくこ
と。 
3 回 教科書の「生殖と発生」の項目を予め予習し、自分なりの理解をしておくこ
と。 
4 回 教科書の「遺伝の法則」の項目を予め予習して、メンデルは以前のどのよう
な知見を基にしたのか、法則は以後どのような影響を与えたか、についての各自
の考え方をレポートにしておくこと。 



5 回 教科書の「遺伝の法則」の項目を予め予習して、どのような曲折を経て得ら
れた知見なのか、についての各自の考え方をレポートにしておくこと。 
6 回 教科書の「遺伝情報とその発現」の項目を予め予習し、自分なりの理解をし
ておくこと。 
7 回 教科書や参考書を読み、体液とその恒常性に関して予習をしておくこと。 
8 回 教科書や参考書を読み、動物における刺激受容と応答に関して予習をして
おくこと。 
9 回 植物の成⻑と環境応答について、光合成、発芽、花芽形成、種子形成などの
植物の形態形成過程と、重⼒屈性や光屈性の仕組みについて、予習し、講義後に、
十分復習すること。 
10 回 教科書または過去の本学の講義などで使用した生化学の教科書・参考書等
を利用し、アミノ酸やタンパク質について復習しておくこと。 
11 回 教科書または過去の本学の講義などで使用した生化学の教科書・参考書等
を利用し、酵素について復習しておくこと。 
12 回 予習として生物の命名規約と五界説について学習しておくこと。 
13 回 生物の多様性とその分類および系統関係を復習しておくこと。予習として
生物の起源と進化について学習しておくこと。 
14 回 種の個体がどのように同種のまとまりをもちながら生息しているか、動物
界、植物界、モネラ界、・・・それぞれの界から 1 種ずつ例に選んで簡単な文章
にまとめておくこと。 
15 回 種の個体群がどのように他種の個体群との組み合わせのもとで生息してい
るか、ある森を想定して見出される複数の動物種と複数の植物種を例に選んで簡
単な文章にまとめておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSL9011 
成績評価 課題レポートまたは期末試験で 100%評価する。意欲的な学習態度は高く評価す

る。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 臨床生命科学科(〜08) 
見出し FSL9011 生物化学Ⅰ(再) 
担当教員名 益岡 典芳 
単位数 2 
教科書 石⿊伊三雄監修「わかりやすい生化学」ヌーヴェルヒロカワ 
アクティブラーニング  
キーワード 生体成分、タンパク質、酵素、糖質、脂質、代謝 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 生物化学Ⅰ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ヴォート「生化学」東京化学同⼈、上代淑⼈監訳「ハーパー・生化学 最新版」

丸善。 
授業形態 講義 
注意備考 復習は必ず行うこと。理解できなかったことは積極的に質問すること。 
シラバスコード FSL9011 
実務経験のある教員  
達成目標 生体(ヒト)の生体成分とその代謝を理解する。 
受講者へのコメント  
連絡先 益岡研究室,二学舎三階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Biological Chemistry I 
関連科目 生物化学、生理化学、分子生物学、生物学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 本講義の目的は医学に関連する生物化学を学ぶことである。これまで生物化学で

学習したことを発展させ、生体(ヒト)の生体成分とその代謝を中心に学ぶ。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 【はじめに】ガイダンスをする。 

2 回 【細胞と生体分子】細胞と生体分子について講義または演習する。 
3 回 【タンパク質の性質１】タンパク質の性質１について講義または演習する。 
4 回 【タンパク質の性質２】タンパク質の性質２について講義または演習する。 
5 回 【酵素の性質と働き１】酵素の性質と働き１について講義または演習する。 
6 回 【酵素の性質と働き２】酵素の性質と働き２について講義または演習する。 



7 回 【生体内のおける糖質代謝１】生体内のおける糖質代謝１について講義また
は演習する。 
8 回 【生体内のおける糖質代謝２】生体内のおける糖質代謝２について講義また
は演習する。 
9 回 【生体内のおける糖質代謝３】生体内のおける糖質代謝３について講義また
は演習する。 
10 回 【生体内のおける糖質代謝４】生体内のおける糖質代謝４について講義ま
たは演習する。 
11 回 【生体内における脂質代謝１】生体内における脂質代謝１について講義ま
たは演習する。 
12 回 【生体内における脂質代謝２】生体内における脂質代謝２について講義ま
たは演習する。 
13 回 【生体内における脂質代謝３】生体内における脂質代謝３について講義ま
たは演習する。 
14 回 【生体内における脂質代謝４】生体内における脂質代謝４について講義ま
たは演習する。 
15 回 【まとめ】講義または演習した内容について確認する。 

準備学習 1 回 【はじめに】生化学とはどんな学問か考えてくること。 
2 回 【細胞と生体分子】細胞について調べてくること。 
3 回 【タンパク質の性質１】タンパク質の種類について調べてくること。 
4 回 【タンパク質の性質２】タンパク質の構造について調べてくること。 
5 回 【酵素の性質と働き１】酵素について調べてくること。 
6 回 【酵素の性質と働き２】酵素の利用について調べてくること。 
7 回 【生体内のおける糖質代謝１】糖質について調べてくること。 
8 回 【生体内のおける糖質代謝２】糖質の分解について調べてくること。 
9 回 【生体内のおける糖質代謝３】糖質の生合成について調べてくること。 
10 回 【生体内のおける糖質代謝４】糖質代謝と病気について調べてくること。 
11 回 【生体内における脂質代謝１】脂質について調べてくること。 
12 回 【生体内における脂質代謝２】脂質の分解について調べてくること。 
13 回 【生体内における脂質代謝３】脂質の生合成について調べてくること。 
14 回 【生体内における脂質代謝４】脂質代謝と病気について調べてくること。 
15 回 【まとめ】これまで学習した事項を総復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSL9012 
成績評価 課題レポートまたは期末試験で評価(100%)する。意欲的な学習態度は高く評価

する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 臨床生命科学科(〜08) 
見出し FSL9012 生物化学Ⅱ(再) 
担当教員名 益岡 典芳 
単位数 2 
教科書 石⿊伊三雄監修「わかりやすい生化学」ヌーヴェルヒロカワ 
アクティブラーニング  
キーワード 代謝、代謝調節、ホルモン、ビタミン、ホメオスタシス 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 なし 
科目名 生物化学Ⅱ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ヴォート「生化学」東京化学同⼈、上代淑⼈監訳「ハーパー・生化学 最新版」

丸善。 
授業形態 講義 
注意備考 理解できなかったことは積極的に質問すること。 
シラバスコード FSL9012 
実務経験のある教員  
達成目標 生体(健康なヒト)の代謝、代謝調節とホメオスタシスを理解できるようになるこ

と。 
受講者へのコメント ヒトの科学の中で、生物化学は重要な構成単位です。これからも興味を持って学

んでください。 
連絡先 益岡研究室,二学舎三階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 良好と考えている。 
英文科目名 Biological Chemistry II 
関連科目 生物化学Ⅰを履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 なし 
講義目的 本講義の目的は医学に関連する生化学を学ぶことである。これまで生物化学Ⅰで

学習したことを発展させ、代謝とそのつながり、生体(健康なヒト)のホメオスタ
シスについて学ぶ。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 【生体内におけるアミノ酸及びタンパク質の代謝 1】生体内におけるアミノ

酸及びタンパク質の代謝 1 を講義または演習する。 
2 回 【生体内におけるアミノ酸及びタンパク質の代謝 2】生体内におけるアミノ



酸及びタンパク質の代謝 2 を講義または演習する。 
3 回 【生体内における核酸の役割１】生体内における核酸の役割１を講義または
演習する。 
4 回 【生体内における核酸の役割２】生体内における核酸の役割２を講義または
演習する。 
5 回 【体液】体液について講義または演習する。 
6 回 【ホルモン１】ホルモン１について講義または演習する。 
7 回 【ホルモン２】ホルモン２について講義または演習する。 
8 回 【ビタミン１】ビタミン１について講義または演習する。 
9 回 【ビタミン２】ビタミン２について講義または演習する。 
10 回 【内部環境の恒常性】ホメオスタシス１について講義または演習する。 
11 回 【内部環境の恒常性】ホメオスタシス２について講義または演習する。 
12 回 【消化吸収と栄養価】消化吸収と栄養価について講義または演習する。 
13 回 【血液】血液１について講義または演習する。 
14 回 【血液】血液 ２について講義または演習する。 
15 回 【まとめ】 これまでの講義または演習をまとめ確認する。 

準備学習 1 回 【生体内におけるアミノ酸及びタンパク質の代謝 1】アミノ酸及びタンパク
質の運命(代謝)について調べておくこと。 
2 回 【生体内におけるアミノ酸及びタンパク質の代謝 2】アミノ酸及びタンパク
質の運命(代謝)について調べておくこと。 
3 回 【生体内における核酸の役割１】核酸の構造と役割について調べておくこ
と。 
4 回 【生体内における核酸の役割２】核酸の運命(代謝)について調べておくこ
と。 
5 回 【体液】体液とは何かについて調べておくこと。 
6 回 【ホルモン１】ホルモンの種類、分類や作用メカニズムについて調べておく
こと。 
7 回 【ホルモン２】内分泌疾患について調べておくこと。 
8 回 【ビタミン１】水溶性ビタミンについて調べておくこと。 
9 回 【ビタミン２】脂溶性ビタミンについて調べておくこと。 
10 回 【内部環境の恒常性】フィードバック調節について調べておくこと。 
11 回 【内部環境の恒常性】情報伝達物質にはどのようなものがあるか調べてお
くこと。 
12 回 【消化吸収と栄養価】各栄養素の消化・吸収について調べておくこと。 
13 回 【血液】血液の成分・機能について調べておくこと。 
14 回 【血液】血液の成分・機能について調べておくこと。 
15 回 【まとめ】これまで学習した事項を総復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSL9013 
成績評価 研究の具体的な内容と卒業論文、プレゼンテーションと研究内容を総合して評価

し、60％以上を合格とする。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 臨床生命科学科(〜09) 
見出し FSL9013 卒業研究 
担当教員名 櫃本 泰雄、益岡 典芳、石原 浩二、松浦 信康、由谷 親夫、橋川 直也、

橋川 成 
単位数 8 
教科書 配属された教員の指示による。 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 卒業研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 配属された教員の指示による。 
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード FSL9013 
実務経験のある教員  
達成目標 （1）学習計画を立て、学習した内容を記録することができる。（2）必要な情報

を自分で獲得する手段を知っており、実行できる。（3）指導者の補助により自主
的に解決法を考案できる。（4）複数の解決法について、比較検討できる。（5）課
題に対して、背景、目的、対象と方法、結果、そして考察および文献などを具体
的に記述できる。（6）文法的に正しく、論理的な記述ができる。（7）プレゼンテ
ーションソフトなどを利用して、発表ができる。（8）質問を理解し、的確な返答
ができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 代表：学科⻑（原則：配属先研究室指導教員） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Graduation Thesis 
関連科目 臨床生命科学科の全ての科目＋B 群の必須科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 研究室に配属され、1 年間を通じて研究を行う。研究室の指導教員の下で、臨床

生命科学科の各分野の少なくとも 1 分野に関連した内容で、社会の要求を踏まえ
て課題を設定し、限定された範囲で解決できる能⼒を養うことを目標とする。ま



た、卒業研究論文の作成、研究発表を通して、自主的に学習を継続することがで
きる能⼒、および日本語による記述⼒、発表⼒、コミュニケーション能⼒を養う
ことを目標とする。 

対象学年 4 年 
授業内容  
準備学習 それぞれの教員の指示に従って、各研究項目ごとに必要な基礎学習を済ませてお

くこと。 
 



年度 2012 
授業コード FSL9021 
成績評価 実験態度(30％)及びレポート(70％)により評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 臨床生命科学科(10〜10) 
見出し FSL9021 野外実践指導実習Ⅱ 
担当教員名 山口 一裕、守⽥ 益宗、齋藤 達昭、北岡 豪一、桑澤 清明、小林 祥一 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード プランクトンの採取・観察・同定 

ウニの発生 
地質調査 花こう岩 高温石英 
夏の星座 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 野外実践指導実習Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 実験計画は，時期や天候に左右されるので，内容に変更がある。 

前島実習（3 泊 4 日）は，夏休み期間中に集中で行う予定である。交通費は大学
が負担するが，宿泊費（加計学園と岡山大学臨海実験所）および食費は自己負担
する必要がある。 
その他の実習は日程や講義時間の関係で一部後期に実施するので，受講する際は
十分注意してください。 
そのため成績は後期につきます。 

シラバスコード FSL9021 
実務経験のある教員  
達成目標 野外での実習を通して野外調査の技術と知識を習得する。 

野外で起こりうる危険について想定することができる。 
課題研究を指導するときにどのような方法で研究を進めるかを計画・実施するこ
とができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 7 号館 1F 山口研究室 yamaguti[アトマーク]das.ous.ac.jp 

7 号館 2F 齋藤研究室 saito[アトマーク]das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  



関連科目 生態学、地質学、地球化学、陸水の科学、宇宙科学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 野外調査や自然観察などのフィールドワーク実習を生物分野と地学分野の関連

教員が中心となって集中講義の形式で行う。実習地は岡山県瀬⼾内市牛窓と前島
周辺，岡山市建部町旭川分流，岡山県内で実施する。 
将来教員になったときに，課題研究など発展した内容の授業を指導できるように
野外での知識と技術を身に付けるための実習を行う。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 それぞれの実習の前に行う事前講義に必ず参加すること。 

配布する実験プリントをよく読み，関係する内容の予習を行うこと。 
 



年度 2012 
授業コード FSL9022 
成績評価 課題提出１０％、試験９０％ 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 臨床生命科学科(〜08) 
見出し FSL9022 臨床生理学Ⅲ(再) 
担当教員名 櫃本 泰雄 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 臨床生理学Ⅲ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSL9022 
実務経験のある教員  
達成目標 心エコーや腹部エコーなどの検査原理、臨床応用が理解できること。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Clinical Physiology III 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 画像診断検査に原理と実際、またその臨床応用について、基礎的な知識を習得す

る。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 臨床生理学機能検査に関する復習をしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSL9023 
成績評価 研究の具体的内容、プレゼンテーションと研究内容、さらに発表等を総合して、

60％以上を合格とする。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 臨床生命科学科(〜09) 
見出し FSL9023 特別研究 
担当教員名 片山 誠一、櫃本 泰雄、益岡 典芳、石原 浩二、松浦 信康、由谷 親夫、

橋川 直 
単位数 6 
教科書 配属された教員の指示による。 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 特別研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 配属された教員の指示による。 
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード FSL9023 
実務経験のある教員  
達成目標 （1）学習計画を立て、学習した内容を記憶することができる。 

（2）必要な情報を自分で獲得する手段を知っており、実行できる。 
（3）指導者の補助により自主的に解決法を考案できる。 
（4）複数の解決法について、比較検討できる。 
（5）課題に対して、背景・研究目的・対象と方法・結果・考察などを具体的に記
述できる。 
（6）文法的に正しく、論理的な記述ができる。 
（7）プレゼンテーションソフトを利用して、発表ができる。 
（8）質問を理解し、的確な返事ができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 代表：学科⻑（原則：配属先研究室指導教員） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Special Thesis 
関連科目 臨床生命科学科の全ての科目＋B 群の必須科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 研究室に配属され、1 年間を通じて研究を行う。研究室指導教員のもとで、臨床



生命科学科の各分野で少なくとも 1 分野に関連した内容で、課題を設定し、限定
された範囲で解決できる能⼒を養うことを目的とする。特別研究発表を通じて、
自主的に学習を継続することができる能⼒、および日本語による記述⼒、発表⼒、
コミュニケーション能⼒を養うことを目標とする。 

対象学年 4 年 
授業内容  
準備学習 各教員によって示される研究内容に関する基礎的項目を復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSL9032 
成績評価 実践活動とそのレポートの内容（70%）、発表会（20%）、最終試験（10%）によ

って評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 臨床生命科学科(10〜10) 
見出し FSL9032 授業実践演習Ⅱ 
担当教員名 山崎 正之、小林 祥一、山口 一裕、伊代野 淳、森 嘉久、山崎 重雄、齋

藤 達昭 
単位数 1 
教科書 プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 理科 数学 授業補助 実験補助 学習支援 

教職 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特に記入はなかった。 
科目名 授業実践演習Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指導する。 
授業形態 演習 
注意備考 理数系教員養成プロジェクトに所属している学生は受講できます。 

それ以外の学生は受講できませんので，注意してください。 
シラバスコード FSL9032 
実務経験のある教員  
達成目標 教師に必要な知識と技術を身につけること 

コミュニケーション能⼒を身につけること 
中学校や高校での授業や実験に必要な知識と技術を身につけうこと 

受講者へのコメント 毎回提出することになっているレポートが期日より遅れる⼈がかなりあった。大
切なことなので、きちんと間に合わせて欲しい。 

連絡先 山崎正之（20 号館 5 階） 
小林祥一（7 号館 6 階） 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 目標の達成、満足度、どちらも無回答の⼈以外は「できた・だいたいできた」「満
足・ほぼ満足」という結果であった。 

英文科目名  
関連科目 教職基礎演習、教職の関連する基礎科目と実験科目（理科） 
次回に向けての改善変更予定 口頭での意見発表では、メールでの連絡システム、分担スケジュールのこと、自

習室での指導などについて色々な意見をいただいた。この年度から始まった科目
なので、少しずつ改善していきたい。 



講義目的 将来教職を目指す学生に中学校や高校の授業での実践的な体験活躍の機会を与
える授業である。授業や実験の補助や放課後の学習支援を通して教師に必要な知
識と技術を身につけることができる。 
現場を多く経験することによりスムースに 4 年時に実施される教育実習が行え
るようにする。 
授業体験などによって得られた知識や感想を発表する情報交換会を行う。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションをする。 

 担当科目の決定 数学と理科 
2 回 付属中学校および高校等で授業補助・実験補助，授業実践・実験実践をす
る。 
3 回 付属中学校および高校等で授業補助・実験補助，授業実践・実験実践をす
る。 
4 回 付属中学校および高校等で授業補助・実験補助，授業実践・実験実践をす
る。 
5 回 付属中学校および高校等で授業補助・実験補助，授業実践・実験実践をす
る。 
6 回 付属中学校および高校等で授業補助・実験補助，授業実践・実験実践をす
る。 
7 回 活動内容を発表する。 
8 回 まとめ 実践活動の報告書を作成する。 

準備学習 オリエンテーションには必ず出席すること。 
授業補助・実験補助などの活動前には事前打ち合わせを行うので参加者は必ず出
席すること。授業内容について事前に教科書や参考書を読み，簡単な授業計画案
を作成すること。 
活動終了後は必ず報告書を作成すること。 

 



年度 2012 
授業コード FSL9041 
成績評価 実践活動とそのレポートの内容（70%）、発表会（20%）、最終試験（10%）によ

って評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 臨床生命科学科(10〜10) 
見出し FSL9041 授業実践演習Ⅰ 
担当教員名 山崎 正之、小林 祥一、山口 一裕、伊代野 淳、森 嘉久、山崎 重雄、齋

藤 達昭 
単位数 1 
教科書 プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 理科 数学 授業補助 実験補助 学習支援 

教職 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 授業実践演習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指導する。 
授業形態 演習 
注意備考 理数系教員養成プロジェクトに所属している学生は受講できます。 

それ以外の学生は受講できませんので，注意してください。 
シラバスコード FSL9041 
実務経験のある教員  
達成目標 教師に必要な知識と技術を身につけること 

コミュニケーション能⼒を身につけること 
中学校や高校での授業や実験に必要な知識と技術を身につけうこと 

受講者へのコメント  
連絡先 山崎正之（20 号館 5 階） 

小林祥一（7 号館 6 階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 教職基礎演習、教職の関連する基礎科目と実験科目（理科） 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 将来教職を目指す学生に中学校や高校の授業での実践的な体験活躍の機会を与

える授業である。授業や実験の補助や放課後の学習支援を通して教師に必要な知
識と技術を身につけることができる。 
現場を多く経験することによりスムースに 4 年時に実施される教育実習が行え



るようにする。 
授業体験などによって得られた知識や感想を発表する情報交換会を行う。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションをする。 

 担当科目の決定 数学と理科 
2 回 付属中学校および高校等で授業補助・実験補助，授業実践・実験実践をす
る。 
3 回 付属中学校および高校等で授業補助・実験補助，授業実践・実験実践をす
る。 
4 回 付属中学校および高校等で授業補助・実験補助，授業実践・実験実践をす
る。 
5 回 付属中学校および高校等で授業補助・実験補助，授業実践・実験実践をす
る。 
6 回 付属中学校および高校等で授業補助・実験補助，授業実践・実験実践をす
る。 
7 回 活動内容を発表する。 
8 回 まとめ 実践活動の報告書を作成する。 

準備学習 オリエンテーションには必ず出席すること。 
授業補助・実験補助などの活動前には事前打ち合わせを行うので参加者は必ず出
席すること。授業内容について事前に教科書や参考書を読み，簡単な授業計画案
を作成すること。 
活動終了後は必ず報告書を作成すること。 

 



年度 2012 
授業コード FSL9042 
成績評価 ミニレポート（20％）、試験（80％）により行う。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 臨床生命科学科(〜08) 
見出し FSL9042 環境衛生学(再) 
担当教員名 篠⽥ 純男＊、中山 智津子＊ 
単位数 2 
教科書 篠⽥純男、那須正夫、⿊木広明、三好伸一 「環境衛生の科学」 三共出版 
アクティブラーニング  
キーワード 生態系、環境保全、環境変化、環境汚染、環境浄化、 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 環境衛生学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に随時指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 最終試験は 15 回終了後実施する。日時は後日連絡する。 
シラバスコード FSL9042 
実務経験のある教員  
達成目標 １．地球の生態系の構成について理解する。 

２．環境汚染の経緯について理解する。 
３．ヒトの健康に与える環境因子の影響について理解する。 
４．生態系に与える環境因子の影響について理解する。 
５．環境測定法、環境保全の方法等について理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２学舎２階 篠⽥純男研究室 shinoda@dls.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Environmental Hygienics 
関連科目 公衆衛生学、食品安全衛生学を履修していることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ⼈間は、化学的、生物学的、物理的環境に囲まれて生活しており、環境変化が我

われの生命活動に影響を与えている。そして、⼈間の活動が地球環境に大きな影
響を与え、⼈間を含めた多くの生物の生態系に影響を与えており、臨床生命科学
科の学生にとっても環境衛生学は学んでおかなければならない課題である。環境
科学を生命科学の立場から解説講義する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 環境衛生学序論 



2 回 地球環境と生態系の成りたち 
3 回 化学物質の生体内代謝 
4 回 大気環境と健康 （１）大気成分と大気汚染 
5 回 大気環境と健康 （２）物理的大気環境 
6 回 水環境と健康 （１）水環境の微生物汚染 
7 回 水環境と健康 （２）水環境の化学的汚染 
8 回 生物学的環境 
9 回 環境監視 
10 回 環境関係法令 
11 回 大気環境保全 
12 回 水環境保全 
13 回 廃棄物処理 
14 回 環境保全の総合的取り組み 
15 回 国際的環境保全 

準備学習 1 回 シラバスを見て環境と⼈間との関係について考えておくこと。 
2 回 現在の地球環境がどのような経緯で形成されて来たかを考えておくこと。 
3 回 自らの体内に入った異物がどのように代謝されて無毒化されるか、あるい
は有害作用が発揮されるかを考えておくこと。 
4 回 動物は呼吸をしなければ生きていけない。大気環境の重要性について考え
ておくこと。 
5 回 大気環境は化学因子のみならず、気圧、光、音という物理的環境因子がある
ことも認識しておくこと。 
6 回 生物には水は必須であり、その汚染により健康被害が起こることを推定し
ておくこと。 
7 回 水環境を汚染する化学的因子について考察しておくこと。 
8 回 環境汚染、環境制御などに働く生物因子について考えておくこと。 
9 回 どのような環境監視システムがとられているかを考えておくこと。 
10 回 マスコミなどで登場する環境関係法令を意識して、その意味を考えておく
こと。 
11 回 地域レベル、地球レベルでの大気保全の在り方について考えておくこと。 
12 回 生活用水、排水、河川、海水、それぞれの水環境の保全についての在り方
を考えておくこと。 
13 回 身近な家庭廃棄物、大規模廃棄物のそれぞれの問題点を考えておくこと。 
14 回 環境保全、持続的経済などを考慮した総合的環境保全の取り組みについて
考えておくこと 
15 回 現在の環境保全は地球レベル・国際レベルでの取組が必要であることを認
識して具体的な取り組みを考えておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSL9051 
成績評価 臨地実習レポート提出による。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 臨床生命科学科(〜09) 
見出し FSL9051 臨床検査総論実習Ⅱ 
担当教員名 櫃本 泰雄 
単位数 1 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 臨床検査総論実習Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード FSL9051 
実務経験のある教員  
達成目標 一般尿検査（尿タンパク、尿糖、ウロビリノーゲン、尿沈渣）および髄液等の体

液検査の原理や臨床応用の実際を理解すること。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Practice in Clinical Pathology II 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 一般尿検査（尿タンパク、尿糖、ウロビリノーゲン、尿沈渣）および髄液等の体

液検査に関する実際を臨地実習により学習する。 
対象学年 4 年 
授業内容  
準備学習 臨床総論検査について復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSL9052 
成績評価  レポートなどの評価（20％）と定期試験（80％）により評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 臨床生命科学科(10〜10) 
見出し FSL9052 教職のための地学 
担当教員名 野瀬 重⼈ 
単位数 2 
教科書  平成 20 年度改訂中学校学習指導要領解説 理科編 文部科学省 

 平成 21 年度改訂高等学校学習指導要領解説 理科編 文部科学省 
アクティブラーニング  
キーワード 第２分野、地学基礎、地学、天文、気象、地質 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  自由記述の欄に記入している学生は１名であった。その記述を紹介する。 

① 「教員採用試験の勉強に役に立った」 
科目名 教職のための地学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  講義の進捗に応じて適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考  試験は定期試験期間中に行い、試験形態は筆記試験とする。 
シラバスコード FSL9052 
実務経験のある教員  
達成目標  ①天文、気象、地質などの現象に関する基礎的な知識を習得している。 

 ②天文、気象、地質などの現象を指導技術により生徒に理解させることができ
る。  
 ③地学の授業において観察・実験が十分にできる。 
 ④情熱と熱心さを伴って授業を展開することができる。 

受講者へのコメント  特に中学校の理科担当教員になると、教科書の 25％は地学の内容である。講義
の内容をもう一度見直して理解を深め、学校現場では立派に勤務していただきた
い。 

連絡先  野瀬重⼈ 岡山理科大学理学部  １０学舎５階 野瀬研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  この講義は、特に中・高等学校の理科の教員になる目的を持った学生が、教師
となり現場で授業を行うに際して必要な地学内容を学習するための講座である。
学生が育った過去の教育において、地学に関する授業が高校ではほとんどなく、
地学の知識のない学生も存在しているのが現状である。そのため、学生の意欲も
旺盛で活発な講義が展開できたと思っている。学生はよく勉強ができたし、宿題、
レポート等の提出もよくできた。学生からも高い評価をいただいた。 

英文科目名  



関連科目  事前に「理科教育法Ⅲ」を習得しておくことが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  講義が中心で実験観察の時間が少なかったように思う。次回からは、実験観察

の割合を増やしていきたい。 
講義目的  中・高等学校の理科地学領域の教育を担当する教員に必要な内容の理解と指導

技術の向上を、講義と演習によって育成する。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  平成 20 年度改訂中学校学習指導要領（理科編）の第２分野（地学領域）

及び平成 21 年度改訂高等学校学習指導要領（理科編）の「地学基礎」の概要に
ついて講義する。 
2 回  平成 21 年度改訂高等学校学習指導要領（理科編）の「地学」の概要につ
いて講義する。 
3 回  「地球の形状」に関して、地球の形と重⼒、地磁気、地球の内部構造など
の内容と指導法を講義をする。 
4 回  「地球の内部」に関して、地球の内部構造、地震波の伝わり方、地球の内
部の状態と物質などの内容と指導法を講義をする。 
5 回  「地球の活動」に関して、プレートテクトニクス、地震と地殻変動、火成
活動などの内容と指導法を講義する。 
6 回  「地球の歴史」に関して、地表の変化、地層の観察、地球環境の変遷など
の内容と指導法を講義する。 
7 回  第１回から第６回の講義内容に関する演習問題を取り上げ、その解法と
指導法を講義する。 
8 回  「大気の構造と運動」に関して、大気の構造、大気の運動と気象などの内
容と指導法を講義する。 
9 回  「海洋と海水の運動」に関して、海洋の構造、海水の運動などの内容と指
導法を講義する。 
10 回  第８回から第９回の講義内容に関する演習問題を取り上げ、その解法と
指導法を講義する。 
11 回  「太陽系」に関して、地球の自転と公転、太陽系天体とその運動、太陽
の活動などの内容と指導法を講義する。 
12 回  「恒星と銀河系」に関して、恒星の性質と進化、銀河系の構造などの内
容と指導法を講義する。 
13 回  「銀河と宇宙」に関して、様々な銀河、膨張する宇宙などの内容と指導
法を講義する。 
14 回  第 11 回から第 13 回の講義内容に関する演習問題を取り上げ、その解法
と指導法を講義する。 
15 回  高等学校の地学領域を内容とする理科課題研究の実践について講義する。 

準備学習 1 回  平成 20 年度改訂中学校学習指導要領解説（理科編）の 129p〜135ｐと平
成 21 年度改訂高等学校学習指導要領解説（理科編）〈以下指導要領という〉の
210p〜212ｐをよく読み、予習しておくこと。 
2 回  平成 21 年度改訂高等学校学習指導要領の 212ｐ〜214ｐを予習しておく
こと。 
3 回  以下の講義は、高等学校「地学」の内容とその指導法を講義するものであ



る。 
 指導要領の「地球の形状」（107ｐ）に関する部分を予習しておくこと。 
4 回  指導要領の「地球の内部」（107ｐ〜108ｐ）に関する部分を予習しておく
こと。 
5 回  指導要領の「地球の活動」（108ｐ〜109ｐ）に関する部分を予習しておく
こと。 
6 回  指導要領の「地球の歴史」（110ｐ〜111ｐ）に関する部分を予習しておく
こと。 
7 回   資料として配付している演習問題の内、第１回から第６回までの講義内
容に関する部分を予習しておくこと。 
8 回  指導要領の「大気の構造と運動」（111ｐ〜112ｐ）に関する部分を予習し
ておくこと。 
9 回  指導要領の「海洋と海水の運動」（112ｐ〜113ｐ）に関する部分を予習し
ておくこと。 
10 回   資料として配付している演習問題の内、第８回と第９回の講義内容に関
する部分を予習しておくこと。 
11 回  指導要領の「太陽系」（114ｐ）に関する部分を予習しておくこと。 
12 回  指導要領の「恒星と銀河系」（115ｐ）に関する部分を予習しておくこと。 
13 回  指導要領の「銀河と宇宙」（115ｐ）に関する部分を予習しておくこと。 
14 回  資料として配付している演習問題の内、第 11 回〜第 13 回の講義内容に
関する部分を予習しておくこと。 
15 回   指導要領の「理科課題研究」（118ｐ〜123ｐ）に関する部分を予習して
おくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSL9061 
成績評価 臨地実習レポート提出による 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 臨床生命科学科(〜09) 
見出し FSL9061 臨床化学実習Ⅱ 
担当教員名 櫃本 泰雄 
単位数 1 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 臨床化学実習Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード FSL9061 
実務経験のある教員  
達成目標 臨床化学検査（血清タンパク、血清酵素、血清色素類など）についての測定原理、

臨床応用を理解する。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Practice in Clinical Chemistry II 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 臨床化学検査（血清タンパク、血清酵素、血清色素類など）に関する実際を臨地

実習により学習する。 
対象学年 4 年 
授業内容  
準備学習 臨床化学検査について復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSL9071 
成績評価 臨地実習レポート提出による。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 臨床生命科学科(〜09) 
見出し FSL9071 臨床血液学実習Ⅱ 
担当教員名 櫃本 泰雄 
単位数 1 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 臨床血液学実習Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード FSL9071 
実務経験のある教員  
達成目標 臨床血液学検査の原理や臨床応用の実際を理解すること。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Practice in Clinical Hematology II 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 臨床血液学検査に関する実際を臨地実習により学習する。 
対象学年 4 年 
授業内容  
準備学習 臨床血液学検査について復習しておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FSM1111 
成績評価 毎回のレポート(100%) 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス MB(理)(〜11) 
見出し FSM1111 微分積分学演習Ⅲ 
担当教員名 ⽥中 敏 
単位数 2 
教科書 初回の講義で、冊子「大学二年生の微分積分学」を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 偏微分、２変数関数、多変数関数、微分積分学、解析学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 虫が入ってくるとのことについては、大学側に連絡しておきたいと思います。 
科目名 微分積分学演習Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 微分積分学Ⅰで使用した教科書、微分積分学に関する教科書。 
授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード FSM1111 
実務経験のある教員  
達成目標 ２変数関数の偏微分の計算ができる。 

２変数関数の１次近似、２次近似を求めることができる。 
２変数関数の合成関数の微分を求めることができる。 
２変数関数の極値、最大、最小についてを求めることができる。 
ラグランジュの乗数法を用いて条件付極値問題を解くことができる。 

受講者へのコメント 受講してありがとうございました。 
連絡先 ２０号館８階 ⽥中敏研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 全体的に評価は悪くなかったと感じる。 
英文科目名 Exercise on Calculus III 
関連科目 「微分積分学Ⅲ」との同時履修を強く勧める。微分積分学Ⅰ、微分積分学演習Ⅰ

を履修しておくことが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 全体的に評価は悪くなかったと感じるが、さらに努⼒をしていきたい。 
講義目的 微分積分学Ⅲの内容の理解を深めるため、問題演習を行う。特に、微分の計算技

法を身につけることに重きをおく。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 １変数関数の微分の整理・復習の演習をする。 

2 回 ２変数関数の演習をする。 
3 回 偏導関数の演習をする。 



4 回 微分可能性と１次近似の演習をする。 
5 回 合成関数の微分の演習をする。 
6 回 接平面の演習をする。 
7 回 ２次近似の演習をする。 
8 回 これまでの学習項目の整理・復習の演習をする。 
9 回 ２変数関数の極値の演習をする。 
10 回 鞍点の演習をする。 
11 回 関数の最大・最小の演習をする。 
12 回 ラグランジュの乗数法の演習をする。 
13 回 合成関数の偏微分の演習をする。 
14 回 多変数関数の偏微分の演習をする。 
15 回 これまでの整理・復習の演習をする。 

準備学習 1 回 １年生で習った微分を復習しておくこと。 
2 回 関数のグラフについて復習しておくこと。 
3 回 微分の定義、計算法を復習しておくこと。 
4 回 偏微分の定義について復習しておくこと。 
5 回 １変数関数の合成関数の微分について復習しておくこと。 
6 回 １次近似について復習しておくこと。 
7 回 １次近似について復習しておくこと。 
8 回 これまでのことを復習しておくこと。 
9 回 ２次近似について復習しておくこと。 
10 回 ２変数関数の極値について復習しておくこと。 
11 回 ２変数関数の極値・鞍点について復習しておくこと。 
12 回 関数の最大・最小について復習しておくこと。 
13 回 第 5 回の合成関数の偏微分について復習しておくこと。 
14 回 ２変数関数の偏微分について復習しておくこと。 
15 回 これまでの復習をしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSM1112 
成績評価 中間テスト (50%)、試験 (50%) により行う。定期試験は行わない。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス MA(理)(〜11) 
見出し FSM1112 微分積分学Ⅳ 
担当教員名 村上 悟 
単位数 2 
教科書 初回の講義で、冊子「大学二年生の微分積分学」を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード ２重積分、３重積分、線積分、曲面積 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 微分積分学Ⅳ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 微分積分学Ⅱで使用した教科書 
授業形態 講義 
注意備考 「微分積分学演習Ⅳ」との同時履修を強く勧める。 
シラバスコード FSM1112 
実務経験のある教員  
達成目標 ・２重積分を理解する。２重積分の計算法を理解する。 

・極座標変換などの変数変換による２重積分の計算法を理解する。 
・線積分とグリーンの定理をを理解する。 
・３重積分の計算法を理解する。 
・曲面積の求め方を理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先 11 号館 7 階 村上悟研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Calculus IV 
関連科目 微分積分学Ⅱ、微分積分学演習Ⅱ、微分積分学Ⅲ、微分積分学演習Ⅲ、微分積分

学演習Ⅳ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 多変数関数（主に、２変数、３変数関数）について、２重積分や線積分などの計

算法を講義する。計算技法の確立とともに、多変数関数の積分法における様々な
基本概念および理論の基礎を理解・習得させる。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 １変数関数の積分の整理・復習 

2 回 ２重積分 



3 回 ２重積分の計算 
4 回 極座標への変数変換 
5 回 変数変換の公式 
6 回 広義積分 
7 回 線積分 
8 回 中間テストおよびその解説 
9 回 グリーンの定理 
10 回 ３重積分（１） 
11 回 球座標と円柱座標（１） 
12 回 球座標と円柱座標（２） 
13 回 曲面積（１） 
14 回 曲面積（２） 
15 回 試験およびその解説 

準備学習 1 回 １変数関数の積分法を復習しておくこと。 
2 回 ２重積分の定義を予習しておくこと。 
3 回 ２重積分の計算法を例題を通して練習しておくこと。 
4 回 極座標を復習し、例題を練習しておくこと。 
5 回 変数変換について例題を通して予習しておくこと。 
6 回 広義積分の定義を予習しておくこと。 
7 回 線積分の定義を予習しておくこと。 
8 回 第１回から第７回までの内容をよく理解し整理しておくこと。 
9 回 グリーンの定理を例題を通して予習しておくこと。 
10 回 ３重積分の定義を予習しておくこと。 
11 回 球座標と円柱座標の定義を予習しておくこと。 
12 回 球座標と円柱座標による３重積分の計算法を例題を通して練習しておくこ
と。 
13 回 曲面積の計算法を例題を通して練習しておくこと。 
14 回 パラメータ表示された曲面の曲面積の計算法を例題を通して練習しておく
こと。 
15 回 第９回から第１４回までの内容をよく理解し整理しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSM1121 
成績評価 講義時の小テスト及びレポートを５９％、期末テストの結果を３９％として判断

する。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス MA(理)(〜10),MB(理)(〜10) 
見出し FSM1121 データの数理Ⅰ 
担当教員名 竹中 茂夫 
単位数 2 
教科書 新訂 確率統計 大日本図書 
アクティブラーニング  
キーワード 数理統計学、推定、検定 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 確率への内容のおく深さに驚いた：もっと数学を深く学ぶと、確率論と数学、特

に関数解析学との関係が見えてきて、どんどん面白くなりますよ。 
科目名 データの数理Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 熊原・渡辺：身近な統計（放送大学振興会）J. ミラー：統計学の基礎 （倍風館） 
授業形態 講義 
注意備考 ２年次の偶然の数理の知識は仮定する。 計算機を使う事もあるので、日程の変

更に注意する事。 
シラバスコード FSM1121 
実務経験のある教員  
達成目標 数理統計学の基礎理論を理解し、初等的な統計を使えるようにする。 
受講者へのコメント 統計は数学を基礎としていますが、現実に適応させるために、信頼度、帰無仮説、

信頼区間といった概念が出てきます。 講義では、何度も繰り返して説明します
が、やはりこれまでの数学と少々異なる考え方が必要なので、⼾惑うかも知れま
せん。 でも、何度も何度も、演習をして、レポート形式で解答することによっ
て、慣れてきます。 社会に出たときに、統計が理解できるというのは、大きな
⼒となりますから、しっかり学んでほしいと思います。 

連絡先 ２０号館８階 竹中研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 総合評価：目標の達成 少しできた＋出来なかった ３５％：３回程度同様な問
題をやっていますし、検定のやり方は場合に分けてプリントを配っていますの
で、それでも分からなかった所があれば、積極的に質問をしてください。 分か
ろうという気持ちさえあれば、分かるように説明するつもりです。 

英文科目名 Mathematics of Data Processing I 
関連科目 偶然の数理Ｉ，ＩＩ、データの数理ＩＩ 
次回に向けての改善変更予定 今もやっていますが、レポートの答案を見て、次回以降の講義の参考として行く



つもりです。 
講義目的 データ（情報）の処理方法として、統計的解析法を学ぶ。 主題は、正規性の仮

定下での、推定・検定の理論及びそれらの計算機による実現も視野に入れる。 ま
た、正規性の仮定の無い場合の適合度検定もあつかう。 なお、理論面を主とし
て講義するので、実際にデータを扱っていくデータの数理 II とは補完関係にあ
る。（講義自体は独立して行う） 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  数理統計学の基本概念であるサンプリング理論について講義する。 

2 回  正規分布について、種々の性質を講義する。 
3 回  正規⺟集団について、平均および分散の点推定および、その性質について
講義する。 
4 回  区間推定の考え方、信頼度について講義、それを用いて平均の推定の理論
について講義する。 
5 回  平均の区間推定について、簡単な演習も含めて講義する。 
6 回 平均の区間推定について、計算機室で実習を行う。 
7 回  前回の復習および、分散の推定についての理論について講義する。 
8 回  計算機室で、平均・分散の推定について実習を行う。 
9 回  検定の基本的な考え方、帰無仮説、対立仮説、仮説とデータの矛盾等につ
いて、講義する。 
10 回 平均に対する２種類の検定について講義、その後演習を行う。 
11 回 推定・検定に関して、プリントを配りそれに沿って復習を行う。 
12 回 計算機室で、推・検定に関する総合的な演習を行う。 
13 回 前回の結果を振り返り、分かりにくかった部分の復習を行う。 
14 回  ２年次の偶然の数理 I,II から、データの数理 I を通覧して、偶然現象を
あつかる数学としての確率論・統計学の流れについて述べ、後期のデータの数理
II の予告について講義する。 
15 回  総合演習とその解説を行う。 

準備学習 1 回  與論調査はどのように行われているのかを想像して来ること。 
2 回  正規分布と正規分布表の引き方について復習すること。 
3 回  サンプルの平均と本当の平均の違いについて考えておくこと。 
4 回  推定値はサンプルの取り方で変わることを理解し、それについてどうす
れば定量的（数学的）な議論ができるか考察してくること。 
5 回  独立な正規分布の和はどんな分布に従うかを復習してくること。 
6 回  応用数学教室計算機室の使い方およびエクセルの使い方について、チェ
ックしてくること。 
7 回  分散を推定するには、どんな方法があるかを考えてくること。 
8 回  区間推定についての理論を復習し、それを実際にエクセルを使って実行
する方法についてあらかじめ考えておくこと。 
9 回  データと理論の矛盾を定量的に扱う方法について考えておくこと。 
10 回  平均に関する区間推定方を復習しておくこと。 
11 回  推・検定の理論・方法を復習しておくこと。 
12 回  前回配ったプリントを使い、エクセルで推・検定がスムースに使えるよ



うあらかじめ良く読み復習しておくこと。 
13 回  推・検定全般にわたっての復習、分かりにくかった部分の取り出しを行
っておくこと。 
14 回  推・検定の方法、ろの理論的基礎について、もう一度復習しておくこと。 
15 回  偶然現象を扱う数学としての、確率論・数理統計学について、高校段階
からこれまでに習ったことが１つのつながりをもった学問であることを再認識
してほしい。 

 



年度 2012 
授業コード FSM1311 
成績評価 毎回のレポート(100%) 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス MA(理)(〜11) 
見出し FSM1311 微分積分学演習Ⅲ 
担当教員名 ⽥中 敏 
単位数 2 
教科書 初回の講義で、冊子「大学二年生の微分積分学」を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 偏微分、２変数関数、多変数関数、微分積分学、解析学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「あつい」というとは大学側に伝えておきたいと思います。 
科目名 微分積分学演習Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 微分積分学Ⅰで使用した教科書、微分積分学に関する教科書。 
授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード FSM1311 
実務経験のある教員  
達成目標 ２変数関数の偏微分の計算ができる。 

２変数関数の１次近似、２次近似を求めることができる。 
２変数関数の合成関数の微分を求めることができる。 
２変数関数の極値、最大、最小についてを求めることができる。 
ラグランジュの乗数法を用いて条件付極値問題を解くことができる。 

受講者へのコメント 受講してありがとうございました。 
連絡先 ２０号館８階 ⽥中敏研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 全体的に評価は悪くなかったと感じる。 
英文科目名 Exercise on Calculus III 
関連科目 「微分積分学Ⅲ」との同時履修を強く勧める。微分積分学Ⅰ、微分積分学演習Ⅰ

を履修しておくことが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 全体的に評価は悪くなかったと感じるが、さらに努⼒をしていきたい。 
講義目的 微分積分学Ⅲの内容の理解を深めるため、問題演習を行う。特に、微分の計算技

法を身につけることに重きをおく。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 １変数関数の微分の整理・復習の演習をする。 

2 回 ２変数関数の演習をする。 
3 回 偏導関数の演習をする。 



4 回 微分可能性と１次近似の演習をする。 
5 回 合成関数の微分の演習をする。 
6 回 接平面の演習をする。 
7 回 ２次近似の演習をする。 
8 回 これまでの学習項目の整理・復習の演習をする。 
9 回 ２変数関数の極値の演習をする。 
10 回 鞍点の演習をする。 
11 回 関数の最大・最小の演習をする。 
12 回 ラグランジュの乗数法の演習をする。 
13 回 合成関数の偏微分の演習をする。 
14 回 多変数関数の偏微分の演習をする。 
15 回 これまでの整理・復習の演習をする。 

準備学習 1 回 １年生で習った微分を復習しておくこと。 
2 回 関数のグラフについて復習しておくこと。 
3 回 微分の定義、計算法を復習しておくこと。 
4 回 偏微分の定義について復習しておくこと。 
5 回 １変数関数の合成関数の微分について復習しておくこと。 
6 回 １次近似について復習しておくこと。 
7 回 １次近似について復習しておくこと。 
8 回 これまでのことを復習しておくこと。 
9 回 ２次近似について復習しておくこと。 
10 回 ２変数関数の極値について復習しておくこと。 
11 回 ２変数関数の極値・鞍点について復習しておくこと。 
12 回 関数の最大・最小について復習しておくこと。 
13 回 第 5 回の合成関数の偏微分について復習しておくこと。 
14 回 ２変数関数の偏微分について復習しておくこと。 
15 回 これまでの復習をしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSM1312 
成績評価 中間テスト (50%)、試験 (50%) により行う。定期試験は行わない。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス MB(理)(〜11) 
見出し FSM1312 微分積分学Ⅳ 
担当教員名 村上 悟 
単位数 2 
教科書 初回の講義で、冊子「大学二年生の微分積分学」を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード ２重積分、３重積分、線積分、曲面積 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 微分積分学Ⅳ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 微分積分学Ⅱで使用した教科書 
授業形態 講義 
注意備考 「微分積分学演習Ⅳ」との同時履修を強く勧める。 
シラバスコード FSM1312 
実務経験のある教員  
達成目標 ・２重積分を理解する。２重積分の計算法を理解する。 

・極座標変換などの変数変換による２重積分の計算法を理解する。 
・線積分とグリーンの定理をを理解する。 
・３重積分の計算法を理解する。 
・曲面積の求め方を理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先 11 号館 7 階 村上悟研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Calculus IV 
関連科目 微分積分学Ⅱ、微分積分学演習Ⅱ、微分積分学Ⅲ、微分積分学演習Ⅲ、微分積分

学演習Ⅳ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 多変数関数（主に、２変数、３変数関数）について、２重積分や線積分などの計

算法を講義する。計算技法の確立とともに、多変数関数の積分法における様々な
基本概念および理論の基礎を理解・習得させる。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 １変数関数の積分の整理・復習 

2 回 ２重積分 



3 回 ２重積分の計算 
4 回 極座標への変数変換 
5 回 変数変換の公式 
6 回 広義積分 
7 回 線積分 
8 回 中間テストおよびその解説 
9 回 グリーンの定理 
10 回 ３重積分（１） 
11 回 球座標と円柱座標（１） 
12 回 球座標と円柱座標（２） 
13 回 曲面積（１） 
14 回 曲面積（２） 
15 回 試験およびその解説 

準備学習 1 回 １変数関数の積分法を復習しておくこと。 
2 回 ２重積分の定義を予習しておくこと。 
3 回 ２重積分の計算法を例題を通して練習しておくこと。 
4 回 極座標を復習し、例題を練習しておくこと。 
5 回 変数変換について例題を通して予習しておくこと。 
6 回 広義積分の定義を予習しておくこと。 
7 回 線積分の定義を予習しておくこと。 
8 回 第１回から第７回までの内容をよく理解し整理しておくこと。 
9 回 グリーンの定理を例題を通して予習しておくこと。 
10 回 ３重積分の定義を予習しておくこと。 
11 回 球座標と円柱座標の定義を予習しておくこと。 
12 回 球座標と円柱座標による３重積分の計算法を例題を通して練習しておくこ
と。 
13 回 曲面積の計算法を例題を通して練習しておくこと。 
14 回 パラメータ表示された曲面の曲面積の計算法を例題を通して練習しておく
こと。 
15 回 第９回から第１４回までの内容をよく理解し整理しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSM13A2 
成績評価 期末試験により行う 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス MA(理)(〜10),MB(理)(〜10) 
見出し FSM13A2 教職への数学Ⅱ 
担当教員名 橋爪 道彦 
単位数 2 
教科書 講義内容をプリントして配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 特になし 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 教職への数学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 小平 邦彦 著 幾何への誘い 岩波書店、清宮 俊雄 著 初等幾何のたのしみ 日本

評論社 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSM13A2 
実務経験のある教員  
達成目標 講義目的で述べた内容を達成すること 
受講者へのコメント  
連絡先 20 号館 8 階 橋爪道彦研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mathematics for Teaching II 
関連科目 幾何学 I,幾何学 II,教職への数学 I 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 数学教員を目指すものにとって平面幾何の素養は不可欠であり、教員採用試験に

おいて最も多く出題されるのが平面幾何の分野の問題である。にもかかわらず平
面幾何を系統的に学ぶ機会は少なかったと思われるので この講義を通じて平面
幾何の面白さを知ると共に数学的思考⼒を伸ばして欲しい。また生徒に数学への
興味・関心を与えるのに最も適した分野でもある。教員がその面白さを知らずし
てどうして生徒を伸ばすことが出来ようか。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 第 1 回：シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと 

第 2 回：例題を解いておくこと 



第 3 回：例題を解いておくこと 
第 4 回：例題を解いておくこと 
第 5 回：例題を解いておくこと 
第 6 回：例題を解いておくこと 
第 7 回：例題を解いておくこと 
第 8 回：例題を解いておくこと 
第 9 回：例題を解いておくこと 
第 10 回：例題を解いておくこと 
第 11 回：例題を解いておくこと 
第 12 回：例題を解いておくこと 
第 13 回：例題を解いておくこと 
第 14 回：例題を解いておくこと 
第 15 回：例題を解いておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FSM13B1 
成績評価 期末試験により行う 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス MA(理)(〜10),MB(理)(〜10) 
見出し FSM13B1 教職への数学Ⅰ 
担当教員名 橋爪 道彦 
単位数 2 
教科書 講義内容をプリントして配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 特になし 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 教職への数学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 小平 邦彦 著 幾何への誘い 岩波書店、清宮 俊雄 著 初等幾何のたのしみ 日本

評論社 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSM13B1 
実務経験のある教員  
達成目標 講義目的で述べた内容を達成すること 
受講者へのコメント  
連絡先 20 号館 8 階 橋爪道彦研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mathematics for Teaching I 
関連科目 幾何学 I,幾何学 II,教職への数学 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 数学教員を目指すものにとって平面幾何の素養は不可欠であり、教員採用試験に

おいて最も多く出題されるのが平面幾何の分野の問題である。にもかかわらず平
面幾何を系統的に学ぶ機会は少なかったと思われるので この講義を通じて平面
幾何の面白さを知ると共に数学的思考⼒を伸ばして欲しい。また生徒に数学への
興味・関心を与えるのに最も適した分野でもある。教員がその面白さを知らずし
てどうして生徒を伸ばすことが出来ようか。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 第 1 回：シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと 

第 2 回：例題を解いておくこと 



第 3 回：例題を解いておくこと 
第 4 回：例題を解いておくこと 
第 5 回：例題を解いておくこと 
第 6 回：例題を解いておくこと 
第 7 回：例題を解いておくこと 
第 8 回：例題を解いておくこと 
第 9 回：例題を解いておくこと 
第 10 回：例題を解いておくこと 
第 11 回：例題を解いておくこと 
第 12 回：例題を解いておくこと 
第 13 回：例題を解いておくこと 
第 14 回：例題を解いておくこと 
第 15 回：例題を解いておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FSM1511 
成績評価 宿題(20%)、定期試験(80%) 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス MA(理)(08〜12),MB(理)(08〜12) 
見出し FSM1511 基礎数学Ⅰ 
担当教員名 村上 悟 
単位数 1 
教科書 なし（テキスト「基礎数学１」を配布する）。 
アクティブラーニング  
キーワード 複素数と２次方程式、図形と方程式、三角関数、指数関数、対数関数、微分法 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 勉学への真摯な取り組みが不足している学生がいます。大学生としての自覚を促

したいものである。 
科目名 基礎数学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 高校で使用した教科書（特に、数学Ⅰと数学Ⅱ）。 
授業形態 講義 
注意備考 履修についてはチューターの指示に従うこと。 
シラバスコード FSM1511 
実務経験のある教員  
達成目標 ・２次方程式および簡単な３次方程式が解けること。 

・いくつかの図形の交点の座標を求めること。三角関数の基本事項を理解し、基
本的な計算ができること。 
・指数関数・対数関数の基本事項を理解し、基本的な計算ができること。 
・簡単な関数を微分して、極値を求めること。 

受講者へのコメント 導入科目以外の専門科目に対しても、今後一層の積極的取り組みをしてくださ
い。 

連絡先 １１号館７階村上研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 各項目とも大部分の学生の主体的取り組みが十分に窺える評価であり、満足でき
る。 

英文科目名 Basic Mathematics I 
関連科目 微分積分学Ⅰ、線形代数学Ⅰ、基礎数学演習Ⅰ特に、内容的に密接に関連してい

る「基礎数学演習Ⅰ」との同時履修を強く勧める。 
次回に向けての改善変更予定 宿題テスト等への取り組みが粗末な学生が数名いましたので、そのような学生へ

の動機付けも工夫したい。 
講義目的 高校数学で学習したいくつかの基本項目を整理・復習し、問題演習等を通して、

大学数学の学習に必要な基礎学⼒の修得と定着を図る。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション・複素数と２次方程式、図形と方程式（直線、放物線）、

および問題演習 
2 回  図形と方程式（円）、 因数定理と高次方程式、および問題演習 
3 回 三角比と三角関数、簡単な三角方程式・不等式、および問題演習 
4 回 三角関数の諸定理（加法定理など）と三角関数の合成、および問題演習 
5 回 指数の値および指数関数、および問題演習 
6 回 対数の値および対数関数、および問題演習 
7 回  整関数の微分、増減、極値、および問題演習 
8 回 微分法に関する整理、および総合問題演習 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 テキスト中の図形と方程式（円）、因数定理と高次方程式について整理また
は予習しておくこと。 
3 回 テキスト中の三角比と三角関数、簡単な三角方程式・不等式について整理ま
たは予習しておくこと。 
4 回 テキスト中の三角関数の諸定理（加法定理など）と三角関数の合成にについ
て整理または予習しておくこと。 
5 回 テキスト中の指数の値および指数関数について整理または予習しておくこ
と。 
6 回 テキスト中の対数の値および対数関数について整理または予習しておくこ
と。 
7 回 テキスト中の整関数の微分、増減、極値について整理または予習しておくこ
と。 
8 回 微分法に関する総合問題演習を予習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSM1512 
成績評価 毎回行う課題(60%)と試験(40%)により評価する。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス MA(理)(08〜12),MB(理)(08〜12) 
見出し FSM1512 基礎数学Ⅱ 
担当教員名 ⽥中 敏 
単位数 1 
教科書 プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 基礎数学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「微分積分学Ⅰ・Ⅱ」、「線型代数学Ⅰ・Ⅱ」の教科書 
授業形態 講義 
注意備考 履修についてはチューターの指示に従うこと。 
シラバスコード FSM1512 
実務経験のある教員  
達成目標 基本的な行列、２次曲線、媒介変数表示、微分法、積分法が理解ができること。 
受講者へのコメント  
連絡先 20 号館８階 ⽥中敏研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Basic Mathematics II 
関連科目 「基礎演習Ⅱ」、「微分積分学Ⅰ・Ⅱ」、「微分積分学演習Ⅰ・Ⅱ」、「線型代数学Ⅰ・

Ⅱ」, 「線型代数学演習Ⅰ・Ⅱ」 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 線形代数や応用数学科での講義をよりよく理解するため、行列、２次曲線、媒介

変数表示、微分法、積分法について大学の数学の観点から整理しながら述べる。
理解を深めるためには自分で問題を解くことが重要で，そのために演習問題を用
意しプリントを配布する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 逆行列、連立１次方程式と行列 

2 回 １次変換 
3 回 ２次曲線 
4 回 ２次曲線と直線 
5 回 媒介変数表示、極座標 



6 回 微分法 
7 回 積分法 
8 回 試験およびその解説 

準備学習 1 回 行列の復習をしておくこと 
2 回 逆行列の復習をしておくこと 
3 回 高校で習った放物線を復習をしておくこと 
4 回 ２次曲線を復習をしておくこと 
5 回 三角関数を復習をしておくこと 
6 回 前期の微分積分学Ⅰを復習をしておくこと 
7 回 微分法を復習をしておくこと 
8 回 第 1 回から第 8 回までの内容をよく理解し復習しておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FSM1521 
成績評価 確認テスト(80%)、宿題(20%)毎回、確認テストを行うことにより学習到達度を

評価する（定期試験は行わない）。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス MA(理)(08〜12),MB(理)(08〜12) 
見出し FSM1521 基礎演習Ⅰ 
担当教員名 村上 悟 
単位数 1 
教科書 なし（テキスト「基礎数学１」を配布する）。 
アクティブラーニング  
キーワード 複素数と２次方程式、図形と方程式、三角関数、指数関数、対数関数、微分法 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 勉学への真摯な取り組みが不足している学生がいます。大学生としての自覚を促

したいものである。 
科目名 基礎演習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 高校で使用した教科書（特に、数学Ⅰと数学Ⅱ）。 
授業形態 演習 
注意備考 履修についてはチューターの指示に従うこと。 
シラバスコード FSM1521 
実務経験のある教員  
達成目標 ・２次方程式および簡単な３次方程式が解けること。 

・いくつかの図形の交点の座標を求めること。三角関数の基本事項を理解し、基
本的な計算ができること。 
・指数関数・対数関数の基本事項を理解し、基本的な計算ができること。 
・簡単な関数を微分して、極値を求めること。 

受講者へのコメント 導入科目以外の専門科目に対しても、今後一層の積極的取り組みをしてください 
連絡先 １１号館７階村上研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 各項目とも大部分の学生の主体的取り組みが十分に窺える評価であり、満足でき
る。 

英文科目名 Exercise on Basic Mathematics I 
関連科目 微分積分学Ⅰ、線形代数学Ⅰ、基礎数学Ⅰ特に、内容的に密接に関連している「基

礎数学Ⅰ」との同時履修を強く勧める。 
次回に向けての改善変更予定 宿題テスト等への取り組みが粗末な学生が数名いましたので、そのような学生へ

の動機付けも工夫したい。 
講義目的 高校数学で学習したいくつかの基本項目について問題演習および確認テストを

行い、整理・復習を通して、大学数学の学習に必要な基礎学⼒の修得と定着を図



る。基礎数学Ⅰで講義する内容を問題演習および宿題テストを通して理解を深め
ることを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 複素数、２次方程式の解法、図形と方程式（直線、放物線）に関する問題演

習と確認テスト 
2 回 図形と方程式（円）、因数定理と高次方程式に関する問題演習と確認テスト 
3 回 三角比と三角関数、簡単な三角方程式・不等式に関する問題演習と確認テス
ト 
4 回 三角関数の諸定理（加法定理など）と三角関数の合成に関する問題演習と確
認テスト 
5 回 指数の値および指数関数に関する問題演習と確認テスト 
6 回 対数の値および対数関数に関する問題演習と確認テスト 
7 回  整関数の微分、増減、極値に関する問題演習と確認テスト 
8 回 微分法に関する整理、および総合問題演習 

準備学習 1 回 テキスト中の複素数、２次方程式の解法、図形と方程式（直線、放物線）に
関する宿題演習を自⼒で行うこと。 
2 回 テキスト中の図形と方程式（円）、因数定理と高次方程式に関する宿題演習
を自⼒で行うこと。 
3 回 テキスト中の三角比と三角関数、簡単な三角方程式・不等式に関する宿題演
習を自⼒で行うこと。 
4 回 テキスト中の三角関数の諸定理（加法定理など）と三角関数の合成に関する
宿題演習を自⼒で行うこと。 
5 回 テキスト中の指数の値および指数関数に関する宿題演習を自⼒で行うこと。 
6 回 テキスト中の対数の値および対数関数に関する宿題演習を自⼒で行うこと。 
7 回 テキスト中の整関数の微分、増減、極値に関する宿題演習を自⼒で行うこ
と。 
8 回 微分法に関する総合問題演習を予習すること。 

 



年度 2012 
授業コード FSM1522 
成績評価 毎回行う課題(100%)により評価する。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス MA(理)(08〜12),MB(理)(08〜12) 
見出し FSM1522 基礎演習Ⅱ 
担当教員名 ⽥中 敏 
単位数 1 
教科書 プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 基礎演習Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「微分積分学Ⅰ・Ⅱ」、「線型代数学Ⅰ・Ⅱ」の教科書 
授業形態 演習 
注意備考 履修についてはチューターの指示に従うこと。 
シラバスコード FSM1522 
実務経験のある教員  
達成目標 基本的な行列、２次曲線、媒介変数表示、微分法、積分法が理解ができること。 
受講者へのコメント  
連絡先 20 号館８階 ⽥中敏研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Exercise on Basic Mathematics II 
関連科目 「基礎数学Ⅱ」、「微分積分学Ⅰ・Ⅱ」、「微分積分学演習Ⅰ・Ⅱ」、「線型代数学Ⅰ・

Ⅱ」, 「線型代数学演習Ⅰ・Ⅱ」 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 線形代数や応用数学科での講義をよりよく理解するため、行列、２次曲線、媒介

変数表示、微分法、積分法について大学の数学の観点から整理しながら述べる。
理解を深めるためには自分で問題を解くことが重要で，そのために演習問題を用
意しプリントを配布する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 逆行列、連立１次方程式と行列についての演習をする。 

2 回 １次変換についての演習をする。 
3 回 ２次曲線についての演習をする。 
4 回 ２次曲線と直線についての演習をする。 
5 回 媒介変数表示、極座標についての演習をする。 



6 回 微分法についての演習をする。 
7 回 積分法についての演習をする。 
8 回 これまでの整理、復習をする。 

準備学習 1 回 行列の復習をしておくこと。 
2 回 逆行列の復習をしておくこと。 
3 回 高校で習った放物線を復習をしておくこと。 
4 回 ２次曲線を復習をしておくこと。 
5 回 三角関数を復習をしておくこと。 
6 回 前期の微分積分学Ⅰを復習をしておくこと。 
7 回 微分法を復習をしておくこと。 
8 回 第 1 回から第 8 回までの内容をよく理解し復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSM1531 
成績評価 課題提出 (20%)、中間テスト (30%)、試験 (50%) により行う． 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス MB(理)(〜11) 
見出し FSM1531 演算の数理Ⅰ 
担当教員名 山⽥ 紀美子 
単位数 2 
教科書 工科系のための初等整数論入門/楫 元/培風館 
アクティブラーニング  
キーワード 整数、ユークリッドの互除法、素因数分解、合同式、中国式剰余定理、RSA 暗号 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 暑さの感じ方には個⼈差があるので、希望があれば直接その場で申し出て下さ

い。 
科目名 演算の数理Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSM1531 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) 最大公約数を求めるアルゴリズムである「互除法」の原理を理解するととも

に、 計算も出来るようになる。  
(2) 「整数$n$を法として合同」を理解し、計算にも習熟する。  
(3) 中国式剰余定理の主張を理解し、計算問題（連立合同式など）が解けるよう
になる。 
(4) 「法として合同」の世界の「フェルマーの小定理」を理解し、 
その応用として、素因数分解の難しさを利用した RSA 暗号を理解する。 

受講者へのコメント しっかり復習をし、講義内容の中で重要なこと・面白いポイントは何か、自分な
りに考えてまとめて下さい。 

連絡先 20 号館 8 階山⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 「授業で扱う量が多い」「授業進行が速い」との意見が見られました。 
この点は本講義でも改良を図りましたが、今後も引き続き、授業内容を精選し、
シンプルにするよう努めます。 

英文科目名 Basic Algebra I 
関連科目 線型代数学，演算の数理 II, 代数学 I, 代数学 II 
次回に向けての改善変更予定 「理解しやすいように説明に工夫を」とのことで、 

理解の助けになるような演習問題を解く時間を増やすことを検討します。 



講義目的 整数の諸性質を学び，代数学への導入・動機付けを行う． 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 1 回 「整数 n が整数 m を割り切る」「整数の素因数分解」を再検討する 

2 回 前回の講義内容を復習する 
3 回 前回の講義内容を復習する 
4 回 前回の講義内容を復習する 
5 回 前回の講義内容を復習する 
6 回 前回の講義内容を復習する 
7 回 前回の講義内容を復習する 
8 回 前回の講義内容を復習する 
9 回 前回の講義内容を復習する 
10 回 前回の講義内容を復習する 
11 回 前回の講義内容を復習する 
12 回 前回の講義内容を復習する 
13 回 前回の講義内容を復習する 
14 回 前回の講義内容を復習する 
15 回 前回の講義内容を復習する 

 



年度 2012 
授業コード FSM1532 
成績評価 課題提出，中間試験，定期試験による． 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス MA(理)(〜11) 
見出し FSM1532 演算の数理Ⅱ 
担当教員名 池⽥ 岳 
単位数 2 
教科書 配布プリント 
アクティブラーニング  
キーワード オイラー関数，原始根，環とイデアル 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 演算の数理Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 代数学 松村英之著 朝倉書店 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSM1532 
実務経験のある教員  
達成目標 ユークリッドの互除法と，その応用としてベズーの等式が得られることを理解す

る．ベズーの等式の理論的な意義を理解する．オイラー関数の基本性質とその応
用を知る．原始根の概念とその応用について学ぶ． 

受講者へのコメント  
連絡先 １１号館７階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Basic Algebra II 
関連科目 演算の数理 I, 代数学 I,II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 演算の数理 I に引き続き，整数の基本的な性質について学ぶ．後半は代数学の基

礎概念について学ぶ．また数式処理ソフト Maple を利用して課題にとりくむ． 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 最大公約数とユークリッドの互除法 

2 回 ベズーの等式とその応用 
3 回 中国式剰余定理 
4 回 剰余類 
5 回 中国式剰余定理再論 
6 回 既約剰余類とオイラー関数 



7 回 オイラーの定理とフェルマーの小定理 
8 回 既約剰余類の位数 
9 回 中間テストとその解説 
10 回 冪の位数公式 
11 回 原始根と示数 
12 回 素数 p を法とする方程式 
13 回 原始根の存在 
14 回 RSA 暗号の原理 
15 回 RSA 暗号（計算機実習） 

準備学習 1 回 整数が互いに素であるとはどういうことか思い出しておく． 
2 回 中国式剰余定理の復習をしておく． 
3 回 フェルマの小定理の復習をしておく． 
4 回 オイラー関数の計算練習をしておく． 
5 回 位数の概念を確認しておく． 
6 回 互除法の復習をしておく． 
7 回 整数と多項式の似ている点を考えてみる． 
8 回 これまでの講義内容の総復習をしておく． 
9 回 位数について復習しておく． 
10 回 原始根について復習しておく． 
11 回 示数について確認しておく． 
12 回 示数表を用いて方程式が解けるように練習しておく． 
13 回 原始根の存在とその応用について復習しておく． 
14 回 オイラーの定理や中国式剰余定理について復習しておく． 
15 回 RSA 暗号の原理について理解しておく． 

 



年度 2012 
授業コード FSM1541 
成績評価 定期試験(70%)，平常点(レポート提出を含む)(30%)によって総合的に評価する． 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス MA(理)(〜11) 
見出し FSM1541 形の数理Ⅰ 
担当教員名 井上 雅照 
単位数 2 
教科書 曲線と曲面／梅原 雅顕, 山⽥ 光太郎／裳華房／ ISBN 978-4-7853-1531-3 
アクティブラーニング  
キーワード 曲線，パラメータ表示，曲線の⻑さ，曲率，捩率 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 形の数理Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて講義中に適宜紹介する． 
授業形態 講義 
注意備考 曲線に関する問題は取り付きやすいので，自分で解くことにより理解を深めてく

ださい．微積分の復習にもなります．なお，講義計画は適宜変更することがあり
ます． 

シラバスコード FSM1541 
実務経験のある教員  
達成目標 ①．曲線の概念を理解する．特に，パラメータ（媒介変数・助変数）を用いた曲

線の取り扱いに慣れる． 
②．具体的な曲線の接線，⻑さ等を微積分を用いて実際に計算することにより曲
線に慣れるとともに，履修した微積分の手法を復習・確認する． 
③．曲率の概念と役割を理解する．微積分を用いて具体的な曲線の曲率を計算出
来るようにする． 
④．Maple による曲線の表示，曲率の計算に慣れる 

受講者へのコメント  
連絡先 20 号館８階、井上研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Basic Geometry I 
関連科目 形の数理 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 平面や空間における曲線を扱い，これらの馴染深い図形を通して幾何学の考え方

を学ぶ．講義では，基本的な概念や定理を多くの例とともに説明する．特に微積
分を用いて，曲線の“曲がり具合”という直感的な概念が数学的にどのように表現



されるかを考察する．問題を解く演習と共に，曲線を Maple という数式処理 ソ
フトを用いてコンピュータで表示する実習を通して視覚的にも理解することを
試みる． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 曲線をどのように扱うか解説する. 

2 回 平面曲線, 特に 2 次曲線（円錐曲線）の分類と個々の曲線の特徴を解説す
る． 
3 回 関数 y=f(x) のグラフとして与えられる曲線， f(x,y)=0 で陰関数表示され
る曲線について解説する． 
4 回 平面曲線のパラメータ表示，接ベクトル，接線について解説する． 
5 回 平面曲線の⻑さと弧⻑によるパラメータ表示について解説し，基本的な曲
線の⻑さを計算する． 
6 回 平面曲線の曲率の概念を導入し，基本的な例に対して曲率を計算する． 
7 回 平面曲線の曲率の幾何学的な意味を解説し，フレネの公式について述べる． 
8 回 平面曲線は，平面の向き保つ合同変換を除いて，曲率によって決定されるこ
とを説明する． 
9 回 種々の平面曲線の曲率の計算を演習形式で行なう． 
10 回 Maple による平面曲線の図形処理の実習（20 号館 6 階応数計算機室で行
なう）． 
11 回 空間ベクトルの内積と外積を説明し，空間曲線のパラメータ表示について
述べる． 
12 回 空間曲線の曲率と捩率を解説し，具体的な曲線の曲率と捩率を計算する． 
13 回 空間曲線の曲率，捩率の幾何学的意味と，フレネ・セレーの公式について
述べる． 
14 回 種々の空間曲線の曲率の計算を演習形式で行なう． 
15 回 Maple による空間曲線の図形処理の実習（20 号館 6 階応数計算機室で行
なう）． 

準備学習 1 回 微積分・線型代数の復習をする. 
2 回 第 1 回で与えた曲線の例を復習し，対応する演習問題を解く． 
3 回 2 次曲線を復習し，対応する演習問題を解く． 
4 回 y=f(x), f(x,y)=0 の形で与えられる曲線について復習し，対応する演習問題
を解く． 
5 回 平面曲線のパラメータ表示について復習し，対応する演習問題を解く． 
6 回 平面曲線の⻑さと弧⻑によるパラメータ表示に関する演習問題を解く． 
7 回 平面曲線の曲率を求める演習問題を解く． 
8 回 前回までの講義の内容を復習し，対応する演習問題を解く． 
9 回 教科書第 1 章 1，2 節をよく復習すること． 
10 回 平面曲線の復習をする. 
11 回 線型代数で学習した内積を復習しておくこと． 
12 回 内積と外積，空間曲線のパラメータ表示について復習し，対応する演習問
題を解く． 
13 回 曲線の曲率と捩率を計算する演習問題を解く． 



14 回 教科書第 1 章 4 節をよく復習すること． 
15 回 空間曲線の復習をする． 

 



年度 2012 
授業コード FSM1542 
成績評価 定期試験(70%)，平常点(レポート提出を含む)(30%)によって総合的に評価する． 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス MB(理)(〜11) 
見出し FSM1542 形の数理Ⅱ 
担当教員名 井上 雅照 
単位数 2 
教科書 曲線と曲面／梅原 雅顕, 山⽥ 光太郎／裳華房／ ISBN 978-4-7853-1531-3 
アクティブラーニング  
キーワード 曲面，パラメータ表示，接平面，第１基本形式，第２基本形式，ガウス曲率，平

均曲率 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 形の数理Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて講義中に適宜紹介する． 
授業形態 講義 
注意備考 形の数理Ｉを履修していることが望ましい．問題を自分で解くことにより理解を

深めること．微積分の復習にもなります．なお，講義計画は学生諸君の理解の様
子によっては適宜変更することがあります． 

シラバスコード FSM1542 
実務経験のある教員  
達成目標 ①．曲面の概念を理解する．特に，パラメータ（媒介変数）を用いた曲面の取り

扱いに慣れる． 
②．具体的な曲面の単位法線ベクトル，第１基本量，第２基本量等を微積分を用
いて実際に計算することにより曲面に慣れるとともに，履修した偏微分法の手法
を確認する． 
③．曲率（ガウス曲率・平均曲率）の概念と役割を理解する．微分法を用いて具
体的な曲面の曲率を計算出来るようにする． 
④．Maple による曲面の表示，曲率の計算に慣れる． 

受講者へのコメント 曲面に興味がある⼈は、教科書の続きを読んでみて下さい。 
連絡先 ２０号館８F、井上研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 総合評価を見ると、ほとんどの学生が講義内容をある程度理解し、概ね満足して
ることが窺える。 
また、板書に関する不満が若干あった。⿊板の字が読みにくかったり、曲面の図
が下手なことが原因と考えられる。 

英文科目名 Basic Geometry II 



関連科目 形の数理 I 
次回に向けての改善変更予定 ⿊板の字が読みにくいことがあるので、できるだけ読みやすい字を書くことを心

がける。 
また、曲面をもっと上手に書けるように絵心をつける。 

講義目的 微積分を用いて２次元の“曲がった”図形である曲面を扱う中で，幾何学の考え方
を学ぶ．講義では基本的な概念や定理を多くの例とともに説明するが，特に曲面
の“曲がり具合”という直感的な概念を“曲率”という数学の概念によってどう表現
するかを考察する．演習では問題を解くと共に，曲面を Maple という数式処理
ソフトを用いてコンピュータで表示する実習により視覚的にも理解することを
試みる． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 曲面の例（２変数関数のグラフ・平面・２次曲面）を説明し、曲面の取り扱

いを説明する． 
2 回 曲面のパラメータ表示を導入し，多くの曲面の例についてそのパラメータ
表示を説明する． 
3 回 曲面の接平面と単位法線ベクトルを導入し，基本的な例に対してこれらを
求める． 
4 回 曲面の第一基本形式を導入してその幾何学的な意味を述べ，基本的な例に
対して第一基本形式を求める． 
5 回 曲面の第二基本形式を導入し，基本的な例に対して第二基本形式を求める． 
6 回 曲面の第二基本形式の幾何学的な意味を述べ，前回に続いて基本的な例に
対して第二基本形式を求める． 
7 回 曲面の法曲率，主曲率，ガウス曲率，平均曲率の概念を導入し，基本的な例
に対してこれらを求める． 
8 回 曲面のガウス曲率，平均曲率の幾何学的な意味を述べ，前回に続いて基本的
な例に対してこれらを求める． 
9 回 種々の曲面の曲率の計算を演習形式で行なう． 
10 回 Maple による曲面の図形処理の実習（20 号館 6 階応数計算機室で行なう）． 
11 回 重要な曲面のクラスである回転面について，そのガウス曲率と平均曲率を
中心に述べる． 
12 回 平均曲率 H=0 の極小曲面の幾何学的な意味を解説し，例について述べ
る． 
13 回 ガウス曲率 K が第一基本量とそれらの 2 回までの偏導関数で表せること
を述べ，曲面上の幾何学について幾つかの話題を解説する． 
14 回 教科書の問題・演習問題から選んで，演習形式で解く． 
15 回 Maple による曲面の図形処理の実習（20 号館 6 階応数計算機室で行なう）． 

準備学習 1 回 多変数の微分積分・線形代数・形の数理 I (曲線)の復習をする. 
2 回 曲面の例を復習し，対応する演習問題を解く． 
3 回 曲面のパラメータ表示を復習し，対応する演習問題を解く． 
4 回 曲面の接平面と単位法線ベクトルを復習し，対応する演習問題を解く． 
5 回 曲面の第一基本形式を復習し，対応する演習問題を解く． 
6 回 曲面の第二基本形式を復習し，対応する演習問題を解く． 



7 回 第 1 回〜第 6 回までの講義の分（教科書：p.41〜 p.54 の部分）を復習して
おく． 
8 回 曲面の法曲率，主曲率，ガウス曲率，平均曲率を復習し，対応する演習問題
を解く． 
9 回 曲面の曲率（第 7 回，第 8 回）を復習しておく． 
10 回 曲面の復習をしておく. 
11 回 教科書 2 章 2 節を復習しておく． 
12 回 回転面のガウス曲率と平均曲率を復習し，対応する演習問題を解く． 
13 回 極小曲面とその例を復習し，対応する演習問題を解く． 
14 回 教科書 2 章 3 節を復習しておく． 
15 回 配布した Maple 実習の資料を見ておく． 

 



年度 2012 
授業コード FSM15A1 
成績評価 レポート 40%，発表・発言 10%，小テスト 10%，定期テスト 40%で評価する。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス MA(理)(〜12),MB(理)(〜12) 
見出し FSM15A1 化学基礎論Ⅰ 
担当教員名 高原 周一 
単位数 2 
教科書 Primary 大学テキスト これだけはおさえたい「化学」／井口洋夫・木下實・斎

藤幸一ほか／実教出版 
※ この教科書は今年度の「入門化学」の教科書と同じものであるので、今年度
の「入門化学」受講者は改めて購入する必要は無い。 

アクティブラーニング  
キーワード 原子・分子論、原子の構造、電子状態、化学結合、分子の集合状態、物性、光と

物質、反応速度、物質循環、科学的な態度 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 エアコンの温度調節が不適切（暑すぎる，寒すぎる）というコメントがありまし

た．気をつけますが，そう感じた時に教えていただければと思います． 
テストに出るところをもう少し細かく言ってほしいとの要望がありましたが，既
にまとめのプリントも配っているので，現状でも十分行っていると考えていま
す． 

科目名 化学基礎論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし。 
授業形態 講義 
注意備考 高校で化学を履修していない⼈、および、履修したが苦手だったという⼈は、「入

門化学」の受講を推奨する（本講義と同時期の受講でよい）。 
シラバスコード FSM15A1 
実務経験のある教員  
達成目標 化学の楽しさ・重要性を実感し、講義終了後も化学に対して興味を持ち続けるこ

と。 
身近な現象を原子・分子レベルで理解すること。 
以下の事項について基本的なことを理解すること。原子の構造と核反応、原子・
分子中の電子の状態、原子・分子間にはたらく⼒、物質の三態、物性の起源（電
気伝導・磁性など）、光と物質の相互作用、化学反応の速度、地球上での物質の循
環。 
科学的な態度について自らの考えを深め、これを実生活に生かすことができるこ
と。 

受講者へのコメント 化学に対する興味を失わず，必要に応じて学び直してください．演示した実験の
中には家庭で簡単に再現できるものもあるので，自分でも試してみて下さい．家
庭では再現できない実験もやってみたいという⼈は高原までご相談下さい． 



連絡先 理学部化学科 高原周一 （13 号館 3 階、takahara@chem.ous.ac.jp） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業時間外の学習で，47%が全くしなかった，44%が 30 分程度と答えており，
時間外の学習時間を増やす方策を考える必要がある． 
この授業を受けてよかった点として，70%以上がこの分野への「理解が深まっ
た」，「興味・関心が高まった」と回答しており，また満足度も「満足」・「ほぼ満
足」を合わせると 90%以上となっており，受講生から高い評価を得ることができ
た．ただ，「この分野と他の分野の関連性がわかった」が 9%に留まっており，改
善が望まれる． 
自由設問欄で聞いたクリッカー，演示実験については約 9 割が，化学のトピック 

英文科目名 Chemistry I 
関連科目 化学基礎論Ⅱ、入門化学、化学基礎実験 
次回に向けての改善変更予定 達成目標に書いた「化学の楽しさ・重要性を実感し、講義終了後も化学に対して

興味を持ち続けること」「科学的な態度について自らの考えを深め、これを実生
活に生かすことができること」を実現するために，取り扱う内容を再度検討する
とともに，化学に関係する時事問題についてのディベートなどを取り入れて，よ
り能動的な学習を組織していく予定である．また，小テスト等を実施し，日常的
な勉強量が確保できるようしたい． 

講義目的 この講義では化学の基本的な考え方を修得し、身の回りの現象を化学的に見る⼒
を養うことを目的とする。特に原子・分子論的な視点で現象の本質を理解するこ
とを重視する。化学の楽しさを実感してもらうため、可能な限り演示実験を行う。
また、能動的な学習をしてもらうためにクリッカーを使用した双方向的な授業運
営を行うとともに、受講生による発表（希望者のみ）・討論も取り入れたい。教材
の選択にあたっては、受講生の中に教員志望者および化学基礎実験受講者（予定
を含む）が含まれることを考慮した。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 この授業の内容と進め方について説明する。 

原子論が科学的な真理として認められるまでの歴史を説明する。 
化学の基礎知識等についてのアンケート調査を実施する。 
2 回 物質の三態（気体・液体・固体）などを題材に、原子論的な見方の有効性に
ついて解説する。 
3 回 エネルギーについて復習する。 
原子・分子のもつエネルギーについて説明する。 
温度と分子運動の関係について説明する。 
4 回 静電気⼒について復習する。 
原子・分子間にはたらく⼒の原因について説明する。 
分子の極性について説明する。 
5 回 原子の内部構造について復習する。 
核融合・核分裂反応について説明する。 
原子の起源（どのようにして出来たか）について説明する。 
6 回 物質の電気伝導および熱伝導について説明する。 



イオンによる電気伝導について説明する。 
地球上での物質の循環について説明する。 
7 回 周期表について復習する。 
福島原発事故で放出された放射性元素について由来と現状を解説する。 
放射性元素の半減期について説明する。 
放射線の生体への影響についても触れる。 
8 回 量子⼒学の概要を説明する。 
原子軌道について説明する。 
9 回 共有結合、分子軌道について説明する。 
原子の大きさ、イオン化エネルギー、原子の陽性・陰性について説明する。 
10 回 物質と光の相互作用について説明する。 
光の三原色と視覚のしくみについて説明する。 
光を使った化学分析の方法（分光法）について説明する。 
11 回 燃焼および爆発の条件について説明する。 
連鎖反応のしくみについて説明する。 
化学反応の速度を決める要因について説明する。 
12 回 物質の磁性について説明する。 
身近な物質を構成する原子・分子について説明する。 
食品と調理の化学について説明する。 
13 回 化学に関するトピックスについて受講生が発表する。 
※ 発表テーマは化学に関することで、他の受講生の興味を引くような内容であ
れば何でも可。発表するのは希望者のみ。 
14 回 化学に関係する怪しい話（健康食品・健康グッズ関係、「水からの伝言」な
ど）を題材に、科学的な態度とは何かについて考える。 
15 回 最先端の化学とその応用についてナノテクノロジーを題材に解説する。 
化学と他の学問分野（特に生物・地学など）との関係を説明する。 
本講義のまとめを行う。 

準備学習 1 回 シラバスを読んでおくこと。 
2 回 前回の講義内容を復習すること。 
3 回 前回の講義内容を復習すること。 
4 回 前回の講義内容を復習すること。 
5 回 前回の講義内容を復習すること。 
6 回 前回の講義内容を復習すること。 
7 回 前回の講義内容を復習すること。 
8 回 前回の講義内容を復習すること。 
化学に関するトピックス（内容は自由）について，各自が本・インターネットで
調査する。 
9 回 前回の講義内容を復習すること。 
化学に関するトピックス（内容は自由）について，各自が本・インターネットで
調査する。 
10 回 前回の講義内容を復習すること。 
化学に関するトピックスについての調査結果をレポートにまとめる。 



11 回 前回の講義内容を復習すること。 
12 回 前回の講義内容を復習すること。 
13 回 前回の講義内容を復習すること。 
トピックス発表者は発表準備を行うこと。 
14 回 前回の講義内容を復習すること。 
15 回 これまでの講義内容を復習すること。 

 



年度 2012 
授業コード FSM15A2 
成績評価 レポート 40%，発表・発言 10%，小テスト 10%，定期テスト 40%で評価する。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス MA(理)(〜12),MB(理)(〜12) 
見出し FSM15A2 化学基礎論Ⅱ 
担当教員名 高原 周一 
単位数 2 
教科書 Primary 大学テキスト これだけはおさえたい「化学」／井口洋夫・木下實・斎

藤幸一ほか／実教出版 
※ この教科書は今年度の「入門化学」の教科書と同じものであるので、今年度
の「入門化学」受講者は改めて購入する必要は無い。 
上記の教科書以外に講義時に自作テキストを別途販売する。 

アクティブラーニング  
キーワード 化学熱⼒学、内部エネルギー、エンタルピー、エントロピー、自由エネルギー、

化学平衡の法則、ルシャトリエの原理、酸・塩基、酸化・還元、電池 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 化学基礎論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし。 
授業形態 講義 
注意備考 高校で化学を履修していない⼈、および、履修したが苦手だったという⼈は、「入

門化学」の受講を推奨する（本講義と同時期の受講でもよい）。  
化学基礎論Ⅰを受講していることが望ましい。 

シラバスコード FSM15A2 
実務経験のある教員  
達成目標 化学の楽しさ・重要性を実感し、講義終了後も化学に対して興味を持ち続けるこ

と。 
身近な現象を原子・分子の挙動を踏まえた上で化学熱⼒学的に理解すること。 
以下の事項について基本的なことを理解すること。熱⼒学量の意味（内部エネル
ギー、エンタルピー、エントロピー、自由エネルギー）、化学反応の進む方向、化
学平衡の法則、ルシャトリエの原理、酸・塩基、酸化・還元、電池、濃度の計算。 
科学的な態度について自らの考えを深め、これを実生活に生かすことができるこ
と。  
自分の理解した論理をわかりやすく他⼈に説明できること。 

受講者へのコメント  
連絡先 理学部化学科 高原周一 （13 号館 3 階、takahara@chem.ous.ac.jp） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  



英文科目名 Chemistry II 
関連科目 化学基礎論Ⅰ、化学基礎実験、入門化学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 本講義では、化学基礎論Ⅰで学んだことを復習しながら、様々な現象を化学熱⼒

学的に捉える⼒（特に化学変化が進む方向を予測する⼒）を身につけることを目
標とする。本来、化学熱⼒学は定量的な学問であるが、本質を見失うことを避け
るために、定性的な取り扱いを中心とする。理解を確実にするために、レポート、
演習、グループ討議等を課す。化学の楽しさを実感してもらうため、可能な限り
演示実験を行う。また、能動的な学習をしてもらうためにクリッカーを使用した
双方向的な授業運営を行う。教材の選択にあたっては、受講生の中に教員志望者
およ 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 この授業の内容と進め方について説明する。 

化学反応が進む方向が何によって決まるか出し合う。 
発泡入浴剤についての実験を通じて、ルシャトリエの原理について説明する。 
2 回 化学平衡の法則について説明する。 
平衡定数と反応速度定数の関係について説明する。 
化学平衡の法則を用いた定量的な演習問題の解き方を説明する。 
3 回 酸・塩基について復習する。 
電離平衡について説明する。 
弱酸・弱塩基の pH の計算方法について説明する。 
塩の水への溶解と溶解度積について説明する。 
4 回 物質量、濃度、平衡定数などに関連した計算問題の演習を行う。 
5 回 原子間・分子間にはたらく⼒のについて復習する。 
⼒とエネルギーの関係について説明する。 
6 回 内部エネルギーと温度 
燃焼が発熱をともなうのはなぜか説明する。 
7 回 熱⼒学第１法則，エンタルピー 
気体を断熱膨張させると温度が下がるのはなぜか説明する。 
エンタルピーの定義と使い道について説明する。 
8 回 ここまで学んだことに関係した演習問題を出題し、班で討論しながら解く。 
9 回 エントロピーの定義と使い道について説明する。 
10 回 自由エネルギーの定義と使い道について説明する。 
反応が進む方向は何によって決まるのか説明する。 
身近な様々な変化（液体の凝固・蒸発、相分離など）を自由エネルギー減少則で
説明する。 
11 回 化学変化における速度論的要因について説明する。 
過冷却・ガラス状態について説明する。 
自由エネルギー減少の法則より化学平衡の法則およびルシャトリエの原理を導
出する。 
自由エネルギー減少の法則とエントロピー増大の法則の関係を説明する。 
12 回 化学熱⼒学と酸化・還元反応および電池の起電⼒の関係を説明する。 



13 回 ここまで学んだことに関係した演習問題を出題し、班で討論しながら解く。 
14 回 化学とエネルギー・環境問題の関係を説明する。 
15 回 生体内反応が進行する理由を化学熱⼒学を用いて説明する。 
非平衡状態における熱⼒学の概要を説明する。 
この授業のまとめを行う。 

準備学習 1 回 シラバスを読んでくること。 
2 回 前回の講義内容を復習すること。 
3 回 前回の講義内容を復習すること。 
4 回 前回の講義内容を復習すること。 
演習問題（物質量、濃度、平衡定数などに関連した計算問題）を解いてくること。 
5 回 前回の講義内容を復習すること。 
6 回 前回の講義内容を復習すること。 
7 回 前回の講義内容を復習すること。 
8 回 前回の講義内容を復習すること。 
演習問題（内部エネルギー、温度、エンタルピー関係の定性的な問題）を解いて
くること。 
9 回 前回の講義内容を復習すること。 
10 回 前回の講義内容を復習すること。 
11 回 前回の講義内容を復習すること。 
12 回 前回の講義内容を復習すること。 
13 回 前回の講義内容を復習すること。 
演習問題（エントロピー、自由エネルギー関係の定性的な問題）を解いてくるこ
と。 
14 回 前回の講義内容を復習すること。 
15 回 これまでの講義内容を復習すること。 

 



年度 2012 
授業コード FSM15B1 
成績評価 課題提出などの平常点（20％）と定期試験（80％）で評価する。採点の基準は 100 

点満点のうち 60 点以上を合格とする。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス MA(理)(〜12),MB(理)(〜12) 
見出し FSM15B1 地学基礎論Ⅰ 
担当教員名 小林 祥一 
単位数 2 
教科書 地球学入門 惑星地球と大気・海洋のシステム／酒井治孝／（東海大学出版会） 

ISBN: 978-4-486-01615-1 
アクティブラーニング  
キーワード 太陽系、地球、環境、鉱物、岩石、鉱床 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 11 ⼈から受講者数と教室の大きさが合ってなかった。教室が狭い。・・・・ 

→今年度急に増えました。大変でしょうけれど、仕方がないところもあります。
この状態が続くようなら大学と相談します。 
A 君：内容が英語で読めない。 
→スクリーンでの説明ですね。受講生の中には英語を聞かせてくれと言うので、
音声も流していますが、それ以上に私が説明しているはずです。ノートを取るな
ど努⼒をしてください。使用している資料は皆さんが地学を理解する上で必要で
大切なものばかりです。また、地学は実際に野外で見て考えることが基本です。
講義で 

科目名 地学基礎論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プリントで補足 
授業形態 講義 
注意備考 ※しばしば電子教材を液晶プロジェクターで投影し授業を行う。 
シラバスコード FSM15B1 
実務経験のある教員  
達成目標 地球を理解する一歩として、地球本来の環境について十分理解させる。どの分野

にも共通して重要な地球を構成する物質（資源）である、岩石や鉱物（含宝石鉱
物）の物理化学的性質、生成条件および生成過程を修得する。前期は基本的に、
中学校以来、地学に触れたことがない学生が大部分であることから、基礎的知識
の修得を目標とし、地学のおもしろさを知るための準備をこの地学基礎論 I でし
たい。 

受講者へのコメント  
連絡先 7 号館 6 階 小林研究室 086-256-9704  kobayashi＠das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  



英文科目名 Earth Science I 
関連科目 地学基礎論Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 太陽系のメンバーである地球について、地表付近および地球内部はどんな構造を

していて、どのような環境で、どのような物質でできているかを解説し、地球自
身の基礎的な概念を理解する。これらをもとに地球の地殻およびマントルを構成
する岩石・鉱物の生成のメカニズム、産状、分類およびこれらの物理化学的性質
について概説する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション。講義の進め方を説明する。 

2 回  宇宙の中の太陽系はどんな特徴を持ったところかを説明する。 
3 回  太陽系の中で地球はどんな特徴を持ったところかを説明する。 
4 回  地球の表面温度を決める因子について説明する。 
5 回  水と二酸化炭素の循環システムと地球環境との関係について説明する。 
6 回  地球の内部構造を知る手がかりについて説明する。 
7 回  地球の環境について、まとめをする。 
8 回  地球を構成する物質、鉱物の種類と特徴について説明する。 
9 回  地球を構成する物質、鉱物の結晶学的特徴について説明する。 
10 回  地球を構成する物質、鉱物の化学的特徴について説明する。 
11 回  宝石鉱物の種類と特徴について説明する。 
12 回  地球を構成する物質、岩石の特に火成岩の種類について説明する。 
13 回  地球を構成する物質、岩石の組織について火成岩を中心に説明する。 
14 回  マグマの発生と火成岩の生成について説明する。 
15 回  岩石の風化と土壌の形成について説明する。 

準備学習 1 回 シラバスを確認し学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 太陽系のメンバーには何があるか思い出しておくこと。 
3 回 惑星地球の環境、特に水、大気、温度と私たち生命との関係を考えておくこ
と。 
4 回 地球型惑星の表面温度はどんな条件によって支配されているか考えておく
こと。 
5 回 地球の環境を支配している水と二酸化炭素はどこで消費され、どこで放出
されているかを調べておくこと。 
6 回 万有引⼒、地震の伝わり方を復習しておくこと。 
7 回 これまでの授業内容を復習しておくこと。 
8 回 無機化合物について復習しておくこと。 
9 回 無機化学で習ったイオン半径、配位数について復習しておくこと。 
10 回 結晶系、単位胞について調べておくこと。 
11 回 鉱物と⼈間生活との関係を広く考えておくこと。 
12 回 岩石と鉱物の違いについて調べておくこと。 
13 回 無機化合物の生成において急冷と徐冷によって生じる形態の違いを考えて
おくこと。 
14 回 化学で学習した相平衡図の見方を復習しておくこと。 



15 回 風化現象にはどんな要因が関係するか思い出しておくこと。 
 



年度 2012 
授業コード FSM15B2 
成績評価 課題提出などの平常点（20％）と定期試験（80％）で評価する。採点の基準は 100 

点満点のうち 60 点以上を合格とする。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス MA(理)(〜12),MB(理)(〜12) 
見出し FSM15B2 地学基礎論Ⅱ 
担当教員名 小林 祥一 
単位数 2 
教科書 地球学入門 惑星地球と大気・海洋のシステム／酒井治孝／（東海大学出版会） 

ISBN: 978-4-486-01615-1 
アクティブラーニング  
キーワード プレートテクトニクス、地質現象、生命の誕生、進化と絶滅、地球環境 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 非常に興味深い内容の多い講義でした。 

→このような評価はこれまでなかったので、嬉しいですね。 
解説が一つ一つ丁寧でわかりやすかった。様々の事柄が関連づけされており、興
味が深まった。生徒の質問に時間をかけて回答をしてくださるのがすばらしいで
す。 
→これも、これまでなかったので嬉しいです。多学科の学生が集まっていること
もあり、皆さんが満足することは難しいので、いろいろ工夫したことの評価だっ
たのかなと思っています。もっと興味がわくように考えますね。 
毎回楽しかったです。多の科目とも結構つながっていることが多 

科目名 地学基礎論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プリントで補足 
授業形態 講義 
注意備考 ※しばしば電子教材を液晶プロジェクターで投影し授業を行う。 
シラバスコード FSM15B2 
実務経験のある教員  
達成目標 地学基礎論 I で修得した学習内容をもとに、地球の形成、地球内部の動き、そし

てそれによってもたらされる地質現象について、また生命の誕生とその進化・絶
滅についての知識の修得をめざす。さらに環境問題など地球科学と私たちの生活
との関係を理解できる能⼒の修得もめざす。 

受講者へのコメント 受講生が多いので毎時間の終わりに各自質問を書いて提出してもらっているよ
ね。皆さんはこれによって積極的に参加していることになると思いますので、こ
れを利用してもらいたい。 

連絡先 7 号館 6 階 小林研究室 086-256-9704  kobayashi＠das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね良好。よく理解したようですね。 



ただ、総合評価５）および 7）で「できた」「満足」ではなく、「だいたいできた」
「ほぼ満足」の方が上回っていたことは意外であった。基礎論Ⅱは受講者の大半
が生物系の学生であることを考慮し、生命の発生、進化、絶滅の話を中心に話し
たはずである。その原因は何かを考えて見たい。 

英文科目名 Earth Science II 
関連科目 地学基礎論 I 
次回に向けての改善変更予定 大学で初めて習う地学は独立した全く別の分野のように考えている学生がいる

が、地学は生物系にも化学系にも関連していることを、理解できるような工夫が
必要かも知れない。また、上述したように、生命関係の内容にしたにもかかわら
ず、総合評価５）および 7）で「だいたいできた」「ほぼ満足」だったので、この
件について検討し改善してみたい。 

講義目的 地球内部の動きと、これが原因で起こるさまざまな現象について解説する。地球
の誕生から今日に至る過程で、生命の誕生、古環境に生きた古生物の進化・絶滅
について理解する。更に、現在の地表付近の環境とその変化についても言及し、
これらを通して⼈々の生活と地学との関わり合いを理解する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション。地学と私たちの生活との関わり合いについて説明す

る。 
2 回  大陸移動説と海洋底拡大説について説明する。 
3 回  プレートテクトニクス概要と、この理論に発展した過程について説明する。 
4 回  プレートテクトニクスについて定量的に説明する。 
5 回  プレート運動に関係した海底でのでき事を説明する。 
6 回  プレート運動に関係したさまざまな地質現象について説明する。 
7 回  プレート運動のまとめと日本列島の成り立ちについて説明する。 
8 回  酸素の起源と生物の起源について説明する。 
9 回  生命の誕生と進化について説明する。 
10 回  先カンブリア時代から古生代の地球環境と生物の進化について説明する。 
11 回  古生代から中生代の地球環境と生物の進化について説明する。 
12 回  中生代から新生代の環境変化と生物について説明する。 
13 回  地球環境の変化と生物の進化の中で私たちについて説明する。 
14 回  現在の地球環境の変化について説明する。 
15 回  私たちの生活と地球科学との関わりをまとめをする。 

準備学習 1 回 シラバスを確認し学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 高等学校等の地学、地理などの教科書を見て復習しておく。アルフレット・
ウェーゲナーさんについて調べておくこと。 
3 回 地球の磁場について復習しておくこと。 
4 回 世界の震源、火山の分布について調べ、特徴を見ておくこと。 
5 回 今生物地学分野で海底が注目されている理由について新聞、インターネッ
トなどで調べておくこと。 
6 回 地震の発生やマグマ活動について復習しておく。これらとプレート運動と
の関係を考えておくこと。 
7 回 2 回から 6 回までの内容の復習と、日本列島にはどんな岩石が分布している



か調べておくこと。 
8 回 前期の授業で習った地球誕生以来の大気組成の変遷について復習しておく
こと。 
9 回 先カンブリア時代の生物について調べておくこと。 
10 回 細胞について高等学校の教科書等で調べておくこと。 
11 回 古生代末の地球環境を調べること。当時の大陸の形を復習しておくこと。 
12 回 中生代末の大量絶滅の原因ついて調べておくこと。 
13 回 ほ乳類の特徴について調べておくこと。 
14 回 私たちの生活が地球環境へ及ぼしている具体例を考えておくこと。 
15 回 地学基礎論Ⅰ、Ⅱの内容を復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSM1711 
成績評価 定期試験 

文章題１０問、選択問題１５問程度 
１００点満点で採点する。 

曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス MB(理)(〜12) 
見出し FSM1711 情報と職業 
担当教員名 三好 俊三＊ 
単位数 2 
教科書 情報コンピュータ業界ハンドブック／小山賢治／東洋経済新報社 
アクティブラーニング  
キーワード 職業、情報化社会、ＩＴ、ソフトウエア、情報システム、資格試験、労働法、社

会保険法、労働経済 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 ①プロジェクタが見にくいのは、後期の教室では改善された。 

②携帯電話の使用、無駄話をやめない⼈に退席を指示したことにたいする、クレ
ームが２件あったが、とても残念です。（いい対応であったとの評価もあります） 
③誤字、脱字に対しては資料を見直します。 

科目名 情報と職業 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 子供の心理学／三谷恵一／ブレーン出版 
授業形態 講義 
注意備考 授業中の私語、携帯電話の使用禁止。 

授業後半１５分程度で課題を提出。 
シラバスコード FSM1711 
実務経験のある教員  
達成目標 情報産業の現状認識を説明できるようにする。 

労働経済の実態とあるべき姿を説明できるようにする。 
幼少期教育の意味あいを説明できるようにする。 

受講者へのコメント １年生であり、本講義の内容（どちらかいうと⺠間企業中心）は多少そぐわない
と感じたひともいるようである。 
授業中の携帯電話の使用、無駄話については欠席あつかいを含む対応をとった。
こういったことで注意されることはないようにしてもらいたい。高校までと大学
での授業は本質てきにちがう厳しさがあることは理解すべきである。 

連絡先 三好俊三 090-8060-6588 
misuki@orange.ocn.ne.jp 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業以外の学習時間がほとんど無いのは問題。 
分野の理解は深まった模様。 



教員意欲が感じられなかったが少なからずあったのは残念。 
授業内容に不満の⼈が少なからずあったのは残念。 

英文科目名 Professions on Information Science 
関連科目 情報社会論（再）、情報関連法学 
次回に向けての改善変更予定 この分野は進歩が速い。現代に即した内容更新を心がける。 
講義目的 個⼈、企業、家庭という観点から、情報が職業・社会にどのようにかかわってい

るか、また情報に係わる職業⼈のありかたを理解させる。社会⼈になる場合に必
要となる労働保険・社会保険の知識を身につけ、社会保障のあるべく姿を認識で
きるようにする。また幼少期の情報が⼈間形成にいかなる影響を与えるかも考察
させる。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションと講義の概要 

2 回 コンピュータ業界の概要 
3 回 ソフトウエア業界の概要 
4 回 業界ビジネスの仕組 
5 回 寡占市場における企業の横顔 
6 回 労働保険と社会保険の概要 
7 回 情報関係の各種サービス 
8 回 業界の現状と今後 
成功のための 7 つの習慣 
9 回 ＩＴ業界の現状と今後 
10 回 業界の現状 
11 回 情報関係業務の種類 
12 回 面接に関して 
13 回 情報関係資格等について 
14 回 労働経済 
15 回 子供の心理学 

準備学習 1 回 シラバスを事前に確認し、学習過程について把握しておくこと。 
企業トップの考えを整理しておくこと。 
2 回 日常生活で情報機器から受ける恩恵について事前に調査しておくこと。 
ＩＴ市場の拡大に関する内容を年代別に整理しておくように。 
3 回 高度情報通信社会という言葉についてビジネス・行政などの場面で実現さ
れていることをしらべておくこと。 
情報サービス産業の構成分けを理解しておくこと。 
4 回 身の回りの情報化（情報家電）について調べておくこと。 
派遣の持つ意味合いについて理解をしておくこと。 
5 回 急速に広がる第３次産業の現状について調べておくこと。 
ネットにおけるトラブル内容と防止方法を理解しておくこと。 
6 回 自分と家族に対する社会保険の係わりを調べておくこと。 
健康保険法、厚生年金法と国⺠健康保険法、国⺠年金法に関する被保険者要件を
理解しておくこと。 
7 回 携帯とパソコンにおけるメールについて実態を理解しておくこと。 



VPN,アウトソーシング、SaaS の特徴を復習しておくこと。 
8 回 自分にとってこれまでの成功・失敗体験を思い起こしておくこと。 
日本と米国におけるマーケットプレイスの相違点を復習しておくこと。 
9 回 情報化と国際化によるＩＴ企業の実像について調べておくこと。 
IT エンジニアの動向、業務内容について復習しておくこと。 
10 回 自分とネットビジネスとの係わり合いを調べておくこと 
ワンセグの意味合いを復習しておくこと 
11 回 自分が情報関連の仕事をすると過程した場合、なにが必要かを調べておく
こと 
情報関連業務の種類と内容について復習しておくこと。 
12 回 企業の採用面接について事前知識をつけておくこと 
面接デスカッションの内容例について復習しておくこと。 
13 回 情報関連資格で興味あるものを事前調査しておくこと 
ベンダーの提供する試験種類を復習しておくこと。 
14 回 日本国の労働情勢について事前認識をしておくこと。 
労働⼒調査の雇用・失業情勢について復習しておくこと。 
15 回 幼児教育の意義について事前調査しておくこと。 
２才時までの環境のもつ重要性の意味について復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSM1712 
成績評価 定期試験でおこなう。 

文章題（１０題）選択題（１５題）程度 
１００点満点で採点する。 

曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス MA(理)(12〜12) 
見出し FSM1712 情報化社会と倫理 
担当教員名 三好 俊三＊ 
単位数 2 
教科書 インターネットの法律とトラブル解決法／神⽥将／自由国⺠社 
アクティブラーニング  
キーワード サイバー法、デジタル社会、ネチケット、コンピュータ犯罪、コンピュータ契約 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 空調には気をくばります。６０⼈近い受講生なので、名前はなかなか掌握できな

い。 
科目名 情報化社会と倫理 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 授業中の私語、携帯電話の使用を禁止。 

授業後半１５分程度で課題を提出。 
シラバスコード FSM1712 
実務経験のある教員  
達成目標 新しい法秩序が形成されつつある現代の情報化時代（インターネット社会）にお

いて、既存の法律の解釈の限界と新規立法の必要性を把握すること。特にＩＴが
もたらす社会的影響を功罪両面から、法律的問題を中心に開設し、どんな法律が
必要となるか、どんな法解釈の可能性があるか、考える⼒を要請する。 

受講者へのコメント 実社会にでる場合に必要な法律の基礎的なことなので、自覚をもって学習をして
ほしい。 

連絡先 三好俊三 090-8060-6588 
misuki@orange.ocn.ne.jp 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業時間外の学習時間が少ないのが気にかかる。 
英文科目名 Information And Laws 
関連科目 情報と職業、情報社会論（再） 
次回に向けての改善変更予定 より理解しやすい内容と受講生の参加を心がける。 
講義目的 デジタル情報社会において、膨大な量の情報が流通している実態を把握、それに

伴う情報の保護やそこに発生する社会問題や個⼈および組織の責任について、法



律的な観点から考察する。特に電子商取引における契約問題を中心にインターネ
ットに関する法律諸問題を重点的に扱う。また流通するデジタル情報を受信する
我々、あるいは公共の場の社会ルールを検討する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエーテーション、ネット関連法律の基礎知識 

2 回 インターネット加入契約の法律 
3 回 インターネットの利用 
4 回 インターネットショッピングの法律とトラブル 
5 回 インターネット利用の悪質商法 
6 回 インターネットビジネス関連の法律 
7 回 携帯電話に関する法律とトラブル 
8 回 ATM（現金自動預払機）に関する法律 
9 回 インターネット紛争の解決法と手続き 
10 回 企業と法務、企業活動・組織 
11 回 企業と法務、企業会計 
12 回 企業と法務、法務と標準化、知的財産権、会社会計 
13 回 企業と法務、法務と標準化、労働関係法規 
14 回 企業と法務、法務と標準化、標準化と認証制度 
15 回 セキュリティ、情報セキュリティ関連法規 

準備学習 1 回 著作権と著作物性について予習をしておくこと。 
著作権法、特定電子メール法、個⼈情報保護法について復習しておくこと。 
2 回 インターネット加入契約について予習をしておくこと。 
電子消費者契約法、消費者契約法、プロバイダ責任制限法について復習しておく
こと。 
3 回 サイバー犯罪の現状を予習しておくこと。 
不正アクセス禁止法、個⼈情報保護法について復習しておくこと 
4 回 ネットショッピングのトラブルについて予習をしておくこと。 
特定商取引法について復習しておくこと。 
5 回 悪質商法、架空請求、ワンクリック詐欺などについて予習をしておくこと。 
インターネットに関する問題商法を復習しておくこと 
6 回 個⼈情報流出の実態について予習しておくこと。 
個⼈情報保護法と電子認証について復習しておくこと。 
7 回 携帯電話に関するトラブルについて予習しておくこと。 
携帯電話に関する犯罪について復習しておくこと 
8 回 ＡＴＭに関するトラブルについて予習しておくこと。 
預金者保護法に関する復習をしていくこと。 
9 回 インターネット全般に関するトラブルについて予習しておくこと。 
示談、調停、訴訟の相違点について復習をしておくこと。 
10 回 企業活動の原則について予習をしておくこと。 
労働時間の形態について復習しておくこと。 
11 回 企業会計に関して予習をしておくこと 
損益分岐点分析手法を復習しておくこと。 



12 回 知的財産権について予習しておくこと。 
著作権法、商法、金融商品取引法について復習しておくこと。 
13 回 労働関連法規について予習しておくこと。 
下請代金支払遅延防止法について復習しておくこと。 
14 回 標準化と認証制度について予習をしておくこと。 
ファイル形式の標準化について復習しておくこと。 
15 回 情報セキュリティ関連法規について予習をしておくこと。 
情報セキュリティの国内、国際ガイドラインについて復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSM1721 
成績評価 課題提出 (20%)、中間テスト (30%)、試験 (50%) により行う． 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス MA(理)(〜11) 
見出し FSM1721 演算の数理Ⅰ 
担当教員名 山⽥ 紀美子 
単位数 2 
教科書 工科系のための初等整数論入門/楫 元/培風館 
アクティブラーニング  
キーワード 整数、ユークリッドの互除法、素因数分解、合同式、中国式剰余定理、RSA 暗号 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 暑さの感じ方には個⼈差があるので、希望があれば直接その場で申し出て下さ

い。 
科目名 演算の数理Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSM1721 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) 最大公約数を求めるアルゴリズムである「互除法」の原理を理解するととも

に、 計算も出来るようになる。  
(2) 「整数$n$を法として合同」を理解し、計算にも習熟する。  
(3) 中国式剰余定理の主張を理解し、計算問題（連立合同式など）が解けるよう
になる。 
(4) 「法として合同」の世界の「フェルマーの小定理」を理解し、 
その応用として、素因数分解の難しさを利用した RSA 暗号を理解する。 

受講者へのコメント しっかり復習をし、講義内容の中で重要なこと・面白いポイントは何か、自分な
りに考えてまとめて下さい。 

連絡先 20 号館 8 階山⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 「授業で扱う量が多い」「授業進行が速い」との意見が見られました。 
この点は本講義でも改良を図りましたが、今後も引き続き、授業内容を精選し、
シンプルにするよう努めます。 

英文科目名 Basic Algebra I 
関連科目 線型代数学，演算の数理 II, 代数学 I, 代数学 II 
次回に向けての改善変更予定 「理解しやすいように説明に工夫を」とのことで、 

理解の助けになるような演習問題を解く時間を増やすことを検討します。 



講義目的 整数の諸性質を学び，代数学への導入・動機付けを行う． 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 1 回 「整数 n が整数 m を割り切る」「整数の素因数分解」を再検討する 

2 回 前回の講義内容を復習する 
3 回 前回の講義内容を復習する 
4 回 前回の講義内容を復習する 
5 回 前回の講義内容を復習する 
6 回 前回の講義内容を復習する 
7 回 前回の講義内容を復習する 
8 回 前回の講義内容を復習する 
9 回 前回の講義内容を復習する 
10 回 前回の講義内容を復習する 
11 回 前回の講義内容を復習する 
12 回 前回の講義内容を復習する 
13 回 前回の講義内容を復習する 
14 回 前回の講義内容を復習する 
15 回 前回の講義内容を復習する 

 



年度 2012 
授業コード FSM1722 
成績評価 課題提出，中間試験，定期試験による． 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス MB(理)(〜11) 
見出し FSM1722 演算の数理Ⅱ 
担当教員名 池⽥ 岳 
単位数 2 
教科書 配布プリント 
アクティブラーニング  
キーワード オイラー関数，原始根，環とイデアル 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 演算の数理Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 代数学 松村英之著 朝倉書店 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSM1722 
実務経験のある教員  
達成目標 ユークリッドの互除法と，その応用としてベズーの等式が得られることを理解す

る．ベズーの等式の理論的な意義を理解する．オイラー関数の基本性質とその応
用を知る．原始根の概念とその応用について学ぶ． 

受講者へのコメント  
連絡先 １１号館７階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Basic Algebra II 
関連科目 演算の数理 I, 代数学 I,II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 演算の数理 I に引き続き，整数の基本的な性質について学ぶ．後半は代数学の基

礎概念について学ぶ．また数式処理ソフト Maple を利用して課題にとりくむ． 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 最大公約数とユークリッドの互除法 

2 回 ベズーの等式とその応用 
3 回 中国式剰余定理 
4 回 剰余類 
5 回 中国式剰余定理再論 
6 回 既約剰余類とオイラー関数 



7 回 オイラーの定理とフェルマーの小定理 
8 回 既約剰余類の位数 
9 回 中間テストとその解説 
10 回 冪の位数公式 
11 回 原始根と示数 
12 回 素数 p を法とする方程式 
13 回 原始根の存在 
14 回 RSA 暗号の原理 
15 回 RSA 暗号（計算機実習） 

準備学習 1 回 整数が互いに素であるとはどういうことか思い出しておく． 
2 回 中国式剰余定理の復習をしておく． 
3 回 フェルマの小定理の復習をしておく． 
4 回 オイラー関数の計算練習をしておく． 
5 回 位数の概念を確認しておく． 
6 回 互除法の復習をしておく． 
7 回 整数と多項式の似ている点を考えてみる． 
8 回 これまでの講義内容の総復習をしておく． 
9 回 位数について復習しておく． 
10 回 原始根について復習しておく． 
11 回 示数について確認しておく． 
12 回 示数表を用いて方程式が解けるように練習しておく． 
13 回 原始根の存在とその応用について復習しておく． 
14 回 オイラーの定理や中国式剰余定理について復習しておく． 
15 回 RSA 暗号の原理について理解しておく． 

 



年度 2012 
授業コード FSM1731 
成績評価 定期試験(70%)，平常点(レポート提出を含む)(30%)によって総合的に評価する． 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス MB(理)(〜11) 
見出し FSM1731 形の数理Ⅰ 
担当教員名 井上 雅照 
単位数 2 
教科書 曲線と曲面／梅原 雅顕, 山⽥ 光太郎／裳華房／ ISBN 978-4-7853-1531-3 
アクティブラーニング  
キーワード 曲線，パラメータ表示，曲線の⻑さ，曲率，捩率 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 形の数理Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて講義中に適宜紹介する． 
授業形態 講義 
注意備考 曲線に関する問題は取り付きやすいので，自分で解くことにより理解を深めてく

ださい．微積分の復習にもなります．なお，講義計画は適宜変更することがあり
ます． 

シラバスコード FSM1731 
実務経験のある教員  
達成目標 ①．曲線の概念を理解する．特に，パラメータ（媒介変数・助変数）を用いた曲

線の取り扱いに慣れる． 
②．具体的な曲線の接線，⻑さ等を微積分を用いて実際に計算することにより曲
線に慣れるとともに，履修した微積分の手法を復習・確認する． 
③．曲率の概念と役割を理解する．微積分を用いて具体的な曲線の曲率を計算出
来るようにする． 
④．Maple による曲線の表示，曲率の計算に慣れる 

受講者へのコメント  
連絡先 20 号館８階、井上研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Basic Geometry I 
関連科目 形の数理 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 平面や空間における曲線を扱い，これらの馴染深い図形を通して幾何学の考え方

を学ぶ．講義では，基本的な概念や定理を多くの例とともに説明する．特に微積
分を用いて，曲線の“曲がり具合”という直感的な概念が数学的にどのように表現



されるかを考察する．問題を解く演習と共に，曲線を Maple という数式処理 ソ
フトを用いてコンピュータで表示する実習を通して視覚的にも理解することを
試みる． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 曲線をどのように扱うか解説する. 

2 回 平面曲線, 特に 2 次曲線（円錐曲線）の分類と個々の曲線の特徴を解説す
る． 
3 回 関数 y=f(x) のグラフとして与えられる曲線， f(x,y)=0 で陰関数表示され
る曲線について解説する． 
4 回 平面曲線のパラメータ表示，接ベクトル，接線について解説する． 
5 回 平面曲線の⻑さと弧⻑によるパラメータ表示について解説し，基本的な曲
線の⻑さを計算する． 
6 回 平面曲線の曲率の概念を導入し，基本的な例に対して曲率を計算する． 
7 回 平面曲線の曲率の幾何学的な意味を解説し，フレネの公式について述べる． 
8 回 平面曲線は，平面の向き保つ合同変換を除いて，曲率によって決定されるこ
とを説明する． 
9 回 種々の平面曲線の曲率の計算を演習形式で行なう． 
10 回 Maple による平面曲線の図形処理の実習（20 号館 6 階応数計算機室で行
なう）． 
11 回 空間ベクトルの内積と外積を説明し，空間曲線のパラメータ表示について
述べる． 
12 回 空間曲線の曲率と捩率を解説し，具体的な曲線の曲率と捩率を計算する． 
13 回 空間曲線の曲率，捩率の幾何学的意味と，フレネ・セレーの公式について
述べる． 
14 回 種々の空間曲線の曲率の計算を演習形式で行なう． 
15 回 Maple による空間曲線の図形処理の実習（20 号館 6 階応数計算機室で行
なう）． 

準備学習 1 回 微積分・線型代数の復習をする. 
2 回 第 1 回で与えた曲線の例を復習し，対応する演習問題を解く． 
3 回 2 次曲線を復習し，対応する演習問題を解く． 
4 回 y=f(x), f(x,y)=0 の形で与えられる曲線について復習し，対応する演習問題
を解く． 
5 回 平面曲線のパラメータ表示について復習し，対応する演習問題を解く． 
6 回 平面曲線の⻑さと弧⻑によるパラメータ表示に関する演習問題を解く． 
7 回 平面曲線の曲率を求める演習問題を解く． 
8 回 前回までの講義の内容を復習し，対応する演習問題を解く． 
9 回 教科書第 1 章 1，2 節をよく復習すること． 
10 回 平面曲線の復習をする. 
11 回 線型代数で学習した内積を復習しておくこと． 
12 回 内積と外積，空間曲線のパラメータ表示について復習し，対応する演習問
題を解く． 
13 回 曲線の曲率と捩率を計算する演習問題を解く． 



14 回 教科書第 1 章 4 節をよく復習すること． 
15 回 空間曲線の復習をする． 

 



年度 2012 
授業コード FSM1732 
成績評価 定期試験(70%)，平常点(レポート提出を含む)(30%)によって総合的に評価する． 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス MA(理)(〜11) 
見出し FSM1732 形の数理Ⅱ 
担当教員名 井上 雅照 
単位数 2 
教科書 曲線と曲面／梅原 雅顕, 山⽥ 光太郎／裳華房／ ISBN 978-4-7853-1531-3 
アクティブラーニング  
キーワード 曲面，パラメータ表示，接平面，第１基本形式，第２基本形式，ガウス曲率，平

均曲率 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 形の数理Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて講義中に適宜紹介する． 
授業形態 講義 
注意備考 形の数理Ｉを履修していることが望ましい．問題を自分で解くことにより理解を

深めること．微積分の復習にもなります．なお，講義計画は学生諸君の理解の様
子によっては適宜変更することがあります． 

シラバスコード FSM1732 
実務経験のある教員  
達成目標 ①．曲面の概念を理解する．特に，パラメータ（媒介変数）を用いた曲面の取り

扱いに慣れる． 
②．具体的な曲面の単位法線ベクトル，第１基本量，第２基本量等を微積分を用
いて実際に計算することにより曲面に慣れるとともに，履修した偏微分法の手法
を確認する． 
③．曲率（ガウス曲率・平均曲率）の概念と役割を理解する．微分法を用いて具
体的な曲面の曲率を計算出来るようにする． 
④．Maple による曲面の表示，曲率の計算に慣れる． 

受講者へのコメント 曲面に興味がある⼈は、教科書の続きを読んでみて下さい。 
連絡先 ２０号館８F、井上研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 総合評価を見ると、ほとんどの学生が講義内容をある程度理解し、概ね満足して
ることが窺える。 
ほぼ毎回授業の最後に演習を実施しているが、問題数が多く時間が足りないとい
う意見があった。授業の時間配分に関する不満が多かったのもこれが理由と思わ
れる。 
また、コメントで「字が読みにくいことがある」「字をもっと大きく」いう意見が



あった。 
英文科目名 Basic Geometry II 
関連科目 形の数理 I 
次回に向けての改善変更予定 演習問題はすべて授業中に解く必要はなく、解けなかった問題は授業後に自分で

勉強することを前提に作っている。授業後に解答を渡しているし、授業中にも再
三言っているので、変える必要はないと考える。 
⿊板の字が読みにくいことがあるので、できるだけ読みやすい字を書くことを心
がける。 
また、曲面をもっと上手に書けるように絵心をつける。 

講義目的 微積分を用いて２次元の“曲がった”図形である曲面を扱う中で，幾何学の考え方
を学ぶ．講義では基本的な概念や定理を多くの例とともに説明するが，特に曲面
の“曲がり具合”という直感的な概念を“曲率”という数学の概念によってどう表現
するかを考察する．演習では問題を解くと共に，曲面を Maple という数式処理
ソフトを用いてコンピュータで表示する実習により視覚的にも理解することを
試みる． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 曲面の例（２変数関数のグラフ・平面・２次曲面）を説明し、曲面の取り扱

いを説明する． 
2 回 曲面のパラメータ表示を導入し，多くの曲面の例についてそのパラメータ
表示を説明する． 
3 回 曲面の接平面と単位法線ベクトルを導入し，基本的な例に対してこれらを
求める． 
4 回 曲面の第一基本形式を導入してその幾何学的な意味を述べ，基本的な例に
対して第一基本形式を求める． 
5 回 曲面の第二基本形式を導入し，基本的な例に対して第二基本形式を求める． 
6 回 曲面の第二基本形式の幾何学的な意味を述べ，前回に続いて基本的な例に
対して第二基本形式を求める． 
7 回 曲面の法曲率，主曲率，ガウス曲率，平均曲率の概念を導入し，基本的な例
に対してこれらを求める． 
8 回 曲面のガウス曲率，平均曲率の幾何学的な意味を述べ，前回に続いて基本的
な例に対してこれらを求める． 
9 回 種々の曲面の曲率の計算を演習形式で行なう． 
10 回 Maple による曲面の図形処理の実習（20 号館 6 階応数計算機室で行なう）． 
11 回 重要な曲面のクラスである回転面について，そのガウス曲率と平均曲率を
中心に述べる． 
12 回 平均曲率 H=0 の極小曲面の幾何学的な意味を解説し，例について述べ
る． 
13 回 ガウス曲率 K が第一基本量とそれらの 2 回までの偏導関数で表せること
を述べ，曲面上の幾何学について幾つかの話題を解説する． 
14 回 教科書の問題・演習問題から選んで，演習形式で解く． 
15 回 Maple による曲面の図形処理の実習（20 号館 6 階応数計算機室で行なう）． 

準備学習 1 回 多変数の微分積分・線形代数・形の数理 I (曲線)の復習をする. 



2 回 曲面の例を復習し，対応する演習問題を解く． 
3 回 曲面のパラメータ表示を復習し，対応する演習問題を解く． 
4 回 曲面の接平面と単位法線ベクトルを復習し，対応する演習問題を解く． 
5 回 曲面の第一基本形式を復習し，対応する演習問題を解く． 
6 回 曲面の第二基本形式を復習し，対応する演習問題を解く． 
7 回 第 1 回〜第 6 回までの講義の分（教科書：p.41〜 p.54 の部分）を復習して
おく． 
8 回 曲面の法曲率，主曲率，ガウス曲率，平均曲率を復習し，対応する演習問題
を解く． 
9 回 曲面の曲率（第 7 回，第 8 回）を復習しておく． 
10 回 曲面の復習をしておく. 
11 回 教科書 2 章 2 節を復習しておく． 
12 回 回転面のガウス曲率と平均曲率を復習し，対応する演習問題を解く． 
13 回 極小曲面とその例を復習し，対応する演習問題を解く． 
14 回 教科書 2 章 3 節を復習しておく． 
15 回 配布した Maple 実習の資料を見ておく． 

 



年度 2012 
授業コード FSM1911 
成績評価 定期試験 

文章題１０問、選択問題１５問程度 
１００点満点で採点する。 

曜日時限 月曜日 9・10 時限 
対象クラス MA(理)(〜12) 
見出し FSM1911 情報と職業 
担当教員名 三好 俊三＊ 
単位数 2 
教科書 情報コンピュータ業界ハンドブック／小山賢治／東洋経済新報社 
アクティブラーニング  
キーワード 職業、情報化社会、ＩＴ、ソフトウエア、情報システム、資格試験、労働法、社

会保険法、労働経済 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 マイク音量を上げ、資料も改良して今後実施します。 

「おもしろい授業をしてください」との意見がありました。大学の授業ですから
生徒さんの積極性のほうを期待したいのですが。 

科目名 情報と職業 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 子供の心理学／三谷恵一／ブレーン出版 
授業形態 講義 
注意備考 授業中の私語、携帯電話の使用禁止。 

授業後半１５分程度で課題を提出。 
シラバスコード FSM1911 
実務経験のある教員  
達成目標 情報産業の現状認識を説明できるようにする。 

労働経済の実態とあるべき姿を説明できるようにする。 
幼少期教育の意味あいを説明できるようにする。 

受講者へのコメント このクラスは授業中の携帯使用とか私語は比較的少なく、良いクラスだったと思
う。 

連絡先 三好俊三 090-8060-6588 
misuki@orange.ocn.ne.jp 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業時間以外に勉強時間をとっているひとが少ないのは残念。 
教員意欲が感じられた⼈が多かったのはよかった。 

英文科目名 Professions on Information Science 
関連科目 情報社会論（再）、情報関連法学 
次回に向けての改善変更予定 プロジェクタの輝度不足があったようである。（後期では改善されている） 



説明資料はたえず最新の話題に更新を継続します。 
講義目的 個⼈、企業、家庭という観点から、情報が職業・社会にどのようにかかわってい

るか、また情報に係わる職業⼈のありかたを理解させる。社会⼈になる場合に必
要となる労働保険・社会保険の知識を身につけ、社会保障のあるべく姿を認識で
きるようにする。また幼少期の情報が⼈間形成にいかなる影響を与えるかも考察
させる。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションと講義の概要 

2 回 コンピュータ業界の概要 
3 回 ソフトウエア業界の概要 
4 回 業界ビジネスの仕組 
5 回 寡占市場における企業の横顔 
6 回 労働保険と社会保険の概要 
7 回 情報関係の各種サービス 
8 回 業界の現状と今後 
成功のための 7 つの習慣 
9 回 ＩＴ業界の現状と今後 
10 回 業界の現状 
11 回 情報関係業務の種類 
12 回 面接に関して 
13 回 情報関係資格等について 
14 回 労働経済 
15 回 子供の心理学 

準備学習 1 回 シラバスを事前に確認し、学習過程について把握しておくこと。 
企業トップの考えを整理しておくこと。 
2 回 日常生活で情報機器から受ける恩恵について事前に調査しておくこと。 
ＩＴ市場の拡大に関する内容を年代別に整理しておくように。 
3 回 高度情報通信社会という言葉についてビジネス・行政などの場面で実現さ
れていることをしらべておくこと。 
情報サービス産業の構成分けを理解しておくこと。 
4 回 身の回りの情報化（情報家電）について調べておくこと。 
派遣の持つ意味合いについて理解をしておくこと。 
5 回 急速に広がる第３次産業の現状について調べておくこと。 
ネットにおけるトラブル内容と防止方法を理解しておくこと。 
6 回 自分と家族に対する社会保険の係わりを調べておくこと。 
健康保険法、厚生年金法と国⺠健康保険法、国⺠年金法に関する被保険者要件を
理解しておくこと。 
7 回 携帯とパソコンにおけるメールについて実態を理解しておくこと。 
VPN,アウトソーシング、SaaS の特徴を復習しておくこと。 
8 回 自分にとってこれまでの成功・失敗体験を思い起こしておくこと。 
日本と米国におけるマーケットプレイスの相違点を復習しておくこと。 
9 回 情報化と国際化によるＩＴ企業の実像について調べておくこと。 



IT エンジニアの動向、業務内容について復習しておくこと。 
10 回 自分とネットビジネスとの係わり合いを調べておくこと 
ワンセグの意味合いを復習しておくこと 
11 回 自分が情報関連の仕事をすると過程した場合、なにが必要かを調べておく
こと 
情報関連業務の種類と内容について復習しておくこと。 
12 回 企業の採用面接について事前知識をつけておくこと 
面接デスカッションの内容例について復習しておくこと。 
13 回 情報関連資格で興味あるものを事前調査しておくこと 
ベンダーの提供する試験種類を復習しておくこと。 
14 回 日本国の労働情勢について事前認識をしておくこと。 
労働⼒調査の雇用・失業情勢について復習しておくこと。 
15 回 幼児教育の意義について事前調査しておくこと。 
２才時までの環境のもつ重要性の意味について復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSM1912 
成績評価 定期試験でおこなう。 

文章題（１０題）選択題（１５題）程度 
１００点満点で採点する。 

曜日時限 月曜日 9・10 時限 
対象クラス MB(理)(12〜12) 
見出し FSM1912 情報化社会と倫理 
担当教員名 三好 俊三＊ 
単位数 2 
教科書 インターネットの法律とトラブル解決法／神⽥将／自由国⺠社 
アクティブラーニング  
キーワード サイバー法、デジタル社会、ネチケット、コンピュータ犯罪、コンピュータ契約 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 照明、温度調節をこまめにします。 

資料と教科書の関連はもっと明確にします。 
科目名 情報化社会と倫理 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 授業中の私語、携帯電話の使用を禁止。 

授業後半１５分程度で課題を提出。 
シラバスコード FSM1912 
実務経験のある教員  
達成目標 新しい法秩序が形成されつつある現代の情報化時代（インターネット社会）にお

いて、既存の法律の解釈の限界と新規立法の必要性を把握すること。特にＩＴが
もたらす社会的影響を功罪両面から、法律的問題を中心に開設し、どんな法律が
必要となるか、どんな法解釈の可能性があるか、考える⼒を要請する。 

受講者へのコメント より理解しやすい内容とその説明方法を工夫します。 
連絡先 三好俊三 090-8060-6588 

misuki@orange.ocn.ne.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業時間外の学習時間が少ないのが気にかかる。 
英文科目名 Information And Laws 
関連科目 情報と職業、情報社会論（再） 
次回に向けての改善変更予定 マイク使用、はっきりした説明をより心がけます。 

私語、携帯使用への注意は厳しくします。 
講義目的 デジタル情報社会において、膨大な量の情報が流通している実態を把握、それに

伴う情報の保護やそこに発生する社会問題や個⼈および組織の責任について、法



律的な観点から考察する。特に電子商取引における契約問題を中心にインターネ
ットに関する法律諸問題を重点的に扱う。また流通するデジタル情報を受信する
我々、あるいは公共の場の社会ルールを検討する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエーテーション、ネット関連法律の基礎知識 

2 回 インターネット加入契約の法律 
3 回 インターネットの利用 
4 回 インターネットショッピングの法律とトラブル 
5 回 インターネット利用の悪質商法 
6 回 インターネットビジネス関連の法律 
7 回 携帯電話に関する法律とトラブル 
8 回 ATM（現金自動預払機）に関する法律 
9 回 インターネット紛争の解決法と手続き 
10 回 企業と法務、企業活動・組織 
11 回 企業と法務、企業会計 
12 回 企業と法務、法務と標準化、知的財産権、会社会計 
13 回 企業と法務、法務と標準化、労働関係法規 
14 回 企業と法務、法務と標準化、標準化と認証制度 
15 回 セキュリティ、情報セキュリティ関連法規 

準備学習 1 回 著作権と著作物性について予習をしておくこと。 
著作権法、特定電子メール法、個⼈情報保護法について復習しておくこと。 
2 回 インターネット加入契約について予習をしておくこと。 
電子消費者契約法、消費者契約法、プロバイダ責任制限法について復習しておく
こと。 
3 回 サイバー犯罪の現状を予習しておくこと。 
不正アクセス禁止法、個⼈情報保護法について復習しておくこと 
4 回 ネットショッピングのトラブルについて予習をしておくこと。 
特定商取引法について復習しておくこと。 
5 回 悪質商法、架空請求、ワンクリック詐欺などについて予習をしておくこと。 
インターネットに関する問題商法を復習しておくこと 
6 回 個⼈情報流出の実態について予習しておくこと。 
個⼈情報保護法と電子認証について復習しておくこと。 
7 回 携帯電話に関するトラブルについて予習しておくこと。 
携帯電話に関する犯罪について復習しておくこと 
8 回 ＡＴＭに関するトラブルについて予習しておくこと。 
預金者保護法に関する復習をしていくこと。 
9 回 インターネット全般に関するトラブルについて予習しておくこと。 
示談、調停、訴訟の相違点について復習をしておくこと。 
10 回 企業活動の原則について予習をしておくこと。 
労働時間の形態について復習しておくこと。 
11 回 企業会計に関して予習をしておくこと 
損益分岐点分析手法を復習しておくこと。 



12 回 知的財産権について予習しておくこと。 
著作権法、商法、金融商品取引法について復習しておくこと。 
13 回 労働関連法規について予習しておくこと。 
下請代金支払遅延防止法について復習しておくこと。 
14 回 標準化と認証制度について予習をしておくこと。 
ファイル形式の標準化について復習しておくこと。 
15 回 情報セキュリティ関連法規について予習をしておくこと。 
情報セキュリティの国内、国際ガイドラインについて復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSM2111 
成績評価 小テスト４０％，定期試験４０％，レポート２０％により評価する． 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス MA(理)(〜11) 
見出し FSM2111 線型代数学Ⅲ 
担当教員名 池⽥ 岳 
単位数 2 
教科書 線形代数／桑村雅隆／裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード ベクトル空間，次元，基底，線形写像，固有値，対角化 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 部屋が暑いということ，同感です． 
科目名 線型代数学Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 線形代数学／川久保勝夫／日本評論社 
授業形態 講義 
注意備考 線型代数学演習 III を受講することが望ましい， 
シラバスコード FSM2111 
実務経験のある教員  
達成目標 ベクトル空間の概念について，基礎感覚を身につけること，特に１次独立性と関

連して次元の概念が重要である．線形写像の基本的な取り扱いに習熟すること，
特に行列の対角化の計算技術を修得する．行列の対角化可能性について，基本事
項を理解すること． 

受講者へのコメント ただ宿題をやるだけでなく，なにを学び取るべきか考えて欲しい．積極的に質問
してくれるとよい． 

連絡先 １１号館７階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 宿題にとりくむ習慣はできたことが確認できた． 
英文科目名 Linear Algebra III 
関連科目 線形代数学演習 III 
次回に向けての改善変更予定 テキストの改善． 
講義目的 この講義では，まず，ベクトル空間の基礎概念について解説する．ベクトル空間

どうしの線形写像を知ることが線形代数の中心課題である．１年生で学んだ行列
および行列式の取り扱いを活用し，線形写像を行列表示することを学ぶ．特に，
行列の対角化の具体的な手法に習熟することが大切である．対角化の応用を議論
した後，対角化できない行列の理論にも触れる． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ベクトル空間の概念を導入し基本的な事項を解説する．教科書 5.1 節． 



2 回 ベクトルの１次独立性について説明する．教科書 5.2 節前半． 
3 回 行列のランクについて議論する．教科書 5.2 節後半． 
4 回 ベクトル空間の基底と次元の概念を導入する．教科書 5.3 節前半． 
5 回 ベクトル空間の基底の計算方法を詳述する．教科書 5.3 節後半． 
6 回 線形写像とその行列表示について解説する．教科書 5.4 節． 
7 回 基底変換について説明する．教科書 5.5 節． 
8 回 内積と計量ベクトル空間について説明する．教科書 5.6 節． 
9 回 中間試験とその解説をする． 
10 回 線形写像の像空間と核空間について議論する．教科書 5.7 節． 
11 回 固有値と固有ベクトルの概念を説明する．教科書 6.1 節． 
12 回 行列の対角化について解説する．教科書 6.2 節． 
13 回 内積を活用し実対称行列の対角化について説明する．教科書 6.3 節前半． 
14 回 対称行列の対角化の具体的な方法について解説する．教科書 6.3 節後半． 
15 回 ２次曲線の標準化への応用について述べる．教科書 6.3 節後半． 

準備学習 1 回 5.1 節を読んでおくこと． 
2 回 5.2 節の前半，p. 154 までを読んでおくこと．小テストの準備として 問 
5.3，および p. 193 練習問題 5.3 を学習しておくこと． 
3 回 5.2 節の終わりまで読んでおくこと．小テストの準備として 問 5.5 を学習
しておくこと． 
4 回 5.3 節の前半，p. 164 までを読んでおくこと．小テストの準備として 問 5.6 
を学習しておくこと． 
5 回 5.3 節の終わりまで読んでおくこと．小テストの準備として 問 5.8 を学習
しておくこと． 
6 回 予習として 5.4 節を読んでおくこと．小テストの準備として 問 5.10 を学
習しておくこと． 
7 回 予習として 5.5 節を読んでおくこと．小テストの準備として 問 5.13, 問 
5.14 を学習しておくこと． 
8 回 予習として 5.6 節を読んでおくこと．問 5.16 の類題をレポートとしてま
とめておくこと． 
9 回 中間試験の準備のために課題を学習しておくこと， 
10 回 5.7 節を読んでおくこと． 
11 回 6.1 節を読んでおくこと．問 5.22 の類題をレポートとしてまとめておく
こと． 
12 回 6.2 節を読んでおくこと．小テストの準備として 問 6.1 を学習しておく
こと． 
13 回 6.3 節を p. 210 まで，および配布資料を読んでおくこと．小テストの準
備として 問 6.4 を学習しておくこと． 
14 回 6.3 節を p. 215 まで，および配布資料を読んでおくこと．小テストの準
備として配布した問題を学習しておくこと． 
15 回 6.3 節を終わりまで，および配布資料を読んでおくこと．問 6.14 の類題
をレポートとしてまとめておくこと． 

 



年度 2012 
授業コード FSM2112 
成績評価 定期試験(70%)、平常点・レポート(30%)で評価する。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス MA(理)(〜10),MB(理)(〜10) 
見出し FSM2112 解析学Ⅱ 
担当教員名 難波 完爾＊ 
単位数 2 
教科書 山本稔・坂⽥定久共著、複素解析へのアプローチ、裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード 複素数、複素関数、正則関数、べき級数、収束半径、複素積分 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 解析学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 加藤昌英著、複素関数論、講座・数学の考え方９，朝倉書店 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSM2112 
実務経験のある教員  
達成目標 級数の収束・発散、特に、収束半径を理解する。 

複素関数の初等関数を理解する。 
方程式の解の個数と複素関数論について、偏角の原理やルーシェの原理を理解す
る。 
正則関数の性質のいくつかを理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Analysis II 
関連科目 解析学Ⅰ、解析学演習Ⅰ、解析学演習Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 複素関数に対するより深い理論を修得し、その応用の一端について知識を広げ

る。特に、ベキ級数の性質を理解し、それにより初等関数を学ぶ。さらに、方程
式の解の個数に関するいくつかの理論を理解する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 【複素数・正則関数】 

2 回 【正則関数のベキ級数展開】 
3 回 【級数】 



4 回 【ベキ級数】 
5 回 【ベキ級数の正則性】 
6 回 【初等関数Ⅰ】 
7 回 【初等関数Ⅱ】 
8 回 【テイラー展開】 
9 回 【解の個数】 
10 回 【偏角の原理】 
11 回 【ルーシェの定理】 
12 回 【正則関数に関する様々な定理】 
13 回 【方程式のはなし】 
14 回 【まとめ】 
15 回 【定期試験】 

準備学習  
 



年度 2012 
授業コード FSM2121 
成績評価 定期試験(70%), 中間試験(20%), 小テスト(0%), レポート(10%), ノート(0%)

定期試験(70 点), 中間試験(20 点), とレポート(10 点)を合計した得点により評
価する。 

曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス MA(理)(〜10),MB(理)(〜10) 
見出し FSM2121 解析学Ⅰ 
担当教員名 ⻤塚 政一 
単位数 2 
教科書 山本稔, 坂⽥定久・「複素解析へのアプローチ」・裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード 複素数, 複素関数, 正則関数, 複素積分 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 解析学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 講義のノートを主にして復習すること。 
シラバスコード FSM2121 
実務経験のある教員  
達成目標 複素数と複素平面を導入し, 複素関数を理解すること。 

正則の概念を理解すること。 
複素積分のコーシーの積分定理と表示を理解し複素積分を求めること。 

受講者へのコメント 「[A]授業に対するあなたの取り組みについて」中の 
設問「２）授業時間外にどの程度、学習しました」 
において、「全くしなかった」と答えた学生が 20 名を超えていました。 
毎回の講義に向けて、予習・復習をしっかりとしておきましょう。 

連絡先 春木研究室２０号館８階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 「【C】総合評価」における設問「６）授業に対する教員の意欲が感じられました
か」において、回答者 91 名中 64 名が「感じられた」と答えた。今後も当該講義
内容に意欲もって取り組みたい。 

英文科目名 Analysis I 
関連科目 解析学演習Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定 毎回の講義において、レポートの提出もしくは小テストを課す。 
講義目的 複素解析へのアプローチとして複素微分と複素積分の基礎について講述する。 
対象学年 3 年/4 年 



授業内容 1 回 オリエンテーション, 複素数 
2 回 複素数 
3 回 複素数 
4 回 複素関数 
5 回 複素微分, 正則関数 
6 回 コーシー・リーマンの方程式 
7 回 コーシー・リーマンの方程式, 正則関数 
8 回 正則関数, 調和関数 
9 回 中間試験とその解説 
10 回 複素積分 
11 回 コーシーの積分定理 
12 回 コーシーの積分定理 
13 回 コーシーの積分表示 
14 回 コーシーの積分表示 
15 回 整理, 復習, 定期試験の対策 

準備学習 1 回 微分積分学Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ,Ⅳ 
2 回 1. 複素数 §1 複素数 §2 複素平面 §3 ド・モアブルの定理 
3 回 1. 複素数 §1 複素数 §2 複素平面 §3 ド・モアブルの定理 
4 回 2. 複素関数 §1 一次関数 §2 連続関数 
5 回 2. 複素関数 §3 正則関数 
6 回 2. 複素関数 §3 正則関数 
7 回 2. 複素関数 §3 正則関数 
8 回 2. 複素関数 §3 正則関数 
9 回 第 1 回から第 8 回までの講義のノート 
10 回 3. 複素積分 §1 複素積分 
11 回 3. 複素積分 §2 コーシーの積分定理 
12 回 3. 複素積分 §2 コーシーの積分定理 
13 回 3. 複素積分 §3 コーシーの積分表示式 
14 回 3. 複素積分 §3 コーシーの積分表示式 
15 回 第 1 回から第 14 回までの講義のノート 

 



年度 2012 
授業コード FSM2311 
成績評価 各授業内の小テスト（５０％）および 2 回のレポート（５０％）で評価する。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス MA(理)(〜11) 
見出し FSM2311 線型代数学演習Ⅲ 
担当教員名 高嶋 恵三 
単位数 2 
教科書 特になし。 
アクティブラーニング  
キーワード 線型写像，核空間，像空間，固有値，固有ベクトル，実対象行列，対角化 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 線型代数学演習Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 松阪和夫 著 線型代数学入門 （岩波） 
授業形態 演習 
注意備考 数学の基礎概念に関する授業なのでよく理解すること。 
シラバスコード FSM2311 
実務経験のある教員  
達成目標 行列の対角化の計算に習熟する．内積の利用と実二次形式の標準化，およびその

応用について理解する。 
受講者へのコメント  
連絡先 20 号館 8 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Exercise on Linear Algebra III 
関連科目 線型代数学Ⅰ、線型代数学演習Ⅰ、線型代数学Ⅱ、線型代数学演習Ⅱ、線型代数

学 III 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 固有値、固有ベクトル等の基礎概念と線型写像に関する基本的な事項についての

演習をする。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 線型写像とその表現行列の演習をする。 

2 回 基底の変換の演習をする。 
3 回 核空間と連立一次方程式の解の演習をする。 
4 回 像空間と線型写像の階数の演習をする。 
5 回 正則変換と行列式による判定の演習をする。 
6 回 固有値と固有ベクトルの演習をする。 



7 回 行列の対角化の演習をする。 
8 回 中間のテストと解説をする。 
9 回 複素数と複素ベクトルの演習をする。 
10 回 ケーリー・ハミルトンの定理と最小多項式の演習をする。 
11 回 対角化可能性の演習をする。 
12 回 内積の利用の演習をする。 
13 回 実対称行列の対角化の演習をする。 
14 回 実二次形式の標準形の演習をする。 
15 回 二次曲面の分類の演習およびまとめをする。 

準備学習 1 回 ベクトルと行列の算法についての復習をすること。 
2 回 基底の概念についての復習をすること。 
3 回 行列の基本変形についての復習をすること。 
4 回 階数の概念についての復習をすること。 
5 回 行列式と逆行列についての復習をすること。 
6 回 これまでの講義内容の復習をすること。 
7 回 固有値と固有ベクトルの概念の復習をすること。 
8 回 これまでの演習内容の復習をすること。 
9 回 高次の固有多項式についての復習をすること。 
10 回 固有多項式についての復習をすること。 
11 回 固有空間についての復習をすること。 
12 回 内積の性質の復習をすること。 
13 回 シュミットの直交化法の復習をすること。 
14 回 内積の性質，固有値についての復習をすること。 
15 回 実二次形式の標準形についての復習をすること。 

 



年度 2012 
授業コード FSM2312 
成績評価 計算機を利用したプログラミング演習(50%)，期末テスト(50%)で評価する。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス MB(理)(〜11) 
見出し FSM2312 計算機とアルゴリズムⅡ 
担当教員名 大江 貴司 
単位数 2 
教科書 筧捷彦・初級 C 言語「やさしい C」・実教出版 
アクティブラーニング  
キーワード Ｃ言語，アルゴリズム，プログラミング，データ構造 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 とくにコメントはありませんでしたので、この状態を維持できるよう努⼒した

い。 
科目名 計算機とアルゴリズムⅡ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 H.M.ダイテル，P.J.ダイテル著（小嶋訳）・「Ｃ言語プログラミング」・ピアソン・

エデュケーション 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSM2312 
実務経験のある教員  
達成目標 Ｃ言語について，下記の機能を利用したプログラミングについて理解すること。 

・文字列の処理 
・関数を利用したプログラミング 
・ポインタを利用したプログラミング 
・構造体を利用したプログラミング 

受講者へのコメント 実習課題については、友達と相談するのも大事ですが、自分自身で一度しっかり
考えてみるのも重要ですので、そのように努⼒してみてください。 

連絡先 ２４号館４階 大江研究室（内線３４４３）e-mail:ohe@xmath.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 項目評価については特にネガティブなものは見受けられなかったので、この状態
を維持できるよう努⼒したい。 

英文科目名 Algorithms and Computer Science II 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 一部、字が小さいとのコメントがありました。なるべく読みやすい字で書くよう

努⼒します。 
講義目的 前期「計算機とアルゴリズムⅠ」に引き続き，Ｃ言語のプログラミングとそれを

利用したアルゴリズムの記述について学ぶ．特により高度なデータ処理とその記



述を行うため，関数やポインタ，構造体について学ぶ．前期同様，プログラミン
グ技術の習得のため，コンピュータを利用した演習を行う． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  前期の復習…Ｃの基本的プログラム構造について復習する。 

2 回  配列のデータ構造について復習する。 
3 回  文字列の取り扱いついて説明する。 
4 回  ポインタその１・・・アドレス演算子と間接演算子ついて説明する。 
5 回  ポインタその２・・・ポインタと配列ついて説明する。 
6 回  計算機実習その１・・・文字列・ポインタについて演習・実習する。 
7 回  関数その１・・・関数の定義と宣言ついて説明する。 
8 回  計算機実習その２・・・関数の作成について演習・実習する。 
9 回  構造体その１・・・構造体テンプレートと宣言ついて説明する。 
10 回  構造体その２・・・構造体の配列・typedef 文ついて説明する。 
11 回  計算機実習その３・・・構造体について演習・実習する。 
12 回  ファイル処理ついて説明する。 
13 回  標準関数ついて説明する。 
14 回  関数その２・・・ポインタを利用した関数ついて説明する。 
15 回  計算機実習その４・・・ファイル処理・ポインタを利用した関数について
演習・実習する。 

準備学習 1 回 前期期末試験をもとに前期の内容の復習をしてくること。 
2 回  教科書第７章を改めて読んでくること。 
3 回 教科書第８章を読んでくること。 
4 回 教科書第９．１節、９．２節を読んでくること。 
5 回 教科書第９．３節を読んでくること。 
6 回 第２回〜第５回の復習をしてくること。 
7 回 教科書第１０章を読んでくること。 
8 回 前回の講義を復習してくること。 
9 回 教科書第１１．１節〜１１．３節を読んでくる． 
10 回 教科書第１１．４節〜１１．６節を読んでくること。 
11 回 第９回〜第１０回の復習をしてくること。 
12 回 教科書第１２章を読んでくること。 
13 回 教科書第１３章を読んでくること。 
14 回 教科書第１４章を読んでくること。 
15 回 第１２回〜第１４回の復習をしてくること。 

 



年度 2012 
授業コード FSM2321 
成績評価 計算機を利用した実習課題(50%)，期末テスト(50%)で評価する． 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス MB(理)(〜11) 
見出し FSM2321 計算機とアルゴリズムⅠ 
担当教員名 大江 貴司 
単位数 2 
教科書 筧捷彦・初級 C 言語「やさしい C」・実教出版 
アクティブラーニング  
キーワード Ｃ言語，アルゴリズム，データ構造，プログラミング 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 計算機とアルゴリズムⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 H.M.ダイテル，P.J.ダイテル・Ｃ言語プログラミング・ピアソン・エデュケーシ

ョン 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSM2321 
実務経験のある教員  
達成目標 Ｃ言語について、下記の機能を利用したプログラミング技術について理解するこ

と，およびプログラムの記述することができることを目標とする。 
・if 文、switch 文を利用した条件分岐 
・for 文、while 文を利用した繰り返し 
・配列を利用したデータ処理 

受講者へのコメント  
連絡先 ２４号館４階 大江研究室（内線３４４３）e-mail:ohe@xmath.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Algorithms and Computer Science I 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 コンピュータを利用してさまざまな問題を解く場合，プログラミングに関する技

術は必須となる．本講義ではプログラミング言語のひとつであるＣ言語について
学ぶ．また，問題解決のプログラムを記述する上で，効率のよいアルゴリズムが
必要となるが，その具体的な記述方についてＣ言語を通して示す．中でもアルゴ
リズムの基本要素である条件分岐と繰り返し，また基本的なデータ構造である配
列について学ぶ．さらに，プログラミング技術の習熟を図るため，コンピュータ



を利用した演習を行う． 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  導入：C 言語のプログラムとその動作について説明する。 

2 回  変数とその宣言、代入について説明する。 
3 回  画面出⼒の方法について説明する。 
4 回  四則演算の方法・演算の優先順位について説明する。 
5 回  計算機実習その１・・・C 言語コンパイラの実際の使用法について説明し、
実習を通して使用法に習熟する。 
6 回  計算機実習その２・・・変数や四則演算を利用したプログラミングについ
て演習・実習する。 
7 回  キーボードからのデータの入⼒について説明する。 
8 回  条件分岐その１…if 文の利用について説明する。 
9 回  条件分岐その２…switch 文の利用について説明する。 
10 回  計算機実習その３・・・条件分岐を利用したプログラミングについて演
習・実習する。 
11 回  繰り返しその１…for 文による繰り返しについて説明する。 
12 回  繰り返しその２…while 文による繰り返しについて説明する。 
13 回  計算機実習その４・・・繰り返しを利用したプログラミングについて演
習・実習する。 
14 回  配列についてについて説明する。 
15 回  計算機実習その５・・・配列を利用したプログラミングについて演習・実
習する。 

準備学習 1 回 プログラミング言語について大まかに調べてくること。 
2 回 教科書第２章を読んでくること。 
3 回 教科書第３章を読んでくること。 
4 回 教科書第４章を読んで k る． 
5 回 第１回〜第４回までの内容を復習してくる． 
6 回 前回の内容を復習してくること。 
7 回 教科書第５章を読んでくること。 
8 回 教科書第６．１節、６．２節を読んでくること。 
9 回 教科書第６．３節、６．４節を読んでくること。 
10 回 第７回〜第９回までの内容を復習してくること。 
11 回 教科書第６．５節を読んでくること。 
12 回 教科書第６．６節を読んでくること。 
13 回 第１１回〜第１２回までの内容を復習してくること。 
14 回 教科書第７章を読んでくること。 
15 回 前回の内容を復習してくること。 

 



年度 2012 
授業コード FSM2322 
成績評価 定期試験(70%)、平常点・レポート(30%)で評価する。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス MA(理)(〜10),MB(理)(〜10) 
見出し FSM2322 解析学演習Ⅱ 
担当教員名 難波 完爾＊ 
単位数 2 
教科書 山本稔・坂⽥定久共著、複素解析へのアプローチ、裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード 複素関数、正則関数、複素積分、留数定理 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 解析学演習Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 加藤昌英著、複素関数論、講座・数学の考え方９，朝倉書店 
授業形態 演習 
注意備考 「解析学Ⅱ」との同時履修を薦める。 
シラバスコード FSM2322 
実務経験のある教員  
達成目標 複素積分を定義に従って計算したり原始関数を用いて計算する。 

コーシーの積分定理や留数定理を理解し、初等関数や三角関数の有理関数の実績
分の計算などに応用する。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Exercise on Analysis II 
関連科目 微分積分学Ⅳ、解析学Ⅰ、解析学演習Ⅰ、解析学Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 複素積分と留数の理論について解説し、それらの応用としての実積分の計算法を

紹介する。これらの概念の理解を深めるため、問題演習を中心に進める。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 【複素数・正則関数】 

2 回 【複素積分】 
3 回 【複素積分の評価】 
4 回 【原始関数】 
5 回 【コーシーの積分定理】 
6 回 【コーシーの積分定理の応用Ⅰ】 



7 回 【コーシーの積分定理の応用Ⅱ】 
8 回 【留数】 
9 回 【留数の計算】 
10 回 【留数定理】 
11 回 【留数定理の応用Ⅰ】 
12 回 【留数定理の応用Ⅱ】 
13 回 【リーマンの写像定理の話】 
14 回 【まとめ】 
15 回 【定期試験】 

準備学習  
 



年度 2012 
授業コード FSM2331 
成績評価 定期試験(70%), 中間試験(20%), 小テスト(0%), レポート(10%), ノート(0%)

定期試験(70 点), 中間試験(20 点), とレポート(10 点)を合計した得点により評
価する。 

曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス MA(理)(〜10),MB(理)(〜10) 
見出し FSM2331 解析学演習Ⅰ 
担当教員名 ⻤塚 政一 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 複素数, 複素関数, 正則関数, 複素積分 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 解析学演習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 演習 
注意備考 解析学Ⅰを履修しておくこと。演習問題はプリントで与える。 
シラバスコード FSM2331 
実務経験のある教員  
達成目標 複素数と複素平面を導入し, 複素関数を理解すること。 

正則の概念を理解すること。 
複素積分のコーシーの積分定理と表示を理解し複素積分が求められること。 

受講者へのコメント 「[A]授業に対するあなたの取り組みについて」中の 
設問「２）授業時間外にどの程度、学習しました」 
において、「全くしなかった」と答えた学生が 80 名中 25 名いました。 
自主的な学習が不足しています。 
毎回の講義に向けて、予習・復習をしっかりとしておきましょう。 

連絡先 春木研究室２０号館８階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 「【C】総合評価」における設問「６）授業に対する教員の意欲が感じられました
か」において、回答者 80 名中 48 名が「感じられた」と答えた。今後も当該講義
内容に意欲もって取り組みたい。 

英文科目名 Exercise on Analysis I 
関連科目 解析学Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定 毎回の演習において、レポートの提出もしくは小テストを課す。 
講義目的 解析学Ⅰの複素数, 複素微分と複素積分の演習を行う。 



対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション, 複素数の演習 

2 回 複素数の演習 
3 回 複素数の演習 
4 回 複素関数の演習 
5 回 複素微分, 正則関数の演習 
6 回 コーシー・リーマンの方程式の演習 
7 回 コーシー・リーマンの方程式, 正則関数の演習 
8 回 正則関数, 調和関数の演習 
9 回 中間試験とその解説 
10 回 複素積分の演習 
11 回 コーシーの積分定理の演習 
12 回 コーシーの積分定理の演習 
13 回 コーシーの積分表示の演習 
14 回 コーシーの積分表示の演習 
15 回 整理, 復習, 定期試験の対策 

準備学習 1 回 微分積分学,Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ,Ⅳ同演習 
2 回 1. 複素数 §1 複素数 §2 複素平面 §3 ド・モアブルの定理 
3 回 1. 複素数 §1 複素数 §2 複素平面 §3 ド・モアブルの定理 
4 回 2. 複素関数 §1 一次関数§2 連続関数 
5 回 2. 複素関数 §3 正則関数 
6 回 2. 複素関数 §3 正則関数 
7 回 2. 複素関数 §3 正則関数 
8 回 2. 複素関数 §3 正則関数 
9 回 第 1 回から第 8 回までのプリントの問題の解答 
10 回 3. 複素積分 §1 複素積分 
11 回 3. 複素積分 §2 コーシーの積分定理 
12 回 3. 複素積分 §2 コーシーの積分定理 
13 回 3. 複素積分 §3 コーシーの積分表示式 
14 回 3. 複素積分 §3 コーシーの積分表示式 
15 回 第 1 回から第 14 回までのプリントの解答 

 



年度 2012 
授業コード FSM2511 
成績評価 小テスト４０％，定期試験４０％，レポート２０％により評価する． 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス MB(理)(〜11) 
見出し FSM2511 線型代数学Ⅲ 
担当教員名 池⽥ 岳 
単位数 2 
教科書 線形代数／桑村雅隆／裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード ベクトル空間，次元，基底，線形写像，固有値，対角化 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 部屋が暑いということ，同感です． 
科目名 線型代数学Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 線形代数学／川久保勝夫／日本評論社 
授業形態 講義 
注意備考 線型代数学演習 III を受講することが望ましい， 
シラバスコード FSM2511 
実務経験のある教員  
達成目標 ベクトル空間の概念について，基礎感覚を身につけること，特に１次独立性と関

連して次元の概念が重要である．線形写像の基本的な取り扱いに習熟すること，
特に行列の対角化の計算技術を修得する．行列の対角化可能性について，基本事
項を理解すること． 

受講者へのコメント 宿題をただやるだけでなく，なにを学び取るべきか考えて欲しい．積極的な質問
を歓迎する． 

連絡先 １１号館７階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 宿題をする習慣が身に付いたことが確認できた． 
英文科目名 Linear Algebra III 
関連科目 線形代数学演習 III 
次回に向けての改善変更予定 テキストの改善． 
講義目的 この講義では，まず，ベクトル空間の基礎概念について解説する．ベクトル空間

どうしの線形写像を知ることが線形代数の中心課題である．１年生で学んだ行列
および行列式の取り扱いを活用し，線形写像を行列表示することを学ぶ．特に，
行列の対角化の具体的な手法に習熟することが大切である．対角化の応用を議論
した後，対角化できない行列の理論にも触れる． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ベクトル空間の概念を導入し基本的な事項を解説する．教科書 5.1 節． 



2 回 ベクトルの１次独立性について説明する．教科書 5.2 節前半． 
3 回 行列のランクについて議論する．教科書 5.2 節後半． 
4 回 ベクトル空間の基底と次元の概念を導入する．教科書 5.3 節前半． 
5 回 ベクトル空間の基底の計算方法を詳述する．教科書 5.3 節後半． 
6 回 線形写像とその行列表示について解説する．教科書 5.4 節． 
7 回 基底変換について説明する．教科書 5.5 節． 
8 回 内積と計量ベクトル空間について説明する．教科書 5.6 節． 
9 回 中間試験とその解説をする． 
10 回 線形写像の像空間と核空間について議論する．教科書 5.7 節． 
11 回 固有値と固有ベクトルの概念を説明する．教科書 6.1 節． 
12 回 行列の対角化について解説する．教科書 6.2 節． 
13 回 内積を活用し実対称行列の対角化について説明する．教科書 6.3 節前半． 
14 回 対称行列の対角化の具体的な方法について解説する．教科書 6.3 節後半． 
15 回 ２次曲線の標準化への応用について述べる．教科書 6.3 節後半． 

準備学習 1 回 5.1 節を読んでおくこと． 
2 回 5.2 節の前半，p. 154 までを読んでおくこと．小テストの準備として 問 
5.3，および p. 193 練習問題 5.3 を学習しておくこと． 
3 回 5.2 節の終わりまで読んでおくこと．小テストの準備として 問 5.5 を学習
しておくこと． 
4 回 5.3 節の前半，p. 164 までを読んでおくこと．小テストの準備として 問 5.6 
を学習しておくこと． 
5 回 5.3 節の終わりまで読んでおくこと．小テストの準備として 問 5.8 を学習
しておくこと． 
6 回 予習として 5.4 節を読んでおくこと．小テストの準備として 問 5.10 を学
習しておくこと． 
7 回 予習として 5.5 節を読んでおくこと．小テストの準備として 問 5.13, 問 
5.14 を学習しておくこと． 
8 回 予習として 5.6 節を読んでおくこと．問 5.16 の類題をレポートとしてま
とめておくこと． 
9 回 中間試験の準備のために課題を学習しておくこと， 
10 回 5.7 節を読んでおくこと． 
11 回 6.1 節を読んでおくこと．問 5.22 の類題をレポートとしてまとめておく
こと． 
12 回 6.2 節を読んでおくこと．小テストの準備として 問 6.1 を学習しておく
こと． 
13 回 6.3 節を p. 210 まで，および配布資料を読んでおくこと．小テストの準
備として 問 6.4 を学習しておくこと． 
14 回 6.3 節を p. 215 まで，および配布資料を読んでおくこと．小テストの準
備として配布した問題を学習しておくこと． 
15 回 6.3 節を終わりまで，および配布資料を読んでおくこと．問 6.14 の類題
をレポートとしてまとめておくこと． 

 



年度 2012 
授業コード FSM2512 
成績評価 宿題・確認小テスト(70%)、定期試験(30%) 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス MA(理)(〜10),MB(理)(〜10) 
見出し FSM2512 現象の数理Ⅱ 
担当教員名 村上 悟 
単位数 2 
教科書 テキスト「現象の数理」を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード フーリエ級数、ラプラス変換、微分方程式系、安定性、線形近似 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 現象の数理Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSM2512 
実務経験のある教員  
達成目標 ・フーリエ級数の計算ができること、および簡単な偏微分方程式の解法へ応用で

きること。 
・ラプラス変換の計算、および微分方程式の解法へ応用ができること。 
・定数係数の線形微分方程式系が解けること。・平衡点の安定判別ができること。 

受講者へのコメント  
連絡先 村上研究室（１１号館７階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Basic Analysis II 
関連科目 現象の数理Ⅰ、微分積分学Ⅱ、線形代数学Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 現象の数理Ⅰに引き続き、微分法と積分法の初等的手法によって微分方程式や偏

微分方程式の解を求めることに主眼をおいて講義する。コンピュータを用いた解
の図示を適宜活用し、理論の基礎的理解を深める。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  ベクトルの直交系とフーリエ級数 

2 回  フーリエ級数（１）、確認小テスト 
3 回  フーリエ級数（２）、確認小テスト 
4 回  フーリエ級数の応用（１）、確認小テスト 



5 回  フーリエ級数の応用（２）、確認小テスト 
6 回  ラプラス変換（１）、確認小テスト 
7 回  ラプラス変換（２） 、確認小テスト 
8 回  ラプラス変換による微分方程式の解法 、確認小テスト 
9 回  線形微分方程式系（１） 、確認小テスト 
10 回  線形微分方程式系（２） 、確認小テスト 
11 回  線形微分方程式系（３） 、確認小テスト 
12 回  線形微分方程式系（４） 、確認小テスト 
13 回  非線形微分方程式（安定性） 、確認小テスト 
14 回  非線形微分方程式（線形近似） 、確認小テスト 
15 回  非線形微分方程式（安定性、線形近似） 、確認小テスト 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回  ベクトルの直交系とフーリエ級数に関する宿題演習を自⼒で行う。さらに、
周期関数のフーリエ級数を予習し、ベクトルに対するフーリエ級数との類似性を
観察しておくこと。 
3 回 テキスト中のフーリエ級数（１）に関する宿題演習を自⼒で行い、さらに、
テキスト中のフーリエ級数（２）の節を予習すること。 
4 回 テキスト中のフーリエ級数（２）に関する宿題演習を自⼒で行い、さらに、
フーリエ級数の応用を予習すること。 
5 回 前期に学習した２階線形方程式や１回変数分離形の解法を復習し、変数分
離法における標準的論法を予習すること。 
6 回 テキスト中の 偏微分方程式と変数分離法に関する宿題演習を自⼒で行い、
さらに、ラプラス変換について予習すること。 
7 回 簡単な関数についてラプラス変換を自⼒で計算できるようにすること。 
8 回 簡単な関数について逆ラプラス変換を自⼒で計算できるようにすること。 
9 回 テキスト中の線形微分方程式系（１）の節を予習し、基本解について理解を
深めておくこと。 
10 回 テキスト中の線形微分方程式系（１）に関する宿題演習を自⼒で行い、さ
らに、線形微分方程式系（２）の節（虚数固有値）を予習すること。 
11 回 テキスト中の線形微分方程式系（２）（虚数の固有値）に関する宿題演習を
自⼒で行い、さらに、線形微分方程式系（２）の節（重解の固有値）を予習する
こと。 
12 回 テキスト中の線形微分方程式系（２）（虚数の固有値）に関する宿題演習を
自⼒で行うこと。 
13 回 テキスト中の線形微分方程式系（３）に関する宿題演習を自⼒で行い、行
列の指数関数や定数変化法の公式をマスターすること。さらに、安定性に関する
基礎的事項を予習すること。 
14 回 テキスト中の非線形微分方程（安定性）に関する宿題演習を自⼒で行い、
さらに、線形近似に関する基礎的事項を予習すること。 
15 回 テキスト中の非線形微分方程（線形近似）に関する宿題演習を自⼒で行う
こと。 

 



年度 2012 
授業コード FSM2521 
成績評価 中間テスト(50％)と試験(50%)により評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス MA(理)(〜10),MB(理)(〜10) 
見出し FSM2521 現象の数理Ⅰ 
担当教員名 ⽥中 敏 
単位数 2 
教科書 初回の講義で、冊子「現象の数理」を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 現象と数理、微分方程式 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 虫が多いとのことですが、大学側に伝えておきたいと思います。 
科目名 現象の数理Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 微分積分学Ⅰ、Ⅱ、Ⅲで使用した教科書 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSM2521 
実務経験のある教員  
達成目標 １階線形微分方程式、定数係数２階線形微分方程式などの基礎的な微分方程式が

解けること。 
線形微分方程式の基礎理論を理解すること。 
計算機を用いて基本的な流れの場などを理解すること。 

受講者へのコメント 受講してありがとうございました。 
連絡先 20 号館 8 階 ⽥中敏研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 全体的に評価は悪くなかったと感じる。 
英文科目名 Basic Analysis I 
関連科目 「微分積分学Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ」の知識を前提として講義を行う。 
次回に向けての改善変更予定 全体的に評価は悪くなかったと感じるが、さらに努⼒をしていきたい。 
講義目的 自然界の多くの現象は微分方程式で記述される。本講義では微分方程式の解法と

基礎理論を学ぶ。計算機を用いた解の図示も行う。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 自然界の現象と微分方程式・偏微分方程式を解説する。 

2 回 1 階微分方程式（変数分離形）を解説する。 
3 回 1 階線形微分方程式を解説する。 
4 回 いくつかの応用を解説する。 
5 回 1 階微分方程式（補足）を解説する。 



6 回 2 階線形微分方程式(1)を解説する。 
7 回 初期値問題の一意性を解説する。 
8 回  中間テストおよびその解説をする。 
9 回 2 階線形微分方程式(2)を解説する。 
10 回 高階線形微分方程式を解説する。 
11 回 非同次線形微分方程式を解説する。 
12 回 非同次線形微分方程式と定数変化法(1)を解説する。 
13 回 非同次線形微分方程式と定数変化法(1)を解説する。 
14 回 Maple で見る微分方程式を解説する。 
15 回  試験およびその解説をする。 

準備学習 1 回 微分、偏微分の復習をしておくこと。 
2 回 微分積分の復習をしておくこと。 
3 回 変数分離形の復習をしておくこと。 
4 回 変数分離形の復習をしておくこと。 
5 回 1 階線形微分方程式の復習をしておくこと 
6 回 変数分離形のの復習をしておくこと 
7 回 1 階線形微分方程式の復習をしておくこと。 
8 回 第 1 回から第 7 回までの内容をよく理解し整理しておくこと。 
9 回 2 階線形微分方程式の復習をしておくこと。 
10 回 2 階線形微分方程式の復習をしておくこと。 
11 回 2 階線形微分方程式の復習をしておくこと。 
12 回 2 階線形微分方程式の復習をしておくこと。 
13 回 定数変化法の復習をしておくこと。 
14 回 これまでの復習をしておくこと。 
15 回 第９回から第 14 回までの内容をよく理解し整理しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSM25A2 
成績評価 プリント課題（１０％）、レポート（１０％）、期末試験（８０％）による。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス MA(理)(11〜11),MB(理)(11〜11) 
見出し FSM25A2 教職基礎数学 
担当教員名 山崎 正之 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 数学教育 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 騒ぐ⼈がでてうるさいというコメントがあった。演習方式はやめるので、もっと

静かになるはず。 
科目名 教職基礎数学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 講義 
注意備考 この講義は理数系教員養成プロジェクトに参加し、教員採用試験を数学で受験す

る学生のための科目である。必ず教職基礎演習を履修すること。 
シラバスコード FSM25A2 
実務経験のある教員  
達成目標 基本的な問題の背後にある数学を理解する。 
受講者へのコメント あらかじめ問題を配付していても解いてこない⼈が多く残念であった。 
連絡先 20 号館 5 階 山崎正之研究室 masayuki＠das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 目標達成度も、満足度もあまりよくなかった。これは演習方式で実施したものの、
問題を解く学生が固定化し、問題を解くことに無関心な⼈がかなりいたせいかと
思う。 

英文科目名  
関連科目 教職基礎演習 
次回に向けての改善変更予定 来年度は受講者数が増えるので、もう演習方式は無理だと思う。問題解説と小テ

スト、その採点（答案用紙を交換して他の⼈の答案を採点する）というやり方に
変えようと思う。レポートも丸写しが多かったので実施しない。 

講義目的 数学教員を目指す⼈に、中学高校の数学の中から一般に苦手だと思われる分野を
選び、大学生の視点・観点からその内容を吟味し、より深く理解することを目的
とする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 整数の数学(1) 約数・倍数、素因数分解に関する問題の解説をする。 



2 回 整数の数学(2) ユークリッドの互除法について説明を行い、演習問題を解説
する。 
3 回 整数の数学(3) 整数の合同について説明を行い、演習問題を解説する。 
4 回 多項式の割算と余りについて説明し、演習問題を解説する。 
5 回 線分・三角形の数学(1) 内分点の公式について説明し、演習問題を解説す
る。 
6 回 線分・三角形の数学(2) 重心座標について説明し、例題の解説をする。 
7 回 線分・三角形の数学(3) ベクトルの利用について説明し、演習問題を解説す
る。 
8 回 複素数の数学(1) 四則・べき乗について説明し、演習問題を解説する。 
9 回 複素数の数学(2) 複素数平面について説明し、演習問題を解説する。 
10 回 複素数の数学(3) 複素数平面の変換について説明し、演習問題を解説する。 
11 回 複素数の数学(4) １のべき根について説明し、演習問題を解説する。 
12 回 数え上げの数学(1) 順列・組み合わせについて説明し、演習問題を解説す
る。 
13 回 数え上げの数学(2) 二項定理について説明し、演習問題を解説する。 
14 回 数え上げの数学(3) 漸化式・数学的帰納法について説明し、演習問題を解
説する。 
15 回 空間図形の考え方について説明し、演習問題を解説する。 

準備学習 1 回 シラバスを読んでくること 
2 回 前回配布された問題を解いてくること。 
3 回 前回配布された問題を解いてくること。 
4 回 前回配布された問題を解いてくること。 
5 回 前回配布された問題を解いてくること。 
6 回 前回配布された問題を解いてくること。 
7 回 前回配布された問題を解いてくること。 
8 回 前回配布された問題を解いてくること。 
9 回 前回配布された問題を解いてくること。 
10 回 前回配布された問題を解いてくること。 
11 回 前回配布された問題を解いてくること。 
12 回 前回配布された問題を解いてくること。 
13 回 前回配布された問題を解いてくること。 
14 回 前回配布された問題を解いてくること。 
15 回 前回配布された問題を解いてくること。 

 



年度 2012 
授業コード FSM2711 
成績評価 計算機を利用した実習課題(50%)，期末テスト(50%)で評価する． 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス MA(理)(〜11) 
見出し FSM2711 計算機とアルゴリズムⅠ 
担当教員名 大江 貴司 
単位数 2 
教科書 筧捷彦・初級 C 言語「やさしい C」・実教出版 
アクティブラーニング  
キーワード Ｃ言語，アルゴリズム，データ構造，プログラミング 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 計算機とアルゴリズムⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 H.M.ダイテル，P.J.ダイテル・Ｃ言語プログラミング・ピアソン・エデュケーシ

ョン 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSM2711 
実務経験のある教員  
達成目標 Ｃ言語について、下記の機能を利用したプログラミング技術について理解するこ

と，およびプログラムの記述することができることを目標とする。 
・if 文、switch 文を利用した条件分岐 
・for 文、while 文を利用した繰り返し 
・配列を利用したデータ処理 

受講者へのコメント  
連絡先 ２４号館４階 大江研究室（内線３４４３）e-mail:ohe@xmath.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Algorithms and Computer Science I 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 コンピュータを利用してさまざまな問題を解く場合，プログラミングに関する技

術は必須となる．本講義ではプログラミング言語のひとつであるＣ言語について
学ぶ．また，問題解決のプログラムを記述する上で，効率のよいアルゴリズムが
必要となるが，その具体的な記述方についてＣ言語を通して示す．中でもアルゴ
リズムの基本要素である条件分岐と繰り返し，また基本的なデータ構造である配
列について学ぶ．さらに，プログラミング技術の習熟を図るため，コンピュータ



を利用した演習を行う． 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  導入：C 言語のプログラムとその動作について説明する。 

2 回  変数とその宣言、代入について説明する。 
3 回  画面出⼒の方法について説明する。 
4 回  四則演算の方法・演算の優先順位について説明する。 
5 回  計算機実習その１・・・C 言語コンパイラの実際の使用法について説明し、
実習を通して使用法に習熟する。 
6 回  計算機実習その２・・・変数や四則演算を利用したプログラミングについ
て演習・実習する。 
7 回  キーボードからのデータの入⼒について説明する。 
8 回  条件分岐その１…if 文の利用について説明する。 
9 回  条件分岐その２…switch 文の利用について説明する。 
10 回  計算機実習その３・・・条件分岐を利用したプログラミングについて演
習・実習する。 
11 回  繰り返しその１…for 文による繰り返しについて説明する。 
12 回  繰り返しその２…while 文による繰り返しについて説明する。 
13 回  計算機実習その４・・・繰り返しを利用したプログラミングについて演
習・実習する。 
14 回  配列についてについて説明する。 
15 回  計算機実習その５・・・配列を利用したプログラミングについて演習・実
習する。 

準備学習 1 回 プログラミング言語について大まかに調べてくること。 
2 回 教科書第２章を読んでくること。 
3 回 教科書第３章を読んでくること。 
4 回 教科書第４章を読んで k る． 
5 回 第１回〜第４回までの内容を復習してくる． 
6 回 前回の内容を復習してくること。 
7 回 教科書第５章を読んでくること。 
8 回 教科書第６．１節、６．２節を読んでくること。 
9 回 教科書第６．３節、６．４節を読んでくること。 
10 回 第７回〜第９回までの内容を復習してくること。 
11 回 教科書第６．５節を読んでくること。 
12 回 教科書第６．６節を読んでくること。 
13 回 第１１回〜第１２回までの内容を復習してくること。 
14 回 教科書第７章を読んでくること。 
15 回 前回の内容を復習してくること。 

 



年度 2012 
授業コード FSM2712 
成績評価 計算機を利用したプログラミング演習(50%)，期末テスト(50%)で評価する。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス MA(理)(〜11) 
見出し FSM2712 計算機とアルゴリズムⅡ 
担当教員名 大江 貴司 
単位数 2 
教科書 筧捷彦・初級 C 言語「やさしい C」・実教出版 
アクティブラーニング  
キーワード Ｃ言語，アルゴリズム，プログラミング，データ構造 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 実習課題が難しかったとのコメントがありましたが、これでも簡単なほうですの

で、しっかり頑張ってください。 
科目名 計算機とアルゴリズムⅡ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 H.M.ダイテル，P.J.ダイテル著（小嶋訳）・「Ｃ言語プログラミング」・ピアソン・

エデュケーション 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSM2712 
実務経験のある教員  
達成目標 Ｃ言語について，下記の機能を利用したプログラミングについて理解すること。 

・文字列の処理 
・関数を利用したプログラミング 
・ポインタを利用したプログラミング 
・構造体を利用したプログラミング 

受講者へのコメント 実習課題については、友達と相談するのも大事ですが、自分自身で一度しっかり
考えてみるのも重要ですので、そのように努⼒してみてください。 

連絡先 ２４号館４階 大江研究室（内線３４４３）e-mail:ohe@xmath.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 項目評価については特にネガティブなものは見受けられなかったので、この状態
を維持できるよう努⼒したい。 

英文科目名 Algorithms and Computer Science II 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 一部、字が小さいとのコメントがありました。なるべく読みやすい字で書くよう

努⼒します。 
講義目的 前期「計算機とアルゴリズムⅠ」に引き続き，Ｃ言語のプログラミングとそれを

利用したアルゴリズムの記述について学ぶ．特により高度なデータ処理とその記



述を行うため，関数やポインタ，構造体について学ぶ．前期同様，プログラミン
グ技術の習得のため，コンピュータを利用した演習を行う． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  前期の復習…Ｃの基本的プログラム構造について復習する。 

2 回  配列のデータ構造について復習する。 
3 回  文字列の取り扱いついて説明する。 
4 回  ポインタその１・・・アドレス演算子と間接演算子ついて説明する。 
5 回  ポインタその２・・・ポインタと配列ついて説明する。 
6 回  計算機実習その１・・・文字列・ポインタについて演習・実習する。 
7 回  関数その１・・・関数の定義と宣言ついて説明する。 
8 回  計算機実習その２・・・関数の作成について演習・実習する。 
9 回  構造体その１・・・構造体テンプレートと宣言ついて説明する。 
10 回  構造体その２・・・構造体の配列・typedef 文ついて説明する。 
11 回  計算機実習その３・・・構造体について演習・実習する。 
12 回  ファイル処理ついて説明する。 
13 回  標準関数ついて説明する。 
14 回  関数その２・・・ポインタを利用した関数ついて説明する。 
15 回  計算機実習その４・・・ファイル処理・ポインタを利用した関数について
演習・実習する。 

準備学習 1 回 前期期末試験をもとに前期の内容の復習をしてくること。 
2 回  教科書第７章を改めて読んでくること。 
3 回 教科書第８章を読んでくること。 
4 回 教科書第９．１節、９．２節を読んでくること。 
5 回 教科書第９．３節を読んでくること。 
6 回 第２回〜第５回の復習をしてくること。 
7 回 教科書第１０章を読んでくること。 
8 回 前回の講義を復習してくること。 
9 回 教科書第１１．１節〜１１．３節を読んでくる． 
10 回 教科書第１１．４節〜１１．６節を読んでくること。 
11 回 第９回〜第１０回の復習をしてくること。 
12 回 教科書第１２章を読んでくること。 
13 回 教科書第１３章を読んでくること。 
14 回 教科書第１４章を読んでくること。 
15 回 第１２回〜第１４回の復習をしてくること。 

 



年度 2012 
授業コード FSM2721 
成績評価 各授業内の小テスト（５０％）および 2 回のレポート（５０％）で評価する。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス MB(理)(〜11) 
見出し FSM2721 線型代数学演習Ⅲ 
担当教員名 高嶋 恵三 
単位数 2 
教科書 特になし。 
アクティブラーニング  
キーワード 線型写像，核空間，像空間，固有値，固有ベクトル，実対象行列，対角化 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 線型代数学演習Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 松阪和夫 著 線型代数学入門 （岩波） 
授業形態 演習 
注意備考 数学の基礎概念に関する授業なのでよく理解すること。 
シラバスコード FSM2721 
実務経験のある教員  
達成目標 行列の対角化の計算に習熟する．内積の利用と実二次形式の標準化，およびその

応用について理解する。 
受講者へのコメント  
連絡先 20 号館 8 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Exercise on Linear Algebra III 
関連科目 線型代数学Ⅰ、線型代数学演習Ⅰ、線型代数学Ⅱ、線型代数学演習Ⅱ、線型代数

学 III 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 固有値、固有ベクトル等の基礎概念と線型写像に関する基本的な事項についての

演習をする。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 線型写像とその表現行列の演習をする。 

2 回 基底の変換の演習をする。 
3 回 核空間と連立一次方程式の解の演習をする。 
4 回 像空間と線型写像の階数の演習をする。 
5 回 正則変換と行列式による判定の演習をする。 
6 回 固有値と固有ベクトルの演習をする。 



7 回 行列の対角化の演習をする。 
8 回 中間のテストと解説をする。 
9 回 複素数と複素ベクトルの演習をする。 
10 回 ケーリー・ハミルトンの定理と最小多項式の演習をする。 
11 回 対角化可能性の演習をする。 
12 回 内積の利用の演習をする。 
13 回 実対称行列の対角化の演習をする。 
14 回 実二次形式の標準形の演習をする。 
15 回 二次曲面の分類の演習およびまとめをする。 

準備学習 1 回 ベクトルと行列の算法についての復習をすること。 
2 回 基底の概念についての復習をすること。 
3 回 行列の基本変形についての復習をすること。 
4 回 階数の概念についての復習をすること。 
5 回 行列式と逆行列についての復習をすること。 
6 回 これまでの講義内容の復習をすること。 
7 回 固有値と固有ベクトルの概念の復習をすること。 
8 回 これまでの演習内容の復習をすること。 
9 回 高次の固有多項式についての復習をすること。 
10 回 固有多項式についての復習をすること。 
11 回 固有空間についての復習をすること。 
12 回 内積の性質の復習をすること。 
13 回 シュミットの直交化法の復習をすること。 
14 回 内積の性質，固有値についての復習をすること。 
15 回 実二次形式の標準形についての復習をすること。 

 



年度 2012 
授業コード FSM2722 
成績評価 中間テスト(20%)、定期試験(80%)として評価を行う。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス MA(理)(〜10),MB(理)(〜10) 
見出し FSM2722 情報数学Ⅱ 
担当教員名 澤江 隆一 
単位数 2 
教科書 R.J.ウィルソン著、原書第４版「グラフ理論入門」近代科学社 
アクティブラーニング  
キーワード グラフ、符号化、暗号、グラフの彩色 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 音量、板書等々につきましては、改善をしていきますので、よろしくお願いいた

します。 
科目名 情報数学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 小倉久和著「離散数学への入門」近代科学社 
授業形態 講義 
注意備考 前期に開講されている情報数学 I を履修している事が望ましい。 
シラバスコード FSM2722 
実務経験のある教員  
達成目標 グラフ理論とグラフ使った符号化について学習をし、デジタル化の意味と暗号の

基礎を理解することを目標とする。1) 写像と符号化に関して記述できること 
2) 簡単な線型符号で、最小距離、符号の次元など、符号化の計算が出来ること 
3) 与えられたグラフが平面的かどうかの定理を理解し、具体例に適応できるこ
と 

受講者へのコメント 理解しやすい部分と難しいことが混在していると感じることもあるかと思いま
す。 
この授業ではしっかりと数学の基礎に立ち返り、数学的な論理を理解してほしい
と思います。 

連絡先 澤江研究室(20 号館 6 階)sawae@xmath.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 情報数学の内容は他の数学の授業内容と違うと感じられる傾向にあるが、基本的
には数学の基本にも通じている。 

英文科目名 Information Mathematics II 
関連科目 計算機数学、表現とメディアの数理 
次回に向けての改善変更予定 現在、グラフ理論を中心に行っているが、今後は希望者もある整数論も取り扱う

予定でいます。 
講義目的 情報通信が発達して、そのセキュリティが重要な課題となっている。本講義では、



情報交換を安全に行のに必要とされる符号化（暗号化）を行う為の基礎となる数
学的理論を、数学と情報の係わりを入れつつ、講義を行う。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 情報数学の数学的基礎 

2 回 グラフ理論概説 
3 回 木と符号化 
4 回 有限体上の線型符号と符号化理論 
5 回 さまざまな線型符号と代数拡大 
6 回 デジタル情報と誤り訂正符号 
7 回 グラフと線形符号Ⅰ 
8 回 グラフと線形符号Ⅱ 
9 回 前半の纏め、中間テスト 
10 回 グラフ理論でのオイラーの公式 
11 回 平面的グラフと平面グラフ 
12 回 グラフの点彩色と彩色問題 
13 回 暗号理論について 
14 回 ３彩色問題と暗号理論 
15 回 符号化、グラフ、暗号についての整理・まとめ 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと 
2 回 情報数学Ⅰで学んだグラフ理論をしっかり復習しておくこと 
3 回 木の性質に関して理解しておくこと 
4 回 線型代数学で学んだベクトル空間と部分空間を復習しておくこと 
5 回 前回の授業をしっかり復習しておくこと 
6 回 距離について予習をしておくこと(ここではハミング距離の導入を行う) 
7 回 教科書のグラフについての基礎概念を復習しておくこと 
8 回 有向グラフに関して予習をしておくこと 
9 回 第２回〜第８回までの講義内容を十分に復習して、中間試験に備えること 
10 回 教科書のオイラーの公式を具体例で確かめておくこと 
11 回 教科書の該当する箇所を予習しておくこと 
12 回 教科書の該当する箇所を予習しておくこと 
13 回 ２分木による符号化を復習しておくこと 
14 回 点彩色に関する復習をしておくこと 
15 回 教科書の指示した問題を解いてみること 

 



年度 2012 
授業コード FSM2731 
成績評価 中間テスト(20%)、定期試験(80%)として評価を行う 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス MA(理)(〜10),MB(理)(〜10) 
見出し FSM2731 情報数学Ⅰ 
担当教員名 澤江 隆一 
単位数 2 
教科書 R.J.ウィルソン著、原書第４版「グラフ理論入門」近代科学社 
アクティブラーニング  
キーワード グラフ、オイラーグラフ、木、ネットワーク 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 板書等々につきましては、改善をしていきますので、よろしくお願いいたします。 
科目名 情報数学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 小倉久和著「離散数学への入門」近代科学社 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSM2731 
実務経験のある教員  
達成目標 頂点とその間の繋がりを抽象化したグラフ理論を学習し、様々なグラフを理解す

ること。情報システムに関係するサービス、スケジューリング、ファイル、ネッ
トワークをグラフ理論的に理解すること。グラフ理論に関係する集合演算を計算
できること。グラフ理論と情報システムへの応用で、その対応を明確に記述でき
ること。 

受講者へのコメント 理解しやすい部分と難しいことが混在していると感じることもあるかと思いま
す。 
この授業ではしっかりと数学の基礎に立ち返り、数学的な論理を理解してほしい
と思います。 

連絡先 ２０号館６階 澤江研究室 sawae@xmath.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 【B】この分野への理解が深まった 49.3％、この分野への興味、関心が高まった
31.0%, 今後の進路の参考になった 12.7% 
情報数学の内容は他の数学の授業内容と違うと感じられる傾向にあるが、基本的
には数学の基本にも通じている。 
その点では今後の検討する余地がある。 

英文科目名 Information Mathematics I 
関連科目 計算機数学、表現とメディアの数理 
次回に向けての改善変更予定 今後とも講義内容等を精査して改善していく予定です。 



特に、問題を解くということに対しての理解等を中心に改善を行う。 
講義目的 情報システムを理解し、管理運営に必要な知識の基礎的な修得を目的とする。そ

の為に、講義内容は、離散数学の基礎的な講義、グラフ理論を学習することによ
って情報システム(ＯＳも含めて)についての導入を目的とする。更に、ネットワ
ークシステムのグラフ的構造に関しても言及をする。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 この講義で重要な数学的基礎 

2 回 情報数学と離散数学 
3 回 グラフについて I 
4 回 グラフについて II 
5 回 グラフの同形について 
6 回 連結性、道、閉路、グラフに関する操作 
7 回 オイラーグラフと一筆書き 
8 回 さまざまなグラフの例 
9 回 前半の纏め、中間テスト 
10 回 木の性質とｎ分木Ⅰ 
11 回 木の性質とｎ分木Ⅱ 
12 回 グラフ理論と情報システム(サービス方式) 
13 回 グラフ理論と情報システム(ファイルシステム) 
14 回 グラフ理論と情報システム(プロセスの状態遷移と管理) 
15 回 グラフ理論と情報システム(ネットワーク) 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと 
2 回 １年で習った微分積分学、線型代数学を思い出し、計算機数学の復習をして
おくこと 
3 回 集合の記述法、演算について自分なりに調べておくこと 
4 回 前回の講義内容を十分に復習しておくこと 
5 回 写像に関して復習をしておくこと 
6 回 グラフの基本的な概念を学習するので、グラフに関して自分なりに調べて
おくこと 
7 回 グラフ理論において良く知られた定理を証明するので、一筆書きを具体的
な例で行ってみて、予め定理の意味をしっかり予習しておくこと 
8 回 オイラーがグラフ理論を考えるきっかけとなったように、現実に現れるグ
ラフの例を考えておくこと 
9 回 第２回〜第８回までの講義内容を十分に復習して、中間テストに備えるこ
と 
10 回 閉路と連結性についてしっかりと学習しておくこと 
11 回 木についての同値な表現を予め予習しておくこと 
12 回 どのようなサービスがあるか、サーバー・クライアントで説明するので現
実にあるサービス例を考えておくこと 
13 回 根付き木について予習をしておくこと 
14 回 辺に向きがある場合のグラフについて予習をしておくこと 
15 回 重みつきグラフについて予習をしておくこと 



 



年度 2012 
授業コード FSM3111 
成績評価 課題提出(50%)、小テスト(50%)により評価する。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス MA(理)(〜12) 
見出し FSM3111 微分積分学Ⅰ 
担当教員名 高嶋 恵三 
単位数 2 
教科書 基礎コース 微分積分 第 2 版／坂⽥ 定久, 萬代 武史, 山原 英男／学術図書

出版社 
アクティブラーニング  
キーワード 極限, 連続, 導関数, 微分 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 微分積分学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 高校数学の数ⅡとⅢを学習しておくことが望ましい。大学の数学の基礎となるの

で, 復習と計算の練習を怠らないこと。 
シラバスコード FSM3111 
実務経験のある教員  
達成目標 極限の概念を理解すること。微分の定義, 運用方法とその応用を修得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 ２０号館 ８階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Calculus I 
関連科目 微分積分学演習Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 数学の基礎となる一変数の関数の微分とその応用について学習を行う。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 高校での数学の復習と収束の概念の学習をする。 

2 回 数列の極限の学習をする。 
3 回 関数の極限, 連続関数の学習をする。 
4 回 導関数、微分の基本公式の学習をする。 
5 回 合成関数の微分の学習をする。 
6 回 対数関数と指数関数の微分の学習をする。 
7 回 三角関数の微分の学習をする。 



8 回 中間のテストと解説をする。 
9 回 逆三角関数の学習をする。 
10 回 逆関数の微分, パラメータ表示の関数の微分の学習をする。 
11 回 平均値の定理と関数の増減の学習をする。 
12 回 ロピタルの定理の学習をする。 
13 回 関数の増減・凹凸の学習をする。 
14 回 テイラーの定理の定理の学習をする。 
15 回 総括と解説をする。 

準備学習 1 回 高校数学を復習すること。 
2 回 数列の極限を復習すること。 
3 回 関数の極限, 連続関数を復習すること。 
4 回 導関数、微分の基本公式を復習すること。 
5 回 合成関数の微分を復習すること。 
6 回 いろいろな関数の微分法、指数関数・対数関数、指数関数と対数関数の微分
法、対数微分法を復習すること。 
7 回 いろいろな関数の微分法、三角関数の微分法の復習すること。 
8 回 第７回までの演習を復習すること。 
9 回 いろいろな関数の微分法、逆三角関数の微分法を復習すること。 
10 回 逆関数の微分, パラメータ表示の関数の微分を復習すること。 
11 回 微分法の応用、平均値の定理、関数の値の変化を復習すること。 
12 回 微分法の応用、不定形の極限値を復習すること。 
13 回 微分法の応用、関数の値の変化を復習すること。 
14 回 いろいろな関数の微分法、n 次導関数、テイラーの定理を復習すること。 
15 回 授業全体を復習すること。 

 



年度 2012 
授業コード FSM3112 
成績評価 定期試験(70%), 中間試験(20%), 小テスト(0%), レポート(10%), ノート(0%)

定期試験(70 点), 中間試験(20 点), とレポート(10 点)を合計した得点により評
価する。 

曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス MA(理)(〜12) 
見出し FSM3112 微分積分学Ⅱ 
担当教員名 ⻤塚 政一 
単位数 2 
教科書 基礎コース 微分積分 第 2 版／坂⽥ 定久, 萬代 武史, 山原 英男／学術図書

出版社 
アクティブラーニング  
キーワード 不定積分, 極限, 定積分, 広義積分, 級数 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 レポートの評価に対する疑問がいくつかありましたが、レポートは、数学的な内

容に加え、字を丁寧にかけているか、適切な表現方法や工夫がみられるかという
３点で評価を行っており、数学的な内容以外で減点になってしまう場合がありま
す。本講義では、単なる宿題ではなく「レポート」すなわち、「報告」の意味も踏
まえているわけですから、提出物としての効⼒を重視しています。また、大学初
年度において、このレポートの書き方を習得することは今後の講義や就職活動等
にも十分に役立つと考えています。 

科目名 微分積分学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 大学の数学の基礎となるので, 復習と計算の練習を怠らないこと。特に, 講義の

ノートを主にして復習すること。 
シラバスコード FSM3112 
実務経験のある教員  
達成目標 積分の定義を知り, 実際に積分を実行できること。級数についても理解すること。 
受講者へのコメント 本講義で扱った微分積分学は今後、応用数学科の専門科目を学習する上で、重要

な基礎となる学問です。その都度復習を行い、何度も何度も教科書や講義ノート
を読み返すことで、数学的な思考能⼒を着実に身につけましょう。 

連絡先 ⻤塚研究室２０号館８階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 「この分野への理解が深まった」の回答が８割を超え、受講者の微分積分学に対
する自信が高まったと考える。また、週当たりの学習時間に関しても１時間程度
以上の回答が８割を超え、学生それぞの学習スタイルが定着してきたことが伺え
た。 



英文科目名 Calculus II 
関連科目 微分積分学Ⅰ, 微分積分学演習Ⅰ, 微分積分学演習Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 数学の基礎となる一変数の関数の積分とその応用を講述する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 簡単な関数の不定積分と定積分 
3 回 不定積分の置換積分法 
4 回 定積分の置換積分法 
5 回 部分積分法 
6 回 いろいろな関数の積分 
7 回 積分の応用(面積) 
8 回 和の極限と定積分 
9 回 極座標による図形の面積, 立体の体積, 曲線の⻑さ 
10 回 中間試験とその解説 
11 回 広義積分 
12 回 簡単な級数の収束, 発散 
13 回 テイラー級数 
14 回 テイラー級数 
15 回 整理, 復習, 定期試験の対策 

準備学習 1 回 高校数学, 微分積分学Ⅰ 
2 回 第 5 章 積分法の基礎 §22 不定積分 §23 微分積分法の基本定理 第 6 章 
不定積分の計算 §24 簡単な関数の不定積分 
3 回 第 6 章 不定積分の計算 §25 置換積分法 
4 回 第 5 章 積分法の基礎 §21 定積分の性質 第 7 章 定積分とその応用 §30 
定積分の計算 
5 回 第 6 章 不定積分の計算 §26 部分積分法 第 7 章 定積分とその応用 §30 
定積分の計算 
6 回 第 6 章 不定積分の計算 §27 有理関数の積分 §28 sinx, cosx の有理式の
積分 §29 無理関数の積分 
7 回 第 7 章 定積分とその応用 §32 面積・体積 
8 回 第 5 章 積分法の基礎 §20 定積分の定義 
9 回 第 7 章 定積分とその応用 §32 面積・体積 §33 曲線の⻑さ 
10 回 第 1 回から第 9 回までの講義のノート 
11 回 第 7 章 定積分とその応用 §31 広義の積分 
12 回 第 1 章 極限と連続 §1 数列と級数 第 4 章 微分法の応用 §17 テイラー
展開 
13 回 第 4 章 微分法の応用 §17 テイラー展開 
14 回 第 4 章 微分法の応用 §17 テイラー展開 
15 回 第 1 回から第 14 回までの講義のノート 

 



年度 2012 
授業コード FSM3121 
成績評価 期末試験により行う 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス MA(理)(〜10),MB(理)(〜10) 
見出し FSM3121 幾何学Ⅰ 
担当教員名 橋爪 道彦 
単位数 2 
教科書 講義内容をプリントして配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 特になし 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 幾何学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 栗⽥ 稔 著 立体幾何 共立出版、G．ジェニングス 著 幾何再入門 岩波書店 
授業形態 講義 
注意備考 幾何学演習 I を受講することが望ましい 
シラバスコード FSM3121 
実務経験のある教員  
達成目標 講義目的で述べた内容を修得すること 
受講者へのコメント  
連絡先 20 号館 8 階 橋爪道彦研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Geometry I 
関連科目 幾何学演習 I、幾何学 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 空間内の基本的な図形である直線、平面、多面体の諸性質を学ぶ中で空間感覚を

養うとともに、立体をベクトルや座標系を用いて扱う事に習熟してもらう。また
射影幾何の初歩を学んで、これまでの幾何とは異なる幾何の世界を理解してもら
う。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 第 1 回：高校数学で扱ったベクトルについて復習しておくこと 

第 2 回：前回までの講義内容を理解しておくこと 
第 3 回：前回までの講義内容を理解しておくこと 
第 4 回：前回までの講義内容を理解しておくこと 
第 5 回：前回までの講義内容を理解しておくこと 



第 6 回：前回までの講義内容を理解しておくこと 
第 7 回：前回までの講義内容を理解しておくこと 
第 8 回：前回までの講義内容を理解しておくこと 
第 9 回：前回までの講義内容を理解しておくこと 
第 10 回：前回までの講義内容を理解しておくこと 
第 11 回：前回までの講義内容を理解しておくこと 
第 12 回：前回までの講義内容を理解しておくこと 
第 13 回：前回までの講義内容を理解しておくこと 
第 14 回：前回までの講義内容を理解しておくこと 
第 15 回：前回までの講義内容を理解しておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FSM3122 
成績評価 期末試験の成績により評価する 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス MA(理)(〜10),MB(理)(〜10) 
見出し FSM3122 幾何学Ⅱ 
担当教員名 橋爪 道彦 
単位数 2 
教科書 講義内容をプリントし配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 特になし 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 幾何学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 栗⽥ 稔 著 立体幾何 共立出版、G．ジェニングス 著 幾何再入門 岩波書店 
授業形態 講義 
注意備考 幾何学 I を受講していることが望ましい 
シラバスコード FSM3122 
実務経験のある教員  
達成目標 講義目的で述べた内容を修得すること 
受講者へのコメント  
連絡先 20 号館 8 階 橋爪道彦研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Geometry II 
関連科目 幾何学 I、幾何学演習 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 我々の住んでいる地球は球面であり、厳密に言えば球面幾何学の世界である。従

って球面幾何の素養を身に付けて欲しいのが第一の目的である。  
後半で地図の作成法を学ぶ中で現代幾何の手法（多様体論）について学んで欲し
いのが第二の目的である。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 第 1 回：幾何学 I の内容を理解しておくこと 

第 2 回：前回までの講義内容を理解しておくこと 
第 3 回：前回までの講義内容を理解しておくこと 
第 4 回：前回までの講義内容を理解しておくこと 
第 5 回：前回までの講義内容を理解しておくこと 



第 6 回：前回までの講義内容を理解しておくこと 
第 7 回：前回までの講義内容を理解しておくこと 
第 8 回：前回までの講義内容を理解しておくこと 
第 9 回：前回までの講義内容を理解しておくこと 
第 10 回：前回までの講義内容を理解しておくこと 
第 11 回：前回までの講義内容を理解しておくこと 
第 12 回：前回までの講義内容を理解しておくこと 
第 13 回：前回までの講義内容を理解しておくこと 
第 14 回：前回までの講義内容を理解しておくこと 
第 15 回：前回までの講義内容を理解しておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FSM3311 
成績評価 課題提出(50%)、小テスト(50%)により評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス MB(理)(〜12) 
見出し FSM3311 微分積分学Ⅰ 
担当教員名 高嶋 恵三 
単位数 2 
教科書 基礎コース 微分積分 第 2 版／坂⽥ 定久, 萬代 武史, 山原 英男／学術図書

出版社 
アクティブラーニング  
キーワード 極限, 連続, 導関数, 微分 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 微分積分学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 解析概論／高木貞治／岩波 
授業形態 講義 
注意備考 高校数学の数ⅡとⅢを学習しておくことが望ましい。大学の数学の基礎となるの

で, 復習と計算の練習を怠らないこと。 
シラバスコード FSM3311 
実務経験のある教員  
達成目標 極限の概念を理解すること。微分の定義, 運用方法とその応用を修得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 ２０号館 ８階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Calculus I 
関連科目 微分積分学演習Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 数学の基礎となる一変数の関数の微分とその応用について学習を行う。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 高校での数学の復習と収束の概念の学習をする。 

2 回 数列の極限の学習をする。 
3 回 関数の極限, 連続関数の学習をする。 
4 回 導関数、微分の基本公式の学習をする。 
5 回 合成関数の微分の学習をする。 
6 回 対数関数と指数関数の微分の学習をする。 
7 回 三角関数の微分の学習をする。 



8 回 中間のテストと解説をする。 
9 回 逆三角関数の学習をする。 
10 回 逆関数の微分, パラメータ表示の関数の微分の学習をする。 
11 回 平均値の定理と関数の増減の学習をする。 
12 回 ロピタルの定理の学習をする。 
13 回 関数の増減・凹凸の学習をする。 
14 回 テイラーの定理の定理の学習をする。 
15 回 総括と解説をする。 

準備学習 1 回 高校数学を復習すること。 
2 回 数列の極限を復習すること。 
3 回 関数の極限, 連続関数を復習すること。 
4 回 導関数、微分の基本公式を復習すること。 
5 回 合成関数の微分を復習すること。 
6 回 いろいろな関数の微分法、指数関数・対数関数、指数関数と対数関数の微分
法、対数微分法を復習すること。 
7 回 いろいろな関数の微分法、三角関数の微分法の復習すること。 
8 回 第７回までの演習を復習すること。 
9 回 いろいろな関数の微分法、逆三角関数の微分法を復習すること。 
10 回 逆関数の微分, パラメータ表示の関数の微分を復習すること。 
11 回 微分法の応用、平均値の定理、関数の値の変化を復習すること。 
12 回 微分法の応用、不定形の極限値を復習すること。 
13 回 微分法の応用、関数の値の変化を復習すること。 
14 回 いろいろな関数の微分法、n 次導関数、テイラーの定理を復習すること。 
15 回 授業全体を復習すること。 

 



年度 2012 
授業コード FSM3312 
成績評価 定期試験(70%), 中間試験(20%), 小テスト(0%), レポート(10%), ノート(0%)

定期試験(70 点), 中間試験(20 点), とレポート(10 点)を合計した得点により評
価する。 

曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス MB(理)(〜12) 
見出し FSM3312 微分積分学Ⅱ 
担当教員名 ⻤塚 政一 
単位数 2 
教科書 基礎コース 微分積分 第 2 版／坂⽥ 定久, 萬代 武史, 山原 英男／学術図書

出版社 
アクティブラーニング  
キーワード 不定積分, 極限, 定積分, 広義積分, 級数 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 レポートの評価に対する疑問がいくつかありましたが、レポートは、数学的な内

容に加え、字を丁寧にかけているか、適切な表現方法や工夫がみられるかという
３点で評価を行っており、数学的な内容以外で減点になってしまう場合がありま
す。本講義では、単なる宿題ではなく「レポート」すなわち、「報告」の意味も踏
まえているわけですから、提出物としての効⼒を重視しています。また、大学初
年度において、このレポートの書き方を習得することは今後の講義や就職活動等
にも十分に役立つと考えています。 

科目名 微分積分学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 大学の数学の基礎となるので, 復習と計算の練習を怠らないこと。特に, 講義の

ノートを主にして復習すること。 
シラバスコード FSM3312 
実務経験のある教員  
達成目標 積分の定義を知り, 実際に積分を実行できること。級数についても理解すること。 
受講者へのコメント 本講義で扱った微分積分学は今後、応用数学科の専門科目を学習する上で、重要

な基礎となる学問です。その都度復習を行い、何度も何度も教科書や講義ノート
を読み返すことで、数学的な思考能⼒を着実に身につけましょう。 

連絡先 ⻤塚研究室２０号館８階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 「この分野への理解が深まった」の回答が８割を超え、受講者の微分積分学に対
する自信が高まったと考える。また、週当たりの学習時間に関しても１時間程度
以上の回答が８割を超え、学生それぞの学習スタイルが定着してきたことが伺え
た。 



英文科目名 Calculus II 
関連科目 微分積分学Ⅰ, 微分積分学演習Ⅰ, 微分積分学演習Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 数学の基礎となる一変数の関数の積分とその応用を講述する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 簡単な関数の不定積分と定積分 
3 回 不定積分の置換積分法 
4 回 定積分の置換積分法 
5 回 部分積分法 
6 回 いろいろな関数の積分 
7 回 積分の応用(面積) 
8 回 和の極限と定積分 
9 回 極座標による図形の面積, 立体の体積, 曲線の⻑さ 
10 回 中間試験とその解説 
11 回 広義積分 
12 回 簡単な級数の収束, 発散 
13 回 テイラー級数 
14 回 テイラー級数 
15 回 整理, 復習, 定期試験の対策 

準備学習 1 回 高校数学, 微分積分学Ⅰ 
2 回 第 5 章 積分法の基礎 §22 不定積分 §23 微分積分法の基本定理 第 6 章 
不定積分の計算 §24 簡単な関数の不定積分 
3 回 第 6 章 不定積分の計算 §25 置換積分法 
4 回 第 5 章 積分法の基礎 §21 定積分の性質 第 7 章 定積分とその応用 §30 
定積分の計算 
5 回 第 6 章 不定積分の計算 §26 部分積分法 第 7 章 定積分とその応用 §30 
定積分の計算 
6 回 第 6 章 不定積分の計算 §27 有理関数の積分 §28 sinx, cosx の有理式の
積分 §29 無理関数の積分 
7 回 第 7 章 定積分とその応用 §32 面積・体積 
8 回 第 5 章 積分法の基礎 §20 定積分の定義 
9 回 第 7 章 定積分とその応用 §32 面積・体積 §33 曲線の⻑さ 
10 回 第 1 回から第 9 回までの講義のノート 
11 回 第 7 章 定積分とその応用 §31 広義の積分 
12 回 第 1 章 極限と連続 §1 数列と級数 第 4 章 微分法の応用 §17 テイラー
展開 
13 回 第 4 章 微分法の応用 §17 テイラー展開 
14 回 第 4 章 微分法の応用 §17 テイラー展開 
15 回 第 1 回から第 14 回までの講義のノート 

 



年度 2012 
授業コード FSM3321 
成績評価 課題提出(50%)、期末試験(50%)で行う 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス MA(理)(〜10),MB(理)(〜10) 
見出し FSM3321 幾何学演習Ⅰ 
担当教員名 橋爪 道彦 
単位数 2 
教科書 幾何学 I のプリント 
アクティブラーニング  
キーワード 特になし 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 幾何学演習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 栗⽥ 稔 著 立体幾何 共立出版、G．ジェニングス 著 幾何再入門 岩波書店 
授業形態 演習 
注意備考 幾何学 I を受講することが望ましい 
シラバスコード FSM3321 
実務経験のある教員  
達成目標 問題が一時間内に独⼒で解けるようになること 
受講者へのコメント  
連絡先 20 号館 8 階 橋爪道彦研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Exercise on Geometry I 
関連科目 幾何学 I 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 幾何学 I の講義内容の理解を深めるため、また内容の補足を兼ねて問題演習を行

う。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 第 1 回：幾何学 I の講義内容を理解しておくこと 

第 2 回：幾何学 I の講義内容を理解しておくこと 
第 3 回：幾何学 I の講義内容を理解しておくこと 
第 4 回：幾何学 I の講義内容を理解しておくこと 
第 5 回：幾何学 I の講義内容を理解しておくこと 
第 6 回：幾何学 I の講義内容を理解しておくこと 
第 7 回：幾何学 I の講義内容を理解しておくこと 



第 8 回：幾何学 I の講義内容を理解しておくこと 
第 9 回：幾何学 I の講義内容を理解しておくこと 
第 10 回：幾何学 I の講義内容を理解しておくこと 
第 11 回：幾何学 I の講義内容を理解しておくこと 
第 12 回：幾何学 I の講義内容を理解しておくこと 
第 13 回：幾何学 I の講義内容を理解しておくこと 
第 14 回：幾何学 I の講義内容を理解しておくこと 
第 15 回：幾何学 I の講義内容を理解しておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FSM3322 
成績評価 課題提出(50%)、期末試験(50%)により行う 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス MA(理)(〜10),MB(理)(〜10) 
見出し FSM3322 幾何学演習Ⅱ 
担当教員名 橋爪 道彦 
単位数 2 
教科書 幾何学 II のプリント 
アクティブラーニング  
キーワード 特になし 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 幾何学演習Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 栗⽥ 稔 著 立体幾何 共立出版、G．ジェニングス 著 幾何再入門 岩波書店 
授業形態 演習 
注意備考 幾何学 II を受講していることが望ましい 
シラバスコード FSM3322 
実務経験のある教員  
達成目標 問題が時間内に独⼒で解けるようになること 
受講者へのコメント  
連絡先 20 号館 8 階 橋爪道彦研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Exercise on Geometry II 
関連科目 幾何学 I、幾何学 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 幾何学 II の講義内容の理解を深めるため、また内容の補足を兼ねて問題演習を

行う。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 第 1 回：幾何学 II の講義内容を理解しておくこと 

第 2 回：幾何学 II の講義内容を理解しておくこと 
第 3 回：幾何学 II の講義内容を理解しておくこと 
第 4 回：幾何学 II の講義内容を理解しておくこと 
第 5 回：幾何学 II の講義内容を理解しておくこと 
第 6 回：幾何学 II の講義内容を理解しておくこと 
第 7 回：幾何学 II の講義内容を理解しておくこと 



第 8 回：幾何学 II の講義内容を理解しておくこと 
第 9 回：幾何学 II の講義内容を理解しておくこと 
第 10 回：幾何学 II の講義内容を理解しておくこと 
第 11 回：幾何学 II の講義内容を理解しておくこと 
第 12 回：幾何学 II の講義内容を理解しておくこと 
第 13 回：幾何学 II の講義内容を理解しておくこと 
第 14 回：幾何学 II の講義内容を理解しておくこと 
第 15 回：幾何学 II の講義内容を理解しておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FSM33A1 
成績評価 毎回の提出物（14%）と中間試験（20%）および定期試験（66%）の成績で評価

する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス MA(理)(〜12),MB(理)(〜12) 
見出し FSM33A1 生物学基礎論Ⅰ 
担当教員名 猪口 雅彦 
単位数 2 
教科書 見つめる生物ファーブル EYE（東京法令出版） ISBN 978-4-8090-7331-1 
アクティブラーニング  
キーワード 生物学全般、細胞、代謝、恒常性、遺伝子、タンパク質、発生、免疫、生態、進

化 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 31 件の回答数中、自由記述に 6 件も書いていただけたのは嬉しかったです。概

ね肯定的に、本講義の意図を理解し賛同するコメントでした。「テストの持ち込
みは 1 枚ではなく 2 枚にしてくれればよかった。」ということに関しては、それ
は 2 枚より 4 枚が良いのでしょうし、制限無しが一番良いと思うのでしょうが、
《限られたスペース内に知識を整理する》というのが目的ですので、1 枚で良い
と考えています。 

科目名 生物学基礎論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 理系総合のための生命科学 第 2 版―分子・細胞・個体から知る“生命”のしくみ、

東京大学生命科学教科書編集委員会 編（羊土社）ISBN 978-4-7581-2010-4 
授業形態 講義 
注意備考 毎回事前に次回の内容に関連した疑問点をノートに書いてくること。提出用紙

に、その疑問点とそれに対する講義後の感想（疑問は解決できたか、さらにふく
らんだか）を書いて提出してもらいます。 

シラバスコード FSM33A1 
実務経験のある教員  
達成目標 生物に共通した「生命のしくみ」を、生命を形作る物質や細胞の構造と機能、多

細胞生物の身体の成り立ちなどから説明できる様になる。 
生物に見られる多様性を、遺伝のしくみと進化や環境の観点から説明できる様に
なる。 
私たち⼈間の活動を、生物全体の中での位置づけから認識できる様になる。 

受講者へのコメント 比較的少⼈数のクラスで、生物は専門外の学科からわざわざ受講してくださって
いるのですから、もう少し積極性を示してもらえば良かったかなと思います。こ
ちらからの質問には間違いを恐れずに答えるとか、もっと前方にコンパクトに着
席するとか。提出用紙への質問や意見なども、もっと書いていただければ良かっ
たと思います。 

連絡先 1 号館 2 階，ino@dbc.ous.ac.jp 



合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講生の取り組みについては、特に義務的な課題を出しているわけでもないの
に、講義時間外の学習を約 4 分の 3 の受講生がしていてくれていたことが心強い
です。講義全体の評価では、全員が多かれ少なかれ「熱意を感じ」てくれたこと
はありがたいです。つまりそれだけ受講生諸君が「熱意を持って」講義に臨んで
くれたということだと思います。要望事項としては、教科書に関するものが若干
目に付きました。別の教員が担当する同一科目と統一しているのですが、「教科
書」とはいうものの元々が講義の補助としての「図録集」ですので、主に配布プ
リントと 

英文科目名 Biology I 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 講義中での教科書内の図の引用をもう少し具体的に増やして行ければと思いま

す。 
講義目的 生物学の基礎を学ぶことを目的とするが、単に知識を覚えるのではなく、身近な

現象を取り上げながら「生物のしくみ」と「生物学の考え方」を理解することを
主眼とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 【「生物」とは何か】全体の講義計画について説明を行った後で、生物の特

徴、生物の分類群および種の概念について解説する。 
2 回 【細胞の構造と機能】細胞の概念の変化と、原核細胞と真核細胞の構造と働
きについて解説する。 
3 回 【細胞分裂】細胞周期と細胞分裂の過程と、細胞の寿命（細胞死）について
解説する。 
4 回 【代謝と酵素】体内の化学反応である代謝と、その代謝を行う酵素の働きと
特徴について解説する。 
5 回 【同化と異化】代謝の中でも、特にエネルギー獲得のための重要な過程であ
る呼吸と光合成について解説する。 
6 回 【刺激の受容と伝達】生体内の情報伝達の手段であるホルモンと神経につい
て、その伝達の仕組みと特徴を解説する。 
7 回 【恒常性の維持】前回の情報伝達手段によって、どのように体内環境が一定
に保たれているかについて解説する。 
8 回 【中間試験】講義前半の内容を振り返り、質疑応答を行う。その上で、30 分
程度の中間試験を行う。 
9 回 【遺伝と遺伝子】遺伝情報の意義と記述方法、および遺伝情報を基にタンパ
ク質が合成される過程について解説する。 
10 回 【生殖と発生】生物の生殖と発生について、動物と植物を対比させながら
解説する。 
11 回 【免疫】動物の生体防御システムである、自然免疫と獲得免疫の意義と仕
組みについて解説する。 
12 回 【進化】生命の誕生から現在に至る生物の変化（進化）の過程を、地球環
境の変化と関連させながら解説する。 



13 回 【生物集団と環境】生態系における生物間の相互関係を、特に食物連鎖（食
物網）と生息密度の観点から解説する。 
14 回 【リクエスト講義】受講生からのリクエストにより内容を決定する。 
15 回 【まとめと質疑応答】講義全体を振り返って要点を整理するとともに、質
疑応答を行う。 

準備学習 1 回 【「生物」とは何か】生物の特徴（生物と無生物の違い）」について考えてく
る。 
2 回 【細胞の構造と機能】肉眼で観察できる 1 個の細胞の例を挙げてくる。 
3 回 【細胞分裂】細胞が分裂する理由に（なぜ分裂しなければならないか）につ
いて考えてくる。 
4 回 【代謝と酵素】紙の燃焼と生体内の化学反応との違いについて（どこが違う
か）考えてくる。 
5 回 【同化と異化】我々が何のために呼吸（外気を吸って吐く）をするかについ
て考えてくる。 
6 回 【刺激の受容と伝達】「透明⼈間は目が見えない」（「目に見えない」ではな
い！）理由について考えてくる。 
7 回 【恒常性の維持】アップダウンの激しい道を車で一定速度で走る時にする運
転操作について考えてくる。 
8 回 【中間試験】講義前半の内容についてまとめてくる。 
9 回 【遺伝と遺伝子】あなたが両親に似ている形質を挙げてくる。 
10 回 【生殖と発生】動物と植物の成⻑パターンの違いについて考えてくる。 
11 回 【免疫】なぜインフルエンザワクチンの注射で病気を予防できるかについ
て考えてくる。 
12 回 【進化】生物はなぜ進化するかについて考えてくる。 
13 回 【生物集団と環境】自然保護がなぜ大切なのかについて考えてくる。 
14 回 【リクエスト講義】この回までに、教科書を読むなどして興味を持ち、講
義で取り上げてほしい内容をメール等で連絡すること。 
15 回 【まとめと質疑応答】講義ノートを作成し、質問事項をまとめてくる。 

 



年度 2012 
授業コード FSM33A2 
成績評価 課題レポート（30%)、中間テスト（30％）と定期試験（40％）によって成績を評

価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス MA(理)(〜12),MB(理)(〜12) 
見出し FSM33A2 生物学基礎論Ⅱ 
担当教員名 ⻄村 直樹 
単位数 2 
教科書 適宜、プリント（資料）を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 植物、コケ類、藻類、菌類、動物、多様性、自然環境 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「スライド写真が見れてよかった」という肯定的な意見をいただきました。今後

も，興味を持っていただけるような，いい写真を見せたいと思います。否定的な
意見では，「定期テスト問題の予想が立たないので不安」，「小テストをするとき
には，しっかりと内容を伝えてほしい」との記述がありましたが，テスト内容に
ついては，講義中に，複数回の説明をしています。講義への出席はもちろんです
が，講義内容を理解するように努⼒することを勧めます。 

科目名 生物学基礎論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 好きになる生物学／吉⽥邦久／講談社：ウォ−レス現代生物学上，下／東京化学

同⼈：キャンベル生物学／丸善 
授業形態 講義 
注意備考 パワーポイントでまとめた電子教材を液晶プロジェクターで投影し授業をおこ

なう。試験は定期試験期間中に行う。 
シラバスコード FSM33A2 
実務経験のある教員  
達成目標 １．生き物の主な仲間（五界）の形態、エネルギー獲得、繁殖に関する特徴を説

明できること。 
２．日頃よく目につく植物や動物が何の仲間かわかること。 
３．植物の基本形態を説明できること。 
４．脊椎動物の基本形態を説明できること。 
５．地球表面の自然環境変化と生物進化の関係を説明できること。 

受講者へのコメント 3 割弱の方が目標を達成できた・だいたいできた，6 割程の方は半分程度できた
との回答でした。この科目を受講するのは，主に理科教員を目指す方のはずです
が，理科教員になるために，今，自分は何をする必要があるのかという意識が乏
しい方が多かったように思いました。 

連絡先 十学舎５F ⻄村研究室  086-256-9763  nishimur@rins.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 



各項目評価に対する所見 約 6 割の方が，満足・ほぼ満足の回答でした。 
英文科目名 Biology II 
関連科目 生物学基礎論Ⅰを受講しておくことが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 授業の手法について，説明にもう少し工夫を，との回答をいただいています。ま

た，教材の提示に関して，スライドの切り替えが早いとの回答をいただいていま
す。ほとんどの方が，今のやり方で，不満がないようですが，一部の学生には，
授業目的や達成目標をきちんと理解させていないがために，このような回答が寄
せられるものと反省しています。 

講義目的 本講義は、動植物の分類とそれらが生育する自然環境について解説する。今まで
に生物学を学んだことがない方が、生き物や生命現象をより身近なものと思える
ことと、生物学の専門科目を学ぶ上での基礎知識を習得することを目的としてい
る。また、生物学を学んだことがある方は、生物に関するさまざまな知識を関連
づけて理解することを目的としている。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の内容と進め方、受講上の注意点を説明する。生物学が対象とする研究

分野について解説する。 
2 回 生物の共通性について生命の歴史を通して解説する。また、生物の主な仲間
について解説する。 
3 回 被子植物の主な仲間について解説する。 
4 回 裸子植物の主な仲間について解説する。 
5 回 シダ類とコケ類の主な仲間について解説する。 
6 回 原生生物の主な仲間と藻類の主な仲間について解説する。 
7 回 菌類の主な仲間について解説する。 
8 回 バクテリア（モネラ界）とウイルスにおける細胞形態の違いについて解説す
る。 
9 回 中間テストを実施し、解説を行う。 
10 回 無脊椎動物の主な仲間について解説する。 
11 回 魚類の形態と主な仲間について解説する。 
12 回 両生類からは虫類、鳥類や哺乳類の体のつくりと主な仲間について解説す
る。 
13 回 生物の自然環境１：生物と水との関係について解説する。 
14 回 生物の自然環境２：生物と光との関係について解説する。 
15 回 生物の自然環境３：生物と酸素との関係について解説する。 

準備学習 1 回 講義内容と目的を把握しておくこと。生物学の教科書や参考書の目次に目
を通しておくこと。 
2 回 生物にはどのような共通性があるかを調べておくこと。 
3 回 生物の主な仲間が出現した地質年代を復習しておくこと。植物の体のつく
り、花の基本構造について調べておくこと。 
4 回 講義で解説された被子植物の学名を確認しておくこと。針葉樹の主な仲間
は、どのような球果をつくるかを調べておくこと。 
5 回 裸子植物について復習しておくこと。シダ類やコケ類はどのような植物か
を調べておくこと。 



6 回 シダ類やコケ類について復習しておくこと。藻類には、どのような仲間があ
るかを調べておくこと。 
7 回 藻類の主な仲間について復習しておくこと。食用キノコには、どのような仲
間があるかを調べておくこと。 
8 回 菌類の主な仲間について復習しておくこと。バクテリアとウイルスの違い
を調べておくこと。 
9 回 第 1 回から第８回までの講義内容を整理し、理解しておくこと。 
10 回 食用となる無脊椎動物にはどのようなものがあるかを調べておくこと。 
11 回 無脊椎動物の主な仲間について復習し、脊椎動物の体のつくりを調べてお
くこと。 
12 回 魚類・両生類の体のつくりを復習し、は虫類・鳥類・哺乳類の体のつくり
を調べておくこと。 
13 回 水はどのような特質をもつかを調べておくこと。 
14 回 太陽光の特質を調べておくこと。 
15 回 酸素はどのような特質をもつかを調べておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSM3511 
成績評価 課題提出(50%)、小テスト(50%)により評価する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用数学科(〜12) 
見出し FSM3511 微分積分学演習Ⅰ 
担当教員名 井上 雅照 
単位数 2 
教科書 基礎コース 微分積分 第 2 版／坂⽥ 定久, 萬代 武史, 山原 英男／学術図書

出版社 
アクティブラーニング  
キーワード 極限, 連続, 導関数, 微分 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 微分積分学演習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 演習 
注意備考 高校数学の数ⅡとⅢを学習しておくことが望ましい。大学の数学の基礎となるの

で, 復習と計算の練習を怠らないこと。 
シラバスコード FSM3511 
実務経験のある教員  
達成目標 極限の概念を理解すること。微分の定義, 運用方法とその応用を修得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 ２０号館 ８階 井上研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Exercise on Calculus I 
関連科目 微分積分学Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 数学の基礎となる一変数の関数の微分とその応用について演習を行う。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 高校での数学の復習とその演習をする。 

2 回 数列の極限の演習をする。 
3 回 関数の極限, 連続関数の演習をする。 
4 回 導関数、微分の基本公式の演習をする。 
5 回 合成関数の微分の演習をする。 
6 回 対数関数と指数関数の微分の演習をする。 
7 回 三角関数の微分の演習をする。 



8 回 中間のテストと解説をする。 
9 回 逆三角関数の演習をする。 
10 回 逆関数の微分, パラメータ表示の関数の微分の演習をする。 
11 回 平均値の定理と関数の増減の演習をする。 
12 回 ロピタルの定理の演習をする。 
13 回 関数の増減・凹凸の演習をする。 
14 回 テイラーの定理の定理の演習をする。 
15 回 総括と解説をする。 

準備学習 1 回 高校数学を復習すること。 
2 回 数列の極限を復習すること。 
3 回 関数の極限, 連続関数を復習すること。 
4 回 導関数、微分の基本公式を復習すること。 
5 回 合成関数の微分を復習すること。 
6 回 いろいろな関数の微分法、指数関数・対数関数、指数関数と対数関数の微分
法、対数微分法を復習すること。 
7 回 いろいろな関数の微分法、三角関数の微分法の復習すること。 
8 回 第７回までの演習を復習すること。 
9 回 いろいろな関数の微分法、逆三角関数の微分法を復習すること。 
10 回 逆関数の微分, パラメータ表示の関数の微分を復習すること。 
11 回 微分法の応用、平均値の定理、関数の値の変化を復習すること。 
12 回 微分法の応用、不定形の極限値を復習すること。 
13 回 微分法の応用、関数の値の変化を復習すること。 
14 回 いろいろな関数の微分法、n 次導関数、テイラーの定理を復習すること。 
15 回 演習全体を復習すること。 

 



年度 2012 
授業コード FSM3512 
成績評価 各授業での小テストの評価（50％）と 2 回のレポートの評価（50％）により評価

する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス MA(理)(〜12) 
見出し FSM3512 微分積分学演習Ⅱ 
担当教員名 高嶋 恵三 
単位数 2 
教科書 基礎コース 微分積分、第 2 版／坂⽥、萬代、山原／学術図書 
アクティブラーニング  
キーワード 不定積分、定積分、広義積分、体積、曲線の⻑さ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 微分積分学演習Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 解析概論／高木貞治／岩波 
授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード FSM3512 
実務経験のある教員  
達成目標 不定積分、定積分の概念の理解とその応用について習熟すること。 
受講者へのコメント  
連絡先 20 号館 8 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Exercise on Calculus II 
関連科目 微分積分学 I , 微分積分学 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 解析学の基礎である、積分とその概念について演習する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 前期の微分の復習と積分への継がりを学習する。 

2 回 不定積分の基礎について演習する。 
3 回 個々の関数、特に指数関数の不定積分ついて演習する。 
4 回 個々の関数、特に三角関数の不定積分ついて演習する。 
5 回 個々の関数、特に逆三角関数の不定積分ついて演習する。 
6 回 置換積分について演習する。 
7 回 部分積分ついて演習する。 
8 回 中間のまとめと演習をする。 



9 回 有理関数の不定積分ついて演習する。 
10 回 定積分の導入ついて演習する。 
11 回 不定積分と定積分の関係ついて演習する。 
12 回 広義積分について演習する。 
13 回 定積分の応用として、体積について演習する。 
14 回 定積分の応用として、曲線の⻑さについて演習する。 
15 回 微分と積分のまとめと演習をする。 

準備学習 1 回 前期の微分の復習と積分への継がりを復習すること。 
2 回 不定積分の基礎を復習すること。 
3 回 個々の関数、特に指数関数の不定積分を復習すること。 
4 回 個々の関数、特に三角関数の不定積分を復習すること。 
5 回 個々の関数、特に逆三角関数の不定積分を学習する。 
6 回 置換積分について復習すること。 
7 回 部分積分について復習すること。 
8 回 前半の授業の復習、特に積分の基礎について復習すること。 
9 回 有理関数の不定積分を復習すること。 
10 回 定積分の概念について復習すること。 
11 回 不定積分と定積分の関係について復習すること。 
12 回 広義積分の復習すること。 
13 回 定積分の応用、特に体積の復習すること。 
14 回 定積分の応用、特に曲線の⻑さの復習すること。 
15 回 全体の復習、特に、微分、積分（不定積分、定積分）の復習すること。 

 



年度 2012 
授業コード FSM3521 
成績評価 課題提出(50%)、小テスト(50%)により評価する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用数学科(〜12) 
見出し FSM3521 微分積分学演習Ⅰ 
担当教員名 ⻤塚 政一 
単位数 2 
教科書 基礎コース 微分積分 第 2 版／坂⽥ 定久, 萬代 武史, 山原 英男／学術図書

出版社 
アクティブラーニング  
キーワード 極限, 連続, 導関数, 微分 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 微分積分学演習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 演習 
注意備考 高校数学の数ⅡとⅢを学習しておくことが望ましい。大学の数学の基礎となるの

で, 復習と計算の練習を怠らないこと。 
シラバスコード FSM3521 
実務経験のある教員  
達成目標 極限の概念を理解すること。微分の定義, 運用方法とその応用を修得する。 
受講者へのコメント 「[A]授業に対するあなたの取り組みについて」中の 

設問「２）授業時間外にどの程度、学習しました」 
において、「全くしなかった」と答えた学生が 28 名中 7 名いました。 
自主的な学習が不足しています。 
微分積分学は数学を学ぶうえで、避けては通れない学問です。 
毎回の講義に向けて、予習・復習をしっかりとしておきましょう。 

連絡先 ２０号館 ８階 ⻤塚研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 「【B】この授業におけるあなたの成⻑について」における項目のうち、この分野
への理解が深まった、この分野への興味、関心が高まった、この分野での技能・
技術が向上したの３項目が５０パーセント以上の学生から評価を得ている。学生
諸君の微分積分学に対する意欲が強く感じられる。 

英文科目名 Exercise on Calculus I 
関連科目 微分積分学Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定 毎回の演習において、レポートの提出もしくは小テストを課す。 
講義目的 数学の基礎となる一変数の関数の微分とその応用について演習を行う。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 高校での数学の復習とその演習をする。 

2 回 数列の極限の演習をする。 
3 回 関数の極限, 連続関数の演習をする。 
4 回 導関数、微分の基本公式の演習をする。 
5 回 合成関数の微分の演習をする。 
6 回 対数関数と指数関数の微分の演習をする。 
7 回 三角関数の微分の演習をする。 
8 回 中間のテストと解説をする。 
9 回 逆三角関数の演習をする。 
10 回 逆関数の微分, パラメータ表示の関数の微分の演習をする。 
11 回 平均値の定理と関数の増減の演習をする。 
12 回 ロピタルの定理の演習をする。 
13 回 関数の増減・凹凸の演習をする。 
14 回 テイラーの定理の定理の演習をする。 
15 回 総括と解説をする。 

準備学習 1 回 高校数学を復習すること。 
2 回 数列の極限を復習すること。 
3 回 関数の極限, 連続関数を復習すること。 
4 回 導関数、微分の基本公式を復習すること。 
5 回 合成関数の微分を復習すること。 
6 回 いろいろな関数の微分法、指数関数・対数関数、指数関数と対数関数の微分
法、対数微分法を復習すること。 
7 回 いろいろな関数の微分法、三角関数の微分法の復習すること。 
8 回 第７回までの演習を復習すること。 
9 回 いろいろな関数の微分法、逆三角関数の微分法を復習すること。 
10 回 逆関数の微分, パラメータ表示の関数の微分を復習すること。 
11 回 微分法の応用、平均値の定理、関数の値の変化を復習すること。 
12 回 微分法の応用、不定形の極限値を復習すること。 
13 回 微分法の応用、関数の値の変化を復習すること。 
14 回 いろいろな関数の微分法、n 次導関数、テイラーの定理を復習すること。 
15 回 演習全体を復習すること。 

 



年度 2012 
授業コード FSM3522 
成績評価 講義での演習、課題提出等の平常点(３０％）と定期試験(７０％）で評価を行う。

電子メールを利用して課題を課す。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス MB(理)(〜12) 
見出し FSM3522 表現とメディアの数理 
担当教員名 澤江 隆一 
単位数 2 
教科書 プリントを適宜配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード デジタル化、音データ、画像データ、データ圧縮、数の表現 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 板書等々につきましては、改善をしていきますので、よろしくお願いいたします。 
科目名 表現とメディアの数理 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 応用数学科の電子メールを利用できるようになっておくこと。 
シラバスコード FSM3522 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)デジタル化を理解し、画像と画素と色を正しく理解し、それらの数表記が出来

ること 
(2)色などの変換公式が使えること 
(3)メディアへの画像等の記録する場合の計算が出来ること 
(4)計算機での数の表現を理解し、それを計算出来ること 
(5)計算の流れを理解し、それをフローチャートで表現できること 

受講者へのコメント コンピュータリテラシイの科目でもあり、その中に数学的な計算機とアルゴリズ
ムを導入しているので 
しっかり予習・復習も行ってほしい。 

連絡先 澤江研究室(20 号館 6 階) 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 コンピュータリテラシイの科目でもあり、計算機においてその中に数学的なとア
ルゴリズムを導入しているので 
しっかり予習・復習も行ってほしい。 

英文科目名 Multimedia and Mathematics 
関連科目 計算機数学 
次回に向けての改善変更予定 本年度はパソコン実習の回数が少なくかった理由はありますが、 

今後とも講義内容等を精査していく予定です。 



講義目的 画像や音声などのデジタル化の基礎理論を学習し、CD-ROM やインターネット
などの情報メディア利用したマルチメディア表現について実習を行う。ソフトウ
エアを利用した簡単な図形処理と画像処理について学習し、実習を行う。更に、
文書と図形・画像及び計算の流れを複合した表現についての実習を行う。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 メディアと数理への導入 

2 回 マルチメディアとインターネット 
3 回 デジタル化とメディアの容量 
4 回 メディアの数理演習 
5 回 音データのデジタル化 
6 回 パソコンでのデータ処理演習 
7 回 画像データのデジタル化 I 
8 回 画像演習 I 
9 回 画像データフォーマットとデジタル化 II 
10 回 画像演習 II 
11 回 計算機での数の表現 
12 回 数の表現の演習 I 
13 回 フローチャートによる計算の表現Ⅰ 
14 回 フローチャートによる計算の表現Ⅰ 
15 回 総合的復習 

準備学習 1 回 シラバスを確認し、全体計画を把握しておくこと 
2 回 応数計算機室利用法、パスワードを確認しておくこと 
3 回 ２のべき乗を計算しておくこと 
4 回 前回の復習をしておくこと 
5 回 デジタル化について復習をしておくこと 
6 回 前回の復習をしておくこと 
7 回 色の三原色を調べておくこと 
8 回 前回の復習をしておくこと 
9 回 ファイルに関して復習しておくこと 
10 回 前回の復習をしておくこと 
11 回 基数変換に関して復習をしておくこと 
12 回 前回の復習をしておくこと 
13 回 この授業で学習した計算方法などを確認しておくこと 
14 回 前回の復習をしておくこと 
15 回 これまで習ったことを復習しておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FSM3531 
成績評価 演習での課題提出(20%)、定期試験(80%)で総合的に評価する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス MB(理)(〜12) 
見出し FSM3531 計算機数学 
担当教員名 澤江 隆一 
単位数 2 
教科書 プリント等を適宜配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 基数変換、情報処理、文書処理、メール、インターネット 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 板書等々につきましては、改善をしていきますので、よろしくお願いいたします。 
科目名 計算機数学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 講義 
注意備考 応数数学科・計算機室とパソコンの利用方法ついて学ぶので必ず履修すること。 

応数計算機室への入室登録、及び、メールアドレス(在学中は継続使用)とパスワ
ードの配布、及び、メールを使った演習を行います。 
・パスワードを忘れたり、大事な配布物を紛失しないようにすること 
・応数のメールは他の授業、在学期間中使います 

シラバスコード FSM3531 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)数を表記する記数法を理解し、基数変換が出来ること 

(2)パソコンの基本操作を理解し、フォルダー、ファイルの操作が出来ること 
(3)文書処理ソフトで数式が入⼒できること 
(4)応数メールが使えるようになること 

受講者へのコメント コンピュータリテラシイの科目でもあり、その中に数学的な計算機とアルゴリズ
ムを導入しているので 
しっかり予習・復習も行ってほしい。 

連絡先 澤江研究室(20 号館 6 階) 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 【B】この分野への理解が深まった 69.1％、この分野への興味、関心が高まった
36.4%, 今後の進路の参考になった 14.5% 
計算機の課題で、時間外も PC を使っていると思ったがた、[A]２）授業時間外
にどの程度、学習しましたで 
全くしなかった者が多かったのが意外であった。 

英文科目名 Computational Mathematics 



関連科目  
次回に向けての改善変更予定 本年度はパソコン実習の回数が少なくかった理由はありますが、 

今後とも講義内容等を精査していく予定です。 
講義目的 計算機（パソコン）の操作を通じて、計算機の基本的な仕組みを理解することを

目的とする。計算機内部での数の表現を理解し、文章処理、ネットワークになじ
む事により、今後の大学内での計算機環境利用及びプログラミング理論・実践へ
の第一ステップであることを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 数の概念と計算機の関わり 
3 回 応数計算機室利用法と計算機に於けるフォルダー、ファイル操作 
4 回 基数変換と計算機に於ける数の表現 I 
5 回 数の纏めと計算機演習 I 
6 回 基数変換と計算機に於ける数の表現 II 
7 回 数の纏めと計算機演習 II 
8 回 基数変換と計算機に於ける数の表現 III 
9 回 数と文書処理の演習 
10 回 数に関しての纏め 
11 回 インターネット・ネットワークとメール I 
12 回 インターネットで数学 
13 回 インターネット・ネットワークとメール II 
14 回 数式と文書処理の演習 
15 回 総合復習 

準備学習 1 回 シラバスを確認し、全体計画を把握しておくこと 
2 回 数について考えておくこと 
3 回 前回の復習をしておくこと 
4 回 ２進数について調べておくこと 
5 回 前回の復習をしておくこと 
6 回 基数変換に関して復習しておくこと 
7 回 パソコンに慣れるようにしておくこと 
8 回 無限小数に関して調べておくこと 
9 回 前回の復習をしておくこと 
10 回 前回までの復習をしておくこと 
11 回 「岡山理科大学情報倫理ガイドライン」と「岡山理科大学情報倫理要綱(学
生向)」を理解しておくこと 
12 回 前回の復習をしておくこと 
13 回 前回の復習をしておくこと 
14 回 大学で習った数式を選んでくること 
15 回 これまで習った復習をしておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FSM3532 
成績評価 毎回のレポート (20%)、試験 (80%) 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス MA(理)(〜11) 
見出し FSM3532 微分積分学演習Ⅳ 
担当教員名 村上 悟 
単位数 2 
教科書 初回の講義で、冊子「大学二年生の微分積分学」を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード ２重積分、３重積分、線積分、曲面積 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 微分積分学演習Ⅳ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 微分積分学Ⅱで使用した教科書 
授業形態 演習 
注意備考 「微分積分学Ⅳ」との同時履修を強く勧める。 
シラバスコード FSM3532 
実務経験のある教員  
達成目標 ・２重積分の基本的な計算ができること。 

・極座標変換などの変数変換による２重積分の計算ができること。 
・線積分とグリーンの定理の応用ができること。 
・３重積分の基本的な計算ができること。 
・曲面積を求めることができること。 

受講者へのコメント  
連絡先 11 号館 7 階 村上悟研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Exercise on Calculus IV 
関連科目 微分積分学Ⅱ、微分積分学演習Ⅱ、微分積分学Ⅲ、微分積分学演習Ⅲ、微分積分

学Ⅳ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 微分積分学Ⅳの内容の理解を深めるため、問題演習を行う。特に、２重積分の計

算技法を習得することに重きをおく。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 １変数関数の積分の整理・復習 

2 回 ２重積分 
3 回 ２重積分の計算 



4 回 極座標への変数変換 
5 回 変数変換の公式 
6 回 広義積分 
7 回 線積分 
8 回 これまでのまとめ 
9 回 グリーンの定理 
10 回 ３重積分（１） 
11 回 ３重積分（２） 
12 回 球座標と円柱座標（１） 
13 回 球座標と円柱座標（２） 
14 回 曲面積（１） 
15 回 曲面積（２） 

準備学習 1 回 １変数関数の積分法を復習しておくこと。 
2 回 ２重積分の定義を予習しておくこと。 
3 回 ２重積分の計算法を例題を通して練習しておくこと。 
4 回 極座標を復習し、例題を練習しておくこと。 
5 回 変数変換について例題を通して予習しておくこと。 
6 回 広義積分の定義を予習しておくこと。 
7 回 線積分の定義を予習しておくこと。 
8 回 これまでの復習をしておくこと。 
9 回 グリーンの定理を例題を通して予習しておくこと。 
10 回 ３重積分の定義を予習しておくこと。 
11 回 ３重積分の計算法を例題を通して練習しておくこと。 
12 回 球座標と円柱座標の定義を予習しておくこと。 
13 回 球座標と円柱座標による３重積分の計算法を例題を通して練習しておくこ
と。 
14 回 曲面積の計算法を例題を通して練習しておくこと。パラメータ表示された
曲面の曲面積の計算法を例題を通して練習しておくこと。 
15 回 パラメータ表示された曲面の曲面積の計算法を例題を通して練習しておく
こと。 

 



年度 2012 
授業コード FSM3541 
成績評価 中間テスト(50%)、試験(50%) 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス MB(理)(〜11) 
見出し FSM3541 微分積分学Ⅲ 
担当教員名 ⽥中 敏 
単位数 2 
教科書 初回の講義で、冊子「大学二年生の微分積分学」を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 偏微分、２変数関数、多変数関数、微分積分学、解析学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 虫がよく入ってくるので網⼾がほしいとの要望を大学側に伝えておきたいと思

います。 
科目名 微分積分学Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 微分積分学Ⅰで使用した教科書、微分積分学に関する教科書。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSM3541 
実務経験のある教員  
達成目標 ２変数関数の偏微分を理解する。 

２変数関数の１次近似、２次近似を理解する。 
２変数関数の合成関数の微分を理解する。 
２変数関数の極値、最大、最小について理解する。 
ラグランジュの乗数法を理解する。 

受講者へのコメント 受講ありがとうございました。 
連絡先 ２０号館８階 ⽥中敏研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 全体的に評価は悪くなかったと感じる。 
英文科目名 Calculus III 
関連科目 「微分積分学演習Ⅲ」との同時履修を強く勧める。微分積分学Ⅰ、微分積分学演

習Ⅰを履修しておくことが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 全体的に評価は悪くなかったと感じるが、さらに努⼒をしていきたい。 
講義目的 １変数関数の微分法を基にして、多変数関数、特に２変数関数の微分法を講義す

る。計算技法を確立するとともに、図やグラフを通して幾何学的理解を深め、微
分法における様々な理論についての基礎的理解を図る。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 １変数関数の微分の整理・復習をする。 



2 回 ２変数関数を解説する。 
3 回 偏導関数を解説する。 
4 回 微分可能性と１次近似を解説する。 
5 回 合成関数の微分を解説する。 
6 回 接平面を解説する。 
7 回 ２次近似を解説する。 
8 回 中間テストおよびその解説をする。 
9 回 ２変数関数の極値を解説する。 
10 回 鞍点を解説する。 
11 回 関数の最大・最小を解説する。 
12 回 ラグランジュの乗数法を解説する。 
13 回 合成関数の偏微分を解説する。 
14 回 多変数関数の偏微分を解説する。 
15 回 試験およびその解説をする。 

準備学習 1 回 １年生で習った微分を復習しておくこと。 
2 回 関数のグラフについて復習しておくこと。 
3 回 微分の定義、計算法を復習しておくこと。 
4 回 偏微分の定義について復習しておくこと。 
5 回 １変数関数の合成関数の微分について復習しておくこと。 
6 回 １次近似について復習しておくこと。 
7 回 １次近似について復習しておくこと。 
8 回 第１回から第７回までの内容をよく理解し整理しておくこと。 
9 回 ２次近似について復習しておくこと。 
10 回 ２変数関数の極値について復習しておくこと。 
11 回 ２変数関数の極値・鞍点について復習しておくこと。 
12 回 関数の最大・最小について復習しておくこと。 
13 回 第 5 回の合成関数の偏微分について復習しておくこと。 
14 回 ２変数関数の偏微分について復習しておくこと。 
15 回 第９回から第 14 回までの内容をよく理解し整理しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSM3712 
成績評価 各授業での小テストの評価（50％）と 2 回のレポートの評価（50％）により評価

する。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス MB(理)(〜12) 
見出し FSM3712 微分積分学演習Ⅱ 
担当教員名 高嶋 恵三 
単位数 2 
教科書 基礎コース 微分積分、第 2 版／坂⽥、萬代、山原／学術図書 
アクティブラーニング  
キーワード 不定積分、定積分、広義積分、体積、曲線の⻑さ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 微分積分学演習Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 解析概論／高木貞治／岩波 
授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード FSM3712 
実務経験のある教員  
達成目標 不定積分、定積分の概念の理解とその応用について習熟すること。 
受講者へのコメント  
連絡先 20 号館 8 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Exercise on Calculus II 
関連科目 微分積分学 I , 微分積分学 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 解析学の基礎である、積分とその概念について演習する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 前期の微分の復習と積分への継がりを学習する。 

2 回 不定積分の基礎について演習する。 
3 回 個々の関数、特に指数関数の不定積分ついて演習する。 
4 回 個々の関数、特に三角関数の不定積分ついて演習する。 
5 回 個々の関数、特に逆三角関数の不定積分ついて演習する。 
6 回 置換積分について演習する。 
7 回 部分積分ついて演習する。 
8 回 中間のまとめと演習をする。 



9 回 有理関数の不定積分ついて演習する。 
10 回 定積分の導入ついて演習する。 
11 回 不定積分と定積分の関係ついて演習する。 
12 回 広義積分について演習する。 
13 回 定積分の応用として、体積について演習する。 
14 回 定積分の応用として、曲線の⻑さについて演習する。 
15 回 微分と積分のまとめと演習をする。 

準備学習 1 回 前期の微分の復習と積分への継がりを復習すること。 
2 回 不定積分の基礎を復習すること。 
3 回 個々の関数、特に指数関数の不定積分を復習すること。 
4 回 個々の関数、特に三角関数の不定積分を復習すること。 
5 回 個々の関数、特に逆三角関数の不定積分を学習する。 
6 回 置換積分について復習すること。 
7 回 部分積分について復習すること。 
8 回 前半の授業の復習、特に積分の基礎について復習すること。 
9 回 有理関数の不定積分を復習すること。 
10 回 定積分の概念について復習すること。 
11 回 不定積分と定積分の関係について復習すること。 
12 回 広義積分の復習すること。 
13 回 定積分の応用、特に体積の復習すること。 
14 回 定積分の応用、特に曲線の⻑さの復習すること。 
15 回 全体の復習、特に、微分、積分（不定積分、定積分）の復習すること。 

 



年度 2012 
授業コード FSM3721 
成績評価 課題提出(50%)、小テスト(50%)により評価する。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 応用数学科(〜12) 
見出し FSM3721 微分積分学演習Ⅰ 
担当教員名 井上 雅照 
単位数 2 
教科書 基礎コース 微分積分 第 2 版／坂⽥ 定久, 萬代 武史, 山原 英男／学術図書

出版社 
アクティブラーニング  
キーワード 極限, 連続, 導関数, 微分 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 微分積分学演習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 演習 
注意備考 高校数学の数ⅡとⅢを学習しておくことが望ましい。大学の数学の基礎となるの

で, 復習と計算の練習を怠らないこと。 
シラバスコード FSM3721 
実務経験のある教員  
達成目標 極限の概念を理解すること。微分の定義, 運用方法とその応用を修得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 ２０号館 ８階 井上研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Exercise on Calculus I 
関連科目 微分積分学Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 数学の基礎となる一変数の関数の微分とその応用について演習を行う。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 高校での数学の復習とその演習をする。 

2 回 数列の極限の演習をする。 
3 回 関数の極限, 連続関数の演習をする。 
4 回 導関数、微分の基本公式の演習をする。 
5 回 合成関数の微分の演習をする。 
6 回 対数関数と指数関数の微分の演習をする。 
7 回 三角関数の微分の演習をする。 



8 回 中間のテストと解説をする。 
9 回 逆三角関数の演習をする。 
10 回 逆関数の微分, パラメータ表示の関数の微分の演習をする。 
11 回 平均値の定理と関数の増減の演習をする。 
12 回 ロピタルの定理の演習をする。 
13 回 関数の増減・凹凸の演習をする。 
14 回 テイラーの定理の定理の演習をする。 
15 回 総括と解説をする。 

準備学習 1 回 高校数学を復習すること。 
2 回 数列の極限を復習すること。 
3 回 関数の極限, 連続関数を復習すること。 
4 回 導関数、微分の基本公式を復習すること。 
5 回 合成関数の微分を復習すること。 
6 回 いろいろな関数の微分法、指数関数・対数関数、指数関数と対数関数の微分
法、対数微分法を復習すること。 
7 回 いろいろな関数の微分法、三角関数の微分法の復習すること。 
8 回 第７回までの演習を復習すること。 
9 回 いろいろな関数の微分法、逆三角関数の微分法を復習すること。 
10 回 逆関数の微分, パラメータ表示の関数の微分を復習すること。 
11 回 微分法の応用、平均値の定理、関数の値の変化を復習すること。 
12 回 微分法の応用、不定形の極限値を復習すること。 
13 回 微分法の応用、関数の値の変化を復習すること。 
14 回 いろいろな関数の微分法、n 次導関数、テイラーの定理を復習すること。 
15 回 演習全体を復習すること。 

 



年度 2012 
授業コード FSM3722 
成績評価 講義での演習、課題提出等の平常点(３０％）と定期試験(７０％）で評価を行う。

電子メールを利用して課題を課す。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス MA(理)(〜12) 
見出し FSM3722 表現とメディアの数理 
担当教員名 澤江 隆一 
単位数 2 
教科書 プリントを適宜配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード デジタル化、音データ、画像データ、データ圧縮、数の表現 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 話し方、板書等々につきましては、改善をしていきますので、よろしくお願いい

たします。 
科目名 表現とメディアの数理 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 応用数学科の電子メールを利用できるようになっておくこと。 
シラバスコード FSM3722 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)デジタル化を理解し、画像と画素と色を正しく理解し、それらの数表記が出来

ること 
(2)色などの変換公式が使えること 
(3)メディアへの画像等の記録する場合の計算が出来ること 
(4)計算機での数の表現を理解し、それを計算出来ること 
(5)計算の流れを理解し、それをフローチャートで表現できること 

受講者へのコメント 計算機数学に引き続きまして、コンピュータリテラシイの科目でもあり、その中
に数学的な計算機とアルゴリズムと表現を導入している。 
今後も、しっかり予習・復習も行ってほしい。 

連絡先 澤江研究室(20 号館 6 階) 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 前期の計算機数学と同様に、計算機の課題で、時間外も PC を使っていると思わ
れるが、やはり利用している者が少ない。 

英文科目名 Multimedia and Mathematics 
関連科目 計算機数学 
次回に向けての改善変更予定 本年度はパソコン実習の回数が少なくかった理由はありますが、 

今後とも講義内容等を精査していく予定です。 



講義目的 画像や音声などのデジタル化の基礎理論を学習し、CD-ROM やインターネット
などの情報メディア利用したマルチメディア表現について実習を行う。ソフトウ
エアを利用した簡単な図形処理と画像処理について学習し、実習を行う。更に、
文書と図形・画像及び計算の流れを複合した表現についての実習を行う。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 メディアと数理への導入 

2 回 マルチメディアとインターネット 
3 回 デジタル化とメディアの容量 
4 回 メディアの数理演習 
5 回 音データのデジタル化 
6 回 パソコンでのデータ処理演習 
7 回 画像データのデジタル化 I 
8 回 画像演習 I 
9 回 画像データフォーマットとデジタル化 II 
10 回 画像演習 II 
11 回 計算機での数の表現 
12 回 数の表現の演習 I 
13 回 フローチャートによる計算の表現Ⅰ 
14 回 フローチャートによる計算の表現Ⅰ 
15 回 総合的復習 

準備学習 1 回 シラバスを確認し、全体計画を把握しておくこと 
2 回 応数計算機室利用法、パスワードを確認しておくこと 
3 回 ２のべき乗を計算しておくこと 
4 回 前回の復習をしておくこと 
5 回 デジタル化について復習をしておくこと 
6 回 前回の復習をしておくこと 
7 回 色の三原色を調べておくこと 
8 回 前回の復習をしておくこと 
9 回 ファイルに関して復習しておくこと 
10 回 前回の復習をしておくこと 
11 回 基数変換に関して復習をしておくこと 
12 回 前回の復習をしておくこと 
13 回 この授業で学習した計算方法などを確認しておくこと 
14 回 前回の復習をしておくこと 
15 回 これまで習ったことを復習しておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FSM3731 
成績評価 課題提出(50%)、小テスト(50%)により評価する。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 応用数学科(〜12) 
見出し FSM3731 微分積分学演習Ⅰ 
担当教員名 ⻤塚 政一 
単位数 2 
教科書 基礎コース 微分積分 第 2 版／坂⽥ 定久, 萬代 武史, 山原 英男／学術図書

出版社 
アクティブラーニング  
キーワード 極限, 連続, 導関数, 微分 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 微分積分学演習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 演習 
注意備考 高校数学の数ⅡとⅢを学習しておくことが望ましい。大学の数学の基礎となるの

で, 復習と計算の練習を怠らないこと。 
シラバスコード FSM3731 
実務経験のある教員  
達成目標 極限の概念を理解すること。微分の定義, 運用方法とその応用を修得する。 
受講者へのコメント 「[A]授業に対するあなたの取り組みについて」中の 

設問「２）授業時間外にどの程度、学習しました」 
において、「全くしなかった」と答えた学生が 35 名中 8 名いました。 
自主的な学習が不足しています。 
微分積分学は数学を学ぶうえで、避けては通れない学問です。 
毎回の講義に向けて、予習・復習をしっかりとしておきましょう。 

連絡先 ２０号館 ８階 ⻤塚研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 「【B】この授業におけるあなたの成⻑について」における項目のうち、この分野
への理解が深まった、この分野への興味、関心が高まった、この分野での技能・
技術が向上したの３項目が５０パーセント以上の学生から評価を得ている。学生
諸君の微分積分学に対する意欲が強く感じられる。 
また、「【C】総合評価」における設問「６）授業に対する教員の意欲が感じられ
ましたか」において、回答者 35 名中 31 名が「感じられた」と答えた。今後も当
該講義内容に意欲もって取り組みたい。 

英文科目名 Exercise on Calculus I 



関連科目 微分積分学Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定 毎回の演習において、レポートの提出もしくは小テストを課す。 
講義目的 数学の基礎となる一変数の関数の微分とその応用について演習を行う。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 高校での数学の復習とその演習をする。 

2 回 数列の極限の演習をする。 
3 回 関数の極限, 連続関数の演習をする。 
4 回 導関数、微分の基本公式の演習をする。 
5 回 合成関数の微分の演習をする。 
6 回 対数関数と指数関数の微分の演習をする。 
7 回 三角関数の微分の演習をする。 
8 回 中間のテストと解説をする。 
9 回 逆三角関数の演習をする。 
10 回 逆関数の微分, パラメータ表示の関数の微分の演習をする。 
11 回 平均値の定理と関数の増減の演習をする。 
12 回 ロピタルの定理の演習をする。 
13 回 関数の増減・凹凸の演習をする。 
14 回 テイラーの定理の定理の演習をする。 
15 回 総括と解説をする。 

準備学習 1 回 高校数学を復習すること。 
2 回 数列の極限を復習すること。 
3 回 関数の極限, 連続関数を復習すること。 
4 回 導関数、微分の基本公式を復習すること。 
5 回 合成関数の微分を復習すること。 
6 回 いろいろな関数の微分法、指数関数・対数関数、指数関数と対数関数の微分
法、対数微分法を復習すること。 
7 回 いろいろな関数の微分法、三角関数の微分法の復習すること。 
8 回 第７回までの演習を復習すること。 
9 回 いろいろな関数の微分法、逆三角関数の微分法を復習すること。 
10 回 逆関数の微分, パラメータ表示の関数の微分を復習すること。 
11 回 微分法の応用、平均値の定理、関数の値の変化を復習すること。 
12 回 微分法の応用、不定形の極限値を復習すること。 
13 回 微分法の応用、関数の値の変化を復習すること。 
14 回 いろいろな関数の微分法、n 次導関数、テイラーの定理を復習すること。 
15 回 演習全体を復習すること。 

 



年度 2012 
授業コード FSM3732 
成績評価 毎回のレポート (20%)、試験 (80%) 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス MB(理)(〜11) 
見出し FSM3732 微分積分学演習Ⅳ 
担当教員名 村上 悟 
単位数 2 
教科書 初回の講義で、冊子「大学二年生の微分積分学」を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード ２重積分、３重積分、線積分、曲面積 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 微分積分学演習Ⅳ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 微分積分学Ⅱで使用した教科書 
授業形態 演習 
注意備考 「微分積分学Ⅳ」との同時履修を強く勧める。 
シラバスコード FSM3732 
実務経験のある教員  
達成目標 ・２重積分の基本的な計算ができること。 

・極座標変換などの変数変換による２重積分の計算ができること。 
・線積分とグリーンの定理の応用ができること。 
・３重積分の基本的な計算ができること。 
・曲面積を求めることができること。 

受講者へのコメント  
連絡先 11 号館 7 階 村上悟研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Exercise on Calculus IV 
関連科目 微分積分学Ⅱ、微分積分学演習Ⅱ、微分積分学Ⅲ、微分積分学演習Ⅲ、微分積分

学Ⅳ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 微分積分学Ⅳの内容の理解を深めるため、問題演習を行う。特に、２重積分の計

算技法を習得することに重きをおく。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 １変数関数の積分の整理・復習 

2 回 ２重積分 
3 回 ２重積分の計算 



4 回 極座標への変数変換 
5 回 変数変換の公式 
6 回 広義積分 
7 回 線積分 
8 回 これまでのまとめ 
9 回 グリーンの定理 
10 回 ３重積分（１） 
11 回 ３重積分（２） 
12 回 球座標と円柱座標（１） 
13 回 球座標と円柱座標（２） 
14 回 曲面積（１） 
15 回 曲面積（２） 

準備学習 1 回 １変数関数の積分法を復習しておくこと。 
2 回 ２重積分の定義を予習しておくこと。 
3 回 ２重積分の計算法を例題を通して練習しておくこと。 
4 回 極座標を復習し、例題を練習しておくこと。 
5 回 変数変換について例題を通して予習しておくこと。 
6 回 広義積分の定義を予習しておくこと。 
7 回 線積分の定義を予習しておくこと。 
8 回 これまでの復習をしておくこと。 
9 回 グリーンの定理を例題を通して予習しておくこと。 
10 回 ３重積分の定義を予習しておくこと。 
11 回 ３重積分の計算法を例題を通して練習しておくこと。 
12 回 球座標と円柱座標の定義を予習しておくこと。 
13 回 球座標と円柱座標による３重積分の計算法を例題を通して練習しておくこ
と。 
14 回 曲面積の計算法を例題を通して練習しておくこと。パラメータ表示された
曲面の曲面積の計算法を例題を通して練習しておくこと。 
15 回 パラメータ表示された曲面の曲面積の計算法を例題を通して練習しておく
こと。 

 



年度 2012 
授業コード FSM3741 
成績評価 演習での課題提出(20%)、定期試験(80%)で総合的に評価する。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス MA(理)(〜12) 
見出し FSM3741 計算機数学 
担当教員名 澤江 隆一 
単位数 2 
教科書 プリント等を適宜配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 基数変換、情報処理、文書処理、メール、インターネット 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 板書等々につきましては、改善をしていきますので、よろしくお願いいたします。 
科目名 計算機数学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 講義 
注意備考 応数数学科・計算機室とパソコンの利用方法ついて学ぶので必ず履修すること。 

応数計算機室への入室登録、及び、メールアドレス(在学中は継続使用)とパスワ
ードの配布、及び、メールを使った演習を行います。 
・パスワードを忘れたり、大事な配布物を紛失しないようにすること 
・応数のメールは他の授業、在学期間中使います 

シラバスコード FSM3741 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)数を表記する記数法を理解し、基数変換が出来ること 

(2)パソコンの基本操作を理解し、フォルダー、ファイルの操作が出来ること 
(3)文書処理ソフトで数式が入⼒できること 
(4)応数メールが使えるようになること 

受講者へのコメント コンピュータリテラシイの科目でもあり、その中に数学的な計算機とアルゴリズ
ムを導入しているので 
しっかり予習・復習も行ってほしい。 

連絡先 澤江研究室(20 号館 6 階) 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 【B】この分野への理解が深まった 66％、この分野への興味、関心が高まった
37.7%, 今後の進路の参考になった 3.8% 
計算機の課題で、時間外も PC を使っていると思ったがた、[A]２）授業時間外
にどの程度、学習しましたで 
全くしなかった者が多かったのが意外であった。 

英文科目名 Computational Mathematics 



関連科目  
次回に向けての改善変更予定 本年度はパソコン実習の回数が少なくかった理由はありますが、 

今後とも講義内容等を精査していく予定です。 
講義目的 計算機（パソコン）の操作を通じて、計算機の基本的な仕組みを理解することを

目的とする。計算機内部での数の表現を理解し、文章処理、ネットワークになじ
む事により、今後の大学内での計算機環境利用及びプログラミング理論・実践へ
の第一ステップであることを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 数の概念と計算機の関わり 
3 回 応数計算機室利用法と計算機に於けるフォルダー、ファイル操作 
4 回 基数変換と計算機に於ける数の表現 I 
5 回 数の纏めと計算機演習 I 
6 回 基数変換と計算機に於ける数の表現 II 
7 回 数の纏めと計算機演習 II 
8 回 基数変換と計算機に於ける数の表現 III 
9 回 数と文書処理の演習 
10 回 数に関しての纏め 
11 回 インターネット・ネットワークとメール I 
12 回 インターネットで数学 
13 回 インターネット・ネットワークとメール II 
14 回 数式と文書処理の演習 
15 回 総合復習 

準備学習 1 回 シラバスを確認し、全体計画を把握しておくこと 
2 回 数について考えておくこと 
3 回 前回の復習をしておくこと 
4 回 ２進数について調べておくこと 
5 回 前回の復習をしておくこと 
6 回 基数変換に関して復習しておくこと 
7 回 パソコンに慣れるようにしておくこと 
8 回 無限小数に関して調べておくこと 
9 回 前回の復習をしておくこと 
10 回 前回までの復習をしておくこと 
11 回 「岡山理科大学情報倫理ガイドライン」と「岡山理科大学情報倫理要綱(学
生向)」を理解しておくこと 
12 回 前回の復習をしておくこと 
13 回 前回の復習をしておくこと 
14 回 大学で習った数式を選んでくること 
15 回 これまで習った復習をしておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FSM3751 
成績評価 中間テスト(50%)、試験(50%) 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス MA(理)(〜11) 
見出し FSM3751 微分積分学Ⅲ 
担当教員名 ⽥中 敏 
単位数 2 
教科書 初回の講義で、冊子「大学二年生の微分積分学」を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 偏微分、２変数関数、多変数関数、微分積分学、解析学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 少し字が小さいとのことでしたが、この教室は広くて前の席もかなり空いていた

のでそこに移動してほしいと思います。 
それでも見えないくらいの大きさではないと思います。 

科目名 微分積分学Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 微分積分学Ⅰで使用した教科書、微分積分学に関する教科書。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSM3751 
実務経験のある教員  
達成目標 ２変数関数の偏微分を理解する。 

２変数関数の１次近似、２次近似を理解する。 
２変数関数の合成関数の微分を理解する。 
２変数関数の極値、最大、最小について理解する。 
ラグランジュの乗数法を理解する。 

受講者へのコメント 受講してありがとうございました。 
連絡先 ２０号館８階 ⽥中敏研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 全体的に評価は悪くなかったと感じる。 
英文科目名 Calculus III 
関連科目 「微分積分学演習Ⅲ」との同時履修を強く勧める。微分積分学Ⅰ、微分積分学演

習Ⅰを履修しておくことが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 全体的に評価は悪くなかったと感じるが、さらに努⼒をしていきたい。 
講義目的 １変数関数の微分法を基にして、多変数関数、特に２変数関数の微分法を講義す

る。計算技法を確立するとともに、図やグラフを通して幾何学的理解を深め、微
分法における様々な理論についての基礎的理解を図る。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 １変数関数の微分の整理・復習をする。 
2 回 ２変数関数を解説する。 
3 回 偏導関数を解説する。 
4 回 微分可能性と１次近似を解説する。 
5 回 合成関数の微分を解説する。 
6 回 接平面を解説する。 
7 回 ２次近似を解説する。 
8 回 中間テストおよびその解説をする。 
9 回 ２変数関数の極値を解説する。 
10 回 鞍点を解説する。 
11 回 関数の最大・最小を解説する。 
12 回 ラグランジュの乗数法を解説する。 
13 回 合成関数の偏微分を解説する。 
14 回 多変数関数の偏微分を解説する。 
15 回 試験およびその解説をする。 

準備学習 1 回 １年生で習った微分を復習しておくこと。 
2 回 関数のグラフについて復習しておくこと。 
3 回 微分の定義、計算法を復習しておくこと。 
4 回 偏微分の定義について復習しておくこと。 
5 回 １変数関数の合成関数の微分について復習しておくこと。 
6 回 １次近似について復習しておくこと。 
7 回 １次近似について復習しておくこと。 
8 回 第１回から第７回までの内容をよく理解し整理しておくこと。 
9 回 ２次近似について復習しておくこと。 
10 回 ２変数関数の極値について復習しておくこと。 
11 回 ２変数関数の極値・鞍点について復習しておくこと。 
12 回 関数の最大・最小について復習しておくこと。 
13 回 第 5 回の合成関数の偏微分について復習しておくこと。 
14 回 ２変数関数の偏微分について復習しておくこと。 
15 回 第９回から第 14 回までの内容をよく理解し整理しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSM37G1 
成績評価 定期試験でおこなう。 

文章題（１０題）選択題（１５題）程度 
１００点満点で採点する。 

曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス  
見出し FSM37G1 情報関連法学(再) 
担当教員名 三好 俊三＊ 
単位数 2 
教科書 インターネットの法律とトラブル解決法／神⽥将／自由国⺠社 
アクティブラーニング  
キーワード サイバー法、デジタル社会、ネチケット、コンピュータ犯罪、コンピュータ契約 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 おおむね好意的な内容でしたので、安心です。 

授業中の携帯使用と私語についての処置が厳しすぎるとの意見がありましたが、
わたしは適切と考えます。（⺠間会社に就職後では注意だけではとてもすみませ
ん。） 

科目名 情報関連法学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 授業中の私語、携帯電話の使用を禁止。 

授業後半１５分程度で課題を提出。 
シラバスコード FSM37G1 
実務経験のある教員  
達成目標 新しい法秩序が形成されつつある現代の情報化時代（インターネット社会）にお

いて、既存の法律の解釈の限界と新規立法の必要性を把握すること。特にＩＴが
もたらす社会的影響を功罪両面から、法律的問題を中心に開設し、どんな法律が
必要となるか、どんな法解釈の可能性があるか、考える⼒を要請する。 

受講者へのコメント 授業内容は多少難しかったと思いますが、熱心に聞いてくれたと思います。 
いいクラスでした。 

連絡先 三好俊三 090-8060-6588 
misuki@orange.ocn.ne.jp 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 三回生主体の受講であり、授業に対する心構えもしっかりしておりました。 
意欲も通じているとかんじました。 

英文科目名 Information And Laws 
関連科目 情報と職業、情報社会論（再） 



次回に向けての改善変更予定 資料のわかりやすさを目指す更新を継続します。 
講義目的 デジタル情報社会において、膨大な量の情報が流通している実態を把握、それに

伴う情報の保護やそこに発生する社会問題や個⼈および組織の責任について、法
律的な観点から考察する。特に電子商取引における契約問題を中心にインターネ
ットに関する法律諸問題を重点的に扱う。また流通するデジタル情報を受信する
我々、あるいは公共の場の社会ルールを検討する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエーテーション、ネット関連法律の基礎知識 

2 回 インターネット加入契約の法律 
3 回 インターネットの利用 
4 回 インターネットショッピングの法律とトラブル 
5 回 インターネット利用の悪質商法 
6 回 インターネットビジネス関連の法律 
7 回 携帯電話に関する法律とトラブル 
8 回 ATM（現金自動預払機）に関する法律 
9 回 インターネット紛争の解決法と手続き 
10 回 企業と法務、企業活動・組織 
11 回 企業と法務、企業会計 
12 回 企業と法務、法務と標準化、知的財産権、会社会計 
13 回 企業と法務、法務と標準化、労働関係法規 
14 回 企業と法務、法務と標準化、標準化と認証制度 
15 回 セキュリティ、情報セキュリティ関連法規 

準備学習 1 回 著作権と著作物性について予習をしておくこと。 
著作権法、特定電子メール法、個⼈情報保護法について復習しておくこと。 
2 回 インターネット加入契約について予習をしておくこと。 
電子消費者契約法、消費者契約法、プロバイダ責任制限法について復習しておく
こと。 
3 回 サイバー犯罪の現状を予習しておくこと。 
不正アクセス禁止法、個⼈情報保護法について復習しておくこと 
4 回 ネットショッピングのトラブルについて予習をしておくこと。 
特定商取引法について復習しておくこと。 
5 回 悪質商法、架空請求、ワンクリック詐欺などについて予習をしておくこと。 
インターネットに関する問題商法を復習しておくこと 
6 回 個⼈情報流出の実態について予習しておくこと。 
個⼈情報保護法と電子認証について復習しておくこと。 
7 回 携帯電話に関するトラブルについて予習しておくこと。 
携帯電話に関する犯罪について復習しておくこと 
8 回 ＡＴＭに関するトラブルについて予習しておくこと。 
預金者保護法に関する復習をしていくこと。 
9 回 インターネット全般に関するトラブルについて予習しておくこと。 
示談、調停、訴訟の相違点について復習をしておくこと。 
10 回 企業活動の原則について予習をしておくこと。 



労働時間の形態について復習しておくこと。 
11 回 企業会計に関して予習をしておくこと 
損益分岐点分析手法を復習しておくこと。 
12 回 知的財産権について予習しておくこと。 
著作権法、商法、金融商品取引法について復習しておくこと。 
13 回 労働関連法規について予習しておくこと。 
下請代金支払遅延防止法について復習しておくこと。 
14 回 標準化と認証制度について予習をしておくこと。 
ファイル形式の標準化について復習しておくこと。 
15 回 情報セキュリティ関連法規について予習をしておくこと。 
情報セキュリティの国内、国際ガイドラインについて復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSM3911 
成績評価 定期試験 

文章題（１０問）選択式（１５問）程度 
１００点満点で採点する。 

曜日時限 水曜日 9・10 時限 
対象クラス MA(理)(〜11),MB(理)(〜11) 
見出し FSM3911 情報社会論(再) 
担当教員名 三好 俊三＊ 
単位数 2 
教科書 情報社会論（Information Society Theory）／北原宗律／ふくろう出版 
アクティブラーニング  
キーワード 情報社会、情報メディア、マス・コミュニケーション、e-Japan、u-Japan 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「よかった」との評価であり、安心した。 
科目名 情報社会論(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 情報社会論（超効率主義社会の構図）／加納寛子 
授業形態 講義 
注意備考 授業中の私語、携帯電話の使用を禁止。 

授業後半１５分程度で課題を提出。 
シラバスコード FSM3911 
実務経験のある教員  
達成目標 情報化と社会のかかわりかたについて、まず情報化が社会生活に及ぼす影響、情

報伝達手段の変遷を扱い、情報産業の今後の在り方について理解する。 
情報社会を支える科学技術として、デジタル情報と情報メディアを扱い、情報社
会の光と影に焦点をあて、高度情報化社会のモラルについても理解できること。 

受講者へのコメント 「情報社会論」は授業内容を現代にアレンジするのがとても難しい。 
そういったなかで受講者なりに理解しようとしてる⼈が多くいたのはよかった。 

連絡先 三好俊三 090-8060-6588 
misuki@orange.ocn.ne.jp 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この分野の理解が深まったようで、よかった。 
教員意欲も感じてくれているみたいです。 

英文科目名 Socio-Informatica 
関連科目 情報と職業、情報関連法学 
次回に向けての改善変更予定 現代にマッチする内容に更新する。 
講義目的 高度情報化社会がかかえる「功」と「罪」を明確にすることを念頭におき、情報

化や情報技術が個⼈や社会に及ぼしている影響、情報社会が目指しているもの、



そこにおける正しいモラルなどの考察を通じて、情報と社会に関する基本的な知
識の習得と広い視野をやしなうことことを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションと情報社会論序論を講義する。 

2 回 情報社会の成立を講義する。 
3 回 情報社会の成⻑を講義する。 
4 回 情報社会の進展を講義する。 
5 回 情報社会の成熟を講義する。 
6 回 情報社会における社会システム 
7 回 情報社会の「光」と「影」を講義する。 
8 回 情報社会と生活を講義する。 
9 回 ２１世紀の情報社会を講義する。 
10 回 ユビキダスネット社会を講義する。 
11 回 情報社会と情報公開を講義する 
12 回 情報社会とデータ保護を講義する。 
13 回 情報財産の利用と保護を講義する。 
14 回 情報社会と犯罪を講義する。 
15 回 情報社会の倫理を講義する。 

準備学習 1 回 情報に関連する社会の変遷を予習すること。 
情報社会の変遷を復習すること。 
2 回 コンピュータの発展史を予習しておくこと。 
番号化社会の内容を復習すること。 
3 回 ニューメディア社会、マルチメディア社会について予習しておくこと。 
ＩＰ電話の仕組みを復習しておくこと。 
4 回 技術のガラパゴス化について予習をしておくこと。 
光ファイバと ADSL の相違について復習しておくこと。 
5 回 ユビキタス情報社会について予習をしておくこと。 
TCP/IP について復習をしておくこと。 
6 回 社会、交通、環境、防災各システムについて予習しておくこと。 
政治。行政システムについて復習をしておくこと。 
7 回 情報社会の影について予習しておくこと。 
情報社会の課題について、復習をしておくこと。 
8 回 情報社会における生活の変化について予習をしておくこと。 
情報技術者の役割と業務について復習しておくこと。 
9 回 電子国家と地方自治体について予習しておくこと 
電子署名と認証の仕組みを復習しておくこと。 
10 回 u-Japan の目指す社会について予習しておくこと。 
ユビキタスネット社会の課題の整理を復習しておくこと。 
11 回 情報公開と行政の関与を予習しておくこと。 
情報公開の種類を復習しておくこと。 
12 回 個⼈情報の利用とデータ保護について予習しておくこと。 
インターネットとデータ保護について復習をしておくこと。 



13 回 著作権と著作物性について予習しておくこと。 
著作権について復習しておくこと。 
14 回 コンピュータ犯罪の事例について予習しておくこと。 
情報犯罪防止への対応策を復習しておくこと。 
15 回 インターネット上の情報トラブルについて予習をしておくこと。 
IEEE 倫理コードについて復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSM4111 
成績評価 演習課題，定期試験により評価する． 
曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス MA(理)(〜10),MB(理)(〜10) 
見出し FSM4111 代数学Ⅰ 
担当教員名 池⽥ 岳 
単位数 2 
教科書 「初等ガロワ理論」配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 群・環・体，体の拡大，ガロワ拡大，ガロワ対応 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特にない． 
科目名 代数学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「ガロワと方程式」草場公邦著（朝倉書店）「代数学」松村英之著（朝倉書店，数

理科学ライブラリ−） 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSM4111 
実務経験のある教員  
達成目標 第１に，抽象的な代数系の概念を身につけること，第２に，ガロワ理論の諸概念

を具体例とともに理解すること． 
受講者へのコメント 宿題をただやるだけでなく，何を学び取るべきか考えて欲しい．積極的な質問を

歓迎する． 
連絡先 １１号館７階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 宿題に時間をかけて取り組んでいることは結構． 
英文科目名 Algebra I 
関連科目 代数学演習 I 
次回に向けての改善変更予定 テキストの改善． 
講義目的 基本的な代数系（群・環・体）の基礎を学ぶ．その上で，代数系どうしの有機的

な関連を示す好例として，体の拡大の理論を中心とする，いわゆるガロワ理論に
ついて講義する． 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 ３次方程式の解法 

2 回 代数系の基礎（１）演算と群 
3 回 代数系の基礎（２）環，イデアル，体 
4 回 代数的数 



5 回 最小多項式 
6 回 有理化の原理，多項式の既約性 
7 回 共役数 
8 回 単拡大定理 
9 回 拡大次数 
10 回 同型写像 
11 回 ガロワ拡大 
12 回 ガロワ群 
13 回 ガロワ対応 
14 回 正規性定理 
15 回 べき根による方程式の可解性 

準備学習 1 回 複素数について復習しておく． 
2 回 集合と写像の概念を確認しておく． 
3 回 群の定義を確認しておく． 
4 回 複素数の四則について考えておく． 
5 回 多項式の割り算について復習しておく． 
6 回 最小多項式の性質を復習しておく． 
7 回 最小多項式の例を思い出しておく． 
8 回 数体の例をまとめておく． 
9 回 ベクトル空間の次元について復習しておく． 
10 回 四則演算について復習しておく． 
11 回 共役の概念を確認しておく． 
12 回 ガロワ拡大の例をまとめておく． 
13 回 ガロワ拡大とガロワ群の例をまとめておく． 
14 回 部分群の定義を確認しておく． 
15 回 群の概念を復習しておく． 

 



年度 2012 
授業コード FSM4112 
成績評価 講義室での講義・演習では、毎回からなず小テストまたは、レポート提出を課す。 

計算機室を使う実習では、実習結果を提出してもらう。 講義内容および、形態
が筆記テストにななじまないので、期末テストは行わず、上記提出物の内容を採
点し、それを用いて成績評価を行う。 

曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス MA(理)(〜10),MB(理)(〜10) 
見出し FSM4112 データの数理Ⅱ 
担当教員名 竹中 茂夫 
単位数 2 
教科書 新訂 確率統計 （大日本図書） （偶然の数理 I,II、データの数理 I と同じも

の） 
アクティブラーニング  
キーワード 適合度検定、χ 二乗検定、正規性の検定、データベース、SQL 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 データの数理Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 SQL についての参考書は適宜知らせる。 
授業形態 講義 
注意備考 講義室での講義と計算機室での実習が入り混じる形になるので、どちらでの講義

になるのか常に注意しておくこと。 
シラバスコード FSM4112 
実務経験のある教員  
達成目標  １．簡単な適合度検定が行えるようになること。 

 ２．データの正規性の検定が行えて、正規性を仮定した推・検定の適応の可否
が判定できるようになる事。 
 ３．データベースの概念を、設計・構築・利用にわたって理解させること。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２０号館８F 竹中研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mathematics of Data Processing II 
関連科目 偶然の数理 I,II、データの数理 I 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  適合度検定およびデータベースの基礎概念をデータの数理 I を補完する形で講

義すること。 
対象学年 3 年/4 年 



授業内容  
準備学習  教室での理論の講義、それを教室または計算機室で演習することによってよ

り、自分のものとするように、構成してあります。 したがって、前回の講義内
容は次回に実際に実習出来るように、ノートをとりなおしたりして整理しておく
必要があります。 特に前半の適合度検定については、計算機室または自宅でエ
クセルを用いた復習・予習が理解の重要な助けとなります。 また、ポァソン分
布、正規分布に関しては、それが講義された時点で、偶然の数理 II 等の講義ノー
トを調べて整理しておく必要があります。 
 後半のデータベースの講義では、自分の持っている本のデータを積極的に持参
し、データベースの設計、入⼒、不具合の訂正を行う必要があります。 講義・
演習に漫然と出席しているだけでは、理解には結びつかないので積極的に講義に
参加すること。 

 



年度 2012 
授業コード FSM41A1 
成績評価 宿題(20%)、小テスト(60%) および定期試験(20%) で評価する。 
曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス MA(理)(〜11),MB(理)(〜11) 
見出し FSM41A1 物理学基礎論Ⅱ 
担当教員名 宮川 和也 
単位数 2 
教科書 物理学入門 増補版／原 康夫／学術図書出版社 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学基礎論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSM41A1 
実務経験のある教員  
達成目標 電荷、電流、電場、磁場、電磁波など 電磁気学の基礎知識を習得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 宮川 研究室、24 号館 5 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Physics II 
関連科目 「物理学基礎論Ⅰ」を履修しておくことが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 電気・磁気現象は私たちにとって大変身近なものです。これは、原子、分子の世

界を支配する⼒が電磁気⼒であり、様々な物質の電気的、磁気的性質が主として
電子によって規定されているという事情によります。この講義では、このような
事を意識しながら、電磁気学のポイントを学びます。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 電荷と電流について解説する。 

2 回 クーロンの法則について解説する。 
3 回 電場と電気⼒線について解説する。 
4 回 電気⼒による位置エネルギー、電位について解説する。 
5 回 テストを実施する。また、その後、解説を行う。 
6 回 導体、キャパシター（コンデンサー）について解説する。 



7 回 オームの法則と抵抗について解説する。 
8 回 電流と仕事について解説する。 
9 回 テストを実施する。また、その後、解説を行う。 
10 回 磁石と磁場、電流のつくる磁場について解説する。 
11 回 ローレンツ⼒、電流に作用する磁気⼒について解説する。 
12 回 電磁誘導について解説する。 
13 回 交流について解説する。 
14 回 光と電磁波について解説する。 
15 回 演習問題を解く。また、その解説を行う。 

準備学習 1 回 電荷と電流について、教科書を読んでおくこと。 
2 回 クーロンの法則について、教科書を読んでおくこと。また、指示された問題
を解いておくこと。 
3 回 電場と電気⼒線について、教科書を読んでおくこと。また、指示された問題
を解いておくこと。 
4 回 電気⼒による位置エネルギー、電位について、教科書を読んでおくこと。ま
た、指示された問題を解いておくこと。 
5 回 指示された問題を解いておくこと。 
6 回 導体、キャパシター（コンデンサー）について、教科書を読んでおくこと。
また、指示された問題を解いておくこと。 
7 回 オームの法則と抵抗について、教科書を読んでおくこと。また、指示された
問題を解いておくこと。 
8 回 電流と仕事について、教科書を読んでおくこと。また、指示された問題を解
いておくこと。 
9 回 指示された問題を解いておくこと。 
10 回 磁石と磁場、電流のつくる磁場について、教科書を読んでおくこと。また、
指示された問題を解いておくこと。 
11 回 ローレンツ⼒、電流に作用する磁気⼒について、教科書を読んでおくこと。
また、指示された問題を解いておくこと。 
12 回 電磁誘導について、教科書を読んでおくこと。また、指示された問題を解
いておくこと。 
13 回 交流について、教科書を読んでおくこと。また、指示された問題を解いて
おくこと。 
14 回 光と電磁波について、教科書を読んでおくこと。また、指示された問題を
解いておくこと。 
15 回 指示された問題を解いておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSM4311 
成績評価 演習課題，定期試験により評価する． 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス MA(理)(〜10),MB(理)(〜10) 
見出し FSM4311 代数学演習Ⅰ 
担当教員名 池⽥ 岳 
単位数 2 
教科書 「初等ガロワ理論」配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 群・環・体，体の拡大，ガロワ拡大，ガロワ対応 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特に無し． 
科目名 代数学演習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「ガロワと方程式」草場公邦著（朝倉書店）「代数学」松村英之著（朝倉書店，数

理科学ライブラリ−） 
授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード FSM4311 
実務経験のある教員  
達成目標 第１に，抽象的な代数系の概念を身につけること，第２に，ガロワ理論の諸概念

を具体例とともに理解すること． 
受講者へのコメント 宿題をやることで何を学び取るべきか考えて欲しい． 
連絡先 １１号館７階 ike@xmath.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 宿題には時間をかけて取り組んだことがわかった． 
英文科目名 Exercise on Algebra I 
関連科目 代数学演習 I 
次回に向けての改善変更予定 テキストの改善． 
講義目的 代数学 I の講義内容を十分に理解するために問題演習を行う．基本的な代数系

（群・環・体）の基礎を学ぶ．その上で，代数系どうしの有機的な関連を示す好
例として，体の拡大の理論を中心とする，いわゆるガロワ理論について講義する． 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 ３次方程式の解法 

2 回 代数系の基礎（１）演算と群 
3 回 代数系の基礎（２）環，イデアル，体 
4 回 代数的数 
5 回 最小多項式 



6 回 有理化の原理，多項式の既約性 
7 回 共役数 
8 回 単拡大定理 
9 回 拡大次数 
10 回 同型写像 
11 回 ガロワ拡大 
12 回 ガロワ群 
13 回 ガロワ対応 
14 回 正規性定理 
15 回 べき根による方程式の可解性 

準備学習 1 回 複素数について復習しておく． 
2 回 集合と写像の概念を確認しておく． 
3 回 群の定義を確認しておく． 
4 回 複素数の四則について考えておく． 
5 回 多項式の割り算について復習しておく． 
6 回 最小多項式の性質を復習しておく． 
7 回 最小多項式の例を思い出しておく． 
8 回 数体の例をまとめておく． 
9 回 ベクトル空間の次元について復習しておく． 
10 回 四則演算について復習しておく． 
11 回 共役の概念を確認しておく． 
12 回 ガロワ拡大の例をまとめておく． 
13 回 ガロワ拡大とガロワ群の例をまとめておく． 
14 回 部分群の定義を確認しておく． 
15 回 群の概念を復習しておく． 

 



年度 2012 
授業コード FSM4312 
成績評価 授業で毎回簡単な演習問題を解いてもらいます、それができた⼈は ５ 点差し

上げます。これで ６０ 点にします。そして試験で ４０ 点満点で成績評価
といたします。 

曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス MA(理)(08〜10),MB(理)(08〜10) 
見出し FSM4312 現代数学入門 
担当教員名 吉⽥ 憲一 
単位数 2 
教科書 現在私が使っている本はもう手に入りませんので毎回丁寧否プリントを差し上

げます。したがって教科書はありません。 
アクティブラーニング  
キーワード クリスプ ふぁっじ 演算 グラフ 関係 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 現代数学入門 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 これもありません、興味を持った⼈は ファジイ 理論の本を探して勉強してく

ださい。 
授業形態 講義 
注意備考 授業を欠席されると単位認定の点 ６０ 点になりませんから毎回授業に出て

ください。 
シラバスコード FSM4312 
実務経験のある教員  
達成目標 既存の集合 クリスプ 集合と ファジイ 集合の演算が出来るようになれば

と思います。 
受講者へのコメント  
連絡先 ０８６−２３２−２６７２(自宅)０８６−２５６−９４０１(研究室) 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introduction to Modern Mathematics 
関連科目 数学の基礎である集合論と密接な関係があります。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 これまでの数学は厳密さを重んじてきたが、それでは実社会の要望には応えられ

ない。そこで考案されたのがこの ファジイ 理論です。原理を室とこんな簡単
なことだったのかと驚かされます。ファジイ 理論の入門の為にこの授業を考え
ました。 

対象学年 3 年/4 年 



授業内容 1 回 ファジイ集合の概要について 
2 回 ファジイ集合のコペルニクス的転回 
3 回 メンバーシップ関数について学ぶ 
4 回 ファジイ集合の演算では琲中立が成り立たない事 
5 回 ファジイ集合の演算の練習 １ 
6 回 ファジイ集合の演算の練習 ２ 
7 回 α カットによる演算手法 
8 回 ファジイ集合の合成によって得られる新しいファジイ集合について 
9 回 ファジイグラフによるファジイ写像について 
10 回 ファジイ数の具体例 
11 回 拡張原理の具体例 
12 回 ファジイ関係の具体的な問題を解く 
13 回 最近のファジイ理論の展開を紹介する 
14 回 ふぉれまでの復習による演習 
15 回 成績評価のために＜15 回の講義等では、ここから最終行まで削除してくだ
さい＞ 

準備学習 1 回 ファジイ集合とは何かについてガイダンスをします 
2 回 ファジイ集合と既存の集合 クリスプ集合との違い 
3 回 クリスプ集合の演算とファジイ集合の演算 
4 回 ファジイ集合の演算の利点と欠点 
5 回 ファジイ集合の各種の演算 １ 
6 回 ファジイ集合の各種の演算 ２ 
7 回 クリスプ集合とファジイ集合の違い 
8 回 ファジイ集合の合成 
9 回 既存のグラフとファジイグラフ 
10 回 曖昧さを表すファジイ数について 
11 回 拡張原理について 
12 回 ファジイ関係について 
13 回 最近のファジイ理論の話 
14 回 これまでの復習 
15 回 成績評価のために 

 



年度 2012 
授業コード FSM4522 
成績評価 課題、中間試験、定期試験で評価を行う。 

課題３０％、中間試験３０％、定期試験４０％として評価する。 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス MA(理)(〜10),MB(理)(〜10) 
見出し FSM4522 代数学Ⅱ 
担当教員名 清水 健一＊ 
単位数 2 
教科書 群論入門［新訂版］国吉秀夫 著、高橋豊文 改訂 
アクティブラーニング  
キーワード 群、部分群、準同型定理、直積、アーベル群、可解群 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 自由記述は、よい授業だった、との感想がありましたが、これは、授業の中で、

定義や記号、定理を繰り返し復習しながら授業を行ったことからの感想かと思い
ました。 

科目名 代数学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 代数学演習Ⅱを履修することを強く勧める。 
シラバスコード FSM4522 
実務経験のある教員  
達成目標 正規部分群、準同型定理、直積、可解群など、群論における概念を把握し、基本

的な性質を理解することを目指す。 
受講者へのコメント 数学は定義、記号、定理が次から次へと現れますが、代数学はそれが顕著です。

新しい概念に慣れないうちに次々と新しい概念が出てくるので、証明を理解す
る、課題を考えるなどのことを通じて、時間をかける必要があります。アンケー
トによると、学習時間がやや少ないように思います。また必修課題だけでなく、
自由課題にももっと挑戦してほしかったと思います。やはり時間をかけることで
理解ができるということがあります。それから、個々の定理の証明を完全に理解
することは必要ですが、何をやっているかという全体像を把握するように心がけ
てほしい 

連絡先 s-2357@gaia.eonet.ne.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 群論は抽象的で学生にとって学ぶのが難しい面があるのと、私自身が理科大で教
えるのが初めてということがあって、どの程度のレベルで授業を進めていけばよ
いかというのを模索しながらの授業でした。 
受講生が減ってしまったのは、進むペースが少し速かったことに原因があるかと
思います。授業回数を追うごとに、進度、レベルをどの程度にすればいいかとい



うことが分かってきたので、後半はだいぶ分かりやすい授業ができたと思ってい
ます。 

英文科目名 Algebra II 
関連科目 代数学演習Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 1 回目の群の定義から、2 回目に部分群の話に入り、群とは何かということが定

着しないまま話を次の進めてしまいました。 
次回は、いろいろな群の例を紹介して、群がどのようなものであるかを、まず理
解してもらうことに努⼒したいと思っています。 

講義目的 数学において基本的な群の概念を理解し、その性質や具体例を学ぶ。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 群の定義を述べ、群の例について解説する。 

2 回 部分群の概念について解説する。 
3 回 部分群による類別について解説する。 
4 回 正規部分群と剰余群について解説し、例を理解させる。 
5 回 準同型写像、同型写像について解説する。 
6 回 準同型定理を解説する。 
7 回 中間試験を行い、その後試験内容について解説する。 
8 回 直積とアーベル群について解説する。 
9 回 有限アーベル群とアーベル群の基本定理について解説する。 
10 回 有限アーベル群の指標群について解説する。 
11 回 有限生成アーベル群について解説する。 
12 回 置換群について解説する。 
13 回 ｐ群とシローの定理について解説する。 
14 回 正規鎖と可解群について解説する。 
15 回 ベキ零群について解説する。 

準備学習 1 回 二項演算の概念について確認しておくこと。 
2 回 群の定義と例を復習しておくこと。 
3 回 部分群の概念と基本的な性質を復習しておくこと。 
4 回 類別の概念について確認しておくこと。 
5 回 写像の概念について確認しておくこと。 
6 回 準同型写像、同型写像の定義を確認しておくこと。 
7 回 これまでの復習をしておくこと。 
8 回 直積の概念について確認しておくこと。 
9 回 アーベル群の性質について復習しておくこと。 
10 回 アーベル群について復習をしておくこと。 
11 回 有限アーベル群の性質と加群について確認しておくこと。 
12 回 置換の概念および対称群について復習をしておくこと。 
13 回 部分群の概念を確認しておくこと。 
14 回 正規部分群、剰余群について復習をしておくこと。 
15 回 ｐ群について復習をしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSM45A2 
成績評価 レポート提出（50％）、演習内容の発表（50％）によって評価する。 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス MA(理)(〜12),MB(理)(〜12) 
見出し FSM45A2 地球型惑星の歴史と物質科学 
担当教員名 板谷 徹丸、兵藤 博信、豊⽥ 新、能美 洋介、畠山 唯達、蜷川 清隆、⻄

⼾ 裕嗣 
単位数 2 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード 地球史 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 地球型惑星の歴史と物質科学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 岩波講座 地球惑星科学１−１４ 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSM45A2 
実務経験のある教員  
達成目標 ４６億年の地球史概略と歴史を調べる年代測定法を理解し、それに密接に関連す

る地球惑星の構成物質の分析法について理解する． 
受講者へのコメント  
連絡先 新 6 号館 2 階 板谷徹丸研究室 itaya@rins.ous.ac.jp 

26 号館 3 階 ⻄⼾裕嗣研究室 nishido@rins.ous.ac.jp 
26 号館 3 階 豊⽥ 新研究室 toyoda@dap.ous.ac.jp 
1 号館 3 階 蜷川清隆研究室 ninagawa@dap.ous.ac.jp 
アイソトープ実験施設 2 階 兵藤博信研究室 hhyodo@rins.ous.ac.jp 
21 号館 6 階 能美洋介研究室 y_noumi@big.ous.ac.jp 
11 号館 5 階 畠山唯達 hatake@center.ou 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 なし 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 地球環境の問題がクローズアップされている現代において、過去の地球・惑星の

歴史を調べることが、未来予測につながる。地球型惑星の歴史とそれを構成する
物質について学び、歴史を調べる年代測定法について講義と演習を行う。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 地球型惑星の歴史（１）隕石と太陽系誕生史について学ぶ。（蜷川） 

2 回 地球型惑星の歴史（２）地球の形成と進化について学ぶ。（板谷） 
3 回 地球型惑星の歴史（３）⼈類の発生と進化・環境変動史・捕獲電子年代測定
法について学ぶ。（豊⽥） 
4 回 地球型惑星の要素（１）岩石と鉱物について学ぶ。（⻄⼾） 
5 回 地球型惑星の要素（２）地球内部構造について学ぶ。（兵藤） 
6 回 年代測定法（１）同位体年代測定法について学ぶ。（板谷） 
7 回 年代測定法（２）フィッショントラック年代測定法について学ぶ。（能美） 
8 回 年代測定法（３）古地磁気年代推定法について学ぶ。（畠山） 
9 回 地球惑星構成物質分析法・X 線回折について学ぶ。（小林） 
10 回 年代測定・解析演習（1）（板谷，豊⽥，兵藤，能美，蜷川，⻄⼾） 
年代測定・解析演習を行う。 
11 回 年代測定演習・解析（2）（板谷，豊⽥，兵藤，能美，蜷川，⻄⼾） 
年代測定・解析演習を行う。 
12 回 年代測定演習・解析（3）（板谷，豊⽥，兵藤，能美，蜷川，⻄⼾） 
年代測定・解析演習を行う。 
13 回 年代測定演習・解析（4）（板谷，豊⽥，兵藤，能美，蜷川，⻄⼾） 
年代測定・解析演習を行う。 
14 回 演習内容発表会準備（板谷，豊⽥，兵藤，能美，蜷川，⻄⼾） 
年代測定・解析演習発表準備を行う。 
15 回 演習内容発表会（全担当教員） 
年代測定・解析演習発表を行う。 

準備学習 1 回 太陽系の構成を調べておくこと 
2 回 地球の歴史を調べておくこと 
3 回 第四紀とは何か、⼈類とは何かについて調べておくこと 
電子スピン共鳴について調べておくこと 
4 回 地殻をつくる岩石は 10 種類ほどの造岩鉱物から構成されている。どのよう
なものがあるか調べておくこと 
5 回 地震波(P 波, S 波)について調べておくこと 
6 回 放射性同位元素について調べておくこと 
7 回 フィッショントラックについて調べておくこと 
8 回 古地磁気について調べておくこと 
9 回 X 線回折について調べておくこと 
10 回 配布されたプリントを調べておくこと 
11 回 配布されたプリントを調べておくこと 
12 回 配布されたプリントを調べておくこと 
13 回 配布されたプリントを調べておくこと 
14 回 演習 4 回分の内容を整理しておくこと 
15 回 発表内容を把握し口頭発表練習をしておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FSM4712 
成績評価 課題、定期試験で評価を行う。 

課題４０％、定期試験６０％として評価する。 
曜日時限 木曜日 7・8 時限 
対象クラス MA(理)(〜10),MB(理)(〜10) 
見出し FSM4712 代数学演習Ⅱ 
担当教員名 清水 健一＊ 
単位数 2 
教科書 群論入門［新訂版］ 国吉秀夫 著、高橋豊文 改訂 
アクティブラーニング  
キーワード 群、部分群、準同型定理、直積、アーベル群、可解群 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 感想に、良い授業だった、とありましたが、これは演習問題のレベルが適度であ

ったことからの感想かと思います。 
科目名 代数学演習Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて指示する。 
授業形態 演習 
注意備考 代数学Ⅱを履修することを強く勧める。 
シラバスコード FSM4712 
実務経験のある教員  
達成目標 正規部分群、準同型定理、直積、可解群などの群論における概念と基本的な性質

を演習を通じて理解できることを目標とする。 
受講者へのコメント できるだけ具体的な計算問題を主体的に演習をしたので、分かりやすかったので

はないかと思います。演習を通じて、群論で現れる概念が次第に理解できたと思
います。群の概念に慣れないうちは、考えるのが難しく大変だったと思いますが、
ある程度学習するうちに考え方が分かってきて、問題が解きやすくなったと思い
ます。欲を言えば、与えられた問題以外の自由課題ももっと考えてもらいたかっ
たと思います。 

連絡先 s-2357@gaia.eonet.ne.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 演習問題として、どの程度の問題をすればいいかということが、最初把握できて
いませんでしたが、何時間か演習をしていくうちに、次第に分かってきました。
代数学Ⅱ同様、後半は適度な問題演習ができたのではないかと思っています。 
アンケートの数字からも、理解できたという感じがうかがえます。 
また、指導方法として、解答を個々に指導したことが良かったと思っています。 

英文科目名 Exercise on Algebra II 
関連科目 代数学Ⅱ 



次回に向けての改善変更予定 12 年度は、私にとってはじめての群論の演習だったので、少し難しい問題を出題
してしまいましたが、次第に適度なレベルの問題が出題できたと思います。次回
も、理解を深めることができるような良問を演習していきたいと思っています。 

講義目的 数学において基本的な群の概念を理解し、その性質を演習を通じて理解する。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 具体例で群になるかどうかの問題などを通じて、群の概念に習熟できるよ

う演習をする。 
2 回 具体例で部分群になるかどうかの問題を演習する。 
3 回 具体例を考えながら部分群の類別についての演習をする。 
4 回 正規部分群の性質について演習する。 
5 回 写像が準同型写像になるかどうか、また準同型写像からひきおこされる部
分群などについて演習をする。 
6 回 準同型定理を使った問題の演習をする。 
7 回 これまでの内容に関連した問題の演習をする。 
8 回 群の直積の概念が理解できるよう問題の演習をする。 
9 回 具体例で有限アーベル群が性質の理解を深めることができるよう演習をす
る。 
10 回 指標群の概念が理解できるよう、具体例を通じて演習をする。 
11 回 有限生成アーベル群についての問題を演習する。 
12 回 置換群とその表現についての演習をする。 
13 回 ｐ群、ｐシロー部分群の性質についての演習をする。 
14 回 可解群についての性質が理解できるよう演習をする。 
15 回 ベキ零群についての性質が理解できるよう演習をする。 

準備学習 1 回 二項演算の概念について確認しておくこと。 
2 回 群の定義と例を復習しておくこと。 
3 回 部分群の概念と基本的な性質を復習しておくこと。 
4 回 類別の概念について確認をしておくこと。 
5 回 写像の概念について確認をしておくこと。 
6 回 準同型写像、同型写像の定義を確認しておくこと。 
7 回 これまでの復習をしておくこと。 
8 回 直積の概念を確認しておくこと。 
9 回 直積の概念とアーベル群の性質について復習しておくこと。 
10 回 アーベル群について復習しておくこと。 
11 回 有限アーベル群の性質と加群について確認しておくこと。 
12 回 置換の概念および対称群について復習しておくこと。 
13 回 部分群、正規部分群の概念を確認しておくこと。 
14 回 正規部分群、剰余群について復習しておくこと。 
15 回 ｐ群について復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSM47D2 
成績評価 レポート(30%)・発表(30%)・ポートフォリオ(20%）・試験(20%）により評価す

る。 
曜日時限 木曜日 7・8 時限 
対象クラス MA(理)(10〜11),MB(理)(10〜11) 
見出し FSM47D2 教職基礎演習 
担当教員名 森 嘉久、齋藤 達昭、山崎 正之、若村 国夫、小林 祥一、曽我 雅比児、

山口 一 
単位数 1 
教科書 特になし。 
アクティブラーニング  
キーワード 理数系教員 理数系教員養成プロジェクト(基礎理学科：理数系教員コース)の必

須科目 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 教職基礎演習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜、紹介する。 
授業形態 演習 
注意備考 この講義は教職に関連した講義なので、原則として 2 年前期終了時に全科目の旧

GPA が 2.5（新 GPA1.6）以上の学生のみ受講できる。この講義は、主に演習形
式で実施する予定であるので、受講生が多い場合は⼈数制限をする。卒業生など
による講演の講義があるので、土曜日に開講することがある。この講義は、理数
系教員養成プロジェクト(基礎理学科：理数系教員コース)を希望する⼈の必須科
目である。ただし、このプロジェクトに参加しなくても各学科で定められた科目
の単位を修得すれば教員免許を取得できます。プロジェクトに参加した学生 

シラバスコード FSM47D2 
実務経験のある教員  
達成目標 １）自分の意見をまとめて文章にする能⼒。 

１）自分の意見をわかりやすく発表する能⼒。 
２）他の⼈に意見に聞く姿勢。 
３）他者と協⼒する能⼒。 
４）自己評価する能⼒ 自分のポートフォリオを作る。 
５）教職の基礎的素養を獲得する。 
６）情報収集⼒、問題解決⼒、チームワーク、コミュニケーション⼒などの学士
⼒を身につける。 

受講者へのコメント  
連絡先 プロジェクト メールアドレス 

山口一裕(yamaguti(アットマーク)std.das.ous.ac.jp) 
森嘉久(mori(アットマーク)das.ous.ac.jp) 



合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 教職科目(Ｃ群）、理数系教員養成プロジェクト関連科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 この講義は理数系教員養成プロジェクト(基礎理学科：理数系教員コース)のオリ

エンテーション科目です。このプロジェクトは、将来絶対に教職に就きたい⼈に
対して実施されるプロジェクトです。この講義では、教員を目指している理由、
教師に必要な資質や理想の教師像などを自分で考えて、同じく教職を目指してい
るグループで発表、討論することにより、明確な目標意識を持ってもらうことを
目的としています。いままでの学生生活を自己評価するとともに、教員を目指す
ためにこれからどのような大学生活のプランを考えたらよいのかを考えましょ
う。プ 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：理数系教員養成プロジェクト(基礎理学科：理数系教

員コース）とは。自分の歴史であるポートフォリオを作成する。また、SNS を活
用して参加者のネットワークを作成する。 
2 回 苦手分野の把握を目的とした試験を実施する。また「なぜ教師を目指すの
か？」をテーマにグループディスカッション・発表を実施する。 
3 回 前回実施した試験の解説を行った後、教員採用の現状説明を行い、理数系教
員になるためには今どんな勉強をすべきなのかを検討する。 
4 回 中学校の教科書を調べることにより、実際に教える際どのような困難があ
るか、またどのような工夫が必要か、今どのようなことを身につけておかなけれ
ばならないか、などに関するグループディスカッションと代表による発表を実施
する。 
5 回 現役 OB 教員もしくは退職した教員の講演会を実施する。 
6 回 前回の講演内容をもとにして、学校の抱える問題点についてのグループデ
ィスカッションを実施し、発表させる。 
7 回 教職に就くためには今何をしたらよいのか、をテーマに、教職をめざしてい
る４年生の講演会を開催し、それをもとに感想およびこれからの大学での生活計
画をレポートにまとめさせる。 
8 回 「将来どんな教師になりたいのか」をテーマとしたレポート作成・発表を実
施する。ポートフォリオの回収も実施する。 

準備学習 1 回 このシラバスを読んで、授業内容を把握しておくこと。 
2 回 教員を目指している理由をまとめておくこと。 
3 回 自分が受験したい県の採用状況や過去の教員採用試験問題の傾向を調べて
おくこと。 
4 回 教師に必要な資質とは何か、理想の教師像についてレポートにまとめてお
くこと。 
5 回 現在学校が抱える問題点について調べておくこと。 
6 回 前回の講演をもとに、学校が抱える問題点について自分の考えをまとめて



おくこと。 
7 回 これからの大学での生活計画を考えておくこと。 
8 回 教師に必要な資質とは何か、理想の教師像についてまとめておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSM5111 
成績評価 定期試験により評価する。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス MB(理)(〜12) 
見出し FSM5111 線型代数学Ⅰ 
担当教員名 森 義之 
単位数 2 
教科書 リメディアル線形代数／桑村雅隆／裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード 行列、ベクトル 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 ノートをとるのが大変だったようです。 

板書はまとめての量ですので、あまり減らせませんが考えて見ます。 
科目名 線型代数学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適時指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 線型代数学演習 I と同時に履修することが望ましい。 
シラバスコード FSM5111 
実務経験のある教員  
達成目標 基本的なベクトルの計算、行列の計算が出来るようになること。 
受講者へのコメント 特になし 
連絡先 20 号館 6 階森研究 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし 
英文科目名 Linear Algebra I 
関連科目 線型代数学演習 I 
次回に向けての改善変更予定 板書の量の改善 
講義目的 ベクトル、行列の基本的な演算と行列を用いた 1 次変換を学習する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 １回  高校までで習った記号を復習しておくこと。 

２回  前回の講義内容を復習しておくこと。 
３回  前回の講義内容を復習しておくこと。 
４回  前回の講義内容を復習しておくこと。 
５回  前回の講義内容を復習しておくこと。 
６回  前回の講義内容を復習しておくこと。 
７回  前回の講義内容を復習しておくこと。 



８回  前回の講義内容を復習しておくこと。 
９回  前回の講義内容を復習しておくこと。 
１０回  前回の講義内容を復習しておくこと。 
１１回  前回の講義内容を復習しておくこと。 
１２回  前回の講義内容を復習しておくこと。 
１３回  前回の講義内容を復習しておくこと。 
１４回  前回の講義内容を復習しておくこと。 
１５回  前回までの講義内容を復習し、問題がすらすら解けるようにしておくこ
と。 

 



年度 2012 
授業コード FSM5112 
成績評価 課題提出(50%)、小テスト(50%)により評価する。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス MB(理)(〜12) 
見出し FSM5112 線型代数学Ⅱ 
担当教員名 山⽥ 紀美子 
単位数 2 
教科書 レメディアル線形代数/桑村雅隆/裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード 連立 1 次方程式、行列のランク、行列式 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「板書に対して説明の時間が短い」今後の参考にします。「出席を取ってほしい」

1.2 限目のコマなので、確かに出席対策が必要かも知れません。 
科目名 線型代数学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSM5112 
実務経験のある教員  
達成目標 連立 1 次方程式が解けるようになること。 

行列式が計算できるようになること。 
受講者へのコメント 数学は、授業時間の学習だけでは身につかない。授業中で「自習・確かめよ」と

指示したところを考える、演習の問題に取り組むなど、十分に復習すること。 
連絡先 20 号館 8 階山⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし 
英文科目名 Linear Algebra II 
関連科目 線型代数学 I,線型代数学演習 I,線型代数学演習 II 
次回に向けての改善変更予定 前年度よりは減ったものの「1 回の授業で扱う量が多い」という意見があるので、

授業内容をよりシンプルにするよう努める。時間配分をより考えるようにする。 
講義目的 行列を用いた連立 1 次方程式の解法と行列式の基本性質を学習する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 １回  線形代数 I の内容を復習しておくこと。 

２回  前回の講義内容を復習しておくこと。 
３回  前回の講義内容を復習しておくこと。 
４回  前回の講義内容を復習しておくこと。 



５回  前回の講義内容を復習しておくこと。 
６回  前回の講義内容を復習しておくこと。 
７回  前回の講義内容を復習しておくこと。 
８回  前回の講義内容を復習しておくこと。 
９回  前回の講義内容を復習しておくこと。 
１０回  前回の講義内容を復習しておくこと。 
１１回  前回の講義内容を復習しておくこと。 
１２回  前回の講義内容を復習しておくこと。 
１３回  前回の講義内容を復習しておくこと。 
１４回  前回の講義内容を復習しておくこと。 
１５回  前回までの講義内容を復習し、問題がすらすら解けるようにしておくこ
と。 

 



年度 2012 
授業コード FSM5121 
成績評価 演習課題（３０％）、計算機実習課題（４０％）、期末テスト（３０％）で評価す

る。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス MA(理)(〜10) 
見出し FSM5121 シミュレーションの数理 
担当教員名 大江 貴司 
単位数 2 
教科書 洲之内治男・石渡恵美子：「数値計算法［新訂版」・サイエンス社 
アクティブラーニング  
キーワード 数値計算、関数近似、数値積分、常微分方程式、乱数、モンテカルロ法 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 シミュレーションの数理 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 山本哲朗：「数値解析入門」・サイエンス社 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSM5121 
実務経験のある教員  
達成目標 ・関数の近似法について理解する。 

・関数の数値積分法について理解する。 
・常微分方程式程式の数値解法について理解する。 
・乱数とその応用について理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２４号館４階・大江研究室（内線３４４３）email: ohe@xmath.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Simulation Mathematics 
関連科目 現象の数理１を同時受講することが望ましい。計算機とアルゴリズム１、２、お

よび偶然の数理１，２も関連する。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 現在、自然現象や経済現象・社会現象を追跡・研究するため、その数学的モデル

化と計算機によるシミュレーションが頻繁に行われる。本講義では、計算機シミ
ュレーションの際に必要となる数値計算法について、決定論的な方法として補
間、数値積分および常微分方程式の数値解法を、確率論的な方法として擬似乱数
生成法とその応用について学習する。また、コンピュータを利用した実習を行い、
手法や性質についての理解を深める。 



対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 計算機シミュレーションの概略について説明する。 

2 回 関数補間法その１・・ラグランジュ補間について説明する。 
3 回 関数補間法その２・・スプライン補間について説明する。 
4 回 数値積分法・・台形公式とシンプソンの公式について説明する。 
5 回 計算機実習その１・・関数補間と数値積分について演習・実習する。 
6 回 常微分方程式の数値解法その１・・なぜ数値解法が必要について説明する。 
7 回 常微分方程式の数値解法その２・・オイラー法について説明する。 
8 回 常微分方程式の数値解法その３・・ルンゲ・クッタ法について説明する。 
9 回 常微分方程式の数値解法その４・・高階常微分方程式の数値解法について説
明する。 
10 回 計算機実習その１・・１階常微分方程式の数値解法について演習・実習す
る。 
11 回 計算機実習その２・・２階常微分方程式の数値解法について演習・実習す
る。 
12 回 乱数その１・・一様乱数について説明する。 
13 回 乱数その２・・正規乱数の生成法について説明する。 
14 回 モンテカルロ法とその応用・・・数値積分への応用について説明する。 
15 回 計算機実習その３・・・モンテカルロ法ついて演習・実習する。 

準備学習 1 回 コンピュータでどんな計算ができるかを調べてくること。 
2 回 グラフ上の点を多項式でつなぐ方法について調べてくること。 
3 回 ラグランジュ補間を区分的に適用したらどうなるかについて考えてくるこ
と。 
4 回 積分、特に求積法について復習してくること。 
5 回 第２回〜第４回の講義内容を復習してくること。 
6 回 常微分方程式とその解法について復習してくること。 
7 回 テイラー展開について復習してくること。 
8 回 オイラー法とテイラー展開の関係ついて、第７回の講義を基に考えてくる
こと。 
9 回 高階の常微分方程式にオイラー法を適用する方法について、自分なりに考
えてくること。 
10 回 第７回〜第９回の講義内容を復習すること。 
11 回 第１０回の実習内容について復習してくること。 
12 回 乱数が使われる場面について調べてくること。 
13 回 一様なものから、一様でないものを作る方法を調べてくること。 
14 回 第１２回、第１３回の講義を基に、乱数をどのように応用できるかを自分
なりに考えてくること。 
15 回 第１２回〜第１４回の講義内容を復習すること。 

 



年度 2012 
授業コード FSM51A2 
成績評価 課題提出（30％）、定期試験（70％）によって判定する。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス MA(理)(〜12),MB(理)(〜12) 
見出し FSM51A2 物理学基礎論Ⅰ 
担当教員名 豊⽥ 新 
単位数 2 
教科書 原康夫著 物理学入門 増補版 学術図書出版社 
アクティブラーニング  
キーワード 運動、質点の⼒学、⼒学、連続体、波動 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学基礎論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 国立天文台理科年表（丸善）: サーウェイ著 松村訳 科学者と技術者のための物

理学Ⅰa, Ⅰb(学術図書) 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSM51A2 
実務経験のある教員  
達成目標 物理学の基礎的な概念である、運動の記述方法、⼒学的エネルギーを理解する。

質点の⼒学、連続体⼒学及び波動の基礎的事項を理解し、基礎的な問題が解ける
ようになる。これらの事項を基礎とした科学技術、現在の社会的問題の本質につ
いて理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先 豊⽥（新）研究室 26 号館 3 階 Phone 256-9608 E-mail: toyoda@dap.ous.ac.jp 

オフィスアワー 木曜日 15：00-18：00（教授会開催日を除く） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Physics I 
関連科目 高等学校で物理を履修していない者は、前期に開講される入門物理を履修してお

くこと。高等学校で物理を履修していること、あるいは入門物理を履修している
ことを講義の前提とする。物理学基礎実験を履修する者はこの講義と同時あるい
は履修後に受講することを強く勧める。この講義に続けて物理学基礎論Ⅱを受講
することが望ましい。 

次回に向けての改善変更予定  
講義目的 この世界の自然現象は物理学を基礎として成り立っている。その物理学の基礎的

なことがらのうち、その運動、⼒、エネルギーについて学び、理解を深める。ま



た、現在の科学技術、地球環境科学への応用についても一部解説する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 物理量と単位、等速直線運動、等加速度運動について学習する。 

2 回 ⼒とそのつりあい、運動の法則について学習する。 
3 回 運動方程式の解法について学習する。 
4 回 運動方程式の解法について学習する。 
5 回 ⼒のモーメントについて学習する。 
6 回 運動量と⼒積、運動量保存則について学習する。 
7 回 仕事とエネルギーの定義について学習する。 
8 回 ⼒学的エネルギー保存則について学習する。 
9 回 仕事＝エネルギー定理について学習する。 
10 回 等速円運動について学習する。 
11 回 万有引⼒と天体の運動について学習する。 
12 回 単振動について学習する。 
13 回 流体と圧⼒について学習する。 
14 回 波動の基本について学習する。 
15 回 音波、光について学習する。 

準備学習 毎回の講義においてその回の講義の復習となる課題（演習問題）を出します。次
回の講義までに解き、提出してください。 

 



年度 2012 
授業コード FSM5311 
成績評価 定期試験により評価する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス MB(理)(〜12) 
見出し FSM5311 線型代数学演習Ⅰ 
担当教員名 森 義之 
単位数 2 
教科書 リメディアル線形代数／桑村雅隆／裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード 行列、ベクトル 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 演習問題の解答ですが、答えを知った後も何故そうなるのか考えて欲しいので略

解にしています。 
もう一度考えて、それでも解らなければ質問をしてください。 

科目名 線型代数学演習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適時指示する。 
授業形態 演習 
注意備考 線型代数学 I と同時に履修することが望ましい。 
シラバスコード FSM5311 
実務経験のある教員  
達成目標 基本的なベクトルの計算、行列の計算が出来るようになること。 
受講者へのコメント 特になし 
連絡先 20 号館 6 階森研究 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし 
英文科目名 Exercise on Linear Algebra I 
関連科目 線型代数学 I 
次回に向けての改善変更予定 特になし 
講義目的 ベクトル、行列の基本的な演算と行列を用いた 1 次変換を学習する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 １回  高校までで習った記号を復習しておくこと。 

２回  前回の講義、演習の内容を復習しておくこと。 
３回  前回の講義、演習の内容を復習しておくこと。 
４回  前回の講義、演習の内容を復習しておくこと。 
５回  前回の講義、演習の内容を復習しておくこと。 
６回  前回の講義、演習の内容を復習しておくこと。 



７回  前回の講義、演習の内容を復習しておくこと。 
８回  前回の講義、演習の内容を復習しておくこと。 
９回  前回の講義、演習の内容を復習しておくこと。 
１０回  前回の講義、演習の内容を復習しておくこと。 
１１回  前回の講義、演習の内容を復習しておくこと。 
１２回  前回の講義、演習の内容を復習しておくこと。 
１３回  前回の講義、演習の内容を復習しておくこと。 
１４回  前回の講義、演習の内容を復習しておくこと。 
１５回  前回までの講義、演習の内容を復習し、問題がすらすら解けるようにし
ておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSM5312 
成績評価 定期試験により評価する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス MB(理)(〜12) 
見出し FSM5312 線型代数学演習Ⅱ 
担当教員名 森 義之 
単位数 2 
教科書 リメディアル線形代数／桑村雅隆／裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード 連立 1 次方程式、行列式 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特に無し 
科目名 線型代数学演習Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適時指示する。 
授業形態 演習 
注意備考 線型代数学 II と同時に履修することが望ましい。 
シラバスコード FSM5312 
実務経験のある教員  
達成目標 連立 1 次方程式が解けるようになること。行列式が計算できるようになること。 
受講者へのコメント 演習時間内でしか問題を解いていないように思われます。自宅でもしっかり問題

を解いてください。 
連絡先 20 号館 6 階森研究 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特に無し 
英文科目名 Exercise on Linear Algebra II 
関連科目 線型代数学 I,線型代数学演習 I,線型代数学演習 II 
次回に向けての改善変更予定 復習のための問題をもう少し増やすことを検討します。 
講義目的 行列を用いた連立 1 次方程式の解法と行列式の基本性質を学習する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 １回  線型代数学 I で習ったことを復習しておくこと。 

２回  前回の講義、演習の内容を復習しておくこと。 
３回  前回の講義、演習の内容を復習しておくこと。 
４回  前回の講義、演習の内容を復習しておくこと。 
５回  前回の講義、演習の内容を復習しておくこと。 
６回  前回の講義、演習の内容を復習しておくこと。 
７回  前回の講義、演習の内容を復習しておくこと。 



８回  前回の講義、演習の内容を復習しておくこと。 
９回  前回の講義、演習の内容を復習しておくこと。 
１０回  前回の講義、演習の内容を復習しておくこと。 
１１回  前回の講義、演習の内容を復習しておくこと。 
１２回  前回の講義、演習の内容を復習しておくこと。 
１３回  前回の講義、演習の内容を復習しておくこと。 
１４回  前回の講義、演習の内容を復習しておくこと。 
１５回  前回までの講義、演習の内容を復習し、問題がすらすら解けるようにし
ておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSM5321 
成績評価 課題提出(50%)、小テスト(50%)により評価する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス MB(理)(〜12) 
見出し FSM5321 線型代数学演習Ⅰ 
担当教員名 山⽥ 紀美子 
単位数 2 
教科書 レメディアル線形代数/桑村雅隆/裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード 行列、ベクトル 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 暑さの感じ方には個⼈差があるので、希望があれば直接その場で申し出て下さ

い。 
科目名 線型代数学演習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 演習 
注意備考 線型代数学 I と同時に履修することが望ましい。 
シラバスコード FSM5321 
実務経験のある教員  
達成目標 基本的なベクトルの計算、行列の計算が出来るようになること。 
受講者へのコメント しっかり復習をし、講義内容の中で重要なポイントは何か、自分なりに考えてま

とめて下さい。 
連絡先 20 号館 8 階山⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 「次回に向けての…」の項を参照。 
英文科目名 Exercise on Linear Algebra I 
関連科目 線型代数学 I 
次回に向けての改善変更予定 「理解しやすいように説明に工夫を」とのことで、演習時間の最初に、 

学生がつまづきやすいポイントや重要な箇所についてコメントする時間を設け
ようと 
思います。 

講義目的 ベクトル、行列の基本的な演算と行列を用いた 1 次変換に関する問題の解法を学
習する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 １回  高校までで習った記号を復習しておくこと。 

２回  前回の講義内容を復習しておくこと。 



３回  前回の講義内容を復習しておくこと。 
４回  前回の講義内容を復習しておくこと。 
５回  前回の講義内容を復習しておくこと。 
６回  前回の講義内容を復習しておくこと。 
７回  前回の講義内容を復習しておくこと。 
８回  前回の講義内容を復習しておくこと。 
９回  前回の講義内容を復習しておくこと。 
１０回  前回の講義内容を復習しておくこと。 
１１回  前回の講義内容を復習しておくこと。 
１２回  前回の講義内容を復習しておくこと。 
１３回  前回の講義内容を復習しておくこと。 
１４回  前回の講義内容を復習しておくこと。 
１５回  前回までの講義内容を復習し、問題がすらすら解けるようにしておくこ
と。 

 



年度 2012 
授業コード FSM5322 
成績評価 講義に提出した課題に対するレポートの採点結果を５９％、定期試験の結果を４

１％として判定する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス MA(理)(〜11) 
見出し FSM5322 偶然の数理Ⅱ 
担当教員名 竹中 茂夫 
単位数 2 
教科書 確率統計（新訂）：大日本図書 
アクティブラーニング  
キーワード 確率、二項分布、ポアソン分布、正規分布 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 偶然の数理Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 確率と統計：クライツィグ 培風館 
授業形態 講義 
注意備考 毎回講義の後半３０〜４０分を、演習の時間に充当して、学んだ内容のより深い

理解を目指す。 解答（レポート）は回収・採点して、成績評価に使う。 ただ
し上の成績評価の欄で分かるように、皆出席＝合格とはしない。偶然の数理 I を
受講していることまたは、その内容を理解していることが必要である。 

シラバスコード FSM5322 
実務経験のある教員  
達成目標 確率論を数学の一環として学ぶための、事象・確率といった概念を把握・理解す

ること。コイン投げの抽象化としての二項分布、ポアソン分布、正規分布の概念、
中心極限定理を理解すること。正規分布表の引き方に習熟し、簡単な確率計算が
出来るように。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２０号館８階 竹中研究室 takenaka@xmath.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Basic Statistics II 
関連科目 偶然の数理 I,データの数理 I,II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 偶然現象を取り扱う数学である確率論の基礎の習得。 偶然の数理 I からつなが

り、さらに３年次の科目である、データの数理 I,II で必要となる数学を習得する
こと。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 導入：この講義は何を目指すのか、 確率論とはどんな学問なのか、につい
て、偶然の数理 I を履修したとの前提で、偶然の数理 II だけでなく、データの数
理 I,II にもふれながら、概要を講義する。 
2 回 確率変数と確率分布について、例を交えながら講義する。 
3 回 確率変数の平均・分散・共分散等の定義、それらの関係について講義する。 
4 回 二項分布の導入、その一般化であるベルヌーィ試行＝歪んだコインについ
て数学的定式化を行う。 
5 回 パスカルの三角数と二項係数の関連、二項係数の満たす漸化式等について
講義する。 
6 回 二項分布・二項係数・パスカルの三角数・二重帰納法さらには、再帰的アル
ゴリズムとの関連について講義する。 
7 回 二項係数とその計算について、係数が大きい場合には計算が実質的にい不
可能であることを理解させる。 
8 回 少数の法則 I：二項分布の極限の一つとしてポァソン分布を定義する。 
9 回 ポアソン分布 II：ポァソン分布の性質、どんな場合に現れるかについて講義
する。 
10 回 中心極限定理：二項分布のもう一つの極限としての正規分布定義し、その
性質について講義する。 
11 回 正規分布表の引き方 I：教科書末の標準正規分布表の利用方法について説
明して、実際に索けるようにする。 
12 回 標準でない正規分布について、その確率を標準正規分表から索けるように
する。 
13 回 二項分布の近似としての正規分布の使い方について講義する。 
14 回 総復習、特に正規分布を主体にして、偶然の数理 I から学んだ事の復習を
行う。 
15 回 総復習のための演習および、その解説を行う。 

準備学習 1 回 前期の偶然の数理 I で学んだ事を復習しておくこと。 
2 回 コイン投げで表の出た数および、その確率とはどう考えればよいのか復習
すること。 
3 回 平均と分散について復習しておくこと。 
4 回 コイン投げで表の出た数及びその平均とはどんなものか、前回の講義を踏
まえて考えておくこと。 
5 回 （ｘ＋ｙ）のｎ乗について、どんなことが考えられるかを調べておくこと。 
少なくとも、ｎが５以下を書き下してみよ。 
6 回 数学的帰納法を思い出しておくこと。 
7 回 これまでの復習をしておくこと。 
8 回 極限について復習しておくこと。 
9 回 前回までの講義ノートをもう一度読み直しておくこと。 
10 回 少数の法則でカバーできない場合はどんな場合かを考えておくこと。 
11 回 正規分布の形について、n=5 程度の２項分布の形から類推しておくこと。 
12 回 正規分布表の引き方の復習をしておくこと。 
13 回 二項分布と正規分布の関係について、復習しておくこと。 



14 回 これまで学んだことについて、もう一度振り返っておくこと。 
15 回 講義ではっきりと分からなかった部分、もう一度説明してほしい個所等を
チェックして、質問すること。 

 



年度 2012 
授業コード FSM5331 
成績評価 講義に提出した課題に対するレポートの採点結果を５９％、定期試験の結果を４

１％として判定する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス MB(理)(〜11) 
見出し FSM5331 偶然の数理Ⅰ 
担当教員名 竹中 茂夫 
単位数 2 
教科書 確率統計（新訂）：大日本図書 
アクティブラーニング  
キーワード 確率、コイン投げ、二項分布 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 空調：暑いが３：同感ですが、私に言われてもしかたのないことです。 

教科書ですが、講義でも言いましたように、教科書の通り講義すると、数学科の
講義としての一貫性、正確性が無くなりますので、その点を補えるようにしてい
ます。 完全に意に沿うようなテキストは今の所見つかっていません。 

科目名 偶然の数理Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 確率と統計：クライツィグ 培風館 
授業形態 講義 
注意備考 毎回講義の後半３０〜４０分を、演習の時間に充当して、学んだ内容のより深い

理解を目指す。 回答（レポート）は回収・採点して、成績評価に使う。 ただ
し上の成績評価の欄で分かるように、皆出席＝合格とはしない。必ずしも、高校
で順列・組合せ・確率について学んでいる必要は無い。（これらを既知のものとは
せずに講義を行うが、高校とくらべて進みかたが早いので自習しておくことがの
望ましい。） 

シラバスコード FSM5331 
実務経験のある教員  
達成目標 確率論を数学の一環として学ぶための、事象・確率といった概念を把握・理解す

ること。コイン投げの抽象化としての二項分布を、パスカルの三角数、二項係数
と絡めて理解すること。 

受講者へのコメント 毎回出す課題には良く取り組んでくれているとは思いますが、何⼈かで勉強した
結果をそのまま提出するのではなく、もう一度自分の中でそれでいいのかどうか
の判断もいれて提出してください。 また、講義中に話しましたが、テキストの
解答はあくまで略解であり、そのまま提出して良しとしていては、進歩がありま
せんよ。 

連絡先 ２０号館８階 竹中研究室 takenaka@xmath.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 目標が達成できなかったが１⼈、授業に不満足も２⼈いたのは残念ですが、概ね



満足してもらったのだとおもっています。 
教科書を平易にという他の組で１⼈ですが、個⼈的に易しすぎるという意見もあ
り、ちょうどいいのではないかと思っています。 

英文科目名 Basic Statistics I 
関連科目 偶然の数理 II,データの数理 I,II 
次回に向けての改善変更予定 板書の添え字をもう少し大きく書くようにしますが、⿊板を写すのが学習ではな

く、⿊板の内容が再生できるようになるのが学習であることも理解してください
ね。 

講義目的 偶然現象を取り扱う数学である確率論の基礎の習得。 偶然の数理 II につながり、
さらに３年次の科目である、データの数理 I,II で必要となる数学を習得すること。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 導入：この講義は何を目指すのか、確率論とはどんな学問なのかについて、

来年度受講予定のデータの数理 I,II の内容も含めて包括的に紹介する。 
2 回 コイン投げとかサイコロ振りを例にして確率の定義・性質について、導入す
る。 
3 回 ⺟集団、事象、確率について、集合論、論理学、測度論（積分論）と関連付
けながら、数学の一分野としての確率論の基礎概念について講義する。 
4 回 期待値におよび、条件付き確率について、高等学校で学んだ事項を補足し、
より厳密な定義および、それの持つ性質について講義する。 
5 回 順列・組合せの数え方：場合の数の数え方として、順列および組み合わせに
ついて、証明を与え使えるようにする。 
6 回 事象の独立性を字義にとらわれず、（排反事象とはまったく異なる概念であ
る）定義として受け入れさせ、関連した定理について講義する。 
7 回 確率論全般について復習する。 
8 回 データの整理 I：ヒストグラムの作成の実習を行う。 
9 回 データの整理 II：実際のデータから度数分布表を作り、それに対応するヒス
トグラムの作成、平均の計算等について、計算機室で実習を行う。 
10 回 いろいろな代表値：平均・中央値・最頻値の定義、その違い、使い方につ
いて講義する。 
11 回 ばらつきの指標：分散・範囲・四分数範囲の定義、その違い、使い方につ
いて講義する。 
12 回 ⺟集団とサンプリングの考え方について講義する。 
13 回 ２次元以上のデータの取り扱い：分散・相関係数および回帰直線の理論を
講義する。 
14 回 前回の講義内容である、分散・相関係数および回帰直線を実際のデータに
ついて求められるようにする。（計算機室にて実習） 
15 回 総復習のための演習および、その解説をする。 

準備学習 1 回 高校で学んだ、順列・組合せ・確率等の関連事項について復習しておくこ
と。 
2 回 コイン投げとかサイコロ振りについて、高校で学んだ事項を思い出してお
くこと。 
3 回 集合とその性質について、知っている事を整理しておくこと。 



4 回 くじとその価値について考えてくること。 
5 回 場合の数の数え方について復習しておくこと。 
6 回 順列・組合せについて復習し、事象が独立であるというのはどんな場合であ
ったかを復習しておくこと。 
7 回 これまでに学んだことを復習しておくこと。 
8 回 クラスの身⻑とか体重をどんな風に表せばよいのかを考えておくこと。 
9 回 よいヒストグラムとはどんなものかを復習、さらにエクセルの使い方につ
いて自習しておくこと。 
10 回 データを代表させる数は何であるかを考えておくこと。 
11 回 データがばらついているとはどういう事なのか、またそれを表す指標はど
う考えればよいか？ 
12 回 輿論調査はどうおこなわれているかを調べておくこと。 
13 回 身⻑と体重の関係をどう見れば良いかを考えておくこと。 
14 回 分散・相関係数および回帰直線を実際のデータについて求められるように
する。（計算機室にて実習） 
15 回 この半年の講義について復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSM5341 
成績評価 演習課題（３０％）、計算機実習課題（４０％）、期末テスト（３０％）で評価す

る。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス MB(理)(〜10) 
見出し FSM5341 シミュレーションの数理 
担当教員名 大江 貴司 
単位数 2 
教科書 洲之内治男・石渡恵美子：「数値計算法［新訂版」・サイエンス社 
アクティブラーニング  
キーワード 数値計算、関数近似、数値積分、常微分方程式、乱数、モンテカルロ法 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 シミュレーションの数理 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 山本哲朗：「数値解析入門」・サイエンス社 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSM5341 
実務経験のある教員  
達成目標 ・関数の近似法について理解する。 

・関数の数値積分法について理解する。 
・常微分方程式程式の数値解法について理解する。 
・乱数とその応用について理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２４号館４階・大江研究室（内線３４４３）email: ohe@xmath.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Simulation Mathematics 
関連科目 現象の数理１を同時受講することが望ましい。計算機とアルゴリズム１、２、お

よび偶然の数理１，２も関連する。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 現在、自然現象や経済現象・社会現象を追跡・研究するため、その数学的モデル

化と計算機によるシミュレーションが頻繁に行われる。本講義では、計算機シミ
ュレーションの際に必要となる数値計算法について、決定論的な方法として補
間、数値積分および常微分方程式の数値解法を、確率論的な方法として擬似乱数
生成法とその応用について学習する。また、コンピュータを利用した実習を行い、
手法や性質についての理解を深める。 



対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 計算機シミュレーションの概略について説明する。 

2 回 関数補間法その１・・ラグランジュ補間について説明する。 
3 回 関数補間法その２・・スプライン補間について説明する。 
4 回 数値積分法・・台形公式とシンプソンの公式について説明する。 
5 回 計算機実習その１・・関数補間と数値積分について演習・実習する。 
6 回 常微分方程式の数値解法その１・・なぜ数値解法が必要について説明する。 
7 回 常微分方程式の数値解法その２・・オイラー法について説明する。 
8 回 常微分方程式の数値解法その３・・ルンゲ・クッタ法について説明する。 
9 回 常微分方程式の数値解法その４・・高階常微分方程式の数値解法について説
明する。 
10 回 計算機実習その１・・１階常微分方程式の数値解法について演習・実習す
る。 
11 回 計算機実習その２・・２階常微分方程式の数値解法について演習・実習す
る。 
12 回 乱数その１・・一様乱数について説明する。 
13 回 乱数その２・・正規乱数の生成法について説明する。 
14 回 モンテカルロ法とその応用・・・数値積分への応用について説明する。 
15 回 計算機実習その３・・・モンテカルロ法ついて演習・実習する。 

準備学習 1 回 コンピュータでどんな計算ができるかを調べてくること。 
2 回 グラフ上の点を多項式でつなぐ方法について調べてくること。 
3 回 ラグランジュ補間を区分的に適用したらどうなるかについて考えてくるこ
と。 
4 回 積分、特に求積法について復習してくること。 
5 回 第２回〜第４回の講義内容を復習してくること。 
6 回 常微分方程式とその解法について復習してくること。 
7 回 テイラー展開について復習してくること。 
8 回 オイラー法とテイラー展開の関係ついて、第７回の講義を基に考えてくる
こと。 
9 回 高階の常微分方程式にオイラー法を適用する方法について、自分なりに考
えてくること。 
10 回 第７回〜第９回の講義内容を復習すること。 
11 回 第１０回の実習内容について復習してくること。 
12 回 乱数が使われる場面について調べてくること。 
13 回 一様なものから、一様でないものを作る方法を調べてくること。 
14 回 第１２回、第１３回の講義を基に、乱数をどのように応用できるかを自分
なりに考えてくること。 
15 回 第１２回〜第１４回の講義内容を復習すること。 

 



年度 2012 
授業コード FSM5511 
成績評価 定期試験により評価する。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス MA(理)(〜12) 
見出し FSM5511 線型代数学Ⅰ 
担当教員名 森 義之 
単位数 2 
教科書 リメディアル線形代数／桑村雅隆／裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード 行列、ベクトル 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 部屋が暑いのは私もどうにかして欲しいです。 

今年度から扇風機が付きましたが、プリント等を配布すると飛び散るので扇風機
が使えませんでした。 
本当に暑かったですね。 

科目名 線型代数学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適時指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 線型代数学演習 I と同時に履修することが望ましい。 
シラバスコード FSM5511 
実務経験のある教員  
達成目標 基本的なベクトルの計算、行列の計算が出来るようになること。 
受講者へのコメント 特になし 
連絡先 20 号館 6 階森研究 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし 
英文科目名 Linear Algebra I 
関連科目 線型代数学演習 I 
次回に向けての改善変更予定 特になし 
講義目的 ベクトル、行列の基本的な演算と行列を用いた 1 次変換を学習する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 １回  高校までで習った記号を復習しておくこと。 

２回  前回の講義内容を復習しておくこと。 
３回  前回の講義内容を復習しておくこと。 
４回  前回の講義内容を復習しておくこと。 
５回  前回の講義内容を復習しておくこと。 



６回  前回の講義内容を復習しておくこと。 
７回  前回の講義内容を復習しておくこと。 
８回  前回の講義内容を復習しておくこと。 
９回  前回の講義内容を復習しておくこと。 
１０回  前回の講義内容を復習しておくこと。 
１１回  前回の講義内容を復習しておくこと。 
１２回  前回の講義内容を復習しておくこと。 
１３回  前回の講義内容を復習しておくこと。 
１４回  前回の講義内容を復習しておくこと。 
１５回  前回までの講義内容を復習し、問題がすらすら解けるようにしておくこ
と。 

 



年度 2012 
授業コード FSM5512 
成績評価 課題提出(50%)、小テスト(50%)により評価する。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス MA(理)(〜12) 
見出し FSM5512 線型代数学Ⅱ 
担当教員名 山⽥ 紀美子 
単位数 2 
教科書 レメディアル線形代数/桑村雅隆/裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード 連立 1 次方程式、行列のランク、行列式 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「教科書を活用し、板書量を減らしてほしい」特に証明が⻑い・複雑なところで

は、教科書・プリントの活用を検討する。「板書が終わったあとに、もっと説明し
てほしい」は、改善予定欄で回答した。 

科目名 線型代数学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 線形代数学演習 II も受講することが望ましい。 
シラバスコード FSM5512 
実務経験のある教員  
達成目標 連立 1 次方程式が解けるようになること。 

行列式が計算できるようになること。 
受講者へのコメント 数学は、授業時間の学習だけでは身につかない。授業中で「自習・確かめよ」と

指示したところを考える、演習の問題に取り組むなど、十分に復習すること。 
連絡先 20 号館 8 階山⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし 
英文科目名 Linear Algebra II 
関連科目 線型代数学 I,線型代数学演習 I,線型代数学演習 II 
次回に向けての改善変更予定 「理解しやすいように、説明にもう少し工夫を加え」ることを、今後も引き続き

検討する。自由記述を見ると、板書だけでなくもっと口頭説明を、と思っている
方がいる様子。口頭で説明しているだけだと、聞き手にインプットされているの
かどうか不安があり難しい面もあるが、今後の参考にします。 

講義目的 行列を用いた連立 1 次方程式の解法と行列式の基本性質を学習する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 １回  線形代数 I の内容を復習しておくこと。 



２回  前回の講義内容を復習しておくこと。 
３回  前回の講義内容を復習しておくこと。 
４回  前回の講義内容を復習しておくこと。 
５回  前回の講義内容を復習しておくこと。 
６回  前回の講義内容を復習しておくこと。 
７回  前回の講義内容を復習しておくこと。 
８回  前回の講義内容を復習しておくこと。 
９回  前回の講義内容を復習しておくこと。 
１０回  前回の講義内容を復習しておくこと。 
１１回  前回の講義内容を復習しておくこと。 
１２回  前回の講義内容を復習しておくこと。 
１３回  前回の講義内容を復習しておくこと。 
１４回  前回の講義内容を復習しておくこと。 
１５回  前回までの講義内容を復習し、問題がすらすら解けるようにしておくこ
と。 

 



年度 2012 
授業コード FSM5521 
成績評価 講義に提出した課題に対するレポートの採点結果を５９％、定期試験の結果を４

１％として判定する。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス MA(理)(〜11) 
見出し FSM5521 偶然の数理Ⅰ 
担当教員名 竹中 茂夫 
単位数 2 
教科書 確率統計（新訂）：大日本図書 
アクティブラーニング  
キーワード 確率、コイン投げ、二項分布 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 空調：暑いが同様３：同感ですが、私に言われてもしかたのないことです。 

授業料高いのが、設備がだめ：これは言い過ぎでしょう。２５号館は良い建物だ
と思いますが、省エネではないのですよ。 
それを無理して省エネにしようとするから..... 
教科書ですが、講義でも言いましたように、教科書の通り講義すると、数学科の
講義としての一貫性、正確性が無くなりますので、その点を補えるようにしてい
ます。 完全に意に沿うようなテキストは今の所見つかっていません 

科目名 偶然の数理Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 確率と統計：クライツィグ 培風館 
授業形態 講義 
注意備考 毎回講義の後半３０〜４０分を、演習の時間に充当して、学んだ内容のより深い

理解を目指す。 回答（レポート）は回収・採点して、成績評価に使う。 ただ
し上の成績評価の欄で分かるように、皆出席＝合格とはしない。必ずしも、高校
で順列・組合せ・確率について学んでいる必要は無い。（これらを既知のものとは
せずに講義を行うが、高校とくらべて進みかたが早いので自習しておくことがの
望ましい。） 

シラバスコード FSM5521 
実務経験のある教員  
達成目標 確率論を数学の一環として学ぶための、事象・確率といった概念を把握・理解す

ること。コイン投げの抽象化としての二項分布を、パスカルの三角数、二項係数
と絡めて理解すること。 

受講者へのコメント 毎回出す課題には良く取り組んでくれているとは思いますが、何⼈かで勉強した
結果をそのまま提出するのではなく、もう一度自分の中でそれでいいのかどうか
の判断もいれて提出してください。 テキストの解答はあくまで略解であり、そ
のまま提出して良しとしていては、進歩がありませんよ。 また、いろんな理由
で休んだ場合、届を出せば出席（レポート点がある）と思っている⼈がいますが、
届は必要なく、休んだ日の事項を自習したことを示すレポートを出しなさいとい



う事です、この点何度も言ってますが、誤解している⼈がいますね。 
連絡先 ２０号館８階 竹中研究室 takenaka@xmath.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 目標が達成できなかったが０⼈、授業に不満足も０⼈なのは講義していてうれし
く感じます。 
教科書を平易にという意見が１⼈ですが、個⼈的にも別の組のアンケートにも易
しすぎるという意見もあり、ちょうどいいのではないかと思っている。 私語等
の妨げとなる行為には、しっかりと注意してほしいという意見が１⼈ありまし
た。 とにかく最近の若い⼈は、授業中に飲み物を飲むのはざらですし、講義が
始まるまで私が教室に入っても、パンをかじっている⼈もいるし、注意する気に
もなかなかならないというのが本音です。 

英文科目名 Basic Statistics I 
関連科目 偶然の数理 II,データの数理 I,II 
次回に向けての改善変更予定 板書の添え字をもう少し大きく書くようにしますが、⿊板を写すのが学習ではな

く、⿊板の内容が再生できるようになるのが学習であることも理解してください
ね。 

講義目的 偶然現象を取り扱う数学である確率論の基礎の習得。 偶然の数理 II につながり、
さらに３年次の科目である、データの数理 I,II で必要となる数学を習得すること。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 導入：この講義は何を目指すのか、確率論とはどんな学問なのかについて、

来年度受講予定のデータの数理 I,II の内容も含めて包括的に紹介する。 
2 回 コイン投げとかサイコロ振りを例にして確率の定義・性質について、導入す
る。 
3 回 ⺟集団、事象、確率について、集合論、論理学、測度論（積分論）と関連付
けながら、数学の一分野としての確率論の基礎概念について講義する。 
4 回 期待値におよび、条件付き確率について、高等学校で学んだ事項を補足し、
より厳密な定義および、それの持つ性質について講義する。 
5 回 順列・組合せの数え方：場合の数の数え方として、順列および組み合わせに
ついて、証明を与え使えるようにする。 
6 回 事象の独立性を字義にとらわれず、（排反事象とはまったく異なる概念であ
る）定義として受け入れさせ、関連した定理について講義する。 
7 回 確率論全般について復習する。 
8 回 データの整理 I：ヒストグラムの作成の実習を行う。 
9 回 データの整理 II：実際のデータから度数分布表を作り、それに対応するヒス
トグラムの作成、平均の計算等について、計算機室で実習を行う。 
10 回 いろいろな代表値：平均・中央値・最頻値の定義、その違い、使い方につ
いて講義する。 
11 回 ばらつきの指標：分散・範囲・四分数範囲の定義、その違い、使い方につ
いて講義する。 
12 回 ⺟集団とサンプリングの考え方について講義する。 
13 回 ２次元以上のデータの取り扱い：分散・相関係数および回帰直線の理論を



講義する。 
14 回 前回の講義内容である、分散・相関係数および回帰直線を実際のデータに
ついて求められるようにする。（計算機室にて実習） 
15 回 総復習のための演習および、その解説をする。 

準備学習 1 回 高校で学んだ、順列・組合せ・確率等の関連事項について復習しておくこ
と。 
2 回 コイン投げとかサイコロ振りについて、高校で学んだ事項を思い出してお
くこと。 
3 回 集合とその性質について、知っている事を整理しておくこと。 
4 回 くじとその価値について考えてくること。 
5 回 場合の数の数え方について復習しておくこと。 
6 回 順列・組合せについて復習し、事象が独立であるというのはどんな場合であ
ったかを復習しておくこと。 
7 回 これまでに学んだことを復習しておくこと。 
8 回 クラスの身⻑とか体重をどんな風に表せばよいのかを考えておくこと。 
9 回 よいヒストグラムとはどんなものかを復習、さらにエクセルの使い方につ
いて自習しておくこと。 
10 回 データを代表させる数は何であるかを考えておくこと。 
11 回 データがばらついているとはどういう事なのか、またそれを表す指標はど
う考えればよいか？ 
12 回 輿論調査はどうおこなわれているかを調べておくこと。 
13 回 身⻑と体重の関係をどう見れば良いかを考えておくこと。 
14 回 分散・相関係数および回帰直線を実際のデータについて求められるように
する。（計算機室にて実習） 
15 回 この半年の講義について復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSM5522 
成績評価 講義に提出した課題に対するレポートの採点結果を５９％、定期試験の結果を４

１％として判定する。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス MB(理)(〜11) 
見出し FSM5522 偶然の数理Ⅱ 
担当教員名 竹中 茂夫 
単位数 2 
教科書 確率統計（新訂）：大日本図書 
アクティブラーニング  
キーワード 確率、二項分布、ポアソン分布、正規分布 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 偶然の数理Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 確率と統計：クライツィグ 培風館 
授業形態 講義 
注意備考 毎回講義の後半３０〜４０分を、演習の時間に充当して、学んだ内容のより深い

理解を目指す。 解答（レポート）は回収・採点して、成績評価に使う。 ただ
し上の成績評価の欄で分かるように、皆出席＝合格とはしない。偶然の数理 I を
受講していることまたは、その内容を理解していることが必要である。 

シラバスコード FSM5522 
実務経験のある教員  
達成目標 確率論を数学の一環として学ぶための、事象・確率といった概念を把握・理解す

ること。コイン投げの抽象化としての二項分布、ポアソン分布、正規分布の概念、
中心極限定理を理解すること。正規分布表の引き方に習熟し、簡単な確率計算が
出来るように。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２０号館８階 竹中研究室 takenaka@xmath.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Basic Statistics II 
関連科目 偶然の数理 I,データの数理 I,II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 偶然現象を取り扱う数学である確率論の基礎の習得。 偶然の数理 I からつなが

り、さらに３年次の科目である、データの数理 I,II で必要となる数学を習得する
こと。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 導入：この講義は何を目指すのか、 確率論とはどんな学問なのか、につい
て、偶然の数理 I を履修したとの前提で、偶然の数理 II だけでなく、データの数
理 I,II にもふれながら、概要を講義する。 
2 回 確率変数と確率分布について、例を交えながら講義する。 
3 回 確率変数の平均・分散・共分散等の定義、それらの関係について講義する。 
4 回 二項分布の導入、その一般化であるベルヌーィ試行＝歪んだコインについ
て数学的定式化を行う。 
5 回 パスカルの三角数と二項係数の関連、二項係数の満たす漸化式等について
講義する。 
6 回 二項分布・二項係数・パスカルの三角数・二重帰納法さらには、再帰的アル
ゴリズムとの関連について講義する。 
7 回 二項係数とその計算について、係数が大きい場合には計算が実質的にい不
可能であることを理解させる。 
8 回 少数の法則 I：二項分布の極限の一つとしてポァソン分布を定義する。 
9 回 ポアソン分布 II：ポァソン分布の性質、どんな場合に現れるかについて講義
する。 
10 回 中心極限定理：二項分布のもう一つの極限としての正規分布定義し、その
性質について講義する。 
11 回 正規分布表の引き方 I：教科書末の標準正規分布表の利用方法について説
明して、実際に索けるようにする。 
12 回 標準でない正規分布について、その確率を標準正規分表から索けるように
する。 
13 回 二項分布の近似としての正規分布の使い方について講義する。 
14 回 総復習、特に正規分布を主体にして、偶然の数理 I から学んだ事の復習を
行う。 
15 回 総復習のための演習および、その解説を行う。 

準備学習 1 回 前期の偶然の数理 I で学んだ事を復習しておくこと。 
2 回 コイン投げで表の出た数および、その確率とはどう考えればよいのか復習
すること。 
3 回 平均と分散について復習しておくこと。 
4 回 コイン投げで表の出た数及びその平均とはどんなものか、前回の講義を踏
まえて考えておくこと。 
5 回 （ｘ＋ｙ）のｎ乗について、どんなことが考えられるかを調べておくこと。 
少なくとも、ｎが５以下を書き下してみよ。 
6 回 数学的帰納法を思い出しておくこと。 
7 回 これまでの復習をしておくこと。 
8 回 極限について復習しておくこと。 
9 回 前回までの講義ノートをもう一度読み直しておくこと。 
10 回 少数の法則でカバーできない場合はどんな場合かを考えておくこと。 
11 回 正規分布の形について、n=5 程度の２項分布の形から類推しておくこと。 
12 回 正規分布表の引き方の復習をしておくこと。 
13 回 二項分布と正規分布の関係について、復習しておくこと。 



14 回 これまで学んだことについて、もう一度振り返っておくこと。 
15 回 講義ではっきりと分からなかった部分、もう一度説明してほしい個所等を
チェックして、質問すること。 

 



年度 2012 
授業コード FSM5531 
成績評価 計算機演習(60%)と講義中の小テスト(40%)による。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス MA(理)(〜10) 
見出し FSM5531 システムの数理Ⅰ 
担当教員名 須藤 清一 
単位数 2 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード ネットワーク,TCP/IP 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 TA・SA の打ち合わせの声が大きすぎる点は注意しました。申し訳ない。 
科目名 システムの数理Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 Craig Hunt(安藤 進 訳)「TCP/IP ネットワーク管理 第 2 版」オライリー・ジャ

パン 
授業形態 講義 
注意備考 システムの数理 II を受講予定の場合は、この講義を履修しておくことが望まし

い。 
シラバスコード FSM5531 
実務経験のある教員  
達成目標 TCP/IP という通信プロトコルの概略について説明できること。 

テキストエディタ vi を用いて文書の作成・入⼒・編集・保存ができること。 
IP アドレスやサブネットワークの表記を理解し、ドット表記と二進表記の間の
相互変換ができること。 
ネットワークインターフェース・経路表とは何かを理解し、それらの基本的な設
定が行えること。 

受講者へのコメント 特に無い 
連絡先 須藤研究室 20 号館 6 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特に無い 
英文科目名 System Science I 
関連科目 システムの数理 II 
次回に向けての改善変更予定 特に無い 
講義目的 情報通信ネットワ−クの構築や運用管理、活用に関する知識・技術等を習得する。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の内容、講義ノートの見方、授業の進め方について解説する。 

2 回  キャラクタユーザインターフェースとは何か、何故それを使わなければな



らないかについて解説する。小テストを行い、講義内容の理解について確認・評
価する。 
3 回  ディレクトリーとパスについて解説する。小テストを行い、講義内容の理
解について確認・評価する。 
4 回  演習用環境のコマンドインタープリターであるシェルについて解説する。
小テストを行い、講義内容の理解について確認・評価する。 
5 回  コマンドサーチパスについて解説する。小テストを行い、講義内容の理解
について確認・評価する。 
6 回  テキストエディタ vi の基本的な使い方について解説する。 
7 回  計算機演習として vi の使い方を実際に使用して学習する。 
8 回  計算機演習として vi の使い方の学習の続きを兼ねて、管理作業向けのコマ
ンドサーチパスの設定が自動的に行われるようにする方法を学習する。 
9 回  TCP/IP の概要について解説する。小テストを行い、講義内容の理解につ
いて確認・評価する。 
10 回  IP アドレスにかかわる各種概念について解説する。小テストを行い、講
義内容の理解について確認・評価する。 
11 回  サブネットワークへの分割と関係するデータの計算の仕方を解説する。
小テストを行い、講義内容の理解について確認・評価する。 
12 回  ネットワークインターフェースとその設定の仕方について解説する。小
テストを行い、講義内容の理解について確認・評価する。 
13 回  計算機演習としてネットワークインターフェースの設定を実際に体験す
る。 
14 回  オペレーティングシステムの経路表とその設定方法について解説する。
小テストを行い、講義内容の理解について確認・評価する。 
15 回  計算機演習として経路表の設定作業を実際に体験する。 

準備学習 1 回  シラバスを読んで講義の流れを理解しておくこと。 
2 回  WWW 上の情報や図書室にある類書を利用して、CUI や GUI などの言葉
の意味をある程度把握しておくこと。 
3 回  WWW 上の情報や図書室にある類書を利用して、Unix 系 OS のファイル
の扱いについてある程度調べておくこと。 
4 回  WWW 上の情報や図書室にある類書を利用して、Unix 系 OS の UI につい
てある程度調べておくこと。 
5 回  WWW 上の情報や図書室にある類書を利用して、Unix 系 OS のコマンド
の実行についてある程度調べておくこと。 
6 回  WWW 上の情報や図書室にある類書を利用して、エディタとはどんなツー
ルかをある程度調べておくこと。 
7 回  vi の使い方をよく復習しておくこと。 
8 回  シェルがコマンドを探す仕組みを復習しておくこと。 
9 回  参考書等にあたって、インターネットの通信方式についてある程度調べて
おくこと。 
10 回  TCP/IP を構成するプロトコルのうち、IP について復習しておくこと。 
11 回  IP アドレスの構成要素のうちの、プレフィックスについて復習しておく



こと。 
12 回  IP アドレスのうちの、いくつかの特別な意味を持つものについて復習し
ておくこと。 
13 回  ネットワークインターフェースの設定および実際に通信可能かどうかの
確認作業の手順を復習しておくこと。 
14 回  サブネットワークを割り当てる仕組みを復習しておくこと。 
15 回  経路表の設定作業の手順を復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSM5532 
成績評価 計算機演習(60%)と講義中の小テスト(40%)による。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス MA(理)(〜10) 
見出し FSM5532 システムの数理Ⅱ 
担当教員名 須藤 清一 
単位数 2 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード ネットワーク,DNS 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特に無い 
科目名 システムの数理Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 Craig Hunt(安藤 進 訳)「TCP/IP ネットワーク管理 第 2 版」オライリー・ジャ

パン 
授業形態 講義 
注意備考 システムの数理 I の講義内容と同程度の知識を前提とする。自信が無い場合は、

システムの数理 I の講義ノートや参考書等で学習しておくこと。 
シラバスコード FSM5532 
実務経験のある教員  
達成目標 テキストエディタ vi で文書の検索ができること。 

DNS の基本的な仕組みを説明できること。 
DNS の authoritative サーバの基本的な設定ができること。 

受講者へのコメント 特に無い 
連絡先 須藤研究室 20 号館 6 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特に無い 
英文科目名 System Science II 
関連科目 システムの数理 I を受講していることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 特に無い 
講義目的 情報通信ネットワ−クの構築や運用管理、活用に関する知識・技術等を習得する。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  テキストエディタ vi の検索機能について解説する。小テストを行い、講義

内容の理解について確認・評価する。 
2 回  計算機演習として vi の検索機能を実際に使用して学習する。小テストを行
い、講義内容の理解について確認・評価する。 
3 回  ドメインネームシステム(DNS)の概要について解説する。小テストを行い、



講義内容の理解について確認・評価する。 
4 回  DNS における再帰的問い合わせとリソースレコードについて解説する。
小テストを行い、講義内容の理解について確認・評価する。 
5 回  計算機演習として問い合わせツールの使い方と再帰的問い合わせが実際に
はどのように行われるかを学習する。 
6 回  authoritative サーバーの役割と振る舞いについて解説する。小テストを行
い、講義内容の理解について確認・評価する。 
7 回  authoritative サーバーの設定と関連するリソースレコードについて解説す
る。小テストを行い、講義内容の理解について確認・評価する。 
8 回  計算機演習として設定ファイルを実際に作成することで、authoritative サ
ーバーの正引き用設定について学習する。 
9 回  計算機演習としてゾーンファイルを実際に作成することで、DNS におけ
る正引き用ゾーンについて学習する。 
10 回  計算機演習としてネームサーバーの正引きの動作確認について学習する。 
11 回  DNS における逆引きの一般論について解説する。小テストを行い、講義
内容の理解について確認・評価する。 
12 回  DNS における 24 ビットより⻑いプレフィックスを持つサブネットワー
クの逆引きについて解説する。小テストを行い、講義内容の理解について確認・
評価する。 
13 回  計算機演習として設定ファイルに必要な記述を追加することで、24 ビッ
トより⻑いプレフィックスを持つサブネットワークの逆引きの設定について学
習する。 
14 回  計算機演習として必要なゾーンファイルを作成することで、24 ビットよ
り⻑いプレフィックスを持つサブネットワークの逆引き用ゾーンについて学習
する。 
15 回  計算機演習として DNS における 24 ビットより⻑いプレフィックスを持
つサブネットワークの逆引きの動作確認について学習する。 

準備学習 1 回  システムの数理 I の講義ノートを計算機室で閲覧するなどして、vi の基本
的な使い方について調べておくこと。 
2 回  ファイルのコピーの仕方と vi の検索の仕方を復習しておくこと。 
3 回  参考書等にあたって、DNS とは何のための仕組みかある程度把握してお
くこと。 
4 回  DNS における２種類のサーバーの役割について復習しておくこと。 
5 回  再帰的問い合わせと DNS の動作確認コマンドの使い方を復習しておくこ
と。 
6 回  authoritative サーバーの役割の詳細について復習しておくこと。 
7 回  リソースレコードの書式について復習しておくこと。 
8 回  authoritative サーバーの設定ファイルの書式について復習しておくこと。 
9 回  正引き用ゾーンファイルに必要なリソースレコードの書式について復習し
ておくこと。 
10 回  authoritative サーバーの正引きの動作確認の手順について復習しておく
こと。 



11 回  DNS の仕組みとドメイン名の書式について復習しておくこと。 
12 回  逆引き用ドメイン名の構成方法について復習しておくこと。 
13 回  逆引き用ドメイン名と、authoritative サーバーの設定ファイルの書式につ
いて復習しておくこと。 
14 回  逆引き用のリソースレコードとゾーンファイルの書式について復習して
おくこと。 
15 回  逆引き用 authoritative サーバーの動作確認の手順を復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSM5711 
成績評価 定期試験により評価する。 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス MA(理)(〜12) 
見出し FSM5711 線型代数学演習Ⅰ 
担当教員名 森 義之 
単位数 2 
教科書 リメディアル線形代数／桑村雅隆／裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード 行列、ベクトル 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 部屋が暑いのは私もどうにかして欲しいです。 

今年度から扇風機が付きましたが、プリント等を配布すると飛び散るので扇風機
が使えませんでした。 
本当に暑かったですね。 

科目名 線型代数学演習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適時指示する。 
授業形態 演習 
注意備考 線型代数学 I と同時に履修することが望ましい。 
シラバスコード FSM5711 
実務経験のある教員  
達成目標 基本的なベクトルの計算、行列の計算が出来るようになること。 
受講者へのコメント 特になし 
連絡先 20 号館 6 階森研究 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし 
英文科目名 Exercise on Linear Algebra I 
関連科目 線型代数学 I 
次回に向けての改善変更予定 特になし 
講義目的 ベクトル、行列の基本的な演算と行列を用いた 1 次変換を学習する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 １回  高校までで習った記号を復習しておくこと。 

２回  前回の講義、演習の内容を復習しておくこと。 
３回  前回の講義、演習の内容を復習しておくこと。 
４回  前回の講義、演習の内容を復習しておくこと。 
５回  前回の講義、演習の内容を復習しておくこと。 



６回  前回の講義、演習の内容を復習しておくこと。 
７回  前回の講義、演習の内容を復習しておくこと。 
８回  前回の講義、演習の内容を復習しておくこと。 
９回  前回の講義、演習の内容を復習しておくこと。 
１０回  前回の講義、演習の内容を復習しておくこと。 
１１回  前回の講義、演習の内容を復習しておくこと。 
１２回  前回の講義、演習の内容を復習しておくこと。 
１３回  前回の講義、演習の内容を復習しておくこと。 
１４回  前回の講義、演習の内容を復習しておくこと。 
１５回  前回までの講義、演習の内容を復習し、問題がすらすら解けるようにし
ておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSM5712 
成績評価 定期試験により評価する。 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス MA(理)(〜12) 
見出し FSM5712 線型代数学演習Ⅱ 
担当教員名 森 義之 
単位数 2 
教科書 リメディアル線形代数／桑村雅隆／裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード 連立 1 次方程式、行列式 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特に無し 
科目名 線型代数学演習Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適時指示する。 
授業形態 演習 
注意備考 線型代数学 II と同時に履修することが望ましい。 
シラバスコード FSM5712 
実務経験のある教員  
達成目標 連立 1 次方程式が解けるようになること。行列式が計算できるようになること。 
受講者へのコメント 演習時間内でしか問題を解いていないように思われます。自宅でもしっかり問題

を解いてください。 
連絡先 20 号館 6 階森研究 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特に無し 
英文科目名 Exercise on Linear Algebra II 
関連科目 線型代数学 I,線型代数学演習 I,線型代数学演習 II 
次回に向けての改善変更予定 復習のための問題をもう少し増やすことを検討します。 
講義目的 行列を用いた連立 1 次方程式の解法と行列式の基本性質を学習する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 １回  線型代数学 I で習ったことを復習しておくこと。 

２回  前回の講義、演習の内容を復習しておくこと。 
３回  前回の講義、演習の内容を復習しておくこと。 
４回  前回の講義、演習の内容を復習しておくこと。 
５回  前回の講義、演習の内容を復習しておくこと。 
６回  前回の講義、演習の内容を復習しておくこと。 
７回  前回の講義、演習の内容を復習しておくこと。 



８回  前回の講義、演習の内容を復習しておくこと。 
９回  前回の講義、演習の内容を復習しておくこと。 
１０回  前回の講義、演習の内容を復習しておくこと。 
１１回  前回の講義、演習の内容を復習しておくこと。 
１２回  前回の講義、演習の内容を復習しておくこと。 
１３回  前回の講義、演習の内容を復習しておくこと。 
１４回  前回の講義、演習の内容を復習しておくこと。 
１５回  前回までの講義、演習の内容を復習し、問題がすらすら解けるようにし
ておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSM5721 
成績評価 課題提出(50%)、小テスト(50%)により評価する。 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス MA(理)(〜12) 
見出し FSM5721 線型代数学演習Ⅰ 
担当教員名 山⽥ 紀美子 
単位数 2 
教科書 レメディアル線形代数/桑村雅隆/裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード 連立 1 次方程式、行列のランク、行列式 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 暑さの感じ方には個⼈差があるので、希望があれば直接その場で申し出て下さ

い。 
科目名 線型代数学演習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 演習 
注意備考 線形代数学 I をあわせて履修することが望ましい。 
シラバスコード FSM5721 
実務経験のある教員  
達成目標 連立 1 次方程式が解けるようになること。 

行列式が計算できるようになること。 
受講者へのコメント しっかり復習をし、講義内容の中で重要なポイントは何か、自分なりに考えてま

とめて下さい。 
連絡先 20 号館 8 階山⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 「次回に向けての…」の項を参照。 
英文科目名 Exercise on Linear Algebra I 
関連科目 線型代数学 I,線型代数学演習 I,線型代数学演習 II 
次回に向けての改善変更予定 「理解しやすいように説明に工夫を」とのことで、演習時間の最初に、 

学生がつまづきやすいポイントや重要な箇所についてコメントする時間を設け
ようと 
思います。 

講義目的 行列を用いた連立 1 次方程式の解法と行列式の基本性質を学習する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 １回  線形代数 I の内容を復習しておくこと。 

２回  前回の講義内容を復習しておくこと。 



３回  前回の講義内容を復習しておくこと。 
４回  前回の講義内容を復習しておくこと。 
５回  前回の講義内容を復習しておくこと。 
６回  前回の講義内容を復習しておくこと。 
７回  前回の講義内容を復習しておくこと。 
８回  前回の講義内容を復習しておくこと。 
９回  前回の講義内容を復習しておくこと。 
１０回  前回の講義内容を復習しておくこと。 
１１回  前回の講義内容を復習しておくこと。 
１２回  前回の講義内容を復習しておくこと。 
１３回  前回の講義内容を復習しておくこと。 
１４回  前回の講義内容を復習しておくこと。 
１５回  前回までの講義内容を復習し、問題がすらすら解けるようにしておくこ
と。 

 



年度 2012 
授業コード FSM5722 
成績評価 計算機演習(60%)と講義中の小テスト(40%)による。 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス MB(理)(〜10) 
見出し FSM5722 システムの数理Ⅱ 
担当教員名 須藤 清一 
単位数 2 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード ネットワーク,DNS 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特に無い 
科目名 システムの数理Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 Craig Hunt(安藤 進 訳)「TCP/IP ネットワーク管理 第 2 版」オライリー・ジャ

パン 
授業形態 講義 
注意備考 システムの数理 I の講義内容と同程度の知識を前提とする。自信が無い場合は、

システムの数理 I の講義ノートや参考書等で学習しておくこと。 
シラバスコード FSM5722 
実務経験のある教員  
達成目標 テキストエディタ vi で文書の検索ができること。 

DNS の基本的な仕組みを説明できること。 
DNS の authoritative サーバの基本的な設定ができること。 

受講者へのコメント 特に無い 
連絡先 須藤研究室 20 号館 6 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特に無い 
英文科目名 System Science II 
関連科目 システムの数理 I を受講していることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 特に無い 
講義目的 情報通信ネットワ−クの構築や運用管理、活用に関する知識・技術等を習得する。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  テキストエディタ vi の検索機能について解説する。小テストを行い、講義

内容の理解について確認・評価する。 
2 回  計算機演習として vi の検索機能を実際に使用して学習する。小テストを行
い、講義内容の理解について確認・評価する。 
3 回  ドメインネームシステム(DNS)の概要について解説する。小テストを行い、



講義内容の理解について確認・評価する。 
4 回  DNS における再帰的問い合わせとリソースレコードについて解説する。
小テストを行い、講義内容の理解について確認・評価する。 
5 回  計算機演習として問い合わせツールの使い方と再帰的問い合わせが実際に
はどのように行われるかを学習する。 
6 回  authoritative サーバーの役割と振る舞いについて解説する。小テストを行
い、講義内容の理解について確認・評価する。 
7 回  authoritative サーバーの設定と関連するリソースレコードについて解説す
る。小テストを行い、講義内容の理解について確認・評価する。 
8 回  計算機演習として設定ファイルを実際に作成することで、authoritative サ
ーバーの正引き用設定について学習する。 
9 回  計算機演習としてゾーンファイルを実際に作成することで、DNS におけ
る正引き用ゾーンについて学習する。 
10 回  計算機演習としてネームサーバーの正引きの動作確認について学習する。 
11 回  DNS における逆引きの一般論について解説する。小テストを行い、講義
内容の理解について確認・評価する。 
12 回  DNS における 24 ビットより⻑いプレフィックスを持つサブネットワー
クの逆引きについて解説する。小テストを行い、講義内容の理解について確認・
評価する。 
13 回  計算機演習として設定ファイルに必要な記述を追加することで、24 ビッ
トより⻑いプレフィックスを持つサブネットワークの逆引きの設定について学
習する。 
14 回  計算機演習として必要なゾーンファイルを作成することで、24 ビットよ
り⻑いプレフィックスを持つサブネットワークの逆引き用ゾーンについて学習
する。 
15 回  計算機演習として DNS における 24 ビットより⻑いプレフィックスを持
つサブネットワークの逆引きの動作確認について学習する。 

準備学習 1 回  システムの数理 I の講義ノートを計算機室で閲覧するなどして、vi の基本
的な使い方について調べておくこと。 
2 回  ファイルのコピーの仕方と vi の検索の仕方を復習しておくこと。 
3 回  参考書等にあたって、DNS とは何のための仕組みかある程度把握してお
くこと。 
4 回  DNS における２種類のサーバーの役割について復習しておくこと。 
5 回  再帰的問い合わせと DNS の動作確認コマンドの使い方を復習しておくこ
と。 
6 回  authoritative サーバーの役割の詳細について復習しておくこと。 
7 回  リソースレコードの書式について復習しておくこと。 
8 回  authoritative サーバーの設定ファイルの書式について復習しておくこと。 
9 回  正引き用ゾーンファイルに必要なリソースレコードの書式について復習し
ておくこと。 
10 回  authoritative サーバーの正引きの動作確認の手順について復習しておく
こと。 



11 回  DNS の仕組みとドメイン名の書式について復習しておくこと。 
12 回  逆引き用ドメイン名の構成方法について復習しておくこと。 
13 回  逆引き用ドメイン名と、authoritative サーバーの設定ファイルの書式につ
いて復習しておくこと。 
14 回  逆引き用のリソースレコードとゾーンファイルの書式について復習して
おくこと。 
15 回  逆引き用 authoritative サーバーの動作確認の手順を復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSM5731 
成績評価 計算機演習(60%)と講義中の小テスト(40%)による。 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス MB(理)(〜10) 
見出し FSM5731 システムの数理Ⅰ 
担当教員名 須藤 清一 
単位数 2 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード ネットワーク,TCP/IP 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 TA・SA の打ち合わせの声が大きすぎる点は注意しました。申し訳ない。 
科目名 システムの数理Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 Craig Hunt(安藤 進 訳)「TCP/IP ネットワーク管理 第 2 版」オライリー・ジャ

パン 
授業形態 講義 
注意備考 システムの数理 II を受講予定の場合は、この講義を履修しておくことが望まし

い。 
シラバスコード FSM5731 
実務経験のある教員  
達成目標 TCP/IP という通信プロトコルの概略について説明できること。 

テキストエディタ vi を用いて文書の作成・入⼒・編集・保存ができること。 
IP アドレスやサブネットワークの表記を理解し、ドット表記と二進表記の間の
相互変換ができること。 
ネットワークインターフェース・経路表とは何かを理解し、それらの基本的な設
定が行えること。 

受講者へのコメント 特に無い。 
連絡先 須藤研究室 20 号館 6 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特に無い。 
英文科目名 System Science I 
関連科目 システムの数理 II 
次回に向けての改善変更予定 特に無い。 
講義目的 情報通信ネットワ−クの構築や運用管理、活用に関する知識・技術等を習得する。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の内容、講義ノートの見方、授業の進め方について解説する。 

2 回  キャラクタユーザインターフェースとは何か、何故それを使わなければな



らないかについて解説する。小テストを行い、講義内容の理解について確認・評
価する。 
3 回  ディレクトリーとパスについて解説する。小テストを行い、講義内容の理
解について確認・評価する。 
4 回  演習用環境のコマンドインタープリターであるシェルについて解説する。
小テストを行い、講義内容の理解について確認・評価する。 
5 回  コマンドサーチパスについて解説する。小テストを行い、講義内容の理解
について確認・評価する。 
6 回  テキストエディタ vi の基本的な使い方について解説する。 
7 回  計算機演習として vi の使い方を実際に使用して学習する。 
8 回  計算機演習として vi の使い方の学習の続きを兼ねて、管理作業向けのコマ
ンドサーチパスの設定が自動的に行われるようにする方法を学習する。 
9 回  TCP/IP の概要について解説する。小テストを行い、講義内容の理解につ
いて確認・評価する。 
10 回  IP アドレスにかかわる各種概念について解説する。小テストを行い、講
義内容の理解について確認・評価する。 
11 回  サブネットワークへの分割と関係するデータの計算の仕方を解説する。
小テストを行い、講義内容の理解について確認・評価する。 
12 回  ネットワークインターフェースとその設定の仕方について解説する。小
テストを行い、講義内容の理解について確認・評価する。 
13 回  計算機演習としてネットワークインターフェースの設定を実際に体験す
る。 
14 回  オペレーティングシステムの経路表とその設定方法について解説する。
小テストを行い、講義内容の理解について確認・評価する。 
15 回  計算機演習として経路表の設定作業を実際に体験する。 

準備学習 1 回  シラバスを読んで講義の流れを理解しておくこと。 
2 回  WWW 上の情報や図書室にある類書を利用して、CUI や GUI などの言葉
の意味をある程度把握しておくこと。 
3 回  WWW 上の情報や図書室にある類書を利用して、Unix 系 OS のファイル
の扱いについてある程度調べておくこと。 
4 回  WWW 上の情報や図書室にある類書を利用して、Unix 系 OS の UI につい
てある程度調べておくこと。 
5 回  WWW 上の情報や図書室にある類書を利用して、Unix 系 OS のコマンド
の実行についてある程度調べておくこと。 
6 回  WWW 上の情報や図書室にある類書を利用して、エディタとはどんなツー
ルかをある程度調べておくこと。 
7 回  vi の使い方をよく復習しておくこと。 
8 回  シェルがコマンドを探す仕組みを復習しておくこと。 
9 回  参考書等にあたって、インターネットの通信方式についてある程度調べて
おくこと。 
10 回  TCP/IP を構成するプロトコルのうち、IP について復習しておくこと。 
11 回  IP アドレスの構成要素のうちの、プレフィックスについて復習しておく



こと。 
12 回  IP アドレスのうちの、いくつかの特別な意味を持つものについて復習し
ておくこと。 
13 回  ネットワークインターフェースの設定および実際に通信可能かどうかの
確認作業の手順を復習しておくこと。 
14 回  サブネットワークを割り当てる仕組みを復習しておくこと。 
15 回  経路表の設定作業の手順を復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSM9011 
成績評価 作成教材（50%），発表およびその補助作業（50%）により評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス MA(理)(10〜10),MB(理)(10〜10) 
見出し FSM9011 数学教材開発指導 
担当教員名 山崎 洋一 
単位数 2 
教科書 もう一度 中学数学／岡部 恒治，牛場 正則，石⽥ 唯之／日本実業出版社 
アクティブラーニング  
キーワード 中学数学，教材研究，授業，実践指導 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  「⿊板の字が薄い」という意見が 3 つもあった。字が汚いという意見は常にあ

り、改善が難しいためプリントを使用するなどの工夫をしているが、「薄い」とい
う意見は初めて。部屋が暗かったり⿊板の質が悪いせいだろうか？（15 号館の地
下は初めて使ったが、非常に環境が悪く感じた。9・10 限だから教室は空いてる
はずなので、もっといいところに替えていただきたい） 
 「教科書を買うよう言われていたが、結局使う時がなかった」→私自身、今年
初めての講義で、シラバスを書く段階（教科書もこのとき指定しなければならな
い）では講義内容が十 

科目名 数学教材開発指導 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 この講義は教員採用試験を数学で受験する学生のための科目である。「教職基礎

演習」・「教職基礎数学」も履修すること。 
シラバスコード FSM9011 
実務経験のある教員  
達成目標 1)負の数について中学生に教えられるレベルに理解し、教材を作成できる 

2)方程式・連立方程式について中学生に教えられるレベルに理解し、教材を作成
できる 
3)一次関数について中学生に教えられるレベルに理解し、教材を作成できる 
4)図形の性質と証明について中学生に教えられるレベルに理解し、教材を作成で
きる 
5)図形の相似の証明と使い方について中学生に教えられるレベルに理解し、教材
を作成できる 

受講者へのコメント 講義の趣旨から考えて受講者の質は良いはずであるが、自主学習がほとんどみら
れなかったのは残念。もっとも、今年度の場合は半分はこちらにも責任があるが。 

連絡先 20 号館 5F 山崎洋一研究室 086-256-9498 ｙｏ＿ｙａｍａ＠ｍｄａｓ．ｏｕ
ｓ．ａｃ．ｊｐ 

合理的配慮が必要な学生への  



対応 
各項目評価に対する所見 総合評価で「やや不満」が 3 名いるが、理由は明確なので（改善欄・自由記述欄

参照）次回以降は改善できる。目標達成で「できなかった」が 1 名いるが、これ
は試験のときほぼ白紙で、「あまり参加できなかった」と書いた者と思われる。今
年初めての講義で未経験の内容だったため（数学は専門でも中学教育は専門でな
い）、手さぐりだった割には、思ったより評価は悪くなかった。もちろん来年以降
はずっとよくできることを見込んでいる。 

英文科目名  
関連科目 教職基礎演習，教職基礎数学 
次回に向けての改善変更予定 シラバスの段階ではグループ学習・発表型の講義を考えていたにもかかわらず、

私の経験不足と、学生の⼒・数学への理解が想像以上に低かったため、教材を用
意するだけで⼒尽きてしまった。2 年目となる来年は、今年作った教材を改良し
て使えるので、参加型にする時間ができると思う。 

講義目的 この講義では、数学教員を目指している学生が、実際に中学数学を教える方法を
自分達で考え、グループで発表、討論することにより、数学の基礎的部分（中学
レベル）に対する理解をより深めるとともに、指導⼒や教材作成能⼒、さらには
プレゼンテーション・コミュニケーション能⼒を高めることを目的とする。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：グループ学習の進め方、グループおよび代表者やロー

テーションの決定、予定表の作成をする。 
2 回 中学数学（1 年）の「正の数・負の数」の単元について、内容や注意点の説
明の後、達成目標を分析し、グループで指導方法を討論し、教材を作成する。 
3 回 「正の数・負の数」の単元について、単元をいくつかの部分に分けて、作成
した教材を用いて発表（模擬授業）を行う。 
4 回 中学数学（1 年）の「方程式」の単元について、内容や注意点の説明の後、
達成目標を分析し、グループで指導方法を討論し、教材を作成する。 
5 回 「方程式」の単元について、単元をいくつかの部分に分けて、作成した教材
を用いて発表（模擬授業）を行う。 
6 回 中学数学（2 年）の「連立方程式」の単元について、内容や注意点の説明の
後、達成目標を分析し、グループで指導方法を討論し、教材を作成する。 
7 回 「連立方程式」の単元について、単元をいくつかの部分に分けて、作成した
教材を用いて発表（模擬授業）を行う。 
8 回 中学数学（2 年）の「一次関数」の単元について、内容や注意点の説明の後、
達成目標を分析し、グループで指導方法を討論し、教材を作成する。 
9 回 「一次関数」の単元について、単元をいくつかの部分に分けて、作成した教
材を用いて発表（模擬授業）を行う。 
10 回 中学数学（2 年）の「図形の性質と証明」の単元について、内容や注意点
の説明の後、達成目標を分析し、グループで指導方法を討論し、教材を作成する。 
11 回 「図形の性質と証明」の単元について、単元をいくつかの部分に分けて、
作成した教材を用いて発表（模擬授業）を行う。 
12 回 中学数学（3 年）の「二次方程式」の単元について、内容や注意点の説明
の後、達成目標を分析し、グループで指導方法を討論し、教材を作成する。 



13 回 「二次方程式」の単元について、単元をいくつかの部分に分けて、作成し
た教材を用いて発表（模擬授業）を行う。 
14 回 中学数学（3 年）の「図形と相似」の単元について、内容や注意点の説明
の後、達成目標を分析し、グループで指導方法を討論し、教材を作成する。 
15 回 「図形と相似」の単元について、単元をいくつかの部分に分けて、作成し
た教材を用いて発表（模擬授業）を行う。 

準備学習 1 回 このシラバスを読んで、授業内容を把握しておくこと。教科書に目を通し
て、中学数学の内容を頭に入れておくこと。 
2 回 中学 1 年の「正の数・負の数」の単元について、教科書などを見て内容を復
習・理解し、教え方を考えておくこと。 
3 回 中学 1 年の「正の数・負の数」の単元について、前回作成した教材を元に、
プレゼンテーション・模擬授業の準備をしておくこと。 
4 回 中学 1 年の「方程式」の単元について、教科書などを見て内容を復習・理解
し、教え方を考えておくこと。 
5 回 中学 1 年の「方程式」の単元について、前回作成した教材を元に、プレゼン
テーション・模擬授業の準備をしておくこと。 
6 回 中学 2 年の「連立方程式」の単元について、教科書などを見て内容を復習・
理解し、教え方を考えておくこと。 
7 回 中学 2 年の「連立方程式」の単元について、前回作成した教材を元に、プレ
ゼンテーション・模擬授業の準備をしておくこと。 
8 回 中学 2 年の「一次関数」の単元について、教科書などを見て内容を復習・理
解し、教え方を考えておくこと。 
9 回 中学 2 年の「一次関数」の単元について、前回作成した教材を元に、プレゼ
ンテーション・模擬授業の準備をしておくこと。 
10 回 中学 2 年の「図形の性質と証明」の単元について、教科書などを見て内容
を復習・理解し、教え方を考えておくこと。 
11 回 中学 2 年の「図形の性質と証明」の単元について、前回作成した教材を元
に、プレゼンテーション・模擬授業の準備をしておくこと。 
12 回 中学 3 年の「二次方程式」の単元について、教科書などを見て内容を復習・
理解し、教え方を考えておくこと。 
13 回 中学 3 年の「二次方程式」の単元について、前回作成した教材を元に、プ
レゼンテーション・模擬授業の準備をしておくこと。 
14 回 中学 3 年の「図形と相似」の単元について、教科書などを見て内容を復習・
理解し、教え方を考えておくこと。 
15 回 中学 3 年の「図形と相似」の単元について、前回作成した教材を元に、プ
レゼンテーション・模擬授業の準備をしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSM9012 
成績評価 実践活動とそのレポートの内容（70%）、発表会（20%）、最終試験（10%）によ

って評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス MA(理)(10〜10),MB(理)(10〜10) 
見出し FSM9012 授業実践演習Ⅱ 
担当教員名 山崎 正之、小林 祥一、山口 一裕、伊代野 淳、森 嘉久、山崎 重雄、齋

藤 達昭 
単位数 1 
教科書 プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 理科 数学 授業補助 実験補助 学習支援 

教職 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特に記入はなかった。 
科目名 授業実践演習Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指導する。 
授業形態 演習 
注意備考 理数系教員養成プロジェクトに所属している学生は受講できます。 

それ以外の学生は受講できませんので，注意してください。 
シラバスコード FSM9012 
実務経験のある教員  
達成目標 教師に必要な知識と技術を身につけること 

コミュニケーション能⼒を身につけること 
中学校や高校での授業や実験に必要な知識と技術を身につけうこと 

受講者へのコメント 毎回提出することになっているレポートが期日より遅れる⼈がかなりあった。大
切なことなので、きちんと間に合わせて欲しい。 

連絡先 山崎正之（20 号館 5 階） 
小林祥一（7 号館 6 階） 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 目標の達成、満足度、どちらも無回答の⼈以外は「できた・だいたいできた」「満
足・ほぼ満足」という結果であった。 

英文科目名  
関連科目 教職基礎演習、教職の関連する基礎科目と実験科目（理科） 
次回に向けての改善変更予定 口頭での意見発表では、メールでの連絡システム、分担スケジュールのこと、自

習室での指導などについて色々な意見をいただいた。この年度から始まった科目
なので、少しずつ改善していきたい。 



講義目的 将来教職を目指す学生に中学校や高校の授業での実践的な体験活躍の機会を与
える授業である。授業や実験の補助や放課後の学習支援を通して教師に必要な知
識と技術を身につけることができる。 
現場を多く経験することによりスムースに 4 年時に実施される教育実習が行え
るようにする。 
授業体験などによって得られた知識や感想を発表する情報交換会を行う。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションをする。 

 担当科目の決定 数学と理科 
2 回 付属中学校および高校等で授業補助・実験補助，授業実践・実験実践をす
る。 
3 回 付属中学校および高校等で授業補助・実験補助，授業実践・実験実践をす
る。 
4 回 付属中学校および高校等で授業補助・実験補助，授業実践・実験実践をす
る。 
5 回 付属中学校および高校等で授業補助・実験補助，授業実践・実験実践をす
る。 
6 回 付属中学校および高校等で授業補助・実験補助，授業実践・実験実践をす
る。 
7 回 活動内容を発表する。 
8 回 まとめ 実践活動の報告書を作成する。 

準備学習 オリエンテーションには必ず出席すること。 
授業補助・実験補助などの活動前には事前打ち合わせを行うので参加者は必ず出
席すること。授業内容について事前に教科書や参考書を読み，簡単な授業計画案
を作成すること。 
活動終了後は必ず報告書を作成すること。 

 



年度 2012 
授業コード FSM9013 
成績評価 卒業研究発表および卒業論文完成が成績評価の前提となる．卒業論文の内容と，

卒業論文の作成・研究発表に至る過程での平常点・記述⼒・発表⼒・コミュニケ
ーション能⼒によって，ゼミ指導教員が総合的に評価する． 

曜日時限 集中その他 
対象クラス MA(理)(〜09),MB(理)(〜09) 
見出し FSM9013 卒業研究 
担当教員名 澤江 隆一、竹中 茂夫、池⽥ 岳、高嶋 恵三、⽥中 敏、森 義之、山⽥ 紀

美子、 
単位数 8 
教科書 担当ゼミ教員の指示による． 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 卒業研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 担当ゼミ教員の指示による． 
授業形態 実験実習 
注意備考 卒業研究は担当教員のゼミごとに行うので，ゼミ指導教員との連絡を密接に取る

こと． 
シラバスコード FSM9013 
実務経験のある教員  
達成目標 （１） 指導教員の助言の下で，テーマを選び学習計画を立てることができる． 

（２） テキストを購読し，内容を纏めて他の⼈たちに説明ができる． 
（３） 必要な情報を自分で獲得する手段を知り実行できる． 
（４） 課題に対して，指導教員の助言の下で自主的に解決法を考案できる． 
（５） 研究の結果を，正しい文章で論理的に記述できる． 
（６） プレゼンテーションのためのソフト等を用いて，明解な発表ができる．質
問を理解し，的確な返答ができる． 

受講者へのコメント  
連絡先 原則として担当ゼミ教員, 卒業研究全体の代表の学科⻑． 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 卒業研究につきましては、卒研発表をもって終了し、授業アンケートは実施して
いない 

英文科目名 Graduation Thesis 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 各担当教員のゼミに所属して卒業研究を行う．これまで学んだ応用数学科の講
義・演習を基に，数学の基礎・応用の幅広い分野から自分の希望する内容を指導
教員の助言の下に選び，1 年を通じてこれを研究する．テーマの選択，基本的な
テキスト講読，課題の設定，解決のための努⼒を通して，実社会に出て種々の課
題に直面したとき，これに立ち向かい，ある範囲で問題を解決できる能⼒を養う
ことを目的とする．また，卒業論文の作成・研究発表に至る過程において，自主
的に継続して学習する能⼒・文章を記述する能⼒・発表⼒・コミュニケーション
能⼒を養 

対象学年 4 年 
授業内容  
準備学習 ３年まで学習した内容をしっかり復習して、卒業研究を着手する。 

卒業研究の各段階においては、指導教員と学習計画をしっかり立てて、 
卒業研究の準備を行う。 

 



年度 2012 
授業コード FSM9021 
成績評価 実践活動とそのレポートの内容（70%）、発表会（20%）、最終試験（10%）によ

って評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス MA(理)(10〜10),MB(理)(10〜10) 
見出し FSM9021 授業実践演習Ⅰ 
担当教員名 山崎 正之、小林 祥一、山口 一裕、伊代野 淳、森 嘉久、山崎 重雄、齋

藤 達昭 
単位数 1 
教科書 プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 理科 数学 授業補助 実験補助 学習支援 

教職 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 授業実践演習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指導する。 
授業形態 演習 
注意備考 理数系教員養成プロジェクトに所属している学生は受講できます。 

それ以外の学生は受講できませんので，注意してください。 
シラバスコード FSM9021 
実務経験のある教員  
達成目標 教師に必要な知識と技術を身につけること 

コミュニケーション能⼒を身につけること 
中学校や高校での授業や実験に必要な知識と技術を身につけうこと 

受講者へのコメント  
連絡先 山崎正之（20 号館 5 階） 

小林祥一（7 号館 6 階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 教職基礎演習、教職の関連する基礎科目と実験科目（理科） 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 将来教職を目指す学生に中学校や高校の授業での実践的な体験活躍の機会を与

える授業である。授業や実験の補助や放課後の学習支援を通して教師に必要な知
識と技術を身につけることができる。 
現場を多く経験することによりスムースに 4 年時に実施される教育実習が行え



るようにする。 
授業体験などによって得られた知識や感想を発表する情報交換会を行う。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションをする。 

 担当科目の決定 数学と理科 
2 回 付属中学校および高校等で授業補助・実験補助，授業実践・実験実践をす
る。 
3 回 付属中学校および高校等で授業補助・実験補助，授業実践・実験実践をす
る。 
4 回 付属中学校および高校等で授業補助・実験補助，授業実践・実験実践をす
る。 
5 回 付属中学校および高校等で授業補助・実験補助，授業実践・実験実践をす
る。 
6 回 付属中学校および高校等で授業補助・実験補助，授業実践・実験実践をす
る。 
7 回 活動内容を発表する。 
8 回 まとめ 実践活動の報告書を作成する。 

準備学習 オリエンテーションには必ず出席すること。 
授業補助・実験補助などの活動前には事前打ち合わせを行うので参加者は必ず出
席すること。授業内容について事前に教科書や参考書を読み，簡単な授業計画案
を作成すること。 
活動終了後は必ず報告書を作成すること。 

 



年度 2012 
授業コード FSM9022 
成績評価 毎回授業の内容の理解の為簡単な演習問題をやっていただきます。これが出来た

⼈は集積と認め、５ 点差し上げます。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス MA(理)(08〜09),MB(理)(08〜09) 
見出し FSM9022 特別講義Ⅱ 
担当教員名 吉⽥ 憲一 
単位数 1 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード 自然数 整数 有理数 実数 複素数 有現体 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 特別講義Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 講義 
注意備考 授業の最後の試験では ４０ 点だけですから、毎回しっかり授業に出てきてく

ださい。 
シラバスコード FSM9022 
実務経験のある教員  
達成目標 既に頭の中にある数の概念を一度打ち壊し、自然数から複素数に至るまでを再構

築いたしましょう。 
受講者へのコメント  
連絡先 ０８６−２３２−２６７２(自宅)９８６−２５６−９４０１(研究室) 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Lectures on Special Topics II 
関連科目 演算の数理 代数学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ペアノの公準によって自然数を作り、次に整数を作ります。そして有理数、実数、

複素数を構成いたします。 
対象学年 4 年 
授業内容 2 回 実数の持つ四則演算について、そして無限集合をとらえなおす勉強をしま

す 
3 回 これまでの授業の復習をいたします 
4 回 すべての代数方程式が解ける複素数を行列を使って構成いたします 
5 回 有限体について 



6 回 新しい展開 
7 回 ユークリッドの互除法 
8 回 最後の仕上げ＜8 回の講義等では、ここから最終行まで削除してください＞ 

準備学習 1 回 自然数の構成 
2 回 自然数に順序を導入する 
3 回 整数の構成 
4 回 大小関係 
5 回 足し算、引き算、掛け算 
6 回 整数では出来なかった割り算について 
7 回 四則演算 
8 回 実数について 
9 回 実数の持つ性質 
10 回 復習 
11 回 実数から複素数に 
12 回 新しい数を求めて 
13 回 有現体の応用 
14 回 更に有限体について 
15 回 最後の仕上げ 

 



年度 2012 
授業コード FSM9031 
成績評価 毎回授業の内容の理解の為簡単な演習問題をやっていただきます。これが出来た

⼈は集積と認め、５ 点差し上げます。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス MA(理)(08〜09),MB(理)(08〜09) 
見出し FSM9031 特別講義Ⅰ 
担当教員名 吉⽥ 憲一 
単位数 1 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード 自然数 整数 有理数 実数 複素数 有現体 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 特別講義Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 講義 
注意備考 授業の最後の試験では ４０ 点だけですから、毎回しっかり授業に出てきてく

ださい。 
シラバスコード FSM9031 
実務経験のある教員  
達成目標 既に頭の中にある数の概念を一度打ち壊し、自然数から複素数に至るまでを再構

築いたしましょう。 
受講者へのコメント  
連絡先 ０８６−２３２−２６７２(自宅)９８６−２５６−９４０１(研究室) 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Lectures on Special Topics I 
関連科目 演算の数理 代数学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ペアノの公準によって自然数を作り、次に整数を作ります。そして有理数、実数、

複素数を構成いたします。 
対象学年 4 年 
授業内容 1 回 ペアノの公準から自然数を定義する。自然数に足し算と掛け算が出来る事

を学ぶ。 
2 回 自然数の中の順序とは 
3 回 自然数から引き算が出来る整数を作る 
4 回 整数に順序を入れる 



5 回 整数の演算が持つ性質について 
6 回 足し算、引き算、掛け算にさらに割り算が出来る有理数について学ぶ 
7 回 有理数の持つ素晴らしい演算の性質 
8 回 有理数では足らない数を求めて実数を構成する 
9 回 以下余白 

準備学習 1 回 自然数の構成 
2 回 自然数に順序を導入する 
3 回 整数の構成 
4 回 大小関係 
5 回 足し算、引き算、掛け算 
6 回 整数では出来なかった割り算について 
7 回 四則演算 
8 回 実数について 
9 回 実数の持つ性質 
10 回 復習 
11 回 実数から複素数に 
12 回 新しい数を求めて 
13 回 有現体の応用 
14 回 更に有限体について 
15 回 最後の仕上げ 

 



年度 2012 
授業コード FSP1111 
成績評価 宿題(20%)、小テスト(60%) および定期試験(20%) で評価する 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス PA(理)(06〜12),PB(理)(06〜12) 
見出し FSP1111 線形代数学 
担当教員名 宮川 和也 
単位数 2 
教科書 工科の数学 線形代数（第 2 版）／⽥代 嘉宏／森北出版 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 線形代数学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 ⽥代教授担当の線形代数学と同時開講となっている。 この講義は、どちらかと

言えば数学が不得意ではない学生を念頭において行う（「ふつうコース」）。 
シラバスコード FSP1111 
実務経験のある教員  
達成目標 ・ベクトルとその演算、内積、外積を理解し、具体的な計算ができるようになる 

・複素数の演算、極形式などを理解し、具体的な計算ができるようになる 
・行列、1 次変換、基底、1 次独立など、線形代数の基礎的な概念について理解
を深める 

受講者へのコメント  
連絡先 宮川 研究室、24 号館 5 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Linear Algebra 
関連科目 線形代数学の本格的な内容については、後期に開講の「応用数学」を受講するこ

と。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 線形代数学は、微積分学とともに理工系数学の基礎をなしており、物理学の理解

に欠かせない。この講義では、前半でベクトル空間への導入を行い、後半で、1
次変換と行列、基底など、線形代数学の基本的な考えを学ぶ。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 最初に講義方針について説明する。その後、ベクトルとその演算について解

説する。 



2 回  ベクトルとその演算について解説する。 
3 回  内積について解説する。 
4 回  平面、空間図形とベクトルについて解説する。 
5 回 テストを実施し、その後、解説を行う 
6 回 複素数とその演算について解説する。 
7 回 複素平面と極形式について解説する。 
8 回 複素平面と極形式について解説する。 
9 回 行列について解説する。 
10 回 テストを実施し、その後、解説を行う。 
11 回 1 次変換について解説する。 
12 回  行列の積と合成変換について解説する。 
13 回 演習問題を解き、その解説を行う。 
14 回  ベクトルと 1 次独立、基底について解説する。 
15 回  ベクトルの外積について解説する。 

準備学習 1 回 教科書を購入し、ベクトルについて、教科書の内容を確認しておく。 
2 回 ベクトルとその演算について、教科書の内容を確認しておく。 
3 回 内積について、教科書の内容を確認しておく。 
4 回 平面、空間図形とベクトルについて、教科書の内容を確認しておく。 
5 回 指示された問題を解いておく。 
6 回 複素数とその演算について、教科書の内容を確認しておく。 
7 回 複素平面と極形式について、教科書の内容を確認しておく。 
8 回 複素平面と極形式について、教科書の内容を確認しておく。 
9 回 指示された問題を解いておく。 
10 回 行列について、教科書の内容を確認しておく。 
11 回 1 次変換について、教科書の内容を確認しておく。 
12 回 行列の積と合成変換について、教科書の内容を確認しておく。 
13 回 指示された問題を解いておく。 
14 回 ベクトルと 1 次独立、基底について、教科書の内容を確認しておく。 
15 回 ベクトルの外積について、教科書の内容を確認しておく。 

 



年度 2012 
授業コード FSP1112 
成績評価 問題演習（１０％）,中間試験(３０％），定期試験(６０％)の点数で評価します。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス PA(理)(〜11),PB(理)(〜11) 
見出し FSP1112 電気工学概論 
担当教員名 米⽥ 稔 
単位数 2 
教科書 高橋 寛 監修・増⽥英二 編著 「わかりやすい電気基礎」・コロナ社 
アクティブラーニング  
キーワード 直流回路、交流回路 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特になし。 
科目名 電気工学概論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ⼾畑裕志、中島章夫 編 「医用電気工学２」・医⻭薬出版㈱ 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSP1112 
実務経験のある教員  
達成目標 ・交流の基本的性質を説明できること。 

・基本的な交流回路の特性を説明できること。 
・ベクトルと複素数を用いて交流回路を説明できること。 

受講者へのコメント 一般に概論科目は“広く浅く”講義するため、講義内容は多岐に渡りると共に基礎
的な部分に限られてしまいます。また、上級年次のカリキュラムでは電気工学分
野を縮小しますので、更なる知識習得を目指す学生さんは工学部系図書を利用さ
れることをお勧めします。 

連絡先 米⽥研究室（1 号館１階) 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講生の出席率は高く、講義時間以外にも当該分野の学習に取り組んだものが
50％以上であることが伺えました。ただし、学習時間は 30 分から 1 時間程であ
ったとのことです。また、講義を通じて、関連分野への理解・関心が高まると共
に、将来の進路の参考になったことが分かりました。総合評価では、受講生の 7
割が自己目標を達成でき、概ね講義に対しても”満足、ほぼ満足”との意見が多数
を占めています。 

英文科目名 Introduction to Electrical Engineering 
関連科目 「基礎電磁気学 I」、「基礎電磁気学 II」、「応用電磁気学 I」を受講していることが

望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 身近な話題を織り込んで電気工学分野の学習に取組めるよう努めます。また、一



回の講義で扱う講義量や板書の仕方等についても検討したいと思っています。 
講義目的 電気工学が扱う範囲は極めて広いが、本講義では主に交流回路を扱う。交流に関

する問題は、就職や臨床工学技士の試験で頻繁に出題されている。交流回路から
得られる結果を公式としてだけでなく、その背景にある物理現象を理解できるよ
うに講義する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 電流と電圧について講義する。 

2 回 直流回路（並列・直列回路）の計算について講義する。 
3 回 直流回路（直並列・応用回路）の計算について講義する。 
4 回 抵抗の性質、電流の作用について講義する。 
5 回 電流と磁気の関係について講義する。 
6 回 コンデンサと静電容量ついて講義する。 
7 回 正弦波交流の性質について講義する。 
8 回 交流起電⼒について講義する。 
9 回 抵抗、静電容量の含まれた交流回路について講義する。 
10 回 RLC-直列および並列回路について講義する。 
11 回 交流電⼒、共振回路について講義する。 
12 回 複素数平面について講義する。 
13 回 交流回路の複素数表示について講義する。 
14 回 三相交流回路について講義する。 
15 回 非正弦波交流、過渡現象について講義する。 

準備学習 1 回 「基礎電磁気学 1、II」の内容を復習しておくこと。 
2 回 前回の復習をしておくこと。 
3 回 前回の復習をしておくこと。 
4 回 前回の復習をしておくこと。 
5 回 前回の復習をしておくこと。 
6 回 前回の復習をしておくこと。 
7 回 前回の復習をしておくこと。 
8 回 前回の復習をしておくこと。 
9 回 前回の復習をしておくこと。 
10 回 前回の復習をしておくこと。 
11 回 前回の復習をしておくこと。 
12 回 前回の復習をしておくこと。 
13 回 前回の復習をしておくこと。 
14 回 前回の復習をしておくこと。 
15 回 前回の復習をしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSP1121 
成績評価 宿題(20%)、小テスト(60%) および定期試験(20%) で評価する 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス PA(理)(06〜12),PB(理)(06〜12) 
見出し FSP1121 線形代数学 
担当教員名 ⽥代 勤 
単位数 2 
教科書 工科の数学 線形代数（第 2 版）／⽥代嘉宏／森北出版 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「授業の内容が理解できない。資料や教科書のはなしをする際、どこをやってい

るか言ってほしい。」 
  どこをやっているか説明しているつもりですが、分からなければその都度知
らせて欲しい。 
「教科書をもっとつかってほしい。教科書を買った意味がない。」 
  教科書の内容はこの教科として必要と思われることが書いてあります。講義
では全部やることはむりですので、重要と思われる項目 
  に時間をかけました。教科書を無駄にすることなく自分で勉強し、必要に応
じて活用してください。 
「教科書にそってもう少し詳しく説明しながら進ん 

科目名 線形代数学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に指示する 
授業形態 講義 
注意備考 ゆっくりコース 
シラバスコード FSP1121 
実務経験のある教員  
達成目標 ・ベクトルとその演算、内積、外積を理解し、具体的な計算ができるようになる 

・複素数の演算、極形式などを理解し、具体的な計算ができるようになる 
・行列、1 次変換、基底、1 次独立など、線形代数の基礎的な概念について理解
を深める 

受講者へのコメント 教科書の説明等、図を書いてみたり式の変形などを自分で手を動かして納得する
よう努⼒してください。 

連絡先 ⽥代研究室、21 号館 5 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 目的を達成できず不満だったようですが、早い段階で状況をつかめれば良かった
と思います。30 分程度の学習時間では、初めての新しい内容を理解するのは無理
です。 



英文科目名 Linear Algebra 
関連科目 線形代数学の本格的な内容については、後期に開講の「応用数学」を受講するこ

と 
次回に向けての改善変更予定 ⿊板の使い方を改善し、教科書のどこをやっているかはっきりさせ説明を丁寧に

したいと思います。 
講義目的 線形代数学は、微積分学とともに理工系数学の基礎をなしており、物理学の理解

に欠かせない。この講義では、前半でベクトル空間への導入を行い、後半で、1
次変換と行列、基底など、線形代数学の基本的な考えを学ぶ。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション、 ベクトルとその表記の仕方を説明する。 

2 回  ベクトルの演算について足し算と引き算について説明する。 
3 回  内積について説明する。 
4 回  平面、空間図形とベクトルについて説明する。 
5 回  [演習] 
6 回  複素数とその演算について講義する。 
7 回  複素平面と極形式(1)について説明する 
8 回  複素平面と極形式(2)について説明する 
9 回  [演習] 
10 回  行列について説明する 
11 回  1 次変換について説明する 
12 回  行列の積と合成変換について説明する 
13 回  [演習] 
14 回  ベクトルと 1 次独立、基底について説明する 
15 回  ベクトルの外積について説明する 

準備学習 1 回 教科書のはじめのベクトルの部分を読んでおくこと。 
2 回 ベクトルについて足し算と引き算について教科書の内容を確認しておくこ
と。 
3 回 ベクトルについて足し算と引き算について復習し、内積について、教科書の
内容を確認しておくこと。 
4 回 ベクトルの演算について復習し、平面、空間図形とベクトルについて、教科
書の内容を確認しておくこと。 
5 回 指示された問題を解いておくこと。 
6 回 複素数とその演算について、教科書の内容を確認しておくこと。 
7 回 前回の復習をして、複素平面と極形式について、教科書の内容を確認してお
くこと。 
8 回 前回の復習をして、複素平面と極形式について、教科書の内容を確認してお
くこと。 
9 回 複素数の復習をして、指示された問題を解いておくこと。 
10 回 行列について、教科書の内容を確認しておくこと。 
11 回 前回の復習をして、1 次変換について教科書の内容を確認しておくこと。 
12 回 前回の復習をして、行列の積と合成変換について教科書の内容を確認して
おくこと。 



13 回 指示された問題を解いておくこと。 
14 回 ベクトルと 1 次独立、基底について、教科書の内容を確認しておくこと。 
15 回 ベクトルの外積について、教科書の内容を確認しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSP1122 
成績評価 受講状況(30%程度)、レポート(10%程度)、小テスト(40%程度）および定期試験

(20%程度）で評価する。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス PA(理)(〜10) 
見出し FSP1122 素粒子・原子核物理 
担当教員名 宮川 和也 
単位数 2 
教科書 教科書は使用しない。 毎回、資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 素粒子・原子核物理 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 （裳華房テキストシリーズ）素粒子物理学／原 康夫／裳華房 
授業形態 講義 
注意備考 この科目は、基礎科目ではありません。この分野に、多かれ少なかれ興味を持っ

ていることを受講の前提にします。 
また、講義を通じて、⼒学、電磁気学、物理数学、量子⼒学などに再度立ち返っ
て勉強することが必要です。その意志があることも講義の前提にします。 

シラバスコード FSP1122 
実務経験のある教員  
達成目標 ・核⼒および原子核の基本的性質について学ぶ。 それに基づいて、原子核が関

与 
 した現象（放射性崩壊など）を説明できるようになる。 
・基本粒子や基本的な相互作用など、素粒子物理の基礎を理解する。 
・場と粒子との相互作用について、電磁場を例にとって、理解を深める。 

受講者へのコメント  
連絡先 宮川研究室、24 号館 5 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Elementary Particle and Nuclear Physics 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 原子核および核⼒について解説する。また、ハドロン（核子や中間子）やレプト

ン（電子、ニュートリノなど）が関わる現象についても簡単に紹介する。講義の
後半では、現代物理学が到達している「粒子と場との相互作用」についての基本



的な考え方を学ぶ。 荷電粒子と電磁場との相互作用を例にとって学ぶこととす
る。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 原子核の質量、広がり、密度について解説する。 

2 回 原子核の束縛エネルギーと核⼒について解説する。 
3 回 核⼒と中間子について解説する。 
4 回 原子核の安定性について解説する。 
5 回 原子核の崩壊について解説する 
6 回 核分裂と核融合について解説する。 
7 回 テストを行い、その後、解説を行う。 
8 回 4 つの相互作用と基本粒子について解説する。 
9 回 特殊相対性理論について解説する。 
10 回 ローレンツ変換と 4 元ベクトルについて解説する。 
11 回 相対論的波動方程式（クライン・ゴルドン方程式）について解説する。 
12 回 相対論的波動方程式（ディラック方程式）について解説する 
13 回 ディラック方程式の解と反粒子について解説する。 
14 回 電磁場のポテンシャルと荷電粒子との相互作用について解説する。 
15 回 電磁場がある場合のディラック方程式について解説する。 

準備学習 1 回 シラバスの注意事項をよく読み、受講するかどうか検討しておくこと。 
2 回 原子核の束縛エネルギーと核⼒についての資料、参考書を読み、指示された
問題を解いておくこと。 
3 回 核⼒と中間子についての資料、参考書を読み、指示された問題を解いておく
こと。 
4 回 原子核の安定性についての資料、参考書を読み、指示された問題を解いてお
くこと。 
5 回 原子核の崩壊についての資料、参考書を読み、指示された問題を解いておく
こと。 
6 回 核分裂と核融合についての資料、参考書を読み、指示された問題を解いてお
くこと。 
7 回 指示された問題を解いておくこと。 
8 回 4 つの相互作用と基本粒子についての資料、参考書を読んでおくこと。 
9 回 特殊相対性理論についての資料、参考書を読み、指示された問題を解いてお
くこと。 
10 回 ローレンツ変換と 4 元ベクトルについての資料、参考書を読み、指示され
た問題を解いておくこと。 
11 回 相対論的波動方程式（クライン・ゴルドン方程式）についての資料、参考
書を読み、指示された問題を解いておくこと。 
12 回 相対論的波動方程式（ディラック方程式）についての資料、参考書を読み、
指示された問題を解いておくこと。 
13 回 ディラック方程式の解と反粒子についての資料、参考書を読み、指示され
た問題を解いておくこと。 
14 回 電磁場のポテンシャルと荷電粒子との相互作用についての資料、参考書を



読み、指示された問題を解いておくこと。 
15 回 電磁場がある場合のディラック方程式についての資料、参考書を読み、指
示された問題を解いておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSP1131 
成績評価 中間試験と期末試験の２回で、それぞれ４０点満点とする。時々の小テストの総

和で１０点満点、時折のレポートで、残りの１０点を加算する。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス PA(理)(06〜11) 
見出し FSP1131 ベクトル解析・解析⼒学 
担当教員名 中川 幸子 
単位数 2 
教科書 ⽥辺 行⼈、 品⽥ 正樹／理 工基礎「解析⼒学」／裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード 偏微分、少数粒子系、連成振動、剛体、連続体、 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 ベクトル解析・解析⼒学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特に無し 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSP1131 
実務経験のある教員  
達成目標 数学の一分野、物理の一分野をそれぞれ学ぶという立場でなく、数学を通して、

物理の大まかな流れが確認出来ることを目指す。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Vector Analysis and Analytical Mechanics 
関連科目 ⼒学、電磁気学、量子⼒学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 べクトル解析は、⼒学や電磁気学や量子⼒学を理解するのに非常に重要な数学で

ある。とりわけ解析⼒学は古典⼒学と量子⼒学をつなぐ重要な考え方として、説
明する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 『偏微分』と『ニュートン⼒学』を復習しておく。 

 



年度 2012 
授業コード FSP1311 
成績評価 課題提出２０％、小テストの結果３０％、定期試験５０％により評価する。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス PA(理)(06〜12),PB(理)(06〜12) 
見出し FSP1311 基礎電磁気学Ⅰ 
担当教員名 藤井 佳子 
単位数 2 
教科書 物理の基礎／⻑岡洋介／(東京教学社) 
アクティブラーニング  
キーワード クーロンの法則、コンデンサー、電磁石 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「教室が⼈数に対してせまい」という記述がありました。教務課に要望しておき

ます。 
科目名 基礎電磁気学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 科学者と技術者のための物理学Ⅲ 電磁気学／Reymond A. Serway 著、松村 訳

／(東京図書出版社) 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSP1311 
実務経験のある教員  
達成目標 電荷、電流、磁気についての基礎知識を得て、日常の生活に電磁現象が深く関わ

っていることを認識すること。 
受講者へのコメント 電磁気学は、物理科学専攻・医用科学専攻を問わず大変重要な科目ですので、高

校で物理を履修していない学生さんにも十分理解してもらえるように講義を進
めています。一方、高校で物理を履修している学生さんにも、物理の奥深さを伝
えるように話題を考えています。自分の習熟度に合わせて、トレーニングを行っ
て下さい。 

連絡先 １号館２階 藤井研究室 086-256-9470 yoshiko@dap.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この分野への理解が深まったとの答えが約 70％で良好でした。授業への出席率
は良好でしたが、予習や復習にもう少し真剣に取り組んで下さい。そのような努
⼒を積み重ねているうちに、実⼒がついてきます。高校で物理を得意としていた
学生さんと、高校で物理を殆ど履修していない学生さんがおられるので、これを
考慮して、基本をしっかりと教えると同時に、高校では触れられない知識や考え
方も伝えるように工夫しました。 

英文科目名 Fundamental Electricity and Magnetism I 
関連科目 基礎電磁気学Ⅱ（後期）を履修すること。 



次回に向けての改善変更予定  
講義目的 現在の私たちの生活は、電気や電波の恩恵なしには成り立ちません。身の回りの

多くの電気機器や携帯電話、MRI などの医療機器は、電磁気学の発展によっても
たらされたものです。ここでは、高校で物理を履修していない⼈を念頭において
基礎的な知識を中心に講義を行いますが、単に知識を得るだけでなく、日常の生
活や職業において活かされる知識となることを目的とします。講義内容をより深
く理解するために、基礎的な問題を中心に演習を行います。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 電磁気学の歴史的発展について説明する。 

2 回 素電荷と電荷の単位について説明する。 
3 回 クーロンの法則を述べ、クーロン⼒をベクトルで表示することを説明する。 
4 回 クーロンの法則を深く理解するために、例題を与えて説明する。 
5 回 電荷のつくる静電場について述べ、電気⼒線およびガウスの法則について
説明する。 
6 回 ガウスの法則を理解するために、ガウスの法則を使って電場を求める方法
について説明する。 
7 回 電位の定義について述べ、複数の電荷がつくる電位を求める方法について
説明する。 
8 回 導体と絶縁体、帯電した導体と電場について説明する。 
9 回 電気容量について述べ、平行板コンデンサーの電気容量、コンデンサーに蓄
えられるエネルギー、およびコンデンサーの接続について説明する。 
10 回 導体中の電子の運動について述べ、オームの法則について説明する。 
11 回 ジュール熱、抵抗の接続、キルヒホッフの法則について説明する。 
12 回 磁石と静磁場、電流に働く⼒について説明する。 
13 回 ローレンツ⼒とサイクロトロン運動について説明する。 
14 回 ビオ・サバールの法則について述べ、直流電流のつくる磁場について説明
する。 
15 回 電磁気の単位について述べ、さらに電磁誘導について説明する。 

準備学習 1 回 身の回りにある電気器具の動作について考えておくこと。 
2 回 原子の構造について調べておくこと。 
3 回 ベクトル量の表示について調べておくこと。 
4 回 指数表示された量の計算に慣れておくこと。 
5 回 ⼒や電場の単位について理解しておくこと。 
6 回 電場の方向について調べておくこと。 
7 回 電位の単位について調べておくこと。 
8 回 導体と絶縁体の区別について理解しておくこと。 
9 回 電気容量の単位について調べておくこと。 
10 回 電流、電気抵抗、電位の単位について調べておくこと。 
11 回 抵抗の直列接続、並列接続について調べておくこと。 
12 回 地球磁場について調べておくこと。 
13 回 ローレンツ⼒について調べておくこと。 
14 回 電流のつくる磁場のベクトル表示について調べておくこと。 



15 回 SI 単位系について調べておくこと。 
 



年度 2012 
授業コード FSP1312 
成績評価 提出課題 40%（レポートの充実度を評価）と最終試験 60%で総合評価する。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス PA(理)(06〜12),PB(理)(06〜12) 
見出し FSP1312 基礎電磁気学Ⅱ 
担当教員名 大石 正和＊ 
単位数 2 
教科書 Raymond A. Serway 著 科学者と技術者のための物理学 III 電磁気学 学術出版 
アクティブラーニング  
キーワード クーロンの法則、電場、ガウスの法則、電位、電気容量、オームの法則、キルヒ

ホッフの法則、過渡現象など 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 自由記述は謙虚に受け止めて、今後は注意を払いたい。 
科目名 基礎電磁気学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 随時紹介 
授業形態 講義 
注意備考 この講義では、毎回レポート課題の提出を求め、出席に替える。講義時間外に、

多くの問題を解くことで理解は深まる。自分で悩んでいても解決にはつながらな
い。質問用紙の提出を歓迎する。 

シラバスコード FSP1312 
実務経験のある教員  
達成目標 ①講義で行なった基礎事項を理解する。 

②簡単な問題であれば自⼒で解ける⼒を身につける。 
受講者へのコメント 大学の講義は、その時間だけ着席して聞いていれば理解できるものではない。学

習者は、日頃から興味と疑問をもって授業に参加すると共に、図書館やネットを
利用して問題解決する習慣を身につけて欲しい。一⼈で悩むより友達と積極的に
議論することが大切です。また、担当教員だけでなく、学科の諸先生にもどしど
し質問に出掛けて欲しい。 

連絡先 TEL 090-57046-6524 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 [A]-1)  
 出席不良者が目立つ。「1／3 は休んでも良い」と勘違いしないこと。 
[A}-2)  
 30 分以下の学習時間の学生が目立つ。最低でも、授業時間と同等の自宅学習を
行なおう。 
[A}-3)  
 課題に取り組む時間以外に、自主的な学習を行なっている学生が少ない。 
[B]  



 半数以上の学生が「受けて良かった」との評価をしていて嬉しく思うが、はた
して本音の回答をしているか若干疑問び感じている。 
[c]-5)  
 66％の学生が目標を達成できているが、今後この割合を高めるように努めた
い。 
[c]-6) 

英文科目名 Fundamental Electricity and Magnetism II 
関連科目 基礎電磁気学 I（前期）が履修済みであることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 プロジェクタでの表示方法を工夫してみたい。たとえば、必ず筆記メモをとらね

ばならない箇所を設けるなど。 
講義目的 電磁気学は物理学の中で、直感的なイメージの作り難い分野の一つである。理由

としては、電場や磁場といった直接目に見えないものを対象とするために、ベク
トル場、線や面積分、偏微分などの数学的概念の助けを借りなければならないこ
とにある。本講義では、イメージによる物理的概念の把握に主眼を置き、基礎的
な講義を行う。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションで、この講義の概要を述べた後、 点電荷に働く⼒、ク

ーロンの法則を説明する。特に、ベクトルで表すクートンの法則も解説する。 
2 回 電場の定義を説明してから、種々の電荷分布による電場 
3 回 電気⼒線の定義を説明し、実際に作図してみる。 
4 回 ガウスの法則、電場と電束について説明する。 
5 回 ガウスの法則を用いて、種々の電荷分布が作っている電場の計算を行なう。 
6 回 電位差の定義を説明した後、一様な電場中の電位差の計算を行なう。 
7 回 電気容量の定義を説明し、誘電体の役割を述べる。 
8 回 コンデンサが蓄えるエネルギ−、複数個のコンデンサ接続による等価容量
の算出法と、具体例について計算する。 
9 回 電圧、電流、抵抗の関係、抵抗の接続と等価抵抗を導く。 
10 回 オームの法則、キルヒホッフの法則を解説し、簡単な回路への適用する。 
11 回 簡単な直流回路について練習問題を解く。 
12 回 過抵抗とコンデンサからなる回路の充・放電特性を調べ、時定数について
説明する。 
13 回 磁場中を運動する点電荷に働く⼒（ローレンツ⼒）を説明し、荷電粒子が
電場中で受ける⼒との違いを述べる。 
14 回 電流がつくる磁場 (ビオサバールの法則・アンペールの法則)について説
明する。 
15 回 種々の電流回路（直線電流、円電流）がつくる磁場の計算を行なう。 

準備学習 次回の講義箇所を教科書を通読して、わかりにくい箇所を明らかにして講義に出
席する。疑問を持って参加することが学習効果を高めるのに不可欠です。また毎
回のレポート課題には真摯に取り組んで欲しい。分かりにくい問題があれば、友
達同士で議論したり、図書館を利用する。レポートを白紙で提出したり、他⼈の
レポートを丸写ししていては先に進めません。レポートは、自分の理解を深める
ためのもので、これをこなすことが次の学習のための礎となります。 



 



年度 2012 
授業コード FSP1321 
成績評価 課題提出（20％），中間試験（30％），定期試験（50％）により評価する。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス PA(理)(〜11) 
見出し FSP1321 剛体の⼒学 
担当教員名 平岡 裕 
単位数 2 
教科書 ⼒学 要論と演習／原 康夫／東京教学社 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 剛体の⼒学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSP1321 
実務経験のある教員  
達成目標 剛体の運動を理解するために，角速度，角加速度，角運動量などの専門用語に習

熟するとともに，演習を通じて実際に剛体の運動方程式を解くための⼒を養う。 
受講者へのコメント  
連絡先 1 号館 3 階平岡研究室 086-256-9479 hiraoka@dap.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ・項目５）（この授業の目標を達成できましたか）と項目７）（この授業に満足し
ましたか）において，それぞれ「半分程度できた」（31％）と「ふつう」（39％）
と回答した割合が多いとの印象を受けた。 
今後，採用した教科書も含めて講義内容を再検討していく必要があるものと判断
した。 

英文科目名 Mechanics of Rigid Body 
関連科目 質点の⼒学Ⅰ，質点の⼒学Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 ・受講者の理解度を確かめる意味で，演習時間を増やしたいと考えています。 
講義目的 ⼒学は物理学全般の基礎となる学問である。物質（物体）の中で質点と剛体だけ

は，それらの運動を数式で取り扱い，数学的に解くことが可能である。本講義で
は，剛体の運動について基本的な考え方を学ぶことを目的とする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション： 

本講義の進め方及び注意事項について説明する。 



2 回 座標，重心，自由度： 
剛体の運動を記述する際に基本となる座標の表示法，重心の定義，自由度などに
ついて説明する。 
3 回 角速度，角加速度，角運動量： 
剛体の運動を記述する際に出てくる物理量である角速度，角加速度，角運動量な
どについて説明する。 
4 回 演習： 
2，3 回目の講義で学んだ内容について，演習問題を解くことによって理解を深め
る。 
5 回 慣性モーメント： 
剛体の運動を記述する際に出てくる物理量の一つである慣性モーメントについ
て説明する。 
6 回 回転の運動方程式： 
特に回転する剛体を記述ための運動方程式について説明する。 
7 回 演習： 
5，6 回目の講義で学んだ内容について，演習問題を解くことによって理解を深め
る。 
8 回 中間試験及び出題内容の解説： 
2〜7 回目の講義で学んだ内容について，中間試験を実施する。また試験直後に解
答例などを解説する。 
9 回 簡単な平面運動： 
自由度の少ない簡単な平面運動を例に挙げて，運動方程式およびその解き方につ
いて説明する。 
10 回 複雑な平面運動： 
自由度の大きい複雑な平面運動を例に挙げて，運動方程式およびその解き方を説
明する。 
11 回 簡単な三次元運動： 
剛体の三次元運動を例に挙げて，運動方程式およびその解き方を説明する。 
12 回 演習： 
9〜11 回目の講義で学んだ内容について，演習問題を解くことによって理解を深
める。 
13 回 簡単な回転運動： 
自由度の少ない簡単な回転運動を例に挙げて，運動方程式およびその解き方につ
いて説明する。 
14 回 複雑な回転運動： 
自由度の多い複雑な回転運動を例に挙げて，運動方程式およびその解き方につい
て説明する。 
15 回 演習： 
13，14 回目の講義で学んだ内容について，演習問題を解くことによって理解を
深める。 

準備学習 1 回 シラバスをよく見ておくこと。また，質点と剛体に違いについて調べておく
こと。 



2 回 質点の⼒学について復習しておくこと。 
3 回 ニュートンの運動三法則をよく理解しておくこと。 
4 回 2，3 回目の講義で学んだことを復習しておくこと。 
5 回 微分・積分（特に二重積分）を理解しておくこと。 
6 回 直線運動についてよく理解しておくこと。 
7 回 5，6 回目の講義で学んだことを復習しておくこと。 
8 回 2〜7 回目の講義で学んだことを整理しておくこと。 
9 回 ニュートンの法則について復習しておくこと。 
10 回 ニュートンの法則について復習しておくこと。 
11 回 ニュートンの法則について復習しておくこと。 
12 回 9〜11 回目の講義で学んだことを整理しておくこと。 
13 回 ニュートンの法則について復習しておくこと。 
14 回 ニュートンの法則について復習しておくこと。 
15 回 13，14 回目の講義で学んだことを整理しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSP1322 
成績評価 レポート（４０％）および定期試験（６０％）により評価する。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス PB(理)(06〜10) 
見出し FSP1322 生体機能代行装置学Ⅲ 
担当教員名 河村 郁夫＊ 
単位数 2 
教科書 最新 ⼈工心肺 ［第四版］理論と実際／上⽥裕一（編）／名古屋大学出版会 
アクティブラーニング  
キーワード 循環器学，心臓手術 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特になし。 
科目名 生体機能代行装置学Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義にて適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSP1322 
実務経験のある教員  
達成目標 ⼈工心肺装置および補助循環装置などを実際に使用するための基礎的な知識を

身につけること。 
受講者へのコメント 特になし。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業の目標達成度合いに関して、改善の余地があるように思えた。講義で教える
内容が多すぎるため目標を達成しにくいのではないかと思う、今後 課題・宿題
等を取り入れることで改善していきたい。 

英文科目名 Life Support Medical Equipments III 
関連科目 解剖学を履修していることが望ましい。 

物性工学を履修していることが望ましい。 
生理学を履修していることが望ましい。 

次回に向けての改善変更予定 講義で教える量が多いため、講義だけで学生に体外循環の基礎を理解させるには
少々難しいかと思う、このことを改善するため課題・宿題等を取り入れ改善した
いと思う。 
今回、受講者が多く、後ろの席は⿊板が見にくかったのではないかと思う。また、
机が小さいためノートが取りにくいようにも思えた。これらを改善するため、実
習室から講義室に変更した方が良い様に思えた。 

講義目的 心臓手術中の心肺停止時に心肺の代行を行う⼈工心肺装置や，心肺機能が低下し



生命維持することができなくなった患者に使用する IABP，PCPS，ECMO など
の補助循環装置の原理，構造，病態生理，安全管理などを学び、臨床（病院の現
場）で必要な基礎知識を身につける。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 ⼈工心肺装置とは（オリエンテーション） 

⼈工心肺装置というのはどのようなものかについて理解を深める。 
2 回 ⼈工心肺装置の原理と構造 I（⼈工肺，回路など） 
⼈工心肺装置の基本原理と構造（主に⼈工肺と体外循環回路）について理解を深
める。 
3 回 ⼈工心肺装置の原理と構造 II および実習（ポンプなど） 
⼈工心肺装置の基本原理と構造（主に血液ポンプ）について理解を深める。 
4 回 ⼈工心肺の病態生理 I（適正還流，低体温など） 
⼈工心肺装置を用いた手術施行中における適正還流量や体温管理について理解
を深める。 
5 回 ⼈工心肺の病態生理 II（免疫系，内分泌など） 
⼈工心肺装置を用いた手術施行中における生体反応（主に免疫系，内分泌系など）
について理解を深める。 
6 回 ⼈工心肺の病態生理 III（心筋保護法など） 
⼈工心肺装置を用いた手術施行中の心筋保護の概念と心筋保護液について理解
を深める。 
7 回 手術術式と⼈工心肺操作の実際 I（弁手術など） 
弁手術などにおける実際の⼈工心肺操作について理解を深める。 
8 回 手術術式と⼈工心肺操作の実際 II（大動脈瘤など） 
大動脈瘤の手術などにおける実際の⼈工心肺操作について理解を深める。 
9 回 ⼈工心肺操作の実際と実習 I（準備、操作法など） 
⼈工心肺装置を実際に触りながら準備，操作法について理解を深める。 
10 回 ⼈工心肺操作の実際と実習 II（シュミレーション） 
⼈工心肺装置を実際に操作して理解を深める。 
11 回 ⼈工心肺操作の実際と実習 III（安全管理，トラブル） 
⼈工心肺装置使用中におけるトラブルとその対処法について理解を深める。 
12 回 補助循環装置の原理と実際 I と実習（IABP） 
補助循環の一種である IABP について理解を深める。 
13 回 補助循環装置の原理と実際 II と実習（PCPS など） 
補助循環の一種である PCPS などについて理解を深める。 
14 回 ⼈工心肺装置・補助循環装置の事故事例 
⼈工心肺装置・補助循環装置の事故事例を紹介しながら操作中の危険性について
理解を深める。 
15 回 ⼈工心肺装置・補助循環装置の安全管理 
⼈工心肺装置・補助循環装置の事故事例をもとにその安全対策について理解を深
める。 

準備学習 1 回 心臓の解剖生理について復習しておくこと。 
2 回 ⼈工心肺装置の基本構成について調べておくこと。 



3 回 ローラーポンプや遠心ポンプの特徴について調べておくこと。 
4 回 心拍出量，腎臓などの他の臓器への血液還流量が健常⼈の場合どの程度な
のか調べておくこと。 
5 回 免疫，内分泌系について復習しておくこと。 
6 回 神経伝導における脱分極，再分極のメカニズムについて復習しておくこと。 
7 回 心臓の弁疾患にはどのようなものがあるか調べておくこと。 
8 回 大動脈瘤にはどのような種類があるか調べておくこと。 
9 回 ⼈工心肺装置の回路の基本構成について復習しておくこと。 
10 回 ⼈工心肺装置の回路の基本構成について復習しておくこと。 
11 回 ⼈工心肺装置の使用中にどのような事故が起こりえるか調べておくこと。 
12 回 大動脈，冠動脈の解剖および心周期について復習しておくこと。 
13 回 補助循環はどのような場合に使用されるか調べておくこと。 
14 回 心臓手術中に実際にどのような事故が起きているのか新聞記事等で調べて
おくこと。 
15 回 これまでの講義内容を復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSP1512 
成績評価 中間テスト（40 点）、定期試験（60 点）で評価する。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス PA(理)(06〜11),PB(理)(06〜11) 
見出し FSP1512 電子工学Ⅱ 
担当教員名 蜷川 清隆 
単位数 2 
教科書 武下博彦著、「図解 わかる実践アナログ回路」 
アクティブラーニング  
キーワード 鳳−テブナンの定理、交流、抵抗、コンデンサ、コイル、ダイオード、トランジ

スタ、FET、オペアンプ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ⿊板の字が小さく、書く量が多いと、指摘を受けています。 

(1) 書くことによって、身に付く。 
(2) できるだけ途中の式を飛ばさないようにし、後で、自分で復習したときに、
フォローできるようにしたい。 
(3) 遅刻して来た学生、書くのが遅い学生に配慮して、できるだけ⿊板に書いた
ことを残すようにしています。 また、その節の全体を把握してもらいたい。 
との考えから、どうしても⿊板に書く量が多くなり、字も相対的に小さくなって
います。 
講義中、席の移動は自由ですので、見えない場合は前に移動してください。 

科目名 電子工学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 堀桂太郎著、「ディジタル電子回路の基礎」 東京電機大学出版局 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSP1512 
実務経験のある教員  
達成目標 主にアナログ回路の概要を理解する。 
受講者へのコメント しっかりノートをとってください。 
連絡先 蜷川研究室 １号館３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし 
英文科目名 Electronics II 
関連科目 電子工学Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定 特になし 
講義目的 現在の電子技術の発展はめざましく、電子回路はパーソナルコンピュータ、携帯

電話はもとより、機器の計測、制御回路などに幅広く使われている。この講義で



は、電子回路の中で主にアナログ回路の基本的な知識を理解することを目標とし
ている。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション 

2 回  キルヒホッフの法則、重ね合わせの定理 
3 回  交流電気理論（１） 
4 回  交流電気理論（２） 
5 回  受動部品の使い方（１） 
6 回  受動部品の使い方（２） 
7 回  受動部品の使い方（３） 
8 回  電子回路部品の使い方（１） 
9 回  電子回路部品の使い方（２） 
10 回  トランジスタ、FET の使い方（１） 
11 回  トランジスタ、FET の使い方（２） 
12 回  トランジスタ、FET の使い方（３） 
13 回  オペアンプ（１） 
14 回  オペアンプ（２） 
15 回  オペアンプ（３） 

準備学習 2 回  教科書の対応する部分を予習しておく 
3 回  教科書の対応する部分を予習しておく 
4 回  教科書の対応する部分を予習しておく 
5 回  教科書の対応する部分を予習しておく 
6 回  教科書の対応する部分を予習しておく 
7 回  教科書の対応する部分を予習しておく 
8 回  教科書の対応する部分を予習しておく 
9 回  教科書の対応する部分を予習しておく 
10 回  教科書の対応する部分を予習しておく 
11 回  教科書の対応する部分を予習しておく 
12 回  教科書の対応する部分を予習しておく 
13 回  教科書の対応する部分を予習しておく 
14 回  教科書の対応する部分を予習しておく 
15 回  教科書の対応する部分を予習しておく 

 



年度 2012 
授業コード FSP1522 
成績評価 レポート（100%）で評価する． 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス P2(06〜10) 
見出し FSP1522 医用機器安全管理学実習 
担当教員名 堀 純也、浅原 佳江＊、竹本 和憲＊ 
単位数 1 
教科書 ＭＥ機器保守管理マニュアル〜臨床工学技士の業務を中心として〜／財団法⼈

医療機器センター／南江堂：配布する実習書 
アクティブラーニング  
キーワード 医療機器の保守・点検・管理 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「寒い」：環境に関しては大学全体の問題ですので，暖かい格好でできるように

考えてみます． 
「前期に行ってほしい」：他学科も含めた時間割構成上やカリキュラムの流れの
関係上，なかなか改訂は難しいと思います． 

科目名 医用機器安全管理学実習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ME の基礎知識と安全管理／(社)日本生体医工学会 ME 技術教育委員会／南江

堂：臨床工学講座 医用機器安全管理学／日本臨床工学技士教育施設協議会／医
⻭薬出版株式会社 

授業形態 実験実習 
注意備考 ７回目以降は，各テーマを数名の班で週ごとにローテーションしながら実施す

る。 
臨床工学技士の国家試験を受験するために必要な科目であるため，全ての実習テ
ーマを行う必要がある。 

シラバスコード FSP1522 
実務経験のある教員  
達成目標 各種漏れ電流の種類とその測定方法，安全評価について説明できる． 

病院電気設備の安全評価ができる． 
各種治療機器，計測機器の安全点検ができる． 
輸液ポンプ等の精度管理ができる．医用ガスの安全点検ができる． 

受講者へのコメント 実習の内容は濃かったと思いますがどれも大事なことばかりですので，しっかり
復習してほしいと思います． 

連絡先 1 号館 2 階，堀研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 評価を見る限りある程度満足してくれているようです．レポートが大変だったと
は思いますが皆さん真剣に取り組んでくれたと感じています． 



英文科目名 Practice in Safety Managements of Medical Equipments 
関連科目 医用機器安全管理学 I を履修していることが望ましい。 

医用機器安全管理学 II を履修していることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 できる限り１テーマあたりの⼈数を減らして少しでも手を動かす時間が増やせ

るように検討したいと思います． 
講義目的 各種 ME 機器や医療設備に対して定められた安全基準をもとに実際の医療機器

を用いて実習を行い，安全管理技術を習得することを目的とする。電気的安全性
の実習として，電撃事故の原因となる漏れ電流の測定ができる測定器を自作す
る。各種医療機器の漏れ電流測定を行うとともに，電気的安全性試験に用いられ
る各種テスタの使用法についても実習する。また，生体計測装置，医用治療機器
の安全点検法，輸液ポンプ等の精度管理，医用ガス配管設備に対する実習を行う。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 漏れ電流・保護接地線抵抗測定器の回路図作成(1) 

自作の漏れ電流・保護接地線抵抗測定器の回路図を作製し，その動作原理につい
て理解を深める。 
2 回 漏れ電流・保護接地線抵抗測定器の回路図作成(2) 
自作の漏れ電流・保護接地線抵抗測定器の回路図を基にして操作マニュアルを作
成する。 
3 回 漏れ電流・保護接地線抵抗測定器の作製(1) 
漏れ電流・保護接地線抵抗測定器を作成する（⽳開け作業と部品の配置）。 
4 回 漏れ電流・保護接地線抵抗測定器の作製(2) 
漏れ電流・保護接地線抵抗測定器を作成する（配線作業と動作確認）。 
5 回 漏れ電流・保護接地線抵抗測定器の校正と計測機器の使用法(1) 
作製した漏れ電流・保護接地線抵抗測定器の校正（キャリブレーション）を行う。 
6 回 漏れ電流・保護接地線抵抗測定器の校正と計測機器の使用法(2) 
作製した漏れ電流・保護接地線抵抗測定器の周波数特性を調べる。 
7 回 病院電気設備の安全管理(1) 
各種電気テスタの使用方法と医療現場のコンセントについて安全管理手法の実
習を行う。 
8 回 病院電気設備の安全管理(2) 
医療現場の電気設備（医用接地方式，等電位接地，片側接地方式，非接地配線方
式）について安全管理手法の実習を行う。 
9 回 医用治療機器・生体計測機器の安全管理(1) 
ペースメーカの安全管理について心電計などの計測装置を併用しながら実習を
行う。 
10 回 医用治療機器・生体計測機器の安全管理(2) 
除細動器の安全管理について心電計などの計測装置を併用しながら実習を行う。 
11 回 輸液ポンプ・シリンジポンプの精度管理(1) 
輸液ポンプの安全管理と精度管理について実習を行う。 
12 回 輸液ポンプ・シリンジポンプの精度管理(2) 
シリンジポンプの安全管理と精度管理について実習を行う。 
13 回 医用ガスの性質と配管設備(1) 



医用ガスの性質，医用ガスボンベの取扱について実習を行う。 
14 回 医用ガスの性質と配管設備(2) 
医用ガス配管について実習を行う。 
15 回 実習のまとめ。 
レポートの内容について不備がある場合はその指導を行う。 

準備学習 1 回 事前に漏れ電流・保護接地線抵抗測定器の回路図について検討しておくこ
と。 
2 回 事前に漏れ電流・保護接地線抵抗測定器の回路図について検討しておくこ
と。 
3 回 電気工作に使用する工具の使い方等を復習しておくこと。 
4 回 電気工作に使用する工具の使い方等を復習しておくこと。 
5 回 テスタの測定原理（電圧測定，抵抗測定等）について理解しておくこと。 
6 回 テスタの測定原理（電圧測定，抵抗測定等）について理解しておくこと。 
7 回 電気設備の種類とその役割について復習しておくこと。 
8 回 電気設備の種類とその役割について復習しておくこと。 
9 回 各種医療機器の安全点検法について復習しておくこと。 
10 回 各種医療機器の安全点検法について復習しておくこと。 
11 回 標準偏差，変動係数などの統計学的知識について復習しておくこと 
12 回 標準偏差，変動係数などの統計学的知識について復習しておくこと。 
13 回 各種医用ガスの性質と特徴について復習しておくこと 
14 回 各種医用ガスの性質と特徴について復習しておくこと。 
15 回 漏れ電流測定や電気設備の点検法について復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSP1532 
成績評価 レポート（90%），課題発表（10%）で評価する． 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス PB(理)(06〜10) 
見出し FSP1532 生体機能代行装置学実習Ⅲ 
担当教員名 堀 純也、浅原 佳江＊、竹本 和憲＊ 
単位数 1 
教科書 ⼈工心肺ハンドブック／安達秀雄 他／中外医学社：最新 ⼈工心肺 ［第四版］理

論と実際／上⽥裕一（編）／名古屋大学出版会：理科系の作文技術／木下是雄／
中公新書：配布する資料 

アクティブラーニング  
キーワード ⼈工心肺装置，補助循環装置 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「寒い」：環境に関しては大学全体の問題ですので，暖かい格好でできるように

考えてみます． 「前期に行ってほしい」：他学科も含めた時間割構成上やカリキ
ュラムの流れの関係上，なかなか改訂は難しいと思います． 

科目名 生体機能代行装置学実習Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 最新体外循環―基本的知識と安全の確保／井野隆史, 安達秀雄／金原出版：補助

循環マスターポイント 102 改訂 2 版／許俊鋭／メジカルビュー社 
授業形態 実験実習 
注意備考 複数の班に分かれて各テーマを週ごとにローテーションしながら実施する。 

臨床工学技士の国家試験を受験するために必要な科目であるため，全ての実習テ
ーマを行う必要がある。 

シラバスコード FSP1532 
実務経験のある教員  
達成目標 ⼈工心肺装置の回路構成・基本的な操作方法が説明できる。 

補助循環装置の回路構成・基本的な操作方法が説明できる。 
⼈工心肺装置，補助循環装置のトラブル発生時の対応について説明できる。 

受講者へのコメント 実技，課題，プレゼンテーションいずれも将来役立つことばかりなのでしっかり
復習しておいてください． 

連絡先 1 号館 2 階，堀研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 評価を見る限り，課題も多かったこともあってそれぞれがしっかりと取り組んで
くれたと思います． 

英文科目名 Practice in Life Support Medical Equipments III 
関連科目 生体機能代行装置学Ⅲを履修していることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 最新の情報を取り入れつつ，実習教材も検討していきたいと思っています． 



講義目的 生体機能代行装置とは，病気により生命維持に必要な臓器が機能しなくなったと
き，その臓器の代行をしたり補助する装置を指す。ここでは，心臓・肺機能の代
行装置である⼈工心肺装置やＰＣＰＳ，ＩＡＢＰなどの補助循環装置についての
操作・保守管理・トラブルへの対応方法などを中心に実習を行う。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 ⼈工心肺装置・補助循環装置の概略と安全管理(1) 

⼈工心肺装置の基本的な電気的安全性，構造の理解のための実習を行う。 
2 回 ⼈工心肺装置・補助循環装置の概略と安全管理(2) 
補助循環装置の基本的な電気的安全性，構造の理解のための実習を行う。 
3 回 ローラポンプの特性(1) 
⼈工心肺装置で用いられるローラポンプの特性に関する実習を行う。 
4 回 ローラポンプの特性(2) 
⼈工心肺装置で用いられるローラポンプの調整，操作に関する実習を行う。 
5 回 遠心ポンプの特性(1) 
⼈工心肺装置・補助循環装置で用いられる遠心ポンプの特性に関する実習を行
う。 
6 回 遠心ポンプの特性(2) 
⼈工心肺装置・補助循環装置で用いられる遠心ポンプの調整，操作に関する実習
を行う。 
7 回 送血カニューレ・⼈工肺・動脈フィルタ・冷温水槽の特性(1) 
⼈工心肺装置・補助循環装置で用いられる送血カニューレ・⼈工肺・動脈フィル
タ・冷温水槽の特性に関する実習を行う。 
8 回 送血カニューレ・⼈工肺・動脈フィルタ・冷温水槽の特性(2) 
⼈工心肺装置・補助循環装置で用いられる送血カニューレ・⼈工肺・動脈フィル
タ・冷温水槽の調整，使用法に関する実習を行う。 
9 回 ⼈工心肺装置の操作(1) 
⼈工心肺装置（主に回路の組み立て）に関する実習を行う。 
10 回 ⼈工心肺装置の操作(2) 
⼈工心肺装置（主に操作）に関する実習を行う。 
11 回 補助循環装置：ＰＣＰＳ・ＥＣＭＯ他(1) 
ＰＣＰＳ・ＥＣＭＯ（主に回路の組み立て）に関する実習を行う。 
12 回 補助循環装置：ＰＣＰＳ・ＥＣＭＯ他(2) 
ＰＣＰＳ・ＥＣＭＯ（主に操作）に関する実習を行う。 
13 回 補助循環装置：ＩＡＢＰ他(1) 
ＩＡＢＰ（主に回路の組み立て）に関する実習を行う。 
14 回 補助循環装置：ＩＡＢＰ他(2) 
ＩＡＢＰ（主に操作）に関する実習を行う。 
15 回 実習のまとめと課題発表 
レポートの不備がある場合はその指導を行う。また，各自で調べた循環器に関す
る課題発表を行う。 

準備学習 1 回 ⼈工心肺装置を用いた手術の流れと補助循環装置について把握しておくこ
と。 



2 回 ⼈工心肺装置を用いた手術の流れと補助循環装置について把握しておくこ
と。 
3 回 ローラポンプの特徴について把握しておくこと。 
4 回 ローラポンプの特徴について把握しておくこと。 
5 回 遠心ポンプの特徴について把握しておくこと。 
6 回 遠心ポンプの特徴について把握しておくこと。 
7 回 送血カニューレ・⼈工肺・動脈フィルタ・冷温水槽などの特徴について把握
しておくこと。 
8 回 送血カニューレ・⼈工肺・動脈フィルタ・冷温水槽などの特徴について把握
しておくこと。 
9 回 ⼈工心肺装置の操作について注意すべき点をまとめておくこと。 
10 回 ⼈工心肺装置の操作について注意すべき点をまとめておくこと。 
11 回 ＰＣＰＳ，ＥＣＭＯについて把握しておくこと。 
12 回 ＰＣＰＳ，ＥＣＭＯについて把握しておくこと。 
13 回 ＩＡＢＰについて把握しておくこと。 
14 回 ＩＡＢＰについて把握しておくこと。 
15 回 事前に与える課題内容についてまとめて発表できる準備をしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSP15A1 
成績評価 レポート 40%，発表・発言 10%，小テスト 10%，定期テスト 40%で評価する。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス PA(理)(〜12),PB(理)(〜12) 
見出し FSP15A1 化学基礎論Ⅰ 
担当教員名 高原 周一 
単位数 2 
教科書 Primary 大学テキスト これだけはおさえたい「化学」／井口洋夫・木下實・斎

藤幸一ほか／実教出版 
※ この教科書は今年度の「入門化学」の教科書と同じものであるので、今年度
の「入門化学」受講者は改めて購入する必要は無い。 

アクティブラーニング  
キーワード 原子・分子論、原子の構造、電子状態、化学結合、分子の集合状態、物性、光と

物質、反応速度、物質循環、科学的な態度 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 エアコンの温度調節が不適切（暑すぎる，寒すぎる）というコメントがありまし

た．気をつけますが，そう感じた時に教えていただければと思います． 
テストに出るところをもう少し細かく言ってほしいとの要望がありましたが，既
にまとめのプリントも配っているので，現状でも十分行っていると考えていま
す． 

科目名 化学基礎論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし。 
授業形態 講義 
注意備考 高校で化学を履修していない⼈、および、履修したが苦手だったという⼈は、「入

門化学」の受講を推奨する（本講義と同時期の受講でよい）。 
シラバスコード FSP15A1 
実務経験のある教員  
達成目標 化学の楽しさ・重要性を実感し、講義終了後も化学に対して興味を持ち続けるこ

と。 
身近な現象を原子・分子レベルで理解すること。 
以下の事項について基本的なことを理解すること。原子の構造と核反応、原子・
分子中の電子の状態、原子・分子間にはたらく⼒、物質の三態、物性の起源（電
気伝導・磁性など）、光と物質の相互作用、化学反応の速度、地球上での物質の循
環。 
科学的な態度について自らの考えを深め、これを実生活に生かすことができるこ
と。 

受講者へのコメント 化学に対する興味を失わず，必要に応じて学び直してください．演示した実験の
中には家庭で簡単に再現できるものもあるので，自分でも試してみて下さい．家
庭では再現できない実験もやってみたいという⼈は高原までご相談下さい． 



連絡先 理学部化学科 高原周一 （13 号館 3 階、takahara@chem.ous.ac.jp） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業時間外の学習で，47%が全くしなかった，44%が 30 分程度と答えており，
時間外の学習時間を増やす方策を考える必要がある． 
この授業を受けてよかった点として，70%以上がこの分野への「理解が深まっ
た」，「興味・関心が高まった」と回答しており，また満足度も「満足」・「ほぼ満
足」を合わせると 90%以上となっており，受講生から高い評価を得ることができ
た．ただ，「この分野と他の分野の関連性がわかった」が 9%に留まっており，改
善が望まれる． 
自由設問欄で聞いたクリッカー，演示実験については約 9 割が，化学のトピック 

英文科目名 Chemistry I 
関連科目 化学基礎論Ⅱ、入門化学、化学基礎実験 
次回に向けての改善変更予定 達成目標に書いた「化学の楽しさ・重要性を実感し、講義終了後も化学に対して

興味を持ち続けること」「科学的な態度について自らの考えを深め、これを実生
活に生かすことができること」を実現するために，取り扱う内容を再度検討する
とともに，化学に関係する時事問題についてのディベートなどを取り入れて，よ
り能動的な学習を組織していく予定である．また，小テスト等を実施し，日常的
な勉強量が確保できるようしたい． 

講義目的 この講義では化学の基本的な考え方を修得し、身の回りの現象を化学的に見る⼒
を養うことを目的とする。特に原子・分子論的な視点で現象の本質を理解するこ
とを重視する。化学の楽しさを実感してもらうため、可能な限り演示実験を行う。
また、能動的な学習をしてもらうためにクリッカーを使用した双方向的な授業運
営を行うとともに、受講生による発表（希望者のみ）・討論も取り入れたい。教材
の選択にあたっては、受講生の中に教員志望者および化学基礎実験受講者（予定
を含む）が含まれることを考慮した。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 この授業の内容と進め方について説明する。 

原子論が科学的な真理として認められるまでの歴史を説明する。 
化学の基礎知識等についてのアンケート調査を実施する。 
2 回 物質の三態（気体・液体・固体）などを題材に、原子論的な見方の有効性に
ついて解説する。 
3 回 エネルギーについて復習する。 
原子・分子のもつエネルギーについて説明する。 
温度と分子運動の関係について説明する。 
4 回 静電気⼒について復習する。 
原子・分子間にはたらく⼒の原因について説明する。 
分子の極性について説明する。 
5 回 原子の内部構造について復習する。 
核融合・核分裂反応について説明する。 
原子の起源（どのようにして出来たか）について説明する。 
6 回 物質の電気伝導および熱伝導について説明する。 



イオンによる電気伝導について説明する。 
地球上での物質の循環について説明する。 
7 回 周期表について復習する。 
福島原発事故で放出された放射性元素について由来と現状を解説する。 
放射性元素の半減期について説明する。 
放射線の生体への影響についても触れる。 
8 回 量子⼒学の概要を説明する。 
原子軌道について説明する。 
9 回 共有結合、分子軌道について説明する。 
原子の大きさ、イオン化エネルギー、原子の陽性・陰性について説明する。 
10 回 物質と光の相互作用について説明する。 
光の三原色と視覚のしくみについて説明する。 
光を使った化学分析の方法（分光法）について説明する。 
11 回 燃焼および爆発の条件について説明する。 
連鎖反応のしくみについて説明する。 
化学反応の速度を決める要因について説明する。 
12 回 物質の磁性について説明する。 
身近な物質を構成する原子・分子について説明する。 
食品と調理の化学について説明する。 
13 回 化学に関するトピックスについて受講生が発表する。 
※ 発表テーマは化学に関することで、他の受講生の興味を引くような内容であ
れば何でも可。発表するのは希望者のみ。 
14 回 化学に関係する怪しい話（健康食品・健康グッズ関係、「水からの伝言」な
ど）を題材に、科学的な態度とは何かについて考える。 
15 回 最先端の化学とその応用についてナノテクノロジーを題材に解説する。 
化学と他の学問分野（特に生物・地学など）との関係を説明する。 
本講義のまとめを行う。 

準備学習 1 回 シラバスを読んでおくこと。 
2 回 前回の講義内容を復習すること。 
3 回 前回の講義内容を復習すること。 
4 回 前回の講義内容を復習すること。 
5 回 前回の講義内容を復習すること。 
6 回 前回の講義内容を復習すること。 
7 回 前回の講義内容を復習すること。 
8 回 前回の講義内容を復習すること。 
化学に関するトピックス（内容は自由）について，各自が本・インターネットで
調査する。 
9 回 前回の講義内容を復習すること。 
化学に関するトピックス（内容は自由）について，各自が本・インターネットで
調査する。 
10 回 前回の講義内容を復習すること。 
化学に関するトピックスについての調査結果をレポートにまとめる。 



11 回 前回の講義内容を復習すること。 
12 回 前回の講義内容を復習すること。 
13 回 前回の講義内容を復習すること。 
トピックス発表者は発表準備を行うこと。 
14 回 前回の講義内容を復習すること。 
15 回 これまでの講義内容を復習すること。 

 



年度 2012 
授業コード FSP15A2 
成績評価 レポート 40%，発表・発言 10%，小テスト 10%，定期テスト 40%で評価する。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス PA(理)(〜12),PB(理)(〜12) 
見出し FSP15A2 化学基礎論Ⅱ 
担当教員名 高原 周一 
単位数 2 
教科書 Primary 大学テキスト これだけはおさえたい「化学」／井口洋夫・木下實・斎

藤幸一ほか／実教出版 
※ この教科書は今年度の「入門化学」の教科書と同じものであるので、今年度
の「入門化学」受講者は改めて購入する必要は無い。 
上記の教科書以外に講義時に自作テキストを別途販売する。 

アクティブラーニング  
キーワード 化学熱⼒学、内部エネルギー、エンタルピー、エントロピー、自由エネルギー、

化学平衡の法則、ルシャトリエの原理、酸・塩基、酸化・還元、電池 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 化学基礎論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし。 
授業形態 講義 
注意備考 高校で化学を履修していない⼈、および、履修したが苦手だったという⼈は、「入

門化学」の受講を推奨する（本講義と同時期の受講でもよい）。  
化学基礎論Ⅰを受講していることが望ましい。 

シラバスコード FSP15A2 
実務経験のある教員  
達成目標 化学の楽しさ・重要性を実感し、講義終了後も化学に対して興味を持ち続けるこ

と。 
身近な現象を原子・分子の挙動を踏まえた上で化学熱⼒学的に理解すること。 
以下の事項について基本的なことを理解すること。熱⼒学量の意味（内部エネル
ギー、エンタルピー、エントロピー、自由エネルギー）、化学反応の進む方向、化
学平衡の法則、ルシャトリエの原理、酸・塩基、酸化・還元、電池、濃度の計算。 
科学的な態度について自らの考えを深め、これを実生活に生かすことができるこ
と。  
自分の理解した論理をわかりやすく他⼈に説明できること。 

受講者へのコメント  
連絡先 理学部化学科 高原周一 （13 号館 3 階、takahara@chem.ous.ac.jp） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  



英文科目名 Chemistry II 
関連科目 化学基礎論Ⅰ、化学基礎実験、入門化学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 本講義では、化学基礎論Ⅰで学んだことを復習しながら、様々な現象を化学熱⼒

学的に捉える⼒（特に化学変化が進む方向を予測する⼒）を身につけることを目
標とする。本来、化学熱⼒学は定量的な学問であるが、本質を見失うことを避け
るために、定性的な取り扱いを中心とする。理解を確実にするために、レポート、
演習、グループ討議等を課す。化学の楽しさを実感してもらうため、可能な限り
演示実験を行う。また、能動的な学習をしてもらうためにクリッカーを使用した
双方向的な授業運営を行う。教材の選択にあたっては、受講生の中に教員志望者
およ 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 この授業の内容と進め方について説明する。 

化学反応が進む方向が何によって決まるか出し合う。 
発泡入浴剤についての実験を通じて、ルシャトリエの原理について説明する。 
2 回 化学平衡の法則について説明する。 
平衡定数と反応速度定数の関係について説明する。 
化学平衡の法則を用いた定量的な演習問題の解き方を説明する。 
3 回 酸・塩基について復習する。 
電離平衡について説明する。 
弱酸・弱塩基の pH の計算方法について説明する。 
塩の水への溶解と溶解度積について説明する。 
4 回 物質量、濃度、平衡定数などに関連した計算問題の演習を行う。 
5 回 原子間・分子間にはたらく⼒のについて復習する。 
⼒とエネルギーの関係について説明する。 
6 回 内部エネルギーと温度 
燃焼が発熱をともなうのはなぜか説明する。 
7 回 熱⼒学第１法則，エンタルピー 
気体を断熱膨張させると温度が下がるのはなぜか説明する。 
エンタルピーの定義と使い道について説明する。 
8 回 ここまで学んだことに関係した演習問題を出題し、班で討論しながら解く。 
9 回 エントロピーの定義と使い道について説明する。 
10 回 自由エネルギーの定義と使い道について説明する。 
反応が進む方向は何によって決まるのか説明する。 
身近な様々な変化（液体の凝固・蒸発、相分離など）を自由エネルギー減少則で
説明する。 
11 回 化学変化における速度論的要因について説明する。 
過冷却・ガラス状態について説明する。 
自由エネルギー減少の法則より化学平衡の法則およびルシャトリエの原理を導
出する。 
自由エネルギー減少の法則とエントロピー増大の法則の関係を説明する。 
12 回 化学熱⼒学と酸化・還元反応および電池の起電⼒の関係を説明する。 



13 回 ここまで学んだことに関係した演習問題を出題し、班で討論しながら解く。 
14 回 化学とエネルギー・環境問題の関係を説明する。 
15 回 生体内反応が進行する理由を化学熱⼒学を用いて説明する。 
非平衡状態における熱⼒学の概要を説明する。 
この授業のまとめを行う。 

準備学習 1 回 シラバスを読んでくること。 
2 回 前回の講義内容を復習すること。 
3 回 前回の講義内容を復習すること。 
4 回 前回の講義内容を復習すること。 
演習問題（物質量、濃度、平衡定数などに関連した計算問題）を解いてくること。 
5 回 前回の講義内容を復習すること。 
6 回 前回の講義内容を復習すること。 
7 回 前回の講義内容を復習すること。 
8 回 前回の講義内容を復習すること。 
演習問題（内部エネルギー、温度、エンタルピー関係の定性的な問題）を解いて
くること。 
9 回 前回の講義内容を復習すること。 
10 回 前回の講義内容を復習すること。 
11 回 前回の講義内容を復習すること。 
12 回 前回の講義内容を復習すること。 
13 回 前回の講義内容を復習すること。 
演習問題（エントロピー、自由エネルギー関係の定性的な問題）を解いてくるこ
と。 
14 回 前回の講義内容を復習すること。 
15 回 これまでの講義内容を復習すること。 

 



年度 2012 
授業コード FSP1711 
成績評価 講義中での演習やレポート提出が約３０％、定期試験を主として中間テストも含

めたテストで約７０％の割合で評価する。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス PA(理)(〜11) 
見出し FSP1711 物理数学Ⅰ 
担当教員名 金子 敏明 
単位数 2 
教科書 使用しない。講義ノートを中心に講義する。資料は適宜配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード フーリエ級数、フーリエ変換、超関数、関数内積、微分方程式、偏微分、複素数、

テーラー展開 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特にありません。 
科目名 物理数学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 矢野・石原著「科学技術者のための基礎数学（新版）」（裳華房）ほか 
授業形態 講義 
注意備考 中間テストを行う講義回数は変更になる場合があるので、講義中での指示や連絡

に注意すること。自分で講義内容をしっかりとノートに書きとめること。 
シラバスコード FSP1711 
実務経験のある教員  
達成目標 高校までの数学の知識に加えて、三角関数、微分と積分、フーリエ級数やフーリ

エ変換の計算ができるようになり、関数内積やデルタ関数が理解できて、多変数
関数の微分積分まで駆使できるようになることを目標とする。 

受講者へのコメント この講義では、重要な項目を数回にわけて講義しています。復習のために基礎的
事項の説明を加えていますので、できるだけ、講義中に理解できるように集中し
てください。数学が苦手な方は、毎日、20 分程度でも計算練習をするように努⼒
してください。 

連絡先 金子敏明研究室 ２４号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この授業では、1 年生までに習った項目に加えて、物理で現れる新しい数学や考
え方を紹介しました。皆さんからの反応は、役に立ったという感想が多かったで
す。こちらが概ね期待していたような好意的な反応だったのでよかったです。 

英文科目名 Mathematics for Physicists I 
関連科目 「応用数学」 
次回に向けての改善変更予定 この講義では、資料を配布はするのですが、適当な教科書がないので、今後はそ

れを作成するように努めます。 



講義目的 現代物理学を数量的な立場から理解するためには数学の素養が不可欠である。こ
の講義では、物理学に必要な基本的な数学をわかりやすく展開すると同時に、そ
の物理的意味を解説し、応用思考を身に付けてもらうことを目的とする。単なる
公式暗記主義や盲目的な計算練習を目指したものではない。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 三角関数、指数関数、微分、積分などに関してまとめの解説をした後に若干

の演習をする。 
2 回 フーリエ級数の定義と性質について解説した後に若干の演習をする。 
3 回 フーリエ級数の種々の表現と物理的意味について解説した後に若干の演習
をする。 
4 回 フーリエ変換について解説した後に若干の演習をする。 
5 回 フーリエ変換の物理への応用例を解説したあとに若干の演習をする。 
6 回 超関数（デルタ関数）の定義と性質について解説した後に若干の演習をす
る。 
7 回 ここまでの学習内容に関するまとめのテスト（中間テスト）を行い、重要ポ
イントのみを解説する。 
8 回 中間テストの内容を中心に個別指導を行い、若干の演習をする。 
9 回 関数内積と直交関数系に関して解説をした後に若干の演習をする。 
10 回 常微分方程式の解法を解説し、物理例を取り上げて演習をする。 
11 回 常微分方程式の解法を解説し、物理例を取り上げて演習をする。 
12 回 テイラー展開とその応用にについて解説した後、若干の演習をする。 
13 回 2 つ以上の変数を含む関数の偏微分について解説した後に若干の演習をす
る。 
14 回 フーリエ級数を応用として、偏微分方程式の解法を解説する。 
15 回 偏微分方程式の解法を解説したあとに演習をする。 

準備学習 1 回 種々の関数、微分と積分に関する知識を再確認しておくこと 
2 回 三角関数の式変形、および微積分に関する公式を復習しておくこと 
3 回 三角関数の積と和の公式、複素数を復習しておくこと 
4 回 三角関数の積分、部分積分、指数関数の積について復習しておくこと 
5 回 三角関数の積分、部分積分、指数関数の積について復習しておくこと 
6 回 三角関数の積分、部分積分、指数関数の積について復習しておくこと 
7 回 これまでの学習内容を十分に復習し計算練習をしておくこと 
8 回 前回のまとめのテストで理解が不十分であったところを把握しておくこと 
9 回 定積分の公式を復習しておくこと 
10 回 複素数とその微分公式、合成関数の微分公式を復習しておくこと 
11 回 複素数とその微分公式、合成関数の微分公式を復習しておくこと 
12 回 いろいろな関数の微分を復習しておくこと 
13 回 多くの文字の関数に慣れておくこと 
14 回 多くの文字の関数の微分、積分に慣れておくこと。フーリエ級数を計算で
きるようにしておくこと。 
15 回 多くの文字の関数の微分、積分に慣れておくこと。フーリエ級数を計算で
きるようにしておくこと。 



 



年度 2012 
授業コード FSP1712 
成績評価 中間試験（30％），定期試験（70％）により 100 点満点で評価する。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス PA(理)(〜11),PB(理)(〜11) 
見出し FSP1712 機械工学 
担当教員名 平岡 裕 
単位数 2 
教科書 生体物性・医用機械工学／池⽥・嶋津共著／秀潤社 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ・特にありません 
科目名 機械工学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSP1712 
実務経験のある教員  
達成目標 生体組織を含めたさまざまな医療機器・機械の動作原理に関する知識修得。 
受講者へのコメント ・特にありません 
連絡先 1 号館 3 階 平岡研究室 086-256-9479  hiraoka@dap.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 アンケート形式が変更したため，前年度との比較はできません，以下の点に留意
したいと思います 
・項目 7)（授業に対する満足度）：「普通」の比率が比較的高い（約 33％） 

英文科目名 Mechanical Engineering 
関連科目 特になし。 
次回に向けての改善変更予定 ・講義環境（マイクの音量，板書の文字など）にできるだけ注意します 

・これまでと同様に，両専攻の学生に満足のいくような講義を工夫していきます 
講義目的 医療分野において，さまざまな機器･機械が使用されている。本講義では，生体組

織も含めたさまざまな医療機器・機械の動作原理を学ぶ。特に，固体，液体，気
体などの物質に関して，⼒学の基礎から応用に至るまでの幅広い現象について概
説する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション： 

授業計画全体を紹介する。 
2 回 応⼒とひずみ： 



荷重（⼒），変形量（ひずみ）などの定義について説明する。 
3 回 弾性変形と塑性変形： 
金属材料，セラミックス材料の場合，物体に⼒が加えられた際にどのように変形
するかについて説明する。 
4 回 粘弾性変形： 
特に高分子材料の場合，物体に⼒が加えられた際にどのように変形するかについ
て説明する。 
5 回 ⼒と運動： 
物体に⼒が加えられると，一般にその物体は加速度運動を始める。ニュートンの
法則を復習しながら，⼒と運動について説明する。 
6 回 エネルギーと仕事： 
物体に⼒が加えられる時，与えられたエネルギーが何に変換するかについて説明
する。 
7 回 圧⼒と流れ： 
圧⼒について原理を説明する，また，流体（液体，気体）に対して⼒（圧⼒）が
加えられた場合，その流体がどのように運動（流れ）するかについて説明する。 
8 回 中間試験及び出題内容の解説： 
1〜7 回目の講義で学んだ内容を対象に，中間試験を実施する。また，試験直後に
解答例などの解説を行う。 
9 回 流体の運動（呼吸）： 
生理現象の一つである呼気と吸気（呼吸）の仕組みについて説明する。 
10 回 流体の運動（血液）： 
生理現象の一つである心臓からの血液の流れについて説明する。 
11 回 医療機器： 
流体の運動に係わる医療機器として，⼈工呼吸器，血液ポンプについて説明する。 
12 回 超音波： 
音の基本的性質，超音波の特徴について説明する。また，超音波を利用した医療
機器として超音波診断装置の仕組みを説明する。 
13 回 熱現象(1)： 
熱，熱量，熱エネルギーなどについて定義，単位などの説明をする。また，物質
の三態（固体，液体，気体）について説明する。 
14 回 熱現象(2)： 
熱⼒学の法則を基にして，熱とエネルギー変換について例を挙げて説明する。 
15 回 熱機関： 
熱エネルギーの変換機関であるカルノーサイクルについて，その仕組みを説明す
る。 

準備学習 1 回 本講義のシラバスを読んでおくこと。 
2 回 さまざまな物体の変形について調べておくこと。 
3 回 金属材料，セラミックス材料，高分子材料の変形に違いについて調べておく
こと。 
4 回 粘性（粘性体）の特徴にについて調べておくこと。 
5 回 ニュートンの法則を復習しておくこと。 



6 回 エネルギーの定義について復習しておくこと。 
7 回 流体，水圧，気圧，真空などの言葉について調べておくこと。 
8 回 7 回目までの講義で学んだことを整理しておくこと。 
9 回 ⼈間の呼吸，肺などの仕組みについて調べておくこと。 
10 回 ⼈間の心臓，血管の流れなどについて調べておくこと。 
11 回 身の周りにある医療機器について調べておくこと。 
12 回 音の基本的性質について復習しておくこと。 
13 回 熱の基本的な性質について復習しておくこと。 
14 回 熱⼒学の法則について調べておくこと。 
15 回 身の周り起きているさまざまな熱現象について調べておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSP1721 
成績評価 中間試験と期末試験の２回で、それぞれ４０点満点とする。時々の小テストの総

和で１０点満点、時折のレポートで、残りの１０点を加算する。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス PA(理)(〜10) 
見出し FSP1721 放射線物理 
担当教員名 中川 幸子 
単位数 2 
教科書 特に指定しない。必要に応じてプリント配布 
アクティブラーニング  
キーワード 原子物理、放射線と放射能、 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 放射線物理 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 照射損傷／石野栞／ 東京大学出版会 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSP1721 
実務経験のある教員  
達成目標 物理現象は比較的短時間で起こる，原子分子的な相互作用である。全体の関わり

の中でどのように機能するかを理解する。 
受講者へのコメント  
連絡先 stnak@dap.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Physics of Radiation 
関連科目 原子物理、量子⼒学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 放射線科学の目的は，放射能と電離放射線による対象への影響＝相互作用を調べ

ることに有る． 
作用を及ぼす源は様々であり，影響を受ける対象も非生体系から生体系まで，影
響の範囲も原子分子的サイズから生命体の全身的なサイズまで，影響の及ぶ時間
も，ホンの一瞬から生物の数世代にわたる遺伝的な影響まで，実に広範で内容豊
かな総合科学と言うものを学ぶ。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 総合的な科学なので、あえて特に準備をするのは難しい。他の科目の理解を深め



るようにするのが最短の道である。 
 



年度 2012 
授業コード FSP1722 
成績評価 毎回、解いた結果を提出して出席表とする。1/3 以上の欠席は最終試験を受けら

れない。合否は、中間試験 5 割、最終試験 5 割。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス PA(理)(10〜10) 
見出し FSP1722 応用物理学演習 
担当教員名 中川 幸子 
単位数 2 
教科書 指定しない。毎週、２?４題程度の問題を時間内に解く。 
アクティブラーニング  
キーワード （物理全般） 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 応用物理学演習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし 
授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード FSP1722 
実務経験のある教員  
達成目標 個別の教科で既習した内容を、各⼈の中で整理する。述語の名前の認知だけでな

く内容を理解して、総合問題で 8 割が解けること。 
受講者へのコメント  
連絡先 メール： stnak@dap.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Exercise in Applied Physics 
関連科目 ⼒学、線形代数、電磁気学、原子物理、量子統計、量子⼒学、核物理 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 最終的には、大学院の入試問題を解くことを目標に、⼒学、電磁気学、原子物理、

量子統計、量子⼒学、核物理の範囲で既習の教科の復習をし、最後に実践的な複
合問題を解く。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 ⼒学： 常備分方程式や偏微分方程式 

     ベクトル解析、行列方程式：固有値問題 
電磁気学：電場と磁場、ガウス、ストークスの定理 
電磁気学：相互作用する電磁場の課題 



原子物理：水素原子：波動関数、エネルギー固有値 
固体物理：量子統計：固体の比熱、エネルギーバンド 
     振動子：波動関数、エネルギー固有値 
原子核物理：放射壊変、核反応 
こうした分野の参考書は、自分の納得いくものを持っておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FSP17C2 
成績評価 実験レポート（60％）、中間試験（10％）、定期試験（30％） 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス PA(理)(〜12) 
見出し FSP17C2 化学基礎実験 
担当教員名 赤司 治夫、⻘木 宏之 
単位数 2 
教科書 佐藤幸子・「岡山理科大学化学実験一手引きと演習一」、坂⽥一矩編・「理工系化学

実験一基礎と応用一」東京教学社 
アクティブラーニング  
キーワード 無機定性分析：金属のイオン化傾向、元素の周期表、分属試薬、溶解度積、化学

平衡、錯イオン両性金属、マスキング定量分析：中和、酸化還元、キレート生成、
電離定数、pH、pKa、モル濃度、質量百分率 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 化学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 大学一般化学教育研究会編・「大学の基礎化学実験」・学術図書出版社フォトサイ

エンス化学図録・数研出版、 井口洋夫、木下實編集・「化学入門」・実教出版 
授業形態 実験実習 
注意備考 全ての実験を行い、レポートを期限内に提出し受理されていることが、単位取得

の前提条件である。 
事故予防のため、白衣と保護眼鏡の着用を義務づける。 
十分な予習をし、内容を理解して実験に臨むこと。  
実験開始１時間前までに、予習プリントを必ず提出する。 

シラバスコード FSP17C2 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）薬品の取り扱い方の基本を理解する。 決められた濃度の試薬溶液を調製

できる。 
（２）適切な実験廃液の処理ができる。 
（３）滴定実験の器具（ホールピペット、ビュレット、メスフラスコ）の使用方
法を習得する。 
（４）pH メーター、分光光度計、電子天秤の使用方法を習得する。 
（５）詳しい実験観察結果を文章で表現し、物質の変化を化学反応式で記述でき
る。 
（６）報告書の基本的書き方を習得する。 
（７）モル濃度を理解し、滴定実験、吸光光度法分析により日常的な物（食酢、
ミネラルウォーター、ドリンク剤、消毒剤等）に含ま 

受講者へのコメント  
連絡先 22 号館 5F 508 号室 e-mail:akashi@high.ous.ac.jp 



合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Experiments in Chemistry 
関連科目 化学入門 I、II、分析化学 I、II、無機化学 I 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 基礎的な実験を通して、化学実験に必要な基本的知識と実験室でのマナーを習得

する。実験機器の取り扱い方、パソコンを活用した実験結果の解析方法、グラフ
の書き方、報告書の作成法等を学ぶと同時に、化学の基礎原理や概念についての
理解を深める。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーションをする。 

2 回  基本実験（金属と酸との反応）とレポート作成方法の説明をする。 
3 回  第 I 属陽イオンの定性分析をする。 
4 回  第 II 属陽イオンの定性分析(1)をする。 
5 回  第 II 属陽イオンの定性分析(2)をする。 
6 回  第 III 属陽イオンの定性分析をする。 
7 回  陽イオンの系統分析 （中間試験）をする。 
8 回  定量分析：中和滴定 （食酢の定量）をする。 
9 回  定量分析：酸化還元滴定 （オキシドール中の過酸化水素の定量）をする。 
10 回  定量分析：キレート滴定 （水の硬度測定）をする。 
11 回  定量分析：pH メーターを用いる電位差滴定 （酢酸の電離定数の測定、
グラフから pKa を求める）をする。 
12 回  定量分析：pH メーターを用いる電位差滴定 （表計算ソフトを用いたグ
ラフ作成、pKa の測定）をする。 
13 回  定量分析：吸光光度法分析（鉄イオンの定量） パソコンを活用したデー
タ解析とレポート作成をする。 
14 回  補充実験、レポート解説をする。 
15 回  補充実験、レポート解説をする。 

準備学習 1 回  教科書第 1 章を読み、化学実験を行う上での基本的注意事項を理解してお
くこと。 
2 回  実験の手引きをよく読み、内容を理解しておくこと。 
3 回  実験の手引きをよく読み、内容を理解しておくこと。 
4 回  実験の手引きをよく読み、内容を理解しておくこと。 
5 回  実験の手引きをよく読み、内容を理解しておくこと。 
6 回  実験の手引きをよく読み、内容を理解しておくこと。 
7 回  実験の手引きをよく読み、内容を理解しておくこと。 
8 回  実験の手引きをよく読み、内容を理解しておくこと。 
9 回  実験の手引きをよく読み、内容を理解しておくこと。 
10 回  実験の手引きをよく読み、内容を理解しておくこと。 
11 回  実験の手引きをよく読み、内容を理解しておくこと。 
12 回  実験の手引きをよく読み、内容を理解しておくこと。 



13 回  実験の手引きをよく読み、内容を理解しておくこと。 
14 回  実験の手引きをよく読み、内容を理解しておくこと。 
15 回  実験の手引きをよく読み、内容を理解しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSP17D2 
成績評価 各時間ごとに提出する実験結果 60％、実験への取り組みおよび理解度 40％によ

り、総合して成績評価とする。採点の基準は 100 点満点のうち、60 点以上を合
格とする。欠席した場合は補充実験を行う。また、授業回数の 3 分の 1 以上の
欠席がある場合には、“E”評価とする。 

曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス PA(理)(〜12) 
見出し FSP17D2 地学基礎実験 
担当教員名 小林 祥一、郷津 知太郎＊ 
単位数 2 
教科書 ニューステージ・地学図表／浜島書店 
アクティブラーニング  
キーワード 鉱物、岩石、化石、地質、天気 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 実験中に話を聞きながら対応している効果が出ているようですね。 
科目名 地学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 資料を配付する 
授業形態 実験実習 
注意備考 地学基礎論１を履修しておくことが望ましい。 

偏光顕微鏡実習、地質図関係の実習のような積み重ねの実験では、連続して受け
ないと理解できない。従って体調を整え、欠席しないように心掛ける。 

シラバスコード FSP17D2 
実務経験のある教員  
達成目標 地球を観察する手法および目を養うことが目標。そのため、実際の鉱物、岩石、

化石標本を観察・利用し、野外での調査に興味が持てる程度の実⼒をめざす。物
理的制約から、野外での実習は難しいが、調査後必要となる偏光顕微鏡の操作法、
調査によって得られたデータの解析法などの習得をめざす。 

受講者へのコメント  
夕方からの実験で集中できない学生が何⼈かみられますが、最初の説明を聞き十
分理解して始めるようにしてほしいですね。慣れないこととはいえ、特に難しい
内容をしているわけではありませんので、学習効果が上がるように努⼒してくだ
さい。 

連絡先 7 号館 6F 小林研究室 086-156-9704 kobayashi@das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね良好。よく理解してくれたようです。 
英文科目名 Experiments in Geology 
関連科目 地学基礎論 I、地学基礎論 II 



次回に向けての改善変更予定 新しい指導要領では、観察、体験を重要視しているようです。野外実習なども取
り入れ、実践的な実験をどのように取り入れるかを考えています。 

講義目的 地学各分野のうちから最も基礎的な項目である岩石・鉱物・化石の観察、天気図
の作成、地質図の作成、パーソナルコンピューターの活用などについて実験を行
う。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 鉱物の鑑定 

実際の鉱物を観察し、物理的性質について理解できるようにする。 
2 回 結晶系と晶族 
鉱物の結晶模型を利用し、対称性について理解し、晶族を決定できるようにする。 
3 回 地質図１ 基本説明、単斜構造 
地質図について基本的なこと、たとえば見方、またその利用などの説明を通して、
地質図の重要性を理解する。基本的な地質図を地質データから描けるようにす
る。 
4 回 地質図２ 断層、不整合 
断層、不整合が地質図上でどのように描き表せるかを理解する。 
5 回 地質図３ 断面図 
地下資源などの調査で必要な地下の情報を、地質図から読み取る方法を理解す
る。 
6 回 地質図４ 褶曲 
褶曲構造が地表に現れる際の特徴、および断面図を描き、これらから褶曲構造を
立体的に理解する。 
7 回 化石の観察 
示準化石、示相化石を理解し、それらの特徴を観察する。 
8 回 偏光顕微鏡観察１ 基本説明、花崗岩中の⿊雲⺟、石英斑岩 
物質の光学的性質、偏光顕微鏡の構造、これによって何が観察できるか、また調
整方法について理解する。 
9 回 偏光顕微鏡観察２ 花崗岩、安山岩 
花崗岩、安山岩の構造を観察し、石英、⻑石、⿊雲⺟、白雲⺟、角閃石の鏡下で
の特徴を理解する。 
10 回 偏光顕微鏡観察３ 斑レイ岩、砂岩 
斑レイ岩、砂岩の構造を観察し、輝石の鏡下での特徴を理解する。 
11 回 偏光顕微鏡観察４ 玄武岩、晶質石灰岩 
玄武岩、晶出石灰岩の構造を観察し、カンラン石、炭酸塩鉱物の鏡下での特徴を
理解する。 
12 回 パソコンの活用  
モード分析花崗岩類のモード分析を行い、その結果をもとにその岩石を分類す
る。得られたデータをパソコンで整理し、岩石の成因について理解する。 
13 回 天気図の作成と四季の天気 
当日の気象通報を聞き、そのデータをもとに天気図を描き、翌日の天気を予測し、
気象現象を理解する。 
14 回 まとめおよび解説を行い、理解度をチェックする。 



15 回 まとめおよび解説を行い、理解度をチェックし、実験結果を理解するため
に補足説明をする。 

準備学習 1 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の物理的性質を調べてお
くこと。 
2 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の結晶構造、対称性など
物理的性質を調べておくこと。 
3 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、地質図の概念を学んでおくこ
と。 
4 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、断層、不整合についての概念
を学んでおくこと。 
5 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、地質構造を理解する方法を調
べておくこと。 
6 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、褶曲地形について調べておく
こと。 
7 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、化石の種類および化石の役割
を理解しておくこと。 
8 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、物質に対する光学的性質を調
べておくこと。 
9 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の光学的性質を調べてお
くこと。 
10 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の光学的性質を調べて
おくこと。 
11 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の光学的性質を調べて
おくこと。 
12 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、火成岩の主造岩鉱物の量比
を調べ、あわせて分類方法、火成岩の生成過程を理解しておくこと。 
13 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、天気図の役割、描き方を調
べておくこと。また、テレビ、新聞、インターネットを利用し、雲の動きと天気
図との関係、気圧配置と４季の天気との関係などを理解しておくこと。 
14 回 これまで学習した、実験内容を復習し、理解が曖昧なところを整理してお
くこと。 
15 回 これまで学習した、実験内容を復習し、実験結果について充分考察ができ
てない部分を整理しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSP17E1 
成績評価 各時間ごとに提出する実験結果 60％、実験への取り組みおよび理解度 40％によ

り、総合して成績評価とする。採点の基準は 100 点満点のうち、60 点以上を合
格とする。欠席した場合は補充実験を行う。また、授業回数の 3 分の 1 以上の
欠席がある場合には、“E”評価とする。 

曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス PA(理)(〜11) 
見出し FSP17E1 地学基礎実験 
担当教員名 小林 祥一、郷津 知太郎＊ 
単位数 2 
教科書 ニューステージ・地学図表／浜島書店 
アクティブラーニング  
キーワード 鉱物、岩石、化石、地質、天気 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 場所によって机に向かうと手元がくらくなる場所がある。 

→そだよね、特に⼈数が多いと場所が選べないしね。大学に要望していきますね。 
科目名 地学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 資料を配付する 
授業形態 実験実習 
注意備考 地学基礎論１を履修しておくことが望ましい。 

偏光顕微鏡実習、地質図関係の実習のような積み重ねの実験では、連続して受け
ないと理解できない。従って体調を整え、欠席しないように心掛ける。 

シラバスコード FSP17E1 
実務経験のある教員  
達成目標 地球を観察する手法および目を養うことが目標。そのため、実際の鉱物、岩石、

化石標本を観察・利用し、野外での調査に興味が持てる程度の実⼒をめざす。物
理的制約から、野外での実習は難しいが、調査後必要となる偏光顕微鏡の操作法、
調査によって得られたデータの解析法などの習得をめざす。 

受講者へのコメント 以前に比べると、実験の項目をほぼ 2/3 に減らし、皆さんに考える実験をしても
らうことにしたのです。ところが、皆さんはその余裕の時間を有効に使っていな
いように思います。実験を受けるからには、予習復習はさておき、TA もいます
ので質問ぐらいはするように努⼒すべきで、受身ではなく「皆さん主体型」の実
験をしていただきたい。もっとノビノビと実験しましょう。 

連絡先 7 号館 6F 小林研究室 086-156-9704 kobayashi@das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね良好。よく理解してくれたようです。 
英文科目名 Experiments in Geology 



関連科目 地学基礎論 I、地学基礎論 II 
次回に向けての改善変更予定 これまで地学を学んだ経験のある⼈が少ないようですので、実験内容に関係した

エピソードなども紹介し、その実験の意味などを理解してもらうようにしてみま
しょう。実は、地学のおもしろさは、実際に野外に出て観察することです。それ
によって岩石鉱物の産状、化石の産状、地質構造が簡単に理解できると思うので
すね。そして、採集した鉱物岩石を、顕微鏡で観察できるように薄片にするとか、
地質調査の結果をまとめるとかしたら興味を持って実験に参加できると思いま
す。実はこんな楽しい実験がしたいと思っています。実験の受講者数、限られた
時間、 

講義目的 地学各分野のうちから最も基礎的な項目である岩石・鉱物・化石の観察、天気図
の作成、地質図の作成、パーソナルコンピューターの活用などについて実験を行
う。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 鉱物の鑑定 

実際の鉱物を観察し、物理的性質について理解できるようにする。 
2 回 結晶系と晶族 
鉱物の結晶模型を利用し、対称性について理解し、晶族を決定できるようにする。 
3 回 地質図１ 基本説明、単斜構造 
地質図について基本的なこと、たとえば見方、またその利用などの説明を通して、
地質図の重要性を理解する。基本的な地質図を地質データから描けるようにす
る。 
4 回 地質図２ 断層、不整合 
断層、不整合が地質図上でどのように描き表せるかを理解する。 
5 回 地質図３ 断面図 
地下資源などの調査で必要な地下の情報を、地質図から読み取る方法を理解す
る。 
6 回 地質図４ 褶曲 
褶曲構造が地表に現れる際の特徴、および断面図を描き、これらから褶曲構造を
立体的に理解する。 
7 回 化石の観察 
示準化石、示相化石を理解し、それらの特徴を観察する。 
8 回 偏光顕微鏡観察１ 基本説明、花崗岩中の⿊雲⺟、石英斑岩 
物質の光学的性質、偏光顕微鏡の構造、これによって何が観察できるか、また調
整方法について理解する。 
9 回 偏光顕微鏡観察２ 花崗岩、安山岩 
花崗岩、安山岩の構造を観察し、石英、⻑石、⿊雲⺟、白雲⺟、角閃石の鏡下で
の特徴を理解する。 
10 回 偏光顕微鏡観察３ 斑レイ岩、砂岩 
斑レイ岩、砂岩の構造を観察し、輝石の鏡下での特徴を理解する。 
11 回 偏光顕微鏡観察４ 玄武岩、晶質石灰岩 
玄武岩、晶出石灰岩の構造を観察し、カンラン石、炭酸塩鉱物の鏡下での特徴を
理解する。 



12 回 パソコンの活用  
モード分析花崗岩類のモード分析を行い、その結果をもとにその岩石を分類す
る。得られたデータをパソコンで整理し、岩石の成因について理解する。 
13 回 天気図の作成と四季の天気 
当日の気象通報を聞き、そのデータをもとに天気図を描き、翌日の天気を予測し、
気象現象を理解する。 
14 回 まとめおよび解説を行い、理解度をチェックする。 
15 回 まとめおよび解説を行い、理解度をチェックし、実験結果を理解するため
に補足説明をする。 

準備学習 1 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の物理的性質を調べてお
くこと。 
2 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の結晶構造、対称性など
物理的性質を調べておくこと。 
3 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、地質図の概念を学んでおくこ
と。 
4 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、断層、不整合についての概念
を学んでおくこと。 
5 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、地質構造を理解する方法を調
べておくこと。 
6 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、褶曲地形について調べておく
こと。 
7 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、化石の種類および化石の役割
を理解しておくこと。 
8 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、物質に対する光学的性質を調
べておくこと。 
9 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の光学的性質を調べてお
くこと。 
10 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の光学的性質を調べて
おくこと。 
11 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の光学的性質を調べて
おくこと。 
12 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、火成岩の主造岩鉱物の量比
を調べ、あわせて分類方法、火成岩の生成過程を理解しておくこと。 
13 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、天気図の役割、描き方を調
べておくこと。また、テレビ、新聞、インターネットを利用し、雲の動きと天気
図との関係、気圧配置と４季の天気との関係などを理解しておくこと。 
14 回 これまで学習した、実験内容を復習し、理解が曖昧なところを整理してお
くこと。 
15 回 これまで学習した、実験内容を復習し、実験結果について充分考察ができ
てない部分を整理しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSP2111 
成績評価 中間テスト（40 点）、定期試験（60 点）で評価する。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス PA(理)(〜11),PB(理)(〜11) 
見出し FSP2111 情報処理工学 
担当教員名 蜷川 清隆 
単位数 2 
教科書 松⽥信義、岸本光代著「臨床検査技術学 15 情報科学・医療情報」 医学書院 
アクティブラーニング  
キーワード 情報量、情報のエントロピー、RSA 暗号、CPU、ASCII、記憶の階層 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 ⿊板の字が小さく、書く量が多いと、指摘を受けています。 

(1) 書くことによって、身に付く。 
(2) できるだけ途中の式を飛ばさないようにし、後で、自分で復習したときに、
フォローできるようにしたい。 
(3) 遅刻して来た学生、書くのが遅い学生に配慮して、できるだけ⿊板に書いた
ことを残すようにしています。 また、その節の全体を把握してもらいたい。 
との考えから、どうしても⿊板に書く量が多くなり、字も相対的に小さくなって
います。 
講義中、席の移動は自由ですので、見えない場合は前に移動してください。 

科目名 情報処理工学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「医用情報処理工学」医⻭薬出版 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSP2111 
実務経験のある教員  
達成目標 臨床工学技士や基本情報処理技術者等の国家資格取得に必要な情報分野の基礎

知識の習得を目指す。 
受講者へのコメント しっかりノートをとってください。 
連絡先 蜷川研究室 １号館３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし。 
英文科目名 Information Technology 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 特になし。 
講義目的 コンピュータと通信技術は、この 50 年の間に互いに結びつきながら急激に発達

し、我々の生活を変えるまでなっている。この講義では、これらの技術の数学的



な基礎理論、ハードウェア，ソフトウェア、ネットワークについて、基礎的な事
柄を理解することを目標としている。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション 

2 回  情報の基礎知識（１） 
3 回  情報の基礎知識（２） 
4 回  情報の基礎知識（３） 
5 回  情報の基礎知識（４） 
6 回  コンピュータの基礎知識（１） 
7 回  コンピュータの基礎知識（２） 
8 回  コンピュータの基礎知識（３） 
9 回  コンピュータの基礎知識（４） 
10 回  コンピュータの基礎知識（５） 
11 回  情報通信ネットワーク（１） 
12 回  情報通信ネットワーク（２） 
13 回  情報処理システム（１） 
14 回  情報処理システム（２） 
15 回  情報処理システム（３） 

準備学習 2 回  教科書の対応する部分を予習しておく 
3 回  教科書の対応する部分を予習しておく 
4 回  教科書の対応する部分を予習しておく 
5 回  教科書の対応する部分を予習しておく 
6 回  教科書の対応する部分を予習しておく 
7 回  教科書の対応する部分を予習しておく 
8 回  教科書の対応する部分を予習しておく 
9 回  教科書の対応する部分を予習しておく 
10 回  教科書の対応する部分を予習しておく 
11 回  教科書の対応する部分を予習しておく 
12 回  教科書の対応する部分を予習しておく 
13 回  教科書の対応する部分を予習しておく 
14 回  教科書の対応する部分を予習しておく 
15 回  教科書の対応する部分を予習しておく 

 



年度 2012 
授業コード FSP2112 
成績評価 中間テストを 50 点満点とした評価を x 点とし、定期試験の満点を(100-x)点に換

算した値を y 点とし、それらの合計点 x+y で評価する。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス PA(理)(06〜11),PB(理)(06〜11) 
見出し FSP2112 システム工学 
担当教員名 中川 益生 
単位数 2 
教科書 森 政弘・小川鑛一 共著・「第 2 版 初めて学ぶ基礎制御工学」・東京電気大学

出版局 
アクティブラーニング  
キーワード 制御、フィードバック、伝達関数、時間応答 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 システム工学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 講義 
注意備考 簡単な線形微分方程式の解法を理解しておくこと。最終試験は１５回の授業が終

了した後に実施する。日時については、授業中に指示する。 
シラバスコード FSP2112 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) 計測・制御に関する用語を理解する。 

(2) 自動制御システムの動作を微分方程式で表す方法を理解する。 
(3) ラプラス変換を用いて、上記の微分方程式を解く方法を理解する。 
(4) PID 制御のブロック線図を描き、その動作特性を計算する方法を学ぶ。 

受講者へのコメント  
連絡先 中川益生研究室 ２号館 2 階 masuo@dap.ous.ac.jpPhone: 086-256-9450 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 System Engineering 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 計測・制御は、産業用・医療用・家庭用機器などのあらゆる分野において重要な

技術である。これらの機器を開発・設計あるいは使用する場合においても、基本
的な制御理論についての理解が必要である。身のまわりの簡単な制御系を例にと
って、その図解を示し、数学モデルに基く解析によって理解を深め、制御の基礎
理論および応用技術を身に付けることを目指す。 



対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  制御とは何か 

2 回  機械制御とプロセス制御 
3 回  制御系の数学モデル 
4 回  ステップ応答とインパルス応答 
5 回  ラプラス変換 
6 回  伝達関数 
7 回  ラプラス変換を用いたシステムの時間応答の導出に関する問題演習 
8 回  これまでのまとめと中間テスト 
9 回  制御系の基本要素 
10 回  フィードバック制御系 
11 回  制御系の時間応答Ⅰ 
12 回  制御系の時間応答Ⅱ 
13 回  PID 制御Ⅰ 
14 回  PID 制御Ⅱ 
15 回  問題演習 

準備学習 1 回  シラバスをよく確認し、学習の過程を把握しておくこと 
2 回  機械制御とプロセス制御の違いについて予習しておくこと 
3 回  微分方程式の立て方について、再確認しておくこと 
4 回  ステップ関数とインパルス関数について予習しておくこと 
5 回  ラプラス変換に関わる数学について予習しておくこと 
6 回  伝達関数の導出方法について予習しておくこと 
7 回  これまでに学んだ事柄を復習し、システムの時間応答の導出方法を再確
認しておくこと 
8 回  演習で解いた問題について復習しておくこと 
9 回  制御系基本要素の伝達関数について予習しておくこと 
10 回  フィードバック制御系のブロック線図と伝達関数について予習しておく
こと 
11 回  制御系の時間応答について予習しておくこと 
12 回  制御系の時定数について予習しておくこと 
13 回  外乱のない場合の PID 制御について予習しておくこと 
14 回  外乱のある場合の PID 制御について予習しておくこと 
15 回  これまでの講義内容と問題の解法を復習しておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FSP2311 
成績評価 中間テストを 50 点満点とした評価を x 点とし、定期試験の満点を(100-x)点に換

算した値を y 点とし、それらの合計点 x+y で評価する。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス PA(理)(11〜11),PB(理)(11〜11) 
見出し FSP2311 応用電磁気学 
担当教員名 中川 益生 
単位数 2 
教科書 R.A. Serway 著（松村訳）、「科学者と技術者のための物理学 III 電磁気学」、学術

図書 
アクティブラーニング  
キーワード 磁場、電磁波、交流回路 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 応用電磁気学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSP2311 
実務経験のある教員  
達成目標 モーター、発電機、トランス、フィルター回路等の電気機器の動作原理を理解す

ることを最低目標とする。 
受講者へのコメント  
連絡先 2 号館 2F 中川益生研究室、e-mail: masuo@dap.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Applied Electricity and Magnetism 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 電磁気学は物理学の基本の一つであるとともに、電気電子機器の基礎でもある。

本講義では電磁気学の教科書の後半部、磁気に関連する現象と装置について学
ぶ。時間的、空間的に変化する磁場や電流を取り扱うので、できるだけ図式的な
表現を用いて講義し、磁気現象のイメージを掴めるようになることを目的とす
る。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 数学的準備（微分方程式、偏微分、線積分、面積分） 

2 回 磁場の定義、運動電荷に作用する磁気⼒（ローレンツ⼒） 



3 回 ビオ・サヴァールの法則 I（直線電流がつくる磁場） 
4 回 ビオ・サヴァールの法則 II（ループ電流がつくる磁場、導線間の磁気⼒） 
5 回 アンペールの法則 I（導線周囲の磁場） 
6 回 アンペールの法則 II（ソレノイドがつくる磁場） 
7 回 磁気に関するガウスの法則、変位電流 
8 回 これまでのまとめと中間試験 
9 回 ファラデーの法則（電磁誘導） 
10 回 レンツの法則（誘導起電⼒と電場） 
11 回 発電機とモーター、マックスウエルの方程式 
12 回 インダクタンス、RL 回路 
13 回 LC 回路、LCR 回路 
14 回 交流回路 I（R 回路、L 回路） 
15 回 交流回路 II（RLC 回路） 

準備学習 2 回 教科書 p.830〜840 を学習 
3 回 教科書 p.860〜861 を学習 
4 回 教科書 p.862〜865 を学習 
5 回 教科書 p.865〜868 を学習 
6 回 教科書 p.870〜873 を学習 
7 回 教科書 p.874〜880 を学習 
8 回 これまでの授業内容を復習 
9 回 教科書 p.898〜904 を学習 
10 回 教科書 p.905〜909 を学習 
11 回 教科書 p.910〜916 を学習 
12 回 教科書 p.928〜933 を学習 
13 回 教科書 p.936〜943 を学習 
14 回 教科書 p.954〜960 を学習 
15 回 教科書 p.960〜973 を学習 

 



年度 2012 
授業コード FSP2312 
成績評価 小テスト（20%），定期試験（80%）で評価する。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス PA(理)(06〜11),PB(理)(06〜11) 
見出し FSP2312 物性工学 
担当教員名 堀 純也 
単位数 2 
教科書 臨床工学講座 生体物性・医用材料工学／日本臨床工学技士教育施設協議会／医

⻭薬出版株式会社 
アクティブラーニング  
キーワード 生体物性，臨床工学 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「教室が寒い」：節電の関係で温度設定の上限があるので服装で防寒対策をして

ください． 
「この講義はとてもおもしろかったです」，「お忙しい中でもしっかりと授業をし
てくださり本当にありがとうございました．テストはもう少し難しくても大丈夫
だと思います．」：こういった意見をもらえると励みになります． 

科目名 物性工学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 生体物性・医用機械工学／池⽥研二，嶋津秀昭／学研メディカル秀潤社 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSP2312 
実務経験のある教員  
達成目標 生体固有の性質について説明できる。 

電気，⼒，光，熱，放射線などの物理的エネルギーに対する生体反応について説
明できる。 

受講者へのコメント 定期試験を行ってみた結果，理解できていない⼈が比較的多かったとも思えま
す．講義後でもよいのでわからないことはどんどん質問してほしかったです． 

連絡先 1 号館 2 階，堀研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 講義に対して不満という評価が１件（有効回答数５６件）あったようですが，内
容が生体物性ということもあって物理科学専攻の学生にはなじみにくい面があ
ったのかもしれません．自由記述欄にはよかったという意見しかなかったので，
具体的に何が不満だったかはわかりませんが，「１回で取り扱う量が多い」とい
う意見が４件ほどあるのでその点なのかもしてません．ただ，数年前に比べると
内容は約９割程度まで減らしています．これ以上減らすと教育目標を達成できな
いので自宅学習を含めて学生のみなさんもしっかり自学自習してほしいと思い
ます． 



英文科目名 Biological Engineering 
関連科目 物理学入門を履修していることが望ましい。 

質点の⼒学を履修していることが望ましい。 
基礎電磁気学を履修していることが望ましい。 
医用工学概論を履修していることが望ましい。 

次回に向けての改善変更予定 なるべくわかりやすくなるように具体例などを増やしていきたいと思います． 
講義目的 生体は外部から物理的なエネルギーを受けるとそのエネルギーの種類や強さな

どに応じて様々な反応を示す。したがって物理的エネルギーを治療や診断に用い
る際にはその性質をよく理解しておく必要がある。本講義では，外部からの物理
的刺激に対する生体の反応について知り，生体固有の特性を理解することを目的
とする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 生体物性の概要 

生体特有の特徴について理解を深める。 
2 回 生体の受動的電気特性 I：電気工学の復習 
生体を電気回路に模擬するために必要な電気工学について学習する。 
3 回 生体の受動的電気特性 II：物質としての生体組織の反応 
生体を電気回路に模擬した場合の電気に対する応答について理解を深める。 
4 回 生体の能動的電気特性 I：神経伝達について 
神経伝達のメカニズム（脱分極・再分極）について理解を深める。 
5 回 生体の能動的電気特性 II：心筋保護液について 
神経伝達の実例として心臓を取り上げ，心臓の手術などで行われる意図的な心停
止と心筋保護について理解を深める。 
6 回 電流の生体作用 
ペースメーカなどに応用されている機能的電気刺激について理解を深める。 
7 回 電磁界と生体物性 
生体に対する電磁界の影響について理解を深める。 
8 回 生体の⼒学的特性 
筋組織など，生体の⼒学的特性についてマクスウェルモデル，フォークトモデル
などを基に理解を深める。 
9 回 生体の流体⼒学的特性 
主として血液を中心にその流体⼒学的特性について理解を深める。 
10 回 脈管系の生体物性 
心筋や血管などの特性について理解を深める。 
11 回 生体の音波・超音波に対する性質 
音波・超音波に対する生体の反応や超音波画像診断装置の基本原理について理解
を深める。 
12 回 生体の熱に対する性質 
生体の熱産生・熱放射に関する理解を深める。 
13 回 生体の光に対する性質 
生体の光に対する特性を学習し，パルスオキシメータやレーザ手術器などの基本
原理について理解を深める。 



14 回 生体の放射線に対する性質 
生体の放射線に対する特性を学習し，放射線に関する単位やその意味について理
解を深める。 
15 回 医用材料と生体物性 
異物に対する生体反応の概要について理解を深める。 

準備学習 1 回 生体とそれ以外の物質の違いについて考えておくこと。 
2 回 電磁気学の基礎（特に各振動数，インピーダンスなど）を復習しておくこ
と。 
3 回 電磁気学の基礎（特に交流現象）を復習しておくこと。 
4 回 濃度の単位等を復習しておくこと。 
5 回 体に含まれるイオンの種類を把握しておくこと。 
6 回 電磁気学の基礎（特に電流の性質）を復習しておくこと。 
7 回 電磁気学の基礎（特に電磁波）を復習しておくこと。 
8 回 ⼒学の法則について復習しておくこと。 
9 回 ニュートン流体・非ニュートン流体とはどのようなものか前もって把握し
ておくこと。 
10 回 血管の解剖について前もって把握しておくこと。 
11 回 縦波，横波について調べておくこと。 
12 回 セルシウス温度と絶対温度の違いについて理解しておくこと。 
13 回 可視光の波⻑と周波数について調べておくこと。 
14 回 放射線の種類について調べておくこと。 
15 回 医療機器に用いられる材料にどのようなものがあるか考えておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSP2321 
成績評価 提出課題 10％、中間試験 30%、定期試験 60％により成績を評価する。 

但し、定期試験において基準点を設け、得点が 100 点満点中、60 点未満の場合
は不合格とする。 

曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス PB(理)(〜10) 
見出し FSP2321 病理学 
担当教員名 川端 晃幸 
単位数 2 
教科書 シンプル病理学／笹野公伸,岡⽥保典,石倉 浩／南江堂 
アクティブラーニング  
キーワード 細胞傷害、変性、壊死、アポトーシス、炎症、感染症、免疫異常、腫瘍 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 病理学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 カラーアトラス病理標本の見方と鑑別診断／赤木忠厚 他／医⻭薬出版 
授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験期間中に行い、試験形態は筆記試験とする。 
シラバスコード FSP2321 
実務経験のある教員  
達成目標 病理検査について説明できる。細胞あるいは組織の傷害機構とその結果としての

形態学的あるいは機能的な変化を説明できる。発癌機構と腫瘍の形態学的・生物
学的な特徴を説明できる。 

受講者へのコメント  
連絡先 １号館２階 川端研究室 kawabata@dap.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Pathology 
関連科目 解剖学、生化学、生理学、免疫学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 病気とは何かと言うことを現代科学の眼を通して理解することを目的とする。実

際の写真や症例を提示しながら、できるだけわかりやすく疾患概念の概略を講義
する。臨床工学技師として必要な観点に重点を置くとともに、現代医学の生物化
学的および分子生物学的な視点から病理学を学ぶ。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  病理学とは何かについて解説する。 

2 回  病理学の方法と検査について解説する。 



3 回  細胞傷害の形態学的現象について解説する。 
4 回  細胞傷害の分子機構について解説する。 
5 回  変性・壊死・アポトーシスについて解説する。 
6 回  進行性変化について解説する。 
7 回 第１回から第６回までの内容のまとめを行った後、中間試験を行う。第１回
から第６回までの内容をよく理解し整理しておくこと。 
8 回  循環障害について解説する。 
9 回  急性および慢性炎症について解説する。 
10 回  感染症について解説する。 
11 回  免疫系の異常について解説する。 
12 回  腫瘍の概念とその生物学的な振る舞いについて解説する。 
13 回  発癌の分子機構について解説する。 
14 回  代表的な疾患の症例を検討する。 
15 回  まとめと総復習を行う。 

準備学習 1 回  解剖学で習ったヒトのからだの構造と機能を復習しておくこと。 
2 回  病院の受診時に経験した検査について整理しておくこと。病理検査につい
て復習しておくこと。 
3 回  細胞の構造と機能について復習しておくこと。 
4 回  細胞の代謝について復習しておくこと。 
5 回  細胞の代謝について復習しておくこと。 
6 回  細胞分裂および増殖について復習しておくこと。 
7 回  第１回から第６回までの内容を復習しておくこと。 
8 回  身近な循環障害による病気を調べてくること。 
9 回  炎症性疾患にはどのような病気があるか調べてくること。 
10 回  自分の経験した感染症について整理してくること。 
11 回  アレルギー鼻炎や喘息など自分の体験した免疫異常について調べてくる
こと。 
12 回  ヒトの癌にはどのようなものがあるか調べてくること。 
13 回  たばこの発癌機構について調べてくること。 
14 回  第１回から第１３回までの内容を復習しておくこと。 
15 回  第１回から第１４回までの内容を復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSP2322 
成績評価 講義中の演習、レポートで約３０％、定期試験を主として中間テストを含めたテ

ストが約７０％の割合で評価する。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス PA(理)(〜10) 
見出し FSP2322 量子物性 
担当教員名 金子 敏明 
単位数 2 
教科書 使用しない。講義ノートおよび「運動量保存と’非保存’」（金子著、共立出版）を

中心に講義する。講義中に資料を配布することがある。 
アクティブラーニング  
キーワード フォノン、逆格子、ポテンシャルの井⼾、電子ガス、プラズモン、空間の周期性、

誘電応答、誘電関数 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 量子物性 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 キッテル著「固体物理学入門 上、下」（丸善） 
授業形態 講義 
注意備考 中間テストを行う講義回数は変更になる場合があるので、講義中での指示や連絡

に注意すること 
シラバスコード FSP2322 
実務経験のある教員  
達成目標 古典⼒学のエネルギーと運動量から量子論的なエネルギーと運動量の考え方が

できる。量子論での確率の考え方に基づいて、種々の期待値が計算できるように
なる。また、電子ガスの集団励起（プラスモン励起）や格子振動などの素励起と
いう考え方を理解できる。以上が達成目標である。 

受講者へのコメント  
連絡先 金子敏明研究室 ２４号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Quantum Approach to Condensed Matter Physics 
関連科目 量子⼒学Ⅰ、量子⼒学Ⅱ、量子⼒学の基礎、物理数学Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 この講義では、始めに粒子の古典的描像における確率解釈を紹介し、次第に量子

論的描像に基づいた物性に慣れていく。すなわち、物理学に現れる素励起を量子
論で記述できるように重点を移していく。この講義から、古典⼒学とは異なった
量子論的な物の見方や分散関係の重要性を認識し、実践的な計算を身に付けるこ



とが講義の目的である。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 速度分布関数を用いた気体分子運動の一般論について解説する。 

2 回 マックスウエルの速度分布関数と種々の期待値について解説する。 
3 回 単一原子からなる格子振動（フォノン）と分散関係について解説する。 
4 回 複数の原子からなる格子振動（フォノン）と分散関係について解説する。 
5 回 空間の周期性と逆格子空間、逆格子ベクトルについて解説する。 
6 回 空間の周期性が存在することによる見かけの運動量、逆格子空間、運動量移
送との関係について解説する。 
7 回 X 線のブラッグ反射と逆格子との関係について解説する。 
8 回 ここまでの学習内容に関するまとめのテスト（中間テスト）を実施し、重要
ポイントを解説する。 
9 回 中間テストの講評を行なった後に、光量子と電子の散乱（コンプトン散乱）
について解説する。 
10 回 ポテンシャル井⼾の中の電子とトンネル効果について解説する。 
11 回 ポテンシャル井⼾の中の電子とトンネル効果の発展について解説する。 
12 回 電子ガス模型と誘電応答関数について解説する。 
13 回 電子ガス中で誘起される個別電子励起について解説する。 
14 回 電子ガス中で誘起される集団励起（プラズモン励起）について解説する。 
15 回 誘電応答関数による電子ガスのエネルギー吸収について解説する。 

準備学習 1 回 エネルギーと運動量に関する知識の確認をしておくこと 
2 回 ガウス分布関数の特徴や積分公式について予習をしておくこと 
3 回 単振動の知識、連立方程式の解き方を確認しておくこと 
4 回 一次元波動の表現を確認しておくこと 
5 回 フーリエ変換、ベクトルの内積と外積の公式を確認しておくこと 
6 回 ベクトルの内積と外積の計算法を確認しておくこと 
7 回 ベクトルの内積と外積の公式を確認しておくこと 
8 回 今までの講義内容を理解しておくこと 
9 回 光のエネルギーと運動量を確認しておくこと 
10 回 シュレーディンガー方程式の解き方や電子の波動関数（３次元）を使った
微積分ができるようにしておくこと 
11 回 シュレーディンガー方程式の解き方や電子の波動関数（３次元）を使った
微積分ができるようにしておくこと 
12 回 ４次元フーリエ変換の公式を確認しておくこと 
13 回 自由粒子の分散関係を確認しておくこと 
14 回 関数のテイラー展開を復習しておくこと 
15 回 3 重積分の公式や複素誘電率について調べておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FSP2511 
成績評価 中間試験（50％）及び定期試験（50％）で評価を行う。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス PA(理)(〜12) 
見出し FSP2511 地学基礎論Ⅰ 
担当教員名 板谷 徹丸 
単位数 2 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード 地球史 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 地学基礎論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSP2511 
実務経験のある教員  
達成目標 ４６億年の地球史概略を理解する．本講義では特に生命誕生，進化，絶滅． 
受講者へのコメント  
連絡先 新 6 号館 2 階 板谷徹丸研究室 itaya@rins.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Geology I 
関連科目 なし 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ４６億年前に誕生した原始惑星―地球―は水の惑星として進化を始めた。その生

命の誕生と生物進化は太陽系全体のダイナミズムによって制御されてきた。それ
は生物大量絶滅事件を繰り返すことでもあった。最新の地球惑星科学からの情報
を基に解説する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 地球史概略（歴史を刻む放射年代測定） 

2 回 太陽系 
3 回 地球型惑星 
4 回 地球誕生のシナリオ（マグマオーシャン） 
5 回 初期地球の環境（最古の岩石と鉱物） 
6 回 生命の誕生（最古の化石） 



7 回 地球外生命（火星隕石） 
8 回 中間試験 
9 回 大気と海洋の変遷（二酸化炭素と酸素） 
10 回 生物の進化（⼈類誕生） 
11 回 生物の大量絶滅１（巨大隕石の落下） 
12 回 生物の大量絶滅 2（海洋酸素欠乏事変） 
13 回 生きている地球（マントル対流） 
14 回 超大陸の分裂と海洋の拡大 
15 回 造山運動（付加型オロゲン） 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと 
2 回 恒星と惑星について調べておくこと 
3 回 地球型惑星と木星型惑星について調べておくこと 
4 回 マグマオーシャンについて調べておくこと 
5 回 最古の岩石と鉱物について調べておくこと 
6 回 最古の化石について調べておくこと 
7 回 火星隕石について調べておくこと 
8 回 第１回〜第 7 回までの内容について整理しておくこと 
9 回 二酸化炭素と酸素の変遷について調べておくこと 
10 回 ⼈類誕生について調べておくこと 
11 回 生物大量絶滅の地球外要因について調べておくこと 
12 回 生物大量絶滅の地球内要因について調べておくこと 
13 回 マントル対流について調べておくこと 
14 回 超大陸パンゲアの分裂について調べておくこと 
15 回 高い山を造らない造山運動について調べておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FSP2512 
成績評価 中間試験（50％）及び定期試験（50％）で評価を行う。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス PA(理)(〜12) 
見出し FSP2512 地学基礎論Ⅱ 
担当教員名 板谷 徹丸 
単位数 2 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード 地球史 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 地学基礎論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSP2512 
実務経験のある教員  
達成目標 ４６億年の地球史概略を理解する．本講義では特に⼈間と自然の共生と未来 
受講者へのコメント  
連絡先 新 6 号館 2 階 板谷徹丸研究室 itaya@rins.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Geology II 
関連科目 なし 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ４６億年前に誕生した地球の表層地殻はその量及び化学的に進化してきた。⼈類

はその表層地殻の上で生活している。その環境は⼈間と自然の共生によって制御
されている。最新の地球惑星科学からの情報を基に水の惑星―地球―の未来を考
える。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 地球史概略（地殻の進化と未来地球） 

2 回 地球の表層地殻と主要造岩鉱物 
3 回 火山活動と火山岩（部分溶融） 
4 回 堆積作用と堆積岩（地殻の削剥） 
5 回 変成作用と変成岩（再結晶作用） 
6 回 地殻の量及び化学的進化（巨大火成岩） 



7 回 地下資源（鉱床の成因） 
8 回 中間試験 
9 回 気候―短期の変化（大気と海洋の相互作用） 
10 回 気候―⻑期の変化（地球外要因） 
11 回 ⼈間活動と環境問題（地球温暖化） 
12 回 自然災害（火山・地震・津波） 
13 回 水の惑星―地球―の未来（⼈口爆発） 
14 回 惑星探査計画（生命探査） 
15 回 宇宙開発（惑星移住計画） 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと 
2 回 造岩鉱物について調べておくこと 
3 回 マントルの部分溶融について調べておくこと 
4 回 地殻の削剥について調べておくこと 
5 回 堆積岩の再結晶作用について調べておくこと 
6 回 巨大火成岩区について調べておくこと 
7 回 金，ウラン，鉄鉱床について調べておくこと 
8 回 第１回〜第 7 回までの内容について整理しておくこと 
9 回 エルニーニョ・ラニーニャについて調べておくこと 
10 回 太陽定数変化について調べておくこと 
11 回 地球温暖化について調べておくこと 
12 回 自然災害から身を守る方法を考えておくこと 
13 回 世界⼈口について調べておくこと 
14 回 地球外生命探査について調べておくこと 
15 回 移住に適した惑星について調べておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FSP2521 
成績評価 提出課題 10％、中間試験 30%、定期試験 60％により成績を評価する。 

但し、定期試験において基準点を設け、得点が 100 点満点中、60 点未満の場合
は不合格とする。 

曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス PA(理)(〜12),PB(理)(〜12) 
見出し FSP2521 医学概論・公衆衛生学 
担当教員名 川端 晃幸 
単位数 2 
教科書 臨床工学シリーズ I 医学概論（改訂版）／日本エム・イー学会監修／コロナ社 
アクティブラーニング  
キーワード 医学、健康、疾病 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 医学概論・公衆衛生学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義にて適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験期間中に行い、試験形態は筆記試験とする。 
シラバスコード FSP2521 
実務経験のある教員  
達成目標 現代社会における医学・医療の社会医学的な側面について展望できる。とくに現

代医療の抱える問題点を鮮明にし、それに対して自分自身の考えを説明できる。 
受講者へのコメント  
連絡先 １号館２階 川端研究室 kawabata@dap.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introduction to Medicine and Public Health 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 医学およびその実践としての医療の概要を理解し、社会医学的側面から医学・医

療の全体像を展望する。マスコミの医療報道を積極的に取り上げて、医療への社
会的要望を検討し、医学の果たすべき役割について議論する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 日本における医学および医療の概観について解説する。 

2 回 医学の概念と歴史について解説する。 
3 回 健康と病気について解説する。 
4 回 疾患概念とその分類について解説する。 



5 回 診断学・治療学について解説する。 
6 回 医療従事者の倫理について解説する。 
7 回 第１回から６回までのまとめを行った後、中間試験を行う。第１回から第６
回までの内容をよく理解し整理しておくこと。 
8 回 公衆衛生と保健活動について解説する。 
9 回 衛生統計と疫学について解説する。 
10 回 環境衛生・公害について解説する。 
11 回 栄養と食品衛生について解説する。 
12 回 産業衛生について解説する。 
13 回 社会福祉と社会保障について解説する。 
14 回 医療福祉の将来展望について解説する。 
15 回 第８回から第１４回までのまとめと総復習を行う。 

準備学習 1 回  日本における医学と医療の現状について考えてくること。 
2 回  各自の興味のある過去の医療について調べてくること。 
3 回  健康の意味について考えてくること。 
4 回  ヒトにはどのような病気があるのか、各自の経験の範囲で調べてくること。 
5 回  各自が病院を受診したときの経験を整理してくること。 
6 回  医療従事者に期待する倫理観について各自の考えを整理してくること。 
7 回  第１回から第６回までの内容を復習しておくこと。 
8 回  学校での保健係としてどのようなことをしたことがあるか思い出しておく
こと。 
9 回  高校でならった統計学を復習しておくこと。 
10 回  地球温暖化について調べておくこと。 
11 回  日常の各自の食習慣について考えておくこと。 
12 回  職場での公衆衛生の実践について調べておくこと。 
13 回  現在の社会福祉あるいは社会保障について各自の考えをまとめておくこ
と。 
14 回  将来の医療福祉のあるべき姿について各自の考えをまとめておくこと。 
15 回  第８回から第１４回までの内容を復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSP2522 
成績評価 小テスト（20%），定期試験（80%）で評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス PA(理)(〜12),PB(理)(〜12) 
見出し FSP2522 医用工学概論 
担当教員名 堀 純也 
単位数 2 
教科書 医用工学入門／木村雄治／コロナ社 
アクティブラーニング  
キーワード 臨床工学，生体計測 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「ME や国試の過去問とか配ってほしい」：国試対策や ME 対策の講義ではない

のと，諸事情によりできない面もありましたのでご了承ください． 
「いっぱい休んですみませんでした」：結局は自分に跳ね返ってくることなので
しっかり講義に出るようにしてください． 
「わかりやすい」」：よかったです． 

科目名 医用工学概論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 生体用センサと計測装置／山越憲一 他／コロナ社：臨床工学講座 生体計測装置

学／日本臨床工学技士教育施設協議会／医⻭薬出版株式会社 
授業形態 講義 
注意備考 A4 サイズの資料を配付することが多いので，綴じられるファイル等を用意して

おくとよい。 
シラバスコード FSP2522 
実務経験のある教員  
達成目標 微弱な生体信号を計測する基本原理について説明できる。 

様々な医療機器について知り，その原理や用途についての概要が説明できる。 
受講者へのコメント 医用工学の導入としての講義で概論とはいえ，大事な内容を講義しているので忘

れないうちにしっかり復習をしておいてください． 
連絡先 1 号館 2 階，堀研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 評価を見る限り，概ね理解してもらえたようですが，授業以外の学習時間が０の
⼈も数⼈いるようなので，しっかり復習してほしいと思います． 

英文科目名 Introduction to Medical Engineering 
関連科目 高等学校で学習する基礎的な数学（各種関数，微分積分学）を履修していること

が望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 なるべく具体的に医療機器を見せながら講義できるように工夫したいとも思い

ます． 



講義目的 医用工学の歴史と発展を追いながら，近年急速に発展，多様化しつつある医用機
器について知るとともに生体計測の基本原理と方法についていくつかの例を挙
げながら講義する。また，生体計測装置以外の医療機器として治療機器，画像診
断装置，生体機能代行装置などにどのような医療機器があるか概要を理解する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 医用工学の歴史と概要 

心電計や脳波計などの医用機器が発展していった歴史などについて学習する。 
2 回 生体の構造と物理化学的特性 
心臓などを例に挙げながら生体の特性の概要について学習する。 
3 回 生体計測用電極の特性 
生体計測を行うために必要な電極の特性について学習する。 
4 回 各種フィルタ・差動増幅器 
高域フィルタ，低域フィルタ，同相弁別比などの概念と計算について学習する。 
5 回 生体情報の計測例：心電計 I 
心電計の構成と誘導の種類などについて学習する。 
6 回 生体情報の計測例：心電計 II 
心電計の測定原理と特性について学習する。 
7 回 生体情報の計測例：脳波計 I 
心電計と比較しながら脳波計の基本構成について学習する。 
8 回 生体情報の計測例：脳波計 II 
脳波計の測定原理と特性について学習する。 
9 回 生体情報の計測例：血圧計 I 
血圧計の種類と測定方法の概要について学習する。主として観血式血圧計につい
て学習する。 
10 回 生体情報の計測例：血圧計 II 
血圧計の種類と測定方法の概要について学習する。主として非観血式血圧計につ
いて学習する。 
11 回 その他の生体計測装置 
体温計，血流計，心拍出量計，カプノメータ，パルスオキシメータなどの計測器
の概要について学習する。 
12 回 医用画像診断装置 
X 線 CT，MRI，超音波画像診断装置などの各種画像診断装置の概要について学
習する。 
13 回 治療機器・手術機器 
電気手術器，レーザ手術器，超音波手術器，冷凍手術器，ペースメーカ，除細動
器などの各種治療装置の概要について学習する。 
14 回 生体機能代行装置（⼈工臓器） 
⼈工透析装置，⼈工心肺装置，⼈工呼吸器などの各種生体機能代行装置の概要に
ついて学習する。 
15 回 医用情報システム・病院管理と地域医療 
病院における医療情報システム，オーダリングシステム，電子カルテシステムと
地域医療の現状の概要について学習する。 



準備学習 1 回 シラバスを確認して講義の流れを確認しておくこと。 
2 回 生体特有の性質としてどのようなものがあるか考えておくこと。 
3 回 一般的に「電極」とはどのようなものか調べてみておくこと 
4 回 生体計測の際に生じると考えられる雑音にはどのようなものがあるか考え
ておくこと。 
5 回 心臓の解剖について調べておくこと。 
6 回 心電図がどのような場合に使われているか調べてみておくこと。 
7 回 脳の解剖について調べておくこと。 
8 回 脳波計がどのような場合に使われているか調べてみておくこと。 
9 回 圧⼒の単位にはどのよう種類があるか調べておくこと。 
10 回 健常⼈の血圧の上限値下限値について調べておくこと。 
11 回 医療機関ではどのような生体計測器が使用されているか調べてみておくこ
と。 
12 回 医療機関ではどのような画像診断装置が使用されているか調べてみておく
こと。 
13 回 医療機関ではどのような治療機器・手術機器が使用されているか調べてみ
ておくこと。 
14 回 生体機能代行装置にはどのようなものがあるか調べてみておくこと。 
15 回 医療の効率化，安全性を確保するために現在どのような情報ネットワーク
が医療分野で用いられているか調べてみること。また，医療機器安全管理責任者
というキーワードを元に病院内の医療機器管理がどのように行われているか調
べてみること。 

 



年度 2012 
授業コード FSP2531 
成績評価 レポート（80％）および実験の進め方・態度（20％）により評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス PA(理)(〜10) 
見出し FSP2531 応用物理学実験 
担当教員名 平岡 裕、米⽥ 稔 
単位数 2 
教科書 実験テキストを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 ・TA，SA の⼒も借りて，補助体制を整えていきます。 

・限られた予算内で，毎年装置の更新等に努めています。 
科目名 応用物理学実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 レポートの組み立て方／木下是雄／ちくま学芸文庫 
授業形態 実験実習 
注意備考 実験は共同作業によるため，遅刻とか無断欠席をしないこと。 
シラバスコード FSP2531 
実務経験のある教員  
達成目標 与えられた課題に対して、共同実験者と実験を実施し、データの取得、処理・解

析等を行った後、最終的にレポートまでにまとめるための能⼒育成。 
受講者へのコメント ・本講義の主眼は，自分で実験の進め方について計画を立て，それを実行した後，

結果および考察を加えたレポートにまとめるという一連の作業を模擬する点に
あります。 
したがって，実験自体はそれほど難易度の高いものにしていません。 
できるだけ自分一⼈であるいは共同作業者と相談して，作業を進めることが大切
です。 

連絡先 1 号館 3 階平岡研究室 hiraoka@dap.ous.ac.jp 
1 号館 1 階米⽥研究室 yoneta@dap.ous.ac.jp 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Experiments in Applied Physics 
関連科目 特になし。 
次回に向けての改善変更予定 ・本講義は座学と異なり，時間厳守とはいきません。 

実験その他の作業に遅れが生じた場合，終了の時間が多少オーバーすることもあ
ります。 
勿論，本講義の時間内に終了しなかった作業を，時間外の空いているときに実施



しても構いません。 
講義目的 物理学において理論と実験は両輪の関係にある。本講義では、さまざまな実験装

置・機器を用いたデータの取得、データの処理・解析およびレポート作成といっ
た一連の実験手順を総合的に学ぶ。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 実験課題「物体の落下運動」について「実験」を行う。 

2 回 実験課題「物体の落下運動」について「データ処理・解析」を行う。 
3 回 実験課題「物体の落下運動」について「レポート作成」を行う。 
4 回 実験課題「サーミスタの電気抵抗」について「実験」を行う。 
5 回 実験課題「サーミスタの電気抵抗」について「データ処理・解析」を行う。 
6 回 実験課題「サーミスタの電気抵抗」について「レポート作成」を行う。 
7 回 実験課題「溶媒中の熱伝導」について「実験」を行う。 
8 回 実験課題「溶媒中の熱伝導」について「データ処理・解析」を行う。 
9 回 実験課題「溶媒中の熱伝導」について「レポート作成」を行う。 
10 回 実験課題「GM 計測」について「実験」を行う。 
11 回 実験課題「GM 計測」について「データ処理・解析」を行う。 
12 回 実験課題「溶媒中の熱伝導」について「レポート作成」を行う。 
13 回 実験課題「真空蒸着」について「実験」を行う。 
14 回 実験課題「真空蒸着」について「データ処理・解析」を行う。 
15 回 実験課題「真空蒸着」について「レポート作成」を行う。 

準備学習 1 回 実験テキストをよく読んでおくこと。 
2 回 実験データを整理しておくこと。 
3 回 資料一式をまとめておくこと。 
4 回 実験テキストをよく読んでおくこと。 
5 回 実験データを整理しておくこと。 
6 回 資料一式をまとめておくこと。 
7 回 実験テキストをよく読んでおくこと。 
8 回 実験データを整理しておくこと。 
9 回 資料一式をまとめておくこと。 
10 回 実験テキストをよく読んでおくこと。 
11 回 実験データを整理しておくこと。 
12 回 資料一式をまとめておくこと。 
13 回 実験テキストをよく読んでおくこと。 
14 回 実験データを整理しておくこと。 
15 回 資料一式をまとめておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSP2532 
成績評価 定期試験（70％），中間試験（30％）により 100 点満点で評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス PA(理)(06〜10),PB(理)(06〜10) 
見出し FSP2532 材料工学 
担当教員名 平岡 裕 
単位数 2 
教科書 講義中に適宜資料を配付。 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ・記述 1)：「テストが国語のテストになっている。勉強しても点数が取れない。

もっと物理的なテストにして欲しい」 
本講義の本質がわかっていないようです。また，いろいろなテスト形式があるこ
とを理解して下さい。 

科目名 材料工学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 材料の科学と工学／北条英光／裳華房 
授業形態 講義 
注意備考 パワーポイントを使って講義。 
シラバスコード FSP2532 
実務経験のある教員  
達成目標 原子・分子およびミクロ面から，金属，セラミックスおよび高分子材料が示すさ

まざまな性質を理解する。 
受講者へのコメント ・特にありません 
連絡先 1 号館 3 階 平岡研究室  086-256-9479  hiraoka@dap.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 昨年度とアンケート様式が変わったため細かい比較はできませんが，以下の点が
留意事項です 
・項目 7)（授業の満足度）：「普通」の比率がやや高い（約 31%） 

英文科目名 Materials Engineering 
関連科目 特になし。 
次回に向けての改善変更予定 ・毎回，シラバスの学習目標をアナウンスします 

・マイクの音量調節，私語等の注意に留意します 
・昨年度に引き続き，物理科学専攻・医用科学専攻の両専攻の学生に興味を持っ
て受講してもらうように工夫します 

講義目的 金属，セラミックス，高分子などは，現在，生体材料を含めてさまざまな分野で
使用されている。また，これらの材料は、今後も幅広い分野での利用が期待され



る。本講義では，構造材料あるいは機能材料としての用途を念頭に置いて，材料
の構成元素，結晶構造，結合様式，材料中の欠陥などと性質との関連性について
概説する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション： 

材料工学（材料科学）という学問の歴史について紹介する。 
2 回 材料の分類： 
結合様式および使用分野の観点から材料の分類について説明する。 
3 回 結晶構造： 
物質を構成している基本構造（結晶，結晶構造）について説明する。 
4 回 結合様式： 
物質の主な性質を決定する結晶の結合様式について説明する。 
5 回 結晶内の欠陥： 
実在結晶内に存在するさまざまな構造的，塑性的欠陥について説明する。 
6 回 機械的性質（変形）： 
⼒が加えられた結晶あるいは物体の変形挙動およびその原理について説明する。 
7 回 機械的性質（破壊）： 
⼒が加えられた結晶あるいは物体の破壊挙動およびその原理について説明する。 
8 回 中間試験および出題内容の解説： 
7 回目までの講義で学んだ内容を対象にして中間試験を実施する。また，試験後，
解答例を含めて解説を行う。 
9 回 良導体・超電導体： 
電気伝導が良好である材料として良導体，超伝導体を取り上げ，それらの伝導現
象及び仕組みについて説明する。 
10 回 半導体・誘電体： 
電気伝導があまり良好でない材料として半導体と誘電体を取り上げ，それらの伝
導現象及び仕組みについて説明する。 
11 回 磁性体： 
磁気的性質の異なるさまざまな物質について，磁化挙動及びその仕組みについて
説明する。 
12 回 ルミネッセンス，レーザー： 
電気エネルギーから光エネルギーへの変換材料としてルミネッセンスとレーザ
ーを取り上げ，発光現象及び仕組みについて説明する。 
13 回 金属材料の腐食： 
金属材料の化学的性質として，腐食挙動及び仕組みについて説明する。 
14 回 セラミックス材料，高分子材料の劣化： 
非金属材料の化学的性質として，劣化挙動及び仕組みについて説明する。 
15 回 生体材料の腐食・劣化： 
さまざまな材料に対して，生体材料としての環境下における腐食・劣化挙動及び
仕組みについて説明する。 

準備学習 1 回 本講義のシラバスをよく読んでおくこと。 
2 回 身の回りにあるさまざまな材料について調べておくこと。 



3 回 結晶およびその構成要素について調べておくこと。 
4 回 さまざまな材料の特徴について調べておくこと。 
5 回 理想（完全）結晶および実在結晶について調べておくこと。 
6 回 さまざまな材料について，変形挙動の違いについて調べておくこと。 
7 回 さまざまな材料について，破壊挙動の違いについて調べておくこと。 
8 回 7 回目までに学んだ講義内容について整理しておくこと。 
9 回 さまざまな材料の電気抵抗（電気伝導）について調べておくこと。 
10 回 半導体，誘電体の用途について調べておくこと。 
11 回 磁気，磁化，磁場などについて調べておくこと。 
12 回 光の基本的性質について調べておくこと。 
13 回 金属材料の腐食について調べておくこと。 
14 回 非金属材料の劣化について調べておくこと。 
15 回 生体材料および生体内環境について調べておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSP2711 
成績評価 定期試験から判断する。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス PB(理)(07〜11) 
見出し FSP2711 生理学Ⅰ 
担当教員名 森脇 晃義＊ 
単位数 2 
教科書 森本武利, 彼末一之 編：”やさしい生理学”、南江堂 
アクティブラーニング  
キーワード 恒常性 正常機能 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 生理学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ”医科生理学展望” 丸善、”標準生理学” 医学書院、”現代の生理学” 金原出版 
授業形態 講義 
注意備考 講義の 3 分の 1 以上を欠席した場合は受験資格を喪失する。 
シラバスコード FSP2711 
実務経験のある教員  
達成目標 血液の組成と機能について説明できること。 

循環器の機能について説明できること。 
正常心電図の波形と心臓の機能との関係が説明できること。 
栄養素の消化と吸収の過程について説明できること。 
尿の生成と排泄について説明できること。 
古典的なホルモンの分泌、作用機序について説明できること。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Physiology I 
関連科目 解剖学、生物学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ⼈体の正常な生理的働きとそれを維持する仕組みについて理解を深めることが

目的である。恒常性の維持のためにどのような機構が存在し､どのような機序で
維持されてるか､また恒常性が破綻する場合について洞察できるようになること
が大切である。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。講義の進め方の説明。生理学について考え方、対象に



ついて説明する。 
2 回 体液、血液の液体成分とその機能について説明する。 
3 回 血液の細胞成分とその機能について説明する。止血機構、血液型についても
解説する。 
4 回 循環系の概説、心臓の構造と機能について説明する。 
5 回 心臓による血液拍出の仕組みと心電図について説明する。 
6 回 血管系の機能について説明する。 
7 回 動脈圧の調節機構について説明する。 
8 回 中間テストおよびその解説を行う。 
9 回 呼吸器の構成要素と機能について説明する 
10 回 血液によるガス運搬、呼吸中枢の機能について解説する。 
11 回 消化管の構造と機能について説明する。 
12 回 肝機能について説明する。 
13 回 泌尿器系について構造と機能を説明する。 
14 回 腎単位の機能について説明する。 
15 回 体液、電解質の調節と尿の排泄について説明する。 

準備学習 1 回 授業内容の確認と復習。第２回目授業までに、教科書により、血液と体液に
関し予習を行うこと。 
2 回 体液の成分、機能について復習する。第 3 回授業までに血液の細胞成分に
ついて予習を行うこと。 
3 回 体液と血液の液体成分について復習する。第 4 回授業までに心臓の構造と
機能について予習すること。 
4 回 赤血球、白血球、止血機構、血液型について復習する。第 5 回授業までに心
機能について予習すること。 
5 回 心臓の構造について復習する。第 6 回授業までに血管系の構造と機能につ
いて予習する。 
6 回 心電図について復習する。第 7 回授業までに動脈圧の調節機構について予
習する。 
7 回 血管系の機能について復習する。第９回授業までに呼吸器系の構造につい
て予習する 
8 回 第１回から第７回までの内容をよく理解し整理しておくこと 
9 回 呼吸器の構造について予習すること。 
10 回 呼吸器の構造について復習すること。第 11 回授業までに消化器の構造と
機能について予習する。 
11 回 血液によるガス運搬について復習する。消化管機能の調節について予習す
る。 
12 回 消化管の機能について復習する。肝機能について予習する。 
13 回 肝機能について復習する。腎臓と尿路について予習する。 
14 回 泌尿器系の構造と機能について復習する。糸球体濾過と再吸収について予
習する。 
15 回 腎単位の機能について復習する。体液の調節について予習する。 

 



年度 2012 
授業コード FSP2712 
成績評価 定期試験から判断する。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス PB(理)(07〜11) 
見出し FSP2712 生理学Ⅱ 
担当教員名 森脇 晃義＊ 
単位数 2 
教科書 森本武利, 彼末一之 編：”やさしい生理学”、南江堂 
アクティブラーニング  
キーワード 恒常性 正常機能 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生理学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ”医科生理学展望” 丸善、”標準生理学” 医学書院、”現代の生理学” 金原出版 
授業形態 講義 
注意備考 講義の 3 分の 1 以上を欠席した場合は受験資格を喪失する。生理学Ⅰを受講して

おくこと。 
シラバスコード FSP2712 
実務経験のある教員  
達成目標 神経細胞の静止と興奮について説明できる。 

興奮の伝導と伝達についてそれぞれの違いと特徴を説明できる。 
刺激の受容と変換について説明できる。 
中枢神経機能について説明できる。 
自律神経機能について説明できる。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Physiology II 
関連科目 解剖学、生物学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ⼈体の正常な生理的働きとそれを維持する仕組みについて理解を深めることが

目的である。恒常性の維持のためにどのような機構が存在し､どのような機序で
維持されてるか､また恒常性が破綻する場合について洞察できるようになること
が大切である。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 エネルギー代謝 



2 回 体温の維持機構について説明する。 
3 回 内分泌器官とホルモンについて概説する。 
4 回 内分泌器官の一部とホルモン作用について説明する。 
5 回 内分泌器官の一部とホルモン作用について説明する。 
6 回 内分泌器官の一部とホルモン作用について説明する 
7 回 内分泌器官の一部とホルモン作用について説明する 
8 回 中間テストおよびその解説を行う。 
9 回 神経系の構成要素と機能について説明する。 
10 回 ニューロンの静止と興奮について説明する。 
11 回 興奮の伝導と伝達について説明する。 
12 回 自律神経について説明する 
13 回 感覚の一部について説明する。視覚、聴覚 
14 回 感覚の一部について説明する。 
15 回 脳機能について説明する。 

準備学習 1 回 代謝と体温について第２回目授業までに、教科書により予習を行うこと。 
2 回 エネルギー代謝について復習する。第 3 回授業までに内分泌について予習
を行うこと。 
3 回 体温について復習する。内分泌器官について予習する。 
4 回 内分泌器官とホルモンについて復習する。第 5 回授業までに甲状腺、上皮
小体について予習すること。 
5 回 内分泌器官とホルモンについて復習する。第６回授業までに副腎、膵臓につ
いて予習すること。 
6 回 内分泌器官とホルモンについて復習する。第７回授業までに性腺について
予習すること 
7 回 内分泌器官とホルモンについて復習する。 
8 回 第１回から第７回までの内容をよく理解し整理しておくこと 
9 回 神経系の構造について予習すること。 
10 回 神経系の構成要素と機能について復習すること。第 11 回授業までに消化
器の構造と機能について予習する。 
11 回 ニューロンの状態について復習する。興奮の伝導と伝達について予習する 
12 回 興奮の伝導と伝達について復習する。自律神経について予習する。 
13 回 自律神経について復習する。刺激の受容について予習する。 
14 回 視覚、聴覚について復習する。視覚、聴覚以外の感覚について予習する。 
15 回 感覚について復習する。脳機能について予習する。 

 



年度 2012 
授業コード FSP27C1 
成績評価 提出したスケッチとレポートの内容により評価する．なお，本実験は教職関連科

目でもあるので，全出席が評価の前提である．そのため，公欠を含め２回（教育
実習の場合は３回）をこえる欠席は，直ちに単位認定資格を失うものとする． 

曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス PA(理)(〜11) 
見出し FSP27C1 生物学基礎実験 
担当教員名 守⽥ 益宗、正木 智美＊ 
単位数 2 
教科書 特になし，適宜プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 光学顕微鏡観察 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 同時開講科目を多くもつ教員の所見記入について，同じような所見記入の手間を

省くため，コピー入⼒ができるようお願いを重ねているにもかかわらず，前のシ
ステムと同様の記入法であり全く改善されていません．ポータルサイトに移行し
ても，教員の手間がかかるだけです．教員所見を記入する気にもなりません．何
かあれば個別に聞きに来て下さい． 

科目名 生物学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 実験実習 
注意備考 第１回オリエンテーションを欠席の学生は以後の受講を認めない。また，受講希

望者多数の場合は抽選とする。 
シラバスコード FSP27C1 
実務経験のある教員  
達成目標 光学顕微鏡が支障なく操作できるようになること 
受講者へのコメント 同時開講科目を多くもつ教員の所見記入について，同じような所見記入の手間を

省くため，コピー入⼒ができるようお願いを重ねているにもかかわらず，前のシ
ステムと同様の記入法であり全く改善されていません．ポータルサイトに移行し
ても，教員の手間がかかるだけです．教員所見を記入する気にもなりません．何
かあれば個別に聞きに来て下さい． 

連絡先 理大研究室７号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 同時開講科目を多くもつ教員の所見記入について，同じような所見記入の手間を
省くため，コピー入⼒ができるようお願いを重ねているにもかかわらず，前のシ
ステムと同様の記入法であり全く改善されていません．ポータルサイトに移行し
ても，教員の手間がかかるだけです．教員所見を記入する気にもなりません．何
かあれば個別に聞きに来て下さい． 



英文科目名 Experiments in Biology 
関連科目 特になし 
次回に向けての改善変更予定 同時開講科目を多くもつ教員の所見記入について，同じような所見記入の手間を

省くため，コピー入⼒ができるようお願いを重ねているにもかかわらず，前のシ
ステムと同様の記入法であり全く改善されていません．ポータルサイトに移行し
ても，教員の手間がかかるだけです．教員所見を記入する気にもなりません．何
かあれば個別に聞きに来て下さい． 

講義目的 中学・高校教師が指導しなければならない生物実験や，知っておくと教科指導に
便利な光学顕微鏡の使い方やその実験法について教授する． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：実験の進め方を説明する． 

2 回 顕微鏡の使用法を説明し，実際に操作する． 
3 回 生物学のためのスケッチ実習を説明し，実際にスケッチする． 
4 回 ミクロメーターの使い方を説明し，実際に計測する． 
5 回 花粉形態の観察と計測 その１：花粉粒径を計測する． 
6 回 花粉形態の観察と計測 その２：花粉粒径を計測する． 
7 回 検索表の作成：植物を材料に検索表を作成する． 
8 回 淡水プランクトンの観察と生態 その１：淡水中のプランクトンを観察す
る． 
9 回 淡水プランクトンの観察と生態 その２：淡水中のプランクトンを観察す
る． 
10 回 気孔細胞の観察：気孔細胞の観察と密度の計測をする． 
11 回 維管束の観察：維管束組織の観察をする． 
12 回 コリメート法による顕微鏡写真撮影：顕微鏡写真の撮影法を説明し，実際
に撮影する． 
13 回 植物の根端細胞分裂の観察 その１：タマネギ根端細胞の細胞分裂標本を
作製する． 
14 回 植物の根端細胞分裂の観察 その２：タマネギ根端細胞の細胞分裂像を観
察する． 
15 回 報告書作成，補充実験：レポートの作成を行う． 

準備学習 特になし 
 



年度 2012 
授業コード FSP27C2 
成績評価 提出したスケッチとレポートの内容により評価する．なお，本実験は教職関連科

目でもあるので，全出席が評価の前提である．そのため，公欠を含め２回（教育
実習の場合は３回）をこえる欠席は，直ちに単位認定資格を失うものとする． 

曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス PA(理)(〜12) 
見出し FSP27C2 生物学基礎実験 
担当教員名 守⽥ 益宗、正木 智美＊ 
単位数 2 
教科書 特になし，適宜プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 光学顕微鏡観察 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 同上 
科目名 生物学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 実験実習 
注意備考 第１回オリエンテーションを欠席の学生は以後の受講を認めない。また，受講希

望者多数の場合は抽選とする。 
シラバスコード FSP27C2 
実務経験のある教員  
達成目標 光学顕微鏡が支障なく操作できるようになること 
受講者へのコメント 同上 
連絡先 理大研究室７号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 同時開講科目を多くもつ教員の所見記入について，同じような所見記入の手間を
省くため，一括コピーができるようお願いを毎年しているにもかかわらず，全く
改善されていません．手間がかかるだけで，所見を記入する気にもなりません．
何かあれば個別に聞きに来て下さい． 

英文科目名 Experiments in Biology 
関連科目 特になし 
次回に向けての改善変更予定 同上 
講義目的 中学・高校教師が指導しなければならない生物実験や，知っておくと教科指導に

便利な光学顕微鏡の使い方やその実験法について教授する． 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：実験の進め方を説明する． 

2 回 顕微鏡の使用法を説明し，実際に操作する． 



3 回 生物学のためのスケッチ実習を説明し，実際にスケッチする． 
4 回 ミクロメーターの使い方を説明し，実際に計測する． 
5 回 花粉形態の観察と計測 その１：花粉粒径を計測する． 
6 回 花粉形態の観察と計測 その２：花粉粒径を計測する． 
7 回 検索表の作成：植物を材料に検索表を作成する． 
8 回 淡水プランクトンの観察と生態 その１：淡水中のプランクトンを観察す
る． 
9 回 淡水プランクトンの観察と生態 その２：淡水中のプランクトンを観察す
る． 
10 回 気孔細胞の観察：気孔細胞の観察と密度の計測をする． 
11 回 維管束の観察：維管束組織の観察をする． 
12 回 コリメート法による顕微鏡写真撮影：顕微鏡写真の撮影法を説明し，実際
に撮影する． 
13 回 植物の根端細胞分裂の観察 その１：タマネギ根端細胞の細胞分裂標本を
作製する． 
14 回 植物の根端細胞分裂の観察 その２：タマネギ根端細胞の細胞分裂像を観
察する． 
15 回 報告書作成，補充実験：レポートの作成を行う． 

準備学習 特になし 
 



年度 2012 
授業コード FSP27D1 
成績評価 各時間ごとに提出する実験結果 60％、実験への取り組みおよび理解度 40％によ

り、総合して成績評価とする。採点の基準は 100 点満点のうち、60 点以上を合
格とする。欠席した場合は補充実験を行う。また、授業回数の 3 分の 1 以上の
欠席がある場合には、“E”評価とする。 

曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス PA(理)(〜11) 
見出し FSP27D1 地学基礎実験 
担当教員名 小林 祥一、山口 一裕 
単位数 2 
教科書 ニューステージ・地学図表／浜島書店 
アクティブラーニング  
キーワード 鉱物、岩石、化石、地質、天気 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 画質を良くしてほしい。 

→顕微鏡観察でのことだと思いますが難しいですね。予算に関係していますの
で、大学に要望してみますが・・・。 

科目名 地学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 資料を配付する 
授業形態 実験実習 
注意備考 地学基礎論１を履修しておくことが望ましい。 

偏光顕微鏡実習、地質図関係の実習のような積み重ねの実験では、連続して受け
ないと理解できない。従って体調を整え、欠席しないように心掛ける。 

シラバスコード FSP27D1 
実務経験のある教員  
達成目標 地球を観察する手法および目を養うことが目標。そのため、実際の鉱物、岩石、

化石標本を観察・利用し、野外での調査に興味が持てる程度の実⼒をめざす。物
理的制約から、野外での実習は難しいが、調査後必要となる偏光顕微鏡の操作法、
調査によって得られたデータの解析法などの習得をめざす。 

受講者へのコメント  以前に比べると、実験の項目をほぼ 2/3 に減らし、皆さんに考える実験をして
もらうことにしたのです。ところが、皆さんはその余裕の時間を有効に使ってい
ないように思います。実験を受けるからには、予習復習はさておき、TA もいま
すので質問ぐらいはするように努⼒すべきで、受身ではなく「皆さん主体型」の
実験をしていただきたい。もっとノビノビと実験しましょう。 

連絡先 7 号館 6F 小林研究室 086-156-9704 kobayashi@das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね良好。よく理解してくれたようです。 



英文科目名 Experiments in Geology 
関連科目 地学基礎論 I、地学基礎論 II 
次回に向けての改善変更予定 これまで地学を学んだ経験のある⼈が少ないようですので、実験内容に関係した

エピソードなども紹介し、その実験の意味などを理解してもらうようにしてみま
しょう。実は、地学のおもしろさは、実際に野外に出て観察することです。それ
によって岩石鉱物の産状、化石の産状、地質構造が簡単に理解できると思うので
すね。そして、採集した鉱物岩石を、顕微鏡で観察できるように薄片にするとか、
地質調査の結果をまとめるとかしたら興味を持って実験に参加できると思いま
す。実はこんな楽しい実験がしたいと思っています。実験の受講者数、限られた
時間、 

講義目的 地学各分野のうちから最も基礎的な項目である岩石・鉱物・化石の観察、天気図
の作成、地質図の作成、パーソナルコンピューターの活用などについて実験を行
う。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 鉱物の鑑定 

実際の鉱物を観察し、物理的性質について理解できるようにする。 
2 回 結晶系と晶族 
鉱物の結晶模型を利用し、対称性について理解し、晶族を決定できるようにする。 
3 回 地質図１ 基本説明、単斜構造 
地質図について基本的なこと、たとえば見方、またその利用などの説明を通して、
地質図の重要性を理解する。基本的な地質図を地質データから描けるようにす
る。 
4 回 地質図２ 断層、不整合 
断層、不整合が地質図上でどのように描き表せるかを理解する。 
5 回 地質図３ 断面図 
地下資源などの調査で必要な地下の情報を、地質図から読み取る方法を理解す
る。 
6 回 地質図４ 褶曲 
褶曲構造が地表に現れる際の特徴、および断面図を描き、これらから褶曲構造を
立体的に理解する。 
7 回 化石の観察 
示準化石、示相化石を理解し、それらの特徴を観察する。 
8 回 偏光顕微鏡観察１ 基本説明、花崗岩中の⿊雲⺟、石英斑岩 
物質の光学的性質、偏光顕微鏡の構造、これによって何が観察できるか、また調
整方法について理解する。 
9 回 偏光顕微鏡観察２ 花崗岩、安山岩 
花崗岩、安山岩の構造を観察し、石英、⻑石、⿊雲⺟、白雲⺟、角閃石の鏡下で
の特徴を理解する。 
10 回 偏光顕微鏡観察３ 斑レイ岩、砂岩 
斑レイ岩、砂岩の構造を観察し、輝石の鏡下での特徴を理解する。 
11 回 偏光顕微鏡観察４ 玄武岩、晶質石灰岩 
玄武岩、晶出石灰岩の構造を観察し、カンラン石、炭酸塩鉱物の鏡下での特徴を



理解する。 
12 回 パソコンの活用  
花崗岩類のモード分析を行い、その結果をもとにその岩石を分類する。得られた
データをパソコンで整理し、岩石の成因について理解する。 
13 回 天気図の作成と四季の天気 
当日の気象通報を聞き、そのデータをもとに天気図を描き、翌日の天気を予測し、
気象現象を理解する。 
14 回 まとめおよび解説を行い、理解度をチェックする。 
15 回 まとめおよび解説を行い、理解度をチェックし、実験結果を理解するため
に補足説明をする。 

準備学習 1 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の物理的性質を調べてお
くこと。 
2 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の結晶構造、対称性など
物理的性質を調べておくこと。 
3 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、地質図の概念を学んでおくこ
と。 
4 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、断層、不整合についての概念
を学んでおくこと。 
5 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、地質構造を理解する方法を調
べておくこと。 
6 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、褶曲地形について調べておく
こと。 
7 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、化石の種類および化石の役割
を理解しておくこと。 
8 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、物質に対する光学的性質を調
べておくこと。 
9 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の光学的性質を調べてお
くこと。 
10 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の光学的性質を調べて
おくこと。 
11 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の光学的性質を調べて
おくこと。 
12 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、火成岩の主造岩鉱物の量比
を調べ、あわせて分類方法、火成岩の生成過程を理解しておくこと。 
13 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、天気図の役割、描き方を調
べておくこと。また、テレビ、新聞、インターネットを利用し、雲の動きと天気
図との関係、気圧配置と４季の天気との関係などを理解しておくこと。 
14 回 これまで学習した、実験内容を復習し、理解が曖昧なところを整理してお
くこと。 
15 回 これまで学習した、実験内容を復習し、実験結果について充分考察ができ
てない部分を整理しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSP27D2 
成績評価 各時間ごとに提出する実験結果 60％、実験への取り組みおよび理解度 40％によ

り、総合して成績評価とする。採点の基準は 100 点満点のうち、60 点以上を合
格とする。欠席した場合は補充実験を行う。また、授業回数の 3 分の 1 以上の
欠席がある場合には、“E”評価とする。 

曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス PA(理)(〜12) 
見出し FSP27D2 地学基礎実験 
担当教員名 小林 祥一、山口 一裕 
単位数 2 
教科書 ニューステージ・地学図表／浜島書店 
アクティブラーニング  
キーワード 鉱物、岩石、化石、地質、天気 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 実験中に話を聞きながら対応している効果が出ているようですね。 
科目名 地学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 資料を配付する 
授業形態 実験実習 
注意備考 地学基礎論１を履修しておくことが望ましい。 

偏光顕微鏡実習、地質図関係の実習のような積み重ねの実験では、連続して受け
ないと理解できない。従って体調を整え、欠席しないように心掛ける。 

シラバスコード FSP27D2 
実務経験のある教員  
達成目標 地球を観察する手法および目を養うことが目標。そのため、実際の鉱物、岩石、

化石標本を観察・利用し、野外での調査に興味が持てる程度の実⼒をめざす。物
理的制約から、野外での実習は難しいが、調査後必要となる偏光顕微鏡の操作法、
調査によって得られたデータの解析法などの習得をめざす。 

受講者へのコメント  
夕方からの実験で集中できない学生が何⼈かみられますが、最初の説明を聞き十
分理解して始めるようにしてほしいですね。慣れないこととはいえ、特に難しい
内容をしているわけではありませんので、学習効果が上がるように努⼒してくだ
さい。 

連絡先 7 号館 6F 小林研究室 086-156-9704 kobayashi@das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね良好。よく理解してくれたようです。 
英文科目名 Experiments in Geology 
関連科目 地学基礎論 I、地学基礎論 II 



次回に向けての改善変更予定  
新しい指導要領では、観察、体験を重要視しているようです。野外実習なども取
り入れ、実践的な実験をどのように取り入れるかを考えています。 

講義目的 地学各分野のうちから最も基礎的な項目である岩石・鉱物・化石の観察、天気図
の作成、地質図の作成、パーソナルコンピューターの活用などについて実験を行
う。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 鉱物の鑑定 

実際の鉱物を観察し、物理的性質について理解できるようにする。 
2 回 結晶系と晶族 
鉱物の結晶模型を利用し、対称性について理解し、晶族を決定できるようにする。 
3 回 地質図１ 基本説明、単斜構造 
地質図について基本的なこと、たとえば見方、またその利用などの説明を通して、
地質図の重要性を理解する。基本的な地質図を地質データから描けるようにす
る。 
4 回 地質図２ 断層、不整合 
断層、不整合が地質図上でどのように描き表せるかを理解する。 
5 回 地質図３ 断面図 
地下資源などの調査で必要な地下の情報を、地質図から読み取る方法を理解す
る。 
6 回 地質図４ 褶曲 
褶曲構造が地表に現れる際の特徴、および断面図を描き、これらから褶曲構造を
立体的に理解する。 
7 回 化石の観察 
示準化石、示相化石を理解し、それらの特徴を観察する。 
8 回 偏光顕微鏡観察１ 基本説明、花崗岩中の⿊雲⺟、石英斑岩 
物質の光学的性質、偏光顕微鏡の構造、これによって何が観察できるか、また調
整方法について理解する。 
9 回 偏光顕微鏡観察２ 花崗岩、安山岩 
花崗岩、安山岩の構造を観察し、石英、⻑石、⿊雲⺟、白雲⺟、角閃石の鏡下で
の特徴を理解する。 
10 回 偏光顕微鏡観察３ 斑レイ岩、砂岩 
斑レイ岩、砂岩の構造を観察し、輝石の鏡下での特徴を理解する。 
11 回 偏光顕微鏡観察４ 玄武岩、晶質石灰岩 
玄武岩、晶出石灰岩の構造を観察し、カンラン石、炭酸塩鉱物の鏡下での特徴を
理解する。 
12 回 パソコンの活用  
花崗岩類のモード分析を行い、その結果をもとにその岩石を分類する。得られた
データをパソコンで整理し、岩石の成因について理解する。 
13 回 天気図の作成と四季の天気 
当日の気象通報を聞き、そのデータをもとに天気図を描き、翌日の天気を予測し、
気象現象を理解する。 



14 回 まとめおよび解説を行い、理解度をチェックする。 
15 回 まとめおよび解説を行い、理解度をチェックし、実験結果を理解するため
に補足説明をする。 

準備学習 1 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の物理的性質を調べてお
くこと。 
2 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の結晶構造、対称性など
物理的性質を調べておくこと。 
3 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、地質図の概念を学んでおくこ
と。 
4 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、断層、不整合についての概念
を学んでおくこと。 
5 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、地質構造を理解する方法を調
べておくこと。 
6 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、褶曲地形について調べておく
こと。 
7 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、化石の種類および化石の役割
を理解しておくこと。 
8 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、物質に対する光学的性質を調
べておくこと。 
9 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の光学的性質を調べてお
くこと。 
10 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の光学的性質を調べて
おくこと。 
11 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の光学的性質を調べて
おくこと。 
12 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、火成岩の主造岩鉱物の量比
を調べ、あわせて分類方法、火成岩の生成過程を理解しておくこと。 
13 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、天気図の役割、描き方を調
べておくこと。また、テレビ、新聞、インターネットを利用し、雲の動きと天気
図との関係、気圧配置と４季の天気との関係などを理解しておくこと。 
14 回 これまで学習した、実験内容を復習し、理解が曖昧なところを整理してお
くこと。 
15 回 これまで学習した、実験内容を復習し、実験結果について充分考察ができ
てない部分を整理しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSP2912 
成績評価 講義終了ごとに提出するミニレポート（15%）及び定期試験（85%）で評価する。 
曜日時限 火曜日 9・10 時限 
対象クラス PB(理)(〜10) 
見出し FSP2912 免疫学 
担当教員名 小野 俊朗＊ 
単位数 2 
教科書 講義ではあらがじめ資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード リンパ球、抗原、抗体、イムノグロブリン、MHC、アレルギー 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 免疫学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特に指定はしませんが、最近の出版で、イラストが豊富なものが望ましい。 
授業形態 講義 
注意備考 免疫学は比較的新しく、日々の最新の研究成果が直ちに反映される分野である。

従って、講義の内容が予定と異なることもありうる。 
シラバスコード FSP2912 
実務経験のある教員  
達成目標 1. 免疫反応に係わる組織と細胞を説明できる。 

2. 抗原と抗体について説明できる。 
3. 生体防御機構における免疫系の特徴（特異性、自己と非自己の認識、免疫記憶
など）について説明できる。 
4. 免疫系の異常、破綻（アレルギー、自己免疫病など）について説明できる。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Immunology 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 免疫は生体防御機構の根幹をなすものである。本講義ではこの免疫系の機構を分

子、細胞レベルで理解することを目的とする。このために、免疫反応にかかわる
細胞と組織及び免疫系の特徴（特異性、多様性など）を学ぶ。さらに、自己免疫、
腫瘍免疫などの臨床免疫についても学ぶ。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション・免疫学の歴史と概念 



2 回 免疫系の細胞と組織 
3 回 自然免疫と獲得免疫 
4 回 液性免疫と細胞性免疫 
5 回 免疫グロブリンの構造と機能 
6 回 サイトカインとその役割 
7 回 T 細胞及び B 細胞の分化と機能 
8 回 MHC の構造と機能 
9 回 MHC の多型性と拘束性 
10 回 T 細胞レセプタと抗原提示（I） 
11 回 T 細胞レセプタと抗原提示（II） 
12 回 アレルギーと免疫異常 
13 回 自己免疫疾患 
14 回 移植免疫と腫瘍免疫 
15 回 免疫学で用いられる各種測定法 

準備学習 1 回 私達のからだと免疫のかかわりについて考える。 
2 回 免疫にはどのような細胞がかかわっているか調べる。 
3 回 感染にかかわる病原体について調べる。 
4 回 抗原について調べる。感染初期の防御反応について調べる。 
5 回 B 細胞と抗体について調べる。 
6 回 インターフェロンなどについて調べる。 
7 回 T 細胞の種類及びその成り立ちなどを調べる。B 細胞についても調べる。 
8 回 MHC とはなにかについて調べる。ヒト HLA について調べる。 
9 回 多種多様な抗原に対する MHC を介した免疫系の戦略について考える。 
10 回 T 細胞レセプタとは何かを調べる。 
11 回 T 細胞がどのようにして抗原を認識するかを調べる。 
12 回 免疫系の破綻、特にアレルギー及びエイズについて調べる。 
13 回 I 型糖尿病などの自己免疫病について調べる。 
14 回 臓器移植はどのようなものであるか調べる。がんと免疫のかかわりについ
て調べる 
15 回 臨床検査等で用いられる免疫学的測定、検査法について調べる。 

 



年度 2012 
授業コード FSP3111 
成績評価 中間テストを 50 点満点とした評価を x 点とし、定期試験の満点を(100-x)点に換

算した値を y 点とし、それらの合計点 x+y で評価する。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス PA(理)(〜12),PB(理)(〜12) 
見出し FSP3111 物理学入門 
担当教員名 中川 益生 
単位数 2 
教科書 後藤憲一著・「新しい物理へのアプローチ」・共立出版 
アクティブラーニング  
キーワード 物理法則、物理量、物理実験 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学入門 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 講義 
注意備考 高校で物理学を履修しなかった学生でも理解できる内容とするが、演示実験を通

して物理学を理解させるため、出席を重視する。最終試験は１５回の全講義を終
了した後に実施する。日時については授業中に指示する。 

シラバスコード FSP3111 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) 物理学の基本法則を理解すること。 

(2) 物理量の定義を理解すること。 
(3) 現象を物理的に説明する能⼒を身につけること。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２号館２階 中川益生研究室 masuo@dap.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introduction to Physics 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 物理公式の暗記と算術計算を主体とする高校物理から、実証と論証を重視する大

学物理への橋渡しを担う。 演示実験やビデオによる現象の観察から出発して、
物理法則を導出する過程を体験する。 また、物理法則の記述に必要な種々の物
理量の定義と相互関係を理解する。 先端物理のトピックスにも触れる。 さら
に、生体の電気・熱・光学的特性を理解するための物理的基礎を学ぶ。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回  オリエンテーション 
2 回  ⼒学の成立（速度・加速度・慣性の実験） 
3 回  運動（運動方程式、空中衝突の実験） 
4 回  ⼒と運動量（⼒の定義、玉子の落下実験） 
5 回  仕事とエネルギー（⼒学的エネルギー保存則の実験） 
6 回  流体の⼒学（バスカルの原理とベルヌイの定理の実験） 
7 回  温度と熱（比熱と熱容量の実験） 
8 回  熱⼒学（熱と仕事、分子運動の実験） 
9 回  これまでの講義のまとめと中間テスト 
10 回  静電気（２種類の電気、摩擦帯電の実験） 
11 回  電流と磁気（電池と磁場の実験） 
12 回  電磁誘導と電磁波（誘導電流と電磁波の実験） 
13 回  波と音波（水面波と音波の観測） 
14 回  光の性質（レーザーの屈折・回折・干渉実験 
15 回  量子現象と原子の構造（光電効果と蛍光の実験） 

準備学習 1 回  シラバスをよく確認し、学習内容を把握しておくこと 
2 回  テキスト p.5〜8 をよく読んで、学習内容を把握しておくこと 
3 回  テキスト p.9〜16 をよく読んで、学習内容を把握しておくこと 
4 回  テキスト p.17〜21 をよく読んで、学習内容を把握しておくこと 
5 回  テキスト p.22〜27 をよく読んで、学習内容を把握しておくこと 
6 回  テキスト p.28〜37 をよく読んで、学習内容を把握しておくこと 
7 回  テキスト p.38〜44 をよく読んで、学習内容を把握しておくこと 
8 回  テキスト p.45〜56 をよく読んで、学習内容を把握しておくこと 
9 回  これまでの講義・演示実験内容のノートを見て、理解を深めておくこと 
10 回  テキスト p.88〜95 をよく読んで、学習内容を把握しておくこと 
11 回  テキスト p.96〜104 をよく読んで、学習内容を把握しておくこと 
12 回  テキスト p.105〜112 をよく読んで、学習内容を把握しておくこと 
13 回  テキスト p.57〜76 をよく読んで、学習内容を把握しておくこと 
14 回  テキスト p.77〜87 をよく読んで、学習内容を把握しておくこと 
15 回  テキスト p.118〜128 をよく読んで、学習内容を把握しておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FSP3112 
成績評価 提出課題 10％、中間試験 30%、定期試験 60％により成績を評価する。 

但し、定期試験において基準点を設け、得点が 100 点満点中、60 点未満の場合
は不合格とする。 

曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス PA(理)(06〜12),PB(理)(06〜12) 
見出し FSP3112 解剖学 
担当教員名 川端 晃幸 
単位数 2 
教科書 解剖生理学／高野廣子／南山堂 
アクティブラーニング  
キーワード ⼈体、器官、臓器、組織、細胞 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 解剖学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜授業にて紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験期間中に行い、試験形態は筆記試験とする。 
シラバスコード FSP3112 
実務経験のある教員  
達成目標 ヒトの体の構造を解剖学用語を使って細胞レベルから説明できることを達成目

標とする。可能であれば生理機能と関連付けて説明できることが望ましい。 
受講者へのコメント  
連絡先 １号館２階 川端研究室 kawabata@dap.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Anatomy 
関連科目 医学概論・公衆衛生学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 肉眼的および顕微鏡的にヒトのからだの構造を学習する。細胞レベルから⼈体の

各部位の構造を理解するとともに、解剖学用語の正確な意味を把握し、自由に使
いこなせるようになることを目的とする。可能な限り生理機能との関連付けを行
う。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  ⼈体の構造の概観について解説する。 

2 回  細胞と組織について解説する。 
3 回  骨格系について解説する。 



4 回  骨格筋系について解説する。 
5 回  循環器系について解説する。 
6 回  循環器系について解説する。 
7 回  呼吸器系について解説する。 
8 回  第１回から第７回までの内容のまとめを行った後、中間試験を行う。第１
回から第７回までの内容をよく理解し整理しておくこと。 
9 回  消化器系について解説する。 
10 回  消化器系について解説する。 
11 回  泌尿器系について解説する。 
12 回  生殖器系について解説する。 
13 回  内分泌系について解説する。 
14 回  神経系について解説する。 
15 回  皮膚および感覚器系について解説する。 

準備学習 1 回  カエルなどの構造を復習しておくこと。 
2 回  高校の生物学の細胞と組織を復習しておくこと。 
3 回  どのような骨があるのか調べておくこと。 
4 回  どのような筋肉があるのか調べておくこと。 
5 回  心臓の働きについて復習しておくこと。 
6 回  血管の働きについて復習しておくこと。 
7 回  吸い込んだ空気が肺の中に入っていく経路を調べておくこと。 
8 回  第１回から第７回までの内容を復習しておくこと。 
9 回  食事がどのような経路を経て排泄されるか調べておくこと。 
10 回  肝臓、胆嚢、膵臓などの働きを復習しておくこと。 
11 回  腎臓、膀胱などの働きを復習しておくこと。 
12 回  女性と男性の違いについて復習しておくこと。 
13 回  ホルモンについて復習しておくこと。 
14 回  脳、脊髄および神経について復習しておくこと。 
15 回  皮膚の働きについて復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSP3121 
成績評価 得点配分を小テスト 30％，定期試験 70％として成績を評価し，100 点満点中 60

点以上を合格とする． 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス PB(理)(06〜10) 
見出し FSP3121 医用治療機器学 
担当教員名 畑中 啓作 
単位数 4 
教科書 ＭＥの基礎知識と安全管理 改訂第５版／ＭＥ技術教育委員会監修／南江堂 
アクティブラーニング  
キーワード 低侵襲治療，安全，有効性，医療費 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特にありませんでした． 
科目名 医用治療機器学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜参考資料を配付する 
授業形態 講義 
注意備考 前回講義分に関して，小テストを実施することで，講義内容を補足し理解を深め

るとともに，受講者の自主的な学習を促す． 
シラバスコード FSP3121 
実務経験のある教員  
達成目標 1)医用治療機器の適切な操作と保守を行うのに必要な医用治療機器の基本事項

を理解すること． 
受講者へのコメント 講義をいかすために，あらかじめシラバスをみて予習を行ってきてください． 

また，講義終了時に前回の履修内容の確認を行うための小テストを行っていま
す． 
小テストには略解をつけていますので，小テストでできなかったところについて
は，必ず復習してください． 

連絡先 １号館３階 畑中研究室 086-256-9713 hatanaka@dap.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業の手法についてですが，回答者 44 名中で，一番多いのが，特にないの 27 名
（61.4%）ですが，その次が，１回の授業で扱う量が多いで 9 名（20.5%）です．
授業で扱う量が多いことについては毎年感じているひとが多いとは思いますが，
臨床工学技士の国家試験受験を考えるうえで，標準テキストとされている教科書
にのっている範囲については，すべて網羅する予定ですので，十分に予習と復習
を行って理解するようにして下さい． 

英文科目名 Therapeutic Medical Equipments 
関連科目 「医用機器学概論」を履修していることが望ましい．本科目に引き続き，「医用治



療機器学実習」を受講し，実際の機器に触れて理解を深めることが望ましい． 
次回に向けての改善変更予定 １回で扱う量が多いという指摘があるので，全体を同じように扱うのでなく，基

本的なところの説明により重点をおいてわかりやすく説明するようにし，応用的
なところについては小テストと，その解説で補うようにすすめていく予定です． 

講義目的 医用治療機器は，生体にさまざまな物理的エネルギーを作用させて治療を行うも
のであり，適確な治療を安全に行うためには，最適な強さのエネルギーを副作用
のないように与える必要がある．本講義ではこれら医用治療機器の特徴を理解
し，医用治療機器に関する基礎知識を得ることを目的とする． 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 内視鏡下治療 

2 回 心臓ペースメーカ 
3 回 除細動器 
4 回 血液浄化機器 
5 回 呼吸療法機器 
6 回 麻酔器 
7 回 体外循環装置 
8 回 インターベンション 
9 回 輸液ポンプ 
10 回 結石破砕装置 
11 回 温熱療法装置 
12 回 電気メス 
13 回 レーザー治療装置 
14 回 手術用機器．その他の治療機器 
15 回 医用機器の滅菌・消毒 

準備学習 1 回 教科書第７章Ⅱ節と第１６章を予習すること． 
2 回 教科書第１７章を予習すること．心臓の刺激伝導系について復習しておく．
AV ブロック，SSS などの心臓病変について調べておく． 
3 回 教科書第１８章を予習すること．AED について調べ一般的な除細動器との
違いをノートにまとめておく． 
4 回 教科書第１９章を予習すること．教科書 p.252〜の例題を自分で解いておく
こと． 
5 回 教科書第２０章を予習すること．特に気道内圧波形が各換気モードでどう
なるか良く理解しておくこと． 
6 回 教科書第２１章を予習すること．前回講義の⼈工呼吸器について復習して
おくこと． 
7 回 教科書第２２章を予習すること．心臓と肺を中心とした血管系を解剖学の
テキスト等で復習しておくこと． 
8 回 教科書第２３章を予習すること．冠動脈について解剖学のテキスト等で復
習しておくこと． 
9 回 教科書第２４章を予習すること．各種ポンプの⻑所と短所についてまとめ
ておくこと． 
10 回 教科書第２５章を予習すること．衝撃波について調べておくこと． 



11 回 教科書第２６章を予習すること．最新のがん治療について，書籍，ウェブ
等で調べておくこと． 
12 回 教科書第２７章を予習すること．教科書 p.352 の蒸気爆発までの温度上昇
時間の計算が自分でできるようにすること． 
13 回 教科書第２８章を予習すること．波⻑と周波数の関係，光の反射，屈折，
分散，透過について考えておく． 
14 回 教科書第２９章を予習すること．また，その他の治療機器に関して配布資
料を読んでおくこと． 
15 回 教科書第３０章を予習すること． 

 



年度 2012 
授業コード FSP3122 
成績評価 得点配分を小テストへの取り組み 30％，定期試験 70％として成績を評価し，100

点満点中 60 点以上を合格とする． 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス PB(理)(06〜11) 
見出し FSP3122 医用機器学概論 
担当教員名 畑中 啓作 
単位数 2 
教科書 ＭＥの基礎知識と安全管理 改訂第５版／ＭＥ技術教育委員会監修 （南江堂） 
アクティブラーニング  
キーワード 医用機器，生体計測装置，治療機器，生体機能代行装置，安全，EBM 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 医用機器学概論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜参考資料を配付する 
授業形態 講義 
注意備考 前回講義分に関して小テストを実施することで，講義内容を補足し理解を深める

とともに，受講者の自主的な学習を促す． 
講義は後期前半に２回分ずつ１２３４時限に実施する．なお，同時限の後期後半
には引き続き，医用生体計測装置学の講義を行う． 

シラバスコード FSP3122 
実務経験のある教員  
達成目標 1)医用機器の全体像を把握し，臨床医療における医用機器の役割についての理解

を得る． 
受講者へのコメント  
連絡先 １号館３階 畑中研究室 086-256-9713 hatanaka@dap.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 後期前半開講のため授業アンケートは実施できませんでした． 
英文科目名 Introduction to Medical Equipments 
関連科目 予め「医用工学概論」を履修していることが望ましい．本科目に引き続き「医用

生体計測装置学」および「医用治療機器学」を履修することが望ましい． 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 医療現場で利用されるさまざまな医用機器を，適確かつ安全に使用するには，対

象とする生体や医用材料の特性，機器の動作原理，機能を実現するための工学的
技術などに関する幅広い知識が必要である．また，近年医用機器は，単体でなく
異なる機能のものが複数組み合わされて使用される場合も多いことから，システ
ムとしての視点も必要である．本講義では，医用機器のもつこれらの特徴に注意



しながら，医用機器に関する基礎的な理解を得ることを目的とする． 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 医用機器学総論 

2 回 医用機器の摘要に必要な⼈体の構造と機能 
3 回 医用機器の摘要に必要な生体の電気，磁気的特性 
4 回 医用機器の摘要に必要な生体の熱的，光学的，放射線的特性 
5 回 医用機器の摘要に必要な生体の機械，超音波特性 
6 回 医用機器の摘要に必要な医用材料の基礎知識 
7 回 電撃事故と⼈体反応，安全基準 
8 回 医用機器の安全管理とシステム安全 
9 回 医療ガス事故，電磁環境 
10 回 生体計測の特殊性と生体計測技術１ 
11 回 生体計測の特殊性と生体計測技術２ 
12 回 生体の治療に用いる物理的エネルギーの考え方 
13 回 今後の治療法の発展方向 
14 回 医療における IT の応用と情報工学 
15 回 まとめと補足 

準備学習 1 回 教科書第１章を予習する．EBM について調べておくこと． 
2 回 教科書第２章を予習する．解剖学の教科書も参照のこと． 
3 回 教科書第３章Ｉ〜Ⅲ節を予習する．電磁気学の教科書も参照のこと． 
4 回 教科書第３章Ⅳ〜Ⅵ節を予習する．光の波⻑と周波数の関係を確認する． 
5 回 教科書第３章Ⅶ〜Ⅷ節を予習する．特に表３−１６はノートに写してくる
こと． 
6 回 教科書第４章を予習する．生体適合性について調べる． 
7 回 教科書第５章Ⅰ〜Ⅱ節を予習する． 
8 回 教科書第５章Ⅲ〜Ⅳ節を予習する． 
9 回 教科書第５章Ⅴ〜Ⅵ節を予習する．医療ガスにはどのようなものがあるか
調べてみよう． 
10 回 教科書第６章Ⅰ〜Ⅳ節を予習する． 
11 回 教科書第６章Ⅴ〜Ⅸ節を予習する． 
12 回 教科書第７章Ⅰ節を予習する．医用機器は生体にエネルギーを作用させる
機械であることを理解する． 
13 回 教科書第７章Ⅱ節を予習する．PTCA，EMR，ESD の方法について調べ
る． 
14 回 教科書第８章を予習する．サンプリング定理について理解しておく． 
15 回 今期の講義ノート，小テストの解答解説を復習する 

 



年度 2012 
授業コード FSP3131 
成績評価 中間試験(４０％），定期試験(６０％)の点数で評価します。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス PA(理)(08〜10) 
見出し FSP3131 物性物理 
担当教員名 米⽥ 稔 
単位数 2 
教科書 ⿊沢 達美 著 『基礎物理学選書９ 物性論 ー固体を中心としたー』・裳華

房 
アクティブラーニング  
キーワード 固体、結晶、物性 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特になし。 
科目名 物性物理 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 作道恒太郎 著 『固体物理 磁性・超伝導』・裳華房 C.Kittel 著 山下次郎 他

訳『固体物理入門』・丸善 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSP3131 
実務経験のある教員  
達成目標 結合⼒の種類とそれらが生ずる原因を説明できるようになる。 

格子振動と熱伝導の関係を理解する。 
金属の性質を伝導電子の運動から説明できるようになる。 

受講者へのコメント 物理学の中で”物性物理”とは非常に広い学問領域です。しかし、本講義は半期２
コマの限られた時間で完結することから、本分野の基本的な内容のみを講義して
います。よって、学生の皆さんには教科書を読むだけでなく、図書館等を利用し
て積極的な学習をお薦めします。 

連絡先 米⽥研究室（1 号館１階) 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講生の出席率は高く、講義時間以外にも関連分野の学習に努めた学生がいるこ
とが伺えます。また、”物性”とはイメージし難い領域ですが、講義を通じて物性
分野への関心が高まった受講生が多いようです。なお、理解度や満足感において
は、受講生毎に評価が分かれています。一因として、本講義は３年生対象科目で
あることから、カリキュラム上の既修学事項は省略したことが考えられます。な
お、講義手法や進行に関して、少数の受講者より、１回あたりの講義量が多い、
板書の仕方について改善希望があることが分りました。 

英文科目名 Solid State Physics 



関連科目 量子⼒学、電磁気学、熱統計物理 を受講しておくことが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 身近な話題を織り込んで物性物理分野に興味を戴けるよう努めます。また、一回

の講義で扱う講義量や板書の仕方等についても検討したいと思っています。 
講義目的 多数の原子が集め序列化や組織化させることによって、量子井⼾、超格子、磁気

抵抗効果など元素単体からだけでは得られない特性を有するした機能性物質を
作成することができることが知られている。本講義では結晶構造と対称性につい
て学んだのち，格子振動や固体を絶縁体とみなしたときの熱的・誘電的性質につ
いて理解を深める。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 物質の凝集機構Ⅰ（イオン結晶、共有結合など）について講義する。 

2 回 物質の凝集機構Ⅱ（分子間⼒、水素結合など）について講義する。 
3 回 結晶構造と周期性 I について講義する。 
4 回 結晶構造と周期性Ⅱについて講義する。 
5 回 結晶構造と周期性Ⅲについて講義する。 
6 回 固体の比熱-格子の振動などについて講義する。 
7 回 固体の比熱-アインシュタインの比熱式などについて講義する。 
8 回 固体の比熱-Debye の比熱式などについて講義する。 
9 回 固体の比熱-熱伝導などについて講義する。 
10 回 固体内の自由電子などについて講義する。 
11 回 フェルミ分布と電子比熱 I などについて講義する。 
12 回 フェルミ分布と電子比熱Ⅱなどについて講義する。 
13 回 エネルギーバンド理論について講義する。 
14 回 誘電体・磁性体などについて講義する。 
15 回 半導体などについて講義する。 

準備学習 1 回 関連科目を復習しておくこと 
2 回 前回の復習を行うこと 
3 回 前回の復習を行うこと 
4 回 前回の復習を行うこと 
5 回 前回の復習を行うこと 
6 回 前回の復習を行うこと 
7 回 前回の復習を行うこと 
8 回 前回の復習を行うこと 
9 回 前回の復習を行うこと 
10 回 前回の復習を行うこと 
11 回 前回の復習を行うこと 
12 回 前回の復習を行うこと 
13 回 前回の復習を行うこと 
14 回 前回の復習を行うこと 
15 回 前回の復習を行うこと 

 



年度 2012 
授業コード FSP3312 
成績評価 講義中で行う演習とレポートなどが約３０％、中間テストを含めた定期試験が約

７０％の割合で評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス PA(理)(〜11) 
見出し FSP3312 量子⼒学の基礎 
担当教員名 金子 敏明 
単位数 2 
教科書 講義ノート、および「運動量保存と’非保存’」（金子著、共立出版）を中心に講義

する。 
アクティブラーニング  
キーワード 物質の二重性、波束、波動関数、演算子、波動方程式、透過係数、反射係数、確

率保存、期待値 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 量子⼒学の基礎 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 阿部龍蔵著「はじめて学ぶ量子⼒学」（サイエンス社） 

小川哲生著「量子⼒学講義」（サイエンス社） 
授業形態 講義 
注意備考 中間テストを行う講義回数は講義の進度によって変更になる場合があるので、講

義中での指示や連絡に注意すること 
シラバスコード FSP3312 
実務経験のある教員  
達成目標 演算子の考え方と扱い方に慣れて１次元の波動方程式を解くことができるよう

になる、演算子の交換関係が計算できるようになる、線形の２階微分方程式が解
けるようになることを目標とする。 

受講者へのコメント  
連絡先 金子敏明研究室 ２４号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Elementary Quantum Mechanics 
関連科目 応用数学、微分積分学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 量子⼒学は現代物理学をミクロな立場から理解するために不可欠な方法論を提

供した。この講義では、古典⼒学から量子⼒学への橋渡しをするために、種々の
事例を紹介して、確率波としての波動⼒学である量子⼒学に触れることを目的と
する。量子⼒学の基礎を解説するために、主として、空間的には一次元の波動を



用いる。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 粒子性と波動性の特徴について解説した後、若干の演習をする。 

2 回 波動を数学で表現する方法を解説する。また、若干の演習をする。 
3 回 光の粒子性と波動性について解説した後、若干の演習をする。 
4 回 光電効果とコンプトン効果について解説する。若干の演習をする。 
5 回 光のエネルギーと運動量の関係（分散関係）、波動方程式について解説する。
若干の演習をする。 
6 回 粒子の波動性（ド・ブロイの物質波）について解説する。若干の演習をする。 
7 回 ボーアの原子模型と量子条件、光の発生について解説する。若干の演習をす
る。 
8 回 これまでに学習した内容に関するまとめのテスト（中間テスト）を行い、重
要ポイントを解説する。 
9 回 中間テストの講評を行なった後、物理学で現れる演算子（運動量演算子、エ
ネルギー演算子）について解説する。若干の演習をする。 
10 回 演算子の交換関係、演算子の固有値と固有関数について解説する。若干の
演習をする。 
11 回 自由粒子の波束と群速度、分散関係からシュレーディンガー方程式につい
て解説する。若干の演習をする。 
12 回 １次元波動方程式を解いて、ポテンシャルの井⼾に閉じ込められた粒子の
エネルギーが離散的になることを解説する。若干の演習をする。 
13 回 １次元波動方程式を解いて、波の反射確率と透過確率について解説する。
若干の演習をする。 
14 回 波動関数の確率解釈と時簡に依存するシュレーディンガー方程式が確率を
保存することを解説する。 
15 回 物理量の期待値（平均値）の計算方法について解説する。若干の演習をす
る。 

準備学習 1 回 質点の⼒学と波動に関する基礎知識の整理をしておくこと 
2 回 波動とはどのようなものかを復習しておくこと 
3 回 ホイヘンスの原理を理解しておくこと 
4 回 エネルギー保存則と運動量保存則を理解しておくこと 
5 回 質点の運動量とエネルギー、２変数関数の偏微分を理解しておくこと。 
6 回 電子の回折現象など、波動に関する基礎事項を復習しておくこと 
7 回 ニュートン⼒学における円運動する物体の運動方程式、⼒学的エネルギー、
角運動量などを復習しておくこと 
8 回 これまでの学習内容の復習と理解を進めておくこと 
9 回 今までの学習内容で不十分であると思える項目を把握しておくこと。 
また、微分の記号に関する 
10 回 微分などの作用を再認識しておくこと 
11 回 偏微分やフーリエ変換を復習しておくこと 
12 回 ２階の常微分方程式の解き方を調べておくこと 
13 回 ２階の常微分方程式の解き方を調べておくこと 



14 回 積分計算や複素数の計算に慣れておくこと 
15 回 積分計算や複素数の計算に慣れておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FSP33A1 
成績評価 毎回の提出物（14%）と中間試験（20%）および定期試験（66%）の成績で評価

する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス PA(理)(〜12),PB(理)(〜12) 
見出し FSP33A1 生物学基礎論Ⅰ 
担当教員名 猪口 雅彦 
単位数 2 
教科書 見つめる生物ファーブル EYE（東京法令出版） ISBN 978-4-8090-7331-1 
アクティブラーニング  
キーワード 生物学全般、細胞、代謝、恒常性、遺伝子、タンパク質、発生、免疫、生態、進

化 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 31 件の回答数中、自由記述に 6 件も書いていただけたのは嬉しかったです。概

ね肯定的に、本講義の意図を理解し賛同するコメントでした。「テストの持ち込
みは 1 枚ではなく 2 枚にしてくれればよかった。」ということに関しては、それ
は 2 枚より 4 枚が良いのでしょうし、制限無しが一番良いと思うのでしょうが、
《限られたスペース内に知識を整理する》というのが目的ですので、1 枚で良い
と考えています。 

科目名 生物学基礎論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 理系総合のための生命科学 第 2 版―分子・細胞・個体から知る“生命”のしくみ、

東京大学生命科学教科書編集委員会 編（羊土社）ISBN 978-4-7581-2010-4 
授業形態 講義 
注意備考 毎回事前に次回の内容に関連した疑問点をノートに書いてくること。提出用紙

に、その疑問点とそれに対する講義後の感想（疑問は解決できたか、さらにふく
らんだか）を書いて提出してもらいます。 

シラバスコード FSP33A1 
実務経験のある教員  
達成目標 生物に共通した「生命のしくみ」を、生命を形作る物質や細胞の構造と機能、多

細胞生物の身体の成り立ちなどから説明できる様になる。 
生物に見られる多様性を、遺伝のしくみと進化や環境の観点から説明できる様に
なる。 
私たち⼈間の活動を、生物全体の中での位置づけから認識できる様になる。 

受講者へのコメント 比較的少⼈数のクラスで、生物は専門外の学科からわざわざ受講してくださって
いるのですから、もう少し積極性を示してもらえば良かったかなと思います。こ
ちらからの質問には間違いを恐れずに答えるとか、もっと前方にコンパクトに着
席するとか。提出用紙への質問や意見なども、もっと書いていただければ良かっ
たと思います。 

連絡先 1 号館 2 階，ino@dbc.ous.ac.jp 



合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講生の取り組みについては、特に義務的な課題を出しているわけでもないの
に、講義時間外の学習を約 4 分の 3 の受講生がしていてくれていたことが心強い
です。講義全体の評価では、全員が多かれ少なかれ「熱意を感じ」てくれたこと
はありがたいです。つまりそれだけ受講生諸君が「熱意を持って」講義に臨んで
くれたということだと思います。要望事項としては、教科書に関するものが若干
目に付きました。別の教員が担当する同一科目と統一しているのですが、「教科
書」とはいうものの元々が講義の補助としての「図録集」ですので、主に配布プ
リントと 

英文科目名 Biology I 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 講義中での教科書内の図の引用をもう少し具体的に増やして行ければと思いま

す。 
講義目的 生物学の基礎を学ぶことを目的とするが、単に知識を覚えるのではなく、身近な

現象を取り上げながら「生物のしくみ」と「生物学の考え方」を理解することを
主眼とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 【「生物」とは何か】全体の講義計画について説明を行った後で、生物の特

徴、生物の分類群および種の概念について解説する。 
2 回 【細胞の構造と機能】細胞の概念の変化と、原核細胞と真核細胞の構造と働
きについて解説する。 
3 回 【細胞分裂】細胞周期と細胞分裂の過程と、細胞の寿命（細胞死）について
解説する。 
4 回 【代謝と酵素】体内の化学反応である代謝と、その代謝を行う酵素の働きと
特徴について解説する。 
5 回 【同化と異化】代謝の中でも、特にエネルギー獲得のための重要な過程であ
る呼吸と光合成について解説する。 
6 回 【刺激の受容と伝達】生体内の情報伝達の手段であるホルモンと神経につい
て、その伝達の仕組みと特徴を解説する。 
7 回 【恒常性の維持】前回の情報伝達手段によって、どのように体内環境が一定
に保たれているかについて解説する。 
8 回 【中間試験】講義前半の内容を振り返り、質疑応答を行う。その上で、30 分
程度の中間試験を行う。 
9 回 【遺伝と遺伝子】遺伝情報の意義と記述方法、および遺伝情報を基にタンパ
ク質が合成される過程について解説する。 
10 回 【生殖と発生】生物の生殖と発生について、動物と植物を対比させながら
解説する。 
11 回 【免疫】動物の生体防御システムである、自然免疫と獲得免疫の意義と仕
組みについて解説する。 
12 回 【進化】生命の誕生から現在に至る生物の変化（進化）の過程を、地球環
境の変化と関連させながら解説する。 



13 回 【生物集団と環境】生態系における生物間の相互関係を、特に食物連鎖（食
物網）と生息密度の観点から解説する。 
14 回 【リクエスト講義】受講生からのリクエストにより内容を決定する。 
15 回 【まとめと質疑応答】講義全体を振り返って要点を整理するとともに、質
疑応答を行う。 

準備学習 1 回 【「生物」とは何か】生物の特徴（生物と無生物の違い）」について考えてく
る。 
2 回 【細胞の構造と機能】肉眼で観察できる 1 個の細胞の例を挙げてくる。 
3 回 【細胞分裂】細胞が分裂する理由に（なぜ分裂しなければならないか）につ
いて考えてくる。 
4 回 【代謝と酵素】紙の燃焼と生体内の化学反応との違いについて（どこが違う
か）考えてくる。 
5 回 【同化と異化】我々が何のために呼吸（外気を吸って吐く）をするかについ
て考えてくる。 
6 回 【刺激の受容と伝達】「透明⼈間は目が見えない」（「目に見えない」ではな
い！）理由について考えてくる。 
7 回 【恒常性の維持】アップダウンの激しい道を車で一定速度で走る時にする運
転操作について考えてくる。 
8 回 【中間試験】講義前半の内容についてまとめてくる。 
9 回 【遺伝と遺伝子】あなたが両親に似ている形質を挙げてくる。 
10 回 【生殖と発生】動物と植物の成⻑パターンの違いについて考えてくる。 
11 回 【免疫】なぜインフルエンザワクチンの注射で病気を予防できるかについ
て考えてくる。 
12 回 【進化】生物はなぜ進化するかについて考えてくる。 
13 回 【生物集団と環境】自然保護がなぜ大切なのかについて考えてくる。 
14 回 【リクエスト講義】この回までに、教科書を読むなどして興味を持ち、講
義で取り上げてほしい内容をメール等で連絡すること。 
15 回 【まとめと質疑応答】講義ノートを作成し、質問事項をまとめてくる。 

 



年度 2012 
授業コード FSP33A2 
成績評価 課題レポート（30%)、中間テスト（30％）と定期試験（40％）によって成績を評

価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス PA(理)(〜12),PB(理)(〜12) 
見出し FSP33A2 生物学基礎論Ⅱ 
担当教員名 ⻄村 直樹 
単位数 2 
教科書 適宜、プリント（資料）を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 植物、コケ類、藻類、菌類、動物、多様性、自然環境 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「スライド写真が見れてよかった」という肯定的な意見をいただきました。今後

も，興味を持っていただけるような，いい写真を見せたいと思います。否定的な
意見では，「定期テスト問題の予想が立たないので不安」，「小テストをするとき
には，しっかりと内容を伝えてほしい」との記述がありましたが，テスト内容に
ついては，講義中に，複数回の説明をしています。講義への出席はもちろんです
が，講義内容を理解するように努⼒することを勧めます。 

科目名 生物学基礎論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 好きになる生物学／吉⽥邦久／講談社：ウォ−レス現代生物学上，下／東京化学

同⼈：キャンベル生物学／丸善 
授業形態 講義 
注意備考 パワーポイントでまとめた電子教材を液晶プロジェクターで投影し授業をおこ

なう。試験は定期試験期間中に行う。 
シラバスコード FSP33A2 
実務経験のある教員  
達成目標 １．生き物の主な仲間（五界）の形態、エネルギー獲得、繁殖に関する特徴を説

明できること。 
２．日頃よく目につく植物や動物が何の仲間かわかること。 
３．植物の基本形態を説明できること。 
４．脊椎動物の基本形態を説明できること。 
５．地球表面の自然環境変化と生物進化の関係を説明できること。 

受講者へのコメント 3 割弱の方が目標を達成できた・だいたいできた，6 割程の方は半分程度できた
との回答でした。この科目を受講するのは，主に理科教員を目指す方のはずです
が，理科教員になるために，今，自分は何をする必要があるのかという意識が乏
しい方が多かったように思いました。 

連絡先 十学舎５F ⻄村研究室  086-256-9763  nishimur@rins.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 



各項目評価に対する所見 約 6 割の方が，満足・ほぼ満足の回答でした。 
英文科目名 Biology II 
関連科目 生物学基礎論Ⅰを受講しておくことが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 授業の手法について，説明にもう少し工夫を，との回答をいただいています。ま

た，教材の提示に関して，スライドの切り替えが早いとの回答をいただいていま
す。ほとんどの方が，今のやり方で，不満がないようですが，一部の学生には，
授業目的や達成目標をきちんと理解させていないがために，このような回答が寄
せられるものと反省しています。 

講義目的 本講義は、動植物の分類とそれらが生育する自然環境について解説する。今まで
に生物学を学んだことがない方が、生き物や生命現象をより身近なものと思える
ことと、生物学の専門科目を学ぶ上での基礎知識を習得することを目的としてい
る。また、生物学を学んだことがある方は、生物に関するさまざまな知識を関連
づけて 
理解することを目的としている。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の内容と進め方、受講上の注意点を説明する。生物学が対象とする研究

分野について解説する。 
2 回 生物の共通性について生命の歴史を通して解説する。また、生物の主な仲間
について解説する。 
3 回 被子植物の主な仲間について解説する。 
4 回 裸子植物の主な仲間について解説する。 
5 回 シダ類とコケ類の主な仲間について解説する。 
6 回 原生生物の主な仲間と藻類の主な仲間について解説する。 
7 回 菌類の主な仲間について解説する。 
8 回 バクテリア（モネラ界）とウイルスにおける細胞形態の違いについて解説す
る。 
9 回 中間テストを実施し、解説を行う。 
10 回 無脊椎動物の主な仲間について解説する。 
11 回 魚類の形態と主な仲間について解説する。 
12 回 両生類からは虫類、鳥類や哺乳類の体のつくりと主な仲間について解説す
る。 
13 回 生物の自然環境１：生物と水との関係について解説する。 
14 回 生物の自然環境２：生物と光との関係について解説する。 
15 回 生物の自然環境３：生物と酸素との関係について解説する。 

準備学習 1 回 講義内容と目的を把握しておくこと。生物学の教科書や参考書の目次に目
を通しておくこと。 
2 回 生物にはどのような共通性があるかを調べておくこと。 
3 回 生物の主な仲間が出現した地質年代を復習しておくこと。植物の体のつく
り、花の基本構造について調べておくこと。 
4 回 講義で解説された被子植物の学名を確認しておくこと。針葉樹の主な仲間
は、どのような球果をつくるかを調べておくこと。 
5 回 裸子植物について復習しておくこと。シダ類やコケ類はどのような植物か



を調べておくこと。 
6 回 シダ類やコケ類について復習しておくこと。藻類には、どのような仲間があ
るかを調べておくこと。 
7 回 藻類の主な仲間について復習しておくこと。食用キノコには、どのような仲
間があるかを調べておくこと。 
8 回 菌類の主な仲間について復習しておくこと。バクテリアとウイルスの違い
を調べておくこと。 
9 回 第 1 回から第８回までの講義内容を整理し、理解しておくこと。 
10 回 食用となる無脊椎動物にはどのようなものがあるかを調べておくこと。 
11 回 無脊椎動物の主な仲間について復習し、脊椎動物の体のつくりを調べてお
くこと。 
12 回 魚類・両生類の体のつくりを復習し、は虫類・鳥類・哺乳類の体のつくり
を調べておくこと。 
13 回 水はどのような特質をもつかを調べておくこと。 
14 回 太陽光の特質を調べておくこと。 
15 回 酸素はどのような特質をもつかを調べておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSP3511 
成績評価 実験の進め方や質問に対する応答結果４０％、報告書の結果６０％により評価す

る。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス PA(理)(〜11),PB(理)(〜11) 
見出し FSP3511 電気・電子工学実験Ⅰ 
担当教員名 藤井 佳子、米⽥ 稔、片山 敏和＊ 
単位数 2 
教科書 実験テキストを配布する：レポートの組み立て方／木下是雄／(ちくま学芸文庫) 
アクティブラーニング  
キーワード デジタル回路、トランジスター、時定数、OP アンプ、電磁⼒、整流回路 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「風がなくて暑いが、クーラーをつけると実験のじゃまになる」という意見が一

⼈の学生さんよりありました。電流による磁気作用の実験では、小さな⼒を測定
するために、風による影響を少なくする必要があります。実験題目による特殊性
により測定中は我慢して頂くこともありますが、その実験の一角だけですので、
他の場所で涼みながら実験をして下さい。 

科目名 電気・電子工学実験Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 実験テーマ毎に紹介する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 共同実験なので、遅刻や欠席をしないこと。 
シラバスコード FSP3511 
実務経験のある教員  
達成目標 各自の行った実験に基づいて、解析と考察を行い、報告書を作成すること。 
受講者へのコメント 電気・電子回路を身近なものとしてより深く理解するために、実験の体験は重要

です。基礎的な実験テーマを通じて電気・電子回路の基礎知識を習得し、また報
告書の作成方法を学んで下さい。単に与えられた作業を行うだけでなく、試行錯
誤を通して自分で考えることにより、内容をより深く理解できるようになりま
す。 

連絡先 １号館２階 藤井研究室 086-256-9470 yoshiko@dap.ous.ac.jp 
１号館１階 米⽥研究室 086-256-9402 yoneta@dap.ous.ac.jp 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 宿題などの指示された課題に取り組んだということへの回答は 79％で良好でし
たが、予習にかける時間が少ないようです。予習により実験に対する理解が深ま
り、それが実⼒につながりますので、実験指導書をじっくりと読んで下さい。 

英文科目名 Experiments in Electrical and Electronic Engineering I 
関連科目  



次回に向けての改善変更予定 実験内容をより深く理解してもらえるように、実験前の説明に工夫を行いたい。 
講義目的 電気・電子回路を身近なものとしてより深く理解するために、実験の体験は重要

である。基礎的な実験テーマを通じて電気・電子回路の基礎知識を習得し、報告
書の作成方法を学ぶことが目的である。単に与えられた作業を行うだけでなく、
試行錯誤を通して自分で考え、内容をよく理解すること。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 実験の進め方、報告書の書き方について説明する。 

2 回 学生が行うデジタル IC 論理回路 A の実験を指導する。 
3 回 学生が行うデジタル IC 論理回路 B の実験を指導する。 
4 回 学生が行うトランジスター動作の基礎 A の実験を指導する。 
5 回 学生が行うトランジスター動作の基礎 B の実験を指導する。 
6 回 学生が行う LCR 回路実験（過渡現象）A を指導する。 
7 回 学生が行う LCR 回路実験（過渡現象）B を指導する。 
8 回 学生が行う Operational Amplifier A の実験を指導する。 
9 回 学生が行う Operational Amplifier B の実験を指導する。 
10 回 学生が行う電磁⼒実験を指導する。 
11 回 学生が行う安定化電源の実験を指導する。 
12 回 実験報告書を作成する際の、実験の目的と実験方法の書き方を指導する。 
13 回 実験報告書を作成する際の、グラフの書き方を指導する。 
14 回 実験報告書を作成する際に、シミュレーション結果をどのように扱うかに
ついて指導する。 
15 回 実験報告者を作成する際の、考察の書き方について指導する。 

準備学習 1 回 １年次生で履修した物理学基礎実験の留意点について復習しておくこと。 
2 回 実験書を読み、論理式や集積回路について調べておくこと。 
3 回 実験書を読み、カウンター回路の動作について調べておくこと。 
4 回 実験書を読み、ダイオードの特性曲線について調べておくこと。 
5 回 実験書を読み、トランジスター増幅回路について調べておくこと。 
6 回 実験書を読み、抵抗、コンデンサー、コイルからなる回路の動作について調
べておくこと。 
7 回 実験書を読み、発振器、オシロスコープの動作について調べておくこと。 
8 回 実験書を読み、オペアンプの特性について調べておくこと。 
9 回 実験書を読み、オペアンプ特性のシミュレーションについて調べておくこ
と。 
10 回 実験書を読み、電流、磁場、⼒に関する右ねじの法則について調べておく
こと。 
11 回 実験書を読み、整流回路について調べておくこと。 
12 回 実験の目的と方法を的確に理解しておくこと。 
13 回 対数グラフの書き方を調べておくこと。 
14 回 シミュレーションを行う意味について調べておくこと。 
15 回 実験結果について自分で深く考えておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSP3521 
成績評価 演習（20%）、レポート（20%）と定期試験（60%）によって評価する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス PA(理)(06〜10) 
見出し FSP3521 宇宙科学 
担当教員名 前原 英夫＊ 
単位数 2 
教科書 特定の教科書は用いない。また、プリントを配布する予定はない。 

教科書の代わりに、教員開設のウエブサイト（www.kcv.ne.jp/~maehara1）の講
義のページを参照されたい。 

アクティブラーニング  
キーワード 宇宙、星、銀河、望遠鏡、宇宙観 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 宇宙科学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 岡村定矩編「天文学への招待」（朝倉書店）  

渡部潤一監修「宇宙のしくみ」（新星出版社）  
前原英夫監修「岡山のスターウオッチング」（山陽新聞社） 
国立天文台編「理科年表」（丸善） 

授業形態 講義 
注意備考 パワーポイント原稿をプロジェクターにより投影することで講義を行う。 

天体の光を忠実に再現するために、写真や関連ウエブサイトの画像を用いる。 
また、講義の一環として、太陽や月、惑星、星団等の天体を実際に観察する。 
（これらは座学の講義とは別の機会に実施する） 

シラバスコード FSP3521 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)天文学の基本用語を理解すること。  

(2)天体・宇宙の諸量を計算できること。  
(3)天体の階層構造と宇宙観を理解すること。 
(4)観察・体験を通じて、私たちと天体・宇宙との関わりを考えること。 
なお、観察・体験を行う対象は；(1)太陽（⿊点、金星の日面通過）、(2)スターウ
ォッチング（月、惑星、星団）、(3)ISS（国際宇宙ステーション）等 

受講者へのコメント  
連絡先 メールアドレス：maehara1@kcv.ne.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Space Science 



関連科目 「地学基礎論Ⅰ」、「地球型惑星の歴史と物質科学」、「相対論と宇宙」、「量子⼒学
Ⅰ」 

次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ・星や銀河の観測と研究からえれた最新の成果から、宇宙という巨大なシステム

の仕組みを把握することを目的とする。 
・宇宙への理解を深め、より確かな自然観・宇宙観を会得する。その一助として、
数値計算の演習や天体観察等を行う。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 第１章：序。講義の概要、参考書、単位系について紹介する。 

季節の星空と天体、天球について講義する。 
また、講義期間中行う観察・体験について紹介する。 
2 回 第２章：光と電磁波。電磁波の特性、天体の光度等級について講義する。 
地上観測とスペース観測の得失と光害について述べる。 
3 回 第３章：望遠鏡。望遠鏡の基本の構造について講義する。 
主な天文台・研究施設を紹介し、すばる望遠鏡の概要を解説する。 
4 回 第４章：測光観測。星の光度と色、恒星の放射について講義する。 
測光観測用 CCD カメラの構造とデータ処理について述べる。 
5 回 第５章：分光観測。分光器とスペクトル、恒星のスペクトル分類について講
義する。 
分光観測から得られる研究成果（物理状態、化学組成、視線速度）について説明
する。 
また、簡易分光器を使用し、スペクトルを観察する。 
6 回 第６章：地球と太陽。宇宙船地球号の仕組み、月、太陽と互いの影響につい
て講義する。 
月の運動・成因、太陽活動を解説する。 
また、小口径望遠鏡を用いて太陽⿊点の観察を行う。 
7 回 第７章：太陽系。惑星、太陽系小天体について講義する。 
特に、探査機による新しい太陽系の姿を紹介する。 
8 回 第８章：恒星。恒星の種類、構造と進化、変光星について講義する。 
ＨＲ図の作成とその意義について説明する。 
また、レポートの出題をする。 
9 回 第９章：銀河系。天の川の構造、星団、星雲について講義する。 
また、小口径望遠鏡を用いてスターウォッチングを催し、月や星の観察を行う。
（５月 30 日を予定） 
10 回 第１０章：銀河。銀河団・大規模構造について講義する。 
また、太陽⿊点および金星の日面通過を観察する。（６月６日） 
11 回 第１１章：宇宙の広さ。年周視差、変光星の周期−光度関係等、天体まで
の距離を求める距離梯子について講義する。また、これらから判明する宇宙の成
り立ち、膨張宇宙について述べる。 
12 回 第１２章：宇宙の化学組成。恒星内部における核融合反応の生成物により
宇宙は時と共に重元素が増加して行く。物質の輪廻と宇宙における化学組成の変
化ついて講義する。 



13 回 第１３章：宇宙の物理状態。恒星や星間物質の物理状態について講義する。
また、宇宙の極限状態であるダークマター、ブラックホール、重⼒レンズについ
て解説する。 
14 回 第１４章：宇宙と生命。太陽系外惑星の探査と検出された惑星の特徴につ
いて講義する。そして、次第に第２の地球とも呼べる惑星が検出されるようにな
ってきたことを踏まえて、地球以外に生命や文明を探査する試みについて解説す
る。 
15 回 まとめと総合演習を実施する。 

準備学習 参考書やインターネットを活用して、宇宙についての理解を深めること。 
講義の章立てに沿って、主な天体（地球、月、惑星、太陽、恒星、銀河系、銀河）
について、理科年表等で諸量を知ること。 
講義の中で数値を使った演習を行うので、電卓を用意すること。 
また、天体の観察・体験を行うので、できるだけ参加する準備をすること。（これ
らは講義とは別の時間・場所で行うが、それぞれの観察・体験の日時は事前に通
知し、天候等の条件による変更はメールでも連絡する） 

 



年度 2012 
授業コード FSP3522 
成績評価 課題毎に，実習実技 50%，レポート 50%として 100 点満点で得点を出し，全課

題の平均点が 60 点以上を合格とする． 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス PB(理)(06〜10) 
見出し FSP3522 医用治療機器学実習 
担当教員名 畑中 啓作、浅原 佳江＊、竹本 和憲＊ 
単位数 1 
教科書 実習指導書を配布する． 
アクティブラーニング  
キーワード 治療，エネルギー，安全，保守管理技術 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特にありませんでした． 
科目名 医用治療機器学実習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ＭＥの基礎知識と安全管理 改訂第５版／ＭＥ技術教育委員会監修／南江堂 

ＭＥ機器保守管理マニュアル 改訂第３版／(財)医療機器センター監修／南江
堂 

授業形態 実験実習 
注意備考 第 1 回から第 15 回の実習は，３グループに分かれ，それぞれを３名の教員（畑

中 啓作，竹本 和憲，浅原 佳江）が指導して，１日２回分ずつグループ毎に
異なる課題を実施する． 
課題を実施する順番については，グループによっては，上記授業内容の順番とは
異なるので，後期オリエンテーション時に配布する実習予定表で確認のうえ，そ
の内容に従って事前学習，準備してくること． 

シラバスコード FSP3522 
実務経験のある教員  
達成目標 1)医用治療機器の原理・動作を実際の装置の操作により理解する． 

2)医用治療機器を適切に保守・管理するための基礎技術を身につける． 
3)医用機器管理者として適切な報告，レポート作成ができる． 

受講者へのコメント 社会⼈になっても，自分で資料や文献を探し，常に最新の正しい知識を身につけ
た臨床工学技士になる必要があります．友⼈に聞いていてもこの調査⼒，問題解
決能⼒は身につきませんので，自分の⼒で問題を解決できるように努⼒して下さ
い． 

連絡先 １号館３階 畑中研究室 086-256-9713 hatanaka@dap.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 レオート作成のために実習時間以外にも課題に取り組む必要がある実習なので，
9 割の受講生が課題に取り組んだと回答していますが，関連する図書や資料を自
分で探して勉強した学生は 5 割程度で，積極的に学習した受講生は半数にとどま



っているのが残念です． 
英文科目名 Practice in Therapeutic Medical Equipments 
関連科目 「医用治療機器学」を履修していることが望ましい． 
次回に向けての改善変更予定 実習を効率的に実施して，レポート添削の時間を増やし，より個別指導に時間を

配分する予定です． 
講義目的 実習およびレポート課題の作成をとおして，医用治療機器の原理，構造，動作を

より良く理解するとともに，医用治療機器全般に関する理解を深め，医用治療機
器の適切な操作と保守を行うための基礎知識，技術を身につけること． 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 除細動器（構造） 

2 回 除細動器（動作確認と評価） 
3 回 電気メスによる切開と凝固 
4 回 電気メスの評価．波形観測と出⼒パワー，出⼒電流，漏れ電流の測定 
5 回 ⼈工呼吸器（構造と動作） 
6 回 ⼈工呼吸器（肺コンプライアンスとループ波形の測定） 
7 回 麻酔器（構造） 
8 回 麻酔器（安全機構と動作） 
9 回 ⼈工ペースメーカー（構造） 
10 回 ⼈工ペースメーカー（パルスレート，出⼒波形の測定） 
11 回 輸液ポンプ 
12 回 体外循環装置とローラーポンプの特性 
13 回 バルーンカテーテル 
14 回 熱希釈カテーテル 
15 回 血液透析装置・吸着筒 

準備学習 1 回 実習指導書に従って準備をする．除細動器の原理と構造を調べておく．Ｒ波
同期について理解しておく． 
2 回 実習指導書に従って準備をする．除細動器の出⼒電圧時間波形から出⼒エ
ネルギーを推定する方法を考える． 
3 回 実習指導書を事前に目を通し，電気メスの原理と構造について予習してお
く．電気メスで切ってみたいものを持参する． 
4 回 実習指導書に従って準備をする．電気メスの各種切開モードにおいて出⼒
波形がどのようになるか予想してくる． 
5 回 実習指導書に従って準備をする．⼈工呼吸器の原理と構造について復習し
てくる． 
6 回 実習指導書に従って準備をする．肺コンプライアンスと⼈工呼吸器の各モ
ードの関係について，教科書等で復習してくる． 
7 回 実習指導書に従って準備をする．麻酔器の原理と構造をについて復習して
くる． 
8 回 実習指導書に従って準備をする．麻酔器の実際の操作方法と動作，安全機構
を調べてくる． 
9 回 実習指導書に従って準備をする．心臓の刺激伝導系，⼈工ペースメーカーの
原理と構造を復習してくる． 



10 回 実習指導書に従って準備をする．⼈工ペースメーカーの摘要症例と ICHD
コードと各動作モードについて調べてくる． 
11 回 実習指導書に従って準備をする．各種輸液ポンプの原理と構造を復習して
おく． 
12 回 実習指導書に従って準備をする．体外循環装置の構造を復習するとともに，
ローラーポンプの特徴をまとめてくる． 
13 回 実習指導書に従って準備をする．バルーンカテーテルの構造を復習する．
ＰＴＣＡについて調べてくる． 
14 回 実習指導書に従って準備をする．希釈法による心拍出量・血流計測法につ
いて復習してくる． 
15 回 実習指導書に従って準備をする．血液浄化治療に用いられる血液透析装置
のダイアライザーの構造，血液吸着装置の原理と構造について調べてくる． 

 



年度 2012 
授業コード FSP3532 
成績評価 課題毎に，実習実技 50%，レポート 50%として 100 点満点で得点を出し，全課

題の平均点が 60 点以上を合格とする． 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス PB(理)(06〜10) 
見出し FSP3532 医用生体計測装置学実習 
担当教員名 畑中 啓作、浅原 佳江＊、竹本 和憲＊ 
単位数 1 
教科書 実習指導書を配布する． 
アクティブラーニング  
キーワード 生体計測，診断，安全，保守管理技術 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 医用生体計測装置学実習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ＭＥの基礎知識と安全管理 改訂第５版／ＭＥ技術教育委員会監修／南江堂 

ＭＥ機器保守管理マニュアル 改訂第３版／(財)医療機器センター監修／南江
堂 

授業形態 実験実習 
注意備考 第 1 回から第 14 回の実習は，３グループに分かれ，それぞれを３名の教員（畑

中 啓作，竹本 和憲，浅原 佳江）が指導して，１日２回分ずつグループ毎に
異なる課題を実施する． 
課題を実施する順番については，グループによっては，上記授業内容の順番とは
異なるので，後期オリエンテーション時に配布する実習予定表で確認のうえ，そ
の内容に従って事前学習，準備してくること． 

シラバスコード FSP3532 
実務経験のある教員  
達成目標 1)生体計測装置の原理・動作を実際の装置の操作により理解する． 

2)生体計測装置を適切に保守・管理するための基礎技術を身につける． 
3)医用機器管理者として適切な報告，レポート作成ができる． 

受講者へのコメント  
連絡先 １号館３階 畑中研究室 086-256-9713 hatanaka@dap.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 後期前半開講のため授業アンケートは実施できませんでした． 
英文科目名 Practice in Medical Equipments for Human Body Measurement 
関連科目 「医用生体計測装置学」を履修していることが望ましい． 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 実習およびレポート課題の作成をとおして，医療で用いられる生体計測装置の原



理，構造，動作をより良く理解するとともに，生体計測装置全般に関する理解を
深め，生体計測装置の適切な操作と保守を行うための基礎知識，技術を身につけ
ること． 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 心電図計測とノイズ 

2 回 心電計の特性評価 
3 回 誘発電位（ＡＢＲ，ＳＥＰ）の測定 
4 回 自発脳波（アルファ波）の測定と賦活方法 
5 回 ＮＭＲ：水のＦＩＤ信号観測と磁気回転比の測定 
6 回 スピンエコーの観測とＭＲＩ画像構成法 
7 回 超音波画像診断装置（原理と構造） 
8 回 超音波画像診断装置（画像測定） 
9 回 血圧測定（聴診法） 
10 回 自動血圧計 
11 回 分光光度計とパルスオキシメータの原理 
12 回 パルスオキシメータ（測定） 
13 回 スパイロメータ 
14 回 カプノメータ 
15 回 補充実習 

準備学習 1 回 実習指導書に従って準備をする．CMRR について意味と測定法を調べてお
く． 
2 回 実習指導書に従って準備をする．周波数特性について，電気電子工学実験Ⅱ
のフーリエの実験を復習しておく． 
3 回 実習指導書に従って準備をする．脳死と ABR および，ペンフィールドの小
⼈について調べてくる． 
4 回 実習指導書に従って準備をする．アルファ波およびデジタル脳波計の⻑所
について調べてくる． 
5 回 実習指導書に従って準備をする．NMR 現象について調べてくる． 
6 回 実習指導書に従って準備をする．MRI の原理と構造について教科書等で復
習してくる． 
7 回 実習指導書に従って準備をする．超音波画像診断法の原理と超音波画像診
断装置の構造を復習してくる． 
8 回 実習指導書に従って準備をする．超音波画像診断の臨床応用について調べ
てくる． 
9 回 実習指導書に従って準備をする．聴診式血圧計の原理と構造，コロトコフ音
について復習してくる． 
10 回 実習指導書に従って準備をする．各種自動血圧計の原理と構造および特徴
をまとめてくる． 
11 回 実習指導書に従って準備をする．吸光スペクトルとパルスオキシメータの
原理について調べてくる． 
12 回 実習指導書に従って準備をする．パルスオキシメータがどのように臨床的
に応用されているか調べてくる． 



13 回 実習指導書に従って準備をする．流量測定方法について調べ，方式により
どのような特徴があるかまとめてくる．スパイロメータの構造とＣＯＰＤについ
て調べてくる． 
14 回 実習指導書に従って準備をする．炭酸ガスの吸光スペクトルとカプノメー
タの構造について調べてくる． 
15 回 時間不足等で十分にできなかった課題もしくは再度行いたい（再提出）課
題について準備する． 

 



年度 2012 
授業コード FSP3542 
成績評価 課題提出２０％、小テストの結果２０％、定期試験６０％により成績を評価する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス PA(理)(〜10) 
見出し FSP3542 低温物性 
担当教員名 藤井 佳子 
単位数 2 
教科書 低温物性(講義ノート)／藤井佳子／(河原書店) 
アクティブラーニング  
キーワード 絶対温度、熱運動、超伝導、マイスナー効果、磁束量子化 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 低温物性 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 低温・超伝導・高温超伝導／⻑岡洋介／(丸善)：高温超伝導の材料科学／村上雅

⼈／(内⽥老鶴圃) 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSP3542 
実務経験のある教員  
達成目標 温度が低下すると、物質の性質はどのように変わっていくかを理解すること。超

伝導に特有な性質について理解すること。 
受講者へのコメント  
連絡先 １号館２階 藤井研究室 086-256-9470 yoshiko@dap.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Low Temperature Physics 
関連科目 熱⼒学、熱統計物理を履修していることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 物質を冷却すると、室温では見られなかった新たな現象が顔を出してくる。この

うち特に、超伝導現象について詳しく述べ、その基礎的な性質の説明を行うとと
もに、NMR,リニアモーターカー、送電、スクイド脳磁計などへの応用について
も述べる。低温における物質の性質を把握することを目的とする。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 低温に特有な現象とその応用のうち、気体の液化および液体の凝固につい

て説明する。 
2 回 低温に特有な現象とその応用のうち、熱雑音と電気抵抗について説明する。 
3 回 低温に特有な現象とその応用のうち、比熱、統計および量子効果について説



明する。 
4 回 絶対温度の定義、エントロピーおよび零点エネルギーについて説明する。 
5 回 超伝導の基礎のうち、超伝導の発見、永久電流、臨界磁場について説明す
る。 
6 回 超伝導の基礎のうち、マイスナー効果について説明する。 
7 回 超伝導の基礎のうち、ロンドン方程式および遮蔽電流について説明する。 
8 回 超伝導の基礎のうち、超伝導の熱⼒学およびエネルギーギャップについて
説明する。 
9 回 超伝導の基礎のうち、同位元素効果および波動関数表示について説明する。 
10 回 超伝導の基礎のうち、クーパー対および磁束量子化について説明する。 
11 回 第２種超伝導体の磁化曲線、界面エネルギーおよび線材への応用について
説明する。 
12 回 直流ジョセフソン効果、磁場効果、交流ジョセフソン効果、スクイドにつ
いて説明する。 
13 回 超伝導を示す様々な物質（元素、合金、酸化物など）について説明する。 
14 回 超伝導の応用のうち、特に超伝導マグネットについて説明する。 
15 回 超伝導の応用のうち、特にスクイドについて説明する。また、酸化物高温
超伝導体の応用はどこまで進んでいるかについて説明する。 

準備学習 1 回 相図の見方について調べておくこと。 
2 回 熱エネルギーについて調べておくこと。 
3 回 フェルミ統計、ボーズ統計について調べておくこと。 
4 回 熱⼒学的絶対温度について調べておくこと。 
5 回 電気抵抗の温度変化について調べておくこと。 
6 回 磁束密度と磁化について調べておくこと。 
7 回 マクスウェルの電磁方程式について調べておくこと。 
8 回 ギブスの自由エネルギーについて調べておくこと。 
9 回 波動関数表示について調べておくこと。 
10 回 磁束について調べておくこと。 
11 回 マイスナー効果について調べておくこと。 
12 回 トンネル効果について調べておくこと。 
13 回 周期律表を見ておくこと。 
14 回 核磁気共鳴について調べておくこと。 
15 回 ジョセフソン効果について調べておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSP3711 
成績評価 定期試験（100%）で評価する。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス PB(理)(06〜09) 
見出し FSP3711 臨床医学総論Ⅱ 
担当教員名 難波 経豊＊ 
単位数 2 
教科書 井村裕夫 編：”わかりやすい内科学”、文光堂 
アクティブラーニング  
キーワード 呼吸器、循環器、血液、造血 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 臨床医学総論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義にて適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 解剖学、生理学、生化学、免疫学および病理学などの基礎医学を十分復習してお

くこと。 
シラバスコード FSP3711 
実務経験のある教員  
達成目標 呼吸器疾患、循環器疾患および血液・造血器疾患の代表的なものについてその概

念、臨床症状、検査所見、治療および予後などについて説明できる。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introduction to Clinical Medicine II 
関連科目 解剖学、生化学、生理学、免疫学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 呼吸器疾患、循環器疾患および血液・造血器疾患についての講義を行う。 
対象学年 4 年 
授業内容 1 回 呼吸器感染症 

2 回 閉塞性肺疾患 
3 回 拘束性肺疾患 
4 回 肺循環疾患、急性呼吸促迫症候群（ARDS） 
5 回 呼吸器の悪性疾患 
6 回 その他の呼吸器疾患（肺免疫疾患、無気肺、睡眠時無呼吸症候群、胸膜疾患
など） 



7 回 心不全、心筋・心膜疾患 
8 回 虚血性心疾患 
9 回 弁膜疾患 
10 回 先天性心疾患 
11 回 不整脈 
12 回 その他の循環器疾患（血管疾患など） 
13 回 貧血性疾患 
14 回 出血性疾患 
15 回 造血器の悪性疾患 

準備学習 1 回 呼吸器（咽頭・喉頭・気管・肺・胸膜・縦隔）の構造と機能について復習し
ておくこと 
2 回 呼吸の生理について復習しておくこと 
3 回 肺胞におけるガス交換について復習しておくこと 
4 回 心肺の血行動態について復習しておくこと 
5 回 腫瘍について病理学を復習しておくこと 
6 回 免疫機構および気道（咽頭〜肺胞）と胸膜の解剖について復習しておくこと 
7 回 心肺の構造と機能について復習しておくこと 
8 回 冠動脈系の解剖について復習しておくこと 
9 回 心周期の生理学について復習しておくこと 
10 回 心肺の血行動態について復習しておくこと 
11 回 心臓の刺激伝導系および心電図について復習しておくこと 
12 回 脈管系の解剖について復習しておくこと 
13 回 血球の生理について復習しておくこと 
14 回 凝固・線溶系について復習しておくこと 
15 回 骨髄機能について復習しておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FSP37A2 
成績評価 実験レポート（60％）、中間試験（10％）、定期試験（30％） 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス PA(理)(〜12) 
見出し FSP37A2 化学基礎実験 
担当教員名 赤司 治夫、高原 周一 
単位数 2 
教科書 佐藤幸子・「岡山理科大学化学実験一手引きと演習一」、坂⽥一矩編・「理工系化学

実験一基礎と応用一」東京教学社 
アクティブラーニング  
キーワード 無機定性分析：金属のイオン化傾向、元素の周期表、分属試薬、溶解度積、化学

平衡、錯イオン両性金属、マスキング定量分析：中和、酸化還元、キレート生成、
電離定数、pH、pKa、モル濃度、質量百分率 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 化学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 大学一般化学教育研究会編・「大学の基礎化学実験」・学術図書出版社フォトサイ

エンス化学図録・数研出版、 井口洋夫、木下實編集・「化学入門」・実教出版 
授業形態 実験実習 
注意備考 全ての実験を行い、レポートを期限内に提出し受理されていることが、単位取得

の前提条件である。 
事故予防のため、白衣と保護眼鏡の着用を義務づける。 
十分な予習をし、内容を理解して実験に臨むこと。  
実験開始１時間前までに、予習プリントを必ず提出する。 

シラバスコード FSP37A2 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）薬品の取り扱い方の基本を理解する。 決められた濃度の試薬溶液を調製

できる。 
（２）適切な実験廃液の処理ができる。 
（３）滴定実験の器具（ホールピペット、ビュレット、メスフラスコ）の使用方
法を習得する。 
（４）pH メーター、分光光度計、電子天秤の使用方法を習得する。 
（５）詳しい実験観察結果を文章で表現し、物質の変化を化学反応式で記述でき
る。 
（６）報告書の基本的書き方を習得する。 
（７）モル濃度を理解し、滴定実験、吸光光度法分析により日常的な物（食酢、
ミネラルウォーター、ドリンク剤、消毒剤等）に含ま 

受講者へのコメント  
連絡先 22 号館 5F 508 号室 e-mail:akashi@high.ous.ac.jp 



合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Experiments in Chemistry 
関連科目 化学入門 I、II、分析化学 I、II、無機化学 I 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 基礎的な実験を通して、化学実験に必要な基本的知識と実験室でのマナーを習得

する。実験機器の取り扱い方、パソコンを活用した実験結果の解析方法、グラフ
の書き方、報告書の作成法等を学ぶと同時に、化学の基礎原理や概念についての
理解を深める。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーションをする。 

2 回  基本実験（金属と酸との反応）とレポート作成方法の説明をする。 
3 回  第 I 属陽イオンの定性分析をする。 
4 回  第 II 属陽イオンの定性分析(1)をする。 
5 回  第 II 属陽イオンの定性分析(2)をする。 
6 回  第 III 属陽イオンの定性分析をする。 
7 回  陽イオンの系統分析 （中間試験）をする。 
8 回  定量分析：中和滴定 （食酢の定量）をする。 
9 回  定量分析：酸化還元滴定 （オキシドール中の過酸化水素の定量）をする。 
10 回  定量分析：キレート滴定 （水の硬度測定）をする。 
11 回  定量分析：pH メーターを用いる電位差滴定 （酢酸の電離定数の測定、
グラフから pKa を求める）をする。 
12 回  定量分析：pH メーターを用いる電位差滴定 （表計算ソフトを用いたグ
ラフ作成、pKa の測定）をする。 
13 回  定量分析：吸光光度法分析（鉄イオンの定量） パソコンを活用したデー
タ解析とレポート作成をする。 
14 回  補充実験、レポート解説をする。 

準備学習 1 回  教科書第 1 章を読み、化学実験を行う上での基本的注意事項を理解してお
くこと。 
2 回  実験の手引きをよく読み、内容を理解しておくこと。 
3 回  実験の手引きをよく読み、内容を理解しておくこと。 
4 回  実験の手引きをよく読み、内容を理解しておくこと。 
5 回  実験の手引きをよく読み、内容を理解しておくこと。 
6 回  実験の手引きをよく読み、内容を理解しておくこと。 
7 回  実験の手引きをよく読み、内容を理解しておくこと。 
8 回  実験の手引きをよく読み、内容を理解しておくこと。 
9 回  実験の手引きをよく読み、内容を理解しておくこと。 
10 回  実験の手引きをよく読み、内容を理解しておくこと。 
11 回  実験の手引きをよく読み、内容を理解しておくこと。 
12 回  実験の手引きをよく読み、内容を理解しておくこと。 
13 回  実験の手引きをよく読み、内容を理解しておくこと。 



14 回  実験の手引きをよく読み、内容を理解しておくこと。 
15 回  実験の手引きをよく読み、内容を理解しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSP37B1 
成績評価 実験レポート（60％）、中間試験（10％）、定期試験（30％）により成績を評価す

る。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス PA(理)(〜11) 
見出し FSP37B1 化学基礎実験 
担当教員名 高原 周一、佐藤 幸子 
単位数 2 
教科書 岡山理科大学化学実験一手引きと演習一 ／ 佐藤幸子 

：理工系化学実験（一基礎と応用一 第３版） ／ 坂⽥一矩編 ／ （東京教学社） 
アクティブラーニング  
キーワード 無機定性分析：金属のイオン化傾向、元素の周期表、分属試薬、溶解度積、化学

平衡、錯イオン、両性金属、マスキング 
定量分析：中和、酸化還元、キレート生成、電離定数、pH、pKa、緩衝溶液、モ
ル濃度、質量百分率 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答 机が狭い，通路が狭いというコメントがありました．これらのことは認識してお

り，大学にスペース拡大を要請中です． 
椅子がボロイというコメントがありましたが，座るのに支障がある椅子があれば
交換するようにします． 
マイク・スピーカーの音が少し聞き取りにくいというコメントがありました．確
かにあまり良いスピーカーではないので，通常の講義室にあるような備え付けの
スピーカーを導入するように大学に要請します． 
化学の基礎，計算方法，レポート作成等の資料を追加してほしいという要望があ
りましたので，検討します． 
実験の前にもう 

科目名 化学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎化学実験安全オリエンテーション ／ 山口和也、山本仁著 ／（東京化学同

⼈） 
大学の基礎化学実験 ／大学一般化学教育研究会編 ／（学術図書出版社） 
フォトサイエンス化学図録 ／（数研出版） 
化学入門／ 井口洋夫、木下實編集 ／（ 実教出版） 
クリスチャン分析化学 I, II ／ Gary D. Christian ／（丸善） 

授業形態 実験実習 
注意備考 全ての実験を行い、レポートを提出し受理されていることが、単位取得の前提条

件である。十分な予習をし、内容を理解して実験に臨むこと。実験開始までに、
予習プリントを提出する。実験を安全に行うため、白衣と保護眼鏡の着用を義務
づける。 

シラバスコード FSP37B1 



実務経験のある教員  
達成目標 （１）薬品の取り扱い方の基本を理解する。決められた濃度の試薬溶液を調製で

きる。 
（２）適切な実験廃液の処理ができる。 
（３）化学実験で用いられるガラス器具（ホールピペット、ビュレット、メスフ
ラスコなど）や機器（pH メーター、分光光度計、電子天秤など）を適切に使用
できる。 
（４）モル濃度、質量パーセント濃度を理解し、滴定実験、吸光光度法分析によ
り化学物質の濃度を決定できる。 
（５）現象を分子論的に捉え、物質の変化を化学反応式で記述できる。 
（６）実験についての報告書を作成することができる。 

受講者へのコメント 他の講義・実験と比べて，レポートの量が多くて大変だったと思いますが，化学
についての知識やレポート作成技術は向上したのではないでしょうか．今後の大
学生活で，その成果を生かしていかれることを期待しています． 

連絡先 高原周一 13 学舎 3 階 電子メール takahara@chem.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 週当たりの学習時間数で「3 時間程度またはそれ以上」が 6 割を超えており（2
時間程度を加えると 8 割程度），予習・レポート作成等でかなりの時間外学習が
出来ていたようである． 
「この分野への理解が深まった」という学生が 7 割程度，「技能・技術が向上し
た」が 6 割程度，授業に「満足した」もしくは「ほぼ満足した」学生が 9 割以上
で，学生の評価は概ね高かったと考えている．ただ，「この分野への興味・関心が
高まった」という学生は 5 割弱と少し低めで，改善を要する． 
当初，受講生は 40 名だったが，最終的に単位認定できたのは 24 名であ 

英文科目名 Experiments in Chemistry 
関連科目 化学基礎論 I・II、入門化学 
次回に向けての改善変更予定 内容が無機化学・分析化学に偏っているので，物理化学・有機化学関係のテーマ

を導入することを検討したい． 
化学への興味・関心を高めるために，メインの実験に関連した演示実験を導入す
ることも検討したい． 
レポートについて，予習プリントを基本的に写すだけになる部分（結果と考察以
外の部分）については一部省略することを検討したい． 

講義目的 基礎的な実験を通して、化学実験に必要な基本的知識と実験室でのマナーを習得
する。実験機器の取り扱い方、グラフの書き方、報告書の作成法等を学ぶと同時
に、化学の基礎原理や概念についての理解を深める。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

講義の進め方等を説明する。安全・環境教育を行う。 
2 回 基礎実験（金属と酸との反応） 
金属と強酸・強塩基との反応を調べる。 
3 回 第１ 属陽イオンの定性分析 



銀イオン、鉛イオンの定性分析についての実験を行う。 
4 回 第２属陽イオンの定性分析 I 
鉛 、ビスマス、銅 、カドミウムイオンの定性分析についての実験を行う。 
5 回 第２属陽イオンの定性分析 II  
混合試料の系統分析を行う。 
6 回 第３属陽イオンの定性分析 
アルミニウム、鉄、クロムイオンの定性分析についての実験を行う。 
7 回 陽イオンの系統分析（中間試験） 
これまで修得した知識を元に、未知試料の定性分析を行う。 
8 回 陽イオンの系統分析結果の解説を行う。また、容量分析の事前説明を行う。 
9 回 中和滴定  
中和滴定により、食酢中の酢酸の定量および水酸化ナトリウム・炭酸ナトリウム
混合溶液中の各成分の定量を行う。 
10 回 酸化還元滴定  
酸化還元滴定により、オキシドール中の過酸化水素の定量を行う。 
11 回 キレート滴定  
キレート滴定により、水道水、市販ミネラルウォーターの硬度を決定する。 
12 回 pH メーターを用いる電位差滴定 I 
電位差滴定により酢酸の電離定数を決定する。 
13 回  pH メーターを用いる電位差滴定 II  
電位差滴定により、水酸化ナトリウム・炭酸ナトリウム混合溶液の定量、リン酸
の電離定数の決定等を行う。 
14 回 吸光光度法による鉄イオンの定量 
1,10-フェナントロリンとの錯体形成反応を利用して、試料水中の鉄イオンを吸
光光度法により定量する。 
15 回 14 回目の実験で得られた各グループの定量値と試料の表示濃度との差異
について考察する。 
補充実験と演習問題の解説を行う。 

準備学習 1 回 シラバスを読んでおくこと。 
2 回 教科書等を使って実施する実験について事前学習し、指示された予習課題
を仕上げること。 
3 回 教科書等を使って実施する実験について事前学習し、指示された予習課題
を仕上げること。 
4 回 教科書等を使って実施する実験について事前学習し、指示された予習課題
を仕上げること。 
5 回 教科書等を使って実施する実験について事前学習し、指示された予習課題
を仕上げること。 
6 回 教科書等を使って実施する実験について事前学習し、指示された予習課題
を仕上げること。 
7 回 教科書等を使って実施する実験について事前学習し、指示された予習課題
を仕上げること。 
8 回 教科書等を使って実施する実験について事前学習し、指示された予習課題



を仕上げること。 
9 回 教科書等を使って実施する実験について事前学習し、指示された予習課題
を仕上げること。 
10 回 教科書等を使って実施する実験について事前学習し、指示された予習課題
を仕上げること。 
11 回 教科書等を使って実施する実験について事前学習し、指示された予習課題
を仕上げること。 
12 回 教科書等を使って実施する実験について事前学習し、指示された予習課題
を仕上げること。 
13 回 教科書等を使って実施する実験について事前学習し、指示された予習課題
を仕上げること。 
14 回 教科書等を使って実施する実験について事前学習し、指示された予習課題
を仕上げること。 
15 回 教科書等を使って実施する実験について事前学習し、指示された予習課題
を仕上げること。 

 



年度 2012 
授業コード FSP4111 
成績評価 中間テスト（40 点）、定期試験（60 点）で評価する。 
曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス PA(理)(〜12),PB(理)(〜12) 
見出し FSP4111 質点の⼒学Ⅰ 
担当教員名 蜷川 清隆 
単位数 2 
教科書 使用しない 
アクティブラーニング  
キーワード 位置、速度、加速度、ニュートンの運動方程式、ベクトル 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 ⿊板の字が小さく、書く量が多いと、指摘を受けています。 

(1) 書くことによって、身に付く。 
(2) できるだけ途中の式を飛ばさないようにし、後で、自分で復習したときに、
フォローできるようにしたい。 
(3) 遅刻して来た学生、書くのが遅い学生に配慮して、できるだけ⿊板に書いた
ことを残すようにしています。 また、その節の全体を把握してもらいたい。 
との考えから、どうしても⿊板に書く量が多くなり、字も相対的に小さくなって
います。 
講義中、席の移動は自由ですので、見えない場合は前に移動してください。 

科目名 質点の⼒学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ⻑岡洋介著 「物理の基礎」 東京教学社 Raymondo A. Serway 著 松村 訳「科

学者と技術者のための物理学 Ia, Ib ⼒学・波動」学術図書出版社 
授業形態 講義 
注意備考 藤井佳子教授担当の「質点の⼒学Ⅰ」と同時開講となっている。蜷川担当講義は、

高校で物理を修得してきた学生の履修が望ましい。 
シラバスコード FSP4111 
実務経験のある教員  
達成目標 微分積分を使って、ニュートンの運動方程式を理解する。 
受講者へのコメント しっかりノートをとってください。 
連絡先 蜷川研究室 1 号館 3 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし。 
英文科目名 Mechanics I 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 特になし。 
講義目的 ⼒学は物理学全般の基礎となる概念である。基本的な考え方を養うとともに、⼒



学を通し、現象を物理的イメージとして把握できる⼒を養成する。また、講義内
容をより深く理解するために、基礎的な問題を中心に演習をおこなう。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  古典⼒学、⻑さ・質量・時間の標準 

2 回  桁、ベキを表す接頭語、片対数グラフ 
3 回  指数関数、対数関数、ネピアの数 
4 回  微分 
5 回  合成関数の微分 
6 回  積分 
7 回  位置、速度、加速度、ニュートンの運動方程式、自由落下 
8 回  速度に比例した抵抗⼒が働いている物体の落下運動 
9 回  マクローリン展開とオイラーの公式 
10 回  単振動 
11 回  １次元の運動とエネルギー 
12 回  ベクトル 
13 回  発射体の運動 
14 回  等速円運動 
15 回  ⼈工衛星 

準備学習 1 回  復習をしっかりする 
2 回  復習をしっかりする 
3 回  対応する部分の高校の復習をしてくる 
4 回  対応する部分の高校の復習をしてくる 
5 回  対応する部分の高校の復習をしてくる 
6 回  対応する部分の高校の復習をしてくる 
7 回  復習をしっかりする 
8 回  復習をしっかりする 
9 回  復習をしっかりする 
10 回  復習をしっかりする 
11 回  復習をしっかりする 
12 回  復習をしっかりする 
13 回  復習をしっかりする 
14 回  復習をしっかりする 
15 回  復習をしっかりする 

 



年度 2012 
授業コード FSP4112 
成績評価 課題提出(25%)、小テスト（50%）、定期試験（25%）で評価する。 
曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス PA(理)(〜12),PB(理)(〜12) 
見出し FSP4112 質点の⼒学Ⅱ 
担当教員名 宮川 和也 
単位数 2 
教科書 物理の基礎／⻑岡洋介／東京教学社 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 質点の⼒学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 科学者と技術者のための物理学 Ia、Ib ⼒学・振動／Reymond A.Serway 著、松

村博之訳／学術図書出版社 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSP4112 
実務経験のある教員  
達成目標 ・仕事、運動エネルギー、位置エネルギーを理解する。 

・⼒学的エネルギー保存則を理解し、基礎的な問題が解けるようになる。 
・運動量保存則を理解し、衝突現象などのへの具体的な応用ができるようになる。 
・角運動量、⼒のモーメントを理解し、回転運動への具体的な応用ができるよう
になる。 
・剛体のつりあいを理解し、基礎的な問題が解けるようになる。 

受講者へのコメント  
連絡先 宮川研究室、24 号館 5F 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mechanics II 
関連科目 質点の⼒学 I、 剛体の⼒学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ⼒学は、物理学全般の基礎となるものであり、理、工、医系の学生にとって重要

な科目である。この講義では、「質点の⼒学 I」に続いて、エネルギー、衝突現象
と運動量の変化、回転と角運動量、剛体のつりあい等についての基礎を理解し、
その考え方を学ぶこととする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 「質点の⼒学 I」で学んだ事柄の復習をする。 
2 回 仕事、運動エネルギーについて解説する。 
3 回 位置エネルギー、⼒のポテンシャルについて解説する。 
4 回 ⼒学的エネルギー保存則について解説する。 
5 回 テストを行い、その後、解説をする。 
6 回 運動量と⼒積について解説する。 
7 回 2 物体の運動（重心運動と相対運動）、運動量保存則について解説する。 
8 回 演習問題を解き、その解説をする。 
9 回 回転運動と角運動量について解説する。 
10 回 ⼒のモーメント、角運動量保存則について解説する。 
11 回 演習問題を解き、その解説をする。 
12 回 テストを行い、その後、解説をする。 
13 回 剛体のつりあいについて解説する。 
14 回 剛体の重心、剛体の回転について解説する。 
15 回 慣性系と慣性⼒について解説する。 

準備学習 1 回 「質点の⼒学 I」で学んだ事柄の中から、⼒のつりあい、落体の運動、単振
動、等速円運動などを復習しておくこと。 
2 回 仕事、運動エネルギーについて、教科書を読んでおくこと。 
3 回 位置エネルギー、⼒のポテンシャルについて、教科書を読んでおくこと。 
4 回 ⼒学的エネルギー保存則について、教科書を読んでおくこと。 
5 回 指示された問題を解いておくこと。 
6 回 運動量と⼒積について、教科書を読んでおくこと。 
7 回 2 物体の運動（重心運動と相対運動）、運動量保存則について、教科書を読
んでおくこと。 
8 回 指示された問題を解いておくこと。 
9 回 回転運動と角運動量について、教科書を読んでおくこと。 
10 回 ⼒のモーメント、角運動量保存則について、教科書を読んでおくこと。 
11 回 指示された問題を解いておくこと。 
12 回 指示された問題を解いておくこと。 
13 回 剛体のつりあいについて、教科書を読んでおくこと。 
14 回 剛体の重心、剛体の回転について、教科書を読んでおくこと。 
15 回 慣性系と慣性⼒について、教科書を読んでおくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSP4121 
成績評価 提出課題 10％、中間試験 30%、定期試験 60％により成績を評価する。 

但し、定期試験において基準点を設け、得点が 100 点満点中、60 点未満の場合
は不合格とする。 

曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス PB(理)(06〜11) 
見出し FSP4121 生化学 
担当教員名 川端 晃幸 
単位数 2 
教科書 わかりやすい生化学／石⿊伊三雄／ヌーヴェルヒロカワ 
アクティブラーニング  
キーワード 生体分子、糖質、タンパク質、脂質、核酸 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 生化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 イラストレイテッド ハーパー生化学／上代淑⼈／丸善 
授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験期間中に行い、試験形態は筆記試験とする。 
シラバスコード FSP4121 
実務経験のある教員  
達成目標 ヒトのからだを構成する分子とその代謝について説明できる。 
受講者へのコメント  
連絡先 １号館２階 川端研究室 kawabata@dap.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Biochemistry 
関連科目 解剖学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ヒトのからだを構成する分子とその代謝について講義する。臨床工学技士として

重要な点をフォーカスする予定である。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  生化学について概観する。 

2 回  細胞と生体分子について解説する。 
3 回  タンパク質について解説する。 
4 回  タンパク質について解説する。 
5 回  酵素の性質について解説する。 
6 回  酵素反応について解説する。 



7 回  第１回から第６回までのまとめを行った後、中間試験を行う。第１回から
第６回までの内容をよく理解し整理しておくこと。 
8 回  糖質代謝について解説する。 
9 回  糖質代謝について解説する。 
10 回  脂質代謝について解説する。 
11 回  脂質代謝について解説する。 
12 回  アミノ酸とタンパク質の代謝について解説する。 
13 回  アミノ酸とタンパク質の代謝について解説する。 
14 回  核酸の代謝について解説する。 
15 回  第８回から第１４回までのまとめと総復習を行う。 

準備学習 1 回  ヒトが摂取した食物の運命について考えてくること。 
2 回  細胞の構造と機能について復習しておくこと。 
3 回  アミノ酸飲料にどのようなものが含まれているか調べてくること。 
4 回  たんぱく質のはたらきについて調べてくること。 
5 回  身近な酵素の恩恵を調べてくること。 
6 回  反応速度論について高校の化学を復習しておくこと。 
7 回  第１回から第６回までの内容を復習しておくこと。 
8 回  ヒトに存在する糖質について調べておくこと。 
9 回  糖尿病について調べておくこと。 
10 回  ヒトに存在する脂質について調べておくこと。 
11 回  メタボリックシンドロームについて調べておくこと。 
12 回  第３回および第４回の内容を復習しておくこと。 
13 回  第３回および第４回の内容を復習しておくこと。 
14 回  遺伝について復習しておくこと。 
15 回  第８回から第１４回までの内容を復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSP4122 
成績評価 課題提出３０％、小テストの結果２０％、定期試験５０％により評価する。 
曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス PA(理)(〜11) 
見出し FSP4122 熱統計物理 
担当教員名 藤井 佳子 
単位数 2 
教科書 熱統計物理（講義ノート）／藤井佳子／（河原書店） 
アクティブラーニング  
キーワード 熱運動、平均自由行程、分配関数、マクスウェルの速度分布関数 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 熱統計物理 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 統計物理学入門／上⽥和夫／（共立出版）：統計⼒学／岡部 豊／（裳華房） 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSP4122 
実務経験のある教員  
達成目標 エネルギー等配則の内容をよく理解すること。分配関数を求め、比熱などを導出

すること。 
受講者へのコメント  
連絡先 １号館２階 藤井研究室 086-256-9470 yoshiko@dap.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Statistical Physics 
関連科目 熱⼒学を履修していることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 気体分子運動論や古典統計⼒学を習得して、ミクロな立場の計算結果からマクロ

な熱⼒学量（内部エネルギーや比熱など）を導く考え方を把握することを目的と
する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 一般的な相図について述べたのち、代表的な物質の相図の特徴について説

明する。 
2 回 ギブスの自由エネルギーについて述べたのち、相平衡について説明する。 
3 回 理想気体の圧⼒と気体の平均速度の関係について述べ、熱エネルギーにつ
いて説明する。 
4 回 エネルギー等配則について説明し、固体の格子比熱への応用について述べ



る。 
5 回 平均自由行程について述べたのち、気体の熱伝導について説明する。 
6 回 位相空間と量子状態について説明する。 
7 回 エントロピーの統計的表現について説明する。 
8 回 ミクロカノニカル集合とカノニカル集合について説明する。 
9 回 分配関数について説明する。 
10 回 常磁性体の磁気比熱を、分配関数より求める方法について説明する。 
11 回 固体の格子比熱を、分配関数より求める方法について説明」する。 
12 回 非局在粒子系への応用として、理想気体の比熱や状態方程式を分配関数よ
り求める方法について説明する。 
13 回 マクスウェルの速度分布関数について説明する。 
14 回 マクスウェルの速さ分布関数について説明する。 
15 回 マクスウェル速度分布関数の応用として、熱分子効果および輝線スペクト
ルのドップラー効果による拡がりについて説明する。 

準備学習 1 回 相図について調べておくこと。 
2 回 熱⼒学の基本法則について調べておくこと。 
3 回 圧⼒の単位について調べておくこと。 
4 回 気体定数とボルツマン定数の関係について調べておくこと。 
5 回 分子運動の平均速度と温度の関係について調べておくこと。 
6 回 分布関数について調べておくこと。 
7 回 熱⼒学におけるエントロピーの定義について調べておくこと。 
8 回 未定乗数法について調べておくこと。 
9 回 いろいろな熱⼒学量の間に成立つ関係式について調べておくこと。 
10 回 ゼーマン効果について調べておくこと。 
11 回 格子振動について調べておくこと。 
12 回 位相空間について調べておくこと。 
13 回 分布関数と分配関数の関係について調べておくこと。 
14 回 熱運動による気体の速さの分布および温度との関係について調べておくこ
と。 
15 回 ドップラー効果について調べておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSP4131 
成績評価 １．原則として毎授業時間内に講義した内容や関連事項に関する「クイズ」（A4

用紙に５題程度）を提示する。これについて時間内に解答を記述して知識を整理
することを目的とする（全体の５０％）２．担当講義の１５回が終了時点で筆記
試験を行う（５０％）１．と２を合わせて１００点満点とする。 

曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス PB(理)(06〜09) 
見出し FSP4131 臨床医学総論Ⅰ 
担当教員名 林 英生＊ 
単位数 2 
教科書 特に指定しないが、臨床医学総論で指定される全教科書を基本とする。昨年は「わ

かりやすい内科学」（文光堂） 
アクティブラーニング  
キーワード 感染症、病原微生物（細菌、ウイルス、原虫、真菌）、伝播経路、予防・対策、環

境感染、抗菌・滅菌・殺菌・消毒、感染免疫、過敏症 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 臨床医学総論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 林 他 監訳：ブラック微生物学 丸善山本 他 監訳：一目でわかる微生物学

と感染症 メヂカル サイエンス インターナショナル竹⽥美文：感染症半世紀 
アイカム国立感染症研究所ホームページ：http://idsc.nih.go.jp/日本感染症学会、
日本細菌学会、日本ウイルス学会、日本真菌学会などのホームページ 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSP4131 
実務経験のある教員  
達成目標 代表的な感染症の原因、疫学、診断、治療、予防の特徴を述べることが出来る 

感染症の原因となる微生物の特徴とその感染対策法を述べることができる。 
感染症の予防、特に院内感染、医療行為による感染症の予防法を実施することが
できる 
医療機器を無菌的に取り扱うことができる医療チームの一員として、ＱＬＯを尊
重し協⼒的に医療に参画できる 
衛生・公衆衛生学の法律的な基盤を理解する 

受講者へのコメント  
連絡先 林英生 hihayash@red.megaegg.ne.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  



英文科目名 Introduction to Clinical Medicine I 
関連科目 医学概論・総論、微生物学、病理学、公衆衛生学、免疫学、寄生虫学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 感染症は目に見えない微少な生物（微生物）によって起こされる疾患（感染症）

である。感染症は⼈類の進化の歴史と共にあり、感染症原因微生物も⼈に感染し
ながら常に進化してきている。どんな微生物が、どのようにして疾患をおこすの
か、どのように対処できるか、どのようにして予防するか、歴史的な実績をたど
りつつ、現代・現在の感染症の実情を学び、臨床工学士として必要な知識と感染
予防についての知識と技を身に付ける。 

対象学年 4 年 
授業内容 1 回 【病原微生物はどのようにして発見され、今はどうなったか 感染症概論】 

①微生物の発見と伝染病原因微生物の発見、②分子生物学、遺伝子操作、バイオ
テクノロジーの発展③微生物工学、微生物利用の展開、④新興・再興感染症の原
因微生物について学習する 
2 回 【微生物とはどんなものか】 
①真核生物微生物、真菌、原虫、寄生虫などの構造や形態、生態の特徴、分類法、
②原核細胞微生物、細菌、マイコプラスマ、リケッチア、クラミジア、ウイルス
の構造・形態・生態・分布の特徴、分類命名法、③有益細菌叢と有害微生物、④
微生物の有効利用（プレ、プロ、シン・バイオティックス）を知る 
3 回 【微生物はどんな「技」で生きているか】 
物質代謝の基本的事項、②微生物の発育と培養 栄養素と環境条件、③細菌、ウ
イルス、真菌の培養法、④生育に影響を与える物理化学的な要因、⑤無菌操作、
純培養、分離培養法を学ぶ 
4 回 【病原微生物はどんな策略でヒトに感染し病気を起こするか】 
①微生物との共生、微生物の寄生・感染、②病原微生物による感染症の概論、③
病原微生物の特徴、病原因子、⑤滅菌・消毒・抗生物質（抗菌薬） 
5 回 【ヒトは感染微生物に対してどんな防衛策をもっているか】 
①感染免疫の基礎概念、②宿主の非特異的感染防御・抵抗性、自然免疫、獲得免
疫の機構、③抗体の種類、産生機構、免疫記憶と再生、免疫不全、④抗体の機能
とワクチン 
6 回 【「感染症」はどのようにして罹患し発症し治癒するか】 
感染症の成立要件、感染症の症状・経過、② 細菌感染症 ③ウイルス感染症 ④
寄生虫・原虫・真菌感染症 ⑤感染症のケア 抗菌薬の選択、ワクチンの利用 
7 回 【咽喉・咽頭・呼吸器系の感染症】 
①急性の経過をとる細菌・ウイルス感染症 ②慢性的・遷延的に経過する感染症
③原虫、真菌、寄生虫 
8 回 【消化器系の感染症】 
①食品による感染症 食中毒 ②アレルギー、慢性経過をたどる感染症 ③原
虫、真菌、寄生虫 
9 回 【腎・泌尿器系の感染症】 
①腎炎 ②腎盂炎、膀胱炎 ③上向性尿路感染症 
10 回 【性行為による感染】 



①性行為による性器感染症 ②性行為により伝播する全身感染症 
11 回 【血液の感染症】 
① 病巣感染からの発症、②原発性敗血症 ③多臓器不全症 ④血液細胞の感染
症 
12 回 【皮膚・粘膜系の感染症】 
①接触性感染症 ②内因性皮膚症状を起こす感染症 
13 回 【神経系の感染症】 
①原発性感染症、②二次性感染症 
14 回 【アレルギー、自己免疫疾患】 
①感染により惹起されるアレルギー、②アレルギー反応の種類・関与因子、③感
染免疫の過敏反応④寛容による自己免疫疾患 
15 回 【環境感染・院内感染】 
①環境感染、②院内感染・日和見感染、③感染症に関わる法律、④新感染症法、
結核予防法、食品 取り扱い者の定期健診と業務規制 

準備学習 1 回 【病原微生物はどのようにして発見され、今はどうなったか 感染症概論】 
高等学校２−３年次の生物学の概念があることが望ましい。 
2 回 【微生物とはどんなものか】 
生命現象の概念、生物形態学の考えかた、生化学の基礎、生物に対する好奇心 
3 回 【微生物はどんな「技」で生きているか】 
生化学、簡単な分子生物学の基礎、第１，２回講義の内容を理解する 
4 回 【病原微生物はどんな策略でヒトに感染し病気を起こするか】 
自分がこれまでに罹ったことがある、風邪や下痢の感染症状を整理しておく。 
5 回 【ヒトは感染微生物に対してどんな防衛策をもっているか】 
ヒトの感染防御⼒、抵抗⼒とは何か、その概要を予習しておく。 
6 回 【「感染症」はどのようにして罹患し発症し治癒するか】 
第３回から５回までの内容を復習しておくこと。 
7 回 【咽喉・咽頭・呼吸器系の感染症】 
第１回から 6 回までの内容を整理し理解しておく。第７回から１５回までは感染
症の事例を具体的に例示しながら、臨床工学士として知っておくべき疾患とその
予防対策方を学ぶ 
8 回 【消化器系の感染症】 
10 回 【性行為による感染】 
11 回 【血液の感染症】 
12 回 【皮膚・粘膜系の感染症】 
13 回 【神経系の感染症】 
14 回 【アレルギー、自己免疫疾患】 
15 回 【環境感染・院内感染】 

 



年度 2012 
授業コード FSP4132 
成績評価 中間試験（５０％）と期末試験（５０％）の割合で，６０点以上を合格とする． 
曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス PB(理)(06〜11) 
見出し FSP4132 生体機能代行装置学Ⅰ 
担当教員名 尾﨑 眞啓 
単位数 4 
教科書 日本臨床工学技士教育施設協議会監修 臨床工学講座 生体機能代行装置学 

血液浄化療法装置 医⻭薬出版株式会社 
アクティブラーニング  
キーワード 生理学，血液浄化 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生体機能代行装置学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 秋葉隆，峰島三千男編集，血液浄化療法，南江堂 
授業形態 講義 
注意備考 遅刻入室を禁止します． 
シラバスコード FSP4132 
実務経験のある教員  
達成目標 血液浄化療法の種類・原理・構造について説明できる。 

ブラッドアクセス・透析液・抗凝固剤について説明できる。 
血液透析以外の血液浄化法について説明できる。 

受講者へのコメント  
連絡先 尾崎研究室・１号館２階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Life Support Medical Equipments I 
関連科目 生体機能代行装置学実習Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生体機能代行装置学は，病気により生命維持に必要な臓器が機能しなくなったと

き，その臓器の機能を代行したり，補助したりする装置である。この講義は，腎
臓の機能代行装置である血液浄化療法についての知識を学ぶことを目的とする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーションをする． 

2 回  代謝系の生理と病態について講義する． 
3 回  血液浄化療法の種類について講義する． 
4 回  血液浄化療法の原理について講義する． 



5 回  血液浄化療法の構造について講義する． 
6 回  流体⼒学と物質輸送論について講義する． 
7 回  ブラッドアクセス・透析液・抗凝固薬について講義する． 
8 回  血液透析周辺機器の原理と取り扱いについて講義する． 
9 回  血液浄化技術・保守点検について講義する． 
10 回  透析患者管理について講義する． 
11 回  血液透析以外の腎不全治療について講義する． 
12 回  血漿交換，血漿吸着について講義する． 
13 回  腹膜透析，移植について講義する． 
14 回  事故事例について講義する． 
15 回  安全管理について講義する． 

準備学習 この教科は，臨床工学技士国家試験科目です．そのため，ただ出席するのではな
く，予習として教科書を読んでから出席すること． 

 



年度 2012 
授業コード FSP4141 
成績評価 成績評価は本試験と毎回講義で行う小テストの総合成績で行う。 

本試験 70％：小テスト：30％として、総合 100 点で評価する。 
曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス PB(理)(06〜09) 
見出し FSP4141 臨床医学総論Ⅳ 
担当教員名 伊藤 英史＊ 
単位数 2 
教科書 ナースの外科学（改訂 5 版）／ 磯野可一編 ／中外医学社 
アクティブラーニング  
キーワード 周術期管理、外科的侵襲、⼈工臓器、医療治療器、 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 全体的に講義に満足していただき、この分野への関心が高まって頂けたこと、あ

るいは自らの進路に対する一助となったことは大変うれしく思っています。今後
はさらに、受講者の皆さんが積極的に本分野への研究などに取り組めるような講
義のあり方に徐々に改善して行きたいと考えております。 
受講者の皆様の今後のご活躍の一助となれば幸いです。 

科目名 臨床医学総論Ⅳ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 生体反応のカラクリとタネ明かし―医学生・コメディカルのための外科侵襲学 

／三村芳和 ／永井書店 
授業形態 講義 
注意備考 試験形態は筆記試験とする。 
シラバスコード FSP4141 
実務経験のある教員  
達成目標 ① 外科学の概念と特徴を理解する。 

② 外科治療に対する周術期管理（術前、術中、術後）の要点を理解する。 
③ 終末期医療に対する生命倫理学的な問いについて考察する。 
④ 救急医療現場で用いられる生命維持管理装置に対する理解を深める。 
⑤ 最新の外科治療で用いられる⼈工臓器や医療機器について理解する。 

受講者へのコメント 積極的に講義に参加して頂きありがとうございました。 
授業時間以外の学習時間を増やして頂けるような課題作りを今後取り組んで行
きたいと思います。 
講義中での不規則な小休憩については、できるだけ受講者全体の集中⼒と講義内
容の区切りを考慮しています。 
できる限り受講者の皆さんが集中して講義を聴講できるような改善に取り組ん
でみたいと思います。 

連絡先 岡山大学病院 心臓血管外科 
grape@md.okayama-u.ac.jp 

合理的配慮が必要な学生への  



対応 
各項目評価に対する所見 授業アンケートにご回答頂きありがとうございました。 

全体的には受講者の皆様に満足頂いている回答を頂いていると理解致しており
ます。 
若干、自主的な講義時間以外の学習時間が不足しているように感じましたので，
今後の改善点としたいと考えております。 
講義分野への関心が高まって頂いたことが最良だと感じています。 

英文科目名 Introduction to Clinical Medicine IV 
関連科目 生理学，免疫学、微生物学、内科学、生体機能代行装置学，医療治療機器学， 
次回に向けての改善変更予定 講義中以外で自主学習時間が不足しているように感じられる点については、レポ

ートの提出、あるいは講義終了時に行う復習小テストを各講義の前に行うなどし
て、自主的な家庭での学習時間の増加を期待したいと思います。 
配布資料については、新しいバージョンを作成し、受講者の皆さんが講義時間外
での学習に積極的に取り組めるようなものを考えています。 

講義目的 外科学の概要について理解し、実際の臨床現場で生命維持管理装置を用いて治療
に携わる方々に必要な基礎的な知識の習得を目標とする。外科手術を術前、術中、
術後の周術期管理の上で欠かせないモニタリングのポイントについて講義する。
さらに最新の医療機器を使用した外科治療について紹介する。 

対象学年 4 年 
授業内容 1 回 最初に本講義の進め方ついての説明する。 

外科学の概要について説明（歴史、特殊性）し、さらにインフォームドコンセン
トや QOL についても説明する。 
滅菌法と消毒法について説明し、それらの違いについて理解すること。 
2 回 手術室の概要について説明する。 
手術で使用される器械の種類について説明する。切開法と止血法について理解す
ること。その他にも実際の手術室での手洗い方法について説明します。 
3 回 外科手術が生体に与える侵襲について説明する。 
外科的侵襲に対する生体の反応(内分泌系、神経系、代謝系、など)について説明
する。生体のホメオスターシスについて説明する。手術後の回復過程について説
明する。 
4 回 外科と免疫について話をする。 
免疫のメカニズムについて説明する。免疫と遺伝子の関係について理解するこ
と。腫瘍免疫や移植免疫についても説明する。 
5 回 感染について説明する。 
感染から引き起こされる炎症について理解し、さらにショックとは何かについて
説明する。 
6 回 輸血や輸液について説明する。 
周術期における輸液管理について理解すること。さらに栄養管理の概要について
説明する。 
7 回 悪性腫瘍について説明する。また生命倫理に関する問いについて討論を行
う。討論はテーマを掲げて、その問いに対する答えを受講者全員で討議します。
討議することでインフォームドコンセントや QOL に対する理解を深めること。 



8 回 悪性腫瘍に対する抗がん剤治療について説明をする。 
最新のがん治療について紹介する。 
9 回 外科手術に際してリスクとなる基礎疾患について理解すること。 
外科手術によって起こりうる術後の合併症について説明する。 
10 回 鏡視下手術の概要について説明し、最新の低侵襲手術について映像を交え
て紹介する。 
11 回 周術期における患者管理の上で注意するべきポイントを理解する。 
12 回 周術期の中で、とくに術後急性期における患者管理について説明します。 
集中治療室での治療、モニタリングについて理解すること。 
13 回 救急医学における生命維持管理装置について学習する。 
⼈工呼吸器と補助循環に関する概要について説明する。救急医療での心肺脳蘇生
法についても説明する。 
14 回 手術麻酔について説明する。麻酔器のしくみについて理解すること。 
15 回 講義全体のまとめと総復習を行う。 

準備学習 1 回 授業内容の事前確認をしておくこと。微生物学の予備知識があれば講義を
理解しやすい。 
2 回 第 1 回の講義内容の「滅菌と消毒の違い」について理解しておくこと。 
3 回 生理学の中から、内分泌系（ホルモンの作用）、神経系（交感神経、副交感
神経の作用）、さらに代謝系（腎臓、肝臓等の働き）について事前学習しておくこ
と。 
4 回 免疫学で習ったことについて復習しておくこと。 
5 回 第 1 回の講義の内容と微生物学の復習をしておくこと。 
6 回 生理学の中から、血液について復習しておくこと。 
7 回 第 1 回の講義で説明したインフォームドコンセントや QOL について復習
しておくこと。 
また終末期医療に関する問題点を自分なりに考えておくこと。 
8 回 生理学の中から細胞について復習しておくこと。 
9 回 第３回の講義内容（外科的侵襲に対する生体の反応）を復習しておくこと。 
10 回 医療治療機器学で履修した内容を理解しておくこと。 
11 回 第３回の講義内容（外科的侵襲に対する生体の反応）を復習しておくこと。 
12 回 第 11 回の講義内容（周術期患者管理）を復習しておくこと。 
13 回 生体機能代行装置学で履修した内容（体外循環、透析、⼈工呼吸器など）
を復習しておくこと。 
14 回 生体機能代行装置学の中から⼈工呼吸器について復習しておくこと。 
15 回 これまでの講義の内容で理解できなかった点を列挙しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSP41A2 
成績評価 演習時に割り当てられた解答内容と試験の成績 
曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス PA(理)(10〜11) 
見出し FSP41A2 教職のための物理 
担当教員名 若村 国夫 
単位数 2 
教科書 プリント配布 
アクティブラーニング  
キーワード ⼒、仕事、エネルギー、運動、熱、波 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 教職のための物理 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 改訂版高等学校・物理 I（数研出版）、教員採用試験中学校理科（一ツ橋書店） 
授業形態 講義 
注意備考 ⼒学を中心とする高校物理 I の内容を確実に理解するぞと云う姿勢および演習で

行うすべての問題を自分で解く努⼒が必要。 
シラバスコード FSP41A2 
実務経験のある教員  
達成目標 中学理科教員採用試験物理分野（⼒学が中心）の問題が解けるようになること 
受講者へのコメント 他の記述を参考にしてください。 
連絡先 ７号館１階研究室（電話：０８６−２５６−９４０４） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 基礎物理学、⼒学、基礎数学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 中学理科教員採用試験に出題される物理分野の内容を十分理解し、問題を解くた

めの考え方、解法の手順、計算間違えの少ない計算手順などを学び、身につける。
このことにより、教員採用試験に合格し教壇に立った場合に、必要な知識や生徒
への分かり易い説明の仕方なども身につけられる。授業時間数の関係で、最も多
く出題される⼒学と関係分野に的を絞る。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 どのような形態で講義を行うかを説明し、必要なプリントの配布、次回の予

定を割り当てる。 
2 回 中学理科教員採用試験に出題される物理分野・⼒学・運動の表し方・の知識
の復習と解法、次回解答問題の割り当て① 



3 回 ⼒学・運動の表し方・の知識の復習と問題の解法および次回解答問題の割り
当て② 
4 回 ⼒学・運動の表し方・の知識の復習と問題の解法および次回解答問題の割り
当て③ 
5 回 ⼒学・運動の法則・の知識の復習と問題の解法および次回解答問題の割り当
て① 
6 回 ⼒学・運動の法則・の知識の復習と問題の解法および次回解答問題の割り当
て② 
7 回 ⼒学・運動の法則・の知識の復習と問題の解法および次回解答問題の割り当
て③ 
8 回 ⼒学・運動の法則・の知識の復習と問題の解法および次回解答問題の割り当
て④ 
9 回 ⼒学・仕事とエネルギー・の知識の復習と問題の解法および次回解答問題の
割り当て① 
10 回 ⼒学・仕事とエネルギー・の知識の復習と問題の解法および次回解答問題
の割り当て② 
11 回 ⼒学・仕事とエネルギー・の知識の復習と問題の解法および次回解答問題
の割り当て③ 
12 回 熱とエネルギー・の知識の復習と問題の解法および次回解答問題の割り当
て① 
13 回 熱とエネルギー・の知識の復習と問題の解法および次回解答問題の割り当
て② 
14 回 波動、その他物理分野に関する知識の復習と試験に関する質問の受付 
15 回 試験 

準備学習 1 回 特になし 
2 回 分数やその加減乗除、ベクトルの加減、微分積分の意味などを復習する 
3 回 第 2 回の授業内容の復習 
4 回 第 3 回の授業内容の復習 
5 回 第 4 回の授業内容の復習 
6 回 第 5 回の授業内容の復習 
7 回 第 6 回の授業内容の復習 
8 回 第 7 回の授業内容の復習 
9 回 第 8 回の授業内容の復習 
10 回 第 9 回の授業内容の復習 
11 回 第 10 回の授業内容の復習 
12 回 第 11 回の授業内容の復習 
13 回 第 12 回の授業内容の復習 
14 回 第 13 回の授業内容の復習 
15 回 これまでの授業内容の復習 

 



年度 2012 
授業コード FSP41B1 
成績評価 課題提出２５％、小テストの結果２５％、定期試験５０％により評価する。 
曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス PA(理)(〜12),PB(理)(〜12) 
見出し FSP41B1 質点の⼒学Ⅰ 
担当教員名 藤井 佳子 
単位数 2 
教科書 物理の基礎／⻑岡洋介／(東京教学社) 
アクティブラーニング  
キーワード ベクトル量、加速度、運動の法則 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「字が薄く小さいため板書が見えずらい」という意見が一⼈の学生さんよりあり

ました。重要なことがらは大きく書くように心がけている積りですが、付加的な
ことは急いで話す場合もあるかと思います。全体を見ながら進めるように留意し
ます。 

科目名 質点の⼒学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 科学者と技術者のための物理学 1a、1b ⼒学・波動／Reymond A. Serwey 著、松

村 訳／(学術図書出版) 
授業形態 講義 
注意備考 蜷川教授担当の「質点の⼒学Ⅰ」と同時開講となっている。藤井担当講義は、高

校で物理未履修の学生を念頭において行う。 
シラバスコード FSP41B1 
実務経験のある教員  
達成目標 基本的な運動である一次元等加速度運動、落体の運動および等速円運動を理解す

ること。 
受講者へのコメント 質点の⼒学Ⅰ（ゆっくりコース）では、高校で物理を殆ど履修していない学生さ

んを対象としています。物理の考え方を知ることの楽しさを理解し、その有用性
を認識してもらえるように努めています。基本的な例題を十分理解することが大
切ですので、復習に時間をかけてください。 

連絡先 １号館２階 藤井研究室 086-256-9470 yoshiko@dap.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この分野への理解が深まった、およびこの分野への興味、関心が深まったとの回
答が多く、評価は良好でした。授業への出席状況、宿題への取り組みも良好でし
たが、予習や復習への更なる取組みを期待します。授業時間だけでは十分に理解
することは難しいですので、予習や復習により自分で考える習慣を身につけてく
ださい。 

英文科目名 Mechanics I 



関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ⼒学は、物理学全般の基礎となる概念であり、理系の学生にとっては分野に関わ

らず重要な科目です。基礎的な考え方を養うとともに、現象を自分で考え物理的
イメージとして把握できる⼒を養成することを目的とする。講義内容をより深く
理解するために、基礎的な問題を中心に演習を行う。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ⼒学の歴史的発展について説明する。 

2 回 ベクトル量とスカラー量、ベクトルの表示について説明する。 
3 回 万有引⼒、ばねの弾性⼒、ひもの張⼒、抗⼒、摩擦⼒について説明する。 
4 回 速度と加速度について述べ、一次元加速度運動について説明する。 
5 回 二次元の運動における表示について述べ、例として放物運動について説明
する。 
6 回 等速円運動における加速度について説明する。 
7 回 慣性の法則、運動方程式、作用反作用の法則について説明する。 
8 回 運動方程式を使って、落体の運動を解く方法について説明する。 
9 回 運動方程式を使って、斜面上の物体の運動を解く方法について説明する。 
10 回 運動方程式を使って単振動を解くこと、および調和振動について説明する。 
11 回 等速円運動と⼒について述べ、惑星の運動について説明する。 
12 回 抵抗⼒をうけた物体の運動について説明する。 
13 回 仕事の定義と単位について説明する。 
14 回 運動エネルギーとポテンシャル・エネルギーについて説明する。 
15 回 ⼒学的エネルギー保存の法則について説明する。 

準備学習 1 回 ⼒と運動について調べておくこと。 
2 回 ベクトルの表し方について調べておくこと。 
3 回 重⼒、摩擦⼒について調べておくこと。 
4 回 速度、加速度の単位および微分による表し方について調べておくこと。 
5 回 放物体の運動について調べておくこと。 
6 回 円運動における加速度の方向について調べておくこと。 
7 回 ⼒と運動の関係について調べておくこと。 
8 回 落体に働く⼒について調べておくこと。 
9 回 運動方程式を成分に分けて表示する方法を調べておくこと。 
10 回 三角関数に習熟しておくこと。 
11 回 向心⼒について調べておくこと。 
12 回 雨粒の運動について調べておくこと。 
13 回 仕事の単位について調べておくこと。 
14 回 振り子の運動について調べておくこと。 
15 回 ⼒学的エネルギーについて調べておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSP41B2 
成績評価 平常点（34%），各分野の試験（33%）および定期試験（33%）で評価する。 
曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス PA(理)(10〜10) 
見出し FSP41B2 教職のための化学 
担当教員名 横山 崇 
単位数 2 
教科書 これだけは知っておきたい 教員のための化学／⽥中春彦編著／培風館 
アクティブラーニング  
キーワード 教員採用試験，理科，受験対策，一般化学 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ハッキリと話して欲しい。何と言っているかわからない時があった。→申し訳あ

りません。気をつけます。 
実⼒が付いたと思います。大変だったけど，それが逆によかった。→ありがとう
ございます。 

科目名 教職のための化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 教員採用試験・精選実施問題シリーズ⑧ 全国版 専門教養 中学理科・物理・

化学・生物・地学の精選実施問題／協同教育研究会編／協同出版 
授業形態 講義 
注意備考 教員養成プロジェクト関連科目。 
シラバスコード FSP41B2 
実務経験のある教員  
達成目標 教員採用試験科目の「化学」の科目の合格水準に達すること。 
受講者へのコメント 教員採用試験支援の講義科目ですので，教員採用試験に合格するようにもっと勉

強してもらいたいと思います。 
連絡先 13 号館 4 階分析化学研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この講義を受講するに当たって，高等学校の化学をしっかり復習してない⼈やし
っかり予習をしていないという⼈は，講義についてくることができなかったと思
います。 

英文科目名  
関連科目 各学科で開講されている化学の専門基礎科目および化学の専門関連科目をすべ

て履修しておくことが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 変更予定なし。 
講義目的 教員採用試験科目のうち「化学」の科目に関して，合格水準に達するための支援

を行うことを目的とする。 
対象学年 3 年/4 年 



授業内容 1 回  講義の進め方を説明する。 
2 回  物質の構成および物質の状態の演習をする。 
3 回  物質の構成および物質の状態の演習および試験をする。 
4 回  物質の構成および物質の状態の試験の解答および演習をする。 
5 回  化学変化の特徴と反応速度および化学変化の方向性の演習をする。 
6 回  化学変化の特徴と反応速度および化学変化の方向性の演習および試験を
する。 
7 回  化学変化の特徴と反応速度および化学変化の方向性の試験の解答および
演習をする。 
8 回  無機物質の性質と反応の演習をする。 
9 回  無機物質の性質と反応の演習および試験をする。 
10 回  無機物質の性質と反応の試験の解答および演習をする。 
11 回  有機化合物の性質と反応および高分子化合物と生体関連物質の演習をす
る。 
12 回  有機化合物の性質と反応および高分子化合物と生体関連物質の演習およ
び試験をする。 
13 回  有機化合物の性質と反応および高分子化合物と生体関連物質の試験の解
答および演習をする。 
14 回  化学と社会についての解説をする。 
15 回  化学と社会についての解説および総合演習をする。 

準備学習 1 回  シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。 
2 回  物質の構成および物質の状態の範囲の過去の教員採用試験問題および教
科書の問題を解くこと。 
3 回  物質の構成および物質の状態の範囲の過去の教員採用試験問題および教
科書の問題を解くこと。 
4 回  物質の構成および物質の状態の範囲の過去の教員採用試験問題および教
科書の問題を解くこと。 
5 回  化学変化の特徴と反応速度および化学変化の方向性の範囲の過去の教員
採用試験問題および教科書の問題を解くこと。 
6 回  化学変化の特徴と反応速度および化学変化の方向性の範囲の過去の教員
採用試験問題および教科書の問題を解くこと。 
7 回  化学変化の特徴と反応速度および化学変化の方向性の範囲の過去の教員
採用試験問題および教科書の問題を解くこと。 
8 回  無機物質の性質と反応の範囲の過去の教員採用試験問題および教科書の
問題を解くこと。 
9 回  無機物質の性質と反応の範囲の過去の教員採用試験問題および教科書の
問題を解くこと。 
10 回  無機物質の性質と反応の範囲の過去の教員採用試験問題および教科書の
問題を解くこと。 
11 回  有機化合物の性質と反応および高分子化合物と生体関連物質の範囲の過
去の教員採用試験問題および教科書の問題を解くこと。 
12 回  有機化合物の性質と反応および高分子化合物と生体関連物質の範囲の過



去の教員採用試験問題および教科書の問題を解くこと。 
13 回  有機化合物の性質と反応および高分子化合物と生体関連物質の範囲の過
去の教員採用試験問題および教科書の問題を解くこと。 
14 回  化学と社会の範囲の教科書の問題を解くこと。 
15 回  化学と社会の範囲の教科書の問題および過去の教員採用試験問題を解く
こと。 

 



年度 2012 
授業コード FSP4311 
成績評価 講義中での演習、レポート等で約３０％、中間テストと定期試験で約７０％の割

合で評価する 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス PA(理)(〜10) 
見出し FSP4311 量子⼒学Ⅰ 
担当教員名 金子 敏明 
単位数 2 
教科書 小出昭一郎著「量子⼒学（Ⅰ）」（改訂版）（裳華房）（第 1 章から第４章までを中

心に講義する） 
アクティブラーニング  
キーワード 物質波、シュレーディンガー方程式、波動関数、水素原子、調和振動子、不確定

性、演算子の期待値、波束、角運動量 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特にありません。 
科目名 量子⼒学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「初等量子⼒学（改訂版）」原島鮮著（裳華房）「量子物理」望月和子著（オーム

社）「新版 量子⼒学 上」シッフ著 井上訳（吉岡書店）など 
授業形態 講義 
注意備考 中間テストを行う講義回数は変更になる場合があるので、講義中での指示や連絡

に注意すること。１−２年生で学習する微分や積分の基礎知識を持っていること
が望ましい。 

シラバスコード FSP4311 
実務経験のある教員  
達成目標 ３次元座標空間での演算子という考え方に慣れ、その固有方程式（シュレーディ

ンガー方程式）を解くことができるようになること、および、波動関数の確率解
釈、演算子の種々の期待値などが計算できるようになることを目指す。 

受講者へのコメント 量子⼒学はどうしても数学⼒が必要です。積分や微分などがスムーズに理解でき
ることが求まられますので、指数関数や合成関数の微分などもっと計算練習をし
ておく必要がありますね。 

連絡先 金子敏明研究室 ２４号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 講義の内容に関しては、概ね好意的だったとお思います。量子⼒学は考え方が難
しいと感じていると思いますが、皆さんが大体においては理解してくれたと思い
ます。 

英文科目名 Quantum Mechanics I 
関連科目 「量子⼒学の基礎」「量子物性」「量子⼒学Ⅱ」 



次回に向けての改善変更予定 途中の式変形を解説したりして、基礎的事項にも立ち返るようにしていますの
で、シラバスで予定した進度よりは遅れてしまいました。この点は、もう少しゆ
とりを持って立案したいと考えます。 

講義目的 物質が持つ粒子性と波動性という「二重性」を説明した量子⼒学という学問は、
トンネル効果や水素原子が発する光のスペクトルを解明するなど大きな役割を
果たしてきた。現在では、⼒学や電磁気学と同様に現代物理学にとって必要不可
欠な科目になった。この講義では、量子⼒学の考え方をやさしく紹介し、演習な
どを通じてこの学問の考え方を身に付けることを目的とする。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 量子⼒学の誕生について概観する。若干の演習をする。 

2 回 確率波と不確定性について解説する。若干の演習をする。 
3 回 波束の運動が古典⼒学の運動に対応すること（エーレンフェストの定理）に
ついて解説する。若干の演習をする。 
4 回 箱の中の自由粒子に対してシュレーディンガー方程式の解法を解説する。
若干の演習をする。 
5 回 3 次元調和振動子に対してシュレーディンガー方程式の解法を解説する。若
干の演習をする。 
6 回 固有関数の直交性と 3 次元のフーリエ級数、フーリエ変換について解説す
る。若干の演習をする。 
7 回 演算子と物理量、固有値と期待値の関係について解説する。若干の演習をす
る。 
8 回 ここまでの学習内容について中間テストを行い、重要ポイントを解説する。 
9 回 中間テストの講評の後、波動関数と不確定性について解説する。 
10 回 群速度と波束の崩壊について解説する。若干の演習をする。 
11 回 デルタ関数と位置の固有関数、確率の流れについて解説する。若干の演習
をする。 
12 回 3 次元極座標表示でのシュレーディンガー方程式の導出について解説す
る。若干の演習をする。 
13 回 球関数と角運動量、水素原子の波動関数について解説する。若干の演習を
する。 
14 回 球形の箱の中の粒子に対するシュレーディンガー方程式の解法について解
説する。若干の演習をする。 
15 回 3 次元調和振動子に対するシュレーディンガー方程式の解法について解説
する。若干の演習をする。 

準備学習 1 回 教科書の対応する項目を予習しておくこと 
2 回 教科書の対応する項目を予習しておくこと 
3 回 教科書の対応する項目を予習しておくこと 
4 回 教科書の対応する項目を予習しておくこと 
5 回 教科書の対応する項目を予習しておくこと 
6 回 教科書の対応する項目を予習しておくこと 
7 回 教科書の対応する項目を予習しておくこと 
8 回 ここまでの教科書の内容を復習しておくこと 



9 回 教科書の対応する項目を予習しておくこと 
10 回 教科書の対応する項目を予習しておくこと 
11 回 教科書の対応する項目を予習しておくこと 
12 回 教科書の対応する項目を予習しておくこと 
13 回 教科書の対応する項目を予習しておくこと 
14 回 教科書の対応する項目を予習しておくこと 
15 回 教科書の対応する項目を予習しておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FSP4312 
成績評価 講義中での演習、レポートで約３０％、定期試験を主として中間テストも含めた

試験で約７０％の割合で評価する。 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス PA(理)(06〜12),PB(理)(06〜12) 
見出し FSP4312 応用数学 
担当教員名 金子 敏明 
単位数 2 
教科書 「工科の数学 線形代数（第２版）」⽥代嘉宏著（森北出版）（第 4 章から） 
アクティブラーニング  
キーワード 行列、行列式、連立一次方程式、逆行列、クラーメルの公式、一次変換、固有値、

行列式の展開、余因子 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 応用数学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「ラプラス変換とフーリエ変換」 ⽥代嘉宏 著 （森北出版） 
授業形態 講義 
注意備考 中間テストを行う講義回数は変更になる場合があるので、講義中での指示や連絡

に注意すること 
シラバスコード FSP4312 
実務経験のある教員  
達成目標 行列の積や行列式の計算ができて、連立一次方程式の解を行列式を使って求める

ことができる。 
行列式の展開公式から逆行列を求めることができる。 
掃きだし法によって逆行列や連立方程式の解を求めることができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 金子敏明研究室 ２４号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Applied Mathematics 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 物理学を理解する上で必要となる基礎的な線形代数学をわかりやすく講義する。

特に、初心者が間違えやすい点を注意しながら行列に関する計算方法を習得させ
ることを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 行列の定義、および行列の和と積の演算について解説した後に若干の演習



をする。 
2 回 行列と一次変換について解説した後に若干の演習をする。 
3 回 連立一次方程式の解法を解説した後に若干の演習をする。 
4 回 逆行列および一次変換の逆変換について解説した後に若干の演習をする。 
5 回 行列式の定義とその性質について解説した後に若干の演習をする。 
6 回 行列式の展開について解説した後に若干の演習をする。 
7 回 これまでの学習内容に関するまとめのテスト（中間テスト）を行い、重要ポ
イントのみを解説する。 
8 回 中間テストの内容を中心に個別指導を行い、若干の演習をする。 
9 回 逆行列について解説した後に若干の演習をする。 
10 回 クラーメルの公式による連立一次方程式の解法について解説した後に若干
の演習をする。 
11 回 掃きだし法による連立方程式の解法を解説した後に若干の演習をする。 
12 回 掃きだし法による逆行列の求め方を解説した後に若干の演習をする。 
13 回 連立同次一次方程式について解説した後に若干の演習をする。 
14 回 ベクトルの外積について解説した後に若干の演習をする。 
15 回 行列の固有値について解説した後に若干の演習をする。 

準備学習 1 回 整数や分数の四則演算（掛け算、引き算、足し算、割り算）に慣れておくこ
と。 
2 回 整数や分数の四則演算、写像という考え方に慣れておくこと。 
3 回 数字と文字を含んだ四則演算に慣れておくこと。 
4 回 これまでの学習内容を復習して行列の表現に慣れておくこと。 
5 回 四則演算に慣れておくこと。教科書の対応する箇所を予習しておくこと。 
6 回 教科書の対応する箇所を予習しておくこと。 
7 回 これまで学した内容に関する練習問題を自習しておくこと。 
8 回 自分が間違えたところ、理解できなかったところを把握しておくこと。 
9 回 教科書の対応する箇所を予習しておくこと 
10 回 教科書の対応する箇所を予習しておくこと 
11 回 教科書の対応する箇所を予習しておくこと 
12 回 教科書の対応する箇所を予習しておくこと 
13 回 教科書の対応する箇所を予習しておくこと 
14 回 教科書の対応する箇所を予習しておくこと 
15 回 今までの学習内容を復習しておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FSP4511 
成績評価 中間テストを 50 点満点とした評価を x 点とし、定期試験の満点を(100-x)点に換

算した値を y 点とし、それらの合計点 x+y で評価する。 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス PA(理)(06〜10),PB(理)(06〜10) 
見出し FSP4511 計測工学 
担当教員名 中川 益生 
単位数 2 
教科書 木村・吉⽥・村⽥ 共著 ・ 「計測システム工学」 ・ 朝倉書店 
アクティブラーニング  
キーワード 計測、センサ、感度、精度、確度、誤差 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 計測工学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 山越憲一・⼾川達男 共著 ・ 「生体用センサと計測装置」 ・ コロナ社塩山忠義 

著 「センサの原理と応用」森北出版 
授業形態 講義 
注意備考 できるだけ、「システム工学」を履修していることが望ましい。最終試験は、１５

回の全ての講義が終了した後に実施する。日時については授業中に指示する。 
シラバスコード FSP4511 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) 計測の基礎となる統計的な理論を学ぶ。 

(2) 様々なセンサの動作原理を理解する。 
(3) 具体的な物理量・化学量の計測方法に関する知識を修得する。 

受講者へのコメント  
連絡先 中川益生研究室 ２号館 2 階 masuo@dap.ous.ac.jpPhone: 086-256-9450 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Instrumentation Engineering 
関連科目 システム工学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 計測は科学の基盤技術といえる。工業用・医用機器やシステムにおいても、計測

は重要であり、それを学問的・技術的に理解し応用できる能⼒を身につけること
を目的とする。これまでに学んだ物理学の基礎知識に基づき、体系的に種々の工
業計測・生体計測について学ぶ。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  計測の基本事項 



2 回  計測システムの静特性 
3 回  計測データの統計処理 
4 回  機構運動学の利用 
5 回  材料⼒学の利用 
6 回  流体⼒学の利用 
7 回  熱⼒学の利用 
8 回  これまでのまとめと中間テスト 
9 回  光・音響学の静的利用 
10 回  機械⼒学の利用 
11 回  電磁気学の利用Ⅰ 
12 回  電磁気学の利用Ⅱ 
13 回  光・音響学の動的利用 
14 回  電気化学の利用 
15 回  これまでのまとめと復習 

準備学習 1 回  シラバスをよく確認して、学習の過程を把握しておくこと 
2 回  テキストの p.1〜10 をよく読んで、予習しておくこと 
3 回  テキストの p.132〜136 と p.143 ょよく読んで、予習しておくこと 
4 回  テキストの p.18〜25 をよく読んで、予習しておくこと 
5 回 テキストの p.25〜30 をよく読んで、予習しておくこと 
6 回  テキストの p.30〜40 をよく読んで、予習しておくこと 
7 回  温度や熱の測定方法について調べておくこと 
8 回  これまでの講義内容について復習しておくこと 
9 回  テキストの p.40〜48 をよく読んで、予習しておくこと 
10 回  テキストの p.49〜57 をよく読んで、予習しておくこと 
11 回  テキストの p.57〜67 をよく読んで、予習しておくこと 
12 回  テキストの p.67〜79 をよく読んで、予習しておくこと 
13 回  テキストの p.79〜90 をよく読んで、予習しておくこと 
14 回  電池の原理について調べておくこと 
15 回  これまでの授業内容について復習しておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FSP4512 
成績評価 講義中の演習、レポートなどが約３０％、中間テストと定期試験が約７０％の割

合で評価する。 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス PA(理)(〜10) 
見出し FSP4512 量子⼒学Ⅱ 
担当教員名 金子 敏明 
単位数 2 
教科書 小出昭一郎著 「量子⼒学（Ⅰ）」（改訂版）（裳華房）（第５章以降を中心に講義

する） 
アクティブラーニング  
キーワード 摂動論、変分法、スピン角運動量、ゼーマン効果、粒子の散乱、ボルン近似 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 量子⼒学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「量子物理」望月和子著（オーム社）、「新版 量子⼒学 上、下」シッフ著（井

上訳）（吉岡書店）など発行されている多数の「量子⼒学」の図書で、対応する箇
所を参照してください。 

授業形態 講義 
注意備考 内容の関連性から、量子⼒学Ⅰを履修していることが要求される。基礎数学の微

分積分、合成関数の微分公式などの知識が要求される。中間テストを行う講義回
数は変更になる場合があるので、講義中での指示や連絡に注意すること 

シラバスコード FSP4512 
実務経験のある教員  
達成目標 演算子に慣れると同時に、やや高度な３次元の波動関数を使った微分積分がで

き、種々の演算子の期待値や遷移確率が計算できるようになることを目標とす
る。 

受講者へのコメント  
連絡先 金子敏明研究室 ２４号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Quantum Mechanics II 
関連科目 「量子⼒学Ⅰ」、「量子物性」、「量子⼒学の基礎」 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 この講義では、量子⼒学Ⅰの内容を引き継いでさらに発展させた項目を講義す

る。水素原子や調和振動子、井⼾型ポテンシャル以外は波動方程式を厳密に解く
ことは不可能である。そのため、摂動論や変分法による近似的解法を学ぶ。また、



粒子の散乱、ゼーマン効果、電子スピンなどを学ぶ。これによって、確率波とし
ての波動関数に親しみ、量子⼒学の底⼒を知り、この学問を使えるようになるこ
とが講義の目的である。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 ラザフォード散乱の古典論について解説する。若干の演習をする。 

2 回 トンネル効果について解説する。若干の演習をする。 
3 回 散乱問題をボルン近似で解く方法を解説する。若干の演習をする。 
4 回 ラザフォード散乱の波動⼒学的扱いについて解説する。若干の演習をする。 
5 回 定常状態に対する摂動論（縮退のない場合）について解説する。若干の演習
をする。 
6 回 摂動論を水素原子の分極率に適用する方法について解説する。若干の演習
をする。 
7 回 摂動論を非調和振動子に適用する方法について解説する。若干の演習をす
る。 
8 回 ここまでの学習内容についてテスト（中間テスト）を行い、重要事項を解説
する。 
9 回 定常状態に対する摂動論（縮退がある場合）について解説する。若干の演習
をする。 
10 回 励起水素原子のシュタルク効果について解説する。若干の演習をする。 
11 回 変分原理とその応用について解説する。若干の演習をする。 
12 回 スピン角運動量とその固有関数について解説する。若干の演習をする。 
13 回 スピン軌道相互作用と角運動量の合成について解説する。若干の演習をす
る。 
14 回 正常ゼーマン効果とラーマーの歳差運動について解説する。若干の演習を
する。 
15 回 異常ゼーマン効果について解説する。若干の演習をする。 

準備学習 1 回 教科書の対応する項目の予習をしておくこと 
2 回 教科書の対応する項目の予習をしておくこと 
3 回 教科書の対応する項目の予習をしておくこと 
4 回 教科書の対応する項目の予習をしておくこと 
5 回 教科書の対応する項目の予習をしておくこと 
6 回 教科書の対応する項目の予習をしておくこと 
7 回 教科書の対応する項目の予習をしておくこと 
8 回 これまでの学習内容を復習しておくこと 
9 回 教科書の対応する項目の予習をしておくこと 
10 回 教科書の対応する項目の予習をしておくこと 
11 回 教科書の対応する項目の予習をしておくこと 
12 回 教科書の対応する項目の予習をしておくこと 
13 回 教科書の対応する項目の予習をしておくこと 
14 回 教科書の対応する項目の予習をしておくこと 
15 回 教科書の対応する項目の予習をしておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FSP45A2 
成績評価 レポート提出（50％）、演習内容の発表（50％）によって評価する。 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス PA(理)(〜12),PB(理)(〜12) 
見出し FSP45A2 地球型惑星の歴史と物質科学 
担当教員名 豊⽥ 新、能美 洋介、畠山 唯達、蜷川 清隆、⻄⼾ 裕嗣、板谷 徹丸、兵

藤 博信 
単位数 2 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード 地球史 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 地球型惑星の歴史と物質科学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 岩波講座 地球惑星科学１−１４ 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSP45A2 
実務経験のある教員  
達成目標 ４６億年の地球史概略と歴史を調べる年代測定法を理解し、それに密接に関連す

る地球惑星の構成物質の分析法について理解する． 
受講者へのコメント  
連絡先 新 6 号館 2 階 板谷徹丸研究室 itaya@rins.ous.ac.jp 

26 号館 3 階 ⻄⼾裕嗣研究室 nishido@rins.ous.ac.jp 
26 号館 3 階 豊⽥ 新研究室 toyoda@dap.ous.ac.jp 
1 号館 3 階 蜷川清隆研究室 ninagawa@dap.ous.ac.jp 
アイソトープ実験施設 2 階 兵藤博信研究室 hhyodo@rins.ous.ac.jp 
21 号館 6 階 能美洋介研究室 y_noumi@big.ous.ac.jp 
11 号館 5 階 畠山唯達 hatake@center.ou 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 なし 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 地球環境の問題がクローズアップされている現代において、過去の地球・惑星の

歴史を調べることが、未来予測につながる。地球型惑星の歴史とそれを構成する
物質について学び、歴史を調べる年代測定法について講義と演習を行う。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 地球型惑星の歴史（１）隕石と太陽系誕生史について学ぶ。（蜷川） 

2 回 地球型惑星の歴史（２）地球の形成と進化について学ぶ。（板谷） 
3 回 地球型惑星の歴史（３）⼈類の発生と進化・環境変動史・捕獲電子年代測定
法について学ぶ。（豊⽥） 
4 回 地球型惑星の要素（１）岩石と鉱物について学ぶ。（⻄⼾） 
5 回 地球型惑星の要素（２）地球内部構造について学ぶ。（兵藤） 
6 回 年代測定法（１）同位体年代測定法について学ぶ。（板谷） 
7 回 年代測定法（２）フィッショントラック年代測定法について学ぶ。（能美） 
8 回 年代測定法（３）古地磁気年代推定法について学ぶ。（畠山） 
9 回 地球惑星構成物質分析法・X 線回折について学ぶ。（小林） 
10 回 年代測定・解析演習（1）（板谷，豊⽥，兵藤，能美，蜷川，⻄⼾） 
年代測定・解析演習を行う。 
11 回 年代測定演習・解析（2）（板谷，豊⽥，兵藤，能美，蜷川，⻄⼾） 
年代測定・解析演習を行う。 
12 回 年代測定演習・解析（3）（板谷，豊⽥，兵藤，能美，蜷川，⻄⼾） 
年代測定・解析演習を行う。 
13 回 年代測定演習・解析（4）（板谷，豊⽥，兵藤，能美，蜷川，⻄⼾） 
年代測定・解析演習を行う。 
14 回 演習内容発表会準備（板谷，豊⽥，兵藤，能美，蜷川，⻄⼾） 
年代測定・解析演習発表準備を行う。 
15 回 演習内容発表会（全担当教員） 
年代測定・解析演習発表を行う。 

準備学習 1 回 太陽系の構成を調べておくこと 
2 回 地球の歴史を調べておくこと 
3 回 第四紀とは何か、⼈類とは何かについて調べておくこと 
電子スピン共鳴について調べておくこと 
4 回 地殻をつくる岩石は 10 種類ほどの造岩鉱物から構成されている。どのよう
なものがあるか調べておくこと 
5 回 地震波(P 波, S 波)について調べておくこと 
6 回 放射性同位元素について調べておくこと 
7 回 フィッショントラックについて調べておくこと 
8 回 古地磁気について調べておくこと 
9 回 X 線回折について調べておくこと 
10 回 配布されたプリントを調べておくこと 
11 回 配布されたプリントを調べておくこと 
12 回 配布されたプリントを調べておくこと 
13 回 配布されたプリントを調べておくこと 
14 回 演習 4 回分の内容を整理しておくこと 
15 回 発表内容を把握し口頭発表練習をしておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FSP4711 
成績評価 定期試験 (90%) で評価する。ただし、レポート提出などの平常点 (10%) も考

慮する。 
曜日時限 木曜日 7・8 時限 
対象クラス PB(理)(06〜09) 
見出し FSP4711 臨床医学総論Ⅲ 
担当教員名 早川 昌志＊ 
単位数 2 
教科書 井村裕夫 編：”わかりやすい内科学”、文光堂 
アクティブラーニング  
キーワード 消化器、肝臓、膵臓、胆道、胆嚢、内分泌、代謝 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 臨床医学総論Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義にて適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 解剖学、生理学、生化学、免疫学および病理学などの基礎医学を十分復習してお

くこと。 
シラバスコード FSP4711 
実務経験のある教員  
達成目標 消化器疾患、内分泌疾患、代謝疾患の代表的なものについてその概念、臨床症状、

検査所見、治療および予後などについて説明できる。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introduction to Clinical Medicine III 
関連科目 病理学、免疫学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 消化器疾患、内分泌疾患および代謝疾患についての講義を行う。 
対象学年 4 年 
授業内容 1 回  内科学疾患へのアプローチ：症候と病態生理 

2 回  全身性疾患の病態生理 
3 回  応急・救急処置 
4 回  消化管疾患へのアプローチ、食道疾患 
5 回  胃腸疾患 
6 回  肝疾患へのアプローチ、肝炎 



7 回  その他の肝疾患 
8 回  胆嚢・胆道疾患へのアプローチ 
9 回  膵疾患へのアプローチ 
10 回  内分泌疾患へのアプローチ、視床下部・下垂体疾患 
11 回  甲状腺・副甲状腺疾患 
12 回  代謝・栄養疾患へのアプローチ、糖尿病 
13 回  糖尿病 
14 回  その他の代謝・栄養疾患 
15 回  まとめと総復習 

準備学習 1 回  基礎医学科目（とくに、病理学、免疫学）の復習をしておくこと 
2 回  病理学の病態論について復習しておくこと 
3 回  救急救命の講習会で習ったことを復習しておくこと 
4 回  上部消化管の病態を復習しておくこと 
5 回  上部消化管の病態を復習しておくこと 
6 回  肝臓の機能と病態について復習しておくこと 
7 回  肝臓の機能と病態について復習しておくこと 
8 回  胆嚢、胆道の機能と病態について復習しておくこと 
9 回  膵臓の機能と病態について復習しておくこと 
10 回  内分泌の機能と病態について復習しておくこと 
11 回  内分泌の機能と病態について復習しておくこと 
12 回  生化学の代謝について復習しておくこと 
13 回  糖代謝について復習しておくこと 
14 回  脂質、タンパク質、核酸の代謝について復習しておくこと 
15 回  第１回から第１４回までの内容を復習しておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FSP47D2 
成績評価 レポート(30%)・発表(30%)・ポートフォリオ(20%）・試験(20%）により評価す

る。 
曜日時限 木曜日 7・8 時限 
対象クラス PA(理)(10〜11) 
見出し FSP47D2 教職基礎演習 
担当教員名 森 嘉久、齋藤 達昭、山崎 正之、若村 国夫、小林 祥一、曽我 雅比児、

山口 一 
単位数 1 
教科書 特になし。 
アクティブラーニング  
キーワード 理数系教員 理数系教員養成プロジェクト(基礎理学科：理数系教員コース)の必

須科目 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 教職基礎演習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜、紹介する。 
授業形態 演習 
注意備考 この講義は教職に関連した講義なので、原則として 2 年前期終了時に全科目の旧

GPA が 2.5（新 GPA1.6）以上の学生のみ受講できる。この講義は、主に演習形
式で実施する予定であるので、受講生が多い場合は⼈数制限をする。卒業生など
による講演の講義があるので、土曜日に開講することがある。この講義は、理数
系教員養成プロジェクト(基礎理学科：理数系教員コース)を希望する⼈の必須科
目である。ただし、このプロジェクトに参加しなくても各学科で定められた科目
の単位を修得すれば教員免許を取得できます。プロジェクトに参加した学生 

シラバスコード FSP47D2 
実務経験のある教員  
達成目標 １）自分の意見をまとめて文章にする能⼒。 

１）自分の意見をわかりやすく発表する能⼒。 
２）他の⼈に意見に聞く姿勢。 
３）他者と協⼒する能⼒。 
４）自己評価する能⼒ 自分のポートフォリオを作る。 
５）教職の基礎的素養を獲得する。 
６）情報収集⼒、問題解決⼒、チームワーク、コミュニケーション⼒などの学士
⼒を身につける。 

受講者へのコメント  
連絡先 プロジェクト メールアドレス 

山口一裕(yamaguti(アットマーク)std.das.ous.ac.jp) 
森嘉久(mori(アットマーク)das.ous.ac.jp) 



合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 教職科目(Ｃ群）、理数系教員養成プロジェクト関連科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 この講義は理数系教員養成プロジェクト(基礎理学科：理数系教員コース)のオリ

エンテーション科目です。このプロジェクトは、将来絶対に教職に就きたい⼈に
対して実施されるプロジェクトです。この講義では、教員を目指している理由、
教師に必要な資質や理想の教師像などを自分で考えて、同じく教職を目指してい
るグループで発表、討論することにより、明確な目標意識を持ってもらうことを
目的としています。いままでの学生生活を自己評価するとともに、教員を目指す
ためにこれからどのような大学生活のプランを考えたらよいのかを考えましょ
う。プ 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：理数系教員養成プロジェクト(基礎理学科：理数系教

員コース）とは。自分の歴史であるポートフォリオを作成する。また、SNS を活
用して参加者のネットワークを作成する。 
2 回 苦手分野の把握を目的とした試験を実施する。また「なぜ教師を目指すの
か？」をテーマにグループディスカッション・発表を実施する。 
3 回 前回実施した試験の解説を行った後、教員採用の現状説明を行い、理数系教
員になるためには今どんな勉強をすべきなのかを検討する。 
4 回 中学校の教科書を調べることにより、実際に教える際どのような困難があ
るか、またどのような工夫が必要か、今どのようなことを身につけておかなけれ
ばならないか、などに関するグループディスカッションと代表による発表を実施
する。 
5 回 現役 OB 教員もしくは退職した教員の講演会を実施する。 
6 回 前回の講演内容をもとにして、学校の抱える問題点についてのグループデ
ィスカッションを実施し、発表させる。 
7 回 教職に就くためには今何をしたらよいのか、をテーマに、教職をめざしてい
る４年生の講演会を開催し、それをもとに感想およびこれからの大学での生活計
画をレポートにまとめさせる。 
8 回 「将来どんな教師になりたいのか」をテーマとしたレポート作成・発表を実
施する。ポートフォリオの回収も実施する。 

準備学習 1 回 このシラバスを読んで、授業内容を把握しておくこと。 
2 回 教員を目指している理由をまとめておくこと。 
3 回 自分が受験したい県の採用状況や過去の教員採用試験問題の傾向を調べて
おくこと。 
4 回 教師に必要な資質とは何か、理想の教師像についてレポートにまとめてお
くこと。 
5 回 現在学校が抱える問題点について調べておくこと。 
6 回 前回の講演をもとに、学校が抱える問題点について自分の考えをまとめて



おくこと。 
7 回 これからの大学での生活計画を考えておくこと。 
8 回 教師に必要な資質とは何か、理想の教師像についてまとめておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSP4912 
成績評価 講義中の小テスト (20%) および定期試験 (80%) により評価する。 
曜日時限 木曜日 9・10 時限 
対象クラス PB(理)(06〜10) 
見出し FSP4912 薬理学 
担当教員名 尾上 洋＊、立野 朋志＊ 
単位数 2 
教科書 疾病のなりたちと回復の促進[2] 薬理学／大⿅英世，吉岡充弘，井関健／医学書

院 
アクティブラーニング  
キーワード 抗生剤，抗がん剤，抗アレルギー薬，抗炎症薬，麻酔薬，強心剤，高血圧薬，鎮

咳剤，胃腸薬 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 薬理学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義にて適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 解剖学，生化学についてよく復習しておくこと。 
シラバスコード FSP4912 
実務経験のある教員  
達成目標 各種薬物の投与から吸収，分布，代謝，排泄，薬効におよぼす因子、副作用、薬

品管理などを説明できる。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Pharmacology 
関連科目 解剖学を履修していることが望ましい。 

生化学を履修していることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 臨床工学技士国家試験合格を目標。臨床工学技士として臨床現場において必要な

薬物知識を薬物の投与から吸収，分布，代謝，排泄，薬効におよぼす因子，薬物
中毒の仕組，薬品管理など総論の理解をもとに治療用薬物の作用機序や有害作用
など各論について進行する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 総論：薬理作用のしくみ 

2 回 薬物投与経路，薬物の体内動態 



3 回 薬効に及ぼす因子 
4 回 免疫治療薬 
5 回 抗アレルギー薬 
6 回 抗炎症薬 
7 回 末梢神経系に作用する薬物 
8 回 中枢神経系に作用する薬物 
9 回 薬物中毒のしくみ、薬品管理 
10 回 感染症薬、抗がん薬 
11 回 心臓・血管系に作用する薬物 
12 回 呼吸器・消化器などに作用する薬物 
13 回 血液に作用する薬物 
14 回 薬物代謝に作用する薬物 
15 回 救急の際に作用される薬物、消毒薬 

準備学習 1 回 医療で用いられる薬剤にどのようなものがあるか調べておくこと 
2 回 肝臓および腎臓の機能を復習しておくこと。 
3 回 生化学について復習しておくこと 
4 回 免疫について復習すること 
5 回 アレルギーについて復習しておくこと 
6 回 炎症について復習すること 
7 回 末梢神経系の機能について復習すること 
8 回 中枢神経系の機能について復習しておくこと。 
9 回 薬物の副作用について調べていくこと 
10 回 心臓および血管の機能について復習しておくこと 
11 回 心臓および血管の機能について復習しておくこと 
12 回 呼吸器および消化器の機能について復習しておくこと 
13 回 血液の成分・役割について復習しておくこと 
14 回 ヒトの代謝について復習しておくこと 
15 回 救急医療の講習会で習ったことを復習しておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FSP5111 
成績評価 課題提出２０％、小テストの結果３０％、定期試験５０％により評価する。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス PA(理)(〜11) 
見出し FSP5111 熱⼒学 
担当教員名 藤井 佳子 
単位数 2 
教科書 熱・統計⼒学の考え方／砂川重信／(岩波書店) 
アクティブラーニング  
キーワード 熱⼒学第１法則、熱⼒学第２法則、内部エネルギー、エントロピー 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「空調設備が効きすぎて寒い」という記述が一⼈の学生さんよりありました。空

調の切り替えは授業の始めと中間に行っていますが、寒い場合は授業中でも席を
移動してください。 

科目名 熱⼒学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 大学演習 熱学・統計⼒学／久保亮五／(裳華房) 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSP5111 
実務経験のある教員  
達成目標 熱⼒学第１法則、熱⼒学第２法則の内容をよく理解すること。エントロピーがど

のようにして導入されたかを理解すること。 
受講者へのコメント 熱⼒学は、⼒学や電磁気学に比べて一般に解りにくいと言われています。これは、

熱⼒学が非常に多数の粒子からなる系を対象とするからですが、熱⼒学の考え方
は、物資の熱的振舞いを全体として捉えるのに大変有用です。考え方に慣れるこ
とが大事ですので、復習を行って下さい。 

連絡先 １号館２階 藤井研究室 086-256-9470 yoshiko@dap.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この分野への理解が深まったとの回答が約 83％で良好でした。授業への出席状
況は良好でしたが、予習や復習にかける時間は少なかったようです。予習や復習
をして自分で考えることにより理解は一層深まります。 

英文科目名 Thermodynamics 
関連科目 熱統計物理（後期）の履修が望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 物質の熱的な性質を巨視的な立場から議論する。熱⼒学第１法則として、熱量を

含めたエネルギー保存則を与え、熱⼒学第２法則を通して、エントロピーを導入
する。エントロピーの概念を把握することが、この講義の大きな目的の一つでも



ある。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 熱平衡状態と温度について説明する。 

2 回 状態変数と状態方程式について説明する。 
3 回 熱と仕事、熱の仕事当量について説明する。 
4 回 内部エネルギーについて述べ、熱⼒学第１法則について説明する。 
5 回 仕事の状態量による表現について述べ、等圧過程、等温過程、断熱過程につ
いて説明する。 
6 回 等積比熱、等圧比熱およびマイヤーの関係式について説明する。 
7 回 熱機関、カルノ・ーサイクル、熱効率について説明する。 
8 回 クラウジウスの原理、トムソンの原理について述べ、熱⼒学の第２法則につ
いて説明する。 
9 回 熱⼒学第２法則から熱⼒学的絶対温度が定義されることを説明する。 
10 回 クラウジウスの関係式から、エントロピーという量が導かれることについ
て説明する。 
11 回 体系の状態量だけで表現される熱⼒学の基本法則について説明する。 
12 回 内部エネルギー、エンタルピー、ヘルムホルツの自由エネルギー、ギブス
の自由エネルギーについて説明する。 
13 回 熱⼒学的諸関数の間に成立つ関係式を導き、それらの式のもつ意味につい
て説明する。 
14 回 熱⼒学の適用例として、マクスウェルの規則、クラペイロンークラウジウ
スの式、ジュールートムソン効果について説明する。 
15 回 不可逆過程について説明する。 

準備学習 1 回 各種温度計の原理について調べておくこと。 
2 回 理想気体の状態方程式について調べておくこと。 
3 回 仕事の単位について調べておくこと。 
4 回 熱の仕事当量について調べておくこと。 
5 回 微少量の表し方について調べておくこと。 
6 回 等積過程、等圧過程について調べておくこと。 
7 回 熱機関について調べておくこと。 
8 回 可逆過程について調べておくこと。 
9 回 温度目盛について調べておくこと。 
10 回 クラウジウスの関係式について調べておくこと。 
11 回 熱⼒学第１法則、第２法則について理解しておくこと。 
12 回 内部エネルギーについて調べておくこと。 
13 回 いろいろな熱⼒学的エネルギーについて調べておくこと。 
14 回 クラペイロンークラウジウスの式について調べておくこと。 
15 回 エントロピーについて理解しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSP5112 
成績評価 実験テーマごとのレポート提出 60%、小テスト 10％および口頭試問 30%により

成績を評価する。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス PB(理)(06〜11) 
見出し FSP5112 基礎医学実習 
担当教員名 川端 晃幸、浅原 佳江＊、竹本 和憲＊ 
単位数 1 
教科書 実習指導書またはプリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 臓器、組織、血液、腎機能、透析、医用画像 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 基礎医学実習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 実習中に適宜指示する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 実習に必要なものはオリエンテーションのときに指示する。実習を欠席した場合

は補充実習が必要となる。 
シラバスコード FSP5112 
実務経験のある教員  
達成目標 臨床現場で実際に行われている検査や手技の原理を理解し、その実践的技術を習

得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 川端研究室（１号館２階）kawabata@dap.ous.ac.jp あるいは医用科学教育センタ

ー（２６号館５階）086-256-8605 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Basic Medical Laboratory 
関連科目 解剖学、生化学、生理学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 実習を通して医学の基本的原理を学び、授業で教わった知識の理解を深める。ま

た、⼈体材料の取り扱いや性質を理解し、授業よりもより実践的な技術を習得す
る。特に、この実習では臨床工学技士として必要な知識および技術を重視した実
習を行う。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  実習のグループ分け、内容説明、予定および注意点などのオリエンテーシ

ョンを行う。 



（川端晃幸、浅原佳江、竹本和憲） 
2 回  緩衝液の作製とその機能について学ぶ。 
（川端晃幸、浅原佳江、竹本和憲） 
3 回  生体内物質の生化学測定を行う。 
（川端晃幸、浅原佳江、竹本和憲） 
4 回  透析実験を行う。 
（川端晃幸、浅原佳江、竹本和憲） 
5 回  ダイアライザーの性能評価を行う。 
（川端晃幸、浅原佳江、竹本和憲） 
6 回  腎機能について学ぶ。 
（川端晃幸、浅原佳江、竹本和憲） 
7 回  ⼈体模型による各部の観察を行う。 
（川端晃幸、浅原佳江、竹本和憲） 
8 回  医用画像の観察を行う。 
（川端晃幸、浅原佳江、竹本和憲） 
9 回  血圧および脈拍測定と聴診を行う。 
（川端晃幸、浅原佳江、竹本和憲） 
10 回  組織標本の作製を行う。 
（川端晃幸、浅原佳江、竹本和憲） 
11 回  組織標本の HE 染色と顕微鏡観察を行う。 
（川端晃幸、浅原佳江、竹本和憲） 
12 回  末梢血塗末標本の作製とメイ・ギムザ染色を行う。 
（川端晃幸、浅原佳江、竹本和憲） 
13 回  血液の顕微鏡観察を行う。 
（川端晃幸、浅原佳江、竹本和憲） 
14 回  補充実習を行う。補充実習の必要ない受講者はレポートの作成とその内
容の質疑応答を行う。 
（川端晃幸、浅原佳江、竹本和憲） 
15 回 実習内容のまとめと確認の小テストを行い、そのあと口頭試問する。 
（川端晃幸、浅原佳江、竹本和憲） 

準備学習 1 回  基礎医学科目の内容を復習しておくこと。 
2 回  緩衝液についてしらべておくこと。 
3 回  測定する生体内物質の性質を調べておくこと。 
4 回  透析の原理について調べておくこと。 
5 回  ダイアライザーの構造について調べておくこと。 
6 回  腎臓の構造と機能について復習しておくこと。 
7 回  ⼈体の構造と機能について復習しておくこと。 
8 回  画像化の原理について復習しておくこと。 
9 回  循環器系の生理について復習しておくこと。 
10 回  さまざまな組織の構造について復習しておくこと。 
11 回  さまざまな組織の構造について復習しておくこと。 
12 回  血液の構成について復習しておくこと。 



13 回  各種血球成分について復習しておくこと。 
14 回  すでに実習の終了しているメンバーから内容を説明してもらっておくこ
と。 
15 回 第１回から第１４回までの内容を復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSP5122 
成績評価 講義時間内に行う中間テストの評価を 50 点満点とし、100 点からその評価点を

差し引いた残りを、定期試験の満点に換算し、中間テストと定期試験の合計点を
評価点とする。 

曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス PA(理)(06〜10) 
見出し FSP5122 流体⼒学 
担当教員名 中川 益生 
単位数 2 
教科書 飯⽥明由・小川隆申・武居昌宏 共著 「基礎から学ぶ流体⼒学」 オーム社 
アクティブラーニング  
キーワード 流体、⼒学、圧⼒、流速、粘性 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 流体⼒学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 有⽥正光 著 「流れの科学」東京電機大学出版局 
授業形態 講義 
注意備考 簡単な線形微分方程式の解法を理解しておくこと。 
シラバスコード FSP5122 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) 流体⼒学の基礎理論を理解する。 

(2) 流体⼒学に関わる物理量を理解する。 
(3) 流体⼒学の基礎方程式を理解する。 
(4) 様々な流体に関わる現象を数学的に取り扱う方法を学ぶ。 

受講者へのコメント  
連絡先 中川益生研究室 ２号館 2 階 masuo@dap.ous.ac.jpPhone: 086-256-9450, 質問

は金曜日の昼休みに 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Fluid Dynamics 
関連科目 微分積分学・⼒学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 産業用・医療用・家電用などの多くの機器において、流体⼒学が応用されている。

航空機の他にも、化学プラントにおける原料輸送システム、洗濯機や掃除機、⼈
工心臓などさまざまな応用機器がある。これらの機器の動作機構を理解するため
には、流体⼒学の知識が不可欠である。本講義においては。流体⼒学の複雑な数
学的処理をなるべく避け、図式的、直感的に本質を理解させることに努め、流体



に関する知識と応用⼒を身に付けることを目指す。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  流体⼒学の応用分野 

2 回  流体の物理的性質 
3 回  流体の静⼒学Ⅰ 圧⼒ 
4 回  流体の静⼒学Ⅱ 浮⼒ 
5 回  流体の基礎式Ⅰ 連続の式 
6 回  流れの基礎式Ⅱ ベルヌーイの定理 
7 回  流れの基礎式Ⅲ 運動量の式 
8 回  これまでのまとめと中間テスト 
9 回  層流Ⅰ 粘性・レイノルズ数 
10 回  層流Ⅱ ポアズイユの法則 
11 回  管内の乱流Ⅰ 乱流 
12 回  管内の乱流Ⅱ 圧⼒損失 
13 回  揚⼒と抗⼒ 
14 回  相似則 
15 回  例題・章末問題の演習 

準備学習 1 回  シラバスをよく確認し、学習過程を把握しておくこと 
2 回  テキストの第 1 章をよく読んで、内容を把握しておくこと 
3 回  テキスト 2.1〜2.6 をよく読んで、内容を把握しておくこと 
4 回  テキスト 2.9 をよく読んで、内容を把握しておくこと 
5 回  テキスト 3.1〜3.3 をよく読んで、内容を把握しておくこと 
6 回  テキスト 3.4〜3.6 をよく読んで、内容を把握しておくこと 
7 回  テキスト 3.7〜3.8 をよく読んで、内容を把握しておくこと 
8 回  これまでの学習内容を復習して、例題の解法を理解すること 
9 回  テキスト 4.1〜4.2 をよく読んで、内容を把握しておくこと 
10 回  テキスト 4.3〜4.5 をよく読んで、内容を把握しておくこと 
11 回  テキスト 5.1〜5.2 をよく読んで、内容を把握しておくこと 
12 回  テキスト 5.5〜5.6 をよく読んで、内容を把握しておくこと 
13 回  テキスト 6.1〜6.3 をよく読んで、内容を把握しておくこと 
14 回  テキスト 6.6 をよく読んで、内容を把握しておくこと 
15 回  これまでの例題・章末問題を復習しておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FSP5311 
成績評価 提出課題・定期試験を総合的に評価する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス PA(理)(07〜12),PB(理)(07〜12) 
見出し FSP5311 コンピュータ入門Ⅰ 
担当教員名 米⽥ 稔 
単位数 2 
教科書 吉⽥郁子著：初歩から学ぶ情報リテラシー-Windows7/Office2007 版-･培風館 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特になし。 
科目名 コンピュータ入門Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 講義 
注意備考 ・１⼈１台のＰＣを使用し、実習に重点を置いて講義する。 

・指定の WEB サーバにネットワーク（OUSNET)を介してアクセスし、講義資
料の配布や課題提出をおこなう。 

シラバスコード FSP5311 
実務経験のある教員  
達成目標 ・コンピュータおよびネットワークの基本的な仕組みを理解しそれらを活用でき

ること。 
・コンピュータを用いて基本的な文書作成方法を修得すること。 
・ホームページ作成言語（HTML)を用いて、各自のホームページを作成できる
こと。 

受講者へのコメント コンピュータは文房具と同じように身近なツールになりました。ホームページや
文書作成を通じて、コンピュータを有効に利用してください。情報処理分野を深
く学習したい学生は、情報処理分野の専門科目の受講を勧めます。 

連絡先 米⽥研究室（1 号館１階) 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 本講義は一⼈一⼈がコンピュータを操作するといった実習的割合が大きいこと
を特徴としています。受講生の出席率が高く、大半の受講生が複数回の課題を通
じて、コンピュータを利用した情報処理分野の基礎知識を収得することができた
と思われます。総合評価の３項目でも概ね良好であったようです。ただし、講義
に満足感を得られないとの意見もありました。一因として、本講義は教職免許等
の資格取得のための必須科目であるため、情報処理分野の知識の復習なった可能
性があります。 



英文科目名 Introduction to Computer Science I 
関連科目 「コンピュータ入門 II」と同時に受講することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 コンピュータが便利なツールの一つであることを紹介し、積極的に実習に取組め

るように、実習課題を検討したい。 
講義目的 コンピュータは科学計算の世界から離れ、一般社会に広く浸透し、今日では文系

や理系に関わらず、コンピュータに関する基本的な知識や操作方法の収得が求め
られている。本講義では初心者がパソコンを利用するための情報提供を狙ってい
る。実社会にて使用頻度の高い基本 OS、ソフトウェアを利用して、コンピュー
タの基本的な使い方を学習する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 本講義のイントロダクションや講義で利用する情報処理機器の概要を説明

する。 
2 回 電子メールにおけるネチケット（エチケット）、PC を利用した電子メール
の操作法について説明する。 
3 回 PC によるデータ入⼒（文書、画像）を解説する。 
4 回 キーボードブラインドタッチを紹介する。 
5 回 Microsoft Windows の概要を説明する。 
6 回 MicorosoftWord による文書作成を指導する。 
7 回 MicorosoftWord による文書作成を指導する。 
8 回 MicorosoftWord による文書作成を指導する。 
9 回 HTML 言語について説明する。 
10 回 HTML 言語を用いてホームページを作成する。 
11 回 HTML 言語を用いてホームページ（リンク構造）を作成する。 
12 回 HTML 言語を用いてホームページ（テーブル構造）を作成する。 
13 回 HTML 言語を用いてホームページ（動画）を作成する。 
14 回 HTML 言語を用いてホームページ（フレーム構造）を作成する。 
15 回 HTML 言語によるホームページ作成の総括をする。 

準備学習 1 回 特に無し。 
2 回 岡山理科大学情報倫理ガイドライン」と「岡山理科大学情報倫理要綱(学生
向)」を理解しておくこと。 
3 回 前回の復習をしておくこと。 
4 回 前回の復習をしておくこと。 
5 回 前回の復習をしておくこと。 
6 回 前回の復習をしておくこと。 
7 回 前回の復習をしておくこと。 
8 回 前回の復習をしておくこと 
9 回 前回の復習をしておくこと。 
10 回 前回の復習をしておくこと。 
11 回 前回の復習をしておくこと 
12 回 前回の復習をしておくこと。 
13 回 前回の復習をしておくこと。 
14 回 前回の復習をしておくこと 



15 回 前回の復習をしておくこと。 
 



年度 2012 
授業コード FSP5312 
成績評価 課題・定期試験を総合的に評価する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス PA(理)(07〜12),PB(理)(07〜12) 
見出し FSP5312 コンピュータ入門Ⅱ 
担当教員名 米⽥ 稔 
単位数 2 
教科書 吉⽥郁子著：初歩から学ぶ情報リテラシー-Windows7/Office2007 版-･培風館 
アクティブラーニング  
キーワード コンピュータ、データ解析、プレゼンテーション 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 実習を通じて、効率的なエクセルやパワーポイントソフトの操作方法の修得支援

に取組ます。休講回数および土曜日の補講回数を低減してほしいとの意見が寄せ
られました。今後、正規時限での講義実施や土曜日以外での補講実施を検討しま
す。 

科目名 コンピュータ入門Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 講義 
注意備考 ・１⼈１台のＰＣを使用し、実習に重点を置いて講義する。 

・指定の WEB サーバにネットワーク（OUSNET)を介してアクセスし、講義資
料の配布や課題提出をおこなう。 

シラバスコード FSP5312 
実務経験のある教員  
達成目標 ・表計算ソフトおよびプレゼンテーションソフトの基礎的使用方法を修得するこ

と。 
受講者へのコメント 昨今、コンピュータは文房具同様、非常に身近なツールになりました。日頃から

ホームページや文書作成を通じて、コンピュータに親しんでください。なお、更
に情報処理およびネットワーク技術に関心を持つ学生は、上級年次の情報処理関
連科目等を受講してください。 

連絡先 米⽥研究室（1 号館１階) 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 本講義は一⼈一⼈がコンピュータを操作するところの実習要素が大きいことを
特徴としています。受講生の出席率も高く、大半の受講生が講義外でも課題に取
り組み、情報処理分野の基礎知識を収得することができたと思われます。総合評
価は概ね良好であり、この授業の目的達成のための配慮（手法、進行・教材）も
9 割以上の受講生から賛同を得られたようですが、説明の工夫、明瞭な発言と板
書への要望もありました。この点に関しては、改善に努めると共に、補足資料の
作成・配布に努めたいと思います。 



英文科目名 Introduction to Computer Science II 
関連科目 「コンピュータ入門 I」と同時に受講することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 受講生が積極的に講義に取組めるように、実習課題（テーマ）を検討します。 
講義目的 コンピュータはビジネスに不可欠なアイテムであり，その様々な使用方法を修得

することは，社会で活動する者にとって不可欠である。本講義は前半で汎用表計
算ソフトを利用してデータ解析の基礎を学習し、後半ではそれらをコンピュータ
を用いてプレゼンテーションする方法を学習する。コンピュータ入門 II の総括
として、数名のグループ単位で、物理科学および医用科学の各分野に関するプレ
ゼンテーションを行う。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 本講義の目標について解説する。 

2 回 パーソナルコンピュータによる表作成とグラフ作成について講義する。 
3 回 表作成とグラフ作成における各種関数について講義する。 
4 回 表作成とグラフ作成における各種関数について講義する。 
5 回 各種関数を利用したデータ処理方法について講義する。 
6 回 各種関数を利用したデータ処理方法について講義する。 
7 回 パソコンを用いたプレゼンテーションについて講義する。 
8 回 プレゼンテーションソフトの基本１について指導する。 
9 回 プレゼンテーションソフトに基本２ついて指導する。 
10 回 プレゼンテーション課題実習をする。 
11 回 プレゼンテーション課題実習をする。 
12 回 プレゼンテーション作成指導をする。 
13 回 プレゼンテーション作成指導をする。 
14 回 プレゼンテーション課題の総括発表会をする。 
15 回 プレゼンテーション課題の総括発表会をする。 

準備学習 1 回 「コンピュータ入門 I」の復習をしておくこと。 
2 回 前回の復習をしておくこと。 
3 回 前回の復習をしておくこと。 
4 回 前回の復習をしておくこと。 
5 回 前回の復習をしておくこと。 
6 回 前回の復習をしておくこと。 
7 回 前回の復習をしておくこと。 
8 回 前回の復習をしておくこと。 
9 回 前回の復習をしておくこと。 
10 回 前回の復習をしておくこと。 
11 回 前回の復習をしておくこと。 
12 回 前回の復習をしておくこと。 
13 回 前回のまとめをしておくこと。 
14 回 前回のまとめをしておくこと。 
15 回 前回の復習をしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSP5321 
成績評価 中間テスト（40 点）、定期試験（60 点）で評価する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス PA(理)(06〜11),PB(理)(06〜11) 
見出し FSP5321 電子工学Ⅰ 
担当教員名 蜷川 清隆 
単位数 2 
教科書 堀桂太郎著、「ディジタル電子回路の基礎」 東京電機大学出版局 
アクティブラーニング  
キーワード ２進数、ブール代数、カルノー図、TTL、CMOS、フリップフロップ 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 ⿊板の字が小さく、書く量が多いと、指摘を受けています。 

(1) 書くことによって、身に付く。 
(2) できるだけ途中の式を飛ばさないようにし、後で、自分で復習したときに、
フォローできるようにしたい。 
(3) 遅刻して来た学生、書くのが遅い学生に配慮して、できるだけ⿊板に書いた
ことを残すようにしています。 また、その節の全体を把握してもらいたい。 
との考えから、どうしても⿊板に書く量が多くなり、字も相対的に小さくなって
います。 
講義中、席の移動は自由ですので、見えない場合は前に移動してください。 

科目名 電子工学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 武下博彦著、「図解 わかる実践アナログ回路」 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSP5321 
実務経験のある教員  
達成目標 主にディジタル回路の概要を理解する。 
受講者へのコメント しっかりノートをとってください。 
連絡先 蜷川研究室 １号館３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし。 
英文科目名 Electronics I 
関連科目 電子工学Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 特になし。 
講義目的 現在の電子技術の発展はめざましく、電子回路はパーソナルコンピュータ、携帯

電話はもとより、機器の計測、制御回路などに幅広く使われている。この講義で
は、電子回路の中で主にディジタル回路の基本的な知識を理解することを目標と



している。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション 

2 回  ２進法 
3 回  論理代数 （１） 
4 回  論理代数 （２） 
5 回  論理回路の設計 
6 回  ディジタル IC （１） 
7 回  ディジタル IC （２） 
8 回  ディジタル IC （３） 
9 回  各種のディジタル回路 
10 回  演算回路 
11 回  フリップフロップ （１） 
12 回  フリップフロップ （２） 
13 回  カウンタ 
14 回  パルス回路 
15 回  アナログ−デジタル変換 

準備学習 2 回  教科書の対応する部分を予習しておく 
3 回  教科書の対応する部分を予習しておく 
4 回  教科書の対応する部分を予習しておく 
5 回  教科書の対応する部分を予習しておく 
6 回  教科書の対応する部分を予習しておく 
7 回  教科書の対応する部分を予習しておく 
8 回  教科書の対応する部分を予習しておく 
9 回  教科書の対応する部分を予習しておく 
10 回  教科書の対応する部分を予習しておく 
11 回  教科書の対応する部分を予習しておく 
12 回  教科書の対応する部分を予習しておく 
13 回  教科書の対応する部分を予習しておく 
14 回  教科書の対応する部分を予習しておく 
15 回  教科書の対応する部分を予習しておく 

 



年度 2012 
授業コード FSP5322 
成績評価 中間試験と定期試験で９割の得点、理解を確認するために各時間の終わりに行う

小テストは１割。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス PA(理)(〜11) 
見出し FSP5322 物理数学Ⅱ 
担当教員名 中川 幸子 
単位数 2 
教科書 物理のための数学 ／和達 三樹（わだち・みき）／岩波書店 
アクティブラーニング  
キーワード 偏微分方程式、固有値問題、 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理数学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎科学のための数学的手法／小⽥垣 孝／裳華房／ 

物理数学ノート／高橋 康（たかはしやすし）／講談社サイエンティフィック 
授業形態 講義 
注意備考 数学は、分からなくなったら元に戻りましょう。物理数学の I、線形代数、入門

数学、、、、 
シラバスコード FSP5322 
実務経験のある教員  
達成目標 物理学の各分野における数学的な手法を確認し、基本課題が解けるようになるこ

と。 
受講者へのコメント  
連絡先 メール stnak@dap.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mathematics for Physicists II 
関連科目 物理数学 I 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 物理学の各分野の課題は、数学的には共通な方程式と共通の解法で解ける場合が

少なくない。現実には圧倒的に多い非線形の問題は、方程式は分かっていても、
コンピューターを用いて、数値計算によらなければ解けないのが普通である。さ
らに先端科学ではスーパーコンピューターによらなければ解けないものが多い。
この講義では、解ける形の物理の方程式を知って、物理数学の基本的な考え方を
理解し、紙と鉛筆で解ける範囲で、自分でも解けることを確認する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 



授業内容  
準備学習 １年時の線形代数、２年次前期の物理数学１でを履修していれば、ほとんど困難

はありません。 
 



年度 2012 
授業コード FSP5331 
成績評価 課題提出(10%)，試験（90%）により行う。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス PB(理)(〜10) 
見出し FSP5331 医用機器安全管理学Ⅰ 
担当教員名 堀 純也 
単位数 2 
教科書 ME の基礎知識と安全管理／(社)日本生体医工学会 ME 技術教育委員会／南江

堂：臨床工学講座 医用機器安全管理学／日本臨床工学技士教育施設協議会／医
⻭薬出版株式会社 

アクティブラーニング  
キーワード 医用機器の電気的安全，医用ガス，システム安全，医療機器安全管理責任者 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 ＞分かりやすい講義だった，理解を深めることができた（３件） 

こういう意見が聞けるとわかりやすく講義しようと努⼒した甲斐があります． 
＞サイバーキャンパスで似たようなのをやった．難しかった． 
最初のコメントに対してはこちらではどうしようもありません．難しかったので
あれば質問に来てください． 
＞⼈の授業を受けてこんなにおきょうみたいに聞こえたのは初めて． 
そのようなコメントを書かれたのも初めてです．努⼒はしますが限度もあります
からご容赦ください．ただし，他の学生さんからはそこまでの酷評をされていま
せんので 

科目名 医用機器安全管理学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 臨床工学（CE）と ME 機器・システムの安全／日本生体医工学会／コロナ社：

ME 機器保守管理マニュアル―臨床工学技士の業務を中心として／財団法⼈ 医
療機器センター／南 
江堂 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSP5331 
実務経験のある教員  
達成目標 医療電気機器に対する安全基準が説明できる。 

病院電気設備に対する安全基準が説明できる。 
医用ガスに対する安全基準が説明できる。 
医療電気機器に対する保守管理業務について説明できる。 
病院電気設備に対する保守管理業務について説明できる。 
医用ガスに対する保守管理業務について説明できる。 
システム安全の概念について説明できる。 

受講者へのコメント 概ね，わかりやすいという意見が多かったので毎年最新情報を加えながら改善を



図っていきたいと思います． 
連絡先 1 号館 2 階，堀研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 講義の進行具合について，もう少しはっきりとした声で話して欲しいという意見
が２件ほどありましたので改善するように心がけますが，学生の皆さんもなるべ
く前の方に座るよう心がけて欲しいと思います． 
また，毎回の学習目標を示して欲しいという意見も２件ありました．これについ
ては毎回，前回ここまで話したので今日はこのような内容で進めるということを
お伝えしています． 

英文科目名 Safety Managements of Medical Equipments I 
関連科目 医用工学概論を履修していることが望ましい。 

物性工学を履修していることが望ましい。 
本科目に引き続き医用機器安全管理学 II を履修することが望ましい。 

次回に向けての改善変更予定 医療事故の事例などの最新のトピックスを毎年加えて行きたいと思います． 
講義目的 医療に関係した物理的エネルギーに対する生体反応や各種ＭＥ機器・病院設備に

設けられた安全基準を理解し，医療現場における保守点検・安全管理業務を行う
ための知識を養うことを目的とする。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 医療事故の例と医療安全の意義 

実際の医療事故例などを紹介しながら医療事故を防ぐために必要な医療安全の
概念について学習する。 
2 回 ＭＥの基礎となる生体物性 
各種物理エネルギーに対する生体の特性について学習する。 
3 回 医療における各種安全限界エネルギー 
各種物理エネルギーに対する生体の安全限界について学習する。 
4 回 電撃の種類と電撃に対する⼈体の特性 
電撃に対する⼈体の反応について学習する。 
5 回 電撃事故とその安全対策 
電撃事故を起こさないために医療機器に施されている安全対策について学習す
る。 
6 回 ＭＥ機器装着部の形状と分類 
医療機器（ＭＥ機器）の装着部の形別分類について学習する。 
7 回 漏れ電流の種類と安全基準 
電撃事故の原因となる漏れ電流の種類とその安全基準について学習する。 
8 回 クラス別分類と保護手段および図記号 
医療機器のクラス別分類と保護手段の種類，および図記号について学習する。 
9 回 病院電気設備の安全基準 I：医用接地方式 
病院電気設備に用いられている医用接地方式について学習する。 
10 回 病院電気設備の安全基準 II：非接地配線方式 
病院電気設備に用いられている非接地配線方式について学習する。 
11 回 病院電気設備の安全基準 III：非常電源設備 



病院電気設備に用いられている非常電源について学習する。 
12 回 ＭＥ機器の安全基準体系と安全管理技術 
医療機器や病院電気設備の安全点検の手法について学習する。 
13 回 医用ガスに関する安全管理Ⅰ：医用ガスの種類と特性 
医療現場で用いられている医用ガスの種類と特性について学習する。 
14 回 医用ガスに関する安全管理ⅠI：医用ガスの供給法と安全管理 
医療現場で用いられている医用ガスの供給法と安全管理について学習する。 
15 回 システム安全 
医療事故を防止するための事故分析方法などについて学習する。 

準備学習 1 回 シラバスを確認し，本講義の学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 診療に使われる物理エネルギーの種類について把握しておくこと。 
3 回 各種物理エネルギーを加えた場合の生体反応について把握しておくこと。 
4 回 生体の電気的受動特性・能動特性について復習しておくこと。 
5 回 電圧，電流，電⼒などの電気工学に関する内容を復習しておくこと。 
6 回 医療機器と患者の接続方法についてどのようなものがあるか把握しておく
こと。 
7 回 マクロショックとミクロショックの概念について復習しておくこと。 
8 回 漏れ電流の種類について復習しておくこと。 
9 回 接地（アース）とはどのようなものかについて復習しておくこと。 
10 回 トランス（変圧器）などの電気工学に関する内容を復習しておくこと。 
11 回 停電時の電源供給対策として一般的にどのようなものがあるか把握してお
くこと。 
12 回 これまでの実験の講義で用いた工具や計測器について復習しておくこと。 
13 回 酸素や空気などの一般的なガスの性質について復習しておくこと。 
14 回 圧⼒の単位について復習しておくこと。 
15 回 確率・統計の復習をしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSP5332 
成績評価 課題提出(10%)，試験（90%）により行う。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス PB(理)(〜10) 
見出し FSP5332 医用機器安全管理学Ⅱ 
担当教員名 堀 純也 
単位数 2 
教科書 ME の基礎知識と安全管理／(社)日本生体医工学会 ME 技術教育委員会／南江

堂：臨床工学講座 医用機器安全管理学／日本臨床工学技士教育施設協議会／医
⻭薬出版株式会社 

アクティブラーニング  
キーワード 電磁波，医用材料，滅菌法，殺菌法，医用機器の保守点検法，医療機器安全管理

責任者 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「暑い」，「板書が反射してみにくい」などの環境に起因する意見については大学

側に改善していただくほかないと思います． 
「携帯をいじっている⼈を注意してほしい」：机の下でいじられるとなかなか気
がつかないのですが，今後は注意したいと思います． 
「⿊板を消すのが速くてノートを写せない」：各項目評価に対する所見にも書き
ましたが，板書の内容はすべてを写す必要はなく，ある程度要点を絞って自分で
まとめ直すのも大事だと思うので，そういった努⼒もしてみてください． 

科目名 医用機器安全管理学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 臨床工学（CE）と ME 機器・システムの安全／日本生体医工学会／コロナ社：

ME 機器保守管理マニュアル―臨床工学技士の業務を中心として／財団法⼈ 医
療機器センター／南 
江堂 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSP5332 
実務経験のある教員  
達成目標 医療安全に関する関係法規について説明できる。 

各種滅菌法，消毒法について説明できる。 
医用材料の生体適合性・安全性について説明できる。 
各種医療機器の安全点検の方法について説明できる。 

受講者へのコメント 講義内容に対して概ね理解していただけたようですが，不満な⼈もいる以上はで
きる限り改善を検討していきたいと思います． 

連絡先 1 号館 2 階，堀研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 



各項目評価に対する所見 講義のスピードが速いという意見がありましたが，全体で見ると２件（有効回答
数３７件）でした．板書の内容はすべてを写す必要はなく，ある程度要点を絞っ
て自分でまとめ直すのも大事だと思うので，そういった努⼒もしてみてくださ
い． 

英文科目名 Safety Managements of Medical Equipments II 
関連科目 物性工学を履修していることが望ましい。 

医用機器安全管理学Ⅰを履修していることが望ましい。 
臨床工学コースの学生は，医用機器安全管理学実習を履修すること。 

次回に向けての改善変更予定 最新の情報を取り入れながらわかりやすい講義を心がけていきたいと思います． 
講義目的 医療現場における ME 機器や医療設備における安全基準をもとに保守管理業務

を行うために必要な知識を養い，各種医療機器の保守点検安全管理業務の実際に
ついて理解することを目的とする。また，医療材料の安全，滅菌・消毒法につい
ても理解を深める。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 医療現場における安全管理（復習） 

医療現場における医療機器・設備の安全管理について復習し，理解を深める。 
2 回 電磁波に対する安全管理 
医療現場における電磁波障害の例とその安全対策について学習する。 
3 回 医療現場における滅菌法 
医療現場における滅菌の種類と特徴について学習する。 
4 回 医療現場における消毒法 
医療現場における消毒の種類と特徴について学習する。 
5 回 医療安全に関する法規(臨床工学技士法，薬事法，医療法，PL 法他) 
医療機器の安全管理上関係する法律について学習する。 
6 回 治療に用いられる物理エネルギー 
電気メスなどの治療に用いられている医療機器の物理エネルギーの概要につい
て学習する。 
7 回 各種医用材料 
各種医療機器に用いられている材料の種類について学習する。 
8 回 医用材料と生体適合性 
医用材料が生体に及ぼす影響について学習する。 
9 回 医用材料の安全性試験 
各種医用材料が受けるべき安全性試験の種類と概要について学習する。 
10 回 医療機器保守・点検・安全管理の実際 I 
⼈工透析装置，⼈工呼吸器，⼈工心肺装置の安全管理について学習する。 
11 回 医療機器保守・点検・安全管理の実際 II 
麻酔器，呼吸計測装置，インターベンション機器の安全管理について学習する。 
12 回 医療機器保守・点検・安全管理の実際 III 
輸液ポンプ，シリンジポンプの安全管理について学習する。 
13 回 医療機器保守・点検・安全管理の実際 IV 
電気メス，除細動器，ペースメーカの安全管理について学習する。 
14 回 医療機器保守・点検・安全管理の実際 V 



手術台などその他医療機器の安全管理について学習する。 
15 回 医療現場における安全管理のまとめ 
医療機器安全管理責任者の現状と実際の医療機器安全管理業務の例を挙げなが
ら復習し，理解を深める。 

準備学習 1 回 医用機器安全管理学 I の内容を復習しておくこと。 
2 回 身近に存在する電磁波について把握しておくこと。 
3 回 滅菌と消毒の違いについて把握しておくこと。 
4 回 身近な消毒薬にどのようなものがあるか把握しておくこと。 
5 回 治療にどのような物理エネルギーが用いられるか把握しておくこと。 
6 回 修理や保守点検などに関わる法律についてどのようなものがあるか把握し
ておくこと。 
7 回 医療機器に用いられる材料にはどのようなものがあるか把握しておくこと。 
8 回 医療材料に求められる性質について考えておくこと。 
9 回 医療材料に求められる性質を元にどのような安全試験が必要か考えておく
こと。 
10 回 ⼈工透析装置，⼈工呼吸器，⼈工心肺装置について復習しておくこと。 
11 回 麻酔器，呼吸計測装置，インターベンション機器について復習しておくこ
と。 
12 回 輸液ポンプ，シリンジポンプについて復習しておくこと。 
13 回 電気メス，除細動器，ペースメーカについて復習しておくこと。 
14 回 その他の手術関連機器について復習しておくこと。 
15 回 医療機器安全管理学 I を含めて復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSP5342 
成績評価 基本的に小テスト（10％）、レポート（10％）、定期テスト（80％）の割合で評価

する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス PA(理)(〜10) 
見出し FSP5342 相対論と宇宙 
担当教員名 中⼒ 眞一 
単位数 2 
教科書 ノート講義：関係資料はすべて web 上（http://andromeda.sp.ous.ac.jp/）で公開

する。また、必要に応じてプリントなど資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 時間の伸び、空間の縮み、重⼒の正体、宇宙モデル 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 相対論と宇宙 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義始めに配布するプリントにリストがあるが、必要に応じて適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSP5342 
実務経験のある教員  
達成目標 時間的な制約から微分幾何学などの数学的道具を用いた高度な講義はできない

が、重⼒の正体、時間と空間の本質、現代宇宙論と一般相対論との関わりなどに
ついて、少なくとも定性的な理解が得られること。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２１号館５階中⼒研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Relativity and Cosmos 
関連科目 宇宙科学、素粒子・原子核物理 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ミクロな世界からマクロな世界まで統一した観点で宇宙を眺めるためには、特殊

相対論や一般相対論の知識は不可欠である。本講義では、あまり数学的に高度に
ならないように配慮しつつ、時間空間、特に時間についての認識の改変に導いた
特殊相対論の初歩から始め、テンソル解析の初歩、一般相対論の考え方、そして
時間が許す限りブラックホールや宇宙モデルに至まで解説し、理系の学生に対し
て現代物理学についての教養を身に付けさせることを目的とする。 

対象学年 3 年/4 年 



授業内容 1 回 イントロダクション。アインシュタインが特殊相対論を提唱するに至った
背景について説明する。 
2 回 電磁気学の基礎方程式からの波動方程式の導出とマイケルソンーモーレー
の実験について説明する。 
3 回 光の速さの不変性からの帰結として、異なる基準系で時間の流れ方が異な
る、いわゆる固有時について説明する。 
4 回 ミンコウスキー図と４次元距離（ミンコウスキー空間の距離）の不変性の証
明と３種類の距離について説明する。 
5 回 ローレンツ変換式の導出とローレンツ収縮について説明する。 
6 回 光のドップラー効果とレッドシフト、および宇宙の後退速度について説明
する。 
7 回 ４元速度、４元加速度、および相対論的運動学について説明する。 
8 回 相対論的速度合成則と等加速度直線運動について説明する。 
9 回 テンソル形式での運動方程式とマックスウエル方程式について説明する。 
10 回 相対論での重⼒の取り扱い：万有引⼒から一般相対論へ拡張された背景に
ついて説明する。 
11 回 加速度運動している基準系の時間と空間の「遅れと縮み」について説明す
る。 
12 回 リーマン幾何学の基礎について説明する。 
13 回 アインシュタインの重⼒理論について説明する。 
14 回 アインシュタインの重⼒方程式の解の一つとして得られたシュワルツシル
ド 時空の紹介とシュワルツシルドブラックホールについて説明する。 
15 回 一般相対論より得られた各種の宇宙モデルについて説明する。 

準備学習 1 回 インターネットや本などを利用して特殊相対論について調べておくこと。 
2 回 光の性質や電磁波について電磁気学の教科書を復習しておくこと。 
3 回 前回の復習（特に、光の速さが基準系に依存しないこと）と慣性の法則につ
いて復習しておくこと。 
4 回 同時刻に起きた出来事も別の系から見るとそうでないという事実について
よく考えておくこと。 
5 回 前回の復習（特に４次元距離の不変性について）と高校または大学１〜２年
次に習った２次元の座標系の回転について復習しておくこと。 
6 回 音のドップラー効果について復習しておくこと。 
7 回 ニュートン⼒学における運動の３法則、および速度、加速度、運動量、運動
エネルギーについて復習しておくこと。 
8 回 ニュートン⼒学における速度合成則（ベクトルの合成則を含めて）と等加速
度運動について復習しておくこと。 
9 回 ベクトル形式のニュートンの運動方程式と微分形式のマックスウエル方程
式について復習しておくこと。 
10 回 ニュートンの万有引⼒と「基準系の速さが速く成る程空間は縮み、時間は
ゆっくり進むように成る」という相対論の結論について復習しておくこと。 
11 回 加速度系において「見かけ上」働いて⼒（遠心⼒、コリオリの⼒など）に
ついて復習しておくこと。 



12 回 ユークリッド幾何学（特に、曲面上の距離の表現法）について復習してお
くこと。 
13 回 前回の復習（特に、空間の曲率の概念）と相対論の結論の一つである「質
量とエネルギーの同等性」について復習しておくこと。 
14 回 ミンコウスキー空間における距離の概念、特に空間座標として極座標を用
いた場合の表現法について復習しておくこと。 
15 回 相対論以前の過去の宇宙観について、特に「宇宙原理」について、資料や
インターネットを利用して調べておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSP5511 
成績評価 定期試験(70%), 中間試験(20%), 小テスト(0%), レポート(10%), ノート(0%)

定期試験(70 点), 中間試験(20 点), とレポート(10 点)を合計した得点により評
価する。 

曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス PA(理)(〜12),PB(理)(〜12) 
見出し FSP5511 微分積分学Ⅰ 
担当教員名 春木 茂 
単位数 2 
教科書 「理工系の基礎 微分積分」(増補版)／石原, 浅野共著／裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード 極限, 連続, 導関数, 微分 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 微分積分学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「微分積分」(改訂版)／矢野, 石原編／裳華房 
授業形態 講義 
注意備考 高校数学の数ⅡとⅢを学習しておくことが望ましい。大学の数学の基礎となるの

で, 復習と計算の練習を怠らないこと。特に, 講義のノートを主にして復習する
こと。 

シラバスコード FSP5511 
実務経験のある教員  
達成目標 極限の概念を理解すること。微分の定義, 運用方法とその応用を修得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 第一学舎４階 春木研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Calculus I 
関連科目 高等学校で「数学Ⅲ」を履修していることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 数学の基礎となる一変数の関数の微分とその応用を講述する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション. 講義の進め方を説明する。 

2 回 数列の極限について説明する。 
3 回 関数の極限, 連続関数について説明する。 
4 回 導関数 微分の基本公式について解説する。 
5 回 合成関数の微分について説明する。 



6 回 対数関数と指数関数の微分について説明する。 
7 回 三角関数の微分について説明する。 
8 回 逆三角関数について説明する。 
9 回 逆関数の微分, パラメータ表示の関数の微分について説明する。 
10 回 中間試験とその解説をする。 
11 回 平均値の定理と関数の増減について説明する。 
12 回 ロピタルの定理について説明する。 
13 回 関数の凹凸について説明する。 
14 回 テイラーの定理について説明する。 
15 回 整理, 復習, 定期試験の対策をする。 

準備学習 1 回 高校数学を復習すること。 
2 回 第 1 章 極限と連続 §1 数列と級数の予習を行うこと。 
3 回 第 1 章 極限と連続 §2 関数と極限 §3 連続関数の予習を行うこと。 
4 回 第 2 章 微分法の基礎 §4 導関数 §5 微分法の公式(その 1)の予習を行う
こと。 
5 回 第 2 章 微分法の基礎 §5 微分法の公式(その 1)の予習を行うこと。 
6 回 第 3 章 いろいろな関数の微分法 §7 指数関数・対数関数 §8 指数関数と
対数関数の微分法 §10 対数微分法の予習を行うこと。 
7 回 第 3 章 いろいろな関数の微分法 §9 三角関数の微分法の予習を行うこと。 
8 回 第 3 章 いろいろな関数の微分法 §11 逆三角関数の微分法の予習を行うこ
と。 
9 回 第 2 章 微分法の基礎 §6 微分法の公式(その 2) 第 3 章 いろいろな関数
の微分法 §11 逆三角関数の微分法の予習を行うこと。 
10 回 第 1 回から第 9 回までの講義のノートの復習を行なうこと。 
11 回 第 4 章 微分法の応用 §14 平均値の定理 §18 関数の値の変化の予習を
行うこと。 
12 回 第 4 章 微分法の応用 §15 不定形の極限値の予習を行うこと。 
13 回 第 4 章 微分法の応用 §18 関数の値の変化の予習を行うこと。 
14 回 第 3 章 いろいろな関数の微分法 §12 n 次導関数 第 4 章 微分法の応用 
§16 テイラーの定理の予習を行うこと。 
15 回 第 1 回から第 14 回までの講義のノートの復習を行なうこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSP5512 
成績評価 定期試験(70%), 中間試験(20%), 小テスト(0%), レポート(10%), ノート(0%)

定期試験(70 点), 中間試験(20 点), とレポート(10 点)を合計した得点により評
価する。 

曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス PA(理)(〜12),PB(理)(〜12) 
見出し FSP5512 微分積分学Ⅱ 
担当教員名 春木 茂 
単位数 2 
教科書 「理工系の基礎 微分積分」(増補版)／石原, 浅野共著／裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード 不定積分, 極限, 定積分, 広義積分, 級数 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 微分積分学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「微分積分」（改訂版）／矢野, 石原編／裳華房 
授業形態 講義 
注意備考 大学の数学の基礎となるので, 復習と計算の練習を怠らないこと。特に, 講義の

ノートを主にして復習すること。 
シラバスコード FSP5512 
実務経験のある教員  
達成目標 積分の定義を知り, 実際に積分を実行できること。級数についても理解すること。 
受講者へのコメント  
連絡先 第一学舎４階春木研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Calculus II 
関連科目 微分積分学Ⅰを履修していることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 数学の基礎となる一変数の関数の積分とその応用を講述する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。講義の進め方を説明する。 

2 回 簡単な関数の不定積分と定積分について説明する。 
3 回 不定積分の置換積分法について説明する。 
4 回 定積分の置換積分法について説明する。 
5 回 部分積分法について説明する。 
6 回 いろいろな関数の積分について説明する。 



7 回 積分の応用(面積)について説明する。 
8 回 和の極限と定積分について説明する。 
9 回 極座標による図形の面積, 立体の体積, 曲線の⻑さについて説明する。 
10 回 中間試験とその解説をする。 
11 回 広義積分について説明する。 
12 回 簡単な級数の収束, 発散について説明する。 
13 回 テイラー級数について説明する。 
14 回 テイラー級数について説明する。 
15 回 整理, 復習, 定期試験の対策をする。 

準備学習 1 回 高校数学, 微分積分学Ⅰを復習すること。 
2 回 第 5 章 積分法の基礎 §22 不定積分 §23 微分積分法の基本定理 第 6 章 
不定積分の計算 §24 簡単な関数の不定積分の予習を行うこと。 
3 回 第 6 章 不定積分の計算 §25 置換積分法の予習を行うこと。 
4 回 第 5 章 積分法の基礎 §21 定積分の性質 第 7 章 定積分とその応用 §30 
定積分の計算の予習を行うこと。 
5 回 第 6 章 不定積分の計算 §26 部分積分法 第 7 章 定積分とその応用 §30 
定積分の計算の予習を行うこと。 
6 回 第 6 章 不定積分の計算 §27 有理関数の積分 §28 sinx, cosx の有理式の
積分 §29 無理関数の積分の予習を行うこと。 
7 回 第 7 章 定積分とその応用 §32 面積・体積の予習を行うこと。 
8 回 第 5 章 積分法の基礎 §20 定積分の定義の予習を行うこと。 
9 回 第 7 章 定積分とその応用 §32 面積・体積 §33 曲線の⻑さの予習を行う
こと。 
10 回 第 1 回から第 9 回までの講義のノートの復習を行なうこと。 
11 回 第 7 章 定積分とその応用 §31 広義の積分の予習を行うこと。 
12 回 第 1 章 極限と連続 §1 数列と級数 第 4 章 微分法の応用 §17 テイラー
展開の予習を行うこと。 
13 回 第 4 章 微分法の応用 §17 テイラー展開の予習を行うこと。 
14 回 第 4 章 微分法の応用 §17 テイラー展開の予習を行うこと。 
15 回 第 1 回から第 14 回までの講義のノートの復習を行なうこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSP5521 
成績評価 課題提出(２０％）と，中間試験(２０％），定期試験(６０％)の点数で評価します。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス PA(理)(〜12),PB(理)(〜12) 
見出し FSP5521 微分積分学Ⅰ 
担当教員名 濱谷 義弘 
単位数 2 
教科書 理工系の基礎 微分積分 増補版／石原、浅野共著／裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード 極限値，導関数，合成関数の微分，微分法の諸公式，マクローリン展開 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 ・授業開始時間を守るようにします。微分積分学Ⅱでは実行してます。 

・平常点・出欠の為の授業後半の演習問題は、授業中に Hint や解説はしていま
す。提出した問題を毎回添削して返すのは他に５クラス(通年１０−１１）あり
ますので、物理的にも時間的にも不可能です。それにここだけの話しですが、毎
回添削し返えしたら、より厳しく採点してしまい平常点がよくなりませんよ。も
ちろん今回も公平に正しく平常点・演習作業店を評価しています。 

科目名 微分積分学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 佐藤公朗著／「計算⼒が身に付く微分積分」／学術図書出版社 
授業形態 講義 
注意備考 授業は、最初の１時間ぐらいで講義を行い、残りの時間で講義内容に関連した演

習問題を解くスタイルをとります。演習問題の中に定期試験で出題される問題が
７割くらいあります。 

シラバスコード FSP5521 
実務経験のある教員  
達成目標 合成関数の微分と初等関数の微分が計算出来るようになることが必須です。 
受講者へのコメント このクラスは応用物理学科のための微分学の講義です。日本全国でも標準的な教

科書を使っての内容：微分の講義ですが、微分は積分同様、物理学の基礎ツール
をなすものですからもう少し勉強してもらいた。 

連絡先 濱谷研究室 １学舎３階研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業開始終了時間を厳守する。 
英文科目名 Calculus I 
関連科目 入門数学、 
次回に向けての改善変更予定 授業開始終了時間を厳守する。既に微積分Ⅱで実施している。 
講義目的 合成関数の微分と初等関数の微分が計算出来るようになることが必須です。微分

法の基礎を身につけることを目標とします。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション、授業内容の説明 

2 回 1 変数関数 （三角関数，指数関数，対数関数） 
3 回 関数の極限 
4 回 微分係数と導関数 
5 回 初等関数の微分公式 
6 回 合成関数の微分 
7 回 三角関数の微分 
8 回 逆三角関数の微分 
9 回 指数関数の微分 
10 回 対数関数の微分 
11 回 中間試験とその解説 
12 回 ｎ次導関数 
13 回 不定形の極限値 
14 回 マクローリン展開（１） 
15 回 マクローリン展開（２） 

準備学習 1 回 高校の数学Ⅰの教科書を見ておくこと。 
2 回 高校の数学Ⅱの教科書を見ておくこと。 
3 回 高校の数学Ⅱの教科書を見ておくこと。 
4 回 前回の講義ノートを見ておくこと。 
5 回 前回の講義ノートを見ておくこと。 
6 回 前回の講義ノートを見ておくこと。 
7 回 前回の講義ノートを見ておくこと。 
8 回 前回の講義ノートを見ておくこと。 
9 回 第５，６回の講義ノートを見ておくこと。 
10 回 前回の講義ノートを見ておくこと。 
11 回 第３回〜第１０回までの講義ノートを良く見て、復習しておくこと。 
12 回 第５回〜第１０回までの講義ノートを良く見て、復習しておくこと。 
13 回 第３回の講義ノートを良く見て、復習しておくこと。 
14 回 第１２回の講義ノートを見ておくこと。 
15 回 前回の講義ノートを見ておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSP5522 
成績評価 課題提出(２０％）と，中間試験(２０％），定期試験(６０％)の点数で評価します。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス PA(理)(〜12),PB(理)(〜12) 
見出し FSP5522 微分積分学Ⅱ 
担当教員名 濱谷 義弘 
単位数 2 
教科書 理工系の基礎 微分積分 増補版／浅野、石原共著／裳華房／ 
アクティブラーニング  
キーワード 置換積分、部分積分、定積分 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 微分積分学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 佐藤公朗著 「計算⼒が身に付く微分積分」 学術図書出版社 
授業形態 講義 
注意備考 授業は、最初の１時間ぐらいで講義を行い、残りの時間で講義内容に関連した演

習問題を解くスタイルをとります。演習問題の中に定期試験で出題される問題が
8 割くらいあります。 

シラバスコード FSP5522 
実務経験のある教員  
達成目標 簡単な置換積分と部分積分の計算が出来るようになることが必須です。 
受講者へのコメント  
連絡先 濱谷研究室 １学舎３階研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Calculus II 
関連科目 「微分積分学Ⅰ」 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 積分法の基礎を身につけることを目標とします。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 不定積分の定義、 

2 回 初等関数の不定積分 
3 回 置換積分１ 
4 回 置換積分２ 
5 回 部分積分 
6 回 有理関数の積分 
7 回 中間試験とその解説 



8 回 定積分の定義 
9 回 定積分の計算 
10 回 定積分の応用（面積，回転体の体積） 
11 回 ２変数関数の偏微分と全微分 
12 回 合成関数の微分 
13 回 累次積分 
14 回 重積分 
15 回 重積分の計算 

準備学習 1 回 高校の数学Ⅱの教科書を見ておくこと。 
2 回 前回の講義ノートを見ておくこと。 
3 回 前回の講義ノートを見ておくこと。 
4 回 前回の講義ノートを見ておくこと。 
5 回 前回の講義ノートを見ておくこと。 
6 回 前回の講義ノートを見ておくこと。 
7 回 ２回〜６回までの講義ノートを見ておくこと。 
8 回 １，２回の講義ノートを見ておくこと。 
9 回 前回の講義ノートを見ておくこと。 
10 回 前回の講義ノートを見ておくこと。 
11 回 微分積分学Ⅰの第４，５回の講義ノートを良く見て、復習しておくこと。 
12 回 前回までの講義ノートを良く見て、復習しておくこと。 
13 回 第８回の講義ノートを良く見て、復習しておくこと。 
14 回 前回の講義ノートを見ておくこと。 
15 回 前回の講義ノートを見ておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSP5531 
成績評価 中間試験（５０％）と定期試験（５０％）の合計が，６０点以上を合格とする． 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス PB(理)(06〜10) 
見出し FSP5531 生体機能代行装置学Ⅱ 
担当教員名 尾﨑 眞啓 
単位数 4 
教科書 臨床工学講座/生体機能代行装置学/呼吸療法装置: 

日本臨床工学技士教育施設協議会監修/廣瀬稔/生駒俊和/編集: 
医⻭薬出版株式会社 

アクティブラーニング  
キーワード 生理学，⼈工呼吸器 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 生体機能代行装置学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 氏家 良⼈編著・呼吸管理の知識と実際・株式会社メディカ出版 
授業形態 講義 
注意備考 遅刻入室を認めない． 
シラバスコード FSP5531 
実務経験のある教員  
達成目標 呼吸生理について説明できる。 

⼈工呼吸器の種類・原理・構造について説明できる。 
在宅療法について説明できる。 
酸素療法について説明できる。 

受講者へのコメント  
連絡先 尾崎研究室・１号館２階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Life Support Medical Equipments II 
関連科目 生体機能代行装置学実習Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生命機能代行装置は，病気により生命維持に必要な臓器が機能しなくなったと

き，その臓器の機能を代行したり，補助したりする装置である。この講義は呼吸
不全患者に使用する⼈工呼吸器についての知識を学ぶことを目的とする。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション 呼吸療法とはについて講義する． 

2 回  呼吸療法に必要な呼吸生理について講義する． 



3 回  呼吸療法に必要な病態について講義する． 
4 回  ⼈工呼吸器の種類について講義する． 
5 回  ⼈工呼吸器の原理について講義する． 
6 回  ⼈工呼吸器の構造について講義する． 
7 回  医用ガスの物性と気体⼒学について講義する． 
8 回  呼吸療法技術について講義する． 
9 回  周辺医用機器の原理と取り扱いについて講義する． 
10 回  ⼈工呼吸器患者管理について講義する． 
11 回  在宅呼吸療法について講義する． 
12 回  呼吸酸素療法について講義する． 
13 回  高気圧酸素療法について講義する． 
14 回  事故事例について講義する． 
15 回  安全管理について講義する． 

準備学習 臨床工学技士国家試験科目です．授業時は必ず，教科書を読んでから出席してく
ださい． 

 



年度 2012 
授業コード FSP5532 
成績評価 毎週の課題（40 点）と中間テスト（30 点）、定期試験（30 点）で評価する。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス PA(理)(07〜11) 
見出し FSP5532 プログラミング 
担当教員名 蜷川 清隆 
単位数 2 
教科書 柴⽥望洋 著「明解 C 言語入門」 ソフトバンク 
アクティブラーニング  
キーワード 変数、読込み、表示、分岐、繰返し、配列、関数、ポインタ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特になし 
科目名 プログラミング 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 これまでに、コンピュータ入門と実習Ⅰ・Ⅱを履修していることが望ましい。情

報処理センター実習室のパソコンを利用する。 
シラバスコード FSP5532 
実務経験のある教員  
達成目標 基本的なプログラムを C 言語でプログラミングし、実行できるようになる。 
受講者へのコメント 実習しながら楽しく修得していきましょう 
連絡先 蜷川研究室 １号館３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし 
英文科目名 Computer Programming 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 特になし 
講義目的 この講義では C 言語を修得する。C 言語は、ハードウエアを直接制御することが

容易なプログラム言語であると同時に、C++や C#などのオブジェクト指向言語
の基礎となる言語でもある。広範な応用が可能な C 言語を修得して、実用プログ
ラムに結びつけるための基礎を学ぶことを目的とする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション 

2 回  計算結果を表示 
3 回  変数、読込みと表示 
4 回  演算と型（１） 
5 回  演算と型（２） 



6 回  プログラムの流れの分岐（１） 
7 回  プログラムの流れの分岐（２） 
8 回  プログラムの流れの繰返し（１） 
9 回  プログラムの流れの繰返し（２） 
10 回  プログラムの流れの繰返し（３） 
11 回  配列（１） 
12 回  配列（２）、関数（１） 
13 回  関数（２） 
14 回  文字列の基本 
15 回  ポインタ 

準備学習 2 回  教科書の対応する部分を予習しておく 
3 回  教科書の対応する部分を予習しておく 
4 回  教科書の対応する部分を予習しておく 
5 回  教科書の対応する部分を予習しておく 
6 回  教科書の対応する部分を予習しておく 
7 回  教科書の対応する部分を予習しておく 
8 回  教科書の対応する部分を予習しておく 
9 回  教科書の対応する部分を予習しておく 
10 回  教科書の対応する部分を予習しておく 
11 回  教科書の対応する部分を予習しておく 
12 回  教科書の対応する部分を予習しておく 
13 回  教科書の対応する部分を予習しておく 
14 回  教科書の対応する部分を予習しておく 
15 回  教科書の対応する部分を予習しておく 

 



年度 2012 
授業コード FSP5542 
成績評価 出席（30％），実習態度（30％），レポート（40％）により判断する。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス PB(理)(06〜10) 
見出し FSP5542 生体機能代行装置学実習Ⅰ 
担当教員名 尾﨑 眞啓、浅原 佳江＊、竹本 和憲＊ 
単位数 1 
教科書 日本臨床工学技士教育施設協議会監修 臨床工学講座 生体機能代行装置学 

血液浄化療法装置 医⻭薬出版株式会社 
アクティブラーニング  
キーワード 血液透析，血漿交換 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生体機能代行装置学実習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 木下 是雄著・理科系の作文技術・中公新書木下 是雄著・レポートの組み立て

方・ちくま学芸文庫 
授業形態 実験実習 
注意備考 レーポートは 1 週間以内に提出のこと，遅れた場合は減点 

２回欠席の場合は，単位を与えない 
隔週で１日２回分（３コマ，６時間）ずつ実施する 

シラバスコード FSP5542 
実務経験のある教員  
達成目標 血液透析装置の構造・操作法について説明でき，操作できる。 

血液透析監視装置の構造・操作法について説明でき，操作できる。 
血液濾過透析装置の構造・操作法について説明でき，操作できる。 
持続血液濾過透析装置の構造・操作法について説明でき，操作できる。 

受講者へのコメント  
連絡先 尾崎研究室・１号館２階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Practice in Life Support Medical Equipments I 
関連科目 生体機能代行装置学Ⅰ，生理学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 腎機能不全に使用する血液浄化療法装置の構造・操作法を学ぶことを目的とす

る。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション・実習時の注意事項について説明する．（尾崎，浅原，



竹本） 
2 回  ＲＯ水処理装置 構造および保守管理についての実習をする．（浅原） 
3 回  血液透析装置 Ⅰ 構造・操作法についての実習をする．（竹本） 
4 回  血液透析装置 Ⅰ クリアランス測定についての実習をする．（竹本） 
5 回  血液透析監視装置 Ⅱ 構造・操作法についての実習をする．（尾崎） 
6 回  血液透析監視装置 Ⅱ 装置分解・組み立てについての実習をする．（尾崎） 
7 回  血液濾過透析装置 Ⅲ 構造・操作法についての実習をする．（竹本） 
8 回  血液濾過透析装置 Ⅲ クリアランス測定についての実習をする．（竹本） 
9 回  持続血液濾過透析装置 構造・操作法についての実習をする． （尾崎） 
10 回  持続血液濾過透析装置 クリアランス測定についての実習をする．（尾崎） 
11 回  血漿交換装置 構造・操作法についての実習をする．（尾崎） 
12 回  血漿吸着装置 構造・操作法についての実習をする．（尾崎） 
13 回  患者モニター装置の安全管理についての実習をする．（尾崎） 
14 回  事故対策についての説明をする．（浅原） 
15 回  安全対策についての説明をする．（浅原） 

準備学習 各実習科目の方法までのレポートを事前に作成すると実習内容を把握すること
ができます． 

 



年度 2012 
授業コード FSP5552 
成績評価 出席（30％），実習態度（30％），レポート（40％）により総合的に判断する。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス PB(理)(06〜10) 
見出し FSP5552 生体機能代行装置学実習Ⅱ 
担当教員名 尾﨑 眞啓、浅原 佳江＊、竹本 和憲＊ 
単位数 1 
教科書 臨床工学講座/生体機能代行装置学/呼吸療法装置：日本臨床工学教育施設協議会

監修/廣瀬稔/生駒俊和編集：医⻭薬出版株式会社 
アクティブラーニング  
キーワード 在宅呼吸器，⼈工呼吸器 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生体機能代行装置学実習Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 木下 是雄著・理科系の作文技術・中公新書，木下 是雄著・レポートの組み立

て方・ちくま学芸文庫 
授業形態 実験実習 
注意備考 レポートは１週間以内に提出のこと，遅れた場合は減点， 

２回欠席の場合は，単位を与えない。 
隔週で１日２回分（３コマ，６時間）ずつ実施する 

シラバスコード FSP5552 
実務経験のある教員  
達成目標 従量式⼈工呼吸器の構造・操作法が説明でき，操作できる。 

従圧式⼈工呼吸器の構造・操作法が説明でき，操作できる。 
混合式⼈工呼吸器の構造・操作法が説明でき，操作できる。 
麻酔器・医用ガスの点検を行うことができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 尾崎研究室・１号館２階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Practice in Life Support Medical Equipments II 
関連科目 生体機能代行装置学Ⅱ，生理学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 呼吸機能不全に使用する⼈工呼吸器の構造・操作法を学ぶことを目的とする。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーションをする．（尾崎，浅原，竹本） 

2 回  従量式⼈工呼吸器 Ⅰ 構造・原理・操作法の実習をする．（竹本） 



3 回  従量式⼈工呼吸器 Ⅰ 回路組み立て・リークテストの実習をする．（竹本） 
4 回  従量式⼈工呼吸器 Ⅰ 警報・モード（ＶＣＶ）の実習をする．（竹本） 
5 回  従圧式⼈工呼吸器 Ⅱ 構造・原理・操作法の実習をする．（浅原） 
6 回  従圧式⼈工呼吸器 Ⅱ 回路組み立て・リークテストの実習をする．（浅原） 
7 回  従圧式⼈工呼吸器 Ⅱ 警報・モード（ＰＣＶ）の実習をする．（浅原） 
8 回  混合式⼈工呼吸器 Ⅲ 構造・原理・操作法の実習をする．（尾崎） 
9 回  混合式⼈工呼吸器 Ⅲ 回路組み立て・リークテストの実習をする．（尾崎） 
10 回  混合式⼈工呼吸器 Ⅲ 警報・モード（ＣＰＡＰ・ＮＰＰＶ）の実習をする．
(尾崎） 
11 回  麻酔器 構造・原理・操作の実習をする．（浅原） 
12 回  麻酔器 回路組み立て・点検の実習をする．（浅原） 
13 回  医用ガス管理の実習をする．（竹本） 
14 回  呼吸機能検査の実習をする．（尾崎） 
15 回  医療事故および安全管理の実習をする．（尾崎） 

準備学習 各実習の方法までをレポートに記入すると実習内容が良く理解できます． 
 



年度 2012 
授業コード FSP5711 
成績評価 ・すべての実験を実施することが必要であるので、欠席した実験は別途日程で実

施する。 
・すべてのレポート提出が完了していなければ評価（単位認定）しない。 
・成績はレポート（60%）と実験の進め方（40%）により評価する。 

曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス PA(理)(〜12),PB(理)(〜12) 
見出し FSP5711 物理学基礎実験 
担当教員名 豊⽥ 新、中⼒ 眞一、平岡 裕、小坂 圭二＊ 
単位数 2 
教科書 物理学基礎実験／大学教育出版 
アクティブラーニング  
キーワード 数値データ処理、ノギス・マイクロメータ・テスター、単振動、気柱の共鳴と音

速、ニュートンリング、ヤング率、マイケルソンの干渉計、オシロスコープ、金
属の融点、モノコードの振動と交流周波数 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 理科年表／国立天文台／丸善 
授業形態 実験実習 
注意備考 ・レポート提出期限を厳守 

・実験では計算が不可欠であり、関数電卓を常に持参 
・テキストや実験ノートを常に持参 
・メールでの質問も受付るが、直接研究室を訪ねることも可 

シラバスコード FSP5711 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）実験を通じて物理の基本事項を理解する 

（２）実験結果を冷静に見つめ、自分の言葉で表現できるようにする 
受講者へのコメント  
連絡先 26 号館 3 階 豊⽥新研究室 toyoda@dap.ous.ac.jp 

21 号館 5 階 中⼒研究室 nakariki@sp.ous.ac.jp 
1 号館 3 階 平岡研究室 hiraoka@dap.ous.ac.jp 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Elementary Experiments in Physics 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 基礎的な実験を行い、 
（１）物理学における実験方法と実験器具・装置の取り扱い方の習得 
（２）測定データの処理方法、現象を的確に表現するためのグラフの作成 
（３）測定結果を客観的に見つめ、結果を導き出し、検討する習慣と素養の体得 
（４）自分の行った実験を、自分の言葉で第三者に的確に伝える報告書の作成 
などについて勉強する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション: 

実験上の心構え、注意事項伝達、実験の進め方，実験室の配置などを説明する。 
2 回 数値データの取り扱い手順について講義する。 
3 回 ノギスとマイクロメータの使用法を解説し，実習を行う。 
4 回 テスターの使用法を解説し，実習を行う。 
5 回 実験課題・内容を説明する。 
6 回 グループ毎に、毎週実験テーマを交代しながら実験を行う。 
実験課題として下記の課題を用意している。  
  振子による重⼒加速度の測定 
  気柱の共鳴と音速の測定 
  ニュートンリング 
  ザールの装置を用いたヤング率の測定 
  マイケルソンの干渉計によるレーザ波⻑の測定 
  オシロスコープの基礎実験 
  金属の融点の測定 
  モノコードの振動と交流周波数 
  ホイートストンブリッジを用いた抵抗の測定 
  その他 
15 回 未提出のレポートを作成・提出する。 

準備学習 1 回 本講義のシラバスを読んでおくこと。 
2 回 テキストを読んでおくこと。 
3 回 テキストを読んでおくこと。 
4 回 テキストを読んでおくこと。 
5 回 テキストを読んでおくこと。 
6 回 (1)テキストを熟読し、予習課題を済ませておくこと。 
(2)理解できない箇所は、図書館で調べたり、前日までに学内担当者に質問してお
くこと。 
15 回 レポート作成に必要な実験データ､資料等を整理しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSP5712 
成績評価 レポートを３０％、２回の試験を７０％とする。 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス PA(理)(08〜10) 
見出し FSP5712 応用物性 
担当教員名 中川 幸子 
単位数 2 
教科書 ⻫藤博 ほか／「入門固体物性」／共立出版 
アクティブラーニング  
キーワード 凝集系 ミクロとマクロ 準粒子（プォトン、フォノン、エキシトン、マグノン

など） 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 応用物性 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 柴⽥ 直 ／半導体デバイス／昭晃堂 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSP5712 
実務経験のある教員  
達成目標 物性物理の基本常識を再確認する。 
受講者へのコメント  
連絡先 メール stnak@dap.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Applied Solid State Physics 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 物性物理は、天文学的数字の原子が集まって構成される凝集系の物理である。原

子や分子の持っている性質が、集合すると新しい『物性』を生む。それをどのよ
うに制御すれば、新しい機能を持った新しい素材やシステムが出来るのかが、世
の応用物性の目指すところなので、先端科学の一分野である『先端材料科学』を
支える基礎を学ぶ。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 前期の物性物理と重複する項目が多いので、それを復習しながら聞いてもらえれ

ば完璧である。 
 



年度 2012 
授業コード FSP57A2 
成績評価 提出したスケッチとレポートの内容により評価する．なお，本実験は教職関連科

目でもあるので，全出席が評価の前提である．そのため，公欠を含め２回（教育
実習の場合は３回）をこえる欠席は，直ちに単位認定資格を失うものとする． 

曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス PA(理)(〜12) 
見出し FSP57A2 生物学基礎実験 
担当教員名 守⽥ 益宗、正木 智美＊ 
単位数 2 
教科書 特になし，適宜プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 光学顕微鏡観察 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 同上 
科目名 生物学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 実験実習 
注意備考 第１回オリエンテーションを欠席の学生は以後の受講を認めない。また，受講希

望者多数の場合は抽選とする。 
シラバスコード FSP57A2 
実務経験のある教員  
達成目標 光学顕微鏡が支障なく操作できるようになること 
受講者へのコメント 同上 
連絡先 理大研究室７号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 同時開講科目を多くもつ教員の所見記入について，同じような所見記入の手間を
省くため，一括コピーができるようお願いを毎年しているにもかかわらず，全く
改善されていません．手間がかかるだけで，所見を記入する気にもなりません．
何かあれば個別に聞きに来て下さい． 

英文科目名 Experiments in Biology 
関連科目 特になし 
次回に向けての改善変更予定 同上 
講義目的 中学・高校教師が指導しなければならない生物実験や，知っておくと教科指導に

便利な光学顕微鏡の使い方やその実験法について教授する． 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：実験の進め方を説明する． 

2 回 顕微鏡の使用法を説明し，実際に操作する． 



3 回 生物学のためのスケッチ実習を説明し，実際にスケッチする． 
4 回 ミクロメーターの使い方を説明し，実際に計測する． 
5 回 花粉形態の観察と計測 その１：花粉粒径を計測する． 
6 回 花粉形態の観察と計測 その２：花粉粒径を計測する． 
7 回 検索表の作成：植物を材料に検索表を作成する． 
8 回 淡水プランクトンの観察と生態 その１：淡水中のプランクトンを観察す
る． 
9 回 淡水プランクトンの観察と生態 その２：淡水中のプランクトンを観察す
る． 
10 回 気孔細胞の観察：気孔細胞の観察と密度の計測をする． 
11 回 維管束の観察：維管束組織の観察をする． 
12 回 コリメート法による顕微鏡写真撮影：顕微鏡写真の撮影法を説明し，実際
に撮影する． 
13 回 植物の根端細胞分裂の観察 その１：タマネギ根端細胞の細胞分裂標本を
作製する． 
14 回 植物の根端細胞分裂の観察 その２：タマネギ根端細胞の細胞分裂像を観
察する． 
15 回 報告書作成，補充実験：レポートの作成を行う． 

準備学習 特になし 
 



年度 2012 
授業コード FSP57B1 
成績評価 提出したスケッチとレポートの内容により評価する．なお，本実験は教職関連科

目でもあるので，全出席が評価の前提である．そのため，公欠を含め２回（教育
実習の場合は３回）をこえる欠席は，直ちに単位認定資格を失うものとする． 

曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス PA(理)(〜11) 
見出し FSP57B1 生物学基礎実験 
担当教員名 守⽥ 益宗、正木 智美＊ 
単位数 2 
教科書 特になし，適宜プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 光学顕微鏡観察 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 同時開講科目を多くもつ教員の所見記入について，同じような所見記入の手間を

省くため，コピー入⼒ができるようお願いを重ねているにもかかわらず，前のシ
ステムと同様の記入法であり全く改善されていません．ポータルサイトに移行し
ても，教員の手間がかかるだけです．教員所見を記入する気にもなりません．何
かあれば個別に聞きに来て下さい． 

科目名 生物学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 実験実習 
注意備考 第１回オリエンテーションを欠席の学生は以後の受講を認めない。また，受講希

望者多数の場合は抽選とする。 
シラバスコード FSP57B1 
実務経験のある教員  
達成目標 光学顕微鏡が支障なく操作できるようになること 
受講者へのコメント 同時開講科目を多くもつ教員の所見記入について，同じような所見記入の手間を

省くため，コピー入⼒ができるようお願いを重ねているにもかかわらず，前のシ
ステムと同様の記入法であり全く改善されていません．ポータルサイトに移行し
ても，教員の手間がかかるだけです．教員所見を記入する気にもなりません．何
かあれば個別に聞きに来て下さい． 

連絡先 理大研究室７号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 同時開講科目を多くもつ教員の所見記入について，同じような所見記入の手間を
省くため，コピー入⼒ができるようお願いを重ねているにもかかわらず，前のシ
ステムと同様の記入法であり全く改善されていません．ポータルサイトに移行し
ても，教員の手間がかかるだけです．教員所見を記入する気にもなりません．何
かあれば個別に聞きに来て下さい． 



英文科目名 Experiments in Biology 
関連科目 特になし 
次回に向けての改善変更予定 同時開講科目を多くもつ教員の所見記入について，同じような所見記入の手間を

省くため，コピー入⼒ができるようお願いを重ねているにもかかわらず，前のシ
ステムと同様の記入法であり全く改善されていません．ポータルサイトに移行し
ても，教員の手間がかかるだけです．教員所見を記入する気にもなりません．何
かあれば個別に聞きに来て下さい． 

講義目的 中学・高校教師が指導しなければならない生物実験や，知っておくと教科指導に
便利な光学顕微鏡の使い方やその実験法について教授する． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：実験の進め方を説明する． 

2 回 顕微鏡の使用法を説明し，実際に操作する． 
3 回 生物学のためのスケッチ実習を説明し，実際にスケッチする． 
4 回 ミクロメーターの使い方を説明し，実際に計測する． 
5 回 花粉形態の観察と計測 その１：花粉粒径を計測する． 
6 回 花粉形態の観察と計測 その２：花粉粒径を計測する． 
7 回 検索表の作成：植物を材料に検索表を作成する． 
8 回 淡水プランクトンの観察と生態 その１：淡水中のプランクトンを観察す
る． 
9 回 淡水プランクトンの観察と生態 その２：淡水中のプランクトンを観察す
る． 
10 回 気孔細胞の観察：気孔細胞の観察と密度の計測をする． 
11 回 維管束の観察：維管束組織の観察をする． 
12 回 コリメート法による顕微鏡写真撮影：顕微鏡写真の撮影法を説明し，実際
に撮影する． 
13 回 植物の根端細胞分裂の観察 その１：タマネギ根端細胞の細胞分裂標本を
作製する． 
14 回 植物の根端細胞分裂の観察 その２：タマネギ根端細胞の細胞分裂像を観
察する． 
15 回 報告書作成，補充実験：レポートの作成を行う． 

準備学習 特になし 
 



年度 2012 
授業コード FSP59A1 
成績評価 毎回の講義での平常点（50%）と演習（50%）で評価する。 
曜日時限 金曜日 9・10 時限 
対象クラス PA(理)(10〜10) 
見出し FSP59A1 教職のための生物 
担当教員名 池⽥ 正五、高崎 浩幸、南 善子、林 謙一郎、三井 亮司、宮永 政光、小

林 秀司 
単位数 2 
教科書 現代生命科学の基礎?遺伝子・細胞から進化・生態まで?／都築幹夫 編／（教育

出版） 
アクティブラーニング  
キーワード 教員採用試験、理科、生物 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 講義の進行に関する意見（1 名）は、シラバスを参考にして下さい。また、同一

学生からの成績評価に関する意見に対しては、本講義がオムニバス形式であるこ
とを理解していただければと思います。 
上記以外、回答を必要とする記述は無かった。 

科目名 教職のための生物 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 教員採用試験中学校理科／一ツ橋書店 
授業形態 講義 
注意備考 毎回の講義の成績で評価するので、定期試験は行わない。 
シラバスコード FSP59A1 
実務経験のある教員  
達成目標 教員採用試験生物分野の問題が解けるようになること。 
受講者へのコメント 本講義はオムニバス形式で、各教員が異なった方法で講義を進めています。この

ような多様性も、教員志望の学生として理解しておく必要のあることだと考えま
すので、各教員の指示に従って、対応をお願いします。 

連絡先 担当各教員の研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 87%の学生が目標を「できた」または「だいたいできた」であり、 93%の学生が
教員の熱意を「感じられた」または「少し感じられた」とした。 また、 93%の
学生がこの授業に「満足」または「ほぼ満足」した。したがって、講義の内容や
レベルに問題は無いと考える。講義の進め方で、特に指摘数の多い（10％を超え
る）項目は無かった。 

英文科目名  
関連科目 生物関連の基礎および専門科目 
次回に向けての改善変更予定 特に問題は感じられないが、さらにわかりやすく講義を進めるよう努⼒を続け



る。 
講義目的 教員採用試験に出題される生物分野の内容を十分理解し、問題を解くための考え

方を学ぶ。これらは、教員採用試験に対する対策となるばかりでなく、教壇に立
った場合の必要な知識や生徒への分かり易い説明の仕方などの修得につながる。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 生体を構成する細胞の構造と機能について講義する。 

2 回 生殖方法や減数分裂について、問題を解きながら十分な理解が得られるよ
うに解説する。 
3 回 動物と植物の発生について、問題を解きながら十分な理解が得られるよう
に解説する。 
4 回 メンデルの遺伝の法則性と遺伝因子の存在箇所としての染色体の振る舞い、
連鎖の仕組みについて概説する。 
5 回 遺伝子の本体の推定方法と遺伝子の取り扱いについて概説する。 
6 回 遺伝情報とタンパク質の合成、形質発現の調節と形態形成、およびバイオテ
クノロジーについて、演習をまじえて説明する。 
7 回 環内部環境としての体液の循環と働き、その成分の調節、恒常性の維持の原
理について解説する。さらにホルモンや自律神経の働きとの相互作用について説
明する。 
8 回 刺激を受容する器官，神経の興奮とその伝達や中枢神経系の働き及び動物
の反応と行動など，神経系、受容器、効果器の相互の関連について解説する。 
9 回 栄養成⻑から生殖成⻑にいたる植物の生活と環境応答について、発芽、光合
成・花芽形成、結実、種子形成の過程、さらに重⼒屈性や光屈性などを解説する。 
10 回 アミノ酸、タンパク質の構造を演習問題をとおして確認する。 
11 回 酵素の機能やそれが関わる代謝などについて演習問題をとおして確認す
る。 
12 回 生物の分類と進化 I. 生物の多様性とその分類および系統関係について講
義する。 
13 回 生物の分類と進化 II. 生物の起源と進化、および進化の仕組みについて講
義する。後半は講義内容についての小テストとその解説を行う。 
14 回 生物の集団：生態学の基礎として分類学的な種と生態学で扱う種の個体群
について学習する。 
15 回 生物の集団：多種の個体群が組み合わさった生物群集とさらに高次の生態
系について学習する。 

準備学習 1 回 細胞の構造と機能について予習をしておくこと。 
2 回 教科書の「生殖と発生」の項目を予め予習し、自分なりの理解をしておくこ
と。 
3 回 教科書の「生殖と発生」の項目を予め予習し、自分なりの理解をしておくこ
と。 
4 回 教科書の「遺伝の法則」の項目を予め予習して、メンデルは以前のどのよう
な知見を基にしたのか、法則は以後どのような影響を与えたか、についての各自
の考え方をレポートにしておくこと。 
5 回 教科書の「遺伝の法則」の項目を予め予習して、どのような曲折を経て得ら



れた知見なのか、についての各自の考え方をレポートにしておくこと。 
6 回 教科書の「遺伝情報とその発現」の項目を予め予習し、自分なりの理解をし
ておくこと。 
7 回 教科書や参考書を読み、体液とその恒常性に関して予習をしておくこと。 
8 回 教科書や参考書を読み、動物における刺激受容と応答に関して予習をして
おくこと。 
9 回 植物の成⻑と環境応答について、光合成、発芽、花芽形成、種子形成などの
植物の形態形成過程と、重⼒屈性や光屈性の仕組みについて、予習し、講義後に、
十分復習すること。 
10 回 教科書または過去の本学の講義などで使用した生化学の教科書・参考書等
を利用し、アミノ酸やタンパク質について復習しておくこと。 
11 回 教科書または過去の本学の講義などで使用した生化学の教科書・参考書等
を利用し、酵素について復習しておくこと。 
12 回 予習として生物の命名規約と五界説について学習しておくこと。 
13 回 生物の多様性とその分類および系統関係を復習しておくこと。予習として
生物の起源と進化について学習しておくこと。 
14 回 種の個体がどのように同種のまとまりをもちながら生息しているか、動物
界、植物界、モネラ界、・・・それぞれの界から 1 種ずつ例に選んで簡単な文章
にまとめておくこと。 
15 回 種の個体群がどのように他種の個体群との組み合わせのもとで生息してい
るか、ある森を想定して見出される複数の動物種と複数の植物種を例に選んで簡
単な文章にまとめておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSP90102 
成績評価 レポート（20%），課題発表（80%）で評価する． 
曜日時限 集中その他 
対象クラス PB(理)(09〜09) 
見出し FSP90102 臨床医学特論Ⅲ 
担当教員名 堀 純也 
単位数 2 
教科書 臨床工学技士標準テキスト／小野 哲章 編／金原出版株式会社：適宜配布する文

献 
アクティブラーニング  
キーワード 臨床工学技士 
開講学期 通年 
自由記述に対する回答 少⼈数のためアンケートを実施していない． 
科目名 臨床医学特論Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 内科学，外科学，解剖学，生理学など，１〜４年生で使用した各種テキスト 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSP90102 
実務経験のある教員  
達成目標 電撃，熱傷，感染，医療ガスなどに関わる医療事故によって生じうる疾患につい

て説明できる。 
臨床工学技士の各種業務に関係する医学的知識について理解を深める。 

受講者へのコメント 少⼈数のためアンケートを実施していない． 
連絡先 1 号館 2 階，堀研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 少⼈数のためアンケートを実施していない． 
英文科目名 Special Lectures on Clinical Medicine III 
関連科目 医用機器安全管理学 I，II を履修していることが望ましい。 

生体機能代行装置学 I，II，III を履修していることが望ましい。 
臨床医学総論 I，II，III，IV を履修していることが望ましい。 

次回に向けての改善変更予定 少⼈数のためアンケートを実施していない． 
講義目的 この講義では，臨床工学技士の主な業務について様々な文献をとりあげながら，

それに関係する医療事故やその結果生じうる障害などについて学習する。また，
必要に応じて内容に関係する実験に取り組む。 

対象学年 4 年 
授業内容 1 回 電撃事故に関係する生体反応と医学的知識 

電撃に関する生体反応とその安全対策に関する文献を取り上げて学習する。 



2 回 熱傷事故に関係する生体反応と医学的知識 
熱に関する生体反応とその安全対策に関する文献を取り上げて学習する。 
3 回 医用ガスの事故に関係する生体反応と医学的知識 
医用ガスに関する安全対策に関する文献を取り上げて学習する。 
4 回 滅菌・消毒と感染症 
滅菌・消毒法に関する文献を取り上げて学習する。 
5 回 医療施設における感染防御（スタンダードプリコーション） 
標準感染防御法に関する文献を取り上げて学習する。 
6 回 医療安全に関わる医学的知識の演習 
電撃・熱・感染に関わる安全対策に関する演習を行う。 
7 回 血液浄化業務に関係する主な疾患や医学的知識 
血液浄化業務に関する文献を取り上げて学習する。 
8 回 体外循環業務に関係する主な疾患や医学的知識 
体外循環業務に関する文献を取り上げて学習する。 
9 回 ⼈工呼吸器業務に関係する主な疾患や医学的知識 
⼈工呼吸器業務に関する文献を取り上げて学習する。 
10 回 心臓カテーテル検査業務に関係する主な疾患や医学的知識 
心臓カテーテル検査業務に関する文献を取り上げて学習する。 
11 回 ペースメーカ業務に関係する主な疾患や医学的知識 
ペースメーカ業務に関する文献を取り上げて学習する。 
12 回 集中治療室業務に関係する医学的知識 
集中治療室業務に関する文献を取り上げて学習する。 
13 回 内視鏡業務に関係する医学的知識 
内視鏡業務に関する文献を取り上げて学習する。 
14 回 その他の臨床工学技士業務に関わる医学的知識 
臨床工学技士の業務に関する文献を取り上げて学習する。 
15 回 課題発表 
各自で学習した内容や実験した内容について発表を行う。 

準備学習 1 回 電撃と生体反応に関して復習しておくこと。 
2 回 熱的安全について復習しておくこと。 
3 回 医用ガスについて復習しておくこと。 
4 回 滅菌法，消毒法について復習しておくこと。 
5 回 感染症に関して復習しておくこと。 
6 回 各種治療，検査に関するないようについて復習しておくこと。 
7 回 血液浄化業務について復習しておくこと。 
8 回 体外循環業務について復習しておくこと。 
9 回 呼吸器関連業務について復習しておくこと。 
10 回 カテーテル検査機器について復習しておくこと。 
11 回 ペースメーカ，ＩＣＤについて復習しておくこと。 
12 回 集中治療室に必要な機器などについて復習しておくこと。 
13 回 内視鏡治療に関する復習をしておくこと。 
14 回 病院内における臨床工学技士の役割について整理しておくこと。 



15 回 前もって課題を与えるので，その内容についてまとめて発表できるように
準備しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSP9011 
成績評価 期末試験（70%）で評価する。ただし、講義出席（30%）も考慮する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス PB(理)(06〜09) 
見出し FSP9011 看護学入門(再) 
担当教員名 尾﨑 眞啓 
単位数 1 
教科書 日本エム・イー学会監修：臨床工学シリーズ I ”医学概論（改訂版）”、コロナ社 
アクティブラーニング  
キーワード 医療，看護，病院 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 看護学入門(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜授業にて紹介。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSP9011 
実務経験のある教員  
達成目標 現代社会における看護について説明できる。 

現在、看護の抱えている問題点を鮮明にし、将来的な看護の在り方について自分
自身の考えを説明できる。 

受講者へのコメント  
連絡先 尾崎研究室 １号館２階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introduction to Nursing 
関連科目 医学概論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 医学の発展にともなって高度先進医療が行われるとともに、日本社会の急速な高

齢化によって高齢者への看護のあり方も問い直されるなど現代の看護のあり方
が劇的に変貌している。医療の多様化とともに看護の役割もきわめて多岐にわた
ってきている。しかしながら、看護の果たすべき⼈間的役割は普遍的である。看
護の現状を批判的に理解するとともに、臨床工学技師からみた看護の本質的意味
を考える。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  看護とはについて講義する． 

2 回  看護の機能と業務について講義する． 



3 回  看護活動について講義する． 
4 回  看護の歴史について講義する． 
5 回  看護における倫理について講義する． 
6 回  現代における看護の問題点について講義する． 
7 回  症例から学ぶ医療および看護の現状について講義する． 
8 回  定期試験をする． 

準備学習 講義までに予習として教科書を読んでおくこと． 
 



年度 2012 
授業コード FSP90112 
成績評価 中間テスト（４０％），課題発表（６０％）により総合的に判断し評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス PB(理)(09〜09) 
見出し FSP90112 臨床医学特論Ⅳ 
担当教員名 尾﨑 眞啓 
単位数 2 
教科書 小野 哲章編・臨床工学技士標準テキスト・金原出版株式会社 
アクティブラーニング  
キーワード 血液浄化，呼吸療法 
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 臨床医学特論Ⅳ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 透析療法合同専門委員会編著・血液浄化療法ハンドブック・協同医学出版渡辺 

敏，宮川 哲夫編・CE 技術シリーズ 呼吸療法・南江堂 
授業形態 講義 
注意備考 医学センター教員２名を含む 
シラバスコード FSP90112 
実務経験のある教員  
達成目標 体外循環装置に関することが，説明できる。 

⼈工呼吸器に関することが，説明できる。 
血液浄化装置に関することが，説明できる。 

受講者へのコメント  
連絡先 尾崎研究室・１号館２階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Special Lectures on Clinical Medicine IV 
関連科目 生体機能代行装置学Ⅰ，Ⅱ，生理学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 循環・呼吸・代謝に関わる生体機能代行装置の適切な操作と保守点検ができるよ

う生体機能代行装置の基本的知識を習得することを目的とする。 
対象学年 4 年 
授業内容 1 回  モニター心電図の読み方について講義する． 

2 回  体外循環装置を必要とする病態生理について講義する． 
3 回  ⼈工心肺装置の構成機器と機能・目的について講義する． 
4 回  ⼈工心肺操作の実際について講義する． 
5 回  補助循環装置について講義する． 



6 回  呼吸療法装置を必要とする病態生理について講義する． 
7 回  ⼈工呼吸の原理と構造について講義する． 
8 回  ⼈工呼吸器装着患者管理について講義する． 
9 回  高気圧治療について講義する． 
10 回  血液浄化装置を必要とする病態生理について講義する． 
11 回  血液透析の原理について講義する． 
12 回  血液透析の構造について講義する． 
13 回  血液透析以外の治療法について講義する． 
14 回  滅菌・消毒について講義する． 
15 回  課題発表をする． 

準備学習  
 



年度 2012 
授業コード FSP9012 
成績評価 得点配分を小テスト 30％，定期試験 70％として成績を評価し，100 点満点中 60

点以上を合格とする． 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス PB(理)(06〜11) 
見出し FSP9012 医用生体計測装置学 
担当教員名 畑中 啓作 
単位数 2 
教科書 ＭＥの基礎知識と安全管理 改訂第５版／ＭＥ技術教育委員会監修／南江堂 
アクティブラーニング  
キーワード 無侵襲計測，画像診断 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 自由記述はありません． 
科目名 医用生体計測装置学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜参考資料を配付する 
授業形態 講義 
注意備考 医用機器学概論（後期前半）に引き続き，後期後半に講義を行う．前回講義分に

関して，小テストを実施することで，講義内容を補足し理解を深めるとともに，
受講者の自主的な学習を促す． 

シラバスコード FSP9012 
実務経験のある教員  
達成目標 1)生体計測装置の適切な操作と保守を行うのに必要な生体計測装置の基本事項

について理解する． 
受講者へのコメント 小テストは講義を補い，理解を深めるために実施しています． 

必ず講義の復習を行い，小テストにより，理解をチェックして，配布する解説で
再度学習して下さい． 

連絡先 １号館３階 畑中研究室 086-256-9713 hatanaka@dap.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業時間外の学習について，57.1%の学生が宿題などの課題に取り組んだとある
ので，小テストに関して，予習および復習をしたものと考えられる．反面 4 割程
度の学生は講義を聴いているのみで，定期試験前に勉強したに留まるように思わ
れる． 

英文科目名 Medical Equipments for Human Body Measurement 
関連科目 「医用機器学概論」を履修していることが望ましい．本科目に引き続き「医用生

体計測装置学実習」を受講し，実際の機器に触れて理解を深めることが望ましい． 
次回に向けての改善変更予定 小テストの問題は毎年より深い理解が得られるように改訂しています． 
講義目的 生体計測装置は，生体内部から発生する機械的，化学的，電磁的エネルギーを計



測したり，生体に外部から様々なエネルギーを作用させ，その反応から生体の状
態を計測，診断するものである．本講義では，医療で用いられる生体計測装置の，
使用目的，動作原理，生体反応（信号）の大きさと生体の機能・疾患との関係を
理解し，生体計測装置に関する基礎的な理解を得ることを目的とする． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 心電計 

2 回 心電図モニタとその他の心電計 
3 回 脳波計 
4 回 筋電計，電気眼振計とその他の神経系診断装置 
5 回 血圧計の原理と観血式血圧計 
6 回 非観血式血圧計とその他の血圧測定法 
7 回 心拍出量計 
8 回 血流計と心臓カテーテル検査システム 
9 回 呼吸計測装置と呼気ガス分析装置 
10 回 血液ガス測定装置とパルスオキシメータ 
11 回 超音波画像診断の原理 
12 回 ドプラ法とハーモニック法 
13 回 Ｘ線ＣＴとＭＲＩ 
14 回 ＳＰＥＣＴとＰＥＴ 
15 回 内視鏡装置．その他の生体計測装置 

準備学習 1 回 教科書第９章Ⅰ節を予習し，さらに別のテキスト等で心電図について調べ
ておく． 
2 回 教科書第９章Ⅱ〜Ⅳ節を予習すること． 
3 回 教科書第１０章Ⅰ〜Ⅱ節を予習すること． 
4 回 教科書第１０章Ⅲ〜Ⅴ節を予習すること． 
5 回 教科書第１１章Ⅰ〜Ⅱ節を予習すること． 
6 回 教科書第１１章Ⅲ〜Ⅳ節を予習すること． 
7 回 教科書第１２章Ⅰ節を予習すること． 
8 回 教科書第１２章Ⅱ〜Ⅲ節を予習すること． 
9 回 教科書第１３章Ⅰ〜Ⅱ節を予習すること． 
10 回 教科書第１３章Ⅲ〜Ⅴ節を予習すること． 
11 回 教科書第１４章Ⅰ節とⅣからⅤ節を予習すること． 
12 回 教科書第１４章Ⅱ〜Ⅲ節とⅥ節を予習すること．特にドプラシフトの式(1)
を導出できるようにしておくこと． 
13 回 教科書第１５章Ⅰ〜Ⅱ節を予習すること． 
14 回 教科書第１５章Ⅲ節を予習すること． 
15 回 教科書１６章を予習すること．また，その他の生体計測装置に関して配布
資料を読んでおく． 

 



年度 2012 
授業コード FSP90122 
成績評価 実技 30%，レポート 70%により評価する． 
曜日時限 集中その他 
対象クラス PB(理)(06〜09) 
見出し FSP90122 臨床実習Ⅰ 
担当教員名 平岡 裕 
単位数 1 
教科書 臨床実習の手引き 
アクティブラーニング  
キーワード 血液浄化 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 臨床実習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 透析療法合同専門委員会編・血液浄化療法ハンドブック・協同医書出版 

日本臨床工学技士教育施設協議会監修・臨床工学講座 生体機能代行装置学 血
液浄化療法装置・医⻭薬出版株式会社 

授業形態 実験実習 
注意備考 実習施設の担当者の指示指導のもとに実習を行って下さい． 
シラバスコード FSP90122 
実務経験のある教員  
達成目標 血液浄化療法，血液浄化器，監視装置の構成について，病院に勤務する技士に正

しく説明できること． 
受講者へのコメント  
連絡先 尾崎研究室・１号館２階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Clinical Training I 
関連科目 生体機能代行装置学実習Ⅰ，医用治療機器学実習，医用機器安全管理学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 本実習は，臨床工学実習の一環であり，病院において体外循環に伴う各種血液浄

化療法，各種血液浄化器，各種監視装置の構成を習得すると共にその病態と治療
効果について学ぶことを目的とする。 

対象学年 4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションをする． 

2 回 血液浄化法の構成について説明する． 
3 回 血液浄化装置の機能について説明する． 
4 回 血液浄化監視装置の構成と機能について学習する． 



5 回 血液浄化療法の適応疾患と治療効果について学習する． 
6 回 血液浄化療法の実際 −準備から終了まで−について学習する． 
7 回 血液浄化装置（水処理装置等を含む）の保守管理について学習する． 
8 回 臨床実習 １について実習する． 
9 回 臨床実習 ２について実習する． 
10 回 臨床実習 ３について実習する． 
11 回 臨床実習 ４について実習する． 
12 回 臨床実習 ５について実習する． 
13 回 臨床実習 ６について実習する． 
14 回 臨床実習 ７について実習する． 
15 回 補充実習が必要な場合は，実習をする． 

準備学習 1 回 血液浄化に関して復習しておくこと． 
2 回 各種の血液浄化法について特徴をまとめること． 
3 回 血液浄化装置の機能について調べまとめること． 
4 回 血液浄化監視装置について調べまとめること． 
5 回 血液浄化両方の適応疾患について復習するとともに最近の患者動向を調べ
ておくこと． 
6 回 血液浄化療法の具体的な手順についてまとめておくこと． 
7 回 血液浄化装置（水処理装置等を含む）の保守管理に必要な項目をリストにま
とめておくこと． 
8 回 具体的な準備については各施設の指導者の指示に従うこと． 
9 回 具体的な準備については各施設の指導者の指示に従うこと． 
10 回 具体的な準備については各施設の指導者の指示に従うこと． 
11 回 具体的な準備については各施設の指導者の指示に従うこと． 
12 回 具体的な準備については各施設の指導者の指示に従うこと． 
13 回 具体的な準備については各施設の指導者の指示に従うこと． 
14 回 具体的な準備については各施設の指導者の指示に従うこと． 
15 回 補充が必要な実習項目についての準備をすること． 

 



年度 2012 
授業コード FSP9013 
成績評価 ディスカッションへの参加や発表内容を評価する（具体的な配点はゼミ毎に異な

る）。 
100 点満点で 60 点以上を合格とする。 

曜日時限 集中その他 
対象クラス PA(理)(〜09),PB(理)(〜09) 
見出し FSP9013 ゼミナール 
担当教員名 平岡 裕、米⽥ 稔、豊⽥ 新、畑中 啓作、川端 晃幸、堀 純也、尾﨑 眞

啓、中川 
単位数 2 
教科書 各担当教員が適宜指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード プレゼンテーション，コミュニケーション，ディスカッション 
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 ゼミナール 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 各担当教員が適宜指示する。 
授業形態 演習 
注意備考 研究室毎に実施するので，具体的な内容・実施形態については各担当教員の指示

に従うこと。 
シラバスコード FSP9013 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)一つの課題に対して，決められた時間内で調査研究し，発表できる能⼒を身に

つける。 
(2)ディスカッションに参加し，一つの課題に対して，お互いに協⼒して解決に導
く能⼒を身につける。 

受講者へのコメント  
連絡先 各担当教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Seminar 
関連科目 特別研究 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 各ゼミで実施される「特別研究」と並行して，セミナー形式で研究を行うための

基礎能⼒を身に付ける。研究発表および質疑を通じて，プレゼンテーション技術
を習得する。 

対象学年 4 年 



授業内容 1 回 ゼミナール１ 
2 回 ゼミナール２ 
3 回 ゼミナール３ 
4 回 ゼミナール４ 
5 回 ゼミナール５ 
6 回 ゼミナール６ 
7 回 ゼミナール７ 
8 回 ゼミナール８ 
9 回 ゼミナール９ 
10 回 ゼミナール１０ 
11 回 ゼミナール１１ 
12 回 ゼミナール１２ 
13 回 ゼミナール１３ 
14 回 ゼミナール１４ 
15 回 ゼミナール１５ 

準備学習 1 回 ゼミナールで取り上げるテキスト，論文等について予習する。発表を担当す
るものは資料を準備すること。 
2 回 ゼミナールで取り上げるテキスト，論文等について予習する。発表を担当す
るものは資料を準備すること。 
3 回 ゼミナールで取り上げるテキスト，論文等について予習する。発表を担当す
るものは資料を準備すること。 
4 回 ゼミナールで取り上げるテキスト，論文等について予習する。発表を担当す
るものは資料を準備すること。 
5 回 ゼミナールで取り上げるテキスト，論文等について予習する。発表を担当す
るものは資料を準備すること。 
6 回 ゼミナールで取り上げるテキスト，論文等について予習する。発表を担当す
るものは資料を準備すること。 
7 回 ゼミナールで取り上げるテキスト，論文等について予習する。発表を担当す
るものは資料を準備すること。 
8 回 ゼミナールで取り上げるテキスト，論文等について予習する。発表を担当す
るものは資料を準備すること。 
9 回 ゼミナールで取り上げるテキスト，論文等について予習する。発表を担当す
るものは資料を準備すること。 
10 回 ゼミナールで取り上げるテキスト，論文等について予習する。発表を担当
するものは資料を準備すること。 
11 回 ゼミナールで取り上げるテキスト，論文等について予習する。発表を担当
するものは資料を準備すること。 
12 回 ゼミナールで取り上げるテキスト，論文等について予習する。発表を担当
するものは資料を準備すること。 
13 回 ゼミナールで取り上げるテキスト，論文等について予習する。発表を担当
するものは資料を準備すること。 
14 回 ゼミナールで取り上げるテキスト，論文等について予習する。発表を担当



するものは資料を準備すること。 
15 回 ゼミナールで取り上げるテキスト，論文等について予習する。発表を担当
するものは資料を準備すること。 

 



年度 2012 
授業コード FSP90132 
成績評価 実技 30%，レポート 70%により評価する． 
曜日時限 集中その他 
対象クラス PB(理)(06〜09) 
見出し FSP90132 臨床実習Ⅱ 
担当教員名 平岡 裕 
単位数 1 
教科書 臨床実習の手引き 
アクティブラーニング  
キーワード 集中治療，⼈工呼吸器，補助循環装置，生体監視装置 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 臨床実習Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 渡辺 敏，宮川 哲夫編・ＣＥ技術シリーズ 呼吸療法・南江堂井野隆史，安達

秀雄編・最新体外循環・金原出版 
日本臨床工学技士教育施設協議会監修・臨床工学講座 生体機能代行装置学 呼
吸療法装置・医⻭薬出版株式会社 

授業形態 実験実習 
注意備考 実習施設の担当者の指示指導のもとに実習を行って下さい． 
シラバスコード FSP90132 
実務経験のある教員  
達成目標 1)⼈工呼吸器の構成と機能について，病院で勤務する技士に正しく説明できるこ

と。 
2)ＩＡＢＰの構成と機能について，病院で勤務する技士に正しく説明できるこ
と。 
3)ＰＣＰＳの構成と機能について，病院で勤務する技士に正しく説明できるこ
と。 
4)集中治療室にある機器の保守管理について，病院で勤務する技士に正しく説明
できること。 

受講者へのコメント  
連絡先 尾崎研究室・１号館２階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Clinical Training II 
関連科目 生体機能代行装置学実習Ⅱ，医用治療機器学実習，医用機器安全管理学実習 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 本実習は，臨床工学実習の一環であり，病院の集中治療室で⼈工呼吸器，補助循



環装置（ＩＡＢＰ，ＰＣＰＳ等）をはじめ血圧，酸素，体温，心電図モニター等
の各種監視装置，輸液ポンプ，シリンジポンプ機器などの治療機器の使用と病態
治療内容について学ぶことを目的とする。 

対象学年 4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションをする． 

2 回 集中治療室の機能，設備（電源，医療ガス，空調）について説明する． 
3 回 集中治療室と各種治療機器および生体モニターについて説明する． 
4 回 ⼈工呼吸器と適応疾患について学習する． 
5 回 ⼈工呼吸器の構成と機能について学習する． 
6 回 ⼈工呼吸器の実際について −準備から終了まで−について学習する． 
7 回 大動脈内バルーンポンプ（ＩＡＢＰ）と適応疾患について学習する． 
8 回 ＩＡＢＰの構成，バルーン機能，制御装置の構成と機能について学習する． 
9 回 ＩＡＢＰの実際について −準備から終了まで−について学習する． 
10 回 経皮的心肺補助法（ＯＣＰＳ）と適応疾患について学習する． 
11 回 ＰＣＰＳの構成，⼈工肺機能，制御装置の構成と機能について学習する． 
12 回 ＰＣＰＳの実際について −準備から終了まで−について学習する． 
13 回 集中治療室設備，各種治療機器・生体モニター，⼈工呼吸装置，ＩＡＢＰ
装置，ＰＣＰＳ装置等の保守管理について学習する． 
14 回 臨床工学実習 １について実習する． 
15 回 補充実習がある場合は，実習をする． 

準備学習 1 回 ⼈工呼吸器と集中治療室医療について復習すること． 
2 回 集中治療室の機能，設備についてまとめること． 
3 回 集中治療室で利用される治療機器と生体モニターについて調べまとめるこ
と． 
4 回 ⼈工呼吸器の適応疾患について調べまとめること． 
5 回 ⼈工呼吸器の原理と構造を予習すること． 
6 回 ⼈工呼吸器を実際に運用するにはどのような準備をする必要があるか考え
ること． 
7 回 ＩＡＢＰの適応疾患について予習すること． 
8 回 ＩＡＢＰの原理と構造について予習すること． 
9 回 ＩＡＢＰを実際に運用するにはどのような準備をする必要があるか考える
こと． 
10 回 ＯＣＰＳについて調べること． 
11 回 ＰＣＰＳについて調べること． 
12 回 ＰＣＰＳを実際に運用するにはどのような準備をする必要があるか考える
こと． 
13 回 集中治療室設備の保守管理に必要な点検項目をリストに作成しておくこ
と． 
14 回 担当者の指示をあおぎ，実習の準備をすること． 
15 回 不十分な実習項目については補充実習の準備をすること． 

 



年度 2012 
授業コード FSP90142 
成績評価 実技 30%，レポート 70%により評価する 
曜日時限 集中その他 
対象クラス PB(理)(06〜09) 
見出し FSP90142 臨床実習Ⅲ 
担当教員名 平岡 裕 
単位数 1 
教科書 臨床実習の手引き 
アクティブラーニング  
キーワード ⼈工心肺，心臓ペーシング 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 臨床実習Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 井野隆史，安達秀雄編・最新体外循環・金原出版 
授業形態 実験実習 
注意備考 実習施設の担当者の指示指導のもとに実習を行って下さい． 
シラバスコード FSP90142 
実務経験のある教員  
達成目標 1)⼈工心肺装置の構成,機能について，病院で勤務する技士に正しく説明できるこ

と。 
2)⼈工心肺装置の保守管理について，病院で勤務する技士に正しく説明できるこ
と。 
3)心臓ペーシングについて，病院で勤務する技士に正しく説明できること。 
4)ペーシング機器の保守管理について，病院で勤務する技士に正しく説明できる
こと。 

受講者へのコメント  
連絡先 尾崎研究室・１号館２階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Clinical Training III 
関連科目 生体機能代行装置学実習Ⅲ，医用治療機器学実習，医用機器安全管理学実習 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 本実習は，臨床工学実習の一環であり，病院の手術室にある⼈工心肺装置をはじ

め心臓カテーテル治療でのポリグラフ装置，各種生体モニターの機能および対象
疾患と心臓ペーシング，植込み型除細動器の種類，機能および対象疾患等につい
て学ぶことを目的とする。 

対象学年 4 年 



授業内容 1 回 オリエンテーションをする． 
2 回 手術室の機能，設備（電源，医療ガス，空調等）について説明する． 
3 回 手術用関連装置と各種生体モニターについて説明する． 
4 回 ⼈工心肺装置の適応疾患について学習する． 
5 回 ⼈工心肺装置の構成，⼈工心肺の機能，⼈工心肺装置機能（冷温水供給装
置，心筋保護液供給装置等）について学習する． 
6 回 ⼈工心肺装置の実際 −準備から終了まで−学習する． 
7 回 手術室設備，手術用関連装置，各種生体モニター，⼈工心肺装置等の保守管
理について学習する． 
8 回 心臓ペーシングの適応疾患と治療効果について学習する． 
9 回 心臓ペーシングモードの種類と機能について学習する． 
10 回 ペースメーカの保守管理について学習する． 
11 回 臨床工学実習 １について実習をする． 
12 回 臨床工学実習 ２について実習をする． 
13 回 臨床工学実習 ３について実習をする． 
14 回 臨床工学実習 ４について実習をする． 
15 回 補充実習がある場合は，実習をする． 

準備学習 1 回 ⼈工心肺装置に関して復習しておくこと． 
2 回 手術室の機能，設備に関して調べること． 
3 回 手術用関連装置と各種生体モニターについて調べること． 
4 回 ⼈工心肺装置の適応疾患について調べること． 
5 回 ⼈工心肺装置の構成，機能について調べること． 
6 回 ⼈工心肺装置を実際に運用するにはどのような準備をする必要があるか考
え説明できること． 
7 回 手術室設備，手術用関連装置の保守管理に必要な項目をリストに作成する
こと． 
8 回 心臓ペーシングの適応疾患を調べ説明できること． 
9 回 心臓ペーシングモードについて調べ説明できること． 
10 回 ペースメーカの保守管理項目をリストに作成すること． 
11 回 担当者の指示をあおぎ，実習の準備をする 
12 回 担当者の指示をあおぎ，実習の準備をする 
13 回 担当者の指示をあおぎ，実習の準備をする 
14 回 担当者の指示をあおぎ，実習の準備をする 
15 回 不十分な実習項目については補充実習の準備をする 

 



年度 2012 
授業コード FSP90152 
成績評価 実技 30%，レポート 70%により評価する． 
曜日時限 集中その他 
対象クラス PB(理)(06〜09) 
見出し FSP90152 臨床実習Ⅳ 
担当教員名 平岡 裕 
単位数 1 
教科書 臨床実習の手引き 
アクティブラーニング  
キーワード 高気圧治療 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 臨床実習Ⅳ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 渡辺 敏，宮川 哲夫編・ＣＥ技術シリーズ 呼吸療法・南江堂 
授業形態 実験実習 
注意備考 実習施設の担当者の指示指導のもとに実習を行って下さい 
シラバスコード FSP90152 
実務経験のある教員  
達成目標 1)高気圧治療機器の保守点検を確実に行うことができること。 

2)高気圧治療について，病院で勤務する技士に正しく説明できること。 
受講者へのコメント  
連絡先 尾崎研究室・１号館２階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Clinical Training IV 
関連科目 医用治療機器学，医用機器安全管理学， 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 本実習は，臨床工学実習の一環であり，病院での医療機器管理システムと高気圧

療法の治療方法や効果また，特殊環境下での治療のための技士の役割について学
ぶことを目的とする。 

対象学年 4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションをする． 

2 回 医療機器管理の役割ついて学習する． 
3 回 保守点検の実際 −使用前後の点検と記録−について学習する． 
4 回 高気圧治療の適応疾患と治療効果について学習する． 
5 回 高気圧治療の種類と機能について学習する． 
6 回 高気圧治療装置の実際 −準備から終了まで−について学習する． 



7 回 高気圧治療装置の保守管理について学習する． 
8 回 臨床工学実習 １について実習する． 
9 回 臨床工学実習 ２について実習する． 
10 回 臨床工学実習 ３について実習する． 
11 回 臨床工学実習 ４について実習する． 
12 回 臨床工学実習 ５について実習する． 
13 回 臨床工学実習 ６について実習する． 
14 回 臨床工学実習 ７について実習する． 
15 回 補充実習がある場合は実習する． 

準備学習 1 回 高気圧治療について復習してください． 
2 回 医用機器安全管理学のテキスト等で安全管理の役割を復習すること． 
3 回 点検リストの作成を行うこと． 
4 回 高気圧治療の適応疾患について調べること． 
5 回 高気圧治療の種類と機能について調べること． 
6 回 高気圧装置をを実際に運用するにはどのような準備をする必要があるか説
明できるようにすること． 
7 回 高気圧治療装置の保守管理項目を考えリストを作成すること． 
8 回 担当者の指示をあおぎ，実習の準備をすること． 
9 回 担当者の指示をあおぎ，実習の準備をすること． 
10 回 担当者の指示をあおぎ，実習の準備をすること． 
11 回 担当者の指示をあおぎ，実習の準備をすること． 
12 回 担当者の指示をあおぎ，実習の準備をすること． 
13 回 担当者の指示をあおぎ，実習の準備をすること． 
14 回 担当者の指示をあおぎ，実習の準備をすること． 
15 回 不十分な実習項目については補充実習の準備をすること． 

 



年度 2012 
授業コード FSP9021 
成績評価 講義への参加度が約 3 割、毎回の演習とレポートが約 7 割の割合で評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス PA(理)(〜09) 
見出し FSP9021 振動(再) 
担当教員名 金子 敏明 
単位数 2 
教科書 ⻑谷川修司著「振動・波動」（講談社）（第 1 章から第 6 章） 
アクティブラーニング  
キーワード 単振動、減衰振動、連成振動、強制振動 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 振動(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSP9021 
実務経験のある教員  
達成目標 単振動、減衰振動、連成振動の運動方程式をたてることができて、さらにそれら

の方程式を解くことができるようになることを目指す。 
受講者へのコメント  
連絡先 金子敏明研究室 24 号館 4 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Vibrations 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 物理学で大切な振動現象について、基本となる単振動から発展して連成振動や減

衰振動など、種々の振動現象について理解することを目的とする。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 ばねの復元⼒の求め方、単振動する物体の運動方程式（ニュートン方程式）の求

め方とその解き方などの基礎事項を復習しておくこと。 
 



年度 2012 
授業コード FSP9022 
成績評価 毎週行う小テストで 6 割、２回の試験で４割の評価をする。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス PA(理)(07〜10) 
見出し FSP9022 応用電磁気学Ⅱ(再) 
担当教員名 中川 幸子 
単位数 0 
教科書 松川 宏 著 「わかる電磁気学」サイエンス社 
アクティブラーニング  
キーワード 場の概念 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 応用電磁気学Ⅱ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 サーウエイ著 松村博之 訳／科学者と技術者のための物理学 3 電磁気学／学

術図書 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSP9022 
実務経験のある教員  
達成目標 『場』の概念を、数学を通じて理解する 
受講者へのコメント  
連絡先 ２４号館４階 中川幸子研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Applied Electricity and Magnetism II 
関連科目 電磁気学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 マックスウェル方程式から始まって、クーロンの法則、アンペールの法則、など

の諸法則を整理し、真空を伝搬する電磁場＝フォトンに至るまでのところをマッ
クスウェル方程式で一括整理するコトが出来ることを学ぶ。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 それまでに習った電磁気学の復習を随時行う。 

 



年度 2012 
授業コード FSP9023 
成績評価 特別研究への取り組みや発表内容を 100 点満点で評価する（各項目への配点は研

究室毎に異なる）。 
100 点満点で，60 点以上を合格とする。 

曜日時限 集中その他 
対象クラス PA(理)(〜09),PB(理)(〜09) 
見出し FSP9023 特別研究 
担当教員名 平岡 裕、米⽥ 稔、豊⽥ 新、畑中 啓作、川端 晃幸、堀 純也、尾﨑 眞

啓、中川 
単位数 8 
教科書 指導教員が適宜指示する 
アクティブラーニング  
キーワード 研究⼒，プレゼンテーション 
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 特別研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指導教員が適宜指示する 
授業形態 実験実習 
注意備考 (1)研究室毎に実施するので，具体的な内容・実施形態については指導教員の指示

に従うこと。 
(2)特に実験系の研究室において，事前に実験の安全について十分に講習を受け
ること。 

シラバスコード FSP9023 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)一つのテーマを解決するために必要な課題について，書籍，文献，ウェブ等で

調査する能⼒を身につける。 
(2)他のゼミ生，大学院生，指導教員等と協⼒して，問題を解決するともにプロジ
ェクトを完成させることができる。 
(3)研究した内容を聴衆を前にパワーポイントを使って簡潔に発表することがで
きる。 
(4)発表に対する質問に適確に答えることができるように，十分な準備を行う能
⼒を身につける。 

受講者へのコメント  
連絡先 指導教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Professional Research 



関連科目 ゼミナール 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 応用物理学における一つのテーマについて，研究を行うための基礎能⼒を身につ

ける。 
対象学年 4 年 
授業内容  
準備学習 (1)研究室の過去の特別研究論文（要旨）をあらかじめ読んでおくこと。 

(2)特別研究の具体的な内容等について，担当教員の指示に従うこと。 
(3)中間発表用資料を準備すること。 
(4)特別研究発表用資料を準備すること。 
(5)特別研究要旨作成の準備をすること。 

 



年度 2012 
授業コード FSP9031 
成績評価 出席(30%)，定期試験(70%)として判断する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス PB(理)(06〜09) 
見出し FSP9031 関係法規(再) 
担当教員名 尾﨑 眞啓 
単位数 1 
教科書 小野 哲章編・臨床工学技士標準テキスト・金原出版株式会社 
アクティブラーニング  
キーワード 臨床工学技士，業務指針，法律 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 関係法規(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 江部 充監修・医学概論・コロナ社 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSP9031 
実務経験のある教員  
達成目標 臨床工学技士法，臨床工学業務指針等の臨床工学技士として業務する時に必要な

法令を説明できる。 
受講者へのコメント  
連絡先 尾崎研究室・１号館２階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Laws Related to Clinical Engineering 
関連科目 生体機能代行装置学Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 関係法規は，臨床工学技士として必要な法令について学ぶものである。臨床工学

技士業務は，臨床工学技士法により定められている。この臨床工学技士法および
臨床工学技士として業務遂行時に必要である医療法，臨床工学技士業務指針につ
いての基本的知識を学ぶことを目的とする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  医療法規概説を講義する． 

2 回  臨床工学技士法 Ⅰについて講義する． 
3 回  臨床工学技士法 Ⅱについて講義する． 
4 回  医療法・医療過誤について講義する． 
5 回  臨床工学技士業務指針 Ⅰについて講義する． 



6 回  臨床工学技士業務指針 Ⅱについて講義する． 
7 回  薬事法・感染症に関する法律・廃棄物処理法について講義する． 

準備学習  
 



年度 2012 
授業コード FSP9032 
成績評価 中間試験(４０％)，定期試験(６０％)の点数で評価します。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス PA(理)(〜07) 
見出し FSP9032 物性物理Ⅰ(再) 
担当教員名 米⽥ 稔 
単位数 2 
教科書 ⿊沢 達美 著 『基礎物理学選書９ 物性論 ― 固体を中心とした―』・裳

華房 
アクティブラーニング  
キーワード 結晶、自由電子、電子比熱、バンド理論 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 物性物理Ⅰ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 作道恒太郎 著 『固体物理 磁性・超伝導』・裳華房 C.Kittel 著 山下次郎 他

訳『固体物理入門』・丸善 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSP9032 
実務経験のある教員  
達成目標 結合⼒の種類とそれが生ずる原因を説明できるようになる。 

結晶構造と逆格子を説明できるようになる。 
格子振動と熱伝導の関係を理解する。 
エネルギーバンド理論に基づき基本的な固体物性を説明できるようになる。 

受講者へのコメント  
連絡先 米⽥研究室（1 号館１階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Solid State Physics I 
関連科目 基礎電磁気学、熱統計物理、量子⼒学を受講しておくことが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 新しい機能を持った電子デバイス（集積回路、発光ダイオード、レーザーダイオ

ード等々）が続々と開発されている。その機能を充分に 知って開発応用に心掛
けねばなりません。さらに。それらのデバイスを構成している素材の物性を知っ
ておく必要があります。本講義では、固体を中心とした物性論をなるべく平易に
説明します。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 物質の凝集について講義する。 
2 回 分子間⼒、水素結合について講義する。 
3 回 結晶構造について講義する。 
4 回 構造解析について講義する。 
5 回 格子振動について講義する。 
6 回 固体の比熱-格子の振動について講義する。 
7 回 固体の比熱-アインシュタインの比熱式について講義する。 
8 回 固体の比熱-Debye の比熱式について講義する。 
9 回 固体の比熱-熱伝導について講義する。 
10 回 金属の自由電子について講義する。 
11 回 フェルミ分布について講義する。 
12 回 電子比熱について講義する。 
13 回 バンド理論について講義する。 
14 回 バンド理論について講義する。 
15 回 バンド理論について講義する。 

準備学習 1 回 関連科目を復習しておくこと。 
2 回 前回の復習を行うこと。 
3 回 前回の復習を行うこと。 
4 回 前回の復習を行うこと。 
5 回 前回の復習を行うこと。 
6 回 前回の復習を行うこと。 
7 回 前回の復習を行うこと。 
8 回 前回の復習を行うこと。 
9 回 前回の復習を行うこと。 
10 回 前回の復習を行うこと。 
11 回 前回の復習を行うこと。 
12 回 前回の復習を行うこと。 
13 回 前回の復習を行うこと。 
14 回 前回の復習を行うこと。 
15 回 前回の復習を行うこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSP9041 
成績評価 講義への参加度が約 3 割、毎回の演習とレポートが約 7 割の割合で評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス PA(理)(〜07) 
見出し FSP9041 波動(再) 
担当教員名 金子 敏明 
単位数 2 
教科書 ⻑谷川修司著「振動・波動」（講談社）（第７章から第１３章） 
アクティブラーニング  
キーワード 回折、干渉、フーリエ解析、フーリエ変換、波動方程式 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 波動(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSP9041 
実務経験のある教員  
達成目標 波動を式で表現すること、波動のフーリエ変換を求めること、および、波動方程

式を解くことができるようになることを目指す。 
受講者へのコメント  
連絡先 金子敏明研究室 24 号館 4 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Vibrations 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 物理学で大切な波動現象について、基本となる一次元波動から出発して波動方程

式の解法までをさまざまな物理現象の例と結びつけながら理解することを目的
とする。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 波の回折や干渉現象を復習しておくとともに、偏微分、フーリエ変換などの数学

的基礎事項についても復習や演習をしておくこと。 
 



年度 2012 
授業コード FSP9042 
成績評価 実践活動とそのレポートの内容（70%）、発表会（20%）、最終試験（10%）によ

って評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス PA(理)(10〜10) 
見出し FSP9042 授業実践演習Ⅱ 
担当教員名 山崎 正之、小林 祥一、山口 一裕、伊代野 淳、森 嘉久、山崎 重雄、齋

藤 達昭 
単位数 1 
教科書 プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 理科 数学 授業補助 実験補助 学習支援 

教職 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特に記入はなかった。 
科目名 授業実践演習Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指導する。 
授業形態 演習 
注意備考 理数系教員養成プロジェクトに所属している学生は受講できます。 

それ以外の学生は受講できませんので，注意してください。 
シラバスコード FSP9042 
実務経験のある教員  
達成目標 教師に必要な知識と技術を身につけること 

コミュニケーション能⼒を身につけること 
中学校や高校での授業や実験に必要な知識と技術を身につけうこと 

受講者へのコメント 毎回提出することになっているレポートが期日より遅れる⼈がかなりあった。大
切なことなので、きちんと間に合わせて欲しい。 

連絡先 山崎正之（20 号館 5 階） 
小林祥一（7 号館 6 階） 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 目標の達成、満足度、どちらも無回答の⼈以外は「できた・だいたいできた」「満
足・ほぼ満足」という結果であった。 

英文科目名  
関連科目 教職基礎演習、教職の関連する基礎科目と実験科目（理科） 
次回に向けての改善変更予定 口頭での意見発表では、メールでの連絡システム、分担スケジュールのこと、自

習室での指導などについて色々な意見をいただいた。この年度から始まった科目
なので、少しずつ改善していきたい。 



講義目的 将来教職を目指す学生に中学校や高校の授業での実践的な体験活躍の機会を与
える授業である。授業や実験の補助や放課後の学習支援を通して教師に必要な知
識と技術を身につけることができる。 
現場を多く経験することによりスムースに 4 年時に実施される教育実習が行え
るようにする。 
授業体験などによって得られた知識や感想を発表する情報交換会を行う。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションをする。 

 担当科目の決定 数学と理科 
2 回 付属中学校および高校等で授業補助・実験補助，授業実践・実験実践をす
る。 
3 回 付属中学校および高校等で授業補助・実験補助，授業実践・実験実践をす
る。 
4 回 付属中学校および高校等で授業補助・実験補助，授業実践・実験実践をす
る。 
5 回 付属中学校および高校等で授業補助・実験補助，授業実践・実験実践をす
る。 
6 回 付属中学校および高校等で授業補助・実験補助，授業実践・実験実践をす
る。 
7 回 活動内容を発表する。 
8 回 まとめ 実践活動の報告書を作成する。 

準備学習 オリエンテーションには必ず出席すること。 
授業補助・実験補助などの活動前には事前打ち合わせを行うので参加者は必ず出
席すること。授業内容について事前に教科書や参考書を読み，簡単な授業計画案
を作成すること。 
活動終了後は必ず報告書を作成すること。 

 



年度 2012 
授業コード FSP9051 
成績評価 実験態度(30％)及びレポート(70％)により評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス PA(理)(10〜10) 
見出し FSP9051 野外実践指導実習Ⅱ 
担当教員名 山口 一裕、守⽥ 益宗、齋藤 達昭、北岡 豪一、桑澤 清明、小林 祥一 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード プランクトンの採取・観察・同定 

ウニの発生 
地質調査 花こう岩 高温石英 
夏の星座 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 野外実践指導実習Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 実験計画は，時期や天候に左右されるので，内容に変更がある。 

前島実習（3 泊 4 日）は，夏休み期間中に集中で行う予定である。交通費は大学
が負担するが，宿泊費（加計学園と岡山大学臨海実験所）および食費は自己負担
する必要がある。 
その他の実習は日程や講義時間の関係で一部後期に実施するので，受講する際は
十分注意してください。 
そのため成績は後期につきます。 

シラバスコード FSP9051 
実務経験のある教員  
達成目標 野外での実習を通して野外調査の技術と知識を習得する。 

野外で起こりうる危険について想定することができる。 
課題研究を指導するときにどのような方法で研究を進めるかを計画・実施するこ
とができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 7 号館 1F 山口研究室 yamaguti[アトマーク]das.ous.ac.jp 

7 号館 2F 齋藤研究室 saito[アトマーク]das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  



関連科目 生態学、地質学、地球化学、陸水の科学、宇宙科学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 野外調査や自然観察などのフィールドワーク実習を生物分野と地学分野の関連

教員が中心となって集中講義の形式で行う。実習地は岡山県瀬⼾内市牛窓と前島
周辺，岡山市建部町旭川分流，岡山県内で実施する。 
将来教員になったときに，課題研究など発展した内容の授業を指導できるように
野外での知識と技術を身に付けるための実習を行う。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 それぞれの実習の前に行う事前講義に必ず参加すること。 

配布する実験プリントをよく読み，関係する内容の予習を行うこと。 
 



年度 2012 
授業コード FSP9052 
成績評価 中間試験(４０％)，定期試験(６０％)の点数で評価します。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス PA(理)(〜07) 
見出し FSP9052 応用光学(再) 
担当教員名 米⽥ 稔 
単位数 2 
教科書 櫛⽥孝司著/光物理学/共立物理学講座 11 
アクティブラーニング  
キーワード 回折、干渉、発光、吸収、発光素子 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 応用光学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 C.Kittel 著/山下次郎他訳/『固体物理入門』/丸善  

佐藤 勝昭編著/応用物理学シリーズ―応用物性―/オーム社 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSP9052 
実務経験のある教員  
達成目標 発光ダイオードおよびレーザーダイオートの動作原理を説明できる。 

太陽電池および光吸収デバイスの動作原理を説明できる。 
受講者へのコメント  
連絡先 米⽥研究室（1 号館１階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Applied Solid State Physics 
関連科目 電磁気学、物性物理、量子⼒学を受講しておくことが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 物理学の中でも、光に関する分野は古くから研究された分野の一つである。そし

てなお、近年は発光ダイオードやレーザーダイオードなどの光電変換素子の目覚
しい進歩にて、家庭にも発光ダイオードを利用した照明器具が普及するようにな
り、光への関心は高まっている。本講義では光物理学、光と半導体の相互作用ま
で、基礎から応用まで分かりやすく説明する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 本講義の概要を紹介する。 

2 回 光物理学の歴史について講義する。 
3 回 レーザーと量子光学について講義する。 



4 回 幾何光学について講義する。 
5 回 幾何光学について講義する。 
6 回 光と干渉について講義する。 
7 回 光と干渉について講義する。 
8 回 光の直進性について講義する。 
9 回 光の回折について講義する。 
10 回 光の偏りについて講義する。 
11 回 分光の歩みについて講義する。 
12 回 光の屈折、反射、散乱について講義する。 
13 回 ルミネッセンスについて講義する。 
14 回 レーザーの原理について講義する。 
15 回 レーザーの特徴とその応用について講義する。 

準備学習 1 回 関連科目を復習しておくこと。 
2 回 前回の復習を行うこと。 
3 回 前回の復習を行うこと。 
4 回 前回の復習を行うこと。 
5 回 前回の復習を行うこと。 
6 回 前回の復習を行うこと。 
7 回 前回の復習を行うこと。 
8 回 前回の復習を行うこと。 
9 回 前回の復習を行うこと。 
10 回 前回の復習を行うこと。 
11 回 前回の復習を行うこと。 
12 回 前回の復習を行うこと。 
13 回 前回の復習を行うこと。 
14 回 前回の復習を行うこと。 
15 回 前回の復習を行うこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSP9062 
成績評価 毎回、解いた結果を提出して出席表とする。1/3 以上の欠席は最終試験を受けら

れない。合否は、中間試験 5 割、最終試験 5 割。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス PA(理)(〜09) 
見出し FSP9062 物理学演習Ⅱ(再) 
担当教員名 中川 幸子 
単位数 2 
教科書 指定しない。毎週、２?４題程度の問題を時間内に解く。 
アクティブラーニング  
キーワード （物理全般） 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学演習Ⅱ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし 
授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード FSP9062 
実務経験のある教員  
達成目標 個別の教科で既習した内容を、各⼈の中で整理する。述語の名前の認知だけでな

く内容を理解して、総合問題で 8 割が解けること。 
受講者へのコメント  
連絡先 メール： stnak@dap.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Exercise in Physics II 
関連科目 ⼒学、線形代数、電磁気学、原子物理、量子統計、量子⼒学、核物理 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 最終的には、大学院の入試問題を解くことを目標に、⼒学、電磁気学、原子物理、

量子統計、量子⼒学、核物理の範囲で既習の教科の復習をし、最後に実践的な複
合問題を解く。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 ⼒学： 常備分方程式や偏微分方程式 

     ベクトル解析、行列方程式：固有値問題 
電磁気学：電場と磁場、ガウス、ストークスの定理 
電磁気学：相互作用する電磁場の課題 



原子物理：水素原子：波動関数、エネルギー固有値 
固体物理：量子統計：固体の比熱、エネルギーバンド 
     振動子：波動関数、エネルギー固有値 
原子核物理：放射壊変、核反応 
こうした分野の参考書は、自分の納得いくものを持っておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FSP9071 
成績評価 実践活動とそのレポートの内容（70%）、発表会（20%）、最終試験（10%）によ

って評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス PA(理)(10〜10) 
見出し FSP9071 授業実践演習Ⅰ 
担当教員名 山崎 正之、小林 祥一、山口 一裕、伊代野 淳、森 嘉久、山崎 重雄、齋

藤 達昭 
単位数 1 
教科書 プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 理科 数学 授業補助 実験補助 学習支援 

教職 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 授業実践演習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指導する。 
授業形態 演習 
注意備考 理数系教員養成プロジェクトに所属している学生は受講できます。 

それ以外の学生は受講できませんので，注意してください。 
シラバスコード FSP9071 
実務経験のある教員  
達成目標 教師に必要な知識と技術を身につけること 

コミュニケーション能⼒を身につけること 
中学校や高校での授業や実験に必要な知識と技術を身につけうこと 

受講者へのコメント  
連絡先 山崎正之（20 号館 5 階） 

小林祥一（7 号館 6 階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 教職基礎演習、教職の関連する基礎科目と実験科目（理科） 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 将来教職を目指す学生に中学校や高校の授業での実践的な体験活躍の機会を与

える授業である。授業や実験の補助や放課後の学習支援を通して教師に必要な知
識と技術を身につけることができる。 
現場を多く経験することによりスムースに 4 年時に実施される教育実習が行え



るようにする。 
授業体験などによって得られた知識や感想を発表する情報交換会を行う。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションをする。 

 担当科目の決定 数学と理科 
2 回 付属中学校および高校等で授業補助・実験補助，授業実践・実験実践をす
る。 
3 回 付属中学校および高校等で授業補助・実験補助，授業実践・実験実践をす
る。 
4 回 付属中学校および高校等で授業補助・実験補助，授業実践・実験実践をす
る。 
5 回 付属中学校および高校等で授業補助・実験補助，授業実践・実験実践をす
る。 
6 回 付属中学校および高校等で授業補助・実験補助，授業実践・実験実践をす
る。 
7 回 活動内容を発表する。 
8 回 まとめ 実践活動の報告書を作成する。 

準備学習 オリエンテーションには必ず出席すること。 
授業補助・実験補助などの活動前には事前打ち合わせを行うので参加者は必ず出
席すること。授業内容について事前に教科書や参考書を読み，簡単な授業計画案
を作成すること。 
活動終了後は必ず報告書を作成すること。 

 



年度 2012 
授業コード FSP9072 
成績評価  レポートなどの評価（20％）と定期試験（80％）により評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス PA(理)(10〜10) 
見出し FSP9072 教職のための地学 
担当教員名 野瀬 重⼈ 
単位数 2 
教科書  平成 20 年度改訂中学校学習指導要領解説 理科編 文部科学省 

 平成 21 年度改訂高等学校学習指導要領解説 理科編 文部科学省 
アクティブラーニング  
キーワード 第２分野、地学基礎、地学、天文、気象、地質 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  自由記述の欄に記入している学生は１名であった。その記述を紹介する。 

① 「教員採用試験の勉強に役に立った」 
科目名 教職のための地学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  講義の進捗に応じて適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考  試験は定期試験期間中に行い、試験形態は筆記試験とする。 
シラバスコード FSP9072 
実務経験のある教員  
達成目標  ①天文、気象、地質などの現象に関する基礎的な知識を習得している。 

 ②天文、気象、地質などの現象を指導技術により生徒に理解させることができ
る。  
 ③地学の授業において観察・実験が十分にできる。 
 ④情熱と熱心さを伴って授業を展開することができる。 

受講者へのコメント  特に中学校の理科担当教員になると、教科書の 25％は地学の内容である。講義
の内容をもう一度見直して理解を深め、学校現場では立派に勤務していただきた
い。 

連絡先  野瀬重⼈ 岡山理科大学理学部  １０学舎５階 野瀬研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  この講義は、特に中・高等学校の理科の教員になる目的を持った学生が、教師
となり現場で授業を行うに際して必要な地学内容を学習するための講座である。
学生が育った過去の教育において、地学に関する授業が高校ではほとんどなく、
地学の知識のない学生も存在しているのが現状である。そのため、学生の意欲も
旺盛で活発な講義が展開できたと思っている。学生はよく勉強ができたし、宿題、
レポート等の提出もよくできた。学生からも高い評価をいただいた。 

英文科目名  



関連科目  事前に「理科教育法Ⅲ」を習得しておくことが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  講義が中心で実験観察の時間が少なかったように思う。次回からは、実験観察

の割合を増やしていきたい。 
講義目的  中・高等学校の理科地学領域の教育を担当する教員に必要な内容の理解と指導

技術の向上を、講義と演習によって育成する。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  平成 20 年度改訂中学校学習指導要領（理科編）の第２分野（地学領域）

及び平成 21 年度改訂高等学校学習指導要領（理科編）の「地学基礎」の概要に
ついて講義する。 
2 回  平成 21 年度改訂高等学校学習指導要領（理科編）の「地学」の概要につ
いて講義する。 
3 回  「地球の形状」に関して、地球の形と重⼒、地磁気、地球の内部構造など
の内容と指導法を講義をする。 
4 回  「地球の内部」に関して、地球の内部構造、地震波の伝わり方、地球の内
部の状態と物質などの内容と指導法を講義をする。 
5 回  「地球の活動」に関して、プレートテクトニクス、地震と地殻変動、火成
活動などの内容と指導法を講義する。 
6 回  「地球の歴史」に関して、地表の変化、地層の観察、地球環境の変遷など
の内容と指導法を講義する。 
7 回  第１回から第６回の講義内容に関する演習問題を取り上げ、その解法と
指導法を講義する。 
8 回  「大気の構造と運動」に関して、大気の構造、大気の運動と気象などの内
容と指導法を講義する。 
9 回  「海洋と海水の運動」に関して、海洋の構造、海水の運動などの内容と指
導法を講義する。 
10 回  第８回から第９回の講義内容に関する演習問題を取り上げ、その解法と
指導法を講義する。 
11 回  「太陽系」に関して、地球の自転と公転、太陽系天体とその運動、太陽
の活動などの内容と指導法を講義する。 
12 回  「恒星と銀河系」に関して、恒星の性質と進化、銀河系の構造などの内
容と指導法を講義する。 
13 回  「銀河と宇宙」に関して、様々な銀河、膨張する宇宙などの内容と指導
法を講義する。 
14 回  第 11 回から第 13 回の講義内容に関する演習問題を取り上げ、その解法
と指導法を講義する。 
15 回  高等学校の地学領域を内容とする理科課題研究の実践について講義する。 

準備学習 1 回  平成 20 年度改訂中学校学習指導要領解説（理科編）の 129p〜135ｐと平
成 21 年度改訂高等学校学習指導要領解説（理科編）〈以下指導要領という〉の
210p〜212ｐをよく読み、予習しておくこと。 
2 回  平成 21 年度改訂高等学校学習指導要領の 212ｐ〜214ｐを予習しておく
こと。 
3 回  以下の講義は、高等学校「地学」の内容とその指導法を講義するものであ



る。 
 指導要領の「地球の形状」（107ｐ）に関する部分を予習しておくこと。 
4 回  指導要領の「地球の内部」（107ｐ〜108ｐ）に関する部分を予習しておく
こと。 
5 回  指導要領の「地球の活動」（108ｐ〜109ｐ）に関する部分を予習しておく
こと。 
6 回  指導要領の「地球の歴史」（110ｐ〜111ｐ）に関する部分を予習しておく
こと。 
7 回   資料として配付している演習問題の内、第１回から第６回までの講義内
容に関する部分を予習しておくこと。 
8 回  指導要領の「大気の構造と運動」（111ｐ〜112ｐ）に関する部分を予習し
ておくこと。 
9 回  指導要領の「海洋と海水の運動」（112ｐ〜113ｐ）に関する部分を予習し
ておくこと。 
10 回   資料として配付している演習問題の内、第８回と第９回の講義内容に関
する部分を予習しておくこと。 
11 回  指導要領の「太陽系」（114ｐ）に関する部分を予習しておくこと。 
12 回  指導要領の「恒星と銀河系」（115ｐ）に関する部分を予習しておくこと。 
13 回  指導要領の「銀河と宇宙」（115ｐ）に関する部分を予習しておくこと。 
14 回  資料として配付している演習問題の内、第 11 回〜第 13 回の講義内容に
関する部分を予習しておくこと。 
15 回   指導要領の「理科課題研究」（118ｐ〜123ｐ）に関する部分を予習して
おくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSP9082 
成績評価 課題発表 80%と課題提出 20%にて評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス PB(理)(09〜09) 
見出し FSP9082 臨床医学特論Ⅰ 
担当教員名 川端 晃幸 
単位数 2 
教科書 とくに指定しない（適宜プリントなどを配布する）。 
アクティブラーニング  
キーワード 解剖、代謝、病理、疾患 
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 臨床医学特論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 内科学／杉本恒明／朝倉書店 
授業形態 講義 
注意備考 学生参加型の講義を行うので、積極的に授業に取り組むこと。 

定期試験期間中に試験は行なわない。 
シラバスコード FSP9082 
実務経験のある教員  
達成目標 代表的な疾患についての病因および病態を説明できる。 
受講者へのコメント  
連絡先 １号館２階 川端研究室 kawabata@dap.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Special Lectures on Clinical Medicine I 
関連科目 臨床医学総論 II, III, IV 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 基礎医学のバックグランドに立って代表的な各種疾患の病因および病態につい

て各論的な講義をおこなう。臨床工学技士の国家試験を視野に入れ、基礎医学分
野の知識を総括しつつ臨床医学への橋渡しを行う。 

対象学年 4 年 
授業内容 1 回  ヒトのからだの構造と機能について解説する。 

2 回  疾患の生化学的な背景について解説する。 
3 回  病理学総論の復習とまとめを行う。 
4 回  循環器系疾患について解説する。 
5 回  呼吸器系疾患について解説する。 
6 回  消化器系疾患について解説する。 



7 回  第１回から第６回までの内容について質疑応答を行う。第１回から第６回
までの内容をよく理解し整理しておくこと。 
8 回  肝臓、胆嚢および膵臓疾患について解説する。 
9 回  内分泌系疾患について解説する。 
10 回  造血器系疾患について解説する。 
11 回  泌尿器・生殖器系疾患について解説する。 
12 回  運動器系疾患および皮膚疾患について解説する。 
13 回  小児疾患について解説する。 
14 回  脳神経系疾患の病態について解説する。 
15 回 興味をもった疾患について調べて発表して討議を行う。 

準備学習 1 回  ヒトのからだの構造と機能について復習しておくこと。 
2 回  ヒトの代謝について復習しておくこと。 
3 回  病理学について復習しておくこと。 
4 回  循環器系の構造と機能について復習しておくこと。 
5 回  呼吸器系の構造と機能について復習しておくこと。 
6 回  消化器系の構造と機能について復習しておくこと。 
7 回  第１回から第６回までの内容を復習しておくこと。 
8 回  肝臓、胆嚢および膵臓の構造と機能について復習しておくこと。 
9 回  内分泌臓器の構造と機能について復習しておくこと。 
10 回  造血器の構造と機能について復習しておくこと。 
11 回  泌尿器・生殖器の構造と機能について復習しておくこと。 
12 回  運動器および皮膚の構造と機能について復習しておくこと。 
13 回  小児の特徴を復習しておくこと。 
14 回  脳神経系の構造と機能について復習しておくこと。 
15 回  興味を持った疾患についてまとめてくること。 

 



年度 2012 
授業コード FSP9092 
成績評価 プレゼンテーション 70%．抄録 30%により成績を評価し，100 点満点で 60 点以

上を合格とする． 
曜日時限 集中その他 
対象クラス PB(理)(09〜09) 
見出し FSP9092 臨床医学特論Ⅱ 
担当教員名 畑中 啓作 
単位数 2 
教科書 使用しない． 
アクティブラーニング  
キーワード 画像診断，低侵襲治療 
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 臨床医学特論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 課題に応じて適宜指示する． 

月刊誌「クリニカルエンジニアリング」 
授業形態 講義 
注意備考 教員から学生に対する一方向的な講義方式でなく，受講者一⼈一⼈，またはグル

ープ毎に特別研究方式で課題を課し，自主的な学習・研究を促し，プレゼンテー
ションをもって評価とする． 

シラバスコード FSP9092 
実務経験のある教員  
達成目標 1)画像診断装置および低侵襲治療機器に関する最新の臨床医学・工学的知識を習

得する． 
2)医療機器の最新の成果を調べ，その原理，構造，現代医療における意義を説明
できる． 

受講者へのコメント  
連絡先 １号館３階 畑中研究室 086-256-9713 hatanaka@dap.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Special Lectures on Clinical Medicine II 
関連科目 「医用生体計測装置学」，「医用治療機器学」，「臨床医学総論Ⅰ〜Ⅳ」を履修して

いることが望ましい． 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 「医用生体計測装置学」および「医用治療機器学」で得た医用機器に関する基礎

知識をもとに，近年急速に発展している，画像診断装置および低侵襲治療機器に
関して，医用機器をひとつ選んで学習し，臨床の現場で実際に使用されている医



用機器に関する，より深く幅広い知識を得る． 
対象学年 4 年 
授業内容 1 回 前年度までの研究内容の学習． 

2 回 研究テーマとしてとりあげる医用機器の選定． 
3 回 輪番で，自分のテーマとした医用機器について発表する．他⼈の発表につい
て議論する． 
4 回 輪番で，自分のテーマとした医用機器について発表する．他⼈の発表につい
て議論する． 
5 回 輪番で，自分のテーマとした医用機器について発表する．他⼈の発表につい
て議論する． 
6 回 輪番で，自分のテーマとした医用機器について発表する．他⼈の発表につい
て議論する． 
7 回 輪番で，自分のテーマとした医用機器について発表する．他⼈の発表につい
て議論する． 
8 回 輪番で，自分のテーマとした医用機器について発表する．他⼈の発表につい
て議論する． 
9 回 輪番で，自分のテーマとした医用機器について発表する．他⼈の発表につい
て議論する． 
10 回 輪番で，自分のテーマとした医用機器について発表する．他⼈の発表につ
いて議論する． 
11 回 輪番で，自分のテーマとした医用機器について発表する．他⼈の発表につ
いて議論する． 
12 回 プレゼンテーション資料の作成． 
13 回 プレゼンテーション練習．他⼈のプレゼンテーションへの質疑応答． 
14 回 臨床医学特論発表会（プレゼンテーション）． 
15 回 プレゼンテーション抄録を完成させる． 

準備学習 1 回 過去の臨床医学特論発表会の抄録集に目をとおす． 
2 回 自分が課題としてとりあげたい医用機器を決める． 
3 回 テーマとした医用機器について，実習資料，図書，クリニカルエンジニアリ
ング誌，ウェブ等で調べる． 
4 回 テーマとした医用機器について，実習資料，図書，クリニカルエンジニアリ
ング誌，ウェブ等で調べる． 
5 回 テーマとした医用機器について，実習資料，図書，クリニカルエンジニアリ
ング誌，ウェブ等で調べる． 
6 回 テーマとした医用機器について，実習資料，図書，クリニカルエンジニアリ
ング誌，ウェブ等で調べる． 
7 回 テーマとした医用機器について，実習資料，図書，クリニカルエンジニアリ
ング誌，ウェブ等で調べる． 
8 回 テーマとした医用機器について，実習資料，図書，クリニカルエンジニアリ
ング誌，ウェブ等で調べる． 
9 回 テーマとした医用機器について，実習資料，図書，クリニカルエンジニアリ
ング誌，ウェブ等で調べる． 



10 回 テーマとした医用機器について，実習資料，図書，クリニカルエンジニア
リング誌，ウェブ等で調べる． 
11 回 テーマとした医用機器について，実習資料，図書，クリニカルエンジニア
リング誌，ウェブ等で調べる． 
12 回 プレゼンテーションを作成するための資料を準備する． 
13 回 プレゼンテーション資料の準備． 
14 回 練習で指摘された事項を修正して発表資料を完成させる． 
15 回 プレゼンテーション抄録の準備． 

 



年度 2012 
授業コード FSS1111 
成績評価 課題提出、および問題意識を持って授業を受けているかなどの平常点（30％）と

定期試験（70％）で評価する。問題意識については、毎時間提出する質問・感想
で判断する。採点の基準は 100 点満点のうち 60 点以上を合格とする。 

曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス SA(〜11),SB(〜11) 
見出し FSS1111 鉱物科学 
担当教員名 小林 祥一 
単位数 2 
教科書 資料を配付する 
アクティブラーニング  
キーワード 鉱物、結晶化学、資源鉱物、生成過程 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 A 君：授業の説明が意味がわからないので、わかるように説明してほしい。図が

とてもきれいで良かった。プリントをもう少し、見方など文章があった方が良い
と思う。プリントを見ても全く意味がわからない。 
→わからないように説明しているわけでないので、予習復習をしてみたらどうで
しょうか。授業中に集中できるようにプリントは図のみとし、丁寧に説明してい
るつもりです。皆さんは聞きながらノートを取る習慣がないようなので、大切な
内容に関しては同じ絵をもう一度⿊板に書き説明しています。慣れない分野なの
で、図はわかりやすくきれいなも 

科目名 鉱物科学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 鉱物の科学／赤井純治ほか／東海大学出版会 

ほか、適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 最終試験は 15 回講義終了後に実施する。 

日時については授業中に指示するが、教務の掲示板でも確認すること。 
*授業ではしばしば電子教材を液晶プロジェクターで投影し行う予定。 

シラバスコード FSS1111 
実務経験のある教員  
達成目標 ・鉱物は、化学組成、結晶構造など物理化学的性質から定義されることを理解す

る。 
・天然の各種鉱物が生成する際に参加できる元素とその理由を理解する。 
・鉱物の生成メカニズムについて理解する。 
・私たちと鉱物との関わり合いを理解する。 

受講者へのコメント 毎時間の終わりに各自質問を書いて提出してもらっているよね。皆さんはこれに
よって積極的に参加していることになると思いますので、これを利用してもらい
たい。 
この回答を次回の最初にしていますので、これを遅れずに来て聞いてもらえる



と、復習とその日の授業の続きが理解できると思います。 
連絡先 7 号館 6F 小林研究室 086-256-9704 kobayashi@das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね良好。よく理解したようですね。 
英文科目名 Mineral Science 
関連科目 地球科学、環境地球化学 
次回に向けての改善変更予定 鉱物科学は地球表層物質の基本となるもので、地球科学を学習・研究する⼈には

大変大切なものです。 
鉱物学は独立した全く別の分野のように考えている⼈もいるが、鉱物学は物理の
知識も、化学の知識も、生物や数学の知識も必要なのです。地学分野に進んで発
展しようとする⼈のために、これら分野と関係していることを、もう少し理解で
きるような工夫が必要かも知れない。 

講義目的 地球の最も基本的単位である鉱物を理解することは、地球を知る上で最も基礎的
なことである．そこで，まず鉱物の物理的性質・化学的性質・産状・成因など鉱
物学の基礎を概説する。そして、地球資源が鉱物の集合体であるという立場から、
鉱物生成のメカニズムの解明がどのような手法で行われ、そしてその解明がどの
ような意味を持っているのかを述べる。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。講義の進め方について説明する。 

2 回 鉱物の定義、どんな分野と関係しているかについて説明する。 
3 回 鉱物の物理化学的性質について説明する。 
4 回 鉱物の結晶化学的性質、特に結晶系、晶族について説明する。 
5 回 鉱物の結晶化学的性質、ケイ酸塩鉱物の構造について説明する。 
6 回 鉱物の結晶化学的性質、特に固溶体について説明する。 
7 回 鉱物の結晶化学的性質、特に面指数、単位胞について説明する。 
8 回 X 線回折法とこれによって何がわかるかを説明する。 
9 回 鉱物を⼈工的に合成する方法とその意味について説明する。 
10 回 宝石鉱物の物理化学的性質、および生成条件がどのように求められてきた
かその経緯について説明する。 
11 回 宝石鉱物の生成メカニズム、およびどんなところで利用されているかにつ
いて説明する。 
12 回 鉱床の分類および交代作用、変質作用について説明する。 
13 回 マグマ成鉱床について、特に正マグマ成鉱床、斑岩型鉱床などについて説
明する。 
14 回 マグマ成鉱床について、特に⿊鉱鉱床、熱水成鉱床、スカルン型鉱床など
について説明する。 
15 回 エネルギー資源についての説明と私たちと資源鉱物との関係について説明
する。 

準備学習 1 回 授業内容の確認をしておくこと。 
2 回 身近な鉱物を例にどんな分野で利用されているかを調べておくこと。 
3 回 物質の物理的性質および化学的性質とは具体的に何かを調べておくこと。 



4 回 結晶の対称性、特に対象の要素について調べておくこと。 
5 回 無機物の結晶構造はどのように表示されているかその例を見ておくこと。 
6 回 周期律表をながめ、価数、イオン半径を調べておくこと。 
7 回 結晶格子の表示方法、格子定数とは何かを確認しておくこと。 
8 回 回折現象について復習しておくこと。 
9 回 物質が生成するためにはそんな条件が必要なのかを調べておくこと。また、
合成された鉱物の利用方法について調べておくこと。 
10 回 宝石鉱物の特徴について調べておくこと。また、水の蒸気圧曲線について
復習しておくこと。 
11 回 宝石鉱物の利用方法を調べておくこと。 
12 回 私たちが利用している資源についてまとめておくこと。鉱物の風化変質お
よび交代作用について調べておくこと。 
13 回 マグマの冷却過程を復習しておくこと。 
14 回 臨界点付近の水の挙動について調べておくこと。 
15 回 私たちが利用しているエネルギーにはどんなものがあるかを調べておくこ
と。 

 



年度 2012 
授業コード FSS1112 
成績評価 課題提出、および問題意識を持って授業を受けているかなどの平常点（30％）と

定期試験（70％）で評価する。問題意識については、毎時間提出する質問・感想
で判断する。。採点の基準は 100 点満点のうち 60 点以上を合格とする。 

曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス SA(08〜11),SB(08〜11) 
見出し FSS1112 環境地球化学 
担当教員名 小林 祥一 
単位数 2 
教科書 資料を配付する 
アクティブラーニング  
キーワード 地球の生成、元素の分配、地球表層物質、地球の環境、環境の変化、酸性雨 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 環境問題に関して、興味、関心がさらに高まりました。テストもできるように頑

張りたいです。 
→それは皆さんが常日頃この問題に興味を持っているためだと思います。具体例
を控えめにして基礎的な話を中心にお話ししましたが、それだけで、興味をいた
だいてくれたということから、やはり基礎的な知識は重要だということでしょう
か。次回の授業に反映したいと思ってます。 
遅刻しないでほしいです。あと、もう少しゆっくり話してほしいです。 
→月曜日の 1 時間目ということで、皆さんの集まりが悪く、話している途中で教
室に入ってくる学生が多く 

科目名 環境地球化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜紹介する 
授業形態 講義 
注意備考 最終試験は 15 回講義終了後に実施する。 

日時については授業中に指示するが、教務の掲示板でも確認すること。 
※授業ではしばしば電子教材を液晶プロジェクターで投影し行っている。 

シラバスコード FSS1112 
実務経験のある教員  
達成目標 宇宙の元素存在度や元素の起源を理解すると共に、地球の誕生・進化、地球を構

成する物質の化学的特徴を修得した上で、地球の環境の変化が私たちの生活にど
のような影響を及ぼすかを総合的に考える⼒を養成する。 

受講者へのコメント 地質、鉱床（資源）などの話題がテレビ、新聞、インターネットから常に流れて
います。それらに関心を持ってほしいと思います。きっとこの授業が更に理解で
きると思います。 

連絡先 7 号館 6 階 小林研究室 086-256-9704 kobayashi＠das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 



各項目評価に対する所見 概ね良好で、よく理解でき、興味もわいたようですね。 
英文科目名 Geochemical and Environmental Sciences 
関連科目 地球科学、鉱物科学 
次回に向けての改善変更予定 この授業は地球表層部でおこる化学的な現象に加え、地球本来の環境についても

紹介したいと思っています。そのため、教えたい内容が増えるので、理解度を上
げるために、私たちの生活に関連した身近な話題を例にするなどの工夫を更に加
えたいと考えている。 

講義目的 地球環境を地球化学的観点で解説する。地球の誕生・進化および、地表付近に見
られる岩石鉱物を構成する元素の種類、それら元素の分配・濃集・移動のメカニ
ズムから、本来の地球環境についてまず理解を深める。これら知識をもとに、自
然現象および私たちの生活が原因で地球表層付近の環境が変化し、これが原因で
引き起こされる影響を、酸性雨による岩石鉱物への影響を地球化学的に検討した
実験的研究例などを紹介し理解を深める。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション。講義の進め方を説明する。 

2 回  宇宙および地球の化学組成について説明する。 
3 回  地球の内部構造と化学組成について説明する。 
4 回  地球形成と元素の配分について説明する。 
5 回  海の生成と原始大気について説明する。 
6 回  地球大気の変遷について説明する。 
7 回  酸素濃度の変遷について説明する。 
8 回  地球表層物質（鉱物）の化学的特徴について説明する。 
9 回  地球表層物質（岩石鉱物）の化学的特徴について説明する。 
10 回  微量成分に関するマグマー鉱物間の分配係数および適合元素と不適合元
素について説明する。 
11 回  PC-IR 図と鉱物の化学組成について説明する。 
12 回  鉱床（元素の異常濃集）の生成メカニズムについて説明する。 
13 回  資源開発と地球環境について説明する。 
14 回  水と岩石鉱物の相互作用、特に酸性雨の影響について説明する。 
15 回  酸性雨が岩石鉱物に与える影響に関する研究例を紹介する。 

準備学習 1 回  シラバスを確認し学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 種々の元素はどこで生成するのだろうか、確認しておくこと。 
3 回  地球内部の温度圧⼒などの環境を思い出しておくこと。 
4 回  隕石の種類を確認しておくこと。 
5 回  水や大気組成はどこから来たのだろうか。水の三重点、臨界点を確認して
おくこと。 
6 回  火山からは何か排出されるのだろうか。光合成生物にはどんなものがいる
のだろうか。確認しておくこと。 
7 回  鉄の資源はどこのどんな鉱床から供給されているかを調べておくこと。 
8 回  地球の表面近くで見られる鉱物にはどんなものがあり、それらの化学組成
にはどんな特徴があるかを復習しておくこと。 
9 回  地球の表面近くで見られる岩石にはどんなものがあり、それらの化学組成



にはどんな特徴があるかを復習しておくこと。また、結晶分化作用について復習
しておくこと。 
10 回  周期律表をながめておくこと。 
11 回  周期律表を見て、元素の価数とイオン半径を調べておくこと。 
12 回  私たちが使っている資源にはどんなものがあるか調べておくこと。 
13 回  資源と私たちの生活とのかかわりについて考えておくこと。 
14 回  資源利用など⼈間活動に伴って何が排出されるのだろうか調べておくこ
と。特に酸性雨の発生メカニズムを調べておくこと。 
15 回  固体、液体の化学組成を調べる装置にはどんなものがあるだろうか、調べ
ておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSS1121 
成績評価 課題提出（３０％）・定期試験（７０％）により評価する。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス SA(〜10),SB(〜10) 
見出し FSS1121 情報システムⅠ 
担当教員名 伊代野 淳 
単位数 2 
教科書 体系的に学ぶデータベースのしくみ／山本森樹／（日経ＢＰソフトプレス） 
アクティブラーニング  
キーワード データベース、サーバ 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 実習を伴う計算機の講義の中では，プログラミングだけでなくシステムのネット

ワーク接続やサーバー／クライアントを意識する必要があるデータベースに関
する内容は，自ずと高度となってしまいます．一部に難しかったと言う意見があ
ったが，その壁を乗り越えて頂きたいと思う． 
補講に関しては，研究活動のための出張に伴うものであり，理解を頂きたい． 

科目名 情報システムⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に適宜紹介する 
授業形態 講義 
注意備考 大学のネットワークを使用した実習も行う。 

最終試験は１５回の講義終了後に行う。 
日程は後日知らしめる。 

シラバスコード FSS1121 
実務経験のある教員  
達成目標 情報システム作成を通じて、必要なシステム構成や関連技術を身につけること。 
受講者へのコメント 講義および自習のバランスを今後も続けて頂きたい． 
連絡先 ７号館３階伊代野研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 「講義で扱う量が多い」との意見については，これが最低限度の量であり，削る
ことは難し． 
時間外学習に取り組む学生のパーセンテージが高く，講義に取り組む姿勢に反映
されており良い傾向であると思う． 

英文科目名 Information System I 
関連科目 情報システム概論Ⅰ、情報システム概論Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 学習量を削減することは難しいが，提示方法で改善を考えてみたい． 
講義目的 教育に係わる各種情報の処理と管理のために不可欠なデータファイルとデータ

ベースについて，その概念と情報検索，設計と管理について，一部実習を通して



理解・習得させる。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  情報管理とデータベースについて説明する。 

2 回  データモデルとデータベースについて説明する。 
3 回  様々な情報とデータベースについて説明する。 
4 回  データベースと検索の方法について説明する。 
5 回 １次情報と２次情報の考え方について説明する。 
6 回  項目と項目属性の検討（一部実習を含む）について説明する。 
7 回  データベースシステムの導入について説明する。 
8 回  学生データベースの作成方法について説明する。 
9 回  データベースを設計（実習）する。 
10 回  データ入⼒と項目の評価について説明する。 
11 回  検索式の設計と検索（ＳＱＬ実習：基礎編）について説明する。 
12 回  検索式の設計と検索（ＳＱＬ実習：応用編）について説明する。 
13 回  検索式の設計と検索（ＳＱＬ実習：実用編）について説明する。 
14 回  データベースの管理と運用について説明する。 
15 回  データベースシステムの最近の話題を提供する。 

準備学習 1 回 シラバスを確認し、学習の進め方を把握しておくこと。 
2 回 ファイルとデータについて、情報システム概論１のテキストで調べておく
こと。 
3 回 表計算とデータベースの違いについて、調べておくこと。 
4 回 キーワード検索という考え方について調べておくこと。 
5 回 情報のための情報（データのためのデータ）につい調べておくこと。 
6 回 データベースにおける属性という言葉の使われ方について調べておくこと。 
7 回 実習室 PC の使用方法を復習しておくこと。 
8 回 教員として学生を管理する身を想像して、属性を考えておくこと。 
9 回 テーブル設計を行うので、項目の列挙が可能なように準備すること。 
10 回 情報システム概論Ⅱで説明したシステム設計を復習すること。 
11 回 コンピュータ言語の使用方法を復習しておくこと。 
12 回 SQL 言語になれるために、多くのプログラムの作成に取り組むこと。 
13 回 データベースの運用を行ってみるので、PC の操作、サーバの操作、SQL
言語について復習しておくこと。 
14 回 実際の運用時を想定して、問題点を洗い出すので、身の回りのデータベー
スシステムについて考えておくこと。 
15 回 データベースシステムの進化について考えるので、これまでの講義内容を
復習すること。 

 



年度 2012 
授業コード FSS1311 
成績評価 課題提出等普段の受講態度の評価(30%)と試験の得点(70%)をあわせて評価す

る。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス SA(〜12),SB(〜12) 
見出し FSS1311 教育基礎論 
担当教員名 曽我 雅比児 
単位数 2 
教科書 曽我雅比児・皿⽥琢司編『現代社会における⼈間と教育ー理論と実践の探究ー』

大学教育出版 
アクティブラーニング  
キーワード 発達と教育、理想的⼈間像、教授＝学習過程、教育改⾰ 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 教育基礎論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて講義の場で指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 ４年生の卒業研究を現代教育学研究室（曽我、中島）で行いたい⼈は必ず受講す

ること。 
シラバスコード FSS1311 
実務経験のある教員  
達成目標 ・⼈間にとってなぜ教育が必要かを理解する。 

・⼈類の教育史の大まかな流れを把握する。 
・カリキュラムの法制と主たる学習理論を理解する。 
・今日の教育改⾰の動向を把握する。 

受講者へのコメント  
連絡先 14 号館４階 曽我研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introduction to Education 
関連科目 学習・発達論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ⼈間形成に関する基礎的事項と現代社会の教育課題について教育学の観点から

考察していく。 教育という言葉・概念の成り立ちや教育と発達との関係、理想
的⼈間像の変遷などの考察を通して、教育とは何かについての概略的理解を獲得
することと、社会構造の急激な変化に伴う学校教育の対応の課題という視点か
ら、今日の教育改⾰の動向とその中における教師の在り方を考究することを目的



とする。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション−教職へ招待する。 

2 回  教育とは何かを概説する。 
3 回  ⼈間にとってなぜ教育は必要かを概説する。 
4 回  発達観と教育思想１）−「教」重視の教育観を概説する。 
5 回  発達観と教育思想２）−「育」重視の教育観を概説する。 
6 回  教育の歴史１）−⻄欧における理想的⼈間像の変遷を概説する。 
7 回  教育の歴史２）−明治維新以前の教育を概説する。 
8 回  教育の歴史３）−明治以降の教育の近代化を概説する。 
9 回  教育内容と方法１）−カリキュラム論を説明する。 
10 回  教育内容と方法２）−教授＝学習論を説明する。 
11 回  教育内容と方法３）−教育評価を概説する。 
12 回  社会変動と教育改⾰１）−戦後教育の変遷を概説する。 
13 回  社会変動と教育改⾰２）−教育病理現象への対応を概説する。 
14 回  社会変動と教育改⾰３）−教育改⾰の動向を概説する。 
15 回  社会変動と教育改⾰４）−教育改⾰の動向を概説する。 

準備学習 1 回  自分にとって教育とは何であったかを考えておくこと。 
2 回  教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
3 回  教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
4 回  教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
5 回  教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
6 回  教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
7 回  教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
8 回  教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
9 回  教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
10 回  教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
11 回  教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
12 回  教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
13 回  教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
14 回  教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 
15 回  教科書の該当部分を予め読んでおくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSS1312 
成績評価 定期試験（１００％）で行い、１００点満点中６０点以上を合格とする。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス SA(〜12),SB(〜12) 
見出し FSS1312 学習・発達論 
担当教員名 中島 弘徳 
単位数 2 
教科書 曽我雅比児・皿⽥琢司編著『現代社会における⼈間と教育−理論と実践の探究−』

大学教育出版 
アクティブラーニング  
キーワード 学習、発達、教育、評価、心理学 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 資料は、2013 年度より、ポータルサイトにて入手可能にしました。また、説明も

板書も適宜しながらして行こうと思います。 
科目名 学習・発達論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて講義の場で指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 準備学習ついては講義計画に示しているが、詳細については講義内で指示する。 
シラバスコード FSS1312 
実務経験のある教員  
達成目標 ①学習や発達（発達の障害を含む）とはどのような概念かが理解できるようにな

る。 
②教育活動の効果的実践のための知識が理解できるようになる。 
③教育評価のやり方について理解ができるようになる。 

受講者へのコメント 教職を目指す⼈は教師の立場で、そうでない⼈は教育に理解のある大⼈の立場
で、学習や発達をさらに理解を深めていってもらえたら嬉しいです。 

連絡先 14 号館３階 中島研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 学習や発達をできるだけ日常の具体例と結びつけて講義をしたことが評価され
たと思います。 

英文科目名 Learning and Developments 
関連科目 教育相談の理論と方法 
次回に向けての改善変更予定 中間試験の実施の有無、資料配布などについて検討したいと思います。 
講義目的 本講義では、教育心理学の主な柱である、学習、発達、適応、評価のうち、学習

と学習に関連する理論、発達障害を含めた発達の諸特徴、そして、教育評価の理
論を理解しながら、教育を効果的に行うための知識を習得することを目的とす
る。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。講義の概要について説明する。 

2 回 教育心理学の教育における位置づけと歴史について説明する。 
3 回 学習の過程（１)：外界からの情報を取り入れるまでの過程について説明す
る。 
4 回 学習の過程（２）S−R 連合理論について説明する。 
5 回 学習の過程（３）認知学習について説明する。 
6 回 動機・情緒・フラストレーションについて説明する。 
7 回 記憶のメカニズムと特徴について説明する。 
8 回 忘却のメカニズムについて説明する。 
9 回 心身の発達（１）発達の規定要因について説明する。 
10 回 心身の発達（２）発達の原理について説明する。 
11 回 発達段階について説明する。 
12 回 発達課題について説明する。 
13 回 発達障害の理解について説明する。 
14 回 発達障害を持つ生徒の援助について説明する。 
15 回 教育評価について説明する。 

準備学習 1 回 学校教育の目的について、教育基本法、学校教育法を読んで考えておくこ
と。 
2 回 教育の目的と教育心理の関連について予想を立てておくこと。 
3 回 感覚・知覚・認知について予習をしておくこと。 
4 回 各学習理論について予習しておくこと。 
5 回 S-R 連合理論について復習しておくこと。 
6 回 学習について復習しておくこと。 
7 回 学習と動機づけの関連について復習しておくこと。 
8 回 各自の記憶の仕方について復習しておくこと。 
9 回 忘却のメカニズムについて復習しておくこと。 
10 回 発達の規程要因ついて予習しておくこと。 
11 回 発達の原理について復習しておくこと。 
12 回 発達の段階の特徴について復習しておくこと。 
13 回 発達課題の特徴について復習しておくこと。 
14 回 発達障害の理論ついて復習しておくこと。 
15 回 教育評価について予習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSS1321 
成績評価 課題提出（５０％），定期試験（５０％）により評価する。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス SA(〜10),SB(〜10) 
見出し FSS1321 応用情報システム 
担当教員名 伊代野 淳 
単位数 2 
教科書 講義中に資料を配布し指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード OpenCV、画像処理、リモートセンシング 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特に記述はなかった． 
科目名 応用情報システム 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 詳細 OpenCV／／（オライリー・ジャパン）：OpenCV プログラミングブック第

2 版／奈良先端科学技術大学院大学 OpenCV プログラミングブック制作チーム
／（毎日コミュニケーションズ） 

授業形態 講義 
注意備考 最終試験は 15 回の講義終了後行う。 

日程は後日知らしめる。 
シラバスコード FSS1321 
実務経験のある教員  
達成目標 C 言語のスキル、画像処理、動画処理、画像認識などを高度なレベルにする。多

くの洗練されたソースコードの触れることで、その論理性・汎用性などを学び取
る。 

受講者へのコメント 興味を持続し欲しい．そのためには，日常手に触れる情報機器の仕組みやソフト
ウェア内部に興味を深めていくことが大事である． 

連絡先 ７号館３階伊代野研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 実習室を開放していないので，自学自習に取り組みにくい点が，次週に繋がらな
い理由であり，改善を考えている． 

英文科目名 Applied Information System 
関連科目 情報システム概論Ⅰ・Ⅱ、また C 言語に関する講義の修得が必須と考えられる。

受講していない場合は、本講義と同時履修でもかまわない。C 言語に関しては、
基礎的な項目の理解が要求される。 

次回に向けての改善変更予定 実習につて TA,SA を利用する． 
講義目的 画像処理を通じて、データ処理、ビット操作、USB 機器操作、科学データ処理に

ついて理解する。また、高度に整備されたライブラリ OpenCV を活用する方法



を習得することで、C 言語の活用範囲を飛躍的に広げる。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  コンピュータ言語によるプログラム開発について説明する。 

2 回  コンピュータ言語による画像処理について説明する。 
3 回  OpenCV による画像像データの扱いについて説明する。 
4 回  OpenCV による画像像データの表現について説明する。 
5 回  画像データの基本操作について説明する。 
6 回  画像の応用操作について説明する。 
7 回  カメラ画像の基本処理について説明する。 
8 回  カメラ画像の様々な処理について説明する。 
9 回  ヒストグラム処理について説明する。 
10 回  画像データのヒストグラム処理について説明する。 
11 回  画像抽出とスペクトルマッチングについて説明する。 
12 回  特徴抽出とマッチングについて説明する。 
13 回  リモートセンシング画像処理について説明する。 
14 回  リモートセンシングへの画像処理応用について説明する。 
15 回  画像処理の応用例紹介する。 

準備学習 1 回 シラバスを確認し、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 C 言語に使用方法を復習しておくこと。 
3 回 情報系の講義で紹介した画像データについて復習しておくこと。 
4 回 前回の画像を扱うための基本的処理をよく復習しておくこと。 
5 回 画素値を扱うので、色（RGB,HSV)について調べておくこと。 
6 回 幾何学変換を行うので、行列について復習しておくこと。 
7 回 USB カメラからの画像入⼒について調べておくこと。 
8 回 OpenCV の使用方法を復習しておくこと。 
9 回 ヒストグラムの考え方を事前に調べておくこと。 
10 回 ヒストグラムの考え方を事前に調べておくこと。 
11 回 画像抽出に考え方を事前に調べておくこと。 
12 回 OpenCV による画像抽出を行うので、ライブラリの使用方法ついて確認し
ておくこと。 
13 回 リモートセンシング画像処理を行うので、これまでの画像処理を復習して
おくこと。 
14 回 前回同様、リモートセンシング画像処理を行うので、これまでの処理を復
習しておくこと。 
15 回 OpenCV を使った希望の画像処理が可能となるように、C 言語のスキルを
高めておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSS1322 
成績評価 課題提出・小テスト（14%）、定期試験（86%）により行う。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス SA(〜11),SB(〜11) 
見出し FSS1322 確率・統計Ⅱ 
担当教員名 山崎 洋一 
単位数 2 
教科書 すぐわかる確率・統計／石村園子／東京図書 
アクティブラーニング  
キーワード 確率空間, 条件付確率, ベイズの定理, 推測統計学, 区間推定, 仮説検定 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「もう少し小さい教室で十分」… そうかもしれません。設備の問題もあるとは

思いますが。 
「わかりやすかった。でも山崎先生は時々早口になって、聞き取りにくいことが
あったので、もう少しゆっくり話してもらえると嬉しいです。」… 気を付けては
いるのですがつい興奮する場合があるようです。今後さらに気を付けます。 
「テストで出るような問題の解説では、テストで通用するような解答を教えてほ
しい」… 現状がそうでない、と考える理由がよくわかりません。数学の場合、記
述式ならば論理の飛躍さえなければよいので。 

科目名 確率・統計Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 ※独自に作成した教材プリントも使用する。 
シラバスコード FSS1322 
実務経験のある教員  
達成目標 1) 確率空間の直積および樹形積の概念を理解し、事象の独立の判定や、確立の

加法性および乗法定理を適切に用いた計算ができること。 
2) ベイズの定理を用いて、事前確率と尤度に基づいた事後確率（原因の確率・ベ
イズ推定）の計算ができること。 
3) 正規分布・ｔ分布・カイ二乗分布を用いて、⺟平均・⺟分散・⺟比率の区間推
定および仮説検定ができること。 
4) カイ二乗検定を用いて、適合度検定および独立性検定ができること。 

受講者へのコメント 受講態度・試験の合格率ともによかったと思います。 
連絡先 20 号館 5F 山崎洋一研究室 086-256-9498 ｙｏ＿ｙａｍａ＠ｍｄａｓ．ｏｕ

ｓ．ａｃ．ｊｐ 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 「よかった点」は 21 ⼈（67.7％）が「理解が深まった」としており、総合評価で
「少しできた」の 5 ⼈以外はすべて「半分程度できた」「だいたいできた」「でき



た」としている（「できた」が最も多く 11 名で 35.5％）。満足度は「ほぼ満足」
と「満足」で 74.2％、「普通」が 25.8％で、「やや不満」「不満」は 0 なのでかな
り成功しているといってよい。 

英文科目名 Probability and Statistics II 
関連科目 「確率・統計 I」を受講しておくことが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 今年度、前半部分（条件付確率）をやや簡略化し、図示の方法を変えてわかりや

すくしたが、来年度はその方向で教材も直してしまいたい。 
講義目的 「確率・統計 I」に引き続いて、確率論の基礎、および推測統計学の手法につい

て解説する。前半では、「確率・統計 I」では直感的に処理していた確率や確率変
数、独立性などの概念について数学的に定式化し、特に条件付確率とベイズの定
理について詳しく論じる。後半では、正規分布から派生した様々な統計分布を用
いて、区間推定と仮説検定の基本的な手法について学ぶ。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 確率空間と試行について、再度復習し、より一般的な立場から説明する。 

2 回 確率空間の混合と積、独立試行と樹形試行について、集合や写像の概念を用
いて厳密に定式化する。 
3 回 条件付確率および乗法定理と樹形積との関係について、厳密に定式化する。 
4 回 ベイズの定理および、そこで使われる事前確率・事後確率・尤度の概念につ
いて説明する。 
5 回 ベイズの定理を用いた有名例題を紹介し、ベイズ推定の演習問題も解説す
る。 
6 回 ベイズの定理に関連して、情報の文脈依存性などについて説明する。 
7 回 ベイズの定理に関連して、より高度な問題を紹介し解説する。 
8 回 推測統計学の考え方（⺟集団・標本・統計量）を説明する。正規分布の復習
もする。 
9 回 中心極限定理や正規分布の性質に基づいて、標本平均の分布や不偏性につ
いて説明する。さらに、⺟分散が既知の場合の⺟平均の区間推定法について説明
する。 
10 回 ⺟平均の区間推定についてその論理を復習した後、⺟分散が未知の場合の
方法について説明する。標本分散の性質についても説明する。 
11 回 ⺟分散の区間推定について説明する。⺟分散の性質や、正規⺟集団と t 分
布・カイ二乗分布の関係に関する命題の証明についても紹介する。 
12 回 ⺟比率の区間推定（ワルドの公式）について説明する。仮説検定の考え方
についても説明する。 
13 回 仮説検定の続きとして、片側検定と両側検定、検出⼒について説明する。 
14 回 ⺟平均の差と等分散性の検定についても紹介し、検定の考え方をいろいろ
な場合にまとめる。カイ二乗検定（適合度検定）についても説明する。 
15 回 カイ二乗検定（独立性検定）について説明する。演習解答および、全体の
総まとめもする。 

準備学習 1 回 教科書や前期プリントで、確率空間と試行について復習しておくこと。 
2 回 確率空間と試行について、前期プリントで復習するとともに、前回配布プリ
ントを復習しておくこと。 



3 回 確率空間の樹形積について、前期プリントで復習するとともに、前回配布プ
リントを復習しておくこと。 
4 回 条件付確率と乗法定理について前期プリントで復習するとともに、前回配
布プリントを復習しておくこと。 
5 回 ベイズの定理の使い方について、前回配布プリントで復習しておくこと。 
6 回 ベイズの定理の意味と使い方について、前回配布プリントで復習し、例題の
解を考えておくこと。 
7 回 情報の文脈依存とベイズの定理の関係について、前回配布プリントで復習
し、例題の解を考えておくこと。 
8 回 条件付確率とベイズの定理について復習し、例題の解を考えておくこと。 
9 回 ⺟集団と標本について、教科書で予習し、正規分布について復習しておくこ
と。⺟平均の区間推定についても、教科書で予習しておくこと。 
10 回 ⺟平均の区間推定について、教科書で予復習しておくこと。t 分布につい
ても予習しておくこと。 
11 回 正規分布を用いた⺟平均の区間推定の原理について、配布プリントで復習
しておくこと。⺟分散の区間推定とカイ二乗分布について、教科書で予習してお
くこと。 
12 回 正規分布を用いた⺟平均の区間推定の原理について、配布プリントや教科
書で再度復習しておくこと。 
13 回 区間推定のいろいろについて復習しておくとともに、仮説検定について、
教科書で予習しておくこと。 
14 回 分散の推定で出てきたカイ二乗分布について、教科書とプリントで復習し
ておくこと。 
15 回 カイ二乗分布による適合度検定について、プリントで復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSS13A2 
成績評価 期末試験により行う 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス SA(10〜10),SB(10〜10) 
見出し FSS13A2 教職のための数学Ⅲ 
担当教員名 橋爪 道彦 
単位数 2 
教科書 講義内容をプリントして配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 特になし 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 教職のための数学Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 小平 邦彦 著 幾何への誘い 岩波書店、清宮 俊雄 著 初等幾何のたのしみ 日本

評論社 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSS13A2 
実務経験のある教員  
達成目標 講義目的で述べた内容を達成すること 
受講者へのコメント  
連絡先 20 号館 8 階 橋爪道彦研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 教職への数学 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 数学教員を目指すものにとって平面幾何の素養は不可欠であり、教員採用試験に

おいて最も多く出題されるのが平面幾何の分野の問題である。にもかかわらず平
面幾何を系統的に学ぶ機会は少なかったと思われるので この講義を通じて平面
幾何の面白さを知ると共に数学的思考⼒を伸ばして欲しい。また生徒に数学への
興味・関心を与えるのに最も適した分野でもある。教員がその面白さを知らずし
てどうして生徒を伸ばすことが出来ようか。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 第 1 回：シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと 

第 2 回：例題を解いておくこと 



第 3 回：例題を解いておくこと 
第 4 回：例題を解いておくこと 
第 5 回：例題を解いておくこと 
第 6 回：例題を解いておくこと 
第 7 回：例題を解いておくこと 
第 8 回：例題を解いておくこと 
第 9 回：例題を解いておくこと 
第 10 回：例題を解いておくこと 
第 11 回：例題を解いておくこと 
第 12 回：例題を解いておくこと 
第 13 回：例題を解いておくこと 
第 14 回：例題を解いておくこと 
第 15 回：例題を解いておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FSS13B1 
成績評価 期末試験により行う 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス SA(10〜10),SB(10〜10) 
見出し FSS13B1 教職のための数学Ⅱ 
担当教員名 橋爪 道彦 
単位数 2 
教科書 講義内容をプリントして配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 特になし 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 教職のための数学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 小平 邦彦 著 幾何への誘い 岩波書店、清宮 俊雄 著 初等幾何のたのしみ 日本

評論社 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSS13B1 
実務経験のある教員  
達成目標 講義目的で述べた内容を達成すること 
受講者へのコメント  
連絡先 20 号館 8 階 橋爪道彦研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 教職への数学 III 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 数学教員を目指すものにとって平面幾何の素養は不可欠であり、教員採用試験に

おいて最も多く出題されるのが平面幾何の分野の問題である。にもかかわらず平
面幾何を系統的に学ぶ機会は少なかったと思われるので この講義を通じて平面
幾何の面白さを知ると共に数学的思考⼒を伸ばして欲しい。また生徒に数学への
興味・関心を与えるのに最も適した分野でもある。教員がその面白さを知らずし
てどうして生徒を伸ばすことが出来ようか。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 第 1 回：シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと 

第 2 回：例題を解いておくこと 



第 3 回：例題を解いておくこと 
第 4 回：例題を解いておくこと 
第 5 回：例題を解いておくこと 
第 6 回：例題を解いておくこと 
第 7 回：例題を解いておくこと 
第 8 回：例題を解いておくこと 
第 9 回：例題を解いておくこと 
第 10 回：例題を解いておくこと 
第 11 回：例題を解いておくこと 
第 12 回：例題を解いておくこと 
第 13 回：例題を解いておくこと 
第 14 回：例題を解いておくこと 
第 15 回：例題を解いておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FSS13C1 
成績評価 レポートなどの提出、随時の小テスト（２０％）と定期試験（８０％）で評価す

る。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス SA(08〜11),SB(08〜11) 
見出し FSS13C1 遺伝学 
担当教員名 淺⽥ 伸彦 
単位数 2 
教科書 「クロー遺伝学概説（第８版）」／J.F.クロー、木村資生、太⽥朋子共訳／培風館 
アクティブラーニング  
キーワード 遺伝、連鎖、変異 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 遺伝学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 随時紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 講義計画は予定なので、変更が有り得る。 

動物学科の「動物遺伝学」と同時開講。 
シラバスコード FSS13C1 
実務経験のある教員  
達成目標 サイエンスの考察法が身に付くことを目指す。 
受講者へのコメント  
連絡先 第７号館２階 淺⽥ 伸彦研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Genetics 
関連科目 動物学科の「進化動物学」、「集団遺伝学」 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 メンデルの法則に始まる古典遺伝学と昨今の分子遺伝学を理解するための基礎

的な知識を整理して、生命現象としての遺伝の大筋を把握させることを目的とす
る。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 受講意思の確認、遺伝学を学ぶ動機付けについて概説する。 

2 回  古典遺伝学への解説として、メンデル性遺伝法則について概説する。 
3 回 遺伝子の存在箇所への解説として、染色体の構造について概説する。 
4 回 遺伝子と DNA の異同への解説として、遺伝子の化学的性質について概説す
る。 



5 回 生物統計学への解説として、確率分析について概説する。 
6 回 遺伝様式の推定への解説として、家系分析について概説する。 
7 回 ２遺伝子の連携への解説として、連鎖について概説する。 
8 回 ヒトの健康診断への解説として、生化遺伝学について概説する。 
9 回 遺伝子の行き先への解説として、タンパク質の生合成について概説する。 
10 回 身を守る遺伝子への解説として、免疫遺伝学について概説する。 
11 回 生物進化の要因への解説として、突然変異について概説する。 
12 回 生物進化の要因への解説として、自然選択と⼈為選択について概説する。 
13 回 種分化と種形成の仕組みへの解説として、集団遺伝学の理論について概説
する。 
14 回 種分化と種形成の仕組みへの解説として、集団遺伝学の実験について概説
する。 
15 回 遺伝学とヒト社会との関わりについて、遺伝学が果たす役割について概説
する。 

準備学習 1 回 本シラバスを良く読み、受講前の当科目のイメージをノートに記しておく
こと。 
2 回 メンデルの遺伝法則について、各自の蔵書や前回の講義を復習しておくこ
と。 
3 回 前回までの講義を復習しておくと共に、染色体の構造について各自の蔵書
やインターネットで予備知識を得てノートに記しておくこと。 
4 回 前回までの講義を復習しておくと共に、遺伝子の化学的性質について各自
の蔵書やインターネットで予備知識を得てノートに記しておくこと。 
5 回 前回までの講義を復習しておくと共に、確率分析について各自の蔵書やイ
ンターネットで予備知識を得てノートに記しておくこと。 
6 回 前回までの講義を復習しておくと共に、家系分析について各自の蔵書やイ
ンターネットで予備知識を得てノートに記しておくこと。 
7 回 前回までの講義を復習しておくと共に、連鎖について各自の蔵書やインタ
ーネットで予備知識を得てノートに記しておくこと。 
8 回 前回までの講義を復習しておくと共に、生化遺伝学について各自の蔵書や
インターネットで予備知識を得てノートに記しておくこと。 
9 回 前回までの講義を復習しておくと共に、タンパク質の生合成について各自
の蔵書やインターネットで予備知識を得てノートに記しておくこと。 
10 回 前回までの講義を復習しておくと共に、免疫遺伝学について各自の蔵書や
インターネットで予備知識を得てノートに記しておくこと。 
11 回 前回までの講義を復習しておくと共に、突然変異について各自の蔵書やイ
ンターネットで予備知識を得てノートに記しておくこと。 
12 回 前回までの講義を復習しておくと共に、自然選択と⼈為選択について各自
の蔵書やインターネットで予備知識を得てノートに記しておくこと。 
13 回 前回までの講義を復習しておくと共に、集団遺伝学の理論について各自の
蔵書やインターネットで予備知識を得てノートに記しておくこと。 
14 回 前回までの講義を復習しておくと共に、集団遺伝学の実験について各自の
蔵書やインターネットで予備知識を得てノートに記しておくこと。 



15 回 遺伝学を学んだことで各自の考えは今後どの様に展開するかノートに記し
ておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSS1511 
成績評価 課題提出（３０％）、定期試験（７０％）により行なう 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス SA(〜11),SB(〜11) 
見出し FSS1511 ⼒学 
担当教員名 財部 健一 
単位数 2 
教科書 ⼾⽥盛和箸 「⼒学」 岩波書店 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 ⼒学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業中に指示する 
授業形態 講義 
注意備考 最終試験は１５回講義終了後実施する。 日時については授業中に指示する。 
シラバスコード FSS1511 
実務経験のある教員  
達成目標 ⼒学に関する基本概念の理解、数理的取扱い 
受講者へのコメント  
連絡先 7 号館 3 階 財部研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Classical Dynamics 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ⼒学は身近な現象の他、原子・分子、物質、宇宙や生命等の理解をする基礎であ

り、自然界を法則的にかつ数理的に理解する点に特徴ある。本講義でいう「数理
的に理解する」とは、微分積分学を用いることでもある。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション。 ニュートン⼒学を概観する。 

2 回  質点の運動とベクトル演算を説明する。 
3 回  運動の３法則を説明する。 
4 回  単振動、強制振動、減衰振動を説明する。 
5 回  仕事とポテンシャルを説明する。 
6 回  ⼒学的エネルギー保存則を説明する。 
7 回  万有引⼒を説明する。 



8 回  相対運動を説明する。 
9 回  運動量・角運動量保存則を説明する。 
10 回  ２体問題を説明する。 
11 回  慣性モーメントを説明する。 
12 回  弾性体の⼒学を説明する。 
13 回  解析⼒学を説明する。 
14 回  解析⼒学を説明する。 
15 回  解析⼒学を説明する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 質点の運動とベクトル演算について教科書を予習しておくこと。 
3 回 運動の３法則についてその内容を教科書で予習しておくこと。 
4 回 単振動、強制振動、減衰振動についてその内容を教科書で予習しておくこ
と。 
5 回 仕事とポテンシャルについてその内容を教科書で予習しておくこと。 
6 回 ⼒学的エネルギー保存則についてその内容を教科書で予習しておくこと。 
7 回 万有引⼒についてその内容を教科書で予習しておくこと。 
8 回 相対運動についてその内容を教科書で予習しておくこと。 
9 回 運動量・角運動量保存則についてその内容を教科書で予習しておくこと。 
10 回 ２体問題 についてその内容を教科書で予習しておくこと。 
11 回 慣性モーメント についてその内容を教科書で予習しておくこと。 
12 回 弾性体の⼒学についてその内容を教科書で予習しておくこと。 
13 回 解析⼒学についてその内容を教科書で予習しておくこと。 
14 回 解析⼒学についてその内容を教科書で予習しておくこと。 
15 回 解析⼒学についてその内容を教科書で予習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSS1512 
成績評価 課題提出（２０％）、中間試験（４０％）、期末試験（４０％）により評価する。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス SA(08〜12),SB(08〜12) 
見出し FSS1512 電子計算機概論 
担当教員名 伊代野 淳 
単位数 2 
教科書 コンピュータ概論／足達義則／(培風館) 
アクティブラーニング  
キーワード アルゴリズム、ネットワーク、ＣＰＵ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 板書の字をきれいに書くことを希望される事があるので改善を試みる．もしそう

でないなら，是非一番前の座席に座って欲しい．期待と違ったとの意見もあるが，
基礎から学ぶことが必要と考える．講義中にがやがやすることが無いように注意
したつもりであるが，迷惑をこうむった学生が出ていることは今後対処していき
たい．限られた授業時間内では多少早くなるケースもありますので，予復習を心
がけて下さい． 

科目名 電子計算機概論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 電子計算機概論／太⽥宗雄・古賀実・横⽥栄一著／共立出版 
授業形態 講義 
注意備考 期末試験は定期試験中に行い，中間試験を含め試験形態は筆記試験とする。 
シラバスコード FSS1512 
実務経験のある教員  
達成目標 １．コンピュータの五大装置とＣＰＵの動作、ソフトウェアの種類と働き 

２．コンピュータ内部での数の表現、文字の表現 
３．ブール代数と簡単な論理回路 
４．ネットワークと通信 
５．コンピュータ技術の、表面に現れない色々な技術について基礎的な知識を習
得する。 

受講者へのコメント 予復習を十分に行う必要がある． 
連絡先 7 号館 3 階伊代野研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね予定していた講義が達成できたと判断できる． 
英文科目名 Introduction to Computers and Programming 
関連科目 情報システム概論Ⅰ、Ⅱ、情報システムⅠ、Ⅱなどの情報系科目の履修へと発展

することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 予復習を促す講義を考えたい． 



講義目的 現代及び今後の情報化社会を鑑み、最低限の「コンピュータ」に関する知識を習
得する事を目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  高度情報化社会 授業ガイダンス，情報⾰命の位置付けと、情報化に伴う社

会変化について説明する。 
2 回  コンピュータの歴史（1）情報化の歴史やコンピュータの歴史、コンピュー
タの種類や性能について説明する。 
3 回  コンピュータの歴史（2）情報化の歴史やコンピュータの歴史、コンピュー
タの種類や性能について説明する。 
4 回  ソフトウェアとハードウェア（1）コンピュータの五大装置とＣＰＵの動
作、ソフトウェアの種類と働きについて説明する。 
5 回  ソフトウェアとハードウェア（2）：（１）以外の周辺装置について説明す
る。 
6 回  情報の表現（1）基数の違いによる数の表現、コンピュータでの文字・数値
の表現と誤差、誤りの検出について説明する。 
7 回  情報の表現（2）前回に引き続いて、誤差について説明する。 
8 回  中間試験行い，簡単な解説をする。 
9 回  論理関数と論理回路（1）コンピュータの動作の基礎となるブール代数と簡
単な論理回路について説明する。 
10 回 論理関数と論理回路（2）：前回に引き続いて論理回路について説明する。 
11 回  論理関数と論理回路（3）：）：前回に引き続いて組み合わせ論理回路につ
いて説明する。 
12 回  コンピュータシステム コンピュータの処理方式と信頼性、システム構成
について説明する。 
13 回  ネットワークと通信（1）データ通信やプロトコル、ＬＡＮやインターネ
ット、暗号化、などについて概説する。 
14 回  ネットワークと通信（2）バイオメトリックス、電子商取引の仕組みにつ
いて概説する。 
15 回  ネットワークと通信（3）情報倫理について概説する。 

準備学習 1 回 シラバスを確認しておくこと． 
2 回  第１回の内容の復習、および、講義中の問題を考えておくこと。 
3 回  第２回の内容の復習、および、講義中の問題を考えておくこと。 
4 回  第３回の内容の復習、および、講義中の問題を考えておくこと。 
5 回  第４回の内容の復習、および、講義中の問題を考えておくこと。 
6 回  第５回の内容の復習、および、講義中の問題を考えておくこと。 
7 回  第６回の内容の復習、および、講義中の問題を考えておくこと。 
8 回 今までの講義内容を復習しておくこと。 
9 回  第７回の内容の復習、および、講義中の問題を考えておくこと。 
10 回  第９回の内容の復習、および、講義中の問題を考えておくこと。 
11 回  第 10 回の内容の復習、および、講義中の問題を考えておくこと。 
12 回  第 11 回の内容の復習、および、講義中の問題を考えておくこと。 
13 回  第 12 回の内容の復習、および、講義中の問題を考えておくこと。 



14 回  第 15 回の内容の復習、および、講義中の問題を考えておくこと。 
15 回  第 14 回の内容の復習、および、講義中の問題を考えておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSS1521 
成績評価 毎時間の小テスト(50%) 及び定期試験 (50%)で評価する。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス SA(〜10),SB(〜10) 
見出し FSS1521 生物化学 
担当教員名 齋藤 達昭 
単位数 2 
教科書 適宜プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 生化学・代謝系・酵素の活性調節 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 生物化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 レーニンジャーの新生化学 川崎 敏祐編 廣川書店 
授業形態 講義 
注意備考 毎時間の予習と復習が必須である。 
シラバスコード FSS1521 
実務経験のある教員  
達成目標 生物の基本になるメインの代謝系を理解する。 

それぞれの代謝系どうしのつながりを把握する。 
酵素による代謝系の調節のしかたを知る。 

受講者へのコメント  
連絡先 斎藤研究室 7 号館 2F 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Biological Chemistry 
関連科目 有機化学 I, II ・生命科学 I, II・分子生物学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生物の基本的な代謝を中心にして講義する。 

本講議では、代謝経路の暗記を目的とせず、特にそれぞれの代謝の機能と関連性
を理解するを目標とする。 
また、それぞれの代謝系の酵素による調節法について⼒点をおいて講義する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  イントロダクションで、講義の進め方を説明した後、水の性質について説

明する。 
2 回  細胞を構成している化学成分 I（糖・脂肪・核酸）について説明する。 
3 回  細胞を構成している化学成分 II (タンパク質）について説明する。 



4 回  酵素について説明する。 
5 回  消化と吸収について説明する。 
6 回  解糖系について説明する。 
7 回  糖の新生について説明する。 
8 回  TCA 回路について説明する。 
9 回  電子伝達体について説明する。 
10 回  脂肪の分解について説明する。 
11 回  タンパク質の分解とオルニチン回路について説明する。 
12 回  光合成の明反応について説明する。 
13 回  光合成の暗反応について説明する。 
14 回  窒素固定・窒素同化・アミノ酸の合成について説明する。 
15 回 塩基の生合成と DNA 合成のしくみについて説明する。 

準備学習 1 回  シラバスをよく読んで授業の進め方を理解すること。 水にはどのような
特徴があるのかを調べてくること。 
2 回  細胞を構成している脂肪と核酸の種類を調べてくること。 
3 回  生物で使用されるアミノ酸の種類と構造について調べてくること。 
4 回  酵素の性質について調べてくること。 
5 回  三大栄養素の消化・分解と吸収の過程を調べてくること。 
6 回  解糖系の代謝経路について調べてくること。 
7 回  解糖系と糖の新生の代謝経路はどこが違うのかを調べてくること。 
8 回  TCA 回路の代謝経路について調べてくること。 
9 回  ミトコンドリア内膜における ATP 合成のしくみを調べてくること。 
10 回  β 酸化のしくみについて調べてくること。 
11 回  オルニチン回路の代謝経路について調べてくること。 
12 回 光合成速度と環境要因の関係について調べてくること。 
13 回  カルビン回路の代謝経路について調べてくること。 
14 回  窒素同化・アミノ酸の合成経路について調べてくること。 
15 回 ピリミジンとプリンの構造の違い・半保全的複製について調べてくること。 

 



年度 2012 
授業コード FSS1522 
成績評価 課題提出（３０％）、定期試験（７０％）あるいはレポート提出（７０％）で評価

を行う。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス SA(10〜11),SB(10〜11) 
見出し FSS1522 物理学演習 
担当教員名 財部 健一 
単位数 2 
教科書 日置善郎著・量子⼒学・吉岡書店 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学演習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 朝永振一郎著・「量子⼒学」・みすず書房 
授業形態 演習 
注意備考 定期試験あるいはレポート提出は１５回講義終了後に実施する。 
シラバスコード FSS1522 
実務経験のある教員  
達成目標 量子の理解と数学的取り扱い 
受講者へのコメント  
連絡先 7 号館 3 階 財部研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Exercise in Physics 
関連科目 ⼒学（前期開講科目） 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 量子⼒学を学ぶための数学と例題を演習する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  量子⼒学を学ぶための数学（１）を説明する。 

2 回  量子⼒学を学ぶための数学（２）を説明する。 
3 回  量子⼒学を学ぶための数学（３）説明する。 
4 回  量子⼒学を学ぶための数学（４）説明する。 
5 回  演算子の固有値と固有関数（１）を説明する。 
6 回  演算子の固有値と固有関数（２）説明する。 
7 回  演算子の固有値と固有関数（３） 
8 回  古典⼒学における基本的な物理量（１）を説明する。 



9 回  古典⼒学における基本的な物理量（２）を説明する。 
10 回  古典⼒学における基本的な物理量（３）を説明する。 
11 回  １次元束縛状態の一般的性質を説明する。 
12 回  ディラックのデルタ関数（１）を説明する。 
13 回  ディラックのデルタ関数（２）を説明する。 
14 回  ディラックのデルタ関数（３）を説明する。 
15 回  量子⼒学的世界の特徴説明する。 

準備学習 1 回  量子⼒学を学ぶための数学（１）の項目をよく学習しておくこと。 
2 回  量子⼒学を学ぶための数学（２）の項目をよく学習しておくこと。 
3 回  量子⼒学を学ぶための数学（３）の項目をよく学習しておくこと。 
4 回  量子⼒学を学ぶための数学（４）の項目をよく学習しておくこと。 
5 回  演算子の固有値と固有関数（１）の項目をよく学習しておくこと。 
6 回  演算子の固有値と固有関数（２）の項目をよく学習しておくこと。 
7 回  演算子の固有値と固有関数（３）の項目をよく学習しておくこと。 
8 回  古典⼒学における基本的な物理量（１）の項目をよく学習しておくこと。 
9 回  古典⼒学における基本的な物理量（２）の項目をよく学習しておくこと。 
10 回  古典⼒学における基本的な物理量（３）の項目をよく学習しておくこと。 
11 回  １次元束縛状態の一般的性質の項目をよく学習しておくこと。 
12 回  ディラックのデルタ関数（１）の項目をよく学習しておくこと。 
13 回  ディラックのデルタ関数（２）の項目をよく学習しておくこと。 
14 回  ディラックのデルタ関数（３）の項目をよく学習しておくこと。 
15 回  量子⼒学的世界の特徴の項目をよく学習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSS1532 
成績評価 試験と講義毎に出題する小問の成績による。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス SA(〜10),SB(〜10) 
見出し FSS1532 エネルギー環境科学 
担当教員名 若村 国夫 
単位数 2 
教科書 環境科学概論、若村他著、大学教育出版 
アクティブラーニング  
キーワード 地球温暖化、温室効果、風⼒発電、太陽電池、燃料電池、原子⼒発電、産業⾰命、

熱機関、エネルギー保存則 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 エネルギー環境科学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし 
授業形態 講義 
注意備考 ２１世紀に自然科学を志す者にとって、地球温暖化は知らなければならない知識

の一つである。また、理科の教員や公務員を希望する学生にとっても将来現場で
役立つので受講を勧める。必要な知識は初歩から学ぶので、準備の必要はない。 

シラバスコード FSS1532 
実務経験のある教員  
達成目標 新聞やテレビなどで報じられる温暖化現象を理解できるよう、必要な用語や基礎

知識を把握し、何が地球温暖化に結び付き、どのようにこれを軽減したら良いか
を考えられる科学的見方を養う。目先だけを追った温暖化軽減の技術や自然のル
ールを見落としている話題などに対しても、その不合理性を指摘できる思考⼒や
知識を養う。また、風土や技術に対する日欧の考え方の違いや、２１世紀に果た
す日本の伝統技術の役割を考え、⼈類が自然に生かされていることを土台とし
て、温暖化軽減に必要な姿勢を学ぶ。 

受講者へのコメント  
連絡先 研究室：７号館１階（電話：０８６−２５６−９４０４） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Energy and Environmental Science 
関連科目 自然科学の基礎科目 
次回に向けての改善変更予定 昨年は原子⼒発電の基礎に⼒を入れましたが、今年は教科書の改定を含め、話題

のシェールガスやトリハラメタンも紹介したいと思います。 
講義目的 環境問題、特に地球温暖化に的を絞り、現象の理解に必要な用語や基礎知識の紹



介から入り、何が地球温暖化に結び付き、どのようにこれを軽減したら良いかを
考えていく。科学的に考えることで、目先だけを追った温暖化軽減の技術やアイ
デア、自然のルールを見落としているエネルギー獲得の技術などを紹介し、自然
科学的に現象を見る重要性を示す。また、風土や技術に対する日欧の考え方の違
いを紹介し、２１世紀に果たす日本の伝統技術の役割を考える。自然科学は⼈類
が地球上で生かされていることを教えてくれる。このことを認識し、問題解決の
方向を 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 【はじめに】 

2 回 【温暖化の歴史と実証】 
3 回 【エネルギーとは】 
4 回 【熱エネルギーと熱機関】 
5 回 【エネルギーはどこから来るのか】 
6 回 【温室効果と都市の温暖化】 
7 回 【発電機の原理とその応用】 
8 回 【発電機から得るエネルギー】 
9 回 【太陽光の性質】 
10 回 【物質による電気エネルギー獲得①】 
11 回 【物質による電気エネルギー獲得②】 
12 回 【原子⼒発電とは】 
13 回 【注目されるエネルギー源と発電システム】 
14 回 【２１世紀のエネルギー獲得法を考える①】 
15 回 【２１世紀のエネルギー獲得法を考える②】 

準備学習  
 



年度 2012 
授業コード FSS1711 
成績評価 スケッチと考察を重点に、提出されたレポートの内容で評価する(100%)。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス SA(10〜11),SB(10〜11) 
見出し FSS1711 生物学実験 
担当教員名 齋藤 達昭、木村 裕子＊ 
単位数 2 
教科書 適宜プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 生物学・教職用の生物学実験 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 生物学実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし 
授業形態 実験実習 
注意備考 汚れても問題のない服装で来る。 

実験計画は、生物材料に左右されるので、順序や内容の変更があり得る。 
理由なく、レポートの提出を期限を守らない場合は、原則として欠席として取り
扱う。 

シラバスコード FSS1711 
実務経験のある教員  
達成目標 光学顕微鏡ならびに実体顕微鏡を使いこなせるようになる。 

得られたデータの処理方法や考察の書き方を知り、実践する。 
スケッチでの表現のしかたを会得する。 
中学校や高校でも実施可能な生物学実験を体験する。 

受講者へのコメント  
連絡先 斎藤研究室 7 号館 2F 086-256-9408 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Biology Laboratory Experiment I 
関連科目 生命科学 I, II・物理学実験 I 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 中学校や高校でも実施可能な生物学実験を中心に行う。 

得られたデータの処理方法や考察及びスケッチの表現のしかたを学び、レポート
が作成できるようになる。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  顕微鏡とミクロメーターの使い方 ・スケッチのしかたについて説明する。 



2 回  原形質流動の観察と測定 を行う。 
3 回  植物組織と形態について説明し、植物切片の観察を行う。 
4 回  花の構造について説明し、花の観察を行う 
5 回  根端細胞分裂の仕方について説明し、細胞分裂の観察を行う。 
6 回  花粉の構造について説明し、花粉の外部形状の観察を行う。 
7 回  花粉の分類について説明し、花粉のスケッチを行う。 
8 回  原形質分離について説明し、原形質分離の実験を行う。 
9 回 生理的食塩水について説明し、生理的食塩水の調製を行う。 
10 回 色素胞について説明し、色素胞の収縮と拡散の観察を行う。 
11 回 淡水プランクトンの分類について説明し、淡水プランクトンの観察を行う。 
12 回  温度と呼吸数の関係を説明し、温度と呼吸数を関係を調べる実験を行う。 
13 回  ヒトの感覚のうち、視覚・触覚に関する実験を行う。 
14 回 ヒトの感覚のうち、味覚に関する実験を行う。 
15 回  メザシの解剖を行い、魚の内部構造の観察を行う。 

準備学習 1 回 顕微鏡の構造について調べておくこと。 
2 回 測定誤差や有効数字について理解してくること。 
原形質分離のしくみについて調べてくること。 
3 回  植物の組織について調べておくこと。 
4 回  花の構造と分類について調べておくこと。 
5 回  体細胞分裂について調べておくこと。 
6 回  花粉の形態について調べておくこと。 
7 回  花粉の分類について調べておくこと。 
8 回  細胞膜の性質について調べておくこと。 
9 回  体液の成分組成について調べておくこと。 
10 回 色素細胞の収縮のしくみについて調べておくこと。 
11 回 プランクトンの分類について調べておくこと。 
12 回  温度と呼吸の関係について調べてくること。 
13 回 ヒトの視覚・触覚のしくみについて調べてくること。 
14 回 ヒトの味覚のしくみについて調べてくること。 
15 回 魚の内部構造について調べてくること。 

 



年度 2012 
授業コード FSS1712 
成績評価 スケッチと考察を重点に、提出されたレポートの内容で評価する(100%)。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス SA(10〜11),SB(10〜11) 
見出し FSS1712 生物学実験 
担当教員名 齋藤 達昭、木村 裕子＊ 
単位数 2 
教科書 適宜プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 生物学・教職用の生物学実験 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生物学実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし 
授業形態 実験実習 
注意備考 汚れても問題のない服装で来る。 

実験計画は、生物材料に左右されるので、順序や内容の変更があり得る。 
理由なく、レポートの提出を期限を守らない場合は、原則として欠席として取り
扱う。 

シラバスコード FSS1712 
実務経験のある教員  
達成目標 光学顕微鏡ならびに実体顕微鏡を使いこなせるようになる。 

得られたデータの処理方法や考察の書き方を知り、実践する。 
スケッチでの表現のしかたを会得する。 
中学校や高校でも実施可能な生物学実験を体験する。 

受講者へのコメント  
連絡先 斎藤研究室 7 号館 2F 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Biology Laboratory Experiment I 
関連科目 生命科学 I, II・物理学実験 I 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 中学校や高校でも実施可能な生物学実験を中心に行う。 

得られたデータの処理方法や考察及びスケッチの表現のしかたを学び、レポート
が作成できるようになる。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  顕微鏡とミクロメーターの使い方 ・スケッチのしかたについて説明する。 



2 回  原形質流動の観察と測定 を行う。 
3 回  植物組織と形態について説明し、植物切片の観察を行う。 
4 回  花の構造について説明し、花の観察を行う 
5 回  根端細胞分裂の仕方について説明し、細胞分裂の観察を行う。 
6 回  花粉の構造について説明し、花粉の外部形状の観察を行う。 
7 回  花粉の分類について説明し、花粉のスケッチを行う。 
8 回  原形質分離について説明し、原形質分離の実験を行う。 
9 回 生理的食塩水について説明し、生理的食塩水の調製を行う。 
10 回 色素胞について説明し、色素胞の収縮と拡散の観察を行う。 
11 回 淡水プランクトンの分類について説明し、淡水プランクトンの観察を行う。 
12 回  温度と呼吸数の関係を説明し、温度と呼吸数を関係を調べる実験を行う。 
13 回  ヒトの感覚のうち、視覚・触覚に関する実験を行う。 
14 回 ヒトの感覚のうち、味覚に関する実験を行う。 
15 回  メザシの解剖を行い、魚の内部構造の観察を行う。 

準備学習 1 回 顕微鏡の構造について調べておくこと。 
2 回 測定誤差や有効数字について理解してくること。 
原形質分離のしくみについて調べてくること。 
3 回  植物の組織について調べておくこと。 
4 回  花の構造と分類について調べておくこと。 
5 回  体細胞分裂について調べておくこと。 
6 回  花粉の形態について調べておくこと。 
7 回  花粉の分類について調べておくこと。 
8 回  細胞膜の性質について調べておくこと。 
9 回  体液の成分組成について調べておくこと。 
10 回 色素細胞の収縮のしくみについて調べておくこと。 
11 回 プランクトンの分類について調べておくこと。 
12 回  温度と呼吸の関係について調べてくること。 
13 回 ヒトの視覚・触覚のしくみについて調べてくること。 
14 回 ヒトの味覚のしくみについて調べてくること。 
15 回 魚の内部構造について調べてくること。 

 



年度 2012 
授業コード FSS1722 
成績評価 授業態度（２０％）・レポート（２０％）・定期試験（６０％）による。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス SA(〜10),SB(〜10) 
見出し FSS1722 情報と職業 
担当教員名 山本 篤憲＊ 
単位数 2 
教科書 情報・コンピュータ業界ハンドブック 小山健治著 東洋経済新報社                  

因果行動発達学第２版 発達心理学入門 三谷恵一 おうふう 
アクティブラーニング  
キーワード 職業観、高度情報化社会 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 次回、グループデｲスカッション等も入れて、お互い受講生同士の考える時間も

作りたい。 
科目名 情報と職業 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 毎回、課題を提出する。最終試験は、15 回の講義終了後に行う。日程については

後日知らせる。 
シラバスコード FSS1722 
実務経験のある教員  
達成目標 講義にて習ったことが説明出来るようになる事 
受講者へのコメント 受講者のコメントを今後の講義に役立てるようにします。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 各項目のに関する評価について、今後へ参考になります。 
英文科目名 Information and Ethics 
関連科目 特に無し 
次回に向けての改善変更予定 講義中は、マイク等を利用し、全員に声が行き渡るようにしましょう。 
講義目的 情報に関して、個⼈、家庭という観点から、社会という視野に立って、世界の状

況を参考にしつつ、この情報が職業・社会にどのように係わっているか、又、情
報に係わる職業⼈のあり方を理解させる。更に、幼少期の情報が⼈間形成に大い
に影響あることを理解する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーションを行う。 

2 回  情報化の進展１を理解する。 
3 回  情報化の進展２を理解する。 



4 回  情報化の進展３を理解する。 
5 回  情報と企業・職業観１を理解する。 
6 回  情報と企業・職業観２を理解する。 
7 回  情報と産業・職業観１を理解する。 
8 回  情報と産業・職業観２を理解する。 
9 回  情報と勤労・職業観１を理解する。 
10 回  情報と勤労・職業観２を理解する。 
11 回  情報と倫理・職業観１を理解する。 
12 回  情報と倫理・職業観２を理解する。 
13 回  情報と資格について理解する。 
14 回  情報と⼈間形成１について理解する。 
15 回  情報と⼈間形成２について理解する 

準備学習 1 回 準備学習：シラバスを事前に確認し、学習過程について把握しておくこと 
2 回 準備学習：日常生活で情報機器から受ける恩恵について事前に調査してお
くこと 
3 回 準備学習：高度情報通信社会という言葉についてビジネス・行政などの場面
で実現されていることを調べておくこと 
4 回 準備学習：身の回りの情報化（情報家電）について調べておくこと 
5 回 準備学習：急速に広がる第 3 次産業の現状について調べておくこと 
6 回 準備学習：情報化と国際化によって企業に求められている職業像について
調べておくこと 
7 回 準備学習：情報化が進んでいる産業分野はどういう分野か調べておくこと 
8 回 準備学習：金融や流通で進んでいる情報化とはどのようなものか調べてお
くこと 
9 回 準備学習：情報化によって働き方が経験重視型から変化しつつあるのはな
ぜか調べておくこと 
10 回 準備学習：能⼒やスキルを重視する勤労観へと変化する理由を考えておく
こと 
11 回 準備学習：「情報の秘匿」「個⼈情報保護法」などの現状を調べておくこと 
12 回 準備学習：情報化・国際化のなかで今新たに求められている倫理観につい
て考えておくこと 
13 回 準備学習：情報化・国際化によって職場にもたらされた変化とは何か考え
ておくこと 
14 回 準備学習：激化する競争社会の中で⼈間形成について考えておくこと 
15 回 準備学習：仕事をする社会⼈としての⼈間形成について考えておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FSS1911 
成績評価 定期試験で評価する。また、中間の確認試験とレポート課題等を補助的に評価に

用いる。 
曜日時限 月曜日 9・10 時限 
対象クラス SA(〜12),SB(〜12) 
見出し FSS1911 情報リテラシーⅠ 
担当教員名 畠山 唯達 
単位数 2 
教科書 とくに市販のものを指定しない。教材はホームページに掲載するか、プリントし

て配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード コンピュータ、ネットワーク 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報リテラシーⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 とくに指定しない。必要だと思う学生は適宜用意してほしい(詳しくは初回に解

説する)。 
授業形態 講義 
注意備考 情報処理センター(11 号館)のパソコンを使い、演習形式で授業を実施する。定期

試験も実技試験を行う予定である。本講義ではネットワーク上の資源も活用す
る。また、岡山理科大学「OUS コンテンツライブラリー」中の「CCC 情報リテ
ラシーI」などのオンライン教材を補助的に使用する。対面による講義とビデオを
用いた講義を併用する予定である。教材配布、ビデオ講義、レポート提出などは
岡山理科大学学習管理システム(MOMOTARO)を用いて行う予定である。 

シラバスコード FSS1911 
実務経験のある教員  
達成目標 ・基礎的な情報リテラシー(Windows Vista およびいくつかのアプリケーション)

の実践と理解 
・コンピュータとネットワークに対する最低限の知識の習得 
・ネットワーク上から必要な情報を探す技術の習得・ネットワークを利用する上
で必要な倫理の学習 

受講者へのコメント  
連絡先 畠山の居室は情報処理センター(11 号館)5F。 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Information Literacy I 
関連科目 後期「情報リテラシーII」も履修することを勧める。 



次回に向けての改善変更予定  
講義目的 大学での学習・研究はもとより、今や社会で生活するにもインターネットや計算

機による情報の収集、加工、発信は欠かせない。その原理と仕組みを理解し、技
法と倫理および情報化社会を生きていくために必要な最低限の知識を身につけ
ることを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  講義オリエンテーション、アカウントの説明と登録について説明する。 

2 回  電子メールアカウント等について説明する。 
3 回  電子メールの利用方法について説明する。 
4 回  インターネット上の検索１ (一般的なネットワーク検索)について説明す
る。 
5 回  インターネット上の検索２ (特化したデータの検索と利用)について説明
する。 
6 回  コンピュータのしくみ、データ・文字 について説明する。(ビデオを用い
た講義：予定) 
7 回  ファイルシステムとフォルダ・ファイル操作について説明する。 
8 回  ワードプロセッサ１ (基本的な使い方と画像の挿入)について説明する。 
9 回  ワードプロセッサ２ (化学式、数式の入⼒)について説明する。 
10 回  これまでのおさらいと確認テストをする。 
11 回  表計算１ (表計算ソフトを用いた基本的な計算)について説明する。 
12 回  表計算２ (計算法つづき、グラフの作成)について説明する。 
13 回  表計算３ (科学的なデータの取り込みと基本的な解析)について説明す
る。 
14 回  情報倫理とセキュリティについて説明する。 (ビデオを用いた講義：予
定) 
15 回  総合演習をする。 

準備学習 1 回 オリエンテーションで説明した「ID」について、プリントを再読してくる
こと。 
2 回  情報処理センター実習室のコンピュータにちゃんとログインできること。 
3 回  前回の復習をしておくこと。 
4 回  前回の復習をしておくこと。 
5 回  前回の復習をしておくこと。 
6 回  前回の復習をしておくこと。 
7 回  前回の復習をしておくこと。 
8 回  前回の復習をしておくこと。 
9 回  前回の復習をしておくこと。 
10 回  前回の復習をしておくこと。 
11 回  前回の復習をしておくこと。 
12 回  前回の復習をしておくこと。 
13 回  前回の復習をしておくこと。 
14 回  前回の復習をしておくこと。 
15 回  前回の復習をしておくこと。 



 



年度 2012 
授業コード FSS1912 
成績評価 中間テスト・レポート・定期試験を総合的に評価する。 
曜日時限 月曜日 9・10 時限 
対象クラス SA(〜12),SB(〜12) 
見出し FSS1912 情報リテラシーⅡ 
担当教員名 岩崎 彰典 
単位数 2 
教科書 使用しない。パソコン使用の実技が中心なので必要に応じて資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード HTML、Web ページ（ホームページ）、ハードウェアの基礎知識、プレゼンテー

ション、スライド、パワーポイント 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 （Ａ）「分かりにくい授業だった」−＞Web ページ作成、ﾊｰﾄﾞｳｪｱの基礎知識、ﾊﾟ

ﾜｰﾎﾟｲﾝﾄでのスライド作成と３部構成でしたが、どこの部分が「分かりにくい授
業だった」のかが私に分かりません。３部とも授業の仕方は異なりますので、具
体的に指摘して下さい。（Ｂ）「事前に連絡なしで急に講義を休みにした上、補講
を入れるなんてことはやめてほしい」−＞体調を崩し研究室で臥せっていたので
すが、気が付いたら時間が過ぎていました。まことに申し訳なく思っております。
（Ｃ）「出席登録(MOMOTARO)のサイトが上手く送信 

科目名 情報リテラシーⅡ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用するソフトウェアの進歩は著しく、またほとんどの知識はインターネットを

通じて得ることができるので参考書は特に必要ありません。 
授業形態 講義 
注意備考 実技形式で行うため、出席が重要です。欠席・遅刻の場合、授業に追いつくのは

かなり困難です。レポート提出や中間テストはオンラインで行います。パソコン
上で処理するため、フォルダ名・ファイル名に不備があれば採点することができ
ませんので十分注意してください。定期試験はパソコンを使った実技試験とオン
ライン試験です。ＵＳＢメモリを購入しておくと便利です。岡山理科大学「OUS
コンテンツライブラリー」を使用する。 

シラバスコード FSS1912 
実務経験のある教員  
達成目標 １．Web ページが作成でき、インターネットの理解を得る。 

２．２進数の計算や論理演算ができ、マルチメディアの仕組みを知る。 
３．プレゼンテーションのためのスライド作成ができるようになる。 

受講者へのコメント 「授業時間外にどの程度、学習しましたか」に対し「全くしなかった」が半数近
くいます。ブラウザで出来る選択問題のサイトや、Web ページ作成演習、ﾊﾟﾜｰﾎﾟ
ｲﾝﾄ（ﾎｰﾑｴﾃﾞｨｼｮﾝにはないが）を使ったスライド作成演習など、パソコンさえあ
れば授業時間外や庭でも出来ることが多いのでもっと ICT を活用して欲しいと
思います。「自由記述に対する回答」（Ｃ）に関連しますが、欠席や遅刻があると



その⼈のために時間が割かれることがあります。前回の部分が無いと前に進みま
せんので、病気や通学時の列車事故などがない限り時間厳守で 

連絡先 11 号館 5 階、電子メール:top@center.ous.ac.jp、電話：086-256-9773 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 通常の授業と違い、技能的な要素が多く、それを使った課題を出しているので、
「授業中時間外の学習にどのように取り組みましたか」に対して「宿題などの指
示された課題に取り組んだ」が 54.9%あり、『この分野の「理解」、「興味・関心」、
「技能・技術」』に関する回答数が多くなったと思います。「この授業の目標を達
成できましたか」に対し「半分程度できた以上」がほぼ半数なので、パソコン技
能としてはほぼ身についた感じがします。 

英文科目名 Information Literacy II 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 授業の構成は、各種検定試験や教職免許の関係もあり、大きく変更はありません

が、変化の激しいネット社会に適応できるよう工夫したいと思います。 
講義目的 インターネットによる情報の発信方法と共に、情報を発信する際に必要な著作

権、法律を学ぶ。さらに情報化社会を支える、ハードウェアとインターネットの
仕組みを学習する。またプレゼンテーションに必要なスライド作成技法を学習す
る。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Web ページ作成の基本（HTML 言語）を学習する。 

2 回 著作権について・画像の貼り付けとリンクについて学習する。 
3 回 フォルダとフォルダ間のリンクについて学習する。 
4 回 フォルダとフォルダ間のリンクについて HTML 言語で演習する。 
5 回 Web ページの仕組み・公開方法・注意点を学習する。 
6 回 自分独自の Web ページの作成演習を行いレポートの仮提出をする。 
7 回 ハードウェアの基礎（２進数、８進数、１６進数）について学習する。 
8 回 コンピュータの数の内部表現（負数・小数）について学習する。 
9 回 コンピュータの文字と画像の内部表現について学習する。 
10 回 論理回路（AND・OR・NOT 回路）について学習する。 
11 回 加算器・記憶回路・コンピュータの基本構成について学習する。 
12 回 パソコンによるスライド作成基礎を学習する。 
13 回 アニメーションなどを使い効果的なプレゼンテーションについて学習す
る。 
14 回 あるテーマでの自分のプレゼンテーション用のスライドを作成する。 
15 回 総合演習をする。 

準備学習 1 回 情報処理センターのパソコンへログインできるかを確認しておくこと。 
2 回 Web ページの基本となるタグを覚えておくこと。 
3 回 レポートとして自分独自の Web ページを作成しますから、構想を練ってお
くこと。 
4 回 自分独自の Web ページを作り始めること。 
5 回 自分独自の Web ページの作成をしておくこと。 



6 回 自分独自の Web ページの作成をしておくこと。 
7 回 ２進数、８進数、１６進数など高校の情報教科の復習をしておくこと。 
8 回 前回の復習をしておくこと。 
9 回 前回の復習をしておくこと。 
10 回 前回の復習をしておくこと。 
11 回 前回の復習をしておくこと。 
12 回 オンラインテスト演習をすること。 
13 回 自分のスライドの構想を練っておくこと。 
14 回 自分のスライドを作り始めること。 
15 回 今までの復習をしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSS1922 
成績評価 課題発表⼒等の平常点(60%)と定期試験(40%)により評価する 
曜日時限 月曜日 9・10 時限 
対象クラス SA(〜10),SB(〜10) 
見出し FSS1922 理科教材開発指導 
担当教員名 山口 一裕、伊代野 淳、森 嘉久、山崎 重雄、齋藤 達昭、高橋 和成＊、

吉村 功 
単位数 2 
教科書 適宜指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード 学習、実験、観察、発見的教授法 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「なにもしない時間が多かった」というコメントですが、理科教員を目指してい

る学生とは思えないコメントです。他班の発表に対してはただ単に聞くのではな
く、自分も内容をまとめて整理することが大切です。これをやらないと採用試験
や教員になったときに役に立たないと思います。常に実践しているつもりで授業
を受けていほしいと思います。 

科目名 理科教材開発指導 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 理数系教員コースの学生対象の科目です。総合理学コースの学生は履修できませ

んので履修登録の際は注意してください。 
理科の教員を目指している学生を対象とした実践的な授業です。熱意を持って主
体的・積極的に受講するように。 

シラバスコード FSS19221 
実務経験のある教員  
達成目標 ①理科教育において重視される生徒実験のあり方について考えられること 

②理科教育において重視される生徒実験の問題点を理解すること 
③生徒が興味を持つような理科実験・観察のプレゼンテーション能⼒を身につけ
ること 

受講者へのコメント 将来教員を目指す⼈のための授業で、自ら学ぶ姿勢が問われる授業です。 
連絡先 山口一裕 7 号館 1 階 yamaguti@das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 中学校理科で取り扱う実験・実習を調査して、発表を行う。さらに実際に実験を
行って、模擬的な授業をする。受講生が積極的に調べたり、他の班の発表を聞い
て質問をしたりすることでいろいろな能⼒を養うことができる授業である。授業
時間以外の学習が重要であり、受講生はよく勉強していたと思う。 



英文科目名  
関連科目 理科の教免に関係する科目、野外実習Ⅰ・Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 実験に都合で授業時間をついつい延⻑することがあったので、今後改善する必要

があると思う。 
講義目的 子どもの自己活動と実験・観察を基本とした自然科学の教育を実践するための基

礎知識と技術を養成する。実際に中学校で行われている観察・実験を体験して理
科教育の学習の中での位置づけを明確にし，問題点を明らかにし，より発展した
ものに改良する態度を養う。卒業後実際に現場に立ったときに役立つ技能や知識
を習得することを目的とする。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  中学校理科の教科書を読んで、実験・観察についてまとめる。 

2 回 ウェブ教材の閲覧・活用の方法について学習する 
3 回  中学校理科（物理分野）で取り扱う実験を考えてみる 
4 回  中学校理科（物理分野）で取り扱う実験をする 
5 回  中学校理科（物理分野）で取り扱う実験を発表する 
6 回  中学校理科（化学分野）で取り扱う実験を考えてみる 
7 回  中学校理科（化学分野）で取り扱う実験をする 
8 回  中学校理科（化学分野）で取り扱う実験を発表する 
9 回  中学校理科（生物分野）で取り扱う実験を考えてみる 
10 回  中学校理科（生物分野）で取り扱う実験をする 
11 回  中学校理科（生物分野）で取り扱う実験を発表する 
12 回  中学校理科（地学分野）で取り扱う実験を考えてみる 
13 回  中学校理科（地学分野）で取り扱う実験をする 
14 回  中学校理科（地学分野）で取り扱う実験を発表する 
15 回  中学校理科における実験・観察の重要性についてまとめる 

準備学習 1 回 中学校理科の実験を調べておく 
2 回 ウェブ教材を調べてくおく 
3 回 中学校理科（物理分野）の実験について調べておく 
4 回 中学校理科（物理分野）の実験するうえでの問題点について調べておく 
5 回 中学校理科（物理分野）の実験計画を作成しておく 
6 回 中学校理科（化学分野）の実験について調べておく 
7 回 中学校理科（化学分野）の実験するうえでの問題点について調べておく 
8 回 中学校理科（化学分野）の実験計画を作成しておく 
9 回 中学校理科（生物分野）の実験について調べておく 
10 回 中学校理科（生物分野）の実験するうえでの問題点について調べておく 
11 回 中学校理科（生物分野）の実験計画を作成しておく 
12 回 中学校理科（地学分野）の実験について調べておく 
13 回 中学校理科（地学分野）の実験するうえでの問題点について調べておく 
14 回 中学校理科（地学分野）の実験計画を作成しておく 
15 回 中学校理科における実験・観察の重要性について考えておく 

 



年度 2012 
授業コード FSS19G2 
成績評価 課題発表⼒等の平常点(60%)と定期試験(40%)により評価する 
曜日時限 月曜日 9・10 時限 
対象クラス SA(10〜10),SB(10〜10) 
見出し FSS19G2 理科教材開発指導 
担当教員名 山口 一裕、伊代野 淳、森 嘉久、山崎 重雄、齋藤 達昭、高橋 和成＊、

吉村 功 
単位数 2 
教科書 適宜指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード 学習、実験、観察、発見的教授法 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「なにもしない時間が多かった」というコメントですが、理科教員を目指してい

る学生とは思えないコメントです。他班の発表に対してはただ単に聞くのではな
く、自分も内容をまとめて整理することが大切です。これをやらないと採用試験
や教員になったときに役に立たないと思います。常に実践しているつもりで授業
を受けていほしいと思います。 

科目名 理科教材開発指導 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 理科の教員を目指している学生を対象とした実践的な授業です。熱意を持って主

体的・積極的に受講するように。 
シラバスコード FSS1922 
実務経験のある教員  
達成目標 ①理科教育において重視される生徒実験のあり方について考えられること 

②理科教育において重視される生徒実験の問題点を理解すること 
③生徒が興味を持つような理科実験・観察のプレゼンテーション能⼒を身につけ
ること 

受講者へのコメント 将来教員を目指す⼈のための授業で、自ら学ぶ姿勢が問われる授業です。 
連絡先 山口一裕 7 号館 1 階 yamaguti@das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 中学校理科で取り扱う実験・実習を調査して、発表を行う。さらに実際に実験を
行って、模擬的な授業をする。受講生が積極的に調べたり、他の班の発表を聞い
て質問をしたりすることでいろいろな能⼒を養うことができる授業である。授業
時間以外の学習が重要であり、受講生はよく勉強していたと思う。 

英文科目名  
関連科目 理科の教免に関係する科目、野外実習Ⅰ・Ⅱ 



次回に向けての改善変更予定 実験に都合で授業時間をついつい延⻑することがあったので、今後改善する必要
があると思う。 

講義目的 子どもの自己活動と実験・観察を基本とした自然科学の教育を実践するための基
礎知識と技術を養成する。実際に中学校で行われている観察・実験を体験して理
科教育の学習の中での位置づけを明確にし，問題点を明らかにし，より発展した
ものに改良する態度を養う。卒業後実際に現場に立ったときに役立つ技能や知識
を習得することを目的とする。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  中学校理科の教科書を読んで、実験・観察についてまとめる。 

2 回 ウェブ教材の閲覧・活用の方法について学習する 
3 回  中学校理科（物理分野）で取り扱う実験を考えてみる 
4 回  中学校理科（物理分野）で取り扱う実験をする 
5 回  中学校理科（物理分野）で取り扱う実験を発表する 
6 回  中学校理科（化学分野）で取り扱う実験を考えてみる 
7 回  中学校理科（化学分野）で取り扱う実験をする 
8 回  中学校理科（化学分野）で取り扱う実験を発表する 
9 回  中学校理科（生物分野）で取り扱う実験を考えてみる 
10 回  中学校理科（生物分野）で取り扱う実験をする 
11 回  中学校理科（生物分野）で取り扱う実験を発表する 
12 回  中学校理科（地学分野）で取り扱う実験を考えてみる 
13 回  中学校理科（地学分野）で取り扱う実験をする 
14 回  中学校理科（地学分野）で取り扱う実験を発表する 
15 回  中学校理科における実験・観察の重要性についてまとめる 

準備学習 1 回 中学校理科の実験を調べておく 
2 回 ウェブ教材を調べてくおく 
3 回 中学校理科（物理分野）の実験について調べておく 
4 回 中学校理科（物理分野）の実験するうえでの問題点について調べておく 
5 回 中学校理科（物理分野）の実験計画を作成しておく 
6 回 中学校理科（化学分野）の実験について調べておく 
7 回 中学校理科（化学分野）の実験するうえでの問題点について調べておく 
8 回 中学校理科（化学分野）の実験計画を作成しておく 
9 回 中学校理科（生物分野）の実験について調べておく 
10 回 中学校理科（生物分野）の実験するうえでの問題点について調べておく 
11 回 中学校理科（生物分野）の実験計画を作成しておく 
12 回 中学校理科（地学分野）の実験について調べておく 
13 回 中学校理科（地学分野）の実験するうえでの問題点について調べておく 
14 回 中学校理科（地学分野）の実験計画を作成しておく 
15 回 中学校理科における実験・観察の重要性について考えておく 

 



年度 2012 
授業コード FSS2111 
成績評価 レポートないし小テスト(30%)、定期試験(70%)の結果を総合して評価する。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス SA(〜11),SB(〜11) 
見出し FSS2111 解析学Ⅰ 
担当教員名 ⻑渕 裕 
単位数 2 
教科書 ⽥島一郎 著・「解析入門」・岩波書店、配布資料 
アクティブラーニング  
キーワード 微分方程式、特性方程式、定数変化法； 実数の連続性、Cauchy 列、連続関数 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 解析学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 高木貞治 著・「解析概論」・岩波書店 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSS2111 
実務経験のある教員  
達成目標 簡単な 1 階および 2 階常微分方程式の解を求めることができる。数列、関数の極

限の扱いに慣れ、実数の連続性、連続関数の諸性質を理解することを目指す。 
受講者へのコメント  
連絡先 20 号館 5 階 ⻑渕研究室 nagabuti@das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Analysis I 
関連科目 微分積分学Ⅰ・Ⅱを履修しておくこと。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 初等微積分の計算に習熟した学生を対象に、まず微分方程式の初等解法について

説明し、その後、実数の連続性を中心とした学習を行う。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 微分方程式(1)：微分方程式とその具体例について学ぶ。 

2 回 微分方程式(2)：変数分離形微分方程式の解法について学ぶ。 
3 回 微分方程式(3)：定係数 2 階⻫次線形微分方程式の解法について学ぶ。 
4 回 微分方程式(4)：定係数 2 階非⻫次線形微分方程式の解法について学ぶ。 
5 回 数列の極限と性質について学ぶ。 
6 回 関数の極限と性質について学ぶ。 
7 回 実数の性質(1)：上限、下限と実数の連続性について学ぶ。 



8 回 実数の性質(2)：有界単調数列と実数の連続性について学ぶ。 
9 回 実数の性質(3)：区間縮小法の原理について学ぶ。 
10 回 実数の性質(4)：様ざまな数列の極限について学ぶ。 
11 回 集積点と Weierstrass の定理について学ぶ。 
12 回 Cauchy の収束判定法について学ぶ。 
13 回 連続関数とその性質(1)について学ぶ。 
14 回 連続関数とその性質(2)について学ぶ。 
15 回 問題演習を行う。 

準備学習 1 回 微分積分学Ⅰ・Ⅱで学んだ合成関数の微分法、置換積分、部分積分等を復習
しておくこと。 
2 回 微分積分学Ⅰ・Ⅱで学んだ合成関数の微分法、置換積分、部分積分等に加
え、第 1 回の講義内容を復習しておくこと。 
3 回 第 2 回の講義内容を復習しておくこと。 
4 回 前回までの講義内容と線形代数学Ⅰで学んだ Cramer の公式を復習してお
くこと。 
5 回 特に指定しない。 
6 回 第 5 回の講義内容を復習しておくこと。 
7 回 第 5、6 回の講義内容を復習しておくこと。 
8 回 第 7 回の講義内容を復習しておくこと。 
9 回 第 8 回の講義内容を復習しておくこと。 
10 回 第 9 回の講義内容を復習しておくこと。 
11 回 第 10 回の講義内容を復習しておくこと。 
12 回 第 11 回の講義内容を復習しておくこと。 
13 回 第 11、12 回の講義内容を復習しておくこと。 
14 回 第 13 回の講義内容を復習しておくこと。 
15 回 第 13、14 回の講義内容を復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSS2112 
成績評価 中間試験(40 点)・定期試験(40 点)、課題提出(20 点)などにより評価する。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス SA(〜11),SB(〜11) 
見出し FSS2112 ネットワークとインターネット 
担当教員名 森 嘉久、齋藤 達昭、山口 一裕 
単位数 2 
教科書 「情報セキュリティー読本−IT 時代の危機管理入門−」実教出版株式会社 
アクティブラーニング  
キーワード セキュリティー、インターネット、ウィルス対策、脆弱性 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 実習の講義では常に新しいことを題材に組み立てているためテキストを作るの

は困難であるが、極⼒資料の配布を心がけたい。 
科目名 ネットワークとインターネット 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて指示する 
授業形態 講義 
注意備考 メールと Web の活用による出席や毎回の課題提出を行っている。 
シラバスコード FSS2112 
実務経験のある教員  
達成目標 インターネットの利便性だけでなくその裏側に潜む危険性を理解する。それらの

こと十分理科の上、インターネットを利用することにより自然科学の研究や教育
に関連した情報収集技術を修得できる能⼒をもてるようにする。 

受講者へのコメント コンピューター室での講義のため、講義中に学生が何をしているかを教壇から把
握することはできないが、講義の最後に課題を提出することにしているので慌て
ることの無いよう講義に集中していただきたい。 

連絡先 mori[at]das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 前半（講義）と後半（実習）で内容が少し変わるのため学生の中には多少⼾惑い
があったかもしれない。 
最低限のセキュリティーを考えてから実際に活用するのがこの講義の目的とな
るので内容的には問題ないと考えられる。 

英文科目名 Networks and Internet 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 もう少し毎回の課題の量を増やしてもいいかもしれない。 
講義目的 インターネットの普及と発展で、個⼈が世界に向けて情報発信できるようにな

り、いろいろなコンテンツがインターネット上に存在するようになった。膨大な
情報の中からウィルスに感染せず、いいコンテンツのみを取捨選択する技術と目



を養う必要がある。本講義では、通信ネットワークの仕組みを学んだ後、自然科
学研究や教育に関連した問題についてインターネットから情報を集め、レポート
の作成技術の向上を目指す。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  ネットワークとインターネットに関するオリエンテーションを行う。 

2 回  今日のセキュリティーリスクを学習するとともに危険の認識と対策 
についても学習する 
3 回 情報セキュリティの基本概念である機密性、完全性、可用性などについて学
習する。 
4 回 セキュリティーにおける外部のリスク要因や内部のリスク要因、情報リテ
ラシーと情報倫理について学習する。 
5 回  組織に内在する脆弱性や情報リテラシーの重要性を説明し、組織の一員と
してのセキュリティ対策について学習する 
6 回  セキュリティー技術におけるアカウントやパスワードの重要性を説明する
とともに脆弱性を悪用する攻撃について学習する 
7 回 ネットワークセキュリティーとして重要なファイアウォールや暗号・ディ
ジタル署名に関するセキュリティー技術を学習する 
8 回  無線 LAN に潜む脅威とその対策について学習する 
9 回  生物教育におけるインターネットの活用法を学ぶとともに実際にインター
ネットを利用して必要な情報取得・データ整理などを実践する 
10 回  地球物理におけるインターネットの活用法を学ぶとともに実際にインタ
ーネットを利用して必要な情報取得・データ整理などを実践する 
11 回  応用地学におけるインターネットの活用法を学ぶとともに実際にインタ
ーネットを利用して必要な情報取得・データ整理などを実践する 
12 回  地学教育におけるインターネットの活用法を学ぶとともに実際にインタ
ーネットを利用して必要な情報取得・データ整理などを実践する 
13 回  環境教育におけるインターネットの活用法を学ぶとともに実際にインタ
ーネットを利用して必要な情報取得・データ整理などを実践する 
14 回  これからのインターネットについて新しい問題や技術を学習する 
15 回  インターネットと法律の関連について学習する 

準備学習 1 回  教科書を準備し、インターネットの活用について考えておくこと 
2 回 セキュリティーリスクについて考えておくこと 
3 回 情報セキュリティとはなにか考えておくこと 
4 回 セキュリティーにおける外部のリスク要因や内部のリスク要因について調
べておくこと 
5 回 組織の一員としてのセキュリティ対策について考えておくこと 
6 回 アカウントやパスワードの重要性について考えておくこと 
7 回 ファイアウォールや暗号について調べておくこと 
8 回  無線 LAN に潜む脅威について考えておくこと 
9 回 生物教育においてインターネットがどのように活用されているかを考えて
おくこと 
10 回 地球物理においてインターネットがどのように活用されているかを考えて



おくこと 
11 回 応用地学においてインターネットがどのように活用されているかを考えて
おくこと 
12 回 地学教育においてインターネットがどのように活用されているかを考えて
おくこと 
13 回 環境教育においてインターネットがどのように活用されているかを考えて
おくこと 
14 回 最新技術によるインターネットの活用とその危険性について調べておくこ
と 
15 回 インターネットと法律の関連に関する章を読んでおくこと 

 



年度 2012 
授業コード FSS2121 
成績評価 課題提出（20%）、小テスト（10%）、定期試験（70%）により行う。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス SA(〜10),SB(〜10) 
見出し FSS2121 計算機とアルゴリズムⅠ 
担当教員名 山崎 洋一 
単位数 2 
教科書 例題で学ぶはじめてのＣ言語／大石弥幸／ムイスリ出版 
アクティブラーニング  
キーワード プログラム,Ｃ言語,文字列,ポインタ,関数 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「使える PC が少なすぎる。新しいものに変えてほしい」→部屋がほぼ満杯で、

かつ昨年から他の講義では PC 台数がぎりぎりだったようです。リプレースは毎
年数十台ずつ行っています。故障を発見したらできるだけすぐに管理者の先生に
報告してください。 

科目名 計算機とアルゴリズムⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ザ・Ｃ［第 3 版］／⼾川隼⼈／サイエンス社 
授業形態 講義 
注意備考 ※出席確認をＷｅｂを用いたシステムにより行う。 

※Ｗｅｂで課題の提出を受け付けている。 
※適宜、学習補助プリントを配布する。 

シラバスコード FSS2121 
実務経験のある教員  
達成目標 1) Ｃ言語を用いて、簡単な文字列処理やユーザー定義関数を含むプログラムを

理解し作成できること。 
2) Ｃ言語におけるポインタの概念を把握し、関数どうしのデータのやり取りに
活用できること。 

受講者へのコメント 時間外学習を「全くしなかった」が 12 名、課題以外の自主取り組みは延べで 5
名。なめてませんか？ 

連絡先 20 号館 5F 山崎洋一研究室 086-256-9498 ｙｏ＿ｙａｍａ＠ｍｄａｓ．ｏｕ
ｓ．ａｃ．ｊｐ 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 目標達成は「少しできた」が 5 名、「できなかった」が 1 名で、あとの 21 名は半
分〜全部できたとしており、満足度も不満が 1 名、無回答が 1 名いるほかは普通
以上をつけている。不満の 1 名はできなかった 1 名と思われるが、回答数 27 名
のうち 26 名ができているのに自分だけなぜできなかったのかを考えてほしい。
（もし能⼒自体が不足していた場合は---そのようなケースは稀と思われるが---
受講自体が間違いだったと思われる） 



英文科目名 Computer and Algorithm I 
関連科目 「計算機数学」および「プログラム探求」を受講しておくこと。 

（注意：今年度より「プログラム探求」の内容を変更したため、今年度の本講義
は昨年度の「プログラム探求」の内容を前提としている。このため、今年度の「プ
ログラム探求」と内容が一部重複しているが、移行措置によるものである。） 
本講義に引き続き「計算機とアルゴリズム II」を受講することが望ましい。 

次回に向けての改善変更予定 自由設問を設定したおかげで重点を置く項目がわかったので、次回に生かした
い。 

講義目的 Ｃ言語を用いたプログラミングおよびアルゴリズムについて、制御構造や配列変
数などの基本的な文法（「計算機数学」および「プログラム探求」の内容）を既知
とした上で、文字列・関数・ポインタなどのより高度な概念と文法について、プ
ログラムを作成し学習する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 実習室とソフトウエアの使い方を説明し、C 言語の基本の復習を行う。 

2 回 前回に引き続き、2 年生までに学んだ C 言語の基本の復習を行う。 
3 回 文字型変数、文字コード、文字型の入出⼒について説明する。 
4 回 文字型配列、文字型配列の設定および表示、入⼒について説明する。 
5 回 文字配列用の関数、特に strlen と strcmp，strcpy について説明し、実習す
る。 
6 回 ユーザー関数について説明し、プログラムの部品化の実習を行う。 
7 回 前回に引き続き、ユーザー関数について説明し、引数と戻り値について説明
する。 
8 回 複数の引数をもつユーザー関数の実習を行う。 
9 回 ローカル変数とグローバル変数について説明する。ユーザー関数の総合実
習と小テストを行う。 
10 回 Ｃ言語のポインタ、ポインタ宣言、*演算子と&演算子について説明する。 
11 回 Ｃ言語におけるポインタと配列の関係について説明する。 
12 回 Ｃ言語における関数とポインタの関係、特に値渡しとポインタ渡しについ
て説明する。 
13 回 Ｃ言語において、ポインタを用いて関数に配列を渡す方法について説明し、
実習する。 
14 回 文字列とポインタの関係について説明し、実習する。 
15 回 総合実習を行い、まとめ試験および解答解説も実施する。 

準備学習 1 回 C 言語の基礎（入出⼒・変数・分岐・繰り返し・配列）について復習してお
くこと。 
2 回 C 言語の基礎（入出⼒・変数・分岐・繰り返し・配列）について復習してお
くこと。 
3 回 Ｃ言語の基礎（教科書 chapter1〜chapter6）をよく復習しておくとともに、
chapter7，7.1 を読んで予習しておくこと。 
4 回 文字コードと char 型、および配列変数について復習しておくとともに、教
科書 chapter7，7.2 を読んで予習しておくこと。 
5 回 前回、前々回の講義内容（文字列の基本的な扱い）について復習しておくこ



と。 
6 回 教科書 chpater8，8.2 を読んで予習しておくこと。 
7 回 教科書 chapter8，8.2 を予復習しておくこと。 
8 回 前回までの講義内容（ユーザー関数の使い方）をよく復習するとともに、教
科書 chapter8，8.2 を予復習しておくこと。 
9 回 前回までの講義内容（ユーザー関数の使い方）をよく復習しておくこと。 
10 回 前回までの講義内容（特にユーザー関数の使い方）を復習するとともに、
教科書 chapter9，9.1 を読んで予習しておくこと。 
11 回 ポインタの基本について復習し、教科書 chapter9，9.2 を読んで予習して
おくこと。 
12 回 ポインタの基本について復習し、教科書 chapter9，9.3 を読んで予習して
おくこと。 
13 回 ポインタと配列の関係について復習し、教科書 chapter9，9.3 を予復習し
ておくこと。 
14 回 ポインタと配列の関係について復習し、教科書 chapter9，9.3 を予復習し
ておくこと。 
15 回 講義全体の復習（特に文字列、関数、ポインタ）をしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSS21A2 
成績評価 課題(15％)・小テスト(15％)・期末試験(70％)による。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス SA(〜10),SB(〜10) 
見出し FSS21A2 幾何学Ⅱ 
担当教員名 山崎 正之 
単位数 2 
教科書 毎回、プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 単体、単体的複体、ベッチ数、オイラー標数 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 分かりやすい授業だったというコメントをいただいた。難しい部分の証明をしな

かったので、そのような感想になったかもしれません。できれば教科書に書いて
あっても授業でやらなかった部分に、自⼒で取り組んでみるような積極性があっ
てもいいと思います。 

科目名 幾何学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 線形代数からホモロジーへ／河内明夫／培風館 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSS21A2 
実務経験のある教員  
達成目標 図形のベッチ数やオイラー標数の計算ができるようになること。 
受講者へのコメント 免許に必須の科目ではなくて、本当に勉強したいひとたちが集まっていたと思い

ます。ただ、自宅での学習時間は少し少なめかなと思います（ほとんどが３０分
以下）。宿題を出さなくてももう少し勉強時間を増やすといいと思います。 

連絡先 ２０号館５Ｆ 山崎正之研究室 masayuki＠mdas.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ３／４以上の⼈が授業の目標をだいたい達成できた、もしくは達成できたとして
いるので、満足できる結果だったと思う。満足度も一⼈を除き、満足もしくはほ
ぼ満足であった。これは受講生が少なかったため、受講者の理解度に沿って進度
の調整ができたためだと思う。 

英文科目名 Geometry II 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 小テストは役に立ったようなので、毎回実施したい。 
講義目的 実係数単体的ホモロジーの理論の基礎を解説する。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 線分・三角形における重心座標について解説する。 



2 回 三角形における重心座標の応用について解説する。 
3 回 四面体における重心座標について解説する。 
4 回 単体と辺単体の概念を導入する。 
5 回 単体的複体の概念について説明する。 
6 回 単体的複体とその表す図形の関係について説明する。 
7 回 単体の向きの概念を導入する。 
8 回 鎖複体(1) 鎖複体の概念を導入する。 
9 回 鎖複体(2) 鎖複体の例を解説する。 
10 回 線形写像の核と像について復習する。 
11 回 行列の行基本変形と階数の計算方法について説明する。 
12 回 ホモロジー群やベッチ数について解説する。 
13 回 ベッチ数の計算をさまざまな例を通じて説明する。 
14 回 写像とホモロジー群の関係について解説し、ベッチ数が図形を区別するた
めの道具になることを説明する。 
15 回 オイラー標数の概念を導入し、種々の図形で計算を行う。 

準備学習 1 回 ベクトルを用いた内分点の公式を思い出してくること。 
2 回 重心座標を求めること、また重心座標から点を求めることができるように
しておくこと。 
3 回 前回のプリントの課題を解いてくること。 
4 回 一次独立の概念を復習しておくこと。 
5 回 与えられた単体の辺単体が求められるようにしておくこと。 
6 回 複体の条件を憶えてくること。 
7 回 置換の符号について復習してくること。 
8 回 線形写像の定義を思い出してくること。 
9 回 線形空間の基底の概念について復習してくること。 
10 回 線形写像と行列の関係を復習してくること。 
11 回 階数の計算方法を調べてくること。 
12 回 行列の階数の計算課題を解いておくこと。 
13 回 与えられた図形の p 次元ホモロジー群の次元の計算手順を復習しておくこ
と。 
14 回 連続写像の概念を思い出しておくこと。 
15 回 色々の図形を三角形分割してみること。 

 



年度 2012 
授業コード FSS2311 
成績評価 定期試験（７０％）小テスト・レポート等（３０％） 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス SA(〜11),SB(〜11) 
見出し FSS2311 有機化学Ⅰ 
担当教員名 山崎 重雄 
単位数 2 
教科書 有機化学概説（第６版）／伊東・児玉訳マクマリー／（東京化学同⼈） 
アクティブラーニング  
キーワード 有機化学 反応 合成経路 物性 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 有機化学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 有機化学の各種入門書 
授業形態 講義 
注意備考 予習がきわめて重要であるので注意する。有機化学の入門的講義を行う。このた

め基礎化学Ⅰ・Ⅱの単位を取得しておかないと、十分な学⼒がつかないので注意
する。 

シラバスコード FSS2311 
実務経験のある教員  
達成目標 化合物の化学構造式を見て、その化合物の物理的性質と合成方法・化学反応性が

ある程度予測出来るようにする。 
受講者へのコメント  
連絡先 １４号館３階山崎（重）研究室 

yamazaki@das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Organic Chemistry I 
関連科目 基礎化学Ｉ・ＩＩの単位を取得していることが望ましい。 

有機化学ＩＩを受講することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 有機化学の入門的部分について概説する。 

初級知識であるので確実に身につけることと背景にある必要性についての知識
も身につけさせるようにする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 有機化学の学習法を説明する。 

2 回 化学結合について説明する。 



3 回 共有結合について説明する。 
4 回 構造と性質について説明する。 
5 回 酸と塩基について説明する。 
6 回 官能基の概念ついて説明する。 
7 回 アルカンについて概説する。 
8 回 アルカンの異性体について説明する。 
9 回 アルカンの化学反応について説明する。 
10 回 アルケンの化学反応について説明する。 
11 回 アルキンの化学反応について説明する。 
12 回 芳香族性について説明する。 
13 回 芳香族性の化学反応について説明する。 
14 回 立体化学について説明する。 
15 回 ハロゲン化アルキルについて説明する。 

準備学習 基礎化学Ⅰ・Ⅱおよび高校の教科書の対応部分を予習しておくこと。 
 



年度 2012 
授業コード FSS2312 
成績評価 定期試験（７０％）小テスト・レポート等（３０％） 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス SA(〜11),SB(〜11) 
見出し FSS2312 有機化学Ⅱ 
担当教員名 山崎 重雄 
単位数 2 
教科書 有機化学概説（第６版）／伊東・児玉訳マクマリー著／（東京化学同⼈） 
アクティブラーニング  
キーワード 有機化学 統一的理解 生命系における有機化学 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 有機化学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 初級の有機化学各種。 
授業形態 講義 
注意備考 有機化学の入門的性格の講義であるが、基礎化学Ⅰ・Ⅱの単位と、有機化学Ⅰに

続いての講義であるので有機化学Ⅰの単位を取得していることが望ましい。進捗
状況も速く、学習量が大であるので予習の必要性は高いので注意する。 

シラバスコード FSS2312 
実務経験のある教員  
達成目標 上記目的達成のために必要な知識の獲得方法を講義するので、実行することで内

容を把握とともに学習方法を身に付けさせる。 
受講者へのコメント  
連絡先 １４号館３階山崎（重）研究室 

yamazaki@das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Organic Chemistry II 
関連科目 基礎化学Ⅰ・Ⅱ 有機化学Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 単なる有機化学的知識の羅列でなく、統一的学習能⼒を身につけさせるため講義

をする。化学構造式を見たさい、物性と化学反応性についてある程度予測できる
ことが望ましいので、このレベルに達する学習の手がかりについても講義する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 アルコールについて説明する。 

2 回 フェノールについて説明する。 
3 回 エーテルについて説明する。 



4 回 アルデヒドとケトンについて説明する。 
5 回 救核付加反応について説明する。 
6 回 カルボン酸について説明する。 
7 回 カルボン酸誘導体について説明する。 
8 回 カルボニル化合物の置換反応について説明する。 
9 回 カルボニル化合物の縮合反応について説明する。 
10 回 アミンについて説明する。 
11 回 アミノ酸とペプチドついて説明する。 
12 回 タンパク質について説明する。 
13 回 脂質について説明する。 
14 回 核酸について説明する。 
15 回 生体内代謝経路について説明する。 

準備学習 有機化学の後半は生命系と密接に関連しており、多種多様な化合物を取り扱うの
で、たじろがないでほしい。多量の知識と向かい合った時の心得を伝授するので、
虚心坦懐に受け取ってほしい。このためある程度効率の高い学習テクニックが必
要となるので注意してほしい。特に予習が大事である。 

 



年度 2012 
授業コード FSS2321 
成績評価 課題(15％)・小テスト(15％)・定期試験(70％)で評価する。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス SA(〜10),SB(〜10) 
見出し FSS2321 幾何学Ⅰ 
担当教員名 山崎 正之 
単位数 2 
教科書 曲線と曲面―微分幾何的アプローチ／梅原・山⽥／裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード 曲線、曲面、曲率 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「毎回の講義の小テストで様々な例や問題を解くことができ、問題の練習にな

り、ありがたかったです。」 
うっかり忘れることがありましたが、できるだけ毎回実施したいと思います。 
「わかりやすい授業でした」 
それはよかったです。ただ、そう思っていない⼈もかなりあるようなので、進め
方が難しいです。 
「ありがとうです」 
どういたしまして。 
「特にない」 
そうですか。 

科目名 幾何学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 曲線と曲面の微分幾何／小林昭七／裳華房 
授業形態 講義 
注意備考 幾何学演習Ⅰを同時に履修することが望ましい。 
シラバスコード FSS2321 
実務経験のある教員  
達成目標 式で与えられた曲線や曲面の図示や曲率の計算をすることができるようになる

こと。 
受講者へのコメント わからないことがあったら、どんどん質問してほしい。 
連絡先 ２０号館５Ｆ 山崎正之研究室 masayuki＠das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 「この授業の目標を達成できましたか」に対して「半分程度できた」という回答
がもっとも多かった。そんなに難しいことを教えたつもりはなかったが、理解度
の把握が足りなかったようだ。 

英文科目名 Geometry I 
関連科目 幾何学演習Ⅰ 



次回に向けての改善変更予定 簡単な小テストだけではなく、まとまった中間テストを実施して理解度をチェッ
クしたい。 

講義目的 リーマン幾何学の中心的概念である「曲率」について、主に平面や空間内の曲線・
曲面を題材として学習する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 多角形の内角の和の公式を復習し、よりよい表現を工夫する。さらに閉折線

に関する公式への拡張を試みる。 
2 回 平面曲線の表示方法を解説する。 
3 回 パラメータ表示から速度ベクトルを求める方法について説明する。 
4 回 弧⻑パラメータによる表示の求め方について説明する。 
5 回 平面曲線の曲率を定義し、いくつかの例で計算を実行する。 
6 回 フルネの公式の証明を行う。 
7 回 閉曲線の回転数を導入し、いくつかの例を用いて解説する。 
8 回 空間曲線の曲率の概念を導入し、簡単な例を解説する。 
9 回 空間曲線の捩率の概念を導入し、いくつか計算例を示す。 
10 回 空間曲線に関するフルネ・セレの公式を証明する。 
11 回 空間の曲面のパラメータ表示について解説する。 
12 回 曲面の面積方法を説明する。簡単な例で計算を実際に示す。 
13 回 曲面の曲率(1) 曲面の曲率の概念を導入する。 
14 回 曲面の曲率(2) 曲面の曲率の計算をいくつかの例で実行する。 
15 回 ガウス・ボンネの定理の解説を行う。 

準備学習 1 回 多角形の内角の和の公式について思い出してくること。 
2 回 円を式により表現する方法をいくつか思い浮かべてくること。 
3 回 この頃までに微積分の色々な公式を復習して表にしておくこと。 
4 回 方程式からパラメータ表示を求める練習をしておくこと。 
5 回 弧⻑パラメータの定義式を書けるようにしておくこと。 
6 回 曲率の公式を書けるようにしておくこと。 
7 回 曲率の計算ができるようにしておくこと。 
8 回 ３次元空間のベクトルについて復習しておくこと。 
9 回 空間曲線の曲率の定義を憶えてくること。 
10 回 捩率の定義を憶えてくること。 
11 回 球面の式による表現方法について考察してくること。 
12 回 ２重積分について復習しておくこと。 
13 回 曲線の曲率について復習しておくこと。 
14 回 曲率の公式について復習しておくこと。 
15 回 単位球面上の三角形の面積について考察してくること。 

 



年度 2012 
授業コード FSS2322 
成績評価 課題提出(30%)、定期試験(70%）により行う。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス SA(10〜11),SB(10〜11) 
見出し FSS2322 プログラム探究 
担当教員名 山崎 洋一 
単位数 2 
教科書 例題で学ぶはじめてのＣ言語／大石弥幸／ムイスリ出版 
アクティブラーニング  
キーワード プログラム, Ｃ言語, ユーザー関数 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「教室が寒い」…私もです。暖房が効きにくく、位置によって温度差がおおきい

構造なので、特に冬は足腰が冷えますね。 
「マウスのコードが⻑すぎたり反応が悪いものがあったりするので、できれば取
り替えて新しい物がよいです。…実習室の PC は毎年数台ずつリニューアルして
おりマウスも同時に代わるはずですが、既存のＰＣのマウス等に問題がある場合
はその場で具体的に指摘してほしいです（そうすれば保守担当の先生に連絡でき
ます）。 
「授業わかりやすくてよかったです」…ありがとうございます。 

科目名 プログラム探究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ザ・Ｃ［第 3 版］／⼾川隼⼈／サイエンス社 
授業形態 講義 
注意備考 ※出席確認をＷｅｂを用いたシステムにより行う。 

※Ｗｅｂで課題の提出を受け付けている。 
※適宜、学習補助プリントを配布する。 

シラバスコード FSS2322 
実務経験のある教員  
達成目標 1)Ｃ言語における繰り返し処理や配列の扱いに習熟し、特に慣用句的なテクニッ

クとして値の交換やローテーション・最大値の検索・総和・乱数・ファイルの扱
いを理解し使えるようになること。 
2)Ｃ言語におけるユーザー関数を使いこなせるようになること。 

受講者へのコメント 24 名回答（受講は 29 名）であったが、試験は 28 名受験で 7 名も不合格だった
のは残念です。「半分程度できた」「少しできた」の⼈が落としている？ 

連絡先 20 号館 5F 山崎洋一研究室 086-256-9498 ｙｏ＿ｙａｍａ＠ｍｄａｓ．ｏｕ
ｓ．ａｃ．ｊｐ 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 「よかった点」は 17 ⼈（7 割以上）が「理解が深まった」としており、総合評価
で「少しできた」の 3 ⼈以外はすべて「半分程度できた」「だいたいできた」「で



きた」としている。満足度は「ほぼ満足」と「満足」で 54.2％、「普通」が 41.7％
なので成功しているといってよい（1 名のみ「やや不満」）。 

英文科目名 The study of programming 
関連科目 前期の「計算機数学」を受講しておくこと。 

本講義に引き続き「計算機とアルゴリズム I」を受講することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 本年度から内容・教材ともに一新したので、昨年までより評価があがっているは

ずであるが、アンケート形式が変わったため単純比較ができないのが残念。来年
度は今年度作成した教材を改良して使えるので、より完成度が高まるはずであ
る。 

講義目的 前期「計算機数学」に引き続き、Ｃ言語を用いたプログラミングについて学ぶ。
Ｃ言語とプログラムテクニック全般についてより深めるとともに、乱数やファイ
ルの扱い、ユーザー関数などの文法についても学ぶ。特に、ユーザー関数は高度
なプログラミングには欠かせない基本事項である。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Ｃ言語による入出⼒と繰り返し処理(for)の復習をする。あわせて、実数型

の精度と誤差について説明する。 
2 回 Ｃ言語による分岐処理の復習と数学関数の使い方について復習する。あわ
せて、二次方程式の解を例として桁落ち誤差について説明する。 
3 回 よく使うアルゴリズムとして、値の交換とローテーションの処理について
実習する。 
4 回 よく使うアルゴリズムとして、最大値を求める処理について実習する。 
5 回 よく使うアルゴリズムとして、値の和を求める処理について実習する。 
6 回 乱数の利用法について説明し、モンテカルロ法を簡単な例で実習する。 
7 回 チェックマークの処理を配列で実現する方法について説明し、具体的な例
題（乱数による配列のシャッフル）で実習する。 
8 回 カウント処理の技法を説明し、具体的な例題（単語数のカウント）で実習す
る。 
9 回 ファイルの扱い方について説明し、具体的な例題（ファイルの単語数カウン
ト）で実習する。 
10 回 ユーザー関数の概念について説明し、プログラムの部品化を実習する。 
11 回 引数をもつユーザー関数についていろいろな実習をする。 
12 回 ユーザー関数における戻り値の扱いについて学習し、いろいろな実習をす
る。 
13 回 複数の引数をもユーザー関数についていろいろな実習をする（面積計算プ
ログラム等）。 
14 回 ローカル変数とグローバル変数について説明する。ユーザー関数について
総合的にまとめ、小テストで確認する。 
15 回 総合実習およびまとめ試験と解答解説を行う。 

準備学習 1 回 Ｃ言語の基本（特に変数宣言・printf・for 文）について復習しておくこと。 
2 回 Ｃ言語の基本（特に scanf・if 文）について復習しておくこと。 
3 回 教科書 chapter1〜chapter6 をよく復習するとともに、chapter13，13.1/13.2
を予習しておくこと。 



4 回 教科書 chapter13，13.3 を予習しておくこと。 
5 回 教科書 chapter13，13.4 を予習しておくこと。 
6 回 教科書 p.159〜p.162 を予習しておくこと。 
7 回 教科書 chapter13，13.5 を予習しておくこと。 
8 回 教科書 chapter13，13.6 を予習しておくこと。 
9 回 前回の内容を復習するとともに、教科書 chapter10 を予習しておくこと。 
10 回 教科書 chapter8 に目を通し、8.2 を予習しておくこと。 
11 回 配布プリントや、教科書 chapter8，8.2 を予復習しておくこと。 
12 回 配布プリントや、教科書 chapter8，8.2 を予復習しておくこと。 
13 回 配布プリントや、教科書 chapter8，8.2 を予復習しておくこと。 
14 回 配布プリントや、教科書 chapter8，8.2 を復習しておくこと。 
15 回 今期講義全体の復習をしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSS2332 
成績評価 受講態度、演習課題および発表(60%)および定期試験(30%)により評価する.発表

会での学生同士の相互評価(10%)も加味する。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス SA(〜10),SB(〜10) 
見出し FSS2332 コンピューターとプレゼンテーション 
担当教員名 山口 一裕、齋藤 達昭 
単位数 2 
教科書 教材はメールなどを利用して送信する。 
アクティブラーニング  
キーワード Excel・Power Point・データ処理・プレゼンテーション 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 コメントを寄せてくれている学生からはプレゼンの評価は非常に高い。⼈前で発

表する経験がすくないので良い経験を積んでもらえていると思うが、それだけで
はだめであるので、より実践的な講義にしていこうと思う。 

科目名 コンピューターとプレゼンテーション 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 情報リテラシーⅠ、Ⅱを履修していることが望ましい.教材や課題は主に大学メ

ールを利用して送信する.また、課題の提出もメールを利用する. 
シラバスコード FSS2332 
実務経験のある教員  
達成目標 Excel や PowerPoint を利用したプレゼンテーションの基礎を習得する。 

①実験などの報告書作成に Excel や PowerPoint が利用できる。 
②関心のある科学的な話題の情報を収集することができる。 
④その話題を⼈前でプレゼンするために話の筋に沿って PowerPoint を作成す
る。問題把握⼒・理解⼒・情報や問題を分かりやすく伝える能⼒を身につける。 
⑤他の学生などの前で分かりやすくプレゼンできる。提供した話題について質問
に答えることができる。コミュニケーション能⼒をつける。 

受講者へのコメント 本来の講義の目的は、卒業研究で使用する技能・技術の向上と実社会で役立つプ
レゼン⼒やコミュニケーション⼒の向上であるが、これらは講義とともに実践で
養われるものであるので、適当にこなすのではなく、より積極的に講義に参加し
てもらいたい。 

連絡先 山口一裕 研究室 7 号館 1 階 yamaguti@das.ous.ac.jp 齋藤達昭 研究室 7
号館 2 階 saito@das.ous.ac.jp 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 演習形式の講義で，自然科学に関する課題をパワーポイントにまとめ発表する。
指示された宿題や課題には積極的に取り組んでいただけていると思う。ただし、



自分たちで課題を決めてどのレベルまでやるかは受講生次第である。大変高レベ
ルでまとめる学生もいれば、適当にまとめる学生もいるので、総合評価をどのよ
うに見るかは難しいところである。 

英文科目名 Computer and Presentation 
関連科目 情報リテラシーⅠ、Ⅱ、ネットワークとインターネット 
次回に向けての改善変更予定 社会に出たときに役立つように高度な内容のプレゼンを行い、プレゼン⼒やコミ

ュニケーション⼒の向上を目指す。 
受講生がこれらの⼒が身につくようにプレゼンの評価をしっかり行いたいと思
う。 

講義目的 本講義では、データにもとづくシミュレーション法と伝達効果の高い情報表現法
についてアプリケーションソフトを利用して学ぶ.音声及び画像・動画データの
処理法とその活用法、アニメーションの作成法を紹介し、その伝達効果の高さを
認識させる.総合課題としては、自己紹介や自分に最も関心のある科学的な話題
のパワーポイントを作成して発表会を行う.課題を通して、自然科学の分野への
関心を高め理解を深めて，あわせてマルチメディアを利用した構成⼒・表現⼒と
ともにコミュニケーション能⼒を養う.受講者が多い場合は，発表は班を組んで
行う場 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション 

2 回  Excel を使ったデータ処理(１) 
3 回  Excel を使ったデータ処理(２) 
4 回  Excel を使ったシミュレーション(１) 
5 回  Excel を使ったシミュレーション(２) 
6 回  パワーポイントを利用したプレゼンテーションの方法 
7 回  画像データ・動画データの処理と活用 
8 回  アニメーションを使ったプレゼンテーション， 自己紹介のパワーポイン
トを作成する。 
9 回  プレゼンテーションの基礎(１) 自己紹介のパワーポイントでプレゼン！ 
10 回  プレゼンテーションの基礎(２) 自己紹介のパワーポイントでプレゼン！ 
11 回  科学的な話題についてパワーポイントを作成する。 
12 回  プレゼンテーション作成の実際(１) 
13 回  プレゼンテーション作成の実際(２) パワーポイントで発表会を行う。 
14 回  プレゼンテーション作成の実際(３) パワーポイントで発表会を行う。 
15 回  プレゼンテーション作成の実際(４) パワーポイントで発表会を行う。 

準備学習 1 回  このシラバスを読んで学習することを把握すること。授業の資料配布や
課題提出に Web やメールを利用するので情報処理センターの PC を使用できる
ようにしておくこと(自分の暗証番号など調べておくこと） 
2 回  Excel の基礎を復習しておくこと。前回の復習をしっかりすること。 
3 回  Excel のグラフ機能を復習すること。前回の復習をしっかりすること。 
4 回  前回の復習をしっかりすること。Excel の関数について復習すること。 
5 回  前回の復習をしっかりすること。Excel の関数について復習すること。 
6 回  パワーポイントの復習をすること。 



7 回  前回の復習をしっかりすること。 
8 回  前回の復習をしっかりすること。 
9 回  前回の復習をしっかりすること。 
10 回  前回の復習をしっかりすること。 
11 回  前回の復習をしっかりすること。関心のある科学的な話題について調査
すること。 
12 回  自分のパワーポイントを作成するための資料を準備する。 
13 回  自分のパワーポイントを作成するための資料を準備する。 
14 回  自分のパワーポイントを作成するための資料を準備する。 
15 回  自分のパワーポイントを作成するための資料を準備する。 

 



年度 2012 
授業コード FSS2511 
成績評価 課題提出(20%)、小テスト(10%)、定期試験(70%)により行う。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス SA(10〜11),SB(10〜11) 
見出し FSS2511 計算機数学 
担当教員名 山崎 洋一 
単位数 2 
教科書 例題で学ぶはじめてのＣ言語／大石弥幸／ムイスリ出版 
アクティブラーニング  
キーワード プログラム,コンパイラ,C 言語 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「暑すぎたり寒すぎたり」→計算機センター実習室の空調については詳しくない

ので、私にはわかりません。 
科目名 計算機数学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ザ・Ｃ［第 3 版］／⼾川隼⼈／サイエンス社 
授業形態 講義 
注意備考 ※情報処理センター実習室のパソコンを利用し、BCC コンパイラと CPAD など

を用いて実習を行う。 
※センターの表示装置を利用し、パワーポイント等で作成したアニメーション提
示を援用する。 
※小テストおよび出席確認をＷｅｂを用いたシステムにより行う。 
※Ｗｅｂで課題の提出を受け付けている。 
※適宜、学習補助プリントを配布する。 

シラバスコード FSS2511 
実務経験のある教員  
達成目標 1)Windows 上のＣコンパイラシステムを用いて、Ｃ言語による簡単なコンソー

ルプログラム（キーボードからの数値入⼒・場合分け・反復計算を含む）が書け
ること。 
2)Ｃ言語における配列の基礎的な扱いができるようになること。 

受講者へのコメント 宿題以外の自主的な取り組みが延べ合計でも 83 名中 15 名しかいない。自分にや
る気がなくては学問が達成できないのは当然です。 

連絡先 20 号館 5F 山崎洋一研究室 086-256-9498 ｙｏ＿ｙａｍａ＠ｍｄａｓ．ｏｕ
ｓ．ａｃ．ｊｐ 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 回答数 83 のうち、総合評価で「やや不満/不満」が 8 名いるが、詳しい理由が知
りたい。目標達成自己評価の「半分程度できた」未満の「少しできた」が 13 名、
「できなかった」が 2 名。TA2 名をつけて全員が実習課題を完了するようにして
いるのに、本気で参加していたのならばなぜ半分もできなかったのかが知りた



い。 
英文科目名 Computer Mathematics 
関連科目 「情報リテラシーI」「情報リテラシーII」を受講しておくこと。 

本科目に引き続き「プログラム探求」を受講することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 自由設問で、各単元の時間配分を質問したところ、後半の単元にもっと時間をあ

てるべきという結果になった。前半部分の時間を削っても後半の時間を増やす必
要がある。 

講義目的 Ｃ言語は、パソコンやワークステーション上で最も普及しているプログラミング
言語であり、プログラミング言語の中でも非常に実践的・実用的なもののひとつ
である。Ｃ言語を用いたプログラミングを学べば、プログラミングの基礎を把握
し、他の言語やより複雑な言語を用いたプログラミングにも移行しやすい。本講
義ではコンピュータ・プログラムの基本概念から始めて、Ｃ言語の基本的な文法
を学ぶとともにＣで簡単なプログラムを作成する実習を行う。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 プログラミングとは何か、Ｃコンパイラの仕組・使い方について説明する。

実習室のパソコンでの授業の受け方についてのオリエンテーションも兼ねる。 
2 回 Ｃ言語の基礎（main の書き方，使用文字，コメント，よくあるミス等）に
ついて説明する。int 型変数の利用と表示についても簡単に説明する。 
3 回 変数の利用（宣言）と代入・演算命令について説明する。int 型変数と double
型変数について、変数の内容を画面出⼒する方法についても説明し、実習する。
キーボードからの数値入⼒についても説明し、実習する。 
4 回 変数と入出⼒について総合的にまとめ、実習する。小テストによる確認も行
う。 
5 回 if〜else による分岐処理の基本について説明する。 
6 回 else のない if や、if の中の if、複雑な条件文（論理演算子）について説明
し、実習する。 
7 回 while 文による繰り返し処理について説明し、簡単に実習する。 
8 回 for 文による繰り返し処理について説明し、繰り返し処理の使用について具
体的な題材で実習する（カレンダー作成等）。 
9 回 while と for の使い分けや、do〜while 文について説明し、多重ループを含
む具体的な題材で実習する（グラフもどきの作成等）。 
10 回 繰り返し処理について総合的にまとめ、小テストで確認する。break 文と
continue 文についても説明し、実習する。 
11 回 1 次元配列について説明し、具体的な題材で実習する（素数出⼒等）。 
12 回 1 次元配列の続きとして、初期化なども説明し、配列のいろいろな使い方
について実習する（参照表や左右ゲーム）。 
13 回 2 次元配列について説明し、実習する。 
14 回 2 次元配列を用いた具体的な題材を用いて、まとめ実習を行う（移動ゲー
ム等）。 
15 回 今期講義全体について復習し、小テストで理解を確認する。 

準備学習 1 回 パソコン（特に情報処理センター実習室の）、キーボードの使用方法に慣れ
ておくこと。教科書の chapter1 を読んでおくこと。 



2 回 講義で使うシステムの起動方法を把握しておくこと。教科書の chapter2 を
読んで予習しておくこと。 
3 回 Ｃ言語プログラムの基本的な約束とコンパイラの使い方を復習しておくこ
と。教科書の chapter3 をよく読んで予習しておくこと。 
4 回 Ｃでの入出⼒や変数の使用方法について復習しておくこと。 
5 回 これまでの内容をよく復習しておくとともに、教科書の chapter4，4.1 の前
半を読んで予習しておくこと。 
6 回 教科書の chapter4，4.1 をよく読んで予復習しておくこと。 
7 回 if-else 文の基本的な使い方について復習しておくとともに、教科書
chapter5，5.1 を読んで予習しておくこと。 
8 回 条件文の書き方を復習しておくとともに、教科書 chapter5，5.3 を読んで予
習しておくこと。 
9 回 繰り返し処理の原理について，教科書 chapter5，5.1〜5.3 を読んで復習し
ておくこと。 
10 回 繰り返し処理の原理について再度復習しておくとともに、教科書 chapter5，
5.4 を読んで予習しておくこと。 
11 回 前回までの内容（特に for 文の基本的な書き方）をよく暗記しておくこと。
教科書 chapter6，6.1 を読んで予習しておくこと。 
12 回 for 文の動作と 1 次元配列について復習すること。 
13 回 配列変数の宣言と使い方を復習しておくとともに、教科書 chapter6，6.2
を読んで予習しておくこと。 
14 回 2 次元配列の多重ループによる処理を復習しておくこと。 
15 回 試験に備えて、今期の講義内容全体をよく復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSS2512 
成績評価 定期試験（７０％）小テスト・レポート等（３０％） 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス SA(〜11),SB(〜11) 
見出し FSS2512 分析化学 
担当教員名 山崎 重雄 
単位数 2 
教科書 分析化学の基礎／佐竹・御堂・永廣／共立出版 
アクティブラーニング  
キーワード 化学平衡 化学反応 濃度 酸と塩基 分光 救光光度法 最小二乗法 回帰

直線 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 分析化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 各種初級の分析化学の教科書 
授業形態 講義 
注意備考 化学分野では化学反応速度と化学平衡の二つが反応の決定要素であるので、この

うちから平衡を取り上げて、特に平衡の取り扱いに熟達するまで講義する。また
分析は化学分野だけでなく隣接する種々の学問分野にも影響することが多いの
で、数値の取り扱い等も把握出来るまで講義する。 

シラバスコード FSS2512 
実務経験のある教員  
達成目標 上記目的達成のために講義中にしばしば計算を演習させるし、また計算問題を課

題としたレポート等を課すことがある。最終的には平衡の概念および溶液中の現
象について把握させる。 

受講者へのコメント  
連絡先 １４号館３階山崎（重）研究室 

yamazaki@das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Analytical Chemistry 
関連科目 基礎化学Ⅰ・Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 化学平衡の取り扱い、特に式の展開と数値について把握させることおよび数値の

取り扱いに熟達させる。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 溶液の濃度表示について説明する。 



2 回 電解質の水溶液について説明する。 
3 回 均一計イオン平衡について説明する。 
4 回 酸と塩基について説明する。 
5 回 溶解平衡について説明する。 
6 回 沈殿平衡について説明する。 
7 回 酸化還元平衡について説明する。 
8 回 金属錯体の平衡について説明する 
9 回 容量分析法について説明する。 
10 回 救光光度法について説明する。 
11 回 溶媒抽出について説明する。 
12 回 イオン交換平衡について説明する。 
13 回 器機分析法について説明する。 
14 回 相対標準偏差について説明する。 
15 回 回帰直線式について説明する。 

準備学習 1 回 溶液の濃度表示について説明するので計算練習をしてくること。 
2 回 電解質の水溶液について説明するするので計算練習をしてくること。 
3 回 均一計イオン平衡について説明するするので計算練習をしてくること。 
4 回 酸と塩基について説明するするので計算練習をしてくること。 
5 回 溶解平衡について説明するするので計算練習をしてくること。 
6 回 沈殿平衡について説明するので計算練習をしてくること。 
7 回 酸化還元平衡について説明するので計算練習をしてくること。 
8 回 金属錯体の平衡について説明するするので計算練習をしてくること。 
9 回 容量分析法について説明するので計算練習をしてくること。 
10 回 吸光光度法について説明するので計算練習をしてくること。 
11 回 溶媒抽出について説明するので計算練習をしてくること。 
12 回 イオン交換平衡について説明するので計算練習をしてくること。 
13 回 器機分析法について説明するので予習をしてくること。 
14 回 相対標準偏差について説明するので計算練習をしてくること。 
15 回 回帰直線式について説明するので計算練習をしてくること。 

 



年度 2012 
授業コード FSS2521 
成績評価 課題(15％)・小テスト(15％)・定期試験(70％)で評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス SA(〜10),SB(〜10) 
見出し FSS2521 幾何学演習Ⅰ 
担当教員名 山崎 正之 
単位数 2 
教科書 曲線と曲面―微分幾何的アプローチ／梅原・山⽥／裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード 曲線、曲面、曲率 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「授業をしてほしい！！生徒に問題を解かせるだけなら家でもできる」 

演習科目ですので、問題を解くことがメインになります。解説が不足していると
感じたら、どんどん質問してください。わかるまで説明します。 
「とても分かりやすい授業でした」 
それは嬉しいです。 
「色々な問題を解けて、とても楽しかったです。ただ、好きな問題を、順番が混
み合う中、解くので、ノートが取りづらいです。ごめんなさい」 
そうですね、あらかじめ配布しているプリントの問題は家で解けるのですが、講
義中に追加で出したものに関しては解くことに熱中する 

科目名 幾何学演習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 曲線と曲面の微分幾何／小林昭七／裳華房 
授業形態 演習 
注意備考 幾何学Ⅰを同時に履修することが望ましい。 
シラバスコード FSS2521 
実務経験のある教員  
達成目標 式で与えられた曲線や曲面の図示や曲率の計算をすることができるようになる

こと。 
受講者へのコメント 積極的に問題を解いてきてほしい。 
連絡先 ２０号館５Ｆ 山崎正之研究室 masayuki＠das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 「授業時間外の学習にどのように取り組みましたか」に対して半分以上の⼈が
「宿題などの指示された課題に取り組んだ」と答えてくれたが、逆に言うと、４
割の⼈はそれをしてこなかった……ということは講義時間中に解いてみただけ
ということ。試験に対して、問題を⿊板で解くことに対する得点の重みを大きく
しなければならないかと感じている。 

英文科目名 Exercise of Geometry I 



関連科目 幾何学Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定 学生が単に解答を板書するだけではなく、口頭で説明する時間をもっと取りた

い。 
講義目的 リーマン幾何学の中心的概念である「曲率」について、主に平面や空間内の曲線・

曲面を題材として学習する。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 多角形の内角の和の公式を復習し、よりよい表現を工夫する。さらに閉折線

に関する公式への拡張を試みる。 
2 回 演習問題を通じて平面曲線の表示に関する説明を行う。 
3 回 演習問題を通じてパラメータ表示から速度ベクトルを求める方法について
説明する。 
4 回 演習問題を通じて弧⻑パラメータによる表示の求め方について説明する。 
5 回 演習問題を通じて、曲線の曲率の計算方法を説明する。 
6 回 演習問題を通じて、フルネの公式を確かめる。 
7 回 演習問題を通じて、閉曲線の回転数について解説する。 
8 回 演習問題を通じて、空間曲線の曲率について解説する。 
9 回 演習問題を通じて、空間曲線の捩率の計算方法を説明する。 
10 回 演習問題を通じて、空間曲線に関するフルネ・セレの公式を確かめる。 
11 回 演習問題を通じて、空間の曲面のパラメータ表示について解説する。 
12 回 演習問題を通じて、曲面の面積方法を説明する。 
13 回 曲面の曲率(1) 演習問題を通じて、曲面の曲率の計算方法を示す。 
14 回 曲面の曲率(2) 演習問題を通じて、曲面の曲率の正負と曲面の形との関
係について説明する。 
15 回 演習問題を通じて、ガウス・ボンネの定理を確かめる。 

準備学習 1 回 多角形の内角の和の公式について思い出してくること。 
2 回 円を式により表現する方法をいくつか思い浮かべてくること。 
3 回 この頃までに微積分の色々な公式を復習して表にしておくこと。 
4 回 方程式からパラメータ表示を求める練習をしておくこと。 
5 回 弧⻑パラメータの定義式を書けるようにしておくこと。 
6 回 曲率の公式を書けるようにしておくこと。 
7 回 曲率の計算ができるようにしておくこと。 
8 回 ３次元空間のベクトルについて復習しておくこと。 
9 回 空間曲線の曲率の定義を憶えてくること。 
10 回 捩率の定義を憶えてくること。 
11 回 球面の式による表現方法について考察してくること。 
12 回 ２重積分について復習しておくこと。 
13 回 曲線の曲率について復習しておくこと。 
14 回 曲率の公式について復習しておくこと。 
15 回 単位球面上の三角形の面積について考察してくること。 

 



年度 2012 
授業コード FSS2522 
成績評価 課題提出（30%）、定期試験（70%）により行う。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス SA(〜10),SB(〜10) 
見出し FSS2522 計算機とアルゴリズムⅡ 
担当教員名 山崎 洋一 
単位数 2 
教科書 新版 Ｃ言語によるアルゴリズムとデータ構造／柴⽥望洋，辻亮介／ソフトバン

クパブリッシング 
アクティブラーニング  
キーワード プログラム, Ｃ言語, アルゴリズム, データ構造 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「冬は寒い」… 同じ部屋での午前中の講義でも同様の意見がありました。午後

はややマシですが、カイロ等で自衛するしかありません。 
科目名 計算機とアルゴリズムⅡ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 例題で学ぶはじめてのＣ言語／大石弥幸／ムイスリ出版 
授業形態 講義 
注意備考 ※出席確認をＷｅｂを用いたシステムにより行う。 

※Ｗｅｂで課題の提出を受け付けている。 
※適宜、教材補助プリントを配布する。 

シラバスコード FSS2522 
実務経験のある教員  
達成目標 1) Ｃ言語における構造体、その動的確保とポインタ演算をマスターすること。 

2) 関数の効果的な活用による保守と可読性を考慮したプログラミングを意識で
きるようになること。 
3) 典型的な探索アルゴリズム（線形探索・二分探索）やソート（単純交換・単純
挿入・単純選択・クイックソート）の考え方とその特徴（効率）を把握すること。 
4) 真の再帰を用いたプロクラムの動作を解析できること。 
5) 重要なデータ構造（スタック・キュー・線形リスト・木構造）について、その
意味と使い方を説明できること。 

受講者へのコメント 6 名のうち 1 名のみ不合格であったが、この 1 名は計算機でなく数学のほうの成
績はよかったので残念。 

連絡先 20 号館 5F 山崎洋一研究室 086-256-9498 ｙｏ＿ｙａｍａ＠ｍｄａｓ．ｏｕ
ｓ．ａｃ．ｊｐ 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講数が 6 名しかいないが、無回答の 1 名を除いて 3 名が「できた」「満足」、1
名が「だいたいできた」「ほぼ満足」、1 名が「半分程度できた」「普通」としてお
り、こんなものかなと思う。 



英文科目名 Computer and Algorithm II 
関連科目 「計算機数学」「プログラム探求」「計算機とアルゴリズム I」を受講しておくこ

と。 
次回に向けての改善変更予定 この講義はプログラミングとアルゴリズム論の最終段階なので、あまり手の加え

ようがないが、微細な改良は続けている（教科書も改訂版になった） 
講義目的 「計算機とアルゴリズム I」に引き続いて、Ｃ言語を用いてアルゴリズムとデー

タ構造の基礎を学ぶ。アルゴリズムやデータ構造の概念は、プログラミング言語
と独立したものであるが、いかなるプログラムもアルゴリズムやデータ構造とは
無関係には存在しない。探索・再帰・ソートなどの典型的なアルゴリズム、スタ
ック・キュー・線形リスト・木構造などの重要なデータ構造を学ぶことにより、
プログラミング技術を向上させる。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 基本データ型（データ型とメモリ／signed と unsigned／sizeof 関数）につ

いて説明する。 
2 回 構造体について説明し、使い方を実習する。 
3 回 前回に引き続き、構造体の初期化やポインタについて説明し、実習する。 
4 回 探索アルゴリズムについて説明し、線形探索の実習をする。 
5 回 二分探索について説明および実習し、計算量の概念についても学習する。 
6 回 スタックの概念とその利用方法について説明し、配列を用いたスタックの
実現を実習する。 
7 回 キューの概念とその利用方法について説明し、配列とリングバッファを用
いたキューの実現を実習する。 
8 回 再帰的アルゴリズムについて説明し、基本的な再帰を具体的な題材（最大公
約数プログラム等）で実習する。 
9 回 真に再帰的なプログラムについて、トップダウン解析とボトムアップ解析
を説明し、実習する。 
10 回 ソートについて基本的な考え方と分類を説明し、単純交換ソート・番兵法・
単純選択ソートなどを実習する。 
11 回 前回に引き続き、単純挿入ソートとその改良について実習する。 
12 回 クイックソートについて説明し、実習する。 
13 回 線形リストについて説明し、malloc による構造体の確保とポインタを用い
た線形リストの実現を実習する。 
14 回 前回に引き続き、線形リストを用いた具体的な題材（多項式処理など）を
用いて、線形リストの探索・挿入・削除について実習する。 
15 回 木構造と二分探索木について説明する。講義全体の総合まとめも行う。 

準備学習 1 回 Ｃ言語のプログラミング法をよく復習しておくこと。 
2 回 データ型と関数について特によく復習しておくこと。 
3 回 構造体の作り方と使い方を復習しておくこと。 
4 回 関数に配列を渡す方法について復習しておくこと。 
5 回 線形探索プログラムを完成準備しておくこと。 
6 回 ユーザ関数のプロトタイプ宣言と使い方について再度よく復習しておくこ
と。 



7 回 配列を用いたスタックのプログラムを完成準備しておくこと。 
8 回 関数とローカル変数の概念について再度よく復習しておくこと。 
9 回 基本的な再帰プログラムについて復習理解しておくこと。 
10 回 関数に配列を渡す方法について復習しておくこと。 
11 回 単純交換ソート・単純選択ソートのプログラムを完成準備しておくこと。 
12 回 ソート（単純交換ソート・単純選択ソート・単純挿入ソート）についてそ
のアルゴリズムと時間計算量がどうであったか復習しておくこと。再帰（真に再
帰的なプログラム）についても復習しておくこと。 
13 回 構造体とポインタについて復習しておくこと。 
14 回 線形リストを作るプログラムを完成させ準備しておくこと。 
15 回 malloc によるリスト構造の作り方について復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSS25A2 
成績評価 プリント課題（１０％）、レポート（１０％）、期末試験（８０％）による。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス SA(10〜11),SB(10〜11) 
見出し FSS25A2 教職のための数学Ⅰ 
担当教員名 山崎 正之 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 数学教育 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 騒ぐ⼈がでてうるさいというコメントがあった。演習方式はやめるので、もっと

静かになるはず。 
科目名 教職のための数学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 講義 
注意備考 この講義は基礎理学科・理数系教員コース数学系の科目である。必ず教職基礎演

習も履修すること。 
シラバスコード FSS25A2 
実務経験のある教員  
達成目標 基本的な問題の背後にある数学を理解する。 
受講者へのコメント あらかじめ問題を配付していても解いてこない⼈が多く残念であった。 
連絡先 20 号館 5 階 山崎正之研究室 masayuki＠das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 目標達成度も、満足度もあまりよくなかった。これは演習方式で実施したものの、
問題を解く学生が固定化し、問題を解くことに無関心な⼈がかなりいたせいかと
思う。 

英文科目名  
関連科目 教職基礎演習 
次回に向けての改善変更予定 来年度は受講者数が増えるので、もう演習方式は無理だと思う。問題解説と小テ

スト、その採点（答案用紙を交換して他の⼈の答案を採点する）というやり方に
変えようと思う。レポートも丸写しが多かったので実施しない。 

講義目的 数学教員を目指す⼈に、中学高校の数学の中から一般に苦手だと思われる分野を
選び、大学生の視点・観点からその内容を吟味し、より深く理解することを目的
とする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 整数の数学(1) 約数・倍数、素因数分解に関する問題の解説をする。 



2 回 整数の数学(2) ユークリッドの互除法について説明を行い、演習問題を解説
する。 
3 回 整数の数学(3) 整数の合同について説明を行い、演習問題を解説する。 
4 回 多項式の割算と余りについて説明し、演習問題を解説する。 
5 回 線分・三角形の数学(1) 内分点の公式について説明し、演習問題を解説す
る。 
6 回 線分・三角形の数学(2) 重心座標について説明し、例題の解説をする。 
7 回 線分・三角形の数学(3) ベクトルの利用について説明し、演習問題を解説す
る。 
8 回 複素数の数学(1) 四則・べき乗について説明し、演習問題を解説する。 
9 回 複素数の数学(2) 複素数平面について説明し、演習問題を解説する。 
10 回 複素数の数学(3) 複素数平面の変換について説明し、演習問題を解説する。 
11 回 複素数の数学(4) １のべき根について説明し、演習問題を解説する。 
12 回 数え上げの数学(1) 順列・組み合わせについて説明し、演習問題を解説す
る。 
13 回 数え上げの数学(2) 二項定理について説明し、演習問題を解説する。 
14 回 数え上げの数学(3) 漸化式・数学的帰納法について説明し、演習問題を解
説する。 
15 回 空間図形の考え方について説明し、演習問題を解説する。 

準備学習 1 回 シラバスを読んでくること 
2 回 前回配布された問題を解いてくること。 
3 回 前回配布された問題を解いてくること。 
4 回 前回配布された問題を解いてくること。 
5 回 前回配布された問題を解いてくること。 
6 回 前回配布された問題を解いてくること。 
7 回 前回配布された問題を解いてくること。 
8 回 前回配布された問題を解いてくること。 
9 回 前回配布された問題を解いてくること。 
10 回 前回配布された問題を解いてくること。 
11 回 前回配布された問題を解いてくること。 
12 回 前回配布された問題を解いてくること。 
13 回 前回配布された問題を解いてくること。 
14 回 前回配布された問題を解いてくること。 
15 回 前回配布された問題を解いてくること。 

 



年度 2012 
授業コード FSS2711 
成績評価 定期試験の成績(100%)に依る 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス SA(〜11),SB(〜11) 
見出し FSS2711 動物生理学 
担当教員名 桑澤 清明 
単位数 2 
教科書 プリント使用 
アクティブラーニング  
キーワード 海水、体液，循環、心臓血管系、筋肉、神経系、中枢神経系、自律神経系、体制

神経系、反射、本能、条件反射、学習、行動、受容器，感覚 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特になし。 
科目名 動物生理学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 生物学 （系統看護学講座、基礎分野３、生物学）／桑澤清明他／（医学書院） 

Animal Physiology / R. Eckert and D. Randall / (W.H. Freeman and Company, 
San Francisco) 

授業形態 講義 
注意備考 教室では出来るだけ前列の席で聴講すること 
シラバスコード FSS2711 
実務経験のある教員  
達成目標 １）細胞と環境との関係をイオンを通して理解する。 

２）体液は海水であり，多細胞動物の細胞といえども今も海水中で生きているこ
とを理解する。 
３）体内の細胞に新鮮な環境を与えるための循環系の仕組みを理解する。 
４）細胞内外のイオン組成のちがいによる起電⼒が体内の信号伝達の最速の手段
である。 
５）筋肉の活動は興奮−収縮連関である。 
６）環境の変化への対応は刺激−反応機構である。 
７）中枢神経系の反射，学習についてニューロン機構を理解する。 

受講者へのコメント 着席はできるだけ教壇に近くとる。 
連絡先 ７号館２階 桑澤研究室 086-256-9408 kuwasawa@das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 自然科学の講義では知識の整理は文章のほか、図、数式、化学式、グラフをもち
いておこない、記述式問題にたいする解答もこの方式を心掛ける。 

英文科目名 Animal Physiology 
関連科目 生命科学、神経生物学、 



次回に向けての改善変更予定 学生との質疑応答の時間を増やすべきであった。 
講義目的 主として興奮性細胞、組織、器官についての生理学を動物の系統進化系列的順番

に準じて講義を進める。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 海水と体液について説明する。 

2 回 体液と細胞内液のイオン組成について説明する。 
3 回 体液や血液の循環系について説明する。 
4 回 無脊椎動物の心臓循環系の進化、ペースメーカー機構（神経原性心臓と筋原
生心臓）について説明する。 
5 回 脊椎動物の心臓循環系の進化、心臓の刺激伝導系について説明する。 
6 回 繊毛運動と筋肉運動，平滑筋、心筋、骨格筋の構造と機能について説明す
る。 
7 回 興奮−収縮連関について説明する。 
8 回 ニューロンから神経系までについて説明する。 
9 回 神経系の系統進化について説明する。 
10 回 中枢神経と末梢神経について説明する。 
11 回 神経回路、神経の器官支配、自律神経と体性神経系について説明する。 
12 回 反射、本能、学習について説明する。 
13 回 環境と刺激と生物について説明する。 
14 回 刺激と受容器、受容器電位、受容器の種類と機能について説明する。 
15 回 受容器の種類と機能について説明する。 

準備学習 1 回 生命はどこで生まれたかについて理解しておくこと。 
2 回 細胞の環境とはについて理解しておくこと。 
3 回 細胞の環境を新鮮に保つ仕組みについて理解しておくこと。 
4 回 心臓を持たない動物について理解しておくこと。 
5 回 心臓を持つ動物について理解しておくこと。 
6 回 運動の仕組みについて理解しておくこと。 
7 回 筋肉の活動について理解しておくこと。 
8 回 ニューロンについて理解しておくこと。 
9 回 動物の種類と神経系について理解しておくこと。 
10 回 神経系の成り立ちについて理解しておくこと。 
11 回 行動と神経系について理解しておくこと。 
12 回 複雑な行動について理解しておくこと。 
13 回 刺激について理解しておくこと。 
14 回 いろいろな環境エネルギーについて理解しておくこと。 
15 回 感覚と受容器について理解しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSS2712 
成績評価 課題提出(20 点)，中間試験(40 点)，定期試験(40 点)などで評価を行う。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス SA(〜11),SB(〜11) 
見出し FSS2712 物理化学Ⅰ 
担当教員名 森 嘉久 
単位数 2 
教科書 斎藤勝裕・林久夫共著・「大学の物理化学」 裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 時間があまりないので演示実験を多くすることは出来ないが、それなりに好評で

あったので今後も考えてみたい。 
科目名 物理化学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 講義 
注意備考 メールによる出席や課題提出を行っている。 
シラバスコード FSS2712 
実務経験のある教員  
達成目標 原子・分子の構成を理解して、その集合体である分子固体を量子化学の目で理解

することを目標とする。 
受講者へのコメント 本講義は物理化学の入門であり理解するためにはぜひ演習を解いていただきた

い。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 物理化学の入門的なところを講義するので、理解度は高いと思われる。 
物理化学では多くの学生が苦手とする数式によって理解しなければいけないこ
とがあるので、そこが課題である。 

英文科目名 Physical Chemistry I 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 もう少しペースを上げてもいいように思う。 
講義目的 物理化学は化学全般を理解するために常識として学んでいかなければならない。

原子・分子の構成と性質、それらの相互作用の仕方、分子の集合体の性質、エネ
ルギーの理解、熱⼒学など一見すると難しい内容を出来るだけ平易に講義する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  物理化学とはなにかについて説明する 

2 回  量子化学の基礎について学習する 



3 回  原子構造について学習する 
4 回  原子の性質について学習する 
5 回  化学結合について学習する 
6 回  分子構造について学習する 
7 回  物質の状態について学習する 
8 回  量子化学的な内容について復習する 
9 回  熱・仕事・エネルギーについて学習する 
10 回  エントロピーについて学習する 
11 回  ギブズエネルギーについて学習する 
12 回  溶液の性質について学習する 
13 回  酸・塩基の性質について学習する 
14 回  酸化還元反応について学習する 
15 回  反応速度について学習する 

準備学習 1 回  物理化学について考えておく 
2 回  量子化学について調べておく 
3 回  原子構造について考えておく 
4 回  原子の性質について考えておく 
5 回  化学結合について考ええておく 
6 回  分子構造について考えておく 
7 回  物質の状態について考えておく 
8 回  これまでの内容を復習しておく 
9 回  エネルギーについて考えておく 
10 回  エントロピーについて考えておく 
11 回  ギブズエネルギーについて考えておく 
12 回  溶液の性質について考えておく 
13 回  酸・塩基について考えておく 
14 回  酸化還元反応について考えておく 
15 回  反応速度について調べておく 

 



年度 2012 
授業コード FSS2721 
成績評価 レポート（７０％）予習ノート（３０％） 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス SA(〜10),SB(〜10) 
見出し FSS2721 生物化学実験 
担当教員名 齋藤 達昭、山崎 重雄 
単位数 2 
教科書 適宜プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 生物化学・タンパク質・酵素・吸光度・蛍光・糖 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 生物化学実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 第 1 回目から実験を行うので、汚れても問題のない服装で来ること。また実験内

容について予め予習しておくことは必須である。期日までにレポートを提出しな
い場合、欠席として取り扱うので注意する。 

シラバスコード FSS2721 
実務経験のある教員  
達成目標 生物化学実験のための原理と手法が理解できること。また得られた結果を解析

し、レポートとして報告できること。 
受講者へのコメント  
連絡先 斎藤研究室 7 号館 2F saito@das.ous.ac.jp 

山崎（重）研究室：14 号館３F yamazaki@das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Experiments in Biochemistry 
関連科目 生物化学・有機化学 I,II・分析化学・化学実験・生物学実験 I 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生物材料を対象とした生物化学実験の原理と手法を身につけさせるさらに, 得ら

れた結果の解析・表現・報告の方法を会得させること。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  天秤, ピペットマンの操作法について実習する。 

2 回  糖の性質について実習する。 
3 回  アミノ酸の性質について実習する。 
4 回  タンパク質の定量について実習する。 



5 回  タンパク質の性質（塩溶・塩析・透析・熱変性）について実習する。 
6 回  酵素活性の測定について実習する。 
7 回  酵素活性の測定 II について実習する。 
8 回  薄層クロマトグラフィーの実際について実習する。 
9 回  カラムクロマトグラフィーについて実習する。 
10 回  無機リン酸の定量について実習する。 
11 回  アンモニウムの定量について実習する。 
12 回  COD の測定について実習する。 
13 回 DNA の抽出と定量について実習する。 
14 回  DNA 染色と蛍光顕微鏡について実習する。 
15 回  プラスミドの単離について実習する。 

準備学習 1 回 測定誤差について調べてくること。 
2 回 還元糖について調べてくること。 
3 回 アミノ酸の種類と構造について調べてくること。 
4 回 吸光計の構造について調べてくること。 
5 回  タンパク質の溶解と変性について調べてくること。 
6 回  酵素とはどのようなものかについて調べてくること。 
7 回  ミカエリス定数について調べてくること。 
8 回 分配係数について調べておくこと。 
9 回 カラムクロマトグラフィーの種類について調べてくること。 
10 回 リン酸の発色のしくみについて調べてくること。 
11 回 インドフェノール⻘法について調べてくること。 
12 回 還元と酸化について調べておくこと。 
13 回 DNA の性質について調べておくこと。 
14 回 蛍光顕微鏡の構造について調べておくこと。 
15 回 プラスミドについて調べておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSS2722 
成績評価 定期試験 100%（集合と写像 34%，論理 33%，演算 33%） 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス SA(10〜10),SB(10〜10) 
見出し fss2722 数学探求ゼミナール 
担当教員名 ⻑渕 裕、山崎 正之、横川 賢二、山崎 洋一 
単位数 2 
教科書 教科書以前の大学数学常識／芳沢光雄／講談社 
アクティブラーニング  
キーワード 集合・写像・命題・全称記号・存在記号・同値関係・演算・1 次独立 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 以下の 2 つのコメントがありました。 

(1) 教員により授業の方法が異なるため分かりにくい；テストが不安である。 
(2) もっと早い時期に開講して欲しかった。 
(1)については、試験を同一時間に実施しているものの、半期に 3 つの異なる授
業（相互に関連はありますが）を相次いで行っていると理解して欲しいと思いま
す。また試験のことは、個別に担当教員に訊ねてもらえれば、対応します。 
  
(2) この授業で取り扱う個々の内容については 3 年次前期までにすでに履修済み
ですから、もっと早い段階でこのような授業が開講されて 

科目名 数学探求ゼミナール 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 数学分野で卒業研究する学科生は受講すること。 
シラバスコード FSS2722 
実務経験のある教員  
達成目標 集合の記法を用いて、命題の表現および変形ができる。 

写像の合成や置換に関する命題の証明を、定義に基づいて理解できる。 
複数の命題の論理的関係を正しく判断し、特に全称記号・存在記号を含む命題の
証明が理解できる。同値関係と同値類に関する命題の証明が理解できる。 
代数的演算に関する一般的法則に基づいた証明が理解できる。 
線形空間において 1 次独立・1 次従属に関する命題の証明ができる。 

受講者へのコメント 今回は初年度ということもあり、取り扱うテーマも指定した教科書にほぼ沿う形
で、実施した。今後様子を見ながら、内容、教科書についても検討していく予定
である。 

連絡先 20 号館 5 階の基礎理学科数学分野４教員の研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この授業で扱う内容は個々の数学分野において手段（道具）として用いられるも



のであり，問題演習もどちらかというと地味な作業になる傾向があります。その
ため 内容それ自体が興味の対象になりにくい側面もあるかもしれませんが、そ
の重要性は 4 年次での卒業研究の際に実感することになるはずです。また、目標
を達成できたと回答された方が多かったのは結構なことですが、指示された課題
以外への意欲的な取り組みが（あまり）見られなかったのは残念です。友⼈と数
名で勉強会を開くなどしてもっと自主的に取り組めば、理解が一層深まると思い
ます 

英文科目名 Seminar on Basic Skills for Resarch(Mathematics) 
関連科目 線形代数学・数学要論・代数学 等 
次回に向けての改善変更予定 以下の 2 つのコメントがありました。 

(1) 教員により授業の方法が異なるため分かりにくい；テストが不安である。 
(2) もっと早い時期に開講して欲しかった。 
(1)については、試験を同一時間に実施しているものの、半期に 3 つの異なる授
業（相互に関連はありますが）を相次いで行っていると理解して欲しいと思いま
す。また試験のことは、個別に担当教員に訊ねてもらえれば、対応します。 
  
(2) この授業で取り扱う個々の内容については 3 年次前期までにすでに履修済み
ですから、もっと早い段階でこのような授業が開講されて 

講義目的 代数／解析／幾何などの専門にかかわりなく必要な「大学数学の基礎的事項」に
ついて、再度ていねいに確認し、演習することにより、4 年次に数学分野での卒
業研究を行うとき支障が生じないように備えることを目的とする。なお、これら
は 3 年次前期までの各数学科目の学習においても常に必要とされてきた空気の
ような事柄であるが、「計算」ではなく「考え方」についての根本的事項であるた
め、意識的に努⼒しないと十分な理解が難しく、大学数学のつまづきの要因とな
りがちな部分である。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 集合の記法、集合の包含関係および相等について、具体例を通して学習（復

習）し、演習する。 
2 回 集合の演算、べき集合、直積集合について、具体例を通して学習（復習）し、
演習する。 
3 回 写像とその合成、全射、単射および全単射について、具体例を通して学習
（復習）し、演習する。 
4 回 置換とその合成、互換の合成置換による表現等について、具体例を通して学
習（復習）し、演習する。 
5 回 偶置換・奇置換の一意性（符号）等について、具体例を通して学習（復習）
し、演習する。 
6 回 必要条件、十分条件、必要十分条件、命題の対偶、命題の逆について、具体
例を通して学習（復習）し演習する。 
7 回 命題の否定文、「かつ」と「または」による命題の結合について、具体例を
通して学習（復習）し演習する。 
8 回 「すべて」と「存在する」、一意的存在、全称記号と存在記号の使い方につ
いて、具体例を通して学習（復習）し演習する。 



9 回 複数の全称記号と存在記号を含む命題の意味について、具体例を通して学
習（復習）し演習する。 
10 回 同値関係と同値類、商集合について、具体例を通して学習（復習）し演習
する。 
11 回 集合に演算 * が定義されるとはどういうことか、具体例を通して学習（復
習）する。商集合における演算の定義について演習する。 
12 回 群の定義を確認し、様々な具体例について群であることの確認作業を実行
する。 
13 回 練習問題を通じて、群であることを確認し、さらにそれが可換群であるか
どうかの判定をする。 
14 回 環および体の概念を、定義と具体例により復習する。 

準備学習 1 回 教科書の第一章 1.1 節をよく読んで予習しておくこと。 
2 回 第 1 回の内容を復習をするとともに、教科書の第一章 1.2 節をよく読んで
予習しておくこと。 
3 回 教科書の第一章 1.3 節の前半をよく読んで予習しておくこと。 
4 回 第 3 回の内容を復習をするとともに、教科書の第一章 1.3 節の後半をよく
読んで予習しておくこと。 
5 回 第 3,4 回の内容を復習をするとともに、教科書の第一章 1.4 節をよく読んで
予習しておくこと。 
6 回 教科書の第二章 2.1 節の前半をよく読んで予習しておくこと。 
7 回 第 6 回の内容を復習するとともに、教科書の第二章 2.1 節の後半をよく読
んで予習しておくこと。 
8 回 第 6 回・第 7 回の内容を復習するとともに、教科書の第二章 2.2 節の前半を
よく読んで予習しておくこと。 
9 回 第 6〜8 回の内容を復習するとともに、教科書の第二章 2.2 節の後半をよく
読んで予習しておくこと。 
10 回 教科書の第二章 2.3 節をよく読んで予習しておくこと。 
11 回 教科書の第三章 3.1 節をよく読んでおくこと。 
12 回 教科書の第三章 3.1 節の定義をしっかり読んで、p.82 から並んでいる具体
例について、自分で群の条件が満たされていることを確かめようとしてくるこ
と。 
13 回 前回に続いて、3.2 節の具体例が群の条件を満たすことを確かめようとし
てくること。 
14 回 教科書第三章 3.3 節の環と体の定義を納得するまで読み、具体例について、
確かに条件が満たされていることを確認しようとしてくること。 
15 回 教科書第三章 3.4 節の線形空間の定義を納得するまで読み、具体例につい
て、確かに条件が満たされていることを確認しようとしてくること。さらに、１
次従属・１次独立の定義を読んで、具体例でその判定を試してみること。 

 



年度 2012 
授業コード FSS2911 
成績評価 定期試験（１００％）． 
曜日時限 火曜日 9・10 時限 
対象クラス SA(10〜12),SB(10〜12) 
見出し FSS2911 基礎化学Ⅰ 
担当教員名 齊藤 惠逸＊ 
単位数 2 
教科書 木⽥茂夫著・「無機化学」・裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード 化学結合 物質の三態 共有結合 イオン結合 結晶構造 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 板書について 

  「板書が多い」、「板書を消すのが早い」という意見が多いことを考慮し、「次
回に向けての改善・変更予定」欄に記した ように，板書事項をプリントにして
配布するつもりです。 
講義内容について 
  「内容が難しかった」，「説明が分かりにくかった」という否定的意見と，「と
ても勉強になった」，「化学の理解が進ん だ」という肯定的意見をいただきまし
た。 
  「原子構造」と「化学結合」は化学の基礎ですが，量子⼒学を基礎とする「通
常の我々の感覚でとらえることのできない世 界」なので難しいと感じたのでし
ょう。 

科目名 基礎化学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 各種の初級無機化学 
授業形態 講義 
注意備考 化学の理論の根本は物理的概念であるのである程度の物理の知識があることが

望ましい。 
シラバスコード FSS2911 
実務経験のある教員  
達成目標 物質を構成する結合について把握すること． 
受講者へのコメント  試験が持ち込み可だからと安心しないで、授業時間外にも学習してください。

予習は大変かもしれませんが、復習はそれほど大変でもないと思います。復習す
るだけでも理解がかなり進むはずです。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業時間外の学習時間が短いのは試験が持ち込み可であるためと推測されます。 
「この分野への理解が深まった」、「この分野への興味、関心が高まった」が 75％
以上ありほっとしています。 



授業に対する満足度（「満足」＋「ほぼ満足」）が 50％以下と低いので、満足度が
向上するように工夫します。 

英文科目名 Understanding Chemistry I 
関連科目 基礎物理 
次回に向けての改善変更予定  化学が苦手な受講生にも理解できるように、講義の内容を厳選し基本的な事項

を詳しく説明したつもりですが、さらに徹底します。 
 「板書が多い」、「板書を消すのが早い」という意見が多いことを考慮し、板書
事項をプリントにして配布する予定です。 

講義目的 色々な元素の作る物質の多種多様な性質を化学結合論の立場から整理し，周期表
を柱にして解説する． 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーションについて説明する。 

2 回  原子構造と周期表について説明する。 
3 回  原子の電子配置（その１）について説明する。 
4 回  原子の電子配置（その２）について説明する。 
5 回  化学結合と結合エネルギーについて説明する。 
6 回  イオン結合とイオン結晶について説明する。 
7 回  共有結合と分子構造（その１）について説明する。 
8 回  共有結合と分子構造（その２）について説明する。 
9 回  分子間相互作用（その１）について説明する。 
10 回  分子間相互作用（その２）について説明する。 
11 回  物質のエネルギーと平衡状態（その１）について説明する。 
12 回  物質のエネルギーと平衡状態（その２）について説明する。 
13 回  反応速度について説明する。 
14 回  酸化と還元（１）について説明する。 
15 回  酸化と還元 （２）について説明する。 

準備学習 1 回  予習をしてくること 
2 回  予習をしてくること 
3 回  予習をしてくること 
4 回  予習をしてくること 
5 回  予習をしてくること 
6 回  予習をしてくること 
7 回  予習をしてくること 
8 回  予習をしてくること 
9 回  予習をしてくること 
10 回  予習をしてくること 
11 回  予習をしてくること 
12 回  予習をしてくること 
13 回  予習をしてくること 
14 回  予習をしてくること 
15 回  予習をしてくること 

 



年度 2012 
授業コード FSS2912 
成績評価 定期試験(100%)で評価を行う 
曜日時限 火曜日 9・10 時限 
対象クラス SA(10〜12),SB(10〜12) 
見出し FSS2912 基礎化学Ⅱ 
担当教員名 齊藤 惠逸＊ 
単位数 2 
教科書 木⽥茂夫著、「無機化学」（改訂版）、裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード 化学結合、錯体化学、分析化学 溶液論 酸化還元電位 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 私語について 

 以前と比較して私語が少なかったのですが，それでも気になった受講生がいた
ようです。学生が，「授業中に私語をしないというのは最も基本的なルールであ
る。」との自覚を持つことが一番の解決策なのですが、できるだけ注意するよう
にします。 
板書について 
 以前、「板書が多い」、「板書を消すのが早い」という意見が多かったことから、
板書を減らし、受講生に確認してから消すように努めました。 
講義内容について 
 「速い。雑で分からない。」という否定的意見と，「とても詳しく一つ一つ教え
ていただきました。」，「話が 

科目名 基礎化学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 化学の理論の基本的背景は物理概念なので、ある程度物理の知識があることが望

ましい。 
シラバスコード FSS2912 
実務経験のある教員  
達成目標 物質を構成する化学結合について把握すること。 
受講者へのコメント  試験が持ち込み可だからと安心しないで、授業時間外にも学習してください。

予習は大変かもしれませんが、復習はそれほど大変でもないと思います。復習す
るだけでも理解がかなり進むはずです。教科書の章末に演習問題があります。テ
ストを受けるつもりで演習問題を解き、解答・ヒントと照らし合わせて理解不足
の内容について勉強してください。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ［A］授業に対する取り組みについて 



 授業への出席状況は良好ですが，授業時間外の学習時間が短いことが気になり
ます。これは試験が持ち込み可であるためと推測されます。持ち込み可だからと
安心せず，せめて復習はして欲しいと思います。 
［B］授業における成⻑について 
 「この分野への理解が深まった」、「この分野への興味、関心が高まった」が 95％
以上あり、うれしく思っています。 
［C］総合評価 
 授業に対する満足度（「満足」＋「ほぼ満足」）が 70％以上と比較高いので、ほ
っとしています。 

英文科目名 Understanding Chemistry II 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  化学が苦手な受講生にも理解できるように、講義の内容を厳選し基本的な事項

を詳しく説明したつもりですが、さらに努⼒ます。 
講義目的 色々な元素のつくる物質の多種多様な性質を化学結合論の立場から整理し、周期

表を柱にして理解する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  酸化還元反応と電池について説明する。 

2 回  非金属元素の単体（単原子分子、希ガス元素、２・３原子分子）について
説明する。 
3 回  非金属元素の単体（ホウ素、炭素、ケイ素）について説明する。 
4 回  金属元素の単体（金属結合）について説明する。 
5 回  金属元素の単体（典型元素金属と遷移元素）について説明する。 
6 回  水素化合物について説明する。 
7 回  共有性水素化合物（ボラン・その他）について説明する。 
8 回  共有性水素化合物（１４・１５族）について説明する。 
9 回  金属ハロゲン化物について説明する。 
10 回  非金属ハロゲン化物（炭素・ケイ素・その他）について説明する。 
11 回  非金属ハロゲン化物（リン・硫⻩・その他）について説明する。 
12 回  金属酸化物について説明する。 
13 回  非金属酸化物（ホウ素・炭素）について説明する。 
14 回  非金属酸化物（ケイ酸・窒素・その他）について説明する。 
15 回  非金属酸化物（各種オキソ酸）について説明する。 

準備学習 1 回  教科書の対応部分の予習をしてくること 
2 回  予習をしてくること 
3 回  予習をしてくること 
4 回  予習をしてくること 
5 回  予習をしてくること 
6 回  予習をしてくること 
7 回  予習をしてくること 
8 回  予習をしてくること 
9 回  予習をしてくること 
10 回  予習をしてくること 



11 回  予習をしてくること 
12 回  予習をしてくること 
13 回  予習をしてくること 
14 回  予習をしてくること 
15 回  予習をしてくること 

 



年度 2012 
授業コード FSS2921 
成績評価 定期試験（１００％）により評価する。 
曜日時限 火曜日 9・10 時限 
対象クラス SA(〜11),SB(〜11) 
見出し FSS2921 情報システム概論Ⅰ 
担当教員名 伊代野 淳 
単位数 2 
教科書 情報処理システム入門／浦 昭二・市川照久／（サイエンス社） 
アクティブラーニング  
キーワード ビット、バイト、補数、CPU、ファイル、オペレーションシステム 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 教室設備に関する件については，担当部署に報告します．最新の情報機器を例に

挙げた説明が分かり難いという指摘であるが，古い例を持ち出すことが分かり易
いことになるとも思われない．情報機器に対する認識として，日々進化する中で
本質的技術・考え方は何かをつかみ取ることが必要である．新しい篩の問題では
なく，身の回りにある情報機器に興味を向けることが必要である．概論の性質か
ら，幅広く学ぶことは避けられない． 

科目名 情報システム概論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験期間中に行い，試験形態は筆記試験とする。 
シラバスコード FSS2921 
実務経験のある教員  
達成目標 情報システムの基礎となるデジタルデータの扱い方の基礎を習得する。 

まｔ、システムの細部に対する理解と全体を司るオペレーションについて認識を
深める 

受講者へのコメント 時間外学習に取り組んでほしい．情報機器に対する興味を持ってほしい． 
連絡先 ７号館３階伊代野研究室 086-256-9602 iyono[atmark]das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 時間外学習への取り組みを促したい． 
英文科目名 Fundamental Information Systems I 
関連科目 情報システム概論２（後期）を引き続き履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 なるべく身近な情報機器を話題に挙げる． 
講義目的 これからコンピュータサイエンスを学ぶための、導入教育を行う。コンピュータ

の開発の歴史、構成、動作原理の基本的な仕組み、情報の表現、論理回路、その
他を学ぶ。高度に発達した現在のコンピュータサイエンスを概観する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回  コンピュータの歴史について説明する。 
2 回  情報の表現：データ表現（２進数，bit，byte）について説明する。 
3 回  情報の表現：基数変換（２進数−１０進数−１６進数）について説明する。 
4 回  情報の表現：補数（負の数の表現）について説明する。 
5 回  情報の表現：数値表現（固定・浮動小数点数）について説明する。 
6 回  情報の表現：データ形式（文字，音声，画像）について説明する。 
7 回  コンピュータの構成特にプロセッサについて説明する。 
8 回  コンピュータの構成特に主・補助記憶装置について説明する。 
9 回  コンピュータの構成特に入出⼒インターフェースについて説明する。 
10 回  ファイルについて説明する。 
11 回  ファイルシステムについて説明する。 
12 回  コンピュータのソフトウェア特にオペレーションシステムについて説明
する。 
13 回  コンピュータのソフトウェア特にミドルウェアについて説明する。 
14 回  コンピュータのソフトウェア特に開発言語について説明する。 
15 回  最近の情報技術の展開について説明する。 

準備学習 1 回 シラバスを確認し、講義のスケジュールを把握すること。 
2 回 日常使用するコンピュータでどのようなデータを交換しているか考えてお
くこと。 
3 回 数学的な基礎として、基数変換方法を復習すること。 
4 回 様々な基数での位取り記数法について復習すること。 
5 回 ビットの扱い方、指数表現について復習すること。 
6 回 マルチメディアについて教科書で調べておくこと。 
7 回 自分で所有している PC や、電気店の折り込み広告での PC のスペックと呼
ばれる値についてメモしておくこと。 
8 回 前回の CPU の説明を復習し、能⼒を最大に引き出す工夫を考えること。 
9 回 ⼈が扱うこと時にどのような利便性が必要か考えておくこと。 
10 回 「データを保存する」という言葉をどのような場面で使用するか気がつい
ておくこと。 
11 回 「データを読み込む」場面を調べておくこと。 
12 回 コンピュータの利便性とは何か？考えておくこと。 
13 回 コンピュータに必要な共通の機能は何か調べておくこと。 
14 回 コンピュータに仕事をさせるためには、何が必要か調べること。 
15 回 身の回りの最新の IT について疑問を持ち、その技術⾰新を調べること。 

 



年度 2012 
授業コード FSS2922 
成績評価 課題提出（３０％），期末試験（７０％）により評価する。 
曜日時限 火曜日 9・10 時限 
対象クラス SA(〜11),SB(〜11) 
見出し FSS2922 情報システム概論Ⅱ 
担当教員名 伊代野 淳 
単位数 2 
教科書 「ネットワーク利用の基礎」野口健一郎 サイエンス社 
アクティブラーニング  
キーワード LAN、インターネット、システム開発 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ネットワークとシステムという別の内容を扱うので，興味のある部分ない部分が

あるかもしれないが，必要な知識でありどちらも真剣に取り組んでほしい．スラ
イド形式を採用しているので，時によって枚数が多くなることがあったので，平
均化した． 

科目名 情報システム概論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「情報処理システム入門」浦 昭二・市川照久 サイエンス社 
授業形態 講義 
注意備考 大学のネットワークを使用して、コマンドの動作を確かめるなどの実習を行う。 

期末試験は期試験期間中に行い，試験形態は筆記である。 
シラバスコード FSS2922 
実務経験のある教員  
達成目標 ネットワークシステムの基盤技術ととシステム開発の考え方を説明できること。

また、情報システム構築の基本事項を習得すること。 
受講者へのコメント 概論としての性質から，浅く広い内容であったがよくついてきたと思う． 
連絡先 ７号館３階伊代野研究室 ０８６−２５６−１８４５  

iyono[atmark]@das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 予復習に取り組む⼈がいたことは，良かったと思う． 
英文科目名 Fundamental Information Systems II 
関連科目 順番は問わないが、情報システム概論１、情報システム１，２および応用情報シ

ステムの履修が望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 1 回の講義での情報量が多い様であり，工夫もするが，受講生の予復習を促す講

義内容としたい． 
講義目的 情報社会のインフラストラクチャとして発展を続ける情報システムとネットワ

ークシステムについて，システムの役割，構成，サービスについて講義する。さ
らに，情報システムの構築に必要なシステムの分析，及び情報システムの運用保



守について講義する。また，データベース，情報検索についても触れる。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  情報社会について説明する。 

2 回 情報システムについて説明する。 
3 回  インターネットサービスについて説明する。 
4 回  インターネットサービスのメカニズムについて説明する。 
5 回  インターネットサービスのメカニズムの多様性について説明する。 
6 回  インターネットサービスについて説明する。 
7 回  インターネットサービスの役割について説明する。 
8 回  インターネットサービスの仕組みについて説明する。 
9 回  インターネットを使用した実習をする。 
10 回  インターネットを使用したアクセスについて説明する。 
11 回  情報システム設計１：入出⼒設計 
12 回  情報システム設計２：データベース設計 
13 回  情報システム設計３：プロセス設計，プログラム開発 
14 回  情報システム設計４：テスト，運用・保守 
15 回  最近のシステム開発について 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習過程を把握しておくこと。 
2 回 身の回りの情報システムについて列挙し、その役割について調べておくこ
と。 
3 回 ネットワーク、デジタル通信のキーワードについて調べておくこと。 
4 回 データの符号化とマルチメディアデータについて調べておくこと。 
5 回 身近のネットワーク機器（携帯やケーブルテレビ）について調べておくこ
と。 
6 回 「プロトコル」という言葉の意味を調べておくこと。 
7 回 LAN（ローカルエリアネットワーク）という言葉について調べておくこと。 
8 回 「インターネット」で利用される経路制御とは何か調べておくこと。 
9 回 実際にネットワークを利用した、経路調査方法を実習するので PC の使用法
を復習しておくこと。 
10 回 電子メール、WWW のじっしゅうからセキュリティについて触れるので、
大学のネットワーク利用倫理規定などを事前に読んでおくこと。 
11 回 情報システム、コンピュータシステム等の言葉の定義を確認しておくこと。 
12 回 システム開発の流れを復習しておくこと。 
13 回 上流工程、下流工程、設計モデルについて復習しておくこと。 
14 回 システムの運用場面を想定するため、身の回りのシステムについて考えて
みること。 
15 回 最近のネットワークを含めたシステムの現状をレビューできるように経済
紙のテクノロジー欄などを読んでおくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSS3111 
成績評価 中間試験５０％、定期試験５０％ 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス SA(〜12) 
見出し FSS3111 微分積分学Ⅰ 
担当教員名 中島 惇＊ 
単位数 2 
教科書 基礎コース 微分積分 第２版/坂⽥定久・萬代武史・山原英男/学術図書 
アクティブラーニング  
キーワード 微分、合成関数の微分、テーラー展開、不定積分、定積分 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 ⿊板に書くことが多いので、もう少しゆっくりした進め方にし、受講生との対話

を多くしたいと思っています。またテキスト以上のことを望む受講生もいるの
で、テキスト以外の問題も解いてもらうことにします。 

科目名 微分積分学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSS3111 
実務経験のある教員  
達成目標 １．基本的な関数の微分、高次微分が求められること。 

２．関数の極値が求められること。 
３．関数のマクローリン展開ができること。 
４．基本的な関数の不定積分が計算できること。 
５．面積、体積、曲線の⻑さが計算できること。 

受講者へのコメント アンケート結果によると、かなり多くの受講生の方が「授業時間外の学習にしっ
かり取り組んでいる」ということなので、これからもより積極的に時間外学習に
取り組んでください。特に予習をしてくれば、講義の内容が良くわかります。質
問等も期待しています。 

連絡先 ２５号館７階非常勤講師室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講生の 60％ぐらいが 1 時間以上時間外学習をし、宿題や課題以外の学習に取
り組んでいる、という結果であったが、試験や問題演習の結果を見ると、理解で
きなかった部分の質問が少なすぎたと感じている。受講生の基礎学⼒の差が大き
いため、一部の受講生には少しハードであると思われるが、微分積分学の最低限
の基礎的な内容の講義を行わなければならないので、「1 回の講義量が多い」、「テ
キストが少し程度が高い」というようなアンケート結果は予想通りです。 



英文科目名 Calculus I 
関連科目 微分積分学 I 演習を必ず受講すること。 
次回に向けての改善変更予定 特にありません。 
講義目的 １変数関数の微分積分学の基礎を理解し、基本的な計算ができるようになること

を目的とする。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 数列、関数の極限及び逆三角関数について学習する。 

2 回 導関数の求め方について学習する。 
3 回 対数微分法及びパラメーター表示された関数の微分法について学習する。 
4 回 ロピタルの定理について学習する。 
5 回 導関数と関数の増減について学習する。 
6 回 平均値の定理について学習する。 
7 回 高次導関数とテーラーの定理について学習する。 
8 回 中間テストを実施し、その解説をする。 
9 回 不定積分について学習する。 
10 回 有理関数の不定積分について学習する。 
11 回 定積分と区分求積法について学習する。 
12 回 微分積分学の基本定理について学習する。 
13 回 広義積分について学習する。 
14 回 定積分による面積、体積の求め方について学習する。 
15 回 曲線の⻑さの求め方について学習する。 

準備学習 1 回 数列、関数の極限及び逆三角関数について予習すること。 
2 回 関数の極限を復習すること。 
3 回 多項式関数、三角関数、指数関数の微分を復習すること。 
4 回 対数微分法、パラメータ表示の関数の微分法を復習すること。 
5 回 導関数の求め方を復習すること。 
6 回 導関数の性質を理解しておくこと。 
7 回 平均値の定理の意味を理解しておくこと。 
8 回 今までに学習した微分について総復習すること。 
9 回 いろいろな関数の微分を復習すること。 
10 回 置換積分法、部分積分法を使えるようにしておくこと。 
11 回 いろいろな関数の不定積分ができるようにしておくこと。 
12 回 基本的な関数の定積分ができるようにしておくこと。 
13 回 不定積分と関数の極限を復習しておくこと。 
14 回 いろいろな関数の定積分が計算できるようにしておくこと。 
15 回 積分についての総復習を行うこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSS3112 
成績評価 中間試験５０％、定期試験５０％ 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス SA(〜12) 
見出し FSS3112 微分積分学Ⅱ 
担当教員名 中島 惇＊ 
単位数 2 
教科書 基礎コース 微分積分 第２版/坂⽥定久・萬代武史・山原英男/学術図書 
アクティブラーニング  
キーワード 偏微分、合成関数の偏微分、テーラー展開、２重積分、体積 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 高校での数学の学習状況に大きな差があり、満足している学生もいる反面、一部

の受講生には難しかったようである。講義のレベルはある程度保たねばならない
ので、すべての受講生が満足することは難しい。 

科目名 微分積分学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSS3112 
実務経験のある教員  
達成目標 １．基本的な関数の偏微分の計算ができること。 

２．合成関数の偏微分が求められること。 
３．２変数関数の極値が求められること。 
４．基本的な関数の２重積分の計算ができること。 
５．２重積分の積分変数の変換ができること。 

受講者へのコメント 受講態度、質問などの状況は良好であったと感じているので、今後もこのように
取り組んでほしい。 

連絡先 ２５号館７階非常勤講師室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 全体としてほぼ満足できる結果であるが、時間外学習を全くしなかった受講生が
25％ほどあったのが残念。 

英文科目名 Calculus II 
関連科目 微分積分学 II 演習を必ず受講すること。 
次回に向けての改善変更予定 ⿊板の見えにくさや板書などにはもう少し注意したい。 
講義目的 ２変数関数の微分積分学の基礎を理解し、基本的な計算できるようになることを

目的とする。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 ２変数関数の極限と微分について学習する。 
2 回 偏微分について学習する。 
3 回 合成関数の偏微分について学習する。（その１） 
4 回 合成関数の偏微分について学習する。（その２） 
5 回 ２変数関数についてのテーラーの定理について学習する。 
6 回 全微分と近似値について学習する。 
7 回 曲面の法線と接平面について学習する。 
8 回 ２変数関数の極値問題について学習する。 
9 回 中間試験とその解説をする。 
10 回 ２重積分について学習する。 
11 回 ２重積分の積分変数の変換について学習する。（その１） 
12 回 ２重積分の積分変数の変換について学習する。（その２） 
13 回 広義積分について学習する。 
14 回 ３重積分について学習する。 
15 回 体積と曲面積について学習する。 

準備学習 1 回 １変数関数の極限を復習しておくこと。 
2 回 １変数関数の微分を復習しておくこと。 
3 回 前回の講義の偏微分を復習しておくこと。 
4 回 合成関数の偏微分（その１）を復習しておくこと。 
5 回 ２回から４回までに学んだ偏微分を復習しておくこと。 
6 回 ２変数のマクローリン展開を復習しておくこと。 
7 回 ２変数の微分を復習しておくこと。 
8 回 ２変数関数の微分が関係する事項について復習しておくこと。 
9 回 ８回目までに学んだ２変数関数の微分について総復習しておくこと。 
10 回 １変数の定積分の定義を復習しておくこと。 
11 回 ２重積分を復習しておくこと。 
12 回 極座標について予習しておくこと。 
13 回 ２重積分と関数の極限について復習しておくこと。 
14 回 ２重積分を復習しておくこと。 
15 回 これまでの２重積分に関する事項を復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSS3121 
成績評価 主評価を定期試験の成績 90 点満点とし、中間小テストを 5 点満点及びレポート

を 5 点満点とし、総計 100 点満点中 60 点以上を合格の基準とする。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス SB(〜12) 
見出し FSS3121 微分積分学Ⅰ 
担当教員名 ⻄中 恒和＊ 
単位数 2 
教科書 坂⽥定久、萬代武史、山原英男共著 「微分積分」 学術図書出版社 
アクティブラーニング  
キーワード 関数、極限、微分 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 授業の進行が「早い」との意見と「遅い」との意見の両方が見られました。共に

教科書を利用して、自主的に対応してください。 
科目名 微分積分学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 主評価となる試験は定期試験期間中に行い、試験形態は筆記試験である。 
シラバスコード FSS3121 
実務経験のある教員  
達成目標 以下のことができるようになること 

１）極限値の概念が理解でき、数列及び関数の極限値を求めることができること 
２）初等関数（有理関数、三角関数、指数・対数関数）の導関数を求め、そのグ
ラフの概形を描けること 
３） 関数の高次導関数を利用してテイラー展開ができること。 

受講者へのコメント 講義は教科書に沿って行っています。教科書を利用して予習・復習に時間を使っ
てください。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 項目 A では授業時間外の学習時間が３０分以下の者が約６０％となっており、
授業時間外での学習時間は十分とはいえない。項目 B ではこの分野での理解、興
味関心等が深まったと感じていることが見てとれる一方で他分野との関連が分
からなかったと感じているようである。項目 C において、教員の意欲を感じたと
回答するものが８０％に達しているが、満足度、達成度は５０％程度である。 

英文科目名 Calculus I 
関連科目 微分積分学演習Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定 授業時間外での学習時間が十分課題ではないので、レポートを増やす等、授業時



間以外での学習を促したい。他分野との関連、例えば線形代数や物理との関連に
ついて少し注意を払いたい。満足度、達成度を向上させるためのには学⼒のばら
つきに対する配慮・工夫が必要とも考えられるが、学⼒別のクラス編成等が学習
効果の向上につながるとも考えにくい。満足度、達成度の向上を目指すよりも、
実際の学習達成度の向上に注意を払いたい。 

講義目的 高校課程でも扱われる基本的な関数の復習・確認からはじめ、数列の極限、関数
の極限と進み、微分法とその応用までの解説をする。関数、特に初等関数（有利
関数、三角関数、指数・対数関数）及びその微分の概念を理解し応用できるよう
になることを目指す 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義についてのオリエンテーションを行い、微積分が行われるステージで

ある実数について解説する。 
2 回 基本的な関数として有理関数、指数関数を取り上げ、説明する。 
3 回 基本的な関数として三角関数を取り上げ、説明する。 
4 回 ２項定理の利用方法と帰納法による証明について解説する。 
5 回 数列とその極限について解説する。 
6 回 逆関数について説明し、逆三角関数について解説する。 
7 回 関数の極限について解説する。 
8 回 導関数について解説し、簡単な関数の微分について説明する。 
9 回 基本的な関数とその微分について復習し、中間試験をする。 
10 回 導関数の性質について説明する。 
11 回 合成関数の微分について解説する。 
12 回 導関数の応用について解説する。 
13 回 高次導関数について解説する。 
14 回 関数の増減表の作り方ととグラフの概形の描き方を解説する。 
15 回 テーラー展開について解説し、講義のまとめをする。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習過程を把握しておくこと 
2 回 教科書の１章を読み、基本的な関数、有理関数、指数関数について予習して
おくこと 
3 回 教科書の１章を読み、基本的な関数、三角関数について予習しておくこと 
4 回 教科書の１章を読み、２項定理、帰納法について予習しておくこと 
5 回 教科書の２章を読み、数列の極限について予習しておくこと 
6 回 教科書の２章を読み、逆三角関数について予習しておくこと 
7 回 教科書の２章を読み、関数の極限について予習しておくこと 
8 回 教科書の２章を読み、連続関数、導関数について予習しておくこと 
9 回 これまでにやったことをよく復習しておくこと 
10 回 教科書の２章の微分の公式について予習しておくこと 
11 回 教科書の２章の合成関数の微分について予習しておくこと 
12 回 教科書の２章のロピタルの定理について予習しておくこと 
13 回 教科書の２章の高次導関数について予習しておくこと 
14 回 教科書の２章のグラフの概形について予習しておくこと 
15 回 科書の２章のテーラーの定理について予習し、これまでの復習をしておく



こと 
 



年度 2012 
授業コード FSS3122 
成績評価 主評価を定期試験の成績 90 点満点とし、中間小テストを 5 点満点及びレポート

を 5 点満点とし、総計 100 点満点中 60 点以上を合格の基準とする。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス SB(〜12) 
見出し FSS3122 微分積分学Ⅱ 
担当教員名 ⻄中 恒和＊ 
単位数 2 
教科書 坂⽥定久、萬代武史、山原英男共著 「微分積分」 学術図書出版社 
アクティブラーニング  
キーワード 積分、偏微分、多重積分、面積、体積 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 自由記述欄に特に記述なし。 
科目名 微分積分学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 主評価となる試験は定期試験期間中に行い、試験形態は筆記試験である。 
シラバスコード FSS3122 
実務経験のある教員  
達成目標 以下のことができるようになること、 

１）面積、定積分、不定積分の関係が理解でき、基本的な関数の不定積分、定積
分を求めることができること 
２）多変数関数の偏微分を計算でき、接平面の方程式を求めることができること 
３）多重積分を利用して曲面で囲まれた図形の体積を求めることができること 

受講者へのコメント 指示された宿題をこなす以外にも予習復習に時間をとってください。数学は積み
上げなので特に復習は必須です。本講義での配布プリントは教科書に準拠して作
成されています。最低限、教科書と付き合わせてプリントの内容を中心に復習す
ることが望まれます。特に、自分の弱点となっていると感じられる部分は時間を
かけて取り組んでください。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 項目 A において週あたりの学習時間を３０分以下とするものが約６０％となっ
ており、一方宿題など指示された課題に取り組んだが約７０％となっている。こ
のことから、宿題を指示することが自主学習につながると考えられる。また項目
A,B から講義内容を十分には習得できなかったと感じているものが約３０％近
くいることが窺える。 

英文科目名 Calculus II 



関連科目 微分積分学演習Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 所見で見たように、宿題を支持することが自主学習につながりそうであるので、

宿題を適宜指示していきたい。 
講義目的 前期「微分積分学Ⅰ」の知識を前提に、不定積分、定積分、偏微分、二重積分に

ついて講義を行う。原始関数、定積分及びその関係を理解し、曲線で囲まれた図
形の面積や曲面で囲まれた図形の体積を求めることができるようになることを
目指す。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 微分について復習し、原始関数と不定積分について解説する。 

2 回 部分積分法について解説する。 
3 回 置換積分法について解説する。 
4 回 有理関数の原始関数について一般論を解説する。 
5 回 定積分について説明し、原始関数を用いて求めることのできる定積分につ
いて解説する。 
6 回 様々な関数の定積分の計算について説明する。 
7 回 広義積分について解説する。 
8 回 定積分の応用としての曲線に囲まれた図形の面積の求め方について解説す
る。 
9 回 定積分について復習し、中間試験をする。 
10 回 定積分の応用として回転体の体積を求める方法について解説する。 
11 回 ２変数関数について説明し、その偏導関数について解説する。 
12 回 接平面と全微分について解説する。 
13 回 ２重積分について解説する。 
14 回 2 重積分を用いて求めることのできる体積について解説する。 
15 回 積分変数の変換について説明し、講義のまとめをする。 

準備学習 1 回 教科書３章を読み、不定積分について予習しておくこと 
2 回 教科書３章を読み、部分積分について予習しておくこと 
3 回 教科書３章を読み、置換積分について予習しておくこと 
4 回 教科書３章を読み、有理関数の原始関数について予習しておくこと 
5 回 教科書３章を読み、定積分と原始関数について予習しておくこと 
6 回 教科書３章を読み、定積分の計算を練習しておくこと 
7 回 教科書３章を読み、広義積分について予習しておくこと 
8 回 教科書３章を読み、曲線に囲まれた図形の面積の求め方について予習して
おくこと 
9 回 教科書３章を読み、回転体の体積の求め方について予習しておくこと 
10 回 教科書３章を読み、これまでやったことを復習しておくこと 
11 回 教科書４章を読み、偏導関数ついて予習しておくこと 
12 回 教科書４章を読み、接平面と全微分ついて予習しておくこと 
13 回 教科書５章を読み、２重積分ついて予習しておくこと 
14 回 教科書５章を読み、３重積分と体積の求め方ついて予習しておくこと 
15 回 教科書５章を読み、積分変数の変換ついて予習し、これまでの復習をして
おくこと 



 



年度 2012 
授業コード FSS3131 
成績評価 課題提出（３０％），定期試験（７０％）により評価する。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス SA(07〜11),SB(07〜11) 
見出し FSS3131 宇宙科学 
担当教員名 伊代野 淳 
単位数 2 
教科書 教養のための天文学講義／米山忠興／（丸善株式会社） 
アクティブラーニング  
キーワード 赤経、赤緯、天球座標、星座、太陽、月、ケプラーの法則、万有引⼒、超新星、

膨張宇宙、ブラックホール 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 楽しく講義を聴講できたが，計算のところ（後半）で難しいとの意見があった．

学生諸君には数学的，基礎物理的事前学習を徹底させ且つ教員は説明方法を改善
するという両方の努⼒が必要かもしれない． 
遅刻者の取り扱いで不満を持つ学生さんがいるが，遅刻者常習者は成績がよくな
い傾向であるとは把握している．また，出席者と同等の扱いはしていない． 

科目名 宇宙科学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ニューステージ 地学図表／／（浜島書店） 
授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験期間中に行い，試験形態は筆記試験とする。 
シラバスコード FSS3131 
実務経験のある教員  
達成目標 天体の位置、出没時刻、座標変換、万有引⼒による惑星運動の計算などが行える

こと。 
受講者へのコメント 「宇宙への関心が高まった」⼈には，講義でも言ったが毎日の夜空を眺め，星座

や星に親しんでほしい．特に教員を目指す⼈は，取り組んでもらいたい． 
連絡先 7 号館 3 階伊代野研究室 ０８６−２５６−９６０２ 

iyono[atmark]das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 毎回時間までに出席する学生が殆どである．一方水曜日１・２時限を理由に一部
遅刻者が目立った．授業開始時点で７割の出席率はよろしくないと思う． 

英文科目名 Space Science 
関連科目 地球科学Ⅰ、地球科学２の事前履修が望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 今年度は実習を行う機会があった．次年度も実習を入れたい． 
講義目的 天文学の基礎である天体の位置と運動や，惑星の運動を支配しているケプラーの

法則や万有引⼒の法則について講義する。また，現代宇宙科学の最近の成果と宇



宙の最新像について学ぶ。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  宇宙の尺度と膨張宇宙１・・・宇宙の尺度、宇宙の階層について説明する。 

2 回  宇宙の尺度と膨張宇宙２ ・・・膨張宇宙、星の生成について説明する。 
3 回  宇宙の尺度と膨張宇宙３・・・天体間の距離と密度、距離の決め方につい
て説明する。 
4 回  太陽系１・・・天体の見かけの運動について説明する。 
5 回  太陽系２・・・月と暦について説明する。 
6 回  太陽系３・・・惑星とケプラーの法則について説明する。 
7 回  太陽系４・・・惑星とケプラーの法則に基づく運動について説明する。 
8 回  星の光１・・・電磁波について説明する。 
9 回  星の光２・・・等級とスペクトルについて説明する。 
10 回  星の光３・・・HR 図とドップラー効果について説明する。 
11 回  星のエネルギー概説１・・・太陽と核反応について説明する。 
12 回  星のエネルギー概説２・・・恒星の寿命について説明する。 
13 回  星の進化と終焉概説・・・巨星への進化、超新星について説明する。 
14 回  星の進化と終焉概説・・・元素の起源、超新星とブラックホールについて
説明する。 
15 回  最近の宇宙科学の進展と話題について説明する。 

準備学習 1 回 シラバスを事前によく読み、学習過程を確認しておくこと。 
2 回 宇宙特有の単位や三角関数の復習をしておくこと。 
3 回 座標の扱い方、ベクトルの復習をしておくこと。 
4 回 三角関数の各種定理を復習しておくこと。 
5 回 われわれが使用している時間、四季、星座について調べておくこと。 
6 回 地球の自転について考えるので、遠心⼒などの⼒学の復習が必要である。 
7 回 万有引⼒についてについて復習しておくこと。 
8 回 光、電波など電磁波について、復習すること。 
9 回 星の明るさや色について復習をしておくこと。 
10 回 理科年表で色と明るさ（絶対等級)について調べること。 
11 回 物質の構成要素について復習しておくこと。 
12 回 前回のエネルギーについて復習しておくこと。 
13 回 エネルギー消費について復習しておくこと。 
14 回 宇宙の循環の仕組みについて復習しておくこと。 
15 回 近年の話題となっている天文現象、観測について調べておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSS3132 
成績評価 レポートないし小テスト(30%)、定期試験(70%)の結果を総合して評価する。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス SA(〜11),SB(〜11) 
見出し FSS3132 解析学Ⅱ 
担当教員名 ⻑渕 裕 
単位数 2 
教科書 ⽥島一郎 著・「解析入門」・岩波書店、配布資料 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「板書が速い」、「声が聞き取りにくい」との指摘がありました。改善すべく努め

たいと思います。 
科目名 解析学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 高木貞治 著・「解析概論」・岩波書店 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSS3132 
実務経験のある教員  
達成目標 1 変数関数、2 変数関数について微分(合成関数の微分、Taylor の定理の適用等)

および定積分、重積分の扱いに慣れ、基本的な計算ができる。 
受講者へのコメント 課題には積極的に取り組んでくれているようですが、課題以外の内容についても

自主的に学習してもらいたいと思います。 
連絡先 20 号館 5 階 ⻑渕研究室 nagabuti@das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 分野への理解・関心が深まったとの回答が 90％以上、目標達成については「達
成」、「だいたい達成」で 70％弱、満足度は「満足」、「ほぼ満足」で 60％と、比
較的良好であったと思うが、授業進行については「板書が速い」などの指摘もあ
り、今後改善に努めたい。 

英文科目名 Analysis II 
関連科目 解析学Ⅰを履修しておくこと。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 解析学Ⅰの知識をもとに、1 変数関数の微分法に関する諸定理、定積分の存在定

理を学んだ後、2 変数関数の微積分について学習する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 関数の極限について復習する。 

2 回 微分(1)：Rolle の定理、Taylor の定理について学ぶ。 



3 回 微分(2)：Taylor の定理と Taylor 級数について学ぶ。 
4 回 定積分(1)：定積分の存在定理について学ぶ。 
5 回 定積分(2)：微分積分学の基本定理について学ぶ。 
6 回 平面の位相について学ぶ。 
7 回 2 変数関数の極限とその性質について学ぶ。 
8 回 2 変数連続関数とその性質について学ぶ。 
9 回 偏微分、全微分について学ぶ。 
10 回 合成関数の微分と Taylor の定理(1)について学ぶ。 
11 回 合成関数の微分と Taylor の定理(2)について学ぶ。 
12 回 陰関数定理について学ぶ。 
13 回 重積分(1) 
14 回 重積分(2) 
15 回 問題演習を行う。 

準備学習 1 回 解析学Ⅰで学んだことを復習しておくこと。 
2 回 第 1 回の講義内容を復習しておくこと。 
3 回 関数の連続性、Cauchy 列について復習しておくこと。 
4 回 実数の連続性について復習しておくこと。 
5 回 第 4 回の講義内容を復習しておくこと。 
6 回 第 5 回の講義内容を復習しておくこと。 
7 回 第 5、6 回の講義内容を復習しておくこと。 
8 回 第 7 回の講義内容を復習しておくこと。 
9 回 第 7、8 回の講義内容を復習しておくこと。 
10 回 第 9 回の講義内容および 1 変数関数の Taylor の定理について復習してお
くこと。 
11 回 第 10 回の講義内容を復習しておくこと。 
12 回 第 8、10 回の講義内容を復習しておくこと。 
13 回 第 12 回の講義内容を復習しておくこと。 
14 回 第 13 回の講義内容を復習しておくこと。 
15 回 第 13、14 回の講義内容を復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSS3141 
成績評価 課題提出(50 点)と定期試験(50 点)で評価を行う。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス SA(〜10),SB(〜10) 
見出し FSS3141 ネットワークとセキュリティーⅠ 
担当教員名 森 嘉久 
単位数 2 
教科書 適宜必要ならば資料を配布する 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 パソコンが古いため、講義についていけないとの指摘を受けました。 

パソコンは時間の経過とともに遅くなりますので定期的に買い替えが必要です
が、予算の関係で毎年 5 台程度新しいものに変更することにしております。 
新しいパソコンは教壇近くに配置するようにしていますので、ぜひ早く来て前の
パソコンを選んでください。 

科目名 ネットワークとセキュリティーⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 谷口 功著・「ネットワークセキュリティ」（オーム社） 
授業形態 講義 
注意備考 メールや Web を利用して出席や課題提出を行う。 
シラバスコード FSS3141 
実務経験のある教員  
達成目標 コンピュータネットワークの基礎や原理を学習することにより、セキュリティー

の重要性を理解させる。 
受講者へのコメント 教科書を指定していませんので毎回の課題や講義が大切です。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 暗号理論を中心に講義と実習を進めました。 
プリントを配布しながらの講義でしたが割と積極的に受講してくれたようです。 

英文科目名 Networks and Security I 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 セキュリティーの科目なので出来るだけ新しい内容を題材に講義を進めていき

ます。 
講義目的 コンピュータネットワークをはじめとする各種インターネットシステムは便利

なツールではあるが、これを安心して使えるようにするためにはセキュリティ技
術が必要不可欠である。本講義ではネットワーク上での危険性とその対抗策を取
り扱うネットワークセキュリティについて学習する。また中心的な役割を果たす



暗号方式について、その仕組みを概説する。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション 

2 回  電子メールに潜む危険について学習する 
3 回  インターネットでやり取りする情報を守る暗号化について学習する 
4 回  インターネットでやり取りする情報を守る認証について学習する 
5 回  安全なオンラインショッピングについて学習する 
6 回  インターネットからの侵入攻撃を防ぐ対策について学習する 
7 回  ファイアウォールの仕組みについて学習する 
8 回  安全なリモートアクセスについて学習する 
9 回  ネットワーク同士の接続について学習する 
10 回  ネットワークセキュリティ環境について学習する 
11 回  代表的な暗号方式について学習する 
12 回  暗号方式の基礎について学習する 
13 回  公開鍵暗号方式について学習する 
14 回  近代暗号の誕生について学習する 
15 回  暗号機械の誕生について学習する 

準備学習 1 回  特になし 
2 回  電子メールに関する問題点を考えておく 
3 回  暗号化について考えておく 
4 回  認証について考えておく 
5 回  オンラインショッピングの問題点 
6 回  侵入攻撃について考えておく 
7 回  ファイアフォールについて考えておく 
8 回  リモートアクセスについて考えておく 
9 回  ネットワーク接続について考えておく 
10 回  セキュリティー環境について考えておく 
11 回  暗号方式について考えておく 
12 回  暗号方式の数学的基礎について考えておく 
13 回  公開鍵暗号について考えておく 
14 回  近代暗号について考えておく 
15 回  暗号機械について考えておく 

 



年度 2012 
授業コード FSS3142 
成績評価 課題提出(50 点)と定期試験(50 点)で評価を行う。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス SA(〜10),SB(〜10) 
見出し FSS3142 ネットワークとセキュリティーⅡ 
担当教員名 森 嘉久 
単位数 2 
教科書 適宜必要ならば資料を配布する 
アクティブラーニング  
キーワード サーバー、セキュリティー 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 講義には楽しみながら取り組んでいただきたい。 
科目名 ネットワークとセキュリティーⅡ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 谷口 功著・「ネットワークセキュリティ」（オーム社） 
授業形態 講義 
注意備考 ネットワークとセキュリティー（１）を履修しておくことが望ましい。メールに

よる出席や課題提出を行っている。 
シラバスコード FSS3142 
実務経験のある教員  
達成目標 ネットワークの構築やセキュリティーを理解するため、実際に各自が Linux サー

バーを運用しながらその技術など修得する。 
受講者へのコメント 実習で得た知識を忘れずに、日ごろからセキュリティーについて考えていただき

たい。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ネットワークのセキュリティーを理解するために実技を取り入れた実習方式で
講義を進めたので、多少難しい内容であるにもかかわらずそれなりに理解度と満
足度が得られたと思われる。 

英文科目名 Networks and Security II 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 遅いパソコンがあるので順次新しいものに更新していく 
講義目的 情報ネットワークを構築または利用する上で基礎となる諸概念について階層化

アーキテクチャに沿って学ぶ。特に LAN やインターネットで利用されている
TCP／IP を詳しく学び、電子メールや WWW などの主要アプリケーションの仕
組みを理解する 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション 



2 回  ネットワークにおけるセキュリティ被害について学習する 
3 回  LinuxCD（KNOPPIX）の作製について学習する 
4 回  ユーザー管理とパスワードの重要性について学習する 
5 回  パーミッションの設定について学習する 
6 回  ポート番号とファイアウォールについて学習する 
7 回  Telnet と ssh について学習する 
8 回  FTP と RCP,SCP について学習する 
9 回  ファイルサーバー（samba と WebDAV）について学習する 
10 回  www サーバー（apache）について学習する 
11 回  HP の運用と管理（CGI,SSI,PHP）について学習する 
12 回  メールサーバー（sendmail と webmail）について学習する 
13 回  log の観察と解析について学習する 
14 回  サーバーの設定について学習する 
15 回  サーバー管理について学習する 

準備学習 1 回  特になし 
2 回  セキュリティー被害について考えておく 
3 回  Linux について調べておく 
4 回  パスワードの重要性について考えておく 
5 回  パーミッションについて調べておく 
6 回  ポート番号について調べておく 
7 回  ssh について調べておく 
8 回  SCP について調べておく 
9 回  ファイルサーバーについて考えておく 
10 回  www サーバーについて考えておく 
11 回  HP 運用について考えておく 
12 回  メールサーバーについて考えておく 
13 回  log 観察について考えておく 
14 回  サーバーの設定について調べておく 
15 回  サーバー管理について考えておく 

 



年度 2012 
授業コード FSS3311 
成績評価 小テスト５０％、定期試験５０％ 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス SA(〜12) 
見出し FSS3311 微分積分学演習Ⅰ 
担当教員名 中島 惇＊ 
単位数 2 
教科書 基礎コース 微分積分 第２版/坂⽥定久・萬代武史・山原英男/学術図書 
アクティブラーニング  
キーワード 微分、合成関数の微分、テーラー展開、不定積分、定積分 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 テキスト以外の問題を希望している受講生もいるので、もう少し難しい問題も提

供したいと思っています。 
科目名 微分積分学演習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード FSS3311 
実務経験のある教員  
達成目標 １変数関数の微分積分学についての基本的な問題が解けることを目標とする。 
受講者へのコメント アンケート結果によると、かなり多くの受講生の方が「授業時間外の学習にしっ

かり取り組んでいる」ということなので、これからもより積極的に時間外学習に
取り組んでください。テキストにある演習問題は全部解いてみるぐらいの気持ち
で取り組んでください。 

連絡先 ２５号館７階非常勤講師室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講生の 60％ぐらいが 1 時間以上時間外学習をし、宿題や課題以外の学習に取
り組んでいる、という結果であったが、試験や問題演習の結果を見ると、理解で
きなかった部分の質問が少なすぎたと感じている。受講生の基礎学⼒の差が大き
いため、一部の受講生には少しハードであると思われるが、微分積分学の最低限
の基礎的な内容の講義を行わなければならないので、「1 回の講義量が多い」、「テ
キストが少し程度が高い」というようなアンケート結果は予想通りです。 

英文科目名 Exercises of Calculus I 
関連科目 微分積分学 I を必ず履修のこと。 
次回に向けての改善変更予定 特にありません。 
講義目的 具体的な問題を通して、微分積分学 I の講義内容の理解を高めることを目的と

する。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 微分積分学 I の各回の授業内容に対応する教科書にある問題を練習しておくこ

ととする。 
 



年度 2012 
授業コード FSS3312 
成績評価 小テスト５０％、定期試験５０％ 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス SA(〜12) 
見出し FSS3312 微分積分学演習Ⅱ 
担当教員名 中島 惇＊ 
単位数 2 
教科書 基礎コース 微分積分 第２版/坂⽥定久・萬代武史・山原英男/学術図書 
アクティブラーニング  
キーワード 偏微分、合成関数の偏微分、テーラー展開、２重積分、体積 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 高校での数学の学習状況に大きな差があり、満足している学生もいる反面、一部

の受講生には難しかったようである。講義のレベルはある程度保たねばならない
ので、すべての受講生が満足することは難しい。 

科目名 微分積分学演習Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード FSS3312 
実務経験のある教員  
達成目標 ２変数関数の微分積分学についての基本的な問題が解けることを目標とする。 
受講者へのコメント 受講態度、質問などの状況は良好であったと感じているので、今後もこのように

取り組んでほしい。 
連絡先 ２５号館７階非常勤講師室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 全体としてほぼ満足できる結果であるが、時間外学習を全くしなかった受講生が
25％ほどあったのが残念。 

英文科目名 Exercises of Calculus II 
関連科目 微分積分学 II を必ず履修すること。 
次回に向けての改善変更予定 ⿊板の見えにくさや板書などにはもう少し注意したい。 
講義目的 具体的な問題を通して、微分積分学 II の講義内容の理解を高めることを目的と

する 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 微分積分学 II の各回の授業内容に対応する教科書にある問題を練習しておくこ

ととする。 
 



年度 2012 
授業コード FSS3321 
成績評価 主評価を定期試験の成績 90 点満点とし、中間小テストを 5 点満点及びレポート

を 5 点満点とし、総計 100 点満点中 60 点以上を合格の基準とする。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス SB(〜12) 
見出し FSS3321 微分積分学演習Ⅰ 
担当教員名 ⻄中 恒和＊ 
単位数 2 
教科書 坂⽥定久、萬代武史、山原英男共著 「微分積分」 学術図書出版社 
アクティブラーニング  
キーワード 関数、極限、微分 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 授業の進行が「早い」との意見と「遅い」との意見の両方が見られました。共に

教科書を利用して、自主的に対応してください。 
科目名 微分積分学演習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 演習 
注意備考 主評価となる試験は定期試験期間中に行い、試験形態は筆記試験である。 
シラバスコード FSS3321 
実務経験のある教員  
達成目標 微分積分学Ⅰの演習である。以下のことができるようになること 

１）極限値の概念が理解でき、数列及び関数の極限値を求めることができること 
２）初等関数（有理関数、三角関数、指数・対数関数）の導関数を求め、そのグ
ラフの概形を描けること 
３） 関数の高次導関数を利用してテイラー展開ができること 

受講者へのコメント 講義は教科書に沿って行っています。教科書を利用して予習・復習に時間を使っ
てください 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 項目 A では授業時間外の学習時間が３０分以下の者が約６０％となっており、
授業時間外での学習時間は十分とはいえない。項目 B ではこの分野での理解、興
味関心等が深まったと感じていることが見てとれる一方で他分野との関連が分
からなかったと感じているようである。項目 C において、教員の意欲を感じたと
回答するものが８０％に達しているが、満足度、達成度は５０％程度である。 

英文科目名 Exercises of Calculus I 
関連科目 微分積分学Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定 授業時間外での学習時間が十分課題ではないので、レポートを増やす等、授業時



間以外での学習を促したい。他分野との関連、例えば線形代数や物理との関連に
ついて少し注意を払いたい。満足度、達成度を向上させるためのには学⼒のばら
つきに対する配慮・工夫が必要とも考えられるが、学⼒別のクラス編成等が学習
効果の向上につながるとも考えにくい。満足度、達成度の向上を目指すよりも、
実際の学習達成度の向上に注意を払いたい。 

講義目的 微分積分学Ⅰの演習である。高校課程でも扱われる基本的な関数の復習・確認か
らはじめ、数列の極限、関数の極限と進み、微分法とその応用までの講義を行う。
関数、特に初等関数（有利関数、三角関数、指数・対数関数）及びその微分の概
念を理解し応用できるようになることを目指す。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義についてのオリエンテーションを行い、微積分が行われるステージで

ある実数について解説する。 
2 回 基本的な関数として有理関数、指数関数を取り上げ、説明する。 
3 回 基本的な関数として三角関数を取り上げ、説明する。 
4 回 ２項定理の利用方法と帰納法による証明について解説する。 
5 回 数列とその極限について解説する。 
6 回 逆関数について説明し、逆三角関数について解説する。 
7 回 関数の極限について解説する。 
8 回 導関数について解説し、簡単な関数の微分について説明する。 
9 回 基本的な関数とその微分について復習し、中間試験をする。 
10 回 導関数の性質について説明する。 
11 回 合成関数の微分について解説する。 
12 回 導関数の応用について解説する。 
13 回 高次導関数について解説する。 
14 回 関数の増減表の作り方ととグラフの概形の描き方を解説する。 
15 回 テーラー展開について解説し、講義のまとめをする。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習過程を把握しておくこと 
2 回 教科書の１章を読み、基本的な関数、有理関数、指数関数について予習して
おくこと 
3 回 教科書の１章を読み、基本的な関数、三角関数について予習しておくこと 
4 回 教科書の１章を読み、２項定理、帰納法について予習しておくこと 
5 回 教科書の２章を読み、数列の極限について予習しておくこと 
6 回 教科書の２章を読み、逆三角関数について予習しておくこと 
7 回 教科書の２章を読み、関数の極限について予習しておくこと 
8 回 教科書の２章を読み、連続関数、導関数について予習しておくこと 
9 回 これまでにやったことをよく復習しておくこと 
10 回 教科書の２章の微分の公式について予習しておくこと 
11 回 教科書の２章の合成関数の微分について予習しておくこと 
12 回 教科書の２章のロピタルの定理について予習しておくこと 
13 回 教科書の２章の高次導関数について予習しておくこと 
14 回 教科書の２章のグラフの概形について予習しておくこと 
15 回 教科書の２章のテーラーの定理について予習し、これまでのことを復習し



ておくこと 
 



年度 2012 
授業コード FSS3322 
成績評価 主評価を定期試験の成績 90 点満点とし、中間小テストを 5 点満点及びレポート

を 5 点満点とし、総計 100 点満点中 60 点以上を合格の基準とする。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス SB(〜12) 
見出し FSS3322 微分積分学演習Ⅱ 
担当教員名 ⻄中 恒和＊ 
単位数 2 
教科書 微分積分/ 坂⽥定久、萬代武史、山原英男共著/ 学術図書出版社 
アクティブラーニング  
キーワード 積分、偏微分、多重積分、面積、体積 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「ほとんどわかりませんでした」：自宅等での自主学習に時間を使うとともに、

まず、演習時間に集中して問題に取り組み、分からない部分は質問し、学習ポイ
ントのアドバイスを受けてください。 

科目名 微分積分学演習Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 演習 
注意備考 主評価となる試験は定期試験期間中に行い、試験形態は筆記試験である。 
シラバスコード FSS3322 
実務経験のある教員  
達成目標 微分積分学Ⅱの演習である。以下のことができるようになること、 

１）面積、定積分、不定積分の関係が理解でき、基本的な関数の不定積分、定積
分を求めることができること 
２）多変数関数の偏微分を計算でき、接平面の方程式を求めることができること 
３）多重積分を利用して曲面で囲まれた図形の体積を求めることができること 

受講者へのコメント 指示された宿題をこなす以外にも予習復習に時間をとってください。数学は積み
上げなので特に復習は必須です。本演習での配布プリントは講義の内容及び教科
書に準拠して作成されています。最低限、教科書と付き合わせてプリントの内容
を中心に復習することが望まれます。特に、自分の弱点となっていると感じられ
る部分は時間をかけて取り組んでください。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 項目 A において週あたりの学習時間を３０分以下とするものが約６０％となっ
ており、一方宿題など指示された課題に取り組んだが約７０％となっている。こ
のことから、宿題を指示することが自主学習につながると考えられる。また項目
A,B から講義内容を十分には習得できなかったと感じているものが約３０％近
くいることが窺える。以上は、本演習に先立つ講義科目の結果とほぼ同様の結果



を示しているが、演習のみを受講している上級生が結果を若干良いものとしたと
考えられる。 

英文科目名 Exercises of Calculus II 
関連科目 微分積分学Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 所見で見たように、宿題を支持することが自主学習につながりそうであるので、

宿題を適宜指示していきたい。 
講義目的 微分積分学Ⅱの演習である。前期「微分積分学Ⅰ」の知識を前提に、不定積分、

定積分、偏微分、二重積分について講義を行う。原始関数、定積分及びその関係
を理解し、曲線で囲まれた図形の面積や曲面で囲まれた図形の体積を求めること
ができるようになることを目指す。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 微分について復習し、原始関数と不定積分について解説する。 

2 回 部分積分法について解説する 
3 回 置換積分法について解説する。 
4 回 有理関数の原始関数について一般論を解説する 
5 回 定積分について説明し、原始関数を用いて求めることのできる定積分につ
いて解説する。 
6 回 様々な関数の定積分の計算について説明する。 
7 回 広義積分について解説する。 
8 回 定積分の応用としての曲線に囲まれた図形の面積の求め方について解説す
る。 
9 回 定積分について復習し、中間試験をする。 
10 回 定積分の応用として回転体の体積を求める方法について解説する。 
11 回 ２変数関数について説明し、その偏導関数について解説する。 
12 回 接平面と全微分について解説する。 
13 回 ２重積分について解説する。 
14 回 2 重積分を用いて求めることのできる体積について解説する。 
15 回 積分変数の変換について説明し、講義のまとめをする。 

準備学習 1 回 教科書３章を読み、不定積分について予習しておくこと。 
2 回 教科書３章を読み、部分積分について予習しておくこと。 
3 回 教科書３章を読み、置換積分について予習しておくこと。 
4 回 教科書３章を読み、有理関数の原始関数について予習しておくこと。 
5 回 教科書３章を読み、定積分と原始関数について予習しておくこと。 
6 回 教科書３章を読み、定積分の計算を練習しておくこと。 
7 回 教科書３章を読み、広義積分について予習しておくこと。 
8 回 教科書３章を読み、曲線に囲まれた図形の面積の求め方について予習して
おくこと。 
9 回 教科書３章を読み、回転体の体積の求め方について予習しておくこと。 
10 回 教科書３章を読み、これまでやったことを復習しておくこと。 
11 回 教科書４章を読み、偏導関数ついて予習しておくこと。 
12 回 教科書４章を読み、接平面と全微分ついて予習しておくこと。 
13 回 教科書５章を読み、２重積分ついて予習しておくこと。 



14 回 教科書５章を読み、３重積分と体積の求め方ついて予習しておくこと。 
15 回 教科書５章を読み、積分変数の変換ついて予習し、これまでの復習をして
おくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSS3331 
成績評価 中間試験（４０％）、期末試験（６０％）により評価する。授業態度によっては、

点数を加減点することがある。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス SA(〜11),SB(〜11) 
見出し FSS3331 線形代数学Ⅲ 
担当教員名 横川 賢二 
単位数 2 
教科書 １年次の講義科目「線形代数学Ⅰ、Ⅱ」で使用した教科書を引き続き使用する。 
アクティブラーニング  
キーワード 線形代数、線形空間、線形写像、固有値、固有ベクトル、対角化 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特になし 
科目名 線形代数学Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 超初心者向けには、石村園子著・「すぐわかる線形代数」・東京図書 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSS3331 
実務経験のある教員  
達成目標 １．抽象的な概念である線形空間と線形写像を扱えるようになること。 

２．一般的な内積を扱えるようになること。 
３．固有値と固有ベクトルを用いて、簡単な行列の対角化を扱えるようになるこ
と。 

受講者へのコメント 特になし 
連絡先 mdas_yoko＠das.ous.ac.jp 送信時は「＠」を「@」に変更すること。 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし 
英文科目名 Linear Algebra III 
関連科目 １年次の講義科目「線形代数学Ⅰ、Ⅱ」を理解していることが必修である。また、

演習書を有効に活用し、予習復習を行うこと。 
次回に向けての改善変更予定 特になし 
講義目的 線形代数学は理工学、情報科学全般において不可欠の知識となっている。１年次

の線形代数学Ⅰ、Ⅱに引き続き、より高度な線形代数学について講義する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  線形空間について復習する。 

2 回  線形写像について、講義する。 
3 回  線形写像と表現行列（１）について講義する。 



4 回  線形写像と表現行列（２）について講義する。 
5 回  内積（１）について講義する。 
6 回  内積（２）について講義する。 
7 回  ユニタリー行列、直行行列（１）について講義する。 
8 回  ユニタリー行列、 直行行列（２）について講義する。 
9 回  中間試験と簡単な解説を行う。 
10 回  固有値と固有ベクトル（１）について講義する。 
11 回  固有値と固有ベクトル（２）について講義する。 
12 回  行列の対角化（１）について講義する。 
13 回  行列の対角化（２）について講義する。 
14 回  行列の対角化（３）について講義する。 
15 回  行列の対角化（４）について講義する。 

準備学習 1 回 １年生の時、習った線形代数の内容を復習しておくこと。とくに、１次独
立、１次従属は理解しておくこと。 
2 回 線形写像について、事前に勉強しておくこと。 
3 回  第２回の内容を復習しておくこと。 
4 回  第３回の内容を復習しておくこと。 
5 回  第４回の内容を復習しておくこと。 
6 回  第５回の内容を復習しておくこと。 
7 回  第６回の内容を復習しておくこと。 
8 回  第７回の内容を復習しておくこと。 
9 回 今までの内容を復習しておくこと。 
10 回  中間試験問題は 解けるようにしておくこと。 
11 回  第１０回の内容を復習しておくこと。 
12 回  第１１回の内容を復習しておくこと。 
13 回  第１２回の内容を復習しておくこと。 
14 回  第１３回の内容を復習しておくこと。 
15 回  第１４回の内容を復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSS3332 
成績評価 中間試験（４０％）、期末試験（６０％）により評価する。授業態度によっては、

点数を加減点することがある。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス SA(〜11),SB(〜11) 
見出し FSS3332 線形数理 
担当教員名 横川 賢二 
単位数 2 
教科書 講義中に適宜紹介する。 
アクティブラーニング  
キーワード アルゴリズム、連立１次方程式、行列式、平面、直線 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 線形数理 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 １年次の講義科目「線形代数学Ⅰ、Ⅱ」で使用した教科書。又、講義中に適宜紹

介する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSS3332 
実務経験のある教員  
達成目標 １．論理、真理表の取り扱い方を修得する。 

２．アルゴリズムの取り扱い方を修得する。 
３．線形代数学Ⅰ、Ⅱ、Ⅲで学んだ事のアルゴリズム化ができるようになる。 
４．直線、平面を取り扱うことができるようになる。 

受講者へのコメント  
連絡先 mdas_yoko＠das.ous.ac.jp 送信時は「＠」を「@」に変更すること。 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Linear Algebra and Algorithm 
関連科目 講義科目「線形代数学Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ」を理解している事が必修である。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 線形代数学で学んできた事柄の応用を講義する予定である。集合と論理からはじ

め、アルゴリズムとフローチャートについて解説する。特に、連立１次方程式の
解法、行列式、逆行列のアルゴリズムについて解説する。さらに、空間における
「直線、平面」について述べる予定である。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  集合と論理について講義する。（１） 



2 回  集合と論理について講義する。（２） 
3 回  集合と論理について講義する。（３） 
4 回  計算機で扱うデータについて講義する。 
5 回  アルゴリズムとフローチャートについて講義する。（１） 
6 回  アルゴリズムとフローチャートについて講義する。（２） 
7 回  Newton 法について講義する。 
8 回  中間試験と簡単な解説（又はレポート課題と解き方について）を行う。 
9 回  行列式を求めるアルゴリズムについて講義する。（１） 
10 回  行列式を求めるアルゴリズムについて講義する。（２） 
11 回  連立１次方程式の解法のアルゴリズムについて講義する。 
12 回  空間内における直線と平面について講義する。（１） 
13 回  空間内における直線と平面について講義する。（２） 
14 回  空間内における直線と平面について講義する。（３） 
15 回  空間内における直線と平面について講義する。（４） 

準備学習 1 回  数学要論で学習した、集合の所を復習しておくこと。 
2 回  数学要論で学習した、集合の所を復習しておくこと。 
3 回  第１、２回の復習をしておくこと。 
4 回  計算機で扱うデータにはどのようなものがあるか考えておくこと。 
5 回  第４回までの復習をしておくこと。 
6 回  第５回の復習をしておくこと。 
7 回  第６回の復習をしておくこと。。 
8 回  第７回までの復習をして試験に備えること 
9 回  線形代数学Ⅰ、Ⅱで学んだ行列式の定義及び性質を復習しておくこと。 
10 回  第９回の復習をしておくこと。 
11 回  線形代数学Ⅰ、Ⅱで学んだ連立方程式の解法、特に基本変形について復習
しておくこと。 
12 回  高等学校で学んだ、ベクトル、直線、平面について復習しておくこと。 
13 回  第１２回の復習をしておくこと。 
14 回  第１３回の復習をしておくこと。 
15 回  第１４回の復習をしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSS3341 
成績評価 課題提出(20 点)，中間試験(40 点)，定期試験(40 点)などで評価を行う。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス SA(〜10),SB(〜10) 
見出し FSS3341 物理化学Ⅱ 
担当教員名 森 嘉久 
単位数 2 
教科書 小島和夫著・「やさしい化学熱⼒学入門」 講談社サイエンティフィク 
アクティブラーニング  
キーワード 熱⼒学の第一法則、熱⼒学の第二法則、エントロピー、圧⼒・温度・体積 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 板書が分かりやすかったとの評価を受けました。 
科目名 物理化学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 宮崎栄三著・「大学生のための化学熱⼒学」 裳華房 
授業形態 講義 
注意備考 物理化学Ⅰを履修しておくことが望ましい。メールによる出席や課題提出を行っ

ている。 
シラバスコード FSS3341 
実務経験のある教員  
達成目標 熱⼒学の基礎を十分理解し、熱⼒学の基本である第一法則と第二法則を身につけ

ることを目標とする 
受講者へのコメント 計算機室での講義ですので OHC や PC を使用した板書となります。 

すぐにページが変わるためついていけないこともあるかもしれませんが頑張っ
てください。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 これまで学習していない熱⼒学の講義のため難しいところもあったかもしれま
せんが、割と積極的に受講していたように思います。 

英文科目名 Physical Chemistry II 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 計算機室での講義なのでもう少し PC を活用したいと考えています。 
講義目的 熱⼒学はエネルギーの変換、エネルギーの出入りによって進行するあらゆるプロ

セスを扱う基礎科学である。エネルギーの変換についてはいかにすれば最大限に
有効に利用できるか、省エネルギーの限界はどこにあるのか、どのように決める
のかというのが鍵であり、エネルギー環境問題の問題でもある。そのようなこと
を念頭に置きながら、熱⼒学の基礎を分かりやすく講義し、熱⼒学の体系を把握
させることを目的とする 



対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーションをおこなう 

2 回  圧⼒について学習する 
3 回  温度について学習する 
4 回  体積について学習する 
5 回  PVT の関係について学習する 
6 回  エネルギーと仕事と熱について学習する 
7 回 これまでの復習を行う 
8 回  熱⼒学の第一法則について学習する 
9 回  エンタルピーについて学習する 
10 回  等温プロセスと断熱プロセスについて学習する 
11 回  熱⼒学の第二法則について学習する 
12 回  エントロピー増大の原理について学習する 
13 回  エントロピーから自由エネルギーについて学習する 
14 回  エネルギーの有効利用率について学習する 
15 回  コージェネレーションについて学習する 

準備学習 1 回  特になし 
2 回  圧⼒について調べておく 
3 回  温度について調べておく 
4 回  体積について調べておく 
5 回  圧⼒・温度・体積の関係について調べておく 
6 回  エネルギーと仕事について調べておく 
7 回  これまでのことを復習しておく 
8 回  熱⼒学の第一法則について調べておく 
9 回  エンタルピーについて調べておく 
10 回  等温プロセスと断熱プロセスについて調べておく 
11 回  熱⼒学の第二法則について調べておく 
12 回  エントロピー増大の原理について調べておく 
13 回  自由エネルギーについて調べておく 
14 回  エネルギーの有効利用率について調べておく 
15 回  コージェネレーションについて調べておく 

 



年度 2012 
授業コード FSS3342 
成績評価 課題提出(20%)、課題発表(30%)と試験の得点(50%)をあわせて評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス SA(08〜11),SB(08〜11) 
見出し FSS3342 現代教育Ⅰ 
担当教員名 曽我 雅比児 
単位数 2 
教科書 使用せず、必要な資料は講義時に配付する。 
アクティブラーニング  
キーワード 教育改⾰、中央教育審議会、教育振興基本計画 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 厳しい指摘もありますが、反省材料にさせていただいています。 
科目名 現代教育Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 ４年生の卒業研究を現代教育学研究室（曽我、中島）で行いたい⼈は必ず受講す

ること。 
シラバスコード FSS3342 
実務経験のある教員  
達成目標 ・わが国の教育政策の形成過程において中央教育審議会の答申が大きな役割を果

たしていることを理解する。 
・中央教育審議会の構成と機能について正しい理解を獲得する。 
・最近の教育改⾰の特徴と方向を理解する。 

受講者へのコメント 私自身良い学生ではありませんでしたので、教師目線で偉そうなことは言いたく
ありません。 
自分の好きなことを見つけるためにいろいろと体験してください。 

連絡先 14 号館４階 曽我研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 おおむね妥当な評価と思います。大変参考になります。 
英文科目名 Matters of Contemporary Education I 
関連科目 「教育基礎論」、「現代教育Ⅱ」 
次回に向けての改善変更予定 ご指摘の点を踏まえて努⼒・工夫します。 
講義目的 最近の中央教育審議会の答申を読み、教育改⾰の動向と構造を理解する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーションをする。 

2 回  「教育振興基本計画について」（平成 20 年４月）を説明する。 
3 回  「教育振興基本計画について」を考察する。 



4 回  「幼・小・中・高の学習指導要領の改善について」（平成 20 年１月）を説
明する。 
5 回 「幼・小・中・高の学習指導要領の改善について」を考察する。 
6 回 「新しい時代の義務教育を創造する」（平成 17 年 10 月）を説明する。 
7 回  「新しい時代の義務教育を創造する」を考察する。 
8 回  「今後の教員養成・免許制度の在り方について｝（平成 18 年７月）を説明
する。 
9 回  「今後の教員養成・免許制度の在り方について｝を考察する。 
10 回  「教育基本法の改正を受けて緊急に必要とされる教育制度の改正につい
て」（平成 19 年３月）を説明する。 
11 回  「教育基本法の改正を受けて緊急に必要とされる教育制度の改正につい
て」を考察する。 
12 回  「教育基本法の改正を受けて緊急に必要とされる教育制度の改正につい
て」議論する。 
13 回  「次代を担う自立した⻘少年の育成に向けて」（平成 19 年１月）を説明
する。 
14 回  「次代を担う自立した⻘少年の育成に向けて」を考察する。 
15 回  「次代を担う自立した⻘少年の育成に向けて」議論する。 

準備学習 1 回 中央教育審議会について調べておくこと。 
2 回  配布プリントを読み、課題に答えておくこと。 
3 回  配布プリントを読み、課題に答えておくこと。 
4 回  配布プリントを読み、課題に答えておくこと。 
5 回  配布プリントを読み、課題に答えておくこと。 
6 回  配布プリントを読み、課題に答えておくこと。 
7 回  配布プリントを読み、課題に答えておくこと。 
8 回  配布プリントを読み、課題に答えておくこと。 
9 回  配布プリントを読み、課題に答えておくこと。 
10 回  配布プリントを読み、課題に答えておくこと。 
11 回  配布プリントを読み、課題に答えておくこと。 
12 回 配布プリントを読み、課題に答えておくこと。 
13 回  配布プリントを読み、課題に答えておくこと。 
14 回  配布プリントを読み、課題に答えておくこと。 
15 回  配布プリントを読み、課題に答えておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSS3351 
成績評価 定期試験を主とし、提出レポートと講義への出席状況を参考にして評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス SA(08〜10),SB(08〜10) 
見出し FSS3351 水圏科学 
担当教員名 北岡 豪一 
単位数 2 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード 水の循環、大気，海洋，河川，湖沼，地下水、干潟、温泉、野外調査 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 水圏科学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 柳哲雄：「海の科学−海洋学入門」，恒星社厚生閣，2001 登坂博行：「地圏の水環

境科学」，東京大学出版会，2006 ⻄條八束・「三⽥村緒佐武：新編 湖沼調査法」，
講談社サイエンティフィック，1995 

授業形態 講義 
注意備考 1 年次の「地球科学Ⅰ」と「地球科学Ⅱ」を受講しておくことが望ましい。 
シラバスコード FSS3351 
実務経験のある教員  
達成目標 水環境には質と量，安定性と不安定性の両面があり，⼈間活動はそれに影響を与

えている。その影響はグローバルからローカルまでの種々のスケールで起こりつ
つある。個々の水環境問題に対し，自分で科学的に考えることができるようにな
ることを本講義の目標とする。なお，実際は，種々の環境水について，水温、水
質，流量（あるいは水位）などを地道に観測することによって，自然のしくみを
理解したり，⼈間活動の影響が評価されるので，実際的な調査方法についても学
習する。 

受講者へのコメント  
連絡先 北岡研究室（7 号館 3 階） kitaoka@das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Hydrosphere Science 
関連科目 地球科学Ⅰ，Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 自然界における水は、その流れを通して物質とエネルギーを移動させ、環境の安

定性と生態系の維持に基本的な役割を担っている。また、ときに洪水となって生
態系に打撃を与えたり災害を引き起こすこともある。水圏全体を見渡しながら，



水、物質、エネルギーの移動の仕組みを学習し，⼈間活動との関係を考える。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  地球の歴史 

2 回  地球の水循環と滞留時間 
3 回  大気と海洋の関わり 
4 回  大気の流れと海流 
5 回  波・潮汐 
6 回  沿岸海域・干潟 
7 回  淡水と海水の特性 
8 回  陸と海の物質循環 
9 回  水と⼈間 
10 回  流域と水循環 
11 回  地下水の動き 
12 回  湖沼 
13 回  水と熱の移動：火山，温泉，温暖化 
14 回  環境汚染：水質汚染，放射能汚染 
15 回  同位体を用いた水の追跡 

準備学習 1 回  シラバスを見て学習の過程を把握しておくこと。 
2 回  水が，海洋，大気，陸地の間をどのように行き交うのか，考えておくこと。 
3 回  海水の色は水面上から見ても水中で見ても⻘緑に見えるのはなぜか，考
えておくこと。 
4 回  地球規模で見ると，大気と海水は常に流れている。なぜ流れているのか，
考えておくこと。 
5 回  潮汐が 1 日 2 回起こるのはなぜか，調べておくこと。 
6 回  陸と海の境界にある干潟には，生物が豊かに生存している。それはなぜ
か，考えておくこと。 
7 回  河口では，川水が海水の上を這うようにして流れるのはどうしてか，考え
ておくこと。 
8 回  水中の生物はどのような物質を必要としているか，調べておくこと。 
9 回  ⼈間と水の関わりについて，身近なことがらを，できるだけ多く考えてお
くこと。 
10 回   地表に降った雨水は，どこを通ってどこへ行くのか，いろいろな経路に
ついて考えておくこと。 
11 回   地下にしみ込んだ水は，最後にどこに行くのか，考えておくこと。 
12 回   湖の深いところへ酸素はどのようにしてもたらされるのか，考えてお
くこと。 
13 回   火山や温泉のないところで温泉の開発が行われているが，どうして温
泉が得られるのか，考えておくこと。 
14 回   ⼈間活動が環境に与えている影響について，できるだけ多くの具体例
を考えておくこと。 
15 回   同位体とは何かを調べておくこと． 

 



年度 2012 
授業コード FSS3352 
成績評価 講義中の小テスト(15%)、課題レポート(20%)と定期試験(65%)により評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス SA(08〜10),SB(08〜10) 
見出し FSS3352 環境地質学 
担当教員名 山口 一裕 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 地形図、空中写真、ハザードマップ、粘土鉱物学、機器分析、水文地質学 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 定期試験の自由記述欄ではハザードマップの授業にはよいコメントをいただい

ている。これからもハザードマップなど自ら調べて発表するような講義にしたい
と思う。 

科目名 環境地質学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSS3352 
実務経験のある教員  
達成目標 地球科学の具体的な課題を解決するための知識と技術を習得する。 

①地形図を判読できるようになる。 
②ハザードマップについて自分で調査して問題点を明らかにできるようになる。 
③日本の地盤災害について把握・理解するようになる。 
④水文地質学の基礎を理解する。 

受講者へのコメント 自ら実家の市町村の役場に行って調査してまとめるハザードマップの課題があ
る。しっかり調査することで、実生活で役立つ資料集めの方法やまとめ方を学ぶ
ことができると思っている。これらの調査によってコミュニケーション⼒やプレ
ゼン⼒がかなりつくと思われる。しかし、評価には反映されていないのが残念で
ある。 

連絡先 研究室 7 号館 1 階 yamaguti@das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 地学分野で卒業研究で行うために必要な知識や技能を養うための講義である。い
ろいろな課題にも積極的に取り組んでもらっている。また実践的な地球科学分野
への理解を深めてもらえてとてもうれしい。 

英文科目名 Environmental Earth Science 
関連科目 地質学、地球化学、地学実験Ⅱ、野外実習Ⅰ、Ⅱ 



次回に向けての改善変更予定 講義ではいろいろな知識や技能をつけることも大切だが、コミュニケーション⼒
やプレゼン⼒をつけることも重要であるので、そのような能⼒が付くように改善
したいと思う。 

講義目的 地球環境問題を正しく理解、解決するためには、地球科学的な考え方や手法が重
要な役割を果たすと考えらている。環境地質では、具体的な事例と演習を通して
地球科学的な考え方や手法について学習する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  地形図 情報の読み方 １ 

2 回  地形図 情報の読み方 
3 回  主題図 ハザードマップ 
4 回  ハザードマップの調査・報告書作成 
5 回  空中写真による地形解析 １ 立体視にチャレンジしてみよう。 
6 回  空中写真による地形解析 ２ 宮中写真の判読 火山地形 
7 回  斜面の地球科学 地質学的条件 
8 回  斜面の地球科学 粘土鉱物 
9 回  地球科学で利用する機器分析１ XRD、XRF 
10 回  地球科学で利用する機器分析２ TG-DTA、IC 
11 回  地球化学的データの基礎解析法 1：野外での測定法 実験室での測定法 
濃度の表し方 
12 回  地球化学的データの基礎解析法 2 ：トリリニアダイヤグラムとヘキサダ
イヤグラム 名水百選とは 
13 回  地球化学的データの基礎解析法 3 熱⼒学の基礎 平衡定数の求め方 
14 回  地球化学的データの基礎解析法 4 活量と活量係数 
15 回  地球化学的データの基礎解析法 5 石灰岩地域の水文学 飽和指数の求
め方 

準備学習 1 回  このシラバスを読んで学習内容を把握する。地図(地形図）について予習
すること。 
2 回  前回の課題で地形図に慣れよう。 
3 回  観光地図や地質図など地図にはいろいろと種類があることを調べておこ
う 
4 回  インターネットで実家の市町村あるいは都道府県のハザードマップを調
べておこう 
5 回  空中写真について調べてみよう 
6 回  火山地形について調べておこう 
7 回  地すべり，がけ崩れについて調べておこう 
8 回  前回の復習をしておこう 
9 回  粘土鉱物の特徴についてまとめておこう 
10 回  前回の XRD の課題をやっておこう。 
11 回  前回の TG-DTA の課題をやっておこう 
12 回  濃度計算に慣れておこう 
13 回  前回の課題をやっておこう 
14 回  与えられた化学反応式の平衡定数が求められるようにしておこう 



15 回  活量が計算できるようにしておこう 
 



年度 2012 
授業コード FSS3511 
成績評価 定期試験の成績(100%)に依る 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス SA(〜12),SB(〜12) 
見出し FSS3511 生命科学Ⅰ（生物履修） 
担当教員名 桑澤 清明 
単位数 2 
教科書 生物学（系統看護講座 基礎３）／桑澤清明他／医学書院 
アクティブラーニング  
キーワード 細胞、細胞小器官、DNA、代謝、組織、器官、個体、発生，生殖，分化、進化。

環境、物質循環、ATP、 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特になし。 
科目名 生命科学Ⅰ（生物履修） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ヒューマンバイオロジー／S.S.Mader 著（坂井建雄他監訳）／医学書院 
授業形態 講義 
注意備考 1. この科目の受講は高校で「生物」を履修した学生に限られる。 

2. 板書や講義内容は日本語ばかりでなく英語もノートにとることを推奨する。 
シラバスコード FSS3511 
実務経験のある教員  
達成目標 １）生命現象の進化と共通性の基本的理解２）生体を構成する物質の共通性の理

解 
２）細胞の共通性と多様性の理解 
３）個体の共通性と多様性の理解 
４）生体を維持する生化学反応の共通性の理解 
５）ホメオスタシスの成立の共通性と多様性の理解 
５）生殖と発生分化の共通性と進化的多様性の理解 
６）生物多様性と DNA の基礎的理解 
７）生物と環境のグローバル規模の理解 
８）⼈間と他の生き物との共存のための科学的モラルの獲得 

受講者へのコメント 自然科学の講義の記述式解答では、文章以外に、図．数式、化学式、グラフを用
いて解答することを心掛けるべきである。 

連絡先 7 号館 2 階 桑澤研究 086−256−9408 kuwasawa@das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 板書のほかリスニングによる知識もノートに取るよう心掛ける。席はできるだけ
前にとるようにする。 

英文科目名 Life Science I 



関連科目 動物学、植物学、生態学，生化学関連の科目 
次回に向けての改善変更予定 高校で生物を履修した学生用の授業としたため、例年になく授業に緊張感があり

試験成績も高かった。 
講義目的 生物の特徴を科学的系統進化的に理解して，生命現象の営みの共通性と多様性の

基本的知識を出来るだけ広く深く理解する。これにより生物と環境をグローバル
レベルで保全して未来の⼈類により良い生態系を残す科学的所作とモラルを身
につける。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 生命科学の分野について説明する。 

2 回 生物学，生命観の歴史について説明する。 
3 回 生命の誕生、海水と体液、生き物の特徴，生物の分類について説明する。 
4 回 生物体を構成する物質，有機物分子の化学的物理的性質、ATP について説
明する。 
5 回 細胞の発見、細胞の構造、細胞小器官の構造について説明する。 
6 回 個々の細胞小器官の構造と機能、核の機能、DNA について説明する。 
7 回 個々の細胞小器官の構造と機能について説明する。 
8 回 体細胞の分裂様式について説明する。 
9 回 生殖細胞の分裂様式について説明する。 
10 回 配偶子の形成、受精，卵割，幹細胞について説明する。 
11 回 細胞の分化，誘導と胚の成⻑について説明する。 
12 回 細胞の分化と器官の形成について説明する。 
13 回 組織、器官、器官系の生理学について説明する。 
14 回 体内の情報の伝達、ホルモン、神経系、ホメオスタシスについて説明する。 
15 回 生物と生態系，環境保全について説明する。 

準備学習 1 回 生物に関わる研究分野を想定すること。 
2 回 生物学関係の歴史的書物や発見を想起すること。 
3 回 いろいろな生き物を想起してみること。 
4 回 生物に関係する原子、分子，イオンなどをあげてみること。 
5 回 細胞が生命体の基本構造であることを予習しておくこと。 
6 回 細胞を構成する多様な構造物について予習すること。 
7 回 細胞を構成する構造物の機能について予習すること。 
8 回 体の成⻑の仕組みについて考えること。 
9 回 個体数の増加の仕組みを考えること。 
10 回 生命の継続について考察しておくこと。 
11 回 動物の発生について概観しておくこと。 
12 回 器官の種類や構造について予習を行うこと。 
13 回 体を構成する細胞，組織，器官の解剖学的理解をしておくこと。 
14 回 体の調節機構について予習を行うこと。 
15 回 グローバルな視点から生物を見ておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSS3512 
成績評価 小テスト(50%)及び定期テスト(50%)で評価する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス SA(〜12),SB(〜12) 
見出し FSS3512 生命科学Ⅱ 
担当教員名 齋藤 達昭 
単位数 2 
教科書 適宜プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 生命 進化 地球環境 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生命科学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 生命 40 億年全史 リチャード・フォーティー 渡辺政隆（訳） 草思社 
授業形態 講義 
注意備考 よく復習し、内容の理解を深めること。 
シラバスコード FSS3512 
実務経験のある教員  
達成目標 生命と地球環境との依存関係を理解する。 

生命の進化の歴史を把握する。 
進化の裏づけとなっている根拠や事実についても関心をもつようになる。 

受講者へのコメント  
連絡先 斎藤研究室 7 号館 2F 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Life Science II 
関連科目 生命科学Ⅰ・地球科学Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生命の進化の歴史をたどりながら、生命がどのように進化するのかについて解説

する。 
本講議は、生命を中心に話をすすめていくが、関連性のある地球環境の変動につ
いても取り上げる。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  生命の誕生について説明する。 

2 回  生物の共通性について説明する。 
3 回  シアノバクテリアの誕生について説明する。 
4 回  有毒酸素に対する進化について説明する。 



5 回  原核から真核細胞への進化について説明する。 
6 回  性の起源について説明する。 
7 回  多細胞生物の誕生について説明する。 
8 回 植物や昆虫の陸上への進出について説明する。 
9 回 両生類の陸上への進出について説明する。 
10 回  両生類から爬虫類への進化と生物の大量絶滅について説明する。 
11 回  陸上植物の進化について説明する。 
12 回  恐⻯の進化と絶滅について説明する。 
13 回  空を飛んだ生物群の進化について説明する。 
14 回  ほ乳類の進化について説明する。 
15 回  ヒトの誕生と進化について説明する。 

準備学習 1 回  シラバスを読み、授業の内容を把握すること。 古細菌について調べてく
ること。 
2 回  原始生命体から現在の生物がもつ共通性について考えてくること。 
3 回  化学合成と光合成について調べてくること。 
4 回  TCA 回路と電子伝達体について調べてくること。 
5 回  共生説について調べてくること。 
6 回  受精と減数分裂について調べてくること。 
7 回  テロメアおよびアポトーシスについて調べてくること。 
8 回  高等植物と昆虫の基本構造について調べてくること。 
9 回  魚類と両生類の体制の違いについて調べてくること。 
10 回  両生類とハ虫類の体制や卵の構造に違いについて調べてくること。 
11 回  シダ・裸子・被子植物の生活環について調べてくること。 
12 回  は虫類と恐⻯の違いについて調べてくること。 
13 回  鳥はなぜ空を飛べるようになったかについて調べてくること。 
14 回  ほ乳類の特徴について調べてくること。 
15 回  ヒトの起源について調べてくること。 

 



年度 2012 
授業コード FSS3521 
成績評価 小テスト(50%)と定期試験(50%)の成績による。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス SA(〜12),SB(〜12) 
見出し FSS3521 生命科学Ⅰ（生物未履修） 
担当教員名 齋藤 達昭 
単位数 2 
教科書 入門生物と同じ教科書を使用する。 

生物科学入門/石川統 著/裳華房 
適宜、補充プリントを配布する。 

アクティブラーニング  
キーワード 細胞、代謝、発生、生殖、恒常性、遺伝 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 生命科学Ⅰ（生物未履修） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ヒューマンバイオロジー／S.S.Mader 著（坂井建雄他監訳）／医学書院 
授業形態 講義 
注意備考 この科目の受講は高校で「生物」を履修していない学生のみに限られる。 
シラバスコード FSS3521 
実務経験のある教員  
達成目標 １）生体を構成する物質の共通性を理解させる。 

２）細胞や個体における共通性と多様性を理解させる。 
３）生体を維持する生化学反応の基礎を理解させる。 
４）ホメオスタシスのしくみの共通性を理解させる。 
５）生殖と発生分化の共通性を理解させる。 
６）遺伝子としての DNA の基礎的理解を深める。 

受講者へのコメント  
連絡先 7 号館 2 階 齋藤研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Life Science I 
関連科目 入門生物 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生物の特徴を理解して，生命現象の営みの共通性と多様性の基本的な知識を出来

るだけ広く深く理解する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 生物体を構成する物質、特に有機物分子について説明する。 



2 回 細胞の発見、細胞の構造、細胞小器官の構造について説明する。 
3 回 個々の細胞小器官の機能について説明する。 
4 回 組織と器官について説明する。 
5 回 体細胞の分裂様式について説明する。 
6 回 生殖細胞に関わる減数分裂の様式について説明する。 
7 回 配偶子の形成と受精について説明する。 
8 回 発生について説明する。 
9 回 誘導・分化と器官形成について説明する。 
10 回 メンデル遺伝・連鎖と組み換えについて説明する。 
11 回 遺伝子の本体と DNA の複製について説明する。 
12 回 神経系と内分泌系について説明する。 
13 回 ホメオスタシス（恒常性）について説明する。 
14 回 動物の運動と行動について説明する。 
15 回 生物と生態系について説明する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく読んでくること。生物体を構成する原子や分子について読
んでおくこと。(教科書 p82-88) 
2 回 細胞の構造について読んでおくこと。(教科書 p63-71) 
3 回 細胞小器官の働きについて読んでおくこと。(教科書 p93-98) 
4 回 植物と動物の組織について読んでおくこと。(教科書 p76-80) 
5 回 生物の増殖の様式について読んでおくこと。(教科書 p72-75) 
6 回 減数分裂の違いについて読んでおくこと。(教科書 p136-141) 
7 回 性と生殖および受精について読んでおくこと。(教科書 p134-136、p142-
145) 
8 回 動物（ウニ・カエル・ニワトリ）の発生のしくみについて概観しておくこと
(教科書 p147-150)。 
9 回 器官の種類や構造について読んでおくこと(教科書 p151-157)。 
10 回 メンデルの法則について読んでおくこと(教科書 p159-163)。 
11 回 遺伝子に関する部分を読んでおくこと。(教科書 p60-61、p102-107)。 
12 回 神経やホルモンの役割について読んでおくこと(教科書 p118-128)。 
13 回 体の調節機構（体温・血糖値）について調べておくこと。 
14 回 動物の受容体や運動のしくみについて調べておくこと。 
15 回 生物の個体と集団の関係について読んでおくこと。(教科書 p167-181)。 

 



年度 2012 
授業コード FSS3522 
成績評価 習得テスト 50%、定期試験 50%により成績を評価する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス SA(〜11),SB(〜11) 
見出し FSS3522 分子生物学 
担当教員名 松⽥ 吉弘＊ 
単位数 2 
教科書 使用しない。毎回、プリント（資料）を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 物質輸送、エネルギー代謝、遺伝子発現、タンパク質合成、有性生殖 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 分子生物学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 B アルバーツら著／中村 桂子ら監訳／エッセンシャル細胞生物学・第３版／

（南江堂） 
授業形態 講義 
注意備考 習得テストは毎回の講義時間内に行う。定期試験は定期試験期間中に行い、試験

形態は筆記試験とする。 
シラバスコード FSS3522 
実務経験のある教員  
達成目標 ①分子および細胞レベルでの生体物質の流れを理解できるようになる。 

②生体エネルギーの生産と消費の流れを理解できるようになる。 
③遺伝情報の発現と制御の流れを理解できるようになる。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Molecular Biology 
関連科目 生命科学 I および II を受講していることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生命体がもっている「物質の流れ」、「エネルギーの流れ」、および「情報の流れ」

を分子および細胞レベルで理解することを目的とする。生体構成分子の構造と機
能、細胞内外への物質輸送、エネルギー生産と消費、遺伝子発現と制御、有性生
殖の分子機構などについて、わかりやすく解説することを目指す。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。講義の進め方を説明する。生体を構成する元素と分子

について説明する。 



2 回 生体有機分子Ⅰ：糖の構造、および機能について説明する。 
3 回 生体有機分子Ⅱ：脂質の構造、および機能について説明する。 
4 回 生体有機分子Ⅲ：タンパク質の構造、および機能について説明する。 
5 回 生体有機分子Ⅳ：核酸の構造、および機能について説明する。 
6 回 生体膜を通しての物質輸送について説明する。 
7 回 細胞内における物質輸送について説明する。 
8 回 生体が有機分子の分解によってエネルギーを得るしくみを説明する。 
9 回 ミトコンドリアによるエネルギー生産のしくみを説明する。 
10 回 葉緑体による有機分子の生産のしくみを説明する。 
11 回 DNA と染色体の構造と機能、および DNA 複製と修復について説明する。 
12 回 遺伝情報の発現Ⅰ：転写と翻訳のしくみを説明する。 
13 回 遺伝情報の発現Ⅱ：遺伝子発現の調節のしくみを説明する。 
14 回 遺伝情報の発現Ⅲ：発生と性分化における発現調節のしくみを説明する。 
15 回 遺伝子工学的技術についてその概要を説明する。 

準備学習 1 回 シラバスを読み全体の学習過程を把握しておくこと。生体に含まれる元素
や分子について調べること。 
2 回 単糖類、二糖類、多糖類にどのような種類の物質があるか準備学習をしてお
くこと。 
3 回 脂肪酸、脂質にどのような種類の物質があるか準備学習をしておくこと。 
4 回 アミノ酸、タンパク質にどのような種類の物質があるか準備学習をしてお
くこと。 
5 回 ヌクレオチド、核酸にどのような種類の物質があるか準備学習をしておく
こと。 
6 回 細胞膜の構造と膜タンパク質の機能について調べておくこと。 
7 回 シグナルペプチドとは何か、微小繊維や微小管とは何か、について準備学習
をしておくこと。 
8 回 食物としてとりこまれた大分子がどのような過程で分解されるか、につい
て準備学習をしておくこと。 
9 回 ミトコンドリアの構造について準備学習をしておくこと。 
10 回 葉緑体の構造について準備学習をしておくこと。 
11 回 ゲノムサイズとは何か、DNA と遺伝子の違いは何か、について準備学習
をしておくこと。 
12 回 原核生物と真核生物の転写のしくみについて準備学習をしておくこと。 
13 回 転写の調節因子について準備学習をしておくこと。 
14 回 有性生殖はなぜできたか、どのように進化してきたかをあらかじめ考えて
おくこと。 
15 回 制限酵素、PCR 法、組替え DNA、DNA 鑑定の用語についてあらかじめ準
備学習をしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSS3531 
成績評価 定期試験（１００％）によって評価する。100 点満点中 60 点以上を合格とする。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス SA(08〜10),SB(08〜10) 
見出し FSS3531 現代教育Ⅱ 
担当教員名 中島 弘徳 
単位数 2 
教科書 岸見一郎著『アドラー心理学入門』KK ベストセラーズ 
アクティブラーニング  
キーワード アルフレッド・アドラー、アドラー心理学、勇気づけ 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 現代教育Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて講義内で指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 準備学習については講義計画に示しているが、詳細については講義内で指示す

る。 
シラバスコード FSS3531 
実務経験のある教員  
達成目標 ①経験だけでなく、科学的手法による効果的な教育方法が理解できるようにな

る。 
②⺠主的な集団維持のための理論や技法が理解できるようになる。 
③勇気づけについて理解できるようになる。 

受講者へのコメント 今回学んだことを、特に教職に活かしていって欲しいです。 
連絡先 14 号館３階 中島研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 学生のニードと、こちらが学んで欲しいことが一致した結果と思います。 
英文科目名 Matters of Contemporary Education II 
関連科目 教育相談の理論と方法 
次回に向けての改善変更予定 今後も、この方向で進める予定です。 
講義目的 アルフレッド・アドラーの創設したアドラー心理学を基礎に、⺠主的で責任感を

持った子どもを育成するにはどうしたらよいかについて理解することを目的と
する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 アルフレッド・アドラーについて説明する。 

2 回 個⼈（アドラー）心理学の基本前提（１）個⼈の主体性、全体論について説
明する。 



3 回 個⼈（アドラー）心理学の基本前提（２）目的論、対⼈関係論、認知論につ
いて説明する。 
4 回 健康なパーソナリティとは何かについて説明する。 
5 回 不適切な行動とその解決法について説明する。 
6 回 勇気づけの方法について説明する。 
7 回 よりよい⼈間関係をつくる方法について説明する。 
8 回 主張性トレーニングについて説明する。 
9 回 教育の目標（１）自立について説明する。 
10 回 教育の目標（２）協⼒、協働、自己管理能⼒について説明する。 
11 回 集団とルールについて説明する。 
12 回 ルール作りの実際について説明する。 
13 回 学校における諸問題の理解と解決について説明する。 
14 回 家庭における諸問題の理解と解決について説明する。 
15 回 教育、育児の今後の展望について説明する。 

準備学習 1 回 教科書を読んでおくこと。 
2 回 アドラー心理学の誕生した時代背景についてまとめておくこと。 
3 回 基本前提（１）について具体例を考えておくこと。 
4 回 基本前提（２）について具体例を考えておくこと。 
5 回 健康なパーソナリティについて具体例を考えておくこと。 
6 回 教育現場で見られる不適切な行動について具体例を考えておくこと。 
7 回 勇気づけについて復習しておくこと。 
8 回 日常生活においてよりよい⼈間関係を作る工夫をしてみる。 
9 回 自分がどのように育てられてきたかを振り返っておく。 
10 回 自分なりの教育目標をイメージしておく。 
11 回 家庭や学校にどのようなルールがあったかを整理しておく。 
12 回 集団とルールについて復習しておく。 
13 回 ルール作りについて復習しておく。 
14 回 学校における諸問題について復習しておく。 
15 回 家庭における諸問題について復習しておく。 

 



年度 2012 
授業コード FSS3532 
成績評価 課題提出（３０％）、定期試験（７０％）あるいはレポート提出（７０％）で評価

を行う。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス SA(08〜10),SB(08〜10) 
見出し FSS3532 量子⼒学 
担当教員名 財部 健一 
単位数 2 
教科書 日置善郎著・量子⼒学・吉岡書店 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 量子⼒学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 朝永振一郎著・「量子⼒学」・みすず書房 
授業形態 講義 
注意備考 定期試験あるいはレポート提出は１５回講義終了後に指示する。 
シラバスコード FSS3532 
実務経験のある教員  
達成目標 水素原子、スピン、摂動論、多体系の理解 
受講者へのコメント  
連絡先 ７号館 財部研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Quantum Physics 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ミクロ世界の電子等の振舞いを記述しているのが量子⼒学である。この講義では

量子⼒学を通観する。インターネットで「量子の世界」を調べてみよう。超伝導
や半導体等の物質の世界はもちろん，生命，宇宙，情報が量子の言葉で語られよ
うとしていることに気付いて驚く。創造と想像が織りなす科学である。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  中心⼒ポテンシャルと角運動量（１）を説明する。 

2 回  中心⼒ポテンシャルと角運動量（２）を説明する。 
3 回  中心⼒ポテンシャルと角運動量（３）を説明する。 
4 回  中心⼒ポテンシャルと角運動量（４）を説明する。 
5 回  中心⼒ポテンシャルと角運動量（５）を説明する。 



6 回  中心⼒ポテンシャルと角運動量（６）を説明する。 
7 回  摂動論（１）を説明する。 
8 回  摂動論（２）を説明する。 
9 回  摂動論（３）を説明する。 
10 回  スピン角運動量を説明する。 
11 回  粒子の同等性と多粒子系を説明する。 
12 回  量子⼒学最前線からの話題（１）を説明する。 
13 回  量子⼒学最前線からの話題（２）を説明する。 
14 回  量子⼒学最前線からの話題（３）を説明する。 
15 回  量子⼒学最前線からの話題（４）を説明する。 

準備学習 1 回 中心⼒ポテンシャルと角運動量（１）に関する事柄をよく予習しておくこ
と。 
2 回 中心⼒ポテンシャルと角運動量（２）に関する事柄をよく予習しておくこ
と。 
3 回 中心⼒ポテンシャルと角運動量（３）に関する事柄をよく予習しておくこ
と。 
4 回 中心⼒ポテンシャルと角運動量（４）に関する事柄をよく予習しておくこ
と。 
5 回 中心⼒ポテンシャルと角運動量（５）に関する事柄をよく予習しておくこ
と。 
6 回 中心⼒ポテンシャルと角運動量（６）に関する事柄をよく予習しておくこ
と。 
7 回  摂動論（１）に関する事柄をよく予習しておくこと。 
8 回  摂動論（２）に関する事柄をよく予習しておくこと。 
9 回  摂動論（３）に関する事柄をよく予習しておくこと。 
10 回 スピン角運動量に関する事柄をよく予習しておくこと。 
11 回 粒子の同等性と多粒子系に関する事柄をよく予習しておくこと。 
12 回 量子⼒学最前線からの話題（１）に関する事柄をよく予習しておくこと。 
13 回 量子⼒学最前線からの話題（２）に関する事柄をよく予習しておくこと。 
14 回 量子⼒学最前線からの話題（３）に関する事柄をよく予習しておくこと。 
15 回 量子⼒学最前線からの話題（１）に関する事柄をよく予習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSS3541 
成績評価 課題提出(３０％）、定期試験（７０％）あるいはレポート提出（７０％）で評価

を行う。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス SA(08〜10),SB(08〜10) 
見出し FSS3541 量子科学 
担当教員名 財部 健一 
単位数 2 
教科書 日置善郎著・量子⼒学・吉岡書店 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 量子科学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 朝永振一郎著・「量子⼒学」・みすず書房 
授業形態 講義 
注意備考 定期試験あるいはレポート提出については１５回講義終了後に指示する。 
シラバスコード FSS3541 
実務経験のある教員  
達成目標 古典量子論、シュレディンガ−方程式の取り扱い 
受講者へのコメント  
連絡先 ７号館 財部研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Quantum Science 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ミクロ世界の電子等の振舞いを記述しているのが量子⼒学である。この講義では

量子⼒学を通観する。インターネットで「量子の世界」を調べてみよう。超伝導
や半導体等の物質の世界はもちろん，生命，宇宙，情報が量子の言葉で語られよ
うとしていることに気付いて驚く。創造と想像が織りなす科学である。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  古典⼒学から量子⼒学へ（１）を概説する。 

2 回  古典⼒学から量子⼒学へ（２）を概説する。 
3 回  シュレディンガ−方程式（１）を説明する。 
4 回  シュレディンガ−方程式（２）を説明する。 
5 回  シュレディンガ−方程式（３）を説明する。 



6 回  シュレディンガ−方程式（４）を説明する。 
7 回  １次元での束縛状態（１）を説明する。 
8 回  １次元での束縛状態（２） 
9 回  １次元での束縛状態（３）を説明する。 
10 回  １次元での束縛状態（４）を説明する。 
11 回  量子⼒学の基本構成（１）を説明する。 
12 回  量子⼒学の基本構成（２）を説明する。 
13 回  量子⼒学の基本構成（３）を説明する。 
14 回  量子⼒学の基本構成（４）を説明する。 
15 回  量子⼒学の基本構成（５）を説明する。 

準備学習 1 回 古典⼒学から量子⼒学へ（１）に関する項をよく予習しておくこと。 
2 回 古典⼒学から量子⼒学へ（２）に関する項をよく予習しておくこと。 
3 回 シュレディンガ−方程式（１）関する項をよく予習しておくこと。 
4 回 シュレディンガ−方程式（２）に関する項をよく予習しておくこと。 
5 回 シュレディンガ−方程式（３）に関する項をよく予習しておくこと。 
6 回 シュレディンガ−方程式（４）に関する項をよく予習しておくこと。 
7 回 １次元での束縛状態（１）に関する項をよく予習しておくこと。 
8 回 １次元での束縛状態（２）に関する項をよく予習しておくこと。 
9 回 １次元での束縛状態（３）に関する項をよく予習しておくこと。 
10 回 １次元での束縛状態（４）に関する項をよく予習しておくこと。 
11 回  量子⼒学の基本構成（１）に関する項をよく予習しておくこと。 
12 回  量子⼒学の基本構成（２）に関する項をよく予習しておくこと。 
13 回  量子⼒学の基本構成（３）に関する項をよく予習しておくこと。 
14 回  量子⼒学の基本構成（４）に関する項をよく予習しておくこと。 
15 回  量子⼒学の基本構成（５）に関する項をよく予習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSS3542 
成績評価 定期試験の成績(100%)に依る 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス SA(〜08),SB(〜08) 
見出し FSS3542 神経生物学(再) 
担当教員名 桑澤 清明 
単位数 2 
教科書 プリント使用 
アクティブラーニング  
キーワード ニューロン、膜電位、静止膜電位。活動電位、シナプス、化学シナプス、電気シ

ナプス、シナプス電位、興奮性シナプス、抑制性シナプス、シナプス電位の促通、
加重、神経回路、 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 神経生物学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 Animal Physiology / R. Eckert and D. Randall / (W.H. Fereeman and Company, 

San Francisco) 
生物学 （系統看護学講座３ 基礎生物学）／桑澤清明他／（医学書院） 
著もう一つの脳／桑澤清明他／（培風館） 

授業形態 講義 
注意備考 聴講に当たっては出来るだけ前席につくこと 
シラバスコード FSS3542 
実務経験のある教員  
達成目標 １）ニューロン興奮現象のイオン機構の理解 

２）ニューロンの生体内での機能 
３）シナプスの構造と機能の理解 
４）シナプス電位の挙動とイオン機構の理解 
５）シナプスによる神経回路の構築と中枢機能 
６）シナプスによる多様で柔軟な動物行動の基盤についての理解 

受講者へのコメント  
連絡先 ７号館２階 桑澤研究室 086-256-9408 kuwasawa@das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Neurobiology 
関連科目 生命科学 1、動物生理学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ニューロンの基本的機能をイオン機構の面から理解して、シナプスを介したニュ



ーロン間の興奮伝達により神経回路が多様な機能を発揮することを理解する。動
物心理や行動の多様さと柔軟さはシナプスにより担われているところが大きい
ことを r 値解する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 ニューロンの構造とその機能について説明する。 

2 回 ドナンの膜平衡について説明する。 
3 回 細胞内、外液と細胞膜のイオン透過性について説明する。 
4 回 細胞膜のイオン平衡電位について説明する。 
5 回 静止膜電位のイオン機構について説明する。 
6 回 活動電位のイオン機構について説明する。 
7 回 刺激とインパルスの発生について説明する。 
8 回 インパルスの伝導(conduction)について説明する。 
9 回 シナプスとシナプスの伝達(transmission)について説明する。 
10 回 電気的伝達と化学的伝達について説明する。 
11 回 興奮性シナプスと抑制性シナプス電位について説明する。 
12 回 シナプスの種類とシナプス電位のイオン機構について説明する。 
13 回 シナプスと神経回路の生理学 （１）について説明する。 
14 回 シナプスと神経回路の生理学 （２）について説明する。 
15 回 シナプスと神経回路の生理学 （３）について説明する。 

準備学習 1 回 神経細胞（ニューロン）について予習すること。 
2 回 海水や体液の主要イオンの組成について予習すること。 
3 回 細胞膜と水や物質の透過について予習すること。 
4 回 生きている細胞膜について予習すること。 
5 回 Na と K イオンの細胞膜透過性について予習すること。 
6 回 細胞膜のイオン透過性の変化について予習すること。 
7 回 神経細胞（ニューロン）の形状について予習すること。 
8 回 ニューロンの興奮について予習すること。 
9 回 ニューロン間や筋肉細胞への信号伝達について予習すること。 
10 回 シナプスについて予習すること。 
11 回 行動の興奮と抑制について予習すること。 
12 回 シナプスの機能について予習すること。 
13 回 動物行動とシナプス電位について予習すること。 
14 回 動物行動とシナプス電位について予習すること。 
15 回 動物行動とシナプス電位について予習すること。 

 



年度 2012 
授業コード FSS35A2 
成績評価 定期試験（中間、期末）で 70％、出席と毎回のミニ作文で 30％。採点の基準は

100 点満点のうち 60 点以上を合格とする。授業の 3 分の１以上の欠席がある場
合には試験成果は無効とみなし、「Ｅ」評価とする。 

曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス SA(〜10),SB(〜10) 
見出し FSS35A2 情報社会論(再) 
担当教員名 綾野 雄紀＊ 
単位数 2 
教科書 特になし。必要に応じて資料を配布します。 
アクティブラーニング  
キーワード 情報社会、マス・コミュニケーション、情報リテラシー、表現の自由 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報社会論(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に示す。 
授業形態 講義 
注意備考 講義では毎回、新聞を読んで情報社会に関すると思う記事を選んで、その理由を

書いてもらうミニ作文を課す。 
シラバスコード FSS35A2 
実務経験のある教員  
達成目標 ①情報の特徴と情報化が社会に及ぼす影響を理解し、情報社会に主体的に対応す

る⼒を養う。 
②マスコミの発信する情報の、より深い読み方を身に付ける。 
③情報化社会の光と陰の部分を理解し、倫理観や生き方を形成する。 

受講者へのコメント  
連絡先 山陽新聞社編集局メディア本部 086-803-8097 y-ayano@sanyo.oni.co.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Sociology for Information 
関連科目 マスメディア論、ジャーナリズム論、情報論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 高度情報化が進展した現代社会。情報化の現状や特徴を知り、私たちの生活にど

のような影響を与えているかを学習する。情報と社会の基本的な知識の習得を通
じて、多彩なメディアで大量の情報が流通する中で、情報との主体的な関わり方
や、望ましい情報社会のあり方を考える⼒を養う。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 講義の概要や授業の進め方を紹介。情報社会について学ぶ目的を説明。社会
の情報化と⼈間の関係を考える。 
2 回 マスメディアの態様と特徴。日本のマスメディア史。情報、コミュニケーシ
ョンとは何か。 
3 回 ニュースとは何か。ジャーナリズムとは何か。 
4 回 表現の自由とは何か。 
5 回 情報の発信と法的責任（プライバシー権や名誉毀損、わいせつ、高額賠償な
ど）。 
6 回 実名報道と匿名報道。 
7 回 情報化と個⼈情報保護。 
8 回 中間試験（マスメディアの意義、表現の自由などから出題）および解説。 
9 回 サイバー犯罪とその規制。ウイルス、情報流出、フィッシングなど。 
10 回 国家機密と密約問題。動画投稿、告発サイト。 
11 回 情報化と政治。 
12 回 情報公開の現状と課題。 
13 回 マスコミと世論。 
14 回 情報リテラシーの必要性。 
15 回 情報社会の未来。新聞とネットはどうなるか。 

準備学習 1 回 シラバスを確認して講義内容を把握する。 
2 回 新聞やテレビなどマスメディアの特徴を考える。 
3 回 新聞やテレビ、ネットなどで得たニュースを通して社会のさまざまな動き
を知る。 
4 回 表現の自由はなぜ保障されているのか考える。 
5 回 情報の発信にどんな責任が伴うかを考える。 
6 回 新聞記事を読み、匿名と実名の使い分けの理由を考える。 
7 回 個⼈情報はどこまで保護されるべきか考える。 
8 回 1 回から 7 回までにの講義の内容をよく理解し整理しておく。 
9 回 情報社会における新たな犯罪や危険性などを、メディアで得たニュースを
通して考える。 
10 回 マスメディアの情報などを参考に、社会を揺るがす国家機密や密約問題に
ついて考える。 
11 回 情報社会の進展は、政治のどんな影響をもたらしたか考える。 
12 回 情報公開の意義を自分なりに挙げてみる。 
13 回 新聞やテレビ、ネットなどでニュースに触れ、マスコミと世論の関係を考
える。 
14 回 情報リテラシーに必要な要素を考える。 
15 回 情報社会の在り方や自らの生き方を考える。 

 



年度 2012 
授業コード FSS3711 
成績評価 レポート（５０％）実技（３５％）小テスト（１５％） 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス SA(〜11) 
見出し FSS3711 化学実験 
担当教員名 山崎 重雄 
単位数 2 
教科書 これならわかる化学実験（第 2 版）／⽥中晶善／ 三共出版 
アクティブラーニング  
キーワード 化学実験 危険回避 安全管理 劇・毒物 中毒 緊急処置 薬品 ガラス器具 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 化学実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 各種初級化学実習書 高校化学系教科書 
授業形態 実験実習 
注意備考 化学実験の基本を学習する。化学実験は危険なことも多く、危険回避・安全管理

が最優先事項としてあるので、遅刻・欠席により危険事項・安全管理を聴かずに
実験に取りかかることは認められない。このため遅刻・欠席の規制については厳
格に行われる。化学に携わる理科系教員・技術者として実験技術だけでなくレポ
ート作成や実験室における挙措動作や組織で行う実験運営などに着いても学習
させる。 

シラバスコード FSS3711 
実務経験のある教員  
達成目標 理系教員・技術者としての初級知識を身につけさせる。化学分野だけでなく環境・

生命系・物理・生物・地学に関わるに必要な共通知識を身につけさせること。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Experiments in Chemistry 
関連科目 化学基礎Ⅰ・Ⅱ 有機化学Ⅰ・Ⅱ 分析化学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 化学実験の必要事項を身につけさせること。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 化学実験をする上での注意事項を説明する。ガラス器具とガラス切断・ガラ

ス細工を実習する。 
2 回 蒸留と分留を実習する。 



3 回 アセトアニリド合成を実習する。 
4 回 色素の合成を実習する。 
5 回 金属錯体合成を実習する。 
6 回 アボガドロ数測定法を実習する。 
7 回 イオン交換クロマトグラフィーを実習する。 
8 回 中和滴定を実習する。 
9 回 ｐＨ測定法を実習する。 
10 回 可視部吸収スペクトル測定法を実習する。 
11 回 溶液中の鉄イオン測定法を実習する。 
12 回 一次反応速度定数を実習する。 
13 回 鉄イオンの錯形成安定度定数測定法を実習する。 
14 回 色素の酸解離定数測定法を実習する。 
15 回 化学実験の教材開発法の実習と小テストと後かたづけをする。 

準備学習 1 回 化学実験をする上での危機回避・安全管理の注意事項を予習してくること。 
ガラス器具とガラス切断・ガラス細工を実習するので予習してくること。 
2 回 蒸留と分留を実習するので予習してくること。 
3 回 アセトアニリド合成を実習するので予習してくること。 
4 回 色素の合成を実習するので予習してくること。 
5 回 金属錯体合成を実習するので予習してくること。 
6 回 アボガドロ数測定法を実習するので予習してくること。 
7 回 イオン交換クロマトグラフィーを実習するので予習してくること。 
8 回 中和滴定を実習するので予習してくること。 
9 回 ｐＨ測定法を実習するので予習してくること。 
10 回 可視部吸収スペクトル測定法を実習するので予習してくること。 
11 回 溶液中の鉄イオン測定法を実習するので予習してくること。 
12 回 一次反応速度定数を実習するので予習してくること。 
13 回 鉄イオンの錯形成安定度定数測定法を実習するので予習してくること。 
14 回 色素の酸解離定数測定法を実習するので予習してくること。 
15 回 化学実験の教材開発法の実習するので予習してくること。 
また小テストをするので実習全体の復習をしてくること。 

 



年度 2012 
授業コード FSS3712 
成績評価 実験に対する姿勢(20 点)、データ整理と処理の仕方(20 点)、実験レポート(60 点)

で評価する。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス SA(10〜12),SB(10〜12) 
見出し FSS3712 物理学実験 
担当教員名 森 嘉久、兵藤 博信 
単位数 2 
教科書 特に指定しない。実験の手引きを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 レポートの書き方を学習する時間を設ければ実際に実験する時間が無くなるの

で、そのバランスが難しい。 
適度な実験回数とレポート学習の両立を検討したい。 

科目名 物理学実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特に指定しない。 
授業形態 実験実習 
注意備考 基礎物理学を履修していることが望ましい。実験は２名もしくは３名ずつの班に

分かれて行うので必ずしも実験内容は講義計画通りにはならない。また受講生が
多い場合は２つのクラスに分かれて実験と報告書作成を交互に行うこともある。
２名１組のペアによる実験予定表をもとに講義を進めていくので、途中からの参
加や放棄は相手方の学生に迷惑となるので認めない。パソコンによるデータ解析
は情報処理センターの計算機を利用して行う。 

シラバスコード FSS3712 
実務経験のある教員  
達成目標 物理学実験を通じて物理の基礎を身につけるだけでなく、実験装置の使用法やレ

ポート作成を方法を修得する。 
受講者へのコメント 実験は楽しくできても実際にレポートまとめて評価するのは非常に難しい。 

これからも実験が続くのでしっかりレポートの書き方をマスターしてもらいた
い。 

連絡先 １４号館３階森嘉久研究室 mori@das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 実験には積極的に取り組んでいたようで、満足度も高いと思われる。 
レポート（特に誤差論）の書き方が苦手な学生が多く苦労したようである。 

英文科目名 Experiments in Physics 
関連科目  



次回に向けての改善変更予定 TA の指導⼒に対しての評価があったので、今後は誤差論の講義から参加させて
指導⼒向上に努める。 

講義目的 ⼒学、熱学、光学、量子物理の基礎実験を通じて、各種の装置の取扱いに慣れて、
実験のセンスをつかむことを目的とする。データ整理とその処理の方法（誤差論）
に習熟することによってデータの持つ意味を自身で考察し要点をコンパクトに
まとめたレポートを書く⼒を養う。講義計画には８つの実験課題が記されている
が、実際には２⼈１組のペアになり、２０個の実験課題の内１０個程度の課題を
予定表に従い実験していく。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション 

2 回  誤差論、最小二乗法によるデータ整理について学習する 
3 回  パソコンによるデータ解析について学習する 
4 回  実験の基礎的技術について学習する 
5 回  実験（１）モノコードによる交流周波数の測定の実験をする 
6 回  実験（２）電子の比電荷（ｅ／ｍ）の測定の実験をする 
7 回  実験（３）マイケルソンの装置による光の波⻑測定の実験をする 
8 回  実験（４）フランク・ヘルツの実験の実験をする 
9 回  報告書作成および補充実験をする 
10 回  実験（５）ボルダーの振り子による重⼒定数の測定の実験をする 
11 回  実験（６）ユーイングの装置によるヤング率の測定の実験をする 
12 回  実験（７）トランジスタの静特性の実験をする 
13 回  実験（８）熱の仕事当量Ｊの測定の実験をする 
14 回  報告書作成および補充実験をする 
15 回  報告書作成および補充実験をする 

準備学習 1 回  物理学実験の注意事項について読んでおく 
2 回  誤差論と最小二乗法のプリントを読んでおく 
3 回  パソコンの使い方を復習しておく 
4 回  基本的な測定機器の使い方を調べておく 
5 回  実験を行うのに必要な知識・方法等を実験ノ−トに２〜３ペ−ジ以内で
要約する 
6 回  実験を行うのに必要な知識・方法等を実験ノ−トに２〜３ペ−ジ以内で
要約する 
7 回  実験を行うのに必要な知識・方法等を実験ノ−トに２〜３ペ−ジ以内で
要約する 
8 回  実験を行うのに必要な知識・方法等を実験ノ−トに２〜３ペ−ジ以内で
要約する 
9 回  レポート作成が間に合っていない⼈は急いで仕上げる。レポートが返却
されたもので及第点に達していないレポートを再度提出できるように手直しを
する。 
10 回  実験を行うのに必要な知識・方法等を実験ノ−トに２〜３ペ−ジ以内で
要約する 
11 回  実験を行うのに必要な知識・方法等を実験ノ−トに２〜３ペ−ジ以内で



要約する 
12 回  実験を行うのに必要な知識・方法等を実験ノ−トに２〜３ペ−ジ以内で
要約する 
13 回  実験を行うのに必要な知識・方法等を実験ノ−トに２〜３ペ−ジ以内で
要約する 
14 回  レポート作成が間に合っていない⼈は急いで仕上げる。レポートが返却
されたもので及第点に達していないレポートを再度提出できるように手直しを
する。 
15 回  レポート作成が間に合っていない⼈は急いで仕上げる。レポートが返却
されたもので及第点に達していないレポートを再度提出できるように手直しを
する。 

 



年度 2012 
授業コード FSS3721 
成績評価 実習・実験に対する態度(20%)と報告書(80%)により評価する。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス SA(10〜10),SB(10〜10) 
見出し FSS3721 地球科学実験 
担当教員名 山口 一裕、北岡 豪一、小林 祥一 
単位数 2 
教科書 実験毎にプリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 地質調査、水文調査、環境問題、物理探査法 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 地球科学実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 卒業研究で地球環境(地学)分野を希望する学生は必ず受講すること。 
シラバスコード FSS3721 
実務経験のある教員  
達成目標 野外実習と室内実験により地球科学の野外調査および室内実験の基本と考え方

を習得する。 
①野外で露頭や採石場を見学して実際に地層や岩石の産状を見て，その成り立ち
について考えてみる。 
②地質調査の基礎を身につける。 
③水文調査法の基礎を身につける。 
④岩石薄片の作成法を見につける。 
⑤物理探査法を身につける。 

受講者へのコメント  
連絡先 山口 研究室 7 号館 1 階 yamaguti〔アトマーク〕das.ous.ac.jp 北岡 研究室 

7 号館 3 階 kitaoka〔アトマーク〕das.ous.ac.jp 小林 研究室 7 号館 6 階 
kobayashi〔アトマーク〕das.ous.ac.jp 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Experiments in Earth Science 
関連科目 地質学、鉱物科学、環境地球化学、陸水の科学など 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 鉱物学、地質学、陸水学および地球物理学におけ基本的な実験を行う。実験計画、

実験方法、報告書のまとめ方を学び、野外実習、地学特別ゼミナールとあわせて、



４年次の卒業研究への導入としたい。4 月か 5 月の土曜日に野外実習を行う予定
である。必ずこの実習に参加すること。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション 

2 回  野外調査法 1 香川県豊島の地質調査 
3 回  野外調査法 2 香川県豊島の岩石調査 
4 回  野外調査法 3 香川県豊島の水文調査 
5 回  岩石薄片製作 岩石の選定と岩石チップ作成 
6 回  岩石薄片製作 一次研磨(片面研磨とスライドガラスへの接着） 
7 回  岩石薄片製作 二次研磨(薄片にする） 
8 回  岩石薄片製作と顕微鏡観察 とスケッチ 
9 回  物理探査法１ 電気探査の理論 
10 回  物理探査法２ 実験 
11 回  物理探査法３ データ整理と解釈 
12 回  ダルシーの実験 
13 回  流出の実験 
14 回  補充実験 
15 回  報告書作成 

準備学習 1 回  このシラバスを読んで授業内容を把握すること。 
2 回  地質調査の方法を復習すること。配布資料で豊島の地質について勉強し
ておくこと。 
3 回  配布資料で豊島の岩石(火山岩）について勉強しておくこと。 
4 回  配布資料で豊島の水について勉強しておくこと。 
5 回  採集した岩石の整理をしておくこと 
6 回  薄片の作成方法をまとめておくこと 
7 回  薄片の作成方法をまとめておくこと 
8 回  偏光顕微鏡の見方を復習すること。 
9 回  物理探査法とは何か？調べておくこと。 
10 回  野外での実習を行うので準備しておくこと。 
11 回  データを整理しておくこと。 
12 回  地下での地下水の流れについて勉強しておくこと。 
13 回  実験データの整理をしておくこと。 
14 回  これまでの実験について整理しておくこと。 
15 回  報告書の作成方法をよく読んでおくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSS3722 
成績評価 レポート（５０％）実技（３５％）小テスト（１５％） 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス SB(〜11) 
見出し FSS3722 化学実験 
担当教員名 山崎 重雄 
単位数 2 
教科書 これならわかる化学実験（第 2 版）／⽥中晶善／ 三共出版 
アクティブラーニング  
キーワード 化学実験 危険回避 安全管理 劇・毒物 中毒 緊急処置 薬品 ガラス器具 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 化学実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 各種初級化学実習書 高校化学系教科書 
授業形態 実験実習 
注意備考 化学実験の基本を学習する。化学実験は危険なことも多く、危険回避・安全管理

が最優先事項としてあるので、遅刻・欠席により危険事項・安全管理を聴かずに
実験に取りかかることは認められない。このため遅刻・欠席の規制については厳
格に行われる。化学に携わる理科系教員・技術者として実験技術だけでなくレポ
ート作成や実験室における挙措動作や組織で行う実験運営などに着いても学習
させる。 

シラバスコード FSS3722 
実務経験のある教員  
達成目標 理系教員・技術者としての初級知識を身につけさせる。化学分野だけでなく環境・

生命系・物理・生物・地学に関わるに必要な共通知識を身につけさせること。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Experiments in Chemistry 
関連科目 化学基礎Ⅰ・Ⅱ 有機化学Ⅰ・Ⅱ 分析化学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 化学実験の必要事項を身につけさせること。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 化学実験をする上での注意事項を説明する。ガラス器具とガラス切断・ガラ

ス細工を実習する。 
2 回 蒸留と分留を実習する。 



3 回 アセトアニリド合成を実習する。 
4 回 色素の合成を実習する。 
5 回 金属錯体合成を実習する。 
6 回 アボガドロ数測定法を実習する。 
7 回 イオン交換クロマトグラフィーを実習する。 
8 回 中和滴定を実習する。 
9 回 ｐＨ測定法を実習する。 
10 回 可視部吸収スペクトル測定法を実習する。 
11 回 溶液中の鉄イオン測定法を実習する。 
12 回 一次反応速度定数を実習する。 
13 回 鉄イオンの錯形成安定度定数測定法を実習する。 
14 回 色素の酸解離定数測定法を実習する。 
15 回 化学実験の教材開発法の実習と小テストと後かたづけをする。 

準備学習 1 回 化学実験をする上での危機回避・安全管理の注意事項を予習してくること。 
ガラス器具とガラス切断・ガラス細工を実習するので予習してくること。 
2 回 蒸留と分留を実習するので予習してくること。 
3 回 アセトアニリド合成を実習するので予習してくること。 
4 回 色素の合成を実習するので予習してくること。 
5 回 金属錯体合成を実習するので予習してくること。 
6 回 アボガドロ数測定法を実習するので予習してくること。 
7 回 イオン交換クロマトグラフィーを実習するので予習してくること。 
8 回 中和滴定を実習するので予習してくること。 
9 回 ｐＨ測定法を実習するので予習してくること。 
10 回 可視部吸収スペクトル測定法を実習するので予習してくること。 
11 回 溶液中の鉄イオン測定法を実習するので予習してくること。 
12 回 一次反応速度定数を実習するので予習してくること。 
13 回 鉄イオンの錯形成安定度定数測定法を実習するので予習してくること。 
14 回 色素の酸解離定数測定法を実習するので予習してくること。 
15 回 化学実験の教材開発法の実習するので予習してくること。 
また小テストをするので実習全体の復習をしてくること。 

 



年度 2012 
授業コード FSS37G1 
成績評価 定期試験でおこなう。 

文章題（１０題）選択題（１５題）程度 
１００点満点で採点する。 

曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス  
見出し FSS37G1 情報関連法学 
担当教員名 三好 俊三＊ 
単位数 2 
教科書 インターネットの法律とトラブル解決法／神⽥将／自由国⺠社 
アクティブラーニング  
キーワード サイバー法、デジタル社会、ネチケット、コンピュータ犯罪、コンピュータ契約 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 おおむね好意的な内容でしたので、安心です。 

授業中の携帯使用と私語についての処置が厳しすぎるとの意見がありましたが、
わたしは適切と考えます。（⺠間会社に就職後では注意だけではとてもすみませ
ん。） 

科目名 情報関連法学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 授業中の私語、携帯電話の使用を禁止。 

授業後半１５分程度で課題を提出。 
シラバスコード FSS37G1 
実務経験のある教員  
達成目標 新しい法秩序が形成されつつある現代の情報化時代（インターネット社会）にお

いて、既存の法律の解釈の限界と新規立法の必要性を把握すること。特にＩＴが
もたらす社会的影響を功罪両面から、法律的問題を中心に開設し、どんな法律が
必要となるか、どんな法解釈の可能性があるか、考える⼒を要請する。 

受講者へのコメント 授業内容は多少難しかったと思いますが、熱心に聞いてくれたと思います。 
いいクラスでした。 

連絡先 三好俊三 090-8060-6588 
misuki@orange.ocn.ne.jp 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 三回生主体の受講であり、授業に対する心構えもしっかりしておりました。 
意欲も通じているとかんじました。 

英文科目名 Law for Information 
関連科目 情報と職業、情報社会論（再） 



次回に向けての改善変更予定 資料のわかりやすさを目指す更新を継続します。 
講義目的 デジタル情報社会において、膨大な量の情報が流通している実態を把握、それに

伴う情報の保護やそこに発生する社会問題や個⼈および組織の責任について、法
律的な観点から考察する。特に電子商取引における契約問題を中心にインターネ
ットに関する法律諸問題を重点的に扱う。また流通するデジタル情報を受信する
我々、あるいは公共の場の社会ルールを検討する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエーテーション、ネット関連法律の基礎知識 

2 回 インターネット加入契約の法律 
3 回 インターネットの利用 
4 回 インターネットショッピングの法律とトラブル 
5 回 インターネット利用の悪質商法 
6 回 インターネットビジネス関連の法律 
7 回 携帯電話に関する法律とトラブル 
8 回 ATM（現金自動預払機）に関する法律 
9 回 インターネット紛争の解決法と手続き 
10 回 企業と法務、企業活動・組織 
11 回 企業と法務、企業会計 
12 回 企業と法務、法務と標準化、知的財産権、会社会計 
13 回 企業と法務、法務と標準化、労働関係法規 
14 回 企業と法務、法務と標準化、標準化と認証制度 
15 回 セキュリティ、情報セキュリティ関連法規 

準備学習 1 回 著作権と著作物性について予習をしておくこと。 
著作権法、特定電子メール法、個⼈情報保護法について復習しておくこと。 
2 回 インターネット加入契約について予習をしておくこと。 
電子消費者契約法、消費者契約法、プロバイダ責任制限法について復習しておく
こと。 
3 回 サイバー犯罪の現状を予習しておくこと。 
不正アクセス禁止法、個⼈情報保護法について復習しておくこと 
4 回 ネットショッピングのトラブルについて予習をしておくこと。 
特定商取引法について復習しておくこと。 
5 回 悪質商法、架空請求、ワンクリック詐欺などについて予習をしておくこと。 
インターネットに関する問題商法を復習しておくこと 
6 回 個⼈情報流出の実態について予習しておくこと。 
個⼈情報保護法と電子認証について復習しておくこと。 
7 回 携帯電話に関するトラブルについて予習しておくこと。 
携帯電話に関する犯罪について復習しておくこと 
8 回 ＡＴＭに関するトラブルについて予習しておくこと。 
預金者保護法に関する復習をしていくこと。 
9 回 インターネット全般に関するトラブルについて予習しておくこと。 
示談、調停、訴訟の相違点について復習をしておくこと。 
10 回 企業活動の原則について予習をしておくこと。 



労働時間の形態について復習しておくこと。 
11 回 企業会計に関して予習をしておくこと 
損益分岐点分析手法を復習しておくこと。 
12 回 知的財産権について予習しておくこと。 
著作権法、商法、金融商品取引法について復習しておくこと。 
13 回 労働関連法規について予習しておくこと。 
下請代金支払遅延防止法について復習しておくこと。 
14 回 標準化と認証制度について予習をしておくこと。 
ファイル形式の標準化について復習しておくこと。 
15 回 情報セキュリティ関連法規について予習をしておくこと。 
情報セキュリティの国内、国際ガイドラインについて復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSS4111 
成績評価 宿題（15％）、小テスト(15％)、定期試験(70％)で評価する。 
曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス SA(〜11),SB(〜11) 
見出し FSS4111 数学要論Ⅰ 
担当教員名 山崎 正之 
単位数 2 
教科書 集合と位相への入門 ―ユークリッド空間の位相―／鈴木晋一／サイエンス社 
アクティブラーニング  
キーワード 命題、集合、写像 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「話すのが早くて聞き取れないことが時々あった。あと、⿊板の下の方に字を書

かないでほしい。教卓で見えません。他には、マイクが邪魔なので、どける等し
てもらいたいと感じた。話で何度も同じ言葉をくり返していたが、そのくり返し
ている言葉の意味がわからなかった。出席の紙をできればまわさないで欲しいと
感じた。小テストの解答をきいてもあまり理解できなかったので、一言一言ゆっ
くり話してほしい。理解する間なく次にいってしまっていると思う。」 
色々コメントありがとうございます。そういうことがあるたびに声を出して申し
出ていただけ 

科目名 数学要論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 理工基礎 演習 集合と位相／鈴木晋一／サイエンス社 
授業形態 講義 
注意備考 数学要論演習Ⅰを同時に履修することが望ましい。 
シラバスコード FSS4111 
実務経験のある教員  
達成目標 与えられた命題をわかりやすい同値な命題に書き換えることができる。複数の集

合の間の関係を式を用いて表すようにできる。またそのような関係を証明する方
法を身につける。 

受講者へのコメント この講義では（というかこれ以降の数学は）「定義」を使いこなせるかどうかが鍵
になります。 
わからないことがあれば、どこがわからないのか、定義に戻って考える癖をつけ
ましょう。 

連絡先 ２０号館５Ｆ 山崎正之研究室 masayuki＠das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 「この授業の目標を達成できましたか」に対して「半分程度できた」と「少しで
きた」をあわせて６割を超えていました。残念な結果になりました。確かに今ま
で学んできた数学とは全く違う内容で難しかったかもしれません。 



英文科目名 Elements of Mathematics I 
関連科目 数学要論演習Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定 数学を「書く」訓練をもっと多くしたいと思います。 
講義目的 数学的命題を明確に表現する道具である「集合」「写像」について学ぶ。また、そ

の過程で数学における議論の仕方、証明の仕方などを身につける。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 命題論理(1) 論理式の真理値表の作成について説明する。 

2 回 命題論理(2) 恒真命題と同値命題について説明する。 
3 回 命題論理(3) 限定命題について説明する。 
4 回 集合とその要素、集合の包含関係について説明する。 
5 回 二つの集合の相等関係について説明する。 
6 回 和集合、共通集合、補集合、べき集合、直積集合について説明する。 
7 回 写像の基礎概念および写像の相等について説明する。 
8 回 全射・単射・全単射の概念について説明する。さらに写像の合成との関連に
ついて解説する。 
9 回 写像による集合の像と逆像の概念を説明する。 
10 回 写像による集合の像と逆像に関するいくつかの公式について検討する。 
11 回 集合の対等の概念について説明する。 
12 回 集合の濃度の大小比較について説明し、ベルンシュタインの定理を紹介す
る。 
13 回 同値関係、順序関係などの概念について解説する。 
14 回 数学でよく使われる集合（自然数の集合、整数の集合、有理数の集合、実
数の集合、複素数の集合など）について解説し、数学的帰納法について復習する。 
15 回 有界の概念、有理数・無理数の稠密性、アルキメデスの原理などについて
説明する。 

準備学習 1 回 背理法について復習してくること。 
2 回 論理式の真理値表を作ることができるようにしておくこと。 
3 回 集合の間の等式の証明を練習しておくこと。 
4 回 限定命題の否定を作る練習をしておくこと。 
5 回 集合や要素の関係を表す記号を憶えてくること。集合の包含関係の証明の
仕方を復習しておく。 
6 回 集合の相等関係の証明の仕方を復習しておくこと。 
7 回 限定命題の否定の作り方に関して再度復習しておくこと。 
8 回 写像の相等を証明する方法について復習しておくこと。 
9 回 教科書 p.18〜p.21 を読んでおくこと。 
10 回 簡単な例で像や逆像を求める練習をしておくこと。 
11 回 単射・全射・全単射の定義を書けるようにしておくこと。 
12 回 単射の概念を復習しておくこと。 
13 回 教科書の p.26 から p.30 を読んでくること。 
14 回 自然数、整数、有理数、無理数などの概念を自分がどのようにして習って
きたか、思い出しておくこと。 
15 回 実数の連続性を表すのにどのような方法があるのか調べてくること。 



 



年度 2012 
授業コード FSS4112 
成績評価 課題(15％)・小テスト(15％)・定期試験(70％)で評価する。 
曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス SA(〜11),SB(〜11) 
見出し FSS4112 数学要論Ⅱ 
担当教員名 山崎 正之 
単位数 2 
教科書 集合と位相への入門―ユークリッド空間の位相―／鈴木晋一／サイエンス社（前

期の「数学要論Ⅰ」と同じ） 
アクティブラーニング  
キーワード 距離、近傍、開集合、閉集合、連続 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 わからないけれど、質問できない⼈がいるから、顔をよく見て授業を進めてほし

いというコメントがありました。確かにそうですね。机間巡視を増やして、もっ
と声をかけたいと思います。 

科目名 数学要論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 理工基礎 演習 集合と位相／鈴木晋一／サイエンス社 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSS4112 
実務経験のある教員  
達成目標 距離空間が与えられたとき、その開集合や閉集合が認識できるようになること。

また写像の連続性などの抽象的な概念を取り扱うことのできる技能を身につけ
る。 

受講者へのコメント 条件反射で問題を解く癖を高校時代につけてしまった⼈は苦労したはず。じっく
り納得するまで考えるようにしてほしい。 

連絡先 ２０号館５Ｆ 山崎正之研究室 masayuki＠das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 満足度が満足９、ほぼ満足４、普通１０、やや不満０、不満１で、点数が低かっ
た。また目標達成度も、できた３で、やはり低かった。この科目は１年生までの
数学とは異なり抽象度が高く、受講生の理解度の差が大きい。理解度の低い学生
ができるだけ落ちこぼれないように進めたい。 

英文科目名 Elements of Mathematics II 
関連科目 数学要論Ⅰ・数学要論演習Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定 よくできる⼈には物足りないかと思うので、講義ではとりあげなくても、面白い

問題などをプリントの中に混ぜておきたいと思う。今回は実験的に予習プリント
を配布したが、あまり成果があがらなかった（ごく一部の⼈しか予習してこなか



った）。来年度は自宅では復習に重点をおくような方向で考えている。 
講義目的 数学の各分野の基礎として必要になる位相の概念を理解する第一歩としてユー

クリッド空間における開集合、閉集合、連続写像などに慣れ親しんだ後、コンパ
クト性や連結性などについて学ぶ。さらに、学んだ概念を距離空間や位相空間の
場合に拡張する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ユークリッド空間の概念を解説し、距離関数の重要な性質について説明す

る。 
2 回 ユークリッド平面と複素数平面の関係について説明する。 
3 回 ユークリッド空間における点の近傍の概念および開集合の概念を解説する。 
4 回 ユークリッド空間における閉集合の概念を解説する。 
5 回 内点・外点・境界点の概念を導入し、種々の集合でそれらの判定方法を説明
する。 
6 回 内部・外部・境界を定義し、それらの関係を説明する。 
7 回 触点と閉包について説明する。 
8 回 連続関数の概念を定義する。さらに、連続であるための必要十分条件をいく
つか紹介する。 
9 回 点列が点に収束するとはどういうことか説明する。収束する点列の例、収束
しない点列の例を解説する。 
10 回 点列コンパクト性の概念を導入し、それが連続写像で保たれることを照明
する。 
11 回 コンパクト性の概念を導入し、点列コンパクト性との関係を解説する。 
12 回 集合の連結性の定義を行い、具体例を用いて解説する。 
13 回 連結性が連続写像で保たれることを照明する。 
14 回 距離空間の概念を解説する。 
15 回 位相空間の概念を解説する。 

準備学習 1 回 集合や写像に関する色々な記号について復習しておくこと。 
2 回 平面や空間の二点の距離を求めることができるようになっておくこと。 
3 回 教科書 p.82 の不等式について復習しておくこと。 
4 回 開集合の定義を憶えてくること。 
5 回 閉集合の定義を憶えてくること。 
6 回 簡単な例で、内点・外点・境界点の判定ができるようにしてくること。 
7 回 与えられた集合の内部を求めることができるようにしてくること。 
8 回 微分積分学における連続性について復習してくること。 
9 回 ０に収束する数列を色々イメージしてみること。 
10 回 連続写像の定義と点列の収束の定義を書けるようにしておくこと。 
11 回 点列の部分列の概念を調べておくこと。 
12 回 開集合や閉集合の重要な性質についてまとめてくること。 
13 回 集合が連結であることの定義を書けるようにしてくること。 
14 回 ユークリッドの距離のみたす重要な３つの性質を言えるようにしておくこ
と。 
15 回 開集合のもつ重要な３つの性質を言えるようにしておくこと。 



 



年度 2012 
授業コード FSS4121 
成績評価 レポート(30%)、定期試験(70%)の結果を総合して評価する。 
曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス SA(〜10),SB(〜10) 
見出し FSS4121 解析学続論Ⅰ 
担当教員名 ⻑渕 裕 
単位数 2 
教科書 ⻑瀬道弘 著・「微分方程式」・裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード 変数分離形微分方程式、線形微分方程式、Wronsky 行列式、基本解、定数変化法

の公式、記号解法 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 解析学続論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 俣野 博 著・「微分方程式」・岩波書店 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSS4121 
実務経験のある教員  
達成目標 変数分離形を始めとする具体的な 1 階常微分方程式の解を初等解法により求め

ることができる。1 階および 2 階線形常微分方程式の解空間の構造を理解し、定
数変化法の公式を用いて解を求めることができる。簡単な高階線形常微分方程式
の解を記号解法を用いて求めることができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 20 号館 5 階 ⻑渕研究室 nagabuti@das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Analysis I 
関連科目 解析学続論演習Ⅰと同時に履修することが好ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 線形微分方程式を中心に具体的な常微分方程式の初等的解法に習熟させること

を目的とする。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 さまざまな具体例を通して微分方程式の意味を理解する。 

2 回 微分方程式と初期値問題について説明し、変数分離形微分方程式の解法に
ついて復習した後、同次形微分方程式の解法について学ぶ。 
3 回 1 階線形常微分方程式の解法、特殊解と一般解、定数変化法の公式について



学ぶ。 
4 回 全微分方程式と完全系全微分方程式の解法について学ぶ。 
5 回 積分因子と非完全系全微分方程式について学ぶ。 
6 回 Bernoulli 型微分方程式、Riccati 型微分方程式の解法について学ぶ。 
7 回 定係数 2 階線形常微分方程式と特性方程式について学ぶ。 
8 回 関数の 1 次独立性・1 次従属性について理解し、ロンスキアン、解空間、基
本解について学ぶ。 
9 回 2 階線形常微分方程式に関する定数変化法の公式について学ぶ。 
10 回 定係数高階線形常微分方程式と記号解法(1)：微分演算子とその逆演算子
について学ぶ。 
11 回 定係数高階線形常微分方程式と記号解法(2)：微分演算子とその逆演算子
について学ぶ。 
12 回 定係数高階線形常微分方程式と記号解法(3)：演算子法による解の表現公
式について学ぶ。 
13 回 定係数連立線形常微分方程式(1)：行列の標準化について復習する。 
14 回 定係数連立線形常微分方程式(2)：基本解と Wronsky 行列式、Abel の公式
について学ぶ。 
15 回 定係数連立線形常微分方程式(3)：連立線形常微分方程式に対する定数変
化法の公式について学ぶ。 

準備学習 1 回 解析学Ⅰで学んだ微分方程式について復習しておくこと。 
2 回 第 1 回の講義内容を復習しておくこと。 
3 回 第 2 回の講義内容を復習しておくこと。 
4 回 第 3 回の講義内容を復習しておくこと。 
5 回 第 4 回の講義内容を復習しておくこと。 
6 回 第 5 回の講義内容を復習しておくこと。 
7 回 第 6 回の講義内容を復習しておくこと。 
8 回 線形代数学Ⅱで学んだベクトルの 1 次独立、1 次従属について復習しておく
こと。 
9 回 第 5、6 回の講義内容を復習しておくこと。 
10 回 第 9 回の講義内容を復習しておくこと。 
11 回 第 10 回の講義内容を復習しておくこと。 
12 回 第 5、6 回の講義内容を復習しておくこと。 
13 回 第 12 回の講義内容、行列の固有値、固有ベクトルについて復習しておく
こと。 
14 回 第 13 回の講義内容を復習しておくこと。 
15 回 第 14 回の講義内容を復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSS4122 
成績評価 レポート(30%)、定期試験(70%)の結果を総合して評価する。 
曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス SA(〜10),SB(〜10) 
見出し FSS4122 解析学続論Ⅱ 
担当教員名 ⻑渕 裕 
単位数 2 
教科書 ⻑瀬道弘 著・「微分方程式」・裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード 一様収束、解の存在と一意性、指数行列、べき級数、Fourier 級数 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特になし。 
科目名 解析学続論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 俣野 博 著・「微分方程式」・岩波書店 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSS4122 
実務経験のある教員  
達成目標 簡単な常微分方程式に対し、逐次近似法による近似解を求めることができる。与

えられた行列の指数行列を求めることができる。簡単な偏微分方程式の混合問題
をフーリエ級数を用いて解くことができる。 

受講者へのコメント 特になし。 
連絡先 20 号館 5 階 ⻑渕研究室 nagabuti@das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講者は少数であったが、授業への理解・関心、満足度など良好な結果であった
と思う。 

英文科目名 Advanced Analysis II 
関連科目 解析学続論演習Ⅱと同時に履修することが好ましい。 
次回に向けての改善変更予定 特になし。 
講義目的 微分方程式の初期値問題に対する解の存在定理を学び、連立線形微分方程式の指

数行列を用いた解法、ならびに解の漸近挙動を理解する。また、2 階線形微分方
程式のべき級数解法、および偏微分方程式の Fourier 級数を用いた解法に習熟す
ることを目的とする。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 関数列の一様収束(1)：実数の性質を復習し、関数列の各点収束と一様収束

について学ぶ。 
2 回 関数列の一様収束(2)：関数列の一様収束と極限関数の性質について学ぶ。 



3 回 関数列の一様収束(3)：関数項級数の一様収束と優級数判定法について学ぶ。 
4 回 初期値問題の解の存在と一意性(1)：初期値問題の解の存在と一意性に関す
る定理を学ぶ。 
5 回 初期値問題の解の存在と一意性(2)：初期値問題の解の存在と一意性に関す
る定理を学ぶ。 
6 回 行列の指数関数(1)：行列の指数関数の定義、諸性質、基本行列について学
ぶ。 
7 回 行列の指数関数(2)：定係数連立線形微分方程式の解の表現公式（定数変化
法）について学ぶ。 
8 回 連立微分方程式の解の漸近挙動（線形近似）について学ぶ。 
9 回 級数解法(1)：べき級数の性質とべき級数解の存在について学ぶ。 
10 回 級数解法(2)：微分方程式のべき級数による解法について学ぶ。 
11 回 級数解法(3)：微分方程式のべき級数による解法について学ぶ。 
12 回 偏微分方程式と Fouirer 級数 
13 回 Fourier 級数(1)：Fourier 級数の定義と性質、収束定理について学ぶ。 
14 回 Fourier 級数(2)：収束定理、Parseval の等式とその応用について学ぶ。 
15 回 Fourier 級数の偏微分方程式の解法への応用について学ぶ。 

準備学習 1 回 数列、関数の極限について復習しておくこと。 
2 回 第 1 回の講義内容を復習しておくこと。 
3 回 第 2 回の講義内容を復習しておくこと。 
4 回 第 2、3 回の講義内容を復習しておくこと。 
5 回 第 4 回の講義内容を復習しておくこと。 
6 回 行列の固有値、固有ベクトルについて復習しておくこと。 
7 回 第 6 回の講義内容を復習しておくこと。 
8 回 第 6、7 回の講義内容を復習しておくこと。 
9 回 第 1、2、3 回の講義内容を復習しておくこと。 
10 回 第 9 回の講義内容を復習しておくこと。 
11 回 第 10 回の講義内容を復習しておくこと。 
12 回 偏微分法について復習しておくこと。 
13 回 第 1、2、3 回の講義内容を復習しておくこと。 
14 回 第 13 回の講義内容を復習しておくこと。 
15 回 第 14 回の講義内容を復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSS4131 
成績評価 平常点（34%），各分野の試験（33%）および定期試験（33%）で評価する。 
曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス SA(10〜10),SB(10〜10) 
見出し FSS4131 教職のための理科Ⅲ 
担当教員名 横山 崇 
単位数 2 
教科書 これだけは知っておきたい 教員のための化学／⽥中春彦編著／培風館 
アクティブラーニング  
キーワード 教員採用試験，理科，受験対策，一般化学 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ハッキリと話して欲しい。何と言っているかわからない時があった。→申し訳あ

りません。気をつけます。 
実⼒が付いたと思います。大変だったけど，それが逆によかった。→ありがとう
ございます。 

科目名 教職のための理科Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 教員採用試験・精選実施問題シリーズ⑧ 全国版 専門教養 中学理科・物理・

化学・生物・地学の精選実施問題／協同教育研究会編／協同出版 
授業形態 講義 
注意備考 教員養成プロジェクト関連科目。 
シラバスコード FSS4131 
実務経験のある教員  
達成目標 教員採用試験科目の「化学」の科目の合格水準に達すること。 
受講者へのコメント 教員採用試験支援の講義科目ですので，教員採用試験に合格するようにもっと勉

強してもらいたいと思います。 
連絡先 13 号館 4 階分析化学研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この講義を受講するに当たって，高等学校の化学をしっかり復習してない⼈やし
っかり予習をしていないという⼈は，講義についてくることができなかったと思
います。 

英文科目名 Science Education III 
関連科目 各学科で開講されている化学の専門基礎科目および化学の専門関連科目をすべ

て履修しておくことが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 変更予定なし。 
講義目的 教員採用試験科目のうち「化学」の科目に関して，合格水準に達するための支援

を行うことを目的とする。 
対象学年 3 年/4 年 



授業内容 1 回  講義の進め方を説明する。 
2 回  物質の構成および物質の状態の演習をする。 
3 回  物質の構成および物質の状態の演習および試験をする。 
4 回  物質の構成および物質の状態の試験の解答および演習をする。 
5 回  化学変化の特徴と反応速度および化学変化の方向性の演習をする。 
6 回  化学変化の特徴と反応速度および化学変化の方向性の演習および試験を
する。 
7 回  化学変化の特徴と反応速度および化学変化の方向性の試験の解答および
演習をする。 
8 回  無機物質の性質と反応の演習をする。 
9 回  無機物質の性質と反応の演習および試験をする。 
10 回  無機物質の性質と反応の試験の解答および演習をする。 
11 回  有機化合物の性質と反応および高分子化合物と生体関連物質の演習をす
る。 
12 回  有機化合物の性質と反応および高分子化合物と生体関連物質の演習およ
び試験をする。 
13 回  有機化合物の性質と反応および高分子化合物と生体関連物質の試験の解
答および演習をする。 
14 回  化学と社会についての解説をする。 
15 回  化学と社会についての解説および総合演習をする。 

準備学習 1 回  シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。 
2 回  物質の構成および物質の状態の範囲の過去の教員採用試験問題および教
科書の問題を解くこと。 
3 回  物質の構成および物質の状態の範囲の過去の教員採用試験問題および教
科書の問題を解くこと。 
4 回  物質の構成および物質の状態の範囲の過去の教員採用試験問題および教
科書の問題を解くこと。 
5 回  化学変化の特徴と反応速度および化学変化の方向性の範囲の過去の教員
採用試験問題および教科書の問題を解くこと。 
6 回  化学変化の特徴と反応速度および化学変化の方向性の範囲の過去の教員
採用試験問題および教科書の問題を解くこと。 
7 回  化学変化の特徴と反応速度および化学変化の方向性の範囲の過去の教員
採用試験問題および教科書の問題を解くこと。 
8 回  無機物質の性質と反応の範囲の過去の教員採用試験問題および教科書の
問題を解くこと。 
9 回  無機物質の性質と反応の範囲の過去の教員採用試験問題および教科書の
問題を解くこと。 
10 回  無機物質の性質と反応の範囲の過去の教員採用試験問題および教科書の
問題を解くこと。 
11 回  有機化合物の性質と反応および高分子化合物と生体関連物質の範囲の過
去の教員採用試験問題および教科書の問題を解くこと。 
12 回  有機化合物の性質と反応および高分子化合物と生体関連物質の範囲の過



去の教員採用試験問題および教科書の問題を解くこと。 
13 回  有機化合物の性質と反応および高分子化合物と生体関連物質の範囲の過
去の教員採用試験問題および教科書の問題を解くこと。 
14 回  化学と社会の範囲の教科書の問題を解くこと。 
15 回  化学と社会の範囲の教科書の問題および過去の教員採用試験問題を解く
こと。 

 



年度 2012 
授業コード FSS4311 
成績評価 講義中の小テスト(15%)、課題レポート(10%)と定期試験(75%)により評価する。 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス SA(〜12),SB(〜12) 
見出し FSS4311 地球科学Ⅰ 
担当教員名 山口 一裕 
単位数 2 
教科書 「ニューステージ地学図表」・浜島書店毎回、講義プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 地球科学・地球環境・過去、現在、未来・岩石・鉱物・地球の形・火山・地震・

重⼒・地磁気・プレートテクトニクス・化石・古生物 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 地球科学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 高校で学習する地学と地球環境分野の講義、実験を受講するための基礎を学習す

るので、しっかり予習・復習をすることが大切である。学習相談や質問などがあ
れば、オフィスアワーの時間か、連絡先にメールで連絡してください。 

シラバスコード FSS4311 
実務経験のある教員  
達成目標 地球科学に関する基本的な考え方と知識を習得する。 

理科教師として必要な地学の基礎的な知識を習得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 研究室 7 号館 1 階 yamaguti@das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Earth Science I 
関連科目 地球科学Ⅱ、地学実験Ⅰ、地質学、鉱物科学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 温暖化や酸性雨など地球規模で起こる環境問題や⼈類に災害をもたらす地震や

火山活動を正しく理解するためには、基本となる「地球の姿」を知る必要がある。
地球科学 I では、地球の概観、内部構造、プレートテクトニクス、地震、火山、
地球の歴史について講義する。できるだけ実践的な地球科学を習得するために、
具体的な事例や演習を取り入れたい。標本の観察や演習問題には積極的に取り組
むことを心がけてほしい。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回  オリエンテーション 地球の岩石 火成岩・堆積岩・変成岩 復習問題 
2 回  地球科学の考え方 地球の歴史性 復習問題 
3 回  固体地球を構成する物質 鉱物と岩石 復習問題 
4 回  火成岩のでき方 復習問題 
5 回  火山活動と災害 復習問題 
6 回  地球の形と大きさ 復習問題 
7 回  重⼒を使って地球を調べる 復習問題 課題実験 自宅で重⼒を測ろう！ 
8 回  地磁気 地磁気は地球を救う 
9 回  地震と災害 演習問題があるので各自しっかりまとめること。 
10 回  海底の地形と特徴 
11 回  地震波と地球の内部構造 演習問題があるので各自しっかりまとめるこ
と。 
12 回  移動する大陸、拡大する海底 
13 回  プレート・テクトニクス 
14 回  地球の歴史 Ⅰ 
15 回  地球の歴史Ⅱ 

準備学習 1 回  このシラバスを読んでこれから勉強する地球科学Ⅰの学習内容(教科書の
第 1 章から第 3 章）を把握する。使用する教科書には地球に関する美しい写真が
いっぱいあるので見ておいて下さい。 
2 回  教科書 p54〜p55 の地層の形成を読んでおこう。 
3 回  先週の復習問題をしっかり身につけよう。教科書 p15〜p23 の造岩鉱物や
おもな鉱物を読んでおこう。 
4 回  先週の復習問題をしっかり身につけよう。教科書 p16〜p19 の火成岩を読
んでおこう。 
5 回  先週の復習問題をしっかり身につけよう。教科書 p34〜p37 と p26 の火
山とマグマの発生を読んでおこう。 
6 回  先週の復習問題をしっかり身につけよう。教科書 p6〜p7 の地球の大きさ
と形を読んでおこう。 
7 回  先週の復習問題をしっかり身につけよう。教科書 p8〜p9 の重⼒を読んで
おこう。 
8 回  先週の復習問題をしっかり身につけよう。教科書 p10〜p11 地磁気を読ん
でおこう。 
9 回  先週の復習問題をしっかり身につけよう。教科書 p38〜47 の地震と災害
を読んでおこう。 
10 回  先週の復習問題をしっかり身につけよう。教科書 p27〜28 地球内部の熱
と海底地形図を読んでおこう。 
11 回  先週の復習問題をしっかり身につけよう。教科書 p12〜13 の地球の内部
構造を読んでおこう。 
12 回  先週の復習問題をしっかり身につけよう。教科書 p32〜p33 の動くプレ
ートを読んでおこう。 
13 回  先週の復習問題をしっかり身につけよう。教科書 p30〜p31 のプレート
境界を読んでおこう。 



14 回  先週の復習問題をしっかり身につけよう。教科書 p68〜p77 の地球の歴
史をよく読んでおこう。 
15 回  先週の復習問題をしっかり身につけよう。教科書 p68〜p77 の地球の歴
史をよく読んでおこう。 

 



年度 2012 
授業コード FSS4312 
成績評価 定期試験を主とし（60％）、提出レポートと講義への出席状況（40％）を参考に

して評価する。 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス SA(〜12),SB(〜12) 
見出し FSS4312 地球科学Ⅱ 
担当教員名 北岡 豪一 
単位数 2 
教科書 浜島書店編集部 編著 「ニューステージ新版地学図表」，浜島書店，2003 
アクティブラーニング  
キーワード 宇宙・地球・大気・海洋・水・環境 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 地球科学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 「地球科学Ⅰ」を受講しておくことが望ましい。 
シラバスコード FSS4312 
実務経験のある教員  
達成目標 現在の地球環境がどのような歴史的過程で形成され、現在それがどのようにして

維持され変動しているのか、そのメカニズムを理解する。 
受講者へのコメント  
連絡先 北岡研究室（7 号館 3 階） kitaoka@das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Earth Science II 
関連科目 地球科学Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 大気、海洋、陸水で起こっている諸現象を取り上げ、それらが太陽エネルギーで

駆動された物質とエネルギーの流れの過程であることを学習する。講義は宇宙・
地球の進化を視野に入れて行う。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  星の観測と科学史 

2 回  宇宙の膨張 
3 回  物質の生成と宇宙の進化 
4 回  太陽系の形成と地球の誕生 
5 回  地球環境の変遷 



6 回  地球表層の温度，温室効果 
7 回  大気の鉛直構造，オゾン層 
8 回  大気の地球規模の動き 
9 回  大気の動き方 
10 回  大気の渦：低気圧・前線 
11 回  大気の対流と降水過程 
12 回  海洋，大気，陸をめぐる水循環 
13 回  陸域における水循環 
14 回  ⼈間活動と環境の変化 
15 回  温暖化現象 

準備学習 1 回  シラバスをよく見て学習の過程を把握しておくこと。また，地学図表の図，
写真をひととおり見ておく。 
2 回  なぜ，明るい星と暗い星，またいろいろな色の星があるのか，考えておく 
3 回  現在，宇宙が一様に膨張していることがどうして言えたのか，復習してお
く 
4 回  太陽系の惑星の中で地球だけに満々と液体の水が湛えられているのはなぜ
か，考えておく 
5 回  大陸がなぜ移動するのか，「地球科学Ⅰ」の講義を復習しておく 
6 回  温室はなぜ暖かいのか，考えておく 
7 回  上空ほど温度が低いのはなぜか，考えておく 
8 回  南極はなぜ寒いのか，考えておく 
9 回  自転車がパンクするとタイヤから空気が抜けるのはなぜか，考えておく 
10 回  上昇気流はどういうときに起こるのか，考えておく 
11 回  雲や霧はどうしてできるのか，考えておく 
12 回  日本で毎年雨が降るのはどうしてか，考えておく 
13 回  川にはいつも水がながれているのはどうしてか，考えておく 
14 回  ⼈間活動が環境に与えている影響について，調べておく 
15 回  地球温暖化について調べておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FSS4321 
成績評価 宿題（15％）、小テスト(15％)、定期試験(70％)で評価する。 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス SA(〜11),SB(〜11) 
見出し FSS4321 数学要論演習Ⅰ 
担当教員名 山崎 正之 
単位数 2 
教科書 集合と位相への入門 ―ユークリッド空間の位相―／鈴木晋一／サイエンス社 
アクティブラーニング  
キーワード 命題、集合、写像 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「演習問題は、どれもやりがいを感じる内容で、この講義を受けた私や他の学生

の⼈達は幸せ者だなと感じました」 
おそれいります。 
「特になし」 
なら書かなくてもいいんですよ。 

科目名 数学要論演習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 理工基礎 演習 集合と位相／鈴木晋一／サイエンス社 
授業形態 演習 
注意備考 数学要論Ⅰと同時に受講することが望ましい。 
シラバスコード FSS4321 
実務経験のある教員  
達成目標 与えられた命題をわかりやすい同値な命題に書き換えることができる。複数の集

合の間の関係を式を用いて表すようにできる。またそのような関係を証明する方
法を身につける。 

受講者へのコメント ともかく家で勉強して来て欲しい。課題もだしているけれど、やって来る⼈は少
ない。じゃあレポートにするとどうなるかというと、他の⼈の答案を丸写しする
だけ……。なかなか効果があがりません。ともかく遅刻せずに教室に来て、授業
中他のことをしないで聴いて、そして、考えて欲しいです。 

連絡先 ２０号館５Ｆ 山崎正之研究室 masayuki＠das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 「数学要論１」と同様に、授業目標の達成について「半分程度」と「少し」でほ
ぼ６割であった。なんとかこれを減らしたいと考えているけれど、難しいです。 

英文科目名 Exercise of Elements of Mathematics I 
関連科目 数学要論Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定 授業の最初に毎回、前回の内容についての小テストを実施することを検討中で

す。で、その重みをかなり大きくする。そうすればさすがに勉強してくれるでし



ょうか。 
講義目的 数学的命題を明確に表現する道具である「集合」「写像」について学ぶ。また、そ

の過程で数学における議論の仕方、証明の仕方などを身につける。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 論理式の真理値表の作成について説明する。 

2 回 恒真命題と同値命題について説明する。 
3 回 限定命題について説明する。 
4 回 集合とその要素、集合の包含関係について説明する。 
5 回 二つの集合の相等関係について説明する。 
6 回 和集合、共通集合、補集合、べき集合、直積集合について説明する。 
7 回 写像の基礎概念および写像の相等について説明する。 
8 回 全射・単射・全単射の概念について説明する。さらに写像の合成との関連に
ついて解説する。 
9 回 写像による集合の像と逆像の概念を説明する。 
10 回 写像による集合の像と逆像に関するいくつかの公式について検討する。 
11 回 集合の対等の概念について説明する。 
12 回 集合の濃度の大小比較について説明し、ベルンシュタインの定理を紹介す
る。 
13 回 同値関係、順序関係などの概念について解説する。 
14 回 数学でよく使われる集合（自然数の集合、整数の集合、有理数の集合、実
数の集合、複素数の集合など）について解説し、数学的帰納法について復習する。 
15 回 有界の概念、有理数・無理数の稠密性、アルキメデスの原理などについて
説明する。 

準備学習 1 回 背理法について復習してくること。 
2 回 論理式の真理値表を作ることができるようにしておくこと。 
3 回 集合の間の等式の証明を練習しておくこと。 
4 回 限定命題の否定を作る練習をしておくこと。 
5 回 集合や要素の関係を表す記号を憶えてくること。集合の包含関係の証明の
仕方を復習しておく。 
6 回 集合の相等関係の証明の仕方を復習しておくこと。 
7 回 限定命題の否定の作り方に関して再度復習しておくこと。 
8 回 写像の相等を証明する方法について復習しておくこと。 
9 回 教科書 p.18〜p.21 を読んでおくこと。 
10 回 簡単な例で像や逆像を求める練習をしておくこと。 
11 回 単射・全射・全単射の定義を書けるようにしておくこと。 
12 回 単射の概念を復習しておくこと。 
13 回 教科書の p.26 から p.30 を読んでくること。 
14 回 自然数、整数、有理数、無理数などの概念を自分がどのようにして習って
きたか、思い出しておくこと。 
15 回 実数の連続性を表すのにどのような方法があるのか調べてくること。 

 



年度 2012 
授業コード FSS4322 
成績評価 講義中の小テスト(10%)、課題レポート(地質図演習）(40%)と定期試験(50%)に

より評価する。地質図は演習プリントをファイルに綴じて提出すること。 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス SA(〜11),SB(〜11) 
見出し FSS4322 地質学 
担当教員名 山口 一裕 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 地球システム科学、岩石、地質図、地球の歴史 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 地質図、慣れてくると楽しさを実感してもらえているようでよかったです。介護

等体験で欠席する学生が多いので何とか配慮したカリキュラムにしています。こ
の苦労がわかってもらえてとてもうれしいです。 

科目名 地質学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 授業の進行にあわせて演習を適宜行うので、課題演習には積極的に取り組んでほ

しい。学習相談や質問などがあれば、オフィスアワーの時間か、連絡先にメール
で連絡してください。 

シラバスコード FSS4322 
実務経験のある教員  
達成目標 地質学、岩石学の技術と知識を演習を通して習得する。 

①ボックスモデルを理解し，水や海の化学組成の平均滞留時間を求められる。 
②基本的な地質図を作成したり，判読できるようになる。 
③火成岩の組織について状態図を用いて説明できる。 
④堆積岩・変成岩について生成環境を考えることができる。 
⑤地球の歴史の大きな流れを理解できる。 

受講者へのコメント 地質学の基礎は地質図なので、これからも演習をやっていきたいと思う。 
連絡先 研究室 7 号館 1 階 yamaguti@das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業時間外での学習を行ってもらいたいので地質図演習の課題を与えている。与
えた課題についてはしっかり取り組んでいるものと思う。 

英文科目名 Geolory 
関連科目 地球科学Ⅰ、Ⅱ・地学実験Ⅰ、環境地球科学、鉱物科学 
次回に向けての改善変更予定 授業時間外にもっと学習してもらえるようにより改善する予定です。 



講義目的 地球の歴史は、地層や岩石に残された記録を読み取ることにより解明されてき
た。この講義においては、地層・岩石に残された過去の情報を読み取るための岩
石学や地質学の基礎となる考え方や手法を、具体的事例と演習により学習する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  地質学の基本概念 

2 回  地球システム科学としての地質学 
3 回  海の水はなぜしょっぱいのか？ 
4 回  地質調査と地質図 
5 回  地質図演習 整合 
6 回  地質図演習 不整合 
7 回  地質図演習 断層 
8 回  地質図演習 褶曲 
9 回  地質図演習 応用問題 
10 回  岩石(火成岩）のでき方 状態図(共融系） 
11 回  岩石(火成岩)のでき方 状態図(連続固溶体） 
12 回  堆積岩と堆積作用 
13 回  変成岩と変成作用 
14 回  地球の歴史Ⅰ 先カンブリア時代と古生代 
15 回  地球の歴史Ⅱ 中生代と新生代 

準備学習 1 回  地球科学の岩石・鉱物・地層の復習をしておこう。 
2 回  地球上での水の循環の勉強をしておこう。 
3 回  海洋の化学成分について調べておこう！ 
4 回  地層や岩石について復習しておこう。 
5 回  前回の地質図の基礎・走向と傾斜について復習しておこう。 
6 回  前回の地質図の宿題をやっておこう。 
7 回  前回の地質図の宿題をやっておこう。 
8 回  前回の地質図の宿題をやっておこう。 
9 回  前回の地質図の宿題をやっておこう。 
10 回  火成岩の分類やマグマの発生について復習しておこう。 
11 回  前回の復習問題をやっておこう。 
12 回  地球科学Ⅰの教科書で堆積岩について復習しておこう。 
13 回  地球科学Ⅰの教科書で変成岩について復習しておこう。 
14 回  地球科学Ⅰの教科書で地球の歴史を復習しておこう。 
15 回  地球科学Ⅰの教科書で地球の歴史を復習しておこう。 

 



年度 2012 
授業コード FSS4331 
成績評価 演習問題への取り組み状況(50%)、定期試験(50%)の結果を総合して評価する。 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス SA(〜10),SB(〜10) 
見出し FSS4331 解析学続論演習Ⅰ 
担当教員名 ⻑渕 裕 
単位数 2 
教科書 ⻑瀬道弘 著・「微分方程式」・裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 解析学続論演習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 俣野 博 著・「微分方程式」・岩波書店 
授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード FSS4331 
実務経験のある教員  
達成目標 変数分離形を始めとする具体的な 1 階常微分方程式の解を初等解法により求め

ることができる。1 階および 2 階線形常微分方程式の解空間の構造を理解し、定
数変化法の公式を用いて解を求めることができる。簡単な高階線形常微分方程式
の解を記号解法を用いて求めることができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 20 号館 5 階 ⻑渕研究室 nagabuti@das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Exercise of Advanced Analysis I 
関連科目 解析学続論Ⅰと同時に履修することが好ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 問題演習を通じて解析学続論Ⅰの講義内容の理解を深める。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 問題演習を通して微分方程式とその解についての理解を深める。 

2 回 微分方程式と初期値問題、変数分離形微分方程式、同次形微分方程式の解法
について問題演習を行う。 
3 回 1 階線形常微分方程式の解法、特殊解と一般解、定数変化法の公式について
問題演習を行う。 
4 回 全微分方程式と完全系全微分方程式の解法について問題演習を行う。 



5 回 積分因子と非完全系全微分方程式について問題演習を行う。 
6 回 Bernoulli 型微分方程式、Riccati 型微分方程式の解法について問題演習を行
う。 
7 回 定係数 2 階線形常微分方程式と特性方程式について問題演習を行う。 
8 回 関数の 1 次独立性・1 次従属性について理解し、Wronsky 行列式、解空間、
基本解について問題演習を行う。 
9 回 2 階線形常微分方程式に関する定数変化法の公式について問題演習を行う。 
10 回 定係数高階線形常微分方程式と記号解法(1)：微分演算子とその逆演算子
について問題演習を行う。 
11 回 定係数高階線形常微分方程式と記号解法(2)：微分演算子とその逆演算子
について問題演習を行う。 
12 回 定係数高階線形常微分方程式と記号解法(3)：演算子法による解の表現公
式について問題演習を行う。 
13 回 定係数連立線形常微分方程式(1)：行列の標準化について問題演習を行う。 
14 回 定係数連立線形常微分方程式(2)：基本解と Wronsky 行列式、Abel の公式
について問題演習を行う。 
15 回 定係数連立線形常微分方程式(3)：連立線形常微分方程式に対する定数変
化法の公式について問題演習を行う。 

準備学習 1 回 解析学Ⅰで学んだ微分方程式について復習しておくこと。 
2 回 第 1 回の講義・演習問題の内容を復習しておくこと。 
3 回 第 2 回の講義・演習問題の内容を復習しておくこと。 
4 回 第 3 回の講義・演習問題の内容を復習しておくこと。 
5 回 第 4 回の講義・演習問題の内容を復習しておくこと。 
6 回 第 5 回の講義・演習問題の内容を復習しておくこと。 
7 回 第 6 回の講義・演習問題の内容を復習しておくこと。 
8 回 線形代数学Ⅱで学んだベクトルの 1 次独立、1 次従属について復習しておく
こと。 
9 回 第 7、8 回の講義・演習問題の内容を復習しておくこと。 
10 回 第 9 回の講義・演習問題の内容を復習しておくこと。 
11 回 第 10 回の講義・演習問題の内容を復習しておくこと。 
12 回 第 10、11 回の講義・演習問題の内容を復習しておくこと。 
13 回 行列の固有値、固有ベクトル、標準化について復習しておくこと。 
14 回 第 13 回の講義・演習問題の内容を復習しておくこと。 
15 回 第 14 回の講義・演習問題の内容を復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSS4332 
成績評価 演習問題の取り組み状況(50%)、定期試験(50%)の結果を総合して評価する。 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス SA(〜10),SB(〜10) 
見出し FSS4332 解析学続論演習Ⅱ 
担当教員名 ⻑渕 裕 
単位数 2 
教科書 ⻑瀬道弘 著・「微分方程式」・裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード 一様収束、解の存在と一意性、指数行列、べき級数、Fourier 級数 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特になし。 
科目名 解析学続論演習Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 俣野 博 著・「微分方程式」・岩波書店 
授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード FSS4332 
実務経験のある教員  
達成目標 簡単な常微分方程式に対し逐次近似法を適用することができる。 

与えられた行列に対しその指数行列を求めることができる。 
簡単な偏微分方程式の混合問題をフーリエ級数を用いて解くことができる。 

受講者へのコメント 少⼈数ながら、問題演習への積極的な取り組みが見られたと思います。 
連絡先 20 号館 5 階 ⻑渕研究室 nagabuti@das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講者は少数であったが、授業への理解・関心、満足度など良好な結果であった
と思う。 

英文科目名 Exercise of Advanced Analysis II 
関連科目 解析学続論Ⅱと同時に履修することが好ましい。 
次回に向けての改善変更予定 特になし。 
講義目的 問題演習を通じて解析学続論Ⅱの講義内容の理解を深める。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 関数列の一様収束(1)：実数の性質を復習し、関数列の各点収束と一様収束

について問題演習を行う。 
2 回 関数列の一様収束(2)：関数列の一様収束と極限関数の性質について問題演
習を行う。 
3 回 関数列の一様収束(3)：関数項級数の一様収束と優級数判定法について問題
演習を行う。 



4 回 初期値問題の解の存在と一意性(1)：初期値問題の解の存在と一意性に関す
る問題演習を行う。 
5 回 初期値問題の解の存在と一意性(2)：初期値問題の解の存在と一意性に関す
る問題演習を行う。 
6 回 行列の指数関数(1)：行列の指数関数、基本行列について問題演習を行う。 
7 回 行列の指数関数(2)：定係数連立線形微分方程式の解の表現公式（定数変化
法）について問題演習を行う。 
8 回 連立微分方程式の解の漸近挙動（線形近似）について問題演習を行う。 
9 回 級数解法(1)：べき級数の性質とべき級数解の存在に関する問題演習を行う。 
10 回 級数解法(2)：微分方程式のべき級数による解法について問題演習を行う。 
11 回 級数解法(3)：微分方程式のべき級数による解法について問題演習を行う。 
12 回 具体的な演習問題を通して偏微分方程式の解と三角多項式について理解を
深める。 
13 回 Fourier 級数に関する問題演習を行う。 
14 回 Fourier 級数に関する問題演習を行う。 
15 回 Fourier 級数の偏微分方程式の解法への応用について問題演習を行う。 

準備学習 1 回 数列、関数の極限について復習しておくこと。 
2 回 第 1 回の講義・演習問題の内容を復習しておくこと。 
3 回 第 2 回の講義・演習問題の内容を復習しておくこと。 
4 回 第 2、3 回の講義・演習問題の内容を復習しておくこと。 
5 回 第 4 回の講義・演習問題の内容を復習しておくこと。 
6 回 行列の固有値、固有ベクトルについて復習しておくこと。 
7 回 第 6 回の講義・演習問題の内容を復習しておくこと。 
8 回 第 6、7 回の講義・演習問題の内容を復習しておくこと。 
9 回 第 1、2、3 回の講義内容を復習しておくこと。 
10 回 第 9 回の講義・演習問題の内容を復習しておくこと。 
11 回 第 10 回の講義・演習問題の内容を復習しておくこと。 
12 回 偏微分法について復習しておくこと。 
13 回 第 1、2、3 回の講義内容を復習しておくこと。 
14 回 第 13 回の講義・演習問題の内容を復習しておくこと。 
15 回 第 14 回の講義・演習問題の内容を復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSS4341 
成績評価 小テスト(30％)とレポート (10％)と定期試験 (60％) 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス SA(〜10),SB(〜10) 
見出し FSS4341 環境科学 
担当教員名 齋藤 達昭 
単位数 2 
教科書 必要に応じてプリント等を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 水質汚染、生物多様性、生態系、地球温暖化、移入生物、希少生物、環境教育 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 環境科学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 岡山ユネスコ協会編 市⺠のための「地球環境科学入門」 大学教育出版 1999 
授業形態 講義 
注意備考 理解できないこと及び環境問題に関する質問など気軽に申し出ること。 
シラバスコード FSS4341 
実務経験のある教員  
達成目標 現在、環境問題の現状について把握できるようになること。 

自らの問題として環境問題をとらえ、自らも何ができるのかを考えるようになる
こと。 

受講者へのコメント  
連絡先 7 号館 2F 齋藤研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Environmental Science 
関連科目 生態学、分子生物学、植物生理学、動物生理学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 現在、環境に関する情報は極めて多く、その中にあって正しく現状を把握し、認

識することが必要である。この講義では生物の多様性・環境汚染・環境教育に関
する内容を中心に展開する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  環境科学とは何かについて説明する。 

2 回  児島湖の現状について説明する。 
3 回  児島湖の原因と対策について説明する。 
4 回  瀬⼾内海の現状について説明する。 
5 回  干潟や藻場の役割に説明する。 



6 回  森と海の関連性について説明する。 
7 回  地球温暖化の証拠と要因について説明する。 
8 回  地球温暖化の日本に対する影響について説明する。 
9 回 日本の地球温暖化対策について説明する。 
10 回 生物多様性について説明する。 
11 回 世界の中における日本・岡山の生物多様性の重要性について説明する。 
12 回  希少生物の保護について説明する。 
13 回  移入生物による生態系の撹乱について説明する。 
14 回  組み換え作物の効用と問題について説明する。 
15 回 ESD(Education of sustainable development)と環境教育の違いについて説
明する。 

準備学習 1 回 シラバスを読み、全体の学習内容をよく把握しておくこと。 
2 回 児島湖の富栄養化について調べてくること。 
3 回 児島湖でどのような対策がなされているかを調べてくること。 
4 回 赤潮と⻘潮について調べてくること。 
5 回 干潟および藻場とはそのような場所であるか調べてくること。 
6 回 磯やけについて調べてくること。 
7 回  地球温暖化の証拠と考えられている事象を調べてくること。 
8 回  地球温暖化後の日本について調べてくること。 
9 回 地球温暖化に対する対策について調べてくること。 
10 回 生物多様性について調べてくること。 
11 回 日本や岡山の生物多様性について調べてくること。 
12 回  絶滅危惧種について調べてくること 
13 回 移入生物とは何かについて調べてくること。 
14 回 組み換え作物とはどのようなものかを調べてくること。 
15 回 ESD（Education for sustainable development)とは何かのついて調べてく
ること。 

 



年度 2012 
授業コード FSS4511 
成績評価 習得テスト 50%、定期試験 50%により成績を評価する。 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス SA(〜10),SB(〜10) 
見出し FSS4511 植物生理学 
担当教員名 松⽥ 吉弘＊ 
単位数 2 
教科書 使用しない。毎回、プリント（資料）を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 植物細胞、光合成、植物ホルモン、成⻑と生殖 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 植物生理学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 L テイツら著／⻄谷 和彦ら訳／植物生理学・第３版／（培風館） 
授業形態 講義 
注意備考 習得テストは毎回の講義時間内に行う。定期試験は定期試験期間中に行い、試験

形態は筆記試験とする。 
シラバスコード FSS4511 
実務経験のある教員  
達成目標 ①植物がもっている独特で巧妙な仕組みを講義内容を通じて理解できるように

なる。 
②地球環境にとって、また⼈類にとって植物はかけがえのない生物であると認識
できるようになる。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Plant Physiology 
関連科目 分子生物学を履修しておくことが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 植物が地球上の他の生物にとってかけがえのない生き物であることを理解する

とともに、どのような独特の生き方をしているかについても理解することを目的
とする。植物細胞の構造、物質代謝。形態形成、防御機構、光合成、各種ホルモ
ンの作用、植物と⼈との関わりなど、植物生理学の基礎的で重要な内容を述べる。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  イントロダクション。講義の進め方を説明する。植物のもつ葉緑体の進化

について説明する。 



2 回 陸上植物の起源と進化、および特徴について説明する。 
3 回  植物における性の進化について説明する。 
4 回 植物細胞の構造的特徴を説明する。植物体の３つの主要な組織系について
説明する。 
5 回 植物における水の吸収経路について説明する。 
6 回  植物に存在するさまざまな物質輸送系について説明する。 
7 回 植物における無機物の代謝、とくに窒素代謝のしくみについて説明する。 
8 回  植物の光合成のしくみについて説明する。 
9 回 植物の成⻑と形態形成について説明する。 
10 回  植物の生⻑制御にかかわる３つの光受容体と生理作用について説明する。 
11 回  植物ホルモンの化学構造および生理作用について説明する。 
12 回  花成調節のしくみ、および花器官の変異について説明する。 
13 回  植物のもつ防御機構について説明する。 
14 回  植物の運動について説明する。 
15 回  植物とヒトとのかかわりの歴史について説明する。 

準備学習 1 回 シラバスを読み全体の学習過程をよく把握しておくこと。生命の進化につ
いて準備学習をしておくこと。 
2 回  陸上にはどのような植物が生えているか準備学習をしておくこと。 
3 回  植物の花の構造について準備学習しておくこと。 
4 回  真核細胞のもつ細胞小器官にはどのようなものがあるか復習しておくこ
と。 
5 回  植物の木部の構造と働きについて復習と準備学習をしておくこと。 
6 回  生体膜にある輸送タンパク質にはどのような種類のものがあるか準備学習
をしておくこと。 
7 回  有機物と無機物の区別、植物細胞に含まれる無機物の種類について調べて
おくこと。 
8 回 葉に含まれる緑色の色素、また赤や⻩色の野菜に含まれる色素について調
べておくこと。 
9 回  植物と動物の間での成⻑の仕方の違いについて考えておくこと。 
10 回  可視光線に含まれる６種類の色の波⻑範囲についてあらかじめ学習し理
解しておくこと。 
11 回 オーキシン、ジベレリンといった植物ホルモンの用語について調べておく
こと。 
12 回  光周性、春化処理といった用語について調べておくこと。 
13 回 植物にとって外敵となる生物にはどのようなものがあるか調べておくこ
と。 
14 回  多くの植物は移動できないが運動はできる。どのような運動の種類があ
るか調べておくこと。 
15 回 ⼈類はイネ、コムギ、ジャガイモをいつ頃から栽培し始めたのか歴史を調
べておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSS4512 
成績評価  レポートなどの評価（20％）と定期試験（80％）により評価する。 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス SA(10〜10),SB(10〜10) 
見出し FSS4512 教職のための理科Ⅳ 
担当教員名 野瀬 重⼈ 
単位数 2 
教科書  平成 20 年度改訂中学校学習指導要領解説 理科編 文部科学省 

 平成 21 年度改訂高等学校学習指導要領解説 理科編 文部科学省 
アクティブラーニング  
キーワード 第２分野、地学基礎、地学、天文、気象、地質 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 教職のための理科Ⅳ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  講義の進捗に応じて適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考  試験は定期試験期間中に行い、試験形態は筆記試験とする。 
シラバスコード FSS4512 
実務経験のある教員  
達成目標  ①天文、気象、地質などの現象に関する基礎的な知識を習得している。 

 ②天文、気象、地質などの現象を指導技術により生徒に理解させることができ
る。  
 ③地学の授業において観察・実験が十分にできる。 
 ④情熱と熱心さを伴って授業を展開することができる。 

受講者へのコメント  
連絡先  野瀬重⼈ 岡山理科大学理学部  １０学舎５階 野瀬研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  事前に「理科教育法Ⅲ」を習得しておくことが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  中・高等学校の理科地学領域の教育を担当する教員に必要な内容の理解と指導

技術の向上を、講義と演習によって育成する。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  平成 20 年度改訂中学校学習指導要領（理科編）の第２分野（地学領域）

及び平成 21 年度改訂高等学校学習指導要領（理科編）の「地学基礎」の概要に
ついて講義する。 



2 回  平成 21 年度改訂高等学校学習指導要領（理科編）の「地学」の概要につ
いて講義する。 
3 回  「地球の形状」に関して、地球の形と重⼒、地磁気、地球の内部構造など
の内容と指導法を講義をする。 
4 回  「地球の内部」に関して、地球の内部構造、地震波の伝わり方、地球の内
部の状態と物質などの内容と指導法を講義をする。 
5 回  「地球の活動」に関して、プレートテクトニクス、地震と地殻変動、火成
活動などの内容と指導法を講義する。 
6 回  「地球の歴史」に関して、地表の変化、地層の観察、地球環境の変遷など
の内容と指導法を講義する。 
7 回  第１回から第６回の講義内容に関する演習問題を取り上げ、その解法と
指導法を講義する。 
8 回  「大気の構造と運動」に関して、大気の構造、大気の運動と気象などの内
容と指導法を講義する。 
9 回  「海洋と海水の運動」に関して、海洋の構造、海水の運動などの内容と指
導法を講義する。 
10 回  第８回から第９回の講義内容に関する演習問題を取り上げ、その解法と
指導法を講義する。 
11 回  「太陽系」に関して、地球の自転と公転、太陽系天体とその運動、太陽
の活動などの内容と指導法を講義する。 
12 回  「恒星と銀河系」に関して、恒星の性質と進化、銀河系の構造などの内
容と指導法を講義する。 
13 回  「銀河と宇宙」に関して、様々な銀河、膨張する宇宙などの内容と指導
法を講義する。 
14 回  第 11 回から第 13 回の講義内容に関する演習問題を取り上げ、その解法
と指導法を講義する。 
15 回  高等学校の地学領域を内容とする理科課題研究の実践について講義する。 

準備学習 1 回  平成 20 年度改訂中学校学習指導要領解説（理科編）の 129p〜135ｐと平
成 21 年度改訂高等学校学習指導要領解説（理科編）〈以下指導要領という〉の
210p〜212ｐをよく読み、予習しておくこと。 
2 回  平成 21 年度改訂高等学校学習指導要領の 212ｐ〜214ｐを予習しておく
こと。 
3 回  以下の講義は、高等学校「地学」の内容とその指導法を講義するものであ
る。 
 指導要領の「地球の形状」（107ｐ）に関する部分を予習しておくこと。 
4 回  指導要領の「地球の内部」（107ｐ〜108ｐ）に関する部分を予習しておく
こと。 
5 回  指導要領の「地球の活動」（108ｐ〜109ｐ）に関する部分を予習しておく
こと。 
6 回  指導要領の「地球の歴史」（110ｐ〜111ｐ）に関する部分を予習しておく
こと。 
7 回   資料として配付している演習問題の内、第１回から第６回までの講義内



容に関する部分を予習しておくこと。 
8 回  指導要領の「大気の構造と運動」（111ｐ〜112ｐ）に関する部分を予習し
ておくこと。 
9 回  指導要領の「海洋と海水の運動」（112ｐ〜113ｐ）に関する部分を予習し
ておくこと。 
10 回   資料として配付している演習問題の内、第８回と第９回の講義内容に関
する部分を予習しておくこと。 
11 回  指導要領の「太陽系」（114ｐ）に関する部分を予習しておくこと。 
12 回  指導要領の「恒星と銀河系」（115ｐ）に関する部分を予習しておくこと。 
13 回  指導要領の「銀河と宇宙」（115ｐ）に関する部分を予習しておくこと。 
14 回  資料として配付している演習問題の内、第 11 回〜第 13 回の講義内容に
関する部分を予習しておくこと。 
15 回   指導要領の「理科課題研究」（118ｐ〜123ｐ）に関する部分を予習して
おくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSS4712 
成績評価 レポート(30%)・発表(30%)・ポートフォリオ(20%）・試験(20%）により評価す

る。 
曜日時限 木曜日 7・8 時限 
対象クラス SA(10〜11),SB(10〜11) 
見出し FSS4712 教職基礎演習 
担当教員名 山崎 正之、若村 国夫、小林 祥一、曽我 雅比児、山口 一裕、伊代野 淳、

森 嘉 
単位数 1 
教科書 特になし。 
アクティブラーニング  
キーワード 理数系教員 理数系教員養成プロジェクト(基礎理学科：理数系教員コース)の必

須科目 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 教職基礎演習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜、紹介する。 
授業形態 演習 
注意備考 この講義は教職に関連した講義なので、原則として 2 年前期終了時に全科目の旧

GPA が 2.5（新 GPA1.6）以上の学生のみ受講できる。この講義は、主に演習形
式で実施する予定であるので、受講生が多い場合は⼈数制限をする。卒業生など
による講演の講義があるので、土曜日に開講することがある。この講義は、理数
系教員養成プロジェクト(基礎理学科：理数系教員コース)を希望する⼈の必須科
目である。ただし、このプロジェクトに参加しなくても各学科で定められた科目
の単位を修得すれば教員免許を取得できます。プロジェクトに参加した学生 

シラバスコード FSS4712 
実務経験のある教員  
達成目標 １）自分の意見をまとめて文章にする能⼒。 

１）自分の意見をわかりやすく発表する能⼒。 
２）他の⼈に意見に聞く姿勢。 
３）他者と協⼒する能⼒。 
４）自己評価する能⼒ 自分のポートフォリオを作る。 
５）教職の基礎的素養を獲得する。 
６）情報収集⼒、問題解決⼒、チームワーク、コミュニケーション⼒などの学士
⼒を身につける。 

受講者へのコメント  
連絡先 プロジェクト メールアドレス 

山口一裕(yamaguti(アットマーク)std.das.ous.ac.jp) 
森嘉久(mori(アットマーク)das.ous.ac.jp) 



合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 教職科目(Ｃ群）、理数系教員養成プロジェクト関連科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 この講義は理数系教員養成プロジェクト(基礎理学科：理数系教員コース)のオリ

エンテーション科目です。このプロジェクトは、将来絶対に教職に就きたい⼈に
対して実施されるプロジェクトです。この講義では、教員を目指している理由、
教師に必要な資質や理想の教師像などを自分で考えて、同じく教職を目指してい
るグループで発表、討論することにより、明確な目標意識を持ってもらうことを
目的としています。いままでの学生生活を自己評価するとともに、教員を目指す
ためにこれからどのような大学生活のプランを考えたらよいのかを考えましょ
う。プ 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：理数系教員養成プロジェクト(基礎理学科：理数系教

員コース）とは。自分の歴史であるポートフォリオを作成する。また、SNS を活
用して参加者のネットワークを作成する。 
2 回 苦手分野の把握を目的とした試験を実施する。また「なぜ教師を目指すの
か？」をテーマにグループディスカッション・発表を実施する。 
3 回 前回実施した試験の解説を行った後、教員採用の現状説明を行い、理数系教
員になるためには今どんな勉強をすべきなのかを検討する。 
4 回 中学校の教科書を調べることにより、実際に教える際どのような困難があ
るか、またどのような工夫が必要か、今どのようなことを身につけておかなけれ
ばならないか、などに関するグループディスカッションと代表による発表を実施
する。 
5 回 現役 OB 教員もしくは退職した教員の講演会を実施する。 
6 回 前回の講演内容をもとにして、学校の抱える問題点についてのグループデ
ィスカッションを実施し、発表させる。 
7 回 教職に就くためには今何をしたらよいのか、をテーマに、教職をめざしてい
る４年生の講演会を開催し、それをもとに感想およびこれからの大学での生活計
画をレポートにまとめさせる。 
8 回 「将来どんな教師になりたいのか」をテーマとしたレポート作成・発表を実
施する。ポートフォリオの回収も実施する。 

準備学習 1 回 このシラバスを読んで、授業内容を把握しておくこと。 
2 回 教員を目指している理由をまとめておくこと。 
3 回 自分が受験したい県の採用状況や過去の教員採用試験問題の傾向を調べて
おくこと。 
4 回 教師に必要な資質とは何か、理想の教師像についてレポートにまとめてお
くこと。 
5 回 現在学校が抱える問題点について調べておくこと。 
6 回 前回の講演をもとに、学校が抱える問題点について自分の考えをまとめて



おくこと。 
7 回 これからの大学での生活計画を考えておくこと。 
8 回 教師に必要な資質とは何か、理想の教師像についてまとめておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSS4911 
成績評価 必ず出席すること。レポート課題(100%)により評価する。 
曜日時限 木曜日 9・10 時限 
対象クラス SA(10〜12),SB(10〜12) 
見出し FSS4911 フレッシュマンセミナーⅠ 
担当教員名 山崎 正之、若村 国夫、小林 祥一、財部 健一、曽我 雅比児、横川 賢二、

山口 
単位数 1 
教科書 適宜指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード 学生支援プログラム 新入生オリエンテーション 一泊研修 新入生懇談会 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「教室がわかりづらい」 

ポータルサイトなどを利用してうまく連絡をとるようにします。 
「少⼈数制をとるのはなぜですか？ 将来をみすえるための講義なら、就職や教
採など全体講話でいいような……。大学生活についてもあまり学べなかった。」 
これは少⼈数で教員や上級生たちと交流できるような場所を作るためなんです。
具体的な目標に関しては後期に全体講話的な企画が色々もたれます。大学生活に
ついてあまり学べなかったのは残念でした。ぜひ積極的に教員や上級生と話をし
てみてください。 
「チューターの先生が面白かったです」 
それ 

科目名 フレッシュマンセミナーⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 この科目は基礎理学科 1 年生の必修科目であるので必ず受講すること。 

欠席する場合は必ず事前に担当教員に連絡すること。 
この科目は基礎理学科 1 年生を対象として開講されているので他学科の学生は
受講できません。 

シラバスコード FSS4911 
実務経験のある教員  
達成目標 自分自身の学習目標を設定しカリキュラムを作成できる。 

将来の進路を決めることができる。 
授業の積極的に受講し自ら勉強する態度を養うことができる。 
基礎的な知識や技術を習得しそれを大学生活で生かすことができる。 
自らの学習目標を定め，進路を設計できる。 

受講者へのコメント よく出席してくれました。 
大学の教員と直接、講義ではない形でふれあって貰うことが一番の目標です。 
これを機に、どんどん教員のところに遊びに来るようにしてください。 



連絡先 1 年生 SA チューター 伊代野淳 iyono[アットマーク]das.ous.ac.jp 7 号館 3 階 
1 年生 SB チューター 齋藤達昭 saito[アットマーク]das.ous.ac.jp 7 号館 2 階 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 全体に好評だったようです。 
英文科目名 Freshman's Seminar I 
関連科目 フレッシュマンセミナーⅡ 
次回に向けての改善変更予定 多くの小クラスに分かれていて、実施日・実施場所もさまざまでわかりにくいこ

ともあったようです。 
ポータルサイトがだんだん使いやすくなっているので活用したいと思っていま
す。 

講義目的 入学したばかりの基礎理学科１年生を対象に学科の概要・コース制の説明，大学
における学習方法，学生生活の送り方，友だち作り，将来の進路の決め方などの
指導・相談を行うチューター・ザブチューターによる学生支援プログラムです。
入学生オリエンテーション，一泊研修，新入生懇談会，毎月１〜２回開催するサ
ブチューターによる少⼈数指導・相談会などにより大学生活の充実を図ります。
学生と教員が気軽に相談できるプログラムを目指しています。さらに，各教員が
定めた勉強プログラム(文章を書く，計算する，体験するなど）を受講することで
大学 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 基礎理学科の説明，コース制，楽しく有意義な大学生活をおくるために，基

礎理学科の教員紹介をする。 
2 回 大学における履修方法・学習方法 自身の進路を設定しカリキュラムを作
成する。 
3 回 キャリアサポートガイダンスを通じで進路について説明する。 
4 回 先輩・教員との懇談会を通じで，大学生活の過ごし方を説明する。 
5 回 チューター会を通じて履修相談・個別相談を行い，進路について説明する。 
6 回 サブチューター会を開き，修学・大学生活に関するグループ相談・個別相談
を行い，適切な指導をする。 
7 回 サブチューター会を開き自己分析の行い方を説明する。 
8 回 チューター会を開き，前期定期試験に備えて必要な準備・時間配分について
説明する。 

準備学習 1 回 このシラバスを読んで授業内容を把握すること。学生便覧・キャンパスライ
フをよく読んでおくこと。 
2 回 学生便覧の基礎理学科カリキュラムと 1 年次開講科目シラバスを見ておく
こと。 
3 回 自分の将来について考えておくこと。 
4 回 これからの大学生活に対する抱負やこれまでの生活で生じた疑問点、問題
点を明らかにしておくこと。 
5 回 これまでの自分を振り返り，進路決定に至る動機などを整理すること。 
6 回 自分の強み・得意分野，弱み・不得意分野について考えておくこと 
7 回 自分の将来に必要と思われるスキルについて考えておくこと。 



8 回 前期試験日程を把握し，分からない点などを書き出しておくこと。 
 



年度 2012 
授業コード FSS4912 
成績評価 必ず出席することが必要です。課題レポート(100%)で評価する。評価の結果、合

格のレベルに達しない場合には，特別な課題を課すことがあるので，真面目にか
つ積極的に取り組むこと。 

曜日時限 木曜日 9・10 時限 
対象クラス SA(10〜12),SB(10〜12) 
見出し FSS4912 フレッシュマンセミナーⅡ 
担当教員名 山崎 正之、若村 国夫、小林 祥一、財部 健一、曽我 雅比児、横川 賢二、

山口 
単位数 1 
教科書 適宜指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード サブチューター 修学・生活相談 協働活動 探求活動 コミュニケーション能

⼒ プレゼンテーション能⼒ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 年間目的は大学生活に慣れる，適性・進路を考える，研究室・コース選択を意識

することであり，その目的は達成できている．個⼈的な目的意識について取り組
む必要はあるかもしれない．講義で接することがまだない先生の話を聞くこと
は，研究室紹介の目的でもあり先生の個性が伝わったことは，目的にかなってい
たともう．サブチューター会の連絡方法は，各サブチューターにお願いしている
ので把握しきれていない．サブチューターからの連絡体制も考えてみたい． 

科目名 フレッシュマンセミナーⅡ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 この科目は基礎理学科 1 年生の必修科目であるので必ず受講すること。 

欠席する場合は必ず事前に担当教員に連絡すること。 
この科目は基礎理学科 1 年生を対象として開講されているので他学科の学生は
受講できません。 

シラバスコード FSS4912 
実務経験のある教員  
達成目標 １）前期の履修状況を把握し，後期の学習計画を立てることができる。 

２）その学習計画に沿って充実した大学生活を送ることができる。 
３）自分自身の学習目標を新たに設定し自分のカリキュラムを作成できる。 
４）仲間との協働活動により広く友達関係を構築できる。 
５）地域の⼈々との会話を通してコミュニケーション能⼒を向上する。 
６）協調性を身につける。 
７）プレゼンテーション能⼒を向上させる。 

受講者へのコメント 必修科目であり惰性で参加している学生もいたかもしれない．一方目的意識を持
って参加している学生もいた． 



連絡先 1 年生 SA チューター 伊代野淳 iyono[アットマーク]das.ous.ac.jp 7 号館 3 階 
1 年生 SB チューター 齋藤達昭 saito[アットマーク]das.ous.ac.jp 7 号館 2 階 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ほぼ全員 100%近い出席をしていた．予復習を心がける学生もいるので，そうで
はない学生さんは頑張って欲しい．研究室やコース選択を考える上で参考になっ
たと思う． 

英文科目名 Freshman's Seminar II 
関連科目 フレッシュマンセミナーⅠ 
次回に向けての改善変更予定 特になし． 
講義目的 前期のフレッシュマンセミナーⅠに引き続き，自立した大学生活がすごせるよう

に学生支援のプログラムである。前期の履修状況をチェックして自らの問題点を
明らかにして，さらに新しい学習目標を設定して将来の進路を設定する。フレッ
シュマンセミナーⅡではサブチューターと一緒にディスカッションしながら進
めていく。さらに、基礎理学科で自然科学を主体的に学ぶ学習態度を身につける
ために，岡山の自然環境や産業に関する分野から探求したいテーマをグループご
とに設定し，自ら調査してレポートとしてまとめて発表する。これらの協働活動
を通して 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 サブチューター会を開き，グループ討論会やディベートなどについて説明

する。 
2 回 サブチューター会 グループ探求学習Ⅰ 
3 回 サブチューター会 グループ探求学習Ⅱ 
4 回 サブチューター会 グループ探求学習Ⅲ 
5 回 研究室紹介（１）各研究室の専門分野を紹介する。 
6 回 研究室紹介（２）各研究室の専門分野を紹介する。 
7 回 研究室紹介（３）各研究室の専門分野を紹介する。 
8 回 チューター会 後期定期試験に備えて。個別相談・指導，修学・生活相談。 

準備学習 1 回 今後の学習目標を考えておくこと。 
2 回 個別相談・指導，修学・生活相談。 
3 回 探求学習の資料収集 
4 回 探求学習の資料収集 
5 回 基礎理学科でどのような分野があるか、把握しておくこと。 
6 回 基礎理学科でどのような分野があるか、把握しておくこと。 
7 回 基礎理学科でどのような分野があるか、把握しておくこと。 
8 回 後期試験日程を把握しておく。2 年に進級したあとの学習目標を考えておく
こと。 

 



年度 2012 
授業コード FSS4921 
成績評価 毎回活動レポート（60%），総括レポート（20%），就活ノート（20％）で評価す

る。 
曜日時限 木曜日 9・10 時限 
対象クラス SA(10〜10),SB(10〜10) 
見出し FSS4921 自己実現プログラムⅠ 
担当教員名 伊代野 淳、齋藤 達昭、山口 一裕 
単位数 1 
教科書 適宜指導する。 
アクティブラーニング  
キーワード 就職活動 支援プログラム 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「参加するイベントが分からない」（同 2 件）・・・シラバス，オリエンテーショ

ン，メールで提示しています． 
「進路にたいして意欲が高まった」（同数件）・・・本講義の趣旨を理解し取り組
んでおられ，将来必ずや役に立つと思います． 
「講義の必要性？」（同 2 件）・・・進路に対する意識の高い⼈，それほどでもな
い⼈がいることは事実であり，特段参加する必要が無いと感じる⼈もいたかもし
れない．しかし，どちらの場合でも自ら積極的に取り組めば，価値のある講義と
なったと思う． 
「就職への準備ができた」・・・就活を頑張ってほしい． 

科目名 自己実現プログラムⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指導する。 
授業形態 講義 
注意備考 自己実現プログラムは，総合理学コース選択者は必修科目であるので，全員受講

すること。 
教員コースの学生も受講することを勧める。 

シラバスコード FSS4921 
実務経験のある教員  
達成目標 将来設計を立てる意識を持つこと。 

就職活動を積極的に行えること。 
情報収集能⼒を養うこと。 
問題解決能⼒を身につけること。 
コミュニケーション能⼒を身につけること。 

受講者へのコメント 教員志望，公務員志望，企業志望それぞれの取り組みについて，共通する部分・
共通しない部分もあると思う．広く理解することをすすめる． 

連絡先 チューター 
森 mori[アットマーク]das.ous.ac.jp 
山口 yamaguti[アットマーク]das.ous.ac.jp 



合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 進路の参考となることを講義の目標としているので，参考となったようである． 
講義の進め方は，シラバスやメールで提示しているので確認してほしい． 

英文科目名 Carrier Program I 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 特になし． 
講義目的 受講生に将来の就職を意識させ，将来のキャリア形成のために大学生活の中での

様々な学びが重要であることを認識させることを目的とする。 
就職氷河期といわれる就職状況をしっかり認識し，主としてキャリアセンター主
催のガイダンスへ積極的に参加し，レポート報告することで社会⼈として求めら
れる能⼒をしっかり着実に身につけるための講義である。 
提出したレポートは就職活動のポートフォリオとしてまとめられ，最後に総括の
レポートを作成することにより，大学 3 年生という将来に向かって最も大切な時
期に「将来何をやりたいのか」，そのた 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションをする。 就活ノートの利用方法，ゼミ希望調査 

2 回 ①就職試験対策講座説明会 
②公務員対策講座 
③大学院進学説明会 
最低一つの説明会へ参加する。 
3 回 就職進路懇談会やチューターによる個⼈面談により進路を決定する。 
 進路希望の入⼒ 
4 回 ザブチューター会 研究紹介をする。 
5 回 第 1 回キャリアガイダンスへ参加する。 
6 回 ①夏季休暇活用セミナー（自己分析編） 
②夏季休暇活用セミナー（企業研究編） 
③Web 試験対策セミナー 
最低一つの説明会へ参加する。 
7 回 第 2 回キャリアガイダンスへ参加する。 
8 回 まとめ これまでの活動のまとめの報告書を作成する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく読んでおくこと。 
2 回 就職支援マガジンで予習しておくこと。 
3 回 進路について考えておくこと。 
4 回 卒業研究について考えておくこと 
5 回 就職支援マガジンで予習しておくこと 
6 回 就職支援マガジンで予習しておくこと 
7 回 就職支援マガジンで予習しておくこと 
8 回 これまでの活動についてまとめておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSS4922 
成績評価 毎回活動レポート(60%)・総括レポート(20%）・就活ノート（20%）により評価

する。 
曜日時限 木曜日 9・10 時限 
対象クラス SA(10〜10),SB(10〜10) 
見出し FSS4922 自己実現プログラムⅡ 
担当教員名 伊代野 淳、齋藤 達昭、山口 一裕 
単位数 1 
教科書 岡山理科大学 就職支援マガジン 
アクティブラーニング  
キーワード 就職活動 支援プログラム 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 学科独自の内容ではなく，一般的キャリアガイダンスを真剣に受けて頂くことも

目的であり，理解してほしい．就職については，チューター，プレゼミ教員を積
極的に使ってもらいたい．教員志望・企業志望を分けた対応ではないので，近未
来的には教員系の⼈にはいくつかの講演会が意味がないと映るかもしれないが，
⻑い目で考えて参加することを促したい． 

科目名 自己実現プログラムⅡ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指導する。 
授業形態 講義 
注意備考 自己実現プログラムは，総合理学コース選択者は必修科目であるので，全員受講

すること。 
教職を希望する学生も受講することを勧める。 

シラバスコード FSS4922 
実務経験のある教員  
達成目標 将来設計を立てる意識を持つこと。 

就職活動を積極的に行えること。 
情報収集能⼒を養うこと。 
問題解決能⼒を身につけること。 
コミュニケーション能⼒を身につけること。 

受講者へのコメント キャリアを考えた科目であり進路決定の参考になったことは良かったと考える． 
連絡先 森 mori[アットマーク]das.ous.ac.jp 

山口 yamaguti[アットマーク]das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 やや欠席する学生が多い傾向である．予復習をしている学生が 2 割程度いるの
で，残りの学生も負けることなく取り組んでほしい． 

英文科目名 Carrier Program II 



関連科目  
次回に向けての改善変更予定 日程表などは改善していきたい． 

特になし． 
講義目的 受講生に将来の就職を意識させ，将来のキャリア形成のために大学生活の中での

様々な学びが重要であることを認識させることを目的とする。 
就職氷河期といわれる就職状況をしっかり認識し，主としてキャリアセンター主
催のガイダンスへ積極的に参加し，レポート報告することで社会⼈として求めら
れる能⼒をしっかり着実に身につけるための講義である。 
提出したレポートは就職活動のポートフォリオとしてまとめられ，最後に総括の
レポートを作成することにより，大学 3 年生という将来に向かって最も大切な時
期に「将来何をやりたいのか」，そのた 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションをする。 

2 回 第 3 回キャリアガイダンスへ参加する。 
3 回 就職適性検査・就職模擬試験を受講する。 
4 回 第 4 回キャリアガイダンスへ参加する。 
5 回 サブチューター会 研究の紹介をする。 
6 回 第 5 回キャリアガイダンスへ参加する。 
7 回 業界セミナー，GD 体験セミナー，集団面接体験セミナー，マナーセミナー
などのキャリアセンターのセミナーに参加する。 
8 回 まとめのレポートを作成する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく読んでおくこと。 
進路についてよく考えておくこと。 
2 回 就職支援マガジンで予習しておくこと 
3 回 就職支援マガジンで予習しておくこと 
4 回 就職支援マガジンで予習しておくこと 
5 回 卒業研究で行いたい研究についてまとめておくこと 
6 回 就職支援マガジンで予習しておくこと 
7 回 就職支援マガジンで予習しておくこと 
参加するセミナーを決めて，それぞれに対応した予習を行うこと。 
8 回 半期の受講したセミナーについてまとめておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FSS5111 
成績評価 二回の試験と小問出題票との総合点による。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス SA(〜11),SB(〜11) 
見出し FSS5111 電気磁気学Ⅰ 
担当教員名 若村 国夫 
単位数 2 
教科書 電気磁気学入門・原康夫著・学術図書 
アクティブラーニング  
キーワード 電荷、電界、電位、クーロンの法則、導体、誘電体、絶縁体、分極、コンデンサ

ー 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 電気磁気学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じてプリントを配布する。 
授業形態 講義 
注意備考 本授業で行う範囲は、中学理科教員採用試験の出題範囲と重なっている。 
シラバスコード FSS5111 
実務経験のある教員  
達成目標 中学理科教員採用試験の内容程度を理解し、問題を解ける方法を演習により確か

にする。 
受講者へのコメント  
連絡先 若村研究室 ７号館１階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Electricity & Magnetism I 
関連科目 基礎物理学 I,II, 微分積分 I,II,線形代数学 I 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 電気現象の基本的性質を実験を交えながら解説し、基本的問題を解いて、理解の

助けとする。教員採用試験問題も扱うので、理科中学教員希望者には受講を勧め
る。電気は眼に見えないので簡単な数式や図を用いての説明となるが、これに慣
れることが必要だ。現代科学を学ぶ者にとって必要不可欠な分野である。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  はじめに 

2 回  電気と⼒（クーロンの法則） 
3 回  電界とは 
4 回  電界の性質（ガウスの法則） 



5 回  電界を求める 
6 回  電気ポテンシャル１ 
7 回  電気ポテンシャル２ 
8 回  中間試験 
9 回  導体とは 
10 回  コンデンサー 
11 回  生物に見る電気現象 
12 回  絶縁体の性質 
13 回  分極１ 
14 回  分極２ 
15 回  まとめ 

準備学習 1 回  基礎物理学の復習 
2 回  基礎物理学の復習 
3 回  第二回の復習 
4 回  第三回の復習 
5 回  第四回の復習 
6 回  第五回の復習 
7 回  第六回の復習 
8 回  第七回の復習 
9 回  第八回の復習 
10 回  第九回の復習 
11 回  第十回の復習 
12 回  第十一回の復習 
13 回  第十二回の復習 
14 回  第十三回の復習 
15 回  第十四回の復習 

 



年度 2012 
授業コード FSS5112 
成績評価 ２回の試験と小問出題票との総合点。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス SA(〜11),SB(〜11) 
見出し FSS5112 電気磁気学Ⅱ 
担当教員名 若村 国夫 
単位数 2 
教科書 電気磁気学入門・原康夫著・学術図書 
アクティブラーニング  
キーワード 電流、オームの法則、キルヒホフの法則、合成抵抗、ローレンツ⼒、右ねじの法

則、アンペールの回路定理、フレミング左手の法則、電磁誘導、 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ①小問の解答は次回の講義で示します。②⿊板の図は後で使用するために残して

おくので、式などは図の左右に書くことになりますが、なるべく矢印で示すよう
にしています。教科書を使用しているので、聞くようにしてもらうと、式の書か
れる場所が飛んでも分かると思いますが、なるべく分かりやすく書くようにしま
す。③補講はなるべく補講日に行います④ 

科目名 電気磁気学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じてプリントを配布する。 
授業形態 講義 
注意備考 電気磁気学は目で見たり、触れて感じたりできないので、概念をイメイジし、こ

れに慣れるという努⼒が大切です。 
シラバスコード FSS5112 
実務経験のある教員  
達成目標 中学理科教員採用試験の問題が解ける、解法の方法を身につける。 
受講者へのコメント  
連絡先 若村研究室 ７号館１階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Electricity & Magnetism II 
関連科目 微分積分学 I,II, 線形代数学 I, 基礎物理学 I,II の修得が望ましい 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 電気磁気学 I に引き続き、電流と磁気の現象を学ぶ。磁気の現象は物を動かす電

気の装置にはどれにも利用されており、身近ではあるが、理解には慣れが必要で
ある。必要なベクトル解析は講義の中でやさしく説明する。教員採用試験問題を
解きながら理解する方向で講義を進める。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回  電流とは 
2 回  電気抵抗 
3 回  電気回路 
4 回  ジュール熱 
5 回  磁石の性質 
6 回  磁界とは 
7 回  磁界中の荷電粒子 
8 回  中間試験 
9 回  磁界を求める１ 
10 回  磁界を求める２ 
11 回  磁束密度とは 
12 回  教員採用試験問題解法 
13 回  電磁誘導 
14 回  交流回路１ 
15 回  交流回路２ 

準備学習 1 回  電磁気学 I の復習 
2 回  第一回の復習 
3 回  第二回の復習 
4 回  第三回の復習 
5 回  第四回の復習 
6 回  第五回の復習 
7 回  第六回の復習 
8 回  ｋれまでの復習 
9 回  第七回の復習 
10 回  第九回の復習 
11 回  第十回の復習 
12 回  第十一回の復習 
13 回  教員採用試験問題解法の復習 
14 回  第十三回の復習 
15 回  第十四回の復習 

 



年度 2012 
授業コード FSS5122 
成績評価 課題提出（５０％），定期試験（５０％）により評価する。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス SA(〜10),SB(〜10) 
見出し FSS5122 情報システムⅡ 
担当教員名 伊代野 淳 
単位数 2 
教科書 講義中に指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード AMEDAS、ADES、ITS、UTMS、ITS、DICOM、POS、EOS 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 システムの見学は動機付けとして大変効果があるので，拡充したいと考えてい

る． 
科目名 情報システムⅡ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験期間中に行い，試験形態は筆記とする。 
シラバスコード FSS5122 
実務経験のある教員  
達成目標 身近な情報システムの構成や仕組みを理解し、説明が出来ること。 
受講者へのコメント 予復習は難しいかもしれないが，日常の生活における情報システムに興味を持っ

てほしい． 
連絡先 ７号館３階伊代野研究室 ０８６−２５６−９６０２ 

iyono[atmark]das.ous.ac.jp（[atmark]を@に変更してください） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 残念ながら，一部欠席が目立つ学生がいた．金曜日の１・２時限目なら欠席は許
されると思うのかもしれない． 

英文科目名 Information System II 
関連科目 情報システム概論１・２、情報システム１、応用情報システムの履修が望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 日常生活における情報システムに興味を持たせる方策を改善したい． 
講義目的 代表的な情報システムについてそれぞれ事例を中心に紹介する。事例紹介を通じ

て，システム設計，システム構築のために必要な知識と能⼒養成を目的として，
学習する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  ⼈間社会と情報システムについて説明する。 

2 回  システム設計の復習を行う。 
3 回  システム設計の実例を復習する。 



4 回  図書管理システムについて説明する。 
5 回  図書管理システムの運用について説明する。 
6 回  事例紹介：気象情報システムについて説明する。 
7 回  事例紹介：気象予報システムについて説明する。 
8 回  事例紹介：気象情報伝送システムについて説明する。 
9 回  事例紹介：高度交通情報システムについて説明する。 
10 回  事例紹介：実際の身の回りの高度交通情報システムについて説明する。 
11 回  事例紹介：流通・物流情報システムについて説明する。 
12 回  事例紹介：身の回りの流通・物流情報システムについて説明する。 
13 回  事例紹介：医療情報システムについて説明する。 
14 回  事例紹介：画像診断を中心に医療情報システムについて説明する。 
15 回  最近の情報システムの話題について説明する。 

準備学習 1 回 シラバスを確認し、学習過程を把握しておくこと。 
2 回 情報システム概論Ⅱで示したシステム設計について復習しておくこと。 
3 回 情報システム概論Ⅱで示したネットワーク技術について復習しておくこと。 
4 回 情報システムⅠで示したデータベースシステムについて復習しておくこと。 
5 回 例外に対する処理の複雑さを図書管理業務から考えておくこと。 
6 回 気象に対する一般的知識と公共放送、インターネットで提供される気象情
報について親しんでおくこと。 
7 回 気象庁の HP などを利用して気象システムの目的について理解を深めてお
くこと。 
8 回 気象庁の HP などを利用して通信技術 ADES などを調べておくこと。 
9 回 ITS というキーワードについて事前に調べておくこと。 
10 回 実際の道路に設置されている機器について日頃から注意し、設置環境など
調べておくこと。 
11 回 POS、EOS などのキーワードを事前に調べておくこと。 
12 回 CVS、ストアーコントローラなどのキーワードについて調べておくこと。 
13 回 医療情報システム特に画像情報につて CT,MRI などの機器について事前
に調べておくこと。 
14 回 画像を用いた診断について PC を用いて学ぶので、PC の操作を復習して
おくこと。 
15 回 これまでの講義を復習し、問題点・課題について考えておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSS5311 
成績評価 中間テスト、レポート（併せて３０％）及び定期試験（７０％）により評価する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス SA(〜12) 
見出し FSS5311 線形代数学Ⅰ 
担当教員名 最上 勲＊ 
単位数 2 
教科書 理工系の基礎線形代数学／硲野敏博･加藤芳文／学術図書出版社：理工系の演習

線形代数学／硲野敏博･山⽥浩･山辺元雄／学術図書出版社 
アクティブラーニング  
キーワード 行列、行列式 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「⿊板が光で反射し見えない。後ろでもよく見えるようにもう少し大きな字を。」

とありました、配慮します。「苦手だったが、少しずつ克服できた。わかりやすく
勉強しやすい環境だった。面白い授業ありがとう。受講している中で 1 番わかり
やすいので好きです。」などの記述がありました。これからもこのような感想が
増えるような授業に心がけます。 

科目名 線形代数学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 すぐわかる線形代数／石村園子／東京図書 
授業形態 講義 
注意備考 演習書を有効に活用し、予習復習を行うこと。  

第４回目に第１章の内容に関する課題を演習書から与えるので、休まないこと。
課題レポートは、第７回目の中間試験日に提出のこと。  
第１１回目に第２章の内容に関する課題を演習書から与えるので、休まないこ
と。課題レポートは、第１４回目の中間試験日に提出のこと。  
試験は定期試験期間中に実施し、試験形態は筆記試験とする。日時、場所につい
ては教務課の発表を見ること。 

シラバスコード FSS5311 
実務経験のある教員  
達成目標 １ 複素数の概念を理解し、その演算法を習得すること。 

２ 行列の概念を理解し、和・積・転置などの演算法を習得すること。 
３ 行列式の概念を理解し、その基本的性質を用いて、行列式の計算、連立１次
方程の解法（クラメールの公式）や（余因子を用いる）逆行列の求め方を習得す
ること。 

受講者へのコメント この科目は教職に関するものであり、また 2 年次以降の学習に必要な基礎科目
で、ある程度の内容とレベルが要求される。演習書を活用し、予習復習をしっか
りとし、その内容の理解に努めること。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への  



対応 
各項目評価に対する所見 授業にはよく出席し（欠席 2 回までが 89.0％）、私語等は少ない環境でまじめに

聞いている。しかし、授業時間外の学習時間は少なく（1 時間以下が 70.34％）、
与えられた宿題への取り組み（80.3％）が主である。そして、この分野への理解
が深まった（77.0％）、興味関心が深まった（33.1％）、技能・技術が向上した
（33.1％）と授業を受けてよかったと感じている。授業の目標はおおむね達成し
（できた、だいたいできた、56.1％、半分程度できた 27.56％）、また、教員の意
欲は感じており（感じられた、だいたい感じ 

英文科目名 Linear Algebra I 
関連科目 本科目に引き続き「線形代数学Ⅱ」、「線形代数学Ⅲ」、「線形数理」、「代数学Ⅰ」、

「代数学Ⅱ」、「代数学演習Ⅰ」、「代数学演習Ⅱ」を受講することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 内容が理解しやすくなるように講義内容をより工夫する。また、板書についても

よく見えるようにする。 
講義目的 線形代数学は微分積分学とならんで、理工系数学の２本の柱であり、数学全体の

基礎でもある。その主要部をなすベクトル、行列、行列式、連立１次方程式及び
線形空間について学ぶことを通じて、理学の基礎の育成を目ざす。ここでは、複
素数から始め、行列、行列式を扱う。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。講義の進め方を説明する。複素数の定義、演算につい

て説明する。 
2 回 前回の学習内容に関する演習を行う。複素平面上の複素数と平面上のベク
トルの和とスカラー倍の関係、代数学の基本定理についてについて説明する。 
3 回 行列とその演算（１）．行列の定義、行列のスカラー倍と和、積についてに
ついて説明する。 
4 回 行列とその演算（２）．転置行列の定義と行列の分割についてについて説明
する。 
5 回 正方行列（１）．正方行列、いろいろな行列について説明する。 
6 回 前回の学習内容に関する演習を行う。正方行列（２）．正則行列と行列の累
乗についてについて説明する。 
7 回 第１回の中間テストを行うので、第１章で学習した内容をよく理解し整理
しておくこと（４５分間）。置換（１）．行列式の定義に必要な置換の概念につい
て説明する。 
8 回 第１回中間テストの解答・解説を行う。置換（２）．偶置換と奇置換につい
て説明する。 
9 回 行列式の定義について説明する。 
10 回 前回の学習内容に関する演習を行う。行列式の性質（１）．行列式の行と列
の対称性について説明する。 
11 回 行列式の性質（２）．行列式の交代性と線形性について説明する。 
12 回 行列の積と行列式の関係、クラメールの公式について説明する。 
13 回 前回の学習内容に関する演習を行う。行列式の展開、余因子行列を用いた
逆行列の求め方について説明する。 
14 回 第２章で学習した内容の復習を行うとともに、第２回の中間テスト（４５



分間）を行うので、第２章で学習した内容をよく理解し整理しておくこと。 
15 回 第２回中間テストの解答・解説を行うとともに、これまでの学習内容の総
復習を行う。 

準備学習 1 回 シラバス及び教科書を確認し学習内容を把握するとともに、複素数につい
て予習しておくこと。 
2 回 前回の学習内容に関する演習を行うので、復習しておくこと。また、複素平
面上の複素数と平面上のベクトルの和とスカラー倍について予習しておくこと。 
3 回 前回の学習内容を復習するとともに、行列の定義、行列のスカラー倍と和、
積について予習しておくこと。 
4 回 前回の学習内容を復習するとともに、転置行列の定義と行列の分割につい
て予習しておくこと。 
5 回 前回の学習内容を復習するとともに、正方行列、いろいろな行列について予
習しておくこと。 
6 回 前回の学習内容に関する演習を行うので、復習しておくこと。また、正則行
列と行列の累乗について予習しておくこと。 
7 回 第１章で学習した内容および課題の内容に関する試験を行うので、しっか
りと復習し受験すること。また、行列式の定義に必要な置換の概念を学習するの
で、予習をしておくこと。 
8 回 引き続き行列式の定義に必要な偶置換と奇置換の概念を学習するので、し
っかりと復習と予習をしておくこと。 
9 回 前回の学習内容を復習するとともに、行列式について予習しておくこと。 
10 回 前回の学習内容に関する演習を行うので、復習しておくこと。また、行列
式の行と列の対称性について予習しておくこと。 
11 回 前回の学習内容を復習するとともに、行列式の交代性、線形性をしっかり
と予習しておくこと。 
12 回 前回の学習内容を復習するとともに、行列の積と行列式の関係、クラメー
ルの公式について予習しておくこと。 
13 回 前回の学習内容に関する演習を行うので、復習しておくこと。また、行列
式の展開、余因子行列を用いた逆行列の求め方について予習しておくこと。 
14 回 第２章で学習した内容および課題の内容に関する試験を行うので、しっか
りと復習し受験すること。 
15 回 これまでに学んだ内容の総復習をしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSS5312 
成績評価 中間テスト、レポート（併せて３０％）及び定期試験（７０％）により評価する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス SA(〜12) 
見出し FSS5312 線形代数学Ⅱ 
担当教員名 最上 勲＊ 
単位数 2 
教科書 理工系の基礎線形代数学／硲野敏博･加藤芳文／学術図書出版社：理工系の演習

線形代数学／硲野敏博･山⽥浩･山辺元雄／学術図書出版社 
アクティブラーニング  
キーワード 連立１次方程式、線形空間 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「抽象的な分野だったため、理解しづらかった」とありました、具体例ふやす配

慮をします。「指導がわかりやすくとてもよかった」「丁寧に教えてくれた」「この
授業を受けてよかった」などの記述がありました。これからもこのような感想が
増えるような授業に努めます。 

科目名 線形代数学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 すぐわかる線形代数／石村園子／東京図書 
授業形態 講義 
注意備考 演習書を有効に活用し、予習復習を行うこと。  

第３回目に第３章の内容に関する課題を演習書から与えるので、休まないこと。
課題レポートは、第６回目の中間試験日に提出のこと。  
第１１回目に第４章の内容に関する課題を演習書から与えるので、休まないこ
と。課題レポートは、第１４回目の中間試験日に提出のこと。  
試験は定期試験期間中に実施し、試験形態は筆記試験とする。日時、場所につい
ては教務課の発表を見ること。 

シラバスコード FSS5312 
実務経験のある教員  
達成目標 １ 行列の基本変形の概念を理解し、消去法や逆行列の算法を習得すること。 

２ 行列の階数の概念を理解し、連立１次方程式の解法を習得すること。 
３ 平面、空間のベクトルの概念を理解し、基本的演算と内積、外積などの演算
法を習得すること。 
４ 線形空間、部分空間、基底と次元などの基本概念を理解し、数ベクトル空間
の基底や次元の求め方を習得すること。 

受講者へのコメント この科目は教職に関するものであり、また 2 年次以降の学習に必要な基礎科目
で、ある程度の内容とレベルが要求される。演習書を活用し、予習復習をしっか
りとし、その内容の理解に努めること。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への  



対応 
各項目評価に対する所見 授業にはよく出席し（欠席 2 回までが 86.9％）、私語等は少ない環境でまじめに

聞いている。しかし、授業時間外の学習時間は少なく（1 時間以下が 70.85％）、
与えられた宿題への取り組み（83.35％）が主である。そして、この分野への理解
が深まった（78.4％）、興味関心が深まった（25.3％）、技能・技術が向上した
（20.75％）と授業を受けてよかったと感じている。授業の目標はおおむね達成
し（できた、だいたいできた、62.75％、半分程度できた 28.7％）、また、教員の
意欲は感じており（感じられた、少し感じら 

英文科目名 Linear Algebra II 
関連科目 本科目に引き続き「線形代数学Ⅲ」、「線形数理」、「代数学Ⅰ」、「代数学Ⅱ」、「代

数学演習Ⅰ」、「代数学演習Ⅱ」を受講することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 内容が理解しやすくなるように例を増やし講義内容をより工夫する。 
講義目的 線形代数学は微分積分学とならんで、理工系数学の２本の柱であり、数学全体の

基礎でもある。その主要部をなすベクトル、行列、行列式、連立１次方程式及び
線形空間について学ぶことを通じて、理学の基礎の育成を目ざす。ここでは、行
列の基本変形、連立１次方程式、線形空間を扱う。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。講義の進め方を説明する。行列の基本変形について説

明する。 
2 回 行列の階数について説明する。 
3 回 前回の学習内容に関する演習を行う。逆行列の計算について説明する。 
4 回 一般の連立１次方程式とその解についてについて説明する。 
5 回 前回の学習内容に関する演習を行う。同次連立１次方程式とその解につい
て説明する。 
6 回 第１回の中間テストを行うので、第３章で学習した内容をよく理解し整理
しておくこと（４５分間）。幾何ベクトル（１）．平面ベクトルと空間ベクトルに
ついて説明する。 
7 回 幾何ベクトル（２）．ベクトルの内積、外積について説明する。 
8 回 第１回中間テストの解答・解説を行う。線形空間の定義、線形空間の例につ
いて説明する。 
9 回 前回の学習内容に関する演習を行う。部分空間について説明する。 
10 回 １次独立と１次従属について説明する。 
11 回 基底と次元について説明する。 
12 回 次元に関する公式について説明する。 
13 回 前回の学習内容に関する演習を行う。基底変換の行列について説明する。 
14 回 第４章で学習した内容の復習を行うとともに、第２回の中間テスト（４５
分間）を行うので、第４章で学習した内容をよく理解し整理しておくこと。 
15 回 第２回中間テストの解答・解説を行うとともに、これまでの学習内容の総
復習を行う。 

準備学習 1 回 シラバス及び教科書を確認し学習内容を把握するとともに、行列の基本変
形について予習しておくこと。 
2 回 前回の学習内容を復習するとともに、行列の階数について予習しておくこ



と。 
3 回 前回の学習内容に関する演習を行うので、復習しておくこと。また、逆行列
の計算方法について予習しておくこと。 
4 回 前回の学習内容を復習するとともに、連立１次方程式とその解について予
習しておくこと。 
5 回 前回の学習内容に関する演習を行うので、復習しておくこと。また、同次連
立１次方程式とその解について予習しておくこと。 
6 回 第３章で学習した内容および課題の内容に関する試験を行うので、しっか
りと復習し受験すること。また、平面ベクトルと空間ベクトルについて予習して
おくこと。 
7 回 前回の学習内容を復習するとともに、ベクトルの内積と外積について予習
しておくこと。 
8 回 線形空間の定義を行うので、前回までに学んだ幾何ベクトルについてしっ
かりと復習しておくこと。 
9 回 前回の学習内容に関する演習を行うので、復習しておくこと。また、部分空
間について予習しておくこと。 
10 回 前回の学習内容を復習するとともに、１次独立と１次従属について予習し
ておくこと。 
11 回 前回の学習内容をしっかりと復習するとともに、基底と次元について予習
しておくこと。 
12 回 前回の学習内容を復習するとともに、次元に関する公式について予習して
おくこと。 
13 回 前回の学習内容に関する演習を行うので、復習しておくこと。また、基底
変換の行列について予習しておくこと。 
14 回 第４章で学習した内容、および課題の内容に関する試験を行うので、しっ
かりと復習し受験すること。 
15 回 これまでに学んだ内容の総復習をしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSS5321 
成績評価 試験の得点と小問出題票との合計点 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス SA(〜11),SB(〜11) 
見出し FSS5321 光自然科学 
担当教員名 若村 国夫 
単位数 2 
教科書 プリントを配布 
アクティブラーニング  
キーワード 光、屈折、干渉、回折、エネルギー、レンズ、分極、太陽電池の原理、光触媒、

光合成 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 光自然科学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 光学の入門書、「光環境と生物の進化」、「生命を支える光」、「生物の光環境セン

サー」他いずれも日本光生物学協会編・共立出版 
授業形態 講義 
注意備考 中学理科教員希望者には受講を薦める。 
シラバスコード FSS5321 
実務経験のある教員  
達成目標 物質や化学反応、生物で示される光の効果を理解するのに必要な光の基礎知識の

習得と、これを用いた中学理科教員採用試験の光の分野の問題を解ける⼒を付け
る内容とする。 

受講者へのコメント  
連絡先 若村研究室 ７号館１階（電話：０８６−２５６−９４０４） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Optical Science in Nature 
関連科目 基礎物理学 I,II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 光の基礎的性質から学び、これを応用した物質や化学反応、生物に現れる光の現

象の理解、さらに、教員採用試験中学理科の物理分野「光、波」に関する問題に
解答できる知識や考え方を身につける。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  光が如何に広い分野の自然現象に関係しているかの紹介とどのように講義

を進めるかの説明 
2 回  光とは？（線としての光、波としての光、エネルギーとしての光） 



3 回  光の屈折とレンズ 
4 回  光の回折 
5 回  光の干渉 
6 回  中学理科教員採用試験問題光分野の演習 
7 回  光と原子、分子 
8 回  光と物質１ 
9 回  光と物質２ 
10 回  光はどこから来るのか 
11 回  光と化学現象 
12 回  光と化学現象２ 
13 回  光と生物１ 
14 回  光と生物２ 
15 回  光と生物３ 

準備学習 1 回  特に無し 
2 回  特に無し 
3 回  第 2 回の復習 
4 回  第 3 回の復習 
5 回  第 4 回の復習 
6 回  第 5 回の復習 
7 回  第 6 回の復習 
8 回  第 7 回の復習 
9 回  第 8 回の復習 
10 回  第 9 回の復習 
11 回  第 10 回の復習 
12 回  第 11 回の復習 
13 回  第 12 回の復習 
14 回  第 13 回の復習 
15 回  第 14 回の復習 

 



年度 2012 
授業コード FSS5322 
成績評価 中間試験（４０％）、期末試験（６０％）により評価する。授業態度によっては、

点数を加減点することがある。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス SA(〜10),SB(〜10) 
見出し FSS5322 代数学Ⅱ 
担当教員名 横川 賢二 
単位数 2 
教科書 代数学Ⅰ群と環／桂 利行／東京大学出版会 
アクティブラーニング  
キーワード 代数学、環、加群 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 代数学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 超初心者には、すぐわかる代数／石村園子／東京図書。これ以外にも多数ある。 
授業形態 講義 
注意備考 講義だけでは十分な理解が困難なので、演習と同時に受講することを切に希望す

る。又、予習のために WEB 上に先輩の講義ノートを公開しているので参考にす
る事。 

シラバスコード FSS5322 
実務経験のある教員  
達成目標 １．抽象的な思考に慣れ親しむ。 

２．抽象代数学の第２歩として環の概念及び基本的な性質を修得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 mdas_yoko＠das.ous.ac.jp 送信時は「＠」を「@」に変更すること 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Algebra II 
関連科目 代数学Ⅰ、代数学演習Ⅰ、代数学演習Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 代数学Ⅰに引き続き群、環、体の解説を行う。 これら、群、環、体は抽象的な概

念であり、学生諸君はこのような本格的抽象理論は初めてだと思われる。現代代
数学の入門と抽象理論に慣れ親しむことを目的とする。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  群の集合への作用 について講義する。（その１） 

2 回  群の集合への作用 について講義する。（その２） 
3 回  群の集合への作用 について講義する。（その３） 



4 回  シローの定理の紹介を行う。 
5 回  アーベル群の基本定理を紹介する。 
6 回  環の定義 について講義する。 
7 回  整域、体 について講義する。 
8 回  中間試験と解説を行う。 
9 回  部分環、環の直積、環の例 について講義する。（その１） 
10 回  部分環、環の直積、環の例 について講義する。 （その２） 
11 回  イデアルと剰余環 について講義する。 
12 回  準同形写像、準同形定理 について講義する。（その１） 
13 回  一意分解整域 について講義する。 
14 回  素イデアルと極大イデアル について講義する。 
15 回  単項イデアル整域と素元分解の紹介する。 

準備学習 http://www.ous.ac.jp/DAS/math/math.htm に過去の講義ノートをあげていま
す。その講義ノートの次の講義部分を前もって読んでおくこと。できれば、印刷
しておくと良い。講義中は、⿊板を単に写すのではなく、必要部分だけ、書き足
せば良い。そうすれば、講義中の話を聞くのに十分な時間が取れ、内容の理解に
つながる。 

 



年度 2012 
授業コード FSS5331 
成績評価 中間試験（４０％）、期末試験（６０％）により評価する。授業態度によっては、

点数を加減点することがある。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス SA(〜10),SB(〜10) 
見出し FSS5331 代数学Ⅰ 
担当教員名 横川 賢二 
単位数 2 
教科書 代数学Ⅰ群と環／桂 利行／東京大学出版会 
アクティブラーニング  
キーワード 代数学、群 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「単位を呉れ」とだけの記述があった。理解が難しいので「演習と合わせて受講

するように」指導している。演習を受講していない⼈が多く困っている。するだ
けのことはしてから、「単位を呉れ」と言って欲しい。 
k を是非、ぜひ 

科目名 代数学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 超初心者には、すぐわかる代数／石村園子／東京図書。これ以外にも多数ある。 
授業形態 講義 
注意備考 講義だけでは十分な理解が困難なので、演習と同時に受講することを切に希望す

る。又、予習のために WEB 上に先輩の講義ノートを公開しているので参考にす
る事。 

シラバスコード FSS5331 
実務経験のある教員  
達成目標 １．論理命題の扱い方を修得する。 

２．抽象的思考になれる。 
３．抽象代数学の第１歩である群の概念及びその基本的な性質を修得する。 

受講者へのコメント 特になし 
連絡先 mdas_yoko＠das.ous.ac.jp 送信時は「＠」を「@」に変更すること。 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし 
英文科目名 Algebra I 
関連科目 代数学演習Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定 特になし 
講義目的 近代代数学の基礎である群、環、体の解説を行う。 これら、群、環、体は抽象的

な概念であり、学生諸君はこのような本格的抽象理論は初めてだと思われる。現
代代数学の入門と抽象理論に慣れ親しむことを目的とする。 



対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  集合論からの準備を行う。（その１） 

2 回  集合論からの準備を行う。（その２） 
3 回  集合論からの準備を行う。（その３） 
4 回  群の定義、部分群について講義する。 
5 回  群の簡単な性質と群の例について講義する。 （その１） 
6 回  群の簡単な性質と群の例について講義する。 （その２） 
7 回  群の簡単な性質と群の例について講義する。 （その３） 
8 回  剰余類と剰余群について講義する。 （その１） 
9 回  中間試験と簡単な解説を行う。 
10 回  剰余類と剰余群について講義する。 （その２） 
11 回  剰余類と剰余群について講義する。 （その３） 
12 回  準同型写像と準同形定理について講義する。（その１） 
13 回  準同型写像と準同形定理について講義する。（その２） 
14 回  群の直積について講義する。 （その１） 
15 回  群の直積について講義する。 （その２） 

準備学習 http://www.ous.ac.jp/DAS/math/math.htm に過去の講義ノートをあげていま
す。その講義ノートの次の講義部分を前もって読んでおくこと。できれば、印刷
しておくと良い。講義時に、⿊板を単に写すのではなく、必要部分だけ、書き足
せば良い。そうすれば、講義中の話を聞くのに十分な時間が取れ、内容の理解に
つながる。 

 



年度 2012 
授業コード FSS53A2 
成績評価 課題提出（３０％）、定期試験（７０％）により評価する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス SB(12〜12) 
見出し FSS53A2 基礎物理学Ⅱ 
担当教員名 加地 博子＊ 
単位数 2 
教科書 「新物理学」／James T. Shipman／学術図書出版社 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 基礎物理学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業中の指示する 
授業形態 講義 
注意備考 最終試験は１５回講義後実施する。 日時は授業中に指示する。 
シラバスコード FSS53A2 
実務経験のある教員  
達成目標 後期では、波動、電気磁気、原子・核物理の分野で抽象的ではあるが簡単明瞭な

自然法則を体得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 ７号館３階 財部研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Physics II 
関連科目 微分積分学Ⅱ、微分積分学演習Ⅱ、線形代数学Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 「物理的に見たり、考える⼒」を養う。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 波動（１）縦波と横波を説明する。 

2 回 波動（２）干渉と回折を説明する。 
3 回 波動（３）ドップラー効果、共鳴を説明する。 
4 回 光の屈折と分散を説明する。 
5 回 電気と磁気（１）電流、電圧、オームの法則を説明する。 
6 回 電気と磁気（２）キルヒホッフの法則を説明する。 
7 回 電気と磁気（３）クーロンの法則を説明する。 
8 回 電気と磁気（４）磁気を説明する。 



9 回 電気と磁気（５）アンぺールの法則を説明する。 
10 回 電気と磁気（６）電磁波を説明する。 
11 回 原子・核物理（１）量子と水素原子モデルを説明する。 
12 回 原子・核物理（２）原子核の構造を説明する。 
13 回 原子・核物理（３）核分裂とエネルギーを説明する。 
14 回 原子・核物理（４）核分裂とエネルギーを説明する。 
15 回 原子・核物理（５）核分裂とエネルギーを説明する。 

準備学習 1 回 波動（１）縦波と横波の項目をよく予習しておくこと。 
2 回 波動（２）干渉と回折の項目をよく予習しておくこと。 
3 回 波動（３）ドップラー効果、共鳴の記項目をよく予習しておくこと。 
4 回 光の屈折と分散の項目をよく予習しておくこと。 
5 回 電気と磁気（１）電流、電圧、オームの法則の項目をよく予習しておくこと。 
6 回 電気と磁気（２）キルヒホッフの法則の項目をよく予習しておくこと。 
7 回 電気と磁気（３）クーロンの法則の項目をよく予習しておくこと。 
8 回 電気と磁気（４）磁気の項目をよく予習しておくこと。 
9 回 電気と磁気（５）アンぺールの法則の項目をよく予習しておくこと。 
10 回 電気と磁気（６）電磁波の項目をよく予習しておくこと。 
11 回 原子・核物理（１）量子と水素原子モデルの項目をよく予習しておくこと。 
12 回 原子・核物理（２）原子核の構造の項目をよく予習しておくこと。 
13 回 原子・核物理（３）核分裂とエネルギーの項目をよく予習しておくこと。 
14 回 原子・核物理（４）核分裂とエネルギーの項目をよく予習しておくこと。 
15 回 原子・核物理（５）核分裂とエネルギーの項目うぃよく予習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSS53B1 
成績評価 課題提出（３０％）、定期試験（７０％）により評価する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス SB(12〜12) 
見出し FSS53B1 基礎物理学Ⅰ 
担当教員名 加地 博子＊ 
単位数 2 
教科書 「新物理学」／James T. Shipman／学術図書出版社 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「面白かった」、「わかりやすかった」とのコメントをいただきましたが、今後も

なるべく面白くわかりやすい講義を心がけたいと思います。一方、「早口」とのコ
メントもありましたので、なるべくゆっくり話すよう努⼒します。 

科目名 基礎物理学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業中に指示する 
授業形態 講義 
注意備考 最終試験は１５回講義終了後実施する。 日時は授業中に指示する。 
シラバスコード FSS53B1 
実務経験のある教員  
達成目標 前期では、⼒学、熱⼒学の分野での抽象的ではあるが簡単明瞭な自然法則を体得

すること。 
受講者へのコメント まったく授業時間外学習をしていない学生が相当数見受けられました。講義内容

をよく理解するためには授業時間外学習も必要ですので予復習に取り組んでく
ださい。 

連絡先 ７号館３階 財部研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 達成度については、「できた」と「だいたいできた」を合わせて 64％のの学生が
目標を達成できたと回答していますが、「少しできた」と「できなかった」を合わ
せて 9%あり、これを少しでも減らしていくのが今後の課題です。教員の意欲に
ついては、「感じられた」と「少し感じられた」を合わせて 83%、講義の満足度
については「満足」と「ほぼ満足」を合わせて 77%あり、概ね好評だったのでは
ないかと考えております。 

英文科目名 Physics I 
関連科目 微分積分学Ⅰ、微分積分学演習Ⅰ、線形代数学Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定 改善への要望は「特にない」がほとんどでしたが、「１回の授業で扱う量が多い」

「授業進行が早すぎた」などの指摘がありましたので、さらに内容を厳選したい



と思います。「説明にもう少し工夫を加えてもらえるとよい」との指摘もありま
したので、動画を増やすなど講義資料をさらに工夫したいと思います。 

講義目的 「物理的に見たり、考える⼒」を養う。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションを実施する。 

2 回 測定を説明する。 
3 回 運動（１） 位置と速度を説明する。 
4 回 運動（２） 速度と加速度を説明する。 
5 回 ⼒と運動（１） 運動の第１法則を説明する。 
6 回 ⼒と運動（２） 運動の第２法則（１）を説明する。 
7 回 ⼒と運動（３） 運動の第２法則（２）を説明する。 
8 回 ⼒と運動（４）運動の第３法則を説明する。 
9 回 仕事とエネルギー（１）を説明する。 
10 回 仕事とエネルギー（２）を説明する。 
11 回 温度と熱（１）を説明する。 
12 回 温度と熱（２）を説明する。 
13 回 温度と熱（３）を説明する。 
14 回 温度と熱（４）を説明する。 
15 回 温度と熱（５）を説明する。 

準備学習 1 回 準備の必要はない。 
2 回 測定に関する項目をよく予習しておくこと。 
3 回 運動（１） 位置と速度に関する項目をよく予習しておくこと。 
4 回 運動（２） 速度と加速度に関する項目をよく予習しておくこと。 
5 回 ⼒と運動（１） 運動の第１法則に関する項目をよく予習しておくこと。 
6 回 ⼒と運動（２） 運動の第２法則（１）に関する項目をよく予習しておくこ
と。 
7 回 ⼒と運動（３） 運動の第２法則（２）に関する項目をよく予習しておくこ
と。 
8 回 ⼒と運動（４）運動の第３法則に関する項目をよく予習しておくこと。 
9 回 仕事とエネルギー（１）に関する項目をよく予習しておくこと。 
10 回 仕事とエネルギー（２）に関する項目をよく予習しておくこと。 
11 回 温度と熱（１）に関する項目をよく予習しておくこと。 
12 回 温度と熱（２）に関する項目をよく予習しておくこと。 
13 回 温度と熱（３）に関する項目をよく予習しておくこと。 
14 回 温度と熱（４）に関する項目をよく予習しておくこと。 
15 回 温度と熱（５）に関する項目をよく予習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSS53B2 
成績評価 原則として定期試験結果により行なう．60 点以上を合格とする。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス SA(〜11),SB(〜11) 
見出し FSS53B2 生態学 
担当教員名 守⽥ 益宗 
単位数 2 
教科書 ノートおよび配布資料を中心に講義 
アクティブラーニング  
キーワード 古環境の復元 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特になし 
科目名 生態学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 講義 
注意備考 第１回オリエンテーションを欠席の学生は以後の受講を認めない。また，受講希

望者多数の場合は抽選とする 
シラバスコード FSS53B2 
実務経験のある教員  
達成目標 現在の自然環境の様子を歴史的な視点から読み解く能⼒を身に付けることを目

標とする 
受講者へのコメント 特になし 
連絡先 理大研究室 7 号館 4 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし 
英文科目名 Ecology 
関連科目 環境考古学，植生学 
次回に向けての改善変更予定 2013 年度からは別の方が講義を担当します． 
講義目的 化石花粉から過去の環境をどのように復元するかを述べるとともに、様々な学問

分野への応用に ついて解説する． 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 予習の必要はとくにないが，前回の講義の復習をしておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FSS5511 
成績評価 中間テスト、レポート（併せて３０％）及び定期試験（７０％）により評価する。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス SB(〜12) 
見出し FSS5511 線形代数学Ⅰ 
担当教員名 最上 勲＊ 
単位数 2 
教科書 理工系の基礎線形代数学／硲野敏博･加藤芳文／学術図書出版社：理工系の演習

線形代数学／硲野敏博･山⽥浩･山辺元雄／学術図書出版社 
アクティブラーニング  
キーワード 行列、行列式 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「⿊板が光で反射し見えない。後ろでもよく見えるようにもう少し大きな字を。」

とありました、配慮します。「苦手だったが、少しずつ克服できた。わかりやすく
勉強しやすい環境だった。面白い授業ありがとう。受講している中で 1 番わかり
やすいので好きです。」などの記述がありました。これからもこのような感想が
増えるような授業に心がけます。 

科目名 線形代数学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 すぐわかる線形代数／石村園子／東京図書 
授業形態 講義 
注意備考 演習書を有効に活用し、予習復習を行うこと。  

第４回目に第１章の内容に関する課題を演習書から与えるので、休まないこと。
課題レポートは、第７回目の中間試験日に提出のこと。  
第１１回目に第２章の内容に関する課題を演習書から与えるので、休まないこ
と。課題レポートは、第１４回目の中間試験日に提出のこと。  
試験は定期試験期間中に実施し、試験形態は筆記試験とする。日時、場所につい
ては教務課の発表を見ること。 

シラバスコード FSS5511 
実務経験のある教員  
達成目標 １ 複素数の概念を理解し、その演算法を習得すること。 

２ 行列の概念を理解し、和・積・転置などの演算法を習得すること。 
３ 行列式の概念を理解し、その基本的性質を用いて、行列式の計算、連立１次
方程の解法（クラメールの公式）や（余因子を用いる）逆行列の求め方を習得す
ること。 

受講者へのコメント この科目は教職に関するものであり、また 2 年次以降の学習に必要な基礎科目
で、ある程度の内容とレベルが要求される。演習書を活用し、予習復習をしっか
りとし、その内容の理解に努めること。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への  



対応 
各項目評価に対する所見 授業にはよく出席し（欠席 2 回までが 89.0％）、私語等は少ない環境でまじめに

聞いている。しかし、授業時間外の学習時間は少なく（1 時間以下が 70.34％）、
与えられた宿題への取り組み（80.3％）が主である。そして、この分野への理解
が深まった（77.0％）、興味関心が深まった（33.1％）、技能・技術が向上した
（33.1％）と授業を受けてよかったと感じている。授業の目標はおおむね達成し
（できた、だいたいできた、56.1％、半分程度できた 27.56％）、また、教員の意
欲は感じており（感じられた、だいたい感じ 

英文科目名 Linear Algebra I 
関連科目 本科目に引き続き「線形代数学Ⅱ」、「線形代数学Ⅲ」、「線形数理」、「代数学Ⅰ」、

「代数学Ⅱ」、「代数学演習Ⅰ」、「代数学演習Ⅱ」を受講することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 内容が理解しやすくなるように講義内容をより工夫する。また、板書についても

よく見えるようにする。 
講義目的 線形代数学は微分積分学とならんで、理工系数学の２本の柱であり、数学全体の

基礎でもある。その主要部をなすベクトル、行列、行列式、連立１次方程式及び
線形空間について学ぶことを通じて、理学の基礎の育成を目ざす。ここでは、複
素数から始め、行列、行列式を扱う。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。講義の進め方を説明する。複素数の定義、演算につい

て説明する。 
2 回 前回の学習内容に関する演習を行う。複素平面上の複素数と平面上のベク
トルの和とスカラー倍の関係、代数学の基本定理についてについて説明する。 
3 回 行列とその演算（１）．行列の定義、行列のスカラー倍と和、積についてに
ついて説明する。 
4 回 行列とその演算（２）．転置行列の定義と行列の分割についてについて説明
する。 
5 回 正方行列（１）．正方行列、いろいろな行列について説明する。 
6 回 前回の学習内容に関する演習を行う。正方行列（２）．正則行列と行列の累
乗についてについて説明する。 
7 回 第１回の中間テストを行うので、第１章で学習した内容をよく理解し整理
しておくこと（４５分間）。置換（１）．行列式の定義に必要な置換の概念につい
て説明する。 
8 回 第１回中間テストの解答・解説を行う。置換（２）．偶置換と奇置換につい
て説明する。 
9 回 行列式の定義について説明する。 
10 回 前回の学習内容に関する演習を行う。行列式の性質（１）．行列式の行と列
の対称性について説明する。 
11 回 行列式の性質（２）．行列式の交代性と線形性について説明する。 
12 回 行列の積と行列式の関係、クラメールの公式について説明する。 
13 回 前回の学習内容に関する演習を行う。行列式の展開、余因子行列を用いた
逆行列の求め方について説明する。 
14 回 第２章で学習した内容の復習を行うとともに、第２回の中間テスト（４５



分間）を行うので、第２章で学習した内容をよく理解し整理しておくこと。 
15 回 第２回中間テストの解答・解説を行うとともに、これまでの学習内容の総
復習を行う。 

準備学習 1 回 シラバス及び教科書を確認し学習内容を把握するとともに、複素数につい
て予習しておくこと。 
2 回 前回の学習内容に関する演習を行うので、復習しておくこと。また、複素平
面上の複素数と平面上のベクトルの和とスカラー倍について予習しておくこと。 
3 回 前回の学習内容を復習するとともに、行列の定義、行列のスカラー倍と和、
積について予習しておくこと。 
4 回 前回の学習内容を復習するとともに、転置行列の定義と行列の分割につい
て予習しておくこと。 
5 回 前回の学習内容を復習するとともに、正方行列、いろいろな行列について予
習しておくこと。 
6 回 前回の学習内容に関する演習を行うので、復習しておくこと。また、正則行
列と行列の累乗について予習しておくこと。 
7 回 第１章で学習した内容および課題の内容に関する試験を行うので、しっか
りと復習し受験すること。また、行列式の定義に必要な置換の概念を学習するの
で、予習をしておくこと。 
8 回 引き続き行列式の定義に必要な偶置換と奇置換の概念を学習するので、し
っかりと復習と予習をしておくこと。 
9 回 前回の学習内容を復習するとともに、行列式について予習しておくこと。 
10 回 前回の学習内容に関する演習を行うので、復習しておくこと。また、行列
式の行と列の対称性について予習しておくこと。 
11 回 前回の学習内容を復習するとともに、行列式の交代性、線形性をしっかり
と予習しておくこと。 
12 回 前回の学習内容を復習するとともに、行列の積と行列式の関係、クラメー
ルの公式について予習しておくこと。 
13 回 前回の学習内容に関する演習を行うので、復習しておくこと。また、行列
式の展開、余因子行列を用いた逆行列の求め方について予習しておくこと。 
14 回 第２章で学習した内容および課題の内容に関する試験を行うので、しっか
りと復習し受験すること。 
15 回 これまでに学んだ内容の総復習をしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSS5512 
成績評価 中間テスト、レポート（併せて３０％）及び定期試験（７０％）により評価する。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス SB(〜12) 
見出し FSS5512 線形代数学Ⅱ 
担当教員名 最上 勲＊ 
単位数 2 
教科書 理工系の基礎線形代数学／硲野敏博･加藤芳文／学術図書出版社：理工系の演習

線形代数学／硲野敏博･山⽥浩･山辺元雄／学術図書出版社 
アクティブラーニング  
キーワード 連立１次方程式、線形空間 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「抽象的な分野だったため、理解しづらかった」とありました、具体例ふやす配

慮をします。「指導がわかりやすくとてもよかった」「丁寧に教えてくれた」「この
授業を受けてよかった」などの記述がありました。これからもこのような感想が
増えるような授業に努めます。 

科目名 線形代数学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 すぐわかる線形代数／石村園子／東京図書 
授業形態 講義 
注意備考 演習書を有効に活用し、予習復習を行うこと。  

第３回目に第３章の内容に関する課題を演習書から与えるので、休まないこと。
課題レポートは、第６回目の中間試験日に提出のこと。  
第１１回目に第４章の内容に関する課題を演習書から与えるので、休まないこ
と。課題レポートは、第１４回目の中間試験日に提出のこと。  
試験は定期試験期間中に実施し、試験形態は筆記試験とする。日時、場所につい
ては教務課の発表を見ること。 

シラバスコード FSS5512 
実務経験のある教員  
達成目標 １ 行列の基本変形の概念を理解し、消去法や逆行列の算法を習得すること。 

２ 行列の階数の概念を理解し、連立１次方程式の解法を習得すること。 
３ 平面、空間のベクトルの概念を理解し、基本的演算と内積、外積などの演算
法を習得すること。 
４ 線形空間、部分空間、基底と次元などの基本概念を理解し、数ベクトル空間
の基底や次元の求め方を習得すること。 

受講者へのコメント この科目は教職に関するものであり、また 2 年次以降の学習に必要な基礎科目
で、ある程度の内容とレベルが要求される。演習書を活用し、予習復習をしっか
りとし、その内容の理解に努めること。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への  



対応 
各項目評価に対する所見 授業にはよく出席し（欠席 2 回までが 86.9％）、私語等は少ない環境でまじめに

聞いている。しかし、授業時間外の学習時間は少なく（1 時間以下が 70.85％）、
与えられた宿題への取り組み（83.35％）が主である。そして、この分野への理解
が深まった（78.4％）、興味関心が深まった（25.3％）、技能・技術が向上した
（20.75％）と授業を受けてよかったと感じている。授業の目標はおおむね達成
し（できた、だいたいできた、62.75％、半分程度できた 28.7％）、また、教員の
意欲は感じており（感じられた、少し感じら 

英文科目名 Linear Algebra II 
関連科目 本科目に引き続き「線形代数学Ⅲ」、「線形数理」、「代数学Ⅰ」、「代数学Ⅱ」、「代

数学演習Ⅰ」、「代数学演習Ⅱ」を受講することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 内容が理解しやすくなるように例を増やし講義内容をより工夫する。 
講義目的 線形代数学は微分積分学とならんで、理工系数学の２本の柱であり、数学全体の

基礎でもある。その主要部をなすベクトル、行列、行列式、連立１次方程式及び
線形空間について学ぶことを通じて、理学の基礎の育成を目ざす。ここでは、行
列の基本変形、連立１次方程式、線形空間を扱う。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。講義の進め方を説明する。行列の基本変形について説

明する。 
2 回 行列の階数について説明する。 
3 回 前回の学習内容に関する演習を行う。逆行列の計算について説明する。 
4 回 一般の連立１次方程式とその解についてについて説明する。 
5 回 前回の学習内容に関する演習を行う。同次連立１次方程式とその解につい
て説明する。 
6 回 第１回の中間テストを行うので、第３章で学習した内容をよく理解し整理
しておくこと（４５分間）。幾何ベクトル（１）．平面ベクトルと空間ベクトルに
ついて説明する。 
7 回 幾何ベクトル（２）．ベクトルの内積、外積について説明する。 
8 回 第１回中間テストの解答・解説を行う。線形空間の定義、線形空間の例につ
いて説明する。 
9 回 前回の学習内容に関する演習を行う。部分空間について説明する。 
10 回 １次独立と１次従属について説明する。 
11 回 基底と次元について説明する。 
12 回 次元に関する公式について説明する。 
13 回 前回の学習内容に関する演習を行う。基底変換の行列について説明する。 
14 回 第４章で学習した内容の復習を行うとともに、第２回の中間テスト（４５
分間）を行うので、第４章で学習した内容をよく理解し整理しておくこと。 
15 回 第２回中間テストの解答・解説を行うとともに、これまでの学習内容の総
復習を行う。 

準備学習 1 回 シラバス及び教科書を確認し学習内容を把握するとともに、行列の基本変
形について予習しておくこと。 
2 回 前回の学習内容を復習するとともに、行列の階数について予習しておくこ



と。 
3 回 前回の学習内容に関する演習を行うので、復習しておくこと。また、逆行列
の計算方法について予習しておくこと。 
4 回 前回の学習内容を復習するとともに、連立１次方程式とその解について予
習しておくこと。 
5 回 前回の学習内容に関する演習を行うので、復習しておくこと。また、同次連
立１次方程式とその解について予習しておくこと。 
6 回 第３章で学習した内容および課題の内容に関する試験を行うので、しっか
りと復習し受験すること。また、平面ベクトルと空間ベクトルについて予習して
おくこと。 
7 回 前回の学習内容を復習するとともに、ベクトルの内積と外積について予習
しておくこと。 
8 回 線形空間の定義を行うので、前回までに学んだ幾何ベクトルについてしっ
かりと復習しておくこと。 
9 回 前回の学習内容に関する演習を行うので、復習しておくこと。また、部分空
間について予習しておくこと。 
10 回 前回の学習内容を復習するとともに、１次独立と１次従属について予習し
ておくこと。 
11 回 前回の学習内容をしっかりと復習するとともに、基底と次元について予習
しておくこと。 
12 回 前回の学習内容を復習するとともに、次元に関する公式について予習して
おくこと。 
13 回 前回の学習内容に関する演習を行うので、復習しておくこと。また、基底
変換の行列について予習しておくこと。 
14 回 第４章で学習した内容、および課題の内容に関する試験を行うので、しっ
かりと復習し受験すること。 
15 回 これまでに学んだ内容の総復習をしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSS5521 
成績評価 演習問題を解いた回数（５０％）、中間試験（２０％）、期末試験（３０％）によ

り評価する。授業態度によっては、点数を加減点することがある。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス SA(〜10),SB(〜10) 
見出し FSS5521 代数学演習Ⅰ 
担当教員名 横川 賢二 
単位数 2 
教科書 代数学Ⅰ群と環／桂 利行／東京大学出版会 
アクティブラーニング  
キーワード 代数学、集合、写像、群 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特になし 
科目名 代数学演習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 超初心者には、すぐわかる代数／石村園子／東京図書。これ以外にも多数ある。 
授業形態 演習 
注意備考 代数学Ⅰの講義と同時に受講することを切に希望する。さらに、予習は必須であ

る。 
シラバスコード FSS5521 
実務経験のある教員  
達成目標 代数学Ⅰの達成目標と同じく、 

１．論理命題の扱い方を修得する。 
２．抽象的思考になれる。 
３．抽象代数学の第１歩である群の概念及びその基本的な性質を修得する。であ
る。講義だけでは、達成が困難であるので、演習問題を解く事によって目標到達
を助ける。 

受講者へのコメント 講義代数学Ⅰと合わせて代数学演習を受講するように指導しているが、今年ほ
ど、演習の受講者が少ない年は初めてである。これは、非受講者に対するコメン
トですね。 

連絡先 mdas_yoko＠das.ous.ac.jp 送信時は「＠」を「@」に変更すること。 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし 
英文科目名 Exercise of Algebra I 
関連科目 代数学Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定 特になし 
講義目的 演習問題の解法を通して代数学Ⅰの講義への理解を深める。 
対象学年 3 年/4 年 



授業内容 1 回  集合論からの準備を行う。 （演習その１） 
2 回  集合論からの準備を行う。 （演習その２） 
3 回  集合論からの準備を行う。 （演習その３） 
4 回  群の定義、部分群について講義を行う。 （演習） 
5 回  群の簡単な性質と群の例について講義を行う。（演習その１） 
6 回  群の簡単な性質と群の例について講義を行う。 （演習その２） 
7 回  群の簡単な性質と群の例について講義を行う。 （演習その３） 
8 回  中間試験と簡単な解説を行う。 
9 回  剰余類と剰余群について講義を行う。 （演習その１） 
10 回  剰余類と剰余群について講義を行う。 （演習その２） 
11 回  剰余類と剰余群について講義を行う。 （演習その３） 
12 回  準同型写像と準同形定理について講義を行う。 （演習その１） 
13 回  準同型写像と準同形定理について講義を行う。 （演習その２） 
14 回  群の直積について講義を行う。 （演習その１） 
15 回  群の直積について講義を行う。 （演習その２） 

準備学習 1 回  全体を通じて講義内容の復習は必修である。準備として、第何回の問題と
あるが、以前の問題を含むと理解すること。２年次の数学要論の集合写像の部分
を復習しておくこと。 
2 回  第１、２回の内容の問題を考えておくこと。 
3 回  第２、３回の内容の問題を考えておくこと。 
4 回  第３、４回の内容の問題を考えておくこと。 
5 回  第４、５回の内容の問題を考えておくこと。 
6 回  第５、６回の内容の問題を考えておくこと。 
7 回  第６、７回の内容の問題を考えておくこと。 
8 回  第１回から第７回の講義、演習内容を復習して、試験に備えること。 
9 回  第９回の内容の問題を考えておくこと。 
10 回  第９，１０回の内容の問題を考えておくこと。 
11 回  第１０，１１回の内容の問題を考えておくこと。 
12 回  第１１，１２回の内容の問題を考えておくこと。 
13 回  第１２，１３回の内容の問題を考えておくこと。 
14 回  第１３，１４回の内容の問題を考えておくこと。 
15 回  第１４，１５回の内容の問題を考えておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSS5522 
成績評価 演習問題を解いた回数（５０％）、中間試験（２０％）、期末試験（３０％）によ

り評価する。授業態度によっては、点数を加減点することがある。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス SA(〜10),SB(〜10) 
見出し FSS5522 代数学演習Ⅱ 
担当教員名 横川 賢二 
単位数 2 
教科書 代数学Ⅰ群と環／桂 利行／東京大学出版会 
アクティブラーニング  
キーワード 代数学、環論 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 代数学演習Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 超初心者には、すぐわかる代数／石村園子／東京図書。これ以外にも多数ある。 
授業形態 演習 
注意備考 代数学Ⅱの講義と同時に受講することを切に希望する。さらに、予習は必須であ

る。 
シラバスコード FSS5522 
実務経験のある教員  
達成目標 代数学Ⅱと基本的に同じであるが、演習問題を解く事によって目標到達を助け

る。 
受講者へのコメント  
連絡先 mdas_yoko＠das.ous.ac.jp 送信時は「＠」を「@」に変更すること。 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Exercise of Algebra II 
関連科目 代数学Ⅰ、代数学演習Ⅰ、代数学Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 代数学Ⅱと同じく 

１．抽象的な思考に慣れ親しむ。 
２．抽象代数学の第２歩として環の概念及び基本的な性質を修得する。 
である。講義だけでは、理解が困難であるので、問題の解法を通して代数学Ⅱの
講義への理解を深める。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 【の問題を勉強して、解いてくること。】 群の集合への作用について復習し

ておくこと。 （演習その１） 



2 回  群の集合への作用について復習しておくこと。 （演習その２） 
3 回  群の集合への作用について復習しておくこと。 （演習その３） 
4 回  シローの定理について復習しておくこと。 
5 回  アーベル群の基本定理について復習しておくこと。 
6 回  中間試験と簡単な解説を行う。 
7 回  環の定義について復習しておくこと。 （演習） 
8 回  整域、体について復習しておくこと。 （演習） 
9 回  部分環、環の直積、環の例について復習しておくこと。 （演習その１） 
10 回  部分環、環の直積、環の例について復習しておくこと。 （演習その２） 
11 回  イデアルと剰余環について復習しておくこと。 （演習） 
12 回  準同形写像、準同形定理について復習しておくこと。 （演習） 
13 回  一意分解整域について復習しておくこと。 （演習） 
14 回  素イデアルと極大イデアルについて復習しておくこと。 （演習） 
15 回  単項イデアル整域と素元分解について復習しておくこと。 （演習） 

準備学習 1 回 第１回の問題を勉強して、解いてくること。 
2 回  第１、２回の問題を勉強して、解いてくること。 
3 回  ２、３回の問題を勉強して、解いてくること。 
4 回  ３、４回の問題を勉強して、解いてくること。 
5 回  ４、５回の問題を勉強して、解いてくること。 
6 回  １回から５回の問題を勉強して、復習して、試験に備えること。 
7 回  ５、７回の問題を勉強して、解いてくること。 
8 回  ７、８回の問題を勉強して、解いてくること。 
9 回  ８、９回の問題を勉強して、解いてくること。 
10 回  ９、10 回の問題を勉強して、解いてくること。 
11 回  10、11 回の問題を勉強して、解いてくること。 
12 回  11、12 回の問題を勉強して、解いてくること。 
13 回  12、13 回の問題を勉強して、解いてくること。 
14 回  13、14 回の問題を勉強して、解いてくること。 
15 回  14、15 回の問題を勉強して、解いてくること。 

 



年度 2012 
授業コード FSS5531 
成績評価  
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜11) 
見出し FSS5531 基礎物理学Ⅰ(再) 
担当教員名 財部 健一 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 基礎物理学Ⅰ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSS5531 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Physics I 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード FSS5532 
成績評価  
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 基礎理学科(〜11) 
見出し FSS5532 基礎物理学Ⅱ(再) 
担当教員名 財部 健一 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 基礎物理学Ⅱ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSS5532 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Physics II 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード FSS55A1 
成績評価 課題提出（３０％）、定期試験（７０％）により評価する。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス SA(12〜12) 
見出し FSS55A1 基礎物理学Ⅰ 
担当教員名 財部 健一 
単位数 2 
教科書 James T. Shipman 「新物理学」 学術図書出版社 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 基礎物理学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業中に指示する 
授業形態 講義 
注意備考 最終試験は１５回講義終了後実施する。 日時は授業中に指示する。 
シラバスコード FSS55A1 
実務経験のある教員  
達成目標 前期では、⼒学、熱⼒学の分野での抽象的ではあるが簡単明瞭な自然法則を体得

すること。 
受講者へのコメント  
連絡先 ７号館３階 財部研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Physics I 
関連科目 微分積分学Ⅰ、微分積分学演習Ⅰ、線形代数学Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 「物理的に見たり、考える⼒」を養う。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーションを実施する。 

2 回  測定を説明する。 
3 回  運動（１） 位置と速度を説明する。 
4 回  運動（２） 速度と加速度を説明する。 
5 回  ⼒と運動（１） 運動の第１法則を説明する。 
6 回  ⼒と運動（２） 運動の第２法則（１）を説明する。 
7 回  ⼒と運動（３） 運動の第２法則（２）を説明する。 
8 回  ⼒と運動（４）運動の第３法則を説明する。 



9 回  仕事とエネルギー（１）を説明する。 
10 回  仕事とエネルギー（２）を説明する。 
11 回  温度と熱（１）を説明する。 
12 回  温度と熱（２）を説明する。 
13 回  温度と熱（３）を説明する。 
14 回  温度と熱（４）を説明する。 
15 回  温度と熱（５）を説明する。 

準備学習 1 回 準備の必要はない。 
2 回 測定に関する項目をよく予習しておくこと。 
3 回  運動（１） 位置と速度に関する項目をよく予習しておくこと。 
4 回 運動（２） 速度と加速度に関する項目をよく予習しておくこと。 
5 回 ⼒と運動（１） 運動の第１法則に関する項目をよく予習しておくこと。 
6 回 ⼒と運動（２） 運動の第２法則（１）に関する項目をよく予習しておくこ
と。 
7 回 ⼒と運動（３） 運動の第２法則（２）に関する項目をよく予習しておくこ
と。 
8 回 ⼒と運動（４）運動の第３法則に関する項目をよく予習しておくこと。 
9 回 仕事とエネルギー（１）に関する項目をよく予習しておくこと。 
10 回 仕事とエネルギー（２）に関する項目をよく予習しておくこと。 
11 回 温度と熱（１）に関する項目をよく予習しておくこと。 
12 回 温度と熱（２）に関する項目をよく予習しておくこと。 
13 回 温度と熱（３）に関する項目をよく予習しておくこと。 
14 回 温度と熱（４）に関する項目をよく予習しておくこと。 
15 回 温度と熱（５）に関する項目をよく予習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSS55A2 
成績評価 課題提出（３０％）、定期試験（７０％）により評価する。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス SA(12〜12) 
見出し FSS55A2 基礎物理学Ⅱ 
担当教員名 財部 健一 
単位数 2 
教科書 James T. Shipman 「新物理学」 学術図書出版社 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 基礎物理学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業中の指示する 
授業形態 講義 
注意備考 最終試験は１５回講義後実施する。 日時は授業中に指示する。 
シラバスコード FSS55A2 
実務経験のある教員  
達成目標 後期では、波動、電気磁気、原子・核物理の分野で抽象的ではあるが簡単明瞭な

自然法則を体得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 ７号館３階 財部研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Physics II 
関連科目 微分積分学Ⅱ、微分積分学演習Ⅱ、線形代数学Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 「物理的に見たり、考える⼒」を養う。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  波動（１）縦波と横波を説明する。 

2 回  波動（２）干渉と回折を説明する。 
3 回  波動（３）ドップラー効果、共鳴を説明する。 
4 回  光の屈折と分散を説明する。 
5 回  電気と磁気（１）電流、電圧、オームの法則を説明する。 
6 回  電気と磁気（２）キルヒホッフの法則を説明する。 
7 回  電気と磁気（３）クーロンの法則を説明する。 
8 回  電気と磁気（４）磁気を説明する。 



9 回  電気と磁気（５）アンぺールの法則を説明する。 
10 回  電気と磁気（６）電磁波を説明する。 
11 回  原子・核物理（１）量子と水素原子モデルを説明する。 
12 回  原子・核物理（２）原子核の構造を説明する。 
13 回  原子・核物理（３）核分裂とエネルギーを説明する。 
14 回  原子・核物理（４）核分裂とエネルギーを説明する。 
15 回  原子・核物理（５）核分裂とエネルギーを説明する。 

準備学習 1 回  波動（１）縦波と横波の項目をよく予習しておくこと。 
2 回   波動（２）干渉と回折の項目をよく予習しておくこと。 
3 回  波動（３）ドップラー効果、共鳴の記項目をよく予習しておくこと。 
4 回  光の屈折と分散の項目をよく予習しておくこと。 
5 回  電気と磁気（１）電流、電圧、オームの法則の項目をよく予習しておくこ
と。 
6 回  電気と磁気（２）キルヒホッフの法則の項目をよく予習しておくこと。 
7 回  電気と磁気（３）クーロンの法則の項目をよく予習しておくこと。 
8 回  電気と磁気（４）磁気の項目をよく予習しておくこと。 
9 回  電気と磁気（５）アンぺールの法則の項目をよく予習しておくこと。 
10 回  電気と磁気（６）電磁波の項目をよく予習しておくこと。 
11 回  原子・核物理（１）量子と水素原子モデルの項目をよく予習しておくこ
と。 
12 回  原子・核物理（２）原子核の構造の項目をよく予習しておくこと。 
13 回  原子・核物理（３）核分裂とエネルギーの項目をよく予習しておくこと。 
14 回  原子・核物理（４）核分裂とエネルギーの項目をよく予習しておくこと。 
15 回  原子・核物理（５）核分裂とエネルギーの項目うぃよく予習しておくこ
と。 

 



年度 2012 
授業コード FSS55B1 
成績評価 課題提出（20%）、定期試験（80%）により行う。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス SA(〜11),SB(〜11) 
見出し FSS55B1 確率・統計Ⅰ 
担当教員名 山崎 洋一 
単位数 2 
教科書 すぐわかる確率・統計／石村園子／東京図書 
アクティブラーニング  
キーワード 確率, 確率分布, 期待値, 分散, 正規分布, 中心極限定理 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「受講者数が多かったので、もう少し広い教室にしてほしかった」→この記述が

しかるべき部署に伝わっていることを祈ります。 
科目名 確率・統計Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 確率・統計の初歩／阿原一志／培風館 
授業形態 講義 
注意備考 ※独自に作成した教材プリントも配布し使用する。 

※パソコンを使用して、パワーポイントで作成したスライドをプロジェクターで
適宜提示する。 

シラバスコード FSS55B1 
実務経験のある教員  
達成目標 1) 確率変数の概念を理解し、典型的な確率分布である二項分布・幾何分布・ポア

ソン分布・正規分布について、その特徴を把握し、確率計算や期待値・分散の計
算ができること。 
2) 期待値と分散・標準偏差の意味を理解し、それらを用いた確率の大体の見積
もりができること。 
3) 正規分布表を用いて正規分布に関する確率の計算ができること。 
4) 大数の法則と中心極限定理の意味について説明でき、二項分布の確率を正規
分布を用いて近似計算できること。 

受講者へのコメント 宿題への取り組みを除いた自主的学習活動に関する回答⼈数が 26 名と予想より
多かったが、学習時間 30 分以下が計 51 名と多い。数学は甘くないので勉強時間
を増やすべきである。 

連絡先 20 号館 5F 山崎洋一研究室 086-256-9498 ｙｏ＿ｙａｍａ＠ｍｄａｓ．ｏｕ
ｓ．ａｃ．ｊｐ 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 総合評価は満足+ほぼ満足が 49 ⼈、普通が 34 ⼈で、不満・やや不満は 0 名であ
ったので、一応成功していると考える。目標達成も、できなかった 1 名、少しで
きたが 7 名で、あとの 76 名はできた/だいたいできた/半分程度できたとなって



いる。 
英文科目名 Probability and Statistics I 
関連科目 本講義に引き続き「確率・統計 II」を受講することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 現在の⼈数および時間数では、ほぼ完成形と思われる。 
講義目的 確率論の基本的な考え方と手法を、いろいろな例題を交えながら講義する。ラン

ダムな現象が多数回起こるとき、そこには個々のランダム性とは別個の「規則性」
が現れる。それはなぜか、どのようなものかを理解し、使いこなすことが目的で
ある。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の概要（講義計画）を紹介しオリエンテーションの後，確率の用語およ

び確率の定義について説明する。 
2 回 独立試行と樹形試行，条件付確率について説明する。 
3 回 事象の独立，和の法則と積の法則について説明する。 
4 回 ここから考察の主役が確率変数になる。確率変数と確率分布について説明
し、例として二項分布を紹介する。 
5 回 二項分布について、パソコンによるスライドも使用して詳しく説明し，演習
問題の計算もする。 
6 回 期待値と分散の概念を説明し、期待値の性質を学習する。 
7 回 期待値の性質に続いて分散の性質も学習し、二項分布の期待値と分散の公
式を説明する。標準偏差やチェビシェフの不等式についても説明する。 
8 回 前回までの補足をした後、中間テストを実施する。 
9 回 幾何分布について、分布の式・期待値・分散・使い方などを説明する。応用
としてクーポンコレクター問題も紹介する。 
10 回 ポアソン分布について、分布の式・期待値・分散・使い方などを、パソコ
ンによるスライドも使用して説明する。 
11 回 ポアソン分布の演習解答および、二項分布のポアソン近似について説明す
る。連続型確率変数についても説明する。 
12 回 確率論・統計学において最も重要な確率分布である正規分布について、パ
ソコンによるスライドも使用して説明する。 
13 回 正規分布の計算法（正規分布表の使い方）および、二項分布の正規近似に
ついて、パソコンによるスライドも使用して説明する。演習問題も解説する。 
14 回 中心極限定理の意味および使い方について、パソコンによるスライドやシ
ミュレーションも使用して説明する。中心極限定理を利用した演習問題も解答解
説する。 
15 回 大数の法則の意味について、パソコンによるスライドも使用して説明する。
総まとめとして小テストも実施し解答解説する。 

準備学習 1 回 教科書の最初にある「順列・組合せ」の章を予習しておくこと。 
2 回 確率の用語と各種概念について，プリントで復習しておくこと。 
3 回 確率空間および独立試行と樹形試行の積の原理について，プリントで復習
しておくこと。 
4 回 確率変数と確率分布について、教科書で予習しておくこと。 
5 回 確率変数および二項分布について、プリントと教科書で復習しておくこと。 



6 回 期待値と分散の定義について、教科書で予習しておくこと。 
7 回 期待値の公式と分散の定義について、プリントで復習しておくこと。 
8 回 確率変数・期待値・分散・二項分布について、プリントと教科書で復習して
おくこと。 
9 回 確率分布・期待値・分散について、プリントで復習しておくこと。 
10 回 ポアソン分布について、教科書で予習しておくこと。 
11 回 ポアソン分布の公式についてプリントで復習し、連続型確率変数を教科書
で予習しておくこと。 
12 回 正規分布について、教科書で予習しておくこと。 
13 回 正規分布の計算について、プリントと教科書で復習しておくこと。 
14 回 正規分布について、プリントと教科書で復習しておくこと。 
15 回 学んだ各種分布と中心極限定理について、プリント等で復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSS55B2 
成績評価 中間試験Ⅰ(15%)、中間試験Ⅱ(15%)、定期試験(70%)の成績で、６０点以上を

合格とする。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス SA(11〜11),SB(11〜11) 
見出し FSS55B2 情報化社会と倫理 
担当教員名 瀬見 英利＊ 
単位数 2 
教科書 特に使用しない 
アクティブラーニング  
キーワード 教員免許、経済成⻑、ユビキタス、国際競争⼒、日本のランキング、情報資本、

ITC、ネットワーク、U-JAPN、電子政府、個⼈認証、ブロードバンド、通信放
送、テレワーク、FTTH、DSL、電子取引、迷惑メール、情報処理産業、情報の
価値、情報量、コンピュータ、サーバ、クライアント、e ラーニング、一体感、
疎外感、株式会社、日本的経営、職能別組織、LAN、OA 化、EUC、インターネ
ット、イントラネット、POS、EOS、在庫管理、自動制御、CAD、CAM、知的
所有権、著作権、著作者⼈格権、複製権、特許権、ソフトウェア 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答 配布資料外の資料を追加配布してほしい。⇒上記のプロジェクタでの PP 資料の

追加分に際して、ゆっくりと説明するよう努⼒します。 
科目名 情報化社会と倫理 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 情報化社会と情報倫理／⾠⺒丈夫／共立出版：産業社会と情報化／日高哲郎／リ

ックテレコム：情報通信白書／総務省：最新情報産業と社会／実教出版：情報化
社会とリテラシー／岡本隆・橘恵昭／晃洋書房：情報社会の基盤／小国⼒／丸善：
技術者の倫理／丸善：技術倫理の教科書／丸善：情報と職業／情報処理学会：工
学倫理の視点／太⽥多禾夫／ダイテックホールディング 

授業形態 講義 
注意備考 講義第１回目及びその後数回「講義補足資料」を配布する。 

出席は、毎回出席表を配布するのでその提出でもって確認する。 
シラバスコード FSS55B2 
実務経験のある教員  
達成目標 ①企業内の情報化の状況を理解する。 

②知的所有権についての基礎を理解する。 
③情報の危機管理、プライバシー、情報倫理の考え方の基礎を理解する。 
④情報に関係する職業⼈を目指す生徒に対して、適切な教育指導法を理解する。 

受講者へのコメント 授業の目標達成のため、できるだけ受講者が発言をできる時間を作り、個々の理
解度に合わせて説明をして行くようにしたい。質問時に積極的に発言してもらい
たい。少⼈数の授業になる場合、できるだけ前方で聴講願いたい。 

連絡先 連絡の必要なときは学科⻑に申し出ること 



合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業の目標を達成できなった⼈が２名、半分、すこしできた⼈を合わせて４名、
６名の⼈には残念な授業となった模様。満足度への質問には、やや不満は１名。
授業手法・進行への提案は学習目標の明示：２名、説明工夫：１名、１回の授業
内容の多さ：２名、資料の平易さ：１名、マイクの使用希望：２名、説明時の声：
３名、私語への注意 7：２名であった。 
聞き取りにくい時があったと思うので、改善を検討する。 

英文科目名 Information-Oriented Society and Ethics 
関連科目 情報と職業 
次回に向けての改善変更予定 私語をする⼈への注意はさらに留意して行う。マイクの効果的な活用をする。 

プロジェクタの資料の切り替え時、早すぎるため、写せないとの指摘のあるので、
配布プリント外の資料の場合極⼒ゆっくりと切り替えるよう努⼒します。 

講義目的 学生が専門科目「情報」を学び、情報関連職種に就職する際に、必要となる進路
指導に必要な基礎知識を講義する。そのために、企業における情報化の状況の基
礎知識および知的所有権の状況について述べる。これらが、社会に及ぼす影響や
プライバシー、危機管理及び科学技術に携わる者の倫理的責任についての考える
能⼒を持てる事を目標とする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 情報とは(情報の価値、情報量、情報の伝達)について説明する。 

2 回 情報社会の到達(情報ネットワーク、教育環境の情報化、ユビキタス)につい
て説明する。 
3 回 企業とは何か(企業の分類、日本的経営、企業経営、組織構造)について説明
する。 
4 回 企業組織と情報化(事務管理、職務分析、ＥＵＣ)について説明する。 
5 回 ビジネスシステム(ＯＡシステム、ＬＡＮ，グループウェア、イントラネッ
ト)について説明する。 
6 回 流通システム(ＰＯＳ、ＥＯＳ、在庫管理)について説明する。 
7 回 エンジニアリングシステム(自動制御、生産の自動化、ＣＡＤ，ＣＡＭ、Ｃ
ＡＥ)について説明する。 中間試験Ⅰを実施する。 
8 回 社会システム(金融ネットワーク、銀行ＰＯＳ、交通システム、行政システ
ム)について説明する。 
9 回 知的所有権(著作権、著作者⼈格権、複製権、著作権の制限)について説明す
る。 
10 回 知的所有権(特許権、実用新案権、意匠権、商標権、回路配置保護法、植物
品種保護法)について説明する。 
11 回 プライバシー(個⼈情報、幸福追求権、1 ⼈にしてもらう権利、肖像権)に
ついて説明する。 
12 回 情報倫理(倫理綱領、⻩金律、自由、公平、公正) について説明する。中間
試験Ⅱを実施する。 
13 回 科学技術における倫理(技術者の倫理綱領、危機管理)について説明する。 
14 回 科学技術における倫理(プロフェッショナル)について説明する。 



15 回 科学技術における倫理(製造物責任、内部告発)について説明する。 
準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。教員免許に必要な

講義名などを調べておくこと。 
2 回 ネットワークの種類について調べてみることユビキタスの意味を調べてみ
ること。 
3 回 企業、株式会社とは何かを調べておくこと。 
4 回 会社内でパソコンが事務にどのように活用されているかを調べてみること。 
5 回 会社内でパソコンに使用されているソフトの種類を調べてみること。 
6 回 コンビニではどのようにパソコンを使用しているか調べておくこと。 
7 回 製造に使用される情報システム及びソフトについて調べておくこと。 
8 回 社会システムに使用されるシステムについて調べておくこと。 
9 回 何が著作物か、著作権とは何かを調べておくこと。 
10 回 特許を取得するには何が必要かを調べておくこと特許権と著作権の相違を
考えてみること。プログラムソフトは著作物になるかを考えてみること。 
11 回 プライバシーとはなにか。個⼈情報とは何かを考えてみること。 
12 回 何が情報倫理であるかを考えてみること。 
13 回 科学技術における倫理と情報倫理の違いを調べてみること。 
14 回 プロフェッショナルとは何かを考えておくこと内部告発の例を調べてみて
おくこと。 
15 回 内部告発の例を調べてみておくこと製造物責任として考えられる例を調べ
ておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSS5711 
成績評価 実験態度・報告書(100％）で評価する。 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス SA(10〜11),SB(10〜11) 
見出し FSS5711 地学実験 
担当教員名 山口 一裕、北岡 豪一 
単位数 2 
教科書 実験毎にプリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 鉱物学・岩石学・地質学・水文学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 地学実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 毎回実験の必ず出席すること。介護等体験などで欠席した場合は補講を行なう。

学習相談や質問などがあれば、オフィスアワーの時間か、連絡先にメールで連絡
してください。 

シラバスコード FSS5711 
実務経験のある教員  
達成目標 鉱物学、岩石学、地質学、水文学などの基本的な実験技術と知識を習得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 研究室 7 号館 1 階 yamaguti@das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Earth Science Laboratory 
関連科目 地球科学ⅠⅡ、鉱物科学、地質学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 地学分野の講義内容をより深く理解する目的で実験を行う。この実験を通して地

球科学の基礎的な知識と概念を養う。あわせてコンピュータを利用した演習も行
う。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション 

2 回  クリノメーターの使用法 
3 回  地質調査（三野公園周辺） 
4 回  花こう岩のモード分析 
5 回  鉱物の見かけの比重測定 



6 回  ノルム計算法 
7 回  結晶模型の作製と結晶系 
8 回  化石の観察とスケッチ 
9 回  造岩鉱物の偏光顕微鏡観察 I 
10 回  造岩鉱物の偏光顕微鏡観察 II 
11 回  造岩鉱物の偏光顕微鏡観察 III 
12 回  水の流れによる堆積作用 
13 回  天気図の読み方、書き方 
14 回  補充実験 
15 回  報告書作成 

準備学習 1 回  地球科学Ⅰ・Ⅱの学習内容を復習しておくこと 
2 回  教科書の P64 の地質調査と走向と傾斜の測定を読むこと 
3 回  教科書 P65 の地質図作成を読んで勉強しておくこと 
4 回  教科書のｐ16〜19 の火成岩のでき方を読んで勉強しておくこと 
5 回  教科書のｐ20〜23 の鉱物を読んで勉強しておくこと 
6 回  配布したプリントでノルム計算法について勉強しておくこと 
7 回  配布したプリントと教科書 p22〜23 の鉱物の結晶系について読んでおく
こと 
8 回  教科書ｐ68〜ｐ77 の地球の歴史について読んで勉強しておくこと 
9 回  教科書 p20 の造岩鉱物とｐ24 の偏光顕微鏡を読んで勉強しておくこと 
10 回  教科書 p20 の造岩鉱物とｐ24 の偏光顕微鏡を読んで勉強しておくこと 
11 回  教科書 p20 の造岩鉱物とｐ24 の偏光顕微鏡を読んで勉強しておくこと 
12 回  教科書 p48〜55 の地表の変化を読んでおくこと。ストークスの式につい
て勉強しておくこと。 
13 回  教科書 p86〜101 の気象関係を読んで勉強しておくこと。日常から新聞・
テレビの天気図や天気予報に関心を 寄せておくこと 
14 回  これまでの実験で不十分な実験があれば、その実験の原理や実験方法に
ついて勉強しておくこと 
15 回  これまでの報告書で不備を訂正し、しっかりした報告書として完成させ
る。 

 



年度 2012 
授業コード FSS5712 
成績評価 実験態度・報告書(100%)で評価する。 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス SA(10〜11),SB(10〜11) 
見出し FSS5712 地学実験 
担当教員名 山口 一裕、北岡 豪一 
単位数 2 
教科書 実験毎にプリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 鉱物学・岩石学・地質学・水文学 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 授業時間を守るために実験前の説明が早口になりがちですので、今後は注意した

いと思います。 
科目名 地学実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 毎回実験の必ず出席すること。介護等体験などで欠席した場合は補講を行なう。

学習相談や質問などがあれば、オフィスアワーの時間か、連絡先にメールで連絡
してください。 

シラバスコード FSS5712 
実務経験のある教員  
達成目標 鉱物学、岩石学、地質学、水文学などの基本的な実験技術と知識を習得する。 
受講者へのコメント 地球科学分野の講義の内容を理解できるような実験になっている。また教職の専

門科目でもあるので、積極的に実験に取組み、レポートもしっかりまとめてくだ
さい。 

連絡先 研究室 7 号館 1 階 yamaguti@das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 2 年生の実験なので介護等実習で欠席が多いが、補講実験を実施して補っている。
実験ごとにレポート提出するため従業時間外の学習に励んでいることがわかる。 

英文科目名 Earth Science Laboratory 
関連科目 地球科学ⅠⅡ、鉱物科学、地質学 
次回に向けての改善変更予定 予習して実験に臨めるような授業に改善する予定である。 
講義目的 地学分野の講義内容をより深く理解する目的で実験を行う。この実験を通して地

球科学の基礎的な知識と概念を養う。あわせてコンピュータを利用した演習も行
う。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション 



2 回  クリノメーターの使用法 
3 回  地質調査（三野公園周辺） 
4 回  花こう岩のモード分析 
5 回  鉱物の見かけの比重測定 
6 回  ノルム計算法 
7 回  結晶模型の作製と結晶系 
8 回  化石の観察とスケッチ 
9 回  造岩鉱物の偏光顕微鏡観察 I 
10 回  造岩鉱物の偏光顕微鏡観察 II 
11 回  造岩鉱物の偏光顕微鏡観察 III 
12 回  水の流れによる堆積作用 
13 回  天気図の読み方、書き方 
14 回  補充実験 
15 回  報告書作成 

準備学習 1 回  地球科学Ⅰ・Ⅱの学習内容を復習しておくこと 
2 回  教科書の P64 の地質調査と走向と傾斜の測定を読むこと 
3 回  教科書 P65 の地質図作成を読んで勉強しておくこと 
4 回  教科書のｐ16〜19 の火成岩のでき方を読んで勉強しておくこと 
5 回  教科書のｐ20〜23 の鉱物を読んで勉強しておくこと 
6 回  配布したプリントでノルム計算法について勉強しておくこと 
7 回  配布したプリントと教科書 p22〜23 の鉱物の結晶系について読んでおく
こと 
8 回  教科書ｐ68〜ｐ77 の地球の歴史について読んで勉強しておくこと 
9 回  教科書 p20 の造岩鉱物とｐ24 の偏光顕微鏡を読んで勉強しておくこと 
10 回  教科書 p20 の造岩鉱物とｐ24 の偏光顕微鏡を読んで勉強しておくこと 
11 回  教科書 p20 の造岩鉱物とｐ24 の偏光顕微鏡を読んで勉強しておくこと 
12 回  教科書 p48〜55 の地表の変化を読んでおくこと。ストークスの式につい
て勉強しておくこと。 
13 回  教科書 p86〜101 の気象関係を読んで勉強しておくこと。日常から新聞・
テレビの天気図や天気予報に関心を 寄せておくこと 
14 回  これまでの実験で不十分な実験があれば、その実験の原理や実験方法に
ついて勉強しておくこと 
15 回  これまでの報告書で不備を訂正し、しっかりした報告書として完成させ
る。 

 



年度 2012 
授業コード FSS5721 
成績評価 実技(30％)レポート(70％) 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス SA(10〜10),SB(10〜10) 
見出し FSS5721 環境科学実験 
担当教員名 森 嘉久、山崎 重雄 
単位数 2 
教科書 適宜プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 環境 大気 水 土壌 汚染 物理量 平衡と速度 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 原理が分かりやすかったとの評価を受けました。 

実験はまずその原理をしっかり理解することが大切ですので今後もこのスタイ
ルで進めていきます。 

科目名 環境科学実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 実験実習 
注意備考 第 1 回目の欠席は認めない。  

物理実験もしくは化学実験を履修していることが望ましい。  
なお、データの収集や解析にはパソコンをフルに活用するので情報リテラシーの
単位を取得していること。 

シラバスコード FSS5721 
実務経験のある教員  
達成目標 実験を通じて物理や化学の基礎を身につけるだけでなく、実験装置の使用法やレ

ポート作成を方法を修得して環境科学への理解を深めるようにする。 
受講者へのコメント 少⼈数の実験であるため、積極的な姿勢を期待します。 
連絡先 １４号館３階森研究室・山崎（重）研究室 

mori@das.ous.ac.jp 
yamazaki@das.ous.ac.jp 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講者の⼒量に合わせながら実験を進めていきました。 
少⼈数のため、指導が行き届いたように思います。 

英文科目名 Experiments in Environmental Science 
関連科目 物理実験 化学実験 
次回に向けての改善変更予定 受講生の興味に応じて実験テーマを変更したいと思います。 
講義目的 種々の物理量測定実験をすることで測定装置の原理とその測定限界を把握し、数

値の取り扱いや物理・化学の基礎的な概念を学習する。また測定機器の組み立て、



化学反応を実際に体験することを通して、物理・化学への理解を深める。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション 

2 回  電気量測定（１）（テスタ、抵抗、電圧と電流）について実習する。 
3 回  電気量測定（２） （コイルとコンデンサ）について実習する。 
4 回  温度測定（熱拡散と熱量・温度計）について実習する。 
5 回  光量測定（カンデラとルクス・光度）について実習する。 
6 回  重量測定（回帰式、天秤とピペット）について実習する。 
7 回  化学反応速度（一次反応）について実習する。 
8 回  化学平衡測定（単分子吸着）について実習する。 
9 回  金属錯体合成（再結晶）について実習する。 
10 回  紫外・可視吸収スペクトルについて実習する。 
11 回  吸光光度法について実習する。 
12 回  蛍光性有機・無機化合物と蛍光スペクトルについて実習する。 
13 回  増幅回路作製（オペアンプ）について実習する。 
14 回  画像処理について実習する。 
15 回  レポート作成について実習する。 

準備学習 1 回 有効数字、相対標準偏差、再現性、精度と確度などの数値処理について講義
をするので予習をしてくること。 
2 回  テスタについて調べておくこと。 
3 回  コイルとコンデンサについて、特に周波数依存性について調べておくこ
と。 
4 回 各種の温度測定方式について調べておくこと。特に温度と熱の違いを学習
しておくこと。 
5 回 光量測定について調べておくこと。特に光源から距離とルックスの関係に
ついて考察してくること。 
6 回 重量測定について調べておくこと。天秤の構造・質量と重量の差異を考察し
てくること。 
7 回 化学反応速度について調べておくこと。特に物理の速度との差異について
考察してくること。 
8 回 化学平衡測定について調べておくこと。特に温度依存性について考察して
くること。 
9 回 金属錯体合成について調べておくこと。特に配位子置換活性の意義につい
て考察してくること。 
10 回 分光学における共鳴について考察してくること。初級スペクトル解析につ
いて得られる情報について調べておくこと。 
11 回 吸光光度計の装置の原理について調べておく。なぜ電子スペクトルと呼ば
れるかの考察をしてくること。 
12 回 蛍光現象と燐光現象の違いと蛍光化合物について調べておくこと。 
13 回 オペアンプの概念と増幅回路について調べておくこと。 
14 回 種々の画像処理ソフトについて調べ、ダウンロードして、実際に操作して
みておくこと。 



15 回 これまでのレポートを手直しするするので、良いレポートの必要条件を考
察してくること。 

 



年度 2012 
授業コード FSS5911 
成績評価 作成教材（50%），発表およびその補助作業（50%）により評価する。 
曜日時限 金曜日 9・10 時限 
対象クラス SA(〜10),SB(〜10) 
見出し FSS5911 数学教材開発指導 
担当教員名 山崎 洋一 
単位数 2 
教科書 もう一度 中学数学／岡部 恒治，牛場 正則，石⽥ 唯之／日本実業出版社 
アクティブラーニング  
キーワード 中学数学，教材研究，授業，実践指導 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  「⿊板の字が薄い」という意見が 3 つもあった。字が汚いという意見は常にあ

り、改善が難しいためプリントを使用するなどの工夫をしているが、「薄い」とい
う意見は初めて。部屋が暗かったり⿊板の質が悪いせいだろうか？（15 号館の地
下は初めて使ったが、非常に環境が悪く感じた。9・10 限だから教室は空いてる
はずなので、もっといいところに替えていただきたい） 
 「教科書を買うよう言われていたが、結局使う時がなかった」→私自身、今年
初めての講義で、シラバスを書く段階（教科書もこのとき指定しなければならな
い）では講義内容が十 

科目名 数学教材開発指導 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 この講義は基礎理学科・理数系教員コース数学系の科目である。「教職基礎演習」・

「教職のための数学 I」も履修すること。 
シラバスコード FSS5911 
実務経験のある教員  
達成目標 1)負の数について中学生に教えられるレベルに理解し、教材を作成できる 

2)方程式・連立方程式について中学生に教えられるレベルに理解し、教材を作成
できる 
3)一次関数について中学生に教えられるレベルに理解し、教材を作成できる 
4)図形の性質と証明について中学生に教えられるレベルに理解し、教材を作成で
きる 
5)図形の相似の証明と使い方について中学生に教えられるレベルに理解し、教材
を作成できる 

受講者へのコメント 講義の趣旨から考えて受講者の質は良いはずであるが、自主学習がほとんどみら
れなかったのは残念。もっとも、今年度の場合は半分はこちらにも責任があるが。 

連絡先 20 号館 5F 山崎洋一研究室 086-256-9498 ｙｏ＿ｙａｍａ＠ｍｄａｓ．ｏｕ
ｓ．ａｃ．ｊｐ 

合理的配慮が必要な学生への  



対応 
各項目評価に対する所見 総合評価で「やや不満」が 3 名いるが、理由は明確なので（改善欄・自由記述欄

参照）次回以降は改善できる。目標達成で「できなかった」が 1 名いるが、これ
は試験のときほぼ白紙で、「あまり参加できなかった」と書いた者と思われる。今
年初めての講義で未経験の内容だったため（数学は専門でも中学教育は専門でな
い）、手さぐりだった割には、思ったより評価は悪くなかった。もちろん来年以降
はずっとよくできることを見込んでいる。 

英文科目名  
関連科目 教職基礎演習，教職のための数学 I 
次回に向けての改善変更予定 シラバスの段階ではグループ学習・発表型の講義を考えていたにもかかわらず、

私の経験不足と、学生の⼒・数学への理解が想像以上に低かったため、教材を用
意するだけで⼒尽きてしまった。2 年目となる来年は、今年作った教材を改良し
て使えるので、参加型にする時間ができると思う。 

講義目的 この講義では、数学教員を目指している学生が、実際に中学数学を教える方法を
自分達で考え、グループで発表、討論することにより、数学の基礎的部分（中学
レベル）に対する理解をより深めるとともに、指導⼒や教材作成能⼒、さらには
プレゼンテーション・コミュニケーション能⼒を高めることを目的とする。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：グループ学習の進め方、グループおよび代表者やロー

テーションの決定、予定表の作成をする。 
2 回 中学数学（1 年）の「正の数・負の数」の単元について、内容や注意点の説
明の後、達成目標を分析し、グループで指導方法を討論し、教材を作成する。 
3 回 「正の数・負の数」の単元について、単元をいくつかの部分に分けて、作成
した教材を用いて発表（模擬授業）を行う。 
4 回 中学数学（1 年）の「方程式」の単元について、内容や注意点の説明の後、
達成目標を分析し、グループで指導方法を討論し、教材を作成する。 
5 回 「方程式」の単元について、単元をいくつかの部分に分けて、作成した教材
を用いて発表（模擬授業）を行う。 
6 回 中学数学（2 年）の「連立方程式」の単元について、内容や注意点の説明の
後、達成目標を分析し、グループで指導方法を討論し、教材を作成する。 
7 回 「連立方程式」の単元について、単元をいくつかの部分に分けて、作成した
教材を用いて発表（模擬授業）を行う。 
8 回 中学数学（2 年）の「一次関数」の単元について、内容や注意点の説明の後、
達成目標を分析し、グループで指導方法を討論し、教材を作成する。 
9 回 「一次関数」の単元について、単元をいくつかの部分に分けて、作成した教
材を用いて発表（模擬授業）を行う。 
10 回 中学数学（2 年）の「図形の性質と証明」の単元について、内容や注意点
の説明の後、達成目標を分析し、グループで指導方法を討論し、教材を作成する。 
11 回 「図形の性質と証明」の単元について、単元をいくつかの部分に分けて、
作成した教材を用いて発表（模擬授業）を行う。 
12 回 中学数学（3 年）の「二次方程式」の単元について、内容や注意点の説明
の後、達成目標を分析し、グループで指導方法を討論し、教材を作成する。 



13 回 「二次方程式」の単元について、単元をいくつかの部分に分けて、作成し
た教材を用いて発表（模擬授業）を行う。 
14 回 中学数学（3 年）の「図形と相似」の単元について、内容や注意点の説明
の後、達成目標を分析し、グループで指導方法を討論し、教材を作成する。 
15 回 「図形と相似」の単元について、単元をいくつかの部分に分けて、作成し
た教材を用いて発表（模擬授業）を行う。 

準備学習 1 回 このシラバスを読んで、授業内容を把握しておくこと。教科書に目を通し
て、中学数学の内容を頭に入れておくこと。 
2 回 中学 1 年の「正の数・負の数」の単元について、教科書などを見て内容を復
習・理解し、教え方を考えておくこと。 
3 回 中学 1 年の「正の数・負の数」の単元について、前回作成した教材を元に、
プレゼンテーション・模擬授業の準備をしておくこと。 
4 回 中学 1 年の「方程式」の単元について、教科書などを見て内容を復習・理解
し、教え方を考えておくこと。 
5 回 中学 1 年の「方程式」の単元について、前回作成した教材を元に、プレゼン
テーション・模擬授業の準備をしておくこと。 
6 回 中学 2 年の「連立方程式」の単元について、教科書などを見て内容を復習・
理解し、教え方を考えておくこと。 
7 回 中学 2 年の「連立方程式」の単元について、前回作成した教材を元に、プレ
ゼンテーション・模擬授業の準備をしておくこと。 
8 回 中学 2 年の「一次関数」の単元について、教科書などを見て内容を復習・理
解し、教え方を考えておくこと。 
9 回 中学 2 年の「一次関数」の単元について、前回作成した教材を元に、プレゼ
ンテーション・模擬授業の準備をしておくこと。 
10 回 中学 2 年の「図形の性質と証明」の単元について、教科書などを見て内容
を復習・理解し、教え方を考えておくこと。 
11 回 中学 2 年の「図形の性質と証明」の単元について、前回作成した教材を元
に、プレゼンテーション・模擬授業の準備をしておくこと。 
12 回 中学 3 年の「二次方程式」の単元について、教科書などを見て内容を復習・
理解し、教え方を考えておくこと。 
13 回 中学 3 年の「二次方程式」の単元について、前回作成した教材を元に、プ
レゼンテーション・模擬授業の準備をしておくこと。 
14 回 中学 3 年の「図形と相似」の単元について、教科書などを見て内容を復習・
理解し、教え方を考えておくこと。 
15 回 中学 3 年の「図形と相似」の単元について、前回作成した教材を元に、プ
レゼンテーション・模擬授業の準備をしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSS5912 
成績評価  
曜日時限 金曜日 9・10 時限 
対象クラス 基礎理学科(10〜10) 
見出し FSS5912 教職のための理科Ⅱ 
担当教員名 池⽥ 正五、高崎 浩幸、南 善子、林 謙一郎、三井 亮司、宮永 政光、小

林 秀司 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 講義の進行に関する意見（1 名）は、シラバスを参考にして下さい。また、同一

学生からの成績評価に関する意見に対しては、本講義がオムニバス形式であるこ
とを理解していただければと思います。 
上記以外、回答を必要とする記述は無かった。 

科目名 教職のための理科Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSS5912 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント 本講義はオムニバス形式で、各教員が異なった方法で講義を進めています。この

ような多様性も、教員志望の学生として理解しておく必要のあることだと考えま
すので、各教員の指示に従って、対応をお願いします。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 87%の学生が目標を「できた」または「だいたいできた」であり、 93%の学生が
教員の熱意を「感じられた」または「少し感じられた」とした。 また、 93%の
学生がこの授業に「満足」または「ほぼ満足」した。したがって、講義の内容や
レベルに問題は無いと考える。講義の進め方で、特に指摘数の多い（10％を超え
る）項目は無かった。 

英文科目名 Science Education II 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 特に問題は感じられないが、さらにわかりやすく講義を進めるよう努⼒を続け

る。 



講義目的  
対象学年 3 年/4 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード FSS9011 
成績評価 出席態度(30％)及びレポート(70％)により評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス SA(10〜11),SB(10〜11) 
見出し FSS9011 野外実践指導実習Ⅰ 
担当教員名 齋藤 達昭、北岡 豪一、桑澤 清明、小林 祥一、山口 一裕、伊代野 淳 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 生物調査、地質調査、鉱物調査、星の観察、水質調査 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 野外実践指導実習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 実験計画は、天候と時期に左右されるので、内容に変更がある。 

夏休み・前後期の土・日曜日に 5 回を行う予定にしているので、A または B のう
ち 1 回とＣまたはＤのうちから 1 回を選択して受講することを条件とする。 
履修希望者はかならず前期のオリエンテーションで説明をうけ、前期に登録をす
ること。 

シラバスコード FSS9011 
実務経験のある教員  
達成目標 野外調査法の基礎的な知識と技術を習得する。 

岡山県内に生息している生物と存在している鉱物を知る。 
星と星座の名前と位置を覚える。 

受講者へのコメント  
連絡先 7 号館 1F 山口研究室、7 号館 2F 齋藤研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 生命科学 I,II 地球科学 I,II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 野外調査や自然観察などのフィールドワーク実習を生物分野と地学分野の関連

教員が中心となって前期/後期を使って集中講義で行う。 
実習地は岡山県内で実施する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容  



準備学習 事前に配布したプリントをもとに、実習内容をよく把握しておくこと。 
星の観察は、星や星座の位置について学習しておくこと(伊代野)。 
水質調査では、パックテストの使い方について調べておくこと(北岡)。 
鉱物の同定では、鉱物の種類について調べておくこと(小林・山口)。 
河川の生物調査では、河川における生物のすみわけについて調べてくること(齋
藤)。 
磯や干潟調査では、沿岸域に住む生物についてあらかじめ目を通しておくこと
(齋藤・桑澤)。 
植物の同定では、植物図鑑の検索のしかたについて調べておくこと(齋藤・守⽥)。 
化石については、第三紀の海岸でできる化石群について調べて調べておくこと
（山口）。 
レポートは、班のだしたデータについてお互いにデータ交換をし、しっかりした
レポートをだすこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSS9012 
成績評価 出席態度(30％)及びレポート(70％)により評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス SA(10〜11),SB(10〜11) 
見出し FSS9012 野外実践指導実習Ⅰ 
担当教員名 齋藤 達昭、北岡 豪一、桑澤 清明、小林 祥一、山口 一裕、伊代野 淳 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 生物調査、地質調査、鉱物調査、星の観察、水質調査 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 野外実践指導実習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 実験計画は、天候と時期に左右されるので、内容に変更がある。 

夏休み・前後期の土・日曜日に 5 回を行う予定にしているので、A または B のう
ち 1 回とＣまたはＤのうちから 1 回を選択して受講することを条件とする。 
履修希望者はかならず前期にオリエンテーションで説明を聞いた上で、前期に履
修登録すること。 
後期だけの開講はしない予定である。 

シラバスコード FSS9012 
実務経験のある教員  
達成目標 野外調査法の基礎的な知識と技術を習得する。 

岡山県内に生息している生物と存在している鉱物を知る。 
星と星座の名前と位置を覚える。 

受講者へのコメント  
連絡先 7 号館 1F 山口研究室、7 号館 2F 齋藤研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 生命科学 I,II 地球科学 I,II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 野外調査や自然観察などのフィールドワーク実習を生物分野と地学分野の関連

教員が中心となって前期/後期を使って集中講義で行う。 
実習地は岡山県内で実施する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 



授業内容  
準備学習 事前に配布したプリントをもとに、実習内容をよく把握しておくこと。 

星の観察は、星や星座の位置について学習しておくこと(伊代野)。 
水質調査では、パックテストの使い方について調べておくこと(北岡)。 
鉱物の同定では、鉱物の種類について調べておくこと(小林・山口)。 
河川の生物調査では、河川における生物のすみわけについて調べてくること(齋
藤)。 
磯や干潟調査では、沿岸域に住む生物についてあらかじめ目を通しておくこと
(齋藤・桑澤)。 
植物の同定では、植物図鑑の検索のしかたについて調べておくこと(齋藤・守⽥)。 
化石については、第三紀の海岸でできる化石群について調べて調べておくこと
（山口）。 
レポートは、班のだしたデータについてお互いにデータ交換をし、しっかりした
レポートをだすこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSS9013 
成績評価 研究の具体的内容と卒業論文あるいはそれに変わるもの（指導教員による評価：

６０％）、プレゼンテーションと研究内容（発表会参加教員による客観評価：４
０％）を総合して評価し６０％以上を合格とする。 

曜日時限 集中その他 
対象クラス SA(〜09),SB(〜09) 
見出し FSS9013 卒業研究 
担当教員名 山崎 正之、中島 弘徳、⻑渕 裕、若村 国夫、小林 祥一、財部 健一、曽

我 雅比 
単位数 8 
教科書 配属された教員の指示による。 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 卒業研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 配属された教員の指示による。 
授業形態 実験実習 
注意備考 卒業研究は、配属された教員の指導にしたがって研究室ごとに行う。 

学習時間は合計で、470 時間以上が必修条件である。 
シラバスコード FSS9013 
実務経験のある教員  
達成目標 1.学習計画を立て、それに沿って研究ができる。 

2.必要な情報を自分で獲得する手段を知り、実行できる。 
3.指導教員の補助・助言により自主的に解決方法を考えることができる。 
4.複数の解決方法を比較検討できる。 
5.課題に対して、背景、研究目的などを具体的に記述できる。 
6.論理的な記述ができる。 
7.プレゼンテーションソフトなどを利用して、発表ができる。 
8.質問を理解して、的確な返答ができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 所属研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Graduation Thesis 
関連科目 基礎理学科のすべての科目 + B、C、D 群科目 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 研究室に配属され 1 年間を通じて研究を行う。研究室の指導教員のもとで、これ
まで総合的に学んだ、数学、情報、物理、化学、生物、地学、現代教育の各分野
の知識をもとに、各自の適正にあった専門分野を選択し、その分野の、あるいは
複数分野が融合した学際領域の課題を解決できる能⼒を養うことを目的として
いる。卒業論文あるいはそれに変わるものの作成、研究発表を通して、自主的に
学習を継続することの能⼒、日本語による記述⼒、コミュニケーション能⼒を養
うことも重要な目的である。 

対象学年 4 年 
授業内容  
準備学習 各研究室によって異なるので、指導教員の指示に従うこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSS9022 
成績評価 実践活動とそのレポートの内容（50%）、発表会（20%）、最終試験（30%）によ

って評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス SA(10〜10),SB(10〜10) 
見出し FSS9022 授業実践演習Ⅱ 
担当教員名 山崎 正之、小林 祥一、山口 一裕、伊代野 淳、森 嘉久、山崎 重雄、齋

藤 達昭 
単位数 1 
教科書 プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 理科 数学 授業補助 実験補助 学習支援 

教職 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特に記入はなかった。 
科目名 授業実践演習Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指導する。 
授業形態 演習 
注意備考 理数系教員コースの学生は必ず授業実践演習Ⅰか授業実践演習Ⅱを受講するこ

と。 
総合理学コースの学生は受講できませんので，注意してください。 

シラバスコード FSS9022 
実務経験のある教員  
達成目標 教師に必要な知識と技術を身につけること 

コミュニケーション能⼒を身につけること 
中学校や高校での授業や実験に必要な知識と技術を身につけうこと 

受講者へのコメント 毎回提出することになっているレポートが期日より遅れる⼈がかなりあった。大
切なことなので、きちんと間に合わせて欲しい。 

連絡先 山崎正之（20 号館 5 階） 
小林祥一（7 号館 6 階） 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 目標の達成、満足度、どちらも無回答の⼈以外は「できた・だいたいできた」「満
足・ほぼ満足」という結果であった。 

英文科目名  
関連科目 教職基礎演習、教職の関連する基礎科目と実験科目（理科） 
次回に向けての改善変更予定 口頭での意見発表では、メールでの連絡システム、分担スケジュールのこと、自

習室での指導などについて色々な意見をいただいた。この年度から始まった科目



なので、少しずつ改善していきたい。 
講義目的 将来教職を目指す学生に中学校や高校の授業での実践的な体験活躍の機会を与

える授業である。授業や実験の補助や放課後の学習支援を通して教師に必要な知
識と技術を身につけることができる。 
現場を多く経験することによりスムースに 4 年時に実施される教育実習が行え
るようにする。 
授業体験などによって得られた知識や感想を発表する情報交換会を行う。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションをする。 担当科目の決定 数学と理科 

2 回 付属中学校および高校等で授業補助・実験補助，授業実践・実験実践をす
る。 
3 回 付属中学校および高校等での授業補助・実験補助，授業実践・実験実践 
4 回 付属中学校および高校等での授業補助・実験補助，授業実践・実験実践 
5 回 付属中学校および高校等で授業補助・実験補助，授業実践・実験実践をす
る。 
6 回 付属中学校および高校等で授業補助・実験補助，授業実践・実験実践をす
る。 
7 回 活動内容を発表する。 
8 回 まとめ 実践活動の報告書を作成する。 

準備学習 オリエンテーションには必ず出席すること。 
授業補助・実験補助などの活動前には事前打ち合わせを行うので参加者は必ず出
席すること。授業内容について事前に教科書や参考書を読み，簡単な授業計画案
を作成すること。 
活動終了後は必ず報告書を作成すること。 

 



年度 2012 
授業コード FSS9031 
成績評価 実験態度(30％)及びレポート(70％)により評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス SA(10〜10),SB(10〜10) 
見出し FSS9031 野外実践指導実習Ⅱ 
担当教員名 山口 一裕、守⽥ 益宗、齋藤 達昭、北岡 豪一、桑澤 清明、小林 祥一 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード プランクトンの採取・観察・同定 

ウニの発生 
地質調査 花こう岩 高温石英 
夏の星座 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 野外実践指導実習Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 実験計画は，時期や天候に左右されるので，内容に変更がある。 

前島実習（3 泊 4 日）は，夏休み期間中に集中で行う予定である。交通費は大学
が負担するが，宿泊費（宿泊場所：加計学園と岡山大学臨海実験所）および食費
は自己負担する必要がある。 
その他の実習は日程や講義時間の関係で一部後期に実施するので，受講する際は
十分注意してください。そのため成績は後期につきます。 
開講期は前期，後期に分かれているが，必ず前期登録を行うこと。 
後期登録では単位は修得できないので注意すること。 

シラバスコード FSS9031 
実務経験のある教員  
達成目標 野外での実習を通して野外調査の技術と知識を習得する。 

野外で起こりうる危険について想定することができる。 
課題研究を指導するときにどのような方法で研究を進めるかを計画・実施するこ
とができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 7 号館 1F 山口研究室 yamaguti[アトマーク]das.ous.ac.jp 

7 号館 2F 齋藤研究室 saito[アトマーク]das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  



英文科目名  
関連科目 生態学、地質学、地球化学、陸水の科学、宇宙科学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 野外調査や自然観察などのフィールドワーク実習を生物分野と地学分野の関連

教員が中心となって集中講義の形式で行う。実習地は岡山県瀬⼾内市牛窓と前島
周辺，岡山市建部町旭川分流，岡山県内で実施する。 
将来教員になったときに，課題研究など発展した内容の授業を指導できるように
野外での知識と技術を身に付けるための実習を行う。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 それぞれの実習の前に行う事前講義に必ず参加すること。 

 



年度 2012 
授業コード FSS9032 
成績評価  
曜日時限 集中その他 
対象クラス SA(10〜10),SB(10〜10) 
見出し FSS9032 自然科学探求ゼミナールⅠ 
担当教員名 若村 国夫、財部 健一、森 嘉久、山崎 重雄 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 自然科学探求ゼミナールⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSS9032 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Seminar on Basic Skills for Resarch(Natural Science I) 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 3 年/4 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード FSS9041 
成績評価 レポートにより評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス SA(08〜09),SB(08〜09) 
見出し FSS9041 自然科学特論Ⅰ(数学) 
担当教員名 佐藤 眞久＊ 
単位数 1 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 自然科学特論Ⅰ(数学) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 岩永恭雄・佐藤眞久 共著／環と加群のホモロジー代数的理論／日本評論社 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSS9041 
実務経験のある教員  
達成目標 現在の抽象代数がどのような研究をしているか、少しでも覗いてもらうことを目

標とする。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Natural Science I 
関連科目 線形代数学、代数学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 加群を分解し、これ以上分解できない原子のようなものの数学的概念として、直

既約加群を 
考える。ジョルダン標準形や代数学でいろいろな対象を決める事は、実は直既約
加群を求めることになっていることを見てもらう。 
 次に、この直既約加群を視覚的に分かりやすく理解するために、 
グラフを用いて環を表し、直既約加群の具体的な計算と表示を行う。 
 特にグラフが線分となる遺伝環は、ルート系とワイル変換と 
呼ばれるものを計算することで簡単に直既約加群 
がわかることを学ぶ。 

対象学年 4 年 



授業内容  
準備学習 線形代数関係の講義の復習をしておくこと。 

学部３，４年次の代数関係の講義の復習をしておくこと。 
 



年度 2012 
授業コード FSS9042 
成績評価 実習・実験のレポート（60%）、課題テーマ研究のレポートと発表会（30%）、最

終試験（10%）によって評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス SA(10〜10),SB(10〜10) 
見出し FSS9042 自然科学探求ゼミナールⅡ 
担当教員名 北岡 豪一、小林 祥一、山口 一裕、伊代野 淳、齋藤 達昭 
単位数 2 
教科書 適宜指導する。 
アクティブラーニング  
キーワード 生物科学，地球科学，卒業研究のプレゼミ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 自然科学探求ゼミナールⅡ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指導する。 
授業形態 講義 
注意備考 総合理学コースか教員コースかの所属とは関係なく，生物分野か地学分野（天文

分野を含む）で卒業研究を希望する学生は必ず受講すること。 
その他の分野を希望する者は基本的には受講できないので、履修登録時に注意す
ること。 

シラバスコード FSS9042 
実務経験のある教員  
達成目標 それぞれの分野の基本的な知識と技術を修得する。 

自分でテーマを決めて，実験計画を立案し，資料調査や実習・実験を実施し，結
果をレポートとして取りまとめる能⼒を得る。 
得られた成果を発表する能⼒を得る。 

受講者へのコメント  
連絡先 生物分野：齋藤達昭 saito[アットマーク]das.ous.ac.jp 

地学分野：山口一裕 yamaguti[アットマーク]das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Seminar on Basic Skills for Resarch(Natural Science II) 
関連科目 生物化学実験，地球科学実験 

これまで学習してきた生物分野と地学分野の科目全体 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 卒業研究で必要な生物学および地球科学の基本的知識と技術を修得することを

目的にする。これらの分野および担当教員の研究室で卒業研究を行うことを希望



する学生が受講対象者である。プレゼミ形式の授業になるので，他分野希望の学
生は受講しないこと。 
授業方法としては，はじめは分野合同に実験・実習を行う。それぞれの分野共通
の知識や技術を習得する。次に研究室ごとにゼミ形式で行う。 
さらに、受講生は各自(各グループでも可）でテーマを決め、それに関する実習実
験や調査を行い、レポートを作成して，成果を発表する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションをする。 受講についての説明をする。 

この講義を受講希望する者は，必ず出席する必要がある。 
2 回 野外調査 1 地球科学および生物科学分野での研究に必要な基本的な知識
と技術を習得する 
3 回 野外調査 2 地球科学および生物科学分野での研究に必要な基本的な知識
と技術を習得する 
4 回 野外調査 3 地球科学および生物科学分野での研究に必要な基本的な知識
と技術を習得する 
5 回 野外調査 4 地球科学および生物科学分野での研究に必要な基本的な知識
と技術を習得する 
6 回 野外調査 5 地球科学および生物科学分野での研究に必要な基本的な知識
と技術を習得する 
7 回 野外調査 6 地球科学および生物科学分野での研究に必要な基本的な知識
と技術を習得する 
8 回 野外調査 7 地球科学および生物科学分野での研究に必要な基本的な知識
と技術を習得する 
9 回 各研究室での実験・実習をする。 
10 回 各研究室での実験・実習をする。 
11 回 各研究室での実験・実習をする。 
12 回 課題テーマを決めて，課題研究をする。 
13 回 課題テーマを決めて，課題研究をする。 
14 回 課題テーマを決めて，課題研究をする。 
15 回 課題テーマを決めて，課題研究をする。 
16 回 課題研究の発表をする。 

準備学習 この授業は，卒業研究前のプレゼミであるので，これまで受講してきた授業のよ
うに受け身ではなく，自ら積極的に活動することが要求される。 
実習，実験前には準備学習の内容を連絡するので，十分予習することが大切であ
る。 
さらに，実習，実験後にはレポート作成を行う。 
また，課題テーマ研究では自らテーマを決めて，研究する姿勢が要求されるので，
十分な下調べが必要となる。 

 



年度 2012 
授業コード FSS9051 
成績評価 レポートによる 
曜日時限 集中その他 
対象クラス SA(08〜09),SB(08〜09) 
見出し FSS9051 自然科学特論Ⅰ(物理) 
担当教員名 中村 重之＊ 
単位数 1 
教科書 講義中に示す 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 自然科学特論Ⅰ(物理) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に示す 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSS9051 
実務経験のある教員  
達成目標 ２１世紀社会における太陽電池の重要性を理解する 
受講者へのコメント  
連絡先 7 号館 財部研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Natural Science I 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 太陽電池の基礎から将来までを概観する 
対象学年 4 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード FSS9052 
成績評価 実験態度(30％)及びレポート(70％)により評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス SA(10〜10),SB(10〜10) 
見出し FSS9052 野外実践指導実習Ⅱ 
担当教員名 山口 一裕、守⽥ 益宗、齋藤 達昭、北岡 豪一、桑澤 清明、小林 祥一 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード プランクトンの採取・観察・同定 

ウニの発生 
地質調査 花こう岩 高温石英 
夏の星座 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 野外実践指導実習Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 この講義は後期開講となているが，前期夏休みから実習を行うので，必ず前期の

同じ科目に登録すること。 
後期登録では単位は修得できないので注意すること。 
実験計画は，時期や天候に左右されるので，内容に変更がある。 
前島実習（3 泊 4 日）は，夏休み期間中に集中で行う予定である。交通費は大学
が負担するが，宿泊費（宿泊場所：加計学園と岡山大学臨海実験所）および食費
は自己負担する必要がある。その他の実習は後期に実施する。 

シラバスコード FSS9052 
実務経験のある教員  
達成目標 野外での実習を通して野外調査の技術と知識を習得する。 

野外で起こりうる危険について想定することができる。 
課題研究を指導するときにどのような方法で研究を進めるかを計画・実施するこ
とができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 7 号館 1F 山口研究室 yamaguti[アトマーク]das.ous.ac.jp 

7 号館 2F 齋藤研究室 saito[アトマーク]das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  



関連科目 生態学、地質学、地球化学、陸水の科学、宇宙科学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 野外調査や自然観察などのフィールドワーク実習を生物分野と地学分野の関連

教員が中心となって集中講義の形式で行う。実習地は岡山県瀬⼾内市牛窓と前島
周辺，岡山市建部町旭川分流，岡山県内で実施する。 
将来教員になったときに，課題研究など発展した内容の授業を指導できるように
野外での知識と技術を身に付けるための実習を行う。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 それぞれの実習の前に行う事前講義に必ず参加すること。 

 



年度 2012 
授業コード FSS9061 
成績評価 講義中の演習(40%)およびレポート(60%)により成績を評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス SA(08〜09),SB(08〜09) 
見出し FSS9061 自然科学特論Ⅰ(地学) 
担当教員名 ⻄⼾ 裕嗣 
単位数 1 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード 地球惑星 システム科学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 自然科学特論Ⅰ(地学) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSS9061 
実務経験のある教員  
達成目標 １．複雑な地球科学的事象をシステム科学の視点からどのように捉えるかについ

て理解する。 
２．科学的証拠に基づく論証の仕方を習得する。 
３．原論文を正確に読み解く⼒を付ける。 

受講者へのコメント  
連絡先 26 号館 3 階 ⻄⼾研究室 086-256-9406  nishido@big.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Natural Science I 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 地球惑星科学は、さまざまな物理現象、化学現象、生命活動が複雑に関連するシ

ステムとして成り立っています。これを理解するのに最適な事例を取り上げ、地
球科学的な見方や考え方を学ばせる。ここでは、「火星生命痕跡の発見」、「隕石落
下による恐⻯絶滅のシナリオ」および「ハヤブサによる小惑星探査」について詳
述する。 

対象学年 4 年 
授業内容 1 回 火星生命痕跡の発見１：南極で発見された火星隕石(ALH84001)から火星に

生命活動があったとする証拠が見出された。原論文を紹介し内容を概説する。 



2 回 火星生命痕跡の発見２：生物の痕跡の証拠(化石)をどのように特定したかの
具体的方法を説明する。 
3 回 火星生命痕跡の発見３：火星に生命活動があったとすれば、地球外惑星にお
ける生命活動をどのように考えるかについて討論する。 
4 回 隕石落下による恐⻯絶滅のシナリオ１：恐⻯を滅ぼした中生代末の地球生
物の大絶滅は、直径約 10km の隕石落下による地球環境の激変によることが明ら
かとなった。原論文を紹介し内容を概説する。 
5 回 隕石落下による恐⻯絶滅のシナリオ２：隕石落下の証拠をどのように特定
したか具体例を示して説明する。 
6 回 隕石落下による恐⻯絶滅のシナリオ３：隕石落下が引き起こした地球環境
変化がどのようであったかを解説する。 
7 回 ハヤブサによる小惑星探査１：ハヤブサによる小惑星(イトカワ)からのサン
プルリターンは惑星科学における画期的な成果である。最近発表された原論文を
紹介し内容を概説する。 
8 回 ハヤブサによる小惑星探査１：ハヤブサから回収された試料から得られた
最新の情報を解説する。 

準備学習 1 回 火星はどのような惑星であるか調べておくこと。 
2 回 原論文(McKay, D.S., et al. (1996) Science: p924?93)を読んでおくこと。不
明な点を質問すること。 
3 回 液体の水が存在しうる(ハビタブルゾーン)地球外惑星の最新の情報を調べ
ておくこと。 
4 回 中生代と新生代との境界問題(K-T 境界問題)について調べておくこと。 
5 回 原論文(Schulte P., et al.(2010)Science: p1214-1218)を読んでおくこと。不
明な点を質問すること。 
6 回 大きな地球環境変化にを引き起こす要因にどのようなものがあるか調べて
おくこと。 
7 回 ハヤブサの探査活動を調べておくこと。 
8 回 原論文(Science (2011) Aug 26 Spec. Vol. 333)を読んでおくこと。不明な点
を質問すること。 

 



年度 2012 
授業コード FSS9062 
成績評価 授業中の理解度（50%）と課題提出（50%）により評価する 
曜日時限 集中その他 
対象クラス SA(08〜09),SB(08〜09) 
見出し FSS9062 自然科学特論Ⅱ(化学) 
担当教員名 瀬⼾ 雄介＊ 
単位数 1 
教科書 特に指定しない 
アクティブラーニング  
キーワード 無機化合物、結晶構造、回折、対称性、空間群、構造相転移 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 自然科学特論Ⅱ(化学) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特に指定しない 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSS9062 
実務経験のある教員  
達成目標 論文に出てくる点群・空間群の表記や結晶構造パラメータの意味を理解して、

International Tables を使えるようになること。また、結晶の回折現象について理
解を深め、フーリエ変換との対応付けが理解できるようになること。 

受講者へのコメント  
連絡先 mori[at]das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Natural Science II 
関連科目 結晶学特論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 無機化合物の結晶構造やその記述法を学び、結晶による回折現象の基礎を理解す

る。さらに対称性と物性との関係や、温度や圧⼒の変化に伴う構造相転移につい
て、実際の研究例をもとに理解を深める。 

対象学年 4 年 
授業内容 1 回 基本的な結晶構造について学習する。具体的には、体心立方、面心立方、六

方最密充填構造とその派生構造であるコランダム、スピネル、 
ダイヤモンド構造などの基本的な結晶構造を概観する。 
2 回 対称性の表現法について学習する。具体的には、対称操作の分類と各操作の
意味およびそれらの集合である群という概念について学ぶ。 



さらに国際標準である International Table の対称性表記法を学ぶ。 
3 回 対称性の表現法について学習する。具体的には、様々な立体模型を用いて、
形状を不変に保つ対称操作の集合である点群について、そ 
の性質を理解する。 
4 回 対称性の表現法について学習する。具体的には、結晶の対称性を表現する空
間群の概念を学ぶ。コンピュータを用いて、与えられた 
パラメータから結晶構造を描く手順を理解する。 
5 回 結晶による回折現象について学習する。具体的には、ブラッグ条件、エワル
ド球と逆格子ベクトルといった回折現象の基礎を学ぶ。さらに 
原子散乱因子、結晶構造因子の概念を理解する。 
6 回  結晶による回折現象について学習する。具体的には、実際の結晶による電
子線、Ｘ線、中性子回折現象を説明し、コンピュータによる回折図形シミュレー
ションをおこなう。 
7 回 対称性と物性について学習する。具体的には、物質の微視的な性質である対
称性と、マクロな性質である物性との関係を理解する。 
8 回 構造相転移について学習する。具体的には、圧⼒や温度の変化に伴う構造相
転移現象について、主に地球深部物質の例を中心に説明し理解を深める。 

準備学習 身の回りに存在する規則的・対称的な図形をスケッチあるいは写真で撮影し、そ
の図形を不変に保つにはどのような操作（回転や鏡映など）をしたらいいかを考
えてみる。 

 



年度 2012 
授業コード FSS9071 
成績評価  
曜日時限 集中その他 
対象クラス SA(08〜09),SB(08〜09) 
見出し FSS9071 自然科学特論Ⅰ(生物) 
担当教員名 阿部 司＊ 
単位数 1 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 自然科学特論Ⅰ(生物) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSS9071 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Natural Science I 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 4 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード FSS9072 
成績評価 課題提出（１００％）によって評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス SA(08〜09),SB(08〜09) 
見出し FSS9072 自然科学特論Ⅱ(数学) 
担当教員名 佐々木 徹＊ 
単位数 1 
教科書 特に指定しない 
アクティブラーニング  
キーワード 偏微分方程式、熱方程式、数値解析 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 自然科学特論Ⅱ(数学) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に適宜行う 
授業形態 講義 
注意備考 計算機を使ったプログラミングは講義回数の制限もあり行わず、講義中心の授業

となります。 
シラバスコード FSS9072 
実務経験のある教員  
達成目標 偏微分方程式の差分化、その熱方程式について理解する 
受講者へのコメント  
連絡先 ２０号館６階 澤江研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Natural Science II 
関連科目 特になし 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 偏微分方程式の数値解析的解法について熱方程式を使い理解を行う。 
対象学年 4 年 
授業内容 1 回 差分法の基本的な例 

2 回 熱方程式の陽解法 
3 回 プログラムと計算例 
4 回 熱方程式の陽解法の安定性 
5 回 連立 1 次方程式の数値解法 
6 回 熱方程式の陰解法 
7 回 プログラムと計算例 
8 回 まとめ 



準備学習 1 回 微分法の基礎, 特に偏微分法を復習しておく 
2 回 Taylor の定理を復習しておく. 前回の復習をしておく 
3 回 熱方程式の陽解法を復習しておく 
4 回 前回のプログラムと計算例を復習しておく 
5 回 線形代数の掃き出し法を復習しておく 
6 回 前回の連立 1 次方程式の数値解法を復習しておく 
7 回 前回の熱方程式の陰解法を復習しておく 
8 回 前回の熱方程式の陰解法によるプログラムと計算例を復習しておく 

 



年度 2012 
授業コード FSS9082 
成績評価 提出課題 60％、小テストの結果 40％ 
曜日時限 集中その他 
対象クラス SA(08〜09),SB(08〜09) 
見出し FSS9082 自然科学特論Ⅱ(生物) 
担当教員名 實吉 玄貴＊ 
単位数 1 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード 地質学・古生物学・化石タフォノミー・脊椎動物化石の古生物学的学術調査方法 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 自然科学特論Ⅱ(生物) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 “層序学と堆積学の基礎/原⽥憲一/愛智出版” 

“恐⻯学 進化と絶滅の謎/D. Fastovsky, D. Weishampel/丸善出版事業部” 
授業形態 講義 
注意備考 小テストは授業最終時間に実施し、試験形態は筆記とする。 

提出課題は後日提出とする。 
シラバスコード FSS9082 
実務経験のある教員  
達成目標 ①堆積学的・化石タフォノミー的知見、最新の研究成果について講義を実施し、

その理解を深める。 
②授業担当者が実施している脊椎動物化石の発掘作業と地質学的調査を例に、実
際の発掘調査に関する理解を深める。 
③古生物学と地質学の相違点について、発掘現場における作業内容の違いから明
らかにし、両者の学術的協⼒関係（特に化石タフォノミー的観点）について理解
を深める。 
④恐⻯化石・類⼈猿化石を例に、古生物学的トピックスの最新研究を通じて、研
究背景・手法・科学的思考を身につける。 
⑤科学的知見を博物館活動につなげるための現 

受講者へのコメント  
連絡先 〒701‐4212 岡山県瀬⼾内市尻海 4382−4 林原自然科学博物館瀬⼾内施設 

Tel: 086‐922‐4876 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Natural Science II 
関連科目  



次回に向けての改善変更予定  
講義目的 脊椎動物化石を発掘する際に実施される地質学的・堆積学的学術調査を例にし

て、地層から過去の環境を復元する方法論を理解することを目的とする。地質学・
堆積学・古生物学・化石タフォノミー・博物館学などについて基本的な学術体系
を説明する。 

対象学年 4 年 
授業内容  
準備学習 本授業では、脊椎動物化石の発掘作業を行う際に必要な学問体系・調査手法につ

いて詳細な説明を実施するため、受講者は授業前・授業後に参考図書による予習・
復習を行うこと。特に、化石タフォノミーに関連した堆積学的学問体系（フルー
ド数・堆積構造の形成理論）や古生物学的学問体系（恐⻯を中心とした絶滅爬虫
類）を、事前に予習することが望ましい。また、授業中に紹介された化石タフォ
ノミーに関する文献類を購読し、授業内容を復習すること。 

 



年度 2012 
授業コード FSS9092 
成績評価 コメントカードおよびレポ−ト等 
曜日時限 集中その他 
対象クラス SA(08〜09),SB(08〜09) 
見出し FSS9092 自然科学特論Ⅱ(地学) 
担当教員名 藤井 智康＊ 
単位数 1 
教科書  なし（プリントを配布する） 
アクティブラーニング  
キーワード 湖沼 沿岸海洋 内部波 貧酸素水塊 二酸化炭素 海洋調査法 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 自然科学特論Ⅱ(地学) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  特に指定しない（必要に応じて講義中に紹介する）． 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSS9092 
実務経験のある教員  
達成目標 湖や沿岸海洋で生ずる様々な現象について理解するとともに、諸現象に関連の深

い水環境問題に対する対策などについても考える。また、これらを解決するため
に必要な観測機器の原理や法則についても理解する 

受講者へのコメント  
連絡先  藤井智康 fujii@nara-edu.ac.jp （奈良教育大学 教育学部 理科教育講座 

地学教室） 
 北岡豪一 kitaoka@das.ous.ac.jp （7 号館 3 階） 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Advanced Natural Science II 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  われわれの身近な湖や沿岸海洋で生ずる様々な現象は物理的法則に関連して

いることが多く、これらの諸現象を実際の観測例をもとに理解するとともに、こ
れらの現象に関連の深い水環境問題に対する対策などについても考えることを
目的とする。 

対象学年 4 年 
授業内容 1 回 はじめに‐講義方針、講義概要‐ 

2 回 河川・湖沼・沿岸海洋における調査手法（ADCP など） 



3 回 汽水湖の物理的特性（中海・宍道湖を例として） (1)表面静振と内部波 
4 回 汽水湖の物理的特性（中海・宍道湖を例として） (2)津波の伝播と遡上 
5 回 高山湖の水環境（標高 5020m のチベット・プマユムツォ湖） 
6 回 沿岸海域の貧酸素化（貧酸素水塊の動態と⻘潮） 
7 回 沿岸海域の二酸化炭素の挙動 
8 回 まとめ 

準備学習 2 回 湖沼や沿岸海洋における調査方法について考えておく 
3 回 湖沼の水位や水温の変動について考えておく 
4 回 津波の発生と伝播について考えておく 
5 回 標高の違いによる環境の変化について考える 
6 回 貧酸素化による水質変化や生物へ影響について考えておく 
7 回  海洋における二酸化炭素の放出と吸収について考えておく 

 



年度 2012 
授業コード FSZ11A1 
成績評価 課題やレポート 10%、小テスト 10%、および定期試験 80%により成績を評価す

る。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス ZA(理)(〜12),ZB(理)(〜12) 
見出し FSZ11A1 化学基礎論Ⅰ 
担当教員名 直島 好伸 
単位数 2 
教科書 新版 現代の基礎化学／野本健雄・⽥中文夫／三共出版 
アクティブラーニング  
キーワード 分子、原子の構造、量子⼒学、量子化学、電子配置、原子軌道、分子軌道、化学

結合、混成軌道 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 少し難解な教科書の内容をわかりやすく、重要な点をより詳しくまとめたプリン

トは以前から好評です。皆さんの勉強のため、ところどころ英語の記述も入れて
います。今後も改良を加えて、さらにわかりやすい内容のあるプリントにして行
きます。小テストの解答は時間の許す限り、基本的なところを含めよりわかりや
すくします。パワーポイント資料の提供は、講義の復習などに役立ったようです。
今後、皆さんの意見を聞きながら工夫を重ね、従来の板書やパワーポイントによ
る授業を楽しんでもらえるように努⼒します。 
「今まで化学には一つも興味がなく 

科目名 化学基礎論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 はじめての生命科学／菊池慎太郎・⻘江誠一郎、岡本威明・佐藤健三・直島好伸・

⻑谷川 靖／三共出版 
授業形態 講義 
注意備考 ①インフルエンザやエイズなどの治療薬の名前が新聞でよく紹介されるように

なり、また、医薬品がコンビニで買える時代になっている。化学が苦手という⼈
も、先ず、私達の日常生活や地球環境に深く関わっている（食品、医薬品、化粧
品、衣料、液晶ディスプレー、レアメタル・レアアースなど）化学に興味を持ち、
講義に出席してほしい。 
②パソコンを使ってパワーポイントなどの電子教材をプロジェクタで提示する。 
③ホームページ http://chemnaobic.sp.ous.ac.jp にアクセスし、予習や復習の参考
資料にしてほしい。 
 

シラバスコード FSZ11A1 
実務経験のある教員  
達成目標 ①レアメタル・レアアースのような金属についての基礎知識を持つこと。 

②電子や原子などのミクロな粒子の性質や挙動を理解すること。 
③原子の電子配置について説明できること。 



④元素の周期表の成り立ちを理解し、説明できること。 
⑤電子の共有による化学結合を理解すること。 
⑥分子軌道法について知ること。 
⑦混成軌道を使って簡単な分子の形を図示できること。 

受講者へのコメント 風邪薬などの医薬品がコンビニで買える時代になってきました（登録販売者制
度）。インフルエンザ治療薬タミフル、エイズ治療薬リトナビル、ショウガの辛味
成分ジンゲロールなどの名前や構造、さらに、その機能や働きなどについても新
聞やテレビ、インターネットで詳しく紹介されるようになってきました。化学に
関する知識はそれらの事柄を理解するために、そして皆さんがこれからの時代を
生きて行くために必要不可欠なものです。まず、休まず授業に積極的に出席して
ください。そうして化学の面白さ、皆さんにとっての化学の必要性を感じてくだ
さい。 

連絡先 ２１号館２Ｆ 直島好伸研究室 086-256-9639 naoshima@sp.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 大学の講義に慣れていない新 1 年生の皆さん、月曜日、それも朝一番の講義の受
講ありがとう。先ず、化学で使う言葉に慣れてもらうため、元素（化学の基本）
について、皆さんにとって身近な存在であるレアアースや重要な金属に関する話
をし、元素図鑑などの本を何冊か紹介しました。パワーポイントはもう少しゆっ
くりと行う必要がありそうです。理解度を自分で確かめてもらう、毎回行ってい
る小テストは、定期試験の勉強の際に役だっているようですので続けます。化学
の知識は、私たちの日常生活になくてはならないものだと、皆さんが感じ、理解
し、興 

英文科目名 Fundamentals of Chemistry I 
関連科目 本科目に引き続き「化学基礎論 II」を受講することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 パワーポイントの内容を、希望する学生さんには、USB メモリーを持ってきても

らえれば、そこに移します。プリントや小テストと共に、予習や復習に役立てて
ください。好評だったプリントに加え、ホームページに記載している授業の要点
の活用を勧めます。その他、パワーポイント説明時の速さ、小テストの解答など、
皆さんの意見を参考にして、授業の改善を図りたいと考えています。わからない
ところ、理解しにくいところなど、どしどし質問に来てください。大歓迎です。
次回からは、小テストを皆さんに解答してもらう際に、何故そういう答えになっ
た 

講義目的 高校化学教育との関連や現代の化学の進展を考慮し、化学に興味を持ち理解がで
きるように講義を進める。電子の特性や原子の構造、元素の周期表、化学結合、
混成軌道、分子の三次元的な形、そして酸と塩基など、化学の基本的な内容を教
授して、我々の社会環境や生活環境に深くかかわっている分子というものに親し
んでもらう。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  化学への導入−化学を学ぶことの大切さと意義を説明する。 

2 回  化学の基本−私たちの身の周りにある元素の名前と記号を覚え、その性質
を理解する。私たちの生活に欠かせない希少金属、レアメタル・レアアースにつ



いて解説する。 
3 回  化学の歴史と化学の法則−化学はいかにして科学となったかを解説する。 
4 回  電子の発見について歴史的事実を盛り込みながら説明する。 
5 回  電子の特性−マクロの世界とミクロの世界の違いを解説する。 
6 回  原子の構造−新しいミクロの法則、量子⼒学について説明する。 
7 回  ミクロの法則に基づいて原子の電子配置を説明する。 
8 回  元素の周期的性質を説明する。 
9 回  原子の電子配置に基づいて陽イオンや陰イオンのなりやすさを説明する。 
10 回  化学結合（特に共有結合）と分子について説明する。 
11 回  分子軌道法（結合性軌道、反結合性軌道）について説明する。 
12 回  炭素の混成軌道（sp3,sp2,sp)について説明する。 
13 回  酸素や窒素など、炭素以外の原子の混成軌道について説明する。 
14 回  混成軌道に基づいて、メタン、エチレン、アセチレン、水、アンモニア、
ベンゼンなどの分子の形について説明する。 
15 回  酸と塩基の定義やその強弱について説明する。 

準備学習 1 回 教科書を参考にしながらシラバスを確認しておくこと。 
2 回 教科書の裏表紙にある元素の周期表をしっかりと眺めておくこと。 
3 回 金属元素の歴史やラボアジエ、ドルトン、アボガドロといった⼈たちの業績
について調べておくこと。 
4 回 ドルトンの原子論以降、原子を構成する電子がどのようにして発見された
のかを調べておくこと。 
5 回 教科書を基にしてプランクやアインシュタイン、ド・ブロイといった⼈たち
の業績についてしらべておくこと。 
6 回 岩波ジュニア新書の「量子⼒学とはなんだろう」など、量子⼒学や量子化学
の入門書を読んでおくこと。 
7 回 原子の構造（原子核と電子）を、ミクロの世界の法則という観点から考えて
おくこと。 
8 回 元素の周期性を原子の電子配置から理解し、説明できるかを考えておくこ
と。 
9 回 陽イオンになりやすい原子および陰イオンになりやすい原子を調べておく
こと。 
10 回 ルイスの考えに基づく共有結合やイオン結合について、その要点を把握し
ておくこと。 
11 回 量子化学に基づいて、分子中の電子の振る舞いを記述するのが分子軌道法
であり、最近では、分子軌道計算がパソコンでも行えるようになっているので、
少しでも調べておくこと。 
12 回 分子を構成する原子の中でも主役となるのが炭素であり、様々な役を演じ
る（結合状態をとり得る）ことができるので、是非調べておくこと。 
13 回 第 12 回の講義と深く関係しているので、酸素や窒素、そしてホウ素など
の混成軌道について、炭素と関連させて勉強しておくこと。 
14 回 分子の形は、簡単な分子からタンパク質のような巨大分子まで、その機能
や性質を発揮するのに大切な要素であることを念頭において、水、アンモニア、



ベンゼン、エチレンなどの分子の形を混成軌道を使って考えておくこと。 
15 回 化学を学べば必ずでてくる酸と塩基の定義について、あらかじめまとめて
おくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSZ11B2 
成績評価 課題やレポート 10%、小テスト 10%、および定期試験 80%により成績を評価す

る。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス ZA(理)(〜12),ZB(理)(〜12) 
見出し FSZ11B2 化学基礎論Ⅱ 
担当教員名 直島 好伸 
単位数 2 
教科書 新版 現代の基礎化学／野本健雄・⽥中文夫／三共出版 
アクティブラーニング  
キーワード 有機化合物、生体分子、官能基、立体異性体、幾何異性体、配座異性体、エナン

チオマー（鏡像異性体） 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  現在の教科書を使用している意義などについては、プリントやパワーポイント

の内容などと比較して、もう少し詳しく説明します。「理解しにくいところを丁
寧におしえてもらった！わかりやすい授業だった！生命科学の基本を学べて良
かった！楽しかった！（化学基礎論Ｉから）一年間ありがとうございました！」
など、大変ありがたく嬉しい言葉です。月曜日の朝早くから授業に出席して下さ
った皆さんの熱意によるものです。また、化学基礎論Ｉと同様に、手書きのプリ
ントが好評でした。空調設備について、エアコンの温度が一括管理されているの
で、「寒 

科目名 化学基礎論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 はじめての生命科学／菊池慎太郎・⻘江誠一郎、岡本威明・佐藤健三・直島好伸・

⻑谷川靖／三共出版 
授業形態 講義 
注意備考 ①インフルエンザやエイズなどの治療薬の名前が新聞でよく紹介されるように

なり、また、コンビニで医薬品が買える時代になっている。有機化学や生命化学
の知識は２１世紀の社会を担う⼈たちには必要不可欠なものです。先ず、講義に
出席してみてほしい。 
②パソコンを使ってパワーポイントなどの電子教材をプロジェクタで提示しま
す。 
③ホームページ http://chemnaobic.sp.ous.ac.jp にアクセスし、予習や復習の参考
資料にしてほしい。 
④分子模型というものを使って分子の形を３次元的（立体的）に示します。 
⑤試 

シラバスコード FSZ11B2 
実務経験のある教員  
達成目標 ①有機化合物や生体分子というものを知ること。 

②官能基を理解し、その構造を書けること。 



③簡単な有機化合物を命名したり、構造を書けること。 
④立体異性体（幾何異性体、配座異性体、鏡像異性体）について説明できること。 
⑤立体異性体を命名したり、立体構造を書けること。 
⑥糖、アミノ酸およびタンパク質の構造や性質を知ること。 
⑦鏡像異性体のような立体異性体の構造や生理作用を学ぶことの必要性を理解
できること。 

受講者へのコメント 風邪薬などの医薬品がコンビニで買える時代になりました（登録販売者制度）。
インフルエンザウイルスやその治療薬の名前や構造、さらに、その機能や働きな
どについても新聞やテレビで紹介されるようになってきました。また、最近、地
球環境に対する配慮が、特に重要になってきました。化学に関する知識はそれら
の事柄を理解するために、そして皆さんがこれからの時代を生きて行くために必
要不可欠なものです。まず、休まず授業に積極的に出席してください。そうして
化学の面白さ、皆さんにとっての有機化学や生命化学の必要性を感じてくださ
い。皆 

連絡先 直島好伸研究室 ２１号館２Ｆ 086-256-9639 naoshima@sp.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この授業は有機化学や生命化学を専門としない皆さんに、それら化学の知識の大
切さや必要性をわかってもらうためのものです。有機化合物の名前や構造式な
ど、皆さんがよく勉強し、理解してくれたことに感謝します。授業の中で、もう
少し生命化学の先端的研究の話題や関連する資料を紹介しておけば、もっと皆さ
んの理解が深まり、関心も高まって、授業に積極的に取り組む⼈が増えたのでは
ないかと反省しています。また、最近の身近な話題について予習してきてもらい、
互いに話し合い、討論する時間を持つ必要性を感じました。化学基礎論Ｉに続き、
こ 

英文科目名 Fundamentals of Chemistry II 
関連科目 化学基礎論 I を受講しておくことが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 パワーポイントの内容を、希望する学生さんには、USB メモリーを持ってきても

らえれば、そこに移します。プリントや小テストと共に、予習、復習に役立てて
ください。これは、以前から学生さんに伝えていることですが、さらに徹底しま
す。好評だったプリントに加え、ホームページに記載している授業の要点の活用
を勧めます。また、教科書の問題にチャレンジしてもらう回数を増やすつもりで
す。板書をもう少し増やしながら、パワーポイントの速度をゆっくりしたものに
する予定です。皆さんの意見を参考に、よりわかりやすい、より楽しく有意義な
授 

講義目的 化学基礎論 I に続き、有機化合物という分子について、我々の生活環境や自然、
社会とのかかわりを重視して平易に解説する。即ち、有機官能基、有機化合物の
名前や構造、鏡像異性体と生物活性、天然有機化合物、そして生命の有機化合物
などを教授し、我々を取り巻く環境を理解するのに必要な、化学的知識の修得を
図る。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  有機化合物という分子について、私たちの身近に存在する医薬品、香料、



食品、農薬、色素などの中から多数の例を挙げて解説する。 
2 回  カボキシル基、水酸基、アミノ基などの有機官能基や有機化合物の構造式
の書き方について説明する。 
3 回  有機化合物の命名に関し、飽和炭化水素と不飽和炭化水素の IUPAC 命名
法について説明する。 
4 回  前回に引き続き、有機化合物の命名に関し、アルコール、アルデヒド、ケ
トンなどの IUPAC 命名法について説明する。 
5 回  2-ブテンなどのアルケンを例に挙げて、2 重結合に基ずく幾何異性体につ
いて E,Z 表示法を含めて説明する。 
6 回  シクロペンタンやシクロヘキサンなどの環状化合物の幾何異性体について
説明する。 
7 回  ブタンや 1,2-ジクロロエタンを例に挙げて、配座異性体とその表示法の一
つである Newman 投影式について説明する。 
8 回 分子模型を使用し、sp3 炭素原子の結合角に歪のないシクロヘキサンの立体
配座について説明する。 
9 回  前回の講義に基づいてシクロヘキサン誘導体の立体配座について説明す
る。 
10 回  鏡像異性と生物活性について医薬品、香料、昆虫フェロモンなどの具体
例を挙げて解説する。 
11 回  エナンチオマー（鏡像異性体）とその立体構造を平面的に表わす Fischer 
投影式について説明する。 
12 回  エナンチオマーの R , S 表示法や右旋性、左旋性について説明する。 
13 回  ２個以上のキラル中心を持つ化合物に関連し、ジアステレオマーやメソ
体について説明する。 
14 回 生命を担う有機化合物として、グルコースやガラクトース、リボースやデ
オキシリボースなどの炭水化物（糖）の構造と機能について説明する。 
15 回 前回に引き続き、生命を担う有機化合物として、２０種類のアミノ酸の名
前と構造、および酵素などのタンパク質の構造と働きについて解説する。 

準備学習 1 回  インフルエンザ治療薬のタミフルやリレンザのような医薬品など、皆さん
が良く知っている化学物質について調べておくこと。 
2 回 官能基は有機化合物の構造式を書いたり、その性質や機能を知るのに大切
なので、配布プリントを参考にして、先ず、自分でよく調べておくこと。 
3 回 多種多様な有機化合物の名前をどのように付けるのかを、自分なりに調べ
ておくこと。 
4 回 演習問題をじっくりやりますが、アルコールの命名も炭化水素が基本にな
るので、前回の講義の内容をよく復習しておくこと。 
5 回 分子式も原子の結合順序も同じなのに原子の空間が異なる異性体があり、2
重結合に基づくシス、トランス異性体もその１つなので、事前に少しでも調べて
おくこと。 
6 回 前回の講義を参考にして、シクロペンタンやシクロヘキサンなどの環状化
合物のシス、トランス異性体について考えておくこと。 
7 回 すぐにはわかりにくい異性体なので、講義では分子模型を使って説明しま



すが、エタンや 1,2-ジクロロエタンについて考えておくこと。 
8 回 講義では分子模型を使って皆さんの理解を助けますが、シクロヘキサンの
構造は平面ではないことを、炭素の混成軌道を基に考察しておくこと。 
9 回 シクロヘキサン誘導体のシス、トランス異性体の立体配座について考えて
おくこと。 
10 回 皆さんの右手と左手のように互いに鏡像の関係にあるものを身の周りのも
のの中から探しておくこと。分子にもそんな関係の異性体が存在するかどうか考
えておくこと。 
11 回  キラルとかキラル（不⻫）中心という用語について調べておくこと。あ
る分子に鏡像異性体が存在するかどうか自分なりに判断してみること。 
12 回  鏡像異性体をどのように区別し、命名するのか。教科書を参考に調べて
おくこと。 
13 回 キラル中心が２つ以上ある化合物にはどんな異性体が存在するのか、また、
その異性体の性質や機能はどう違うのかを考えておくこと。 
14 回 先ず、一般によく知られているグルコースから始めるので、教科書などで
その構造を調べておくこと。 
15 回 1 回の講義ではとても全てを説明できるものではありませんので、教科書
を参考にして、生命を担う有機化合物であるアミノ酸とタンパク質について予備
知識を得ておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSZ1311 
成績評価 定期試験で評価する。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス ZA(理)(〜11),ZB(理)(〜11) 
見出し FSZ1311 動物環境学 
担当教員名 愛甲 博美 
単位数 2 
教科書 教科書は使用しない。プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 動物、昆虫、魚類、環境、温暖化 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 動物環境学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 動物たちの地球大移動／ベン・ホアー／悠書館 
授業形態 講義 
注意備考 講義ノートを準備すること。 
シラバスコード FSZ1311 
実務経験のある教員  
達成目標 絶滅危惧種の種類や地球温暖化がもたらす影響について受講者に理解してもら

えることを目標とする。 
受講者へのコメント  
連絡先 20 号 館 2F  愛 甲 研 究 室  TEL&FAX ： 086-256-9411  E-

mail:aikoh@zool.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Animal Environmentology 
関連科目 動物行動学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 地球温暖化および地球環境破壊による動物種の棲み分け問題と絶滅危惧種の増

加について理解を深めてもらうことを目的とする。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 動物環境学の講義の進め方や大まかな内容について説明する。 

（愛甲博美） 
2 回 日本における環境破壊の例を示しながら動物と環境の関わりを説明する。 
（愛甲博美） 
3 回 国際自然保護連合の観点から絶滅危惧種と環境保全との関係について説明
する。 



（愛甲博美） 
4 回 日本における鳥獣保護法や外来生物法と野生絶滅種との関係について説明
する。 
（愛甲博美） 
5 回 ヒトによる環境破壊と動物の保護に関して説明する。 
（愛甲博美） 
6 回 日本の自然保護と動物による環境破壊について説明する。 
（愛甲博美） 
7 回 昆虫による森林破壊の現状について例を示しながら、その関係について説
明する。 
（愛甲博美） 
8 回 地球温暖化による亜熱帯生物の増加と温帯生物との競争的生息域について
説明する。 
（愛甲博美） 
9 回 地球温暖化による魚類の棲み分けと動植物プランクトンとの関係について
説明する。 
（愛甲博美） 
10 回 外来魚類の移入による日本古来の魚類の絶滅危惧種に関して説明する。 
（愛甲博美） 
11 回 外来動物の移入による日本古来の動物の絶滅危惧種に関して説明する。 
（愛甲博美） 
12 回 地球環境破壊による動物種の減少と問題点について説明する。 
（愛甲博美） 
13 回 動物個体群の縄張りと環境との関係について説明する。 
（愛甲博美） 
14 回 環境汚染による動物の絶滅プロセスについて説明する。 
（愛甲博美） 
15 回 動物と環境についての総合的な解説をする。（愛甲博美） 

準備学習 1 回 プリントを配布するので環境、動物などについて事前に調べておくこと。講
義ノートを準備すること。 
2 回 プリントを配布するので環境破壊例と動物との関わりを事前に調べておく
こと。 
3 回 国際自然保護連合と絶滅危惧種の種類等について事前に調べておくこと。 
4 回 日本における鳥獣保護法や外来生物法について事前に調べておくこと。 
5 回 ヒトによる環境破壊について事前に調べておくこと。 
6 回 自然保護と動物との関連性について事前に調べておくこと。 
7 回 種々の昆虫による森林破壊について事前に調べておくこと。 
8 回 亜熱帯生物と温帯生物について事前に調べておくこと。 
9 回 地球温暖化による魚類の棲み分けについて事前に調べておくこと。 
10 回 外来魚類等について事前に調べておくこと。 
11 回 外来動物について事前に調べておくこと。 
12 回 地球規模の環境破壊と動物種の関係について事前に調べておくこと。 



13 回 動物個体群の縄張りについて事前に調べておくこと。 
14 回 化学的、物理的な環境汚染について事前に調べておくこと。 
15 回 第 1 回から第 14 回までの内容を整理し、理解しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSZ1312 
成績評価 レポートなどの提出、随時の小テスト（２０％）と定期試験（８０％）で評価す

る。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス ZA(理)(〜11),ZB(理)(〜11) 
見出し FSZ1312 比較免疫学 
担当教員名 淺⽥ 伸彦 
単位数 2 
教科書 「ノーベル賞の生命科学入門、免疫のしくみ」／石⽥寅夫／講談社 
アクティブラーニング  
キーワード 生体防御、獲得性免疫、自然免疫 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 比較免疫学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 随時紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 講義計画は予定なので、変更が有り得る。 
シラバスコード FSZ1312 
実務経験のある教員  
達成目標 複雑な免疫現象について、サイエンスとしての考察法が身に付くことを目座す。 
受講者へのコメント  
連絡先 第７号館２階、淺⽥ 伸彦研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Comparative Immunology 
関連科目 動物学科で開講する「動物遺伝学」 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 獲得性免疫の研究から始まった免疫学は今ではヒトも含めた自然免疫の研究が

むしろ脚光を浴びている。免疫研究の端緒から昨今の話題について比較免疫学と
して学ぶことを目的とする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 受講意思の確認、比較免疫学を学ぶ動機付けについて概説する。 

2 回 免疫の仕組みに関する研究の潮流への解説として、２０１１年度のノーベ
ル医学生理学賞について概説する。 
3 回 免疫学の誕生への解説として、メチ二コフについて概説する。 
4 回 免疫学の誕生への解説として、移植について概説する。 
5 回 ワクチンの開発への解説として、⻩熱病ワクチンについて概説する。 



6 回 ワクチンの開発への解説として、ポリオワクチンについて概説する。 
7 回 抗体の化学構造の解明への解説として、血液型について概説する。 
8 回 抗体の化学構造への解説として、血清タンパク質について概説する。 
9 回 遺伝子工学と細胞工学の応用への解説として、ラジオイムノアッセイ法に
ついて概説する。 
10 回 遺伝子工学と細胞工学の応用への解説として、モノクローナル抗体法につ
いて概説する。 
11 回 組織適合抗原の発見への解説として、主要組織適合遺伝子複合体について
概説する。 
12 回 臓器移植と骨髄移植への解説として、臓器移植について概説する。 
13 回 ユビキチン仲介への解説として、タンパク質分解について概説する。 
14 回 抗体産生理論の動向への解説として、後天的免疫寛容について概説する。 
15 回 免疫学とヒト社会との関わりについて、免疫学が果たす役割について概説
する。 

準備学習 1 回 本シラバスを良く読み、受講前の当科目のイメージをノートに記しておく
こと。 
2 回 ２０１１年度ノーベル医学生理えよ学賞の受賞内容について、各自の蔵書
やインターネットで予備知識を得てノートに記しておくこと。 
3 回 前回までの講義を復習すると共に、免疫学の誕生について各自の蔵書やイ
ンターネットで予備知識を得てノートに記しておくこと。 
4 回 前回までの講義を復習すると共に、移植について各自の蔵書やインターネ
ットで予備知識を得てノートに記しておくこと。 
5 回 前回までの講義を復習すると共に、⻩熱病ワクチンについて各自の蔵書や
インターネットで予備知識を得てノートに記しておくこと。 
6 回 前回までの講義を復習すると共に、ポリオワクチンについて各自の蔵書や
インターネットで予備知識を得てノートに記しておくこと。 
7 回 前回までの講義を復習すると共に、血液型について各自の蔵書やインター
ネットで予備知識を得てノートに記しておくこと。 
8 回 前回までの講義を復習すると共に、血清タンパク質について各自の蔵書や
インターネットで予備知識を得てノートに記しておくこと。 
9 回 前回までの講義を復習すると共に、ラジオイムノアッセイ法について各自
の蔵書やインターネットで予備知識を得てノートに記しておくこと。 
10 回 前回までの講義を復習すると共に、モノクローナル抗体法について各自の
蔵書やインターネットで予備知識を得てノートに記しておくこと。 
11 回 前回までの講義を復習すると共に、主要組織適合遺伝子複合体について各
自の蔵書やインターネットで予備知識を得てノートに記しておくこと。 
12 回 前回までの講義を復習すると共に、臓器移植について各自の蔵書やインタ
ーネットで予備知識を得てノートに記しておくこと。 
13 回 前回までの講義を復習すると共に、タンパク質分解について各自の蔵書や
インターネットで予備知識を得てノートに記しておくこと。 
14 回 前回までの講義を復習すると共に、後天的免疫寛容について各自の蔵書や
インターネットで予備知識を得てノートに記しておくこと。 



15 回 比較免疫学を学んだことで各自の考えは今後どの様にスキルアップするか
ノートに記しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSZ13C1 
成績評価 レポートなどの提出、随時の小テスト（２０％）と定期試験（８０％）で評価す

る。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス ZA(理)(〜12),ZB(理)(〜12) 
見出し FSZ13C1 動物遺伝学 
担当教員名 淺⽥ 伸彦 
単位数 2 
教科書 「クロー遺伝学概説（第８版）」／J.F.クロー、木村資生、太⽥朋子共訳／培風館 
アクティブラーニング  
キーワード 遺伝、連鎖、変異 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 動物遺伝学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 随時紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 講義計画は予定なので、変更が有り得る。 

基礎理学科の「遺伝学」と同時開講。 
シラバスコード FSZ13C1 
実務経験のある教員  
達成目標 サイエンスの考察法が身に付くことを目指す。 
受講者へのコメント  
連絡先 第７号館２階、淺⽥ 伸彦研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Animal Genetics 
関連科目 動物学科の「進化遺伝学」、「集団遺伝学」「 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 メンデルの法則に始まる古典遺伝学と昨今の分子遺伝学を理解するための基礎

的な知識を整理して、生命現象としての遺伝の大筋を把握させることを目的とす
る。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 受講意思の確認、動物遺伝学を学ぶ動機付けについて概説する。 

2 回 古典遺伝学への解説として、メンデル性遺伝法則について概説する。 
3 回 遺伝子の存在箇所への解説として、染色体の構造について概説する。 
4 回 遺伝子と DNA の異同への解説として、遺伝子の化学的性質について概説す
る。 



5 回 生物統計学への解説として、確率分析について概説する。 
6 回 遺伝様式の推定への解説として、家系分析について概説する。 
7 回 ２遺伝子連鎖への解説として、連鎖について概説する。 
8 回 ヒトの健康診断への解説として、生化遺伝学について概説する。 
9 回 遺伝子の行き先への解説として、タンパク質の生合成について概説する。 
10 回 身を守る遺伝子への解説として、免疫遺伝学について概説する。 
11 回 生物進化の要因への解説として、突然変異について概説する。 
12 回 生物進化の要因への解説として、自然選択と⼈為選択について概説する。 
13 回 種分化と種形成の仕組みへの解説として、集団遺伝学の理論について概説
する。 
14 回 種分化と種形成の仕組みへの解説として、集団遺伝学の実験について概説
す 
15 回 遺伝学とヒト社会との関わりについて、遺伝学が果たす役割について概説
する。 

準備学習 1 回 本シラバスを良く読み、受講前の当科目のイメージをノートに記しておく
こと。 
2 回 メンデルの遺伝法則について、各自の蔵書や前回の講義を復習しておくこ
と。 
3 回 前回までの講義を復習しておくと共に、染色体の構造について各自の蔵書
やインターネットで予備知識を得てノートに記しておくこと。 
4 回 前回までの講義を復習しておくと共に、遺伝子の化学的性質について各自
の蔵書やインターネットで予備知識を得てノートに記しておくこと。 
5 回 前回までの講義を復習しておくと共に、確率分析について各自の蔵書やイ
ンターネットで予備知識を得てノートに記しておくこと。 
6 回 前回までの講義を復習しておくと共に、家系分析について各自の蔵書やイ
ンターネットで予備知識を得てノートに記しておくこと。 
7 回 前回までの講義を復習しておくと共に、連鎖について各自の蔵書やインタ
ーネットで予備知識を得てノートに記しておくこと。 
8 回 前回までの講義を復習しておくと共に、生化遺伝学について各自の蔵書や
インターネットで予備知識を得てノートに記しておくこと。 
9 回 前回までの講義を復習しておくと共に、タンパク質の生合成について各自
の蔵書やインターネットで予備知識を得てノートに記しておくこと。 
10 回 前回までの講義を復習しておくと共に、免疫遺伝学について各自の蔵書や
インターネットで予備知識を得てノートに記しておくこと。 
11 回 前回までの講義を復習しておくと共に、突然変異について各自の蔵書やイ
ンターネットで予備知識を得てノートに記しておくこと。 
12 回 前回までの講義を復習しておくと共に、自然選択と⼈為選択について各自
の蔵書やインターネットで予備知識を得てノートに記しておくこと。 
13 回 前回までの講義を復習しておくと共に、集団遺伝学の理論について各自の
蔵書やインターネットで予備知識を得てノートに記しておくこと。 
14 回 前回までの講義を復習しておくと共に、集団遺伝学の実験について各自の
蔵書やインターネットで予備知識を得てノートに記しておくこと。 



15 回 動物遺伝学を学んだことで各自の考えは今後どの様に展開するかノートに
記しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSZ13C2 
成績評価 随時課す宿題（レポート）で３０％、定期試験で７０％として合計点を出す。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス ZA(理)(〜11),ZB(理)(〜11) 
見出し FSZ13C2 地球化学 
担当教員名 関 達也 
単位数 2 
教科書 ニューステージ「地学図表」／浜村書店 
アクティブラーニング  
キーワード 地球化学 元素の存在度 相律 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 地球化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 メイスン「一般地球化学」松井義⼈・一国雅⺒訳（岩波書店） 
授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験期間中に行う。 
シラバスコード FSZ13C2 
実務経験のある教員  
達成目標 １：元素について理解すること。 

２：地球を構成している各部分について理解すること。 
３：各部分相互の関係を理解すること。 
４：地球の歴史を元素を通して理解すること。 

受講者へのコメント  
連絡先 21 号館６F 関研究室 086-256-9632 seki@big.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Geochemistry 
関連科目 「地球システム科学Ⅰ・Ⅱ」 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 地球を構成している各部分の化学組成がどのようなものであるのか、各元素がど

のように移動しているのか、各現象を支配している法則は何か、これらの事柄に
ついて理解を深める。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 「地球化学」とはどういう学問か。その歴史的背景と内容を説明する。 

2 回 原子の構造、原子番号、質量数などの説明と元素の宇宙存在度について 
3 回 地球の内部構造と化学組成 
4 回 原子のイオン半径と結晶化学 



5 回 造岩鉱物の化学組成と構造 
6 回 火成岩の化学組成 
7 回 相律と相図 1 
8 回 相律と相図 2 
9 回 相律と相図 3 
10 回 堆積作用と堆積岩の地球化学 
11 回 変成作用と変成岩の地球化学 
12 回 生物進化と地球化学 
13 回 大気の地球化学 
14 回 海洋の地球化学 
15 回 全体のまとめと補足 

準備学習 1 回 特に必要ない 
2 回 原子と元素について調べておくこと 
3 回 「地学図表」ｐ14・15 を見ておくこと 
4 回 「地学図表」ｐ152 の周期表を見ておくこと 
5 回 「地学図表」ｐ20 を見ておくこと 
6 回 「地学図表」ｐ17 を見ておくこと 
7 回 「地学図表」ｐ21 を見ておくこと 
8 回 前回の復習をしておくこと 
9 回 前回の復習をしておくこと 
10 回 「地学図表」ｐ56 を見ておくこと 
11 回 「地学図表」ｐ62 を見ておくこと 
12 回 「地学図表」ｐ70-77 を見ておくこと 
13 回 「地学図表」ｐ82・83 を見ておくこと 
14 回 「地学図表」ｐ102 を見ておくこと 
15 回 これまでの復習をしておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FSZ13D1 
成績評価 課題提出（30%）、試験（70%）により行う。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス ZA(理)(〜10),ZB(理)(〜10) 
見出し FSZ13D1 応用統計学 
担当教員名 中村 圭司 
単位数 2 
教科書 適宜プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 統計学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 応用統計学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に紹介する 
授業形態 講義 
注意備考 復習をして講義内容を十分に理解する事。 
シラバスコード FSZ13D1 
実務経験のある教員  
達成目標 実験、調査で得られるデータを適切な方法で示すことができること、およびデー

タの種類に応じた検定方法を選択することができること。 
受講者へのコメント  
連絡先 ２１号館６階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Applied Statistics 
関連科目 データ解析システム 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 調査や研究を行う際に必要なデータの扱い方から始まり、得られたデータのまと

め方や示し方につ解説する。また、比較的よく使われる統計学的検定のための諸
方法について説明する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション。身の回りでどのような所で統計が使われているのか

を解説するとともに、今後の講義予定・方針について説明する。 
2 回  データの収集、分析、解釈。調査・研究データをどのように扱えばいいの
かについて概説する。 
3 回  有効数字。数値で示されたデータにはどのような意味があるのかを解説し、
複数の有効数字が存在する場合の計算等について練習する。 



4 回  データの特徴を見る（１）。尺度水準と代表値について、およびその使用法
等について説明する。 
5 回  データの特徴を見る（２）。ばらつきの目安の示し方について、特に標準偏
差について説明する。 
6 回  グラフと表の作り方。データを視覚的によりわかりやすく表現する方法に
ついて解説する。 
7 回  検定とは。データに差が存在した場合に、それが偶然生じたものではなく、
確率的に差があるという仮説を支できるかどうかを確認する方法について解説
する。 
8 回  ｔ検定（１）。対となる２標本の平均値に差があるかどうかを検定する方法
について説明する。練習問題の計算等も行う。 
9 回  ｔ検定（２）。対応のない２標本の平均値に差があるかどうかを検定する方
法について説明する。練習問題の計算等も行う。 
10 回  ｔ検定（３）。対応がなく等分散といえない２標本の平均値に差があるか
どうかを検定する方法について説明する。Ｆ検定についても説明する。練習問題
の計算等も行う。 
11 回  Mann-Whitney のＵ検定（１）。順序尺度のデータに対する検定方法につ
いて説明する。練習問題の計算等も行う。 
12 回  Mann-Whitney のＵ検定（２）。順序尺度のデータに対する検定方法につ
いて説明する。練習問題の計算等も行う。 
13 回  χ2 検定（１）。名義尺度のデータに対する検定方法について説明する。
練習問題の計算等も行う。 
14 回  χ2 検定（２）。名義尺度のデータに対する検定方法について、特にフィ
ッシャーの正確確率検定について説明する。練習問題の計算等も行う。 
15 回  色々な検定法。２標本以外のデータに対する検定方法などについて説明
する。 

準備学習 1 回  時間割をよく確認し教室の場所を把握しておくこと。 
2 回  図書館等でデータとは何かを調べておくこと。 
3 回  図書館等で有効数字とは何かを調べておくこと。 
4 回  図書館等でデータの示し方について調べておくこと。 
5 回  図書館等でデータの示し方について調べておくこと。 
6 回  図書館等でグラフと表の作り方について調べておくこと。 
7 回  図書館等で検定とは何かを調べておくこと。 
8 回  図書館等でｔ検定とは何かを調べておくこと。 
9 回  前回の復習を十分に行い、レポート等の課題があれば作成しておくこと。 
10 回  前回の復習を十分に行い、レポート等の課題があれば作成しておくこと。 
11 回  図書館等で Mann-Whitney のＵ検定とは何かを調べておくこと。 
12 回  前回の復習を十分に行い、レポート等の課題があれば作成しておくこと。 
13 回  図書館等で χ2 検定とは何かを調べておくこと。 
14 回  前回の復習を十分に行い、レポート等の課題があれば作成しておくこと。 
15 回  前回の復習を十分に行い、レポート等の課題があれば作成しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSZ15B1 
成績評価 課題提出などの平常点（20％）と定期試験（80％）で評価する。採点の基準は 100 

点満点のうち 60 点以上を合格とする。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス ZA(理)(〜12),ZB(理)(〜12) 
見出し FSZ15B1 地学基礎論Ⅰ 
担当教員名 小林 祥一 
単位数 2 
教科書 地球学入門 惑星地球と大気・海洋のシステム／酒井治孝／（東海大学出版会） 

ISBN: 978-4-486-01615-1 
アクティブラーニング  
キーワード 太陽系、地球、環境、鉱物、岩石、鉱床 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 地学基礎論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プリントで補足 
授業形態 講義 
注意備考 ※しばしば電子教材を液晶プロジェクターで投影し授業を行う。 
シラバスコード FSZ15B1 
実務経験のある教員  
達成目標 地球を理解する一歩として、地球本来の環境について十分理解させる。どの分野

にも共通して重要な地球を構成する物質（資源）である、岩石や鉱物（含宝石鉱
物）の物理化学的性質、生成条件および生成過程を修得する。前期は基本的に、
中学校以来、地学に触れたことがない学生が大部分であることから、基礎的知識
の修得を目標とし、地学のおもしろさを知るための準備をこの地学基礎論 I でし
たい。 

受講者へのコメント 受講生が多いので毎時間の終わりに各自質問を書いて提出してもらっているよ
ね。皆さんはこれによって積極的に参加していることになると思いますので、こ
れを利用してもらいたい。 

連絡先 7 号館 6 階 小林研究室 086-256-9704  kobayashi＠das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね良好。よく理解したようですね。 
英文科目名 Earth Science I 
関連科目 地学基礎論Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 大学で初めて習う地学は独立した全く別の分野のように考えている学生がいる

が、地学は生物系にも化学系にも関連していることを、理解できるような工夫が
必要かも知れない。 



講義目的 太陽系のメンバーである地球について、地表付近および地球内部はどんな構造を
していて、どのような環境で、どのような物質でできているかを解説し、地球自
身の基礎的な概念を理解する。これらをもとに地球の地殻およびマントルを構成
する岩石・鉱物の生成のメカニズム、産状、分類およびこれらの物理化学的性質
について概説する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション。講義の進め方を説明する。 

2 回  宇宙の中の太陽系はどんな特徴を持ったところかを説明する。 
3 回  太陽系の中で地球はどんな特徴を持ったところかを説明する。 
4 回  地球の表面温度を決める因子について説明する。 
5 回  水と二酸化炭素の循環システムと地球環境との関係について説明する。 
6 回  地球の内部構造を知る手がかりについて説明する。 
7 回  地球の環境について、まとめをする。 
8 回  地球を構成する物質、鉱物の種類と特徴について説明する。 
9 回  地球を構成する物質、鉱物の結晶学的特徴について説明する。 
10 回  地球を構成する物質、鉱物の化学的特徴について説明する。 
11 回  宝石鉱物の種類と特徴について説明する。 
12 回  地球を構成する物質、岩石の特に火成岩の種類について説明する。 
13 回  地球を構成する物質、岩石の組織について火成岩を中心に説明する。 
14 回  マグマの発生と火成岩の生成について説明する。 
15 回  岩石の風化と土壌の形成について説明する。 

準備学習 1 回 シラバスを確認し学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 太陽系のメンバーには何があるか思い出しておくこと。 
3 回 惑星地球の環境、特に水、大気、温度と私たち生命との関係を考えておくこ
と。 
4 回 地球型惑星の表面温度はどんな条件によって支配されているか考えておく
こと。 
5 回 地球の環境を支配している水と二酸化炭素はどこで消費され、どこで放出
されているかを調べておくこと。 
6 回 万有引⼒、地震の伝わり方を復習しておくこと。 
7 回 これまでの授業内容を復習しておくこと。 
8 回 無機化合物について復習しておくこと。 
9 回 無機化学で習ったイオン半径、配位数について復習しておくこと。 
10 回 結晶系、単位胞について調べておくこと。 
11 回 鉱物と⼈間生活との関係を広く考えておくこと。 
12 回 岩石と鉱物の違いについて調べておくこと。 
13 回 無機化合物の生成において急冷と徐冷によって生じる形態の違いを考えて
おくこと。 
14 回 化学で学習した相平衡図の見方を復習しておくこと。 
15 回 風化現象にはどんな要因が関係するか思い出しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSZ15B2 
成績評価 課題提出などの平常点（20％）と定期試験（80％）で評価する。採点の基準は 100 

点満点のうち 60 点以上を合格とする。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス ZA(理)(〜12),ZB(理)(〜12) 
見出し FSZ15B2 地学基礎論Ⅱ 
担当教員名 小林 祥一 
単位数 2 
教科書 地球学入門 惑星地球と大気・海洋のシステム／酒井治孝／（東海大学出版会） 

ISBN: 978-4-486-01615-1 
アクティブラーニング  
キーワード プレートテクトニクス、地質現象、生命の誕生、進化と絶滅、地球環境 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 非常に興味深い内容の多い講義でした。 

→このような評価はこれまでなかったので、嬉しいですね。 
解説が一つ一つ丁寧でわかりやすかった。様々の事柄が関連づけされており、興
味が深まった。生徒の質問に時間をかけて回答をしてくださるのがすばらしいで
す。 
→これも、これまでなかったので嬉しいです。多学科の学生が集まっていること
もあり、皆さんが満足することは難しいので、いろいろ工夫したことの評価だっ
たのかなと思っています。もっと興味がわくように考えますね。 
毎回楽しかったです。多の科目とも結構つながっていることが多 

科目名 地学基礎論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プリントで補足 
授業形態 講義 
注意備考 ※しばしば電子教材を液晶プロジェクターで投影し授業を行う。 
シラバスコード FSZ15B2 
実務経験のある教員  
達成目標 地学基礎論 I で修得した学習内容をもとに、地球の形成、地球内部の動き、そし

てそれによってもたらされる地質現象について、また生命の誕生とその進化・絶
滅についての知識の修得をめざす。さらに環境問題など地球科学と私たちの生活
との関係を理解できる能⼒の修得もめざす。 

受講者へのコメント 受講生が多いので毎時間の終わりに各自質問を書いて提出してもらっているよ
ね。皆さんはこれによって積極的に参加していることになると思いますので、こ
れを利用してもらいたい。 

連絡先 7 号館 6 階 小林研究室 086-256-9704  kobayashi＠das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね良好。よく理解したようですね。 



ただ、総合評価５）および 7）で「できた」「満足」ではなく、「だいたいできた」
「ほぼ満足」の方が上回っていたことは意外であった。基礎論Ⅱは受講者の大半
が生物系の学生であることを考慮し、生命の発生、進化、絶滅の話を中心に話し
たはずである。その原因は何かを考えて見たい。 

英文科目名 Earth Science II 
関連科目 地学基礎論 I 
次回に向けての改善変更予定 大学で初めて習う地学は独立した全く別の分野のように考えている学生がいる

が、地学は生物系にも化学系にも関連していることを、理解できるような工夫が
必要かも知れない。また、上述したように、生命関係の内容にしたにもかかわら
ず、総合評価５）および 7）で「だいたいできた」「ほぼ満足」だったので、この
件について検討し改善してみたい。 

講義目的 地球内部の動きと、これが原因で起こるさまざまな現象について解説する。地球
の誕生から今日に至る過程で、生命の誕生、古環境に生きた古生物の進化・絶滅
について理解する。更に、現在の地表付近の環境とその変化についても言及し、
これらを通して⼈々の生活と地学との関わり合いを理解する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション。地学と私たちの生活との関わり合いについて説明す

る。 
2 回  大陸移動説と海洋底拡大説について説明する。 
3 回  プレートテクトニクス概要と、この理論に発展した過程について説明する。 
4 回  プレートテクトニクスについて定量的に説明する。 
5 回  プレート運動に関係した海底でのでき事を説明する。 
6 回  プレート運動に関係したさまざまな地質現象について説明する。 
7 回  プレート運動のまとめと日本列島の成り立ちについて説明する。 
8 回  酸素の起源と生物の起源について説明する。 
9 回  生命の誕生と進化について説明する。 
10 回  先カンブリア時代から古生代の地球環境と生物の進化について説明する。 
11 回  古生代から中生代の地球環境と生物の進化について説明する。 
12 回  中生代から新生代の環境変化と生物について説明する。 
13 回  地球環境の変化と生物の進化の中で私たちについて説明する。 
14 回  現在の地球環境の変化について説明する。 
15 回  私たちの生活と地球科学との関わりをまとめをする。 

準備学習 1 回 シラバスを確認し学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 高等学校等の地学、地理などの教科書を見て復習しておく。アルフレット・
ウェーゲナーさんについて調べておくこと。 
3 回 地球の磁場について復習しておくこと。 
4 回 世界の震源、火山の分布について調べ、特徴を見ておくこと。 
5 回 今生物地学分野で海底が注目されている理由について新聞、インターネッ
トなどで調べておくこと。 
6 回 地震の発生やマグマ活動について復習しておく。これらとプレート運動と
の関係を考えておくこと。 
7 回 2 回から 6 回までの内容の復習と、日本列島にはどんな岩石が分布している



か調べておくこと。 
8 回 前期の授業で習った地球誕生以来の大気組成の変遷について復習しておく
こと。 
9 回 先カンブリア時代の生物について調べておくこと。 
10 回 細胞について高等学校の教科書等で調べておくこと。 
11 回 古生代末の地球環境を調べること。当時の大陸の形を復習しておくこと。 
12 回 中生代末の大量絶滅の原因ついて調べておくこと。 
13 回 ほ乳類の特徴について調べておくこと。 
14 回 私たちの生活が地球環境へ及ぼしている具体例を考えておくこと。 
15 回 地学基礎論Ⅰ、Ⅱの内容を復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSZ15D1 
成績評価 期末テストの結果を重視し（60%)、小テスト（20%)、レポート(20%)を加える。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス ZA(理)(〜10),ZB(理)(〜10) 
見出し FSZ15D1 植生学 
担当教員名 波⽥ 善夫 
単位数 2 
教科書 ホームページに詳細な講義ノートを掲載しているので、随時これを参照するこ

と。講義の内容には、必然的に多くの植物名が出てくる。講義ノートからは、そ
れぞれの植物にリンクが張られているので、予習・復習の際には必ず見ておくこ
と。 

アクティブラーニング  
キーワード 植生、構造、極相林、二次林、植生遷移、地質、地形、地域の文化 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 植生学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 沼⽥ 真編「群落の遷移とその機構」朝倉書店 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSZ15D1 
実務経験のある教員  
達成目標 ・身近な二次林の主要構成種について、20 種程度についてその概要を述べるこ

とができる知識を得ること。・気候帯を特徴付ける森林植生の優占種について、
その生⻑戦略を説明できること。・身近な森林植生について、その発達に影響を
与える環境条件を理解できること。・地域の自然の保護における複雑さを理解で
きること。 

受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 6F 波⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Vegetation Science 
関連科目 地域情報生態学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 多くの植物から成り立っている植生（植物社会）は、太陽エネルギーを同化する

生産者であり、すべての生態系の源である。植生の保護・保全は地域の環境に対
してのみならず、地球環境の保全においても重要な課題となっている。保護・保
全には、植生の発生・発達の仕組みを理解しなくてはならない。植生は気候や地



形などの物理的環境のみならず、成立からの歴史、その後の⼈間を含む動物など
の生物的環境にも大きく影響を受けて存在している。このような複雑系の代表と
もいえる「植生」について、その成り立ちと発達、そして将来像について学ぶこ
ととす 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 「植生」とは何か：植生の概念のスタートは大航海時代であり、世界の植生

について相観的な記述が必要であった。たとえば熱帯降雨林やサバンナなどであ
り、地理学的な記載であった。このような植生学の発生と発達、学派の違いなど
について学ぶ。 
2 回 植生の構造：植生は平面から立体的な構造に発達していく。具体的には草原
から森林への遷移であり、その仕組みについて説明する。 
3 回 極相植生と二次植生：森林は伐採や山林火災などで破壊される。破壊された
のちに再生する植生を二次植生という。二次植生と自然のままに存在する極相植
生について解説する。 
4 回 極相植生の分布を支配する環境要因：自然状態で発達している極相植生は、
大局的には気候によって成立が支配されている。これらの気象的な要因について
解説する。 
5 回 一次遷移 (1)乾性植生遷移：火山などにおける自然状態の遷移を一時遷移
というが、その中での陸域における遷移について解説する。 
6 回 一次遷移 (2)湿性植生遷移：一時遷移の中で、湖などを出発点とする遷移
系列について説明する。 
7 回 二次遷移 (1)コナラ林型二次林の遷移：萌芽再生型の二次遷移について解
説する。 
8 回 二次遷移 (2)アカマツ林型二次林の遷移：全伐型の二次遷移について解説
する。 
9 回 植生遷移のメカニズム (1)繁殖子の侵入と定着：二次遷移のスタートであ
る繁殖子（種子、地下茎など）の種類と再生様式について学ぶ。 
10 回 植生遷移のメカニズム (2)光合成特性：植物によって光合成の特性が異
なる。強い光のもとで生⻑する陽生植物と弱い光で生育する陰生植物と遷移の関
係を学ぶ。 
11 回 植生遷移のメカニズム (3)葉量の増加と水分消費：植物の生育には水が
必要である。水分循環の観点から植生の遷移を考察する。 
12 回 (4)生⻑戦略 -幹比重など-：重たい（丈夫な）材を生産する樹木と軽い（脆
い）材を生産する樹木の戦略と遷移の関係を学ぶ。 
13 回 地質・地形と二次林：地質によって植生の発達は異なる。これについて現
状を確認する。 
14 回 地質・地形と土壌：地質と植生の関係は土壌の性質、特に水分との関係で
解釈できる要素が大きい。これについて解説する。 
15 回 地質・地形と植生、地域文化：植生の違いは地域の文化・歴史にも影響を
与えている。これらについて総合的な観点からまとめを行う。 

準備学習 1 回 特になし 
2 回 身近な高木樹種に関する知識を収集しておくこと。 



3 回 身近な高木樹種に関する知識を収集しておくこと。 
4 回 植生帯に対応した主要優占樹種について知識を収集しておくこと。 
5 回 桜島などの一次遷移に出現する植物に関する知識を収集しておくこと。 
6 回 湿原植生の構成種に関する知識を収集しておくこと。 
7 回 岡山理科大学周辺の森林主要構成種ランキング上位 50 種を閲覧してくるこ
と。 
8 回 岡山理科大学周辺の森林主要構成種ランキング上位 50 種を閲覧してくるこ
と。 
9 回 植物の種子散布の方法・種類 
10 回 光合成の仕組み、光合成曲線 
11 回 光合成と水分消費、植物の三大栄養素 
12 回 大きく生⻑する事の得失を考えてくること 
13 回 地質の種類と特性、成因の概要について 
14 回 地質の種類と特性、成因の概要について 
15 回 講義のまとめを行うので、ここまでの復習をしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSZ15D2 
成績評価 期末試験の結果を重視し（60%)、小テスト(20%)、レポート(20%)を加えて総合

的に評価する。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス ZA(理)(〜10),ZB(理)(〜10) 
見出し FSZ15D2 地域情報生態学 
担当教員名 波⽥ 善夫 
単位数 2 
教科書 ホームページに詳細な講義ノートを掲載している。随時これを参照すること。 
アクティブラーニング  
キーワード 環境アセスメント、自然保護、ミティゲーション、ビオトープ、GIS、リモート

センシング 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 地域情報生態学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSZ15D2 
実務経験のある教員  
達成目標 ・環境アセスメントの項目において、自然環境に関する内容の概要を理解する。・

環境アセスメントにおける生物調査の実施方法を理解する。・緑化の手法と特性
を理解する。・代償措置、ビオトープの設置に関する方針の理解と具体的観点を
理解する。・自然情報技術としてのリモートセンシング技術の概要を理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 6F 波⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Regional Ecology 
関連科目 植生学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生態系は複雑系であり、現実を把握し、解析するためには多くの種類の情報を重

ね合わせることが必要である。本講では、環境アセスメントを題材に選び、多く
の種類の環境に支えられた自然を把握し、解析して評価するプロセスを理解する
こととする。環境情報としては、地質、DEM を利用した地形などのほか、衛星
により取得されたリモートセンシング情報、航空写真などについても解説する。 

対象学年 3 年/4 年 



授業内容 1 回 環境アセスメントとは：公害、自然破壊などの顕在化と環境アセスメントの
発生・発達の歴史について学ぶ。 
2 回 環境アセスメントにおける生物調査 (1)植物相：具体的な環境アセスメン
トにおける基礎となる、植物相の調査方法について解説する。 
3 回 環境アセスメントにおける生物調査 (2)植生：生態系の基盤となる植生の
調査方法、植生図について解説する。 
4 回 環境アセスメントにおける生物調査 (3)動物：動物相などの動物に関する
調査方法について例示する。 
5 回 環境アセスメントにおける生物調査 (4)生態系：生態系の調査は確立して
いるとは言い難いが、生態系が維持されなければ基本的にはアセスメントは成り
立たない。生態系アセスメントにおける現状を説明する。 
6 回 自然環境の評価手法：調査の結果はまとめられ、評価されることになる。そ
の段階では情報所依的な扱いが重要になる。判断基準とともに評価の手法を説明
する。 
7 回 自然回復緑化 (1)外来牧草などによる緑化：開発を行うと、自然への影響
が必ず発生し、そのような場所では自然を回復することが必要となる。ここでは
外来牧草による緑化を解説する。 
8 回 自然回復緑化 (2)在来草本による緑化：自然の回復には郷土の植物による
緑化が望ましいが、ここでは在来草本による緑化について学ぶ。 
9 回 自然回復緑化 (3)ポット苗と把種による樹林化：ポット苗による樹林化の
問題点と利点について学ぶ。 
10 回 ミティゲーション (1)池沼型ビオトープ：開発の代償措置（ミティゲーシ
ョン）として、あるいはビオトープとして池沼が作られることが多い。その理論
と実際について学ぶ。 
11 回 ミティゲーション (2)湿原型ビオトープ：もっとも高度なビオトープで
ある湿原について学ぶ。 
12 回 地域情報解析のための GIS：フィールドワークにおける GIS の利用方法に
ついて解説する。 
13 回 空中写真：航空機による空中写真は解像度も高く、時期の異なる画像を取
得し、比較することも可能である。航空写真の利用方法について学ぶ。 
14 回 リモートセンシング：⼈工衛星からの情報を中心に、その特性と利用方法
について学ぶ。 
15 回 リモートセンシング：センサーの種類と植生の判別方法の理論などについ
て学ぶ。 

準備学習 1 回 ホームページに掲載されている講義ノートを参照しておくこと。 
2 回 学内の植物相のリストアップトレーニング。 
3 回 前期の植生学における植生を復習しておく。 
4 回 調査事例における動物相の事例収集 
5 回 特になし 
6 回 特になし 
7 回 11 号館入り口における法枠工法施工例の観察 
8 回 21 号館南の北斜面における緑化事例の観察 



9 回 ホームページに掲載しているポット苗による緑化事例を参照。 
10 回 植生学の湿性遷移 
11 回 湿原生態系の特性（植生学の項目の復習） 
12 回 GIS の意味と実用事例 
13 回 特になし 
14 回 衛星の高度と周回頻度の関係 
15 回 光合成速度とスペクトル 

 



年度 2012 
授業コード FSZ17D1 
成績評価 報告書の内容と実験への取り組み状況によって評価を行う（100％）。すべての実

験について報告書が作成され、受理されて単位が与えられる。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス ZA(理)(〜11),ZB(理)(〜11) 
見出し FSZ17D1 物理学基礎実験(再) 
担当教員名 宮川 和也、小坂 圭二＊、豊⽥ 新、中⼒ 眞一 
単位数 2 
教科書 物理学基礎実験／岡山理科大学理学部応用物理学科 編／大学教育出版 
アクティブラーニング  
キーワード 物理学、実験 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学基礎実験(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 国立天文台 理科年表（丸善）その他、参考資料は適宜配布する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 関数電卓（プログラム機能は不要）を購入すること。 

共同実験者に迷惑を及ぼすので遅刻、欠席は厳禁である。各テーマに２週を割り
当て、第１週に実験を行い、第２週に報告書を完成させる。事前に実験内容をよ
く予習してくること。 

シラバスコード FSZ17D1 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）物理学の基礎的な実験について、基本的事項を理解し、実験方法に習熟す

る。 
   実験器具、装置の取り扱いができるようになる。 
（２）実験データを適切に処理し、現象を的確に表現するためのグラフが作成で
きる 
   ようになる。 
（３）パソコンを利用して実験データを処理できるようになる。 

受講者へのコメント  
連絡先 宮川和也 086-256-9488 miyagawa@dap.ous.ac.jp 豊⽥ 新 086-256-9608 

toyoda@dap.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Primary Experiments in Physics 
関連科目 物理学基礎論Ⅰ、Ⅱを前後して（できれば本実験科目を履修する前に）履修する

ことが望ましい。 



次回に向けての改善変更予定  
講義目的 （１）基礎的な実験を通して、物理学における実験方法と実験器具、装置の取り

扱いの 
   基礎を学ぶ。 
（２）実験データの処理の方法、現象を的確に表現するためのグラフの作成方法
につい 
   て実習する。 
（３）パソコンを利用した実験データの処理方法について学ぶ。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 【第 1 回】テキストを購入し、実験全体を概観しておくこと。 

【第 2 回】パソコンによる実験データ処理についてテキストを読み、演習内容を
理解 
    しておくこと。 
【第 3 回】ノギス、マイクロメーター、電卓の使い方についてテキストを読み、
実験 
    内容を理解しておくこと。 
【第 4 回〜15 回】 
 該当の実験についてテキストを読み、実験方法までレポートとしてまとめてお
く 
 こと。 

 



年度 2012 
授業コード FSZ17D2 
成績評価 各時間ごとに提出する実験結果 60％、実験への取り組みおよび理解度 40％によ

り、総合して成績評価とする。採点の基準は 100 点満点のうち、60 点以上を合
格とする。欠席した場合は補充実験を行う。また、授業回数の 3 分の 1 以上の
欠席がある場合には、“E”評価とする。 

曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス ZA(理)(〜11),ZB(理)(〜11) 
見出し FSZ17D2 地学基礎実験 
担当教員名 小林 祥一、郷津 知太郎＊ 
単位数 2 
教科書 ニューステージ・地学図表／浜島書店 
アクティブラーニング  
キーワード 鉱物、岩石、化石、地質、天気 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 実験中に話を聞きながら対応している効果が出ているようですね。 
科目名 地学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 資料を配付する 
授業形態 実験実習 
注意備考 地学基礎論１を履修しておくことが望ましい。 

偏光顕微鏡実習、地質図関係の実習のような積み重ねの実験では、連続して受け
ないと理解できない。従って体調を整え、欠席しないように心掛ける。 

シラバスコード FSZ17D2 
実務経験のある教員  
達成目標 地球を観察する手法および目を養うことが目標。そのため、実際の鉱物、岩石、

化石標本を観察・利用し、野外での調査に興味が持てる程度の実⼒をめざす。物
理的制約から、野外での実習は難しいが、調査後必要となる偏光顕微鏡の操作法、
調査によって得られたデータの解析法などの習得をめざす。 

受講者へのコメント  
夕方からの実験で集中できない学生が何⼈かみられますが、最初の説明を聞き十
分理解して始めるようにしてほしいですね。慣れないこととはいえ、特に難しい
内容をしているわけではありませんので、学習効果が上がるように努⼒してくだ
さい。 

連絡先 7 号館 6F 小林研究室 086-156-9704 kobayashi@das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね良好。よく理解してくれたようです。 
英文科目名 Primary Experiments in Earth Science 
関連科目 地学基礎論 I、地学基礎論 II 



次回に向けての改善変更予定 新しい指導要領では、観察、体験を重要視しているようです。野外実習なども取
り入れ、実践的な実験をどのように取り入れるかを考えています。 

講義目的 地学各分野のうちから最も基礎的な項目である岩石・鉱物・化石の観察、天気図
の作成、地質図の作成、パーソナルコンピューターの活用などについて実験を行
う。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 鉱物の鑑定 

実際の鉱物を観察し、物理的性質について理解できるようにする。 
2 回 結晶系と晶族 
鉱物の結晶模型を利用し、対称性について理解し、晶族を決定できるようにする。 
3 回 地質図１ 基本説明、単斜構造 
地質図について基本的なこと、たとえば見方、またその利用などの説明を通して、
地質図の重要性を理解する。基本的な地質図を地質データから描けるようにす
る。 
4 回 地質図２ 断層、不整合 
断層、不整合が地質図上でどのように描き表せるかを理解する。 
5 回 地質図３ 断面図 
地下資源などの調査で必要な地下の情報を、地質図から読み取る方法を理解す
る。 
6 回 地質図４ 褶曲 
褶曲構造が地表に現れる際の特徴、および断面図を描き、これらから褶曲構造を
立体的に理解する。 
7 回 化石の観察 
示準化石、示相化石を理解し、それらの特徴を観察する。 
8 回 偏光顕微鏡観察１ 基本説明、花崗岩中の⿊雲⺟、石英斑岩 
物質の光学的性質、偏光顕微鏡の構造、これによって何が観察できるか、また調
整方法について理解する。 
9 回 偏光顕微鏡観察２ 花崗岩、安山岩 
花崗岩、安山岩の構造を観察し、石英、⻑石、⿊雲⺟、白雲⺟、角閃石の鏡下で
の特徴を理解する。 
10 回 偏光顕微鏡観察３ 斑レイ岩、砂岩 
斑レイ岩、砂岩の構造を観察し、輝石の鏡下での特徴を理解する。 
11 回 偏光顕微鏡観察４ 玄武岩、晶質石灰岩 
玄武岩、晶出石灰岩の構造を観察し、カンラン石、炭酸塩鉱物の鏡下での特徴を
理解する。 
12 回 パソコンの活用  
モード分析花崗岩類のモード分析を行い、その結果をもとにその岩石を分類す
る。得られたデータをパソコンで整理し、岩石の成因について理解する。 
13 回 天気図の作成と四季の天気 
当日の気象通報を聞き、そのデータをもとに天気図を描き、翌日の天気を予測し、
気象現象を理解する。 
14 回 まとめおよび解説を行い、理解度をチェックする。 



15 回 まとめおよび解説を行い、理解度をチェックし、実験結果を理解するため
に補足説明をする。 

準備学習 1 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の物理的性質を調べてお
くこと。 
2 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の結晶構造、対称性など
物理的性質を調べておくこと。 
3 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、地質図の概念を学んでおくこ
と。 
4 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、断層、不整合についての概念
を学んでおくこと。 
5 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、地質構造を理解する方法を調
べておくこと。 
6 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、褶曲地形について調べておく
こと。 
7 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、化石の種類および化石の役割
を理解しておくこと。 
8 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、物質に対する光学的性質を調
べておくこと。 
9 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の光学的性質を調べてお
くこと。 
10 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の光学的性質を調べて
おくこと。 
11 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の光学的性質を調べて
おくこと。 
12 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、火成岩の主造岩鉱物の量比
を調べ、あわせて分類方法、火成岩の生成過程を理解しておくこと。 
13 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、天気図の役割、描き方を調
べておくこと。また、テレビ、新聞、インターネットを利用し、雲の動きと天気
図との関係、気圧配置と４季の天気との関係などを理解しておくこと。 
14 回 これまで学習した、実験内容を復習し、理解が曖昧なところを整理してお
くこと。 
15 回 これまで学習した、実験内容を復習し、実験結果について充分考察ができ
てない部分を整理しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSZ17E1 
成績評価 各時間ごとに提出する実験結果 60％、実験への取り組みおよび理解度 40％によ

り、総合して成績評価とする。採点の基準は 100 点満点のうち、60 点以上を合
格とする。欠席した場合は補充実験を行う。また、授業回数の 3 分の 1 以上の
欠席がある場合には、“E”評価とする。 

曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス ZA(理)(〜11),ZB(理)(〜11) 
見出し FSZ17E1 地学基礎実験 
担当教員名 小林 祥一、郷津 知太郎＊ 
単位数 2 
教科書 ニューステージ・地学図表／浜島書店 
アクティブラーニング  
キーワード 鉱物、岩石、化石、地質、天気 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 地学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 資料を配付する 
授業形態 実験実習 
注意備考 地学基礎論１を履修しておくことが望ましい。 

偏光顕微鏡実習、地質図関係の実習のような積み重ねの実験では、連続して受け
ないと理解できない。従って体調を整え、欠席しないように心掛ける。 

シラバスコード FSZ17E1 
実務経験のある教員  
達成目標 地球を観察する手法および目を養うことが目標。そのため、実際の鉱物、岩石、

化石標本を観察・利用し、野外での調査に興味が持てる程度の実⼒をめざす。物
理的制約から、野外での実習は難しいが、調査後必要となる偏光顕微鏡の操作法、
調査によって得られたデータの解析法などの習得をめざす。 

受講者へのコメント 以前に比べると、実験の項目をほぼ 2/3 に減らし、皆さんに考える実験をしても
らうことにしたのです。ところが、皆さんはその余裕の時間を有効に使っていな
いように思います。実験を受けるからには、予習復習はさておき、TA もいます
ので質問ぐらいはするように努⼒すべきで、受身ではなく「皆さん主体型」の実
験をしていただきたい。もっとノビノビと実験しましょう。 

連絡先 7 号館 6F 小林研究室 086-156-9704 kobayashi@das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね良好。よく理解してくれたようです。 
英文科目名 Primary Experiments in Earth Science 
関連科目 地学基礎論 I、地学基礎論 II 



次回に向けての改善変更予定 これまで地学を学んだ経験のある⼈が少ないようですので、実験内容に関係した
エピソードなども紹介し、その実験の意味などを理解してもらうようにしてみま
しょう。実は、地学のおもしろさは、実際に野外に出て観察することです。それ
によって岩石鉱物の産状、化石の産状、地質構造が簡単に理解できると思うので
すね。そして、採集した鉱物岩石を、顕微鏡で観察できるように薄片にするとか、
地質調査の結果をまとめるとかしたら興味を持って実験に参加できると思いま
す。実はこんな楽しい実験がしたいと思っています。実験の受講者数、限られた
時間、 

講義目的 地学各分野のうちから最も基礎的な項目である岩石・鉱物・化石の観察、天気図
の作成、地質図の作成、パーソナルコンピューターの活用などについて実験を行
う。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 鉱物の鑑定 

実際の鉱物を観察し、物理的性質について理解できるようにする。 
2 回 結晶系と晶族 
鉱物の結晶模型を利用し、対称性について理解し、晶族を決定できるようにする。 
3 回 地質図１ 基本説明、単斜構造 
地質図について基本的なこと、たとえば見方、またその利用などの説明を通して、
地質図の重要性を理解する。基本的な地質図を地質データから描けるようにす
る。 
4 回 地質図２ 断層、不整合 
断層、不整合が地質図上でどのように描き表せるかを理解する。 
5 回 地質図３ 断面図 
地下資源などの調査で必要な地下の情報を、地質図から読み取る方法を理解す
る。 
6 回 地質図４ 褶曲 
褶曲構造が地表に現れる際の特徴、および断面図を描き、これらから褶曲構造を
立体的に理解する。 
7 回 化石の観察 
示準化石、示相化石を理解し、それらの特徴を観察する。 
8 回 偏光顕微鏡観察１ 基本説明、花崗岩中の⿊雲⺟、石英斑岩 
物質の光学的性質、偏光顕微鏡の構造、これによって何が観察できるか、また調
整方法について理解する。 
9 回 偏光顕微鏡観察２ 花崗岩、安山岩 
花崗岩、安山岩の構造を観察し、石英、⻑石、⿊雲⺟、白雲⺟、角閃石の鏡下で
の特徴を理解する。 
10 回 偏光顕微鏡観察３ 斑レイ岩、砂岩 
斑レイ岩、砂岩の構造を観察し、輝石の鏡下での特徴を理解する。 
11 回 偏光顕微鏡観察４ 玄武岩、晶質石灰岩 
玄武岩、晶出石灰岩の構造を観察し、カンラン石、炭酸塩鉱物の鏡下での特徴を
理解する。 
12 回 パソコンの活用  



モード分析花崗岩類のモード分析を行い、その結果をもとにその岩石を分類す
る。得られたデータをパソコンで整理し、岩石の成因について理解する。 
13 回 天気図の作成と四季の天気 
当日の気象通報を聞き、そのデータをもとに天気図を描き、翌日の天気を予測し、
気象現象を理解する。 
14 回 まとめおよび解説を行い、理解度をチェックする。 
15 回 まとめおよび解説を行い、理解度をチェックし、実験結果を理解するため
に補足説明をする。 

準備学習 1 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の物理的性質を調べてお
くこと。 
2 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の結晶構造、対称性など
物理的性質を調べておくこと。 
3 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、地質図の概念を学んでおくこ
と。 
4 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、断層、不整合についての概念
を学んでおくこと。 
5 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、地質構造を理解する方法を調
べておくこと。 
6 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、褶曲地形について調べておく
こと。 
7 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、化石の種類および化石の役割
を理解しておくこと。 
8 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、物質に対する光学的性質を調
べておくこと。 
9 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の光学的性質を調べてお
くこと。 
10 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の光学的性質を調べて
おくこと。 
11 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の光学的性質を調べて
おくこと。 
12 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、火成岩の主造岩鉱物の量比
を調べ、あわせて分類方法、火成岩の生成過程を理解しておくこと。 
13 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、天気図の役割、描き方を調
べておくこと。また、テレビ、新聞、インターネットを利用し、雲の動きと天気
図との関係、気圧配置と４季の天気との関係などを理解しておくこと。 
14 回 これまで学習した、実験内容を復習し、理解が曖昧なところを整理してお
くこと。 
15 回 これまで学習した、実験内容を復習し、実験結果について充分考察ができ
てない部分を整理しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSZ2111 
成績評価 定期試験により評価する。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス ZA(理)(12〜12),ZB(理)(12〜12) 
見出し FSZ2111 地史・古生物学 
担当教員名 高橋 亮雄 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 地史、生物地理、生物、層序 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 楽しかったというコメントを多くいただきました。私も楽しく講義ができまし

た。 
科目名 地史・古生物学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 太⽥陽子ほか（2001）日本の地形 1 総説．東京大学出版会． 

平 朝彦（1990）日本列島の誕生．岩波書店． 
増⽥隆一・阿部 永（2005）動物地理の自然史．北海道大学出版会． 
琉球大学 21 世紀 COE プログラム編集委員会（2006）美ら海の自然史．東海大
学出版会．など 

授業形態 講義 
注意備考 講義計画は変更されることがある． 
シラバスコード FSZ2111 
実務経験のある教員  
達成目標 ・自然史系博物館（とくに岡山県および近隣県の博物館）で展示されている地学

系の展示を適切に理解できるようになること。 
受講者へのコメント たいへん好奇心にあふれた学生が多くみられた。学問だけでなくさまざまな分野

について、好奇心を持ち続けることはとても重要なことだと思います。みなさん
の今後に強い期待を寄せています。 

連絡先 研究室（13 号館 1 階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 各項目についておおむね良好なアンケート結果をいただいた。今後さらに充実し
た講義となるよう努⼒したい。 

英文科目名 Geohistory and Paleontology 
関連科目 自然史 II、博物館学 I、II、III、博物館実習 
次回に向けての改善変更予定 講義内容により具体性を持たせるために、標本と視聴覚資料の充実に努めたい。 
講義目的 自然史系博物館で多く取り上げられている地史について、地質、層序、生物化石

を中心に概説し、博物館展示に込められたメッセージの理解をめざす。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：本講義の概要と目標を説明する。 

2 回 化石の研究からわかる過去の動物相や絶滅イベント等について解説する。 
3 回 地形図および地質図の読み方と地質年代について解説する。 
4 回 日本の地質構造とプレートテクトニクスについて概説する。 
5 回 古生代の日本の地形と生物相について概説する。 
6 回 中生代の日本の地形と環境について概説する。 
7 回 日本の中生界から知られる脊椎動物化石について解説する。 
8 回 新第三紀中新世の日本の環境および陸生生物相について解説する。 
9 回 日本海がどのようにして成立したかについて解説する。 
10 回 岡山県に分布する新第三系と代表的な動物化石について解説する。 
11 回 更新世に成立した大陸との陸橋と動物の分散・分化について解説する。 
12 回 第四紀の日本列島の動物相とその形成史について概説する。 
13 回 第四紀の琉球列島の動物相とその形成史について講義を行う。 
14 回 完新世〜最終氷期最盛期における日本の地形と環境について講義を行う。 
15 回 これまでの講義のまとめを行う。 

準備学習 1 回 本シラバスを読んで、学習の過程を理解しておくこと。 
2 回 高校までの教科書や書籍等で地層・地質の項目について読んでおくこと。 
3 回 配布されたプリントや書籍等で地質年代について調べておくこと。 
4 回 事前に配布したプリントに目を通しておくこと。 
5 回 事前に配布したプリントに目を通しておくこと。 
6 回 事前に配布したプリントに目を通しておくこと。 
7 回 日本産の恐⻯化石について、インターネット等で調べておくこと。 
8 回 事前に配布したプリントに目を通しておくこと。 
9 回 陸域だった日本海域が開くと、どのようなことが起こるか考えておくこと。 
10 回 事前に配布したプリントに目を通しておくこと。 
11 回 日本の現生陸生生物相について、書籍等で調べておくこと。 
12 回 日本の更新世の地層から知られる化石脊椎動物について調べておくこと。 
13 回 琉球列島に固有の脊椎動物について書籍等で調べておくこと。 
14 回 海水準変動について、配布されたプリントや書籍等で調べておくこと。 
15 回 これまでの講義内容を復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSZ2112 
成績評価 レポートおよび定期試験の結果により総合的に評価する。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス ZA(理)(〜10),ZB(理)(〜10) 
見出し FSZ2112 動物保全・育種学 
担当教員名 城ヶ原 貴通 
単位数 2 
教科書 適宜プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 生物多様性、生物保全、飼育繁殖、遺伝子プール、進化の保証 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 動物保全・育種学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 クロー遺伝学概説 1991J.F.クロー、動物の遺伝と育種 1994 佐々木義之、保全生

物学 1996 樋口広芳 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSZ2112 
実務経験のある教員  
達成目標 １．遺伝学の基礎と応用についての理解を備える 

２．飼育動物の飼育法についての理解を備える 
３．生物多様性ならびに遺伝子資源保全の重要性とその有用性についての理解を
備える。 

受講者へのコメント  
連絡先 城ヶ原研究室 28 号館 2 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Animal Conservation and Breeding 
関連科目 動物と⼈間、実験動物学、動物関連法規 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 全地球的スケールで進行しつつある環境破壊によって危機にひんしている野生

動物の保護保全および飼育室内における飼育繁殖による系統の保全を考える。さ
らに生殖質（精子や卵子）、胚、体細胞、DNA による保全 についても言及する。
飼育下で行われている新たな動物の育成法、系統保存についても具体的実例をあ
げながら概観する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。動物保全・育種学の講義の概説をする。 



2 回 染色体とゲノム情報、細胞分裂とゲノム情報の継承について説明する。 
3 回 質的形質とその遺伝について解説する。 
4 回 集団の遺伝的構成について解説する。 
5 回 量的形質とその遺伝について解説する。 
6 回 選抜について解説する。 
7 回 交配と交配様式について解説する。 
8 回 生物多様性の保全ーその目標と意義ーについて解説する。 
9 回 生物多様性の危機について解説する。 
10 回 生物多様性の進化的・生態的根拠について解説する。 
11 回 種内の遺伝的変異とメタ個体群の動態について解説する。 
12 回 野外における希少種の保全について解説する。 
13 回 飼育繁殖を利用した希少種の保全について解説する。 
14 回 普通種の保全と管理について解説する。 
15 回 生物保全の確保とその方法について解説する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 遺伝情報がどのように次世代に継承されるかについて調べておくこと。 
3 回 メンデル遺伝についての理解を深めておくこと。 
4 回 遺伝学における集団（population)の意味を調べておくこと。 
5 回 量的形質とはなにかについての理解を深めておくこと。 
6 回 遺伝学における選抜の意味を調べておくこと。 
7 回 選抜をもとにした交配の意義について考えてみること。 
8 回 生物多様性の意義について考えてみること。 
9 回 生物多様性の意義について考えてみること。 
10 回 生物多様性の意義について考えてみること。 
11 回 遺伝的多様性が低い場合に生じると思われる問題点について考えてみるこ
と。 
12 回 野外における希少種保全の具体例を調べてみること。 
13 回 飼育繁殖による希少種保全の具体例を調べてみること。 
14 回 なぜ普通種を保全しなければならないか考えてみること。 
15 回 生物を保全するために、どのような方法を取ることができるか考えてみる
こと。。 

 



年度 2012 
授業コード FSZ21B2 
成績評価 ２回の小試験（３０点）と、定期試験（７０）の合計点で評価する。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス ZA(理)(〜11),ZB(理)(〜11) 
見出し FSZ21B2 地球環境科学 
担当教員名 能美 洋介、大橋 唯太 
単位数 2 
教科書 地理学基礎シリーズ２自然地理学概論／高橋日出男・小泉武栄／朝倉書店 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 地球環境科学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSZ21B2 
実務経験のある教員  
達成目標 ・ 自然現象と自然環境の仕組みについて説明することができる。 

・ 自然と⼈間・社会との関わりについて正しく理解する。 
受講者へのコメント  
連絡先 ２６号館３階 能美研究室 

２１号館６階 大橋研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Global Environmental Science 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 地表面付近で起こっている諸現象を概観し、その仕組みについて科学的に理解し

て、⼈間や社会と自然環境のかかわりについて、正しく認識することが本講義の
目標である。講義内容は、岩石圏、気圏、水圏それぞれに見られる諸現象とそれ
らの相互作用を、第四紀、地形形成、気候、気象、水文現象、自然災害、環境問
題などの自然地理学の具体的テーマに分けて講義する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。講義の目的、概要、評価の方針などを説明する。 

2 回 日本と世界の大地形。大陸等に見られる大地形の形成メカニズムとプレー
トテクトニクスについて概観する。 



3 回 第四紀と氷河。⼈類期である第四紀について説明し、気候変動、海水準変
動、氷河地形について講義する。 
4 回 山地と丘陵地。地質と地形のかかわり、活構造、河谷と水系について講義す
る。 
5 回 平野と海岸。沖積平野の微地形、台地の形成、海岸地形について講義する。 
6 回 水の循環。自然界の水の賦存形態と、水の利用法と問題点について講義 
する。 
7 回 自然災害。主な自然災害について具体的事例を挙げながら、原因と対策につ
いて講義する。 
8 回 気候。気候の要素、気候を決定する因子について講義する。 
9 回 世界の気候。気候区分の種類や方法について講義する。 
10 回 地球大気の循環。地球の放射収支とそれに伴う大気大循環、モンスーンに
ついて講義する。 
11 回 地域の気候。都市気候や局地風など、地域特有の気候について講義する。 
12 回 日本の気候。日本の気候区分や季節について講義する。 
13 回 気候変動。⻑い時間スケールで生じる気候変動とその要因について講義す
る。 
14 回 地球規模の環境問題。地球温暖化、酸性雨、オゾンホールなどの地球全体
で発生している環境問題について講義する。 
15 回 まとめ。これまでの講義内容に関する補足をおこなう。 

準備学習 1 回 シラバスの内容をよく確認しておくこと。 
2 回 教科書の該当箇所を事前に読んでおくこと。プレートテクトニクスについ
て調べておくこと。 
3 回 教科書の該当箇所を事前に読んでおくこと。第四紀とは何か、調べてみるこ
と。 
4 回 教科書の該当箇所を事前に読んでおくこと。地層の成り立ちについて、理解
しておくこと。 
5 回 教科書の該当箇所を事前に読んでおくこと。台地や海岸線の形成について、
調べておくこと。 
6 回 教科書の該当箇所を事前に読んでおくこと。地球上の水資源と水循環につ
いて、調べてみること。 
7 回 教科書の該当箇所を事前に読んでおくこと。自然災害の種類と原因などに
ついて、調べておくこと。 
8 回 教科書の該当箇所を事前に読んでおくこと。気候と気象の違いについて、理
解しておくこと。 
9 回 教科書の該当箇所を事前に読んでおくこと。気候区分とは何か、調べてみる
こと。 
10 回 教科書の該当箇所を事前に読んでおくこと。大気大循環について、調べて
おくこと。 
11 回 教科書の該当箇所を事前に読んでおくこと。ヒートアイランド現象につい
て、調べてみること。 
12 回 教科書の該当箇所を事前に読んでおくこと。日本の気候区分について、調



べておくこと。 
13 回 教科書の該当箇所を事前に読んでおくこと。⻑期スケールで起こる気候変
動について、調べてみること。 
14 回 教科書の該当箇所を事前に読んでおくこと。地球環境問題について、具体
的にどのようなものがあるか調べておくこと。 
15 回 これまでの講義の復習をして、わからなかった点を整理しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSZ2311 
成績評価 レポートなどの提出、随時の小テスト（２０％）と定期試験（８０％）で評価す

る。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス ZA(理)(〜10),ZB(理)(〜10) 
見出し FSZ2311 集団遺伝学 
担当教員名 淺⽥ 伸彦 
単位数 2 
教科書 「初歩からの集団遺伝学」／安⽥徳一（数学者）／章華房 
アクティブラーニング  
キーワード 集団、遺伝子頻度、変異、進化 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 集団遺伝学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 随時紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 講義計画は予定なので、変更が有り得る。 
シラバスコード FSZ2311 
実務経験のある教員  
達成目標 生物を集団として捉えることと、生物集団の解析には生物統計学が有効であるこ

との理解⼒を醸成する。 
受講者へのコメント  
連絡先 第７号館２階 淺⽥ 伸彦研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Population Genetics 
関連科目 動物学科で開講する「動物遺伝学」、「進化動物学」 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 メンデルの遺伝の法則に依り生物集団の変異を遺伝因子から捉えることが可能

になった。 
大集団から小集団に至る遺伝因子の変異の推移を遺伝の法則と生物統計学とを
併用して、 
生物の進化機構の解析に迫る。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 受講意思の確認、集団遺伝学を学ぶ動機付けについて概説する。 

2 回 因子と遺伝子への解説として、メンデルの分離の法則について概説する。 
3 回 遺伝子プールへの解説として、プールについて概説する。 



4 回 近親交配への解説として、ホモ接合の頻度の推移について概説する。 
5 回 ２座位の問題への解説として、染色体説と連鎖について概説する。 
6 回 ２座位の問題への解説として、染色体説と連鎖について概説する。 
7 回 集団の細分化と隔離への解説として、遺伝子頻度の急速な変異について概
説する。 
8 回 突然変異への解説として、遺伝子頻度の微小な変異について概説する。 
9 回 選択への解説として、遺伝子頻度の向きについて概説する。 
10 回 量的形質への解説として、メジャージーンとポリジーンについて概説する。 
11 回 集団の変異の維持機構への解説として、古典学派と平衡学派について概説
する。 
12 回 集団の罹病性への解説として、ヒトの正常形質について概説する。 
13 回 分子進化への解説として、非化石化部位の遺伝子について概説する。 
14 回 分子進化への解説として、進化速度について概説する。 
15 回 遺伝学とヒト集団との関わりについて、集団遺伝学が果たす役割について
概説する。 

準備学習 1 回 本シラバスを良く読み、受講前の当科目のイメージをノートに記しておく
こと。 
2 回 因子と遺伝子について、各自の蔵書や前回の講義を復習しておくこと。 
3 回 前回までの講義を復習しておくと共に、遺伝子プールについて各自の蔵書
やインターネットで予備知識を得てノートに記しておくこと。 
4 回 前回までの講義を復習しておくと共に、近親交配について各自の蔵書やイ
ンターネットで予備知識を得てノートに記しておくこと。 
5 回 前回までの講義を復習しておくと共に、２座位の問題について各自の蔵書
やインターネットで予備知識を得てノートに記しておくこと。 
6 回 前回までの講義を復習しておくと共に、遺伝子頻度の機会的浮動について
各自の蔵書やインターネットで予備知識を得てノートに記しておくこと。 
7 回 前回までの講義を復習しておくと共に、集団の細分化と隔離について各自
の蔵書やインターネットで予備知識を得てノートに記しておくこと。 
8 回 前回までの講義を復習しておくと共に、突然変異について各自の蔵書やイ
ンターネットで予備知識を得てノートに記しておくこと。 
9 回 前回までの講義を復習しておくと共に、選択について各自の蔵書やインタ
ーネットで予備知識を得てノートに記しておくこと。 
10 回 前回までの講義を復習しておくと共に、量的形質について各自の蔵書やイ
ンターネットで予備知識を得てノートに記しておくこと。 
11 回 前回までの講義を復習しておくと共に、古典学派と平衡学派について各自
の蔵書やインターネットで予備知識を得てノートに記しておくこと。 
12 回 前回までの講義を復習しておくと共に、ひとの正常変異について各自の蔵
書やインターネットで予備知識を得てノートに記しておくこと。 
13 回 前回までの講義を復習しておくと共に、非化石部位の変異について各自の
蔵書やインターネットで予備知識を得てノートに記しておくこと。 
14 回 前回までの講義を復習しておくと共に、進化速度について各自の蔵書やイ
ンターネットで予備知識を得てノートに記しておくこと。 



15 回 集団遺伝学を学んだことで各自の考え方はどの様にスキルアップしたかノ
ートに記しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSZ2312 
成績評価 定期テストで評価する。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス ZA(理)(〜11),ZB(理)(〜11) 
見出し FSZ2312 動物行動学 
担当教員名 愛甲 博美 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 犬、猫、野生動物 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 動物行動学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 犬と猫の行動学、C. Thorne 著、山崎恵子訳、インターズー 
授業形態 講義 
注意備考 講義ノートを用意すること。 
シラバスコード FSZ2312 
実務経験のある教員  
達成目標 犬・ネコの種類やその特徴、飼育環境、病気などの理解を深めてもらう。野生動

物に関しては、地球規模の環境破壊と動物種の減少などについて理解を深めても
らう 

受講者へのコメント  
連絡先 20 号館 2 階、愛甲研究室、TEL&FAX：086-256-9411 mail: aikoh@zool.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Ethology 
関連科目 動物環境学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 犬・ネコの特徴や行動を学ぶことにより、しつけや訓練などに活用することと公

共の場における存在意義について理解すること。また、家庭生活でのペットの存
在意義やアニマルセラピーとしての存在意義などを行動学的な観点から理解を
深める。野生動物については、絶滅危惧種の存在など世界的規模の観点からヒト
と動物との関連性について理解を深める。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 動物行動学の講義の進め方について説明する。 

（愛甲博美） 
2 回 世界の犬・ネコについて原産地や特徴について説明する。 



（愛甲博美） 
3 回 種々の猟犬や牧羊犬、その他の犬種について説明する。 
（愛甲博美） 
4 回 犬の家畜化および猫の家畜化における歴史的背景について説明する。 
（愛甲博美） 
5 回 犬・ネコの感覚器官の発達について説明する。 
（愛甲博美） 
6 回 犬・ネコの嗅覚、視覚、聴覚について説明する。 
（愛甲博美） 
7 回 犬・ネコの表情と習性について説明する。 
（愛甲博美） 
8 回 犬における全般的な飼育方法による行動と注意点について説明する。 
（愛甲博美） 
9 回 犬の全般的な病気の種類や対処方法などについて説明する。 
（愛甲博美） 
10 回 犬・ネコ科の特殊能⼒、集団生活などについて説明する。 
（愛甲博美） 
11 回 犬・ネコの発達行動学について説明する。 
（愛甲博美） 
12 回 犬の嗜好性と５大栄養素との関係について説明する。 
（愛甲博美） 
13 回 野生動物、特に哺乳動物、鳥類、は虫類などの全般的な行動学について説
明する。 
（愛甲博美） 
14 回 哺乳動物、鳥類、は虫類などのの詳細な行動学について説明する。 
（愛甲博美） 
15 回 種々の野生動物に関する行動学の総括について説明する。 
（愛甲博美） 

準備学習 犬・ネコについて事前に基本的な行動パターンなどを調べておく必要がある。ま
た市販されている犬・ネコの種類や原産国などが記載された書物により基本的な
事柄について理解を深めてもらうために、準備学習することを推奨します。野生
動物に関しても事前にある程度の知識を習得することにより、より講義が理解し
やすくなる。 

 



年度 2012 
授業コード FSZ2322 
成績評価 レポートなどの提出、随時の小テスト（２０％）と定期試験（８０％）で評価す

る。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス ZA(理)(〜10),ZB(理)(〜10) 
見出し FSZ2322 昆虫学 
担当教員名 淺⽥ 伸彦 
単位数 2 
教科書 「昆虫ー超能⼒の秘密」／⻄⽥育巧編／共立出版 
アクティブラーニング  
キーワード 昆虫、遺伝子支配 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 昆虫学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 随時紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 講義計画は予定なので、変更が有り得る。 
シラバスコード FSZ2322 
実務経験のある教員  
達成目標 明瞭な体節を有する昆虫について、遺伝子支配に関する理解⼒と思考⼒を醸成す

る。 
受講者へのコメント  
連絡先 第７号館２階 淺⽥ 伸彦研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Entomology 
関連科目 動物学科で開講する「動物遺伝学」、「集団遺伝学」 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 昆虫はその種数と個体数において他の生物群を圧倒する。分布も広範で適応放散

に富み、古くから採集と分類の対象になってきた。近年のゲノム科学の進展で分
子レベルや電子分類も盛んになっている。中でも実験動物、遺伝実験の対象動物
となっているショウジョウバエを中心にした研究例を解析することを目的とす
る。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 受講意思の確認、昆虫学を学ぶ動機付けについて概説する。 

2 回 実験室の小さな生き物への解説として、実験動物への関心について概説す
る。 



3 回 モデル生物への解説として、対象生物としてのショウジョウバエの位置付
けについて概説する。 
4 回 ゲノム構成への解説として、ショウジョウバエのゲノムについて概説する。 
5 回 性決定の遺伝子への解説として、性決定の仕組みについて概説する。 
6 回 形態形成の遺伝子への解説として、前後軸形成の仕組みについて概説する。 
7 回 形態形成の遺伝子への解説として、背腹軸形成の仕組みについて概説する。 
8 回 神経系に関わる遺伝子への解説として、中枢神経系の仕組みについて概説
する。 
9 回 神経系への解説として、脳科学への応用の仕組みについて概説する。 
10 回 高次行動に関わる遺伝子への解説として、刷り込みと走性について概説す
る。 
11 回 高次行動に関わる遺伝子への解説として、非性的行動について概説する。 
12 回 高次行動に関わる遺伝子への解説として、性的行動について概説する。 
13 回 完全変態と不完全変態への解説として、脱皮ホルモンの作用について概説
する。 
14 回 完全変態と不完全変態への解説として、脱皮ホルモンの構造について概説
する。 
15 回 昆虫とヒト社会との関わりについて、昆虫学が果たす役割について概説す
る。 

準備学習 1 回 本シラバスを良く読み、受講前の当科目のイメージをノートに記しておく
こと。 
2 回 実験室の小さな生き物について、各自の蔵書や前回の講義を復習しておく
こと。 
3 回 前回までの講義を復習しておくと共に、モデル生物について各自の蔵書や
インターネットで予備知識を得てノートに記しておくこと。 
4 回 前回までの講義を復習しておくと共に、昆虫のゲノムについて各自の蔵書
やインターネットで予備知識を得てノートに記しておくこと。 
5 回 前回までの講義を復習しておくと共に、の性決定の遺伝子について各自の
蔵書やインターネットで予備知識を得てノートに記しておくこと。 
6 回 前回までの講義を復習しておくと共に、形態の前後軸の形成について各自
の蔵書やインターネットで予備知識を得てノートに記しておくこと。 
7 回 前回までの講義を復習しておくと共に、形態の背腹軸の形成について各自
の蔵書やインターネットで予備知識を得てノートに記しておくこと。 
8 回 前回までの講義を復習しておくと共に、中枢神経系について各自の蔵書や
インターネットで予備知識を得てノートに記しておくこと。 
9 回 前回までの講義を復習しておくと共に、脳科学について各自の蔵書やイン
ターネットで予備知識を得てノートに記しておくこと。 
10 回 前回までの講義を復習しておくと共に、刷り込みと走性について各自の蔵
書やインターネットで予備知識を得てノートに記しておくこと。 
11 回 前回までの講義を復習しておくと共に、非性的行動について各自の蔵書や
インターネットで予備知識を得てノートに記しておくこと。 
12 回 前回までの講義を復習しておくと共に、性的行動について各自の蔵書やイ



ンターネットで予備知識を得てノートに記しておくこと。 
13 回 前回までの講義を復習しておくと共に、脱皮ホルモンの作用について各自
の蔵書やインターネットで予備知識を得てノートに記しておくこと。 
14 回 前回までの講義を復習しておくと共に、脱皮ホルモンの構造について各自
の蔵書やインターネットで予備知識を得てノートに記しておくこと。 
15 回 昆虫学を学んだことで各自の考察⼒はどの様にスキルアップしたかノート
に記しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSZ23A1 
成績評価 中間テスト（４０％）と定期試験（６０％）において 100 点満点中６０点以上を

単位取得合格とする。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス ZA(理)(〜12),ZB(理)(〜12) 
見出し FSZ23A1 数学Ⅰ 
担当教員名 宮垣 嘉也 
単位数 2 
教科書 石村園子：やさしく学べる微分積分、共立出版 
アクティブラーニング  
キーワード 連続、極限、微分係数、導関数、合成関数の微分、テイラー／マクローリン展開 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 同上 
科目名 数学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 多くある、たとえば、佐野公明：計算⼒が身につく微分積分、あるいは、坂⽥、

萬代、山原：基礎コース微分積分、どちらも学術図書出版社、など。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSZ23A1 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）三角関数、逆三角関数、指数関数、対数関数およびこれらを合成した関数

の微分計算が円滑に実行できること、 
（2）対数微分法、不定形の極限の計算ができること、 
（３）マクローリン展開ができること。 

受講者へのコメント 同上 
連絡先 宮垣研究室 ５号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ＢＡに同じ 
英文科目名 Mathematics I 
関連科目 数学入門、数学 II 
次回に向けての改善変更予定 同上 
講義目的 （１）関数の微分演算についての概念と定理を与える、 

（２）初等関数について具体的に微分できるようにする、 
（３）微分の大切な応用（極限値の計算や関数のべき級数展開）についての知識
を与える。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 三角関数、逆三角関数を学習する。 



2 回 指数関数、対数関数を学習する。 
3 回 微分係数、導関数、微分公式、合成関数の微分について、定義および計算方
法を学習する。 
4 回 整式、有理式、三角関数、逆三角関数の微分の計算方法について学習する。 
5 回 指数関数、対数関数の微分、対数微分法について、その計算方法を学習す
る。 
6 回 微分に関する演習（１）をする。 
7 回 微分に関する演習（２）をする。 
8 回 第 1 回〜7 回の内容に対する中間テストをして、理解度をみるとともに、理
解不足の事項の再解説をする。 
9 回 ロルの定理と平均値の定理、ロピタルの定理を学習し、不定形の極限の計算
方法を知る。 
10 回 微分を応用した関数のグラフの描き方について学習する。 
11 回 理解を深めるために第 10 回〜11 回に対する演習をする。 
12 回 ｎ次導関数の求め方を学習する。 
13 回 テイラー展開の定義と計算方法を学習する。 
14 回 マクローリン展開の定義と計算方法を学習する。 
15 回 理解を深めるために第 9 回〜14 回の内容に対する演習をする。 

準備学習 1 回 一般角、弧度法（ラジアン角）、逆三角関数の意味について調べておくこと。 
2 回 指数関数、対数関数の意味と定義域、自然対数の底とは何か、どんな値かに
ついてしらべておくこと。 
3 回 微分の定義とその幾何学的意味を知っておくこと。 
4 回 逆三角関数のグラフを描いて、その接線の傾きの符号を調べておくこと。 
5 回 対数微分法が適用される関数の例を二つ挙げること。 
6 回 基本関数の導関数をまとめておくこと。 
7 回 合成関数の微分の仕方の要点を確認しておくこと。 
8 回 演習から得た知識から、間違いなく関数を微分するための注意点を列挙し
ておくこと。 
9 回 ロルの定理および平均値の定理はどんな内容か予習しておくこと。 
10 回 できるだけ正確に関数のグラフの形を描くにはどんな量が必要か、考えて
列挙してみること。 
11 回 各項目ごとの要点を整理しておくこと。 
12 回 いくつかの関数を例にあげて、それらの 1〜4 回微分を実行してみること。 
13 回 テイラー展開の意味を考えておくこと。 
14 回 ５つの基本的な関数の無限べき級数展開を、収束範囲も示してまとめてお
くこと。 
15 回 個々の問題を解くさいに注意すべき具体的な点を整理してまとめておくこ
と。 

 



年度 2012 
授業コード FSZ23B2 
成績評価 中間テスト（５０％）と定期試験（５０％）において１００点満点中６０点以上

を単位取得合格とする。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス ZA(理)(〜12),ZB(理)(〜12) 
見出し FSZ23B2 数学Ⅱ 
担当教員名 宮垣 嘉也 
単位数 2 
教科書  

やさし学べる微分積分/石村園子/共立出版（数学Ｉに同じ）。 
１２回〜１５回（微分方程式に関する内容）はノート講義。 

アクティブラーニング  
キーワード 置換積分、部分積分法、リーマン和、定積分、微分方程式 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 同上 
科目名 数学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 計算⼒が身につく微分積分/佐野公明著/学術図書出版社：基礎コース微分積分坂

⽥、萬代、山原著/学術図書出版社：テキスト微分方程式/小寺平治/共立出版社 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSZ23B2 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）基本的な関数の積分を示すことができる、（２）置換積分や部分積分を利用

した積分の計算ができる、（３）定積分によって図形の面積や回転体の体積を求
めることができる、（４）変数分離形、1 階線形、定係数２階線形の微分方程式の
解を求めることができる。 

受講者へのコメント 同上 
連絡先 宮垣研究室 5 号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ＦＳＢ２３Ｂ２に同じ 
英文科目名 Mathematics II 
関連科目 入門数学、数学Ｉ 
次回に向けての改善変更予定 同上 
講義目的 （１）微分演算の逆としての積分演算についての知識を与える、（２）不定積分を

見出すいろいろな方法（工夫）を知らしめる、（３）定積分の意味と不定積分との
関連を示す、（４）定積分の求積への応用を示す、（５）積分の応用として簡単な
微分方程式の解き方についての知識を与える。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 不定積分の基本公式について学習する。 

2 回 置換積分法について学習する。（１） 
3 回 置換積分法について学習する。（２） 
4 回 部分積分法について学習する。 
5 回 有理関数の積分の求め方について学習する。 
6 回 第 1 回〜5 回に対する演習をする。 
7 回 ここまでのまとめとして、中間テストをして不定積分の計算方法の理解度
をみるとともに、理解不足の項目を再解説する。 
8 回 リーマン和および定積分の定義とその性質について学習する。 
9 回 定積分の計算方法について学習する。 
10 回 定積分を用いて面積や体積を求める。 
11 回 定積分の計算が実行できるか、２回目の中間テストによってチェックする
とともに、再解説によって理解不足点をリカバーする。 
12 回 変数分離形微分方程式の解き方について学習する。 
13 回 1 階線形部分方程式の解き方について学習する、 
14 回 定係数２階線形微分方程式の解き方について学習する。 
15 回 第 12 回〜14 回に対する演習または補足講義をする。 

準備学習 1 回 テキストによって基本関数の微分を知って、逆に積分の公式をつくってみ
ること。 
2 回 置換積分とはどのようなものかについて、テキストで知っておくこと。 
3 回 置換積分の手順を箇条書きに整理しておくこと。 
4 回 部分積分法とはどのようなものかについて、テキストで知っておくこと。 
5 回 部分分数展開とはどのようなものかについて、テキストで知っておくこと。 
6 回 第 1 回〜5 回の内容を整理して、不定積分の求め方を一つのアルゴリズムに
まとめてみること。 
7 回 具体的に積分計算を実行するさいの注意点を列挙しておくこと。 
8 回 リーマン和の定義とその幾何学的意味をテキストであらかじめ知っておく
こと。 
9 回 積分の平均値の定理の幾何学的意味を考えてみること。 
10 回 複雑な図形の面積や体積の実験的求め方について考察してみること。 
11 回 関数のグラフの概形を描く練習をしておくこと。 
12 回 簡単な微分方程式で表わされた自然科学や社会科学における法則の例を調
べておくこと。 
13 回 線形、非線形の定義について調べておくこと。 
14 回 同次微分方程式、非同次微分方程式の違いについて調べておくこと。 
15 回 微分方程式の形ごとに、それぞれの公式や解法の手順を整理してまとめて
おくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSZ23C2 
成績評価 レポート 50%（レポート製作スキルと筆記技術も採点対象とする） 定期試験

50% 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス ZA(理)(〜11),ZB(理)(〜11) 
見出し FSZ23C2 環境考古学 
担当教員名 富岡 直⼈ 
単位数 2 
教科書 講義中にプリントを配付する 
アクティブラーニング  
キーワード 環境考古学 考古学 ⼈類学 動物考古学 植物考古学 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 環境考古学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 松井 章 編著 2001 『環境考古学』（日本の美術 No.423）［至文堂］⽥代 菊

雄 編著 2001 『学生・院生のための研究ハンドブック』［大学教育出版会］ 
授業形態 講義 
注意備考 最終試験は 15 回講義終了後実施する。 
シラバスコード FSZ23C2 
実務経験のある教員  
達成目標 ① 古環境を復元する上で有効な遺跡出土の資料をどのようにみて解釈をする

のか論及し、「遺跡」から「歴史」を語るスキルを高める。② 世界各地の遺跡と
出土資料群を紹介し、特にそれに関わりを持つ生活文化について理解させる。 

受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 5 階富岡研究室 ｔｏｍｉｏｋａ◎ｂｉｇ．ｏｕｓ．ａｃ．ｊｐ （◎は

@に変更し、活字は全て半角にして下さい） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Environmental Archaeology 
関連科目 考古学概論Ⅰ、Ⅱ ⼈類学概論Ⅰ、Ⅱ、⼈類学実習Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ① 世界各地（新旧大陸および太平洋島嶼部）における環境考古学分析法を用い

た遺跡調査事例を紹介し、歴史的過程と生活文化の特色・多様性について理解さ
せる。② 遺跡出土の土壌や動植物遺存体とその部位の基本名称を知識として身
につける。③ 歴史学がどのように今日的な環境問題と向き合うことができるの
か、終盤に言及する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回  オリエンテーション −環境学と考古学の融合− 
2 回  環境考古学の技術と発展(1) −欧米における⾙塚⼈工説と進化論の展開− 
3 回  環境考古学の技術と発展(2) −微細・脆弱資料への着眼： 微小骨から寄生
虫まで− 
4 回  年代測定法 −理化学分析による基準− 
5 回  動物考古学 1 ⾙類と⼈類 −アフリカ・地中海・オセアニア等、⾙利用文
化の多様性− 
6 回  動物考古学 2 魚類と⼈類 −東アジア.ヨーロッパ、潮流と漁撈文化− 
7 回  動物考古学 3 ウミガメ類と⼈類 −太平洋沿岸域におけるウミガメ利用
文化の展開− 
8 回  動物考古学 4 イヌ・ネコと⼈類の拡散 −ヨーロッパ・東⻄アジアにお
けるコンパニオンアニマルの位置づけ− 
9 回  動物考古学 5 偶蹄類（ウシ目）と⼈類 −東⻄アジア・ヨーロッパにおけ
る偶蹄類家畜の位置づけ− 
10 回  動物考古学 6 奇蹄類（ウマ目）と⼈類 −東⻄アジア・家畜と闘争− 
11 回  動物考古学 7 ⻑鼻類（ゾウ目）と⼈類 −ユーラシア大陸に展開した絶
滅種− 
12 回  植物考古学 1 −北アメリカ先住⺠・縄文⼈を支えた森林、ドングリ類と
⼈類− 
13 回  植物考古学 2 −アジア各地の穀類と⼈類− 
14 回  海水準変動 −地球温暖化を環境考古学はどう考えるか− 
15 回  環境考古学の課題と可能性 

準備学習 1 回  シラバスを良く読んで受講して下さい。 
2 回  ⾙塚という用語について、図書館やインターネット検索で調べ、配布プリ
ントに記入しなさい。 
3 回  ハドリアヌス帝の残した⻑城（壁）について、図書館やインターネット検
索で調べ、配布プリントに記入しなさい。 
4 回  放射性炭素年代測定法について、図書館やインターネット検索で調べ、配
布プリントに記入しなさい。 
5 回  軟体動物門について、図書館やインターネット検索で調べ、配布プリント
に記入しなさい。 
6 回  魚類の骨格について、部位の名称を配布プリントに記入しなさい。 
7 回  タイマイについて、図書館やインターネット検索で調べ、配布プリントに
記入しなさい。 
8 回  イヌについて、図書館やインターネット検索で調べ、配布プリントに記入
しなさい。 
9 回  イノシシについて、図書館やインターネット検索で調べ、配布プリントに
記入しなさい。 
10 回  ウマについて、図書館やインターネット検索で調べ、配布プリントに記
入しなさい。 
11 回  マンモスの骨格について、部位の名称を配布した配布プリントに記入し
なさい。 



12 回  コナラ属について、図書館やインターネット検索で調べ、配布プリントに
記入しなさい。 
13 回  イネについて、図書館やインターネット検索で調べ、配布プリントに記入
しなさい。 
14 回  海水準変動について、講義中に配付するレジュメに従って、推定される
カーブを、配布プリントに記入しなさい。 
15 回  地球温暖化防止条約（気候変動に関する国際連合枠組条約）について調
べ、配布プリントに記入しなさい。 

 



年度 2012 
授業コード FSZ2511 
成績評価 定期試験により評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス ZA(理)(〜11),ZB(理)(〜11) 
見出し FSZ2511 生化学 
担当教員名 愛甲 博美 
単位数 2 
教科書 「よくわかる生化学」生⽥ 哲著、日本実業出版社 
アクティブラーニング  
キーワード タンパク質、アミノ酸、ビタミン、酵素、TCA サイクル、生体内分子の代謝 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 生化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎の生化学−第 2 版−、猪飼 篤著、東京化学同⼈ 
授業形態 講義 
注意備考 講義ノートを準備すること。 
シラバスコード FSZ2511 
実務経験のある教員  
達成目標 食物として生体内に摂取された物質が化学的あるいは生物学的反応を繰り返し

ながら、これらの物質がいかに組織の構築、酵素の活性化、代謝の調節、エネル
ギー源となっている理解しやすいように解説します。これらの講義概要から学生
には五大栄養素である糖質、脂質、タンパク質、ビタミン、ミネラルなどが、ど
のように分解され、生命維持にいかに必要であるかを学んでほしい。 

受講者へのコメント  
連絡先 20 号館 2F 愛甲研究室 TEL&FAX：086-256-9411 mail :aikoh@zool.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Biochemistry 
関連科目 なし 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 「生化学」の分野は生命に関する酵素やタンパク質などが重要な役割を果たして

いる。高校では生物や化学などの講義で、身体の中の分子がどのように機能して
いるかある程度の知識は得られていると思います。大学ではこれらの知識をさら
に掘り下げて、タンパク質などが生体内でどのように使われ、エネルギー源とし
て働いているかを我々の生活に密接した身近な話を織り交ぜて教授します。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション 



2 回  生命の源、炭水化物 
3 回  脂質とアミノ酸 
4 回  タンパク質と酵素、核酸 
5 回  遺伝 
6 回  TCA サイクルと電子伝達系 
7 回  細胞と各器官の役割 
8 回  単糖類と多糖類 
9 回  飽和脂肪酸と不飽和脂肪酸 
10 回  種々の酵素 
11 回  血液の話 
12 回  血液型と病気 
13 回  三大栄養素 
14 回  ビタミン 
15 回  タンパク質と臓器 

準備学習 1 回  シラバスをよく確認し、学習の過程を把握しておくこと 
2 回  生命の構成成分について調べておくこと 
3 回  ⼈体に必要なアミノ酸の種類等について調べておくこと 
4 回  ⼈体を構成しているタンパク質や必要な酵素等について調べておくこと 
5 回  DNA のらせん構造と構成塩基に調べておくこと 
6 回  ⼈体の活動サイクルの仕組みについて調べておくこと 
7 回  細胞の役割とホルモンの働きについて調べておくこと 
8 回  種々の糖類の性質について調べておくこと 
9 回  脂肪酸の役割と⼈体への影響について調べておくこと 
10 回  ⼈体の持つ種々の酵素について調べておくこと 
11 回  血液の働きと重要性について調べておくこと 
12 回  血液型の種類（RH+、RH-など）による性質と病気について調べておくこ
と 
13 回  ⼈体に必要な三大栄養素の役割について調べておくこと 
14 回  ⼈体に必要なビタミン類と欠乏症について調べておくこと 
15 回  全体的身体の仕組みと生体防御機構について調べておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FSZ25A1 
成績評価 レポート提出課題２０％、中間テスト２０％と定期試験６０％で評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス ZA(理)(〜12),ZB(理)(〜12) 
見出し FSZ25A1 数学Ⅰ 
担当教員名 濱谷 義弘 
単位数 2 
教科書 やさしく学べる微分積分／石村園子著／共立出版株式会社 
アクティブラーニング  
キーワード 連続、極限、微分係数、導関数、合成関数の微分、テイラー／マクローリン展開 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 数学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 佐野公明著：計算⼒が身につく微分積分、学術図書出版社、坂⽥、萬代、山原著：

基礎コース微分積分、学術図書出版社など。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSZ25A1 
実務経験のある教員  
達成目標 （！）三角関数、逆三角関数、指数関数、対数関数およびこれらを合成した関数

の微分計算が円滑に実行できること、（２）対数微分法、不定形の極限の計算がで
きること、（３）マクローリン展開ができること。 

受講者へのコメント  
連絡先 濱谷研究室 第一学舎３階、オフィスアワー：月曜昼時限、７・８時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mathematics I 
関連科目 高校の数学Ⅱ相当まで履修していることを望む。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 （１）関数の微分演算についての概念と定理を与える、（２）初等関数について具

体的に微分できるようにする、（３）微分の大切な応用（極限値の計算や関数のべ
き級数展開）についての知識を与える。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 三角関数、逆三角関数を解説する。 

2 回 指数関数、対数関数を解説する。 
3 回 微分係数、導関数、微分公式、合成関数の微分を解説する。 
4 回 整式、有理式、三角関数、逆三角関数の微分を解説する。 



5 回 指数関数、対数関数の微分、対数微分法を解説する。 
6 回 微分にかんする演習（１）を解説する。 
7 回 微分に関する演習（２）を解説する。 
8 回 第１回〜７回の内容に対する中間テストとその解説をする。 
9 回 ロルの定理と平均値の定理、ロピタルの定理と不定形の極限を解説する。 
10 回 関数のグラフを解説する。 
11 回 第１０回〜１１回に対する演習を解説する。 
12 回 ｎ次導関数を解説する。 
13 回 テイラー展開／マクローリン展開（１）を解説する。 
14 回 テイラー展開／マクローリン展開（２）を解説する。 
15 回 第９回〜１４回の内容に対する演習を解説する。 

準備学習 1 回 一般角、弧度法（ラジアン角）、逆三角関数の意味について調べておくこと。 
2 回 指数関数、対数関数の意味と定義域、自然対数の底とは何か、どんな値かに
ついて調べておくこと。 
3 回 微分の定義とその幾何学的意味を知っておくこと。 
4 回 逆三角関数のグラフを描いて、その背線の傾きの符号を調べておくこと。 
5 回 対数微分法が適用される関数の例を二つ挙げること。 
6 回 基本関数の導関数をまとめておくこと。 
7 回 合成関数の微分の仕方の要点を確認しておくこと。 
8 回 演習から得た知識から、間違いなく関数を微分するための注意点を列挙し
ておくこと。 
9 回 ロルの定理および平均値の定理はどんな内容か予習しておくこと。 
10 回 できるだけ正確に関数のグラフの形を描くにはどんな量が必要か、考えて
列挙してみること。 
11 回 各項目ごとの要点を整理しておくこと。 
12 回 いくつかの関数を例にあげて、それらの１〜４回微分を実行してみること。 
13 回 テイラー展開の意味を考えておくこと。 
14 回 ５つの基本的な関数の無限べき級数展開を、収束範囲も示してまとめてお
くこと。 
15 回 個々の問題を解くさいに注意すべき具体的な点を整理してまとめておくこ
と。 

 



年度 2012 
授業コード FSZ25B1 
成績評価 小テスト（30%)、中間試験（30％）と定期試験（40％）により成績を評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス ZA(理)(〜11),ZB(理)(〜11) 
見出し FSZ25B1 植物系統分類学 
担当教員名 ⻄村 直樹 
単位数 2 
教科書 適宜プリント等の資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 植物、種、分類、分類群、系統、多様性。 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 意見・要望はありませんでした。 
科目名 植物系統分類学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 図説・生物界ガイド 五つの王国／日経サイエンス社：植物の多様性と系統／バ

イオディバーシティ・シリーズ２／裳華房 
授業形態 講義 
注意備考 講義はパワーポイントでまとめた資料をプロジェクターで投影して行う。 

また、適宜、野外での観察を行う。試験は定期試験期間中に行う。 
シラバスコード FSZ25B1 
実務経験のある教員  
達成目標 １．植物の分類と系統に関する基礎知識の習得。 

２．陸上緑色植物、藻類，菌類の各グループの特徴と所属する主要な種を説明で
きること。 
３．身近な植物がどの仲間のものかを説明できること。 

受講者へのコメント 本講義では「動物」以外のすべての生物を扱っています。毎回，多くの植物名や
学名がでてきますが，生物界を理解する上で最低限の知識ですので，声にだした
り，書いたりして，しっかりと「慣れる」ようにしてください。 

連絡先 十学舎５F ⻄村研究室 086-256-9763  nishimur@rins.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この授業を受けてこの分野への理解が深まった（74％），この分野への興味・関
心が高まった（58％），またこの授業に満足（47％），ほぼ満足（26％），普通（26％）
という評価をいただきました。満足度がより高まるように努⼒したいと考えてい
ます。 

英文科目名 Plant Systematics 
関連科目 「野外調査法」、「生物学実験Ⅲ」、「エコツーリズム技法」や「生物学野外調査特

論」で実習する。 
次回に向けての改善変更予定 和名や学名を覚えやすくするために，その意味の解説をするなど，より工夫した



いと考えています。 
講義目的 陸上緑色植物および菌類、藻類、バクテリアなどの各グループの多様性と分類群

間の系統関係を解説する。適宜、学名、種概念や植物学のラテン語など植物系統
分類学の基礎知識を解説する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 植物系統分類学とはどのような学問であるかを解説する。 

2 回 生命の歴史と生物の五界について解説する。 
3 回 被子植物（双子葉類合弁花類）の分類について解説する。 
4 回 被子植物の分類（双子葉類離弁花類）について解説する。 
5 回 被子植物の分類（単子葉類）について解説する。 
6 回 裸子植物（イチョウ，ソテツなど）の分類 について解説する。 
7 回 裸子植物（針葉樹）の分類について解説する。 
8 回 中間試験を実施し、解説する。 
9 回 シダ植物の分類について解説する。 
10 回 シダ植物の生活環と胞子形成について解説する。 
11 回 コケ植物の分類について解説する。 
12 回 コケ植物の生活環を他の緑色植物と比較しながら解説する。 
13 回 菌類（菌界）の分類について解説する。 
14 回 藻類（原生生物界）の分類について解説する。 
15 回 バクテリア（モネラ界）とウイルスの分類について解説する。 

準備学習 1 回 シラバスなどにより学習の内容と目的を把握しておくこと。 
2 回 生命の歴史および生物五界の各界の特徴を調べておくこと。 
3 回 地球の歴史と生命の歴史を復習しておくこと。双子葉類合弁花類の主な仲
間にどのようなものがあるかを調べておくこと。 
4 回 双子葉類合弁花類の分類と主な種の学名を復習しておくこと。双子葉類離
弁花類の主な仲間にどのようなものがあるかを調べておくこと。 
5 回 双子葉類離弁花類の分類と主な種の学名を復習しておくこと。単子葉類の
主な仲間にどのようなものがあるかを調べておくこと。 
6 回 単子葉類の分類と主な種の学名を復習しておくこと。裸子植物の主な仲間
にどのようなものがあるかを調べておくこと。 
7 回 イチョウやソテツなどの分類と学名を復習しておくこと。針葉樹にはどの
ような仲間があるかを調べておくこと。 
8 回 第 1 回から第 7 回までの講義内容を整理し、理解しておくこと。 
9 回 シダ植物の主な仲間にどのようなものがあるかを調べておくこと。 
10 回 シダ植物の主な仲間を復習しておくこと。シダ植物の生活環を調べておく
こと。 
11 回 シダ植物の生活環を復習しておくこと。コケ植物の主な仲間にどのような
ものがあるかを調べておくこと。 
12 回 コケ植物の主な仲間にどのようなものがあるかを復習しておくこと。コケ
植物の生活環を調べておくこと。 
13 回 緑色植物の主な仲間の生活環はどのように違っているかを復習しておくこ
と。キノコの主な仲間にどのようなものがあるかを調べておくこと。 



14 回 キノコ類がどのように分類されているかを復習しておくこと。藻類の主な
仲間にどのようなものがあるかを調べておくこと。 
15 回 藻類がどのように分類されているかを復習しておくこと。バクテリアとウ
イルスの違いを調べておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSZ25B2 
成績評価 中間テスト４０％、定期試験６０％により成績を評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス ZA(理)(〜12),ZB(理)(〜12) 
見出し FSZ25B2 数学Ⅱ 
担当教員名 濱谷 義弘 
単位数 2 
教科書 やさしく学べる 微分積分／石村園子著／共立出版株式会社、 

ただし、12 回〜15 回はノート講義と必要に応じてプリントを配る。 
アクティブラーニング  
キーワード 置換積分、部分積分法、リーマン和、定積分、微分方程式 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 数学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 佐野公明著：計算⼒が身につく微分積分、学術図書出版社、坂⽥、萬代、山原著：

基礎コース微分積分、学術図書出版社、小寺平治著：テキスト微分方程式、共立
出版社 

授業形態 講義 
注意備考 高校で数学Ⅱまで、またはそれに相当する科目まで履修していることが望まし

い。 
シラバスコード FSZ25B2 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）基本的な関数の積分を示すことができる、 

（２）置換積分や部分積分を利用した積分の計算ができる、 
（３）定積分によって図形の面積や回転体の体積を求めることができる、 
（４）変数分離形、1 階線形、定係数２階線形の微分方程式の解を求めることが
できる。 

受講者へのコメント  
連絡先 濱谷研究室 一学舎３階、オフィスアワー：月昼時間、７・８時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mathematics II 
関連科目 入門数学、数学Ｉ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 （１）微分演算の逆としての積分演算についての知識を与える、 

（２）不定積分を見出すいろいろな方法（工夫）を知らしめる、 
（３）定積分の意味と不定積分との関連を示す、 



（４）定積分の求積への応用を示す、 
（５）積分の応用として簡単な微分方程式の解き方についての知識を与える。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 不定積分の基本公式を説明する。 

2 回 置換積分法（１）を説明する。 
3 回 置換積分法（２）を説明する。 
4 回 部分積分法を説明する。 
5 回 有理関数の積分を説明する。 
6 回 第 1 回〜5 回に対する演習をする。 
7 回 まとめ、中間テストとその解説をする。 
8 回 定積分の定義とその性質を説明する。 
9 回 定積分の計算をする。 
10 回 面積、体積の計算への定積分の応用を説明する。 
11 回 まとめ、中間テストとその解説をする。 
12 回 変数分離形微分方程式の解き方を解説する。 
13 回 1 階線形部分方程式の解き方を解説する。 
14 回 定係数２階線形微分方程式の解き方を解説する。 
15 回 第 12 回〜14 回に対する演習をする。 

準備学習 1 回 テキストによって基本関数の微分を知って、逆に積分の公式をつくること。 
2 回 置換積分とはどのようなものかについて、テキストで知っておくこと。 
3 回 置換積分の手順を箇条書きに整理しておくこと。 
4 回 部分積分法とはどのようなものかについて、テキストで知っておくこと。 
5 回 部分分数展開とはどのようなものかについて、テキストで知っておくこと。 
6 回 第 1 回〜5 回の内容を整理して、不定積分の求め方を一つのアルゴリズムに
まとめてみること。 
7 回 具体的に積分計算を実行するさいの注意点を列挙しておくこと。 
8 回 リーマン和の定義とその幾何学的意味をテキストであらかじめ知っておく
こと。 
9 回 積分の平均値の定理の幾何学的意味を考えてみること。 
10 回 複雑な図形の面積や体積の実験的求め方について考察してみること。 
11 回 関数のグラフの概形を描く練習をしておくこと。 
12 回 簡単な微分方程式で表わされた自然科学や社会科学における法則の例を調
べておくこと。 
13 回 線形、非線形の定義について調べておくこと。 
14 回 同次微分方程式、非同次微分方程式の違いについて調べておくこと。 
15 回 微分方程式の形ごとに、それぞれの公式や解法の手順を整理してまとめて
おくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSZ2711 
成績評価 実験レポート（60％）、中間試験（10％）、定期試験（30％）により成績を評価す

る。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス ZA(理)(〜12),ZB(理)(〜12) 
見出し FSZ2711 化学基礎実験 
担当教員名 高原 周一、⻑尾 一孝 
単位数 2 
教科書 岡山理科大学化学実験一手引きと演習一 ／ 佐藤幸子 

：理工系化学実験（一基礎と応用一 第３版） ／ 坂⽥一矩編 ／ （東京教学社） 
アクティブラーニング  
キーワード 無機定性分析：金属のイオン化傾向、元素の周期表、分属試薬、溶解度積、化学

平衡、錯イオン、両性金属、マスキング 
定量分析：中和、酸化還元、キレート生成、電離定数、pH、pKa、緩衝溶液、モ
ル濃度、質量百分率 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答 机が狭い，通路が狭いというコメントがありました．これらのことは認識してお

り，大学にスペース拡大を要請中です． 
椅子がボロイというコメントがありましたが，座るのに支障がある椅子があれば
交換するようにします． 
マイク・スピーカーの音が少し聞き取りにくいというコメントがありました．確
かにあまり良いスピーカーではないので，通常の講義室にあるような備え付けの
スピーカーを導入するように大学に要請します． 
化学の基礎，計算方法，レポート作成等の資料を追加してほしいという要望があ
りましたので，検討します． 
実験の前にもう 

科目名 化学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎化学実験安全オリエンテーション ／ 山口和也、山本仁著 ／（東京化学同

⼈） 
大学の基礎化学実験 ／大学一般化学教育研究会編 ／（学術図書出版社） 
フォトサイエンス化学図録 ／（数研出版） 
化学入門／ 井口洋夫、木下實編集 ／（ 実教出版） 
クリスチャン分析化学 I, II ／ Gary D. Christian ／（丸善） 

授業形態 実験実習 
注意備考 全ての実験を行い、レポートを提出し受理されていることが、単位取得の前提条

件である。十分な予習をし、内容を理解して実験に臨むこと。実験開始までに、
予習プリントを提出する。実験を安全に行うため、白衣と保護眼鏡の着用を義務
づける。 

シラバスコード FSZ2711 



実務経験のある教員  
達成目標 （１）薬品の取り扱い方の基本を理解する。決められた濃度の試薬溶液を調製で

きる。 
（２）適切な実験廃液の処理ができる。 
（３）化学実験で用いられるガラス器具（ホールピペット、ビュレット、メスフ
ラスコなど）や機器（pH メーター、分光光度計、電子天秤など）を適切に使用
できる。 
（４）モル濃度、質量パーセント濃度を理解し、滴定実験、吸光光度法分析によ
り化学物質の濃度を決定できる。 
（５）現象を分子論的に捉え、物質の変化を化学反応式で記述できる。 
（６）実験についての報告書を作成することができる。 

受講者へのコメント 他の講義・実験と比べて，レポートの量が多くて大変だったと思いますが，化学
についての知識やレポート作成技術は向上したのではないでしょうか．今後の大
学生活で，その成果を生かしていかれることを期待しています． 

連絡先 高原周一 13 学舎 3 階 電子メール takahara@chem.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 週当たりの学習時間数で「3 時間程度またはそれ以上」が 6 割を超えており（2
時間程度を加えると 8 割程度），予習・レポート作成等でかなりの時間外学習が
出来ていたようである． 
「この分野への理解が深まった」という学生が 7 割程度と高評価であったが，「技
能・技術が向上した」が 4 割程度，授業に「満足した」もしくは「ほぼ満足した」
学生が 6 割程度，「この分野への興味・関心が高まった」という学生は 4 割程度
であり，改善の余地がある． 

英文科目名 Primary Experiments in Chemistry 
関連科目 化学基礎論 I・II、入門化学 
次回に向けての改善変更予定 内容が無機化学・分析化学に偏っているので，物理化学・有機化学関係のテーマ

を導入することを検討したい． 
化学への興味・関心を高めるために，メインの実験に関連した演示実験を導入す
ることも検討したい． 
レポートについて，予習プリントを基本的に写すだけになる部分（結果と考察以
外の部分）については一部省略することを検討したい． 

講義目的 基礎的な実験を通して、化学実験に必要な基本的知識と実験室でのマナーを習得
する。実験機器の取り扱い方、グラフの書き方、報告書の作成法等を学ぶと同時
に、化学の基礎原理や概念についての理解を深める。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

講義の進め方等を説明する。安全・環境教育を行う。 
2 回 基礎実験（金属と酸との反応） 
金属と強酸・強塩基との反応を調べる。 
3 回 第１ 属陽イオンの定性分析 
銀イオン、鉛イオンの定性分析についての実験を行う。 



4 回 第２属陽イオンの定性分析 I 
鉛 、ビスマス、銅 、カドミウムイオンの定性分析についての実験を行う。 
5 回 第２属陽イオンの定性分析 II  
混合試料の系統分析を行う。 
6 回 第３属陽イオンの定性分析 
アルミニウム、鉄、クロムイオンの定性分析についての実験を行う。 
7 回 陽イオンの系統分析（中間試験） 
これまで修得した知識を元に、未知試料の定性分析を行う。 
8 回 陽イオンの系統分析結果の解説を行う。また、容量分析の事前説明を行う。 
9 回 中和滴定  
中和滴定により、食酢中の酢酸の定量および水酸化ナトリウム・炭酸ナトリウム
混合溶液中の各成分の定量を行う。 
10 回 酸化還元滴定  
酸化還元滴定により、オキシドール中の過酸化水素の定量を行う。 
11 回 キレート滴定  
キレート滴定により、水道水、市販ミネラルウォーターの硬度を決定する。 
12 回 pH メーターを用いる電位差滴定 I 
電位差滴定により酢酸の電離定数を決定する。 
13 回  pH メーターを用いる電位差滴定 II  
電位差滴定により、水酸化ナトリウム・炭酸ナトリウム混合溶液の定量、リン酸
の電離定数の決定等を行う。 
14 回 吸光光度法による鉄イオンの定量 
1,10-フェナントロリンとの錯体形成反応を利用して、試料水中の鉄イオンを吸
光光度法により定量する。 
15 回 14 回目の実験で得られた各グループの定量値と試料の表示濃度との差異
について考察する。 
補充実験と演習問題の解説を行う。 

準備学習 1 回 シラバスを読んでおくこと。 
2 回 教科書等を使って実施する実験について事前学習し、指示された予習課題
を仕上げること。 
3 回 教科書等を使って実施する実験について事前学習し、指示された予習課題
を仕上げること。 
4 回 教科書等を使って実施する実験について事前学習し、指示された予習課題
を仕上げること。 
5 回 教科書等を使って実施する実験について事前学習し、指示された予習課題
を仕上げること。 
6 回 教科書等を使って実施する実験について事前学習し、指示された予習課題
を仕上げること。 
7 回 教科書等を使って実施する実験について事前学習し、指示された予習課題
を仕上げること。 
8 回 教科書等を使って実施する実験について事前学習し、指示された予習課題
を仕上げること。 



9 回 教科書等を使って実施する実験について事前学習し、指示された予習課題
を仕上げること。 
10 回 教科書等を使って実施する実験について事前学習し、指示された予習課題
を仕上げること。 
11 回 教科書等を使って実施する実験について事前学習し、指示された予習課題
を仕上げること。 
12 回 教科書等を使って実施する実験について事前学習し、指示された予習課題
を仕上げること。 
13 回 教科書等を使って実施する実験について事前学習し、指示された予習課題
を仕上げること。 
14 回 教科書等を使って実施する実験について事前学習し、指示された予習課題
を仕上げること。 
15 回 教科書等を使って実施する実験について事前学習し、指示された予習課題
を仕上げること。 

 



年度 2012 
授業コード FSZ2721 
成績評価 標本などの成果物に顕れる実習達成度と課題レポートで評価する 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス ZA(理)(〜11),ZB(理)(〜11) 
見出し FSZ2721 野外調査実習 
担当教員名 高崎 浩幸、小林 秀司 
単位数 2 
教科書 プリント主体、随時配布 
アクティブラーニング  
キーワード 双眼鏡、トラップ、標本作製、分類、同定、個体数推定、サンプリング、個体識

別、個体追跡、アニマルトラック 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 ・この実習が動物学科の魅⼒の 1 つであると思う。とても貴重な体験と器械をあ

りがとうございました。＜＜こちらこそ、しっかりと学んでいただきありがとう
ございました。 
・教室の広さや形状 机の間のスペースをもう少し大きくしてほしい。＜＜残念
ながら、入学者や受講生が多くて、40 ⼈定員を前提に作られた実習室のスペース
では対応できることに限界があります。このご要望を実現するためには、成績あ
るいは抽選等による受講制限をおこなうことしか対策はありません。ご理解くだ
さい。 

科目名 野外調査実習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 実習中に適宜紹介する 
授業形態 実験実習 
注意備考 野外での活動が多いので、適切な服装、装備で出席すること。また、テーマや天

候、季節変化に応じて、土曜日・日曜日の集中実習となったり、実習課題の順番
等は臨機応変に変化・調整されるので、土日に実習できなくなるような個⼈スケ
ジュールを組んだりしないように、また直前の連絡等に注意すること。 

シラバスコード FSZ2721 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) 動物学的野外調査における基本的な手法 (双眼鏡の使用法、各種トラップの

取り扱い、標本作製法、分類学的同定の手順、直接カウント・標識再捕・コドラ
ートサンプリングなどによる個体数推定法、個体識別法、個体追跡法、アニマル
トラック[糞便サンプリングを含む] など) を調査対象に応じて選択し、組み合
わせて応用できる基礎知識と考え方が身に付くこと。 
(2) 予備学習と事前準備の大切さを実体験すること。 
(3) 調査の危険を極⼒回避する天候や地形にも配慮する準備の基本的な考え方
が身に付くこと。 

受講者へのコメント 実習時間は、それぞれの受講生がこの実習科目を学ぶ上でのきっかけに過ぎませ
ん。それ以上に図書館の利用など、自学自習による学習が受講生には求められて



ます。それが身につけば、卒業後も自分が新たに学ぶべき課題が出てきたときに、
情報収集や学習を、生涯にわたって続けることができます。 

連絡先 高崎 浩幸 (21 号館 5 階)、小林 秀司 (保存科学棟 2 階) 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね良好かつ好意的な評価をいただき、ありがとうございました。 
英文科目名 Fieldwork in Zoology 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 今後とも、様々に工夫を重ね、受講生の満足度の向上に努めさせていただきます。 
講義目的 動物学的野外調査における基本的な手法を学ぶ。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 実習概要解説および「ニホンミツバチ営巣観察」のための予備解説をする。 

2 回 ニホンミツバチ営巣観察箱の組み立てと設置をする。 
3 回 双眼鏡の使用法（トリの観察）についての実習をする。 
4 回 トラップの取り扱い方法（トラップの目的と設置）についての実習をする。 
5 回 トラップの取り扱い方法（トラップの回収法）についての実習をする。 
6 回 標本作製法（植物標本の作製）についての実習をする。 
7 回 標本作製法（昆虫標本の作製）についての実習をする。 
8 回 標本作製法（魚類標本の作製）についての実習をする。 
9 回 分類学的同定の手順についての実習をする。 
10 回 水棲生物相調査についての実習をする。 
11 回 水棲生物の同定についての実習をする。 
12 回 個体識別法についての実習をする。 
13 回 個体追跡法についての実習をする。 
14 回 アニマルトラック（足跡、獣道）についての実習をする。 
15 回 アニマルトラック（糞便サンプリング）についての実習をする。 

準備学習 1 回 本シラバスを読んで受講前の本科目のイメージを各自ノートしておくこと。
「ニホンミツバチ営巣観察実習の手引き」（2009 年 9 月配布）を熟読するととも
に、各自で事前準備できた部品を持参すること。 
2 回 「ニホンミツバチ営巣観察実習の手引き」（2009 年 9 月配布）を熟読すると
ともに、各自で事前準備すべき部品をこの回までに不足なく用意すること。 
3 回 野鳥の観察法や双眼鏡の使用法について各自の蔵書やインターネットで予
備知識を得てノートしておくこと。 
4 回 トラップの目的と設置法について、配布プリントや各自の蔵書、インターネ
ットで予備知識を得てノートしておくこと。 
5 回 トラップの回収法について、配布プリントや各自の蔵書、インターネットで
予備知識を得てノートしておくこと。 
6 回 植物標本の作製法について、配布プリントや各自の蔵書、インターネットで
予備知識を得てノートしておくこと。 
7 回 昆虫標本の作製法について、配布プリントや各自の蔵書、インターネットで
予備知識を得てノートしておくこと。 
8 回 魚類標本の作製法について、配布プリントや各自の蔵書、インターネットで



予備知識を得てノートしておくこと。 
9 回 分類学的同定の手順について、配布プリントや各自の蔵書、インターネット
で予備知識を得てノートしておくこと。 
10 回 水棲生物相調査について、配布プリントや各自の蔵書、インターネットで
予備知識を得てノートしておくこと。 
11 回 水棲生物の同定について、配布プリントや各自の蔵書、インターネットで
予備知識を得てノートしておくこと。 
12 回 個体識別法について、配布プリントや各自の蔵書、インターネットで予備
知識を得てノートしておくこと。 
13 回 個体追跡法について、配布プリントや各自の蔵書、インターネットで予備
知識を得てノートしておくこと。 
14 回 足跡や獣道について、配布プリントや各自の蔵書、インターネットで予備
知識を得てノートしておくこと。 
15 回 糞便サンプリングについて、配布プリントや各自の蔵書、インターネット
で予備知識を得てノートしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSZ2722 
成績評価 レポートなどの提出（１５％）と実習の遂行（８５％）で評価する。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス ZA(理)(〜11),ZB(理)(〜11) 
見出し FSZ2722 動物遺伝学実習 
担当教員名 淺⽥ 伸彦 
単位数 2 
教科書 無し。 
アクティブラーニング  
キーワード 共通性（似てる）と多様性（似てない） 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 動物遺伝学実習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 実習マニュアルを配布する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 実習計画は予定なので、変更が有り得る。 

実験着を着用すること。 
シラバスコード FSZ2722 
実務経験のある教員  
達成目標 対象生物の特性、試薬や機器の特性、結果の解釈、報告を遂行する⼒を醸成する。 
受講者へのコメント  
連絡先 第７号館２階 淺⽥ 伸彦研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Laboratory Work in Animal Genetics 
関連科目 動物学科で開講される「動物遺伝学」 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生物の共通性と多様性について、概念から実習で実証する方法を提供する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 受講意思の確認、動物遺伝学実習を学ぶ動機付けについて概説する。」 

2 回 外部形態を理解するためにスケッチ法を実習する。 
3 回 内部形態を理解するために顕微解剖を実習する。 
4 回 遺伝子の存在箇所として唾液線染色体の単離を実習する。 
5 回 遺伝子の存在箇所として唾液線染色体の記録を実習する。 
6 回 単性雑種の交配として交配実験の観察を実習する。 
7 回 単性雑種の交配（継続）とタンパク質の性質として段階希釈を実習する。 
8 回 単性雑種の交配（継続）とタンパク質の性質として段階希釈後のタンパク質



の定量を実習する。 
9 回 単性雑種の交配（継続）とタンパク質の性質として段階希釈後のタンパク質
の限定分解を実習する。 
10 回 単性雑種の交配（継続）とタンパク質の性質として段階希釈後のタンパク
質の形状変化を実習する。 
11 回 単性雑種の交配（継続）とタンパク質の性質としてネイティブ電気泳動法
を実習する。 
12 回 単性雑種の交配（継続）とタンパク質の性質として SDS 電気泳動法を実習
する。 
13 回 単性雑種の交配後の計測と検定を実習する。 
14 回 ヒト正常形質として計測と検定を実習する。 
15 回 動物遺伝学とヒト社会との関連について概説する。 

準備学習 1 回 本シラバスを良く読み、受講前の当科目のイメージをノートに記しておく
こと。 
2 回 外部形態について、各自の蔵書や前回の実習を復習しておくこと。 
3 回 前回までの実習を復習しておくと共に、内部形態について各自の蔵書やイ
ンターネットで予備知識を得てノートに記しておくこと。 
4 回 前回までの実習を復習しておくと共に、唾液線染色体の単離について各自
の蔵書やインターネットで予備知識を得てノートに記しておくこと。 
5 回 前回までの実習を復習しておくと共に、唾液線染色体の記録について各自
の蔵書やインターネットで予備知識を得てノートに記しておくこと。 
6 回 前回までの実習を復習しておくと共に、交配実験について各自の蔵書やイ
ンターネットで予備知識を得てノートに記しておくこと。 
7 回 前回までの実習を復習しておくと共に、段階希釈について各自の蔵書やイ
ンターネットで予備知識を得てノートに記しておくこと。 
8 回 前回までの実習を復習しておくと共に、タンパク質の定量について各自の
蔵書やインターネットで予備知識を得てノートに記しておくこと。 
9 回 前回までの実習を復習しておくと共に、限定分解について各自の蔵書やイ
ンターネットで予備知識を得てノートに記しておくこと。 
10 回 前回までの実習を復習しておくと共に、形状変化について各自の蔵書やイ
ンターネットで予備知識を得てノートに記しておくこと。 
11 回 前回までの実習を復習しておくと共に、ネイティブ電気泳動法について各
自の蔵書やインターネットで予備知識を得てノートに記しておくこと。 
12 回 前回までの実習を復習しておくと共に、SDS 電気泳動法について各自の蔵
書やインターネットで予備知識を得てノートに記しておくこと。 
13 回 前回までの実習を復習しておくと共に、計測と検定について各自の蔵書や
インターネットで予備知識を得てノートに記しておくこと。 
14 回 前回までの実習を復習しておくと共に、正常形質の計測と検定について各
自の蔵書やインターネットで予備知識を得てノートに記しておくこと。 
15 回 動物遺伝学の総括を行う 

 



年度 2012 
授業コード FSZ2732 
成績評価 レポート 80％、実習への取り組み姿勢 20％ 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス ZA(理)(〜10),ZB(理)(〜10) 
見出し FSZ2732 動物保全学実習 
担当教員名 織⽥ 銑一、城ヶ原 貴通 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード 野生動物、飼育動物、系統、種差、系統差、域外保全、域内保全、動物資源 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 動物保全学実習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード FSZ2732 
実務経験のある教員  
達成目標 マウスなど実験動物を主に取り扱うが、種あるいは遺伝子の多様性を学ぶために

種差と系統差を重視で理解を深める。飼育動物と野生動物とを一体として理解で
きる能⼒を涵養する。 

受講者へのコメント  
連絡先 織⽥銑一 

oda@zool.ous.ac.jp 
内線 6822 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Laboratory Work in Animal Conservation 
関連科目 動物と⼈間、動物保全育種学、実験動物学、動物関連法規 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 実験動物や野生動物の種の多様性を保全する技術を学ぶことを目的とする。域内

保全と域外保全の両面が重要であるが、とくに遺伝的あるいは生殖的管理を主と
した技術を学ぶこととする。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 動物の取り扱い法と安全について口述する。 

2 回 動物の保定と計測法について実習する。 
3 回 動物の飼育管理と交配法について実習する。 



4 回 系統カードの記入法と個体識別法について実習する。 
5 回 動物繁殖ー交尾確認と妊娠診断法について実習する。 
6 回 動物の繁殖ー妊娠と性周期の観察法について実習する。 
7 回 生殖質の採取と顕微鏡観察法について実習する。 
8 回 体細胞と生殖質の保存法について実習する。 
9 回 初期胚の保存と DNA 解析について実習する。 
10 回 動物の系統育成法ー近交系とクローズドコロニー について実習する。 
11 回 動物の系統育成法ーコンジェニック系統、強制へテロ近交系 について実
習する。 
12 回 種差と系統差ー外表観察法について実習する。 
13 回 種差と系統差ー臓器と脳の観察法について実習する。 
14 回 系統簿や家系図の作成法について実習する。 
15 回 齢査定、妊娠判断、体重曲線、交配実験による遺伝子解析について実習す
る。 

準備学習 基本的には実験動物を用いて実習を行うので、「実験動物の技術と応用」といっ
た参考書が 4 階実習室においてあるので、予習するとよい。また野外での実習を
組み合わせることがある。 

 



年度 2012 
授業コード FSZ27D1 
成績評価 各時間ごとに提出する実験結果 60％、実験への取り組みおよび理解度 40％によ

り、総合して成績評価とする。採点の基準は 100 点満点のうち、60 点以上を合
格とする。欠席した場合は補充実験を行う。また、授業回数の 3 分の 1 以上の
欠席がある場合には、“E”評価とする。 

曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス ZA(理)(〜11),ZB(理)(〜11) 
見出し FSZ27D1 地学基礎実験 
担当教員名 小林 祥一、山口 一裕 
単位数 2 
教科書 ニューステージ・地学図表／浜島書店 
アクティブラーニング  
キーワード 鉱物、岩石、化石、地質、天気 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 地学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 資料を配付する 
授業形態 実験実習 
注意備考 地学基礎論１を履修しておくことが望ましい。 

偏光顕微鏡実習、地質図関係の実習のような積み重ねの実験では、連続して受け
ないと理解できない。従って体調を整え、欠席しないように心掛ける。 

シラバスコード FSZ27D1 
実務経験のある教員  
達成目標 地球を観察する手法および目を養うことが目標。そのため、実際の鉱物、岩石、

化石標本を観察・利用し、野外での調査に興味が持てる程度の実⼒をめざす。物
理的制約から、野外での実習は難しいが、調査後必要となる偏光顕微鏡の操作法、
調査によって得られたデータの解析法などの習得をめざす。 

受講者へのコメント 以前に比べると、実験の項目をほぼ 2/3 に減らし、皆さんに考える実験をしても
らうことにしたのです。ところが、皆さんはその余裕の時間を有効に使っていな
いように思います。実験を受けるからには、予習復習はさておき、TA もいます
ので質問ぐらいはするように努⼒すべきで、受身ではなく「皆さん主体型」の実
験をしていただきたい。もっとノビノビと実験しましょう。 

連絡先 7 号館 6F 小林研究室 086-156-9704 kobayashi@das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね良好。よく理解してくれたようです。 
英文科目名 Primary Experiments in Earth Science 
関連科目 地学基礎論 I、地学基礎論 II 



次回に向けての改善変更予定 これまで地学を学んだ経験のある⼈が少ないようですので、実験内容に関係した
エピソードなども紹介し、その実験の意味などを理解してもらうようにしてみま
しょう。実は、地学のおもしろさは、実際に野外に出て観察することです。それ
によって岩石鉱物の産状、化石の産状、地質構造が簡単に理解できると思うので
すね。そして、採集した鉱物岩石を、顕微鏡で観察できるように薄片にするとか、
地質調査の結果をまとめるとかしたら興味を持って実験に参加できると思いま
す。実はこんな楽しい実験がしたいと思っています。実験の受講者数、限られた
時間、 

講義目的 地学各分野のうちから最も基礎的な項目である岩石・鉱物・化石の観察、天気図
の作成、地質図の作成、パーソナルコンピューターの活用などについて実験を行
う。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 鉱物の鑑定 

実際の鉱物を観察し、物理的性質について理解できるようにする。 
2 回 結晶系と晶族 
鉱物の結晶模型を利用し、対称性について理解し、晶族を決定できるようにする。 
3 回 地質図１ 基本説明、単斜構造 
地質図について基本的なこと、たとえば見方、またその利用などの説明を通して、
地質図の重要性を理解する。基本的な地質図を地質データから描けるようにす
る。 
4 回 地質図２ 断層、不整合 
断層、不整合が地質図上でどのように描き表せるかを理解する。 
5 回 地質図３ 断面図 
地下資源などの調査で必要な地下の情報を、地質図から読み取る方法を理解す
る。 
6 回 地質図４ 褶曲 
褶曲構造が地表に現れる際の特徴、および断面図を描き、これらから褶曲構造を
立体的に理解する。 
7 回 化石の観察 
示準化石、示相化石を理解し、それらの特徴を観察する。 
8 回 偏光顕微鏡観察１ 基本説明、花崗岩中の⿊雲⺟、石英斑岩 
物質の光学的性質、偏光顕微鏡の構造、これによって何が観察できるか、また調
整方法について理解する。 
9 回 偏光顕微鏡観察２ 花崗岩、安山岩 
花崗岩、安山岩の構造を観察し、石英、⻑石、⿊雲⺟、白雲⺟、角閃石の鏡下で
の特徴を理解する。 
10 回 偏光顕微鏡観察３ 斑レイ岩、砂岩 
斑レイ岩、砂岩の構造を観察し、輝石の鏡下での特徴を理解する。 
11 回 偏光顕微鏡観察４ 玄武岩、晶質石灰岩 
玄武岩、晶出石灰岩の構造を観察し、カンラン石、炭酸塩鉱物の鏡下での特徴を
理解する。 
12 回 パソコンの活用  



花崗岩類のモード分析を行い、その結果をもとにその岩石を分類する。得られた
データをパソコンで整理し、岩石の成因について理解する。 
13 回 天気図の作成と四季の天気 
当日の気象通報を聞き、そのデータをもとに天気図を描き、翌日の天気を予測し、
気象現象を理解する。 
14 回 まとめおよび解説を行い、理解度をチェックする。 
15 回 まとめおよび解説を行い、理解度をチェックし、実験結果を理解するため
に補足説明をする。 

準備学習 1 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の物理的性質を調べてお
くこと。 
2 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の結晶構造、対称性など
物理的性質を調べておくこと。 
3 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、地質図の概念を学んでおくこ
と。 
4 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、断層、不整合についての概念
を学んでおくこと。 
5 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、地質構造を理解する方法を調
べておくこと。 
6 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、褶曲地形について調べておく
こと。 
7 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、化石の種類および化石の役割
を理解しておくこと。 
8 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、物質に対する光学的性質を調
べておくこと。 
9 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の光学的性質を調べてお
くこと。 
10 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の光学的性質を調べて
おくこと。 
11 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の光学的性質を調べて
おくこと。 
12 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、火成岩の主造岩鉱物の量比
を調べ、あわせて分類方法、火成岩の生成過程を理解しておくこと。 
13 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、天気図の役割、描き方を調
べておくこと。また、テレビ、新聞、インターネットを利用し、雲の動きと天気
図との関係、気圧配置と４季の天気との関係などを理解しておくこと。 
14 回 これまで学習した、実験内容を復習し、理解が曖昧なところを整理してお
くこと。 
15 回 これまで学習した、実験内容を復習し、実験結果について充分考察ができ
てない部分を整理しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSZ27D2 
成績評価 各時間ごとに提出する実験結果 60％、実験への取り組みおよび理解度 40％によ

り、総合して成績評価とする。採点の基準は 100 点満点のうち、60 点以上を合
格とする。欠席した場合は補充実験を行う。また、授業回数の 3 分の 1 以上の
欠席がある場合には、“E”評価とする。 

曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス ZA(理)(〜11),ZB(理)(〜11) 
見出し FSZ27D2 地学基礎実験 
担当教員名 小林 祥一、山口 一裕 
単位数 2 
教科書 ニューステージ・地学図表／浜島書店 
アクティブラーニング  
キーワード 鉱物、岩石、化石、地質、天気 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 実験中に話を聞きながら対応している効果が出ているようですね。 
科目名 地学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 資料を配付する 
授業形態 実験実習 
注意備考 地学基礎論１を履修しておくことが望ましい。 

偏光顕微鏡実習、地質図関係の実習のような積み重ねの実験では、連続して受講
しないと理解できない。従って体調を整え、欠席しないように心掛ける。 

シラバスコード FSZ27D2 
実務経験のある教員  
達成目標 地球を観察する手法および目を養うことが目標。そのため、実際の鉱物、岩石、

化石標本を観察・利用し、野外での調査に興味が持てる程度の実⼒をめざす。物
理的制約から、野外での実習は難しいが、調査後必要となる偏光顕微鏡の操作法、
調査によって得られたデータの解析法などの習得をめざす。 

受講者へのコメント  
夕方からの実験で集中できない学生が何⼈かみられますが、最初の説明を聞き十
分理解して始めるようにしてほしいですね。慣れないこととはいえ、特に難しい
内容をしているわけではありませんので、学習効果が上がるように努⼒してくだ
さい。 

連絡先 7 号館 6F 小林研究室 086-156-9704 kobayashi@das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね良好。よく理解してくれたようです。 
英文科目名 Primary Experiments in Earth Science 
関連科目 地学基礎論 I、地学基礎論 II 



次回に向けての改善変更予定  
新しい指導要領では、観察、体験を重要視しているようです。野外実習なども取
り入れ、実践的な実験をどのように取り入れるかを考えています。 

講義目的 地学各分野のうちから最も基礎的な項目である岩石・鉱物・化石の観察、天気図
の作成、地質図の作成、パーソナルコンピューターの活用などについて実験を行
う。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 鉱物の鑑定 

実際の鉱物を観察し、物理的性質について理解できるようにする。 
2 回 結晶系と晶族 
鉱物の結晶模型を利用し、対称性について理解し、晶族を決定できるようにする。 
3 回 地質図１ 基本説明、単斜構造 
地質図について基本的なこと、たとえば見方、またその利用などの説明を通して、
地質図の重要性を理解する。基本的な地質図を地質データから描けるようにす
る。 
4 回 地質図２ 断層、不整合 
断層、不整合が地質図上でどのように描き表せるかを理解する。 
5 回 地質図３ 断面図 
地下資源などの調査で必要な地下の情報を、地質図から読み取る方法を理解す
る。 
6 回 地質図４ 褶曲 
褶曲構造が地表に現れる際の特徴、および断面図を描き、これらから褶曲構造を
立体的に理解する。 
7 回 化石の観察 
示準化石、示相化石を理解し、それらの特徴を観察する。 
8 回 偏光顕微鏡観察１ 基本説明、花崗岩中の⿊雲⺟、石英斑岩 
物質の光学的性質、偏光顕微鏡の構造、これによって何が観察できるか、また調
整方法について理解する。 
9 回 偏光顕微鏡観察２ 花崗岩、安山岩 
花崗岩、安山岩の構造を観察し、石英、⻑石、⿊雲⺟、白雲⺟、角閃石の鏡下で
の特徴を理解する。 
10 回 偏光顕微鏡観察３ 斑レイ岩、砂岩 
斑レイ岩、砂岩の構造を観察し、輝石の鏡下での特徴を理解する。 
11 回 偏光顕微鏡観察４ 玄武岩、晶質石灰岩 
玄武岩、晶出石灰岩の構造を観察し、カンラン石、炭酸塩鉱物の鏡下での特徴を
理解する。 
12 回 パソコンの活用  
花崗岩類のモード分析を行い、その結果をもとにその岩石を分類する。得られた
データをパソコンで整理し、岩石の成因について理解する。 
13 回 天気図の作成と四季の天気 
当日の気象通報を聞き、そのデータをもとに天気図を描き、翌日の天気を予測し、
気象現象を理解する。 



14 回 まとめおよび解説を行い、理解度をチェックする。 
15 回 まとめおよび解説を行い、理解度をチェックし、実験結果を理解するため
に補足説明をする。 

準備学習 1 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の物理的性質を調べてお
くこと。 
2 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の結晶構造、対称性など
物理的性質を調べておくこと。 
3 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、地質図の概念を学んでおくこ
と。 
4 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、断層、不整合についての概念
を学んでおくこと。 
5 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、地質構造を理解する方法を調
べておくこと。 
6 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、褶曲地形について調べておく
こと。 
7 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、化石の種類および化石の役割
を理解しておくこと。 
8 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、物質に対する光学的性質を調
べておくこと。 
9 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の光学的性質を調べてお
くこと。 
10 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の光学的性質を調べて
おくこと。 
11 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の光学的性質を調べて
おくこと。 
12 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、火成岩の主造岩鉱物の量比
を調べ、あわせて分類方法、火成岩の生成過程を理解しておくこと。 
13 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、天気図の役割、描き方を調
べておくこと。また、テレビ、新聞、インターネットを利用し、雲の動きと天気
図との関係、気圧配置と４季の天気との関係などを理解しておくこと。 
14 回 これまで学習した、実験内容を復習し、理解が曖昧なところを整理してお
くこと。 
15 回 これまで学習した、実験内容を復習し、実験結果について充分考察ができ
てない部分を整理しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSZ3112 
成績評価 平常点（３０％）となる随時の小テストと定期試験（７０％）で評価する。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス ZA(理)(〜12),ZB(理)(〜12) 
見出し FSZ3112 進化動物学 
担当教員名 高崎 浩幸、淺⽥ 伸彦 
単位数 2 
教科書 教科書（後半の淺⽥伸彦担当のみ）「目で見る進化、ダーウィンから DNA まで」

／ 
   R.ウィンストン著、相良倫子訳／さ・え・ら書房 
適宜プリントなどを配布する。 

アクティブラーニング  
キーワード 進化論、進化学、動物学、生物学、博物学、遺伝学 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 何が伝えたいのかわからない・スライドを使うときは電気 [電灯] を消してくれ

ないと見えない・話しがへた＞＞ご指摘ありがとうございました。今後、注意し
ます。声が小さい＞＞ご指摘ありがとうございました。マイクの使用法を今まで
以上に工夫したいと思います。2 年の春にある蜂の観察を楽しみにしてます・ダ
ーウィンの知らなかった豆知識が面白かったです＞＞肯定的な評価ありがとう
ございました。 

科目名 進化動物学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 随時紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 ・野外で講義することもあるので、靴や服装には注意すること。 

・講義計画は予定なので、変更が有り得る。 
シラバスコード FSZ3112 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)博物学と進化論の関係が理解できること。ダーウィン以前、ダーウィンの進化

論、以後とメンデル遺伝学以前までの進化論の概要をつかんでいること。 
（２）古生物学、自然⼈類学、生態学、動物行動学、動物社会学など広範な生物
学を糊のように繋ぐ進化学の役割が理解できること。 
（３）ダーウィンの適応進化やメンデル遺伝学に、中立説や進化時計など新しい
概念を加えて、遺伝現象を進化学的、総合的に考える入り口立つこと。 
（４）形態や行動に見られるマクロな現象から遺伝子などのミクロな現象まで、
生物に見られるさまざまな現象を進化 

受講者へのコメント ?積極的な自主的な事前学習と講義参加を期待したいところです。講義は、勉学
のきっかけを与えるに過ぎません。 

連絡先 第２１号館５階 高崎研究室、第７号館２階 淺⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への  



対応 
各項目評価に対する所見 ?おおむね良好な評価をいただきありがとうございました。 板書については、受

講生のノート作成の能⼒向上のため、あえてあまりせずに、講義内容を受講生が
自分のことばでまとめて書いてもらうことを目指しています。ご理解ください。 

英文科目名 Evolutionary Zoology 
関連科目 「動物遺伝学」ほか動物学科で開講する多くの科目が該当する。 
次回に向けての改善変更予定 ?今後とも受講生の反応を見ながら、臨機応変にテーマや講義展開に工夫を加え

ていく予定です。 
講義目的 オムニバス方式高崎 浩幸（前半）博物学の成熟、ダーウィン以前、ダーウィン

の進化論、以後とメンデル遺伝学以前までと、古生物学、自然⼈類学、生態学、
動物行動学、動物社会学などとの関連で進化論を講じる。淺⽥ 伸彦（後半）ダ
ーウィンの適応進化やメンデルの遺伝学に加えて、DNA 解析による中立説や進
化時計など、新しい概念を加えて進化遺伝現象を総合的に考察する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の概要、教員の分担等を説明する。 

2 回 博物学から進化論への解説として、リンネの時代頃までの博物学の成熟に
ついて説明する。 
3 回 博物学から進化論への解説として、ダーウィン以前の進化論について説明
する。 
4 回 進化論から進化学への解説として、ダーウィンの進化論について説明する。 
5 回 進化論から進化学への解説として、ダーウィン以降の発展について概説す
る。 
6 回 進化学の展開の解説として、古生物学や自然⼈類学から見た進化学につい
て概説する。 
7 回 進化学の展開の解説として、生態学・動物行動学・動物社会学から見た進化
学について概説する。 
8 回 前半のまとめとして、近代進化学と生物学の成立を概説する。 
9 回 前半からの継続として、創造説から世界を変えた本の出版への流れと当時
の宗教観について概説する。 
10 回 エンドウの種子の形の変異について、遺伝因子の考えと原因解明までの道
のりを概説する。 
11 回 生命の設計図の確定への流れとその操作の仕組みと結果について概説す
る。 
12 回 似て非なり、⼈の手による種の変更、⼈為選択の功罪について概説する。 
13 回 生命の歴史と進化は逆戻りしないで連続することを概説する。 
14 回 「ダーウィンと進化論」という映像資料を使用して、各自の考えをまとめ
ることができるようにする。 
15 回 前後期を通して、ダーウィン流の表現型進化と遺伝子による分子進化を併
用した生物の進化の仕組みをまとめることとする。 

準備学習 1 回 本シラバスを読んで受講前の本科目のイメージを各自ノートしておくこと。 
2 回 博物学やリンネについて各自の蔵書や前回の講義を復習しておくとともに。 
3 回 前回の講義を復習しておくとともに博物学やダーウィン以前の進化論者に



ついて各自の蔵書やインターネットで予備知識を得てノートしておくこと。 
4 回 前回までの講義を復習しておくとともにダーウィンについて各自の蔵書や
インターネットで予備知識を得てノートしておくこと。 
5 回 前回までの講義を復習しておくとともにダーウィン以降の進化論者や遺伝
論者について各自の蔵書やインターネットで予備知識を得てノートしておくこ
と。 
6 回 前回までの講義を復習しておくとともに古生物学や自然⼈類学と進化学の
関連について各自の蔵書やインターネットで予備知識を得てノートしておくこ
と。 
7 回 前回までの講義を復習しておくとともに生態学や動物行動学、動物社会学
と進化学との関連について各自の蔵書やインターネットで予備知識を得てノー
トしておくこと。 
8 回 前回までの講義を復習しておくとともに各自、自分なりに進化学と生物学
の成立の関連について考えをノートにまとめておくこと。 
9 回 後半は担当教員を交代するので、本シラバスを再度読んで、タンパク質、ア
ミノ酸、遺伝子の構造や作用についてのイメージを各自ノートしておくこと。 
10 回 前回の講義を復習しておくとともに、メンデルの因子説について各自の蔵
書やインターネットで予備知識を得てノートしておくこと。 
11 回 前回の講義を復習しておくとともに、DNA について各自の蔵書やインタ
ーネットで予備知識を得てノートしておくこと。 
12 回 前回の講義を復習しておくとともに、選択反応について各自の蔵書やイン
ターネットで予備知識を得てノートしておくこと。 
13 回 前回の講義を復習しておくとともに、系統樹の考え方について各自の蔵書
やインターネットで予備知識を得てノートしておくこと。 
14 回 前回の講義を復習しておくとともに、各自の考察⼒をアップすろことがで
きるようにしておくこと。 
15 回 前回の講義を復習しておくとともに、生物の進化の仕組みと現状について、
各自の考え方をまとめることができる様にしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSZ3122 
成績評価 出席 30％、小テスト・レポート 20％、定期試験 50％ 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス ZA(理)(〜11),ZB(理)(〜11) 
見出し FSZ3122 動物発生学 
担当教員名 福⽥ 勝洋 
単位数 2 
教科書 指定しない 
アクティブラーニング  
キーワード 配偶子、受精、卵割、胞胚、器官形成、胚操作、ES 細胞、iPS 細胞、キメラ、ク

ローン、ノックアウト動物、遺伝子導入 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 動物発生学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 F.H.Wilt & 
授業形態 講義 
注意備考 毎回小テストを行なう。 
シラバスコード FSZ3122 
実務経験のある教員  
達成目標 配偶子形成から初期胚から個体して誕生するまでの基本的な知識を理解し、発生

工学による形質転換動物、生殖医療、再生医療に関する最新の知識を修得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 20 号館 2 階 福⽥研究室 kfukuta@zool.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Developmental Zoology 
関連科目 動物発生学実習、動物機能解剖学、実験動物学、動物生理学 Ⅰ・Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 動物が配偶子を形成し、合体して個体を形成していく過程を理解し、初期胚への

操作により作出されるキメラ、クローン動物、ノックアウト動物、形質転換動物
や ES 細胞や iPS 細胞に関する知識を身につける。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 動物発生学の目的、意義、関連科目との関係を講述する。 

2 回 配偶子の形成について講述する。 
3 回 卵子の成熟について講述する。 
4 回 受精と卵割について講述する。 
5 回 動物種による卵割過程の相違について講述する。 



6 回 原腸形成について講述する。 
7 回 哺乳類の組織分化について講述する。 
8 回 外胚葉の器官形成について講述する。 
9 回 中胚葉の器官形成について講述する。 
10 回 内胚葉の器官形成について講述する。 
11 回 胚操作と遺伝子導入について講述する。 
12 回 幹細胞ーES 細胞と iPS 細胞について講述する。 
13 回 クローン動物について講述する。 
14 回 キメラとノックアウト動物について講述する。 
15 回 形質転換動物と発生工学のまとめを解説する。 

準備学習 1 回 シラバスを読み講義の目的と学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 精巣の解剖と組織を調べておくこと。 
3 回 卵巣の組織構造を調べておくこと。 
4 回 精子と卵子の形成過程を復習しておくこと。 
5 回 胚の初期発生を調べておくこと。 
6 回 胚の初期発生の種間での違いを復習しておくこと。 
7 回 組織、器官のヒエラルキーを調べて理解しておくこと。 
8 回 神経系の発生を調べておくこと。 
9 回 筋の発生を調べておくこと。 
10 回 消化器系、呼吸器系の発生を調べておくこと。 
11 回 初期胚に関するニュースを調べておくこと。 
12 回 初期胚の発生を復習しておくこと。 
13 回 クローンに関するニュースを調べておくこと。 
14 回 遺伝子導入の講義を復習しておくこと。 
15 回 今までの配布プリント、自筆ノートを整理し、復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSZ3132 
成績評価 出席 10％、中間テスト 20％、定期試験 70％ 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス ZA(理)(〜10),ZB(理)(〜10) 
見出し FSZ3132 実験動物学 
担当教員名 織⽥ 銑一 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード 実験動物の系統、疾患モデル、動物実験、3R 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 実験動物学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSZ3132 
実務経験のある教員  
達成目標 1）実験動物と動物実験に果たしている重要性について理解する。 

2）動物実験における適切な実験動物の選択や利用に関する基礎的知識を習得す
る。 

受講者へのコメント  
連絡先 織⽥銑一 理学部動物学科  

メールアドレス oda@zool.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Laboratory Animal Science 
関連科目 動物と⼈間、動物実験・検査学実習、動物関連法規、動物保全育種学実習 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 実験動物が医薬品、食品、化粧品，その他のヒトの安全安心に果たしている役割

を理解するとともに実験動物倫理について解説する。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 実験動物学序論 実験動物と動物実験の定義について講述する。 

2 回 実験動物に関係する法令、基準、ガイドライン、規程について講述する。 
3 回 実験動物の倫理、動物実験廃止運動の論理について講述する。 
4 回 実験動物からヒトへの外挿について講述する。 
5 回 実験動物育種 系統育成について講述する。 



6 回 実験動物の命名規約と系統管理について講述する。 
7 回 実験動物の系統差と種差について講述する。 
8 回 野生動物の実験動物化について講述する。 
9 回 実験動物の繁殖，生産と供給について講述する。 
10 回 実験動物の飼育管理について講述する。 
11 回 実験動物の疾病と感染症コントロールについて講述する。 
12 回 ズーノーシスについて講述する。 
13 回 疾患モデルについて講述する。 
14 回 実験動物資源とバイオリソースについて講述する。 
15 回 実験動物技術について講述する。 

準備学習 実験動物に関する参考書を読み、項目に該当する箇所を予習しておくこと 
下記の書籍は 28 号館 4 階で学習できるようにしている。 
・実験動物技術体系 社団法⼈・日本実験動物技術者協会編 アドスリー（東京）
1998 
・実験動物の技術と応用（入門編）社団法⼈・日本実験動物技術者協会編 アド
スリー（東京）2004 
・実験動物の技術と応用（実践編）社団法⼈・日本実験動物技術者協会編 アド
スリー（東京）2004 
その他 
マウス・ラット実験ノート 羊土社 
マウス実験の基礎知識 オーム社 
研究をささえるモデル生物 化学同⼈ 
実験動物としてのマウス・ラットの感染症 アドスリー 
スンクスの生物学 学会出版センター 
動物実験は悪魔の所行か 丸善 

 



年度 2012 
授業コード FSZ31B1 
成績評価 中間テスト（２０％）、期末テスト（８０％） 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス ZA(理)(〜11),ZB(理)(〜11) 
見出し FSZ31B1 細胞遺伝学 
担当教員名 星野 卓二 
単位数 2 
教科書 適宜プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 染色体、生物の進化 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 エアコンの調子が悪いとの意見がありました。教室のエアコンの修理を依頼して

います。プロジェクターのスクリーンと板書が重なって見えにくいとの意見があ
りました。板書は片方に寄せるよう気をつけます。 

科目名 細胞遺伝学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 藪野他著：植物遺伝学、裳華房 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSZ31B1 
実務経験のある教員  
達成目標 １．染色体は遺伝子を運ぶ重要な働きがあることを説明できる。２．生物の進化

や分化と深い関連のある、倍数性や異数性について説明できる。３．いくつかの
野生生物を例にして、染色体の進化を説明できる。 

受講者へのコメント 授業時間外の学習時間に関しては、全くしなかった学生が全体の半数近くいま
す。講義時間以外でも予習、復習の習慣をつけるようにしてください。 

連絡先 ２１号館６階 星野研究室 hoshino@big.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この分野への興味が深まったことや、教員の熱意に関しては比較的良い評価をも
らっています。しかし、授業の目標達成に関しては大体できたとの評価が最も多
かった。高校の生物を理解しているとして講義した項目もあり、この点が問題か
もしれません。また、板書、スライドがよく見えなかったとの意見もありました。
これに関しては、この講義が生地と動物学科の同時開講であり、受講者が多く視
⼒の良くない学生が前に来る余裕がなかったことも考えられます。 

英文科目名 Cytogenetics 
関連科目 生物科学概論 I、生物化学概論Ⅱ、生物学実験Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定 板書はなるべく大きな字で書くように気をつけているが、今後はさらに見えやす

い工夫をする予定です。 



講義目的 「地球の歴史は地殻に、生物の歴史は染色体に刻まれている」と言われるように、
染色体の中にほとんどすべての遺伝情報が入っている。また、生物の種や属の分
類群と染色体の特徴は一般的によく一致する。本講義では染色体の形態的特性や
構造異常の出現機構について説明し、生物の進化に伴い染色体がどのように分
化・進化してきたかを述べる。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 細胞遺伝学と染色体の関連 

2 回 染色体の構成物質 
3 回 染色体の階層構造（１） 
4 回 染色体の階層構造（２） 
5 回 異質染色質の遺伝的特性 
6 回 核型分析 
7 回 ゲノム分析 
8 回 異数体と倍数体 
9 回 性染色体および B 染色体 
10 回 染色体の構造変異 
11 回 染色体の蛍光染色 
12 回 染色体の遺伝子マッピング 
13 回 生物の進化と染色体の分化（１） 
14 回 生物の進化と染色体の分化（２） 
15 回 生物の進化と染色体の分化（３） 

準備学習 1 回 生物の染色体の働きについて調べておくこと 
2 回 染色体は DNA 以外にどのような物質から構成されているか調べておくこ
と 
3 回 染色体の折りたたみ構造について調べておくこと 
4 回 唾腺染色体やランプブラシ染色体について調べておくこと 
5 回 染色体の C-バンディングについて調べておくこと 
6 回 動原体の位置による染色体の分類について調べておくこと 
7 回 生物のゲノムを構成している DNA の量は、生物の種類によりどのように異
なるか調べておくこと 
8 回 同一種内で染色体数が異なる生物の例を調べておくこと 
9 回 性染色体にはどのような種類があるか調べておくこと 
10 回 染色体の切断や、融合について調べておくこと 
11 回 蛍光色素とはどのような性質を持っているか調べておくこと 
12 回 遺伝子の物理的地図に関して、参考文献で調べておくこと 
13 回 野生生物の染色体の報告について調べておくこと 
14 回 原核生物から真核生物に進化する段階で染色体にどのような変化が生じた
か調べておくこと 
15 回 野生植物の種間でどのような染色体の違いが見られるか調べておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FSZ3311 
成績評価 定期試験で評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス ZA(理)(〜12),ZB(理)(〜12) 
見出し FSZ3311 動物誌 
担当教員名 小林 秀司 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 自然史、動物、シーボルト、ニホンオオカミ、フンボルト、ヌートリア 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 動物誌 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 山口隆夫（2001）シーボルトと日本の博物学 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSZ3311 
実務経験のある教員  
達成目標 ・「ニホンオオカミ」と「ヌートリア」がどのように認識されてきたのかを理解す

る 
・科学といえど社会背景と密接な関係があることを理解する 

受講者へのコメント  
連絡先 保存科学棟二階研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Zoological Natural History 
関連科目 動物系統分類学、脊椎動物学 I、脊椎動物学 II、脊椎動物学 III 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 シーボルトという名前を聞いたことはあるだろうか？ 彼は 19 世紀初頭に日本

にやってきた、オランダ商館の一医師であるが、彼の業績はそれだけでなく、そ
の後の日本の科学の発展に大きな影響を及ぼしたのである。そこで、この授業で
はおもに 19 世紀に活躍した博物学者たち、特にシーボルトの業績について概観
するとともに、彼が日本の動物学に与えた影響について講義し、科学の歴史と社
会の繋がりを理解することを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。講義内容について説明する。 

2 回 シーボルトとニホンオオカミ 1  



ニホンオオカミとは何かについて講義する。 
3 回 シーボルトとニホンオオカミ 2  
ニホンオオカミの記載とその背景について講義する。 
4 回 シーボルトとニホンオオカミ 3  
ハウトマン号事件とニホンオオカミについて講義する。 
5 回 シーボルトとニホンオオカミ 4  
現代のニホンオオカミについて講義する。 
6 回 岡山県とヌートリア 1 ヌートリアの特徴と渡来の経緯について講義する。 
7 回 岡山県とヌートリア 2 ヌートリアの現状について講義する。 
8 回 岡山県とヌートリア 3 ヌートリアの最新研究成果について講義する。 
9 回 岡山県とヌートリア 4 外来生物問題について講義する。 
10 回 江⼾期に来日した他の科学者 1 （エンゲルベルト・ケンペル） 
11 回 江⼾期に来日した他の科学者 2 （カール・チュンベリー） 
12 回 シーボルトの日本における活動 1 （シーボルトの日本研究の特徴） 
13 回 シーボルトの日本における活動 2 （シーボルトの『茶』） 
14 回 シーボルト事件とシーボルトの弟子たち 
15 回 その後のシーボルト 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと 
2 回 事前に配布したプリントを参考にして、ニホンオオカミについて図書館等
で調べておくこと 
3 回 事前に配布したプリントを参考にして、動物命名規約について図書館等で
調べておくこと 
4 回 事前に配布したプリントを参考にして、江⼾末期の外国船の来港について
図書館等で調べておくこと 
5 回 事前に配布したプリントを参考にして、種の概念について図書館等で調べ
ておくこと 
6 回 事前に配布したプリントを参考にして、ヌートリアの特徴と渡来について
図書館等で調べておくこと 
7 回 事前に配布したプリントを参考にして、ヌートリアの被害について図書館
等で調べておくこと 
8 回 事前に配布したプリントを参考にして、ヌートリアの研究について図書館
等で調べておくこと 
9 回 事前に配布したプリントを参考にして、外来生物問題について図書館等で
調べておくこと 
10 回 事前に配布したプリントを参考にして、ケンペルとタカアシガニについて
図書館等で調べておくこと 
11 回 事前に配布したプリントを参考にして、チュンベリーについて図書館等で
調べておくこと 
12 回 事前に配布したプリントを参考にして、オランダの植⺠地経営について図
書館等で調べておくこと 
13 回 事前に配布したプリントを参考にして、『茶』の由来にについて図書館等で
調べておくこと 



14 回 事前に配布したプリントを参考にして、シーボルトの日本⼈の弟子たち に
ついて図書館等で調べておくこと 
15 回 事前に配布したプリントを参考にして、幕末の国際情勢について調べてお
くこと 

 



年度 2012 
授業コード FSZ3312 
成績評価 基本的に試験の成績で評価する。課題提出を補助的に使用する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス ZA(理)(〜12),ZB(理)(〜12) 
見出し FSZ3312 パソコン演習 
担当教員名 畠山 唯達 
単位数 2 
教科書 とくに市販のものを指定しない。教材はホームページに掲載、またはプリントし

て配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード コンピュータ、ホームページ、プレゼンテーション 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 パソコン演習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 とくに指定しない。必要だと思う学生は各自自分にあったものを用意してほし

い。 
授業形態 講義 
注意備考 情報処理センターのパソコンを使い、演習形式でを実施する。試験もパソコンを

使った実技試験を行う予定である。 
本講義ではネットワーク資源も活用する。また、岡山理科大学「OUS コンテンツ
ライブラリー」中の「CCC 情報リテラシーI・II」などの教材を用いる。対面によ
る講義とビデオを用いた講義を併用する予定である。教材配布、ビデオ講義、レ
ポート提出などは岡山理科大学学習管理システム(MOMOTARO)を用いて行う
予定である。 

シラバスコード FSZ3312 
実務経験のある教員  
達成目標 ・2 進数演算、基本的な論理演算・論理回路、IP ネットワーキング基礎の理解 

・Web ページの基本的な構成の理解と作成 
・動物学科の各種実験解析に必要な表計算および解析法の取得 
・基礎的なプレゼンテーションの理解と実践 

受講者へのコメント  
連絡先 畠山の居室は 11 号館 5 階。 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Practice in Personal Computer 
関連科目 B2 群科目「論理学」の履修を勧める。 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 パソコンを用いた発表・表現方法の基礎として、ホームページの作成とプレゼン
テーション法の基礎を学ぶ。また、前期で演習した表計算をより実践的に使うた
めの応用を学習する。さらに、コンピュータとインターネットの簡単なしくみ、
およびインターネットを利用する際の基本的なセキュリティと倫理についても
学習する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  数進法について解説する。 

2 回  数進法のつづきとコンピュータにおけるデータについて解説する。 
3 回  論理演算と加算機について解説する。 
4 回  IP ネットワーキングの基礎について解説する。 
5 回 ホームページの作成１ (WWW, HTTP)について解説する。 
6 回  ホームページの作成２ (HTML の基本的な文法(1))について解説する。 
7 回  ホームページの作成３ (HTML の基本的な文法(2))について解説する。 
8 回  ホームページの作成４ (CSS, FTP)について解説する。 
9 回 前期講義の「表計算」の復習をする。 
10 回  表計算応用１ (参照に関する理解)について解説する。 
11 回  表計算応用２ (条件分岐)について解説する。 
12 回  表計算応用３ (条件分岐と論理演算)について解説する。 
13 回 表計算応用４ (基本的な統計関数)について解説する。 
14 回 プレゼンテーション１ (プレゼンテーション総論)について解説する。 
15 回 プレゼンテーション２ (プレゼンテーションソフトを用いた口頭発表作成
法)について解説する。 

準備学習 1 回  前期「パソコン入門」の復習をしておくこと。 
2 回  前回の復習をしておくこと。 
3 回  前回の復習をしておくこと。 
4 回  前回の復習をしておくこと。 
5 回  前回の復習をしておくこと。 
6 回  前回の復習をしておくこと。 
7 回  前回の復習をしておくこと。 
8 回  前回の復習をしておくこと 
9 回  前回の復習および前期「パソコン入門」の表計算部分の復習をしておくこ
と。 
10 回  前回の復習をしておくこと。 
11 回  前回の復習をしておくこと。 
12 回  前回の復習をしておくこと。 
13 回  前回の復習をしておくこと。 
14 回  前回の復習をしておくこと。 
15 回  前回の復習をしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSZ3321 
成績評価 レポート(30%)および定期試験(70%)の結果により評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス ZA(理)(〜11),ZB(理)(〜11) 
見出し FSZ3321 生態学 
担当教員名 高崎 浩幸 
単位数 2 
教科書 とくに指定しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 生態学、動物学、植物学、生物学、植物社会学、植生学、気候、土壌、遷移、個

体群生態学、群集生態学、動物生態学、植物生態学、湖沼生態学、捕食者、被食
者、寄生、共生 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答 空調設備 あつい。 

天井に扇風機不要。プリントが散る。 
暑いのにクーラーがつかない。 
＜＜省エネの時代的要請上、不可避の中央制御設備運用の問題で、その運用に権
限のない教員として対処できることには限界があります。それで本年度は、とき
どき屋内よりも涼しい野外で講義をおこなうなどの対処を試みてみました。 

科目名 生態学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜講義中に紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 ・ 本 学 内 外 に 高 度 に 整 備 さ れ た ICT (Information and Communication 

Technology) 設備もうまく使いこなして、予習・復習やレポート作成に努めるこ
と。・本科目の関連科目も履修することが望ましい。・受講者の知識・関心の広が
りに応じて、講義展開を臨機応変に修正する。・臨機応変に野外で講義すること
もあるので、ふさわしい靴や服装で出席すること。 

シラバスコード FSZ3321 
実務経験のある教員  
達成目標 生態学の基礎的な知識を身につけること、および生態現象はさまざまなシステム

が組み合わさった複雑系から成り立っていることを理解すること。 
受講者へのコメント 講義時間は、それぞれの受講生が講義科目を学ぶ上でのきっかけに過ぎません。

それ以上に図書館の利用など、自学自習による学習が受講生には求められてま
す。それが身につけば、卒業後も自分が新たに学ぶべき課題が出てきたときに、
情報収集や学習を、生涯にわたって続けることができます。 

連絡先 高崎研究室 21 号館 5 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね良好かつ好意的な評価をいただき、ありがとうございました。 



英文科目名 Ecology 
関連科目 進化動物学、自然⼈類学 I、動物社会学、⼈類生態学 
次回に向けての改善変更予定 今後とも、様々に工夫を重ね、受講生の満足度の向上に努めさせていただきます。 
講義目的 生態学は、個体レベルから地球レベルまで、行動や生活、物質（汚染物質を含む）・

エネルギー循環まで実に多様なレベルを対象としており、この講義ではこれらを
概観する。これらの理解は、⼈間の生活や活動さらに自然保護や地球環境のあり
方の捉え方を与える。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の概要を説明する。 

2 回 生態学とはどういう学問であるか、その発展の歴史を概観する。 
3 回 システムとしての生態系の考え方を説明する。 
4 回 種の個体よりも高次の生態学的な単位である個体群について説明する。 
5 回 さまざまな種の個体群が集まって与えられた地域に成立する生物群集につ
いて説明する。 
6 回 個体群の中でおきる個体間、あるいは集団間の種内競争について説明する。 
7 回 生態学的地位「ニッチ」の概念とニッチの近い種間の競争について説明す
る。 
8 回 捕食者（食うもの）と被食者（食われるもの）の関係について、捕食者の観
点から説明する。 
9 回 捕食者（食うもの）と被食者（食われるもの）の関係について、被食者の観
点から説明する。 
10 回 寄生者と宿主の関係である寄生について、捕食者と被食者と関係との共通
点と相違点について、生態学的な観点から説明する。 
11 回 共生について、寄生との共通点と相違点について、生態学的な観点から説
明する。 
12 回 土壌の形成と植生の遷移について説明する。 
13 回 気候と植生の対応について、緯度と高度の観点から統一的に理解できるこ
とを説明する。 
14 回 さまざまな生態系について説明する。 
15 回 個体群生態学や群集生態学、動物生態学、植物生態学、湖沼生態学など、
さまざまなに分化した生態学があることを説明し、その総体としての生態学を改
めて解説する。 

準備学習 1 回 本シラバスに目を通して、本科目のイメージを各自想定し、ノートしておく
こと。 
2 回 初回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ等で調べ
てノートしておくこと。 
3 回 初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ等
で調べてノートしておくこと。 
4 回 初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ等
で調べてノートしておくこと。 
5 回 初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ等
で調べてノートしておくこと。 



6 回 初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ等
で調べてノートしておくこと。 
7 回 初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ等
で調べてノートしておくこと。 
8 回 初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ等
で調べてノートしておくこと。 
9 回 初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ等
で調べてノートしておくこと。 
10 回 初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ
等で調べてノートしておくこと。 
11 回 初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ
等で調べてノートしておくこと。 
12 回 初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ
等で調べてノートしておくこと。 
13 回 初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ
等で調べてノートしておくこと。 
14 回 初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ
等で調べてノートしておくこと。 
15 回 初回・前回に説明のあった今回の予習および今期の復習を各自の蔵書、図
書館図書、ウェブ等で調べてノートしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSZ3322 
成績評価 定期試験で評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス ZA(理)(〜11),ZB(理)(〜11) 
見出し FSZ3322 脊椎動物学Ⅲ 
担当教員名 名取 真⼈、小林 秀司 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 哺乳類型爬虫類、 盤⻯類、 獣弓類、キノドン類、単孔類、有袋類、有胎盤類、

動物地理 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 提示資料に評価をいただきましたが，これからも資料の充実を図りたいと思いま

す。また，これからも複数体制で講義を展開しまいります。 
科目名 脊椎動物学Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 Kemp, The Origin & 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSZ3322 
実務経験のある教員  
達成目標 ・哺乳類型爬虫類から原始哺乳類への進化と原始哺乳類から原始的な有袋類・有

胎盤類までの進化を理解する。 
・実験動物として定着した分類群も含め、興味深い現生哺乳類の各分類群を取り
上げ、それぞれの特徴を講義する。 

受講者へのコメント 分からないことがありましたら，講義時間やそれ以外のときでも質問してくださ
い。 

連絡先 名取研究室 ２１号館５階小林研究室 保存科学棟２階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね高い評価をいただきありがとうございました。 
英文科目名 Vertebrate Zoology III 
関連科目 脊椎動物学 I、脊椎動物学 II 
次回に向けての改善変更予定 提示する資料の充実を図りたいと思います。 
講義目的 現在の哺乳類は、非常に多様性に富み、さまざまな環境に適応している。ただ、

恐⻯が大発展したジュラ紀以前に、哺乳類化石が発見されるなど、哺乳類の歩ん
だ道はきわめて⻑い。ここでは、哺乳類の歴史と現生哺乳類の多様性について概
観する。名取真⼈ ：哺乳類型爬虫類から原始哺乳類への進化と原始哺乳類から
原始的な有袋類・有胎盤類までの進化を解説する。小林秀司：実験動物として定



着した分類群も含め、興味深い現生哺乳類の各分類群を取り上げ、それぞれの特
徴を講義する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション（名取，小林） 

2 回  哺乳類型爬虫類（名取） 
3 回  盤⻯類（名取） 
4 回  獣弓類（名取） 
5 回  キノドン類（名取） 
6 回  原始哺乳類（名取） 
7 回  現生哺乳類にはどの様なものがいるか -哺乳類の分布と動物地理-（小林） 
8 回 日本の哺乳類（小林） 
9 回  岡山の哺乳類（小林） 
10 回 原獣亜綱 単孔類 （小林） 
11 回 後獣下綱 有袋類 （小林） 
12 回  真獣下綱 有胎盤類 1 異節上目（小林） 
13 回  真獣下綱 有胎盤類 2 真主齧上目（小林） 
14 回  真獣下綱 有胎盤類 3 アフリカ獣上目（小林） 
15 回 真獣下綱 有胎盤類 4 ローラシア獣上目（小林） 

準備学習 1 回  シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと 
2 回  事前に配布するプリントを参考に、有羊膜類について、図書館等で調べて
おくこと 
3 回  事前に配布するプリントを参考に、原始的な哺乳類型爬虫類である盤⻯
類について、図書館等で調べておくこと 
4 回 事前に配布するプリントを参考に、獣弓類について、図書館等で調べておく
こと 
5 回 事前に配布するプリントを参考に、キノドン類について、図書館等で調べて
おくこと 
6 回 事前に配布するプリントを参考に、原始哺乳類について、図書館等で調べて
おくこと 
7 回 事前に配布するプリントを参考に、現生哺乳類について、図書館等で調べて
おくこと 
8 回 事前に配布するプリントを参考に、日本の哺乳類について、図書館等で調べ
ておくこと 
9 回 事前に配布するプリントを参考に、岡山の哺乳類について、図書館等で調べ
ておくこと 
10 回 事前に配布するプリントを参考に、単孔類哺乳類について、図書館等で調
べておくこと 
11 回 事前に配布するプリントを参考に、有袋類哺乳類について、図書館等で調
べておくこと 
12 回 事前に配布するプリントを参考に、異節上目哺乳類について、図書館等で
調べておくこと 
13 回 事前に配布するプリントを参考に、真主齧上目哺乳類について、図書館等



で調べておくこと 
14 回 事前に配布するプリントを参考に、アフリカ獣上目哺乳類について、図書
館等で調べておくこと 
15 回 事前に配布するプリントを参考に、ローラシア獣上目哺乳類について、図
書館等で調べておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FSZ3331 
成績評価 出席 30％、小テスト・レポート 20％、定期試験 50％ 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス ZA(理)(〜10),ZB(理)(〜10) 
見出し FSZ3331 動物病理学 
担当教員名 福⽥ 勝洋 
単位数 2 
教科書 指定しない 
アクティブラーニング  
キーワード 疾患、細胞障害、炎症、組織の修復、創傷治癒、血行動態異常、腫瘍、ズーノー

シス 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 動物病理学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ロピンス「基礎病理学 第７版」廣川書店ルービン「カラー基本病理学」⻄村書

店笹野・岡⽥・石倉「シンプル病理学」南江堂 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSZ3331 
実務経験のある教員  
達成目標 疾患の概念を理解し、疾患に対する生体の一般的な反応、経過を学んで、疾患に

対して対応しうる知識を修得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 20 号館 2 階 福⽥研究室 kfukuta@zool.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Animal Pathology 
関連科目 動物機能解剖学、動物解剖学実習 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 疾患時に動物の体の中で生じる侵襲に対する細胞と組織全般に共通する反応を

学ばせ、個々の疾患の原因、経過、転帰について理解させる。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 動物病理学での講義内容、修得すべき知識について説明する。 

2 回 疾患の概念について講述する。 
3 回 細胞障害 Ⅰ．細胞増殖と細胞死について講述する。 
4 回 細胞障害 Ⅱ．細胞障害の原因と機序について講述する。 
5 回 細胞障害 Ⅲ．損傷に対する細胞の適応について講述する。 



6 回 炎症 Ⅰ．炎症の概要について講述する。 
7 回 炎症 Ⅱ．急性および慢性炎症について講述する。 
8 回 組織の修復・再生 Ⅰ．創傷治癒について講述する。 
9 回 組織の修復・再生 Ⅱ．創傷治癒に及ぼす因子、合併症について講述する。 
10 回 血液動態の異常 Ⅰ．血栓症について講述する。 
11 回 血液動態の異常 Ⅱ．ショックについて講述する。 
12 回 腫瘍 Ⅰ．組織学的判断について講述する。 
13 回 腫瘍 Ⅱ．悪性腫瘍について講述する。 
14 回 感染症の一般病理学について講述する。 
15 回 動物の主要な感染症（ズーノーシス）について講述する。 

準備学習 1 回 シラバスを読み講義の目的と学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 前もって配布するプリントを読み、関連項目を調べておくこと。 
3 回 前もって配布するプリントを読み、関連項目を調べておくこと。 
4 回 前もって配布するプリントを読み、関連項目を調べておくこと。 
5 回 前もって配布するプリントを読み、関連項目を調べておくこと。 
6 回 前もって配布するプリントを読み、関連項目を調べておくこと。 
7 回 前もって配布するプリントを読み、関連項目を調べておくこと。 
8 回 前もって配布するプリントを読み、関連項目を調べておくこと。 
9 回 前もって配布するプリントを読み、関連項目を調べておくこと。 
10 回 前もって配布するプリントを読み、関連項目を調べておくこと。 
11 回 前もって配布するプリントを読み、関連項目を調べておくこと。 
12 回 前もって配布するプリントを読み、関連項目を調べておくこと。 
13 回 前もって配布するプリントを読み、関連項目を調べておくこと。 
14 回 前もって配布するプリントを読み、関連項目を調べておくこと。 
15 回 前もって配布するプリントを読み、関連項目を調べておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSZ3332 
成績評価 定期試験により評価する。採点の基準は 100 点満点のうち、60 点以上を合格と

する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス ZA(理)(〜10),ZB(理)(〜10) 
見出し FSZ3332 動物生殖学 
担当教員名 清水 慶子 
単位数 2 
教科書 とくに指定しない。適宜資料を配付する。 
アクティブラーニング  
キーワード オスとメス、性、性分化、性行動、フェロモン、ホルモン 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 動物生殖学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 受講者の知識・関心の広がりに応じて、講義展開を臨機応変に修正する。 
シラバスコード FSZ3332 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)動物の性と生におけるオスとメスの役割について理解できること 

(2)さまざまな動物の生殖現象の特徴について概説できること 
受講者へのコメント  
連絡先 清水研究室（28 号館 2 階）shimizu@zool.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Animal Reproductive Science 
関連科目 動物生理学、動物行動学、動物機能解剖学、動物発生学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 哺乳類のみならず鳥類、爬虫類、両生類、魚類など、さまざまな動物における性

と生の特徴を、例をあげつつ内分泌学的、生理学的、行動学的に紹介する。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 動物生殖学の講義の概要と進め方について説明する 

2 回 動物における性の決定様式について解説する。 
3 回 哺乳類の性分化について神経内分泌学的に解説する。 
4 回 動物の生育環境と行動について解説する。 
5 回 動物の種内コミュニケーションについて解説する。 
6 回 動物の雄性行動について解説する。 



7 回 動物の雌性行動について解説する。 
8 回 さまざまな動物の子育て行動について解説する。 
9 回 動物の攻撃行動について解説する。 
10 回 動物の情動について行動学的、神経内分泌学的に解説する。 
11 回 動物の行動の周期性について解説する。 
12 回 ヒトを含む動物への環境ホルモンの生殖生理にかかわる影響について解説
する。 
13 回 動物の季節繁殖およびそのメカニズムについて解説する。 
14 回 ヒト及び動物のフェロモンについて行動学的、神経内分泌学的に解説する。 
15 回 ⼈間の性行動における生物学的基盤について解説する。 

準備学習 1 回 本シラバスに目を通して、本科目のイメージを各自想定し、ノートしておく
こと。 
2 回 動物の性染色体や環境による性決定について参考書などで事前に調べてお
くこと。 
3 回 哺乳類の生殖器や脳の性分化について参考書などで事前に調べておくこと。 
4 回 ストレスなど生育環境と行動について参考書などで事前に調べておくこと。 
5 回 動物のコミュニケーションについて参考書などで事前に調べておくこと。 
6 回 生殖にかかわるオスの行動について参考書などで事前に調べておくこと。 
7 回 生殖にかかわるメスの行動について参考書などで事前に調べておくこと。 
8 回 さまざまな動物の⺟子間関係について参考書などで事前に調べておくこと。 
9 回 さまざまな動物の攻撃行動について参考書などで事前に調べておくこと。 
10 回 情動とは何か、参考書などで事前に調べておくこと。 
11 回 動物の行動の周期性と性周期について参考書などで事前に調べておくこ
と。 
12 回 動物に生殖機能障害を引き起こす物質について参考書などで事前に調べて
おくこと。 
13 回 どのような動物がどのような季節繁殖を示すか、参考書などで事前に調べ
ておくこと。 
14 回 フェロモンとは何か、参考書などで事前に調べておくこと。 
15 回 ⼈間の性行動とホルモンについて参考書などで事前に調べておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSZ3511 
成績評価 中間テスト・レポート・定期試験を総合的に評価する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス ZA(理)(〜12),ZB(理)(〜12) 
見出し FSZ3511 パソコン入門 
担当教員名 岩崎 彰典 
単位数 2 
教科書 使用しない。パソコン使用の実技が中心なので必要に応じて資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード インターネット 学生用 Web メール ワード エクセル 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 パソコン入門 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用するソフトウェアの進歩は著しく、またほとんどの知識はインターネットを

通じて得ることができるので参考書は特に必要ありません。 
授業形態 講義 
注意備考 実技形式で行うため、出席が重要です。欠席・遅刻の場合、授業に追いつくのは

かなり困難です。レポート提出や中間テストはオンラインで行います。パソコン
上で処理するため、フォルダ名・ファイル名に不備があれば採点することができ
ませんので十分注意してください。定期試験はパソコンを使った実技試験とオン
ライン試験です。ＵＳＢメモリを購入しておくと便利です。岡山理科大学「OUS
コンテンツライブラリー」を使用する。 

シラバスコード FSZ3511 
実務経験のある教員  
達成目標 １．インターネット・学生用 Web メールが活用できるようになること。 

２．ワードの基本的機能を理解し、レポート作成ができるようになること。 
３．エクセルの基本的機能を理解し、データ処理及びグラフ作成ができるように
なること。 
４．ワードの機能とエクセルの機能を組み合わせ、将来のレポート作成ができる
ようになること。 

受講者へのコメント  
連絡先 11 号館 5 階、電子メール:top@center.ous.ac.jp、電話：086-256-9773 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introduction to Personal Computer 
関連科目 後期の情報リテラシーⅡの履修が望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 大学での学習・研究はもとより、今や社会で生活するにもインターネットや計算
機による情報の収集、加工、発信は欠かせない。その原理と仕組みを理解し、技
法と倫理を学び、情報化社会を生きていくための最低限の知識を身につけること
を目的とする。大学での学習・研究はもとより、今や社会で生活するにもインタ
ーネットや計算機による情報の収集、加工、発信は欠かせない。その原理と仕組
みを理解し、技法と倫理を学び、情報化社会を生きていくための最低限の知識を
身につけることを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 メモ帳や学生用 Web メールを使えるようにする。 

オンラインでの受講登録をする。 
2 回 出席登録をする。 
メモ帳で一泊研修の感想の作文をする。 
3 回 Web を使った履修届けと学生用 Web メールの確認をする。 
メモ帳で一泊研修の感想の作文の続きをする。 
4 回 情報倫理とメールでのマナーを学習する。 
5 回 パソコンの仕組みの基礎知識。特にドライブ、フォルダ、ファイルの構造に
ついて学習する。 
6 回 ワードの基礎について学習する。 
7 回 ワードでの画像の取り扱いについて学習する。 
8 回 ワードでの数式処理と表作成について学習する。 
9 回 ワードで文書作成の総合演習をする。 
10 回 エクセル基礎の学習をする。 
11 回 エクセルを使ってグラフを作成する。 
12 回 エクセルの関数の使い方を学習する。 
13 回 エクセルの関数の応用として乱数のシミュレーションをする。 
14 回 エクセルの総合演習としてグラフを使ったレポート作成の演習をする。 
15 回 総合演習をする。 

準備学習 1 回 高校で学習した情報教科を復習してくること。 
メモ帳での作文のため一泊研修の感想を考えておくこと。 
2 回 パソコンへのログインや履修届けなどが確実にできること。 
3 回 学生用 Web メールの設定が正しいか確認しておくこと。 
4 回 「岡山理科大学情報倫理ガイドライン」と「岡山理科大学情報倫理要綱(学
生向)」を理解しておくこと。 
5 回 一泊研修の思い出の作文を仕上げておくこと。 
6 回 前回までの復習をしておくこと。 
7 回 ワードでの作文のため高校時代の思い出を考えておくこと。 
8 回 ワードで高校時代の思い出の作文作成を始めること。 
9 回 ワードで高校時代の思い出の作文を完成させておくこと。 
10 回 前回までの復習をしておくこと。 
11 回 前回までの復習をしておくこと。 
12 回 エクセルのレポートの作成のため、データ収集などを行っておくこと。 
13 回 エクセル及びワードを用いたレポート作成をしておくこと。 



14 回 エクセル及びワードを用いたレポートを完成させておくこと。 
15 回 今までの復習をしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSZ3521 
成績評価 定期試験で評価する 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス ZA(理)(〜11),ZB(理)(〜11) 
見出し FSZ3521 寄生虫学 
担当教員名 小林 秀司 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 寄生虫、原虫類、扁形動物、線形動物、節足動物 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 寄生虫学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 R. Poulin, (2007) Evolutionary Ecology of Parasites. 

吉⽥行雄（2008）医動物学 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSZ3521 
実務経験のある教員  
達成目標 ・寄生生物の多様性について理解する 

・寄生の様体の多様性について理解する 
・⼈獣共通感染性寄生虫について理解する 

受講者へのコメント  
連絡先 保存科学棟二階研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Parasitology 
関連科目 動物系統分類学、脊椎動物学 I、脊椎動物学 II、脊椎動物学 III 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 現在、地球上には１０００万種にも及ぶと考えられる生物が生息し、一説によれ

ば、そのうちの大半を寄生生物が占めるといわれている。動物界においては、さ
らにこの割合が高いといわれ、その内容も個体レベルで栄養を搾取するものか
ら、社会機構そのものに寄生するタイプまで、様々な様相を呈している。本授業
では、多様な生命現象の典型例として寄生虫をテーマに、多面的で複眼的な生物
の理解を目標にする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。講義の進め方を説明する。 



2 回 寄生とは何か？ 寄生と共生について講義する。 
3 回 寄生生活の様々なパターンについて講義する。 
4 回 寄生生活を送る原生動物について講義する。 
5 回 寄生生活を送る原生動物について講義する。 
6 回 寄生生活を送る中生動物および扁形動物について講義する。 
7 回 寄生生活を送る扁形動物について講義する。 
8 回 寄生生活を送る扁形動物について講義する。 
9 回 寄生生活を送る線形動物について講義する。 
10 回 寄生生活を送る線形動物 2 および類線形動物について講義する。 
11 回 寄生生活を送る鉤頭動物および舌形動物について講義する。 
12 回 寄生生活を送る軟体動物について講義する。 
13 回 寄生生活を送る節足動物について講義する。 
14 回 寄生生活を送る節足動物について講義する。 
15 回 寄生生活を送る節足動物について講義する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 事前に配布されたプリントをもとに、今回の予習を各自の蔵書、図書館図
書、ウェブ等で調べてノートしておくこと。 
3 回 事前に配布されたプリントをもとに、今回の予習を各自の蔵書、図書館図
書、ウェブ等で調べてノートしておくこと。 
4 回 事前に配布されたプリントをもとに、今回の予習を各自の蔵書、図書館図
書、ウェブ等で調べてノートしておくこと。 
5 回 事前に配布されたプリントをもとに、今回の予習を各自の蔵書、図書館図
書、ウェブ等で調べてノートしておくこと。 
6 回 事前に配布されたプリントをもとに、今回の予習を各自の蔵書、図書館図
書、ウェブ等で調べてノートしておくこと。 
7 回 事前に配布されたプリントをもとに、今回の予習を各自の蔵書、図書館図
書、ウェブ等で調べてノートしておくこと。 
8 回 事前に配布されたプリントをもとに、今回の予習を各自の蔵書、図書館図
書、ウェブ等で調べてノートしておくこと。 
9 回 事前に配布されたプリントをもとに、今回の予習を各自の蔵書、図書館図
書、ウェブ等で調べてノートしておくこと。 
10 回 事前に配布されたプリントをもとに、今回の予習を各自の蔵書、図書館図
書、ウェブ等で調べてノートしておくこと。 
11 回 事前に配布されたプリントをもとに、今回の予習を各自の蔵書、図書館図
書、ウェブ等で調べてノートしておくこと。 
12 回 事前に配布されたプリントをもとに、今回の予習を各自の蔵書、図書館図
書、ウェブ等で調べてノートしておくこと。 
13 回 事前に配布されたプリントをもとに、今回の予習を各自の蔵書、図書館図
書、ウェブ等で調べてノートしておくこと。 
14 回 事前に配布されたプリントをもとに、今回の予習を各自の蔵書、図書館図
書、ウェブ等で調べてノートしておくこと。 
15 回 事前に配布されたプリントをもとに、今回の予習を各自の蔵書、図書館図



書、ウェブ等で調べてノートしておくこと。 
 



年度 2012 
授業コード FSZ3711 
成績評価 レポートにより評価する。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス ZA(理)(〜10),ZB(理)(〜10) 
見出し FSZ3711 動物実験・検査学実習 
担当教員名 織⽥ 銑一、清水 慶子 
単位数 2 
教科書 特に指定しない。資料を配付する。 
アクティブラーニング  
キーワード 実験動物、検査、保定、血液、尿、糞、行動 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 動物実験・検査学実習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて紹介する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 受講者の知識、関心の広がりに応じて、実習内容を変更することがある。 
シラバスコード FSZ3711 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）動物検査の基礎的な技術を理解し説明できること。 

（２）動物検査に関する基礎的技術を理解し実施できること。 
（３）実験、検査により得られた結果のまとめ方を身につけること。 

受講者へのコメント  
連絡先 清水研究室 28 号館 2 階 shimizu@zool.ous.ac.jp 

織⽥研究室 28 号館 2 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Laboratory Work in Animal Experiments and Tests 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 動物実験をおこなうための基礎的な技術⼒を身につけることを目的とする。ま

た、実験により得られた結果の解釈、表現、報告する手法を養う。 
哺乳動物を対象にして法的規制、内部形態の検査、機能検査の基礎実験をおこな
う。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 動物実験・検査学実習の概要を説明する。 

2 回 実験動物の取り扱いならびに安全管理講習を学ぶ。 
3 回 動物の保定法と健康管理、目視診断を実習する。 



4 回 採糞法・糞便検査法（顕微鏡の操作、寄生虫検査法）を実習する。 
5 回 採血法と血糖値測定法を実習する。 
6 回 個体識別法と投薬法について実習する。 
7 回 行動実験法１（オープンフィールドテスト、新奇ケージテスト）を実習す
る。 
8 回 行動実験法２（強制水泳テスト、テールサスペンジョンテスト、ソーシャル
インタラクションテスト）を実習する。 
9 回 行動観察法３（成⻑による行動発現観察、行動パターンの種差）を学ぶ。 
10 回 表現型解析法（外表現形質、行動形質、生化学的形質）について実習する。 
11 回 薬物の安全性に関わる生殖毒性試験について学ぶ。 
12 回 外表奇形観察法とアリザリン染色標本作製をおこなう。 
13 回 骨格奇形と骨格変異検査法について実習する。 
14 回 麻酔法（各種麻酔薬と投与法）を実習する。 
15 回 小動物外科手術の基礎について学ぶ。 

準備学習 1 回 動物実験について参考書等でしらべておくこと。 
2 回 実験動物の取り扱いならびに安全管理について参考書等でしらべておくこ
と。 
3 回 動物の保定法と病気について参考書等でしらべておくこと。 
4 回 顕微鏡の操作について予習復習しておくこと。 
5 回 血液および血糖値について参考書等でしらべておくこと。 
6 回 個体識別法と投薬法について参考書等でしらべておくこと。 
14 回 動物の麻酔について参考書等でしらべておくこと。 
15 回 小動物外科手術について参考書等でしらべておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSZ3712 
成績評価 レポート（50%)および実習への取り組み(50%)により総合的に評価する。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス ZA(理)(〜11),ZB(理)(〜11) 
見出し FSZ3712 動物生理・生化学実習 
担当教員名 清水 慶子、愛甲 博美 
単位数 2 
教科書 とくに指定しない。適宜プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 細胞、組織、器官、生体のしくみ、Lambert-Beer の法則 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 動物生理・生化学実習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて紹介する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 実習計画は材料調達状況により変更することがある。受講者の知識・関心の広が

りに応じて、展開を臨機応変に修正することがある。実験着を着用のこと。 
シラバスコード FSZ3712 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)使用機器や器具、試薬の特性、使用方法を理解し、自分で扱えるようになるこ

と 
(2)動物やその細胞、組織、器官の扱い方を理解し、自分で扱えるようになること 
(3)実験方法の意味、基礎的技術を理解し、実施できること 
(4)得られた結果の解釈、報告ができるようになること 

受講者へのコメント  
連絡先 愛甲研究室 20 号館 2 階 aikoh@zool.ous.ac.jp 

清水研究室 28 号館 2 階 shimizu@zool.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Laboratory Work in Animal Physiology and Biochemistry 
関連科目 動物生理学、動物機能解剖学を履修しておくことが望ましい 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 動物やその細胞、組織、器官の扱い方、分析法などの基礎生理学実験法、化学実

験における基本手法をを理解、習得する。生理学的に重要な呼吸、消化、血液性
状、排泄などに関連する一連の実験を行い、動物の体のしくみや個体と環境との
関わりについて、理解を深めることを目的とする。得られた結果の解釈、報告方
法を習得する。 



対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション、動物生理・生化学実習についての概要を説明する 

2 回 実験機器、器具の使用法、試薬調整法、緩衝液とその作用について学ぶ。 
3 回 組織切片作成法を習得する。ーその１ 
4 回 組織切片作成法を習得する。ーその２ 
5 回 血液生化学検査法を習得する。 
6 回 赤血球数測定法を習得する。 
7 回 白血球数測定法を習得する。 
8 回 消化液の作用の検査法を習得する。 
9 回 腎機能および体液調節について実習する。 
10 回 膣スメア検査法について実習する。 
11 回 動物の感覚機能について実習する。 
12 回 フェナントロリン鉄（II)錯体組成の決定（連続変化法） 
13 回 フェナントロリン鉄（II)錯体組成の決定（モル比法） 
14 回 Ni-EDTA 錯体の吸収曲線の作成と未知 Ni の定量 
15 回 KI-過酸化水素の酸化還元反応 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習の過程を把握しておくこと 
2 回 生理・生化学実験に用いられる機器、器具についての基本を書籍等で調べて
おくこと。 
緩衝液とはどのようなものかについて書籍等で調べておくこと。 
3 回 組織切片作製法について書籍等で調べておくこと。 
4 回 前回の実習で学んだことを復習しておくこと。 
5 回 血液生化学検査法にはどのようなものがあるか、それらは何を表すか、書籍
等で調べておくこと。 
6 回 さまざまな動物の赤血球数について書籍等で調べておくこと。 
7 回 さまざまな動物の白血球について書籍等で調べておくこと。 
8 回 消化液について書籍等で調べておくこと。 
9 回 腎機能および体液調節について参考書等でしらべておくこと。 
10 回 膣スメア検査法について参考書等でしらべておくこと。 
11 回 動物の感覚機能について参考書等でしらべておくこと。 
12 回 錯体の組成を決定する方法の一つである連続変化法を調べておくこと。 
13 回 錯体の組成を決定する方法の一つであるモル比法を調べておくこと。 
14 回 EDTA と Ni との反応を調べておくこと。 
15 回 ヨウ素-デンプン反応について調べておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSZ37B1 
成績評価 実験レポート（60％）、中間試験（10％）、定期試験（30％）により成績を評価す

る。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス ZA(理)(〜12),ZB(理)(〜12) 
見出し FSZ37B1 化学基礎実験 
担当教員名 高原 周一、佐藤 幸子 
単位数 2 
教科書 岡山理科大学化学実験一手引きと演習一 ／ 佐藤幸子 

：理工系化学実験（一基礎と応用一 第３版） ／ 坂⽥一矩編 ／ （東京教学社） 
アクティブラーニング  
キーワード 無機定性分析：金属のイオン化傾向、元素の周期表、分属試薬、溶解度積、化学

平衡、錯イオン、両性金属、マスキング 
定量分析：中和、酸化還元、キレート生成、電離定数、pH、pKa、緩衝溶液、モ
ル濃度、質量百分率 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答 机が狭い，通路が狭いというコメントがありました．これらのことは認識してお

り，大学にスペース拡大を要請中です． 
椅子がボロイというコメントがありましたが，座るのに支障がある椅子があれば
交換するようにします． 
マイク・スピーカーの音が少し聞き取りにくいというコメントがありました．確
かにあまり良いスピーカーではないので，通常の講義室にあるような備え付けの
スピーカーを導入するように大学に要請します． 
化学の基礎，計算方法，レポート作成等の資料を追加してほしいという要望があ
りましたので，検討します． 
実験の前にもう 

科目名 化学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎化学実験安全オリエンテーション ／ 山口和也、山本仁著 ／（東京化学同

⼈） 
大学の基礎化学実験 ／大学一般化学教育研究会編 ／（学術図書出版社） 
フォトサイエンス化学図録 ／（数研出版） 
化学入門／ 井口洋夫、木下實編集 ／（ 実教出版） 
クリスチャン分析化学 I, II ／ Gary D. Christian ／（丸善） 

授業形態 実験実習 
注意備考 全ての実験を行い、レポートを提出し受理されていることが、単位取得の前提条

件である。十分な予習をし、内容を理解して実験に臨むこと。実験開始までに、
予習プリントを提出する。実験を安全に行うため、白衣と保護眼鏡の着用を義務
づける。 

シラバスコード FSZ37B1 



実務経験のある教員  
達成目標 （１）薬品の取り扱い方の基本を理解する。決められた濃度の試薬溶液を調製で

きる。 
（２）適切な実験廃液の処理ができる。 
（３）化学実験で用いられるガラス器具（ホールピペット、ビュレット、メスフ
ラスコなど）や機器（pH メーター、分光光度計、電子天秤など）を適切に使用
できる。 
（４）モル濃度、質量パーセント濃度を理解し、滴定実験、吸光光度法分析によ
り化学物質の濃度を決定できる。 
（５）現象を分子論的に捉え、物質の変化を化学反応式で記述できる。 
（６）実験についての報告書を作成することができる。 

受講者へのコメント 他の講義・実験と比べて，レポートの量が多くて大変だったと思いますが，化学
についての知識やレポート作成技術は向上したのではないでしょうか．今後の大
学生活で，その成果を生かしていかれることを期待しています． 

連絡先 高原周一 13 学舎 3 階 電子メール takahara@chem.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 週当たりの学習時間数で「3 時間程度またはそれ以上」が 6 割を超えており（2
時間程度を加えると 8 割程度），予習・レポート作成等でかなりの時間外学習が
出来ていたようである． 
「この分野への理解が深まった」という学生が 7 割程度，「技能・技術が向上し
た」が 6 割程度，授業に「満足した」もしくは「ほぼ満足した」学生が 9 割以上
で，学生の評価は概ね高かったと考えている．ただ，「この分野への興味・関心が
高まった」という学生は 5 割弱と少し低めで，改善を要する． 
当初，受講生は 40 名だったが，最終的に単位認定できたのは 24 名であ 

英文科目名 Primary Experiments in Chemistry 
関連科目 化学基礎論 I・II、入門化学 
次回に向けての改善変更予定 内容が無機化学・分析化学に偏っているので，物理化学・有機化学関係のテーマ

を導入することを検討したい． 
化学への興味・関心を高めるために，メインの実験に関連した演示実験を導入す
ることも検討したい． 
レポートについて，予習プリントを基本的に写すだけになる部分（結果と考察以
外の部分）については一部省略することを検討したい． 

講義目的 基礎的な実験を通して、化学実験に必要な基本的知識と実験室でのマナーを習得
する。実験機器の取り扱い方、グラフの書き方、報告書の作成法等を学ぶと同時
に、化学の基礎原理や概念についての理解を深める。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

講義の進め方等を説明する。安全・環境教育を行う。 
2 回 基礎実験（金属と酸との反応） 
金属と強酸・強塩基との反応を調べる。 
3 回 第１ 属陽イオンの定性分析 



銀イオン、鉛イオンの定性分析についての実験を行う。 
4 回 第２属陽イオンの定性分析 I 
鉛 、ビスマス、銅 、カドミウムイオンの定性分析についての実験を行う。 
5 回 第２属陽イオンの定性分析 II  
混合試料の系統分析を行う。 
6 回 第３属陽イオンの定性分析 
アルミニウム、鉄、クロムイオンの定性分析についての実験を行う。 
7 回 陽イオンの系統分析（中間試験） 
これまで修得した知識を元に、未知試料の定性分析を行う。 
8 回 陽イオンの系統分析結果の解説を行う。また、容量分析の事前説明を行う。 
9 回 中和滴定  
中和滴定により、食酢中の酢酸の定量および水酸化ナトリウム・炭酸ナトリウム
混合溶液中の各成分の定量を行う。 
10 回 酸化還元滴定  
酸化還元滴定により、オキシドール中の過酸化水素の定量を行う。 
11 回 キレート滴定  
キレート滴定により、水道水、市販ミネラルウォーターの硬度を決定する。 
12 回 pH メーターを用いる電位差滴定 I 
電位差滴定により酢酸の電離定数を決定する。 
13 回  pH メーターを用いる電位差滴定 II  
電位差滴定により、水酸化ナトリウム・炭酸ナトリウム混合溶液の定量、リン酸
の電離定数の決定等を行う。 
14 回 吸光光度法による鉄イオンの定量 
1,10-フェナントロリンとの錯体形成反応を利用して、試料水中の鉄イオンを吸
光光度法により定量する。 
15 回 14 回目の実験で得られた各グループの定量値と試料の表示濃度との差異
について考察する。 
補充実験と演習問題の解説を行う。 

準備学習 1 回 シラバスを読んでおくこと。 
2 回 教科書等を使って実施する実験について事前学習し、指示された予習課題
を仕上げること。 
3 回 教科書等を使って実施する実験について事前学習し、指示された予習課題
を仕上げること。 
4 回 教科書等を使って実施する実験について事前学習し、指示された予習課題
を仕上げること。 
5 回 教科書等を使って実施する実験について事前学習し、指示された予習課題
を仕上げること。 
6 回 教科書等を使って実施する実験について事前学習し、指示された予習課題
を仕上げること。 
7 回 教科書等を使って実施する実験について事前学習し、指示された予習課題
を仕上げること。 
8 回 教科書等を使って実施する実験について事前学習し、指示された予習課題



を仕上げること。 
9 回 教科書等を使って実施する実験について事前学習し、指示された予習課題
を仕上げること。 
10 回 教科書等を使って実施する実験について事前学習し、指示された予習課題
を仕上げること。 
11 回 教科書等を使って実施する実験について事前学習し、指示された予習課題
を仕上げること。 
12 回 教科書等を使って実施する実験について事前学習し、指示された予習課題
を仕上げること。 
13 回 教科書等を使って実施する実験について事前学習し、指示された予習課題
を仕上げること。 
14 回 教科書等を使って実施する実験について事前学習し、指示された予習課題
を仕上げること。 
15 回 教科書等を使って実施する実験について事前学習し、指示された予習課題
を仕上げること。 

 



年度 2012 
授業コード FSZ4111 
成績評価 定期試験 70％、中間試験 20％、出席 10％ 
曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス ZA(理)(〜12),ZB(理)(〜12) 
見出し FSZ4111 動物と⼈間 
担当教員名 織⽥ 銑一 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード 畜産動物、家庭動物、実験動物、展示動物、野生動物、フードアボイダンス、ペ

ットロス 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 動物と⼈間 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSZ4111 
実務経験のある教員  
達成目標 動物学科の学生が必要とする「動物と⼈間」に関する知識欲を刺激し、他学科の

学生にも動物の面白さを話題にできるような知識を涵養する。 
受講者へのコメント  
連絡先 織⽥銑一 

動物学科 
oda@zool.ous.ac.jp 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Animal and Human 
関連科目 実験動物学、動物関連法規、動物保全学、動物育種学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 動物学科の学生が必要とする知識について日々のマスコミで話題になることを

解説し、⼈間の衣食住の中での動物、医療と福祉のための動物、⼈間が利用した
り保護したりする、その関係について理解を深めることを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 動物と⼈間との関係論を概述する。 

2 回 動物と⼈間の関係史概論について講述する。 
3 回 飼育動物ー家畜化のはじまり、動物開放論と種差別について講述する。 



4 回 畜産動物ー命をいただくということ、について講述する。 
5 回 菜食主義と工業的畜産について講述する。 
6 回 家庭動物（ペット）と⼈間について講述する。 
7 回 動物を愛することとペットロスについて講述する。 
8 回 動物と宗教について講述する。 
9 回 動物の不思議を知る 理学的実験動物学について講述する。 
10 回 ⼈間の福祉と医学的実験動物学について講述する。 
11 回 動物園の成立と歴史について講述する。 
12 回 展示動物と⼈間について講述する。 
13 回 戦争と動物について講述する。 
14 回 種の多様性と野生動物の保全について講述する。 
15 回 動物の存在と⼈間の進化について講述する。 

準備学習 動物と⼈間について、日々の生活の中で占めている動物について，書籍や新聞な
どで予備学習を行なうこと。適宜，参考図書を紹介する。 

 



年度 2012 
授業コード FSZ41C1 
成績評価 レポート(30%)および定期試験(70%)の結果により評価する。 
曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス ZA(理)(〜11),ZB(理)(〜11) 
見出し FSZ41C1 自然⼈類学Ⅰ 
担当教員名 高崎 浩幸 
単位数 2 
教科書 とくに指定しない。 
アクティブラーニング  
キーワード ⼈類学、生物学、動物学、進化、哺乳類、霊⻑類、化石、分子生物学、生態、社

会 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 ・これまで⼈類猿に対してあまり関心がなかったのだが、この講義を受講して類

⼈猿、ヒトに対する興味が膨らんだ。＜＜ありがとうございます。 
・新しい発見があったような気がします。＜＜ありがとうございます。 
・もう少し字をきれいに書いてほしい。＜＜悪筆でこのコメントを書いていただ
き、畏れ入ります。コメントをいただいた方もご理解くださっているとは思いま
すが、読みやすい字を書くように努⼒してはいるのですが、そこは⼈間、それぞ
れに限界があります。今後とも注意して、極⼒、読みやすい字を書くように努め
ます。 
・話が脱線が多 

科目名 自然⼈類学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 Ｊ・グドール『心の窓』どうぶつ社Ｒ・ファウツ『限りなく⼈類に近い隣⼈が教

えてくれたこと』角川書店 
授業形態 講義 
注意備考 ・ 本 学 内 外 に 高 度 に 整 備 さ れ た ICT (Information and Communication 

Technology) 設備もうまく使いこなして、予習・復習やレポート作成に努めるこ
と。・本科目の関連科目も履修することが望ましい。・受講者の知識・関心の広が
りに応じて、講義展開を臨機応変に修正する。 

シラバスコード FSZ41C1 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) ヒトは生物種であることを概説的に説明できること。(2) ヒトに近縁な霊⻑

類の形態、分類、生態と社会をヒトと比較・概観できること。(3) ヒトの進化過
程を明らかにするアプローチを複数例示できること。(4) 自然⼈類学とは「自然
界における⼈間の位置」を考究する学問であることを、さまざまに概説できるこ
と。 

受講者へのコメント 講義時間は、それぞれの受講生が講義科目を学ぶ上でのきっかけに過ぎません。
それ以上に図書館の利用など、自学自習による学習が受講生には求められてま
す。それが身につけば、卒業後も自分が新たに学ぶべき課題が出てきたときに、



情報収集や学習を、生涯にわたって続けることができます。 
連絡先 高崎研究室 21 号館 5 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね良好かつ好意的な評価をいただき、ありがとうございました。 
英文科目名 Biological Anthropology I 
関連科目 進化動物学、自然⼈類学 II、動物社会学、⼈類生態学 
次回に向けての改善変更予定 今後とも、様々に工夫を重ね、受講生の満足度の向上に努めさせていただきます。 
講義目的 ・⼈間はヒトという生物種であることを再認識する。・⼈類（ヒトを含む）を生物

学的に研究する自然⼈類学を概観する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  自然⼈類学とはどんな学問か、講義の概要を説明する。 

2 回  進化論と⼈類学の関係について説明する。 
3 回  自然⼈類学と文化⼈類学の関係について説明する。 
4 回  哺乳類と霊⻑類について説明する。 
5 回  霊⻑類と⼈類について説明する。 
6 回  化石⼈類について 100 万年オーダーの古いものについて説明する。 
7 回  化石⼈類について 10 万年オーダーのやや新しいものについて説明する。 
8 回  霊⻑類の進化過程について数千万年オーダーの時代について説明する。 
9 回  霊⻑類の進化過程について数百?数十万年オーダーの新しい時代について
説明する。 
10 回  分子生物学的アプローチについて、タンパク質のアミノ酸配列のデータ
から説明する。 
11 回  分子生物学的アプローチについて、DNA の塩基配列のデータから説明す
る。 
12 回  原初⼈類の生態と社会について、自然環境からの拘束の大きい側面から
説明する。 
13 回  原初⼈類の生態と社会について、自然環境からの拘束の小さい、文化的な
多様性の側面から説明する。 
14 回  ヒトの自然界における位置について説明する。 
15 回  前回の続き、および本期本科目のまとめを解説する。 

準備学習 1 回  本シラバスに目を通して、本科目のイメージを各自想定し、ノートしてお
くこと。 
2 回  初回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ等で調
べてノートしておくこと。 
3 回  初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ
等で調べてノートしておくこと。 
4 回  初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ
等で調べてノートしておくこと。 
5 回  初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ
等で調べてノートしておくこと。 
6 回  初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ



等で調べてノートしておくこと。 
7 回  初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ
等で調べてノートしておくこと。 
8 回  初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ
等で調べてノートしておくこと。 
9 回  初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ
等で調べてノートしておくこと。 
10 回  初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ
等で調べてノートしておくこと。 
11 回  初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ
等で調べてノートしておくこと。 
12 回  初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ
等で調べてノートしておくこと。 
13 回  初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ
等で調べてノートしておくこと。 
14 回  初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ
等で調べてノートしておくこと。 
15 回  初回・前回に説明のあった今回の予習ならびに復習を各自の蔵書、図書館
図書、ウェブ等で調べてノートしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSZ41D2 
成績評価 定期試験で評価する。 
曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス ZA(理)(〜11),ZB(理)(〜11) 
見出し FSZ41D2 自然⼈類学Ⅱ 
担当教員名 名取 真⼈ 
単位数 2 
教科書 プリント主体 
アクティブラーニング  
キーワード 霊⻑類、ヒト、進化 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 プリントに関する記述があり，評価していだだきありがとうございます。ただ，

プリントに多くを盛り込んだため，若干分かりにくかった部分もあったようで
す。ご指摘いただいた「タイトルをつける」というアイデアは参考になりました。 

科目名 自然⼈類学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜配布 Primate Adaptation and Evolution 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSZ41D2 
実務経験のある教員  
達成目標 ・ サルからヒトへ進化を理解する。 

・ 猿⼈から現代⼈への進化を理解する。 
受講者へのコメント もし，興味があれば，研究室を訪ねてください。講義の中では十分に説明できな

かった事柄もお話しできると思います。 
連絡先 名取研究室 ２１号館５階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね高評価をいただきありがとうございました。 
英文科目名 Biological Anthropology II 
関連科目 自然⼈類学Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定 プリントの充実と提示する標本の充実を図りたいと思います。 
講義目的 私たち⼈類がどのような道筋で進化していったかを講義する。まず、ヒトの下地

となったサル類の進化を解説し、ついで、サル的な特徴がヒトに至った過程を描
き出す。また、初期の⼈類、いわゆる猿⼈は、現代⼈とはかなり異なる。それが、
どのような過程を経て、現代⼈に至ったかも概説する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション 

2 回  サルとはなにか 



3 回  白亜紀の哺乳類 
4 回  霊⻑類の出現 
5 回  サルらしくないサルの出現とその進化 
6 回  サルらしいサルへ 
7 回  オナガザル類の進化 
8 回  類⼈猿の進化 
9 回  ヒトの直立二足歩行 
10 回  500 万年前あたりの私たちの祖先（アウストラロピテクスではない初期
のヒト） 
11 回  アウストラロピテクスの進化 
12 回  ホモ属の出現 
13 回  原⼈の出現と移動（アフリカとアジア） 
14 回  ネアンデルタール⼈と新⼈ 
15 回  日本⼈の骨 

準備学習 1 回  シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと 
2 回  事前に配布したプリントを参考にして、霊⻑類全体について図書館等で
調べておくこと。 
3 回  事前に配布したプリントを参考にして、白亜紀の哺乳類について図書館
等で調べておくこと。 
4 回  事前に配布したプリントを参考にして、プレジアダピス類について図書
館等で調べておくこと。 
5 回  事前に配布したプリントを参考にして、原始真猿類について図書館等で
調べておくこと。 
6 回  事前に配布したプリントを参考にして、化石真猿類について図書館等で
調べておくこと。 
7 回  事前に配布したプリントを参考にして、オナガザル類について図書館等
で調べておくこと。 
8 回  事前に配布したプリントを参考にして、類⼈猿について図書館等で調べ
ておくこと。 
9 回  事前に配布したプリントを参考にして、ヒトの特徴について図書館等で
調べておくこと 
10 回  事前に配布したプリントを参考にして、古いヒト化石について図書館等
で調べておくこと 
11 回  事前に配布したプリントを参考にして、アウストラロピテクスについて
図書館等で調べておくこと 
12 回  事前に配布したプリントを参考にして、現代⼈が含まれるホモ属につい
て図書館等で調べておくこと 
13 回 事前に配布したプリントを参考にして、原⼈について図書館等で調べてお
くこと 
14 回 事前に配布したプリントを参考にして、ネアンデルタール⼈および新⼈に
ついて図書館等で調べておくこと 
15 回 事前に配布したプリントを参考にして、日本⼈の骨について図書館等で調



べておくこと 
 



年度 2012 
授業コード FSZ41E2 
成績評価 レポート(30%)および定期試験(70%)の結果により評価する。 
曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス ZA(理)(〜10),ZB(理)(〜10) 
見出し FSZ41E2 ⼈類生態学 
担当教員名 高崎 浩幸 
単位数 2 
教科書 とくに指定しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 生態学、動物生態学、個体群生態学、⼈類学、動物飼養、⼈口学、環境、地球、

温暖化 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 教室が寒い＞＞後期は寒いのが当たり前です。日本⼈はエネルギーを使いすぎる

ことは講義でも述べさせていただきました。寒くない服装でおいでください。 
⿊板に書いて欲しい＞＞上記各項目評価に対する所見の板書に関する所見をご
参照ください。 

科目名 ⼈類生態学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜講義中に紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 ・ 本 学 内 外 に 高 度 に 整 備 さ れ た ICT (Information and Communication 

Technology) 設備もうまく使いこなして、予習・復習やレポート作成に努めるこ
と。・本科目の関連科目も履修することが望ましい。・受講者の知識・関心の広が
りに応じて、講義展開を臨機応変に修正する。 

シラバスコード FSZ41E2 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) ヒトもこの地球上に生きる生態学的存在の例外たりえないことを理解する

こと。(2) これまでのヒトの生息域および数の拡大のモデル的に概観できるこ
と。 
(3) ヒトの⼈口の拡大は他生物を自らの生態系内に取り込むことによって可能
になったことを概観できること。 
(4) そのような他生物はヒトといわば共生していることを理解すること。 

受講者へのコメント 積極的な自主的な事前学習と講義参加を期待したいところです。講義は、勉学の
きっかけを与えるに過ぎません。 

連絡先 高崎研究室 21 号館 5 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 おおむね良好な評価をいただきありがとうございました。 
板書については、受講生のノート作成の能⼒向上のため、あえてあまりせずに、
講義内容を受講生が自分のことばでまとめて書いてもらうことを目指していま



す。ご理解ください。 
英文科目名 Human Ecology 
関連科目 自然⼈類学 I、自然⼈類学 II、動物社会学 
次回に向けての改善変更予定 今後とも受講生の反応を見ながら、臨機応変にテーマや講義展開に工夫を加えて

いく予定です。 
講義目的 動物生態学とくに個体群生態学的なアプローチを⼈類の研究に導入し、⼈類の生

態学としての展開を試みる。単に生物学的な種としての生存が不可能な環境にお
いて、他生物、とくに動物を飼養したりすることによって、極限まで生息域およ
び数を拡大してしまったヒトという種とその文化・文明が構築した生態系内に取
り込まれた他生物も捉え直す。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  講義の概要を説明する。 

2 回  霊⻑類の生息環境について説明する。 
3 回  ⼈類の生息環境について説明する。 
4 回  哺乳類の採食生態について説明する。 
5 回  霊⻑類の採食生態について説明する。 
6 回  ⼈類の採食生態について説明する。 
7 回  生態系の生産と消費について、下から積み上げる考え方で説明する。 
8 回  生態系の生産と消費について、上から分割する考え方で説明する。 
9 回  他生物の⼈類生態系への取り込みについて、栽培植物のことを取り上げて
説明する。 
10 回  他生物の⼈類生態系への取り込みについて、家畜動物のことを取り上げ
て説明する。 
11 回  ⼈口動態のうち無限の成⻑について、等比数列的に捉えて説明する。 
12 回  ⼈口動態のうち無限の成⻑について、指数関数的に捉えて説明する。 
13 回  ⼈口動態のうち有限の成⻑を、指数関数のモディフィケーションとして
のロジスチック関数を用いて説明する。 
14 回  ⼈間の⼈口増と活動の帰結として⼈類の生息環境の変化について、近未
来を展望する。 
15 回  前回の続きおよび本期本科目のまとめを解説する。 

準備学習 1 回  本シラバスに目を通して、本科目のイメージを各自想定し、ノートしてお
くこと。 
2 回  初回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ等で調
べてノートしておくこと。 
3 回  初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ
等で調べてノートしておくこと。 
4 回  初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ
等で調べてノートしておくこと。 
5 回  初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ
等で調べてノートしておくこと。 
6 回  初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ
等で調べてノートしておくこと。 



7 回  初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ
等で調べてノートしておくこと。 
8 回  初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ
等で調べてノートしておくこと。 
9 回  初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ
等で調べてノートしておくこと。 
10 回  初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ
等で調べてノートしておくこと。 
11 回  初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ
等で調べてノートしておくこと。 
12 回  初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ
等で調べてノートしておくこと。 
13 回  初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ
等で調べてノートしておくこと。 
14 回  初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ
等で調べてノートしておくこと。 
15 回  初回・前回に説明のあった今回の予習および今期の復習を各自の蔵書、図
書館図書、ウェブ等で調べてノートしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSZ4311 
成績評価 定期試験の結果により評価する。採点の基準は 100 点満点のうち 60 点以上を合

格とする。 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス ZA(理)(〜12),ZB(理)(〜12) 
見出し FSZ4311 動物生理学 
担当教員名 清水 慶子 
単位数 2 
教科書 特に指定しない。必要に応じて資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード ホメオスタシス、細胞、組織、器官、血液、代謝、環境、免疫、生殖、内分泌 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 動物生理学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 動物生理学/菅野富夫・⽥谷一善編（朝倉書店）動物生理学/クヌート・シュミッ

ト ニールセン著（東京大学出版会） 
授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験期間中に行い、試験形態は筆記試験とする。講義計画は予定なの

で、変更が有り得る。 
シラバスコード FSZ4311 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)動物の生理現象とメカニズムを体系的・総合的に理解すること 

(2)様々な動物の生理機能を比較、その特徴について説明できること 
(3)動物の環境適応について概説できること 

受講者へのコメント  
連絡先 清水研究室 28 号館 2 階  shimizu@zool.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Animal Physiology 
関連科目 動物生理生化学実験、動物比較解剖学、動物機能解剖学も履修することにより理

解が深まる。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 動物の体は様々な制御機構により統合的に制御され恒常性が維持されている 。

体液調節、血液循環、運動制御、呼吸、代謝、神経系、免疫系、内分泌系 などに
ついて、細胞・組織から器官・個体のレベルまで、総合的な視点でその基礎と概
論を講じる。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 イントロダクション。動物生理学の概要および講義の進め方を説明する。 
2 回 生体を構成する物質について、実例をあげながら説明する。 
細胞の構造と機能について説明する。 
3 回 血液と血液循環について、図示しつつ説明する。 
水と浸透圧について図示しつつ説明する 
4 回 呼吸器系について、その構造と機能を解説する。 
5 回 消化器系について、その構造と機能を解説する。 
様々な動物の排泄について例に挙げ説明する 
6 回 栄養とエネルギー代謝について、実例をあげながら説明する。 
7 回 内分泌系について、その構造と機能を解説する。 
様々な動物のホルモン制御についてを例に挙げ説明する。 
8 回 生殖器系について、その構造と機能を解説する。 
性と生について様々な動物を例に挙げ説明する。 
9 回 泌乳と哺育について様々な動物を例に挙げ説明する。 
10 回 神経系について、図示しつつ説明する。 
11 回 情報と感覚について様々な動物を例に挙げ説明する。 
12 回 環境温度と湿度について説明する。 
体温調節について様々な動物を例に挙げ説明する。 
13 回 生体防御と免疫について、さまざまな事象を例を挙げ説明する。 
14 回 リズム（概日リズム、睡眠、環境）について様々な動物を例に挙げ説明す
る。 
15 回 動物の老化現象について解説する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習の過程を把握しておくこと& 
2 回 生体を構成する物質、細胞の構造と機能について参考書等で予習しておく
こと。 
3 回 血液と血液循環について参考書等で予習しておくこと。 
4 回 呼吸器系、とくにさまざまな動物の呼吸器系の特徴について参考書等で予
習しておくこと。 
5 回 消化器系について参考書等で予習しておくこと。 
6 回 栄養とエネルギー代謝についてついて参考書等で予習しておくこと。 
7 回 内分泌系や様々な動物のホルモン制御について復習しておくこと。 
8 回 生殖器系の構造について参考書等で予習しておくこと。 
9 回 様々な動物の泌乳と哺育について参考書等で予習しておくこと。 
10 回 神経系について参考書等で予習しておくこと。 
11 回 様々な動物の情報と感覚について参考書等で予習しておくこと。 
12 回 環境温度と湿度、体温調節について参考書等で予習しておくこと。 
13 回 生体防御と免疫について参考書等で予習しておくこと。 
14 回 リズム（概日リズム、睡眠、環境）について参考書等で予習しておくこと。 
15 回 動物の老化現象について参考書等で予習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSZ4312 
成績評価 定期試験で評価する。 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス ZA(理)(〜11),ZB(理)(〜11) 
見出し FSZ4312 脊椎動物学Ⅱ 
担当教員名 名取 真⼈ 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 進化、有羊膜類 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 プリントにつきまして評価していただきました。さらなる充実を図りたいと思い

ます。 
科目名 脊椎動物学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 資料を適宜配布する。Benton, Vertebrate Palaeontology; コルバート他, コルバ

ー ト の 脊 椎 動 物 の 進 化 ; Unwin, The Pterosaurs; Feduccia, The Origin and 
Evolution of Birds; Weishampel et al,, The Dinosauria; Romer, Osteology of the 
Reptiles など多数 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSZ4312 
実務経験のある教員  
達成目標 ・爬虫類および鳥類の形態学的特徴を理解する。 

・爬虫類および鳥類の進化を理解する。 
受講者へのコメント もし，興味をもたれましたら，研究室を訪ねてください。講義では十分にお話し

できなかった事柄もお伝えできると思います。 
連絡先 名取研究室 21 号館５階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね高評価をいただきありがとうございました。 
英文科目名 Vertebrate Zoology II 
関連科目 脊椎動物学Ⅰ脊椎動物学Ⅲ 
次回に向けての改善変更予定 プリントと提示する標本の充実を図りたいと思います。 
講義目的 爬虫類は陸上に完全適応した最初の脊椎動物である。ここでは、まず、爬虫類の

形態学的特徴を中心とした講義を行う。さらに、この爬虫類（有羊膜類）が、主
⻯類をへて、恐⻯に進化した過程、および恐⻯そのものの多様性を概観する。近
年、獣脚類からトリが進化したとされるが、ここでは、獣脚類からトリが進化し
た過程と鳥類全体の進化についても講義する。 



対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション 

2 回  有羊膜類（爬虫類）の出現 
3 回  主⻯類の出現 
4 回  Ornithodira と Crurotarsi 
5 回  ワニ類の進化 
6 回  翼⻯類の系統と進化 
7 回  恐⻯の出現 
8 回  獣脚類の系統と進化 
9 回  獣脚類とトリ 
10 回  原始鳥類の進化 
11 回  ⻯脚類の系統と進化 
12 回  鳥盤類の系統と進化 
13 回  鱗⻯形類の系統と進化 
14 回  広弓類の系統と進化 
15 回  無弓類の系統と進化 

準備学習 1 回  シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと 
2 回 事前に配布したプリントを参考にして、爬虫類について図書館等で調べて
おくこと 
3 回 事前に配布したプリントを参考にして、主⻯類について図書館等で調べて
おくこと 
4 回 事前に配布したプリントを参考にして、Ornithodira と Crurotarsi について
図書館等で調べておくこと 
5 回 事前に配布したプリントを参考にして、ワニ類について図書館等で調べて
おくこと 
6 回 事前に配布したプリントを参考にして、翼⻯類について図書館等で調べて
おくこと 
7 回 事前に配布したプリントを参考にして、原始的な恐⻯について図書館等で
調べておくこと 
8 回 事前に配布したプリントを参考にして、獣脚類について図書館等で調べて
おくこと 
9 回 事前に配布したプリントを参考にして、恐⻯からトリへの進化について図
書館等で調べておくこと 
10 回 事前に配布したプリントを参考にして、化石鳥類について図書館等で調べ
ておくこと 
11 回 事前に配布したプリントを参考にして、⻯脚類について図書館等で調べて
おくこと 
12 回 事前に配布したプリントを参考にして、鳥盤類について図書館等で調べて
おくこと 
13 回 事前に配布したプリントを参考にして、トカゲ・ヘビについて図書館等で
調べておくこと 
14 回 事前に配布したプリントを参考にして、魚⻯やプレシオサウルス類につい



て図書館等で調べておくこと 
15 回 事前に配布したプリントを参考にして、無弓類（とくにカメ）について図
書館等で調べておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FSZ4321 
成績評価 定期試験で評価する。 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス ZA(理)(〜11),ZB(理)(〜11) 
見出し FSZ4321 脊椎動物学Ⅰ 
担当教員名 小林 秀司 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 後口動物、棘皮動物、半索動物、頭索動物、脊索、無顎類、軟骨魚類、硬骨魚類、

総鰭類、条鰭類、両生類 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 脊椎動物学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 A. S. Romer (1966) 『Vertebrate Body』E. Corbert et al. (2004)「Vertebrate 

Evolution」H. ジー (2001) 「脊椎動物の起源」 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSZ4321 
実務経験のある教員  
達成目標 ・脊椎動物の初期進化を理解する 

・進化の重要なポイントである顎の発明について理解する 
・進化の重要なポイントである運動性の向上について理解する 

受講者へのコメント  
連絡先 保存科学棟二階研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Vertebrate Zoology I 
関連科目 動物系統分類学、動物史、脊椎動物学 II、脊椎動物学 III 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 地球上にもっともたくさんいる動物は何だろう？ 数の点から言えばバクテリ

アといわれる原核生物がもっとも多く生息しているだろうが、量的な面、すなわ
ち重さで考えれば、それは脊椎動物と言うことになるだろう。脊椎動物はこの地
球上でもっとも繁栄している分類群の一つであり、我々、ヒト自身も脊椎動物の
一員である。脊椎動物学 I では、脊椎動物の初期進化を中心とした講義を行い、
それがいつ頃どの様にして誕生し進化してきたのかの経過について理解するこ
とを目的とする。 



対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。授業内容について解説する。 

2 回 脊椎動物とはどのような生き物かについて講義する 
3 回 後口動物と棘皮動物について講義する 
4 回 脊索動物と脊椎動物について講義する 
5 回 初期の脊椎動物-ピカイアとハイコウイクチス-について講義する 
6 回 魚類の進化 1 無顎類について講義する 
7 回 魚類の進化 2 軟骨魚類（エイとサメ）について講義する 
8 回 魚類の進化 3 条鰭類について講義する 
9 回 魚類の進化 4 肉鰭類と総鰭類について講義する 
10 回 魚類の進化 5 シーラカンスと肺魚について講義する 
11 回 水中から陸上へ 1 ユーステノプテロンとイクチオステガについて講義す
る 
12 回 水中から陸上へ 2 デボン紀後期の地球環境について講義する 
13 回 水中から陸上へ 3 陸上生活に伴う諸問題について講義する 
14 回 水中から陸上へ 4 両生類の進化について講義する 
15 回 陸上生活への適応と爬虫類 1 爬虫類の出現について講義する 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと 
2 回 事前に配布したプリントを参考にして、脊椎動物の基本体制について図書
館等で調べておくこと 
3 回 事前に配布したプリントを参考にして、後口動物と棘皮動物について図書
館等で調べておくこと 
4 回 事前に配布したプリントを参考にして、脊索動物について図書館等で調べ
ておくこと 
5 回 事前に配布したプリントを参考にして、ピカイアとハイコウイクチスにつ
いて図書館等で調べておくこと 
6 回 事前に配布したプリントを参考にして、無顎類について図書館等で調べて
おくこと 
7 回 事前に配布したプリントを参考にして、軟骨魚類について図書館等で調べ
ておくこと 
8 回 事前に配布したプリントを参考にして、条鰭類について図書館等で調べて
おくこと 
9 回 事前に配布したプリントを参考にして、肉鰭類と総鰭類について図書館等
で調べておくこと 
10 回 事前に配布したプリントを参考にして、シーラカンスと肺魚について図書
館等で調べておくこと 
11 回 事前に配布したプリントを参考にして、ユーステノプテロンとイクチオス
テガについて図書館等で調べておくこと 
12 回 事前に配布したプリントを参考にして、デボン紀後期の地球環境について
図書館等で調べておくこと 
13 回 事前に配布したプリントを参考にして、耳の解剖学的構造について図書館
等で調べておくこと 



14 回 事前に配布したプリントを参考にして、両生類の進化について図書館等で
調べておくこと 
15 回 事前に配布したプリントを参考にして、有羊膜卵について図書館等で調べ
ておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FSZ4322 
成績評価 レポート発表状況 20％、中間テスト 20％、定期試験 60％ 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス ZA(理)(〜10),ZB(理)(〜10) 
見出し FSZ4322 動物関連法規 
担当教員名 織⽥ 銑一 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード 動物関係法規、条約、法律、政令、省令、条例 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 動物関連法規 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSZ4322 
実務経験のある教員  
達成目標 身近なところにも法律の存在があることに気付くこと、とくに公務員、自然環境

のアセスメント業、ペットショップなど大学卒業後にも法律が関係していること
を理解する、法律の制定や改訂などの政治にも関心を持てるようにする。法律を
読む習慣をつけることも重要である。 

受講者へのコメント  
連絡先 織⽥銑一 28 号館 2 階研究室 

oda@zool.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Laws and Regulations Concerning Animals 
関連科目 動物と⼈間、実験動物学、動物保全育種学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 動物の保護保全に関してその目的とするところによって多様な法令があり、捕獲

や調査にも必要とする書類があることを学ぶ。 
また、自分で調べてわかりやすくレポートし、参加者の前で発表することで、発
表能⼒も磨くことを目的としている。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 インターネットを利用して予告した法令について読んでくることがのぞましい。 



 



年度 2012 
授業コード FSZ4511 
成績評価 定期試験で評価する 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス ZA(理)(〜12),ZB(理)(〜12) 
見出し FSZ4511 動物比較解剖学 
担当教員名 名取 真⼈ 
単位数 2 
教科書 プリント主体 
アクティブラーニング  
キーワード 進化、解剖 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 楽しいという評価もいただき，ありがとございました。説明不足等の部分があっ

たようで，もう少し，ゆっくりと丁寧に説明いたします。動物比較解剖学を行っ
た 20741 教室の室温が安定せず問題がありました。また，ご指摘の通り，マイク
が途中で切れてしまいしたが，おそらく改善されたと思います。 

科目名 動物比較解剖学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 資料を適宜配布する。Vertebrate Body (脊椎動物のからだ) 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSZ4511 
実務経験のある教員  
達成目標 ・ 脊椎動物の体の構造を理解する。 

・ 脊椎動物の体の構造がどのような道筋で進化してきたかを理解する 
受講者へのコメント みなさんの今後の学習や研究の参考になればありがたいと思います。 
連絡先 名取研究室 ２１号館５階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 おおむね良好な評価をいただきありがとうございました。 
英文科目名 Comparative Animal Anatomy 
関連科目 動物機能解剖学 
次回に向けての改善変更予定 できるだけ多くの標本を目に指定だだけるようにいたしたいと思います。また，

かなり早口になってしまう傾向があり，注意しているのですが，熱が入りますと
忘れてしまいます。これは注意いたします。 

講義目的 ヒトを含む脊椎動物は、基本的に同じような構造を持っているが、基本構造を変
化させることで、さまざまな環境に適応していった。本講義では、体を各系統に
分け、それぞれの基本構造を講義するとともに、それがどのような道筋を通って
進化していったかを概説する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回  オリエンテーション 
2 回  骨学総論 
3 回  頭蓋 
4 回  頭蓋を除いた骨格 
5 回  皮膚 
6 回  筋系 
7 回  心臓 
8 回  動脈、静脈、リンパ系、脾臓 
9 回  消化器系 
10 回  呼吸器系 
11 回  泌尿器および内分泌系 
12 回  神経系Ⅰ（中枢神経系） 
13 回  末梢神経系 
14 回  自律神経系 
15 回  感覚器 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しおくこと 
2 回 事前に配布したプリントを参考にして、骨全体について図書館等で調べて
おくこと。 
3 回 事前に配布したプリントを参考にして、頭蓋について図書館等で調べてお
くこと。 
4 回 事前に配布したプリントを参考にして、頭蓋を除いた骨格について図書館
等で調べておくこと。 
5 回 事前に配布したプリントを参考にして、皮膚について図書館等で調べてお
くこと。 
6 回 事前に配布したプリントを参考にして、筋について図書館等で調べておく
こと。 
7 回 事前に配布したプリントを参考にして、心臓について図書館等で調べてお
くこと。 
8 回 事前に配布したプリントを参考にして、動脈等について図書館等で調べて
おくこと。 
9 回 事前に配布したプリントを参考にして、消化器系について図書館等で調べ
ておくこと。 
10 回 事前に配布したプリントを参考にして、呼吸器系について図書館等で調べ
ておくこと。 
11 回 事前に配布したプリントを参考にして、泌尿器・内分泌系について図書館
等で調べておくこと。 
12 回 事前に配布したプリントを参考にして、中枢神経系について図書館等で調
べておくこと。 
13 回 事前に配布したプリントを参考にして、末梢神経系について図書館等で調
べておくこと。 
14 回 事前に配布したプリントを参考にして、自律神経系について図書館等で調
べておくこと。 



15 回 事前に配布したプリントを参考にして、感覚器について図書館等で調べて
おくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSZ4512 
成績評価 定期試験の結果により評価する。採点の基準は 100 点満点のうち 60 点以上を合

格とする。 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス ZA(理)(〜12),ZB(理)(〜12) 
見出し FSZ4512 動物機能解剖学 
担当教員名 清水 慶子 
単位数 2 
教科書 特に指定しない。必要に応じて資料を配付する。 
アクティブラーニング  
キーワード 細胞、組織、器官、機能 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 動物機能解剖学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 加藤・山内「家畜解剖学図説上・下」養賢堂 

藤⽥・藤⽥「標準組織学総論・各論」医学書院 
A.シェフラー、S.シュミット「体の構造と機能」⻄村書店 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSZ4512 
実務経験のある教員  
達成目標 動物の体の構造と機能を理解し、複雑な生命のしくみについて、その全体像を理

解すること。 
さまざまな動物の構造と機能を比較・概観できること。 

受講者へのコメント  
連絡先 28 号館 2 階 清水研究室 shimizu@zool.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Functional Animal Anatomy 
関連科目 動物比較解剖学、動物生理学、動物発生学、動物解剖学実習、動物生理学実習 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 動物の体を構成する要素について、マクロからミクロまで、その構造を理解し、

それぞれの機能の発現について学び、動物学の基礎である構造と機能についての
知識と考察⼒を修得する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 動物機能解剖学の概要及び講義の進め方について説明する。 

2 回 動物の細胞の構造と機能について解説する。 



3 回 細胞周期ついて参考書等で予習しておくこと。 
動物の細胞周期について解説する。 
4 回 動物の組織学の概要について解説する。 
5 回 動物の上皮組織について解説する。 
6 回 動物の結合組織について解説する。 
7 回 動物の骨格系と骨組織について解説する。 
8 回 動物の筋系と筋組織について解説する。 
9 回 動物の血液と心臓血管系について解説する。 
10 回 動物の消化器系の構造と機能について解説する。 
11 回 動物の呼吸器系の構造と機能について解説する。 
12 回 動物の泌尿器系の構造と機能について解説する。 
13 回 動物の内分泌器官の構造と機能について解説する。 
14 回 動物のリンパ系器官の構造と機能について解説する。 
15 回 動物の神経系の構造と機能について解説する。 

準備学習 1 回 シラバスを読み講義の目的と学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 細胞について参考書等で調べておくこと。 
3 回 細胞周期ついて参考書等で調べておくこと。 
4 回 生体を構成する要素について参考書等で調べておくこと。 
5 回 上皮組織について参考書等で調べておくこと。 
6 回 結合組織について参考書等で調べておくこと。 
7 回 骨格について参考書等で調べておくこと。 
8 回 筋について参考書等で調べておくこと。 
9 回 心臓と血管について参考書等で調べておくこと。 
10 回 消化器について参考書等で調べておくこと。 
11 回 呼吸器について参考書等で調べておくこと。 
12 回 泌尿器について参考書等で調べておくこと。 
13 回 内分泌器官について参考書等で調べておくこと。 
14 回 免疫について参考書等で調べておくこと。 
15 回 脳と神経について参考書等で調べておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSZ4522 
成績評価 出席点（20％）、意見発表と不定期の小テスト（20％）、定期試験（60％）で評価

する。オリジナリティの高い意見や質問には全体評価の 20％の点数を加点する。 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス ZA(理)(〜11),ZB(理)(〜11) 
見出し FSZ4522 微生物学 
担当教員名 寺尾 恵治＊ 
単位数 2 
教科書 今⻄次郎著 「微生物学 250 ポイント」改訂 7 版（2010 年 3 月発行）、金芳堂 
アクティブラーニング  
キーワード ウイルス、細菌、感染症、常在微生物、宿主抵抗性、微生物学的コントロール、

宿主・寄生体相互作用 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 微生物学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義内容に疑問が出た場合に、適宜適切な参考書を推薦します。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSZ4522 
実務経験のある教員  
達成目標 1） 微生物の分類と多様性が説明できる。 

2） 宿主動物と感染微生物の相互作用の概要が説明できる 
3） 動物を起源とする新興感染症のリスクを説明できる 
4） 実験動物の感染症と微生物学的コントロールの必要性が説明できる 

受講者へのコメント 授業時間外の学習意欲を高めるために、一つの授業で一回でも良いですから「な
るほど」「おもしろい」と感じることを持ってください。授業が理解できると、知
りたいことが増えるはずです。少しでも気になることがあれば、講義中でも積極
的に質問してください。自分の意見を言葉にすることは、学生にとって最も自信
につながることになります。期待しています。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 今期が最初の授業でしたが、授業アンケートで授業内容に満足したと評価しても
らったことで準備した内容が間違っていなかったと判断しています。理解不足が
気になるので、もう少し講義内容を選んで説明するよう心がけます。 

英文科目名 Microbiology 
関連科目 寄生虫学、実験動物学、比較免疫学 
次回に向けての改善変更予定 理学部動物学科学生に対する講義として、感染微生物学だけでなく環境微生物、



極限微生物、有用微生物などの幅広い知識を紹介する授業を準備しました。どの
領域でも動物と微生物の関係を生物学的な視点で捉えることが重要です。次回か
らも、微生物に係わる身近なニュースをトピックスとしてを紹介し、各自が微生
物との共存のあり方を具体的に理解できるよう工夫してみます。 

講義目的  理学部・動物学科の学生として、単に微生物学領域の基礎知識だけでなく、微
生物側の要因と動物側の要因との微妙なバランスの上に成り立っている宿主・寄
生体相互作用を、恒常性の維持と破綻という観点から理解することを目的とす
る。なぜ微生物感染が成立するか？宿主はどのような機構で感染微生物を摘発排
除するか？常在微生物はどのような役割を果たしているか？動物由来の新興感
染症はなぜ出現したか？実験動物に微生物学的清浄度が求められる理由は何
か？などの疑問に答えられる生物学徒としての思考⼒・想像⼒の深化を期待する 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習  第一回目の授業で全体の授業スケジュールを紹介する。各授業終了時に次回講

義の予習ポイントを説明するので、教科書および参考書によりキーワードの内容
を予習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSZ45A1 
成績評価 レポート(30%)および定期試験(70%)の結果により評価する。 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス ZA(理)(〜10),ZB(理)(〜10) 
見出し FSZ45A1 動物社会学 
担当教員名 高崎 浩幸 
単位数 2 
教科書 とくに指定しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 生態学、動物生態学、個体群生態学、⼈類学、動物飼養、⼈口学、環境、地球、

温暖化 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 ・空調設備 もう少し早い時期から入るようにしてほしい。 

・空調設備 暑さで集中⼒が切れてしまう。 
・空調設備 クーラーの効きが悪い。においがこもる。扇風機の風⼒でプリント
類が飛び、困った。 
＜＜省エネの時代的要請上、不可避の中央制御設備運用の問題で、その運用に権
限のない教員として対処できることには限界があります。それで本年度は、とき
どき屋内よりも涼しい野外で講義をおこなうなどの対処を試みてみました。 

科目名 動物社会学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜講義中に紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 ・ 本 学 内 外 に 高 度 に 整 備 さ れ た ICT (Information and Communication 

Technology) 設備もうまく使いこなして、予習・復習やレポート作成に努めるこ
と。・本科目の関連科目も履修することが望ましい。・受講者の知識・関心の広が
りに応じて、講義展開を臨機応変に修正する。 

シラバスコード FSZ45A1 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) ヒトもこの地球上に生きる生態学的存在の例外たりえないことを理解する

こと。(2) これまでのヒトの生息域および数の拡大のモデル的に概観できるこ
と。(3) ヒトの⼈口の拡大は他生物を自らの生態系内に取り込むことによって可
能になったことを概観できること。(4) そのような他生物はヒトといわば共生し
ていることを理解すること。 

受講者へのコメント 講義時間は、それぞれの受講生が講義科目を学ぶ上でのきっかけに過ぎません。
それ以上に図書館の利用など、自学自習による学習が受講生には求められてま
す。それが身につけば、卒業後も自分が新たに学ぶべき課題が出てきたときに、
情報収集や学習を、生涯にわたって続けることができます。 

連絡先 高崎研究室 21 号館 5 階 
合理的配慮が必要な学生への  



対応 
各項目評価に対する所見 概ね良好かつ好意的な評価をいただき、ありがとうございました。 
英文科目名 Animal Socioecology 
関連科目 自然⼈類学 I、自然⼈類学 II、動物社会学 
次回に向けての改善変更予定 今後とも、様々に工夫を重ね、受講生の満足度の向上に努めさせていただきます。 
講義目的 動物生態学とくに個体群生態学的なアプローチを⼈類の研究に導入し、⼈類の生

態学としての展開を試みる。単に生物学的な種としての生存が不可能な環境にお
いて、他生物、とくに動物を飼養したりすることによって、極限まで生息域およ
び数を拡大してしまったヒトという種とその文化・文明が構築した生態系内に取
り込まれた他生物も捉え直す。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  講義の概要を説明する。 

2 回  生態学や動物行動学など、隣接の学問分野との関連を解説する。 
3 回  社会性の動物種の分類群について概説する。 
4 回  なわばり行動について説明する。 
5 回  ニワトリを例に順位制について説明する。 
6 回  ニホンザルを例に順位制について説明する。 
7 回  動物の群れについて他群との関係（群間競争）で説明する。 
8 回  動物の群れについて群内の個体関係（群内競争）で説明する。 
9 回  群れ行動などで見られる利他的行動の進化について説明する。 
10 回  具体例としてのニホンミツバチの社会について解説する。 
11 回  具体例としてのニホンザルの社会について解説する。 
12 回  具体例としてのチンパンジーの社会について、オスの権⼒闘争の側面を
解説する。 
13 回  チンパンジーの社会について、メスの社会生活やコドモの発達の側面を
解説する。 
14 回  進化の観点を導入する比較動物社会学ならびにその自然⼈類学との関連
について解説する。 
15 回  前回の続きおよび本期本科目のまとめ 

準備学習 1 回  本シラバスに目を通して、本科目のイメージを各自想定し、ノートしてお
くこと。 
2 回  初回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ等で調
べてノートしておくこと。 
3 回  初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ
等で調べてノートしておくこと。 
4 回  初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ
等で調べてノートしておくこと。 
5 回  初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ
等で調べてノートしておくこと。 
6 回  初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ
等で調べてノートしておくこと。 
7 回  初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ



等で調べてノートしておくこと。 
8 回  初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ
等で調べてノートしておくこと。 
9 回  初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ
等で調べてノートしておくこと。 
10 回  初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ
等で調べてノートしておくこと。 
11 回  初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ
等で調べてノートしておくこと。 
12 回  初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ
等で調べてノートしておくこと。 
13 回  初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ
等で調べてノートしておくこと。 
14 回  初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ
等で調べてノートしておくこと。 
15 回  初回・前回に説明のあった今回の予習および今期の復習を各自の蔵書、図
書館図書、ウェブ等で調べてノートしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSZ5311 
成績評価 受講態度(10%)、中間テスト(30%)、課題(30%)、定期試験(30%) の合計が 60%

以上を合格とする。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス ZA(理)(〜11),ZB(理)(〜11) 
見出し FSZ5311 物理学基礎論Ⅱ 
担当教員名 村本 哲也 
単位数 2 
教科書 浦上、溝内、宇都宮、狩野、⽥辺、竹内、宮川「理工基礎物理学」裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード クーロンの法則、誘電率、電気双極子、ガウスの法則、導体、誘電体、自由電子、

静電誘導、静電遮蔽、誘電分極の強さ、分極電荷、磁性体、ローレンツ⼒、磁束
密度、サイクロトロン振動数 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学基礎論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 原康夫「物理学基礎・第 4 版」学術図書出版 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSZ5311 
実務経験のある教員  
達成目標 電磁気の現象を数式や図によって表現し、そこに働く⼒を電場・磁場から求め、

電気⼒線、等電位線や磁束線を描きながら現象を解説し、結果を解釈できること
を目標とする。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２１号館５階 村本研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Fundamentals of Physics II 
関連科目 物理学基礎論Ⅰ、物理学基礎実験 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 自然を理解するうえで欠かせない、電磁気学の基本的な考え方、法則と、その応

用について講述する。結果として種々の物体の性質を原子・分子の観点から電磁
気学的に理解する自然科学の方法を習得する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス 学習状況の調査 電磁気の２種類の⼒の説明 

2 回 電荷の意味、点電荷に関するクーロンの法則の説明 ベクトル、単位ベクト



ルの説明 点電荷による電場の説明 
3 回 電場の解説 一様電場、点電荷のまわりの電気⼒線の解説 課題 
4 回 点電荷のまわりの電気⼒線の描き方の解説 電気双極子の導入 
5 回 電気双極子モーメントの定義 点電荷に関するガウスの法則の成立ちと意
味の解説 課題 
6 回 ガウスの法則における電荷分布、閉曲面の一般化 線密度、面積分の説明 
直線電荷のまわりの電場の導出 
7 回 電位、電圧の導入 電位・電場・⼒の関係の解説 
8 回 中間テスト 
9 回 導体、半導体、自由電子の説明 
10 回 誘電体、静電誘導、静電遮蔽、クーロンの定理の解説 
11 回 誘電分極、分極電荷、真の電荷、誘電体の解説 課題 
12 回 ベクトル積、磁石による磁場と磁⼒線、ローレンツ⼒の定義と解説 
13 回 磁束密度、磁束線、荷電粒子の円運動 
14 回 アンペールの⼒、ビオ・サバールの法則の解説 
15 回 アンペールの法則 ソレノイド 

準備学習 1 回 シラバスを確認し、講義で扱う教科書の範囲を把握しておくこと 
2 回 ベクトルの合成について予習せよ 
3 回 電荷の保存、クーロン⼒について復習せよ 
4 回 課題を解き、クーロン⼒に対する理解を深めよ 
5 回 電気⼒線について復習せよ 
6 回 課題を解き、ガウスの法則の学習に備えること 
7 回 ベクトルの内積、⼒学における仕事の定義について予習せよ 
8 回 §7.1-7.4 の内容について復習し、中間テストに備えよ 
9 回 §7.5 の内容について予習せよ 
10 回 電気⼒線と等電位面の関係について復習せよ 
11 回 §7.6 の内容について予習せよ 
12 回 課題を解き、導体・誘電体の性質について理解を深めること 
13 回 §9.1 の内容について予習せよ 
14 回 §9.2-9.3 の内容について予習せよ 
15 回 §9.4 の内容について予習せよ 

 



年度 2012 
授業コード FSZ5312 
成績評価 提出課題 20%、演習 10%、小テストの結果 20%、定期試験 50% により成績を

評価する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス ZA(理)(〜12),ZB(理)(〜12) 
見出し FSZ5312 物理学基礎論Ⅰ 
担当教員名 片山 敏和＊ 
単位数 2 
教科書 理工 基礎物理学／浦上澤之 編著／裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード スカラー量、ベクトル量、運動の法則、中心⼒、慣性⼒、質点、剛体、単振動、

絶対温度、状態方程式、物質の三態、比熱、熱機関、熱効率、永久機関 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 取り上げるテーマ数を絞り，理解度の向上に重点を置くことにします。 

数学の難度について，微分積分・三角関数などは物理と密接に関連しており，最
後の熱関係を除くとほとんどは簡単な数学で 
物理を説明できております。 

科目名 物理学基礎論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 物理学基礎(第４版)／原康夫／学術図書 
授業形態 講義 
注意備考 試験形態は筆記試験とする。 
シラバスコード FSZ5312 
実務経験のある教員  
達成目標 物体の運動および運動と⼒の関係を微分・積分・ベクトルを用いて記述できるこ

と。仕事とエネルギーの関係、振動、熱と温度の関係、熱と⼒に関する熱⼒学の
基礎知識を習得すること。 

受講者へのコメント 授業時間外の学習に比較的時間を割いてくれましたが，参考書やＷｅｂをもっと
積極的に利用して欲しかった。 
受講者が問題解答の板書をする演習は解答者が限られていました。準備期間を設
けていたので多⼈数の参加が欲しかった。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 欠席が少なく，半数の受講者は授業時間外の学習が１時間以上と真面目に取り組
んでくれました。 
８割の受講者は，この授業が自分の成⻑に役立ったと評価しております。 
教員への総合的な評価は，好意的に解釈すれば目標達成９割，教員の意欲６割，
満足感６割で上記を裏付けています。 
ただ，広範なテーマを取り上げたことは各項目の理解不足の原因となったようで



す。 
利用する数学のレベルの難度が高いとの意見が多いですが，最後の熱関係で使う
やや高度なものの印象と思われます。 

英文科目名 Fundamentals of Physics I 
関連科目 物理学基礎論２、物理学基礎実験 
次回に向けての改善変更予定 取り上げるテーマ数を絞り，理解度の向上に重点を置くことにします。 

板書や説明が分かりにくいとの意見がありましたので，改善をします。 
講義目的 物理学は、多様な自然現象を整理して規則性を見つけ、見通し良く整えて利用す

るものである。この方法は各種の科学においても有効であり、また物理学の知識
自体も必須のものとなっている。この授業では、物体の運動と⼒に関する「⼒学」
および熱と温度に関する「熱学」の基礎知識の習得を目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。物理学の必要性と考え方について示し、講義の進め方

を説明する。 
2 回 物体の運動を記述するために必要な位置・速度・加速度について説明し、こ
れらが微分・積分とベクトルを導入することで明解に示されることを解説する。 
3 回 物体の運動と⼒に関する運動の法則（慣性の法則・運動の法則・作用と反作
用の法則）について説明する。 
4 回 前回までのまとめと演習をする。 
5 回 仕事とエネルギーの関係、⼒学的エネルギー保存則、運動量について説明す
る。 
6 回 大きさが、中心からの距離だけに依存する中心⼒について説明し、そのひと
つの万有引⼒について解説する。 
7 回 慣性⼒、つまり見かけの⼒について説明する。 
8 回 複数の質点からなる質点系に関する⼒学について説明する。 
9 回 広がりがあり⼒を加えても変形しない物体、剛体の⼒学について説明する。 
10 回 ゴムのように、外⼒の有無で変形復元する物体、弾性体の⼒学について説
明する。 
11 回 振動の基本である単振動、振動を記述する物理量である振幅・振動数・位
相について説明する。 
12 回 熱と温度の単位、気体に関するボイル・シャルルの法則と状態方程式、気
体の内部エネルギーについて説明する。 
13 回 エネルギー保存を意味する熱⼒学第一法則について説明する。 
14 回 エネルギー利用の効率に関する熱⼒学第二法則について説明する。 
15 回 前回までのまとめと演習をする。 

準備学習 1 回 授業内容を確認して、教科書の第１〜６章に簡単でよいから目を通してお
くこと。 
2 回 初歩の微分・積分とベクトルを復習しておくこと。 
3 回 前回までの復習をしておくこと。 
4 回 前回までの復習をしておくこと。 
5 回 スカラー積(内積)について復習しておくこと。 
6 回 万有引⼒と重⼒の関係について調べておくこと。 



7 回 前回までの復習をしておくこと。 
8 回 重心について調べておくこと。 
9 回 極座標系について調べておくこと。 
10 回 圧⼒とは何か調べておくこと。 
11 回 三角関数とその微分について復習しておくこと。 
12 回 温度単位、気体に関する法則について予習しておくこと。 
13 回 比熱、熱機関について調べておくこと。 
14 回 さまざまな熱機関の効率を調べておくこと。 
15 回 前回までの復習をして，演習課題の準備をしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSZ53C2 
成績評価 定期試験で評価する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス ZA(理)(〜12),ZB(理)(〜12) 
見出し FSZ53C2 動物系統分類学 
担当教員名 小林 秀司 
単位数 2 
教科書 プリントを準備する 
アクティブラーニング  
キーワード 系統進化、無脊椎動物、前口動物 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 動物系統分類学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 馬渡俊介（2000）無脊椎動物の系統と進化 
授業形態 講義 
注意備考 本講義では、きわめて多様な前口動物に属する全ての分類群について、それぞれ

の分類群が持つ様々な特徴を理解した上で、進化的なプロセスを概観せねばなら
ない。したがって、分量がきわめて多い。履修者はそれを理解した上で望んで欲
しい。 

シラバスコード FSZ53C2 
実務経験のある教員  
達成目標 前口動物の門について・どの様な分類群があるか理解する・それぞれの分類群の

特徴を理解する 
受講者へのコメント  
連絡先 保存科学棟二階研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Systematic Zoology 
関連科目 寄生虫学、脊椎動物学 I、脊椎動物学 II、脊椎動物学 III 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  近年、『生物多様性』なることばが語られるようになった。これは、簡単にいっ

てしまえば、「どのぐらいたくさんの生物種がいるのか」を指すことばで、実際、
この地球上には 1000 万種ともいわれるほど多くの生物が暮らしているのであ
る。本講義では、この地球上でもっとも多様な生物群である無脊椎動物に焦点を
当て、どのような生物が、どのようなからだの仕組を持ち、どのような生活を送
っているのか、マルグリス（1982）の分類にしたがって講義を行う。そのことに
よって生物社会を体系的理解をはかり、同時に実物標本を見る事で生命の多様 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。講義の進め方について解説する。 

2 回 動物とは何かについて講義する。 
3 回 海綿動物門と板状動物門について講義する。 
4 回 刺胞動物門と有櫛動物門について講義する。 
5 回 中生動物門と扁形動物門について講義する。 
6 回 扁形動物門について講義する。 
7 回 紐型動物門、顎口動物門、腹毛動物門、輪形動物門、胴吻動物門、鉤頭動物
門、内肛動物門、有輪動物門、鰓曳動物門について講義する。 
8 回 線形動物門、類線形動物門、星口動物門、ユムシ動物門について講義する。 
9 回 軟体動物門について講義する。 
10 回 軟体動物門について講義する。 
11 回 腕足動物門、外肛動物門、箒虫動物門について講義する。 
12 回 緩歩動物門と有爪動物門について講義する。 
13 回 環形動物門、五口動物門、毛顎動物門、有鬚動物門について講義する。 
14 回 節足動物門について講義する。 
15 回 節足動物門について講義する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと 
2 回 事前に配布したプリントを参考にして、この回の分類群について図書館等
で調べておくこと 
3 回 事前に配布したプリントを参考にして、この回の分類群について図書館等
で調べておくこと 
4 回 事前に配布したプリントを参考にして、この回の分類群について図書館等
で調べておくこと 
5 回 事前に配布したプリントを参考にして、この回の分類群について図書館等
で調べておくこと 
6 回 事前に配布したプリントを参考にして、この回の分類群について図書館等
で調べておくこと 
7 回 事前に配布したプリントを参考にして、この回の分類群について図書館等
で調べておくこと 
8 回 事前に配布したプリントを参考にして、この回の分類群について図書館等
で調べておくこと 
9 回 事前に配布したプリントを参考にして、この回の分類群について図書館等
で調べておくこと 
10 回 事前に配布したプリントを参考にして、この回の分類群について図書館等
で調べておくこと 
11 回 事前に配布したプリントを参考にして、この回の分類群について図書館等
で調べておくこと 
12 回 事前に配布したプリントを参考にして、この回の分類群について図書館等
で調べておくこと 
13 回 事前に配布したプリントを参考にして、この回の分類群について図書館等
で調べておくこと 



14 回 事前に配布したプリントを参考にして、この回の分類群について図書館等
で調べておくこと 
15 回 事前に配布したプリントを参考にして、この回の分類群について図書館等
で調べておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FSZ5511 
成績評価 担当教員が厳密に点数（１００点満点）を付け、それらの値の平均値を求めて評

価する。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス ZA(理)(〜10),ZB(理)(〜10) 
見出し FSZ5511 動物学ゼミナール 
担当教員名 淺⽥ 伸彦、高崎 浩幸、名取 真⼈、小林 秀司、清水 慶子、城ヶ原 貴通、

高橋 
単位数 2 
教科書 オムニバス形式なので使わない。 
アクティブラーニング  
キーワード ”動物学” 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 動物学ゼミナール 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 担当教員が適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 講義教室などの変更が有り得る。 
シラバスコード FSZ5511 
実務経験のある教員  
達成目標 受講生が動物学に関して基礎学⼒と応用⼒を身につけることを達成目標とする。 
受講者へのコメント  
連絡先 担当教員の研究室。 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Zoology Seminar 
関連科目 動物学科で開講される科目。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 動物学が包含する過去の定説や最新の知見について、全体像と各論、共通性と多

様性について把握することを講義の目的とする。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。講義の担当教員と進め方について説明する。 

2 回 有害金属と動物との関係について解説する。 
3 回 犬・ネコの行動学、鳥類の行動学、魚類の行動学について解説する。 
4 回 野生動物を飼育動物化することについて解説する。 
5 回 疾患モデル動物を育成することについて解説する。 
6 回 「動物の系統分類」と「自然史」の基礎について概説するとともに、担当教



員の研究室で行われてきた研究について説明する。 
7 回 「生殖」の基礎について概説するとともに、担当教員がこれまで行ってきた
研究について紹介する。 
8 回 これまで担当教員がこれまで行ってきた研究および担当教員の研究室で行
われた研究について紹介する。 
9 回 野生動物、飼育動物の両側面からの保全学的アプローチについてこれまで
教員が行ってきた研究を例に紹介する。 
10 回 琉球列島の陸生脊椎動物相の特徴と過去における絶滅、およびこれらから
考えられる古地理仮説について、担当教員が行ってきた研究を紹介する。 
11 回 担当教員の研究室で行われてきた研究の紹介をする。 
12 回 前回に続き、担当教員の研究室で行われてきた研究の紹介を補足し、この
研究室での卒業研究の考え方やテーマの選び方について解説する。 
13 回 比較解剖学の基本的な考え方を講義する。 
14 回 比較解剖学から見える動物の進化について講義する。 
15 回 １５回分のまとめ、受講生との意見交換、今後の展望について説明する。 

準備学習 4 回 野生動物を飼育することによって、衣食住の素材としての畜産動物、や家庭
動物としてのペット、科学的用としての実験動物、さらには展示動物が作り出さ
れた。どうしてそのような動物が必要だったのか、こうした動物は⼈類史で見れ
ばわずか 2 万年にすぎないが、その意味を予習しておこう。 
5 回 ヒトの疾患を解明するために、疾患をもった動物の研究が発展している。さ
て動物とヒトとはどこが一緒でどこが異なるのか、実験動物の基礎的勉強をして
おこう。 
6 回 系統分類と自然史について、自分なりに文章でノートにまとめておくこと。 
7 回 動物の生殖について、文献などを参照して文章にまとめてくること。 
8 回 前回の講義内容を踏まえて、自分ならどのような研究をしてみたいか考え、
文章にまとめてくること。 
9 回 動物保全・育種学について生物学的側面以外について、自分なりに考え、文
章にまとめてくること。 
10 回 多様で多くの固有種を含む琉球列島（沖縄県および⿅児島県南部の島嶼）
の動物相の特徴について、日本本土と比べ調べておくこと。 
11 回 動物学分野で野外での調査研究のあり方の類型を、自分なりに文章でノー
トにまとめておくこと。 
12 回 前回の講義で紹介のあった研究の類型で、自分ならどのような研究をして
みたいか考えて、自分なりに文章でノートにまとめておくこと。 
13 回 図書館等で比較解剖学について調べておくこと。 
14 回 前回の講義を参考に，改めて，図書館等で比較解剖学について調べておく
こと。 

 



年度 2012 
授業コード FSZ5512 
成績評価 定期試験で評価する。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス ZA(理)(〜12),ZB(理)(〜12) 
見出し FSZ5512 基礎環境科学 
担当教員名 愛甲 博美 
単位数 2 
教科書 教科書は使用しない。プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 化学物質、環境汚染、生物濃縮、環境破壊 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 基礎環境科学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし 
授業形態 講義 
注意備考 講義ノートを準備すること。 
シラバスコード FSZ5512 
実務経験のある教員  
達成目標 社会環境において種々の化学物質が使用され、利用されていることにより水質汚

染や環境汚染に繋がっていることへの懸念や生物への悪影響などを理解しても
らうことを目標とする。 

受講者へのコメント  
連絡先 20 号館 2F 愛甲研究室 TEL&FAX：086-256-9411 Mail: aikoh@zool.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Elementary Environmental Science 
関連科目 特になし 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 化学物質による地球規模の環境破壊に繋がる題材について、身近な材料を提供す

ることにより受講者全員に化学物質と環境に関してより理解を深めることを目
的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 環境問題について、森林の減少、有害物質の拡散、⼈口問題、化学物質による環

境汚染などについてある程度の知識を種々の書物から得ることによりスムーズ
に講義を理解することが出来る。 

 



年度 2012 
授業コード FSZ5711 
成績評価 解剖実習のレポートを点数化し、評価する。 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス ZA(理)(〜11),ZB(理)(〜11) 
見出し FSZ5711 動物解剖学実習 
担当教員名 名取 真⼈、清水 慶子、愛甲 博美 
単位数 2 
教科書 とくに指定しない。 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 動物解剖学実習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜、紹介する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 必ず出席することが望ましい。 
シラバスコード FSZ5711 
実務経験のある教員  
達成目標 動物の骨格や臓器の名称･形などを把握できるようにする。 
受講者へのコメント  
連絡先 28 号館 2 階 清水研究室 shimizu@zool.ous.ac.jp 

20 号館 2 階 愛甲研究室 aikoh@zool.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Laboratory Work in Animal Anatomy 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 動物全般の骨格、臓器等の位置や形等を把握することを目的とする。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 動物解剖学実習のオリエンテーションを行う。 

2 回 骨学に関する解説を行う。 
3 回 ⼈骨の観察とスケッチを行う。 
4 回 動物骨の同定を行う。なお，20 体分の骨があるので，1 回の実習では完了
しない。 
5 回 動物骨の同定を行う。 
6 回 動物骨の同定を行う。 
7 回 動物骨同定の答え合わせと解説を行う。 



8 回 解剖器具の説明と解剖手順について説明する。 
9 回 マウスの解剖と臓器名称、湿重量の測定を行う。 
10 回 ラットの解剖と臓器名称、湿重量の測定を行う。 
11 回 組織標本を観察し、スケッチする（消化器系） 
12 回 組織標本を観察し、スケッチする（呼吸器系） 
13 回 組織標本を観察し、スケッチする（泌尿器系） 
14 回 組織標本を観察し、スケッチする（雄性生殖器） 
15 回 組織標本を観察し、スケッチする（雌性生殖器） 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。。 
2 回 図書館で骨の特徴を確認しておくこと。 
3 回 事前に配布するプリントを参考にそれぞれの動物の特徴を把握しておくこ
と。 
4 回 事前に配布するプリントを参考にそれぞれの動物の特徴を把握しておくこ
と。 
5 回 事前に配布するプリントを参考にそれぞれの動物の特徴を把握しておくこ
と。 
6 回 事前に配布するプリントを参考にそれぞれの動物の特徴を把握しておくこ
と。 
7 回 動物骨同定のメモを再度チェックしておくこと。 
8 回 解剖器具の名称、操作手順等を調べておくこと。 
9 回 マウスの臓器名称および存在位置等を調べておくこと。 
10 回 ラットの臓器名称および存在位置等を調べておくこと。 
11 回 事前に配布する資料を読み、消化器系について調べておくこと。 
12 回 事前に配布する資料を読み、呼吸器系について調べておくこと。 
13 回 事前に配布する資料を読み、泌尿器系について調べておくこと。 
14 回 事前に配布する資料を読み、雄性生殖器について調べておくこと。 
15 回 事前に配布する資料を読み、雌性生殖器について調べておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSZ5712 
成績評価 レポート（50%)および実習への取り組み(50%)により総合的に評価する。 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス ZA(理)(〜11),ZB(理)(〜11) 
見出し FSZ5712 動物発生学実習 
担当教員名 城ヶ原 貴通 
単位数 2 
教科書 適宜プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 受精、卵割、体節形成、肢芽形成、アポトーシス、個体発生、系統発生 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 動物発生学実習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて紹介する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 実習計画は材料調達状況により変更することがある。 

受講者の知識・関心の広がりに応じて、展開を臨機応変に修正することがある。 
実験着を着用のこと。 

シラバスコード FSZ5712 
実務経験のある教員  
達成目標 両生類、鳥類、哺乳類の発生過程を実地に観察し、胚操作の基本的な手技を修得

する。 
受講者へのコメント  
連絡先 城ヶ原研修室 28 号館 2 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Laboratory Work in Embryology 
関連科目 動物発生学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 両生類、鳥類、哺乳類を用いて、受精から卵割を経て個体が誕生するまでの過程

を観察する。これにより、各動物分類群の時系列に沿った形態形成についての理
解を深めるとともに、個体発生と系統発生に関する理解を深化させる。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。 

2 回 器具の作製・試薬の調整 
3 回 両生類の発生 1 
4 回 両生類の発生２ 



5 回 両生類の発生３ 
6 回 ニワトリの発生１ 
7 回 ニワトリの発生２ 
8 回 ニワトリの発生３ 
9 回 ニワトリの発生４ 
10 回 マウスの発生１ 
11 回 マウスの発生２ 
12 回 マウスの発生３ 
13 回 マウスの発生４ 
14 回 催奇形性１ 
15 回 催奇形性２ 

準備学習 1 回 シラバスを読んで実習の目的と進め方を把握しておくこと。 
2 回 事前に配布するプリントを読んで関連項目を調べておくこと。 
3 回 事前に配布するプリントを読んで関連項目を調べておくこと。 
4 回 事前に配布するプリントを読んで関連項目を調べておくこと。 
5 回 事前に配布するプリントを読んで関連項目を調べておくこと。 
6 回 事前に配布するプリントを読んで関連項目を調べておくこと。 
7 回 事前に配布するプリントを読んで関連項目を調べておくこと。 
8 回 事前に配布するプリントを読んで関連項目を調べておくこと。 
9 回 事前に配布するプリントを読んで関連項目を調べておくこと。 
10 回 事前に配布するプリントを読んで関連項目を調べておくこと。 
11 回 事前に配布するプリントを読んで関連項目を調べておくこと。 
12 回 事前に配布するプリントを読んで関連項目を調べておくこと。q 
13 回 事前に配布するプリントを読んで関連項目を調べておくこと。 
14 回 事前に配布するプリントを読んで関連項目を調べておくこと。 
15 回 事前に配布するプリントを読んで関連項目を調べておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FSZ57B2 
成績評価 報告書の内容と実験への取り組み状況によって評価を行う（100％）。すべての実

験について報告書が作成され、受理されて単位が与えられる。 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス ZA(理)(〜12),ZB(理)(〜12) 
見出し FSZ57B2 物理学基礎実験 
担当教員名 宮川 和也、小坂 圭二＊、豊⽥ 新、⽥代 勤 
単位数 2 
教科書 物理学基礎実験／岡山理科大学理学部応用物理学科 編／大学教育出版 
アクティブラーニング  
キーワード 物理学、実験 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 国立天文台 理科年表（丸善）その他、参考資料は適宜配布する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 関数電卓（プログラム機能は不要）を購入すること。 

共同実験者に迷惑を及ぼすので遅刻、欠席は厳禁である。各テーマに２週を割り
当て、第１週に実験を行い、第２週に報告書を完成させる。事前に実験内容をよ
く予習してくること。 

シラバスコード FSZ57B2 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）物理学の基礎的な実験について、基本的事項を理解し、実験方法に習熟す

る。 
   実験器具、装置の取り扱いができるようになる。 
（２）実験データを適切に処理し、現象を的確に表現するためのグラフが作成で
きる 
   ようになる。 
（３）パソコンを利用して実験データを処理できるようになる。 

受講者へのコメント  
連絡先 宮川和也 086-256-9488 miyagawa@dap.ous.ac.jp 豊⽥ 新 086-256-9608 

toyoda@dap.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Primary Experiments in Physics 
関連科目 物理学基礎論Ⅰ、Ⅱを前後して（できれば本実験科目を履修する前に）履修する

ことが望ましい。 



次回に向けての改善変更予定  
講義目的 （１）基礎的な実験を通して、物理学における実験方法と実験器具、装置の取り

扱いの 
   基礎を学ぶ。 
（２）実験データの処理の方法、現象を的確に表現するためのグラフの作成方法
につい 
   て実習する。 
（３）パソコンを利用した実験データの処理方法について学ぶ。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 【第 1 回】テキストを購入し、実験全体を概観しておくこと。 

【第 2 回】パソコンによる実験データ処理についてテキストを読み、演習内容を
理解 
    しておくこと。 
【第 3 回】ノギス、マイクロメーター、電卓の使い方についてテキストを読み、
実験 
    内容を理解しておくこと。 
【第 4 回〜15 回】 
 該当の実験についてテキストを読み、実験方法までレポートとしてまとめてお
く 
 こと。 

 



年度 2012 
授業コード FSZ9012 
成績評価  
曜日時限 集中その他 
対象クラス ZA(理)(〜10),ZB(理)(〜10) 
見出し FSZ9012 植物形態学 
担当教員名 池⽥ 博＊ 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 植物形態学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FSZ9012 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Plant Morphology 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 3 年/4 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード FSZ9013 
成績評価 活動状況（５０％）、論文の内容（２５％）、プレゼンテーションの内容（２５％）

など総合的に評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス ZA(理)(〜09),ZB(理)(〜09) 
見出し FSZ9013 卒業研究 
担当教員名 淺⽥ 伸彦、小林 秀司、清水 慶子、城ヶ原 貴通、高橋 亮雄、織⽥ 銑一、

愛甲 
単位数 8 
教科書 教科書は使用しない。卒業論文の完成に必要なものを随時連絡する 
アクティブラーニング  
キーワード 動物学 
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 卒業研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし。 
授業形態 実験実習 
注意備考 自主的かつ責任を持った学習・発表を行うこと。 
シラバスコード FSZ9013 
実務経験のある教員  
達成目標 卒業研究では、学生がそれぞれの指導教員の下で研究課題を選び、それまでに習

得した専門知識および技能を生かし、卒業研究論文を完成する。論文作成の過程
において、学生が専門知識を一層深めるとともに自ら調査・考察を行い、研究課
題を解決する能⼒を身につけることを目標とする。 

受講者へのコメント  
連絡先 所属研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Thesis Research 
関連科目 動物学科のすべての科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 動物学の基礎知識を基に専門分野の課題を創造的に見出し、与えられた制約の下

で課題を解決するために自主的、継続的、計画的に学習できる能⼒を身に付ける。 
対象学年 4 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード FTB1111 
成績評価 小テスト(40%)と定期試験(60%)で評価する 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス BA(工)(〜11),BB(工)(〜11) 
見出し FTB1111 無機化学Ⅰ 
担当教員名 福原 実 
単位数 2 
教科書 J.D.Lee 著 浜口博 訳「基礎無機化学」東京化学同⼈ 
アクティブラーニング  
キーワード 電子、電子配置、量子化、化学結合、分子軌道法 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 すべての「化学」に関わっている事項があることが分かった→これを理解しても

らうことが講義の目的の一つですので、目的が達成されていて安心しました。分
かりやすくて良かった。楽しかった→皆にこのように思ってもらえるように講義
をしたいと思います。もう少し難しくても良かった。指定席が良い→他の⼈にも
聞いてみます。 

科目名 無機化学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 野村浩康ら 「大学化学への入門」学術図書出版社 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTB1111 
実務経験のある教員  
達成目標 電子の性質が説明できる。原子の電子配置とその周期性が説明できる。化学結合

について説明できる。簡単な元素の性質が説明できる。簡単な分子の構造が説明
できる。分子軌道法により簡単な分子の性質が説明できる。 

受講者へのコメント 分かりにくいときは、その場で質問するようにしてください。 
連絡先 22 号館 5 階 福原研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この分野への理解が深まったが 54％、興味関心が高まったと、の結果が 49％の
一方、授業満足度が満足、ほぼ満足の計が８１％で、講義としてはよかったが、
学問の面白さはいまひとつ感じられなかった、との結果と思います。文字が小さ
いとの指摘がありました。注意はしていますが、見えにくかったらその場その場
で申し出てください。 

英文科目名 Inorganic Chemistry I 
関連科目 基礎化学、基礎有機化学 
次回に向けての改善変更予定 もっと身近な現象と基礎的な事項との関連が分かるような例を取り上げて講義

をするようにしたい。 



講義目的 無機化学を学習する上で最も基礎的な事項を理解する。（１）原子の中の電子の
振る舞い（２）原子の性質と周期性（３）化学結合（４）化学結合の表し方（５）
分子軌道法について説明する。無機化学の対象は全ての元素であり、全ての元素
の構造や性質を扱うことは困難である。多くの元素の性質の類似性や周期性を見
出し、系統的な解釈を得るために必要な知識を得ることを目的とする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 原子の生成について講義する。 

2 回 原子の構造について講義する。 
3 回 電子の波動性について講義する。 
4 回 原子の発光スペクトルと量子化について講義する。 
5 回 原子の電子配置の規則性について講義する。 
6 回 原子の電子配置の規則性を基に、元素の性質の規則性について講義する。 
7 回 代表的な３種類の化学結合の特徴と、それぞれの結合の生成機構について
講義する。 
8 回 物質の物性と、結合の種類との関係について講義する。 
9 回 共有結合から成る分子の形について講義する。 
10 回 分子の形を説明するための理論について講義する。 
11 回 分子の形を理解するために、混成の概念を講義する。 
12 回 簡単な炭化水素分子の形を混成の概念を用いて講義する。 
13 回 水、アンモニア分子の形を混成の概念を用いて解説し、それらの分子モデ
ルで説明できる水やアンモニアの固体や液体状態での物性について講義する。 
14 回 共有結合における結合軌道、反結合軌道について講義する。 
15 回 酸素、窒素分子の性質を分子軌道法を用いて講義する。 

準備学習 1 回 基礎化学教科書の”化学の歴史”を復習しておくこと。 
2 回 基礎化学教科書の”原子の構造”を復習しておくこと。 
3 回 基礎化学教科書の”原子の構造”中の”Advanced Topics”の項を復習しておく
こと。 
4 回 基礎化学教科書の”原子の構造”中の”原子スペクトルの解説部分を復習して
おくこと。 
5 回 基礎化学教科書の”原子の電子配置”を復習しておくこと。 
6 回 教科書の”元素の一般的性質”の項を予習しておくこと。 
7 回 教科書と基礎化学教科書の”化学結合”を予復習しておくこと 
8 回 教科書の”イオン結合化合物”と共有結合化合物の一般的性質”の項を予習し
ておくこと 
9 回 教科書の”簡単な共有結合分子の構造”について予習しておくこと 
10 回 教科書の”混成説”の項と、基礎化学教科書の”共有結合”の項について予復
習しておくこと。 
11 回 基礎有機化学教科書の”混成軌道”の項を復習しておくこと。 
12 回 教科書の”混成”の項を予習しておくこと。 
13 回 教科書の”混成”の項を復習しておくこと。 
14 回 基礎化学教科書の”分子軌道”の項を復習しておくこと。 
15 回 教科書の”分子軌道法の取り扱い例”の項を復習しておくこと。 



 



年度 2012 
授業コード FTB1112 
成績評価 小テスト(40%)と定期試験(60%)で評価する。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス BA(工)(〜11),BB(工)(〜11) 
見出し FTB1112 無機化学Ⅱ 
担当教員名 福原 実 
単位数 2 
教科書 J.D.Lee 著，浜口博 訳「基礎無機化学」 東京化学同⼈ 
アクティブラーニング  
キーワード 水、遷移元素、電磁気特性、色、公害、地球温暖化 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 プリントの順と講義内容で話す順が分かりにくい→プリントを手直しします。 

無機化学の知識が広がった→多くの⼈にそう思って貰えるような講義にしたい
と思います。 
テストの日時を教務で決定する前に教えて欲しい→分かり次第伝えますが、発表
前に伝えて誤りがあると困るのので、教務からの発表を待ってください。 

科目名 無機化学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 野村浩康編”大学化学への入門”学術図書出版 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTB1112 
実務経験のある教員  
達成目標 簡単な各元素の性質が説明できる。分子やイオンまたその集合体の特徴的な物性

の発現機構が説明できる。典型元素と遷移元素の性質の違いの原因が説明でき
る。元素の電磁気特性が説明できる。 

受講者へのコメント 扱う分野が広い科目なので、是非自分で演習問題を解くようにしてください。 
連絡先 ２２号館５階 福原研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この分野への理解が深まったが７３％、興味や関心が高まったが４２％でした。
内容は大体理解出来たが４７％、半分程度できたが３３％でした。さらに多くの
⼈に興味がもち理解できるような講義にしたいと思います。 

英文科目名 Inorganic Chemistry II 
関連科目 無機化学 I を履修していることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 プリントの内容を改善したいと思っています。 
講義目的 ｓ-ブロックと p-ブロックからなる典型元素は価電子や酸化数に規則性があり、

同じ電子配置を持つ同族の元素の特徴や類似性を系統的に理解し、その系統性が
生じる原因を理解することが本講義の目的である。一方、遷移元素は d 電子や f



電子が関与してその性質が複雑である。しかし、多様な色調や電磁気的性質の発
現機構を学ぶことによって、遷移元素に対する理解を深めることが可能となる。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 水の特殊な性質が地球環境に及ぼす役割を講義する。 

2 回 水分子の構造について講義する。 
3 回 水を例にして、物質の沸点や融点等の物性と、分子や物質の分極や誘電率等
の物性との関係を講義する。 
4 回 水素結合が、液体と固体の水の構造や物性に及ぼす影響を講義する。 
5 回 生物の生命活動に不可欠な水素結合の役割について講義する。 
6 回 硫⻩について酸素と比較しながら、それらの化合物間での性質に違いが生
じる理由を講義する。 
7 回 硫酸を例にとり、酸と酸化反応について講義する。 
8 回 光化学スモッグを例にして、窒素族元素の特徴を講義する。 
9 回 炭素とその同素体について講義する。 
10 回 ケイ素化合物について講義する。 
11 回 ケイ素を例にとり、結晶及び結晶の欠陥と半導体について講義する。 
12 回 二酸化炭素分子と電磁波との相互作用と地球温暖化の関連について講義す
る。 
13 回 金属錯体の構造について講義する。 
14 回 生体内で重要な役割を果たす鉄錯体および鉄について講義する。 
15 回 放射線の発生機構と⼈体に対する影響および核反応について講義する。 

準備学習 1 回 地球と火星の平均気温を調べておくこと。 
2 回 無機化学 I の化学結合の項を復習しておくこと。 
3 回 基礎化学教科書の”分子の極性”の項を復習しておくこと。 
4 回 基礎化学教科書の”物質の三態”の項を復習しておくこと。 
5 回 遺伝子の構造について予習しておくこと。 
6 回 教科書の”硫⻩”に関する項を予習しておくこと。 
7 回 基礎化学教科書の”酸”と”酸化剤”の項を復習しておくこと。 
8 回 教科書の窒素元素の項を予習しておくこと。 
9 回 基礎化学教科書の”ダイヤモンド、⿊鉛”の項を復習しておくこと。 
10 回 教科書の”ケイ酸塩”の項を予習しておくこと。 
11 回 教科書の”化学量論的欠陥”と”半導体とトランジスター”の項を予習してお
くこと。 
12 回 地球温暖化ガスについて予習しておくこと。 
13 回 基礎化学教科書の”錯イオン”の項を復習しておくこと 
14 回 教科書”配位化合物”の項を予習しておくこと。 
15 回 教科書”原子核”の項を予習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTB1122 
成績評価 中間テスト（50％）定期テスト（50％）により成績を評価する。中間テストと定

期テストとの平均点が 100 点満点中、60 点未満の場合は不合格とする。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス BA(工)(〜10),BB(工)(〜10) 
見出し FTB1122 創薬化学 
担当教員名 折⽥ 明浩 
単位数 2 
教科書 有機合成の戦略／C.L. ウィリス，M.ウィルス著／富岡 清訳／化学同⼈ 
アクティブラーニング  
キーワード 有機化学 有機合成 医薬品 材料化学 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ・折⽥先生の授業を受けるまで有機化学は難しいものだと思っていたけど、とて

も分かり易く、有機化学っておもしろいなと思えるようになりました。授業の問
題を、頭で考えてなぜそうなるのか 
理由を考えながら解くというクセがつくようになった気がします。 
・内容は難しかったですが、授業は分かり易かったです。就職に関する話も聞け
たのでこれからについていろいろと考えることが出来ました。 
・有機合成について丁寧に説明して下さっていたので、分かり易くやる気の出る
講義でした。 
・ただ授業を聞いているだけでなく、疑問を抱きながら授業 

科目名 創薬化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTB1122 
実務経験のある教員  
達成目標 基礎的な有機化学の考え方を学ぶ。 
受講者へのコメント 非常に良い雰囲気で講義ができました。 
連絡先 22 号館 4 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 高評価であったので、創薬化学、有機化学に対して興味をもってもらえたものと
思われる。 

英文科目名 Chemical Design of Medicine 
関連科目 基礎有機化学、有機化学Ｉ・ＩＩ、生物有機化学、バイオ・応用化学実験ＩＩＩ 
次回に向けての改善変更予定 この調子で講義を続ける予定である。 
講義目的 有機化学の基礎的な反応や考え方について復習や演習を交えながら反応パター



ン別に学習する。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  逆合成解析 I 考え方と方法 （その１）を学習する。 

2 回  逆合成解析 I 考え方と方法 （その２）を学習する。 
3 回  逆合成解析 II 潜在極性と官能基相互変換 （その１）を学習する。 
4 回  逆合成解析 II 潜在極性と官能基相互変換 （その２）を学習する。 
5 回  逆合成解析 III 戦略と計画 （その１）を学習する。 
6 回  逆合成解析 III 戦略と計画 （その２）を学習する。 
7 回  中間テストおよび解説により、これまでの学習内容を復習する。 
8 回  選択性 I 官能基選択性と保護基 （その１）を学習する。 
9 回  選択性 I 官能基選択性と保護基 （その２）を学習する。 
10 回  選択性 II 位置選択性 （その１）を学習する。 
11 回  選択性 II 位置選択性 （その２）を学習する。 
12 回  選択性 III 立体選択性 （その１）を学習する。 
13 回  選択性 III 立体選択性 （その２）を学習する。 
14 回  選択性 III 立体選択性 （その３）を学習する。 
15 回  問題演習および解説により、これまでの学習内容を復習する。 

準備学習 1 回  逆合成について予習すること。 
2 回 第１週の講義内容を理解すること。 
3 回 官能基の極性について予習すること。 
4 回 第３週の講義内容を理解すること。 
5 回 逆合成を用いた合成反応について予習すること。 
6 回 第５週の講義内容を理解すること。 
7 回 第６週までの講義内容を理解すること。 
8 回 官能基選択性について予習すること。 
9 回 第８週の講義内容を理解すること。 
10 回 位置選択性について予習すること。 
11 回 第１０週の講義内容を理解すること。 
12 回 立体井選択性について予習すること。 
13 回 第１２週の講義内容を理解すること。 
14 回 第１３週の講義内容を理解すること。 
15 回 第８週から１４週までの講義内容を理解すること。 

 



年度 2012 
授業コード FTB11B1 
成績評価 最終試験（60％）、小テスト、宿題（40％）最終試験と小テスト、宿題の成績に

より評価する。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス BA(工)(〜10),BB(工)(〜10) 
見出し FTB11B1 工業数学Ⅰ 
担当教員名 神谷 茂保 
単位数 2 
教科書 すぐわかる微分方程式／石村園子／東京図書 

大学演習 解析学概論／矢野健太郎、石原繁／裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード 微分方程式 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 ＊この講義の目標を書いてくださいと依頼しましたが、残念ながら目標がよくわ

かっていない⼈もいました。 
科目名 工業数学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に示す。 
授業形態 講義 
注意備考 数学 I,II の内容に習熟していること。 

よく復習すること（教科書「すぐわかる微分方程式」の該当部分は必ず読んでお
くこと）。（数学関連科目の学習にはある種のセンスを要求します。そのセンスを
磨くには勉強以外ありません。）「大学演習 解析学概論（矢野健太郎、石原繁著、
裳華房）」の該当部分も必ずやっておくこと。また図書館で関連図書を見つけ読
んでみること。微積分とくに積分の計算ができない場合はこの講義はとても難し
いものになるのでその覚悟をして履修すること。小テストを行うので遅刻しない
で出席すること。 

シラバスコード FTB11B1 
実務経験のある教員  
達成目標 微分方程式の解を求積法により実際に求めることができるようになること。特に

線形微分方程式の解が求められそれを⼒学、電磁気学に応用できること。いろい
ろな現象を微分方程式という方法で記述し、それを解析することができるように
なることが「微分方程式論」の大きな目標であるがこの講義では上記のように
「（定数係数２階）線形微分方程式の解を求めることができる」ことを最低限の
目標とする。 

受講者へのコメント ＊（微積分の復習が必要ですので）学習時間を１−２時間にしてください。 
連絡先 連絡先 20 号館 6 階神谷研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ＊3−４回以上欠席した⼈が２０％以上いたのは残念です。 



＊半分以上の⼈の学習時間が３０分以下というのは驚きました。 
英文科目名 Industrial Mathematics I 
関連科目 A 群のほとんどすべての科目 
次回に向けての改善変更予定 ＊ほとんどの受講生がこの講義に満足してくれているようですので大きな変更

はしない予定です。 
講義目的 微分方程式の基礎を学ぶ。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  微分方程式とは何かを説明する。 

2 回  微分方程式の応用例について説明する。 
3 回  直接積分形の微分方程式について説明する。 
4 回  変数分離型の微分方程式 について説明する。 
5 回  変数分離型の微分方程式の応用について説明する。 
6 回  同次形の微分方程式 について説明する。1 
7 回  同次形の微分方程式の応用について説明する。 
8 回  １階線形微分方程式について説明する。 
9 回 １階線形微分方程式の応用について説明する。 
10 回  線形空間の基礎について説明する。 
11 回  線形微分方程式について説明する。 
12 回  ２階線形微分方程式ついて説明する。 
13 回  ２階線形微分方程式の解の構造について説明する。 
14 回  線形微分方程式とその応用について説明する。 
15 回  線形微分方程式とその応用として⼒学の問題、電磁気の問題を説明する。 

準備学習 1 回  微分積分の基礎を復習しておくこと。 
2 回  「積分」の練習をしておくこと。 
3 回  微分積分の基礎的な問題を復習しておくこと。また微分方程式の応用例
について復習しておくこと。 
4 回  微分方程式とは何か理解しておくこと。不定積分の練習問題をやってみ
ること。 
5 回  微積分の教科書などを参照に積分の演習問題を解いてみること。 
6 回 変数分離形の微分方程式の一般解を求める練習をしてみること。 
7 回 変数分離形、同次形の微分方程式の復習をしておくこと。。 
8 回 微積分学の教科書の「積分」の部分を復習しておくこと。 
9 回 １階線形微分方程式の解の公式を覚えておくこと。 
10 回  線形代数の基礎について復習しておくこと。 
11 回 線形代数の基礎、2 次方程式の解法、部分積分法について復習しておくこ
と。 
12 回 線形代数の基礎、2 次方程式の解法について復習しておくこと。 
13 回 線形微分方程式の解法について復習しておくこと。 
14 回  線形微分方程式の解法、解の構造について復習しておくこと。 
15 回 ⼒学、電磁気学の基礎について復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTB11C1 
成績評価 中間試験（５０％）、最終レポート（５０％） 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス BA(工)(〜10),BB(工)(〜10) 
見出し FTB11C1 技術マネジメント 
担当教員名 新倉 正和 
単位数 2 
教科書 毎週プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 企業財務、企業戦略、技術開発戦略、プロジェクト管理、知的財産権 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 大きな教室で後方からは見にくかったと思いますが、スライドの字を少し大き 

くしていきたい。なお、毎回、スライドと同じものを配付資料としているので、
そち 
らにも着目するよう、授業中にも指示したい。 

科目名 技術マネジメント 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 藤末健三著 「技術経営入門」 日経ＢＰ社発行岩崎夏海著 「もし高校野球の

女子マネージャがドラッカーの『マネジメント』を読んだら」 ダイヤモンド社
発行 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTB11C1 
実務経験のある教員  
達成目標 本科目で取得する能⼒は、・企業財務・収益性の定量的解析能⼒・企業戦略・商品

戦略・技術開発戦略の構築手法・技術⾰新プロセスの普遍的な特質の理解・研究
開発組織やプロジェクト運営の先進的な手法・知的財産や特許戦略の基本知識 

受講者へのコメント １）予想外に受講者数が多すぎました。学務部とも相談して、改善していきたい、
と思います。 
２）受講者数が多すぎたことも一因でありますが、私語などについてはしっかり
と注意していきます。 

連絡先 学外連携推進室（第１学舎、１階）E メール：m-niikura@office.ous.ac.jpTEL：
086-256-9730 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 １）受講者数が多すぎる。教室が小さすぎる。 
２）私語など授業の妨げとなる行為には、しっかりと注意して欲しい。 

英文科目名  
関連科目 企業情報特論 



次回に向けての改善変更予定 １）学務部および就業⼒プロジェクトの先生方と相談したい。 
２）私語など、教室全体に目を配るよう努めたい。 

講義目的 企業間競争や技術開発競争がグローバル化している現代の産業社会では、本質的
な市場ニーズを正確に把握し、それに対応した技術⾰新をいち早く達成すること
が求められている。本科目では、企業や研究機関の技術者・研究者を志す者に対
して、技術開発分野のリーダーとして必要な資質を付与し、技術開発プロジェク
トをマネジメントする能⼒を養成することを目的としている。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：技術マネジメント 

2 回 企業財務初歩（損益計算書、貸借対照表）と技術開発 
3 回 企業財務初歩（キャッシュフロー、収益性評価）と技術開発 
4 回 企業経営戦略：競争優位の確立（コストリーダーシップ戦略） 
5 回 コストリーダーシップ戦略：シェアＮｏ．１ 
6 回 企業経営戦略：競争優位の確立（商品差別化、ニッチ戦略） 
7 回 企業経営戦略（ドラッカーの考え方） 
8 回 企業財務・企業経営戦略の演習 
9 回 中間試験（主として、企業財務・企業経営戦略） 
10 回 プロジェクト管理（設備投資、提案・評価） 
11 回 Ｒ＆Ｄ戦略 
12 回 新しい生産プロセスの手法 
13 回 知的財産（特許概論、特許生評価） 
14 回 知的財産（出願プロセス、明細書準備） 
15 回 リスク管理、最終まとめ 

準備学習  
 



年度 2012 
授業コード FTB11C2 
成績評価 中間試験（５０％）、最終レポート（５０％） 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス BA(工)(〜10),BB(工)(〜10) 
見出し FTB11C2 技術マネジメント 
担当教員名 新倉 正和 
単位数 2 
教科書 毎週プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 企業財務、企業戦略、技術開発戦略、プロジェクト管理、知的財産権 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 技術マネジメント 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 藤末健三著 「技術経営入門」 日経ＢＰ社発行岩崎夏海著 「もし高校野球の

女子マネージャがドラッカーの『マネジメント』を読んだら」 ダイヤモンド社
発行 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTB11C2 
実務経験のある教員  
達成目標 本科目で取得する能⼒は、・企業財務・収益性の定量的解析能⼒・企業戦略・商品

戦略・技術開発戦略の構築手法・技術⾰新プロセスの普遍的な特質の理解・研究
開発組織やプロジェクト運営の先進的な手法・知的財産や特許戦略の基本知識 

受講者へのコメント  
連絡先 学外連携推進室（第１学舎、１階）E メール：m-niikura@office.ous.ac.jpTEL：

086-256-9730 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 企業情報特論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 企業間競争や技術開発競争がグローバル化している現代の産業社会では、本質的

な市場ニーズを正確に把握し、それに対応した技術⾰新をいち早く達成すること
が求められている。本科目では、企業や研究機関の技術者・研究者を志す者に対
して、技術開発分野のリーダーとして必要な資質を付与し、技術開発プロジェク
トをマネジメントする能⼒を養成することを目的としている。 

対象学年 3 年/4 年 



授業内容 1 回 オリエンテーション：技術マネジメント 
2 回 企業財務初歩（損益計算書、貸借対照表）と技術開発 
3 回 企業財務初歩（キャッシュフロー、収益性評価）と技術開発 
4 回 企業経営戦略：競争優位の確立（コストリーダーシップ戦略） 
5 回 コストリーダーシップ戦略：シェアＮｏ．１ 
6 回 企業経営戦略：競争優位の確立（商品差別化、ニッチ戦略） 
7 回 企業経営戦略（ドラッカーの考え方） 
8 回 企業財務・企業経営戦略の演習 
9 回 中間試験（主として、企業財務・企業経営戦略） 
10 回 プロジェクト管理（設備投資、提案・評価） 
11 回 Ｒ＆Ｄ戦略 
12 回 新しい生産プロセスの手法 
13 回 知的財産（特許概論、特許生評価） 
14 回 知的財産（出願プロセス、明細書準備） 
15 回 リスク管理、最終まとめ 

準備学習  
 



年度 2012 
授業コード FTB1311 
成績評価 定期試験（７０％），小テスト・提出課題（３０％） 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス BA(工)(〜11),BB(工)(〜11) 
見出し FTB1311 工業分析化学 
担当教員名 冨永 敏弘 
単位数 2 
教科書 デイ・アンダーウッド共著／鳥居・康共訳 定量分析化学 培風館 
アクティブラーニング  
キーワード 沈殿滴定、錯生成滴定、電位差測定、分光測光 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「問題を授業前半に出題してほしい。」 

回答：説明した後、理解確認のために問題を解いているので、要望の意味がよく
わからない。 
「問題を授業中にたくさん取り組めてよかった」、「翌週に解説があったので理解
しやすかった」、「わかりやすい」、「１年次での実験に関わるものも学び、復習に
なってよかった」。 
回答：要望等も遠慮なく書いてよい。 

科目名 工業分析化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 講義には教科書の他に電卓を持参すること。 
シラバスコード FTB1311 
実務経験のある教員  
達成目標 沈殿生成反応、錯生成反応、電位差測定、分光測光の基礎的な事柄について説明

できる。未知試料中に含まれる物質の物質量や濃度を計算できる。 
受講者へのコメント こちらから発問したとき、もっと挙手できるようになって欲しい。質問があれば

して欲しい。 
連絡先 研究室：１２号館５階メール： tominaga（＠）dac.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 [Ａ]授業に対するあなたの取り組みについて  
１）欠席は、２回以内が 82％、３・4 回が 17％。２）授業時間外の学習時間は、
2 時間以上が 5％、1 時間〜30 分が 63％、全くしなかったが 31％。３）授業時
間外の取り組みは、宿題などの指示された課題に取り組んだが 59％、無回答が
30％。 
所見：次回は宿題を増やすようにする。 
[Ｂ]この授業におけるあなたの成⻑について 
「理解が深まった」57.7％はまあまあか。「興味・関心が高まった」32.1％、「技



能・技術が向上した」11.5％、「他分野との関連性がわかった」14 
英文科目名 Industrial Analytical Chemistry 
関連科目 「分析化学 I」、「分析化学 II」を受講していることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 宿題を増やすよう努⼒する。 
講義目的 沈殿生成反応、錯生成反応、電位差測定、分光測光の基礎を理解し、それらが物

質の分析にどのように利用されるかを習得する。限られた時間に学んだことを発
展させて新しい問題に応用できる能⼒を涵養する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  全体の授業内容を説明した後、溶解平衡と沈殿生成反応について解説する。 

2 回  沈澱滴定について、例題等の計算をしながら解説する。 
3 回  沈澱滴定の指示薬について解説する。 
4 回  共通イオン効果、異種イオン効果について、例題や計算問題を解きながら
解説する。 
5 回  ｐＨ効果、加水分解効果、錯体生成の効果について解説する。 
6 回  錯形成反応について解説する。 
7 回  ＥＤＴＡの解離平衡について解説する。 
8 回  キレート滴定について、例題等の計算をしながら解説する。 
9 回  キレート滴定の応用について、例題や計算問題を解きながら解説する。 
10 回  電位差測定について解説する。 
11 回  pH 測定用ガラス電極、イオン選択性膜電極について解説する。 
12 回  光と電磁波スペクトルについて解説する。 
13 回  放射エネルギーと分子との相互作用（光の吸収と発光）について解説す
る。 
14 回  ランバート・ベールの法則について解説する。 
15 回  分光測光の装置（分光光度計、けい光光度計）について解説する。 

準備学習 1 回  高校の化学、基礎化学実験、分析化学 I で学んだ沈殿生成反応を復習して
おくこと。また、AgCl だけでなく AgBr、AgI 等、ハロゲン化銀の溶解度につい
て予習しておくこと。 
2 回  教科書 9 章の 9.1 を予習しておくこと。分析化学 I で学んだ強酸・強塩基
の中和滴定との類似性に注意しておくこと。 
3 回  教科書の 9.2 を予習しておくこと。 
4 回  教科書 9.4.3、9.4.4 を予習しておくこと。 
5 回  教科書 9.4.5、9.4.6、9.4.7 を予習しておくこと 
6 回  教科書 8 章の 8.1 を予習しておくこと。 
7 回  教科書 8.2 のはじめから表 8.2 まで(p.176-179）を予習しておくこと。 
8 回  教科書 8.2 の例題 1(p.180）を予習しておくこと。強酸・強塩基の中和滴
定やハロゲン化銀の沈殿滴定より、当量点以降でワンポイント複雑になることを
理解すること。 
9 回  教科書の錯化効果(p.182)、加水分解効果(p.184)を予習しておくこと。 
10 回  教科書 12 章のはじめから 12.1.1 までを予習しておくこと。 
11 回  教科書 12.1.2 を予習しておくこと。 
12 回  教科書 14 章の 14.1、14.2 を予習しておくこと。 



13 回  教科書 14.3 を予習しておくこと。 
14 回  教科書 14.6 を予習しておくこと。 
15 回  教科書 14.7、14.11 を予習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTB1312 
成績評価 理解度確認（中間）試験 30％、定期試験 30％、課題 40％ 
曜日時限 月曜日 3・4 時限、水曜日 3・4 時限 
対象クラス BA(工)(〜12),BB(工)(〜12) 
見出し FTB1312 基礎化学 
担当教員名 冨永 敏弘 
単位数 4 
教科書 これだけはおさえたい・化学 /井口他編 /実教出版/2300 円 
アクティブラーニング  
キーワード 各回の授業内容欄を参照のこと 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 基礎化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 これでわかる化学演習 /矢野潤 菅野善則 著 /三共出版 /2100 円 
授業形態 講義 
注意備考 ・教科書、配布資料、電卓を毎回持参すること。 
シラバスコード FTB1312 
実務経験のある教員  
達成目標 ・元素記号が分かるようになること 

・原子、イオン、分子の構造を理解できるようになること 
・基本的な物質の分子式やイオン式が書けるようになること 
・物質量（モル）の概念が理解できるようになること 
・化学反応の定量的な取り扱いができるようになること 
・液体、気体の基本的な性質を理解し、それについての計算と説明ができるよう
になること。 
・物資の変化とエネルギーの関係を理解できること 
・化学変化と電子の関係が理解できること 

受講者へのコメント  
連絡先 研究室：１２号館５階 

メール：ttominaga[アトマーク]dac.ous.ac.jp 
電 話：086-256-9565 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Basic Chemistry 
関連科目 基礎化学実験、基礎化学演習Ⅰ、基礎化学演習Ⅱ、入門化学、パソコン入門Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 化学の基礎的な知識と考え方を身につけること。具体的には、高校の化学を復習



するとともに、より高度で専門的な化学の導入部分についても学習する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

 受講のためのオリエンテーションを受け、これからどのように講義が進み、何
を学び、どのような知識・能⼒を身につけることが出来るようになるのかを理解
する。 
2 回 物質と元素 
 古来から現在に至るまで、⼈が「もの」すなわち物質が何から出来ているかを
考えてきたのかをたどり、物質の種類（純物質、単体、化合物、混合物）と物質
の基本となる「元素」という考え方を理解する。 
混合物の分離精製法についても理解する。 
キーワード： 
元素、元素記号、純物質、単体、化合物、混合物、同素体、精製、炎色反応 
3 回 原子と分子、原子番号 
それぞれの元素には原子という固有の粒子があること、また物質としての最小単
位が分子であることをことを理解する。また様々な原子は、陽子・中性子・電子
の組み合わせで構成されていることを理解する。 
キーワード： 
原子、原子核、陽子、中性子、電子、原子番号、質量数、同位体、放射性同位体、
分子、分子式 
4 回 電子配置、電子軌道、典型元素と遷移元素 
原子の電子配置とその規則性（周期律）を理解する。さらに典型源元素と遷移元
素を電子配置ののレベルから理解する。。 
キーワード： 
電子殻、電子配置、電子軌道（ｓ，ｐ，ｄ）、価電子、エネルギー準位、典型元素、
遷移元素 
5 回 イオン、イオン化エネルギー、電子親和⼒ 
イオンの種類、原子がイオンになる際に放出または吸収されるエネルギーが「イ
オン化エネルギー、電子親和⼒」であること、さらにそのエネルギーの意義（イ
オンになり易さの指標となることなど）について理解する。またイオン化エネル
ギーと周期律の関連を理解する。 
キーワード： 
イオン、イオン化エネルギー、電子親和⼒、イオンの大きさ 
6 回 元素の周期表 
元素を原子番号の順にならべ、性質の似た元素が同じ縦の列に列ぶように配置し
たも（族）のが周期表であることを理解する。また同族に属する元素に共通する
性質を理解する。 
キーワード： 
周期律、周期表、典型元素と遷移元素、金属元素と非金属元素、電気陰性度（原
子の陽性と陰性） 
7 回 イオン間の結合・原子間の結合 
 イオン間および原子間に形成される結合とそれぞれの結合によってできる結



晶について理解する。 
キーワード： 
イオン結合、共有結合、配位結合、結晶、最外殻電子、価電子、共有電子対、非
共有電子対、不対電子、電子式、二重結合、ダイヤモンドと⿊鉛、分子構造 
8 回 結合の極性・分子の極性・分子間の結合・金属原子間の結合 
 分子の極性を理解する。また分子間に作用する結合と分子結晶、金属結合と金
属結晶について理解する。 
キーワード： 
電気陰性度、結合の極性と分子の極性、極性分子、分子間⼒、水素結合、分子結
晶、金属結合、自由電子 
9 回 原子量・分子量・式量・物質量 
 原子・分子・イオン・化合物などを定量的に扱うための原子量・分子量・式量
を理解する。また物質量（モル）の概念と、原子量との関係を理解する。 
キーワード： 
原子の質量、原子の相対質量、原子量、分子量、式量、物質量、アボガドロ定数、
モル質量 
10 回 化学反応式と量的関係 
 化学変化の前後を化学式で示したものが化学反応式であること、また化学変化
の量的関係を理解し、化学反応式をかけるようになる。 
キーワード： 
化学式、化学反応式、物質量 
11 回 物質の三態--状態変化と融点・沸点 
 物質の三態を分子運動とエネルギーの観点から理解する。また融点と沸点、融
解熱と蒸発熱について理解する。 
キーワード： 
物質の三態、分子運動、エネルギー、融解、凝固、蒸発、凝縮、沸騰、昇華、融
点、沸点、凝固点、融解熱、蒸発熱 
12 回 気体の性質--状態方程式 
 理想気体の体積・温度・圧⼒の関係を表すボイル・シャルルの法則、および理
想気体の状態方程式について理解する。また気体の体積と物質量の関係を理解す
る。 
キーワード： 
ボイル・シャルルの法則、気体の標準状態、理想気体の状態方程式、ドルトンの
分圧の法則、物質量 
13 回 溶液（１）--溶解・濃度・溶解度 
 物質が溶媒に溶解することを分子・イオンのレベルから理解する。また溶液の
濃度と溶解度について理解する。 
キーワード： 
溶解、溶媒、溶質、溶液、質量パーセント濃度、モル濃度、質量モル濃度、電解
質、水和、溶解度、ヘンリーの法則 
14 回 溶液（２）-溶液の性質・沸点上昇・凝固点降下・浸透圧 
 溶液の性質である沸点上昇・凝固点降下・浸透圧について分子・イオンのレベ



ルから理解する。これより、濃度と沸点上昇・凝固点降下・浸透圧の関連を理解
する。 
キーワード： 
質量モル濃度、沸点上昇・凝固点降下・浸透、浸透圧、ラウールの法則､過冷却、
凍結防止材（融解材）、不凍液、電解質 
15 回 理解度確認（中間）試験とその解説 
 これまでの履修内容の理解度を確認する 
16 回 化学反応と熱（１）--反応熱の種類と熱化学方程式 
 物質はそれぞれ固有の量のエネルギーを蓄えていて、化学変化や状態変化の際
にエネルギーが反応熱として出入りすることを理解する。また、この熱の収支を
加味した化学反応式が熱化学方程式であることを理解する。 
キーワード： 
絶対温度、比熱容量、反応熱、吸熱反応、発熱反応、熱化学方程式、燃焼熱、中
和熱、生成熱、溶解熱、融解熱、蒸発熱、昇華熱 
17 回 化学反応と熱（２）--反応経路熱（へスの法則） 
 反応熱の収支は、その経路によらず最初の物質と最終生成物のそれぞれが持つ
エネルギー量の差であることを理解し、その上で、様々な反応熱について理解す
る。。また原子と原子の結合エネルギーと反応熱の関係を理解する。 
キーワード： 
ヘスの法則、結合エネルギー 
18 回 反応速度  
 化学反応の速さとはなにか、また反応速度を変える要因、反応のしくみを粒子
のレベルから理解する。 
キーワード： 
反応速度、一次反応、反応速度式、反応速度定数、温度、触媒、活性化エネルギ
ー 
19 回 化学平衡（１）--可逆反応と平衡 
 化学平衡とは何かを理解する。 
キーワード： 
可逆反応、化学平衡、平衡定数、化学平衡の法則（質量作用の法則）<b 

準備学習 1 回 本授業計画をよく読み、教科書を準備しておくこと 
2 回 前回の授業で出された課題をやっておくこと 
教科書ｐ１０?１７をよく読み、わからない語句を書き出しておくこと 
3 回 前回の授業で出された課題をやっておくこと 
教科書ｐ１８?２２をよく読み、わからない語句を書き出しておくこと 
4 回 前回の授業で出された課題をやっておくこと 
教科書ｐ２２?２９をよく読み、わからない語句を書き出しておくこと 
5 回 前回の授業で出された課題をやっておくこと 
教科書ｐ３０?３１をよく読み、わからない語句を書き出しておくこと 
6 回 前回の授業で出された課題をやっておくこと 
教科書ｐ３１?３４をよく読み、わからない語句を書き出しておくこと 
7 回 前回の授業で出された課題をやっておくこと 



教科書ｐ５２?６０をよく読み、わからない語句を書き出しておくこと 
8 回 前回の授業で出された課題をやっておくこと 
教科書ｐ６１?６８をよく読み、わからない語句を書き出しておくこと 
9 回 前回の授業で出された課題をやっておくこと 
教科書ｐ３６?４０をよく読み、わからない語句を書き出しておくこと 
10 回 前回の授業で出された課題をやっておくこと 
教科書ｐ４１?４５をよく読み、わからない語句を書き出しておくこと 
11 回 前回の授業で出された課題をやっておくこと 
教科書ｐ７２?８０をよく読み、わからない語句を書き出しておくこと 
12 回 前回の授業で出された課題をやっておくこと 
教科書ｐ８２?９１をよく読み、わからない語句を書き出しておくこと 
13 回 前回の授業で出された課題をやっておくこと 
教科書ｐ９４?１００をよく読み、わからない語句を書き出しておくこと 
14 回 前回の授業で出された課題をやっておくこと 
教科書ｐ１００?１０５をよく読み、わからない語句を書き出しておくこと 
15 回 これまでの内容を復習し、演習問題を解けるようにしておくこと 
16 回 前回の授業で出された課題をやっておくこと 
教科書ｐ１１４?１２０をよく読み、わからない語句を書き出しておくこと 
17 回 前回の授業で出された課題をやっておくこと 
教科書ｐ１２０?１２３をよく読み、わからない語句を書き出しておくこと 
18 回 前回の授業で出された課題をやっておくこと 
教科書ｐ１２６?１４０をよく読み、わからない語句を書き出しておくこと 
19 回 前回の授業で出された課題をやっておくこと 
教科書ｐ１４２?１４６をよく読み、わからない語句を書き出しておくこと 
20 回 前回の授業で出された課題をやっておくこと 
教科書ｐ１４６?１５７をよく読み、わからない語句を書き出しておくこと 
21 回 前回の授業で出された課題をやっておくこと 
教科書ｐ１６２?１６６をよく読み、わからない語句を書き出しておくこと 
22 回 前回の授業で出された課題をやっておくこと 
教科書ｐ１６７?１７２をよく読み、わからない語句を書き出しておくこと 
23 回 前回の授業で出された課題をやっておくこと 
教科書ｐ１７３?１７８をよく読み、わからない語句を書き出しておくこと 
24 回 前回の授業で出された課題をやっておくこと 
教科書ｐ１７９?１８４をよく読み、わからない語句を書き出しておくこと 
25 回 前回の授業で出された課題をやっておくこと 
教科書ｐ１８６?１８９をよく読み、わからない語句を書き出しておくこと 
26 回 前回の授業で出された課題をやっておくこと 
教科書ｐ１９０?１９３をよく読み、わからない語句を書き出しておくこと 
27 回 前回の授業で出された課題をやっておくこと 
教科書ｐ１９３?１９４をよく読み、わからない語句を書き出しておくこと 
28 回 前回の授業で出された課題をやっておくこと 
教科書ｐ１９５?１９９をよく読み、わからない語句を書き出しておくこと 



29 回 前回の授業で出された課題をやっておくこと 
教科書ｐ２００?２０２をよく読み、わからない語句を書き出しておくこと 
30 回 前回の授業で出された課題をやっておくこと 
教科書ｐ２０２?２０６をよく読み、わからない語句を書き出しておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FTB1321 
成績評価 小レポート 10〜12 回（50%）、定期試験（50%） 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス BA(工)(〜10),BB(工)(〜10) 
見出し FTB1321 反応工学 
担当教員名 永谷 尚紀 
単位数 2 
教科書 反応工学／橋本健治／培風館 
アクティブラーニング  
キーワード 反応速度、定常状態近似、律速段階近似、反応器 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 反応工学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 反応工学／草壁克己 増⽥隆夫 共著／三共出版 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTB1321 
実務経験のある教員  
達成目標 反応速度の定義と種々の反応装置における反応速度解析が理解できること 
受講者へのコメント 私は、上記にも書きましたが講義を行っています。 

授業は、漢字の成り立ちを見れば分かるように、業を授ける「相手に知識を与え
る」で高校までが使うものだと思っていました。 
大学は講義であり、学問の解説ですので「学ぶ意欲」が無ければ意味がないと考
えています。  
１０）の講義・演習科目は解答不可です に対して３０％の⼈が解答している。 
３０％は無意味なアンケート結果と分かりよいアンケートですね。 

連絡先 3 号館 1 階 オフィスアワー 月木 昼 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 「この授業を受けて良かった点は、何ですか」に対して「この分野への理解が深
まった」、「この分野への興味、関心が高まった」が合計で９０％であり、講義の
目的は達していると考える。しかしながら、質問項目にも授業、授業アンケート
であることには疑問がある。 
大学では、講義と言うのを行うのだと思っていました。 

英文科目名 Chemical Reaction Engineering 
関連科目 化学工学Ⅰ、化学工学Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 特に無し。 
講義目的 反応工学は、化学工場等の反応装置内で起こっている化学反応を工学的に解析



し、その結果にもとづいて反応装置を合理的に設計し、安全に操作するために必
要な知識を体系化した工学である。講義では反応速度の定義と種々の反応装置に
おける反応速度解析が理解できることを目標にしたい。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  化学反応と反応装置に関して講義する。 

2 回  反応速度式 定常状態近似法による反応速度式の導出に関して講義する。 
3 回  反応速度式 定常状態近似法による反応速度式の導出に関して講義する。 
4 回  律速段階近似法による反応速度式の導出 自触媒反応、微生物反応、反応速
度の温度依存性に関して講義する。 
5 回  反応器の設計の基礎（量論関係）反応速度式の具体例に関して講義する。 
6 回  反応器の設計方程式（回分反応器、連続槽型反応器）に関して講義する。 
7 回  反応器の設計方程式（管型反応器）に関して講義する。 
8 回  回分反応器による反応速度解析（積分法、微分法 全圧追跡法、半減期法）
に関して講義する。 
9 回  流通反応器による反応速度解析に関して講義する。 
10 回  反応装置の設計と操作に関して講義する。 
11 回  管型反応器の設計、循環流れを伴う反応器に関して講義する。 
12 回  自触媒反応の最適化、半回分操作に関して講義する。 
13 回  微生物菌体の特性と工業的利用 微生物反応の量論関係と収率に関して
講義する。 
14 回  微生物反応の速度式、生化学反応装置に関して講義する。 
15 回  槽型微生物反応器の操作・設計、好気性微生物反応器の操作・設計に関し
て講義する。 

準備学習 1 回 予習：単一反応と複合反応、素反応と非素反応、反応装置の型式と構造に関
して調べること。 
復習：単一反応と複合反応、素反応と非素反応、反応装置の型式と構造に関して
理解すること。 
2 回 予習：反応速度の定義、単一反応、複合反応、不均一反応 定常状態の近似、
連鎖反応に関して調べること。 
復習：反応速度の定義、単一反応、複合反応、不均一反応 定常状態の近似、連鎖
反応に関して理解すること。 
3 回 予習：重合反応、酵素反応関して調べること。 
復習：重合反応、酵素反応関の反応速度式が導けること。 
4 回 予習：律速段階の近似、固体触媒反応、吸着 自触媒反応、微生物反応、ア
レニウスの式に関して調べること。 
復習：律速段階の近似、固体触媒反応、吸着 自触媒反応、微生物反応、アレニウ
スの式を導出できること。 
5 回 予習：限定反応成分、反応率、モル分率 定容系と非定容系、濃度と分圧、
相変化を伴う反応系の量論関係に関して調べること。 
復習：限定反応成分、反応率、モル分率 定容系と非定容系、濃度と分圧、相変化
を伴う反応系の量論関係を理解すること。 
6 回 予習：反応器の物質収支式、定容回分反応器、空間時間に関して調べるこ



と。 
復習：反応器の物質収支式、定容回分反応器、空間時間を理解すること。 
7 回 予習：空間速度、平均滞留時間に関して調べること。 
復習：空間速度、平均滞留時間を理解すること。 
8 回 予習：積分法、微分法、気相反応、半減期、ジメチルエーテルの気相熱分解
反応に関して調べること。 
復習：積分法、微分法、気相反応、半減期、ジメチルエーテルの気相熱分解反応
を理解すること。 
9 回 予習：積分反応器、微分反応器、連続層型反応器に関して調べること。 
復習：積分反応器、微分反応器、連続層型反応器を理解し、反応速度式の導出が
できること。 
10 回 予習：回分反応器、連続層型反応器に関して調べること。 
復習：回分反応器、連続層型反応器の反応速度式が導出できること。 
11 回 予習：管型反応器、リサイクル反応器、自触媒反応に関して調べること。 
復習：管型反応器、リサイクル反応器、自触媒反応での反応速度式を理解するこ
と。 
12 回 予習：自触媒反応、回分反応を調べること。 
復習：自触媒反応、回分反応からの反応速度式が導出できること。 
13 回 予習：微生物反応の特性、増殖収率、代謝産収支に関して調べること。 
復習：微生物反応の特性、増殖収率、代謝産収支に関して理解すること。 
14 回 予習：菌体の増殖速度、基質の消費速度、生体触媒の固定に関して調べる
こと。 
復習：菌体の増殖速度、基質の消費速度、生体触媒の固定を理解すること。 
15 回 予習：菌体の増殖曲線、菌体の呼吸速度、好気培養槽の設計に関して調べ
ること。 
復習：菌体の増殖曲線の重要性、好気培養槽の設計の方法を理解すること。 

 



年度 2012 
授業コード FTB1322 
成績評価 毎回の小テスト（45％）と、定期試験（55％）で評価する。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス BA(工)(09〜10),BB(工)(09〜10) 
見出し FTB1322 化粧品の皮膚科学と安全学 
担当教員名 安藤 秀哉 
単位数 2 
教科書 適宜プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 皮膚、紫外線、安全性試験 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 化粧品の皮膚科学と安全学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 １）市橋正光著「健康と紫外線のはなし、日焼けが皮膚がんをおこす」DHC 出

版 
２）日本化粧品工業連合会編「化粧品の安全性評価に関する指針 2008」薬事日報
社 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTB1322 
実務経験のある教員  
達成目標 化粧品と皮膚に関する基礎知識が身につく。 
受講者へのコメント  
連絡先 12 号館 5 階 安藤研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Skin Science and Safe Measure of Cosmetic Products 
関連科目 化粧品概論、香粧品学、コスメティックサイエンス概論 I、コスメティックサイ

エンス概論 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 皮膚科学と化粧品安全学の接点を学ぶ。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 化粧品の皮膚科学を学ぶために必要な細胞生物学を復習する。 

2 回 皮膚を構成する多種類の細胞の構造と機能を学ぶ。 
3 回 皮膚を構成する多種類の細胞間の情報交換システムを学ぶ。 
4 回 皮膚の再生を担う幹細胞について学ぶ。 
5 回 太陽紫外線による皮膚細胞の DNA 損傷作用について学ぶ。 



6 回 化粧品の皮膚科学における炎症制御作用とレドックス制御（酸化と還元）に
ついて学ぶ。 
7 回 皮膚を紫外線の損傷作用から護るサンスクリーン化粧品について学ぶ。 
8 回 化粧品の危険性と安全確保について学ぶ。 
9 回 化粧品の安全性試験法について学ぶ。 
10 回 化粧品の安全性試験の代替法について学ぶ。 
11 回 皮膚の生理作用について学ぶ。 
12 回 皮膚の免疫機能について学ぶ。 
13 回 化粧品とニキビ、論文ができるまで、について学ぶ。 
14 回 皮膚科学と安全学の面から理想的な化粧品について考える。 
15 回 総合的なまとめ。 

準備学習 1 回 細胞内小器官の名称を調べておくこと。 
2 回 皮膚の構造を調べておくこと。 
3 回 異種細胞間のコミュニケーションがどのような場面で必要になるか考えて
おくこと。 
4 回 幹細胞について調べておくこと。 
5 回 DNA について復習しておくこと。 
6 回 酸化反応、還元反応について復習すること。 
7 回 サンスクリーン剤を調べておくこと。 
8 回 化粧品にどんな危険性が潜んでいるか考えておくこと。 
9 回 どんな種類の安全性試験があるか考えておくこと。 
10 回 なぜ代替法が必要か考えておくこと。 
11 回 化粧品の保湿剤について調べておくこと。 
12 回 なぜ皮膚に免疫機能が必要か考えておくこと。 
13 回 ニキビに対する化粧品の役割を考えておくこと。 
14 回 安全な化粧品とは何かを考えておくこと。 
15 回 配布資料を復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTB1511 
成績評価 レポート(100%) 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス BA(工)(〜10),BB(工)(〜10) 
見出し FTB1511 バイオ・応用化学における安全と倫理(再) 
担当教員名 大塚 隆尚、大寺 純蔵、福原 実、滝澤 昇、宮原 敏郎 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード 安全、倫理、公害、環境、放射線、微生物、企業倫理 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 アンケート実施できず 
科目名 バイオ・応用化学における安全と倫理(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 技術者における実践的工学倫理／中村収三／化学同⼈：環境問題のほんとうを考

える／山下正和著／化学同⼈：ダイオキシン／渡辺正、林俊郎／日本評論社：グ
リーンケミストリー／日本化学会編訳／丸善 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTB1511 
実務経験のある教員  
達成目標 安全や倫理の問題を問題として認識できるようになり、自分だったらどうするの

か最善の方法を考える基盤を作る。 
受講者へのコメント アンケート実施できず 
連絡先 大塚隆尚、12 号館 4-3 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 アンケート実施できず 
英文科目名 Safety and Ethics for Engineers of Chemistry and Biotechnology 
関連科目 基礎化学 
次回に向けての改善変更予定 特になし 
講義目的 化学やバイオの技術で様々な生産活動をすることができる。しかし、生産の過程

や生産物は⼈間や環境に対して安全でなければならないし、社会から倫理的に受
け入れられなければならない。様々な角度から安全と倫理について考える。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 技術と倫理について学習する 

2 回 放射線と安全について学習する化学と社会について学習する 
3 回 地球環境問題について学習する 
4 回 化学と社会について学習する 



5 回 微生物の取り扱いと遺伝子組み換えに関する法規について学習する 
6 回 防火と消防について学習する 
7 回 企業倫理について学習する 
8 回 製造物責任について学習する 
9 回 知的財産権と倫理について学習する 
10 回 生命倫理と医療倫理について学習する 
11 回 化学実験の安全について学習する 
12 回 バイオ実験の安全について学習する 
13 回 公害病について学習する 
14 回 環境問題の嘘と本当について学習する 
15 回 グリーンケミストリーについて学習する 

準備学習 1 回 技術における倫理とはどのようなものか考えておくこと 
2 回 核の構造について復習しておくこと 
3 回 現在地球環境問題としてどのようなものがあるか予習しておくこと 
4 回 身の回りの科学および化学について考えておくこと 
5 回 資料を滝澤の WEB サイトにあげているので、それをダウンロードしプリン
ト後、読んでおくこと資料を滝澤の WEB サイトにあげているので、それをダウ
ンロードしプリント後、読んでおくこと 
6 回 防火と消防について考えておくこと 
7 回 企業における倫理とはどのようなものか考えておくこと 
8 回 製造物責任という言葉について調べておくこと 
9 回 知的財産権という言葉について調べておくこと 
10 回 「死」の定義について調べておくこと 
11 回 化学実験の危険性について調べておくこと 
12 回 バイオ実験の危険性について調べておくこと 
13 回 これまでに発生した公害病について調べておくこと 
14 回 ダイオキシン騒動について調べておくこと 
15 回 参考書「グリーンケミストリー」を読んでおくこと 

 



年度 2012 
授業コード FTB1512 
成績評価 毎回の講義で行う小テスト（２５％）、毎回の講義後に提出が義務づけられるレ

ポート（２５％）および期末試験（５０％）を総合して判断する。ただし、定期
試験において基準点を設け、得点が１００点満点中、６０点未満の場合は不合格
とする。 

曜日時限 月曜日 5・6 時限、水曜日 7・8 時限 
対象クラス BA(工)(06〜11),BB(工)(06〜11) 
見出し FTB1512 基礎有機化学(再) 
担当教員名 大寺 純蔵 
単位数 4 
教科書 ステップアップ 大学の有機化学 ／ 斎藤勝裕 著 ／ 裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 なし。 
科目名 基礎有機化学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTB1512 
実務経験のある教員  
達成目標 （１） 有機化合物の性状の理解 

（２） 有機反応の基礎知識の習得 
（３） 有機化合物の応用に関する知識の習得 

受講者へのコメント 無し。 
連絡先 ２２号館４階 大寺研究室  

otera@high.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 問題無し。 
英文科目名 Introductory Organic Chemistry 
関連科目 基礎化学 
次回に向けての改善変更予定 無し。 
講義目的 有機化学は化学合成の基盤となるものであり化学のあらゆる分野で必要とされ

る。本講義では、高校で学んだ有機化学の上に、今後学年進行とともに学習しな
ければならない有機化学関連の講義を受講するに際して支障のない程度の学⼒
を積み上げる事を目指す。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 有機化学の成り立ちについて説明する 
2 回 前回の講義についてレポートを提出しそれを基に討論する 
3 回 原子構造について説明する 
4 回 前回の講義についてレポートを提出しそれを基に討論する 
5 回 共有結合とくに飽和結合について説明する 
6 回 前回の講義についてレポートを提出しそれを基に討論する 
7 回 不飽和結合について説明する 
8 回 前回の講義についてレポートを提出しそれを基に討論する 
9 回 有機化合物の構造と命名の基礎について説明する 
10 回 前回の講義についてレポートを提出しそれを基に討論する 
11 回 炭化水素の構造と命名について説明する 
12 回 前回の講義についてレポートを提出しそれを基に討論する 
13 回 芳香族化合物（とくにベンゼン）について説明する 
14 回 前回の講義についてレポートを提出しそれを基に討論する 
15 回 これまで学習した事項について質問に応答する 
16 回 これまで学習した事項について質問に応答する 
17 回 炭化水素の反応について説明する 
18 回 前回の講義についてレポートを提出しそれを基に討論する 
19 回 アルコール、エーテルの反応について説明する 
20 回 前回の講義についてレポートを提出しそれを基に討論する 
21 回 アルデヒド、ケトンの命名法と合成法について説明する 
22 回 前回の講義についてレポートを提出しそれを基に討論する 
23 回 アルデヒド、ケトンの反応について説明する 
24 回 前回の講義についてレポートを提出しそれを基に討論する 
25 回 カルボン酸の反応について説明する 
26 回 前回の講義についてレポートを提出しそれを基に討論する 
27 回 ベンゼンおよび置換基の反応について説明する 
28 回 前回の講義についてレポートを提出しそれを基に討論する 
29 回 第１７回の講義以降に学習した事項について質問に応答する 
30 回 第１７回の講義以降に学習した事項について質問に応答する 

準備学習 1 回 基礎化学の講義を復習しておくこと 
2 回 基礎化学の講義を復習しておくこと 
3 回 原子と分子について高校教科書を復習しておくこと 
4 回 前回の講義を復習しておくこと 
5 回 化学結合について高校教科書を復習しておくこと 
6 回 前回の講義を復習しておくこと 
7 回 化学結合について高校教科書を復習しておくこと 
8 回 化学結合について高校教科書を復習しておくこと 
9 回 有機化合物について高校教科書を復習しておくこと 
10 回 前回の講義を復習しておくこと 
11 回 有機化合物について高校教科書を復習しておくこと 
12 回 前回の講義を復習しておくこと 



13 回 芳香族化合物について高校教科書を復習しておくこと 
14 回 芳香族化合物について高校教科書を復習しておくこと 
15 回 これまで学習した事項について復習しておくこと 
16 回 これまで学習した事項について復習しておくこと 
17 回 炭化水素について高校教科書を復習しておくこと 
18 回 炭化水素について高校教科書を復習しておくこと 
19 回 アルコール、エーテルについて高校教科書を復習しておくこと 
20 回 アルコール、エーテルについて高校教科書を復習しておくこと 
21 回 アルデヒド、ケトンについて高校教科書を復習しておくこと 
22 回 アルデヒド、ケトンについて高校教科書を復習しておくこと 
23 回 前回講義を十分に復習しておくこと 
24 回 前回講義を十分に復習しておくこと 
25 回 第２１、２３回講義を十分に復習しておくこと 
26 回 第２１、２３回講義を十分に復習しておくこと 
27 回 第１３、１４、１５回講義を十分に復習しておくこと 
28 回 第１３、１４、１５回講義を十分に復習しておくこと 
29 回 第１７回の講義以降に学習した事項について復習しておくこと 
30 回 第１７回の講義以降に学習した事項について復習しておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FTB1522 
成績評価 小レポート 9〜12 回（40%）、定期試験（60%） 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス BA(工)(〜11),BB(工)(〜11) 
見出し FTB1522 応用酵素学 
担当教員名 永谷 尚紀 
単位数 2 
教科書 酵素の科学／藤本大三郎／裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード 酵素、補酵素、活性調節、ミカエリス−メンテン式を理解すること。 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「机が小さい」...教務部に相談してください。 

「プロジェクターの写真を撮る時間が少し欲しい。（重要なもの）」...ノートに書
いた方が学べると思います。また、教科書の要点をまとめてスライドにしていま
すので、教科書を良く読んで、自分でまとめれば学習できます。 
「教科書にそって丁寧に講義してくれたのでで分かりやすかった。この分野をも
っと学んでみたいと思った。」応用酵素の講義ですが、基礎から学ばなければ応
用はできません。教科書を理解することは、非常に重要です。また、学んでみた
いと思ったことは、すばらしいです。講 

科目名 応用酵素学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 マッキー生化学／市川監修、福岡監訳／化学同⼈ 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTB1522 
実務経験のある教員  
達成目標 酵素に関する基本的概念、工業的な利用などの基礎知識を身に付けること 
受講者へのコメント やや不満以下の回答が少なく、ありがたく思います。また、授業時間外に学習を

全くしなかったが 60%以上であるが、講義内で学ぶことを目指した講義であり、
問題は無いですが、興味が出たら関連することに関しても調べてみて下さい。 

連絡先 3 号館 1 階 オフィスアワー 月木 昼 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね良好であった 
英文科目名 Applied Enzymology 
関連科目 応用生化学Ⅰ・Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 予定無し。 
講義目的 酵素は、産業や日用品、医薬品など幅広い分野で利用されている。例えば、日常

の生活で使用する洗剤、ハミガキにも入っている商品も販売されている。酵素は、



バイオ領域だけに関わりがあるのではなく、物理学、化学、工学にも関わりがあ
る領域である。それゆえ、生化学の基礎知識のあまりない受講生のために、タン
パク質・アミノ酸、遺伝子などについての予備知識を講義すると共に、酵素に関
する基本的概念を学ぶ。なるべく多くの受講生が興味をもって学べるように、酵
素と病気との関連や、産業への利用など具体例をあげ、酵素に興味を感じ、酵素
のこ 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーションをする。 

2 回  「酵素とは何か」を講義する。 
3 回  「酵素反応の定量的扱い１」を講義する。 
4 回  「酵素反応の定量的扱い２』を講義する。 
5 回  「酵素の性質と分類」を講義する。 
6 回  「酵素の構造」を講義する。 
7 回  「酵素の抽出と精製」を講義する。 
8 回  「酵素の触媒作用の機構１」を講義する。 
9 回 「 酵素の触媒作用の機構２」を講義する。 
10 回  「酵素の合成と調節１」を講義する。 
11 回 「 酵素の合成と調節２」を講義する。 
12 回  「酵素と病気」を講義する。 
13 回 「 酵素の利用１」を講義する。 
14 回  「酵素の利用２」を講義する。 
15 回  「酵素の応用」を講義する。 

準備学習 1 回 予習：身近にある酵素の使われている物を考えておくこと。 
復習：身近にある酵素の使われている物を確認すること。 
2 回 予習：酵素は何で構成され、どんな働きがあるか調べておくこと。 
復習：酵素は何で構成され、どんな働きがあるか理解すること。 
3 回 予習：酵素の単位をどのようにして表わすか調べておくこと。 
復習：酵素の単位をどのようにして表わすか覚えること。 
4 回 予習：酵素の反応速度、ミカエリス−メンテン式に関して調べておくこと。 
復習：酵素の反応速度、ミカエリス−メンテン式を理解すること。 
5 回 予習：酵素の働きによる分類について調べておくこと。 
復習：酵素の働きによる分類を覚えること。 
6 回 予習：タンパク質の一次構造、二次構造、三次構造、四次構造に関して調べ
ておくこと。 
復習：タンパク質の一次構造、二次構造、三次構造、四次構造を理解し、覚える
こと。 
7 回 予習：酵素（タンパク質）の抽出、精製はどのように行なうか調べておくこ
と。 
復習：酵素（タンパク質）の抽出、精製はどのように行なうか理解すること。 
8 回 予習：酵素の活性部位、結合部位に関して調べておくこと。 
復習：酵素の活性部位、結合部位に関して理解すること。 
9 回 予習：生産的結合、誘導適合説に関して調べておくこと。 



復習：生産的結合、誘導適合説に関して理解すること。 
10 回 予習：生産的結合、誘導適合説調べておくこと。 
復習：生産的結合、誘導適合説に関して理解し、覚えること 
11 回 予習：フィードバック阻害、カスケード系を調べておくこと。 
復習；フィードバック阻害、カスケード系を理解すること。 
12 回 予習：先天性代謝異常、老化と酵素を調べておくこと。 
復習：先天性代謝異常、老化と酵素を理解すること。 
13 回 予習：食品産業と酵素、日用品と酵素を調べておくこと。 
復習：食品、日用品で利用されている酵素を確認すること。 
14 回 予習：医薬品と酵素、固定化酵素を調べておくこと。 
復習：医薬品と酵素、固定化酵素を確認すること。 
15 回 予習：バイオセンサーに関して調べておくこと。 
復習：身の回りで使われているバイオセンサーを確認すること。 

 



年度 2012 
授業コード FTB15E1 
成績評価 レポート(100%) 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス BA(工)(11〜11),BB(工)(11〜11) 
見出し FTB15E1 バイオ・応用化学における安全と倫理 
担当教員名 大塚 隆尚、大寺 純蔵、福原 実、滝澤 昇、宮原 敏郎 
単位数 1 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード 安全、倫理、公害、環境、放射線、微生物、企業倫理 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 アンケート実施できず 
科目名 バイオ・応用化学における安全と倫理 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「技術者における実践的工学倫理」 中村収三 化学同⼈、「環境問題のほんと

うを考える」山下正和著 化学同⼈、「ダイオキシン」渡辺 正、林 俊郎著 日
本評論社、「グリーンケミストリー」 日本化学会編訳 丸善 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTB15E1 
実務経験のある教員  
達成目標 安全や倫理の問題を問題として認識できるようになり、自分だったらどうするの

か最善の方法を考える基盤を作る。 
受講者へのコメント アンケート実施できず 
連絡先 大塚隆尚、12 号館 4-3 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 アンケート実施できず 
英文科目名 Safety and Ethics for Engineers of Chemistry and Biotechnology 
関連科目 基礎化学 
次回に向けての改善変更予定 特になし 
講義目的 化学やバイオの技術で様々な生産活動をすることができる。しかし、生産の過程

や生産物は⼈間や環境に対して安全でなければならないし、社会から倫理的に受
け入れられなければならない。様々な角度から安全と倫理について考える。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  技術と倫理について学習する 

2 回  放射線と安全について学習する 
3 回  地球環境問題について学習する 
4 回  化学と社会について学習する 



5 回  微生物の取り扱いと遺伝子組み換えに関する法規について学習する 
6 回  防火と消防について学習する 
7 回  企業倫理について学習する 
8 回  製造物責任について学習する 

準備学習 1 回 技術における倫理とはどのようなものか考えておくこと 
2 回  核の構造について復習しておくこと 
3 回  現在地球環境問題としてどのようなものがあるか予習しておくこと 
4 回  身の回りの科学および化学について考えておくこと 
5 回  資料を滝澤の WEB サイトにあげているので、それをダウンロードしプリ
ント後、読んでおくこと資料を滝澤の WEB サイトにあげているので、それをダ
ウンロードしプリント後、読んでおくこと 
6 回  防火と消防について考えておくこと 
7 回  企業における倫理とはどのようなものか考えておくこと 
8 回  製造物責任という言葉について調べておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FTB1711 
成績評価 ミニレポート点（20 点）、課題レポート点（10 点）、試験（70 点）の合計点に対

して、授業態度を加味して総合的に評価する。採点の基準は 100 点満点の内、60
点以上を合格とする。授業を 6 回以上欠席した場合には、試験成績を無効とみな
し、Ｅ評価とする。 

曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス BA(工)(〜11),BB(工)(〜11) 
見出し FTB1711 環境生態学Ⅰ 
担当教員名 岡村 秀雄＊ 
単位数 2 
教科書 川合真一郎、山本義和著「明日の環境と⼈間 第３版」、化学同⼈ 
アクティブラーニング  
キーワード ⼈間活動、環境科学、生態学、生態系、環境化学、地球環境問題 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 資料プリントの記入欄を大きくすること、授業のまとめを書くための時間を確保

することに留意したいと思います。 
科目名 環境生態学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業中に紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 私語の止まらない⼈、熟睡する⼈、頻繁に入退出する⼈は退出させる。遅刻者は

最前列に着席のこと。教科書は必ず入手のこと。後期授業「環境生態学２」でも
同じ教科書を使用する。試験は定期試験期間中に行い、筆記試験とする。試験へ
の教科書、資料、計算機などの持込みは不可とする。 

シラバスコード FTB1711 
実務経験のある教員  
達成目標 ⼈間活動によって生じる環境問題を環境生態学の視点から時間的・空間的に理解

し、現状の環境問題を正しく捉え、対処する⼒を養う。 
受講者へのコメント 教科書をしっかり読んで、各自で予習と復習をしていただきたいと思います。 
連絡先 okamurah@maritime.kobe-u.ac.jp メール本文中に、あて先と差出⼈の記入のない

メールは読まない。 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 総合評価での目標達成率をさらに上げるために、いくつかの工夫をしたいと思い
ます。 

英文科目名 Environmental Science and Ecology I 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 資料プリントの記入欄を大きくすること、授業のまとめを書くための時間を確保

することに留意したいと思います。また、課題レポートを 5 回に分けて実施し、



ホームワークの比率を高めたいと思います。 
講義目的 ⼈間活動による環境生態系への悪影響を環境生態学の立場から理解することを

目指し、地球規模および国内で生じている環境問題の現状を理解する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。ＤＶＤにより環境科学の概要を理解する。 

2 回 環境悪化の原因および現代の環境問題の特徴について説明する。 
3 回 地球規模の環境問題 １）地球温暖化 について、炭素循環と⼈間活動の観
点から原因と対策を説明する。 
4 回 地球規模の環境問題 ２）オゾン層の破壊 について、原因と対策を説明す
る。 
5 回 地球規模の環境問題 ３）酸性雨について、原因と対策を説明する。 
6 回 地球規模の環境問題 ４）海洋汚染について、原因と対策を説明する。 
7 回 地球規模の環境問題 ５）生物多様性の劣化などについて、原因と対策を説
明する。地球規模の環境問題についてまとめる。 
8 回 国内の環境問題 １）大気汚染について、原因と対策を説明する。 
9 回  国内の環境問題 ２）水質汚染について、原因と対策を説明する。 
10 回 国内の環境問題 ３）食品汚染について、原因と対策を説明する。 
11 回 国内の環境問題 ４）廃棄物問題について、問題の本質と対策を説明する。 
12 回 国内の環境問題 ５）ダイオキシン類について、生成の原因と対策を説明
する。また、これまでに取り上げた国内の環境問題について、互いの関連性をま
とめておくこと。 
13 回 国内および世界における化学物質の安全対策を説明する。 
14 回 最近の環境問題のトピックスを取り上げ、授業との関連性を持たせながら、
問題の本質を説明する。 
15 回 環境生態学Ⅰのまとめを行う。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習の過程を把握する。 
2 回 教科書「1 ⼈間と環境」（１〜３９ページ）を読み、環境問題の概略につい
て予習を行うこと。 
3 回 教科書「2.2 地球の温暖化」（４０〜４７ページ）を読み、原因と対策につ
いて予習を行うこと。 
4 回 教科書「2.3 オゾン層の破壊」（４７〜５４ページ）を読み、原因と対策に
ついて予習を行うこと。 
5 回 教科書「2.4 酸性雨」（５４〜５６ページ）を読み、原因と対策について予
習を行うこと。 
6 回 教科書「2.5 海洋汚染」（５７〜６１ページ）を読み、原因と対策について
予習を行うこと。 
7 回 教科書「2.6 から 2.10」（６２〜７１ページ）を読み、原因と対策について
予習を行うこと。また、これまでに取り上げた地球規模の環境問題について、互
いの関連性をまとめておくこと。 
8 回 教科書「3.1 大気汚染」（７３〜８１ページ）を読み、問題の本質と規制に
ついて予習を行うこと。 
9 回 教科書「3.2 水質汚染」（８２〜９５ページ）を読み、問題の本質と規制に



ついて予習を行うこと。 
10 回 教科書「3.3 食品汚染」（９５〜１０１ページ）を読み、問題の本質と規
制について予習を行うこと。 
11 回 教科書「3.4 廃棄物問題」（１０１〜１０９ページ）を読み、問題の本質
と規制について予習を行うこと。 
12 回 教科書「3.5 ダイオキシン類」（１０９〜１１１ページ）を読み、問題の
本質と規制について予習を行うこと。 
13 回 事前に配布する資料を十分に読み、規制の実情について予習を行うこと。 
14 回 環境生態学Ⅰの学習内容について、毎回の講義資料の最後に示した専門用
語について、十分に復習しておくこと。 
15 回 教科書（１〜１１１ページ）を読み返し、整理しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTB1712 
成績評価 レポート（３０％）、演習（１０％）、定期試験（６０％） 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス BA(工)(〜10),BB(工)(〜10) 
見出し FTB1712 量子化学入門 
担当教員名 竹崎 誠 
単位数 2 
教科書 理工系基礎レクチャー 物理化学Ⅱ 量子化学編/伊藤和明/化学同⼈ 
アクティブラーニング  
キーワード 量子化学、分光学(紫外可視吸収・蛍光スペクトル)、化学結合、分子軌道 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 量子化学入門 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 化学・生命科学系のための物理化学/R. Chang 著、岩澤・北川・濱口訳/東京化学

同⼈：アトキンス物理化学第 8 版 上・下巻/アトキンス/東京化学同⼈：化学通
論/吉岡/裳華房：アトキンス物理化学問題の解き方(学生版)第 8 版英語版/アト
キンス/東京化学同⼈：数学いらずの分子軌道論/斎藤勝裕/化学同⼈ 

授業形態 講義 
注意備考 講義・試験時に電卓を持参すること。問題演習は積極的に行なうこと。メールを

利用して添付ファイルで課題の提出をおこなう。必要に応じて、授業資料を液晶
プロジェクターで投影し授業をおこう。 

シラバスコード FTB1712 
実務経験のある教員  
達成目標 量子化学・化学結合論や分光学について知識を習得し、他のバイオ・応用化学科

の教科との関連性を理解する。 
受講者へのコメント 式がたくさん出てきますか、式の持つ意味をイメージしてみて下さい。 
連絡先 竹崎誠（電子メール：mtake@dac.ous.ac.jp、Tel：086-256-9506）、 場所：１２

号館５階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 [A]授業に対する取り組みの「授業外にどの程度、学習しましたか」でほぼ半数
の⼈がしてなかったというこことについて、復習をして下さい。 

英文科目名 Quantum Chemistry 
関連科目 基礎化学、基礎化学実験、基礎化学演習Ⅱ、物理化学 I,II、分析化学 II、無機化

学 I,II、工業分析化学、バイオ・応用化学実験 II 
次回に向けての改善変更予定 復習をもう少ししやすいように授業を進めようと思います。 
講義目的 物理化学 I,II、無機化学Ⅰ、工業分析化学の後を受け，分光学の基礎である前期

量子論・量子化学について学習する。 



対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション、⼒学・静電気⼒等の復習をする。 

2 回 古典物理学の破綻を説明する。 
3 回 ボーアの水素原子モデルについてを説明する。 
4 回 量子化についてを説明する。 
5 回 水素原子の構造とスペクトルについてを説明する。 
6 回 シュレディンガー方程式についてを説明する。 
7 回 シュレディンガー方程式と 1 次元井⼾型ポテンシャルの電子のエネルギー
準位を説明する。 
8 回 原子の構造を説明する。 
9 回 パウリの排他律・フントの規則を説明する。 
10 回 化学結合を説明する。 
11 回 分子軌道法について説明する。 
12 回 量子化学計算について説明する。 
13 回 分光学・電子遷移について説明する。 
14 回 分光学・分子の回転と振動について説明する。 
15 回 分光学・NMR を説明する。 

準備学習 1 回 SI だけでなくエネルギー関連の単位を調べておくこと。 
微分・積分について復習しておくこと。 
2 回 物体の運動等のニュートン⼒学やクーロン⼒を復習しておくこと。 
3 回 物体の運動等のニュートン⼒学やクーロン⼒を復習しておくこと。 
微分方程式を復習しておくこと。 
4 回 物体の運動等のニュートン⼒学を復習しておくこと。 
物体の運動やクーロン⼒について復習しておくこと。 
ボーアの水素原子モデルについて復習しておくこと。 
5 回 水素原子やヘリウム原子の発光スペクトルを調べておくこと。 
6 回 三角関数や指数関数の微分形や微分方程式を復習しておくこと。 
7 回 三角関数や指数関数の積分形を復習しておくこと。 
8 回 三体問題についてインターネット等で調べておくこと。 
9 回 原子の電子配置を調べておくこと。 
10 回 混成軌道について復習しておくこと。 
金属や錯体の結合について調べておくこと。 
11 回 HOMO や LUMO についてインターネットで調べておくこと。 
12 回 Winmostar、非経験的および反経験的量子化学計算および MOPAC や
GAMESS についてインターネットで調べておくこと。 
13 回 紫外線や可視光線について調べておくこと。 
14 回 赤外線やマイクロ波について調べておくこと。 
15 回 電波や MRI についてインターネットで調べておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTB1722 
成績評価 小テスト（20％）課題提出（10％）定期試験（70％）で評価する 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス BA(工)(〜10),BB(工)(〜10) 
見出し FTB1722 魚類飼育論 
担当教員名 山本 俊政 
単位数 2 
教科書 パワーポイントによる講義と都度、プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 観賞魚飼育、ろ過理論、バクテリア、飼育困難種 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 多くの学生から①わかりやすい授業であった。②魚病対策において化学療法を行

う際に化学的知識の重要性を感じた③教員の熱意が感じられた④今まで受けた
授業の内一番楽しかった等の回答をもらった。これらの自由記述を頂いた学生に
感謝申し上げます。今後、わかりやすく、熱意に満ち、心に残る授業に徹したい
と思います。 

科目名 魚類飼育論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ・新飼育ハンドブック/（社）日本動物園水族館協会 

・新魚病学図鑑 緑書房/畑井喜司雄・小川和夫監 
・改定・魚病学概論/小川和夫・室賀清邦（編） 
・新版水産動物学/谷⽥専治著 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTB1722 
実務経験のある教員  
達成目標 魚類などを⻑期飼育・養殖することの可能な技術を習得する①水槽設備で広く利

用される、ろ過理論・バクテリアについて説明ができること②魚類が快適に飼育
できる水質管理について理解できること③魚病疾病および魚病を事前に予防す
るための基礎知識を理解すること④幅広い水生生物の飼育方法を熟知すること 

受講者へのコメント 週当たりの学習時間が 30 分~2 時間が 65％を占めた。前回の回答からは多少改
善したが、なおも 35％はまったく学習を行わなかったとの回答であった。予習な
くして質問が出来ません。教員が驚く質問を期待しています。 

連絡先 バイオ・応用化学科（12 号館 2 階：山本研究室） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 大多数の学生がこの分野への興味・理解が高まったとの前向きな回答を頂いた
が、さらなる情熱授業を目指して努⼒します。 

英文科目名 Fish Breeding Theory 



関連科目 水槽設計論、魚病疾病学、水圏生物学、水生動物学、水圏生物学実習 
次回に向けての改善変更予定 地球温暖化による生態系の変化が叫ばれているが、日本周辺の海域も例外ではな

い。温暖化の影響により生息域が北に拡大する猛毒を持つヒョウモンダコ、ソウ
シハギの生態や瀬⼾内海ではアイゴの異常発生と漁業への影響などを取り上げ
る。 

講義目的 ①魚類等の飼育生物を閉鎖環境において⻑期飼育させるための技術、設備は重要
である。水槽設備の取り扱い方法、輸送あるいは対象魚種ごとの水質維持にかか
わるテクニックについて概説する。②水産および観賞魚業界も日進月歩進歩して
おり、最新飼育技術を交えながら魚類飼育のエキスパートとしての資質を身につ
けることを目的に概説する。③水生生物を⻑期飼育する上で、必ず問題となる魚
病対策について概説する④飼育技術が進歩し多くの生物が飼育可能となった現
在、いまだ飼育困難種が多く存在する。中には生態など未解明であり、餌料すら
見いだせ 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 国内外に見る水槽飼育施設の解説Ⅰ（閉鎖循環式飼育システムの歴史）につ

いて概説する。 
2 回 水槽飼育システムの解説Ⅱ（ナチュラルシステムの登場：海草、ライブロッ
ク、ライブサンドによる浄化）について概説する。 
3 回 天然海水、⼈工海水、海洋深層水などの特徴と、好適環境水の利用について
概説する。 
4 回 ろ過理論Ⅰ（好気性バクテリアの利用とろ過方式、ろ材の種類と選定）につ
いて概説する。 
5 回 ろ過理論Ⅱ（嫌気性バクテリアの利用による脱窒装置）について概説する。 
6 回 飼育水の管理（魚類にとって最適な水の条件とは：アンモニア、亜硝酸、硝
酸、溶存酸素、遊離炭酸対策）について概説する。 
7 回 小テスト 
8 回 水生生物の輸送（船舶、専用車両、簡易輸送）について概説する。 
特にナイロン袋を使用しての生物輸送に関して、実演を行う。 
9 回 魚病対策Ⅰ（白点病、べネデニア症、アミルウーディニウム、ブルークリネ
ラ、トリコジナなどの防御と駆除方法）について概説する。 
10 回 魚病対策Ⅱ（化学療法、免疫療法、その他の治療法等）について概説する。 
特に化学療法を行う場合、安全な投薬方法と最適濃度を計算値から求める。 
11 回 水槽の日常的管理方法について概説する。 
12 回 天然記念物、外来生物被害防止法、レッドデータブック、種の保存法、ワ
シントン条約など希少生物を取り巻く保護と規制について概説する。 
13 回 飼育困難種への挑戦Ⅰ（サンゴ類、クラゲの生態と飼育方法）について概
説する。 
14 回 飼育困難種への挑戦Ⅱ（サメ、エイ、タツノオトシゴ、ヨウジウオなどの
生態と飼育方法）について概説する。 
15 回 飼育困難種への挑戦Ⅲ（クリオネ、オウムガイ、ウミウシ、シャコガイ等
の生態と飼育方法）について概説する。 

準備学習 1 回 水族館の歴史について図書館、ネットなどを参考に調べておくこと。 



2 回 モナコシステム、ベルリンシステムなど図書館、ネットなどを参考に調べて
おくこと。 
3 回 観賞魚専門誌、⼈工海水製造メーカー、ネットなどを参考に調べておくこ
と。 
4 回 上下水道施設等が行う水質浄化方法について、図書館、ネットなどで調べて
おくこと。 
5 回 浄下水道施設、水族館、ホームアクアリウム等が利用する水質浄化方法につ
いて、図書館、ネットなどで調べること。 
6 回 ⼈間は有害な大気のもとでは生きていくことができないが、魚類はどうか
考えてみること。 
7 回 1 回〜6 回までの講義内容について、出題するので予習を行うこと。 
8 回 魚類など水生生物の輸送方法について図書館・ネットなどを参考に調べて
みること。 
9 回 改定・魚病学概論などを参考にして、魚病の種類・症状と被害について調べ
ておくこと。 
10 回 改定・魚病学概論など参考にして、魚病の種類と防御について調べておく
こと。 
11 回 水槽施設における日常的管理方法について、図書館・ネットなどを参考に
調べておくこと。 
12 回 国内外における希少生物保護と各種規制について、調べておくこと。 
13 回 図書館・ネット（新江の島水族館ＨＰ）を参考にして、サンゴ、クラゲの
分類・種類について調べておくこと。 
14 回 サメ、エイ、タツノオトシゴ、ヨウジウオなどの分類・種類について図書
館、ネット等で調べておくこと。 
15 回 クリオネ、オウムガイ、ウミウシ、シャコガイなどの分類・種類について
図書館、ネット等で調べておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTB17E1 
成績評価 各時間ごとに提出する実験結果 60％、実験への取り組みおよび理解度 40％によ

り、総合して成績評価とする。採点の基準は 100 点満点のうち、60 点以上を合
格とする。欠席した場合は補充実験を行う。また、授業回数の 3 分の 1 以上の
欠席がある場合には、“E”評価とする。 

曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス BA(工)(〜11),BB(工)(〜11) 
見出し FTB17E1 地学基礎実験 
担当教員名 小林 祥一、郷津 知太郎＊ 
単位数 2 
教科書 ニューステージ・地学図表／浜島書店 
アクティブラーニング  
キーワード 鉱物、岩石、化石、地質、天気 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 地学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 資料を配付する 
授業形態 実験実習 
注意備考 地学基礎論１を履修しておくことが望ましい。 

偏光顕微鏡実習、地質図関係の実習のような積み重ねの実験では、連続して受け
ないと理解できない。従って体調を整え、欠席しないように心掛ける。 

シラバスコード FTB17E1 
実務経験のある教員  
達成目標 地球を観察する手法および目を養うことが目標。そのため、実際の鉱物、岩石、

化石標本を観察・利用し、野外での調査に興味が持てる程度の実⼒をめざす。物
理的制約から、野外での実習は難しいが、調査後必要となる偏光顕微鏡の操作法、
調査によって得られたデータの解析法などの習得をめざす。 

受講者へのコメント 以前に比べると、実験の項目をほぼ 2/3 に減らし、皆さんに考える実験をしても
らうことにしたのです。ところが、皆さんはその余裕の時間を有効に使っていな
いように思います。実験を受けるからには、予習復習はさておき、TA もいます
ので質問ぐらいはするように努⼒すべきで、受身ではなく「皆さん主体型」の実
験をしていただきたい。もっとノビノビと実験しましょう。 

連絡先 7 号館 6F 小林研究室 086-156-9704 kobayashi@das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね良好。よく理解してくれたようです。 
英文科目名 Earth Science Laboratory 
関連科目 地学基礎論 I、地学基礎論 II 



次回に向けての改善変更予定 これまで地学を学んだ経験のある⼈が少ないようですので、実験内容に関係した
エピソードなども紹介し、その実験の意味などを理解してもらうようにしてみま
しょう。実は、地学のおもしろさは、実際に野外に出て観察することです。それ
によって岩石鉱物の産状、化石の産状、地質構造が簡単に理解できると思うので
すね。そして、採集した鉱物岩石を、顕微鏡で観察できるように薄片にするとか、
地質調査の結果をまとめるとかしたら興味を持って実験に参加できると思いま
す。実はこんな楽しい実験がしたいと思っています。実験の受講者数、限られた
時間、 

講義目的 地学各分野のうちから最も基礎的な項目である岩石・鉱物・化石の観察、天気図
の作成、地質図の作成、パーソナルコンピューターの活用などについて実験を行
う。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 鉱物の鑑定 

実際の鉱物を観察し、物理的性質について理解できるようにする。 
2 回 結晶系と晶族 
鉱物の結晶模型を利用し、対称性について理解し、晶族を決定できるようにする。 
3 回 地質図１ 基本説明、単斜構造 
地質図について基本的なこと、たとえば見方、またその利用などの説明を通して、
地質図の重要性を理解する。基本的な地質図を地質データから描けるようにす
る。 
4 回 地質図２ 断層、不整合 
断層、不整合が地質図上でどのように描き表せるかを理解する。 
5 回 地質図３ 断面図 
地下資源などの調査で必要な地下の情報を、地質図から読み取る方法を理解す
る。 
6 回 地質図４ 褶曲 
褶曲構造が地表に現れる際の特徴、および断面図を描き、これらから褶曲構造を
立体的に理解する。 
7 回 化石の観察 
示準化石、示相化石を理解し、それらの特徴を観察する。 
8 回 偏光顕微鏡観察１ 基本説明、花崗岩中の⿊雲⺟、石英斑岩 
物質の光学的性質、偏光顕微鏡の構造、これによって何が観察できるか、また調
整方法について理解する。 
9 回 偏光顕微鏡観察２ 花崗岩、安山岩 
花崗岩、安山岩の構造を観察し、石英、⻑石、⿊雲⺟、白雲⺟、角閃石の鏡下で
の特徴を理解する。 
10 回 偏光顕微鏡観察３ 斑レイ岩、砂岩 
斑レイ岩、砂岩の構造を観察し、輝石の鏡下での特徴を理解する。 
11 回 偏光顕微鏡観察４ 玄武岩、晶質石灰岩 
玄武岩、晶出石灰岩の構造を観察し、カンラン石、炭酸塩鉱物の鏡下での特徴を
理解する。 
12 回 パソコンの活用  



モード分析花崗岩類のモード分析を行い、その結果をもとにその岩石を分類す
る。得られたデータをパソコンで整理し、岩石の成因について理解する。 
13 回 天気図の作成と四季の天気 
当日の気象通報を聞き、そのデータをもとに天気図を描き、翌日の天気を予測し、
気象現象を理解する。 
14 回 まとめおよび解説を行い、理解度をチェックする。 
15 回 まとめおよび解説を行い、理解度をチェックし、実験結果を理解するため
に補足説明をする。 

準備学習 1 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の物理的性質を調べてお
くこと。 
2 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の結晶構造、対称性など
物理的性質を調べておくこと。 
3 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、地質図の概念を学んでおくこ
と。 
4 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、断層、不整合についての概念
を学んでおくこと。 
5 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、地質構造を理解する方法を調
べておくこと。 
6 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、褶曲地形について調べておく
こと。 
7 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、化石の種類および化石の役割
を理解しておくこと。 
8 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、物質に対する光学的性質を調
べておくこと。 
9 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の光学的性質を調べてお
くこと。 
10 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の光学的性質を調べて
おくこと。 
11 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の光学的性質を調べて
おくこと。 
12 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、火成岩の主造岩鉱物の量比
を調べ、あわせて分類方法、火成岩の生成過程を理解しておくこと。 
13 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、天気図の役割、描き方を調
べておくこと。また、テレビ、新聞、インターネットを利用し、雲の動きと天気
図との関係、気圧配置と４季の天気との関係などを理解しておくこと。 
14 回 これまで学習した、実験内容を復習し、理解が曖昧なところを整理してお
くこと。 
15 回 これまで学習した、実験内容を復習し、実験結果について充分考察ができ
てない部分を整理しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTB17E2 
成績評価 ミニレポート点（20 点）、課題レポート点（10 点）、試験（70 点）の合計点に対

して、授業態度を加味して総合的に評価する。採点の基準は 100 点満点の内、60
点以上を合格とする。授業を 6 回以上欠席した場合には、試験成績を無効とみな
し、Ｅ評価とする。 

曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス BA(工)(〜11),BB(工)(〜11) 
見出し FTB17E2 環境生態学Ⅱ 
担当教員名 岡村 秀雄＊ 
単位数 2 
教科書 川合真一郎、山本義和著「明日の環境と⼈間 第３版」、化学同⼈ 
アクティブラーニング  
キーワード 有害化学物質、運命、影響、残留性、生物蓄積性、毒性、生態系、環境毒性学、

環境保全 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 環境生態学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業中に紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 私語の止まらない⼈、熟睡する⼈、頻繁に入退出する⼈は退出させる。遅刻者は

最前列に着席のこと。教科書は必ず入手のこと。試験は定期試験期間中に行い、
筆記試験とする。試験への教科書、資料、計算機などの持込みは不可とする。 

シラバスコード FTB17E2 
実務経験のある教員  
達成目標 ⼈間活動によって生じる環境問題を環境生態学・化学環境論の視点から理解し、

将来生じるかもしれない環境問題への対処についての考え方を養う。 
受講者へのコメント  
連絡先 okamurah@maritime.kobe-u.ac.jp メール本文中に、あて先と差出⼈の記入のない

メールは読まない。 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Environmental Science and Ecology II 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ⼈間活動による環境生態系への悪影響を環境生態学・化学環境論の立場から理解

することを目指し、有害化学物質の生態系における運命および生態系に及ぼす影
響に関する現状、環境保全のための方策の現状を理解する。 



対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。ＤＶＤにより環境科学の概要を理解する。 

2 回 地球規模および国内で生じている環境問題について復習し、前期授業のま
とめを行う。 
3 回 生態系における有害化学物質の運命に影響を及ぼす要因について概説し、
１）自浄作用と水処理の原理を説明する。 
4 回 生態系における有害化学物質の運命 ２）農薬 について説明する。 
5 回 生態系における有害化学物質の運命 ３）有機塩素化合物 について説明
する。 
6 回 生態系における有害化学物質の運命 ４）ダイオキシン類 について説明
する。 
7 回 生態系における有害化学物質の運命 ５）重金属 について説明する。 
8 回 生態系に及ぼす有害化学物質の影響 １）生物濃縮 について説明する。 
9 回 生態系に及ぼす有害化学物質の影響 ２）薬物代謝酵素 について説明す
る。 
10 回 生態系に及ぼす有害化学物質の影響 ３）毒性評価の意義、方法 につい
て説明する。 
11 回 生態系に及ぼす有害化学物質の影響 ４）内分泌撹乱作用 について説明
する。 
12 回 環境保全 １）廃棄物処理・排水処理について、説明する。 
13 回 環境保全 ２）環境浄化 について説明する。 
14 回 新たな環境汚染物質について、問題の所在と本質を説明する。 
15 回 環境生態学Ⅱ・化学環境論のまとめを行う。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習の過程を把握すること。 
2 回 前回に配布したプリントの全問について、教科書や参考書を見ながら回答
しておくこと。 
3 回 教科書「4.1 から 4.3」（１１３〜１２０ページ）を読み、自浄作用について
予習を行うこと。 
4 回 教科書「4.4 農薬」（１２０〜１２６ページ）を読み、農薬の環境内運命に
ついて予習を行うこと。 
5 回 教科書「4.5 有機塩素化合物」（１２６〜１４６ページ）を読み、有機塩素
化合物の環境内運命について予習を行うこと。 
6 回 教科書「4.6 から 4.7」（１４６〜１５８ページ）を読み、ダイオキシン類の
環境内運命について予習を行うこと。 
7 回 教科書「4.8 重金属」（１５８〜１６３ページ）を読み、重金属の環境内運
命について予習を行うこと。また、これまでに取り上げた有害化学物質の環境内
運命をまとめておくこと。 
8 回 教科書「4.9 から 5.1」（１６４〜１７９ページ）を読み、生物濃縮について
予習を行うこと。 
9 回 教科書「5.3 薬物代謝酵素」（１７９〜１８９ページ）を読み、薬物代謝酵
素について予習を行うこと。 
10 回 教科書「5.5 化学物質の毒性評価法」（１８９〜２０７ページ）を読み、



変異原性と発ガン性について予習を行うこと。 
11 回 教科書「5.7 内分泌撹乱物質」（２０７〜２２２ページ）を読み、この問
題の本質について予習を行うこと。また、これまでに取り上げた有害化学物質に
ついて生態系に及ぼす影響をまとめておくこと。 
12 回 教科書「6.1 から 6.2」（２２３〜２２９ページ）を読み、廃棄物処理と排
水処理について予習を行うこと。 
13 回 教科書「6.3 から 6.10」（２２９〜２５７ページ）を読み、生物を用いた環
境浄化法について予習を行うこと。 
14 回 事前に配布する資料を読み、新たに問題となる環境汚染物質について予習
を行うこと。 
15 回 教科書（１１３〜２５７ページ）を読み返し、整理しておくこと。また、
毎回の講義資料の最後に示した専門用語について、十分に復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTB17F1 
成績評価 理解度確認（中間）試験 50％、定期試験 50％ 
曜日時限 月曜日 7・8 時限、水曜日 3・4 時限 
対象クラス BA(工)(〜12),BB(工)(〜12) 
見出し FTB17F1 基礎化学 
担当教員名 折⽥ 明浩 
単位数 4 
教科書 これだけはおさえたい・化学 /井口他編 /実教出版/2300 円 
アクティブラーニング  
キーワード 原子、分子、イオン、気体、液体、反応速度、pH、化学平衡、酸化還元、モル、

アボガドロ数 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 以下、自由記述欄のコメント（誤字は原文のまま）。個々に回答はしないが、概ね

好評価なので、来年度も本年と同じように講義を行なう予定である。 
・高校の頃に理解しにくかった所が理解できてよかった。後、最近の出来事を化
学的に説明してくれるから頭に入りやすかった。 
・非常に分かりやすく、化学だけでなく幅広い分野から知識を得ることができた。
講義内容に沿って発展的内容であったので将来どんな・何をしたいかを考えるき
っかけにもなった。 
・１つ１つの説明がわかりやすくて理解が深まった。授業の最初に話してくださ
る内容がおもしろ 

科目名 基礎化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 ・前期は折⽥と滝澤の２クラスが開講されます。クラス分けは初回の講義日まで

に３号館掲示板に掲示しますので、確認すること 
シラバスコード FTB17F1 
実務経験のある教員  
達成目標 ・元素記号が分かるようになること 

・原子、イオン、分子の構造を理解できるようになること 
・基本的な物質の分子式やイオン式が書けるようになること 
・物質量（モル）の概念が理解できるようになること 
・化学反応の定量的な取り扱いができるようになること 
・液体、気体の基本的な性質を理解し、それについての計算と説明ができるよう
になること。 
・物資の変化とエネルギーの関係を理解できること 
・化学変化と電子の関係が理解できること 

受講者へのコメント 授業中に私語や携帯をいじる学生も見当たらず、大変良い環境で教員、学生とも
授業時間を共有できたと思います。この雰囲気で他の授業も受けてください。 



連絡先 研究室：22 号館 4 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 高校で学習した化学の復習と大学で学習する専門教科への橋渡しとして、新入生
に改めて化学（科学）の魅⼒を感じてもらえるよう心掛けたが、「この分野への理
解が深まった（82％）」「この分野への興味関心が高まった（64％）」との評価が
得られたことから、本講義の目標を充分に達成できたものと考えられる。 

英文科目名 Basic Chemistry 
関連科目 基礎化学実験、基礎化学演習、入門化学 
次回に向けての改善変更予定 「教科書や資料のレベルがもう少し高くても良い」との回答が 1 名（２％）あっ

たのでこの点を何らかの形で改善したい。 
講義目的 化学の基礎的な知識と考え方を身につけること。具体的には、高校の化学を復習

するとともに、より高度で専門的な化学の導入部分についても学習する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 【指定された担当教員を確認し、それぞれの教室に入ること】 

オリエンテーション 
 受講のためのオリエンテーションを受け、これからどのように講義が進み、何
を学び、どのような知識・能⼒を身につけることが出来るようになるのかを理解
する。 
2 回 物質と元素 
 古来から現在に至るまで、⼈が「もの」すなわち物質が何から出来ているかを
考えてきたのかをたどり、物質の種類（純物質、単体、化合物、混合物）と物質
の基本となる「元素」という考え方を理解する。 
元素を表す記号が元素記号であることを理解する。 
混合物の分離精製法についても理解する。 
キーワード： 
元素、元素記号、純物質、単体、化合物、混合物、同素体、精製、炎色反応 
3 回 原子と分子、原子番号 
元素の本体は原子でること、また物質としての最小単位が分子であることをこと
を理解する。また様々な原子は、陽子・中性子・電子の組み合わせで構成されて
いることを理解する。 
キーワード： 
原子、原子核、陽子、中性子、電子、原子番号、質量数、同位体、放射性同位体、
分子、分子式 
4 回 電子配置、電子軌道、典型元素と遷移元素 
原子の電子配置とその規則性（周期律）を理解する。さらに典型源元素と遷移元
素を電子配置ののレベルから理解する。。 
キーワード： 
電子殻、電子配置、電子軌道（ｓ，ｐ，ｄ）、荷電子、エネルギー準位、典型元素、
遷移元素 
5 回 イオン、イオン化エネルギー、電子親和⼒ 
イオンの種類と、元素がイオンになる際に放出または吸収されるエネルギーが



「イオン化エネルギー・電子親和⼒」であること、さらにそのエネルギーの意義
（イオンになり易さの指標となることなど）について理解する。またイオンエネ
ルギーと周期律の関連を理解する。 
キーワード： 
イオン、イオン化エネルギー、電子親和⼒、イオンの大きさ 
6 回 元素の周期表 
元素を原子番号の順にならべ、性質の似た元素が同じ縦の列に列ぶように配置し
たも（族）のが周期表であることを理解する。また同族に族数元素に共通する性
質を理解する。 
キーワード： 
周期律、周期表、典型元素と遷移元素、金属元素と非金属元素、電気陰性度（原
子の陽性と陰性） 
7 回 イオン間の結合・原子間の結合 
 イオン間および原子間に形成される結合とそれぞれの結合によってできる結
晶について理解する。 
キーワード： 
イオン結合、共有結合、配位結合、結晶、最外殻電子（価電子）、電子対と不対電
子、電子式、二重結合、ダイヤモンドと⿊鉛、分子構造 
8 回 分子間の結合・金属原子間の結合 
 分子の極性を理解する。また分子間に作用する結合と分子結晶、金属結合と金
属結晶について理解する。 
キーワード： 
電気陰性度、結合の極性、極性分子、分子間⼒、水素結合、分子結晶、金属結合、
自由電子、 
9 回 原子量・分子量・式量・物質量 
 原子・分子・イオン化合物などを定量的に扱うための原子量・分子量・式量を
理解する。また物質量（モル）の概念と、原子量との関係を理解する。 
キーワード： 
原子の質量、原子の相対質量、原子量、分子量、式量、物質量、アボガドロ定数、
モル質量、 
10 回 化学反応式と量的関係 
 化学変化の前後を化学式で示したものが化学反応式であること、また化学変化
の量的関係を理解し、化学反応式をかけるようになる。 
キーワード： 
化学式、化学反応式、物質量 
11 回 物質の三態--状態変化と融点・沸点 
 物質の三態を分子運動とエネルギーのレベルから理解する。また融点と沸点、
融解熱と蒸発熱について理解する。 
キーワード： 
物質の三態、分子運動、エネルギー、融解、凝固、気化、凝縮、沸騰、昇華、融
点、沸点、凝固点、融解熱、蒸発熱 
12 回 気体の性質--状態方程式 



 理想気体の容積・温度・圧⼒の関係を表すボイル・シャルルの法則、および理
想気体の状態方程式について理解する。また気体の容積と物質量の関係を理解す
る。 
キーワード： 
ボイル・シャルルの法則、気体の標準状態、理想気体の状態方程式、ドルトンの
分圧の法則、物質量 
13 回 溶液（１）--溶解・濃度・溶解度 
 物質が溶媒に溶解することを分子・イオンのレベルから理解する。また溶液の
濃度と溶解度について理解する。 
キーワード： 
溶解、溶媒、溶質、溶液、質量パーセント濃度、モル濃度、質量モル濃度、電解
質、水和、溶解度、ヘンリーの法則 
14 回 溶液（２）-溶液の性質・沸点上昇・凝固点降下・浸透圧 
 溶液の性質である沸点上昇・凝固点降下・浸透圧について分子・イオンのレベ
ルから理解する。これより、濃度と沸点上昇・凝固点降下・浸透圧の関連を理解
する。 
キーワード： 
質量モル濃度、沸点上昇・凝固点降下・浸透、浸透圧、ラウールの法則､過冷却、
凍結防止材（融解材）、不凍液、電解質 
15 回 理解度確認（中間）試験とその解説 
 これまでの履修内容の理解度を確認する 
16 回 化学反応と熱（１）--反応熱の種類と熱化学方程式 
 物質はそれぞれ固有の量のエネルギーを蓄えていて、化学変化や状態変化の際
にエネルギーが反応熱として出入りすることを理解する。また、この熱の収支を
加味した化学反応式が熱化学方程式であることを理解する。 
キーワード： 
絶対温度、比熱容量、反応熱、吸熱反応、発熱反応、熱化学方程式、燃焼熱、中
和熱、生成熱、溶解熱、融解熱、蒸発熱、章加熱 
17 回 化学反応と熱（２）--反応経路熱（へスの法則） 
 反応熱の収支は、その経路によらず最初の物質と最終生成物のそれぞれが持つ
エネルギー量の差であることを理解し、その上で、様々な反応熱について理解す
る。。また原子と原子の結合エネルギーと反応熱の関係を理解する。 
キーワード： 
ヘスの法則、結合エネルギー 
18 回 反応速度  
 化学反応の速さとはなにか、また反応速度を変える要因、反応のしくみを粒子
のレベルから理解する。 
キーワード： 
反応速度、一次反応、反応速度式、反応速度定数、温度、触媒、活性化エネルギ
ー、結合エネルギー 
19 回 化学平衡（１）--可逆反応と平衡、 
 化学平衡とは何かを理解する。 



キーワード： 
 

準備学習 1 回 【指定された担当教員を確認し、それぞれの教室に入ること】 
本授業計画をよく読み、教科書を準備しておくこと 
2 回 教科書ｐ１０?１７を予習すること 
3 回 教科書ｐ１８?２２を予習すること 
4 回 教科書ｐ２２?２９を予習すること 
5 回 教科書ｐ３０?３１を予習すること 
6 回 教科書ｐ３１?３４を予習すること 
7 回 教科書ｐ５２?６０を予習すること 
8 回 教科書ｐ６１?６８を予習すること 
9 回 科書ｐ３６?４０を予習すること 
10 回 教科書ｐ４１?４５を予習すること 
11 回 教科書ｐ７２?８０を予習すること 
12 回 教科書ｐ８２?９１を予習すること 
13 回 教科書ｐ９４?１００を予習すること 
14 回 教科書ｐ１００?１０５を予習すること 
15 回 これまでの内容を復習し、演習問題を解けるようにしておくこと 
16 回 教科書ｐ１１４?１２０を予習すること 
17 回 教科書ｐ１２０?１２３を予習すること 
18 回 教科書ｐ１２６?１４０を予習すること 
19 回 教科書ｐ１４２?１４６を予習すること 
20 回 教科書ｐ１４６?１５７を予習すること 
21 回 教科書ｐ１６２?１６６を予習すること 
22 回 教科書ｐ１６７?１７２を予習すること 
23 回 教科書ｐ１７３?１７８を予習すること 
24 回 教科書ｐ１７９?１８４を予習すること 
25 回 教科書ｐ１８６?１８９を予習すること 
26 回 教科書ｐ１９０?１９３を予習すること 
27 回 教科書ｐ１９３?１９４を予習すること 
28 回 教科書ｐ１９５?１９９を予習すること 
29 回 教科書ｐ２００?２０２を予習すること 
30 回 教科書ｐ２０２?２０６を予習すること 

 



年度 2012 
授業コード FTB17G1 
成績評価 理解度確認（中間）試験 30％、定期試験 30％、課題 40％ 
曜日時限 月曜日 7・8 時限、水曜日 3・4 時限 
対象クラス BA(工)(〜12),BB(工)(〜12) 
見出し FTB17G1 基礎化学 
担当教員名 滝澤 昇 
単位数 4 
教科書 これだけはおさえたい・化学 /井口他編 /実教出版/2300 円 
アクティブラーニング  
キーワード 各回の授業内容欄を参照のこと 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 １）PC での小テストがすごく役に立った 

 教室での時間は限られていますので、時間外の学習用に起てています。まだま
だ改善点はありますが、役立ったとのことはうれしい限りです 
２）単位下さい 
 単位は自分で修得するものです。頑張って学習してください。 
３）わかりやすい授業とは何かという姿勢が見られた。高校の頃とは違って授業
が楽しかった。どう勉強すれば良いかとアドバイスが欲しかった 
 評価してもらえたことは喜ばしいことです。勉強の仕方については、インスト
ラクションとなるように来年度は詳細な詳細なシラバスを準備する 

科目名 基礎化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 これでわかる化学演習 /矢野潤 菅野善則 著 /三共出版 /2100 円 
授業形態 講義 
注意備考 ・前期は折⽥と滝澤の２クラスが開講されます。クラス分けは初回の講義日まで

に３号館掲示板に掲示しますので、確認すること。 
・滝澤クラスでは、講義資料を滝澤の WEB サイトで随時配布します。必要に応
じて各自ダウンロード・プリントして持参すること。 
・教科書と配布資料は必ず毎回持参すること。 
・講義は、教科書の内容について 10 問程度のクイズを行いながら進めます。解
答にはクリッカーを使いますので、講義が始まる前にクリッカーを受け取るこ
と。 

シラバスコード FTB17G1 
実務経験のある教員  
達成目標 ・元素記号が分かるようになること 

・原子、イオン、分子の構造を理解できるようになること 
・基本的な物質の分子式やイオン式が書けるようになること 
・物質量（モル）の概念が理解できるようになること 
・化学反応の定量的な取り扱いができるようになること 
・液体、気体の基本的な性質を理解し、それについての計算と説明ができるよう



になること。 
・物資の変化とエネルギーの関係を理解できること 
・化学変化と電子の関係が理解できること 

受講者へのコメント ３割余りが単位を修得できませんでした。１年生の基礎ですので、甘い評価で単
位を認定しても、その後の科目で引っ掛かってしまいますので、後期にもう一度
しっかりと学んでもらおうと厳格に評価した結果です。後期にしっかりと基礎を
固めて、２年次からスムースに履修できるようになってください。 

連絡先 研究室：１２号館５階 
メール：takizawan[アトマーク]dac.ous.ac.jp 
電 話：086-256-9552 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ５７％が課題すなわち WEB 問題集に取り組んだと回答しています。残念ながら
100％でなかったのが、単位未取得者１０％余りという結果につながったと思わ
れます。理解度については 92％ですので、すこしまじめに課題にとりっ組んでく
れていれば、単位取得率が上がったであろうと思います。クリッカーは概ね好評
と思われます。 

英文科目名 Basic Chemistry 
関連科目 基礎化学実験、基礎化学演習Ⅰ、基礎化学演習Ⅱ、入門化学、パソコン入門Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定 １）ＷＥＢ演習問題の整備 

２）自学自習に役立つ詳細なシラバスの作成 
３）クリッカー利用法の研究 

講義目的 化学の基礎的な知識と考え方を身につけること。具体的には、高校の化学を復習
するとともに、より高度で専門的な化学の導入部分についても学習する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 【指定された担当教員を確認し、それぞれの教室に入ること】 

オリエンテーション 
 受講のためのオリエンテーションを受け、これからどのように講義が進み、何
を学び、どのような知識・能⼒を身につけることが出来るようになるのかを理解
する。 
2 回 物質と元素 
 古来から現在に至るまで、⼈が「もの」すなわち物質が何から出来ているかを
考えてきたのかをたどり、物質の種類（純物質、単体、化合物、混合物）と物質
の基本となる「元素」という考え方を理解する。 
元素を表す記号が元素記号であることを理解する。 
混合物の分離精製法についても理解する。 
キーワード： 
元素、元素記号、純物質、単体、化合物、混合物、同素体、精製、炎色反応 
3 回 原子と分子、原子番号 
元素の本体は原子でること、また物質としての最小単位が分子であることをこと
を理解する。また様々な原子は、陽子・中性子・電子の組み合わせで構成されて
いることを理解する。 



キーワード： 
原子、原子核、陽子、中性子、電子、原子番号、質量数、同位体、放射性同位体、
分子、分子式 
4 回 電子配置、電子軌道、典型元素と遷移元素 
原子の電子配置とその規則性（周期律）を理解する。さらに典型源元素と遷移元
素を電子配置ののレベルから理解する。。 
キーワード： 
電子殻、電子配置、電子軌道（ｓ，ｐ，ｄ）、荷電子、エネルギー準位、典型元素、
遷移元素 
5 回 イオン、イオン化エネルギー、電子親和⼒ 
イオンの種類と、元素がイオンになる際に放出または吸収されるエネルギーが
「イオン化エネルギー・電子親和⼒」であること、さらにそのエネルギーの意義
（イオンになり易さの指標となることなど）について理解する。またイオンエネ
ルギーと周期律の関連を理解する。 
キーワード： 
イオン、イオン化エネルギー、電子親和⼒、イオンの大きさ 
6 回 元素の周期表 
元素を原子番号の順にならべ、性質の似た元素が同じ縦の列に列ぶように配置し
たも（族）のが周期表であることを理解する。また同族に属する元素に共通する
性質を理解する。 
キーワード： 
周期律、周期表、典型元素と遷移元素、金属元素と非金属元素、電気陰性度（原
子の陽性と陰性） 
7 回 イオン間の結合・原子間の結合 
 イオン間および原子間に形成される結合とそれぞれの結合によってできる結
晶について理解する。 
キーワード： 
イオン結合、共有結合、配位結合、結晶、最外殻電子、価電子、共有電子対、非
共有電子対、不対電子、電子式、二重結合、ダイヤモンドと⿊鉛、分子構造 
8 回 結合の極性・分子の極性・分子間の結合・金属原子間の結合 
 分子の極性を理解する。また分子間に作用する結合と分子結晶、金属結合と金
属結晶について理解する。 
キーワード： 
電気陰性度、結合の極性と分子の極性、極性分子、分子間⼒、水素結合、分子結
晶、金属結合、自由電子、 
9 回 原子量・分子量・式量・物質量 
 原子・分子・イオン・化合物などを定量的に扱うための原子量・分子量・式量
を理解する。また物質量（モル）の概念と、原子量との関係を理解する。 
キーワード： 
原子の質量、原子の相対質量、原子量、分子量、式量、物質量、アボガドロ定数、
モル質量、 
10 回 化学反応式と量的関係 



 化学変化の前後を化学式で示したものが化学反応式であること、また化学変化
の量的関係を理解し、化学反応式をかけるようになる。 
キーワード： 
化学式、化学反応式、物質量 
11 回 物質の三態--状態変化と融点・沸点 
 物質の三態を分子運動とエネルギーの観点から理解する。また融点と沸点、融
解熱と蒸発熱について理解する。 
キーワード： 
物質の三態、分子運動、エネルギー、融解、凝固、蒸発、凝縮、沸騰、昇華、融
点、沸点、凝固点、融解熱、蒸発熱 
12 回 気体の性質--状態方程式 
 理想気体の体積・温度・圧⼒の関係を表すボイル・シャルルの法則、および理
想気体の状態方程式について理解する。また気体の体積と物質量の関係を理解す
る。 
キーワード： 
ボイル・シャルルの法則、気体の標準状態、理想気体の状態方程式、ドルトンの
分圧の法則、物質量 
13 回 溶液（１）--溶解・濃度・溶解度 
 物質が溶媒に溶解することを分子・イオンのレベルから理解する。また溶液の
濃度と溶解度について理解する。 
キーワード： 
溶解、溶媒、溶質、溶液、質量パーセント濃度、モル濃度、質量モル濃度、電解
質、水和、溶解度、ヘンリーの法則 
14 回 溶液（２）-溶液の性質・沸点上昇・凝固点降下・浸透圧 
 溶液の性質である沸点上昇・凝固点降下・浸透圧について分子・イオンのレベ
ルから理解する。これより、濃度と沸点上昇・凝固点降下・浸透圧の関連を理解
する。 
キーワード： 
質量モル濃度、沸点上昇・凝固点降下・浸透、浸透圧、ラウールの法則､過冷却、
凍結防止材（融解材）、不凍液、電解質 
15 回 理解度確認（中間）試験とその解説 
 これまでの履修内容の理解度を確認する 
16 回 化学反応と熱（１）--反応熱の種類と熱化学方程式 
 物質はそれぞれ固有の量のエネルギーを蓄えていて、化学変化や状態変化の際
にエネルギーが反応熱として出入りすることを理解する。また、この熱の収支を
加味した化学反応式が熱化学方程式であることを理解する。 
キーワード： 
絶対温度、比熱容量、反応熱、吸熱反応、発熱反応、熱化学方程式、燃焼熱、中
和熱、生成熱、溶解熱、融解熱、蒸発熱、昇華熱 
17 回 化学反応と熱（２）--反応経路熱（へスの法則） 
 反応熱の収支は、その経路によらず最初の物質と最終生成物のそれぞれが持つ
エネルギー量の差であることを理解し、その上で、様々な反応熱について理解す



る。。また原子と原子の結合エネルギーと反応熱の関係を理解する。 
キーワード： 
ヘスの法則、結合エネルギー 
18 回 反応速度  
 化学反応の速さとはなにか、また反応速度を変える要因、反応のしくみを粒子
のレベルから理解する。 
キーワード： 
反応速度、一次反応、反応速度式、反応速度定数、温度、触媒、活性化エネルギ
ー 
19 回 化学平衡（１）--可逆反応と平衡、 
 化学平衡とは何かを理解する。<b 

準備学習 1 回 【指定された担当教員を確認し、それぞれの教室に入ること】 
本授業計画をよく読み、教科書を準備しておくこと 
2 回 前回の授業で出された課題をやっておくこと 
教科書ｐ１０?１７をよく読み、わからない語句を書き出しておくこと 
3 回 前回の授業で出された課題をやっておくこと 
教科書ｐ１８?２２をよく読み、わからない語句を書き出しておくこと 
4 回 前回の授業で出された課題をやっておくこと 
教科書ｐ２２?２９をよく読み、わからない語句を書き出しておくこと 
5 回 前回の授業で出された課題をやっておくこと 
教科書ｐ３０?３１をよく読み、わからない語句を書き出しておくこと 
6 回 前回の授業で出された課題をやっておくこと 
教科書ｐ３１?３４をよく読み、わからない語句を書き出しておくこと 
7 回 前回の授業で出された課題をやっておくこと 
教科書ｐ５２?６０をよく読み、わからない語句を書き出しておくこと 
8 回 前回の授業で出された課題をやっておくこと 
教科書ｐ６１?６８をよく読み、わからない語句を書き出しておくこと 
9 回 前回の授業で出された課題をやっておくこと 
教科書ｐ３６?４０をよく読み、わからない語句を書き出しておくこと 
10 回 前回の授業で出された課題をやっておくこと 
教科書ｐ４１?４５をよく読み、わからない語句を書き出しておくこと 
11 回 前回の授業で出された課題をやっておくこと 
教科書ｐ７２?８０をよく読み、わからない語句を書き出しておくこと 
12 回 前回の授業で出された課題をやっておくこと 
教科書ｐ８２?９１をよく読み、わからない語句を書き出しておくこと 
13 回 前回の授業で出された課題をやっておくこと 
教科書ｐ９４?１００をよく読み、わからない語句を書き出しておくこと 
14 回 前回の授業で出された課題をやっておくこと 
教科書ｐ１００?１０５をよく読み、わからない語句を書き出しておくこと 
15 回 これまでの内容を復習し、演習問題を解けるようにしておくこと 
16 回 前回の授業で出された課題をやっておくこと 
教科書ｐ１１４?１２０をよく読み、わからない語句を書き出しておくこと 



17 回 前回の授業で出された課題をやっておくこと 
教科書ｐ１２０?１２３をよく読み、わからない語句を書き出しておくこと 
18 回 前回の授業で出された課題をやっておくこと 
教科書ｐ１２６?１４０をよく読み、わからない語句を書き出しておくこと 
19 回 前回の授業で出された課題をやっておくこと 
教科書ｐ１４２?１４６をよく読み、わからない語句を書き出しておくこと 
20 回 前回の授業で出された課題をやっておくこと 
教科書ｐ１４６?１５７をよく読み、わからない語句を書き出しておくこと 
21 回 前回の授業で出された課題をやっておくこと 
教科書ｐ１６２?１６６をよく読み、わからない語句を書き出しておくこと 
22 回 前回の授業で出された課題をやっておくこと 
教科書ｐ１６７?１７２をよく読み、わからない語句を書き出しておくこと 
23 回 前回の授業で出された課題をやっておくこと 
教科書ｐ１７３?１７８をよく読み、わからない語句を書き出しておくこと 
24 回 前回の授業で出された課題をやっておくこと 
教科書ｐ１７９?１８４をよく読み、わからない語句を書き出しておくこと 
25 回 前回の授業で出された課題をやっておくこと 
教科書ｐ１８６?１８９をよく読み、わからない語句を書き出しておくこと 
26 回 前回の授業で出された課題をやっておくこと 
教科書ｐ１９０?１９３をよく読み、わからない語句を書き出しておくこと 
27 回 前回の授業で出された課題をやっておくこと 
教科書ｐ１９３?１９４をよく読み、わからない語句を書き出しておくこと 
28 回 前回の授業で出された課題をやっておくこと 
教科書ｐ１９５?１９９をよく読み、わからない語句を書き出しておくこと 
29 回 前回の授業で出された課題をやっておくこと 
教科書ｐ２００?２０２をよく読み、わからない語句を書き出しておくこと 
30 回 前回の授業で出された課題をやっておくこと 
教科書ｐ２０２?２０６をよく読み、わからない語句を書き出しておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FTB1911 
成績評価 レポート(100％）で評価する 
曜日時限 月曜日 9・10 時限 
対象クラス BA(工)(〜12),BB(工)(〜12) 
見出し FTB1911 フレッシュマンゼミⅠ 
担当教員名 大塚 隆尚、永谷 尚紀、山本 俊政、安藤 秀哉、岡本 直孝、野上 潤造、

竹⽥ 邦 
単位数 1 
教科書 特になし 各教員が資料を配布する 
アクティブラーニング  
キーワード コミュニケーション能⼒、自己啓発、課題解決、レポート作成 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 興味や関心が高まったという意見が多かったが、それをきっかけにして自ら学習

に取り組んでください。 
科目名 フレッシュマンゼミⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 随時紹介する 
授業形態 講義 
注意備考 この科目は、バイオ・応用化学科の全教員で担当する。フレッシュマンゼミ I と

II の講義内容は全く同じである。この講義は、１年生を数名のグループに分け、
各グループがこれらのテーマのうちのいくつかを、1 テーマ 4〜5 回で、１年間
かけて交代していく形態で実施する。また、バイオ・応用化学関連の施設見学な
どの全体研修を行うこともある。各回の担当になった教員の専門分野はどのよう
な内容か？、研究室とはどのような雰囲気か？ などを少しでも知ることを目的
に毎回必ず出席すること。 

シラバスコード FTB1911 
実務経験のある教員  
達成目標 複数の教員の指導の下、ミニ講義、実験、教員あるいは学生との対話・討論等を

通し、バイオ・応用化学に関する専門事項を概観し、自己啓発をすること。レポ
ート作成技法を修得すること 

受講者へのコメント 興味や関心が高まったら、自ら学習に取り組んでください。 
連絡先 担当教員の、他の科目のシラバスを参照すること 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この分野の理解・興味・関心が高まったようである。 
英文科目名 Seminar for Freshmen I 
関連科目 フレッシュマンゼミ II 
次回に向けての改善変更予定 特になし。 
講義目的 各教員が少⼈数の学生を受け持ち、ミニ講義、実験、対話や討論等を通して、基



礎学⼒や学習意欲のある学生については更にこれを啓発し、これらに不安を感じ
る学生については課外で時間をとり適切なアドバイスを与えるなど、個々の学生
に応じた指導を行うこと 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 グリーンケミストリーに関する学習および実習をする 

2 回 パソコンを用いた文書作成およびパソコン管理に関する学習および実習を 
する 
3 回 泡にまつわる身近な話題について説明する 
4 回 リズム・パターン形成反応の実験をし、金属ナノ粒子の溶液を見ながら議論
する 
5 回 卒業後に向けて、大学生活の過ごし方を考える作業をする 
6 回 有機化合物の分子模型のスケッチ，薄層クロマトグラフによる分析実験を
する 
7 回 各種セラミックスの紹介とガラスの合成実験をする 
8 回 微生物とはどのようなものか、また微生物の能⼒がどのように現代社会で
役立っているかを、、顕微鏡観察と視聴覚教材や当ゼミの 研究などを通し理解す
る 
9 回 動物細胞の観察とコーヒー中のカフェインの定量をする 
10 回 生命動物教育センター見学と、好適環境水による魚類養殖について講義す
る 
11 回 化粧品と皮膚の説明、培養皮膚細胞の観察、化粧品会社における商品開発
の説明をする 
12 回 有機合成に利用される分析機器について学習し実験をする 
13 回 移動現象について学習する 
14 回 コロイド・界面化学に関連して、身の周りにある界面活性剤とその機能に
ついて概説する 
15 回 トレハロースを含んだ化粧水の試作をする 

準備学習 1 回 高校教科書の有機化学を復習しておくこと 
2 回 パソコンに関係する高校の教科書を復習しておくこと 
3 回 泡が利用されている身近な現象を考えておくこと 
4 回 原子番号の大きい元素も扱うが、高校の化学や基礎化学で学んだことをよ
く理解しておくこと 
5 回 なぜ大学に入ったか、自分はどんな⼈間で将来何をしたいか考えておくこ
と 
6 回 ベンゼンとシクロヘキサンの違いを調べておくこと 
7 回 セラミックスの種類とガラスの合成法について予習しておくこと 
8 回 微生物の機能と応用について調べておくこと 
9 回 動物細胞とカフェインについて調べておくこと 
10 回 生命動物教育センターの活動を新聞やインターネットで調べておくこと 
11 回 化粧品の効果について調べ、どんな化粧品開発がしたいか、自分の考えを
まとめておくこと 
12 回 高校で学習した有機化学を復習すること 



13 回 運動量やエネルギーといった、高校の物理学や理科総合などで履修した⼒
学の項目を復習しておくこと 
14 回 高校の化学の教科書で界面活性剤について復習する。界面活性剤が身の周
りのどこ（何）に使われているか、探しておくこと 
15 回 トレハロース、トレハロースの使われている商品等について調べておくこ
と 

 



年度 2012 
授業コード FTB1912 
成績評価 レポート(100％）で評価する 
曜日時限 月曜日 9・10 時限 
対象クラス BA(工)(〜12),BB(工)(〜12) 
見出し FTB1912 フレッシュマンゼミⅡ 
担当教員名 大塚 隆尚、永谷 尚紀、山本 俊政、安藤 秀哉、岡本 直孝、野上 潤造、

竹⽥ 邦 
単位数 1 
教科書 特になし 各教員が資料を配布する 
アクティブラーニング  
キーワード コミュニケーション能⼒、自己啓発、課題解決、レポート作成 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 今後の参考になったという意見が多くて良かった 
科目名 フレッシュマンゼミⅡ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 随時紹介する 
授業形態 講義 
注意備考 この科目は、バイオ・応用化学科の全教員で担当する。フレッシュマンゼミ I と

II の講義内容は全く同じである。この講義は、１年生を数名のグループに分け、
各グループがこれらのテーマのうちのいくつかを、1 テーマ 4〜5 回で、１年間
かけて交代していく形態で実施する。また、バイオ・応用化学関連の施設見学な
どの全体研修を行うこともある。各回の担当になった教員の専門分野はどのよう
な内容か？、研究室とはどのような雰囲気か？ などを少しでも知ることを目的
に毎回必ず出席すること。 

シラバスコード FTB1912 
実務経験のある教員  
達成目標 複数の教員の指導の下、ミニ講義、実験、教員あるいは学生との対話・討論等を

通し、バイオ・応用化学に関する専門事項を概観し、自己啓発をすること。レポ
ート作成技法を修得すること 

受講者へのコメント 専門の授業にも前向きに取り組んでほしい 
連絡先 担当教員の、他の科目のシラバスを参照すること 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね良好であった 
英文科目名 Seminar for Freshmen II 
関連科目 フレッシュマンゼミ II 
次回に向けての改善変更予定 無し 
講義目的 各教員が少⼈数の学生を受け持ち、ミニ講義、実験、対話や討論等を通して、基

礎学⼒や学習意欲のある学生については更にこれを啓発し、これらに不安を感じ



る学生については課外で時間をとり適切なアドバイスを与えるなど、個々の学生
に応じた指導を行うこと 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 グリーンケミストリーに関する学習および実習をする 

2 回 パソコンを用いた文書作成およびパソコン管理に関する学習および実習を 
する 
3 回 泡にまつわる身近な話題について説明する 
4 回 リズム・パターン形成反応の実験をし、金属ナノ粒子の溶液を見ながら議論
する 
5 回 卒業後に向けて、大学生活の過ごし方を考える作業をする 
6 回 有機化合物の分子模型のスケッチ，薄層クロマトグラフによる分析実験を
する 
7 回 各種セラミックスの紹介とガラスの合成実験をする 
8 回 微生物とはどのようなものか、また微生物の能⼒がどのように現代社会で
役立っているかを、、顕微鏡観察と視聴覚教材や当ゼミの 研究などを通し理解す
る 
9 回 色の見え方について学習および実習をする 
10 回 生命動物教育センター見学と、好適環境水による魚類養殖について講義す
る 
11 回 化粧品と皮膚の説明、培養皮膚細胞の観察、化粧品会社における商品開発
の説明をする 
12 回 有機合成に利用される分析機器について学習し実験をする 
13 回 移動現象について学習する 
14 回 コロイド・界面化学に関連して、身の周りにある界面活性剤とその機能に
ついて概説する 
15 回 トレハロースを含んだ化粧水の試作をする 

準備学習 1 回 高校教科書の有機化学を復習しておくこと 
2 回 パソコンに関係する高校の教科書を復習しておくこと 
3 回 泡が利用されている身近な現象を考えておくこと 
4 回 原子番号の大きい元素も扱うが、高校の化学や基礎化学で学んだことをよ
く理解しておくこと 
5 回 なぜ大学に入ったか、自分はどんな⼈間で将来何をしたいか考えておくこ
と 
6 回 ベンゼンとシクロヘキサンの違いを調べておくこと 
7 回 セラミックスの種類とガラスの合成法について予習しておくこと 
8 回 微生物の機能と応用について調べておくこと 
9 回 光と色の三原色や虹の色などについて調べること 
10 回 生命動物教育センターの活動を新聞やインターネットで調べておくこと 
11 回 化粧品の効果について調べ、どんな化粧品開発がしたいか、自分の考えを
まとめておくこと 
12 回 高校で学習した有機化学を復習すること 
13 回 運動量やエネルギーといった、高校の物理学や理科総合などで履修した⼒



学の項目を復習しておくこと 
14 回 高校の化学の教科書で界面活性剤について復習する。界面活性剤が身の周
りのどこ（何）に使われているか、探しておくこと 
15 回 トレハロース、トレハロースの使われている商品等について調べておくこ
と 

 



年度 2012 
授業コード FTB2111 
成績評価 小テスト (30%)，理解度テスト (30%)，期末試験 (40%) 全てを加算し総合的

に評価する．講義時間の関係で出席はとらないが，毎回 at random に当てて質
問するが，その時の欠席者は欠席として扱う． 

曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス BA(工)(〜11),BB(工)(〜11) 
見出し FTB2111 有機化学Ⅰ 
担当教員名 野上 潤造 
単位数 2 
教科書 ブラウン・プーン「基本有機化学」（廣川書店） 
アクティブラーニング  
キーワード 理解する．思考する． 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 聞き取りにくいと言う記述が３件ありました．⻭切れよく話すように心がけてい

ます．聞き取りにくかったら「今話したことをもう一度」と言ってください． 
机が狭い（窮屈）と言う記述もありました：学会などで他大学に行きますとクッ
ション付きのイスの講義室もよく見かけます．机やイスも講義に集中するのには
非常に重要です．皆さん家では良いイスに座って勉強してください．集中⼒が全
く違ってきます． 

科目名 有機化学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ブルース「有機化学 上」（化学同⼈） 
授業形態 講義 
注意備考 基礎有機化学の単位を B 以上の成績で取得していることを受講条件とする．ただ

し，C 以下の者は毎週「基礎有機化学」のテキストの１章分のレポート（要点の
要約，練習問題の解答）を提出すれば受講可を許可する． 

シラバスコード FTB2111 
実務経験のある教員  
達成目標 有機化学は暗記する学問ではなく，しっかりとした基礎知識に基づいて「思考す

る学問」であって，全ての現象に起るべくして起るそれなりの理由のあることを
理解する．そして将来卒業研究や大学院での研究で化学反応を体験したとき，そ
の結果について思考することの楽しさを味わい，思い通りの結果を得ることがで
きた時の至上の喜びを感じるための基礎学⼒を習得することを目標としたい． 

受講者へのコメント やる気のある⼈を伸ばしてあげたいと思います．なるべく多くの⼈に化学を職業
とする“化学のプロ”になってもらえるような講義を目指しています．ですから，
もともとやる気が無いのに受けに来て，「講義が解らない」と言うのは止めてく
ださい．そして，基礎有機化学は A の成績を取って受けに来てください．基礎有
機化学で A を取れないようではこの講義を理解するのは不可能です． 

連絡先 １２号館３階 
合理的配慮が必要な学生への  



対応 
各項目評価に対する所見 [A]学生諸君は「勉強しなければ」とは思っていない．あまりにも勉強時間が少

ない．宿題などの課題の取り組んだ２３%の学生も勉強時間は週あたり１時間以
下である． 
[B]多くの学生（８７％）が，何らかの収穫があったように回答してくれている
が・・・・・？ 
[C]学生諸君の能⼒の格差や大学（学習）に対する意識の差が大きいので，全員
が満足できる講義をすることは不可能と思っています． 

英文科目名 Organic Chemistry I 
関連科目 基礎化学 I & Ⅱ，基礎有機化学 I & Ⅱ， 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 「有機化学」は産業の根幹をなす“石油を原料とする化学工業”の学問的な基礎で

ある．化学関係の職業に就くことを希望する諸君にとって不可欠なその有機化学
の基礎を理解するための講義をする． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  共有結合と分子のかたち：原子の電子構造，結合の Lewis モデル（電気陰

性度，化学結合）を解説する． 
2 回  共有結合と分子のかたち：共鳴，混成軌道，官能基について解説する． 
3 回  酸塩基反応：酸・塩基の定義，pKa，酸塩基反応の平衡位置などについて
解説する． 
4 回  酸塩基反応：分子構造と酸性度（pKa 値）について解説する． 
5 回  アルカンとシクロアルカン：構造と命名，異性体 I（構造異性，配座異性）
について解説する． 
6 回  アルカンとシクロアルカン：異性体（シクロアルカン配座異性・立体異性），
物理的性質などについて解説する． 
7 回  アルケンとアルキン：構造と命名，立体異性体の命名などを解説する． 
8 回  アルケンの反応：反応機構，求電子付加反応（ハロゲン化水素・水の付加）
などについて解説する． 
9 回  アルケンの反応：求電子付加反応（反応機構と位置選択性）について解説
する． 
10 回  これまでのまとめと理解度テストを行う． 
11 回  キラリティー（分子の左右性）：エナンチオマー（鏡像体）とその表現方
法などについて解説する． 
12 回  キラリティー（分子の左右性）：エナンチオマーとその命名（R,S 表示）
について解説する． 
13 回  キラリティー（分子の左右性）：２個以上のキラル中心を持つ鎖状化合物
（ジアステレオマー，メソ体）について解説する． 
14 回  キラリティー（分子の左右性）：物理的および化学的性質，生体（生命現
象）における意味，ラセミ体，光学分割 などについて解説する． 
15 回  前期のまとめと演習 を行う． 

準備学習 1 回  基礎有機化学で学習した内容を復習しておくこと． 
2 回  前回の講義の復習をしておくこと． 



3 回  前回の講義の復習をしておくこと． 
4 回  前回の講義の復習をしておくこと． 
5 回  前回の講義の復習をしておくこと． 
6 回  前回の講義の復習をしておくこと． 
7 回  前回の講義の復習をしておくこと． 
8 回  前回の講義の復習をしておくこと． 
9 回  前回の講義の復習しておくこと． 
10 回  前回までの講義の復習をしておくこと． 
11 回  前回までの講義の復習をしておくこと． 
12 回  前回の講義の復習をしておくこと． 
13 回  前回の講義の復習をしておくこと． 
14 回  前回の講義の復習をしておくこと． 
15 回  定期試験の回答は筆記式です．図式や文章で答える練習を重ねてくださ
い．同じ問題が出題されるとは限りませんが過去の試験問題も見てみましょう．
重要なポイントが年度によって変わることはありません． 

 



年度 2012 
授業コード FTB2112 
成績評価 小テスト (30%)，理解度テスト (30%)，期末試験 (40%) 全てを加算し総合的

に評価する．講義時間の関係で出席はとらないが，毎回 at random に当てて質
問する時の欠席者は欠席として扱う． 

曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス BA(工)(〜11),BB(工)(〜11) 
見出し FTB2112 有機化学Ⅱ 
担当教員名 野上 潤造 
単位数 2 
教科書 ブラウン・プーン「基本有機化学」（廣川書店） 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 記述がありませんでした． 
科目名 有機化学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ブルース「有機化学 上，下」（化学同⼈） 
授業形態 講義 
注意備考 「基礎有機化学」の単位を B 以上の成績で取得していること．C 以下の者は毎週

「基礎有機化学」のテキストの１章分のレポートを提出すれば受講可を許可す
る．また，「有機化学 I」が D または未受講（E を含む）の学生には毎週「有機
化学 I」のレポートを課す． 

シラバスコード FTB2112 
実務経験のある教員  
達成目標 有機化学は暗記する学問ではなく，しっかりとした基礎知識に基づいて「思考す

る学問」であって，全ての現象に起るべくして起るそれなりの理由のあることを
理解する．そして将来卒業研究や大学院での研究で化学反応を体験したとき，そ
の結果について思考することの楽しさを味わい，思い通りの結果を得ることがで
きた時の至上の喜びを感じるための基礎学⼒を習得することを目標としたい．
「有機化学って面白いよね」と言えるようになる． 

受講者へのコメント 一⼈でも多く「優秀な学生」を育てたいと思っています．一⼈でも多く，優秀な
学生の仲間入りをさせたいと思っています． 

連絡先 １２号館３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 2 時間程度勉強している学生が数⼈いるだけでも奇跡的．授業アンケートの時期
まで続いた学生は何か得るものがあったでしょう． 

英文科目名 Organic Chemistry II 
関連科目 基礎有機化学 および 有機化学 I 



次回に向けての改善変更予定 特になし 
講義目的 「有機化学」は産業の根幹をなす“石油を原料とする化学工業”の学問的な基礎で

ある．化学関係の職業に就くことを希望する諸君にとって不可欠なその有機化学
の基礎を理解するための講義をする． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  ハロアルカン：構造と命名，ハロアルカンの反応（脂肪族求核置換反応と

脱離反応）などについて解説する． 
2 回  ハロアルカン：脂肪族求核置換反応（反応機構，SN1, SN2）などについて
解説する． 
3 回  ハロアルカン：脂肪族求核置換反応（実験的証拠：反応速度に及ぼす要因）
などについて解説する． 
4 回  ハロアルカン：脱離反応（反応機構，E1, E2, E1cB)などについて解説する． 
5 回  ハロアルカン：脂肪族求核置換反応と脱離反応の対比などについて解説す
る． 
6 回  これまでのまとめと理解度テストを行う． 
7 回  アルコールとエーテル：構造と命名，物理的性質などについて解説する． 
8 回  アルコールとエーテル：化学的性質（反応性：求核置換反応），酸化反応な
どについて解説する． 
9 回  アルコールとエーテル：エポキシド（合成と反応）などについて解説する． 
10 回  ベンゼンとその誘導体：ベンゼンの構造（ベンゼンの軌道モデル，共鳴エ
ネルギー）などについて解説する． 
11 回  ベンゼンとその誘導体：芳香族と芳香族性などについて解説する． 
12 回  ベンゼンとその誘導体：ベンゼンの反応（芳香族求電子置換反応：ニトロ
化，Friedel-Crafts 反応，ほか）について解説する． 
13 回  ベンゼンとその誘導体：二置換ベンゼン（置換基の影響：配向効果）など
について解説する． 
14 回  ベンゼンとその誘導体：フェノールの酸性度（置換フェノールの酸性度）
などについて解説する． 
15 回  この講義で学習したことのまとめをする． 

準備学習 1 回  有機化学 I の内容を十分理解しておくこと． 
2 回  前回の講義の復習をしておくこと． 
3 回  前回の講義の復習をしておくこと． 
4 回  前回の講義の復習をしておくこと． 
5 回  前回の講義の復習をしておくこと． 
6 回  前回までの講義の復習をしておくこと． 
7 回  前回までの講義の復習をしておくこと． 
8 回  前回の講義の復習しておくこと． 
9 回  前回の講義の復習をしておくこと． 
10 回  前回の講義の復習をしておくこと． 
11 回  前回の講義の復習をしておくこと． 
12 回  前回の講義の復習をしておくこと． 
13 回  前回の講義の復習をしておくこと． 



14 回  前回の講義の復習をしておくこと． 
15 回  前回までの講義の復習をしておくこと． 

 



年度 2012 
授業コード FTB2122 
成績評価 定期試験 (100%) 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス BA(工)(〜10),BB(工)(〜10) 
見出し FTB2122 細胞バイオテクノロジー 
担当教員名 大塚 隆尚 
単位数 2 
教科書 資料を配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 動物細胞、植物細胞、抗体工学、遺伝子操作動物、再生医学工学 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 この分野に興味を持った⼈がいて良かった 
科目名 細胞バイオテクノロジー 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 日本動物細胞工学会 編、動物細胞工学ハンドブック 朝倉書店芦原坦 作⽥正

明 共編、植物分子細胞生物学 オーム社 
授業形態 講義 
注意備考 生化学 I・II、細胞生理学、遺伝子工学、分子生物学の受講を前提とする 
シラバスコード FTB2122 
実務経験のある教員  
達成目標 基本的な動物細胞と植物細胞のバイオテクノロジーについて理解し、それらの応

用技術についても理解する 
受講者へのコメント 学習時間が足りない 
連絡先 大塚隆尚 12 号館 4-3 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね良好であった 
英文科目名 Biotechnology of Plant and Animal Cells 
関連科目 生化学 I・II、細胞生理学、遺伝子工学、分子生物学 
次回に向けての改善変更予定 無し 
講義目的 動物細胞と植物細胞のバイオテクノロジーの基礎を学び、これらの技術がどのよ

うに応用されているかについても学ぶ 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーションを行い、講義内容を理解する 

2 回  動物細胞の培養１、基本的技術について講義する、 
3 回  動物細胞の培養２、応用的技術について講義する 
4 回  機能性細胞の応用について講義する 
5 回  動物細胞のバイオテクノロジー１、各種分析方法について講義する 
6 回  動物細胞のバイオテクノロジー２、遺伝子やタンパク質の導入について講



義する 
7 回  抗体工学１、抗体工学の基礎について講義する 
8 回  前半の講義の復習をし、知識と理解の整理をする 
9 回  抗体工学２，抗体工学の応用技術について講義する 
10 回  遺伝子操作動物１，基本的技術について講義する 
11 回  遺伝子操作動物２、応用技術について講義する 
12 回  再生医学工学１、再生医学の進歩について講義する 
13 回  再生医学工学２、再生医学の可能性について講義する 
14 回  植物細胞の培養法について講義する 
15 回  植物細胞のバイオテクノロジーの可能性について講義する 

準備学習 1 回  シラバスを確認して自分なりの講義のイメージを作っておくこと 
2 回  渡された資料を参考にして動物細胞の培養の概要について調べておくこと 
3 回  渡された資料を参考にして動物細胞の培養の応用技術について調べておく
こと 
4 回  渡された資料を参考にして機能性細胞の概要について調べておくこと 
5 回  渡された資料を参考にして動物細胞のバイオテクノロジーのための分析技
術について調べておくこと 
6 回  渡された資料を参考にして動物細胞のバイオテクノロジーにおける遺伝子
やタンパク質の導入について調べておくこと 
7 回  渡された資料を参考にして抗体工学の基礎を調べておくこと 
8 回 前半の講義で得られた知識を整理し、理解を深めておくこと 
9 回  渡された資料を参考にして抗体工学の応用について調べておくこと 
10 回  渡された資料を参考にして遺伝子操作動物の概要を掴んでおくこと 
11 回  渡された資料を参考にして遺伝子操作動物の応用について調べておくこ
と 
12 回  渡された資料を参考にして再生医学工学の基礎について調べておくこと 
13 回  渡された資料を参考にして再生医学工学で何ができるか調べておくこと 
14 回  渡された資料を参考にして植物細胞の培養法の概要を掴んでおくこと 
15 回  渡された資料を参考にして植物細胞のバイオテクノロジーで何ができる
か調べておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FTB21A1 
成績評価 定期試験(80%)、レポート(10%)、小テストおよび平常点(10%)によって評価す

る。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス BA(工)(〜10),BB(工)(〜10) 
見出し FTB21A1 高分子化学 
担当教員名 山⽥ 真路 
単位数 2 
教科書 適宜指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード 平均分子量、高分子合成、生体高分子、機能性高分子、環境 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 自由記述欄に記述されていたコメントにすべて回答させていただきます。 

・先生の説明や授業内容は明快でわかりやすかった。小話も面白かったです。 
⇒ありがとうございます。今後もこの調子で頑張りたいと思います。 

科目名 高分子化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 ※試験は定期試験期間中に行い、試験形態は筆記試験とする。 

※パソコン、液晶プロジェクターで電子教材を提供。 
※学内ネットワーク（ＯＵＳＮＥＴ）を経由して研究室のＷＥＢサーバから講義
情報を提供。 

シラバスコード FTB21A1 
実務経験のある教員  
達成目標 以下の事柄を習得することを目的とする。 

（１）我々の身近に存在する高分子物質を説明することができること。 
（２）高分子のガラス転移に関して説明することができること。 
（３）平均分子量を計算することができること。 
（４）ラジカル重合やイオン重合について説明することができること。 
（５）イオン交換樹脂等の原理を説明することができること。 
（６）身近に存在する生体高分子について説明することができること。 
（７）高分子と環境とのつながりについて説明することができること。 

受講者へのコメント シラバスに「予習」と「復習」のポイントが記載されていますので、よく目を通
していただければ幸いです。 

連絡先 山⽥(真)研究室 １３号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 [A]授業への取り組み 
「授業時間外にどの程度学習しましたか」という項目では半分の⼈が全くしなっ



たと回答しました。シラバスに、予習および復習項目が書かれていますので、そ
の部分を読んでいただければ幸いです。 
[B]授業におけるあなたの成⻑ 
理解が深まったや関心が高まったというコメントが多かったため、本講義の目的
は達成出来ていると思われます。 
[E]の項目に関しては【次回に向けての改善・変更予定】に記述しました。 

英文科目名 Polymer Chemistry 
関連科目 化学の基礎的な知識を有している事が望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 [E]の項目に対する改善点 

・授業の手法について 
「内容を易しく」と「内容を難しく」という欄にそれぞれ 1 名ずつチェックが入
っていましが、残りの方は「特にない」にチェックを入れているため、来年度も
この内容で行いたいと思います。ただ、本授業は「理学部」と「工学部」の合同
授業であるため、双方の学生に十分満足していただく授業を行うのは難しいと考
えています。 

講義目的 高分子は我々の生活で欠かせない材料の一つである。高分子化学では、高分子の
一般的な性質から高分子の重合反応、機能性高分子、生体高分子まで幅広く講義
する。それと供に、高分子材料についての講義も行う。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 高分子化学の概要。講義の進め方について説明する。 

2 回 高分子の基礎。高分子の歴史と基本的な考えについて説明する。 
3 回 高分子の構造と物性（１）。高分子の基本的な構造（結晶領域と非晶領域）
について説明する。 
4 回 高分子の構造と物性（２）。高分子の基本的な物性（高分子のガラス転移）
について説明する。 
5 回 高分子の分子量測定。分子量の計算方法および分子量の測定方法について
説明する。 
6 回 高分子の合成（１）。ラジカル重合について説明する。 
7 回 高分子の合成（２）。イオン重合について説明する。 
8 回 高分子の合成（３）。その他の重合について説明する。 
9 回 機能性高分子（１）。イオン交換樹脂およびイオン交換膜について説明する。 
10 回 機能性高分子（２）。導電性高分子について説明する。 
11 回 生体高分子（１）。多糖、特にセルロースについて説明する。 
12 回 生体高分子（２）。タンパク質や核酸について説明する。 
13 回 生活環境と高分子（１）。生分解性高分子について説明する。 
14 回 生活環境と高分子（２）。環境にやさしい高分子やその合成法について説明
する。 
15 回 まとめと総合演習。第１回から第１４回までの内容を理解した上で、これ
からの高分子について説明する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。第２回授業までに、
高分子化学の概要に関して復習しておくこと。 
2 回 身の回りにある高分子を図書館等で調べておくこと。第３回授業までに、高



分子の基本的な考えに関して復習しておくこと。 
3 回 高分子の構造と物性の関係を図書館で調べておくこと。第４回授業までに、
高分子の構造に関して復習しておくこと。 
4 回 高分子の構造と物性の関係を図書館で調べておくこと。第５回授業までに、
高分子の物性に関して復習しておくこと。 
5 回 「平均分子量」という言葉を図書館で調べ、内容を理解しておくこと。第６
回授業までに、高分子の分子量測定に関して復習しておくこと。 
6 回 高分子の合成を学習するにあたり、有機化学の一般的な反応をもう一度理
解しておくこと。第７回授業までに、ラジカル重合に関して復習しておくこと。 
7 回 高分子の合成を学習するにあたり、有機化学の一般的な反応をもう一度理
解しておくこと。第８回授業までに、イオン重合に関して復習しておくこと。 
8 回 高分子の合成を学習するにあたり、有機化学の一般的な反応をもう一度理
解しておくこと。第９回授業までに、その他の合成方法に関して復習しておくこ
と。 
9 回 図書館で「イオン交換樹脂」および「イオン交換膜」について調べ、どのよ
うな分野で使われている物かを理解しておくこと。第 10 回授業までに、イオン
交換樹脂に関して復習しておくこと。 
10 回 図書館で「導電性高分子」について調べ、どのような分野で使われている
物かを理解しておくこと。第 11 回授業までに、導電性高分子に関して復習して
おくこと。 
11 回 生体高分子の１つである「多糖」が、自分たちの身の周りでどのような素
材として使われているかを調べておくこと。第 12 回授業までに、多糖に関して
復習しておくこと。 
12 回 生体高分子の１つである「タンパク質」が、自分たちの身の周りでどのよ
うな素材として使われているかを調べておくこと。第 13 回授業までに、タンパ
ク質と核酸に関して復習しておくこと。 
13 回 図書館等で、高分子と環境問題との関係を調べておくこと。第 14 回授業
までに、生分解性高分子に関して復習しておくこと。 
14 回 図書館等で、高分子と環境問題との関係を調べておくこと。第 15 回授業
までに、第１回から第１４回までの内容をよく理解しておくこと。 
15 回 第１回〜第１４回までの内容をよく復習し、キーワードである「平均分子
量、高分子合成、生体高分子、機能性高分子、環境」について理解しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTB2311 
成績評価 定期試験の結果がほぼ 100％。試験内容は、簡単で基礎的な化学計算である。こ

の種の計算がある程度できない限り、上の講義目的は達成できたことにならな
い。 

曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス BA(工)(〜12),BB(工)(〜12) 
見出し FTB2311 分析化学Ⅰ 
担当教員名 竹⽥ 邦雄 
単位数 2 
教科書 R. A. ディ Jr.、A. L. アンダーウッド 共著(鳥居、康 共訳)・「定量分析化学」・

培風館 
アクティブラーニング  
キーワード モル(物質量)、モル濃度、活量、イオン強度、pH(水素イオン濃度)、酸−塩基、

中和反応、 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 教室の⿊板、照明、椅子、プロジェクターとスクリーン（この授業では使ってい

ないが）についてのクレームが書いてあった。 
（回答）関係部局が対応すると思う。 
1.私の頭が悪いせいで全く理解できませんでしたが、理解できたらきっと面白い
講義になったんだろうなーと思います。2.説明を理解するのに苦労した。もう少
しくわしく説明してほしい。3.演習をもっとしてほしい。4.教科書をそのまま読
んで教えられているような講義で、化学の知識が増えたとは言い難い。計算問題
をやるだけでは物足りない。5.わかりにくいところがあったが、理 

科目名 分析化学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 演習問題をたくさんさせる。毎時間、電卓を持ってくること。 
シラバスコード FTB2311 
実務経験のある教員  
達成目標 水溶液に関する基本的な原理・原則をマスターし、在学中のみならずおよび卒業

後においても、化学の実験中に頻繁に必要となる簡単な化学計算を短時間に間違
いなくできるようにする。 

受講者へのコメント この授業の内容は、シラバスにも書いているように、大学でこれから授業を受け
実験をこなしていく上でだけでなく、将来化学関係に就職をすれば、どうしても
理解しておかねばならないことばかり。今後、他の科目でもしっかり頑張ってほ
しい。今回単位が出なかった⼈も、あきらめずに次回は単位をとろう。 
1 年前の新入生に比べ、全体的に定期試験の結果も負けていることは自覚してほ
しい。 

連絡先 竹⽥邦雄 研究室 12 号館 3 階 



合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 回答は「特にない」がほとんどで、よくわからない。 
英文科目名 Analytical Chemistry I 
関連科目 本科目に引き続き、「分析化学 II」や「工業分析化学」を受講することが望まし

い。 
次回に向けての改善変更予定 必要に応じ、教室会議でも相談する。 
講義目的 将来諸君が化学のどういう分野の実験をするようになっても、多くは“分析”をす

る実験であると言っても過言ではない。それは、何か新しい現象を見つけたとし
てもその原因になっている物質をいろいろな条件下で“分析”することなくその
現象を解明することはできないし、また何か新しい物質を合成あるいは抽出でき
たとしても何らかの“分析”をしてみなければ何とも言えないからである。これら
の“分析”は溶液状態で、なかでも水溶液の状態で行うことが非常に多い。分析化
学 I と II は、水溶液をとりあつかう際の基本となる一般原則や考え方を勉強す 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 この講義のオリエンテーションとして、水の話と水が作る水溶液の話およ

びこの講義の目的と概略の説明をする。 
2 回 溶液の濃度を表す基本単位(p.44)について学習する。 
3 回 ミリモルとミリグラム当量数(p.51)の定義や使い方について学習する。 
4 回 実際の溶液の濃度計算をする。その１(p.53) 
5 回 実際の溶液の濃度計算をする。その２(p.53) 
6 回 化学平衡の概念を講義する。(p.92) 
7 回 平衡定数の概念と使い方を講義する。(p.92) 
8 回 溶液のイオン強度とその計算について学習する。(p.96) 
9 回 活量の概念・イオン活量係数の計算を実際にする。(p.96) 
10 回 水素イオンの特性、それゆえの重要性について学習する。(p.99) 
11 回 水素イオン・ブレンステッド酸塩基説について学習する。(p.99) 
12 回 酸塩基平衡について学習する。(p.102) 
13 回 解離定数の意味、また解離定数から計算できることなどについて学習する。
(p.105) 
14 回 溶解平衡(p.108)、錯生成平衡(p.110)について学習する。 
15 回 強酸―強塩基の滴定および滴定曲線について学習する。(p.119) 

準備学習 1 回 学科オリエンテーションの内容を十分理解しておくこと。 
2 回 この講義のオリエンテーションを振り返り、シラバスを見ておくこと。 
3 回 シラバスに指示してある教科書のページを予習すること。 
4 回 前回までのモル濃度の定義などの復習とシラバスに指示してある教科書の
ページを予習すること。 
5 回 溶液の濃度計算の復習とシラバスに指示してある教科書のページを予習す
ること。 
6 回 溶液の濃度計算の復習とシラバスに指示してある教科書のページを予習す
ること。 
7 回 化学平衡の復習とシラバスに指示してある教科書のページを予習すること。 



8 回 化学平衡の復習とシラバスに指示してある教科書のページを予習すること。 
9 回 平衡定数の復習とシラバスに指示してある教科書のページを予習すること。 
10 回 活量の概念・イオン活量係数の復習とシラバスに指示してある教科書のペ
ージを予習すること。 
11 回 水素イオンの特性と重要性の復習とシラバスに指示してある教科書のペー
ジを予習すること。 
12 回 水素イオン・ブレンステッド酸塩基説の復習とシラバスに指示してある教
科書のページを予習すること。 
13 回 酸塩基平衡の復習とシラバスに指示してある教科書のページを予習するこ
と。 
14 回 解離定数の復習とシラバスに指示してある教科書のページを予習するこ
と。 
15 回 酸塩基平衡、溶解平衡、錯生成平衡の復習とシラバスに指示してある教科
書のページを予習すること。 

 



年度 2012 
授業コード FTB2312 
成績評価 定期試験の結果がほぼ 100％。試験内容は、簡単で基礎的な化学計算である。こ

の種の計算がある程度できない限り、上の講義目的は達成できたことにならな
い。 

曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス BA(工)(〜12),BB(工)(〜12) 
見出し FTB2312 分析化学Ⅱ 
担当教員名 竹⽥ 邦雄 
単位数 2 
教科書 R. A. デイ Jr.、A. L. アンダーウッド共著（鳥居、康 共訳）・「定量分析化学」・

培風館 
アクティブラーニング  
キーワード 滴定曲線、緩衝溶液、ポリプロトン酸、酸化−還元、電子移動、標準電位、ネル

ンストの式、ファラデー定数、電池、セル反応 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ＊「椅子がすごく傾いているのがあるので直してほしい」（教員注釈：一部ではな

く全部の椅子が部品の消耗のため傾いていた） 
これは私も気づいていて、関係事務部門に連絡して昨年度末に 3 号館の 2 教室と
も全部の椅子を修理してもらった。 
＊「非常に理解しやすい説明で、満足に学習できた」、「生まれて初めて出た内容
が多かった」、「難しいが楽しい」、「グラフに少し強くなった気がします」 
知らないことを学ぶから授業料を払っているので、その元をとってほしい。知ら
ないことを理解していくのは、時に困難もあるが、乗り越えましょう。グラ 

科目名 分析化学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 演習問題をたくさんさせる。毎時間、電卓を持ってくること。 
シラバスコード FTB2312 
実務経験のある教員  
達成目標 『分析化学 I』を参照せよ。 
受講者へのコメント この授業の内容は、シラバスにも書いているように、大学でこれから授業を受け

実験をこなしていく上でだけでなく、3 年実験や卒業研究においても、将来化学
関係の仕事をするにしても、どうしても理解しておかねばならないことばかり。
今後、他の科目でもしっかり頑張ってほしい。今回単位が出なかった⼈も、あき
らめずに次回は単位をとろう。授業にほとんどついて来れない学生がいることに
は気付いても、講義の内容はこれ以上レベルを下げたり、進度を遅くすることは
難しい。こういう学生は、他の学生以上に頑張らねばついていけるはずはないの
に、最 

連絡先 竹⽥邦雄 研究室 12 号館 3 階 



合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 5）「授業目標達成」について「できた」「だいたいできた」が 44.9％、６）「教員
の意欲」について「感じられた」「少し感じられた」が 75.3％、7）「授業の満足」
について「満足」「ほぼ満足」が 57.9％であった。目標達成度が低いが、学生も
正直に感じていると思われる。 

英文科目名 Analytical Chemistry II 
関連科目 「分析化学 I」を受講していることが望ましい。本科目に引き続き、「工業分析化

学」を受講することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 必要に応じ、教室会議等でも相談する。 
講義目的 『分析化学 I』を参照せよ。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 強酸―強塩基の滴定の復習をする。(p.119) 

2 回 弱酸―強塩基の滴定および滴定曲線について学習する。(p.122) 
3 回 緩衝溶液の原理について学習する。(p.134) 
4 回 多プロトン酸の性質とその滴定曲線について学習する。(p.155) 
5 回 炭酸塩の性質について学習する。(p.161) 
6 回 炭酸塩等の混合溶液の濃度計算をする。(p.163) 
7 回 ２つの酸の混合溶液の性質について学習する。(p.164) 
8 回 酸塩基化学種の pH 依存性について学習する。(p.165) 
9 回 酸化還元平衡について概説する。(p.220) 
10 回 ガルバニセル、標準水素電極と電位計算の規約について学習する。(p.223) 
11 回 ネルンストの式およびその使い方について学習する。(p.228) 
12 回 参照電極について学習する。(p.231) 
13 回 標準電位と平衡定数の関係について学習する。(p.234) 
14 回 酸化還元滴定と電位の変化について学習する。(p.235) 
15 回 酸化還元セル電位の計算をする。(p.238) 

準備学習 1 回 分析化学Ⅰでやった内容、特に酸塩基平衡について復習すること。 
2 回 強酸ー強塩基滴定について復習およびシラバスに指示してある教科書のペ
ージの予習をすること。 
3 回 弱酸ー弱塩基滴定について復習およびシラバスに指示してある教科書のペ
ージの予習をすること。 
4 回 緩衝溶液について復習およびシラバスに指示してある教科書のページの予
習をすること。 
5 回 多プロトン酸の性質とその滴定曲線について復習およびシラバスに指示し
てある教科書のページの予習をすること。 
6 回 炭酸塩の性質について復習およびシラバスに指示してある教科書のページ
の予習をすること。 
7 回 炭酸塩等の混合溶液の濃度計算について復習およびシラバスに指示してあ
る教科書のページの予習をすること。 
8 回 ２つの酸の混合溶液の性質について復習およびシラバスに指示してある教
科書のページの予習をすること。 



9 回 酸塩基化学種の pH 依存性について復習およびシラバスに指示してある教
科書のページの予習をすること。 
10 回 酸化還元平衡について復習およびシラバスに指示してある教科書のページ
の予習をすること。 
11 回 ガルバニセル、標準水素電極と電位計算について復習およびシラバスに指
示してある教科書のページの予習をすること。 
12 回 ネルンストの式およびその使い方について復習およびシラバスに指示して
ある教科書のページの予習をすること。 
13 回 前回の復習とシラバスに指示してある教科書のページの予習 
14 回 参照電極について復習およびシラバスに指示してある教科書のページの予
習をすること。 
15 回 酸化還元滴定と電位の変化について復習およびシラバスに指示してある教
科書のページの予習をすること。 

 



年度 2012 
授業コード FTB2321 
成績評価 課題提出５０％，定期試験５０％により成績を評価する。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス BA(工)(〜11),BB(工)(〜11) 
見出し FTB2321 数値実験とプレゼンテーション技法 
担当教員名 平野 博之、岡本 直孝 
単位数 2 
教科書 プリント配布 
アクティブラーニング  
キーワード データー処理，可視化，表計算，プレゼンテーション 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「場所によって少し寒い」：限られた環境でオンオフしながら頑張っていますが

なかなか難しいと思います． 
「マイクロソフトを新しく，もしくはとう一してほしい」：限られた予算ですの
でなかなか難しいと思います． 
「エクセルの計算の技能が上昇し，他の構義にも生かせる様になって良かっ
た．」：うれしいです． 
「来年の学生実験につながる内容で，受講してよかったと思う．時間の関係上難
しいだろうが，もう１回ほどプレゼンができるとよかった．」：来年の学生実験に
つながってよかったです．プレゼンの回数は，なかなか増やせそうにありませ 

科目名 数値実験とプレゼンテーション技法 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 随時紹介 
授業形態 講義 
注意備考 多数のデータを効率よく処理し、効果的に可視化するためにはどうしたらよいの

か、常に心がけて講義に出席すること。 
シラバスコード FTB2321 
実務経験のある教員  
達成目標 バイオ・応用化学の専門知識を理解するため，以下の事柄の理解が深まること。 

１．表計算ソフトウエアを用い，多数の実験データを効率よく処理できる。 
２．効果的なプレゼンテーション技法を修得する。 
３．データの基となる現象などを表す数式に含まれる微分や差分の考え方に関し
て理解できる。 

受講者へのコメント ３年生の学生実験で苦労しないよう，可能な限り詳しく説明します． 
クーラーが当たって寒いというコメントが多いですので，教室改善を要求してみ
ます． 

連絡先 岡本直孝（３号館１階）平野博之（３号館２階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 総合評価は概ね良好で，こちらの熱意も伝わり，満足してもらえたようでよかっ



た． 
英文科目名 Numerical Experiment and Presentation Technique 
関連科目 パソコン入門 I，II，バイオ・応用化学実験 I，II、物理化学 I，II 
次回に向けての改善変更予定 受講者数と関係していますが，プレゼンテーションの回数を増やせたらと思いま

す． 
講義目的 応用化学における主要な実験テーマについて，表計算ソフトを用いて多数の実験

データを効率よく処理し，結果を可視化することにより，理解を深めること。与
えられた課題に対して，自らが調べた内容を⼈前で発表するための資料を作成
し，かつ論理的・効果的なプレゼンテーションが行えるようになること。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義概要について説明し、講義で用いるアプリケーションソフトウエアで

ある Excel と PowerPoint の利用方法の基礎的事項について説明する。 
2 回 Excel を用いて物理量と単位の変換に関するデータを効果的に整理する方法
について、ワークシートを用いて説明し、これを制作する。 
3 回 PowerPoint を用いて、単位と物理量についてのプレゼンテーションを行う
とともに、その評価を実施する。 
4 回 Excel を用いて中和滴定実験に関する実験データを効果的に整理する方法に
ついて、ワークシートを用いて説明し、これを制作する。 
5 回 PowerPoint を用いて、中和および中和滴定についてのプレゼンテーション
を行うとともに、その評価を実施する。 
6 回 Excel を用いてリン酸滴定実験に関する実験データを効果的に整理する方法
について、ワークシートを用いて説明し、これを制作する。 
7 回 PowerPoint を用いて、リン酸およびリン酸滴定についてのプレゼンテーシ
ョンを行うとともに、その評価を実施する。 
8 回 Excel を用いて反応速度実験に関する実験データを効果的に整理する方法に
ついて、ワークシートを用いて説明し、これを制作する。 
9 回 PowerPoint を用いて、加水分解、反応速度、絶対反応速度論についてのプ
レゼンテーションを行うとともに、その評価を実施する。 
10 回 Excel を用いて吸着実験に関する実験データを効果的に整理する方法につ
いて、ワークシートを用いて説明し、これを制作する。 
11 回 PowerPoint を用いて、吸着現象および吸着等温式についてのプレゼンテ
ーションを行うとともに、その評価を実施する。 
12 回 Excel を用いて気体の性質に関する変数データを効果的に整理する方法に
ついて、ワークシートを用いて説明し、これを制作する。 
13 回 PowerPoint を用いて、気体の性質および状態方程式についてのプレゼン
テーションを行うとともに、その評価を実施する。 
14 回 Excel を用いて気体分子運動論に関する変数データを効果的に整理する方
法について、ワークシートを用いて説明し、これを制作する。 
15 回 PowerPoint を用いて、気体分子運動論および速度分布関数についてのプ
レゼンテーションを行うとともに、その評価を実施する。 

準備学習 1 回 講義内容について、シラバスを熟読するとともに概要について予習してお
くこと。また、Excel のワークシートを用いたデーター処理や各種関数、



PowerPoint を用いた効果的なスライド作成方法について、これまでに履修した
事柄を復習しておくこと。 
2 回 単位の定義・変換、国際単位系とその分類について予習しておくこと。前回
の講義内容（Excel によるデータ処理法と、これに関する内容を Power Point を
用いて発表する方法）を復習しておくこと。 
3 回 単位の定義・変換、国際単位系とその分類について、PowerPoint を用いて
発表資料を作成しておくこと。講義で行ったプレゼンテーションを受けて、論理
的かつ効果的な発表方法とはどのようなものか、自分なりの考えをまとめておく
こと。 
4 回 酸と塩基，中和滴定とはなにかについて予習しておくこと。前回の講義内容
（Excel による単位変換などのデータ処理法と、これに関する内容を Power Point
を用いて発表する方法）を復習しておくこと。 
5 回 中和滴定に関して、PowerPoint を用いて発表資料を作成しておくこと。講
義で行ったプレゼンテーションを受けて、論理的かつ効果的な発表方法とはどの
ようなものか、自分なりの考えをまとめておくこと。 
6 回 リン酸滴定について予習しておくこと。前回の講義内容（Excel による中和
滴定実験のデータ処理法と、これに関する内容を Power Point を用いて発表する
方法）を復習しておくこと。 
7 回 リン酸およびリン酸滴定について、PowerPoint を用いて発表資料を作成し
ておくこと。講義で行ったプレゼンテーションを受けて、論理的かつ効果的な発
表方法とはどのようなものか、自分なりの考えをまとめておくこと。 
8 回 エステルの加水分解反応について予習しておくこと。前回の講義内容（Excel
によるリン酸滴定実験のデータ処理法と、これに関する内容を Power Point を用
いて発表する方法）を復習しておくこと。 
9 回 エステルの加水分解反応に関し、PowerPoint を用いて発表資料を作成して
おくこと。講義で行ったプレゼンテーションを受けて、論理的かつ効果的な発表
方法とはどのようなものか、自分なりの考えをまとめておくこと。 
10 回 吸着現象と吸着等温式について予習しておくこと。前回の講義内容（Excel
による反応速度に関するデータ処理法と、これに関する内容を Power Point を用
いて発表する方法）を復習しておくこと。 
11 回 吸着現象と吸着等温式について、PowerPoint を用いて発表資料を作成し
ておくこと。講義で行ったプレゼンテーションを受けて、論理的かつ効果的な発
表方法とはどのようなものか、自分なりの考えをまとめておくこと。 
12 回 気体の性質と理想気体の状態方程式について予習しておくこと。前回の講
義内容（Excel による吸着等温式に関するデータ処理法と、これに関する内容を
Power Point を用いて発表する方法）を復習しておくこと。 
13 回 気体の性質と理想気体に関して、PowerPoint を用いて発表資料を作成し
ておくこと。講義で行ったプレゼンテーションを受けて、論理的かつ効果的な発
表方法とはどのようなものか、自分なりの考えをまとめておくこと。 
14 回 気体分子運動論について予習しておくこと。前回の講義内容（Excel によ
る理想気体の状態方程式に関するデータ処理法と、これに関する内容を Power 
Point を用いて発表する方法）を復習しておくこと。 



15 回 気体分子運動論に関して、PowerPoint を用いて発表資料を作成しておく
こと。講義で行ったプレゼンテーションを受けて、論理的かつ効果的な発表方法
とはどのようなものか、自分なりの考えをまとめておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTB2322 
成績評価 定期試験（５０％），宿題（５０％）により成績を評価する。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス BA(工)(〜11),BB(工)(〜11) 
見出し FTB2322 プログラミング演習 
担当教員名 平野 博之、岡本 直孝 
単位数 2 
教科書 プリント配布 
アクティブラーニング  
キーワード プログラミング，数値計算，Fortran 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「課題が多すぎて理解できない」：講義を欠席すると，課題が蓄積していくので，

大変かもしれません． 
科目名 プログラミング演習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 随時紹介 
授業形態 演習 
注意備考 効率の良いプログラミングを行うにはどのようにしたらよいのか，常に心がけて

講義に出席すること。 
シラバスコード FTB2322 
実務経験のある教員  
達成目標 バイオ・応用化学の専門知識を理解するため，以下の事柄についての理解が深め

ること。 
１．Fortran 言語の文法が理解できる。 
２．プログラムを作成することができる。 
３．プログラムによりデータ処理を行うことができる。 
４．科学的な離散データを微分や差分の考え方に基づいて数値的に処理できる。 

受講者へのコメント これまでにあまり馴染みのない科目かもしれませんが，今後，役に立つ場合があ
るかもしれませんので，しっかり復習しておいてください．そして，ぜひこれを
機会に，プログラミングに興味を持ってください． 

連絡先 岡本直孝（３号館１階）平野博之（３号館２階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 「課題に積極的に取り組んだ」，「この分野への理解が深まった」，「この分野への
関心・興味が深まった」という割合が多く，こちらの意図するところが伝わり，
ある程度教育効果があったものと考えられる． 

英文科目名 Computer Programming 
関連科目 数値実験とプレゼンテーション技法，バイオ・応用化学実験 I,II、パソコン入門

I，II，物理化学 I，II 



次回に向けての改善変更予定 今年度で廃止につき，とくになし． 
講義目的 自然現象などの身の回りで起こる現象を表す微分方程式や実験で得られたデー

タを，表計算ソフトウエアを用いることなく，自らプログラムを作成し，計算機
を用いて数値的に解くことを目的とする。用いる言語は Fortran とする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義概要を説明する。利用する言語(Fortran77)の開発環境についても説明

する。 
2 回 定数と変数について、その種類と定義の仕方について学習する。 
3 回 定数と変数に関わるプログラムを作成する。 
4 回 式と関数について、プログラミングにおける使用方法について学習する。 
5 回 式と関数に関わるプログラムを作成する。 
6 回 入出⼒文について、キーボード、ディスプレイ、ファイルなどとのデータ入
出⼒方法について学習する。 
7 回 入出⼒文に関わるプログラムを作成する。 
8 回 制御文（goto 文）について、定義と使い方について学習する。 
9 回 制御文（goto 文）に関わるプログラムを作成する。 
10 回 制御文（if 文)について、定義と使い方について学習する。 
11 回 制御文（if 文）に関わるプログラムを作成する。 
12 回 文関数ついて、定義の仕方とプログラミングにおける使い方について学習
する。 
13 回 文関数に関わるプログラムを作成する。 
14 回 関数副プログラムについて、定義の仕方とプログラミングにおける使い方
について学習する。 
15 回 関数副プログラムに関わるプログラムを作成する。 

準備学習 1 回 シラバスを熟読するとともに、講義の概要について予習しておくこと。プロ
グラミング言語とその開発環境を操るもととなるコンピュータの基本操作につ
いて復習しておくこと。 
2 回 数学的な定義も含めて，定数と変数について、前回の講義で配布された資料
を読んで予習しておくこと。Fortran 言語の歴史や特徴について、基本事項を復
習しておくこと。 
3 回 定数と変数の扱いをプログラミングする方法について復習しておくこと。
プログラミングエディタの操作方法を予習しておくこと。 
4 回 定数と変数に関わるプログラム作成を完成させておくこと。式と関数につ
いて配布資料を読んで予習しておくこと。 
5 回 式と関数について配布資料を読んで復習しておくこと。プログラミングエ
ディタの操作方法を予習しておくこと。 
6 回 式と関数に関わるプログラム作成を完成させておくこと。入出⼒文につい
て配布資料を読んで予習しておくこと。 
7 回 入出⼒文について配布資料を読んで復習しておくこと。プログラミングエ
ディタの操作方法を予習しておくこと。 
8 回 入出⼒文に関わるプログラム作成を完成させておくこと。制御文(goto 文)
について配布資料を読んで予習しておくこと。 



9 回 制御文(goto 文)について配布資料を読んで復習しておくこと。プログラミ
ングエディタの操作方法を予習しておくこと。 
10 回 制御文(goto 文)に関わるプログラム作成を完成させておくこと。制御文(if 
文)について配布資料を読んで予習しておくこと。 
11 回 制御文(if 文)について配布資料を読んで復習しておくこと。プログラミン
グエディタの操作方法を予習しておくこと。 
12 回 制御文(if 文)に関わるプログラム作成を完成させておくこと。文関数につ
いて配布資料を読んで予習しておくこと。 
13 回 文関数について配布資料を読んで復習しておくこと。プログラミングエデ
ィタの操作方法を予習しておくこと。 
14 回 文関数に関わるプログラム作成を完成させておくこと。関数副プログラム
について配布資料を読んで予習しておくこと。 
15 回 関数副プログラムについて配布資料を読んで復習しておくこと。プログラ
ミングエディタの操作方法を予習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTB2331 
成績評価 課題提出（10％）中間テスト（30％）定期試験（60％） 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス BA(工)(〜10),BB(工)(〜10) 
見出し FTB2331 水生動物学 
担当教員名 菱⽥ 治男＊ 
単位数 2 
教科書 林勇夫/「水産無脊椎動物学入門」/恒星社厚生閣 
アクティブラーニング  
キーワード 水産動物 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「もう少し深く掘り下げても良かったのではないだろうか。とくに動物門につい

てはもっと触れて欲しかった」との指摘をいただいた。⇒回答：授業内容につい
てはさらに深く掘り下げていきたいと思います。また、もう少し先まで授業を進
めていきたいと考えています。 
「板書の量が多いのはいいが、それだけの講義になっているように思うので口頭
での説明の話がもう少しあってもよい」との指摘をいただいた。⇒回答：水生動
物学は、まだまだ未知の部分も多く、なかなか説明の難しい分野であるがより多
くの参考書や資料なども取り入れながらみなさんに理 

科目名 水生動物学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 谷⽥専治著「新版水産動物学」恒星社厚生閣 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTB2331 
実務経験のある教員  
達成目標 水圏には多種多様な動物たちが様々な生活様式をもって生息してる。ここでは私

たち⼈間との関わりにおいて有用なもの、有害なもの、飼育可能なものなどにつ
いて知識を習得させる。 

受講者へのコメント アンケートの結果を見て、多くの学生たちが私の講義に対して高い評価をしてく
れていて本当に嬉しく思っています。すばらしい授業というものは、教員と学生
のみなさんとで築いていくものだと私は思います。是非遠慮なく意見や要望を私
に対してどしどし述べて下さい。お願い致します。 

連絡先 バイオ・応用化学科（12 号館 2 階：山本研究室） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 A-１について、欠席回数０回の⼈が 34.9％、欠席回数０〜２回の⼈が 86％とか
なり高い出席率であり、大変に嬉しく思っています。A-２について、授業時間外
の学習が３０分程度の⼈が最も多く 51.2％で、全くしなかった⼈と合わせると
88.4％、宿題や課題などをあえて課さなかったことも影響しての結果だと思いま



すが学生のみなさんが自主的にさらに勉強したくなるような授業の充実と魅⼒
に取り組みます。A-３について、無回答が 39.5％と最も多く、次に宿題などの指
示された課題に取り組んだが 32.6％であった。何故無回答が多 

英文科目名 Aquatic Zoology 
関連科目 生物学Ⅰ、生物学Ⅱ、環境生態学Ⅰ、環境世帯学Ⅱ、水圏生物学 
次回に向けての改善変更予定 講義内容についての改善・変更予定はありませんが、授業の手法については、学

生の意欲をさらに引き出せるように取り組んでいきたい。例えば、学生の発言、
発表の場を設けたい。 

講義目的 地球の表面の 71％を占める水圏には、実に多種多様な動物たちが生息している。
それは、動物界のすべての門に及び、種類は膨大な数でありまだまだ未知な部分
も多い。これらの動物の形態や生態も多様であり、多くの動物が互いに複雑な関
係をもって成り立っているのである。一方、私たち⼈間が水産物をはじめ、それ
ら水生動物を利用しているものは種類数、数量いずれも魚類、甲殻類、⾙類等々
圧倒的な数量に至るのである。本講義では私たち⼈間と関係の深い水生生物につ
いて概説する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 動物の分類と学名（水産動物と水産無脊椎動物） 

2 回 水生生物の生息環境①海洋区分と海洋生物 
3 回 水生生物の生息環境②陸水と汽水域 
4 回 水生動物の生活様式による類別 
5 回 海綿動物 
6 回 刺胞動物 
7 回 扁形動物、輪形動物 中間テスト 
8 回 軟体動物①腹足類、二枚⾙類 
9 回 軟体動物②頭足類 
10 回 環形動物 
11 回 節足動物①甲殻亜門 
12 回 節足動物②十脚類 
13 回 外肛動物、棘皮動物、毛顎動物 
14 回 脊索動物①尾索動物②頭索動物 
15 回 脊索動物③脊索動物 

準備学習 1 回 ①動物の分類と学名について把握しておくこと②水生動物について調べて
おくこと 
2 回 水生動物の生息環境①海について調べておくこと 
3 回 水生生物の生息環境②陸水と汽水域について調べておくこと 
4 回 プランクトン・ネクトン・ベントスについて把握しておくこと 
5 回 海綿動物について調べておくこと 
6 回 刺胞動物について調べておくこと 
7 回 扁形動物と輪形動物について調べておくこと 
8 回 軟体動物①腹足類と二枚⾙類について調べておくこと 
9 回 軟体動物②頭足類について調べておくこと 
10 回 環形動物について調べておくこと 



11 回 節足動物①甲殻亜門について調べておくこと 
12 回 節足動物②十脚類について調べておくこと 
13 回 外肛動物、棘皮動物、毛顎動物について調べておくこと 
14 回 脊索動物①尾索動物②頭索動物について調べておくこと 
15 回 脊索動物③尾索動物について調べておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FTB2332 
成績評価 小テスト（20％）定期試験（80％）で評価する 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス BA(工)(〜10),BB(工)(〜10) 
見出し FTB2332 水槽設計論 
担当教員名 山本 俊政 
単位数 2 
教科書 養殖・蓄養システムと水槽管理/矢⽥貞美（編）/恒星社厚生閣 

なお状況に応じてプリントの配布を行う 
アクティブラーニング  
キーワード 水槽設備、水族館、活魚水槽 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 他学科からの受講で理解ができるか心配であったが、わかりやすく楽しかったと

の回答を頂いた。水槽設備を語るうえで流体⼒学・熱⼒学等難解な項目にも触れ
ることになりますが、一生懸命努⼒してくれたと思います。本講義はどの学科（専
門外）でも理解できるよう研究し改良してきたレジュメがありますので、心配は
いりません。関数電卓も必要としないよう工夫をしています。まずは自由記述し
てくれた学生に感謝します。 

科目名 水槽設計論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 活魚大全/本間昭郎（著）/（株）フジテクノシステム 
授業形態 講義 
注意備考 電卓は毎回持参すること。 

疑問のある場合は、講義中あるいはオフィスアワーを利用して積極的に質問する
こと。 

シラバスコード FTB2332 
実務経験のある教員  
達成目標 1）水槽に使用される材質の説明ができること。 

2）水槽の幅、奥行き、高さの関係から、水圧に耐えうる部材の厚みが選定できる
こと。 
3）水槽の制作にかかわる工程と構造について理解ができること。 
4）水槽内温度制御にかかわる装置の構造、および熱量計算を理解すること。（冷
凍機・保温用ヒーター） 
5）水槽設備を理解し、用途に応じた水槽設計ができること。 
6）水槽周辺装置であるエアーポンプ、酸素発生器、泡沫分離装置等の原理と使
用方法を理解すること。 
7）流体による抵抗を理解し、水槽設備にかかわる最適なポンプ循環量を求 

受講者へのコメント 総合評価として約 88％の学生が満足（ほぼ満足含む）を回答してくれました。他
大学には例がない水槽設計と言う特殊な講義でしたが、宿題・課題の提出期限を
順守しよく努⼒してくれました。しかし、質問の少なさは残念に思います。教員



が驚く質問を期待しています。 
連絡先 バイオ・応用化学科（12 号館 2 階：山本研究室） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 週当たりの学習時間について回答を頂いたが、30 分から 2 時間の学習割合が
58.8％で、まったく学習しなかった学生が 35.3％ 
います。残念なことですが、予習・復習がなければ質問もできませんし理解も進
みません。学習しない学生に対して今後課題の出題方法を考慮していきます。白
熱した有意義な授業を目指します。 

英文科目名 Aquarium System Design Theory 
関連科目 魚類飼育論、水圏生物学実習 
次回に向けての改善変更予定 特になし 
講義目的 1）水生生物を⻑期飼育するための装置は重要である。水族館などに見られる水

槽設備、周辺装置の概説を行う。 
2）水槽設備の基本設計を理解するうえで、用途に応じたシステムの構築につい
て概説を行う。 
3）熱⼒学にしたがって所定の水槽を加温・冷却するための熱量計算方法を概説
する。 
3）水槽容量・魚類飼育種、魚密（％）に見合う循環ポンプの選定方法を概説す
る。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 水槽設備にかかわる装置類の概要について説明する。 

また、各形状の水槽・濾過槽から総体積を求めるため、演習問題を出題する。 
2 回 水槽設備Ⅰ：一般的に使用される水槽材料の材質・強度・特徴について概説
する。さらにアクリル、ガラス、ＦＲＰ水槽の接着材料と制作方法について概説
するが、生命動物教育センターの施設見学を実施する中で、詳細説明を行う。 
3 回 水槽設備Ⅱ：魚類飼育にとって水質を安定させることは重要であるが、世界
的に使用されているろ過方式は、大まかにわけて、浸漬式・散水式が主流をなす。
本講義では、多様なろ過方式について概説する。 
4 回 濾材：バクテリアを育む濾材の選定は重要である。本講義では材質・形状か
ら特徴と使用目的を概説する。 
5 回 保温装置：熱帯・亜熱帯域・温帯に生息する水生生物の水温帯は様々であ
る。該当魚種を水槽飼育下において、安定的に水温維持を行うことは必要不可欠
であり、魚病の抑制面から有効である。本講義では水温維持のための保温設備の
概説を行う。 
6 回 冷凍機Ⅰ：冷水系の水生生物の温度維持あるいは、夏季の水温上昇を抑制す
るため冷凍機の使用は有効である。使用目的別に見る冷凍機の種類、冷却原理と
使用される冷媒について概説する。 
7 回 冷凍機Ⅱ：水槽設備にあった冷凍機の選定は重要である。本講義では設定水
温・外気温との関係さらには照明・循環ポンプ・曝気装置から発生する熱量と放
熱を加味することで、目的に合致した水槽設備の熱量計算を行い、能⼒に見合っ
た冷凍機の算出について概説する。 



8 回 小テストを行う。 
9 回 殺菌装置Ⅰ：紫外線殺菌装置は魚病疾病対策として、養殖場・水族館に利用
されているが、紫外線殺菌灯の構造および殺菌効果と特徴について概説する。 
10 回 殺菌装置Ⅱ：近年、上下水道では高度浄化処理としてオゾン（Ｏ3）発生装
置の普及が進んでいるが、オゾン発生装置の構造および殺菌効果と特徴について
概説する。また、その他の殺菌装置として電解塩素発生装置・電気分解による銅
イオン発生装置、中空糸膜などによる殺菌と駆除、予防について概説する。 
11 回 曝気装置：魚類にとって水中の溶存酸素濃度を安定させることは重要であ
る。本講義では一般的に使用される家庭用エアーポンプから水族館で使用される
ルーツ型ブロワ―まで、装置の構造と能⼒・メンテナンス性、さらには細かい空
気泡を発生させる散気管について概説する。 
12 回 酸素発生装置・泡沫分離装置：現在、国内外の養殖場・水族館ではＰＳＡ
方式酸素発生器と泡沫分離装置などが普及している。これら装置の構造・原理・
効果あるいは使用上の注意点について概説する。 
13 回 水槽にマッチした循環ポンプの選定Ⅰ：閉鎖循環式水槽にとって循環ポン
プの選定は重要である。用途別によるポンプの構造・性能・耐久性について概説
する。 
14 回 水槽にマッチした循環ポンプの選定Ⅱ：流体における配管抵抗について概
説する。 
15 回 水槽にマッチした循環ポンプの選定Ⅲ：水質浄化のポイントは濾過槽に対
する循環率で決定される。したがって水槽設備に使用される配管・継手による抵
抗とポンプの揚水能⼒を基準値とする、最大揚程などを考慮した最適な循環ポン
プの選定について概説する。 

準備学習 1 回 国内で見られる水族館の歴史とろ過システムについて、教科書である養殖・
蓄養システムと水管理（Ｐ131-167）を読んでおくこと。 
2 回 ガラス・アクリル・ＦＲＰ水槽に使用される材質と特徴について、図書館・
ネットから調べておくこと。 
3 回 教科書である養殖・蓄養システムと水管理（Ｐ51-58 アンモニア処理の必要
性）を読んでおくこと。 
4 回 観賞魚用ろ材として国内外のメーカーから市販されているが、観賞魚専門
書、図書館、ネットから特徴・材質・使用方法および価格について調べておくこ
と。 
5 回 観賞魚用保温ヒーターと温度制御装置は、国内外のメーカーから市販され
ているが、観賞魚専門書、図書館、ネットから特徴・材質・使用方法について調
べておくこと。 
6 回 観賞魚用冷凍機として国内外のメーカーから市販されているが、観賞魚専
門書、図書館、ネットから特徴・能⼒・使用方法を調べておくこと。また近年、
冷凍機に使用される冷媒ガスは環境破壊につながる懸念から、影響が軽微な代替
フロンガスに移行が進んでいる。かつての悪玉フロンガス（Ｒ-12，Ｒ-22）は地
球環境にどのような悪影響があったか調べておくこと。 
7 回 冷凍機のメンテナンスについて、観賞魚専門書、図書館、ネットから調べて
おくこと 



8 回 1 回〜7 回までの講義内容について、出題するので予習を行うこと。 
9 回 教科書である養殖・蓄養システムと水管理（Ｐ23-25 海水の殺菌技術）を
読んでおくこと。 
10 回 教科書である養殖・蓄養システムと水管理（Ｐ26-36 オゾンによる海水
の殺菌）を読んでおくこと。 
11 回 観賞魚用エアーポンプの構造と種類、およびエアーストンについて図書館、
観賞魚専門誌、ネットから特徴・材質・使用方法について調べておくこと。 
12 回 魚類を飼育する場合、なぜ酸素発生器、泡沫分離装置が必要か、図書館、
観賞魚専門誌、ネットから調べておくこと。 
13 回 閉鎖循環式水槽は家庭用から水族館まで普及しているが、これらに使用さ
れる循環ポンプについて調べなさい。 
14 回 流体における配管抵抗を理解するうえで、水槽設備配管に使用される配管
材料・材質・配管継手について図書館・ネットから調べておくこと。 
15 回 14 回の講義資料（模擬試験）をもとに、水槽にマッチした循環ポンプの選
定について理解出来るように、配布の予習問題でトレーニングをしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTB2511 
成績評価 定期試験（60%） 小テスト（20%） レポート（20%）により評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス BA(工)(〜12),BB(工)(〜12) 
見出し FTB2511 地学基礎論Ⅰ 
担当教員名 兵藤 博信 
単位数 2 
教科書 指定しない 
アクティブラーニング  
キーワード 地球、太陽、惑星、エネルギー、循環、生物進化、絶滅、環境、共進化 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 学生の理解度に配慮するよう簡単なテストなどで講義の進度を調整します 
科目名 地学基礎論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 地球学入門 酒井治孝著 東海大学出版会 

ニューステージ新訂地学図表 浜島書店編集部 浜島書店 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTB2511 
実務経験のある教員  
達成目標 地球の歴史と生物の進化・絶滅から今後の地球環境について考える基礎⼒を身に

つけること。 
受講者へのコメント 数式を使う機会がやや多いかもしれないが、基本事項なので理解に努めてほしい 

地学は時間の概念がやや現実離れしているところがあるのでその理解が深める
事が出来るよう工夫をしたい 

連絡先 アイソトープ実験施設 2 階 
e-mail: hhyodo@rins.ous.ac.jp 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 理解度に対する配慮が足りない点を改善するよう講義のスタイルに質問形式を
取り入れたい 

英文科目名 Earth Science I 
関連科目 なし 
次回に向けての改善変更予定 数式を使用する箇所ではわかりやすいように出来るだけ時間をかけるようにす

る 
グラフや図の説明をもっと丁寧にする 

講義目的 地球の誕生から今日までの進化を構造、構成物質、物質循環・エネルギー循環な
どの面から総合的に理解し、生物の発生・進化・絶滅が物語る環境とその変化を
対比させながら学習する。生命は地球と太陽からもらうエネルギーに大きく依存



している反面、生命が地球の歴史を変えてきたことを理解する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 元素と宇宙の始まりについて学習する。 

2 回 宇宙・太陽系とその惑星について学習する。 
3 回 地球の構造・物性について学習する。 
4 回 地殻とその構造について学習する。 
5 回 マントル・核とその物性・構造についてについて学習する。 
6 回 地球を構成する物質としての岩石について学習する。 
7 回 地球を構成する物質としの鉱物について学習する。 
8 回 地球のエネルギー収支と物質循環について学習する。 
9 回 地球と大気について学習する。 
10 回 地質年代と化石について学習する。 
11 回 生物の発生について学習する。 
12 回 生物の進化について学習する。 
13 回 生物の絶滅について学習する。 
14 回 生物と地球の共進化について学習する。 
15 回 全地球凍結説と二酸化炭素について学習する。 

準備学習 1 回 陽子・中性子・電子の性質について調べておくこと。 
2 回 元素番号と元素の性質・質量数を調べておくこと。 
3 回 密度の定義を確認しておくこと。 
4 回 花崗岩について調べておくこと。 
5 回 カンラン岩について調べておくこと。 
6 回 成因の違いによる岩石の違いを理解すること。 
7 回 指定された URL で鉱物を見ておくこと。 
8 回 エネルギーの単位と形態を復習すること。 
9 回 大循環と局所循環に注意すること。 
10 回 地質年代表をみておくこと。 
11 回 アミノ酸とタンパク質について調べておくこと。 
12 回 DNA の機能と役割を復習しておくこと。 
13 回 生物が絶滅するときの条件について考察しておくこと。 
14 回 地球の現在までの進化過程を復習しておくこと。 
15 回 温暖化について調べておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTB2512 
成績評価 定期試験（60%） 小テスト（20%） レポート（20%）により評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス BA(工)(〜12),BB(工)(〜12) 
見出し FTB2512 地学基礎論Ⅱ 
担当教員名 兵藤 博信 
単位数 2 
教科書 指定しない 
アクティブラーニング  
キーワード プレートテクトニクス、岩石、資源、地震、年代、日本列島、氷河期 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 地学基礎論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 地球学入門 酒井治孝著 東海大学出版会 

ニューステージ新訂地学図表 浜島書店編集部 浜島書店 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTB2512 
実務経験のある教員  
達成目標 地球の歴史の詳細から地球環境について考え、今後を予測するための基礎知識を

学ぶこと。災害についての考え方（⼈間の時間スケールと地質事象の時間スケー
ルの違い）を学び、対処の方法を考察すること。 

受講者へのコメント  
連絡先 アイソトープ実験施設 2 階 

e-mail: hhyodo@rins.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Earth Science II 
関連科目 なし 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 地学基礎論Ｉで学習した地球の歴史の詳細と動的地球の具体的事象が環境に及

ぼす影響を学習し、いろいろな時間スケールでの今後の地球の姿を考察する。⼈
間の存在が 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 動的地球と地球環境を復習する。 

2 回 プレートテクトニクスを学習する。 
3 回 海洋地殻の沈み込みと島弧を学習する。 



4 回 火山岩について学習する。 
5 回 堆積岩について学習する。 
6 回 変成岩について学習する。 
7 回 地下資源の形成過程と利用とその功罪について学習する。 
8 回 放射年代測定法と絶対年代を学習する。 
9 回 同位体地球化学の手法について学習する。 
10 回 地震波と断層について学習する。 
11 回 地震予知と災害について学習する。 
12 回 日本列島の構造について学習する。 
13 回 日本列島の成り立ちについて学習する。 
14 回 氷期・間氷期と生物について学習する。 
15 回 地球温暖化と寒冷化について学習する。 

準備学習 1 回 大気海洋循環と環境について復習しておくこと。 
2 回 大陸移動説について調べておくこと。 
3 回 地球上の火山帯の分布を調べておくこと。 
4 回 参考 URL で火山岩構成鉱物を見ておくこと。 
5 回 参考 URL で堆積岩構成鉱物を見ておくこと。 
6 回 参考 URL で変成岩構成鉱物を見ておくこと。 
7 回 資源としての有用鉱物を調べておくこと。 
8 回 半減期について調べておくこと。 
9 回 元素とその移動過程について調べておくこと。 
10 回 ⻄日本の代表的活断層を調べておくこと。 
11 回 地震の災害について調べておくこと。 
12 回 日本列島全体の地質図を見ておくこと。 
13 回 参考図書で日本列島の形成プロセスを見ておくこと。 
14 回 低温での生物活動について調べておくこと。 
15 回 温暖化の対策について調べておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTB2521 
成績評価 全ての実験を履修し、全ての完成されたレポートの提出を前提とする。各々のレ

ポートについて、得られた実験データの精度と考察、課題に対する解答を点数化
し、全てのレポートの点数を合わせて１００点満点として評価する。 

曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス BA(工)(〜10),BB(工)(〜10) 
見出し FTB2521 バイオ・応用化学実験Ⅰ 
担当教員名 平野 博之、永谷 尚紀、岡本 直孝、宮原 敏郎 
単位数 3 
教科書 オリエンテーション時に配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 密度、粘度、粒度分布、単蒸留、物質収支、オストワルド粘度計、アンドレアゼ

ンピペット、比重瓶、反応速度定数、吸着平衡 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「机が水にぬれただけで，色がうく．しかもがたがた．そこでレポート修正は大

変だと思います．」：下敷きを持ってきてください． 
「実験すると時にスペースがなく，狭かった」「ゆったりしたスペースをとって
ほしい．」：なかなか難しいです． 
「机のよごれがひどく，ぬれるとノート等によごれがたくさんついて汚いので改
善してほしい．」：可能なら実験机の入れ替えを要望してみます． 
「TA がうるさかった．」「一部の TA が何もしていないように思われた．」：気を
緩めないように指導します． 
「教員の対応にムラがある．」：気を付けます． 

科目名 バイオ・応用化学実験Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 同上 
授業形態 実験実習 
注意備考 レポートは、必ず決められた期日までに提出すること。自分で作成した完成され

たレポートのみを評価対象にする。 
シラバスコード FTB2521 
実務経験のある教員  
達成目標 １．基本的な実験技術および実験のマナーを身につけ、後期の実験科目や卒業研

究などで応用できる。 
２．実験ノートおよび一般的なレポートの書き方を修得し、後期の実験科目や卒
業研究などで応用できる。 
３．化学工学・反応工学の分野の基礎的な事項である、液体の密度・粘度の測定
法、反応速度および吸着平衡を習得するとともに、単蒸留および粉体の粒度分布
を実際に求めて、実学としての化学工学・反応工学の基礎事項を身につける。 

受講者へのコメント これまでに履修してきた内容を，実験およびレポート作成を通して理解を深めま
す． 



そのためには，予習復習を欠かさないでください． 
連絡先 宮原研究室、岡本研究室、永谷研究室（3 号館 1 階）平野研究室（3 号館 2 階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 総合評価は概ね良好で，こちらの熱意も伝わり，満足してもらえたようでよかっ
た． 

英文科目名 Biotechnology and Applied Chemistry Laboratory I 
関連科目 化学工学 I、化学工学 II、物理化学 I、物理化学 II、反応工学、分析化学 I、分析

化学 II 
次回に向けての改善変更予定 実験スペースが狭いという意見が多いですが，なかなか難しい問題です． 

不要なものは処分して，可能な限り狭さを感じないように心がけます． 
TA に関しては，厳しく指導したいと思います． 

講義目的 化学工学、物理化学をより深く理解するために、講義も勉強した内容の実験に取
り組む。講義計画に示した実験を行い、それらの結果を整理・検討し、それぞれ
レポートを提出する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションを実施し、実験のテーマについての説明と、具体的な実

験方法、課題について解説する。実験レポートの作成方法についても説明する。 
2 回 物性の測定とその推算（その 1）メタノール水溶液：メタノール水溶液を用
いた各種物性値の測定方法とその推算法について説明する。 
3 回 物性の測定とその推算（その２）エタノール水溶液：エタノール水溶液を用
いた各種物性値の測定方法とその推算法について説明する。 
4 回 液体の密度の測定（その１）メタノール水溶液：メタノール水溶液を用いた
密度測定の実験をする。 
5 回 液体の密度の測定（その２）エタノール水溶液：エタノール水溶液を用いた
密度測定の実験をする。 
6 回 液体の粘度の測定（その１）メタノール水溶液：メタノール水溶液を用いた
粘度測定の実験をする。 
7 回 液体の粘度の測定（その２）エタノール水溶液：エタノール水溶液を用いた
粘度測定の実験をする。 
8 回 単蒸留（その１）メタノール水溶液：メタノール水溶液を用い、単蒸留の実
験をする。 
9 回 単蒸留（その２）エタノール水溶液：エタノール水溶液を用い、単蒸留の実
験をする。 
10 回 粉体の粒度分布（その１）細粒：細粒試料を用いた粒度分布測定の実験を
する。 
11 回 粉体の粒度分布（その２）微粒：微粒試料を用いた粒度分布測定の実験を
する。 
12 回 反応速度の測定（その１）反応速度定数：エステルの加水分解反応を取り
上げ、反応速度定数の測定実験をする。 
13 回 反応速度の測定（その２）：エステルの加水分解反応を取り上げ、絶対反応
速度論で現れる熱⼒学的諸量の測定実験をする。 



14 回 吸着平衡（その１）：活性炭を用いた酢酸分子の吸着実験：数種類の酢酸水
溶液を調製し、濃度を測定する。そして、それぞれに、一定量の活性炭加えて試
料を調製する。 
15 回 吸着平衡(その２)：活性炭を用いた酢酸分子の吸着実験：一定時間経過後
の活性炭を含んだ酢酸水溶液の濃度を測定し、吸着された酢酸分子の量を求め、
吸着等温式を作成する。 

準備学習 1 回 「化学工学Ⅰ・Ⅱ」、「物理化学Ⅰ・Ⅱ」、「反応工学」、「分析化学Ⅰ・Ⅱ」の
中で、講義内容と関わりのある箇所を復習しておくこと。 
2 回 メタノール水溶液の化学的性質について予習しておくこと。 
3 回 メタノール水溶液の化学的性質について復習しておくこと。エタノール水
溶液の化学的性質について予習しておくこと。 
4 回 メタノール水溶液の密度について復習しておくこと。メタノール水溶液の
密度実験の操作方法（配布される手引き書）を熟読し、手際よく実験を行えるよ
うに予習しておくこと。 
5 回 前回行った実験のレポートを完成させ提出すること。エタノール水溶液の
密度について復習しておくこと。エタノール水溶液の密度実験の操作方法（配布
される手引き書）を熟読し、手際よく実験を行えるように予習しておくこと。 
6 回 前回行った実験のレポートを完成させ提出すること。メタノール水溶液の
粘度について復習しておくこと。メタノール水溶液の密度実験の操作方法（配布
される手引き書）を熟読し、手際よく実験を行えるように予習しておくこと。 
7 回 前回行った実験のレポートを完成させ提出すること。エタノール水溶液の
粘度について復習しておくこと。エタノール水溶液の粘度実験の操作方法（配布
される手引き書）を熟読し、手際よく実験を行えるように予習しておくこと。 
8 回 前回行った実験のレポートを完成させ提出すること。化学工学関連科目で
学習した単蒸留について復習しておくこと。メタノール水溶液の化学的性質を復
習するとともに、操作方法（配布される手引き書）を熟読し、手際よく実験を行
えるように予習しておくこと。 
9 回 前回行った実験のレポートを完成させ提出すること。化学工学関連科目で
学習した単蒸留について復習しておくこと。エタノール水溶液の化学的性質を復
習するとともに、操作方法（配布される手引き書）を熟読し、手際よく実験を行
えるように予習しておくこと。 
10 回 前回行った実験のレポートを完成させ提出すること。化学工学関連科目で
学習した粉体の性質とその取り扱いについて復習しておくこと。細粒を用いた粒
度分布測定実験の操作方法（配布される手引き書）を熟読し、手際よく実験を行
えるように予習しておくこと。 
11 回 前回行った実験のレポートを完成させ提出すること。化学工学関連科目で
学習した粉体の性質とその取り扱いについて復習しておくこと。微粒を用いた粒
度分布測定実験の操作方法（配布される手引き書）を熟読し、手際よく実験を行
えるように予習しておくこと。 
12 回 前回行った実験のレポートを完成させ提出すること。化学工学関連科目で
学習した反応速度について復習しておくこと。反応速度における速度定数を求め
る実験の操作方法（配布される手引き書）を熟読し、手際よく実験を行えるよう



に予習しておくこと。 
13 回 前回行った実験のレポートを完成させ提出すること。化学工学関連科目で
学習した反応速度について復習しておくこと。反応速度における絶対反応速度論
の実験の操作方法（配布される手引き書）を熟読し、手際よく実験を行えるよう
に予習しておくこと。 
14 回 前回行った実験のレポートを完成させ提出すること。化学工学、物理化学、
分析化学で学習した吸着について復習しておくこと。吸着における試料調製実験
の操作方法（配布される手引き書）を熟読し、手際よく実験を行えるように予習
しておくこと。 
15 回 前回行った実験のレポートを完成させ提出すること。化学工学関連科目で
学習した反応速度について復習しておくこと。反応速度における吸着等温式作成
の操作方法（配布される手引き書）を熟読し、手際よく実験を行えるように予習
しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTB2522 
成績評価 課題提出（10％）中期テスト（30％）定期試験（60％） 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス BA(工)(〜11),BB(工)(〜11) 
見出し FTB2522 水圏生物学 
担当教員名 菱⽥ 治男＊ 
単位数 2 
教科書 岩井保/魚類入門/恒星社厚生閣 
アクティブラーニング  
キーワード フイッシュ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 何⼈もの方から「私語がうるさくてイライラした」との重要な指摘をしていただ

きました。今後このような指摘をされないよう十分に注意を払っていきます。 
科目名 水圏生物学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 岩井保（著）水産脊椎動物Ⅱ魚類 恒星社厚生閣 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTB2522 
実務経験のある教員  
達成目標 水圏生物の代表である魚類について以下の項目を学び習得する。1）魚類の系統

分類とその特徴が理解できること。2）魚類の分布と回遊形式が理解できること。
3）魚類の外部形態（体形、体の名称、体表など）が理解できること。4）魚類の
内部形態（筋肉系、骨格系など）が理解できること。5）魚類の摂食と消化系、呼
吸系（鰓など）が理解できること。6）魚類の循環器系と血液、腎臓と浸透圧調
節、感覚器が理解できること 7）魚類の形態計測（計数形質、魚体各部の測定）
ができること。 

受講者へのコメント いつも受講者が多く、なかなか気がつかないこともあります。今回も例えば、私
が思っていた以上に私語が多く、授業の妨げになっていました。みんなが気持ち
よく受講できるようにしていきたいと考えていますので、何か気づいた点があり
ましたら遠慮なく申し出ていただきたい、よろしくお願いします。 

連絡先 バイオ・応用化学科 12 号館 2 階 山本研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 A-1.授業への出席では、50.8％の⼈が１回も休まず、欠席数が０〜２回の⼈は、
85.8％でした。多くの学生さんが真面目に授業に取り組んでくれていて大変嬉し
く思います。A-2.授業時間外の学習については、３０分程度と全くしなかったを
合わせると 76.1％でした。レポートや宿題などをほとんど課さなかった影響も大
きいと思いますが自ら学習に取り組んでもらえるよう授業の進め方に工夫をし
ていきたいです。A-3.授業時間外の学習の取り組みについて、34.9％の⼈が無回



答でした。これは、授業時間外の学習の方法についてアド 
英文科目名 Biological Oceanography 
関連科目 環境生態学Ⅰ、環境生態学Ⅱ、水生動物学、魚類栄養学、魚類疾病学、魚類飼育

論、水圏生物学実習 
次回に向けての改善変更予定 授業の内容については、変更予定はありません。ただし、改善点として授業時間

外学習に取り組んでいただけるように何らかの取り組みをしてまいりたい。 
講義目的 魚類は地球上のほとんどの水域で生息し水圏生物の代表であり、歴史的には 5 億

年前に発生したと言われている。その間、様々に進化したため 2 万種をはるかに
超える多種多様な魚類が出現してきた。本講義では多様な魚類について、進化と
分類ならびに体形、体表、骨格などの形態的な面と魚類の分布、回遊、食性など
の生態的な面も取り入れて、魚類の全体像について講義する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 魚類の分類と学名 

2 回 無顎類、軟骨魚類、肉鰭類 
3 回 条鰭類（軟質類、ガーの仲間とアミア、真骨類） 
4 回 魚類の分布と回遊 
5 回 魚類の体形と体の各部の名称 
6 回 魚類の鰭と鰭式、魚体の大きさの表示方法 
7 回 魚類の体表構造（表皮、粘液、鱗、色素胞など） 中間テスト 
8 回 魚類の筋肉系 
9 回 魚類の骨格（外部骨格と内部骨格） 
10 回 魚類の消化系①摂取と食性②口、⻭、③鰓把 
11 回 魚類の消化系④食道、胃、腸⑤幽門垂⑥肝臓、胆嚢、膵臓 
12 回 魚類の鰾（構造と種類、浮⼒調整、内耳との連絡機構） 
13 回 魚類の呼吸器（鰓の構造、換水機構、酸素消費量、空気呼吸） 
14 回 魚類の循環系と血液（心臓、血液、造血、脾臓） 
15 回 魚類の腎臓と浸透圧調節、魚類の感覚器、発音、発電、発光 

準備学習 1 回 魚類の分類と学名について調べておくこと 
2 回 無顎類、軟骨魚類、肉鰭類について調べておくこと 
3 回 条鰭類について調べておくこと 
4 回 ①魚類の分布の環境要因について調べておくこと②魚類の回遊にはどんな
種類があるか調べておくこと 
5 回 ①魚類の体形について調べておくこと②魚類の体の区分について調べてお
くこと 
6 回 ①魚類の鰭の種類について調べておくこと②魚類の大きさの測定方法につ
いて調べておくこと 
7 回 魚類の鱗の種類について調べておくこと 
8 回 魚類の血合筋について調べておくこと 
9 回 魚類の骨格について調べておくこと 
10 回 魚類の食性について調べておくこと 
11 回 魚類の幽門垂について調べておくこと 
12 回 魚類の鰾（うきぶくろ）について調べておくこと 



13 回 魚類の鰓について調べておくこと 
14 回 魚類の心臓と血液について調べておくこと 
15 回 ①魚類の浸透圧調節について調べておくこと②魚類の感覚器、発電、発光
について調べておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FTB2532 
成績評価 実験への取り組み（予習など準備、防護眼鏡など服装、観察、記録、積極性）(20%)、

実験結果（予定通りの結果が得られたか）(20%)、レポート（記録、観察、結果、
考察などが十分に書かれているか）(50%)、試験（大切なことを記憶しているか）
(10%)によって評価する。 

曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス BA(工)(〜10),BB(工)(〜10) 
見出し FTB2532 バイオ・応用化学実験Ⅲ 
担当教員名 折⽥ 明浩、野上 潤造、大寺 純蔵 
単位数 3 
教科書 オリエンテーション時に指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード 有機合成、酸化、還元、アセチル化、再結晶、核磁気共鳴装置、クロマトグラフ

ィー 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 なし 
科目名 バイオ・応用化学実験Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 オリエンテーション時に指示する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 必ずゴーグル、白衣、上履きを持参する。欠席、遅刻をしない。 
シラバスコード FTB2532 
実務経験のある教員  
達成目標 簡単な有機合成は自信を持って自分一⼈で安全かつ正確に実施できることを目

指す。 
受講者へのコメント より積極的な取り組みを期待します 
連絡先 野上：１２号館３階大寺、折⽥：２２号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね良好 
英文科目名 Biotechnology and Applied Chemistry Laboratory III 
関連科目 基礎有機化学、有機化学 I・II、生物有機化学、創薬化学 
次回に向けての改善変更予定 なし 
講義目的 実験器具や装置を適切に扱い、安全かつ正確に有機合成を行う技術を修得する。

また、正しいレポートの書き方を学ぶ。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  有機化学実験オリエンテーション―安全に実験を行なうための心構えや方

法を学習する。 
2 回  ベンジルアセテートの合成（アルコールのアセチル化）を行い、生成物の



同定法を学習する。 
3 回  アセチルサリチル酸の合成（アセチル化）を行い、再結晶法による生成物
の精製および同定法を学習する。 
4 回  ジベンジリデンアセトンの合成（アルドール反応，再結晶）を行い、生成
物の同定法を学習する。 
5 回  N,N-ジメチルアニリンの合成（アミンのメチル化：イミニウム塩の生成と
NaBH3CN による選択的還元）を行い、生成物の同定法を学習する。 
6 回  アセト酢酸エチルの還元（ケトンの選択的還元反応）、メントールの酸化
（アルコールの酸化）を行い、生成物の同定法を学習する。 
7 回  ルミノールの合成と発光 （カルボン酸のアミド化、過酸化水素酸化）を行
い、生成物の同定法を学習する。 
8 回  フェナセチンの合成 （フェノール性水酸基のエチル化、ニトロ基の還元、
アミンのアセチル化）を行い、生成物の同定法を学習する。 
9 回 ガスクロマトグラフィーを用いた有機化合物の機器分析を行い、生成物の
同定法を学習する。 
10 回 高速液体クロマトグラフィーを用いた有機化合物の機器分析を行い、生成
物の同定法を学習する。 
11 回 薄層クロマトグラフィーを用いた有機化合物の分析を行い、生成物の同定
法を学習する。 
12 回 核磁気共鳴を用いた有機化合物の機器分析を行い、生成物の同定法を学習
する。 
13 回 Chemical Abstracts を用いて化合物情報や特許・論文の調査法を学習する。 
14 回 実験結果の数値解析、データの解析方法について学習する。 
15 回 実験結果のまとめ方、適切な実験レポートの書き方について学習する。 

準備学習 1 回 ゴーグル、白衣を準備すること 
2 回 実験マニュアルのベンジルアセテートの合成（アルコールのアセチル化）を
予習すること。 
3 回 実験マニュアルのアセチルサリチル酸の合成（アセチル化）を予習するこ
と。 
4 回 実験マニュアルのジベンジリデンアセトンの合成（アルドール反応，再結
晶）を予習すること。 
5 回 実験マニュアルの N,N-ジメチルアニリンの合成（アミンのメチル化：イミ
ニウム塩の生成と NaBH3CN による選択的還元）を予習すること。 
6 回 実験マニュアルのアセト酢酸エチルの還元（ケトンの選択的還元反応）、メ
ントールの酸化（アルコールの酸化）を予習すること。 
7 回 実験マニュアルのルミノールの合成と発光（カルボン酸のアミド化、過酸化
水素酸化）を予習すること。 
8 回 実験マニュアルのフェナセチンの合成（フェノール性水酸基のエチル化、ニ
トロ基の還元、アミンのアセチル化）を予習すること。 
9 回 ガスクロマトグラフィーを用いた有機化合物の機器分析について予習する
こと。 
10 回 高速液体クロマトグラフィーを用いた有機化合物の機器分析について予習



すること。 
11 回 薄層クロマトグラフィーを用いた有機化合物の分析について予習するこ
と。 
12 回 核磁気共鳴を用いた有機化合物の機器分析について予習すること。 
13 回 Chemical Abstracts を用いた化合物情報や特許・論文の調査法ついて予習
すること。 
14 回 実験結果の数値解析、データの解析方法について予習すること。 
15 回 実験結果のまとめ方、適切な実験レポートの書き方について予習すること。 

 



年度 2012 
授業コード FTB27C1 
成績評価 提出したスケッチとレポートの内容により評価する．なお，本実験は教職関連科

目でもあるので，全出席が評価の前提である．そのため，公欠を含め２回（教育
実習の場合は３回）をこえる欠席は，直ちに単位認定資格を失うものとする． 

曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス BA(工)(〜11),BB(工)(〜11) 
見出し FTB27C1 基礎生物学実験 
担当教員名 守⽥ 益宗、正木 智美＊ 
単位数 2 
教科書 特になし，適宜プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 光学顕微鏡観察 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 同時開講科目を多くもつ教員の所見記入について，同じような所見記入の手間を

省くため，コピー入⼒ができるようお願いを重ねているにもかかわらず，前のシ
ステムと同様の記入法であり全く改善されていません．ポータルサイトに移行し
ても，教員の手間がかかるだけです．教員所見を記入する気にもなりません．何
かあれば個別に聞きに来て下さい． 

科目名 基礎生物学実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 実験実習 
注意備考 第１回オリエンテーションを欠席の学生は以後の受講を認めない。また，受講希

望者多数の場合は抽選とする。 
シラバスコード FTB27C1 
実務経験のある教員  
達成目標 光学顕微鏡が支障なく操作できるようになること 
受講者へのコメント 同時開講科目を多くもつ教員の所見記入について，同じような所見記入の手間を

省くため，コピー入⼒ができるようお願いを重ねているにもかかわらず，前のシ
ステムと同様の記入法であり全く改善されていません．ポータルサイトに移行し
ても，教員の手間がかかるだけです．教員所見を記入する気にもなりません．何
かあれば個別に聞きに来て下さい． 

連絡先 理大研究室７号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 同時開講科目を多くもつ教員の所見記入について，同じような所見記入の手間を
省くため，コピー入⼒ができるようお願いを重ねているにもかかわらず，前のシ
ステムと同様の記入法であり全く改善されていません．ポータルサイトに移行し
ても，教員の手間がかかるだけです．教員所見を記入する気にもなりません．何
かあれば個別に聞きに来て下さい． 



英文科目名 Biology Laboratory 
関連科目 特になし 
次回に向けての改善変更予定 同時開講科目を多くもつ教員の所見記入について，同じような所見記入の手間を

省くため，コピー入⼒ができるようお願いを重ねているにもかかわらず，前のシ
ステムと同様の記入法であり全く改善されていません．ポータルサイトに移行し
ても，教員の手間がかかるだけです．教員所見を記入する気にもなりません．何
かあれば個別に聞きに来て下さい． 

講義目的 中学・高校教師が指導しなければならない生物実験や，知っておくと教科指導に
便利な光学顕微鏡の使い方やその実験法について教授する． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 特になし 

 



年度 2012 
授業コード FTB27C2 
成績評価 提出したスケッチとレポートの内容により評価する．なお，本実験は教職関連科

目でもあるので，全出席が評価の前提である．そのため，公欠を含め２回（教育
実習の場合は３回）をこえる欠席は，直ちに単位認定資格を失うものとする． 

曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス BA(工)(〜11),BB(工)(〜11) 
見出し FTB27C2 基礎生物学実験 
担当教員名 守⽥ 益宗、正木 智美＊ 
単位数 2 
教科書 特になし，適宜プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 光学顕微鏡観察 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特になし 
科目名 基礎生物学実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 実験実習 
注意備考 第１回オリエンテーションを欠席の学生は以後の受講を認めない。また，受講希

望者多数の場合は抽選とする。 
シラバスコード FTB27C2 
実務経験のある教員  
達成目標 光学顕微鏡が支障なく操作できるようになること 
受講者へのコメント 返却したレポートのチェック部分を次回レポート執筆時の参考にし，以後のレポ

ートでは同じ指摘をうけないように心がけること． 
連絡先 理大研究室７号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし 
英文科目名 Biology Laboratory 
関連科目 特になし 
次回に向けての改善変更予定 中途での受講放棄者が多い．お試し受講を排除するため 

受講制限を厳しくする． 
講義目的 中学・高校教師が指導しなければならない生物実験や，知っておくと教科指導に

便利な光学顕微鏡の使い方やその実験法について教授する． 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 特になし 

 



年度 2012 
授業コード FTB27D1 
成績評価 各時間ごとに提出する実験結果 60％、実験への取り組みおよび理解度 40％によ

り、総合して成績評価とする。採点の基準は 100 点満点のうち、60 点以上を合
格とする。欠席した場合は補充実験を行う。また、授業回数の 3 分の 1 以上の
欠席がある場合には、“E”評価とする。 

曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス BA(工)(〜11),BB(工)(〜11) 
見出し FTB27D1 地学基礎実験 
担当教員名 小林 祥一、山口 一裕 
単位数 2 
教科書 ニューステージ・地学図表／浜島書店 
アクティブラーニング  
キーワード 鉱物、岩石、化石、地質、天気 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 地学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 資料を配付する 
授業形態 実験実習 
注意備考 地学基礎論１を履修しておくことが望ましい。 

偏光顕微鏡実習、地質図関係の実習のような積み重ねの実験では、連続して受講
しないと理解できない。従って体調を整え、欠席しないように心掛ける。 

シラバスコード FTB27D1 
実務経験のある教員  
達成目標 地球を観察する手法および目を養うことが目標。そのため、実際の鉱物、岩石、

化石標本を観察・利用し、野外での調査に興味が持てる程度の実⼒をめざす。物
理的制約から、野外での実習は難しいが、調査後必要となる偏光顕微鏡の操作法、
調査によって得られたデータの解析法などの習得をめざす。 

受講者へのコメント 以前に比べると、実験の項目をほぼ 2/3 に減らし、皆さんに考える実験をしても
らうことにしたのです。ところが、皆さんはその余裕の時間を有効に使っていな
いように思います。実験を受けるからには、予習復習はさておき、TA もいます
ので質問ぐらいはするように努⼒すべきで、受身ではなく「皆さん主体型」の実
験をしていただきたい。もっとノビノビと実験しましょう。 

連絡先 7 号館 6F 小林研究室 086-156-9704 kobayashi@das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね良好。よく理解してくれたようです。 
英文科目名 Earth Science Laboratory 
関連科目 地学基礎論 I、地学基礎論 II 



次回に向けての改善変更予定 これまで地学を学んだ経験のある⼈が少ないようですので、実験内容に関係した
エピソードなども紹介し、その実験の意味などを理解してもらうようにしてみま
しょう。実は、地学のおもしろさは、実際に野外に出て観察することです。それ
によって岩石鉱物の産状、化石の産状、地質構造が簡単に理解できると思うので
すね。そして、採集した鉱物岩石を、顕微鏡で観察できるように薄片にするとか、
地質調査の結果をまとめるとかしたら興味を持って実験に参加できると思いま
す。実はこんな楽しい実験がしたいと思っています。実験の受講者数、限られた
時間、 

講義目的 地学各分野のうちから最も基礎的な項目である岩石・鉱物・化石の観察、天気図
の作成、地質図の作成、パーソナルコンピューターの活用などについて実験を行
う。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 鉱物の鑑定 

実際の鉱物を観察し、物理的性質について理解できるようにする。 
2 回 結晶系と晶族 
鉱物の結晶模型を利用し、対称性について理解し、晶族を決定できるようにする。 
3 回 地質図１ 基本説明、単斜構造 
地質図について基本的なこと、たとえば見方、またその利用などの説明を通して、
地質図の重要性を理解する。基本的な地質図を地質データから描けるようにす
る。 
4 回 地質図２ 断層、不整合 
断層、不整合が地質図上でどのように描き表せるかを理解する。 
5 回 地質図３ 断面図 
地下資源などの調査で必要な地下の情報を、地質図から読み取る方法を理解す
る。 
6 回 地質図４ 褶曲 
褶曲構造が地表に現れる際の特徴、および断面図を描き、これらから褶曲構造を
立体的に理解する。 
7 回 化石の観察 
示準化石、示相化石を理解し、それらの特徴を観察する。 
8 回 偏光顕微鏡観察１ 基本説明、花崗岩中の⿊雲⺟、石英斑岩 
物質の光学的性質、偏光顕微鏡の構造、これによって何が観察できるか、また調
整方法について理解する。 
9 回 偏光顕微鏡観察２ 花崗岩、安山岩 
花崗岩、安山岩の構造を観察し、石英、⻑石、⿊雲⺟、白雲⺟、角閃石の鏡下で
の特徴を理解する。 
10 回 偏光顕微鏡観察３ 斑レイ岩、砂岩 
斑レイ岩、砂岩の構造を観察し、輝石の鏡下での特徴を理解する。 
11 回 偏光顕微鏡観察４ 玄武岩、晶質石灰岩 
玄武岩、晶出石灰岩の構造を観察し、カンラン石、炭酸塩鉱物の鏡下での特徴を
理解する。 
12 回 パソコンの活用  



花崗岩類のモード分析を行い、その結果をもとにその岩石を分類する。得られた
データをパソコンで整理し、岩石の成因について理解する。 
13 回 天気図の作成と四季の天気 
当日の気象通報を聞き、そのデータをもとに天気図を描き、翌日の天気を予測し、
気象現象を理解する。 
14 回 まとめおよび解説を行い、理解度をチェックする。 
15 回 まとめおよび解説を行い、理解度をチェックし、実験結果を理解するため
に補足説明をする。 

準備学習 1 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の物理的性質を調べてお
くこと。 
2 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の結晶構造、対称性など
物理的性質を調べておくこと。 
3 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、地質図の概念を学んでおくこ
と。 
4 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、断層、不整合についての概念
を学んでおくこと。 
5 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、地質構造を理解する方法を調
べておくこと。 
6 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、褶曲地形について調べておく
こと。 
7 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、化石の種類および化石の役割
を理解しておくこと。 
8 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、物質に対する光学的性質を調
べておくこと。 
9 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の光学的性質を調べてお
くこと。 
10 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の光学的性質を調べて
おくこと。 
11 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、鉱物の光学的性質を調べて
おくこと。 
12 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、火成岩の主造岩鉱物の量比
を調べ、あわせて分類方法、火成岩の生成過程を理解しておくこと。 
13 回 地学基礎論のノート、あるいは教科書を見て、天気図の役割、描き方を調
べておくこと。また、テレビ、新聞、インターネットを利用し、雲の動きと天気
図との関係、気圧配置と４季の天気との関係などを理解しておくこと。 
14 回 これまで学習した、実験内容を復習し、理解が曖昧なところを整理してお
くこと。 
15 回 これまで学習した、実験内容を復習し、実験結果について充分考察ができ
てない部分を整理しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTB27E1 
成績評価 実験レポート 60％、中間実技試験 10％、定期試験 30％により成績を評価する。 

但し、定期試験において基準点を設け、得点が 100 点満点中、30 点未満の場合
は不合格とする。 

曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス BA(工)(〜12),BB(工)(〜12) 
見出し FTB27E1 基礎化学実験 
担当教員名 佐藤 幸子、中山 智津子＊ 
単位数 2 
教科書 岡山理科大学化学実験一手引きと演習一 ／ 佐藤幸子 

：理工系化学実験（一基礎と応用一 第３版） ／ 坂⽥一矩編 ／ （東京教学社） 
アクティブラーニング  
キーワード 無機定性分析：金属のイオン化傾向、元素の周期表、分属試薬、溶解度積、化学

平衡、錯イオン、両性金属、マスキング 
定量分析：中和、酸化還元、キレート生成、電離定数、pH、pKa、緩衝溶液、モ
ル濃度、質量百分率 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「再履修ではあったが、レポートの書き方や実験の方法や技術がよくなったと感

じる。」 
「一年生の時の理解度・実⼒を１としたとき、今年の自己評価は？」 
  1.5?4  平均 2.7   
嬉しく思います。良かったです。 

科目名 基礎化学実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎化学実験安全オリエンテーション ／ 山口和也、山本仁著 ／（東京化学同

⼈） 
大学の基礎化学実験 ／大学一般化学教育研究会編 ／（学術図書出版社） 
フォトサイエンス化学図録 ／（数研出版） 
化学入門／ 井口洋夫、木下實編集 ／（ 実教出版） 
クリスチャン分析化学 I, II ／ Gary D. Christian ／（丸善） 

授業形態 実験実習 
注意備考 全ての実験を行い、レポートを期限内に提出し受理されていることが、単位取得

の前提条件である。十分な予習をし、内容を理解して実験に臨むこと。実験開始
１時間前までに、実験ノートと予習プリントを必ず提出する。実験を安全に行う
ため、白衣と保護眼鏡の着用を義務づける。メールを利用してレポートの解説と
質問に対応している。 

シラバスコード FTB27E1 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）薬品の取り扱い方の基本を理解する。決められた濃度の試薬溶液を調製で

きる。 



（２）適切な実験廃液の処理ができる。 
（３）測容ガラス器具（ホールピペット、ビュレット、メスフラスコ）の使用方
法を習得する。 
（４）pH メーター、分光光度計、電子天秤の使用方法を習得する。 
（５）詳しい実験観察結果を文章で表現し、物質の変化を化学反応式で記述でき
る。 
（６）報告書の基本的書き方を習得する。 
（７）モル濃度、質量パーセント濃度を理解し、滴定実験、吸光光度法分析によ
り日常的な物（食酢、ミネラルウォーター、ドリンク剤 

受講者へのコメント 再履修クラスだったので、全員が余裕を持って実験を行えていました。 
その分、詳細な実験観察が出来、内容理解も深まり、レポート作成に時間を割け
るようになったのだと思います。 
予習・復習、レポート提出期限厳守。この基本を忘れないで、これからも頑張っ
て下さい。 

連絡先 10 学舎５階 電子メール satos@dac.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特に無し。 
英文科目名 General Chemistry Laboratory 
関連科目 基礎化学、 基礎化学演習 I、II、 分析化学 I、II、 工業分析化学、無機化学 

I、II、 パソコン入門 I、II、 入門化学 
次回に向けての改善変更予定 実験室定員の制約により、学生 14 名、教員２名で実施。 

実験室は狭く、環境としてはあまり良くないが、少⼈数教育の良い効果が実感で
きています。 

講義目的 基礎的な実験を通して、化学実験に必要な基本的知識と実験室でのマナーを習得
する。実験機器の取り扱い方、グラフの書き方、報告書の作成法等を学ぶと同時
に、化学の基礎原理や概念についての理解を深める。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：講義の進め方、予習の仕方を説明する。 

 安全・環境教育 
2 回 基礎実験（金属と酸との反応）とレポート作成 
金属と強酸・強塩基との反応を調べることによって、化学実験で使われる器具お
よび試薬の基本的な取扱い方と、実験操作を学ぶ。 
3 回 第１ 属陽イオンの定性分析 （Ag, Pb） 
銀イオン、鉛イオンは HCl と反応して難溶性の塩化物沈殿をつくるので、他の
陽イオンと分離することができる。塩化鉛 の溶解度は 塩化銀 の溶解度に比べ
てかなり大きく、AgCl はアンモニアと反応して可溶性の錯イオンをつくる。こ
の化学的性質を利用して、両イオンを分離し、各イオンに特異的な反応でそれぞ
れのイオンを確認する。 
4 回 第２属陽イオンの定性分析 I（Pb, Bi, Cu, Cd) 
鉛 、ビスマス、銅 、カドミウムイオン  は、酸性条件下で、第２属陽イオンの
分属試薬である硫化水素 と反応して、それぞれ硫化鉛、硫化ビスマス、硫化銅 、



硫化カドミウム の沈殿を生成する。この硫化物生成反応と硫化物の熱硝酸によ
る溶解、各イオンとアルカリ水溶液、硫酸との反応および各イオン固有の検出反
応を確認する。 
5 回  第２属陽イオンの定性分析 II （混合試料の系統分析） 
第１属陽イオンを塩化物沈殿として分離した後、溶液中に存在する第２属陽イオ
ンを酸性条件下、硫化水素 と反応させる。それぞれ硫化鉛、硫化ビスマス、硫化
銅、硫化カドミウムとして沈殿させ、 ３属以下の陽イオンと分離する。この硫化
物の混合沈殿を、熱硝酸で酸化して溶解した後、鉛イオンを硫酸塩の沈殿として
分離する。つづいて、ビスマス 、銅、カドミウムイオン  の溶けている溶液をア
ンモニアアルカリ性にして、ビスマスイオンを水酸化物沈殿として析出させ、可
溶性のアンミン錯体を形成する 銅イオン 、カドミウムイオンと分離する。さら
に、銅イオン、カドミウムイオンはシアノ錯体とした後、錯体の安定度の差を利
用して、カドミウムだけを硫化物沈殿とすることによって分離・確認する。 
6 回 第３属陽イオンの定性分析 （Al, Fe, Cr） 
Fe(III)イオン、アルミニウムイオン、クロム(III)イオン は、酸性溶液中ではイオ
ンとして溶解しているが、弱塩基性水溶液中では水酸化物イオンと反応し、水酸
化物として沈殿する。分属試薬は、アンモニア?塩化アンモニウム水溶液が使わ
れる。全分析においては、第２属陽イオンを、酸性溶液中で硫化物として沈殿さ
せ、分離したろ液の硫化水素を除去した後、このろ液をアンモニアアルカリ性溶
液とする。第３属陽イオンは水酸化物として沈殿し、４属以下のイオンと分離す
ることができる。 
第３属陽イオンの混合沈殿の分離は、両性水酸化物である水酸化アルミニウムと
水酸化クロム(III)とを過剰の NaOH で溶解して、NaOH 水溶液に不溶の水酸
化鉄(III)を沈殿として分離する。次に、テトラヒドロキソアルミン酸イオンとテ
トラヒドロキソクロム(III)酸イオンとの混合溶液に過酸化水素を加えて加熱し、
クロム(III)イオンをクロム酸イオンに酸化する。続いて硝酸を添加して、テトラ
ヒドロキソアルミン酸イオンをアルミニウムイオンとする。さらに、この溶液の 
pH が 9?10 になるまでアンモニアを添加し、水酸化アルミニウムを沈殿させ、
クロム酸イオンと分離する。分離したそれぞれのイオンを含む溶液について、ロ
ダン反応、ベレンス反応、アルミノン・アルミニウムの赤色レーキ、クロム酸鉛
の⻩色沈殿生成などの特異反応を利用して各イオンの確認を行う。 
7 回 陽イオンの系統分析 （中間実技試験） 
８種類の第１?３属陽イオン（銀、鉛、ビスマス、銅、カドミウム、鉄(III)、アル
ミニウム、クロム(III)イオン）のうち、数種類の金属イオンを含む未知試料の全
分析（系統的定性分析）を行い、試料中に存在するイオンを検出する。 
8 回  陽イオンの系統分析結果の解説 
容量分析の事前説明 
9 回 中和滴定  
（１）食酢の定量 
  0.1 mol/l 水酸化ナトリウム水溶液の標定を行い、それを標準溶液として用
いた中和滴定により、市販食酢中の酢酸のモル濃度を決定し、食酢の質量パーセ
ント濃度を求める。 



（２）水酸化ナトリウム・炭酸ナトリウム混合溶液の指示薬を用いた中和滴定 
 塩基と炭酸塩の混合試料を、フェノールフタレイン指示薬とメチルオレンジ指
示薬を用いて塩酸標準液で連続滴定し、それぞれの含有量を決定する。（ワーダ
ー法） 
10 回 酸化還元滴定 （オキシドール中の過酸化水素の定量） 
外用消毒剤として使用される市販のオキシドール中の過酸化水素を、過マンガン
酸カリウム水溶液を用いた酸化還元滴定により定量する。 
11 回 キレート滴定 （水の硬度測定） 
検水中に含まれるカルシウムイオン とマグネシウムイオンの量を、キレート滴
定法によって求め、水道水、市販ミネラルウォーターの硬度を決定する。 
水の硬度は、検水中に含まれる Ca イオンと Mg イオンの量をこれに対応する
炭酸カルシウムの ppm として表される。Ca イオン と Mg イオンの合量モル濃
度を炭酸カルシウムの質量に換算して、１リットル中に１mg の 炭酸カルシウ
ムが含まれている場合を、硬度１という。キレート滴定では、当量点における金
属イオンの濃度変化（遊離あるいは錯体かの状態変化）を、金属イオンによって
鋭敏に変色する指示薬を用いて知ることにより、終点を決定する。 
12 回 pH メーターを用いる電位差滴定 I ： 酢酸の電離定数決定 
酢酸溶液に NaOH 標準溶液を滴下し、pH を測定する。NaOH 溶液の滴下と pH
の測定を繰り返して、滴定曲線を作成する。滴定曲線を用いて、交点法により当
量点を求め、酢酸のモル濃度と pKa を決定する。 
グラフの基本的な書き方を学ぶ。 
13 回  pH メーターを用いる電位差滴定 II  
（１）水酸化ナトリウム・炭酸ナトリウム混合溶液の滴定 
 pH メーターを用いた電位差滴定法により、未知濃度の水酸化ナトリウムと炭
酸ナトリウムの混合試料を定量し、それぞれの質量％濃度を算出する。pH メー
ターの取扱いおよび滴定操作を習熟すると共に、二価の弱塩基と強酸との中和反
応ついての理解を深める。さらに、フェノールフタレイン指示薬、メチルオレン
ジ指示薬を用いた二段階滴定（ワーダー法）と pH 滴定曲線との関係を確認す
る。 
   
（２）リン酸の滴定：pH メーターを用いて、未知濃度のリン酸水溶液を定量し、
滴定曲線よりリン酸の電離定数（Ka1、Ka2、および Ka3 ）を決定する。 
エクセルを用いてグラフを作成する。 
14 回  吸光光度法による鉄イオンの定量 
1,10-フェ 

準備学習 1 回 特になし。 
2 回 教科書を用意し、第 1 章 pp.1〜9 を読んでおくこと。 
元素の周期表、イオン化傾向、強酸、強塩基、酸化⼒のある酸について復習して
おくこと。 
「化学実験ー手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
教科書 pp.36〜40. 実験レポートの書き方 を読んでおくこと。 
3 回 教科書 pp.62〜68 を読み、陽イオンの分属と分属試薬について予習してお



く。 
「化学実験ー手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
教科書 pp.15〜18 を読み、難溶塩の溶解度と溶解度積について復習しておくこ
と。 
4 回 教科書 pp.68〜73 を読み、第２属陽イオンについて予習しておくこと。 
「化学実験ー手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
5 回 教科書 pp.73〜75 と第４回実験レポートを参考に、系統分析のフローチャ
ートを作成しておくこと。 
「化学実験ー手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
6 回 教科書 pp.78〜83 を読み、第３属陽イオンについて予習しておくこと。 
「化学実験ー手引きと演習」該当ページの化学反応式とフローチャートを書いて
おくこと。 
7 回 第 3〜6 回のレポートを参考に、第１?３属陽イオンの全分析フローチャー
トを作成しておくこと。 
8 回 教科書 pp.10〜13 を読み、溶液と濃度（百分率、モル濃度）について、復習
しておくこと。 
中和滴定における一次標準溶液の調製法について予習しておくこと。 
9 回 教科書 pp.52〜57、pp.88〜97 を読んでおくこと。 
「化学実験ー手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
基礎化学演習、分析化学の演習プリントで、容量分析における計算方法を復習し
ておくと良い。 
10 回 教科書 pp.108〜110 を読んで、酸化還元反応、酸化数、酸化剤、還元剤の
定義を確実にしておく。 
「化学実験ー手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
11 回 日常生活において、水の硬度に関心を持ち、ミネラルウォーター、水道水、
温泉水などの成分表示を調べてみる。 
教科書 pp.112〜116 を読み、「化学実験ー手引きと演習」該当ページの化学反応
式と金属指示薬の構造式を書いておくこと。 
12 回 教科書 pp.57〜59、pp.92〜97 を読み、弱酸の電離定数、緩衝溶液につい
て復習しておくこと。 
「化学実験ー手引きと演習」該当ページと教科書 p.97 を読み、酢酸の pKa 値は
滴定曲線における 1/2 当量点の pH であることを理解しておくこと。 
13 回 教科書 pp.98〜100 を読んでおくこと。 
「化学実験ー手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
14 回 教科書 pp.59〜61 を読み、分光光度計について予習しておくこと。 
教科書 pp.122〜126、「化学実験ー手引きと演習」該当ページを読み、フェナント
ロリン鉄（II）錯体を利用した鉄イオンの定量について、予習しておくこと。 
15 回 実験ノート・実験レポートの整理、演習問題の復習をし、質問事項をまと
めてくること。 

 



年度 2012 
授業コード FTB27E2 
成績評価 実験レポート 60％、中間実技試験 10％、定期試験 30％により成績を評価する。 

但し、定期試験において基準点を設け、得点が 100 点満点中、30 点未満の場合
は不合格とする。 

曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス BA(工)(〜12),BB(工)(〜12) 
見出し FTB27E2 基礎化学実験 
担当教員名 佐藤 幸子、中山 智津子＊ 
単位数 2 
教科書 岡山理科大学化学実験一手引きと演習一 ／ 佐藤幸子 

：理工系化学実験（一基礎と応用一 第３版） ／ 坂⽥一矩編 ／ （東京教学社） 
アクティブラーニング  
キーワード 無機定性分析：金属のイオン化傾向、元素の周期表、分属試薬、溶解度積、化学

平衡、錯イオン、両性金属、マスキング 
定量分析：中和、酸化還元、キレート生成、電離定数、pH、pKa、緩衝溶液、モ
ル濃度、質量百分率 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「ドラフトが一箇所にしかないのが 

不便」：部屋全体に強⼒な油圧式換気扇が数台設置されていますが、確かに化学
実験室として十分な環境ではありません。新実験室では、各実験台にドラフトが
設置されます。 

科目名 基礎化学実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎化学実験安全オリエンテーション ／ 山口和也、山本仁著 ／（東京化学同

⼈） 
大学の基礎化学実験 ／大学一般化学教育研究会編 ／（学術図書出版社） 
フォトサイエンス化学図録 ／（数研出版） 
化学入門／ 井口洋夫、木下實編集 ／（ 実教出版） 
クリスチャン分析化学 I, II ／ Gary D. Christian ／（丸善） 

授業形態 実験実習 
注意備考 全ての実験を行い、レポートを期限内に提出し受理されていることが、単位取得

の前提条件である。十分な予習をし、内容を理解して実験に臨むこと。実験開始
１時間前までに、実験ノートと予習プリントを必ず提出する。実験を安全に行う
ため、白衣と保護眼鏡の着用を義務づける。メールを利用してレポートの解説と
質問に対応している。 

シラバスコード FTB27E2 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）薬品の取り扱い方の基本を理解する。決められた濃度の試薬溶液を調製で

きる。 
（２）適切な実験廃液の処理ができる。 



（３）測容ガラス器具（ホールピペット、ビュレット、メスフラスコ）の使用方
法を習得する。 
（４）pH メーター、分光光度計、電子天秤の使用方法を習得する。 
（５）詳しい実験観察結果を文章で表現し、物質の変化を化学反応式で記述でき
る。 
（６）報告書の基本的書き方を習得する。 
（７）モル濃度、質量パーセント濃度を理解し、滴定実験、吸光光度法分析によ
り日常的な物（食酢、ミネラルウォーター、ドリンク剤 

受講者へのコメント 今後の専門講義において、本実験で習得したレポート作成の基本、物質の変化を
化学反応式で表し、化学量論的に扱う⼒を十分活用して欲しい。 

連絡先 10 学舎５階 電子メール satos@dac.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特に無し 
講義の目的は、だいたい達成できていると思われる。 

英文科目名 General Chemistry Laboratory 
関連科目 基礎化学、 基礎化学演習 I、II、 分析化学 I、II、 工業分析化学、無機化学 

I、II、 パソコン入門 I、II、 入門化学 
次回に向けての改善変更予定 予習の実行を徹底する。 
講義目的 基礎的な実験を通して、化学実験に必要な基本的知識と実験室でのマナーを習得

する。実験機器の取り扱い方、グラフの書き方、報告書の作成法等を学ぶと同時
に、化学の基礎原理や概念についての理解を深める。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：講義の進め方、予習の仕方を説明する。 

 安全・環境教育 
2 回 基礎実験（金属と酸との反応）とレポート作成 
金属と強酸・強塩基との反応を調べることによって、化学実験で使われる器具お
よび試薬の基本的な取扱い方と、実験操作を学ぶ。 
3 回 第１ 属陽イオンの定性分析 （Ag, Pb） 
銀イオン、鉛イオンは HCl と反応して難溶性の塩化物沈殿をつくるので、他の
陽イオンと分離することができる。塩化鉛 の溶解度は 塩化銀 の溶解度に比べ
てかなり大きく、AgCl はアンモニアと反応して可溶性の錯イオンをつくる。こ
の化学的性質を利用して、両イオンを分離し、各イオンに特異的な反応でそれぞ
れのイオンを確認する。 
4 回 第２属陽イオンの定性分析 I（Pb, Bi, Cu, Cd) 
鉛 、ビスマス、銅 、カドミウムイオン  は、酸性条件下で、第２属陽イオンの
分属試薬である硫化水素 と反応して、それぞれ硫化鉛、硫化ビスマス、硫化銅 、
硫化カドミウム の沈殿を生成する。この硫化物生成反応と硫化物の熱硝酸によ
る溶解、各イオンとアルカリ水溶液、硫酸との反応および各イオン固有の検出反
応を確認する。 
5 回  第２属陽イオンの定性分析 II （混合試料の系統分析） 
第１属陽イオンを塩化物沈殿として分離した後、溶液中に存在する第２属陽イオ



ンを酸性条件下、硫化水素 と反応させる。それぞれ硫化鉛、硫化ビスマス、硫化
銅、硫化カドミウムとして沈殿させ、 ３属以下の陽イオンと分離する。この硫化
物の混合沈殿を、熱硝酸で酸化して溶解した後、鉛イオンを硫酸塩の沈殿として
分離する。つづいて、ビスマス 、銅、カドミウムイオン  の溶けている溶液をア
ンモニアアルカリ性にして、ビスマスイオンを水酸化物沈殿として析出させ、可
溶性のアンミン錯体を形成する 銅イオン 、カドミウムイオンと分離する。さら
に、銅イオン、カドミウムイオンはシアノ錯体とした後、錯体の安定度の差を利
用して、カドミウムだけを硫化物沈殿とすることによって分離・確認する。 
6 回 第３属陽イオンの定性分析 （Al, Fe, Cr） 
Fe(III)イオン、アルミニウムイオン、クロム(III)イオン は、酸性溶液中ではイオ
ンとして溶解しているが、弱塩基性水溶液中では水酸化物イオンと反応し、水酸
化物として沈殿する。分属試薬は、アンモニア?塩化アンモニウム水溶液が使わ
れる。全分析においては、第２属陽イオンを、酸性溶液中で硫化物として沈殿さ
せ、分離したろ液の硫化水素を除去した後、このろ液をアンモニアアルカリ性溶
液とする。第３属陽イオンは水酸化物として沈殿し、４属以下のイオンと分離す
ることができる。 
第３属陽イオンの混合沈殿の分離は、両性水酸化物である水酸化アルミニウムと
水酸化クロム(III)とを過剰の NaOH で溶解して、NaOH 水溶液に不溶の水酸
化鉄(III)を沈殿として分離する。次に、テトラヒドロキソアルミン酸イオンとテ
トラヒドロキソクロム(III)酸イオンとの混合溶液に過酸化水素を加えて加熱し、
クロム(III)イオンをクロム酸イオンに酸化する。続いて硝酸を添加して、テトラ
ヒドロキソアルミン酸イオンをアルミニウムイオンとする。さらに、この溶液の 
pH が 9?10 になるまでアンモニアを添加し、水酸化アルミニウムを沈殿させ、
クロム酸イオンと分離する。分離したそれぞれのイオンを含む溶液について、ロ
ダン反応、ベレンス反応、アルミノン・アルミニウムの赤色レーキ、クロム酸鉛
の⻩色沈殿生成などの特異反応を利用して各イオンの確認を行う。 
7 回 陽イオンの系統分析 （中間実技試験） 
８種類の第１?３属陽イオン（銀、鉛、ビスマス、銅、カドミウム、鉄(III)、アル
ミニウム、クロム(III)イオン）のうち、数種類の金属イオンを含む未知試料の全
分析（系統的定性分析）を行い、試料中に存在するイオンを検出する。 
8 回  陽イオンの系統分析結果の解説 
容量分析の事前説明 
9 回 中和滴定  
（１）食酢の定量 
  0.1 mol/l 水酸化ナトリウム水溶液の標定を行い、それを標準溶液として用
いた中和滴定により、市販食酢中の酢酸のモル濃度を決定し、食酢の質量パーセ
ント濃度を求める。 
（２）水酸化ナトリウム・炭酸ナトリウム混合溶液の指示薬を用いた中和滴定 
 塩基と炭酸塩の混合試料を、フェノールフタレイン指示薬とメチルオレンジ指
示薬を用いて塩酸標準液で連続滴定し、それぞれの含有量を決定する。（ワーダ
ー法） 
10 回 酸化還元滴定 （オキシドール中の過酸化水素の定量） 



外用消毒剤として使用される市販のオキシドール中の過酸化水素を、過マンガン
酸カリウム水溶液を用いた酸化還元滴定により定量する。 
11 回 キレート滴定 （水の硬度測定） 
検水中に含まれるカルシウムイオン とマグネシウムイオンの量を、キレート滴
定法によって求め、水道水、市販ミネラルウォーターの硬度を決定する。 
水の硬度は、検水中に含まれる Ca イオンと Mg イオンの量をこれに対応する
炭酸カルシウムの ppm として表される。Ca イオン と Mg イオンの合量モル濃
度を炭酸カルシウムの質量に換算して、１リットル中に１mg の 炭酸カルシウ
ムが含まれている場合を、硬度１という。キレート滴定では、当量点における金
属イオンの濃度変化（遊離あるいは錯体かの状態変化）を、金属イオンによって
鋭敏に変色する指示薬を用いて知ることにより、終点を決定する。 
12 回 pH メーターを用いる電位差滴定 I ： 酢酸の電離定数決定 
酢酸溶液に NaOH 標準溶液を滴下し、pH を測定する。NaOH 溶液の滴下と pH
の測定を繰り返して、滴定曲線を作成する。滴定曲線を用いて、交点法により当
量点を求め、酢酸のモル濃度と pKa を決定する。 
グラフの基本的な書き方を学ぶ。 
13 回  pH メーターを用いる電位差滴定 II  
（１）水酸化ナトリウム・炭酸ナトリウム混合溶液の滴定 
 pH メーターを用いた電位差滴定法により、未知濃度の水酸化ナトリウムと炭
酸ナトリウムの混合試料を定量し、それぞれの質量％濃度を算出する。pH メー
ターの取扱いおよび滴定操作を習熟すると共に、二価の弱塩基と強酸との中和反
応ついての理解を深める。さらに、フェノールフタレイン指示薬、メチルオレン
ジ指示薬を用いた二段階滴定（ワーダー法）と pH 滴定曲線との関係を確認す
る。 
   
（２）リン酸の滴定：pH メーターを用いて、未知濃度のリン酸水溶液を定量し、
滴定曲線よりリン酸の電離定数（Ka1、Ka2、および Ka3 ）を決定する。 
エクセルを用いてグラフを作成する。 
14 回  吸光光度法による鉄イオンの定量 
1,10-フェ 

準備学習 1 回 特になし。 
2 回 教科書を用意し、第 1 章 pp.1〜9 を読んでおくこと。 
元素の周期表、イオン化傾向、強酸、強塩基、酸化⼒のある酸について復習して
おくこと。 
「化学実験ー手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
教科書 pp.36〜40. 実験レポートの書き方 を読んでおくこと。 
3 回 教科書 pp.62〜68 を読み、陽イオンの分属と分属試薬について予習してお
く。 
「化学実験ー手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
教科書 pp.15〜18 を読み、難溶塩の溶解度と溶解度積について復習しておくこ
と。 
4 回 教科書 pp.68〜73 を読み、第２属陽イオンについて予習しておくこと。 



「化学実験ー手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
5 回 教科書 pp.73〜75 と第４回実験レポートを参考に、系統分析のフローチャ
ートを作成しておくこと。 
「化学実験ー手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
6 回 教科書 pp.78〜83 を読み、第３属陽イオンについて予習しておくこと。 
「化学実験ー手引きと演習」該当ページの化学反応式とフローチャートを書いて
おくこと。 
7 回 第 3〜6 回のレポートを参考に、第１?３属陽イオンの全分析フローチャー
トを作成しておくこと。 
8 回 教科書 pp.10〜13 を読み、溶液と濃度（百分率、モル濃度）について、復習
しておくこと。 
中和滴定における一次標準溶液の調製法について予習しておくこと。 
9 回 教科書 pp.52〜57、pp.88〜97 を読んでおくこと。 
「化学実験ー手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
基礎化学演習、分析化学の演習プリントで、容量分析における計算方法を復習し
ておくと良い。 
10 回 教科書 pp.108〜110 を読んで、酸化還元反応、酸化数、酸化剤、還元剤の
定義を確実にしておく。 
「化学実験ー手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
11 回 日常生活において、水の硬度に関心を持ち、ミネラルウォーター、水道水、
温泉水などの成分表示を調べてみる。 
教科書 pp.112〜116 を読み、「化学実験ー手引きと演習」該当ページの化学反応
式と金属指示薬の構造式を書いておくこと。 
12 回 教科書 pp.57〜59、pp.92〜97 を読み、弱酸の電離定数、緩衝溶液につい
て復習しておくこと。 
「化学実験ー手引きと演習」該当ページと教科書 p.97 を読み、酢酸の pKa 値は
滴定曲線における 1/2 当量点の pH であることを理解しておくこと。 
13 回 教科書 pp.98〜100 を読んでおくこと。 
「化学実験ー手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
14 回 教科書 pp.59〜61 を読み、分光光度計について予習しておくこと。 
教科書 pp.122〜126、「化学実験ー手引きと演習」該当ページを読み、フェナント
ロリン鉄（II）錯体を利用した鉄イオンの定量について、予習しておくこと。 
15 回 実験ノート・実験レポートの整理、演習問題の復習をし、質問事項をまと
めてくること。 

 



年度 2012 
授業コード FTB27F2 
成績評価 最終試験（60％）、小テスト、宿題（40％）により成績評価を行う。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス BA(工)(〜10),BB(工)(〜10) 
見出し FTB27F2 工業数学Ⅱ 
担当教員名 神谷 茂保 
単位数 2 
教科書 すぐわかるフーリエ解析 ／石村園子／東京図書 

演習 解析学概論／矢野健太郎、石原繁著／裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード フーリエ級数、フーリエ変換、ラプラス変換 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 工業数学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 工業数学 ／神谷茂保著／大学教育出版： 

なっとくする微分方程式／小寺平治／講談社： 
講義中にも示す。数学１．２で用いた（微積分学の）教科書 

授業形態 講義 
注意備考 復習を必ず行うこと。数学１，２及び応用数学１の内容は原則として既知なもの

として講義を進めるので該当部分の知識に不安がある場合は必ずその部分を自
分で勉強しなおしておくこと。「演習 解析学概論（矢野健太郎、石原繁著、裳華
房）」の該当部分をやっておくこと。 

シラバスコード FTB27F2 
実務経験のある教員  
達成目標 フーリエ級数、フーリエ変換、ラプラス変換とはどのようなものかを理解し応用

できるようにする。ラプラス変換を応用して微分方程式の解を求められるように
する。 

受講者へのコメント  
連絡先 20 号館 6 階神谷研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 対象学生なし。 
英文科目名 Industrial Mathematics II 
関連科目 応用数学 I、制御理論、数学１、数学２、A 群のほとんどの科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 フーリエ級数、フーリエ変換、ラプラス変換の基礎とその応用について学ぶ。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  この講義の内容、目標の説明を説明する。 



2 回 広義積分、無限積分について説明する。 
3 回  ２重積分について説明する。 
4 回 重積分と極座標変換について説明する。 
5 回  関数空間について説明する。 
6 回  フーリエ級数について説明する。 
7 回 フーリエ正弦、余弦級数について説明する。複素型のフーリエ級数について
説明する。 
8 回 一般区間のフーリエ級数について説明する。 
9 回  フーリエ級数の性質について説明する。 
10 回  フーリエ積分、フ―リエ変換について説明する。 
11 回  フ―リエ変換などの性質について説明する。 
12 回  ラプラス変換について説明する。 
13 回  ラプラス変換の性質について説明する。 
14 回  ラプラス逆変換とその応用について説明する。 
15 回  ラプラス変換の微分方程式への応用について説明する。 

準備学習 1 回 微積分の教科書の「積分」の部分を復習しておくこと。 
2 回 積分に関する演習問題をやっておくこと。 
3 回  広義積分、無限積分の演習問題をやっておくこと。 
4 回 重積分の演習問題をやっておくこと。極座標について復習しておくこと。 
5 回 線形代数の復習をしておくこと。 
6 回  三角関数の性質を復習しておくこと。 
7 回   三角関数の微積分について復習しておくこと。フーリエ級数の復習をし
ておくこと。 
8 回 フーリエ級数の求め方を復習しておくこと。 
9 回 周期関数のフ−リエ級数を求めてみること。 
10 回 複素数について復習しておくこと。オイラーの公式について調べておくこ
と。 
11 回 フ−リエ級数、フーリエ変換を求めてみること。 
12 回 フーリエ級数、フーリエ変換はどのように定義され後のような性質をもっ
ていたか復習すること。 
13 回 ラプラス変換の定義とよく知られた関数のラプラス変換がどんなものにな
るかを確かめておくこと。 
14 回 ラプラス変換の性質を復習しそれらを応用してラプラス変換の表を作成し
てみること。 
15 回 ラプラス逆変換の求め方を復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTB3111 
成績評価 中間テスト・レポート・定期試験を総合的に評価する。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス BA(工)(〜12),BB(工)(〜12) 
見出し FTB3111 パソコン入門Ⅰ 
担当教員名 岩崎 彰典、竹崎 誠 
単位数 2 
教科書 使用しない。パソコン使用の実技が中心なので必要に応じて資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード インターネット 学生用 Web メール ワード エクセル 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 パソコン入門Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用するソフトウェアの進歩は著しく、またほとんどの知識はインターネットを

通じて得ることができるので参考書は特に必要ありません。 
授業形態 講義 
注意備考 実技形式で行うため、出席が重要です。欠席・遅刻の場合、授業に追いつくのは

かなり困難です。レポート提出や中間テストはオンラインで行います。パソコン
上で処理するため、フォルダ名・ファイル名に不備があれば採点することができ
ませんので十分注意してください。定期試験はパソコンを使った実技試験とオン
ライン試験です。ＵＳＢメモリを購入しておくと便利です。岡山理科大学「OUS
コンテンツライブラリー」を使用する。 

シラバスコード FTB3111 
実務経験のある教員  
達成目標 １．インターネット・学生用 Web メールが活用できるようになること。 

２．ワードの基本的機能を理解し、レポート作成ができるようになること。 
３．エクセルの基本的機能を理解し、データ処理及びグラフ作成ができるように
なること。 
４．ワードの機能とエクセルの機能を組み合わせ、将来のレポート作成ができる
ようになること。 

受講者へのコメント  
連絡先 11 号館 5 階、電子メール:top@center.ous.ac.jp、電話：086-256-9773 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Computer Literacy I 
関連科目 後期の情報リテラシーⅡの履修が望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 大学での学習・研究はもとより、今や社会で生活するにもインターネットや計算
機による情報の収集、加工、発信は欠かせない。その原理と仕組みを理解し、技
法と倫理を学び、情報化社会を生きていくための最低限の知識を身につけること
を目的とする。大学での学習・研究はもとより、今や社会で生活するにもインタ
ーネットや計算機による情報の収集、加工、発信は欠かせない。その原理と仕組
みを理解し、技法と倫理を学び、情報化社会を生きていくための最低限の知識を
身につけることを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 メモ帳や学生用 Web メールを使えるようにする。 

オンラインでの受講登録をする。 
2 回 出席登録をする。 
メモ帳で一泊研修の感想の作文をする。 
3 回 Web を使った履修届けと学生用 Web メールの確認をする。 
メモ帳で一泊研修の感想の作文の続きをする。 
4 回 情報倫理とメールでのマナーを学習する。 
5 回 パソコンの仕組みの基礎知識。特にドライブ、フォルダ、ファイルの構造に
ついて学習する。 
6 回 ワードの基礎について学習する。 
7 回 ワードでの画像の取り扱いについて学習する。 
8 回 ワードでの数式処理と表作成について学習する。 
9 回 ワードで文書作成の総合演習をする。 
10 回 エクセル基礎の学習をする。 
11 回 エクセルを使ってグラフを作成する。 
12 回 エクセルの関数の使い方を学習する。 
13 回 エクセルの関数の応用として乱数のシミュレーションをする。 
14 回 エクセルの総合演習としてグラフを使ったレポート作成の演習をする。 
15 回 総合演習をする。 

準備学習 1 回 高校で学習した情報教科を復習してくること。 
メモ帳での作文のため一泊研修の感想を考えておくこと。 
2 回 パソコンへのログインや履修届けなどが確実にできること。 
3 回 学生用 Web メールの設定が正しいか確認しておくこと。 
4 回 「岡山理科大学情報倫理ガイドライン」と「岡山理科大学情報倫理要綱(学
生向)」を理解しておくこと。 
5 回 一泊研修の思い出の作文を仕上げておくこと。 
6 回 前回までの復習をしておくこと。 
7 回 ワードでの作文のため高校時代の思い出を考えておくこと。 
8 回 ワードで高校時代の思い出の作文作成を始めること。 
9 回 ワードで高校時代の思い出の作文を完成させておくこと。 
10 回 前回までの復習をしておくこと。 
11 回 前回までの復習をしておくこと。 
12 回 エクセルのレポートの作成のため、データ収集などを行っておくこと。 
13 回 エクセル及びワードを用いたレポート作成をしておくこと。 



14 回 エクセル及びワードを用いたレポートを完成させておくこと。 
15 回 今までの復習をしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTB3112 
成績評価 中間テスト・レポート・定期試験を総合的に評価する。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス BA(工)(〜12),BB(工)(〜12) 
見出し FTB3112 パソコン入門Ⅱ 
担当教員名 岩崎 彰典、森山 佳子 
単位数 2 
教科書 使用しない。パソコン使用の実技が中心なので必要に応じて資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード HTML、Web ページ（ホームページ）、ハードウェアの基礎知識、プレゼンテー

ション、スライド、パワーポイント 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 （Ａ）「マイクの音がよく飛んでいる」−＞実習室の整備を心がけます。（Ｂ）「と

にかくがんばってたんですが進数だけは理解できませんでした」−＞バイトとか
ビットとかいう言葉が普通に使われる社会になってきましたからそういう会話
についていける知識だけは身につけて下さい。 

科目名 パソコン入門Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用するソフトウェアの進歩は著しく、またほとんどの知識はインターネットを

通じて得ることができるので参考書は特に必要ありません。 
授業形態 講義 
注意備考 実技形式で行うため、出席が重要です。欠席・遅刻の場合、授業に追いつくのは

かなり困難です。レポート提出や中間テストはオンラインで行います。パソコン
上で処理するため、フォルダ名・ファイル名に不備があれば採点することができ
ませんので十分注意してください。定期試験はパソコンを使った実技試験とオン
ライン試験です。ＵＳＢメモリを購入しておくと便利です。岡山理科大学「OUS
コンテンツライブラリー」を使用する。 

シラバスコード FTB3112 
実務経験のある教員  
達成目標 １．Web ページが作成でき、インターネットの理解を得る。 

２．２進数の計算や論理演算ができ、マルチメディアの仕組みを知る。 
３．プレゼンテーションのためのスライド作成ができるようになる。 

受講者へのコメント 「授業時間外にどの程度、学習しましたか」に対し「全くしなかった」が半数近
くいます。ブラウザで出来る選択問題のサイトや、Web ページ作成演習、ﾊﾟﾜｰﾎﾟ
ｲﾝﾄ（ﾎｰﾑｴﾃﾞｨｼｮﾝにはないが）を使ったスライド作成演習など、パソコンさえあ
れば授業時間外や庭でも出来ることが多いのでもっと ICT を活用して欲しいと
思います。欠席や遅刻があるとその⼈のために時間が割かれることがあります。
前回の部分が無いと前に進みませんので、病気や通学時の列車事故などがない限
り時間厳守でお願いします。 

連絡先 11 号館 5 階、電子メール:top@center.ous.ac.jp、電話：086-256-9773 



合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 通常の授業と違い、技能的な要素が多く、それを使った課題を出しているので、
「授業中時間外の学習にどのように取り組みましたか」に対して「宿題などの指
示された課題に取り組んだ」が 55.8%あり、『この分野の「理解」、「興味・関心」、
「技能・技術」』に関する回答数が多くなったと思います。「この授業の目標を達
成できましたか」に対し「半分程度できた以上」がほぼ半数以上なので、パソコ
ン技能としてはほぼ身についた感じがします。 

英文科目名 Computer Literacy II 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 授業の構成は、各種検定試験や教職免許の関係もあり、大きく変更はありません

が、変化の激しいネット社会に適応できるよう工夫したいと思います。 
講義目的 インターネットによる情報の発信方法と共に、情報を発信する際に必要な著作

権、法律を学ぶ。さらに情報化社会を支える、ハードウェアとインターネットの
仕組みを学習する。またプレゼンテーションに必要なスライド作成技法を学習す
る。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Web ページ作成の基本（HTML 言語）を学習する。 

2 回 著作権について・画像の貼り付けとリンクについて学習する。 
3 回 フォルダとフォルダ間のリンクについて学習する。 
4 回 フォルダとフォルダ間のリンクについて HTML 言語で演習する。 
5 回 Web ページの仕組み・公開方法・注意点を学習する。 
6 回 自分独自の Web ページの作成演習を行いレポートの仮提出をする。 
7 回 ハードウェアの基礎（２進数、８進数、１６進数）について学習する。 
8 回 コンピュータの数の内部表現（負数・小数）について学習する。 
9 回 コンピュータの文字と画像の内部表現について学習する。 
10 回 論理回路（AND・OR・NOT 回路）について学習する。 
11 回 加算器・記憶回路・コンピュータの基本構成について学習する。 
12 回 パソコンによるスライド作成基礎を学習する。 
13 回 アニメーションなどを使い効果的なプレゼンテーションについて学習す
る。 
14 回 あるテーマでの自分のプレゼンテーション用のスライドを作成する。 
15 回 総合演習をする。 

準備学習 1 回 情報処理センターのパソコンへログインできるかを確認しておくこと。 
2 回 Web ページの基本となるタグを覚えておくこと。 
3 回 レポートとして自分独自の Web ページを作成しますから、構想を練ってお
くこと。 
4 回 自分独自の Web ページを作り始めること。 
5 回 自分独自の Web ページの作成をしておくこと。 
6 回 自分独自の Web ページの作成をしておくこと。 
7 回 ２進数、８進数、１６進数など高校の情報教科の復習をしておくこと。 
8 回 前回の復習をしておくこと。 



9 回 前回の復習をしておくこと。 
10 回 前回の復習をしておくこと。 
11 回 前回の復習をしておくこと。 
12 回 オンラインテスト演習をすること。 
13 回 自分のスライドの構想を練っておくこと。 
14 回 自分のスライドを作り始めること。 
15 回 今までの復習をしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTB3121 
成績評価 演習 (50%)，小テスト (20%)，期末試験 (30%) の得点全てを加算し評価する． 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス BA(工)(〜10),BB(工)(〜10) 
見出し FTB3121 生物有機化学 
担当教員名 野上 潤造 
単位数 2 
教科書 ブラウン・プーン「基本有機化学」（廣川書店） 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 生物有機化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ブルース「有機化学 下」（化学同⼈） 
授業形態 講義 
注意備考 欠席した日の演習点は０点です． 
シラバスコード FTB3121 
実務経験のある教員  
達成目標 有機化学は暗記する学問ではなく，しっかりとした基礎知識に基づいて「思考す

る学問」であって，全ての現象に起るべくして起るそれなりの理由のあることを
理解する．そして卒業研究や大学院での研究で化学反応を観察し，その結果につ
いて思考することの楽しさを体験するための基礎能⼒を開発することを目指す．
さらに，生体内での酵素による反応と化学プラントでの触媒による反応が有機化
学反応としては全く同じであることを理解し，生体反応がいかに巧妙に仕組まれ
た神業的現象であるかと言う事に感激できるようになることを目標とする． 

受講者へのコメント まだ「有機化学が面白い」と言うところまでは行ってません．でもこれを機会に
もう少し勉強してください． 

連絡先 １２号館３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講（回答）者が２４名でした．半数の受講者が全出席でしたが３回以上休んだ
⼈が２１％は多すぎます．学生諸君の「有機化学をもっと勉強しよう」と言う気
持ちも少なからず感じられましたが，もう少し勉強時間を取ってほしい． 

英文科目名 Bioorganic Chemistry 
関連科目 有機化学 I，有機化学 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生体内での物質の変化の全てが有機化学反応によって起る．それゆえ生化学の研

究に有機反応の知識と理解は不可欠である．生化学のより深い理解に役だつよう



に，有機化学反応の原理を理解する． 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  アミン：構造と命名，物理的性質について解説し演習問題を行う． 

2 回  アミン：塩基性，化学的性質について解説し演習問題を行う． 
3 回  アルデヒドとケトン：構造と命名について解説し演習問題を行う． 
4 回  アルデヒドとケトン：求核剤との反応（Grignard 試薬との反応）について
解説し演習問題を行う． 
5 回  アルデヒドとケトン：求核剤との反応（酸触媒によって促進される反応）
について解説し演習問題を行う． 
6 回  アルデヒドとケトン：ケト−エノール互変異性，カルボニル基の還元につ
いて解説し演習問題を行う． 
7 回  理解度テスト 
8 回  カルボン酸：構造と命名，酸性度，塩基との反応について解説し演習問題
を行う． 
9 回  カルボン酸：カルボキル基の還元，エステル化，酸塩化物への変換，脱炭
酸などについて解説し演習問題を行う． 
10 回  カルボン酸誘導体：構造と命名（酸ハロゲン化物，酸無水物，エステル，
酸アミド など）について解説し演習問題を行う． 
11 回  カルボン酸誘導体：その特徴的な反応（求核アシル置換反応，加水分解）
について解説し演習問題を行う． 
12 回  カルボン酸誘導体：その特徴的な反応（エステルと Grignard 試薬との反
応，還元反応）について解説し演習問題を行う． 
13 回  エノラートアニオン：カルボニル基 α-水素の酸性度，アルドール反応に
ついて解説し演習問題を行う． 
14 回  エノラートアニオン：Claisen 縮合，Dieckmann 縮合，Michael 反応，ア
セチル CoA による生体反応について解説し演習問題を行う． 
15 回  講義のまとめと総合演習を行う． 

準備学習 1 回  有機化学 I, II の復習をしておくこと． 
2 回  前回の講義の復習をしておくこと． 
3 回  前回の講義の復習をしておくこと． 
4 回  前回の講義の復習をしておくこと． 
5 回  前回の講義の復習をしておくこと． 
6 回  前回の講義の復習をしておくこと． 
7 回  これまでの講義の復習をしておくこと． 
8 回  これまでの講義の復習をしておくこと． 
9 回  前回の講義の復習をしておくこと． 
10 回  前回の講義の復習をしておくこと． 
11 回  前回の講義の復習をしておくこと． 
12 回  前回の講義の復習をしておくこと． 
13 回  これまでの講義の復習をしておくこと． 
14 回  前回の講義の復習をしておくこと． 
15 回  これまでの講義の復習をしておくこと． 



 



年度 2012 
授業コード FTB31B2 
成績評価 定期試験８０％，講義への取り組みとレポート２０％で評価する。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス BB(工)(11〜11) 
見出し FTB31B2 物理化学Ⅱ 
担当教員名 岡本 直孝 
単位数 2 
教科書 吉岡甲子郎著・化学通論・裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード 化学熱⼒学，エンタルピー，エントロピー，自由エネルギー，化学ポテンシャル，

反応の方向 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理化学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 上松，多⽥，中野，広瀬共著・右脳式演習で学ぶ物理化学・三共出版 
授業形態 講義 
注意備考 物理化学Ⅰを受講している事。教科書，ノート，配布したプリント，関数電卓を

持参すること。微積分の知識がある程度必要です。 
シラバスコード FTB31B2 
実務経験のある教員  
達成目標 エントロピー，自由エネルギー等の熱⼒学の学習を行う。熱⼒学を用いて自然界

のおける自発的変化の方向（化学反応の方向や平衡定数）や自然現象の把握に応
用する能⼒付ける。 

受講者へのコメント  
連絡先 ３号館１F 研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Physical Chemistry II 
関連科目 物理化学は化学の通論（化学全般に関係する一般法則を取り扱う学問）であるか

ら化学の各論全てに関連する。とくに物理化学Ⅱ，物理化学演習および化学工学
ⅠⅡと関連する。 

次回に向けての改善変更予定  
講義目的 物理化学Ⅱでは熱⼒学第二法則およびエントロピーの概念の習得を行い，自然界

における自発的変化の方向の把握を第一の目標とする。エンタルピー，エントロ
ピー，自由エネルギー，化学ポテンシャル等の学習を行い。熱⼒学の習得を行う。
熱⼒学を用いて化学反応の方向，化学平衡定数の把握を行う。相平衡，蒸気圧降
下，凝固点降下，沸点上昇等の自然現象を熱⼒学的に把握する。 



対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 前期復習（単位，気体，エネルギー，熱容量他），熱⼒学概要について学習

する。 
2 回 気体の定温体積変化について学習する。 
3 回 気体の断熱体積変化について学習する。 
4 回 熱機関，熱効率，エントロピーとはについて学習する。 
5 回  エントロピー１ （体積変化に伴うエントロピー変化）について学習する。 
6 回  エントロピー２ （気体の混合によるエントロピー変化等）について学習す
る。 
7 回  エントロピー３ （温度変化に伴うエントロピー変化）（熱⼒学第３法則）
について学習する。 
8 回  エントロピー４ （温度変化や相変化に伴うエントロピー変化）について学
習する。 
9 回  自由エネルギー１，変化の方向，反応の方向について学習する。 
10 回  自由エネルギー２，平衡定数について学習する。 
11 回  自由エネルギー３，演習を中心に行い自由エネルギーについて学習する。 
12 回  熱⼒学的関係式，化学ポテンシャル，部分モル量について学習する。 
13 回  相律，相平衡，蒸気圧について学習する。 
14 回  理想溶液基礎 1，Raoult の法則および Henry の法則等について学習する。 
15 回 理想溶液基礎 2，束一的性質について学習する。 

準備学習 1 回 前期の復習をしておくこと 
2 回 熱⼒学第１法則，とくに教科書の２９から３２ページを復習しておくこと 
3 回 前回の復習をしておくこと 
4 回 前回の復習をしておくこと 
5 回 前回の復習，エントロピーⅠのプリントの問４までの問題を解いておくこ
と 
6 回 前回の復習，エントロピーⅠのプリントの問５の問題を解いておくこと 
7 回 前回の復習，エントロピーⅡのプリントの問３までの問題を解いておくこ
と 
8 回 前回の復習，エントロピーⅡのプリントの問６までの問題を解いておくこ
と 
9 回 前回の復習,エントロピー全般について理解しておくこと 
10 回 前回の復習，自由エネルギー，反応の方向のプリントの問１，２の問題を
解いておくこと 
11 回 前回の復習，反応の方向のプリントの問３，４の問題を解いておくこと 
12 回 前回の復習，反応の方向のプリントの自習問題を解いておくこと 
13 回 熱⼒学全般の復習，および相平衡，溶液（相律，相平衡，蒸気圧）の予習
をしておくこと 
14 回 前回の復習，理想溶液および理想希薄溶液の予習をしておくこと 
15 回 第 4 章全般の予復習をしておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FTB31C1 
成績評価 定期試験８０％，講義への取り組みとレポート２０％で評価する。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス BB(工)(11〜11) 
見出し FTB31C1 物理化学Ⅰ 
担当教員名 岡本 直孝 
単位数 2 
教科書 吉岡甲子郎著・化学通論・裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード 気体，化学熱⼒学，内部エネルギー，エンタルピー，熱容量，反応熱 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 難しかったけど，分かったら楽しかった，等ほぼ良好な意見が多かった。 

演習問題を増やして欲しいとの希望があった。確かに演習問題は多いほど良いの
ですが時間的制約があり難しい，少しでも増やす工夫をしていきたい。 

科目名 物理化学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 上松，多⽥，中野，広瀬共著・右脳式演習で学ぶ物理化学・三共出版 
授業形態 講義 
注意備考 関数電卓を持参すること。対数，指数計算，微積分の知識がある程度必要です。 

物理化学Ⅱを履修予定の学生はこの物理化学Ⅰを必ず履修しておくこと 
シラバスコード FTB31C1 
実務経験のある教員  
達成目標 SI 単位，気体の性質および熱⼒学の習得に必要な基礎知識の習得。エネルギー保

存則，熱容量，反応熱等の学習を通してエネルギーの概念を把握する。 
受講者へのコメント 物理化学Ⅱは今まで聞いたことのない概念を勉学し，化学反応等に応用して行く

事になる。 
それ故，更に難しいと思われるが，より一層真面目に授業を聞いて貰いたい。 
きっと理解できるように成っていくはずである。 

連絡先 ３号館１F 研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 物理化学は化学の学生にとって一般的に苦手と思われるが，大部分の学生にこの
分野への理解や興味をもって貰った。 
きっと我慢強く講義を聴いて貰ったと思われ，真面目に受講してくれた事に感謝
したい。 

英文科目名 Physical Chemistry I 
関連科目 物理化学は化学の通論（化学全般に関係する一般法則を取り扱う学問）であるか

ら化学の各論全てに関連する。とくに物理化学Ⅱ，物理化学演習および化学工学
ⅠⅡと関連する。 



次回に向けての改善変更予定 配布プリントの改良，および落ちこぼれを出さない工夫をしたい（ただし欠席し
ないことが条件である）。 

講義目的 無機・有機・分析・生物化学・化学工学などの各論的方法とは異なり，物理化学
はその間に共通に認められる性質や現象に着目して，一般性あるいは法則の形で
これを把握し，それによって化学現象の原因を究めようとする通論的な方法であ
る。もちろん化学の研究には各論と通論の両者が必要であり一方が欠けることは
許されない。物理化学Ⅰでは SI 単位等の基礎知識を学習した後，気体の状態，
熱⼒学の基礎等の修得を目的とする 。熱⼒学では熱とは，温度とは，熱容量，内
部エネルギー，エンタルピー，反応熱，反応熱の温度変化等の把握を目的とする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 はじめに，物理化学とは，物質量，物理量の次元と定義（そのⅠ）について

学習する。 
2 回  物理量の次元と定義（そのⅡ）について学習する。 
3 回  状態量，温度とは熱とは？，水の相図と温度，理想気体の状態式について
学習する。 
4 回  物質の状態，理想気体，気体定数，全微分について学習する。 
5 回  分子論からみた理想気体について学習する。 
6 回  分子の速度，実在気体Ⅰについて学習する。 
7 回  実在気体Ⅱについて学習する。 
8 回  熱⼒学概論，熱の仕事当量，第１法則について学習する。 
9 回  気体の仕事，可逆不可逆について学習する。 
10 回  定積過程と定圧過程，内部エネルギーとエンタルピーについて学習する。 
11 回  内部エネルギーとエンタルピーと熱容量について学習する。 
12 回 気体のモル熱容量，エネルギー等分配則，相変化に伴う熱について学習す
る。 
13 回 熱化学，反応熱の温度依存性などについて学習する。 
14 回  まとめおよび演習をする。 
15 回 エントロピーと自由エネルギー概論について学習する。 

準備学習 1 回 教科書の１〜７ページまでを読んでおくこと 
2 回 前回の復習をしておくこと，配布した単位のプリントの問題を解いておく
こと 
3 回 前回および前々回の復習をしておくこと，教科書の８ページから１５ペー
ジを読んでおくこと配布した理想気体のプリントの１）から４）までを解いてお
くこと 
4 回 前回の復習，配布した理想気体のプリントを最後まで解いておくこと 
5 回 前回の復習をしておくこと 
6 回 前回の復習をしておくこと 
7 回 前回の復習をしておくこと 
8 回 前回の復習，「熱とは，温度とは，仕事とは」を復習しておくこと 
9 回 前回の復習，理想気体を復習をしておくこと 
10 回 前回の復習をしておくこと 
11 回 前回の復習をしておくこと 



12 回 前回の復習，配布プリントの問題を解いておくこと 
13 回 前回の復習，配布プリントの問題を解いておくこと 
14 回 前回までの講義の全般に渡って復習をしておくこと 
15 回 前回の復習，インターネットを使って熱⼒学の概要を勉強しておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FTB3311 
成績評価 クイズ（40％）と定期試験（60％）により評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス BA(工)(〜10),BB(工)(〜10) 
見出し FTB3311 セラミックス概論 
担当教員名 福原 実 
単位数 2 
教科書 「都市工学をささえ続ける セラミック材料入門」／加藤誠軌／アグネ技術セン

ター／ 2800 円 
アクティブラーニング  
キーワード 焼き物、ファインセラミックス、電子部品、焼結反応 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 興味がわいてこの分野に就職したいと思った。分かりやすかった。興味がわいた

→このような感想を全員に持ってもらえるような講義にしたいと思います。 
科目名 セラミックス概論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適時指示する 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTB3311 
実務経験のある教員  
達成目標 セラミックス製品の発展の歴史が説明できる。セラミックスの他の材料には無い

特徴が説明出来る。代表的なセラミックスが示す特徴的な性質の発現機構が説明
出来る。主要なセラミックス製品の製造法が説明出来る。 

受講者へのコメント セラミックスの入門書は沢山ありますから、これを機会にとりあえず一冊読んで
みてください。読んでわからないことがあれば、質問にきてください。 

連絡先 ２２号館５階 福原研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 理解が深まったが 50％、興味、関心が高まったが 71％、受講の目的ができた、
大体できた、半分以上達成できたがの計が 84％でした。一方、教員の熱意は感じ
た、少し感じたの計が 94％でしたので、少し講義が空回りしたかもしれません。 

英文科目名 Introduction to Ceramics 
関連科目 無機化学Ｉ及びＩＩ 
次回に向けての改善変更予定 もう少し講義のペースを落とすようにします。 
講義目的 われわれは，窓ガラス，コンクリート，食器，ガイシなどのセラミック製品に囲

まれて生活している。電子セラミックスの発展なしには，情報化社会の発展はな
かった。このようにセラミック材料は極めて多様性に富んでいる。さらに陶磁器
などは１万年以上の歴史をもっている。将来もセラミックスが姿を消すことは無



いと考えられる。このように⼈類の発展とともにあゆんできたセラミックスを機
能別に紹介する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 各国におけるセラミックスの定義の違いについて講義する。 

2 回 伝統的セラミックス原料となる地球の鉱物と、その風化現象について講義
する。 
3 回 粘土を原料に用いた伝統的なセラミックスである”焼き物”の歴史と製造方
法について講義する。 
4 回 伝統的セラミックス製品のタイルや食器、煉瓦、瓦等の製造の歴史と、それ
らが使用される際に必要とされる性質を講義する。 
5 回 粘土鉱物を例にとり、セラミックス製品を製造する際にそれが受ける加熱
変化について講義する。 
6 回 古代セメントからポルトランドセメントへの変遷の歴史と、ポルトランド
セメント製造の際に起きる焼成反応について講義する。 
7 回 コンクリートについて製造方法と構造物となった際に必要とされる性質に
ついて講義する。 
8 回 ガラスの歴史と、近代のガラスの製造方法と応用について講義する。 
9 回 結晶質とガラス質の違いについて講義する。 
10 回 炭素材料について、”すみ”から”炭素繊維”までの発展の歴史とそれらの特
徴的な性質が物が現れる理由を結晶構造の違いを基にして講義する。 
11 回 強度関連材料として、ファインセラミックス機械部品についてその特徴や
合成方法を講義する。 
12 回 熱関連材料として耐火物をとりあげ、耐火物の製鉄業に占める位置、およ
び各種耐火物の製造方法について講義する。さらに、断熱材料や低膨張材料につ
いて講義する。 
13 回 現在の通信技術や半導体製造の基礎となっている光学ガラスについて、製
造方法をと機能を講義する 
14 回 生体親和材料として、アパタイト関連物質とガラスを挙げ、それらの応用
例を講義する。 
15 回 情報産業の発展に寄与した各種の電気・電子関連材料について、代表例を
数種挙げ、作動原理と製造方法を講義する。 

準備学習 1 回 知っているセラミックス製品をできるだけ挙げてくること。 
2 回 クラーク数と酸化物について調べておくこと。 
3 回 焼き物の歴史について調べておくこと。 
4 回 教科書の”タイル、煉瓦”の項を予習しておくこと。 
5 回 溶液中で起きる反応と、高温で接触している固体同士が反応するときの違
いについて考えておくこと。 
6 回 ポルトランドセメントの名称の由来を調べておくこと。日本におけるポル
トランドセメント製造量の経年変化を調べておくこと。 
7 回 コンクリート製品に要求される性能について調べておくこと。 
8 回 ガラスにおけるガラス転移点について予習しておくこと。 
9 回 無機化学の講義で扱った結晶と非晶質の違いについて復習しておくこと。 



10 回 無機化学で扱った、ダイヤモンドと⿊鉛の結晶構造の違いを復習しておく
こと。 
11 回 教科書を調べ、伝統セラミックスとファインセラミックスの原料の違いを
予習しておくこと。 
12 回 現代製鉄方法について調べておくこと。また、鉄を溶かすための炉中の温
度を調べておくこと。 
13 回 無機化学で扱った、半導体の作動原理について復習しておくこと。 
14 回 生体と⼈体外部から導入される材料との間に起きる拒絶反応について調べ
ておくこと。 
15 回 知っている電子部品について、その名称をまとめておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTB3322 
成績評価 課題研究（ディスカッションの自己評価、グループ内相互評価、教員による評価、

プレゼンテーションのグループ間相互評価、教員による評価、最終レポートの総
計で 50％）、試験（50％）。 
但し、この講義は出席してディスカッションするすることに大きな意義があるた
め、ディスカッション欠席の場合は５点/回、減点する。 

曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス BA(工)(〜10),BB(工)(〜10) 
見出し FTB3322 遺伝子工学 
担当教員名 滝澤 昇 
単位数 2 
教科書 ・遺伝子工学／ 柴 忠義／ IBS 出版 2625 円 
アクティブラーニング  
キーワード 遺伝子操作、宿主、ベクター、プラスミド、ファージ、制限酵素、修飾酵素、突

出末端、平滑末端、形質転換、サザンハイブリダイゼーション、大腸菌、枯草菌、
酵⺟、物理的封じ込めレベル、生物的封じ込めレベル、ＰＣＲ、サンガー法、部
位特異的変異法、 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答 プレゼンテーションを体験できてよかったというコメントをもらっている。勇気

づけられた。 
科目名 遺伝子工学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ・遺伝子とタンパク質の分子解剖／杉山・滝澤・久保／共立、  

・組換え DNA の分子生物学／ワトソン 
・「遺伝子操作の原理」第５版／ R.W.オールド、S.B.プリムローズ 共著、関口
睦夫 他 訳／ 培風館 
・レクチャーバイオテクノロジー／橋本直樹著／培風館 

授業形態 講義 
注意備考 ・「生化学Ｉ・II」「分子生物学」を受講しておくこと 

・課題研究のグループディスカッションと、PC とプロジェクターによるプレゼ
ンテーションが全員に課される。課題の決定に際しては、教科書の５〜６章をよ
く読むこと 
・初回の講義において班分けをするので、必ず初回に出席すること。また班決定
後の受講放棄は、同じ班のメンバーに迷惑がかかるので、認めない。 
・この講義は出席してディスカッションするすることに大きな意義があるため、
ディスカッション欠席の場合は５点/回、減点する。※ 

シラバスコード FTB3322 
実務経験のある教員  
達成目標 ・遺伝子操作技術の原理を理解し、そのと応用について知る 

・遺伝子組換えについて正しい評価をする能⼒を得る 



・自ら学び表現する技術を修得する 
受講者へのコメント 今年はしっかりとよく取り組んでくれました。プレゼンテーションに時間をかけ

るため、「知識」という面では十分ではないと思いますが調査を体験したことで
自ら知識を得る能⼒を付けた皆さんには、知識をこちらから詰め込む必要はあり
ませんね。知識は欲すればいくらでも得られます。 

連絡先 ・研究室：１２号館５階 
・電子メール：takizawan[アトマーク]dac.ous.ac.jp 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業の目標達成度では、８０％が「だいたいできた」以上であり、まんぞく・ほ
ぼまんぞくで８０％となっている。また理解や関心についても７０?８０％の値
が出ていることから、学生による評価は高いと言える。この授業では学生による
プレゼンテーションを課していることから、課題への取り組みは 75％で、週あた
りの授業時間外学習も 30 分?2 時間を合わせると 85％、と時間外の自主的な学
びへも誘導できていることが判る。 

英文科目名 Gene Engineering 
関連科目 応用生化学、細胞生理学、分子生物学、微生物バイオテクノロジー、細胞バイオ

テクノロジー 
次回に向けての改善変更予定 上記のように、現状でよい値を示していることから、微調整しながら現状のスタ

イルを続けていきたい。 
講義目的 分子生物学より得られた知見に基づいて発展した遺伝子工学について、その基本

技術を理解し、産業・医療などへの応用例を知ることができる。なお講義中にコ
ミュニケーションシート、レポート、および課題研究のグループディスカッショ
ンと成果のパソコンとプロジェクターによるプレゼンテーションが全員に課さ
れ、他と協調して調査し、まとめ、発表する能⼒を獲得することができきる。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  ・遺伝子工学の意義と概要、安全性について理解する。 

2 回 ・大腸菌宿主ベクター系について理解する。 
・プレゼンテーション班分けを行う。 
・班別ディスカッションを行う。 
・以後第９回までは、時限後半の２０分程度をグループでのディスカッションに
充てる。 
3 回 ・大腸菌宿主ベクター系について理解する。 
・班別ディスカッションを行い、次回までの宿題を決める。 
4 回 ・各種細菌、酵⺟、カビ、動植物等の宿主ベクター系について理解する。 
・宿題の成果を持ち寄り班別ディスカッションを行い、次回までの宿題を決める。 
5 回 ・遺伝子の精製法について理解する（教科書２章） 
・宿題の成果を持ち寄り班別ディスカッションを行い、次回までの宿題を決める 
6 回 ・試験管内での DNA 分子の切断と結合方法を理解する （教科書 1.2 章） 
・宿題の成果を持ち寄り班別ディスカッションを行い、次回までの宿題を決める 
7 回 ・形質転換、遺伝子ライブラリー、特定遺伝子の検出方法について理解する
（教科書３章） 



・宿題の成果を持ち寄り班別ディスカッションを行い、次回までの宿題を決める 
8 回 ・制限酵素地図、遺伝子の構造解析、部位特異的変異について理解する（教
科書４章） 
。宿題の成果を持ち寄り班別ディスカッションを行い、次回までの宿題を決める 
9 回 ・農業と工業分野における遺伝子工学の応用について理解する （教科書４
章） 
・宿題の成果を持ち寄り班別ディスカッションを行い、次回までの宿題を決める 
10 回 ・医療分野における遺伝子工学の応用について理解する （教科書４章） 
・宿題の成果を持ち寄り班別ディスカッションを行い、次回までの宿題を決める 
11 回 ・グループでのディスカッション をまとめ、発表の準備を整える 
12 回 ・プレゼンテーション予行練習をする（１） 
13 回 ・プレゼンテーション予行練習をする（２） 
14 回 ・調査研究発表会を公開で行う 
15 回 ・発表をまとめ、最終レポートを完成する 

準備学習 1 回 ・本シラバスを読み、内容を理解した上で受講すること 
・次回までに班分けのための受講登録を済ませておくこと 
2 回 ・教科書７章を読み、わからない語句を書き出しておくこと 
・WEB サイトから資料をダウンロードの上、プリントして持参するすること 
・発表テーマを検討しておくこと 
・発表のため、グループで決めた宿題をして次回に備えること 
3 回 ・教科書 1 章を読み、わからない語句を書き出しておくこと 
・WEB サイトから資料をダウンロードの上、プリントして持参するすること 
・発表のため、グループで決めた宿題をして次回に備えること 
4 回 ・教科書 1.3 章を読み、わからない語句を書き出しておくこと 
・WEB サイトから資料をダウンロードの上、プリントして持参するすること 
・発表のため、グループで決めた宿題をして次回に備えること 
5 回 ・教科書２章を読み、わからない語句を書き出しておくこと 
・発表のため、グループで決めた宿題をして次回に備えること 
6 回 ・教教科書 1.2 章を読み、わからない語句を書き出しておくこと 
・WEB サイトから資料をダウンロードの上、プリントして持参するすること発
表準備 
・発表のため、グループで決めた宿題をして次回に備えること 
7 回 ・教科書３章を読み、わからない語句を書き出しておくこと 
・WEB サイトから資料をダウンロードの上、プリントして持参するすること発
表準備 
・発表のため、グループで決めた宿題をして次回に備えること 
8 回 ・教科書４章を読み、わからない語句を書き出しておくこと 
・WEB サイトから資料をダウンロードの上、プリントして持参するすること発
表準備 
・発表のため、グループで決めた宿題をして次回に備えること 
9 回 ・教科書４章（前半）を読み、わからない語句を書き出しておくこと 
・WEB サイトから資料をダウンロードの上、プリントして持参するすること 



・発表のため、グループで決めた宿題をして次回に備えること 
10 回 ・教科書４章（後半）を読み、わからない語句を書き出しておくこと 
・WEB サイトから資料をダウンロードの上、プリントして持参するすること 
・発表のため、グループで決めた宿題をして次回に備えること 
11 回 ・グループで自主的に発表準備・練習をしておくこと 
12 回 ・グループで自主的に発表準備・練習をしておくこと 
13 回 ・グループで自主的に発表準備・練習をしておくこと 
14 回 ・グループで自主的に発表準備・練習をしておくこと 
15 回 ・課題最終レポート作製のための資料を整理しておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FTB3511 
成績評価 レポートとノート(60％)および課題報告(40％)で評価する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス BA(工)(〜10),BB(工)(〜10) 
見出し FTB3511 バイオ・応用化学実験Ⅱ 
担当教員名 竹崎 誠、竹⽥ 邦雄、冨永 敏弘、福原 実、森山 佳子 
単位数 3 
教科書 プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 中和反応、電位差滴定、りん酸、表面張⼒、界面活性剤、乳化、コロイド、凝結、

錯体、キレート、配位化合物、環境分析、化学的酸素要求量、酸化、吸光分析、
機器分析 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「取ってない授業の内容で難しかった」 

学生実験では 2 年生までの(1 部 3 年生での)学習内容を実習すると以前 1 年生の
時に伝達してあります。また、実験開始当初に選択必修科目で履修してない科目
がある⼈は履習して下さいと連絡しました。今後、連絡・伝達事項をよく聞いて
ください。 

科目名 バイオ・応用化学実験Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 指定されたのテーマの実験を全て行い、そのレポートおよび課題を全て提出しな

ければならない。 
必要により、授業資料を液晶プロジェクターで投影し解説をおこなう。 

シラバスコード FTB3511 
実務経験のある教員  
達成目標 ・講義で学習した内容を、実験を通じて理解し、説明できる。・基本的な実験技術

および実験のマナーを身につけ、後期の実験科目や卒業研究などで応用できる。 
・実験ノートおよび一般的なレポートの書き方を修得し、後期の実験科目や卒業
研究などで応用できる。 

受講者へのコメント 実験中の安全のため、整理整頓だけでなく、使用する薬品の性質や安全性につい
ても各自調べましょう。 

連絡先 竹崎：12 号館 5 階、竹⽥：12 号館 3 階、冨永：12 号館 5 階、福原：22 号館 5
階、森山:12 号館 3 階 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 A2) 授業時間外での学習時間が 2 時間程度以下の⼈が 8 名います。これでは、
実験のレポート作成ができないだけでなく、安全・的確に実験するための予習が
できません。もう少し、実験のための予習を今後して下さい。 



A3) 約半数の⼈が関連する図書や資料を自分で探して勉強しました。残り半数
の⼈も今後関連する資料を自分で探してみて下さい。 
B）他の分野との関連性がわかったと解答した約 2 割の⼈を含む全受講者の⼈へ、
他の教科だけでなく身の回りとの関連性も考えてみて下さい。 

英文科目名 Biotechnology and Applied Chemistry Laboratory II 
関連科目 「分析化学 I・II」、「物理化学 I・II」、「無機化学Ⅰ・Ⅱ」、「工業分析化学」、「パ

ソコン入門 I・II」、「数値計算とプレゼンテーション」、「基礎化学」、「基礎化学実
験」、「基礎化学演習 I・II」、「コロイド界面化学」、「ナノサイエンス」 

次回に向けての改善変更予定 実験スペースが狭いと約 4 分の 1 の⼈がコメントしています。実験室での器具の
配置等を見直して、実験スペースの確保をしていく予定です。 

講義目的 化学をより深く理解するために、講義でも勉強した内容の実験に取り組む。講義
計画に示すように「リン酸の中和滴定」等の分析化学、「表面張⼒」等の物理化学
や「錯体の組成」等の無機化学に関連するテーマのすべての実験を行い、それら
の結果を検討し、それぞれレポートを提出する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

バイオ・応用化学実験Ⅱを行なうにあたり、各実験テーマの解説をする。 
2 回 環境と安全 
バイオ・応用化学実験Ⅱを行なうにあたり、環境への配慮および安全対策につい
て解説する。 
3 回 中和滴定(1) 
標準溶液の調製とその濃度決定をする。 
4 回 中和滴定(2) 
未知試料の濃度などを決定をする。 
5 回 リン酸の中和滴定 
pH メーターを用いて、リン酸の中和滴定を行ない、そのｐｋａを決定する。 
6 回 沈殿電位差滴定 
硝酸銀により電位差滴定を行い、ハロゲン化銀のＫｓｐなどを決定する。 
7 回 表面張⼒の測定 
各種界面活性剤の表面張⼒を測定し、そのｃｍｃなどを決定する。 
8 回 酸化還元反応 
酸化還元滴定を行ない、排水中のＣＯＤなどを決定する。 
9 回 キレート滴定 
キレート滴定を行い、食品や飲料水中のカルシウム濃度等を決定する。 
10 回 錯体の組成 
吸光光度計を用いて、錯体の組成などを決定する。 
11 回 コロイドの凝結価 
水酸化鉄コロイドの凝結価などを決定する。 
12 回 未知試料分析 
未知試料の濃度、組成等を決定する。 
13 回 課題報告(1) 
課題報告の調査をする。 



14 回 課題報告(2) 
課題報告を作製する。 
15 回 補充実験 
追加等の実験をする。 

準備学習 1 回 「分析化学Ⅰ・Ⅱ」、「工業分析化学」、「物理化学Ⅰ・Ⅱ」、「無機化学Ⅰ・Ⅱ」
を復習する。 
2 回 第 1 回で配布されたプリント(テキスト)の『環境と安全』の箇所をを熟読
し、予習する。どの様にしたら安全で環境に優しく実験できるかをを調る 
3 回 プリントの『中和滴定』の箇所を熟読し、実験の予習する。実験テーマに関
連する事柄を調る。 
4 回 中和滴定(1)の結果を検討する。 
5 回 プリントの『リン酸の滴定』の箇所を熟読し、実験の予習する。実験テーマ
に関連する事柄を調べる。 
6 回 プリントの『沈殿電位差滴定』の箇所を熟読し、実験の予習する。実験テー
マに関連する事柄を調べる。 
7 回 プリントの『表面張⼒の測定』の箇所を熟読し、実験の予習する。実験テー
マに関連する事柄を調べる。 
8 回 プリントの『酸化還元反応』の箇所を熟読し、実験の予習する。実験テーマ
に関連する事柄を調べる。 
9 回 プリントの『キレート滴定』の箇所を熟読し、実験の予習する。実験テーマ
に関連する事柄を調べる。 
10 回 プリントの『錯体の組成』の箇所を熟読し、実験の予習する。実験テーマ
に関連する事柄を調べる。 
11 回 プリントの『コロイドの凝結価』の箇所を熟読し、実験の予習する。実験
テーマに関連する事柄を調べる。 
12 回 これまでに行った実験の未知試料の分析に関連する箇所を十分に復習す
る。 
13 回 これまでに行った実験の内容を十分に復習する。 
14 回 これまでに行った実験の内容を十分に復習する。 
15 回 担当教員の指示に従う。 

 



年度 2012 
授業コード FTB3512 
成績評価 毎回の講義で行う小テスト（５０％）、および期末試験（５０％）を総合して判断

する。ただし、定期試験において基準点を設け、得点が１００点満点中、６０点
未満の場合は不合格とする。 

曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス BB(工)(12〜12) 
見出し FTB3512 基礎有機化学 
担当教員名 大寺 純蔵 
単位数 2 
教科書 ステップアップ 大学の有機化学 ／ 斎藤勝裕 著 ／ 裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 一回の講義量が多すぎるとのコメントがあったが、これ以上減らすことはできな

いので予習、復習を十分にしてもらいたい。 
科目名 基礎有機化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTB3512 
実務経験のある教員  
達成目標 （１） 有機化合物の性状の理解 

（２） 有機反応の基礎知識の習得 
（３） 有機化合物の応用に関する知識の習得 

受講者へのコメント 概ね良好であったが、昼食後ということもあり居眠りする受講生が若干いたこと
は残念であった。 

連絡先 ２２号館４階 大寺研究室 
otera@high.ous.ac.jp 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 とくに問題点はなかった。 
英文科目名  
関連科目 基礎化学 
次回に向けての改善変更予定 とくになし。 
講義目的 有機化学は化学合成の基盤となるものであり化学のあらゆる分野で必要とされ

る。本講義では、高校で学んだ有機化学の上に、今後学年進行とともに学習しな
ければならない有機化学関連の講義を受講するに際して支障のない程度の学⼒
を積み上げる事を目指す。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 有機化学の成り立ちについて説明する 

2 回 原子構造について説明する 
3 回 共有結合、とくに飽和結合について説明する 
4 回 不飽和結合について説明する 
5 回 有機化合物の構造と命名の基礎について説明する 
6 回 炭化水素の構造と命名について説明する 
7 回 芳香族化合物について説明する 
8 回 これまで学習した事項について質問に応答する 
9 回 炭化水素の反応について説明する 
10 回 アルコール、エーテルの反応について説明する 
11 回 アルデヒド、ケトンの命名法と合成法について説明する 
12 回 アルデヒド、ケトンの反応について説明する 
13 回 カルボン酸の反応について説明する 
14 回 ベンゼンおよび置換基の反応について説明する 
15 回 第９回の講義以降学習した事項について質問に応答する 

準備学習 1 回 基礎化学の講義を復習しておくこと 
2 回 原子と分子について高校教科書を復習しておくこと 
3 回 化学結合について高校教科書を復習しておくこと 
4 回 化学結合について高校教科書を復習しておくこと 
5 回 有機化合物について高校教科書を復習しておくこと 
6 回 前回の講義を復習しておくこと 
7 回 芳香族化合物について高校教科書を復習しておくこと 
8 回 これまで学習した事項について復習しておくこと 
9 回 炭化水素について高校教科書を復習しておくこと 
10 回 アルコール、エーテルについて高校教科書を復習しておくこと 
11 回 アルデヒド、ケトンについて高校教科書を復習しておくこと 
12 回 前回講義を十分に復習しておくこと 
13 回 第１１、１２回講義を十分に復習しておくこと 
14 回 第７回講義を十分に復習しておくこと 
15 回 第９回の講義以降学習した事項について復習しておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FTB3522 
成績評価 レポート（70％）、実験者としての心得の修得度（30％） 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス BA(工)(〜10),BB(工)(〜10) 
見出し FTB3522 バイオ・応用化学実験Ⅳ 
担当教員名 大塚 隆尚、山本 俊政、安藤 秀哉、滝澤 昇 
単位数 3 
教科書 イラスト栄養生化学実験／相原他／東京教学社 

プリント 
アクティブラーニング  
キーワード 原核細胞、真核細胞、細菌、真菌、酵⺟、動物細胞、核、DNA、RNA、染色体、

アミノ酸、タンパク質、抗癌抗生物質、等電点、酵素、酵素阻害、生育曲線、遺
伝子の制御、発現の誘導、プラスミド、遺伝子操作、形質転換、アガロース、電
気泳動 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答 教員側の準備や段取り、一部の不真面目なアシスタントに関する指摘があったの

で改善したい 
科目名 バイオ・応用化学実験Ⅳ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 生物学・生化学・分子生物学の教科書など 
授業形態 実験実習 
注意備考 火曜日、水曜日に連続して実験を行う。日程はバイオ・応用化学実験Ⅲと調整の

上、後期の初めに掲示する 
生化学Ｉ・ II、 細胞生理学を履修しておくこと。分子生物学、遺伝子工学、微
生物バイオテクノロジー、細胞バイオテクノロジーを合わせて履修することが望
ましい 

シラバスコード FTB3522 
実務経験のある教員  
達成目標 科学的な物の見方を体得するレポート作成を通して、自己表現法を体得する生化

学実験に必要な基礎的技術を体得する講義で学んだ知識を五感を通して実際に
体験し、未知の事柄を如何にして自ら学ぶかを修得する 

受講者へのコメント 前向きに受講する⼈が多くて良かった 
連絡先 滝澤 １２号館５階、 大塚 １２号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね良好であった 
英文科目名 Biotechnology and Applied Chemistry Laboratory IV 
関連科目 基礎化学、分析化学 I・II、物理化学 I・II、生化学Ｉ・ II、 細胞生理学 、分子

生物学、遺伝子工学、微生物バイオテクノロジー、細胞バイオテクノロジー 



次回に向けての改善変更予定 設備と受講者のバランスが取れていない部分があるので改善したい 
講義目的 細胞の構造、生体分子の性質、酵素反応、微生物の生育と遺伝子発現、遺伝子操

作について、実験を通じて理解を深めると共に、研究上の考え方、実験の基本的
技術、態度を修得する。●注意事項１）後期学生実験のバイオ・応用化学実験 III、
バイオ・応用化学実験Ⅳはそれぞれ期間を区分して、火・水曜の両日とも同じ科
目を行います、後期の初めに履修説明会を開催するので、必ず参加すること２）
班に分かれてローテーションを組んで実験を行うので、以下のスケジュールは一
例である（最下の「注意/備考」欄も参照のこと） 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションで講義の内容を把握する 

2 回 微生物と動物細胞の観察をする 
3 回 微生物の培養をする 
4 回 抗癌抗生物質の発酵生産とその評価をする 
5 回 動物細胞の培養を体験する 
6 回 実験データーの整理・考察、再実験をする 
7 回 糖の化学的特性について実験し、学習する 
8 回 蛋白質の化学的特性をテーマに実験し、学習する 
9 回 脂質の化学的性質をテーマに実験し、学習する 
10 回 酵素化学実験-１、酸性ホスファターゼを用い、反応時間、基質親和性、阻
害機構をテーマに実験し、学習する 
11 回 酵素化学実験-２、乳酸脱水素酵素を用い、温度依存性、pH 依存性、補酵
素要求性をテーマに実験し、学習する 
12 回 実験データーの整理・考察、再実験、次の実験項目のレクチャーと実験準
備をする 
13 回 遺伝子工学実験-１：バナナより DNA を単離し、DNA を観察する 
14 回 遺伝子工学実験-２：大腸菌よりプラスミド DNA を単離し、アガロース電
気泳動により検出・観察する 
15 回 これまでの実験データーについて整理・考察し、不足がある場合は再実験
により検証する 

準備学習 1 回  どのような目的でどのような実験を行うのかシラバスで確認をしておくこ
と 
2 回 教科書で顕微鏡の基本的な使用方法を確認しておくこと 
3 回 教科書と配布された資料で微生物の培養培地と基本的取り扱いを確認して
おくこと 
4 回 配布された資料でどのようにして抗癌抗生物質を発酵生産させるのか確認
しておくこと 
5 回 配布された資料でどのようにして細胞毒性試験を行うのか確認しておくこ
と 
6 回 これまでに得られた実権データをまとめておくこと 
7 回 教科書４章と 15 章をよく読み、事前調査項目を調査して提出用ノートに書
いておくこと 
8 回 教科書７章と 15 章をよく読み、事前調査項目を調査して提出用ノートに書



いておくこと 
9 回 教科書６章をよく読み、事前調査項目を調査して提出用ノートに書いてお
くこと 
10 回 教科書９章をよく読み、事前調査項目を調査して提出用ノートに書いてお
くこと 
11 回 教科書 10 章をよく読み、事前調査項目を調査して提出用ノートに書いて
おくこと 
12 回 これまでの実験結果をまとめ、データ・結果の信頼性を検討すること。必
要に応じて再実験計画を立てること 
13 回 配布プリントをよく読み、事前調査項目を調査して提出用ノートに書いて
おくこと 
14 回 配布プリントをよく読み、事前調査項目を調査して提出用ノートに書いて
おくこと 
15 回 これまでの実験結果をまとめ、データ・結果の信頼性を検討すること。必
要に応じて再実験計画を立てること 

 



年度 2012 
授業コード FTB35B2 
成績評価 定期試験８０％，講義への取り組みとレポート２０％で評価する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス BA(工)(11〜11) 
見出し FTB35B2 物理化学Ⅱ 
担当教員名 岡本 直孝 
単位数 2 
教科書 吉岡甲子郎著・化学通論・裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード 化学熱⼒学，エンタルピー，エントロピー，自由エネルギー，化学ポテンシャル，

反応の方向 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理化学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 上松，多⽥，中野，広瀬共著・右脳式演習で学ぶ物理化学・三共出版 
授業形態 講義 
注意備考 物理化学Ⅰを受講している事。教科書，ノート，配布したプリント，関数電卓を

持参すること。微積分の知識がある程度必要です。 
シラバスコード FTB35B2 
実務経験のある教員  
達成目標 エントロピー，自由エネルギー等の熱⼒学の学習を行う。熱⼒学を用いて自然界

のおける自発的変化の方向（化学反応の方向や平衡定数）や自然現象の把握に応
用する能⼒付ける。 

受講者へのコメント  
連絡先 ３号館１F 研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Physical Chemistry II 
関連科目 物理化学は化学の通論（化学全般に関係する一般法則を取り扱う学問）であるか

ら化学の各論全てに関連する。とくに物理化学Ⅱ，物理化学演習および化学工学
ⅠⅡと関連する。 

次回に向けての改善変更予定  
講義目的 物理化学Ⅱでは熱⼒学第二法則およびエントロピーの概念の習得を行い，自然界

における自発的変化の方向の把握を第一の目標とする。エンタルピー，エントロ
ピー，自由エネルギー，化学ポテンシャル等の学習を行い。熱⼒学の習得を行う。
熱⼒学を用いて化学反応の方向，化学平衡定数の把握を行う。相平衡，蒸気圧降
下，凝固点降下，沸点上昇等の自然現象を熱⼒学的に把握する。 



対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 前期復習（単位，気体，エネルギー，熱容量他），熱⼒学概要について学習

する。 
2 回 気体の定温体積変化について学習する。 
3 回 気体の断熱体積変化について学習する。 
4 回 熱機関，熱効率，エントロピーとはについて学習する。 
5 回  エントロピー１ （体積変化に伴うエントロピー変化）について学習する。 
6 回  エントロピー２ （気体の混合によるエントロピー変化等）について学習す
る。 
7 回  エントロピー３ （温度変化に伴うエントロピー変化）（熱⼒学第３法則）
について学習する。 
8 回  エントロピー４ （温度変化や相変化に伴うエントロピー変化）について学
習する。 
9 回  自由エネルギー１，変化の方向，反応の方向について学習する。 
10 回  自由エネルギー２，平衡定数について学習する。 
11 回  自由エネルギー３，演習を中心に行い自由エネルギーについて学習する。 
12 回  熱⼒学的関係式，化学ポテンシャル，部分モル量について学習する。 
13 回  相律，相平衡，蒸気圧について学習する。 
14 回  理想溶液基礎 1，Raoult の法則および Henry の法則等について学習する。 
15 回 理想溶液基礎 2，束一的性質について学習する。 

準備学習 1 回 前期の復習をしておくこと 
2 回 熱⼒学第１法則，とくに教科書の２９から３２ページを復習しておくこと 
3 回 前回の復習をしておくこと 
4 回 前回の復習をしておくこと 
5 回 前回の復習，エントロピーⅠのプリントの問４までの問題を解いておくこ
と 
6 回 前回の復習，エントロピーⅠのプリントの問５の問題を解いておくこと 
7 回 前回の復習，エントロピーⅡのプリントの問３までの問題を解いておくこ
と 
8 回 前回の復習，エントロピーⅡのプリントの問６までの問題を解いておくこ
と 
9 回 前回の復習,エントロピー全般について理解しておくこと 
10 回 前回の復習，自由エネルギー，反応の方向のプリントの問１，２の問題を
解いておくこと 
11 回 前回の復習，反応の方向のプリントの問３，４の問題を解いておくこと 
12 回 前回の復習，反応の方向のプリントの自習問題を解いておくこと 
13 回 熱⼒学全般の復習，および相平衡，溶液（相律，相平衡，蒸気圧）の予習
をしておくこと 
14 回 前回の復習，理想溶液および理想希薄溶液の予習をしておくこと 
15 回 第 4 章全般の予復習をしておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FTB35C1 
成績評価 定期試験８０％，講義への取り組みとレポート２０％で評価する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス BA(工)(11〜11) 
見出し FTB35C1 物理化学Ⅰ 
担当教員名 岡本 直孝 
単位数 2 
教科書 吉岡甲子郎著・化学通論・裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード 気体，化学熱⼒学，内部エネルギー，エンタルピー，熱容量，反応熱 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 難しかったけど，分かったら楽しかった，等ほぼ良好な意見が多かった。 

演習問題を増やして欲しいとの希望があった。確かに演習問題は多いほど良いの
ですが時間的制約があり難しい，少しでも増やす工夫をしていきたい。 

科目名 物理化学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 上松，多⽥，中野，広瀬共著・右脳式演習で学ぶ物理化学・三共出版 
授業形態 講義 
注意備考 関数電卓を持参すること。対数，指数計算，微積分の知識がある程度必要です。 

物理化学Ⅱを履修予定の学生はこの物理化学Ⅰを必ず履修しておくこと 
シラバスコード FTB35C1 
実務経験のある教員  
達成目標 SI 単位，気体の性質および熱⼒学の習得に必要な基礎知識の習得。エネルギー保

存則，熱容量，反応熱等の学習を通してエネルギーの概念を把握する。 
受講者へのコメント 物理化学Ⅱは今まで聞いたことのない概念を勉学し，化学反応等に応用して行く

事になる。 
それ故，更に難しいと思われるが，より一層真面目に授業を聞いて貰いたい。 
きっと理解できるように成っていくはずである。 

連絡先 ３号館１F 研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 物理化学は化学の学生にとって一般的に苦手と思われるが，大部分の学生にこの
分野への理解や興味をもって貰った。きっと我慢強く講義を聴いて貰ったと思わ
れ，真面目に受講してくれた事に感謝したい。 

英文科目名 Physical Chemistry I 
関連科目 物理化学は化学の通論（化学全般に関係する一般法則を取り扱う学問）であるか

ら化学の各論全てに関連する。とくに物理化学Ⅱ，物理化学演習および化学工学
ⅠⅡと関連する。 

次回に向けての改善変更予定 配布プリントの改良，および落ちこぼれを出さない工夫をしたい（ただし欠席し



ないことが条件である）。 
講義目的 無機・有機・分析・生物化学・化学工学などの各論的方法とは異なり，物理化学

はその間に共通に認められる性質や現象に着目して，一般性あるいは法則の形で
これを把握し，それによって化学現象の原因を究めようとする通論的な方法であ
る。もちろん化学の研究には各論と通論の両者が必要であり一方が欠けることは
許されない。物理化学Ⅰでは SI 単位等の基礎知識を学習した後，気体の状態，
熱⼒学の基礎等の修得を目的とする 。熱⼒学では熱とは，温度とは，熱容量，内
部エネルギー，エンタルピー，反応熱，反応熱の温度変化等の把握を目的とする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 はじめに，物理化学とは，物質量，物理量の次元と定義（そのⅠ）について

学習する。 
2 回  物理量の次元と定義（そのⅡ）について学習する。 
3 回  状態量，温度とは熱とは？，水の相図と温度，理想気体の状態式について
学習する。 
4 回  物質の状態，理想気体，気体定数，全微分について学習する。 
5 回  分子論からみた理想気体について学習する。 
6 回  分子の速度，実在気体Ⅰについて学習する。 
7 回  実在気体Ⅱについて学習する。 
8 回  熱⼒学概論，熱の仕事当量，第１法則について学習する。 
9 回  気体の仕事，可逆不可逆について学習する。 
10 回  定積過程と定圧過程，内部エネルギーとエンタルピーについて学習する。 
11 回  内部エネルギーとエンタルピーと熱容量について学習する。 
12 回 気体のモル熱容量，エネルギー等分配則，相変化に伴う熱について学習す
る。 
13 回 熱化学，反応熱の温度依存性などについて学習する。 
14 回  まとめおよび演習をする。 
15 回 エントロピーと自由エネルギー概論について学習する。 

準備学習 1 回 教科書の１〜７ページまでを読んでおくこと 
2 回 前回の復習をしておくこと，配布した単位のプリントの問題を解いておく
こと 
3 回 前回および前々回の復習をしておくこと，教科書の８ページから１５ペー
ジを読んでおくこと配布した理想気体のプリントの１）から４）までを解いてお
くこと 
4 回 前回の復習，配布した理想気体のプリントを最後まで解いておくこと 
5 回 前回の復習をしておくこと 
6 回 前回の復習をしておくこと 
7 回 前回の復習をしておくこと 
8 回 前回の復習，「熱とは，温度とは，仕事とは」を復習しておくこと 
9 回 前回の復習，理想気体を復習をしておくこと 
10 回 前回の復習をしておくこと 
11 回 前回の復習をしておくこと 
12 回 前回の復習，配布プリントの問題を解いておくこと 



13 回 前回の復習，配布プリントの問題を解いておくこと 
14 回 前回までの講義の全般に渡って復習をしておくこと 
15 回 前回の復習，インターネットを使って熱⼒学の概要を勉強しておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FTB35C2 
成績評価 課題提出（80％）、定期試験（20％）により評価する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(〜11) 
見出し FTB35C2 工業デザイン 
担当教員名 松本 恭吾＊ 
単位数 2 
教科書  

ユニバーサルデザインの教科書（増補改訂版）／中川 聰 監修／ 日経デザイ
ン 編／日経 BP 社／isbn 978-482221547-7 

アクティブラーニング  
キーワード 生活器具、産業機器、繊維・服飾、工芸品家具、インテリア、形、立体感、ボリ

ューム感、質感、空間、パースペクティブ、構図、構成、観察⼒、発想⼒、表現
⼒ 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 工業デザイン 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTB35C2 
実務経験のある教員  
達成目標 プロダクトデザインの基礎知識の習得を目標とする。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 プロダクトデザイン史、プロダクトデザインの意義，要素，用途について学習す

る。デザインモデルを制作する体験を通し、プロダクトデザインの基本的な考え
方を身につける。ドローイングでは立方体や円柱、球などの単純な幾何形態の単
体を観察、描写することによりパースペクティブなどの形態認識の基本、陰影の
表現の基本を習得する。次にデザイン的な要素を含むモチーフのドローイングを
行うことで平面的な表現⼒を養い、発想時やプレゼンテーションの現場で役立つ
⼒を身に付ける。 



対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 デザイン史、プロダクトデザインの概要１（デザインの意味と要素、用途、
創造の意味と手法） 
3 回 デザイン史、プロダクトデザインの概要２（色彩、造形心理、⼈間工学） 
4 回 ドローイング演習 道具の使い方、平面について（物の見え方、とらえ方） 
5 回 ドローイング演習 立体感を描く１ 幾何学形体（面として立体をとらえ
る、陰影の表現） 
6 回 ドローイング演習 立体感を描く２ 工業製品（面として立体をとらえる、
陰影の表現） 
7 回 ドローイング演習 質感、空間を描く 家具、インテリア（質感、空間感、
距離感の表現） 
8 回 デザインワークショップ 概説 生活器具、産業機器 
9 回 デザインワークショップ 概説 繊維・服飾、工芸品 
10 回 デザインワークショップ 概説 その他のプロダクトデザイン 
11 回 デザインワークショップ アイデア発想１（質感、色彩） 
12 回 デザインワークショップ アイデア発想２（機能、使いやすさ） 
13 回 デザインワークショップ モデル制作１ （発想をデザイン表現に落とし
込む） 
14 回 デザインワークショップ モデル制作２ （検証と改善） 
15 回 デザインワークショップ プレゼンテーション、講評 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておく 
2 回 テキストの該当箇所を読んでおく 
3 回 テキストの該当箇所を読んでおく 
4 回 特になし 
5 回 特になし 
6 回 前回の課題で制作したものを検証し、自分の課題を見つけておく 
7 回 前回の課題で制作したものを検証し、自分の課題を見つけておく 
8 回 テキストの該当箇所を読んでおく 
9 回 テキストの該当箇所を読んでおく 
10 回 テキストの該当箇所を読んでおく 
11 回 特になし 
12 回 特になし 
13 回 制作の準備をしておく 
14 回 前回の課題で制作したものを検証し、自分の課題を見つけておく 
15 回 プレゼンテーションの準備をしておく 

 



年度 2012 
授業コード FTB37B2 
成績評価 毎回の講義で行う小テスト（５０％）、および期末試験（５０％）を総合して判断

する。ただし、定期試験において基準点を設け、得点が１００点満点中、６０点
未満の場合は不合格とする。 

曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス BA(工)(12〜12) 
見出し FTB37B2 基礎有機化学 
担当教員名 大寺 純蔵 
単位数 2 
教科書 ステップアップ 大学の有機化学 ／ 斎藤勝裕 著 ／ 裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 BA と BB に分けてほしくないとの意見があったが理由が不明である。少⼈数教

育の主旨を理解してほしい。 
科目名 基礎有機化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTB37B2 
実務経験のある教員  
達成目標 （１） 有機化合物の性状の理解 

（２） 有機反応の基礎知識の習得 
（３） 有機化合物の応用に関する知識の習得 

受講者へのコメント 講義内容が少し難しいとのコメントが二三見受けられたが、これ以上レベルを下
げることはできないので、予習、復習をしてついていけるように努⼒することが
望まれる。 

連絡先 ２２号館４階 大寺研究室 
otera@high.ous.ac.jp 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 とくに問題点はなかった。 
英文科目名  
関連科目 基礎化学 
次回に向けての改善変更予定 とくになし。 
講義目的 有機化学は化学合成の基盤となるものであり化学のあらゆる分野で必要とされ

る。本講義では、高校で学んだ有機化学の上に、今後学年進行とともに学習しな
ければならない有機化学関連の講義を受講するに際して支障のない程度の学⼒



を積み上げる事を目指す。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 有機化学の成り立ちについて説明する 

2 回 原子構造について説明する 
3 回 共有結合、とくに飽和結合について説明する 
4 回 不飽和結合について説明する 
5 回 有機化合物の構造と命名の基礎について説明する 
6 回 炭化水素の構造と命名について説明する 
7 回 芳香族化合物について説明する 
8 回 これまで学習した事項について質問に応答する 
9 回 炭化水素の反応について説明する 
10 回 アルコール、エーテルの反応について説明する 
11 回 アルデヒド、ケトンの命名法と合成法について説明する 
12 回 アルデヒド、ケトンの反応について説明する 
13 回 カルボン酸の反応について説明する 
14 回 ベンゼンおよび置換基の反応について説明する 
15 回 第９回の講義以降学習した事項について質問に応答する 

準備学習 1 回 基礎化学の講義を復習しておくこと 
2 回 原子と分子について高校教科書を復習しておくこと 
3 回 化学結合について高校教科書を復習しておくこと 
4 回 化学結合について高校教科書を復習しておくこと 
5 回 有機化合物について高校教科書を復習しておくこと 
6 回 前回の講義を復習しておくこと 
7 回 芳香族化合物について高校教科書を復習しておくこと 
8 回 これまで学習した事項について復習しておくこと 
9 回 炭化水素について高校教科書を復習しておくこと 
10 回 アルコール、エーテルについて高校教科書を復習しておくこと 
11 回 アルデヒド、ケトンについて高校教科書を復習しておくこと 
12 回 前回講義を十分に復習しておくこと 
13 回 第１１、１２回講義を十分に復習しておくこと 
14 回 第７回講義を十分に復習しておくこと 
15 回 第９回の講義以降学習した事項について復習しておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FTB4111 
成績評価 定期試験(80％)と課題(20％)で評価する。 
曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス BA(工)(〜12),BB(工)(〜12) 
見出し FTB4111 基礎化学演習Ⅰ 
担当教員名 森山 佳子 
単位数 2 
教科書 プリント(演習問題)を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 原子量・分子量・式量、アボガドロ定数、物質量、モル濃度、パーセント、酸、

塩基、中和反応、pH、有効数字 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「クーラーが効かない」「机と机の間隔が狭い」との記述があった。全くその通り

である。何とか改善してほしいが、難しいかもしれない。 
うれしいことに、「わかりやすかった」「化学の計算問題は苦手だったが、この授
業を受けてわかるようになった」などという記述が複数あった。一方で、「周りが
うるさくて聞き取れないことがあった」、反対に「声が大きかったので聞き取り
やすかった」とか、「板書が薄くて見づらい」という記述もあった。今年は、それ
ほど私語はなかったように記憶しているが、来年度はさらに注意をしようと思
う。また、板書が見 

科目名 基礎化学演習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ・R. A. デイ Jr.、A. L. アンダーウッド共著/鳥居泰男、康 智三 共訳 「定量分

析化学」 培風館 
・野村、小川、山室、向山 共著 「大学化学への入門―演習問題を中心に―」 
学術図書出版社 

授業形態 演習 
注意備考 毎回必ず、関数電卓を持参すること。 
シラバスコード FTB4111 
実務経験のある教員  
達成目標 溶液の濃度の概念と計算方法の基礎を理解し、化学実験をする際に最低限必要な

計算ができるようになる。 
受講者へのコメント この講義の目的は、（講義のはじめにも話したように）実際に実験をする際にも

必要な、化学計算の基礎⼒および水溶液の概念を身に付けることである。化学分
野の科目によっては、電卓を使うレベルの計算が中心になる科目もある。1 年次
に開講されている講義の中では選択必修専門科目の分析化学ⅠとⅡがそういう
科目になり、特に基礎化学演習Ⅰの授業の最初の段階では、分析化学Ⅰでするこ
とになる計算がスムーズにできるように配慮している。もちろん、基礎化学実験
で行う計算や実験そのものも想定した講義内容にしている。この講義で化学の計
算⼒をし 



連絡先 森山佳子 研究室 12 号館 3 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 [A](授業に対する取り組み)において、3 回以上欠席したもの;回答数 22、時間外
学習を全くしなかったもの;回答数 35、大いには問題があるが、[B](成⻑)と
[C](総合評価)の回答項目とその％から判断して、本講義の目的はかなり達成で
きたと考える。 

英文科目名 Exercises in Basic Chemistry I 
関連科目 「基礎化学 I・II」および「基礎化学実験」と一部関連する。本科目と同時に、「分

析化学 I」を受講することが望ましい。本科目に続いて、「分析化学 II」を受講す
ることが望ましい。 

次回に向けての改善変更予定 1、2 年次の講義・実験の担当教員と適宜相談して、改善していく。 
講義目的 本講義では、主に、これから化学を学習し、実験・実習を行う際に避けて通るこ

とのできない“溶液の濃度”をとりあげる。溶液の濃度とはどのようなもので、ど
うやって計算するのだろうか？ 濃度計算は、決して難しいことではない。“あ
る量の溶液(または溶媒)の中に、どれだけの量の分子やイオンが入っているか”
を考えるだけのことである。このような溶液についての基本的な考え方と計算の
仕方を、演習を通して繰り返し練習し、理解する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 『化学』の計算問題を『関数電卓』を使って解いてみる。 

2 回 『原子量』，『分子量』，『式量』とはどのようなものかを学習する。また、『有
効数字』とはどのようなものか(どのような意味があるか)を学習する。演習も行
う。 
3 回 『物質量』とは何か、『アボガドロ数[アボガドロ定数]』とは何かを学習す
る。物質量とアボガドロ数と『質量』または物質量の関係を学習する。物理量と
数値と『単位』の関係も合わせて学習する。演習も行う。 
4 回 前回までの講義(1〜3 回)を踏まえて演習を行う。 
5 回 『溶液』の基礎として、『パーセント』とは何か、水溶液の『密度』とは何
かを学習する。また、水溶液の、『密度』と『質量』と『体積』の関係についても
学習する。演習も行う。 
6 回 『モル濃度』とは何かを学習する。演習も行う。 
7 回 前回までの講義内容をふまえて、溶液の濃度に関する演習をを行う。 
8 回 『酸』とは何か、『塩基』とは何か、酸と塩基の『価数』とは何かを学習す
る。『水素イオン指数(pH)』にもふれる。演習も行う。演習も行う。 
9 回 前回(8 回目)に続いて、『水素イオン』や『水酸化物イオン』濃度に関する演
習を行う。 
10 回 『酸と塩基の反応[中和滴定]』を学習する。濃度に関する演習も行う。『滴
定実験』とはどのようなものかについても簡単にふれる。 
11 回 滴定実験を想定した演習を行う。さらに、滴定実験の応用として、キレー
ト滴定や酸化還元滴定などについても説明する。 
12 回 『水素イオン濃度』、『水素イオン指数[pH]』とは何かを学習する。演習も
行う。 



13 回 前回までの講義内容をふまえて、演習を中心に、『水素イオン濃度』、『pH』、
『解離[電離]定数』などについて学習する。 
14 回 『強酸・強塩基』の pH と『弱酸・弱塩基』の pH について学習する。演
習も行う。 
15 回 前回までの講義内容をふまえて、演習を行う。 

準備学習 1 回 『関数電卓』またはそれに準ずる計算機を必ず用意し、その取扱説明書をよ
く読んで、『四則演算』をできるようにしておくこと。 
2 回 前回配布したプリントを十分に復習しておくこと。 
基礎化学や高校の化学の教科書等で、「原子量、分子量、式量とは何か？」、「物質
量とは何か？」、「アボガドロ数[アボガドロ定数]とは何か？」を復習または予習
すること。 
3 回 前回まで(1、2 回)に配布したプリントを十分に復習すること。間違えた[で
きなかった]問題は、「なぜ間違えたのか？」、「どこを間違えたのか？」をよく考
えながら、必ず解き直しておくこと。 
『物質量』や『アボガドロ数[定数]』などの意味(定義)を、他⼈に説明できるよ
うに、十分に復習すること。 
4 回 前回までに配布したプリントを十分に復習しておくこと。間違えた[できな
かった]問題は、「なぜ間違えたのか？」、「どこを間違えたのか？」をよく考えな
がら、必ず解き直しておくこと。 
5 回 前回までに配布したプリントを十分に復習しておくこと。間違えた[できな
かった]問題は、「なぜ間違えたのか？」、「どこを間違えたのか？」をよく考えな
がら、必ず解き直しておくこと。 
基礎化学や高校の化学の教科書等で、「溶質、溶媒、溶液とは何か？」、「塩化ナト
リウム(NaCl)を水に溶かすとどうなるか？」、「NaCl はなぜ(どのようにして)水
に溶けるか？」、「パーセント(％)とは何か？」を復習または予習すること。 
6 回 前回までに配布したプリントを十分に復習しておくこと。間違えた[できな
かった]問題は、「なぜ間違えたのか？」、「どこを間違えたのか？」をよく考えな
がら、必ず解き直しておくこと。 
基礎化学等の教科書で、「モル濃度(mol/L)とは何か？」を復習または予習するこ
と。 
『パーセント(％)』意味(定義)を、他⼈に説明できるように、十分に復習するこ
と。 
7 回 前回までに配布したプリントを十分に復習しておくこと。間違えた[できな
かった]問題は、「なぜ間違えたのか？」、「どこを間違えたのか？」をよく考えな
がら、必ず解き直しておくこと。 
『モル濃度』の意味(定義)を、他⼈に説明できるように、十分に復習すること。 
8 回 前回までに配布したプリントを十分に復習しておくこと。間違えた[できな
かった]問題は、「なぜ間違えたのか？」、「どこを間違えたのか？」をよく考えな
がら、必ず解き直しておくこと。 
基礎化学等の教科書で、「酸とは何か？ 塩基とは何か？(特に、ブレンステッド-
ローリーの定義)」を復習または予習すること。 
9 回 前回までに配布したプリントを十分に復習しておくこと。間違えた[できな



かった]問題は、「なぜ間違えたのか？」、「どこを間違えたのか？」をよく考えな
がら、必ず解き直しておくこと。 
『酸』、『塩基』の意味(定義)を、他⼈に説明できるように、十分に復習すること。 
10 回 前回までに配布したプリントを十分に復習しておくこと。間違えた[でき
なかった]問題は、「なぜ間違えたのか？」、「どこを間違えたのか？」をよく考え
ながら、必ず解き直しておくこと。 
基礎化学等の教科書で、「中和とは何か？」を復習または予習すること。 
11 回 前回までに配布したプリントを十分に復習しておくこと。間違えた[でき
なかった]問題は、「なぜ間違えたのか？」、「どこを間違えたのか？」をよく考え
ながら、必ず解き直しておくこと。 
12 回 前回までに配布したプリントを十分に復習しておくこと。間違えた[でき
なかった]問題は、「なぜ間違えたのか？」、「どこを間違えたのか？」をよく考え
ながら、必ず解き直しておくこと。 
基礎化学や分析化学の教科書等で、「pH とは何か？」、「強酸・強塩基、弱酸・弱
塩基とはどのようなものか？」を復習または予習すること。 
13 回 前回までに配布したプリントを十分に復習しておくこと。間違えた[でき
なかった]問題は、「なぜ間違えたのか？」、「どこを間違えたのか？」をよく考え
ながら、必ず解き直しておくこと。 
『pH』、『強酸・強塩基』、『弱酸・弱塩基』の意味(定義)を、他⼈に説明できるよ
うに、十分に復習すること。 
14 回 前回までに配布したプリントを十分に復習しておくこと。間違えた[でき
なかった]問題は、「なぜ間違えたのか？」、「どこを間違えたのか？」をよく考え
ながら、必ず解き直しておくこと。 
基礎化学の教科書や分析化学の教科書で、講義内容に該当する箇所(『強酸・塩
基』の pH と『弱酸・弱塩基』の pH）を読んでおくこと。 
15 回 前回までに配布したプリントを十分に復習しておくこと。間違えた[でき
なかった]問題は、「なぜ間違えたのか？」、「どこを間違えたのか？」をよく考え
ながら、必ず解き直しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTB4112 
成績評価 レポート（２０％）、演習（２０％）、定期試験（６０％） 
曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス BA(工)(〜12),BB(工)(〜12) 
見出し FTB4112 基礎化学演習Ⅱ 
担当教員名 竹崎 誠 
単位数 2 
教科書 基礎数学のⅠⅡⅢ／江見・江見・矢島著／共立出版中村著； インド式計算ドリル

／加々美監修／ 晋遊舎 
アクティブラーニング  
キーワード 数学、関数、微分、積分、指数・対数関数、微分方程式、半減期、反応速度、透

過率 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ・「ルールを作りすぎ」評価基準を決めないと評価ができないためです。 

・「同じことを何回も言いすぎ」そこが重要なところです。 
・「教科書を使ってほしい」何ページを開けて下さいとは言ってませんが、今教
科書の何ページ付近をしているかを明示しています。 
・「字を丁寧に書いてほしい。字が読めない。消すスピードが速い」気を付けま
す、読めない時は言ってください。 
・「言葉で説明しすぎ」今度から図や数式で説明します。 
・「説明が一貫してない」はじめ物理で、途中から化学で最後にまた別のことで
説明することですねぇ。それはその 

科目名 基礎化学演習Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 高校教科書 数学Ⅰ〜Ⅲ,A〜C； 畑村著 直感でわかる数学 岩波書店； 定量

分析化学／ディ・アンダーウッド／培風館；  知らなきゃソン×2 びっくり計算
術―時短・簡単!フラミンゴ流計算の練習帳／山⽥著／秀和システム 

授業形態 演習 
注意備考 講義・試験時に関数電卓を持参すること。問題演習は積極的に行なうこと。web

やメールを利用して添付ファイルで課題の提出をおこなう。必要により、授業資
料を液晶プロジェクターで投影し授業をおこなう。 

シラバスコード FTB4112 
実務経験のある教員  
達成目標 １）バイオ・応用化学の専門知識を理解するために必用な、関数、微分、積分、

指数・対数関数、微分方程式等の数学知識を習得する。 
２）基礎化学、基礎化学演習Ⅰ、分析化学Ⅰ・Ⅱ、物理化学Ⅰ・Ⅱ、工業分析化
学等の他のバイオ・応用化学科の教科との相互関連性を理解する。 

受講者へのコメント ・化学・物理・生物・数学のつながりを感じて下さい。 
・式の意味するところをイメージしてください。 
・「出席レポート」を活用して下さい。 



・同じことを何回も言ったところが重要なところです。 
連絡先 竹崎誠（電子メール：mtake@dac.ous.ac.jp、Tel：086-256-9506）、 場所：１２

号館５階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 [A-2]「授業時間外にどの程度、学習しました」で約 3 分の 1 の⼈が全くしなか
ったことについて、復習をして下さい。 

英文科目名 Exercises in Basic Chemistry II 
関連科目 基礎化学、基礎化学演習Ⅰ、分析化学Ⅰ・Ⅱ、物理化学Ⅰ・Ⅱ、化学工学Ⅰ・Ⅱ、

数値実験とプレゼンテーション技法、数学Ⅰ・Ⅱ、物理学Ⅰ・Ⅱ、基礎化学実験、
パソコン入門Ⅰ・Ⅱ、バイオ・応用化学実験Ⅰ・Ⅱ等 

次回に向けての改善変更予定 もう少し、復習しやすいように演習時間・問題を増やそうと思います。 
講義目的 身の回りおよびバイオテクノロジーや化学に必要な数学について講述する。バイ

オテクノロジーや化学に必要な数学（簡単な対数・指数関数、微分・積分等）の
自然科学・技術における役割・意味・計算方法を学習する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション、化学・バイオテクノロジーで必要な数学の概要を解説

する。 
2 回 関数の基礎を解説する。 
3 回 関数についての演習およびその解説をする。 
4 回 実数・複素数と式を解説する。 
5 回 実数・複素数と式についての演習およびその解説をする 
6 回 数列を解説する。 
7 回 数列についての演習およびその解説をする。 
8 回 微分の基礎を解説する。 
9 回 微分についての演習およびその解説をする 
10 回 積分の基礎を解説する。 
11 回 積分についての演習およびその解説をする。 
12 回 指数・対数関数を解説する。 
13 回 指数・対数関数についての演習およびその解説をする 
14 回 微分方程式の基礎と演習およびその解説をする 
15 回 偏微分を解説する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、基礎化学・分析化学Ⅰ・基礎化学演習Ⅰの内容を軽
く復習すること。 
2 回 身の回りおよび化学・バイオテクノロジーで関連ある関数について調べて
おくこと。 
3 回 身の回りおよび化学・バイオテクノロジーで関連ある関数についての課題
をしておくこと。 
4 回 化学・バイオテクノロジーで関連ある実数・複素数と式について調べておく
こと。 
5 回 身の回りおよび化学・バイオテクノロジーで関連ある実数・複素数と式につ
いての課題をしておくこと。 



6 回 身の回りおよび化学・バイオテクノロジーで関連ある数列について調べて
おくこと。 
7 回 身の回りおよび化学・バイオテクノロジーで関連ある数列についての課題
ををしておくこと。 
8 回 身の回りおよび化学・バイオテクノロジーで関連ある微分について調べて
おくこと。 
9 回 身の回りおよび化学・バイオテクノロジーで関連ある微分についての課題
ををしておくこと。 
10 回 身の回りおよび化学・バイオテクノロジーで関連ある積分について調べて
おくこと。 
11 回 身の回りおよび化学・バイオテクノロジーで関連ある積分についての課題
ををしておくこと。 
12 回 身の回りおよび化学・バイオテクノロジーで関連ある指数・対数関数につ
いて調べておくこと。 
13 回 身の回りおよび化学・バイオテクノロジーで関連ある指数・対数関数につ
いての課題ををしておくこと。 
14 回 身の回りおよび化学・バイオテクノロジーで関連ある微分方程式について
調べておくこと。 
15 回 身の回りおよび化学・バイオテクノロジーで関連ある 2 個以上変化させら
れる関数について調べておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTB4121 
成績評価 定期試験の成績で評価する。 
曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス BB(工)(〜11) 
見出し FTB4121 化学工学Ⅰ 
担当教員名 宮原 敏郎 
単位数 2 
教科書 ベーシック化学工学／橋本健治／化学同⼈ 
アクティブラーニング  
キーワード 化学プロセス、物質収支、エネルギー収支、反応速度、蒸留、吸収 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特になし。 
科目名 化学工学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 改定新版化学工学通論 I／疋⽥晴夫／朝倉書店 
授業形態 講義 
注意備考 化学工学という学問は実学であり、実際の工場での装置の設計および操作に不可

欠なものであり、耳学問ではないので、各⼈が実際に問題を計算し解くよう心が
けること。講義および試験には電卓を必要とする 

シラバスコード FTB4121 
実務経験のある教員  
達成目標 化学工学分野の問題を解決するため、化学工学 I では、化学工学の基礎的事項、

反応速度および蒸留と吸収の単位操作の概念および知識を習得する。 
受講者へのコメント 毎週問題を課し、翌週レポートとして提出させ、さらに解答を行っている。しか

し課題をやってこない学生も多い。 
まず復習をし、課題をやる態度を見せて欲しい。 

連絡先 3 号館 1 階 宮原研究室 
086-256-9586  
E-mail:miyahara@dac.ous.ac.jp 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 総合評価でこの授業の目標達成、教員の意欲、学生の満足度はいずれも半数以上
が満足できたとの回答であり、この授業形態で今後も行いたい。 

英文科目名 Chemical Engineering I 
関連科目 物理化学 I、物理化学 II 
次回に向けての改善変更予定 学生には好評と思われるので改善、変更の予定はない。 
講義目的 化学工学は、化学工業をはじめとして、バイオテクノロジー、新素材の開発や環

境保全技術など広い分野に応用される学問である。本講義では、化学工学の基礎
として、物質収支、エネルギー収支、反応速度、反応装置、蒸留および吸収につ



いて講述する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 化学工学とはを概説する。 

2 回 量を表す単位について説明する。 
3 回 物質収支の概念を講義する。 
4 回 エネルギー収支を説明する。 
5 回 化学反応と反応器の分類を解説する。 
6 回 化学反応速度式を例を挙げて説明する。 
7 回 反応率の定義を説明する。 
8 回 反応器の設計方程式を概説する。 
9 回 蒸留の基礎となる気液平衡を説明する。 
10 回 連続蒸留について詳述する。 
11 回 蒸留塔の設計の具体例を説明する。 
12 回 ガスの溶解度に関して説明する。 
13 回 吸収速度の定量化を説明する。 
14 回 物質移動係数と吸収速度の関連を説明する。 
15 回 吸収装置の分類と構造および充填塔の高さと直径を求める方法を説明す
る。 

準備学習 1 回 化学工学とは如何なるものであるか予備知識を習得しておくこと。 
2 回 化学工学では SI 単位を使用するので、SI 単位について調べておくこと。 
3 回 化学工学の基礎的な考え方である物質収支に関して予習しておくこと。 
4 回 位置エネルギー、運動エネルギー、内部エネルギー等の各エネルギーの意味
を理解しておくこと。 
5 回 化学反応の種類と実際に使用されている反応装置についての予備知識を得
ておくこと。 
6 回 反応装置設計および操作に必要な化学反応速度式について調べておくこと。 
7 回 化学反応では反応式どおりに 100％反応が進行することはない。収率と比較
して反応率を予習しておくこと。 
8 回 反応器の設計に関わる情報を数式で表現するので、簡単な微分および積分
の知識を習得しておくこと。 
9 回 蒸留操作は反応操作でなく分離操作である。蒸留の基礎となる気液平衡関
係について予習しておくこと。 
10 回 化学工場で実際に行われている蒸留操作である連続蒸留に関する基礎知識
を得ておくこと。 
11 回 蒸留塔を設計するに何が必要であるか調べておくこと。 
12 回 吸収操作の基礎となるガスの溶解度とは如何なるものか予習しておくこ
と。 
13 回 吸収装置の設計・操作に必要な吸収速度表現法について調べておくこと。 
14 回 吸収速度の程度を表す物質移動係数について調べておくこと。 
15 回 実際によく使用される吸収装置である充填塔について予習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTB4122 
成績評価 定期試験の成績で評価する。 
曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス BB(工)(〜11) 
見出し FTB4122 化学工学Ⅱ 
担当教員名 宮原 敏郎 
単位数 2 
教科書 ベーシック化学工学／橋本健治／化学同⼈ 
アクティブラーニング  
キーワード 抽出、流動、伝熱、調湿、乾燥、粒子、粉体 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 自由記述に特記するものなし。 
科目名 化学工学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 改定新版化学通論 I／疋⽥晴夫／朝倉書店 
授業形態 講義 
注意備考 化学工学 I を履修していること。講義および試験には電卓が必要。 
シラバスコード FTB4122 
実務経験のある教員  
達成目標 化学工学分野の問題解決のため、化学工学 II では、抽出、流動、伝熱、調湿およ

び流体中での粒子の挙動に関する知識を習得する。 
受講者へのコメント 復習をしっかりやってほしかった。 
連絡先 3 号館 1 階 宮原研究室 

086-256-9586 
E-mail: miyahara@dac.ous.ac.jp 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし。 
英文科目名 Chemical Engineering II 
関連科目 化学工学 I、物理化学 I、物理化学 II 
次回に向けての改善変更予定 変更なし。 
講義目的 化学工業をはじめとして、広い分野に応用される学問である化学工学について、

本講義では、物質移動操作に基づく液液抽出、化学装置内での流体の流れ、化学
工業で必ず遭遇する熱移動、物質と熱の同時移動である調湿と乾燥および粉体工
学に関する流体中の粒子の挙動について講述する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 抽出を理解するための液液平衡関係を説明する。 

2 回 液液抽出装置の操作法と抽出計算を説明する。 
3 回 管を流れる流体の流れの物質収支と流れのエネルギー収支の概念を説明す



る。 
4 回 さまざまな管内流れとエネルギー損失を計算を挙げて説明する。 
5 回 流体輸送機に与える動⼒について説明する。 
6 回 伝導による熱移動を解説する。 
7 回 対流による熱移動解説する。 
8 回 放射による熱移動と熱交換器の設計を説明する。 
9 回 湿り空気の性質について概説する。 
10 回 熱と物質の同時移動を説明する 
11 回 調湿操作と冷水操作および乾燥を説明する。 
12 回 粒子の大きさとその分布について概説する。 
13 回 単一粒子の運動を説明する 
14 回 液体からの粒子の分離について説明する。 
15 回 気体からの粒子の分離について説明する 

準備学習 1 回 液液抽出を講義するので抽出の概念を予習すること。 
2 回 液液抽出で重要な成分表示の三角座標を理解しておくこと。 
3 回 ベルヌーイの定理を予習しておくこと。 
4 回 実際のエネルギー損失には如何なるものがあるか調べておくこと。 
5 回 動⼒計算に必要なベルヌーイの式の一般形を調べておくこと。 
6 回 熱の伝わり方の一つである伝導について予備知識をつけておくこと。 
7 回 対流とは流体の流れによる熱の伝わり方である。自然対流と強制対流があ
るが、講義では強制対流を主として講義するので、強制対流現象に関する予備知
識をつけておくこと。 
8 回 放射とは何か、熱交換器とは何か調べておくこと。 
9 回 湿度に関する講義なので、湿り空気の諸性質を予習しておくこと。 
10 回 湿度調整には熱と物質が同時に移動する。この種の現象を理解しておくこ
と。 
11 回 調湿操作とは何か、冷水操作とは何か予習しておくこと。 
12 回 化学工業では粉体がよく取り扱われる。粉体は微粒子である。よっていろ
いろな大きさを持つため、平均径や分布に対する概念を理解しておくこと。 
13 回 粉体の基本事項である単一粒子の流体中での挙動を予習しておくこと。 
14 回 環境問題としての水処理に利用される粒子の分離について理解しておくこ
と。 
15 回 大気汚染の一つである大気中の微粒子の⼈体に及ぼす影響について調べて
おくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTB4132 
成績評価 定期試験（70％）、課題（30％） 
曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス BA(工)(〜10),BB(工)(〜10) 
見出し FTB4132 ナノサイエンス 
担当教員名 冨永 敏弘 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード ミセル、ベシクル、マイクロエマルション、自己組織化単分子膜、半導体ナノ粒

子、金属ナノ粒子、フラーレン、カーボンナノチューブ、走査型プローブ顕微鏡 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 ナノサイエンス 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 １）日本化学会編，「コロイド科学 II. 会合コロイドと薄膜」，東京化学同⼈．２）

篠⽥耕三，「溶液と溶解度」第３版，丸善．３）J.N. Israelachvili 著，近藤保/大島
広行 訳，「分子間⼒と表面⼒」，マグロウヒル．４）都甲 潔 他，「自己組織化と
は何か」第２版，講談社ブルーバックス（2009 年）．５）志村史男，「そこが知り
たい半導体」（講談社ブルーバックス，1994 年）．６）G. Schmid 編集，岩村，廣
瀬訳，「ナノ粒子科学」NTS（2007 年）．７）篠原久典，「ナノカーボンの科学」
（講談社ブル 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTB4132 
実務経験のある教員  
達成目標 ミセル、ベシクル、自己組織化単分子膜、マイクロエマルション等の有機物ナノ

組織体について、定義、生成機構、性質を理解し、説明できる。半導体や金属の
ナノ粒子の性質を理解し、説明できる。フラーレンやカーボンナノチューブの性
質を理解し、説明できる。 

受講者へのコメント  
連絡先 研究室：１２号館５階メール：tominaga（＠）dac.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Nanoscience 
関連科目 「工業分析化学」、「コロイド界面化学」を受講していることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ナノメータースケールの超微粒子は、肉眼や一般の光学顕微鏡で見えるサイズの



物質とは異なるユニークな性質を示す。有機物、無機物、無機・有機複合体から
成るナノ粒子/ナノ組織体について、単独分子にない新しい機能が発現されるこ
とを理解し、近年発展の著しいこの分野の内容について理解を深める。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 全体の授業内容を説明した後、両親媒性物質（界面活性剤）の化学構造によ

る分類と性質について説明する。 
2 回 ミセル、ベシクル、平面二分子層等の分子集合体と、それらを構成する分子
の性質について解説する。 
3 回 逆ミセル、マイクロエマルション等の分子集合体と、それらを構成する分子
の性質について解説する。 
4 回 自己組織化単分子膜について解説する。 
5 回 周期表 12-16 族の性質を復習し、半導体の性質について解説する。 
6 回 半導体ナノ粒子の性質について説明する。 
7 回 金属ナノ粒子の合成法について説明する。 
8 回 金属ナノ粒子のサイズ・形と光学的性質について説明する。 
9 回 金属ナノ粒子の配列による性質の変化とセンサーへの応用について説明す
る。 
10 回 金属ナノ粒子のバイオ分野への応用について説明する。 
11 回 フラーレンの発見前後の状況について説明する。 
12 回 フラーレンの性質について説明する。 
13 回 カーボンナノチューブの発見前後の状況について説明する。 
14 回 カーボンナノチューブの性質について説明する。 
15 回 ナノプロービングについて説明する。 

準備学習 1 回 「コロイド界面化学」で学習した両親媒性物質（界面活性剤）について復習
をしておくこと。 
2 回 配布資料の該当部分を予習しておくこと。 
3 回 配布資料の該当部分を予習しておくこと。 
4 回 配布資料の該当部分を予習しておくこと。 
5 回 配布資料の該当部分を予習しておくこと。また、周期表の 14 族、13 族、15
族の性質等について復習しておくこと。 
6 回 配布資料の該当部分を予習しておくこと。 
7 回 配布資料の該当部分を予習しておくこと。 
8 回 配布資料の該当部分を予習しておくこと。 
9 回 配布資料の該当部分を予習しておくこと。 
10 回 配布資料の該当部分を予習しておくこと。 
11 回 配布資料の該当部分を予習しておくこと。 
12 回 配布資料の該当部分を予習しておくこと。 
13 回 配布資料の該当部分を予習しておくこと。 
14 回 配布資料の該当部分を予習しておくこと。 
15 回 配布資料の該当部分を予習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTB4311 
成績評価 中間テスト（５０％）と定期試験（５０％）において１００点満点中６０点以上

を単位取得合格とする。 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス BA(工)(〜11),BB(工)(〜11) 
見出し FTB4311 数学Ⅰ 
担当教員名 宮垣 嘉也 
単位数 2 
教科書 やさしく学べる微分積分/石村園子/共立出版 
アクティブラーニング  
キーワード 極限、微分係数、導関数、合成関数の微分、マクローリン展開、偏微分 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 できるだけ教室の前の方に座ってほしい。 
科目名 数学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 多くある、たとえば、計算⼒が身につく微分積分/佐野公明：基礎コース微分積分

/坂⽥、萬代、山原、どちらも学術図書出版社、など。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTB4311 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）三角関数、逆三角関数、指数関数、対数関数およびこれらを合成した関数

の微分計算が円滑に実行できること、 
（２）対数微分法、不定形の極限の計算ができること、 
（３）マクローリン展開が円滑にできること、 
（４）偏微分の計算を用いて、接平面の方程式を与え、極値判定ができること。 

受講者へのコメント ノートをとるよりも、よく聞いていてほしい(板書の内容はほとんど教科書に書
いてある事柄なので）。 
例題をなぞるのではなく、考え方や方法に注目してほしい。 

連絡先 宮垣教授室 ５号館４階、オフィスアワー：火曜日７・８時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし 
英文科目名 Mathematics I 
関連科目 入門数学、数学 II 
次回に向けての改善変更予定 いっそう分かりやすい説明ときれいな板書を心がけたい。 
講義目的 （１）関数の微分演算についての概念と定理を与える、 

（２）初等関数について具体的に微分演算ができるようにする 
（３）微分のたいせつな応用（極限値の計算や関数の無限べき級数展開）の知識



を与える、 
（４）偏微分の定義、計算、幾何学的意味について知らしめる。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 三角関数、不等式、逆三角関数、指数関数、自然対数の底、対数関数につい

て学習する。 
2 回 微分係数、導関数、微分公式、合成関数の微分について、定義、性質、計算
方法を学習する。 
3 回 三角関数、逆三角関数の微分を学習する。 
4 回 指数関数、対数関数の微分を学習する。 
5 回 対数微分法、平均値の定理、不定形の極限について、定理、計算方法を学習
する。 
6 回 微分に関する演習（１）をする。 
7 回 微分に関する演習（２）をする。 
8 回 微分および微分計算に関するまとめと理解度チェックのため、中間テスト
を実施して、理解不足点を再解説によってリカバーする。 
9 回 テーラー展開/マクローリン展開について学習する。（１） 
10 回 テーラー展開／マクローリン展開について学習する。（２） 
11 回 偏微係数、偏導関数、高次偏導関数の定義と計算方法を学習する。 
12 回 接平面と全微分について学習する。 
13 回 合成関数の偏微分法について学習する。 
14 回 ２変数関数の極値の判定と求め方を学習する。 
15 回 第９回〜１４回に対する演習をする。 

準備学習 1 回 一般角の三角関数の定義、弧度法（ラジアン角）について予習しておく 
2 回 微分係数の定義とその幾何学的意味をテキストで知っておく 
3 回 三角関数の不等式(第 1 回）について確認しておく 
4 回 自然対数の底の性質(第 1 回）について確認しておく 
5 回 平均値の定理の幾何学的意味について予習しておく 
6 回 基本関数の導関数、合成関数の微分について整理しておく 
7 回 対数微分法、ロピタルの定理についてその適用のアルゴリズムをまとめて
おく 
8 回 具体的に問題を解くさいの間違い易い事項/注意点を列挙しておこう 
9 回 テーラー/マクローリン展開の幾何学的意味について考えてみよう 
10 回 具体的な関数例について余りの項を求めて、無限級数展開可能かどうか考
えてみよう 
11 回 偏微分の定義とその幾何学的意味をテキストで予習しておく 
12 回 全微分と曲面の増分の違いをあらかじめ確認しておこう 
13 回 ２変数の関数における合成関数の微分形は、1 変数の場合とどのように違
うか考えてみよう 
14 回 1 変数関数の極値問題との違いをあらかじめ調べておく 
15 回 第 9 回〜14 回の要点をまとめておこう 

 



年度 2012 
授業コード FTB4312 
成績評価 中間テスト（３０％＋２０％）と定期試験（５０％）において１００点満点中６

０点以上を単位取得合格とする。 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス BA(工)(〜11),BB(工)(〜11) 
見出し FTB4312 数学Ⅱ 
担当教員名 宮垣 嘉也 
単位数 2 
教科書 やさしく学べる微分積分/石村園子/共立出版 
アクティブラーニング  
キーワード 置換積分、部分積分法、リーマン和、定積分、累次積分、２重積分 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「もう少し宿題や問題を解く内容があってもよかった」という記述には、まった

く同感。 
科目名 数学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 例として、計算⼒が身につく微分積分/佐野公明：基礎コース微分積分/坂⽥、萬

代、山原、どちらも学術図書出版社 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTB4312 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）基本的な関数の積分を示すことができる、 

（２）置換積分や部分積分を利用した積分の計算ができる、 
（３）定積分によって図形の面積や回転体の体積を求めることができる、 
（４）２重積分によって立体の体積を求めることができる。 

受講者へのコメント 教科書の練習問題を解いてほしい。 
連絡先 宮垣教授室 ５号館４階、オフィスアワー：火曜日７・８時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね良。 
英文科目名 Mathematics II 
関連科目 入門数学、数学Ｉ 
次回に向けての改善変更予定 時間配分をよく考えて、下記自由記述での指摘を実行したい。 
講義目的 （１）微分演算の逆としての積分演算についての知識を与える、 

（２）不定積分を見出すいろいろな方法（工夫）の知識を与える、 
（３）定積分の意味と不定積分との関連を示す、 
（４）定積分の求積への応用を示す、 
（５）２重積分の定義と計算方法の知識を与える。 



対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 不定積分の基本公式について学習する。 

2 回 置換積分法について学習する。（１） 
3 回 置換積分法について学習する。（２） 
4 回 部分積分法について学習する。 
5 回 有理関数の積分の求め方について学習する。 
6 回 第 1 回〜5 回に対する演習をする。 
7 回 中間テストによって基本事項のまとめと理解度のチェックを行い、理解不
足 
の事項を再解説する。 
8 回 リーマン和、定積分の定義と性質について学習する。 
9 回 定積分の計算方法を学習する。 
10 回 定積分を面積、体積の計算に応用する。 
11 回 ２回目の中間テストおよびその解説によって、１変数の積分についての総
まとめと確認を行う。 
12 回 累次積分の定義と計算方法を学習する。 
13 回 ２重積分の定義と計算およびそれを立体の体積へ応用する。 
14 回 極座標への変換と、その座標系における２重積分の計算方法を学習する。 
15 回 第 12 回〜14 回に対する演習によって２重積分への理解度を高める。 

準備学習 1 回 テキストによって基本関数の微分を知って、逆に積分の公式をつくってみ
ること。 
2 回 置換積分とはどのようなものかについて、テキストで知っておくこと。 
3 回 置換積分の手順を箇条書きに整理しておくこと。 
4 回 部分積分法とはどのようなものかについて、テキストで知っておくこと。 
5 回 部分分数展開とはどのようなものかについて、テキストで知っておくこと。 
6 回 第 1 回〜5 回の内容を整理して、不定積分の求め方を一つのアルゴリズムに
まとめてみること。 
7 回 具体的に積分計算を実行するさいの注意点を列挙しておくこと。 
8 回 リーマン和の定義とその幾何学的意味をテキストであらかじめ知っておく
こと。 
9 回 積分の平均値の定理の幾何学的意味を考えてみること。 
10 回 複雑な図形の面積や体積の実験的求め方について考察してみること。 
11 回 関数のグラフの概形を描く練習をしておくこと。 
12 回 累次積分はどんな関数に対するリーマン和の極限なのか考えてみること。 
13 回 ２変数の場合のリーマン和はどのように書けるか考ること。 
14 回 極座標を使うと奇妙かつきれいな曲線が描けることを確認しておくこと。 
15 回 第 12 回〜14 回において、２重積分を実行するさいの注意点を整理してお
くこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTB4321 
成績評価 課題提出（20％）試験（80％）により行う。 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス BA(工)(〜10),BB(工)(〜10) 
見出し FTB4321 魚類栄養学 
担当教員名 熊谷 滋＊ 
単位数 2 
教科書 原則、パワーポイントによるノート講義を実施する。必要に応じて資料を配布す

る。 
アクティブラーニング  
キーワード 魚、繁殖、プランクトン 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「字を大きく」、「スクリーンが小さい」「マイクロホンを使って欲しい」などの少

数意見があったが、講義室の前半分は十分に空きがある(数⼈しか座っていない)
ので、必要ならば前のほうに席を取ることを勧めます。 

科目名 魚類栄養学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 岩井保著「水産脊椎動物Ⅱ魚類」恒星社厚生閣／鈴木克己・高松士朗（編）：海水

魚の繁殖 緑書房／隆島史夫著（著）：魚の養殖最前線 裳華房／東博司（著）：
熱帯魚繁殖入門 緑書房 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTB4321 
実務経験のある教員  
達成目標 魚類の繁殖について、以下のことが説明できるようになること。1）魚類の成熟・

産卵のメカニズム 2）孵化仔魚から稚魚までの成⻑過程での変化 3）稚魚まで育
てるための餌の選択と準備 4）魚類繁殖の飼育環境に求められる条件とその管理 

受講者へのコメント ４年次に魚類繁殖あるいは魚類飼育に関連したゼミに加わる受講者諸君が、この
講義を真剣に消化してくれていれば、いざという時に非常に役立つと確信してい
る。今後アップした資料の復習をして、講義内容の理解をさらに深めてほしい。 

連絡先 バイオ・応用化学科（12 号館 2 階：山本研究室） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 WEB 上に、毎週の講義内容をあらかじめアップしてあるので、それを活用して
くれている受講者がいることには満足している。しかし、その割合が全体の２割
ほどしかいないのは残念である。また、受講者の７割ほどが、この講義を受ける
ことによって、この分野への興味・関心が深まったとしてくれているのはありが
たい。 

英文科目名 Fish Dietetics 



関連科目  
次回に向けての改善変更予定 講義内容の大幅な変更の予定はない。しかし、この分野の研究は、日々進歩して

いるので、それに遅れないよう、講義内容のアップデイトに努めたい。また、講
師が独自に行っている、観賞用海水魚の繁殖の実際に基づいた、現場に対応した
資料を追加更新していくつもりである。 

講義目的 近年、持続的水産資源の活用など自然環境保護の潮流に沿った論議が盛んに行わ
れている。この中にはマグロ資源の漁獲制限あるいはワシントン条約の規制対象
種にタツノオトシゴが含まれるなど、各種魚類の漁獲・採捕に強い規制がかけら
れてきている。このような動きを理解するための知識の一環として「繁殖」があ
る。本講義では、魚類の繁殖のメカニズムを説明し、⼈為的に魚類を繁殖させる
技術の基礎理論と応用について概説する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 管理下での魚類の繁殖目的・意義・歴史などについて概説し、その現状を説

明する（魚類の繁殖には、親魚 管理・餌料準備・仔魚飼育の 3 要素の調和のと
れた働きが必要）。 
2 回 親魚の導入と、馴化に関して、採捕・検疫・飼育環境・飼餌料などについて
概説するとともに市場からの要望や繁殖技術の開発程度など対象種の選定にか
かわる要件を概説する。 
3 回 魚の産卵環境と性成熟に関して、生殖腺成熟・成熟とホルモン・性転換など
について概説する。 
4 回 魚の産卵様式には様々のものがあるので、その周期性・雌雄のペアリング・
求愛産卵行動などについて概説する。 
5 回 ⼈工環境下での成熟と産卵促進に関して、環境調節・ホルモン調節などにつ
いて概説する。 
6 回 親魚からの採卵と孵化に関して、⼈工授精・卵質評価・仔魚の活⼒などにつ
いて概説する。 
7 回 飼餌料に関して、特に仔魚の要求する飼餌料の物理化学的特性について概
説する。 
8 回 仔魚飼育に必要な生き餌の培養に欠かせない植物性餌料の種類・特性・培養
方式などについて概説する。 
9 回 仔魚前期の餌として欠かせない動物性餌料の種類・特性・培養方法などにつ
いて概説する。 
10 回 仔魚の飼育は非常に繊細な作業であり、仔魚の発育段階に応じて、観察に
基づく適切な対応が求められる。そのために欠かせない知識としての仔魚の発達
を、外部形態の変化や骨格形成などをもとに解説する。 
11 回 前回に続き仔魚の生育に伴う形態と行動変化について概説する。 
12 回 仔魚飼育を行う上で、最も重要な仔魚の初期摂餌の問題について解説する。 
13 回 これまで解説してきた餌と仔魚に関する知見を基に、仔稚魚の飼育環境と
飼育管理を適切に行う手法について概説する。 
14 回 海産魚類繁殖の実際について食用魚を例に概説する。 
15 回 海産魚類繁殖の実際について観賞魚を例に概説する。 

準備学習 1 回 ⼈の手で殖やす必要のある魚とは、どのような魚であるか考えておくこと 



2 回 親魚の飼育環境にとって欠かせない条件とは何か考えてみておくこと 
3 回 魚の性転換について図書館・ネットなどで調べておくこと 
4 回 筋子・たらこ・数の子・からすみ・キャビアなどはすべて食用とする魚の卵
である。どのような魚の卵かを図書館、ネットなどで調べておくこと 
5 回 「旬の魚」という言葉は、魚のどのような状態を言うのか、図書館・ネット
などで調べてみておくこと 
6 回 ⼈工授精について、図書館・ネットなどで調べてみておくこと 
7 回 食物が食物であるための条件を考察しておきなさい 
8 回 クロレラについて、図書館・ネットなどでその特性について調べておくこと 
9 回 シラス干しあるいは生シラスの内臓を取り出して、その中身を虫眼鏡など
を使ってどのような形をしているか観察しておきなさい 
10 回 シラス干しあるいは生シラスを虫眼鏡などを使って、どのような形をして
いるかを観察しておきなさい 
11 回 魚の鰾（うきぶくろ）の機能について図書館・ネットなどで調べておくこ
と 
12 回 「Point of no return(ポイント・オブ・ノー・リターン）」という言葉があ
る。この意味を調べ、これが仔魚飼育の中で、どのような意味を持つのか考えて
みておくこと 
13 回 仔魚を飼育する容器（水槽）の内部（壁）はどのような色が適当か、その
理由とともに考えておくこと 
14 回 卵から成魚までを⼈の手で管理されている魚には、どのようなものがある
かを、図書館・ネットなどで調べ ておくこと 
15 回 海産熱帯魚の中で、どのような魚が⼈工繁殖されているか、図書館・ネッ
トなどで調べてみておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FTB4322 
成績評価 課題提出（20％）定期試験（80％） 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス BA(工)(〜10),BB(工)(〜10) 
見出し FTB4322 魚類疾病学 
担当教員名 熊谷 滋＊ 
単位数 2 
教科書 原則、パワーポイントによるノート講義を実施する。必要に応じ資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 魚病 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 講義に使用したパワーポイント資料を WEB 上にアップしていますが、3 回目の

講義資料をアップする段階で、最初の資料を削除しています。従って WEB 上に
は常に２回分の講義資料がアップされています。ということは、1 回分の資料が
WEB 上に 2 週間存在しています。ダウンロードするには十分な時間だと思いま
す。 

科目名 魚類疾病学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 小川和夫・室賀清邦著：改定・魚病学概論 恒星社厚生閣／畑井喜司雄・小川和

夫 監修 新魚病学図鑑 緑書房／養殖臨時増刊号 水産用医薬品ガイド 緑
書房 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTB4322 
実務経験のある教員  
達成目標 ①魚種・疾病別の病因と病理学的特徴に関する知識を習得すること。②飼育魚の

健康上の異常に適切に対応できること。③魚病に関する幅広い知識を習得するこ
と。④魚類の生理を理解することで、魚病にかかりにくい飼育法を実践できるこ
と。 

受講者へのコメント おそらく「魚類疾病学」に興味を惹かれる受講者が少なかったのであろうが、多
少は、予習なり復習なりを真剣にして欲しいものです。そうすれば、もっと理解
が深まったと思います。 

連絡先 バイオ・応用化学科（12 号館 2 階：山本研究室） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 A-1:私の記録では、５回が２⼈以上（結局試験も受けなかった）。アンケートに
「５回以上欠席した」を問う意味は？ 
A-2:「毎週１時間程度学習した」が 4 ⼈いるのは驚き！とてもそうとは思えない。 
A-3:「宿題などの支持された課題に取り組んだ」が４⼈。宿題を出した覚えはな
いのだが・・・。 



B:「この分野への興味・関心が高まり、理解が深まった」が回答の半数以上を占
めているのは、講義しがいがある。 
C：各項目で、否定的な回答がなかったことは、ありがたいことです。 
E:「1 回の授業で扱う量が多い」という回答が２つあ 

英文科目名 Fish Disease and Illness 
関連科目 魚類飼育論、水圏生物学 
次回に向けての改善変更予定 もう少し内容量を絞って、より理解しやすい講義にする工夫をしてみたいと思い

ます。 
講義目的 魚病の診断および対策について、適切な判断が下せるように、魚類の形態や生理

について理解させる。その上で魚種ごとに代表的な疾病・病因・診断法ならびに
予防・治療法を習得させる。また、水産用医薬品を正しく使用・管理できるよう
に基本知識を習得させる。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 魚類疾病学の目的・意義・歴史について概説する。 

2 回 魚の分類学的位置や水生生物としての陸上動物との相違点について概説す
る。 
3 回 魚の外部形態・内部形態について、各部位の名称・各器官の名称と機能・魚
類特有の器官とその機能などについて概説する。 
4 回 水生生物としての魚の生理を呼吸と血液循環・淡水魚と海水魚の浸透圧調
節機能などについて概説する。 
5 回 環境変化に伴う疾病（ガス病・アンモニア中毒・鼻上げなど）について症状
と対策を説明する。 
6 回 飼餌料に起因する疾病（酸化脂質、ビタミン欠乏症など）について症状と対
策を説明する。 
7 回 観賞魚の疾病について、症状・原因・対策を説明する。 
8 回 養殖魚であるブリ類の疾病（連鎖球菌症・類結節症・ウイルス性疾病）につ
いて症状・原因・対策を概説する。 
9 回 マダイ・ヒラメの疾病（イリドウイルス症・エドワジエラ症・寄生虫症など）
について症状・原因・対策を概説する。 
10 回 ウナギ・コイ・アユの疾病（ウイルス性血管内皮壊死症・コイヘルペス症・
パラコラ症など）について症状・原因・対策について概説する。 
11 回 サケ科魚類の疾病（IHN/冷水病・ビブリオ症など）について症状・原因・
対策について概説する。 
12 回 ハタ類の疾病（ウイルス性神経壊死症・シュードモナス病・べネデニア症
など）について症状・原因・対策 について概説する。 
13 回 飼育魚の防疫管理について感染源・感染経路対策・適正飼育管理・生体防
御などについて概説する。 
14 回 医薬品の特性を理解し、効果的に使用するための水産用医薬品の基礎知識
を説明する。 
15 回 医薬品の使用方法（投与・使える薬剤の法規制など）薬品の管理について
説明する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の課程を把握しておくこと 



2 回 魚と⼈と形態・生理の相違について考えておくこと 
3 回 魚（水槽で泳ぐ魚あるいはスーパーに並べてある）をよく観察しておくこと 
4 回 浸透圧と分圧という言葉の意味を調べておくこと 
5 回 溶存酸素などの過飽和について調べてみておくこと 
6 回 最近サプリメントとして DHA や EPA 錠剤が市販されているが、それがど
のようなものであるかを調べてみておくこと 
7 回 ペットショップなどで魚の健康状態を念頭において魚の観察を試みておく
こと 
8 回 ブリは不完全養殖魚とされている。それはなぜか調べてみておくこと 
9 回 マダイ・ヒラメは完全養殖魚とされている。それはなぜか調べてみておくこ
と 
10 回 ウナギ・コイ・アユそれぞれの生活史について調べてみておくこと 
11 回 サケ科魚類にはどのような種類があるか調べてみておくこと 
12 回 食用にされているハタ類にはどのような種類があるか調べてみておくこと 
13 回 新型インフルエンザの防疫管理として、日本ではどのような対策がとられ
たかを調べてみておく 
14 回 観賞魚を扱うペットショップでは、どのような治療薬が販売されているか
を調べてみておくこと 
15 回 前回調べた観賞魚用の治療薬の投与方法について調べ、まとめておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTB4511 
成績評価 定期試験の結果がほぼ 100％。試験内容は、簡単で基礎的な化学計算である。こ

の種の計算がある程度できない限り、上の講義目的は達成できたことにならな
い。 

曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス BA(工)(〜11),BB(工)(〜11) 
見出し FTB4511 分析化学Ⅰ(再) 
担当教員名 竹⽥ 邦雄 
単位数 2 
教科書 R. A. ディ Jr.、A. L. アンダーウッド 共著(鳥居、康 共訳)・「定量分析化学」・

培風館 
アクティブラーニング  
キーワード モル(物質量)、モル濃度、活量、イオン強度、pH(水素イオン濃度)、酸−塩基、

中和反応、 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 1.単位がほしい。2.世界一教えるのが上手い。3.もう少しくわしく説明してほし

い。 
科目名 分析化学Ⅰ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 演習問題をたくさんさせる。毎時間、電卓を持ってくること。 
シラバスコード FTB4511 
実務経験のある教員  
達成目標 水溶液に関する基本的な原理・原則をマスターし、在学中のみならずおよび卒業

後においても、化学の実験中に頻繁に必要となる簡単な化学計算を短時間に間違
いなくできるようにする。 

受講者へのコメント この授業の内容は、シラバスにも書いているように、大学でこれから授業を受け
実験をこなしていく上でだけでなく、将来化学関係に就職をすれば、どうしても
理解しておかねばならないことばかり。今後、他の科目でもしっかり頑張ってほ
しい。今回単位が出なかった⼈も、あきらめずに次回は単位をとろう。 
90 分間の授業で、100％集中していることは難しいとは思うが、全体的に集中⼒
の足りない学生が目につく。ただ出席だけして、ボーとしている学生が目につく。 

連絡先 竹⽥邦雄 研究室 12 号館 3 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 BA クラスの分析化学 I を見よ。 
英文科目名 Analytical Chemistry I 
関連科目 本科目に引き続き、「分析化学 II」や「工業分析化学」を受講することが望まし



い。 
次回に向けての改善変更予定 必要に応じ、教室会議でも相談する。演習をもっと増やした方がいいのかなと思

っている。 
講義目的 将来諸君が化学のどういう分野の実験をするようになっても、多くは“分析”をす

る実験であると言っても過言ではない。それは、何か新しい現象を見つけたとし
てもその原因になっている物質をいろいろな条件下で“分析”することなくその
現象を解明することはできないし、また何か新しい物質を合成あるいは抽出でき
たとしても何らかの“分析”をしてみなければ何とも言えないからである。これら
の“分析”は溶液状態で、なかでも水溶液の状態で行うことが非常に多い。分析化
学 I と II は、水溶液をとりあつかう際の基本となる一般原則や考え方を勉強す 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 この講義のオリエンテーションとして、水の話と水が作る水溶液の話およ

びこの講義の目的と概略の説明をする。 
2 回 溶液の濃度を表す基本単位(p.44)について学習する。 
3 回 ミリモルとミリグラム当量数(p.51)の定義や使い方について学習する。 
4 回 実際の溶液の濃度計算をする。その１(p.53) 
5 回 実際の溶液の濃度計算をする。その２(p.53) 
6 回 化学平衡の概念を講義する。(p.92) 
7 回 平衡定数の概念と使い方を講義する。(p.92) 
8 回 溶液のイオン強度とその計算について学習する。(p.96) 
9 回 活量の概念・イオン活量係数の計算を実際にする。(p.96) 
10 回 水素イオンの特性、それゆえの重要性について学習する。(p.99) 
11 回 水素イオン・ブレンステッド酸塩基説について学習する。(p.99) 
12 回 酸塩基平衡について学習する。(p.102) 
13 回 解離定数の意味、また解離定数から計算できることなどについて学習する。
(p.105) 
14 回 溶解平衡(p.108)、錯生成平衡(p.110)について学習する。 
15 回 強酸―強塩基の滴定および滴定曲線について学習する。(p.119) 

準備学習 1 回 学科オリエンテーションの内容を十分理解しておくこと。 
2 回 この講義のオリエンテーションを振り返り、シラバスを見ておくこと。 
3 回 シラバスに指示してある教科書のページを予習すること。 
4 回 前回までのモル濃度の定義などの復習とシラバスに指示してある教科書の
ページを予習すること。 
5 回 溶液の濃度計算の復習とシラバスに指示してある教科書のページを予習す
ること。 
6 回 溶液の濃度計算の復習とシラバスに指示してある教科書のページを予習す
ること。 
7 回 化学平衡の復習とシラバスに指示してある教科書のページを予習すること。 
8 回 化学平衡の復習とシラバスに指示してある教科書のページを予習すること。 
9 回 平衡定数の復習とシラバスに指示してある教科書のページを予習すること。 
10 回 活量の概念・イオン活量係数の復習とシラバスに指示してある教科書のペ
ージを予習すること。 



11 回 水素イオンの特性と重要性の復習とシラバスに指示してある教科書のペー
ジを予習すること。 
12 回 水素イオン・ブレンステッド酸塩基説の復習とシラバスに指示してある教
科書のページを予習すること。 
13 回 酸塩基平衡の復習とシラバスに指示してある教科書のページを予習するこ
と。 
14 回 解離定数の復習とシラバスに指示してある教科書のページを予習するこ
と。 
15 回 酸塩基平衡、溶解平衡、錯生成平衡の復習とシラバスに指示してある教科
書のページを予習すること。 

 



年度 2012 
授業コード FTB4512 
成績評価 定期試験の結果がほぼ 100％。試験内容は、簡単で基礎的な化学計算である。こ

の種の計算がある程度できない限り、上の講義目的は達成できたことにならな
い。 

曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス BA(工)(〜11),BB(工)(〜11) 
見出し FTB4512 分析化学Ⅱ(再) 
担当教員名 竹⽥ 邦雄 
単位数 2 
教科書 R. A. デイ Jr.、A. L. アンダーウッド共著（鳥居、康 共訳）・「定量分析化学」・

培風館 
アクティブラーニング  
キーワード 滴定曲線、緩衝溶液、ポリプロトン酸、酸化−還元、電子移動、標準電位、ネル

ンストの式、ファラデー定数、電池、セル反応 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ＊「前から見て左側の 5 番目の椅子が壊れている」、「机が小さい」 

全部の椅子が部品の消耗のため前に傾いていることに私も気づいて、関係事務部
門に連絡して昨年度末に 3 号館の 2 教室とも全部の椅子を修理してもらった。机
の大きさは教室としては標準的なサイズだと思うので、使い方を工夫するしかな
い。 
＊「プリントを通しての授業の学習によって、内容を深く知ることができました」 
演習問題を通して、早く正確に計算できるように頑張りましょう。 

科目名 分析化学Ⅱ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 演習問題をたくさんさせる。毎時間、電卓を持ってくること。 
シラバスコード FTB4512 
実務経験のある教員  
達成目標 『分析化学 I』を参照せよ。 
受講者へのコメント この授業の内容は、シラバスにも書いているように、大学でこれから授業を受け

実験をこなしていく上でだけでなく、3 年実験や卒業研究においても、将来化学
関係の仕事をするにしても、どうしても理解しておかねばならないことばかり。
今後、他の科目でもしっかり頑張ってほしい。今回単位が出なかった⼈も、あき
らめずに次回は単位をとろう。 
授業にほとんどついて来れない学生がいることには気付いても、講義の内容はこ
れ以上レベルを下げたり、進度を遅くすることは難しい。こういう学生は、他の
学生以上に頑張らねばついていけるはずはないのに、 

連絡先 竹⽥邦雄 研究室 12 号館 3 階 
合理的配慮が必要な学生への  



対応 
各項目評価に対する所見 5）「授業目標達成」について「できた」「だいたいできた」が 55.4％、６）「教員

の意欲」について「感じられた」「少し感じられた」が 83.9％、7）「授業の満足」
について「満足」「ほぼ満足」が 76.8％であった。目標達成度が低いが、学生も
正直に感じていると思われる。 

英文科目名 Analytical Chemistry II 
関連科目 「分析化学 I」を受講していることが望ましい。本科目に引き続き、「工業分析化

学」を受講することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 必要に応じ、教室会議等でも相談する。 
講義目的 『分析化学 I』を参照せよ。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 強酸―強塩基の滴定の復習をする。(p.119) 

2 回 弱酸―強塩基の滴定および滴定曲線について学習する。(p.122) 
3 回 緩衝溶液の原理について学習する。(p.134) 
4 回 多プロトン酸の性質とその滴定曲線について学習する。(p.155) 
5 回 炭酸塩の性質について学習する。(p.161) 
6 回 炭酸塩等の混合溶液の濃度計算をする。(p.163) 
7 回 ２つの酸の混合溶液の性質について学習する。(p.164) 
8 回 酸塩基化学種の pH 依存性について学習する。(p.165) 
9 回 酸化還元平衡について概説する。(p.220) 
10 回 ガルバニセル、標準水素電極と電位計算の規約について学習する。(p.223) 
11 回 ネルンストの式およびその使い方について学習する。(p.228) 
12 回 参照電極について学習する。(p.231) 
13 回 標準電位と平衡定数の関係について学習する。(p.234) 
14 回 酸化還元滴定と電位の変化について学習する。(p.235) 
15 回 酸化還元セル電位の計算をする。(p.238) 

準備学習 1 回 分析化学Ⅰでやった内容、特に酸塩基平衡について復習すること。 
2 回 強酸ー強塩基滴定について復習およびシラバスに指示してある教科書のペ
ージの予習をすること。 
3 回 弱酸ー弱塩基滴定について復習およびシラバスに指示してある教科書のペ
ージの予習をすること。 
4 回 緩衝溶液について復習およびシラバスに指示してある教科書のページの予
習をすること。 
5 回 多プロトン酸の性質とその滴定曲線について復習およびシラバスに指示し
てある教科書のページの予習をすること。 
6 回 炭酸塩の性質について復習およびシラバスに指示してある教科書のページ
の予習をすること。 
7 回 炭酸塩等の混合溶液の濃度計算について復習およびシラバスに指示してあ
る教科書のページの予習をすること。 
8 回 ２つの酸の混合溶液の性質について復習およびシラバスに指示してある教
科書のページの予習をすること。 
9 回 酸塩基化学種の pH 依存性について復習およびシラバスに指示してある教



科書のページの予習をすること。 
10 回 酸化還元平衡について復習およびシラバスに指示してある教科書のページ
の予習をすること。 
11 回 ガルバニセル、標準水素電極と電位計算について復習およびシラバスに指
示してある教科書のページの予習をすること。 
12 回 ネルンストの式およびその使い方について復習およびシラバスに指示して
ある教科書のページの予習をすること。 
13 回 前回の復習とシラバスに指示してある教科書のページの予習 
14 回 参照電極について復習およびシラバスに指示してある教科書のページの予
習をすること。 
15 回 酸化還元滴定と電位の変化について復習およびシラバスに指示してある教
科書のページの予習をすること。 

 



年度 2012 
授業コード FTB4521 
成績評価 毎回の小テスト（45％）と、定期試験（55％）で評価する。 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス BA(工)(09〜10),BB(工)(09〜10) 
見出し FTB4521 コスメティックサイエンス概論Ⅰ 
担当教員名 安藤 秀哉 
単位数 1 
教科書 適宜プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード しみ、しわ、白髪 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 コスメティックサイエンス概論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 鈴木正⼈監修「老化防止、美白、保湿化粧品の開発技術」シーエムシー出版 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTB4521 
実務経験のある教員  
達成目標 機能性化粧品が議論できるようになる。 
受講者へのコメント  
連絡先 12 号館 5 階 安藤研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introduction to Cosmetic Science I 
関連科目 化粧品概論、香粧品学、コスメティックサイエンス概論 II、化粧品の皮膚科学と

安全学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 機能性化粧品の効能を裏付けている科学的根拠を学ぶ。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 皮膚の老化現象であるしみ・しわ・白髪について学ぶ。 

2 回 薬用しみ予防化粧品のサイエンスを種々の側面から考察する。 
3 回 薬用しみ予防化粧品のこれからの研究開発戦略を考える。 
4 回 これまでに実際に化粧品会社で開発されてきた薬用しみ予防化粧品の研究
事例を学ぶ（前半）。 
5 回 これまでに実際に化粧品会社で開発されてきた薬用しみ予防化粧品の研究
事例を学ぶ（後半）。 
6 回 紫外線防御化粧品のサイエンスを種々の側面から考察する。 



7 回 薬用育毛剤・白髪予防剤のサイエンスを種々の側面から考察する。 
8 回 乾燥と痒みの研究紹介 

準備学習 1 回 なぜしみ、しわ、白髪ができるか考えておくこと。 
2 回 しみを予防する方法を考えておくこと。 
3 回 しみ予防の奇抜なアイディアを考えておくこと。 
4 回 市販されている「しみ予防化粧品」の有効成分をいくつか調べておくこと。 
5 回 市販されている「しみ予防化粧品」の有効成分をいくつか調べておくこと。 
6 回 市販されている「サンスクリーン化粧品」の有効成分をいくつか調べておく
こと。 
7 回 禿げたり白髪になったりする理由を考えておくこと。 
8 回 乾燥と痒みの関係について考えておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTB4522 
成績評価 毎回の小テスト（45％）と、定期試験（55％）で評価する。 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス BA(工)(09〜10),BB(工)(09〜10) 
見出し FTB4522 香粧品学 
担当教員名 安藤 秀哉 
単位数 2 
教科書 適宜プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 品質、製造、分析 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 香粧品学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 光井武夫編「新化粧品学」南山堂 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTB4522 
実務経験のある教員  
達成目標 香粧品学が幅広く身につく。 
受講者へのコメント  
連絡先 12 号館 5 階 安藤研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Basic Chemistry of Cosmetic Products 
関連科目 化粧品概論、コスメティックサイエンス概論 I、コスメティックサイエンス概論

II、化粧品の皮膚科学と安全学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 香粧品の全体像を学ぶ。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 化粧品の分類、品質特性、品質保証 

2 回 化粧品の開発プロセス、マーケティング 
3 回 化粧品の色彩と色材 
4 回 化粧品の香料 
5 回 化粧品の原料 
6 回 化粧品の品質、安定性、防腐防黴 
7 回 化粧品の有用性 
8 回 化粧品の製造法、製造装置 



9 回 化粧品の容器、包装 
10 回 エアゾール技術、化粧品の分析技術 
11 回 化粧品と法規 
12 回 皮膚の老化とスキンケア化粧品 
13 回 毛髪とヘアケア化粧品 
14 回 メーキャップ / フレグランス / ボディケア / オーラルケア化粧品 
15 回 総合的なまとめ 

準備学習 1 回 化粧品の種類について考えておくこと。 
2 回 化粧品はどうやって開発されるか考えておくこと。 
3 回 化粧品に対する色の役割を考えておくこと。 
4 回 香りの有用性について考えておくこと。 
5 回 乳化について調べておくこと。 
6 回 化粧品の品質について考えておくこと。 
7 回 化粧品にどんな効果が期待できるか考えておくこと。 
8 回 石鹸の作り方を調べておくこと。 
9 回 化粧品容器の素材について調べておくこと。 
10 回 分析方法について調べておくこと。 
11 回 化粧品が関わる法律を調べておくこと。 
12 回 自分の好きな商品とその理由を考えておくこと。 
13 回 自分の好きな商品とその理由を考えておくこと。 
14 回 自分の好きな商品とその理由を考えておくこと。 
15 回 配布資料を復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTB4531 
成績評価 毎回の小テスト（45％）と、定期試験（55％）で評価する。 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス BA(工)(09〜10),BB(工)(09〜10) 
見出し FTB4531 コスメティックサイエンス概論Ⅱ 
担当教員名 安藤 秀哉 
単位数 1 
教科書 適宜プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 機能性タンパク質、酵素、特許 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 コスメティックサイエンス概論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 川村越ほか訳「カラー図解、見てわかる生化学」メディカル・サイエンス・イン

ターナショナル 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTB4531 
実務経験のある教員  
達成目標 研究活動に必要な基本的な知識が身につく。 
受講者へのコメント  
連絡先 12 号館 5 階 安藤研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introduction to Cosmetic Science II 
関連科目 化粧品概論、香粧品学、コスメティックサイエンス概論 I、化粧品の皮膚科学と

安全学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 化粧品会社で R&D（研究開発）活動を行う際に必要となる実験手法の原理とそ

の応用技術を学ぶ。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 機能性タンパク質（酵素）の細胞内での一生を学ぶ。 

2 回 機能性化粧品の研究開発に必要な実験手法の概要を学ぶ。 
3 回 評価する化粧品原料の処理方法など、実際の細胞培養実験をシミュレーシ
ョンする。 
4 回 酵素の遺伝子発現とタンパク質量の検出、活性測定法などの原理を学ぶ。 
5 回 医工融合の R&D：三次元培養⼈工再生皮膚の現状の技術を学び、将来の展



望を考える。 
6 回 医工融合の R&D：しみのレーザー治療、しわの細胞注入治療など、アンチ
エイジング技術の現状を学ぶ。 
7 回 学術情報の収集方法、論文や特許の読み方、書き方の基本を学ぶ。 
8 回 総合的なまとめ。 

準備学習 1 回 タンパク質が細胞内のどこでつくられるか調べておくこと。 
2 回 酵素の活性を制御する因子をピックアップしておくこと。 
3 回 濃度の単位を調べておくこと。 
4 回 タンパク質をどうやって検出するか考えておくこと。 
5 回 皮膚の構造を復習しておくこと。 
6 回 奇抜なアンチエイジング療法を考えておくこと。 
7 回 なぜ特許をとる必要があるか考えておくこと。 
8 回 配布資料を復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTB45B1 
成績評価 中間試験 40%，定期試験 60%で判定する． 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス BA(工)(〜12) 
見出し FTB45B1 物理学Ⅰ 
担当教員名 矢城 陽一朗 
単位数 2 
教科書 初歩の物理―⼒学・電磁気入門―／小野文久／裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード 速度、加速度、重⼒加速度、ベクトル、相対速度、運動の法則、慣性の法則、作

用・反作用の法則、スカラー積、仕事、仕事率、運動エネルギー、ポテンシャル、
⼒学的エネルギー 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 理工基礎物理学／浦上澤之／裳華房 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTB45B1 
実務経験のある教員  
達成目標 運動の法則によって運動方程式を立て、速度、位置を得て、仕事、運動エネルギ

ー、ポテンシャル、⼒学的エネルギーを求め、解釈できることを目指す。 
受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 5 階 矢城研究室 yagi@sp.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Physics I 
関連科目 入門数学，入門物理，数学 I，数学 II，物理化学 I，物理化学 II，基礎物理学実験，

物理学 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 工学学習の基礎として、物理現象を定量的にとらえ解析するため、物理量をスカ

ラーやベクトルで定義し、微分積分を含む数式や図を使って考え解くプロセスを
詳述する。例として、ニュートンの運動法則の考え方を習得し、簡単な運動につ
いて方程式をたて、軌道等を計算し、仕事、運動エネルギー、位置エネルギーを
求め、結果を解釈する能⼒を養う。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 物理量と単位系について講義する。 



2 回 ⼒学で使う数学（微分とベクトル）について講義する。 
3 回 時間と位置の関係，位置の変化する割合として速度を導入する。 
4 回 時間と速度の関係，位置と時間のグラフから速度，加速度を求める． 
5 回 相対速度について講義する。 
6 回 慣性の法則，作用・反作用の法則について講義する。 
7 回 ニュートンの運動方程式について講義する。 
8 回 中間試験を行い，試験終了後に問題解説を行う。 
9 回 等速直進運動について講義する。 
10 回 落体の運動について講義する。 
11 回 等速円運動について講義する。 
12 回 仕事とエネルギー，仕事率について講義する。 
13 回 運動エネルギーと位置エネルギー，および⼒学的エネルギー保存則につい
て講義する。 
14 回 角運動量と角運動量保存則について講義する。 
15 回 波・単振動について講義する。 

準備学習 1 回 身の回りの物理現象について調べておくこと． 
2 回 微分法・ベクトルの復習をしておくこと． 
3 回 微分法（一階微分）の復習をしておくこと． 
4 回 微分法（二階微分）の復習をしておくこと． 
5 回 ベクトルの復習（ベクトルの加減）をしておくこと． 
6 回 ⼒の大きさと向きについて予習しておくこと。 
7 回 時間と位置，速度，加速度の関係を復習しておくこと。 
8 回 第１回から第７回までの復習をしておくこと． 
9 回 ⼒が働いていないときのニュートンの運動方程式について復習しておくこ
と． 
10 回 ⼒が働いているときのニュートンの運動方程式について復習しておくこ
と． 
11 回 直線運動と回転運動の違いを調べておくこと。 
12 回 速度と加速度，⼒について復習しておくこと． 
13 回 仕事とエネルギーの概念を復習しておくこと． 
14 回 円運動，回転運動について復習しておくこと． 
15 回 三角関数について復習しておくこと． 

 



年度 2012 
授業コード FTB45B2 
成績評価 受講態度(10%)、中間テスト(30%)、課題(30%)、定期試験(30%) の合計が 60%

以上を合格とする。 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス BA(工)(〜12) 
見出し FTB45B2 物理学Ⅱ 
担当教員名 村本 哲也 
単位数 2 
教科書 浦上、溝内、宇都宮、狩野、⽥辺、竹内、宮川「理工基礎物理学」裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード クーロンの法則、誘電率、電気双極子、ガウスの法則、誘電体、自由電子、静電

誘導、静電遮蔽、誘電分極の強さ、分極電荷、ローレンツ⼒、磁束密度、サイク
ロトロン振動数 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 原康夫「電磁気学入門」学術図書出版 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTB45B2 
実務経験のある教員  
達成目標 電磁気の現象を文章や図によって表現し、そこに働く⼒を電場・磁場から求め、

電気⼒線、等電位線や磁束線を描きながら現象を解説し、結果を解釈できること
を目標とする。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２１号館５階 村本研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Physics II 
関連科目 入門数学、入門物理、数学 I、数学 II、物理化学 I、物理化学 II、基礎物理学実験、

物理学 I 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 工学の基礎として、電磁気学の基本的な考え方、法則と、その応用について講述

する。例えば、点電荷が存在する空間を考え、電場を定義し、その電場の様子を
電気⼒線で表し、電位、等電位面を求める能⼒を養う。磁場についても同様に行
うので、結果として真空、誘電体、磁性体における電磁気的な特色を習得し自然
科学の方法に自覚を深める。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス 学習状況の調査 電磁気の２種類の⼒の説明 

2 回 電荷の意味、点電荷に関するクーロンの法則の説明 ベクトル、単位ベクト
ルの説明 点電荷による電場の説明 
3 回 電場の解説 一様電場、点電荷のまわりの電気⼒線の解説 課題 
4 回 点電荷のまわりの電気⼒線の描き方の解説 電気双極子の導入 
5 回 電気双極子モーメントの定義 点電荷に関するガウスの法則の成立ちと意
味の解説 課題 
6 回 ガウスの法則における電荷分布、閉曲面の一般化 線密度、面積分の説明 
直線電荷のまわりの電場の導出 
7 回 電位、電圧の導入 電位・電場・⼒の関係の解説 
8 回 中間テスト 
9 回 導体、半導体、自由電子の説明 
10 回 誘電体、静電誘導、静電遮蔽、クーロンの定理の解説 
11 回 誘電分極、分極電荷、真の電荷、誘電体の解説 課題 
12 回 ベクトル積、磁石による磁場と磁⼒線、ローレンツ⼒の定義と解説 
13 回 磁束密度、磁束線、荷電粒子の円運動 
14 回 アンペールの⼒、ビオ・サバールの法則の解説 
15 回 アンペールの法則 ソレノイド 

準備学習 1 回 シラバスを確認し、講義で扱う教科書の範囲を把握しておくこと 
2 回 ベクトルの合成について予習せよ 
3 回 電荷の保存、クーロン⼒について復習せよ 
4 回 課題を解き、クーロン⼒に対する理解を深めよ 
5 回 電気⼒線について復習せよ 
6 回 課題を解き、ガウスの法則の学習に備えること 
7 回 ベクトルの内積、⼒学における仕事の定義について予習せよ 
8 回 §7.1-7.4 の内容について復習し、中間テストに備えよ 
9 回 §7.5 の内容について予習せよ 
10 回 電気⼒線と等電位面の関係について復習せよ 
11 回 §7.6 の内容について予習せよ 
12 回 課題を解き、導体・誘電体の性質について理解を深めること 
13 回 §9.1 の内容について予習せよ 
14 回 §9.2-9.3 の内容について予習せよ 
15 回 §9.4 の内容について予習せよ 

 



年度 2012 
授業コード FTB45C1 
成績評価 小テスト(20%)、課題演習(40%)、期末テスト(40%)として評価する 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス BB(工)(〜12) 
見出し FTB45C1 物理学Ⅰ 
担当教員名 小野 文久 
単位数 2 
教科書 初歩の物理―⼒学・電磁気入門―/小野文久著/裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード 速度、加速度、重⼒加速度、ベクトル、相対速度、運動の法則、慣性の法則、作

用・反作用の法則、スカラー積、仕事、⼒学的エネルギー、角運動量 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 空調の効きが悪い（2 件）、暑い・換気し切れていない（1 件）；対処を委員会に

お願いする。⿊板の字が薄い（1 件）；チョークの粉が飛ばないよう硬めに設定し
ているので、見えない場合は前の方の席に座ること。資料配布を多く（1 件）；物
理と数学は自分で解くことが重要なので、資料配布はしない方針です。各自で図
も含めて記録して覚えること。微積を高校で習っていない（1 件）；テキストはこ
れに対応し、説明もしてきました。 

科目名 物理学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 理工基礎物理学/浦上澤之編/裳華房 
授業形態 講義 
注意備考 物理額は大切な基礎的学⼒を形成するので、ノートを整備し、復習と問題解答に

繰り返し取り組むこと。学習態度、ノート整備状況をたびたびチェックする。 
シラバスコード FTB45C1 
実務経験のある教員  
達成目標 運動の法則によって運動方程式をたて、速度、位置を得て、仕事、運動エネルギ

ー、位置エネルギー、⼒学的エネルギーを求め、解釈できることを目指す。 
受講者へのコメント 復習をしっかりやってください。特に微積を高校で習っていない⼈へお願いしま

す。 
チョークの粉が飛ばないよう硬めに設定しているので、見えない場合は前の方の
席に座ること。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業の内容、手法、進行、学習、総合評価について特に問題はありませんでした。 
英文科目名 Physics I 
関連科目 入門数学、入門物理、数学 I、数学 II、物理化学 I、物理化学 II、基礎物理学実験、

物理学 II 



次回に向けての改善変更予定 微積を高校で習っていない⼈への対応を状況に応じて進めます。 
講義目的 工学学習の基礎として、物理現象を定量的にとらえ解析するため、物理量をスカ

ラーやベクトルで定義し、微分、積分を含む数式や図を使って考え解くプロセス
を身につける。 
例として、ニュートンの運動の法則の考え方を習得し、簡単な運動について方程
式をたて、軌道等を計算し、仕事、運動および位置エネルギーを求め、結果を解
釈する能⼒を養う。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ⼒学を学ぶ目的、意義、と学習の方法について説明する。 

2 回 物理学で用いる基本単位と物理量について、スカラー量とベクトル量に区
分して説明する。 
3 回 位置−速度−加速度の関係、ベクトル量の時間微分のし方とその意味につ
いて解説する。 
4 回 ⼒と加速度の関係、運動の法則について解説する。 
5 回 ⼒の概念と、物体同士に働く⼒、万有引⼒、クーロン⼒、摩擦⼒について説
明する。 
6 回 いろいろな⼒、⼒の合成と分解、ベクトルの和と差について計算方法を説明
する。 
7 回 いろいろな運動、等速度運動、等加速度運動と微分と積分の関係を説明す
る。 
8 回 小テストを実施する。ベクトルの微分と積分のし方とその物理的意味を説
明する。 
9 回 等速円運動、回転速度を表す各速度をベクトル量として取り扱う方法を解
説する。 
10 回 単振動、振り子の運動と波の関係、波の回折と干渉について説明する。 
11 回 「仕事」を物理量として扱う方法、エネルギーとの関係について解説する。 
12 回 位置エネルギー、運動エネルギーとエネルギー保存則について解説する。 
13 回 運動方程式、⼒積と運動量保存則、２つの物体の衝突について説明する。 
14 回 回転⼒（トルク）、角運動量、角運動量保存則について説明する。 
15 回 角運動量保存則を応用したコマの運動を解説し、⼒学の考え方の概念を説
明する。 

準備学習 1 回 テキストとシラバスを確認し、最初に出てくる(p.4)クイズを解いてみるこ
と。 
2 回 最も基本的な物理量としての「位置ベクトル」について調べておくこと。 
3 回 ベクトルの微分のし方について、速度、加速度の例を理解しておくこと。 
4 回 １章の章末問題[1]〜[5]を解いておくこと。さらに「運動の法則」を理解し
ておくこと。 
5 回 「⼒」とはどういう物理量であるか、万有引⼒の法則について理解しておく
こと。 
6 回 万有引⼒以外の「⼒」、ベクトルの和と差のし方について調べておくこと。 
7 回 第２章の章末問題[1]〜[6]を解いておくこと。等速度運動、加速度運動につ
いて調べておくこと。 



8 回 これまでに学んだこと、章末問題などを復習し、次回の小テストの準備をし
ておくこと。さらに、ベクトルの微分と積分の関係について調べておくこと。 
9 回 等速円運動の例を中心に、ベクトル積であらわされる物理量で、その大きさ
は変わらないが、方向が変化する場合の微分のし方について調べておくこと。 
10 回 各速度ベクトルについて復習して理解を深め、単振動と波について調べて
おくこと。 
11 回 第３章の章末問題を解いておくこと。仕事とエネルギーの概念を調べてお
くこと。 
12 回 エネルギーとはどういう量か、どのような種類があるかについて説明でき
るようにしておくこと。 
13 回 第４章の章末問題を解いておくこと。運動方程式を変形し運動量保存則を
導く方法について調べておくこと。 
14 回 「回転のいきおい」とはどういう量か、どのように表すかについて調べて
おくこと。 
15 回 回転するコマはなぜ倒れないかについて、説明する方法を考えておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTB45C2 
成績評価 小テスト(20%)、課題演習(40%)、期末テスト(40%)として評価する。 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス BB(工)(〜12) 
見出し FTB45C2 物理学Ⅱ 
担当教員名 小野 文久 
単位数 2 
教科書 初歩の物理―⼒学・電磁気入門―/小野文久著/裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード クーロンの法則、誘電率、電気双極子、ガウスの法則、誘電体、自由電子、静電

誘導、静電遮蔽、誘電分極の強さ、分極電荷、ローレンツ⼒、磁束密度、サイク
ロトロン振動数 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答 空調に関する指摘が２件あったが、省エネに関する必要性をもう少し自覚して欲

しい。 
科目名 物理学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 理工基礎物理学/浦上澤之編/裳華房 
授業形態 講義 
注意備考 電磁気学は大切な基礎的学⼒を形成するので、ノートを整備し、復習と問題解答

に繰り返し取り組もう。出席・学習態度、ノート整備状況をたびたびチェックす
る。 

シラバスコード FTB45C2 
実務経験のある教員  
達成目標 電磁気の現象を文章や図によって表現し、そこに働く⼒を電場・磁場から求め、

電気⼒線、 等電位線や磁束線を描きながら現象を解説し、結果を解釈できるこ
とを目標とする。 

受講者へのコメント もう少し、少なくとも週２時間以上、復習に時間を割いて欲しい。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業に対する受講者の取り組み、自身の成⻑、総合評価の各項目については特に
問題となる項目はない。 

英文科目名 Physics II 
関連科目 入門数学、入門物理、数学 I、数学 II、物理化学 I、物理化学 II、基礎物理学実験、

物理学 I 
次回に向けての改善変更予定 特になし。 
講義目的 工学の基礎として、電磁気学の基本的な考え方、法則と、その応用について講述

する。例えば、点電荷が存在する空間を考え、電場を定義し、その電場の様子を



電気⼒線で表し、電位、等電位面を求める能⼒を養う。磁場についても同様に行
うので、結果として真空、誘電体、磁性体における電磁気的な特色を習得し自然
科学の方法に自覚を深める。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 電磁気学を学ぶ目的、意義と学習の方法について説明する。 

2 回 摩擦電気と電荷同士にはたらく⼒、クーロンの法則について解説する。 
3 回 電気の「場」（電場）の考え方、電気⼒線について説明する。 
4 回 ガウスの法則の内容と、その概念について解説する。 
5 回 ガウスの法則を用いて電場を求める方法と、その応用について解説する。 
6 回 電場の中に置かれた電荷が持つ位置エネルギー、電位と電圧について説明
する。 
7 回 コンデンサーと誘電体、およびコンデンサーの接続方法について説明する。 
8 回 小テストを実施し、電磁気学前半で学んで内容についてとりまとめる。 
9 回 電流の定義とオームの法則、電流がする仕事について解説する。 
10 回 抵抗と直流回路、複雑な回路の問題解説とキルヒホッフの法則について説
明する。 
11 回 磁気と磁場、磁気におけるクーロンの法則、磁束密度、フレミングの左手
の法則とローレンツ⼒について解説する。 
12 回 電流が作る磁場について、ビオ-サバールの法則、アンペールの法則につい
て解説する。 
13 回 電磁誘導の法則の解説と、コイルに蓄えられるエネルギーについて説明す
る。 
14 回 過渡現象と交流回路について、抵抗とコンデンサー、およびコイルを含む
回路について説明する。 
15 回 共振と電磁波、それらの応用について説明し、さらにこれまで学んだ電磁
気学の内容のまとめを行う。 

準備学習 1 回 テキストとシラバスを確認し、電磁気学の最初の(p.72)クイズ(13)を解いて
みること。 
2 回 ２つの電荷同士に働く⼒、クーロンの法則について予習をしておくこと。 
3 回 クーロンの法則に現れる物理量の単位について復習し、電場と電気⼒線に
ついて調べておくこと。 
4 回 電場の概念について復習し、電気⼒線の本数の数え方について調べておく
こと。 
5 回 ガウスの法則についてその考え方について復習し、その応用について調べ
ておくこと。 
6 回 ガウスの法則の応用について復習し、電場と電位の関係について予習して
おくこと。 
7 回 コンデンサーはなぜ電荷をためることができるかを考えておくこと。 
8 回 第６章の章末問題を解いておくこと。さらに、これまでに学んだことをまと
めて復習し、小テストの準備をしておくこと。 
9 回 電流とはどのように決められるものか、およびオームの法則について調べ
ておくこと。 



10 回 電流が流れる時にする仕事について復習し、複数の抵抗を複雑に接続した
回路に流れる電流を求めるにはどうしたらよいかを調べておくこと。 
11 回 第７章の章末問題を解いておくこと。さらに、磁気に関するクーロンの法
則について調べておくこと。 
12 回 ビオサバールの法則について、その考え方と応用について調べておくこと。 
13 回 アンペールの法則を応用して電流が作る磁場を計算する方法について復習
しておくこと。また、電磁誘導について調べておくこと。 
14 回 第８章の章末問題を解いておくこと。さらに、抵抗とコンデンサー、コイ
ルを含む回路に流れる電流を求める方法について予習をしておくこと。 
15 回 第９章の章末問題を解いておくこと。さらに、電波はどのようにして空中
に発射されるかについて調べておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTB47E1 
成績評価 定期試験（１００％） 
曜日時限 木曜日 7・8 時限 
対象クラス BA(工)(〜11),BB(工)(〜11) 
見出し FTB47E1 上級数学Ⅰ 
担当教員名 春木 茂 
単位数 2 
教科書 所属学科の微分積分の授業で使用している教科書。教科書がない場合は、下記の

参考書。 
アクティブラーニング  
キーワード 微分 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 上級数学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「理工系の基礎 微分積分」(増補版）／石原、浅野共著／裳華房 
授業形態 講義 
注意備考 毎回の授業は、最初の１時間ぐらいは講義を行い、残りの時間で講義内容に関連

した問題（プリントを配布）を解くという形式をとります。この問題プリントの
中に定期試験で出題される問題が全て書かれていますので、欠席をせず、プリン
トの問題を解くことを目指して下さい。第１回の授業で、受講者の⼈数確認を行
います。このときに欠席していると履修が認められませんので、必ず出席するよ
うにして下さい。 

シラバスコード FTB47E1 
実務経験のある教員  
達成目標 配布するプリントの問題を、「自⼒で」解けるようになることを目指して下さい。 
受講者へのコメント  
連絡先 第一学舎 春木研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 高校で「数学Ｂ」の数列・ベクトルと「数学Ⅲ」をすでに学んできていることが

望ましい。、 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 高校の「数学Ⅲ」で学んだ微分を復習しながら、より難しい微分についての知識

を身につけることを目標とします。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 授業内容を説明する。 



2 回 微分の定義、基本公式べき関数・三角関数・指数関数・対数関数の微分合成
関数の微分について説明する。 
3 回 対数微分法逆関数について説明する。 
4 回 逆関数の微分逆三角関数の微分について説明する。 
5 回 「逆三角関数の微分」の続きについて説明する。 
6 回 高次導関数について説明する。 
7 回 ライプニッツの公式について説明する。 
8 回 関数の極限（１）について説明する。 
9 回 関数の極限（２）：ロピタルの定理について説明する。 
10 回 関数のグラフ（１）について説明する。 
11 回 関数のグラフ（２）：発展編について説明する。 
12 回 簡単な関数のマクローリン展開について説明する。 
13 回 オイラーの公式について説明する。 
14 回 簡単な偏微分について説明する。 
15 回 総合演習をする。 

準備学習 1 回 シラバスをよく読んでおくこと。 
2 回 高校の「数学Ⅲ」で学んだ基本的な関数の微分を、復習しておくこと。 
3 回 第２回で学んだ「対数関数の微分」「合成関数の微分」を、復習しておくこ
と。 
4 回 第３回で学んだ逆関数の性質を、確認しておくこと。 
5 回 第４回で学んだ逆三角関数の定義を、忘れないようにしておくこと。 
6 回 これまでに学んだ微分の公式を、全て確実に使いこなせるようにしておく
こと。 
7 回 第６回で学んだ高次導関数についての幾つかの公式を覚えておいて下さい。
高校の「数学Ａ」で学んだ２項係数と、「数学Ｂ」で学んだ和の記号∑も、確認し
ておくこと。 
8 回 高校の「数学Ⅲ」で学んだ関数の極限計算の技法を、復習しておくこと。 
9 回 第８回の内容を復習しておくこと。第５回までに学んだ微分の公式も忘れ
ないようにしておくこと。 
10 回 高校の「数学Ⅲ」で学んだ関数のグラフの描き方（増減・凹凸）について、
復習しておくこと。 
11 回 第１０回の内容を復習しておいて下さい。第９回で学んだロピタルの定理
も、確認しておくこと。 
12 回 高校の「数学Ⅲ」で学んだ無限級数と、第６回で学んだ高次導関数の記号
を復習しておいて下さい。第５回までに学んだ微分の公式も忘れないようにして
おくこと。 
13 回 第１２回で学んだマクローリン展開を、復習しておくこと。 
14 回 第５回までに学んだ微分の公式を、全て確実に使いこなせるようにしてお
くこと。 
15 回 これまでに配布したプリントを全て復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTB47E2 
成績評価 定期試験（１００％） 
曜日時限 木曜日 7・8 時限 
対象クラス BA(工)(〜11),BB(工)(〜11) 
見出し FTB47E2 上級数学Ⅱ 
担当教員名 春木 茂 
単位数 2 
教科書 所属学科の微分積分の授業で使用している教科書。教科書がない場合は、下記の

参考書。 
アクティブラーニング  
キーワード 積分 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 上級数学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ｢理工系の基礎 微分積分」(増補版）／石原、浅野共著／裳華房 
授業形態 講義 
注意備考 毎回の授業は、最初の１時間ぐらいは講義を行い、残りの時間で講義内容に関連

した問題（プリントを配布）を解くという形式をとります。この問題プリントの
中に定期試験で出題される問題が全て書かれていますので、欠席をせず、プリン
トの問題を解くことを目指して下さい。第１回の授業で、受講者の⼈数確認を行
います。このときに欠席していると履修が認められませんので、必ず出席するよ
うにして下さい。 

シラバスコード FTB47E2 
実務経験のある教員  
達成目標 配布するプリントの問題を、「自⼒で」解けるようになることを目指して下さい。 
受講者へのコメント  
連絡先 第一学舎４階 春木研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 高校で「数学Ｂ」の数列・ベクトルと「数学Ⅲ」をすでに学んできていることが

望ましい。「上級数学Ⅰ」を必ず受講しておくことが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 高校の「数学Ⅲ」で学んだ積分を復習しながら、より難しい積分についての知識

を身につけることを目標とします。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  授業内容の説明不定積分の定義、基本公式について説明する。 



2 回  第１回の内容の発展について説明する。 
3 回  不定積分の部分積分について説明する。 
4 回  不定積分の置換積分について説明する。 
5 回  第３回、第４回の内容の発展について説明する。 
6 回  部分分数分解について説明する。 
7 回  定積分の定義、基本公式について説明する。 
8 回  定積分とグラフの面積について説明する。 
9 回  定積分の部分積分について説明する。 
10 回  定積分の置換積分について説明する。 
11 回  体積、曲線の⻑さについて説明する。 
12 回  広義積分（１）：有限区間の広義積分について説明する。 
13 回  広義積分（２）：無限区間の広義積分について説明する。 
14 回  簡単な重積分について説明する。 
15 回  総合演習をする。 

準備学習 1 回  前期「上級数学Ⅰ」で学んだ「べき関数の微分」「三角関数の微分」「指数
関数の微分」「対数関数の微分」「逆三角関数の微分」「合成関数の微分」を復習し
ておくこと。 
2 回  第１回で学んだ不定積分の公式と、前期「上級数学Ⅰ」で学んだ「合成関
数の微分」を復習しておくこと。 
3 回  これまでに学んだ不定積分の公式を、忘れないようにしておくこと。 
4 回  第１回、第２回で学んだ不定積分の公式を、忘れないようにしておくこと。 
5 回  第３回で学んだ不定積分の部分積分と、第４回で学んだ不定積分の置換積
分を復習しておくこと。 
6 回  第２回で学んだ不定積分の公式を、忘れないようにしておいて下さい。ま
た、未知数が２個または３個の連立１次方程式の解き方を確認しておくこと。 
7 回  第１回、第２回で学んだ不定積分の公式を、全て確実に使いこなせるよう
にしておくこと。 
8 回  第７回で学んだ定積分の計算方法を復習しておくこと。 
9 回  第３回、第５回で学んだ不定積分の部分積分を復習しておくこと。 
10 回  第４回、第５回で学んだ不定積分の置換積分を復習しておくこと。 
11 回  第９回で学んだ定積分の部分積分と、第１０回で学んだ定積分の置換積
分を復習しておくこと。 
12 回  第７回、第９回、第１０回で学んだ定積分の計算方法を復習しておいて下
さい。また、前期「上級数学Ⅰ」で学んだ「関数の極限」「ロピタルの定理」を確
認しておくこと。 
13 回  第１２回の準備学習と同じこと。 
14 回  部分積分や置換積分を使わなくても求められる簡単な定積分については、
何も見なくとも確実に計算出来るようにしておくこと。 
15 回  これまでに配布したプリントを全て復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTB47F2 
成績評価 定期試験（80％）とレポート（20％）で総合的に評価する。 
曜日時限 木曜日 7・8 時限 
対象クラス BA(工)(〜11),BB(工)(〜11) 
見出し FTB47F2 経営工学 
担当教員名 村⽥ 厚生＊、中原 成始郎＊、堀内 満＊、三宅 新二＊ 
単位数 2 
教科書 ⼈間中心の生産システム論／村⽥厚生／日本出版サービス 
アクティブラーニング  
キーワード IE，生産システム，効率化，最適化，OR，品質管理，工程管理，かんばん方式，

稼動分析，動作・時間分析，⼈間工学，⼈間−機械系 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 経営工学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義の際に適宜紹介する。教科書の参考文献を参考のこと。 
授業形態 講義 
注意備考 講義に必ず出席し，レポートの期限を厳守すること。 
シラバスコード FTB47F2 
実務経験のある教員  
達成目標 生産システム，ロボットシステムの運用，管理，安全，および知的システムに関

する基礎を理解し応用する能⼒を習得すること。 
受講者へのコメント  
連絡先 （村⽥厚生）岡山大学工学部５号館３０２室。（他の教員）岡山理科大学２０号館

４階「工学就業⼒育成支援室」（電話：086 ｰ 256 ｰ 8627） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 数学系基礎科目 
次回に向けての改善変更予定 ・できる限り受講者全般にとってわかり易くなるように工夫・改良します。 

・テキストの価格の最終決定権は出版社にあるので私としては何ともしがたいで
すが、出版社に相談してみます。 
・空調、教室等に関しては事務（教務）と相談してください。 

講義目的 生産システムでは⼈間（作業者）が機械やロボットとインタラクション（相互作
用）し合いながら製品，部品等を製造している．本講義では生産システムにおい
て，利益最大化，コスト最小化をはかる伝統的な IE（Industrial Engineering）の
手法と⼈間の働きやすさ向上，製品の使い易さ等につなげる⼈間−機械系の考え
方について講義し，両側面をいかに統合化させて生産システムの最適化を実現す



るかを習得する．そして，IE，⼈間工学両側面からの生産システムの改善方を習
得することを目的とする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 金属切削加工の現場から−むつかしさとポイント−医療機器市場への取り

組み−について説明する。 
2 回 1、建設生産の特徴（建設業とは？） 
「ものづくり」産業のひとつである建設生産の特徴、日本の建設業のしくみにつ
いて 
2、建設生産における品質管理、原価管理の特徴 
建設業における「品質管理」「原価管理」の特徴を手順などを交えて説明 
3、最近の就職活動について思うこと 
年々加熱する就職活動（採用活動）について、採用に携わる身として感じること 
について説明する。 
3 回 ソフトウエア開発におけるコミュニケーション（チーム作業を踏まえて）に
ついて説明する。 
4 回 生産システム，IE とは何かを説明する。 
5 回 生産システム，IE における⼈，もの，情報の流れを説明する。 
6 回 生産システム，IE の手法(1)−工程管理・日程管理・作業管理−を説明する。 
7 回 生産システム，IE の手法(2)−３S・GT−を説明する。 
8 回 生産システム，IE の手法(3)−パレート図・品質管理−を説明する。 
9 回 生産システムの評価法を説明する。 
10 回 生産システム効率化の具体策(1)を説明する。 
11 回 生産システム効率化の具体策(2)を説明する。 
12 回 生産システム，IE における管理組織・かんばん方式・自動化手法説明する。 
13 回 生産システム，IE における⼈間工学の役割−⼈間−機械系の考え方−を説
明する。 
14 回 稼動分析，作業研究，工程分析を説明する。 
15 回 講義全体のまとめ，生産システムの効率的運用の仕方を説明する。 

準備学習 1 回 金属加工にはどんな方法があるか、また材料にはどのような種類があるか
調べてみること。 
2 回 「品質管理」「安全管理」「原価管理」の言葉の意味を調べておくこと。 
3 回 チーム作業で注意すべき点を考えておくこと。 
4 回 教科書の第１章を予習しておくこと。 
5 回 教科書の第１章を予習しておくこと。 
6 回 教科書の第２章を予習しておくこと。 
7 回 教科書の第２章を予習しておくこと。 
8 回 教科書の第２章を予習しておくこと。 
9 回 教科書の第３章を予習しておくこと。 
10 回 教科書の第３章を予習しておくこと。 
11 回 教科書の第３章を予習しておくこと。 
12 回 教科書の第３章を予習しておくこと。 
13 回 教科書の第８章を予習しておくこと。 



14 回 教科書の第４章を予習しておくこと。 
15 回 教科書の第４章を予習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTB5111 
成績評価 定期試験(80％)と課題(20％)で評価する。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス BA(工)(〜10),BB(工)(〜10) 
見出し FTB5111 コロイド界面化学 
担当教員名 森山 佳子 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 界面、コロイド、界面活性剤、両親媒性物質、ミセル、乳化、吸着、表面張⼒ 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「スライドの文字も大きくて見やすかったので良かったと思います。テスト対策

をもう少し具体的にしてほしかったかなとも思います。」という記述があった。 
スライドやプリントは、さらに見やすく・わかりやすくするために、工夫したい。
テスト対策(?)は、講義の簡単なまとめにしか過ぎない。時々話をしているよう
に、講義項目・内容の相互の関連性を理解しながら、スライドの丸写しではなく、
自分の言葉で理解するようにしよう。そうすれば、対策などなくてもテストはで
きるはずである。 

科目名 コロイド界面化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 *本講義では、パソコンを使用して、パワーポイントをプロジェクタで提示する。 
シラバスコード FTB5111 
実務経験のある教員  
達成目標 ・界面とコロイドの基本的かつ特徴的な現象および界面活性剤の基本的な性質を

理解し、説明できるようになる。 
受講者へのコメント この講義は、他の授業では耳にしない用語が出てきて、この講義でしか学べない

内容であると思う。バイオ・応用化学科の学生としては、ここで扱う程度のコロ
イド・界面化学の基本的な知識は身につけておいてほしい。この講義でかなり詳
細に紹介した界面活性剤は、化学関係の技術職に就くと、思いもよらない形で利
用されていることに気付くかもしれない。この界面活性剤は、日常の生活の中で
もいろいろな形で役立っていることに気付いてくれることを期待する。 

連絡先 森山佳子 研究室 12 号館 3 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 [A](授業に対する取り組み)、[B](成⻑)、[C](総合評価)および[E](考慮してほし
い点)の回答項目とその％から判断して、本講義の目的はほぼ達成できたと考え
る。[E]は、＂特にない＂という項目が 90％以上であった。 



英文科目名 Colloid and Interface Chemistry 
関連科目 「物理化学 I・II」や「分析化学 I・II」を受講していることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 配布プリントおよびスライドへの加筆・修正を行うが、全体としては、現状を維

持する。 
講義目的 水の入ったビーカーに一辺 1cm の立方体を入れたとき、それが水と接触する表

面積は 6cm2(平方 cm)で、全体としては依然水である。ところが、各辺を 1/10000
に分割して、1012 個の小立方体にすれば、全体積は 1cm3(立方 cm)であるにも
かかわらず、全表面積は 6m2(平方 m)（約 3.6 畳）になる。物と物との境界面、
すなわち界面の面積が非常に広い系（コロイド分散系という）では、この界面の
性質がその系を特徴づける。このような界面で起こる現象は、実際多くの分野で
上手に利用されている。本講義では、種々の界面で特異 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 『コロイド』とは何か、『界面』とは何かを学習する。コロイドと界面の関

係とその重要性についても学習する。 
2 回 『吸着』とは何か(どのような現象か)を学習する。さらに、代表的な吸着の
タイプ[型]について学習する。 
3 回 溶液中の溶質の吸着について学習する。溶媒―溶質―吸着剤との関係につ
いても学習する。 
4 回 『表面張⼒』とは何かを学習する。続いて、水溶液の表面張⼒[水の表面張
⼒]と溶質の種類や濃度との関係について学習する。 
5 回 『界面張⼒』とは何か、『ぬれ』とは何か(どのような現象か)を学習する。 
6 回 『界面活性剤』とは何か(どのようなものか)を、『その構造と特徴』を中心
に学習する。さらに、『界面活性剤の種類』について学習する。 
7 回 『界面活性剤水溶液の性質』について学習する。 
8 回 界面活性剤の『ミセル形成』について学習する。臨界ミセル濃度の測定法に
ついてもふれる。続いて、水に対する界面活性剤の『溶解度』について学習する。 
9 回 『可溶化』とは何か、『マイクロエマルション』とは何か、それぞれ何か(ど
のような現象か)を学習する。 
10 回 界面活性剤の『逆ミセル』とは何かを学習する。さらに、逆ミセル中の水
の性質についても学習する。 
11 回 『電気二重層』とは何か、『電気泳動』とはどのような現象かを学習する。 
12 回 『乳化』とは何か、『エマルション』とは何かを学習する。さらに『乳化剤』
の役割についても学習する。 
13 回 『エマルションの形成』と『HLB』について学習する。 
14 回 『エマルションの崩壊』について学習する。また、2〜3 の『エマルション
の調整法』について学習する。 
15 回 1〜14 回の講義内容にをふまえて、身の周りや産業界で利用されている界
面活性物質・界面現象について学習する。 

準備学習 1 回 高校の化学の教科書で、『コロイド』、『コロイドに特徴的な現象』について
復習しておくこと。 
2 回 前回の講義内容を十分に復習しておくこと。また、配布したプリントの、
『吸着』のところの用語(例えば、Langmuir の吸着等温式)などを調べてみるこ



と。 
3 回 前回までの講義内容を十分に復習しておくこと。また、配布したプリントの
講義内容に該当するところの用語などを調べてみること。 
4 回 前回までの講義内容を十分に復習しておくこと。 
『表面張⼒』とは何か、「20℃における水とエタノールの表面張⼒の値は同じか？ 
違うか？」を調べてみること。 
5 回 前回までの講義内容を十分に復習しておくこと。 
配布したプリントの講義内容に該当するところの用語などを調べてみること。 
6 回 高校の化学の教科書等で、『界面活性剤』について復習しておくこと。 
前回までの講義内容を十分に復習しておくこと。 
「界面活性剤が身のまわりのどこに(何に)使われているか？」を調べてみるこ
と。 
7 回 前回までの講義内容を十分に復習しておくこと。 
配布したプリントの講義内容に該当するところの用語などを調べてみること。 
8 回 前回までの講義内容を十分に復習しておくこと。 
配布したプリントの講義内容に該当するところの用語などを調べてみること。 
9 回 前回までの講義内容を十分に復習しておくこと。 
配布したプリントの講義内容に該当するところの用語などを調べてみること。 
10 回 前回までの講義内容を十分に復習しておくこと。 
配布したプリントの講義内容に該当するところの用語などを調べてみること。 
11 回 前回までの講義内容を十分に復習しておくこと。 
「ミセルの表面電荷は＋か−か？ それはなぜか？」、「水酸化鉄コロイドの表面
電荷は？」など、コロイド粒子の電荷について考えてみること。 
12 回 前回までの講義内容を十分に復習しておくこと。 
配布したプリントの講義内容に該当するところの用語などを調べてみること。 
13 回 前回までの講義内容を十分に復習しておくこと。 
配布したプリントの講義内容に該当するところの用語などを調べてみること。 
14 回 前回までの講義内容を十分に復習しておくこと。 
配布したプリントの講義内容に該当するところの用語などを調べてみること。 
15 回 これまでの講義内容をふまえて、身のまわりや生体内でみられる界面活性
物質・界面現象を探してみること。 

 



年度 2012 
授業コード FTB5112 
成績評価 定期試験（80％）および課題（20％）で評価する。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス BA(工)(〜10),BB(工)(〜10) 
見出し FTB5112 タンパク質化学 
担当教員名 森山 佳子 
単位数 2 
教科書 プリント（資料）を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード アミノ酸、タンパク質、ペプチド結合、タンパク質構造、ホモポリペプチド、変

性、フォールディング 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ＊「スライドやプリントの字も大きく、色分けされていたり、先生の声も大きく

て聞こえやすく、わかりやすかったです。」、「1 回 1 回の講義内容がはっきり明
記していたので、わかりやすかったです。分かりやすくまとめられていたのもよ
かったです。」 
さらに満足してもらえるように頑張りましょう。 

科目名 タンパク質化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 *本講義では、パソコンを使用して、パワーポイントをプロジェクタで提示する。 
シラバスコード FTB5112 
実務経験のある教員  
達成目標 タンパク質を構成するアミノ酸の構造や種類、タンパク質の構造とその安定性な

ど、アミノ酸とタンパク質の基本事項を理解し、説明できるようになる。 
受講者へのコメント この授業の目的は、タンパク質についての基礎知識を身につけ、他の⼈に説明で

きるようになることである。タンパク質については、サイエンスレベルから日常
の生活レベルまでのニュースも見聞する機会も多いはずである。この授業を機会
に、この関連分野に大いに興味をもってほしい。 

連絡先 森山佳子 研究室 12 号館 3 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 5）「授業目標達成」について「できた」「だいたいできた」が 65.4％、６）「教員
の意欲」について「感じられた」が 69.2％、「少し感じられた」が 26.9％で合わ
せて 96.1％、7）「授業の満足」について「満足」「ほぼ満足」が 84.6％であった。
教員の意欲が伝わっていることはうれしい。 

英文科目名 Protein Chemistry 
関連科目 「生化学 I・II」、「分析化学 I・II」、「コロイド界面化学」を受講していることが



望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 受講者がもう少し増えるように、改善したい。 
講義目的 最近、生物化学や生物物理学に関する話題は、テレビや新聞を通じて、勝手に茶

の間にまで入ってくる。そのような話題の中に、“タンパク質”という言葉がある。
このタンパク質が、生命体の構築−維持に重要な役割を演じている。数十年前ま
でタンパク質は、何か“粒”のようなものと認識されていたが、今やその微細構造
はもちろん、その機能や生合成の方法まで解明されつつある。本講義では、おも
にタンパク質の構造について概説する。また、私自身が溶液状態でのタンパク質
の構造変化に少なからぬ関心をもっているので、研究上の失敗談やまれにある成 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 『タンパク質』とはどのようなものかを簡単に説明する。続いて、タンパク

質を構成する『アミノ酸』について、その構造と構造上の特徴について学習する。 
2 回 『アミノ酸の構造による分類』と『アミノ酸の性質』について学習する。 
3 回 『ペプチド』および『タンパク質』とは何か『ペプチド結合』とは何につい
て学習する。タンパク質の構造にも簡単にふれる。 
4 回 タンパク質の『一次構造』とは何かを学習する。続いて、『一次構造』の決
定法と、それに関連した『アミノ酸の化学反応』について学習する。 
5 回 『球状タンパク質』、『繊維状タンパク質』とはどのようなものかを学習す
る。続いて、『ペプチド結合』の構造について学習する。 
6 回 タンパク質の『二次構造』について、詳細に学習する。 
7 回 『二次構造』とアミノ酸残基の関係について学習する。 
8 回 タンパク質の『三次構造』と『球状タンパク質の構造の特徴』について学習
する。 
9 回 タンパク質の『四次構造』について学習する。 
10 回 タンパク質の構造による分類について学習する。 
11 回 タンパク質の『天然状態』と『変性状態』について学習する。続いて、タ
ンパク質の立体構造の形成とその『安定化因子』について学習する。 
12 回 タンパク質の『変性とその代表的な因子』について学習する。 
13 回 タンパク質の『フォールディング』について学習する。 
14 回 タンパク質の『フォールディング』とその実験手法について、具体的な例
を挙げて学習する。 
15 回 タンパク質の立体構造の形成に関連して、フォールディングを助けるタン
パク質群について学習する。 

準備学習 1 回 高校の化学や生物の教科書あるいはこれまでに受講した生化学等の教科書
で、『アミノ酸』とは何か、『タンパク質』とは何かを復習しておくこと。 
2 回 前回の講義内容を十分に復習すること。 
アミノ酸の解離について講義をするをするので、弱酸・弱塩基の電離(解離)と pH
の関係を分析化学等の教科書で復習または予習しておくこと。 
3 回 前回までの講義内容を十分に復習すること。 
『ペプチド結合』とは何か、『ペプチド』と『タンパク質』は同じものか、違うも
のかを生化学等の教科書で復習または予習しておくこと。また、「タンパク質の
構造にはどのようなものがあるか？」を調べてみること。 



4 回 前回までの講義内容を十分に復習すること。 
配布したプリントの今回の講義内容に該当する箇所の用語などを調べてみるこ
と。 
5 回 前回までの講義内容を十分復習すること。 
配布したプリントの今回の講義内容に該当する箇所の用語などを調べてみるこ
と。 
6 回 前回までの講義内容を十分に復習すること。 
「α-ヘリックスと β-構造とはどのようなものか？」を調べてみること。 
7 回 前回までの講義内容を十分に復習すること。 
8 回 前回までの講義内容を十分に復習すること。 
9 回 前回までの講義内容を十分に復習し、さらに、一次、二次および三次構造の
違いを説明できるようにしておくこと。 
10 回 前回までの講義内容を十分に復習すること。また、配布したプリントの今
回の講義内容に該当する箇所の用語などを調べてみること。 
11 回 前回までの講義内容を十分に復習すること。タンパク質の『天然状態』お
よび『変性状態』とはどのような状態かを調べておくこと。 
12 回 前回までの講義内容を十分に復習すること。「タンパク質が変性するとど
うなるか？」を考えてみること。 
13 回 前回までの講義内容を十分に復習すること。「ポリペプチド鎖が自発的に
折りたたまって立体構造を形成するのはなぜか？ それはどういうことか？」に
ついて考えてみること。 
14 回 前回までの講義内容を十分に復習すること。また、配布したプリントの今
回の講義内容に該当する箇所の用語などを調べてみること。 
15 回 前回までの講義内容を十分に復習しておくこと。また、配布したプリント
の今回の講義内容に該当する箇所の用語などを調べてみること。 

 



年度 2012 
授業コード FTB5311 
成績評価 コミュニケーションシートと WEB サイトへの書き込み（自宅学習）課題（30％）、

試験（70％） 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス BA(工)(〜11),BB(工)(〜11) 
見出し FTB5311 生化学Ⅰ 
担当教員名 滝澤 昇 
単位数 2 
教科書 ・マクマリー生物有機化学・生化学編／マクマリー／丸善（ 生化学 II および３

年次開講の細胞生理学 でも使用する） 
・滝澤の WEB サイトに上げているプリント 

アクティブラーニング  
キーワード 上記の項目 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 FTB5311a の「生化学１」をご覧下さい 
科目名 生化学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 中村 著 生化学 （バイオテクノロジーシリーズ） ＩＢＳ出版 

市川 他 訳 マッキー生化学 第３版 化学同⼈ 
鈴木 他 訳 ホートン生化学 第３版 東京化学同⼈ 
⽥宮 他 訳 ヴォート基礎生化学 東京化学同⼈ 
山科・ 川嵜 共訳 レーニンジャーの新生化学（上・下） 第３版 廣川書店 
⽥宮・八木 共訳 コーン・スタンプ生化学 第５版 東京化学同⼈ 

授業形態 講義 
注意備考 ・講義には遅刻せず、毎回出席のこと 

・適宜課題を配布するので、指示に沿って記入の上、指定日に提出すること 
・講義資料は WEB サイトに置いておくので、各自講義前にダウンロード、プリ
ントし、予習の上、講義に出席すること 
・講義期間中に１回の休講があり、補講は定期試験終了後の補講日（８月６日）
に実施する予定 
・コミュニケーションシート（出席カード）は講義開始時刻までに各自受け取り、
コメントや質問記入した上で、講義終了時に担当教員に直接手渡すこと 
※ 

シラバスコード FTB5311 
実務経験のある教員  
達成目標 ・次の項目についてその概略を理解し、説明ができるようになること 

真核細胞と原核細胞の細胞構造の主な相違点、生体有機分子の官能基、生体分子
の種類生化学反応、エネルギー、代謝、遺伝情報、アミノ酸の名称と略記法、ア
ミノ酸の分類、アミノ酸の立体構造、アミノ酸の滴定、アミノ酸の反応、ペプチ
ド、タンパク質の高次構造、繊維状タンパク質、球状タンパク質 反応速度、ミ



カエリス・メンテン式、酵素の特異性、最適温度、最適 pH、阻害、フィードバ
ックコントロール、抑制、補酵素、ビタミン、単糖、多糖、炭水化物、グルコー
ス、フルクトー 

受講者へのコメント FTB5311a の「生化学１」をご覧下さい 
連絡先 研究室：１２号館５階電子メール：takizawan[アトマーク]dac.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 FTB5311a の「生化学１」をご覧下さい 
英文科目名 Biochemistry I 
関連科目 基礎化学、分析化学Ｉ・II、生化学 II、細胞生理学、応用酵素学 
次回に向けての改善変更予定 FTB5311a の「生化学１」をご覧下さい 
講義目的 生化学とは、２０世紀初めまでブラックボックスとして扱われてきた生命や生命

現象を分子や原子のレベルから化学の目で理解しようとする学問であり、近年急
激に発展している分子生物学も、この範疇に入る。本講義を修得することで、生
体を構成する物質のうち、水、アミノ酸、タンパク質、酵素および糖質（炭水化
物）について、それらの構造と化学的特性、生体における役割について理解する
ことができる。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ・受講に際しての諸注意・留意点 

 この授業の進め方、WEB サイトの使い方と評価の方法について説明を受けて
理解する。初回は重要事項をいくつも伝達するので、休まないこと 
・序論：生物と生化学 
 生化学では何を学ぶのかを概要を聞いて理解する 
  細胞内ではどのような化学反応によって生命が維持されているかを理解す
る 
2 回 ・細胞：生命の基本単位 
 生物学で履修している内容ではあるが、再度、細胞の構造と機能について理解
を確かなものにする 
3 回 ・生体を構成する物質：アミノ酸とタンパク質（１）p.571?583 
 アミノ酸とは何か、その構造や種類、化学的性質を理解する 
4 回 ・生体を構成する物質：アミノ酸とタンパク質（２）p.584?593 
 ペプチドとタンパク質の一次構造、およびタンパク質分子内の相互作用につい
て理解する 
5 回 ・生体を構成する物質：アミノ酸とタンパク質（３）p.594?601 
 タンパク質の高次（二?四次）構造を理解する 
 タンパク質の消化と変性を理解する 
6 回 ・演習問題の解説 
 これまでの範囲の問題演習の解説により、理解を深める。 
  「序論」・「細胞の構造」についてはプリントを配布 
  「アミノ酸・タンパク質」については教科書の問題 
7 回 【第１回理解度チェック試験】 
これまでの学習内容についての試験を行い、理解度を確認する。その後解説を受



けて理解を確実なものとする。 
8 回 ・酵素（１）p.613?623 
 生化学反応を触媒する酵素について、種類、必要とする補助因子、作用機作に
ついて理解する 
9 回 ・酵素（２）p.623?626、631?633 
 酵素の化学的性質（基質濃度、酵素濃度、反応温度、反応ｐH）について理解
する 
10 回 ・酵素（３）p.626?630、633?640 
 酵素機能のコントロール（阻害、抑制、アロステリック制御、フィードバック
コントロール）について理解する 
 補酵素となるビタミンについて理解する 
11 回 ・糖質(1) 単糖の構造：p.717?729 
 糖質とは何かを理解する 
 単糖の構造とその描き方を理解する 
12 回 ・糖質(2) 重要な単糖類 p.729?735 
 代表的な単糖類とその化学的性質を理解する 
13 回 ・糖質(3) 二糖類、オリゴ糖、多糖類 p.736?748 
 二糖類、オリゴ糖、多糖類とはなにか、またその性質について理解する 
14 回 ・演習問題の解説 
「酵素」（19 章） と「糖質」（22 章）の演習問題の解説により、理解を深める 
--------------------------------------------------------------- 
【第２回理解度チェック試験】 定期試験期間中に実施 
範囲は「酵素」 と「糖」 
15 回 【定期試験後の補講日に実施（8/6 の予定）】  
第２回理解度チェック試験の答案返却、講評、解説、および講義の総括 

準備学習 1 回 このシラバスをよく読み、記載された事柄を理解し承諾の上、講義に望むこ
と。 
受講を考えている者は、授業の進め方、WEB サイトの登録方法と使い方、評価
の基準等の重要事項を説明するので必ず出席すること 
2 回 資料を WEB サイトからダウンロード・プリントし、よく読んでキーワード
を９個選び出しておくこと 
3 回 教科書 p.571〜583 をよく読み、キーワードを９個選び出しておくこと 
4 回 教科書 p.584〜593 をよく読み、キーワードを９個選び出しておくこと 
5 回 教科書 p.594〜601 をよく読み、キーワードを９個選び出しておくこと 
6 回 ダウンロードした資料と、教科書 18 章から指定された問題を解き。解説を
希望する問題については、木曜日までに WEB サイトに書き込んでおくこと。希
望のあった問題に重点をおいて解説する。 
7 回 教科書を読み返したり、演習問題を再度解くなどして、理解を確実にして試
験に臨むこと 
8 回 教科書 p.613〜623 をよく読み、キーワードを９個選び出しておくこと 
9 回 教科書 p.623〜626、631?633 をよく読み、キーワードを９個選び出してお
くこと 



10 回 教科書 p.626〜630、633?640 をよく読み、キーワードを９個選び出してお
くこと 
11 回 教科書 p.717〜729 をよく読み、キーワードを９個選び出しておくこと 
12 回 教科書 p.729〜735 をよく読み、キーワードを９個選び出しておくこと 
13 回 教科書 p.736〜748 をよく読み、キーワードを９個選び出しておくこと 
14 回 教科書 19 章と 22 章から指定された問題を解き、解説を希望する問題につ
いては、木曜日までに WEB サイトに書き込んでおくこと。希望のあった問題に
重点をおいて解説する。 
15 回 【定期試験後の補講日に実施（8/６の予定）】  
 第２回理解度チェック試験の自己採点をしておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FTB5312 
成績評価 試験(80%) 、コミュニケーションシートと WEB サイトへの書き込み(20%) 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス BA(工)(〜11),BB(工)(〜11) 
見出し FTB5312 生化学Ⅱ 
担当教員名 滝澤 昇 
単位数 2 
教科書 ・マクマリー生物有機化学／マクマリー／丸善（生化学 I および３年次開講の細

胞生理学 でも使用する） 
・WEB サイトに上げているプリント 

アクティブラーニング  
キーワード 中性脂肪、グリセロール、飽和脂肪酸、不飽和脂肪酸、リン脂質、コレステロー

ルヌクレオチド、ヌクレオシド、核酸、DNA、RNA，リボース、デオキシリボー
ス、リン酸エステル結合、Tm 値生化学エネルギー、解糖、クエン酸回路、電子
伝達系、ATP、NADH、酸化還元、有利な反応・不利な反応、共役、自由エネル
ギー 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「予習する習慣がつくなどよいことが多かった」「授業の進め方が時間通りきっ

ちり進んでいくので集中しやすかった」と大変支持をもらいました。ありがとう。 
科目名 生化学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 中村 著 生化学 （バイオテクノロジーシリーズ） ＩＢＳ出版 

市川 他 訳 マッキー生化学 第３版 化学同⼈ 
鈴木 他 訳 ホートン生化学 第３版 東京化学同⼈ 
⽥宮 他 訳 ヴォート基礎生化学 東京化学同⼈ 
山科・ 川嵜 共訳 レーニンジャーの新生化学（上・下） 第３版  
廣川書店⽥宮・八木 共訳 コーン・スタンプ生化学 第５版 東京化学同⼈ 

授業形態 講義 
注意備考 ・この講義を受講するものは、前期の「生化学１」を履修していること。 

・講義には遅刻せず、毎回出席のこと。 
・適宜コミュニケーションシート（課題）を配布するので、指示に沿って記入の
上、指定日に提出すること。キーワード解説は、期限までに書き込むこと 
・講義資料は WEB サイトに置いておくので、各自講義前にダウンロード、プリ
ントし、予習の上、講義に出席すること。 
・出席カードは講義開始時刻までに各自受け取り、学生番号・氏名等を記入した
上で、講義終了時に担当教員に直接手渡すこと 
・遅刻した場合は前のドアから入り、最 

シラバスコード FTB5312 
実務経験のある教員  
達成目標  



・生体を構成する糖質・脂質・核酸の構造と機能の概略を説明できること 
・糖の生体エネルギーの生成における役割を説明できること 
・構造を見て、脂質の種類が区別できること 
・脂質の生体における役割を説明できること 
・構造を見て、核酸の種類が区別できること 
・DNA と RNA の構造が描けるようになること 
・DNA と RNA の化学的、物理的特性が理解できるようになること 

受講者へのコメント 大学自体の学習週間は社会に出てからの学習週間につながり、ひいては皆さんの
生活を豊かにします。この授業で少しは身に付けた学習週間をさらに発展させて
ください。 

連絡先 研究室：12 号館５階電子メール：takizawan[アトマーク]dac.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 詳細なシラバスを配布しレポートも含めて時間外学習を求めたことより、時間外
学習時間の増加、理解関心の向上が見られています。目標もほぼ全員が半分以上
達成できたと感じているようです。他の授業に比べておそらくは負荷の高い授業
ではあったと思いますが、手法教材についての不満もほとんどなく満足度も高く
支持頂けたようです。 

英文科目名 Biochemistry II 
関連科目 応用生化学 I 、細胞生理学 
次回に向けての改善変更予定 シラバスの「評価」基準をさらに明確にしたい。 
講義目的 ・生体を構成する物質（脂質・核酸）の構造と化学的特性、ならびに生体におけ

る役割について理解し、説明できるようになる 
・糖の異化代謝によりエネルギーが獲得されていくことを理解し説明できるよう
になる 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 受講のためのオリエンテーションを受け、講義の受け方を理解する 

2 回 脂質と膜(１)：キーワードの選び出しと解説の作製を行う 
3 回 脂質と膜(２) ：問題演習とキーワードの書き出しをする 
4 回 脂質と膜(４)：細胞膜、受動輸送、能動輸送、イコサノイドについての問題
解説を受け、理解を確実にする 
5 回 核酸（１）：ヌクレオシド、ヌクレオチドの構造について理解する 
6 回 核酸（２）：DNA,RNA、ゲノムの構造について理解する 
7 回 核酸(3) ：要望のあった演習問題の解説を受け試験範囲について理解する 
8 回 【第１回理解度確認試験】 
第１回理解度チェック試験を受け、自らの理解度を確認するとともに、その解説
を受けて再度理解する 
9 回 糖代謝とエネルギーの発生（１） 
代謝による生化学エネルギーの発生について理解する 
10 回 糖代謝とエネルギーの発生（２） 
解糖系について理解する 
11 回 糖代謝とエネルギーの発生（３） 



クエン酸回路について理解する 
12 回 糖代謝とエネルギーの発生（４） 
クエン酸回路（続き）と電子伝達系について理解する 
13 回 糖新生について理解する 
14 回 「生化学エネルギーの発生」と「糖代謝」：解説の希望の演習問題をあらか
じめ教員に知らせ、その演習問題の解説を受け理解する 
【1/26（定期試験期間中） 第２回理解度チェック試験:】 
「生化学エネルギーの発生」と「糖代謝」について第２回理解度チェック試験を
行う。 
15 回 【２月８日定期試験期間後の補講日に実施】 
第２回理解度チェック試験の返却・解説、および総括 

準備学習 1 回 このシラバスをよく読み、記載された事柄を理解し承諾の上、講義に望むこ
と。 
受講を考えている者は、WEB サイトに登録するので１回目の講義に必ず出席す
ること 
WEB サイトから資料をダウンロードしておくこと 
2 回 教科書 p.779〜793 をよく読み、キーワードを９個選び出しておくこと 
3 回 キーワードについて解説文を完成し、WEB サイトに記入しておくこと 
4 回 指定された演習問題を解くこと。解説希望の問題があれば、その問題番号を
WEB サイトに記入すること 
5 回 教科書 p.832~843 を読み、キーワードを書き出しておくこと 
6 回 キーワードについて解説文を完成し、WEB サイトに記入しておくこと 
7 回 指定された演習問題を解き、解説を希望する問題の番号を WEB サイトに記
入すること 
8 回 第１回理解度チェック試験の準備のため、十分に復習しておくこと 
9 回 教科書 p.677〜693 を読み、キーワードを抽出しておくこと 
10 回 キーワードについて解説文を完成し、WEB サイトに記入しておくこと教
科書 p.748〜762 を読み、キーワードを書き出しておくこと。 
11 回 キーワードについて解説文を完成し、WEB サイトに記入しておくこと教
科書 p.693〜704，760〜762 を読み、キーワードを書き出しておくこと。 
12 回 キーワードについて解説文を完成し、WEB サイトに記入しておくこと教
科書 p.693〜704，760〜762 を再度よく読みむこと 
13 回 担当したキーワードについて解説文を完成し、WEB サイトに記入してお
くこと教科書 p.765〜773 を読み、キーワードを書き出しておくこと 
14 回 指定された演習問題を解き、解説を希望する問題の番号を WEB サイトに
記入すること 
15 回 生化学エネルギーの発生」と「糖代謝」 の範囲についてよく復習して第２
回理解度チェック試験に臨むこと 
16 回 【定期試験期間中に実施】 
第２回理解度チェック試験を、自己採点しておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FTB5321 
成績評価 定期試験(100%) 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス BA(工)(〜10),BB(工)(〜10) 
見出し FTB5321 細胞生理学 
担当教員名 大塚 隆尚 
単位数 2 
教科書 菅原二三男 監訳、第二版マクマリー生物有機化学 生化学編 丸善 

教科書に記載が無い範囲は資料を配付する 
アクティブラーニング  
キーワード 脂質、タンパク質、シグナル伝達、受容体 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 興味や関心が高まったという意見が多かったが、それをきっかけにして自ら学習

に取り組んでください。 
科目名 細胞生理学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 中村桂子・松原謙一 監訳、Essential 細胞生物学、南江堂 
授業形態 講義 
注意備考 生化学 I・II の受講を前提とする 
シラバスコード FTB5321 
実務経験のある教員  
達成目標 脂質と窒素の代謝、およびシグナルの伝達について概略を学び、最新のバイオサ

イエンスを理解する基礎を作る。 
受講者へのコメント 興味や関心が高まったら、自ら学習に取り組んでください。 
連絡先 大塚隆尚 12 号館 4-3 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この分野の理解・興味・関心が高まったようである。 
英文科目名 Cell Physiology 
関連科目 生化学 I・II、細胞バイオテクノロジー、発酵生産と機能性食品 
次回に向けての改善変更予定 特になし。 
講義目的 我々は生命活動を遂行してゆくために、栄養素を摂取してそれらをエネルギー源

や成体を構成する物質として利用している。さらに、生体の各器官が協調してそ
の機能を発揮するために、各器官を構成する細胞が様々な情報(シグナル)を発信
したり受け取ったりしている。本講義では、脂質と窒素の代謝についての理解を
深め、さらに細胞のシグナルの受け渡しを分子レベルで理解する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーションで講義の概要を把握する 

2 回  脂質の代謝１，脂質の消化と吸収について学習する 



3 回  脂質の代謝２，脂質の代謝について学習する 
4 回  窒素の代謝１，タンパク質の消化と吸収について学習する 
5 回  窒素の代謝２，タンパク質の代謝について学習する 
6 回  シグナル伝達１，生体のシグナル伝達の概要について学習する 
7 回  シグナル伝達２，生体のシグナル伝達の具体例について学習する 
8 回  前半のまとめ、これまでに学んだ知識の整理をする 
9 回  受容体とリガンド１、受容体とリガンドの概念を学習する 
10 回  受容体とリガンド２，受容体とリガンドの具体例を学習する 
11 回  酵素連結型受容体と核内受容体について学習する 
12 回  エイコサノイドについて学習する 
13 回  イオンチャンネル１，イオンチャンネルの概略について学習する 
14 回  イオンチャンネル２,イオンチャンネルの具体例について学習する 
15 回  細胞接着因子について学習する 

準備学習 1 回  シラバスを確認して自分なりの講義のイメージを作っておくこと 
2 回  教科書で脂質の消化と吸収について調べておくこと 
3 回  教科書で脂質の代謝について調べておくこと 
4 回  教科書でタンパク質の消化と吸収について調べておくこと 
5 回  教科書でタンパク質の代謝について調べておくこと 
6 回  渡された資料を参考にシグナル伝達の概要を調べておくこと 
7 回  渡された資料を参考にシグナル伝達の具体例を調べておくこと 
8 回  前半の授業の復習をして知識の整理をしておくこと 
9 回  渡された資料を参考にして受容体とリガンドの概要を調べておくこと 
10 回  渡された資料を参考にして受容体とリガンドの具体例を調べておくこと 
11 回 渡された資料を参考にして酵素連結型受容体の概要を調べておくこと 
12 回  渡された資料を参考にしてエイコサノイドの概要調べておくこと 
13 回  渡された資料を参考にしてイオンチャンネルの概要を調べておくこと 
14 回 渡された資料を参考にしてイオンチャンネルの具体例を調べておくこと 
15 回  渡された資料を参考にして細胞接着因子の概要を調べておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FTB5322 
成績評価 定期試験 (100%) 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス BA(工)(〜10),BB(工)(〜10) 
見出し FTB5322 発酵生産と機能性食品 
担当教員名 大塚 隆尚 
単位数 2 
教科書 資料を配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 機能性食品、メタボリックシンドローム、がん、発酵生産、食中毒 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 興味を持った⼈がいて良かった 
科目名 発酵生産と機能性食品 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 須見洋行 著、食品機能学への招待 三共出版 

高尾彰一 栃倉⾠六郎 鵜高重三 編、応用微生物学 文永堂出版 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTB5322 
実務経験のある教員  
達成目標 機能性食品としてどのようなものがあり、なぜそれが有用であるか理解する。ま

た、微生物がどのような有用物質を生産するか理解し、食中毒についての理解も
深める。 

受講者へのコメント 学習時間が足りない 
連絡先 大塚隆尚 12 号館 4-3 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね良好であった 
英文科目名 Fermentation Process and Functional Foods 
関連科目 生化学Ⅰ・Ⅱ、細胞生理学 
次回に向けての改善変更予定 無し 
講義目的 前半は機能性食品の概念とその具体例について学ぶ。後半は微生物による有用物

質の生産の具体例について学び、食中毒についての知識も身につける。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 機能性食品の概要について学習する 

2 回 酸化ストレスと食品の抗酸化性成分について学習する 
3 回 メタボリックシンドロームに対応する食品の機能性成分について学習する 
4 回 がんの予防に関わる食品の機能性成分について学習する 
5 回 循環器病に対応する食品の機能性成分について学習する 



6 回 その他疾患に対応する食品の機能性成分について学習する 
7 回 前半に学んだ知識の整理をする 
8 回 発酵生産の概略について学習する 
9 回 発酵食品について学習する 
10 回 酒類の発酵生産１，醸造酒について学習する 
11 回 酒類の発酵生産２，蒸留酒について学習する 
12 回 医薬品の発酵生産について学習する 
13 回 その他の発酵生産について学習する 
14 回 微生物による食中毒について学習する 
15 回 動植物による食中毒について学習する 

準備学習 1 回 シラバスを確認して自分なりの講義のイメージを作っておくこと 
2 回 渡された資料を参考にして酸化ストレスと食品の抗酸化性成分について調
べておくこと 
3 回 渡された資料を参考にしてメタボリックシンドロームとそれに対応する食
品の機能性成分について調べておくこと 
4 回 渡された資料を参考にしてがんの予防に関わる食品の機能性成分について
調べておくこと 
5 回 渡された資料を参考にして循環器病に対応する食品の機能性成分について
調べておくこと 
6 回 渡された資料を参考にしてその他疾患に対応する食品の機能性成分につい
て調べておくこと 
7 回 前半に学んだ範囲の知識を整理して理解を深めておくこと 
8 回 渡された資料を参考にして発酵生産について調べておくこと 
9 回 渡された資料を参考にして発酵食品について調べておくこと 
10 回 渡された資料を参考にして醸造酒の発酵生産について調べておくこと 
11 回 渡された資料を参考にして蒸留酒の発酵生産について調べておくこと 
12 回 渡された資料を参考にして医薬品の発酵生産について調べておくこと 
13 回 渡された資料を参考にしてその他の発酵生産について調べておくこと 
14 回 渡された資料を参考にして微生物による食中毒について調べておくこと 
15 回 渡された資料を参考にして動植物による食中毒について調べておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FTB53C1 
成績評価 講義への取り組み方（30％）及び定期試験（70％）の両面で評価する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス BA(工)(12〜12),BB(工)(12〜12) 
見出し FTB53C1 技術者の社会⼈基礎 
担当教員名 ⽥邉 麻里子＊ 
単位数 2 
教科書 必要に応じて適時紹介する。 
アクティブラーニング  
キーワード 常識 ルール 自己管理 自己抑制 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 みなさんからの率直な意見やコメントは 大変嬉しく有難く受け止めています。 

今後の講義にも活かしていきますね。 
ありがとうございました。 
ハード面へのご意見は 教務課にお伝えしておきます。 

科目名 技術者の社会⼈基礎 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて適時紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTB53C1 
実務経験のある教員  
達成目標 技術者としての実⼒と専門性を発揮するために不可欠な社会性と⼈間⼒を養成

する。 
受講者へのコメント 正解の無い分野であるし、参加型の講義でしたから 毎回課題に取り組まねばな

らなかったので 大変だったと思います。 
でも 私の予想以上に皆さん方は 前向きに積極的に取り組んでくださいまし
た。 
おかげで 私も大変楽しく講義を進めることができました。 
本当にありがとう。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 皆さんが積極的に受講してくれた講義でした。 
毎回 学生諸君から「どんな点に不安を持っているのか」「どんなことを知りた
いと思っているのか」を教えてもらいながら講義を進めることができ、感謝して
います。 
ありがとうございました。 

英文科目名  



関連科目  
次回に向けての改善変更予定 ①技術者のエピソードをもっと増やして行くようにします。 

②受講者が多く 迷惑をかけました。できるだけばらけるように指導しますね。 
講義目的 ① 社会⼈としての当事者意識を醸成させる。 

② 技術者が知っておかねばならない社会⼈/企業⼈としての常識を習得させ
る。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の目的・受講生に期待すること・受講に関しての注意事項を説明する。 

社会⼈としての常識について自己の現状レベルを各自が自覚する。 
2 回 社会⼈としての責任と義務/社会的ルール/常識を説明する。 
3 回 社会⼈として知っておかねばならない法律/働き手側の立場について説明す
る。 
4 回 経済のしくみ/経済用語を説明する。 
5 回 自ら考える⼒/工夫する⼒/論理性/判断⼒を習得する。 ① 
6 回 自ら考える⼒/工夫する⼒/論理性/判断⼒を習得する。 ② 
7 回 自ら考える⼒/工夫する⼒/論理性/判断⼒を習得する。 ③ 
8 回 自ら考える⼒/工夫する⼒/論理性/判断⼒を習得する。 ④ 
9 回 自ら考える⼒/工夫する⼒/論理性/判断⼒を習得する。 ⑤ 
10 回 組織⼒学/⼈間関係について説明する。 
11 回 経済環境/市場環境と意識変化について説明する。 
12 回 優れた技術系経営者の仕事の仕方/考え方/生きざまを研究する。 
13 回 優れた技術系起業⼈の起業の仕方/モノの考え方を研究する。 
14 回 技術系企業のケースステダィを通して経営戦略/マネジメント手法/⼈事戦
略を分析する。 
15 回 自己の能⼒/強みのアピールにトライする。 

準備学習 1 回 シラバスを読んで講義概要を把握しておくこと。 
2 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
3 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
4 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
5 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
6 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
7 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
8 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
9 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
10 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
11 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
12 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
13 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
14 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
15 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 

 



年度 2012 
授業コード FTB5511 
成績評価 課題レポート（30％）、中間テスト（30％）と定期試験（40％）により成績を評

価する。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス BA(工)(〜12),BB(工)(〜12) 
見出し FTB5511 生物学Ⅰ 
担当教員名 ⻄村 直樹 
単位数 2 
教科書 適宜、プリント（資料）を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 植物、コケ類、藻類、菌類、動物、多様性、自然環境。 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 意見・要望はありませんでした。 
科目名 生物学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 好きになる生物学／吉⽥邦久／講談社：ウォ−レス現代生物学上、下／東京化学

同⼈：キャンベル生物学／丸善 
授業形態 講義 
注意備考 パワーポイントでまとめた電子教材を液晶プロジェクターで投影し授業をおこ

なう。試験は定期試験期間中に行う。 
シラバスコード FTB5511 
実務経験のある教員  
達成目標 １．生き物の主な仲間（五界）の形態、エネルギー獲得、繁殖に関する特徴を説

明できること。 
２．日頃よく目につく植物や動物が何の仲間かわかること。 
３．植物の基本形態を説明できること。 
４．脊椎動物の基本形態を説明できること。 
５．地球表面の自然環境変化と生物進化の関係を説明できること。 

受講者へのコメント 本講義では，生物の多様性を解説しますので，毎回，多くの生物名がでてきます。
⼾惑う方もいるようですが，校内に生育していたり，食材として知られているも
のなど，身近なものを選んで解説するようにしています。それらの生物が自分自
身に身近なものになるように，見たり，触ったり，参考図書を読んだりして，「慣
れ親しむ」ようにしてください。 

連絡先 ⻄村研究室 十学舎５階 086-256-9763 nishimur@rins.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この授業を受けてこの分野への理解が深まった（60％），この分野への興味・関
心が高まった（70％），またこの授業に満足（35％），ほぼ満足（39％），普通（22％）
という評価をいただきました。満足度がより高まるように努⼒したいと考えてい
ます。 



英文科目名 Biology I 
関連科目 「生物学Ⅱ」を引続き履修するのが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 生物の多様性をより理解しやすいように，地球と生命の歴史と関連づけた解説に

していきたいと考えています。 
また，授業進行が早すぎるという指摘を一部の方からいただいていますので，改
善していきたいと考えています。 

講義目的 本講義は、動植物の分類とそれらが生育する自然環境について解説する。 
今までに生物学を学んだことがない方が、生き物や生命現象をより身近なものと
思えることと、生物学の専門科目を学ぶ上での基礎知識を習得することを目的と
している。また，生物学を学んだことがある方は、生物に関するさまざまな知識
を関連づけて理解することを目的としている。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  講義の内容と進め方、受講上の注意点を説明する。生物学が対象とする研

究分野と問題解決のための思考法について解説する。 
2 回  地球と生命の歴史、生き物の主な仲間について解説する。 
3 回  植物界の主な仲間１：被子植物について解説する。 
4 回 植物界の主な仲間２：裸子植物について解説する。 
5 回 植物界の主な仲間３：シダ類とコケ類について、それぞれの生活環の違いを
中心に解説する。 
6 回 原生生物界の主な仲間：藻類の主な仲間について解説する。 
7 回 菌界の主な仲間：菌類の主な仲間について解説する。 
8 回 バクテリア（モネラ界）とウイルスにおける細胞形態や繁殖の仕方の違いに
ついて解説する。 
9 回 中間テストを実施し、解説を行う。 
10 回 動物界の主な仲間１：無脊椎動物について解説する。 
11 回 動物界の主な仲間２：脊椎動物（魚類・両生類）の形態と主な仲間につい
て解説する。 
12 回 動物界の主な仲間３：は虫類・鳥類・哺乳類の体のつくりと主な仲間につ
いて解説する。 
13 回 生物の自然環境１：生物と水との関係について解説する。 
14 回 生物の自然環境２：生物と光との関係について解説する。 
15 回 生物の自然環境３：生物と酸素との関係について解説する。 

準備学習 1 回 講義内容と目的を把握しておくこと。生物学の教科書や参考書の目次に目
を通しておくこと。 
2 回 帰納法と演繹法を復習しておくこと。生き物の主な仲間とその出現した年
代を調べておくこと。 
3 回 生き物の主な仲間が出現した地質年代を復習しておくこと。植物の体のつ
くり、花の基本構造について調べておくこと。 
4 回 講義で解説された被子植物の学名を確認しておくこと。針葉樹の主な仲間
は、どのような球果をつくるかを調べておくこと。 
5 回  講義で解説された裸子植物の学名を確認しておくこと。シダ類やコケ類の
生活環を調べておくこと。 



6 回 講義で解説されたシダ類やコケ類の学名を確認しておくこと。藻類には、ど
のような仲間があるかを調べておくこと。 
7 回 講義で解説された藻類の学名を確認しておくこと。キノコには、どのような
仲間があるかを調べておくこと。 
8 回 講義で解説された菌類の学名を確認しておくこと。バクテリアとウイルス
の違いを調べておくこと。 
9 回 第 1 回から第８回までの講義内容を整理し、理解しておくこと。 
10 回 無脊椎動物の仲間にはどのようなものがあるかを調べておくこと。 
11 回 無脊椎動物の主な仲間について復習し、脊椎動物の体のつくりを調べてお
くこと。 
12 回 魚類・両生類の体のつくりを復習し、は虫類・鳥類・哺乳類の体のつくり
を調べておくこと。 
13 回 水はどのような特質をもつかを調べておくこと。 
14 回 太陽光の特質を調べておくこと。 
15 回 酸素はどのような特質をもつかを調べておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTB5512 
成績評価 毎回の提出物（14%）と中間試験（20%）および定期試験（66%）の成績で評価

する。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス BA(工)(〜12),BB(工)(〜12) 
見出し FTB5512 生物学Ⅱ 
担当教員名 猪口 雅彦 
単位数 2 
教科書 見つめる生物ファーブル EYE（東京法令出版） ISBN 978-4-8090-7331-1 
アクティブラーニング  
キーワード 生物学全般、細胞、代謝、恒常性、遺伝子、タンパク質、発生、免疫、生態、進

化 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 講義のスタイル（配付資料や提出用紙）について概ね好評をいただきましてあり

がとうございます。今後ともこのスタイルで実施しようと思います。ただ、講義
中の「喩え話」については、賛否両論をいただきました。より分かりやすい話し
方を工夫したいと思います。教科書の活用については、確かに一般的な（高校の
授業などでの）扱いとは違ったと思います。自発的に授業に関連するところに目
を通してもらって、予め興味や疑問をもって授業に臨んでもらうことが主目的だ
からです。ただし、授業中にもより有効に活用することを考慮したいと思います。 

科目名 生物学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 理系総合のための生命科学 第 2 版―分子・細胞・個体から知る“生命”のしくみ、

東京大学生命科学教科書編集委員会 編（羊土社）ISBN 978-4-7581-2010-4 
授業形態 講義 
注意備考 毎回事前に次回の内容に関連した疑問点をノートに書いてくること。提出用紙

に、その疑問点とそれに対する講義後の感想（疑問は解決できたか、さらにふく
らんだか）を書いて提出してもらいます。 

シラバスコード FTB5512 
実務経験のある教員  
達成目標 生物に共通した「生命のしくみ」を、生命を形作る物質や細胞の構造と機能、多

細胞生物の身体の成り立ちなどから説明できる様になる。 
生物に見られる多様性を、遺伝のしくみと進化や環境の観点から説明できる様に
なる。 
私たち⼈間の活動を、生物全体の中での位置づけから認識できる様になる。 

受講者へのコメント 毎回の提出用紙に大変熱心に書き込んで提出してくださったのには、受講に対す
る熱意を感じました。 

連絡先 1 号館 2 階，ino@dbc.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 



各項目評価に対する所見 シラバス（および配布プリント）で次回の予習項目を指示していますが、約半数
の⼈は授業時間外学習を全くしなかったと答えていたのは残念でした。しかし、
目標達成度や満足度は概ね高く、多くの受講生がこの分野への理解や興味・関心
が高まったと回答していたので、講義意図は概ね達成できたものと考えます。 

英文科目名 Biology II 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 もう少し授業時間外の自主的な学習の取り組みを促す仕組みを考えます。 
講義目的 生物学の基礎を学ぶことを目的とするが、単に知識を覚えるのではなく、身近な

現象を取り上げながら「生物のしくみ」と「生物学の考え方」を理解することを
主眼とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 【「生物」とは何か】全体の講義計画について説明を行った後で、生物の特

徴、生物の分類群および種の概念について解説する。 
2 回 【細胞の構造と機能】細胞の概念の変化と、原核細胞と真核細胞の構造と働
きについて解説する。 
3 回 【細胞分裂】細胞周期と細胞分裂の過程と、細胞の寿命（細胞死）について
解説する。 
4 回 【代謝と酵素】体内の化学反応である代謝と、その代謝を行う酵素の働きと
特徴について解説する。 
5 回 【同化と異化】代謝の中でも、特にエネルギー獲得のための重要な過程であ
る呼吸と光合成について解説する。 
6 回 【刺激の受容と伝達】生体内の情報伝達の手段であるホルモンと神経につい
て、その伝達の仕組みと特徴を解説する。 
7 回 【恒常性の維持】前回の情報伝達手段によって、どのように体内環境が一定
に保たれているかについて解説する。 
8 回 【中間試験】講義前半の内容を振り返り、質疑応答を行う。その上で、30 分
程度の中間試験を行う。 
9 回 【遺伝と遺伝子】遺伝情報の意義と記述方法、および遺伝情報を基にタンパ
ク質が合成される過程について解説する。 
10 回 【生殖と発生】生物の生殖と発生について、動物と植物を対比させながら
解説する。 
11 回 【免疫】動物の生体防御システムである、自然免疫と獲得免疫の意義と仕
組みについて解説する。 
12 回 【進化】生命の誕生から現在に至る生物の変化（進化）の過程を、地球環
境の変化と関連させながら解説する。 
13 回 【生物集団と環境】生態系における生物間の相互関係を、特に食物連鎖（食
物網）と生息密度の観点から解説する。 
14 回 【リクエスト講義】受講生からのリクエストにより内容を決定する。 
15 回 【まとめと質疑応答】講義全体を振り返って要点を整理するとともに、質
疑応答を行う。 

準備学習 1 回 【「生物」とは何か】生物の特徴（生物と無生物の違い）」について考えてく
る。 



2 回 【細胞の構造と機能】肉眼で観察できる 1 個の細胞の例を挙げてくる。 
3 回 【細胞分裂】細胞が分裂する理由に（なぜ分裂しなければならないか）につ
いて考えてくる。 
4 回 【代謝と酵素】紙の燃焼と生体内の化学反応との違いについて（どこが違う
か）考えてくる。 
5 回 【同化と異化】我々が何のために呼吸（外気を吸って吐く）をするかについ
て考えてくる。 
6 回 【刺激の受容と伝達】「透明⼈間は目が見えない」（「目に見えない」ではな
い！）理由について考えてくる。 
7 回 【恒常性の維持】アップダウンの激しい道を車で一定速度で走る時にする運
転操作について考えてくる。 
8 回 【中間試験】講義前半の内容についてまとめてくる。 
9 回 【遺伝と遺伝子】あなたが両親に似ている形質を挙げてくる。 
10 回 【生殖と発生】動物と植物の成⻑パターンの違いについて考えてくる。 
11 回 【免疫】なぜインフルエンザワクチンの注射で病気を予防できるかについ
て考えてくる。 
12 回 【進化】生物はなぜ進化するかについて考えてくる。 
13 回 【生物集団と環境】自然保護がなぜ大切なのかについて考えてくる。 
14 回 【リクエスト講義】この回までに、教科書を読むなどして興味を持ち、講
義で取り上げてほしい内容をメール等で連絡すること。 
15 回 【まとめと質疑応答】講義ノートを作成し、質問事項をまとめてくる。 

 



年度 2012 
授業コード FTB5521 
成績評価 定期試験の成績で評価する。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス BA(工)(〜11) 
見出し FTB5521 化学工学Ⅰ 
担当教員名 宮原 敏郎 
単位数 2 
教科書 ベーシック化学工学／橋本健治／化学同⼈ 
アクティブラーニング  
キーワード 化学プロセス、物質収支、エネルギー収支、反応速度、蒸留、吸収 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特になし。 
科目名 化学工学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 改定新版化学工学通論 I／疋⽥晴夫／朝倉書店 
授業形態 講義 
注意備考 化学工学という学問は実学であり、実際の工場での装置の設計および操作に不可

欠なものであり、耳学問ではないので、各⼈が実際に問題を計算し解くよう心が
けること。講義および試験には電卓を必要とする 

シラバスコード FTB5521 
実務経験のある教員  
達成目標 化学工学分野の問題を解決するため、化学工学 I では、化学工学の基礎的事項、

反応速度および蒸留と吸収の単位操作の概念および知識を習得する。 
受講者へのコメント 毎週問題を課し、翌週レポートとして提出させ、さらに解答を行っている。しか

し課題をやってこない学生も多い。 
まず復習をし、課題をやる態度を見せて欲しい。 

連絡先 3 号館 1 階 宮原研究室 
086-256-9586  
E-mail:miyahara@dac.ous.ac.jp 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 総合評価でこの授業の目標達成、教員の意欲、学生の満足度はいずれも半数以上
が満足できたとの回答であり、この授業形態で今後も行いたい。 

英文科目名 Chemical Engineering I 
関連科目 物理化学 I、物理化学 II 
次回に向けての改善変更予定 学生には好評と思われるので改善、変更の予定はない。 
講義目的 化学工学は、化学工業をはじめとして、バイオテクノロジー、新素材の開発や環

境保全技術など広い分野に応用される学問である。本講義では、化学工学の基礎
として、物質収支、エネルギー収支、反応速度、反応装置、蒸留および吸収につ



いて講述する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 化学工学とはを概説する。 

2 回 量を表す単位について説明する。 
3 回 物質収支の概念を講義する。 
4 回 エネルギー収支を説明する。 
5 回 化学反応と反応器の分類を解説する。 
6 回 化学反応速度式を例を挙げて説明する。 
7 回 反応率の定義を説明する。 
8 回 反応器の設計方程式を概説する。 
9 回 蒸留の基礎となる気液平衡を説明する。 
10 回 連続蒸留について詳述する。 
11 回 蒸留塔の設計の具体例を説明する。 
12 回 ガスの溶解度に関して説明する。 
13 回 吸収速度の定量化を説明する。 
14 回 物質移動係数と吸収速度の関連を説明する。 
15 回 吸収装置の分類と構造および充填塔の高さと直径を求める方法を説明す
る。 

準備学習 1 回 化学工学とは如何なるものであるか予備知識を習得しておくこと。 
2 回 化学工学では SI 単位を使用するので、SI 単位について調べておくこと。 
3 回 化学工学の基礎的な考え方である物質収支に関して予習しておくこと。 
4 回 位置エネルギー、運動エネルギー、内部エネルギー等の各エネルギーの意味
を理解しておくこと。 
5 回 化学反応の種類と実際に使用されている反応装置についての予備知識を得
ておくこと。 
6 回 反応装置設計および操作に必要な化学反応速度式について調べておくこと。 
7 回 化学反応では反応式どおりに 100％反応が進行することはない。収率と比較
して反応率を予習しておくこと。 
8 回 反応器の設計に関わる情報を数式で表現するので、簡単な微分および積分
の知識を習得しておくこと。 
9 回 蒸留操作は反応操作でなく分離操作である。蒸留の基礎となる気液平衡関
係について予習しておくこと。 
10 回 化学工場で実際に行われている蒸留操作である連続蒸留に関する基礎知識
を得ておくこと。 
11 回 蒸留塔を設計するに何が必要であるか調べておくこと。 
12 回 吸収操作の基礎となるガスの溶解度とは如何なるものか予習しておくこ
と。 
13 回 吸収装置の設計・操作に必要な吸収速度表現法について調べておくこと。 
14 回 吸収速度の程度を表す物質移動係数について調べておくこと。 
15 回 実際によく使用される吸収装置である充填塔について予習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTB5522 
成績評価 定期試験の成績で評価する。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス BA(工)(〜11) 
見出し FTB5522 化学工学Ⅱ 
担当教員名 宮原 敏郎 
単位数 2 
教科書 ベーシック化学工学／橋本健治／化学同⼈ 
アクティブラーニング  
キーワード 抽出、流動、伝熱、調湿、乾燥、粒子、粉体 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 教員のみの責任にせず学生の努⼒不足との記述あり。そのとおりと思います。 

授業が素晴らしいとの評価ももらい、教員として嬉しく思います。 
科目名 化学工学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 改定新版化学通論 I／疋⽥晴夫／朝倉書店 
授業形態 講義 
注意備考 化学工学 I を履修していること。講義および試験には電卓が必要。 
シラバスコード FTB5522 
実務経験のある教員  
達成目標 化学工学分野の問題解決のため、化学工学 II では、抽出、流動、伝熱、調湿およ

び流体中での粒子の挙動に関する知識を習得する。 
受講者へのコメント 復習をしっかりやってほしかった。 
連絡先 3 号館 1 階 宮原研究室 

086-256-9586 
E-mail: miyahara@dac.ous.ac.jp 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし。 
英文科目名 Chemical Engineering II 
関連科目 化学工学 I、物理化学 I、物理化学 II 
次回に向けての改善変更予定 特になし。 
講義目的 化学工業をはじめとして、広い分野に応用される学問である化学工学について、

本講義では、物質移動操作に基づく液液抽出、化学装置内での流体の流れ、化学
工業で必ず遭遇する熱移動、物質と熱の同時移動である調湿と乾燥および粉体工
学に関する流体中の粒子の挙動について講述する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 抽出を理解するための液液平衡関係を説明する。 

2 回 液液抽出装置の操作法と抽出計算を説明する。 



3 回 管を流れる流体の流れの物質収支と流れのエネルギー収支の概念を説明す
る。 
4 回 さまざまな管内流れとエネルギー損失を計算を挙げて説明する。 
5 回 流体輸送機に与える動⼒について説明する。 
6 回 伝導による熱移動を解説する。 
7 回 対流による熱移動解説する。 
8 回 放射による熱移動と熱交換器の設計を説明する。 
9 回 湿り空気の性質について概説する。 
10 回 熱と物質の同時移動を説明する 
11 回 調湿操作と冷水操作および乾燥を説明する。 
12 回 粒子の大きさとその分布について概説する。 
13 回 単一粒子の運動を説明する 
14 回 液体からの粒子の分離について説明する。 
15 回 気体からの粒子の分離について説明する 

準備学習 1 回 液液抽出を講義するので抽出の概念を予習すること。 
2 回 液液抽出で重要な成分表示の三角座標を理解しておくこと。 
3 回 ベルヌーイの定理を予習しておくこと。 
4 回 実際のエネルギー損失には如何なるものがあるか調べておくこと。 
5 回 動⼒計算に必要なベルヌーイの式の一般形を調べておくこと。 
6 回 熱の伝わり方の一つである伝導について予備知識をつけておくこと。 
7 回 対流とは流体の流れによる熱の伝わり方である。自然対流と強制対流があ
るが、講義では強制対流を主として講義するので、強制対流現象に関する予備知
識をつけておくこと。 
8 回 放射とは何か、熱交換器とは何か調べておくこと。 
9 回 湿度に関する講義なので、湿り空気の諸性質を予習しておくこと。 
10 回 湿度調整には熱と物質が同時に移動する。この種の現象を理解しておくこ
と。 
11 回 調湿操作とは何か、冷水操作とは何か予習しておくこと。 
12 回 化学工業では粉体がよく取り扱われる。粉体は微粒子である。よっていろ
いろな大きさを持つため、平均径や分布に対する概念を理解しておくこと。 
13 回 粉体の基本事項である単一粒子の流体中での挙動を予習しておくこと。 
14 回 環境問題としての水処理に利用される粒子の分離について理解しておくこ
と。 
15 回 大気汚染の一つである大気中の微粒子の⼈体に及ぼす影響について調べて
おくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTB5531 
成績評価 提出課題５０％、定期試験５０％により成績を評価する。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス BA(工)(〜10),BB(工)(〜10) 
見出し FTB5531 物理化学演習 
担当教員名 平野 博之 
単位数 2 
教科書 プリント配布 
アクティブラーニング  
キーワード 単位，気体の性質，エネルギー保存則，状態変化，偏微分 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「熱⼒学の考え方が変わりました．」「分かりやすかったです．」：どうもありがと

う．この言葉を励みに来年も頑張ります． 
科目名 物理化学演習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 物理化学 I，II で用いた教科書 
授業形態 演習 
注意備考 この講義は、物理化学 I，II を補いながら、演習問題を解くことによってさらに

理解を深めるものである。物理化学 I，II の単位を修得できていない者，もしく
はこれを履修せずにこの講義を受講しようとする者は，講義の予習を特に周到に
行うこと。 

シラバスコード FTB5531 
実務経験のある教員  
達成目標 応用化学の専門知識を理解するために，以下の事柄について，演習を通して理解

できるようになること。 
１．気体の性質と状態方程式を説明できる。 
２．熱⼒学の基本法則（第一、第二、第三法則）を説明できる。 
３．エンタルピーとエントロピーの違いを説明できる。 
４．断熱変化を説明できる。 
５．自由エネルギーを説明できる。 
６．偏微分と差分の考え方を通して状態量を数学的に説明できる。 

受講者へのコメント 熱⼒学を難しく考えてはいけません．易しいことを式にしているので，難しく感
じるのです． 
この講義では，このあたりを中心に，できるだけわかりやすく講義しようと思い
ます． 

連絡先 平野博之（３号館２階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 総合評価は概ね良好で，こちらの熱意も伝わり，満足してもらえたようでよかっ
た． 



英文科目名 Exercises in Physical Chemistry 
関連科目 物理化学 I，II，数学 I，II 
次回に向けての改善変更予定 教材（自作のプリント）をさらによりよいものにするために，修正など加えたい

と思います． 
講義目的 物理化学の柱の 1 つである熱⼒学に関し，気体の性質を含めて学習する。気体の

性質，熱⼒学に関する問題を具体的に解く能⼒を養うことを目的とする。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義概要を説明する。 

2 回 物理化学において意味のある物理量について、その定義と分類について学
習し、演習問題を通して理解を深める。 
3 回 理想気体の基本的な性質について学習し、その状態を表す状態方程式につ
いて学習する。さらに、複数種類の理想気体を混合した理想混合気体についても
学習する。また、演習問題を通して理解を深める。 
4 回 実在気体の基本的な性質について学習し、その状態を表す状態方程式につ
いて学習する。さらに演習問題を通して理解を深める。 
5 回 気体について、分子論的に考えた場合、その圧⼒をどのように表すかについ
て学習し、さらにこれを発展させた一般的な気体分子運動論について学習する。
また、演習問題を通して理解を深める。 
6 回 エネルギー保存則である熱⼒学第一法則について学習する。また、演習問題
を通して理解を深める。 
7 回 物質の温まりやすさ（冷めにくさ）にかかわる、エンタルピーと熱容量につ
いて学習する。また、演習問題を通して理解を深める。 
8 回 熱⼒学の数式変形においてよく用いられる差分について、微分との違いを
学習する。また、演習問題を通して理解を深める。 
9 回 断熱変化について学習する。また演習問題を通して理解を深める。 
10 回 熱⼒学において現れるさまざまな状態変化をもとに構成されるサイクル変
化の基礎について学習する。また演習問題を通して理解を深める。 
11 回 サイクル変化の中でも代表的なカルノーサイクルについて学習する。また
演習問題を通して理解を深める。 
12 回 状態変化の方向を表す熱⼒学第二法則について学習する。また、演習問題
を通して理解を深める。 
13 回 エントロピーの定義と熱⼒学における役割、そして熱⼒学第三法則につい
て学習する。また、演習問題を通して理解を深める。 
14 回 エントロピーの考え方を発展させた考え方である自由エネルギーの定義、
種類、熱⼒学における役割について学習する。また、演習問題を通して理解を深
める。 
15 回 これまで学習した内容すべてに関わる総合問題を解き、熱⼒学に関する理
解を深める。 

準備学習 1 回 単位，次元，熱⼒学の基本を自分の言葉で説明できるよう復習しておくこ
と。シラバスを熟読し、講義の概要を予習しておくこと。 
2 回 物理量とは何か，予習しておくこと。前回の講義の演習問題をすべて独⼒で
解けるようにしておくこと。 



3 回 気体の基本性質について予習しておくこと。前回の講義の演習問題をすべ
て独⼒で解けるようにしておくこと。 
4 回 理想気体と実在気体の違いを予習しておくこと。前回の講義の演習問題を
すべて独⼒で解けるようにしておくこと。 
5 回 気体の性質を分子運動の観点から捉えられるように予習しておくこと。前
回の講義の演習問題をすべて独⼒で解けるようにしておくこと。 
6 回 エネルギーとその保存則を予習しておくこと。前回の講義の演習問題をす
べて独⼒で解けるようにしておくこと。 
7 回 比熱とは何か予習しておくこと。前回の講義の演習問題をすべて独⼒で解
けるようにしておくこと。 
8 回 d，∂，Δ の意味を予習しておくこと。前回の講義の演習問題をすべて独⼒
で解けるようにしておくこと。 
9 回 断熱変化と等温変化の違いを予習しておくこと。前回の講義の演習問題を
すべて独⼒で解けるようにしておくこと。 
10 回 定圧変化，定積変化，等温変化，断熱変化を予習しておくこと。前回の講
義の演習問題をすべて独⼒で解けるようにしておくこと。 
11 回 カルノー変化について予習しておくこと。前回の講義の演習問題をすべて
独⼒で解けるようにしておくこと。 
12 回 不可逆変化について予習しておくこと。前回の講義の演習問題をすべて独
⼒で解けるようにしておくこと。 
13 回 不可逆変化とカルノーサイクルを理解しておくこと。前回の講義の演習問
題をすべて独⼒で解けるようにしておくこと。 
14 回 エントロピーについて予習しておくこと。前回の講義の演習問題をすべて
独⼒で解けるようにしておくこと。 
15 回 これまでの演習問題をすべて独⼒で解けるようにしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTB5711 
成績評価 実技試験（25％）課題の提出（25％）飼育魚生残率（50％）により評価する 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス BA(工)(〜10),BB(工)(〜10) 
見出し FTB5711 水圏生物学実習 
担当教員名 山本 俊政 
単位数 1 
教科書 必要に応じてプリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 海産魚類、アクアリウム、水槽設備、化学分析 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 なし 
科目名 水圏生物学実習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 海水魚 1500 図鑑/冨澤直⼈著/ピーシーズ：海水魚大図鑑/小林道信 、安倍肯治

/世界文化社 
授業形態 実験実習 
注意備考 グループにわけて一定期間、魚類等の飼育を行う。ただし、給餌・装置の点検・

魚の観察は重要であるため、最低 1 日に 1 回は生命動物教育センターに出向き確
認を行うこと。 

シラバスコード FTB5711 
実務経験のある教員  
達成目標 ①海産魚類（観賞魚含む）について、所定の期間内に飼育が継続できること②魚

病の早期発見と防御、各種魚病薬の投与方法が理解できること③定期的な水槽管
理ができること④ろ過理論にしたがい、魚類にとって有害なアンモニア態窒素、
亜硝酸態窒素のコントロールができること⑤水質維持にかかわる定期的な定量
分析ができること⑥魚類・甲殻類・無脊椎動物の安全な類輸送方法が理解できる
こと。 

受講者へのコメント 5 月初旬から 7 月中旬までの飼育実験、ご苦労様でした。生き物を抱えることは
休日がありません。同一チームの皆さんで意思疎通を図りながら、上手く飼育実
験ができたと思います。 

連絡先 バイオ・応用化学科：12 号館 2 階（山本研究室） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 魚類に関わる講義は 2 年後期から始まりますが、本授業は座学の総集編と捉えて
おり、閉鎖された環境でいかに魚類を健康に飼育することができるのか？より実
践な技術修得を行うものです。座学では触れないトラブル等が発生します。また、
魚病対策の必要性あるいは水質維持に係る化学分析など、注意すべき点が多岐に
わたっています。要は「魚を見て魚に学ぶ」姿勢が肝要と心得てください。魚は
ものを言いません、日頃からの細やかな観察が重要です。 



英文科目名 Biological Oceanography Laboratory 
関連科目 水槽設計論、魚類飼育論、基礎化学実験、分析化学Ⅰ〜Ⅱ、生物学Ⅰ〜Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 教室が狭いとの意見が出されました。残念ながら教室を大きくすることは、現状

できません。整理整頓に心がけ狭いながらも効率的な作業に努めてください。 
講義目的 海産魚類（観賞魚含む）を⻑期飼育するための魚病対策、給餌方法、定期的なメ

ンテナンス方法について水槽飼育実験を行う中で、都度解説を行う。なお、魚類
にとって良好な水質の維持は重要であるが、定期的な水質分析（定量）を実施し、
硝化バクテリアの働きについて考察するとともに、飼育水の交換時期を明確にす
る。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 魚類解剖の実践により、外部形態・内部形態の観察とスケッチをする。 

2 回 ①グループ分けを行い、担当水槽を決定する。 
②水槽設備の組み立て手順について解説をする。 
③水槽組立終了後、各水槽に注水を行う。 
④水道水中の遊離塩素の除去方法について解説する。 
3 回 飼育生物の産地・食性と飼育難易度について調査をする。 
4 回 ①生体到着後の魚類・甲殻類・無脊椎動物の水槽内収容方法についての実践
をおこなう②一般的な観賞魚に罹患しやすい魚病と、その対策について解説す
る。 
5 回 ろ過装置内の洗浄方法・飼育水の交換方法について解説する。 
6 回 飼育水の水質分析、給餌、メンテナンスの実践（1）を行う。 
7 回 飼育水の水質分析と給餌、メンテナンスの実践（2）を行う。 
8 回 飼育水の水質分析と給餌、メンテナンスの実践（3）を行う。 
9 回 魚名テストの実施（小テスト） 
10 回 飼育水の水質分析と給餌、メンテナンスの実践（4）を行う。 
11 回 飼育水の水質分析と給餌、メンテナンスの実践（5）を行う。 
12 回 飼育水の水質分析と給餌、メンテナンスの実践（6）を行う。 
13 回 飼育水の水質分析と給餌、メンテナンスの実践（7）を行う。 
14 回 飼育水の水質分析と給餌、メンテナンスの実践（8）を行う。 
15 回 各グループにおける飼育魚生残率の発表と課題提出を行う。 

準備学習 1 回 「水産脊椎動物学Ⅱ魚類」の中で、魚類の外部形態・内部形態について調べ
ておくこと。 
2 回 ①海水魚の飼育について専門書、ネットから飼育法について、調べておくこ
と。 
②水道水中に存在する遊離塩素の除去方法について、調べておくこと。 
3 回 海産海水魚の飼育について専門書、ネットから飼育法について調べておく
こと。 
4 回 海産海水魚の飼育について専門書、ネットから飼育法について調べておく
こと。 
5 回 海産海水魚の飼育について専門書、ネットから飼育法について調べておく
こと。 
6 回 海産海水魚の飼育について専門書、ネットから飼育法について調べておく



こと。 
7 回 海産海水魚の飼育について専門書、ネットから飼育法について調べておく
こと。 
8 回 海産海水魚の飼育について専門書、ネットから飼育法について調べておく
こと。 
9 回 魚名を記憶するため、魚名図鑑などを利用し予習を行うこと。 
10 回 海産海水魚の飼育について専門書、ネットから飼育法について、調べてお
くこと。 
11 回 海産海水魚の飼育について専門書、ネットから飼育法について、調べてお
くこと。 
12 回 海産海水魚の飼育について専門書、ネットから飼育法について、調べてお
くこと。 
13 回 海産海水魚の飼育について専門書、ネットから飼育法について、調べてお
くこと。 
14 回 海産海水魚の飼育について専門書、ネットから飼育法について、調べてお
くこと。 
15 回 飼育実験のまとめ：水質分析の評価から、なぜ飼育魚が斃死したのか教科
書、図書館、ネットから調べておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FTB5712 
成績評価 実験態度（20％），レポート（50％），実験ノート整備（30％）で評価する。 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス BA(工)(〜12),BB(工)(〜12) 
見出し FTB5712 基礎物理学実験 
担当教員名 小野 文久、片山 敏和＊、矢城 陽一朗、村本 哲也 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 物理学，実験，理論，測定，データ解析，誤差，グラフ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 暖房がきかない部屋があったとのコメントがあったが、１学舎は近い将来、全面

的に改築されるので、それまでは石油ストーブ等の配置を考慮し対応したい。 
科目名 基礎物理学実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 岡山理大物理学教室編/「物理学実験」/大学教育出版， 

国立天文台編/「理科年表」/丸善 
授業形態 実験実習 
注意備考 高校の物理が未履修でも，物理の世界の面白さが体験できる. 
シラバスコード FTB5712 
実務経験のある教員  
達成目標 実験を通じて物理学の考え方を身につけ，科学をより深く理解できるようになる

こと。 
受講者へのコメント 授業時間外の学習について、75%の⼈は週当たり２時間以上していたが、１時間

程度以下の⼈が 25%(４名）あった。必ず予習と復習を毎回してきて欲しい。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 各項目で特に問題点はありませんでした。 
英文科目名 Physics Laboratory 
関連科目 物理学 I，物理学 II 
次回に向けての改善変更予定 特になし。 
講義目的 物理学は自然現象や工学を理解・説明するために必要な基礎的学問である。物理

学には理論と実験があり，現象の発見および構築された一般的なモデルの証明を
実験で行う。本実験では各テーマに充分時間をかけて理論の理解，測定，解析を
行う。これにより物理法則，測定方法や装置の扱い方，データの処理方法，書物
やインターネットによる資料収集，実験成果を正確に伝えるレポートの書き方な
どについて基礎知識を得ることを目標とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 実験の進め方と特に注意しなければならないことなど、実験方法に関する
説明を行う。 
2 回 具体的な実験方法とﾚﾎﾟｰﾄのまとめ方、測定誤差の扱い方などデータ処理法
の説明を行う。 
3 回 重⼒加速度の測定（パソコンによる自動測定とデータの解析）実験を実施す
る。 
4 回 重⼒加速度の測定に関するデータ解析を行い、そのレポートを作成する。 
5 回 気柱の共鳴（音の波⻑を測定して音速度を求める）実験を実施する。 
6 回 気柱の共鳴に関するデータ解析を行い、そのレポートを作成する。 
7 回 回折格子（Ｎａランプ・Ｈｇランプ光の波⻑測定）実験を実施する。 
8 回 回折格子実験に関するデータ解析を行い、そのレポートを作成する。 
9 回 ダイオード・トランジスター回路の製作（半導体素子の特性測定，測定回路
の製作）を行う。 
10 回 ダイオード・トランジスター回路の製作に関するデータ解析を行い、その
レポートを作成する。 
11 回 オシロスコープ（電気信号波形の電圧と周期測定）測定実験を実施する。 
12 回 オシロスコープ測定実験のデータ解析を行い、そのレポートを作成する。 
13 回 電子の比電荷（電子の電荷量と質量の比を測定）測定実験を実施する。 
14 回 電子の比電荷測定実験に関するデータ解析を行い、そのレポートを作成す
る。 
15 回 実験全体を通したデータ解析とレポート作成を行う。また、欠席などがあ
った場合の補充実験を実施する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、実験の過程を把握しておくこと。 
2 回 ノートおよび配布されたプリントにより前回の復習と今回の予習をしてお
くこと。 
3 回 前もって、重⼒加速度の測定実験について予習をし、その内容を把握してお
くこと。 
4 回 重⼒加速度の測定実験のデータ整理と理論的な説明の部分のレポート（１
テーマのレポートの約半分）を書いておくこと。 
5 回 前もって、気柱の共鳴実験の予習をし、その内容を把握しておくこと。 
6 回 気柱の共鳴実験のデータ整理と理論的な説明の部分のレポート（１テーマ
のレポートの約半分）を書いておくこと。 
7 回 前もって、回折格子実験の予習をし、その内容を把握しておくこと。 
8 回 回折格子実験のデータ整理と理論的な説明の部分のレポート（１テーマの
レポートの約半分）を書いておくこと。 
9 回 前もって、ダイオード・トランジスター回路の製作実験の予習をし、その内
容を把握ておくこと。 
10 回 ダイオード・トランジスター回路の製作実験のデータ整理と理論的な説明
の部分のレポート（１テーマのレポートの約半分）を書いておくこと。 
11 回 前もって、オシロスコープ測定実験の予習をし、その内容を把握しておく
こと。 
12 回 オシロスコープ測定実験のデータ整理と理論的な説明の部分のレポート



（１テーマのレポートの約半分）を書いておくこと。 
13 回 前もって、電子の比電荷測定実験の予習をし、その内容を把握しておくこ
と。 
14 回 電子の比電荷測定実験のデータ整理と理論的な説明の部分のレポート（１
テーマのレポートの約半分）を書いておくこと。 
15 回 この授業全体でこれまで行った実験についての各レポートについて不備が
あるかどうかをチェックし、未提出・未受理のレポートが無いかを確認しておく
こと。やむを得ず、欠席した実験がある場合は補充実験を行うので、そのテーマ
について配布プリントで予習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTB5722 
成績評価 毎回の講義の際の課題と工場視察レポート（５０％）、定期テスト（５０％） 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス BA(工)(〜10),BB(工)(〜10) 
見出し FTB5722 微生物バイオテクノロジー 
担当教員名 滝澤 昇 
単位数 2 
教科書 新・微生物学 別府輝彦著（IBS 出版） 
アクティブラーニング  
キーワード 発酵、食品、保存、遺伝子工学、生命工学、抗生物質、酵素工学、環境浄化、バ

イオテクノロジー 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 スクリーンに教科書やムービーを投影しながら進めたことがよいとのコメント

をもらっています。ありがとう。 
科目名 微生物バイオテクノロジー 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 生命工学の本、軽部征夫（日刊工業新聞社） 
授業形態 講義 
注意備考 ・生化学Ⅰ・Ⅱ、分子生物学、細胞生理学を受講しておくこと。 

・工場視察を予定しています。その際の交通費などは各自の負担となります。詳
しい日程は、講義時にお知らせします。 
・資料は WEB サイトから各自ダウンロード・プリントの上、講義の際に持参す
ること。※ 

シラバスコード FTB5722 
実務経験のある教員  
達成目標 微生物の利用技術が、従来の伝統的発酵食品製造にとどまらず、遺伝子組換え、

細胞融合、バイオリアクター等の新しい基盤技術により、どのように医薬産業、
食品化学、農業等に応用され、さらに、地球環境保全、エネルギー生産にも役立
っていることを理解し、⼈に説明できるようになること。 

受講者へのコメント 微生物について興味をもち、正しく理解してもらえたようです。 
連絡先 研究室：１２号館５階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ８０％が理解関心が深まった、５５％程度が授業目標をだいたいできた、６５％
が授業にほぼ満足以上と回答している、また授業手法・教材・進行に付いても全
員が特にないと回答していることから、授業目的はほぼ達成できていると思われ
る。 

英文科目名 Biotechnology of Microorganisms 
関連科目 生化学、細胞生理学、分子生物学、遺伝子工学、バイオ高分子化学 



次回に向けての改善変更予定 特になし 
講義目的 バイオテクノロジーは、産業の発展にともない必要不可欠なものとなっていま

す。生物のもつ遺伝、繁殖、物質代謝、情報認識などの機能を産業社会に利用す
る生物利用工学であるバイオテクノロジーは、遺伝子組み換え、細胞融合、バイ
オリアクター等の新しい基盤技術として発展してきた。医薬産業、食品化学、農
業等に応用され、さらに、疾病予防、食料資源確保、地球環境保全、エネルギー
生産にも大きな展開が期待されています。この講義を履修することで、これらの
バイオテクノロジーの基礎と応用について理解できるようになることが目的で
す。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  微生物とは何か、微生物学の歴史（教科書１、２章）について理解する 

2 回  微生物利用技術の発達（教科書 2･2 章）について理解する 
3 回  微生物の実験（教科書 11 章）について理解する 
4 回  微生物の種類と特徴（教科書３章）について理解する 
5 回  微生物の種類と特徴（２）（教科書３章）について理解する 
6 回  微生物の構造と機能（教科書４章）について理解する 
7 回  微生物の代謝（教科書５章）について理解する 
8 回  微生物の増殖（教科書６章）について理解する 
9 回   微生物の分化、遺伝（教科書６〜７章）について理解する 
10 回  微生物の利用（１）：発酵工業（教科書８章）について理解する 
11 回  微生物の利用（２）：酵素・抗生物質（教科書８章）について理解する 
12 回  食品の保存（教科書９章）について理解する 
13 回 13?14 回で、工場視察を実施する（キリン岡山工場で、発酵食品製造施設
と環境関連施設を視察の予定） 
14 回 13?14 回で、工場視察を実施する（キリン岡山工場で、発酵食品製造施設
と環境関連施設を視察の予定） 
15 回  微生物と環境（教科書 10 章）について理解する 

準備学習 1 回  このシラバスを読み、記述事項を理解しておくこと 
 必ず教科書を持参すること 
2 回 （教科書１、２章）を読んで、キーワードを抽出しておくこと 
3 回 （教科書 11 章）を読ん、キーワードを抽出しておくこと 
4 回 （教科書３章）を読んで、キーワードを抽出しておくこと 
5 回 （教科書３章）を読んで、キーワードを抽出しておくこと 
6 回 （教科書４章）を読んで、キーワードを抽出しておくこと 
7 回 （教科書５章）を読んで、キーワードを抽出しておくこと 
8 回 （教科書６章）を読んで、キーワードを抽出しておくこと 
9 回 （教科書８章）を読んで、キーワードを抽出しておくこと 
10 回 （教科書６〜７章）を読んで、キーワードを抽出しておくこと 
11 回 （教科書８章）を読んで、キーワードを抽出しておくこと 
12 回 （教科書９章）を読んで、キーワードを抽出しておくこと 
13 回  視察先についてあらかじめ調査し、何を見るのかを明らかにしておくこ
と 



14 回  視察先についてあらかじめ調査し、何を見るのかを明らかにしておくこ
と 
15 回 （教科書 10 章））を読んで、キーワードを抽出しておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FTB57A2 
成績評価 提出したスケッチとレポートの内容により評価する．なお，本実験は教職関連科

目でもあるので，全出席が評価の前提である．そのため，公欠を含め２回（教育
実習の場合は３回）をこえる欠席は，直ちに単位認定資格を失うものとする． 

曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス BA(工)(〜11),BB(工)(〜11) 
見出し FTB57A2 基礎生物学実験 
担当教員名 守⽥ 益宗、正木 智美＊ 
単位数 2 
教科書 特になし，適宜プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 光学顕微鏡観察 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 同上 
科目名 基礎生物学実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 実験実習 
注意備考 第１回オリエンテーションを欠席の学生は以後の受講を認めない。また，受講希

望者多数の場合は抽選とする。 
シラバスコード FTB57A2 
実務経験のある教員  
達成目標 光学顕微鏡が支障なく操作できるようになること 
受講者へのコメント 同上 
連絡先 理大研究室７号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 同時開講科目を多くもつ教員の所見記入について，同じような所見記入の手間を
省くため，一括コピーができるようお願いを毎年しているにもかかわらず，全く
改善されていません．手間がかかるだけで，所見を記入する気にもなりません．
何かあれば個別に聞きに来て下さい． 

英文科目名 Biology Laboratory 
関連科目 特になし 
次回に向けての改善変更予定 同上 
講義目的 中学・高校教師が指導しなければならない生物実験や，知っておくと教科指導に

便利な光学顕微鏡の使い方やその実験法について教授する． 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 特になし 



 



年度 2012 
授業コード FTB57B1 
成績評価 提出したスケッチとレポートの内容により評価する．なお，本実験は教職関連科

目でもあるので，全出席が評価の前提である．そのため，公欠を含め２回（教育
実習の場合は３回）をこえる欠席は，直ちに単位認定資格を失うものとする． 

曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス BA(工)(〜11),BB(工)(〜11) 
見出し FTB57B1 基礎生物学実験 
担当教員名 守⽥ 益宗、正木 智美＊ 
単位数 2 
教科書 特になし，適宜プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 光学顕微鏡観察 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 同時開講科目を多くもつ教員の所見記入について，同じような所見記入の手間を

省くため，コピー入⼒ができるようお願いを重ねているにもかかわらず，前のシ
ステムと同様の記入法であり全く改善されていません．ポータルサイトに移行し
ても，教員の手間がかかるだけです．教員所見を記入する気にもなりません．何
かあれば個別に聞きに来て下さい． 

科目名 基礎生物学実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 実験実習 
注意備考 第１回オリエンテーションを欠席の学生は以後の受講を認めない。また，受講希

望者多数の場合は抽選とする。 
シラバスコード FTB57B1 
実務経験のある教員  
達成目標 光学顕微鏡が支障なく操作できるようになること 
受講者へのコメント 同時開講科目を多くもつ教員の所見記入について，同じような所見記入の手間を

省くため，コピー入⼒ができるようお願いを重ねているにもかかわらず，前のシ
ステムと同様の記入法であり全く改善されていません．ポータルサイトに移行し
ても，教員の手間がかかるだけです．教員所見を記入する気にもなりません．何
かあれば個別に聞きに来て下さい． 

連絡先 理大研究室７号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 同時開講科目を多くもつ教員の所見記入について，同じような所見記入の手間を
省くため，コピー入⼒ができるようお願いを重ねているにもかかわらず，前のシ
ステムと同様の記入法であり全く改善されていません．ポータルサイトに移行し
ても，教員の手間がかかるだけです．教員所見を記入する気にもなりません．何
かあれば個別に聞きに来て下さい． 



英文科目名 Biology Laboratory 
関連科目 特になし 
次回に向けての改善変更予定 同時開講科目を多くもつ教員の所見記入について，同じような所見記入の手間を

省くため，コピー入⼒ができるようお願いを重ねているにもかかわらず，前のシ
ステムと同様の記入法であり全く改善されていません．ポータルサイトに移行し
ても，教員の手間がかかるだけです．教員所見を記入する気にもなりません．何
かあれば個別に聞きに来て下さい． 

講義目的 中学・高校教師が指導しなければならない生物実験や，知っておくと教科指導に
便利な光学顕微鏡の使い方やその実験法について教授する． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 特になし 

 



年度 2012 
授業コード FTB57C1 
成績評価 実験レポート 60％、中間実技試験 10％、定期試験 30％により成績を評価する。 

但し、定期試験において基準点を設け、得点が 100 点満点中、30 点未満の場合
は不合格とする。 

曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス BA(工)(〜12),BB(工)(〜12) 
見出し FTB57C1 基礎化学実験 
担当教員名 佐藤 幸子、中山 智津子＊ 
単位数 2 
教科書 岡山理科大学化学実験一手引きと演習一 ／ 佐藤幸子 

：理工系化学実験（一基礎と応用一 第３版） ／ 坂⽥一矩編 ／ （東京教学社） 
アクティブラーニング  
キーワード 無機定性分析：金属のイオン化傾向、元素の周期表、分属試薬、溶解度積、化学

平衡、錯イオン、両性金属、マスキング 
定量分析：中和、酸化還元、キレート生成、電離定数、pH、pKa、緩衝溶液、モ
ル濃度、質量百分率 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「前に同じ席を使っていた⼈が試験管をきれいに洗っていなかったり、机が汚い

ままだったりで、毎週嫌だった。」 
  ー実験終了後の TA による確認をより徹底します。 
   器具の洗浄、後片付けは、化学実験で習得して欲しい大事な基本の一つで
す。 
「もう少しだけ実験スペースを広げてほしいです。」 
  ー実験台に置く、器具・試薬類を少なくし、スペースを確保します。 
「空調をつけると、ガスバーナーの炎が傾くのでなんとかしてほしかった。」 
  ー換気と空調のバランスに気を配ります。 
・楽しい授業だった。最初は、授業 

科目名 基礎化学実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎化学実験安全オリエンテーション ／ 山口和也、山本仁著 ／（東京化学同

⼈） 
大学の基礎化学実験 ／大学一般化学教育研究会編 ／（学術図書出版社） 
フォトサイエンス化学図録 ／（数研出版） 
化学入門／ 井口洋夫、木下實編集 ／（ 実教出版） 
クリスチャン分析化学 I, II ／ Gary D. Christian ／（丸善） 

授業形態 実験実習 
注意備考 全ての実験を行い、レポートを期限内に提出し受理されていることが、単位取得

の前提条件である。十分な予習をし、内容を理解して実験に臨むこと。実験開始
１時間前までに、実験ノートと予習プリントを必ず提出する。実験を安全に行う
ため、白衣と保護眼鏡の着用を義務づける。メールを利用してレポートの解説と



質問に対応している。 
シラバスコード FTB57C1 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）薬品の取り扱い方の基本を理解する。決められた濃度の試薬溶液を調製で

きる。 
（２）適切な実験廃液の処理ができる。 
（３）測容ガラス器具（ホールピペット、ビュレット、メスフラスコ）の使用方
法を習得する。 
（４）pH メーター、分光光度計、電子天秤の使用方法を習得する。 
（５）詳しい実験観察結果を文章で表現し、物質の変化を化学反応式で記述でき
る。 
（６）報告書の基本的書き方を習得する。 
（７）モル濃度、質量パーセント濃度を理解し、滴定実験、吸光光度法分析によ
り日常的な物（食酢、ミネラルウォーター、ドリンク剤 

受講者へのコメント 化学実験の経験がなく、レポート作成も初めてという⼈がほとんどのクラスだっ
たので、実験に慣れ、レポートの基本を習得するまでは少し苦労したようですが、
自分で考え工夫した⼈は、着実に⼒が付いたように思います。 
良いお手本を見本に、基本の型を習得するのは大事ですが、他⼈のレポートを丸
写しするのはいけません。 
自分の考えを正確に相手に伝える文章を作成する⼒を養う上で、レポート作成は
とても良いトレーニングの一つです。簡潔・明瞭、わかりやすい文章が書けるよ
うになることを目標に、これからも頑張って下さい。 

連絡先 10 学舎５階 電子メール satos@dac.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特に無し 
英文科目名 General Chemistry Laboratory 
関連科目 基礎化学、 基礎化学演習 I、II、 分析化学 I、II、 工業分析化学、無機化学 

I、II、 パソコン入門 I、II、 入門化学 
次回に向けての改善変更予定 新しい練習問題を作成する。 
講義目的 基礎的な実験を通して、化学実験に必要な基本的知識と実験室でのマナーを習得

する。実験機器の取り扱い方、グラフの書き方、報告書の作成法等を学ぶと同時
に、化学の基礎原理や概念についての理解を深める。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：講義の進め方、予習の仕方を説明する。 

 安全・環境教育 
2 回 基礎実験（金属と酸との反応）とレポート作成 
金属と強酸・強塩基との反応を調べることによって、化学実験で使われる器具お
よび試薬の基本的な取扱い方と、実験操作を学ぶ。 
3 回 第１ 属陽イオンの定性分析 （Ag, Pb） 
銀イオン、鉛イオンは HCl と反応して難溶性の塩化物沈殿をつくるので、他の
陽イオンと分離することができる。塩化鉛 の溶解度は 塩化銀 の溶解度に比べ



てかなり大きく、AgCl はアンモニアと反応して可溶性の錯イオンをつくる。こ
の化学的性質を利用して、両イオンを分離し、各イオンに特異的な反応でそれぞ
れのイオンを確認する。 
4 回 第２属陽イオンの定性分析 I（Pb, Bi, Cu, Cd) 
鉛 、ビスマス、銅 、カドミウムイオン  は、酸性条件下で、第２属陽イオンの
分属試薬である硫化水素 と反応して、それぞれ硫化鉛、硫化ビスマス、硫化銅 、
硫化カドミウム の沈殿を生成する。この硫化物生成反応と硫化物の熱硝酸によ
る溶解、各イオンとアルカリ水溶液、硫酸との反応および各イオン固有の検出反
応を確認する。 
5 回  第２属陽イオンの定性分析 II （混合試料の系統分析） 
第１属陽イオンを塩化物沈殿として分離した後、溶液中に存在する第２属陽イオ
ンを酸性条件下、硫化水素 と反応させる。それぞれ硫化鉛、硫化ビスマス、硫化
銅、硫化カドミウムとして沈殿させ、 ３属以下の陽イオンと分離する。この硫化
物の混合沈殿を、熱硝酸で酸化して溶解した後、鉛イオンを硫酸塩の沈殿として
分離する。つづいて、ビスマス 、銅、カドミウムイオン  の溶けている溶液をア
ンモニアアルカリ性にして、ビスマスイオンを水酸化物沈殿として析出させ、可
溶性のアンミン錯体を形成する 銅イオン 、カドミウムイオンと分離する。さら
に、銅イオン、カドミウムイオンはシアノ錯体とした後、錯体の安定度の差を利
用して、カドミウムだけを硫化物沈殿とすることによって分離・確認する。 
6 回 第３属陽イオンの定性分析 （Al, Fe, Cr） 
Fe(III)イオン、アルミニウムイオン、クロム(III)イオン は、酸性溶液中ではイオ
ンとして溶解しているが、弱塩基性水溶液中では水酸化物イオンと反応し、水酸
化物として沈殿する。分属試薬は、アンモニア?塩化アンモニウム水溶液が使わ
れる。全分析においては、第２属陽イオンを、酸性溶液中で硫化物として沈殿さ
せ、分離したろ液の硫化水素を除去した後、このろ液をアンモニアアルカリ性溶
液とする。第３属陽イオンは水酸化物として沈殿し、４属以下のイオンと分離す
ることができる。 
第３属陽イオンの混合沈殿の分離は、両性水酸化物である水酸化アルミニウムと
水酸化クロム(III)とを過剰の NaOH で溶解して、NaOH 水溶液に不溶の水酸
化鉄(III)を沈殿として分離する。次に、テトラヒドロキソアルミン酸イオンとテ
トラヒドロキソクロム(III)酸イオンとの混合溶液に過酸化水素を加えて加熱し、
クロム(III)イオンをクロム酸イオンに酸化する。続いて硝酸を添加して、テトラ
ヒドロキソアルミン酸イオンをアルミニウムイオンとする。さらに、この溶液の 
pH が 9?10 になるまでアンモニアを添加し、水酸化アルミニウムを沈殿させ、
クロム酸イオンと分離する。分離したそれぞれのイオンを含む溶液について、ロ
ダン反応、ベレンス反応、アルミノン・アルミニウムの赤色レーキ、クロム酸鉛
の⻩色沈殿生成などの特異反応を利用して各イオンの確認を行う。 
7 回 陽イオンの系統分析 （中間実技試験） 
８種類の第１?３属陽イオン（銀、鉛、ビスマス、銅、カドミウム、鉄(III)、アル
ミニウム、クロム(III)イオン）のうち、数種類の金属イオンを含む未知試料の全
分析（系統的定性分析）を行い、試料中に存在するイオンを検出する。 
8 回  陽イオンの系統分析結果の解説 



容量分析の事前説明 
9 回 中和滴定  
（１）食酢の定量 
  0.1 mol/l 水酸化ナトリウム水溶液の標定を行い、それを標準溶液として用
いた中和滴定により、市販食酢中の酢酸のモル濃度を決定し、食酢の質量パーセ
ント濃度を求める。 
（２）水酸化ナトリウム・炭酸ナトリウム混合溶液の指示薬を用いた中和滴定 
 塩基と炭酸塩の混合試料を、フェノールフタレイン指示薬とメチルオレンジ指
示薬を用いて塩酸標準液で連続滴定し、それぞれの含有量を決定する。（ワーダ
ー法） 
10 回 酸化還元滴定 （オキシドール中の過酸化水素の定量） 
外用消毒剤として使用される市販のオキシドール中の過酸化水素を、過マンガン
酸カリウム水溶液を用いた酸化還元滴定により定量する。 
11 回 キレート滴定 （水の硬度測定） 
検水中に含まれるカルシウムイオン とマグネシウムイオンの量を、キレート滴
定法によって求め、水道水、市販ミネラルウォーターの硬度を決定する。 
水の硬度は、検水中に含まれる Ca イオンと Mg イオンの量をこれに対応する
炭酸カルシウムの ppm として表される。Ca イオン と Mg イオンの合量モル濃
度を炭酸カルシウムの質量に換算して、１リットル中に１mg の 炭酸カルシウ
ムが含まれている場合を、硬度１という。キレート滴定では、当量点における金
属イオンの濃度変化（遊離あるいは錯体かの状態変化）を、金属イオンによって
鋭敏に変色する指示薬を用いて知ることにより、終点を決定する。 
12 回 pH メーターを用いる電位差滴定 I ： 酢酸の電離定数決定 
酢酸溶液に NaOH 標準溶液を滴下し、pH を測定する。NaOH 溶液の滴下と pH
の測定を繰り返して、滴定曲線を作成する。滴定曲線を用いて、交点法により当
量点を求め、酢酸のモル濃度と pKa を決定する。 
グラフの基本的な書き方を学ぶ。 
13 回  pH メーターを用いる電位差滴定 II  
（１）水酸化ナトリウム・炭酸ナトリウム混合溶液の滴定 
 pH メーターを用いた電位差滴定法により、未知濃度の水酸化ナトリウムと炭
酸ナトリウムの混合試料を定量し、それぞれの質量％濃度を算出する。pH メー
ターの取扱いおよび滴定操作を習熟すると共に、二価の弱塩基と強酸との中和反
応ついての理解を深める。さらに、フェノールフタレイン指示薬、メチルオレン
ジ指示薬を用いた二段階滴定（ワーダー法）と pH 滴定曲線との関係を確認す
る。 
   
（２）リン酸の滴定：pH メーターを用いて、未知濃度のリン酸水溶液を定量し、
滴定曲線よりリン酸の電離定数（Ka1、Ka2、および Ka3 ）を決定する。 
エクセルを用いてグラフを作成する。 
14 回  吸光光度法による鉄イオンの定量 
1,10-フェ 

準備学習 1 回 特になし。 



2 回 教科書を用意し、第 1 章 pp.1〜9 を読んでおくこと。 
元素の周期表、イオン化傾向、強酸、強塩基、酸化⼒のある酸について復習して
おくこと。 
「化学実験ー手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
教科書 pp.36〜40. 実験レポートの書き方 を読んでおくこと。 
3 回 教科書 pp.62〜68 を読み、陽イオンの分属と分属試薬について予習してお
く。 
「化学実験ー手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
教科書 pp.15〜18 を読み、難溶塩の溶解度と溶解度積について復習しておくこ
と。 
4 回 教科書 pp.68〜73 を読み、第２属陽イオンについて予習しておくこと。 
「化学実験ー手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
5 回 教科書 pp.73〜75 と第４回実験レポートを参考に、系統分析のフローチャ
ートを作成しておくこと。 
「化学実験ー手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
6 回 教科書 pp.78〜83 を読み、第３属陽イオンについて予習しておくこと。 
「化学実験ー手引きと演習」該当ページの化学反応式とフローチャートを書いて
おくこと。 
7 回 第 3〜6 回のレポートを参考に、第１?３属陽イオンの全分析フローチャー
トを作成しておくこと。 
8 回 教科書 pp.10〜13 を読み、溶液と濃度（百分率、モル濃度）について、復習
しておくこと。 
中和滴定における一次標準溶液の調製法について予習しておくこと。 
9 回 教科書 pp.52〜57、pp.88〜97 を読んでおくこと。 
「化学実験ー手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
基礎化学演習、分析化学の演習プリントで、容量分析における計算方法を復習し
ておくと良い。 
10 回 教科書 pp.108〜110 を読んで、酸化還元反応、酸化数、酸化剤、還元剤の
定義を確実にしておく。 
「化学実験ー手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
11 回 日常生活において、水の硬度に関心を持ち、ミネラルウォーター、水道水、
温泉水などの成分表示を調べてみる。 
教科書 pp.112〜116 を読み、「化学実験ー手引きと演習」該当ページの化学反応
式と金属指示薬の構造式を書いておくこと。 
12 回 教科書 pp.57〜59、pp.92〜97 を読み、弱酸の電離定数、緩衝溶液につい
て復習しておくこと。 
「化学実験ー手引きと演習」該当ページと教科書 p.97 を読み、酢酸の pKa 値は
滴定曲線における 1/2 当量点の pH であることを理解しておくこと。 
13 回 教科書 pp.98〜100 を読んでおくこと。 
「化学実験ー手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
14 回 教科書 pp.59〜61 を読み、分光光度計について予習しておくこと。 
教科書 pp.122〜126、「化学実験ー手引きと演習」該当ページを読み、フェナント



ロリン鉄（II）錯体を利用した鉄イオンの定量について、予習しておくこと。 
15 回 実験ノート・実験レポートの整理、演習問題の復習をし、質問事項をまと
めてくること。 

 



年度 2012 
授業コード FTB57C2 
成績評価 実験レポート 60％、中間実技試験 10％、定期試験 30％により成績を評価する。 

但し、定期試験において基準点を設け、得点が 100 点満点中、30 点未満の場合
は不合格とする。 

曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス BA(工)(〜12),BB(工)(〜12) 
見出し FTB57C2 基礎化学実験 
担当教員名 佐藤 幸子、中山 智津子＊ 
単位数 2 
教科書 岡山理科大学化学実験一手引きと演習一 ／ 佐藤幸子 

：理工系化学実験（一基礎と応用一 第３版） ／ 坂⽥一矩編 ／ （東京教学社） 
アクティブラーニング  
キーワード 無機定性分析：金属のイオン化傾向、元素の周期表、分属試薬、溶解度積、化学

平衡、錯イオン、両性金属、マスキング 
定量分析：中和、酸化還元、キレート生成、電離定数、pH、pKa、緩衝溶液、モ
ル濃度、質量百分率 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答 【授業ごとの学習量に差が大きく、予習、レポート等にかかる時間が全く違った

ので、できれば平均的な量に統一してほしい。】 
同じような実験が２?３回続くように組んであります。内容的に大きく変わる時
に、負担を感じたのではないでしょうか。また、高校で学習した範囲や、一度で
も経験のある実験は、容易に理解できたつもりになっていたのだと思います。 
「プリントの空欄がない = 予習するところがない」ということではありません。
実験操作、扱う反応については、実験教科書、プリントを良く読み、しっかり予
習して欲しいと感じていました 

科目名 基礎化学実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎化学実験安全オリエンテーション ／ 山口和也、山本仁著 ／（東京化学同

⼈） 
大学の基礎化学実験 ／大学一般化学教育研究会編 ／（学術図書出版社） 
フォトサイエンス化学図録 ／（数研出版） 
化学入門／ 井口洋夫、木下實編集 ／（ 実教出版） 
クリスチャン分析化学 I, II ／ Gary D. Christian ／（丸善） 

授業形態 実験実習 
注意備考 全ての実験を行い、レポートを期限内に提出し受理されていることが、単位取得

の前提条件である。十分な予習をし、内容を理解して実験に臨むこと。実験開始
１時間前までに、実験ノートと予習プリントを必ず提出する。実験を安全に行う
ため、白衣と保護眼鏡の着用を義務づける。メールを利用してレポートの解説と
質問に対応している。 

シラバスコード FTB57C2 



実務経験のある教員  
達成目標 （１）薬品の取り扱い方の基本を理解する。決められた濃度の試薬溶液を調製で

きる。 
（２）適切な実験廃液の処理ができる。 
（３）測容ガラス器具（ホールピペット、ビュレット、メスフラスコ）の使用方
法を習得する。 
（４）pH メーター、分光光度計、電子天秤の使用方法を習得する。 
（５）詳しい実験観察結果を文章で表現し、物質の変化を化学反応式で記述でき
る。 
（６）報告書の基本的書き方を習得する。 
（７）モル濃度、質量パーセント濃度を理解し、滴定実験、吸光光度法分析によ
り日常的な物（食酢、ミネラルウォーター、ドリンク剤 

受講者へのコメント 今後の専門講義において、本実験で習得したレポート作成の基本、物質の変化を
化学反応式で表し、化学量論的に扱う⼒を十分活用して欲しい。 

連絡先 10 学舎５階 電子メール satos@dac.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特に無し 
講義の目的は、だいたい達成できたと思われる。 

英文科目名 General Chemistry Laboratory 
関連科目 基礎化学、 基礎化学演習 I、II、 分析化学 I、II、 工業分析化学、無機化学 

I、II、 パソコン入門 I、II、 入門化学 
次回に向けての改善変更予定 予習の実行を徹底する。 
講義目的 基礎的な実験を通して、化学実験に必要な基本的知識と実験室でのマナーを習得

する。実験機器の取り扱い方、グラフの書き方、報告書の作成法等を学ぶと同時
に、化学の基礎原理や概念についての理解を深める。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：講義の進め方、予習の仕方を説明する。 

 安全・環境教育 
2 回 基礎実験（金属と酸との反応）とレポート作成 
金属と強酸・強塩基との反応を調べることによって、化学実験で使われる器具お
よび試薬の基本的な取扱い方と、実験操作を学ぶ。 
3 回 第１ 属陽イオンの定性分析 （Ag, Pb） 
銀イオン、鉛イオンは HCl と反応して難溶性の塩化物沈殿をつくるので、他の
陽イオンと分離することができる。塩化鉛 の溶解度は 塩化銀 の溶解度に比べ
てかなり大きく、AgCl はアンモニアと反応して可溶性の錯イオンをつくる。こ
の化学的性質を利用して、両イオンを分離し、各イオンに特異的な反応でそれぞ
れのイオンを確認する。 
4 回 第２属陽イオンの定性分析 I（Pb, Bi, Cu, Cd) 
鉛 、ビスマス、銅 、カドミウムイオン  は、酸性条件下で、第２属陽イオンの
分属試薬である硫化水素 と反応して、それぞれ硫化鉛、硫化ビスマス、硫化銅 、
硫化カドミウム の沈殿を生成する。この硫化物生成反応と硫化物の熱硝酸によ



る溶解、各イオンとアルカリ水溶液、硫酸との反応および各イオン固有の検出反
応を確認する。 
5 回  第２属陽イオンの定性分析 II （混合試料の系統分析） 
第１属陽イオンを塩化物沈殿として分離した後、溶液中に存在する第２属陽イオ
ンを酸性条件下、硫化水素 と反応させる。それぞれ硫化鉛、硫化ビスマス、硫化
銅、硫化カドミウムとして沈殿させ、 ３属以下の陽イオンと分離する。この硫化
物の混合沈殿を、熱硝酸で酸化して溶解した後、鉛イオンを硫酸塩の沈殿として
分離する。つづいて、ビスマス 、銅、カドミウムイオン  の溶けている溶液をア
ンモニアアルカリ性にして、ビスマスイオンを水酸化物沈殿として析出させ、可
溶性のアンミン錯体を形成する 銅イオン 、カドミウムイオンと分離する。さら
に、銅イオン、カドミウムイオンはシアノ錯体とした後、錯体の安定度の差を利
用して、カドミウムだけを硫化物沈殿とすることによって分離・確認する。 
6 回 第３属陽イオンの定性分析 （Al, Fe, Cr） 
Fe(III)イオン、アルミニウムイオン、クロム(III)イオン は、酸性溶液中ではイオ
ンとして溶解しているが、弱塩基性水溶液中では水酸化物イオンと反応し、水酸
化物として沈殿する。分属試薬は、アンモニア?塩化アンモニウム水溶液が使わ
れる。全分析においては、第２属陽イオンを、酸性溶液中で硫化物として沈殿さ
せ、分離したろ液の硫化水素を除去した後、このろ液をアンモニアアルカリ性溶
液とする。第３属陽イオンは水酸化物として沈殿し、４属以下のイオンと分離す
ることができる。 
第３属陽イオンの混合沈殿の分離は、両性水酸化物である水酸化アルミニウムと
水酸化クロム(III)とを過剰の NaOH で溶解して、NaOH 水溶液に不溶の水酸
化鉄(III)を沈殿として分離する。次に、テトラヒドロキソアルミン酸イオンとテ
トラヒドロキソクロム(III)酸イオンとの混合溶液に過酸化水素を加えて加熱し、
クロム(III)イオンをクロム酸イオンに酸化する。続いて硝酸を添加して、テトラ
ヒドロキソアルミン酸イオンをアルミニウムイオンとする。さらに、この溶液の 
pH が 9?10 になるまでアンモニアを添加し、水酸化アルミニウムを沈殿させ、
クロム酸イオンと分離する。分離したそれぞれのイオンを含む溶液について、ロ
ダン反応、ベレンス反応、アルミノン・アルミニウムの赤色レーキ、クロム酸鉛
の⻩色沈殿生成などの特異反応を利用して各イオンの確認を行う。 
7 回 陽イオンの系統分析 （中間実技試験） 
８種類の第１?３属陽イオン（銀、鉛、ビスマス、銅、カドミウム、鉄(III)、アル
ミニウム、クロム(III)イオン）のうち、数種類の金属イオンを含む未知試料の全
分析（系統的定性分析）を行い、試料中に存在するイオンを検出する。 
8 回  陽イオンの系統分析結果の解説 
容量分析の事前説明 
9 回 中和滴定  
（１）食酢の定量 
  0.1 mol/l 水酸化ナトリウム水溶液の標定を行い、それを標準溶液として用
いた中和滴定により、市販食酢中の酢酸のモル濃度を決定し、食酢の質量パーセ
ント濃度を求める。 
（２）水酸化ナトリウム・炭酸ナトリウム混合溶液の指示薬を用いた中和滴定 



 塩基と炭酸塩の混合試料を、フェノールフタレイン指示薬とメチルオレンジ指
示薬を用いて塩酸標準液で連続滴定し、それぞれの含有量を決定する。（ワーダ
ー法） 
10 回 酸化還元滴定 （オキシドール中の過酸化水素の定量） 
外用消毒剤として使用される市販のオキシドール中の過酸化水素を、過マンガン
酸カリウム水溶液を用いた酸化還元滴定により定量する。 
11 回 キレート滴定 （水の硬度測定） 
検水中に含まれるカルシウムイオン とマグネシウムイオンの量を、キレート滴
定法によって求め、水道水、市販ミネラルウォーターの硬度を決定する。 
水の硬度は、検水中に含まれる Ca イオンと Mg イオンの量をこれに対応する
炭酸カルシウムの ppm として表される。Ca イオン と Mg イオンの合量モル濃
度を炭酸カルシウムの質量に換算して、１リットル中に１mg の 炭酸カルシウ
ムが含まれている場合を、硬度１という。キレート滴定では、当量点における金
属イオンの濃度変化（遊離あるいは錯体かの状態変化）を、金属イオンによって
鋭敏に変色する指示薬を用いて知ることにより、終点を決定する。 
12 回 pH メーターを用いる電位差滴定 I ： 酢酸の電離定数決定 
酢酸溶液に NaOH 標準溶液を滴下し、pH を測定する。NaOH 溶液の滴下と pH
の測定を繰り返して、滴定曲線を作成する。滴定曲線を用いて、交点法により当
量点を求め、酢酸のモル濃度と pKa を決定する。 
グラフの基本的な書き方を学ぶ。 
13 回  pH メーターを用いる電位差滴定 II  
（１）水酸化ナトリウム・炭酸ナトリウム混合溶液の滴定 
 pH メーターを用いた電位差滴定法により、未知濃度の水酸化ナトリウムと炭
酸ナトリウムの混合試料を定量し、それぞれの質量％濃度を算出する。pH メー
ターの取扱いおよび滴定操作を習熟すると共に、二価の弱塩基と強酸との中和反
応ついての理解を深める。さらに、フェノールフタレイン指示薬、メチルオレン
ジ指示薬を用いた二段階滴定（ワーダー法）と pH 滴定曲線との関係を確認す
る。 
   
（２）リン酸の滴定：pH メーターを用いて、未知濃度のリン酸水溶液を定量し、
滴定曲線よりリン酸の電離定数（Ka1、Ka2、および Ka3 ）を決定する。 
エクセルを用いてグラフを作成する。 
14 回  吸光光度法による鉄イオンの定量 
1,10-フェ 

準備学習 1 回 特になし。 
2 回 教科書を用意し、第 1 章 pp.1〜9 を読んでおくこと。 
元素の周期表、イオン化傾向、強酸、強塩基、酸化⼒のある酸について復習して
おくこと。 
「化学実験ー手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
教科書 pp.36〜40. 実験レポートの書き方 を読んでおくこと。 
3 回 教科書 pp.62〜68 を読み、陽イオンの分属と分属試薬について予習してお
く。 



「化学実験ー手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
教科書 pp.15〜18 を読み、難溶塩の溶解度と溶解度積について復習しておくこ
と。 
4 回 教科書 pp.68〜73 を読み、第２属陽イオンについて予習しておくこと。 
「化学実験ー手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
5 回 教科書 pp.73〜75 と第４回実験レポートを参考に、系統分析のフローチャ
ートを作成しておくこと。 
「化学実験ー手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
6 回 教科書 pp.78〜83 を読み、第３属陽イオンについて予習しておくこと。 
「化学実験ー手引きと演習」該当ページの化学反応式とフローチャートを書いて
おくこと。 
7 回 第 3〜6 回のレポートを参考に、第１?３属陽イオンの全分析フローチャー
トを作成しておくこと。 
8 回 教科書 pp.10〜13 を読み、溶液と濃度（百分率、モル濃度）について、復習
しておくこと。 
中和滴定における一次標準溶液の調製法について予習しておくこと。 
9 回 教科書 pp.52〜57、pp.88〜97 を読んでおくこと。 
「化学実験ー手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
基礎化学演習、分析化学の演習プリントで、容量分析における計算方法を復習し
ておくと良い。 
10 回 教科書 pp.108〜110 を読んで、酸化還元反応、酸化数、酸化剤、還元剤の
定義を確実にしておく。 
「化学実験ー手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
11 回 日常生活において、水の硬度に関心を持ち、ミネラルウォーター、水道水、
温泉水などの成分表示を調べてみる。 
教科書 pp.112〜116 を読み、「化学実験ー手引きと演習」該当ページの化学反応
式と金属指示薬の構造式を書いておくこと。 
12 回 教科書 pp.57〜59、pp.92〜97 を読み、弱酸の電離定数、緩衝溶液につい
て復習しておくこと。 
「化学実験ー手引きと演習」該当ページと教科書 p.97 を読み、酢酸の pKa 値は
滴定曲線における 1/2 当量点の pH であることを理解しておくこと。 
13 回 教科書 pp.98〜100 を読んでおくこと。 
「化学実験ー手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
14 回 教科書 pp.59〜61 を読み、分光光度計について予習しておくこと。 
教科書 pp.122〜126、「化学実験ー手引きと演習」該当ページを読み、フェナント
ロリン鉄（II）錯体を利用した鉄イオンの定量について、予習しておくこと。 
15 回 実験ノート・実験レポートの整理、演習問題の復習をし、質問事項をまと
めてくること。 

 



年度 2012 
授業コード FTB57D1 
成績評価 実験態度（20％），レポート（50％），実験ノート整備（30％）で評価する。 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス BA(工)(〜12),BB(工)(〜12) 
見出し FTB57D1 基礎物理学実験 
担当教員名 小野 文久、片山 敏和＊、矢城 陽一朗、村本 哲也 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 物理学，実験，理論，測定，データ解析，誤差，グラフ 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 部屋の空調が悪い・換気が悪い（1 件）；空調設備は順次改修をお願いして来てい

ます。しかし、まだ進んでいない小部屋があるので、それまでは、夏の特に暑い
日は大部屋の空きスペースを探して移動するなど工夫します。 
友達が増えてよかった･ﾚﾎﾟｰﾄの書き方誤差計算などに⼒がついたなどポジティ
ブな記述が多かった。 

科目名 基礎物理学実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 岡山理大物理学教室編/「物理学実験」/大学教育出版， 

国立天文台編/「理科年表」/丸善 
授業形態 実験実習 
注意備考 高校の物理が未履修でも，物理の世界の面白さが体験できる. 
シラバスコード FTB57D1 
実務経験のある教員  
達成目標 実験を通じて物理学の考え方を身につけ，科学をより深く理解できるようになる

こと。 
受講者へのコメント 物理学実験なので、感電、やけど、怪我をしないよう、実験中は気を緩めないこ

と。 
グループでの実験なので、友達と協調して進めてください。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特に問題はなく、総合評価も 80%以上が＂ほぼ満足＂以上でした。 
英文科目名 Physics Laboratory 
関連科目 物理学 I，物理学 II 
次回に向けての改善変更予定 小部屋の空調は対応委員会に引き続きお願いする。 
講義目的 物理学は自然現象や工学を理解・説明するために必要な基礎的学問である。物理

学には理論と実験があり，現象の発見および構築された一般的なモデルの証明を
実験で行う。本実験では各テーマに充分時間をかけて理論の理解，測定，解析を



行う。これにより物理法則，測定方法や装置の扱い方，データの処理方法，書物
やインターネットによる資料収集，実験成果を正確に伝えるレポートの書き方な
どについて基礎知識を得ることを目標とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 実験の進め方と特に注意しなければならないことなど、実験方法に関する

説明を行う。 
2 回 具体的な実験方法とﾚﾎﾟｰﾄのまとめ方、測定誤差の扱い方などデータ処理法
の説明を行う。 
3 回 重⼒加速度の測定（パソコンによる自動測定とデータの解析）実験を実施す
る。 
4 回 重⼒加速度の測定に関するデータ解析を行い、そのレポートを作成する。 
5 回 気柱の共鳴（音の波⻑を測定して音速度を求める）実験を実施する。 
6 回 気柱の共鳴に関するデータ解析を行い、そのレポートを作成する。 
7 回 回折格子（Ｎａランプ・Ｈｇランプ光の波⻑測定）実験を実施する。 
8 回 回折格子実験に関するデータ解析を行い、そのレポートを作成する。 
9 回 ダイオード・トランジスター回路の製作（半導体素子の特性測定，測定回路
の製作）を行う。 
10 回 ダイオード・トランジスター回路の製作に関するデータ解析を行い、その
レポートを作成する。 
11 回 オシロスコープ（電気信号波形の電圧と周期測定）測定実験を実施する。 
12 回 オシロスコープ測定実験のデータ解析を行い、そのレポートを作成する。 
13 回 電子の比電荷（電子の電荷量と質量の比を測定）測定実験を実施する。 
14 回 電子の比電荷測定実験に関するデータ解析を行い、そのレポートを作成す
る。 
15 回 実験全体を通したデータ解析とレポート作成を行う。また、欠席などがあ
った場合の補充実験を実施する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、実験の過程を把握しておくこと。 
2 回 ノートおよび配布されたプリントにより前回の復習と今回の予習をしてお
くこと。 
3 回 前もって、重⼒加速度の測定実験について予習をし、その内容を把握してお
くこと。 
4 回 重⼒加速度の測定実験のデータ整理と理論的な説明の部分のレポート（１
テーマのレポートの約半分）を書いておくこと。 
5 回 前もって、気柱の共鳴実験の予習をし、その内容を把握しておくこと。 
6 回 気柱の共鳴実験のデータ整理と理論的な説明の部分のレポート（１テーマ
のレポートの約半分）を書いておくこと。 
7 回 前もって、回折格子実験の予習をし、その内容を把握しておくこと。 
8 回 回折格子実験のデータ整理と理論的な説明の部分のレポート（１テーマの
レポートの約半分）を書いておくこと。 
9 回 前もって、ダイオード・トランジスター回路の製作実験の予習をし、その内
容を把握ておくこと。 
10 回 ダイオード・トランジスター回路の製作実験のデータ整理と理論的な説明



の部分のレポート（１テーマのレポートの約半分）を書いておくこと。 
11 回 前もって、オシロスコープ測定実験の予習をし、その内容を把握しておく
こと。 
12 回 オシロスコープ測定実験のデータ整理と理論的な説明の部分のレポート
（１テーマのレポートの約半分）を書いておくこと。 
13 回 前もって、電子の比電荷測定実験の予習をし、その内容を把握しておくこ
と。 
14 回 電子の比電荷測定実験のデータ整理と理論的な説明の部分のレポート（１
テーマのレポートの約半分）を書いておくこと。 
15 回 この授業全体でこれまで行った実験についての各レポートについて不備が
あるかどうかをチェックし、未提出・未受理のレポートが無いかを確認しておく
こと。やむを得ず、欠席した実験がある場合は補充実験を行うので、そのテーマ
について配布プリントで予習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTB5911 
成績評価 コミュニケーションシート（宿題）：20％、課題：20％、３回のテストの成績：

60％ 
曜日時限 金曜日 9・10 時限 
対象クラス BA(工)(〜10),BB(工)(〜10) 
見出し FTB5911 分子生物学 
担当教員名 滝澤 昇 
単位数 2 
教科書 ・ライフサイエンスのための分子生物学入門／駒野・酒井著／裳華房 ２８００

円＋TAX 
・マクマリー生物有機化学・生化学編 第２版応用生化学で用いたもの）／ 
・WEB サイトに置いているプリント教材 

アクティブラーニング  
キーワード 上記の項目 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 １）暑い 

 小生も同感でした。教務に要望しておきます。 
科目名 分子生物学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 石川 統 著 日本バイオ技術教育学会監修「新分子生物学」 ＩＢＳ出版 

杉山・滝澤・久保 共著 「遺伝子とタンパク質の分子解剖」 共立 
石⽥寅夫 著「ノーベル賞から見た遺伝子の分子生物学入門」化学同⼈ 
H. F. ジャドソン 著、野⽥春彦 訳 「分子生物学の夜明け」（上）、（下） 
東京化学同⼈ R. オルビー 著、⻑野他 訳 二重らせんへの道（上）、（下） 

授業形態 講義 
注意備考 ・生化学Ｉ・II を受講しておくこと。細胞生理学も受講するのが望ましい 

・受講者は WEB サイト（Moodle)に登録をすること。アドレスは講義初回にお
知らせします。 
・各講義前に、資料を WEB サイト（Moodle)からダウンロードし、印刷して、
予習をしておくこと 
・講義期間中に１回の休講が入り（日は未定）、その補講を 8/8 に実施する予定
です。 
※ 

シラバスコード FTB5911 
実務経験のある教員  
達成目標 次の項目を理解し、説明できるようになること 

DNA と RNA の構造、DNA の複製機構、転写と翻訳、遺伝子の発現調節、リプ
レッサー、オペレーター、構造遺伝子 h、制御遺伝子、オペロン、 ポリシスト
ロン、突然変異、変異原、変異の修復、相同組み換え、トランスポゾン 
新聞やマスコミ報道を聞いて正しく理解し、誤った情報に惑わされない能⼒を身



に付けること 
受講者へのコメント 生命活動の不思議さについて、少しですが科学的に理解してもらえたと思いま

す。将来この分野で活動する⼈は少ないかも知れませんが、ちょっとレベルの高
い教養として、生活の糧としてもらえるとうれしいですね。 

連絡先 滝澤 昇、１２号館５階 
メール：takizawan[＠]dac.ous.ac.jp 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 半数余りの⼈が課題に取り組み、3/4 が、理解が深まった、1/2 が興味関心が高
まったとこの授業の価値を認めていることが判りました。授業手法、教材につい
ては特に不満点は見られないようです。満足度については、満足とほぼ満足で７
４％でした。 
コミュニケーションシートはあなたの学びに役立ったかという問いには、56％が
少しなった、20％が多いになったと肯定的な回答でした 

英文科目名 Molecular Biology 
関連科目 生物学Ｉ・II、応用生化学Ｉ・II、細胞生理学、遺伝子工学、 
次回に向けての改善変更予定 来年度は担当者が変更となる予定ですので、特にありません 
講義目的 従来、ブラックボックスとして取り扱われてきた生体を科学的、論理的に分子の

レベルからその機能を明らかにしていこうというのが分子生物学である。本講義
を取得することで、分子生物学の基本用語と事項について理解できるようにな
る。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  遺伝子の本体である核酸 DNA、RNA の構造、遺伝情報の流れ、セントラ

ルドグマについて理解する（教科書３) 
2 回  遺伝情報の転写について理解する（その１）（教科書８章） 
3 回  遺伝情報の転写について理解する（その２）（教科書８章） 
4 回  タンパク質合成：遺伝情報の翻訳について理解する（教科書９章） 
5 回  第１回理解度確認試験 
「核酸・DNA・RNA の構造」と「転写と翻訳」遺伝子の発現コントロール：ラ
クトース代謝系遺伝子について理解する（その１）（教科書８.３章） 
6 回  第１回試験答案の返却と解説、遺伝子の発現コントロール：ラクトース代
謝系遺伝子について理解する（その２）（教科書８.３章） 
7 回  遺伝子の発現コントロール：トリプトファンオペロン・アテニュエーショ
ンについて理解する（その１）（プリント） 
8 回  遺伝子の発現コントロール：トリプトファン合成系遺伝子について理解す
る（その２） （プリント資料） 
9 回  遺伝子の増幅・DNA の複製機構について理解する（その１）（教科書５章） 
10 回  遺伝子の増幅・DNA の複製機構について理解する（その２）（教科書５
章） 
11 回  第２回理解度確認試験：範囲は「遺伝子発現のコントロール」と「DNA
の複製」 
・突然変異と修復について理解する（その１）（教科書６、９.８章） 



12 回  第 2 回試験の答案返却と、講評、 
解説突然変異と修復について理解する（その２）（教科書６章） 
13 回  DNA の遺伝的組換えについて理解する（教科書７章） 
14 回  分子進化・遺伝子進化について理解する（教科書１２章） 
--------------------------------------------------------------- 
【第３回理解度確認試験】 定期試験期間中に実施 
「突然変異と修復」 、「DNA の遺伝的組換え」と「分子進化・遺伝子進化」 
15 回 【８月６日の定期試験後の補講日に実施】 第３回試験の答案返却、講評、
解説、および講義の総括。これらを聞いて、理解を確実なものとする。 

準備学習 1 回 このシラバスをよく読み、記載された事柄を理解し承諾の上、講義に望むこ
と。 
受講を考えている者は、１回目の講義に必ず出席すること 
教科書３章と４章を読んでおくこと WEB サイトから資料をダウンロードしてお
くこと 
2 回  教科書８章の指定範囲を読み、キーワードを抜き出して本サイトに書き
込むこと。また質問事項も書き込むこと WEB サイトから資料をダウンロードし
て読んでおくこと 
3 回  教科書８章の指定範囲を読み、キーワードを抜き出して本サイトに書き込
むこと。また質問事項も書き込むこと 
4 回  教科書９章の指定範囲を読み、キーワードを抜き出して本サイトに書き
込むこと。また質問事項も書き込むこと WEB サイトから資料をダウンロードし
て読んでおくこと 
5 回 「核酸・DNA・RNA の構造」と「転写と翻訳」について復習しておくこと 
6 回 第１回試験の自己採点 WEB サイトから資料をダウンロードして読んでお
くこと 
7 回 教科書８.３章を読んでおくこと WEB サイトから資料をダウンロードして
読んでおくこと 
8 回 WEB サイトから指定された資料をダウンロードして読んでおくこと 
9 回 教科書５章の指定範囲を読んで、不明な事柄や質問を WEB サイトに書き込
むこと WEB サイトから資料をダウンロードして読んでおくこと 
10 回 教科書５章の指定範囲を読んで、不明な事柄や質問を WEB サイトに書き
込むこと WEB サイトから資料をダウンロードして読んでおくこと 
11 回 「遺伝子発現のコントロール」と「DNA の複製」について復習しておくこ
と WEB サイトから資料をダウンロードして読んでおくこと 
12 回 第２回試験の自己採点 
教科書６章をの該当する部分を読み、不明な事柄や質問を本サイトに書き込むこ
と WEB サイトから資料をダウンロードして読んでおくこと 
13 回 教科書７章の指定範囲を読んで、不明な事柄や質問を WEB サイトに書き
込むこと WEB サイトから資料をダウンロードして読んでおくこと 
14 回 教科書 12 章を読んでおくこと 
【第３回理解度確認試験】「突然変異と修復」 、「DNA の遺伝的組換え」と「分
子進化・遺伝子進化」の範囲についてよく復習して試験に臨むこと第３回試験： 



15 回 【定期試験後の補講日に実施】 第３回試験の自己採点をしておくこと 
 



年度 2012 
授業コード FTB90102 
成績評価 研究テーマに対する理解度（50%）、データのまとめとプレゼンテーション（50%） 
曜日時限 集中その他 
対象クラス BA(工)(〜08),BB(工)(〜08) 
見出し FTB90102 微生物工学ゼミナール(再) 
担当教員名 滝澤 昇 
単位数 2 
教科書 各担当教員から指示がある 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 受講者無のため、開講せず 
科目名 微生物工学ゼミナール(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 各担当教員から指示がある 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTB90102 
実務経験のある教員  
達成目標 １．卒業研究に関する基礎知識を得てその意義を説明できる 

２．実験データをまとめてプレゼンテーションできる 
３．実験データの解釈や次の段階への展開方法に関して討論できる 

受講者へのコメント 受講者無のため、開講せず 
連絡先 各担当教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講者無のため、開講せず 
英文科目名 Seminar of Engineering of Microorganisms 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 受講者無のため、開講せず 
講義目的 卒業研究のテーマに関する基礎知識や研究の遂行上必要な実験手技を習得する。 

また、実験データのまとめ方、考察や次の段階への展開方法を学ぶ。 
プレゼンテーションと討論することも学ぶ。 

対象学年 4 年 
授業内容  
準備学習 卒業研究のテーマの意義を理解し、これまでに学んだことの復習や自習により、

基礎知識と研究の遂行上必要な実験手技を整理しておくこと。 
実験データをまとめてプレゼンテーションやレポートを書くために、エクセル、
パワーポイントやワード等のソフトに習熟しておくこと。 



 



年度 2012 
授業コード FTB9011 
成績評価 毎回の小テストで評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス BA(工)(〜11),BB(工)(〜11) 
見出し FTB9011 化粧品概論 
担当教員名 安藤 秀哉 
単位数 1 
教科書 適宜プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 化粧品、皮膚、紫外線、機能性 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 化粧品概論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 服部道廣著「スキンケアの科学」裳華房 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTB9011 
実務経験のある教員  
達成目標 化粧品の全体像がわかる。 
受講者へのコメント  
連絡先 12 号館 5 階 安藤研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introduction to Cosmetic Products 
関連科目 香粧品学、コスメティックサイエンス概論 I、コスメティックサイエンス概論 II、

化粧品の皮膚科学と安全学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 化粧品を議論する際に必要な基本的な知識を身につける。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 基礎研究及び開発研究、品質管理、特許、薬事など、化粧品会社における仕

事内容の紹介。 
2 回 化粧品はどのような位置付けにあるか、化粧品に期待できる効能とは何か、
乳化を始めとする製剤技術の基本などを学ぶ。 
3 回 化粧品のターゲットである皮膚の構造と機能、付属器官（毛、爪、皮脂腺）
について学ぶ。 
4 回 太陽紫外線により促進される皮膚の老化現象とはどんなことなのか、また
それらを予防する化粧品について学ぶ。 



5 回 化粧品会社における機能性化粧品の研究開発の手順について学ぶ。 
6 回 これまで実際に化粧品会社で開発されてきた機能性化粧品の研究事例を学
ぶ。 
7 回 化粧品に要求される安全性、安定性について学ぶ。 
8 回 未来の化粧品について考える。 

準備学習 1 回 理系の学生が化粧品会社に就職するとどんな仕事が待っているか、イメー
ジしておくこと。 
2 回 化粧品と医薬品の違いを考えておくこと。 
3 回 自分の皮膚をよく観察しておくこと。 
4 回 ⻑年太陽光線に暴露された皮膚とそうでない皮膚の違いを観察しておくこ
と。 
5 回 化粧品会社の研究開発をイメージしておくこと。 
6 回 市販されている機能性化粧品をいくつかピックアップしておくこと。 
7 回 化粧品に必要と思われる安全性をいくつかピックアップしておくこと。 
8 回 どんな化粧品が欲しいか考えておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTB90112 
成績評価 準備学習とプレゼンテーション(100%) 
曜日時限 集中その他 
対象クラス BA(工)(〜08),BB(工)(〜08) 
見出し FTB90112 細胞工学ゼミナール(再) 
担当教員名 大塚 隆尚 
単位数 2 
教科書 資料を配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 機能性動物細胞、育毛と脱毛、骨粗鬆症、癌と血管新生、糖尿病、肥満、食品成

分 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 細胞工学ゼミナール(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTB90112 
実務経験のある教員  
達成目標 育毛と脱毛、骨粗鬆症、癌と血管新生、糖尿病、肥満を細胞レベルで理解し、機

能性動物細胞を用いて各疾病を改善する物質を探索する具体的な方法が分かる
ようになる。 

受講者へのコメント  
連絡先 大塚隆尚 12 号館 4-3 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 データ無し 
英文科目名 Seminar of Cell Engineering 
関連科目 細胞生理学、発酵生産と機能性食品、細胞バイオテクノロジー 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 色々な疾病を分子や細胞レベルで理解し、現行の治療法について学ぶ。その上で、

食品抽出物からこれらの疾病に有効な物質を探索する方法を考える。 
対象学年 4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーションで講義の概要を把握する 

2 回  機能性動物細胞の応用について学習する 
3 回  頭皮の細胞生物学について学習する 
4 回 脱毛の細胞生物学について学習する 
5 回 育毛の細胞生物学について学習する 



6 回  骨の細胞生物学について学習する 
7 回  血管の細胞生物学について学習する 
8 回  血管新生について学習する 
9 回  癌と血管新生について学習する 
10 回  糖尿病の細胞生物学について学習する 
11 回  糖尿病の治療について学習する 
12 回  肥満の細胞生物学について学習する 
13 回  肥満の治療について学習する 
14 回 食品中の機能成分について学習する 
15 回 食品中の機能成分の分析方法について学習する 

準備学習 1 回  シラバスを確認して自分なりの講義のイメージを作っておくこと 
2 回  機能性動物細胞を用いてどのようなことができるのか概略を知っておくこ
と 
3 回  頭皮を形成する細胞とその機能について調べておくこと 
4 回  脱毛のメカニズムについて調べておくこと 
5 回  現在どのような育毛剤が使われているか調べておくこと 
6 回  骨の細胞について調べておくこと 
7 回  血管の細胞について調べておくこと 
8 回  血管新生について調べておくこと 
9 回  癌と血管新生について調べておくこと 
10 回  糖尿病の成因について調べておくこと 
11 回  糖尿病の治療方法について調べておくこと 
12 回  肥満の成因について調べておくこと 
13 回  肥満の治療法について調べておくこと 
14 回  これまでに学んだ疾病に対してどのような食品成分が有効であるか調べ
ておくこと 
15 回  食品成分の分析方法について調べておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FTB9012 
成績評価 完成したレポートにより評価する 
曜日時限 集中その他 
対象クラス BA(工)(〜08),BB(工)(〜08) 
見出し FTB9012 グリーンケミストリーゼミナール(再) 
担当教員名 大寺 純蔵、折⽥ 明浩 
単位数 2 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード 有機合成化学、有機金属化学、プロセス化学 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 グリーンケミストリーゼミナール(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTB9012 
実務経験のある教員  
達成目標 グリーンケミストリーの社会的意義を理解する 
受講者へのコメント  
連絡先 大寺・折⽥研究室 ２２号館 ４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 データ無し 
英文科目名 Seminar of Green Chemistry 
関連科目 基礎有機化学、有機金属化学、プロセス化学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 グリーンケミストリーの本質を理解し、実際の応用について考える 
対象学年 4 年 
授業内容 1 回 有機合成化学１を学習する。 

2 回 有機合成化学２を学習する。 
3 回 有機合成化学３を学習する。 
4 回 有機合成化学４を学習する。 
5 回 有機合成化学５を学習する。 
6 回 有機金属化学１を学習する。 
7 回 有機金属化学２を学習する。 
8 回 有機金属化学３を学習する。 
9 回 有機金属化学４を学習する。 



10 回 有機金属化学５を学習する。 
11 回 プロセス化学１を学習する。 
12 回 プロセス化学２を学習する。 
13 回 プロセス化学３を学習する。 
14 回 プロセス化学４を学習する。 
15 回 成果発表を学習する。 

準備学習 1 回 有機化合物の命名法について復習しておくこと 
2 回 求電子置換反応について復習しておくこと 
3 回 求核置換反応について復習しておくこと 
4 回 溶媒効果について復習しておくこと 
5 回 保護基について復習しておくこと 
6 回 有機金属化合物の取り扱いについて復習しておくこと 
7 回 典型金属について復習しておくこと 
8 回 遷移金属について復習しておくこと 
9 回 遷移金属触媒について復習しておくこと 
10 回 酸化反応について復習しておくこと 
11 回 逆合成について復習しておくこと 
12 回 保護ー脱保護について復習しておくこと 
13 回 スケールアップについて復習しておくこと 
14 回 医薬品合成について復習しておくこと 
15 回 データ解析 

 



年度 2012 
授業コード FTB9013 
成績評価 卒業研究の具体的な内容および発表内容を卒業論文および卒業研究発表を総合

的に評価し、60 点以上を合格とする。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス BA(工)(〜09),BB(工)(〜09) 
見出し FTB9013 卒業研究 
担当教員名 大塚 隆尚、永谷 尚紀、山本 俊政、安藤 秀哉、岡本 直孝、野上 潤造、

竹⽥ 邦 
単位数 8 
教科書 指導教員の指示による。 
アクティブラーニング  
キーワード 化学、応用化学、バイオテクノロジー、アクアバイオテクノロジー、コスメティ

ックサイエンス 
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 卒業研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指導教員の指示による。 
授業形態 実験実習 
注意備考 卒業研究は、配属された研究室の指導教員の下で行う。上記講義計画において、

それぞれの実施内容とその実施時期は研究室によって異なることがある。学習時
間は、合計で 470 時間以上が必須条件である。 

シラバスコード FTB9013 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) 実験計画や研究計画を立て、その内容を記録・整理することができる。 

(2) 必要な情報や知識を自分で獲得する手段を知り、実行できる。 
(3) 教員の補助により、自主的に解決法を考案できる。 
(4) 複数の解決法について、比較検討できる。 
(5) 卒業研究のテーマ・課題の背景や研究目的を理解できる。 
(6) 研究内容等について、論理的に記述したり、口頭で発表することができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 代表：学科⻑（原則、配属先の指導教員） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 データ無し 
英文科目名 Undergraduate Research 
関連科目 バイオ・応用化学科のすべての科目＋B 群科目等 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 研究室に配属され、1 年間卒業研究を行う。研究室の指導教員の下で、少なくと



も、研究室の研究内容の 1 分野に関連した研究に取り組み、卒業後も自主的に学
習が継続できる基本的な能⼒を養う。また、卒業研究の 1 年間を通して、集団の
中で協調性やコミュニケーション能⼒を身につけ、特に日本語による作文⼒、発
表⼒を養うことも目標とする。 

対象学年 4 年 
授業内容  
準備学習 卒業研究を担当する教員の講義や関連科目の復習を行い、さらに関連基礎知識の

修得や関連研究内容の調査を行うこと 
卒業研究の推進に必要な技術の調査を行い、実施できる準備を行うこと 
卒業論文作成、卒業研究発表要旨、発表原稿および発表用スライド作成に必要な
パソコンのソフトに習熟しておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FTB9022 
成績評価 課題提出(100%)により，評価を行う． 
曜日時限 集中その他 
対象クラス BA(工)(〜08),BB(工)(〜08) 
見出し FTB9022 移動現象ゼミナール(再) 
担当教員名 岡本 直孝、平野 博之 
単位数 2 
教科書 プリント配布 
アクティブラーニング  
キーワード 流体⼒学，伝熱工学，拡散工学 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 なし 
科目名 移動現象ゼミナール(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 Transport PhenomenaR. Byron Bird, Warren E. Stewart, Edwin N. LightfootWiley 

2 版 (2006/12/11) 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTB9022 
実務経験のある教員  
達成目標 このゼミナールを通して以下の事柄の理解が深まること． 

１．流動，伝熱，拡散を，それぞれ，運動量の移動，エネルギーの移動，物質の
移動というように捉えることができる 
２．１に関し，これらを統一的に扱うことができる 
３．１に関し，これらの保存則である各種の基礎式を自ら誘導できる 
４．基礎式から，速度，温度，濃度が求まることを理解できる 
５．実際の移動現象を，基礎式を念頭に置いて理解することができる 

受講者へのコメント 引き続き，移動現象に関わる実験的手法ならびに数値解析的手法に関する研究指
導を実施していきたい． 

連絡先 岡本直孝：３号館１階平野博之：３号館２階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 アンケートを実施していない 
英文科目名 Seminar of Transport Phenomena 
関連科目 物理化学Ⅰ，Ⅱ．化学工学Ⅰ，Ⅱ．物理化学演習Ⅰ，Ⅱ．反応工学Ⅰ，Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 引き続き，移動現象に関わる実験的手法ならびに数値解析的手法に関する研究指

導を実施していきたい． 
講義目的 実験器具，室内，工業化学装置，自然界，これらにおいて起こるほとんどの現象

は，流動，伝熱，拡散を伴っている．移動現象論は，流動，伝熱，拡散を，それ



ぞれ，運動量の移動，エネルギーの移動，物質の移動というように解釈し，これ
らを統一的に扱う学問体系である．本講義においては，移動現象論において現れ
る基本法則と保存則について講述した上で，実際の具体的な現象を取り上げて，
移動現象の理解を深めることを目的とする． 

対象学年 4 年 
授業内容 1 回 移動現象とはどのようなものを指すのかについて、その概要を学習する。 

2 回 移動現象において現れる物理量とその単位について学習する。 
3 回 移動現象において必要となる単位と次元について学習する。 
4 回 移動現象において現れる基礎式の次元解析方法について学習する。 
5 回 移動現象に関わる実験で得られるデータの相関方法について学習する。 
6 回 流れを運動量の移動と解釈するために必要な、ニュートンの粘性の法則に
ついて学習する。 
7 回 伝熱をエネルギーの移動と解釈するために必要な、フーリエの熱伝導の法
則について学習する。 
8 回 拡散を物質の移動と解釈するために必要な、フィックの拡散の法則につい
て学習する。 
9 回 全成分についての物質収支式である連続の式について学習する。 
10 回 流れを表す運動方程式を運動量の保存式ととらえ、外⼒としての重⼒など
を考慮し、速度分布を得るための基礎式を学習する。 
11 回 運動エネルギー、内部エネルギー、位置エネルギーんを合わせた、全エネ
ルギーの保存則としてのエネルギー保存式について学習する。 
12 回 多成分から成る系について定義される拡散現象について、特定の成分に関
する質量保存式である拡散方程式について学習する。 
13 回 移動現象の具体例としての、液々抽出現象について学習する。 
14 回 移動現象の具体例としての、温度差による自然対流について学習する。 
15 回 移動現象としての具体例としての、ソーラーポンドについて学習する。 

準備学習 1 回 物理化学や化学工学で学習した内容のうち、単位に関する事柄を復習して
おくこと。 
2 回 移動現象論の概要を復習しておくこと。SI 単位について予習しておくこと。 
3 回 単位とその定義について復習しておくこと。次元の考え方について予習し
ておくこと。 
4 回 次元の定義について復習しておくこと。次元解析を行うための、身近な例を
準備しておくこと。 
5 回 次元解析の方法を復習しておくこと。相関式を作成するための具体的な例
を準備しておくこと。 
6 回 相関式を得る方法を復習しておくこと。運動量、粘性とは何か、予習してお
くこと。 
7 回 ニュートンの粘性の法則を、運動量の移動という観点から説明できるよう
に復習しておくこと。伝導伝熱とは何か、予習しておくこと。 
8 回 フーリエの熱伝導の法則を、エネルギー移動という観点から説明できるよ
うに復習しておくこと。物質量について予習しておくこと。 
9 回 フィックの拡散の法則を、物質の移動という観点から説明できるように復



習しておくこと。物質収支式を立てる方法について予習しておくこと。 
10 回 連続の式の導出を行えるように復習しておくこと。運動量、外⼒、応⼒に
ついて予習しておくこと。 
11 回 運動量保存則の導出を行えるように復習しておくこと。熱⼒学第一法則に
ついて予習しておくこと。 
12 回 エネルギー方程式の導出が行えるように復習しておくこと。物質量と質量
保存則について予習しておくこと。 
13 回 特定成分に関する、拡散方程式の導出を行えるように復習しておくこと。
表面張⼒、界面張⼒、濃度勾配、Marangoni 効果、分配平衡について予習してお
くこと。これまでに履修した、移動現象の基礎方程式に関しての課題を完成させ、
提出すること。 
14 回 液々抽出現象を、化学的に説明できるように復習しておくこと。温度変化
が密度変化に及ぼす影響と浮⼒について予習しておくこと。 
15 回 自然対流を流動と伝熱の観点から、無次元数を用いて説明できるように復
習しておくこと。太陽エネルギーの有効利用方法について予習しておくこと。１
３，１４，１５回で行った、移動現象の具体例についての課題を完成し提出する
こと。 

 



年度 2012 
授業コード FTB9032 
成績評価 課題の発表[プレゼンテーション]で評価する(100％)。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス BA(工)(〜08),BB(工)(〜08) 
見出し FTB9032 生体高分子ゼミナール(再) 
担当教員名 竹⽥ 邦雄、森山 佳子 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード タンパク質、界面活性剤、タンパク質の構造変化 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 データ無し 
科目名 生体高分子ゼミナール(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTB9032 
実務経験のある教員  
達成目標 ・タンパク質の構造、構造変化、安定性などを理解する。  

・タンパク質の物性(の一部)を測定する方法を理解する。  
・界面活性剤の物性(の一部)を測定する方法を理解する。  
・タンパク質と界面活性剤の相互作用を理解する。  
・論文の構成を理解する。  
・辞書を引きながらでも、英文を読める(内容を理解できる)ようになる。  
・自身で行った実験結果や考察を記述し、口頭でも発表できるようになる。 

受講者へのコメント データ無し 
連絡先 竹⽥邦雄 研究室 12 号館 3 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 データ無し 
英文科目名 Seminar of Biopolymer 
関連科目 『応用生化学』、『バイオ界面化学』、『タンパク質化学』を受講していることが望

ましい。 
次回に向けての改善変更予定 データ無し 
講義目的 生体高分子、特に、タンパク質の広範な性質や特徴を学習する。さらに、両親媒

性物質である界面活性剤自身の特性、およびタンパク質等との相互作用について
も学習する。 

対象学年 4 年 



授業内容  
準備学習 ・応用生化学の教科書やタンパク質化学で配布されたプリント等で、「タンパク

質とは何か？」、「タンパク質の構造にはどのようなものがあるか？」、「タンパク
質の天然状態と変性状態とは何か？」、を説明できるように復習しておくこと。 
・配布したプリントの、講義内容に関する箇所に目を通し、そこにある事柄につ
いて、生化学の教科書やタンパク質化学で配布されたプリント等で復習あるいは
予習をしておくこと。 
・発表者は、発表に備えて(質疑応答も含めて)十分に準備をしておくこと。発表
者以外のものは、これまでの講義内容を十分に復習し、必ず 1 つは質問をするよ
うに準備すること。 

 



年度 2012 
授業コード FTB9042 
成績評価  
曜日時限 集中その他 
対象クラス BA(工)(〜08),BB(工)(〜08) 
見出し FTB9042 アクアバイオゼミナール(再) 
担当教員名 山本 俊政 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 アクアバイオゼミナール(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTB9042 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Seminar of Aqua Biology 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 4 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード FTB9052 
成績評価 研究テーマに対する理解度（50%）、データのまとめとプレゼンテーション（50%） 
曜日時限 集中その他 
対象クラス BA(工)(〜09),BB(工)(〜09) 
見出し FTB9052 バイオ・応用化学ゼミナール 
担当教員名 大塚 隆尚、永谷 尚紀、山本 俊政、安藤 秀哉、岡本 直孝、野上 潤造、

竹⽥ 邦 
単位数 2 
教科書 各担当教員から指示がある 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 実験室や通路が狭いという意見があったが、自分の研究室なので自ら改善に努め

てほしい 
科目名 バイオ・応用化学ゼミナール 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 各担当教員から指示がある 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTB9052 
実務経験のある教員  
達成目標 １．卒業研究に関する基礎知識を得てその意義を説明できる 

２．実験データをまとめてプレゼンテーションできる 
３．実験データの解釈や次の段階への展開方法に関して討論できる 

受講者へのコメント 多くの⼈が満足かほぼ満足であったようで、よかった 
連絡先 各担当教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 問題点は無かったようである 
英文科目名 Seminar of Biotechnology and Applied Chemistry 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 無し 
講義目的 卒業研究のテーマに関する基礎知識や研究の遂行上必要な実験手技を習得する。 

また、実験データのまとめ方、考察や次の段階への展開方法を学ぶ。 
プレゼンテーションと討論することも学ぶ。 

対象学年 4 年 
授業内容  
準備学習 卒業研究のテーマの意義を理解し、これまでに学んだことの復習や自習により、

基礎知識と研究の遂行上必要な実験手技を整理しておくこと。 



実験データをまとめてプレゼンテーションやレポートを書くために、エクセル、
パワーポイントやワード等のソフトに習熟しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTB9062 
成績評価 課題レポート(60%)とプレゼンテーション(40%)により評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス BA(工)(〜08),BB(工)(〜08) 
見出し FTB9062 ニューセラミックスゼミナール(再) 
担当教員名 福原 実 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 相図、X 線回折、電子顕微鏡 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 ニューセラミックスゼミナール(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適時指示する 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTB9062 
実務経験のある教員  
達成目標 セラミックスの特徴が説明できる。セラミックスの合成法が説明できる。セラミ

ックス製品の各種分析法が説明できる。 
受講者へのコメント  
連絡先 ２２号館５階 福原研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Seminar of Ceramics 
関連科目 無機化学 I,無機化学 II,セラミックス概論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 セラミックスの基礎とその合成法，合成物の分析法について詳細に述べる。 
対象学年 4 年 
授業内容 1 回 セラミックスの定義について述べる 

2 回 材料の歴史とそれぞれの特徴について述べる 
3 回 セラミックス原料について述べる 
4 回 粘土セラミックスの歴史について述べる 
5 回 粘土セラミックスの特徴を述べる 
6 回 セラミックスの相図の読み方を解説する 
8 回 先進セラミックスの合成方法について述べる 
9 回 示差熱分析装置の原理と結果の解析法について述べる 



10 回 結晶の面指数について述べる 
11 回 X 線の回折原理と結晶の面間隔の関連につて述べる 
12 回 電子顕微鏡と光学顕微鏡を対比しながら電子顕微鏡の原理を解説する 
13 回 走査型電子顕微鏡と透過型電子顕微鏡の違いと特徴を述べる 
14 回 高温での固液平衡について述べる 
15 回 セラミックスの相図の読み方を解説する 

準備学習 1 回 セラミックス概論教科書 1 章を復習しておくこと 
2 回 セラミックス概論教科書 1 章を復習しておくこと 
3 回 セラミックス概論教科書 2 章を復習しておくこと 
4 回 セラミックス概論教科書 3 章を復習しておくこと 
5 回 焼き物について調べておくこと 
6 回 物理化学の相平衡図の読み方を復習しておくこと 
8 回 高純度セラミックス原料について調べておくこと 
9 回 熱伝対について調べておくこと 
10 回 結晶の特徴について調べておくこと 
11 回 光の回折現象について調べておくこと 
12 回 光学顕微鏡の原理を復習しておくこと 
13 回 特になし 
14 回 物理化学の相平衡について復習しておくこと 
15 回 物理化学の相平衡図の読み方を復習しておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FTB9072 
成績評価 小テスト (50%)，レポートと演習 (50%) 
曜日時限 集中その他 
対象クラス BA(工)(〜08),BB(工)(〜08) 
見出し FTB9072 生物有機化学ゼミナール(再) 
担当教員名 野上 潤造 
単位数 2 
教科書 プリント 
アクティブラーニング  
キーワード 有機合成化学，医薬，合成設計 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生物有機化学ゼミナール(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 大学院講義有機化学 II （東京化学同⼈）演習有機合成化学 奈良坂紘一，安藤

香織 訳 （東京化学同⼈） 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTB9072 
実務経験のある教員  
達成目標 簡単な化合物の合成設計が出来る． 
受講者へのコメント  
連絡先 １２号館３階（研究室） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 データなし 
英文科目名 Seminar of Bioorganic Chemistry 
関連科目 有機化学 I ＆ II, 生物有機化学 I 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 有機合成化学の基礎と応用を学習し，医薬品の合成研究に携わる能⼒を身につけ

る． 
対象学年 4 年 
授業内容 1 回 骨格形成反応 １：炭素骨格形成反応について解説する． 

2 回 骨格形成反応 ２：炭素骨格形成反応について解説する． 
3 回 骨格形成反応 ３：炭素骨格形成反応について解説する． 
4 回 官能基の保護 １：官能基の保護について解説する． 
5 回 官能基の保護 ２：官能基の保護について解説する． 
6 回 医薬の合成：光学活性化合物の不⻫合成について解説する． 
7 回 医薬の合成：光学活性化合物の不⻫合成について解説する． 



8 回 医薬の合成：光学活性化合物の不⻫合成について解説する． 
9 回 医薬の合成：抗生物質について解説する． 
10 回 医薬の合成：抗生物質について解説する． 
11 回 複雑な構造の生物活性天然物の合成：最新の論文紹介と解説（１〜３）を
行い，これについて演習する． 
12 回 複雑な構造の生物活性天然物の合成：最新の論文紹介と解説（４〜６）を
行い，これについて演習する． 
13 回 複雑な構造の生物活性天然物の合成：最新の論文紹介と解説（７〜９）を
行い，これについて演習する． 
14 回 複雑な構造の生物活性天然物の合成：最新の論文紹介と解説（１０〜１２）
を行い，これについて演習する． 
15 回 複雑な構造の生物活性天然物の合成設計について演習する． 

準備学習 1 回 有機化学の基礎を十分に学習しておくこと． 
2 回 有機化学の基礎を十分に学習し，前回配布したプリントの予習をしておく
こと． 
3 回 有機化学の基礎を十分に学習し，前回配布したプリントの予習をしておく
こと． 
4 回 有機化学の基礎を十分に学習し，前回配布したプリントの予習をしておく
こと． 
5 回 有機化学の基礎を十分に学習し，前回配布したプリントの予習をしておく
こと． 
6 回 有機化学の基礎を十分に学習し，前回配布したプリントの予習をしておく
こと． 
7 回 有機化学の基礎を十分に学習し，前回配布したプリントの予習をしておく
こと． 
8 回 有機化学の基礎を十分に学習し，前回配布したプリントの予習をしておく
こと． 
9 回 有機化学の基礎を十分に学習し，前回配布したプリントの予習をしておく
こと． 
10 回 有機化学の基礎を十分に学習し，前回配布したプリントの予習をしておく
こと． 
11 回 有機合成化学の基を十分に学習し，前回配布したプリントの予習をしてお
くこと． 
12 回 有機合成化学の基礎を十分に学習し，前回配布したプリントの予習をして
おくこと． 
13 回 有機合成化学の基礎を十分に学習し，前回配布したプリントの予習をして
おくこと． 
14 回 有機合成化学の基礎を十分に学習し，前回配布したプリントの予習をして
おくこと． 
15 回 有機合成化学の基礎を十分に学習し，前回配布したプリントの予習をして
おくこと． 

 



年度 2012 
授業コード FTB9082 
成績評価 レポート 
曜日時限 集中その他 
対象クラス BA(工)(〜08),BB(工)(〜08) 
見出し FTB9082 バイオリアクターゼミナール(再) 
担当教員名 宮原 敏郎、永谷 尚紀 
単位数 2 
教科書 適宜プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード バイオリアクター、曝気培養、溶存酸素濃度、気泡塔 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 バイオリアクターゼミナール(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 同上 
授業形態 講義 
注意備考 完成したレポートにて評価する。 
シラバスコード FTB9082 
実務経験のある教員  
達成目標 バイオリアクターの理解のため、バイオリアクターゼミナールでは、使用頻度の

多い気泡塔の操作設計に関する知識を習得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 3 号館 1 階 宮原研究室、永谷研究室、 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講者１名で授業アンケートを実施せず。 
英文科目名 Seminar of Bioreactor 
関連科目 化学工学 I、化学工学 II、物理化学 I、物理化学 II、反応工学 I、反応工学 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 近年、微生物の働きを利用したバイオリアクターが注目されている。本講義では、

バイオリアクターの種類、操作法を講述するとともに、バイオリアクターとして
利用の多い、気泡塔に着目して、気泡塔の種類、操作方法および流動・物質移動
特性について講述する。 

対象学年 4 年 
授業内容 1 回 バイオリアクターとは何かを説明する。 

2 回 バイオリアクターに使用される装置を解説する。 
3 回 曝気培養について説明する。 
4 回 培地の選択について説明する 
5 回 培養時の液中の溶存酸素濃度について説明する。 



6 回 溶存酸素濃度の操作中での維持方法を解説する。 
7 回 バイオリアクターとして使用される気泡塔を説明する。 
8 回 気泡塔内の液の流動について説明する。 
9 回 気泡塔のガスホールドアップを説明する。 
10 回 気泡塔に使用されるガス分散板の種類について説明する。 
11 回 気泡塔の物質移動特性について説明する。 
12 回 気泡塔の気液界面積について説明する。 
13 回 気泡塔の物質移動係数の定義を説明する。 
14 回 バイオリアクターとしての気泡塔の設計について説明する。 
15 回 バイオリアクターとしての気泡塔の設計についてさらに説明する。 

準備学習 1 回 バイオリアクターの概念を把握しておくこと。 
2 回 バイオリアクターに使用される装置を予め調べておくこと。 
3 回 曝気培養とは何か予習しておくこと。 
4 回 バイオリアクターで使用される培地とは何か予備知識を得ておくこと。 
5 回 培養時の微生物の呼吸に関して調べておくこと。 
6 回 微生物の呼吸に必要な溶存酸素濃度を液中で維持するにはどうすればいい
か自分なりに考えておくこと。 
7 回 気泡塔の概念を取得しておくこと。 
8 回 バイオリアクターとしての気泡塔内の液流れは装置性能に影響するため、
気泡塔内の流動について予習しておくこと。 
9 回 ガスホールドアップとは何か調べておくこと。 
10 回 曝気するための方法にはどのようなものがあるか調べておくこと。 
11 回 物質移動の概念を習得しておくこと。 
12 回 気液界面積の重要性を把握しておくこと。 
13 回 気泡塔の性能を表す物質移動係数について予習しとくこと。 
14 回 実際の気泡塔の設計方法を把握しておくこと。 
15 回 例題を見つけ気泡塔の設計を予習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTB9092 
成績評価  
曜日時限 集中その他 
対象クラス BA(工)(〜08),BB(工)(〜08) 
見出し FTB9092 ナノサイエンスゼミナール(再) 
担当教員名 冨永 敏弘、竹崎 誠 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 ナノサイエンスゼミナール(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTB9092 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Seminar of Nano-Science 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 4 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード FTD1111 
成績評価 提出課題 20%、演習 10%、中間試験 30%、定期試験 40% により成績を評価す

る。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス DB(〜11) 
見出し FTD1111 物理学Ⅲ 
担当教員名 片山 敏和＊ 
単位数 2 
教科書 理工 基礎物理学／浦上澤之 編著／裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード 単振動、角振動数、減衰振動、臨界減衰、過減衰、定常波、波動方程式、理想気

体、状態方程式、熱⼒学第一法則、熱⼒学第二法則、可逆過程、不可逆過程、熱
機関、熱効率、エントロピー 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答  昨年度より内容を整理して分かり易くに努めました。希望に添えたでしょう

か。 
科目名 物理学Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎物理学上巻・下巻／金原寿朗／裳華房 
授業形態 講義 
注意備考 試験形態は筆記試験とする。 
シラバスコード FTD1111 
実務経験のある教員  
達成目標 様々な振動の基礎となる単振動、復元⼒と外⼒が作用する場合の振動、および波

動方程式について理解すること。物質、特に気体についての状態変化の関係式と
熱⼒学第一・第二法則について理解すること。 

受講者へのコメント  授業は基本的内容が主でしたが，上の学年の授業・研究，会社での仕事ではよ
り深い内容を必要とされます。そのために当授業の知識と経験を有効に利用され
ることを期待します。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  学習時間が少ないことは不満ですが，１時間目の授業にも係らず欠席が少な
く，真面目に授業・宿題に取り組み，この分野の理解を深めることができたとの
回答が多かったことは，当授業が効果あるものと考えます。 

英文科目名 Physics III 
関連科目 物理学Ⅰ、物理学Ⅱ、電気電子工学基礎実験、数学Ⅰ、数学Ⅱ、数学Ⅲ 
次回に向けての改善変更予定  再履修者から昨年度より分かり易いとの評価がありました。しかし，今年度も

同テーマが２回に跨ることがあり，更に内容を整理精選して理解を深める必要が



あると考えます。 
講義目的 振動と波動および熱⼒学を、微分や積分の知識も用いて理解する。これらの知識

は電気・電子工学に必須のものであり、内容の理解と応用を確実なものにするこ
と。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 振動の基本である単振動について説明する。 

2 回 復元⼒のみの単振動に対し、抵抗が加わる場合の減衰振動について説明す
る。抵抗の大きさで減衰振動、臨界減衰、過減衰の場合があることを解説する。 
3 回 振動体に周期変化をする外⼒を加えた強制振動と、その共鳴について説明
する。 
4 回 楽器などの弦の振動で生じる横波について説明する。 
5 回 笛などで発する空気振動や棒の振動で生じる縦波について説明する。 
6 回 横波と縦波はどちらも同形式の波動方程式となるが、定常波を表す解と進
行波を表す解について説明する。 
7 回 中間試験の準備としてのまとめと演習。 
8 回 中間試験を行うので、第１〜７回の内容をよく理解しておくこと。試験終了
後に出題内容について解説を行う。 
9 回 気体の分子運動論について解説する。気体の状態を表す圧⼒と内部エネル
ギーの由来を説明する。 
10 回 エネルギー保存を表す熱⼒学第一法則について説明する。 
11 回 物質に加えた熱量と温度変化の比である比熱と、系が断熱変化でどのよう
に状態変化をするか説明する。 
12 回 熱により仕事をする熱機関とその熱効率について説明する。 
13 回 熱効率 100%の熱機関はないことを表す熱⼒学第二法則について説明す
る。 
14 回 「エントロピー」とは乱雑さや無秩序の程度を表す量として理解されてい
るが、本来の熱⼒学における定義を説明する。 
15 回 熱⼒学の範囲についての演習と解説をする。 

準備学習 1 回 運動方程式、三角関数、微分、積分について復習しておくこと。 
2 回 線形微分方程式、複素数について調べておくこと。 
3 回 強制振動と共鳴の例を調べておくこと。 
4 回 偏微分について調べておくこと。 
5 回 身近な物質の体積弾性率、密度、音速を理科年表などで調べておくこと。 
6 回 三角関数の周期性について復習しておくこと。 
7 回 前回までの復習をして、課題問題を解いておくこと。 
8 回 復習をして、課題問題の解答を確認しておくこと。 
9 回 物質の状態を研究する二つの立場、分子論的理論と現象的理論の概要を理
解しておくこと。 
10 回 不可逆過程の例をいくつか考えておくこと。 
11 回 比熱、熱容量について調べておくこと。 
12 回 各種の熱機関の熱効率を調べておくこと。 
13 回 前回までの復習をしておくこと。 



14 回 様々な分野における「エントロピー増大の原理」の例を調べておくこと。 
15 回 前回までの復習をして、課題問題の解答を確認しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTD1121 
成績評価 定期試験（100％）により行う。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス DA(〜10),DB(〜10) 
見出し FTD1121 システム工学 
担当教員名 太⽥垣 博一 
単位数 2 
教科書 椹木義一、添⽥喬、中溝高好著・「システム工学の基礎」・日新出版 
アクティブラーニング  
キーワード システムズアプローチ，システム設計，モデリング，システム計画法，システム

評価，最適化技法，シミュレーション，評価，信頼性，アベイラビリティ，複雑
系，システム制御 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 システム工学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 中森義輝・「システム工学」・コロナ社、山⽥新一他・「システム工学痛論」・コロ

ナ社 
授業形態 講義 
注意備考 講義第１回目に「講義補足資料」を配布する。出席は、毎回授業のアンケートを

兼ねた出席票の提出で確認する。 
シラバスコード FTD1121 
実務経験のある教員  
達成目標 ①システム設計のための数学モデルを作成することができる。 

②問題解決の方策を数理問題て定式化することができる。 
③最適化手法などを用いて数理問題を解決することができる。 
④所要の性能を満たすシステムを設計することができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 17 号館 5 階太⽥垣教授室 e-mail:ohtagaki@ee.ous.ac.jp  

オフィスアワー：月 B，水 C，金 H 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Systems Engineering 
関連科目 数学 I（微分積分） 数学 II（多変数関数・偏微分・多重積分） 数学 III（微分

方程式） 応用数学 I（線形代数） 応用数学 II（ベクトル解析） 応用数学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 システム工学は企業での広い範囲の業務を遂行するための工学基礎として必要

欠くことのできない内容を含んでいる。本講義では、システムデザインを目指す



エンジニヤにとっての総合化技術の基礎理論について講述する。さらに、応用例
についても述べる。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 【システム工学概観】システム工学について，システムエンジニヤの活動領

域に触れて概観する。 
2 回 【システム工学的問題の具体例と定式化】システム工学の概観で触れたシス
テム工学的問題の具体例と定式化について講述する。 
3 回 【行列論と状態変数(1)】システム解析に用いられる状態変数と行列論につ
いて講述する。 
4 回 【行列論と状態変数(2)】システム解析に用いられる状態変数と行列論につ
いて詳細に講述する。 
5 回 【数式化モデルの解法(1)】 数式化モデルの解法について講述する。 
6 回 【数式化モデルの解法(2)】 数式化モデルの解法について詳細に講述する。 
7 回 【最適化問題と最適化手法】各種の最適化問題と最適化手法について講述す
る。 
8 回 【線形計画法】 線形計画法について，最適生産計画問題を例にあげて講述
する。 
9 回 【動的計画法】最適生産計画問題の解法について，線形計画法に基づいて講
述する。 
10 回 【システムの信頼性、保全性、アベイラビリティ】システムの信頼性、保
全性、アベイラビリティについて高信頼度システムの構成法を含めて講述する。 
11 回 【シミュレーション】システム解析やデザインに用いられるシミュレーシ
ョンについて講述する。 
12 回 【複雑なシステムの取扱い】社会に存在している複雑なシステムの取扱い
の手法について講述する。 
13 回 【音声信号処理システム設計への応用】システムデザインについて，音声
信号処理システム設計への応用を含めて講述する。 
14 回 【まとめ(1)】システム解析，システムデザインに関する事項に対応できる
ように，まとめについて講述する。 
15 回 【まとめ(2)】システム最適化問題，システム最適化手法に関する事項に対
応できるように，まとめについて講述する。 
16 回 定期試験 

準備学習 1 回 【システム工学概観】数学 I（微分積分） 数学 II（多変数関数・偏微分・
多重積分） 数学 III（微分方程式） 応用数学 I（線形代数） 応用数学 II（ベ
クトル解析） 応用数学 III（複素関数）について復習しておく。 
2 回 【システム工学的問題の具体例と定式化】システム工学の概観で講述した事
項について復習しておく。 
3 回 【行列論と状態変数(1)】応用数学で習得した行列論に可能な限り習熟して
おく。 
4 回 【行列論と状態変数(2)】応用数学で習得した行列論に可能な限り習熟して
おく。 
5 回 【数式化モデルの解法(1)】システム解析に用いられる状態変数と行列論に



ついて復習しておく。 
6 回 【数式化モデルの解法(2)】システム解析に用いられる状態変数と行列論に
ついて復習しておく。 
7 回 【最適化問題と最適化手法】講義内容の理解を円滑にするために，最適化問
題と最適化手法について予習しておく。 
8 回 【線形計画法】講義内容の理解を円滑にするために，線形計画法について予
習しておく。 
9 回 【動的計画法】最適生産計画問題を例に，講述した線形計画法の応用につい
て復習しておく。 
10 回 【システムの信頼性、保全性、アベイラビリティ】講義内容の理解を円滑
にするために，システムの信頼性、保全性、アベイラビリティについて予習して
おく。 
11 回 【シミュレーション】講義内容の理解を円滑にするために，シミュレーシ
ョンについて予習しておく。 
12 回 【複雑なシステムの取扱い】講義内容の理解を円滑にするために，複雑な
システムの取扱いについて予習しておく。 
13 回 【音声信号処理システム設計への応用】講義内容の理解を円滑にするため
に，システムデザインについて予習しておく。 
14 回 【まとめ(1)】システム工学で習得したすべての事項について応用能⼒を備
えるように復習しておく。 
15 回 【まとめ(2)】システム工学で習得したすべての事項について応用能⼒を備
えるように復習しておく。 

 



年度 2012 
授業コード FTD1121e 
成績評価  
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス EA(〜05),EB(〜05) 
見出し FTD1121e システム工学 
担当教員名 太⽥垣 博一 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 システム工学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTD1121e 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 System Engineering 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード FTD11C1 
成績評価 中間試験（５０％）、最終レポート（５０％） 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス DA(〜10),DB(〜10) 
見出し FTD11C1 技術マネジメント 
担当教員名 新倉 正和 
単位数 2 
教科書 毎週プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 企業財務、企業戦略、技術開発戦略、プロジェクト管理、知的財産権 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 大きな教室で後方からは見にくかったと思いますが、スライドの字を少し大き 

くしていきたい。なお、毎回、スライドと同じものを配付資料としているので、
そち 
らにも着目するよう、授業中にも指示したい。 

科目名 技術マネジメント 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 藤末健三著 「技術経営入門」 日経ＢＰ社発行岩崎夏海著 「もし高校野球の

女子マネージャがドラッカーの『マネジメント』を読んだら」 ダイヤモンド社
発行 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTD11C1 
実務経験のある教員  
達成目標 本科目で取得する能⼒は、・企業財務・収益性の定量的解析能⼒・企業戦略・商品

戦略・技術開発戦略の構築手法・技術⾰新プロセスの普遍的な特質の理解・研究
開発組織やプロジェクト運営の先進的な手法・知的財産や特許戦略の基本知識 

受講者へのコメント １）予想外に受講者数が多すぎました。学務部とも相談して、改善していきたい、
と思います。 
２）受講者数が多すぎたことも一因でありますが、私語などについてはしっかり
と注意していきます。 

連絡先 学外連携推進室（第１学舎、１階）E メール：m-niikura@office.ous.ac.jpTEL：
086-256-9730 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 １）受講者数が多すぎる。教室が小さすぎる。 
２）私語など授業の妨げとなる行為には、しっかりと注意して欲しい。 

英文科目名  
関連科目 企業情報特論 



次回に向けての改善変更予定 １）学務部および就業⼒プロジェクトの先生方と相談したい。 
２）私語など、教室全体に目を配るよう努めたい。 

講義目的 企業間競争や技術開発競争がグローバル化している現代の産業社会では、本質的
な市場ニーズを正確に把握し、それに対応した技術⾰新をいち早く達成すること
が求められている。本科目では、企業や研究機関の技術者・研究者を志す者に対
して、技術開発分野のリーダーとして必要な資質を付与し、技術開発プロジェク
トをマネジメントする能⼒を養成することを目的としている。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：技術マネジメント 

2 回 企業財務初歩（損益計算書、貸借対照表）と技術開発 
3 回 企業財務初歩（キャッシュフロー、収益性評価）と技術開発 
4 回 企業経営戦略：競争優位の確立（コストリーダーシップ戦略） 
5 回 コストリーダーシップ戦略：シェアＮｏ．１ 
6 回 企業経営戦略：競争優位の確立（商品差別化、ニッチ戦略） 
7 回 企業経営戦略（ドラッカーの考え方） 
8 回 企業財務・企業経営戦略の演習 
9 回 中間試験（主として、企業財務・企業経営戦略） 
10 回 プロジェクト管理（設備投資、提案・評価） 
11 回 Ｒ＆Ｄ戦略 
12 回 新しい生産プロセスの手法 
13 回 知的財産（特許概論、特許生評価） 
14 回 知的財産（出願プロセス、明細書準備） 
15 回 リスク管理、最終まとめ 

準備学習  
 



年度 2012 
授業コード FTD11C2 
成績評価 中間試験（５０％）、最終レポート（５０％） 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス DA(〜10),DB(〜10) 
見出し FTD11C2 技術マネジメント 
担当教員名 新倉 正和 
単位数 2 
教科書 毎週プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 企業財務、企業戦略、技術開発戦略、プロジェクト管理、知的財産権 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 技術マネジメント 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 藤末健三著 「技術経営入門」 日経ＢＰ社発行岩崎夏海著 「もし高校野球の

女子マネージャがドラッカーの『マネジメント』を読んだら」 ダイヤモンド社
発行 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTD11C2 
実務経験のある教員  
達成目標 本科目で取得する能⼒は、・企業財務・収益性の定量的解析能⼒・企業戦略・商品

戦略・技術開発戦略の構築手法・技術⾰新プロセスの普遍的な特質の理解・研究
開発組織やプロジェクト運営の先進的な手法・知的財産や特許戦略の基本知識 

受講者へのコメント  
連絡先 学外連携推進室（第１学舎、１階）E メール：m-niikura@office.ous.ac.jpTEL：

086-256-9730 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 企業情報特論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 企業間競争や技術開発競争がグローバル化している現代の産業社会では、本質的

な市場ニーズを正確に把握し、それに対応した技術⾰新をいち早く達成すること
が求められている。本科目では、企業や研究機関の技術者・研究者を志す者に対
して、技術開発分野のリーダーとして必要な資質を付与し、技術開発プロジェク
トをマネジメントする能⼒を養成することを目的としている。 

対象学年 3 年/4 年 



授業内容 1 回 オリエンテーション：技術マネジメント 
2 回 企業財務初歩（損益計算書、貸借対照表）と技術開発 
3 回 企業財務初歩（キャッシュフロー、収益性評価）と技術開発 
4 回 企業経営戦略：競争優位の確立（コストリーダーシップ戦略） 
5 回 コストリーダーシップ戦略：シェアＮｏ．１ 
6 回 企業経営戦略：競争優位の確立（商品差別化、ニッチ戦略） 
7 回 企業経営戦略（ドラッカーの考え方） 
8 回 企業財務・企業経営戦略の演習 
9 回 中間試験（主として、企業財務・企業経営戦略） 
10 回 プロジェクト管理（設備投資、提案・評価） 
11 回 Ｒ＆Ｄ戦略 
12 回 新しい生産プロセスの手法 
13 回 知的財産（特許概論、特許生評価） 
14 回 知的財産（出願プロセス、明細書準備） 
15 回 リスク管理、最終まとめ 

準備学習  
 



年度 2012 
授業コード FTD11E2 
成績評価 定期試験(50%)、中間試験(30%)、課題レポ−ト(20%)により成績を評価する。

採点の基準は 100 点満点のうち 60 点以上を合格とする。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス DA(〜12) 
見出し FTD11E2 物理学Ⅱ 
担当教員名 宇都宮 晃 
単位数 2 
教科書 理工基礎物理学／浦上澤之 編著／裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード ⼒学、微分、積分、ベクトル 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 講義が、理解しやすく分かりやすかったというコメントが多かったので、今後も

現状を維持し、多少の改善点を加えて、さらに受講者に満足してもらえるような
講義にしていきたい。 

科目名 物理学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎物理学 上巻、下巻／金原寿朗 編／裳華房 
授業形態 講義 
注意備考 演習問題を数多く解くことにより、内容の理解を深めるよう努⼒することが望ま

しい。 
シラバスコード FTD11E2 
実務経験のある教員  
達成目標 電気、電子工学の専門科目を学ぶ上で必要となる⼒学の基礎知識を習得すること

を目標とする。特に、与えられた問題について、運動方程式をつくり、その方程
式が解けるだけの初等的な微分、積分の取り扱いに習熟してもらいたい。 

受講者へのコメント 欠席、遅刻の多い一部の学生は、課題レポ−トの提出割合も悪く、その結果試験
の成績も悪い。学習内容を効率的に理解するためには、講義が最適であるから、
積極的な受講態度が望まれる。 
物理学は、課題だけではなく演習問題を数多く解くことにより、学んだ分野の理
解が深まるので、是非各種演習問題に取り組んでもらいたい。 

連絡先 ７号館４階 宇都宮研究室 086-256-9519 koh@ee.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 講義に対する取り組みは積極的で、宿題などで与えた課題も良くこなし、学習し
た分野の理解を深め、関心も高まったと思われる。 

英文科目名 Physics II 
関連科目 物理学Ⅰ、物理学Ⅲ、電気電子工学基礎実験、数学Ⅰ、数学Ⅱ、数学Ⅲ 等 
次回に向けての改善変更予定 講義で使う図については、ＯＨＰなどの使用により、受講者にわかりやすく、よ



り理解度を高めてもらえるよう努⼒したい。 
講義目的 質点および質点系の運動を中心にして、⼒学の基本的概念と関連する数学を理解

することを目的とする。特に、与えられた問題について、微分を用いて運動方程
式をつくり、積分により運動方程式を解ける能⼒を身に付けてもらいたい。各自、
演習問題などを解くことにより、微分、積分、ベクトルの⼒学への応用能⼒を養
うことを期待する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 微分を用いた速度・加速度の表し方について解説する。 

2 回 ベクトルの演算法、スカラ−積およびベクトル積について説明する。 
3 回 運動の三法則について解説する。 
4 回 次元と単位について説明し、重⼒についても解説する。 
5 回 仕事と⼒学的エネルギ−保存則について解説する。 
6 回 運動量と角運動量、中心⼒による運動について解説する。 
7 回 質点の運動に関する演習問題を解くことにより理解を深め、その要点を解
説する。 
8 回 質点の運動に関する中間試験を行い、試験終了後に出題内容について解説
をする。 
9 回 質点系の運動方程式について解説する。 
10 回 質点系の運動量保存則と衝突について解説する。 
11 回 質点系の角運動量保存則について説明する。 
12 回 固定軸の周りの剛体の運動について解説する。 
13 回 慣性モ−メントの計算法について、具体例により説明する。 
14 回 剛体の平面運動について説明し、自動車のエンジンのトルクによって、自
動車がなぜ動くかを解説する。 
15 回 質点系の運動に関する演習問題を解くことにより理解を深め、その要点を
解説する。 

準備学習 1 回 関数の微分法について調べておくこと。 
2 回 ベクトルのスカラ−積およびベクトル積について復習しておくこと。 
3 回 運動の三法則について調べておくこと。 
4 回 国際単位系がどのようなものであるかを調べておくこと。 
5 回 仕事、運動エネルギ−、位置エネルギ−について復習しておくこと。 
6 回 ⼒のモ−メント、運動量のモ−メントの表記法について調べておくこと。 
7 回 質点の運動に関する課題を解くことにより疑問点や不明な点を見出してお
くこと。 
8 回 教科書の例題、演習問題および与えられた問題を解くことにより理解を深
めておくこと。 
9 回 質点の⼒学にはない概念として、質点系にはどのようなものがあるか考え
てみること。 
10 回 運動量保存則について復習しておくこと。 
11 回 ベクトル積について復習しておくこと。 
12 回 剛体の並進運動と回転運動および運動の自由度について調べてみること。 
13 回 慣性モ−メントの定義について復習しておくこと。 



14 回 剛体として円板や球などを想定し、斜面を転がったり滑ったりする運動を
考えてみること。 
15 回 質点系の運動に関する課題を解くことにより疑問点や不明な点を見出して
おくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTD1311 
成績評価 定期試験(50%)、中間試験(30%)、課題レポ−ト(20%)により成績を評価する。

採点の基準は 100 点満点のうち 60 点以上を合格とする。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス DA(〜11) 
見出し FTD1311 物理学Ⅲ 
担当教員名 宇都宮 晃 
単位数 2 
教科書 理工基礎物理学／浦上澤之 編著／裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード 振動、波動、分子運動、熱⼒学、エントロピ−、微分、積分、微分方程式 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 内容を良く理解している学生には、説明が丁寧すぎるという指摘があったが、平

均的な学生さんを対象として講義をするので理解願いたい。しかし、工夫するよ
う努⼒する。 

科目名 物理学Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎物理学 上巻、下巻／金原寿朗 編／裳華房 
授業形態 講義 
注意備考 演習問題を数多く解くことにより、内容の理解を深めるよう努⼒することが望ま

しい。 
シラバスコード FTD1311 
実務経験のある教員  
達成目標 電気、電子工学の専門科目を学ぶ上で必要となる振動、波動および熱⼒学の基礎

知識を修得することを目標とする。また、これらの内容に関連する数学的な取り
扱いにも習熟してもらいたい。 

受講者へのコメント 講義を聴く姿勢は良好であるが、課題に対する取り組みが十分でないように思わ
れる。課題に対し、友⼈と議論をするのは大変結構であるが、他⼈のものをその
まま写すのではなく各個⼈が自分の⼒で取り組んでもらいたい。 

連絡先 ７号館４階 宇都宮研究室 086-256-9519 koh@ee.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 アンケ−ト結果から、この分野に興味・関心が特にあるようではないが、講義内
容が振動、波動、熱⼒学であるためと思われる。電気電子システム学科において
も、専門分野を学ぶ上では基礎となる分野であるので、数学的取り扱いも含めて
取り組んでほしい。 

英文科目名 Physics III 
関連科目 物理学Ⅰ、物理学Ⅱ、電気電子工学基礎実験、数学Ⅰ、数学Ⅱ、数学Ⅲ 等 
次回に向けての改善変更予定 課題に難易度を付け、学生の理解⼒に合うような問題を考えたい。 



講義目的 振動、波動および熱⼒学について、基本的な考え方とそれらに関連する数学を理
解することを目的とする。電気、電子工学を学ぶ上でこれらの内容は基礎となる
重要な項目であるので、各自、演習問題等を解くことにより、講義内容のより深
い理解に努めてもらいたい。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 単振動について解説する。 

2 回 減衰振動について解説する。 
3 回 強制振動について解説する。 
4 回 弦の振動について解説する。 
5 回 棒や気柱の縦振動について解説する。 
6 回 波動方程式の解と進行波について解説する。 
7 回 振動と波動に関する演習問題を解き、その要点を解説する。 
8 回 振動と波動に関する中間試験を行い、試験終了後に出題内容について解説
を行う。 
9 回 気体の分子運動論について説明する。 
10 回 状態方程式および熱⼒学の第１法則について解説する。 
11 回 理想気体の断熱変化について解説する。 
12 回 熱機関について説明する。 
13 回 熱⼒学の第２法則について解説する。 
14 回 エントロピ−について説明し、例題を用いて計算の具体例を解説する。 
15 回 教科書の演習問題や課題の解説を行う。 

準備学習 1 回 三角関数の微分、積分を復習しておくこと。 
2 回 線形微分方程式について調べておくこと。 
3 回 線形微分方程式について調べておくこと。 
4 回 偏微分、微分方程式について調べておくこと。 
5 回 偏微分、微分方程式および弾性体について調べておくこと。 
6 回 偏微分、微分方程式について調べておくこと。 
7 回 与えられた課題を解き、疑問点を明確にしておくこと。 
8 回 第１回から第７回までの講義内容を復習しておくこと。 
9 回 気体分子が壁と弾性衝突するとし、分子が壁に及ぼす⼒積について考えて
みること。 
10 回 気体のもつエネルギ−について考えてみること。 
11 回 理想気体が断熱変化する場合、圧⼒、体積、温度がどのように変化するか
を調べてみること。 
12 回 熱機関としてどのようなものがあるかを考えてみること。 
13 回 熱機関の代表であるカルノ−サイクルについて復習しておくこと。 
14 回 新しい状態量であるエントロピ−を理解するために積分に慣れておくこ
と。 
15 回 与えられた課題を解き、疑問点を明確にしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTD1321 
成績評価 中間試験(50%)と期末試験(50%)により成績を評価する。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス DA(〜10),DB(〜10) 
見出し FTD1321 ディジタル回路Ⅱ 
担当教員名 岡本 卓爾＊ 
単位数 2 
教科書 入門ディジタル回路／岡本卓爾、森川良孝、佐藤洋一郎著／朝倉書店（ ディジタ

ル回路Ｉの教科書） 
講義のポイントを明確にしたり理解し易くしたりするために、毎回プリントも配
布する。 

アクティブラーニング  
キーワード ディジタル回路、組み合わせ論理回路、フリップフロップ、順序回路 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 ディジタル回路Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 電子情報回路／樋口⻯雄、江刺正喜著／昭晃堂 
授業形態 講義 
注意備考 講義の後で極⼒質問を行い、学んだ時点で完全に理解しておくことを推奨する。 
シラバスコード FTD1321 
実務経験のある教員  
達成目標 １）組み合わせ論理回路について以下の事項を理解し、簡単に説明できること。 

①マルチプレクサ／デマルチプレクサ、２進エンコーダ／２進デコーダ、コード
コンバータ論理機能と動作 
②多ビット加減算器、乗算器、ＡＬＵの機能と動作 
③ＰＬＡの構造とプログラミング 
２）フリップフロップの論理機能と順序回路の構造について以下の事項が理解で
きていること。 
①ラッチとフリップフロップの相違 
②各種フリップフロップノ論理機能 
③マスタースレーブ型フリップフロップとエッジトリガ型フリップフロップ 
④一般の順序回路の論理構造・フリ 

受講者へのコメント ａ．受講時には声が聞こえ易くかつ⿊板の見え易い極⼒前の座席に着席して下さ
い。 
ｂ．授業中、しばしば、大きな回路図を板書しますが、これは理解しやすく説明
するためのものです。これと同じ回路図が配布するプリントに描かれていますの
で、これをノートに写すことはしないで、原理とかふるまいを理解することに努
めて下さい。 
ｃ．毎回の授業時間の終わりに質問の時間を設けています。遠慮しないで極⼒利



用し、理解度を深めるため下さい。 
連絡先 E-mail:okamoto＠ee.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 一部の学生さんから声がもっとよく聞こえるようにして欲しいという要望があ
りました。この点は受講者にとって切実な要望であり、この数年間種々検討・工
夫を重ねてきましたが、いまだに完全に解消していません。今後も音響機器の点
検も含めて解決策を検討しますが、受講者の方々にも着席場所などの面で協⼒し
ていただきたい。 

英文科目名 Digital Circuits II 
関連科目 コンピュータ工学Ⅰ、コンピュータ工学Ⅱ、電気回路Ⅰ、電気回路Ⅱ、アナログ

回路、電電気子回路設計、ディジタル回路Ⅰを受講しておくことが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 ａ．教室の音響機器について点検・整備します。 

ｂ．配布予定のプリントにつぃて吟味・整理します。 
講義目的 ディジタル回路は論理０と１に対応した２値の値のみを入出⼒とする回路であ

り、アナログ回路に比して動作速度の面で劣るが精度や信頼性の面で圧倒的に優
れている。近年では世の中で利用されている大多数の電子回路がディジタル回路
としてＬＳＩ化されており、その代表例がコンピュータや携帯電話機の回路であ
る。ディジタル回路Ⅱとディジタル回路Ⅰとはセットになっており、ＬＳＩや各
種ディジタルシステムを開発あるいは設計するための基礎技術として、基本的な
ヂィジタル回路の構成と動作を理解することを目標としている。特に、ディジタ
ル回路Ⅱ 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 単純な組み合わせ論理回路１： マルチプレクサ／デマルチプレクサ、２進

エンコーダ／２進デコーダについて解説する。 
2 回 単純な組み合わせ論理回路２： ７セグメントデコーダ、コンパレータ、Ｐ
ＬＡについて解説する。 
3 回 演算回路１： 算術演算の原理、半加算器と全加算器、多ビット加減算器に
ついて解説する。 
4 回 演算回路２： 桁上げ先見回路、乗算器、算術論理演算回路について解説す
る。 
5 回 ラッチとフリップフロップ１： ラッチ、RS フリップフロップ、D フリッ
プフロップ、JK フリップフロップについて解説する。 
6 回 ラッチとフリップフロップ２： マスタースレーブ型フリップフロップ、エ
ッジトリガ型フリップフロップ、入出⼒信号に対する制約について解説する。 
7 回 プリントＮｏ．１１〜１６の範囲の演習問題の解説を行う。 
8 回 プリントＮｏ．１１〜１６の範囲の概説を行ったのち、中間試験を行う。 
9 回 順序回路の論理構造と機能表現１： 一般の順序回路の論理構造、状態表と
状態図、順序回路としてのフリップフロップについて解説する。 
10 回 順序回路の論理構造と機能表現２： 順序回路としてのフリップフロップ
（前回からの続き）、３進カウンタの設計について解説する。 
11 回 単純な順序回路１： 並列レジスタ、シフトレジスタ、リップルカウンタ



について解説する。 
12 回 単純な順序回路２： 並列カウンタ、シフトレジスタのカウンタへの応用、
ＦＰＧＡについて解説する。 
13 回 メモリ１： メモリの種類、スタティックＲＡＭ，ダイナミックＲＡＭに
ついて解説する。 
14 回 メモリ２： マスクＲＯＭ，プログラマブルＲＯＭについて解説する。 
15 回 プリントＮｏ．１７〜２２の範囲の演習問題の解説を行う。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習の過程を把握しておくこと。論理ゲートの論理
機能と記号を復習しておくこと。 
2 回 カルノ図による簡単化の復習をしておくこと。 
3 回 コンピュータ工学Ⅰで学んだ２進法による加算と減算の原理について復習
しておくこと。 
4 回 前回（第３回）で講義で学んだ加算器と減算器について復習しておくこと。 
5 回 ディジタル回路Ⅰで学んだ双安定マルチバイブレータ、フリップフロップ
（教科書 43〜45 頁）について復習しておくこと。 
6 回 回路の伝搬遅延（教科書 61 頁）について調べておくこと。 
7 回 プリントＮｏ．１１〜１６における各回路の論理機能と動作について目を
通しておくこと。 
8 回 第１回〜第７回の講義・演習に対する試験準備を行うこと。 
9 回 この講義でこらまにで学んだ多ビット加算器とフリップフロップの回路構
成について復習しておくこと。 
10 回 前回（第９回）の講義で学んだ状態表と状態図について復習しておくこと。 
11 回 コンピュータ工学Ⅰで学んだレジスタ、シフトレジスタ、カウンタの機能
について調べておくこと。 
12 回 この講義でこれまでに学んだＪＫフリップフロップとＤフリップフロップ
について復習しておくこと。 
13 回 コンピュータ工学Ⅰで学んだ主メモリの機能について復習しておくこと。 
14 回 ディジタル回路Ⅰで学んだＭＯＳＦＥＴの構造について復習しておくこ
と。 
15 回 プリントＮｏ．１７〜２２を復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTD13D2 
成績評価 定期試験(100％) 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス DA(〜12),DB(〜12) 
見出し FTD13D2 数学Ⅱ 
担当教員名 河村 実生 
単位数 2 
教科書 石村園子 「やさしく学べる微分積分」 共立出版 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ２名の学生から、わかりやすい授業であったとコメントしていただき、励みにな

りました。もっと多くの学生から良い反応を得られるよう、他の授業でも一層努
⼒したいと思います。 

科目名 数学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTD13D2 
実務経験のある教員  
達成目標 ①多変数関数の微分を求めることができる． 

②多変数関数の積分を求めることができる. 
受講者へのコメント 授業時間外に全く勉強しなかったと回答した学生が１６名もいるのは遺憾であ

る。もっと課題を増やして授業時間外に勉強するよう指導したい。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mathematics II 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 本講義では数学Ｉで学習した知識を基礎にして，多変数関数の微分，多変数関数

の積分などについて，特に，工学的応用例をあげて講義する． 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 数学 II での履修事項について概観する。 

２変数関数 
2 回 偏導関数 
3 回 高階偏導関数 



4 回 全微分と接平面 
5 回 合成関数の微分（１） 
6 回 合成関数の微分（２） 
7 回 ２変数関数の極値 
8 回 中間テスト 
9 回 累次積分 
10 回 重積分（１） 
11 回 重積分（２） 
12 回 極座標と極方程式 
13 回 極座標への変換 
14 回 立体の体積 
15 回 総合演習 

準備学習 前回の講義の復習を行い、当日行われる講義の予習を行い、理解が困難と思われ
る個所をあらかじめ認識しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTD13F1 
成績評価 定期試験のウェイトを４０％、課題レポートのウェイトを６０％として評価す

る。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス DB(〜12) 
見出し FTD13F1 物理学Ⅰ 
担当教員名 小野 忠良 
単位数 2 
教科書 理工系 物理学講義 改訂版／加藤潔著／培風館 
アクティブラーニング  
キーワード 物理量、単位、スカラー、ベクトル、微分、積分、電場、磁場、電磁誘導、電磁

波 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 高校で用いた物理 I, 物理 II の教科書 
授業形態 講義 
注意備考 内容をただ暗記することは、理解したことになりません。物理量の定義，原理、

法則はどのように導き出されたか、どういう物理的意味をもっているか、適用範
囲はどうか、なぜそうなるかを考えることが物理学をより深く理解することにつ
ながります。ですから、これまでに染み付いた暗記型学習方法から抜け出し、一
日も早く、考える学習方法を身につけることができるように努⼒することが大切
です。 

シラバスコード FTD13F1 
実務経験のある教員  
達成目標 物理学 II, 物理学 III および電磁気学 I などを学ぶために必要な基礎知識を習得

することを目標とする。とくに、電磁気学と⼒学について、それらの基本的な概
念や法則をよく理解し、それらを応用できる能⼒や物理的考え方を身につけても
らいたい。 

受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 5 階 小野（忠）研究室 TEL: 086-256-9619 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Physics I 
関連科目 物理学 II, 物理学 III, 電磁気学 I, 電気電子工学基礎実験, 数学 I, 数学 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 本講義の主眼は、物理学 II, 物理学 III および電磁気学 I などを学ぶために必要



な基礎知識を習得することにある。内容は、電磁気学、物理学を学ぶ前に必要と
なる基本的なことがらおよび質点の⼒学の一部、の基礎的なものである。高校で
物理 I, 物理 II を履修しなかった⼈あるいは十分に理解できなかった⼈は、特に
⼒を入れて学習してもらいたい。また、すでに履修し、よく理解している⼈は、
与えられた演習問題やレポート課題などを解くことにより内容のより深い理解
に努めてもらいたい。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 物理量と単位について講義する。 

2 回 座標系、物理量、スカラーとべくトルについて講義する。 
3 回 物質の性質を表現する量および微分の考え方について講義する。 
4 回 微分の考え方（３次元運動での速度、加速度、偏微分）につての講義および
第２回目の講義中に課した提出レポートの結果の講評と解説をする。 
5 回 積分の考え方について講義する。 
6 回 第 4 回目の講義中に課した提出レポートの結果の講評と解説および物理に
おける積分の応用例について講義する。 
7 回 演習と解説をする。 
8 回 質点とモデル、質量と重さ、重⼒について講義する。 
9 回 ⼒と⼒のつりあいについて講義する。 
10 回 くらしと電気について講義する。 
11 回 電場について講義する。 
12 回 電流について講義する。 
13 回 電流と磁場について講義する。 
14 回 電磁誘導と電磁波について講義する。 
15 回 演習と解説をする。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、講義内容、講義の流れ、講義目的、達成目標を把握
しておくこと。物理学を学ぶ前に必要となる、物理量と単位について調べ、考え
ておくこと。 
2 回 第１回目の講義の内容の復習をすること。物理学を学ぶ前に必要となる、座
標系および物理量の符号、スカラーとベクトルについて調べ、考えておくこと。 
3 回 第２回目の講義の内容の復習をすること。物理学を学ぶ前に必要となる、物
質の性質を表現する量、物理学における微分の考え方について調べておくこと。 
4 回 第３回目の講義の内容の復習をすること。理学を学ぶ前に必要となる、微分
の考え方（３次元運動での速度、加速度、偏微分）について調べ、考えておくこ
と。 
5 回 第４回目の講義の内容の復習をすること。物理を学ぶ前に必要となる、物理
における積分について調べておくこと。 
6 回 第５回目の講義の内容の復習をすること。物理における積分の応用例につ
いて調べておくこと。 
7 回 第１?６回の講義で取り上げた、物理学を学ぶ前に必要となる基本的なこと
がらについての演習問題を解いて理解を深めておくこと。 
8 回 第７回目の講義の内容の復習をすること。質点の⼒学の入り口である、質点
とモデル、質量と重さ、重⼒について調べておくこと。 



9 回 第８回目の講義の内容の復習をすること。⼒と⼒のつりあいについて調べ、」
考えておくこと。 
10 回 現在のエレクトロニクス社会に生活している私たちと電気の関わりについ
て考えておくこと。 
11 回 第１０回目の講義の内容の復習をすること。電場に着目して、静電気⼒、
電場、電位、電場中の物体およびコンデンサアーについて調べ、考えておくこと。 
12 回 第１１回目の講義の内容を復習すること。いろいろな簡単な電気回路につ
いて、電流の流れ方にはどのような規則性があるかを考えておくこと。 
13 回 第１２回目の講義の内容を復習すること。磁石や磁気の基本的な性質を調
べ、電気と磁気の関係について考えておくこと。 
14 回 第１３回目の講義の内容を復習すること。交流の発生と交流回路について
調べ、電磁波とその利用についても考えておくこと。 
15 回 電磁気に関して学んだ内容について、与えられた演習問題を解いて理解を
深めておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTD1512 
成績評価 中間試験 50%、定期試験 50%で評価する。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス DA(〜12),DB(〜12) 
見出し FTD1512 コンピュータ工学Ⅰ 
担当教員名 太⽥ 寛志 
単位数 2 
教科書 コンピュータ概論／⿊川一夫、半谷精一郎、見山友裕、⻑谷川幹雄／コロナ社 
アクティブラーニング  
キーワード 2 進数、ブール代数、論理演算、論理回路、中央処理装置、アセンブリ言語、並

列処理 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 自由記述 

「寝てしまうときもありましたが、楽しい授業でした。」 
「上手く iPad を活用していたと思う。理解しやすかった。」 
「親切でていねいな教え方でした。今後もよろしくお願いします。」 
「ありがとうございました。」 
良い評価のコメントを頂きました。今後も学生が学びやすい工夫を考えていきた
いと思います。 

科目名 コンピュータ工学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 図解コンピュータ概論 ハードウェア／橋本洋志 他／オーム社：ＣＰＵの創り

かた／渡波郁／毎日コミュニケーションズ：わかりやすく図で学ぶコンピュータ
アーキテクチャ／野地保／共立出版：例題で学ぶコンピュータ工学概論 アーキ
テクチャ入門／富川武彦／丸善：アセンブリ言語スタートブック／高⽥美樹／技
術評論社 

授業形態 講義 
注意備考 コンピュータ工学Ⅰとコンピュータ工学Ⅱは「基本情報技術者試験」の試験内容

と深く関連しているため、「基本情報技術者試験」の合格を目指す場合は両科目
を修得することが望ましい。 

シラバスコード FTD1512 
実務経験のある教員  
達成目標 （1）2 進数による数値表現と演算ができる。（2）論理式と論理回路の相互変換が

できる。（3）中央処理装置の内部構成を理解し、制御命令をアセンブリ言語で表
現できる。 

受講者へのコメント 講義内容に関してよく分からない点、疑問に思った点があれば積極的に質問して
もらいたい。 

連絡先 太⽥研究室 17 号館 3 階、電子メール：ohta@ee.ous.ac.jp、オフィスアワー：月
曜日 7〜10 時限 

合理的配慮が必要な学生への  



対応 
各項目評価に対する所見 講義の満足度について、満足した学生 48%、ほぼ満足した学生 33%であり、概

ねの学生が満足できる内容ができたと思う。また、「この分野の理解が深まった」
と答えた学生が 84%であり、1 年次の基礎科目としても満足できる内容であった
と思う。 
講義以外の学習について、小テストや中間試験を行うにも関わらず学習を全くし
なかった学生が 26%もいた。講義時間外も学習を行って、理解をより深めるよう
に努めてもらいたい。 

英文科目名 Computer Technology I 
関連科目 コンピュータリテラシ、コンピュータ実習、プログラミング基礎、コンピュータ

工学Ⅱ、ディジタル回路Ⅰ、ディジタル回路Ⅱ、電気電子工学実験Ⅰ、電気電子
工学実験Ⅱ 

次回に向けての改善変更予定 2012 年度は講義で使う演習の問題集をあらかじめ配付して、予習ができるよう
にした。 
次回はこの問題集の問題を見直して改善を図っていきたい。 

講義目的 コンピュータにおける数値表現と演算法や、中央処理装置の構成要素、アセンブ
リ言語、命令実行制御などのコンピュータの五大機能中の「演算」と「制御」に
ついて知識を習得し、コンピュータの動作原理を理解する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 数の表現（1）  データ表現、2 進数、16 進数、基数変換について解説す

る。 
2 回 数の表現（2）  2 進数の負の数、補数、2 進数の加減算について解説す
る。 
3 回 数の表現（3）  2 進数の固定小数点数表記、浮動小数点数表記について
解説する。 
4 回 数の表現（4）  数値計算における誤差問題、文字コード（ASCII コード、
JIS コード）について解説する。 
5 回 論理回路（1）  ブール代数の基本演算と公理、真理値表、論理式につい
て解説する。 
6 回 論理回路（2）  組み合わせ論理回路の論理式について解説する。 
7 回 論理回路（3）  カルノー図を用いた論理式の簡単化について解説する。 
8 回 論理回路（4）  順序回路とフリップフロップについて解説する。 
9 回 論理回路（5）  レジスタ、カウンタ、基本記憶素子の構造について解説
する。 
10 回 中央処理装置（1）  コンピュータの構成、プロセッサの構成・命令系・
動作について解説する。 
11 回 中央処理装置（2）  アセンブリ言語と命令サイクルについて解説する。 
12 回 中央処理装置（3）  アセンブリ言語のアドレッシング方式について解
説する。 
13 回 中央処理装置（4）  フラグレジスタと条件分岐命令について解説する。 
14 回 中央処理装置（5）  並列処理、中央処理装置の性能評価について解説す
る。 



15 回 まとめ  総復習を行う。 
準備学習 1 回 2 進数と 16 進数の表記法について調べておくこと。 

2 回 2 進数の加算について理解しておくこと。1 の補数と 2 の補数について調べ
ておくこと。 
3 回 IEEE754 規格における浮動小数点数の表記法について調べておくこと。 
4 回 ASCII コードと JIS コードについて調べておくこと。 
5 回 ブール代数、基本論理演算について調べておくこと。 
6 回 ブール代数の公理をすべて覚えておくこと。半加算器、マルチプレクサ等の
組み合わせ論理回路について調べておくこと。 
7 回 真理値表の書き方を理解しておくこと。カルノー図の書き方について調べ
ておくこと。 
8 回 順序回路およびフリップフロップについて調べておくこと。 
9 回 レジスタとカウンタの構成について調べておくこと。 
10 回 仮想中央処理装置 COMETⅡの構造について調べておくこと。 
11 回 アセンブリ言語 CASLⅡについて調べておくこと。 
12 回 アセンブリ言語における各種アドレッシング方式について調べておくこ
と。 
13 回 フラグレジスタの働き、分岐命令について調べておくこと。 
14 回 中央処理装置の性能評価について調べておくこと。 
15 回 これまでの講義内容すべてについて復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTD1522 
成績評価 中間試験(50%)と期末試験(50%)により成績を評価する。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス DA(〜11),DB(〜11) 
見出し FTD1522 ディジタル回路Ⅰ 
担当教員名 道⻄ 博行 
単位数 2 
教科書 入門ディジタル回路／岡本卓爾、森川良孝、佐藤洋一郎／朝倉書店 

講義のポイントを明確にしたり理解し易くしたりするために、毎回プリントも配
布 

アクティブラーニング  
キーワード パルス回路、ディジタル回路、論理関数、論理ゲート 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 自由記述なし。 
科目名 ディジタル回路Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 電子情報回路／樋口⻯雄、江刺正喜／昭晃堂 
授業形態 講義 
注意備考 講義の後で極⼒の質問を行い、学んだ時点で完全に理解しておくことを推奨す

る。 
シラバスコード FTD1522 
実務経験のある教員  
達成目標 １）個別素子により構成されたディジタル回路について下記の事項が説明または

算出できること。 
ダイオードとトランジスタにおける静特性上での動作点・クリッパー、微分回路、
積分回路，差動増幅器の動作原理・マルチバイブレータの種類と動作原理・プル
ス幅の算出 
２）論理ゲートについて下記の事項が理解できること。 
バイポーラトランジスタのよるＴＴＬ論理ゲートの論理機能と内部動作・ＥＣＬ
論理ゲートの論理機能と内部動作・ＭＯＳＦＥＴによるＣＭＯＳ論理ゲートの論
理機能と内部動作 
３）論理関数について下記の事項が理解できること。 

受講者へのコメント 毎回、教科書の要点をまとめたプリントを配布していますので、必ず出席してこ
れを入手するように心がけてください。 

連絡先 道⻄研究室 17 号館５階 mitinisi＠ee.ous.ac.jp,086-256-9728 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 無欠席者が 54.7％であり、出席率が高く、これに理解度が比例して良くなってい
ます。 
また、満足、ほぼ満足の回答が 73%となっているのもこの影響と思われます。 



英文科目名 Digital Circuits I 
関連科目 コンピュータ工学Ⅰ、電気回路Ⅰ，電気回路Ⅱ、アナログ回路を修得済みである

ことが望ましい。また、電気電子回路設計を同期に受講することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 演習の回に解説する問題数を増やして、理解度の向上を図りたい。 
講義目的 ディジタル回路は論理０と１に対応した２値の値のみを入出⼒とする回路であ

り、アナログ回路に比して動作速度の面で劣るが精度や信頼性の面で圧倒的に優
れている。近年では世の中で利用されている大多数の電子回路がディジタル回路
としてＬＳＩ化されており、その代表例がコンピュータや携帯電話機の回路であ
る。ディジタル回路Ⅰとこれに続くディジタル回路Ⅱとはセットになっており、
ＬＳＩや各種ディジタルシステムを開発あるいは設計するための基礎技術とし
て、基本的なディジタル回路の構成と動作を理解すること目標としている。特に、
ディジタ 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 半導体素子の非線形動作１； ダイオードとバイポーラトランジスタの静

特性と負荷直線について解説する。 
2 回 半導体の非線形動作２； ＭＯＳＦＥＴの静特性と負荷直線について解説
する。 
3 回 波形変換回路１； 波形整形回路と時間軸上の波形変換回路について解説
する。 
4 回 波形変換回路２； 振幅軸上の波形変換回路について解説する。 
5 回 パルス発生回路１； 無安定マルチバイブレータについて解説する。 
6 回 パルス発生回路２； 単安定マルチバイブレータと双安定マルチバイブレ
ータについて解説する。 
7 回 前半内容の演習を行う。 
8 回 前半内容の解説を行ったのち、中間試験を行う。 
9 回 基本論理ゲート１； 基本論理ゲートの種類とＴＴＬゲートについて解説
する。 
10 回 基本論理ゲート２； ＥＣＬゲートとＣＭＯＳゲートについて解説する。 
11 回 論理関数とその簡単化１； ブール代数と論理関数について解説する。 
12 回 論理関数とその簡単化２； 組み合わせ論理回路の合成について解説する。 
13 回 論理関数とその簡単化３； カルノ図ノ作り方について解説する。 
14 回 論理関数とその簡単化４； カルノ図による簡単化について解説する。 
15 回 後半内容の解説と演習を行う。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 半導体の静特性、負荷直線、動作点について復習しておくこと。 
3 回 数学で学んだ線形１次微分方程式の解き方を復習しておくこと。 
4 回 アナログ回路で学んだトランジスタのエミッター接地増幅率について復習
しておくこと。 
5 回 積分回路の復習をしておくこと。 
6 回 微分回路とコンピュータ工学で学んだフリップフロップとの動作を復習し
ておくこと。 
7 回 波形整形回路、微分回路、積分回路、ミラー積分回路、クリッパ（リミッ



タ）、差動増幅器、各種マルチバイブレータの動作について復習しておくこと。 
8 回 第１回〜第７回の講義・演習の内容を復習しておくこと。 
9 回 コンピュータ工学で学んだ論理素子とアナログ回路で学んだトランジスタ
の接地形式について復習しておくこと。 
10 回 ｎＭＯＳＦＥＴとｐＭＯＳＦＥＴの増幅作用について復習しておくこと。 
11 回 コンピュータ工学で学んだブール代数について復習しておくこと。 
12 回 論理関数について復習しておくこと。 
13 回 論理関数の積和型表現と積標準形について復習しておくこと。 
14 回 ベン図による論理関数表現を復習しておくこと。 
15 回 第 9 回〜第 14 回の講義・演習に対する試験準備を行うこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTD1532 
成績評価 定期試験（60%）、中間試験（30%）、小テスト・宿題（10%） 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス DA(〜10),DB(〜10) 
見出し FTD1532 ロボット工学 
担当教員名 クルモフ バレリー 
単位数 2 
教科書 ロボットシステム入門／松日薬 信⼈、大明 準治 共著／（オーム社） 
アクティブラーニング  
キーワード マニピュレータ、順運動学、逆運動学、フィードバック制御、移動ロボット 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 講義時間の後半に講義室が寒くなるとの指摘があった。数回、エアコンの設定温

度を調節したが、受講者も温度設定にここと掛けてほしい。 
また、講義室のルータが動作していないおよび「すべての教室にルータ設置を」
との指摘があったが、この講義中にインターネット検索を要求していないので、
指摘が不適切であると思う。 
一⼈の学生から「もう少し分かりやすくしてほしい」との要求があったが、講義
内容については、学生の事前知識を十分考慮したことのうえで、講義を計画して
いる。分からないことがあった場合、講義中だけではなく、オフィスアワ 

科目名 ロボット工学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義で指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 電気主任技術者認定に必要な科目である。次の HP を随時に参考すること 

http://shiwasu.ee.ous.ac.jp/robot/ 
質問等を随時に受け付ける。関心のある学生に対して、移動ロボット設計・作成
を指導する。 

シラバスコード FTD1532 
実務経験のある教員  
達成目標 １）ロボット工学は、電気電子工学分野と大きく関連しているので、物理学・数

学・電子回路・制御工学の応用を理解することを目指す。 
２）ロボット工学関連の研究が盛んに行われており、最新の研究開発の動向を把
握すること。 

受講者へのコメント 毎回出席して、積極的に復習をすることが望ましい。 
連絡先 20 号館 4F クルモフ研究室 086-256-9542 val@ee.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 大半の受講者は、この講義に満足しているが、この科目の欠席数が目立っている
（アンケート実施時にほぼ 25%の学生が欠席した）。欠席されると理解ができな
くなり、結果として受講者の 34%が試験を受かっていない。 



英文科目名 Robotics 
関連科目 数学、応用数学、物理学、電気回路、制御工学 
次回に向けての改善変更予定 次回は、理解向上のためにシミュレーション・動画等を導入する計画である。ま

た、復習につながる宿題の内容および回数を見直すことにする。 
講義目的 本講義の目的はは、ロボットの構成、機構、運動学的な解析方法、ロボット制御

について基礎的な内容を理解することである。主に産業用ロボットを対象とする
が、現在大きい課題である移動ロボット、ヒューマノイドロボット、ロボットの
知能化についてソフトおよびハード的な面からも分かりやすく解説する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 「ロボット工学の概要」 

まず、科目内容、講義の実施形態、学習方法・他の科目との関連内容および評価
基準を説明する。その後に、ロボット技術について動画・静止画およびシミュレ
ーション例を利用して次のことを説明する。 
１）ロボットの定義 
２）ロボットの歴史 
３）ロボットの分類化 
４）ロボットの応用 
５）ロボットの知能化 
６）まとめ 
3 回 「ロボットシステムの分類と構成」 
産業用ロボットの分類化及び構成について説明する。次に、ロボットの運動解析
の概念を紹介する。 
4 回 「ロボットのセンサ」 
ロボット工学分野で使用される主なセンサについて説明する。 
5 回 「マニピュレータの運動学」 
産業用ロボットの位置と姿勢の表現方法を説明する。そこで、次のことについて
述べる。 
１）回転行列・移動ベクトル 
２）同次変換行列 
３）同次回転行列 
４）同次移動行列 
５）連鎖変位行列 
６）多関節ロボット座標変換例題を用いて姿勢の表現方法を説明する。 
7 回 「中間テスト」 
45 分の中間テスト実施直後に、出題内容を科目の WEB ページにアップする。解
答を確認・復習し、内容の解説について要求があれば、次回の講義時にそれをす
る。 
「軌跡計画」 
軌跡計画の基礎的な方法について述べる。シミュレーション例題をもとに軌跡計
画のデモンストレーションを行う。 
8 回 「ロボット関節のフィードバック制御」 
学生から要求があったら、中間テストの回答を説明してから、産業用ロボットの



直動関節および回転関節の一般的な構造の説明後に次の内容を述べる。 
１）直流モータのモデル化 
２）直流モータモデルの解析 
３）PD 制御側とその解析 
４）PID 制御側とその解析 
５）例題を用いてシミュレーション紹介 
11 回 「ロボット運動制御」 
ロボットの運動⼒学モデルの構成について説明する。運動制御系の一般構成を紹
介する。 
12 回 「移動ロボットの分類化と構成」 
移動ロボットの分類化の説明し、車輪型移動ロボットの構造とそのモデル化・制
御系の構成を紹介する。 
13 回 「ロボット制御に用いる組込み型コンピュータ」 
ロボット制御に用いる組込み型コンピュータの構成、利用される OS およびリア
ルタイム制御について説明する。 
14 回 「移動ロボットの知能化」 
自律制御と遠隔操作について説明する。 
15 回 「まとめおよび復習」 
科目の内容をまとめてから、試験準備を兼ねて主なところを復習する。 

準備学習 1 回 シラバスの内容を読み、全体の流れを把握すること。WEB を検索して、様々
なロボットにつて調べる。 
3 回 行列論について復習すること。 
4 回 ロータリエンコーダについて調べておくこと。 
センサ工学科目の内容を復習すること。 
5 回 行列論をさらに復習すること。 
7 回 前回までの講義内容をよく復習すること。 
8 回 ラプラス返還・伝達関数について復習をすること。最終値定理について復習
する。 
11 回 サーボ系について復習をすること。 
12 回 歩行ロボット・車輪型移動ロボットについて調べておくこと。 
13 回 組み込みコンピュータについて調べること。 
14 回 前回の内容をよく復習し、理解を深めること。 
15 回 全体の内容について復習をすること。 

 



年度 2012 
授業コード FTD15F1 
成績評価 定期試験（０％）、中間試験（０％）、小テスト（５０％）、レポート（５０％）、

ノート（０％）。すべてのテーマの小テスト、またはレポートの評価を総合集計し
て評価する。小テストやレポートは、各講義毎に実施し、その内容の総合評価で
60 点以上を合格とする。 

曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 電気電子システム学科(〜09) 
見出し FTD15F1 機械工学概論 
担当教員名 ⽥中 雅次、桑木 賢也、衣笠 哲也、中井 賢治、吉⽥ 浩治、金子 正明＊、

金谷 
単位数 2 
教科書 各担当教員が適宜、資料などを配付する。 
アクティブラーニング  
キーワード 設計法、加工法、生産・管理システム、引張・圧縮・せん断応⼒とひずみ、工業

材料の性質と機能、エネルギー保存則、エネルギーの形態と変換、熱移動と温度、
運動の法則、機械の⼒学と振動、フィードバック制御 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答 多様な内容を学べて良かった。：機械工学について、より一層興味を持ってくだ

さい。 
科目名 機械工学概論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 日本機械学会誌、日本機械学会編「機械工学便覧」 
授業形態 講義 
注意備考 各担当教員の指示に従うこと。学習相談は、各担当教員のオフィスアワーに行う

こと。 
シラバスコード FTD15F1 
実務経験のある教員  
達成目標 「A5」 機械分野の問題を解決するために、材料⼒学、熱⼒学、流体⼒学、機械

⼒学、自動制御、機械要素、加工学などの機械システム工学の専門知識を習得す
る。特に、各分野を学ぶ理由をよく理解すること。 

受講者へのコメント  
連絡先 E-mail：tanaka@mech.ous.ac.jp 

Tel&Fax:086-256-9594 
5 号館 3 階 ⽥中研究室 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Outline of Mechanical Engineering 
関連科目 機械システム工学科のすべての A 群科目 



次回に向けての改善変更予定  
講義目的 機械システム工学を構成する４系列：材料システム、エネルギーシステム、計測・

制御システム、設計・生産システムから、各分野の課題やトピックスなどを講義
し、機械システム工学の骨格を理解する。そして各分野の研究における基本的、
かつ必須の考え方を方法を学ぶ。機械システム工学の全体像を理解し、将来、機
械システム技術者として自立するための基礎を形成する。 

対象学年 4 年 
授業内容 1 回 (4/16)オリエンテーション。講義の進め方を説明する。 

2 回 (4/23)CAD・CAM の進歩で変わる生産システムについて説明する。 
3 回 (5/7)モノづくり（自動車製造の場合）について説明する。 
4 回 (5/14)ジェットエンジン（重工業メーカの場合）について説明する。 
5 回 (5/21)数値流体⼒学の概説と応用例について説明する。 
6 回 (5/28)熱エネルギーとエンジンについて説明する。 
7 回 (6/4)火⼒発電所や廃棄物焼却炉などのプラントにおける熱流体解析につい
て説明する。 
8 回 (6/9)計測と制御について説明する。 
9 回 (6/11)ロボットについて説明する。 
10 回 (6/18)自動車の衝突と安全性について説明する。 
11 回 (6/25)繊維強化プラスチック(Fiber Reinforced Plastics)について説明す
る。 
12 回 (7/2)機械工学における材料の役割について説明する。 
13 回 (7/9)材料⼒学について説明する。 
14 回 (7/16)地球環境と材料について説明する。 
15 回 (7/21)メカトロシステムの開発例について説明する。 

準備学習 1 回 機械工学の概要を調べておくこと。 
2 回 事前配布資料（セミナー講義要旨）の該当箇所について内容を調べておくこ
と。 
3 回 事前配布資料（セミナー講義要旨）の該当箇所について内容を調べておくこ
と。 
4 回 事前配布資料（セミナー講義要旨）の該当箇所について内容を調べておくこ
と。 
5 回 事前配布資料（セミナー講義要旨）の該当箇所について内容を調べておくこ
と。 
6 回 事前配布資料（セミナー講義要旨）の該当箇所について内容を調べておくこ
と。 
7 回 事前配布資料（セミナー講義要旨）の該当箇所について内容を調べておくこ
と。 
8 回 事前配布資料（セミナー講義要旨）の該当箇所について内容を調べておくこ
と。 
9 回 事前配布資料（セミナー講義要旨）の該当箇所について内容を調べておくこ
と。 
10 回 事前配布資料（セミナー講義要旨）の該当箇所について内容を調べておく



こと。 
11 回 事前配布資料（セミナー講義要旨）の該当箇所について内容を調べておく
こと。 
12 回 事前配布資料（セミナー講義要旨）の該当箇所について内容を調べておく
こと。 
13 回 事前配布資料（セミナー講義要旨）の該当箇所について内容を調べておく
こと。 
14 回 事前配布資料（セミナー講義要旨）の該当箇所について内容を調べておく
こと。 
15 回 事前配布資料（セミナー講義要旨）の該当箇所について内容を調べておく
こと。 

 



年度 2012 
授業コード FTD15H1 
成績評価 中間試験（１５％）、定期試験（７０％）、宿題（１５％） 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス DA(〜11),DB(〜11) 
見出し FTD15H1 数学Ⅲ 
担当教員名 クルモフ バレリー 
単位数 2 
教科書 新課程「微分方程式」／石原 繁・浅野重初著／（共立出版） 
アクティブラーニング  
キーワード 初等関数、複素関数、微分、積分、微分方程式、初期値問題、一般解、特異解 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 １．「所々、何を言っているのかが聞き取りにくいことがあった。」（3 回）、「少し

進行が速かったときがあったので、もう少しゆっくりやってほしいです。」(1 回）、
「字が少しわかりづらい」(1 回） 
回答：さらに、はっきりしたしゃべり方ができるように心がけて講義します。た
だし、（共通回答）授業改善の目的で、毎回アンケートを実施して、次回の授業時
に回答をしましたのに、上記の指摘は、一度もなかったのです。どうして学生諸
君は、本アンケートが実施されるまでに我慢されたのか今一理解はできません。 
２．「別の教科書にした方が良 

科目名 数学Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 Advanced Engineering Mathematics「常微分方程式」／E.クライツィグ／（培風

館） 
授業形態 講義 
注意備考 次 の ペ ー ジ に 講 義 等 の 資 料 ・ 宿 題 の 回 答 を 公 開 し て い る 。

http://shiwasu.ee.ous.ac.jp/mathiii/ 随時に参照することが重要である。 
質問・相談はオフィスアワー以外可 

シラバスコード FTD15H1 
実務経験のある教員  
達成目標 各種関数の微分、積分ができ、微分方程式が解けること。専門の講義に出てくる

微分、微分方程式に関する数式及びその展開が理解出来ること 
受講者へのコメント 「数学Ⅲ」には、他の科目と同様に、理解ができるために学習・復習が重要です。

今回は、次のことが大きく目立ちましたので、次に記載します。よく読んで、理
解してもらいたいです。 
１）4 割の学生が、復習をほとんどしなかったことから十分に理解が得られなか
った。 
２）理解していないほとんどの学生は、数学Ⅰも理解していませんでしたが、数
学Ⅰの内容を復習を最後までにしなかったと強く印象を受けています。 
３）講義中にも他の時間にも質問をしに来たのが、わずか 3 ⼈だけです。（3 ⼈と
も良い成績で単位を修得しました。） 



４）宿題を自 
連絡先 20 号館 4F クルモフ研究室 086−256-9542 val@ee.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし 
英文科目名 Mathematics III 
関連科目 電気電システム学科のほとんどの科目 
次回に向けての改善変更予定 来年度も WEB 上に講義ノート・宿題・中間テストの解答をアップします。学生

諸君を復習させるために、中間テスト実施を 1 回から 6 回に増やします。また、
内容の応用について数多くのシミュレーション・アニメーションを導入します。 

講義目的 理工学の分野で取り扱われる数多くの現象は微分方程式で記述される。本講義で
は電気電子工学の専門を履修するに必要な微分方程式の解法を工学的な実例を
多く取り入れて講義する。講義では出来るだけ多くの例題の解法を教示し、学生
諸君が基本的な問題を解く能⼒を醸成し、専門科目を理解するのに必要な数学的
知識を習得することに主眼をおいて進める。そのため講義時間中に小テストを実
施し、演習問題のレポート提出を課す。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 「微分方程式の基本的な概念」 

複数の例題を通じて次のことを説明する。 
１）常微分方程式の概念 
２）微分方程式の解（陽関数会・陰関数解） 
３）一般解・特殊解 
４）電気回路のモデル化 
2 回 「変数分離形微分方程式、初期値問題」 
変数分離形微分方程式の構成および解法を説明する。初期値問題を説明してから
複数の例題を解く。 
3 回 「同次形微分方程式」、「完全微分方程式」 
変数分離形微分方程式の復讐してから次の内容について述べる。 
１）同次形微分方程式 
２）同次形微分方程式の解法。複数例題を解く。 
３）完全微分方程式 
４）完全微分方程式の解法。複数例題を解く。 
4 回 「完全微分方程式（積分因子）」 
前回の内容復讐するために演習問題を解いてから次のことを説明する。 
１）積分因子を用いた微分方程式の解法導出 
２）例題 
３）1 回〜4 回の内容について演習をする。 
5 回 「１階線型微分方程式とその応用」 
１階線型微分方程式を導入して、その解法について述べる。その後に電気回路関
係の複数応用例題を解き、1 回〜5 回の内容について演習をする。 
6 回 「中間テスト」 
60 分の中間テスト実施後に、出題内容を解説する。 



7 回 「定数係数同次線形微分方程式」 
定数係数同次線形微分方程式を紹介してから解法について説明をする前に、線形
独立性およびオイラーの公式を復習する。次に、解法について述べ、例題を解く。 
8 回 「定数係数非同次線形微分方程式（１）」 
前回の内容を復習するために例題を解く。次に、定数係数非同次線形微分方程式
を紹介し、解法を説明する。未定係数法による解の求め方を説明する。 
9 回 「定数係数非同次線形微分方程式（２）」 
前回の内容を復習するために例題を解く。係数変化法を導出し、演習を行う。 
10 回 「線形微分方程式の応用」 
LCR 電気回路をモデル化し、その解析をする。次にモデルの解を求め、回路の過
渡特性・定常特性について説明する。 
12 回 「復習・演習」 
1 回〜10 回の復習・演習をする。 
13 回 「連立部分方程式」 
連立微分方程式について説明し、その解法について述べる。例題を解く。 
14 回 「2 階偏微分方程式」 
2 階偏微分方程式について説明し、波動方程式を紹介する。波動方程式の解につ
いて論じる。 
15 回 「まとめと復習」 

準備学習 1 回 シラバスの内容を読み、全体の流れを把握すること。微分・積分法を復習す
ること。また、LR と RC 回路の復習が望ましい。 
2 回 指数関数、対数関数、三角関数およびそれらの微分・積分を復習すること 
3 回 前回与えられた宿題を解き、内容を理解すること。理解不足の場合教員のと
ころへ相談をしに行くことが望ましい。 
4 回 前回与えられた宿題を解き、内容を理解すること。理解不足の場合教員のと
ころへ相談をしに行くことが望ましい。全微分を復習すること。 
5 回 前回与えられた宿題を解くこと。 
6 回 前回までの内容を復習し、理解すること。 
7 回 前回与えられた宿題を解くこと。複素数についてよく復習すること。 
8 回 前回与えられた宿題を解くこと。 
9 回 前回与えられた宿題を解くこと。 
10 回 前回与えられた宿題を解くこと。インダクタンス、キャパシタンス、抵抗
について復習すること。 
12 回 前回与えられた宿題を解くこと。 
13 回 前回与えられた宿題を解くこと。 
14 回 前回与えられた宿題を解くこと。偏微分にういて復習する。 
15 回 1 回〜14 回の内容を復習すること。 

 



年度 2012 
授業コード FTD1711 
成績評価 定期試験(50%)、中間試験(30%)、課題レポ−ト（20％）により成績を評価する。

採点の基準は 100 点満点のうち 60 点以上を合格とする。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス DA(〜12) 
見出し FTD1711 物理学Ⅰ 
担当教員名 宇都宮 晃 
単位数 2 
教科書 理工基礎物理学／浦上澤之 編著／裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード 運動、仕事、エネルギ−、熱、電場、磁場、電磁誘導 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 高等学校の復習が中心となっているため、ある程度わかっているという回答が多

かったのは良かったと思われる。演習問題については、解答例が全てほしいとい
うものがあったので、模範解答例を印刷して配布することにするが、講義で説明
したものと類似の演習問題であるので、自分⼒で解けるように努⼒してもらいた
い。 

科目名 物理学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 高等学校で用いた物理Ⅰ、物理Ⅱの教科書 
授業形態 講義 
注意備考 演習問題を数多く解くことにより、内容の理解を深めるよう努⼒することが望ま

しい。 
シラバスコード FTD1711 
実務経験のある教員  
達成目標 物理学Ⅱ、物理学Ⅲおよび電磁気学Ⅰなどを学ぶために必要な基礎知識を習得す

ることを目標とする。特に、電磁気と⼒学について、それらの基本的な概念や法
則を良く理解し、それらを応用できる能⼒を身に付けてもらいたい。 

受講者へのコメント 高等学校の物理Ⅰおよび物理Ⅱの復習が中心であるので、多くの学生は内容をあ
る程度理解しているため、平均的には良好であるが、全体の２〜３割程度の学生
は理解⼒がかなり不足しているので、講義を通して充分に理解を深め、不足して
いる部分を補ってほしい。 

連絡先 ７号館４階 宇都宮研究室 086-256-9519 koh@ee.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 講義に積極的に取り組む姿勢が不足しているように思われる。予習・復習をする
ことにより、理解不足の項目あるいは関心のある分野などが把握でき、講義内容
の習得がしやすくなり、応用⼒も身に付くのでぜひ怠らないように努⼒してもら
いたい。 



英文科目名 Physics I 
関連科目 物理学Ⅱ、物理学Ⅲ、電磁気学Ⅰ、電気電子工学基礎実験、数学Ⅰ、数学Ⅱ 等 
次回に向けての改善変更予定 全般にわたってまんべんなく講義をするのではなく、過去の経験から理解⼒が不

足しやすい個所に重点を置き、講義に強弱を付けて行いたい。 
講義目的 本講義は、物理学Ⅱ、物理学Ⅲおよび電磁気学Ⅰなどを学ぶために必要な基礎知

識を習得することを主眼としている。内容は、電磁気と⼒学を中心とした基礎的
な内容であるので、高等学校で物理Ⅰ、物理Ⅱを履修していない⼈あるいは十分
に理解できていない⼈は、特に⼒を入れて学習することを望む。また、すでに履
修し、良く理解している⼈は、与えられた演習問題などを解くことにより内容の
より深い理解に努めてもらいたい。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 今日のエレクトロニクス社会にいたるまでの道のりを振り返り、私たちと

電気の関わりについて説明する。 
2 回 帯電体の周囲の空間が、他の帯電体に⼒を及ぼすような状態に変化し、その
空間によって⼒が伝えられる電気現象について解説する。 
3 回 いろいろな回路で、電流の流れ方にはどのような規則性があるかについて
解説する。 
4 回 磁石や磁気の基本的な性質について解説し、電気と磁気との関係について
説明する。 
5 回 電磁誘導とその現象の応用による交流発電機についてしらべ、コイルとコ
ンデンサ−を組み合わせた回路に交流を流した時に生ずる現象について解説す
る。 
6 回 電磁気に関して学んだ内容について、演習問題により理解を深め、要点を解
説する。 
7 回 電磁気に関して学んだ内容について中間試験を行う。試験終了後に試験内
容について解説する。 
8 回 速度、加速度について復習し、重⼒下での物体の落下運動について解説す
る。 
9 回 各種の⼒の性質について説明し、⼒が加わったとき物体に生じる運動につ
いて解説する。 
10 回 仕事と⼒学的エネルギ−について解説する。 
11 回 いろいろなエネルギ−につて調べ、これらがどのように移り変わるのかに
ついて説明する。 
12 回 平面内を動く運動（たとえば、放物運動）について説明する。 
13 回 運動量保存則と衝突について解説する。 
14 回 円運動と万有引⼒について説明する。 
15 回 ⼒および運動とエネルギ−に関して、演習問題により理解を深め、要点を
解説する。 

準備学習 1 回 日常生活における私たちと電気の関わりについて考えてみること。 
2 回 電場に着目して、静電気⼒、電位、電場の中の物体およびコンデンサ−につ
いて調べてみること。 
3 回 いろいろな回路について、電流の流れ方にはどのような規則性があるか考



えてみること。 
4 回 磁石や磁気の基本的な性質を調べ、電気と磁気との関係について考えてみ
ること。 
5 回 交流の発生と交流回路について調べ、電磁波とその利用についても考えて
みること。 
6 回 電磁気に関して学んだ内容について、与えられた演習問題を解くことによ
り理解を深めることが望ましい。 
7 回 電磁気に関して、学んだ内容の再確認を行うこと。 
8 回 速度、加速度につて復習し、重⼒下では物体の落下運動はどのように表せる
か考えてみること。 
9 回 各種の⼒の性質について調べ、⼒が加わったときに生じる物体の運動につ
て考えてみること。 
10 回 物理学におけるエネルギ−や仕事の意味を調べ、それらの関係について考
えてみること。 
11 回 各種のエネルギ−およびそれらのエネルギ−の変換と保存について調べて
みること。 
12 回 平面運動の速度・加速度により、平面内の運動がどのように表せるか考え
てみること。 
13 回 衝突や分裂のような、時間的に一定でない⼒を受けるときの物体の速度を
知るためには運動量が役立つことを考えてみること。 
14 回 円運動や単振動のような周期的な運動の表し方や、これらの運動の原因と
なる⼒について調べてみること。 
15 回 ⼒および運動とエネルギ−に関して学んだ内容について、与えられた演習
問題を解くことにより理解を深めること。 

 



年度 2012 
授業コード FTD1712 
成績評価 課題提出（３０％，出席メモと課題レポート含む），試験（７０％，中間試験と定

期試験）により行う。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス DA(〜10),DB(〜10) 
見出し FTD1712 電気エネルギー伝送工学 
担当教員名 杉原 弘章＊ 
単位数 2 
教科書 新世代工学シリーズ「電気エネルギー伝送工学」／松浦虔士／オーム社 
アクティブラーニング  
キーワード 電⼒系統，送配電線路，変電所，送電特性，故障計算，安定度，直流送電，系統

の保護・制御 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 板書が見難いという声が多いので，字の大きさ等に気をつける（特に添字）。 
科目名 電気エネルギー伝送工学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 中国電⼒編「電⼒設備の概要」，講義関係の資料配布 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTD1712 
実務経験のある教員  
達成目標 送配電の仕組み，電⼒系統の特性を理解し，簡単な故障計算ができるようになる。 
受講者へのコメント 半期の講義としては内容が多いので進行が早めであるが，疑問点は質問するなど

して理解し，ついて来てほしい。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 本講義内容に興味を持ってもらえたようでよかった。 
英文科目名 Power System Engineering 
関連科目 電気回路Ⅰ，電気回路Ⅰ演習，電気回路Ⅱ，電気エネルギー発生工学，電気エネ

ルギー変換機器 
次回に向けての改善変更予定 板書が見難いという声が多いので，字の大きさ等に気をつける（特に添字）。 

進行が早すぎるという声ももっともだと思うので，状況を見て進めるようにす
る。 

講義目的 発電所で発電した電気をお客さままで送電するためには，各種の送配電設備が必
要である。本講義では，送配電の仕組み，電⼒系統全体の特性を知り，電⼒を効
率良く，安全に輸送するために必要な技術を理解することを目的とする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 電気エネルギーはどうして送るのか、日本の電⼒系統 



2 回 送配電線路の構成と構造（１）送電線 
3 回 送配電線路の構成と構造（２）配電線 
4 回 変電所 
5 回 電気エネルギーの伝送特性（１）単位法 
6 回 電気エネルギーの伝送特性（２）送電線の伝送特性 
7 回 電気エネルギーの伝送特性（３）演習問題 
8 回 中間試験 
9 回 故障計算（１）対称座標法と発電機の故障計算 
10 回 故障計算（２）電⼒系統の故障計算、演習問題 
11 回 定態安定度と過渡安定度、電圧安定性 
12 回 過電圧と絶縁協調 
13 回 保護継電方式 
14 回 直流送電 
15 回 中国電⼒基幹給電制御所の見学 

準備学習 1 回 シラバスと教科書目次により，講義内容を把握しておくこと。 
2 回 事前に配布した中国電⼒の「電⼒設備の概要」から，送電線の概要を把握し
ておくこと。 
3 回 事前に配布した中国電⼒の「電⼒設備の概要」から，配電線の概要を把握し
ておくこと。 
4 回 事前に配布した中国電⼒の「電⼒設備の概要」から，変電所の概要を把握し
ておくこと。 
5 回 事前に配布した「単位法」資料により予習しておくこと。 
6 回 これまでに学部の講義課目で履修した，電気回路論，電気磁気学等をよく復
習しておくこと。 
7 回 前回講義の単位法、電圧降下計算方法についてよく復習しておくこと。 
8 回 演習問題をよく学習して，計算問題が解けるようにしておくこと。 
9 回 教科書により対称座標法と故障計算について予習しておくこと。 
10 回 前回講義のの対称座標法と発電機の基本式をよく復習しておくこと。 
11 回 教科書により安定度の概念を予習しておくこと。 
12 回 教科書により過電圧と絶縁協調の概念を予習しておくこと。 
13 回 教科書により保護継電方式の概念を予習しておくこと。 
14 回 教科書により直流送電の概念を予習しておくこと。 
15 回 これまでの学習内容全般について復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTD17G2 
成績評価 課題レポ−トの結果のウェイトを約６0％と定期試験の結果のウェイトを約 40％

として評価する。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス DB(〜12) 
見出し FTD17G2 物理学Ⅱ 
担当教員名 小野 忠良 
単位数 2 
教科書 加藤潔著／理工系 物理学講義 改訂版／培風館 
アクティブラーニング  
キーワード 運動の三法則（慣性の法則、運動方程式、作用・反作用の法則）、スカラー積、仕

事、仕事率、運動エネルギー、ポテンシャルエネルギー、⼒学的エネルギー、（運
動量、角運動量、⼒学的エネルギー）の保存則 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎物理学 上巻／金原寿朗 編／裳華房 
授業形態 講義 
注意備考  物理学は工学全般の大切な基礎科学であるから、ノートを整備し、復習と問題

の演習に繰り返し取り組み、講義をしっかり理解することに努⼒しよう。 
その際，書かれている内容をただ暗記することは、理解したことにはなりません。
物理量の定義，原理、法則はどのような前提条件がついているか、どのように導
き出されたか、どのような物理的意味をもっているか、法則の適用範囲はどうか、
なぜそうなるか、を考えることが物理学をより深く理解することにつながりま
す。ですから、これまでに染み付いた暗記型学習方法から抜け出し，一日も早く、
考える 

シラバスコード FTD17G2 
実務経験のある教員  
達成目標 電気電子工学の専門科目を学ぶ上で必要な⼒学の基礎的知識や物理的考え方を

習得することを目標とする。特に、与えられた問題について、運動方程式をつく
り、必要な微分と積分を用いてその方程式を解くことができ、運動の性質や特徴
を分析し、理解できるようになる。 

受講者へのコメント  
連絡先 小野（忠）研究室 ２１号館５階 tel: (086)256-9619 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Physics II 



関連科目 物理学 I、物理学 III、電気電子工学基礎実験、数学 I、数学 II、数学 III 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 質点および質点系の運動を中心に、運動を理解する上で必要な⼒学の基本概念と

関連する数学について分かり易く述べる。特に、微分を用いた運動方程式をつく
り、その方程式を解く（積分する）能⼒を身につけることを目標とする。各自、
関連する類題や演習問題を解くことにより講義内容のより深い理解が得られる
ので、問題を解く努⼒もしてもらいたい。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 運動の法則について講義する。 

2 回 運動方程式（その１）について講義する。 
3 回 運動方程式（その２）について講義する。 
4 回 単振動について講義する。 
5 回 いろいろな振動と円運動について講義する。 
6 回 第 4 階目の講義中に課した提出レポートの結果の講評と解説および運動と
座標系について講義する。 
7 回 演習と解説をする。 
8 回 仕事（その１）について講義する。 
9 回 仕事（その２）について講義する。 
10 回 ⼒学的エネルギー（その１）について講義する。 
11 回 ⼒学的エネルギー（その２）について講義する。 
12 回 運動量と角運動量（その１）について講義する。 
13 回 運動量と角運動量（その 2）について講義する。 
14 回 第１２回目に課した提出レポートの結果の講評と解説および衝突（その１）
について講義する。 
15 回 衝突（その２）について講義する。 

準備学習 1 回 シラバスに目を通して講義でどういうテーマが取り上げられているかを確
認し、講義の目的および到達目標について把握しておくこと。ニュートン⼒学の
運動の法則とは何かにつて調べ、考えておくこと。 
2 回 第 1 回目の講義を復習すること。考えておくこと。１次元および２次元の
一定の大きさの⼒、速度に比例する抵抗⼒が働く場合の質点の運動方程式はどう
なるか、また、その解である運動はどうなるかについて調べ、考えておくこと。 
3 回 第２回目の講義を復習すること。考えておくこと。速度に比例する抵抗⼒が
働く場合の質点の運動方程式はどうなるか、また、その解である運動はどうなる
かについて調べ、考えておくこと。 
4 回 第 3 回目の講義を復習すること。単振動とはどういう運動か、単振動を引
き起こす⼒はどうなるか、運動方程式の解はどうなるか、運動の特徴を表わす諸
物理量の意味などを調べ、考えておくこと。 
5 回 第 4 回目の講義を復習すること。質点に振動を起こす⼒（復元⼒）以外の⼒
が働いた場合、振動は減衰振動や強制振動となることを調べておくこと。等速円
運動する質点の速度、加速度はどのように表わされるか、円運動を起こす⼒はど
のように表わされるかを調べ、考えること。 
6 回 第 5 回目の講義を復習すること。ガリレオの相対性原理とはどういうもの



か、慣性系と非慣性系とはどういう座標系かを調べ、考えておくこと。 
7 回 第 6 回目の講義を復習すること。第１回目から第６回目の講義で学習した
ことを復習し、教科書に出ている例題や類題を解いて理解を深めておくこと。 
8 回 第７回目の講義を復習すること。物理で扱う仕事とはどのようなものか、エ
ネルギーと仕事の関係はどのようなものか、仕事や仕事率はどう定義されるか、
１次元の場合の仕事をどのように計算するかなどにつて調べ、考えておくこと。 
9 回 第８回目の講義を復習すること。仕事の厳密な定義はどのようにすればよ
いか、３次元の場合の仕事の計算はどうすればよいかを調べ、考えておくこと。 
10 回 第 9 回目の講義を復習すること。⼒学的エネルギーとはどういうエネルギ
ーのことか、保存⼒とはどういう特徴をもつ⼒か、ポテンシャルエネルギーとは
何か、どのようにして求めるかなどにつて調べ、考えておくこと。 
11 回 第１０回目の講義を復習すること。運動エネルギーとはどういうものか、
どのようにして求められるか、⼒学的エネルギー保存則とは何か、どういう場合
に成立するか、エネルギー保存則と運動の関わりを単振動の場合について調べ、
考えておくこと。 
12 回 第 11 回目の講義を復習すること。運動量、角運動量、⼒積、⼒のモーメン
ト、とは何か、また、どう定義されるか、角運動量と⼒のモーメントの関係はど
うのようなものか、について調べ、考えておくこと。 
13 回 第１２回目の講義を復習すること。多数の質点からなる質点系の運動量保
存則、角運動量保存則はどのようなときに成立するかを調べ、考えておくこと。 
14 回 第１３回目の講義を復習すること。撃⼒、弾性衝突、非弾性衝突、はね返
り係数とはどういう物理量か、２つの質点の衝突前後で成り立つ保存則は何か、
にを調べ、考えておくこと。 
15 回 第１４回目の講義を復習すること。２次元の衝突はどのように扱うのか、
について調べ、考えておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTD2111 
成績評価 定期試験（100%）により行う 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス DA(〜11),DB(〜11) 
見出し FTD2111 数学Ⅱ 
担当教員名 太⽥垣 博一 
単位数 2 
教科書 石村園子・やさしく学べる微分積分・共立出版株式会社 
アクティブラーニング  
キーワード 微分積分，導関数，多変数関数，偏導関数，全微分，テイラー展開，マクローリ

ン展開，積分法，部分積分 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 数学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 大原一孝著・「実例で学ぶ微分積分」・学術図書出版社 
授業形態 講義 
注意備考 講義第１回目に「講義補足資料」を配布する。出席は、毎回授業のアンケートを

兼ねた出席票の提出で確認する。 
シラバスコード FTD2111 
実務経験のある教員  
達成目標 ①関数の導関数を求めることができる。 

②関数のテイラー展開やマクローリン展開を導出できる。 
③2 変数の関数の全微分を扱うことができる。 
④習得した事項を電気電子回路などのシステムに応用することができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 17 号館 5 階太⽥垣教授室 e-mail:ohtagaki@ee.ous.ac.jp  

オフィスアワー：月 B，水 C，金 H（15 時〜数学 II 質問対応） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mathematics II 
関連科目 数学 I（微分・積分） 数学 II（多変数関数・偏微分・多重積分） 数学 III（微

分方程式） 応用数学 I 応用数学 II 応用数学 III 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 本講義では、数学 I で学習した知識を基礎にして微分法、関数の近似式と関数の

展開、偏導関数と全微分などについてとくに工学的応用例をあげて講述する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 【オリエンテーション】数学 II での履修事項について概観する。 



2 回 【微分の基本公式】微分の基本公式について演習を行う。 
3 回 【合成関数・逆関数・陰関数の微分】合成関数・逆関数・陰関数の微分につ
いて演習を行う。 
4 回 【高階導関数】高階導関数について演習を行う。 
5 回 【積分の基本公】積分の基本公式について演習を行う。 
6 回 【部分積分・置換積分・広義積分について演習を行う。】部分積分・置換積
分・広義積分 
7 回 【多変数関数】多変数関数について講述する。 
8 回 【偏微分 1】多変数関数について演習行う。偏微分 1 について講述する。 
9 回 【偏微分 2】偏微分について講述するとともに，演習を行う。 
10 回 【多変数関数の極大・極小】多変数関数の極大・極小について講述すると
ともに，演習を行う。 
11 回 【多重積分 1】多重積分について講述するとともに，演習を行う。 
12 回 【多重積分 2】多重積分について講述するとともに，演習を行う。 
13 回 媒介変数を用いた微分 
14 回 媒介変数を用いた積分について講述するとともに，演習を行う。 
15 回 【まとめ】数学 II で履修したすべての事項について，まとめを行う。 

準備学習 1 回 【オリエンテーション】数学 I での全ての履修項目を習得しておく。 
2 回 【微分の基本公式】数学 I での全ての履修項目を習得しておき，微分の基本
公式を予習しれおく。 
3 回 【合成関数・逆関数・陰関数の微分】微分の基本公式を復習するとともに， 
合成関数・逆関数・陰関数の微分について予習する。 
4 回 【高階導関数】微分の基本公式， 合成関数・逆関数・陰関数の微分につい
て復習するとともに，高階導関数について予習する。 
5 回 【積分の基本公】微分の基本公式， 合成関数・逆関数・陰関数の微分，高
階導関数について復習するとともに，積分の基本公式について予習する。 
6 回 【部分積分・置換積分・広義積分について演習を行う。】微分法について教
科書や参考書に掲載されている設問に対応できるようにするとともに，積分の基
本公式， 部分積分・置換積分・広義積分についても予習する。 
7 回 【多変数関数】部分積分・置換積分・広義積分について復習するとともに多
変数関数について予習する。 
8 回 【偏微分 1】部分積分・置換積分・広義積分，多変数関数について復習する
とともに偏微分について予習する。 
9 回 【偏微分 2】多変数関数，偏微分について復習するとともに予習する。 
10 回 【多変数関数の極大・極小】多変数関数，偏微分について復習するととも
に極大・極小について予習する。 
11 回 【多重積分 1】多変数関数の偏微分，極大・極小について復習するととも
に，多重積分について予習する。 
12 回 【多重積分 2】多変数関数の偏微分，極大・極小，多重積分について復習・
予習する。 
13 回 多変数関数の偏微分，極大・極小，多重積分について復習するとともに，
媒介変数を用いた微分・積分について予習する。 



14 回 多変数関数の偏微分，極大・極小，多重積分について復習するとともに，
媒介変数を用いた微分・積分について予習する。 
15 回 【まとめ】微分法について教科書や参考書に掲載されている設問に対応で
きるようにするとともに，多変数関数の偏微分，多重積分についても対応できる
ようにする。 

 



年度 2012 
授業コード FTD2112 
成績評価 定期試験 100% 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス DB(〜12) 
見出し FTD2112 電気回路Ⅱ 
担当教員名 松永 誠＊ 
単位数 2 
教科書 電気回路 A／佐治學（オーム社） 
アクティブラーニング  
キーワード 周波数特性 共振回路 変成器 複素電⼒ 有効電⼒ ひずみ波 三相交流 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 板書が判りにくいとの意見が多い。関連する内容の板書は消さずに残し、後に参

考として用いているが、そのため記載する位置が離れてしまう。それが判りにく
いのかもしれない。順序立てて整然と記載するような試みをしていく。 

科目名 電気回路Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 電気回路を理解する／小澤孝夫（昭晃堂） 
授業形態 講義 
注意備考 必ず復習をすること．遅刻をせず，授業冒頭の前回の要約と当日の授業との連携

を聴講すること． 
シラバスコード FTD2112 
実務経験のある教員  
達成目標 ・回路の周波数特性の持つ意味を理解すること．・共振回路の特性を理解し，簡

単な共振回路を解析できること．・相互誘導回路の動作を理解し，変成器の電圧，
電流特性を計算できること．・正弦波交流回路の電⼒計算ができること．・ひずみ
波交流の取扱いを理解すること．・三相交流回路の基礎を理解すること． 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 [B]出来るだけ物理的なイメージが持てるように、また実際の技術分野との関わ
りを説明している。この分野への理解、興味・関心、進路の参考になるなどの回
答が 90%ある。今後はもっと多くなるように何に使われるかを含めて判りやす
い講義にしていきたい。 
8)授業の手法について 
一年生の数学授業の進行を考慮して、電気回路の過渡現象やフーリエ級数などの
理解がはかどる説明を心がけていきたい。 
9)授業の進行 
量が多く時間が少ないため、板書しながら話をしていることが有り、声が届きに
くいことがあったと思われる。今後は注意したい 



英文科目名 Electrical Circuits II 
関連科目 電気回路Ⅰ， 電気回路Ⅰ演習， 数Ⅰ， （数Ⅲ， 応用数学Ⅱ ２年次生以

上の履修者） 
次回に向けての改善変更予定 板書しながら話すことは出来るだけ避けたい。 
講義目的 電気回路は電子工学，電⼒工学，制御工学，通信工学などを学ぶための重要な授

業科目の一つである．電気回路Ⅱでは電気回路Ⅰで学んだ回路の解き方，諸定理
を活用して基礎的な回路の特性，機能を学ぶとともに，交流回路の電⼒，ひずみ
波交流，三相交流回路などの基礎的な事項を学び，電気回路の理解，解析のため
の基礎学⼒の修得を目的とする. 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 電気回路Ⅰのまとめ.回路の周波数特性について説明する．二端子対回路、

低域通過特性．高域通過特性．帯域通過特性．帯域阻止特性を説明する． 
2 回 直列共振回路． 
3 回 並列共振回路． 
4 回 相互誘導回路について説明する．直列に接続されたインダクタの合成イン
ダクタンス． 
5 回 変成器の回路方程式と等価回路． 
6 回 理想変成器．単巻変成器． 
7 回 電⼒の表現.瞬時電⼒と平均電⼒（有効電⼒）． 
8 回 複素電⼒．皮相電⼒と⼒率． 有効電⼒．無効電⼒． 
9 回 ⼒率改善と整合． 
10 回 過渡現象，周期波形のフーリエ級数展開について説明する． 
11 回 波形の特徴とフーリエ級数．方形波交流と正弦波交流との関係について説
明する． 
12 回 ひずみ波交流と周波数の異なる複数の電源による有効電⼒． 
13 回 多相交流回路と対称三相交流回路．Y 形対称三相回路の起電⼒と電流．⊿
形対称三相回路の起電⼒と電流． 
14 回 対称三相交流回路の Y-⊿変換.対称三相交流回路の電⼒と回転磁界． 
15 回 非対称三相交流回路と対称座標法について説明する． 

準備学習 1 回 教科書「電気回路 A」の 6 章，7 章に重点をおいて電気回路Ⅰを復習してお
くこと． 
2 回 電圧，電流，インピーダンスのフェーザ表示について復習しておくこと． 
3 回 第１〜２回の復習． 
4 回 ファラデーの電磁誘導について調べておくこと． 
5 回 第 4 回の復習． 
6 回 第 4〜5 回の復習． 
7 回 3 章の正弦波交流の電⼒とエネルギーについて復習しておくこと. 
8 回 第 7 回の復習． 
9 回 7 章の最大電⼒の供給定理を復習しておくこと． 
10 回 指数関数の微積分，三角関数の積分について復習しておくこと． 
11 回 回路の周波数特性について復習しておくこと． 
12 回 重ね合せの理について復習しておくこと． 



13 回 正弦波電圧，電流の複素数表示について復習しておくこと． 
14 回 13 回路の復習． 
15 回 13〜14 回の復習． 

 



年度 2012 
授業コード FTD2121 
成績評価 中間テスト（20%）、宿題（10%）、定期試験（70%） 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス DA(〜10),DB(〜10) 
見出し FTD2121 制御工学 
担当教員名 クルモフ バレリー 
単位数 2 
教科書 システム制御理論入門／小郷・美多／（実教出版） 
アクティブラーニング  
キーワード システム制御、状態方程式、フィードバック制御、制御系の設計 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特になし 
科目名 制御工学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 野波・⻄村「MATLAB による制御理論の基礎」東京電機大学出版局 
授業形態 講義 
注意備考 電気主任技術者認定に必要な科目である。わからないことがあったら、遠慮せず

に よ く 質 問 し て ほ し い 。 次 の HP を 随 時 に 参 考 す る こ と 
http://shiwasu.ee.ous.ac.jp/control/ 。 
与えられた課題のシミュレーションを http://shiwasu.ee.ous.ac.jp/matweb_cs/ 
で公開している対話型学習システムにて行う。 

シラバスコード FTD2121 
実務経験のある教員  
達成目標 １）現代制御理論に基づいた線形制御系の構成、基礎解析・設計についての理解

２）システム工学的な考え方、物事の取扱い方と問題解決法を習得する。 
受講者へのコメント 「制御工学」には、他の科目と同様に、理解ができるために学習・復習が重要で

す。 
しかし、復習しなかった学生がいたことが大きく目立ちました。特に、最後まで、
指摘された「応用数学」の内容を復習しなかったから、「制御工学」の内容を理解
せずに、我慢して受講した学生もいました。「復習・自習をしないのは当たり
前、、、」という態度での学生もいました。恐らく、左記のようなものは、他の専門
科目の内容を理解していないと考えられる。 

連絡先 20 号館 4F クルモフ研究室 val@ee.ous.ac.jp 086-256-9542 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし 
英文科目名 Control Engineering 
関連科目 数学、応用数学、システム制御の基礎 
次回に向けての改善変更予定 現在は、「基礎制御工学 対話型学習システム」を WEB 上で公開していますが、



来年度から授業内容関連の HP をさらに充実して、演習問題やアニメーションを
含んだシミュレーション結果などをアップすることを計画しています。 

講義目的 制御工学は世の中に定着し、様々な分野に適用され、目覚ましい成果をあげてい
る。品質管理、自動組み立て、飛行制御、宇宙工学、自動車制御、発電システム、
ロボティクス等々の分野の発展に制御工学が重要な役割を果たしている。本講義
では、実用的な例を挙げながら現代制御理論と基本的な線形制御系設計方法の理
解を目指す。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 「制御工学の概要」 

講義の進め方・評価方法を説明する。OHP・動画・シミュレーションを用いて、
制御工学の歴史・自動制御の意味および応用について述べる。 
2 回 「状態方程式とシステム応答」 
行列論の復習をする。電気−機械システムと状態方程式、システムの応答および
伝達関数と状態方程式について説明する。 
3 回 「線形時不変システムと状態推移行列」 
状態推移行列の重要な性質について説明をしてから状態方程式の解を導出して、
解析をする。 
4 回 「線形時不変システムの安定性」 
漸近安定性とシステムの極について述べ、リャプノフ方程式と安定判別法を説明
する。 
5 回 「等価変換」 
対角正準形式、可制御性・可観測性とその双方性、伝達関数と極・零点について
説明する。 
6 回 「双対性の定理」 
双対性の定理ついて説明する。中間テスト実施をし、その後に出題内容を解説す
る。 
7 回 「可制御正準形式・可観測正準形式とその応用」 
可制御正準形式・可観測正準形式を導入し、その応用について説明する。 
8 回 「レギュレータの設計」 
レギュレータの設計を導出して、実例のもとにシミュレーションをし、解説する。 
9 回 「同一次元オブザーバの設計」 
同一次元オブザーバの設計方法を導出し、例題を解く。 
10 回 「定常誤差と開ループシステムの型」 
定常誤差とシステムの型およびその応用について説明する。 
11 回 「サーボシステムの設計法」 
サーボ系を一設計方法を説明し、例題を解く。 
12 回 「最適レギュレータの設計（その 1）」 
最適レギュレータの意味を説明し、その設計を導出する。 
13 回 「最適レギュレータの設計（その 2）」 
最適レギュレータの設計方法による例題を解き、シミュレーションをして、解説
する。 
14 回 「演習」 



システムの解析、レギュレータおよびサーボ系の設計について演習をする。 
15 回 「まとめ」 
学んできた内容をまとめる。最新の制御方法について簡単に解説する。 

準備学習 1 回 シラバスの内容を読み、全体の流れを把握する。線形微分方程式の解法につ
いてしっかりと復習をすること。 
2 回 前回の講義内容を復習し、理解を深めること。行列論を復習すること。 
3 回 前回の講義時に与えられた課題を理解し、解くこと 
4 回 前回の講義時に与えられた課題を理解し、解き、対話型学習システムによる
シミュレーションをすること。 
5 回 前々回までの内容を復習し、ノートにまとめる。 
6 回 前回までの内容を復習し、ノートにまとめること。与えられた問題を解くこ
と。 
7 回 与えられた宿題を解くこと 
8 回 前々回からの内容を復習し、理解を深める。 
9 回 与えられた宿題を解くこと 
10 回 最終値定理について復習すること。第 8 回〜第 9 回の内容をノートにまと
める。 
11 回 与えられた課題を理解し、解くこと（シミュレーションを含む） 
12 回 与えられた課題を理解し、解くこと（シミュレーションを含む） 
13 回 前々回までの内容を復習し、理解を深めること。 
14 回 前回の内容を復習し、理解を深めること。宿題を解くこと。 
15 回 よく復習すること。 

 



年度 2012 
授業コード FTD2122 
成績評価 定期試験（100％）により行う。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス DA(〜11),DB(〜11) 
見出し FTD2122 システム制御の基礎 
担当教員名 太⽥垣 博一 
単位数 2 
教科書 森泰親著・「演習で学ぶ基礎制御工学」・森北出版 
アクティブラーニング  
キーワード 周波数領域での解析・設計（モデリング，同定，微分方程式，状態空間解析法，

過渡応答，定常応答，複素関数論，ラプラス変換，ブロック線図，伝達関数，特
性根，留数，フィードバック制御システム，周波数応答，制御系の安定性，安定
度，ボード線図，ラウス・フルヴィッツの方法，ナイキストの方法） 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 システム制御の基礎 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 椹木義一、砂原善文著・「自動制御工学 I 線形制御理論」・養賢堂 
授業形態 講義 
注意備考 講義中に「講義補足資料」を配布する。出席は、毎回授業のアンケートを兼ねた

出席票の提出で確認する。 
シラバスコード FTD2122 
実務経験のある教員  
達成目標 ①システムのモデリングの基礎的事項を使うことができる。②システムの微分方

程式や状態空間表現を導くことができる。③システムの振る舞いを解析すること
ができる。④システムの過渡応答と定常応答を解析することができる。⑤システ
ムの特性方程式や伝達関数を導くことができる。⑥フィードバックシステムの伝
達関数を用いてシステムの定常応答を求めることができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 17 号館 5 階太⽥垣教授室 e-mail:ohtagaki@ee.ous.ac.jp オフィスアワー：月 C，

水 C，金 G 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introduction to System Control Theory 
関連科目 数学 I（微分・積分） 数学 II（多変数関数・偏微分・多重積分） 数学 III（微

分方程式） 応用数学 I（線形代数） 応用数学 II（ベクトル解析） 応用数学
III（複素関数） 

次回に向けての改善変更予定  



講義目的 システム制御は企業での広い範囲の業務を遂行するための工学基礎として必要
不可欠の内容を含んでいる。本講義では、システム制御や制御工学を応用したシ
ステムデザインを目指すエンジニヤに必要な数理工学的基礎理論について講述
する。さらに、応用例についても述べる。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 1 回 【システム制御概観】数学 I（微分・積分） 数学 II（多変数関数・偏微分・

多重積分） 数学 III（微分方程式） 応用数学 I（線形代数） 応用数学 II（ベ
クトル解析） 応用数学 III（複素関数）での習得事項を復習しておく。 
2 回 【動的システムのモデリングと微分方程式】モデリング，アイデンティフィ
ケーションなどについて予習しておく。 
3 回 【微分方程式と過渡応答および定常応答】微分方程式論に可能な限り精通す
るようにしておく。 
4 回 【Laplace 変換と制御システムの特性方程式】複素関数論に可能な限り精通
するようにしておく。 
5 回 【制御システムの特性方程式と特性根】微分方程式と特性関数について復習
しておく。 
6 回 【特性根，留数と制御システムの動作特性】特性根，留数と制御システムの
動作特性との関係について，とくに周回積分や高位の留数定理を含めた複素関数
論に復習習熟しておく。 
7 回 【フィードバック制御システムのブロック線図】フィードバック，フィード
フォワード制御システムについて予習しておく。 
8 回 【ブロック線図の等価変換と制御システムの伝達関数】ブロック線図の等価
変換について可能な限り習熟しておく。 
9 回 【制御システムの伝達関数と周波数応答法】システムの微分方程式から伝達
関数を導出する方法に可能な限り習熟しておく。 
10 回 【制御システムのボード線図】周波数応答法について，可能な限り習熟し
ておく。 
11 回 【制御システムの安定性とゲイン余裕および位相余裕】制御システムの安
定性について可能な限り習熟しておく。 
12 回 【制御システムの安定判別法】制御システムの微分方程式，周波数応答法，
安定判別法について可能な限り習熟しておく。 
13 回 【演習】システム制御講義でのすべての履修事項について，教科書に掲載
されている設問に解答できるようにしておく。 
14 回 【まとめ】システム制御講義でのすべての履修事項について，教科書に掲
載されている設問に解答できるようにしておく。 

 



年度 2012 
授業コード FTD2122e 
成績評価  
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス EA(〜05),EB(〜05) 
見出し FTD2122e 制御工学Ⅰ 
担当教員名 太⽥垣 博一 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 制御工学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTD2122e 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Control Engineering I 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード FTD2311 
成績評価 中間試験（２５％），定期試験（５５％），レポート（２０％） 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス DA(〜12) 
見出し FTD2311 電気回路Ⅰ 
担当教員名 信吉 輝己 
単位数 2 
教科書 電気回路Ａ／佐治 學／オーム社 
アクティブラーニング  
キーワード オームの法則，直列接続，並列接続，抵抗，キャパシタ，インダクタ，キルヒホ

フの法則，複素数，正弦波，インピーダンス，アドミタンス，実効値，位相，二
端子対回路、有効電⼒，共振回路，Ｑ値，電⼒整合 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 電気回路Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 電気回路を理解する／小澤孝夫／昭晃堂：マンガでわかる虚数・複素数／相知政

司／オーム社 
授業形態 講義 
注意備考 課題提出には Web による i-SYS を用いる。学習相談は、担当教員のオフィスア

ワーに行う。 
シラバスコード FTD2311 
実務経験のある教員  
達成目標 オームの法則・キルヒホフの法則の理解と適用ができること．直流・交流回路に

おける抵抗，キャパシタ，インダクタ等の素子の働きが理解出来ること．正弦波
の複素数表示と電気回路の法則を理解すること．簡単な回路の回路方程式をた
て，それが解けること．正弦波定常解析ができること． 

受講者へのコメント  
連絡先 17 号館 4Ｆ 信吉研究室 086-256-9560 nobuyosi@ee.ous.ac.jp オフィスアワ

ー：水曜日５，６時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Electrical Circuits I 
関連科目 電気回路Ⅰ演習，電気回路Ⅱ，数学Ⅰ，数学Ⅱ，アナログ回路Ⅰ，アナログ回路

Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 電気回路は，電気電子システム学科の基幹の授業科目であり，電子工学，情報・

通信工学，制御工学の基礎的な考え方は電気回路を学ぶことによって養われる．



電気回路Ⅰでは直流回路および交流回路の基本的概念とその数学的取り扱い方，
回路方程式のたて方と解き方など，電気回路の基礎的な事項を学ぶ． 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 直流回路とオームの法則について講述する。 

2 回 電気回路の現象と数式について講述する。 
3 回 電気数学（複素数）について講述する。 
4 回 電気数学（微積分）について講述する。 
5 回 電気数学（行列と行列式）について講述する。 
6 回 RLC の特性について講述する。 
7 回 電源と正弦波について講述する。 
8 回 インピーダンスとアドミッタンスについて講述する。 
9 回 直列接続と並列接続について講述する。 
10 回 キルヒホッフの法則について講述する。 
11 回 回路方程式について講述する。 
12 回 回路網に関する定理 I について講述する。 
13 回 テブナン・ノートンの定理について講述する。 
14 回 ブリッジ回路と定抵抗回路について講述する。 
15 回 回路網に関する定理 II について講述する。 

準備学習 1 回 身近な電気機器について考えておくこと 
2 回 身近な電気機器について考えておくこと 
3 回 高等学校で学んだ三角関数，複素数について復習しておくこと 
4 回 高等学校で学んだ微分，積分について復習しておくこと 
5 回 高等学校で学んだ行列，行列式について復習しておくこと 
6 回 前回講義を復習し，内容をよく理解しておくこと 
7 回 前回講義を復習し，内容をよく理解しておくこと 
8 回 第１回〜第７回の講義内容を整理しよく理解しておくこと 
9 回 前回講義を復習し，内容をよく理解しておくこと 
10 回 前回講義を復習し，内容をよく理解しておくこと 
11 回 前回講義を復習し，内容をよく理解しておくこと 
12 回 前回講義を復習し，内容をよく理解しておくこと 
13 回 前回講義を復習し，内容をよく理解しておくこと 
14 回 前回講義を復習し，内容をよく理解しておくこと 
15 回 前回講義を復習し，内容をよく理解しておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FTD2312 
成績評価 出席(50％)、演習(50％) 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス DA(〜11),DB(〜11) 
見出し FTD2312 通信工学 
担当教員名 中川 紀美雄 
単位数 2 
教科書 山下不二雄, 中神隆清 共著・「通信工学概論」・森北出版 
アクティブラーニング  
キーワード 情報源，音声と画像，データ，情報量，振幅変調，角度変調，パルス符号変調，

信号の多重化，信号の帯域圧縮 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 通信工学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義で指示する． 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTD2312 
実務経験のある教員  
達成目標 情報源から発せられる多種多様な情報がどのような方式によって受信端に伝達

されているかを理解すること 
受講者へのコメント  
連絡先 新５号館２階，オフィスアワー 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Communication Engineering 
関連科目 応用数学Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 通信工学の基礎に重点を置いて講義すると同時に、最近発展しつつある技術分野

に対しても可能な限りわかりやすく講義する。適宜，無線電話装置及び多重無線
装置の理論，構造，機能，保守及び運用についても講義する． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  電気通信システムの基本的要素と基本機能 

2 回  電気通信網の種類と構成 
3 回  電気通信で扱われる情報 
4 回  信号波とフーリエ級数 
5 回  信号波とフーリエ変換 



6 回  信号のアナログ変調１ 
7 回  信号のアナログ変調２ 
8 回  信号のディジタル変調１ 
9 回  信号のディジタル変調２ 
10 回  信号の多重化 
11 回  通信における各種擾乱 
12 回  伝送路 
13 回  交換システム 
14 回  中継伝送システム 
15 回  定期試験 

準備学習  
 



年度 2012 
授業コード FTD2321 
成績評価 定期試験(50％)，中間試験(30％)，演習(20％) 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス DA(〜10),DB(〜10) 
見出し FTD2321 電気エネルギー変換機器 
担当教員名 笠 展幸 
単位数 2 
教科書 電気学会編、「基礎電気機器学」、オーム社 
アクティブラーニング  
キーワード 直流電動機、誘導電動機、同期電動機、発電機、変圧器 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「教科書通りの板書より、演習をしてほしい。」「板書が速い。」 

初めの数回の講義で電磁気学についての復習が必要と思われるので、後半は機器
の数式モデルの導出が中心となります。 
数式モデルの行列は、対角成分が添字だけの違いであることも多いので、その辺
の説明をしていますので、ノートをとるのに工夫すると良いでしょう。 

科目名 電気エネルギー変換機器 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 松井信行、「電気機器」、森北出版 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTD2321 
実務経験のある教員  
達成目標 変圧器および回転機の動作原理を理解できるようにする。 
受講者へのコメント 電磁気学の復習をしましょう。 
連絡先 笠研究室（17 号館 5 階）電子メール kasa@ee.ous.ac.jp，電話 086-256-9521，オ

フィスアワー 水曜日 5,6 時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 難しい講義内容にもかかわらず概ね良い評価で少し安心しました。 
英文科目名 Electromechanical Energy Conversion 
関連科目 電気回路 I、電気回路 I 演習、電気回路 II、パワーエレクトロニクス 
次回に向けての改善変更予定 実際の機器の紹介で興味を深めていく予定です。 
講義目的 電気エネルギー変換機器では、磁気エネルギーを介して電気エネルギーの形態変

換を行う変圧器と、磁気エネルギーを介して機械エネルギーと電気エネルギーと
の相互変換を行う回転機とを学ぶ。これらの機器は、地球温暖化防止に貢献する
省エネルギー機器としての高効率の電気自動車用モータや発電機、風⼒などの新
エネルギー利用機器としての発電機として、近年脚光を浴びている。本講義では、
変圧器、電動機および発電機の動作を理解することを目的とする。 



対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション 

2 回  電磁エネルギー変換の原理（１） 
3 回  電磁エネルギー変換の原理（２） 
4 回  電磁エネルギー変換の基礎（１） 
5 回  電磁エネルギー変換の基礎（２） 
6 回  電磁エネルギー変換機器の基礎（１） 
7 回  電磁エネルギー変換機器の基礎（２） 
8 回  中間試験 
9 回  電磁エネルギー変換機器の統一理論（１） 
10 回  電磁エネルギー変換機器の統一理論（２） 
11 回  同期電動機・発電機（１） 
12 回  同期電動機・発電機（２） 
13 回  直流電動機・発電機 
14 回  誘導電動機・発電機 
15 回  変圧器 

準備学習 1 回  モータを使用した家電製品、自動車、鉄道車両について調べる 
2 回  電磁気学のフレミングの法則について復習する 
3 回  電磁気学の磁場について復習する 
4 回  ⼒学について復習する 
5 回  三角関数について復習する 
6 回  インダクタについて復習する 
7 回  行列について復習する 
8 回  第７回目までの内容について復習する 
9 回  三角関数、行列式について復習する 
10 回  逆行列について復習する 
11 回  電磁エネルギー変換機器の統一理論を復習する 
12 回  同期機（１）を復習する 
13 回  電気回路について復習する 
14 回  電磁エネルギー変換機器の統一理論を復習する 
15 回  電磁エネルギー変換機器の統一理論を復習する 

 



年度 2012 
授業コード FTD23E2 
成績評価 定期試験により評価する。得点で 60％以上を合格とする。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス DA(〜12) 
見出し FTD23E2 応用数学Ⅰ 
担当教員名 垣谷 公徳 
単位数 2 
教科書 計算⼒をつける線形代数／神永正博・石川賢太／内⽥老鶴圃 
アクティブラーニング  
キーワード 行列、ベクトル、行列式、逆行列、固有値、固有ベクトル、対角化、線形独立、

線形従属、正規直交完全系 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 今年度も特に午前の部の方々から準備学習用プリント（皆さんこれを宿題と呼ん

でいるようですが）の内容や分量、講義の進度について「よい」というコメント
を頂きました。お礼を言う筋合いのものではありませんが、こういうコメントは
有り難いものです。今後の励みになります。前項でも挙げたように「⿊板を消す
のが早い」という指摘がありました。講義の進行速度についてはこれまでより一
層注意をして行くつもりです。「自分たちで例題を解く時間を設けて欲しい」旨
を提案してくれた⼈もいました。演習の時間をとりたいのはやまやまなのです
が、如何 

科目名 応用数学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 やさしく学べる線形代数／石村園子／共立出版 

線形代数とベクトル解析／E. クライツィグ（堀素夫訳）／培風館 
授業形態 講義 
注意備考 講義資料を World Wide Web を通じて配付するので、コンピュータリテラシで大

学の計算機環境になれておく必要がある. 
シラバスコード FTD23E2 
実務経験のある教員  
達成目標 行列の演算、行列式・逆行列の計算、行列の対角化を簡単な行列に対して行うこ

とができる。線形独立と線形従属、正規直交完全系の概念を理碑する。 
受講者へのコメント 【A】授業に対する取り組み 3)時間外学習で、午前の部の 80.8%、午後の部の

86.8%の⼈が指定された課題に取り組んだと回答していますが、この講義では毎
回提出課題を課しており、ほとんどの皆さんが提出しているはずです。どうして
100%ではないのでしょうか。匿名ということもあり、おそらく正直に回答して
くれたのだと思いますが、この数字が定期試験の合格率（約 80%）と近い数字な
のは決して偶然ではないと思います。講義でも言っているように提出課題の問題
の難易度はほぼ定期試験の問題の難易度と同じにしています。ぜひ提出 

連絡先 17 号館 3F 垣谷研究室 オフィスアワー: 金曜日 15:00-17:00 
E-mail: kimi@ee.ous.ac.jp 



Web: http://sstweb.ee.ous.ac.jp/ 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 応用数学 I に対して気になるのは、午前の部と、午後の部で皆さんの感想が結構
異なるという点です。【C】総合評価 7)授業満足度の設問に対して「満足」「ほぼ
満足」の回答を合わせると午前の部が 73.1%、午後の部が 76.3%とほとんど違い
はないように見えますが「満足」だけ回答を見てみると午前の部が 50.0%、午後
の部が 36.8%とかなり開きがあります。これは自由記述欄にも現れていて、の評
価項目の平均点は当てにならないので不満率で見てみると、午後の部は不満率が
10％前後であるのに対して、午前の部は後ほど述べるように 

英文科目名 Applied Mathematics I 
関連科目 電気電子システム学科のほとんどすべての専門科目 
次回に向けての改善変更予定 午前、午後を通じて依然として若干名ながら「内容が難しい」「内容が多い」「進

度が速い」と感じている⼈がいます。また次項にも挙げますが、自由記述欄に「⿊
板を消すのが早い」という指摘もありました。これまでも、毎回の提出課題を講
義開始直前にチェックしたりと皆さんの理解に合わせて講義を進行することを
心がけてきましたが、これからも一層努⼒します。 

講義目的 線形代数学は、工学の様々な分野に応用される非常に基礎的な数学である。この
講義では線形代数学の基礎から始め、工学的に重要ないくつかの例題をもとに、
逆行列、行列の対角化、計量ベクトル空間などについて学ぶ。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  線形代数学の概要について講義するとともに、この講義で用いる基本的な

用語、および数式の表記法について説明する。 
2 回  連立１次方程式の一般論について説明する。 
3 回  行列の基本変形について説明する。 
4 回  行列と行列の演算を定義し、その性質について説明する。 
5 回  逆行列ついて説明し、その性質をいくつか確認する。 
6 回  行列式の定義と、その数学的性質および計算法を講義する。 
7 回  余因子展開ついて説明するとともに余因子展開を用いて具体的に行列式を
計算する。 
8 回  余因子行列と逆行列の関係を説明するとともに実際に逆行列の求め方を説
明する。 
9 回  平面ベクトル・空間ベクトルについて復習するとともに、それらを一般化
した数ベクトルについて講義する。 
10 回  ベクトル空間の性質について講義する。 
11 回  一次写像、一次変換、直交変換などについて定義するとともにそれらの性
質を説明する。 
12 回  ベクトルの一次独立・一次従属についてその定義と具体的な例を説明す
る。 
13 回  固有値と固有ベクトルについてその定義と具体的な計算法を説明する。 
14 回  固有値と固有ベクトルを用いた行列の対角化について講義する。 
15 回  固有値・固有ベクトルの応用および行列の対角化の応用例を紹介する。 



準備学習 1 回 高校数学 A, B の平面ベクトル／空間ベクトルおよび高校数学 C の行列につ
いて復習しておくこと 
2 回 行列・ベクトルの基本的な定義に関する提出課題を完成させること。 
3 回 行列・ベクトルの基本的な定義に関する課題の正答をノートに整理すると
ともに、連立１次方程式に関する提出課題を完成させること。 
4 回 連立１次方程式に関する課題の正答をノートに整理するとともに、行列の
基本変形に関する提出課題を完成させること。 
5 回 行列の基本変形に関する課題の正答をノートに整理するとともに、行列と
行列の演算に関する提出課題を完成させること。 
6 回 行列と行列の演算に関する課題の正答をノートに整理するとともに、逆行
列に関する提出課題を完成させること。 
7 回 逆行列に関する課題の正答をノートに整理するとともに、行列式に関する
提出課題を完成させること。 
8 回 行列式に関する課題の正答をノートに整理するとともに、余因子展開に関
する提出課題を完成させること。 
9 回 余因子展開に関する課題の正答をノートに整理するとともに、余因子行列
に関する提出課題を完成させること。 
10 回 余因子行列に関する課題の正答をノートに整理するとともに、平面ベクト
ル・空間ベクトルに関する提出課題を完成させること。 
11 回 平面ベクトル・空間ベクトルに関する課題の正答をノートに整理するとと
もに、ベクトル空間に関する提出課題を完成させること。 
12 回 ベクトル空間に関する課題の正答をノートに整理するとともに、一次変換
に関する提出課題を完成させること。 
13 回 一次変換に関する課題の正答をノートに整理するとともに、一次独立・一
次従属に関する提出課題を完成させること。 
14 回 一次独立・一次従属に関する課題の正答をノートに整理するとともに、固
有値と固有ベクトルに関する提出課題を完成させること。 
15 回 固有値と固有ベクトルに関する課題の正答をノートに整理するとともに、
行列の対角化に関する提出課題を完成させること。 

 



年度 2012 
授業コード FTD2511 
成績評価 報告書の評価と定期試験の結果を同等の重みで平均しその平均点により評価す

る。平均点が満点の 60％以上を合格とする。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス DA(〜10),DB(〜10) 
見出し FTD2511 数値計算 
担当教員名 垣谷 公徳 
単位数 2 
教科書 情報工学入門シリーズ 5・数値計算法／三井⽥・荒井／森北出版 
アクティブラーニング  
キーワード ニュートン法，オイラー法，ルンゲ・クッタ法，ガウス・ザイデル法，ヤコビ法，

FFT 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「レポートが地獄、出し方、内容が⻤、今までで一番授業以外で勉強させられた

講義。先生だけは楽しそうに授業するが生徒は必死。」という回答がありました。
これは「お褒めの言葉」と受け取っておきます。受講者全員が同じ感想を持って
くれるくらいに皆さんを鍛えるのが私の夢です。 
その他、空調設備について「暑い」、机や椅子について「椅子がかたいので⻑時間
座っているのが辛い」と回答してくれた方がありましたが、こういった要望は事
務に伝えます。 

科目名 数値計算 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プログラミング言語 C／石⽥晴久／共立出版 
授業形態 講義 
注意備考 レポート課題は情報処理センターもしくは電子工学科計算機自習室において各

自が行なうことになるので、電子計算機実習で計算機および開発環境の使用法に
慣れておくこと。 

シラバスコード FTD2511 
実務経験のある教員  
達成目標 オイラー法のプログラムを書くことができる、ガウス・ザイデル法の原理を理解

する、ライブラリを利用するのに必要な知識を参照できるなどを目標とする。 
受講者へのコメント 数値計算はほとんどの研究室で卒業研究の際に避けては通れないスキルです。ぜ

ひ興味をもって予習・復習をしていただきたいと思います。皆さんご存知のよう
に講義は Web からダウンロードできる授業資料を中心に行っています。しかし
ながら資料に載せることのできるプログラムは限られたものになりますし、講義
で採り上げる手法も一部の限られたものです。レポートを書く際の参考書として
や、自学自習のためにぜひ教科書を皆さんが利用していただきたいと思います。 

連絡先 17 号館 3F 垣谷研究室 オフィスアワー: 金曜日 15:00-17:00 
E-mail: kimi@ee.ous.ac.jp 
Web: http://sstweb.ee.ous.ac.jp/ 



合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 12%の⼈が内容がもう少し平易な方がいいと感じているようですが、3 年次の専
門の選択科目難しいのは当然で、自学自習なしには理解することはできません。
確かに 85%の⼈が課題には取り組んでいるようですが参考書や資料を利用して
勉強したと回答しているのは 12%だけです。そもそもアンケートに回答してく
れた皆さんは全員レポートを毎回出していたと思うのですがどうして 100％では
ないのでしょう。（15％の⼈はどうしたの？） 

英文科目名 Numerical Calculations 
関連科目 コンピュータ実習、数学 I,II,III、応用数学 I,II, 電気回路、物理学 I, II, 制御工学 
次回に向けての改善変更予定 総合評価の「やや不満」と「不満」を合わせた不満率が 0％で大きな問題はない

と考えていますが、目標達成について「できた」と「だいたいできた」を合わせ
るて 50%以上、満足度は「満足」と「ほぼ満足」を合わせて 60％以上とはいう
もののまだまだ満足できるレベルとは言えません。また、より早く講義資料を
Web で配信できるよう努⼒します。また、様々なことに、より柔軟に対応できる
ようにシステムを整備していく予定です。同時に、より分かり易い教科書を探し
て、皆さんに紹介できるよう努⼒します。 

講義目的 電子計算機を用いた数値計算は、電子工学のさまざまな分野で、今や必要不可欠
なものである。本講義では数値計算の基礎となるいくつかの題目について、その
アルゴリズムを、c 言語を用いて学習する。同時にデータ構造や誤差についても
学習する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 この講義の進め方と数値計算の概要について一般論を講義するとともにい

くつかの具体的事例を紹介する。 
2 回 数値計算を実行するために必要な c 言語の文法事項のうち「データ構造」に
ついて説明する。 
3 回  数値計算を実行するために必要な c 言語の文法事項のうち「制御構造」に
ついて説明する。 
4 回  数値計算を実行するために必要な c 言語の文法事項のうち「ユーザ定義関
数」について説明する。 
5 回 この講義の報告書を作成する上で必要な数値計算の開発環境と計算結果の
可視化について説明する。 
6 回 誤差と単位について講義する。 
7 回 関数値の計算と数値微分について講義する。 
8 回 代数方程式の数値解法について講義する。 
9 回 数値積分法について講義する。 
10 回 連立一次方程式の数値解法について講義する。 
11 回 常微分方程式の数値解法について講義する。 
12 回 偏微分方程式の数値解法について講義する。 
13 回 離散フーリエ変換について講義する。 
14 回 固有値と固有ベクトルについて復習した後、行列の対角化について講義す
る。 



15 回 疑似乱数とモンテカルロ法について講義する。 
準備学習 1 回  c 言語について復習しておくこと。 

2 回  「数値計算のための c 言語」の講義資料を Web からダウンロードし、「デ
ータ構造」の内容をよく読んでおくこと。 
3 回  「数値計算のための c 言語」の講義資料を Web からダウンロードし、「制
御構造」の内容をよく読んでおくこと。前回の講義で学習したプログラムを実際
に実行し理解を深めておくこと。 
4 回  「数値計算のための c 言語」の講義資料を Web からダウンロードし、「ユ
ーザ定義関数」の内容をよく読んでおくこと。前回の講義で学習したプログラム
を実際に実行し理解を深めておくこと。 
5 回 コンピュータ実習の講義資料やノートを再度復習し、電子計算機上で c 言
語を用いたプログラミングを実際にできるようにしておくこと。 
6 回 誤差と単位についての講義資料を Web からダウンロードしよく読んでおく
こと。 
7 回 数学 I の教科書をよく読み、関数の微分に関して復習しておくこと。関数値
の計算と数値微分についての講義資料を Web からダウンロードしよく読んでお
くこと。 
8 回 数学 I の教科書をよく読み、初等関数の性質に関して復習しておくこと。代
数方程式の数値解法についての講義資料を Web からダウンロードしよく読んで
おくこと。 
9 回 数学 I の教科書をよく読み、積分および数列の和について復習しておくこ
と。数値積分法についての講義資料を Web からダウンロードしよく読んでおく
こと。 
10 回 応用数学 I の教科書をよく読み、連立一次方程式と行列・ベクトルについ
て復習しておくこと。連立一次方程式の数値解法についての講義資料を Web か
らダウンロードしよく読んでおくこと。 
11 回 数学 III の教科書をよく読み、線形二階常微分方程式について復習してお
くこと。また、電気回路の教科書で LCR 回路の過渡現象について復習しておく
こと。常微分方程式の数値解法についての講義資料を Web からダウンロードし
よく読んでおくこと。 
12 回 数学 II の教科書で、偏微分の定義についてよく予習しておくこと。偏微分
方程式の数値解法についての講義資料を Web からダウンロードしよく読んでお
くこと。 
13 回 応用数学 II の教科書をよく読み、フーリエ展開とフーリエ変換について復
習しておくこと。離散フーリエ変換についての講義資料を Web からダウンロー
ドしよく読んでおくこと。 
14 回 応用数学 I の教科書をよく読み固有値と固有ベクトルについて充分に理解
しておくこと。行列の対角化についての講義資料を Web からダウンロードしよ
く読んでおくこと。 
15 回 疑似乱数とモンテカルロ法についての講義資料を Web からダウンロード
しよく読んでおくこと。また、数値積分の回の講義資料とプログラムにもう一度
目を通しておくこと。 



 



年度 2012 
授業コード FTD2512 
成績評価 定期試験(80%)、課題レポート(20%) 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス DA(〜10),DB(〜10) 
見出し FTD2512 光・電気電子材料 
担当教員名 秋山 宜生 
単位数 2 
教科書 印刷物を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 量子効果デバイス、エネルギ-変換(太陽電池、光検出器)、LED、LD、CD, DVD, 

MO, MD, HD、有機 EL、波⻑可変レーザーなどの材料、RoHS、絶縁体、半導
体、電導体、磁性材料 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「教員の熱意が良く伝わってきて、内容がおもしろい話が多く良い講義だったと

思う。ただ、成績が期末の一本勝負なのでそこがこわい。」「わかりやすくていい
です。」「余談のほうが印象に残っている。だから楽しかった。知識が増えた気が
する。」このように、ひとりでも多くの学生諸君が、興味・関心をもってくれると
よいと思います。 
「材料をスクリーンだけでなく実際に触れてみたかった」とのコメントですが、
そろえることは困難ですので、サイエンス館など公共施設などの展示を利用して
ください。 
「アンケート記入は、最後の授業時にしてほし 

科目名 光・電気電子材料 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 松澤剛雄・高橋清・⻫藤幸喜共著「電子物性」森北出版 
授業形態 講義 
注意備考 「電子物性の基礎」および「電子物性工学」を履修しておくことが望ましい。 

講義では、主にパソコンによるプロジェクターを用いる。 エレクトロニクスの
進展は目まぐるしいので、図書館やインターネットなどを活用し、最新の情報に
も気をつ けるように。 

シラバスコード FTD2512 
実務経験のある教員  
達成目標 材料のもつ多彩な物性機能を知るとともに、それらがどのような製品を生み出し

ているかを理解する。 
受講者へのコメント 満足してもらえている反面、内容が難しいと感じているようですが、将来社会⼈

としての素養を身に着け、電気の資格関連科目である以上、これ以上簡単にする
わけにはいきません。内容をわかりやすくすることを検討してみますが、諸君の
健闘にも期待したいです。 
 授業の進行と教材について、「特にない」が 88.0％でした。「毎回の学習目標を
明示してほしい」が、8.0％「宿題など、授業時間外の学習方法をはっきりと示し



てほしい」6.0％でした。学習目標については、シラバスに書いています。また、
わからなければそのつど質問に来てくだ 

連絡先 研究室:17 号館 4 階、電子メール:akiyama@ee.ous.ac.jp、オフィスアワー:金曜日
7・8 時限 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この授業を受けてよかった点として、「理解が深まった 50.0％」「興味・関心が高
まった 74.0％」「技能・技術が向上した 2.0％」「他の分野との関連性がわかった
8.0％」「今後の進路の参考になった 16.0％」でした。多くの諸君が、理解が深ま
り、興味・関心をもってくれたことがわかりました。 
 諸君のこの授業に対する目標達成率は、できた＆だいたいできたが 44.0％で、
半分程度が 34.0％であった。授業に対する教員の意欲は、ほぼ全員の学生諸君が
感じ取ってもらえ、満足度は満足＆ほぼ満足が 84.0％、普通が 16.0 

英文科目名 Optoelectronics and Electronic Materials 
関連科目 電子物性の基礎、電子物性工学、半導体工学  

特に、「電子物性の基礎」および「電子物性工学」を履修しておくことが望まし
い。 

次回に向けての改善変更予定 内容をわかりやすくすることを検討してみます。 
講義目的 現代社会を豊かにしているエレクトロニクス素子は、様々な材料の特性・特徴を

巧みに利用したものである。 本講義では、光・電気電子材料の諸性質について学
ぶとともに、その具体的な応用例についても学ぶ。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 電子デバイスと電子機器について説明する。 

2 回 量子効果デバイス I．単電子デバイスおよびその材料について説明する。 
3 回 量子効果デバイス II．微結晶シリコンについて説明する。 
4 回 エネルギー変換材料 I．クリーンエネルギー関連材料および種々の光検出に
ついて説明する。 
5 回 エネルギー変換材料 II．種々の太陽電池材料について説明する。 
6 回 光デバイス用半導体材料 I．発光ダイオート(LED)に用いられる材料につい
て説明する。 
7 回 光デバイス用半導体材料 II/波⻑可変レーザ材料．半導体レーザ(LD)に用い
られる材料および波⻑可変レーザ材料について説明する。 
8 回 絶縁体材料について説明する。 
9 回 絶縁体材料、電導体材料について説明する。 
10 回 電導体材料、導電性高分子材料について説明する。 
11 回 磁性材料について説明する。 
12 回 高密度記録材料について説明する。 
13 回 高密度光記録材料 I．光ディスク材料について説明する。 
14 回 高密度光記録材料 II．光相変化材料について説明する。 
15 回 総括を行う。 

準備学習 1 回 電子機器に電子デバイスがどのように使用され、どのようなことが問題に
なっているか、身近な 機器について調べておくこと。 



2 回 省電⼒、高機能化に伴う素子の将来的な問題点について調べておくこと。 
3 回 ムーアの法則について調べておくこと。 
4 回 クリーンエネルギー関連材料にはどのようなものがあるか調べておくこと。 
5 回 太陽電池等のエネルギー変換材料の問題点について調べておくこと。 
6 回 発光ダイオードの種類と用途について調べておくこと。 
7 回 半導体レーザの種類と用途について調べておくこと。 
8 回 前期に学んだ絶縁体の基礎的項目について復習しておくとともに、絶縁材
料の用途について調べて おくこと。 
9 回 半導体の集積化に伴う絶縁の問題について調べておくこと。 
10 回 伝導現象について復習しておくとともに、導電材料の用途について調べて
おくこと。 
11 回 前期に学んだ磁性の基礎的項目について復習しておくこと。 
12 回 市販のハードディスク(HD)について調べておくこととともに高密度記録
の問題点を考えておくこと。 
13 回 光ディスクにはどのようなものがあるか調べておくこと。 
14 回 市販の光ディスクの問題点について調べておくこと。 
15 回 講義で学んだことをまとめてみておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTD25D2 
成績評価 定期試験により評価する。得点で 60％以上を合格とする。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス DB(〜12) 
見出し FTD25D2 応用数学Ⅰ 
担当教員名 垣谷 公徳 
単位数 2 
教科書 計算⼒をつける線形代数／神永正博・石川賢太／内⽥老鶴圃 
アクティブラーニング  
キーワード 行列、ベクトル、行列式、逆行列、固有値、固有ベクトル、対角化、線形独立、

線形従属、正規直交完全系 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 今年度も特に午前の部の方々から準備学習用プリント（皆さんこれを宿題と呼ん

でいるようですが）の内容や分量、講義の進度について「よい」というコメント
を頂きました。お礼を言う筋合いのものではありませんが、こういうコメントは
有り難いものです。今後の励みになります。前項でも挙げたように「⿊板を消す
のが早い」という指摘がありました。講義の進行速度についてはこれまでより一
層注意をして行くつもりです。「自分たちで例題を解く時間を設けて欲しい」旨
を提案してくれた⼈もいました。演習の時間をとりたいのはやまやまなのです
が、如何 

科目名 応用数学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 やさしく学べる線形代数／石村園子／共立出版 

線形代数とベクトル解析／E. クライツィグ（堀素夫訳）／培風館 
授業形態 講義 
注意備考 講義資料を World Wide Web を通じて配付するので、コンピュータリテラシで大

学の計算機環境になれておく必要がある. 
シラバスコード FTD25D2 
実務経験のある教員  
達成目標 行列の演算、行列式・逆行列の計算、行列の対角化を簡単な行列に対して行うこ

とができる。線形独立と線形従属、正規直交完全系の概念を理碑する。 
受講者へのコメント 【A】授業に対する取り組み 3)時間外学習で、午前の部の 80.8%、午後の部の

86.8%の⼈が指定された課題に取り組んだと回答していますが、この講義では毎
回提出課題を課しており、ほとんどの皆さんが提出しているはずです。どうして
100%ではないのでしょうか。匿名ということもあり、おそらく正直に回答して
くれたのだと思いますが、この数字が定期試験の合格率（約 80%）と近い数字な
のは決して偶然ではないと思います。講義でも言っているように提出課題の問題
の難易度はほぼ定期試験の問題の難易度と同じにしています。ぜひ提出 

連絡先 17 号館 3F 垣谷研究室 オフィスアワー: 金曜日 15:00-17:00 
E-mail: kimi@ee.ous.ac.jp 



Web: http://sstweb.ee.ous.ac.jp/ 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 応用数学 I に対して気になるのは、午前の部と、午後の部で皆さんの感想が結構
異なるという点です。【C】総合評価 7)授業満足度の設問に対して「満足」「ほぼ
満足」の回答を合わせると午前の部が 73.1%、午後の部が 76.3%とほとんど違い
はないように見えますが「満足」だけ回答を見てみると午前の部が 50.0%、午後
の部が 36.8%とかなり開きがあります。これは自由記述欄にも現れていて、の評
価項目の平均点は当てにならないので不満率で見てみると、午後の部は不満率が
10％前後であるのに対して、午前の部は後ほど述べるように 

英文科目名 Applied Mathematics I 
関連科目 電気電子システム学科のほとんどすべての専門科目 
次回に向けての改善変更予定 午前、午後を通じて依然として若干名ながら「内容が難しい」「内容が多い」「進

度が速い」と感じている⼈がいます。また次項にも挙げますが、自由記述欄に「⿊
板を消すのが早い」という指摘もありました。これまでも、毎回の提出課題を講
義開始直前にチェックしたりと皆さんの理解に合わせて講義を進行することを
心がけてきましたが、これからも一層努⼒します。 

講義目的 線形代数学は、工学の様々な分野に応用される非常に基礎的な数学である。この
講義では線形代数学の基礎から始め、工学的に重要ないくつかの例題をもとに、
逆行列、行列の対角化、計量ベクトル空間などについて学ぶ。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  線形代数学の概要について講義するとともに、この講義で用いる基本的な

用語、および数式の表記法について説明する。 
2 回  連立１次方程式の一般論について説明する。 
3 回  行列の基本変形について説明する。 
4 回  行列と行列の演算を定義し、その性質について説明する。 
5 回  逆行列ついて説明し、その性質をいくつか確認する。 
6 回  行列式の定義と、その数学的性質および計算法を講義する。 
7 回  余因子展開ついて説明するとともに余因子展開を用いて具体的に行列式を
計算する。 
8 回  余因子行列と逆行列の関係を説明するとともに実際に逆行列の求め方を説
明する。 
9 回  平面ベクトル・空間ベクトルについて復習するとともに、それらを一般化
した数ベクトルについて講義する。 
10 回  ベクトル空間の性質について講義する。 
11 回  一次写像、一次変換、直交変換などについて定義するとともにそれらの性
質を説明する。 
12 回  ベクトルの一次独立・一次従属についてその定義と具体的な例を説明す
る。 
13 回  固有値と固有ベクトルについてその定義と具体的な計算法を説明する。 
14 回  固有値と固有ベクトルを用いた行列の対角化について講義する。 
15 回  固有値・固有ベクトルの応用および行列の対角化の応用例を紹介する。 



準備学習 1 回 高校数学 A, B の平面ベクトル／空間ベクトルおよび高校数学 C の行列につ
いて復習しておくこと 
2 回 行列・ベクトルの基本的な定義に関する提出課題を完成させること。 
3 回 行列・ベクトルの基本的な定義に関する課題の正答をノートに整理すると
ともに、連立１次方程式に関する提出課題を完成させること。 
4 回 連立１次方程式に関する課題の正答をノートに整理するとともに、行列の
基本変形に関する提出課題を完成させること。 
5 回 行列の基本変形に関する課題の正答をノートに整理するとともに、行列と
行列の演算に関する提出課題を完成させること。 
6 回 行列と行列の演算に関する課題の正答をノートに整理するとともに、逆行
列に関する提出課題を完成させること。 
7 回 逆行列に関する課題の正答をノートに整理するとともに、行列式に関する
提出課題を完成させること。 
8 回 行列式に関する課題の正答をノートに整理するとともに、余因子展開に関
する提出課題を完成させること。 
9 回 余因子展開に関する課題の正答をノートに整理するとともに、余因子行列
に関する提出課題を完成させること。 
10 回 余因子行列に関する課題の正答をノートに整理するとともに、平面ベクト
ル・空間ベクトルに関する提出課題を完成させること。 
11 回 平面ベクトル・空間ベクトルに関する課題の正答をノートに整理するとと
もに、ベクトル空間に関する提出課題を完成させること。 
12 回 ベクトル空間に関する課題の正答をノートに整理するとともに、一次変換
に関する提出課題を完成させること。 
13 回 一次変換に関する課題の正答をノートに整理するとともに、一次独立・一
次従属に関する提出課題を完成させること。 
14 回 一次独立・一次従属に関する課題の正答をノートに整理するとともに、固
有値と固有ベクトルに関する提出課題を完成させること。 
15 回 固有値と固有ベクトルに関する課題の正答をノートに整理するとともに、
行列の対角化に関する提出課題を完成させること。 

 



年度 2012 
授業コード FTD2711 
成績評価 毎回、実験テ−マごとのレポ−ト提出および実験ノ−ト（100％）により成績を

評価する。採点の基準は 100 点満点のうち 60 点以上を合格とする。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス DA(〜11),DB(〜11) 
見出し FTD2711 電気電子工学基礎実験 
担当教員名 宇都宮 晃、沖 隆義、蜂谷 和明、片山 敏和＊、⽥代 勤 
単位数 2 
教科書 電気電子工学基礎実験／電気電子システム学科 編 

物理学実験書／岡山理科大学理学部共通講座・工学部共通講座 物理学教室 編／
大学教育出版 

アクティブラーニング  
キーワード 物理量と測定、単位、直流、交流、電子部品、電気回路、電気電子計測 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 担当者によって説明の仕方が違うという指摘があったので、できるだけ統一した

説明をするように努⼒する。 
科目名 電気電子工学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 関連科目の教科書、国立天文台 編・理科年表：丸善 
授業形態 実験実習 
注意備考 提出したレポ−トは担当教員が点検し、訂正等がある場合はコメントを付けて返

却するので、訂正のうえ一週間後に再提出する。電卓を各自用意すること。 
シラバスコード FTD2711 
実務経験のある教員  
達成目標 ① 電気電子工学における基本的な計測装置の原理を理解し、適切に使用できる

ようになる。 
② 有効数字、最小二乗法および実験デ−タ処理に必要な技術が自在に活用でき
るようになる。 

受講者へのコメント 高校まではほとんど実験の経験がないので、器具の取扱いに慣れていないため多
少時間はかかるが、実験に対して興味・関心を持ち、積極的に取り組んでいる姿
は大変良いと思われる。 

連絡先 ７号館４階 宇都宮研究室 086-256-9519 koh@ee.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 実験に対する取り組み方は良好であるが、実験を行う前の予習が充分でないた
め、実験をスタ−トするまでの時間がかかりすぎ、時間内に実験が終わらない場
合が時々ある。 

英文科目名 Electrical & Electronic Engineering Laboratory 
関連科目 物理学Ⅰ、物理学Ⅱ、物理学Ⅲ、電磁気学Ⅰ、電磁気学Ⅱ、電磁気学Ⅲ、電気回



路Ⅰ、電気回路Ⅱ 等 
次回に向けての改善変更予定 実験器具が古くなり、実験途中で不具合が生じることが時々あるので、予算の範

囲内で器具を更新し、実験に支障がないよう改善していきたい。 
講義目的 電気電子システム学科に関する最も基礎的な実験を行うことにより、電気電子工

学の分野で通常必要とされる測定についての基礎的な知識と基本的な実験技術
を修得することを主眼とする。また、実験デ−タのまとめ方などを含む工学レポ
−トの書き方を身に付ける。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス１ 

工学基礎実験の目的、内容および実施方法について説明する。 
2 回 ガイダンス２ 
実験上の諸注意、実験ノ−トの使い方、レポ−トの書き方、有効数字と誤差につ
いて説明する。 
3 回 ガイダンス３ 
最小二乗法による計算方法、測定値の取り扱い方、グラフの書き方について説明
する。 
4 回 テスタ− 
テスタ−を用いて、電流、電圧、抵抗などを測定し、その使い方に習熟する。 
5 回 電流による熱の仕事当量 
水熱量計の電熱線に一定時間電流を流し、その間における水の温度上昇を測定す
ることにより、熱の仕事当量を求める。 
6 回 ホイ−トストン・ブリッジ 
ホイ−トストン・ブリッジを用いて金属線の電気抵抗を測定し、その金属線の抵
抗率を求める。 
7 回 モノコ−ドによる交流の振動数測定 
モノコ−ドの弦を交流の振動数と同調させて、弦の振動数から交流の振動数を求
める。 
8 回 オシロスコ−プ 
オシロスコ−プの原理を理解すると共に、その使用法、即ち、電圧および時間（周
期波形の場合は周期、周波数）の測定方法を習得する。 
9 回 レポ−トの中間一⻫提出およびガイダンス 
これまでに提出されたレポ−トで、レポ−トの書き方、測定値の処理法などに問
題点がある具体例を指摘し、より正しい書き方、処理法を解説する。 
10 回 電子の比電荷の測定 
真空中で荷電粒子の軌道が磁場によって曲げられることから、電子の比電荷（素
電荷/質量）を求める。 
11 回 発光ダイオ−ドの静特性 
発光ダイオ−ドの電流-電圧特性を測定し、発光ダイオ−ドの動作原理、光の波
⻑・振動数とエネルギ−の関係、デジタルマルチメ−タと直流電源装置の使い方
について学ぶ。 
12 回 トランジスタ−の静特性 
トランジスタ−のコレクタ-特性を測定し、ｈパラメ−タを求める。 



13 回 電気回路の過渡現象 
微分回路を構築し、入⼒正弦波の周波数を変化させて、入⼒電圧と出⼒電圧の関
係を測定し、遮断周波数を求める。また、ＲＣ回路に方形波電圧を加えたときの
過渡現象を測定し、微分回路の時定数を求める。 
14 回 交流回路の共振特性 
コイル、コンデンサ、抵抗の直列回路における共振現象を観測し、抵抗分の増加
に伴う回路のＱ値の影響について調べる。 
15 回 レポ−トの一⻫提出および補充実験 
実験時間中に測定できなかった実験を行う。 

準備学習 1 回 工学基礎実験の目的、内容および実施方法について説明するので、特に準備
学習は必要ないが、当日テキストと実験ノ−トを持参されたし。 
2 回 テキストの該当箇所を読んでおくこと。 
3 回 テキストの該当箇所を読み、不明な点を確認しておくこと。 
4 回 テキストの該当箇所を読み、テスタ−の測定原理を理解し、実験内容を調べ
ておくこと。 
5 回 テキストの該当箇所を読み、電流による熱の仕事当量の実験内容を調べて
おくこと。 
6 回 テキストの該当箇所を読み、ホイ−トストン・ブリッジの実験内容および抵
抗率について調べておくこと。 
7 回 テキストの該当箇所を読み、モノコ−ドによる交流の振動数測定の実験内
容を調べておくこと。 
8 回 テキストの該当箇所を読み、オシロスコ−プの実験内容を調べておくこと。 
9 回 受理されていないレポ−トがある場合は完成させておくこと。また、ガイダ
ンスがあるので実験ノ−トを持参すること。 
10 回 テキストの該当箇所を読み、電子の比電荷の測定の実験内容を調べておく
こと。 
11 回 テキストの該当箇所を読み、発光ダイオ−ドの静特性の実験内容を調べて
おくこと。 
12 回 テキストの該当箇所を読み、トランジスタ−の静特性の実験内容を調べて
おくこと。また、ｈパラメ−タについても調べておくこと。 
13 回 テキストの該当箇所を読み、電気回路の過渡現象の実験内容を調べておく
こと。また、遮断周波数、時定数とは何かを確認しておくこと。 
14 回 テキストの該当箇所を読み、交流回路の共振特性の実験内容を調べておく
こと。また、Ｑ値についても調べておくこと。 
15 回 受理されていないレポ−トを完成させておくこと。補充実験がある場合は
テキストの該当箇所を読んで、実験内容を確認しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTD2712 
成績評価 実験（40％）と報告書（60％）とで評価する。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス DA(〜11),DB(〜11) 
見出し FTD2712 電気電子工学実験Ⅰ 
担当教員名 太⽥垣 博一、栗⽥ 満史、河村 実生 
単位数 2 
教科書 電気電子システム学科編・「電気電子工学実験 I」・指導書 
アクティブラーニング  
キーワード オペアンプの基本回路，波形変換回路，論理回路，電源回路，マイコン制御，電

子回路の設計・作製，計測，データ，考察，レポート作成 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 電気電子工学実験Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 実験中に紹介する 
授業形態 実験実習 
注意備考 【オリエンテーションで実験実施のための指導書や補足資料を配布する。】 
シラバスコード FTD2712 
実務経験のある教員  
達成目標 ①実験で用いる計測器の取り扱いができる。②実験システムを組み立てることが

できる。③実験データを取得することができる。④実験結果をまとめ評価するこ
とができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 17 号館 5 階太⽥垣教授室 e-mail:ohtagaki@ee.ous.ac.jp オフィスアワー：月 C，

水 C，金 G 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Electrical & Electronic Engineering Laboratory I 
関連科目 物理学実験, 計測システム, センサー工学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 電気電子工学, 情報通信における基礎的事項についての実験をとおして, 測定器

の取り扱い方, 測定値の処理, 実験結果の吟味考察, 報告書の作成の仕方などを
修得する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 【オリエンテーション】実験を進めるための資料を配布するとともに，レポ

ート作成のための講義を実施する。 
2 回 【オペアンプの基本回路】 オペアンプの基本回路について実験を行い，レ



ポート作成に必要なデータを取得記録しておく。 
3 回 【レポート作成・修正・提出】作成してきたレポートについて，担当者とデ
ィスカッションを行い，受理されるまでレポートの修正を行い，完成したレポー
トを提出する。 
4 回 【波形変換回路】波形変換回路について実験を行い，レポート作成に必要な
データを取得記録しておく。 
5 回 【レポート作成・修正・提出】作成してきたレポートについて，担当者とデ
ィスカッションを行い，受理されるまでレポートの修正を行い，完成したレポー
トを提出する。 
6 回 【発振回路の設計・作製】発振回路の設計・作製について実験を行い，レポ
ート作成に必要なデータを取得記録しておく。 
7 回 【レポート作成・修正・提出】作成してきたレポートについて，担当者とデ
ィスカッションを行い，受理されるまでレポートの修正を行い，完成したレポー
トを提出する。 
8 回 【論理回路シミュレーション】論理回路シミュレーションについて実験を行
い，レポート作成に必要なデータを取得記録しておく。 
9 回 【レポート作成・修正・提出】作成してきたレポートについて，担当者とデ
ィスカッションを行い，受理されるまでレポートの修正を行い，完成したレポー
トを提出する。 
10 回 【電源回路シミュレーション】電源回路シミュレーションについて実験を
行い，レポート作成に必要なデータを取得記録しておく。 
11 回 【レポート作成・修正・提出】作成してきたレポートについて，担当者と
ディスカッションを行い，受理されるまでレポートの修正を行い，完成したレポ
ートを提出する。 
12 回 【マイクロコンピュータによる制御】マイクロコンピュータによる制御に
ついて実験を行い，レポート作成に必要なデータを取得記録しておく。 
13 回 【レポート作成・修正・提出】作成してきたレポートについて，担当者と
ディスカッションを行い，受理されるまでレポートの修正を行い，完成したレポ
ートを提出する。 
14 回 【追再実験・補充実験・レポート修正と演習】追再実験・補充実験への対
応者は実験を行い，レポート作成に必要なデータを取得・記録しておく。レポー
ト修正と演習への対応者は，作成してきたレポートについて，担当者とディスカ
ッションを行い，受理されるまでレポートの修正を行い，完成したレポートを提
出する。 
15 回 【レポート作成・修正・提出】作成してきたレポートについて，担当者と
ディスカッションを行い，受理されるまでレポートの修正を行い，完成したレポ
ートを提出する。 

準備学習 1 回 【オリエンテーション】物理学実験, 計測システム, センサー工学で習得し
たすべての事項について復習しておく。 
2 回 【オペアンプの基本回路】円滑に実験を進めるように，予習をしておく。 
3 回 【レポート作成・修正・提出】取得したデータに基づいて，レポートを作成
しておく。 



4 回 【波形変換回路】円滑に実験を進めるように，予習をしておく。 
5 回 【レポート作成・修正・提出】取得したデータに基づいて，レポートを作成
しておく。 
6 回 【発振回路の設計・作製】円滑に実験を進めるように，予習をしておく。 
7 回 【レポート作成・修正・提出】取得したデータに基づいて，レポートを作成
しておく。 
8 回 【論理回路シミュレーション】円滑に実験を進めるように，予習をしてお
く。 
9 回 【レポート作成・修正・提出】取得したデータに基づいて，レポートを作成
しておく。 
10 回 【電源回路シミュレーション】円滑に実験を進めるように，予習をしてお
く。 
11 回 【レポート作成・修正・提出】取得したデータに基づいて，レポートを作
成しておく。 
12 回 【マイクロコンピュータによる制御】円滑に実験を進めるように，予習を
しておく。 
13 回 【レポート作成・修正・提出】取得したデータに基づいて，レポートを作
成しておく。 
14 回 【追再実験・補充実験・レポート修正と演習】追再実験・補充実験への対
応者は，実験が円滑に進むように予習をしておく。 レポート修正と演習への対
応者は取得したデータに基づいて，レポートを作成しておく。 
15 回 【レポート作成・修正・提出】取得したデータに基づいて，レポートを作
成しておく。 

 



年度 2012 
授業コード FTD2721 
成績評価 プレゼンテーションおよび各テーマの実験報告書の内容により評価する。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス DA(〜10),DB(〜10) 
見出し FTD2721 電気電子工学実験Ⅱ 
担当教員名 秋山 宜生、クルモフ バレリー、笠 展幸、太⽥ 寛志 
単位数 2 
教科書 電気電子システム学科編「電気電子工学実験 II 指導書」(オリエンテーションに

て配布) 
アクティブラーニング  
キーワード ホール効果、サイリスタ、モータ制御、金属、半導体、光波伝播、ネットワーク、

画像処理 、サーボ系の制御、多関節ロボット、プレゼンテーシ ョン 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「毎週レポートを書くのが辛かった」とのコメントがありました。会社では毎日

レポートを書かされる場合もあります。一生懸命行った自分の実験を他の⼈に見
てもらうには何らかの手段が必要で、そのひとつのがレポートを書くという方法
です。辛かったでしょうが、レポートを書くことにより、何らかの得るものは得
られたはずです。頑張ってください。 
「TA の私語の声が大きかった」との指摘ですが、より TA への指導を強化しま
す。 
「スリッパが見つけにくい」との指摘ですが、下駄箱には班番号を打っており、
以前学んだ 2 年次の電気電子工学実 

科目名 電気電子工学実験Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 実験内容について指導書で充分に予習しておくことが大切である。 報告書は、

実験を行った翌週に提出すること。 
シラバスコード FTD2721 
実務経験のある教員  
達成目標 測定機器の取扱い方、測定値の取扱い、実験結果の考察、報告書の作成法、プレ

ゼンテーションの技法につい て十分に習得し、卒業研究等に活用できることを
目標とする。 

受講者へのコメント 考慮してほしい項目は、大半（７０％から８７％）が特にないようでしたが、実
験の指導書の内容が理解できない学生諸君が数名いることがわかりました。学生
実験は、実験をする前にあらかじめ実験指導書をよく読んで、調べてから実験に
臨むようにしてください。そのときにわからないことも実験をしているうちに、
理解できるようになると思います。 

連絡先 17 号館 4 階秋山教授室, 電子メール: akiyama@ee.ous.ac.jp,オフィスアワー 金曜
日 7・8 時限 



合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ねの学生諸君が電気電子工学実験Ⅱの目標を達成でき、満足しているようです
が、やや不満、不満の学生がごく少数（７％）いました。教員の意欲も感じ取っ
てもらえているようでした。 

英文科目名 Electrical & Electronic Engineering Laboratory II 
関連科目 電気電子工学基礎実験、電気電子工学実験 I 
次回に向けての改善変更予定 器具の整備を行う予定です。 

TA への事前指導は、これまでも行っていますが、より徹底したいと思っていま
す。 

講義目的 電気電子工学と情報通信の基礎的事項に関する実験を通して、測定機器の取扱い
方、測定値の取扱い、実験結果の考察、報告書の作成法などを習得する。同時に
発表会を通して研究発表の準備・方法についても練習す る。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 実験内容について、実験指導書を充分に読んでおくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTD3111 
成績評価 中間試験と定期試験の得点が 60%以上を合格とする。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス DA(〜11) 
見出し FTD3111 応用数学Ⅱ 
担当教員名 垣谷 公徳 
単位数 2 
教科書 フーリェ級数とラプラス変換の基礎・基本／樋口禎一・八高隆雄／牧野書店 
アクティブラーニング  
キーワード 正規直交関数系、フーリエ級数、フーリエ展開、フーリエ変換、波動方程式 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 『答え、途中式等が突然出てくることがある。』『「どうしてこうなったか」という

所が抜けることがある。』という指摘がありました。私としてはむしろこういう
事がないように細かなところまで板書しているつもりなのですが、『ノートへの
転写に手いっぱいになり説明が聴けないことがある。』との指摘や前述の講義の
進行速度の所為でそういう印象を持たれてしまったのではないかと思います。こ
れも今後改善して行く事にします。 
「少し難しい所もありましたけれど、受講して良かったです。」「説明がわかりや
すくて聞きやすかった。」「次もこの先生 

科目名 応用数学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に適宜指示する 
授業形態 講義 
注意備考 講義資料を World Wide Web を通じて配付することがあるので、コンピュータリ

テラシで大学の計算機環境になれておく必要がある. 
シラバスコード FTD3111 
実務経験のある教員  
達成目標 直交関数展開の意味が説明できる。フーリエ展開／フーリエ変換の定義を理解す

る。フーリエ展開／フーリエ変換を用いた数学的な形式理論の追跡ができる。フ
ーリエ展開／フーリエ変換を利用した微分方程式の解法を理解する。 

受講者へのコメント 85%の⼈が宿題などの指示された課題に取り組んだと回答していますが、この講
義では毎回課題を提出していただいています。どうして 100％でないのでしょう。
一年次の基礎科目ではありますが、大学の講義が高校までより難しいのは当然
で、自学自習なしには理解することはできません。 

連絡先 17 号館 3F 垣谷研究室オフィスアワー: 金曜日 15:00-17:00 
E-mail: kimi@ee.ous.ac.jp 
Web: http://sstxp.ee.ous.ac.jp/dokuwiki/ 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 総合評価の「満足」と「ほぼ満足」を合わせた満足度が 42%、「やや不満」と「不



満」を合わせた不満率が 6％（実数 2 名）であり、私としても若干不満ののこる
結果となりました。特に目標の達成が「少しできた」と「できなかった」を合わ
せて 30%以上有り、「できた」「だいたいできた」の 20%弱を 10 ポイント以上上
回っているのは大いに反省すべきところです。実際 25％の方から「理解しやすい
ように説明に工夫を」するよう求めており今後の改善点としたいと思います。 

英文科目名 Applied Mathematics II 
関連科目 数学 I、数学 II、数学 III、応用数学 I 
次回に向けての改善変更予定 自由記述欄にもありますが、25％の方から授業進行が速すぎる旨の指摘がありま

した。確かに計算の細部まで全て板書し、何度も⿊板を消しては書き、消しては
書き、を繰り返しますから私の早口も相まってそういう印象を与えるのだと思い
ます。できるだけ皆さんが余裕を持って内容を理解できるように講義の進行につ
いては改善して行く事にします。 

講義目的 信号解析や画像処理など電気電子工学の諸分野ででフーリエ級数・フーリエ変換
の技法は非常に重要である。この講義では、数学的な厳密さや技巧的な手続きは
他に譲り、電気電子工学の専門科目を理解する上で必要な直交関数展開や関数変
換に関する基礎概念の習得とその利用法について学ぶ。主にフーリエ変換・フー
リエ展開の基本的な問題について、出来るだけ多くの例題の解法を教示し、毎時
間提出課題を課すことによって受講者に基本的な問題を解く能⼒をつけること
を目的とする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 直交関数系について講義する。 

2 回 三角級数について講義する。 
3 回 フーリエ級数展開についてその定義と簡単な例を講義する。 
4 回 フーリエ級数展開について例題を解きながらその詳細を講義する。 
5 回 偶関数の余弦級数展開について講義する。 
6 回 奇関数の正弦級数展開について講義する。 
7 回 ベッセルの不等式について講義する。 
8 回 フーリエ展開の応用について講義するとともにフーリエ展開に関する演習
問題の解法を説明する。 
9 回 フーリエ級数の収束について講義する。 
10 回 複素フーリエ級数について講義する。 
11 回 フーリエ積分について講義する。 
12 回 フーリエ積分の収束とフーリエ変換について講義する。 
13 回 フーリエ逆変換について講義する。 
14 回 偏微分方程式の解法について講義する。 
15 回 離散フーリエ変換について講義する。 

準備学習 1 回 数学 I の三角関数を含む定積分と、応用数学 I のベクトル空間と基底につい
て復習しておくこと。 
2 回 三角関数の微積分に関する提出課題を完成させること。 
3 回 三角関数の微積分に関する課題の解答をノートに記録するとともに、三角
級数に関する提出課題を完成させること。 
4 回 三角級数に関する課題の解答をノートに記録するとともに、フーリエ級数



展開に関する提出課題(1)を完成させること。 
5 回 偶関数の余弦級数展開フーリエ級数展開に関する課題(1)の解答をノートに
記録するとともに、フーリエ級数展開に関する提出課題(2)を完成させること。 
6 回 奇関数の正弦級数展開フーリエ級数展開に関する課題(2)の解答をノートに
記録するとともに、偶関数の余弦級数展開に関する提出課題を完成させること。 
7 回 ベッセルの不等式偶関数の余弦級数展開に関する課題の解答をノートに記
録するとともに、奇関数の正弦級数展開に関する提出課題を完成させること。 
8 回 奇関数の正弦級数展開に関する課題の解答をノートに記録するとともに、
ベッセルの不等式に関する提出課題を完成させること。また、ここまでの講義で
説明したフーリエ展開全体についてよく復習しておくこと。 
9 回 フーリエ級数の収束ベッセルの不等式に関する課題の解答をよく復習して
おくこと。 
10 回 複素フーリエ級数複素数と三角関数の関係、特にオイラーの公式とド・モ
ルガンの定理についてよく復習しておくこと。フーリエ級数の収束に関する提出
課題を完成させること。 
11 回 フーリエ積分フーリエ級数の収束に関する課題の解答をノートに記録する
とともに、複素フーリエ級数に関する提出課題を完成させること。 
12 回 フーリエ積分の収束とフーリエ変換複素フーリエ級数に関する課題の解答
をノートに記録するとともに、フーリエ積分に関する提出課題を完成させるこ
と。 
13 回 フーリエ逆変換フーリエ積分に関する課題の解答をノートに記録するとと
もに、フーリエ積分の収束とフーリエ変換に関する提出課題を完成させること。 
14 回 偏微分方程式の解法フーリエ積分の収束とフーリエ変換に関する課題の解
答をノートに記録するとともに、フーリエ逆変換に関する提出課題を完成させる
こと。 
15 回 離散フーリエ変換フーリエ逆変換に関する課題の解答をノートに記録する
とともに、偏微分方程式の解法に関する提出課題を完成させること。 

 



年度 2012 
授業コード FTD3112 
成績評価 中間試験と定期試験の成績を平均して評点とします。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス DA(〜12) 
見出し FTD3112 電気回路Ⅱ 
担当教員名 飯⽥ 隆彦 
単位数 2 
教科書 電気回路 A／佐治學（オーム社） 
アクティブラーニング  
キーワード 変成器、複素電⼒、有効電⼒、無効電⼒、⼒率、ひずみ波、３相起電⼒、３相交

流回路、２端子回路網、Ｙ形結線、Δ 形結線、回転磁界、コイル、コイルのＱ、
共振回路、テブナンの定理、電⼒と重ね合わせの理、接点解析、網目解析。 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 電気回路Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 電気回路基礎 佐藤義久編著 オーム社 
授業形態 講義 
注意備考 電気回路Ⅱは難解ですが、大切な科目のひとつです。予習・復習を良くして下さ

い。 
シラバスコード FTD3112 
実務経験のある教員  
達成目標 ・コイルの性質を理解すること。 

・変成器（トランス）の動作を理解し、複合共振回路を学ぶこと。 
・正弦波交流回路の電⼒計算ができること。 
・ひずみ波交流の取扱いを理解すること。 
・三相交流回路の基礎を理解すること。 

受講者へのコメント  
連絡先 iida@ee.ous.ac.jp で質問して下さい。 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Electrical Circuits II 
関連科目 電気回路Ⅰ， 電気回路Ⅰ演習， 数学Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 電気回路は電気電子システム学科の重要基礎科目の一つです。電気回路Ⅱでは電

気回路Ⅰで学んだキルヒホッフの法則、オームの法則、スタインメッツが提唱し
たベクトル記号法(jω と実効値表示)を活用して、回路の基礎的な特性や回路の
解析方法を学びます。更に，交流回路の電⼒，ひずみ波交流，三相起電⼒、三相



交流回路などの基礎的な事項を学び，電気回路の理解，解析のための基礎学⼒の
修得を目的とします。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 インダクタンス、自己インダクタンス、相互インダクタンス、コイルの合成

インダクタンス 
2 回 変成器、変成器の回路方程式と等価回路、理想変成器、単巻変成器。 
3 回 変成器と演習問題 
4 回 電⼒の表現 
5 回 ⼒率と複素電⼒ 
6 回 ⼒率改善と演習問題 
7 回 電気数学（フーリエ級数） 
8 回 中間試験と電気数学（フーリエ級数）および２端子回路網 
9 回 ひずみ波交流と演習問題 
10 回 多相交流回路 
11 回 対称三相交流回路 
12 回 三相交流回路の電⼒と回転磁界 
13 回 演習問題と非対称三相交流回路 
14 回 非対称三相交流回路と対称座標と演習問題 
15 回 回路の周波数特性、共振回路 

準備学習 1 回 オリエンテーションと講義を行います。講義ではコイルの性質などを学び
ます。 
2 回 変成器（トランス）の等価回路を学びます。 
3 回 共振型変成器回路を学び演習問題を解きます。 
4 回 正弦波交流回路の電⼒と⼒率を学びます。 
5 回 複素数とベクトルの描き方を練習します。 
6 回 交流電⼒では⼒率改善が大変重要で電⼒料金にも関係しますから、良く理
解して下さい。 
7 回 数学Ⅰで学んだ三角関数を復習しておいて下さい 
8 回 第７回までの範囲で中間試験を行うので、良く勉強して下さい。２端子回路
網を学びます。 
9 回 三角関数を復習しておいて下さい 
10 回 多相交流回路は難解ですから、まずは前期で学んだ｢数学Ⅰ」の三角関数を
良く復習して下さい。 
11 回 三相回路は重要ですから、良く復習と予習して下さい。 
12 回 交流モータは三相交流の回転磁界の原理を応用します。 
13 回 三相交流の演習問題をするので、良く復習して下さい。 
14 回 前回に引き続いて、非対称多相交流回路を学び、演習問題を解きます。 
15 回 ＬＲやＣＲ回路と、ＬＣ共振回路の特性を学びます。 

 



年度 2012 
授業コード FTD3121 
成績評価 定期試験 100% 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス DA(〜10),DB(〜10) 
見出し FTD3121 マイクロ波工学 
担当教員名 松永 誠＊ 
単位数 2 
教科書 平⽥ 仁，”マイクロ波工学の基礎”， 日本理工出版会 
アクティブラーニング  
キーワード 分布定数線路 伝搬定数 特性インピーダンス スミスチャート 同軸線路 

方形導波管 円形導波管 平面波 偏波 マジック T 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 1.板書の書き方について:ノートに書き易くするためにも板書は左から書くこと、

また、字を大きくします。 
科目名 マイクロ波工学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 中島将光，”マイクロ波工学”，森北出版内藤喜之，”マイクロ波・ミリ波工学”，

コロナ社 
授業形態 講義 
注意備考 ノートをしっかりと，とること．復習をよくすること． 
シラバスコード FTD3121 
実務経験のある教員  
達成目標 ・分布定数線路の伝搬特性を理解できること．・平面波，および，円偏波・直線偏

波について理解できること．・同軸線路，方形導波管，円形導波管の電磁界分布と
伝搬特性を理解できること．・基本的なマイクロ波回路素子の動作原理を理解で
きること． 

受講者へのコメント 1.教科書内容だけでなく、その理論や技術がどのように実用化されているのか、
つまり「何に役立っているのか」のような素朴な質問も歓迎します。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 1.「この分野への興味、関心が高まった。また、この分野と他との関連性が判っ
た。今後の進路の参考になった。」との回答が 30%近く有り、講義で意図してい
るところが少しは伝わったと感じている。 
2.マイクロ波は電磁波と伝送、回路など範囲が広くかつ深い内容がある。さらに
判りやすい講義をするように教科書以外にプリントを使うなど説明に工夫をし
たい。 
3.板書の書き方については整然と書くように心がけます。 

英文科目名 Microwave Engineering 



関連科目 電磁気学Ⅰ 電磁気学Ⅲ 電気回路Ⅱ 通信システム 電気通信法規 
次回に向けての改善変更予定 1.教科書だけでなく、マイクロ波がどのようなシステムに応用されているかをプ

リント配布で説明したが、もっと回数を増やし、教科書の基礎的事項がどのよう
に実用化されているのかを含めて説明し、この分野の興味と理解を深めたい。 
2.演習時間をとって内容の理解を進めたい。 

講義目的 マイクロ波を用いる機器は，近年，われわれの身近に溢れるようになった．携帯
電話，衛星通信，衛星放送，GPS，RFID など日々利用されており，IT 時代に不
可欠となっている．また，無線装置のみならず高速の電子計算機においても高周
波数で動作するものが現れており，これからの電子・電気技術者にはマイクロ波
工学の素養が不可欠となっている．ここでは，高周波の線路上の伝搬特性，マイ
クロ波回路素子の動作原理を学び，マイクロ波技術への入門的基礎学⼒を修得す
る． 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  分布定数線路の考え方． 

2 回  分布定数線路上の伝搬特性Ⅰ（進行波) ． 
3 回  分布定数線路上の伝搬特性Ⅱ (定在波)． 
4 回  線路のインピーダンス． 
5 回  インピーダンス変換，インピーダンス整合． 
6 回  散乱行列． 
7 回  スミスチャート． 
8 回  マックスウエルの方程式と境界条件． 
9 回  平面波，円偏波，表皮効果． 
10 回  伝送線路上の電磁波のモード．同軸線路． 
11 回  方形導波管，円形導波管の特性(電磁界分布)． 
12 回  導波管の伝搬特性(特性インピーダンス・管内波⻑)． 
13 回  回路素子（無反射終端器，減衰器，マジック T，偏分波器，円偏波発生
器)． 
14 回  パラボラアンテナ 
15 回  VSAT の概要 

準備学習 1 回  偏微分方程式について復習しておくこと． 
2 回  伝搬定数，特性インピーダンスについて復習のこと． 
3 回  前回の復習． 
4 回  第２，３回の復習． 
5 回  定在波と入⼒インピーダンスについて復習のこと． 
6 回  ２端子対回路の行列表示について復習のこと． 
7 回  前進波，反射波，インピーダンスについて復習のこと． 
8 回  ベクトル解析について予習しておくこと． 
9 回  マックスウエルの方程式，偏微分方程式について見直しておくこと． 
10 回  静電界，ラプラスの方程式について予習しておくこと． 
11 回  前回の復習． 
12 回  導波管内の電磁界分布について復習のこと． 
13 回  第１１，１２回について復習のこと． 



14 回  第９，１１，１２回について復習のこと． 
15 回 災害時などで現地からの TV 放送はどのように行われているか考えてみる
こと． 

 



年度 2012 
授業コード FTD3311 
成績評価 定期試験（40%）, 中間試験（40%）,課題提出(20%)により成績を評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス DA(〜11),DB(〜11) 
見出し FTD3311 コンピュータ工学Ⅱ 
担当教員名 道⻄ 博行 
単位数 2 
教科書 コンピュータ工学Ⅰで用いた教科書を持参すること。 

適宜資料（プリント）を配付する。 
アクティブラーニング  
キーワード ソフトウェア、ハードウェア、コンピュータアーキテクチャ、プログラム、OS、

データベース 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 昨年度から実施している最新技術紹介が大変好評でしたので、今後も継続してゆ

きます。 
科目名 コンピュータ工学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 図解コンピュータ概論・ハードウェア／橋本洋志，松永俊雄，小沢智，木村幸男

／オーム社 
基本情報技術者のよくわかる教科書／技術評論社 
コンピュータ概論／半谷精一郎，見山友裕，⻑谷川幹雄／コロナ社 

授業形態 講義 
注意備考 課題提出システムを利用した課題提出を 4 回予定している。 

登録方法については、初回の講義時に指示する、 
シラバスコード FTD3311 
実務経験のある教員  
達成目標 コンピュータハードウェアおよびソフトウェアにおける基礎的素養を身に着け

ること。主として、各種ハードウェアの役割、情報量の数学的な取り扱い、OS の
役割、プログラミング言語と言語処理の役割、各種ソフトウェアの役割を理解し
ていること。 

受講者へのコメント 課題レポートにより、成績評価だけでなく、理解度の把握も行っておりますので、
できるだけ 
もれなく課題提出してください。 
現在は、適当な教科書がないため、プリント配布を行っています。 

連絡先 道⻄研究室 17 号館５階 mitinisi＠ee.ous.ac.jp,086-256-9728 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 予習復習をよく行った・積極的に取り組んだ⼈ほど、他の項目も高評価であるの
で、理解度に直結 
していることがよく分かります。逆に、予習復習（特に復習）をする・しないで、



学⼒に大きな差の付く科目であるといえます。 
英文科目名 Computer Technology II 
関連科目 コンピュータリテラシ、コンピュータ実習、プログラミング基礎、コンピュータ

工学 I、コンピュータ・情報コース専門科目 
次回に向けての改善変更予定 コンピュータ工学Ⅰの担当者との連携強化により、内容の拡充を図りたい。 

また、現在よりも演習を増やして、理解度の向上を図りたい。 
講義目的 コンピュータ工学 I で習得したコンピュータハードウェアに関する基礎知識を

もとに、記憶装置、入出⼒装置に関する基礎知識およびソフトウェアの基礎知識
を習得し、コンピュータ・情報コース専門科目への導入を容易にすることを目的
とする。また、基本情報処理技術者資格の取得支援も目的とする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  コンピュータハードウェアについて概説する。 

2 回  ハードウェアとソフトウェアについて概説する。 
3 回  コンピュータの処理形態（集中処理と分散処理）について説明する。 
4 回  コンピュータの動作と情報理論について説明する。 
5 回  記憶装置、メモリアーキテクチャ、外部メモリについて説明する。 
6 回  入出⼒装置、インターフェース、周辺装置について説明する。 
7 回  1〜6 の内容の慨説を行ったのち、中間試験を実施する。 
8 回  ソフトウェアとプログラミング開発環境について説明する。 
9 回  Ｃ言語における文の種類・構成について説明する。 
10 回  言語プロセッサについて説明する。 
11 回  オペレーティングシステム（１）ＯＳの概略、プロセス管理、メモリ管理
について説明する。 
12 回  オペレーティングシステム（２）入出⼒管理、ファイル管理、システム管
理などについて説明する。 
13 回  ファイルシステムについて説明する。 
14 回  ネットワークシステムについて説明する。 
15 回  データベースシステムについて説明する。 

準備学習 1 回 コンピュータ工学Ⅰにおけるハードウェア関連の復習をしておくこと。 
2 回 コンピュータ工学Ⅰにおけるソフトウェア関連（プログラムの実行）の復習
をしておくこと。 
3 回 情報処理システムにおける集中処理と分散処理の違いを理解しておくこと。 
4 回 プロセッサ内におけるデータ表現について復習しておくこと。 
5 回 主記憶装置と補助記憶装置について予習しておくこと。 
6 回 入出⼒インターフェースと各種装置について予習しておくこと。 
7 回 第 1 回〜7 回の範囲を配布プリントとＷＥＢ課題を中心に復習しておくこ
と。 
8 回 開発ツールについて予習しておくこと。 
9 回 コンピュータ実習におけるＣ言語のプログラミングの概略を復習しておく
こと。 
10 回 コンパイラ、アセンブラ、インタプリタ等について理解をしておくこと。 
11 回 ＯＳの種類と目的について予習しておくこと。 



12 回 ＯＳの役割と機能について復習しておくこと。 
13 回 ファイルとレコードの概念をよく理解しておくこと。 
14 回 インターネットと通信サービスおよびＬＡＮ間接続装置について予習して
おくこと。 
15 回 トランザクション処理について予習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTD3312 
成績評価 定期試験(40％)，中間試験(20％)，小テスト(40％)程度の割合で評価する。なお、

2/3 以上の出席者のみを成績評価の対象とする。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス DA(〜12) 
見出し FTD3312 電磁気学Ⅰ 
担当教員名 中川 紀美雄 
単位数 2 
教科書 中川紀美雄ほか著 「基礎からの電磁気学」日新出版、プリント配布。 
アクティブラーニング  
キーワード スカラー場、ベクトル場、ドットプロダクト、クロスプロダクト、勾配、ポテン

シャル、発散、ガウスの定理、回転、ストークスの定理、静電場、波動。 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 電磁気学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ⻑岡洋介著 「電磁気学 Ⅰ」 岩波書店、丸山祐一、喜多義範 共著「理工系・ベ

クトル解析」共立出版。 
授業形態 講義 
注意備考 電磁気学の内容は積み重ねであるため、毎回出席して、小テストを受け復習をし

っかり行うことが望ましい。上記に挙げる参考書は一例であり、自分にあうもの
を探すと良い。 

シラバスコード FTD3312 
実務経験のある教員  
達成目標 電磁気学を理解するのに必要な範囲のベクトル解析、すなわち、勾配、ポテンシ

ャル、発散、ガウスの定理、回転、ストークスの定理を学ぶこと。 
受講者へのコメント  
連絡先 メール nakagawa@ee.ous.ac.jp，電話 086-256-9566，オフィスアワー 金曜日 4-

5 時限，場所 5 号館 2 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Electromagnetic Theory I 
関連科目 電磁気学Ⅱ、電磁気学Ⅲ、光・電磁波工学、マイクロ波工学。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 電磁気学は電気・電子系分野の基礎となる学問である。電磁気学では、電磁気的

な現象と数式との対応関係をよく理解することが重要である。そこで、本講義で
はこの点に重点をおき、電磁気学の分野にスムーズに入れるように、場の概念と
ベクトル解析について講義する。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  スカラー量とベクトル量 

2 回  ベクトル内積、外積とその応用 
3 回  複素記号法と三角関数（オイラーの公式） 
4 回  時間振動する波 
5 回  伝播する波 
6 回  ベクトル場（ベクトルの微分とベクトル微分演算子） 
7 回  スカラー場の勾配 
8 回  スカラー場の勾配 
9 回  ベクトル場の発散（ガウスの定理） 
10 回  ベクトル場の発散（ガウスの定理） 
11 回  ベクトル場の回転（ストークスの定理） 
12 回  ベクトル場の回転（ストークスの定理） 
13 回  ポアソン方程式 
14 回  ラプラス方程式 
15 回  定期試験 

準備学習  
 



年度 2012 
授業コード FTD3321 
成績評価 定期試験（80％）、レポート（20％） 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス DA(〜10),DB(〜10) 
見出し FTD3321 光・電磁波工学 
担当教員名 信吉 輝己 
単位数 2 
教科書 光・電磁波工学／⻄原 浩／オーム社 
アクティブラーニング  
キーワード 幾何光学、偏光、干渉、反射、透過、波動光学、マクスウェルの方程式 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 光・電磁波工学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 光波エレクトロニクス／富⽥康生／培風館 
授業形態 講義 
注意備考 *課題提出には Web による i-SYS を用いる。レポート相談は、担当教員のオフィ

スアワーに行う。 
シラバスコード FTD3321 
実務経験のある教員  
達成目標 電磁波としての光波の基本的性質を理解し、数式表現を用いて様々な現象に対し

て具体的なイメージを持てるようになること。 
受講者へのコメント  
連絡先 17 号館 4 階 信吉研究室 086-256-9560 nobuyosi@ee.ous.ac.jp オフィスアワ

ー 水曜日 5・6 時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Photonics 
関連科目 電磁気学Ⅰ、電磁気学Ⅱ、電磁気学Ⅲ、マイクロ波工学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 近年、光ファイバを用いた光通信、あるいはレーザを用いた光計測などの光の応

用技術が、飛躍的な発展をとげている。これらの評価には、電磁波動論的な取り
扱いが有効である。本講義では、光の伝搬、屈折、反射、回折、干渉等の基本的
事項を理解した後、応用的観点より、光ファイバ及び光デバイス等について習得
する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 光波（電磁波）の性質について講述する。 

2 回 マクスウェルの方程式について講述する。 



3 回 電磁波の回路論的取り扱いについて講述する。 
4 回 波動方程式について講述する。 
5 回 偏光について講述する。 
6 回 反射と屈折について講述する。 
7 回 光ビーム波について講述する。 
8 回 干渉とコヒーレンスについて講述する。 
9 回 光干渉計について講述する。 
10 回 レンズによる回折について講述する。 
11 回 伝送波の基本的性質について講述する。 
12 回 誘電体導波路について講述する。 
13 回 光ファイバについて講述する。 
14 回 光デバイスについて講述する。 
15 回 光集積回路について講述する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと 
2 回 電磁気学における法則などについて電磁気学の教科書でよく調べてみてお
くこと 
3 回 電磁波を取り扱う場合において、電気回路との対応づけを行うので電気回
路 I を復習しておくこと 
4 回 微分方程式や微分演算について数学の教科書でよく調べてみておくこと 
5 回 ベクトル演算についてしっかりイメージできるように、数学の教科書など
でよく復習しておくこと 
6 回 反射と屈折現象について、Web や図書館などでよく調べておくこと 
7 回 波の回折、音の回折、光の回折といった現象について自分なりに調べてみる
こと 
8 回 コヒーレンスの概念について Web や図書館などで調べておくこと 
9 回 光干渉計についてどのような種類と用途があるか調べてみておくこと 
10 回 眼鏡を始めレンズは身近なところで多用されている。どのような使用例が
あるか調査すること 
11 回 電磁波が伝送路中をどのように伝搬するか、自分なりに考えてみること 
12 回 光導波路の種類と光の伝わり方について、Web や図書館などでよく調べて
おくこと 
13 回 光ファイバーの種類と分類について、自分なりに考えてみること 
14 回 光デバイスの種類と光の伝わり方について、Web や図書館などでよく調べ
ておくこと 
15 回 電子集積回路、光集積回路、光平面回路といった用語について自分なりに
調べてみること 

 



年度 2012 
授業コード FTD3322 
成績評価 提出課題２０％、小テストの結果４０％、定期試験４０％により評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス DB(〜12) 
見出し FTD3322 電磁気学Ⅰ 
担当教員名 栗⽥ 満史 
単位数 2 
教科書 中川紀美雄ほか著 「基礎からの電磁気学」日新出版、プリント配布。 
アクティブラーニング  
キーワード 三角関数、スカラー場、ベクトル場、ドットプロダクト、クロスプロダクト、ポ

テンシャル、勾配、発散、回転、ガウスの定理、ストークスの定理、静電場、ポ
アソンの方程式、ラプラスの方程式。 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特になし。 
科目名 電磁気学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 丸山祐一、喜多義範 共著「理工系・ベクトル解析」共立出版。樋口勝一・瀬波正

士 共著「大学生のためのリメディアル電磁気学入門」 晃洋書房。 
授業形態 講義 
注意備考 電磁気学の内容は積み重ねであるため、毎回出席して、復習をしっかり行うこと

が望ましい。上記に挙げる参考書は一例であり、自分にあうものを探すと良い。 
シラバスコード FTD3322 
実務経験のある教員  
達成目標 電磁気学を理解するのに必要な範囲のベクトル解析、すなわち、勾配、ポテンシ

ャル、発散、ガウスの定理、回転、ストークスの定理を学ぶこと。 
受講者へのコメント 授業時間に実施した小テストの結果を分析すると、理解度の格差が激しいもので

した。出席すれば単位が出る科目ではありませんので、少なくと、帰宅して復習
ができるようしっかりした授業ノート、メモをとるよう心掛けて下さい。 

連絡先 20 号館 4 階 栗⽥研究室 kurita@ee.ous.ac.jp オフィスアワー：水曜日 3-5 時
限 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 「教科書や資料が、少し平坦な方が良い（1 名）」とのことですが、配布資料で補
っている筈です。また、教科書のレベルはそれ程高度な内容ではないと思います
が、図書館等で自分にあった参考書を見つけて下さい。 

英文科目名 Electromagnetic Theory I 
関連科目 電磁気学Ⅱ、電磁気学Ⅲ、光・電磁波工学、マイクロ波工学。 
次回に向けての改善変更予定 受講者の理解度を重視した感があるので、もう少し授業進度を上げて電磁気学Ⅱ

に繋げたいと考えています。 



講義目的 電磁気学は電気・電子系分野の基礎となる学問である。電磁気学では、電磁気的
な現象と数式との対応関係をよく理解することが重要である。そこで、本講義で
はこの点に重点をおき、電磁気学の分野にスムーズに入れるように、場の基本的
な操作である「勾配」「発散」「回転」などの微分操作とその幾何学的な意味を把
握して、「ガウスの定理」「ストークスの定理」を理解することを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  イントロダクション。講義の進め方を説明する。右ネジの法則、右手系の

座標、ならびに三角関数について説明する。 
2 回  ベクトルの内積とその応用（仕事）について説明する。 
3 回  ベクトルの外積とその応用（⼒のモーメント）について説明する。 
4 回  内積と外積の応用（スカラ 3 重積、ベクトル 3 重積など）について説明す
る。 
5 回 第 1〜第 4 回までの総括を行い、第 1 回小テストを実施する。また、波につ
いて説明する。 
6 回  スカラー場とベクトル場（多変数関数の微分）について説明する。 
7 回  スカラー場の勾配について説明する。 
8 回  ポテンシャルと仕事（線積分）について説明する。 
9 回 第 8 回までの総括を行い、第 2 回小テストを実施する。 
10 回  ベクトル場の発散について説明する。 
11 回  ガウスの発散定理について説明する。 
12 回  ベクトル場の回転について説明する。 
13 回  第 12 回までの総括を行い、第３回小テストを実施する。 
14 回  ストークスの回転定理について説明する。 
15 回 ストークスの回転定理の応用について説明し、講義の総括を行う。 

準備学習 1 回  教科書を購入しておくこと。 
2 回  教科書を読み、内積の定義と基本単位ベクトルについて理解しておくこと。 
3 回  3 行 3 列の行列式が計算できるようにしておくこと。 
4 回  授業内容に該当する節を教科書で確認しておくこと。 
5 回  授業内容に該当する節を教科書で確認しておくこと。 
6 回  ベクトル量とベクトル場の違いについて考えておくこと。 
7 回  合成関数の微分について復習しておくこと。 
8 回  ベクトル内積と積分の定義について復習しておくこと。 
9 回  第 8 回までの内容を復習し、自⼒で問題が解けるように努⼒しておくこと。 
10 回  ベクトル微分演算子の定義を理解しておくこと。 
11 回  授業内容に該当する節を教科書で確認しておくこと。 
12 回  授業内容に該当する節を教科書で確認しておくこと。 
13 回  第 12 回までの内容を復習し、自⼒で問題が解けるように努⼒しておくこ
と。 
14 回  授業内容に該当する節を教科書で確認しておくこと。 
15 回  第 14 回までの内容を復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTD3332 
成績評価 中間試験成績と期末試験成績の平均値を評点とします。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス DA(〜11),DB(〜11) 
見出し FTD3332 電気電子回路設計 
担当教員名 飯⽥ 隆彦 
単位数 2 
教科書 速解 電子回路 宮⽥武雄 著 コロナ社 
アクティブラーニング  
キーワード オペアンプ、演算増幅器、定電流回路、ノイズ対策、静電、製図（ＣＡＤ）、電圧

ホロア、積分回路、電⼒増幅回路、抵抗器、コンデンサ。 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 電気電子回路設計 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 電子情報回路Ⅰ 樋口、江刺共著 昭晃堂 
授業形態 講義 
注意備考 オペアンプを理解し、使いこなせることが目的です。 
シラバスコード FTD3332 
実務経験のある教員  
達成目標 オペアンプの動作と使い方を理解して、教科書の例題や問題が解けること、電子

部品の種類を理解すること。 
受講者へのコメント  
連絡先 iida@ee.ous.ac.jp へメールで質問してください。 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Design of Electrical and Electronic Circuits 
関連科目 アナログ回路 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 アナログ回路やデジタル回路で多用されているオペアンプの使い方を中心に、抵

抗・コンデンサなどの受動部品についてその使い方を学なびます。教科書は前期
の「アナログ回路」と同じものを使い、その 5 章「電子回路の基礎概念」から始
めます。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションとオペアンプの定義を学びます。 

2 回 オペアンプの使い方で重要な仮想短絡と反転増幅器を学びます。 
3 回 非反転増幅器と電圧ホロアを学びます。 
4 回 加算器と減算器を学びます、 



5 回 前回に引き続き、減算器とその例題を学びます。 
6 回 積分器とシュミットトリガ学びます。 
7 回 コンパレータを学びます。 
8 回 中間試験後に、引き続き、オペアンプの等価回路を学びます。 
9 回 ダーリント接続、レベルシフト回路と差動増幅回路を学びます。 
10 回 定電流回路、能動負荷とオペアンプの特性を学びます。 
11 回 周波数特性、位相補償を学びます。 
12 回 非線形演算増幅回路と理想ダイオード回路を学びます。 
13 回 ピーク検出回路、Ｃ−Ｒ回路を学びます。 
14 回 電⼒増幅回路、電源回路を学びます。 
15 回 抵抗器、コンデンサ、センサ、ノイズ対策を学びます。 

準備学習 1 回 オペアンプはＩＣで構成された増幅器です。教科書の増幅作用５９ページ
を復習してください。 
2 回 教科書のオペアンプ（演算増幅器）の使い方を予習しておいて下さい。 
3 回 前回学習した反転増幅器を復習しておいて下さい。 
4 回 前回学んだことをよく予習して下さい。 
5 回 減算回路を復習して下さい。 
6 回 反転増幅器を復習しておいて下さい。 
7 回 反転増幅回路を復習して下さい。 
8 回 第１回から第７回まで学んだ範囲で中間試験をします。 
9 回 教科書のオペアンプの内部回路、定電流回路、を予習して下さい。 
10 回 前回学んだ差動増幅回路を復習しておいて下さい。 
11 回 教科書の位相補償を予習してください。 
12 回 教科書の非線形演算回路を学ぶので予習してください。 
13 回 教科書のＣ−Ｒ回路の特性を予習しておいて下さい。 
14 回 電⼒増幅回路を学ぶので、予習して下さい。 
15 回 静電、電磁誘導ノイズで回路が誤動作する事があり、その対策を学びます 

 



年度 2012 
授業コード FTD33F1 
成績評価 定期試験 50%、レポート 50%で評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス DA(〜12),DB(〜12) 
見出し FTD33F1 コンピュータリテラシ 
担当教員名 太⽥ 寛志 
単位数 2 
教科書 ビギナーズ情報リテラシ（WindowsVista Office2007 対応）／成蹊学園 学園情報

センター／昭晃堂 
アクティブラーニング  
キーワード コンピュータ、インターネット、WWW、電子メール、情報倫理、ワープロ、表

計算、プレゼンテーション、LaTeX 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 （自由記述コメント） 

「説明が丁寧で分かりやすかった。」 
「パソコンへの興味がさらに深まった。」 
「自分のできることが増えたので、すごく楽しい講義でした。」 
「Excel や LaTeX について知らなかったことができるようになって本当によか
った。」 
「パソコンの扱い方への理解が深まった。」2 名 
「私語に対する適切な注意がなされていたので非常に聞きやすかった。」 
「教科書にある内容以外にも豆知識が紹介されていたので役立った。」 
「先生が楽しそうなので、こちら側も楽しんで講義に出られた。」 
「コンピュータへの関心 

科目名 コンピュータリテラシ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に指示する。 
授業形態 演習 
注意備考 本講義では 11 号館情報処理センター実習室のパソコンを使用する。在学中に使

用する電子メールアドレス、および、情報処理センター実習室パソコンのユーザ
アカウントを与える。キーボード入⼒が不慣れな者は、日頃からタイピング練習
を繰り返し行うこと。 

シラバスコード FTD33F1 
実務経験のある教員  
達成目標 （1）インターネットを利用した情報発信の仕組みを理解し、適切な情報を収集

することができる。（2）ワープロソフトで文書を作成できる。(3）表計算ソフト
でデータをまとめ、分析ができる。（4）プレゼンテーション資料の作成ができる。 

受講者へのコメント キーボードのタイピングがまだ不慣れな学生は、日々練習を重ねていってもらい
たい。 
講義では、Word、Excel、PowerPoint、LaTeX などのソフトウェアがもつ機能の



一部だけを解説したので、他の機能については各自で勉強をさらに進めてもらい
たい。 

連絡先 17 号館 3 階 太⽥研究室、電子メール：ohta@ee.ous.ac.jp、オフィスアワー：月
曜日 7〜10 時限 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 総合評価の目標達成度について、71%の学生が「できた」「だいたいできた」と答
え、25%の学生が「半分程度できた」と答えている。講義内容のレベルは現状を
維持したいので、今後、演習のやり方を工夫して達成度を上げていきたい。 
講義の満足度は、満足 46%、ほぼ満足 44%、普通 10%、やや不満以下 0%であ
ったので、講義内容は適切であったと考える。 

英文科目名 Computer Literacy 
関連科目 コンピュータ工学Ⅰ、コンピュータ工学Ⅱ、コンピュータ実習、プログラミング

基礎、コンピュータネットワーク、数値計算、電気電子工学基礎実験、電気電子
工学実験Ⅰ、電気電子工学実験Ⅱ、電気電子工学実験Ⅲ 

次回に向けての改善変更予定 情報通信技術の基礎に加えて、最新の情報通信技術の解説も行っていく。 
講義目的 現在の情報化社会において最低限必要な情報活用能⼒と、技術者として必要なコ

ンピュータによる情報分析・情報発信の技能を身につけるために、コンピュータ
の基礎知識や、各種アプリケーションソフトの操作法および活用法を習得する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション  パソコン利用のための諸設定を行う。 

2 回 インターネットと情報倫理  インターネットの仕組み、さまざまなサー
ビスと使い方、情報倫理について解説する。 
3 回 コンピュータの構成  コンピュータの歴史、ハードウェア、OS、アプリ
ケーションソフトウェアについて解説する。 
4 回 Windows の操作  Windows の基本操作、文字入⼒法について解説する。 
5 回 ワープロソフト（1）  Microsoft Word の基本操作、文書作成法について
解説する。 
6 回 ワープロソフト（2）  Microsoft Word での図形の描画法について解説す
る。 
7 回 ワープロソフト（3）  Microsoft Word でレポート作成を行う。 
8 回 表計算ソフト（1）  Microsoft Excel の基本操作、表の作成法について解
説する。 
9 回 表計算ソフト（2）  Microsoft Excel でのグラフの作成法について解説す
る。 
10 回 表計算ソフト（3）  Microsoft Excel での数式の作成について解説する。 
11 回 ホームページの作成  ホームページの構造と、HTML を用いたホーム
ページの作成法について解説する。 
12 回 LaTeX（1）  LaTeX による文書の作成法について解説する。 
13 回 LaTeX（2）  LaTeX による数式の作成法について解説する。 
14 回 ビデオの編集  Windows ムービーメーカによる動画編集法について解
説する。 



15 回 プレゼンテーション資料の作成  Microsoft PowerPoint によるプレゼン
テーション資料の作成法について解説する。 

準備学習 1 回 キーボードとマウスの使い方、Windows のログインとログオフの仕方を理
解しておくこと。 
2 回 教科書 5 章と 7 章を参考にして、インターネットと情報倫理について調べ
ておくこと。 
3 回 教科書 1 章を参考にして、ハードウェアとソフトウェア、オペレーティン
グシステムとアプリケーションソフトについて調べておくこと。 
4 回 教科書 1 章を参考にして、日本語のローマ字入⼒法について理解しておく
こと。 
5 回 教科書 2 章を参考にして、Microsoft Word の機能と操作方法について調べ
ておくこと。 
6 回 Microsoft Word の図形描画の機能について調べておくこと。 
7 回 レポート作成のために、記述内容、写真データなどを準備しておくこと。 
8 回 教科書 3 章を参考にして、Microsoft Excel の機能と操作方法について調べ
ておくこと。 
9 回 Microsoft Excel のグラフ作成の機能について調べておくこと。 
10 回 Microsoft Excel の数式と関数について調べておくこと。 
11 回 教科書 6 章を参考にして、HTML 文書について調べておくこと。 
12 回 講義資料を参考にして、LaTeX における文書の書き方について調べておく
こと。 
13 回 講義資料を参考にして、LaTeX における数式の書き方について調べておく
こと。 
14 回 Windows ムービーメーカーの操作手順について調べておくこと。 
15 回 教科書 4 章を参考にして、Microsoft PowerPoint の機能と操作方法につい
て調べておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTD3511 
成績評価 定期試験(80%)、課題レポートと小テスト(20%) 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス DA(〜10),DB(〜10) 
見出し FTD3511 電子物性工学 
担当教員名 秋山 宜生 
単位数 2 
教科書 松澤剛雄・高橋清・⻫藤幸喜共著「電子物性」森北出版 
アクティブラーニング  
キーワード フォノン、格子振動、フェルミ分布、ボルツマン分布、配向分極、変位分極、常

磁性、反磁性、バンドギャッ プ、間接遷移、直接遷移 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「Very Elegant!!」「とても良い講義だった」との感想がありました。ひとりでも

多くの学生諸君の頭と心に残る講義ができたらと思っています。 
「余談の方が興味がわいた」との感想もありました。講義は、教科書にある表面
的なものだけではなく、そのバックグラウンドもしくはそれに関連した現象など
が絡んでこそ、生きた学問になると思っています。学生諸君がこれから学ぶこと
について何らかの興味関心をもってもらえたらと思って話しています。 
「⻘色のチョークは見えない」との指摘がひとりだけありました。できるかぎり
⻘色は使 

科目名 電子物性工学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ⿊沢達美著 「物性論」(改訂版)裳華房 
授業形態 講義 
注意備考 後期に「光・電気電子材料」を履修する予定の学生諸君は、この科目を習得して

おくことが好ましい。  講義は、パソコンによるプロジェクターを併用して行な
う。 

シラバスコード FTD3511 
実務経験のある教員  
達成目標 結晶の構造と格子振動が織りなす現象、誘電体、磁性体の諸性質を理解する。 
受講者へのコメント 授業の内容がわからないときは、講義後、もしくは研究室へ質問に来てください。 

学習方法のわからない場合も遠慮なく研究室へ質問に来てください。 
連絡先 研究室:17 号館 4 階、電子メール:akiyama@ee.ous.ac.jp、オフィスアワー:金曜日

7・8 時限 
注意・備考 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業に対する教員の意欲は、ほぼ全員の学生諸君が感じ取ってもらえ、授業を受
けてよかった点で、理解が深まった 30.8％、興味関心が高まった 46.2％などでし
たが、満足度は、満足が 28.8％、ほぼ満足が 40.4％、普通が 26.9％といった具



合でした。授業の手法については、特にない 73％でしたが、内容が難しく感じた
学生諸君が 7 名ほどいるようでした。 

英文科目名 Solid State Physics for Engineering 
関連科目 電子物性の基礎、半導体工学、光・電気電子材料、電子工学実験 II 
次回に向けての改善変更予定 物性のおもしろさが伝わり、興味関心がよりわくような授業内容にできたらと考

えています。 
講義目的 現代のエレクトロニクス産業の源泉を知り、新たな源泉を開拓する上で、電子物

性を学ぶことは重要である。 本講義では、電子物性に共通して流れる考え方、取
り扱い方法、典型的な物質、現象について解説する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション/電子物性の基礎について説明する。 

2 回 格子振動とフォノン I．１次元鎖（同種）の格子振動とフォノンについて説
明する。 
3 回 格子振動とフォノン II．１次元鎖（異種）の格子振動とフォノンについて説
明する。 
4 回 固体の熱的性質 I．アインシュタインの理論ついて説明する。 
5 回 固体の熱的性質 II．デバイの理論について説明する。 
6 回 固体の熱伝導、電気伝導について説明する。 
7 回 固体のエネルギーバンドについて説明する。 
8 回 粒子の従う統計について説明する。 
9 回 半導体 I．真性半導体について説明する。 
10 回 半導体 II．不純物半導体、ホール効果について説明する。 
11 回 誘電体 I．誘電分散、特に双極子分極について説明する。 
12 回 誘電体 II．誘電分散、特に双極子分極について説明する。 
13 回 磁性体 I．常磁性体について説明する。 
14 回 磁性体 II．反磁性体、強磁性体について説明する。 
15 回 総括を行う。 

準備学習 1 回 「電子物性の基礎」で習得した内容を読み返しておくこと。 
2 回 結晶構造について事前に調べておくこと。 
3 回 前回学んだ格子振動についてテキストを読んで理解しておくこと。 
4 回 テキストを読んで固体の熱的性質とはどのようなものか概略を掴んでおく
こと。 
5 回 前回学んだ熱的性質についてテキストを読んで理解しておくこと。 
6 回 格子振動と熱および電気伝導との関わる具体例を調べておくこと。 
7 回 電気電子工学実験 II の半導体の諸性質についての実験例を読んでおくこと。 
8 回 確率、統計の基礎について調べておくこと。 
9 回 元素の周期律表、物質の諸性質について調べておくこと。 
10 回 電気電子工学実験 II のホール効果について実験例を読んでおくこと。 
11 回 双極子分極がどのように利用されているか調べておくこと。 
12 回 前回学んだ誘電体の性質についてテキストを読んで理解しておくこと。 
13 回 誘電体との共通点について調べておくこと。 
14 回 電気電子工学実験 II の磁性体の実験例を読んでおくこと。 



15 回 これまで学習したところをまとめておくこと。 
 



年度 2012 
授業コード FTD35C2 
成績評価 課題提出（80％）、定期試験（20％）により評価する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 電気電子システム学科(〜11) 
見出し FTD35C2 工業デザイン 
担当教員名 松本 恭吾＊ 
単位数 2 
教科書 ユニバーサルデザインの教科書（増補改訂版）／中川 聰 監修／ 日経デザイ

ン 編／日経 BP 社／isbn 978-482221547-7 
アクティブラーニング  
キーワード 生活器具、産業機器、繊維・服飾、工芸品家具、インテリア、形、立体感、ボリ

ューム感、質感、空間、パースペクティブ、構図、構成、観察⼒、発想⼒、表現
⼒ 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 工業デザイン 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTD35C2 
実務経験のある教員  
達成目標 プロダクトデザインの基礎知識の習得を目標とする。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 プロダクトデザイン史、プロダクトデザインの意義，要素，用途について学習す

る。デザインモデルを制作する体験を通し、プロダクトデザインの基本的な考え
方を身につける。ドローイングでは立方体や円柱、球などの単純な幾何形態の単
体を観察、描写することによりパースペクティブなどの形態認識の基本、陰影の
表現の基本を習得する。次にデザイン的な要素を含むモチーフのドローイングを
行うことで平面的な表現⼒を養い、発想時やプレゼンテーションの現場で役立つ
⼒を身に付ける。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 オリエンテーション 
2 回 デザイン史、プロダクトデザインの概要１（デザインの意味と要素、用途、
創造の意味と手法） 
3 回 デザイン史、プロダクトデザインの概要２（色彩、造形心理、⼈間工学） 
4 回 ドローイング演習 道具の使い方、平面について（物の見え方、とらえ方） 
5 回 ドローイング演習 立体感を描く１ 幾何学形体（面として立体をとらえ
る、陰影の表現） 
6 回 ドローイング演習 立体感を描く２ 工業製品（面として立体をとらえる、
陰影の表現） 
7 回 ドローイング演習 質感、空間を描く 家具、インテリア（質感、空間感、
距離感の表現） 
8 回 デザインワークショップ 概説 生活器具、産業機器 
9 回 デザインワークショップ 概説 繊維・服飾、工芸品 
10 回 デザインワークショップ 概説 その他のプロダクトデザイン 
11 回 デザインワークショップ アイデア発想１（質感、色彩） 
12 回 デザインワークショップ アイデア発想２（機能、使いやすさ） 
13 回 デザインワークショップ モデル制作１ （発想をデザイン表現に落とし
込む） 
14 回 デザインワークショップ モデル制作２ （検証と改善） 
15 回 デザインワークショップ プレゼンテーション、講評 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておく 
2 回 テキストの該当箇所を読んでおく 
3 回 テキストの該当箇所を読んでおく 
4 回 特になし 
5 回 特になし 
6 回 前回の課題で制作したものを検証し、自分の課題を見つけておく 
7 回 前回の課題で制作したものを検証し、自分の課題を見つけておく 
8 回 テキストの該当箇所を読んでおく 
9 回 テキストの該当箇所を読んでおく 
10 回 テキストの該当箇所を読んでおく 
11 回 特になし 
12 回 特になし 
13 回 制作の準備をしておく 
14 回 前回の課題で制作したものを検証し、自分の課題を見つけておく 
15 回 プレゼンテーションの準備をしておく 

 



年度 2012 
授業コード FTD35E1 
成績評価 中間試験成績と期末試験成績の平均値を評点とします。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス DA(〜12),DB(〜12) 
見出し FTD35E1 数学Ⅰ 
担当教員名 飯⽥ 隆彦 
単位数 2 
教科書 やさしく学べる微分積分 石村園子 著 共立出版社 
アクティブラーニング  
キーワード 微分、不定積分、定積分、テーラ展開、オイラーの公式。 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 大学では当該科目の詳細を学ぶばかりでなく、科目に関連した事柄（教員の経験

談）も合わせて学ぶことが大切です。 
科目名 数学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 実例で学ぶ微分積分 大原一孝 著 学術図書出版社 
授業形態 講義 
注意備考 数学Ⅰの実⼒を付ける方法は演習問題を数多く解くことです。何度も練習問題を

解いてください。 
シラバスコード FTD35E1 
実務経験のある教員  
達成目標 教科書に記載された各章の例題を理解して、練習問題が解けること。 
受講者へのコメント 教科書の内容が簡単すぎるとの意見もあるが、一方では難しいとの意見ある。 

数学が苦手な学生を相手に、数学の実⼒養成のための科目であるので、全員が習
得するように頑張ってください。 

連絡先 iida@ee.ous.ac.jp へメールで質問してください。 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 数学Ⅰは電機電子システム科の基礎をなす科目です。 
課題を出して自主学習との意見が有りますが、そのような事ではやがて授業に付
いていけなくなります。 
授業内容（レベル）を下げて欲しいとの要望は、学生本⼈ばかりでなく、学科の
自殺行為です。 

英文科目名 Mathematics I 
関連科目 数学Ⅱ、数学Ⅲ。 
次回に向けての改善変更予定 使っている教科書は理科大の他の学科も使っているし、他大学でも採用されてい

るベストセラーです。 
講義目的 高校で数学Ｂを十分に学習しなかった学生が電気電子システム学科に入学して

いますが、電気電子システムを学ぶ為にはどうしても、複素数と複素数平面及び、



微分と積分を理解し、活用出来る事が必要です。例題と練習問題を解きながら数
学の基礎を学びます。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションと教科書の１変数関数を学びます。 

2 回 三角関数とその公式を学びます。 
3 回 逆三角関数と指数関数を学びます。 
4 回 対数、対数関数と自然対数を学び、総合練習 1-1 をします。 
5 回 微分係数、導関数と微分公式および合成関数の微分公式を学びます。 
6 回 初等関数の導関数と逆関数や指数関数および対数関数の微分を学びます。 
7 回 対数部分法を学び、総合練習 1-2 をし、更にｎ次導関数を学びます。 
8 回 中間試験を行い試験後に、平均値の定理からロピタルの定理を学びます。 
9 回 マクローリン展開から二項定理を学びます。 
10 回 関数の増減とグラフの凹凸および総合練習 1-3 します。 
11 回 1 変数関数の不定積分、初等関数の不定積分を学びます。 
12 回 置換積分を学びます。 
13 回 部分積分、有理関数の積分を学びます。 
14 回 定積分を学びます。 
15 回 面積と回転体の体積を学び、総合練習 1-４をします。更に、第８回以降の
復習をします。 

準備学習 1 回 高校で学んだ１変数関数を復習しておいて下さい。 
2 回 教科書の１変数関数を復習しておいて下さい。 
3 回 教科書の三角関数を復習しておいて下さい。 
4 回 前回学んだ指数関数を復習しておいて下さい。 
5 回 前回学んだ微分を予習しておいて下さい。 
6 回 前回学んだ微分公式を復習し導関数を予習しておいて下さい。 
7 回 前回学んだ指数関数、対数指数関数の微分を復習しておいて下さい。 
8 回 中間試験を行うので、第１回から第７回までに学んだことを復習して下さ
い。 
9 回 前回学んだ平均値の定理とロピタルの定理を復習しておいて下さい。 
10 回 教科書の関数の増減を予習しておいて下さい。 
11 回 教科書の§3.1 変数関数の積分を予習しておいて下さい。 
12 回 前回学んだ不定積分を復習しておいて下さい。 
13 回 第 5 回で学んだ積の微分公式を復習しておいて下さい。 
14 回 学んだ不定積分の公式を復習しておいて下さい 
15 回 前回学んだ不定積分の公式を復習しておいて下さい。 

 



年度 2012 
授業コード FTD35F2 
成績評価 レポート（15％）、中間試験（15％）、定期試験（70％）により行う。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス DA(〜12),DB(〜12) 
見出し FTD35F2 数学Ⅰ 
担当教員名 秋山 宜生 
単位数 2 
教科書 石村 園子 「やさしく学べる微分・積分」 共立出版 
アクティブラーニング  
キーワード 微分、不定積分、定積分、テーラー展開、オイラーの公式 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「公式などの証明をしてくださったのがよかったと思います」「数学 III・C に含

まれる内容が多く、未知の部分が多かったですが、理解しやすかったです。あり
がとうございました。」 
「とても分かりやすかったです。ありがとうございました。」 
「すごく分かりやすい教え方で、また受けたいです。」 
「理解しやすい説明がとても良かった」 
「前期のときより微分がかなり理解できた。」 
「わかりやすい説明や時折、雑談が入ったりと楽しい授業でした。」  
「前期で学んだ教師よりわかりやすく助かった。」 
との感想がありました。ひとりでも 

科目名 数学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 大原一孝 「実例で学ぶ微分積分」 学術図書出版 
授業形態 講義 
注意備考 これから学ぶ講義の基礎となる数学である。使いこなせるようになるには、何事

も練習（復習）が必要である。わからないことがあれば、講義中やオフィスアワ
ー時に質問すること。 

シラバスコード FTD35F2 
実務経験のある教員  
達成目標 教科書の演習問題が解ける程度の学⼒（計算⼒）を身につける。 
受講者へのコメント 授業の内容がわからないときは、講義後、もしくは研究室へ質問に来てください。 
連絡先 研究室：17 号館 4F、電子メール:akiyama@ee.ous.ac.jp、オフィスアワー：金曜

日 7,8 時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  この授業を受けてよかった点として、「理解が深まった 76.0％」「興味・関心が
高まった 32.0％」「技能・技術が向上した 24.0％」「他の分野との関連性がわかっ
た 12.0％」「今後の進路の参考になった 8.0％」「学習方法の改善に役立った
12.0％」でした。多くの諸君が、理解が深まり、興味・関心をもってくれたこと



がわかりました。 
 諸君のこの授業に対する目標達成率は、できた＆だいたいできたが 76.0％であ
ったが、半分程度が 20.0％（5 名）であった。授業に対する教員の意欲は、全員
の学生諸君が感じ取ってもらえ 

英文科目名 Mathematics I 
関連科目 数学Ⅱ、数学Ⅲ、応用数学 I、応用数学 II 
次回に向けての改善変更予定 より興味・関心が得られる内容にしたいと思っています。 
講義目的 電気電子工学を学ぶ上で、数学は重要なツール（道具）であり、縦横無尽に使い

こなすことができるようにする必要がある。本講義では、電気電子工学で用いら
れる微分・積分の重要な部分を演習問題を解きながら基礎から学ぶ。講義では時
間中に演習問題のレポート提出を課す。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション / 数（数値線、複素数）について説明する。 

2 回 関数と数列（関数の意味、表記法、関数と平面図面など）について説明する。 
3 回 三角関数について説明する。 
4 回 複素数 について説明する。 
5 回 指数関数・対数関数の性質について説明する。 
6 回 微係数と導関数（べき関数の微分、微係数の図形的な意味）/ 三角関数の
微分（弧度法、有理関数の微分、合成関数の微分）について説明する。 
7 回 指数関数・対数関数の微分（指数法則、対数法則、逆関数の微分）について
説明する。 
8 回 テーラー展開・マクロリーン展開（オイラーの公式）について説明する。 
9 回 関数の増減とグラフ、変曲点について説明する。 
10 回 中間テストおよび出題内容についての解説を行う。 
11 回 初等関数の不定積分について説明する。 
12 回 不定積分における置換積分と部分積分について説明する。 
13 回 不定積分における部分積分／定積分について説明する。 
14 回 定積分（図形的な意味、級数的な意味、区分求積法）/ 定積分と定積分の
応用（面積、体積）について説明する。 
15 回 総括。これまでに学んだ全般についての総括を行う。 

準備学習 1 回 シラバスを読み学習の過程を把握しておくこと。数の概念について調べて
おくこと。 
2 回 代表的な関数のグラフがどのようになるかおおよその見当がつくようにグ
ラフを作成しておくこと。 
3 回 高校で学んだ三角関数の基礎を思い出しておくこと。 
4 回 複素数について事前に調べておくこと。 
5 回 指数と対数の関係について事前に調べておくこと。 
6 回 高校で学んだ微分の基礎を思い出しておくこと。 
7 回 前回学んだ微分の基礎について理解を深めておくこと。 
8 回 前回学んだ微分について理解を深めておくこと。 
9 回 代表的な関数とその微分した後の関数をグラフで表し、それらの関係をあ
らかじめ調べておくこと。 



10 回 中間テストでできなかった箇所の復習を行うこと。 
11 回 高校で学んだ積分の基礎を思い出しておくこと。 
12 回 前回学んだ積分の基礎について理解を深めておくこと。 
13 回 さまざまな積分を行ない、さらに得られた答えの微分を行なうことにより、
微分と積分との関係を理解しておくこと。 
14 回 高校までに学んだ面積と体積の公式を調べておくこと。 
15 回 これまで学んだ微分積分の理解が浅い部分の洗い出しを行なっておくこ
と。 

 



年度 2012 
授業コード FTD3711 
成績評価 定期試験により評価する。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス DA(〜11),DB(〜11) 
見出し FTD3711 電気電子計測 
担当教員名 大久保 賢祐＊ 
単位数 2 
教科書 岩崎 俊／「電磁気計測」／電子情報通信学会編／コロナ社 
アクティブラーニング  
キーワード 計測、SI 単位系、計測標準、誤差、精度 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 電気電子計測 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTD3711 
実務経験のある教員  
達成目標 ・基本的な量に関する単位および標準を理解すること。・計測の誤差、精度につ

いて系統的に理解すること。・種々の電磁気量の測定原理と具体的な測定方法を
修得すること。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Electrical and Electronic Measurements 
関連科目 電磁気学、電気回路、電子回路 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ・基本的な量に関する単位系、計測標準について理解する。・計測の誤差、精度に

ついて系統的に理解する。・種々の電磁気量の測定原理と具体的な測定方法につ
いて理解する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 計測の基礎 

2 回 誤差と統計処理 
3 回 単位系と計測標準 
4 回 直流電圧の測定 
5 回 直流電流の測定 



6 回 直流電⼒の測定 
7 回 抵抗の測定 
8 回 交流電圧・交流電流の測定 
9 回 交流電⼒の測定 
10 回 インピーダンスの測定 
11 回 波形計測 
12 回 周波数の測定 
13 回 磁気に関する測定 
14 回 電磁界の測定 
15 回 光計測 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し本講義で学習する範囲の概要を把握しておくこと。
教科書の計測の基礎の範囲を読み、学習する概要を把握するとともに、分り難い
点や不明な点をみつけておくこと。 
2 回 教科書の誤差と統計処理の範囲を読み、学習する概要を把握するとともに、
分り難い点や不明な点をみつけておくこと。 
3 回 教科書の単位系と計測標準の範囲を読み、学習する概要を把握するととも
に、分り難い点や不明な点をみつけておくこと。 
4 回 教科書の直流電圧の測定の範囲を読み、学習する概要を把握するとともに、
分り難い点や不明な点をみつけておくこと。 
5 回 教科書の直流電流の測定の範囲を読み、学習する概要を把握するとともに、
分り難い点や不明な点をみつけておくこと。 
6 回 教科書の直流電⼒の測定の範囲を読み、学習する概要を把握するとともに、
分り難い点や不明な点をみつけておくこと。 
7 回 教科書の抵抗の測定の範囲を読み、学習する概要を把握するとともに、分り
難い点や不明な点をみつけておくこと。 
8 回 教科書の交流電圧・交流電流の測定の範囲を読み、学習する概要を把握する
とともに、分り難い点や不明な点をみつけておくこと。 
9 回 教科書の交流電⼒の測定の範囲を読み、学習する概要を把握するとともに、
分り難い点や不明な点をみつけておくこと。 
10 回 教科書のインピーダンスの測定の範囲を読み、学習する概要を把握すると
ともに、分り難い点や不明な点をみつけておくこと。 
11 回 教科書の波形計測の範囲を読み、学習する概要を把握するとともに、分り
難い点や不明な点をみつけておくこと。 
12 回 教科書の周波数の測定の範囲を読み、学習する概要を把握するとともに、
分り難い点や不明な点をみつけておくこと。 
13 回 教科書の磁気に関する測定の範囲を読み、学習する概要を把握するととも
に、分り難い点や不明な点をみつけておくこと。 
14 回 教科書の電磁界の測定の範囲を読み、学習する概要を把握するとともに、
分り難い点や不明な点をみつけておくこと。 
15 回 教科書の光計測の範囲を読み、学習する概要を把握するとともに、分り難
い点や不明な点をみつけておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTD3712 
成績評価 初期段階における理解度テスト（20％）、期末試験（60％）、宿題（20％） 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス DA(〜09),DB(〜09) 
見出し FTD3712 電気法規施設管理 
担当教員名 山本 隆一＊ 
単位数 2 
教科書 電気法規と電気施設管理（平成２２年度版）／竹野正二著／（東京電機大学出版

局） 
アクティブラーニング  
キーワード 自分の関係する仕事はどの法令・規程と関係しているか。 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 関心をもって授業に取り組んでくれている。より丁寧な内容とし期待に答えてい

きたい。 
科目名 電気法規施設管理 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 関係資料の配布 
授業形態 講義 
注意備考 電気主任技術者認定に必要な科目である。 
シラバスコード FTD3712 
実務経験のある教員  
達成目標 電気事業の概要（公共性と自由化等）と電気主任技術者制度のあり方について理

解する。・技術基準に決められている事項の概略を把握する。・工業標準の必要性・
目的を理解する。・情報伝送設備としての電気通信についても知っておく。・電⼒
会社の事業活動における電⼒需要，系統運用について理解する。・電気使用箇所
における自家用電気設備について理解する。電気に関する業務に必要な法令知識
を身に付け，法令順守が実践できる能⼒を付ける。 

受講者へのコメント 電気は社会生活に必要なものであり、それに関する法令を知っていること、行動
する前にそれを確認し失敗しないことは、自身の生活に必要なことです。時間は
かかりますが、経験を積み自分のものにしてください。  
 電気主任技術者試験にも挑戦してみてください。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 電気に対する興味・関心が高くその必要性を良く理解しており、授業に対しても
意欲的に取り組んでいる。反面、内容についての理解は今一歩である。 
 法令の中身は直ぐに理解することは困難であるが、どのようなものがあるかを
知っておき実際の仕事を通して理解を深めてほしい。 

英文科目名 Laws and Regulations of Electric Power Supply 



関連科目 電気エネルギー発生工学、電気エネルギー伝送工学 
次回に向けての改善変更予定 実例を多く取り入れ更に理解を深めさせると共に、記憶を増すため書くことも指

導していきたい。 
講義目的 産業活動及び，一般生活になくてはならない電気であるが，取扱いを間違えると

大きな災害をもたらす。このことを認識し，電気事業，電気工作物の技術基準，
工業標準化等について理解し，電気による災害の防止をはかる必要を認識させ
る。また，電気に関する仕事を行っていく上で必要な法令全般を把握させ，全て
の場面で的確に対応できるようにする。詳細事項については，その都度対応でき
るよう基本となる考え方を教える。 

対象学年 4 年 
授業内容 1 回 １．電気関係法規の大要と電気事業ａ．電気法規の大系 ｂ．法律の必要性 

ｃ．電気事業の種類と特質 ｄ．電気事業と電気法規の変遷ｅ． 電気事業法の目
的と事業規制 
2 回  ｆ．計量法 ｇ．電源開発に関する法律・農山漁村電気導入促進法２．電
気工作物の保安に関する法規ａ．電気の保安確保の考え方 ｂ．電気事業法にお
ける電気保安体制 ｃ．電気工作物の範囲と種類 
3 回  ｄ．事業用電気工作物の保安 
4 回  ＊ 理解度小テスト（授業開始５０分間行う）ｅ．電気主任技術者資格の
取得 ｆ．一般用電気工作物の保安体制 
5 回  ｇ．電気工事士法 ｈ．電気用品安全法 ｉ．電気工事業法 
6 回 ３．電気工作物の技術基準ａ．基準とは ｂ．基本事項・用語の定義・電圧
の区分 
7 回  ｂ．基本事項・電線・電路の絶縁と絶縁耐⼒・接地工事 
8 回  ｂ．基本事項・電気機械器具の施設・開閉器及び過電流遮断器の施設・電
路の保安装置ｃ．発変電所の電気工作物 
9 回  ｄ．電線路・電線路の種類・架空電線路の施設 
10 回  ｄ．電線路・架空電線路の施設・地中電線路ｅ．電⼒保安通信設備 
11 回  ｆ．電気使用場所の施設 
12 回  ｇ．電気鉄道及び鋼索鉄道 ｈ．国際規格の取入れ ｉ．発電設備の電
⼒系統への連系技術要件 
13 回 ４．電気に関する標準規格ａ．工業標準化の必要性・定義 ｂ．工業標準
の種類・法規の関係 ｃ．我が国の工業標準化事業の沿⾰ｄ．日本工業規格の制
度等 ｅ．表示制度 ｆ．試験事業者登録制度 ｇ．標準の国際化 
14 回 ５．その他の関係法規 ａ．電気通信関係 ｂ．原子⼒関係６．電気施設
管理 ａ．電⼒需要及び電源開発 
15 回  ｂ．電⼒系統の運用 ｃ．自家用電気設備の保守管理のあり方 

準備学習 1 回  シラバスを確認し授業の概要を把握しておく。現代生活に不可欠な電気
を供給する電気事業の公共性および，電⼒の自由化について調べておくこと。 
2 回  便利であるが危険の伴う電気工作物を，安全に管理する必要性，方法を考
えておくこと。 
3 回  事業用電気工作物の管理及び，設備更新手続き等について調べておくこ
と。 



4 回  今までの授業について整理しておく電気主任技術者資格の取得方法につ
いて調べておくこと。 
5 回  電気工事を行うに必要な事項と，電気製品の管理方法ついて調べておく
こと。 
6 回  電気設備の技術基準における基本事項について，該当箇所を予め見てお
くこと。 
7 回  電気設備の技術基準における基本事項について，該当箇所を予め見てお
くこと。 
8 回  電気設備の技術基準における基本事項について，該当箇所を予め見てお
くこと。発変電所の設備についても調べておくこと。 
9 回  鉄塔，電線等送電線路について調べておくこと。 
10 回  架空送電線路だけでなく，都市部に多く設置されている地中線について
も調べておくこと。 
11 回  家庭等身近の周りに施設されている電気設備について，関心を持ち調べ
ておくこと。 
12 回  ＪＲ，市電等の電気鉄道について調べておくこと。 
自家用発電設備がある場合に，電⼒系統との接続にどのような問題があるか考え
ておくこと。 
13 回  ＪＩＳ等の工業標準化について調べるとともに，必要性について考えて
おくこと。 
14 回  電気通信事業について調べておくこと。 
電⼒需要の負荷状況および，これに対応する発電計画について考えておくこと。 
15 回  良質な電気を安定に供給するに必要な電⼒系統の運用について，考えて
おく工場等の企業にける電気設備の管理の実態，問題点について考えておくこ
と。 

 



年度 2012 
授業コード FTD37C2 
成績評価 毎回、実験テ−マごとのレポ−ト提出および実験ノ−ト（100％）により成績を

評価する。採点の基準は 100 点満点のうち 60 点以上を合格とする。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス DA(〜11),DB(〜11) 
見出し FTD37C2 電気電子工学基礎実験 
担当教員名 宇都宮 晃 
単位数 2 
教科書 電気電子工学基礎実験／電気電子システム学科 編 

物理学実験書／岡山理科大学理学部共通講座・工学部共通講座 物理学教室 編／
大学教育出版 

アクティブラーニング  
キーワード 物理量と測定、単位、直流、交流、電子部品、電気回路、電気電子計測 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特になし。 
科目名 電気電子工学基礎実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 関連科目の教科書、国立天文台 編・理科年表：丸善 
授業形態 実験実習 
注意備考 提出したレポ−トは担当教員が点検し、訂正等がある場合はコメントを付けて返

却するので、訂正のうえ一週間後に再提出する。電卓を各自用意すること。 
シラバスコード FTD37C2 
実務経験のある教員  
達成目標 ① 電気電子工学における基本的な計測装置の原理を理解し、適切に使用できる

ようになる。 
② 有効数字、最小二乗法および実験デ−タ処理に必要な技術が自在に活用でき
るようになる。 

受講者へのコメント 実験には興味を持ち、積極的でよかったが、レポ−トのまとめ方、特に考察部分
の記述が十分できるように、実験を行うときから意識をしてほしい。 

連絡先 ７号館４階 宇都宮研究室 086-256-9519 koh@ee.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講者は、実験に対する姿勢が積極的で、理解度も良かった。 
英文科目名 Electrical & Electronic Engineering Laboratory 
関連科目 物理学Ⅰ、物理学Ⅱ、物理学Ⅲ、電磁気学Ⅰ、電磁気学Ⅱ、電磁気学Ⅲ、電気回

路Ⅰ、電気回路Ⅱ 等 
次回に向けての改善変更予定 実験器具に対する不満のコメントはなかったが、不十分な部分は、予算の範囲内

で改善していきたい。 
講義目的 電気電子システム学科に関する最も基礎的な実験を行うことにより、電気電子工



学の分野で通常必要とされる測定についての基礎的な知識と基本的な実験技術
を修得することを主眼とする。また、実験デ−タのまとめ方などを含む工学レポ
−トの書き方を身に付ける。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス１ 

工学基礎実験の目的、内容および実施方法について説明する。 
2 回 ガイダンス２ 
実験上の諸注意、実験ノ−トの使い方、レポ−トの書き方、有効数字と誤差につ
いて説明する。 
3 回 ガイダンス３ 
最小二乗法による計算方法、測定値の取り扱い方、グラフの書き方について説明
する。 
4 回 テスタ− 
テスタ−を用いて、電流、電圧、抵抗などを測定し、その使い方に習熟する。 
5 回 電流による熱の仕事当量 
水熱量計の電熱線に一定時間電流を流し、その間における水の温度上昇を測定す
ることにより、熱の仕事当量を求める。 
6 回 ホイ−トストン・ブリッジ 
ホイ−トストン・ブリッジを用いて金属線の電気抵抗を測定し、その金属線の抵
抗率を求める。 
7 回 モノコ−ドによる交流の振動数測定 
モノコ−ドの弦を交流の振動数と同調させて、弦の振動数から交流の振動数を求
める。 
8 回 オシロスコ−プ 
オシロスコ−プの原理を理解すると共に、その使用法、即ち、電圧および時間（周
期波形の場合は周期、周波数）の測定方法を習得する。 
9 回 レポ−トの中間一⻫提出およびガイダンス 
これまでに提出されたレポ−トで、レポ−トの書き方、測定値の処理法などに問
題点がある具体例を指摘し、より正しい書き方、処理法を解説する。 
10 回 電子の比電荷の測定 
真空中で荷電粒子の軌道が磁場によって曲げられることから、電子の比電荷（素
電荷/質量）を求める。 
11 回 発光ダイオ−ドの静特性 
発光ダイオ−ドの電流-電圧特性を測定し、発光ダイオ−ドの動作原理、光の波
⻑・振動数とエネルギ−の関係、デジタルマルチメ−タと直流電源装置の使い方
について学ぶ。 
12 回 トランジスタ−の静特性 
トランジスタ−のコレクタ-特性を測定し、ｈパラメ−タを求める。 
13 回 電気回路の過渡現象 
微分回路を構築し、入⼒正弦波の周波数を変化させて、入⼒電圧と出⼒電圧の関
係を測定し、遮断周波数を求める。また、ＲＣ回路に方形波電圧を加えたときの
過渡現象を測定し、微分回路の時定数を求める。 



14 回 交流回路の共振特性 
コイル、コンデンサ、抵抗の直列回路における共振現象を観測し、抵抗分の増加
に伴う回路のＱ値の影響について調べる。 
15 回 レポ−トの一⻫提出および補充実験 
実験時間中に測定できなかった実験を行う。 

準備学習 1 回 工学基礎実験の目的、内容および実施方法について説明するので、特に準備
学習は必要ないが、当日テキストと実験ノ−トを持参されたし。 
2 回 テキストの該当箇所を読んでおくこと。 
3 回 テキストの該当箇所を読み、不明な点を確認しておくこと。 
4 回 テキストの該当箇所を読み、テスタ−の測定原理を理解し、実験内容を調べ
ておくこと。 
5 回 テキストの該当箇所を読み、電流による熱の仕事当量の実験内容を調べて
おくこと。 
6 回 テキストの該当箇所を読み、ホイ−トストン・ブリッジの実験内容および抵
抗率について調べておくこと。 
7 回 テキストの該当箇所を読み、モノコ−ドによる交流の振動数測定の実験内
容を調べておくこと。 
8 回 テキストの該当箇所を読み、オシロスコ−プの実験内容を調べておくこと。 
9 回 受理されていないレポ−トがある場合は完成させておくこと。また、ガイダ
ンスがあるので実験ノ−トを持参すること。 
10 回 テキストの該当箇所を読み、電子の比電荷の測定の実験内容を調べておく
こと。 
11 回 テキストの該当箇所を読み、発光ダイオ−ドの静特性の実験内容を調べて
おくこと。 
12 回 テキストの該当箇所を読み、トランジスタ−の静特性の実験内容を調べて
おくこと。また、ｈパラメ−タについても調べておくこと。 
13 回 テキストの該当箇所を読み、電気回路の過渡現象の実験内容を調べておく
こと。また、遮断周波数、時定数とは何かを確認しておくこと。 
14 回 テキストの該当箇所を読み、交流回路の共振特性の実験内容を調べておく
こと。また、Ｑ値についても調べておくこと。 
15 回 受理されていないレポ−トを完成させておくこと。補充実験がある場合は
テキストの該当箇所を読んで、実験内容を確認しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTD4111 
成績評価 中間試験（２５％），定期試験（５５％），レポート（２０％） 
曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス DA(〜12) 
見出し FTD4111 電気回路Ⅰ演習 
担当教員名 信吉 輝己 
単位数 2 
教科書 電気回路Ａ／佐治 學／オーム社 
アクティブラーニング  
キーワード オームの法則，直列接続，並列接続，抵抗，キャパシタ，インダクタ，キルヒホ

フの法則，複素数，正弦波，インピーダンス，アドミタンス，実効値，位相，有
効電⼒，共振回路，Ｑ値，電⼒整合 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 電気回路Ⅰ演習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 電気回路を理解する／小澤孝夫／昭晃堂：マンガでわかる電気回路／飯⽥芳一／

オーム社 
授業形態 演習 
注意備考 課題提出には Web による i-SYS を用いる。学習相談は、担当教員のオフィスア

ワーに行う。 
シラバスコード FTD4111 
実務経験のある教員  
達成目標 オームの法則・キルヒホフの法則の理解と適用ができること．直流・交流回路に

おける抵抗，キャパシタ，インダクタ等の素子の働きが理解出来ること．正弦波
の複素数表示と電気回路の法則を理解すること．簡単な回路の回路方程式をた
て，それが解けること．正弦波定常解析ができること． 

受講者へのコメント  
連絡先 17 号館 4Ｆ 信吉研究室 086-256-9560 nobuyosi@ee.ous.ac.jp オフィスアワ

ー：水曜日５，６時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Exercises in Electrical Circuits I 
関連科目 電気回路Ⅰ，電気回路Ⅱ，数学Ⅰ，数学Ⅱ，アナログ回路Ⅰ，アナログ回路Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 電気回路は，電気電子システム学科の基幹の授業科目であり，電子工学，情報・

通信工学，制御工学の基礎的な考え方は電気回路を学ぶことによって養われる．
電気回路Ⅰでは直流回路および交流回路の基本的概念とその数学的取り扱い方，



回路方程式のたて方と解き方など，電気回路の基礎的な事項を学ぶ． 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 直流回路とオームの法則について講述する。 

2 回 電気回路の現象と数式について講述する。 
3 回 電気数学（複素数）について講述する。 
4 回 電気数学（微積分）について講述する。 
5 回 電気数学（行列と行列式）について講述する。 
6 回 RLC の特性について講述する。 
7 回 電源と正弦波について講述する。 
8 回 インピーダンスとアドミッタンスについて講述する。 
9 回 直列接続と並列接続について講述する。 
10 回 キルヒホッフの法則について講述する。 
11 回 回路方程式について講述する。 
12 回 回路網に関する定理 I について講述する。 
13 回 テブナン・ノートンの定理について講述する。 
14 回 ブリッジ回路と定抵抗回路について講述する。 
15 回 回路網に関する定理 II について講述する。 

準備学習 1 回 身近な電気機器について考えておくこと 
2 回 身近な電気機器について考えておくこと 
3 回 高等学校で学んだ三角関数，複素数について復習しておくこと 
4 回 高等学校で学んだ微分，積分について復習しておくこと 
5 回 高等学校で学んだ行列，行列式について復習しておくこと 
6 回 前回演習を復習し，内容をよく理解しておくこと 
7 回 前回演習を復習し，内容をよく理解しておくこと 
8 回 第１回〜第７回の演習内容を整理しよく理解しておくこと 
9 回 前回演習を復習し，内容をよく理解しておくこと 
10 回 前回演習を復習し，内容をよく理解しておくこと 
11 回 前回演習を復習し，内容をよく理解しておくこと 
12 回 前回演習を復習し，内容をよく理解しておくこと 
13 回 前回演習を復習し，内容をよく理解しておくこと 
14 回 前回演習を復習し，内容をよく理解しておくこと 
15 回 前回演習を復習し，内容をよく理解しておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FTD4112 
成績評価 中間試験成績と期末試験成績の平均値を評点とします。 
曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス DA(〜10),DB(〜10) 
見出し FTD4112 電子デバイス工学 
担当教員名 飯⽥ 隆彦 
単位数 2 
教科書 わかりやすい半導体デバイス（改訂２版） 三菱電機㈱技術研修所 オーム社 
アクティブラーニング  
キーワード メモリ、マイコン、ＦＰＧＡ、ＡＳＩＣ、ＩＧＢＴ、ＭＯＳＦＥＴ、トランジス

タ、パッケージ。 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 電子デバイス工学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 わかりやすい半導体デバイス（改訂２版） 三菱電機㈱技術研修所 オーム社 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTD4112 
実務経験のある教員  
達成目標 メモリ、マイコン、ＡＳＩＣについての正しい知識を持つこと。パワーデバイス

や半導体デバイスの信頼性について、理解を深めること。 
受講者へのコメント  
連絡先 iida@ee.ous.ac.jp へメールで質問してください。 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Electronic Devices 
関連科目 電気電子回路設計。パワーエレクトロニクス。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 半導体デバイスの種類とその特徴、定格、特性などを理解し、さらには半導体の

信頼性や使い方を学びます。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：半導体デバイスの種類とその特徴ついて学びます。 

2 回 ＩＣパッケージの種類と構造について学びます。 
3 回 半導体の基礎として、ダイオードやトランジスタの特性を学びます 
4 回 ＤＲＡＭメモリについて学びます。 
5 回 ＳＲＡＭメモリをＤＲＡＭと比較しながら学びます。 
6 回 ＲＯＭとＡＳＩＣについて、フラッシュメモリの歴史に触れながら学びま



す。 
7 回 中間試験、ＡＳＩＣと標準ロジック 
8 回 マイコンの特徴などを学びます。 
9 回 マイコンの歴史に触れながら、その使い方を学びます。 
10 回 アナログＩＣについて学びます。 
11 回 アナログＩＣに使われる定格・特性について学びます。 
12 回 パワーデバイスにはＭＯＳＦＥＴやＩＧＢＴもあることを学びます。 
13 回 パワーデバイスは最近モジュールとして使われることを学びます。 
14 回 半導体デバイスの信頼性について学びます 
15 回 総復習します。 

準備学習 1 回 半導体デバイスとはどのようなものかを教科書の１ページを予習して理解
して下さい。 
2 回 ＩＣには色々なパッケージがあります。これらについて予習してください。 
3 回 トランジスタやＦＥＴの出⼒特性を予習して下さい。 
4 回 メモリの分類について予習して下さい。 
5 回 ＳＲＡＭの動作タイミングについて、予習して下さい。 
6 回 フラッシュメモリについて予習して下さい。 
7 回 いままで習った事を復習して下さい。 
8 回 中間試験をおこなうので、７回までに学んだことを復習してください。その
後、講義を行います。 
9 回 身の回りで、各種のマイコンが使われていることを予習してください。 
10 回 デジタル回路の入出⼒にアナログ回路が使われる事を理解してください。 
11 回 実装での問題点を学なぶので、予習して下さい。 
12 回 パワーデバイスの種類と用途について学ぶので、予習して下さい。 
13 回 パワーデバイスは特定の回路構成で使われることが多いことを理解して下
さい。 
14 回 半導体特有の信頼性の考え方について予習して下さい。 
15 回 今までに学んだ事を復習して下さい。 

 



年度 2012 
授業コード FTD41G2 
成績評価 中間試験（２５％）、定期試験（４５％）、小テスト（１０％）、レポート（２０％） 
曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス DA(〜11),DB(〜11) 
見出し FTD41G2 数学Ⅲ 
担当教員名 萬本 義徳 
単位数 2 
教科書 石原 繁・浅野重初著：新課程「微分方程式」（共立出版） 
アクティブラーニング  
キーワード 初等関数、複素関数、微分、積分、微分方程式、初期値問題、一般解、特殊解 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 数学Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 図書館に参考図書多数あり 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTD41G2 
実務経験のある教員  
達成目標 各種関数の微分、積分ができ、簡単な微分方程式が解けること。専門の講義に出

てくる微分、微分方程式に関する数式及びその展開が理解出来ること。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mathematics III 
関連科目 数学Ⅰ、数学Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 理工学の分野で取り扱われる現象の大部分は微分方程式で記述される。本講義で

は電子工学の専門を履修するに必要な微分方程式の解法を工学的な実例を多く
取り入れて講義する。講義では出来るだけ多くの例題の解法を教示し、学生諸君
が基本的な問題を解く能⼒を醸成し、専門科目を理解するに必要な数学的知識を
習得することに主眼をおいて進める。そのため講義時間中に小テストを実施し、
演習問題のレポート提出を課す。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 微分方程式の基本概念について解説する。 

2 回 変数分離形について説明する。 
3 回 初期値問題について説明する。 



4 回 １階線型微分方程式について説明する。 
5 回 １階線型微分方程式の応用について解説する。 
6 回 完全微分方程式について説明する。 
7 回 中間試験 
8 回 いろいろな微分方程式について説明する。 
9 回 ２階同次線形微分方程式について説明する。 
10 回 ２階非同次線形微分方程式について説明する。 
11 回 ２階線形微分方程式の応用について解説する。 
12 回 微分演算子、逆演算子について説明する。 
13 回 連立微分方程式について説明する。 
14 回 ２階偏微分方程式について説明する。 
15 回 ２階偏微分方程式の応用について解説する。 

準備学習 1 回 微分、積分についてまとめておくこと。 
2 回 前回の復習をし、指定された演習問題の解答をレポートで提出できるよう
に準備しておくこと。 
3 回 レポート提出課題の演習問題にしっかり取り組むこと。 
4 回 レポート提出課題の演習問題にしっかり取り組むこと。 
5 回 レポート提出課題の演習問題にしっかり取り組み、１階線型微分方程式の
解法を充分理解しておくこと。 
6 回 レポート提出課題の演習問題にしっかり取り組むこと。 
7 回 第 1 回〜第 6 回の講義内容を充分理解し、指定された演習問題の解答が出
来るようにしておくこと。 
8 回 第 1 回〜第 6 回の講義内容について復習しておくこと。 
9 回 レポート提出課題の演習問題にしっかり取り組むこと。 
10 回 レポート提出課題の演習問題にしっかり取り組むこと。 
11 回 レポート提出課題の演習問題にしっかり取り組み、２階線形微分方程式の
解法を充分理解しておくこと。 
12 回 前回までに講義した各種微分方程式の解法の総復習をしておくこと。 
13 回 レポート提出課題の演習問題にしっかり取り組むこと。 
14 回 レポート提出課題の演習問題にしっかり取り組むこと。 
15 回 レポート提出課題の演習問題にしっかり取り組み、２階編微分方程式の解
法を充分理解しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTD4311 
成績評価 定期試験[講義] 50%、実験 50% 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス DA(〜12),DB(〜12) 
見出し FTD4311 フレッシュマンセミナーⅠ 
担当教員名 垣谷 公徳、クルモフ バレリー、道⻄ 博行、笠 展幸、太⽥ 寛志、萬本 義

徳、中 
単位数 2 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード 電気回路、コンピュータ、電磁波、電子物性、マイクロ波、メカトロニクス 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「授業の意義がみい出せない。」という指摘もありました。確かに講義やミニ実

験が入り交じっており、他の専門科目のように統一感のある講義では無い事は確
かです。「受講者へのコメント」に書いたような講義の趣旨を理解していただけ
るよう来年度はもっとこの講義の意義についてもお話する事にします。 
また、「出席のとり方を学番順に座ってもらうなどして効率良くしてほしいで
す。」という意見もありました。これも「受講者へのコメント」に書いたように、
ホームルームの換わりとしてチューターが週に一回でも皆さんと実際に顔を合
わせる事も授業 

科目名 フレッシュマンセミナーⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし、図書館の蔵書・インターネットを活用すること 
授業形態 講義 
注意備考 ミニ実験の場合も講義の最初に講義室に全員が集合し出席の確認をするので、遅

刻をしないこと。 
シラバスコード FTD4311 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)電気電子工学について基礎知識を習得する。 

(2)大学の研究室における簡単な実験や実習から電気電子工学を学ぶ楽しさ、心
構えなどを体験学習する。 
(3)講義と実験を通じて、工学倫理の概念を身につける。 
(4)電気電子工学の最先端研究に関する基礎的な理解を得る。 

受講者へのコメント 高校では一日のはじめにホームルームがありましたが、大学ではそのようなもの
はありません。大学一年生になった皆さんがホームルームのような感覚で出席し
てもらえるようにと思って開講しているのがこの科目です。少⼈数で各先生方の
研究室を順に回る事になりますから、普段の授業では訊ねられないような事でも
ぜひ話していてください。 

連絡先 代表：学科⻑ 
原則：各研究室の教員 



合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この講義は半分がミニ実験から成っており出席して実際に実験を行う事が非常
に重視されます。それにも関わらず皆勤賞は 53%に留まっています。木曜日の
3・4 時限という比較的出席しやすい時間帯だというのにこの結果は残念です。 

英文科目名 Freshman's Seminar I 
関連科目 電気電子工学基礎実験、電気電子工学実験 I・II 
次回に向けての改善変更予定 自由記述欄にミニ実験で全部回ることができるほうがよいと思います。」「全ての

先生に当たる様にしてほしい。」という要望がありますが、現在は全員が全ての
ミニ実験を体験する事は出来ませんでした。そこで、来年度からはフレッシュマ
ンセミナーI とフレッシュマンセミナーII を統合的に運用して全員が全てのミニ
実験を体験する事ができるように計画しています。 

講義目的 電気電子工学に馴染み、勉学に対する motivation を与えることを目的とする講
義と実験から構成された導入科目である。講義では、電気エネルギー分野、電子
デバイス分野、コンピュータ・情報分野のトピックスについて分かりやすく説明
する。実験では、電子回路作成やパソコンの組み立てなどをすることにより、も
のづくりと電気電子工学実験の基礎を学ぶ。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションとして、この講義の進め方を説明するとともに、一般的

な講義の受け方、実験を行う上での基本的な心構えなども説明する。 
2 回 電気電子工学の概論的な説明とともに、本学科における学修設備の利用の
仕方、キャリアデザイン等についても説明する。 
3 回 講義質における、 
１．パワーエレクトロニクス 
２．コンピュータ工学 
３．マイクロ波デバイス 
４．光・電磁波工学 
５．電子物性工学 
６．コンピュータネットワーク 
に関する概論的講義と、各研究室に少⼈数のグループに別れての 
１．テスタの使い方 
２．パソコンの組み立て 
３．マイクロ波の特性 
４．電子回路の作成 
５．ロボット 
６．DVD とレーザーの特性 
に関するミニ実験とを交互に行う。具体的なスケジュールは初回のオリエンテー
ションで配布する。 
15 回 講義とミニ実験全体のレビューと、学生の意見を集約することにより学修
のフィードバックを行う。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 配布資料をよく確認し、講義室や、ミニ実験の研究室の位置や教員を確認す



ること。 
3 回 講義もしくはミニ実験を担当する教員の指示に従うこと。 
15 回 これまでの講義およびミニ実験で学修したことを再度確認し記録しておく
こと。 

 



年度 2012 
授業コード FTD4312 
成績評価 中間試験と定期試験の得点が 60％以上のものを合格とする。 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス DA(〜11),DB(〜11) 
見出し FTD4312 電子物性の基礎 
担当教員名 垣谷 公徳 
単位数 2 
教科書 Web にて公開する授業ノートにより行う。 
アクティブラーニング  
キーワード 量子井⼾、トンネル効果・パウリの排他律・金属結合・共有結合・格子振動（フ

ォノン） 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「原子とか分子の問題はやっぱ難しい(-_-;)」（原文ママ）と書いてくれた⼈がい

ましたが、「難しいけどやっぱ面白い＼(^_^)／」と書いてもらえるように努⼒し
ます。 

科目名 電子物性の基礎 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 オフィスアワー以外の質問・相談も歓迎する。授業ノートや課題に関する指示は

Web にて発信するので、インターネットを利用できる環境が必要である。 
シラバスコード FTD4312 
実務経験のある教員  
達成目標 一次元量子井⼾の問題を解くことができる。結晶の結合を電子状態をもとに説明

できる。 
受講者へのコメント この講義に対して「内容が難しい」「内容が多い」「進行が速い」という指摘が多

いのは今に始まったことではありません。皆さんの先輩達からは「電気電子シス
テム学科で最も難しい講義」との評価をいただいています。しかしながらこの講
義ほど皆さんの理解⼒を考慮した講義はないと思っています。考慮していないの
は「皆さんが時間外学習をしないこと」です。講義内容は充分な時間外学習をし
てぎりぎりなんとか理解できる程度に設定していますから、時間外学習用プリン
トを白紙で出したり、解らないことを質問したりしない状況では難しく感じるの
は当 

連絡先 17 号館 3F 垣谷研究室 オフィスアワー: 金曜日 15:00-17:00 
E-mail: kimi@ee.ous.ac.jp 
Web: http://sstxp.ee.ous.ac.jp/dokuwiki/ 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 【C】総合評価 7)授業満足度の設問に対して「満足」「ほぼ満足」の回答を加え
て 48.1%、【C】総合評価 5)目標達成度の設問に対しては、「できた」と「だいた



いできた」を加えて 29.7%とかなり残念な結果になっています。また、毎回提出
課題を課しているにもかかわらず課題に取り組んだと回答した⼈が 70%しかい
ないのも問題です。講義の手法・進行についてはそれぞれ 72.2%・79.6%の⼈が
「特に無い」と回答していますが、依然として「内容が難しい」「内容が多い」「進
行が速い」という回答が目立ちます。これについては 

英文科目名 Introduction to Solid State Physics 
関連科目 数学 I, II, III・応用数学 I, II・電磁気学 I, II, III・物理学 I, II・電子物性工学・半

導体工学・光電気電子材料・センサー工学 
次回に向けての改善変更予定 前述のように不満率が低く、【C】総合評価 5)の設問に対する「感じられた」「少

し感じられた」が合わせて 77.7%で、「あまり感じられなかった」「感じられなか
った」の回答がゼロであることを考えると、私の熱意は皆さんに伝わっていると
信じたいのですが、【B】の「分野への理解」と「興味・関心」がそれぞれ 25.9%、
33.3%であることを考えると残念な限りです。今後少なくとも 50%以上の皆さん
に、電子物性（量子⼒学）は難しいかもしれないけれど非常に面白い分野だと感
じていただけるようにして行きたいと思います。 

講義目的 電子デバイスの基礎である電子物性工学を学ぶために必要な原子・分子に関する
知識、量子⼒学の基礎、結晶構造、原子の運動などについて習熟する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションとして、電子、原子、分子、結晶などについて説明する。 

2 回 ⿊体輻射、コンプトン散乱、光電効果、固体の比熱、水素原子など量子⼒学
成立のきっかけとなった物理現象について説明する。 
3 回 シュレディンガー方程式を導入し、一次元自由粒子に対して周期境界条件
を適用する例を用いて波動関数とその解釈について説明する。 
4 回 一次元井⼾型ポテンシャルの問題を通じて量子井⼾中の電子状態すなわち
束縛状態の基礎について講義する。 
5 回 一次元箱形ポテンシャルによる散乱問題を解くことにより、トンネル効果
について解説する。 
6 回 量子⼒学の一般論と演算子について講義する。 
7 回 調和振動子に対して、そのエネルギー固有値、波動関数、量子数について講
義する。 
8 回 電子を一つだけ持つ原子、所謂水素様原子に対して、そのエネルギー固有
値、波動関数、主量子数、角運動量、磁気量子数、方位量子数などについて講義
する。 
9 回 自由電子、調和振動子、水素様原子などこれまでに講義した内容に関するま
とめと演習問題の解法について説明する。 
10 回 電気双極子遷移を中心に行列⼒学と摂動論を用いて説明する。 
11 回 パウリの排他律について説明した後、多電子原子の電子配置について講義
する。原子の周期表の成り立ちについても説明する。 
12 回 水素分子や一次元強結合模型の例を用いて原子と原子の結合について説明
する。 
13 回 面心立方格子、対心立方格子、ダイアモンド格子など主要な結晶の構造に
ついて説明する。 



14 回 金属結合、共有結合、イオン結合の結晶の結合様式について講義する。 
15 回 一次元バネ模型を用いて格子振動の基礎について講義する。 

準備学習 1 回 高校物理・高校化学の教科書で原子や分子に関する事柄を復習しておくこ
と。数学, 応用数学, 物理学, 電磁気学のすべてについてよく復習しておくこと。
また、授業資料を Web からダウンロードし、内容をまとめておくこと。 
2 回 量子⼒学のおこりに関する講義資料を Web からダウンロードし、その内容
をノートに纏めておくこと。また、微積分・ベクトル解析に関する提出課題を完
成させること。 
3 回 シュレディンガー方程式に関する講義資料を Web からダウンロードし、そ
の内容をノートに纏めておくこと。また、微積分・ベクトル解析に関する課題の
正答をノートに纏めるとともに、光と電子のエネルギーと波⻑に関する提出課題
を完成させること。 
4 回 量子井⼾中の電子状態に関する講義資料を Web からダウンロードし、その
内容をノートに纏めておくこと。また、光と電子のエネルギーと波⻑に関する課
題の正答をノートに纏めるとともに、一次元自由電子に関する提出課題を完成さ
せること。 
5 回 トンネル効果に関する講義資料を Web からダウンロードし、その内容をノ
ートに纏めておくこと。また、一次元自由電子に関する課題の正答をノートに纏
めるとともに、一次元井⼾型ポテンシャルの問題に関する提出課題を完成させる
こと。 
6 回 量子⼒学の一般論と演算子に関する講義資料を Web からダウンロードし、
その内容をノートに纏めておくこと。また、一次元井⼾型ポテンシャルの問題に
関する課題の正答をノートに纏めるとともに、トンネル効果に関する提出課題を
完成させること。 
7 回 調和振動子に関する講義資料を Web からダウンロードし、その内容をノー
トに纏めておくこと。また、トンネル効果に関する課題の正答をノートに纏める
とともに、量子⼒学の一般論と演算子に関する提出課題を完成させること。 
8 回 水素原子に関する講義資料を Web からダウンロードし、その内容をノート
に纏めておくこと。また、量子⼒学の一般論と演算子に関する課題の正答をノー
トに纏めるとともに、調和振動子に関する提出課題を完成させること。 
9 回 調和振動子に関する課題の正答をノートに纏めるとともに、水素原子に関
する提出課題を完成させること。また、ここまでの講義の内容をよく復習してお
くこと。 
10 回 摂動に関する講義資料を Web からダウンロードし、その内容をノートに
纏めておくこと。また、水素原子に関する課題の正答をノートに纏めておくこと。 
11 回 多電子原子に関する講義資料を Web からダウンロードし、その内容をノ
ートに纏めておくこと。また、摂動に関する提出課題を完成させること。 
12 回 強結合模型に関する講義資料を Web からダウンロードし、その内容をノ
ートに纏めておくこと。また、摂動に関する課題の正答をノートに纏めるととも
に、多電子原子に関する提出課題を完成させること。 
13 回 結晶構造に関する講義資料を Web からダウンロードし、その内容をノー
トに纏めておくこと。また、多電子原子に関する課題の正答をノートに纏めると



ともに、強結合模型に関する提出課題を完成させること。 
14 回 結晶の結合様式に関する講義資料を Web からダウンロードし、その内容
をノートに纏めておくこと。また、強結合模型に関する課題の正答をノートに纏
めるとともに、結晶構造に関する提出課題を完成させること。 
15 回 格子振動に関する講義資料を Web からダウンロードし、その内容をノー
トに纏めておくこと。また、結晶構造に関する課題の正答をノートに纏めるとと
もに、結晶の結合様式に関する提出課題を完成させること。 

 



年度 2012 
授業コード FTD4322 
成績評価 定期試験（80％）、レポート（20％） 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス DA(〜10),DB(〜10) 
見出し FTD4322 コンピュータネットワーク 
担当教員名 信吉 輝己 
単位数 2 
教科書 コンピュータネットワーク／池⽥克夫／オーム社 
アクティブラーニング  
キーワード OSI 参照システム、CODEC、SERDES、TCP/IP、LAN、SAN、CAN、インタ

ーネット、モバイル、ネットワークトポロジー、プロトコル、イーサネット、メ
ディアアクセス、ルーティング、セキュリティ、光通信 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 コンピュータネットワーク 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 通信とネットワークの基礎知識／森本喜一郎／昭晃堂：TCP/IP で学ぶネットワ

ークシステム／小高知宏／森北出版：コンピュータネットワークの運用と管理／
水野忠則他／ピアソン出版 

授業形態 講義 
注意備考 ※課題提出システム i-SYS を用いて Web で課題提出を受け付ける。レポート相

談は、担当教員のオフィスアワーに行う。 
シラバスコード FTD4322 
実務経験のある教員  
達成目標 コンピュータネットワークをシステム工学論的にとらえ、コンピュータネットワ

ークのアーキテクチュア、プロトコル、符号復号化、階層構造などの理解と習得。 
受講者へのコメント  
連絡先 17 号館 4 階 信吉研究室 086-256-9560 nobuyosi＠ee.ous.ac.jp オフィスアワ

ー 水曜日 5・6 時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Computer Networks 
関連科目 光・電磁波工学、通信工学、マイクロ波工学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 近年，通信ネットワーク（インターネット）に関して新しい方式の実用化が急速

に進み通信ネットワークサービスの多様化が進展している。これらは、個々の要
素技術の発展とそのシステム化によるものである。本講義では、個々の要素技術
(IP) の基本的事項を理解した後，応用的観点より種々のコンピュータネットワ



ークシステムについて習得する。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 情報通信ネットワークの基礎について講述する。 

2 回 ネットワークとコンピュータについて講述する。 
3 回 コンピュータネットワークの構成について講述する。 
4 回 ネットワークトポロジーについて講述する。 
5 回 LAN について講述する。 
6 回 加入者系と中継系について講述する。 
7 回 ネットワークモデルについて講述する。 
8 回 TCP/IP について講述する。 
9 回 交換とルーティングについて講述する。 
10 回 ネットワークサービスについて講述する。 
11 回 DNS とディレクトリサービスについて講述する。 
12 回 超広帯域ネットワークについて講述する。 
13 回 情報セキュリティと暗号技術について講述する。 
14 回 マルチメディアサービスについて講述する。 
15 回 ネットワーク利用分析について講述する。 

準備学習 1 回 情報通信ネットワークについて現在どのような種類のものがあるのか Web
や図書館などで調べてみておくこと 
2 回 分散型システムの現在状況について Web や図書館などで調べてみておくこ
と 
3 回 ネットワークのコネクションについて、Web や図書館で調べておくこと 
4 回 トポロジーについて、Web や図書館で調べておくこと 
5 回 身の回りにある LAN の機器について、Web や図書館などで調べておくこ
と 
6 回 電話網、統合型ディジタルサービス（ISDN)とインターネットの関係につい
て、Web や図書館で調べておくこと 
7 回 インターネットでは情報がどのように伝送されていくのか自分なりに調べ
てみること 
8 回 インターネット上における通信手順（プロトコル）について、Web や図書
館で調べておくこと 
9 回 インターネットにおける交換とルーティングについて、Web や図書館で調
べておくこと 
10 回 ネットワークサービスについてどのようなものがあるか、その機能と種類
について、Web や図書館で調べておくこと 
11 回 ディレクトリサービスについてどのようなものがあるか、その機能と種類
について、Web や図書館で調べておくこと 
12 回 光通信、移動体通信、衛星通信について、通信工学の内容を復習しておく
こと 
13 回 身近な情報セキュリティについて、Web や図書館などを利用し自分なりに
調べてみること 
14 回 マルチメディアアプリケーションにはどのようなものがあるか、自分なり



に調べてみること 
15 回 トラヒックやネットワークアプリケーションの利用記録にはどのようなも
のがあるか、自分なりに調査すること 

 



年度 2012 
授業コード FTD43A2 
成績評価 定期試験（50％）、実験実習の課題等（50％）により成績を評価する。 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス DA(〜12),DB(〜12) 
見出し FTD43A2 フレッシュマンセミナーⅡ 
担当教員名 道⻄ 博行、笠 展幸、栗⽥ 満史、河村 実生、クルモフ バレリー 
単位数 2 
教科書 なし（資料配付） 
アクティブラーニング  
キーワード 電気回路、電子回路、集積回路、コンピュータ、ハードウェア、ソフトウェア、

光・電磁波、マイクロ波、電子物性、ネットワーク 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 パソコンを新しくして欲しいというご意見がありました。 

実験等およびゼミで使用するパソコンも順次リプレイスしてゆきますので、それ
まではご迷惑をおかけします。 

科目名 フレッシュマンセミナーⅡ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜、図書館蔵書等を活用すること。 
授業形態 講義 
注意備考 グループ分けをオリエンテーション時（１回目）に行うので、必ず出席すること。 

昨年度のテーマは、下記の通り（今年度は変更の可能性もあります）。 
①組み込みシステム用コンピュータの実験 
②オーディオアンプの作製 
③電気回路と電子部品の実験 
④アナログ回路とディジタル回路の実験 
④移動ロボットと電子回路の実験 

シラバスコード FTD43A2 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）電気電子工学の基本的な知識を習得する。（２）簡単な実験や実習を通じて

電気電子工学を学ぶ楽しさ、心構えなどを体験学習する。（３）関連資格に対する
スキルを身につける。 

受講者へのコメント 実験が主となる科目ですので、欠席すると理解度にかなり響きます。 
履修者は特にこの点に注意してください。 

連絡先 研究室：20 号館４階（栗⽥、クルモフ）、５号館２階（河村）、17 号館５階（笠、
道⻄）電子メール：kurita＠ee.ous.ac.jp（栗⽥）、minaru＠ee.ous.ac.jp（河村）、
kasa＠ee.ous.ac.jp（笠）、mitinisi＠ee.ous.ac.jp（道⻄）、val＠ee.ous.ac.jp（クル
モフ） 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 満足、ほぼ満足の回答が 84%を超えていますので、安心していますが、 



今年度は欠席回数が多い⼈が目立ちました（無欠席者が 15.6％に留まりました）。 
英文科目名 Freshman's Seminar II 
関連科目 フレッシュマンセミナーⅠ、コンピュータリテラシ、コンピュータ実習、電気電

子工学基礎実験、電気電子工学実験 I・II（電気電子学科開講科目） 
次回に向けての改善変更予定 次年度より、セミナーI のミニ実験をすべての班が一巡するようにスケージュー

ルを見直しました。 
その結果、５つに分かれて行うプロジェクトテーマについては、５週のみの実施
となります。 

講義目的 フレッシュマンセミナーⅠに引き続いて、電気電子工学に馴染み勉学に対する 
motivation を与えることを目的とする。いくつかのグループに分かれて、ものづ
くりや電気電子工学実験 I・II の基礎を学ぶとともに、関連資格の紹介および取
得支援を通じて、スキルアップを目指す。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション： 

各担当教員が実施する実験実習テーマの概要を説明したのち、 
班分けのためのアンケートを実施する。 
2 回  実験実習（１） 
各班にわかれて、テーマ毎に指示された実験・実習を実施する。 
3 回  実験実習（２） 
各班にわかれて、テーマ毎に指示された実験・実習を実施する。 
4 回  実験実習（３） 
各班にわかれて、テーマ毎に指示された実験・実習を実施する。 
5 回  実験実習（４） 
各班にわかれて、テーマ毎に指示された実験・実習を実施する。 
6 回  実験実習（５） 
各班にわかれて、テーマ毎に指示された実験・実習を実施する。 
7 回  実験実習（６） 
各班にわかれて、テーマ毎に指示された実験・実習を実施する。 
8 回  実験実習（７） 
各班にわかれて、テーマ毎に指示された実験・実習を実施する。 
9 回  実験実習（８） 
各班にわかれて、テーマ毎に指示された実験・実習を実施する。 
10 回  実験実習（９） 
各班にわかれて、テーマ毎に指示された実験・実習を実施する。 
11 回  実験実習（10） 
各班にわかれて、テーマ毎に指示された実験・実習を実施する。 
12 回  実験実習（11） 
各班にわかれて、テーマ毎に指示された実験・実習を実施する。 
13 回  実験実習（12） 
各班にわかれて、テーマ毎に指示された実験・実習を実施する。 
14 回  実験実習（13） 
各班にわかれて、テーマ毎に指示された実験・実習を実施する。 



15 回  実験実習（14） 
各班にわかれて、テーマ毎に指示された実験・実習を実施する。 

準備学習 1 回 昨年度のテーマの内容を参考にして、希望するテーマを考えておくこと。 
2 回 担当教員の指示に従うこと。 
3 回 担当教員の指示に従うこと。 
4 回 担当教員の指示に従うこと。 
5 回 担当教員の指示に従うこと。 
6 回 担当教員の指示に従うこと。 
7 回 担当教員の指示に従うこと。 
8 回 担当教員の指示に従うこと。 
9 回 担当教員の指示に従うこと。 
10 回 担当教員の指示に従うこと。 
11 回 担当教員の指示に従うこと。 
12 回 担当教員の指示に従うこと。 
13 回 担当教員の指示に従うこと。 
14 回 担当教員の指示に従うこと。 
15 回 担当教員の指示に従うこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTD4511 
成績評価 中間試験（２５％），定期試験（４５％），小テスト（１０％），レポート（２０％） 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス DB(〜12) 
見出し FTD4511 電気回路Ⅰ演習 
担当教員名 萬本 義徳 
単位数 2 
教科書 佐治 學編著：「電気回路Ａ」（オーム社） 
アクティブラーニング  
キーワード オームの法則，直列接続，並列接続，抵抗，キャパシタ，インダクタ，キルヒホ

フの法則，複素数，正弦波，インピーダンス，アドミタンス，実効値，位相，有
効電⼒，電⼒整合 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答 暑い、冷房が効いていないという声が沢山ある。学生サービスの観点からも大学

は検討して欲しい。 
科目名 電気回路Ⅰ演習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 小澤孝夫著：「電気回路を理解する」（昭晃堂）小澤孝夫著：「電気回路Ⅰ（基礎・

交流編)」（昭晃堂） 
授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード FTD4511 
実務経験のある教員  
達成目標 オームの法則・キルヒホフの法則の理解と適用ができること． 

直流・交流回路における抵抗、キャパシタ、インダクタ等の素子の働きが理解出
来ること． 
正弦波の複素数表示と電気回路の法則を理解し応用が出来ること． 
簡単な回路の回路方程式をたて、それが解けること．正弦波定常解析ができるこ
と． 

受講者へのコメント 基礎事項から説明しているので、授業中は集中して話を聞き、真剣に且つ自信を
持って課題に取り組んで欲しい。 
欠席回数３，４回の学生が１５％いるが、とにかく授業には出席して欲しい。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 [A]毎回宿題を与えたけど８割の学生は真面目に取り組んでおり、このまま続け
ていきたい。 
[B]大部分の学生は電気回路分野への理解が深まった、興味・関心が高まった、
技能・技術が向上したと答えており、これまで  通りの授業をしていく。 
[C]理解不足の学生が少し見受けられるので、もう少し丁寧に説明するよう心掛



ける必要があると思われる。 
英文科目名 Exercises in Electrical Circuits I 
関連科目 電気回路Ⅰ，電気回路Ⅱ，数学Ⅰ，数学Ⅱ，応用数学Ⅰ，アナログ回路Ⅰ，アナ

ログ回路Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 理解不足の学生が少し見受けられるので、もう少し丁寧に説明するよう心掛ける

必要があると思われる。 
講義目的 電気回路では，その内容に充分習熟し，具体的な回路の設計・解析に応用できる

能⼒の醸成が肝要である．そのため電気回路Ⅰ演習では，電気回路Ⅰで学んだ事
項について多くの問題を解くことにより応用⼒を身に付けることを目的とする． 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 電気回路の考え方と基礎的な事柄について解説する。 

2 回 電気回路の数式化について説明する。 
3 回 電気回路に必要な数学Ⅰ（三角関数，複素数）についての演習をする。 
4 回 電気回路に必要な数学Ⅱ（微分，積分）についての演習をする。 
5 回 電気回路に必要な数学Ⅲ（行列，行列式）についての演習をする。 
6 回 回路素子，電圧源，電流源に関する問題の演習をする。 
7 回 正弦波交流，電⼒とエネルギーに関する問題の演習をする。 
8 回 フェーザ図，インピーダンス，アドミッタンスに関する問題の演習をする。 
9 回 中間試験 
10 回 回路方程式のたて方と解き方Ⅰ（キルヒホッフの法則，網目電流の方法）
に関する問題の演習をする。 
11 回 回路方程式のたて方と解き方Ⅱ（節点電圧の方法）に関する問題の演習を
する。 
12 回 回路網に関する定理Ⅰ（重ね合わせの定理，テブナンの定理）に関する問
題の演習をする。 
13 回 回路網に関する定理Ⅱ（ノートンの定理，補償の定理）に関する問題の演
習をする。 
14 回 回路網に関する定理Ⅲ（Ｙ−△変換，ブリッジ回路）に関する問題の演習
をする。 
15 回 回路網に関する定理Ⅳ（定抵抗回路，最大電⼒供給の定理，相反の定理）
に関する問題の演習をする。 

準備学習 1 回 身近な電気機器について考えておくこと。 
2 回 高等学校で学んだ数学の復習しておくこと。 
3 回 高等学校で学んだ三角関数，複素数について復習しておくこと。 
4 回 高等学校で学んだ微分，積分について復習しておくこと。 
5 回 高等学校で学んだ行列，行列式について復習しておくこと。 
6 回 前回の演習の内容を復習し，よく理解しておくこと。 
7 回 前回の演習の内容を復習し，よく理解しておくこと。 
8 回 前回の演習の内容を復習し，よく理解しておくこと。 
9 回 第１回〜第８回の演習の内容を整理しよく理解しておくこと。 
10 回 第１回〜第８回の演習の内容を整理し復習しておくこと。 
11 回 前回の演習の内容を復習し，よく理解しておくこと。 



12 回 前回の演習の内容を復習し，よく理解しておくこと。 
13 回 前回の演習の内容を復習し，よく理解しておくこと。 
14 回 前回の演習の内容を復習し，よく理解しておくこと。 
15 回 前回の演習の内容を復習し，よく理解しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTD4512 
成績評価 定期試験(80%)、レポート(20%)により評価する。 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス DA(〜11),DB(〜11) 
見出し FTD4512 センサ工学 
担当教員名 河村 実生 
単位数 2 
教科書 塩山忠義著・「センサの原理と応用」・森北出版 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 中間テスト等で、ミスプリがあったと、１名の学生から指摘された。試験時間中

に指摘を受けて訂正を行ったが、今後、このようなことがないように注意したい。 
科目名 センサ工学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTD4512 
実務経験のある教員  
達成目標 各種測定対象の代表的なセンサの仕組みや検出法、特質を理解し、それらを定性

的、定量的に取り扱う能⼒を得ること。 
受講者へのコメント 週当たりの学習時間が３０分程度であるのは少なすぎると思われるので、もっと

授業時間外に勉強するよう課題を増やしたい。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Sensor Engineering 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 センサは機械の感覚器官を担うもので、自動車、ロボット、家電製品などに多種

多様なセンサが使われており、その重要度はますます高まってきています。本講
義ではセンサ技術の全体像を把握し各種センサの構造および計測原理を学び、こ
れらのセンサの特質を踏まえながら実際にどのように利用されているか、具体例
を探りながら、センサに関する知識を習得します。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習  



第１回 
 準備学習：身の回りにある家電製品でどのようなセンサが使用されているのか
調べてみよう。  
第２回 
 準備学習：光電効果について調べる 
   
第３回 
 準備学習：半導体の PN 接合について調べる 
  
第４回 
 準備学習：金属の抵抗の原因について調べる 
  
第５回 
 準備学習：熱起電⼒について調べる 
  
第６回 
 準備学習：電池の原理・仕組みについて調べる 
  
第７回 
 準備学習：  
第８回 
 準備学習：ひずみや弾性⼒について調べる 
  
第９回 
 準備学習：  
第 10 回 
 準備学習：磁気の単位やローレンツ⼒について復習  
第 11 回 
 準備学習：  
第 12 回 
 準備学習： 
第 13 回 
 準備学習： 
第 14 回 
 準備学習： 
第 15 回 
 準備学習： 

 



年度 2012 
授業コード FTD4521 
成績評価 中間試験成績と期末試験成績の平均値を評点とします。 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス DA(〜11),DB(〜11) 
見出し FTD4521 アナログ回路 
担当教員名 飯⽥ 隆彦 
単位数 2 
教科書 速解 電子回路 宮⽥武雄 著 コロナ社 
アクティブラーニング  
キーワード 回路解析の原理・基礎定理、ベクトル記号法、ダイオード、トランジスタ、ＭＯ

ＳＦＥＴ、等価回路、増幅回路、周波数特性、フィードバック、共振発振回路。 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 教室では後ろの席に座らず前の席に座って、よく聞くことが大切です。 
科目名 アナログ回路 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 電子情報回路Ⅰ 樋口、江刺共著 昭晃堂 
授業形態 講義 
注意備考 電子回路を学ぶには等価回路を理解する重要です。 
シラバスコード FTD4521 
実務経験のある教員  
達成目標 教科書の例題や問題が解けること。 
受講者へのコメント マイクを使って、聞こえる様に配慮しています。 

プレゼンテーションのファイルはアップロードしています。 
そのファイルを iPod などに入れて、講義の時に活用してください。 
中間試験の結果を見ると、一部の学生の不勉強さがよく分かります。 
Noisy minority の学生には未来のないことを明記します。 

連絡先 iida@ee.ous.ac.jp にメールで質問してください。 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 アナログ回路は最初のトッツキが難しいので、予習復習が大切です。それを乗り
越えると、デジタル回路より簡単です。 
デジタル回路も高速になって、アナログの知識が必要になってきました。 

英文科目名 Analog Circuits 
関連科目 電気電子回路設計 
次回に向けての改善変更予定 プレゼンテーションを更新して、再度アップロードします。 
講義目的 「アナログ回路」は後期開講の「電気電子回路設計」とで、アナログ回路全体の

講義を形成します。この科目は電気電子工学の基礎をなす重要な科目であり、デ
ジタル回路全盛の今日でもその重要性は少しも変わりません。逆に、デジタル回
路の高速化、普遍化によって一層アナログ回路が重要になっています。 



対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション、電子回路の考え方、電子回路の構成、オームの法則を

学びます。 
2 回 キルヒホッフの法則と電圧源、電流源、テブナンの定理を学びます。 
3 回 アナログ信号の基本形、周波数、高調波、位相を学びます。 
4 回 素子の電圧電流の関係でインピーダンスを学びます。 
5 回 ベクトル記号法、回路解析法を学びます。 
6 回 引き続き、回路解析法とダイオードの動作を学びます。 
7 回 ダイオードの特性と整流回路、特殊ダイオードを学びます。 
8 回 中間試験の後、トランジスタの動作を学びます。 
9 回 トランジスタ基本回路、増幅作用を学びます。 
10 回 等価回路、バイアス、増幅回路の設計を学びます。 
11 回 電界効果トランジスタ、バイアス回路を学びます。 
12 回 アースと電源、デシベルを学びます。 
13 回 フィードバック、周波数特性、共振回路を学びます。 
14 回 引き続き、共振回路、発振回路を学びます。 
15 回 引き続き、発振回路を学び、第 8 回以降を総復習します。 

準備学習 1 回 アナログ回路とデジタル回路の違いについて、教科書を予習しておいて下
さい。 
2 回 教科書の回路解析の原理・基礎定理とオームの法則を復習しておいて下さ
い。 
3 回 教科書のアナログ回路と素子を予習しておいて下さい。 
4 回 インピーダンス、キャパシタンス、インピーダンスを予習しておいて下さ
い。 
5 回 インピーダンス、キャパシタンス、インダクタンスを予習してください。 
6 回 ベクトル記号法を復習して下さい。 
7 回 ダイオード特性を復習して下さい。 
8 回 準備学習 中間試験を行いますから、第 1 回から第 7 回までをよく復習し
てください。 
9 回 トランジスタの特性を復習して下さい。 
10 回 基本回路動作、等価回路と増幅作用を復習して下さいい。 
11 回 増幅回路の設計、周波数特性を復習して下さい。 
12 回 デシベルを予習して下さい。 
13 回 デシベルをよく復習して下さい。 
14 回 共振発振回路をよく復習して下さい。 
15 回 発振回路をよく復習して下さい。 

 



年度 2012 
授業コード FTD4711 
成績評価 中間試験（２５％）、定期試験（４５％）、小テスト（１０％）、レポート（２０％） 
曜日時限 木曜日 7・8 時限 
対象クラス DB(〜11) 
見出し FTD4711 応用数学Ⅱ 
担当教員名 萬本 義徳 
単位数 2 
教科書 樋口禎一・八高隆雄 著：「フーリェ級数とラプラス変換の基礎・基本」（牧野書

店） 
アクティブラーニング  
キーワード 正規直交関数系、フーリエ級数、フーリエ展開、フーリエ変換、波動方程式 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 応用数学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 図書館に参考図書多数有り。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTD4711 
実務経験のある教員  
達成目標 基本的な関数のフーリェ展開ができ、フーリエ変換が理解出来ること。フーリェ

級数を利用して１次元偏微分方程式が解けること。専門の講義に出てくるフーリ
ェ展開およびフーリェ変換に関する数式の展開が理解出来ること。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Applied Mathematics II 
関連科目 数学Ⅰ、数学Ⅱ、数学Ⅲ、応用数学Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 振動、波動を扱う工学の分野では現象を解析する上でフーリェ級数・フーリェ積

分が大変有用である。本講義は数学的な厳密さは求めないで、出来るだけ多くの
例題の解法を教示し、学生諸君が基本的な問題を解く能⼒を醸成し、専門科目を
理解するに必要な数学的知識を習得することに主眼をおいて進める。そのため講
義時間中に小テストを実施し、演習問題のレポート提出を課す。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 直交関数系について説明する。 

2 回 三角級数について説明する。 



3 回 フーリェ級数展開Ⅰについて説明する。 
4 回 フーリェ級数展開Ⅱについて説明する。 
5 回 偶関数の余弦級数について説明する。 
6 回 奇関数の正弦級数について説明する。 
7 回 ベッセルの不等式について説明する。 
8 回 中間試験 
9 回 フーリェ級数の収束について説明する。 
10 回 複素フーリェ級数について説明する。 
11 回 フーリェ積分について説明する。 
12 回 フーリェ積分の収束とフーリェ変換について説明する。 
13 回 フーリェ逆変換について説明する。 
14 回 偏微分方程式の解法（熱伝導方程式）について説明する。 
15 回 偏微分方程式の解法（波動方程式）について説明する。 

準備学習 1 回 三角関数についてしっかり復習しておくこと、三角関数に関する公式をま
とめておくこと。 
2 回 三角関数に関する積分を復習しておくこと。 
3 回 部分積分の復習をしておくこと。 
4 回 レポート提出課題にしっかり取り組み、フーリェ級数展開に慣れること。 
5 回 レポート提出課題にしっかり取り組み、フーリェ級数展開に習熟すること。 
6 回 レポート提出課題の演習問題にしっかり取り組むこと。 
7 回 レポート提出課題の演習問題にしっかり取り組むこと。 
8 回 第 3 回〜第 7 回の講義内容を充分理解し、指定された演習問題の解答が出
来るようにしておくこと。 
9 回 第 3 回〜第 7 回の講義内容について復習しておくこと。 
10 回 レポート提出課題の演習問題にしっかり取り組むこと。 
11 回 レポート提出課題の演習問題にしっかり取り組むこと。 
12 回 レポート提出課題の演習問題にしっかり取り組むこと。 
13 回 レポート提出課題の演習問題にしっかり取り組むこと。 
14 回 レポート提出課題の演習問題にしっかり取り組むこと。フーリェ級数全般
の総復習をしておくこと。 
15 回 レポート提出課題の演習問題にしっかり取り組むこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTD4712 
成績評価 中間試験成績と期末試験成績の平均値を評点とします。 
曜日時限 木曜日 7・8 時限 
対象クラス DA(〜11),DB(〜11) 
見出し FTD4712 電気エネルギー発生工学 
担当教員名 飯⽥ 隆彦 
単位数 2 
教科書 絵ときで分かる 電気エネルギー、 高橋監修、 福⽥、相原、大島共著 オー

ム社 
アクティブラーニング  
キーワード 新エネルギー、太陽光発電、風⼒発電、水⼒発電、火⼒発電、原子⼒発電、ヒー

トポンプ。コジェネ、分散型電源、ハイブリッドシステム。 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 電気エネルギー発生工学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 電気エネルギー工学 関井康雄 脇本隆之 電気書院 
授業形態 講義 
注意備考 ＣＯ２削減などの環境問題が重要になっていますが、本講義ではこの環境問題を

取り上げます。 
シラバスコード FTD4712 
実務経験のある教員  
達成目標 電気エネルギーをいかに生産するかを知り、新エネルギーを理解し、省エネにつ

いて正しい理解が得られること。 
受講者へのコメント  
連絡先 iida@ee.ous.ac.jp にメールで質問して下さい。 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Electric Power Generation 
関連科目 電気エネルギー発送工学、電気回路Ⅰ、Ⅱ。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 各種の発電方法と新エネルギーとＣＯ２削減との関係などを理解する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション、電気エネルギー需要の増大化を検討します。 

2 回 世界のエネルギー消費量、電⼒の供給システムを考えます。 
3 回 電⼒系統の監視・制御を学び、電⼒技術と環境問題を調べます。 
4 回 電⼒供給と法規の関係を学びます。 
5 回 電⼒供給充実のためのベストミックスを学びます。 



6 回 電⼒融通のために必要な周波数変換を学びます。 
7 回 火⼒発電の仕組みを学びます。 
8 回 中間試験後、気⼒発電所の設備を学びます。 
9 回 水量発電の分類、水のエネルギ−、水⼒発電所の設備について学びます。 
10 回 水車による発電の仕組みを学び、原子⼒についてを学びます。 
11 回 原子⼒発電について学びます。 
12 回 太陽光発電、風⼒発電方式を学びます。 
13 回 燃料電池のしくみ、地熱発電のしくみ、其の他の自然エネルギー 
新エネルギーを利用した発電を学びます。 
14 回 バイオエネルギーを利用した発電システム、コージェネレーションシステ
ム、分散型電源、について学びます。 
15 回 ヒートポンプの仕組みを学びます。 

準備学習 1 回 エネルギー資源と電気の問題を考えます。 
2 回 教科書の世界のエネルギー消費量を予習しておいて下さい。 
3 回 電気の需要変化に応じて供給する電⼒をいかに調整しているかを予習して
下さい。 
4 回 電気工事士法などを予習して下さい。 
5 回 エネルギーの種類などを予習してください。 
6 回 我が国では周波数変換所が必要なことを予習してください。 
7 回 従来からの発電システムを学びますので予習して下さい。 
8 回 第１回から第７回までをまとめて、中間試験を実施します。 
9 回 水⼒発電の仕組みを学びます。 
10 回 火⼒発電・原子⼒発電について学びますからよく予習して下さい。 
11 回 引き続き原子⼒発電について学びます。 
12 回 新エネルギー、新発電方式と分散型電源の概要を予習して下さい。 
13 回 燃料電池や地熱発電のしくみを予習してください。 
14 回 コージェネ、ハイブリッドシステム分型電源について予習して下さい。 
15 回 ヒートポンプを予習して下さい。 

 



年度 2012 
授業コード FTD47E1 
成績評価 定期試験（１００％） 
曜日時限 木曜日 7・8 時限 
対象クラス DA(〜12),DB(〜12) 
見出し FTD47E1 上級数学Ⅰ 
担当教員名 春木 茂 
単位数 2 
教科書 所属学科の微分積分の授業で使用している教科書。教科書がない場合は、下記の

参考書。 
アクティブラーニング  
キーワード 微分 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 上級数学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「理工系の基礎 微分積分」(増補版）／石原、浅野共著／裳華房 
授業形態 講義 
注意備考 毎回の授業は、最初の１時間ぐらいは講義を行い、残りの時間で講義内容に関連

した問題（プリントを配布）を解くという形式をとります。この問題プリントの
中に定期試験で出題される問題が全て書かれていますので、欠席をせず、プリン
トの問題を解くことを目指して下さい。第１回の授業で、受講者の⼈数確認を行
います。このときに欠席していると履修が認められませんので、必ず出席するよ
うにして下さい。 

シラバスコード FTD47E1 
実務経験のある教員  
達成目標 配布するプリントの問題を、「自⼒で」解けるようになることを目指して下さい。 
受講者へのコメント  
連絡先 第一学舎 春木研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 高校で「数学Ｂ」の数列・ベクトルと「数学Ⅲ」をすでに学んできていることが

望ましい。、 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 高校の「数学Ⅲ」で学んだ微分を復習しながら、より難しい微分についての知識

を身につけることを目標とします。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 授業内容を説明する。 



2 回 微分の定義、基本公式べき関数・三角関数・指数関数・対数関数の微分合成
関数の微分について説明する。 
3 回 対数微分法逆関数について説明する。 
4 回 逆関数の微分逆三角関数の微分について説明する。 
5 回 「逆三角関数の微分」の続きについて説明する。 
6 回 高次導関数について説明する。 
7 回 ライプニッツの公式について説明する。 
8 回 関数の極限（１）について説明する。 
9 回 関数の極限（２）：ロピタルの定理について説明する。 
10 回 関数のグラフ（１）について説明する。 
11 回 関数のグラフ（２）：発展編について説明する。 
12 回 簡単な関数のマクローリン展開について説明する。 
13 回 オイラーの公式について説明する。 
14 回 簡単な偏微分について説明する。 
15 回 総合演習をする。 

準備学習 1 回 シラバスをよく読んでおくこと。 
2 回 高校の「数学Ⅲ」で学んだ基本的な関数の微分を、復習しておくこと。 
3 回 第２回で学んだ「対数関数の微分」「合成関数の微分」を、復習しておくこ
と。 
4 回 第３回で学んだ逆関数の性質を、確認しておくこと。 
5 回 第４回で学んだ逆三角関数の定義を、忘れないようにしておくこと。 
6 回 これまでに学んだ微分の公式を、全て確実に使いこなせるようにしておく
こと。 
7 回 第６回で学んだ高次導関数についての幾つかの公式を覚えておいて下さい。
高校の「数学Ａ」で学んだ２項係数と、「数学Ｂ」で学んだ和の記号∑も、確認し
ておくこと。 
8 回 高校の「数学Ⅲ」で学んだ関数の極限計算の技法を、復習しておくこと。 
9 回 第８回の内容を復習しておくこと。第５回までに学んだ微分の公式も忘れ
ないようにしておくこと。 
10 回 高校の「数学Ⅲ」で学んだ関数のグラフの描き方（増減・凹凸）について、
復習しておくこと。 
11 回 第１０回の内容を復習しておいて下さい。第９回で学んだロピタルの定理
も、確認しておくこと。 
12 回 高校の「数学Ⅲ」で学んだ無限級数と、第６回で学んだ高次導関数の記号
を復習しておいて下さい。第５回までに学んだ微分の公式も忘れないようにして
おくこと。 
13 回 第１２回で学んだマクローリン展開を、復習しておくこと。 
14 回 第５回までに学んだ微分の公式を、全て確実に使いこなせるようにしてお
くこと。 
15 回 これまでに配布したプリントを全て復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTD47E2 
成績評価 定期試験（１００％） 
曜日時限 木曜日 7・8 時限 
対象クラス DA(〜12),DB(〜12) 
見出し FTD47E2 上級数学Ⅱ 
担当教員名 春木 茂 
単位数 2 
教科書 所属学科の微分積分の授業で使用している教科書。教科書がない場合は、下記の

参考書。 
アクティブラーニング  
キーワード 積分 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 上級数学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ｢理工系の基礎 微分積分」(増補版）／石原、浅野共著／裳華房 
授業形態 講義 
注意備考 毎回の授業は、最初の１時間ぐらいは講義を行い、残りの時間で講義内容に関連

した問題（プリントを配布）を解くという形式をとります。この問題プリントの
中に定期試験で出題される問題が全て書かれていますので、欠席をせず、プリン
トの問題を解くことを目指して下さい。第１回の授業で、受講者の⼈数確認を行
います。このときに欠席していると履修が認められませんので、必ず出席するよ
うにして下さい。 

シラバスコード FTD47E2 
実務経験のある教員  
達成目標 配布するプリントの問題を、「自⼒で」解けるようになることを目指して下さい。 
受講者へのコメント  
連絡先 第一学舎４階 春木研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 高校で「数学Ｂ」の数列・ベクトルと「数学Ⅲ」をすでに学んできていることが

望ましい。「上級数学Ⅰ」を必ず受講しておくことが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 高校の「数学Ⅲ」で学んだ積分を復習しながら、より難しい積分についての知識

を身につけることを目標とします。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  授業内容の説明不定積分の定義、基本公式について説明する。 



2 回  第１回の内容の発展について説明する。 
3 回  不定積分の部分積分について説明する。 
4 回  不定積分の置換積分について説明する。 
5 回  第３回、第４回の内容の発展について説明する。 
6 回  部分分数分解について説明する。 
7 回  定積分の定義、基本公式について説明する。 
8 回  定積分とグラフの面積について説明する。 
9 回  定積分の部分積分について説明する。 
10 回  定積分の置換積分について説明する。 
11 回  体積、曲線の⻑さについて説明する。 
12 回  広義積分（１）：有限区間の広義積分について説明する。 
13 回  広義積分（２）：無限区間の広義積分について説明する。 
14 回  簡単な重積分について説明する。 
15 回  総合演習をする。 

準備学習 1 回  前期「上級数学Ⅰ」で学んだ「べき関数の微分」「三角関数の微分」「指数
関数の微分」「対数関数の微分」「逆三角関数の微分」「合成関数の微分」を復習し
ておくこと。 
2 回  第１回で学んだ不定積分の公式と、前期「上級数学Ⅰ」で学んだ「合成関
数の微分」を復習しておくこと。 
3 回  これまでに学んだ不定積分の公式を、忘れないようにしておくこと。 
4 回  第１回、第２回で学んだ不定積分の公式を、忘れないようにしておくこと。 
5 回  第３回で学んだ不定積分の部分積分と、第４回で学んだ不定積分の置換積
分を復習しておくこと。 
6 回  第２回で学んだ不定積分の公式を、忘れないようにしておいて下さい。ま
た、未知数が２個または３個の連立１次方程式の解き方を確認しておくこと。 
7 回  第１回、第２回で学んだ不定積分の公式を、全て確実に使いこなせるよう
にしておくこと。 
8 回  第７回で学んだ定積分の計算方法を復習しておくこと。 
9 回  第３回、第５回で学んだ不定積分の部分積分を復習しておくこと。 
10 回  第４回、第５回で学んだ不定積分の置換積分を復習しておくこと。 
11 回  第９回で学んだ定積分の部分積分と、第１０回で学んだ定積分の置換積
分を復習しておくこと。 
12 回  第７回、第９回、第１０回で学んだ定積分の計算方法を復習しておいて下
さい。また、前期「上級数学Ⅰ」で学んだ「関数の極限」「ロピタルの定理」を確
認しておくこと。 
13 回  第１２回の準備学習と同じこと。 
14 回  部分積分や置換積分を使わなくても求められる簡単な定積分については、
何も見なくとも確実に計算出来るようにしておくこと。 
15 回  これまでに配布したプリントを全て復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTD5111 
成績評価 中間試験Ⅰ(15%)、中間試験Ⅱ(15%)、定期試験(70%)の成績で、６０％以上を

合格とする。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス DA(〜12),DB(〜12) 
見出し FTD5111 情報と職業 
担当教員名 松井 利成＊ 
単位数 2 
教科書 特に使用しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 教員免許、ＩＴ、ユビキタス、電子政府、ブロードバンド、ｌＡＮ、インターネ

ット、イントラネット、デジタルデバイド、電子マネー、デジタル家電、終身雇
用、年功序列、職業観、労働観、労働の細分化、余暇の期待、進路指導、派遣、
雇用契約、ＯＡ化、ＣＡＤ、ＣＡＭ、ＣＡＥ、等 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報と職業 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 情報と職業／丸善をベースに講義する。 

IT ⾰命が見る見るわかる／サンマーク出版 
情報化社会と情報倫理／共立出版 
産業社会と情報化／リックテレコム 
情報通信白書／総務省発行 
最新情報産業と社会／実教出版 
情報化社会もリテラシー／晃洋書房 
情報社会の基礎／丸善 
情報と職業／情報処理学会 

授業形態 講義 
注意備考 講義１回目とその後数回「講義補足資料」を配布する。出席は、毎回、出席カー

ドを配布する。その提出をもって確認する。 
シラバスコード FTD5111 
実務経験のある教員  
達成目標 ①情報に関係する情報処理技術者及びネットワーク技術者などの役割を理解す

る。②コンピュータテクノロジーやＩＴ(情報技術)は不可欠な存在である。それ
らが、一般社会や産業分野でどの様に使用されているか、その現状を把握し、情
報システムが果たす影響について理解する。③情報システムの構築、運用に対し
て、情報処理技術者及びネットワーク技術者が果たすべき役割や責任について理
解する。④情報に関係する職業⼈を目指す生徒に対して、適切な教育指導が出来
るように目指す。 

受講者へのコメント  



連絡先 連絡の必要なときは学科⻑に申し出ること。 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Information and Profession 
関連科目 情報化と社会、情報化社会と倫理 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生徒が専門科目「情報」を学び、情報関連職種に就職する際に、必要となる進路

指導のあり方について講義する。そのために、就職する上での基礎知識となる情
報関連業務を取巻く環境条件、就職や就業に関連する制度や慣行、職業⼈に求め
られる基本的な資質について解説し、職業意識と職業倫理を育てながら進路指導
を行う方法を説明する。情報関連業務で働くことの実情を理解させることで、職
業⼈として倫理観を育む指導法の重要性も説明する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 情報と職業 (「情報化と社会」、情報科、教員免許)について説明する。 

2 回 アジア各国のＩＴの状況(韓国、台湾、シンガポール)について説明する。 
3 回 日本のＩＴ戦略(ｅ-ＪＡＰＡＮ２０００、電子政府、⼈材育成、高速化、ブ
ロードバンド)について説明する。 
4 回 情報と情報通信技術(ＬＡＮ、インターネット、イントラネット、デジタル
放送)について説明する。 
5 回 ＩＴ⾰命の波(デジタルデバイド、日米の格差、光と影、ＯＡ化、製造の自
動化、自動制御、ＣＡＤ、ＣＡＥ)について説明する。 
6 回 ＩＴ⾰命による産業の変化(価格⾰命、テレワーク、文化の壁、出版、放送)
について説明する。 
7 回 中間試験 I を行うとともに、ＩＴ⾰命による行政、金融及び保険の変化(電
子政府、決済手段、電子マネー、インターネットバンク)について説明する。 
8 回 ＩＴ⾰命による社会・生活の変化(デジタル家電、ネットオークション、地
球環境)について説明する。 
9 回 ＩＴ⾰命による日本的経営の変化(終身雇用、年功序列、少子化)について説
明する。 
10 回 ＩＴ⾰命による労働者の派遣について(雇用関係、派遣契約、指揮命令)に
ついて説明する。 
11 回 情報分野による⼈材需要(デジタルデバイド、福祉、教育)について説明す
る。 
12 回 職業観と勤労観(所属、安全、承認、欲望)について説明する。 
13 回 労働観について(自己実現、階層化、労働の喜び、機械化)について説明す
る。 
14 回 中間試験Ⅱを行うとともに労働観について(労働細分化、余暇の期待) につ
いて説明する。 
15 回 進路指導の基礎理論と活動(特性因子。精神的要因。個⼈理解。進路指導)
について説明する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。教員免許に必要な



講義名などを調べておくこと。 
2 回 各国の IT 化について調べてみること。 
3 回 日本のＩＴ戦略について調べてみること。 
4 回 インターネットに使用されている技術について調べてみておくこと。 
5 回 IT 化による社会に対する影響はどのようなものがあるか考えてみること。 
6 回 IT 化による産業界に対する影響について考えてみること。 
7 回 IT 化による社会システム(行政、金融、電気通信、高速道路)関係に対する
影響について考えてみること。 
8 回 IT 化による家庭に対する影響はどのようなものがあるか考えてみること。 
9 回 IT 化による雇用関係に対する影響はどのようなものがあるか考えてみるこ
と。 
10 回 IT 化による雇用関係に対する影響はどのようなものがあるか考えてみる
こと。 
11 回 IT 化による高齢化、少子化に対する影響はどのようなものがあるか考えて
みること。 
12 回 働くとはどの様なことを目的としているかを考えてみること。 
13 回 働くことによる自己実現の方法と働く事により得るものに何があるかを考
えて見ること。 
14 回 働くことと余暇の利用方法について考えてみること。 
15 回 学生指導のあり方について考えて見ておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTD5112 
成績評価 中間試験Ⅰ(15%)、中間試験Ⅱ(15%)、定期試験(70%)の成績で、６０点以上を

合格とする。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス DA(〜12),DB(〜12) 
見出し FTD5112 情報化社会と倫理 
担当教員名 松井 利成＊ 
単位数 2 
教科書 特に使用しない 
アクティブラーニング  
キーワード 教員免許、経済成⻑、ユビキタス、国際競争⼒、日本のランキング、情報資本、

ITC、ネットワーク、U-JAPN、電子政府、個⼈認証、ブロードバンド、通信放
送、テレワーク、FTTH、DSL、電子取引、迷惑メール、情報処理産業、情報の
価値、情報量、コンピュータ、サーバ、クライアント、e ラーニング、一体感、
疎外感、株式会社、日本的経営、職能別組織、LAN、OA 化、EUC、イントラネ
ット、POS、EOS、在庫管理、自動制御、CAD、CAM、知的所有権、著作権、
著作者⼈格権、複製権、特許権、ソフトウェア、派遣、個⼈情報 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報化社会と倫理 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 情報化社会と情報倫理／共立出版をベースに講義する。 

産業社会と情報化／リックテレコム 
情報通信白書／総務省 
最新情報産業と社会／実教出版 
情報化社会とリテラシー／晃洋書房 
情報社会の基礎／丸善 
技術者の倫理／丸善 
技術倫理の教科書／丸善 
情報と職業／情報処理学会 
工学倫理の視点／ダイテックホールディング 

授業形態 講義 
注意備考 講義第１回目及びその後数回「講義補足資料」を配布する。出席は、毎回出席表

を配布するのでその提出でもって確認する。 
シラバスコード FTD5112 
実務経験のある教員  
達成目標 ①企業内の情報化の状況を理解する。②知的所有権についての基礎を理解する。

③情報の危機管理、プライバシー、情報倫理の考え方の基礎を理解する。④情報
に関係する職業⼈を目指す生徒に対して、適切な教育指導が出来るように目指
す。 



受講者へのコメント  
連絡先 連絡の必要なときは学科⻑に申し出ること 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Information Society and Ethics 
関連科目 情報と職業、情報化と社会 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 学生が専門科目「情報」を学び、情報関連職種に就職する際に、必要となる進路

指導に必要な基礎知識を講義する。そのために、企業における情報化の状況の基
礎知識および知的所有権の状況について述べる。これらが、社会に及ぼす影響や
プライバシー、危機管理及び技術者の倫理的責任についての考える能⼒を持てる
事を目標とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 情報とは何か(情報の価値、情報量、情報の伝達)について説明する。 

2 回 情報社会の到達(情報ネットワーク、教育環境の情報化、ユビキタス)につい
て説明する。 
3 回 企業とは何か(企業の分類、日本的経営、企業経営、組織構造)について説明
する。 
4 回 企業組織と情報化(事務管理、職務分析、ＥＵＣ、ＯＡ化、ＬＡＮ、グルー
プウェア、イントラネット)について説明する。 
5 回 流通システム(ＰＯＳ、ＥＯＳ、在庫管理)について説明する。 
6 回 エンジニアリングシステム(自動制御、生産の自動化、ＣＡＤ，ＣＡＭ、Ｃ
ＡＥ、金融ネットワーク、銀行ＰＯＳ、交通システム、行政システム)について説
明する。 
7 回 中間試験Ⅰを行うとともに、知的財産権(著作権、著作者⼈格権、複製権、
著作権の制限)について説明する。 
8 回 知的財産権(特許権、実用新案権、意匠権、商標権、回路配置保護法、植物
品種保護法)について説明する。 
9 回 プライバシイー(幸福追求権、一⼈にしてもらう権利、肖像権)について説明
する。 
10 回 工学倫理(倫理綱領、⻩金律、自由、公平、校正)について説明する。 
11 回 工学倫理(プロフェッショナルとは)について説明する。 
12 回 工学倫理(危機管理の考え方、失敗学)について説明する。 
13 回 工学倫理(製造物責任)について説明する。 
14 回 中間試験Ⅱを行うとともに、工学倫理(設計に関する法令、設計の手順、設
計の必要事項) について説明する。 
15 回 工学倫理（内部告発）について説明する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。教員免許に必要な
講義名などを調べておくこと。 
2 回 ネットワークの種類について調べてみることユビキタスの意味を調べてみ
ること。 



3 回 企業、株式会社とは何かを調べておくこと。 
4 回 会社内で事務部門でのパソコンの活用と使用されているソフトの種類を調
べてみること。 
5 回 コンビニではどのようにパソコンを使用しているか調べておくこと。 
6 回 製造に使用される情報システムと社会システムのソフトについて調べてお
くこと。 
7 回 何が著作物か、著作権とは何か調べておくこと。 
8 回 特許権を取得するには何が必要かを調べておくことプログラムソフトは著
作物になるか考えてみること。 
9 回 プライバシーとは何か、個⼈情報とは何かを考えてみること。 
10 回 工学倫理と情報倫理との違いを考えてみること。 
11 回 プロフェッショナルとは何かを考えておくこと。 
12 回 危機管理について調べておくこと。 
13 回 製造物責任として考えられる例を調べておくこと。 
14 回 技術者として設計について必要事項を考えておくこと。 
15 回 内部告白の例を調べておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTD5121 
成績評価 提出課題２０％、小テストの結果４０％、定期試験４０％により評価する。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス DB(〜11) 
見出し FTD5121 電磁気学Ⅱ 
担当教員名 栗⽥ 満史 
単位数 2 
教科書 中川紀美雄ほか著 「基礎からの電磁気学」日新出版、プリント配布。 
アクティブラーニング  
キーワード マクスウェルの方程式、静電場、ガウスの法則、電位、電気双極子、磁場、磁束

密度、電流、電束密度、保存則、導体、電磁誘導、分極。 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 電磁気学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ⻑岡洋介著 「電磁気学 Ⅰ・Ⅱ」 岩波書店。 
授業形態 講義 
注意備考 電磁気学の内容は積み重ねであるため、毎回出席して、小テストを受け復習をし

っかり行うことが望ましい。上記に挙げる参考書は一例であり、自分にあうもの
を探すと良い。 

シラバスコード FTD5121 
実務経験のある教員  
達成目標 電磁現象をマクスウェルの方程式で記述できること。さらに、静電場の問題をあ

つかうができること。 
受講者へのコメント  
連絡先 20 号館 4 階 栗⽥研究室 kurita@ee.ous.ac.jp オフィスアワー：水曜日 3-5 時

限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Electromagnetic Theory II 
関連科目 電磁気学Ⅰ、電磁気学Ⅲ、光・電磁波工学、マイクロ波工学。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 マクスウエル方程式は簡潔かつ明解に電磁気現象を記述した方程式である。ここ

では、これら方程式を解説し、電磁気現象をいかにうまく記述できるかを示す。
それらの例として、静電場、電流による磁場を扱う。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  マクスウェルの方程式とベクトル解析について説明する。 

2 回  クーロンの法則、静電場について説明する。 



3 回  ガウスの法則について説明する。 
4 回  ガウスの法則とその応用について説明する。 
5 回  電位と仕事について説明し、小テストを行う。 
6 回  電位勾配について説明する。 
7 回  ラプラス・ポアソンの方程式、電気双極子について説明する。 
8 回  定常電流について説明し、小テストを行う。 
9 回  定常電流による磁場、電流間に働く磁気⼒について説明する。 
10 回  ビオ・サバールの法則とその応用について説明する。 
11 回  アンペアの法則とその応用について説明する。 
12 回  磁気双極子とガウスの法則について説明し、小テストを行う。 
13 回  ローレンツ⼒と電磁誘導について説明する。 
14 回  電荷保存則と変位電流について説明する。 
15 回  マクスウェルの方程式について説明し、講義の総括を行う。 

準備学習 1 回  電磁気学Ⅰで学んだベクトル解析（ベクトル微分演算子）について復習し
ておくこと。 
2 回  クーロン⼒と電場の関係について予習しておくこと。 
3 回  電磁気学Ⅰで学んだガウスの定理について復習しておくこと。 
4 回  前回の講義ノートを読み、復習しておくこと。 
5 回  物理学で定義される「仕事」について復習しておくこと。 
6 回  電磁気学Ⅰで学んだ「勾配」について復習しておくこと。 
7 回  簡単な定積分について復習しておくこと。 
8 回  第 7 回までの内容を復習し、自⼒で問題が解けるように努⼒しておくこと。 
9 回  授業内容を教科書で予習しておくこと。 
10 回  前回の内容を復習しておくこと。 
11 回  前回の内容を復習しておくこと。 
12 回  第 9-11 回の内容を予習しておくこと。 
13 回  外積（ベクトル積）について復習しておくこと。 
14 回  授業内容を教科書で予習しておくこと。 
15 回  勾配、発散、回転、ガウスの定理、ストークスの定理について復習してお
くこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTD5131 
成績評価 中間試験（３０％）、定期試験（６０％）、レポート（５％）、小テスト（５％） 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス DA(〜10),DB(〜10) 
見出し FTD5131 半導体工学 
担当教員名 萬本 義徳 
単位数 2 
教科書 高橋 清著「半導体工学（第２版）」（森北出版） 
アクティブラーニング  
キーワード ダイアモンド構造、エネルギーバンド、フェルミ準位、有効質量、ドナー、アク

セプタ、状態密度、フェルミ分布関数、少数キャリア、ライフタイム、空間電荷、
接合容量、不純物分布、ダングリングボンド、電流増幅率、エミッタ注入効率、
輸送効率、周波数特性、α 遮断周波数、２次元電子ガス、光起電⼒、電界発光、
誘導放出、コヒーレント、光エレクトニクス、⼈工格子、量子ドット、LSI 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 半導体工学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 桜庭一郎著：「半導体デバイスの基礎」（森北出版）など 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTD5131 
実務経験のある教員  
達成目標 バンド理論により絶縁体、半導体、金属の違いが理解できること。真性、ｐ型、

ｎ型半導体の違い、特徴がエネルギーバンド、結晶構造から理解できること。キ
ャリアの分布、発生・消滅の機構が理解できること。ｐ−ｎ接合のキャリアの分
布・移動が理解できること。ヘテロ接合の構造・特徴が理解できること。各種ト
ランジスタの動作及び周波数特性改善の工夫が理解できること。MOSFET、
CCD、レーザーダイオード等の各種デバイスの構造・特徴・応用が理解できるこ
と。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Semiconductor Engineering 
関連科目 電子物性の基礎、電子物性工学、光・電気電子材料、電子デバイス工学、センサ

工学、アナログ回路、電気電子回路設計 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 現代の電子・通信の技術を支えているのは小さな半導体のチップであり、半導体
の知識なしには電子工学は理解出来ない。本講義では半導体の基礎論から p−ｎ
接合、ヘテロ接合について説明し各種トランジスタ・ホトニックデバイス等の構
造、動作原理、応用について講義する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義内容全般の説明、半導体産業・技術に関するトピックスの紹介し半導体

の結晶構造について解説する。 
2 回 バンド理論およびフェルミ・ディラック統計の概説をする。 
3 回 半導体の電気伝導について説明し、真性半導体中のキャリア濃度の計算を
する。 
4 回 外因性半導体中のキャリア濃度の計算について説明する。 
5 回 キャリアの再結合について説明し、連続の方程式、アインシュタインの関係
式の導出について解説する。 
6 回 p-n 接合のエネルギ−準位図、電圧−電流特性、降伏現象、トンネルダイオ
−ドについて説明する。 
7 回 p-n 接合の解析−階段接合、傾斜接合−について説明する。 
8 回 中間試験 
9 回 ヘテロ接合のエネルギ−準位図について説明する。 
10 回 ヘテロ接合の電流輸送機構について説明する。 
11 回 トランジスタの基本動作、周波数特性について説明する。 
12 回 MOSFET, HEMT, CCD の構造、動作解析について説明する。 
13 回 半導体の光学的性質、太陽電池、ホトトランジスタ、発光ダイオ−ド、半
導体レ−ザ−について説明する。 
14 回 超格子、量子井⼾、量子効果デバイスについて説明する。 
15 回 集積回路、半導体材料技術について概説する。 

準備学習 1 回 半導体技術・産業に関する話題に関心を持ち、新聞、技術雑誌、テレビ等を
通じて関連する知識を得るべく 日頃から努めること。 
2 回 図書館で固体の結晶構造、バンド理論、フェルミ・ディラック統計に関する
入門書に目を通しておくこと。 
3 回 前回までの講義の復習をし、内容を充分理解しておくこと。 
4 回 前回講義の復習をし、内容をよく理解しておくこと。 
5 回 前回講義の復習をし、内容をよく理解しておくこと。 
6 回 前回講義の復習をし、内容をよく理解しておくこと。 
7 回 前回講義の復習をし、内容をよく理解しておくこと。 
8 回 第 2 回〜第 7 回までの講義内容を充分理解しておくこと。 
9 回 第 2 回〜第 7 回までの講義の復習をし、内容を充分理解しておくこと。 
10 回 前回講義の復習をし、内容をよく理解しておくこと。 
11 回 前回講義の復習をし、内容をよく理解しておくこと。 
12 回 前回講義の復習をし、内容をよく理解しておくこと。 
13 回 色々な物質による光の反射、吸収、透過についての基礎的な事柄について、
調べておくこと。 
14 回 固体のエネルギーバンド、ヘテロ接合について復習しておくこと。 



15 回 微細加工、プロセス技術、物質の高純度化技術について基礎的なことを調
べておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTD5311 
成績評価 中間試験（２５％），定期試験（４５％），小テスト（１０％），レポート（２０％） 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス DB(〜12) 
見出し FTD5311 電気回路Ⅰ 
担当教員名 萬本 義徳 
単位数 2 
教科書 佐治 學編著：「電気回路Ａ」（オーム社） 
アクティブラーニング  
キーワード オームの法則，直列接続，並列接続，抵抗，キャパシタ，インダクタ，キルヒホ

ッフの法則，複素数，正弦波，インピーダンス，アドミタンス，実効値，位相，
有効電⼒，電⼒整合 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答 暑い、冷房が効いていないという声が沢山ある。学生サービスの観点からも大学

は検討して欲しい。 
科目名 電気回路Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 小澤孝夫：「電気回路を理解する」（昭晃堂）小澤孝夫：「電気回路Ⅰ（基礎・交流

編)」（昭晃堂） 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTD5311 
実務経験のある教員  
達成目標 オームの法則・キルヒホフの法則の理解と適用ができること．直流・交流回路に

おける抵抗，キャパシタ，インダクタ等の素子の働きが理解出来ること．正弦波
の複素数表示と電気回路の法則を理解すること．簡単な回路の回路方程式をた
て，それが解けること．正弦波定常解析ができること． 

受講者へのコメント 基礎事項から説明しているので、授業中は集中して話を聞き、真剣に且つ自信を
持って課題に取り組んで欲しい。 
欠席回数３，４回の学生が１５％いるが、とにかく授業には出席して欲しい。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 [A]毎回宿題を与えたけど８割の学生は真面目に取り組んでおり、このまま続け
ていきたい。 
[B]大部分の学生は電気回路分野への理解が深まった、興味・関心が高まった、
技能・技術が向上したと答えており、これまで  通りの授業をしていく。 
[C]理解不足の学生が少し見受けられるので、もう少し丁寧に説明するよう心掛
ける必要があると思われる。 



英文科目名 Electrical Circuits I 
関連科目 電気回路Ⅰ演習，電気回路Ⅱ，数学Ⅰ，数学Ⅱ，応用数学Ⅰ、アナログ回路Ⅰ，

アナログ回路Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 理解不足の学生が少し見受けられるので、もう少し丁寧に説明するよう心掛ける

必要があると思われる。 
講義目的 電気回路は，電気電子システム学科の基幹の授業科目であり，電子工学，情報・

通信工学，制御工学の基礎的な考え方は電気回路を学ぶことによって養われる．
電気回路Ⅰでは直流回路および交流回路の基本的概念とその数学的取り扱い方，
回路方程式のたて方と解き方など，電気回路の基礎的な事項を学ぶ． 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 電気回路の考え方と基礎的な事柄について解説する。 

2 回 電気回路の数式化について説明する。 
3 回 電気回路に必要な数学Ⅰ（三角関数，複素数）について説明する。 
4 回 電気回路に必要な数学Ⅱ（微分，積分）について説明する。 
5 回 電気回路に必要な数学Ⅲ（行列，行列式）について説明する。 
6 回 回路素子，電圧源，電流源について解説する。 
7 回 正弦波交流，電⼒とエネルギーについて解説する。 
8 回 フェーザ図，インピーダンス，アドミッタンスについて解説する。 
9 回 中間試験 
10 回 回路方程式のたて方と解き方Ⅰ（キルヒホッフの法則，網目電流の方法）
の説明をする。 
11 回 回路方程式のたて方と解き方Ⅱ（節点電圧の方法）の説明をする。 
12 回 回路網に関する定理Ⅰ（重ね合わせの定理，テブナンの定理）について解
説する。 
13 回 回路網に関する定理Ⅱ（ノートンの定理，補償の定理）について解説する。 
14 回 回路網に関する定理Ⅲ（Ｙ−△変換，ブリッジ回路）について解説する。 
15 回 回路網に関する定理Ⅳ（定抵抗回路，最大電⼒供給の定理，相反の定理）
について解説する。 

準備学習 1 回 身近な電気機器について考えておくこと。 
2 回 高等学校で学んだ数学の復習しておくこと。 
3 回 高等学校で学んだ三角関数，複素数について復習しておくこと。 
4 回 高等学校で学んだ微分，積分について復習しておくこと。 
5 回 高等学校で学んだ行列，行列式について復習しておくこと。 
6 回 前回の講義内容を復習し，よく理解しておくこと。 
7 回 前回の講義内容を復習し，よく理解しておくこと。 
8 回 前回の講義内容を復習し，よく理解しておくこと。 
9 回 第１回〜第８回の講義内容を整理しよく理解しておくこと。 
10 回 第１回〜第８回の講義内容を整理し復習しておくこと。 
11 回 前回の講義内容を復習し，よく理解しておくこと。 
12 回 前回の講義内容を復習し，よく理解しておくこと。 
13 回 前回の講義内容を復習し，よく理解しておくこと。 
14 回 前回の講義内容を復習し，よく理解しておくこと。 



15 回 前回の講義内容を復習し，よく理解しておくこと。 
 



年度 2012 
授業コード FTD5312 
成績評価 提出課題２０％、小テストの結果４０％、定期試験４０％により評価する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス DB(〜11) 
見出し FTD5312 電磁気学Ⅲ 
担当教員名 栗⽥ 満史 
単位数 2 
教科書 中川紀美雄ほか著 「基礎からの電磁気学」日新出版、プリント配布。 
アクティブラーニング  
キーワード 誘電体、誘電分極、磁化、磁性体、磁気回路、インダクタンス、波動方程式、屈

折、境界条件、偏光、反射、透過。 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特になし。 
科目名 電磁気学Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ⻑岡洋介著 「電磁気学 Ⅰ・Ⅱ」 岩波書店。 
授業形態 講義 
注意備考 電磁気学の内容は積み重ねであるため、毎回出席して、小テストを受け復習をし

っかり行うことが望ましい。上記に挙げる参考書は一例であり、自分にあうもの
を探すと良い。 

シラバスコード FTD5312 
実務経験のある教員  
達成目標 物質の導電性、誘電性、磁性という特殊な問題を理解できること。電磁波の波動

方程式を取扱うことができること。 
受講者へのコメント 特になし。 
連絡先 20 号館 4 階 栗⽥研究室 kurita@ee.ous.ac.jp オフィスアワー：水曜日 3-5 時

限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講者が多すぎるとの意見がありましたが、今回の受講者は 32 名程度ですから
問題はなかった筈です。 

英文科目名 Electromagnetic Theory III 
関連科目 電磁気学Ⅰ、電磁気学Ⅱ、光・電磁波工学、マイクロ波工学。 
次回に向けての改善変更予定 種々の応用的な話を授業で行った結果、この分野への興味、関心が高まったとの

アンケート評価でありましたが、理解度（テスト結果）の観点から、基本的な内
容に復習しながら講義を進める予定です。 

講義目的 電磁気学は電気・電子系分野の基礎となる学問である。ここでは、物質中でも真
空中と同様に、電磁気現象をマクスウェル方程式で整理できることを示す。主に、
導体の性質、誘電体の分極、磁性体の磁化を電磁気学的知識を用いていかにして



理解できるかを説明する。また、磁気回路や電磁波の伝わり方について述べる。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  静電場の性質（ガウスの法則）の復習を行う。 

2 回  静電場の性質（静電場と電位）の復習を行う。 
3 回  平行平板コンデンサに蓄えられる静電エネルギーについて説明する。 
4 回  第 1 回小テストとポアソンの方程式とラプラスの方程式について説明す
る。 
5 回  導体の性質について説明する。 
6 回  導体の応用（静電遮蔽と接地）について説明する。 
7 回  種々のコンデンサとその静電容量について説明する。 
8 回  第 2 回小テストを実施し、誘電体について説明する。 
9 回  誘電体と分極（誘電体中の電場）について説明する。 
10 回  誘電体とコンデンサ、誘電体における境界条件について説明する。 
11 回  磁性体と磁化電流について説明する。 
12 回  第 3 回小テスト、磁束密度と磁化曲線、磁気エネルギーについて説明す
る。 
13 回  磁性体における境界条件（屈折）、電磁誘導とインダクタンスについて説
明する。 
14 回  電磁現象とマクスウェル方程式、種々のコイルのインダクタンスについ
て説明する。 
15 回  自己インダクタンスと相互インダクタンス、変圧器について説明する。 

準備学習 1 回  クーロンの法則を復習しておくこと。 
2 回  ガウスの定理を復習しておくこと。 
3 回  コンデンサの性質について調べておくこと。 
4 回  第 1-3 回の講義内容を整理、理解しておくこと。 
5 回  導体と絶縁体との違いを調べておくこと。 
6 回  前回の講義内容を整理、理解しておくこと。 
7 回  平行平板コンデンサの静電容量について調べておくこと。 
8 回  第 7 回までの講義内容を整理、理解しておくこと。 
9 回  前回の内容を復習しておくこと。 
10 回  前回の内容を復習しておくこと。 
11 回  前回の内容を復習しておくこと。 
12 回  前回の内容を復習しておくこと。 
13 回  前回の内容を復習しておくこと。 
14 回  前回の内容を復習しておくこと。 
15 回  これまでの配付資料を整理しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTD5321 
成績評価 定期試験（50％）、小試験（50％） 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス DA(〜10),DB(〜10) 
見出し FTD5321 画像工学 
担当教員名 中川 紀美雄 
単位数 2 
教科書 貴家仁志「よくわかるデジタル画像処理」CQ 出版社 
アクティブラーニング  
キーワード 光学、画像、画像フィルター、フーリェ変換 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 画像工学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 河⽥、南著「科学計測のための画像処理」CQ 出版社 
授業形態 講義 
注意備考 質問は E メールを利用してください． 
シラバスコード FTD5321 
実務経験のある教員  
達成目標 画像機器の理解、たとえば TV、コピー機、カメラなどの光学機器の原理が理解

できること． 
受講者へのコメント  
連絡先 E メール：nakagawa@ee.ous.ac.jp 電話 086-256-9566 オフィスアワー 金曜日 

7,8 限 5 号館 2F 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Image Processing 
関連科目 通信工学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 近年のマルチメディアの発展に伴い画像処理の問題は、重要な研究課題となって

きている。特に、ディジタルハイウェイ構想に代表されるように情報量の大きい
画像の伝送が可能になってきている。また、医用や工業における画像処理の問題
は、大きな可能性を秘めている。本講義では画像処理の基礎から応用について詳
しく説明する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  画像の表示 

2 回  画像の変換 
3 回  区間フィルタの処理 



4 回  フーリェ変換の基礎 
5 回  二次元フーリェ変換 
6 回  アダマール変換 
7 回  ウェーブレット変換 
8 回  画像の伝送 
9 回  線対応の画像処理 
10 回  領域対応の画像処理 
11 回  動画像の解析 
12 回  画像入出⼒装置 
13 回  CG とその応用Ⅰ 
14 回  CG とその応用Ⅱ 
15 回  定期試験 

準備学習  
 



年度 2012 
授業コード FTD5322 
成績評価 定期試験(50％)，中間試験(30％)，演習(20％) 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス DA(〜10),DB(〜10) 
見出し FTD5322 パワーエレクトロニクス 
担当教員名 笠 展幸 
単位数 2 
教科書 矢野昌雄，打⽥良平共著・「パワーエレクトロニクス」・丸善 
アクティブラーニング  
キーワード パワー半導体デバイス、整流回路、インバータ、直流チョッパ、コンバータ、直

流･交流電動機制御 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 良い感想をいただいたと思います。 
科目名 パワーエレクトロニクス 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 原⽥耕介，二宮保，顧文建共著・「スイッチングコンバータの基礎」・コロナ社杉

本英彦・小山正⼈・玉井伸三・「AC サーボシステムの理論と設計の実際」，総合
電子出版社 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTD5322 
実務経験のある教員  
達成目標 パワー半導体デバイスを使用した電源回路の動作を理解し、設計できるようにす

る。交流電動機の特性を理解し、その制御方式についても理解できるようにする。 
受講者へのコメント 講義で学んだことが将来役立てばよいと思います。 
連絡先 笠研究室（17 号館 5 階）電子メール kasa@ee.ous.ac.jp，電話 086-256-9521，オ

フィスアワー 水曜日 5,6 時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 良い評価をいただいたと思います。 
英文科目名 Power Electronics 
関連科目 電気回路 I、電気回路 I 演習、電気回路 II、アナログ回路、電気エネルギー変換

機器 
次回に向けての改善変更予定 現状のままでなく、新しいトレンドを入れていく予定です。 
講義目的 パワーエレクトロニクスは、パワー半導体デバイスを用いて電⼒の変換・制御を

行う技術分野でさる。現在では、一般産業はもちろん家電・OA 機器から医療、
交通・鉄道、電⼒に至る幅広い分野をカバーする電気・電子工学の基幹技術であ
る。本講義では、以上の技術の解説に加え、近年の地球環境問題の解決法の一つ
である新エネルギーについても解説する。 



対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション 

2 回  パワー半導体デバイス 
3 回  整流回路 
4 回  整流回路の交流側特性とインバータ 
5 回  直流チョッパ 
6 回  共振形コンバータ 
7 回  DC-DC コンバータ 
8 回  中間試験 
9 回  自励式インバータ 
10 回  PWM インバータ 
11 回  直流・交流電動機制御の基礎 
12 回  電動機制御の理論 
13 回  電動機制御の応用 
14 回  新エネルギー(1) 
15 回  新エネルギー(2) 

準備学習 1 回  身の回りの物でインバータを使用しているものがあるか調べる 
2 回  半導体の PN 接合について復習する 
3 回  ダイオードとサイリスタについて復習する 
4 回  交流回路について復習する 
5 回  電磁気学の磁束について復習する 
6 回  電気回路の LC 共振について復習する 
7 回  直流チョッパについて復習する 
8 回  第７回目までの内容について理解する 
9 回  三相交流について復習する 
10 回  自励式インバータについて復習する 
11 回  電気機器の交流電動機について復習する 
12 回  直流電動機・誘導電動機と同期電動機について復習する 
13 回  PWM インバータについて復習する 
14 回  太陽電池について調べる 
15 回  風車について調べる 

 



年度 2012 
授業コード FTD53D2 
成績評価 講義への取り組み方（30％）及び定期試験（70％）の両面で評価する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス DA(12〜12),DB(12〜12) 
見出し FTD53D2 技術者の社会⼈基礎 
担当教員名 ⽥邉 麻里子＊ 
単位数 2 
教科書 必要に応じて適時紹介する。 
アクティブラーニング  
キーワード 常識 ルール 自己管理 自己抑制 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 みんなの顔を思い出しながら、嬉しく楽しく拝読しました。 

ありがとう！！！ 
科目名 技術者の社会⼈基礎 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて適時紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTD53D2 
実務経験のある教員  
達成目標 技術者としての実⼒と専門性を発揮するために不可欠な社会性と⼈間⼒を養成

する。 
受講者へのコメント 講義は、主役である諸君とサポートする立場である私の共同事業です。 

諸君が真剣に課題に取り組んでくれた成果が、今回の評価につながったと思いま
す。 
私も楽しく講義を行うことができました。 
受講者諸君に感謝しています。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 高い評価をありがとう。 
英文科目名 Social communication for engineers 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ① 社会⼈としての当事者意識を醸成させる。 

② 技術者が知っておかねばならない社会⼈/企業⼈としての常識を習得させ
る。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の目的・受講生に期待すること・受講に関しての注意事項を説明する。 



社会⼈としての常識について自己の現状レベルを各自が自覚する。 
2 回 社会⼈としての責任と義務/社会的ルール/常識を説明する。 
3 回 社会⼈として知っておかねばならない法律/働き手側の立場について説明す
る。 
4 回 経済のしくみ/経済用語を説明する。 
5 回 自ら考える⼒/工夫する⼒/論理性/判断⼒を習得する。 ① 
6 回 自ら考える⼒/工夫する⼒/論理性/判断⼒を習得する。 ② 
7 回 自ら考える⼒/工夫する⼒/論理性/判断⼒を習得する。 ③ 
8 回 自ら考える⼒/工夫する⼒/論理性/判断⼒を習得する。 ④ 
9 回 自ら考える⼒/工夫する⼒/論理性/判断⼒を習得する。 ⑤ 
10 回 組織⼒学/⼈間関係について説明する。 
11 回 経済環境/市場環境と意識変化について説明する。 
12 回 優れた技術系経営者の仕事の仕方/考え方/生きざまを研究する。 
13 回 優れた技術系起業⼈の起業の仕方/モノの考え方を研究する。 
14 回 技術系企業のケースステダィを通して経営戦略/マネジメント手法/⼈事戦
略を分析する。 
15 回 自己の能⼒/強みのアピールにトライする。 

準備学習 1 回 シラバスを読んで講義概要を把握しておくこと。 
2 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
3 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
4 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
5 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
6 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
7 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
8 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
9 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
10 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
11 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
12 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
13 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
14 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
15 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 

 



年度 2012 
授業コード FTD5511 
成績評価 定期試験（８０%）、小試験（２０%） 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス DA(〜11) 
見出し FTD5511 電磁気学Ⅱ 
担当教員名 中川 紀美雄 
単位数 2 
教科書 中川紀美雄ほか著 「基礎からの電磁気学」日新出版。 
アクティブラーニング  
キーワード マクスウェルの方程式、静電場、ガウスの法則、電位、電気双極子、磁場、導体、

誘電体、分極、電流、電束密度。 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 電磁気学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ⻑岡洋介著 「電磁気学 Ⅰ・Ⅱ」 岩波書店。 
授業形態 講義 
注意備考 質問は、E メールを利用してください。 
シラバスコード FTD5511 
実務経験のある教員  
達成目標 電磁現象をマクスウェルの方程式で記述できること。さらに、静電場の問題を取

扱うことができること。 
受講者へのコメント  
連絡先 E メール：nakagawa@ee.ous.ac.jp，電話 086-256-9566 オフィスアワー 金曜日 

7,8 時限 5 号館２F 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Electromagnetic Theory II 
関連科目 電磁気学Ⅰ、電磁気学Ⅲ、光・電磁波工学、マイクロ波工学。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 マクスウエル方程式は簡潔かつ明解に電磁気現象を記述した方程式である。ここ

では、これら方程式を解説し、電磁気現象をいかにうまく記述できるかを示す。
それらの例として、静電場、電流による磁場を扱う。次に、物質を導体、誘電体、
磁性体に大別し、特に誘電体における分極をいかにして直感的に理解するかを説
明する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  マクスウェルの方程式 

2 回  静電場 



3 回  ガウスの法則 
4 回  電位の勾配 
5 回  ラプラスの方程式とポアソンの方程式 
6 回  電気双極子 
7 回  定常電流による磁場 
8 回  アンペアの法則 
9 回  電磁誘導、中間テスト 
10 回  導体の性質 
11 回  静電容量 
12 回  誘電体と分極 
13 回  電束密度 
14 回  電流 
15 回  定期試験 

準備学習  
 



年度 2012 
授業コード FTD5512 
成績評価 定期試験（８０%）、小試験（２０%） 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス DA(〜11) 
見出し FTD5512 電磁気学Ⅲ 
担当教員名 中川 紀美雄 
単位数 2 
教科書 中川紀美雄ほか著 「基礎からの電磁気学」日新出版。 
アクティブラーニング  
キーワード 磁化、磁性体、インダクタンス、波動方程式、直交関係、偏光、反射、屈折、透

過、境界条件。 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 電磁気学Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ⻑岡洋介著 「電磁気学 Ⅰ・Ⅱ」 岩波書店。 
授業形態 講義 
注意備考 質問は、E メールを利用してください。 
シラバスコード FTD5512 
実務経験のある教員  
達成目標 物質の磁性という特殊な問題を理解できること。電磁波の波動方程式を取扱うこ

とができること。 
受講者へのコメント  
連絡先 E メール：nakagawa@ee.ous.ac.jp，電話 086-256-9566 オフィスアワー 金曜日 

7,8 時限 5 号館２F 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Electromagnetic Theory III 
関連科目 電磁気学Ⅰ、電磁気学Ⅱ、光・電磁波工学、マイクロ波工学。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 電磁気学は電気・電子系分野の基礎となる学問である。電磁気学では、電磁気的

な現象と数式との対応関係をよく理解することが重要である。ここでは、特に磁
性体における磁気双極子能率（磁気モーメント）をいかにして直感的に理解する
かを説明する。また、物質中でも真空中と同様に、電磁気現象をマクスウェル方
程式で整理できることを示す。更に、電磁波の伝わり方について述べる。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  磁性体と磁化電流 

2 回  磁束密度と磁界 



3 回  磁性体における境界条件 
4 回  インダクタンス 
5 回  静磁エネルギー 
6 回  磁荷と磁流、中間テスト 
7 回  波動方程式 
8 回  波動方程式の解(1) 
9 回  波動方程式の解(2) 
10 回  電磁波の性質(1) 
11 回  電磁波の性質(2) 
12 回  光の反射屈折(1) 
13 回  光の反射屈折(2) 
14 回  光の反射屈折(3) 
15 回  定期試験 

準備学習  
 



年度 2012 
授業コード FTD55D1 
成績評価 定期試験（80％）、レポート（20％） 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス DA(〜10),DB(〜10) 
見出し FTD55D1 電波法規 
担当教員名 信吉 輝己 
単位数 1 
教科書 電波法大綱／足達啓一／電気通信振興会 
アクティブラーニング  
キーワード 国際電気通信連合憲章及び条約、無線設備、無線通信、衛星通信、免許手続、予

備免許、占有周波数帯幅、空中線電⼒、送信装置、受信装置、主任無線従事者制
度、運用責任者、通信方法、無線局の検査、無線通信秩序、電波伝搬障害、不法
無線局など 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 電波法規 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 教育用 電波法令集（抄）／電気通信振興会編／電気通信振興会 
授業形態 講義 
注意備考 ※授業受講の事前準備としてＷｅｂで下調べを行うこと。※課題提出システム i-

SYS を用いＷｅｂで課題の提出を受け付ける。レポート相談は担当教員のオフィ
スアワーに行う。 

シラバスコード FTD55D1 
実務経験のある教員  
達成目標 本講義を履修することにより、第 1 級陸上特殊無線技士、第 2 級、第 3 級海上特

殊無線技士資格が取得できることを考慮して資格取得者にふさわしい学⼒を習
得させること。また電気通信主任技術者国家試験科目のひとつである電波法規の
受験を目指す学生の合格の手助けとなること。 

受講者へのコメント  
連絡先 17 号館 4F 信吉研究室 086-256-9560 nobuyosi＠ee.ous.ac.jp オフィスアワ

ー 水曜 5,6 時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Radio Law 
関連科目 電子工学実験Ⅰ、通信工学、通信システム、計測工学、マイクロ波工学、光・電

磁波工学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 本講義では第 1 級陸上特殊無線技士、第 2 級、第 3 級海上特殊無線技士資格及び



電気通信主任技術者資格取得のための電波法令及び電気通信事業法について解
説し、受講生が資格取得のための学⼒を付けることを目標とする。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 電波法体系及び法の総則について講述する。 

2 回 無線局の免許 I について講述する。 
3 回 無線局の免許 II について講述する。 
4 回 無線設備、無線機器形式検定、技術基準適合証明について講述する。 
5 回 無線従事者について講述する。 
6 回 無線局の運用について講述する。 
7 回 無線局の監督について講述する。 
8 回 無線設備機能の保護、無線通信秩序の確保、罰則について講述する。 

準備学習 1 回 無線従事者国家試験について図書館や HP(日本無線協会）でよく調べてみ
ておくこと 
2 回 無線局の免許について、図書館などで法令集を調べてみておくこと 
3 回 無線局の免許について、図書館などで法令集を調べてみておくこと 
4 回 無線設備や無線機器について概説するので現在身の回りで使われている設
備や機器について調べておくこと 
5 回 無線従事者には様々な種類があるので、その種類を調べ、自分がどの無線従
事者に関心があるのか考えておくこと 
6 回 無線局の運用について、図書館などで法令集を調べてみておくこと 
7 回 無線局の監督について、図書館などで法令集を調べてみておくこと 
8 回 電波法と罰則について、自分なりに調べてみること 

 



年度 2012 
授業コード FTD55E2 
成績評価 定期試験（80％）、レポート（20％） 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス DA(〜10),DB(〜10) 
見出し FTD55E2 光情報工学 
担当教員名 信吉 輝己 
単位数 2 
教科書 光情報工学の基礎／吉村 武晃／コロナ社 
アクティブラーニング  
キーワード 光コンピュータ、光配線、コヒーレント光学、光ディスク、線形光学システム、

空間周波数フィルタリング、開口数、伝達関数、レーザ、光ファイバ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 光情報工学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 光とフーリエ変換／谷⽥⾙ 豊彦 ／朝倉書店 
授業形態 講義 
注意備考 ※課題提出は課題提出システム i-SYS を用いて Web で受け付ける。レポート相

談は、担当教員のオフィスアワーに行う。 
シラバスコード FTD55E2 
実務経験のある教員  
達成目標 光学系をシステム工学論的にとらえ、光学信号の入出⼒、記録、信号処理、伝送

などの光学情報処理の理解と習得 
受講者へのコメント  
連絡先 17 号館 4 階 信吉研究室 086-256-9560 nobuyosi＠ee.ous.ac.jp オフィスアワ

ー 火曜日 7・8 時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Optical Computing 
関連科目 光・電磁波工学、ディジタル回路Ⅱ、光・電気電子材料、通信工学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 光コンピュータは，光の最大の特徴である空間的並列性と時間的高速性を生かし

た新しい理論演算原理に基づいて，将来の超高速・巨大容量計算システムの１つ
の可能性を開くものとして最近広い関心を集めている。本講義では，光情報処理
に関連するとみられる基礎的技術や演算処理法、光デバイス等について述べるこ
とにする。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 光学情報処理の概論について講述する。 



2 回 コヒーレントシステムについて講述する。 
3 回 光学変換について講述する。 
4 回 インコヒーレント光学処理について講述する。 
5 回 フーリエ変換とフィルタリングについて講述する。 
6 回 ホログラフィーについて講述する。 
7 回 光インターコネクションについて講述する。 
8 回 入出⼒装置・ディスプレーについて講述する。 
9 回 アナログ光演算処理について講述する。 
10 回 デジタル光演算処理について講述する。 
11 回 光記憶装置について講述する。 
12 回 空間光変調素子について講述する。 
13 回 光機能デバイスについて講述する。 
14 回 光コンピュータの成り立ちについて講述する。 
15 回 光コンピュータの仕組みと今後について講述する。 

準備学習 1 回 情報処理に利用可能である光の特性について、光電磁波工学の教科書など
で復習しておくこと 
2 回 コヒーレントの概念について、Web や図書館などで調べてみておくこと 
3 回 光学変換について、何がどのように行われるのか、性能はどのように決まる
のかなどを考えてみること 
4 回 光信号処理という用語について自分なりに考えてみること 
5 回 フーリエ変換について、数学の教科書などで確認しておくこと 
6 回 ホログラフィーが身の回りでどのように使われているか Web や図書館で調
べておくこと 
7 回 光配線や光インターコネクションといった用語について自分なりに調べて
みること 
8 回 光学機器の入出⼒装置について概説するので、どのようなものがあるか
Web や図書館で調査しておくこと 
9 回 アナログ演算とデジタル演算の違いについてデジタル回路などの教科書で
復習しておくこと 
10 回 デジタル光演算とはどのようなものか自分なりに考えておくこと 
11 回 光記憶装置にはどのような種類が有り、どのように動作するか Web や図
書館などで調べておくこと 
12 回 変調について通信工学等の教科書で復習しておくこと 
13 回 光機能デバイスとはどういうものか Web や図書館で調べておくこと 
14 回 光コンピュータを構成するには何が必要か自分なりに考えておくこと 
15 回 光コンピュータを構成するには何が必要か Web や図書館などで調べてお
くこと 

 



年度 2012 
授業コード FTD5711 
成績評価 定期試験(30%)，中間試験＋小テスト(30%)，報告書(20%)，WEB 課題（20%）

により成績を評価する。 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス DA(〜11),DB(〜11) 
見出し FTD5711 プログラミング基礎 
担当教員名 道⻄ 博行、太⽥ 寛志 
単位数 2 
教科書 コンピュータ実習（１年後期）の教科書を使用するので、必ず持参すること。 
アクティブラーニング  
キーワード プログラミング言語、Ｃ言語、関数、ポインタ、構造体、データ構造、アルゴリ

ズム 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 空調に関するコメントをいただきましたが、１１号館の実習室は集中管理となっ

ている上に、 
教室の形状により空調の効きが場所によって、かなりの格差があります。 
場合によっては、各自で空調をコントロールしていただいても結構です。 

科目名 プログラミング基礎 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 Ｃ言語演習／小林修二／森北出版社 
授業形態 講義 
注意備考 本講義は、情報処理センター（11 号館）の実習室にて行う。 

毎回、WEB を利用した課題提出を予定している。 
随時小テストを実施するので、常に前回までの内容を復習しておくこと。報告書
に不備があった場合には、返却するので、次回の実習の開始前に再提出すること。 

シラバスコード FTD5711 
実務経験のある教員  
達成目標 C 言語により関数を用いたプログラムが記述でき、ポインタの概念が理解できて

いること。構造体を用いた記述およびファイルによる入出⼒操作が理解できてい
ること。 

受講者へのコメント 課題レポート（４回実施）により、成績評価だけでなく、理解度の把握も行って
おりますので、できるだけもれなく課題提出してください。 
また、WEB 課題は、期限に遅れても必ず提出するように心がけてください。 

連絡先 道⻄研究室 17 号館 5 階 mitinisi@ee.ous.ac.jp,086-256-9728 
太⽥研究室 17 号館 3 階 ohta@ee.ous.ac.jp,086-256-9632 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 予習復習をよく行った・積極的に取り組んだ⼈ほど、他の項目も高評価であるの
で、これらが理解度に直結していることがよく分かります。逆に、予習復習（特
に復習）をする・しないで、学⼒に大きな差のつく科目であるといえます。 



英文科目名 Computer Programming 
関連科目 コンピュータリテラシ，コンピュータ工学Ⅰ，コンピュータ工学Ⅱ，コンピュー

タ実習，数値計算 
特に、コンピュータ実習については修得済みであることが望ましい。 

次回に向けての改善変更予定 小テストの回数を増やして、理解度の把握を密に行い、その都度指導できるよう
に改善したい。 

講義目的 「コンピュータ実習」では、プログラミング言語「Ｃ」を通じて、プログラミン
グの方法、データの取り扱いについて学習したが、本講義では、Ｃ言語における
関数、ポインタ、構造体などの機能を理解するとともに、プログラミングにおけ
る応用⼒を養うこと目的とする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  コンピュータ実習の復習（１）を行う。 

2 回  コンピュータ実習の復習（２）を行う。 
3 回  関数（１） 関数定義と関数呼び出しについて説明する。 
4 回  関数（２） 関数の設計について説明する。 
5 回  関数（３） 配列の受渡しについて説明する。 
6 回  文字列（１） 文字列リテラルと文字配列について説明する。 
7 回  文字列（２） 文字列操作について説明する。 
8 回 ７回目までの内容の概説を行ったのち、中間テストを実施する。 
9 回 ポインタ（１） アドレス演算とポインタについて説明する。 
10 回 ポインタ（２） ポインタと関数について説明する。 
11 回 ポインタ（３） ポインタと配列について説明する。 
12 回 構造体（１） 構造体の宣言について説明する。 
13 回 構造体（２） 構造体のポインタについて説明する。 
14 回  ファイル処理（１） テキストファイル操作について説明する。 
15 回  ファイル処理（２） バイナリファイル操作について説明する。 

準備学習 1 回 C 言語の開発環境について復習しておくこと。 
2 回 条件分岐や反復について復習しておくこと。 
3 回 関数の型について理解しておくこと。 
4 回 関数の関数定義と関数呼び出しについて理解しておくこと。 
5 回 関数のプロトタイプについて予習しておくこと。 
6 回 文字変数（文字型の変数）について調べておくこと。 
7 回 文字列と文字配列について復習しておくこと。 
8 回 第１回〜第７回の範囲の復習をしておくこと。 
9 回 変数の格納されているアドレスについて予習しておくこと。 
10 回 アドレス演算について理解しておくこと。 
11 回 配列名とポインタの関係を調べておくこと。 
12 回 構造体について調べておくこと。 
13 回 構造体のメンバとそれらの参照法について理解しておくこと。 
14 回 ファイル変数について調べておくこと。 
15 回 テキストファイルの読み書きについて理解しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTD57D2 
成績評価 定期試験(40%)，WEB 課題(20%)，中間試験＋小テスト(40%)，により成績を評

価する。 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス DA(〜12),DB(〜12) 
見出し FTD57D2 コンピュータ実習 
担当教員名 道⻄ 博行、太⽥ 寛志 
単位数 2 
教科書 新版明解Ｃ言語入門編／柴⽥望／ソフトバンクパブリッシング 
アクティブラーニング  
キーワード プログラミング言語、コンパイル、データ処理、フローチャート 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 自由記述を多く頂いていますが、すべて好意的なコメントです。今後もそのよう

なコメントを頂けるようにころこがけてゆきます。 
科目名 コンピュータ実習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 Ｃ言語演習／小林修二著／森北出版社 

Ｃ言語プログラミングレッスン／結城 浩／フトバンクパブリッシング 
授業形態 実験実習 
注意備考 本実習は、情報処理センター（１１号館５階）の実習室にて行う。 

コンピュータ工学Ⅰを同時に受講することが望ましい。随時小テストを実施する
ので、常に前回までの内容を復習しておくこと。 
※毎回、WEB を利用した課題提出を予定している。 

シラバスコード FTD57D2 
実務経験のある教員  
達成目標 C 言語により配列を用いた初歩的なプログラム（データ処理のプログラム）が作

成できること。また、プログラムのフローチャートが作成できること。 
受講者へのコメント WEB 課題は成績評価だけでなく、理解度の把握も行っておりますので、できる

だけもれなく提出してください。期限をすぎても提出可能な場合がほとんどです
ので、欠席した場合も可能な限り提出してください。隔週で実施している小テス
トも理解度の把握を行うと同時に、その結果を講義時間内にフィードバックして
おります。その結果に応じて各自が、自分の理解度を確認し、予習復習に役立て
てもらえば幸いです。 

連絡先 道⻄研究室 17 号館５階 mitinisi＠ee.ous.ac.jp,086-256-9728, オフィスアワー 
金曜日 5.6 時限 
太⽥研究室 17 号館３階 ohta＠ee.ous.ac.jp， 086-256-9762，オフィスアワー 
金曜日 5.6 時限 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 無欠席者が 47.4％であり、出席率が高く、これに理解度が比例して良くなってい



ます。また、満足、ほぼ満足の回答が 81.5%と高くなっているのもこの影響と思
われます。 

英文科目名 Computer Practice 
関連科目 コンピュータリテラシ，コンピュータ工学Ⅰ，コンピュータ工学Ⅱ，プログラミ

ング基礎，数値計算 
次回に向けての改善変更予定 演習を増やして、理解度の向上を図りたい。 
講義目的 コンピュータシステムを自在に使いこなすために、プログラミング言語を習得す

ることは重要である。本実習では、プログラミング言語「Ｃ」を通じて、プログ
ラミングの方法、データの取り扱いについて学習するとともに、コンピュータに
おいて実行される処理の内容とその流れについての理解を深めることを目的と
する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  プログラミングの基礎 プログラミング言語について概説する。 

2 回  プログラミング言語Ｃの概要 プログラムのコンパイルと実行法について
概説する。 
3 回  変数と定数 変数の宣言 printf 関数について説明する。 
4 回  演算と型 ２項演算子 scanf 関数について説明する。 
5 回  条件分岐（１） if 文と条件式について説明する。 
6 回  条件分岐（２） if 文における複雑な条件式について説明する。 
7 回  条件分岐（３） switch 文について説明する。 
8 回 7 回目までの範囲の概説を行ったのち、中間テストを実施する。 
9 回 反復処理（１） do-while 文について説明する。 
10 回  反復処理（２） while 文について説明する。 
11 回  反復処理（３） for 文について説明する。 
12 回  反復処理（４） for 文と do-while 文、while 文との書き換えについて説明
する。 
13 回  配列（１） 配列の初期化について説明する。 
14 回 配列（２） 配列の書き換えについて説明する。 
15 回  配列（３） 配列を用いたデータ処理について説明する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 Ｃ言語の開発環境について理解しておくこと。 
3 回 コンパイルとデバック処理が理解できていること。 
4 回 変数とその宣言について復習しておくこと。 
5 回 printf 関数と scanf 関数について復習しておくこと。 
6 回 単純な条件における条件判定のルールを理解しておくこと。 
7 回 if 文の分岐のルールを理解しておくこと。 
8 回 課題提出システム等を利用して、第１回〜第７回までの範囲の復習をして
おくこと。 
9 回 条件演算子について復習しておくこと。 
10 回 do-while 文の繰り返しの判定について理解しておくこと。 
11 回 while 文の繰り返しの判定について理解しておくこと。 
12 回 for 文における繰り返しの判定について理解しておくこと。 



13 回 変数の型と宣言について復習しておくこと。 
14 回 配列の宣言と初期化について理解しておくこと。 
15 回 配列の書き換えについて理解しておくこと。。 

 



年度 2012 
授業コード FTD59B1 
成績評価 定期試験（80％）とレポート（20％）で総合的に評価する。 
曜日時限 金曜日 9・10 時限 
対象クラス DA(〜11),DB(〜11) 
見出し FTD59B1 経営工学 
担当教員名 村⽥ 厚生＊、米⽥ 忠義＊、和迩 浩一＊、辻 総一郎＊ 
単位数 2 
教科書 ⼈間中心の生産システム論／村⽥厚生／日本出版サービス 
アクティブラーニング  
キーワード IE，生産システム，効率化，最適化，OR，品質管理，工程管理，かんばん方式，

稼動分析，動作・時間分析，⼈間工学，⼈間−機械系 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 経営工学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義の際に適宜紹介する。教科書の参考文献を参考のこと。 
授業形態 講義 
注意備考 講義に必ず出席し，レポートの期限を厳守すること。 
シラバスコード FTD59B1 
実務経験のある教員  
達成目標 生産システム，ロボットシステムの運用，管理， 安全，および，知的システムに

関する基礎を理解し応用する能⼒を習得すること。 
受講者へのコメント  
連絡先 （村⽥厚生）岡山大学工学部５号館３０２室。（他の教員）岡山理科大学２０号館

４階「工学就業⼒育成支援室」（電話：086 ｰ 256 ｰ 8627） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 学会理事の仕事，国際会議等で相当多忙なため，スケジュールが不規則になりま
したが，同一の時間帯で講義可能になるように善処できればと考えます。 

英文科目名  
関連科目 数学系基礎科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生産システムでは⼈間（作業者）が機械やロボットとインタラクション（相互作

用）し合いながら製品，部品等を製造している．本講義では生産システムにおい
て，利益最大化，コスト最小化をはかる伝統的な IE（Industrial Engineering）の
手法と⼈間の働きやすさ向上，製品の使い易さ等につなげる⼈間−機械系の考え
方について講義し，両側面をいかに統合化させて生産システムの最適化を実現す
るかを習得する．そして，IE，⼈間工学両側面からの生産システムの改善法を習
得することを目的とする。 



対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 作業者の安全確保について、作業面及び設備面の両面からの基本的な考え

方について説明する。 
2 回 創業 207 年の老舗酒造が、地元に根付いた古き良き文化の継承と、次世代
に継承していくための新たな挑戦について説明する。 
3 回 電子ディスプレイ、特にプラズマディスプレイに学ぶ技術開発と経営戦略
について説明する。 
4 回 生産システム，IE とは何かを説明する。 
5 回 生産システム，IE における⼈，もの，情報の流れを説明する。 
6 回 生産システム，IE の手法(1)−工程管理・日程管理・作業管理−を 
説明する。 
7 回 生産システム，IE の手法(2)−３S・GT−を説明する。 
8 回 生産システム，IE の手法(3)−パレート図・品質管理−を説明する。 
9 回 生産システムの評価法を説明する。 
10 回 生産システム効率化の具体策(1)を説明する。 
11 回 生産システム効率化の具体策(1)を説明する。 
12 回 生産システム，IE における管理組織・かんばん方式・自動化手法を説明す
る。 
13 回 生産システム，IE における⼈間工学の役割−⼈間−機械系の考え方−を説
明する。 
14 回 稼働分析，作業研究，工程分析説明する。 
15 回 講義全体のまとめ，生産システムの効率的運用の仕方を説明する。 

準備学習 1 回 「安全」とは何か、「労働災害」とは何かを考えてみること。 
2 回 企業文化の伝承と⾰新について考えておくこと。 
3 回 身の回りにあるいろいろな方式のディスプレイ機器が、いつ頃から市場に
出てきたか考えて見ること。 
4 回 教科書の第１章を予習しておくこと。 
5 回 教科書の第１章を予習しておくこと。 
6 回 教科書の第２章を予習しておくこと。 
7 回 教科書の第２章を予習しておくこと。 
8 回 教科書の第２章を予習しておくこと。 
9 回 教科書の第３章を予習しておくこと。 
10 回 教科書の第３章を予習しておくこと。 
11 回 教科書の第３章を予習しておくこと。 
12 回 教科書の第３章を予習しておくこと。 
13 回 教科書の第８章を予習しておくこと。 
14 回 教科書の第４章を予習しておくこと。 
15 回 教科書の第４章を予習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTD9011 
成績評価 予習と実験の実施方法（４０％）と実験報告書の内容（６０％）で評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス DA(〜09),DB(〜09) 
見出し FTD9011 電気電子工学実験Ⅲ 
担当教員名 クルモフ バレリー、笠 展幸 
単位数 1 
教科書 電気電子工学実験Ⅲ指導書／電気電子システム学科編（オリエンテーションにて

配布する。） 
アクティブラーニング  
キーワード 交流回路の電⼒測定、誘導機、同期機、高圧機、高圧試験 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 電気電子工学実験Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 実験内容について指導書等で充分に予習することが重要である。 

履修条件： 
１）電気エネルギーコースを選択していること。 
２）電気主任技術者資格に必要な科目（学生便覧参照）を修得（修得見込を含む）
していること。 

シラバスコード FTD9011 
実務経験のある教員  
達成目標 電動機の動作および高電圧設備に関する実験および試験方法を習得し、安全性・

工学倫理についての理解・認識向上を目標とする。 
受講者へのコメント 本実験は、「電気主任技術者資格」について重要な授業であります。内容につい

て、さらに、復習・情報調べなどをしてほしい。 
連絡先 20 号館 4 階 クルモフ研究室 val@ee.ous.ac.jp 086−256-9542 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 本実験は、アンケート実施締切後に行われたので、アンケートを実施していませ
ん。 

英文科目名 Electrical & Electronic Engineering Laboratory III 
関連科目 電気エネルギー変換機器、電気エネルギー伝送工学、電気電子工学実験Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 来年度は、「電気主任技術者資格」について HP を公開する計画してします。そ

こに、本実験に関する情報等もアップするつもりでいます。 
講義目的 電気主任技術者認定のために電気機器および高電圧設備の取り扱い方法を習得

する。 



対象学年 4 年 
授業内容  
準備学習 １）実験内容について、実験指導書を読んで充分に予習すること。 

２）下記関連科目の内容を復習すること。 
 



年度 2012 
授業コード FTD9013 
成績評価 卒業研究に対する学習態度・卒業研究論文（指導教員による評価：60%）とプレ

ゼンテーション能⼒と研究内容（卒業研究発表会参加教員による評価：40%）を
総合して最終評価とする。60%以上を合格とする。 

曜日時限 集中その他 
対象クラス DA(〜09),DB(〜09) 
見出し FTD9013 卒業研究 
担当教員名 垣谷 公徳、宇都宮 晃、中川 紀美雄、太⽥垣 博一、信吉 輝己、秋山 宜

生、栗⽥ 
単位数 8 
教科書 指導教員の指示による。 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答 この科目では授業アンケートを行っていません。 
科目名 卒業研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指導教員の指示による。 
授業形態 実験実習 
注意備考 卒業研究は 480 時間以上の学習時間が必要条件である。研究を指導教員の指示に

したがって研究室ごとに行う。 
シラバスコード FTD9013 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) 学習計画を立て、学習した内容を理解し、応用ができる。 

(2) 必要な情報を獲得するための方法を知る。 
(3) 指導教員の補助を得、自主的に問題の解決方法を考案できる。 
(4) 複数の解決案に対して、比較検討できる。 
(5) 研究課題を理解し、その背景・目的・展開などについて具体的に記述できる。 
(6) 研究内容等について質問を理解し、具体的な回答ができる。 
⑦プレゼンテーション能⼒を持ち、発表ができる。 
1 年間の卒業研究に対する学習態度、卒業研究論文および卒業研究発表が成績評
価の対象である。 

受講者へのコメント この科目では授業アンケートを行っていません。 
連絡先 代表：学科⻑ 

原則：配属研究室の指導教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この科目では授業アンケートを行っていません。 
英文科目名 Graduation Thesis 



関連科目 電気電子システム学科のすべての科目および B 群必修科目 
次回に向けての改善変更予定 この科目では授業アンケートを行っていません。 
講義目的 研究室に配属され、1 年間で研究を行う。研究室の指導教員の下で、環境・エネ

ルギー、電子デバイス、情報通信、制御、コンピュータシステムの各々の分野に
関連した内容について研究課題を設定して、問題解決能⼒、柔軟で総合的な判断
⼒、グローバルな視野からの発想⼒、論理的思考⼒、自己の考えの伝達⼒などを
身に付けた電子技術者の育成を目指す。また、卒業論文の作成を通じて、自主的
に学習を継続することができる能⼒および日本語による記述⼒、発表能⼒などを
養うことを目標とする。 

対象学年 4 年 
授業内容  
準備学習 指導教員の指導のもと、研究計画を立てること。 

 



年度 2012 
授業コード FTD9013e 
成績評価  
曜日時限 集中その他 
対象クラス EA(〜05),EB(〜05) 
見出し FTD9013e 卒業研究 
担当教員名 垣谷 公徳、⻄村 次郎、クルモフ バレリー、道⻄ 博行、笠 展幸、太⽥ 寛

志、宇 
単位数 8 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答 この科目では授業アンケートを行っていません。 
科目名 卒業研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード FTD9013e 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント この科目では授業アンケートを行っていません。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この科目では授業アンケートを行っていません。 
英文科目名 Graduation Thesis 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 この科目では授業アンケートを行っていません。 
講義目的  
対象学年 4 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード FTJ1111 
成績評価 100 点満点に対して，60 点以上を合格とし，試験結果の配分は，中間試験(40%)，

定期試験(60%)とする 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス JA(〜11),JB(〜11) 
見出し FTJ1111 情報通信基礎論 
担当教員名 東 恒⼈ 
単位数 2 
教科書 配布する 
アクティブラーニング  
キーワード フーリエ級数展開，フーリエ変換，アナログ通信，ベースバンド伝送，ブロード

バンド伝送，標本化，PCM，スペクトル 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 ・特にありませんでした． 
科目名 情報通信基礎論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 配布資料に記載 
授業形態 講義 
注意備考 (1)講義開始時の出欠と講義終了時の遅刻のチェックを実施． 

(2)講義項目に該当する解答付自己点検問題(講義内容の理解度を自己点検する
ために使用)を講義日に出席者のみに配布． 
(3)スライド資料(講義説明資料)と解答付自己点検問題は講義情報管理システム
からダウンロード可能． 
(4)毎回，アンケート調査を実施（講義内容の理解度の把握）し，次週の復習講義
に反映． 

シラバスコード FTJ1111 
実務経験のある教員  
達成目標 以下の諸点を理解していること．(1)振幅，周波数，位相，波⻑の意味，(2)スペ

クトルの意味(3)アナログ通信における変調の意味と特徴，(4)標本化条件の意味
(5)ベースバンド伝送とブロードバンド伝送における情報の載せ方の違い(6)多
値伝送における効果 

受講者へのコメント ・今年度も，昨年度に引き続き，べき乗を含んだ分数の計算の仕方を繰返し講義
することにより，昨年度よりも，多くの学生さんが，この計算ができ，伝送速度
の計算が可能になった．しかし，まだ，計算できない学生がいる．このような学
生は，講義に参加していないといえる．この科目の内容は，携帯電話，DVD，CD
などの通信技術や情報処理技術に関係しているので，これらの機器の動作に日ご
ろから関心を持っていれば，講義内容に興味を示す筈です．日ごろから，身の回
りの機器の動作に関心を持つようにして下さい． 

連絡先 東研究室 20 号館 3 階 
合理的配慮が必要な学生への  



対応 
各項目評価に対する所見 ・アンケート調査結果には顕著な変化はなかった． 
英文科目名 Fundamentals of Communication Engineering 
関連科目 ディジタル信号処理，ワイヤレスシステム，情報ネットワーク基礎論 
次回に向けての改善変更予定 ・来年度から，担当者が代わり，講義内容および講義方法が変わります． 
講義目的 情報通信基礎論は，情報通信分野に必要な専門知識と応用能⼒を得るために必要

な科目の一つである．本講義では，以下の項目を理解し，情報通信分野における
諸問題の解決に応用できる能⼒を養う． 
(1)情報通信の基礎的な事項，すなわち，連続波(sin 波など)や不連続波(矩形パル
スなど)の伝播の特徴，(2)アナログ通信の方法と種類，(3)連続波の標本化条件，
(4)ベースバンド伝送とブロードバンド伝送に関する種類とそれらの相違点 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 アナログ波[波形の表示法，振幅・周波数・位相の意味，波形の合成の式] 

2 回 アナログ波[伝播波の表示法，減衰定数と位相定数，伝播波の波形歪] 
3 回 スペクトル[フーリエ級数展開と連続スペクトル，フーリエ変換と離散スペ
クトル] 
4 回 スペクトル[伝送速度とスペクトル，システムの伝達関数，実用的な周波数
分析法] 
5 回 アナログ通信[sin 波・cos 波・複合波の特徴，振幅変調] 
6 回 アナログ通信[周波数変調，位相変調，多重化と多重分離] 
7 回 標本化と標本化定理[標本化条件，インパルス応答，標本化波形からの波形
再生] 
8 回 中間試験，ベースバンド伝送[伝送速度，帯域幅] 
9 回 ベースバンド伝送[パルスアナログ変調(PAM,PWM,PPM)] 
10 回 ベースバンド伝送[ディジタルパルス変調(PNM,ΔM,PCM 他)，多重化と
多重分離] 
11 回 ブロードバンド伝送[2 値変復調方式(ベースバンド信号とシンボル，ASK・
FSK)] 
12 回 ブロードバンド伝送[2 値変復調方式(PSK・DPSK，各方式の比較)] 
13 回 ブロードバンド伝送[多値変復調方式(ベースバンド信号とシンボル，ビッ
トレートとボーレート)] 
14 回 ブロードバンド伝送[多値変復調方式(MASK,MFSK,MPSK，QPSK，
MQAM，各方式の比較)] 
15 回 ディジタル伝送のまとめ 

準備学習 1 回 周波数や位相とは何か，波形はどのような関数で表示され，任意の波形はど
のような基本的な波形で合成されているのか，問題意識をもって受講すること．
また，三角関数の性質について調べておくこと． 
2 回 自己点検問題の章 1-part1 で，波形に関する基礎的な知識を確認しておくこ
と． 
3 回 伝播波に関する基礎的な知識を自己点検問題の章 1-part2 で確認しておく
こと． 
4 回 フーリエ級数展開とフーリエ変換のそれぞれの特徴を自己点検問題の章 2



で確認しておくこと． 
5 回 伝達関数の役割を自己点検問題の章 2 で確認しておくこと． 
6 回 AM 波では，搬送波のどこに信号が乗せられ，どのような波形となり，どの
ようなスペクトルに変化したのかを自己点検問題の章 3 で確認しておくこと． 
7 回 FM 波および PM 波では，搬送波のどこに信号が乗せられ，どのような波形
となり，どのようなスペクトルに変化したのかを，また，AM,FM,PM のそれぞ
れの特徴，さらに，多重化で何が実現できるのかということを自己点検問題の章
3 で確認しておくこと． 
8 回 標本化条件の必要性と標本化条件の使い方を自己点検問題の章 4 で確認し
ておくこと． 
9 回 伝送速度の計算法を自己点検問題の章 5-part1 で会得しておくこと． 
10 回 PAM，PWM，PPM では，パルス列のどこに信号が乗せられており，それ
らの波形的な特徴を自己点検問題の章 5-part1 で確認しておくこと． 
11 回 PCM パルスが得られるまでに実施される三種類の操作の目的と操作の特
徴，操作の内容が変化した場合に PCM パルス列がどのように変化するのか，多
重化の目的とそれを実施するためにどのような工夫が行われているのかを自己
点検問題の章 5-part2 で把握しておくこと． 
12 回 ASK,FSK では，使用されるシンボルは何か，搬送波のどこにパルス信号が
乗せられており，それらの波形的な特徴とスペクトル的な特徴は何か，雑音に対
しの耐⼒はどちらが強いかという点を自己点検問題の章 6 で把握しておくこと． 
13 回 三種類の方式(ASK,FSK，PSK)について，それぞれに使用されるシンボル
の違い，パルス信号が乗せられている部分の違い，波形的な違い，スペクトル的
な特徴，雑音に対しの耐⼒について，己点検問題の章 6 で把握しておくこと．ま
た，同一時間内で多くの情報を遠方に送るために考案された方式がブロードバン
ド伝送であり，そのために，どのような工夫がなされているのか，問題意識をも
って受講すること． 
14 回 各多値伝送におけるボーレートの計算法はどのようにすべきかを自己点検
問題の章 7 で確認しておくこと 
15 回 各方式におけるシンボルにはどのような違いがあるのか，ボーレートの計
算法をどのようにするのかを自己点検問題の章 7 で確認しておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FTJ11C1 
成績評価 中間試験（５０％）、最終レポート（５０％） 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス JA(〜10),JB(〜10) 
見出し FTJ11C1 技術マネジメント 
担当教員名 新倉 正和 
単位数 2 
教科書 毎週プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 企業財務、企業戦略、技術開発戦略、プロジェクト管理、知的財産権 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 大きな教室で後方からは見にくかったと思いますが、スライドの字を少し大き 

くしていきたい。なお、毎回、スライドと同じものを配付資料としているので、
そち 
らにも着目するよう、授業中にも指示したい。 

科目名 技術マネジメント 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 藤末健三著 「技術経営入門」 日経ＢＰ社発行岩崎夏海著 「もし高校野球の

女子マネージャがドラッカーの『マネジメント』を読んだら」 ダイヤモンド社
発行 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTJ11C1 
実務経験のある教員  
達成目標 本科目で取得する能⼒は、・企業財務・収益性の定量的解析能⼒・企業戦略・商品

戦略・技術開発戦略の構築手法・技術⾰新プロセスの普遍的な特質の理解・研究
開発組織やプロジェクト運営の先進的な手法・知的財産や特許戦略の基本知識 

受講者へのコメント １）予想外に受講者数が多すぎました。学務部とも相談して、改善していきたい、
と思います。 
２）受講者数が多すぎたことも一因でありますが、私語などについてはしっかり
と注意していきます。 

連絡先 学外連携推進室（第１学舎、１階）E メール：m-niikura@office.ous.ac.jpTEL：
086-256-9730 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 １）受講者数が多すぎる。教室が小さすぎる。 
２）私語など授業の妨げとなる行為には、しっかりと注意して欲しい。 

英文科目名  
関連科目 企業情報特論 



次回に向けての改善変更予定 １）学務部および就業⼒プロジェクトの先生方と相談したい。 
２）私語など、教室全体に目を配るよう努めたい。 

講義目的 企業間競争や技術開発競争がグローバル化している現代の産業社会では、本質的
な市場ニーズを正確に把握し、それに対応した技術⾰新をいち早く達成すること
が求められている。本科目では、企業や研究機関の技術者・研究者を志す者に対
して、技術開発分野のリーダーとして必要な資質を付与し、技術開発プロジェク
トをマネジメントする能⼒を養成することを目的としている。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：技術マネジメント 

2 回 企業財務初歩（損益計算書、貸借対照表）と技術開発 
3 回 企業財務初歩（キャッシュフロー、収益性評価）と技術開発 
4 回 企業経営戦略：競争優位の確立（コストリーダーシップ戦略） 
5 回 コストリーダーシップ戦略：シェアＮｏ．１ 
6 回 企業経営戦略：競争優位の確立（商品差別化、ニッチ戦略） 
7 回 企業経営戦略（ドラッカーの考え方） 
8 回 企業財務・企業経営戦略の演習 
9 回 中間試験（主として、企業財務・企業経営戦略） 
10 回 プロジェクト管理（設備投資、提案・評価） 
11 回 Ｒ＆Ｄ戦略 
12 回 新しい生産プロセスの手法 
13 回 知的財産（特許概論、特許生評価） 
14 回 知的財産（出願プロセス、明細書準備） 
15 回 リスク管理、最終まとめ 

準備学習  
 



年度 2012 
授業コード FTJ11C2 
成績評価 中間試験（５０％）、最終レポート（５０％） 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス JA(〜10),JB(〜10) 
見出し FTJ11C2 技術マネジメント 
担当教員名 新倉 正和 
単位数 2 
教科書 毎週プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 企業財務、企業戦略、技術開発戦略、プロジェクト管理、知的財産権 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 技術マネジメント 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 藤末健三著 「技術経営入門」 日経ＢＰ社発行岩崎夏海著 「もし高校野球の

女子マネージャがドラッカーの『マネジメント』を読んだら」 ダイヤモンド社
発行 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTJ11C2 
実務経験のある教員  
達成目標 本科目で取得する能⼒は、・企業財務・収益性の定量的解析能⼒・企業戦略・商品

戦略・技術開発戦略の構築手法・技術⾰新プロセスの普遍的な特質の理解・研究
開発組織やプロジェクト運営の先進的な手法・知的財産や特許戦略の基本知識 

受講者へのコメント  
連絡先 学外連携推進室（第１学舎、１階）E メール：m-niikura@office.ous.ac.jpTEL：

086-256-9730 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 企業情報特論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 企業間競争や技術開発競争がグローバル化している現代の産業社会では、本質的

な市場ニーズを正確に把握し、それに対応した技術⾰新をいち早く達成すること
が求められている。本科目では、企業や研究機関の技術者・研究者を志す者に対
して、技術開発分野のリーダーとして必要な資質を付与し、技術開発プロジェク
トをマネジメントする能⼒を養成することを目的としている。 

対象学年 3 年/4 年 



授業内容 1 回 オリエンテーション：技術マネジメント 
2 回 企業財務初歩（損益計算書、貸借対照表）と技術開発 
3 回 企業財務初歩（キャッシュフロー、収益性評価）と技術開発 
4 回 企業経営戦略：競争優位の確立（コストリーダーシップ戦略） 
5 回 コストリーダーシップ戦略：シェアＮｏ．１ 
6 回 企業経営戦略：競争優位の確立（商品差別化、ニッチ戦略） 
7 回 企業経営戦略（ドラッカーの考え方） 
8 回 企業財務・企業経営戦略の演習 
9 回 中間試験（主として、企業財務・企業経営戦略） 
10 回 プロジェクト管理（設備投資、提案・評価） 
11 回 Ｒ＆Ｄ戦略 
12 回 新しい生産プロセスの手法 
13 回 知的財産（特許概論、特許生評価） 
14 回 知的財産（出願プロセス、明細書準備） 
15 回 リスク管理、最終まとめ 

準備学習  
 



年度 2012 
授業コード FTJ1311 
成績評価 中間試験(20%)，定期試験(70%)，演習レポート(10%) 60%以上を合格とする。 

成績評価基準として，「演習レポート」は 10%の配分としているが，「演習レポー
ト」を 1/3 以上未提出の場合，単位は認定しない。 

曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス JA(〜10),JB(〜10) 
見出し FTJ1311 プログラミングⅡ(再) 
担当教員名 片山 謙吾 
単位数 2 
教科書 高橋麻奈・「やさしい C 第 3 版」・ソフトバンククリエイティブ 
アクティブラーニング  
キーワード 講義計画参照。 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  自由記述なし 
科目名 プログラミングⅡ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 B.W.カーニハン／D.M.リッチー著，石⽥晴久訳・「プログラミング言語 C 第 2

版」・共立出版 
授業形態 講義 
注意備考 【第１回のオリエンテーション時に，スケジュール・講義内容・講義の進め方に

ついて説明する。報告書は次回の講義開始前に提出すること。報告書の提出遅れ
は認めない。報告書返却時に，課題記述例を配布して説明を行う。なお中間テス
トの回では，テスト終了後の残り時間に次回の講義内容の一部を実施する。中間
テストの次の回の講義では，中間テストの採点結果や典型的な誤りに対する解説
を行い，知識の再確認を促す。なお本講義では，講義と UNIX マシン上でのプロ
グラミング演習を同時並行的に実施する。】 

シラバスコード FTJ1311 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) 目的に応じて，関数の型，関数の仮引数，実引数，戻り値を適切に設定でき

ること。 
(2) ポインタに関連したメモリマップが記述できること。 
(3) ポインタを引数とした関数が記述できること。 
(4) ポインタを用いて基礎的な文字列処理が記述できること。 

受講者へのコメント  プログラミングの能⼒は，多くの学生が将来（情報系の職業に就く場合）必要
になると考えています。よって授業も含めレポート課題等は，自分で考え，自分
で実行することが重要であり，プログラミングをする上で多くの失敗（コンパイ
ルエラー等）をして経験をつんでほしいと思います。そのような経験が真の実⼒
につながっていくと考えています。 

連絡先 片山謙吾：片山研究室 4 号館 2 階 katayama＠ice.ous.ac.jp オフィスアワー：
火・木 昼休み 



合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  今年度も昨年度と同様に，毎授業一貫して，学生に対して『手を動かし，頭を
使う』ことに焦点をあてた授業を実施しました。アンケート内容が前年度までの
内容から一新したため，昨年度までの評価結果との比較が困難ですが，項目６）
の「授業に対する教員の意欲が感じられましたか」は「感じられた」が 72.7%，
「少し感じられた」が 22.7%となっていた。また，項目７）の「この授業に満足
しましたか」は「満足」が 31.8%，「ほぼ満足」が 54.5%となっており，85%の
学生が「ほぼ満足」以上の評価でした。 

英文科目名 Programming II 
関連科目 プログラミング I，データ構造とアルゴリズム，情報処理実験，プログラミング

言語論，情報工学実験 
次回に向けての改善変更予定  上記の【受講者へのコメント】で述べたことを今後もより一層学生に伝えてい

きたいと考えています。また，学生の講義に対するモチベーション維持について
『手を動かし，頭を使う』ことをより一層主張すると共に，そのような講義にな
るよう工夫していきたいと考えています。 

講義目的 「プログラミング I」では，プログラム言語に共通する基本的な考え方について
C 言語を対象として学んだ。本講義では，C 言語における関数・ポインタなどの
考え方を講述し，実際のプログラミングを通して理解を深める。本講義の目的は，
C 言語特有の機能を理解し，実際のプログラミング場面で応用できる能⼒を養う
ことにある。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：演習（プログラミング I の復習） 

2 回 関数の基礎 (1)：関数の定義と呼び出し・値渡し（pass by value）・実引数と
仮引数 
3 回 関数の基礎 (2)：引数と戻り値・関数における四則演算 
4 回 関数の基礎 (3)：ローカル変数とグローバル変数・変数の記憶寿命・関数の
宣言・数学関数 
5 回 関数の復習と演習 
6 回 中間テスト(1) ：注意・備考欄を参照のこと。 
7 回 ポインタの基礎 (1)：メモリ・アドレス・アドレス演算子・メモリマップ 
8 回 ポインタの基礎(2)：ポインタ・間接参照演算子 
9 回 関数とポインタ：ポインタを引数とした関数 
10 回 ポインタの復習と演習 
11 回 中間テスト(2) ：注意・備考欄を参照のこと。 
12 回 ポインタと配列 (1)：配列名のしくみ・メモリマップ・ポインタ演算 
13 回 ポインタと配列 (2)：関数の引数としての配列 
14 回 文字列と配列：1 文字・文字列・文字列配列 
15 回 ポインタと配列 (3)：ポインタによる文字列操作 

準備学習 1 回 シラバスを確認し学習の過程を把握しておくこと。またプログラミング I の
内容の復習を行っておくこと。 
2 回 教科書の該当個所を読んでおくこと。 



3 回 第 2 回の講義内容の復習を行い，教科書の該当個所を読んでおくこと。 
4 回 第 3 回の講義内容の復習を行い，教科書の該当個所を読んでおくこと。 
5 回 第 2 回から第 4 回までの講義内容の復習を行うこと。 
6 回 関数の基礎事項を理解し，教科書を見なくとも指示された関数の記述がで
きるようになっていること。 
7 回 教科書の該当個所を読んでおくこと。 
8 回 第 7 回の講義内容の復習を行い，教科書の該当個所を読んでおくこと。 
9 回 第 8 回の講義内容の復習を行い，教科書の該当個所を読んでおくこと。 
10 回 第 7 回から第 9 回までの講義内容の復習を行うこと。 
11 回 メモリマップとポインタについて理解し，教科書を見なくとも指示された
関数の記述ができるようになっていること。 
12 回 教科書の該当個所を読んでおくこと。 
13 回 第 12 回の講義内容の復習を行い，教科書の該当個所を読んでおくこと。 
14 回 第 13 回の講義内容の復習を行い，教科書の該当個所を読んでおくこと。 
15 回 第 12 回から第 14 回までの講義内容の復習を行い，知識を整理すること。
また教科書の該当個所を読んでおくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTJ1312 
成績評価 100 点満点に対して，60 点以上を合格とし，試験結果の配分は，中間試験(30%)，

定期試験(70%)とする 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス JA(〜12),JB(〜12) 
見出し FTJ1312 応用数学Ⅰ 
担当教員名 東 恒⼈ 
単位数 2 
教科書 配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 三角関数，級数，複素数，オイラーの公式，ド・モアブルの定理，テイラー展開，

マクローリン展開 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 応用数学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 配布資料に記載 
授業形態 講義 
注意備考 (1)講義開始時の出欠と講義終了時の遅刻のチェックを実施． 

(2)解答付自己点検問題については，該当項目の講義日だけ，出席者のみに配布す
る． 
(3)スライド資料(講義説明資料)と解答付自己点検問題(講義内容の理解度を自己
点検するために使用)は講義情報管理システムからダウンロード可能， 
(4)毎回，アンケート調査を実施（講義内容の理解度の把握）し，次週の復習講義
に反映． 

シラバスコード FTJ1312 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)三角関数の諸公式が使えること， 

(2)複素数の極形式と直角座標形式の変換ができること， 
(3)級数展開ができること． 

受講者へのコメント  
連絡先 東研究室 20 号館 3 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Applied Mathematics I 
関連科目 数学Ⅰ，電気回路Ⅰ・Ⅱ，ディジタル信号処理，情報通信基礎論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 本講義では，情報工学に必要な数学の基礎知識として，三角関数，複素数，無限



級数展開の三項目について，講義する．これらの項目は，以下のように，情報工
学の分野でよく使用されてる．三角関数は情報通信や画像処理の各分野で，複素
数は情報通信，ディジタル信号処理や電気回路の各分野で，無限級数展開は，数
値計算を簡単化することが必要な分野で使用されてる．これらの項目について，
意味を理解し，かつ，実際に計算できるようにして，上記の各分野への学習意欲
を向上させる． 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 角度の単位（ラジアン），三角形の三角関数(自乗和，余弦定理，正弦定理，
面積の公式) 
3 回 一般角の三角関数とその周期性，諸公式(加法定理，積和変換公式) 
4 回 諸公式(倍角,半角公式) 
5 回 複素数の定義，共役複素数，複素平面， 
6 回 中間試験，直角座標形式における複素数の四則演算 
7 回 複素数の極形式，複素数の絶対値と偏角，オイラーの公式 
8 回 極形式における複素数の四則演算 
9 回 直角座標形式と極形式の相互変換 
10 回 ド・モアブルの定理 
11 回 等差数列，等比数列，特殊な数列，数列の和 
12 回 無限数列，無限数列の和，数列の収束条件，収束半径，2 項定理 
13 回 テイラー展開の定理，テイラー展開の例，マクローリン展開 ，展開式の計
算方法． 
14 回 展開式が成り立つ変数の範囲の求め方と数列の展開式の利用方法 
15 回 複素数，数列，展開式に関する手法のまとめ 

準備学習 1 回 この講義の目的と講義項目およびこの講義に関連する科目について，シラ
バスで調べておくこと． 
2 回 教材を読み，三角関数の定義，三角関数の公式がどのような分野に利用され
るのかを予め知っておくこと． 
3 回 三角関数の計算の仕方を自己点検問題の 1 章 part1 で会得しておくこと． 
4 回 三角関数の周期性等を自己点検問題の 1 章 part2 で，また，加法定理等の使
い方を 2 章 part1 で，会得しておくこと． 
5 回 倍角公式等の使い方を自己点検問題の 2 章 part2 で，会得しておくこと． 
6 回 三角関数の各種公式の利用方法について勉強しておくこと．また，教材を読
み，複素数の定義，複素数がどのような分野に利用されるのかを予め知っておく
こと． 
7 回 複素数の四則演算の仕方を自己点検問題の 3 章 part1 で，会得しておくこ
と． 
8 回 直角座標形式の複素数を極形式に変換する手法を自己点検問題の 3 章
part1,2 で，会得しておくこと． 
9 回 極形式における乗算と除算の計算手法を自己点検問題の 3 章 part2 で，会得
しておくこと． 
10 回 直角座標形式と極形式の相互変換手法を自己点検問題の 3 章 part2 で，会



得しておくこと． 
11 回 ド・モアブルの定理を利用した便利な計算方法を自己点検問題の 3 章
part3,4 で会得しておくこと．また，法則性のある数列の一般項を求めるには，ど
のような特徴的な手法があるのかを予め教材で調べおくこと． 
12 回 特殊な数列の一般項やその数列和を求める手法を自己点検問題の 4 章
part1,2 で会得しておくこと． 
13 回 数列の収束の判定の仕方を自己点検問題の 4 章 part2 で会得しておくこ
と．テイラー展開の目的を教材で調べておくこと，また，展開式の計算には微分
操作が必要なので，予め添付した教材の付録の微分の項目を勉強しておくこと． 
14 回 展開式の計算方法を自己点検問題の 4 章 part1 で会得しておくこと．また，
数列の収束条件について，復習しておくこと． 
15 回 展開式が成り立つ変数の範囲の計算方法を自己点検問題の 4 章 part2 で会
得しておくこと． 

 



年度 2012 
授業コード FTJ1322 
成績評価 中間試験３０％、期末試験５０％、小テスト２０％とする。  

試験では、全範囲から、選択問題、記述問題、計算問題、プログラム問題を出題
する。  
合計６０点以上を合格とする。 

曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス JA(〜11),JB(〜11) 
見出し FTJ1322 コンピュータ工学Ⅱ 
担当教員名 小畑 正貴 
単位数 2 
教科書 資料配布 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「ポケットに手を入れている。字が汚い。やる気がないなら教員やめろ。」 

入れないように気をつけます。なるべく丁寧に書くように気をつけます。やる気
がないということはありませんので、そうとらえられるのは誤解です。 
「実機でのふるまいを見てみたかった。実際の装置を見てみたかった。」 
授業では難しいです。Web で検索すれば写真は見れると思います。 
「巻末の練習問題の答がほしい」 自分で考えてもらうために答だけを書いてい
ます。わからない点は質問してください。 

科目名 コンピュータ工学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 馬場敬信著、コンピュータアーキテクチャ改訂 2 版、オーム社 
授業形態 講義 
注意備考 中間試験の追試験は１週間以内とする。期末試験の範囲は全範囲である。 
シラバスコード FTJ1322 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)整数の加減乗算回路の構成と動作が理解できる。(2)浮動小数点数の演算回路

の構成と動作が理解できる。(3)プロセッサの内部構成、命令の実行過程が理解で
きる。(4)コンピュータの高速化技術の概略が理解できる。(5)キャッシュの動作
が理解できる。(6)仮想記憶の動作が理解できる。(7)プロセッサと入出⼒装置間
でのデータ転送方式が理解できる。 

受講者へのコメント 授業時間外に全く学習しなかった学生が３５％です。小テストの勉強ぐらいはし
てください。 
広い部屋で後ろにばかり座らないでください。 

連絡先 １８号館４階小畑研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 「目標達成がだいたいできた」が半分強というのはあまりよくないので、改善の



余地がある。 
説明に工夫を加えてもらえるとよいという回答が１０％あるので、改善の余地が
ある（がどうすれば理解しやすいか、難しい）。 

英文科目名 Computer Architecture ll 
関連科目 論理回路ⅠⅡ、コンピュータ工学 I、集積回路、情報工学実験 
次回に向けての改善変更予定 はっきり話し、読みやすい字を書くよう注意したい。 
講義目的 コンピュータ工学 II ではコンピュータ（特にプロセッサ）の設計の基礎知識を習

得する。プロセッサ内部（演算と制御）および記憶・入出⼒制御の機能が論理回
路によってどのように実現され、動作するかを理解する。演算回路の構成、命令
実行の詳細、記憶階層、入出⼒制御について講義する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 演算回路（リプルキャリー加算器、桁上げ先見、減算器）について解説する。 

2 回 小テスト 演算回路（乗算器、並列乗算器、バレルシフタ）について解説す
る。 
3 回 小テスト 演算回路（浮動小数点演算回路）について解説する。 
4 回 小テスト 制御回路（命令セット、命令フォーマット、データパス、制御回
路）について解説する。 
5 回 小テスト 制御回路（命令サイクル、マイクロ操作、ワイヤードロジック、
マイクロプログラム）について解説する。 
6 回 小テスト 割込み処理、性能評価（性能値、評価方法、ベンチマーク）につ
いて解説する。 
7 回 前半のまとめ（演算回路、制御回路）、質疑応答の後、中間試験（範囲は第
１回〜第６回）を実施する。 
8 回 中間試験返却・解説、記憶装置（メモリの接続）について解説する。 
9 回 小テスト 記憶装置（キャッシュの制御方式）について解説する。 
10 回 小テスト 記憶管理（セグメンテーション、ページング、ＭＭＵ、アドレ
ス変換、置換）について解説する。 
11 回 小テスト 入出⼒制御（入出⼒ポート、プログラム制御、機械語による入
出⼒プログラム）について解説する。 
12 回 小テスト 入出⼒データ転送（同期、ハンドシェイク、割込み入出⼒、バ
ッファ）について解説する。 
13 回 小テスト 入出⼒割込み制御（ポーリング、割込みベクタ、割込みコント
ローラ）について解説する。 
14 回 小テスト コンピュータの高速化技術（パイプライン、命令レベル並列）
について解説する。 
15 回 コンピュータの高速化技術（並列処理）について解説する。質疑応答、総
合演習を実施する。 

準備学習 1 回 ２進数、論理回路について復習すること。 
2 回 小テストの準備として前回の復習をすること。テキストの今回の範囲を読
むこと。 
3 回 小テストの準備として前回の復習をすること。テキストの今回の範囲を読
むこと。 



4 回 小テストの準備として前回の復習をすること。テキストの今回の範囲を読
むこと。 
5 回 小テストの準備として前回の復習をすること。テキストの今回の範囲を読
むこと。 
6 回 小テストの準備として前回の復習をすること。テキストの今回の範囲を読
むこと。 
7 回 中間試験の準備をすること。 
8 回 テキストの今回の範囲を読むこと。 
9 回 小テストの準備として前回の復習をすること。テキストの今回の範囲を読
むこと。 
10 回 小テストの準備として前回の復習をすること。テキストの今回の範囲を読
むこと。 
11 回 小テストの準備として前回の復習をすること。テキストの今回の範囲を読
むこと。 
12 回 小テストの準備として前回の復習をすること。テキストの今回の範囲を読
むこと。 
13 回 小テストの準備として前回の復習をすること。テキストの今回の範囲を読
むこと。 
14 回 小テストの準備として前回の復習をすること。テキストの今回の範囲を読
むこと。 
15 回 全体を復習すること。理解が不十分な項目をチェックすること。 

 



年度 2012 
授業コード FTJ1511 
成績評価 中間試験（４０％）、定期試験（４０％）、レポート（２０％） 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス JA(〜10),JB(〜10) 
見出し FTJ1511 プログラミング言語論 
担当教員名 吉⽥ 誠 
単位数 2 
教科書 「講義ノート」を配布する 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 ⿊板の字を丁寧に書いてほしい。読めないときがある。＝＝＞了解です。心掛け

ます。 
教材がとびとびで分かりにくかった。ページの並びがよくわからない。どこの説
明かわからない時がある。 
＝＝＞ 
基本的に学生の状況を見ながら、教え方を調整していますので、テキスト通りに
は進みません。 
どこを説明しているか言っているつもりですが、更にスライドなどに可能な範囲
で参照ページ数を入れておきます。 

科目名 プログラミング言語論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 白鳥則郎、他／ソフトウェア工学の基礎知識／昭晃堂；大山口通夫、五味弘／プ

ログラミング言語論／コロナ社 
授業形態 講義 
注意備考 「講義ノート」をもとに講義を進める 
シラバスコード FTJ1511 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)ソフトウェア開発の中でのプログラミング言語の位置づけを理解する 

(2)低水準言語と高水準言語の違い・つながりを理解する 
(3)高水準言語の翻訳過程を理解する 
(4)オブジェクト指向言語、関数型言語、論理型言語の違いを理解する 
(5)オブジェクト指向言語（Java、UML）が読める 

受講者へのコメント 特になし 
連絡先 吉⽥研究室：１8 号館 2 階 オフィスアワー：木曜日 7-8 時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし 
英文科目名 Programming Languages 



関連科目 プログラミング II、オペレーティングシステム、ソフトウェア工学、コンパイラ 
次回に向けての改善変更予定 配布している「講義ノート」を若干編集する予定である 
講義目的 ソフトウェア開発の中の一つとしてプログラミング言語を位置づけ、プログラミ

ング言語に共通な基本的事項・原理を中心に講義し、プログラミング言語の基本
的概念と技法を身につけることを目的とする。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 プログラミング言語の概要（役割、歴史）について説明する 

2 回 プログラミング言語の分類（分類、アセンブリ言語）について説明する 
3 回 プログラムの構成（形式論、ＢＮＦ、フローチャート）について説明する 
4 回 プログラム言語の成立ち（文、モジュール、プログラム）について説明する 
5 回 翻訳プログラム１（コンパイラと文法）について説明する 
6 回 翻訳プログラム２（コンパイラとコード）について説明する 
7 回 前半のまとめを行う 
8 回 プログラミングパラダイム（手続き型、非手続き型、オブジェクト指向型）
について説明する 
9 回 オブジェクト指向言語 １（クラス、継承、多様性）について説明する 
10 回 オブジェクト指向言語 ２（Java、UML）について説明する 
11 回 オブジェクト指向プログラミング（Java、UML）について説明する 
12 回 非手続き言語１（関数型言語、LISP）について説明する 
13 回 非手続き言語２（論理型言語、Prolog）について説明する 
14 回 非手続き言語３（LISP、Prolog）について説明する 
15 回 後半のまとめを行う 

準備学習 1 回 シラバスを確認し、全体を概観しておくこと 
2 回 コンピュータの 5 台装置と動きを理解しておくこと 
3 回 講義ノート、参考文献をもとにＣ言語の構文を調べておくこと 
4 回 ＢＮＦで構文が作れるようになること。Ｃ言語以外の多言語の構文規則が
読めるようになること 
5 回 高級言語実行までの手順について調べておくこと 
6 回 ソースコード作成からプログラムの実行までの過程を調べておくこと 
7 回 講義ノートの練習問題が解けること 
8 回 参考文献をもとにパラダイムとは何かを調べ、言語パラダイムとは何かを
考えておくこと 
9 回 オブジェクト指向言語とは何かを調べておくこと 
10 回 参考文献を中心に図書館などで、Ｊａｖａ言語について調べておくこと 
11 回 クラスを使ったｊａｖａ言語の記述例を１つ以上読んでおくこと 
12 回 非手続き言語の具体例を調べておくこと 
13 回 関数型言語の構文規則が読めて、簡単なプログラムが構成できるようにな
ること 
14 回 論理型言語の構文規則が読めて、簡単なプログラムが構成できるようにな
ること 
15 回 講義ノートの練習問題が解けること 

 



年度 2012 
授業コード FTJ1512 
成績評価 中間試験(30%)，定期試験(60%)，レポート(10%)，60%以上合格 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス JA(〜11),JB(〜11) 
見出し FTJ1512 情報数学Ⅱ 
担当教員名 ⻄原 典孝 
単位数 2 
教科書 配布プリント 
アクティブラーニング  
キーワード 集合，写像，同値関係，順序関係，グラフ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  「他の授業に比べ受けやすかった」．「分かりやすい」など好意的な感想があり

ました．でも「字が汚い」というのもありました．字の汚さに関しては，なるべ
く大きく見やすく書こうと心がけてはいるのですが，ついラフに書いてしまう場
面があります．今後も気をつけますが，⿊板の字が読めないときは，遠慮なく授
業中にも指摘して下さい． 

科目名 情報数学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 離散数学への入門／大倉久和／近代科学社：コンピュータサイエンスのための離

散数学／守屋悦朗／サイエンス社 
授業形態 講義 
注意備考 授業中に出された演習問題を積極的に行い，授業時間内での理解に努めること．

授業中の私語などの他の受講生への迷惑行為は当然禁じる． 
シラバスコード FTJ1512 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)集合上の各種演算ができること． 

(2)写像における単射や全射，全単射について理解していること． 
(3)関係における反射律，対称律，推移律，同値関係，同値類について理解してい
ること． 
(4)半順序関係の概念を理解し，ハッセ図による表記，最大元，最小元などの判定
が行えること． 
(5)グラフの概念と閉路問題を理解していること． 

受講者へのコメント  一見地味な記号系の数学科目ですが，計算機処理では，あらゆる概念を形式化
してプログラムという記号表現で表す必要があり，各種記号表記になれることは
計算機処理では重要です． 

連絡先 18 号館 3 階 ⻄原研究室 nisihara＠ice.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  Ｂ欄，Ｃ欄を見る限り概ね良好でした．Ｅ欄では「レベルがもう少し高くて良
い」，「進行が早すぎ」などが１，２名ありました．このへんは各学生の個⼈差も



あり，全体として「この程度」に合わせています． 
英文科目名 Mathematics for Information Engineering II 
関連科目 オートマトンと言語理論，⼈工知能，プログラミング言語論 
次回に向けての改善変更予定  大きな変更はないです．今まで通り，演習など取り入れて，分かり易い講義を

心がけます． 
講義目的 情報工学分野における基礎数学である離散数学についての基本を講義する．離散

数学は記号に関する数学であり，各種の記号処理技術を学ぶ上での必須事項であ
る．本講義では，集合論，写像，関係，グラフなどの記号数学における基本概念，
およびこれらの枠組み上に定義される各種の基本的な演算法を習得することを
目的とする． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 集合と集合演算(1)：集合の記述法，集合上の包含関係などについて説明す

る。 
2 回 集合と集合演算(2)：集合上の演算，ベン図について説明する。 
3 回 写像(1)：写像の定義，単射，全射，全単射について説明する。 
4 回 写像(2)：タプル，直積，ｎ項関数について説明する。 
5 回 写像(3)：無限集合の定義，可算集合，非可算集合について説明する。 
6 回 関係(1)：関係の定義，反射律，対称律，推移律について説明する。 
7 回 関係(2)： 同値関係の定義，具体的な同値関係について説明する。 
8 回 第１回から第７回までの内容について中間試験を行う。試験終了後に出題
内容や今までの講義内容についての質疑応答形式の解説を行う。 
9 回 関係(3)：同値類，同値関係による類別について説明する。 
10 回 関係(4)：反対称律，半順序関係，ハッセ図，全順序関係について説明する。 
11 回 関係(5)：最大元，最小元，上界，下界などについて説明する。 
12 回 グラフ(1)：グラフの定義，無向グラフ，同型グラフ，正則グラフ，完全グ
ラフについて説明する。 
13 回 グラフ(2)：閉路，単純閉路，基本閉路，有向グラフについて説明する。 
14 回 グラフ(3)：有効グラフとハッセ図，オイラーグラフ，ハミルトングラフに
ついて説明する。 
15 回 グラフ(4)：木，グラフ理論の応用について説明する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 集合の表記法について復習し，よく理解しておくこと。 
3 回 集合上の演算について復習し，よく理解しておくこと。 
4 回 単射，全射，全単射について復習し，よく理解しておくこと。 
5 回 「無限集合」の「無限」という概念をどのように定義したらよいのか調べて
みること。 
6 回 写像の定義について復習し，よく理解しておくこと。 
7 回 反射律，対称律，推移律について復習し，よく理解しておくこと。 
8 回 集合，写像，関係について復習し，よく理解しておくこと。 
9 回 同値関係について復習し，よく理解しておくこと。 
10 回 反射律，対称律，推移律と同値関係について復習し，よく理解しておくこ
と。 



11 回 半順序関係とハッセ図との対応について復習し，よく理解しておくこと。 
12 回 集合の表記法について再度復習し，よく理解しておくこと。 
13 回 直積の表記法および集合との違いについて復習し，よく理解しておくこと。 
14 回 無向グラフと有向グラフの表記法の違いについて復習し，よく理解してお
くこと。 
15 回 オイラーグラフ，ハミルトングラフについて復習し，よく理解しておくこ
と。 

 



年度 2012 
授業コード FTJ1522 
成績評価 100 点満点に対して，60 点以上を合格とし，試験結果の配分は，中間試験(40%)，

定期試験(60%)とする 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス JA(〜10),JB(〜10) 
見出し FTJ1522 音声情報処理 
担当教員名 東 恒⼈ 
単位数 2 
教科書 配布する 
アクティブラーニング  
キーワード フーリエ変換，FFT，短時間フーリエ変換，ケプストラム，線形予測係数，音声

符号化方式，音声合成，音響モデル，言語モデル 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 音声情報処理 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 配布資料に記載 
授業形態 講義 
注意備考 (1)講義開始時の出欠と講義終了時の遅刻のチェックを実施． 

(2)講義項目に該当した解答付自己点検問題(講義内容の理解度を自己点検する
ために使用)を講義日に出席者のみに配布． 
(3)スライド資料(講義説明資料)と解答付自己点検問題(講義内容の理解度を自己
点検するために使用)は講義情報管理システムからダウンロード可能． 
(4)毎回，アンケート調査を実施（講義内容の理解度の把握）し，次週の復習講義
に反映． 

シラバスコード FTJ1522 
実務経験のある教員  
達成目標 以下の点について，理解していること． 

(1)声帯波の特性と音の３属性の関係，(2)音声の周波数特性を分析する方法の種
類と各方法の特徴，(3)音源の特性と声道の特性を分離する方法，(4)音声符号化
のねらいと各方式の特徴，(5)音声合成するために，音源として必要な情報の種
類，合成回路の設計に必要な情報の種類，それらの使い方，(6)音声認識に使用す
る音響モデルと言語モデルについて，それぞれの特徴とそれらを組み合わせた使
い方． 

受講者へのコメント  
連絡先 東研究室 20 号館 3 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  



英文科目名 Speech Processing 
関連科目 ディジタル信号処理 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 コンピュータ応用技術の一つである音声情報処理は，画像処理と共に情報化社会

に不可欠な技術である．本講義では，音声情報に関する基本的な処理方法につい
て説明し，最近の音声情報処理に関する話題に関心が持てるようなレベルにまで
知識を向上させる 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 本講義の概要と意義，計測[AD 変換と DA 変換，dB 表示(定義，意義，適

用方法)] 
2 回 音声器官と音声生成[声帯波(音の 3 属性，アクセントとイントネーション)，
基本周波数の特性] 
3 回 音声器官と音声生成[声道の特性に関与する要因(⺟音と子音，単音と連続
音)] 
4 回 音声器官と音声生成[声道の伝達関数の理論解析] 
5 回 周波数分析[(フーリエ変換，DFT，FFT)，(フィルタ-バンク，短時間フーリ
エ変換)] 
6 回 周波数分析[窓関数の効果，音声パラメータの分析法(ケプストラム他)] 
7 回 音声に関する基礎知識のまとめ，伝送線形予測法による音声の特徴分析[線
形予測係数，予測誤差に含まれる情報] 
8 回 中間試験，線形予測法による音声合成[線形予測係数と合成フィルタ] 
9 回 線形予測法による音声合成[残差信号に含まれる情報と音源情報] 
10 回 音声符号化方式[波形符号化，分析合成符号化] 
11 回 音声符号化方式[ハイブリッド符号化方式，各方式の品質比較] 
12 回 音声合成[規則合成，テキスト合成他] 
13 回 音声認識[統計的な考え方，音響モデル，HMM] 
14 回 音声認識[言語モデル，n-gram，音響モデルと言語モデルの使い方] 
15 回 音声伝送に必要な技術（音声の特徴分析・音声符号化・音声合成・音声認
識）のまとめ 

準備学習 1 回 講義の目的と関連科目について，シラバスで調べておくこと．生体に関する
計測結果の表示値としてなぜ dB 表示が使われるのか,問題意識をもって受講す
ること． 
2 回 dB 表示がどのように使われるのかを自己点検問題の章 1 で確認しておくこ
と． 
3 回 AD 変換と DA 変換の特徴を自己点検問題の章 1 で確認しておくこと． 
4 回 音声器官，音声波のパラメータ，音の 3 属性の相互の関係を自己点検問題
の章 2 で確認しておくこと． 
5 回 声道の役割を自己点検問題の章 2 で確認しておくこと． 
6 回 周波数特性やその時間的な経過を知るための手法や工夫を自己点検問題の
章 3-1 で確認しておくこと， 
7 回 ケプストラムによって音声に関するどのような特性が抽出できるのかを自
己点検問題の章 3-2 で確認しておくこと． 



8 回 音声に関する基礎知識として，どのようなものがあったかを事前に整理し
ておくこと． 
9 回 線形予測法を使用することにより，音声に関するどのような特性が抽出で
き，どのようなことが可能になるのか，問題意識をもって受講すること． 
10 回 線形予測法を使用することにより，音声に関するどのような特性が抽出で
き，どのようなことが可能になったのかを自己点検問題の章 4 で再確認しておく
こと． 
11 回 波形符号化と分析合成符号化のそれぞれの特徴や伝送する情報量を削減し
つつ合成音の品質を維持するための工夫を自己点検問題の章 6 で確認しておく
こと． 
12 回 三種類の音声符号化方式について，それらの特徴や伝送する情報量を削減
しつつ合成音の品質を維持するための工夫を自己点検問題の章 6 で確認してお
くこと． 
13 回 三種類の音声合成法について，それらの特徴や自然な合成音を生成するた
めに考慮すべき工夫を自己点検問題の章 7 で確認しておくこと．⼈間の発声や言
語の使われ方にどのようなあいまいさがあるのか，問題意識をもって受講するこ
と． 
14 回 音声認識の信頼性を高めるには，どのような工夫がなされていう問題意識
をもって受講すること． 
15 回 信頼性の高い音声認識を実現するために工夫された基礎技術について，自
己点検問題の章 5 で再確認しておくこと． 

 



年度 2012 
授業コード FTJ1532 
成績評価 課題レポート（５０％）と定期試験（５０％）において１００点満点中６０点以

上で単位取得合格とする。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス JA(〜08),JB(〜08) 
見出し FTJ1532 マイクロ波工学(再) 
担当教員名 宮垣 嘉也 
単位数 2 
教科書 なし。ノート講義、適宜プリント資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 高周波電磁波、分布定数線路、特性インピーダンス、反射係数、定在波、マクス

ウェルの電磁界方程式 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 同上 
科目名 マイクロ波工学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 高周波工学関係の本を図書館などで参考にして下さい。 

例、マイクロ波工学の基礎/平⽥ 仁/日本理工出版会。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTJ1532 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）分布定数線路における諸定数の関係公式を用いて、必要な値を計算するこ

とができる、（２）２導体線路における電圧/電流、自由空間および導波管内にお
ける電磁界の伝搬模様が具体的に把握できる。 

受講者へのコメント 同上 
連絡先 宮垣教授室 ５号館４階、オフィスアワー：火曜日７・８時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講者なし 
英文科目名 Microwave Engineering 
関連科目 電気回路 II、ワイヤレスシステム 
次回に向けての改善変更予定 同上 
講義目的 （１）高周波伝送に用いられる分布定数回路が集中定数回路とどのように異なる

のかの知識を与える、（２）分布定数回路の一般的な取り扱いと、重要な回路的量
の定義/関係式を与える、（３）マクスウェルの電磁界方程式とその意味の理解を
進める。 

対象学年 4 年 
授業内容 1 回 分布定数回路における電信方程式を誘導する。 



2 回 電信方程式の解を求め、解に現れる諸定数を定義する。 
3 回 無損失条件、特性抵抗、位相定数、位相速度の工学的意味について学習す
る。 
4 回 反射係数、入⼒インピーダンスの定義とその工学的意味について学習する。 
5 回 定在波分布と定在波比の定義とその工学的意味について学習する。 
6 回 種々の特別な負荷の場合の入⼒インピーダンスについて調べてみる。 
7 回 1/4 波⻑線路の特別な性質とインピーダンス変換への応用について学習す
る。 
8 回 スミスチャートの概要について学習する。 
9 回 第 1 回〜8 回の内容に対する演習（１）をして理解を深める。 
10 回 第１回〜８回の内容に対する演習（２）をして応用⼒を高める。 
11 回 マクスウェルの電磁界方程式と平面波について概要を学習する。 
12 回 2 導体分布定数線路（並行２線、同軸線路、平衡ストリップ線路、マイク
ロストリップ線路）における単位インダクタンス/キャパシタンスの公式につい
て学習する。 
13 回 ⻑方形導波管における電磁界の模様について概要を学習する。 
14 回 電磁界のモード、遮断周波数/遮断波⻑の存在とその意味について学習す
る。 
15 回 第１１回〜１４回に対する演習によって理解を深める。 

準備学習 1 回 電磁波の波⻑と電気回路の大きさを数値的に比較してみること。 
2 回 定係数 2 階線形微分方程式の解の形、複素数の性質を確認しておくこと。 
3 回 無損失回路とは回路でジュール熱が発生しないことであり、その時の分布
回路定数の条件は何か考えること。 
4 回 反射係数の物理的意味をその定義から考えること。 
5 回 定在波と何か、普通の波とどのように違うのかを考えること。 
6 回 特別な負荷としてどのような場合があるか、考えておくこと。 
7 回 集中定数回路におけるインピーダンス変換について調べておくこと。 
8 回 スミスチャートとはどのようなものか、あらかじめ調べておくこと。 
9 回 第１回〜８回における重要な関係公式を常に参照できるようにまとめてお
くこと。 
10 回 第９回のことを一そう丁寧におこなうこと。 
11 回 電磁気学でのアンペアの法則と電磁誘導の法則を確認しておくこと。 
12 回 おもな２導体分布定数線路の構造を再確認しておくこと。 
13 回 完全導体表面では電気⼒線、磁⼒線はどのようになっているか確認してお
くこと。 
14 回 ⻑方形導波管の断面における電界・磁界の模様を描いてみること。 
15 回 第１１回〜１４回の内容で大切な事項を整理しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTJ15G2 
成績評価 中間テスト(20％)、小テスト(10％)、定期試験(70％)、60%以上を合格とする。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス JB(〜12) 
見出し FTJ15G2 数学Ⅱ 
担当教員名 山口 尚宏 
単位数 2 
教科書 大⻄誠・佐野公朗「入門コース線形代数」 （学術図書出版社） 
アクティブラーニング  
キーワード 行列、行列式、ベクトル 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 1)改善に努めます。 

2)改善に努めます。 
3)改善に努めます。 
4)改善に努めます。 
5)講義の途中で帰るのはやめてほしいと思います。 

科目名 数学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 講義 
注意備考 数学を楽しんでほしい。数学を楽しみながら勉強してほしい。ぜひ知的好奇心を

もってほしい。 
シラバスコード FTJ15G2 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）行列を理解し、計算ができること。 

（２）行列式を理解し、計算ができること。 
（３）ベクトルを理解し、計算ができること。 

受講者へのコメント 1)何を言ってるか全く分からない。 
2)教科書に書いてあることだけを説明している。聞く価値がない。 
3)この授業における自身の成⻑は見込めなかった。 
4)わかりやすいが、一門にかける時間が⻑すぎると思う。 
5)講義の途中で帰る⼈への文句をこちらに言われても困る。 

連絡先 山口研究室 1 学舎３階（電子メール yamaguch@ice.ous.ac.jp、電話 086-256-9588）
オフィスアワー 金曜日 ５−６時限 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 (b)この授業におけるあなたのあなたの成⻑について 
(c)この授業の目標をたせいできましたか 
(b),(c)のところが良かったので嬉しく思っております。 



英文科目名 Mathematics II 
関連科目 数学演習Ⅱ、応用数学Ⅰ、応用数学Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 学生の皆さんにとって数学を楽しんで頂けるような講義になるように努⼒をし

てまいります。 
講義目的 行列・行列式の基本的な計算を扱う。応用として連立一次方程式の解法を説明す

る。またベクトルの内積・外積および,行列の固有値問題を扱う。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 行列の和・積 

2 回 行列のべき・正則行列 
3 回 行列の基本変形・階数 
4 回 逆行列(掃きだし法） 
5 回 転置行列の性質 
6 回 行列式定義 
7 回 行列式の性質 
8 回 中間テスト 総合復習 
9 回 連立一次方程式（行基本変形） 
10 回 クラメルの公式 
11 回 ベクトル 
12 回 ベクトルの内積 
13 回 ベクトルの外積 
14 回 固有値問題 
15 回 総合復習 

準備学習 1 回 行列の和・積を予習すること。 
2 回 行列のべき・正則行列を予習すること。 
3 回 行列の基本変形・階数を予習すること。 
4 回 逆行列(掃きだし法）を予習すること。 
5 回 転置行列の性質を予習すること。 
6 回 行列式定義 を予習すること。 
7 回 行列式の性質を予習すること。 
8 回 第２回から第７回までの講義内容を復習すること。 
9 回 連立一次方程式（行基本変形）を予習すること。 
10 回 クラメルの公式を予習すること。 
11 回 ベクトルを予習すること。 
12 回 ベクトルの内積を予習すること。 
13 回 ベクトルの外積を予習すること。 
14 回 固有値問題を予習すること。 
15 回 第２回から第 14 回までの講義内容を復習すること。 

 



年度 2012 
授業コード FTJ15J1 
成績評価 中間テスト(20％)、小テスト(10％)、 定期試験(70％)、60%以上を合格とする。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス JA(〜12) 
見出し FTJ15J1 数学Ⅰ 
担当教員名 山口 尚宏 
単位数 2 
教科書 大学新入生のための微分積分入門／石原園子／共立出版 
アクティブラーニング  
キーワード べき関数、三角関数、指数関数・対数関数 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 数学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 やさしく学べる微分積分／石原園子／共立出版 
授業形態 講義 
注意備考 数学を楽しんでほしい。数学を楽しみながら勉強してほしい。ぜひ知的好奇心を

もってほしい。 
シラバスコード FTJ15J1 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）べき関数の微分積分を理解し、計算ができること。 

（２）三角関数の微分積分を理解し、計算ができること。 
（３）指数関数・対数関数の微分積分を理解し、計算ができること。 

受講者へのコメント  
連絡先 山口研究室１学舎３階（電子メール yamaguch@ice.ous.ac.jp、電話 086-256-9588）

オフィスアワー 金曜日 ５−６時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mathematics I 
関連科目 数学Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 一変数関数の微分および積分の計算を中心に説明する。初等関数（べき関数、三

角関数、指数・対数関数）の微分・積分を理解し自由に計算できることを目標に
する。また、関数の極限や初等関数の基本的な性質についても合わせて説明する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 三角関数 
3 回 指数関数・対数関数 



4 回 関数の極限 
5 回 微分係数・導関数 
6 回 微分の計算１ 
7 回 微分の計算２（合成関数の微分１） 
8 回 微分の計算３（合成関数の微分２） 
9 回 中間テスト 総合復習 
10 回 不定積分 
11 回 置換積分 
12 回 部分積分 
13 回 定積分 
14 回 定積分の置換積分 
15 回 総合復習 

準備学習 1 回 この講義の目的と講義項目およびこの講義に関連する科目について，シラ
バスで調べておくこと． 
2 回 三角関数を予習すること。 
3 回 指数関数・対数関数を予習すること。 
4 回 関数の極限を予習すること。 
5 回 微分係数・導関数を予習すること。 
6 回 三角関数・指数関数・対数関数を復習すること 
7 回 合成関数を予習すること。 
8 回 第７回の講義内容を復習すること。 
9 回 第１回から第８回までの講義内容を復習すること。 
10 回 不定席分を予習すること。 
11 回 置換席分を予習すること。 
12 回 部分積分を予習すること。 
13 回 定積分を予習すること。 
14 回 定積分の置換席分を予習すること。 
15 回 第２回から第 14 回までの講義内容を復習すること。 

 



年度 2012 
授業コード FTJ1711 
成績評価 中間テスト(20％)、小テスト(10％)、 定期試験(70％)、60%以上を合格とする。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス JB(〜12) 
見出し FTJ1711 数学Ⅰ 
担当教員名 山口 尚宏 
単位数 2 
教科書 大学新入生のための微分積分入門 石原園子 共立出版 
アクティブラーニング  
キーワード べき関数、三角関数、指数関数・対数関数 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 数学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 やさしく学べる微分積分 石原園子 共立出版 
授業形態 講義 
注意備考 数学を楽しんでほしい。数学を楽しみながら勉強してほしい。ぜひ知的好奇心を

もってほしい。 
シラバスコード FTJ1711 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）べき関数の微分積分を理解し、計算ができること。 

（２）三角関数の微分積分を理解し、計算ができること。 
（３）指数関数・対数関数の微分積分を理解し、計算ができること。 

受講者へのコメント  
連絡先 山口研究室１学舎３階（電子メール yamaguch@ice.ous.ac.jp、電話 086-256-9588）

オフィスアワー 金曜日 ５−６時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mathematics I 
関連科目 数学Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 一変数関数の微分および積分の計算を中心に説明する。初等関数（べき関数、三

角関数、指数・対数関数）の微分・積分を理解し自由に計算できることを目標に
する。また、関数の極限や初等関数の基本的な性質についても合わせて説明する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 三角関数 
3 回 指数関数・対数関数 



4 回 関数の極限 
5 回 微分係数・導関数 
6 回 微分の計算１ 
7 回 微分の計算２（合成関数の微分１） 
8 回 微分の計算３（合成関数の微分２） 
9 回 中間テスト 総合復習 
10 回 不定積分 
11 回 置換積分 
12 回 部分積分 
13 回 定積分 
14 回 定積分の置換積分 
15 回 総合復習 

準備学習 1 回 この講義の目的と講義項目およびこの講義に関連する科目について，シラ
バスで調べておくこと． 
2 回 三角関数を予習すること。 
3 回 指数関数・対数関数を予習すること。 
4 回 関数の極限を予習すること。 
5 回 微分係数・導関数を予習すること。 
6 回 三角関数・指数関数・対数関数を復習すること 
7 回 合成関数を予習すること。 
8 回 第７回の講義内容を復習すること。 
9 回 第１回から第８回までの講義内容を復習すること。 
10 回 不定席分を予習すること。 
11 回 置換席分を予習すること。 
12 回 部分積分を予習すること。 
13 回 定積分を予習すること。 
14 回 定積分の置換席分を予習すること。 
15 回 第２回から第 14 回までの講義内容を復習すること。 

 



年度 2012 
授業コード FTJ1712 
成績評価 中間テスト(20％)、小テスト(10％)、定期試験(70％)、60%以上を合格とする。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス JA(〜12) 
見出し FTJ1712 数学Ⅱ 
担当教員名 山口 尚宏 
単位数 2 
教科書 大⻄誠・佐野公朗「入門コース線形代数」 （学術図書出版社） 
アクティブラーニング  
キーワード 行列、行列式、ベクトル 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 1)教室が狭かったですか？ 

2)有難うございます。単位は取れましたか？ 
3)改善に努めます。 
4)必ず予習をしていきます。講義のスピードをもう少し早くしてみます。テスト
の内容も少し難しくしてみます。 

科目名 数学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 講義 
注意備考 数学を楽しんでほしい。数学を楽しみながら勉強してほしい。ぜひ知的好奇心を

もってほしい。 
シラバスコード FTJ1712 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）行列を理解し、計算ができること。 

（２）行列式を理解し、計算ができること。 
（３）ベクトルを理解し、計算ができること。 

受講者へのコメント 1)せまい 
2)短い間でしたが、とっても参考になりました。ありがとうございました。 
3)効率が悪い。 
4)教科書の問題を事前に解くなどして、講義のスピードを少し早くしてほしい。
テストの内容を少し難しくしてほしい。(中間テストと定期試験） 

連絡先 山口研究室 1 学舎３階（電子メール yamaguch@ice.ous.ac.jp、電話 086-256-9588）
オフィスアワー 金曜日 ５−６時限 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 (b)この授業におけるあなたのあなたの成⻑について (c)この授業の目標をたせ
いできましたか (b),(c)のところが良かったので嬉しく思っております。 

英文科目名 Mathematics II 



関連科目 数学演習Ⅱ、応用数学Ⅰ、応用数学Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 学生の皆さんにとって数学を楽しんで頂けるような講義になるように努⼒をし

てまいります。 
講義目的 行列・行列式の基本的な計算を扱う。応用として連立一次方程式の解法を説明す

る。またベクトルの内積・外積および,行列の固有値問題を扱う。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 行列の和・積 

2 回 行列のべき・正則行列 
3 回 行列の基本変形・階数 
4 回 逆行列(掃きだし法） 
5 回 転置行列の性質 
6 回 行列式定義 
7 回 行列式の性質 
8 回 中間テスト 総合復習 
9 回 連立一次方程式（行基本変形） 
10 回 クラメルの公式 
11 回 ベクトル 
12 回 ベクトルの内積 
13 回 ベクトルの外積 
14 回 固有値問題 
15 回 総合復習 

準備学習 1 回 行列の和・積を予習すること。 
2 回 行列のべき・正則行列を予習すること。 
3 回 行列の基本変形・階数を予習すること。 
4 回 逆行列(掃きだし法）を予習すること。 
5 回 転置行列の性質を予習すること。 
6 回 行列式定義 を予習すること。 
7 回 行列式の性質を予習すること。 
8 回 第２回から第７回までの講義内容を復習すること。 
9 回 連立一次方程式（行基本変形）を予習すること。 
10 回 クラメルの公式を予習すること。 
11 回 ベクトルを予習すること。 
12 回 ベクトルの内積を予習すること。 
13 回 ベクトルの外積を予習すること。 
14 回 固有値問題を予習すること。 
15 回 第２回から第 14 回までの講義内容を復習すること。 

 



年度 2012 
授業コード FTJ1721 
成績評価 3 つの実験報告書 100%により成績を評価する。 

各テーマの報告書を 100 点満点で採点し，平均点が 60 点以上を合格とする。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス JA(〜10) 
見出し FTJ1721 情報処理実験 
担当教員名 島⽥ 英之、上嶋 明、大倉 充、島⽥ 恭宏 
単位数 2 
教科書 情報処理実験指導書／情報工学科編（注意・備考欄参照） 
アクティブラーニング  
キーワード 授業内容に記載 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「特に信号処理の実験は苦手分野ということもあり，理解が全くといっていいほ

ど進まなかった」 
→実験は，理論を実際に確かめることによって本質的に理解できるチャンスで
す。苦手分野であると意識していたのならばなおさら，意欲的に取り組む必要が
あったのではないでしょうか。教員やＴＡに質問し，自⼒でハードルを越えてく
ださい。 
「最終実験の日程がきびしかった」 
→JA クラスは，7/16(月，祝日)の通常講義日，7/21(土)の補講日の両日に実験が
行われ，21 日がレポート提出日でもあったので，スケジュールが厳しく思え 

科目名 情報処理実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 関連科目で使用した教科書 
授業形態 実験実習 
注意備考 実験第 1 回目に「情報処理実験指導書」を配布する。IT コースと CE コースで

は，実験報告書の内容と提出の週が異なっているので，授業内容と準備学習をよ
く確認すること。実験第 15 回目では，IT コース，CE コースいずれのコースも
実験時間中に最終的な報告書を提出しなければならない。特に CE コースは，他
の実験テーマのように次の週に提出を完了するわけではないので，スケジュール
通りに実験を進めるように努⼒すること。 

シラバスコード FTJ1721 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) 課題に対するアルゴリズムを作成し，プログラミング言語により具体化でき

ること。 
(2) 計画的に実験を進め，定められた時間で課題を終了し，報告書を提出できる
こと。 
(3) 課題に対して，複数の解決法の比較検討ができること（テーマによる）。 
(4) 課題解決のために必要なデータ収集を行うことができること（テーマによ
る）。 



(5) 論理的な構成を持ち，文法的に正しい表現で報告書を作成できること。 
受講者へのコメント ・事前によく予習し，実施内容のイメージを形成してから実験に臨んでください。 

・指定された内容や書式に忠実に従って報告書を作成してください。 
・報告書では，日本語として正確かつ簡潔な文書を心がけてください。 
・報告書は，読み手に配慮して作成してください。 

連絡先 島⽥英之：島⽥英之研究室 18 号館 5 階 hshimada＠ice.ous.ac.jp  
オフィスアワー 月−金：昼休み 
島⽥恭宏：島⽥恭宏研究室 20 号館 3 階 shimada@ice.ous.ac.jp  
オフィスアワー 水・木：昼休み 
大倉 充：大倉研究室 18 号館 2 階 ohkura＠ice.ous.ac.jp  
オフィスアワー 月・木：昼休み 
上嶋 明：上嶋研究室 18 号館 3 階 uejima＠ice.ous.ac.jp  
オフィスアワー 木：昼休み 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業の手法について，次の２項目の割合が少し目立ちました。 
  理解しやすいように，説明にもう少し工夫を加えてもらえるとよい: 14.0% 
  １回の授業で扱う量が多い: 14.0% 
実験内容，テキスト，実験中の指示などは，アンケート結果を元に毎年改良を重
ねていますので，この２項目を意識して改善を進めるようにします。この実験は，
３種の実験テーマを含んでいますので，自由記述欄に実験テーマを含めた詳しい
ご意見をいただければと思います。 
また，「授業時間以外の学習」において全くしなかった⼈が 11.6%います 

英文科目名 Information Processing Laboratory 
関連科目 プログラミング I，II・画像処理と CG・情報通信基礎論・マルチメディア工学・

ディジタル信号処理・応用数学 II・数値計算 
次回に向けての改善変更予定 実験内容に関しては，毎年，担当者が継続的に改良を重ねています。 
講義目的 フリーソフトウェアである POV-Ray を用いた CG 製作，画像処理の基本技法の

C 言語による具体化，および C 言語による信号の合成や周波数解析を行う。本実
験では，各テーマで設定された課題を計画的に進め，データを収集・解析し，結
果をまとめる能⼒を養うことを目的とする。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 実験に関するオリエンテーションを行った後に，報告書作成に関する説明

を行う。さらに，グラフ作成ソフトウェア xgraph に関する演習を実施する。 
2 回 CG に関する実験の第 1 回目を実施する。 
POV-Ray の使用法の習得・単純なシーンの作成 
3 回 CG に関する実験の第 2 回目を実施する。 
CSG 演算とマッピングを用いたより複雑なシーンの作成 
4 回 CG に関する実験の第 3 回目を実施する。 
数値データの可視化 
5 回 IT コース：「CG に関する実験」報告書を実験開始前に提出する。教員が報
告書の内容をチェックするので，指摘された事項の修正を行い再提出する。指摘



内容によっては補充実験を行う場合もある。 
CE コース：CG に関する実験の第 4 回目を実施する。 
発展課題（空間内の軌跡の可視化） 
6 回 画像処理に関する実験の第 1 回目を実施する。 
カラー画像処理 1（画像表示・差分処理） 
CE コースは「CG に関する実験」報告書を実験開始前に提出すること。 
7 回 画像処理に関する実験の第 2 回目を実施する。 
カラー画像処理 2（画像からの手領域抽出処理） 
8 回 画像処理に関する実験の第 3 回目を実施する。 
濃淡画像処理（反転処理・平滑化処理・微分処理・2 値化処理） 
9 回 画像処理に関する実験の第 4 回目を実施する。 
画像合成と簡易な動画像表現・自由課題（自作関数を組み合わせる） 
10 回 IT コース：「画像処理に関する実験」報告書を実験開始前に提出する。教
員が報告書の内容をチェックするので，指摘された事項の修正を行い再提出す
る。指摘内容によっては補充実験を行う場合もある。 
CE コース：画像処理に関する実験の第 5 回目を実施する。 
発展課題（テンプレートマッチング処理） 
11 回 信号処理に関する実験の第 1 回目を実施する。 
信号の生成（正弦波，サンプリング周波数，周期，振幅，信号の離散表現） 
CE コースは「画像処理に関する実験」報告書を実験開始前に提出すること。 
12 回 信号処理に関する実験の第 2 回目を実施する。 
信号の合成（フーリエ級数，基本周波数，矩形波，三角波，鋸⻭状波） 
13 回 信号処理に関する実験の第 3 回目を実施する。 
信号の分解（フーリエ展開，複素フーリエ展開，離散フーリエ変換，DFT：Discrete 
Fourier Transform） 
14 回 信号処理に関する実験の第 4 回目を実施する。 
IT コース：楽器を音源とする信号の解析 
CE コース：楽器を音源とする信号の解析とその応用問題（unknown データの楽
器の同定） 
15 回 IT，CE 両コースともに，「信号処理に関する実験」報告書を実験開始前に
提出する。教員が報告書の内容をチェックするので，指摘された事項の修正を行
い再提出する。指摘内容によっては補充実験を行う場合もある。 

準備学習 1 回 シラバスを確認し学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 実験指導書の該当箇所を読んでおくこと。特に、座標系について十分に理解
しておくこと。 
3 回 前回の学習内容と作業手順を完全に理解しておくこと。 
4 回 C 言語によるプログラムの記述、コンパイル手順について復習しておくこ
と。 
5 回 IT コース：「CG に関する実験」報告書を作成しておくこと。 
CE コース：第 2 回から第 4 回の内容を報告書にまとめておくこと。また，取り
扱うセンサと，それにより得られるデータの概要について，テキストを読んで予
習しておくこと。 



6 回 IT コース：指導書の該当箇所を読んでおくこと。また，プログラミング I で
学習した関数について復習しておくこと。 
CE コース：IT コースの準備学習内容に加え，「CG に関する実験」報告書を作成
しておくこと。 
7 回 IT コース：指導書に書かれた HSV 変換について理解しておくこと。 
CE コース：IT コースの準備学習内容に加え，「CG に関する実験」報告書に関し
て，担当教員から不備を指摘された個所を修正し，完成させておくこと。 
8 回 指導書に書かれた濃淡画像処理について，その内容と処理手順について理
解しておくこと。 
9 回 第 6 回から第 8 回までで作成を指示された関数を完成させておくこと。 
10 回 IT コース：「画像処理に関する実験」の報告書を作成しておくこと。 
CE コース：第 6 回から第 9 回までの内容を報告書にまとめておくこと。また，
指導書に書かれたテンプレートマッチング処理に必要となる類似性の尺度につ
いて理解しておくこと。 
11 回 IT コース：指導書の「信号処理に関する実験」の箇所を読んでおくこと。
そして Work-A, Work-C は必ず実施しておくこと。 
CE コース：IT コースの準備学習内容に加え，「画像処理に関する実験」の報告
書を作成しておくこと。 
12 回 IT コース：「フーリエ級数」について学習し，複雑な形状をした信号の成
り立ち（作り方／合成方法／信号の定式化法）について，教員の説明が理解でき
る程度の知識を得ておくこと（関連科目：応用数学 II，数値計算，情報通信基礎
論）。 
CE コース：IT コースの準備学習内容に加え，「画像処理に関する実験」報告書
に関して，担当教員から不備を指摘された個所を修正し，完成させておくこと。 
13 回 「フーリエ展開」について学習し，対象とする信号がどのような信号から
成り立っているかを定式化できるように，基礎知識を得ておくこと（関連科目：
応用数学 II，数値計算，情報通信基礎論）。なお，第 12 回目の実験結果を使用し
て第 13 回目の実験を行うことになるため，時間内に実験を終了していない場合
は，第 13 回目の実験開始までに第 12 回目の実験を完了させておくこと。 
14 回 IT コース：これまでの実験に係る指導書の内容を再度復習しておくこと。
実験には第 13 回目で完成させた DFT プログラムを使用する。よって必ず第 14
回目の実験開始までには DFT プログラムを完成させておくこと。 
CE コース：IT コースの準備学習内容に加え，発展課題実施のための計画を立案
しておくこと。 
15 回 IT，CE 両コースともに，実験データをまとめて「信号処理に関する実験」
報告書が提出できるようにしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTJ1722 
成績評価 報告書（100％）以下の４項目をそれぞれ評価し、総合して、６０％を合格とす

る。 
（１）定められた時間で課題を終了し、報告書を提出できる。 
（２）作成したプログラムや回路の動作，測定の結果が正しい。 
（３）実験結果の比較や他の解決方法などの検討・考察ができる。 
（４）報告書の構成が適切で、文章や図表が正しく記述できる。 

曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス JB(〜10) 
見出し FTJ1722 情報工学実験 
担当教員名 片山 謙吾、尾崎 亮、伊藤 拓 
単位数 2 
教科書 情報工学実験指導書 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報工学実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 各関連科目の教科書・参考書 
授業形態 実験実習 
注意備考 講義時間開始時に出席をとる。実験終了時には、実験結果について教官の点検を

受ける。２週目〜１３週目の実験の終了時刻は１８：３０とする（１５分延⻑）。 
シラバスコード FTJ1722 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)組み込みシステムの構成と開発方法を理解し、開発ツールが使える。キー入

⼒、表示装置、センサなどを組合わせた簡単な応用ソフトウェアを作成できる。 
(2)Verilog HDL によりストップウォッチの回路（カウンタ，7 セグメント表示
等）を記述し、PLD に実装できる。 
(3)機械語とアセンブリ言語の関係・命令を理解し、擬似エレベータシステムをイ
メージした LED・ステッピングモーターの制御およびサブルーチン・スタックを
応用した機械語プログラムを作成できる。 
(4)各課題に対して計画的に実験を進め，定められた時 

受講者へのコメント  
連絡先 代表者：小畑正貴 １８号館４階 kohata@ice.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Information Engineering Laboratory 



関連科目 論理回路 I・II、コンピュータ工学 I・II、アナログ回路、ディジタル回路、情報
通信基礎論 

次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ３題目の実験を行うことにより以下の事柄について学ぶ。(1)電気製品などに内

蔵される組込みシステムのソフトウェア開発技術を習得する。(2)ハードウェア
記述言語による回路設計およびプログラマブル論理デバイスの利用方法を習得
する。(3)機械語によりＣＰＵを制御し，マイクロコンピュータの構造と動作を理
解する。以上の実験を通じて、情報工学分野の専門知識を習得すると共に応用能
⼒を養うことを目標としている。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション（資料配布、実験題目・内容、実験の進め方、報告書の

書き方） 
2 回 〔１〕組み込みシステム（１週目） プログラム開発手順、液晶表示、キー
入⼒ 
3 回 組み込みシステム（２週目） ＡＤ変換、センサ、ステッピングモータ 
4 回 組み込みシステム（３週目） 割り込み、応用課題 
5 回 ＩＴコース：報告書修正・提出 ＣＥコース：中間報告書提出。組み込みシ
ステム 応用課題 
6 回 〔２〕論理回路（１週目） ハードウェア記述言語、回路設計ツール、７セ
グメント表示、カウンタ 
7 回 論理回路（２週目） 順序回路、ルーレットの設計、ストップウォッチの設
計 
8 回 論理回路（３週目） 応用課題 
9 回 ＩＴコース：報告書修正・提出 ＣＥコース：中間報告書提出。論理回路 
発展課題 
10 回 〔３〕マイクロコンピュータ（１週目） マイコンの基本構成と動作、機械
語・アセンブリ言語、入出⼒・演算・分岐 
11 回 マイクロコンピュータ（２週目） タイマーサブルーチン、スタック、専用
サブルーチン 
12 回 マイクロコンピュータ（３週目） ステッピングモーターの回転制御 
13 回 ＩＴコース：報告書修正・提出 ＣＥコース：中間報告書提出。応用課題 
14 回 ＩＴコース：予備ならびに補充実験 ＣＥコース：報告書修正・提出 
15 回 なし ２週目〜１３週目の実験は１５分延⻑して行うため、第１４回まで
で１５週の時間を確保できる。 

準備学習 1 回 Ｃ言語、機械語、論理回路について復習しておく。 
2 回 指導書を読んで、実験内容を理解してくる。 
3 回 指導書を読んで、実験内容を理解してくる。 
4 回 指導書を読んで、応用課題の計画をたててくる。 
5 回 ＩＴコース：報告書作成 ＣＥコース：中間報告書作成。発展課題の計画を
たててくる。 
6 回 指導書を読んで、実験内容を理解してくる。ＣＥコースは報告書を完成させ
てくる。 



7 回 指導書を読んで、実験内容を理解してくる。 
8 回 指導書を読んで、応用課題の計画をたててくる。 
9 回 ＩＴコース：報告書作成 ＣＥコース：中間報告書作成。発展課題の計画を
たててくる。 
10 回 指導書を読んで、実験内容を理解してくる。 ＣＥコースは報告書を完成さ
せてくる。 
11 回 指導書を読んで、実験内容を理解してくる。 
12 回 指導書を読んで、実験内容を理解してくる。 
13 回 ＩＴコース：報告書作成 ＣＥコース：中間報告書作成。指導書を読んで、
実験内容を理解してくる。 
14 回 ＩＴコース：予備ならびに補充実験の準備 ＣＥコース：報告書を完成さ
せてくる。 
15 回 なし 

 



年度 2012 
授業コード FTJ2111 
成績評価 100 点満点に対して，60 点以上を合格とし，試験結果の配分は，中間試験(30%)，

定期試験(70%)とする 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス JA(〜12),JB(〜12) 
見出し FTJ2111 電気回路Ⅰ 
担当教員名 東 恒⼈ 
単位数 2 
教科書 本⽥徳正著：「電気回路」，日本理工出版会 
アクティブラーニング  
キーワード 直列回路，並列回路，電位差，電位分布，オームの法則，キルヒホッフの法則，

枝路電流法，網目電流法，接点解析法，鳳・テブナンの定理，ノートンの定理 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 ・特にありませんでした 

・「よくわかった」，「ありがとうございました」という記述が複数あり，励みにな
りました． 

科目名 電気回路Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 本⽥，茂木，角⽥ 共著：「電気回路計算法」，日本理工出版会 
授業形態 講義 
注意備考 (1)講義開始時の出欠と講義終了時の遅刻のチェックを実施． 

(2)解答付演習問題を該当項目の講義日に出席者のみに配布する． 
(3)スライド資料(講義説明資料)と解答付自己点検問題（講義内容の理解度を自
己点検するために使用）は講義情報管理システムからダウンロード可能． 
(4)毎回，アンケート調査を実施（講義内容の理解度の把握）し，次週の復習講義
に反映． 

シラバスコード FTJ2111 
実務経験のある教員  
達成目標 以下の諸点を理解していること． 

(1)直流回路と並列抵抗の合成抵抗が計算できること， 
(2)直列抵抗および並列抵抗における各部の端子電圧と電位分布の関係が計算で
きること． 
(3)キルヒホッフの法則を理解していること． 
(4)簡単な回路について，キルヒホッフの法則が適用できること． 

受講者へのコメント ・昨年度と同様に，数学⼒が低下していることを考慮して，並列回路の特性の理
解に必要な分数の計算の仕方や鳳-テブナンの定理の応用の仕方を繰返し説明し
たので，これらを理解できた学生が増加した．しかしながら，依然として，分数
の計算ができない学生，公式を丸暗記するような学生，記号を用いた式が理解で
きない学生および連立方程式が解けない学生が存在する．知ろうとする執着心と
繰り返し努⼒するという姿勢を恒常化することが必要です．この姿勢は実社会で



も役立つ筈です． 
連絡先 東研究室 20 号館 3 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ・アンケート調査結果には,顕著な変化はなかった. 
英文科目名 Electrical Circuits I 
関連科目 電気回路 II 
次回に向けての改善変更予定 ・来年度から，担当者が代わり，講義内容および講義方法が変わる予定です． 
講義目的 本科目は情報工学全般に必要な専門知識と応用能⼒を得るために必要な科目の

一つである．本講義では，以下の項目を理解し，直流回路網に関する諸問題の解
決に応用できる能⼒を養う． 
(1)抵抗の働き， 
(2)抵抗部分の電流，端子電圧（電圧降下）および電位， 
(3)端子電圧および電源電圧の間の相互関係 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 電子と電流，電流と抵抗の関係，電位差と抵抗の関係，オームの法則 
3 回 抵抗の直列接続，電圧降下，電位，分圧（直列合成抵抗，倍率器） 
4 回 抵抗の並列接続，電位，分流（枝路電流，分流器） 
5 回 抵抗の直並列接続（合成抵抗），電位 
6 回 電⼒，電⼒量，抵抗値の変化要因 
7 回 直列接続，並列接続，直並列接続のまとめ 
8 回 中間試験，キルヒホッフの法則（電流則，電圧則，枝路，閉路) 
9 回 キルヒホッフの法則の回路網への応用（枝路電流法) 
10 回 キルヒホッフの法則の回路網への応用（網目電流法) 
11 回 キルヒホッフの法則の回路網への応用（節点解析法) 
12 回 重ね合わせの定理とその応用 
13 回 鳳・テブナンの定理とその応用（等価電圧源，起電⼒，内部抵抗) 
14 回 ノートンの定理とその応用（コンダクタンス，等価電流源) 
15 回 独立な閉路の選び方と直流回路の解き方のまとめ 

準備学習 1 回 この講義の目的と講義項目およびこの講義に関連する科目について，シラ
バスで調べておくこと． 
2 回 電流とは何か，抵抗の発生原因は何か，電圧や電位差とは何か，問題意識を
もって受講することこと． 
3 回 合成抵抗とは何か，類似した用語（電圧降下，電圧，電位差）の意味は何か，
問題意識をもって受講すること． 
4 回 電位分布の計算方法を自己点検問題-電位で，また，直列接続については，
合成抵抗，各枝電流，各端子電圧および電位の計算法を自己点検問題-分圧で会得
しておくこと． 
5 回 並列接続については，合成抵抗および各枝電流の計算法を自己点検問題-分
流で会得しておくこと． 
6 回 直並列接続については，合成抵抗，各枝電流，各端子電圧および電位の計算



法を自己点検問題-直並で会得しておくこと． 
7 回 直列接続と並列接続では，電圧と電流の扱い方の違いをまとめておくこと． 
8 回 今ままで学んだ知識の中に，すでに電流則と電圧則に関する知識が備わっ
ているので，それらの法則の内容を教科書で確認しておくこと． 
9 回 電流則の使い方を自己点検問題-電流則で会得しておくこと． 
10 回 枝路電流法の使い方を自己点検問題-枝路電流法で会得しておき，網目電
流法の方が枝路電流法よりも少ない方程式で解が得られることが講義で確認で
きるようにしておくこと． 
11 回 網目電流法の使い方を自己点検問題-網目電流法で会得しておき，節点解
析法の方が網目電流法の方よりも少ない方程式で解が得られることが講義で確
認できるようにしておくこと．また，節点解析法の講義内容の理解には電位分布
の計算法の知識が必要であるので，電位分布の計算方法を自己点検問題-電位で
再確認しておくこと． 
12 回 節点解析法の使い方を自己点検問題-節点解析法で会得しておくこと．三
手法（枝路電流法，網目電流法，節点解析法）以外にも，回路構成によっては，
重ね合わせの定理を使うと，簡単に同一の解が得られることを確認できるように
しておくこと． 
13 回 鳳・テブナンの定理を使うと，回路構成が不明な回路でも，回路の二端子
から得られる電流値と電圧値だけで，その端子に接続する抵抗に流れる電流が簡
単に計算できるので，どのような方法であるのか，問題意識をもって受講するこ
と． 
14 回 鳳・テブナンの定理の使い方を自己点検問題_鳳-テブナンで会得しておき，
この定理とノートンの定理とが相互変換できるので，どのような変換するのか，
問題意識をもって受講すること． 
15 回 三手法（枝路電流法，網目電流法，節点解析法）を回路に適用する場合に，
どのような閉路を選べば良いかという問題に直面する．どのように選ぶのか，問
題意識をもって受講すること． 

 



年度 2012 
授業コード FTJ2121 
成績評価 中間試験（５０％）、定期試験（５０％） 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス JA(〜11),JB(〜11) 
見出し FTJ2121 情報数学Ⅰ 
担当教員名 南原 英生 
単位数 2 
教科書 「はじめての数理統計学」古島、市橋、坂⻄著、近代科学社 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報数学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ⽥口玄一編「確率・統計」日本規格協会 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTJ2121 
実務経験のある教員  
達成目標 ① 確率の概念を理解し、2 個のサイコロを投げたときの各事象の確率計算がで

きること。 
② ２項分布、ポアソン分布、一様分布などの期待値と分散が求められること。 
③ 標準正規分布表を用いて、正規分布の各種統計量の計算ができること。 
④ 区間推定の計算ができること。 
⑤ 回帰直線および相関が求められること。 

受講者へのコメント ・説明をよく聞いて、その授業時間の内容は時間内に理解するようにしてくださ
い。そして、分からないときは積極的に質問してください。 

連絡先 南原研究室１８号館１階 hideo@ice.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ・「この授業を受けてよかった点はなんですか」の項目に対して、「この分野への
理解が深まった」が 58％、「この分野への興味、関心が深まった」が 27.7％であ
った。今後も、確率・統計分野への理解や関心を深めていけるような授業を心が
けます。 
・一方で、「板書、スライド、配布資料が見えなかった」と答えた⼈も 7.6％あり、
今後工夫をしていきたいと思います。 
・自由設問の「確率・統計が我々の生活に関係があることがわかりましたか」に
対しては、「大変わかった」「わかった」と回答してくれた⼈が 57.1％であり、も
う少し工夫が 



英文科目名 Mathematics for Information Engineering I 
関連科目 情報数学Ⅱ、情報理論 
次回に向けての改善変更予定 ・もっと身近でわかりやすい例を増やし、確率・統計がより身近に感じられるよ

うに工夫していきたい。 
講義目的 情報工学に関連する数学として確率・統計の基礎概念を理解させる。確率につい

ては確率変数の分布における期待値と分散の概念を修得し、各種確率分布の特徴
を把握させる。統計については、推定・検定に関する初歩的な考え方を習得し、
得られたデータを統計的に処理する手法を身につける。例題や演習を多く取り入
れ、具体的で分かりやすい講義を目指す。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。講義の進め方について説明する。 

確率の基礎概念、加法定理、乗法定理について説明する。 
2 回 ベイズの公式、順列と組合せについて説明する。 
3 回 離散型確率変数の期待値と分散について説明する。 
4 回 代表的な離散型確率分布である二項分布とポアソン分布について説明する。 
5 回 連続型確率分布の期待値と分散について説明する。また、連続型確率分布の
一つである一様分布について説明する。 
6 回 代表的な連続型確率分布である正規分布について説明する。具体的には、正
規分布の定義や正規分布の確率について説明する。 
7 回 正規分布の応用について説明する。また、一様分布、正規分布以外の連続型
確率変数について説明する。 
8 回 中間試験を行い、試験終了後に出題内容について解説する。 
9 回 ⺟集団と標本および２次元確率変数について説明する。 
10 回 標本分布、標本平均の分布および中心極限定理について説明する。 
11 回 「推定」の考え方について説明する。具体的には、点推定、区間推定、不
偏推定について説明する。 
12 回 ⺟平均の区間推定、分散の区間推定について説明する。 
13 回 「検定」の考え方について説明する。具体的には、仮説検定、有意水準、
帰無仮説、⺟平均の検定について説明する。 
14 回 回帰直線と最小２乗法について説明する。 
15 回 今まで授業中に行った演習問題を解き、その解説を行う。 

準備学習 1 回 「確率」がどのような場面で使われ、どのように定義されているかについて
調べ、考えておくこと。 
2 回 順列と組み合わせについて調べておくこと。 
3 回 期待値（平均値）、分散、標準偏差など統計量の基礎的知識について調べて
おくこと。 
4 回 二項分布について調べておくこと。 
5 回 ヒストグラムについて調べておくこと。 
6 回 正規分布について調べ、どのように使われているかについて考えておくこ
と。簡単な関数の定積分が計算できるように復習しておくこと。また、その意味
が理解できるようにしておくこと。 
7 回 前回習った正規分布の式を覚え、そのグラフが描けるようにしておくこと。 



8 回 中間試験を行うので、第１回から第７回までの内容をよく理解し整理して
おくこと。 
9 回 二項分布について復習しておくこと。 
10 回 ポアソン分布、正規分布について復習しておくこと。 
11 回 標本平均、⺟平均、標本分散、⺟分散について調べておくこと。 
12 回 教科書の付録 D の正規分布の確率の数値表の見方について理解しておく
こと。 
13 回 有意水準、第 1 種の誤り、第 2 種の誤りについて調べておくこと。 
14 回 最小２乗法について調べておくこと。 
15 回 今まで授業中に行った演習問題について復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTJ2311 
成績評価 中間試験（４０％），定期試験（６０％） 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス JA(〜12),JB(〜12) 
見出し FTJ2311 情報工学入門 
担当教員名 小松 雅治 
単位数 2 
教科書 テキストを配付 
アクティブラーニング  
キーワード 情報，コンピュータ 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 前向きなコメントだったので，これからも十分勉強してください．応援していま

す． 
科目名 情報工学入門 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて，講義中に紹介する． 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTJ2311 
実務経験のある教員  
達成目標 ①コンピュータの基本構成と各装置の役割を理解していること． 

②CPU の動作と機械語に関して理解していること． 
③基数変換，２進数の加減算ができること． 
④情報量の数学的扱いを理解していること． 
⑤文字情報と画像情報の２値表現を理解していること． 
⑥オペレーティングシステムの役割を理解していること． 
⑦フローチャートで記述された簡単なアルゴリズムを理解できること． 
⑧プログラミング言語と言語処理の役割を理解していること． 
⑨コンピュータの応用やシステムに関する知識をもつこと． 
⑩情報セキュリティと情報倫理の 

受講者へのコメント 本講義は入門科目なので，情報工学の分野への理解・関心が高まれば十分である．
ただ，初めて聞くような専門用語がたくさん出てくるが，内容は平易に説明して
いるつもりである． 

連絡先 ２０号館３階小松研究室，オフィスアワー：月 5-6 時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 項目 A:出席率が高く，また，少しは授業以外に学習をしているようなので，入学
早々の学生さんの意気込みを感じる． 
項目 B:情報工学の分野への理解・関心がたかまったようで，入門科目としての役
割を果たしているのかと思う． 



項目 C:ほとんどの学生が目標を達しているようで，良かったと思う． 
項目 E：特にないとの回答がほとんどなので，コメントなし． 

英文科目名 Introduction to Information and Computer Engineering 
関連科目 専門共通，コンピュータシステム，コンピュータ応用，および情報通信の各系列

の科目 
次回に向けての改善変更予定 特になし． 
講義目的 情報工学の入門的な内容に関して講義を行う．本講義を履修することによって，

情報工学がどのようなものであるかを理解するとともに，専門科目（専門共通，
コンピュータシステム，コンピュータ応用，および情報通信の各系列の科目）へ
の導入を容易にする． 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：現代に至るまでのコンピュータの歴史について概説

する． 
2 回 コンピュータの構成，構成要素である中央処理装置（ＣＰＵ），入出⼒装置，
記憶装置，入出⼒装置の役割について概説する． 
3 回 コンピュータの動作，特に，中央処理装置における制御と処理の動作，及
び，動作を規定する機械語について概説する． 
4 回 基数変換の原理を説明するとともに，情報工学にとって重要な２進数およ
び１６進数について講述するする． 
5 回 ２進数の加減算の原理について講述する． 
6 回 中間試験と解答の説明，および，これまでの講義をまとめる． 
7 回 情報の数量化，すなわち，情報量の概念，情報源の確率モデル，情報の量的
表現などについて概説する． 
8 回 文字情報および画像情報の 2 値表現である情報の符号化について概説する． 
9 回 Windows 7 のようなオペレーティングシステムの役割について概説する． 
10 回 プログラミングの基礎となるアルゴリズムとは何か，また，フローチャー
トの基礎的な書き方について概説する． 
11 回 コンピュータにどのような処理を行わせるかを記述するプログラミング言
語，プログラミング言語で記述されたプログラムをコンピュータで処理させるの
に必要な言語処理（高級言語，コンパイラ，インタプリタ）について概説する． 
12 回 コンピュータの応用の具体例をあげ，コンピュータ技術が現代社会にどの
ように応用されているかを概説する． 
13 回 コンピュータとネットワークの技術を融合して応用した情報システムの具
体例を挙げ，現代の情報化社会にとって，情報工学がいかに重要であるかを概説
する． 
14 回 情報のセキュリティと倫理（情報化社会，セキュリティ，知的所有権とプ
ライバシー，コンピュータ被害とネットワーク被害，道徳観と法律）について概
説する． 
15 回 情報工学に関連する学会の紹介を行い，また，情報工学科教員がどのよう
な学会に所属し，活動しているかを紹介する． 

準備学習 1 回 コンピュータがどのようなきっかけで，どのように考えられて作られたの
かを自分なりに考えておくこと． 



2 回 コンピュータはどのような機能を持てばよいか，テキストを読んで考えて
おくこと． 
3 回 第 2 回の復習をすると共に，中央処理装置がどのように動作するのかを考
えておくこと． 
4 回 第 2 回，第３回の復習をすると共に，2 進数の必要性を考えておくこと． 
5 回 第 4 回の復習をすると共に，10 進数の演算と 2 進数の演算の類似性を考え
ておくこと． 
6 回 第 1 回〜第５回の総復習を行うと共に，テキストの演習問題を解いておく
こと． 
7 回 もの（物質）には量があるが，情報にも量があるのだろうかと言う疑問を持
って，情報の量について考えておくこと． 
8 回 第 2 回，第 3 回の復習を行い，様々な処理対象が 2 進表現されていること
を認識しておくこと．また，ディジタルカメラではどのように画像を表現してい
るかを考えておくこと． 
9 回 パーソナルコンピュータは使いやすいと思いますか？もしそうならなぜか
を考えておくこと． 
10 回 問題を解決するとはどういうことかを考えておくこと． 
11 回 思い通りにコンピュータに仕事をさせるにはどうしたら良いかを考えてお
くこと． 
12 回 パソコンを使ってどんなことが出来るかを考えておくこと． 
13 回 身の回りにあるコンピュータを使ったシステムにどんなものがあるかを考
えておくこと． 
14 回 インターネットを使ったときの危険性について考えておくこと． 
15 回 情報工学科の教員が教育以外にどんな活動をしているかを想像しておくこ
と． 

 



年度 2012 
授業コード FTJ2312 
成績評価 中間試験（40%)、定期試験（40%)、レポート（20%) 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス JA(〜11),JB(〜11) 
見出し FTJ2312 オペレーティングシステム 
担当教員名 吉⽥ 誠 
単位数 2 
教科書 「講義ノート」を配布する 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 オペレーティングシステム 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 大久保英嗣／オペレーティングシステムの基礎／サイエンス社；大堀淳／計算機

システム概論／サイエンス社；Silberschatz, Galvin, Gagne／ Operating System 
Concepts／ John Wiley&Sons, Inc.（第 7 版の日本語訳・土井範久監訳・オペレ
ーティングシステムの概念・共立出版） 

授業形態 講義 
注意備考 「講義ノート」をもとに講義を進める 
シラバスコード FTJ2312 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)プログラムとプロセスの違いを理解する 

(2)共通的基本概念（プロセス管理、ファイルシステム、記憶管理、同期制御）を
理解する 
(3)ＵＮＩＸファイルシステムの構造を理解し、他システムと比較できる 
(4)スケジューリングの相違によるシステムの振舞いの違いを理解する 

受講者へのコメント  
連絡先 吉⽥研究室 18 号館 2 階 オフィスアワー：木 7-8 時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Operating Systems 
関連科目 データ構造とアルゴリズム、プログラミング II、プログラミング言語論、データ

ベース 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 オペレーティングシステムの基礎とその応用について講述し、オペレーティング

システムの基本概念と技法を身につけることを目的とする。計算機においてユー
ザとハードウェアの中間に位置し、計算機システムを操作するためのソフトウェ



アとして最も重要なオペレーティングシステムについて、その基本概念を講義す
る。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オペレーティングシステムの概要（全体俯瞰、歴史、定義）について説明す

る。 
2 回 オペレーティングシステムの構成（システムの構成要素と構造）について説
明する。 
3 回 プロセス管理（プロセスとスレッド、スケジューラ）について説明する。 
4 回 ＣＰＵスケジューリング（各種スケジューリングアルゴリズムの実際）につ
いて説明する。 
5 回 同期制御１（プロセス間通信、プロセス間同期）について説明する。 
6 回 同期制御２（一貫性制御）について説明する。 
7 回 デッドロック（デッドロックモデルと解法）について説明する。 
8 回 前半のまとめを行う。 
9 回 実記憶管理（メモリの共有・編成アルゴリズムの実際）について説明する。 
10 回 仮想記憶１（管理技法）について説明する。 
11 回 仮想記憶２（各種実装方式）について説明する。 
12 回 ファイルシステム１（ファイル構造とアクセス方式）について説明する。 
13 回 ファイルシステム２（ＵＮＩＸファイルシステム、ディスク制御）につい
て説明する。 
14 回 入出⼒制御（割込み処理、デバイス制御）について説明する。 
15 回 後半のまとめを行う。 

準備学習 1 回 シラバスを確認しておくこと．コンピュータの５大装置について理解して
おくこと 
2 回 参考書などを中心に、図書館等でオペレーティングシステムの本の目次に
目を通し、全体を概観しておくこと 
3 回 マルチプログラミングについて復習しておくこと 
4 回 プロセスの状態管理の復習、及びキュー、スタックなどのデータ構造を理解
しておくこと 
5 回 スケジューリング問題が解けること、及び複数プロセス（スレッド）の並列
動作を理解しておくこと 
6 回 セマフォー、ロックを使用したプログラムが書けること 
7 回 同期処理の問題が解けるようになっておくこと 
8 回 講義テキストの練習問題が解けるようになっておくこと 
9 回 参考書などを中心に、図書館等でオペレーティングシステムの本の記憶管
理、ファイルシステムを概観しておくこと。リンクリスト、ビットマップなどの
データ構造が理解できるようになっておくこと 
10 回 可変区画割り当ての練習問題が解けること 
11 回 効率的なメモリ割り当てについて考えておくこと 
12 回 ページングの練習問題が解けること、及びＵＮＩＸのコマンド操作を復習
しておくこと 
13 回 ファイル領域割り当て問題が解けること、及びメモリの領域割り当てを復



習しファイル割り当てとの関連を考えておくこと 
14 回 コンピュータの周辺装置として、どんな入出⼒装置があるか考えておくこ
と 
15 回 講義テキストの練習問題が解けるようになっておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FTJ2321 
成績評価 得点配分を演習レポート(10%)，中間試験(20%)，定期試験(70%)とし，100 点満

点中 60 点以上を合格とする。成績評価基準として，「演習レポート」は 10%の配
分としているが，「演習レポート」を 1/3 以上未提出の場合，単位は認定しない。 

曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス JA(〜11) 
見出し FTJ2321 プログラミングⅠ 
担当教員名 麻谷 淳 
単位数 2 
教科書 高橋麻奈／やさしいＣ第３版／ソフトバンククリエイティブ：プログラミングⅠ

講義ノート 
アクティブラーニング  
キーワード 講義計画の各回の括弧内を参照してください。 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 プログラミングⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 たくさんの C 言語関連書籍がありますので，自分のレベルに合った書籍を探し

てみてください。例えば，B.W.カーニハン，D.M.リッチー著，石⽥晴久訳／プロ
グラミング言語Ｃ第２版／共立出版。 

授業形態 講義 
注意備考 ・第１回目のオリエンテーション時に，スケジュール・講義内容・講義の進め方

について説明します。また，「プログラミングⅠ講義ノート」を配布します。 
・本講義では，講義とＵＮＩＸマシン上でのプログラミング演習を同時並行的に
実施します。 
※・演習レポートは次回の講義開始前に提出してください。提出遅れは認めませ
ん。 
・報告書返却時に，課題記述例を配布して説明を行います。 

シラバスコード FTJ2321 
実務経験のある教員  
達成目標 主な達成目標は， 

（１）プログラムを記述する際の基本的な形式を覚え，main 関数だけで構成さ
れるプログラムを資料を参照せずに記述できること。 
（２）与えられた問題を理解し，その題意に沿ってプログラムを記述し，実行結
果を得ることができること。である。そのためには，以下のような知識などを身
につけておく必要がある。 
（Ａ）各種演算子の働きや優先順位を覚え，題意に沿った演算処理が記述できる
こと。特にデータの型が混在した（整数と不動小数点数）演算処理を正確に記述
できること。 
（Ｂ）データの型やその扱える数値の範囲を 



受講者へのコメント  
連絡先 麻谷淳：asatani＠ice.ous.ac.jp 

麻谷淳研究室 18 号館 4 階 
オフィスアワー ：月曜 5，6 時限 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Programming I 
関連科目 コンピュータ演習，プログラミングⅡ，アドバンストプログラミング 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ソフトウェア開発は無論のこと，実験データの解析，結果の整理などコンピュー

タによる情報処理においてプログラミング能⼒は必須である。本講義では，各自
で C 言語のプログラムを作成・実行し，プログラミング言語に共通する基本的な
考え方を身につけることを目的とする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義に関するオリエンテーションを行う。またプログラムのフレームワー

ク，画面出⼒に関する関数の説明を行った後に，実際にプログラムを作成（編集）
し実行するまでの演習を行う。 
【プログラムのコンパイルと実行，printf 関数，画面出⼒】 
2 回 文字と数値の画面出⼒と変数について説明する。【エスケープシーケンス，
文字コード，変換仕様，変数や定数の型，初期化，変数の宣言位置】 
3 回 キーボードからのデータの入⼒の実現方法とＣ言語における式や演算子に
ついて説明する。 
【scanf 関数，getchar 関数，演算子の種類，単項演算子，sizeof 演算子】 
4 回 演算子の優先順位と（ここでは）算術演算を行う場合に注意すべきデータの
型変換について説明する。 
【キャスト演算子，異なる型同士での演算】 
5 回 一つの条件で判断させて特定の処理を実行させる方法について説明する。 
 【if 文，if - else 文，関係演算子，ブロック】 
6 回 ２つ以上の条件を判断させて処理を実行させる方法について説明する。 
【if - else if - else，switch 文，論理演算子，条件演算子】 
7 回 第６回までの復習と演習を問題を解くことによって行う。 
8 回 中間テスト（１） 
中間テスト終了後，繰り返し処理を実現する構文について説明する。 
【for，while】 
9 回 中間テスト（１）の採点結果や典型的な誤りに対する解説を行う。 
繰り返し処理を実現する構文について説明する。 
【for，while】 
10 回 繰り返し文の多重化による処理の記述方法，繰り返し処理からの脱出方法
や if 文との組み合わせによる現実的な処理の記述方法について説明する。 
【ネスト，無限ループ，break，continue】 
11 回 繰り返し構文に関する復習と演習を問題を解くことによって行う。 



12 回 中間テスト（２） 
中間テスト終了後，配列の基本的概念や宣言方法について説明する。 
13 回 配列の基本的概念や宣言方法，および簡単な使い方について説明する。 
【添字，要素数，初期化子，多次元配列】 
14 回 変数間での値の入れ替え方法に関する基本的概念，多次元配列の概念と宣
言方法，文字と文字列および配列による文字列の取り扱いについて説明する。 
【NULL 文字，””，文字と文字列】 
15 回 配列に関する復習と演習を問題を解くことによって行う。 

準備学習 1 回 1 年後期開講のコンピュータ実習の「C プログラミング」の内容を確認して
おきなさい。特に，emacs の使い方，プログラムの実行方法を覚えておきなさい。
また，授業における指示内容が理解できる程度には，コンピュータリテラシやコ
ンピュータ実習の内容を復習しておきなさい。 
2 回 予習：テキストをよく読み，講義ノートの空欄を埋めておくこと。空所の記
述は鉛筆書きとし，講義中に説明を加えながら解答を行うので正解を記述し講義
ノートを完成させること。 
復習：指定された提出課題を実施すること。 
3 回 予習：テキストをよく読み，講義ノートの空欄を埋めておくこと。空所の記
述は鉛筆書きとし，講義中に説明を加えながら解答を行うので正解を記述し講義
ノートを完成させること。 
復習：指定された提出課題を実施すること。 
4 回 予習：テキストをよく読み，講義ノートの空欄を埋めておくこと。空所の記
述は鉛筆書きとし，講義中に説明を加えながら解答を行うので正解を記述し講義
ノートを完成させること。 
復習：指定された提出課題を実施すること。 
5 回 予習：テキストをよく読み，講義ノートの空欄を埋めておくこと。空所の記
述は鉛筆書きとし，講義中に説明を加えながら解答を行うので正解を記述し講義
ノートを完成させること。 
復習：指定された提出課題を実施すること。 
6 回 予習：テキストをよく読み，講義ノートの空欄を埋めておくこと。空所の記
述は鉛筆書きとし，講義中に説明を加えながら解答を行うので正解を記述し講義
ノートを完成させること。 
復習：指定された提出課題を実施すること。 
7 回 授業中に演習を実施するので，自身で問題が解けるように第６回までの内
容を確認してくこと。 
8 回 プログラムを記述する際の基本的な形式を覚え，教科書を見なくとも変数
や演算子，条件分岐といった内容を含む指示に従いプログラムの記述ができるよ
うになっていること。表記や記述内容が正確でなくてはならない。コンピュータ
に「適当」は通用しないので、採点基準は厳しいと考えておきなさい。 
9 回 予習：テキストをよく読み，講義ノートの空欄を埋めておくこと。空所の記
述は鉛筆書きとし，講義中に説明を加えながら解答を行うので正解を記述し講義
ノートを完成させること。 
復習：指定された提出課題を実施すること。 



10 回 予習：テキストをよく読み，講義ノートの空欄を埋めておくこと。空所の
記述は鉛筆書きとし，講義中に説明を加えながら解答を行うので正解を記述し講
義ノートを完成させること。 
復習：指定された提出課題を実施すること。 
11 回 for 文，while 文について構文を見直しておきなさい。さらには処理の流れ
を変化させるために，繰り返し文中で if 文などを使用するので，第７回までの内
容についても正確な記述できるようにしてきなさい。 
12 回 繰り返しの構文について復習し，自身で問題が解けるようにしておきなさ
い。ただし，与えられた問題に対してプログラムを書けることが前提となる。そ
のため，単に第９回〜１１回の内容を見直しただけでは不十分となる。つまり，
プログラム作成にはそれまでの知識が必要となることを十分に理解し，学習して
おきなさい。 
13 回 予習：テキストをよく読み，講義ノートの空欄を埋めておくこと。空所の
記述は鉛筆書きとし，講義中に説明を加えながら解答を行うので正解を記述し講
義ノートを完成させること。 
復習：指定された提出課題を実施すること。 
14 回 予習：テキストをよく読み，講義ノートの空欄を埋めておくこと。空所の
記述は鉛筆書きとし，講義中に説明を加えながら解答を行うので正解を記述し講
義ノートを完成させること。 
復習：指定された提出課題を実施すること。 
15 回 配列に関する演習は，この授業のまとめ的な演習となる。そのため，これ
までに学習してきた内容を確認し，授業中に実施する課題を自分の⼒だけで解決
できる状態にしておくことが望ましい。その課程で疑問点を洗い出し，質問でき
るようにしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTJ2322 
成績評価 得点配分を中間試験（30%），定期試験（60%），課題提出（10%）とし，１００

点満点中６０点以上を合格とする． 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス JA(〜10),JB(〜10) 
見出し FTJ2322 ⼈工知能 
担当教員名 島⽥ 恭宏 
単位数 2 
教科書 菅原研次／⼈工知能（第 2 版）／森北出版 
アクティブラーニング  
キーワード 講義計画各回ごとに括弧書きしているので、そちらを参照してもらいたい． 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 以下に記述内容（原文のまま）と回答を示します。 

・２回目だったが、未だによくわからない。 
回答：わからないというのであれば、そのままほおっておかずに質問しましょう。
少なくとも何らかの対策をしないと、いつまでたってもわからないままです。 
・⿊板の字が小さすぎて見づらい。プロジェクターを利用するか資料を配布する
等の考慮がほしい。 
回答：⿊板の字については、見えるかどうか、教室の最後尾の⼈に確認していま
した。またプロジェクタも使用していましたし資料も配布していました（完全で
はありませんが）。教員だけに期待するの 

科目名 ⼈工知能 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 前⽥ 隆，⻘木文夫／新しい⼈工知能 基本編／オーム社：前⽥ 隆，⻘木文夫

／新しい⼈工知能 応用編／オーム社：小林一郎／⼈工知能の基礎／サイエンス
社 

授業形態 講義 
注意備考 特になし 
シラバスコード FTJ2322 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)状態空間内部の解を効率的に探索する方法を習得する．授業中に説明する探

索アルゴリズムを簡単な問題に対して実施できること． 
(2)論理的に表現された対象を証明する方法を習得する．簡単な問題に対して、論
理式の変形や証明ができること． 
(3)知識の表現方法を修得する．少なくともプロダクションシステム，意味ネット
ワーク，フレームシステムについては，各々の特徴を示すことができること． 
(4)その応用であるエキスパートシステムを理解する．少なくともエキスパート
システムの構成が説明できること． 

受講者へのコメント 教員の努⼒不足として、授業外の学習の指針が示せていなかったように思いま
す。それはあるにしても、図書館などを使って自身の学習は継続させてください。



待っていても始まりません。能動的に学習しましょう。 
連絡先 島⽥恭宏：shimada×ice.ous.ac.jp 島⽥恭宏研究室 20 号館 3 階 オフィスアワ

ー 水・木 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業の手法について： 
特にない＞77.8％ 
もう少し工夫してほしい＞13.9％ 
授業の進行と教材の提示について： 
特にない＞72.2％ 
板書、スライド、配布資料が良く見えなかった＞13.9％ 
授業進行が早すぎた＞5.6％ 
これらの結果から担当教員の工夫が足りなかったようです。 
ただし、板書、スライドについてはその都度確認していましたし、スライドの進
行についても確認していました。授業終了後は要望があればスライドの提示もし
ていました。 

英文科目名 Artificial Intelligence 
関連科目 メカトロニクス，オートマトンと言語理論，情報数学Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 次期より他の先生が担当されますので、もらった意見を伝えておきたいと思いま

す。 
講義目的 本講義では，コンピュータ応用の一分野である⼈工知能を構成する技術について

説明する．しかし，⼈工知能という体系は広範囲に渡っており，現在でも拡大し
つづけている．そこで本講義では，まず各世代の代表的研究事例を紹介しながら
⼈工知能研究の歴史を概観し，世代交代の理由や各々の到達点について述べる．
次に，(1)問題解決（問題の定式化と探索アルゴリズムの理解），(2)論理と推論（論
理の世界での演算手法と問題の証明手法の獲得），(3)知識表現（記憶のモデルと
知識表現手法の理解）3 項目に絞り，これらの専門知識を身に付けるこ 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 ⼈工知能研究の歴史的背景などについて解説する。 

（研究の歴史，パラダイムシフト） 
2 回 ⼈工知能における問題解決について説明する。 
（問題のモデルの設計，解の探索アルゴリズムの設計，系統的な探索） 
3 回 問題解決で使用される基本的な探索法について説明する。 
（系統的な探索，制約条件を用いた探索の効率化） 
4 回 コスト付きグラフの探索法について説明する。 
（コスト付きグラフ，経験的知識を用いた最良経路の探索） 
5 回 ゲームの状態空間の探索法について説明する。 
（A アルゴリズム，ゲームの状態空間の探索） 
6 回 記号論理，命題論理について説明する。 
（記号論理，命題論理） 
7 回 中間テスト 
中間テスト終了後，論理式と推論，形式的証明について説明する。 



（肯定式，否定式，三段論法，形式的証明，演繹） 
8 回 論理式と推論，形式的証明について説明する。 
（肯定式，否定式，三段論法，形式的証明，演繹） 
9 回 述語論理の概念について説明する。 
（限定記号，定義域） 
10 回 述語論理による知識表現について説明する。 
（述語論理による知識表現，節形式への変換） 
11 回 導出原理について説明する。 
（導出原理における証明、問題解決） 
12 回 知識処理の概要について説明し，エキスパートシステムについても説明す
る。 
（エキスパートシステム） 
13 回 プロダクションシステムについて説明する。 
（プロダクションシステム，ルールインタプリタ，⼈間の記憶のモデル） 
14 回 意味ネットワークによる知識表現について説明する。 
（意味ネットワーク，継承，照合） 
15 回 フレームシステムによる知識表現について説明する。 
（フレームシステム） 

準備学習 1 回 シラバスを確認し学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 教科書の該当する部分を読んでおくこと。また２年前期開講「データ構造と
アルゴリズム」の教科書における「基礎的なデータ構造」や，２年後期開講「情
報数学Ⅱ」における「グラフ」に関する部分に目を通し，知識を確認しておくこ
と。 
3 回 教科書の該当する部分を読んでおくこと。また２年前期開講「データ構造と
アルゴリズム」の教科書における「基礎的なデータ構造」や，２年後期開講「情
報数学Ⅱ」における「グラフ」に関する部分に目を通し，知識を確認しておくこ
と。 
4 回 教科書の該当する部分を読んでおくこと。 
5 回 教科書の該当する部分を読んでおくこと。 
6 回 教科書の該当する部分を読んでおきなさい。また１年前期開講「論理回路
Ⅰ」の教科書における「真理値表、ブール代数の基本法則」や「基本論理記号」
に関する部分に目を通し，知識を確認くこと。論理記号の真理値表を書ける程度
になっていることが望ましい。 
7 回 第５回までを範囲としてテストを実施するので，学習した内容を再度確認
し，ここまでに得てきた知識を固定しておくこと。 
8 回 教科書の該当する部分を読んでおくこと。 
9 回 教科書の該当する部分を読んでおくこと。 
10 回 教科書の該当する部分を読んでおくこと。 
11 回 教科書の該当する部分を読んでおくこと。 
12 回 教科書の該当する部分を読んでおくこと。 
13 回 教科書の該当する部分を読んでおくこと。 
14 回 教科書の該当する部分を読んでおくこと。 



15 回 教科書の該当する部分を読んでおくこと。 
 



年度 2012 
授業コード FTJ2331 
成績評価 定期試験（100%) 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス JA(〜10),JB(〜10) 
見出し FTJ2331 メカトロニクス 
担当教員名 山⽥ 光＊ 
単位数 2 
教科書 講義資料としてプリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 メカトロニクス 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTJ2331 
実務経験のある教員  
達成目標 1)メカトロニクスシステムの各要素・動作原理・特徴について簡単な図と数式及

び文字記号を使って説明できること。 
2)基礎計算ができること（物理計算はもちろん、論理演算、2 進数、16 進数の諸
演算ができること）。 

受講者へのコメント  
連絡先 大学教務課 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mechatronics 
関連科目 「電気磁気学」を履修しておくのが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 コンピュータは情報を扱う（演算・処理・加工・記憶）装置であると同時に物質

で構成する対象機器を「制御」する装置でもある。目に見えない情報を使って目
に見える物質たる機器を運転・制御するためには特別な工夫（i.A/D〜D/A 変換、
ii.インターフェーシング、iii.エネルギー・温度・⼒など物理量の制御、iV.ノイズ・
温度・振動などに対処する技術など）が必要である。これによって⼈間が行う機
器制御よりももっと高精度・高エネルギー・複雑、そしてフレキシブルな制御が
可能になる。航空機・自動車・MRI・コンピュータトモグ 

対象学年 3 年/4 年 



授業内容 1 回 メカトロニクスすなわちコンピュータ機械制御の簡単な歴史を講義する。 
2 回 コンピュータによる制御対象機械・アクチュエータ・動⼒及びサーボモータ
について講義する。 
3 回 パルスモータの構造・動作のし方・特徴・応用・動⼒用モータ及びサーボモ
ータとの比較について講義する。 
4 回 油圧・空気圧・アクチュエータについて講義する。 
5 回 位置及び速度センサについて講義する。 
6 回 ⼒及び加速度センサについて講義する。 
7 回 光応用センシング技術の基礎について講義する。 
8 回 メカトロニクス用アナログ電子技術の基礎について講義する。 
9 回 メカトロニクス用ディジタル電子技術の基礎について講義する。 
10 回 機器制御用組込みコンピュータについて講義する。 
11 回 インターフェーシング技術について講義する。 
12 回 A/D 変換及び D/A 変換について講義する。 
13 回 センサーフュージョンおよびインテリジェンスセンサーにつて講義する。 
14 回 メカトロ二クスにおける信号処理および情報理論について講義する。 
15 回 メカトロニクス制御システムにおけるノイズ及び非線形性について講義す
る。 

準備学習 メカトロ二クスは機械工学と電気・電子工学の融合である。航空機、生産機器、
計測機器、医療機器、宇宙開発機器、エネルギーシステム、などなどコンピュー
タを駆使して、対象とする機器・システムを計測・制御する場合の基礎技術につ
いて講義する。とくに現在はデイジタル技術が盛んである。しかし、制御対象の
入出⼒信号や実システムの状態はアナログである。つまり、Ａ／Ｄ変換およびＤ
／Ａ変換が今日ますます必要度と重要度がましている。デイジタル化が進めば進
むほどアナログ技術の必要度と重要度が増すのである。本講義はこの点にも重点
をおいている。予習として（１）電磁気の基礎、（２）電気電子回路の基礎、（３）
論理回路の基礎、（４）アナログ電子回路とくにオペアンプの基礎、を予習された
い。 

 



年度 2012 
授業コード FTJ2512 
成績評価 中間テスト(20％)、小テスト(10％)、定期試験(70％)、60%以上を合格とする。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス JA(〜12) 
見出し FTJ2512 数学演習Ⅱ 
担当教員名 山口 尚宏 
単位数 2 
教科書 大⻄誠・佐野公朗「入門コース線形代数」 （学術図書出版社） 
アクティブラーニング  
キーワード 行列、行列式、ベクトル 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 1)改善に努めます。 

2)有難うございます。単位は取れましたか？ 
3)改善に努めます。 
4)改善に努めます。 
5)改善に努めます。 

科目名 数学演習Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 演習 
注意備考 数学を楽しんでほしい。数学を楽しみながら勉強してほしい。ぜひ知的好奇心を

もってほしい。 
シラバスコード FTJ2512 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）行列の計算ができること。 

（２）行列式の計算ができること。 
（３）ベクトルの計算ができること。 

受講者へのコメント 1)事前に問題をといておくなどして、もう少し講義のスピードを速くしてほし
い。 
2)とても参考になりました。短い間でしたが、ありがとうございました。 
3)効率が悪い。解答のミスが目立つ。 
4)解説をもっとわかりやすくしてほしい。 
5)授業レベルが低い。もっとレベルの高い授業にしてほしい。授業の進行スピー
ドも非常に悪い。 

連絡先 山口研究室 1 学舎３階（電子メール yamaguch@ice.ous.ac.jp、電話 086-256-9588）
オフィスアワー 金曜日 ５−６時限 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 (b)この授業におけるあなたのあなたの成⻑について (c)この授業の目標をたせ
いできましたか (b),(c)のところが良かったので嬉しく思っております。 



英文科目名 Exercises Mathematics II 
関連科目 数学Ⅱ、応用数学Ⅰ、応用数学Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 学生の皆さんにとって数学を楽しんで頂けるような講義になるように努⼒をし

てまいります。 
講義目的 行列・行列式の基本的な計算を扱う。応用として連立一次方程式の解法を説明す

る。またベクトルの内積・外積および,行列の固有値問題を扱う。本科目は「数学
Ⅱ」に対する演習を行う。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 行列の和・積 

2 回 行列のべき・正則行列 
3 回 行列の基本変形・階数 
4 回 逆行列(掃きだし法） 
5 回 転置行列の性質 
6 回 行列式定義 
7 回 行列式の性質 
8 回 中間テスト 総合復習 
9 回 連立一次方程式（行基本変形） 
10 回 クラメルの公式 
11 回 ベクトル 
12 回 ベクトルの内積 
13 回 ベクトルの外積 
14 回 固有値問題 
15 回 総合復習 

準備学習 1 回 行列の和・積を予習し例題を解くこと。 
2 回 行列のべき・正則行列を予習し例題を解くこと。 
3 回 行列の基本変形・階数を予習し例題を解くこと。 
4 回 逆行列(掃きだし法）を予習し例題を解くこと。 
5 回 転置行列の性質を予習し例題を解くこと。 
6 回 行列式定義を予習し例題を解くこと。 
7 回 行列式の性質を予習し例題を解くこと。 
8 回 第２回から第７回までの講義内容を復習し演習問題を解くこと。 
9 回 連立一次方程式（行基本変形）を予習し例題を解くこと。 
10 回 クラメルの公式を予習し例題を解くこと。 
11 回 ベクトルを予習し例題を解くこと。 
12 回 ベクトルの内積を予習し例題を解くこと。 
13 回 ベクトルの外積を予習し例題を解くこと。 
14 回 固有値問題を予習し例題を解くこと。 
15 回 第２から第 14 回までの講義内容を復習し演習問題を解くこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTJ2522 
成績評価 演習レポート 10%，中間試験 20%，定期試験 70%により成績を評価する。 

上記 3 つの評価項目における点数の総計 60%以上を合格とする。なお成績評価
基準として，演習レポートを 10%の配分としているが，演習レポートを 1/3 以上
未提出の場合，単位は認定しない。 

曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス JB(〜11) 
見出し FTJ2522 プログラミングⅡ 
担当教員名 大倉 充 
単位数 2 
教科書 やさしい C 第 3 版／高橋麻奈／ソフトバンククリエイティブ 

プログラミング II 講義ノート（注意・備考欄参照） 
アクティブラーニング  
キーワード 授業内容に記載 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 自由記述欄に書かれていたことを以下に示します。 

 「机や椅子」：机が狭い。 
 ・エディタが使いづらいので仕様を変更したかった。 
 ・授業を受けて，この授業の興味がより強くなり楽しく授業を受けることがで
きた。 
 ・説明用ディスプレイで説明を書きながら解説していただくのがすごく助かり
ます。 
  ただ，もう少しだけ大きめの字で書いていただけると助かります。 
授業は実習室で行っていますので，机の変更はできません。しかし，教室の前方
（教員側）は⼈が座っておらず十分なスペースがありました。申し訳ありません
が，Emac 

科目名 プログラミングⅡ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プログラミング言語 C 第 2 版／B.W.カーニハン，D.M.リッチー著，石⽥晴久訳

／共立出版 
授業形態 講義 
注意備考 講義第 1 回目に，スケジュール・講義内容・講義の進め方について説明し，「プ

ログラミング II 講義ノート」を配布する。レポートは次回の講義開始前に提出す
ること。レポートの提出遅れは認めない。レポート提出時に，課題記述例を配布
して説明を行う。中間テストの次の回の講義では，中間テストの採点結果や典型
的な誤りに対する解説を行い，知識の再確認を促す。なお本講義では，講義と
UNIX マシン上でのプログラミング演習を同時並行的に実施する。 

シラバスコード FTJ2522 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) 目的に応じて，関数の型，関数の仮引数，実引数，戻り値を適切に設定でき



ること。 
(2) ポインタに関連したメモリマップが記述できること。 
(3) ポインタを引数とした関数が記述できること。 
(4) ポインタを用いて基礎的な文字列処理が記述できること。 

受講者へのコメント レポート課題を真面目に行うか否かで，講義内容の理解度が分かれていたように
思います。実技を含む科目では，課題に真面目に取り組む以外，その内容を理解
する（あるいは上達する）方法はありません。古代ギリシャの科学者であり，ま
た哲学者であったアリストテレスは，マケドニアの王子アレクサンドロス（後の
アレクサンドロス大王）の家庭教師を務めている時に『王子，学問に王道はござ
いません。自分で解いてこそ学問なのです』という言葉を残しています。 

連絡先 大倉 充：大倉研究室 18 号館 2 階 ohkura＠ice.ous.ac.jp 
オフィスアワー 月・木：昼休み 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ・授業時間以外の学習：全くしなかったが 10.6% 
・目標の達成度：だいたいできた以上は 80.8%（半分程度できた以上は 97.8%） 
・教員の熱意：少し感じられた以上は 87.2% 
・満足度：ほぼ満足以上が 82.9%（普通以上は 95.7%） 
・授業の手法について：特にないが 85.1% 
・授業の進行と教材の提示について：特にないが 91.5% 
以上のアンケート結果から，大きな変更は必要ないと判断しています。ただし，
実技科目であるプログラミングであるにもかかわらず，授業時間以外の学習を全
くしなかった⼈が 10.6%も 

英文科目名 Programming II 
関連科目 プログラミング I，データ構造とアルゴリズム，情報処理実験，プログラミング

言語論，情報工学実験 
次回に向けての改善変更予定 特に内容の変更は行いませんが，配布した「プログラミング II 講義ノート」の修

正・加筆を行い，製本会社に依頼して製本する予定です。 
講義目的 「プログラミング I」では，プログラム言語に共通する基本的な考え方について

C 言語を対象として学んだ。本講義では，C 言語における関数・ポインタなどの
考え方を講述し，実際のプログラミングを通して理解を深める。本講義の目的は，
C 言語特有の機能を理解し，実際のプログラミング場面で応用できる能⼒を養う
ことにある。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義のオリエンテーションを行った後に，プログラミング I の内容の復習を

目的とした演習を行う。 
2 回 関数の基礎事項について説明する（第 1 回目）。 
関数の定義と呼び出し・値渡し（pass by value）・実引数と仮引数 
3 回 関数の基礎事項について説明する（第 2 回目）。 
引数と戻り値・関数における四則演算 
4 回 関数の基礎事項について説明する（第 3 回目）。 
ローカル変数とグローバル変数・変数の記憶寿命・関数の宣言・数学関数（標準



ライブラリ関数） 
5 回 関数の復習を目的とした演習を行う。 
6 回 中間テスト(1)を行い，その後，解説する。さらにポインタの基礎事項につ
いて説明を行う（第 1 回目）。 
ポインタの概念・メモリ・アドレス 
7 回 ポインタの基礎事項について説明を行う（第 2 回目）。 
メモリ・アドレス・アドレス演算子・メモリマップ 
8 回 ポインタの基礎事項について説明を行う（第 3 回目）。 
ポインタ・間接参照演算子 
9 回 ポインタの基礎事項について説明を行う（第 4 回目）。 
ポインタを引数とした関数 
10 回 ポインタの復習を目的とした演習を行う。 
11 回 中間テスト(2)を行い，その後，解説する。さらに配列の基礎事項について
復習する。 
12 回 ポインタと配列に関する事項について説明する（第 1 回目）。 
配列名のしくみ・メモリマップ・ポインタ演算 
13 回 ポインタと配列に関する事項について説明する（第 2 回目）。 
関数の引数としての配列 
14 回 配列で実現する文字列に関する事項について説明する。 
1 文字・文字列・文字列の配列・ポインタによる文字列操作 
15 回 ポインタで実現する文字列に関する事項について説明する。 
ポインタによる文字列操作・文字列を扱う標準ライブラリ関数 

準備学習 1 回 シラバスを確認し学習の過程を把握しておくこと。またプログラミング I の
内容の復習を行っておくこと。 
2 回 教科書の該当個所を読んでおくこと。 
3 回 第 2 回の講義内容の復習を行い，教科書の該当個所を読んでおくこと。 
4 回 第 3 回の講義内容の復習を行い，教科書の該当個所を読んでおくこと。 
5 回 第 2 回から第 4 回までの講義内容の復習を行うこと。 
6 回 関数の基礎事項を理解し，教科書を見なくとも指示された関数の記述がで
きるようになっていること。 
7 回 教科書の該当個所を読んでおくこと。 
8 回 第 7 回の講義内容の復習を行い，教科書の該当個所を読んでおくこと。 
9 回 第 8 回の講義内容の復習を行い，教科書の該当個所を読んでおくこと。 
10 回 第 7 回から第 9 回までの講義内容の復習を行うこと。 
11 回 メモリマップとポインタについて理解し，教科書を見なくとも指示された
関数の記述ができるようになっていること。 
12 回 教科書の該当個所を読んでおくこと。 
13 回 第 12 回の講義内容の復習を行い，教科書の該当個所を読んでおくこと。 
14 回 第 13 回の講義内容の復習を行い，教科書の該当個所を読んでおくこと。 
15 回 第 12 回から第 14 回までの講義内容の復習を行い，知識を整理すること。
また教科書の該当個所を読んでおくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTJ2532 
成績評価 中間試験（４０％），定期試験（６０％） 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス JA(〜10),JB(〜10) 
見出し FTJ2532 システム工学 
担当教員名 小松 雅治 
単位数 2 
教科書 テキストを配布する． 
アクティブラーニング  
キーワード システム，計画，確率過程，スケジューリング，待ち行列，信頼性 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 中間対策問題のそのままが中間テストに出ているのが多かった． 

 → 確かにそうでしたね（しかし，中間対策問題はなく，中間総合演習問題で
す）． 
それでも合格点をとれない学生さんが多くみられるのはどういうことなんでし
ょう． 

科目名 システム工学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ①依⽥，尾崎，中川：応用確率論（朝倉書店）  

②伊庭：システム工学の基礎（数理工学社）  
③浅居：システムの計画と実際（オーム社）  
④⻄⽥：待ち行列の理論と応用（朝倉書店） 
⑤真壁：信頼性工学入門（日本規格協会） 

授業形態 講義 
注意備考 情報数学Ⅰを履修していること 
シラバスコード FTJ2532 
実務経験のある教員  
達成目標 ①システム工学の重要性を認識するとともに，システムの開発・設計のプロセス

においてどのような技法が必要かを理解すること． 
②計画技法として，ブレーンストーミング，KJ 法，関連樹木法，フローモデル，
TA・LA・EIA などを理解し，その方法論に関する知識を有すること， 
③スケジューリング技法として，PERT と CPM の表現法および解析法の知識を
持ち，応用できること． 
④システムのモデル化手法である待ち行列の解析法の知識を持ち，応用できるこ
と． 
⑤システムの信頼性の考え方と解析技法の知識を持ち，応用できること． 

受講者へのコメント この講義は結果だけを教授するものではなく，結果を導き過程を重視していま
す． 
そのことを理解して，取り組んでもらいたいと思います． 

連絡先 20 号館 3 階 小松雅治研究室 komatsu@ice.ous.ac.jp 



合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 テキストに練習問題を付けているので，それをやれば，おのずと授業時間外の学
習ができるはずです． 

英文科目名 System Engineering 
関連科目 情報数学Ⅰ，情報工学入門，コンピュータ工学Ⅰ，情報ネットワーク基礎論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 システムの大規模化が進み，また，システムに対する要求が多様化する中で，そ

の開発・設計には様々な技法が考えられている．本講義では，システム工学がシ
ステムの開発・設計に果たす役割を理解すること，更に，開発・設計に必要な技
法に関する知識と応用⼒を身につけることを目的とする． 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 システム工学の位置づけやシステムのライフサイクルの概念を通して，シ

ステム工学とはどのような学問なのかを説明する． 
2 回 システム設計に先立って重要な計画技法のうち，ブレーンストーミング，KJ
法，関連樹木法などの方法論や⻑所・短所について講述する． 
3 回 システム設計に先立って重要な計画技法のうち，フローモデルの方法論に
ついて説明し，更に，アセスメントの重要性に言及し，TA，LA，EIA について
講述する． 
4 回 スケジューリングの一手法であるＰＥＲＴについて講述する． 
5 回 スケジューリングの一手法であるＣＰＭについて講述する． 
6 回 中間試験を行い，これまでの講義内容のまとめをする． 
7 回 確率の基礎である確率，確率変数，分布関数，密度関数の定義などについて
講述する． 
8 回 代表的ないくつかの分布について，さらに，確率過程の定義について講述す
る． 
9 回 本講義で扱う待ち行列理論と信頼性理論にとって重要なマルコフ過程につ
いて講述する． 
10 回 マルコフ過程のなかで重要な出生過程と出生死亡過程について講述する． 
11 回 待ち現象を伴うシステムのモデル化にとって重要な待ち行列理論とは何か
を，更に，基本的な待ち行列モデル M/M/1(∞)の解析について講述する． 
12 回 有限待合室モデル M/M/1(N)および複数窓口モデル M/M/s の解析につい
て講述する． 
13 回 信頼性理論の定義およびその重要性について講述するとともに，信頼性理
論で重要な，故障関数，信頼度関数，ＭＴＴＦ，ＭＴＢＦなどの定義と，その数
学的記述について講述する． 
14 回 システムの信頼度評価について説明し，信頼性の観点から分類された直列
システム，並列システム，k-out-of-n システム，待機冗⻑システムなどの信頼度
解析について講述する． 
15 回 修理可能なシステムの信頼度評価に重要な保全度，修理率，稼働率などの
定義と，それらを用いたシステムの信頼度解析について講述する． 

準備学習 1 回 身の回りにあるシステムにどのようなものがあるか，考えておくこと． 



2 回 テキストを読み，計画技法とはどのようなものかを考えておくこと． 
3 回 第 2 回の復習をし，また，アセスメントについて考えておくこと． 
4 回 第 3 回の復習をするとともに，スケジュールの作成とはどういうものかを
考えておくこと． 
5 回 第 4 回の復習をすると共に，テキストを読んでおくこと． 
6 回 第 1 回〜第 5 回の復習をしておくこと 
7 回 確率の基礎を講義するので，情報数学Ⅱの内容を復習しておくこと 
8 回 第 7 回の復習をすると共に，時間共に確率変数が変化するとはどういうこ
とかを考えておくこと．なお，確率過程は第 11 回以降の待ち行列と信頼性の理
論に重要である． 
9 回 第 8 回の復習をしておくと共に，過去の履歴関係なく将来が決まるマルコ
フ性をテキストを読んで考えておくこと 
10 回 第 9 回の復習をしておくと共に，テキストを読んで，出生過程と出生死亡
過程がどういう意味を持つのかを考えておくこと． 
11 回 第 9，10 回の復習をすると共に，テキストを読んで，待ち行列が何なのか
を考えておくこと． 
12 回 第 11 回の復習をし，待合室が有限であるときどのようなことが起こるの
かを考えておくこと． 
13 回 システムの設計・評価にあたり信頼性の重要性を考え，どのようにすれば
システムの信頼性を評価できるかを考えておくこと． 
14 回 第 13 回の復習をするとともに，サブシステムから成るシステムの信頼性
をどのように評価するかを考えておくこと． 
15 回 第 12，13 回の復習をするとともに，テキストを読み，保全度，修理率，
稼働率について考えておくこと． 

 



年度 2012 
授業コード FTJ25D1 
成績評価 中間テスト(20％)、小テスト(10％)、定期試験(70％)、60%以上を合格とする。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス JB(〜12) 
見出し FTJ25D1 数学演習Ⅰ 
担当教員名 山口 尚宏 
単位数 2 
教科書 大学新入生のための微分積分 石原園子 共立出版 
アクティブラーニング  
キーワード べき関数、三角関数、指数関数・対数関数 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 数学演習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 やさしく学べる微分積分 石原園子 共立出版 
授業形態 演習 
注意備考 数学を楽しんでほしい。数学を楽しみながら勉強してほしい。ぜひ知的好奇心を

もってほしい。 
シラバスコード FTJ25D1 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）べき関数の微分積分の計算ができること。 

（２）三角関数の微分積分の計算ができること。 
（３）指数関数・対数関数の微分積分の計算ができること。 

受講者へのコメント  
連絡先 山口研究室１学舎３階（電子メール yamaguch@ice.ous.ac.jp、電話 086-256-9588）

オフィスアワー 金曜日 ５−６時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Exercises Mathematics I 
関連科目 数学Ⅰ、応用数学Ⅰ、応用数学Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 一変数関数の微分および積分の計算を中心に説明する。初等関数（べき関数、三

角関数、指数・対数関数）の微分・積分が自由に計算できることを目標にする。
また、関数の極限や初等関数の基本的な性質についても合わせて説明する。本演
習科目は数学Ⅰに対する演習を行う。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 三角関数 



3 回 指数関数・対数関数 
4 回 関数の極限 
5 回 微分係数・導関数 
6 回 微分の計算１ 
7 回 微分の計算２（合成関数の微分１） 
8 回 微分の計算３（合成関数の微分２） 
9 回 中間テスト 総合復習 
10 回 不定積分 
11 回 置換積分 
12 回 部分積分 
13 回 定積分 
14 回 定積分の置換積分 
15 回 総合復習 

準備学習 1 回 この講義の目的と講義項目およびこの講義に関連する科目について，シラ
バスで調べておくこと． 
2 回 三角関数を予習し例題を解くこと。 
3 回 指数関数・対数関数を予習し例題を解くこと。 
4 回 関数の極限を予習し例題を解くこと。 
5 回 微分係数・導関数を予習し例題を解くこと。 
6 回 三角関数・指数関数・対数関数を復習し例題を解くこと。 
7 回 合成関数を予習し例題を解くこと。 
8 回 第７回の講義内容を復習し例題を解くこと。 
9 回 第１回から第８回までの講義内容を復習し演習問題を解くこと。 
10 回 不定積分を予習し例題を解くこと。 
11 回 置換積分を予習し例題を解くこと。 
12 回 部分積分を予習し例題を解くこと。 
13 回 定積分を予習し例題を解くこと。 
14 回 定積分の置換積分を予習し例題を解くこと。 
15 回 第２回から第 14 回までの講義内容を復習し演習問題を解くこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTJ2711 
成績評価 中間テスト(20％)、小テスト(10％)、定期試験(70％)、60%以上を合格とする。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス JA(〜12) 
見出し FTJ2711 数学演習Ⅰ 
担当教員名 山口 尚宏 
単位数 2 
教科書 大学新入生のための微分積分 石原園子 共立出版 
アクティブラーニング  
キーワード べき関数、三角関数、指数関数・対数関数 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 数学演習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 やさしく学べる微分積分 石原園子 共立出版 
授業形態 演習 
注意備考 数学を楽しんでほしい。数学を楽しみながら勉強してほしい。ぜひ知的好奇心を

もってほしい。 
シラバスコード FTJ2711 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）べき関数の微分積分の計算ができること。 

（２）三角関数の微分積分の計算ができること。 
（３）指数関数・対数関数の微分積分の計算ができること。 

受講者へのコメント  
連絡先 山口研究室１学舎３階（電子メール yamaguch@ice.ous.ac.jp、電話 086-256-9588）

オフィスアワー 金曜日 ５−６時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Exercises Mathematics I 
関連科目 数学Ⅰ、応用数学Ⅰ、応用数学Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 一変数関数の微分および積分の計算を中心に説明する。初等関数（べき関数、三

角関数、指数・対数関数）の微分・積分が自由に計算できることを目標にする。
また、関数の極限や初等関数の基本的な性質についても合わせて説明する。本演
習科目は数学Ⅰに対する演習を行う。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 三角関数 



3 回 指数関数・対数関数 
4 回 関数の極限 
5 回 微分係数・導関数 
6 回 微分の計算１ 
7 回 微分の計算２（合成関数の微分１） 
8 回 微分の計算３（合成関数の微分２） 
9 回 中間テスト 総合復習 
10 回 不定積分 
11 回 置換積分 
12 回 部分積分 
13 回 定積分 
14 回 定積分の置換積分 
15 回 総合復習 

準備学習 1 回 この講義の目的と講義項目およびこの講義に関連する科目について，シラ
バスで調べておくこと． 
2 回 三角関数を予習し例題を解くこと。 
3 回 指数関数・対数関数を予習し例題を解くこと。 
4 回 関数の極限を予習し例題を解くこと。 
5 回 微分係数・導関数を予習し例題を解くこと。 
6 回 三角関数・指数関数・対数関数を復習し例題を解くこと。 
7 回 合成関数を予習し例題を解くこと。 
8 回 第７回の講義内容を復習し例題を解くこと。 
9 回 第１回から第８回までの講義内容を復習し演習問題を解くこと。 
10 回 不定積分を予習し例題を解くこと。 
11 回 置換積分を予習し例題を解くこと。 
12 回 部分積分を予習し例題を解くこと。 
13 回 定積分を予習し例題を解くこと。 
14 回 定積分の置換積分を予習し例題を解くこと。 
15 回 第２回から第 14 回までの講義内容を復習し演習問題を解くこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTJ2712 
成績評価 中間テスト(20％)、小テスト(10％)、定期試験(70％)、60%以上を合格とする。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス JB(〜12) 
見出し FTJ2712 数学演習Ⅱ 
担当教員名 山口 尚宏 
単位数 2 
教科書 大⻄誠・佐野公朗「入門コース線形代数」 （学術図書出版社） 
アクティブラーニング  
キーワード 行列、行列式、ベクトル 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 1)改善に努めます。 

2)改善に努めます。 
3)有難うございます。単位は取れましたか？ 
4)有難うございます。単位は取れましたか？ 

科目名 数学演習Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 演習 
注意備考 数学を楽しんでほしい。数学を楽しみながら勉強してほしい。ぜひ知的好奇心を

もってほしい。 
シラバスコード FTJ2712 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）行列の計算ができること。 

（２）行列式の計算ができること。 
（３）ベクトルの計算ができること。 

受講者へのコメント 1)無駄な説明が多い。 
2)講義で⿊板に書くだけではわかりません。演習にしてください。⿊板に書き間
違いが多いです。友達に教えてもらったほうが 
短時間で理解できます。テストのはんいの予告が広すぎて苦手な⼈には無理で
す。 
3)面白かったです。 
4)よっかた。 

連絡先 山口研究室 1 学舎３階（電子メール yamaguch@ice.ous.ac.jp、電話 086-256-9588）
オフィスアワー 金曜日 ５−６時限 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 (b)この授業におけるあなたのあなたの成⻑について (c)この授業の目標をたせ
いできましたか (b),(c)のところが良かったので嬉しく思っております。 



英文科目名 Exercises Mathematics II 
関連科目 数学Ⅱ、応用数学Ⅰ、応用数学Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 学生の皆さんにとって数学を楽しんで頂けるような講義になるように努⼒をし

てまいります。 
講義目的 行列・行列式の基本的な計算を扱う。応用として連立一次方程式の解法を説明す

る。またベクトルの内積・外積および,行列の固有値問題を扱う。本科目は「数学
Ⅱ」に対する演習を行う。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 行列の和・積 

2 回 行列のべき・正則行列 
3 回 行列の基本変形・階数 
4 回 逆行列(掃きだし法） 
5 回 転置行列の性質 
6 回 行列式定義 
7 回 行列式の性質 
8 回 中間テスト 総合復習 
9 回 連立一次方程式（行基本変形） 
10 回 クラメルの公式 
11 回 ベクトル 
12 回 ベクトルの内積 
13 回 ベクトルの外積 
14 回 固有値問題 
15 回 総合復習 

準備学習 1 回 行列の和・積を予習し例題を解くこと。 
2 回 行列のべき・正則行列を予習し例題を解くこと。 
3 回 行列の基本変形・階数を予習し例題を解くこと。 
4 回 逆行列(掃きだし法）を予習し例題を解くこと。 
5 回 転置行列の性質を予習し例題を解くこと。 
6 回 行列式定義を予習し例題を解くこと。 
7 回 行列式の性質を予習し例題を解くこと。 
8 回 第２回から第７回までの講義内容を復習し演習問題を解くこと。 
9 回 連立一次方程式（行基本変形）を予習し例題を解くこと。 
10 回 クラメルの公式を予習し例題を解くこと。 
11 回 ベクトルを予習し例題を解くこと。 
12 回 ベクトルの内積を予習し例題を解くこと。 
13 回 ベクトルの外積を予習し例題を解くこと。 
14 回 固有値問題を予習し例題を解くこと。 
15 回 第２から第 14 回までの講義内容を復習し演習問題を解くこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTJ2721 
成績評価 得点配分を演習レポート(10%)，中間試験(20%)，定期試験(70%)とし，100 点満

点中 60 点以上を合格とする。成績評価基準として，「演習レポート」は 10%の配
分としているが，「演習レポート」を 1/3 以上未提出の場合，単位は認定しない。 

曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス JB(〜11) 
見出し FTJ2721 プログラミングⅠ 
担当教員名 島⽥ 恭宏 
単位数 2 
教科書 高橋麻奈／やさしいＣ第３版／ソフトバンククリエイティブ：プログラミングⅠ

講義ノート 
アクティブラーニング  
キーワード 講義計画の各回の括弧内を参照してください。 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 意見：いろいろ学ぶことができて良かった。 

回答：「いろりろ」の部分を具体的に知りたかったですね。あなただけだったのか
もしれませんが、どのような部分が学べてよかったかあなたの意見として知りた
かったです。どの講義でもそうだと思いますが、より具体的な回答をお願いしま
す。 
意見：授業外でも PC を使って利用できる環境がほしい 
回答：コンピュータ実習室（プログラミングⅠを実施している教室）は、授業で
使用している以外は使用可能です。届け出をすれば、夜間や休日などでも使用可
能です。このことは、授業のオリエンテーション時 

科目名 プログラミングⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 たくさんの C 言語関連書籍がありますので，自分のレベルに合った書籍を探し

てみてください。例えば，B.W.カーニハン，D.M.リッチー著，石⽥晴久訳／プロ
グラミング言語Ｃ第２版／共立出版。 

授業形態 講義 
注意備考 ・第１回目のオリエンテーション時に，スケジュール・講義内容・講義の進め方

について説明します。また，「プログラミングⅠ講義ノート」を配布します。 
・本講義では，講義とＵＮＩＸマシン上でのプログラミング演習を同時並行的に
実施します。 
※・演習レポートは次回の講義開始前に提出してください。提出遅れは認めませ
ん。 
・報告書返却時に，課題記述例を配布して説明を行います。 

シラバスコード FTJ2721 
実務経験のある教員  
達成目標 主な達成目標は， 

（１）プログラムを記述する際の基本的な形式を覚え，main 関数だけで構成さ



れるプログラムを資料を参照せずに記述できること。 
（２）与えられた問題を理解し，その題意に沿ってプログラムを記述し，実行結
果を得ることができること。である。そのためには，以下のような知識などを身
につけておく必要がある。 
（Ａ）各種演算子の働きや優先順位を覚え，題意に沿った演算処理が記述できる
こと。特にデータの型が混在した（整数と不動小数点数）演算処理を正確に記述
できること。 
（Ｂ）データの型やその扱える数値の範囲を 

受講者へのコメント 他の講義科目もそうですが、知識や技術は与えられるものではなく獲得するもの
です。自身の努⼒なしには身に付きません。授業時間外の学習時間を見ても、そ
の努⼒がまだ不足していると感じています。 
講義運用において、なかなか質問の時間は取れません。質問は授業時間外でお願
いします。 

連絡先 島⽥恭宏：shimada×ice.ous.ac.jp 
島⽥恭宏研究室 20 号館 3 階 
オフィスアワー 水・木：昼休み 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 講義時間外の学習時間が少ないです。特に３０分程度以下が４０％以上というこ
とで、あまりに少ないですね。プログラミングは「慣れ」が必要と考えています。
それを実現するためにはやはり学習時間が必要です。そのためにもレポートを課
しているわけです。 

英文科目名 Programming I 
関連科目 コンピュータ演習，プログラミングⅡ，アドバンストプログラミング 
次回に向けての改善変更予定 数少ない意見でしたが、毎回の学習目標を明示して欲しいという意見がありまし

た。毎回ではなかったかもしれませんが、レポート課題を最初に見せこのような
問題を解決できる内容が今回の内容であることを述べていたと覆います。今後は
もう少し、明確な目標を最初に言えるようにしたいと思います。 

講義目的 ソフトウェア開発は無論のこと，実験データの解析，結果の整理などコンピュー
タによる情報処理においてプログラミング能⼒は必須である。本講義では，各自
で C 言語のプログラムを作成・実行し，プログラミング言語に共通する基本的な
考え方を身につけることを目的とする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義に関するオリエンテーションを行う。またプログラムのフレームワー

ク，画面出⼒に関する関数の説明を行った後に，実際にプログラムを作成（編集）
し実行するまでの演習を行う。 
【プログラムのコンパイルと実行，printf 関数，画面出⼒】 
2 回 文字と数値の画面出⼒と変数について説明する。【エスケープシーケンス，
文字コード，変換仕様，変数や定数の型，初期化，変数の宣言位置】 
3 回 キーボードからのデータの入⼒の実現方法とＣ言語における式や演算子に
ついて説明する。 
【scanf 関数，getchar 関数，演算子の種類，単項演算子，sizeof 演算子】 



4 回 演算子の優先順位と（ここでは）算術演算を行う場合に注意すべきデータの
型変換について説明する。 
【キャスト演算子，異なる型同士での演算】 
5 回 一つの条件で判断させて特定の処理を実行させる方法について説明する。 
 【if 文，if - else 文，関係演算子，ブロック】 
6 回 ２つ以上の条件を判断させて処理を実行させる方法について説明する。 
【if - else if - else，switch 文，論理演算子，条件演算子】 
7 回 第６回までの復習と演習を問題を解くことによって行う。 
8 回 中間テスト（１） 
中間テスト終了後，繰り返し処理を実現する構文について説明する。 
【for，while】 
9 回 中間テスト（１）の採点結果や典型的な誤りに対する解説を行う。 
繰り返し処理を実現する構文について説明する。 
【for，while】 
10 回 繰り返し文の多重化による処理の記述方法，繰り返し処理からの脱出方法
や if 文との組み合わせによる現実的な処理の記述方法について説明する。 
【ネスト，無限ループ，break，continue】 
11 回 繰り返し構文に関する復習と演習を問題を解くことによって行う。 
12 回 中間テスト（２） 
中間テスト終了後，配列の基本的概念や宣言方法について説明する。 
13 回 配列の基本的概念や宣言方法，および簡単な使い方について説明する。 
【添字，要素数，初期化子，多次元配列】 
14 回 変数間での値の入れ替え方法に関する基本的概念，多次元配列の概念と宣
言方法，文字と文字列および配列による文字列の取り扱いについて説明する。 
【NULL 文字，””，文字と文字列】 
15 回 配列に関する復習と演習を問題を解くことによって行う。 

準備学習 1 回 1 年後期開講のコンピュータ実習の「C プログラミング」の内容を確認して
おきなさい。特に，emacs の使い方，プログラムの実行方法を覚えておきなさい。
また，授業における指示内容が理解できる程度には，コンピュータリテラシやコ
ンピュータ実習の内容を復習しておきなさい。 
2 回 予習：テキストをよく読み，講義ノートの空欄を埋めておくこと。空所の記
述は鉛筆書きとし，講義中に説明を加えながら解答を行うので正解を記述し講義
ノートを完成させること。 
復習：指定された提出課題を実施すること。 
3 回 予習：テキストをよく読み，講義ノートの空欄を埋めておくこと。空所の記
述は鉛筆書きとし，講義中に説明を加えながら解答を行うので正解を記述し講義
ノートを完成させること。 
復習：指定された提出課題を実施すること。 
4 回 予習：テキストをよく読み，講義ノートの空欄を埋めておくこと。空所の記
述は鉛筆書きとし，講義中に説明を加えながら解答を行うので正解を記述し講義
ノートを完成させること。 
復習：指定された提出課題を実施すること。 



5 回 予習：テキストをよく読み，講義ノートの空欄を埋めておくこと。空所の記
述は鉛筆書きとし，講義中に説明を加えながら解答を行うので正解を記述し講義
ノートを完成させること。 
復習：指定された提出課題を実施すること。 
6 回 予習：テキストをよく読み，講義ノートの空欄を埋めておくこと。空所の記
述は鉛筆書きとし，講義中に説明を加えながら解答を行うので正解を記述し講義
ノートを完成させること。 
復習：指定された提出課題を実施すること。 
7 回 授業中に演習を実施するので，自身で問題が解けるように第６回までの内
容を確認してくこと。 
8 回 プログラムを記述する際の基本的な形式を覚え，教科書を見なくとも変数
や演算子，条件分岐といった内容を含む指示に従いプログラムの記述ができるよ
うになっていること。表記や記述内容が正確でなくてはならない。コンピュータ
に「適当」は通用しないので、採点基準は厳しいと考えておきなさい。 
9 回 予習：テキストをよく読み，講義ノートの空欄を埋めておくこと。空所の記
述は鉛筆書きとし，講義中に説明を加えながら解答を行うので正解を記述し講義
ノートを完成させること。 
復習：指定された提出課題を実施すること。 
10 回 予習：テキストをよく読み，講義ノートの空欄を埋めておくこと。空所の
記述は鉛筆書きとし，講義中に説明を加えながら解答を行うので正解を記述し講
義ノートを完成させること。 
復習：指定された提出課題を実施すること。 
11 回 for 文，while 文について構文を見直しておきなさい。さらには処理の流れ
を変化させるために，繰り返し文中で if 文などを使用するので，第７回までの内
容についても正確な記述できるようにしてきなさい。 
12 回 繰り返しの構文について復習し，自身で問題が解けるようにしておきなさ
い。ただし，与えられた問題に対してプログラムを書けることが前提となる。そ
のため，単に第９回〜１１回の内容を見直しただけでは不十分となる。つまり，
プログラム作成にはそれまでの知識が必要となることを十分に理解し，学習して
おきなさい。 
13 回 予習：テキストをよく読み，講義ノートの空欄を埋めておくこと。空所の
記述は鉛筆書きとし，講義中に説明を加えながら解答を行うので正解を記述し講
義ノートを完成させること。 
復習：指定された提出課題を実施すること。 
14 回 予習：テキストをよく読み，講義ノートの空欄を埋めておくこと。空所の
記述は鉛筆書きとし，講義中に説明を加えながら解答を行うので正解を記述し講
義ノートを完成させること。 
復習：指定された提出課題を実施すること。 
15 回 配列に関する演習は，この授業のまとめ的な演習となる。そのため，これ
までに学習してきた内容を確認し，授業中に実施する課題を自分の⼒だけで解決
できる状態にしておくことが望ましい。その課程で疑問点を洗い出し，質問でき
るようにしておくこと。 



 



年度 2012 
授業コード FTJ2722 
成績評価 演習レポート 10%，中間試験 20%，定期試験 70%により成績を評価する。 

上記 3 つの評価項目における点数の総計 60%以上を合格とする。なお成績評価
基準として，演習レポートを 10%の配分としているが，演習レポートを 1/3 以上
未提出の場合，単位は認定しない。 

曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス JA(〜11) 
見出し FTJ2722 プログラミングⅡ 
担当教員名 島⽥ 恭宏 
単位数 2 
教科書 やさしい C 第 3 版／高橋麻奈／ソフトバンククリエイティブ 

プログラミング II 講義ノート（注意・備考欄参照） 
アクティブラーニング  
キーワード 授業内容に記載 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 以下に記述内容（原文のまま）と回答を示します。 

・「復習と演習」などの講義中にこなす課題についてです。もしも「予習でやって
しまっては問題がある」のならば、その旨お伝えください。そうでなければ問題
ございません。 
回答：問題ありません。ただし、講義中に解説を行いますから、予習内容を確認
し、誤りがあった場合には修正してください。 

科目名 プログラミングⅡ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プログラミング言語 C 第 2 版／B.W.カーニハン，D.M.リッチー著，石⽥晴久訳

／共立出版 
授業形態 講義 
注意備考 講義第 1 回目に，スケジュール・講義内容・講義の進め方について説明し，「プ

ログラミング II 講義ノート」を配布する。レポートは次回の講義開始前に提出す
ること。レポートの提出遅れは認めない。レポート提出時に，課題記述例を配布
して説明を行う。中間テストの次の回の講義では，中間テストの採点結果や典型
的な誤りに対する解説を行い，知識の再確認を促す。なお本講義では，講義と
UNIX マシン上でのプログラミング演習を同時並行的に実施する。 

シラバスコード FTJ2722 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) 目的に応じて，関数の型，関数の仮引数，実引数，戻り値を適切に設定でき

ること。 
(2) ポインタに関連したメモリマップが記述できること。 
(3) ポインタを引数とした関数が記述できること。 
(4) ポインタを用いて基礎的な文字列処理が記述できること。 

受講者へのコメント 所見にも書きましたが、知識の蓄積だけでなく、なれも必要です。レポート課題



はそのきっかけと考えてください。自分で取り組まないと身になりません。積極
的に取り組みましょう。 

連絡先 島⽥恭宏：shimada×ice.ous.ac.jp 島⽥恭宏研究室 20 号館 3 階 オフィスアワ
ー 水・木：昼休み 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業時間以外の学習の取り組みで、「指示された課題以外にも自主的に取り組ん
だ」が１６．７％、「シラバス、授業で指示された教科書や参考書、資料を利用し
て勉強した」が１１．９％しかいません。プログラミングについては、「なれ」も
必要です。プログラミングに触れる時間を増やしてください。またベーシックな
問題だけでは面白味もないかもしれません。ですから、他の授業の問題をプログ
ラミングで解決してみるとか、いろいろなアプローチをしてみてください。 
授業時間以外の週当たりの学習時間が０の⼈が 9.5％でした。学習時間について 

英文科目名 Programming II 
関連科目 プログラミング I，データ構造とアルゴリズム，情報処理実験，プログラミング

言語論，情報工学実験 
次回に向けての改善変更予定 講義資料は COPY を配布しましたが、次回は製本して配布する予定です。内容

変更の予定はありません。 
講義目的 「プログラミング I」では，プログラム言語に共通する基本的な考え方について

C 言語を対象として学んだ。本講義では，C 言語における関数・ポインタなどの
考え方を講述し，実際のプログラミングを通して理解を深める。本講義の目的は，
C 言語特有の機能を理解し，実際のプログラミング場面で応用できる能⼒を養う
ことにある。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義のオリエンテーションを行った後に，プログラミング I の内容の復習を

目的とした演習を行う。 
2 回 関数の基礎事項について説明する（第 1 回目）。 
関数の定義と呼び出し・値渡し（pass by value）・実引数と仮引数 
3 回 関数の基礎事項について説明する（第 2 回目）。 
引数と戻り値・関数における四則演算 
4 回 関数の基礎事項について説明する（第 3 回目）。 
ローカル変数とグローバル変数・変数の記憶寿命・関数の宣言・数学関数（標準
ライブラリ関数） 
5 回 関数の復習を目的とした演習を行う。 
6 回 中間テスト(1)を行い，その後，解説する。さらにポインタの基礎事項につ
いて説明を行う（第 1 回目）。 
ポインタの概念・メモリ・アドレス 
7 回 ポインタの基礎事項について説明を行う（第 2 回目）。 
メモリ・アドレス・アドレス演算子・メモリマップ 
8 回 ポインタの基礎事項について説明を行う（第 3 回目）。 
ポインタ・間接参照演算子 
9 回 ポインタの基礎事項について説明を行う（第 4 回目）。 



ポインタを引数とした関数 
10 回 ポインタの復習を目的とした演習を行う。 
11 回 中間テスト(2)を行い，その後，解説する。さらに配列の基礎事項について
復習する。 
12 回 ポインタと配列に関する事項について説明する（第 1 回目）。 
配列名のしくみ・メモリマップ・ポインタ演算 
13 回 ポインタと配列に関する事項について説明する（第 2 回目）。 
関数の引数としての配列 
14 回 配列で実現する文字列に関する事項について説明する。 
1 文字・文字列・文字列の配列・ポインタによる文字列操作 
15 回 ポインタで実現する文字列に関する事項について説明する。 
ポインタによる文字列操作・文字列を扱う標準ライブラリ関数 

準備学習 1 回 シラバスを確認し学習の過程を把握しておくこと。またプログラミング I の
内容の復習を行っておくこと。 
2 回 教科書の該当個所を読んでおくこと。 
3 回 第 2 回の講義内容の復習を行い，教科書の該当個所を読んでおくこと。 
4 回 第 3 回の講義内容の復習を行い，教科書の該当個所を読んでおくこと。 
5 回 第 2 回から第 4 回までの講義内容の復習を行うこと。 
6 回 関数の基礎事項を理解し，教科書を見なくとも指示された関数の記述がで
きるようになっていること。 
7 回 教科書の該当個所を読んでおくこと。 
8 回 第 7 回の講義内容の復習を行い，教科書の該当個所を読んでおくこと。 
9 回 第 8 回の講義内容の復習を行い，教科書の該当個所を読んでおくこと。 
10 回 第 7 回から第 9 回までの講義内容の復習を行うこと。 
11 回 メモリマップとポインタについて理解し，教科書を見なくとも指示された
関数の記述ができるようになっていること。 
12 回 教科書の該当個所を読んでおくこと。 
13 回 第 12 回の講義内容の復習を行い，教科書の該当個所を読んでおくこと。 
14 回 第 13 回の講義内容の復習を行い，教科書の該当個所を読んでおくこと。 
15 回 第 12 回から第 14 回までの講義内容の復習を行い，知識を整理すること。
また教科書の該当個所を読んでおくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTJ2731 
成績評価 中間試験(30%)，定期試験(60%)，レポート(10%)，60%以上合格 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス JA(〜10),JB(〜10) 
見出し FTJ2731 オートマトンと言語理論 
担当教員名 ⻄原 典孝 
単位数 2 
教科書 配布プリント 
アクティブラーニング  
キーワード オートマトン，生成文法，正則表現，チューリングマシン 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  設備的問題として，空調の問題３件，椅子が壊れている１件＝＞学務部でデー

タを集め対応してくれる予定です． 
 「字を丁寧に」＝＞字が汚い分，なるべく大きく見やすく書こうと心がけては
いるのですが，ついラフに書いてしまう場面があります．こんごも注意します． 
 「具体例をまじえての講義でわかりやすい」＝＞ありがとうございます． 

科目名 オートマトンと言語理論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 オートマトン・言語理論／富⽥悦次，横森貴／森北出版：計算理論とオートマト

ン言語理論／丸岡章／サイエンス社 
授業形態 講義 
注意備考 授業中に出された演習問題を積極的に行い，授業時間内での理解に努めること．

授業中の私語などの他の受講生への迷惑行為は当然禁じる． 
シラバスコード FTJ2731 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)有限オートマトンと正則表現の設計と動作のシミュレーション，オートマト

ンの変換が行えること． 
(2)プッシュダウンオートマトンと文脈自由文法の設計とその動作のシミュレー
ションが行えること． 
(3)チューリングマシンの動作を理解していること． 
(4)決定可能，決定不能問題などの概念を理解していること． 

受講者へのコメント  オートマトンと言語理論は特殊な位置付けの科目で，これが即何かに応用でき
るとかいうものではありません．しかし「計算」ということ自体の本質を見極め
るという究極思考に繋がる話で（例えば，⼈間の思考も，脳という装置による計
算の一種），追求すれば，色々興味あるネタが転がっています．また，こういう徹
底した形式論の考え方に馴染んでおくことは，思考の冴えを生み出します．とい
っても，実は私の学生時代，オートマトン理論は苦手だったりしますが，受講生
の皆さんも，何かの場面で，今回学んだことが生かされることもあるかと期待し
てい 

連絡先 ⻄原研究室 18 号館 3 階 nisihara＠ice.ous.ac.jp 



合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  「この授業におけるあなたの成⻑」について，論理回路Ⅰと比べるとやや低調
です（理解で４９．２％）が，全体では９４％の⼈が成⻑したとありますので，
まあ良かったかと． 
 「総合評価」では，満足 35.4％，ほぼ満足 40.0％などおおむね良好だと思いま
す．ただやはり論理回路Ⅰと比べると少し低いです．元々特殊な概念の科目のた
め，興味を感じ取りにくい部分もあるようです． 
 「授業の手法」や「進行と教材」はほぼ問題なしですが，数⼈は「難しさ」を
感じているみたいです．当然，学生個々によって得手不得手はあり，一方授業と
して 

英文科目名 Automaton and Language Theory 
関連科目 情報数学 II，コンパイラ，⼈工知能 
次回に向けての改善変更予定  この分野の発想法の面白さがもう少し伝われば良いかなと思って，多少応用面

的な話を取り入れるなどの内容にしたつもりです．おおむね良好なので，今後も
こんな感じでやっていきます． 

講義目的 オートマトンとは計算機の数学的モデルであり，言語理論は自然言語やプログラ
ミング言語などの言語の数学的モデルである．これらはその“複雑さ”に応じてい
くつかのクラスに分けられ，かつ両者の間には強い関係がある．この講義では，
代表的なオートマトンおよび言語理論についての知識を習得することを目的と
する． 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オートマトンと形式文法の概要と階層関係，記号の表記法に関する基本用

語について説明する。 
2 回 有限オートマトン(1)：決定性有限オートマトンの構成と動作，状態遷移図
について説明する。 
3 回 有限オートマトン(2)：非決定性有限オートマトンの構成と動作について説
明する。 
4 回 有限オートマトン(3)：決定性有限オートマトンと非決定性有限オートマト
ンの等価性について説明する。 
5 回 有限オートマトン(3)：ε−動作を含む非決定性有限オートマトンについて
説明する。 
6 回 正則表現：正則表現の定義と表現例について説明する。 
7 回 有限オートマトンと正則表現の等価性について説明する。 
8 回 第１回から第７回までの内容について中間試験を行う。試験終了後に出題
内容や今までの講義内容について，質疑応答形式で解説する。 
9 回 生成文法の定義，生成文法の階層，文脈自由文法の定義，構文木について説
明する。 
10 回 プッシュダウンオートマトン(1)：非決定性プッシュダウンオートマトン
の構成と動作の概略について説明する。 
11 回 プッシュダウンオートマトン(2)：プッシュダウンオートマトンの動作の
定義，時点表示について説明する。 



12 回 プッシュダウンオートマトンと文脈自由文法の等価性について説明する。 
13 回 チューリングマシン(1)：チューリングマシンの構成と動作について説明
する。 
14 回 チューリングマシン(2)：様々なチューリングマシンの拡張について説明
する。 
15 回 チューリングマシンの計算能⼒，決定可能，決定不能問題，帰納的可算言
語，帰納的言語について説明する。 

準備学習 1 回 「情報数学Ⅱ」で学習した集合と写像の表記法と意味について復習し，よく
理解しておくこと。 
2 回 記号の表記法に関する基本用語について復習し，よく理解しておくこと。 
3 回 有限オートマトンの状態遷移図での表現について復習し，よく理解してお
くこと。 
4 回 決定性有限オートマトンと非決定性有限オートマトンの違いについて復習
し，よく理解しておくこと。 
5 回 非決定性有限オートマトンの動作について復習し，よく理解しておくこと。 
6 回 記号の表記法に関する基本用語について再度復習し，よく理解しておくこ
と。 
7 回 ε−動作を含む非決定性有限オートマトンについて復習し，よく理解して
おくこと。 
8 回 有限オートマトン，正則表現，生成文法の定義について復習し，よく理解し
ておくこと。 
9 回 形式文法の階層関係について復習し，よく理解しておくこと。 
10 回 非決定性有限オートマトンについて再度復習し，よく理解しておくこと。 
11 回 プッシュダウンオートマトンの定義について復習し，よく理解しておくこ
と。 
12 回 文脈自由文法の定義について再度復習し，よく理解しておくこと。 
13 回 オートマトンの階層関係について復習し，よく理解しておくこと。 
14 回 チューリングマシンの定義について復習し，よく理解しておくこと。 
15 回 計算機で計算できない問題（決定不能問題）について調べてみること。 

 



年度 2012 
授業コード FTJ3111 
成績評価 中間試験（３５％），定期試験（６５％）によって評価する． 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス JA(〜10),JB(〜10) 
見出し FTJ3111 情報ネットワーク基礎論 
担当教員名 小松 雅治 
単位数 2 
教科書 テキストを配布する． 
アクティブラーニング  
キーワード 情報ネットワーク，交換網，LAN（有線および無線），誤り制御，フロー制御，

ルーティング，マルチメディア通信，QoS，NGN 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 演習問題に対する回答を求める意見が多いが，ほとんどの問題がテキストを読み

返すことで答えることができるのではないかと思っています．少し見直して，ど
の程度回答を付けるかを検討します． 

科目名 情報ネットワーク基礎論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ⽥村：図解情報通信ネットワークの基礎，共立出版．五嶋：情報通信網，朝倉書

店 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTJ3111 
実務経験のある教員  
達成目標 情報ネットワークの基本構造，情報伝送方式，通信プロトコル，パケット交換の

原理，パケット交換の高速化の考え方，ディジタル統合網，ローカルエリアネッ
トワークの構成，メディアアクセス制御，フロー制御，ルーティング制御，誤り
制御，マルチメディア通信，QoS とその制御に関する知識と原理を理解している
こと． 

受講者へのコメント 授業時間以外での勉強をもう少しすべきでしょう． 
本講義では，毎回質問用紙を配布し，その質問を回収し，次回の講義時間に回答
しているが，ほとんど質問がない． 
スライドの切り替えについて，もういいですか？と尋ねても返事がないので，対
処のしようがない． 

連絡先 ２０号館３階小松研究室，オフィスアワー：月 5-6 時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 項目 A：欠席が多い．また，学習を全くしていない学生の割合が非常に多いと思
われる． 
項目 B:多くの学生が興味を示し，関心を示しているのは，学科の教育の 3 本柱の
一つがネットワークであることから，良いことだと思う．さらに興味を持ってい



ただきたい． 
項目 C:もう少し満足度が高まればと願います． 

英文科目名 Fundamentals of Information Networks 
関連科目 情報工学入門，情報通信基礎論，情報理論，コンピュータネットワーク，システ

ム工学 
次回に向けての改善変更予定 以前より，講義中に演習のようなものをやっているつもりであるが，もう少し量

を増やす工夫を考えてみる． 
講義目的 情報ネットワークは IT 社会とか情報化社会と呼ばれる現代社会のインフラスト

ラクチャである．本講義では，情報ネットワークの基礎となるネットワークの構
成，情報の伝送方式，交換網，LAN，およびネットワーク内の種々の制御に関す
る基礎知識を得て，その応用能⼒を養うことを目的とする． 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 情報ネットワークの構成要素（リンク，ノード），ネットワークトポロジー，

情報の通信形態，コネクションとプロトコルについて講述する． 
2 回 ネットワークにおける交換と多重化の重要性を説明し，回線交換（空間分割
方式，時分割交換方式），蓄積交換，メッセージ交換の３つの交換方式の動作原理
について講述する． 
3 回 現代のコンピュータ通信に重要なパケット交換の原理，パケット多重とパ
イプライン効果，また，２つのパケット通信方式である DG と VC の２つの形式
について，その違い，⻑所・短所について講述する． 
4 回 パケット交換ネットワークのプロトコル，パケット交換の高速化について
講述する． 
5 回 フレームリレー，さらには，ATM 交換方式と ATM スイッチの原理につい
て説明し，ATM 交換とパケット交換の比較を行う．また，ディジタル統合網と
はどういうものかについて講述する． 
6 回 中間試験と解答の説明を行い，これまでの講義のまとめとする． 
7 回 第 7 回〜9 回で LAN についての講義を行う．第 7 回では，規模から見た
LAN の位置づけ，LAN の分類，LAN のトポロジーとパケット通信について説明
し，LAN の設計におけるメディアクセス制御の重要性を明らかにする．そして，
純 ALOHA 方式とスロット化 ALOHA 方式の２つのメディアクセス制御方式に
ついて講述する． 
8 回 第 7 回に続き，CSMA 方式，CSMA/CD 方式，CSMA/CA 方式の３つのメ
ディアクセス制御方式について講述する．更に，これらのメディアアクセス制御
方式のスループット特性を明らかにする． 
9 回 第 8 回に続き，トークンリング方式，トークンバス方式，スロティッドリン
グ方式，ポーリング方式，ATM-LAN などのメディアクセス制御方式について講
述する．更に，有線および無線 LAN のプロトコルと標準化について概説する． 
10 回 ネットワークによるデータの転送の高信頼度化のために必要な誤り制御の
重要性について説明し，３つの基本的な誤り制御方式であるストップアンドウェ
イト方式，go-back-N 方式，選択再送方式の動作原理を説明するとともに，これ
らの方式のスループット特性の解析と相互比較を行う． 
11 回 ネットワークにおける待ち行列現象を理解するために，基本待ち行列の特



性，トラヒック密度，遅延，呼損などについて概説する．更に，ネットワークに
おけるルーティングとは何かを説明し，ルーティングアルゴリズムの分類につい
て講述する．また，静的ルーティングに重要な最短経路問題について講述する． 
12 回 第 11 回に引き続き，動的ルーティングである，迂回ルーティング方式，
最短Ｑ＋バイアス方式，フラッディング，距離ベクトルルーティングについて説
明し，更に，ルーティングにおける異常現象，特殊なブロードキャストとマルチ
キャストのルーティングについて講述する． 
13 回 ネットワークにおけるフロー制御の必要性を明らかにし，ストップアンド
ウェイト方式，交互ビット方式，ウインド制御方式，入⼒バッファ制限方式，リ
ーキーバケット方式，パーミット方式などの様々なフロー制御方式について講述
する． 
14 回 現代のネットワークではマルチメディア通信を実現する必要がある．そこ
で，マルチメディア通信は何か，マルチメディア通信に必要サービス品質（QoS）
の考え方，アプリケーションの QoS 要求，QoS 実現アルゴリズムについて講述
する． 
15 回 次世代ネットワーク（NGN）について概説する． 

準備学習 1 回 身の回りにある，コンピュータと通信を用いたシステムについて，考えてみ
ること． 
2 回 一つの伝送路を複数の⼈が使うのにどうしたらよいか，ネットワーク上で
ある所へ行くのに分岐点でどうすれば良いかを考えておくこと． 
3 回 第 2 回の講義内容を復習すると共に，携帯電話やインターネットでパケッ
トを使ってデータの転送を行っている経験から，パケットとは何かを考えておく
こと． 
4 回 第 3 回の講義内容を復習すること．電話で友達と会話をするときの約束ご
とがあるはずです．通信に当てはめればどうなるかを考えておくこと． 
5 回 第 2，3，4 回の復習をし，回線交換とパケット交換の短所と⻑所をまとめ
ておくこと． 
6 回 第 1 回〜第 5 回の復習をしておくこと 
7 回 実習室のパソコンは LAN に接続されています．LAN がどのようなものか
考えておくこと． 
8 回 第 7 回の復習をするとともに，一つの通信媒体を複数の⼈で利用するため
に，第 7 回以外の方法としてどのような方法があるかを考えておくこと． 
9 回 第 7，8 回の復習をするとともに，一つの通信媒体を複数の⼈で利用するた
めに，第 7，8 回以外の方法としてどのような方法があるかを考えておくこと． 
10 回 データを転送しているとき誤りが発生すれば，正しいデータを受け取るこ
とができません．どうすればよいかを考えておくこと． 
11 回 ネットワークにおけるパケット伝送において発生する問題は，道路網と似
ているところがあります．道路網で車の台数が増えたとき，どんな現象が発生す
るか，また，出発点から目的地に行く経路に関して，どのように決めれば良いか
を考えておくこと． 
12 回 第 11 回を復習し，ネットワークでの混雑状況の変化を考え，ルート設定
をどうすればよいかを考えておくこと． 



13 回 ネットワークの混雑時や受信先のコンピュータの能⼒の限界を超えたと
き，どんなことが起こるかを考えておくこと． 
14 回 マルチメディアと言う言葉がよく目に付きます．それが何かを調べておく
こと． 
15 回 これまでの学習を通して，これからどんなネットワークがあれば良いかを
考えておくこと． 

 



年度 2012 
授業コード FTJ3112 
成績評価 レポート（30％）、小テスト（20％）、定期試験（50％）の割合で評価する。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス JA(〜12),JB(〜12) 
見出し FTJ3112 電磁気学 
担当教員名 中⼒ 眞一 
単位数 2 
教科書 中⼒眞一著「シミュレーションで学ぶ電磁気学」工学社 I/O BOOKS 

そ の 他 必 要 な 情 報 は 適 宜 プ リ ン ト し て 配 布 す る か 、 web 上
（http://andromeda.sp.ous.ac.jp）で公開する。 

アクティブラーニング  
キーワード 電荷、電界、誘電体中の電界、電位、磁石と磁界、磁界中の電荷、電流と磁界 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 電磁気学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 佐野元昭 著・「新・基礎 電磁気学」サイエンス社 
授業形態 講義 
注意備考 電磁気学に限らず、およそ「学」と名のつくものは、基本的な数学⼒、特に行列

（ベクトルを含む）や微積分は非常に重要です。入門数学や数学 I で十分準備し
て臨むことを勧めます。 

シラバスコード FTJ3112 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）点電荷系が作る電界や電位の計算ができる。 

（２）ガウスの法則を用いて電界や電位の計算ができる。 
（３）導体の静電誘導や静電遮蔽について理解する。 
（４）誘電体内と真空中での電界の相違について理解する。 
（５）電流の作る磁界について、特にビオ・サバールの法則について理解する。 
（６）磁界中での電荷の振る舞いについて理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２１号館５階中⼒研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Electromagnetics 
関連科目 入門数学、入門物理、数学 I、数学 II、物理学、 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 電気や磁気が起こす現象、例えば摩擦電気や磁石については、重⼒と同じくらい

身近でよく知られているが、しかし、それらの現象の背後にある法則性を理解し、



その知識を将来遭遇する色々な場面で応用するためにはある程度のしっかりと
した知識の修得が必要である。この観点に立って、この講義では、電気磁気現象
に関する極く基本的な法則と考え方の修得とそれを理解するための道具として
の数学的知識の修得を目指して講述する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス：数式処理ソフト maxima(wxMaxima)の説明と電磁気学で用い

る数学的道具としてのベクトルやベクトル場、微分・積分について説明する。 
2 回 情報工学科のコンピュータ実習室（以後、単に実習室という）で、wxMaxima
により主としてベクトルとベクトル場について実習し、レポートを作成する。 
3 回 電気に関するクーロンの法則と電界について説明する。 
4 回 電気と磁気に関するクーロンの法則、および電界と磁界について教科書第
３章と６章を参考にして実習室でシミュレーション実験をし、レポートを作成す
る。 
5 回 クーロンの法則と電界について復習し、その後、具体的な問題について解説
と演習をする。 
6 回 線積分や面積分について概説すると共に、線上や面上に一様に分布した電
荷が作る電界について説明する。 
7 回 クーロンの法則と電界について第１回の見きわめテストを行う（３０分）。 
また、電界と電気⼒線と電荷の関係などガウスの法則の考え方について説明す
る。 
8 回 位置エネルギーと電位について、教科書第５章を参考に実習室でシミュレ
ーション実験をし、レポートを作成する。 
9 回 電位の定義と重ね合わせの原理。点電荷、電気双極子による電位の計算例に
ついて説明する。 
10 回 物体と静電界：導体、誘電体と静電界、静電誘導、静電遮蔽について説明
する。 
11 回 電荷が、磁石の作る磁界から受ける⼒について説明する。 
12 回 磁界が電荷に及ぼす⼒について、教科書第７章を参考に実習室でシミュレ
ーション実験をし、レポートを作成する。 
13 回 今まで学んで来た範囲（クーロンの法則、電界（誘電体中も含む）、電位、
磁界、磁界中の電荷の運動など）について、第２回の見きわめテストをする（１
時間を予定）。その後、テストの問題について簡単な解説をする。 
14 回 定常な電流の作る磁界とビオ・サバールの法則について説明する。 
15 回 教科書の第８章（定常電流が作る磁界）を参考にして実習室でシミュレー
ション実験をし、レポートを作成する。 

準備学習 1 回 教科書の第１章やインターネットにより maxima(wxMaxima)について学習
しておくこと。 
2 回 前回の復習と教科書 p-29 から p-41 まで目を通し、ベクトルの基礎につい
て予習しておくこと。 
3 回 ベクトルとスカラーの相違やベクトルの和について十分復習しておくこと。
また、教科書 p-45 から p-51 を参考にベクトル場の概念についても予習しておく
こと。 



4 回 教科書 p-59 から p-75（クーロンの法則と電界）と p-103 から p-110（磁
界）に目を通しておくこと。 
5 回 クーロンの法則と電界について十分復習しておくこと。 
6 回 定積分の意味について、教科書 p-27 から p-28 を読んで実習しておくこと。
また線積分や面積分について、 
教科書 p-79 から p-86 を参考にして調べておくこと。 
7 回 今まで習ったクーロンの法則や電界についてベクトルを用いて表現できる
ようにしておくこと。また、教科書 p-178 から p-187 を参考に電気⼒線やガウス
の法則について予習しておくこと。 
8 回 ⼒学で習った位置エネルギーの復習と教科書第５章を読み実験手順を頭に
入れておくこと。 
9 回 前回行ったシミュレーション実験の結果を整理して、電位について復習し
ておくこと。 
10 回 教科書第１４章（物体と静電界）に目を通しておくこと。 
11 回 ベクトルの外積について、教科書 p-41 から p-45 を参考に復習しておくこ
と。 
12 回 教科書の第７章に目を通して、実験の概要と実験ツールの使い方を理解し
ておくこと。 
13 回 今まで学んで来た基本的な事柄について復習しておくこと。 
14 回 ベクトルについて、内積や外積について調べておく。また、磁界に対して
磁針がどのように振れるかについて教科書 p-103 から p?110 までを読んだり実
験したりして理解しておくこと。 
15 回 教科書の第８章に目を通して、実験の概要と実験ツールの使い方を理解し
ておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTJ3122 
成績評価 中間試験(40%)、定期試験(50%)、演習レポート(10%)、60%以上を合格とする。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス JA(〜11),JB(〜11) 
見出し FTJ3122 画像処理とＣＧ 
担当教員名 島⽥ 英之 
単位数 2 
教科書 初回の講義にて講義ノートを配付する。 
アクティブラーニング  
キーワード 講義計画参照。 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「机の下に台がないところがあるので付けてほしい」 

それはさぞご不便なことでしょう。教務部に連絡しておきます。 
「特にない」 
回答も特にありません。 
「演習問題に取り組む時間がもう少しほしかった。」 
回収した演習問題を講義後にスキャンして本⼈に開示し，ダウンロードして残り
を解いてもらうスタイルを取っており，十分に説明をしています。演習にあまり
時間を割くと，講義や技術紹介などが不十分になってしまいます。また，講義内
容を理解していれば十分に時間内に解ける問題であることがほとんどです。ご理
解ください。 

科目名 画像処理とＣＧ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 講義 
注意備考 講義開始時に当日の講義内容に関する演習問題を配付し、講義終了時に解答を回

収することによって出席の確認とする。採点した演習問題とその解答は、講義後
にインターネット経由で各個⼈ごとに開示するので、毎回必ず「学科情報ページ」
から参照し、復習されたい。※ 

シラバスコード FTJ3122 
実務経験のある教員  
達成目標 画像処理については、濃淡画像処理、２値画像処理、線図形処理の概要を理解し、

それらを組み合わせて現実の問題に応用できること。CG については、３次元空
間をイメージしつつ、オブジェクト座標系でモデリングした３次元物体を透視変
換し、デバイス座標系に描くまでの一連のプロセスを習得すること。 

受講者へのコメント 画像処理ならば gimp や OpenCV, ＣＧならば OpenGL や WebGL などに関す
る書籍を参考に，ぜひ自分で試してみてください。また，意欲があるかたは，関
連の検定にチャレンジすることをお勧めします。 

連絡先 島⽥（英）研究室 18 号館 5 階 オフィスアワー月〜金昼 
合理的配慮が必要な学生への  



対応 
各項目評価に対する所見  「この分野への理解が深まった」→75.6%  

 「この分野への興味，関心が高まった」→42.2% 
という結果より，受講者のみなさんが前向きに学習に取り組んでくださった様子
が伺えます。また， 
ほぼ半数のかたが，授業時間外にも本講義に関連した学習に自主的に取り組んで
くださっているようです。 
回収した演習問題を採点してスキャンし，解答とともにインターネットで開示し
て自主学習を促すというサイクルがうまく機能しているものと推察します。 
  「この授業の目標を達成できましたか」→「できた」＋「だいたいできた」＝
62 

英文科目名 Image Processing and Computer Graphics 
関連科目 応用数学 II、コンピュータ実習、情報処理実験、マルチメディア工学 
次回に向けての改善変更予定 特に大きな変更は予定していませんが，テキストだけでなく，新聞やインターネ

ットから最新の動向を紹介していきたいと思います。 
講義目的 本講義では、コンピュータ応用分野である画像処理と CG に関する専門知識を習

得し、現実の問題に対して応用するための手法を身に付けることを目的とする。
前半では画像を処理するための理論と手法、後半では CG を生成するための理論
と手法について講義する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 画像処理の目的、CG の目的、画像処理と CG の融合について講義する。 

2 回 画像処理について、濃淡画像処理(1):画像処理の歴史、⼈間の視覚、色彩の
表現、画像のディジタル表現、濃淡情報の変換について講義する。 
3 回 濃淡画像処理(2):平滑化処理、鮮鋭化処理について講義する。 
4 回 濃淡画像処理(3):幾何学的変換処理について講義する。 
5 回 濃淡画像処理(4):エッジ検出処理、テンプレート・マッチング処理(1)につ
いて講義する。 
6 回 濃淡画像処理(5):テンプレート・マッチング処理(2)について講義する。 
7 回 ２値画像処理:２値化処理、連結成分処理、画像の形状解析、データ圧縮に
ついて講義する。 
8 回 線図形処理、画像の保存方式、画像処理のためのソフトウェアについて講義
する。 
9 回 第８回までの内容に関する中間試験を実施し、解説を行う。 
10 回 ２次元画像生成:ディジタル線分の発生法、ディジタル円弧の発生法、自由
曲線について講義する。 
11 回 モデリング:右手系と左手系、立体の表現法、⼈工物の表現法、自然物の表
現法について講義する。 
12 回 ３次元座標変換:３次元アフィン変換、座標系について、透視変換について
講義する。 
13 回 レンダリング(1):隠面・隠線消去について講義する。 
14 回 レンダリング(2):シェーディング、シャドゥイング、マッピングについて
講義する。 



15 回 グラフィックス基本機能の標準化、CG 制作のためのソフトウェア、3D 映
像の原理、画像処理と CG の未来について講義し、講義の全範囲に関する演習を
行う。 

準備学習 1 回 シラバスを確認し、講義内容全体を俯瞰しておくこと。 
2 回 テキスト「2.1 画像処理について」?「2.2.1 濃淡情報の変換」を予習してお
くこと。 
3 回 前回の演習問題をダウンロードし、正誤を確認しておくこと。テキスト
「2.2.2 平滑化処理」「2.2.3 鮮鋭化処理」を予習しておくこと。 
4 回 前回の演習問題をダウンロードし、正誤を確認しておくこと。テキスト
「2.2.4 幾何学的変換処理」を予習しておくこと。 
5 回 前回の演習問題をダウンロードし、正誤を確認しておくこと。テキスト
「2.2.5 エッジ検出処理」?「2.2.6 テンプレート・マッチング処理」の「画素間
の距離」を予習しておくこと。 
6 回 前回の演習問題をダウンロードし、正誤を確認しておくこと。テキスト
「2.2.6 テンプレート・マッチング処理」の「画像間の距離」?2.2 節の最後を予
習しておくこと。 
7 回 前回の演習問題をダウンロードし、正誤を確認しておくこと。テキスト「2.3 
２値画像処理」を予習しておくこと。 
8 回 前回の演習問題をダウンロードし、正誤を確認しておくこと。テキスト「2.4 
線図形処理」を予習しておくこと。 
9 回 第８回までの演習問題全てについて復習し、類題にも解答できるようによ
く理解しておくこと。 
10 回 テキストの第３章の最初?「3.1 ２次元画像生成」を予習しておくこと。 
11 回 前回の演習問題をダウンロードし、正誤を確認しておくこと。テキスト「3.2 
モデリング」を予習しておくこと。 
12 回 前回の演習問題をダウンロードし、正誤を確認しておくこと。テキスト「3.3 
３次元座標変換」を予習しておくこと。 
13 回 前回の演習問題をダウンロードし、正誤を確認しておくこと。テキスト
「3.4.1 隠面・隠線消去」を予習しておくこと。 
14 回 前回の演習問題をダウンロードし、正誤を確認しておくこと。テキスト
「3.4.5 マッピング」までを予習しておくこと。 
15 回 前回の演習問題をダウンロードし、正誤を確認しておくこと。また、第１
章、第２章の内容を復習しておくこと。テキストの第３章の残りと第４章を予習
しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTJ3311 
成績評価 中間試験（４０％）、期末試験（５０％），宿題・演習（１０％）とする。  

試験では、選択問題、記述問題、計算問題、ＨＤＬ記述問題を出題する。  
合計６０点以上を合格とする。 

曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス JA(〜10),JB(〜10) 
見出し FTJ3311 集積回路 
担当教員名 小畑 正貴 
単位数 2 
教科書 資料配布 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 学生：中間試験と期末試験の回答をくばってほしい。 （注：正しくは「解答」） 

回答：中間は次週に解答しています。期末はできれば方法を考えます。 
科目名 集積回路 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 桜井 至著 ＨＤＬによるデジタル設計入門 テクノプレス 
授業形態 講義 
注意備考 適宜，宿題提出や演習を行う。  

中間試験の追試験は１週間以内とする。期末試験の範囲は全範囲である。 
シラバスコード FTJ3311 
実務経験のある教員  
達成目標 １．集積回路に関する基礎的用語を理解する。  

２．ＰＮ接合、ＭＯＳ構造の構造と基本動作を理解する。  
３．集積回路の製造プロセスを理解する。  
４．集積回路（ロジック、メモリ、マイコン、ASIC、システム LSI）の種類およ
び基本構造を理解する。  
５．ハードウェア記述言語の基礎を理解し，簡単な回路が記述できる。 

受講者へのコメント 授業時間外の学習を全くしていない学生が多い。最低限、その日のうちに復習し
てください。 
なるべく前のほうに座ってください。 

連絡先 １８号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 大きな問題点は無いようである。 
英文科目名 Integrated Circuits 
関連科目 論理回路、アナログ回路、ディジタル回路、コンピュータ工学Ⅰ・Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 興味を高め、わかりやすいように説明に気をつける。 



講義目的 集積回路は産業のキーデバイスである。情報産業はこのデバイスを基礎としてい
る。情報技術者はなんらかの意味で集積回路に関係している。集積回路の種類お
よび基本構造、製造プロセス、ハードウェア記述言語による設計についての専門
知識の基本を習得することを目的とする。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 集積回路，半導体とは（半導体、自由電子、正孔）について解説する。 

2 回 半導体プロセス技術（拡散、酸化膜、フォトエッチング、金属蒸着）につい
て解説する。 
3 回 半導体デバイス（ＰＮ接合、ダイオード、トランジスタ、ＦＥＴ、ＭＯＳ）
について解説する。 
4 回 CMOS ロジック（ＡＮＤ、ＯＲ、インバーター、ＮＡＮＤ、ＮＯＲ）につ
いて解説する。 
5 回 遅延と消費電⼒について解説する。 
6 回 ＡＳＩＣ（ゲートアレイ、スタンダードセル），ＦＰＧＡについて解説する。 
7 回 メモリ（ＤＲＡＭ、ＳＲＡＭ、ＲＯＭ、フラッシュメモリ）について解説す
る。 
8 回 前半のまとめ（半導体、プロセス技術、各種集積回路）、質疑応答を行い、
中間試験を実施する。 
9 回 中間試験解説、システムＬＳＩ、 実装技術（パッケージ，実装）について
解説する。 
10 回 ハードウェア記述言語１（変数、演算子、順次ブロック）について解説す
る。 
11 回 ハードウェア記述言語２（組み合わせ回路）について解説する。 
12 回 ハードウェア記述言語３（順序回路、フリップフロップ、同期回路）につ
いて解説する。 
13 回 ハードウェア記述言語４（カウンタ、シフトレジスタ、状態マシン）につ
いて解説する。 
14 回 ＬＳＩ設計工程（仕様、機能設計、シミュレーション，配置配線）につい
て解説する。 
15 回 全体をまとめ、総合演習、質疑応答を実施する。 

準備学習 1 回 半導体や集積回路について Web で調べ、講義の概略を把握すること。 
2 回 講義資料を参考に予習し、重要ポイントをチェックすること。 
3 回 講義資料を参考に予習し、重要ポイントをチェックすること。 
4 回 講義資料を参考に予習し、重要ポイントをチェックすること。 
5 回 講義資料を参考に予習し、重要ポイントをチェックすること。 
6 回 講義資料を参考に予習し、重要ポイントをチェックすること。 
7 回 講義資料を参考に予習し、重要ポイントをチェックすること。 
8 回 中間試験の準備をすること。 
9 回 講義資料を参考に予習し、重要ポイントをチェックすること。 
10 回 講義資料を参考に予習し、重要ポイントをチェックすること。 
11 回 講義資料を参考に予習し、重要ポイントをチェックすること。 
12 回 講義資料を参考に予習し、重要ポイントをチェックすること。 



13 回 講義資料を参考に予習し、重要ポイントをチェックすること。 
14 回 講義資料を参考に予習し、重要ポイントをチェックすること。 
15 回 講義全体を復習し、疑問点をまとめること。 

 



年度 2012 
授業コード FTJ3312 
成績評価 中間試験（５０％），期末試験（５０％）によって評価する． 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス JA(〜10),JB(〜10) 
見出し FTJ3312 コンピュータネットワーク 
担当教員名 小松 雅治 
単位数 2 
教科書 テキストを配布する． 
アクティブラーニング  
キーワード コンピュータネットワーク，インターネット，プロトコル，OSI，TCP/IP，アド

レス，セキュリティ，ネットワークツール 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 コンピュータネットワーク実習よりも早い時期に受けたかった． 

 → 実習が講義科目より後に立ち上げられたので，このようなことになった
が，次年度入学生から見直す予定です． 

科目名 コンピュータネットワーク 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 岩波インターネット講座：尾家・後藤・⻄尾・宮原・村井編集（第 1 巻「インタ

ーネット入門，第 2 巻「ネットワークの相互接続」，第 3 巻「トランスポートプ
ロトコル」，第 4 巻「ネットワークアプリケーション」．第 6 巻「社会基盤として
のインターネット」），岩波書店 

授業形態 講義 
注意備考 情報ネットワーク基礎論を受講していること． 
シラバスコード FTJ3312 
実務経験のある教員  
達成目標 以下の項目に関する知識を得ていること． 

①コンピュータネットワークの構成と役割，②ネットワークアーキテクチャ，
③OSI 基本参照モデルとプロトコルの階層化，④インターネットの構成，
⑤TCP/IP 基本参照モデル，⑥IP，UDP，RTP などのインターネット層のプロ
トコル，⑦トランスポート層の TCP，UDP，RTP，⑧層間のアドレスの関係と
変換，⑨DNS，TELNET，FTP，電子メース，WWW などのアプリケーション，
⑩ネットワークセキュリティ，⑪ICMP とネットワークコマンド 

受講者へのコメント インターネットを使う機会が多いと思うので，その中で，いろんな疑問を持った
り，講義内容をなるほどと確認するようにすると，理解しやすいのではないでし
ょうか． 
講義中，テキストを開いていない学生が結構多いことに驚いています． 

連絡先 ２０号館３階小松研究室，オフィスアワー：月 5-6 時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業時間外の学習をする学生の割合が少ないと感じられる． 



英文科目名 Computer Networks 
関連科目 情報ネットワーク基礎論，コンピュータネットワーク実習 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 コンピュータネットワークは現代社会にとって欠くことができないシステムで

ある．本講義では，コンピュータネットワークの役割を明らかにするとともに，
最大規模のコンピュータネットワークであるインターネットの論理的な構造を
示すプロトコル（特に，インターネット層，トランスポート層，アプリケーショ
ン層），ネットワークセキュリティ，ならびに，インターネットに接続されたパー
ソナルコンピュータで利用可能なネットワークコマンド関する理解を深め，その
応用⼒を養うことを目的とする． 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 インターネットに代表されるコンピュータネットワークに至るコンピュー

タと通信の融合の歴史について概説する． 
2 回 コンピュータネットワークの構成，コンピュータネットワークで実現され
る機能，コンピュータネットワークの利点などにについて講述する． 
3 回 コンピュータネットワークアーキテクチャの基本である OSI 基本参照モデ
ルとプロトコルの階層化について講述する． 
4 回 OSI 基本参照モデルの考え方を基礎にしたネットワークアーキテクチャで
ある TCP/IP 参照モデル，および，ネットワークの相互接続の考え方を明らかに
し，現代のインターネットの構成について講述する． 
5 回 TCP/IP 参照モデルにおいてホスト間の通信を実現するインターネット層
の役割，インターネット層と下位のデータリンク／物理層の関係，更に，インタ
ーネット層のプロトコルである IP に関する諸定義を行い，IP データグラムのフ
ォーマットについて講述する． 
6 回 第 5 回に引き続き，IP アドレス，ネットワークアドレス，ブロードキャス
トアドレス，サブネットとサブネットマスク，グローバルアドレスとプライベー
トアドレスなどについて講述する． 
7 回 第 6 回に引き続き，インターネット層の IP アドレスとデータリンク層の
MAC アドレスの関係，アドレス解決，および，インターネット層におけるルー
ティングについて講述する． 
8 回 中間試験と解答の説明を行い，これまでの講義のまとめとする． 
9 回 OSI 基本参照モデルにおけるトランスポート層の機能を明らかにし，機能
を実現するために必要なソケットとポートの役割を講述する．更に，トランスポ
ート層のプロトコルである TCP のセグメントについて講述する． 
10 回 第 9 回に続き，トランスポート層のプロトコルである TCP におけるコネ
クションの管理，データ転送，エラー制御／再送制御について講述する．更に，
トランスポート層のもう一つのプロトコルである UDP について講述する． 
11 回 アプリケーション層の役割，および，アプリケーション層の DNS，アドレ
スの構成と管理，ネームサーバなどについて講述する． 
12 回 アプリケーション層における TELNET，FTP，電子メール，WWW など
のプロトコルに関して講述する． 
13 回 ネットワーク社会ではネットワークセキュリティが重要であるので，



TCP/IP 参照モデルの各層でどのような攻撃があり，どのような脅威がもたらさ
れるかを講述する． 
14 回 第 13 回で講述した様々な攻撃に対するセキュリティ対策について講述す
る． 
15 回 インターネット層には IP 以外に ICMP と呼ばれる特殊なプロトコルがあ
る．また，ネットワークの運用，管理に利用可能なツールとして，ネットワーク
コマンドがあり，ICMP の機能を利用している．そこで，ICMP とネットワーク
コマンドについて講述する． 

準備学習 1 回 シラバスを読み，学習過程を把握するとともに，身の回りにある，コンピュ
ータと通信を用いたシステムについて考えておく． 
2 回 テキストを読み，コンピュータネットワークの構成について考えておくこ
と 
3 回 テキストを読み，階層化の概念を考えておくこと 
4 回 テキストを読み，インターネットおよびそのプロトコルがどのようなもの
かを考えておくこと 
5 回 テキストを読み，インターネット層の役割を考えておくこと 
6 回 第 5 回の講義内容の復習をすると共に，アドレスの必要性を考えておくこ
と 
7 回 第 6 回の講義内容の復習をすると共に，IP データグラムがデータリンク層
のフレームで伝送されること理解しておくこと 
8 回 第 1 回〜第 7 回の復習をしておくこと 
9 回 第 7 回の講義内容を復習すると共に，トランスポート層の役割，インター
ネット層との関係を考えておくこと 
10 回 第 9 回の講義内容を復習すると共に，コネクションの概念および各種制御
について考えておくこと 
11 回 第 10 回の講義内容を復習するとともに，アプリケーション層とトランス
ポート層の関係を考えておくこと 
12 回 第 11 回の講義内容を復習するとともに，インターネットにどのようなア
プリケーションがあるかを考えておくこと 
13 回 インターネットを利用するにあたり，どのようなセキュリティ問題がある
かを考えておくこと 
14 回 第 13 回の講義内容を復習し，自身がインターネットを利用するときに実
施している対策について考えておくこと 
15 回 インターネットにおいて，ホスト間でデータの転送を行う場合のトラヒッ
ク上の問題について考えておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FTJ3511 
成績評価 中間試験(30%)，定期試験(60%)，レポート(10%)，60%以上合格 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス JA(〜12),JB(〜12) 
見出し FTJ3511 論理回路Ⅰ 
担当教員名 ⻄原 典孝 
単位数 2 
教科書 ディジタル回路／伊原充博・若海弘夫・吉沢昌純／コロナ社（論理回路Ⅱのテキ

ストと共通） 
アクティブラーニング  
キーワード 論理回路，論理関数，真理値表，２進数，カルノー図 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  設備的問題として，空調の問題２件，椅子がきしむなど４件＝＞学務部でデー

タを集め対応してくれる予定です． 
 「字をもう少し大きく」＝＞字が汚い分，なるべく大きく見やすく書こうと心
がけてはいるのですが，ついラフに書いてしまう場面があります．今後も注意し
ます． 
 「進行が早い」と「遅い」が１件づつ．これは上にも書いたとおりで，平均的
なところで合わせています． 
 「面白かった」，「分かり易かった」など好意的な意見が１０件ほど＝＞大変励
みになります． 

科目名 論理回路Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 [ビジュアル]論理回路入門／井澤裕司／プレアデス出版：論理回路入門第２版／

浜辺隆二／森北出版 
授業形態 講義 
注意備考 授業は配布資料を元に進めていく．教科書は図や表などの参考資料として用い

る．授業中に出された演習問題を積極的に行い，授業時間内での理解に努めるこ
と．授業中の私語などの他の受講生への迷惑行為は当然禁じる． 

シラバスコード FTJ3511 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）２進数を理解し，１０進数から２進数への変換などの基数変換ができるこ

と．（２）２進数による計算，２の補数表示による負の数の扱いなどを理解してい
ること．（３）論理関数，真理値表，ブール代数の基本法則について理解し，論理
式の標準形への変換ができること 
（４）論理式，真理値表，論理回路の関係を理解し，相互に変換できること． 
（５）カルノー図による論理式の簡単化が行なえること． 

受講者へのコメント  授業自体はおおむね好評で良かったです． 
 でも，最近の情報工学科の学生さんはパソコン内部自体にはあまり興味を抱か
ないみたいですね．まあプログラムなどのソフトだけでも情報処理はできます



が，折角だからパソコンの中身とかにも，もっと興味を持ってもらいたい所です． 
連絡先 18 号館 3 階 ⻄原研究室 nisihara＠ice.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  「この授業におけるあなたの成⻑」について，理解が深まる：68.9％などおお
むね良好だったと思います． 
 「総合評価」では，教員の意欲感じた：79.2％，満足 53.8％，ほぼ満足 33.0 な
どおおむね良好だったと思います． 
 「授業の手法」や「進行と教材」はほぼ問題なしですが，数⼈は「難しさ」を
感じているみたいです．当然，学生個々によって得手不得手はあり，一方授業と
しては学生全体の平均的レベルに合わせる必要があるので，ある程度のバラつき
は仕方がないです． 
 あとは「宿題などの時間外学習の指示」が４件ありまし 

英文科目名 Logic Circuit Theory I 
関連科目 論理回路Ⅱ、デジタル回路、コンピュータ工学Ⅰ、コンピュータ工学Ⅱ，情報工

学実験 
次回に向けての改善変更予定  論理回路の基礎的原理や裏付けとなる理論を学ぶことを目的とする授業です

が，論理回路は計算機ハードに直結するもので，今後も，多少講義内容をはみ出
ても，興味を引くような話題を適宜入れていこうと思います． 

講義目的 計算機や電卓，各種ディジタル機器の基幹部となる論理回路について学ぶ．まず
論理回路の基礎理論である２進数，論理関数，真理値表について学び，論理回路
を理解する上での理論的背景を身に付ける．次に，論理関数や真理値表から具体
的な論理回路を作成するための手順や簡単化の手法などを学ぶ． 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 論理回路の概要について説明する。 

2 回 ２進数，Ｎ進数，１０進数への基数変換について説明する。 
3 回 ２進数への基数変換，２進数の演算（加算，減算など）について説明する。 
4 回 ２の補数，２の補数表現を用いた減算について説明する。 
5 回 論理関数，真理値表，ベン図について説明する。 
6 回 基本的な論理回路，論理式と真理値表と論理回路の関係について説明する。 
7 回 ブール代数の基本法則，完全系，論理式の変換について説明する。 
8 回 第１回から第７回までの内容について中間試験を行う。試験終了後に出題
内容や今までの講義内容について，質疑応答形式で解説する。 
9 回 加法標準形，乗法標準形，論理式の標準形への変換について説明する。 
10 回 真理値表から論理式の標準形の生成について説明する。 
11 回 カットアンドトライ法による論理式の簡単化について説明する。 
12 回 カルノー図の作成，カルノー図による論理式の簡単化の基本について説明
する。 
13 回 カルノー図法による論理式の簡単化（４変数，５変数の場合）について説
明する。 
14 回 冗⻑項を用いた簡単化について説明する。 
15 回 論理回路の設計に関する総合演習を行う。 



準備学習 1 回 パソコン内部でのデータの表し方について簡単に調べておくこと。 
2 回 テキスト１章に目を通しておくこと。 
3 回 ２進数での数の表現について復習し，よく理解しておくこと。 
4 回 ２進数の演算について復習しておくこと。 
5 回 テキスト２．１節に目を通しておくこと。 
6 回 論理関数，真理値表について復習し，よく理解しておくこと。 
7 回 論理関数とベン図の対応について復習しておくこと。 
8 回 ２進数，基数変換，論理関数，真理値表，論理式の変換について復習し，よ
く理解しておくこと。 
9 回 ブール代数の基本法則について復習しておくこと。 
10 回 真理値表について復習しておくこと。 
11 回 ブール代数の基本法則を用いた論理式の変換について復習しておくこと。 
12 回 真理値表から加法標準形の生成法について復習しておくこと。 
13 回 カルノー図法の作り方について復習し，よく理解しておくこと。 
14 回 カルノー図法による論理式の簡単化が完全にできるようにしておくこと。 
15 回 真理値表から標準形の論理式，カルノー図作成，論理式の簡単化の一連の
流れについて復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTJ3512 
成績評価 中間試験(30%)，定期試験(60%)，レポート(10%)，60%以上合格 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス JA(〜12),JB(〜12) 
見出し FTJ3512 論理回路Ⅱ 
担当教員名 ⻄原 典孝 
単位数 2 
教科書 ディジタル回路／伊原充博・若海弘夫・吉沢昌純／コロナ社（論理回路Ⅰのテキ

ストと同じ） 
アクティブラーニング  
キーワード 論理回路，組合せ回路，フリップフロップ，順序回路 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「よかったです」的な書き込みが数件，あと「部屋が暑すぎた」が２件ありまし

た． 
部屋に関しては私も不満でした．でも授業内容的には問題なさそうで良かったで
す． 

科目名 論理回路Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 論理回路入門第２版／浜辺隆二／森北出版：なっとくするディジタル電子回路／

藤井信生／講談社 
授業形態 講義 
注意備考 授業中に出された演習問題を積極的に行い，授業時間内での理解に努めること． 

授業中の私語などの他の受講生への迷惑行為は当然禁じる． 
シラバスコード FTJ3512 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)エンコーダ／デコーダ，マルチプレクサ，演算回路など代表的な組合せ回路が

理解できていること． 
(2)未知の簡単な組合せ回路が設計できること． 
(3)４種のフリップフロップの特性や動作について理解していること． 
(4)フリップフロップを用いた簡単な順序回路が理解できていること． 

受講者へのコメント  最近の情報系の学生さんはパソコン内部自体にはあまり興味を抱かないみた
いですが，論理回路を通して，そういうことにも興味を持ってもらえれば良いと
思っています． 

連絡先 18 号館 3 階 ⻄原研究室 nisihara＠ice.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  Ｂ欄，Ｃ欄を見る限り，そこそこ好評そうで何よりでした．私の他の科目より
も満足度が高かったです． 
Ｅ欄をみると１，２名の意見ですが，「簡単すぎる」的な意見がありましたが，こ
こは学生全体に合わせる必要がり，こんなもので． 



 なお，部屋が狭い，換気が悪いなどの教室の不満もありました．これはそのと
おりです． 

英文科目名 Logic Circuit Theory II 
関連科目 論理回路 I，コンピュータ工学 I・II，ディジタル回路，情報工学実験 
次回に向けての改善変更予定  評価的には良しと思われているようなので，今後も分かりやすい講義を心がけ

ます．またパソコン自体への興味とつながるような派生的な話も，時間があれば
今まで通り，適宜取り入れていきたいと思っています． 

講義目的 論理回路 I で学んだ知識をもとにして，コンピュータのハードウェアを構成する
基本的な回路について学ぶ．組合せ回路については，種々の回路の知識と共に，
回路設計の基本的手順を身に着けて，新しい回路の設計ができるようにする．順
序回路については，その概念を把握した後，順序回路の構成基本である各種フリ
ップフロップ回路について学ぶ． 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 「論理回路Ⅰ」の復習：論理式，真理値表，カルノー図について説明する。 

2 回 MIL 記法：MIL 記法の意義，正論理・負論理，論理の一致，組合せ回路の
設計法について説明する。 
3 回 組合せ回路(1)：10 進−2 進エンコーダ，優先度付きエンコーダについて説
明する。 
4 回 組合せ回路(2)：2 進−10 進デコーダ，7 セグメントデコーダについて説明
する。 
5 回 組合せ回路(3)：マルチプレサク，デマルチプレサクについて説明する。 
6 回 組合せ回路(4)：比較回路，パリティチェックについて説明する。 
7 回 組合せ回路(5)：パリティ回路について説明する。 
8 回 第１回から第７回までの内容について中間試験を行う。試験終了後に出題
内容や今までの講義内容について，質疑応答形式で解説する。 
9 回 2 進演算回路(1)：半加算器，全加算器，多ビット加算器について説明する。 
10 回 2 進演算回路(2)：半減算器，全減算器について説明する。 
11 回 2 進演算回路(3)：補数表現を用いた加算回路による減算の実行について説
明する。 
12 回 フリップフロップ(1)：順序回路，RS-FF，特性表，状態遷移図，タイミン
グチャートについて説明する。 
13 回 フリップフロップ(2)：同期型 FF，JK-FF について説明する。 
14 回 フリップフロップ(3)：D-FF，T-FF を用いた順序回路について説明する。 
15 回 フリップフロップ(4)：同期式順序回路，論理回路とＣＰＵについて説明す
る。 

準備学習 1 回 テキスト２章に目を通しておくこと。 
2 回 基本論理素子について復習し，よく理解しておくこと。 
3 回 真理値表，カルノー図について復習し，よく理解しておくこと。 
4 回 10 進−2 進エンコーダについて復習し，よく理解しておくこと。 
5 回 エンコーダ，デコーダ回路を通した論理回路設計の流れについて復習し，よ
く理解しておくこと。 
6 回 真理値表からカルノー図作成，論理式の簡単化までの流れについて復習し，



よく理解しておくこと。 
7 回 パリティチェックの原理について復習し，よく理解しておくこと。 
8 回 組合せ回路の設計法について復習し，よく理解しておくこと。 
9 回 ２進数について復習しておくこと。 
10 回 加算器について復習し，よく理解しておくこと。 
11 回 ２進数による２の補数表現について復習しておくこと。 
12 回 テキスト７．１節，７．２節に目を通しておくこと。 
13 回 自分が普段使用しているパソコンのＣＰＵの種類と周波数を調べておくこ
と。 
14 回 特性表から状態遷移図，タイミングチャートが書けるようにしておくこと。 
15 回 簡単な順序回路の動作がタイミングチャートで書けるようにしておくこ
と。 

 



年度 2012 
授業コード FTJ3521 
成績評価 中間試験１（３５％）、中間試験２（３０％）、定期試験（３５％） 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス JA(〜11),JB(〜11) 
見出し FTJ3521 応用数学Ⅱ 
担当教員名 南原 英生 
単位数 2 
教科書 自家製のテキストを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 応用数学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 伊東規之著「技術者のためのフーリエ級数とラプラス変換」日本理工出版会 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTJ3521 
実務経験のある教員  
達成目標 ① 微分方程式の意味を理解し、簡単な微分方程式が解ける。 

② ラプラス変換の定義、導関数、積分のラプラス変換について説明ができ、ラ
プラスを用いて微分方程式が解ける。 
③ フーリエ級数の意味について説明ができ、簡単な関数のフーリエ係数の計算
ができる。 
④ フーリエ変換、周波数スペクトルについて説明ができる。 

受講者へのコメント ・説明をよく聞いて、その授業時間の内容は時間内に理解するようにしてくださ
い。そして、分からないときは積極的に質問してください。 
・三角級数や微分積分など基礎数学⼒が必要です。十分復習しておいてください。 

連絡先 南原研究室１８号館１階 hideo@ice.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ・「この授業を受けてよかった点はなんですか」の項目に対して、「この分野への
理解が深まった」が 43.9％、「この分野への興味、関心が深まった」が 13.4％で
あった。今後も、応用数学分野への理解や関心を深めていけるような授業を心が
けます。 
・一方で、「板書、スライド、配布資料が見えなかった」と答えた⼈も 6.1％あり、
今後工夫をしていきたいと思います。 
・自由設問の「フーリエ変換が我々の生活に関係があることがわかりましたか」
「ラプラス変換を利用することで微分や積分が楽にきるようになることが感じ
られましたか」に対 



英文科目名 Applied Mathematics II 
関連科目 数学Ⅰ、数学Ⅱ、応用数学Ⅰ、ディジタル信号処理、情報通信基礎論 
次回に向けての改善変更予定 ・授業のなかで、更に身近な例やデータを増やし、フーリエ解析やラプラス変換

がより身近に感じられるように工夫していきたい。 
講義目的 本講義では工学に必要な数学の基礎知識である、微分方程式、ラプラス変換、フ

ーリエ級数について講義する。できるだけ多くの演習問題を解くことにより、意
味を理解し、実際に計算ができるようになることを目標とする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 微分方程式とは何か、微分方程式の誕生など微分方程式の解法について全

般的な解説を行う。また、変数分離形の解法について説明する。 
2 回 1 階線形微分方程式の解法、定数変化法について説明する。 
3 回 定係数２階線形同次微分方程式の解法、補助方程式について説明する。 
4 回 定係数２階線形非同次微分方程式の解法、未定係数法、特殊解について説明
する。 
5 回 第１回から第４回までの演習問題を解き、その解説を行う。 
6 回 中間試験を行い、試験終了後に出題内容について解説を行う。 
7 回 ラプラス変換の定義、簡単な関数のラプラス変換、ラプラス変換の諸定理に
ついて説明する。 
8 回 導関数のラプラス変換、積分のラプラス変換、ラプラス変換を用いた微分方
程式の解法について説明する。 
9 回 ラプラス変換を用いた過渡現象の解析について説明する。 
10 回 ラプラス変換に関する演習問題を解き、その解説を行う。 
11 回 中間試験を行い、試験終了後に出題内容について解説を行う。 
12 回 フーリエ級数、フーリエ係数の求め方について説明する。 
13 回 方形波、三角波のフーリエ級数展開について説明する。 
14 回 フーリエ変換、フーリエ逆変換、周波数スペクトルについて説明する。 
15 回 フーリエ級数、フーリエ変換に関する演習を行い、音声の周波数スペクト
ルの実際について説明する。 

準備学習 1 回 落下法則について調べ、微分方程式がどのようにして誕生するかについて
考えておくこと。微分係数の定義と意味について調べておくこと。対数関数の微
分・積分ができるようにしておくこと。 
2 回 指数関数の積分、部分積分ができるようにしておくこと。 
3 回 オイラーの公式について調べておくこと。三角関数の微分・積分ができるよ
うにしておくこと。 
4 回 未定係数法について調べておくこと。 
5 回 プリントの問題１から問題４までを予め解いておくこと。 
6 回 中間試験を行うので、第１回から第５回までの内容をよく理解し整理して
おくこと。 
7 回 簡単な指数関数および三角関数の積分が計算できるように準備しておくこ
と。 
8 回 本授業の第 1 章で学んだ「微分方程式の解法」について復習しておくこと。 
9 回 電気回路の RC 回路について理解しておくこと。 



10 回 プリント第 2 章の「問題 2」をできるだけ解いておくこと。 
11 回 中間試験を行うので、第７回から第１０回までの内容をよく理解し整理し
ておくこと。 
12 回 フーリエ級数がどのように応用されているかについて調べておくこと。ま
た、三角関数および三角関数の微分・積分について復習しておくこと。 
13 回 三角関数の積分および部分積分について復習しておくこと。 
14 回 指数関数の微分・積分およびオイラーの公式について調べておくこと。 
15 回 今まで学んだ内容を復習して理解を深めておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTJ3522 
成績評価 得点配分を演習レポート(20%)，中間試験(50%)，定期試験(50%)とし，100 点満

点中 60 点以上を合格とする。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス JA(〜11),JB(〜11) 
見出し FTJ3522 プログラミングⅠ(再) 
担当教員名 尾崎 亮 
単位数 2 
教科書 高橋麻奈／やさしいＣ第３版／ソフトバンククリエイティブ：プログラミングⅠ

講義ノート（第 1 回のオリエンテーション時、プログラミングⅠ講義ノートは配
布します） 

アクティブラーニング  
キーワード 準備学習の各回の括弧内を参照してください。 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 プログラミングⅠ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 たくさんの C 言語関連書籍がありますので，自分のレベルに合った書籍を探し

てみてください。例えば，B.W.カーニハン，D.M.リッチー著，石⽥晴久訳／プロ
グラミング言語Ｃ第２版／共立出版。 

授業形態 講義 
注意備考 ・第１回目のオリエンテーション時に，スケジュール・講義内容・講義の進め方

について説明します。また，「プログラミングⅠ講義ノート」を配布します。 
・本講義では，講義とＵＮＩＸマシン上でのプログラミング演習を同時並行的に
実施します。 
※・演習レポートは次回の講義開始前に提出してください。提出遅れは認めませ
ん。 
・報告書返却時に，課題記述例を配布して説明を行います。 
・中間テストの回では，テスト実施後，次回の講義内容を一部授業します。中間
テストの次の回の授業では，中間テストの採点結果や典型的な誤りに対する解説
を 

シラバスコード FTJ3522 
実務経験のある教員  
達成目標 主な達成目標は， 

（１）プログラムを記述する際の基本的な形式を覚え，main 関数だけで構成さ
れるプログラムを資料を参照せずに記述できること。 
（２）与えられた問題を理解し，その題意に沿ってプログラムを記述し，実行結
果を得ることができること。である。そのためには，以下のような知識などを身
につけておく必要がある。 
（Ａ）各種演算子の働きや優先順位を覚え，題意に沿った演算処理が記述できる



こと。特にデータの型が混在した（整数と不動小数点数）演算処理を正確に記述
できること。 
（Ｂ）データの型やその扱える数値の範囲を 

受講者へのコメント  
連絡先 尾崎研究室：4 号館 2 階 オフィスアワー 月 5・6 時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Programming I 
関連科目 コンピュータ実習，プログラミングⅡ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ソフトウェア開発は無論のこと，実験データの解析，結果の整理などコンピュー

タによる情報処理においてプログラミング能⼒は必須である。本講義では，各自
で C 言語のプログラムを作成・実行し，プログラミング言語に共通する基本的な
考え方を身につけることを目的とする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義に関するオリエンテーションを実施する。また，プログラムのフレーム

ワーク，画面出⼒に関する関数の説明を行った後に，実際にプログラムを作成（編
集）し実行するまでの演習を実施する。 
2 回 文字と数値の画面出⼒と変数について説明する。 
3 回 キーボードからのデータの入⼒の実現方法とＣ言語における式や演算子に
ついて説明する。 
4 回 演算子の優先順位と（ここでは）算術演算を行う場合に注意すべきデータの
型変換について説明する。 
5 回 条件での処理の振り分け（if 文）について説明する。 
6 回 条件での処理の振り分け（if-else if-else 文，switch 文）について説明する。 
7 回 第６回までの復習と演習を実施する。 
8 回 １回目の中間テストを実施し，解説する。 
9 回 繰り返しのための構文（for 文，while 文）について説明する。 
10 回 繰り返しのための構文（多重化，他の構文との組み合わせ）について説明
する。 
11 回 繰り返し構文の演習を実施する。 
12 回 ２回目の中間テストを実施し，解説する。 
13 回 配列の基本，配列の使い方について説明する。 
14 回 文字列と配列，配列に関する演習を実施する。 
15 回 配列に関する総合演習を実施する。 

準備学習 1 回 授業における指示内容が理解できる程度には，コンピュータリテラシやコ
ンピュータ実習の内容を復習しておくこと。プログラムのコンパイルと実行，
printf 関数について予習しておくこと。 
2 回 教科書の該当個所（エスケープシーケンス，文字コード，変換仕様，変数や
定数の型，初期化，変数の宣言位置）を読んでおくこと。 
3 回 教科書の該当個所（scanf 関数，getchar 関数，演算子の種類，単項演算子，



sizeof 演算子）を読んでおくこと。 
4 回 教科書の該当個所（キャスト演算子，異なる型同士での演算）を読んでおく
こと。 
5 回 教科書の該当個所（if 文，if - else 文，関係演算子，ブロック）を読んでお
くこと。 
6 回 教科書の該当個所（if - else if - else，switch 文，論理演算子，条件演算子）
を読んでおくこと。 
7 回 授業中に演習を実施するので，自身で問題が解けるように第６回までの内
容を確認しておきなさい。 
8 回 プログラムを記述する際の基本的な形式を覚え，教科書を見なくとも変数
や演算子，条件分岐といった内容を含む指示に従いプログラムの記述ができるよ
うになっていること。 
9 回 教科書の該当個所（for，while）を読んでおくこと。 
10 回 教科書の該当個所（多重化，他の構文との組み合わせ）を読んでおくこと。 
11 回 for 文，while 文について構文を見直しておくこと。 
12 回 繰り返しの構文について復習し，自身で問題が解けるようにしておくこと。 
13 回 科書の該当個所（添字，要素数，初期化子，多次元配列）を読んでおくこ
と 
14 回 文字と文字列の違いについて考えておきなさい。 
15 回 これまでに学習してきた内容を確認し，授業中に実施する課題を自分の⼒
だけで解決できる状態にしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTJ3531 
成績評価 演習レポート(30%)，中間試験(30%)，定期試験(40%)の合計が 60%以上を合格

とする。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス JA(〜10),JB(〜10) 
見出し FTJ3531 アドバンストプログラミング 
担当教員名 島⽥ 英之 
単位数 2 
教科書 「プログラミング II」で用いた教科書を持参すること。 
アクティブラーニング  
キーワード 講義計画参照。 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「毎回分かりやすく教えてくれ，独自の手法もあって大変良かった。次年度以降

もアドバンストプログラミング２を受講したいと思えるほどだった。」 
「とても楽しく学ぶことができました。」 
最高に元気が出るコメントをありがとうございました。まだいくつかのアイデア
をあたためていますので，今後も受講者のみなさんからよい反応をいただけるよ
う，さらに内容を吟味していきたいと思います。 

科目名 アドバンストプログラミング 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じ，関連科目の教科書を参考にすること。 
授業形態 講義 
注意備考 ・本講義を履修する学生は，プログラミング I，プログラミング II の単位を修得

している必要がある。 
・第１回目のオリエンテーション時に，スケジュール・講義内容・講義の進め方
について説明する。報告書は次回の講義開始前に提出すること。報告書の提出遅
れは認めない。講義開始時に，前回の課題について説明を行う。 
・必要に応じ，インターネット経由で講義資料の開示や連絡などを行う。※ 

シラバスコード FTJ3531 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）構造体とファイル入出⼒を用いたプログラムを作成できること。 

（２）単方向リスト，双方向リストの基本操作を理解すること。 
受講者へのコメント 出席率がきわめて高く，また，アンケート結果からは受講者のみなさんがそれぞ

れに成⻑を実感できたことが伝わってきて，本当にうれしいことです。講義担当
としても実に⼒の入れがいのある講義でした。 
本講義で習得した各種技法を，今後も積極的に活用してください。例えば，「オー
トマトンと言語理論」「データ構造とアルゴリズム」などで習った内容のプログ
ラミングに挑戦するなどして，常にスキルを磨いてください。また，異なるコン
ピュータ言語に触れる機会を持ってください。実習室では，Ｃ言語だけでなく，
C++, Java, Java 



連絡先 島⽥（英）研究室 18 号館 5 階 オフィスアワー月〜金昼 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 「授業に対するあなたの取り組みについて」 
「この授業におけるあなたの成⻑について」 
「総合評価」 
については，特に問題は見当たりませんでした。 
「この授業の目標を達成するために，どのような点を考慮してほしいと感じてい
るか」 
についても概ね問題がありませんでしたが，簡単に内訳を示します。 
「授業の手法について」は 82.9%のかたが「特にない」でした。説明にもうひと
工夫ほしい，１回の量が多い，が各２名ずつでした。 
また，「授業の進行と教材の提示について」は 88.6%のかたが「特にない」であ
り，「受講者数 

英文科目名 Advanced Programming 
関連科目 データ構造とアルゴリズム，プログラミング I，プログラミング II 
次回に向けての改善変更予定 昨年度の所見で「来年度のテキストを本年度の受講者が見ればやはりうらやまし

がるような変更を，いま一度加えたいと考えています」と予告した通り，昨年の
受講者の意見を取り入れ，今年も大小の変更を加えました。本講義も３年目を迎
え，ようやく内容が落ち着いてきたので，来年度は，全体の統一感やメリハリに
気を配って内容の改善を進めたいと考えています。 

講義目的 プログラミング I，プログラミング II で得た知識を基礎に，現実のソフトウェア
開発に必要不可欠なファイル操作や構造体の知識を修得する。そして，高度なデ
ータ構造やメモリ操作を活用したプログラムの開発に取り組み，自ら問題を解決
できる応用⼒を身につけることを目的とする。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 ファイル(1)：テキストファイル(1) 

プログラムの実行回数のカウント，ファイルに含まれる文字数のカウントについ
て講義する。 
2 回 ファイル(2)：テキストファイル(2) 
CSV ファイルの読み書き（文字の出現頻度のグラフ化）について講義する。 
3 回 ファイル(3)：バイナリファイル(1) 
ドット絵の作成と保存について講義する。 
4 回 ファイル(4)：バイナリファイル(2) 
ドット絵の読み込みと表示について講義する。 
5 回 構造体(1)：単純な構造体 
２次元ベクトルの演算について講義する。 
6 回 構造体(2)：複雑な構造体 
書籍データの管理の例について講義する。 
7 回 構造体(3)：構造体の配列とポインタ 
メモリの動的割り当てについて講義する。 
8 回 応用:複雑な入⼒の処理 



キー入⼒による状態遷移の扱いについて講義する。 
9 回 前半のまとめ（中間試験）と解説を行う。 
10 回 リスト構造(1)：単方向リスト，双方向リストの構成 
リスト構造の実現について講義する。 
11 回 リスト構造(2)：単方向リストの操作 
単方向リストへの動的なノード追加について講義する。 
12 回 リスト構造(3)：双方向リストの操作 
双方向リストへの動的なノード追加について講義する。 
13 回 応用(1)：単方向リストの応用ノードの削除 
スタックの実現と応用について講義する。 
14 回 応用(2)：双方向リストの応用 
キャッシュ機構，自動並び替えリストの実現について講義する。 
15 回 応用(3)：リスト構造の現実的な応用 
リスト構造を応用し，リアルタイムに動作するプログラムを製作する。 

準備学習 1 回 プログラムの編集，コンパイル手順を復習しておくこと。 
2 回 fgets, fscanf 命令の概要について調べておくこと。 
3 回 fwrite 命令について調べておくこと。 
4 回 fread 命令について調べておくこと。 
5 回 構造体，typedef 文について調べておくこと。 
6 回 前回の内容を復習し，完全に理解しておくこと。 
7 回 配列，ポインタについて復習しておくこと。 
8 回 ファイル入出⼒について復習しておくこと。 
9 回 前回までの内容を完全に理解しておくこと。 
10 回 メモリの動的割り当て，ポインタの理解が不十分だと，この回以降の講義
は理解できない。自分で理解度をチェックしておくこと。 
11 回 単方向リストの状態図を描ける程度に理解しておくこと。 
12 回 双方向リストの状態図を描ける程度に理解しておくこと。 
13 回 単方向リスト，スタックの概念について復習しておくこと。 
14 回 双方向リストの操作について十分に理解しておくこと。 
15 回 リスト構造全般について復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTJ3532 
成績評価 定期試験 70％，中間試験 20％，小テスト 10％により成績を評価する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス JA(〜10),JB(〜10) 
見出し FTJ3532 並列処理 
担当教員名 上嶋 明 
単位数 2 
教科書 資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 講義内容に記載 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ・「扉の開け閉めの音が大きい 

→そもそも遅刻など授業時間中に出入りする学生が多いのが一番の原因である
と思います。あまりにもひどい場合にはこちらからも注意を与えるようにします
が，学生の方でも授業に集中できる環境づくりへの協⼒をお願いします。 
・「空気がこもっていて息苦しい」 
→教室に換気扇がないのが原因であると思いますが，すぐには解決できない問題
ですので，窓側に座って窓を少し開けるなどの対応をお願いします。 

科目名 並列処理 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 笠原 博徳 著：「並列処理技術」，コロナ社 

小畑 正貴 著：「たのしくできる並列処理コンピュータ」，東京電機大学出版局 
授業形態 講義 
注意備考 適宜小テストを実施する。 

※研究室 Web ページにて講義に関する情報やサンプルプログラムの公開を行
う。Web 検索により講義に関連する情報を収集する。スライドをプロジェクター
で掲示する。 

シラバスコード FTJ3532 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)各種並列処理方式の構成と動作について説明できる。 

(2)共有メモリ方式と分散メモリ方式について説明できる。 
(3)結合ネットワークの構成，中継方式，ルーティングについて説明できる。 
(4)自動並列化の方法について説明できる。 
(5)並列プログラミングの概略を説明できる。 
(6)P スレッド，OpenMP，MPI 各々よる基礎的な並列プログラムの動作につい
て説明できる。 

受講者へのコメント 選択科目ではありますが，並列処理はスーパーコンピュータではもちろんのこ
と，近年ではパソコンやスマートフォン，ゲーム機にまで広く用いられる大変重
要な技術ですので，ぜひ履修して身に付けてもらいたいと思います。 

連絡先 18 号館 3 階 上嶋研究室 uejima＠ice.ous.ac.jp 



合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ・今回から授業アンケートの形式が変更になり前年度との比較はできないのです
が，概ねよい結果が得られたと考えています。 
・前回までの授業アンケート結果と同じ傾向なのですが，「授業時間外にどの程
度，学習しましたか」の設問にて，僅差ですが「全くしなかった」という回答が
一番多かったのは少々気になりました。 

英文科目名 Parallel Processing 
関連科目 オペレーティングシステム，コンピュータ工学 I・II 
次回に向けての改善変更予定 授業時間外にも学習してもらえるよう，自習課題を出すことなども検討してみた

いと思います。 
講義目的 並列計算機は複数の演算器やプロセッサを同時に動かして処理能⼒を高めるも

のである。高性能マイクロプロセッサの中では命令レベルの並列処理が行われ，
スーパーコンピュータでは多数のプロセッサによる並列処理が行われている。本
講義では，ハードウエア，ソフトウエアについて，各種並列処理技術の基礎を学
ぶ。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 並列処理概要（必要性，応用分野，並列計算機）について説明する。 

2 回 前提知識・用語，並列処理方式の分類（SISD，SIMD，MIMD，細粒度，粗
粒度），並列処理ソフトウェアについて説明する。 
3 回 並列処理方式１（命令パイプライン，スーパースカラ，VLIW），データ依存
関係について説明する。 
4 回 並列処理方式２（プロセッサアレイ，演算パイプライン），非ノイマン型コ
ンピュータについて説明する。 
5 回 マルチプロセッサ（共有メモリ，分散メモリ，分散共有メモリ，並列キャッ
シュメモリ）について説明する。 
6 回 結合ネットワーク（バス，スタティックネットワーク，ダイナミックネット
ワーク，中継方式，ルーティング，デッドロック）について説明する。 
7 回 自動並列化（自動ベクトル化，データ依存解析，プログラムリストラクチャ
リング，スケジューリング）について説明する。 
8 回 これまでの講義内容のうち重要な部分について復習を行った後，中間試験
を実施する。 
9 回 中間試験の内容について解説した後，並列プログラミング概要（メモリモデ
ル，並列化アルゴリズム，データ分割方法）について説明する。 
10 回 共有メモリ型並列プログラミング１（P スレッド）について説明する。 
11 回 共有メモリ型並列プログラミング２（OpenMP）について説明する。 
12 回 分散メモリ型並列プログラミング（MPI）について説明する。 
13 回 並列プログラミングについての演習を実施する。 
14 回 並列処理の実例と新技術について説明する。 
15 回 総合復習・演習を実施する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し，学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 キーワード「並列コンピューティング」で Web 検索した情報に軽く目を通



しておくこと。 
3 回 パソコンの CPU で用いられている技術について Web や図書館で調べてお
くこと。 
4 回 キーワード「スーパーコンピュータ」で Web 検索し，講義に関連する情報
を調べておくこと。 
5 回 キーワード「マルチプロセッサシステム」で Web 検索し，講義に関連する
情報を調べておくこと。 
6 回 並列計算機の複数の構成要素を結合するにはどのような形態があるのか考
えておくこと。 
7 回 第 3 回講義内容のデータ依存関係（3 種類）について十分理解しておくこ
と。 
8 回 第 1 回から第 7 回までの講義内容を理解しておくこと。 
9 回 C 言語の for 文（ループ処理）と配列について確認しておくこと。 
10 回 第 9 回講義内容の P スレッドの部分を確認しておくこと。 
11 回 第 9 回講義内容の OpenMP の部分を確認しておくこと。 
12 回 第 9 回講義内容の MPI の部分を確認しておくこと。 
13 回 第 9〜12 回講義内容を確認しておくこと。 
14 回 最近のニュースの中から並列処理に関する話題を探して目を通しておくこ
と。 
15 回 第 1 回から第 14 回までの講義内容を理解しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTJ35C2 
成績評価 課題提出（80％）、定期試験（20％）により評価する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 情報工学科(〜11) 
見出し FTJ35C2 工業デザイン 
担当教員名 松本 恭吾＊ 
単位数 2 
教科書  

ユニバーサルデザインの教科書（増補改訂版）／中川 聰 監修／ 日経デザイ
ン 編／日経 BP 社／isbn 978-482221547-7 

アクティブラーニング  
キーワード 生活器具、産業機器、繊維・服飾、工芸品家具、インテリア、形、立体感、ボリ

ューム感、質感、空間、パースペクティブ、構図、構成、観察⼒、発想⼒、表現
⼒ 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 工業デザイン 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTJ35C2 
実務経験のある教員  
達成目標 プロダクトデザインの基礎知識の習得を目標とする。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 プロダクトデザイン史、プロダクトデザインの意義，要素，用途について学習す

る。デザインモデルを制作する体験を通し、プロダクトデザインの基本的な考え
方を身につける。ドローイングでは立方体や円柱、球などの単純な幾何形態の単
体を観察、描写することによりパースペクティブなどの形態認識の基本、陰影の
表現の基本を習得する。次にデザイン的な要素を含むモチーフのドローイングを
行うことで平面的な表現⼒を養い、発想時やプレゼンテーションの現場で役立つ
⼒を身に付ける。 



対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 デザイン史、プロダクトデザインの概要１（デザインの意味と要素、用途、
創造の意味と手法） 
3 回 デザイン史、プロダクトデザインの概要２（色彩、造形心理、⼈間工学） 
4 回 ドローイング演習 道具の使い方、平面について（物の見え方、とらえ方） 
5 回 ドローイング演習 立体感を描く１ 幾何学形体（面として立体をとらえ
る、陰影の表現） 
6 回 ドローイング演習 立体感を描く２ 工業製品（面として立体をとらえる、
陰影の表現） 
7 回 ドローイング演習 質感、空間を描く 家具、インテリア（質感、空間感、
距離感の表現） 
8 回 デザインワークショップ 概説 生活器具、産業機器 
9 回 デザインワークショップ 概説 繊維・服飾、工芸品 
10 回 デザインワークショップ 概説 その他のプロダクトデザイン 
11 回 デザインワークショップ アイデア発想１（質感、色彩） 
12 回 デザインワークショップ アイデア発想２（機能、使いやすさ） 
13 回 デザインワークショップ モデル制作１ （発想をデザイン表現に落とし
込む） 
14 回 デザインワークショップ モデル制作２ （検証と改善） 
15 回 デザインワークショップ プレゼンテーション、講評 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておく 
2 回 テキストの該当箇所を読んでおく 
3 回 テキストの該当箇所を読んでおく 
4 回 特になし 
5 回 特になし 
6 回 前回の課題で制作したものを検証し、自分の課題を見つけておく 
7 回 前回の課題で制作したものを検証し、自分の課題を見つけておく 
8 回 テキストの該当箇所を読んでおく 
9 回 テキストの該当箇所を読んでおく 
10 回 テキストの該当箇所を読んでおく 
11 回 特になし 
12 回 特になし 
13 回 制作の準備をしておく 
14 回 前回の課題で制作したものを検証し、自分の課題を見つけておく 
15 回 プレゼンテーションの準備をしておく 

 



年度 2012 
授業コード FTJ4111 
成績評価 毎週課す小演習と宿題（２０％）、小テスト（３０％）、定期試験（５０％） 
曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス JA(〜12),JB(〜12) 
見出し FTJ4111 物理学 
担当教員名 山本 勲 
単位数 2 
教科書 初歩の物理 ー⼒学・電磁気入門ー 小野文久 著 裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード ニュートンの運動法則 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 物理学 小出昭一郎 著 裳華房 
授業形態 講義 
注意備考 毎週演習のプリントを配布する。講義の後でプリントを提出する。随時宿題を課

す。 
シラバスコード FTJ4111 
実務経験のある教員  
達成目標 ⼒、速度などの物理量がベクトルであることを理解する。 

微積分の基礎を使って物理現象を理解できるようにする。 
受講者へのコメント  
連絡先 山本研究室：４号館２階 電話：０８６−２５６−９５８９  

電子メール：yamamoto@ice.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Physics 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ⼒学の基礎をできるだけ平易に講義する。 

必要な数学は講義の中で学ぶことにする。 
物理学の考え方、物の見方が出来るように進めていく。 
質点の釣り合いや、運動などの具体的事象を挙げてニュートンの運動の基本法則
を講義する。 
エネルギー、運動量および角運動量の概念と保存則などを理解させる。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 



2 回 位置ベクトル、速度、加速度 
3 回 位置ベクトル、速度、加速度 
4 回 位置ベクトル、速度、加速度 
5 回 摩擦⼒ （30 分間の小テスト） 
6 回 ⼒の合成と分解 
7 回 等速度運動、等加速度運動 
8 回 等速円運動 
9 回 波を表す式 
10 回 単振動、波 
11 回 仕事 （30 分間の小テスト） 
12 回 位置エネルギー 
13 回 運動エネルギー 
14 回 ⼒積と運動量保存則 
15 回 運動量保存則 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認しておく 
2 回 「１．単位と物理量」の内、「１．１：物理学の基本単位」と「１．２：物
理で扱う量」を読んでおくこと。 
3 回 「２．運動の法則」の内「２．１：運動の法則」と「２．２．１：万有引⼒」
を読んでおく。 
4 回 「２．運動の法則」の内「２．２．２：クーロン⼒」を読んでおく。 
5 回 「２．運動の法則」の内「２．２．３：摩擦⼒」を読んでおく。 
6 回 「２．運動の法則」の内「２．３：⼒の合成と分解」を読んでおく。 
7 回 「３．いろいろな運動」の内「３．１：等速度運動」と「３．２：等加速度
運動」を読んでおく。 
8 回 「３．いろいろな運動」の内「３．３：等速円運動」を読んでおく。 
9 回 「３．いろいろな運動」の内「３．４．１：波を表す式」を読んでおく。 
10 回 「３．いろいろな運動」の内「３．４．２：単振動」と「３．４．３：波」
を読んでおく。 
11 回 「４．仕事とエネルギー」の内「４．１：仕事」を読んでおく。 
12 回 「４．仕事とエネルギー」の内「４．２：位置エネルギー」を読んでおく。 
13 回 「４．仕事とエネルギー」の内「４．３：運動エネルギー」を読んでおく。 
14 回 「５．運動量と角運動量」の内「５．１：⼒積と運動量保存則」を読んで
おく。 
15 回 「５．運動量と角運動量」の内「５．２：２つの物体の衝突」を読んでお
く。 

 



年度 2012 
授業コード FTJ4112 
成績評価 課題１０％，中間テスト４０％，期末テスト５０％ 
曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス JA(〜11),JB(〜11) 
見出し FTJ4112 情報理論 
担当教員名 麻谷 淳 
単位数 2 
教科書 今井 秀樹: 情報理論, 昭晃堂 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 板書する量が多いとの指摘があったので、配布資料を増やすなどして、板書を減

らせるようにしたい。 
科目名 情報理論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 今井秀樹: 情報・符号・暗号の理論, コロナ社嵩忠雄：情報と符号の理論入門，昭

晃堂 
授業形態 講義 
注意備考 授業中に出された演習問題を積極的に行い，授業時間内での理解に努めること．

授業中の私語などの他の受講生への迷惑行為は当然禁じる． 
シラバスコード FTJ4112 
実務経験のある教員  
達成目標 情報の概念，情報量とエントロピーの意味を理解し，計算ができること情報源か

らの情報量と，通信路を通して伝送される情報量を理解すること情報源符号化の
意味と方法を理解し，具体的な符号化をすることができること通信路符号化の意
味と方法を理解すること 

受講者へのコメント 特になし。 
連絡先 麻谷研究室 １８号館４階オフィスアワー 月曜日 5，6 時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし。 
英文科目名 Information Theory 
関連科目 情報数学 II，情報通信基礎論，暗号とセキュリティ 
次回に向けての改善変更予定 理解しやすいように説明に工夫を凝らしていきたい。 
講義目的 情報理論は情報の表現，伝送のプロセスを確率論に基づく数学的モデルによって

扱う理論である．情報をある確率で発生する事象として情報の量を定義し，符号
によって情報を効率よく表現したり，冗⻑な符号列を付加して伝送途中で発生す
る誤りを検出・訂正する方法等について学ぶ．情報通信技術の基礎としての情報
理論を習得し，情報通信分野の専門知識と応用能⼒を養うことを目的とする． 



対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 情報理論とは（情報の伝達，通信システムのモデル，符号化） 

2 回 情報源のモデル（１）（記憶のない情報源，定常情報源） 
3 回 情報源のモデル（２）（エンゴード情報源，マルコフ情報源） 
4 回 情報量とエントロピー（１）（情報量の定義，エントロピー関数，冗⻑度） 
5 回 情報量とエントロピー（２）（代表的系列，相互情報量） 
6 回 情報源符号化とその限界（１）（語頭条件，瞬時符号，符号木） 
7 回 情報源符号化とその限界（２）（クラフトの不等式，ハフマン符号化，平均
符号⻑） 
8 回 中間試験 
9 回 情報源符号化とその限界（３）（コンパクト符号，拡大情報源，シャノンの
情報源符号化定理） 
10 回 ブロック符号化（タンストール符号化，ランレングス符号化） 
11 回 通信路モデル（記憶のない定常通信路，バースト誤り通信路） 
12 回 単一誤りの検出と訂正（単一パリティ検査符号，水平垂直パリティ検査符
号） 
13 回 線形符号（１）（組織符号，生成行列，双対符号） 
14 回 線形符号（２）（検査行列，シンドローム，ハミング符号） 
15 回 符号の誤り訂正能⼒（ハミング重み，最小距離，限界距離復号法，最尤復
号法） 

準備学習 1 回 シラバスを確認し学習の過程を把握しておくこと．確率・統計の復習をして
おくこと． 
2 回 第 1 回の内容を復習して，情報源モデルについて調べておくこと． 
3 回 エンゴード情報源，マルコフ情報源について調べておくこと． 
4 回 エントロピーについて調べておくこと．対数関数の公式を復習しておくこ
と．関数電卓の使用方法について習熟しておくこと． 
5 回 第 4 回の内容を復習しておくこと．エントロピーの計算が出来るようにし
ておくこと． 
6 回 相互情報量や条件付きエントロピーなどの各種エントロピーの関係を理解
しておくこと． 
7 回 クラフトの不等式，ハフマン符号化について予習しておくこと． 
8 回 第 1 回〜第 7 回の内容を復習しておくこと． 
9 回 情報源符号化定理について理解しておくこと． 
10 回 タンストール符号化，ランレングス符号化について予習しておくこと． 
11 回 どんな通信路モデルがあるかについて調べておくこと． 
12 回 誤り訂正符号が実際には，どんなところで使われているか調べておくこと． 
13 回 線形代数の復習をしておくこと． 
14 回 線形符号について復習しておくこと． 
15 回 ハミング符号について復習しておくこと． 

 



年度 2012 
授業コード FTJ4121 
成績評価 中間テスト３０％、期末テスト５０％、小テスト２０％とする。  

中間テスト、期末テストでは、選択問題、記述問題、計算問題、プログラム問題
を出題する。  
合計６０点以上を合格とする。 

曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス JA(〜11),JB(〜11) 
見出し FTJ4121 コンピュータ工学Ⅰ 
担当教員名 小畑 正貴 
単位数 2 
教科書 資料配布 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 学生：良 

回答：ありがとうございます。 
学生：学生から物を受けとる時、もう少し優しくしろ。「ガッ」と取られたら嫌な
気分になる。 
回答：小テストの回収方法を考えます。 

科目名 コンピュータ工学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 馬場敬信著、コンピュータアーキテクチャ改訂 2 版、オーム社 
授業形態 講義 
注意備考 中間試験の追試験は１週間以内とする。期末試験の範囲は全範囲である。 

ほぼ毎回、授業の初めに小テストを実施する。 
シラバスコード FTJ4121 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)符号付整数の表現、計算ができる。(2)浮動小数点数の表現、正規化、計算が

できる。(3)各種機械語命令、各種アドレッシングモードの動作が理解でき、簡単
な機械語プログラムが作成できる。(4)プロセッサの基本的な構成と動作が説明
できる。(5)メモリ、補助記憶装置の構成を理解し、容量や速度の計算ができる。
(6)各種入出⼒装置および接続方式の用途や動作原理が説明できる。(7)コンピュ
ータシステムの構成や運用に関する諸知識を理解する。 

受講者へのコメント 授業時間外の学習を全くしていない学生が多い。最低限、その日のうちに復習し
てください。 
なるべく前のほうに座ってください。 

連絡先 １８号館４階小畑研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 大きな問題点は無いようである。 



英文科目名 Computer Architecture l 
関連科目 論理回路 I・II、コンピュータ工学 II、ディジタル回路、システム工学 
次回に向けての改善変更予定 興味を高め、わかりやすいように説明に気をつける。 
講義目的 コンピュータシステムのハードウェアの構成（コンピュータアーキテクチャ）を

理解させることを目的とする。コンピュータ工学 I では、コンピュータの各構成
要素（演算、制御、記憶、入出⼒）の構成と動作の基本を理解させる。数値の内
部表現と計算、プロセッサ（ＣＰＵ）の基本構成、機械語命令、メモリ、補助記
憶装置、入出⼒装置について講義する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 数値の表現（基数変換の復習、符号付整数）について解説する。 

2 回 小テスト 数値の表現（絶対値表現、２の補数表現、バイアス表現、符号付
演算、論理演算）について解説する。 
3 回 小テスト 数値の表現（浮動小数点数、正規化、IEEE 規格、１０進数表現、
誤差）について解説する。 
4 回 小テスト コンピュータの構成（基本構成、ＣＰＵ、バス）、ＣＰＵ（ＣＰ
Ｕの構成、機械語）について解説する。 
5 回 小テスト 機械語命令とアドレス指定方式（機械語、アセンブリ言語、アド
レス指定方式）について解説する。 
6 回 小テスト 機械語プログラミング（演算、条件判断、繰返し）について解説
する。 
7 回 前半のまとめを行い、質疑応答 中間試験（範囲は第１回〜第６回）を実施
する。 
8 回 中間試験返却・解説を行い、割込み（外部割込み、内部割込み、割込み処理）
について解説する。 
9 回 小テスト 記憶装置（記憶装置、容量と速度、階層記憶、主記憶と補助記憶、
メモリの種類）について解説する。 
10 回 小テスト 主記憶（インターリーブ、キャッシュ、ディスクキャッシュ）
について解説する。 
11 回 小テスト 補助記憶装置（磁気ディスク、フロッピーディスク、光ディス
ク、磁気テープ、ＲＡＩＤ）について解説する。 
12 回 小テスト 入⼒装置（キーボード、マウス、スキャナ）出⼒装置（ディス
プレイ、プリンタ）について解説する。 
13 回 小テスト 入出⼒インタフェース（パラレル、シリアル、ＵＳＢ）入出⼒
制御（割込み、ＤＭＡ）について解説する。 
14 回 小テスト システム構成・処理形態・信頼性（オンライン・リアルタイム・
トランザクション・ＲＡＳ）について解説する。 
15 回 全体をまとめ、質疑応答、総合演習を実施する。 

準備学習 1 回 ２進数について復習をすること。 
2 回 小テストの準備として前回の復習をする。テキストの今回の範囲を読むこ
と。 
3 回 小テストの準備として前回の復習をすること。テキストの今回の範囲を読
むこと。 



4 回 小テストの準備として前回の復習をすること。テキストの今回の範囲を読
むこと。 
5 回 小テストの準備として前回の復習をすること。テキストの今回の範囲を読
むこと。 
6 回 小テストの準備として前回の復習をすること。テキストの今回の範囲を読
むこと。 
7 回 中間試験の準備をすること。 
8 回 テキストの今回の範囲を読むこと。 
9 回 小テストの準備として前回の復習をすること。テキストの今回の範囲を読
むこと。 
10 回 小テストの準備として前回の復習をすること。テキストの今回の範囲を読
むこと。 
11 回 小テストの準備として前回の復習をすること。テキストの今回の範囲を読
むこと。 
12 回 小テストの準備として前回の復習をすること。テキストの今回の範囲を読
むこと。 
13 回 小テストの準備として前回の復習をすること。テキストの今回の範囲を読
むこと。 
14 回 小テストの準備として前回の復習をすること。テキストの今回の範囲を読
むこと。 
15 回 全体を復習すること。理解が不十分な項目をチェックすること。 

 



年度 2012 
授業コード FTJ4131 
成績評価 演習レポート 10%，中間試験 30%，定期試験 60%により成績を評価する。 

上記 3 つの評価項目における点数の総計 60%以上を合格とする。 
曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス JA(〜10),JB(〜10) 
見出し FTJ4131 データベース 
担当教員名 大倉 充 
単位数 2 
教科書 最新図解でわかるデータベースのすべて（ファイル編成から WebDB 環境まで）

／小泉 修／日本実業出版社 
データベース補足資料（注意・備考欄参照） 

アクティブラーニング  
キーワード 授業内容に記載 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 自由記述欄には以下の 1 件だけが記述されていました。 

「今まで独学で情報処理技術者試験の対策をしてきたが，より知識を整理させる
ことができてよかった」 
基本情報技術者試験では DB 関連の問題は必出です。基本情報技術者試験で出題
される内容は，社会で必要とされる知識・技術であることから，今後も受験に役
に立つ授業内容を心がけます。 

科目名 データベース 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 講義第 1 回目に「データベース補足資料」を配布する。各講義の始めにその講義

の重要事項に関する演習問題を配布する。その演習問題を解答して講義の終わり
に提出すること。この提出された答案により出席確認を行う。 

シラバスコード FTJ4131 
実務経験のある教員  
達成目標 ①DB の概要と必要性，DBMS の機能，分散データベースに関する知識を身に付

けること。 
②リレーショナルデータベースに関して以下の事項に関する知識を身に付ける
こと。 
・表の正規化手順 ・整合性制約 ・各種キー ・ビュー 
③検索に関して，基本的な SQL 文を記述することができること。 

受講者へのコメント 中間試験と定期試験の結果を見ると，講義で配布した『データベース補足資料』
に載せた問題を確実に行っていた⼈が多かったように思います。しかし，授業時
間以外の学習についての設問に対して「全くしなかった」と答えた⼈が 24%もい
ました。これらの⼈の多くが，もしかしたら単位の修得ができなかったのかもし
れません。この授業に限らず授業時間以外の学習は重要ですので，毎日，家庭学



習を行う習慣を付けてください。社会⼈になった際にもこの習慣は必ず役に立ち
ます。 

連絡先 大倉 充：大倉研究室 18 号館 2 階 ohkura＠ice.ous.ac.jp 
オフィスアワー 月・木：昼休み 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ・授業時間以外の学習：全くしなかったが 24% 
・目標の達成度：だいたいできた以上は 70%（半分程度できた以上は 92.9%） 
・教員の熱意：少し感じられた以上は 87% 
・満足度：ほぼ満足以上が 77%（普通以上は 94%） 
・授業の手法について：特にないが 91.5% 
・授業の進行と教材の提示について：特にないが 93% 
以上のアンケート結果から，授業時間以外の学習時間を増やすことを考える必要
があるとは思いますが，それ以外は大きな変更は必要ないと判断しています。 

英文科目名 Database 
関連科目 オペレーティングシステム 
次回に向けての改善変更予定 毎年記述していることですが，『データベース補足資料』の内容充実を目指しま

す。具体的には，基本情報技術者試験の最新午前問題および新技術の説明の追加
を行います。また，家庭学習の重要性を伝え，『データベース補足資料』に載せた
問題は必ず行うように指導します。 

講義目的 コンピュータ応用技術の一つであるデータベース（DB）の基本的な考え方，そ
の構築・運用に関する技術について説明する。特にリレーショナルデータベース
に関する専門知識を身に付けること，およびリレーショナルデータベース言語で
ある SQL を理解し応用できる能⼒を養うことを目的とする。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 データベースの概要について説明する。 

データについて・データ共有の問題点・データベースの仕組み・データベースシ
ステム 
2 回 データモデルの概要と 3 種類の物理データモデルについて説明する。 
階層型・ネットワーク型・リレーショナル型 
3 回 ファイル編成の基礎について説明する（第 1 回目）。 
ファイルの種類・アクセス方式・順編成・直接編成・ハッシュ関数・シノニムの
発生と対策 
4 回 ファイル編成の基礎について説明する（第 2 回目）。 
区分編成・索引編成・インデックス・VSAM 編成 
5 回 データベース管理システムについて説明する。 
トランザクション管理・ACID 特性・同時実行制御・2 相ロック・デッドロック・
障害回復管理 
6 回 リレーショナル型データベースについて説明する。 
リレーション・各種キー・表の正規化手順とリレーションシップ 
7 回 表の正規化とリレーションシップに関する演習を行う。 
8 回 中間試験を行い，その後，解説する。 



9 回 データベース言語・SQL について説明する（第 1 回目）。 
SQL 言語の機能と役割・基本構文・データの検索・条件指定 
10 回 データベース言語・SQL について説明する（第 2 回目）。 
演算子と関数・集約関数・グループ化・並べ替え・表の結合 
11 回 データベース言語・SQL について説明する（第 3 回目）。 
リレーショナルデータモデルの演算・副問合せ 
12 回 データベース言語・SQL について説明する（第 4 回目）。 
データ操作・実表・ビュー表・カーソル・権限とロール・ストアドプロシージャ・
トリガ 
13 回 データベースの設計に関わる事項について説明する。 
3 層スキーマ・リポジトリ・論理データモデル・E-R 図 
14 回 分散データベースについて説明する。 
2 相コミットメント制御・3 相コミットメント制御・レプリケーション 
15 回 周辺技術および最新動向について説明する。 
オブジェクト指向データベース・WWW との連携・データウェアハウス・CRM 

準備学習 1 回 シラバスを確認し何を学ぶのかを知っておくこと。 
2 回 指定テキストの物理データモデルについて説明してある個所を読んでおく
こと。 
3 回 指定テキストのファイル編成について説明してある個所を読んでおくこと。 
4 回 指定テキストのファイル編成について説明してある個所を読んでおくこと。 
5 回 指定テキストのデータベース管理システムについて説明してある個所を読
んでおくこと。 
6 回 指定テキストのリレーショナル型データベースについて説明してある個所
を読んでおくこと。 
7 回 表の正規化手順とリレーションシップについて復習しておくこと。 
8 回 第 1 回から第 7 回の講義内容に関連する「データベース補足資料」にある
問題を行っておくこと。 
9 回 配布した「SQL に関する資料」の該当箇所を読んでおくこと。 
10 回 配布した「SQL に関する資料」の該当箇所を読んでおくこと。 
11 回 配布した「SQL に関する資料」の該当箇所を読んでおくこと。 
12 回 配布した「SQL に関する資料」の該当箇所を読んでおくこと。 
13 回 教科書と「データベース補足資料」の該当個所を読んでおくこと。 
14 回 「データベース補足資料」の該当箇所を読んでおくこと。 
15 回 「データベース補足資料」の該当箇所を読んでおくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTJ4311 
成績評価 毎週課す小演習の提出と宿題（２０％）、小テスト（３０％）、定期試験（５０％） 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス JA(〜10),JB(〜10) 
見出し FTJ4311 アナログ回路(再) 
担当教員名 山本 勲 
単位数 2 
教科書 電子回路 A 藤原 修 著 オーム社 
アクティブラーニング  
キーワード 電子デバイス、増幅器、負帰還、発振回路、AM 回路、FM 回路、オペアンプ、

アナログ演算回路。 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 アナログ回路(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 アナログ技術センスアップ１０１ 稲葉 保 著 CQ 出版社 
授業形態 講義 
注意備考 毎週演習のプリントを配布する。講義の後でプリントを提出する。随時宿題を課

す。 
シラバスコード FTJ4311 
実務経験のある教員  
達成目標 １．電子デバイスの性質を理解する。 

２．電気信号を増幅する原理を理解する。 
３．負帰還と発振回路を理解する。 
４．AM 回路、FM 回路を理解する。 
５．オペアンプを使った増幅の方法を理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先 山本研究室：４号館２階電子メール：yamamoto@ice.ous.ac.jp 電 話：086-256-

9589 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Analogue Circuits 
関連科目 電気回路Ⅰ、 電気回路Ⅱ、 デジタル回路、 情報工学実験 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 トランジスタを使い電気信号を増幅する方法を理解する。発振回路、AM 回路、

FM 回路を理解する。オペアンプを用いた信号の増幅や、アナログ演算の方法を
理解する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 オリエンテーション 
2 回 テブナンの定理とノートンの定理 
3 回 インピーダンスの整合 
4 回 増幅回路 
5 回 バイアス回路 （３０分間の小テスト） 
6 回 トランジスタの等価回路 
7 回 小信号を増幅する 
8 回 増幅器の周波数特性 
9 回 負帰還 
10 回 発振回路 （３０分間の小テスト２） 
11 回 オペアンプについて 
12 回 オペアンプを使った増幅回路（反転増幅器、非反転増幅器） 
13 回 オペアンプを使った増幅回路（反転増幅器、非反転増幅器） 
14 回 オペアンプの等価回路 
15 回 演算・信号処理回路 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと 
2 回 教科書の「第１章 電子回路Ａの学び方」を読んでおくこと 
3 回 教科書の「第１章 電子回路Ａの学び方」の内、「４．回路を解析する」を
読み、整合について考えておくこと 
4 回 教科書の「第３章 回路の働き」の内、「１．電圧電流を増幅する」、「２．
作図によって増幅度を求める」を読んでおくこと 
5 回 教科書の「第３章 回路の働き」の内、「５．バイアス回路の考え方」を読
んでおく 
6 回 教科書の「第４章 等価回路の考え方」の内、「１．等価回路を導く」、「２．
ｈパラメータ」を読んでおく 
7 回 教科書の「第５章 小信号を増幅する」の内、「１．バイアス回路の働き」、
「２．増幅回路の特性を表す」を読んでおく 
8 回 教科書の「第５章 小信号を増幅する」の内、「３．増幅回路の周波数特性
とは」、「４．多段増幅回路をＣＲ結合で実現する」を読んでおく 
9 回 教科書の「第７章 負帰還をかける」の内、「１．負帰還とは」、「２．利得
変動を安定化する」、「３．利得の周波数特性を改善する」を読んでおく 
10 回 教科書の「第８章 発振回路の働き」の内、「１．発振のしくみを理解しよ
う」、「２．ＬＣ発振回路について考える」、「３．ＲＣ発振回路を考える」、「４．
水晶を用いる発振回路」を読んでおく 
11 回 教科書の「第１１章 オペアンプの考え方」の内、「１．オペアンプとは」、
「２．オペアンプの働き」を読んでおく 
12 回 教科書の「第１１章 オペアンプの考え方」の内、「３．オペアンプに負帰
還をかける」を読んでおく 
13 回 教科書の「第１１章 オペアンプの考え方」の内、「４．オペアンプで増幅
する」を読んでおく 
14 回 教科書の「第１２章 オペアンプを使う」の内、「１．オペアンプの性能」、
「２．オペアンプの等価回路」を読んでおく 



15 回 教科書の「第１２章 オペアンプを使う」の内、「４．非線形演算器をつく
る」、「５．信号処理器をつくる」を読んでおく 

 



年度 2012 
授業コード FTJ4312 
成績評価 課題（５０％）、定期試験（５０％） 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス JA(〜11),JB(〜11) 
見出し FTJ4312 数値計算 
担当教員名 南原 英生 
単位数 2 
教科書 水上、市山、野⽥、南原、渡辺著「コンピュータによる数値計算」朝倉書店 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ・「課題が自⼒で解けないときもあり苦労したが楽しかった」：今後も「しんどく

ても達成感の感じられる課題」を工夫していきます。 
・「数学への関心が高まった」：これからも「関心が持てる」授業を目指します。 
・「少し課題の量が多く感じられた」：課題の分量については再考します。 
・「課題が難しい」：説明を工夫したら例題を増やしたり、分かりやすい説明を心
がけます。 

科目名 数値計算 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「数値計算の常識」伊理正夫、藤野和建著、共立出版 
授業形態 講義 
注意備考 ５回の課題提出を行う。多くの演習を解くことによって理解を深める。 
シラバスコード FTJ4312 
実務経験のある教員  
達成目標 ①数値計算法において生じる誤差について理解する。 

②下記の数値計算手法について説明ができ、実際に計算ができること。台形公式、
シンプソンの積分公式、二分法、ニュートン法、オイラー法、ルンゲクッタ法ガ
ウスの消去法、ヤコビ法、ガウス・ザイデル法 

受講者へのコメント ・授業のなかで、更に身近な例やデータを増やし、数値計算がより身近に感じら
れるように工夫していきたい。 
・課題の分量、内容について再考します。 

連絡先 南原研究室１８号館１階 hideo@ice.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ・説明をよく聞いて、その授業時間の内容は時間内に理解するようにしてくださ
い。そして、分からないときは積極的に質問してください。 
・三角関数や微分積分など基礎数学⼒が必要です。十分復習しておいてください。 

英文科目名 Numerical Methods 
関連科目 数学Ⅱ、数学演習Ⅱ、応用数学Ⅰ、応用数学Ⅱ 



次回に向けての改善変更予定 ・「課題が自⼒で解けないときもあり苦労したが楽しかった」：今後も「しんどく
ても達成感の感じられる課題」を工夫していきます。 
・「数学への関心が高まった」：これからも「関心が持てる」授業を目指します。 
・「少し課題の量が多く感じられた」：課題の分量については再考します。 
・「課題が難しい」：説明を工夫したら例題を増やしたり、分かりやすい説明を心
がけます。 

講義目的 コンピュータを用いて工学上の問題を解決する場合、「数学モデルを設定」し、こ
れを「具体的に解く」という手順が行われる。本講義では、コンピュータを用い
て各種の数学上の問題を解く場合に不可欠な数値計算について学ぶ。単なる手法
の羅列だけでなく、それぞれの手法の考え方や着眼点、あるいは誤差や問題点な
どについても考えていく。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。講義の進め方について説明する。科学技術上の問題を

解決するための考え方について解説し、数値計算の役割について説明する。 
2 回 数値計算における誤差について説明する。具体的には、丸め誤差、打切り誤
差、桁落ち、情報落ちについて説明する。 
3 回 ラグランジュの補間公式について説明する。 
4 回 ニュートンの補間公式について説明する。 
5 回 数値微分および補外計算について説明する。 
6 回 数値積分の考え方について説明する。具体的には、台形公式、シンプソンの
積分公式について説明する。また、数値計算に関する課題を行う。 
7 回 非線形方程式の解法の考え方について説明する。具体的には、二分法、線形
逆補間法について説明する。 
8 回 ニュートン法、ベイリー法、エイトケンのデルタ二乗法、ＤＫＡ法について
説明する。また、非線形方程式に関する課題を行う。 
9 回 常微分方程式の解法の考え方について説明する。具体的には、オイラー法、
修正オイラー法について説明する。 
10 回 ２次および４次のルンゲクッタ法について説明する。また、常微分方程式
の解法に関する課題を行う。 
11 回 連立一次方程式の解法の考え方について説明する。具体的には、ガウスの
消去法、ＬＵ分解法、軸の選択、スケーリングについて説明する。 
12 回 ヤコビ法、ガウス・ザイデル法、共役勾配法について説明する。また、連
立一次方程式に関する課題を行う。 
13 回 行列の固有値問題について説明する。具体的には、固有値、固有ベクトル、
べき乗法、ホテリング法について説明する。 
14 回 フーリエ変換および FFT について説明する。 
15 回 今までの演習問題に対する解説および解答について説明する。 

準備学習 1 回 教科書の第 1 章「問題解決に向けて」を読んで、「科学技術問題の解決」と
「コンピュータの利用」について各自で考えておくこと。 
2 回 整数および小数の 2 進表現及び 2 進演算について調べておくこと。 
3 回 連立 1 次方程式について復習しておくこと。2 つの点を通る直線の方程式が
書けるように準備しておくこと。 



4 回 「差分」について調べておくこと。 
5 回 微分係数の定義について調べておくこと。 
6 回 簡単な関数の定積分が計算できるように準備しておくこと。また、定積分の
意味について復習しておくこと。 
7 回 「落下法則」について調べておくこと。 
8 回 逐次近似法について調べておくこと。また、指数関数および指数関数の微分
について調べておくこと。 
9 回 微分係数と接戦の傾きの関係について復習しておくこと。「応用数学Ⅱで習
った微分方程式の解法」について復習しておくこと。 
10 回 テイラー展開について調べておくこと。 
11 回 連立一次方程式の行列表示について復習しておくこと。クラーメルの公式
について調べてお 
12 回 第 1 章の「問題解決に向けて」をもう一度よく読んで、大規模な連立 1 次
方程式の解法がどのような場面で必要になるかについて調べておくこと。 
13 回 行列演算について復習しておくこと。 
14 回 フーリエ級数および複素フーリエ級数について復習しておくこと。オイラ
ーの公式について調べておくこと。 
15 回 今まで行った課題についてまとめておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTJ4321 
成績評価 定期試験（30%），チーム演習で作成する設計書（60%），その他提出物（10%）

の合計で評価し，60%以上を合格とする。毎週欠かすことなくチームに参加し、
継続してシステム設計を行うことが極めて重要である。 

曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス JA(〜10),JB(〜10) 
見出し FTJ4321 ソフトウェア工学 
担当教員名 尾崎 亮 
単位数 2 
教科書 講義開始前にその回の講義資料および設計書サンプルを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 講義計画の各回を参照のこと 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 ソフトウェア工学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 有沢 誠 著 「ソフトウェア工学」 岩波書店 
授業形態 講義 
注意備考 講義中に点呼を行う 
シラバスコード FTJ4321 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)ウォータフォールモデルの特徴と問題点を理解していること 

(2)外部設計を行う目的とその重要性を理解していること 
(3)内部設計を行う目的とその重要性を理解していること 
(4)単体テスト，結合テスト，総合テストについて知っていること 
(5)チーム演習を通じて，(1)〜(3)の処理を体験してその重要性を認識するととも
に，(4)の必要性を認識すること 

受講者へのコメント  
連絡先 尾崎研究室 4 号館 2 階 オフィスアワー 月 5-6 時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Software Engineering 
関連科目 オペレーティングシステム，プログラミング言語論，システム工学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ソフトウェア設計から管理，運用に至る各プロセスに関する理論および技法の基

礎事項を理解させる。チーム演習を通じて，ウォータフォールモデルの意義およ
び重要性を理解させる。ソフトウェア産業の現状と課題を知るとともに，キャリ
アパスの重要性について意識させる。 



対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 ソフトウェア工学とは何か，ソフトウェア開発の体系化について説明する。 

2 回 ソフトウェア開発の体系別にみるシステム事例について説明した後，チー
ム分け，チームシート作成演習を実施する。 
3 回 システム提案書の概要と作成目的について説明した後，システム提案書作
成演習を実施する。 
4 回 開発計画書の概要と作成目的について説明した後，開発計画書作成演習を
実施する。 
5 回 外部設計の概要と作成目的，およびその重要性について説明した後，外部設
計書作成（ユーザインタフェース設計）演習を実施する。 
6 回 システム設計とモジュール構造について説明した後，外部設計書作成（サブ
システム設計）演習を実施する。 
7 回 プロジェクトマネージメントについて説明した後，外部設計書作成（データ
テーブル設計）演習を実施する。 
8 回 デザインレビュの概要と実施目的について説明した後，外部設計書レビュ
演習を実施する。 
9 回 内部設計の概要と作成目的，およびその重要性について説明した後，内部設
計書作成（方針の決定）演習を実施する。 
10 回 ソフトウェアテストの手法について説明した後，内部設計書作成（モジュ
ール設計）演習を実施する。 
11 回 オブジェクト指向とソフトウェア開発環境について説明した後，内部設計
書作成（内部データ・クラス設計）演習を実施する。 
12 回 プログラムの複雑度の計量評価について説明した後，内部設計書レビュ演
習を実施する。 
13 回 システムの品質保証について説明した後，単体テスト演習を実施する。 
14 回 ソフトウェア開発のトラブル事例，ソフトウェア産業の現状と課題につい
て説明した後，結合テスト演習を実施する。 
15 回 IT スキル標準の背景と目的・効用・普及状況について説明した後，チーム
自己評価演習を実施する。 

準備学習 1 回 ソフトウェア工学の定義・内容についてネット等で調べておくこと。 
2 回 チーム演習を円滑に行うためにどうすればいいかを考えておくこと。 
3 回 ウォータフォールモデルにおける要求定義の意義・重要性について調べて
おくこと。 
4 回 チームで作成したシステム提案書を精読しておくこと。 
5 回 ウォータフォールモデルにおける外部設計の意義・重要性について調べて
おくこと。 
6 回 外部設計書について，各自の第５回担当分を終わらせておくこと。 
7 回 外部設計書について，各自の第６回担当分を終わらせておくこと。 
8 回 ミスのない設計書を作成するためにはどうしたらいいか考えておくこと。 
9 回 ウォータフォールモデルにおける内部設計の意義・重要性について調べて
おくこと。 
10 回 内部設計書について，各自の第９回担当分を終わらせておくこと。 



11 回 内部設計書について，各自の第 10 回担当分を終わらせておくこと。 
12 回 内部設計書について，各自の第 11 回担当分を終わらせておくこと。 
13 回 チームで作成した内部設計書を精読しておくこと。 
14 回 身の回りにソフトウェアトラブル（PC，携帯電話，ゲーム等）がなかった
かを想起しておくこと。 
15 回 所属したチームの良かった点・悪かった点や，自己がチームに貢献できた
かを整理しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTJ4322 
成績評価 小テスト 30%，中間試験 20%，定期試験 50%により成績を評価する。 

上記 3 つの評価項目における点数の総計 60%以上を合格とする。 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス JA(〜10),JB(〜10) 
見出し FTJ4322 情報処理演習 
担当教員名 大倉 充 
単位数 2 
教科書 情報処理演習問題（注意・備考欄参照） 
アクティブラーニング  
キーワード 授業内容に記載 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 自由記述欄に書かれていたことを以下に示します。 

 「机や椅子」：荷物を置くところがない。椅子が普通よりもナナメになってい
る。 
 ・設備については前期にも書いた。２年ぐらいずっと（荷物を）置くところが
ない。 
  授業はおもしろかった。 
 ・毎回の小テストで誤答率が高かった問題は，次週解説等をしてくれると助か
る。 
 ・問題の解析も増やして欲しい。 
以上の他に，「理解しやすいように，説明にもう少し工夫を加えてもらえるとよ
い」の意見がありました（5.6%）ので，少し演習問題を絞って（誤答率の高そう
な問題など）解説 

科目名 情報処理演習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 関連科目で使用した教科書・配布資料 
授業形態 演習 
注意備考 講義第 1 回目に「情報処理演習問題」を配布する。各講義の始めに，前回の演習

内容に関連する，あるいは演習問題に入れられなかった重要事項に関する小テス
トを行う（10 回）。なお，提出された小テストの解答用紙で出席確認を行う。 

シラバスコード FTJ4322 
実務経験のある教員  
達成目標 講義計画に記載された項目（キーワードを含む）の内容を理解し，各項目に関連

した配布資料に記載された程度の演習問題を解くことができること。 
受講者へのコメント 情報系の会社に就職することを望むのであれば，情報処理技術者試験（特に基本

情報技術者試験）は必ず受けてください。受験するために勉強することになりま
す。自宅で行うこの勉強がとても大切で，あなたの将来に大きな影響を及ぼしま
す。 

連絡先 大倉 充：大倉研究室 18 号館 2 階 ohkura＠ice.ous.ac.jp 



オフィスアワー 月・木：昼休み 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ・授業時間以外の学習：全くしなかったが 14.1% 
・目標の達成度：だいたいできた以上は 73.3%（半分程度できた以上は 93%） 
・教員の熱意：少し感じられた以上は 90.1% 
・満足度：ほぼ満足以上が 77.5%（普通以上は 97.2%） 
・授業の手法について：特にないが 83.1% 
・授業の進行と教材の提示について：特にないが 91.5% 
以上のアンケート結果から，大きな変更は必要ないと判断しています。残念なこ
とに，毎回，成績評価に反映される小テストを行っていたにもかかわらず，授業
時間以外の学習を全くしなかった⼈ 

英文科目名 Exercises in Information Processing 
関連科目 情報工学入門・論理回路 I・コンピュータ工学 I,II・データ構造とアルゴリズム・

情報数学 I・オペレーティングシステム・プログラミング言語論・情報ネットワ
ーク基礎論・コンピュータネットワーク・ソフトウェア工学・データベース・暗
号とセキュリティ など。 

次回に向けての改善変更予定 毎年記述していることですが，『情報処理演習問題』の内容充実を目指します。具
体的には，基本情報技術者試験の最新午前問題および新技術の説明の追加を行い
ます。また，家庭学習の重要性を伝え，『情報処理演習問題』に載せた問題は必ず
行うように指導します。 

講義目的 本講義は，情報工学全般に必要な専門知識と応用能⼒を養うことを目的としてお
り，過去の基本情報技術者試験（午前の部）で出題された問題を題材として演習
を行う。演習項目の多くは，すでに 3 年前期までの講義で学習した内容である。
そのため，各自で知識が不完全な分野を確認して復習することが重要である。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 演習に関するオリエンテーションを行った後に，現時点での知識確認テス

トを実施する。 
2 回 工学基礎とデータ表現に関する演習を実施する。 
補助単位・誤差・分散・標準偏差・正規分布・確率基礎・基数変換 
3 回 データ表現とデータの標準化に関する演習を実施する。 
マスクビット・補数・文字コード・データ形式・バーコード 
4 回 流れ図とデータ構造に関する演習を実施する。 
流れ図の見方・リスト・キュー・スタック・2 分木 
5 回 整列アルゴリズムと探索アルゴリズムに関する演習を実施する。 
単純選択法・バブルソート・シェルソート・クイックソート・線形探索法・二分
探索法・ハッシュ法 
6 回 プログラム言語に関する演習を実施する。 
言語プロセッサ・コンパイラの処理手順・プログラムの構造（再帰的・再使用可
能・再入可能・再配置可能） 
7 回 プロセッサアーキテクチャと半導体メモリに関する演習を実施する。 
CPI とクロックパルス・機械語命令・割込み・処理の高速化（キャッシュメモリ・



メモリインタリーブ・パイプライン処理）・DRAM・SRAM・EPROM・フラッシ
ュメモリ 
8 回 中間試験を行い，その後，解説する。 
9 回 補助記憶装置とハードウェアインターフェースに関する演習を実施する。 
HDD・CD・DVD・メモリカード・Blu-ray Disk・SCSI・シリアル ATA・USB・
IEEE1394・Bluetooth・IrDA・PCI バス 
10 回 OS の機能に関する演習を実施する。 
ジョブ管理・タスク管理（マルチプログラミング）・記憶管理（仮想記憶方式）・
リアルタイム OS 
11 回 コンピュータシステムに関する演習を実施する。 
システム形態・性能評価・システムの信頼性（フォールトトレラントシステム・
RASIS・稼働率） 
12 回 ネットワーク技術に関する演習を実施する。 
LAN（媒体アクセス制御方式）・LAN 間接続機器（ハブ・ブリッジ・ルータ）・イ
ンターネット（プロトコル・IP アドレス） 
13 回 システム開発（上流工程）に関する演習を実施する。 
要求定義・外部設計・内部設計・プログラム設計（上流工程） 
14 回 システム開発（下流工程）に関する演習を実施する。 
プログラミング・テスト及び検収・工程管理・運用保守 
15 回 データベースとセキュリティ関連に関する演習を実施する。 
データベース管理システムの機能・正規化・SQL の基礎・暗号・ディジタル署名・
ウィルス・ユーザ認証・ファイアーウォール 

準備学習 1 回 シラバスを確認し学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 「情報処理演習問題集」の授業内容該当箇所の問題を行うこと。不明な点が
あれば，講義「論理回路 I」，「コンピュータ工学 I」および「情報数学 I」の授業
内容に関連する箇所を復習すること。 
3 回 第 2 回の該当問題を再度解き，また授業内容該当箇所の問題を行うこと。
不明な点があれば，講義「論理回路 I」と「情報工学入門」の授業内容に関連す
る箇所を復習すること。 
4 回 第 3 回の該当問題を再度解き，また授業内容該当箇所の問題を行うこと。
不明な点があれば，講義「データ構造とアルゴリズム」の授業内容に関連する箇
所を復習すること。 
5 回 第 4 回の該当問題を再度解き，また授業内容該当箇所の問題を行うこと。
不明な点があれば，講義「データ構造とアルゴリズム」の授業内容に関連する箇
所を復習すること。 
6 回 第 5 回の該当問題を再度解き，また授業内容該当箇所の問題を行うこと。
不明な点があれば，講義「コンパイラ」と「プログラミング言語論」の授業内容
に関連する箇所を復習すること。 
7 回 第 6 回の該当問題を再度解き，また授業内容該当箇所の問題を行うこと。
不明な点があれば，講義「コンピュータ工学 I」と「コンピュータ工学 II」の授
業内容に関連する箇所を復習すること。 
8 回 再度，第 1 回から第 7 回のすべての演習問題と小テストを見直すこと。 



9 回 授業内容該当箇所の問題を行うこと。不明な点があれば，講義「コンピュー
タ工学 I」の授業内容に関連する箇所を復習すること。 
10 回 第 9 回の該当問題を再度解き，また授業内容該当箇所の問題を行うこと。
不明な点があれば，講義「オペレーティングシステム」の授業内容に関連する箇
所を復習すること。 
11 回 第 10 回の該当問題を再度解き，また授業内容該当箇所の問題を行うこと。
不明な点があれば，講義「コンピュータ工学 II」と「システム工学」の授業内容
に関連する箇所を復習すること。 
12 回 第 11 回の該当問題を再度解き，また授業内容該当箇所の問題を行うこと。
不明な点があれば，講義「情報ネットワーク基礎論」と「コンピュータネットワ
ーク」の授業内容に関連する箇所を復習すること。 
13 回 第 12 回の該当問題を再度解き，また授業内容該当箇所の問題を行うこと。
不明な点があれば，講義「ソフトウェア工学」の授業内容に関連する箇所を復習
すること。 
14 回 第 13 回の該当問題を再度解き，また授業内容該当箇所の問題を行うこと。
不明な点があれば，講義「ソフトウェア工学」の授業内容に関連する箇所を復習
すること。 
15 回 第 14 回の該当問題を再度解き，また授業内容該当箇所の問題を行うこと。
不明な点があれば，講義「データベース」，「コンピュータネットワーク」および
「暗号とセキュリティ」の授業内容に関連する箇所を復習すること。 

 



年度 2012 
授業コード FTJ43A1 
成績評価 講義への取り組み方（30％）及び定期試験（70％）の両面で評価する。 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス JA(12〜12) 
見出し FTJ43A1 技術者の社会⼈基礎 
担当教員名 ⽥邉 麻里子＊ 
単位数 2 
教科書 必要に応じて適時紹介する。 
アクティブラーニング  
キーワード 常識 ルール 自己管理 自己抑制 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 みなさんからの率直な意見やコメントは 大変嬉しく有難く受け止めています。 

今後の講義にも活かしていきますね。 
ありがとうございました。 
ハード面へのご意見は 教務課にお伝えしておきます。 

科目名 技術者の社会⼈基礎 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて適時紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTJ43A1 
実務経験のある教員  
達成目標 技術者としての実⼒と専門性を発揮するために不可欠な社会性と⼈間⼒を養成

する。 
受講者へのコメント 正解の無い分野であるし、参加型の講義でしたから 毎回課題に取り組まねばな

らなかったので 大変だったと思います。 
でも 私の予想以上に皆さん方は 前向きに積極的に取り組んでくださいまし
た。 
おかげで 私も大変楽しく講義を進めることができました。 
本当にありがとう。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 皆さんが積極的に受講してくれた講義でした。 
毎回 学生諸君から「どんな点に不安を持っているのか」「どんなことを知りた
いと思っているのか」を教えてもらいながら講義を進めることができ、感謝して
います。 
ありがとうございました。 

英文科目名 Social communication for engineers 



関連科目  
次回に向けての改善変更予定 ①技術者のエピソードをもっと増やして行くようにします。 

②受講者が多く 迷惑をかけました。できるだけばらけるように指導しますね。 
講義目的 ① 社会⼈としての当事者意識を醸成させる。 

② 技術者が知っておかねばならない社会⼈/企業⼈としての常識を習得させ
る。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の目的・受講生に期待すること・受講に関しての注意事項を説明する。 

社会⼈としての常識について自己の現状レベルを各自が自覚する。 
2 回 社会⼈としての責任と義務/社会的ルール/常識を説明する。 
3 回 社会⼈として知っておかねばならない法律/働き手側の立場について説明す
る。 
4 回 経済のしくみ/経済用語を説明する。 
5 回 自ら考える⼒/工夫する⼒/論理性/判断⼒を習得する。 ① 
6 回 自ら考える⼒/工夫する⼒/論理性/判断⼒を習得する。 ② 
7 回 自ら考える⼒/工夫する⼒/論理性/判断⼒を習得する。 ③ 
8 回 自ら考える⼒/工夫する⼒/論理性/判断⼒を習得する。 ④ 
9 回 自ら考える⼒/工夫する⼒/論理性/判断⼒を習得する。 ⑤ 
10 回 組織⼒学/⼈間関係について説明する。 
11 回 経済環境/市場環境と意識変化について説明する。 
12 回 優れた技術系経営者の仕事の仕方/考え方/生きざまを研究する。 
13 回 優れた技術系起業⼈の起業の仕方/モノの考え方を研究する。 
14 回 技術系企業のケースステダィを通して経営戦略/マネジメント手法/⼈事戦
略を分析する。 
15 回 自己の能⼒/強みのアピールにトライする。 

準備学習 1 回 シラバスを読んで講義概要を把握しておくこと。 
2 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
3 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
4 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
5 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
6 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
7 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
8 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
9 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
10 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
11 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
12 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
13 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
14 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
15 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 

 



年度 2012 
授業コード FTJ43B2 
成績評価 レポート 100％により成績を評価する。ただし，本演習最後のレポート評価には

HTML により作成・公開したページの内容を含める。 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス JA(11〜12) 
見出し FTJ43B2 コンピュータ演習 
担当教員名 上嶋 明 
単位数 2 
教科書 岡山理科大学 情報工学科 編，「コンピュータ演習テキスト」 
アクティブラーニング  
キーワード 講義内容に記載 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ・「席の数だけ椅子を確保していただけると助かります。」 

→今回の指摘を受け，椅子を増やして席の数（パソコン台数）以上を確保しまし
た。 
・「ディスプレイが大きい方が好きです。」 
→スペース的な問題はあるのですが，実習室の次回の環境更新時には現在よりも
大きなディスプレイにする方向で検討します。 
・「とても参考になりました。とても勉強になりました。有難うございました。」 
→それはよかったです。このようなコメントは教える側としても大変励みになり
ます。 

科目名 コンピュータ演習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義で指示する。 
授業形態 演習 
注意備考 レポートの提出は講義担当教員の定める日とし，所定の場所に提出すること。 

※最後のレポート課題では作成した Web ページのインターネットへの公開も行
う。 

シラバスコード FTJ43B2 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)Emacs の基本操作ができること 

(2)シェルやプロセス制御に関する基本知識を有すること 
(3)C 言語を使って基本的なプログラムが作成できること 
(4)簡単な HTML ファイルを記述でき，作成物などの公開（表現）ができること 

受講者へのコメント 2 年生以降の実験・実習・演習科目を学ぶためや，将来，技術者・開発者になる
ために必要となる計算機操作やプログラミングなどの基礎的内容を習得する重
要な科目ですので，積極的に演習に取り組んで，十分に内容を理解してもらいた
いと思います。 

連絡先 18 号館 3 階 上嶋研究室 uejima＠ice.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への  



対応 
各項目評価に対する所見 ・今回から授業アンケートの形式が変更になり前年度との比較はできないのです

が，概ねよい結果が得られたと考えています。 
・「この授業におけるあなたの成⻑について」の設問にて，約 9 割の学生から「こ
の分野への理解が深まった」という回答が得られたのは大変よかったと思いま
す。 

英文科目名 Exercises in Computer 
関連科目 コンピュータリテラシ，プログラミング I，画像処理と CG，コンピュータネット

ワーク実習 
次回に向けての改善変更予定 今回は特に指摘を受けなかったのですが，前回のアンケートで指摘された点の改

善として，全体的に演習時間をもう少し多めに取れるようにしたいと思います。 
講義目的 自立した技術者・開発者になるためには計算機の基本的な操作技術と知識の習得

が必要不可欠である。計算機の基本的な操作技術・知識を養うために，技術者，
開発者の間で広く使われている UNIX 系の計算機を利用し，エディタ Emacs の
操作，及びシェル・プロセス制御について演習する。次に，これらの演習で得ら
れた技術・知識および環境の下で，C 言語，及び HTML の基礎を学ぶ。また，
自分の考えや作成物をオンラインで公開（表現）する演習を通して，手掛けた内
容および課題をまとめるための基礎能⼒の育成を目指す。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Emacs（１）：テキストを配布し，コンピュータ演習予定表，内規，注意事

項について説明した後，エディタ Emacs の基礎的操作，日本語入⼒について演
習する。 
2 回 Emacs（２）：ファイルの編集について演習する。 
3 回 シェル・プロセス制御（１）：シェル，標準入⼒・標準出⼒とリダイレクシ
ョン・パイプ，パイプを用いた作業について演習する。 
4 回 シェル・プロセス制御（２）：シェルスクリプト，パス設定，エイリアス設
定，プロセス制御，ジョブ制御について演習する。 
5 回 C プログラミング（１）：プログラミング基礎，コンパイル，実行について
演習する。 
6 回 C プログラミング（２）：変数，代入および出⼒（printf 関数）について演
習する。 
7 回 C プログラミング（３）：型と演算，入⼒（scanf 関数）について演習する。 
8 回 C プログラミング（４）：条件分岐（if 文）について演習する。 
9 回 C プログラミング（５）：繰り返し（for 文）について演習する。 
10 回 C プログラミング（６）：配列について演習する。 
11 回 HTML（１）：WWW と HTML，HTML の概要，基本的なタグ，文字に
関するタグについて演習する。 
12 回 HTML（２）：特殊文字の表記方法，箇条書きに関するタグ，テキスト整形
に関するタグ，リンクを設定するタグ，画像を貼り付けるタグについて演習する。 
13 回 HTML（３）：表を作成するタグ，スタイルシートについて演習する。 
14 回 HTML（４）：公開するためのページの作成について演習する。 
15 回 HTML（５）：公開するためのページの作成，外部への公開について演習



する。 
準備学習 1 回 シラバスをよく確認し，学習の過程を把握しておくこと。 

2 回 前回講義内容を復習し，練習問題を一通り実行しておくこと。 
3 回 コンピュータリテラシで学んだ UNIX のファイル操作関連コマンドを確認
しておくこと。 
4 回 前回講義内容を復習し，課題を可能な限り終わらせておくこと。 
5 回 今回講義範囲のテキストに目を通し，大まかな学習内容を把握しておくこ
と。 
6 回 前回講義内容を復習し，課題を可能な限り終わらせておくこと。 
7 回 前回講義内容を復習しておくこと。 
8 回 前回講義内容を復習し，課題を可能な限り終わらせておくこと。 
9 回 前回講義内容を復習しておくこと。 
10 回 前回講義内容を復習し，課題を可能な限り終わらせておくこと。 
11 回 テキストに目を通し，大まかな学習内容を把握しておくこと。 
12 回 前回講義内容を復習し，課題を可能な限り終わらせておくこと。 
13 回 前回講義内容を復習しておくこと。 
14 回 前回講義内容を復習し，課題を可能な限り終わらせておくこと。 
15 回 前回講義内容を復習し，レポート課題を可能な限り終わらせておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTJ43C1 
成績評価 定期試験（５０％）、提出物（５０％）の合計で評価し、６０％以上を合格とす

る。 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス JB(〜12) 
見出し FTJ43C1 コンピュータリテラシ 
担当教員名 吉⽥ 誠 
単位数 2 
教科書 講義ノート「2011 年度コンピュータリテラシー」を配布する。その他、必要に応

じて資料配布を行う。 
アクティブラーニング  
キーワード 計算機システム、計算機操作、文書・表・図の作成、プレゼンテーション資料作

成、情報倫理 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 プレゼンテーション資料作成、表計算については、経験者は少ないが、ワープロ

については個⼈差がある。 
初めての⼈はかなり苦労しているとの記述があったが、実習室は空いている時間
オープンなので自分なりに時間を見つけて 
慣れて頂きたい。 

科目名 コンピュータリテラシ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 UNIX(Linux)関連図書は図書館にも多数あるので、必要があれば、自分のレベル

にあった参考書を見つけること。 
授業形態 講義 
注意備考 講義開始前に点呼を行う。本科目は、大学生活における情報活用のための導入で

ある。 
シラバスコード FTJ43C1 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)計算機システムとネットワークシステムについて説明できること 

(2)計算機やそのネットワークを使用する上でのマナーやモラルを身に付け、実
際の運用時、自己の判断で適切に対処できるようになること 
(3)UNIX オペレーティングシステムにおけるファイル操作関連コマンドを習得
し、ディレクトリ操作（作成、削除、移動、名称変更、等）、ファイル操作（削除、
移動、名称変更、等）が相対パス、絶対パスを問わずにできるようになること 
(4)ワードプロセッサ、表計算ソフトウェア、図形描画ソフト、プレゼンテーショ
ンソフトの基本 

受講者へのコメント 特になし 
連絡先 吉⽥研究室：18 号館 2 階 オフィスアワー：木 7-8 時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 



各項目評価に対する所見 特になし 
英文科目名 Computer Literacy 
関連科目 情報工学入門、コンピュータ実習、プログラミング I・II、情報処理実験 
次回に向けての改善変更予定 実習の作業追加について検討中である 
講義目的 実習を通じて UNIX オペレーティングシステム環境下におけるコンピュータの

基本的な操作技術とその背景にある概念について説明する。また、報告書やプレ
ゼンテーション資料の作成に必要となるアプリケーションプログラムを使用し
た実習も行う。本講義は、コンピュータによる情報処理技術の基礎知識を習得し、
今後の大学生活でコンピュータを活用する基本的能⼒を身につけることを目標
とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションを実施する 

2 回 ログイン、ログアウト（パスワード、X ウインドウ、ウインドウ操作）につ
いて説明する 
3 回 計算機システムの構成(1)（プロセッサ、メモリ、入出⼒）について説明す
る 
4 回 計算機システムの構成(2)（ファイルシステム、ネットワーク、情報倫理）
について説明する 
5 回 オペレーションコマンド(1)（絶対パスと相対パス、ファイル属性）につい
て説明する 
6 回 オペレーションコマンド(2)（ディレクトリ・ファイル操作、テキスト操作）
について説明する 
7 回 ネットワークの利用（電子メール、WWW ブラウザ、日本語入⼒、情報倫
理、ネチケット）について説明する 
8 回 日本語ワードプロセッサ（Writer、Math、文章作成・編集）について説明す
る 
9 回 作図（Draw、説明図などの作成）について説明する 
10 回 表計算（Calc、関数を用いた計算、グラフ描写）について説明する 
11 回 情報の統合（文章作成、Writer、Draw、Calc）について説明する 
12 回 プレゼンテーション資料の作成 （Impress）について説明する 
13 回 演習(1)（報告書の作成）について説明する 
14 回 演習(2)（報告書の作成）について説明する 
15 回 演習(3)（報告書の作成）について説明する 

準備学習 1 回 シラバスを確認し、全体計画を把握しておくこと 
2 回 図書館等でＵＮＩＸ関連の本を見つけ、コンピュータの操作方法など調べ
ておくこと 
3 回 コンピュータの基本的な動きについて調べておくこと 
4 回 講義ノートの計算機システムの構成を読んでおくこと 
5 回 図書館等でＵＮＩＸ関連の本を見つけ、簡単な操作方法について調べてお
くこと 
6 回 図書館等でＵＮＩＸ関連の本を見つけ、簡単な操作方法について調べてお
くこと 



7 回 図書館等でＵＮＩＸ関連の本を見つけ、電子メール、ブラウザの操作方法に
ついて調べておくこと 
8 回 図書館等でオープンオフィス関連の本を調べ、ワープロソフトの使い方に
ついて調べておくこと 
9 回 図書館等でオープンオフィス関連の本を調べ、図形描画ソフトの使い方に
ついて調べておくこと 
10 回 図書館等でオープンオフィス関連の本を調べ、表計算ソフトの使い方につ
いて調べておくこと 
11 回 図書館等でオープンオフィス関連の本を調べ、プレゼンテーションソフト
の使い方について調べておくこと 
12 回 効果的なプレゼンテーション資料を作るにはどうすれば良いのか考えてお
くこと 
13 回 各種オープンオフィスの使い方を復習しておくこと 
14 回 良い報告書の作り方について考えておくこと 
15 回 今回の実習で、最終報告書が提出できるように前もって準備しておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FTJ43C2 
成績評価 講義への取り組み方（30％）及び定期試験（70％）の両面で評価する。 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス JB(12〜12) 
見出し FTJ43C2 技術者の社会⼈基礎 
担当教員名 ⽥邉 麻里子＊ 
単位数 2 
教科書 必要に応じて適時紹介する。 
アクティブラーニング  
キーワード 常識 ルール 自己管理 自己抑制 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 みんなの顔を思い出しながら、嬉しく楽しく拝読しました。 

ありがとう！！！ 
科目名 技術者の社会⼈基礎 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて適時紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTJ43C2 
実務経験のある教員  
達成目標 技術者としての実⼒と専門性を発揮するために不可欠な社会性と⼈間⼒を養成

する。 
受講者へのコメント 講義は、主役である諸君とサポートする立場である私の共同事業です。 

諸君が真剣に課題に取り組んでくれた成果が、今回の評価につながったと思いま
す。 
私も楽しく講義を行うことができました。 
受講者諸君に感謝しています。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 高い評価をありがとう。 
英文科目名 Social communication for engineers 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ① 社会⼈としての当事者意識を醸成させる。 

② 技術者が知っておかねばならない社会⼈/企業⼈としての常識を習得させ
る。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の目的・受講生に期待すること・受講に関しての注意事項を説明する。 



社会⼈としての常識について自己の現状レベルを各自が自覚する。 
2 回 社会⼈としての責任と義務/社会的ルール/常識を説明する。 
3 回 社会⼈として知っておかねばならない法律/働き手側の立場について説明す
る。 
4 回 経済のしくみ/経済用語を説明する。 
5 回 自ら考える⼒/工夫する⼒/論理性/判断⼒を習得する。 ① 
6 回 自ら考える⼒/工夫する⼒/論理性/判断⼒を習得する。 ② 
7 回 自ら考える⼒/工夫する⼒/論理性/判断⼒を習得する。 ③ 
8 回 自ら考える⼒/工夫する⼒/論理性/判断⼒を習得する。 ④ 
9 回 自ら考える⼒/工夫する⼒/論理性/判断⼒を習得する。 ⑤ 
10 回 組織⼒学/⼈間関係について説明する。 
11 回 経済環境/市場環境と意識変化について説明する。 
12 回 優れた技術系経営者の仕事の仕方/考え方/生きざまを研究する。 
13 回 優れた技術系起業⼈の起業の仕方/モノの考え方を研究する。 
14 回 技術系企業のケースステダィを通して経営戦略/マネジメント手法/⼈事戦
略を分析する。 
15 回 自己の能⼒/強みのアピールにトライする。 

準備学習 1 回 シラバスを読んで講義概要を把握しておくこと。 
2 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
3 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
4 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
5 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
6 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
7 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
8 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
9 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
10 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
11 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
12 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
13 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
14 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
15 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 

 



年度 2012 
授業コード FTJ4511 
成績評価 中間試験(30%)，定期試験(60%)，レポート課題(10%) 60%以上を合格とする． 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス JA(〜11),JB(〜11) 
見出し FTJ4511 データ構造とアルゴリズム 
担当教員名 片山 謙吾 
単位数 2 
教科書 茨木俊秀・「C によるアルゴリズムとデータ構造」・昭晃堂 および 適宜配付す

る資料 
アクティブラーニング  
キーワード 計算量，効率，データ構造，木，グラフ，ソート，探索，最適化，アルゴリズム 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「寒いと感じる時があった」 

「⼈が多いのでもっと涼しくしてほしい」 
「⼈が多く暑かった」 
「鼻炎が出るので，エアコンを掃除してください」 
「スピーカーの音割れをなくしてほしい」 
「講義室が汚い」 
→ 寒暖の感じ方は⼈によって様々ですので，一⼈一⼈にあわせることは困難で
すが，できるだけ多くの学生に適切となるような空調温度に適宜調節できればと
思います。また，やや古い講義棟のため，空調の調整やマイク・スピーカーの状
況もあまり良くないようです。できるだけ改善してもらえるように大学へ要望し
たいと思います。 
「教 

科目名 データ構造とアルゴリズム 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 石畑 清・「アルゴリズムとデータ構造」・岩波書店 
授業形態 講義 
注意備考 出欠は，講義中に課題レポートを提出してもらうことでチェックする． 
シラバスコード FTJ4511 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) 具体的なプログラムから計算量の評価ができること 

(2) 線形探索と 2 分探索の原理を理解し，与えられた条件にしたがって適切に選
択できること 
(3) 基本的なデータ構造を理解し，図などを用いるなどして説明できること 
(4) 代表的なソートアルゴリズムや探索アルゴリズムの計算量および基本的な
最適化問題に対する代表的なアルゴリズムの知識を有すること 
(5) 基礎的な問題解決の際，適切なデータ構造・アルゴリズムの選択ができるこ
と 

受講者へのコメント  データ構造とアルゴリズムに関する知識は，多くの学生にとって（情報系の職



業に就く場合，特にシステムエンジニア等の職業につく場合），必須の知識であ
り，授業で習う知識を覚えれば，それで完結するような科目ではないと考えてい
ます。つまり，将来直面する問題は，授業で習う問題だけでなく，多種多様な問
題となりますが，その問題解決のためには，授業で習う知識や問題と関連付けて
考えることが重要です。授業中も自分で深く考え，得られた知識から派生する内
容に結びつけるようなことを各自で行うことが必要と考えています。より視野も
広がり 

連絡先 片山研究室 4 号館 2 階 オフィスアワー : 火・木 昼休み 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  できるだけ多くの学生に「データ構造とアルゴリズム」の重要性や必要性を理
解してもらうために，具体的かつ様々な例題を取り入れて，分かりやすい講義に
なるように心がけています。アンケート内容が前年度までの内容から一新したた
め，昨年度までの評価結果との比較が困難ですが，項目６）の「授業に対する教
員の意欲が感じられましたか」は「感じられた」が 70.6%，「少し感じられた」
が 18.5%となっていました。また，項目７）の「この授業に満足しましたか」は
「満足」が 33.6%，「ほぼ満足」が 39.5%となっており，約 73%の 

英文科目名 Data Structure and Argorithm 
関連科目 プログラミング I・II，オペレーティングシステム，プログラミング言語論，デー

タベース論，⼈工知能，情報処理演習 
次回に向けての改善変更予定  上記の【受講者へのコメント】で述べたことを今後もより一層学生に伝えてい

きたいと考えています。また，学生の講義に対するモチベーション維持について
よりよいものを探っていきたいと考えています。その他，本講義独自に実施して
いる学生アンケートの結果・コメントにも配慮する予定です。 

講義目的 プログラミングを行う際，問題を解くための手順（アルゴリズム）とコンピュー
タ内部で扱うデータを蓄えるための形式（データ構造）の選択が重要である．よ
って，一般に「アルゴリズム＋データ構造＝プログラム」と表現されることがあ
る．データ構造とアルゴリズムの概念は，プログラム言語とは独立しているもの
の，効率的なプログラムを作成するための必須知識であると共に，情報技術の基
礎知識およびコンピュータによる情報処理技術の基礎である．本講義では，具体
的な問題への適用例を通して，データ構造とアルゴリズムの重要性を理解し，ア
ルゴリ 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 データ構造とアルゴリズムの概要（線形探索法，2 分探索法） 

2 回 計算量の評価（流れ図，O 記法） 
3 回 基礎的なデータ構造 I（配列・ポインタによるリスト，双方向リスト，スタ
ック，キュー） 
4 回 基礎的なデータ構造 II（グラフ，木，2 分木，木のなぞり） 
5 回 基礎的なデータ構造 III（ハッシュ法，ヒープ） 
6 回 順序付き集合の処理（2 分探索木，平衡探索木） 
7 回 中間試験および学習した内容の重要ポイントの総括 
8 回 整列アルゴリズム I（バブルソート，大きなデータの整列） 



9 回 整列アルゴリズム II（挿入ソート，シェルソート，バケット・基数ソート） 
10 回 整列アルゴリズム III（ヒープソート，クイックソート，再帰） 
11 回 アルゴリズムの設計 I（整列配列のマージ，共通要素の列挙，分割統治法，
マージソート） 
12 回 アルゴリズムの設計 II (動的計画法，SubSet-Sum 問題） 
13 回 アルゴリズムの実現 I（0-1 ナップサック問題と貪欲法） 
14 回 アルゴリズムの実現 II（最小木問題に対するクラスカル法・プリム法） 
15 回 困難な問題と最近のアルゴリズム 

準備学習 1 回 シラバスを確認し，学習の過程を把握すること 
2 回 フローチャート（流れ図）で一般的に使用される記号の意味およびアルゴリ
ズムの計算量を評価する際に使われる O 記法について調べておくこと 
3 回 配列・ポインタの具体的な使用方法およびスタックやキューについて調べ
ておくこと 
4 回 現実世界の様々な構造や関係をグラフや木によって表現できることを把握
すると共に，グラフおよび木の特徴について調べておくこと 
5 回 ハッシュ法，ヒープの特徴について調べておくこと 
6 回 ２分探索木，平衡探索木の特徴について調べておくこと 
7 回 前回までに学習した内容を復習すること 
8 回 バブルソートの特徴について調べておくこと 
9 回 挿入ソート，シェルソート，バケット・基数ソートの特徴について調べてお
くこと 
10 回 ヒープソート，クイックソートの特徴および再帰の処理について調べてお
くこと 
11 回 整列配列のマージ，マージソートの特徴について調べておくこと 
12 回 動的計画法の特徴と SubSet-Sum 問題について調べておくこと 
13 回 0-1 ナップサック問題について調べておくこと 
14 回 最小木問題とクラスカル法・プリム法の特徴について調べておくこと 
15 回 身近に存在する最適化問題について考えておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FTJ4512 
成績評価 毎時課す小演習の提出と宿題（２０％）、30 分間の小テストを 2 回行う（３０％）、 

 定期試験（５０％） 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス JA(〜10),JB(〜10) 
見出し FTJ4512 ディジタル回路(再) 
担当教員名 山本 勲 
単位数 2 
教科書 湯⽥ 春雄，堀端 孝俊・「しっかり学べる基礎ディジタル回路」・森北出版 
アクティブラーニング  
キーワード ディジタル回路  論理代数  AND  OR  NOT  F/F  カウンタ

ー  算術演算 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 ディジタル回路(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 伊原 充博，若海 弘夫，吉沢 昌純・「ディジタル回路」・コロナ社浜辺 隆二・」

「論理回路入門」・森北出版 
授業形態 講義 
注意備考 毎時、小演習プリントを配布する。毎回講義の後でプリントを提出する。随時宿

題を課す。 
シラバスコード FTJ4512 
実務経験のある教員  
達成目標 基本ゲート回路を理解し，説明できること論理関数を回路化できることフリップ

フロップ回路・カウンタ回路の動作を理解し，タイミングチャートが描けること
シフトレジスタ・入出⼒変換回路・演算回路の各動作を理解し，説明できること
ディジタルＩＣ，アナログ?ディジタル変換について理解し，説明できること 

受講者へのコメント  
連絡先 山本研究室:４号館２階 

電子メール：yamamoto@ice.ous.ac.jp 
電話：086-256-9589 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Digital Circuits 
関連科目 論理回路 I，論理回路 II，集積回路，コンピュータ工学 I，コンピュータ工学 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 コンピュータシステムやディジタル通信システムなどのハードウェア構成の基

本がディジタル回路である．この講義でディジタル回路についての基礎知識を幅



広く習得し，コンピュータシステム分野の専門知識と応用能⼒を養うことを目的
とする． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

ディジタル信号、ディジタル IC について講義する。 
2 回 ディジタル回路の基本形について教科書に沿ってこうぎする。 
3 回 論理代数について教科書に沿って講義する。（１） 
4 回 論理代数について教科書に沿って講義する。（２） 
5 回 ゲート回路について教科書に沿って講義する。（１） 
前回までの範囲で３０分間、１５点の小テストを行う 
6 回 ゲート回路について教科書に沿って講義する。（２） 
7 回 フリップフロップ回路について教科書に沿って講義する。（１） 
8 回 フリップフロップ回路について教科書に沿って講義する。（２） 
9 回 カウンター回路について教科書に沿って講義する。（１） 
10 回 カウンター回路について教科書に沿って講義する。（２） 
11 回 シフトレジスター回路について教科書に沿って講義する。 
前回までの範囲で３０分間、１５点の小テストを行う。 
12 回 入出⼒変換回路について教科書に沿って講義する。 
13 回 算術演算回路について教科書に沿って講義する。 
14 回 ディジタル IC について教科書に沿って講義をする。 
15 回 アナログ−ディジタル変換（演算増幅回路，サンプルホールド回路，Ｄ／
Ａ変換，Ａ／Ｄ変換）について講義をする。 

準備学習 前回（先週）習った所を復習しておく。 
 



年度 2012 
授業コード FTJ4521 
成績評価 中間試験（４０％）、定期試験（４０％）、レポート（２０％） 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス JA(〜10),JB(〜10) 
見出し FTJ4521 ディジタル信号処理 
担当教員名 南原 英生 
単位数 2 
教科書 貴家仁志著「ディタル信号処理」昭晃堂 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 ディジタル信号処理 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 久保⽥一、大石郁夫著「C 言語によるディジタル信号処理」コロナ社 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTJ4521 
実務経験のある教員  
達成目標 ① 信号のサンプリングと量子化について説明できること。 

② サンプリング定理について説明でき、サンプリング周波数を求めることがで
きること。 
③ ＤＦＴの計算ができること。 
④ ＬＭＳアルゴリズムについて説明ができ、最適解を求めることができること。 

受講者へのコメント ・説明をよく聞いて、その授業時間の内容は時間内に理解するようにしてくださ
い。そして、分からないときは積極的に質問してください。 
・三角級数や微分積分など基礎数学⼒が必要です。十分復習しておいてください。 

連絡先 南原研究室１８号館１階 hideo@ice.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ・「この授業を受けてよかった点はなんですか」の項目に対して、「この分野への
理解が深まった」が 58％、「この分野への興味、関心が深まった」が 27.7％であ
った。今後も、確率・統計分野への理解や関心を深めていけるような授業を心が
けます。 
・一方で、「板書、スライド、配布資料が見えなかった」と答えた⼈も 8.9％あり、
今後工夫をしていきたいと思います。 
・自由設問の「ディジタル信号処理が我々の生活に関係があることがわかりまし
たか」に対しては、「大変わかった」「わかった」と回答してくれた⼈が 70.9％あ
り、講義内容 



英文科目名 Introduction to Digital Signal Processing 
関連科目 情報通信基礎論、音声情報処理 
次回に向けての改善変更予定 ・授業のなかで、更に身近な例やデータを増やし、ディジタル信号処理がより身

近に感じられるように工夫していきたい。 
講義目的 音声や地震波など自然界に存在する信号は本来すべてアナログ信号であるが、コ

ンピュータ応用技術を用いてディジタル的に処理されることが多い。本講義で
は、情報通信システムの普遍的な基盤技術であるディジタル信号処理技術の基本
的な内容について説明する。適切な例題や演習を豊富に導入し具体的でわかりや
すい講義を目指す。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 ディジタル信号処理の概説を行い、講義の進め方を説明する。また、アナロ

グ信号とディジタル信号の違い、信号のサンプリングと量子化について説明す
る。 
2 回 ディジタル信号処理の考え方およびその処理手順について説明する。 
3 回 線形性および時不変性について解説し、線形時不変システムについて説明
する。 
4 回 たたみ込み、インパルス応答、システムの実現、ハードウェア実現について
説明する。 
5 回 Ｚ変換の定義と性質について説明する。 
6 回 Ｚ変換を用いたシステムの伝達関数、伝達関数の極と零点、システムの周波
数特性について説明する。 
7 回 第１回から第６回までの演習を行い、演習内容について解説する。 
8 回 中間試験を行い、試験終了後出題内容について解説する。 
9 回 信号の周波数解析の考え方について説明する。具体的には、フーリエ級数、
複素フーリエ級数について説明する。 
10 回 周波数領域による信号の表現、信号の周波数解析の実際について説明する。 
11 回 サンプリング定理について説明する。また、エリアジング、ナイキスト周
波数、ＡＤ変換、ＤＡ変換について説明する。 
12 回 離散フーリエ変換の考え方について解説する。また、高速フーリエ変換の
原理、アルゴリズムおよび演算量について説明する。また、窓関数について説明
する。 
13 回 適応フィルタの概念および考え方について解説する。具体的には、FIR フ
ィルタの適応形線形結合器について説明する。 
14 回 適応フィルタの音響信号への応用について説明し、適応型雑音除去システ
ムのシミュレーションを行う。また、適応フィルタに関する課題について説明す
る。 
15 回 第９回から第１４回までの演習を行う。また、ディジタル信号処理の実際
例についてデモを行い、解説する。 

準備学習 1 回 「ディジタル」と「アナログ」について調べ、考えておくこと。正弦波信号
について復習しておくこと。特に、振幅、位相、角周波数、周期などの語句が理
解でき、また、正弦波信号が描けるように準備しておくこと。 
2 回 前回習った量子化とサンプリングについて復習しておくこと。 



3 回 線形の概念について調べておくこと。 
4 回 インパルス、たたみこみについて調べておくこと。 
5 回 フーリエ変換やラプラス変換がどのように使われていたかについて復習し
ておくこと。 
6 回 前回学んだ z 変換について復習しておくこと。 
7 回 教科書の演習問題をできるだけ解いておくこと。 
8 回 中間試験を行うので、第１回から第７回までの内容をよく理解し整理して
おくこと。 
9 回 フーリエ級数について復習しておくこと。また、オイラーの公式について調
べておくこと。 
10 回 指数関数の演算について復習しておくこと。また、音階と周波数の関係に
ついて調べておくこと。 
11 回 第 1 回で学んだサンプリングについて復習しておくこと。 
12 回 行列演算について復習しておくこと。 
13 回 「適応」および「適応信号処理」という言葉の意味について調べておくこ
と。 
14 回 最小 2 乗法および逐次近似法について調べておくこと。 
15 回 今までに学んだ内容をまとめておくこと。また、教科書の演習問題をでき
だけ解いておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTJ4522 
成績評価 中間試験(30%)，定期試験(60%)，レポート(10%)，60%以上合格 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス JA(〜10),JB(〜10) 
見出し FTJ4522 コンパイラ 
担当教員名 ⻄原 典孝 
単位数 2 
教科書 コンパイラ／辻野嘉宏／昭晃堂 
アクティブラーニング  
キーワード コンパイラ，形式文法，字句解析，構文解析，中間コード，目的コード 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「字が小さくて見えなかった」＝＞なるべく大きく書くように心がけています

が，ついやってしまいます．今後も気をつけます． 
「具体例がたくさんあり，わかりやすかった」＝＞意識的に具体例を多く出すよ
うにしています． 

科目名 コンパイラ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する． 
授業形態 講義 
注意備考 授業中に出された演習問題を積極的に行い，授業時間内での理解に努めること．

授業中の私語などの他の受講生への迷惑行為は当然禁じる． 
シラバスコード FTJ4522 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）コンパイラの基本的な原理と構成について理解していること． 

（２）Ｔ図式を用いたコンパイラ作成過程を理解していること． 
（３）字句の定義法，字句解析の原理および正規表現から決定性有限オートマト
ンへの変換ができること． 
（４）構文の定義法，構文解析の原理およびＬＲ構文解析法について理解してい
ること． 
（５）中間コード生成法について理解していること． 
（６）目的コード生成に関する基本的知識を修得していること． 

受講者へのコメント  コンパイラという話は特殊な分野で，万⼈に役立つような科目でありません．
また，コンパイラという内容は，場面場面でいろんな手法が取り入れられ，統一
性がありません．従って，どうしても煩雑に感じたり，難しく感じることがある
と思います． 
 しかし計算機のソフト（記号列としてのプログラム）とハード（論理回路）の
間の溝を結びつける重要な内容ではありますので，頑張って理解してほしいと思
っています． 

連絡先 18 号館 3 階 ⻄原研究室 nisihara＠ice.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への  



対応 
各項目評価に対する所見 Ｂ欄やＣ欄を見る限り，概ね良好そうで良かったです．ただ満足度が他の私の授

業と比べると少し低いですが，特殊な内容的にある程度は仕方がないですか．授
業内容を難しく感じているようです． 

英文科目名 Compiler 
関連科目 情報数学Ⅱ，オートマトンと言語理論，プログラミング言語論 
次回に向けての改善変更予定 テキストだけでは分かりずらい所もあるので，テキスト補完として配布資料を用

意しています．今後もそうしていきます． 
講義目的 コンパイラの基本原理について講義する．本講義では，コンパイラの概要，土台

となる形式文法，コンパイラを構成する字句解析，構文解析，中間コード生成，
目的コード生成についての知識を習得することを目的とする． 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 コンパイラの役割とコンパイラに必要な処理について説明する。 

2 回 コンパイラの作成方法，Ｔ図式による表現について説明する。 
3 回 コンパイラの構造，各種処理部門の概略について説明する。 
4 回 形式言語と形式文法（１）：正規表現，有限オートマトンについて説明する。 
5 回 形式言語と形式文法（２）：文脈自由文法，ＢＮＦ記法，ＥＢＮＦ記法につ
いて説明する。 
6 回 字句解析（１）：字句解析部門での処理，正規表現から非決定性有限オート
マトンへの変換について説明する。 
7 回 字句解析（２）：非決定性有限オートマトンから決定性有限オートマトンへ
の変換について説明する。 
8 回 第１回から第７回までの内容について中間試験を行う。試験終了後に出題
内容や今までの講義内容について，質疑応答形式で解説する。 
9 回 形式言語と形式文法（３）：文脈自由文法の解析木，曖昧性の解消法につい
て説明する。 
10 回 構文解析（１）：構文解析部門での処理，下向き解析，上向き解析，ＬＲ構
文解析の概要について説明する。 
11 回 構文解析（２）：ＬＲ構文解析法について説明する。 
12 回 構文解析（３）：ＬＲ構文解析法を用いた実際の構文解析について説明す
る。 
13 回 中間コード生成（１）：３番地コード，数式の３番地コードへの変換につい
て説明する。 
14 回 中間コード生成（１）：制御文の３番地コードへの変換について説明する。 
15 回 目的コード生成，最適化について説明する。 

準備学習 1 回 テキストの１章を読み，コンパイラの概観を掴んでおくこと。 
2 回 コンパイラの概要を復習し，よく理解しておくこと。 
3 回 Ｔ図式によるコンパイラ作成過程について復習し，よく理解しておくこと。 
4 回 「オートマトンと言語理論」の講義で学んだ正則表現，有限オートマトンの
概略について復習し，よく理解しておくこと。 
5 回 「オートマトンと言語理論」の講義で学んだ文脈自由文法について復習し，
よく理解しておくこと。 



6 回 字句解析部門の概要について復習しておくこと。 
7 回 非決定性有限オートマトンの状態遷移図について復習しておくこと。 
8 回 コンパイラの概要，Ｔ図式，ＢＮＦ記法，ＥＢＮＦ記法，字句解析の手法に
ついて復習し，よく理解しておくこと。 
9 回 文脈自由文法について再度復習し，よく理解しておくこと。 
10 回 構文解析部門の概要について復習しておくこと。 
11 回 ＬＲ構文解析の概要について復習しておくこと。 
12 回 ＬＲ構文解析法について復習し，よく理解しておくこと。 
13 回 テキスト５章，６章に目を通しておくこと。 
14 回 ３番地コードでの表現について復習し，よく理解しておくこと。 
15 回 機械語の概要について調べておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTJ45D1 
成績評価 定期試験（５０％）、提出物（５０％）の合計で評価し、６０％以上を合格とす

る。 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス JA(〜12) 
見出し FTJ45D1 コンピュータリテラシ 
担当教員名 尾崎 亮 
単位数 2 
教科書 講義ノート「2012 年度コンピュータリテラシー」を配布する。その他、必要に応

じて資料配布を行う。 
アクティブラーニング  
キーワード 計算機システム、計算機操作、文書・表・図の作成、プレゼンテーション資料作

成、情報倫理 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 コンピュータリテラシ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 UNIX(Linux)関連図書は図書館にも多数あるので、必要があれば、自分のレベル

にあった参考書を見つけること。 
授業形態 講義 
注意備考 講義開始前に点呼を行う。本科目は、大学生活における情報活用のための導入で

ある。 
シラバスコード FTJ45D1 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)計算機システムとネットワークシステムについて説明できること 

(2)計算機やそのネットワークを使用する上でのマナーやモラルを身に付け、実
際の運用時、自己の判断で適切に対処できるようになること 
(3)UNIX オペレーティングシステムにおけるファイル操作関連コマンドを習得
し、ディレクトリ操作（作成、削除、移動、名称変更、等）、ファイル操作（削除、
移動、名称変更、等）が相対パス、絶対パスを問わずにできるようになること 
(4)ワードプロセッサ、表計算ソフトウェア、図形描画ソフト、プレゼンテーショ
ンソフトの基本 

受講者へのコメント  
連絡先 尾崎研究室：4 号館 2 階 オフィスアワー：月 5-6 時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Computer Literacy 
関連科目 情報工学入門、コンピュータ実習、プログラミング I・II、情報処理実験 



次回に向けての改善変更予定  
講義目的 実習を通じて UNIX オペレーティングシステム環境下におけるコンピュータの

基本的な操作技術とその背景にある概念について説明する。また、報告書やプレ
ゼンテーション資料の作成に必要となるアプリケーションプログラムを使用し
た実習も行う。本講義は、コンピュータによる情報処理技術の基礎知識を習得し、
今後の大学生活でコンピュータを活用する基本的能⼒を身につけることを目標
とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションを実施する 

2 回 ログイン、ログアウト（パスワード、X ウインドウ、ウインドウ操作）につ
いて説明する 
3 回 計算機システムの構成(1)（プロセッサ、メモリ、入出⼒）について説明す
る 
4 回 計算機システムの構成(2)（ファイルシステム、ネットワーク、情報倫理）
について説明する 
5 回 オペレーションコマンド(1)（絶対パスと相対パス、ファイル属性）につい
て説明する 
6 回 オペレーションコマンド(2)（ディレクトリ・ファイル操作、テキスト操作）
について説明する 
7 回 ネットワークの利用（電子メール、WWW ブラウザ、日本語入⼒、情報倫
理、ネチケット）について説明する 
8 回 日本語ワードプロセッサ（Writer、Math、文章作成・編集）について説明す
る 
9 回 作図（Draw、説明図などの作成）について説明する 
10 回 表計算（Calc、関数を用いた計算、グラフ描写）について説明する 
11 回 情報の統合（文章作成、Writer、Draw、Calc）について説明する 
12 回 プレゼンテーション資料の作成 （Impress）について説明する 
13 回 演習(1)（報告書の作成）について説明する 
14 回 演習(2)（報告書の作成）について説明する 
15 回 演習(3)（報告書の作成）について説明する 

準備学習 1 回 シラバスを確認し、全体計画を把握しておくこと 
2 回 図書館等でＵＮＩＸ関連の本を見つけ、コンピュータの操作方法など調べ
ておくこと 
3 回 コンピュータの基本的な動きについて調べておくこと 
4 回 講義ノートの計算機システムの構成を読んでおくこと 
5 回 図書館等でＵＮＩＸ関連の本を見つけ、簡単な操作方法について調べてお
くこと 
6 回 図書館等でＵＮＩＸ関連の本を見つけ、簡単な操作方法について調べてお
くこと 
7 回 図書館等でＵＮＩＸ関連の本を見つけ、電子メール、ブラウザの操作方法に
ついて調べておくこと 
8 回 図書館等でオープンオフィス関連の本を調べ、ワープロソフトの使い方に



ついて調べておくこと 
9 回 図書館等でオープンオフィス関連の本を調べ、図形描画ソフトの使い方に
ついて調べておくこと 
10 回 図書館等でオープンオフィス関連の本を調べ、表計算ソフトの使い方につ
いて調べておくこと 
11 回 図書館等でオープンオフィス関連の本を調べ、プレゼンテーションソフト
の使い方について調べておくこと 
12 回 効果的なプレゼンテーション資料を作るにはどうすれば良いのか考えてお
くこと 
13 回 各種オープンオフィスの使い方を復習しておくこと 
14 回 良い報告書の作り方について考えておくこと 
15 回 今回の実習で、最終報告書が提出できるように前もって準備しておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FTJ45D2 
成績評価 レポート 100％により成績を評価する。ただし，本演習最後のレポート評価には

HTML により作成・公開したページの内容を含める。 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス JB(11〜12) 
見出し FTJ45D2 コンピュータ演習 
担当教員名 麻谷 淳 
単位数 2 
教科書 岡山理科大学 情報工学科 編，「コンピュータ演習テキスト」 
アクティブラーニング  
キーワード 講義内容に記載 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 コンピュータ演習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義で指示する。 
授業形態 演習 
注意備考 レポートの提出は講義担当教員の定める日とし，所定の場所に提出すること。 

※最後のレポート課題では作成した Web ページのインターネットへの公開も行
う。 

シラバスコード FTJ45D2 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)Emacs の基本操作ができること 

(2)シェルやプロセス制御に関する基本知識を有すること 
(3)C 言語を使って基本的なプログラムが作成できること 
(4)簡単な HTML ファイルを記述でき，作成物などの公開（表現）ができること 

受講者へのコメント 指示された課題だけではなく、自主的に学習時間を使って予習、復習に励んでも
らいたい。 

連絡先 18 号館 4 階 麻谷研究室 asatani＠ice.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業時間外の学習時間が少ないようである。 
英文科目名 Exercises in Computer 
関連科目 コンピュータリテラシ，プログラミング I，画像処理と CG，コンピュータネット

ワーク実習 
次回に向けての改善変更予定 はっきりとした声でしゃべれるように発声練習に努⼒する所存です。 
講義目的 自立した技術者・開発者になるためには計算機の基本的な操作技術と知識の習得

が必要不可欠である。計算機の基本的な操作技術・知識を養うために，技術者，
開発者の間で広く使われている UNIX 系の計算機を利用し，エディタ Emacs の



操作，及びシェル・プロセス制御について演習する。次に，これらの演習で得ら
れた技術・知識および環境の下で，C 言語，及び HTML の基礎を学ぶ。また，
自分の考えや作成物をオンラインで公開（表現）する演習を通して，手掛けた内
容および課題をまとめるための基礎能⼒の育成を目指す。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Emacs（１）：テキストを配布し，コンピュータ演習予定表，内規，注意事

項について説明した後，エディタ Emacs の基礎的操作，日本語入⼒について演
習する。 
2 回 Emacs（２）：ファイルの編集について演習する。 
3 回 シェル・プロセス制御（１）：シェル，標準入⼒・標準出⼒とリダイレクシ
ョン・パイプ，パイプを用いた作業について演習する。 
4 回 シェル・プロセス制御（２）：シェルスクリプト，パス設定，エイリアス設
定，プロセス制御，ジョブ制御について演習する。 
5 回 C プログラミング（１）：プログラミング基礎，コンパイル，実行について
演習する。 
6 回 C プログラミング（２）：変数，代入および出⼒（printf 関数）について演
習する。 
7 回 C プログラミング（３）：型と演算，入⼒（scanf 関数）について演習する。 
8 回 C プログラミング（４）：条件分岐（if 文）について演習する。 
9 回 C プログラミング（５）：繰り返し（for 文）について演習する。 
10 回 C プログラミング（６）：配列について演習する。 
11 回 HTML（１）：WWW と HTML，HTML の概要，基本的なタグ，文字に
関するタグについて演習する。 
12 回 HTML（２）：特殊文字の表記方法，箇条書きに関するタグ，テキスト整形
に関するタグ，リンクを設定するタグ，画像を貼り付けるタグについて演習する。 
13 回 HTML（３）：表を作成するタグ，スタイルシートについて演習する。 
14 回 HTML（４）：公開するためのページの作成について演習する。 
15 回 HTML（５）：公開するためのページの作成，外部への公開について演習
する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し，学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 前回講義内容を復習し，練習問題を一通り実行しておくこと。 
3 回 コンピュータリテラシで学んだ UNIX のファイル操作関連コマンドを確認
しておくこと。 
4 回 前回講義内容を復習し，課題を可能な限り終わらせておくこと。 
5 回 今回講義範囲のテキストに目を通し，大まかな学習内容を把握しておくこ
と。 
6 回 前回講義内容を復習し，課題を可能な限り終わらせておくこと。 
7 回 前回講義内容を復習しておくこと。 
8 回 前回講義内容を復習し，課題を可能な限り終わらせておくこと。 
9 回 前回講義内容を復習しておくこと。 
10 回 前回講義内容を復習し，課題を可能な限り終わらせておくこと。 
11 回 テキストに目を通し，大まかな学習内容を把握しておくこと。 



12 回 前回講義内容を復習し，課題を可能な限り終わらせておくこと。 
13 回 前回講義内容を復習しておくこと。 
14 回 前回講義内容を復習し，課題を可能な限り終わらせておくこと。 
15 回 前回講義内容を復習し，レポート課題を可能な限り終わらせておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTJ4711 
成績評価 中間試験 30%，講義レポート 10%，実習レポート 60%により成績を評価する。 
曜日時限 木曜日 7・8 時限 
対象クラス JA(〜10),JB(〜10) 
見出し FTJ4711 コンピュータネットワーク実習 
担当教員名 上嶋 明 
単位数 1 
教科書 岡山理科大学 情報工学科 編 「コンピュータネットワーク実習」 
アクティブラーニング  
キーワード 講義内容に記載 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 ○授業を受けてよかったことや感想、回答への追加コメント、その他この授業に

関して考慮してほしいことなど、自由に書いてください。： 
「木曜のこの時間帯はガイダンスやセミナーが被っているので避けてほしい」 
「木曜日は SPI 講座や就職ガイダンスが多いので避けてほしかった。」 
「木曜日はガイダンスが行われることが多いので他の曜日にした方がいいと思
う。」 
→来年度以降は他の曜日と時限に開講する方向で検討します。 
「ログを読む等の体験ができてよかった。また、ネットワークについてより具体
的なイメージも持てた。」 
→ネッ 

科目名 コンピュータネットワーク実習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ⼾根 勤 著：「ネットワークはなぜつながるのか 第２版」 

日経ＢＰ社柴⽥ 晃 著：「ゼロからわかる ネットワーク超入門 〜TCP/IP 基本
のキホン」，技術評論社 

授業形態 実験実習 
注意備考 最初に実習に必要な知識を講義する。その後，コンピュータ（サーバとクライア

ント）による実習を行う。学科掲示板にて講義日程を発表するので十分注意する
こと。 
※スライドをプロジェクターで掲示する。 

シラバスコード FTJ4711 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)LAN，TCP/IP，IP アドレス等，コンピュータネットワークおける基礎的概念

を説明できる。 
(2)OS（Linux）のインストールとネットワークの設定（Linux, Windows）ができ
る。 
(3)DNS，ファイル，電子メール，WWW，SSH の各サーバの設定・起動・テス
トができる。 
(4)外部からの侵入を防ぐためのアクセス制御を行うことができる。 



受講者へのコメント 毎日インターネットを利用するのが当たり前の時代になりましたが，サービスを
提供するためのネットワークやサーバの仕組みについては知らないことが多い
のではないでしょうか。そこで，この授業を受講することによりネットワークや
サーバについての実践的な知識を身につけてもらいたいと思います。 

連絡先 18 号館 3 階 上嶋研究室 uejima＠ice.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ・今回から授業アンケートの形式が変更になり，他の講義や前年度との結果の比
較ができませんので詳細な所見を述べることは困難ですが，概ねよい結果が得ら
れたと考えています。 
・授業時間外での学習を「全くしなかった」とする回答が 48.4%と多かったのは
気になりました。 

英文科目名 Training in Computer Networks 
関連科目 コンピュータネットワーク 
次回に向けての改善変更予定 ・昨年度までは集中講義として土曜日に開講していたものを今年度から木曜日 7

〜10 時限に変更しました。しかし，就職関係のイベントと被るとの指摘が複数あ
りましたので，来年度以降は他の曜日と時限に開講する方向で検討します。 
・自由設問にて「実習のテーマ数」と「講義と実習のバランス」について回答を
お願いした結果，いずれも「ちょうどよい」の選択がもっとも多かったため，来
年度も同じ講義方法で実施したいと思います。 

講義目的 コンピュータネットワークに関する基礎知識について講義する。そして，ローカ
ルエリアネットワーク（LAN）およびインターネットの接続や設定の実習を行い，
ネットワークの接続からインターネットにおいて必要不可欠な各種サーバの設
定と運用管理まで行える能⼒を養うことを目的とする。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 コンピュータネットワーク，ネットワークアーキテクチャ，Ethernet，

TCP/IP，IP アドレスについて説明する。 
2 回 プロトコル（ARP, RARP, ICMP），TCP と UDP，各種サーバ，セキュリテ
ィ，SSH について説明する。 
3 回 実習内容と手順について説明する。 
4 回 実習内容と手順について説明する。 
5 回 これまでの講義内容のまとめについて説明した後，中間試験を実施する。 
6 回 ネットワークの構築と OS（Linux）のインストールについて実習する。 
7 回 OS のネットワーク設定（IP アドレス，サブネットマスク，ゲートウェイ，
DNS）について実習する。 
8 回 ネットワークコマンドの使用法（ping, traceroute, nslookup, ifconfig）につ
いて実習する。 
9 回 DNS サーバ（BIND の設定，正引き／逆引きファイル作成，起動，nslookup
コマンドによるテスト）について実習する。 
10 回 ファイルサーバ（Samba の設定，起動，Windows 側から Linux 側ファイ
ルのアクセスによるテスト）について実習する。 
11 回 電子メールサーバ（Postfix の設定，起動，メールアプリケーションによる



メール送受信のテスト）について実習する。 
12 回 WWW サーバ（Apache の設定，起動，ブラウザからの HTTP アクセスに
よるテスト）について実習する。 
13 回 SSH サーバ（OpenSSH の設定，起動，SSH クライアントからのアクセス
によるテスト），ルータの設定（パケットフィルタ，仮想サーバ）について実習す
る。 
14 回 アクセス制御（TCPWrapper の設定とテスト，iptables の設定とテスト）
について実習する。 
15 回 インターネットセキュリティについて実習した後，実験結果をまとめた実
習レポートを作成する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。 
3 回 テキスト「実習編」の内容に目を通して実習の大まかな流れを把握しておく
こと。 
5 回 テキスト「講義編」の内容を復習するとともに，テキスト「実習編」第 1 章，
第 2 章の実験手順を把握しておくこと。 
7 回 テキスト「実習編」第 3 章の実験手順を把握しておくこと。 
9 回 テキスト「実習編」第 4 章，第 5 章の実験手順を把握しておくこと。 
11 回 テキスト「実習編」第 6 章，第 7 章の実験手順を把握しておくこと。 
13 回 テキスト「実習編」第 8 章，第 9 章，第 10 章の実験手順を把握しておく
こと。 
15 回 テキスト「実習編」第 11 章の実験手順を把握とともに，これまでの実験
結果をレポートにまとめておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTJ47E1 
成績評価 定期試験（１００％） 
曜日時限 木曜日 7・8 時限 
対象クラス JA(〜12),JB(〜12) 
見出し FTJ47E1 上級数学Ⅰ 
担当教員名 春木 茂 
単位数 2 
教科書 所属学科の微分積分の授業で使用している教科書。教科書がない場合は、下記の

参考書。 
アクティブラーニング  
キーワード 微分 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 上級数学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「理工系の基礎 微分積分」(増補版）／石原、浅野共著／裳華房 
授業形態 講義 
注意備考 毎回の授業は、最初の１時間ぐらいは講義を行い、残りの時間で講義内容に関連

した問題（プリントを配布）を解くという形式をとります。この問題プリントの
中に定期試験で出題される問題が全て書かれていますので、欠席をせず、プリン
トの問題を解くことを目指して下さい。第１回の授業で、受講者の⼈数確認を行
います。このときに欠席していると履修が認められませんので、必ず出席するよ
うにして下さい。 

シラバスコード FTJ47E1 
実務経験のある教員  
達成目標 配布するプリントの問題を、「自⼒で」解けるようになることを目指して下さい。 
受講者へのコメント  
連絡先 第一学舎 春木研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 高校で「数学Ｂ」の数列・ベクトルと「数学Ⅲ」をすでに学んできていることが

望ましい。、 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 高校の「数学Ⅲ」で学んだ微分を復習しながら、より難しい微分についての知識

を身につけることを目標とします。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 授業内容を説明する。 



2 回 微分の定義、基本公式べき関数・三角関数・指数関数・対数関数の微分合成
関数の微分について説明する。 
3 回 対数微分法逆関数について説明する。 
4 回 逆関数の微分逆三角関数の微分について説明する。 
5 回 「逆三角関数の微分」の続きについて説明する。 
6 回 高次導関数について説明する。 
7 回 ライプニッツの公式について説明する。 
8 回 関数の極限（１）について説明する。 
9 回 関数の極限（２）：ロピタルの定理について説明する。 
10 回 関数のグラフ（１）について説明する。 
11 回 関数のグラフ（２）：発展編について説明する。 
12 回 簡単な関数のマクローリン展開について説明する。 
13 回 オイラーの公式について説明する。 
14 回 簡単な偏微分について説明する。 
15 回 総合演習をする。 

準備学習 1 回 シラバスをよく読んでおくこと。 
2 回 高校の「数学Ⅲ」で学んだ基本的な関数の微分を、復習しておくこと。 
3 回 第２回で学んだ「対数関数の微分」「合成関数の微分」を、復習しておくこ
と。 
4 回 第３回で学んだ逆関数の性質を、確認しておくこと。 
5 回 第４回で学んだ逆三角関数の定義を、忘れないようにしておくこと。 
6 回 これまでに学んだ微分の公式を、全て確実に使いこなせるようにしておく
こと。 
7 回 第６回で学んだ高次導関数についての幾つかの公式を覚えておいて下さい。
高校の「数学Ａ」で学んだ２項係数と、「数学Ｂ」で学んだ和の記号∑も、確認し
ておくこと。 
8 回 高校の「数学Ⅲ」で学んだ関数の極限計算の技法を、復習しておくこと。 
9 回 第８回の内容を復習しておくこと。第５回までに学んだ微分の公式も忘れ
ないようにしておくこと。 
10 回 高校の「数学Ⅲ」で学んだ関数のグラフの描き方（増減・凹凸）について、
復習しておくこと。 
11 回 第１０回の内容を復習しておいて下さい。第９回で学んだロピタルの定理
も、確認しておくこと。 
12 回 高校の「数学Ⅲ」で学んだ無限級数と、第６回で学んだ高次導関数の記号
を復習しておいて下さい。第５回までに学んだ微分の公式も忘れないようにして
おくこと。 
13 回 第１２回で学んだマクローリン展開を、復習しておくこと。 
14 回 第５回までに学んだ微分の公式を、全て確実に使いこなせるようにしてお
くこと。 
15 回 これまでに配布したプリントを全て復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTJ47E2 
成績評価 定期試験（１００％） 
曜日時限 木曜日 7・8 時限 
対象クラス JA(〜12),JB(〜12) 
見出し FTJ47E2 上級数学Ⅱ 
担当教員名 春木 茂 
単位数 2 
教科書 所属学科の微分積分の授業で使用している教科書。教科書がない場合は、下記の

参考書。 
アクティブラーニング  
キーワード 積分 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 上級数学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ｢理工系の基礎 微分積分」(増補版）／石原、浅野共著／裳華房 
授業形態 講義 
注意備考 毎回の授業は、最初の１時間ぐらいは講義を行い、残りの時間で講義内容に関連

した問題（プリントを配布）を解くという形式をとります。この問題プリントの
中に定期試験で出題される問題が全て書かれていますので、欠席をせず、プリン
トの問題を解くことを目指して下さい。第１回の授業で、受講者の⼈数確認を行
います。このときに欠席していると履修が認められませんので、必ず出席するよ
うにして下さい。 

シラバスコード FTJ47E2 
実務経験のある教員  
達成目標 配布するプリントの問題を、「自⼒で」解けるようになることを目指して下さい。 
受講者へのコメント  
連絡先 第一学舎４階 春木研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 高校で「数学Ｂ」の数列・ベクトルと「数学Ⅲ」をすでに学んできていることが

望ましい。「上級数学Ⅰ」を必ず受講しておくことが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 高校の「数学Ⅲ」で学んだ積分を復習しながら、より難しい積分についての知識

を身につけることを目標とします。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  授業内容の説明不定積分の定義、基本公式について説明する。 



2 回  第１回の内容の発展について説明する。 
3 回  不定積分の部分積分について説明する。 
4 回  不定積分の置換積分について説明する。 
5 回  第３回、第４回の内容の発展について説明する。 
6 回  部分分数分解について説明する。 
7 回  定積分の定義、基本公式について説明する。 
8 回  定積分とグラフの面積について説明する。 
9 回  定積分の部分積分について説明する。 
10 回  定積分の置換積分について説明する。 
11 回  体積、曲線の⻑さについて説明する。 
12 回  広義積分（１）：有限区間の広義積分について説明する。 
13 回  広義積分（２）：無限区間の広義積分について説明する。 
14 回  簡単な重積分について説明する。 
15 回  総合演習をする。 

準備学習 1 回  前期「上級数学Ⅰ」で学んだ「べき関数の微分」「三角関数の微分」「指数
関数の微分」「対数関数の微分」「逆三角関数の微分」「合成関数の微分」を復習し
ておくこと。 
2 回  第１回で学んだ不定積分の公式と、前期「上級数学Ⅰ」で学んだ「合成関
数の微分」を復習しておくこと。 
3 回  これまでに学んだ不定積分の公式を、忘れないようにしておくこと。 
4 回  第１回、第２回で学んだ不定積分の公式を、忘れないようにしておくこと。 
5 回  第３回で学んだ不定積分の部分積分と、第４回で学んだ不定積分の置換積
分を復習しておくこと。 
6 回  第２回で学んだ不定積分の公式を、忘れないようにしておいて下さい。ま
た、未知数が２個または３個の連立１次方程式の解き方を確認しておくこと。 
7 回  第１回、第２回で学んだ不定積分の公式を、全て確実に使いこなせるよう
にしておくこと。 
8 回  第７回で学んだ定積分の計算方法を復習しておくこと。 
9 回  第３回、第５回で学んだ不定積分の部分積分を復習しておくこと。 
10 回  第４回、第５回で学んだ不定積分の置換積分を復習しておくこと。 
11 回  第９回で学んだ定積分の部分積分と、第１０回で学んだ定積分の置換積
分を復習しておくこと。 
12 回  第７回、第９回、第１０回で学んだ定積分の計算方法を復習しておいて下
さい。また、前期「上級数学Ⅰ」で学んだ「関数の極限」「ロピタルの定理」を確
認しておくこと。 
13 回  第１２回の準備学習と同じこと。 
14 回  部分積分や置換積分を使わなくても求められる簡単な定積分については、
何も見なくとも確実に計算出来るようにしておくこと。 
15 回  これまでに配布したプリントを全て復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTJ47F2 
成績評価 定期試験（80％）とレポート（20％）で総合的に評価する。 
曜日時限 木曜日 7・8 時限 
対象クラス JA(〜11),JB(〜11) 
見出し FTJ47F2 経営工学 
担当教員名 村⽥ 厚生＊、中原 成始郎＊、堀内 満＊、三宅 新二＊ 
単位数 2 
教科書 ⼈間中心の生産システム論／村⽥厚生／日本出版サービス 
アクティブラーニング  
キーワード IE，生産システム，効率化，最適化，OR，品質管理，工程管理，かんばん方式，

稼動分析，動作・時間分析，⼈間工学，⼈間−機械系 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 経営工学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義の際に適宜紹介する。教科書の参考文献を参考のこと。 
授業形態 講義 
注意備考 講義に必ず出席し，レポートの期限を厳守すること。 
シラバスコード FTJ47F2 
実務経験のある教員  
達成目標 生産システム，ロボットシステムの運用，管理，安全，および知的システムに関

する基礎を理解し応用する能⼒を習得すること。 
受講者へのコメント  
連絡先 （村⽥厚生）岡山大学工学部５号館３０２室。（他の教員）岡山理科大学２０号館

４階「工学就業⼒育成支援室」（電話：086 ｰ 256 ｰ 8627） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 数学系基礎科目 
次回に向けての改善変更予定 ・できる限り受講者全般にとってわかり易くなるように工夫・改良します。 

・テキストの価格の最終決定権は出版社にあるので私としては何ともしがたいで
すが、出版社に相談してみます。 
・空調、教室等に関しては事務（教務）と相談してください。 

講義目的 生産システムでは⼈間（作業者）が機械やロボットとインタラクション（相互作
用）し合いながら製品，部品等を製造している．本講義では生産システムにおい
て，利益最大化，コスト最小化をはかる伝統的な IE（Industrial Engineering）の
手法と⼈間の働きやすさ向上，製品の使い易さ等につなげる⼈間−機械系の考え
方について講義し，両側面をいかに統合化させて生産システムの最適化を実現す



るかを習得する．そして，IE，⼈間工学両側面からの生産システムの改善方を習
得することを目的とする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 金属切削加工の現場から−むつかしさとポイント−医療機器市場への取り

組み−について説明する。 
2 回 1、建設生産の特徴（建設業とは？） 
「ものづくり」産業のひとつである建設生産の特徴、日本の建設業のしくみにつ
いて 
2、建設生産における品質管理、原価管理の特徴 
建設業における「品質管理」「原価管理」の特徴を手順などを交えて説明 
3、最近の就職活動について思うこと 
年々加熱する就職活動（採用活動）について、採用に携わる身として感じること 
について説明する。 
3 回 ソフトウエア開発におけるコミュニケーション（チーム作業を踏まえて）に
ついて説明する。 
4 回 生産システム，IE とは何かを説明する。 
5 回 生産システム，IE における⼈，もの，情報の流れを説明する。 
6 回 生産システム，IE の手法(1)−工程管理・日程管理・作業管理−を説明する。 
7 回 生産システム，IE の手法(2)−３S・GT−を説明する。 
8 回 生産システム，IE の手法(3)−パレート図・品質管理−を説明する。 
9 回 生産システムの評価法を説明する。 
10 回 生産システム効率化の具体策(1)を説明する。 
11 回 生産システム効率化の具体策(2)を説明する。 
12 回 生産システム，IE における管理組織・かんばん方式・自動化手法説明する。 
13 回 生産システム，IE における⼈間工学の役割−⼈間−機械系の考え方−を説
明する。 
14 回 稼動分析，作業研究，工程分析を説明する。 
15 回 講義全体のまとめ，生産システムの効率的運用の仕方を説明する。 

準備学習 1 回 金属加工にはどんな方法があるか、また材料にはどのような種類があるか
調べてみること。 
2 回 「品質管理」「安全管理」「原価管理」の言葉の意味を調べておくこと。 
3 回 チーム作業で注意すべき点を考えておくこと。 
4 回 教科書の第１章を予習しておくこと。 
5 回 教科書の第１章を予習しておくこと。 
6 回 教科書の第２章を予習しておくこと。 
7 回 教科書の第２章を予習しておくこと。 
8 回 教科書の第２章を予習しておくこと。 
9 回 教科書の第３章を予習しておくこと。 
10 回 教科書の第３章を予習しておくこと。 
11 回 教科書の第３章を予習しておくこと。 
12 回 教科書の第３章を予習しておくこと。 
13 回 教科書の第８章を予習しておくこと。 



14 回 教科書の第４章を予習しておくこと。 
15 回 教科書の第４章を予習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTJ5112 
成績評価 毎時課す小演習の提出と宿題（２０％）小テスト（３０％）定期試験（５０％） 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス JA(〜08),JB(〜08) 
見出し FTJ5112 計測システム(再) 
担当教員名 山本 勲 
単位数 2 
教科書 計測工学入門 ⻘島 伸治 著 倍風館 
アクティブラーニング  
キーワード 電流計、電圧計、テスター、物理量の計測、コンピュータインターフェイス 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 計測システム(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「はかる」世界 松本 永寿 著 玉川大学出版部 
授業形態 講義 
注意備考 毎週演習のプリントを配布する。毎週の講義の後でプリントを提出する。次週に

返却する。随時宿題を課す。 
シラバスコード FTJ5112 
実務経験のある教員  
達成目標 電流計、電圧計、テスターの使い方を修得する。各種の物理量の計測方法を理解

する。各種の計測データをパーソナルコンピュータに取り込む方法を理解する。 
受講者へのコメント  
連絡先 山本研究室：４号館２階電子メール：yamamoyo@ice.ous.ac.jp 

電 話：086-256-9589 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Instrumentation Systems 
関連科目 メカトロ二クス 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 情報工学に必要な専門知識と応用能⼒を得るために必要な科目である。各種の物

理量の計測方法を学び、基礎的なデータの処理方法を理解し応用できる能⼒を養
う。前半で計測の方法と概略を実例を挙げて説明する。後半でコンピュータを使
ったデータの取り込み方法の基礎とその情報処理について説明する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション及び、電流計、電圧計、テスターの使い方 

2 回 計測の基礎、計測の方法と単位 
3 回 ⻑さ、変位、角度の計測 



4 回 質量、重量、圧⼒、流量の計測 
5 回 温度、時間、周波数の計測 （３０分間の小テスト１） 
6 回 アナログ信号とデジタル信号 
7 回 計測用増幅器 
8 回 サンプリング定理 
9 回 Ａ／Ｄ，Ｄ／Ａ変換器 
10 回 コンピュータインターフェイス （３０分間の小テスト２） 
11 回 RS-232C, USB, GP-IB 
12 回 標準信号発生器、高周波電⼒の測定 
13 回 信号処理 
14 回 システムの計測 
15 回 パラメータの計測 

準備学習 1 回 シラバスを読み、学習の過程を把握しておく 
2 回 教科書の「第１章 計測の基礎」を読んでおく 
3 回 教科書の「第３章 基本的な量の計測」の内、「３．１；⻑さ・変位」、「３．
２；角度」を読んでおく 
4 回 教科書の「第３章 基本的な量の計測」の内、「３．３；質量・重量」、「３．
４；圧⼒」、「３．５；流量」を読んでおく 
5 回 教科書の「第３章 基本的な量の計測」の内、「３．６；温度」、「３．７；
時間・周波数」を読んでおく 
6 回 第５回に配布する「アナログ信号とディジタル信号について」の資料を読ん
でおく 
7 回 教科書の「第４章 アナログ信号とディジタル信号」の内、「４．１；計測
用増幅器」を読んでおく 
8 回 教科書の「第４章 アナログ信号とディジタル信号」の内、「４．２；サン
プリング定理」を読んでおく 
9 回 教科書の「第４章 アナログ信号とディジタル信号」の内、「４．３；Ａ／
Ｄ、Ｄ／Ａ変換」を読んでおく 
10 回 教科書の「第４章 アナログ信号とディジタル信号」の内、「４．４；コン
ピュータ・インターフェース」を読んでおく 
11 回 第１０回目に配布する「ＲＳ２３２Ｃ，ＵＳＢ，ＧＰ−ＩＢ」の資料を読
んでおく 
12 回 第１１回目に配布する「標準信号発生器、高周波電⼒の測定」の資料を読
んでおく 
13 回 教科書の「第５章 信号処理」の内、「５．１；フーリエ変換とＦＦＴ］、
「５．２；パワースペクトル」、「５．３；相関関数」を読んでおく 
14 回 教科書の「第６章 システムの計測」の内、「６．１；線形システム」、「６．
２；インパルス応答」、「６．３；周波数応答」を読んでおく 
15 回 教科書の「第７章 パラメータの計測」の内、「７．１；最小２乗法」、「７．
２；線形予測法」、「７．３；適応フィルタ」を読んでおく 

 



年度 2012 
授業コード FTJ5122 
成績評価 得点配分を中間試験（30%），定期試験（60%），課題提出（10%）とし，１００

点満点中６０点以上を合格とする。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス JA(〜11),JB(〜11) 
見出し FTJ5122 ヒューマンコンピュータインタラクション 
担当教員名 島⽥ 恭宏 
単位数 2 
教科書 ヒューマンコンピュータインタラクション入門 ／椎尾 一郎／サイエンス社 
アクティブラーニング  
キーワード 授業内容の各回にカッコ書きしているのでそちらを参照してください。 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 以下に記述内容（原文のまま）と回答を示します。 

・口頭の説明で 2 回言ってくれているが、1 回目が早すぎて聞きにくかったです。 
回答：申し訳ありません。注意を払うようにします。 
・板書が汚いので、もう少しきれいに書いてほしい。 
・字が汚い 
回答：努⼒します。 
・覚える量が多く、あまり聞き慣れていない言葉が多かったので難しかった。 
回答：いろいろな要素が集まって構成される学際的分野なので、多種多様な言葉
が現れてしまいます。だからこそ今まで知らなかった言葉が現れるし、新しい知
識も増えていきます。敬遠せずにチャレン 

科目名 ヒューマンコンピュータインタラクション 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ヒューマンコンピュータインタラクション／岡⽥ 謙一他／オーム社：認知イン

タフェース／加藤 隆／オーム社：誰のためのデザイン?／D.A. ノーマン／新曜
社 

授業形態 講義 
注意備考 学習を進めるにあたっては，自身の周囲を注意深く観察してみよう。いろいろな

道具（機器）に囲まれ，それを使いながら生活していると思うが，使いやすい，
使いにくいといった切り口だけではなく，「面白い」，「きれい」，「楽しい」など異
なった視点からそれらを観察してみよう。 

シラバスコード FTJ5122 
実務経験のある教員  
達成目標 1)⼈間の知覚・認知・理解について以下のような項目を説明できること 

・⼈間の記憶に関する情報処理モデル 
・メンタルモデル 
・操作の直接・間接，指示の直接・間接 
・アフォーダンス 
2)現行のコンピュータに用いられている入出⼒デバイスについて，大まかにその



原理や使用されている技術について説明できること 
3)現在研究対象とされている新しいインタラクションスタイルについて，大まか
に説明できること 
 たとえば，VR,AR,マルチモーダル,タンジブル,ノンバーバル... 

受講者へのコメント 講義のノートの取り方には個⼈で工夫してください。 
スライドの切り替えが早いと訴える⼈が１６．２％いましたが、スライドを１０
０％反映してはいませんが資料は渡しています。それを生かしてみてください。
また、文字情報だけではなく、教員の「はなしことば」も重要な要素が含まれて
います。これもよく聞いて書き留めておきましょう。ノートするということは、
外部記憶にストアし後からいつでも引き出せるという状態を作るためです。きれ
いなノートではなく自身で情報が引き出しやすく、手早く記録できるような工夫
をしてください。 

連絡先 島⽥恭宏：shimada×ice.ous.ac.jp 島⽥恭宏研究室 20 号館 3 階 オフィスアワ
ー 水・木 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業時間外の学習の取り組みについて： 
・無回答４２．８％ 
・指示された課題以外の学習にも取り組んだ８．８％ 
授業時間外の学習時間 
・全くしなかった４１．２％ 
●以上の結果から、日常的な学習時間が足りません。もっと積極的に学習に取り
組みましょう。 
この授業を受けてよかった点 
・この分野への理解が深まった６０．３％ 
・この分野への興味関心が高まった４４．１％ 
満足度 
満足＋ほぼ満足の合計６９．２％ 
達成度 
できた＋だいたいできたの合計５４．４％ 
●これらの結果から、もう少し教員の努⼒が必要かと思っ 

英文科目名 Human Computer Interaction 
関連科目 電気回路，論理回路Ⅰ，コンピュータ工学Ⅰ，センサ工学 
次回に向けての改善変更予定 講義内容を選択して実施する予定にしています。 
講義目的 ヒューマンコンピュータインタラクション（HCI）とは，⼈間とコンピュータと

の交流作法を研究する分野である。従来型作法は，コンピュータを主体として構
築され，⼈間がその作法に合わせる努⼒を払ってきた。しかし現在では，⼈間同
士のコミュニケーションで使用されるさまざまなチャネルを用いて，より自然な
⼈間の振舞をコンピュータとのインタラクションに用いる手法が注目されてい
る。これらの分野には，インタラクションスタイルを決めるデバイス等の物理的
側面だけにとどまらず，⼈間の認知的側面をも併せ持つ。本講義では HCI のた
めの物 



対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 HCI の目的・意義・歴史について説明する。 

（GUI，Sketchpad，NSL，XEROX，Apple） 
2 回 ⼈とコンピュータのインタフェースに関連する⼈間側の知覚特性について
説明する。 
（視覚，聴覚，その他の感覚） 
3 回 ⼈とコンピュータのインタフェースに関連する⼈間側の認知特性について
説明する。 
（⼈間の言語能⼒，記憶のモデル，認知情報処理モデル） 
4 回 ⼈とコンピュータのインタフェースに関するより高次な⼈の特性として，
例えばコンピュータソフトウェアに対する心理的な側面について説明する。 
（制約，マッピング，アフォーダンス） 
5 回 第４回で提示した手法に基づかない，ユーザに操作の適切な手がかりを与
える方法について説明する。また D.A.Norman が提唱した用語についても解説
し，認知科学的な考え方を学習する。 
（標準化，ユーザモデル，デザインモデル，システムイメージ，ノーマンの７段
階モデル） 
6 回 現在，一般的に身の回りで使用されているコンピュータのヒューマンイン
タフェースデバイスについて説明する。 
（キーボード，ディスプレイ，ポインティングデバイス） 
7 回 中間テスト 
中間テスト実施後，第８回の内容の講義を前倒しで行う。 
8 回 中間テストの採点結果や解説を行う。その後，以下の内容に沿って講義を行
う。 
独自のアイデアでヒューマンインタフェースデバイスを作成しようとすると，コ
ンピュータにアクチュエータやセンサ，スイッチを接続する必要が生じる。その
場合に必要となる基礎知識を説明する。 
（プッシュプル，オープンコレクタ，シリアルインタフェース，I/O サブシステ
ム） 
9 回 グラフィカルユーザインタフェースの概念について解説する。また，キャラ
クタベースのインタフェースとの比較を行い，それぞれの特徴についても説明す
る。 
（GUI, CUI, WIMP, 直接操作） 
10 回 GUI プログラミングに関する基礎的な項目について説明する。 
（イベントドリブン，オブジェクト指向，インタフェースビルダ） 
11 回 アプリケーションプログラムやユーザインタフェースの問題点などを明ら
かにするための評価手法を説明する。 
（KLM,フィッツの法則） 
12 回 身近な機器に使用されているインタフェースの手法（インタラクションス
タイル）について説明する。 
（テキスト入⼒，音声インタフェース，コンピュータビジョン） 
13 回 身近な機器に使用されているインタフェースの手法（インタラクションス



タイル）について説明する。 
（OCR, バーコード, GPS） 
14 回 ⼈間とコンピュータの新しいインタラクションスタイルについて説明す
る。 
（VR, AR, マルチモーダル，実世界指向，ユビキタス） 
15 回 ⼈間とコンピュータの新しいインタラクションスタイルについて説明す
る。また，本講義のまとめを述べる。 
（ウェアラブル，コンテクスト依存，タンジブル，アンビエント） 

準備学習 1 回 指定した教科書を入手し、第１章を読んでおくこと。また教科書全体を眺め
て，以後どのような学習をするのか，イメージをつかんでほしい。 
2 回 教科書第２章（p.15 まで）を読んでおくこと。コンピュータのユーザイン
タフェースのほとんどは視覚が重要な役割を果たしている。それ以外の感覚が現
在のコンピュータのユーザインタフェースとして使用されているか調べたり考
えたりしてみること。 
3 回 教科書第２章（p.15 以降）を読んでおくこと。Ｂ２群において心理学を受
講した皆さんは，テキストやノートを見直し，「認知心理学」の内容が含まれてい
れば復習しておくこと。 
4 回 教科書第３章（p.34 まで）を読んでおくこと。制約，マッピングについて，
身の回りを観察してこれらの概念が利用されている機器などを探してみること。
アフォーダンスは除いてよい。 
5 回 教科書第３章（p.34 以降）を読んでおくこと。自身の身の回りのいろいろ
な「道具」について，使いにくいものを探し，それがなぜ使いにくいのか考えて
みよう。使いにくい＝達成したい目標がすぐに達成できないと考え，それがなぜ
なのかを考えてみること。 
6 回 教科書第４章を読んでおくこと。あなたが使っているＰＣのインタフェー
スデバイスについてどのようなものがあるか観察しておくこと。 
7 回 第６回までの内容に関する中間テストを実施する。主に達成目標の（２）ま
でが関係する範囲なので，シラバスを確認し必要な知識を得，定着させておきな
さい。 
8 回 教科書第５章を読んでおくこと。また電気回路についてはオームの法則，論
理回路については論理和，論理積に関して復習しておくこと。 
9 回 教科書第６章を読んでおくこと。またこの回で学習する前に，P.122 の章末
問題を考えておくこと。一部の概念を除けば，すべてこれまでに学習した内容で
す。 
10 回 教科書第７章を読んでおくこと。特にプログラミングに関する知識では，
これまでに学習していない概念が多数あるので，様々な用語に驚いたり敬遠した
りしないでほしい。 
11 回 教科書第８章を読んでおくこと。 
12 回 教科書第９章（p.170 まで）を読んでおくこと。自身が使用している携帯
電話の日本語文の入⼒機構について，不満な点を探してその理由をまとめておき
なさい。 
13 回 教科書第９章（p.170 以降）を読んでおくこと。バーコード，光学的文字



読み取り装置について，どのような使われ方がされているか，身近な例を探して
みること。 
14 回 教科書第 10 章（p.195 まで）を読んでおくこと。また「自身の経験で面白
い体験をした」とか「このようなものの存在を知っている」などコンピュータと
の対話手法についてマウスやキーボードによらないスタイルやあるいはデジタ
ルサイネージ，アート作品など思い起こしておいてほしい。 
15 回 教科書第 10 章（p.196 以降）を読んでおくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTJ5311 
成績評価 中間試験Ⅰ(15%)、中間試験Ⅱ(2)(15%)、定期試験(70%)の成績で、６０％以上

を合格とする。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス JA(〜11),JB(〜11) 
見出し FTJ5311 情報と職業 
担当教員名 瀬見 英利＊ 
単位数 2 
教科書 特に使用しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 教員免許、IT、ユビキタス、電子政府、ブロードバンド、LAN,インターネット、

イントラネット、デジタルデバイド、電子マネー、デジタル家電、終身雇用、年
功序列、職業観、労働感、労働の細分化、余暇の期待、進路指導、派遣、ＯＡ化、
CAD、CAM、CAE 等 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答 講義で議論をしたかった。⇒質問時間を設けて、議論したい。また、テーマを決

めて、討論時間も検討必要かも？ 
声が小さく聞こえない所があった。⇒マイクの使用をもっとうまくします。 
資料が文字が薄すぎて見えなかった。⇒配布資料の印刷時に濃くするように検討
します。 
暑い・エアコンの温度を下げた方がいい。など⇒設定温度については、教務課等
とも相談します。 

科目名 情報と職業 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 情報と職業／近藤勲／丸善：IT ⾰命が見る見るわかる／松原 聡／サンマーク

出版：情報化社会と情報倫理／⾠⺒丈夫／共立出版：産業社会と情報化／日高哲
郎／リックテレコム：情報通信白書／総務省：最新情報産業と社会／伏見正則／
実教出版：情報化社会とリテラシー／岡本隆・橘惠昭／晃洋書房：情報社会の基
盤／小国⼒／丸善：情報と職業／⾠⺒丈夫／情報処理学会 

授業形態 講義 
注意備考 講義１回目とその後数回「講義補足資料」を配布する。出席は、毎回、出席カー

ドを配布する。その提出をもって確認する。 
シラバスコード FTJ5311 
実務経験のある教員  
達成目標 ①情報に関係する情報処理技術者及びネットワーク技術者などの役割を理解す

る。 
②コンピュータテクノロジーやＩＴ(情報技術)は不可欠な存在である。それら
が、一般社会や産業分野でどの様に使用されているか、その現状を把握し、情報
システムが果たす影響について理解する。 
③情報システムの構築、運用に対して、情報処理技術者及びネットワーク技術者



が果たすべき役割や責任について理解する。 
④情報に関係する職業⼈を目指す生徒に対して、適切な教育指導法を理解する。 

受講者へのコメント 授業開始時に、学習の纏めを実施。学習の整理ができると思うので早めに教室に
来てください。 

連絡先 連絡の必要なときは学科⻑に申し出ること。 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業に不満・やや不満の⼈が７名（回答者７６名中）もあった。⇒問題点の把握
が必要。 
授業時間外で学習したかの質問に全くしなかった⼈が５２名（回答７６名中）。
⇒前回の纏めを授業開始時に学習の整理。 

英文科目名 Information Technology in the Workplace 
関連科目 情報化と社会 
次回に向けての改善変更予定 配布資料については、印刷の濃さを注意して、配布するように考える。 

マイクの使用を効率よく対処します。 
講義目的 生徒が専門科目「情報」を学び、情報関連職種に就職する際に、必要となる進路

指導のあり方について講義する。そのために、就職する上での基礎知識となる情
報関連業務を取巻く環境条件、就職や就業に関連する制度や慣行、職業⼈に求め
られる基本的な資質について解説し、職業意識と職業倫理を育てながら進路指導
を行う方法を説明する。情報関連業務で働くことの実情を理解させることで、職
業⼈として倫理観を育む指導法の重要性も説明する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 情報と職業 (「情報化と社会」、情報科、教員免許)について説明する。 

2 回 アジア各国のＩＴの状況(韓国、台湾、シンガポール)について紹介する。 
3 回 日本のＩＴ戦略(ｅ-ＪＡＰＡＮ２０００、電子政府、⼈材育成、高速化、ブ
ロードバンド)について説明する。 
4 回 情報と情報通信技術(ＬＡＮ、インターネット、イントラネット、デジタル
放送)について説明する。 
5 回 ＩＴ⾰命の波(デジタルデバイド、日米の格差、光と影、OA 化、製造の自
動化、自動制御、CAD、CAM、CAE)について説明する。 
6 回 ＩＴ⾰命による産業の変化(価格⾰命、テレワーク、文化の壁、出版、放送)
について説明する。 
7 回 ＩＴ⾰命による金融と保険の変化(決済手段、インターネットバンク、電子
マネー)について説明する。 中間試験Ⅰを実施する。 
8 回 ＩＴ⾰命による社会・生活の変化(デジタル家電、ネットオークション、地
球環境)について説明する。 
9 回 ＩＴ⾰命による日本的経営の変化(終身雇用、年功序列、少子化)について説
明する。 
10 回 ＩＴ⾰命による労働者派遣についてについて説明する。 
11 回 情報分野における⼈材需要(デジタルデバイド、福祉、教育)について説明
する。 
12 回 職業観と勤労観(所属、安全、承認、欲望)について説明する。中間試験Ⅱ



を実施する。 
13 回 職業観と勤労観(自己実現、階層化、労働の喜び、機械化)について説明す
る。 
14 回 労働観について(労働細分化、余暇の期待)説明する。 
15 回 進路指導の基礎理論と活動(特性因子。精神的要因。個⼈理解。進路指導)
について説明する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。教員免許に必要な
講義名などを調べておくこと。 
2 回 各国の IT 化について調べてみること 
3 回 日本のＩＴ戦略について調べてみること 
4 回 インターネットに使用されている技術について調べてみておくこと 
5 回 IT 化による社会に対する影響はどのようなものがあるか考えてみること 
6 回 IT 化による産業会に対する影響はどのようなものがあるか考えてみること 
7 回 IT 化による社会システム（金融、行政、高速道路、電気通信）関係に対す
る影響について考えてみること 
8 回 IT 化による家庭に対する影響はどのようなものがあるか考えてみること 
9 回 IT 化による雇用関係に対する影響はどのようなものがあるか考えてみるこ
と 
10 回 IT 化による雇用関係に対する影響はどのようなものがあるか考えてみる
こと 
11 回 IT 化による福祉、少子化に対する影響はどのようなものがあるか考えてみ
ること 
12 回 働くとはどのような事かその目的について考えてみること 
13 回 働くことによる自己実現の方法と、働くことにより得るものに何があるか
を考えて見ること 
14 回 働くことと余暇の利用方法について考えてみること 
15 回 学生指導のあり方について考えて見ておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FTJ5312 
成績評価 毎時課す小演習の提出と宿題（２０％）、３０分間の小テストを２回行う（３０％）

定期試験（５０％） 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス JA(〜12),JB(〜12) 
見出し FTJ5312 電気回路Ⅱ 
担当教員名 山本 勲 
単位数 2 
教科書 テキストブック 電気回路 本⽥ 徳正 著 日本理工出版会 
アクティブラーニング  
キーワード 交流周波数、交流回路、交流電圧、交流電流、抵抗、コイル、コンデンサ、レジ

スタンス、インダクタンス、キャパシタンス、インピーダンス、 アドミッタン
ス、 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 電気回路Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 電気回路計算法 本⽥、茂木、角⽥ 共著 日本理工出版会 
授業形態 講義 
注意備考 毎時、小演習のプリントを配布する。毎時、講義の後でプリントを提出する。随

時、宿題を課す。 
シラバスコード FTJ5312 
実務経験のある教員  
達成目標 １．R,L,C の組み合わされた回路の合成インピーダンス、合成アドミッタンスの

複素数表示ができる。 
２．直列回路、並列回路のインピーダンス、アドミッタンスが計算できる。 
３．各種回路の電圧、電流を求めることが出来る。 
４．インピーダンスの大きさ又は、アドミッタンスの大きさの周波数依存性を説
明できる。 

受講者へのコメント  
連絡先 山本研究室： ４号館２階 

電子メール： yamamoto@ice.ous.ac.jp 
電 話： 086-256-9589 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Electrical Circuits II 
関連科目 電気回路Ⅰ、 応用数学Ⅰ、 アナログ回路、 ディジタル 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 電気回路Ⅱは交流回路について学ぶ。交流回路で抵抗、インダクタンス、コンデ
ンサの働きと各素子の端子間電圧とそこを流れる電流の関係を理解する。交流回
路網に関する諸問題を解決する能⼒を養う。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション及び周波数と周期 

2 回 位相及び位相差 
3 回 交流回路におけるＲ、Ｌ、Ｃ の働き 
4 回 ＲＬ直列回路、ＲＣ直列回路 
5 回 記号演算 （３０分間の小テストⅠ） 
6 回 複素数 
7 回 複素数表示 
8 回 インピーダンス 
9 回 準備学習：教科書の「第９章 交流回路の解き方」の内、「９．１０；交流
回路の計算」を読んでおく講義内容；インピーダンス 
10 回 ベクトル軌跡 
11 回 直列共振回路 （３０分間の小テストⅡ） 
12 回 並列共振回路 
13 回 共振回路の構成 
14 回 交流の瞬時電⼒ 
15 回 交流の平均電⼒ 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。教科書の「第８章 
正弦波交流」の内、「８．１；正弦波交流の発生」、「８．２；周波数と周期」、 「８．
３；角周波数」を読んでおく 
2 回 教科書の「第８章 正弦波交流」の内、「８．４；位相および位相差」、「８．
５；正弦波交流の大きさ」を読んでおく 
3 回 教科書の「第９章 交流回路の解き方」の内、「９．１；抵抗回路」、「９．
２；インダクタンス回路」、「９．３；コンデンサ回路」を読んでおく 
4 回 教科書の「第９章 交流回路の解き方」の内、「９．４；ＲＬ直列回路」、「９．
５；ＲＣ直列回路」を読んでおく 
5 回 教科書の「第９章 交流回路の解き方」の内、「９．６；記号演算とは」を
読んでおく 
6 回 教科書の「第９章 交流回路の解き方」の内」、「９．７；複素数」を読んで
おく 
7 回 教科書の「第９章 交流回路の解き方」の内、「９．８；正弦関数の複素数
表示」を読んでおく 
8 回 教科書の「第９章 交流回路の解き方」の内、「９．９；インピーダンス」
を読んでおく 
10 回 教科書の「第１０章 「第１０章 ベクトル軌跡」を読んでおく 
11 回 教科書の「第１１章 共振回路」の内、「１１．１；直列共振」を読んでお
く 
12 回 教科書の「第１１章 共振回路」の内、「１１．２；並列共振」を読んでお
く 



13 回 教科書の「第１１章 共振回路」の内、「１１．３；回路素子のＱ」、「１１．
４；抵抗とリアクタンスの直並列等価変換」、「１１．５；共振回路の構成」を読
んでおく 
14 回 教科書の「第１２章 交流の電⼒」の内、「１２．１；瞬時電⼒」を読んで
おく 
15 回 教科書の「第１２章 交流の電⼒」の内、「１２．２；平均電⼒」を読んで
おく 

 



年度 2012 
授業コード FTJ5321 
成績評価 課題レポート（5０％）と定期試験（5０％）において１００点満点中６０点以上

を単位取得合格とする。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス JA(〜10),JB(〜10) 
見出し FTJ5321 ワイヤレスシステム 
担当教員名 宮垣 嘉也 
単位数 2 
教科書 よくわかるワイヤレス通信/⽥中 博、風間宏志/東京電機大学出版局 
アクティブラーニング  
キーワード 電波、アンテナ、変調、符号、携帯電話、無線ＬＡＮ 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特になし 
科目名 ワイヤレスシステム 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 たくさんあるので、適切なものを参考にしてください。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTJ5321 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）アンテナ、変復調方式、多元接続方式、ダイバーシティ技術、誤り訂正符

号について、例をあげて説明できる、（２）セル方式携帯電話、無線ＬＡＮ, Ｇ
ＰＳ，ＲＦＩＤについて、システム構成を説明することができる。 

受講者へのコメント 予習または復習として一度は教科書に目を通してほしい。 
連絡先 宮垣教授室 ５号館４階、オフィスアワー：火曜日７・８時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし 
英文科目名 Wireless and Mobile Communication Systems 
関連科目 通信工学基礎論、情報ネットワーク基礎論 
次回に向けての改善変更予定 説明をいっそう分かりやすくしたい。 
講義目的 ワイヤレス通信システム全般の知識を与える。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 電波の基本的性質（無線の基本公式、線状アンテナ）について学習する。 

2 回 電波の基本的性質（立体アンテナ、電波伝搬）について学習する。 
3 回 ＰＳＫ，ＱＡＭなどの変復調方式の基本的な特性について学習する。 
4 回 多元接続方式として、ＦＤＭＡ，ＴＤＭＡについて学習する。 
5 回 多元接続方式として、ＣＤＭＡ，ＳＤＭＡについて学習する。 
6 回 ダイヴァーシティなど、信頼性確保のための技術（１）について学習する。 



7 回 誤り訂正符号など、信頼性確保のための技術（２）について学習する。（２） 
8 回 暗号など、信頼性確保のための技術（３）について学習する。（３） 
9 回 ＯＦＤＭ，ＭＩＭＯなど、高速化のための技術についてその要点を学習す
る。 
10 回 携帯電話システムについて学習する。 
11 回 各種無線ＬＡＮシステムについて学習する。（１） 
12 回 各種無線ＬＡＮシステムについて学習する。（２） 
13 回 衛星通信システムについてその要点を学習する。 
14 回 各種の短距離通信システムの概要について知る。 
15 回 補遺、１４回までの講義で不十分と考えられた事項について補足する。 

準備学習 1 回 電気通信の発展の歴史において、もっとも影響の大きかった事項はなにか
考えること。 
2 回 どんなアンテナが使われているか調べてみること。 
3 回 デジタル符号が誤判定される原因について考えること。 
4 回 多元接続とは何か、どんな方式があるか調べてみること。 
5 回 ＣＤＭＡに使われる角さん符号にはどのようなものがあるか調べておくこ
と。 
6 回 デジタル信号がワイヤレスで伝送されるとき、どのような妨害を受けるか
調べておくこと。 
7 回 ダイバーシティによる改善効果はどのようにして測られるのか考えること。 
8 回 畳み込み符号について調べておくこと。 
9 回 高速伝送を阻む原因にはどのようなものがあるか考えること。 
10 回 最新の携帯電話機の機能について調べておくこと。 
11 回 ＩＥＥＥ８０２・１１＊仕様とは何か調べておくこと。 
12 回 現在実用されている暗号を調べておくこと。 
13 回 衛星通信システムは衛星の周回軌道によって、どのように分類されるか調
べておくこと。 
14 回 どんなシステムがあるか予習しておくこと。 
15 回 講義の要点を各回ごとにまとめる。また、疑問点を整理しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTJ5322 
成績評価 中間試験Ⅰ(15%)、中間試験Ⅱ(15%)、定期試験(70%)の成績で、６０点以上を

合格とする。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス JA(〜11),JB(〜11) 
見出し FTJ5322 情報化と社会 
担当教員名 瀬見 英利＊ 
単位数 2 
教科書 特に使用しない 
アクティブラーニング  
キーワード 教員免許、経済成⻑、ユビキタス、国際競争⼒、日本のランキング、情報資本、

ITC、ネットワーク、U-JAPN、電子政府、個⼈認証、ブロードバンド、通信放
送、テレワーク、FTTH、DSL、電子取引、迷惑メール、情報処理産業、情報の
価値、情報量、コンピュータ、サーバ、クライアント、e ラーニング、一体感、
疎外感、株式会社、日本的経営、職能別組織、LAN、OA 化、EUC、インターネ
ット、イントラネット、POS、EOS、在庫管理、自動制御、CAD、CAM、知的
所有権、著作権、著作者⼈格権、複製権、特許権、ソフトウェア 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答 上記（次回に向けての改善・変更予定）に記載。資料内でのポイントをとの自由

記述に対しては、資料の色変え・強調や、何度も繰り返し説明する処を理解して
ほしい。 

科目名 情報化と社会 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 情報化社会と情報倫理／⾠⺒丈夫／共立出版：産業社会と情報化／日高哲郎／リ

ックテレコム：情報通信白書／総務省：最新情報産業と社会／実教出版：情報化
社会とリテラシー／岡本隆・橘恵昭／晃洋書房：情報社会の基盤／小国⼒／丸善：
技術者の倫理／丸善：技術倫理の教科書／丸善：情報と職業／情報処理学会：工
学倫理の視点／太⽥多禾夫／ダイテックホールディング 

授業形態 講義 
注意備考 講義第１回目及びその後数回「講義補足資料」を配布する。出席は、毎回出席表

を配布するのでその提出でもって確認する。 
シラバスコード FTJ5322 
実務経験のある教員  
達成目標 ①企業内の情報化の状況を理解する。 

②知的所有権についての基礎を理解する。 
③情報の危機管理、プライバシー、情報倫理の考え方の基礎を理解する。 
④情報に関係する職業⼈を目指す生徒に対して、適切な教育指導法を理解する。 

受講者へのコメント 講座の開始時に概ねの授業内容をシラバス同様、説明しており、それを参考に、
講座のポイントは理解してほしい。理解を得るような意欲は持ってるつもりであ
り、もし、不十分な部分があれば、質問時に埋め合わせをしてもらいたい。 



資料および、プロジェクタでの文字が見難い点は極⼒注意して作成して行きま
す。 
各授業の初めに、前回の纏めとして、ポイントを話しており、遅刻の内容に出席
を希望します。 

連絡先 連絡の必要なときは学科⻑に申し出ること 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 役だったかの質問への回答では、５名の無回答のみで理解してくれたと思う。 
授業に対する満足度が不満・やや不満が合わせて約１０％（７名）もあり、教員
の意欲度も感じられなかった（あまりも含め）がほぼ同数の結果でした。極⼒み
んなに理解得るような授業したい。授業への改善点の提案では、説明時の更なる
工夫を希望する⼈が７％，板書の見難さ、声の明確さを指摘する⼈が合わせて
９％あり、次回に向けての検討事項としたい。その他、自由記述での指摘でマイ
クの不備や説明時の語尾の不明確を指摘受けた。内容のメリハリを希望されても
いた。 

英文科目名 Information Technology in Society 
関連科目 情報と職業 
次回に向けての改善変更予定 資料の見難い部分については、必要に応じてフォントを大きくしたり、説明で補

ったりしたい。声に不明瞭については、マイクの使用を更に気を付けて行う。 
講義目的 学生が専門科目「情報」を学び、情報関連職種に就職する際に、必要となる進路

指導に必要な基礎知識を講義する。そのために、企業における情報化の状況の基
礎知識および知的所有権の状況について述べる。これらが、社会に及ぼす影響や
プライバシー、危機管理及び技術者の倫理的責任についての考える能⼒を持てる
事を目標とする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 情報とは(情報の価値、情報量、情報の伝達)について説明する。 

2 回 情報社会の到達(情報ネットワーク、教育環境の情報化、ユビキタス)につい
て説明する。 
3 回 企業とは何か(企業の分類、日本的経営、企業経営、組織構造)について説明
する。 
4 回 企業組織と情報化(事務管理、職務分析、ＥＵＣ)ビジネスシステム(ＯＡシ
ステム、ＬＡＮ，グループウェア、イントラネット)について説明する。 
5 回 流通システム(ＰＯＳ、ＥＯＳ、在庫管理)について説明する。 
6 回 エンジニアリングシステム(自動制御、生産の自動化、ＣＡＤ，ＣＡＭ、Ｃ
ＡＥ)社会システム(金融ネットワーク、銀行ＰＯＳ、交通システム、行政システ
ム)について説明する。 
7 回 知的所有権(著作権、著作者⼈格権、複製権、著作権の制限)について説明す
る。中間試験Ⅰを実施する。 
8 回 知的所有権(特許権、実用新案権、意匠権、商標権、回路配置保護法、植物
品種保護法)について説明する。 
9 回 プライバシー(幸福追求権、1 ⼈にしてもらう権利、肖像権)について説明す
る。 



10 回 情報倫理(倫理綱領、⻩金律、自由、公平、公正)について説明する。 
11 回 工学倫理（プロフェッションとは）について説明する。 
12 回 工学倫理（危機管理の考え方、失敗学）について説明する。 中間試験Ⅱを
実施する。 
13 回 工学倫理（製造物責任）について説明する。 
14 回 工学倫理(設計に関する法令、設計の手順、設計の必要事項)について説明
する。 
15 回 工学倫理(内部告発)について説明する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。教員免許に必要な
講義名などを調べておくこと。 
2 回 ネットワークの種類について調べてみることユビキタスの意味を調べてみ
ること。 
3 回 企業、株式会社とは何かを調べておくこと。 
4 回 会社内事務でのパソコンの活用及び使用されているソフトの種類を調べて
みること。 
5 回 コンビニではどのようにパソコンを使用しているか調べておくこと。 
6 回 製造に使用される情報システム及び社会システムのソフトについて調べて
おくこと。 
7 回 何が著作物か、著作権とは何かを調べておくこと。 
8 回 特許を取得するには何が必要かを調べておくこと特許権と著作権の相違を
考えてみること。プログラムソフトは著作物になるかを考えてみること。 
9 回 プライバシーとはなにか。個⼈情報とは何かを考えてみること。 
10 回 工学倫理と情報倫理の違いを調べてみること。何が情報倫理であるかを考
えてみること。 
11 回 プロフェッションとは何かを考えておくこと。 
12 回 危機管理について調べておくこと。 
13 回 製造物責任として考えられる例を調べておくこと。 
14 回 技術者として設計について必要事項を考えておくこと。 
15 回 内部告発の例を調べてみておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTJ5332 
成績評価 中間試験(1)(30%)，中間試験(2)(20%)，定期試験(40%)，演習レポート(10%)，

60%以上を合格とする。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス JA(〜10),JB(〜10) 
見出し FTJ5332 マルチメディア工学 
担当教員名 島⽥ 英之 
単位数 2 
教科書 マルチメディアと情報化社会／CG-ARTS 協会 
アクティブラーニング  
キーワード 講義計画参照。 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「マインドマップは今までにない取り組みで斬新だった。」 

多くの用語や概念を視覚的にまとめるツールとして，マインドマップを導入して
みました。 
みなさん結構楽しく取り組んでくださったようなので，来年度もこの進め方でい
こうと思います。 

科目名 マルチメディア工学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 講義 
注意備考 講義開始時に当日の講義内容に関する演習問題を配付し，講義終了時に解答を回

収することによって出席の確認とする。回収した演習問題とその解答は，講義後
にインターネット経由で各個⼈ごとに開示するので，毎回必ず「学科情報ページ」
から参照し，復習されたい。※ 

シラバスコード FTJ5332 
実務経験のある教員  
達成目標 本講義で取り上げる各トピックについて，専門用語を適切に用いながら平易に説

明できる程度の知識を身に付けることを目標とする。 
受講者へのコメント 次から次へと新しい技術が生まれ，それに従って新しい言葉も生まれる分野なの

で，皆さん自身がアンテナを張って知識を取り込み続けてください。また，マル
チメディア検定の受検も強くお勧めします。 

連絡先 島⽥（英）研究室 18 号館 5 階 オフィスアワー月〜金昼 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  「この分野への理解が深まった」→70% 
 「この分野への興味，関心が高まった」→41.7% 
という結果より，受講者のみなさんが前向きに学習に取り組んでくださった様子
が伺えます。また， 
 「この授業の目標を達成できましたか」→「できた」＋「だいたいできた」＝



83.3% 
 「授業に対する教員の意欲が感じられましたか」→「感じられた」＋「少し感
じられた」＝96.7% 
 「この授業に満足しましたか」→「満足」＋「ほぼ満足」＝88.3% 
という結果でした。初年度ゆえに試行錯誤の連続でしたが，数字の上ではある程
度の 

英文科目名 Multimedia Engineering 
関連科目 情報通信基礎論，情報理論，情報ネットワーク基礎論，コンピュータネットワー

ク，画像処理とＣＧ，情報処理実験 
次回に向けての改善変更予定 テキストに従って講義を進めましたが，テキストの内容はどんどん陳腐化します

ので，新聞やインターネットからの素材にさらにウエイトを置くよう改善しま
す。 

講義目的 ICT の発達とともに，ディジタル技術を核としてさまざまなメディアが結び付
き，マルチメディアが生まれた。マルチメディアについて知ることはすなわち，
ICT の基礎技術から応用技術までの広い知識を学ぶことである。本講義では，基
礎的なマルチメディア技術を幅広く講義し，ICT 全体を俯瞰する視点を養うこと
を目的とする。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 マルチメディアとは，感性とメディア，ディジタルコミュニケーションにつ

いて講義する。 
2 回 文書，音声と音響，画像と図形について講義する。 
3 回 アニメーションと映像，ヒューマンインターフェースについて講義する。 
4 回 コンピュータ，ネットワークについて講義する。 
5 回 インターネット，WWW と検索エンジンについて講義する。 
6 回 中間試験(1)および解説を行う。 
7 回 コンセプトメイキング，コンテンツデザインについて講義する。 
8 回 プログラミング，データベースについて講義する。 
9 回 Web サイトの目的，ページデザイン，ナビゲーションについて講義する。 
10 回 Web プログラミング，サーバシステム，Web サイト運営について講義す
る。 
11 回 中間試験(2)および解説を行う。 
12 回 電話と携帯端末，放送と通信，カーナビと交通システムについて講義する。 
13 回 エンタテインメント，情報家電について講義する。 
14 回 コミュニケーションの変化，情報の共有，ネットビジネスについて講義す
る。 
15 回 ユビキタスネット社会，情報論理，セキュリティ対策，知的財産権につい
て講義する。 

準備学習 1 回 シラバスを確認し、講義内容全体を俯瞰しておくこと。テキストの講義予定
範囲を予習しておくこと。 
2 回 前回の演習問題をダウンロードし，復習しておくこと。テキストの講義予定
範囲を予習しておくこと。 
3 回 前回の演習問題をダウンロードし，復習しておくこと。テキストの講義予定



範囲を予習しておくこと。 
4 回 前回の演習問題をダウンロードし，復習しておくこと。テキストの講義予定
範囲を予習しておくこと。 
5 回 前回の演習問題をダウンロードし，復習しておくこと。テキストの講義予定
範囲を予習しておくこと。 
6 回 前回の演習問題をダウンロードし，復習しておくこと。第 1 回?第 5 回の講
義ノートとテキストを復習しておくこと。 
7 回 テキストの講義予定範囲を予習しておくこと。 
8 回 前回の演習問題をダウンロードし，復習しておくこと。テキストの講義予定
範囲を予習しておくこと。 
9 回 前回の演習問題をダウンロードし，復習しておくこと。テキストの講義予定
範囲を予習しておくこと。 
10 回 前回の演習問題をダウンロードし，復習しておくこと。テキストの講義予
定範囲を予習しておくこと。 
11 回 前回の演習問題をダウンロードし，復習しておくこと。第 7 回?第 10 回の
講義ノートとテキストを復習しておくこと。 
12 回 テキストの講義予定範囲を予習しておくこと。 
13 回 前回の演習問題をダウンロードし，復習しておくこと。テキストの講義予
定範囲を予習しておくこと。 
14 回 前回の演習問題をダウンロードし，復習しておくこと。テキストの講義予
定範囲を予習しておくこと。 
15 回 前回の演習問題をダウンロードし，復習しておくこと。テキストの講義予
定範囲を予習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTJ53E1 
成績評価 以下の項目(1)(2)の得点を合算し，60%以上を合格とする． 

(1) 研究室訪問学習レポート(50%) 
(2) 作成したプログラムの性能試験(50%) 

曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス JA(11〜12),JB(11〜12) 
見出し FTJ53E1 情報工学フロンティア 
担当教員名 片山 謙吾、尾崎 亮、上嶋 明、麻谷 淳、吉⽥ 誠、⻄原 典孝、山本 勲、

小畑 
単位数 2 
教科書 適宜，テキスト，資料を配付する 
アクティブラーニング  
キーワード なし 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「訪問学習もＪ１ＧＰも楽しく講義を受けることができました」 

「Ｊ１ＧＰのクラス大会はもう少し速いタイムを出せるように工夫すればよか
った。研究室訪問ではさまざまな研究について知れてよかった」 
「今後の進路の参考になりました。もっと良いタイムを取りたかったです」 
「ありがとうございました」 
→ 情報工学の魅⼒や面白さを体験・学習できていることがうかがえるコメント
をありがとうございます。今後も学生の皆さんと共に良い授業になるように工夫
していきたいと思います。 
「あつい」 
→ 寒暖の感じ方は⼈によって様々です 

科目名 情報工学フロンティア 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 実験実習 
注意備考 2 回目からは，JA クラス・JB クラスに分かれて，研究室訪問学習と組み込みプ

ログラミング学習を行う．なお，上の「講義計画」に示した内容は JA クラスに
関する記述であり，JB クラスは，第 2 回〜第 7 回と第 8 回〜第 13 回を入れ替え
て実施する．また，第 15 回のキャリアデザイン講座は，実際には前期中の指定
日時に実施する．日程は追って指示する． 

シラバスコード FTJ53E1 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) 研究室訪問学習で得られた各種研究内容と各講義との関連性について，レポ

ートを作成できること 
(2) ロボットがテストコースに沿って自律的に走行するためのプログラムを作
成できること 

受講者へのコメント  本授業は，「組み込みプログラミング学習」と「研究室訪問学習」を軸として構



成しています。前者は，情報工学の組込システム技術の面白さや重要性を皆さん
自身に体験してもらう学習です。後者は，情報工学全般の先端技術等を紹介し，
情報工学が社会に役立つ学問・技術であることを学習してもらうと共に，本学科
で開講している他の授業の重要性を知ってもらうことが目的になっています。さ
らに加えて，本授業では，チームワークやコミュニケーション能⼒も重要視して
います。このように，様々なことが凝縮された濃い内容の授業であることを理解
し， 

連絡先 片山謙吾 研究室： 4 号館 2 階 オフィスアワー：火・木 昼休み 
島⽥英之 研究室：18 号館 5 階 オフィスアワー：月〜金 昼休み 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  本科目は，「組み込みプログラミング学習」と「研究室訪問学習」に大別し，情
報工学分野全般の魅⼒や面白味を学生自身に感じてもらうと共に，情報工学への
関心を持ってもらうことが大きな目標です。そのため，情報工学科所属の多くの
教員が携わる科目になっており，学生から全体的に高い評価を受けていることは
学科として喜ばしいことです。特に，項目７）「この授業に満足しましたか」で
は，「満足」が 65(59.1%)，「ほぼ満足」が 35(31.8%)の評価でした。この結果か
ら，受講した 9 割以上の学生が「ほぼ満足」以上の高い評価をし 

英文科目名 Frontiers in Information and Computer Engineering 
関連科目 情報工学科開講全科目 
次回に向けての改善変更予定  よりよい授業をめざし，今年度も企業の方から本授業に対して助言をいただく

とともに，社会における情報技術者の役割や具体的な仕事の内容などについて講
義していただきました。次回も同様に助言および講義をお願いする予定です。ま
た，独自に実施している学生アンケートの結果やコメントにも配慮する予定で
す。 

講義目的 大学教育における導入的科目として，学科教員による情報工学の「先端的な研究
の学習」と「ロボットを使った体験学習」を通して，情報工学の魅⼒と全体像を
提示する． 
「先端的な研究の学習」は，新入生が各研究室を訪問し，教員による少⼈数形式
の講義・実習として行われ，学生が自らの適性や興味に応じて今後の学習の方向
性を見出すための手助けをする． 
また「ロボットを使った体験学習」は，組み込みシステムを題材としてソフトウ
ェアとハードウェア（ロボット）の基礎知識を学び，今後の学習に向けての動機
付けを行う． 
これらの学習を通して 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：全体ガイダンスを実施する． 

2 回 研究室訪問学習 1:指定研究室を訪問してレクチャを受け，レポートを作成
する． 
3 回 研究室訪問学習 2：指定研究室を訪問してレクチャを受け，レポートを作成
する． 
4 回 研究室訪問学習 3：指定研究室を訪問してレクチャを受け，レポートを作成



する． 
5 回 研究室訪問学習 4：指定研究室を訪問してレクチャを受け，レポートを作成
する． 
6 回 研究室訪問学習 5：指定研究室を訪問してレクチャを受け，レポートを作成
する． 
7 回 研究室訪問学習 6：指定研究室を訪問してレクチャを受け，レポートを作成
する． 
8 回 組み込みプログラミング学習 1：使用機材の概要，開発手順，フローチャー
ト，センサとモータの制御法について学習する． 
9 回 組み込みプログラミング学習 2：ライントレースの基礎について学習する． 
10 回 組み込みプログラミング学習 3：性能向上のための取り組み(1)について学
習する． 
11 回 組み込みプログラミング学習 4：性能向上のための取り組み(2)について学
習する． 
12 回 組み込みプログラミング学習 5：性能向上のための取り組み(3)について学
習する． 
13 回 プログラム性能コンテストを実施する． 
14 回 外部講師による関連分野の講義を受講し，報告書を作成する． 
15 回 キャリアデザイン講座:特別講義および適性検査を実施する．(※備考を参
照のこと) 

準備学習 1 回 シラバスから，第１回目の集合場所を確認し，学習の過程を把握しておくこ
と 
2 回 訪問学習する研究室の場所および講義内容を予め調べておくこと 
3 回 訪問学習する研究室の場所および講義内容を予め調べておくこと 
4 回 訪問学習する研究室の場所および講義内容を予め調べておくこと 
5 回 訪問学習する研究室の場所および講義内容を予め調べておくこと 
6 回 訪問学習する研究室の場所および講義内容を予め調べておくこと 
7 回 訪問学習する研究室の場所および講義内容を予め調べておくこと 
8 回 フローチャートの記号および自律型ロボット，組み込みシステムについて
調べておくこと 
9 回 テキストをよく読み，ロボットによるライントレースについて理解するこ
と 
10 回 テキストをよく読み，ロボットの性能向上のための取り組みについて理解
すること 
11 回 テキストをよく読み，ロボットの性能向上のための取り組みについて理解
すること 
12 回 テキストをよく読み，ロボットの性能向上のための取り組みについて理解
すること 
13 回 これまでの学習を通して，ロボットに与えたアルゴリズムや設定するべき
パラメータ値を洗練化しておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FTJ5512 
成績評価 課題(10%) 中間試験（40%）定期試験（50%） 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス JA(〜10),JB(〜10) 
見出し FTJ5512 暗号とセキュリティ 
担当教員名 麻谷 淳 
単位数 2 
教科書 結城浩：暗号技術入門，SoftBank Creative 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 暗号とセキュリティ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 J.A.ブーフマン：暗号理論入門，Springer プルース・シュナイアー：暗号技術大

全，ソフトバンクパブリッシング岡本龍明，山本博資：現代暗号，産業図書吉⽥
一彦，友清理士：暗号事典，研究社 

授業形態 講義 
注意備考 授業中に出された演習問題を積極的に行い，授業時間内での理解につとめるこ

と．授業中の私語などの他の受講生への迷惑行為は当然禁じる． 
シラバスコード FTJ5512 
実務経験のある教員  
達成目標 対称鍵暗号，公開鍵暗号の基礎を理解すること簡単な数値例を使って暗号化でき

ること公開鍵暗号の秘匿機能と対をなすもう一つの機能である認証技術，ディジ
タル署名の基礎を理解すること 

受講者へのコメント  
この分野に興味を持ってくれた受講者が少なからずいて良かった。 

連絡先 麻谷研究室 18 号館 4 階オフィスアワー 月曜日５，６時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業に対する教員の意欲の項目が少し低いので、改善するように工夫をしていき
たい。 

英文科目名 Code and Security 
関連科目 情報理論，情報と職業，コンピュータネットワーク，マルチメディア工学，コン

ピュータネットワーク実習 
次回に向けての改善変更予定 分かりやすい説明を心がけたい。 
講義目的 高度情報化社会，ネットワーク社会におけるセキュリティ技術の基盤である暗号

技術の基礎的概念について解説する．暗号の基本原理，対称鍵暗号および公開鍵
暗号の基礎知識，暗号化・復号化法，公開鍵暗号技術を応用する秘匿機能と対を



なす機能の認証技術，ディジタル署名など広く暗号技術の全体像を習得する．こ
れによって，情報通信分野の専門知識と応用能⼒を養うことを目的とする． 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 暗号技術について 

2 回 歴史上の暗号（シーザー暗号，単一換字暗号，エニグマ） 
3 回 対称暗号（１） （DES，トリプル DES） 
4 回 対称暗号 （２）（AES，Rijndael） 
5 回 ブロック暗号のモード 
6 回 公開鍵暗号 （鍵配送問題） 
7 回 RSA （RSA による暗号化，RSA による復号化） 
8 回 中間試験 
9 回 公開鍵暗号の安全性 
10 回 ハイブリッド暗号システム 
11 回 一方向ハッシュ関数（１）（MD1,MD5） 
12 回 一方向ハッシュ関数（２）（SHA1，一方向ハッシュ関数への攻撃） 
13 回 メッセージ認証コード 
14 回 デジタル署名（デジタル署名の利用例，RSA によるデジタル署名） 
15 回 証明書（PKI，証明書に対する攻撃） 

準備学習 1 回 暗号についてどんなものがあるか，調べておくこと． 
2 回 暗号の歴史について調べておくこと． 
3 回 対称暗号について予習しておくこと． 
4 回 AES について調べておくこと． 
5 回 ブロック暗号のモードについて予習しておくこと． 
6 回 公開鍵暗号について予習しておくこと． 
7 回 RSA 暗号について調べておくこと． 
8 回 第 1 回から第 7 回までの内容の復習をしておくこと． 
9 回 公開鍵の安全性について予習しておくこと． 
10 回 ハイブリッド暗号システムについて予習しておくこと． 
11 回 一方向性ハッシュ関数について調べておくこと． 
12 回 SHA１にについて調べておくこと． 
13 回 メッセージ認証コードについて調べておくこと． 
14 回 デジタル署名について予習しておくこと． 
15 回 PKI について予習しておくこと． 

 



年度 2012 
授業コード FTJ55D1 
成績評価 定期試験（80％）、レポート（20％） 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス JA(07〜08),JB(07〜08) 
見出し FTJ55D1 電波法規(再) 
担当教員名 信吉 輝己 
単位数 1 
教科書 電波法大綱／足達啓一／電気通信振興会 
アクティブラーニング  
キーワード 国際電気通信連合憲章及び条約、無線設備、無線通信、衛星通信、免許手続、予

備免許、占有周波数帯幅、空中線電⼒、送信装置、受信装置、主任無線従事者制
度、運用責任者、通信方法、無線局の検査、無線通信秩序、電波伝搬障害、不法
無線局など 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 電波法規(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 教育用 電波法令集（抄）／電気通信振興会編／電気通信振興会 
授業形態 講義 
注意備考 ※授業受講の事前準備としてＷｅｂで下調べを行うこと。※課題提出システム i-

SYS を用いＷｅｂで課題の提出を受け付ける。レポート相談は担当教員のオフィ
スアワーに行う。 

シラバスコード FTJ55D1 
実務経験のある教員  
達成目標 本講義を履修することにより、第 1 級陸上特殊無線技士、第 2 級、第 3 級海上特

殊無線技士資格が取得できることを考慮して資格取得者にふさわしい学⼒を習
得させること。また電気通信主任技術者国家試験科目のひとつである電波法規の
受験を目指す学生の合格の手助けとなること。 

受講者へのコメント  
連絡先 17 号館 4F 信吉研究室 086-256-9560 nobuyosi＠ee.ous.ac.jp オフィスアワ

ー 水曜 5,6 時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Radio Law 
関連科目 電子工学実験Ⅰ、通信工学、通信システム、計測工学、マイクロ波工学、光・電

磁波工学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 本講義では第 1 級陸上特殊無線技士、第 2 級、第 3 級海上特殊無線技士資格及び



電気通信主任技術者資格取得のための電波法令及び電気通信事業法について解
説し、受講生が資格取得のための学⼒を付けることを目標とする。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 電波法体系及び法の総則について講述する。 

2 回 無線局の免許 I について講述する。 
3 回 無線局の免許 II について講述する。 
4 回 無線設備、無線機器形式検定、技術基準適合証明について講述する。 
5 回 無線従事者について講述する。 
6 回 無線局の運用について講述する。 
7 回 無線局の監督について講述する。 
8 回 無線設備機能の保護、無線通信秩序の確保、罰則について講述する。 

準備学習 1 回 無線従事者国家試験について図書館や HP(日本無線協会）でよく調べてみ
ておくこと 
2 回 無線局の免許について、図書館などで法令集を調べてみておくこと 
3 回 無線局の免許について、図書館などで法令集を調べてみておくこと 
4 回 無線設備や無線機器について概説するので現在身の回りで使われている設
備や機器について調べておくこと 
5 回 無線従事者には様々な種類があるので、その種類を調べ、自分がどの無線従
事者に関心があるのか考えておくこと 
6 回 無線局の運用について、図書館などで法令集を調べてみておくこと 
7 回 無線局の監督について、図書館などで法令集を調べてみておくこと 
8 回 電波法と罰則について、自分なりに調べてみること 

 



年度 2012 
授業コード FTJ55E2 
成績評価 定期試験（80％）、レポート（20％） 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス JA(〜08),JB(〜08) 
見出し FTJ55E2 光通信システム(再) 
担当教員名 信吉 輝己 
単位数 2 
教科書 光情報工学の基礎／吉村 武晃／コロナ社 
アクティブラーニング  
キーワード 光コンピュータ、光配線、コヒーレント光学、光ディスク、線形光学システム、

空間周波数フィルタリング、開口数、伝達関数、レーザ、光ファイバ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 光通信システム(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 光とフーリエ変換／谷⽥⾙ 豊彦 ／朝倉書店 
授業形態 講義 
注意備考 ※課題提出は課題提出システム i-SYS を用いて Web で受け付ける。レポート相

談は、担当教員のオフィスアワーに行う。 
シラバスコード FTJ55E2 
実務経験のある教員  
達成目標 光学系をシステム工学論的にとらえ、光学信号の入出⼒、記録、信号処理、伝送

などの光学情報処理の理解と習得 
受講者へのコメント  
連絡先 17 号館 4 階 信吉研究室 086-256-9560 nobuyosi＠ee.ous.ac.jp オフィスアワ

ー 火曜日 7・8 時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Optical Communication Systems 
関連科目 光・電磁波工学、ディジタル回路Ⅱ、光・電気電子材料、通信工学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 光コンピュータは，光の最大の特徴である空間的並列性と時間的高速性を生かし

た新しい理論演算原理に基づいて，将来の超高速・巨大容量計算システムの１つ
の可能性を開くものとして最近広い関心を集めている。本講義では，光情報処理
に関連するとみられる基礎的技術や演算処理法、光デバイス等について述べるこ
とにする。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 光学情報処理の概論について講述する。 



2 回 コヒーレントシステムについて講述する。 
3 回 光学変換について講述する。 
4 回 インコヒーレント光学処理について講述する。 
5 回 フーリエ変換とフィルタリングについて講述する。 
6 回 ホログラフィーについて講述する。 
7 回 光インターコネクションについて講述する。 
8 回 入出⼒装置・ディスプレーについて講述する。 
9 回 アナログ光演算処理について講述する。 
10 回 デジタル光演算処理について講述する。 
11 回 光記憶装置について講述する。 
12 回 空間光変調素子について講述する。 
13 回 光機能デバイスについて講述する。 
14 回 光コンピュータの成り立ちについて講述する。 
15 回 光コンピュータの仕組みと今後について講述する。 

準備学習 1 回 情報処理に利用可能である光の特性について、光電磁波工学の教科書など
で復習しておくこと 
2 回 コヒーレントの概念について、Web や図書館などで調べてみておくこと 
3 回 光学変換について、何がどのように行われるのか、性能はどのように決まる
のかなどを考えてみること 
4 回 光信号処理という用語について自分なりに考えてみること 
5 回 フーリエ変換について、数学の教科書などで確認しておくこと 
6 回 ホログラフィーが身の回りでどのように使われているか Web や図書館で調
べておくこと 
7 回 光配線や光インターコネクションといった用語について自分なりに調べて
みること 
8 回 光学機器の入出⼒装置について概説するので、どのようなものがあるか
Web や図書館で調査しておくこと 
9 回 アナログ演算とデジタル演算の違いについてデジタル回路などの教科書で
復習しておくこと 
10 回 デジタル光演算とはどのようなものか自分なりに考えておくこと 
11 回 光記憶装置にはどのような種類が有り、どのように動作するか Web や図
書館などで調べておくこと 
12 回 変調について通信工学等の教科書で復習しておくこと 
13 回 光機能デバイスとはどういうものか Web や図書館で調べておくこと 
14 回 光コンピュータを構成するには何が必要か自分なりに考えておくこと 
15 回 光コンピュータを構成するには何が必要か Web や図書館などで調べてお
くこと 

 



年度 2012 
授業コード FTJ5711 
成績評価 3 つの実験報告書 100%により成績を評価する。 

各テーマの報告書を 100 点満点で採点し，平均点が 60 点以上を合格とする。 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス JB(〜10) 
見出し FTJ5711 情報処理実験 
担当教員名 大倉 充、島⽥ 恭宏、島⽥ 英之、上嶋 明 
単位数 2 
教科書 情報処理実験指導書／情報工学科編（注意・備考欄参照） 
アクティブラーニング  
キーワード 授業内容に記載 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 自由記述欄には何も記載されていませんでした。 
科目名 情報処理実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 関連科目で使用した教科書 
授業形態 実験実習 
注意備考 実験第 1 回目に「情報処理実験指導書」を配布する。IT コースと CE コースで

は，実験報告書の内容と提出の週が異なっているので，授業内容と準備学習をよ
く確認すること。実験第 15 回目では，IT コース，CE コースいずれのコースも
実験時間中に最終的な報告書を提出しなければならない。特に CE コースは，他
の実験テーマのように次の週に提出を完了するわけではないので，スケジュール
通りに実験を進めるように努⼒すること。 

シラバスコード FTJ5711 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) 課題に対するアルゴリズムを作成し，プログラミング言語により具体化でき

ること。 
(2) 計画的に実験を進め，定められた時間で課題を終了し，報告書を提出できる
こと。 
(3) 課題に対して，複数の解決法の比較検討ができること（テーマによる）。 
(4) 課題解決のために必要なデータ収集を行うことができること（テーマによ
る）。 
(5) 論理的な構成を持ち，文法的に正しい表現で報告書を作成できること。 

受講者へのコメント  情報処理実験はソフトウェア実験ですので，特にプログラミングの知識が乏し
い⼈にとっては内容が難しかったと思います。また本実験には，限定された範囲
ではありますが応用能⼒を養成するという学習・教育目標があります。したがっ
て，実験課題も基礎的なものばかりではなく，応用的なものも含まれていました。
自分の能⼒向上のために積極的に課題に取り組みましたか？実験に関連する講
義科目の教科書や資料等を見直しましたか？不明な点を教員に質問しました
か？ 



 これからも，3 年次後期の情報工学実験，4 年次の卒業研究と，応用能⼒を養
うた 

連絡先 島⽥英之：島⽥英之研究室 18 号館 5 階 hshimada＠ice.ous.ac.jp  
オフィスアワー 月−金：昼休み 
島⽥恭宏：島⽥恭宏研究室 20 号館 3 階 shimada@ice.ous.ac.jp  
オフィスアワー 水・木：昼休み 
大倉 充：大倉研究室 18 号館 2 階 ohkura＠ice.ous.ac.jp  
オフィスアワー 月・木：昼休み 
上嶋 明：上嶋研究室 18 号館 3 階 uejima＠ice.ous.ac.jp  
オフィスアワー 木：昼休み 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  「授業時間以外の学習」において全くしなかった⼈が 15.6%もいました。1 つ
の実験テーマでは，ステップアップしながら実験が進行します。実験時間中に実
施できないものは，自身の時間を使って実施するべきですし，次の実験の準備も
そのような時間を使って実施しておかねばなりません。実験全般において，予定
通り進行した⼈は少なかったように思います。おそらく事前準備や時間外の実験
を行ってもそのような状況に陥った⼈もいたと思われます。他の講義同様に，実
験でも事前準備等の講義時間外の学習を実施してください。 
 実験は，これまで 

英文科目名 Information Processing Laboratory 
関連科目 プログラミング I，II・画像処理と CG・情報通信基礎論・マルチメディア工学・

ディジタル信号処理・応用数学 II・数値計算 
次回に向けての改善変更予定  「理解しやすいように，説明にもう少し工夫を加えてもらえるとよい」の意見

が多かったので，この点を意識して実験内容の説明を行います。また，実験指導
書は毎年見直しを行っていますので，授業アンケートの結果を基に修正・記述の
追加を行います。 

講義目的 フリーソフトウェアである POV-Ray を用いた CG 製作，画像処理の基本技法の
C 言語による具体化，および C 言語による信号の合成や周波数解析を行う。本実
験では，各テーマで設定された課題を計画的に進め，データを収集・解析し，結
果をまとめる能⼒を養うことを目的とする。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 実験に関するオリエンテーションを行った後に，報告書作成に関する説明

を行う。さらに，グラフ作成ソフトウェア xgraph に関する演習を実施する。 
2 回 CG に関する実験の第 1 回目を実施する。 
POV-Ray の使用法の習得・単純なシーンの作成 
3 回 CG に関する実験の第 2 回目を実施する。 
CSG 演算とマッピングを用いたより複雑なシーンの作成 
4 回 CG に関する実験の第 3 回目を実施する。 
数値データの可視化 
5 回 IT コース：「CG に関する実験」報告書を実験開始前に提出する。教員が報
告書の内容をチェックするので，指摘された事項の修正を行い再提出する。指摘



内容によっては補充実験を行う場合もある。 
CE コース：CG に関する実験の第 4 回目を実施する。 
発展課題（空間内の軌跡の可視化） 
6 回 画像処理に関する実験の第 1 回目を実施する。 
カラー画像処理 1（画像表示・差分処理） 
CE コースは「CG に関する実験」報告書を実験開始前に提出すること。 
7 回 画像処理に関する実験の第 2 回目を実施する。 
カラー画像処理 2（画像からの手領域抽出処理） 
8 回 画像処理に関する実験の第 3 回目を実施する。 
濃淡画像処理（反転処理・平滑化処理・微分処理・2 値化処理） 
9 回 画像処理に関する実験の第 4 回目を実施する。 
画像合成と簡易な動画像表現・自由課題（自作関数を組み合わせる） 
10 回 IT コース：「画像処理に関する実験」報告書を実験開始前に提出する。教
員が報告書の内容をチェックするので，指摘された事項の修正を行い再提出す
る。指摘内容によっては補充実験を行う場合もある。 
CE コース：画像処理に関する実験の第 5 回目を実施する。 
発展課題（テンプレートマッチング処理） 
11 回 信号処理に関する実験の第 1 回目を実施する。 
信号の生成（正弦波，サンプリング周波数，周期，振幅，信号の離散表現） 
CE コースは「画像処理に関する実験」報告書を実験開始前に提出すること。 
12 回 信号処理に関する実験の第 2 回目を実施する。 
信号の合成（フーリエ級数，基本周波数，矩形波，三角波，鋸⻭状波） 
13 回 信号処理に関する実験の第 3 回目を実施する。 
信号の分解（フーリエ展開，複素フーリエ展開，離散フーリエ変換，DFT：Discrete 
Fourier Transform） 
14 回 信号処理に関する実験の第 4 回目を実施する。 
IT コース：楽器を音源とする信号の解析 
CE コース：楽器を音源とする信号の解析とその応用問題（unknown データの楽
器の同定） 
15 回 IT，CE 両コースともに，「信号処理に関する実験」報告書を実験開始前に
提出する。教員が報告書の内容をチェックするので，指摘された事項の修正を行
い再提出する。指摘内容によっては補充実験を行う場合もある。 

準備学習 1 回 シラバスを確認し学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 実験指導書の該当箇所を読んでおくこと。特に，座標系について十分に理解
しておくこと。 
3 回 前回の学習内容と作業手順を完全に理解しておくこと。 
4 回 C 言語によるプログラムの記述，コンパイル手順について復習しておくこ
と。 
5 回 IT コース：「CG に関する実験」報告書を作成しておくこと。 
CE コース：第 2 回から第 4 回の内容を報告書にまとめておくこと。また，取り
扱うセンサと，それにより得られるデータの概要について，テキストを読んで予
習しておくこと。 



6 回 IT コース：指導書の該当箇所を読んでおくこと。また，プログラミング I で
学習した関数について復習しておくこと。 
CE コース：IT コースの準備学習内容に加え，「CG に関する実験」報告書を作成
しておくこと。 
7 回 IT コース：指導書に書かれた HSV 変換について理解しておくこと。 
CE コース：IT コースの準備学習内容に加え，「CG に関する実験」報告書に関し
て，担当教員から不備を指摘された個所を修正し，完成させておくこと。 
8 回 指導書に書かれた濃淡画像処理について，その内容と処理手順について理
解しておくこと。 
9 回 第 6 回から第 8 回までで作成を指示された関数を完成させておくこと。 
10 回 IT コース：「画像処理に関する実験」の報告書を作成しておくこと。 
CE コース：第 6 回から第 9 回までの内容を報告書にまとめておくこと。また，
指導書に書かれたテンプレートマッチング処理に必要となる類似性の尺度につ
いて理解しておくこと。 
11 回 IT コース：指導書の「信号処理に関する実験」の箇所を読んでおくこと。
そして Work-A, Work-C は必ず実施しておくこと。 
CE コース：IT コースの準備学習内容に加え，「画像処理に関する実験」の報告
書を作成しておくこと。 
12 回 IT コース：「フーリエ級数」について学習し，複雑な形状をした信号の成
り立ち（作り方／合成方法／信号の定式化法）について，教員の説明が理解でき
る程度の知識を得ておくこと（関連科目：応用数学 II，数値計算，情報通信基礎
論）。 
CE コース：IT コースの準備学習内容に加え，「画像処理に関する実験」報告書
に関して，担当教員から不備を指摘された個所を修正し，完成させておくこと。 
13 回 「フーリエ展開」について学習し，対象とする信号がどのような信号から
成り立っているかを定式化できるように，基礎知識を得ておくこと（関連科目：
応用数学 II，数値計算，情報通信基礎論）。なお，第 12 回目の実験結果を使用し
て第 13 回目の実験を行うことになるため，時間内に実験を終了していない場合
は，第 13 回目の実験開始までに第 12 回目の実験を完了させておくこと。 
14 回 IT コース：これまでの実験に係る指導書の内容を再度復習しておくこと。
実験には第 13 回目で完成させた DFT プログラムを使用する。よって必ず第 14
回目の実験開始までには DFT プログラムを完成させておくこと。 
CE コース：IT コースの準備学習内容に加え，発展課題実施のための計画を立案
しておくこと。 
15 回 IT，CE 両コースともに，実験データをまとめて「信号処理に関する実験」
報告書が提出できるようにしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTJ5712 
成績評価 報告書（100％） 

課題ごとに、以下の４項目を評価し、３課題の平均が６０％を合格とする。  
（１）定められた時間で課題を終了し、報告書を提出できる。（２）作成したプロ
グラムや回路の動作，測定の結果が正しい。（３）実験結果の比較や他の解決方法
などの検討・考察ができる。（４）報告書の構成が適切で、文章や図表が正しく記
述できる。 

曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス JA(〜10) 
見出し FTJ5712 情報工学実験 
担当教員名 小畑 正貴、伊藤 拓、吉⽥ 誠 
単位数 2 
教科書 情報工学実験指導書 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「組込みシステムとマイクロコンピュータの実習室を別々にしてほしい」 

部屋がないので無理です。理由が書いてありません。理由がわかれば、なにか改
善ができるかもしれません。 

科目名 情報工学実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考 講義時間開始時に出席をとる。実験終了時には、実験結果について教官の点検を

受ける。  
２週目〜１３週目の実験の終了時刻は１８：３０とする（１５分延⻑）。 

シラバスコード FTJ5712 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)組み込みシステムの構成と開発方法を理解し、開発ツールを使って簡単な応

用ソフトウェアを作成できる。(2)Verilog HDL によりカウンタの応用回路を設
計し、PLD に実装できる。(3)機械語とアセンブリ言語の関係・命令を理解し、
擬似エレベータシステムをイメージした機械語プログラムを作成できる。 (4)グ
ループで計画的に実験を進め，定められた時間で課題を終了し，論理的な構成を
持った報告書が作成できる。 

受講者へのコメント 前もって指導書を読んできてください。 
連絡先 代表者：小畑正貴 １８号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 理解が深まったが７６％、満足度普通以上が９８％であり、他の項目からもおお
むね妥当な内容であると考えている。 



英文科目名 Information Engineering Laboratory 
関連科目 論理回路 I・II、コンピュータ工学 I・II、アナログ回路、ディジタル回路、情報

処理実験 
次回に向けての改善変更予定 特になし。 
講義目的 ３題目の実験を行うことにより以下の事柄について学ぶ。  

(1)電気製品などに内蔵される組込みシステムのソフトウェア開発技術を習得す
る。(2)ハードウェア記述言語による回路設計およびプログラマブル論理デバイ
スの利用方法を習得する。(3)機械語によりＣＰＵを制御し，マイクロコンピュー
タの構造と動作を理解する。  
各課題に対して２⼈１組で実験を行い、情報工学分野の専門知識を習得すると共
に応用能⼒や問題解決能⼒を養うことを目標としている。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション（資料配布、実験題目・内容、実験の進め方、報告書の

書き方）を実施する。 
2 回 〔１〕組み込みシステム（１週目） プログラム開発手順、液晶表示、キー
入⼒の実験を実施する。 
3 回 組み込みシステム（２週目） ＡＤ変換、センサ、ステッピングモータの実
験を実施する。 
4 回 組み込みシステム（３週目） 割り込み、応用課題の実験を実施する。 
5 回 ＩＴコース：報告書を修正し、提出する。 
ＣＥコース：組み込みシステム 応用課題の実験を実施する。 
6 回 〔２〕論理回路（１週目） ハードウェア記述言語、回路設計ツール、７セ
グメント表示、カウンタの実験を実施する。 
7 回 論理回路（２週目） 順序回路、ルーレットの設計、ストップウォッチの設
計の実験を実施する。 
8 回 論理回路（３週目） 応用課題の実験を実施する。 
9 回 ＩＴコース：報告書を修正し、提出する。  
ＣＥコース：論理回路 発展課題の実験を実施する。 
10 回 〔３〕マイクロコンピュータ（１週目）CPU、機械語とアセンブリ言語、
サブルーチン、LED とスイッチの実験を実施する。 
11 回 マイクロコンピュータ（２週目）スタック、ステッピングモータの制御の
実験を実施する。 
12 回 マイクロコンピュータ（３週目） システムコール、LED とステッピング
モータの応用制御の実験を実施する。 
13 回 ＩＴコース：報告書を修正し、提出する。  
ＣＥコース：応用課題の実験を実施する。 
14 回 ＩＴコース：予備ならびに補充実験を実施する。 
ＣＥコース：報告書を修正し、提出する。 
15 回 なし 
２週目〜１３週目の実験は１５分延⻑して行うため、第１４回までで１５週の時
間を確保できる。 

準備学習 1 回 Ｃ言語、機械語、論理回路について復習しておくこと。 



2 回 指導書を読んで、実験内容を理解してくること。 
3 回 指導書を読んで、実験内容を理解してくること。 
4 回 指導書を読んで、実験内容を理解してくること。 
5 回 ＩＴコース：報告書を作成すること。 
ＣＥコース：指導書を読んで、実験内容を理解してくること。 
6 回 指導書を読んで、実験内容を理解してくること。 ＣＥコースは報告書を完
成させてくること。 
7 回 指導書を読んで、実験内容を理解してくること。 
8 回 指導書を読んで、応用課題の計画をたててくること。 
9 回 ＩＴコース：報告書を作成すること。 
ＣＥコース：発展課題の計画をたててくること。 
10 回 指導書を読んで、実験内容を理解してくること。 ＣＥコースは報告書を完
成させてくること。 
11 回 指導書を読んで、実験内容を理解してくること。 
12 回 指導書を読んで、実験内容を理解してくること。 
13 回 ＩＴコース：報告書を作成すること。 
ＣＥコース：指導書を読んで、実験内容を理解してくること。 
14 回 ＩＴコース：予備ならびに補充実験の準備  
ＣＥコース：報告書を完成させてくること。 
15 回 なし 

 



年度 2012 
授業コード FTJ9013 
成績評価 研究の具体的内容と卒業論文（指導教員による評価：６０％），プレゼンテーショ

ンと研究内容（発表会参加教員による客観評価：４０％）を総合して評価し６０％
以上を合格とする． 

曜日時限 集中その他 
対象クラス JA(〜09),JB(〜09) 
見出し FTJ9013 卒業研究 
担当教員名 ⻄原 典孝、尾崎 亮、小松 雅治、上嶋 明、麻谷 淳、吉⽥ 誠、山本 勲、

小畑 
単位数 8 
教科書 配属された教員の指示による。 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 卒業研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 配属された教員の指示による。 
授業形態 実験実習 
注意備考 卒業研究は，配属された教員の指導にしたがって研究室ごとに行う． 

以下の必修条件をすべて満たすこと． 
・学習時間は合計で４３０時間以上 
・中間発表会の予稿を期限内に提出し、口頭発表を行うこと。 
・卒業論文及び発表会の予稿を期限内に提出し、口頭発表を行うこと。 

シラバスコード FTJ9013 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)学習計画を立て，学習した内容を記録することができる．(2)必要な情報を自

分で獲得する手段を知っており，実行できる．(3)これまでに学んできたさまざま
な知識を応用して，自主的に解決法を考案できる．(4)複数の解決法について，比
較検討できる．(5)課題に対して，背景・研究目的・制約などを具体的に記述でき
る．(6)文法的に正しく，論理的な記述ができる．(7)プレゼンテーションソフト
などを利用して，発表ができる．(8)質問を理解し，的確な返答ができる． 
なお，卒業研究発表および卒業研究論文作成まで行うことが 

受講者へのコメント  
連絡先 代表：学科⻑（原則：配属先研究室指導教員） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 アンケート実施せず 
英文科目名 Graduation Thesis 



関連科目 情報工学科の全ての科目＋Ｂ群の必修科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 研究室に配属され１年間を通じて研究を行う．研究室の指導教員の下で，コンピ

ュータシステム，コンピュータ応用，情報通信の各分野の少なくとも１分野に関
連した内容で、社会の要求を踏まえて課題を設定し，限定された範囲で解決でき
る能⼒を養うことを目標とする．また卒業研究論文の作成，研究発表を通して，
自主的に学習を継続することができる能⼒，および日本語による記述⼒，発表⼒，
コミュニケーション能⼒を養うことを目標とする． 

対象学年 4 年 
授業内容  
準備学習 配属研究室は原則として前年度２月中に決まるので，配属された教員の指導に従

うこと． 
 



年度 2012 
授業コード FTM1111 
成績評価 小テスト３０％、定期試験７０％で評価する。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス MA(工)(〜12),MB(工)(〜12) 
見出し FTM1111 基礎物理学 
担当教員名 矢城 陽一朗 
単位数 2 
教科書 増補版 物理学入門／原 康夫／学術図書出版 
アクティブラーニング  
キーワード ⼒、運動、エネルギー、波動、熱、電荷、電流、電磁気、光、放射線 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 基礎物理学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 医療系のための物理／佐藤幸一・藤城敏幸／東京数学社 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTM1111 
実務経験のある教員  
達成目標 生体医工学に必要な物理学の基礎知識を習得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 ２１号館５階 矢城研究室 yagi@sp.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Basic Physics 
関連科目 物性工学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 基礎物理学はこれから生体医工学を学んでいく上で基礎となる科目のひとつで

ある。講義を通して物理現象の見方、考え方を学び、問題解決の⼒を習う。生物
や⼈は物理学の制約の中でさまざまな生命活動を営んでいる。生物や⼈体と物理
現象の関係、医療技術との物理現象との関係なども学んでいく。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 物理学とは：物理学の学び方、単位について講義する。 

2 回 運動：時間と位置、速度、加速度の関係について講義する。 
3 回 ⼒と運動（１）：ニュートンの運動の法則、運動量と⼒積、運動方程式につ
いて講義する。 
4 回 ⼒と運動（２）：⼒のつり合い、摩擦⼒について講義する。 
5 回 仕事とエネルギー：⼒と仕事、位置エネルギーと運動エネルギー、⼒学的エ



ネルギーについて講義する。 
6 回 周期運動：等速円運動、単振動、単振り子について講義する。 
7 回 連続体の⼒学：圧⼒、⼒と変形、流体⼒学について講義する。 
8 回 波動：波の性質、屈折と回折、音波について講義する。 
9 回 熱と温度：熱の移動、理想気体の状態方程式、熱⼒学について講義する。 
10 回 電荷と電流（１）：クーロンの法則、電場、電位について講義する。 
11 回 電荷と電流（２）：回路、オームの法則、キルヒホッフの法則について講義
する。 
12 回 電磁気学：磁石と磁場、電場のつくる磁場、電磁誘導について講義する。 
13 回 光と電磁波：光の速さ、回折、偏光、光の粒子性と波動性について講義す
る。 
14 回 原子物理学、原子核：電子の二重性、元素の周期律、半導体、レーザー、
放射能について講義する。 
15 回 全体の振り返り：これまで勉強した内容を総合的に振り返る。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習の過程を把握しておくこと． 
2 回 自動車、電車などの動きや、物体が落下する様子などについて考えてみるこ
と。 
3 回 ボールを投げるときの⼒の入れ方などについて考えてみること。 
4 回 シーソーのつり合いや、テコの原理を利用した道具などについて調べてみ
ること。 
5 回 坂道を自転車で下るときや、スキーで斜面を滑り降りるときの速度の変化
について考えてみること。 
6 回 時計の振り子やブランコの動きについて調べてみること。 
7 回 液体がチューブの中を流れる様子について考えてみること。 
8 回 水面の波の広がり方や、音の伝わり方について調べてみること。 
9 回 いろいろな物体の温度の伝わり方について調べてみること。 
10 回 身の回りで静電気によって起こされる現象について調べておくこと。 
11 回 身の回りの電気製品について調べてみること。 
12 回 電気で動くモーターについて調べてみること。 
13 回 光の屈折を利用した道具について調べること。 
14 回 身の回りにある半導体やレーザーを使用する道具について調べること。 
15 回 第１回から第１４回で勉強したことを復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTM1112 
成績評価 講義毎の小テスト（40％），定期試験（60％）により評価する 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス MA(工)(〜12),MB(工)(〜12) 
見出し FTM1112 情報処理工学Ⅱ 
担当教員名 原 啓文 
単位数 2 
教科書 「臨床工学講座 医用情報処理工学」 日本臨床工学技士教育施設協議会 監修

／菊地眞・⼾畑裕志 ほか編著 医⻭薬出版 
アクティブラーニング  
キーワード ハードウェアとソフトウェア、メモリ、言語プロセッサ、マシン語、アセンブリ

言語、高級言語、アルゴリズム、データベース、 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報処理工学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 橋本洋志他著「コンピュータ概論（ハードウェア）」，オーム社 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTM1112 
実務経験のある教員  
達成目標 ・２進法による数値の表現法と非数値の表現法とが理解できること・２進法によ

る四則演算と非数値の符号化が理解できること・プログラミング言語の概要を理
解できること・デジタル信号処理について理解できること・基本論理回路と論理
機能の関係が説明できること 

受講者へのコメント  
連絡先 ６号館２階 原講師室 hhara@bme.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Information Processing II 
関連科目 情報処理工学Ⅰ，計測工学，生体計測工学Ⅰ，Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 医療分野ではコンピュータを利用した高度の医用機器が続々と登場してきてお

り、生体医工学あるいは臨床工学関連の講義を受講する上で、多くの科目におい
てコンピュータによる医療機器の制御技術やそれによって取得した情報の処理
技術の知識が必要になってきている。情報処理工学Ⅱでは、コンピュータ上での
データ表現法である２進数について補数表現や演算を通じて理解を深め、コンピ
ューターの論理的な構成や動作原理、制御方法といったコンピューターのハード



ウェアの内容について講義する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  情報処理工学Ⅱにおける授業の進め方とその概略内容 

2 回  医療とコンピューターと増俸処理の関係、コンピューターの構成 
3 回  データの表現法１（２進法、８進法、１６進法） 
4 回  データの表現法２（基数の変換法、負数の表現法） 
5 回  データの表現法３（２進数の加減算） 
6 回  データの表現法４（浮動小数点数の基本概念） 
7 回  データの表現法５（ASCII コード、漢字コード、１０進コード、誤り検
出・訂正） 
8 回  中間試験（第１回から第７回までの範囲） 
9 回  情報処理のための基礎回路１（集合と基本論理演算、フリップフロップ記
憶素子） 
10 回  情報処理のための基礎回路２（回路記号の入出⼒値の表現法） 
11 回  情報処理のための基礎回路３（全加算器） 
12 回  情報処理のための基礎回路４（エンコーダとデコーダ） 
13 回  情報処理のための基礎回路５（記憶素子、レジスタ、カウンタ、メモリ） 
14 回  情報処理のための基礎回路６（カルノー図による加法形の簡略化） 
15 回  情報処理のための基礎回路７（デジタル処理と全講義の復習） 

準備学習 1 回  シラバスを読んで、講義の進め方、学習の過程を把握しておくこと 
2 回  コンピューターハードウェアとソフトウェアについて簡単に調べておく
こと 
3 回  ２進法について予習しておくこと 
4 回  整数に関する１０進法から２進法への変換手法を復習しておくこと 
5 回  ２の補数による負数の表現法を復習しておくこと 
6 回  第５回の内容を復習しておくこと 
7 回  符号の意味を調べておくこと 
8 回  第１回から第７回の復習 
9 回  集合について復習しておくこと 
10 回  第９回の内容を復習しておくこと 
11 回  半加算器と全加算器について予習しておくこと 
12 回  第１１回の内容を復習しておくこと 
13 回  NAND と NOR 回路の論理機能を復習しておくこと 
14 回  第１３回の内容を復習しておくこと 
15 回  デジタル処理について予習しておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FTM1121 
成績評価 定期試験（６０％） 講義・演習中に課すレポート（２０％） 理解度評価の結

果（２０％）達成目標の中で述べた実際に各種医療機器を操作することについて
の再確認・再点検の評価については、講義・演習中に課すレポートを参考にする。
同じく、関連知識の習得については、理解度テストとして実施する「ＭＥ２種模
擬試験」の結果を参考にする。 

曜日時限 集中その他 
対象クラス MA(工)(〜09),MB(工)(〜09) 
見出し FTM1121 臨床工学特別講義Ⅰ 
担当教員名 猶原 順、永⽥ 和之＊、伊藤 新一＊、上⽥ 真也＊、中島 康佑＊ 
単位数 2 
教科書 教科書１：臨床工学技士標準テキスト 小野 哲章他 編集 金原出版株式会社

教科書２：画像診断装置学入門 木村 雄治 コロナ社 
アクティブラーニング  
キーワード 生体計測、診断機器、治療機器、電気工学、電子工学、計測工学、情報処理、放

射線工学、システム工学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 コメントはありませんでした。 
科目名 臨床工学特別講義Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義の中で、随時紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 ※授業受講の事前準備は、参考書やＷｅｂを利用して行うこと。 
シラバスコード FTM1121 
実務経験のある教員  
達成目標 目的の項目で述べたように、この講義の達成目標は、臨床工学コースの学生につ

いては「病院実習で充分な実習成果を得られるレベル」の各種医療機器を実際に
操作することについての再確認・再点検と関連知識の習得・整理である。また、
生体工学コースの学生については、各種医療機器の総合的な理解による専門分野
への応用である。従って、生体計測装置と関連機器、医用診断装置と関連機器、
医用治療装置と関連機器や器具、得られるデータ情報の処理技術と装置、などの
利用状況などについて、臨床現場でどのように使用されているかを理解する。ま
た、そ 

受講者へのコメント  
連絡先 E-mail:jnaohara@bme.ous.ac.jp, Tel&Fax:086-256-9711、１２号館１階 猶原教

授室  
フィスアワー：金昼 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  



英文科目名 Special Lecture on Clinical Engineering I 
関連科目 生体計測工学、診断機器概論、治療機器概論、治療機器学 I・II 電気工学 I・II、

電子工学 I・II、計測工学、情報処理工学 I・II、放射線工学概論、応用数学 I・II、
システム工学 

次回に向けての改善変更予定  
講義目的 臨床現場における生体計測装置と関連機器、医用診断装置と関連機器、医用治療

装置と関連機器や器具、得られるデータ情報の処理技術と装置、などの利用状況、
およびこれらに関係する電気工学、電子工学、計測工学、情報工学、放射線工学、
応用数学、システム工学、などの物理学、数学を基礎とする工学、理学の実際医
療における意義と応用、などについて総括し、総合的に解説するとともに、重要
な項目については演習を行う。また、最新の医学診断技術と装置について紹介す
る。本講義を受講した臨床工学コースの学生については、後に行う「病院実習」
に 

対象学年 4 年 
授業内容 1 回 【生体計測装置学−１】生体計測の基礎について説明する。 

2 回 【生体計測装置学−２】 生体の物理・化学現象の計測について説明する。 
3 回 【生体計測装置学−３】検体装置 計測機器の保守管理について説明する。 
4 回 【医用診断装置学−１】Ｘ線装置、Ｘ線ＣＴについて説明する。 
5 回 【医用診断装置学−２】ＭＲＩ装置 超音波装置について説明する。 
6 回 【生体計測装置に関する演習】これまで学んだ内容について、実際の装置を
使って実習する。 
7 回 【医用診断装置に関する演習】これまで学んだ内容について、実際の装置を
使って実習する。 
8 回 【理解度テスト−１】第 2 種ＭＥ検定模擬試験を実施する。 
9 回 【理解度テストの解説】第 2 種ＭＥ検定模擬試験について解説する。 
10 回 【医用治療機器学−１】治療の基礎、電磁気治療器、機械的治療器、熱治
療器 光凝固治療器、光線治療器、低出⼒レーザーについて説明する。 
11 回 【医用治療機器学−２】内視鏡、電気メス 超音波吸引装置、レーザー手
術装置について説明する。 
12 回 【医用治療機器に関する演習】これまで学んだ内容について、実際の装置
を使って実習する。 
13 回 【医療と情報処理】生体信号の計測と処理 医療画像情報の管理 コンピ
ュータと医療 医療画像情報の管理について説明する。 
14 回 【理解度テスト−２】第 2 種ＭＥ検定模擬試験を実施する。 
15 回 【理解度テストの解説】第 2 種ＭＥ検定模擬試験について解説する。 

準備学習 1 回 【生体計測装置学−１】生体計測の基礎および生体情報の計測について教科
書１の該当箇所を読み、関連事項を別途調査するなどして、講義内容について予
習しておくこと。 
2 回 【生体計測装置学−２】教科書１の該当箇所を読み、関連事項を別途調査す
るなどして、講義内容について予習しておくこと。 
3 回 【生体計測装置学−３】教科書１の該当箇所を読み、関連事項を別途調査す
るなどして、講義内容について予習しておくこと。 



4 回 【医用診断装置学−１】教科書２の該当箇所を読み、関連事項を別途調査す
るなどして、講義内容について予習しておくこと。 
5 回 【医用診断装置学−２】教科書２の該当箇所を読み、関連事項を別途調査す
るなどして、講義内容について予習しておくこと。 
6 回 【生体計測装置に関する演習】これまで学習したことに関し、総合的な復習
を行っておくこと。 
7 回 【医用診断装置に関する演習】これまで学習したことに関し、総合的な復習
を行っておくこと。 
8 回 【理解度テスト−１】これまでの学習を総合的に復習し、過去問題を解くな
どして準備しておくこと。 
9 回 【理解度テストの解説】各自自己採点を行い、わからなかった問題、間違え
た問題について事前に検討しておくこと。 
10 回 【医用治療機器学−１】教科書１の該当箇所を読み、関連事項を別途調査
するなどして、講義内容について予習しておくこと。 
11 回 【医用治療機器学−２】教科書１の該当箇所を読み、関連事項を別途調査
するなどして、講義内容について予習しておくこと。 
12 回 【医用治療機器に関する演習】これまで学習したことに関し、総合的な復
習を行っておくこと。 
13 回 【医療と情報処理】教科書１の「情報処理工学」を読み、講義内容につい
て予習しておくこと。 
14 回 【理解度テスト−２】これまでの学習を総合的に復習し、過去問題を解く
などして準備しておくこと。 
15 回 【理解度テストの解説】各自自己採点を行い、わからなかった問題、間違
えた問題について事前に検討しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTM1122 
成績評価 課題提出 20%、試験 80%により行う 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス MA(工)(〜10),MB(工)(〜10) 
見出し FTM1122 臨床医学総論Ⅲ(再) 
担当教員名 松木 範明 
単位数 2 
教科書 加藤昌彦他著「⼈体の構造と機能および疾病の成り立ち」（東京教学社） 
アクティブラーニング  
キーワード 腎不全、透析、肝障害、血液浄化法 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 臨床医学総論Ⅲ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 内科学（朝倉書店）、標準外科学（医学書院） 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTM1122 
実務経験のある教員  
達成目標 代謝、腎・泌尿器系、消化器系の解剖生理を理解し、それを基礎として、それぞ

れの機能の評価方法と病態生理を学習する。これらの領域の各疾患について理解
する。臨床工学の最も重要な分野の一つである腎不全に対する透析について理解
する。 

受講者へのコメント  
連絡先 27 号館 3 階、医工学研究室、nmatsuki@bme.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Outline of Clinical Medicine III 
関連科目 医学概論、診断機器概論、解剖学概論、治療機器学、看護学概論、薬理学、免疫

学、病理学概論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 基礎的な臨床医学的知識を持つために、代謝、腎臓、消化器系、肝胆膵臓の基礎、

および⼈工透析などの生命を維持する血液浄化法に関する基礎的な理論ついて
概説する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 先天性代謝疾患 
3 回 糖代謝、脂質代謝、尿酸代謝 



4 回 糖尿病の病態生理、診断、治療 
5 回 腎・泌尿器系の臨床解剖と生理 
6 回 腎・泌尿器系の機能評価方法 
7 回 急性・慢性腎不全の病態生理と診断 
8 回 透析（血液・腹膜）の原理 
9 回 腎・泌尿器系の疾患各論 
10 回 消化管の臨床解剖と生理 
11 回 消化管の疾患各論 
12 回 肝臓・胆道系の解剖と生理 
13 回 肝臓・胆道系疾患の病態生理と診断 
14 回 肝不全の病態生理と治療 
15 回 膵臓疾患 

準備学習 1 回 シラバスをよく読み学習の過程を把握しておくこと 
2 回 教科書、図書、インターネット等で先天性代謝疾患に関して調べておくこと 
3 回 教科書、図書、インターネット等で各代謝のメカニズムに関して調べておく
こと 
4 回 教科書、図書、インターネット等で糖尿病に関して調べておくこと 
5 回 教科書、図書、インターネット等で尿が産生されて排泄されるメカニズムに
関して調べておくこと 
6 回 教科書、図書、インターネット等で腎機能の評価に関して調べておくこと 
7 回 教科書、図書、インターネット等で腎不全に関して調べておくこと 
8 回 教科書、図書、インターネット等で透析の原理に関して調べておくこと 
9 回 教科書、図書、インターネット等で各腎・泌尿器系の疾患に関して調べてお
くこと 
10 回 教科書、図書、インターネット等で食道、胃、十二指腸、小腸、大腸の働
きに関して調べておくこと 
11 回 教科書、図書、インターネット等で食道、胃、十二指腸、小腸、大腸の疾
患に関して調べておくこと 
12 回 教科書、図書、インターネット等で肝臓・胆道系の働きに関して調べてお
くこと 
13 回 教科書、図書、インターネット等で肝臓・胆道系の疾患に関して調べてお
くこと 
14 回 教科書、図書、インターネット等で肝不全に関して調べておくこと 
15 回 教科書、図書、インターネット等で膵臓の働きにや疾患に関して調べてお
くこと 

 



年度 2012 
授業コード FTM1132 
成績評価 定期試験（６０％） 講義・演習中に課すレポート（２０％） 理解度評価の結

果（２０％）達成目標の中で述べた実際に各種医療機器を操作することについて
の再確認・再点検の評価については、講義・演習中に課すレポートを参考にする。
同じく、関連知識の習得については、理解度テストとして実施する「臨床工学技
士国家試験全国模擬試験」の結果を参考にする。 

曜日時限 集中その他 
対象クラス MA(工)(〜09),MB(工)(〜09) 
見出し FTM1132 臨床工学特別講義Ⅱ 
担当教員名 猶原 順、永⽥ 和之＊、伊藤 新一＊、上⽥ 真也＊、中島 康佑＊ 
単位数 2 
教科書 臨床工学技士標準テキスト 小野 哲章他 編集 金原出版株式会社 
アクティブラーニング  
キーワード ⼈工臓器、医用材料、物性工学、医用機械工学、バイオメカニクス I・II、医用安

全 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 部屋が寒いと指摘している学生が 3 名いた。温度設定を上げるようにお願いした

い。 
科目名 臨床工学特別講義Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義の中で、随時紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 ※授業受講の事前準備は、参考書やＷｅｂを利用して行うこと。 
シラバスコード FTM1132 
実務経験のある教員  
達成目標 目的の項目で述べたように、この講義の達成目標は、臨床工学コースの学生につ

いては「卒業後に病院実務を迅速に遂行できるレベル」まで各種医療機器の操作
を再確認・再点検することと、国家試験に合格できるレベルまで関連知識の習得・
整理することである。また、生体工学コースの学生については、各種医療機器の
総合的な理解による専門分野への応用である。従って、生体計測装置と関連機器、
医用診断装置と関連機器、医用治療装置と関連機器や器具、得られるデータ情報
の処理技術と装置、などの利用状況などについて、臨床現場でどのように使用さ
れ 

受講者へのコメント  
連絡先 E-mail:jnaohara@bme.ous.ac.jp, Tel&Fax:086-256-9711、１２号館１階 猶原教

授室  
フィスアワー：金昼 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 意欲、満足共に 80％を超えていた。 



英文科目名 Special Lecture on Clinical Engineering II 
関連科目 ⼈工臓器 I-IV、⼈工臓器特論 I・II、材料工学、物性工学、機械工学、応用⼒学 I・

II、応用数学 I・II、バイオメカニクス I・II、医用安全工学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 臨床現場における生体計測装置と関連機器、生体機能代行装置学、医用診断装置

と関連機器、医用治療装置と関連機器や器具、得られるデータ情報の処理技術と
装置、などの利用状況、およびこれらに関係する電気工学、電子工学、計測工学、
情報工学、放射線工学、応用数学、システム工学、などの物理学、数学を基礎と
する工学、理学の実際医療における意義と応用、などについて総括し、総合的に
解説するとともに、重要な項目については演習を行う。また、最新の医学診断技
術と装置について紹介する。本講義を受講した臨床工学コースの学生について
は、卒 

対象学年 4 年 
授業内容 1 回 【実⼒確認テスト】過去の国家試験を利用して現在の実⼒の測定を行う。こ

の結果は、各自の今後の学習計画の作成に利用する。 
2 回 【生体機能代行装置学−１】 代謝・内分泌について説明する。 
3 回 【生体機能代行装置学−２】循環について説明する。 
4 回 【生体機能代行装置学−３】呼吸について説明する。 
5 回 【医用診断装置学】Ｘ線装置 Ｘ線ＣＴ ＭＲＩ装置 超音波装置について
説明する。 
6 回 【生体計測装置に関する演習】これまで学んだ内容について、実際の装置を
使って実習する。 
7 回 【医用診断装置に関する演習】これまで学んだ内容について、実際の装置を
使って実習する。 
8 回 【理解度テスト−１】全国統一模擬試験により実施する。 
9 回 【理解度テストの解説】全国統一模擬試験について解説する。 
10 回 【医用治療機器学−１】治療の基礎、電磁気治療器、機械的治療器、熱治
療器 光凝固治療器、光線治療器、低出⼒レーザーについて説明する。 
11 回 【医用治療機器学−２】内視鏡、電気メス 超音波吸引装置、レーザー手
術装置について説明する。 
12 回 【医用治療機器に関する演習】これまで学んだ内容について、実際の装置
を使って実習する。 
13 回 【医療と情報処理】生体信号の計測と処理 医療画像情報の管理 コンピ
ュータと医療 医療画像情報の管理について説明する。 
14 回 【理解度テスト−２】全国統一模擬試験により実施する。 
15 回 【理解度テストの解説】全国統一模擬試験について解説する。 

準備学習 1 回 【実⼒確認テスト】臨床工学技士国家試験出題範囲を確認し、対応する分野
について過去の学習内容を復習しておくこと。 
2 回 【生体機能代行装置学−１】教科書の該当箇所を読み、関連事項を別途調査
するなどして、講義内容について予習しておくこと。 
3 回 【生体機能代行装置学−２】教科書の該当箇所を読み、関連事項を別途調査
するなどして、講義内容について予習しておくこと。 



4 回 【生体機能代行装置学−３】教科書の該当箇所を読み、関連事項を別途調査
するなどして、講義内容について予習しておくこと。 
5 回 【医用診断装置学】教科書の該当箇所を読み、関連事項を別途調査するなど
して、講義内容について予習しておくこと。 
6 回 【生体計測装置に関する演習】これまで学習したことに関し、総合的な復習
を行っておくこと。 
7 回 【医用診断装置に関する演習】これまで学習したことに関し、総合的な復習
を行っておくこと。 
8 回 【理解度テスト−１】これまでの学習を総合的に復習し、過去問題を解くな
どして準備しておくこと。 
9 回 【理解度テストの解説】各自自己採点を行い、わからなかった問題、間違え
た問題について事前に検討しておくこと。 
10 回 【医用治療機器学−１】教科書の該当箇所を読み、関連事項を別途調査す
るなどして、講義内容について予習しておくこと。 
11 回 【医用治療機器学−２】教科書の該当箇所を読み、関連事項を別途調査す
るなどして、講義内容について予習しておくこと。 
12 回 【医用治療機器に関する演習】これまで学習したことに関し、総合的な復
習を行っておくこと。 
13 回 【医療と情報処理】教科書の「情報処理工学」を読み、講義内容について
予習しておくこと。 
14 回 【理解度テスト−２】これまでの学習を総合的に復習し、過去問題を解く
などして準備しておくこと。 
15 回 【理解度テストの解説】各自自己採点を行い、わからなかった問題、間違
えた問題について事前に検討しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTM11C1 
成績評価 中間試験（５０％）、最終レポート（５０％） 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス MA(工)(〜10),MB(工)(〜10) 
見出し FTM11C1 技術マネジメント 
担当教員名 新倉 正和 
単位数 2 
教科書 毎週プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 企業財務、企業戦略、技術開発戦略、プロジェクト管理、知的財産権 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 大きな教室で後方からは見にくかったと思いますが、スライドの字を少し大き 

くしていきたい。なお、毎回、スライドと同じものを配付資料としているので、
そち 
らにも着目するよう、授業中にも指示したい。 

科目名 技術マネジメント 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 藤末健三著 「技術経営入門」 日経ＢＰ社発行岩崎夏海著 「もし高校野球の

女子マネージャがドラッカーの『マネジメント』を読んだら」 ダイヤモンド社
発行 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTM11C1 
実務経験のある教員  
達成目標 本科目で取得する能⼒は、・企業財務・収益性の定量的解析能⼒・企業戦略・商品

戦略・技術開発戦略の構築手法・技術⾰新プロセスの普遍的な特質の理解・研究
開発組織やプロジェクト運営の先進的な手法・知的財産や特許戦略の基本知識 

受講者へのコメント １）予想外に受講者数が多すぎました。学務部とも相談して、改善していきたい、
と思います。 
２）受講者数が多すぎたことも一因でありますが、私語などについてはしっかり
と注意していきます。 

連絡先 学外連携推進室（第１学舎、１階）E メール：m-niikura@office.ous.ac.jpTEL：
086-256-9730 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 １）受講者数が多すぎる。教室が小さすぎる。 
２）私語など授業の妨げとなる行為には、しっかりと注意して欲しい。 

英文科目名  
関連科目 企業情報特論 



次回に向けての改善変更予定 １）学務部および就業⼒プロジェクトの先生方と相談したい。 
２）私語など、教室全体に目を配るよう努めたい。 

講義目的 企業間競争や技術開発競争がグローバル化している現代の産業社会では、本質的
な市場ニーズを正確に把握し、それに対応した技術⾰新をいち早く達成すること
が求められている。本科目では、企業や研究機関の技術者・研究者を志す者に対
して、技術開発分野のリーダーとして必要な資質を付与し、技術開発プロジェク
トをマネジメントする能⼒を養成することを目的としている。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：技術マネジメント 

2 回 企業財務初歩（損益計算書、貸借対照表）と技術開発 
3 回 企業財務初歩（キャッシュフロー、収益性評価）と技術開発 
4 回 企業経営戦略：競争優位の確立（コストリーダーシップ戦略） 
5 回 コストリーダーシップ戦略：シェアＮｏ．１ 
6 回 企業経営戦略：競争優位の確立（商品差別化、ニッチ戦略） 
7 回 企業経営戦略（ドラッカーの考え方） 
8 回 企業財務・企業経営戦略の演習 
9 回 中間試験（主として、企業財務・企業経営戦略） 
10 回 プロジェクト管理（設備投資、提案・評価） 
11 回 Ｒ＆Ｄ戦略 
12 回 新しい生産プロセスの手法 
13 回 知的財産（特許概論、特許生評価） 
14 回 知的財産（出願プロセス、明細書準備） 
15 回 リスク管理、最終まとめ 

準備学習  
 



年度 2012 
授業コード FTM11C2 
成績評価 中間試験（５０％）、最終レポート（５０％） 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス MA(工)(〜10),MB(工)(〜10) 
見出し FTM11C2 技術マネジメント 
担当教員名 新倉 正和 
単位数 2 
教科書 毎週プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 企業財務、企業戦略、技術開発戦略、プロジェクト管理、知的財産権 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 技術マネジメント 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 藤末健三著 「技術経営入門」 日経ＢＰ社発行岩崎夏海著 「もし高校野球の

女子マネージャがドラッカーの『マネジメント』を読んだら」 ダイヤモンド社
発行 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTM11C2 
実務経験のある教員  
達成目標 本科目で取得する能⼒は、・企業財務・収益性の定量的解析能⼒・企業戦略・商品

戦略・技術開発戦略の構築手法・技術⾰新プロセスの普遍的な特質の理解・研究
開発組織やプロジェクト運営の先進的な手法・知的財産や特許戦略の基本知識 

受講者へのコメント  
連絡先 学外連携推進室（第１学舎、１階）E メール：m-niikura@office.ous.ac.jpTEL：

086-256-9730 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 企業情報特論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 企業間競争や技術開発競争がグローバル化している現代の産業社会では、本質的

な市場ニーズを正確に把握し、それに対応した技術⾰新をいち早く達成すること
が求められている。本科目では、企業や研究機関の技術者・研究者を志す者に対
して、技術開発分野のリーダーとして必要な資質を付与し、技術開発プロジェク
トをマネジメントする能⼒を養成することを目的としている。 

対象学年 3 年/4 年 



授業内容 1 回 オリエンテーション：技術マネジメント 
2 回 企業財務初歩（損益計算書、貸借対照表）と技術開発 
3 回 企業財務初歩（キャッシュフロー、収益性評価）と技術開発 
4 回 企業経営戦略：競争優位の確立（コストリーダーシップ戦略） 
5 回 コストリーダーシップ戦略：シェアＮｏ．１ 
6 回 企業経営戦略：競争優位の確立（商品差別化、ニッチ戦略） 
7 回 企業経営戦略（ドラッカーの考え方） 
8 回 企業財務・企業経営戦略の演習 
9 回 中間試験（主として、企業財務・企業経営戦略） 
10 回 プロジェクト管理（設備投資、提案・評価） 
11 回 Ｒ＆Ｄ戦略 
12 回 新しい生産プロセスの手法 
13 回 知的財産（特許概論、特許生評価） 
14 回 知的財産（出願プロセス、明細書準備） 
15 回 リスク管理、最終まとめ 

準備学習  
 



年度 2012 
授業コード FTM11G1 
成績評価 中間テスト２回（２０＋２０％）、定期テスト（６０％）により成績を評価する。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス MA(工)(〜11),MB(工)(〜11) 
見出し FTM11G1 分子生物学 
担当教員名 八⽥ 貴 
単位数 2 
教科書 生命の化学と分子生物学、林 利彦・水野一乗 訳（東京化学同⼈） 
アクティブラーニング  
キーワード ＤＮＡ、ＲＮＡ、タンパク質、クローン生物、ノックアウト生物、遺伝子診断 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 『口で説明するため、ノートをとるスピードが追いつかなかった。何をやってい

るのか分からなかった。』 
『説明を文章化して欲しい。字を丁寧に書いて欲しい。』 
難しい教科ですから、予習・復習をして下さい。授業を聞いただけでは理解出来
ないと思います。 
文字は大きく書いていますが、気を付けるようにしたいです。 

科目名 分子生物学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 分子生物学の基礎、川喜⽥正夫 訳（東京化学同⼈） 
授業形態 講義 
注意備考 特に無し 
シラバスコード FTM11G1 
実務経験のある教員  
達成目標 分子レベルで生命の仕組みを理解し、生命の遺伝子情報であるＤＮＡからタンパ

ク質を合成する仕組みを理解する。また、これを応用したクローン生物、ノック
アウト生物、遺伝子診断等の応用面を理解する。 

受講者へのコメント 特に無し。 
連絡先 27 号館 3 階 八⽥ 教授室 086-256-9515 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 分子生物学は私の担当する授業の中で最も難しい教科です。 
これを２学年同時に大きな教室で講義を行うのは大変である。 

英文科目名 Molecular Biology 
関連科目 基礎生物学、生化学、遺伝子工学 
次回に向けての改善変更予定 特に無し。 
講義目的 生物学の中で、生命現象を分子レベルで理解しようという学問が分子生物学であ

る。分子生物学から派生した遺伝子工学は遺伝子診断、遺伝子治療およびクロー
ン生物の創製を可能にしている。この分子生物学は、一部の学生や研究者だけで



なく、現代生活の教養の一つになろうとしている。したがって、生体医工学の一
端を担うものにとって、分子生物学の基礎的知識の習得は、今後必要不可欠にな
ることは明白である。この講義では、分子生物学の骨格を理解するのに必要な項
目を取り上げ、全体像を理解することを目的とする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションで本授業の全体説明をする。 

2 回 ＤＮＡの構造を分子レベルで説明する。 
3 回 ＤＮＡの複製を分子レベルで説明する。 
4 回 ＲＮＡの構造を分子レベルで説明する。 
5 回 ＲＮＡの転写を分子レベルで説明する。 
6 回 タンパク質合成を分子レベルで説明する。 
7 回 タンパク質の構造を分子レベルで説明する。 
8 回 遺伝子発現の調節を分子レベルで説明する。 
9 回 ＤＮＡ・タンパク質の構造決定法を分子レベルで説明する。 
10 回 遺伝子組換えの原理を図を示して解説する。 
11 回 クローン生物の創成について、実例を挙げながら説明する。 
12 回 ノックアウト生物について、実例を挙げながら説明する。 
13 回 遺伝子診断について、実例を挙げながら説明する。 
14 回 遺伝子治療について、実例を挙げながら説明する。 
15 回 分子生物学および生化学の応用について、実例を挙げながら説明する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 ＤＮＡの構造を調べておくこと。 
3 回 ＤＮＡの複製がどのようにされるのか調べておくこと。 
4 回 ＲＮＡの構造がどのようなものか調べておくこと。 
5 回 ＤＮＡからＲＮＡへ転写される様子を調べておくこと。 
6 回 リボゾームにおけるタンパク質の合成を調べておくこと。 
7 回 タンパク質の構造がどのようになっているか調べておくこと。 
8 回 遺伝子が発現する際に関わることがらを調べておくこと。 
9 回 ＤＮＡ・タンパク質の構造の決定はサンガー法によって行われるがそれを
調べておくこと。 
10 回 組み換えＤＮＡに関わることがらを調べておくこと。 
11 回 クローン生物がどのように作られ、利用されているかを調べておくこと。 
12 回 ノックアウトマウス等がどのように作られ、どのように使われているかを
調べておくこと。 
13 回 遺伝子検査・診断について、どのような理論でなされているかを調べてお
くこと。 
14 回 遺伝子治療は具体的にどのように用いられているか調べておくこと。 
15 回 前回までの授業内容を良く理解しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTM1311 
成績評価 講義中に出題する課題 60%，定期試験 40%により成績を評価する。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス MA(工)(〜12),MB(工)(〜12) 
見出し FTM1311 応用数学Ⅱ 
担当教員名 内貴 猛 
単位数 2 
教科書 基礎数学ポプリー／小寺平治著／裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード 微係数、テイラーの定理、偏微分、二重積分、常微分方程式、差分法、ルンゲク

ッタ法 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 教室の温度を下げて欲しいとの要望がありました。私もそう思っていますが、25

号館は部屋毎に温度を調節することが許されていませんので、あきらめましょ
う。ちなみに、省エネの為にエアコンの温度を 28℃に設定することが推奨されて
います。 
⼈種差別と思われる記述がありました。 
授業アンケートに記述するのは不適当ですので、次回から気を付けて下さい。 

科目名 応用数学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 マンガでわかる微分積分／小島寛之著／オーム社 
授業形態 講義 
注意備考 本講義は応用数学Ⅰと共同で進めるため、本講義を履修する場合には応用数学Ⅰ

も必ず履修すること。 
13〜15 回の講義において関数電卓を使用する。 
試験は定期試験期間中に行い、試験形態は記述式試験とする。 

シラバスコード FTM1311 
実務経験のある教員  
達成目標 種々の関数を微分・積分できるようになること。微分方程式の解法を理解すると

ともに，パソコンを使って微分方程式を解けるようになること。具体的には、 
・指数関数、対数関数、三角関数の微分・積分ができるようになること。 
・偏微係数を求めることができるようになること。 
・関数をテイラー展開できるようになること。 
・二重積分を求めることができるようになること。 
・簡単な微分方程式の解を求めることができるようになること。 

受講者へのコメント 1 週間あたり 3 時間程度またはそれ以上授業時間外に勉強した学生が多くいまし
た。とても良いことだと思います。一方で全く勉強しなかった⼈が 5 名程度いた
ようです。おそらく D 判定になったのが全く勉強しなかった学生だと思います。
きちんと予習あるいは復習をしましょう。 

連絡先 27 号館 3 階 304 室 tnaiki@bme.ous.ac.jp 



合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 皆きちんと出席していました。 
1 週間あたり 1 時間以上授業時間外に勉強した学生は約半数でした。 
宿題などの指示された課題に取り組んでくれたようです。 
その結果、自分自身で目標を達成できてこの分野への理解が深まり、成⻑できた
と感じた学生が半数以上でした。 

英文科目名 Applied Mathematics II 
関連科目 基礎数学，応用数学Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定 本年大幅に改善したため、もう少し様子を見たいと考えています。 
講義目的 応用数学Ⅰに継続して，生体工学，医用工学，臨床工学を含む工学全般に必要な

数学の基礎について教授する。本講においては，解析学について講述する。さら
に微分方程式の解を得るためのコンピュータを用いた数値解析について講述す
る。重要な項目について演習問題を行い，理解を深めるとともに，生体医工学，
臨床工学にかかわる実際問題に対応できることを目標とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 関数・合成関数について説明する。 

2 回 微分の定義について説明する。 
3 回 指数関数・対数関数の微分方法について説明する。 
4 回 三角関数の微分方法について説明する。 
5 回 微分の応用（極大・極小）について説明する。 
6 回 積分について説明する。 
7 回 積分の応用（面積，体積）について説明する。 
8 回 多変数関数の微分法（偏微分係数の求め方）について説明する。 
9 回 合成関数の微分法について説明する。 
10 回 テイラー展開にういて説明する。 
11 回 二重積分の求め方について説明する。 
12 回 微分方程式の解法について説明する。 
13 回 工学に現れる微分方程式を解いてみる。 
14 回 微分方程式の数値解法（差分法）について説明する。 
15 回 微分方程式の数値解法（ルンゲクッタ法）について説明する。 

準備学習 1 回 教科書第 2 章セッション 1 を読んでおくこと。 
2 回 第 2 章セッション 2 を読んでおくこと。 
3 回 第 2 章セッション 3 を読んでおくこと。 
4 回 第 2 章セッション 4 を読んでおくこと。 
5 回 第 2 章セッション 5 を読んでおくこと。 
6 回 第 2 章セッション 6 を読んでおくこと。 
7 回 第 2 章セッション 7 を読んでおくこと。 
8 回 第 2 章セッション 8 を読んでおくこと。 
9 回 第 2 章セッション 9 を読んでおくこと。 
10 回 第 2 章セッション 10 を読んでおくこと。 
11 回 第 2 章セッション 11 を読んでおくこと。 



12 回 第 2 章セッション 12 を読んでおくこと。 
13 回 配付資料の該当箇所を読んでおくこと。 
14 回 配付資料の該当箇所を読んでおくこと。 
15 回 配付資料の該当箇所を読んでおくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTM1312 
成績評価 定期試験（７０％） レポート（３０％）。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス MA(工)(〜11),MB(工)(〜11) 
見出し FTM1312 計測工学 
担当教員名 木原 朝彦 
単位数 2 
教科書 授業の中で紹介する。 
アクティブラーニング  
キーワード 直接測定、間接測定、⺟集団分布、標本分布、生体物理量・化学量、生体電気磁

気現象、放射線を利用した計測、電磁場を利用した計測、超音波を利用した計測、
光学特性・温度特性を利用した測定、画像計測、検体計測、計測情報の処理 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 計測工学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 酒井英行「実験精度と誤差」（丸善）吉澤康和「新しい誤差論」（共立出版） 
授業形態 講義 
注意備考 ※授業受講の事前準備は、参考書やＷｅｂを利用して行うこと。 
シラバスコード FTM1312 
実務経験のある教員  
達成目標 測定で得られたデータを処理する方法とその数学的な裏づけを理解・習得する。

二年次以降に行う演習や実験で利用できるようになる。 
受講者へのコメント  
連絡先 ２７号館３階３０５号室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Measurement Engineering 
関連科目 電子工学Ｉ・II、生体計測工学Ｉ・II、放射線工学概論、生体工学実験Ｉ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 計測工学には、ある物理量の計測手段そのものについて考える側面と、得られた

データを処理しそこから意味のある情報を引き出すという二つの側面がある。本
科目では、まず後者についてその基本を学んだ後、生体医工学で用いられる様々
な計測手法を理解する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 【オリエンテーション】本講義で学ぶことの概要について講義する。 

2 回 【計測データとその処理】確率と統計の基礎について学び、それを元に、計
測データの処理の意義の基本について講義する。 



3 回 【直接測定】複数回の測定結果から得られた平均値と分散が持つ性質につい
て講義する。 
4 回 【色々な分布】測定対象が持つバラツキが持つ分布について代表的について
講義する。 
5 回 【間接測定】目的とする量が、幾つかの異なる測定値の組み合わせで得られ
る場合について、その特徴と性質について講義する。 
6 回 【直接測定と間接測定に関する演習】直接測定と間接測定に関する演習問題
を解くことで理解を深める。 
7 回 【検定とは何か】実験データの評価で使用される検定という考え方について
講義する。 
8 回 【検定の実際】演習問題により、検定のやり方を体験し、その理解を深める。 
9 回 【演習】前半の講義内容について、演習もしくは小テストを行い、学習の理
解度を調査する。授業の後半で、演習問題の解説を行い、解法についての理解を
深める。 
10 回 【測定法総論：生体情報の性質と測定法】物理量の測定には色々なものが
あるが、生体での測定に当たっては、幾つかの制約がある。測定法総論として、
その種類と注意すべき点についてその基本について講義する。 
11 回 【生体の光学特性、熱特性、生体物理量・化学量の計測】生体の光学特性
と熱特性の測定法を学ぶ。また、生体で重要な物理量と化学量についてその測定
法について講義する。 
12 回 【： 放射線を利用した計測】放射線の利用による生体に関わる諸量の測定
について、Ｘ線を用いるものとラジオアイソトープを用いるものを例に、その特
徴について講義する。 
13 回 【： 電気磁気現象、生体振動、温度を利用した計測】電磁気現象の利用に
よる生体に関わる諸量の測定について学ぶ。また、生体振動、温度を利用した測
定について講義する。 
14 回 【超音波特性を利用した計測】超音波の利用による生体に関わる諸量の測
定について、反射信号の大きさにかかわるものと反射周波数の大きさに関係する
ものを例に、その特徴について講義する。 
15 回 【画像計測と検体計測】生体計測における画像計測の種類について学ぶ。
生化学検査で用いられる検体計測について講義する。 

準備学習 1 回 【オリエンテーション】特になし。 
2 回 【計測データとその処理】特になし 
3 回 【直接測定】前回に講義した確率と統計の基礎について復習しておくこと。 
4 回 【色々な分布】測定で生じるバラツキにはどのようなものがあるか、具体的
な例を考えておくこと。 
5 回 【間接測定】微分について基礎的なことを復習しておくこと。 
6 回 【直接測定と間接測定に関する演習】前回までの内容を復習しておくこと。 
7 回 【検定とは何か】確率と統計の基礎について再復習しておくこと。 
8 回 【検定の実際】前回の講義内容を復習しておくこと。 
9 回 【演習】第 1 回から第 8 回までの内容を復習しておくこと。 
10 回 【測定法総論：生体情報の性質と測定法】身の回りにある測定器について



その種類と原理について調べておくこと。 
11 回 【生体の光学特性、熱特性、生体物理量・化学量の計測】光の性質につい
て調べておくこと。 
12 回 【： 放射線を利用した計測】放射線の種類について調べておくこと。 
13 回 【： 電気磁気現象、生体振動、温度を利用した計測】電流と磁場に関する
基本的な法則をちらべておくこと。 
14 回 【超音波特性を利用した計測】超音波とはどのような音で、どのような特
⻑があるかを調べておくこと。 
15 回 【画像計測と検体計測】画像診断装置の種類について調べておく。血液に
含まれる成分を調べておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTM1321 
成績評価 毎回の小テスト(30%)、期末試験(70%)により行う。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス MA(工)(〜11),MB(工)(〜11) 
見出し FTM1321 薬理学 
担当教員名 原 啓文 
単位数 2 
教科書 今井昭一、「よくわかる専門基礎講座 薬理学」 金原出版 
アクティブラーニング  
キーワード 呼吸器系、循環器系、循環器系、脳神経系に対する各薬剤、抗生物質 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 薬理学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 鈴木正彦、「薬理学」 医学芸術社 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTM1321 
実務経験のある教員  
達成目標 1. 薬物療法の基本原理を理解し説明できる。2. 薬物の作用機序を分子、細胞、

器官、固体レベルで理解し説明できる。 
受講者へのコメント 薬理学は決して難しい学問ではなく、身近な学問であることを念頭に講義を行っ

ている。簡単に述べていることでも、その奥には薬の作用を含めた⼈の生理現象
の変化が絡んでいることに個々⼈が興味を持って教科書を読み進めてもらいた
い。また、分からないことや不思議に思ったことなどあれば、積極的に意見を述
べてもらいたい。 

連絡先 6 号館 2 階 原講師室 hhara＠bme.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 総じて適正な評価であると考えられる。教科書ついての評価が低い理由として、
講義オリエンテーションでも説明した教科書の使用方法について説明不足であ
ったと考えている。次年度のオリエンテーションで周知・徹底を試みる。 

英文科目名 Pharmacology 
関連科目 基礎生物学、基礎化学、生化学、免疫学 
次回に向けての改善変更予定 ノートに書きやすくするように板書を工夫する。また、出席率を上げ興味を持っ

て講義に望んでもらうために講義毎に小テストを行い、その授業のポイントを整
理させるようにする。 

講義目的 臨床で使用される薬剤の作用機序・適応等、生体内で薬が作用を発揮する仕組み
を理解する。 



対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義方針説明、薬理学総論 

2 回 薬理学および臨床薬理学 
3 回 末梢神経系作用薬の薬理作用と臨床応用（１） 
4 回 末梢神経系作用薬の薬理作用と臨床応用（２） 
5 回 中枢神経系作用薬の薬理作用と臨床応用 
6 回 ホルモンとオータコイド 
7 回 循環器系作用薬の薬理作用と臨床応用：（強心薬、心機能亢進薬、血管収縮
/拡張薬、利尿薬等）（１） 
8 回 循環器系作用薬の薬理作用と臨床応用：（強心薬、心機能亢進薬、血管収縮
/拡張薬、利尿薬等）（２） 
9 回 呼吸器系作用薬および消化器系作用薬の薬理作用と臨床応用：（気管支拡張
薬、鎮咳薬、去痰薬等） 
10 回 泌尿生殖器作用薬、皮膚および眼作用薬の薬理作用と臨床応用 
11 回 脳神経系作用薬の薬理作用と臨床応用：（鎮静薬、鎮痛薬、麻酔薬等） 
12 回 化学療法薬と抗感染症薬の薬理作用と臨床応用 
13 回 免疫系作用薬の薬理作用と臨床応用 
14 回 消毒薬と防腐剤、および生物学的製剤 
15 回 中毒とその処置、および漢方薬 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習の流れを確認しておくこと。 
2 回 教科書 第１章に目を通しておくこと。 
3 回 教科書 第２章①まで目を通しておくこと。 
4 回 教科書 第２章②まで目を通しておくこと。 
5 回 教科書 第３章に目を通しておくこと。 
6 回 教科書 第４〜５章まで目を通しておくこと。 
7 回 教科書 第６章③まで目を通しておくこと。 
8 回 教科書 第６章⑦まで目を通しておくこと。 
9 回 教科書 第７〜８章に目を通しておくこと。 
10 回 教科書 第９章に目を通しておくこと。 
11 回 今までの講義を復習しておくこと。 
12 回 教科書 第１２章に目を通しておくこと。 
13 回 教科書 第１３章に目を通しておくこと。 
14 回 教科書 第１５章に目を通しておくこと。 
15 回 教科書 第１６章に目を通しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTM1322 
成績評価 毎回の小テスト(30%)、期末試験(70%)により行う。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス MA(工)(〜10),MB(工)(〜10) 
見出し FTM1322 遺伝子工学 
担当教員名 原 啓文 
単位数 2 
教科書 一目でわかる臨床遺伝学 メディカル・サイエンス・インターナショナル 
アクティブラーニング  
キーワード ゲノム情報、ゲノム医療、遺伝子検査法 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 遺伝子工学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ゲノム３ メディカル・サイエンス・インターナショナルバイオインフォマティ

クス 第２版 メディカル・サイエンス・インターナショナル 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTM1322 
実務経験のある教員  
達成目標 遺伝子工学の基礎的な知識を習得するとともに，ゲノム解析をもちいた臨床応用

について習得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 6 号館 2 階 原講師室 hhara＠bme.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Genetic Engineering 
関連科目 基礎生物学、生化学、薬理学、免疫学、臨床生理学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ヒトなど生物の生命活動を決定するゲノム情報が解明され、分子レベルで生命現

象を包括的に理解するための機能ゲノム研究が始まっている。遺伝子工学は、生
命そのものの分子情報を探求する学問であり、研究成果から得られる事がらは非
常に意味深く多岐にわたる。したがって、遺伝子工学は医療、工業、農業等に関
して重要な学問となっている。この講義では、遺伝子工学の基礎と臨床応用を解
説する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義方針説明、遺伝子工学総論 

2 回 遺伝子工学の基礎と概要 



3 回 宿主ベクターについて 
4 回 遺伝子の精製 
5 回 試験管内での DNA 分子の切断と結合 
6 回 形質転換の方法 
7 回 特定遺伝子の検出法 
8 回 遺伝子の構造解析 
9 回 染色体の物理地図 
10 回 RNA 工学とタンパク質工学 
11 回 ポストゲノムとゲノム医療 
12 回 遺伝子工学の治療への応用 
13 回 感染症の遺伝子検査法 
14 回 疾患関連遺伝子の発現解析 
15 回 遺伝子医療とその応用 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習の流れを確認しておくこと。 
2 回 教科書 第１〜３章に目を通しておくこと。 
3 回 教科書 第４〜６章に目を通しておくこと。 
4 回 教科書 第７〜９章に目を通しておくこと。 
5 回 教科書 第１０〜１２章に目を通しておくこと。 
6 回 教科書 第１３〜１５章に目を通しておくこと。 
7 回 教科書 第１６〜１８章に目を通しておくこと。 
8 回 教科書 第１９〜２１章に目を通しておくこと。 
9 回 教科書 第２２〜２４章に目を通しておくこと。 
10 回 教科書 第２５〜２７章に目を通しておくこと。 
11 回 教科書 第２８〜３０章に目を通しておくこと。 
12 回 教科書 第３１〜３３章に目を通しておくこと。 
13 回 教科書 第３４〜３６章に目を通しておくこと。 
14 回 教科書 第３７〜３９章に目を通しておくこと。 
15 回 教科書 第４０〜４８章に目を通しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTM1331 
成績評価 中間試験またはレポート（40％）、定期試験（60％）として採点・評価する 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス MA(工)(〜10),MB(工)(〜10) 
見出し FTM1331 医用安全工学Ⅰ 
担当教員名 小畑 秀明 
単位数 2 
教科書 渡辺敏 編著，「臨床工学（CE）と ME 機器・システムの安全」，コロナ社 
アクティブラーニング  
キーワード マクロショック、ミクロショック、漏れ電流、接地線抵抗、病院電気設備、安全

管理技術 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 パワーポイントのレジメを希望する声も若干ありましたが、多くの図・表はテキ

ストや参考図書からの抜粋ですので、しっかりとテキスト・参考書を見て下さい。
また、大事な所でメモを取る習慣を付けることも重要です。頑張ってメモを取る
トレーニングをしてください。 

科目名 医用安全工学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 日本エム・イー学会 ME 技術教育委員会 監修，「ME の基礎知識と安全管理」，

南江堂小野哲章 編集，「臨床工学技士標準テキスト」， 金原出版日本臨床工学
技士教育施設協議会 監修，「臨床工学講座 医用機器安全管理学」，医⻭薬出版 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTM1331 
実務経験のある教員  
達成目標 医用機器・病院電気設備に関する安全基準を理解し、これらの保守管理業務につ

いての基本事項について習得する。 
受講者へのコメント ME の資格試験や臨床工学技士の国家試験でも非常に多くの問題がこの医用安全

の範囲から出題されています。これらの資 
格を目指す⼈にとっては極めて重要な科目ですので、積極的な姿勢で取り組んで
ほしいと思います。 

連絡先 ５号館３階小畑研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 講義の内容については概ね理解してもらえていたようです。しかし授業時間外の
学習に対してはあまりしていない学生もかなりいたようです。この「医用安全工
学Ⅰ」ではパワーポイントによる説明が多いため、若干一方通行的なところがあ
りますが必要な事項を限られた時間の中で行うためには止む得ないところもあ
ります。宿題・レポートなども含め今後の検討課題としようと思います 



英文科目名 Engineering for Biomedical Safety I 
関連科目 生体医工学実習Ⅰ、電気工学Ⅰ・Ⅱ、医用安全工学Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 「臨床工学国家試験」の範囲を踏襲していますので内容量が少し多くなりまし

た。そのため全体的に講義のペースも少し早いかもしれません。範囲を絞れる所
があるのであれば随時、範囲を再検討していきたいと思います。 

講義目的 医療の現場において医用機器や医療設備を安全にかつ正しく使用することは、患
者の健康・安全を守るだけでなく、操作する医療関係者の健康・安全を守る上で
も極めて重要なことである。そこで本講義では医用機器および病院電気設備に関
して高い安全性及び信頼性を持って扱えるよう、安全・管理に関する基礎事項に
ついて理解する 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  医療機器安全管理の重要性について講義する 

2 回  医療安全Ⅰ；事例を用いて医療安全について検討する 
3 回  各種物理的エネルギーの危険性（１）について講義する 
4 回  各種物理的エネルギーの危険性（２）について講義する 
5 回  安全限界、電撃について講義する 
6 回  電撃事故と安全対策について講義する 
7 回  電気的安全性の測定−漏れ電流・接地線抵抗について講義する 
8 回  これまでの総括として中間試験を実施する 
9 回  ME 機器の安全基準（１）について講義する 
10 回  ME 機器の安全基準（２）、管理技術について講義する 
11 回  病院電気設備の安全基準、管理技術について講義する 
12 回  システム安全（１）について講義する 
13 回  システム安全（２）について講義する 
14 回  電磁環境と安全管理について講義する 
15 回  医療安全Ⅱ；事例を用いて医療安全について検討する 

準備学習 1 回  シラバスの内容をよく読んで、これから学ぶ内容について確認しておく
こと 
2 回  医療機器を扱う上で起こりうる危険について検討してくること 
3 回  各種物理的エネルギーが生体にどのような障害を与えると考えられるか
検討しておくこと 
4 回  前回の内容をよく理解しておくこと 
5 回  ミクロショック・マクロショックについてよく理解しておくこと 
6 回  ２年次の「生体計測工学」で学んだ医療機器を取り扱う際の環境について
見直しておくこと 
7 回  各種実験で行った測定機器の取り扱いについて復習しておくこと 
8 回  これまでの内容をよく復習しておくこと 
9 回  ME 機器にはどのような安全基準があるか調べておくこと 
10 回  前回の内容をよく復習しておくこと 
11 回  病院の電気設備にはどのような安全基準があるか調べておくこと 
12 回  安全をシステム的に確保するには何が重要と考えられるか検討しておく
こと 



13 回  前回学んだ内容をよく復習しておくこと 
14 回  電磁環境の規制について調べておくこと 
15 回  これまでの内容について復習しておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FTM1511 
成績評価 定期試験（７０％） レポート（３０％）。原則として、欠席が４回以上のものは

失格とする（成績判定せず次年度再受講）。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス MA(工)(〜10),MB(工)(〜10) 
見出し FTM1511 生体計測工学Ⅱ(再) 
担当教員名 木原 朝彦 
単位数 2 
教科書 授業の中で紹介する。 
アクティブラーニング  
キーワード 診断工学、画像工学、非侵襲計測、画像診断装置、Ｘ線ＣＴ、核磁気共鳴装置、

超音波診断装置、核医学装置、検体検査工学、検体検査装置 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 生体計測工学Ⅱ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 画像診断装置学入門 木村雄治 コロナ社 

舘野之男「画像診断」中公新書鈴木篤「画像検査で読む⼈体」講談社現代新書 
授業形態 講義 
注意備考 ※授業受講の事前準備は、参考書やＷｅｂを利用して行うこと。 
シラバスコード FTM1511 
実務経験のある教員  
達成目標 Ｘ線診断装置、Ｘ線ＣＴ、核磁気共鳴装置、超音波診断装置、核医学装置、検体

検査装置の原理を知り、それらがどのように利用されているかを理解する。 
受講者へのコメント この講義では画像診断装置の原理を理解してほしいと考えています。最低限の

「数学」が必要になるので、まず、関係する数学をできるだけ丁寧に復讐してか
ら、実際の再構成原理を講義していますので、分からないところどんどん質問し
てほしいと思います。 

連絡先 ２７号館３階３０５号室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 予習をしていない学生が多いので、次回は「宿題」を課すことを考えている。 
「数学」の基礎知識が必要になるため、次回からは、数学の復習をより充実させ
ようと考えている。 

英文科目名 Biomedical Measurement Engineering II 
関連科目 電子工学Ｉ・II、生体計測工学Ｉ・II、放射線工学概論、生体工学実験Ｉ 
次回に向けての改善変更予定 ＭＥ技術者試験で関連する問題が多く出されていますので、それらの解説なども

含める形に改善していこうと考えている。 
講義目的 現代医学において画像による診断や治療は不可欠なものとなっている。本講義で



は、代表的な画像診断装置についてその原理について学んだ後、どのような応用
が行われているかを講義する。また、検体検査装置については、自動分析装置に
加えて、機器分析法、バイオセンサ、血液の細胞学的検査法について講義する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 【オリエンテーション】本講義で学ぶことの概要について講義する。 

2 回 【診療プロセスと画像診断装置の役割】検査、治療、フォローアップという
診療のプロセスの中に占める画像診断装置の役割について講義する。 
3 回 【超音波診断装置１】超音波の性質と生体物質との相互作用、超音波の発生
と検出について講義する。 
4 回 【超音波診断装置２】電子走査法のうち、リニアー方式とセクター方式しつ
いて、そのしくみを講義する。 
5 回 【超音波診断装置３】ドップラー法による血流速の測定原理について講義す
る。 
6 回 【Ｘ線診断装置】Ｘ線診断装置を構成する各要素を学ぶ。造影剤の意義につ
いて講義する。 
7 回 【Ｘ線ＣＴ１】再構成原理のうち、２次元フーリエ変換法について講義す
る。 
8 回 【Ｘ線ＣＴ２】再構成原理のうち、フィルタード・バックプロジェクション
法について講義する。 
9 回 【Ｘ線ＣＴ３】Ｘ線ＣＴの高速化のための様々な工夫や発明について講義す
る。 
10 回 【理解度調査】前半の講義内容について、演習もしくは小テストを行い、
学習の理解度を調査する。 
11 回 【ＭＲＩ１】核磁気共鳴現象とはどんな現象化について講義する。 
12 回 【ＭＲＩ２】核磁気共鳴現象で得られる信号から、画像を作成するしくみ
を講義する。 
13 回 【ＭＲＩ３】ＭＲＩ装置の構成要素について講義する。 
14 回 【核医学診断装置】ラジオアイソトープを用いた画像診断装置である核医
学診断装置についてその特徴と構成を講義する。 
15 回 【検体検査装置】血液や尿の成分を検査する検体装置について講義する。 

準備学習 1 回 【オリエンテーション】特になし。 
2 回 【診療プロセスと画像診断装置の役割】画像診断装置にはどのようなものが
あるかについて調べておくこと。 
3 回 【超音波診断装置１】音波について、波⻑、振動数、振幅の意味を復習して
おくこと。 
4 回 【超音波診断装置２】前回学んだ、超音波の発生と検出について復習してお
くこと。 
5 回 【超音波診断装置３】ドップラー効果について調べておくこと。 
6 回 【Ｘ線診断装置】Ｘ線発生装置について調べておくこと。 
7 回 【Ｘ線ＣＴ１】フーリエ変換について調査、復習しておくこと。 
8 回 【Ｘ線ＣＴ２】前回の講義内容を復習し、理解しておくこと。 
9 回 【Ｘ線ＣＴ３】頭部、胸部、腹部のそれぞれを撮影するときに許容できる検



査時間について考えておくこと。 
10 回 【理解度調査】第 1 回から第 10 回までの内容を復習しておくこと。 
11 回 【ＭＲＩ１】電流と磁場の関係について調べ、復習しておくこと。 
12 回 【ＭＲＩ２】フーリエ変換について再度、復習しておくこと。 
13 回 【ＭＲＩ３】前々回と前回の講義内容を復習しておくこと。 
14 回 【核医学診断装置】ラジオアイソトープについて調べておくこと。 
15 回 【検体検査装置】血液と尿のに含まれる主な成分について調べておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTM1512 
成績評価 レポート（50％）、定期試験（50％）により成績を評価する。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス MA(工)(〜11),MB(工)(〜11) 
見出し FTM1512 医用工学概論 
担当教員名 猶原 順、八⽥ 貴、林 紘三郎、小畑 秀明、木原 朝彦、内貴 猛、中路 修

平、原 
単位数 2 
教科書 教科書については指定しない。適宜、試料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 医用工学概論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 プリント等を配布する。 
授業形態 講義 
注意備考 特に無し 
シラバスコード FTM1512 
実務経験のある教員  
達成目標 医用工学にはどのようなものがあるのか理解する。この分野への工学的手法の応

用と可能性について考える。 
受講者へのコメント  
連絡先 27 号館 3 階 八⽥ 教授室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introduction to Biomedical Engineering 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 医療に関わる工学を総称して医用工学あるいは医工学と呼ばれる。基本的に生体

計測装置、治療機器あるいは生体機能代行装置など電子・機械工学に立脚したも
のが中心となっている。現在では再生医学、遺伝子治療などの医療技術も医用工
学に含まれる。このような状況の中、本講義では、先端の医用工学機器及び細胞・
組織・生体環境までの生体のメカニズムについて学ぶ。これらより、現在の工学
がどのように先端医療へ関与しているのかを理解する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 医用工学の領域と意義、生体の構造・機能の特徴概要について解説する。 

遺伝子工学技術について解説する。 



2 回 ゲノム工学技術について解説する。 
3 回 ⼈工腎臓、血液浄化器材、バイオ⼈工臓器について解説する。 
4 回 生体材料としてのタンパク質と細胞について解説する。 
5 回 生体と環境について解説する。 
6 回 病院管理と地域における医療システムについて解説する。 
7 回 医療機器と安全管理概論、物理エネルギーによる診断・治療概論について解
説する。 
8 回 生体の機能と構造を材料⼒学で解析し応用するバイオメカニクスについて
解説する。 
9 回 バイオメカニクスにおける流体⼒学的な現象と循環器に発生する疾病との
関係について研究成果を交えて解説する。 
10 回 先端生体計測・情報処理技術について解説する。 
11 回 情報処理技術の医療への応用について解説する。 
12 回 ⻭科用接着性修復材料の開発と⻭科医療の発展について解説する。 
13 回 企業経営と病院経営概論について解説する。 
14 回 ⼈工関節開発・製造・販売業務について解説する。 
15 回 放射線画像科学について解説する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。 
遺伝子工学はどのように使われているか調べておくこと。 
2 回 ⼈のゲノム工学について調べておくこと。 
3 回 ⼈工腎臓、血液浄化器材等について調べておくこと。 
4 回 生体材料、タンパク質等について調べておくこと。 
5 回 生体を取り巻く環境について調べておくこと。 
6 回 病院の管理と医療システムについて調べておくこと。 
7 回 医療機器特に治療機器について調べておくこと。 
8 回 授業「応用⼒学Ⅰ」の教材をもとに、材料⼒学の基礎を復習しておくこと。 
9 回 応用⼒学Ⅱの内容、特に生体内の血流現象を復習しておくこと。 
10 回 医療に使われる生体計測 CT/MR/超音波測定機器等について調べておく
こと。 
11 回 医療に使われる生体計測 CT/MR/超音波測定機器等について調べておく
こと。 
12 回 ⻭科用接着性修復材料について調べておくこと。 
13 回 病院経営における医療機器の位置づけについて調べておくこと。 
14 回 関節の構造（骨・筋肉・靭帯など）について調べておくこと。 
15 回 放射線を用いた検査（MRI を含む）について調べておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTM1711 
成績評価 定期試験に加え、中間試験と毎回のミニテストから評価する。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス MA(工)(〜10),MB(工)(〜10) 
見出し FTM1711 ⼈工臓器Ⅳ 
担当教員名 二見 翠 
単位数 2 
教科書 竹澤 真吾/出渕 靖志編・「臨床工学講座 生体機能代行装置学 血液浄化療法

装置」・医⻭薬出版株式会社 
アクティブラーニング  
キーワード 血液浄化、血液透析、血液ろ過、ダイアライザ、血漿交換、吸着療法 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「時間の無駄が多い」というコメントについて、具体的にどこに無駄が多かった

のか分かりませんが、準備に手間取って開始時間が少し遅くなったこともありま
したので、こちらについては気を付けたいと思います。 
「覚える範囲が多いので、少し整理してほしい」というコメントについて、この
講義は臨床工学技士の国家試験に非常に重要な講義で、関連問題が多数試験に出
ます。少なくとも国家試験に出る範囲はしっかり覚えて頂くような講義になって
ますので、国家試験を受験しない方にとっては負担が大きいのかもしれません
が、この様な理由から範囲を狭 

科目名 ⼈工臓器Ⅳ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 秋葉 隆／峰島三千男編・「ＣＥ技術シリーズ 血液浄化療法」・南江堂透析療法

合同専門委員会編著・「血液浄化療法ハンドブック」・協同医学出版社 
飯⽥喜俊 秋葉隆編・「透析療法パーフェクトガイド」第 2 版 医⻭薬出版株式
会社 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTM1711 
実務経験のある教員  
達成目標 血液浄化の基本技術について理解する。臨床工学技士に求められる血液浄化療法

に関する知識を習得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 二見研究室（5 号館 3 階）または 27 号館 3 階生体材料工学研究室 e-

mail;mfutami@bme.ous.ac.jp オフィスアワー;木曜日午前中 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 満足度についてやや満足以上と回答した方が 50%程度であったことから考える
と、講義に対してまだまだ改善の余地があると考えています。 



英文科目名 Artificial Organs IV 
関連科目 ⼈工臓器Ⅰ、⼈工臓器Ⅱ、⼈工臓器Ⅲ 
次回に向けての改善変更予定 講義の最初に要点を伝えておく、といった事等で講義の全体像を把握しやすいよ

うに努⼒したいと思います。 
講義内容については年々少なくする方向で考えてはいるが、それでもまだ詰め込
み過ぎのような感があるので、一部は⼈工臓器特論Ⅱの講義内容に回すようし
て、もう少し内容をスリムにしたいと考えています。 

講義目的 ⼈工臓器Ⅲでは血液浄化療法についての講義を行う。基本技術である分子拡散、
濾過、吸着の原理を理解した上で、血液浄化療法の種類、方法について学ぶこと
を目的とする。より具体的には、血液透析（HD）、血液ろ過（HF）、血液透析ろ
過（HDF）、腹膜透析、血漿交換法、吸着療法等について、原理、装置、体外循
環技術、保守・点検、安全対策等について習得する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションを行い、血液浄化法の概要を解説する。 

2 回 腎臓・尿路系の構造と機能、腎疾患の病態と生理について講義する。 
3 回 血液透析の原理と構成Ⅰ:血液透析の原理、構成、ダイアライザの性能指標
について講義する。 
4 回 血液透析の原理と構成Ⅱ:透析膜、治療モードについて講義する。 
5 回 透析技術Ⅰ: 抗凝固薬、バスキュラーアクセスについて講義する。 
6 回 透析液、周辺機器について講義する。 
7 回 患者管理について講義する。 
8 回 中間テストを実施する。 
9 回 中間テストを解説する。 
10 回 腎機能検査について講義する。 
11 回 安全管理について講義する。 
12 回 持続的血液浄化療法について講義する。 
13 回 腹膜透析について講義する。 
14 回 その他の血液浄化療法（吸着療法、膜分離療法）について講義する。 
15 回 血液浄化療法を取り巻く環境について講義する。 

準備学習 1 回 教科書の 1 章を読んでくること 
2 回 教科書の 2,4 章を読んでくること 
3 回 教科書 5 章の 1~3 を読んでくること 
4 回 教科書 5 章の 4,5 を読んでくること 
5 回 教科書 6 章の 2,3 を読んでくること 
6 回 教科書 6 章の 1 および 7 章を読んでくること 
7 回 教科書の 8 章を読んでくること 
8 回 これまでの内容を復習しておくこと 
9 回 中間テストでわからなかった項目は予め調べておくこと 
10 回 教科書の 3 章を読んでくること 
11 回 教科書の 9 章を読んでくること 
12 回 教科書の 10 章を読んでくること 
13 回 教科書の 11 章を読んでくること 



14 回 教科書の 12 章を読んでくること 
15 回 教科書の 13 章を読んでくること。 

 



年度 2012 
授業コード FTM17H2 
成績評価 中間テスト 2 回（40%），定期試験（60%）により成績を評価する。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス MA(工)(〜11),MB(工)(〜11) 
見出し FTM17H2 生体運動学 
担当教員名 内貴 猛 
単位数 2 
教科書 資料をコピーで配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 体サイズ，関節，骨格，筋肉，身体運動計測機器，スポーツ機器 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 今回はカリキュラム変更の狭間となり、2 年生と 3 年生が同時に受講しましたの

で、100 ⼈近くの受講生になってしまいました。そのため、窮屈な思いをした学
生もいたかもしれませんが、他学年の学生をふれあえる良い機会になった学生も
いると思います。 

科目名 生体運動学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 運動のバイオメカニクス／牧川方昭・吉⽥正樹共著／コロナ社： 

身体運動のバイオメカニクス／日本エム・イー学会編／コロナ社： 
スケーリング：動物設計論 −動物の大きさは何で決まるのか−／Ｋ・シュミッ
ト ニールセン著／コロナ社 

授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験期間中に行い、試験形態は筆記試験とする。 

定期試験、中間テストでは携帯電話以外の持ち込みを可とする。 
シラバスコード FTM17H2 
実務経験のある教員  
達成目標 ヒトの運動と歩行，筋と関節の⼒学などの生体のダイナミクスと，福祉、リハビ

リテーション，スポーツ・健康工学を理解するのに必要な基礎知識を身につける。 
特に⼒とモーメントのつり合い方程式を立て、静止した状態の筋肉や骨にかかる
荷重を求めることができるようになること。 

受講者へのコメント 講義中は私語をしないようにして下さい。 
連絡先 27 号館 3 階 304 室 tnaiki@bme.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 きちんと出席していました。 
しかし、ほとんど時間外に勉強しなかった学生が半分ほどいました。 
この分野への理解や興味、関心が高まった学生がほとんどでしたので、よい授業
だったのではないかと思います。 

英文科目名 Kinematics 



関連科目 バイオメカニクス 
次回に向けての改善変更予定 今後も生体運動学に興味や関心が持てるように授業をしていきたいと思います。 
講義目的 ヒトの運動と歩行，筋と関節の⼒学などの生体のダイナミクスと，福祉、リハビ

リテーション，スポーツ・健康工学，及びこれらに関連する機器の概要について
教授する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション。講義の進め方、予定を説明する。 

2 回  生物の形と体の大きさの関係について説明する。 
3 回  代謝率と体の大きさの関係について説明する。 
4 回  恐⻯のなぞについて説明する。 
5 回  ⼈体運動器の構成と運動記述のための解剖学，歩行の解析方法について説
明する。 
6 回  筋と関節の静⼒学について説明する。 
7 回  骨と関節，軟組織について説明する。 
8 回  中間テスト１を行い、7 回までの内容の理解度を判定し、解説することに
よりその内容を復習する。 
9 回  不安定な関節，動きの小さな関節，歩行の計測方法について説明する。 
10 回  歩行の分析（逆動⼒学的手法）方法について説明する。 
11 回  スポーツバイオメカニクスについて説明する。 
12 回  スポーツ動作（疾走，背面跳，棒高跳）の分析方法について説明する。 
13 回  スポーツ動作（投球，テニス）の分析方法について説明する。 
14 回  中間テスト２を行い、9〜13 回の内容の理解度を判定し、解説することに
よりその内容を復習する。 
15 回  義手，義足，装具について説明する。 

準備学習 1 回 講義予定、特に中間テストと定期試験の日程を自分の予定表に書き込んで
おくこと。 
2 回  配付資料の該当箇所を読んでおくこと。 
3 回  配付資料の該当箇所を読んでおくこと。 
4 回  配付資料の該当箇所を読んでおくこと。 
5 回  配付資料の該当箇所を読んでおくこと。 
6 回  配付資料の該当箇所を読んでおくこと。 
7 回  配付資料の該当箇所を読んでおくこと。 
8 回  第 2〜7 回の内容を復習しておくこと。 
9 回  配付資料の該当箇所を読んでおくこと。 
10 回  配付資料の該当箇所を読んでおくこと。 
11 回  配付資料の該当箇所を読んでおくこと。 
12 回  配付資料の該当箇所を読んでおくこと。 
13 回  配付資料の該当箇所を読んでおくこと。 
14 回  第 9〜13 回の内容を復習しておくこと。 
15 回  配付資料の該当箇所を読んでおくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTM17J1 
成績評価 定期試験(0％)，中間試験(0％)，小テスト(0％)，レポート(90％)，ノート(10％)

すべての実験テーマのレポートを総合集計して評価する。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス MA(工)(〜12),MB(工)(〜12) 
見出し FTM17J1 物理学実験 
担当教員名 蜂谷 和明、猶原 順、小野 文久、小野 忠良、片山 敏和＊ 
単位数 2 
教科書 岡山理科大学理学部共通講座・工学部共通講座物理学教室編・「物理学実験」・大

学教育出版 
アクティブラーニング  
キーワード 計測基礎論と基本的な量の測定法，単位と標準，不確かさと精度，⼒学，電磁気，

振動、 光学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 （１）「エアコンの調子が悪い」はエアコンが古いので大事に使うようにしてい

ます。また、将来検討します。（２）「難しい」、「先生によって指導法が少し違う
ので統一してほしい」については、［受講者へのコメント］のところに書きました
が、物理を学習しなかった⼈についてもかなり気を遣い、まず興味を持ってもら
うように、それができたら、将来必要な技術を身につけてほしい、というように
指導しています。指導法の統一は、目標達成をどのに持って行くかということで、
各先生がどのように設定されているかで異なります。しかし、つねにどのよう 

科目名 物理学実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 東京天文台編集・「理科年表」・丸善 
授業形態 実験実習 
注意備考 毎回出席して、各担当教員またはＴＡの指示に従うこと。提出したレポートは担

当教員が 点検し、その日のうちに再提出の必要なレポートは返却する。 
シラバスコード FTM17J1 
実務経験のある教員  
達成目標 生体医工学の専門知識を理解するために、物理学、⼒学、電磁気学の基礎知識を

修得する。 特に、自分で実験を行うことにより、基本的な物理量の測定法、実
験装置や器具の操作、有効数字と誤差 の理解、レポートの作成等ができること
を目標とする。 

受講者へのコメント  項目［Ａ］の予習と復習、積極的に取り組んだかでは、７０％以上の⼈が週２
時間以上取り組んでくれたことに対し、教員として学生諸君の努⼒に感謝しま
す。［Ｅ］の理解しやすいように工夫してほしいについては、生体医工学科の１年
生の学生は、高校で物理学を取らないで入学してきている学生がかなりな数いま
す。実験担当の教員は、このことは十分に理解し、物理を取ってきていない学生
のことも考えて、ガイダンスではわかりやすい言葉を使ったり、実験中には必要
以上に説明にも気を使っています。 



連絡先 （代表）蜂谷（電子メール hachiya@mech.ous.ac.jp，電話 086-256-9573）オフィ
スアワー水曜日 12:30-13:30、16:00-17:00、金曜日 16:00-17:00、場所１学舎３階 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  項目［Ａ］の予習と復習、積極的に取り組んだかでは、週２時間以上の学生が
７０％であった。項目［Ｂ］のこの分野への理解が深まった４８％で、興味が高
まったが３２％であった。［Ｃ］の目標達成度で、できたから半分程度できた⼈は
７８％で、満足度は満足から普通と答えた⼈は８７％であった。授業に対する教
員の意欲は７７％の⼈が、感じられた、または少し感じられたと答えていた。［Ｅ］
の理解しやすいように工夫をしてほしいという⼈が２１％いた。 

英文科目名 Physics Laboratory 
関連科目 入門物理、基礎物理学、応用⼒学 I・II，入門数学、応用数学 I・II，上級数学 I・

II 
次回に向けての改善変更予定  実験・実習科目では、項目［Ａ］の予習と復習と取り組みの姿勢の項目は非常

に大切なので、今回は評価が良かったですが、気を緩めず、事前の実験の予習、
実験後の早期にレポートを作成をする習慣作りを徹底して行っていきたい。項目
［Ｅ］の教科書の適切さとわかりやすさには常に気を配りながら、ガイダンスで
の説明や、実験時間内での説明が一方的にならないようにしたい。実験を受講し
ている学生も、ガイダンスや実験中の説明だけでは理解不可能な場合は、疑問点
を教員なり、ＴＡなりに聞いて、積極的に参加してほしい。項目［Ｂ］と「Ｃ］
の満足 

講義目的 物理学は生体医工学の基礎を与える科学である。講義で学ぶ物理的な方法を実験
に適用す る。また、自ら実験を行うことによって自然現象の観察法、物理量の
測定法を学習する。実験装置の組み 立や、調整を学ぶと共に、計器の取扱い方
や目盛りの読み取り法、測定データの解析法、有効数字と誤差 の取扱い方、ま
た結果の考察とレポートの作成法などを身につけることを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  ガイダンス（１回） 物理学実験上の諸注意 

実験の目的、内容および実施方法について説明する。 
2 回  ガイダンス（２回） 誤差論 
有効数字と誤差について説明する。 
3 回  ガイダンス（３回） 測定値の取り扱い 
最小二乗法による計算方法、測定値の取り扱い方、グラフの書き方について説明
する。 
4 回  ボルダの振り子 
糸につるした重りの振動する時間を光センサーで測定し、これから重⼒加速度を
求める。 
5 回  ユーイングの装置 
鉄、銅等の金属板に重りをつるし、たわみ（曲がった）量を測定して 
ヤング率を求める。 
6 回  モノコード 
モノコ−ドの弦を交流の振動数と同調させて、弦の振動数から交流の振動数を求



める。 
7 回  マイケルソンの干渉計 
反射鏡を利用して２つの光路差を作り、これにレーザー光を入射して得られた干
渉縞と距離の関係から、レーザー光の波⻑を求める。 
8 回  ホィートストンブリッジ 
ホイ−トストン・ブリッジを用いて金属線の電気抵抗を測定し、その金属線の抵
抗率を求める。 
9 回  中間レポート一⻫提出、実験およびレポート作成のための中間ガイダンス 
これまでに提出されたレポ−トで、レポ−トの書き方、測定値の処理法などに問
題点がある具体例を指摘し、より正しい書き方、処理法を解説する。 
10 回  トランジスター 
トランジスタ−のコレクタ-特性を測定し、ｈパラメ−タを求める。 
11 回  ニュートンリング 
平板とレンズでできた薄い空気膜中にナトリウムランプの光を入射し、これを通
過し後に反射してできた干渉縞からレンズの曲率を求める。 
12 回  オシロスコープ 
オシロスコ−プの原理を理解すると共に、その使用法、即ち、電圧および時間（周
期波形の場合は周期、周波数）の測定方法を習得する。 
13 回  回折格子 
ナトリウムランプの光を回折格子に入射し干渉縞を作り、分光計で角度を測定し
てナトリウムランプ波⻑を求める。 
14 回  プランク定数 
波⻑の異なった光を光電管に入射して阻止電圧を測定し、これからプランク定数
を算出する。 
15 回  レポート一⻫提出および補充実験 
実験時間中に測定できなかった実験を行う。 

準備学習 1 回  物理学実験のテキストを購入して、ガイダンスの第１回〜３回は必ず出席
すること。３回分のガイダンスを欠席すると、実験を受けても内容がわからなく
なる。したがって、欠席した⼈は、４回目降の実験が受けれないので、注意する
こと。 
2 回  テキストの該当箇所を読んでおくこと。 
3 回  テキストの該当箇所を読んでおくこと。 
4 回  ガイダンス１回目の説明にしたがって、表紙から実験方法までレポート用
紙に記入して十分に予習し、学生実験に出席すること。 
5 回  表紙から実験方法までレポート用紙に記入して十分に予習し、学生実験に
出席すること。 
6 回  表紙から実験方法までレポート用紙に記入して十分に予習し、学生実験に
出席すること。 
7 回  表紙から実験方法までレポート用紙に記入して十分に予習し、学生実験に
出席すること。 
8 回  表紙から実験方法までレポート用紙に記入して十分に予習し、学生実験に
出席すること。 



9 回  第７回以前のレポートをすべて作成して提出すること。 
10 回  表紙から実験方法までレポート用紙に記入して十分に予習し、学生実験
に出席すること。 
11 回  表紙から実験方法までレポート用紙に記入して十分に予習し、学生実験
に出席すること。 
12 回  表紙から実験方法までレポート用紙に記入して十分に予習し、学生実験
に出席すること。 
13 回  表紙から実験方法までレポート用紙に記入して十分に予習し、学生実験
に出席すること。 
14 回  表紙から実験方法までレポート用紙に記入して十分に予習し、学生実験
に出席すること。 
15 回  受理されていないレポ−トを完成させておく。補充実験がある場合はテ
キストの該当箇所を読んでおく。 

 



年度 2012 
授業コード FTM1912 
成績評価 課題提出 20%、試験 80%により行う。 
曜日時限 月曜日 9・10 時限 
対象クラス MA(工)(〜10),MB(工)(〜10) 
見出し FTM1912 臨床医学総論Ⅳ(再) 
担当教員名 松木 範明 
単位数 2 
教科書 加藤昌彦他著「⼈体の構造と機能および疾病の成り立ち」（東京教学社） 
アクティブラーニング  
キーワード 脳、神経、脊髄、精神、内分泌、救急、集中治療、小児、産婦⼈科 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 臨床医学総論Ⅳ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 内科学（朝倉書店）、標準外科学（医学書院） 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTM1912 
実務経験のある教員  
達成目標 脳神経、内分泌の解剖生理を理解し、それを基礎として、それぞれの機能の評価

方法と病態生理を学習する。これらの領域の各疾患について理解する。加えて、
感染症、救急・集中治療、小児科、産婦⼈科の基礎を理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先 27 号館 3 階、医工学研究室、nmatsuki@bme.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Outline of Clinical Medicine IV 
関連科目 医学概論、診断機器概論、解剖学概論、治療機器学、看護学概論、薬理学、免疫

学、病理学概論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 基礎的な臨床医学的知識を持つために、心肺蘇生法、脳神経系、精神医学、感染

症、内分泌系の基礎と治療、および救急・集中治療、小児科、産科婦⼈科に関す
る基礎について概説する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 救急医療と心肺蘇生法 
3 回 脳および脊髄の臨床解剖と生理 
4 回 自律神経系の臨床解剖と生理 



5 回 脳血管障害の病態生理、診断、治療 
6 回 内因性脳神経疾患の病態生理、診断、治療 
7 回 外因性脳神経疾患の病態生理性の脳疾患の診断と治療 
8 回 精神疾患概論 
9 回 感染性微生物（細菌、ウィルス、真菌、その他）について 
10 回 各感染症の病態生理、診断、治療 
11 回 内分泌系の臨床解剖と生理 
12 回 内分泌系疾患の病態生理 
13 回 集中治療学概論 
14 回 小児科学概論 
15 回 産科婦⼈科学概論 

準備学習 1 回 シラバスをよく読み学習の過程を把握しておくこと 
2 回 教科書、図書、インターネット等で心肺蘇生法に関して調べておくこと 
3 回 教科書、図書、インターネット等で神経系の基礎に関して調べておくこと 
4 回 教科書、図書、インターネット等で交感神経と副交感神経に関して調べてお
くこと 
5 回 教科書、図書、インターネット等で脳血管の基礎に関して調べておくこと 
6 回 教科書、図書、インターネット等で各脳疾患や脳波に関して調べておくこと 
7 回 教科書、図書、インターネット等で頭部外傷、薬物中毒などに関して調べて
おくこと 
8 回 教科書、図書、インターネット等で精神疾患に関して調べておくこと 
9 回 教科書、図書、インターネット等で微生物の基礎に関して調べておくこと 
10 回 教科書、図書、インターネット等で様々な感染症に関して調べておくこと 
11 回 教科書、図書、インターネット等で内分泌系の働きに関して調べておくこ
と 
12 回 教科書、図書、インターネット等で内分泌系疾患に関して調べておくこと 
13 回 教科書、図書、インターネット等で集中治療に関して調べておくこと 
14 回 教科書、図書、インターネット等で小児科に関して調べておくこと 
15 回 教科書、図書、インターネット等で産婦⼈科に関して調べておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FTM2111 
成績評価 各回のレポートおよび実技試験を中心に実習態度も加味して総合判定する。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス MA(工)(〜10),MB(工)(〜10) 
見出し FTM2111 生体医工学実習Ⅱ 
担当教員名 中路 修平、二見 翠、浅原 佳江＊、竹本 和憲＊ 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する。特定の教科書は使用しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 麻酔器、⼈工呼吸器、補助循環装置、⼈工心肺装置、⼈工透析装置、血液浄化装

置、操作法、保守、点検 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 自由意見なし。 
科目名 生体医工学実習Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ⼈工臓器Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳで使用した教科書を参考書として使用する。それ以外の

参考書は実習中に適宜紹介する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 本実習は基本的に臨床工学コースの学生を対象とする。本実習を履修する学生

は、2 年次の⼈工臓器Ⅰ、Ⅱ、Ⅲを履修していること、3 年次の⼈工臓器Ⅳを履
修することが望ましい。単位の認定には全実習に出席し全レポートを提出するこ
とを義務づける。やむを得ない病欠等の場合であっても補講を義務づける。この
実習は 4 年次の病院実習および将来患者生命を預かる職務を担うための準備と
しての実習であるという意識と責任感を持って履修すること。従って、身なり、
態度等にも常に注意して実習に臨むこと。本実習は臨床工学コースの学生だけで
なく将来医 

シラバスコード FTM2111 
実務経験のある教員  
達成目標 麻酔器、⼈工呼吸器、⼈工心肺装置、血液透析装置、血液浄化装置等、臨床工学

技士が扱う医療機器の原理、構造、操作方法、保守、点検に関する知識・技術を
習得する。 

受講者へのコメント この実習は、基本的に臨床工学技士をめざす臨床工学コースの学生を対象と考え
て実施しています。4 年次の病院実習（血液透析、⼈工心肺、⼈工呼吸器、補助
循環等）のトレーニングという位置づけです。（生体工学コースの学生の履修も
可能で、例年数⼈が履修しています）1〜6 時限を通しで行い、かつ、ほとんど立
ちっぱなしで行うので、体⼒的にもきついと思います（教員にとっても、きつい）。
実習レポートも、記述量が多く、かつ、書き直し・再提出を指示する場合が多い。
予習（装置の操作を含む）も求めています。 

連絡先 生体材料工学研究室（２７号館３階３０８号室）、オフィスアワー：月〜金 昼休
み 



合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 【C】総合評価の７）この授業に満足しましたか、で、満足（13 ⼈）を 5 点、ほ
ぼ満足（0 ⼈）を 4 点、普通（1 ⼈）を 3 点、やや不満（0 ⼈）を 2 点、不満（0
⼈）を 1 点（無回答（0 ⼈）は計算に含めない）として、加重平均すると 4.86 点。
同様に、６）授業に対する教員の意欲は感じられましたか、では 4.86 点、５）こ
の授業の目標を達成できましたか、では 4.14 点。これらの 3 項目を平均すると
4.62 点でした。これらから判断すると、概ね良好だったのではないかと考えてい
ます。 

英文科目名 Practice of Clinical Engineering II 
関連科目 ⼈工臓器Ⅰ、⼈工臓器Ⅱ、⼈工臓器Ⅲ、⼈工臓器Ⅳ 
次回に向けての改善変更予定 来年度も基本的に今年度の方式で行う予定です。作年度から、SA・TA を付けて

います。今年度は SA 全員が臨床工学コースの 4 年生でした。実習は 4 班に分か
れて行い、1 班につき履修学生（3 年次）が 4〜5 名、SA が 2 名、教員 1 名の体
制で行いました。1 年前に同じ実習を受け、年齢的にも近い SA と一緒に実習す
る、実習効果がより高まっていると感じています。同時に、間近に病院実習（7
月下旬〜9 月上旬）を控えた SA にとっても、良い復習になっていると考えてい
ます。 

講義目的 ⼈工臓器などの生体機能代行装置に関する理解を深め、実際を把握するために実
習、実験を行う。具体的には、１）手術で利用する麻酔器や、⼈工呼吸器などの
呼吸療法装置、２）バルーンパンピングなどの補助循環装置、３）膜型⼈工肺と
血液ポンプを組み合わせた⼈工心肺装置、４）慢性腎不全患者に利用する⼈工透
析装置、およびこれらの周辺機器、関連機器の操作，保守、安全性と性能の検査
などを学ぶ。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：実習の目的と注意事項を説明する。 

2 回 ⼈工呼吸器（１）：従量式⼈工呼吸器について、原理、組立、操作法、保守、
点検を実習する。 
3 回 ⼈工呼吸器（２）：従圧式⼈工呼吸器の原理、組立、操作法、保守、点検を
実習する。 
4 回 ⼈工呼吸器（３）：混合式⼈工呼吸器について原理、組立、操作法、保守、
点検を実習する。 
5 回 麻酔器：麻酔器の原理、組立、操作方法、保守、点検を実習する。 
6 回 ⼈工心肺装置：⼈工心肺装置の原理、構造、血液ポンプ、組立、操作法、保
守、点検を実習する。 
7 回 補助循環装置（１）：IABP の原理、構造、操作法、保守、点検を実習する。 
8 回 補助循環装置（２）：PCPS について原理、構造、操作法、保守、点検を実
習する。 
9 回 補助循環装置（３）：血液ポンプ：ローラーポンプおよび遠心ポンプについ
て原理、構造、操作法、保守、点検を実習する。 
10 回 血液透析装置（１）：RO 水処理装置について原理、構造、操作法、保守、
点検を実習する。 



11 回 血液透析装置（２）：血液透析装置について構造、原理、操作法、クリアラ
ンス測定等を実習する。 
12 回 血液透析ろ過装置、持続式血液透析ろ過装置について原理、構造、操作法、
保守、点検を実習する。 
13 回 血液浄化装置（１）：血漿交換装置について原理、構造、操作法、保守、点
検を実習する。 
14 回 血液浄化装置（２）：血液吸着装置、血漿吸着装置について原理、構造、操
作法等を実習する。 
15 回 実技試験：血液透析装置等の実技試験を行う。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 ⼈工臓器Ⅰで学んだ⼈工呼吸器について復習しておくこと。 
3 回 ⼈工臓器Ⅰで学んだ⼈工呼吸器について復習しておくこと。 
4 回 ⼈工臓器Ⅰで学んだ⼈工呼吸器について復習しておくこと。 
5 回 麻酔器の原理について予習しておくこと。 
6 回 ⼈工臓器Ⅲで学んだ⼈工心肺装置について復習しておくこと。 
7 回 ⼈工臓器Ⅱで学んだ IABP について復習しておくこと。 
8 回 ⼈工臓器Ⅱで学んだ PCPS について復習しておくこと。 
9 回 ⼈工臓器Ⅱで学んだ血液ポンプについて復習しておくこと。 
10 回 ⼈工臓器Ⅳで学んだ RO 水処理装置について復習しておくこと。 
11 回 ⼈工臓器Ⅳで学んだ血液透析の原理、クリアランスについて復習しておく
こと。 
12 回 ⼈工臓器Ⅳで学んだ血液透析ろ過法、持続血液透析ろ過法について復習し
ておくこと。 
13 回 ⼈工臓器Ⅳで学んだ血漿交換法について復習しておくこと。 
14 回 ⼈工臓器Ⅳで学んだ血液吸着法、血漿吸着法について復習しておくこと。 
15 回 これまでの実習内容を復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTM2112 
成績評価 実習態度、レポート等の内容を考慮し総合的に判断する 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス MA(工)(〜10),MB(工)(〜10) 
見出し FTM2112 生体医工学実習Ⅰ 
担当教員名 小畑 秀明、松宮 潔、浅原 佳江＊、竹本 和憲＊ 
単位数 2 
教科書 適宜配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 生体機能代行装置、治療機器、医療安全、機器安全、保守管理、医療機器、ME

機器 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 前述のように臨床実習に出る前に学んでおかなければならない実習です。 

誰のために、何のために行われている実習なのかという事をよく認識した上で、
実習を有意意義にするためにも事前の予習をしっかりしておいて欲しいと思い
ます。 

科目名 生体医工学実習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 日本エム・イー学会 ME 技術教育委員会 監修，「ME の基礎知識と安全管理」，

南江堂小野哲章 編集，「臨床工学技士標準テキスト」， 金原出版 
授業形態 実験実習 
注意備考 未実習及び未提出レポートがあった場合単位を認めない。本実習は医用科学教育

センター教員２名が補助する。本実習では⼈命にかかわる医療機器類を取り扱う
ということを充分に意識し、各自安全に留意すること。さらには実習における身
なりや実習態度についても同様に注意して実習に臨むこと。 

シラバスコード FTM2112 
実務経験のある教員  
達成目標 治療機器、生体計測装置の操作、保守管理に関する知識・技術を習得し、医用安

全に関する基本的な考え方と基本操作について習得する。 
受講者へのコメント 当学科の特徴ともいえる実習で、特に臨床工学技士として病院で勤務することを

希望する学生には必修科目です。 
臨床実習に出る前、就職する前には最低限修得しておかなければならない実習項
目だけでなく、働き始めてからでは 
経験できないような項目なども含まれていましたが、将来様々な場面で直接或い
は間接的に役立つ技術でもありま 
すので、忘れないようにして欲しいと思います。 

連絡先 ５号館３階小畑研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 出席状況も良く、当該分野に関して興味を持ってもらえたこと、理解してもらえ



たことは、大変良かったと思います。 
英文科目名 Practice of Clinical Engineering I 
関連科目 電気工学Ⅰ・Ⅱ、医用安全工学Ⅰ・Ⅱ、治療機器概論、診断機器概論、生体医工

学実習Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 TA・SA とも連携し、より高いレベルで実習してもらえるよう努めたいと思いま

す。 
講義目的 治療機器学、医用安全工学、生体計測工学などの理解を深め、実際にこれらの医

療機器を操作、保守点検できるよう実習・実験を行う。具体的には治療機器の関
して１）ペースメーカ、２）除細動器、３）輸液ポンプなど、生体計測に関して
は１）心電計・筋電計、２）血圧・血流計、３）超音波診断装置、４）スパイロ
メータなどの操作を行い、さらに保守、安全性検査などについて理解する。医用
安全工学については漏れ電流・接地線抵抗測定器の作成を通じて電気的安全につ
いて理解して技能の習得をめざし、医用ガスの安全管理の実際についても理解す
る。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション：生体医工学実習における注意点や、実習の進め方な

どについて説明する。 
血圧計測に関する実習を行う。 
2 回  電気メスに関する実習を行う。 
3 回  除細動器に関する実習を行う。 
4 回  輸液ポンプ・シリンジポンプの精度管理に関する実習を行う。 
5 回  体外式ペースメーカに関する実習を行う。 
6 回  筋電計に関する実習を行う。 
7 回  脳波計に関する実習を行う。 
8 回  心電計・生体計測モニタに関する実習を行う。 
9 回  画像診断装置に関する実習を行う。 
10 回  呼吸機能検査、サーモダイリューションカテーテルに関する実習を行う。 
11 回  漏れ電流・保護接地線抵抗測定器の作成Ⅰに関する実習を行う。 
12 回  漏れ電流・保護接地線抵抗測定器の作成Ⅱに関する実習を行う。 
13 回  漏れ電流・保護接地線抵抗測定器の作成Ⅲに関する実習を行う。 
14 回  漏れ電流測定器の特性と使用方法に関する実習を行う。 
15 回  治療機器・生体計測機器・医療設備の保守点検に関する実習を行う。 

準備学習 1 回  シラバスの内容をよく読んで、これから学ぶ内容について確認しておく
こと。血圧の測定原理について理解しておくこと 
2 回  電気メスの原理について理解しておくこと。実習の手順について準備し
ておくこと 
3 回  心臓の解剖図、心臓壁内における電気刺激の伝達経路、基本的心電図、心
疾患の際に現れる心電図の特徴などについて調べるとともに、取扱説明書を読ん
で点検リストを作成しておくこと 
4 回  ポンプの精度測定の方法を調べ手順書を作成しておくこと 
5 回  心臓の解剖生理について理解しておくこおと。ペースメーカの構造と
ICHD コードを理解しておくこと。オシロスコープの使用方法を把握しておくこ



と 
6 回  正中神経・尺骨神経・腓骨神経・脛骨神経の経路を図示してくること。
MCS・SCS・ABR の測定方法につて調べておくこと 
7 回  脳波の種類、賦活法について調べておくこと。構造と測定手順について理
解しておくこと 
8 回  心臓の解剖図、心臓壁内における電気刺激の伝達経路、基本的心電図、生
体モニターで計測する項目の測定法と測定原理などについて調べるとともに、そ
れぞれの取扱説明書を読んでおくこと 
9 回  超音波画像診断装置の各モードについて、プローブの形状と特性につい
て理解しておくこと 
10 回  呼吸の解剖生理について理解しておくこと。心拍出量の測定方法につい
て理解しておくこと 
11 回  配布テキストを参考に漏れ電流測定装置と保護接地線抵抗測定装置を組
合わせた回路の回路図を作成しておくこと 
12 回  前回の実習内容を元にグループ内であらかじめ作業分担を決めておくこ
と 
13 回  前回の実習内容を元にグループ内であらかじめ作業分担を決めておくこ
と 
14 回  前回作成した測定器の手順書を作成しておくこと 
15 回  治療機器・生体計測機器・医療設備を点検する場合の注意点と問題点に
ついてまとめておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FTM2311 
成績評価 コンピュータの基本操作に関するレポート（１００／３）、中間試験（１００／

３）、期末試験（１００／３）により評価する 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス MA(工)(〜12),MB(工)(〜12) 
見出し FTM2311 情報処理工学Ⅰ 
担当教員名 村本 哲也 
単位数 2 
教科書 富 士 通 エ フ ・ オ ー ・ エ ム 「 情 報 リ テ ラ シ ー  Windows7,Windows Internet 

Explorer8,Microsoft Word2010,Microsoft Excel2010,Microsoft PowerPoint2010
対応(FKT1007)」FOM 出版 

アクティブラーニング  
キーワード パソコン、基本操作、インターネット 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報処理工学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 木村幸夫他著「コンピュータ概論 ――ハードウェア――」オーム社：樺澤一之

他著「医科系学生のためのコンピュータ入門」共立出版 
授業形態 講義 
注意備考 ※第１回〜第８回は情報処理センター（１１号館５階実習室）で実施する 
シラバスコード FTM2311 
実務経験のある教員  
達成目標 ・インターネットを利用したメールの送受信ができること、・パソコン上でワー

ドとエクセルの基本操作ができること・ハードウェア・ソフトウェアの機能につ
いて説明できること・インターネットの利用上のルール・マナーを理解すること 

受講者へのコメント  
連絡先 ２１号館５階 村本研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Information Processing I 
関連科目 本科目に引き続き情報処理工学Ⅱを受講することが望ましい・電子工学Ⅰ、Ⅱ、 

計測工学、 生体計測工学Ⅰ、Ⅱ、診断機器概論、治療機器概論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 近年、レポートの作成や種々の事務手続きのためにパソコンやインターネットを

利用する機会が益々増加してきている。また、医療分野ではコンピュータを利用
した高度の医用機器が続々と登場してきており、生体医工学あるいは臨床工学関
連の講義を受講する途上では、多くの科目においてコンピュータによる医療機器



の制御技術やそれによって取得した情報の処理技術の知識が必要になってきて
いる。そこで本学科では、パソコンやインターネットの利用技術とコンピュータ
の基礎知識を修得するために、情報処理工学の講義を２科目設けている。情報処
理工学Ⅰ 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 日本語入⼒、Web メール 
3 回 コンピュータの基本操作 
4 回 ワープロ（１）基本操作・段落設定・書式設定 
5 回 ワープロ（２）図形や数式の配置 
6 回 ワープロ（３）表の作成 
7 回 表計算（１）基本操作・データ入⼒・数式入⼒ 
8 回 表計算（２）グラフ作成・ワープロとの連携 
9 回 中間テスト 
10 回 コンピュータの仕組み 
11 回 入出⼒装置・記憶装置 
12 回 ＯＳとファイルシステム 
13 回 インターネットの仕組み 
14 回 高度情報化社会と情報倫理 
15 回 知的財産権 

準備学習 1 回 シラバスで講義内容を把握しておくこと 
2 回 コンピュータの起動方法について把握しておくこと 
3 回 メールの送受信方法について完全にマスターしておくこと 
4 回 アプリケーションの起動方法や共通する操作方法をマスターしておくこと 
5 回 ワープロソフトの基本操作について把握しておくこと 
6 回 図形や数式の挿入方法について把握しておくこと 
7 回 表の作成を含めた文書作成法について把握しておくこと 
8 回 表計算ソフトの基本操作について把握しておくこと 
9 回 第１回〜第８回の講義内容について復習すること 
10 回 現代社会におけるコンピュータの用途について調べておくこと 
11 回 実習室で使用した機器の働きについて整理すること 
12 回 演習で作成した文書がどのように管理されていたか把握しておくこと 
13 回 インターネットがどのように利用されているか調べておくこと 
14 回 インターネットを利用した犯罪や対策について調べておくこと 
15 回 知的財産とはなにか調べておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FTM2321 
成績評価 定期試験(100%) 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス MA(工)(〜10),MB(工)(〜10) 
見出し FTM2321 看護学概論(再) 
担当教員名 赤司 順子＊ 
単位数 2 
教科書 川村佐和子、志自岐康子、松尾ミヨ子／ナーシング・グラフィカ１６基礎看護学

「看護学概論」／メディカ出版 
アクティブラーニング  
キーワード 健康と病気 看護理論、⼈間、ライフサイクル、ストレス、看護過程、コミュニ

ケーション 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 看護学概論(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験期間中に行い、試験形態は筆記試験とする。 
シラバスコード FTM2321 
実務経験のある教員  
達成目標 看護の定義、看護の対象、看護ケアに関する基礎知識を理解できるようになる。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introduction to Nursing 
関連科目 医学概論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 看護の立場から患者に接するにあたって要求される基本的態度や考え方などを、

実務の経験をもとに教授する。具体的には１）看護の本質と意義、２）看護に関
する基礎的知識、３）看護のための基礎的手法、４）看護師と臨床工学技士との
関係、５）看護の対象と役割、６）看護師の現場での仕事、７）患者の心理、８）
患者の心理を理解するための基本的アプローチ、９）患者への対応、１０）医療
と看護の関係などについて解説する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 看護の本質と意義：看護の歴史的背景、看護の定義、職業及び学問としての

看護の位置づけについて説明する。 



2 回 看護の本質と意義：看護の変遷、現在の動向について説明する。 
3 回 看護に関する基礎的知識：健康の概念や健康観について、また、健康増進に
対する関わりについて説明する。 
4 回 看護に関する基礎的知識：保健、医療、福祉のシステムにおける看護者の役
割について説明する。 
5 回 看護に関する基礎的知識：看護の実践における法的基盤を説明する。 
6 回 看護に関する基礎的知識：看護倫理に関する基本的知識と倫理的意思決定
をおこなうための枠組みを説明する。 
7 回 看護のための基本的手法：看護理論の分類、変遷と主な看護理論家について
説明する。 
8 回 看護の対象と役割：看護の対象となる⼈間のとらえかたについて説明する。 
9 回 患者の心理を理解するための基本的アプローチ：⼈間のストレスの特徴に
ついて身体、心理面から説明する。 
10 回 患者の心理：⼈間の成⻑、発達の概念とライフサイクルのそれぞれの期の
健康上の特徴を説明する。 
11 回 看護師の現場での仕事：看護過程の看護における役割と意義について説明
する。 
12 回 患者への対応：看護援助における看護師の役割と責任について説明する。
特にコミュニケーションの技術について説明する。 
13 回 看護師の現場での仕事：看護における基本的援助技術を分類して説明する。 
14 回 医療と看護の：看護のマネジメントについて、看護の質の向上、医療の安
全、リーダーシップの面から説明する。 
15 回 看護師と臨床工学技士の関係について事例をとおして説明する。 

準備学習 1 回 自分の「看護」に対するイメージを明らかにしてくること。 
2 回 テキスト 1-1 章を読んでくること。 
3 回 テキスト 1-2 章を読み「健康である」ということについて考えてくること。 
4 回 テキスト 1-3 章を読んでくること。 
5 回 テキスト 1-4 章を読んでくること。 
6 回 テキスト 1-5 章を読んでくること。「脳死」について考えてくること。 
7 回 テキスト 1-6 章を読んでくこと。． 
8 回 テキスト 2 章を読んでくること。「⼈間とは」どのようなものか考えてくる
こと。 
9 回 テキスト 2 章を読んでくること。自分がストレスに感じていることは何か。
それに対してどのような行動をとっているか思い出してくること。 
10 回 テキスト 3 章を読んでくること。 
11 回 テキスト 4 章を読んでくること。 
12 回 テキスト 5 章を読んでくること。 
13 回 テキスト 6 章を読んでくること。 
14 回 テキスト 7 章を読んでくること。 
15 回 配布資料を読み臨床工学士の立場から看護師とのかかわりをイメージして
くること。 

 



年度 2012 
授業コード FTM2711 
成績評価  
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス MA(工)(〜11),MB(工)(〜11) 
見出し FTM2711 生体工学実験Ⅱ 
担当教員名 松宮 潔、内貴 猛、原 啓文 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特に解答すべき自由記述はないと考えられる． 
科目名 生体工学実験Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード FTM2711 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント 実験前に予習をし，それでも分からない点について解説に耳を澄ませるなり質問

するなりするというスタイルが望ましい．実験当日に初めて話を聞いて実験内容
がよくわかるのは，それ相当の予備訓練ができている者だけである． 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 「理解しやすい説明を」との声がある．実験全体についてなのか一部のテーマに
ついてなのか不明だが，実験マニュアルや担当教員による解説にそう思わせる点
があったものと思われる． 
また，「講義との関連性を」という声も少々ある．講義と全く関連性がない内容だ
ったとは考えていないが，扱う内容が各講義のどのような内容と関連するかにつ
いて説明を加えることを心がけることが必要と思われる． 

英文科目名 Biomedical Engineering Laboratory II 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習  



 



年度 2012 
授業コード FTM2712 
成績評価 レポート（90％）、出席及び実験態度を考慮する 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス MA(工)(〜11),MB(工)(〜11) 
見出し FTM2712 生体工学実験Ⅰ 
担当教員名 小畑 秀明、原 啓文、松宮 潔 
単位数 2 
教科書 適宜配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 電流と磁界、直流回路、交流回路、増幅、オペアンプ、論理回路、システム応答、

フィードバック制御、シミュレーション 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 上述のとおりです。 
科目名 生体工学実験Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 上記関連科目で使用した教科書 
授業形態 実験実習 
注意備考 ※授業受講の事前準備は、参考書やＷｅｂを利用して行うこと。 
シラバスコード FTM2712 
実務経験のある教員  
達成目標 生体計測の基礎となる各種電気現象の取り扱いについて理解する。アナログ回路

とデジタル回路及びコンピュータのプログラミング基礎とシミュレーションに
ついて理解する 

受講者へのコメント 生体工学実験は実習内容だけでなく、実験レポートも含めそれなりに大変な内容
になっていると思います。しかし、こういった実験・実習における経験は学生の
間にしかできませんし、その実験で培った技術や知識だけでなく、経験そのもの
が貴重なことでもありますので、受け身の実験をするのではなく前向きな姿勢で
取り組んでほしいと思います。 

連絡先 ５号館３階小畑研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 出席状況も良く、当該分野に関して興味を持ってもらえたこと、おおむね理解し
てもらえたことは、大変良かったと思います。 

英文科目名 Biomedical Engineering Laboratory I 
関連科目 電気工学、電子工学、計測工学、情報処理工学、生体計測工学、システム工学 
次回に向けての改善変更予定 TA・SA とも連携し、より高いレベルで実習してもらえるよう努めたいと思いま

す。またテキストもまだまだ改良の余地が 
有ると思っていますので、さらに理解しやすくなるよう、改良していきたいと思
います。 



講義目的 生体に生じる各種現象を知る上でその仕組みや計測の原理を知ることは極めて
重要なことである。本実験においては特に生体現象の多くの部分でその機能を果
たす生体電気現象を理解するため、電気電子工学、計測工学、情報工学の基礎を
実験を通じて理解し、基本操作について習得することを目指す。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 【オリエンテーション】生体工学実験を行ううえでの注意点や実験の進め方

などについて説明する。 
2 回 【アナログ回路実験１−１】抵抗 R とコンデンサ C からなる RC 回路につ
いて、コンピュータを用いたシミュレーションおよび製作を通じて、微分・積分
回路の周波数特性を測定し，RC 回路の動作を理解する。１回目は、シミュレー
タを使って、ＲＣ回路に正弦波を入⼒したときの波形を観察する。 
3 回 【アナログ回路実験１−２】先週に引き続き、シミュレータを使って、抵抗
値や周波数を変化させたときの出⼒波形を観察し、理論値と比較する。 
4 回 【アナログ回路実験１−３】実際に RC 回路をＰＣ基板上に組み立て、オシ
ロスコープにより観察して、理論値とシミュレーション結果と比較する。 
5 回 【アナログ回路２−１】演算増幅器（オペアンプ，Operational amplifier）
を用いて RC 増幅回路を構成し，増幅回路の増幅度の周波数特性および位相特性
を測定して，増幅器の原理，機能および利用法などを理解し，その基本的な知識
を習得する。１回目は、シミュレータを使って、オペアンプによる反転増幅器の
動作について実験する。 
6 回 【アナログ回路２−２】先週に引き続き、シミュレータを使って、抵抗値や
周波数を変化させたときの出⼒波形を観察し理論値と比較する。また、非反転増
幅器を構成し、その特性についても調べる。 
7 回 【アナログ回路２−３】実際に反転増幅器回路をＰＣ基板上に組み立て、オ
シロスコープにより観察して、理論値とシミュレーション結果と比較する。 
8 回 【ディジタル回路１−１】ディジタル IC を使い，最も基本的な NOT，AND，
OR などの論理回路を構成し，その動作特性を理解する。また，これをもとに構
成したフリップフロップやカウンタの動作特性を理解する。 １回目は、シミュ
レータを使って、ゲート機能、エンコーダ・デコーダ機能の動作について実験す
る。 
9 回 【ディジタル回路１−２】先週に引き続き、シミュレータを使って、順序回
路を作成する。 
10 回 【ディジタル回路１−３】シミュレーションで作成した順序回路を、実際
にＰＣ基板上に組み立て、シミュレーション結果どおり動作することを確認す
る。 
11 回 【コンピュータプログラミング（１）】ソフトウエア開発環境を使って簡単
なプログラムを作成する。 
12 回 【コンピュータプログラミング（２）】素数の判定を行うプログラムを作
る。 
13 回 【コンピュータプログラミング（３）】探索上限以下の全ての素数を見つけ
るプログラムを作成する。 
14 回 【生体電気、超音波特性の計測】心電計と超音波画像診断装置を用いて生



体信号の測定を行う。 
15 回 【光学、温度の計測】光学と温度に関する測定実験を行う。 

準備学習 1 回 【オリエンテーション】実験が行える服装で臨むこと。 
2 回 【アナログ回路実験１−１】RC 回路について復習しておく。 
3 回 【アナログ回路実験１−２】先週の結果を整理し、今週の実験計画を立てて
おく。 
4 回 【アナログ回路実験１−３】オシロスコープの使い方について予習してお
く。 
5 回 【アナログ回路２−１】オペアンプについて復習しておく。 
6 回 【アナログ回路２−２】先週の結果を整理し、今週の実験計画を立ててお
く。 
7 回 【アナログ回路２−３】オシロスコープの使い方について予習しておく。 
8 回 【ディジタル回路１−１】ゲート機能、エンコーダ機能、デコーダ機能につ
いて調べておく。 
9 回 【ディジタル回路１−２】順序回路について調べておく。 
10 回 【ディジタル回路１−３】オシロスコープの使い方について予習しておく。 
11 回 【コンピュータプログラミング（１）】Ｃ、Ｃ＋＋言語の基本的な部分につ
いて調べておく。 
12 回 【コンピュータプログラミング（２）】前回の実験で学んだＣ、Ｃ＋＋言語
について復習しておく。 
13 回 【コンピュータプログラミング（３）】前回学んだ素数判定アルゴリズムに
ついて復習しておく。 
14 回 【生体電気、超音波特性の計測】生体情報の種類について調べておく。 
15 回 【光学、温度の計測】光学計測機器と温度計測機器の種類について調べて
おく。 

 



年度 2012 
授業コード FTM3111 
成績評価 小テスト（３０％）と定期試験（７０％） 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス MA(工)(〜11),MB(工)(〜11) 
見出し FTM3111 診断機器概論 
担当教員名 木原 朝彦 
単位数 2 
教科書 授業の中で紹介する。 
アクティブラーニング  
キーワード 生体計測、診断工学、検体検査工学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 学生から教科書を望む要望がありましたが、講義の内容とレベルにマッチした書

籍がないため、必要に応じて「参考資料」に上げた資料を使って補強してくださ
い。 

科目名 診断機器概論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 金井寛 他著「生体計測学」コロナ社（臨床工学シリーズ１３） 

嶋津秀昭 他著「医用工学概論」コロナ社（臨床工学シリーズ６）；岡⽥雅彦 編著
「生体計測の機器とシステム」コロナ社；⽥村俊世 他著「医用機器Ⅰ」コロナ社
（ヘルスプロフェッショナルのためのテクニカルサポートシリーズ４）；池⽥研
二、嶋津秀昭 共著「生体物性／医用機械工学」秀潤社（臨床工学ライブラリ−シ
リーズ２）；日本機械学会 編「生体機械工学」日本機械学会（丸善販売） 

授業形態 講義 
注意備考 ※授業受講の事前準備は、参考書やＷｅｂを利用して行うこと。 
シラバスコード FTM3111 
実務経験のある教員  
達成目標 診断機器の基礎となる計測技術の原理と診断機器の概略を把握するとともに、臨

床医療の現場において医用機器の安全性が如何に重要であるかについて認識す
る。 

受講者へのコメント 診断機器概論という名前に気負けしてしまった学生も少しいたように感じまし
た。勉強する内容は基本的なことを理解していればごくごく簡単な内容なので、
先入観を持たずに取り組んでほしいと思います。 

連絡先 ２７号館３階３０５号室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 予習をしていない学生が多いので、次回は「宿題」を課すことを考えている。 
英文科目名 Introduction to Diagnostic Devices 
関連科目 計測工学、生体計測工学Ⅰ、Ⅱ、臨床医学総論Ⅰ、Ⅱ、物性工学、放射線工学概

論、医用安全工学Ⅰ、Ⅱ 



次回に向けての改善変更予定 計算問題や⽳埋め問題の練習問題を充実させる予定です。 
講義目的 医用診断機器の基礎と全体像を把握するために、生体情報・信号計測の原理とそ

の方法と機器・装置、臨床診断のための医用機器、臨床医療における医用機器の
役割と効果、安全性などの概要について教授する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義概要の説明、生体医工学と臨床工学における診断機器の役割、医用工学

の意義について講義する。 
2 回 生体計測に関する基礎知識１（測定法、測定誤差とばらつきなど）について
講義する。 
3 回 生体計測に関する基礎知識２（測定データの取り扱い）について講義する。 
4 回 循環系診断機器の原理と構成１（心電計と心電図モニター）について講義す
る。 
5 回 循環系診断機器の原理と構成２（血圧計、心拍出量計）について講義する。 
6 回 循環系診断機器の原理と構成３（電磁流量計、超音波血流計、ホットフィル
ム流速計などによる血流計測）について講義する。 
7 回 循環系診断機器の原理と構成４（血中酸素濃度計）について講義する。 
8 回 呼吸系診断機器の原理と構成（呼吸気の体積、流量、圧⼒、ガス濃度などの
計測機器）について講義する。 
9 回 脳神経系・筋系診断機器の原理と構成１（脳波計、筋電計）について講義す
る。 
10 回 脳神経系・筋系診断機器の原理と構成２（脳誘発電位計、脳波トポグラフ
装置、脳磁図計）について講義する。 
11 回 医用画像診断機器の原理と構成１（X 線画像装置、X 線 CT、MRI）につい
て講義する。 
12 回 医用画像診断機器の原理と構成２（核医学診断装置、超音波診断装置、サ
ーモグラフィ、内視鏡）について講義する。 
13 回 即時検体検査のための機器・装置の構成と原理１（吸光光度法、濁り測定、
蛍光分析法、イオン選択電極法、炎光光度計など）について講義する。 
14 回 即時検体検査のための機器・装置の構成と原理２（臨床用全自動化学分析
装置、血球計数装置、血液凝固測定装置など）について講義する。 
15 回 医用機器の⼈体への適用（安全性と信頼性、有効性と経済性、使用環境と
使用条件、事故事例と安全対策などの概要）について講義する。 

準備学習 1 回 講義の全体構成と内容の概要について理解しておくこと。 
2 回 教科書などで測定法と測定誤差の概要について調べておくこと。 
3 回 教科書などで最小２乗法、単位と標準などの概要について調べておくこと。 
4 回 心臓血管系の構造、とくに心電図の概要について調べておくこと。 
5 回 心臓血管系の構造と機能、とくに血圧について調べておくこと。 
6 回 心臓血管系の構造と機能、とくに血流について調べておくこと。 
7 回 心臓血管系の構造と機能、とくに血液の成分や赤血球による酸素運搬につ
いて調べておくこと。 
8 回 呼吸器系の構造と機能について調べておくこと。 
9 回 脳神経系、筋系の構造と機能に関する要点について調べておくこと。 



10 回 脳神経系の構造と機能に関する要点について調べておくこと。 
11 回 X 線、磁気に関する基礎的事項について調べておくこと。 
12 回 原子、分子、超音波などに関する基礎的事項について調べておくこと。 
13 回 光とイオンに関する基礎的事項について調べておくこと。 
14 回 血液の構成成分とそれらの機能・役割に関する基礎的事項について調べて
おくこと。 
15 回 臨床の場で安全とは何か、機器・装置を設計するうえで考慮するべき事項
などについて考えておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTM3112 
成績評価 定期試験（７０％） レポート（３０％） 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス MA(工)(〜12),MB(工)(〜12) 
見出し FTM3112 電子工学Ⅰ 
担当教員名 木原 朝彦 
単位数 2 
教科書 授業中に紹介する。 
アクティブラーニング  
キーワード アナログ電子回路、抵抗・コンデンサ・コイル、半導体、ダイオード、光エレク

トロニクス、通信、トランジスタ、オペアンプ、増幅回路 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 電子工学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 小野哲章他「臨床工学技士標準テキスト」（金原出版）秋⽥純一「ゼロから学ぶ電

子回路」（講談社）加藤ただし「電子回路シミュレータ入門」（講談社）松尾正之
他「臨床工学シリーズ 医用電気工学」（コロナ社） 

授業形態 講義 
注意備考 ※授業受講の事前準備は、参考書やＷｅｂを利用して行うこと。 
シラバスコード FTM3112 
実務経験のある教員  
達成目標 アナログ電子技術の基本と様々なアナログ部品の特性を理解・習得し、それを用

いて簡単な電子回路の設計と解析が出来るようになる。 
受講者へのコメント  
連絡先 ２７号館３階３０５号室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Electronic Engineering I 
関連科目 電子工学 II、電気工学Ｉ・II、情報処理工学Ｉ・II、計測工学、生体計測工学Ｉ・

II 生体工学実験Ｉ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 現代社会の至る所で電子機器が活躍している。生体医工学もその例外ではなく、

むしろ、最先端の技術が必要とされる分野である。そのための技術を体系化した
ものが電子工学である。この科目では、電子工学の中で重要な基礎分野の一つで
あるアナログ電子技術について、基本的な素子の仕組みやそれらを用いた電気回
路について学ぶ。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 【オリエンテーション】本講義で学ぶことの概要について講義する。 
2 回 【抵抗と電気回路】直流電気回路を考える上での基本である電圧、電流、抵
抗の間に成立するオームの法則とそれに関連する項目について講義する。 
3 回 【コンデンサ、コイルと電気回路】交流について学び、コンデンサとコイル
の電気回路における特性について講義する。 
4 回 【半導体とダイオード】半導体とは何かについて学習した後、代表的な半導
体素子であるダイオードの電気的特性とそれを使った電子回路について講義す
る。 
5 回 【半導体とトランジスタ】トランジスタの電気的特性を学び、電流増幅のし
くみについて講義する。 
6 回 【トランジスタ増幅回路】トランジスタを用いた増幅器において、基本的な
バイアス方式とその特徴について講義する。 
7 回 【半導体と光デバイス】半導体を用いた光デバイスとして、発光ダイオード
とフォトダーオードの原理を学び、その応用例について講義する。 
8 回 【理解度調査１】前半の講義内容について、演習もしくは小テストを行い、
学習の理解度を調査する。授業の後半で、演習問題の解説を行い、解法について
の理解を深める。 
9 回 【オペアンプ１】オペアンプの基礎について学び、基本となる反転増幅器の
動作について講義する。 
10 回 【オペアンプ２】オペアンプで構成できる加算増幅器、差動増幅器、エミ
ッターフォロア―などについて講義する。 
11 回 【オペアンプ演習】前回、前々回の講義で学んだことを使って、幾つかの
オペアンプ回路を設計について講義する。 
12 回 【ＤＡ変換器】デジタルデータをアナログデータに変換するＤＡ変換の意
味と、それを実現するＤＡ変換器の構成について講義する。 
13 回 【ＡＤ変換器】ＤＡ変換と逆の概念である、アナログデータをデジタルデ
ータに変換するＡＤ変換について学ぶ。その機能を実現するＡＤ変換器の構成に
ついて講義する。 
14 回 【ＤＡ／ＡＤ変換演習】本講義の総まとめとして、ＤＡ変換器、ＡＤ変換
器を用いた簡単な応用回路を例に用いて演習を行う。 
15 回 【理解度調査２】後半の講義内容を中心に、演習もしくは小テストを行い、
学習の理解度を調査する。授業の後半で、演習問題の解説を行い、解法について
講義する。 

準備学習 1 回 【オリエンテーション】特になし。 
2 回 【抵抗と電気回路】電圧、電流、抵抗の意味とオームの法則を調べておくこ
と。 
3 回 【コンデンサ、コイルと電気回路】前回の講義内容を復習し、直流電気回路
をマスターしておくこと。 
4 回 【半導体とダイオード】半導体を使った身の回りにある装置や部品を調べ、
その機能を調べておくこと。 
5 回 【半導体とトランジスタ】トランジスタの発見について調べてみること。 
6 回 【トランジスタ増幅回路】前回の講義内容を復習し、トランジスタの基本的



な性質について理解しておくこと。 
7 回 【半導体と光デバイス】光に関係する身の回りにある半導体について、具体
例を探しておくこと。 
8 回 【理解度調査１】第 1 回から第 7 回までに学んだ内容について復習してお
くこと。 
9 回 【オペアンプ１】第 2 回 抵抗と電気回路の内容を復習しておくこと。 
10 回 【オペアンプ２】前回の講義内容を復習し、反転増幅器の動作原理を理解
しておくこと。 
11 回 【オペアンプ演習】前々回と前回の内容を復習し、オペアンプを使った基
本的な回路の動作原理を理解しておくこと。 
12 回 【ＤＡ変換器】デジタルデータをアナログデータに変換する必要性につい
て、幾つかの具体的な例を見つけておくこと。 
13 回 【ＡＤ変換器】アナログデータをデジタルデータに変換する必要性につい
て、幾つかの具体的な例を見つけておくこと。 
14 回 【ＤＡ／ＡＤ変換演習】前々回と前回の内容を復習し、ＤＡ変換器とＡＤ
変換器の動作原理を理解しておくこと。 
15 回 【理解度調査２】第 1 回から第 14 回までに学んだ内容について復習して
おくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTM3122 
成績評価 定期試験（80％）とし、残り 20%を小テスト、レポートなどにより評価する 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス MA(工)(〜11),MB(工)(〜11) 
見出し FTM3122 生体計測工学Ⅰ 
担当教員名 小畑 秀明 
単位数 2 
教科書 日本エム・イー学会 ME 技術教育委員会 監修，「ME の基礎知識と安全管理」，

南江堂 
アクティブラーニング  
キーワード 生命維持管理装置、ME 機器、生体信号、バイタルサイン、保守管理 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特に自由記述は無かったようです。 
科目名 生体計測工学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 小野哲章 編集，「臨床工学技士標準テキスト」， 金原出版 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTM3122 
実務経験のある教員  
達成目標 生体計測機器の種類とその測定原理および保守について理解する。 
受講者へのコメント 限られた時間の中で学ばなければならない内容がたくさんあります。特に ME の

資格試験や臨床工学技士の国家試験を受験 
する学生にとっては、最低限クリアしておかなければならないというラインがあ
りますので、頑張って欲しいと思います。 

連絡先 ５号館３階小畑研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 講義の内容については概ね理解してもらえていたようです。しかし授業時間外に
どの程度学習しましたかという問に対して、 
全くしなかったという学生が 1／3 程度いたようです。課題等は特に設定しませ
んでしたがより深く理解するためにも、多少なりとも予習復習ができればもっと
よかったのではないかと思っています。 

英文科目名 Biomedical Measurement Engineering I 
関連科目 計測工学，生体計測工学Ⅱ，生体医工学実習Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定 補足資料（プリント）などの充実、実際の機器の操作などもしてもらえるといい

なと思っています。 
講義目的 医療の現場では診断や治療などの様々な状況下で、患者の状態把握のために様々

な生体計測が行われている。本講義では医療現場で用いられるこれらの生体計測



のための装置について、測定原理と機器の仕組み、安全管理などの基本事項につ
いて講義を行う。前期では特に呼吸・循環器系、神経・筋肉系を中心に概要を説
明する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  生体の計測と生体計測機器について概略を説明する 

2 回  生体電気計測におけるその特徴などについて講義する 
3 回  心電計（１）について講義する 
4 回  心電計（２）について講義する 
5 回  心電計（３）について講義する 
6 回  心電図モニタなどについて講義する 
7 回  脳波計について講義する 
8 回  筋電計について講義する 
9 回  観血式血圧計と非観血式血圧計（１）について講義する 
10 回  観血式血圧計と非観血式血圧計（２）について講義する 
11 回  血流計について講義する 
12 回  心拍出量計（１）について講義する 
13 回  心拍出量計（２）について講義する 
14 回  呼吸モニタ（１）について講義する 
15 回  呼吸モニタ（２）、パルスオキシメータについて講義する 

準備学習 1 回  シラバスの内容をよく読んで、これから学ぶ内容について確認しておく
こと 
2 回  生体計測にはどのような項目があるか調べておくこと 
3 回  心臓の解剖生理について良く理解しておくこと 
4 回  心臓疾患にはどのような種類があるか調べておくこと 
5 回  生体電気現象を計測するためにはどのような機器構成が必要か調べてお
くこと 
6 回  心電計と心電図モニタの相違について調べておくこと 
7 回  心電計と脳波計の違いについて調べておくこと 
8 回  心電計と筋電計の違いについて調べておくこと 
9 回  血圧計にはどのような種類があるか調べておくこと 
10 回  各種血圧計の測定原理についてしっかりと理解しておくこと 
11 回  血流の計測にはどのような種類があるか調べておくこと 
12 回  心機能の評価にはどのような項目があるか調べておくこと 
13 回  心拍出量計の基本的な測定原理（Fick の方法）について理解しておくこ
と 
14 回  呼吸の解剖生理について良く理解しておくこと 
15 回  呼吸機能の評価にはどのような項目があるか理解しておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FTM31G1 
成績評価 レポートと試験により評価する。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス MA(工)(〜12),MB(工)(〜12) 
見出し FTM31G1 臨床生理学 
担当教員名 成瀬 恵治＊ 
単位数 2 
教科書 朝倉書店「⼈体生理学」 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 臨床生理学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 朝倉書店「⼈体生理学 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTM31G1 
実務経験のある教員  
達成目標 細胞生理・血液・造血器・リンパ系・神経系・皮膚・運動器系・循環器系 I・循環

器系 II・呼吸器系・消化器系・腎尿路系・内分泌・代謝・生殖・特殊感覚に関し
て理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Clinical Physiology 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 臨床現場で役立つように⼈体生理学を概説する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 朝倉書店「⼈体生理学」の該当項目を予習すること。 

 



年度 2012 
授業コード FTM3311 
成績評価 小テスト２回（２０＋２０％）、定期テスト（６０％）により成績を評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス MA(工)(〜12),MB(工)(〜12) 
見出し FTM3311 基礎生物学 
担当教員名 八⽥ 貴 
単位数 2 
教科書 河⽥光博・樋口 隆編「シンプル解剖生理学」南江堂 
アクティブラーニング  
キーワード 細胞、生体成分、⼈体の構造と機能 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 部屋が暑いようですが、教務の対応をお願いします。 
科目名 基礎生物学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて授業の中で紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 特に無し 
シラバスコード FTM3311 
実務経験のある教員  
達成目標 細胞、遺伝とゲノム、組織の構成、骨、筋、免疫系、循環系、呼吸器系、消化器

系、神経系、感覚器系、内分泌系についてそれぞれ機能と構造を理解する。 
受講者へのコメント 特に無し。 
連絡先 27 号館 3 階 八⽥ 教授室 086-256-9515 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 基礎生物学は担当する教科で最も基本的な教科なので、分かりやすかったようで
す。 

英文科目名 Basic Biology 
関連科目 基礎生物学、生理学、解剖学、生化学 
次回に向けての改善変更予定 特に無し。 
講義目的 生命現象は分子細胞レベルから組織器官へ構成されている。とくに⼈体において

は、高度な機能を持つ器官によって生きる事ができる。この講義では、⼈の組織・
器官について構造と機能を説明する。具体的には、細胞、遺伝とゲノム、組織の
構成、骨、筋、免疫系、循環系、呼吸器系、消化器系、神経系、感覚器系、内分
泌系について説明する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。講義内容を説明し準備事項を説明する。 

2 回 からだの構造と機能について説明する。 
3 回 細胞の構造について説明する。 



4 回 遺伝とゲノムについて説明する。 
5 回 組織の構成について説明する。 
6 回 骨（構造と構成要素）について説明する。 
7 回 筋（骨格筋、平滑筋、心筋）について説明する。 
8 回 免疫系（器官と防御反応）について説明する。 
9 回 循環系（心臓と血管）について説明する。 
10 回 呼吸器系（構造としくみ）について説明する。 
11 回 消化器系について説明する。 
12 回 神経系について説明する。 
13 回 感覚器系について説明する。 
14 回 泌尿器系について説明する。 
15 回 内分泌系について説明する。 

準備学習 1 回 シラバスを良く確認し学習過程を把握しておくこと。 
2 回 ⼈体の構造と機能がどのようになっているかを大まかにつかんでおくこと。 
3 回 細胞はどのような仕組みで成り立っているか調べておくこと。 
4 回 ⼈の遺伝がどのような仕組みで行われているか調べておくこと。 
5 回 ⼈体の組織がどのように成り立っているか調べておくこと。 
6 回 ⼈の骨格を成す骨の構造と機能について調べておくこと。 
7 回 ⼈の運動をつかさどる筋肉について調べておくこと。 
8 回 ⼈は外界の病原体等から身を守る高度な免疫システムがある、この緻密で
精巧なシステムを調べておくこと。 
9 回 心臓・血管等循環器の仕組みを調べておくこと。 
10 回 肺における酸素交換の仕組みを調べておくこと。 
11 回 口から肛門まで食べ物が消化吸収される過程を調べておくこと。 
12 回 脳・脊椎・神経等について調べておくこと。 
13 回 目・口・鼻・手等、情報授受に関する器官について調べておくこと。 
14 回 腎臓の働きを教科書等を読み調べておくこと。 
15 回 ⼈間の成⻑・男女の形成等に関する内分泌（ホルモン）について調べてお
くこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTM3312 
成績評価 2 回の中間テスト 40%、定期試験 60%により成績を評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス MA(工)(〜12),MB(工)(〜12) 
見出し FTM3312 応用⼒学Ⅱ 
担当教員名 内貴 猛 
単位数 2 
教科書 資料をコピーで配布 
アクティブラーニング  
キーワード 浮⼒，抗⼒，粘性係数，ポアズイユ流れ，波動方程式，音波，超音波，永久機関，

熱拡散，対流，量子⼒学，潜熱，エンジン，エアコン 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特に記述はありませんでした。 
科目名 応用⼒学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 図解流体工学／望月修著／朝倉書店： 

おもしろ話で理解する熱⼒学入門／久保⽥浪之介／日刊工業新聞社 
授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験期間中に行い、試験形態はマークシート式試験とする。 

定期試験、中間テストでは携帯電話以外の持ち込みを可とする。 
シラバスコード FTM3312 
実務経験のある教員  
達成目標 流体⼒学，波動⼒学，熱⼒学の基礎的な考え方を身につけ，流体や超音波、熱に

ともなう諸現象の原理を理解する。具体的には 
・ポアズイユの法則、ベルヌーイの定理を用いた計算ができること。 
・デシベル、ドップラー効果に関した問題を解けるようになること。 
・ボイル・シャルルの法則、分圧に関した問題を解けるようになること。 
・上記の内容に関連したパラメータの単位を変換できるようになること。 

受講者へのコメント やはり予習か復習を必ずするようにしましょう。 
連絡先 27 号館 3 階 304 室 tnaiki@bme.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 きちんと出席していたようです。 
しかし、時間外に勉強しなかった学生が半数ほどいました。 
この分野への理解が深まった学生が半数以上いました。良いことだと思います。 

英文科目名 Applied Mechanics II 
関連科目 機械工学、応用⼒学Ⅰ、生体工学実験Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 今後も講義内容をしっかり理解してもらえるようにしていきたいと思います。 
講義目的 流体⼒学と波動⼒学，熱⼒学，伝熱工学の基礎を教授し，生体医工学に使用され



ている流速，流量，圧⼒などの計測技術，音・超音波を用いた計測技術，温度と
熱に関する最新の計測技術の構造・原理を理解する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション。講義の進め方を説明する。 

2 回  流体計測技術に関連する用語 1。層流，乱流，境界層，流れの相似則につ
いて説明する。 
3 回  流体計測技術に関連する用語 2。流線，揚⼒，抗⼒，粘性，ニュートン流
体について説明する。 
4 回  流体計測技術で使用する基本法則 1。ハーゲン・ポアズイユの法則，連続
の式，ナビエ・ストークス方程式，パスカルの法則について説明する。 
5 回  流体計測技術で使用する基本法則 2。ベルヌーイの定理，流量計の原理に
ついて説明する。 
6 回  圧⼒計・流量計の原理，血管内の諸現象，血圧・流量波形と脈波伝搬につ
いて説明する。 
7 回  波動と音波，超音波を用いた計測技術の基礎について説明する。 
8 回  中間テスト１とその解説。7 回までの内容の理解度を判定し、内容を復習
する。 
9 回  熱・温度とは，気体の３法則について説明する。 
10 回  温度計測技術で使用する基本法則 1。熱⼒学の第 0 法則，第 1 法則と永久
機関について説明する。 
11 回  温度計測技術で使用する基本法則 2。完全ガスの状態変化，分圧について
説明する。 
12 回  温度計測技術で使用する基本法則 3。熱⼒学の第 2 法則と熱機関，熱⼒学
の第 3 法則について説明する。 
13 回  物質の相変化と潜熱，超臨界流体について説明する。 
14 回  熱伝達，地球温暖化について説明する。 
15 回  中間テスト 2 とその解説。9〜14 回の内容の理解度を判定し、内容を復習
する。 

準備学習 1 回 講義予定、特に中間テストと定期試験の日程を自分の予定表に書き込んで
おくこと。 
2 回  配付資料の該当箇所を読んでおくこと。 
3 回  配付資料の該当箇所を読んでおくこと。 
4 回  配付資料の該当箇所を読んでおくこと。 
5 回  配付資料の該当箇所を読んでおくこと。 
6 回  配付資料の該当箇所を読んでおくこと。 
7 回  配付資料の該当箇所を読んでおくこと。 
8 回  第 2 回〜第 7 回の内容を復習しておくこと。 
9 回  配付資料の該当箇所を読んでおくこと。 
10 回  配付資料の該当箇所を読んでおくこと。 
11 回  配付資料の該当箇所を読んでおくこと。 
12 回  配付資料の該当箇所を読んでおくこと。 
13 回  配付資料の該当箇所を読んでおくこと。 



14 回  配付資料の該当箇所を読んでおくこと。 
15 回  第 9 回〜第 14 回の内容を復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTM3321 
成績評価 2 回の中間テスト 40%、定期試験 60%により成績を評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス MA(工)(〜11),MB(工)(〜11) 
見出し FTM3321 治療機器概論 
担当教員名 内貴 猛 
単位数 2 
教科書 ME の基礎知識と安全管理／日本エム・イー学会 ME 技術教育委員会監修／南江

堂 
アクティブラーニング  
キーワード 除細動器，ペースメーカ，ハイパーサーミア，内視鏡，レーザ治療装置，輸液ポ

ンプ，電気メス，体外循環装置，⼈工呼吸器，血液浄化機器，⼈工臓器 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特にありませんでした。 
科目名 治療機器概論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 臨床工学技士標準テキスト／小野哲章他編集／金原出版： 

医用治療機器学／日本臨床工学技士教育施設協議会監修／医⻭薬出版 
授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験期間中に行い、試験形態はマークシート式試験とする。 

定期試験、中間テストでは携帯電話以外の持ち込みを可とする。 
シラバスコード FTM3321 
実務経験のある教員  
達成目標 治療機器の作用メカニズムについて理解する。機器の構造や原理について理解す

ること。 
最終的には第 2 種 ME 技術実⼒検定試験の治療機器に関する問題を解けるよう
になること。 

受講者へのコメント 生体医工学において入口に相当する非常に重要な講義ですので、1 週間あたり 1
時間以上は授業時間外に勉強するようにしましょう。9 月には第 2 種 ME 技術実
⼒検定試験がありますので、本講義に関連した問題は 4 割程度出題されますの
で、しっかり勉強しましょう。 

連絡先 27 号館 3 階 304 室 tnaiki@bme.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 皆きちんと出席していました。 
1 週間あたり 1 時間以上授業時間外に勉強した学生は 30%程度でした。 
しかし、自分自身で目標を達成できてこの分野への理解が深まり、成⻑できたと
感じた学生が 70%程度でした。 

英文科目名 Introduction to Therapeutic Devices 



関連科目 治療機器学Ⅰ・Ⅱ，診断機器概論，⼈工臓器Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 
次回に向けての改善変更予定 特に変更を考えていません。 
講義目的 診断機器概論に継続して，医用機器の全体像を把握するために，主として臨床治

療における医用機器について教授する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。講義の進め方を説明する。 

2 回 電気的治療用機器の構成と原理。除細動器，ペースメーカについて説明す
る。 
3 回 熱的治療用機器の構成と原理。ハイパーサーミアについて説明する。 
4 回 光学的治療用機器の構成と原理。レーザ治療装置について説明する。 
5 回 光学的治療用機器の構成と原理。結石破砕装置，内視鏡について説明する。 
6 回 機械的治療用機器の構成と原理。輸液ポンプ，シリンジポンプについて説明
する。 
7 回 手術用機器の構成と原理。電気メス，超音波手術器について説明する。 
8 回 手術用機器の構成と原理。マイクロ波手術器，冷凍手術装置，赤外線コアギ
ュレータについて説明する。 
9 回 中間テスト１とその解説。8 回までの内容の理解度を判定し、内容を復習す
る。 
10 回 循環器機能代行補助機器の構成と原理。体外循環装置について説明する。 
11 回 循環器機能代行補助機器の構成と原理。インターベンションについて説明
する。 
12 回 呼吸器機能代行補助機器の構成と原理。⼈工呼吸器，酸素療法，麻酔器に
ついて説明する。 
13 回 代謝系機能代行補助機器の構成と原理 1。血液浄化機器について説明する。 
14 回 代謝系機能代行補助機器の構成と原理 2。血液浄化機器のつづき，ME 機
器の滅菌・消毒について説明する。 
15 回 中間テスト２とその解説。10〜14 回までの内容の理解度を判定し、内容を
復習する。 

準備学習 1 回 講義予定、特に中間テストと定期試験の日程を自分の予定表に書き込んで
おくこと。 
2 回 教科書の第 18 章と第 17 章を読んでおくこと。 
3 回 第 26 章を読んでおくこと。 
4 回 第 28 章を読んでおくこと。 
5 回 第 25 章を読んでおくこと。 
6 回 第 24 章を読んでおくこと。 
7 回 第 27 章と第 29 章 I を読んでおくこと。 
8 回 第 29 章 II 以降を読んでおくこと。 
9 回 第 2〜8 回の内容を復習すること。 
10 回 第 22 章を読んでおくこと。 
11 回 第 23 章を読んでおくこと。 
12 回 第 20 章と第 21 章を読んでおくこと。 
13 回 第 19 章を読んでおくこと。 



14 回 第 19 章，第 30 章を読んでおくこと。 
15 回 第 9〜14 回の内容を復習すること。 

 



年度 2012 
授業コード FTM3322 
成績評価 レポート（10-20％），定期試験（80-90％） 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス MA(工)(〜10),MB(工)(〜10) 
見出し FTM3322 医用安全工学Ⅱ 
担当教員名 松宮 潔 
単位数 2 
教科書 渡辺敏，「臨床工学（CE）と ME 機器・システムの安全」，コロナ社 
アクティブラーニング  
キーワード 医療機器，医用ガス，保守・点検，滅菌・消毒，安全管理，安全教育，安全基準 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 医用安全工学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 １）日本生体医工学会 ME 技術教育委員会，「ME の基礎知識と安全管理 第 5

版」，南江堂２）小野哲章，「臨床工学技士標準テキスト」， 金原出版３）篠原一
彦・出渕靖志，「臨床工学講座 医用機器安全管理学」，医⻭薬出版 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTM3322 
実務経験のある教員  
達成目標 医用ガスおよび医用機器に関する安全基準を理解し，これらの保守管理業務につ

いての基本事項について習得する． 
受講者へのコメント  
連絡先 5 号館 4 階松宮研究室 kmatsumiya＠bme.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Engineering for Biomedical Safety II 
関連科目 医用安全工学Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 医用ガスおよび医用機器に関して高い安全性及び信頼性を持って扱えるよう，安

全・管理に関する基礎事項について理解する． 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 概要説明 

2 回 医用ガスの性質と用途，供給 
3 回 医用ガスにかかわる異常，安全基準 
4 回 心電計・心電図モニタ，血圧計の保守・点検 
5 回 パルスオキシメータ，カプノメータ，体温計の保守・点検 



6 回 超音波診断装置，X 線 CT 装置，MRI 装置の保守・点検 
7 回 心臓ペースメーカ，除細動器の保守・点検 
8 回 大動脈内バルーンパンピング装置，電気メス，レーザ手術装置の保守・点検 
9 回 個⼈用透析装置，⼈工呼吸器の保守・点検 
10 回 保育器，麻酔器，吸引装置，輸液ポンプの保守・点検 
11 回 診断監視装置および治療用装置の安全基準 
12 回 ME 機器にかかわる感染症 
13 回 ME 機器の滅菌・消毒の実際 
14 回 演習１ 
15 回 演習２ 

準備学習 1 回 特になし． 
2 回 教科書・参考書の内，医用ガスの性質と用途，供給に関するページを一読し
ておく． 
3 回 教科書・参考書の内，医用ガスにかかわる異常，安全基準に関するページを
一読しておく． 
4 回 教科書・参考書の内，心電計・心電図モニタ，血圧計の保守・点検に関する
ページを一読しておく． 
5 回 教科書・参考書の内，パルスオキシメータ，カプノメータ，体温計の保守・
点検に関するページを一読しておく． 
6 回 教科書・参考書の内，超音波診断装置，X 線 CT 装置，MRI 装置の保守・点
検に関するページを一読しておく． 
7 回 教科書・参考書の内，心臓ペースメーカ，除細動器の保守・点検に関するペ
ージを一読しておく． 
8 回 教科書・参考書の内，大動脈内バルーンパンピング装置，電気メス，レーザ
手術装置の保守・点検に関するページを一読しておく． 
9 回 教科書・参考書の内，個⼈用透析装置，⼈工呼吸器の保守・点検に関するペ
ージを一読しておく． 
10 回 教科書・参考書の内，保育器，麻酔器，吸引装置，輸液ポンプの保守・点
検に関するページを一読しておく． 
11 回 教科書・参考書の内，診断監視装置および治療用装置の安全基準に関する
ページを一読しておく． 
12 回 教科書・参考書の内，ME 機器にかかわる感染症に関するページを一読し
ておく． 
13 回 教科書・参考書の内，ME 機器の滅菌・消毒の実際に関するページを一読
しておく． 
14 回 講義内容で触れた治療機器を中心に自習しておく． 
15 回 講義内容で触れた治療機器を中心に自習しておく． 

 



年度 2012 
授業コード FTM3331 
成績評価 レポート（10-20％），定期試験（80-90％） 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス MA(工)(〜10),MB(工)(〜10) 
見出し FTM3331 治療機器学Ⅰ 
担当教員名 松宮 潔 
単位数 2 
教科書 篠原一彦，「臨床工学講座 医用治療機器学」，医⻭薬出版 
アクティブラーニング  
キーワード 原理，使用法，安全，メス，内視鏡，電気メス，超音波メス，レーザ治療，ハイ

パーサーミア，結石破砕，滅菌，画像誘導手術，手術ロボット 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 問題を解くといった時間を作らなかった点についてクレームと思われる自由記

述があったが，問題集として ME2 種試験の過去問解説集があることを述べたは
ずである．また，ME2 種試験を後期開始前に控え，未習内容と思われる治療機器
についての解説を終わらすことを優先した点について理解してほしい． 
もし「問題に取り組みたい」という希望が各種試験ではなく研究レベルの課題を
指しているのであれば個別にアドバイスするので来訪されたい． 

科目名 治療機器学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 １）日本生体医工学会 ME 技術教育委員会，「ME の基礎知識と安全管理 第 5

版」，南江堂２）小野哲章，「臨床工学技士標準テキスト」， 金原出版 
授業形態 講義 
注意備考 基本的には治療機器学Ⅱも併せて履修することが望ましい．教科書に加え，学習

用として参考書１あるいは２を用意することがほぼ必須である． 
シラバスコード FTM3331 
実務経験のある教員  
達成目標 １）代表的な外科的治療機器の個々について理解を深める．２）最先端治療とそ

れを支える機器・テクノロジーについて知見を得る． 
受講者へのコメント 期末試験をはじめ，試験問題としては選択式で問われることが少なくないが，な

ぜその解答に至るのか，問題の背景にある事柄についてじっくり考え，理解する
ようにして欲しい． 

連絡先 5 号館 4 階松宮研究室 kmatsumiya＠bme.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特にない． 
英文科目名 Devices for Medical Treatment and Therapy I 
関連科目 治療機器概論，治療機器学Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 現代医療で用いられる代表的な治療機器に関する基本事項について解説する．治
療機器学Ⅰ（前期）では主に外科的治療（体内組織の切開や構造変化が比較的大
きい治療）のための機器が対象となる． 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 概要説明 

2 回 治療器具 
3 回 内視鏡 
4 回 電気メス 
5 回 レーザ治療器 
6 回 温熱療法装置 
7 回 冷凍手術機器，赤外線コアギュレータ，ウォータージェット 
8 回 超音波吸引器 
9 回 結石破砕装置 
10 回 ME 機器の滅菌・消毒 
11 回 治療におけるロボット技術の利用 
12 回 コンピュータ外科 
13 回 次世代治療のための機器 
14 回 演習１ 
15 回 演習２ 

準備学習 1 回 特になし． 
2 回 教科書・参考書の内，治療器具に関するページを一読しておく． 
3 回 教科書・参考書の内，内視鏡に関するページを一読しておく． 
4 回 教科書・参考書の内，電気メスに関するページを一読しておく． 
5 回 教科書・参考書の内，レーザ治療器に関するページを一読しておく． 
6 回 教科書・参考書の内，温熱療法装置に関するページを一読しておく． 
7 回 教科書・参考書の内，冷凍手術機器，赤外線コアギュレータ，ウォータージ
ェットに関するページを一読しておく． 
8 回 教科書・参考書の内，超音波吸引器に関するページを一読しておく． 
9 回 教科書・参考書の内，結石粉砕装置に関するページを一読しておく． 
10 回 教科書・参考書の内，ME 機器の滅菌・消毒に関するページを一読してお
く． 
11 回 教科書・参考書の内，治療におけるロボット技術の利用に関するページを
一読しておく． 
12 回 特になし． 
13 回 特になし． 
14 回 講義内容で触れた治療機器を中心に自習しておく． 
15 回 講義内容で触れた治療機器を中心に自習しておく． 

 



年度 2012 
授業コード FTM3511 
成績評価 講義中に出題する課題 60%、定期試験 40%により成績を評価する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス MA(工)(〜12),MB(工)(〜12) 
見出し FTM3511 応用数学Ⅰ 
担当教員名 内貴 猛 
単位数 2 
教科書 基礎数学ポプリー／小寺平治著／裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード ベクトルの内積、逆行列、サラスの展開、余因子展開、転置行列、クラメルの公

式、行列の対角化 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 教室の温度を下げて欲しいとの要望がありました。私もそう思っていますが、25

号館は部屋毎に温度を調節することが許されていませんので、あきらめましょ
う。ちなみに、省エネの為にエアコンの温度を 28℃に設定することが推奨されて
います。 
⼈種差別と思われる記述がありました。 
授業アンケートに記述するのは不適当ですので、次回から気を付けて下さい。 

科目名 応用数学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指定しない。 
授業形態 講義 
注意備考 本講義は応用数学Ⅱと共同で進めるため、本講義を履修する場合には応用数学Ⅱ

も必ず履修すること。 
試験は定期試験期間中には実施しない。1 回目の講義で試験日を通知するので注
意すること。試験形態は筆記式試験とする。 

シラバスコード FTM3511 
実務経験のある教員  
達成目標 ベクトル，行列，微分の計算ができるようになること。 

特に、 
・行列演算ができるようになること。 
・4 次以上の行列の行列式を求めることができるようになること。 
・行列の対角化ができるようになること。 

受講者へのコメント 1 週間あたり 3 時間程度またはそれ以上授業時間外に勉強した学生が多くいまし
た。とても良いことだと思います。一方で全く勉強しなかった⼈が 10 名弱いた
ようです。おそらく D 判定になったのが全く勉強しなかった学生だと思います。
きちんと予習あるいは復習をしましょう。 

連絡先 27 号館 3 階 304 室 tnaiki@bme.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 



各項目評価に対する所見 皆きちんと出席していました。 
1 週間あたり 1 時間以上授業時間外に勉強した学生は約半数でした。 
宿題などの指示された課題に取り組んでくれたようです。 
その結果、自分自身で目標を達成できてこの分野への理解が深まり、成⻑できた
と感じた学生が約半数でした。 

英文科目名 Applied Mathematics I 
関連科目 基礎数学、応用数学Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 本年大幅に改善したため、もう少し様子を見たいと考えています。 
講義目的 工学全般、とくに生体工学、医用工学、臨床工学に必要な数学の基礎について教

授する。数学の基礎事項を理解し計算能⼒を豊にすることは、専門分野の理解に
必要不可欠である。本講においては、代数学、微分積分学について講述し、重要
な項目について演習問題を行い、理解を深めるとともに、生体医工学、臨床工学
にかかわる実際問題に対応できることを目標とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。講義の進め方を説明する。 

2 回 ベクトルとは何かを説明する。 
3 回 行列とは何かを説明する。 
4 回 行列演算について説明する。 
5 回 行列の基本変形の方法について説明する。 
6 回 行列のランクの求め方について説明する。 
7 回 行列を用いた連立方程式の解法について説明する。 
8 回 行列基本変形を用いた逆行列の求め方について説明する。 
9 回 行列とベクトル空間の関係を説明する。 
10 回 行列と写像の関係を説明する。 
11 回 行列式の求め方を説明する。 
12 回 4 次以上の行列の行列式の求め方（余因子展開）を説明する。 
13 回 行列式を用いた逆行列と連立方程式の解の求め方を説明する。 
14 回 行列の対角化の方法について説明する。 
15 回 行列の対角化の方法について復習する。 

準備学習 1 回 講義予定を自分の予定表に書き込んでおくこと。 
2 回 教科書第 1 章セッション 1 を読んでくること。 
3 回 教科書第 1 章セッション 2 を読んでくること。 
4 回 第 1 章セッション 3 を読んでくること 
5 回 第 1 章セッション 4 を読んでくること 
6 回 第 1 章セッション 5 を読んでくること 
7 回 第 1 章セッション 6 を読んでくること 
8 回 第 1 章セッション 7 を読んでくること 
9 回 第 1 章セッション 8 を読んでくること 
10 回 第 1 章セッション 9 を読んでくること 
11 回 第 1 章セッション 10 を読んでくること 
12 回 第 1 章セッション 11 を読んでくること 
13 回 第 1 章セッション 12 を読んでくること 



14 回 第 1 章セッション 13 を読んでくること 
15 回 第 1 章セッション 13 を復習してくること 

 



年度 2012 
授業コード FTM3512 
成績評価 小テスト２回（２０＋２０％）、定期テスト（６０％）によって成績を評価する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス MA(工)(〜12),MB(工)(〜12) 
見出し FTM3512 生化学 
担当教員名 八⽥ 貴 
単位数 2 
教科書 生命の化学と分子生物学、林 利彦・水野一乗 訳（東京化学同⼈） 
アクティブラーニング  
キーワード 代謝、生体成分、遺伝子、酵素、生体高分子、生体エネルギー 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 マッキー生化学、市川 厚・福岡伸一監訳（化学同⼈） 
授業形態 講義 
注意備考 特に無し 
シラバスコード FTM3512 
実務経験のある教員  
達成目標 生命体を形成している化学物質についてその必要な知識を学び、生命現象の基本

となる化合物と化学反応を理解する。生命現象をになう酵素の反応と性質を理解
する。また、遺伝子工学の理解に必要な基礎的知識を習得する事を目的とする。 

受講者へのコメント  
連絡先 27 号館 3 階 317 室 086-256-9515 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Biochemistry 
関連科目 基礎化学・基礎生物学・臨床生理学・遺伝子工学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生体における代謝・エネルギー獲得・構成成分の基礎を理解し、生命現象の基本

を化学的に理解する。疾病検査との関連についても講義を行う。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。講義の進め方、全体の講義内容について説明する。 

2 回 生体における代謝とエネルギー源（糖質・タンパク質・脂質）について説明
する。 
3 回 生命現象を担う生体成分について説明する。 
4 回 電解質について説明する。 
5 回 糖質について説明する。 



6 回 アミノ酸、ビタミンについて説明する。 
7 回 酵素・タンパク質について説明する。 
8 回 細胞膜と脂質について説明する。 
9 回 糖質、脂質、アミノ酸の代謝と調節について説明する。 
10 回 核酸およびタンパク質の合成について説明する。 
11 回 ホルモン調節について説明する。 
12 回 疾病と機能検査について説明する。 
13 回 肝胆道、腎臓、内分泌、消化器系の生化学について説明する。 
14 回 DNA の複製と遺伝子工学の基礎について説明する。 
15 回 生化学の応用について説明する。 

準備学習 1 回 シラバスを良く確認し、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 生体のエネルギーとなる糖・タンパク質・脂質の代謝過程について調べてお
くこと。 
3 回 生命現象を担うタンパク質・脂質・核酸・脂質についてその構造を調べてお
くこと。 
4 回 生体成分である電解質、例えばナトリウム、カリウム等について調べておく
こと。 
5 回 ブドウ糖等の種々の糖質について調べておくこと。 
6 回 タンパク質を構成するアミノ酸の種類と構造、酵素の補助因子であるビタ
ミンについて調べておくこと。 
7 回 酵素・タンパク質について 
8 回 細胞膜の構成成分である脂質について調べておくこと。 
9 回 糖質等の代謝とその調節について調べておくこと。 
10 回 核酸（DNA/RNA)からタンパク質の合成を調べておくこと。 
11 回 内分泌系がどのようなものがあるか調べておくこと。 
12 回 病気に関係する生化学的検査について調べておくこと。 
13 回 下記の臓器に関する生化学的内容について調べておくこと。 
14 回 遺伝子工学の基礎的な内容について調べておくこと。 
15 回 前回までの授業内容を理解しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTM3521 
成績評価 定期試験（７０％） レポート（３０％）原則として、欠席が４回以上のものは

失格とする（成績判定せず次年度再受講）。 
曜日時限 水曜日 9・10 時限 
対象クラス MA(工)(〜11),MB(工)(〜11) 
見出し FTM3521 電子工学Ⅱ 
担当教員名 木原 朝彦 
単位数 2 
教科書 授業の中で紹介する。 
アクティブラーニング  
キーワード 組み合わせ論理回路、順序回路、コンピュータ、通信、光エレクトロニクス、半

導体の製造技術、電子機器 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 学生から教科書を望む要望がありましたが、講義の内容とレベルにマッチした書

籍がないため、必要に応じて「参考資料」に上げた資料を使って補強してくださ
い。 

科目名 電子工学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なっとくするディジタル電子回路（講談社） 

小野哲章他「臨床工学技士標準テキスト」（金原出版）秋⽥純一「ゼロから学ぶデ
ジタル論理回路」（講談社）加藤ただし「電子回路シミュレータ入門」（講談社）
松尾正之他「臨床工学シリーズ 医用電気工学」（コロナ社） 

授業形態 講義 
注意備考 ※授業受講の事前準備は、参考書やＷｅｂを利用して行うこと。 
シラバスコード FTM3521 
実務経験のある教員  
達成目標 デジタル電子技術の基本と主要な論理デバイスを理解・習得し、それを用いて簡

単な電子回路の設計と解析が出来るようになる。デジタル技術の意味と意義を理
解・習得する。 

受講者へのコメント 何⼈かの学生は、適宜、研究室に質問に来てくれたため、不明点を納得してもら
うことができました。わからないところがあった時には、そのままにしないで、
できるだけ早いうちに、気軽に質問に来てほしいと思います。 
レポート課題の提出が遅くなってしまった学生が散見されました。記憶が新しい
うちに、素早く済ませる習慣を身に付けてほしいと思います。また、レポートの
提出期限を少し⻑くとり過ぎたのも原因の一つかもしれません。次回は、提出期
限を早めにして、メリハリをつけたいと思います。 

連絡先 ２７号館３階３０５号室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 昨年から感じていることですが、予習と復習をしていない学生が多いと感じまし



た。この点、教材を工夫して、何らかの改善を図っていきたいと思います。 
英文科目名 Electronic Engineering II 
関連科目 電子工学 II、電気工学Ｉ・II、情報処理工学Ｉ・II、計測工学、生体計測工学Ｉ・

II 生体工学実験Ｉ 
次回に向けての改善変更予定 ＭＥ技術者試験で関連する問題が多く出されていますので、それらの解説なども

含める形に改善していこうと考えています。 
講義目的 電子工学Ｉに引き続いて、電子工学におけるもう一つの重要な基礎分野であるデ

ジタル電子技術について、基本的な考え方とそれに基づく電気回路の解析と設計
について学ぶ。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 【オリエンテーション】本講義で学ぶことの概要について講義する。 

2 回 【トランジスタと論理回路】デジタル回路で用いられる半導体の構造と製造
法についてその基礎について講義する。 
3 回 【論理式と論理回路１】デジタル回路を設計する上で必要になる論理式や真
理値表について復習し、論理回路との関係について講義する。 
4 回 【論理式と論理回路２】積和標準形（加法標準形）とカルノー図について学
び、論理回路設計の理解を深める。 
5 回 【標準的な論理回路】加算器、比較器、エンコーダー、デコーダーなどの標
準的な論理回路について講義する。 
6 回 【理解度調査１】 演習を通じて、論理式と論理回路についての理解度調査
を行う。 
7 回 【状態を記憶する論理回路】状態を記憶する論理回路としてＲＳフリップフ
ロップ、Ｄラッチ、エッジトリガー式フリップフロップについて講義する。 
8 回 【順序回路の設計１】 エッジトリガー式フリップフロップを使った４ビッ
トカウンターの設計について講義する。 
9 回 【順序回路の設計２】 外部制御入⼒も含めたやや複雑な順序回路を設計に
ついて講義する。 
10 回 【理解度調査２】演習を通じて、順序回路についての理解度調査を行う。 
11 回 【ＰＬＤ】ユーザーがプログラム可能な論理素子（ＰＬＤ）についてにつ
いて講義する。 
12 回 【メモリと記憶デバイス】メモリーの機能と種類についてについて講義す
る。 
13 回 【計算機システム】計算機（コンピュータ）のしくみについてその基礎に
ついて講義する。 
14 回 【計算機システムと通信】計算機システムにおけるネットワークを用いた
通信の役割について講義する。 
15 回 【理解度調査３】演習を通じて、メモリと計算機システム全般について理
解度の調査を行う。 

準備学習 1 回 【オリエンテーション】特になし。 
2 回 【トランジスタと論理回路】論理ゲートについて予習しておくこと。 
3 回 【論理式と論理回路１】論理式について予習しておくこと。 
4 回 【論理式と論理回路２】３回目の終わりに出す課題について検討しておくこ



と。 
5 回 【標準的な論理回路】第 4 回 第 5 回の内容を復習しておくこと。 
6 回 【理解度調査１】第 2 回から第 5 回までの内容を復習しておくこと。 
7 回 【状態を記憶する論理回路】フリップフロップについて調べておくこと。 
8 回 【順序回路の設計１】第 7 回の内容を復習しておくこと。 
9 回 【順序回路の設計２】第 6 回、第 7 回の内容を復習しておくこと。 
10 回 【理解度調査２】順序回路全般について復習しておくこと。 
11 回 【ＰＬＤ】特になし 
12 回 【メモリと記憶デバイス】身の回りで利用されているメモリについて、具
体例を考えておくこと。 
13 回 【計算機システム】身の回りで利用されている計算機について、具体例を
考えておくこと。 
14 回 【計算機システムと通信】身の回りで利用されている通信について、具体
例を考えておくこと。 
15 回 【理解度調査３】第 12 回から第 14 回までの内容を復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTM3522 
成績評価 小テスト（３０％）と定期試験（７０％） 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス MA(工)(〜10),MB(工)(〜10) 
見出し FTM3522 ⼈工臓器特論Ⅰ 
担当教員名 林 紘三郎 
単位数 2 
教科書 プリント配布 
アクティブラーニング  
キーワード バイオマテリアル、生体材料、医用材料、⼈工血管、⼈工弁、⼈工心臓、⼈工靭

帯、⼈工関節 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 教室の設備関連の注文（⿊板の反射、電波不調の改善）であり、教員での対応は

出来ない。 
科目名 ⼈工臓器特論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 日本⼈工臓器学会／⼈工臓器イラストレイテッド／はる書房：古薗勉, 岡⽥正弘

／ヴィジュアルでわかるバイオマテリアル (臨床工学ライブラリーシリーズ 
５)／秀潤社：梅津光生／⼈工臓器で幸せですか？／コロナ社：筏義⼈／⼈工臓
器物語 ― コンタクトレンズから⼈工心臓まで／裳華房 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTM3522 
実務経験のある教員  
達成目標 生体代替材料として必要な条件、各種⼈工臓器の種類、材料、構造、臨床利用例、

⼈工臓器の設計・製造法などに関する基礎知識を習得する。 
受講者へのコメント 午後の授業で居眠りが多いが、重要な科目であるのでしっかり受けて欲しい。 
連絡先 ５号館３階 林（紘）教授室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ほぼ全員がこの分野に関心を持ち、目標達成が出来たようで良かった。 
英文科目名 Advanced Artificial Organs I 
関連科目 材料工学、治療機器概論、バイオメカニクス、⼈工臓器Ⅰ、⼈工臓器Ⅱ、⼈工臓

器Ⅲ、⼈工臓器Ⅳ、⼈工臓器特論Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 特になし 
講義目的 生体代替材料の基礎、⼈工血管・⼈工弁・⼈工心臓などの血液循環系⼈工臓器や、

⼈工靭帯・⼈工関節などの荷重支持系⼈工臓器の種類や材料、設計法、臨床、お
よびこれらに関わる生体機能代行装置、器具、安全性評価法などについて理解す
る。 



対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の概要と生体組織代替材料概論について説明する。 

2 回 生体組織代替材料の基礎（生体組織代替材料としての必要条件）について説
明する。 
3 回 生体組織代替材料の種類（合成高分子材料、生体由来材料、ハイブリッド材
料、金属材料、無機材料）について説明する。 
4 回 手術用縫合糸、止血剤と医用接着剤、形成外科用材料、眼科用医用材料につ
いて説明する。 
5 回 血液浄化用材料・⼈工臓器、⼈工肺について説明する。 
6 回 抗血栓性・血液適合性を実現する方法、これを実現する材料について説明す
る。小テスト１を行う。 
7 回 ⼈工臓器と臓器移植、補助循環法、⼈工心臓１（⼈工心臓と補助心臓、⼈工
心臓の設計仕様）について説明する。 
8 回 ⼈工心臓２（⼈工心臓ポンプの形式、駆動方法、⼈工心臓と心臓移植の関
係）について説明する。 
9 回 ⼈工心臓３（⼈工心臓ポンプの材料、実例、開発されている⼈工心臓の問題
点）について説明する。 
10 回 ⼈工弁と⼈工血管（材料と種類）について説明する。また、小テスト２を
行う。 
11 回 整形外科用材料１（⼈工靭帯の材料、種類と問題点）について説明する。 
12 回 整形外科用材料２（⼈工関節の構造、材料、種類と問題点）、⻭科用材料に
ついて説明する。 
13 回 生体軟組織代替材料・⼈工臓器の設計法（⼈工血管、医用弾性接着剤、⼈
工弁、⼈工心臓）について説明する。 
14 回 生体組織代替材料と⼈工臓器の安全性（強度・耐久性評価試験方法、高分
子の生体内劣化）について説明する。また、小テスト３を行う。 
15 回 ⼈工臓器に利用される金属材料、無機材料、セラミックス、感覚器⼈工臓
器について説明する。 

準備学習 1 回 講義概要を確認しておくこと。 
2 回 生体内環境について調べておくこと。 
3 回 材料工学の教科書等によって、材料の概略を把握しておくこと。 
4 回 生体用合成高分子材料の概要について復習しておくこと。 
5 回 生体用合成高分子材料、腎臓・肝臓や肺の構造と機能について調べておくこ
と。 
6 回 生体組織代替材料に必要な条件について復習しておくこと。 
7 回 心臓の構造と機能について調べておくこと。 
8 回 ⼈工心臓の種類、ポンプの設計仕様について復習しておくこと。 
9 回 ⼈工心臓ポンプの形式と駆動方法について復習しておくこと。 
10 回 抗血栓性材料、血液適合性材料について復習しておくこと。 
11 回 関節の構造と機能について調べておくこと。 
12 回 関節の構造と機能について調べておくこと。 
13 回 動脈の弾性、⼈工血管、医用接着剤、⼈工弁、⼈工心臓の材料と種類など



について復習しておくこと。 
14 回 ⼈工関節・⼈工心臓・⼈工弁の構造と材料について復習しておくこと。 
15 回 金属材料、無機材料、セラミックスについて復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTM3531 
成績評価 定期試験（７２％）、中間試験（０％）、小テスト（２８％）、レポート（０％）、

ノート（０％） 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス MA(工)(〜10),MB(工)(〜10) 
見出し FTM3531 生活環境学 
担当教員名 猶原 順 
単位数 2 
教科書 原則，ノート講義を実施する。授業中に資料プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 衣・食・住，生態系，環境と健康問題，環境問題 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「スライドを映すスクリーンの位置を真ん中にしてほしい」 → 不可能だと考

えます。 
「暑かったり寒かったりする」 → 大学の方にお願いします。 

科目名 生活環境学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 生活と環境（藤城敏幸著，東京教学社），環境安全科学入門（玉浦裕ほか著，講談

社サイエンティフィック），やさしい環境科学（安⽥仁資著，化学同⼈） 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTM3531 
実務経験のある教員  
達成目標 環境問題や，環境保健に関連する幅広い基礎知識を身につける。衣・食・住と環

境との関係や，⼈間生活や生命に対する環境の重要性を解説する。さらに，⼈間
生活を取り巻く環境の変化が，健康問題と関わりを持つ事例を解説する。 

受講者へのコメント  
連絡先 E-mail:jnaohara@bme.ous.ac.jp, Tel&Fax:086-256-9711、１２号館１階 猶原教

授室  
フィスアワー：金昼 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 LIving Environmental Science 
関連科目 基礎化学、分析化学、公衆衛生学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 科学技術の発展とその知識の応用により，我々の生活は物質的に豊かになった。

しかしその一方で，資源とエネルギーの消費増大により，元素や化学物質による
環境改変問題が生じている。本講義では，衣・食・住と環境との関係や，⼈間生



活や生命に対する環境の重要性を解説する。さらに，⼈間生活を取り巻く環境の
変化が，健康問題と関わりを持つ事例を解説する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 衣・食・住の化学と環境について説明する。 
3 回 衣・食・住の化学と環境について説明する。 
4 回 生物と環境について説明する。 
5 回 生物と環境について説明する。 
6 回 地球と⼈間について説明する。 
7 回 地球と⼈間について説明する。 
8 回 生物と⼈間について説明する。 
9 回 生物と⼈間について説明する。 
10 回 環境と健康問題について説明する。 
11 回 環境と健康問題について説明する。 
12 回 環境と健康問題について説明する。 
13 回 地球規模の環境問題について説明する。 
14 回 地球規模の環境問題について説明する。 
15 回 快適環境と⼈間の生活について説明する。 

準備学習 1 回 新聞・雑誌等を通じて「生活環境」に関する記事や諸問題に注目しておくこ
と。 
2 回 環境の定義について，文献等を通じ調べておくこと 
3 回 科学技術や環境問題の変遷について学習しておくこと。 
4 回 事前配布資料に基づき，生態系の定義・基本法則について，学習しておくこ
と。 
5 回 事前配布資料に基づき，⼈類の出現に伴う生態系改変について学習してお
くこと。 
6 回 事前配布資料に基づき，⼈口統計や⺟子保健について学習しておくこと。 
7 回 事前配布資料に基づき，水供給問題について学習しておくこと。 
8 回 事前配布資料に基づき，食料問題について学習しておくこと。 
9 回 事前配布資料に基づき，資源問題について学習しておくこと。 
10 回 事前配布資料に基づき，水質汚濁問題と健康について学習しておくこと。 
11 回 事前配布資料に基づき，大気汚染問題と健康について学習しておくこと。 
12 回 事前配布資料に基づき，生体と元素・化学物質の関わりについて学習して
おくこと。 
13 回 公害と地球環境問題の違いについて考えておくこと。 
14 回 事前配布資料に基づき，具体的な地球環境問題について学習しておくこと。 
15 回 これまでの授業に関し，自分なりに総括しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTM35C2 
成績評価 課題提出（80％）、定期試験（20％）により評価する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 生体医工学科(〜11) 
見出し FTM35C2 工業デザイン 
担当教員名 松本 恭吾＊ 
単位数 2 
教科書  

ユニバーサルデザインの教科書（増補改訂版）／中川 聰 監修／ 日経デザイ
ン 編／日経 BP 社／isbn 978-482221547-7 

アクティブラーニング  
キーワード 生活器具、産業機器、繊維・服飾、工芸品家具、インテリア、形、立体感、ボリ

ューム感、質感、空間、パースペクティブ、構図、構成、観察⼒、発想⼒、表現
⼒ 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 工業デザイン 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTM35C2 
実務経験のある教員  
達成目標 プロダクトデザインの基礎知識の習得を目標とする。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 プロダクトデザイン史、プロダクトデザインの意義，要素，用途について学習す

る。デザインモデルを制作する体験を通し、プロダクトデザインの基本的な考え
方を身につける。ドローイングでは立方体や円柱、球などの単純な幾何形態の単
体を観察、描写することによりパースペクティブなどの形態認識の基本、陰影の
表現の基本を習得する。次にデザイン的な要素を含むモチーフのドローイングを
行うことで平面的な表現⼒を養い、発想時やプレゼンテーションの現場で役立つ
⼒を身に付ける。 



対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 デザイン史、プロダクトデザインの概要１（デザインの意味と要素、用途、
創造の意味と手法） 
3 回 デザイン史、プロダクトデザインの概要２（色彩、造形心理、⼈間工学） 
4 回 ドローイング演習 道具の使い方、平面について（物の見え方、とらえ方） 
5 回 ドローイング演習 立体感を描く１ 幾何学形体（面として立体をとらえ
る、陰影の表現） 
6 回 ドローイング演習 立体感を描く２ 工業製品（面として立体をとらえる、
陰影の表現） 
7 回 ドローイング演習 質感、空間を描く 家具、インテリア（質感、空間感、
距離感の表現） 
8 回 デザインワークショップ 概説 生活器具、産業機器 
9 回 デザインワークショップ 概説 繊維・服飾、工芸品 
10 回 デザインワークショップ 概説 その他のプロダクトデザイン 
11 回 デザインワークショップ アイデア発想１（質感、色彩） 
12 回 デザインワークショップ アイデア発想２（機能、使いやすさ） 
13 回 デザインワークショップ モデル制作１ （発想をデザイン表現に落とし
込む） 
14 回 デザインワークショップ モデル制作２ （検証と改善） 
15 回 デザインワークショップ プレゼンテーション、講評 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておく 
2 回 テキストの該当箇所を読んでおく 
3 回 テキストの該当箇所を読んでおく 
4 回 特になし 
5 回 特になし 
6 回 前回の課題で制作したものを検証し、自分の課題を見つけておく 
7 回 前回の課題で制作したものを検証し、自分の課題を見つけておく 
8 回 テキストの該当箇所を読んでおく 
9 回 テキストの該当箇所を読んでおく 
10 回 テキストの該当箇所を読んでおく 
11 回 特になし 
12 回 特になし 
13 回 制作の準備をしておく 
14 回 前回の課題で制作したものを検証し、自分の課題を見つけておく 
15 回 プレゼンテーションの準備をしておく 

 



年度 2012 
授業コード FTM3711 
成績評価 定期試験（７２％）、中間試験（０％）、小テスト（２８％）、レポート（０％）、

ノート（０％） 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス MA(工)(〜12),MB(工)(〜12) 
見出し FTM3711 基礎化学 
担当教員名 猶原 順 
単位数 2 
教科書 ⻘島均 他著、ライフサイエンス基礎化学、化学同⼈、資料プリント 
アクティブラーニング  
キーワード 原子、分子、周期律、エネルギー、化学反応、酸化、還元、酵素、糖質、脂質、

タンパク質 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 全ての記述が「クーラーの効きが悪い」であった。 → 大学の方で対処願いた

い。 
科目名 基礎化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ⻫藤勝裕 著、楽しくわかる化学、東京化学同⼈ 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTM3711 
実務経験のある教員  
達成目標 物質の化学的な性質と化学上の原理など基礎的な化学について理解する。また、

生物体の生体成分の化学的知識を習得し、生体内で起こる物質の化学変化を学
び、生物体の有する生命現象を総括的に理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先 E-mail:jnaohara@bme.ous.ac.jp, Tel&Fax:086-256-9711、１２号館１階 猶原教

授室  
フィスアワー：金昼 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 「とても分かりやすく、楽しい授業でした。」 → この状態を維持したいと思
います。 
「非常に楽しく講義を受けられたと思う。」 → この状態を維持したいと思い
ます。 

英文科目名 Basic Chemistry 
関連科目 分析化学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 物質の化学的性質・化学変化の法則などを学ぶ。物質の化学的な性質と化学上の



原理など基礎的な化学について解説する。また、生物体の生体成分の化学的知識
を習得し、生体内で起こる物質の化学変化を学び、生物体の有する生命現象を総
括的に理解させる。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 原子と電子について説明する。 
3 回 周期律について説明する。 
4 回 分子の結合について説明する。 
5 回 物質のエネルギーについて説明する。 
6 回 化学反応について説明する。 
7 回 酸化・還元について説明する。 
8 回 生体構成物質の化学について説明する。 
9 回 酵素の構造と機能について説明する。 
10 回 生体エネルギー論について説明する。 
11 回 糖質の化学について説明する。 
12 回 脂質の化学について説明する。 
13 回 タンパク質の化学について説明する。 
14 回 生活と化学について説明する。 
15 回 ⼈間と環境について説明する。 

準備学習 1 回 基礎化学の授業の進め方を説明するため、特に準備学習は無し。 
2 回 教科書 p1-p19 までを予習しておくこと。 
3 回 教科書 p20-p23 までを予習しておくこと。 
4 回 教科書 p27-p57 までを予習しておくこと。 
5 回 教科書 p125-p143 までを予習しておくこと。& 
6 回 教科書 p109-p124 までを予習しておくこと。 
7 回 教科書 p93-p95 までを予習しておくこと。 
8 回 参考書 p119-p1132 までを予習しておくこと。 
9 回 参考書 p119-p132 までを予習しておくこと。 
10 回 参考書 p83-p98 までを予習しておくこと。 
11 回 第 10 回に配布する資料（プリント）を予習しておくこと。 
12 回 第 11 回に配布する資料（プリント）を予習しておくこと。 
13 回 第 12 回に配布する資料（プリント）を予習しておくこと。 
14 回 参考書 p133-p148 までを予習しておくこと。 
15 回 参考書 p133-p148 までを予習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTM3712 
成績評価 定期試験（７０％）、毎回のミニテスト（３０％） 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス MA(工)(〜12),MB(工)(〜12) 
見出し FTM3712 物性工学 
担当教員名 中路 修平 
単位数 2 
教科書 生体物性/医用機械工学／池⽥研二、嶋津秀明／秀潤社 
アクティブラーニング  
キーワード 生体作用、生体物性、⼒学的特性、電気特性、電磁界、脈管系、超音波、光特性、

熱特性 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 自由意見は 3 件ありました。 

・自由意見 1｢特にない（原文のまま）｣ →コメントできません。 
・自由意見２｢後期の授業、お世話になりました。（原文のまま）｣ →この授業で
学んだことを 2 年次以降の勉強に活用して下さい。 
・自由意見３｢中国⼈の学生さんだちがうるさっくて授業のじゃまになる。（原文
のまま）｣ →私語をしないように注意しています。中には何回注意してもなか
なか止めないクラスもありますが、このクラスは私の印象では良い方だと思いま
す。 

科目名 物性工学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 増補版物理学入門／原 康夫／学術図書出版 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTM3712 
実務経験のある教員  
達成目標 生体物性工学に関する知識を習得する。臨床工学コースの場合、臨床工学技士の

業務に必要な生体物性工学に関する知識を習得し臨床工学技士国家試験に合格
するために必要な知識を獲得することが達成目標である。生体工学コースの場
合、医療機器に係わる業務（開発、生産、品質管理など）に必要な生体物性工学
に関する基礎的な知識を獲得することが達成目標である。 

受講者へのコメント この授業では 2 年次以降の専門科目を学んで行く上で必要となる基礎知識を勉
強します。しっかり勉強しましょう。医療関連分野を学ぶ場合、画像や動画が理
解の助けになります。そのため、画像、動画を多用して感覚的に分かりやすい授
業になるように工夫しています。 

連絡先 生体材料工学研究室（２７号館３階３０８号室）、オフィスアワー：月〜金 昼休
み 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 



各項目評価に対する所見 【C】総合評価の７）この授業に満足しましたか、で、満足（22 ⼈）を 5 点、ほ
ぼ満足（18 ⼈）を 4 点、普通（13 ⼈）を 3 点、やや不満（0 ⼈）を 2 点、不満
（0 ⼈）を 1 点（無回答（0 ⼈）は計算に含めない）として、加重平均すると 4.17
点。同様に、６）授業に対する教員の意欲は感じられましたか、では 4.49 点、
５）この授業の目標を達成できましたか、では 3.89 点。これら 3 項目の平均が
4.18 点でした。かなりの学生が｢ほぼ満足｣以上の評価でしたので、まずまずだっ
たのではないかと考えています。 

英文科目名 Bio-Physical Engineering 
関連科目 基礎物理学、材料工学 
次回に向けての改善変更予定 特に大きな変更は考えていません。医療機器・医療用具の実物をさらに集めたい

と考えています。板書、パワーポイントに加え、動画やインターネットを活用し
ています。医療の専門分野では特に有効だと考えていますので、さらに充実させ
たいと考えています。 

講義目的 物性工学はこれから生体医工学を学んでいく上で基礎となる科目のひとつであ
る。⼒学的特性、流体⼒学的特性、電気的特性、電磁気的特性、流体⼒学的特性、
熱、光、音波、放射線などの物理学的特性と、生体の特性、機能、活動の関係、
診断・治療への応用などについて学ぶ。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 生体物性の概要（生体物性と臨床工学、物理エネルギーの危険性・安全性と

診断・治療への応用）について解説する。 
2 回 生体の受動的電気特性（生体組織の電気特性、生体内の電気伝搬）について
解説する。 
3 回 生体の能動的電気特性（神経、筋の膜特性、細胞膜での電気活動のメカニズ
ム）について解説する。 
4 回 電流の生体作用（電流が及ぼす生体作用、安全性、診断・医療への応用）に
ついて解説する。 
5 回 電磁界と生体物性（電磁界の生体作用、安全性、診断・治療への応用）につ
いて解説する。 
6 回 生体の⼒学的静特性（⼒学的定数の意義と生体の数値）について解説する。 
7 回 生体の流体⼒学的特性（血液および血球の特性、血液の流体⼒学的特性）に
ついて解説する。 
8 回 生体の⼒学的動特性（筋の構造と特性、骨の構造と特性）について解説す
る。 
9 回 脈管系の生体物性（心臓の特性、血管系の特性、血圧・血流の調節）につい
て解説する。 
10 回 生体の音波、超音波に対する性質（音波、超音波の伝搬特性、周波数依存
性、診断・治療への応用）について解説する。 
11 回 生体の熱に対する性質（高温、低温への生体反応、生体内での熱の産生と
放散、安全性、診断・治療への応用）について解説する。 
12 回 生体の光に対する性質（眼球、皮膚の光学的特性、安全性、診断・治療へ
の応用）について解説する。 
13 回 生体の放射線に対する性質（１）（放射線の種類と生体作用、生体組織の放



射線吸収・透過特性）について解説する。 
14 回 生体の放射線に対する性質（２）（診断・治療への応用）、医用材料と生体
物性（⼈工材料と生物材料、組織適合性、血液適合性）について解説する。 
15 回 全体の振り返り。第１回〜第 14 回で学んだ内容を整理し要点を解説する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習の過程を把握しておくこと。教科書の第Ⅰ-1 章
を予習しておくこと。 
2 回 教科書の第Ⅰ-2 章を予習しておくこと。 
3 回 教科書の第Ⅰ-3 章を予習しておくこと。 
4 回 教科書の第Ⅰ-4 章を予習しておくこと。 
5 回 教科書の第Ⅰ-5 章を予習しておくこと。 
6 回 教科書の第Ⅰ-6 章を予習しておくこと。 
7 回 教科書の第Ⅰ-8 章を予習しておくこと。 
8 回 教科書の第Ⅰ-7 章を予習しておくこと。 
9 回 教科書の第Ⅰ-9 章を予習しておくこと。 
10 回 教科書の第Ⅰ-10 章を予習しておくこと。 
11 回 教科書の第Ⅰ-11 章を予習しておくこと。 
12 回 教科書の第Ⅰ-12 章を予習しておくこと。 
13 回 教科書の第Ⅰ-13 章を予習しておくこと。 
14 回 教科書の第Ⅰ-13 章およびⅠ-14 を予習しておくこと。 
15 回 第１回から第１４回で勉強したことを復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTM3721 
成績評価 定期試験（７０％）、毎回のミニテスト（３０％） 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス MA(工)(〜10),MB(工)(〜10) 
見出し FTM3721 ⼈工臓器Ⅲ(再) 
担当教員名 中路 修平 
単位数 2 
教科書 最新⼈工心肺−理論と実際（第３版）／阿部稔雄、上⽥裕一／名古屋大学出版会 

2011 年 11 月にこの教科書の改訂第 4 版が出版されているが、今年度の講義はカ
リキュラム改訂に伴う再履修であるので、再履修する学生が既に購入済みの第 3
版を使用して行う。 

アクティブラーニング  
キーワード ⼈工心肺、体外循環、⼈工肺、血液ポンプ、安全管理、操作方法、保守点検、ト

ラブルシューティング 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 ⼈工臓器Ⅲ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ⼈工心肺ハンドブック／安達秀雄、百瀬直樹／中外医学社、⼈工心肺トラブルシ

ューティング／安達秀雄、百瀬直樹／中外医学社 
授業形態 講義 
注意備考 2012 年度のこの講義は再履修科目である。 
シラバスコード FTM3721 
実務経験のある教員  
達成目標 ⼈工心肺を構成する装置、操作方法など、⼈工心肺に関する知識を習得する。⼈

工肺、⼈工心肺装置、体外循環と病態生理など、⼈工心肺に関する知識を習得す
る。臨床工学コースの場合、3 年次の生体医工学実習Ⅱ、4 年次の病院実習の基
礎となる科目である。臨床工学技士として⼈工心肺連業務を行うために必要な基
礎知識を習得し、臨床工学技士の国家試験に合格するレベルの知識を獲得するこ
とが達成目標である。生体工学コースの場合、⼈工心肺関連の医療機器に係わる
業務に必要な基礎知識を獲得することが達成目標である。 

受講者へのコメント  
連絡先 生体材料工学研究室（２７号館３階３０８号室）、オフィスアワー：月〜金 昼休

み 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 再履修者なし。 
英文科目名 Artificial Organs III 
関連科目 ⼈工臓器Ⅰ、⼈工臓器Ⅱ、⼈工臓器Ⅳ、生体医工学実習Ⅱ、材料工学、物性工学 



次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ⼈工臓器Ⅲでは⼈工心肺について学ぶ。⼈工心肺は心臓手術・大動脈手術におい

て手術中の患者の生命を維持する重要な装置である。⼈工心肺装置を構成する血
液ポンプ、⼈工肺、血液回路などについて学ぶとともに、体外循環時の病態生理、
⼈工心肺の操作法と安全管理などについて学ぶ。⼈工心肺装置を操作して行う治
療と装置の維持管理は臨床工学技士の重要な業務のひとつである。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ⼈工心肺の歴史と概要について解説する。 

2 回 血液ポンプ（ローラーポンプ、遠心ポンプ、拍動流ポンプなど）について解
説する。 
3 回 ⼈工肺（⼈工肺の種類、原理、構造など）について解説する。 
4 回 ⼈工心肺システム（リザーバー、サクション回路、ベント回路など）につい
て解説する。 
5 回 体外循環とモニター（⼈工心肺モニター、生体側モニター）、および体外循
環の適正潅流量などについて解説する。 
6 回 低体温体外循環法（１）（体外循環と低体温法、低体温と生体反応、低体温
療法の病態生理）について解説する。 
7 回 低体温体外循環法（１）（体外循環と低体温法、低体温と生体反応、低体温
療法の病態生理）について解説する。 
8 回 体外循環の病態生理（２）（血液凝固系、酸塩基平衡の変動など）について
解説する。 
9 回 体外循環の病態生理（３）（内分泌、免疫系の変動など）について解説する。 
10 回 体外循環の病態生理（３）（内分泌、免疫系の変動など）について解説す
る。 
11 回 ⼈工心肺操作の実際（準備、体外循環の開始、循環管理など）について解
説する。 
12 回 ⼈工心肺操作の安全管理とトラブルシューティング（送血圧異常、⼈工肺
の酸素付加不良など）について解説する。 
13 回 乳幼児の⼈工心肺操作（乳幼児の特殊性、注意点など）について解説する。 
14 回 IABP、PCPS、⼈工心臓、⼈工心肺の最近の進歩（IABP、PCPS、自己血
輸血など）について解説する。 
15 回 全体の振り返り。第１回〜第 14 回で学んだ内容を整理し要点を解説する。 

準備学習 1 回 教科書の第１章を予習しておくこと。 
2 回 教科書の第２章を予習しておくこと。 
3 回 教科書の第３章を予習しておくこと。 
4 回 教科書の第４章を予習しておくこと。 
5 回 教科書の第５章、第６章を予習しておくこと。 
6 回 教科書の第７章を予習しておくこと。 
7 回 教科書の第７章、第８章を予習しておくこと。 
8 回 教科書の第８章を予習すること 
9 回 教科書の第８章を予習しておくこと。 
10 回 教科書の第９章を予習しておくこと。 



11 回 教科書の第１０章を予習しておくこと。 
12 回 教科書の第１１章を予習しておくこと。 
13 回 教科書の第１２章を予習しておくこと。 
14 回 ⼈工臓器Ⅱを履修した学生は、そこで学習した IABP、PCPS、補助⼈工心
臓について復習しておくこと。 
15 回 第１回から第１４回で勉強したことを復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTM3722 
成績評価 定期試験（７０％） レポート（３０％）原則として、欠席が４回以上のものは

失格とする（成績判定せず次年度再受講）。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス MA(工)(〜11),MB(工)(〜11) 
見出し FTM3722 放射線工学概論 
担当教員名 木原 朝彦 
単位数 2 
教科書 授業の中で紹介する。 
アクティブラーニング  
キーワード Ｘ線、ガンマ線、アルファ線、ベータ線、放射性同位元素、Ｘ線診断装置、放射

線治療、安全管理 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 放射線工学概論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 小野哲章他「臨床工学技士標準テキスト」（金原出版）三枝他「新版 放射線機器

学（II）」（コロナ社）舘野之男「放射線と健康」（岩波新書） 
授業形態 講義 
注意備考 ※授業受講の事前準備は、参考書やＷｅｂを利用して行うこと。 
シラバスコード FTM3722 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）放射線とは何か、（２）放射線の医療応用の意義と目的、（３）放射線の種

類と生体への影響、（４）放射線管理について、基礎知識を習得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 ２７号館３階３０５号室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introduction to Radiological Engineering 
関連科目 電子工学Ｉ・ＩＩ、計測工学、生体計測工学Ｉ・ＩＩ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 放射線についてその物理学的な意味と生体への影響を理解し、医療分野での応用

とその管理について学ぶことを目的とする。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 【オリエンテーション】本講義で学ぶことの概要について講義する。 

2 回 【原子の構造】原子を構成する電子、陽子、中性子の性質について復習し、
その組み合わせで構成される元素について理解する。 
3 回 【ラジオアイソトープと放射線】ラジオアイソトープが放射線を出しながら



別の物質に変化する現象について理解する。 
4 回 【壊変の形式】ラジオアイソトープが他の物質に変化する幾つかの形式とそ
の特徴を具体的に理解する。 
5 回 【半減期と平衡状態１】ラジオアイソトープの壊変する速さについて理解
し、その結果生じる平衡状態の意味を理解知る。 
6 回 【半減期と平衡状態２】前回の内容を更に深め、その結果、地球上で生じて
いる現象や利用法について学ぶ。 
7 回 【放射線と物質の相互作用】放射線が物質に当たった時に生じる幾つかの相
互作用について学ぶ。 
8 回 【放射線の検出】放射線を検出する幾つかの基本的な検出器のしくみを理解
し、その特徴について学ぶ。 
9 回 【理解度調査】前半の講義内容について、演習もしくは小テストを行い、学
習の理解度を調査する。授業の後半で、演習問題の解説を行い、解法についての
理解を深める。 
10 回 【放射線の単位】放射線防護のために利用される放射線の単位について学
ぶ。 
11 回 【身の回りの放射線】自然放射線と呼ばれる身の回りにある放射線の種類
とその大きさについて学ぶ。 
12 回 【放射線の⼈体に与える影響】放射線が⼈体に与える影響について学ぶ。 
13 回 【放射線の防護と安全管理】放射線から身を守るための方法と関連する安
全法規について学ぶ。 
14 回 【放射線の利用】医学以外の分野で行われている放射線の利用について学
ぶ。 
15 回 【放射線の医学での利用】医学における放射線の利用について学ぶ。 

準備学習 1 回 【オリエンテーション】特になし。 
2 回 【原子の構造】原子の基本的な構造について復習しておく。 
3 回 【ラジオアイソトープと放射線】ラジをアイソトープについて調べておく。 
4 回 【壊変の形式】α 壊変、β 壊変、γ 線について調べておく。 
5 回 【半減期と平衡状態１】半減期について調べておく。 
6 回 【半減期と平衡状態２】過渡平衡と永続平衡について調べておく。 
7 回 【放射線と物質の相互作用】光電効果、コンプトン散乱、電子対生成につい
て調べておく。 
8 回 【放射線の検出】電離箱について調べておく。 
9 回 【理解度調査】第 2 回から第 8 回までの内容を復習しておく。 
10 回 【放射線の単位】放射線の単位にはどのようなものがあるか、その名称を
調べておく。 
11 回 【身の回りの放射線】身の回りにある放射線について、その幾つかを具体
的に調べておく。 
12 回 【放射線の⼈体に与える影響】急性影響と晩発影響の違いを調べておく。 
13 回 【放射線の防護と安全管理】体外照射に関する３つの防護策を調べておく。 
14 回 【放射線の利用】トレーサーとしての利用とはどんなものかについて調べ
ておく。 



15 回 【放射線の医学での利用】医学での利用について、具体例を調べておく。 
 



年度 2012 
授業コード FTM3731 
成績評価 定期試験、中間テスト、小テストから総合的に判断する 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス MA(工)(〜10),MB(工)(〜10) 
見出し FTM3731 食と健康 
担当教員名 二見 翠 
単位数 2 
教科書 原則，ノート講義を実施する。必要に応じ資料を配付する。 
アクティブラーニング  
キーワード 食物の機能，食生活，生活習慣病 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「書く量が多い」というコメントを頂きました。 

講義中に書ける量を考慮しておりますが、改善の余地があるように感じておりま
す。 
書く量は多くても駄目ですが、少なくても駄目であると考えておりますので、今
後適正な量を検討したいと思います。 

科目名 食と健康 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 食の健康科学（橋本直樹著，第一出版），わかりやすい食と健康の科学（⻄山隆

造・三宅紀子著，オーム社） 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTM3731 
実務経験のある教員  
達成目標 「食」と「健康」に関する基礎知識を身につける。 
受講者へのコメント 食が生命を支える、調節する仕組みを科学的視点から講義しました。今後も食に

ついてはいろいろな情報が出てくると思いますが、中には正しくないものをも含
まれていることでしょう。どの情報が正しいのか、自分が受け入れるべきものな
のか、本講義で得た知識を基にして考えてください。 

連絡先 二見研究室（5 号館 3 階）または 27 号館 3 階 生体材料工学研究室 e-mail： 
mfutami＠bme.ous.ac.jp オフィスアワー： 木曜日午前中 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特に大きな問題点の指摘もなく、おおむね満足度も高く、良い評価を得られたよ
うに思います。但し、家庭学習を全く行っていない方が多い結果になっていまし
た。こちらは家庭学習を積極的に促す仕組みを今後考える必要があるかと思いま
す。 

英文科目名 Food and Health 
関連科目 基礎化学、生化学 



次回に向けての改善変更予定 本講義は基本的に本年度で終了です。 
講義目的 今日の日本は，飽食の時代と言われるようになった反面，誤った食事の仕方によ

り健康被害が起きる事態に陥っている。本講義では「医食同源」という言葉があ
るように，「食」と「健康」の問題について広く教授する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションと講義全体の概要について説明する。 

2 回 食品と栄養―食物の機能について講義する。 
3 回 食物と健康―食物の消化・吸収機構について講義する。 
4 回 栄養と健康１：炭水化物の消化吸収について講義する。 
5 回 栄養と健康２：タンパク質の消化吸収について講義する。 
6 回 栄養と健康３：脂質の消化吸収について講義する。 
7 回 ミネラルと食生活について講義する。 
8 回 ビタミンと食生活について講義する。 
9 回 中間テストを実施する。 
10 回 現代の食生活の状況と問題について講義する。 
11 回 生活習慣病と食生活１：食生活の乱れによって生じる糖尿病について講義
する。 
12 回 生活習慣病と食生活２：食生活の乱れによって生じる脂質異常症、高血圧
症について講義する。 
13 回 肥満の予防と食事について講義する。 
14 回 機能性食品について講義する。 
15 回 食の安全性について講義する。 

準備学習 1 回 雑誌・新聞等を通じて「食と健康」に関する記事や諸問題に注目しておくこ
と 
2 回 食物が特性としてもつ働きを事前学習しておくこと 
3 回 食物，栄養と健康について事前学習しておくこと 
4 回 三大栄養素について事前学習しておくこと 
5 回 三大栄養素について事前学習しておくこと 
6 回 三大栄養素について事前学習しておくこと 
7 回 ミネラルの栄養，保健効果について事前学習しておくこと 
8 回 ビタミンの栄養，保健効果について事前学習しておくこと 
9 回 これまでの講義内容を復習しておくこと 
10 回 日本における食生活の現状について事前学習しておくこと 
11 回 食事と動脈硬化について事前学習しておくこと 
12 回 高血圧の食事療法について事前学習しておくこと 
13 回 肥満と食を巡る問題について事前学習しておくこと 
14 回 機能性食品の定義について事前学習しておくこと 
15 回 遺伝子組み換え作物や農薬について事前学習しておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FTM3911 
成績評価 中間試験と 11 回目から 15 回目までの演習から評価する。 

演習では課題の調査、発表の行い方、他者の発表に対する質問といった点から評
価する。 

曜日時限 水曜日 9・10 時限 
対象クラス MA(工)(〜09),MB(工)(〜09) 
見出し FTM3911 ⼈工臓器特論Ⅱ 
担当教員名 二見 翠 
単位数 2 
教科書 赤池敏弘著「生体機能科学-⼈工臓器・組織工学・再生医療の基礎-」コロナ社 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 ⼈工臓器特論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ⽥畑泰彦著「再生医療のためのバイオマテリアル」コロナ社赤池敏弘著「再生医

療のためのバイオエンジニアリング」コロナ社 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTM3911 
実務経験のある教員  
達成目標 最新の⼈工臓器について、その基本技術を理解する。基本的な再生医療技術を理

解する。透析医療において臨床工学技士が密接に関わるポイントを自分の言葉で
説明できるようにする。 

受講者へのコメント  
連絡先 二見研究室（5 号館 3 階）または 27 号館 3 階生体材料工学研究室 e-

mail;mfutami@bme.ous.ac.jp オフィスアワー;木曜日午前中 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この講義については満足度もほぼ高かったことから、講義の方向性は大体良かっ
たのではないかと考えています。 

英文科目名 Advanced Artificial Organs II 
関連科目 材料工学、生化学、遺伝子工学、⼈工臓器Ⅳ 
次回に向けての改善変更予定 半分は受講生のプレゼンテーション形式になっているので、どのようにしたら沢

山の学生が積極的にディスカッションに参加できるようになるのか、引き続き検
討していきたいと思います。 

講義目的 これまで⼈工臓器Ⅰ〜Ⅳで学んできたような⼈工材料と機械を組み合わせた⼈
工臓器は現在既に医療現場で使われており、日々たくさんの⼈の命を支えてい



る。しかし、これらの技術は未だ万全ではなく、より高機能で QOL の維持上げ
るような新しい⼈工臓器の開発が進んでいる。本講義では臨床工学技士が従事す
る主な分野の一つである透析についての理解を深めるとともに、最新の⼈工臓器
と臓器再生技術について説明する。 

対象学年 4 年 
授業内容 1 回 講義の概要と計画について説明する。 

2 回 ティッシュエンジニアリングについて講義する。 
3 回 セルプロセッシング技術について講義する。 
4 回 再生医療技術について講義する。 
5 回 ⼈工臓器１：皮膚、角膜、軟骨の⼈工臓器や再生技術について講義する。 
6 回 ⼈工臓器２：肝不全における肝臓代行技術について講義する。 
7 回 ⼈工臓器３：⼈工肝臓、肝臓再生技術について講義する。 
8 回 ⼈工臓器４：糖尿病における⼈工的な血糖値制御技術、血糖値測定技術や膵
臓の再生技術について講義する。 
9 回 中間テスト 
10 回 中間テストの解説と、講義前半のまとめ 
11 回 ⼈工腎臓演習 1:⼈工透析を行うにあたって重要な水処理設備と水質管理に
ついて演習を実施する。 
12 回 ⼈工腎臓演習 2:慢性維持透析における患者管理について演習を実施する。 
13 回 ⼈工腎臓演習 3:透析液作成装置と透析液供給部（除水制御装置）の機構に
ついて演習を実施する。 
14 回 ⼈工腎臓演習 4:肝不全患者における血液浄化療法について演習を実施す
る。 
15 回 ⼈工腎臓演習 5:透析中に発生する症状とその対策について演習を実施す
る。 

準備学習 1 回 2 回目以降のシラバス内容を確認しておくこと。 
2 回 ティッシュエンジニアリングというキーワードについて調べておくこと 
3 回 動物細胞の構造について調べておくこと 
4 回 再生医療というキーワードを調べておくこと。 
5 回 皮膚・角膜・軟骨の構造と働きを調べておくこと。 
6 回 肝臓の働きを調べておくこと 
7 回 肝臓の構造を調べておくこと 
8 回 膵臓の構造と機能を調べておくこと 
9 回 ここまでの講義内容をしっかりと復習してくること 
10 回 前回の中間テストの内容でわからなかった点を調べておくこと 
11 回 透析液作成に使う水処理設備と水質管理について、説明できるようにして
おくこと。 
12 回 慢性維持透析においてどのように患者管理を行うのか、その要点と注意点
について説明できるようにしておくこと。 
13 回 現在各メーカーで採用されている透析液作成装置と透析液供給部（除水制
御装置）の機構について説明できるようにしておくこと。 
14 回 肝不全患者を適応とする血液浄化技術は複数存在する。それらの技術の概



要と使い分けについて説明できるようにしておくこと。 
15 回 ⼈工透析は施行中に低血圧や不均衡症候群などの症状が少なからず出る。
これらの症状と対策について説明できるようにしておく。 

 



年度 2012 
授業コード FTM3912 
成績評価 定期試験（８０％） レポート（２０％）原則として、欠席が４回以上のものは

失格とする（成績判定せず次年度再受講）。 
曜日時限 水曜日 9・10 時限 
対象クラス MA(工)(〜12),MB(工)(〜12) 
見出し FTM3912 電気工学Ⅱ 
担当教員名 小畑 秀明 
単位数 2 
教科書 高橋寛監修、増⽥英二編著「わかりやすい電気基礎」（コロナ社） 
アクティブラーニング  
キーワード 直流回路、電磁誘導、周期と周波数、共振回路、過渡現象、交流ブリッジ、絶縁、

医用接地、非常電源 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特に自由記述はありませんでした。 
科目名 電気工学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 小野哲章他「臨床工学技士標準テキスト」（金原出版）、加地正義他「初めて学ぶ

電気電子の基礎」（オーム社） 
授業形態 講義 
注意備考 授業は板書中心に行う。各自ノートをとること。関数電卓を準備すること。 
シラバスコード FTM3912 
実務経験のある教員  
達成目標 交流回路および三相交流回路ついて理解する。さらに臨床工学技士が理解してお

く必要のある医用電気機器・病院電気設備の安全基準を理解する。 
受講者へのコメント 電気工学のような工学系の授業は基礎（電気工学Ⅰ）があって始めて理解できて

いくものなので、どうしても少しず 
つ難しくなっていきます。また、この電気工学は、「第２種 ME 技術実⼒検定試
験」や「臨床工学技士国家試験」でも 
かなり多くの問題が出題されていますので、途中であきらめることなく、最後ま
で頑張って欲しいと思います。 

連絡先 ５号館３階小畑研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 出席の状況はおおむねよかったのですが、一部で積極性に欠ける学生もいたよう
です。勉強は誰かに強制されてするものでは 
ないので、受けるからには積極的に取り組んでほしいと思います。 

英文科目名 Electrical Engineering II 
関連科目 電気工学Ⅱ、電子工学Ⅰ・Ⅱ、計測工学、生体工学実験Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定 練習問題、小テストなどもさらに改良していきたいと思います。 



講義目的 現代の社会の中で生体医工学、臨床工学は診断や治療などの医療機器具の中でも
あらゆるところで活用されている。これらの工学を学ぶ上で最も基礎となる電気
工学は医療機器を扱うエンジニアには特に重要であることから、1 年次より電気
工学の基礎を学び、直流回路や交流回路に関する原理と法則を理解する。特に後
期では交流回路を中心とした理論と電⼒装置、医用電気機器の安全基準について
理解する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  電気工学Ⅰで学んだ直流回路・電流と磁気について総括して説明する 

2 回  静電気について講義する 
3 回  交流回路 （１）正弦波交流の性質について講義する 
4 回  交流回路 （２）正弦波交流起電⼒の発生について講義する 
5 回  交流回路 （３）交流回路の取り扱いについて講義する 
6 回  交流回路 （４）交流回路の取り扱いについて講義する 
7 回  交流回路 （５）交流回路の電⼒について講義する 
8 回  交流回路 （６）共振回路について講義する 
9 回  交流回路 （７）複素数について講義する 
10 回  交流回路 （８）記号法による交流回路の取り扱いについて講義する 
11 回  交流回路 （９）まとめとして交流回路について総括する 
12 回  三相交流 （１）三相交流回路 （２）回転磁界について講義する 
13 回  各種波形 （１）非正弦波交流について講義する 
14 回  各種波形 （２）過渡現象について講義する 
15 回  電気設備 （１）電気設備機器の安全と設置設備（２）医用電気機器の安
全基準について講義する 

準備学習 1 回  「電気工学Ⅰ」で学んだ内容を復習し、理解しておくこと 
2 回  「電気工学Ⅰ」で学んだ内容を復習し、理解しておくこと 
3 回  三角関数・孤度法について確認しておくこと 
4 回  正弦波交流の性質を良く理解しておくこと 
5 回  直流と交流の違いについて良く理解しておくこと 
7 回  抵抗とコイル、静電容量それぞれの回路の特性をよく理解しておくこと 
8 回  ここまでの交流回路について良く理解しておくこと 
9 回  複素数の考え方を良く見直しておくこと 
10 回  ベクトルと複素表示について見直しておくこと 
11 回  これまで行ってきた交流回路の範囲を良く復習しておくこと 
12 回  交流の二相と三相では何が異なるのか調べておくこと 
13 回  フーリエ級数について見直しておくこと 
14 回  コンデンサ・コイルに関する特性について見直してておくこと 
15 回  医用電気設備におけ安全上の注意点について調べておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FTM4111 
成績評価 宿題(20%)、小テスト(40%) および定期試験(40%) で評価する 
曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス MA(工)(12〜12),MB(工)(12〜12) 
見出し FTM4111 基礎数学 
担当教員名 ⽥代 勤 
単位数 2 
教科書 「初学者にやさしい統計学」／大橋常道、谷口哲也、山下登茂紀 ／コロナ社 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「板書がメモ書きの様で分かりにくい。」 

「異なる公式の計算をもう少し区別のつくようにして欲しい。」 
「文字が全部ラクガキで読めない。」 
「⿊板の式が途中で消えていたり、突然別の問題に移ったりしているので、そこ
を改善していただきたい。」 
  分からなければその都度知らせて欲しい。なるべく読みやすくなるようにし
たいと思います。 
「公式ばかり書かれて、問題を全く解こうとしていなかったので何をしているの
かよく分からず、ついていく事が厳しかった。」 
  演習もやりかなりの問題を解いてもらい、宿題も提出してもらいまし 

科目名 基礎数学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に指示する 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTM4111 
実務経験のある教員  
達成目標 1)平均値、分散、標準偏差を求めることができるようにする。 

2)相関，回帰直線を理解し求めることができるようにする。  
3)典型的な確率分布である二項分布、正規分布、ポアソン分布について平均値、
分散の計算ができるようにする。 
3)検定についての考え方の基礎を理解する。 

受講者へのコメント 微分積分に慣れていない場合は、考え方を理解し使えるようにすることを目指し
て欲しい。 

連絡先 ⽥代 研究室、21 号館 5 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 宿題に取り組んだ割には、学習時間が少なく目標が達成できなかったようであ
る。 



英文科目名 Basic Mathematics 
関連科目 応用数学Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定 内容を厳選し、分かりやすい講義になるよう工夫します。 
講義目的 実験や観測から得られるデータの整理の仕方を学ぶ。基礎的な数学を学びなが

ら、確率と統計について基礎的な考え方と手法を例題を通して習得する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション、講義の概要を説明しデータの整理について講義する。 

2 回 平均値と標準偏差について説明する。 
3 回 ベクトルの内積について説明する。 
4 回 極限の計算と簡単な関数の微分について説明する。 
5 回 相関と回帰について説明する。 
6 回 簡単な例について回帰曲線を求める。 
7 回 確率について基礎事項の説明をする。 
8 回 確率変数と確率分布について説明する。 
9 回 2 項分布について説明する。 
10 回 指数関数について説明する。 
11 回 正規分布の例について説明する。 
12 回 ポアソン分布について説明する。 
13 回 検定の考え方について説明する。 
14 回 正規分布に従うデータの平均値の差の検定について説明する。 
15 回 検定の演習を実施する。 

準備学習 1 回 教科書の「１データの整理」の 1.1 と 1.2 を読んでおくこと。 
2 回 前回の復習をして、教科書の「１.データの整理」の 1.3 を読んでおくこと 
。 
3 回 表１の身⻑について平均値、分散、標準偏差を求めておくこと。 
4 回 プリントでベクトルの復習をしておくこと。極限値の求め方、2 次関数の接
線の傾き調べておくこと。 
5 回 2 次関数の微分ができるようにし、教科書の「２.確率と確率分布」の 1.4 を
読んでおくこと。 
6 回 平均値、分散、標準偏差、相関係数、最小２乗法を復習しておくこと。 
7 回 順列の数、組合せの数、2 項定理を参考書等で調べておくこと。教科書の
「２．確率と確率分布」の 2.1 を読んでおくこと。 
8 回 平均値、分散、標準偏差と教科書の「2.確率と確率分布」の 2.1 の復習をし、
2.2 を読んでおくこと。 
9 回 平均値、分散、標準偏差を復習し教科書の「3. 2 項分布と正規分布」の 3.1
を読んでおくこと。 
10 回 教科書の「3. 2 項分布と正規分布」の 3.1 復習し指数の計算と多項式の微
分を復習しておくこと。 
11 回 指数関数を復習し、教科書の「3. 2 項分布と正規分布」の 3.2 を読んでお
くこと。 
12 回 数教科書の「3. 2 項分布と正規分布」の 3.2 を復習し、3.3 を読んでおくこ
と。 



13 回 教科書の「6. 検定」の 6.1 と 6.2 を読んでおくこと。 
14 回 教科書の「6. 検定」の 6.1 と 6.2 の復習をして 6.3 を読んでおくこと。 
15 回 教科書の「6. 検定」の 6.3 の復習をしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTM4112 
成績評価 定期試験（７２％）、中間試験（０％）、小テスト（２８％）、レポート（０％）、

ノート（０％） 
曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス MA(工)(〜12),MB(工)(〜12) 
見出し FTM4112 公衆衛生学 
担当教員名 猶原 順 
単位数 2 
教科書 柳川洋 他：Public Health 社会・環境と健康 公衆衛生学、医⻭薬出版 
アクティブラーニング  
キーワード 疫学調査、⼈口動態、疾病統計、疾病予防、感染症対策、労働衛生、生活習慣病、

環境、健康、公害、食品衛生 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「中国⼈がうるさくて授業に集中できない」との指摘があった。授業中に隣とし

ゃべっている⼈には注意をしているが、更に強く注意をする。 
科目名 公衆衛生学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 清水忠彦 他：わかりやすい公衆衛生学、ヌーベルヒロカワ 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTM4112 
実務経験のある教員  
達成目標 健康の保持、予防医学の重要性を認識させ、公衆衛生の分野について理解する。 
受講者へのコメント  
連絡先 E-mail:jnaohara@bme.ous.ac.jp, Tel&Fax:086-256-9711、１２号館１階 猶原教

授室  
フィスアワー：金昼 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 意欲は 60％を超えていたが、満足は 50％であり改善の必要がある。 
英文科目名 Public Health 
関連科目 基礎化学、分析化学 
次回に向けての改善変更予定 内容が多いので、少しスリムにする。 
講義目的 健康の保持、予防医学の重要性を認識させ、公衆衛生の分野について教授する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 公衆衛生の概要について説明する。 
3 回 疫学と衛生統計（疫学調査法）について説明する。 
4 回 疫学と衛生統計（⼈口動態、疾病統計）について説明する。 



5 回 保健活動（疾病予防）について説明する。 
6 回 保健活動（疾病予防）について説明する。 
7 回 保健活動（感染症対策）について説明する。 
8 回 保健活動（労働衛生）について説明する。 
9 回 健康保持増進（健康増進対策、健康診断と健康管理）について説明する。 
10 回 健康保持増進（生活習慣病）について説明する。 
11 回 社会福祉と社会保障について説明する。 
12 回 生活環境（環境と健康）について説明する。 
13 回 生活環境（公害）について説明する。 
14 回 生活環境（廃棄物処理）について説明する。 
15 回 生活環境（食品衛生）について説明する。 

準備学習 1 回 公衆衛生学の授業の進め方を説明するため、特に準備学習は無し。 
2 回 教科書 p1-p12 までの公衆衛生の概要を予習しておくこと。 
3 回 教科書 p35-p44 までの疫学と衛生統計（疫学調査法）を予習しておくこと。 
4 回 教科書 p13-p34 までの疫学と衛生統計（⼈口動態、疾病統計）を予習して
おくこと。 
5 回 教科書 p1-p19 までの保健活動（疾病予防）を予習しておくこと。 
6 回 教科書 p53-p58 までの保健活動（疾病予防）を予習しておくこと。 
7 回 教科書 p68-p80 までの保健活動（感染症対策）を予習しておくこと。 
8 回 教科書 p107-p118 までの保健活動（労働衛生）を予習しておくこと。 
9 回 教科書 p99-p106 までの健康保持増進（健康増進対策、健康診断と健康管
理）を予習しておくこと。 
10 回 教科書 p81-p94 までの健康保持増進（生活習慣病）を予習しておくこと。 
11 回 教科書 p149-p160 までの社会福祉と社会保障を予習しておくこと。 
12 回 教科書 p1-p19 までの生活環境（環境と健康）を予習しておくこと。 
13 回 教科書 p119-p124 までの生活環境（公害）を予習しておくこと。 
14 回 教科書 p125-p134 までの生活環境（公害）を予習しておくこと。 
15 回 教科書 p135-p142 までの生活環境（食品衛生）を予習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTM4121 
成績評価 レポート（50％）と定期試験（50％）で評価する。 
曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス MA(工)(〜11),MB(工)(〜11) 
見出し FTM4121 工学英文講読 
担当教員名 八⽥ 貴、林 紘三郎 
単位数 2 
教科書 プリントを配布。 
アクティブラーニング  
キーワード 英文講読 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 部屋が暑い：エアコンの設定は高くはないのですが、湿度が高いと暑いと教員も

感じる。 
（私は、靴下をメッシュにする等、クールビズにしている） 
声が聞き取りにくい：もし声が聞き取りにくければ、教室の前方で授業を受けて
欲しい。 

科目名 工学英文講読 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTM4121 
実務経験のある教員  
達成目標 理工学、とりわけ生体医工学関連の英文の書籍の一部や、関係するトピックスを

扱った学術誌、一般雑誌、新聞の記事を講読し、理解する。 
受講者へのコメント 特に無し 
連絡先 27 号館 3 階 八⽥ 教授室 086-256-9515  

5 号館 3 階 林 教授室 086-256-9403 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 目標達成：出来た/だいたいできた（60%)、意欲が感じられた/少し感じられた
（70％）、授業に満足/ほぼ満足（56％）。この結果から問題ない授業だと思うが、
授業に使う英文のレベルを平易にする必要があるかもしれない。 

英文科目名 English for Engineering 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 特に無し 
講義目的 工学全般、とくに生体工学、医用工学、臨床工学に必要な英文の書籍、雑誌、文

章などを読解するのに必要な能⼒を育成する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 オリエンテーションを行い、この授業の説明をする。 
2 回 生体科学に関する英文を講読し、解説する。 
3 回 生体科学に関する英文を講読し、解説する。 
4 回 生体科学に関する英文を講読し、解説する。 
5 回 生体科学に関する英文を講読し、解説する。 
6 回 生体科学に関する英文を講読し、解説する。 
7 回 生体科学に関する英文を講読し、解説する。 
8 回 生体科学に関する英文を講読し、解説する。 
9 回 生体科学に関する英文講読のまとめと演習をする。 
10 回 生体工学に関する英文を講読し、解説する。 
11 回 生体工学に関する英文を講読し、解説する。 
12 回 生体工学に関する英文を講読し、解説する。 
13 回 生体工学に関する英文を講読し、解説する。 
14 回 生体工学に関する英文を講読し、解説する。 
15 回 生体医工学に関する英文を講読し、解説する。 

準備学習 1 回 工学英文講読の授業の進め方を説明する。シラバスを読んでおくこと。 
2 回 第 1 回に配布する資料（プリント）を予習しておくこと。 
3 回 第 1 回に配布する資料（プリント）を予習しておくこと。 
4 回 第 1 回に配布する資料（プリント）を予習しておくこと。 
5 回 第 1 回に配布する資料（プリント）を予習しておくこと。 
6 回 第 1 回に配布する資料（プリント）を予習しておくこと。 
7 回 第 1 回に配布する資料（プリント）を予習しておくこと。 
8 回 第 1 回に配布する資料（プリント）を予習しておくこと。 
9 回 第２-８回に勉強した内容を復習しておくこと。 
10 回 第 9 回に配布する資料（プリント）を予習しておくこと。 
11 回 第 9 回に配布する資料（プリント）を予習しておくこと。 
12 回 第 9 回に配布する資料（プリント）を予習しておくこと。 
13 回 第 9 回に配布する資料（プリント）を予習しておくこと。 
14 回 第 9 回に配布する資料（プリント）を予習しておくこと。 
15 回 第 9 回に配布する資料（プリント）を予習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTM4122 
成績評価 出席状況は毎回確認し、講義終了後筆記試験を行う。成績は６０点以上を合格と

し、不合格者には再試験か、レポートを提出させ、最終判断を下す。 
曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス MA(工)(〜11),MB(工)(〜11) 
見出し FTM4122 医学概論 
担当教員名 村上 泰治＊ 
単位数 1 
教科書 日野原重明 著「医学概論」医学書院（系統看護学講座別巻１１） 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 医学概論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 江部充 他著「医学概論(改定版)」コロナ社（臨床工学シリーズ１） 
授業形態 講義 
注意備考 最終試験は８回の講義終了後に実施する。日時については授業中に指示する。 
シラバスコード FTM4122 
実務経験のある教員  
達成目標 医学の歴史的変遷と発達、医療機器・技術の歴史的変遷と発達、医療従事者の倫

理、医学の将来展望について学ぶ。 
受講者へのコメント  
連絡先 12 号館 1 階猶原順教授（世話担当教員） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introduction to Medical Science 
関連科目 臨床医学総論Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、関係法規、看護学概論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 医学は単なる自然科学の一部門ではなく、⼈の生命を助けるという明確な目的を

持った学問である。科学としての医学は、最高の技術が要請されるが、その技術
は⼈格を有する⼈間を相手に行使されるものであるから、⼈間性を重んじた高い
医の倫理に支えられたものでなければならない。医学はその内部にサイエンス、
テクノロジー、アートを本質的なものとして有している。医学概論を学ぶ最終目
的は、テクノロジーは患者のためにあり、医の倫理に支えられたものであること
を学ぶことである。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 医学の定義とその使命：医学とは何か、医道、サイエンスとアート、医療、



生とは何か、ライフサイエンスの発展、生きることの質、病気と医学について教
授する。 
2 回 医学の歴史、近代医学の発展と医の倫理：医学の起源、古代エジプト、ギリ
シャ・ローマ、中世の医学、近世の医学、２０世紀以降の医学、ＭＥの発展と検
査・診断学の展開、医の倫理と生命倫理について教授する。 
3 回 主要症状と原因、主要疾患と対応：症状は、器質的疾患と機能的疾患による
ものがある。病気の原因は、年齢や性別、遺伝など内因性と外因性のものがある。
血行障害、進行性変化、退行性変化、炎症、腫瘍、奇形とその治療、予防につい
て教授する。 
4 回 ⼈口統計と疾病の変化、健康状態と受療状況：死亡率、出生率など⼈口の動
きに関する統計を⼈口動態統計といい、国勢調査のようにある時点での⼈口の状
態に関する統計を⼈口静態統計という。疾病は、感染症が減少し、成⼈病が増加
している。死因は、癌、心疾患、脳血管疾患が６０％を占める。成⼈病の予防対
策についても教授する。 
5 回 医療保障制度：医療費は自由診療と保険診療に分けられる。医療保険制度
は、健康保険と国⺠健康保険、その他、老⼈保健、⺟子保健に分けられ、国⺠皆
保険制度が出来ている。しかし、病気の早期発見と予防のための健康診断は保険
給付されないため、今後に問題を残す。事故負担金の増加も今後の問題である。
さらに、介護保険制度についても教授する。 
6 回 医療関係職種と現状：医療従事者は法的規制として、医師、⻭科医師、薬剤
師、保健師、助産師、診療放射線技師、臨床検査技師、理学療法士、作業療法士、
視能訓練士、⻭科衛生士、⻭科技工士、臨床工学技士、義肢装具士、管理栄養士、
救急救命士などがある。それぞれの教育機関で教育修了者は厚生労働省の国家試
験に合格して、免許を受けた後、職務に従事する。臨床工学技士の職務について
教授する。 
7 回 医療施設と保険医療対策：医療施設は 19 床以下の診療所と 20 床以上の病
院に分かれる。20 床以上の医療施設は、病院、特定機能病院、療養型病床の３種
類である。平成 9 年においては病院総数は 9413 で、一般病院は 88.7％を占める。
伝染病、結核病院は減少し、精神病院が急増している。診療所は 89292 で、無床
が 69％を占める。保険医療は健康の保持、病気の予防、治療が含まれる。１）治
療医学、２）セルフケアと予防医学、３）遺伝・体質、老化問題解決の研究と対
策、４）社会医学、すなわち公害予防、上下水道その他の衛生施設、栄養対策、
事故防止対策について教授する。 
8 回 医療の現状と問題点について総合的に解説するとともに、今後の医療のあ
り方について討論する。 

準備学習 1 回 生命とは何かについて考え、調べておくこと。とくに精神的、宗教的、哲学
的生命観、さらに物質的生命観について考えておくこと。医学の定義について、
さらに医学と生命との関係について調べておくこと。 
2 回 医学の歴史について本を読んでおくこと。近代医学の発展にもっとも寄与
したものについて調べておくこと。 
3 回 健康とは、病気とは何かについて調べておくこと。病気の原因について、内
因と外因となるものについて調べておくこと。 



4 回 ⼈口動態統計と⼈口静態統計の意味について調べておくこと。死亡原因と
その予防についても調べておくこと。 
5 回 国⺠皆保健制度がいかにして作られたか、歴史的意義について調べておく
こと。さらに今後の課題についても考えておくこと。 
6 回 臨床工学技士がいかにして作られるか、医療にいかに寄与すべきか、どこま
で治療に関与できるかについて調べておくこと。 
8 回 日本の医療の未来について、子孫に伝えたい理想的な医療とはどうあるべ
きかについて考えておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTM4131 
成績評価 各テーマにおける課題提出により行う。 
曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス MA(工)(〜09),MB(工)(〜09) 
見出し FTM4131 基礎医学実習 
担当教員名 松木 範明、浅原 佳江＊、竹本 和憲＊、二見 翠 
単位数 1 
教科書 実習用マニュアルを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 透析、臨床解剖、病理学的検査法、血液型、医用画像、血圧測定 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 基礎医学実習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 加藤昌彦他著「⼈体の構造と機能および疾病の成り立ち」（東京教学社）小野哲章

他編「臨床工学技士標準テキスト」（金原出版）岩⽥隆子他著「わかりやすい病理
学」（南江堂）香山雪彦、前川剛志著 「新版 病棟で働く⼈のための生理学」（秀
潤社）Frank H. Netter 著、相磯貞和訳 「ネッター解剖学アトラス」（南江堂） 

授業形態 実験実習 
注意備考 実習を欠席した場合は補充実習をする。医用科学教育センター職員２名が補助す

る。 
シラバスコード FTM4131 
実務経験のある教員  
達成目標 解剖学、生理学、病理学等の基礎医学を実習を通して理解し、臨床医学における

診断技術と治療技術の原理への理解を深める。 
受講者へのコメント  
連絡先 27 号館 3 階、医工学研究室、nmatsuki@bme.ous.ac.jp あるいは医用科学教育セ

ンター（26 号館 5 階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Practice of Basic Medicine 
関連科目 医学概論、臨床医学総論、診断機器概論、解剖学概論、臨床生理学、治療機器学、

病理学概論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 実習を通して臨床医学的知識の理解を深めることを目的とする。臨床工学技士と

して必要な知識および技術を重視した実習を行う。 
対象学年 4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 



2 回 基礎医学実習で用いる器具の使用方法 
3 回 透析膜を用いた拡散実験 
4 回 透析膜のクリアランス測定 
5 回 末梢血塗抹標本の作製 I 
6 回 末梢血塗抹標本の作製 II 
7 回 組織標本の作製と観察 I 
8 回 組織標本の作製と観察 II 
9 回 ラットの解剖実習 
10 回 抗原抗体反応と凝集の観察 
11 回 ⼈体模型による各部の観察 I（胸部・腹部系） 
12 回 ⼈体模型による各部の観察 II（骨格・神経系） 
13 回 医用画像の観察 I 
14 回 医用画像の観察 II，血圧および脈拍測定 
15 回 課題の解説 

準備学習 1 回 シラバスをよく読み学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 配布資料を読み、実験器具の正しい使用方法を理解しておくこと。 
3 回 配布資料を読み、インターネットや参考書等で透析膜の拡散について調べ
ておくこと。 
4 回 配布資料を読み、インターネットや参考書等で透析膜のクリアランスにつ
いて調べておくこと。 
5 回 配布資料を読み、インターネットや参考書等で血液の塗抹標本の作製方法
について調べておくこと。 
6 回 配布資料を読み、インターネットや参考書等で各血球像の特徴について調
べておくこと。 
7 回 配布資料を読み、インターネットや参考書等で組織標本の作製方法のにつ
いて調べておくこと。 
8 回 配布資料を読み、インターネットや参考書等で各臓器における組織像の特
徴について調べておくこと。 
9 回 配布資料を読み、インターネットや参考書等で心血管、胸部・腹部の解剖に
ついて調べておくこと。 
10 回 配布資料を読み、インターネットや参考書等で血液型の判定方法について
調べておくこと。 
11 回 配布資料を読み、図書館等にある参考書籍で心血管、胸部・腹部の解剖に
ついて調べておく。 
12 回 配布資料を読み、図書館等にある参考書籍で骨格・神経系の解剖について
調べておく。 
13 回 配布資料を読み、図書館等にある参考書籍で医用Ｘ線画像、CT、MRI の
画像のについて調べておくこと。 
14 回 配布資料を読み、図書館等にある参考書籍で血圧測定の原理について調べ
ておくこと。 
15 回 配布課題を解答し第 12 回までに提出すること。その結果により解説者を
指名するので，該当箇所をインターネットや参考書等で調べ，高いレベルの解説



ができるようにしておくこと。 
 



年度 2012 
授業コード FTM4132 
成績評価 定期試験(50 点)／レポート(30 点)／択一小テスト(20 点) 
曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス MA(工)(〜11),MB(工)(〜11) 
見出し FTM4132 関係法規 
担当教員名 中⻄ 俊二 
単位数 1 
教科書 医学概論(改訂版)／江部充・緒方剛他／コロナ社／臨床工学シリーズ１ 
アクティブラーニング  
キーワード チーム医療、医師の指示、特定行為、生命維持管理装置、医療過誤 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 講義概要をテキストとは別に作ってくれたの有難いが、その概要を読むだけでは

退屈するというコメントが１件あった。講義概要を読むだけではなく、講義では
解説もして補充をしてきたつもりだが、不十分な点はより研究を深めて受講生の
期待に沿えるように努⼒する。 

科目名 関係法規 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 関係法規講義概要／中⻄俊二 ／(講義で配布する) 
授業形態 講義 
注意備考 現代における医学的・医事的問題に対して関心をもつと共に、臨床工学技士法お

よびそれに関係する法令に対する知識を習得するように努⼒し、生命の重大さを
常に認識しつつ、意欲的に講義に出席すること。毎回、『関係法規講義概要』の巻
末に載せてある択一問題を解答し提出すること。 

シラバスコード FTM4132 
実務経験のある教員  
達成目標 臨床工学技士の国家試験に合格するのに必要な法令の知識を身につけると共に、

チーム医療の理念に基づき、医師その他の医療関係者との緊密な連携を図り、適
正な医療確保をするための専門的配慮ができること。 

受講者へのコメント 臨床工学技士国家試験を意識し、予習・復習を励行してもらいたい。また、質問
は大歓迎である。 

連絡先 第一学舎３階研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 [A]授業時間外学習については、「全くしなかった」が 60％いた。A 群科目であ
り、もっと国家試験を意識して予習・復習を大切に実行して欲しい。[B]授業に
おける成⻑については、「この分野への理解が深まった」が 80％であった。[C]授
業満足度については、「満足」が 46.7％、「ほぼ満足」が 26.7％で合わせて 73.4％
であった。合わせて 80％以上を目指したい。 

英文科目名 Laws and Regulations for Biomedical Engineering 



関連科目 医学概論、法学 
次回に向けての改善変更予定 受講生が「医学概論」の講義の内容を踏まえてより興味をもって受講できるよう

に、事例等を最近の新聞等から取材して講義に生かしていきたい。 
講義目的 近年医療の高度化に伴い、医療機器も精密化してきている。しかし、一方で、こ

うした高機能をもつ医療機器がもたらす危険は予測しがたい面がある。医師の指
示の下に生命維持管理装置の操作および保守・点検を行うことを業とする臨床工
学技士の使命と役割について理解を深めると同時に、臨床工学技士法および関係
法規の視点から予防医学的展望をも踏まえた考察を行う。毎回講義終了前に臨床
工学技士の国家試験の過去問をもとに作成した択一問題を解答してもらい、国家
試験の傾向を把握しその対策を行う。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションを兼ねた医事法規について概説する。医療法、医師と医

業関係職種の業務分野の関係、現代医療の特徴、守秘義務および設例について解
説する。択一問題(1)を解答し解説する。 
2 回 医師法と臨床工学技師法について講義する。臨床工学技士の定義、資格制
度、免許、医師法、生命維持管理装置について解説する。判例として、「東大輸血
梅毒事件」および「北大電気メス事件」を取り上げることとする。択一問題(2)を
解答し解説する。 
3 回 臨床工学技士法(1)について講義する。臨床工学技士法の目的、定義、業務、
免許、欠格事由、受験資格および「信頼の原則」について解説する。択一問題(3)
を解答し解説をする。 
4 回 臨床工学技士法(2)として、前回に引き続き臨床工学技士法および臨床工学
技士業務指針(1)について講義する。業務独占、名称独占、守秘義務、他の医療関
係者との連携および特定行為の制限ならびにチーム医療について解説する。択一
問題(4)を解答し解説する。 
5 回 臨床工学技士業務指針(2)として個別業務について講義する。法令上の特定
行為と一連の業務の各段階で医師の指示を受けなければならない業務の観点か
ら、呼吸治療業務、⼈工心肺業務、血液浄化業務、手術室・ICU での業務につい
て解説する。択一問題(5)を解答し解説する。 
6 回 臨床工学技士業務指針(3)および薬事法について講義する。高気圧治療業務、
その他の治療関係業務として IABP・除細動器・ペースメーカーおよび保守点検
関連業務ならびに薬事法における医療機器に関する規定について解説する。択一
問題(6)を解答し解説する。 
7 回 保健師助産師看護師法について講義する。総則、免許、試験、業務、罰則に
ついて解説する。また、医師・看護師の業務上過失傷害罪の観点から、「横浜市立
大学患者取違え事件」を取り上げ、刑法上の注意義務について考察する。択一問
題(7)を解答し解説する。 
8 回 感染症法および臓器移植法について講義する。臨床工学技士が関係した医
療器具と製造物責任に関する判例を取り上げ、臨床工学技士の使用者である市お
よび⼈工心肺装置を製造した会社の法的責任について、判決をもとに考察を加え
ることにする。択一問題(8)を解答し解説する。 

準備学習 1 回 【オリエンテーション】医療従事者の倫理と法について思いを巡らしてお



く。択一問題(1)を解いてみる。 
2 回 【医師法と臨床工学技士法】教科書をよく読み、医療従事者の倫理および法
的義務ならびに患者の⼈権および「信頼の原則」について予習する。択一問題(2)
を解いてみる。 
3 回 【臨床工学技士法(1)】教科書をよく読み、臨床工学技士の業務内容につい
て予習する。択一問題(3)を解いてみる。 
4 回 【臨床工学技士法(2)・臨床工学技士業務指針(1)】教科書をよく読み、臨床
工学技士の業務に関する法 37 条〜法 41 条を予習する。択一問題(4)を解いてみ
る。 
5 回 【臨床工学技士業務指針(2)】教科書をよく読み、医師の指示について個別
業務関する事項を予習する。択一問題(5)を解いてみる。 
6 回 【臨床工学技士業務指針(3)】教科書をよく読み、高気圧治療およびその他
の治療関係業務に関する内容を予習する。択一問題(6)を解いてみる。 
7 回 【保健師助産師看護師法】教科書をよく読み、看護の概念について予習をす
る。択一問題(7)を解いてみる。 
8 回 【感染症法】講義概要をよく読み、感染症の種類と脅威および臓器移植につ
いての問題点を予習する。択一問題(8)を解いてみる。 

 



年度 2012 
授業コード FTM4311 
成績評価 小テスト（３０％）と定期試験（７０％） 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス MA(工)(〜11),MB(工)(〜11) 
見出し FTM4311 機械工学 
担当教員名 林 紘三郎 
単位数 2 
教科書 松尾哲夫、野⽥敦彦、松野善之、日野満司、柴原秀樹／わかりやすい機械工学 第

２版／森北出版、および配布プリント 
アクティブラーニング  
キーワード 材料⼒学、流体⼒学、熱⼒学、機械材料、機械要素、機械製作、機械設計、医療

機器 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 部屋が暑い、⿊板が反射するなどして見にくいという意見については、教員個⼈

では対応できません。 
プロジェクターの不調に関しては、通常使っている Mac をやめて Windows を使
うようにしました。 
聞き取りにくいとの意見に対しては気をつけますが、聞こえにくい場合は前の方
に座って下さい。 

科目名 機械工学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 馬淵清資／医用機械工学／コロナ社（臨床工学シリーズ 11）：池⽥研二、嶋津秀

昭／生体物性・医用機械工学／秀潤社（臨床工学ライブラリーシリーズ 2）：門⽥
和雄／図解もの創りのためのやさしい機械工学／技術評論社：日本機械学会／生
体機械工学／日本機械学会（丸善販売） 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTM4311 
実務経験のある教員  
達成目標 機械工学に関する一般的知識を確実に習得する。 
受講者へのコメント 聞き取りにくいとの意見に対しては気をつけますが、聞こえにくい場合は前の方

に座って下さい。 
声がこもっているとの意見に関しては、生まれつきの声帯で顔などと同じように
個⼈的な問題であることから、このような意見を言うべきでない。 

連絡先 ５号館３階 林（紘）教授室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 聞き取りにくいとの意見に対しては気をつけますが、聞こえにくい場合は前の方
に座って下さい。 



英文科目名 Mechanical Engineering 
関連科目 材料工学、応用⼒学Ⅰ、応用⼒学Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 聞き取りにくいとの意見に対しては気をつけます。 
講義目的 工学の基礎としての機械工学全般、および生体工学、医用工学、臨床工学に必要

な機械工学の基礎的事項を理解する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 機械工学の概要、生体工学・臨床工学における機械工学の意義について説明

する。 
2 回 機械の仕組み、機械材料１（材料の分類、⼒学的性質と試験法）について説
明する。 
3 回 機械材料２（各種材料概論と製法・構造、鉄鋼材料）について説明する。 
4 回 機械材料３（非鉄金属材料、プラスチック、生体用材料）について説明する。 
5 回 材料・固体の⼒学１（応⼒とひずみ、はりの曲げ）について説明する。 
6 回 材料・固体の⼒学２（はりにかかる曲げモーメント、はりの変形、柱の座屈、
熱応⼒）について説明する。 
7 回 材料・固体の⼒学３（プラスチック・生体材料の⼒学、疲労強度）、機構学
１（リンク機構）について説明する。 
8 回 機構学２（巻掛け伝動装置、摩擦伝動装置、⻭車）について説明する。また、
小テスト１を実施する。 
9 回 機構学３（カム）、機械要素設計１（安全率、ねじ、キー）について説明す
る。 
10 回 機械要素設計２（⻭車、軸、軸継手、軸受）、機械製図について説明する。 
11 回 機械⼒学（往復機械、回転機械、機械振動）について説明する。また、小
テスト２を実施する。 
12 回 機械制御（自動制御概論、メカトロニクス）、機械製作１（切削加工、研削・
研磨）について説明する。 
13 回 機械製作２（特殊加工、鋳造、工作機械と設計の自動化、非切削加工、溶
接）について説明する。 
14 回 熱⼒学（エネルギーの概要、熱⼒学の法則、気体の状態変化、熱機関）に
ついて説明する。また、小テスト３を実施する。 
15 回 流体⼒学（静止流体の⼒学、流体の運動、流体機械）について説明する。 

準備学習 1 回 シラバスと教科書をよく確認して、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 教科書や参考書を読んで、材料の種類と⼒学的性質、試験法に関して概要を
把握しておくこと。 
3 回 教科書や参考書を読んで、当該材料に関して概要を把握しておくこと。 
4 回 教科書や参考書を読んで、当該材料に関して概要を把握しておくこと。 
5 回 教科書や参考書を読んで、応⼒とひずみの概念、応⼒とひずみの関係、はり
の曲げに関する概要を把握しておくこと。 
6 回 教科書や参考書を読んで、曲げを受ける材料の⼒学的取り扱いなどについ
て、概要を把握しておくこと。 
7 回 教科書や参考書を読んで、プラスチックに関する復習と疲労・リンク機構に
関する用語と概要を把握しておくこと。 



8 回 教科書や参考書を読んで、伝動装置と⻭車の構造の概要を把握しておくこ
と。 
9 回 教科書や参考書を読んで、当該機械要素の構造の概要を把握しておくこと。 
10 回 教科書や参考書を読んで、当該機械要素の構造の概要を把握しておくとと
もに、ねじりを受ける材料の⼒学的取り扱いなどについて概要を把握しておくこ
と。 
11 回 教科書や参考書を読んで、当該機械の構造や機械振動の概要を把握してお
くこと。 
12 回 教科書や参考書を読んで、切削加工や研磨に関する用語と概要を把握して
おくこと。 
13 回 教科書や参考書を読んで、鋳造や塑性加工、溶接に関する用語と概要を把
握しておくこと。 
14 回 教科書や参考書を読んで、熱および熱⼒学の基礎的事項を把握しておくこ
と。 
15 回 教科書や参考書を読んで、流体⼒学の基礎的事項を把握しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTM43C2 
成績評価 講義への取り組み方（30％）及び定期試験（70％）の両面で評価する。 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス MA(工)(12〜12),MB(工)(12〜12) 
見出し FTM43C2 技術者の社会⼈基礎 
担当教員名 ⽥邉 麻里子＊ 
単位数 2 
教科書 必要に応じて適時紹介する。 
アクティブラーニング  
キーワード 常識 ルール 自己管理 自己抑制 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 みんなの顔を思い出しながら、嬉しく楽しく拝読しました。 

ありがとう！！！ 
科目名 技術者の社会⼈基礎 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて適時紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTM43C2 
実務経験のある教員  
達成目標 技術者としての実⼒と専門性を発揮するために不可欠な社会性と⼈間⼒を養成

する。 
受講者へのコメント 講義は、主役である諸君とサポートする立場である私の共同事業です。 

諸君が真剣に課題に取り組んでくれた成果が、今回の評価につながったと思いま
す。 
私も楽しく講義を行うことができました。 
受講者諸君に感謝しています。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 高い評価をありがとう。 
英文科目名 Social communication for engineers 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ① 社会⼈としての当事者意識を醸成させる。 

② 技術者が知っておかねばならない社会⼈/企業⼈としての常識を習得させ
る。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の目的・受講生に期待すること・受講に関しての注意事項を説明する。 



社会⼈としての常識について自己の現状レベルを各自が自覚する。 
2 回 社会⼈としての責任と義務/社会的ルール/常識を説明する。 
3 回 社会⼈として知っておかねばならない法律/働き手側の立場について説明す
る。 
4 回 経済のしくみ/経済用語を説明する。 
5 回 自ら考える⼒/工夫する⼒/論理性/判断⼒を習得する。 ① 
6 回 自ら考える⼒/工夫する⼒/論理性/判断⼒を習得する。 ② 
7 回 自ら考える⼒/工夫する⼒/論理性/判断⼒を習得する。 ③ 
8 回 自ら考える⼒/工夫する⼒/論理性/判断⼒を習得する。 ④ 
9 回 自ら考える⼒/工夫する⼒/論理性/判断⼒を習得する。 ⑤ 
10 回 組織⼒学/⼈間関係について説明する。 
11 回 経済環境/市場環境と意識変化について説明する。 
12 回 優れた技術系経営者の仕事の仕方/考え方/生きざまを研究する。 
13 回 優れた技術系起業⼈の起業の仕方/モノの考え方を研究する。 
14 回 技術系企業のケースステダィを通して経営戦略/マネジメント手法/⼈事戦
略を分析する。 
15 回 自己の能⼒/強みのアピールにトライする。 

準備学習 1 回 シラバスを読んで講義概要を把握しておくこと。 
2 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
3 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
4 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
5 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
6 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
7 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
8 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
9 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
10 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
11 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
12 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
13 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
14 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
15 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 

 



年度 2012 
授業コード FTM47E1 
成績評価 定期試験（１００％） 
曜日時限 木曜日 7・8 時限 
対象クラス MA(工)(〜12),MB(工)(〜12) 
見出し FTM47E1 上級数学Ⅰ 
担当教員名 春木 茂 
単位数 2 
教科書 所属学科の微分積分の授業で使用している教科書。教科書がない場合は、下記の

参考書。 
アクティブラーニング  
キーワード 微分 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 上級数学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「理工系の基礎 微分積分」(増補版）／石原、浅野共著／裳華房 
授業形態 講義 
注意備考 毎回の授業は、最初の１時間ぐらいは講義を行い、残りの時間で講義内容に関連

した問題（プリントを配布）を解くという形式をとります。この問題プリントの
中に定期試験で出題される問題が全て書かれていますので、欠席をせず、プリン
トの問題を解くことを目指して下さい。第１回の授業で、受講者の⼈数確認を行
います。このときに欠席していると履修が認められませんので、必ず出席するよ
うにして下さい。 

シラバスコード FTM47E1 
実務経験のある教員  
達成目標 配布するプリントの問題を、「自⼒で」解けるようになることを目指して下さい。 
受講者へのコメント  
連絡先 第一学舎 春木研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 高校で「数学Ｂ」の数列・ベクトルと「数学Ⅲ」をすでに学んできていることが

望ましい。、 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 高校の「数学Ⅲ」で学んだ微分を復習しながら、より難しい微分についての知識

を身につけることを目標とします。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 授業内容を説明する。 



2 回 微分の定義、基本公式べき関数・三角関数・指数関数・対数関数の微分合成
関数の微分について説明する。 
3 回 対数微分法逆関数について説明する。 
4 回 逆関数の微分逆三角関数の微分について説明する。 
5 回 「逆三角関数の微分」の続きについて説明する。 
6 回 高次導関数について説明する。 
7 回 ライプニッツの公式について説明する。 
8 回 関数の極限（１）について説明する。 
9 回 関数の極限（２）：ロピタルの定理について説明する。 
10 回 関数のグラフ（１）について説明する。 
11 回 関数のグラフ（２）：発展編について説明する。 
12 回 簡単な関数のマクローリン展開について説明する。 
13 回 オイラーの公式について説明する。 
14 回 簡単な偏微分について説明する。 
15 回 総合演習をする。 

準備学習 1 回 シラバスをよく読んでおくこと。 
2 回 高校の「数学Ⅲ」で学んだ基本的な関数の微分を、復習しておくこと。 
3 回 第２回で学んだ「対数関数の微分」「合成関数の微分」を、復習しておくこ
と。 
4 回 第３回で学んだ逆関数の性質を、確認しておくこと。 
5 回 第４回で学んだ逆三角関数の定義を、忘れないようにしておくこと。 
6 回 これまでに学んだ微分の公式を、全て確実に使いこなせるようにしておく
こと。 
7 回 第６回で学んだ高次導関数についての幾つかの公式を覚えておいて下さい。
高校の「数学Ａ」で学んだ２項係数と、「数学Ｂ」で学んだ和の記号∑も、確認し
ておくこと。 
8 回 高校の「数学Ⅲ」で学んだ関数の極限計算の技法を、復習しておくこと。 
9 回 第８回の内容を復習しておくこと。第５回までに学んだ微分の公式も忘れ
ないようにしておくこと。 
10 回 高校の「数学Ⅲ」で学んだ関数のグラフの描き方（増減・凹凸）について、
復習しておくこと。 
11 回 第１０回の内容を復習しておいて下さい。第９回で学んだロピタルの定理
も、確認しておくこと。 
12 回 高校の「数学Ⅲ」で学んだ無限級数と、第６回で学んだ高次導関数の記号
を復習しておいて下さい。第５回までに学んだ微分の公式も忘れないようにして
おくこと。 
13 回 第１２回で学んだマクローリン展開を、復習しておくこと。 
14 回 第５回までに学んだ微分の公式を、全て確実に使いこなせるようにしてお
くこと。 
15 回 これまでに配布したプリントを全て復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTM47E2 
成績評価 定期試験（１００％） 
曜日時限 木曜日 7・8 時限 
対象クラス MA(工)(〜12),MB(工)(〜12) 
見出し FTM47E2 上級数学Ⅱ 
担当教員名 春木 茂 
単位数 2 
教科書 所属学科の微分積分の授業で使用している教科書。教科書がない場合は、下記の

参考書。 
アクティブラーニング  
キーワード 積分 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 上級数学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ｢理工系の基礎 微分積分」(増補版）／石原、浅野共著／裳華房 
授業形態 講義 
注意備考 毎回の授業は、最初の１時間ぐらいは講義を行い、残りの時間で講義内容に関連

した問題（プリントを配布）を解くという形式をとります。この問題プリントの
中に定期試験で出題される問題が全て書かれていますので、欠席をせず、プリン
トの問題を解くことを目指して下さい。第１回の授業で、受講者の⼈数確認を行
います。このときに欠席していると履修が認められませんので、必ず出席するよ
うにして下さい。 

シラバスコード FTM47E2 
実務経験のある教員  
達成目標 配布するプリントの問題を、「自⼒で」解けるようになることを目指して下さい。 
受講者へのコメント  
連絡先 第一学舎４階 春木研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 高校で「数学Ｂ」の数列・ベクトルと「数学Ⅲ」をすでに学んできていることが

望ましい。「上級数学Ⅰ」を必ず受講しておくことが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 高校の「数学Ⅲ」で学んだ積分を復習しながら、より難しい積分についての知識

を身につけることを目標とします。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  授業内容の説明不定積分の定義、基本公式について説明する。 



2 回  第１回の内容の発展について説明する。 
3 回  不定積分の部分積分について説明する。 
4 回  不定積分の置換積分について説明する。 
5 回  第３回、第４回の内容の発展について説明する。 
6 回  部分分数分解について説明する。 
7 回  定積分の定義、基本公式について説明する。 
8 回  定積分とグラフの面積について説明する。 
9 回  定積分の部分積分について説明する。 
10 回  定積分の置換積分について説明する。 
11 回  体積、曲線の⻑さについて説明する。 
12 回  広義積分（１）：有限区間の広義積分について説明する。 
13 回  広義積分（２）：無限区間の広義積分について説明する。 
14 回  簡単な重積分について説明する。 
15 回  総合演習をする。 

準備学習 1 回  前期「上級数学Ⅰ」で学んだ「べき関数の微分」「三角関数の微分」「指数
関数の微分」「対数関数の微分」「逆三角関数の微分」「合成関数の微分」を復習し
ておくこと。 
2 回  第１回で学んだ不定積分の公式と、前期「上級数学Ⅰ」で学んだ「合成関
数の微分」を復習しておくこと。 
3 回  これまでに学んだ不定積分の公式を、忘れないようにしておくこと。 
4 回  第１回、第２回で学んだ不定積分の公式を、忘れないようにしておくこと。 
5 回  第３回で学んだ不定積分の部分積分と、第４回で学んだ不定積分の置換積
分を復習しておくこと。 
6 回  第２回で学んだ不定積分の公式を、忘れないようにしておいて下さい。ま
た、未知数が２個または３個の連立１次方程式の解き方を確認しておくこと。 
7 回  第１回、第２回で学んだ不定積分の公式を、全て確実に使いこなせるよう
にしておくこと。 
8 回  第７回で学んだ定積分の計算方法を復習しておくこと。 
9 回  第３回、第５回で学んだ不定積分の部分積分を復習しておくこと。 
10 回  第４回、第５回で学んだ不定積分の置換積分を復習しておくこと。 
11 回  第９回で学んだ定積分の部分積分と、第１０回で学んだ定積分の置換積
分を復習しておくこと。 
12 回  第７回、第９回、第１０回で学んだ定積分の計算方法を復習しておいて下
さい。また、前期「上級数学Ⅰ」で学んだ「関数の極限」「ロピタルの定理」を確
認しておくこと。 
13 回  第１２回の準備学習と同じこと。 
14 回  部分積分や置換積分を使わなくても求められる簡単な定積分については、
何も見なくとも確実に計算出来るようにしておくこと。 
15 回  これまでに配布したプリントを全て復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTM47F2 
成績評価 定期試験（80％）とレポート（20％）で総合的に評価する。 
曜日時限 木曜日 7・8 時限 
対象クラス MA(工)(〜11),MB(工)(〜11) 
見出し FTM47F2 経営工学 
担当教員名 村⽥ 厚生＊、中原 成始郎＊、堀内 満＊、三宅 新二＊ 
単位数 2 
教科書 ⼈間中心の生産システム論／村⽥厚生／日本出版サービス 
アクティブラーニング  
キーワード IE，生産システム，効率化，最適化，OR，品質管理，工程管理，かんばん方式，

稼動分析，動作・時間分析，⼈間工学，⼈間−機械系 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 経営工学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義の際に適宜紹介する。教科書の参考文献を参考のこと。 
授業形態 講義 
注意備考 講義に必ず出席し，レポートの期限を厳守すること。 
シラバスコード FTM47F2 
実務経験のある教員  
達成目標 生産システム，ロボットシステムの運用，管理，安全，および知的システムに関

する基礎を理解し応用する能⼒を習得すること。 
受講者へのコメント  
連絡先 （村⽥厚生）岡山大学工学部５号館３０２室。（他の教員）岡山理科大学２０号館

４階「工学就業⼒育成支援室」（電話：086 ｰ 256 ｰ 8627） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 数学系基礎科目 
次回に向けての改善変更予定 ・できる限り受講者全般にとってわかり易くなるように工夫・改良します。 

・テキストの価格の最終決定権は出版社にあるので私としては何ともしがたいで
すが、出版社に相談してみます。 
・空調、教室等に関しては事務（教務）と相談してください。 

講義目的 生産システムでは⼈間（作業者）が機械やロボットとインタラクション（相互作
用）し合いながら製品，部品等を製造している．本講義では生産システムにおい
て，利益最大化，コスト最小化をはかる伝統的な IE（Industrial Engineering）の
手法と⼈間の働きやすさ向上，製品の使い易さ等につなげる⼈間−機械系の考え
方について講義し，両側面をいかに統合化させて生産システムの最適化を実現す



るかを習得する．そして，IE，⼈間工学両側面からの生産システムの改善方を習
得することを目的とする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 金属切削加工の現場から−むつかしさとポイント−医療機器市場への取り

組み−について説明する。 
2 回 1、建設生産の特徴（建設業とは？） 
「ものづくり」産業のひとつである建設生産の特徴、日本の建設業のしくみにつ
いて 
2、建設生産における品質管理、原価管理の特徴 
建設業における「品質管理」「原価管理」の特徴を手順などを交えて説明 
3、最近の就職活動について思うこと 
年々加熱する就職活動（採用活動）について、採用に携わる身として感じること 
について説明する。 
3 回 ソフトウエア開発におけるコミュニケーション（チーム作業を踏まえて）に
ついて説明する。 
4 回 生産システム，IE とは何かを説明する。 
5 回 生産システム，IE における⼈，もの，情報の流れを説明する。 
6 回 生産システム，IE の手法(1)−工程管理・日程管理・作業管理−を説明する。 
7 回 生産システム，IE の手法(2)−３S・GT−を説明する。 
8 回 生産システム，IE の手法(3)−パレート図・品質管理−を説明する。 
9 回 生産システムの評価法を説明する。 
10 回 生産システム効率化の具体策(1)を説明する。 
11 回 生産システム効率化の具体策(2)を説明する。 
12 回 生産システム，IE における管理組織・かんばん方式・自動化手法説明する。 
13 回 生産システム，IE における⼈間工学の役割−⼈間−機械系の考え方−を説
明する。 
14 回 稼動分析，作業研究，工程分析を説明する。 
15 回 講義全体のまとめ，生産システムの効率的運用の仕方を説明する。 

準備学習 1 回 金属加工にはどんな方法があるか、また材料にはどのような種類があるか
調べてみること。 
2 回 「品質管理」「安全管理」「原価管理」の言葉の意味を調べておくこと。 
3 回 チーム作業で注意すべき点を考えておくこと。 
4 回 教科書の第１章を予習しておくこと。 
5 回 教科書の第１章を予習しておくこと。 
6 回 教科書の第２章を予習しておくこと。 
7 回 教科書の第２章を予習しておくこと。 
8 回 教科書の第２章を予習しておくこと。 
9 回 教科書の第３章を予習しておくこと。 
10 回 教科書の第３章を予習しておくこと。 
11 回 教科書の第３章を予習しておくこと。 
12 回 教科書の第３章を予習しておくこと。 
13 回 教科書の第８章を予習しておくこと。 



14 回 教科書の第４章を予習しておくこと。 
15 回 教科書の第４章を予習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTM4912 
成績評価 定期試験において基準点を設け、得点が 100 点満点中、60 点未満の場合は不合

格とする。 
曜日時限 木曜日 9・10 時限 
対象クラス MA(工)(〜11),MB(工)(〜11) 
見出し FTM4912 病理学概論 
担当教員名 辻極 秀次＊ 
単位数 2 
教科書 わかりやすい病理学（改訂第 5 版）／岩⽥隆子他／南江堂 
アクティブラーニング  
キーワード 病因、病態、病理診断、病理組織、 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 自由記述にコメントを書いてくださった学生さんありがとうございました。学生

さんの生の声が聞けて元気が出ました、次回も頑張ります。 
科目名 病理学概論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 シンプル病理学（南江堂） 

よくわかる病理学の基本としくみ（秀和システム） 
エッセンシャル病理学（医⻭薬出版） 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTM4912 
実務経験のある教員  
達成目標 医学用語について説明できること。 

病因について正しく理解していること。 
病変と組織変化について説明できること。 
腫瘍の種類と性格について説明できること。 
各臓器の代表的疾患について概説できること。 

受講者へのコメント 理科大学では初めての講義で心に余裕がありませんでした。また準備不足な講義
にもかかわらず最後まで受講して下さった学生さんに感謝しております。どうも
ありがとうございました。 

連絡先 岡山大学大学院医⻭薬学総合研究科 口腔病理学分野 （⻭学部棟 6 階） 
tel:086-235-6651 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 批判的な意見が無かったことが幸いです、予想していた以上に高い評価をいただ
いて驚いております。 

英文科目名 Introduction to Pathology 
関連科目 「医学概論」「解剖学概論」を受講していることが望ましい。 



次回に向けての改善変更予定 講義の達成度は半分程度、少しできた、できなかったを合計すると 28.6％いまし
た。次回はこの％を少しでも減らせるように工夫致します。また少し難しすぎる
内容、進行が早くて理解できない箇所があったようなので、学生さんの反応を確
かめながら講義を進行させたいと思います。 

講義目的 病理学の基本的な考え方や理論について理解を深めるため、炎症、感染、腫瘍等、
病変の成立機序や種類を分類し、その原因、病態、経過、転帰について概説する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：病理学を学ぶにあたって準備することなどを説明す

る。 
2 回 病理学序論：病理学の定義について説明するとともに、病気（疾病、疾患）
の概念とその発生要因、成立機序について説明する。 
3 回 総論；退行性病変・物質代謝障害：退行性病変・物質代謝障害の定義、種類、
成立機序、経過等について説明する。 
4 回 総論；循環障害：循環障害の定義、原因、成立機序、分類、転帰について説
明する。 
5 回 総論；進行性病変：細胞増殖と再生および化生、肥大等の細胞増殖に伴う病
変について説明する。 
6 回 総論；炎症：炎症の定義、原因、成立機序、分類について説明する。 
7 回 総論；感染症：感染症の分類や各疾患の特徴について説明する。 
8 回 総論；腫瘍 I：腫瘍について分類、経過、組織像等について説明する。 
9 回 総論；腫瘍 II：腫瘍について分類、経過、組織像等について説明する。 
10 回 総論；先天異常：先天異常の代表的な疾患について説明する。 
11 回 各論；循環器系・呼吸器系：循環器系・呼吸器系の代表的疾患について概
説する。 
12 回 各論；消化器系：消化器系の代表的疾患について概説する。 
13 回 各論；内分泌系・造血系：内分泌・造血系の代表的疾患について概説する。 
14 回 各論；神経系・運動系：神経系・運動系の代表的疾患について概説する。 
15 回 まとめ 

準備学習 1 回 シラバスをよく読み、これから学習する内容を良く理解しておくこと。 
2 回 病理学について教科書、図書、インターネット等で調べておくこと。 
3 回 退行性病変・物質代謝障害について教科書、図書、インターネット等で調べ
ておくこと。 
4 回 循環障害について教科書、図書、インターネット等で調べておくこと。 
5 回 進行性病変について教科書、図書、インターネット等で調べておくこと。 
6 回 炎症について教科書、図書、インターネット等で調べておくこと。 
7 回 感染症について教科書、図書、インターネット等で調べておくこと。 
8 回 腫瘍について教科書、図書、インターネット等で調べておくこと。 
9 回 腫瘍について教科書、図書、インターネット等で調べておくこと。 
10 回 先天異常について教科書、図書、インターネット等で調べておくこと。 
11 回 循環器系・呼吸器系の疾患について教科書、図書、インターネット等で調
べておくこと。 
12 回 消化器系の疾患について教科書、図書、インターネット等で調べておくこ



と。 
13 回 内分泌系・造血系の疾患について教科書、図書、インターネット等で調べ
ておくこと。 
14 回 神経系・運動系の疾患について教科書、図書、インターネット等で調べて
おくこと。 
15 回 これまで学習した内容を復習しておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FTM5111 
成績評価 課題提出 20%、試験 80%により行う。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス MA(工)(〜10),MB(工)(〜10) 
見出し FTM5111 臨床医学総論Ⅱ(再) 
担当教員名 松木 範明 
単位数 2 
教科書 加藤昌彦他著「⼈体の構造と機能および疾病の成り立ち」（東京教学社） 
アクティブラーニング  
キーワード 肺、ガス交換、心臓、血管、血液、止血 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 臨床医学総論Ⅱ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 内科学（朝倉書店）標準外科学（医学書院） 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTM5111 
実務経験のある教員  
達成目標 生命を維持するために最も重要な呼吸、循環、血液の解剖生理を理解し、それを

基礎として、それぞれの機能の評価方法と病態生理を学習する。これらの領域の
各疾患について理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先 27 号館 3 階、医工学研究室、nmatsuki@bme.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Outline of Clinical Medicine II 
関連科目 医学概論、診断機器概論、解剖学概論、治療機器学、看護学概論、薬理学、免疫

学、病理学概論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 基礎的な臨床医学的知識を持つために、呼吸、循環、血液の基礎、および⼈工心

肺などの生命を維持する⼈工臓器に関する基礎的な理論ついて概説する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 呼吸器の臨床解剖生理 
3 回 酸素と二酸化炭素の運搬と酸塩基平衡について 
4 回 急性・慢性呼吸不全の病態生理 
5 回 呼吸器疾患各論 



6 回 循環器の臨床解剖生理 
7 回 心機能の評価方法 
8 回 心不全の病態生理、診断、治療 
9 回 先天性心疾患各論 
10 回 心疾患(虚血性心疾患、弁膜症、心不全) 
11 回 ⼈工心肺、補助循環、心臓ペースメーカー 
12 回 血液の臨床解剖と生理 
13 回 止血と凝固のメカニズム、抗凝固療法 
14 回 血液型、血液製剤、輸血 
15 回 血液疾患各論 

準備学習 1 回 シラバスをよく読み学習の過程を把握しておくこと 
2 回 教科書、図書、インターネット等で呼吸器に関して調べておくこと 
3 回 教科書、図書、インターネット等でガス交換と酸塩基平衡に関して調べてお
くこと 
4 回 教科書、図書、インターネット等で呼吸不全に関して調べておくこと 
5 回 教科書、図書、インターネット等で様々な呼吸器疾患に関して調べておくこ
と 
6 回 教科書、図書、インターネット等で循環器に関して調べておくこと 
7 回 教科書、図書、インターネット等で心機能に関して調べておくこと 
8 回 教科書、図書、インターネット等で心不全に関して調べておくこと 
9 回 教科書、図書、インターネット等で先天性心疾患に関して調べておくこと 
10 回 教科書、図書、インターネット等で心疾患に関して調べておくこと 
11 回 教科書、図書、インターネット等で心肺系の⼈工臓器に関して調べておく
こと 
12 回 教科書、図書、インターネット等で血液の基本的知識に関して調べておく
こと 
13 回 教科書、図書、インターネット等で止血機構に関して調べておくこと 
14 回 教科書、図書、インターネット等で血液製剤に関して調べておくこと 
15 回 教科書、図書、インターネット等で様々な血液疾患に関して調べておくこ
と 

 



年度 2012 
授業コード FTM5112 
成績評価 小テスト（３０％）と定期試験（７０％） 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス MA(工)(〜12),MB(工)(〜12) 
見出し FTM5112 応用⼒学Ⅰ 
担当教員名 林 紘三郎 
単位数 2 
教科書 井山裕文／材料⼒学―基礎のきそ／日刊工業新聞社、および配布プリント 
アクティブラーニング  
キーワード SI 単位、⼒の作用と運動、モーメント、エネルギー、応⼒、ひずみ、弾性、フッ

クの法則 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 上記 
科目名 応用⼒学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 原康夫／⼒学」学術図書出版：辻知章／なっとくする材料⼒学／講談社：久保⽥

浪之介／材料⼒学入門／日刊工業新聞社 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTM5112 
実務経験のある教員  
達成目標 ⼒学の基礎、単位、⼒と応⼒の関係、変形とひずみの関係、応⼒とひずみの関係

を理解するとともに、その応用として棒やはりに荷重が作用したときの応⼒と変
形（ひずみ）を解析する方法を習得する。 

受講者へのコメント 各授業のあとに復習しておかないと、次第に理解が出来にくくなる。 
連絡先 ５号館３階 林（紘）教授室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 内容がやや難しいけれど、６０％以上でこの分野に関心を持ち、それなりに目標
達成が出来たようで良かった。 

英文科目名 Applied Mechanics I 
関連科目 機械工学、応用⼒学Ⅱ、材料工学、バイオメカニクス、生体運動学 
次回に向けての改善変更予定 板書の字が見にくいようであるが、単に説明のために教科書に記載の文言を書い

ているだけです。 
スライドの字の一部は手書きから、活字に改善します。 

講義目的 生体組織や細胞、器官に関わる各種問題を工学的に解析するための基礎として、
⼒学の基礎と，材料⼒学，固体⼒学，構造⼒学，機械⼒学などについて、生体組
織，器官を考慮しながら理解する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 ⼒学の意義と応用⼒学の各分野、材料⼒学の概要、生体との関連について説
明する。 
2 回 ⼒学で用いる基礎的数学について説明する。 
3 回 ベクトルとスカラー、⼒学の基礎１（速度と加速度、運動の法則、放物運動）
について説明する。 
4 回 ⼒学の基礎２（振動、仕事とエネルギー）について説明する。 
5 回 ⼒学の基礎３（剛体の⼒学、単位）について説明する。 
6 回 材料⼒学の基礎１（荷重）について説明する。また、小テスト１を実施する。 
7 回 材料⼒学の基礎２（⼒と応⼒、変形とひずみ、材料試験）について説明する。 
8 回 材料⼒学の基礎３（応⼒とひずみの関係、許容応⼒と安全率）について説明
する。 
9 回 材料⼒学の基礎４（軸⼒を受ける棒、モーメント）について説明する。 
10 回 材料⼒学の基礎５（骨組み構造、熱応⼒）について説明する。また、小テ
スト２を実施する。 
11 回 はりの曲げ１（はりの種類と支持、せん断⼒と曲げモーメント、はりの曲
げ応⼒）について説明する。 
12 回 はりの曲げ２（断面２次モーメントと断面係数、はりのたわみ）について
説明する。 
13 回 ねじり（丸棒のねじり、断面２次極モーメント）について説明する。 
14 回 組み合わせ応⼒１（平面応⼒、平面ひずみ、多軸応⼒下の応⼒ーひずみ関
係）について説明する。また、小テスト３を実施する。 
15 回 組み合わせ応⼒２（多軸応⼒―ひずみ関係、薄肉円管、薄肉球殻、血管と
心臓の⼒学）、ひずみエネルギー、⻑柱の座屈について説明する。 

準備学習 1 回 シラバスと教科書をよく確認して、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 教科書の 134?140 頁などで数学の基礎的事項について復習しておくこと。 
3 回 物理学のうち関連する基礎的事項について復習しておくこと。 
4 回 配布プリントなどで該当箇所について予習しておくこと。 
5 回 配布プリントなどで該当箇所について予習しておくこと。 
6 回 教科書をもとに基礎的事項について予習しておくこと。 
7 回 教科書をもとに基礎的事項について予習しておくこと。 
8 回 教科書をもとに基礎的事項について予習しておくこと。 
9 回 教科書をもとに基礎的事項について予習しておくこと。また、応⼒とひずみ
について復習しておくこと。 
10 回 応⼒とひずみやモーメントの概念について復習しておくこと。 
11 回 応⼒とひずみやモーメントの概念について復習しておくこと。 
12 回 教科書をもとに該当箇所について予習しておくこと。また、応⼒とひずみ
やモーメントについて復習しておくこと。 
13 回 教科書をもとに該当箇所ついて予習しておくこと。また、応⼒とひずみや
断面２次モーメントについて復習しておくこと。 
14 回 教科書の該当箇所について予習しておくこと。また、応⼒とひずみ、応⼒
ーひずみ関係について復習しておくこと。 
15 回 教科書の該当箇所について予習しておくこと。また、応⼒とひずみ、組合



せ応⼒ーひずみ関係の基礎的事項について復習しておくこと。 
 



年度 2012 
授業コード FTM5121 
成績評価 定期試験（７０％）、毎回のミニテスト（３０％） 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス MA(工)(〜11),MB(工)(〜11) 
見出し FTM5121 ⼈工臓器Ⅰ 
担当教員名 中路 修平 
単位数 2 
教科書 ＣＥ技術シリーズ呼吸療法／渡辺 敏・宮川哲夫／南江堂 
アクティブラーニング  
キーワード 呼吸療法、医用ガス、⼈工呼吸療法、酸素療法、吸入療法、在宅療法、⼈工呼吸

器、呼吸生理 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 自由意見「クーラーの効果がほとんどなく暑い」→ 私には答えようがありませ

ん。 
科目名 ⼈工臓器Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 臨床工学講座生体機能代行装置学呼吸療法装置／廣瀬 稔・生駒俊和／医⻭薬出

版 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTM5121 
実務経験のある教員  
達成目標 ⼈工呼吸器、酸素療法など、臨床工学技士に求められる呼吸療法に関する知識を

習得する。臨床工学コースの場合、3 年次の生体医工学実習Ⅱ、4 年次の病院実
習の基礎となる科目である。臨床工学技士として呼吸関連業務を行うために必要
な基礎知識を習得し、臨床工学技士の国家試験に合格するレベルの知識を獲得す
ることが達成目標である。生体工学コースの場合、呼吸関連の医療機器に係わる
業務に必要な基礎知識を獲得することが達成目標である。 

受講者へのコメント この授業は金曜日の 1･2 時限目にあるため遅刻者を散見します。君たちが数年後
になる社会⼈としての基本の第一は、時間を守ること、です。遅刻しない習慣を
早く身につけましょう 

連絡先 生体材料工学研究室（２７号館３階３０８号室）、オフィスアワー：月〜金 昼休
み 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 【C】総合評価の７）この授業に満足しましたか、で、満足（17 ⼈）を 5 点、ほ
ぼ満足（15 ⼈）を 4 点、普通（6 ⼈）を 3 点、やや不満（0 ⼈）を 2 点、不満（0
⼈）を 1 点（無回答（0 ⼈）は計算に含めない）として、加重平均すると 4.29 点。
同様に、６）授業に対する教員の意欲は感じられましたか、では 4.61 点。５）こ
の授業の目標を達成できましたか、では 3.82 点。これら 3 項目の平均点が 4.24



点でした。これらから判断すると、まずまずだったのではないかと考えています。 
英文科目名 Artificial Organs I 
関連科目 ⼈工臓器Ⅱ、⼈工臓器Ⅲ、⼈工臓器Ⅳ、生体医工学実習Ⅱ、材料工学 
次回に向けての改善変更予定 板書、パワーポイントに加え、動画やインターネットを活用しています。医療の

専門分野では特に有効だと考えていますので、さらに充実させたいと考えていま
す。 

講義目的 ⼈工臓器Ⅰでは呼吸療法について学ぶ。呼吸療法は心肺機能が低下している患者
に対する治療法としてのみならず、中枢神経障害や代謝不全などの重症患者の全
身管理法としても重要である。呼吸療法に関して、⼈工呼吸器、吸入療法機器、
酸素療法機器などを用いて行う呼吸治療業務は臨床工学技士が行う業務のひと
つとなっている。呼吸不全、⼈工呼吸療法、酸素療法などについて学ぶ。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 呼吸療法の概要、および呼吸療法に必要な呼吸生理（呼吸生理、スパイロメ

ータ）について解説する。 
2 回 呼吸不全、およびモニタリング（１）（呼吸不全の定義、原因、病態、呼吸
不全疾患の特徴等）について解説する。 
3 回 モニタリング（２）（肺動脈カテーテル、バルスオキシメータ）について解
説する。 
4 回 モニタリング（３）（カプノメータ）、⼈工呼吸療法（１）（⼈工呼吸療法の
基礎）について解説する。 
5 回 ⼈工呼吸療法（２）（⼈工呼吸器のしくみ、換気モード）について解説する。 
6 回 ⼈工呼吸療法（３）（⼈工呼吸器の換気モード（続き））について解説する。 
7 回 ⼈工呼吸療法（４）（⼈工呼吸器の換気モード（続き）、開始基準、トラブル
対策、新生児・乳幼児の⼈工呼吸療法）について解説する。 
8 回 酸素療法（１）（低酸素症、酸素療法の効能と合併症、酸素投与器具）につ
いて解説する。 
9 回 酸素療法（２）（高気圧酸素療法の効能と合併症、高気圧酸素装置気、およ
び道管理、排痰法）について解説する。 
10 回 吸入療法、給湿療法、およびそれに使用するネブライザについて解説する。 
11 回 薬物療法（呼吸療法で必要な薬理学）について解説する。 
12 回 在宅酸素療法、在宅⼈工呼吸療法について解説する。 
13 回 呼吸療法で必要な感染対策（洗浄、消毒、滅菌）について解説する。 
14 回 呼吸療法を支える電気設備、医療ガス設備、呼吸療法に関係する基準・規
格・法律について解説する。 
15 回 全体の振り返り。第１回〜第 14 回で学んだ内容を整理し要点を解説する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習の過程を把握しておくこと。教科書の第 1 章
と第 2 章を予習しておくこと。 
2 回 教科書の第 3 章と第 4 章ⅡA までを予習しておくこと。 
3 回 教科書の第 4 章ⅡA〜C を予習しておくこと。 
4 回 教科書の第 4 章Ⅱ〜第 5 章ⅠA を予習しておくこと。 
5 回 教科書の第 4 章Ⅱ〜第 5 章ⅠA を予習しておくこと。 
6 回 教科書の第 5 章ⅠD を予習しておくこと。 



7 回 教科書の第 5 章 E〜Ⅱを予習しておくこと。 
8 回 教科書の第 6 章Ⅰを予習しておくこと。 
9 回 教科書の第 6 章Ⅱ、第 9 章、第 10 章を予習しておくこと。 
10 回 教科書の第 7 章、第 8 章を予習しておくこと。 
11 回 教科書の第 7 章、第 8 章を予習しておくこと。 
12 回 教科書の第 12 章を予習しておくこと。 
13 回 教科書の第 13 章を予習しておくこと。 
14 回 教科書の第 14 章、第 15 章、第 16 章を予習しておくこと。 
15 回 第１回から第１４回で勉強したことを復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTM5122 
成績評価 定期試験（７０％）、毎回のミニテスト（３０％） 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス MA(工)(〜11),MB(工)(〜11) 
見出し FTM5122 ⼈工臓器Ⅱ 
担当教員名 中路 修平 
単位数 2 
教科書 研修医、コメディカルのためのプラクティカル補助循環ガイド／澤 芳樹／MC

メディカ出版、およびプリントを適宜使用する。 
アクティブラーニング  
キーワード 補助循環、血液循環、血液ポンプ、経皮的心肺補助装置、補助⼈工心臓、患者管

理、機器点検 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 自由意見はありませんでした。 
科目名 ⼈工臓器Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 補助循環マスターポイント１００／許 俊鋭／メジカルビュー社 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTM5122 
実務経験のある教員  
達成目標 補助循環装置の種類、原理と構造、操作方法などの基礎技術を習得する。IABP、

PCPS など、臨床工学技士に求められる補助循環療法に関する知識を習得する。
臨床工学コースの場合、3 年次の生体医工学実習Ⅱ、4 年次の病院実習の基礎と
なる科目である。臨床工学技士として補助循環関連業務を行うために必要な基礎
知識を習得し、臨床工学技士の国家試験に合格するレベルの知識を獲得すること
が達成目標である。生体工学コースの場合、補助循環関連の医療機器に係わる業
務に必要な基礎知識を獲得することが達成目標である。 

受講者へのコメント この授業は金曜日の 1･2 時限目にあるため遅刻者を散見します。君たちが数年後
になる社会⼈としての基本の第一は、時間を守ること、です。遅刻しない習慣を
早く身につけましょう。 

連絡先 生体材料工学研究室（２７号館３階３０８号室）、オフィスアワー：月〜金 昼休
み 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 【C】総合評価の７）この授業に満足しましたか、で、満足（17 ⼈）を 5 点、ほ
ぼ満足（9 ⼈）を 4 点、普通（5 ⼈）を 3 点、やや不満（0 ⼈）を 2 点、不満（0
⼈）を 1 点（無回答（1 ⼈）は計算に含めない）として、加重平均すると 4.39 点。
同様に、６）授業に対する教員の意欲は感じられましたか、では 4.61 点。５）こ
の授業の目標を達成できましたか、では 4.19 点。これら 3 項目の平均点が 4.40



点でした。多くの学生が満足していたようですので、まずまず良かったのではな
いかと考えています。 

英文科目名 Artificial Organs II 
関連科目 ⼈工臓器Ⅰ、⼈工臓器Ⅲ、⼈工臓器Ⅳ、生体医工学実習Ⅱ、材料工学、物性工学 
次回に向けての改善変更予定 板書、パワーポイントに加え、動画やインターネットを活用しています。医療の

専門分野では特に有効だと考えていますので、さらに充実させたいと考えていま
す。 

講義目的 ⼈工臓器Ⅱでは血液循環に関わる補助循環装置について学ぶ。心不全など循環系
疾患の病理・病態、血液ポンプ、大動脈バルーンパンピング（IABP）、経皮的心
肺補助装置（PCPS）、補助⼈工心臓（VAS）などの循環補助装置の原理、構造、
操作方法、安全管理について学ぶ。補助循環装置を操作して行う治療と装置の維
持管理は臨床工学技士の重要な業務のひとつである。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 補助循環装置の概要（補助循環の目的と装置の種類）、ペースメーカー（１）

（ペースメーカーの原理と構造）について解説する。 
2 回 ペースメーカー（２）（ペースメーカーの作動機序、適応・禁忌）について
解説する。 
3 回 ペースメーカー）（３）（点検とチェックなど）について解説する。 
4 回 血液ポンプ（血液ポンプの種類と特性）について解説する。 
5 回 体外循環と生体反応（１）（血液凝固反応など）について解説する。 
6 回 体外循環と生体反応（２）（抗凝固剤、抗血栓性材料など）について解説す
る。 
7 回 大動脈バルーンパンピング（IABP）（１）（原理と構造、作動機序、適応）
について解説する。 
8 回 大動脈バルーンパンピング（IABP）（２）（操作方法、機器点検、安全管理）
について解説する。 
9 回 経皮的心肺補助装置（PCPS）、膜型⼈工肺体外循環（ECMO）（１）（原理
と構造、作動機序、適応）について解説する。 
10 回 経皮的心肺補助装置（PCPS）、膜型⼈工肺体外循環（ECMO）（２）（操作
方法、機器点検など）について解説する。 
11 回 ⼈工心肺（１）（原理と構造、作動機序、適応）について解説する。 
12 回 ⼈工心肺（２）（患者管理、合併症、装着、操作方法、機器点検など）につ
いて解説する。 
13 回 ⼈工心臓（１）（⼈工心臓の種類、構造、特性）について解説する。 
14 回 ⼈工心臓（２）（完全埋め込み型⼈工心臓）について解説する。 
15 回 全体の振り返り。第１回〜第 14 回で学んだ内容を整理し要点を解説する。 

準備学習 1 回 教科書の第０章および第１章を予習しておくこと。 
2 回 教科書の第１章を予習しておくこと。 
3 回 教科書の第１章を予習しておくこと。 
4 回 事前に渡すプリントを読んでおくこと。 
5 回 事前に渡すプリントを読んでおくこと。 
6 回 事前に渡すプリントを読んでおくこと。 



7 回 教科書の第２章を予習しておくこと。 
8 回 教科書の第２章を予習しておくこと。 
9 回 教科書の第３章を予習しておくこと。 
10 回 教科書の第３章を予習しておくこと。 
11 回 教科書の第４章を予習しておくこと。 
12 回 教科書の第４章を予習しておくこと。 
13 回 教科書の第５章を予習しておくこと。 
14 回 教科書の第５章、第６章を予習すること 
15 回 第１回から第１４回で勉強したことを復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTM5311 
成績評価 定期試験（８０％） レポート（２０％）原則として、欠席が４回以上のものは

失格とする（成績判定せず次年度再受講）。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス MA(工)(〜12),MB(工)(〜12) 
見出し FTM5311 電気工学Ⅰ 
担当教員名 小畑 秀明 
単位数 2 
教科書 高橋寛監修、増⽥英二編著「わかりやすい電気基礎」（コロナ社） 
アクティブラーニング  
キーワード 電荷と磁界、電気回路、オームの法則、キルヒホッフの法則、ホイーストンブリ

ッジ、温度係数、ジュールの法則、クーロンの法則、ヒステリシス 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特に自由記述は無かったようですが、さらに当分野に興味を持ってもらえるよう

に改善したいと思います。 
科目名 電気工学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 小野哲章他「臨床工学技士標準テキスト」（金原出版）、加地正義他「初めて学ぶ

電気電子の基礎」（オーム社） 
授業形態 講義 
注意備考 授業は板書中心に行う。各自ノートをとること。関数電卓を準備すること。 
シラバスコード FTM5311 
実務経験のある教員  
達成目標 電気回路の基礎となる直流回路を理解し、オームの法則・キルヒホッフの法則な

どを用いた諸計算ができるようになる。また磁気との関係や静電現象に付いて理
解する。 

受講者へのコメント この電気工学は「第２種 ME 技術実⼒検定試験」や「臨床工学技士国家試験」で
もかなり多くの問題が出題されていますの 
で、途中であきらめることなく、頑張ってほしいと思います。 

連絡先 ５号館３階小畑研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 講義の内容については概ね理解してもらえていたようです。しかし授業時間外の
学習については、あまりできていない学生も多いようです。自分で積極的に電卓
をたたいて問題を解く姿勢を持って欲しいと思います。 

英文科目名 Electrical Engineering I 
関連科目 電気工学Ⅱ、電子工学Ⅰ・Ⅱ、計測工学、生体工学実験Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定 補足資料（プリント）などの充実、演習問題を増やすなどもさらに検討していこ

うと思います。 



講義目的 現代の社会の中で生体医工学、臨床工学は診断や治療などの医療機器具の中でも
あらゆるところで活用されている。これらの工学を学ぶ上で最も基礎となる電気
工学は医療機器を扱うエンジニアには特に重要であることから、1 年次より電気
工学の基礎を学び、直流回路や交流回路に関する様々な現象と原理、法則につい
て理解する。特に前期では総論として電気工学の意義や電磁気学などの概論を学
び、さらに直流回路、電流と磁気、静電気など各論について理解する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  「総論」−生体医工学・臨床工学における電気工学の意義について説明す

る 
2 回  直流回路 （１）電流と電圧（電子と電流、電位と電圧）について講義す
る 
3 回  直流回路 （２）電流と電圧（直流と交流・オームの法則）について講義
する 
4 回  直流回路 （３）直流回路の計算について講義する 
5 回  直流回路 （４）抵抗の性質（キルヒホッフの法則）について講義する 
6 回  直流回路 （５）抵抗の性質（キルヒホッフの法則、ブリッジ回路）につい
て講義する 
7 回  直流回路 （６）電流の作用（ジュール熱、電⼒、熱電現象）について講義
する 
8 回  直流回路 （７） まとめとしてこれまでのところを総括する 
9 回  電流と磁気 （１）磁気（磁気現象、磁界）について講義する 
10 回  電流と磁気 （２）電流と磁界について講義する 
11 回  電流と磁気 （３）電磁誘導作用（誘導起電⼒、渦電流、インダクタンス）
について講義する 
12 回  電流と磁気 （４）電磁⼒について講義する 
13 回  静電気 （１）静電現象（静電⼒、静電誘導）について講義する 
14 回  静電気 （２）静電現象（電界、電束密度、放電現象）について講義する 
15 回  静電気 （３）コンデンサと静電容量について講義する 

準備学習 1 回  シラバスの内容をよく読んで、これから学ぶ内容について確認しておく
こと 
2 回  関数電卓の操作についてよく練習しておくこと 
3 回  電流とは何か、電圧とは何か、前回の内容をよく復習しておくこと 
4 回  オームの法則についてしっかりと理解しておくこと 
5 回  オームの法則、合成抵抗の求め方について理解しておくこと 
6 回  キルヒホッフの法則について良く練習しておくこと 
7 回  キルヒホッフの法則、ブリッジ回路について良く理解しておくこと 
8 回  直流回路に関して復習しておくこと 
9 回  電気によって磁界を発生させる身近な製品例を調べておくこと 
10 回  クーロンの法則について良く理解しておくこと 
11 回  電流と磁界の関係について理解しておくこと 
12 回  電磁誘導について良く理解しておくこと 
13 回  電流と磁気について良く理解しておくこと 



14 回  静電⼒・静電誘導について良く復習しておくこと 
15 回  直流回路でやった合成抵抗を見直し、コンデンサの合成静電容量につい
て確認しておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FTM5312 
成績評価 レポート、試験などを総合的に評価する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス MA(工)(〜12),MB(工)(〜12) 
見出し FTM5312 解剖学概論 
担当教員名 熊岸 加苗＊ 
単位数 2 
教科書 からだの地図帳／高橋⻑雄／講談社 
アクティブラーニング  
キーワード 系統解剖，細胞，組織，器官，形態，構造，機能 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 解剖学概論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 カラー⼈体解剖学／井上貴央ほか／⻄村書店 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTM5312 
実務経験のある教員  
達成目標 機能を考慮に入れながら、⼈体の構造と構成についての基礎的事項を解説、教授

する。具体的には、１）生体組織、器官の形成、２）各種細胞の形態、内部構造
と特徴、結合組織、基質などの細胞外マトリクスの構造、性質と役割、骨、腱・
靱帯、皮膚などの生体組織の構造と性質、血液などの体液の構成と性質、３）筋
骨格系、呼吸器系、循環器系、 消化器系、代謝系、泌尿器系、内分泌器系、生殖
器などの主要臓器、器官の解剖学的構造を、生理的機能を考慮しながら理解する。 

受講者へのコメント 「解剖学」とは、今までの生活の中では触れることのなかったとても特殊な学問
だと思います。⼈の体の構造・機能から見えてくる神秘について、より興味を持
って学習に取り組んでもらえるような講義にしていきたいと思います。 

連絡先 岡山大学医学部⼈体構成学講座 kanae.ku17@gmail.com 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 聴講することで、興味・関心が高まったという意見は多かったようですが、授業
時間外の学習時間は非常に少ないようなので、今後学習法の提案が必要かと思い
ます。しかし、授業に対する満足度は高いようなので、その点に関してはよかっ
たと思います。 

英文科目名 Introduction to Anatomy 
関連科目 医学概論，病理学概論，臨床医学総論，⼈工臓器 
次回に向けての改善変更予定 学習意欲を高めることでより定着度をはかるため、課題を設けるなどして授業時

間外での学習法を提案していきたいと思います。 



講義目的 将来、医工学に関わる学問や職業に従事する際に足がかりとなる解剖学を学ぶ。
⼈体の構造と構成についての基礎的事項を、その機能を含めて理解する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 【細胞と組織】細胞と組織の構造 

2 回 【外皮系・骨格系（1）】外皮系・骨格系の構造 
3 回 【外皮系・骨格系（2）】骨格の構造 
4 回 【筋系】筋の構造 
5 回 【まとめ 1】＜まとめ＞ 
6 回 【神経系】神経系の構造 
7 回 【血液・心臓血管系】血液・心臓血管系の構造 
8 回 【内分泌系】内分泌系の構造 
9 回 【リンパ系】リンパ系の構造 
10 回 【呼吸器系】呼吸器の構造 
11 回 【消化器系】消化器の構造 
12 回 【泌尿器系・生殖器系】泌尿器系・生殖器の構造 
13 回 【まとめ２】＜まとめ２＞ 
14 回 【演習１】マクロ解剖学まとめ 
15 回 【演習２】組織学まとめ 

準備学習 1 回 【細胞と組織】教科書・参考書の内，細胞と組織に関するページを一読して
おく． 
2 回 【外皮系・骨格系（1）】教科書・参考書の内，外皮系・骨格系に関するペー
ジを一読しておく． 
3 回 【外皮系・骨格系（2）】教科書・参考書の内，骨格系に関するページを一読
しておく． 
4 回 【筋系】教科書・参考書の内，筋系に関するページを一読しておく． 
5 回 【まとめ 1】第 1 回〜第 4 回の講義内容を復習しておく． 
6 回 【神経系】教科書・参考書の内，神経系に関するページを一読しておく． 
7 回 【血液・心臓血管系】教科書・参考書の内，血液・心臓血管系に関するペー
ジを一読しておく． 
8 回 【内分泌系】教科書・参考書の内，内分泌系に関するページを一読しておく． 
9 回 【リンパ系】教科書・参考書の内，リンパ系に関するページを一読しておく． 
10 回 【呼吸器系】教科書・参考書の内，呼吸器系に関するページを一読してお
く． 
11 回 【消化器系】教科書・参考書の内，消化器系に関するページを一読してお
く． 
12 回 【泌尿器系・生殖器系】教科書・参考書の内，泌尿器系・生殖器系に関す
るページを一読しておく． 
13 回 【まとめ２】第 6 回〜第 12 回の講義内容を復習しておく． 
14 回 【演習１】講義内容を含め解剖学に関する自習をしておく． 
15 回 【演習２】講義内容を含め解剖学に関する自習をしておく． 

 



年度 2012 
授業コード FTM5321 
成績評価 小テスト２回（２０＋２０％）、定期テスト（６０％）により成績を評価する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス MA(工)(〜10),MB(工)(〜10) 
見出し FTM5321 バイオテクノロジー 
担当教員名 八⽥ 貴 
単位数 2 
教科書 資料をコピーで配布 
アクティブラーニング  
キーワード 生命工学、抗生物質、酵素工学、環境浄化、遺伝子工学、バイオテクノロジー 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 エアコンの設定が高く、暑いようである。 

設定温度を下げれば、授業も受けやすくなると思います。 
科目名 バイオテクノロジー 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 生命工学の本、軽部征夫（日刊工業新聞社） 
授業形態 講義 
注意備考 特に無し 
シラバスコード FTM5321 
実務経験のある教員  
達成目標 バイオテクノロジー技術は、現代の重要な応用技術となっている。微生物・植物・

動物の遺伝子組換え、細胞工学等の新しい基盤技術がどのように医療・医薬産業、
食品化学、工業、さらには農業等に応用され、⼈類に役立っていることを理解す
る。 

受講者へのコメント 特に無し 
連絡先 27 号館 3 階 八⽥ 教授室 086?256?9515 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この分野への理解が深まった。（５８％）興味関心が高まった（５６％） 
授業に興味を持ってもらったようです。 

英文科目名 Biotechnology 
関連科目 生化学・分子生物学・遺伝子工学 
次回に向けての改善変更予定 特に無し 
講義目的 バイオテクノロジーは、産業の発展にともない必要不可欠なものとなっている。

生物のもつ遺伝、繁殖、物質代謝、情報認識などの機能を産業社会に利用する生
物利用工学であるバイオテクノロジーは、遺伝子組み換え、細胞融合、バイオリ
アクター等の新しい基盤技術として発展してきた。医薬産業、食品化学、農業等
に応用され、さらに、疾病予防、食料資源確保、地球環境保全、エネルギー生産
にも大きな展開が期待される。これらのバイオテクノロジーの基礎と応用につい



て解説する。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。講義の全体の内容、進め方を説明する。 

2 回 バイオテクノロジーに用いられる生物について説明する。 
3 回 微生物とバイオテクノロジーについて説明する。 
4 回 工業生産に関わるバイオテクノロジーについて説明する。 
5 回 食品化学に関わるバイオテクノロジーについて説明する。 
6 回 医薬と微生物生産について説明する。 
7 回 抗生物質の種類と生産について説明する。 
8 回 細胞融合技術について説明する。 
9 回 農業に関わるバイオテクノロジーについて説明する。 
10 回 バイオリアクターと酵素について説明する。 
11 回 微生物と植物による環境浄化技術について説明する。 
12 回 バイオマスエネルギーについて説明する。 
13 回 遺伝子組換え技術について説明する。 
14 回 ES 細胞、iPS 細胞とその応用について説明する。 
15 回 バイオテクノロジーの将来について説明する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習の過程を把握しておくことこと。 
2 回 バイオテクノロジーに用いられる生物にはどのようなものがあるかを調べ
ておくこと。 
3 回 微生物が関わるバイオテクノロジーにはどのようなものがあるかを調べて
おくこと。 
4 回 バイオテクノロジーは大きく工業に関わっているが、具体的にどのように
関わっているかを調べておくこと。 
5 回 食品に関わるバイオテクノロジーにはどのようなものがあるのかを調べて
おくこと。 
6 回 医薬に関わるバイオテクノロジーにはどのようなものがあるのか調べてお
くこと。 
7 回 抗生物質にはどのようなものがあるかを調べておくこと。 
8 回 細胞融合で何が可能になったかを調べておくこと。 
9 回 現在、農業に関してバイオテクノロジーが欠かせないものになっているが、
遺伝子組み換え植物について調べておくこと。 
10 回 バイオリアクターとは何か？また、これから何が生産されるか調べておく
こと。 
11 回 環境浄化には微生物・植物等が関わっているが、具体的にどのようなもの
があるか調べておくこと。 
12 回 バイオマスエネルギーは今後非常に重要な石油代替エネルギーとなる。ど
のようなものがあるのかを調べておくこと。 
13 回 遺伝子組み換え技術はバイオテクノロジーには欠かせないが、どのような
ものがあるのか調べておくこと。 
14 回 ES 細胞、iPS 細胞はどのようなものか調べておくこと。 
15 回 前回までの授業内容をしっかり理解しておくこと。 



 



年度 2012 
授業コード FTM5322 
成績評価 レポート（10-20％），定期試験（80-90％） 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス MA(工)(〜10),MB(工)(〜10) 
見出し FTM5322 治療機器学Ⅱ 
担当教員名 松宮 潔 
単位数 2 
教科書 篠原一彦，「臨床工学講座 医用治療機器学」，医⻭薬出版 
アクティブラーニング  
キーワード 原理，使用法，安全，メス，心臓ペースメーカ，AED，⼈工透析，⼈工呼吸器，

⼈工心肺，カテーテル，ステント，麻酔，電磁波治療器，温熱治療器 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 治療機器学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 １）日本生体医工学会 ME 技術教育委員会，「ME の基礎知識と安全管理 第 5

版」，南江堂２）小野哲章，「臨床工学技士標準テキスト」， 金原出版 
授業形態 講義 
注意備考 基本的には治療機器学Ⅰも併せて履修することが望ましい．教科書に加え，学習

用として参考書１あるいは２を用意することがほぼ必須である． 
シラバスコード FTM5322 
実務経験のある教員  
達成目標 １）治療機器の原理等に関する分類と安全性等の共通事項について認識する．２）

代表的な非外科的治療機器の個々について理解を深める． 
受講者へのコメント  
連絡先 5 号館 4 階松宮研究室 kmatsumiya＠bme.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Devices for Medical Treatment and Therapy II 
関連科目 治療機器概論，治療機器学Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 現代医療で用いられる代表的な治療機器に関する基本事項について解説する．治

療機器学Ⅱ（後期）では主に非外科的治療（体内組織の切開や構造変化が比較的
小さい治療）のための機器が対象となる． 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 概要説明 

2 回 治療機器で使用するエネルギーと原理 
3 回 使用環境と使用条件，安全性と安全対策 



4 回 心臓ペースメーカ 
5 回 除細動器 
6 回 血液浄化機器１ 
7 回 血液浄化機器２ 
8 回 呼吸療法機器 
9 回 麻酔器 
10 回 体外循環装置１ 
11 回 体外循環装置２ 
12 回 心臓血管内の治療機器 
13 回 輸液ポンプ，吸引装置 
14 回 電磁波治療器，温熱治療器 
15 回 演習 

準備学習 1 回 特になし 
2 回 特になし 
3 回 特になし 
4 回 教科書・参考書の内，心臓ペースメーカに関するページを一読しておく． 
5 回 教科書・参考書の内，除細動器に関するページを一読しておく． 
6 回 教科書・参考書の内，血液浄化機器に関するページを一読しておく． 
7 回 教科書・参考書の内，血液浄化機器に関するページを一読しておく． 
8 回 教科書・参考書の内，呼吸療法機器に関するページを一読しておく． 
9 回 教科書・参考書の内，麻酔器に関するページを一読しておく． 
10 回 教科書・参考書の内，体外循環装置に関するページを一読しておく． 
11 回 教科書・参考書の内，体外循環装置に関するページを一読しておく． 
12 回 教科書・参考書の内，心臓血管内の治療機器に関するページを一読してお
く． 
13 回 教科書・参考書の内，輸液ポンプ，吸引装置に関するページを一読してお
く． 
14 回 教科書・参考書の内，電磁波治療器，温熱治療器に関するページを一読し
ておく． 
15 回 講義内容で触れた治療機器を中心に自習しておく． 

 



年度 2012 
授業コード FTM5511 
成績評価 小テスト（３０％）と定期試験（７０％） 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス MA(工)(〜10),MB(工)(〜10) 
見出し FTM5511 バイオメカニクス 
担当教員名 林 紘三郎 
単位数 2 
教科書 林紘三郎／バイオメカニクス／コロナ社 及び 配布プリント 
アクティブラーニング  
キーワード 生体組織、細胞、生体物性、生体固体⼒学、生理流体⼒学、生体熱⼒学、医療機

器 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 部屋が暑い、湿度が高いという意見については、教員個⼈では対応できません。 

練習問題をやると理解が増すという意見については、３回の小テストで解答を配
布しており、これで理解して下さい。 

科目名 バイオメカニクス 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 日本機械学会／生体機械工学／日本機械学会（丸善から販売）：林紘三郎、安達泰

治、宮崎浩／生体細胞・組織のリモデリングのバイオメカニクス／コロナ社（ME
教科書シリーズ B-6） 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTM5511 
実務経験のある教員  
達成目標 ⼒学を基礎として、生体臓器、組織、細胞のかたち（構造）とはたらき（機能）

に関する一般的知識を習得する。 
受講者へのコメント 聞き取りにくいとの意見に対しては気をつけますが、聞こえにくい場合は前の方

に座って下さい。 
連絡先 ５号館３階 林（紘）教授室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 聞き取りにくいとの意見に対しては気をつけますが、聞こえにくい場合は前の方
に座って下さい。 

英文科目名 Biomechanics 
関連科目 生体運動学、応用⼒学Ⅰ、応用⼒学Ⅱ、機械工学、解剖学概論、診断機器概論、

治療機器概論、⼈工臓器特論Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定 聞き取りにくいとの意見に対しては気をつけます。 
講義目的 生体臓器・組織・細胞の機能と構造、⼒学的解析，バイオメカニクスの医学・生

物学・工学への応用、及び関連する医用機器と技術の概略と意義などについて基



礎的事項を理解する。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の概要について説明する。 

2 回 バイオメカニクスの概要（定義と意義、領域と歴史）について説明する。 
3 回 バイオメカニクスのための基礎⼒学１（ベクトルとスカラー、速度と加速
度、質量と重量、物体の運動）について説明する。 
4 回 バイオメカニクスのための基礎⼒学２（振動、仕事とエネルギー）について
説明する。 
5 回 バイオメカニクスのための基礎⼒学３（剛体の⼒学、単位）について説明す
る。 
6 回 生体組織の構造と組成について説明する。また、小テスト１を実施する。 
7 回 生体組織・細胞の⼒学特性１（材料・固体⼒学の基礎）について説明する。 
8 回 生体組織・細胞の⼒学特性２（生体組織・細胞の⼒学試験方法）について説
明する。 
9 回 生体組織・細胞の⼒学特性３（生体硬組織、生体軟組織、細胞・線維の⼒学
特性）について説明する。 
10 回 生体における流れ現象１（静止流体の⼒学、流体⼒学の基礎１）について
説明する。また、小テスト２を実施する。 
11 回 生体における流れ現象２（流体⼒学の基礎２）について説明する。 
12 回 生体における流れ現象３（生体内流れと血液流れの特徴）について説明す
る。 
13 回 生体における熱に関わる現象１（熱と熱⼒学の基礎）について説明する。 
14 回 生体における熱に関わる現象２（生体組織・細胞に及ぼす温度効果、微小
循環）について説明する。また、小テスト３を実施する。 
15 回 バイオメカニクスの医療機器・装置開発など医療への応用について説明す
る。 

準備学習 1 回 講義内容とバイオメカニクスとは何かについて調べておくこと。 
2 回 教科書とプリントの当該箇所について予習しておくこと。 
3 回 ⼒学の基礎、とくに「応用⼒学Ⅰ」を履修した場合には当該箇所について復
習しておくこと。 
4 回 ⼒学の基礎、とくに「応用⼒学Ⅰ」や「機械工学」を履修した場合には当該
箇所について復習しておくこと。 
5 回 ⼒学の基礎、とくに「応用⼒学Ⅰ」を履修した場合には当該箇所について復
習しておくこと。 
6 回 臓器の仕組みと構造について復習・予習しておくこと。 
7 回 ⼒学の基礎、とくに「応用⼒学Ⅰ」や「機械工学」を履修した場合には当該
箇所について復習しておくこと。 
8 回 応⼒、ひずみに関わる事項について復習しておくこと。 
9 回 応⼒、ひずみ、⼒学試験に関わる事項について復習しておくこと。 
10 回 流体⼒学の基礎的事項、とくに「応用⼒学 II」や「機械工学」を履修した
場合には当該箇所について復習しておくこと。 
11 回 流体⼒学の基礎的事項、とくに「応用⼒学 II」や「機械工学」を履修した



場合には当該箇所について復習しておくこと。 
12 回 流体の⼒学および心臓・血管の構造について復習しておくこと。 
13 回 熱と熱⼒学の基礎的事項、とくに「応用⼒学 II」や「機械工学」を履修し
た場合には当該箇所について復習しておくこと。 
14 回 熱と熱⼒学について復習しておくこと。 
15 回 医療に対してバイオメカニクスがどのように応用できそうであるかについ
て考えておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTM5512 
成績評価 毎回の小テスト、中間テスト、期末試験により評価を行う。 
曜日時限 金曜日 9・10 時限 
対象クラス MA(工)(〜12),MB(工)(〜12) 
見出し FTM5512 免疫学 
担当教員名 二見 翠 
単位数 2 
教科書 垣内史堂/図解免疫学/オーム社 
アクティブラーニング  
キーワード 免疫機構、抗体、免疫疾患、アレルギー 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 教室設備に関するコメントでしたので、私からの回答は特にありません。 
科目名 免疫学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 笹月健彦/免疫生物学 第５版/南江堂 

河本 宏/もっとよくわかる!免疫学 (実験医学別冊)/羊土社 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTM5512 
実務経験のある教員  
達成目標 免疫機構を組織、細胞レベルで理解するとともに、免疫系の異常や破綻が生体に

及ぼす影響を把握する。 
受講者へのコメント 教科書は平易なものが良いという回答がありました。 

免疫学というのは本当は凄く奥深い講義で半年で教えきれるものではありませ
ん。この講義では基本的なところを配布プリントで補って、講義終了時には今後
免疫学について自分で勉強していけるようになることを目標としています。その
ため、教科書は免疫学の全てがカバーでき、なおかつ出来るだけ新しい情報が記
載しているものを選んでいます。 
このあたりを理解して頂いて、講義に望んで頂きたいと思います。 

連絡先 5 号館 3 階 二見講師室 mfutami＠bme.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 新しいアンケートになったため、昨年との比較が難しいですが、満足度が普通以
上の学生さんが約 95%を占めるので、昨年度よりは良い講義になったのではな
いかと考えています。 

英文科目名 Immunology 
関連科目 基礎生物学、生化学、薬理学 
次回に向けての改善変更予定 毎回レポートの作成をお願いしていたはずなのですが、授業時間外の学習時間が

全くなしという学生さんが 3 割程度居たようです。レポート内容はその回の講義



の要点になりますので、復習を兼ねて時間外に考えて頂くよう促したいと思いま
す。 
講義の達成度はまだまだ上げる余地があると思いますので、上記のような家庭学
習の誘導に加え、配布プリント・説明内容の改良により、講義の理解度を上げる
様努⼒したいと思います。 

講義目的 生体防御反応を担う免疫機構を組織、細胞、分子レベルで習得する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義方針説明、免疫学総論：生体防御反応、獲得免疫、自然免疫について講

義する。 
2 回 自然免疫免疫を担当する組織、細胞：食細胞,NK 細胞の役割について講義
する。 
3 回 抗体の構造と機能について講義する。 
4 回 補体系：補体の成分と働き、食作用と細胞溶解について講義する。 
5 回 獲得免疫を担当する組織、細胞：樹状細胞、リンパ球の役割について講義す
る。 
6 回 免疫担当細胞１：B 細胞の応答と抗体産生細胞への成熟、抗体産生のメカニ
ズムについて講義する。 
7 回 免疫担当細胞２：T 細胞の応答とサイトカイン分泌について講義する。 
8 回 主要組織適合性複合体について講義する。 
9 回 中間テストを実施する。 
10 回 細胞性免疫反応について講義する。 
11 回 免疫反応の調節について講義する。 
12 回 感染防御の免疫反応と免疫不全について講義する。 
13 回 自己免疫疾患とアレルギーについて講義する。 
14 回 腫瘍に対する免疫反応について講義する。 
15 回 移植免疫：輸血と血液型、臓器移植と拒絶反応の機構について講義する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習の流れを確認しておくこと。 
2 回 教科書 第３章に目を通しておくこと。 
3 回 教科書 第４、５章に目を通しておくこと。 
4 回 教科書 第６章に目を通しておくこと。 
5 回 教科書 第７、８章に目を通しておくこと。 
6 回 教科書 第９、１３章に目を通しておくこと。 
7 回 教科書 第１０、１１章に目を通しておくこと。 
8 回 教科書 第１２章に目を通しておくこと。 
9 回 ここまでの内容をよく復習すること 
10 回 教科書 第１４章に目を通しておくこと。 
11 回 教科書 第１５章に目を通しておくこと。 
12 回 教科書 第１６，１７章に目を通しておくこと。 
13 回 教科書 第１８〜２０章に目を通しておくこと。 
14 回 教科書 第２１章に目を通しておくこと。 
15 回 教科書 第２０章に目を通しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTM5522 
成績評価 定期試験（７２％）、中間試験（０％）、小テスト（２８％）、レポート（０％）、

ノート（０％） 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス MA(工)(〜10),MB(工)(〜10) 
見出し FTM5522 環境保全学 
担当教員名 猶原 順 
単位数 2 
教科書 原則，ノート講義を実施する。必要に応じ資料プリントを配付する。 
アクティブラーニング  
キーワード 水・土・空気 物質循環 自然環境保全 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 なし 
科目名 環境保全学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 化学の目でみる地球の環境（北野康著，裳華房），水と水質環境の基礎知識（武⽥

育郎著，オーム社），地球温暖化の科学（北海道大学大学院環境科学院編，北大出
版会），環境保全工学（浮⽥正夫ら著，技報堂） 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTM5522 
実務経験のある教員  
達成目標 環境問題とその保全策に関連した内容を化学的・生態学的な観点から理解する。 
受講者へのコメント  
連絡先 E-mail:jnaohara@bme.ous.ac.jp, Tel&Fax:086-256-9711、１２号館１階 猶原教

授室  
フィスアワー：金昼 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 意欲、満足共に 60％を超えていた。 
英文科目名 Environmental Conservation 
関連科目 基礎化学，分析化学，公衆衛生学，生活環境学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 地球規模で問題になっている環境問題の概略を述べ，その中から特に土，水，大

気環境の現状について詳しく述べる。⼈間と生態系の調和のとれた循環型社会シ
ステムの実現のために，自然環境，地球環境，地域環境の保全技術について解説
する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 



2 回 自然環境と生物について説明する。 
3 回 自然環境と生物について説明する。 
4 回 自然環境と生物について説明する。 
5 回 自然環境と生物について説明する。 
6 回 地域環境の汚染と破壊の現状について説明する。 
7 回 地域環境の汚染と破壊の現状について説明する。 
8 回 地域環境の汚染と破壊の現状について説明する。 
9 回 地球環境の汚染と破壊の現状について説明する。 
10 回 地球環境の汚染と破壊の現状について説明する。 
11 回 地球環境の汚染と破壊の現状について説明する。 
12 回 水環境保全について説明する。 
13 回 水環境保全について説明する。 
14 回 大気・土壌環境保全について説明する。 
15 回 自然環境保全技術について理説明する。 

準備学習 1 回 新聞・雑誌等を通じて環境問題に関する記事等に注目しておくこと。 
2 回 配付資料に基づき，水の基礎知識について学習しておくこと。 
3 回 配付資料に基づき，大気の基礎知識について学習しておくこと。 
4 回 配付資料に基づき，土壌の基礎知識について学習しておくこと。 
5 回 配付資料に基づき，エネルギーサイクルの基礎知識について学習しておく
こと。 
6 回 配付資料に基づき，汚濁物質指標について学習しておくこと。 
7 回 配付資料に基づき，地域環境汚染問題の経過について学習しておくこと。 
8 回 配付資料に基づき，地域環境汚染問題の現状について学習しておくこと。 
9 回 配付資料に基づき，地球環境問題の経過について学習しておくこと。 
10 回 配付資料に基づき，地球環境問題の現状について学習しておくこと。 
11 回 配付資料に基づき，地球環境問題の将来予測について学習しておくこと。 
12 回 配付資料に基づき，水処理技術について学習しておくこと。 
13 回 配付資料に基づき，水処理技術について学習しておくこと。 
14 回 配付資料に基づき，大気・土壌環境保全技術について学習しておくこと。 
15 回 これまでの授業に関し，自分なりに総括しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTM5711 
成績評価 物定期試験（７０％）、毎回のミニテスト（３０％） 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス MA(工)(〜12),MB(工)(〜12) 
見出し FTM5711 材料工学 
担当教員名 中路 修平 
単位数 2 
教科書 新版ヴィジュアルでわかるバイオマテリアル／古薗 勉、岡⽥正弘／秀潤社、お

よびプリントを適宜使用する。 
アクティブラーニング  
キーワード 医用材料、生体材料、バイオマテリアル、生体適合性、安全性、医療機器 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 自由意見 1「書く量が多い」→ 決して多いとは思いません。この授業は臨床工学

コースに進む学生にとっては国家試験の重要な出題分野です。板書量は必要最小
限をやっと満たしているレベルです。自由意見 2「消すのが早い。説明を聞いて
いると⿊板をうつせない」→ 消すまでにかなりの時間を取っています。また、全
員が書き終わるまで待っていては、必要量を教えることができません。社会に出
たら、板書さえしてもらえません。そのような中で仕事をしていくための訓練と
考え、早く写す工夫と努⼒をして下さい。 

科目名 材料工学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 臨床工学講座生体物性・医用材料工学／中島章夫、氏平政伸／医⻭薬出版 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTM5711 
実務経験のある教員  
達成目標 医用材料に関する基礎的知識を習得する。臨床工学コースの場合、臨床工学技士

の業務に必要な医用材料に関する知識を習得し臨床工学技士国家試験に合格す
るために必要な知識を獲得することが達成目標である。生体工学コースの場合、
医療機器に係わる業務（開発、生産、品質管理など）に必要な医用材料に関する
基礎的な知識を獲得することが達成目標である。 

受講者へのコメント この授業では、いろいろな医療機器・医療用具に使用される材料について勉強し
ます。1 年生の前期という、⼈工腎臓も、⼈工肺も、⼈工関節も、何も習ってい
ない段階で、材料名を勉強します。そのため、丸暗記的な要素が強くなってしま
います。そのような問題点を克服するため、授業では、⼈工腎臓、中空糸、⼈工
関節、⼈工血管、血液回路、カテーテルなどの実物を回覧し、目で見て、手で触
って感触を知ってもらう工夫をしています。さらに、動画を多用して感覚的に分
かりやすい授業になるように工夫しています。 

連絡先 生体材料工学研究室（２７号館３階３０８室）、オフィスアワー：月〜金 昼休み 
合理的配慮が必要な学生への  



対応 
各項目評価に対する所見 【C】総合評価の７）この授業に満足しましたか、で、満足（27 ⼈）を 5 点、ほ

ぼ満足（16 ⼈）を 4 点、普通（4 ⼈）を 3 点、やや不満（0 ⼈）を 2 点、不満（0
⼈）を 1 点（無回答（1 ⼈）は計算に含めない）として、加重平均すると 4.49 点。
同様に、６）授業に対する教員の意欲は感じられましたか、では 4.64 点、５）こ
の授業の目標を達成できましたか、では 3.94 点。これら 3 項目の平均が 4.35 点
でした。これらから判断すると、まずまずだったのではないかと考えています。 

英文科目名 Biomaterial Engineering 
関連科目 性工学、⼈工臓器Ⅰ、⼈工臓器Ⅱ、⼈工臓器Ⅲ、⼈工臓器Ⅳ 
次回に向けての改善変更予定 特に大きな変更は考えていません。医療機器・医療用具の実物をさらに集めたい

と考えています。板書、パワーポイントに加え、動画やインターネットを活用し
ています。医療の専門分野では特に有効だと考えていますので、さらに充実させ
たいと考えています。 

講義目的 材料工学では生体医工学に係わる医用材料（バイオマテリアル、生体材料とも呼
ばれる）について学習する。特に生体工学、医用工学、臨床工学に必要な材料工
学の基礎について、生体の特性を考慮しながらおもに⼈工材料を中心に学習す
る。医用材料に必要な基本的条件、医用材料の生体適合性、高分子系医用材料、
金属系医用材料、セラミックス系医用材料等について学ぶ。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 バイオマテリアル（医用材料）の概要と必要条件などについて解説する。 

2 回 バイオマテリアルとそれを応用した医療機器の関係について解説する。 
3 回 高分子系バイオマテリアル（１）（高分子の性質）について解説する。 
4 回 高分子系バイオマテリアル（２）（合成高分子）について解説する。 
5 回 高分子系バイオマテリアル（３）（天然高分子、生分解性高分子）について
解説する。 
6 回 金属系バイオマテリアル（種類、特性など）について解説する。 
7 回 セラミックス系バイオマテリアル（種類、特性など）について解説する。 
8 回 バイオマテリアルと生体適合性（１）（生体と材料との相互作用、血液適合
性など）について解説する。 
9 回 バイオマテリアルと生体適合性（２）（血液凝固、炎症反応など）について
解説する。 
10 回 バイオマテリアルと滅菌法（滅菌法の種類と特徴など）について解説する。 
11 回 バイオマテリアル・医療機器と薬事法について解説する。 
12 回 バイオマテリアルと安全性試験について解説する。 
13 回 バイオマテリアルとバイオ⼈工臓器（バイオ⼈工肝臓、バイオ⼈工膵臓、
バイオ⼈工腎臓）について解説する。 
14 回 バイオマテリアルと再生医療への応用について解説する。 
15 回 全体の振り返り。第１回〜第 14 回で学んだ内容を整理し要点を解説する。 

準備学習 1 回 教科書の１-1 の 1,2 を予習しておくこと。 
2 回 教科書のⅠ-1 の 3,4 を予習しておくこと。 
3 回 教科書のⅡ-1 の 1,2 を予習しておくこと。 
4 回 教科書のⅡ-1 の 3 を予習しておくこと。 



5 回 教科書のⅡ-1 の 4,5,6 を予習しておくこと。 
6 回 教科書のⅡ-2 を予習しておくこと。 
7 回 教科書のⅡ-3 を予習しておくこと。 
8 回 教科書のⅠ-2 を予習しておくこと。 
9 回 教科書のⅠ-2 を予習しておくこと。 
10 回 教科書のⅠ-1 の 2,4 を予習しておくこと。 
11 回 教科書のⅢ-1,2,3 を予習しておくこと。 
12 回 教科書のⅢ-4,5,6 を予習しておくこと。 
13 回 教科書のⅡ-4 を読んでおくこと。ES 細胞、iPS 細胞について調べてみよ
う。 
14 回 教科書のⅡ-4 を予習しておくこと。 
15 回 全体の振り返り。第１回〜第 14 回で学んだ内容を整理し要点を解説する。 

 



年度 2012 
授業コード FTM5721 
成績評価 毎回、実験テーマごとのレポート提出 50％及び実験態度 50％により成績を評価

する。 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス MA(工)(〜11),MB(工)(〜11) 
見出し FTM5721 生体科学実験 
担当教員名 八⽥ 貴、猶原 順 
単位数 2 
教科書 実習書を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 生体素材・⼈間環境・分析機器・生化学・遺伝子工学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特に無し。 
科目名 生体科学実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし。 
授業形態 実験実習 
注意備考 毎回出席すること。  

実習書をよく読んでおくこと。  
各担当教員、ティーチングアシスタントの指示に従うこと。  
各実験のレポートを全て提出すること。 

シラバスコード FTM5721 
実務経験のある教員  
達成目標 実験を行うこと事で、種々の実験装置や分析機器の操作を修得し、実施・観察を

行う。そして、実験を通じて講義で学んだ理論や知識の妥当性を検証すると共に、
実験データに対する考察⼒を養う。また、実験レポートの整理・表示・作成法を
修得する。 

受講者へのコメント 特に無し。 
連絡先 ２７号館３階 八⽥教授室  086-256-9515 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 理解が深まったが 80％となっているが、本当だろうか？ 
興味・関心が高まったが 26％と低いのは改善の余地があると思う。 

英文科目名 Biomedical Science Laboratory 
関連科目 基礎科学・基礎生物・生化学 
次回に向けての改善変更予定 興味深い実習テーマを選んで行いたい。 
講義目的 生体・生命現象を深く理解するために、その応用及び基礎となる化学・生化学等

に関する実験を行うことによって、実際の研究の・実習の基本を身につける。具
体的には、⼈間環境に関する分析実験、生体素材に関する基礎的実験、⼈間に関



わる微生物の実験、遺伝子工学実験を行う。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。生体科学実験の全体像・実験の注意点について解説す

る。 
2 回 ⼈間環境科学実験 ：ＴＯＣ計による環境水中の有機物の測定をする。 
3 回 ⼈間環境科学実験 ：分光光度計による環境水中の全リンの測定をする。① 
4 回 ⼈間環境科学実験 ：分光光度計による環境水中の全リンの測定をする。② 
5 回 環境分析実験 ：ＩＣＰ質量分析計による環境水中の有害元素分析の測定を
する。 
6 回 環境分析実験 ：ＩＣＰ質量分析計による生体試料中の元素の測定をする。
① 
7 回 環境分析実験 ：ＩＣＰ質量分析計による生体試料中の元素の測定をする。
② 
8 回 生化学実験 ：クラゲの緑色蛍光タンパクＧＦＰの合成を調べ測定する。 
9 回 生化学実験 ：ゲルろ過クロマトグラフィーによって、物質を分離する。 
10 回 遺伝子工学実験 ：プラスミド DNA の単離・切断・電気泳動の実習をす
る。 
11 回 遺伝子工学実験 ：抗生物質の耐性と遺伝子マーカーについて実習する。 
12 回 生化学実験 ：生体の微生物学について実習する。 
13 回 生理学実験：薬剤耐性菌の有無についての試験をする。 
14 回 生理学実験：酵素化学実験について実習する。 
15 回 実験全体について、演習をする。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 ＴＯＣ計の原理を調べておくこと、また環境中の有機物の動態についても
調べておくこと。 
3 回 吸光度系の原理を調べておくこと、また環境中のリンについても調べてお
くこと。 
4 回 吸光度系の原理を調べておくこと、また環境中のリンについても調べてお
くこと。 
5 回 ＩＣＰ質量分析計についてよく調べておくこと、また有害元素にはどのよ
うなものがあるか調べておくこと。 
6 回 ＩＣＰ質量分析計についてよく調べておくこと、また有害元素にはどのよ
うなものがあるか調べておくこと。 
7 回 ＩＣＰ質量分析計についてよく調べておくこと、また有害元素にはどのよ
うなものがあるか調べておくこと。 
8 回 タンパク質の大腸菌で合成するしくみを調べておくこと。 
9 回 タンパク質の分離について調べておくこと。ゲルろ過クロマトグラフィー
について調べておくこと。 
10 回 制限酵素・電気泳動について調べておくこと。 
11 回 抗生物質のについて種類と機能を調べておくこと。 
12 回 ヒトの体に存在する微生物を調べておくこと。 
13 回 薬剤耐性の出現について調べておくこと。 



14 回 酵素の性質について調べておくこと。 
15 回 １４回までの実習について復習をしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTM5731 
成績評価 定期試験のみ 
曜日時限 金曜日 9・10 時限 
対象クラス MA(工)(〜10),MB(工)(〜10) 
見出し FTM5731 システム工学 
担当教員名 松宮 潔 
単位数 2 
教科書 講義中に指定，あるいは資料配布する． 
アクティブラーニング  
キーワード 信号処理，シグナル，ノイズ，シミュレーション，モデリング，伝達関数，スペ

クトル 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 コメント「難しい内容」を否定はしない．普通の⼈が「難しい」と言って投げ出

してしまうことをやり遂げるところに価値が生まれると思って頑張ってほしい． 
コメント「理解度を試す類題を解かせて欲しかった」について．まず，同じ問題
ですら自⼒でできるようになる学生が少ない中，講義で類題を多くこなす時間は
取れない点，理解してほしい．次に，理解度を試したいのであれば，講義で扱っ
た問題を何の資料も見ずに自⼒で解いてみればよい．それでも類題が欲しいので
あれば，シラバスに示したものを含め参考書がいくらもあるので自分でやればよ
い． 

科目名 システム工学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 １）森泰親，演習で学ぶ基礎制御工学，森北出版 

２）佐藤俊輔ほか，ME 教科書シリーズ 生体信号処理の基礎，コロナ社 
３）河合素直，制御工学−基礎と例題−，昭晃堂 

授業形態 講義 
注意備考 講義においては数学を多用しながら電気回路を頻繁に扱う．生体工学コースの場

合，履修するか否かの判断は慎重に．「応用数学Ⅰ・Ⅱ」や「電気工学Ⅰ・Ⅱ」の
単位を落としている場合は履修を勧めない．なお，科目の性質として期末試験に
選択問題はまず出題されないと想定すること． 

シラバスコード FTM5731 
実務経験のある教員  
達成目標 医療機器を中心としたシステムについて機能の背景にある基礎理論を学ぶ． 
受講者へのコメント 自分の頭と手を動かして取り組むトレーニングを怠ると，単に本科目のような科

目の理解が進まないだけでなく，将来，分野を問わず未知のことに出会った時に
全く対応できない⼈になってしまいかねないことを心に留めておくように． 

連絡先 5 号館 4 階松宮研究室 kmatsumiya＠bme.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 本科目は知識よりはスキルを会得する色合いが強いため講義を聴講しているだ



けで身に付くということはなく，この点，講義中もしばしば述べたつもりである．
しかるに，アンケート結果によると講義時間外の学習時間をゼロという学生が半
数を占め，期末試験で真に理解して正答に至っている学生の割合が多くないこと
を考え合わせると，少なくとも半数の学生は本気で身に付けようとはしていない
ものと考えられる． 
原因として，単なるサボタージュの他，本科目を受講するための数学・電気回路
等に関する予備的な知識やスキルの不足ゆえ「頑張ったところで 

英文科目名 System Engineering 
関連科目 応用数学，電気工学，応用⼒学，診断機器概論，治療機器概論 
次回に向けての改善変更予定 特にない 
講義目的 生体工学，医用工学，臨床工学に必要なシステム理論，信号理論，制御理論の基

礎について教授する．生体医工学における具体例について演習的に触れる． 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 システム工学とその意義 

2 回 基礎信号理論 
3 回 ラプラス変換と伝達関数 
4 回 過渡応答，周波数応答 
5 回 フィードバック制御 
6 回 波形とスペクトル 
7 回 シグナルとノイズ 
8 回 サンプリングとフィルタ 
9 回 シミュレーションとモデリング 
10 回 相関関数 
11 回 医療機器における電気システム 
12 回 医療機器における機械システム 
13 回 医療機器における流体システム 
14 回 演習１ 
15 回 演習２ 

準備学習 1 回 特になし． 
2 回 教科書・参考書の内，基礎信号理論に関するページを一読しておく． 
3 回 教科書・参考書の内，ラプラス変換と伝達関数に関するページを一読してお
く． 
4 回 教科書・参考書の内，過渡応答，周波数応答に関するページを一読してお
く． 
5 回 教科書・参考書の内，フィードバック制御に関するページを一読しておく． 
6 回 教科書・参考書の内，波形とスペクトルに関するページを一読しておく． 
7 回 教科書・参考書の内，シグナルとノイズに関するページを一読しておく． 
8 回 教科書・参考書の内，サンプリングとフィルタに関するページを一読してお
く． 
9 回 教科書・参考書の内，シミュレーションとモデリングに関するページを一読
しておく． 
10 回 教科書・参考書の内，相関関数に関するページを一読しておく． 



11 回 教科書・参考書の内，医療機器における電気システムに関するページを一
読しておく． 
12 回 教科書・参考書の内，医療機器における機械システムに関するページを一
読しておく． 
13 回 教科書・参考書の内，医療機器における流体システムに関するページを一
読しておく． 
14 回 講義内容で触れた治療機器を中心に自習しておく． 
15 回 講義内容で触れた治療機器を中心に自習しておく． 

 



年度 2012 
授業コード FTM57A2 
成績評価 提出したスケッチとレポートの内容により評価する．なお，本実験は教職関連科

目でもあるので，全出席が評価の前提である．そのため，公欠を含め２回（教育
実習の場合は３回）をこえる欠席は，直ちに単位認定資格を失うものとする． 

曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス MA(工)(〜12),MB(工)(〜12) 
見出し FTM57A2 生物学実験 
担当教員名 守⽥ 益宗、正木 智美＊ 
単位数 2 
教科書 特になし，適宜プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 光学顕微鏡観察 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 同上 
科目名 生物学実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 実験実習 
注意備考 第１回オリエンテーションを欠席の学生は以後の受講を認めない。また，受講希

望者多数の場合は抽選とする。 
シラバスコード FTM57A2 
実務経験のある教員  
達成目標 光学顕微鏡が支障なく操作できるようになること 
受講者へのコメント 同上 
連絡先 理大研究室７号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 同時開講科目を多くもつ教員の所見記入について，同じような所見記入の手間を
省くため，一括コピーができるようお願いを毎年しているにもかかわらず，全く
改善されていません．手間がかかるだけで，所見を記入する気にもなりません．
何かあれば個別に聞きに来て下さい． 

英文科目名 Basic Biology Laboratory 
関連科目 特になし 
次回に向けての改善変更予定 同上 
講義目的 中学・高校教師が指導しなければならない生物実験や，知っておくと教科指導に

便利な光学顕微鏡の使い方やその実験法について教授する． 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 特になし 



 



年度 2012 
授業コード FTM57C2 
成績評価 実験レポート 60％、中間実技試験 10％、定期試験 30％により成績を評価する。 

但し、定期試験において基準点を設け、得点が 100 点満点中、30 点未満の場合
は不合格とする。 

曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス MA(工)(〜12),MB(工)(〜12) 
見出し FTM57C2 化学実験 
担当教員名 佐藤 幸子、中山 智津子＊ 
単位数 2 
教科書 岡山理科大学化学実験一手引きと演習一 ／ 佐藤幸子 

：理工系化学実験（一基礎と応用一 第３版） ／ 坂⽥一矩編 ／ （東京教学社） 
アクティブラーニング  
キーワード 無機定性分析：金属のイオン化傾向、元素の周期表、分属試薬、溶解度積、化学

平衡、錯イオン、両性金属、マスキング 
定量分析：中和、酸化還元、キレート生成、電離定数、pH、pKa、緩衝溶液、モ
ル濃度、質量百分率 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答 無 
科目名 化学実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎化学実験安全オリエンテーション ／ 山口和也、山本仁著 ／（東京化学同

⼈） 
大学の基礎化学実験 ／大学一般化学教育研究会編 ／（学術図書出版社） 
フォトサイエンス化学図録 ／（数研出版） 
化学入門／ 井口洋夫、木下實編集 ／（ 実教出版） 
クリスチャン分析化学 I, II ／ Gary D. Christian ／（丸善） 

授業形態 実験実習 
注意備考 全ての実験を行い、レポートを期限内に提出し受理されていることが、単位取得

の前提条件である。十分な予習をし、内容を理解して実験に臨むこと。実験開始
１時間前までに、実験ノートと予習プリントを必ず提出する。実験を安全に行う
ため、白衣と保護眼鏡の着用を義務づける。メールを利用してレポートの解説と
質問に対応している。 

シラバスコード FTM57C2 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）薬品の取り扱い方の基本を理解する。決められた濃度の試薬溶液を調製で

きる。 
（２）適切な実験廃液の処理ができる。 
（３）測容ガラス器具（ホールピペット、ビュレット、メスフラスコ）の使用方
法を習得する。 
（４）pH メーター、分光光度計、電子天秤の使用方法を習得する。 



（５）詳しい実験観察結果を文章で表現し、物質の変化を化学反応式で記述でき
る。 
（６）報告書の基本的書き方を習得する。 
（７）モル濃度、質量パーセント濃度を理解し、滴定実験、吸光光度法分析によ
り日常的な物（食酢、ミネラルウォーター、ドリンク剤 

受講者へのコメント 無 
連絡先 10 学舎５階 電子メール satos@dac.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 無 
英文科目名 Elementary Chemistry Laboratory 
関連科目 基礎化学、入門化学 
次回に向けての改善変更予定 無 
講義目的 基礎的な実験を通して、化学実験に必要な基本的知識と実験室でのマナーを習得

する。実験機器の取り扱い方、グラフの書き方、報告書の作成法等を学ぶと同時
に、化学の基礎原理や概念についての理解を深める。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：講義の進め方、予習の仕方を説明する。 

 安全・環境教育 
2 回 基礎実験（金属と酸との反応）とレポート作成 
金属と強酸・強塩基との反応を調べることによって、化学実験で使われる器具お
よび試薬の基本的な取扱い方と、実験操作を学ぶ。 
3 回 第１ 属陽イオンの定性分析 （Ag, Pb） 
銀イオン、鉛イオンは HCl と反応して難溶性の塩化物沈殿をつくるので、他の
陽イオンと分離することができる。塩化鉛 の溶解度は 塩化銀 の溶解度に比べ
てかなり大きく、AgCl はアンモニアと反応して可溶性の錯イオンをつくる。こ
の化学的性質を利用して、両イオンを分離し、各イオンに特異的な反応でそれぞ
れのイオンを確認する。 
4 回 第２属陽イオンの定性分析 I（Pb, Bi, Cu, Cd) 
鉛 、ビスマス、銅 、カドミウムイオン  は、酸性条件下で、第２属陽イオンの
分属試薬である硫化水素 と反応して、それぞれ硫化鉛、硫化ビスマス、硫化銅 、
硫化カドミウム の沈殿を生成する。この硫化物生成反応と硫化物の熱硝酸によ
る溶解、各イオンとアルカリ水溶液、硫酸との反応および各イオン固有の検出反
応を確認する。 
5 回  第２属陽イオンの定性分析 II （混合試料の系統分析） 
第１属陽イオンを塩化物沈殿として分離した後、溶液中に存在する第２属陽イオ
ンを酸性条件下、硫化水素 と反応させる。それぞれ硫化鉛、硫化ビスマス、硫化
銅、硫化カドミウムとして沈殿させ、 ３属以下の陽イオンと分離する。この硫化
物の混合沈殿を、熱硝酸で酸化して溶解した後、鉛イオンを硫酸塩の沈殿として
分離する。つづいて、ビスマス 、銅、カドミウムイオン  の溶けている溶液をア
ンモニアアルカリ性にして、ビスマスイオンを水酸化物沈殿として析出させ、可
溶性のアンミン錯体を形成する 銅イオン 、カドミウムイオンと分離する。さら



に、銅イオン、カドミウムイオンはシアノ錯体とした後、錯体の安定度の差を利
用して、カドミウムだけを硫化物沈殿とすることによって分離・確認する。 
6 回 第３属陽イオンの定性分析 （Al, Fe, Cr） 
Fe(III)イオン、アルミニウムイオン、クロム(III)イオン は、酸性溶液中ではイオ
ンとして溶解しているが、弱塩基性水溶液中では水酸化物イオンと反応し、水酸
化物として沈殿する。分属試薬は、アンモニア?塩化アンモニウム水溶液が使わ
れる。全分析においては、第２属陽イオンを、酸性溶液中で硫化物として沈殿さ
せ、分離したろ液の硫化水素を除去した後、このろ液をアンモニアアルカリ性溶
液とする。第３属陽イオンは水酸化物として沈殿し、４属以下のイオンと分離す
ることができる。 
第３属陽イオンの混合沈殿の分離は、両性水酸化物である水酸化アルミニウムと
水酸化クロム(III)とを過剰の NaOH で溶解して、NaOH 水溶液に不溶の水酸
化鉄(III)を沈殿として分離する。次に、テトラヒドロキソアルミン酸イオンとテ
トラヒドロキソクロム(III)酸イオンとの混合溶液に過酸化水素を加えて加熱し、
クロム(III)イオンをクロム酸イオンに酸化する。続いて硝酸を添加して、テトラ
ヒドロキソアルミン酸イオンをアルミニウムイオンとする。さらに、この溶液の 
pH が 9?10 になるまでアンモニアを添加し、水酸化アルミニウムを沈殿させ、
クロム酸イオンと分離する。分離したそれぞれのイオンを含む溶液について、ロ
ダン反応、ベレンス反応、アルミノン・アルミニウムの赤色レーキ、クロム酸鉛
の⻩色沈殿生成などの特異反応を利用して各イオンの確認を行う。 
7 回 陽イオンの系統分析 （中間実技試験） 
８種類の第１?３属陽イオン（銀、鉛、ビスマス、銅、カドミウム、鉄(III)、アル
ミニウム、クロム(III)イオン）のうち、数種類の金属イオンを含む未知試料の全
分析（系統的定性分析）を行い、試料中に存在するイオンを検出する。 
8 回  陽イオンの系統分析結果の解説 
容量分析の事前説明 
9 回 中和滴定  
（１）食酢の定量 
  0.1 mol/l 水酸化ナトリウム水溶液の標定を行い、それを標準溶液として用
いた中和滴定により、市販食酢中の酢酸のモル濃度を決定し、食酢の質量パーセ
ント濃度を求める。 
（２）水酸化ナトリウム・炭酸ナトリウム混合溶液の指示薬を用いた中和滴定 
 塩基と炭酸塩の混合試料を、フェノールフタレイン指示薬とメチルオレンジ指
示薬を用いて塩酸標準液で連続滴定し、それぞれの含有量を決定する。（ワーダ
ー法） 
10 回 酸化還元滴定 （オキシドール中の過酸化水素の定量） 
外用消毒剤として使用される市販のオキシドール中の過酸化水素を、過マンガン
酸カリウム水溶液を用いた酸化還元滴定により定量する。 
11 回 キレート滴定 （水の硬度測定） 
検水中に含まれるカルシウムイオン とマグネシウムイオンの量を、キレート滴
定法によって求め、水道水、市販ミネラルウォーターの硬度を決定する。 
水の硬度は、検水中に含まれる Ca イオンと Mg イオンの量をこれに対応する



炭酸カルシウムの ppm として表される。Ca イオン と Mg イオンの合量モル濃
度を炭酸カルシウムの質量に換算して、１リットル中に１mg の 炭酸カルシウ
ムが含まれている場合を、硬度１という。キレート滴定では、当量点における金
属イオンの濃度変化（遊離あるいは錯体かの状態変化）を、金属イオンによって
鋭敏に変色する指示薬を用いて知ることにより、終点を決定する。 
12 回 pH メーターを用いる電位差滴定 I ： 酢酸の電離定数決定 
酢酸溶液に NaOH 標準溶液を滴下し、pH を測定する。NaOH 溶液の滴下と pH
の測定を繰り返して、滴定曲線を作成する。滴定曲線を用いて、交点法により当
量点を求め、酢酸のモル濃度と pKa を決定する。 
グラフの基本的な書き方を学ぶ。 
13 回  pH メーターを用いる電位差滴定 II  
（１）水酸化ナトリウム・炭酸ナトリウム混合溶液の滴定 
 pH メーターを用いた電位差滴定法により、未知濃度の水酸化ナトリウムと炭
酸ナトリウムの混合試料を定量し、それぞれの質量％濃度を算出する。pH メー
ターの取扱いおよび滴定操作を習熟すると共に、二価の弱塩基と強酸との中和反
応ついての理解を深める。さらに、フェノールフタレイン指示薬、メチルオレン
ジ指示薬を用いた二段階滴定（ワーダー法）と pH 滴定曲線との関係を確認す
る。 
   
（２）リン酸の滴定：pH メーターを用いて、未知濃度のリン酸水溶液を定量し、
滴定曲線よりリン酸の電離定数（Ka1、Ka2、および Ka3 ）を決定する。 
エクセルを用いてグラフを作成する。 
14 回  吸光光度法による鉄イオンの定量 
1,10-フェ 

準備学習 1 回 特になし。 
2 回 教科書を用意し、第 1 章 pp.1〜9 を読んでおくこと。 
元素の周期表、イオン化傾向、強酸、強塩基、酸化⼒のある酸について復習して
おくこと。 
「化学実験ー手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
教科書 pp.36〜40. 実験レポートの書き方 を読んでおくこと。 
3 回 教科書 pp.62〜68 を読み、陽イオンの分属と分属試薬について予習してお
く。 
「化学実験ー手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
教科書 pp.15〜18 を読み、難溶塩の溶解度と溶解度積について復習しておくこ
と。 
4 回 教科書 pp.68〜73 を読み、第２属陽イオンについて予習しておくこと。 
「化学実験ー手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
5 回 教科書 pp.73〜75 と第４回実験レポートを参考に、系統分析のフローチャ
ートを作成しておくこと。 
「化学実験ー手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
6 回 教科書 pp.78〜83 を読み、第３属陽イオンについて予習しておくこと。 
「化学実験ー手引きと演習」該当ページの化学反応式とフローチャートを書いて



おくこと。 
7 回 第 3〜6 回のレポートを参考に、第１?３属陽イオンの全分析フローチャー
トを作成しておくこと。 
8 回 教科書 pp.10〜13 を読み、溶液と濃度（百分率、モル濃度）について、復習
しておくこと。 
中和滴定における一次標準溶液の調製法について予習しておくこと。 
9 回 教科書 pp.52〜57、pp.88〜97 を読んでおくこと。 
「化学実験ー手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
基礎化学演習、分析化学の演習プリントで、容量分析における計算方法を復習し
ておくと良い。 
10 回 教科書 pp.108〜110 を読んで、酸化還元反応、酸化数、酸化剤、還元剤の
定義を確実にしておく。 
「化学実験ー手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
11 回 日常生活において、水の硬度に関心を持ち、ミネラルウォーター、水道水、
温泉水などの成分表示を調べてみる。 
教科書 pp.112〜116 を読み、「化学実験ー手引きと演習」該当ページの化学反応
式と金属指示薬の構造式を書いておくこと。 
12 回 教科書 pp.57〜59、pp.92〜97 を読み、弱酸の電離定数、緩衝溶液につい
て復習しておくこと。 
「化学実験ー手引きと演習」該当ページと教科書 p.97 を読み、酢酸の pKa 値は
滴定曲線における 1/2 当量点の pH であることを理解しておくこと。 
13 回 教科書 pp.98〜100 を読んでおくこと。 
「化学実験ー手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
14 回 教科書 pp.59〜61 を読み、分光光度計について予習しておくこと。 
教科書 pp.122〜126、「化学実験ー手引きと演習」該当ページを読み、フェナント
ロリン鉄（II）錯体を利用した鉄イオンの定量について、予習しておくこと。 
15 回 実験ノート・実験レポートの整理、演習問題の復習をし、質問事項をまと
めてくること。 

 



年度 2012 
授業コード FTM9013 
成績評価 研究内容と卒業論文（指導教員による評価：６０％）、研究成果のプレゼンテーシ

ョン（発表会参加教員による客観評価：４０％）を総合して評価する。６０％以
上を合格とする。 

曜日時限 集中その他 
対象クラス MA(工)(〜09),MB(工)(〜09) 
見出し FTM9013 卒業研究 
担当教員名 猶原 順、八⽥ 貴、林 紘三郎、小畑 秀明、木原 朝彦、内貴 猛、中路 修

平、原 
単位数 8 
教科書 配属された教員の指示による。 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 卒業研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 配属された教員の指示による。 
授業形態 実験実習 
注意備考 卒業研究は配属された教員の指導に従って研究室ごとに行う。 
シラバスコード FTM9013 
実務経験のある教員  
達成目標 卒業研究発表および卒業研究論文作成を最終目標とし、それまでの様々な活動を

通じて、以下のことを身につける。 
（１） 解決すべき問題について、その意義と内容を自分自身で分析することが
できる。 
（２） 問題の解決に必要な知識や情報を自分で獲得する手段を理解し、実践で
きる。 
（３） 研究計画を立て、自主的に実行することができる。 
（４） 自分が考えた内容を論理的かつ具体的に、簡潔な文章や図により表現で
きる。 
（５） 討論を通じ、自分の考えを相手に伝え、また、相手の意見を理解して、よ
りよい結論に導くことができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 代表： 学科⻑ （原則は配属先研究室の指導教員） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Graduation Thesis 



関連科目 生体医工学科のＡ群科目のうち、研究内容に関連する全ての科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生体医工学科に設置されている遺伝子・分子生物学、生体情報工学、バイオメカ

ニクス、生体材料工学、医工学、⼈間環境科学、法学の各研究室の指導教員の下
で、社会の動向・ニーズを踏まえて研究課題を設定し、限定された範囲で問題を
解決する能⼒を養成することを目標とする。また、卒業論文の作成、研究発表を
通して、自主的に研究する能⼒、研究内容をまとめる能⼒、プレゼンテーション
能⼒、コミュニケーション能⼒を養うことを目標とする。 

対象学年 4 年 
授業内容  
準備学習 下記のそれぞれの段階での準備学習を行う。 

（１） プレゼミとして研究室配属（３年次 ４月）を行う。以後、指導教員の
指示に従うこと。 
（２） ３年次は、プレゼミとして、関連基礎知識の修得、関連研究の調査を行
う。 
（３） 卒業研究テーマの選定（４年次 ４月） 
     準備学習として３年次は各担当教員の指導に従い、関連する講義を復
習する。また、担当教員が適宜配布する資料を熟読し、理解する。 
（４） 関連基礎知識の修得、関連研究の調査（４月ー９月）を行う。 
（５） 卒業研究の推進（１０月ー１月）を行う。 
（６） 卒業研究中間発表要旨・発表用スライドの作成、中間発表（１１月）を
行う。 
（７） 卒業論文作成、発表要旨・発表用スライドの作成（１月ー２月）を行う。 
（８） 卒業論文提出及び卒業研究発表（２月） を行う。 

 



年度 2012 
授業コード FTM9023 
成績評価 臨床実習先病院からの報告レポートや実習態度、学内レポート等により、総合的

に評価する 
曜日時限 集中その他 
対象クラス MA(工)(〜09),MB(工)(〜09) 
見出し FTM9023 臨床実習 
担当教員名 小畑 秀明、松木 範明 
単位数 4 
教科書 臨床実習の手引き 
アクティブラーニング  
キーワード 血液療法、血液透析、水処理、バスキュラーアクセス、血漿交換、血漿吸着、呼

吸療法、医療ガス、IABP、PCPS、高気圧酸素治療、医療機器管理システム、医
療安全、ヒヤリハット 

開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 臨床実習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 小野哲章 他，「臨床工学技士標準テキスト」，金原出版海老根東雄，「臨床工学ハ

ンドブック（上）・（下）」，ベクトル・コア など 
授業形態 実験実習 
注意備考 実習先病院内に限らずその周辺での行い全てが医療従事者として外部から評価

されます。⼈の命を預かる臨床工学技士としての立場を忘れることなく、真摯な
態度で実習に臨むこと。 

シラバスコード FTM9023 
実務経験のある教員  
達成目標 １．血液透析・血液浄化装置実習については、血液浄化療法とはなにか，血液浄

化のための設備，監視装置の構成、血液浄化の準備と実際について，２．集中治
療実習については、集中治療室の機能と設備，使用される機器，⼈工呼吸器の適
応，⼈工呼吸器の構成，⼈工呼吸器の準備と実際について，３．手術室実習につ
いては、手術室の機能と設備，⼈工心肺装置の適応，⼈工心肺装置の構成，⼈工
心肺装置の準備と実際について，ペースメーカの実際について，４．医療機器管
理の実際について、その他臨床工学技士が認識しておくべき事項を理解し⼈に正
しく説 

受講者へのコメント  
連絡先 ５号館３Ｆ小畑研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Clinical Training 



関連科目 生体医工学実習Ⅰ・Ⅱ など 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 臨床工学技士の資格修得のために必要な以下の、１．血液透析・血液浄化装置実

習、２．集中治療実習（⼈工呼吸器実習含む）、３．手術室実習（⼈工心肺装置実
習含む）、４．医療機器管理業務実習 の実習を行うことにより、その理論と実際
を理解する。さらに医療⼈として臨床工学技士に必要な資質を身につけるととも
に、チーム医療の一員として責任と役割を自覚することを目的とする。 

対象学年 4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション 、清潔操作について教授する 

2 回  血液浄化法について教授する 
3 回  血液浄化器について教授する 
4 回  血液浄化監視装置の構成と機能について教授する 
5 回  血液浄化療法の準備について教授する 
6 回  血液浄化療法の実際について教授する 
7 回  血液浄化装置の保守管理について教授する 
8 回  血液浄化療法についてまとめ総括する 
9 回  集中治療室の機能と設備について教授する 
10 回  集中治療室の機器について教授する 
11 回  ⼈工呼吸器の適応について教授する 
12 回  ⼈工呼吸器の構成と機能について教授する 
13 回  ⼈工呼吸器の実際について教授する 
14 回  ＩＡＢＰ ・ＰＣＰＳについて教授する 
15 回  集中治療室についてまとめ総括する 
16 回  手術室の機能と設備について教授する 
17 回  手術室の機器について教授する 
18 回  ⼈工心肺装置の適応について教授する 
19 回  ⼈工心肺装置構成と機能について教授する 
20 回  ⼈工心肺装置の実際１について教授する 
21 回  ⼈工心肺装置の実際２について教授する 
22 回  心臓ペースメーカの適応について教授する 
23 回  心臓ペースメーカの実際について教授する 
24 回  手術室・⼈工心肺装置についてまとめ総括する 
25 回  医療機器管理の必要性について教授する 
26 回  医療機器管理の実際について教授する 
27 回  高気圧治療装置の実際について教授する 
28 回  その他の医療機器について教授する 
29 回  その他の医療設備について教授する 
30 回  臨床実習についてまとめ総括する 

準備学習 1 回  これまで習ってきた全ての教科の総まとめと認識し、復習しておくこと 
2 回  血液浄化療法とはなにか理解しておくこと 
3 回  血液浄化のための機器について理解しておくこと 
4 回  血液浄化監視装置について理解しておくこと 



5 回  血液浄化療法の準備（プライミング）を良く練習しておくこと 
6 回  血液浄化療法の実際について良く予習しておくこと 
7 回  血液浄化装置の構造を理解しておくこと 
8 回  血液浄化療法についてレポートにまとめておくこと 
9 回  集中治療室の業務内容と、機能その設備について理解しておくこと 
10 回  集中治療室の機器について種類・目的など調べておくこと 
11 回  ⼈工呼吸器の適応について理解しておくこと 
12 回  ⼈工呼吸器の構造について理解しておくこと 
13 回  ⼈工呼吸器の準備と管理について理解しておくこと 
14 回  ＩＡＢＰ・ＰＣＰＳ等の機器について理解しておくこと 
15 回  ここまで実施した集中治療室の業務についてレポートにまとめておくこ
と 
16 回  手術室での業務内容と、機能その設備について理解しておくこと 
17 回  手術室の機器について種類・目的など調べておくこと 
18 回  ⼈工心肺装置の適応について理解しておくこと 
19 回  ⼈工心肺装置の構造について理解しておくこと 
20 回  ⼈工心肺装置の準備と管理について理解しておくこと 
21 回  ⼈工心肺装置の準備と管理について理解しておくこと 
22 回  心臓ペースメーカの適応について理解しておくこと 
23 回  心臓ペースメーカの構造と管理について理解しておくこと 
24 回  ここまで実施した手術室での業務についてレポートにまとめておくこと 
25 回  医療機器管理の必要性について理解しておくこと 
26 回  医療機器の保守方法について調べておくこと 
27 回  高気圧療法の適応について理解しておくこと 
28 回  臨床工学技士が係るその他の医療機器にはどのようなものがあるか調べ
ておくこと 
29 回  臨床工学技士が係るその他の医療設備にはどのようなものがあるか調べ
ておくこと 
30 回  これまでの臨床実習に関して総まとめをしておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FTP11B1 
成績評価 最終試験（60％）、小テスト、宿題（40％）最終試験と小テスト、宿題の成績に

より評価する。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス PA(工)(〜11) 
見出し FTP11B1 数学Ⅳ（知能：応用数学Ⅰ） 
担当教員名 神谷 茂保 
単位数 2 
教科書 すぐわかる微分方程式／石村園子／東京図書 

大学演習 解析学概論／矢野健太郎、石原繁／裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード 微分方程式 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 ＊この講義の目標を書いてくださいと依頼しましたが、残念ながら目標がよくわ

かっていない⼈もいました。 
科目名 数学Ⅳ（知能：応用数学Ⅰ） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に示す。 
授業形態 講義 
注意備考 数学 I,II の内容に習熟していること。 

よく復習すること（教科書「すぐわかる微分方程式」の該当部分は必ず読んでお
くこと）。（数学関連科目の学習にはある種のセンスを要求します。そのセンスを
磨くには勉強以外ありません。）「大学演習 解析学概論（矢野健太郎、石原繁著、
裳華房）」の該当部分も必ずやっておくこと。また図書館で関連図書を見つけ読
んでみること。微積分とくに積分の計算ができない場合はこの講義はとても難し
いものになるのでその覚悟をして履修すること。小テストを行うので遅刻しない
で出席すること。 

シラバスコード FTP11B1 
実務経験のある教員  
達成目標 微分方程式の解を求積法により実際に求めることができるようになること。特に

線形微分方程式の解が求められそれを⼒学、電磁気学に応用できること。いろい
ろな現象を微分方程式という方法で記述し、それを解析することができるように
なることが「微分方程式論」の大きな目標であるがこの講義では上記のように
「（定数係数２階）線形微分方程式の解を求めることができる」ことを最低限の
目標とする。 

受講者へのコメント ＊（微積分の復習が必要ですので）学習時間を１−２時間にしてください。 
連絡先 連絡先 20 号館 6 階神谷研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ＊3−４回以上欠席した⼈が２０％以上いたのは残念です。 



＊半分以上の⼈の学習時間が３０分以下というのは驚きました。 
英文科目名 Mathematics IV 
関連科目 A 群のほとんどすべての科目 
次回に向けての改善変更予定 ＊ほとんどの受講生がこの講義に満足してくれているようですので大きな変更

はしない予定です。 
講義目的 微分方程式の基礎を学ぶ。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  微分方程式とは何かを説明する。 

2 回  微分方程式の応用例について説明する。 
3 回  直接積分形の微分方程式について説明する。 
4 回  変数分離型の微分方程式 について説明する。 
5 回  変数分離型の微分方程式の応用について説明する。 
6 回  同次形の微分方程式 について説明する。1 
7 回  同次形の微分方程式の応用について説明する。 
8 回  １階線形微分方程式について説明する。 
9 回 １階線形微分方程式の応用について説明する。 
10 回  線形空間の基礎について説明する。 
11 回  線形微分方程式について説明する。 
12 回  ２階線形微分方程式ついて説明する。 
13 回  ２階線形微分方程式の解の構造について説明する。 
14 回  線形微分方程式とその応用について説明する。 
15 回  線形微分方程式とその応用として⼒学の問題、電磁気の問題を説明する。 

準備学習 1 回  微分積分の基礎を復習しておくこと。 
2 回  「積分」の練習をしておくこと。 
3 回  微分積分の基礎的な問題を復習しておくこと。また微分方程式の応用例
について復習しておくこと。 
4 回  微分方程式とは何か理解しておくこと。不定積分の練習問題をやってみ
ること。 
5 回  微積分の教科書などを参照に積分の演習問題を解いてみること。 
6 回 変数分離形の微分方程式の一般解を求める練習をしてみること。 
7 回 変数分離形、同次形の微分方程式の復習をしておくこと。。 
8 回 微積分学の教科書の「積分」の部分を復習しておくこと。 
9 回 １階線形微分方程式の解の公式を覚えておくこと。 
10 回  線形代数の基礎について復習しておくこと。 
11 回 線形代数の基礎、2 次方程式の解法、部分積分法について復習しておくこ
と。 
12 回 線形代数の基礎、2 次方程式の解法について復習しておくこと。 
13 回 線形微分方程式の解法について復習しておくこと。 
14 回  線形微分方程式の解法、解の構造について復習しておくこと。 
15 回 ⼒学、電磁気学の基礎について復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTP11C1 
成績評価 中間試験（５０％）、最終レポート（５０％） 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス PA(工)(〜10) 
見出し FTP11C1 技術マネジメント 
担当教員名 新倉 正和 
単位数 2 
教科書 毎週プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 企業財務、企業戦略、技術開発戦略、プロジェクト管理、知的財産権 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 大きな教室で後方からは見にくかったと思いますが、スライドの字を少し大き 

くしていきたい。なお、毎回、スライドと同じものを配付資料としているので、
そち 
らにも着目するよう、授業中にも指示したい。 

科目名 技術マネジメント 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 藤末健三著 「技術経営入門」 日経ＢＰ社発行岩崎夏海著 「もし高校野球の

女子マネージャがドラッカーの『マネジメント』を読んだら」 ダイヤモンド社
発行 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTP11C1 
実務経験のある教員  
達成目標 本科目で取得する能⼒は、・企業財務・収益性の定量的解析能⼒・企業戦略・商品

戦略・技術開発戦略の構築手法・技術⾰新プロセスの普遍的な特質の理解・研究
開発組織やプロジェクト運営の先進的な手法・知的財産や特許戦略の基本知識 

受講者へのコメント １）予想外に受講者数が多すぎました。学務部とも相談して、改善していきたい、
と思います。 
２）受講者数が多すぎたことも一因でありますが、私語などについてはしっかり
と注意していきます。 

連絡先 学外連携推進室（第１学舎、１階）E メール：m-niikura@office.ous.ac.jpTEL：
086-256-9730 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 １）受講者数が多すぎる。教室が小さすぎる。 
２）私語など授業の妨げとなる行為には、しっかりと注意して欲しい。 

英文科目名  
関連科目 企業情報特論 



次回に向けての改善変更予定 １）学務部および就業⼒プロジェクトの先生方と相談したい。 
２）私語など、教室全体に目を配るよう努めたい。 

講義目的 企業間競争や技術開発競争がグローバル化している現代の産業社会では、本質的
な市場ニーズを正確に把握し、それに対応した技術⾰新をいち早く達成すること
が求められている。本科目では、企業や研究機関の技術者・研究者を志す者に対
して、技術開発分野のリーダーとして必要な資質を付与し、技術開発プロジェク
トをマネジメントする能⼒を養成することを目的としている。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：技術マネジメント 

2 回 企業財務初歩（損益計算書、貸借対照表）と技術開発 
3 回 企業財務初歩（キャッシュフロー、収益性評価）と技術開発 
4 回 企業経営戦略：競争優位の確立（コストリーダーシップ戦略） 
5 回 コストリーダーシップ戦略：シェアＮｏ．１ 
6 回 企業経営戦略：競争優位の確立（商品差別化、ニッチ戦略） 
7 回 企業経営戦略（ドラッカーの考え方） 
8 回 企業財務・企業経営戦略の演習 
9 回 中間試験（主として、企業財務・企業経営戦略） 
10 回 プロジェクト管理（設備投資、提案・評価） 
11 回 Ｒ＆Ｄ戦略 
12 回 新しい生産プロセスの手法 
13 回 知的財産（特許概論、特許生評価） 
14 回 知的財産（出願プロセス、明細書準備） 
15 回 リスク管理、最終まとめ 

準備学習  
 



年度 2012 
授業コード FTP11C2 
成績評価 中間試験（５０％）、最終レポート（５０％） 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス PA(工)(〜10) 
見出し FTP11C2 技術マネジメント 
担当教員名 新倉 正和 
単位数 2 
教科書 毎週プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 企業財務、企業戦略、技術開発戦略、プロジェクト管理、知的財産権 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 技術マネジメント 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 藤末健三著 「技術経営入門」 日経ＢＰ社発行岩崎夏海著 「もし高校野球の

女子マネージャがドラッカーの『マネジメント』を読んだら」 ダイヤモンド社
発行 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTP11C2 
実務経験のある教員  
達成目標 本科目で取得する能⼒は、・企業財務・収益性の定量的解析能⼒・企業戦略・商品

戦略・技術開発戦略の構築手法・技術⾰新プロセスの普遍的な特質の理解・研究
開発組織やプロジェクト運営の先進的な手法・知的財産や特許戦略の基本知識 

受講者へのコメント  
連絡先 学外連携推進室（第１学舎、１階）E メール：m-niikura@office.ous.ac.jpTEL：

086-256-9730 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 企業情報特論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 企業間競争や技術開発競争がグローバル化している現代の産業社会では、本質的

な市場ニーズを正確に把握し、それに対応した技術⾰新をいち早く達成すること
が求められている。本科目では、企業や研究機関の技術者・研究者を志す者に対
して、技術開発分野のリーダーとして必要な資質を付与し、技術開発プロジェク
トをマネジメントする能⼒を養成することを目的としている。 

対象学年 3 年/4 年 



授業内容 1 回 オリエンテーション：技術マネジメント 
2 回 企業財務初歩（損益計算書、貸借対照表）と技術開発 
3 回 企業財務初歩（キャッシュフロー、収益性評価）と技術開発 
4 回 企業経営戦略：競争優位の確立（コストリーダーシップ戦略） 
5 回 コストリーダーシップ戦略：シェアＮｏ．１ 
6 回 企業経営戦略：競争優位の確立（商品差別化、ニッチ戦略） 
7 回 企業経営戦略（ドラッカーの考え方） 
8 回 企業財務・企業経営戦略の演習 
9 回 中間試験（主として、企業財務・企業経営戦略） 
10 回 プロジェクト管理（設備投資、提案・評価） 
11 回 Ｒ＆Ｄ戦略 
12 回 新しい生産プロセスの手法 
13 回 知的財産（特許概論、特許生評価） 
14 回 知的財産（出願プロセス、明細書準備） 
15 回 リスク管理、最終まとめ 

準備学習  
 



年度 2012 
授業コード FTP11D1 
成績評価 定期試験(100％)，中間試験(0％)，小テスト(0％)，レポート(0％)，ノート(0％) 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス PA(工)(〜12) 
見出し FTP11D1 物理学Ⅰ（機械） 
担当教員名 蜂谷 和明 
単位数 2 
教科書 浦上澤之編著・「理工基礎物理学」・裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード 物理学，⼒学，質点の⼒学，微分・積分 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 （１）「講義室が狭かった（７⼈）」では、私も狭いと感じていましたが、今後、

気を付けたいです。（２）「講義室は暑かった（７⼈）」では、法令では、省エネの
ため２８℃と設定されているので、大変だったと思います。（３）「わかりにくか
った」が３⼈、「わかりやすかった」が７⼈であった。機械システム工学科の１年
生の学生は、高校で物理学を取らないで入学してきている学生がかなりな数いま
す。担当の教員は、このことは十分に理解し、物理を取ってきていない学生のこ
とも考えて、講義ではわかりやすい言葉を使ったり、必要以上に説明にも気 

科目名 物理学Ⅰ（機械） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ⻑岡洋介著・「物理の基礎」・東京教学社野⽥ 学著・「やりなおし高校の物理」・

ナツメ社 
授業形態 講義 
注意備考 機械システム工学科および機械系科目を学ぶ工学プロジェクトコースでは、物理

学の履修は避けて通れない。高校で物理学を履修しなかった学生あるいは不得意
であった学生は、高校の教科書はもとより、上記の参考書などにより問題演習も
含めて十分に学習してほしい。 

シラバスコード FTP11D1 
実務経験のある教員  
達成目標 [A2]機械システム工学の専門知識を理解するために、物理学、⼒学、電磁気学の

基礎知識を修得する。特に、微分を使って運動方程式を作り、積分により運動方
程式が解くことを目標とする。 

受講者へのコメント  項目［Ａ］の予習と復習、積極的に取り組んだかでは、全くしなかったが５２％
であったのは今回はじめてのように思えます。もう少し勉強してください。これ
を改善するために、小テストを通して、大切な箇所を理解してもらうようにして
います。小テストや講義で問題を解くことによって、その日のうちに復習をして
もらうことを願っています。項目［Ｂ］と「Ｃ］の満足度の達成度は、例年低い
ため、常に、一般的な物理の講義をするのではなく、機械の学生には何が必要な
のかを、講義にできるかぎり取り入れているし、取り入れるように努⼒をしてい
ます 



連絡先 蜂谷（電子メール hachiya@mech.ous.ac.jp，電話 086-256-9573）オフィスアワー
水曜日 12:30-13:30、16:00-17:00、金曜日 16:00-17:00、場所１学舎３階 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  項目［Ａ］の予習と復習、積極的に取り組んだかでは、週２時間以上の学生が
４％で、週１時間が２０％、全くしなかったが５２％あった。指示された課題へ
の取り組みが２６％、教科書や参考書の活用が１９％であった。項目［Ｂ］のこ
の分野への理解が深まった４９％で、興味が高まったが２３％であった。［Ｃ］の
目標達成度で、できたから半分程度できた⼈は７８％で、満足度は満足から普通
と答えた⼈は８７％であった。授業に対する教員の意欲は７７％の⼈が、感じら
れた、または少し感じられたと答えていた。［Ｅ］の理解しやすいように工夫をし
て 

英文科目名 Physics I 
関連科目 物理学 II，⼒学，数学，物理学実験，材料⼒学など 
次回に向けての改善変更予定  項目［Ａ］の予習と復習と取り組みの姿勢の項目で、その日のうちに復習をす

る重要性と習慣作りを目標にして、講義を通してそれが実現できるように努⼒し
ていきたいと思います。項目［Ｅ］の教科書の適切さとわかりやすさには常に気
を配りながら、講義をしていきたいと思います。小テストをして、大切なポイン
トを理解してもらうと同時に、教科書をやさしく説明するような教材が作れたら
良いが、と思います。 

講義目的 物理学は機械の専門科目をこれから学んでいく上での基礎になる。講義を通して
物理現象の見方、考え方を学び、問題解決の⼒を身につける。物理学Ⅰでは主と
して⼒学を学習する。高校で学習した物理を卒業し、機械システム工学科で専門
科目学ぶ上で重要な、微分・積分を使った大学の物理学（⼒学）に慣れることを
目的とする。また、高校で物理を学習しなかった学生もフォローする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション 

物理学Ｉの目的、内容および実施方法について説明する。 
2 回  速度、加速度 
物体の運動を表現する速度、加速度について説明する。 
3 回  関数とその微分 
物体の運動の速度、加速度を微分で表し、さらに微分と積分の基礎について説明
する。 
4 回  ベクトル 
物体の運動の速度、加速度は、方向と大きさを持ったベクトルで表現される。ベ
クトルについて説明し、この和や差について説明する。 
5 回  速度および加速度ベクトル（ベクトルの微分） 
３回目の微分と４回目のベクトルを合わせて、速度および加速度をベクトルの微
分で表し、これをわかりやすく説明する。 
6 回  円運動の速度と加速度とそれらの方向、相対速度 
５回目の内容を、円運動の速度と加速度に応用し、円運動における速度と加速度
の方向について説明する。 



7 回  運動の法則（ 運動方程式） 
高校では運動方程式では公式に頼っていたが、公式だけではとても幅広い機械の
運動に対応できない。微分を使った運動方程式を勉強する。 
8 回  運動の法則（ 摩擦のある場合の運動方程式） 
公式でなく、摩擦のある運動に微分を使った運動方程式を立てて、これを解いて、
高校の公式に相当する式を導き出す。 
9 回  次元と単位 
機械では単位の換算が必要になり、ＭＫＳ単位、ＳＩについて勉強する。 
10 回  重⼒の中での運動方程式 
重⼒中での物体の運動を公式でなく、微分を使った運動方程式を立ててこれを解
く。 
11 回  スカラー積と仕事 
仕事とは何か、またベクトルの積について勉強する。 
12 回  ⼒学的エネルギー保存則 
運動エネルギー、位置のエネルギー、これをまとめた⼒学的エネルギーについて
学習する。 
13 回  運動量と角運動量、ベクトル積 
運動量について勉強し、運動量と距離のベクトルの積である角運動量について学
習する。 
14 回  中心⼒による運動 
中心⼒のはたらく運動について学習する。 
15 回  慣性⼒ 
慣性⼒とは何かを説明する。 

準備学習 1 回  シラバスをよく確認し、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回  教科書を事前に読んで、速度や加速度について調べること。 
3 回  大学で現在学習している数学での微分の箇所を一通り読んでおくと、この
箇所がわかりやすい。 
4 回  教科書を事前に読んで、ベクトルについて調べること。 
5 回  第３回と４回の微分とベクトルの講義を復習し、教科書を事前に読んで予
習してくること。 
6 回  教科書と演習問題の箇所を事前に調べておくこと。 
7 回  高校では公式等を使って運動方程式を解いていたが、微分を使用した運動
方程式に慣れること。 
8 回  積分を使用して運動方程式を解くので、大学で現在学習している数学の積
分の箇所を一通り読んでおくと、この箇所がわかりやすい。 
9 回  教科書を事前に読んで、単位とその他の単位への変換について調べること。 
10 回  第７回と８回の運動方程式の箇所を復習し、教科書を事前に読んで予習
してくること。 
11 回  教科書を事前に読んで、ベクトルのかけ算と仕事について調べること。 
12 回  第１１回の仕事の箇所を復習し、エネルギーとどのように関係するかを
教科書を事前に読んで予習してくること。 
13 回  第１１回とは違ったベクトルのかけ算を学習するので、事前に予習をし



ておくことが望ましい。 
14 回  第７、８回の運動方程式と第１３回のベクトル積について復習しておく
と、講義がわかりやすい。 
15 回  教科書を事前に読んで、慣性⼒について調べること。 

 



年度 2012 
授業コード FTP11D2 
成績評価 定期試験(100％)，中間試験(0％)，小テスト(0％)，レポート(0％)，ノート(0％) 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス PA(工)(〜12) 
見出し FTP11D2 物理学Ⅱ（機械） 
担当教員名 蜂谷 和明 
単位数 2 
教科書 浦上澤之編著・「理工基礎物理学」・裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード 物理学，電磁気学，電気／電子回路，⼒学，微分・積分 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  （１）「小テストをもっと解説してほしい」、「小テストの解説は、テストをした

次の回にやってください」では、小テストをすると講義時間がかなり少なくなっ
て、講義とその一方でのみんなの実⼒アップとの折り合いにいつも悩んでいま
す。「もっと解説してほしい」では、講義の後か、研究室に来て細かいことを聞い
てくれると良いかなと思います。小テストの解説をまとめてやっているのは、で
きるだけ講義時間を確保しようと努⼒しているためです。（２）「講義に関係ない
レポートを書いている⼈に注意して、講義のペースを乱さないでください」では 

科目名 物理学Ⅱ（機械） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ⻑岡洋介著・「物理の基礎」・東京教学社野⽥ 学著・「やりなおし高校の物理」・

ナツメ社 
授業形態 講義 
注意備考 機械システム工学科および機械系科目を学ぶ工学プロジェクトコースでは、物理

学の履修は避けて通れない。高校で物理学を履修しなかった学生あるいは不得意
であった学生は、高校の教科書はもとより、上記の参考書などにより問題演習も
含めて十分に学習してほしい。 

シラバスコード FTP11D2 
実務経験のある教員  
達成目標 [A2]機械システム工学の専門知識を理解するために、物理学、⼒学、電磁気学の

基礎知識を修得する。 
受講者へのコメント  ［Ａ］の３回以下の欠席者が８２％は非常に感謝していますが、１時間以上学

習した⼈が２３％はいてくれたことはありがたいのですが、残り７３％の⼈はあ
まりやっていないので感心しません。これを少しでも改善するため、予習と復習、
積極的に取り組んでもらうように、小テストを通して、大切な箇所を理解しても
らうようにしています。小テストや講義で問題を解くことによって、その日のう
ちに復習をしてもらうことを願っています。 
 ［Ｂ］のこの分野への理解が深まったが６７％、［Ｃ］の目標達成度は半分（５
０％以上）が９３％、ほぼ満足の満 

連絡先 蜂谷（電子メール hachiya@mech.ous.ac.jp，電話 086-256-9573）オフィスアワー



水曜日 12:30-13:30、16:00-17:00、金曜日 16:00-17:00、場所１学舎３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  物理学２では、「電磁気および電気回路」を学習しますが、１年生最初に実施し
た機械システム工学科の多様化度調査では、「電磁気および電気回路」を学んで
いないか、苦手意識を持っている学生が８０％います。機械関係では、電気自動
車やロボット等が電気で動いているので、この分野の学習は避けて通れないし、
ロボットの電気回路設計ができるように、学生みんな１⼈１⼈に実践⼒を付けさ
せるように指導する必要がありました。 
このような中での各項目の評価は以下の通りです。 
［Ａ］の欠席者が３回以下の出席者数は８２％だが、１時間以上学習 

英文科目名 Physics II 
関連科目 物理学 I，⼒学，数学，物理学実験，メカトロニクス，材料⼒学など 
次回に向けての改善変更予定  ［Ａ］と［Ｂ］の予習と復習と取り組みの姿勢の項目で、その日のうちに復習

をする重要性と習慣作りを目標にして、講義を通してそれが実現できるように努
⼒していきたいと思います。［Ｅ］の教科書の適切さとわかりやすさには常に気
を配りながら、講義をしていきたいと思います。小テストをして、大切なポイン
トを理解してもらうと同時に、教科書をやさしく説明するような教材が作れたら
良いが、と思います。 

講義目的 物理学Ⅱでは物理学Ⅰの学習をもとに電磁気学を中心に講義を行う。電磁気学は
現代のエレクトロニクス関係の基礎になっており、機械の制御工学を学習する上
での基礎でもある。基本的な概念や法則についてわかりやすく解説を行う。導体
や誘電体における電場、電位およびクーロン⼒を理解し、直流および交流回路が
理解できて、メカトロニクス学習の基礎ができるようになることを目標とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  クーロンの法則、電場 

電荷を持った物体間にはたらく電気的な⼒のクーロン⼒および電場の強さにつ
いて説明する。 
2 回  ガウスの法則 
帯電した物体の持つ電場の強さを計算するため、ガウスの法則を学習する。 
3 回  ガウスの法則を使用しての電場の計算 
実際に、ガウスの法則を使用しての電場を計算する。 
4 回  電位 
帯電した物体の持つ電場の強さから電位を求める方法を学習する。 
5 回  オシロスコープの原理 
物理学実験でオシロスコープを使用するので、１回目〜４回目の講義内容を使用
して、オシロスコープの原理について学習する。 
6 回  オシロスコープの機械での応用 
５回目の講義を踏まえ、６回目の講義では、オシロスコープの実際に使用例を紹
介する。 
7 回  導体 
導体および導体の持つ性質について説明する。 



8 回  導体表面上の電場、電位の計算 
ガウスの法則を使用して、導体表面上の電場や電位を計算する。 
9 回  誘電体 その１ 
誘電体および導体との違いついて説明し、分極等についても説明する。 
10 回  誘電体 その２（機械での応用：強誘電体、センサー等） 
機械ではセンサー等に強誘電体が使用され、これについて説明し、誘電体の理解
を深める。 
11 回  コンデンサー 
回路ではコンデンサー、抵抗等が使われ、まず最初にコンデンサーについて説明
する。 
12 回  電流と抵抗、直流回路 
電気回路における電流と抵抗についてのオームの法則、キルヒホフの法則につい
て学習し、直流回路について説明する。 
13 回  ホイートストンブリッジ回路の基礎と応用 
１２回目の講義の応用として、キルヒホフの法則およびホイートストンブリッジ
回路の基礎と応用について説明する。 
14 回  交流回路 
これまでの直流回路に加えて、交流回路について説明する。 
15 回  トランジスター回路 
ロボット等を作成するときは、信号を増幅する必要がある。基本的なトランジス
ターの回路について説明する。 

準備学習 1 回  シラバスをよく確認し、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回  教科書を事前に読んで、電場が計算できるガウスの法則について調べるこ
と。 
3 回  第１回と２回の電場とガウスの法則の講義を復習し、教科書を事前に読ん
で予習してくること。 
4 回  教科書を事前に読んで、電場と電位の違いについて調べること。 
5 回  電場と電位の学習した知識を応用して、物理学実験で使用する測定機器の
オシロスコープを学習する。 
6 回  第５回のオシロスコープの講義を復習しておくと、講義がわかりやすい。 
7 回  教科書を事前に読んで、電気を導く導体について調べること。 
8 回  第２回と３回のガウスの法則と電場の計算方法の講義を復習しておくと、
講義がわかりやすい。 
9 回  教科書を事前に読んで、誘電体について調べること。 
10 回  第９回の誘電体についての講義を復習しておくと、講義がわかりやすい。 
11 回  第２回と３回のガウスの法則や電場と、第９回の誘電体についての講義
を復習し、教科書のコンデンサーの箇所を事前に調べていると講義がわかりやす
い。 
12 回  教科書を事前に読んで、電流と抵抗、直流回路について調べること。 
13 回  教科書および物理学実験書のホイートストンブリッジ回路について、事
前に読んでおくとわかりやすい。 
14 回  教科書を事前に読んで、交流電圧や電流等について調べること。 



15 回  図書館等でトランジスターやダイオード等について事前に調べていると、
講義がわかりやすい。 

 



年度 2012 
授業コード FTP11E1 
成績評価 課題への取り組みおよび小テストの結果 40％、定期試験 60%により成績を評価

する。採点の基準は 100 点満点のうち 60 点以上を合格とする。ただし、定期試
験において基準点を設け、得点が 30%未満の場合は不合格とする。また、授業回
数の 3 分の 1 以上の欠席がある場合には試験成績は無効とみなし、 

曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス PA(工)(〜12) 
見出し FTP11E1 数学Ⅲ（知能） 
担当教員名 松下 尚史 
単位数 2 
教科書 入門コース線形代数／大⻄ 誠・佐野公朗 共著／学術図書出版社 
アクティブラーニング  
キーワード 線形代数、ベクトル、行列、連立一次方程式、線形独立、行列の階数、行列式、

正則行列、行列の基本変形、ガウスの消去法、クラメルの公式、固有値、固有ベ
クトル 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 数学Ⅲ（知能） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義において指示する 
授業形態 講義 
注意備考 ①試験は定期試験期間中に行い、試験形態は筆記試験とする。 
シラバスコード FTP11E1 
実務経験のある教員  
達成目標 ①行列の基本的な算法を身につけること。②行列と連立一次方程式の関連を理解

すること。③行列の階数の意味を把握すること。④行列式の算法を身につけるこ
と。 

受講者へのコメント  
連絡先 （研究室）20 号館 3 階、（電話）086-256-9503、（E-mail）hisashi@are.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mathematics III 
関連科目 全てのＡ群科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 扱う対象は行列とする。まずは行列の基本変形が自由自在にできるようになるこ

とを目標とする。次にそれを用いて正方行列の逆行列、行列式が計算できるよう
になることを目指す。さらにそれらの総合的な応用として連立１次方程式が解け
るようになることを目標とする。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 行列の和・スカラー倍について説明する。 

2 回 行列の積について説明する。 
3 回 正則行列および逆行列（１）について説明する。 
4 回 行列の基本変形（１）および行列の階数について説明する。 
5 回 行列の基本変形（２）および逆行列（２）について説明する。 
6 回 ２次および３次の行列の行列式について説明する。 
7 回 一般の行列式（１）について説明する。 
8 回 一般の行列式（２）および逆行列（３）について説明する。 
9 回 第８回の続き、一般の行列式（２）および逆行列（３）について説明する。 
10 回 連立１次方程式（１）：方程式の行列表示について説明する。 
11 回 連立１次方程式（２）：行列の基本変形による解法について説明する。 
12 回 第１１回の続き、連立１次方程式（２）：行列の基本変形による解法につい
て説明する。 
13 回 連立１次方程式（３）：クラメルの公式による解法について説明する。 
14 回 固有値および固有ベクトル（１）について説明する。 
15 回 固有値および固有ベクトル（２）について説明する。 

準備学習 1 回 1.行列 §1 行列の和・スカラー倍・積 p.1〜7 を読んでくること。 
2 回 1.行列 §1 行列の和・スカラー倍・積 p.7〜10 を読んでくること。 
3 回 1.行列 §1 行列の和・スカラー倍・積 §2 正則行列・行列のべき p.11〜
19 を読んでくること。 
4 回 1.行列 §3 基本変形による行列の標準化・行列の階数 p.21〜29 を読んで
くること。 
5 回 1.行列 §3 基本変形による行列の標準化・行列の階数 p.30〜33 を読んで
くること。 
6 回 2.行列式 §1 行列式の定義 p.39〜41 を読んでくること。 
7 回 2.行列式 §1 行列式の定義 p.39〜41 を読んでくること。 
8 回 2.行列式 §1 行列式の定義 p.39〜46 を読んでくること。 
9 回 2.行列式 §2 行列式の計算と基本性質 p.46〜61 を読んでくること。 
10 回 3.連立 1 次方程式の解法 §1 一般の連立 1 次方程式 p.62〜65 を読んでく
ること。 
11 回 3.連立 1 次方程式の解法 §1 一般の連立 1 次方程式 p.66〜73 を読んでく
ること。 
12 回 3.連立 1 次方程式の解法 §1 一般の連立 1 次方程式 p.66〜73 を読んでく
ること。 
13 回 3.連立 1 次方程式の解法 §2 クラメルの公式 p.74〜78 を読んでくるこ
と。 
14 回 6.固有値と固有ベクトル §1 固有多項式と固有方程式 p.172〜177 を読
んでくること。 
15 回 6.固有値と固有ベクトル §2 固有値と固有ベクトル p.177〜184 を読ん
でくること。 

 



年度 2012 
授業コード FTP11E2 
成績評価 定期試験(50%)、中間試験(30%)、課題レポ−ト(20%)により成績を評価する。

採点の基準は 100 点満点のうち 60 点以上を合格とする。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス PA(工)(〜12) 
見出し FTP11E2 物理学Ⅱ（電シ） 
担当教員名 宇都宮 晃 
単位数 2 
教科書 理工基礎物理学／浦上澤之 編著／裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード ⼒学、微分、積分、ベクトル 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学Ⅱ（電シ） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎物理学 上巻、下巻／金原寿朗 編／裳華房 
授業形態 講義 
注意備考 演習問題を数多く解くことにより、内容の理解を深めるよう努⼒することが望ま

しい。 
シラバスコード FTP11E2 
実務経験のある教員  
達成目標 工学プロジェクトコ−スの専門科目を学ぶ上で必要となる⼒学の基礎知識を習

得することを目標とする。特に、与えられた問題について、運動方程式をつくり、
その方程式が解けるだけの初等的な微分、積分の取り扱いに習熟してもらいた
い。 

受講者へのコメント  
連絡先 ７号館４階 宇都宮研究室 086-256-9519 koh@ee.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講者なし。 
英文科目名 Physics II 
関連科目 物理学Ⅰ、物理学実験、数学Ⅰ、数学Ⅱ、数学Ⅲ 等 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 質点および質点系の運動を中心にして、⼒学の基本的概念と関連する数学を理解

することを目的とする。特に、与えられた問題について、微分を用いて運動方程
式をつくり、積分により運動方程式を解ける能⼒を身に付けてもらいたい。各自、
演習問題などを解くことにより、微分、積分、ベクトルの⼒学への応用能⼒を養
うことを期待する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 微分を用いた速度・加速度の表し方について解説する。 
2 回 ベクトルの演算法、スカラ−積およびベクトル積について説明する。 
3 回 運動の三法則について解説する。 
4 回 次元と単位について説明し、重⼒についても解説する。 
5 回 仕事と⼒学的エネルギ−保存則について解説する。 
6 回 運動量と角運動量および中心⼒による運動について解説する。 
7 回 質点の運動に関する演習問題を解くことにより理解を深め、その要点を解
説する。 
8 回 質点の運動に関する中間試験を行い、試験終了後に出題内容について解説
する。 
9 回 質点系の運動方程式について解説する。 
10 回 質点系の運動量保存則と衝突について解説する。 
11 回 質点系の角運動量保存則について説明する。 
12 回 固定軸の周りの剛体の運動について解説する。 
13 回 慣性モ−メントの計算法について、具体例により説明する。 
14 回 剛体の平面運動について説明し、自動車のエンジンのトルクによって、自
動車がなぜ動くかを解説する。 
15 回 質点系の運動に関する演習問題を解くことにより理解を深め、その要点を
解説する。 

準備学習 1 回 関数の微分法について調べておくこと。 
2 回 ベクトルのスカラ−積およびベクトル積について復習しておくこと。 
3 回 運動の三法則について調べておくこと。 
4 回 国際単位系がどのようなものであるかを調べておくこと。 
5 回 仕事、運動エネルギ−、位置エネルギ−について復習しておくこと。 
6 回 ⼒のモ−メント、運動量のモ−メントの表記法について調べておくこと。 
7 回 質点の運動に関する課題を解くことにより疑問点や不明な点を見出してお
くこと。 
8 回 教科書の例題、演習問題および与えられた問題を解くことにより理解を深
めておくこと。 
9 回 質点の⼒学にはない概念として、質点系にはどのようなものがあるか考え
てみること。 
10 回 運動量保存則について復習しておくこと。 
11 回 ベクトル積について復習しておくこと。 
12 回 剛体の並進運動と回転運動および運動の自由度について調べてみること。 
13 回 慣性モ−メントの定義について復習しておくこと。 
14 回 剛体として円板や球などを想定し、斜面を転がったり滑ったりする運動を
考えてみること。 
15 回 質点系の運動に関する課題を解くことにより疑問点や不明な点を見出して
おくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTP11F1 
成績評価 毎回の演習課題(5%×10 回=50%)、中間試験(10%×3 回=30%)、期末試験

(20%)。ただし期末試験の得点率が 50%未満の場合には追加して演習・試験を行
うことがある。 

曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス PA(工)(〜11) 
見出し FTP11F1 数学Ⅱ（知能） 
担当教員名 荒木 圭典 
単位数 2 
教科書 「微分積分 I 新訂」（大日本図書）矢野監修、春日編、「モノグラフ ５訂版 公式

集」（科学振興新社） 
アクティブラーニング  
キーワード 積分（定積分）。原始関数（不定積分）。原始関数と積分値の関係。原始関数を求

める技巧：線形性、置換積分、部分積分、部分分数分解、三角関数の公式の活用。
グラフの対称性と積分値の関係。初等関数の原始関数。 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答 （特にありませんでした） 
科目名 数学Ⅱ（知能） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義において指示する 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTP11F1 
実務経験のある教員  
達成目標 微分法、積分法の基礎を理解し、簡単な応用問題を解くことができる。 
受講者へのコメント 計算の仕方を忘れないでください。 
連絡先 担当：荒木圭典 E-mail: araki(_at_)are.ous.ac.jp, Tel: 086-256-9509, 研究室：２

０号館６階、オフィスアワー： 随時 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になしが多いのでちょっと対処がわかりません。 
英文科目名 Mathematics II 
関連科目 全てのＡ群科目 
次回に向けての改善変更予定 もう少し授業時間を演習に使うように工夫したいです。 
講義目的 1 変数関数の積分法の基礎について、図形的意味、計算法について習熟すること。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 積分（定積分）の直観的な定義、すなわち関数のグラフと軸の間の面積。積

分の筆算の基本としての不定積分（原始関数）と定積分の関係。多項式、初等関
数(sin, cos, exp, ln)の積分の演習。積分記号の意味や、原始関数が筆算で初等関



数の組み合わせとして求められない積分(例えば誤差関数)についても簡単に言
及する。 
2 回 積分の計算技巧について、すなわち原始関数の計算の目標が、べき関数、
sin, cos, exp の線形結合に持ち込むこと、そのための技巧として(1)線形性の利
用、(2)部分積分法、(3)置換積分法、(4)同じグラフを表す別の関数の組み合わせ
への式変形（部分分数分解、三角関数の公式の利用）などについて概観する。積
分の公式：積分の線形性。偶関数、奇関数（グラフの対称性）と積分値の関係に
ついて講義、演習する。 
3 回 置換積分法：f(ax+b), (f(x))^n f'(x) 型の解説と演習を行う。 
4 回 置換積分法：√(a^2-x^2) 型の解説と演習を行う。 
5 回 演習と中間試験１（第 1 回〜第 4 回が対象）を実施する。 
6 回 置換積分法：1/(a^2+x^2)^n 型の解説と演習を行う。 
7 回 部分積分法：公式の解説。初等関数と整数べき関数の積の型の計算方針の解
説と演習を行う。 
8 回 部分積分法：計算が循環する例（指数関数と三角関数の積）について解説と
演習を行う。 
9 回 部分分数分解の解説と演習。ヘビサイドの目隠し法、すなわち必要条件から
係数を決定する手法について解説と演習を行う。 
10 回 演習と中間試験２（第 6〜9 回が対象）を実施する。 
11 回 三角関数の公式（積和の公式、例：sin(mx)cos(nx)）の解説と演習を行う。 
12 回 三角関数の公式（技巧的なもの、例：1/sin(x), sin^n(x)）の解説と演習を
行う。 
13 回 演習と中間試験３（第 11，12 回が対象）を実施する。 
14 回 置換積分法：√(x^2±a^2) 型の解説を行う。部分積分を用いたテイラー展
開の証明を講義する。 
15 回 全項目について総合的な演習を行う。 

準備学習 毎回、次回の演習課題を配布するので、演習課題に取り組んでおくこと。 
 



年度 2012 
授業コード FTP11F2 
成績評価 毎回の演習課題(5%×10 回=50%)、中間試験(10%×3 回=30%)、期末試験

(20%)。ただし期末試験の得点率が 50%未満の場合には追加して演習・試験を行
うことがある。 

曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス PA(工)(〜12) 
見出し FTP11F2 数学Ⅱ（知能） 
担当教員名 荒木 圭典 
単位数 2 
教科書 「微分積分 I 新訂」（大日本図書）矢野監修、春日編、「モノグラフ ５訂版 公式

集」（科学振興新社） 
アクティブラーニング  
キーワード 積分（定積分）。原始関数（不定積分）。原始関数と積分値の関係。原始関数を求

める技巧：線形性、置換積分、部分積分、部分分数分解、三角関数の公式の活用。
グラフの対称性と積分値の関係。初等関数の原始関数。 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「もっと内容を難しくしてほしい」 

検討させていただきます 
科目名 数学Ⅱ（知能） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義において指示する 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTP11F2 
実務経験のある教員  
達成目標 微分法、積分法の基礎を理解し、簡単な応用問題を解くことができる。 
受講者へのコメント 初等関数の微分積分は応用数学で必須の知識ですからよく復習しておいてくだ

さい。微分積分についての質問はいつでも受け付けます。 
連絡先 担当：荒木圭典 E-mail: araki(_at_)are.ous.ac.jp, Tel: 086-256-9509, 研究室：２

０号館６階、オフィスアワー： 随時 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業の進め方からして復習にできれば時間を割いてほしい。 
英文科目名 Mathematics II 
関連科目 全てのＡ群科目 
次回に向けての改善変更予定 授業は板書と演習プリントを基にして行いましたが、今後は内容の文書化を進め

ていこうと思います。 
講義目的 1 変数関数の積分法の基礎について、図形的意味、計算法について習熟すること。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 積分（定積分）の直観的な定義、すなわち関数のグラフと軸の間の面積。積
分の筆算の基本としての不定積分（原始関数）と定積分の関係。多項式、初等関
数(sin, cos, exp, ln)の積分の演習。積分記号の意味や、原始関数が筆算で初等関
数の組み合わせとして求められない積分(例えば誤差関数)についても簡単に言
及する。 
2 回 積分の計算技巧について、すなわち原始関数の計算の目標が、べき関数、
sin, cos, exp の線形結合に持ち込むこと、そのための技巧として(1)線形性の利
用、(2)部分積分法、(3)置換積分法、(4)同じグラフを表す別の関数の組み合わせ
への式変形（部分分数分解、三角関数の公式の利用）などについて概観する。積
分の公式：積分の線形性。偶関数、奇関数（グラフの対称性）と積分値の関係に
ついて講義、演習する。 
3 回 置換積分法：f(ax+b), (f(x))^n f'(x) 型の解説と演習を行う。 
4 回 置換積分法：√(a^2-x^2) 型の解説と演習を行う。 
5 回 演習と中間試験１（第 1 回〜第 4 回が対象）を実施する。 
6 回 置換積分法：1/(a^2+x^2)^n 型の解説と演習を行う。 
7 回 部分積分法：公式の解説。初等関数と整数べき関数の積の型の計算方針の解
説と演習を行う。 
8 回 部分積分法：計算が循環する例（指数関数と三角関数の積）について解説と
演習を行う。 
9 回 部分分数分解の解説と演習。ヘビサイドの目隠し法、すなわち必要条件から
係数を決定する手法について解説と演習を行う。 
10 回 演習と中間試験２（第 6〜9 回が対象）を実施する。 
11 回 三角関数の公式（積和の公式、例：sin(mx)cos(nx)）の解説と演習を行う。 
12 回 三角関数の公式（技巧的なもの、例：1/sin(x), sin^n(x)）の解説と演習を
行う。 
13 回 演習と中間試験３（第 11，12 回が対象）を実施する。 
14 回 置換積分法：√(x^2±a^2) 型の解説を行う。部分積分を用いたテイラー展
開の証明を講義する。 
15 回 全項目について総合的な演習を行う。 

準備学習 毎回、次回の演習課題を配布するので、演習課題に取り組んでおくこと。 
 



年度 2012 
授業コード FTP11G2 
成績評価 最終試験（60％）、小テスト、宿題（40％）最終試験と小テスト、宿題の成績に

より評価する。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス PA(工)(〜11) 
見出し FTP11G2 数学Ⅳ（知能：応用数学Ⅰ） 
担当教員名 神谷 茂保 
単位数 2 
教科書 すぐわかる微分方程式／石村園子／東京図書 

大学演習 解析学概論／矢野健太郎、石原繁／裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード 微分方程式 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 数学Ⅳ（知能：応用数学Ⅰ） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に示す。 
授業形態 講義 
注意備考 数学 I,II の内容に習熟していること。 

よく復習すること（教科書「すぐわかる微分方程式」の該当部分は必ず読んでお
くこと）。（数学関連科目の学習にはある種のセンスを要求します。そのセンスを
磨くには勉強以外ありません。）「大学演習 解析学概論（矢野健太郎、石原繁著、
裳華房）」の該当部分も必ずやっておくこと。また図書館で関連図書を見つけ読
んでみること。微積分とくに積分の計算ができない場合はこの講義はとても難し
いものになるのでその覚悟をして履修すること。小テストを行うので遅刻しない
で出席すること。 

シラバスコード FTP11G2 
実務経験のある教員  
達成目標 微分方程式の解を求積法により実際に求めることができるようになること。特に

線形微分方程式の解が求められそれを⼒学、電磁気学に応用できること。いろい
ろな現象を微分方程式という方法で記述し、それを解析することができるように
なることが「微分方程式論」の大きな目標であるがこの講義では上記のように
「（定数係数２階）線形微分方程式の解を求めることができる」ことを最低限の
目標とする。 

受講者へのコメント  
連絡先 連絡先 20 号館 6 階神谷研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 対象学生なし。 



英文科目名 Mathematics IV 
関連科目 A 群のほとんどすべての科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 微分方程式の基礎を学ぶ。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  微分方程式とは何かを説明する。 

2 回  微分方程式の応用例について説明する。 
3 回  直接積分形の微分方程式について説明する。 
4 回  変数分離型の微分方程式 について説明する。 
5 回  変数分離型の微分方程式の応用について説明する。 
6 回  同次形の微分方程式 について説明する。1 
7 回  同次形の微分方程式の応用について説明する。 
8 回  １階線形微分方程式について説明する。 
9 回 １階線形微分方程式の応用について説明する。 
10 回  線形空間の基礎について説明する。 
11 回  線形微分方程式について説明する。 
12 回  ２階線形微分方程式ついて説明する。 
13 回  ２階線形微分方程式の解の構造について説明する。 
14 回  線形微分方程式とその応用について説明する。 
15 回  線形微分方程式とその応用として⼒学の問題、電磁気の問題を説明する。 

準備学習 1 回  微分積分の基礎を復習しておくこと。 
2 回  「積分」の練習をしておくこと。 
3 回  微分積分の基礎的な問題を復習しておくこと。また微分方程式の応用例
について復習しておくこと。 
4 回  微分方程式とは何か理解しておくこと。不定積分の練習問題をやってみ
ること。 
5 回  微積分の教科書などを参照に積分の演習問題を解いてみること。 
6 回 変数分離形の微分方程式の一般解を求める練習をしてみること。 
7 回 変数分離形、同次形の微分方程式の復習をしておくこと。。 
8 回 微積分学の教科書の「積分」の部分を復習しておくこと。 
9 回 １階線形微分方程式の解の公式を覚えておくこと。 
10 回  線形代数の基礎について復習しておくこと。 
11 回 線形代数の基礎、2 次方程式の解法、部分積分法について復習しておくこ
と。 
12 回 線形代数の基礎、2 次方程式の解法について復習しておくこと。 
13 回 線形微分方程式の解法について復習しておくこと。 
14 回  線形微分方程式の解法、解の構造について復習しておくこと。 
15 回 ⼒学、電磁気学の基礎について復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTP13D2 
成績評価 定期試験(100％) 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス PA(工)(〜12) 
見出し FTP13D2 数学Ⅱ（電シ） 
担当教員名 河村 実生 
単位数 2 
教科書 石村園子 「やさしく学べる微分積分」 共立出版 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 数学Ⅱ（電シ） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTP13D2 
実務経験のある教員  
達成目標 ①多変数関数の微分を求めることができる． 

②多変数関数の積分を求めることができる. 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mathematics II 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 本講義では数学Ｉで学習した知識を基礎にして，多変数関数の微分，多変数関数

の積分などについて，特に，工学的応用例をあげて講義する． 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 数学 II での履修事項について概観する。 

２変数関数 
2 回 偏導関数 
3 回 高階偏導関数 
4 回 全微分と接平面 
5 回 合成関数の微分（１） 
6 回 合成関数の微分（２） 



7 回 ２変数関数の極値 
8 回 中間テスト 
9 回 累次積分 
10 回 重積分（１） 
11 回 重積分（２） 
12 回 極座標と極方程式 
13 回 極座標への変換 
14 回 立体の体積 
15 回 総合演習 

準備学習 前回の講義の復習を行い、当日行われる講義の予習を行い、理解が困難と思われ
る個所をあらかじめ認識しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTP13E1 
成績評価 中間試験と定期試験の総合評価により、６０点以上を合格とする。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス PA(工)(〜12) 
見出し FTP13E1 数学Ⅲ（機械：線形代数） 
担当教員名 ⽥中 雅次 
単位数 2 
教科書 線形代数/矢野健太郎・石原繁 編/裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード 線形代数, ベクトル解析 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 声が小さい。：マイクを使うようにします。 
科目名 数学Ⅲ（機械：線形代数） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ・「線形代数」と名の付く本は、本屋や本学の図書館に多数あるので参考にして

下さい。 
・高校の教科書や参考書で、「ベクトル」や「行列」が載っているものは、参考に
なります。基本が分からない⼈は、これらを勉強してください。 

授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験中に行い、試験形態は筆記試験とする。 
シラバスコード FTP13E1 
実務経験のある教員  
達成目標 [A1]機械システム工学の専門知識を理解するために、微分・積分、線形代数、確

率・統計、微分方程式、ベクトル解析およびフーリエ解析の数学知識を修得する。
特にベクトルの内積・外積、行列の計算、行列式の計算、１次変換の計算などが
出来るようになること。 

受講者へのコメント  
連絡先 ⽥中雅次(５号館３階) 

電子メール tanaka@mech.ous.ac.jp，電話 086-256-9594，オフィスアワー月曜日
7-8 時限 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mathematics III 
関連科目 物理学, ⼒学, 微分と積分など 
次回に向けての改善変更予定 マイクを使うようにします。 
講義目的 線形代数学は、機械工学において、微積分と並んで最も代表的かつ重要な数学で

ある。本講義では、機械工学の基礎として、ベクトルや空間図形・行列・行列式・
１次変換などの計算方法を中心に学習する。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ベクトルの定義や基本的な演算方法について説明する。 

2 回 ベクトルの内積と直線, 円, 球の方程式について説明する。 
3 回 行列式の基本について説明する。 
4 回 行列式の性質について説明する。 
5 回 小行列式について説明する。 
6 回 高次の行列式の解法について説明する。 
7 回 ベクトルの外積と平面の方程式について説明する。 
8 回 中間試験を実施し、まとめおよび解説をする。 
9 回 行列の基本について説明する。 
10 回 掃き出し法による連立１次方程式の解法について説明する。 
11 回 逆行列の求め方について説明する。 
12 回 逆行列による連立１次方程式の解法について説明する。 
13 回 １次変換の基本について説明する。 
14 回 合成変換と逆変換について説明する。 
15 回 固有値と固有ベクトルの概要について説明する。 

準備学習 1 回 ベクトルとは何かを調べておくこと。 
2 回 ベクトルの演算に関する問題演習を行っておくこと。 
3 回 行列式とは何かを調べておくこと。 
4 回 ２次の行列式が解けるようになっていること。 
5 回 ３次の行列式が解けるようになっていること。 
6 回 小行列式展開ができるようになっていること。 
7 回 高次の行列式の問題演習をよくやっておくこと。 
8 回 ベクトルの演算、直線の式、行列式などについてよく勉強しておくこと。 
9 回 行列とは何かを調べておくこと。 
10 回 行列の基本的な演算をよく行っておくこと。 
11 回 掃き出し法の問題をいくつか自分で解いてみること。 
12 回 ２次３次の逆行列について問題演習をよくやっておくこと。 
13 回 行列と連立方程式の関係をよく理解しておくこと。 
14 回 １次変換の問題演習をやっておくこと。 
15 回 固有値とは何かを調べておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTP13F1 
成績評価 定期試験のウェイトを４０％、課題レポートのウェイトを６０％として評価す

る。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス PA(工)(〜12) 
見出し FTP13F1 物理学Ⅰ（電シ） 
担当教員名 小野 忠良 
単位数 2 
教科書 加藤潔著／理工系 物理学講義 改訂版／培風館 
アクティブラーニング  
キーワード 物理量、単位、スカラー、ベクトル、微分、積分、電場、磁場、電磁誘導、電磁

波 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学Ⅰ（電シ） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 高校で用いた物理 I, 物理 II の教科書 
授業形態 講義 
注意備考 内容をただ暗記することは、理解したことになりません。物理量の定義，原理、

法則はどのように導き出されたか、どういう物理的意味をもっているか、適用範
囲はどうか、なぜそうなるかを考えることが物理学をより深く理解することにつ
ながります。ですから、これまでに染み付いた暗記型学習方法から抜け出し、一
日も早く、考える学習方法を身につけることができるように努⼒することが大切
です。 

シラバスコード FTP13F1 
実務経験のある教員  
達成目標 物理学 II, 物理学 III および電磁気学 I などを学ぶために必要な基礎知識を習得

することを目標とする。とくに、電磁気学と⼒学について、それらの基本的な概
念や法則をよく理解し、それらを応用できる能⼒や物理的考え方を身につけても
らいたい。 

受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 5 階 小野（忠）研究室 TEL: 086-256-9619 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Physics I 
関連科目 物理学 II, 物理学 III, 電磁気学 I, 電気電子工学基礎実験, 数学 I, 数学 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 本講義の主眼は、物理学 II, 物理学 III および電磁気学 I などを学ぶために必要



な基礎知識を習得することにある。内容は、電磁気学、物理学を学ぶ前に必要と
なる基本的なことがらおよび質点の⼒学の一部、の基礎的なものである。高校で
物理 I, 物理 II を履修しなかった⼈あるいは十分に理解できなかった⼈は、特に
⼒を入れて学習してもらいたい。また、すでに履修し、よく理解している⼈は、
与えられた演習問題やレポート課題などを解くことにより内容のより深い理解
に努めてもらいたい。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 物理量と単位について講義する。 

2 回 座標系、物理量の符号、スカラーとベクトルについて講義する。 
3 回 物質の性質を表現する量および微分の考え方について講義する。 
4 回 微分の考え方（３次元運動での速度、加速度、偏微分）についての講義およ
び第２回目の講義中に課した提出レポート結果の講評と解説をする。 
5 回 積分の考え方について講義する。 
6 回 第４回目の講義中に課した提出レポート結果の講評と解説および物理にお
ける積分の応用例について講義する。 
7 回 演習と解説をする。 
8 回 質点とモデル、質量と重さ、重⼒について講義する。 
9 回 ⼒と⼒のつりあいについてについて講義する。 
10 回 くらしと電気について講義する。 
11 回 電場について講義する。 
12 回 電流について講義する。 
13 回 電流と磁場について講義する。 
14 回 電磁誘導と電磁波について講義する。 
15 回 演習と解説をする。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、講義内容、講義の流れ、講義目的、達成目標を把握
しておくこと。物理学を学ぶ前に必要となる、物理量と単位について調べ、考え
ておくこと。 
2 回 第１回目の講義の内容の復習をすること。物理学を学ぶ前に必要となる、座
標系および物理量の符号、スカラーとベクトルについて調べ、考えておくこと。 
3 回 第２回目の講義の内容の復習をすること。物理学を学ぶ前に必要となる、物
質の性質を表現する量、物理学における微分の考え方について調べておくこと。 
4 回 第３回目の講義の内容の復習をすること。理学を学ぶ前に必要となる、微分
の考え方（３次元運動での速度、加速度、偏微分）について調べ、考えておくこ
と。 
5 回 第４回目の講義の内容の復習をすること。物理を学ぶ前に必要となる、物理
における積分について調べておくこと。 
6 回 第５回目の講義の内容の復習をすること。物理における積分の応用例につ
いて調べておくこと。 
7 回 第１?６回の講義で取り上げた、物理学を学ぶ前に必要となる基本的なこと
がらについての演習問題を解いて理解を深めておくこと。 
8 回 第７回目の講義の内容の復習をすること。質点の⼒学の入り口である、質点
とモデル、質量と重さ、重⼒について調べておくこと。 



9 回 第８回目の講義の内容の復習をすること。⼒と⼒のつりあいについて調べ、」
考えておくこと。 
10 回 現在のエレクトロニクス社会に生活している私たちと電気の関わりについ
て考えておくこと。 
11 回 第１０回目の講義の内容の復習をすること。電場に着目して、静電気⼒、
電場、電位、電場中の物体およびコンデンサアーについて調べ、考えておくこと。 
12 回 第１１回目の講義の内容を復習すること。いろいろな簡単な電気回路につ
いて、電流の流れ方にはどのような規則性があるかを考えておくこと。 
13 回 第１２回目の講義の内容を復習すること。磁石や磁気の基本的な性質を調
べ、電気と磁気の関係について考えておくこと。 
14 回 第１３回目の講義の内容を復習すること。交流の発生と交流回路について
調べ、電磁波とその利用についても考えておくこと。 
15 回 電磁気に関して学んだ内容について、与えられた演習問題を解いて理解を
深めておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTP13G1 
成績評価 定期試験（45%）、中間試験（45%）、レポート（10%） 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス PA(工)(〜12) 
見出し FTP13G1 物理学Ⅰ（知能） 
担当教員名 久野 弘明 
単位数 2 
教科書 物理学の基礎［１］⼒学／D.ハリディ、R.レスニック、J.ウォーカー共著 野沢

光昭 監訳／培風館 
アクティブラーニング  
キーワード 物理学、速度、加速度、ベクトル、⼒学、運動 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 受講者なし 
科目名 物理学Ⅰ（知能） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎物理学 上／金原寿朗 編／裳華房 
授業形態 講義 
注意備考 教科書には多くの例題や問題があるので、講義で取り上げなかった部分は各自で

取り組み、理解を深めるよう努めてもらいたい。 
シラバスコード FTP13G1 
実務経験のある教員  
達成目標 機械システム工学の専門知識を理解するために、物理学、⼒学の基礎知識を修得

する。 
受講者へのコメント 受講者なし 
連絡先 ６号館４階 久野研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講者なし 
英文科目名 Physics I 
関連科目 物理学 II、⼒学、数学、物理学実験、ロボットダイナミクス、材料⼒学、生活支

援工学など 
次回に向けての改善変更予定 受講者なし 
講義目的 物理学は工学技術の基礎となる重要な学問である。本講義は質点の⼒学に焦点を

当て、その考え方や基礎知識を身に付けることを目的とする。すなわち、単位系、
簡単な運動、ベクトル２次元と３次元の運動などについて、例題や演習を取り入
れながら詳しく講述する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  測定について説明する。 

2 回  直線運動（位置と変位）について説明する。 



3 回  直線運動（速度）について説明する。 
4 回  直線運動（加速度）について説明する。 
5 回  直線運動（等加速度運動）について説明する。 
6 回  直線運動（自由落下の加速度）について説明する。 
7 回  問題演習する。 
8 回  これまでのまとめを行い、中間試験をする。 
9 回  ベクトル（加法と成分）について説明する。 
10 回  ベクトル（単位ベクトル）について説明する。 
11 回  ベクトル（スカラー積とベクトル積）について説明する。 
12 回  ２次元と３次元の運動（位置と変位）について説明する。 
13 回  ２次元と３次元の運動（速度）について説明する。 
14 回  ２次元と３次元の運動（加速度）について説明する。 
15 回  問題演習する。 

準備学習 1 回  単位について復習しておくこと。 
2 回  高校で習った位置と変位を復習しておくこと。 
3 回  高校で習った速度を復習しておくこと。 
4 回  高校で習った加速度を復習しておくこと。 
5 回  高校で習った等加速度運動を復習しておくこと。 
6 回  高校で習った自由落下の加速度を復習しておくこと。 
7 回  例題を復習しておくこと。 
8 回  講義内容を復習しておくこと。 
9 回  高校で習ったベクトルの加法と成分を復習しておくこと。 
10 回  高校で習ったベクトルの単位ベクトルを復習しておくこと。 
11 回  高校で習ったベクトルのスカラー積とベクトル積を復習しておくこと。 
12 回  高校で習った２次元と３次元の位置と変位を復習しておくこと。 
13 回  高校で習った２次元と３次元の速度を復習しておくこと。 
14 回  高校で習った２次元と３次元の加速度を復習しておくこと。 
15 回  例題を復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTP15E2 
成績評価 定期試験（０％）、中間試験（０％）、レポ−ト（１００％） 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス PA(工)(〜12) 
見出し FTP15E2 物理学実験（機械） 
担当教員名 蜂谷 和明、小野 文久、加地 博子＊、喜多 義範＊、⽥代 勤、中⼒ 眞一 
単位数 2 
教科書 岡山理科大学理学部共通講座・工学部共通講座物理学教室 編・物理学実験：大学

教育出版 
アクティブラーニング  
キーワード 物理量と測定、単位、精度、誤差、⼒学、振動、光学、電気回路、電磁気 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 （１）「寒い部屋がある」では、ストーブ等を入れて温かくしているのですが。

（２）「狭い」は実験の⼈数が多かったためと思われます。（３）「実験が面白いと
きもありました」と言ってもらえたことには感謝しますが、気を引き締めて努⼒
していきます。（４）「レポートを早く返してほしい」では、提出したレポートが
良ければ早く返せるのですが、かなり修正箇所を指摘しているので、遅くなりま
す。 

科目名 物理学実験（機械） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 国立天文台 編集・理科年表：丸善 
授業形態 実験実習 
注意備考 提出したレポ−トは担当教員が点検し、訂正の必要がある場合はコメントを付け

てその日のうちに返却するので、１週間後に訂正したレポ−トを再提出する。 
シラバスコード FTP15E2 
実務経験のある教員  
達成目標 物理学実験を通して、物理量の測定法、実験装置や器具の操作法、デ−タの解析

方法、レポ−トの作成方法などを学ぶ。 
受講者へのコメント ［Ａ］の３回以下の欠席者が１００％、１時間以上学習した⼈が８１％はいてく

れたことはありがたいです。［Ｂ］のこの分野への理解が深まったが６７％、［Ｃ］
の目標達成度は半分（５０％以上）が９３％、ほぼ満足の満足度は８９％であっ
たのは、この実験の分野の学習は避けて通れないし、専門の実験実習ができるよ
うに、学生みんな１⼈１⼈に実践⼒を付けるように頑張ったことに起因すると思
います。 
 ［Ｅ］の授業の手法で特にないが７６％、授業と教材について特にないが６８％
であったが、実験実習のスペースが狭いが１０％とあったのは、毎年 

連絡先 （代表）蜂谷（電子メール hachiya@mech.ous.ac.jp，電話 086-256-9573）オフィ
スアワー水曜日 12:30-13:30、16:00-17:00、金曜日 16:00-17:00、場所１学舎３階 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 



各項目評価に対する所見  ［Ａ］の欠席者が３回以下の出席者数は１００％で、１時間以上学習した⼈は
８１％でした。指示された課題とそれ以外の課題に取り組んだ⼈は８２％でし
た。［Ｂ］のこの分野への理解が深まったが６７％でした。［Ｃ］の目標達成度は
半分（５０％以上）が９３％、教員の意欲が少しでも感じられたが７９％、ほぼ
満足の満足度は８９％でした。［Ｅ］の授業の手法で特にないが７６％、授業と教
材について特にないが６８％、実験実習のスペースが狭いが１０％、器具や機器
を整備・補充してほしいが１５％でした。 

英文科目名 Physical Laboratory 
関連科目 物理学 I、物理学 II、⼒学 I、⼒学 II、電磁気学 等 
次回に向けての改善変更予定  実験・実習科目では、予習と復習と取り組みの姿勢の項目は非常に大切なので、

今回は評価が良かったですが、気を緩めず、事前の実験の予習、実験後の早期に
レポートを作成をする習慣作りを徹底して行っていきたい。教科書の適切さとわ
かりやすさには常に気を配りながら、ガイダンスでの説明や、実験時間内での説
明が一方的にならないようにしたい。実験を受講している学生も、ガイダンスや
実験中の説明だけでは理解不可能な場合は、疑問点を教員なり、ＴＡなりに聞い
て、積極的に参加してほしい。満足度の達成度については、学生が何を求めてい
るの 

講義目的 自ら実験を行うことによって、自然現象の観察法や物理量の測定法を習得し、実
験結果をレポ−トにまとめる能⼒を身につけてもらいたい。即ち、実験装置の組
み立てや調整法を学ぶと共に、測定計器の取り扱い方、目盛りの読み取り法、測
定デ−タの解析方法、有効数字と誤差の取り扱い方およびレポ−トの作成方法な
どを学ぶ。実験を通して、講義内容の理解をより深めてもらいたい。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  ガイダンス（１回） 物理学実験上の諸注意 

実験の目的、内容および実施方法について説明する。 
2 回  ガイダンス（２回） 誤差論 
有効数字と誤差について説明する。 
3 回  ガイダンス（３回） 測定値の取り扱い 
最小二乗法による計算方法、測定値の取り扱い方、グラフの書き方について説明
する。 
4 回  ボルダの振り子 
糸につるした重りの振動する時間を光センサーで測定し、これから重⼒加速度を
求める。 
5 回  ユーイングの装置 
鉄、銅等の金属板に重りをつるし、たわみ（曲がった）量を測定して 
ヤング率を求める。 
6 回  モノコード 
モノコ−ドの弦を交流の振動数と同調させて、弦の振動数から交流の振動数を求
める。 
7 回  マイケルソンの干渉計 
反射鏡を利用して２つの光路差を作り、これにレーザー光を入射して得られた干
渉縞と距離の関係から、レーザー光の波⻑を求める。 



8 回  ホィートストンブリッジ 
ホイ−トストン・ブリッジを用いて金属線の電気抵抗を測定し、その金属線の抵
抗率を求める。 
9 回  中間レポート一⻫提出、実験およびレポート作成のための中間ガイダンス 
これまでに提出されたレポ−トで、レポ−トの書き方、測定値の処理法などに問
題点がある具体例を指摘し、より正しい書き方、処理法を解説する。 
10 回  トランジスター 
トランジスタ−のコレクタ-特性を測定し、ｈパラメ−タを求める。 
11 回  ニュートンリング 
平板とレンズでできた薄い空気膜中にナトリウムランプの光を入射し、これを通
過し後に反射してできた干渉縞からレンズの曲率を求める。 
12 回  オシロスコープ 
オシロスコ−プの原理を理解すると共に、その使用法、即ち、電圧および時間（周
期波形の場合は周期、周波数）の測定方法を習得する。 
13 回  回折格子 
ナトリウムランプの光を回折格子に入射し干渉縞を作り、分光計で角度を測定し
てナトリウムランプ波⻑を求める。 
14 回  プランク定数 
波⻑の異なった光を光電管に入射して阻止電圧を測定し、これからプランク定数
を算出する。 
15 回  レポート一⻫提出および補充実験 
実験時間中に測定できなかった実験を行う。 

準備学習 1 回  物理学実験のテキストを購入して、ガイダンスの第１回〜３回は必ず出席
すること。３回分のガイダンスを欠席すると、実験を受けても内容がわからなく
なる。したがって、欠席した⼈は、４回目降の実験が受けれないので、注意する
こと。 
2 回  テキストの該当箇所を読んでおくこと。 
3 回  テキストの該当箇所を読んでおくこと。 
4 回  ガイダンス１回目の説明にしたがって、表紙から実験方法までレポート用
紙に記入して十分に予習し、学生実験に出席すること。 
5 回  表紙から実験方法までレポート用紙に記入して十分に予習し、学生実験に
出席すること。 
6 回  表紙から実験方法までレポート用紙に記入して十分に予習し、学生実験に
出席すること。 
7 回  表紙から実験方法までレポート用紙に記入して十分に予習し、学生実験に
出席すること。 
8 回  表紙から実験方法までレポート用紙に記入して十分に予習し、学生実験に
出席すること。 
9 回  第７回以前のレポートをすべて作成して提出すること。 
10 回  表紙から実験方法までレポート用紙に記入して十分に予習し、学生実験
に出席すること。 
11 回  表紙から実験方法までレポート用紙に記入して十分に予習し、学生実験



に出席すること。 
12 回  表紙から実験方法までレポート用紙に記入して十分に予習し、学生実験
に出席すること。 
13 回  表紙から実験方法までレポート用紙に記入して十分に予習し、学生実験
に出席すること。 
14 回  表紙から実験方法までレポート用紙に記入して十分に予習し、学生実験
に出席すること。 
15 回  受理されていないレポ−トを完成させておく。補充実験がある場合はテ
キストの該当箇所を読んでおく。 

 



年度 2012 
授業コード FTP15G2 
成績評価 中間テスト(20％)、小テスト(10％)、定期試験(70％)、60%以上を合格とする。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス PA(工)(〜12) 
見出し FTP15G2 数学Ⅲ（情工：数学Ⅱ） 
担当教員名 山口 尚宏 
単位数 2 
教科書 大⻄誠・佐野公朗「入門コース線形代数」 （学術図書出版社） 
アクティブラーニング  
キーワード 行列、行列式、ベクトル 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 数学Ⅲ（情工：数学Ⅱ） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 講義 
注意備考 数学を楽しんでほしい。数学を楽しみながら勉強してほしい。ぜひ知的好奇心を

もってほしい。 
シラバスコード FTP15G2 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）行列を理解し、計算ができること。 

（２）行列式を理解し、計算ができること。 
（３）ベクトルを理解し、計算ができること。 

受講者へのコメント 受講者がいませでした。 
連絡先 山口研究室 1 学舎３階（電子メール yamaguch@ice.ous.ac.jp、電話 086-256-9588）

オフィスアワー 金曜日 ５−６時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mathematics III 
関連科目 数学Ⅰ、数学Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 行列・行列式の基本的な計算を扱う。応用として連立一次方程式の解法を説明す

る。またベクトルの内積・外積および,行列の固有値問題を扱う。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 行列の和・積 

2 回 行列のべき・正則行列 
3 回 行列の基本変形・階数 
4 回 逆行列(掃きだし法） 



5 回 転置行列の性質 
6 回 行列式定義 
7 回 行列式の性質 
8 回 中間テスト 総合復習 
9 回 連立一次方程式（行基本変形） 
10 回 クラメルの公式 
11 回 ベクトル 
12 回 ベクトルの内積 
13 回 ベクトルの外積 
14 回 固有値問題 
15 回 総合復習 

準備学習 1 回 行列の和・積を予習すること。 
2 回 行列のべき・正則行列を予習すること。 
3 回 行列の基本変形・階数を予習すること。 
4 回 逆行列(掃きだし法）を予習すること。 
5 回 転置行列の性質を予習すること。 
6 回 行列式定義 を予習すること。 
7 回 行列式の性質を予習すること。 
8 回 第２回から第７回までの講義内容を復習すること。 
9 回 連立一次方程式（行基本変形）を予習すること。 
10 回 クラメルの公式を予習すること。 
11 回 ベクトルを予習すること。 
12 回 ベクトルの内積を予習すること。 
13 回 ベクトルの外積を予習すること。 
14 回 固有値問題を予習すること。 
15 回 第２回から第 14 回までの講義内容を復習すること。 

 



年度 2012 
授業コード FTP15H1 
成績評価 中間試験（１５％）、定期試験（７０％）、宿題（１５％） 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス PA(工)(〜11) 
見出し FTP15H1 数学Ⅳ（電シ：数学Ⅲ） 
担当教員名 クルモフ バレリー 
単位数 2 
教科書 新課程「微分方程式」／石原 繁・浅野重初著／（共立出版） 
アクティブラーニング  
キーワード 初等関数、複素関数、微分、積分、微分方程式、初期値問題、一般解、特異解 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 数学Ⅳ（電シ：数学Ⅲ） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 Advanced Engineering Mathematics「常微分方程式」／E.クライツィグ／（培風

館） 
授業形態 講義 
注意備考 次 の ペ ー ジ に 講 義 等 の 資 料 ・ 宿 題 の 回 答 を 公 開 し て い る 。

http://shiwasu.ee.ous.ac.jp/mathiii/ 随時に参照することが重要である。 
質問・相談はオフィスアワー以外可 

シラバスコード FTP15H1 
実務経験のある教員  
達成目標 各種関数の微分、積分ができ、微分方程式が解けること。専門の講義に出てくる

微分、微分方程式に関する数式及びその展開が理解出来ること 
受講者へのコメント  
連絡先 20 号館 4F クルモフ研究室 086−256-9542 val@ee.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 数学Ⅲへの所見を読んでください。 
英文科目名 Mathematics IV 
関連科目 電気電システム学科のほとんどの科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 理工学の分野で取り扱われる数多くの現象は微分方程式で記述される。本講義で

は電気電子工学の専門だけでなく工学分野全般に必要な微分方程式の解法を工
学的な実例を多く取り入れて講義する。講義では出来るだけ多くの例題の解法を
教示し、学生諸君が基本的な問題を解く能⼒を醸成し、専門科目を理解するのに
必要な数学的知識を習得することに主眼をおいて進める。そのため講義時間中に
小テストを実施し、演習問題のレポート提出を課す。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 「微分方程式の基本的な概念」 
複数の例題を通じて次のことを説明する。 
１）常微分方程式の概念 
２）微分方程式の解（陽関数会・陰関数解） 
３）一般解・特殊解 
４）電気回路のモデル化 
2 回 「変数分離形微分方程式、初期値問題」 
変数分離形微分方程式の構成および解法を説明する。初期値問題を説明してから
複数の例題を解く。 
3 回 「同次形微分方程式」、「完全微分方程式」 
変数分離形微分方程式の復讐してから次の内容について述べる。 
１）同次形微分方程式 
２）同次形微分方程式の解法。複数例題を解く。 
３）完全微分方程式 
４）完全微分方程式の解法。複数例題を解く。 
4 回 「完全微分方程式（積分因子）」 
前回の内容復讐するために演習問題を解いてから次のことを説明する。 
１）積分因子を用いた微分方程式の解法導出 
２）例題 
３）1 回〜4 回の内容について演習をする。 
5 回 「１階線型微分方程式とその応用」 
１階線型微分方程式を導入して、その解法について述べる。その後に電気回路関
係の複数応用例題を解き、1 回〜5 回の内容について演習をする。 
6 回 「中間テスト」 
60 分の中間テスト実施後に、出題内容を解説する。 
7 回 「定数係数同次線形微分方程式」 
定数係数同次線形微分方程式を紹介してから解法について説明をする前に、線形
独立性およびオイラーの公式を復習する。次に、解法について述べ、例題を解く。 
8 回 「定数係数非同次線形微分方程式（１）」 
前回の内容を復習するために例題を解く。次に、定数係数非同次線形微分方程式
を紹介し、解法を説明する。未定係数法による解の求め方を説明する。 
9 回 「定数係数非同次線形微分方程式（２）」 
前回の内容を復習するために例題を解く。係数変化法を導出し、演習を行う。 
10 回 「線形微分方程式の応用」 
LCR 電気回路をモデル化し、その解析をする。次にモデルの解を求め、回路の過
渡特性・定常特性について説明する。 
12 回 「復習・演習」 
1 回〜10 回の復習・演習をする。 
13 回 「連立部分方程式」 
連立微分方程式について説明し、その解法について述べる。例題を解く。 
14 回 「2 階偏微分方程式」 
2 階偏微分方程式について説明し、波動方程式を紹介する。波動方程式の解につ



いて論じる。 
15 回 「まとめと復習」 

準備学習 1 回 シラバスの内容を読み、全体の流れを把握すること。微分・積分法を復習す
ること。また、LR と RC 回路の復習が望ましい。 
2 回 指数関数、対数関数、三角関数およびそれらの微分・積分を復習すること 
3 回 前回与えられた宿題を解き、内容を理解すること。理解不足の場合教員のと
ころへ相談をしに行くことが望ましい。 
4 回 前回与えられた宿題を解き、内容を理解すること。理解不足の場合教員のと
ころへ相談をしに行くことが望ましい。全微分を復習すること。 
5 回 前回与えられた宿題を解くこと。 
6 回 前回までの内容を復習し、理解すること。 
7 回 前回与えられた宿題を解くこと。複素数についてよく復習すること。 
8 回 前回与えられた宿題を解くこと。 
9 回 前回与えられた宿題を解くこと。 
10 回 前回与えられた宿題を解くこと。インダクタンス、キャパシタンス、抵抗
について復習すること。 
12 回 前回与えられた宿題を解くこと。 
13 回 前回与えられた宿題を解くこと。 
14 回 前回与えられた宿題を解くこと。偏微分にういて復習する。 
15 回 1 回〜14 回の内容を復習すること。 

 



年度 2012 
授業コード FTP15J1 
成績評価 中間テスト(20％)、小テスト(10％)、 定期試験(70％)、60%以上を合格とする。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス PA(工)(〜12) 
見出し FTP15J1 数学Ⅰ（情工） 
担当教員名 山口 尚宏 
単位数 2 
教科書 大学新入生のための微分積分入門 石原園子 共立出版 
アクティブラーニング  
キーワード べき関数、三角関数、指数関数・対数関数 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 数学Ⅰ（情工） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 やさしく学べる微分積分 石原園子 共立出版 
授業形態 講義 
注意備考 数学を楽しんでほしい。数学を楽しみながら勉強してほしい。ぜひ知的好奇心を

もってほしい。 
シラバスコード FTP15J1 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）べき関数の微分積分を理解し、計算ができること。 

（２）三角関数の微分積分を理解し、計算ができること。 
（３）指数関数・対数関数の微分積分を理解し、計算ができること。 

受講者へのコメント  
連絡先 山口研究室１学舎３階（電子メール yamaguch@ice.ous.ac.jp、電話 086-256-9588）

オフィスアワー 金曜日 ５−６時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mathematics I 
関連科目 数学Ⅱ、数学Ⅲ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 一変数関数の微分および積分の計算を中心に説明する。初等関数（べき関数、三

角関数、指数・対数関数）の微分・積分を理解し自由に計算できることを目標に
する。また、関数の極限や初等関数の基本的な性質についても合わせて説明する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 三角関数 
3 回 指数関数・対数関数 



4 回 関数の極限 
5 回 微分係数・導関数 
6 回 微分の計算１ 
7 回 微分の計算２（合成関数の微分１） 
8 回 微分の計算３（合成関数の微分２） 
9 回 中間テスト 総合復習 
10 回 不定積分 
11 回 置換積分 
12 回 部分積分 
13 回 定積分 
14 回 定積分の置換積分 
15 回 総合復習 

準備学習 1 回 この講義の目的と講義項目およびこの講義に関連する科目について，シラ
バスで調べておくこと． 
2 回 三角関数を予習すること。 
3 回 指数関数・対数関数を予習すること。 
4 回 関数の極限を予習すること。 
5 回 微分係数・導関数を予習すること。 
6 回 三角関数・指数関数・対数関数を復習すること。 
7 回 合成関数を予習すること。 
8 回 第７回の講義内容を復習すること。 
9 回 第１回から第８回までの講義内容を復習すること。 
10 回 不定積分を予習すること。 
11 回 置換積分を予習すること。 
12 回 部分積分を予習すること。 
13 回 定積分を予習すること。 
14 回 定積分の置換席分を予習すること。 
15 回 第２回から第 14 回までの講義内容を復習すること。 

 



年度 2012 
授業コード FTP17F1 
成績評価 中間試験 50％、定期試験 50％で評価する。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス PA(工)(〜12) 
見出し FTP17F1 基礎化学（応化） 
担当教員名 折⽥ 明浩 
単位数 4 
教科書 これだけはおさえたい・化学 /井口他編 /実教出版/2300 円 
アクティブラーニング  
キーワード 原子、分子、イオン、気体、液体、反応速度、pH、化学平衡、酸化還元、モル、

アボガドロ数 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 以下、自由記述欄のコメント（誤字は原文のまま）。個々に回答はしないが、概ね

好評価なので、来年度も本年と同じように講義を行なう予定である。 
・高校の頃に理解しにくかった所が理解できてよかった。後、最近の出来事を化
学的に説明してくれるから頭に入りやすかった。 
・非常に分かりやすく、化学だけでなく幅広い分野から知識を得ることができた。
講義内容に沿って発展的内容であったので将来どんな・何をしたいかを考えるき
っかけにもなった。 
・１つ１つの説明がわかりやすくて理解が深まった。授業の最初に話してくださ
る内容がおもしろ 

科目名 基礎化学（応化） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 講義 
注意備考 ・前期は折⽥と滝澤の２クラスが開講されます。クラス分けは初回の講義日まで

に３号館掲示板に掲示しますので、確認すること 
シラバスコード FTP17F1 
実務経験のある教員  
達成目標 ・元素記号が分かるようになること 

・原子、イオン、分子の構造を理解できるようになること 
・基本的な物質の分子式やイオン式が書けるようになること 
・物質量（モル）の概念が理解できるようになること 
・化学反応の定量的な取り扱いができるようになること 
・液体、気体の基本的な性質を理解し、それについての計算と説明ができるよう
になること。 
・物資の変化とエネルギーの関係を理解できること 
・化学変化と電子の関係が理解できること 

受講者へのコメント 授業中に私語や携帯をいじる学生も見当たらず、大変良い環境で教員、学生とも
授業時間を共有できたと思います。この雰囲気で他の授業も受けてください。 



連絡先 研究室：22 号館 4 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 高校で学習した化学の復習と大学で学習する専門教科への橋渡しとして、新入生
に改めて化学（科学）の魅⼒を感じてもらえるよう心掛けたが、「この分野への理
解が深まった（82％）」「この分野への興味関心が高まった（64％）」との評価が
得られたことから、本講義の目標を充分に達成できたものと考えられる。 

英文科目名 Basic Chemistry I 
関連科目 基礎化学実験、基礎化学演習、入門化学 
次回に向けての改善変更予定 「教科書や資料のレベルがもう少し高くても良い」との回答が 1 名（２％）あっ

たのでこの点を何らかの形で改善したい。 
講義目的 化学の基礎的な知識と考え方を身につけること。具体的には、高校の化学を復習

するとともに、より高度で専門的な化学の導入部分についても学習する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 【指定された担当教員を確認し、それぞれの教室に入ること】 

オリエンテーション 
受講のためのオリエンテーションを受け、これかからどのように講義が進み、何
を学び、どのような知識・能⼒を身につけることが出来るようになるのかを理解
する。 
2 回 物質と元素 
古来から現在に至るまで、⼈が「もの」すなわち物質が何から出来ているかを考
えてきたのかをたどり、物質の種類、物質の基本となる「元素」という考え方を
理解できるようになる。 
3 回 原子と分子、原子番号 
元素の本体は原子であり、物質としての最小単位が分子であることをことを理解
きるようになる。また様々な原子は、陽子・中性子・電子の組み合わせで構成さ
れていることを理解きるようになる。 
4 回 電子配置、量子数、周期表 
原子の電子配置とその規則性（周期性）を理解できるようになる。さらにその周
期性に沿って元素を並べたものが周期表であることが理解できるようになる。 
5 回 典型元素と遷移元素 
元素の２つのグループである「典型元素と遷移元素」について、電子配置のレベ
ルから理解できるようになる。 
6 回 イオン化エネルギー・電子親和⼒ 
元素がイオンになる際に放出または吸収されるエネルギーが「イオン化エネルギ
ー・電子親和⼒」であること、さらにそのエネルギーの意義（イオンになる易さ
の指標となることなど）のについて理解できるようになる。 
7 回 化学結合と結晶（１）--イオン間の結合・原子間の結合 
 イオン間および原子間に形成される結合を理解することができる。 
8 回 化学結合と結晶（２）--分子間の結合・金属原子間の結合 
 分子間および金属原子間に形成される結合を理解することができる。 
9 回 原子量・分子量・式量・物質量 



 原子・分子・イオン化合物などを定量的に扱うための原子量・分子量・式量を
理解することができる。また物質量（モル）の概念を理解することができる。 
10 回 化学反応式と量的関係 
 化学反応式と量的関係関係を理解することができる 
11 回 物質の三態--状態変化と融点・沸点 
 物質の三態を分子運動のレベルから理解することができる。 
12 回 気体の性質--状態方程式 
 ボイル・シャルルの法則、および理想気体の状態方程式について理解すること
ができる 
13 回 溶液（１）--溶解・濃度・溶解度 
 物質が水に溶解することを分子・イオンのレベルから理解することができる。
また溶液の濃度と溶解度について理解することができる 
14 回 溶液（２）-溶液の性質・沸点上昇・凝固点降下・浸透圧 
 溶液の性質である沸点上昇・凝固点降下・浸透圧について分子・イオンのレベ
ルから理解することができる。 
15 回 理解度確認（中間）試験とその解説 
 これまでの履修内容の理解度を確認する 
16 回 化学反応と熱（１）--反応熱の種類と熱化学方程式 
 物質はそれぞれ固有の量のエネルギーを蓄えていて、化学反応の際にエネルギ
ーが反応熱として出入りすること、熱の収支を加味した化学反応式が熱化学方程
式であることを理解することができる。 
17 回 化学反応と熱（２）--へスの法則 
反応熱の収支は、その経路によらず最初の物質と最終生成物のそれぞれが持つエ
ネルギー量の差であることを理解することができる。 
18 回 反応速度  
 化学反応における速さとはなにか、また反応速度を変える要因、反応のしくみ
について理解することができる。 
19 回 化学平衡（１）--可逆反応と平衡、平衡の移動 
 化学反応は、ある状態で見かけ上反応が停止するように見える。可逆反応の平
行に影響する因子は何かを理解することができる。また電解質水溶液での平衡に
ついて理解することができる。 
20 回 化学平衡（２）--化学平衡の応用・電離平衡 
 化学平衡が化学工業に応用されていることを理解することができる。次に電解
質の水溶液中の平衡について理解することができる。 
21 回 酸と塩基（１） 
 酸とは何か、塩基とは何かを理解することができる。 
22 回 酸と塩基（２）--水素イオン濃度と pH 
 水溶液の液性（酸性・塩基性）は水素イオン濃度によって決まること、その指
標となる pH について理解することができる。 
23 回 酸と塩基（３）--中和反応と塩 
 中和とはどのようなことか、またその際に生成される塩とは何かを理解するこ
とができるようになる。 



24 回 酸と塩基（４）--緩衝溶液 
 緩衝溶液とは何か、緩衝作用の原理、さらにその作り方を理解することができ
る。 
25 回 酸化還元（１）--酸化反応と還元反応 
 酸化・還元反応とは何か、その基本的な考え方を理解することができる。 
26 回 酸化還元（２）--酸化剤・還元剤・酸化数 
 参加数と言う概念を利用して、酸化還元反応においてどの物質が酸化され、ど
の物質が還元されたかを判断できるようになる。 
27 回 酸化還元（３）--酸化還元滴定 
 ある物質がどれだけの酸化⼒・還元⼒を持つかを適定という手法で決定するこ
とができる。その原理を理解することができる。 
28 回 酸化還元（４）--イオン化傾向 
 金属元素の酸化還元反応のおこりやすさ、すなわちイオン化傾向について理解
することができる。 
29 回 酸化還元（５）--電池 
 電池の両極での反応からが酸化還元反応を利用したものであることが理解で
きる。 
30 回 酸化還元（６）--電気分解 
  電気分解とは何か、その原理と、実社会・工業的にどのように利用されている
かを理解することができる。 

準備学習 1 回 【 指定された担当教員を確認し、それぞれの教室に入ること】本授業計画
をよく読み、教科書を準備しておくこと 
2 回 教科書ｐ１０?１７を予習する 
3 回 教科書ｐ１８?２１を予習する 
4 回 教科書ｐ２２?３０を予習する 
5 回 教科書ｐ３１?３５を予習する 
6 回 教科書ｐ２２?３１を予習する 
7 回 教科書ｐ５２?６０を予習する 
8 回 教科書ｐ６１?７０を予習する 
9 回 教科書ｐ３６?４０を予習する 
10 回 教科書ｐ４１?４５を予習する 
11 回 教科書ｐ７２?８１を予習する 
12 回 教科書ｐ８２?９３を予習する 
13 回 教科書ｐ９４?９９を予習する 
14 回 教科書ｐ１００?１１３を予習する 
15 回 これまでの内容を復習しておくこと 
16 回 教科書ｐ１１４?１１９を予習する 
17 回 教科書ｐ１２０?１２５を予習する 
18 回 教科書ｐ１２６?１４０を予習する 
19 回 教科書ｐ１４２?１５０を予習する 
20 回 教科書ｐ１５１?１６１を予習する 
21 回 教科書ｐ１６２?１６６を予習する 



22 回 教科書ｐ１６７?１７２を予習する 
23 回 教科書ｐ１７３?１８５を予習する 
24 回 教科書ｐ１８６?１８９を予習する 
25 回 教科書ｐ１９０?１９４を予習する 
26 回 教科書ｐ１９０?１９４を予習する 
27 回 教科書ｐ１０?１５を予習する 
28 回 教科書ｐ１９８?２０８を予習する 
29 回 教科書ｐ１９８?２０８を予習する 
30 回 中間試験以後の内容を復習しておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FTP17G1 
成績評価 理解度確認（中間）試験 30％、定期試験 30％、課題 40％ 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス PA(工)(〜12) 
見出し FTP17G1 基礎化学（応化） 
担当教員名 滝澤 昇 
単位数 4 
教科書 これだけはおさえたい・化学 /井口他編 /実教出版/2300 円 
アクティブラーニング  
キーワード 各回の授業内容欄を参照のこと 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 バイオ・応用化学科の基礎化学の欄を見てください 
科目名 基礎化学（応化） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 これでわかる化学演習 /矢野潤 菅野善則 著 /三共出版 /2100 円 
授業形態 講義 
注意備考 ・この講義は、バイオ・応用化学科と合同のクラスです。 

・この授業は毎週２回 月曜日 7・8 時限と、水曜日 3・4 時限 受けること。 
・滝澤クラスでは、講義資料を滝澤の WEB サイトで随時配布します。必要に応
じて各自ダウンロード・プリントして持参すること。 
・教科書と配布資料は必ず毎回持参すること。 
・講義は、教科書の内容について 10 問程度のクイズを行いながら進めます。解
答にはクリッカーを使いますので、講義が始まる前にクリッカーを受け取るこ
と。 

シラバスコード FTP17G1 
実務経験のある教員  
達成目標 ・元素記号が分かるようになること 

・原子、イオン、分子の構造を理解できるようになること 
・基本的な物質の分子式やイオン式が書けるようになること 
・物質量（モル）の概念が理解できるようになること 
・化学反応の定量的な取り扱いができるようになること 
・液体、気体の基本的な性質を理解し、それについての計算と説明ができるよう
になること。 
・物資の変化とエネルギーの関係を理解できること 
・化学変化と電子の関係が理解できること 

受講者へのコメント バイオ・応用化学科の基礎化学の欄を見てください 
連絡先 研究室：１２号館５階 

メール：takizawan[アトマーク]dac.ous.ac.jp 
電 話：086-256-9552 

合理的配慮が必要な学生への  



対応 
各項目評価に対する所見 バイオ・応用化学科の基礎化学の欄を見てください 
英文科目名 Basic Chemistry I 
関連科目 基礎化学実験、基礎化学演習Ⅰ、基礎化学演習Ⅱ、入門化学、パソコン入門Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定 バイオ・応用化学科の基礎化学の欄を見てください 
講義目的 化学の基礎的な知識と考え方を身につけること。具体的には、高校の化学を復習

するとともに、より高度で専門的な化学の導入部分についても学習する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 【指定された担当教員を確認し、それぞれの教室に入ること】 

オリエンテーション 
 受講のためのオリエンテーションを受け、これからどのように講義が進み、何
を学び、どのような知識・能⼒を身につけることが出来るようになるのかを理解
する。 
2 回 物質と元素 
 古来から現在に至るまで、⼈が「もの」すなわち物質が何から出来ているかを
考えてきたのかをたどり、物質の種類（純物質、単体、化合物、混合物）と物質
の基本となる「元素」という考え方を理解する。 
元素を表す記号が元素記号であることを理解する。 
混合物の分離精製法についても理解する。 
キーワード： 
元素、元素記号、純物質、単体、化合物、混合物、同素体、精製、炎色反応 
3 回 原子と分子、原子番号 
元素の本体は原子でること、また物質としての最小単位が分子であることをこと
を理解する。また様々な原子は、陽子・中性子・電子の組み合わせで構成されて
いることを理解する。 
キーワード： 
原子、原子核、陽子、中性子、電子、原子番号、質量数、同位体、放射性同位体、
分子、分子式 
4 回 電子配置、電子軌道、典型元素と遷移元素 
原子の電子配置とその規則性（周期律）を理解する。さらに典型源元素と遷移元
素を電子配置ののレベルから理解する。。 
キーワード： 
電子殻、電子配置、電子軌道（ｓ，ｐ，ｄ）、荷電子、エネルギー準位、典型元素、
遷移元素 
5 回 イオン、イオン化エネルギー、電子親和⼒ 
イオンの種類と、元素がイオンになる際に放出または吸収されるエネルギーが
「イオン化エネルギー・電子親和⼒」であること、さらにそのエネルギーの意義
（イオンになり易さの指標となることなど）について理解する。またイオンエネ
ルギーと周期律の関連を理解する。 
キーワード： 
イオン、イオン化エネルギー、電子親和⼒、イオンの大きさ 
6 回 元素の周期表 



元素を原子番号の順にならべ、性質の似た元素が同じ縦の列に列ぶように配置し
たも（族）のが周期表であることを理解する。また同族に属する元素に共通する
性質を理解する。 
キーワード： 
周期律、周期表、典型元素と遷移元素、金属元素と非金属元素、電気陰性度（原
子の陽性と陰性） 
7 回 イオン間の結合・原子間の結合 
 イオン間および原子間に形成される結合とそれぞれの結合によってできる結
晶について理解する。 
キーワード： 
イオン結合、共有結合、配位結合、結晶、最外殻電子、価電子、共有電子対、非
共有電子対、不対電子、電子式、二重結合、ダイヤモンドと⿊鉛、分子構造 
8 回 結合の極性・分子の極性・分子間の結合・金属原子間の結合 
 分子の極性を理解する。また分子間に作用する結合と分子結晶、金属結合と金
属結晶について理解する。 
キーワード： 
電気陰性度、結合の極性と分子の極性、極性分子、分子間⼒、水素結合、分子結
晶、金属結合、自由電子、 
9 回 原子量・分子量・式量・物質量 
 原子・分子・イオン・化合物などを定量的に扱うための原子量・分子量・式量
を理解する。また物質量（モル）の概念と、原子量との関係を理解する。 
キーワード： 
原子の質量、原子の相対質量、原子量、分子量、式量、物質量、アボガドロ定数、
モル質量、 
10 回 化学反応式と量的関係 
 化学変化の前後を化学式で示したものが化学反応式であること、また化学変化
の量的関係を理解し、化学反応式をかけるようになる。 
キーワード： 
化学式、化学反応式、物質量 
11 回 物質の三態--状態変化と融点・沸点 
 物質の三態を分子運動とエネルギーの観点から理解する。また融点と沸点、融
解熱と蒸発熱について理解する。 
キーワード： 
物質の三態、分子運動、エネルギー、融解、凝固、蒸発、凝縮、沸騰、昇華、融
点、沸点、凝固点、融解熱、蒸発熱 
12 回 気体の性質--状態方程式 
 理想気体の体積・温度・圧⼒の関係を表すボイル・シャルルの法則、および理
想気体の状態方程式について理解する。また気体の体積と物質量の関係を理解す
る。 
キーワード： 
ボイル・シャルルの法則、気体の標準状態、理想気体の状態方程式、ドルトンの
分圧の法則、物質量 



13 回 溶液（１）--溶解・濃度・溶解度 
 物質が溶媒に溶解することを分子・イオンのレベルから理解する。また溶液の
濃度と溶解度について理解する。 
キーワード： 
溶解、溶媒、溶質、溶液、質量パーセント濃度、モル濃度、質量モル濃度、電解
質、水和、溶解度、ヘンリーの法則 
14 回 溶液（２）-溶液の性質・沸点上昇・凝固点降下・浸透圧 
 溶液の性質である沸点上昇・凝固点降下・浸透圧について分子・イオンのレベ
ルから理解する。これより、濃度と沸点上昇・凝固点降下・浸透圧の関連を理解
する。 
キーワード： 
質量モル濃度、沸点上昇・凝固点降下・浸透、浸透圧、ラウールの法則､過冷却、
凍結防止材（融解材）、不凍液、電解質 
15 回 理解度確認（中間）試験とその解説 
 これまでの履修内容の理解度を確認する 
16 回 化学反応と熱（１）--反応熱の種類と熱化学方程式 
 物質はそれぞれ固有の量のエネルギーを蓄えていて、化学変化や状態変化の際
にエネルギーが反応熱として出入りすることを理解する。また、この熱の収支を
加味した化学反応式が熱化学方程式であることを理解する。 
キーワード： 
絶対温度、比熱容量、反応熱、吸熱反応、発熱反応、熱化学方程式、燃焼熱、中
和熱、生成熱、溶解熱、融解熱、蒸発熱、昇華熱 
17 回 化学反応と熱（２）--反応経路熱（へスの法則） 
 反応熱の収支は、その経路によらず最初の物質と最終生成物のそれぞれが持つ
エネルギー量の差であることを理解し、その上で、様々な反応熱について理解す
る。。また原子と原子の結合エネルギーと反応熱の関係を理解する。 
キーワード： 
ヘスの法則、結合エネルギー 
18 回 反応速度  
 化学反応の速さとはなにか、また反応速度を変える要因、反応のしくみを粒子
のレベルから理解する。 
キーワード： 
反応速度、一次反応、反応速度式、反応速度定数、温度、触媒、活性化エネルギ
ー 
19 回 化学平衡（１）--可逆反応と平衡、 
 化学平衡とは何かを理解する。<b 

準備学習 1 回 【指定された担当教員を確認し、それぞれの教室に入ること】 
本授業計画をよく読み、教科書を準備しておくこと 
2 回 前回の授業で出された課題をやっておくこと 
教科書ｐ１０?１７をよく読み、わからない語句を書き出しておくこと 
3 回 前回の授業で出された課題をやっておくこと 
教科書ｐ１８?２２をよく読み、わからない語句を書き出しておくこと 



4 回 前回の授業で出された課題をやっておくこと 
教科書ｐ２２?２９をよく読み、わからない語句を書き出しておくこと 
5 回 前回の授業で出された課題をやっておくこと 
教科書ｐ３０?３１をよく読み、わからない語句を書き出しておくこと 
6 回 前回の授業で出された課題をやっておくこと 
教科書ｐ３１?３４をよく読み、わからない語句を書き出しておくこと 
7 回 前回の授業で出された課題をやっておくこと 
教科書ｐ５２?６０をよく読み、わからない語句を書き出しておくこと 
8 回 前回の授業で出された課題をやっておくこと 
教科書ｐ６１?６８をよく読み、わからない語句を書き出しておくこと 
9 回 前回の授業で出された課題をやっておくこと 
教科書ｐ３６?４０をよく読み、わからない語句を書き出しておくこと 
10 回 前回の授業で出された課題をやっておくこと 
教科書ｐ４１?４５をよく読み、わからない語句を書き出しておくこと 
11 回 前回の授業で出された課題をやっておくこと 
教科書ｐ７２?８０をよく読み、わからない語句を書き出しておくこと 
12 回 前回の授業で出された課題をやっておくこと 
教科書ｐ８２?９１をよく読み、わからない語句を書き出しておくこと 
13 回 前回の授業で出された課題をやっておくこと 
教科書ｐ９４?１００をよく読み、わからない語句を書き出しておくこと 
14 回 前回の授業で出された課題をやっておくこと 
教科書ｐ１００?１０５をよく読み、わからない語句を書き出しておくこと 
15 回 これまでの内容を復習し、演習問題を解けるようにしておくこと 
16 回 前回の授業で出された課題をやっておくこと 
教科書ｐ１１４?１２０をよく読み、わからない語句を書き出しておくこと 
17 回 前回の授業で出された課題をやっておくこと 
教科書ｐ１２０?１２３をよく読み、わからない語句を書き出しておくこと 
18 回 前回の授業で出された課題をやっておくこと 
教科書ｐ１２６?１４０をよく読み、わからない語句を書き出しておくこと 
19 回 前回の授業で出された課題をやっておくこと 
教科書ｐ１４２?１４６をよく読み、わからない語句を書き出しておくこと 
20 回 前回の授業で出された課題をやっておくこと 
教科書ｐ１４６?１５７をよく読み、わからない語句を書き出しておくこと 
21 回 前回の授業で出された課題をやっておくこと 
教科書ｐ１６２?１６６をよく読み、わからない語句を書き出しておくこと 
22 回 前回の授業で出された課題をやっておくこと 
教科書ｐ１６７?１７２をよく読み、わからない語句を書き出しておくこと 
23 回 前回の授業で出された課題をやっておくこと 
教科書ｐ１７３?１７８をよく読み、わからない語句を書き出しておくこと 
24 回 前回の授業で出された課題をやっておくこと 
教科書ｐ１７９?１８４をよく読み、わからない語句を書き出しておくこと 
25 回 前回の授業で出された課題をやっておくこと 



教科書ｐ１８６?１８９をよく読み、わからない語句を書き出しておくこと 
26 回 前回の授業で出された課題をやっておくこと 
教科書ｐ１９０?１９３をよく読み、わからない語句を書き出しておくこと 
27 回 前回の授業で出された課題をやっておくこと 
教科書ｐ１９３?１９４をよく読み、わからない語句を書き出しておくこと 
28 回 前回の授業で出された課題をやっておくこと 
教科書ｐ１９５?１９９をよく読み、わからない語句を書き出しておくこと 
29 回 前回の授業で出された課題をやっておくこと 
教科書ｐ２００?２０２をよく読み、わからない語句を書き出しておくこと 
30 回 前回の授業で出された課題をやっておくこと 
教科書ｐ２０２?２０６をよく読み、わからない語句を書き出しておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FTP17G2 
成績評価 課題レポ−トの結果のウェイトを約６0％と定期試験の結果のウェイトを約 40％

として評価する。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス PA(工)(〜12) 
見出し FTP17G2 物理学Ⅱ（電シ） 
担当教員名 小野 忠良 
単位数 2 
教科書 加藤潔著／理工系 物理学講義 改訂版／培風館 
アクティブラーニング  
キーワード 運動の三法則（慣性の法則、運動方程式、作用・反作用の法則）、スカラー積、仕

事、仕事率、運動エネルギー、ポテンシャルエネルギー、⼒学的エネルギー、（運
動量、角運動量、⼒学的エネルギー）の保存則 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学Ⅱ（電シ） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎物理学 上巻／金原寿朗 編／裳華房 
授業形態 講義 
注意備考  物理学は工学全般の大切な基礎科学であるから、ノートを整備し、復習と問題

の演習に繰り返し取り組み、講義をしっかり理解することに努⼒しよう。 
その際，書かれている内容をただ暗記することは、理解したことにはなりません。
物理量の定義，原理、法則はどのような前提条件がついているか、どのように導
き出されたか、どのような物理的意味をもっているか、法則の適用範囲はどうか、
なぜそうなるか、を考えることが物理学をより深く理解することにつながりま
す。ですから、これまでに染み付いた暗記型学習方法から抜け出し，一日も早く、
考える 

シラバスコード FTP17G2 
実務経験のある教員  
達成目標 電気電子工学の専門科目を学ぶ上で必要な⼒学の基礎的知識や物理的考え方を

習得することを目標とする。特に、与えられた問題について、運動方程式をつく
り、必要な微分と積分を用いてその方程式を解くことができ、運動の性質や特徴
を分析し、理解できるようになる。 

受講者へのコメント  
連絡先 小野（忠）研究室 ２１号館５階 tel: (086)256-9619 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Physics II 



関連科目 物理学 I、物理学 III、電気電子工学基礎実験、数学 I、数学 II、数学 III 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 質点および質点系の運動を中心に、運動を理解する上で必要な⼒学の基本概念と

関連する数学について分かり易く述べる。特に、微分を用いた運動方程式をつく
り、その方程式を解く（積分する）能⼒を身につけることを目標とする。各自、
関連する類題や演習問題を解くことにより講義内容のより深い理解が得られる
ので、問題を解く努⼒もしてもらいたい。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 運動の法則について講義する。 

2 回 運動方程式（その１）について講義する。 
3 回 運動方程式（その２）について講義する。 
4 回 単振動について講義する。 
5 回 いろいろな振動と円運動について講義する。 
6 回 第 4 階目の講義中に課した提出レポートの結果の講評と解説および運動と
座標系について講義する。 
7 回 演習と解説をする。 
8 回 仕事（その１）について講義する。 
9 回 仕事（その２）について講義する。 
10 回 ⼒学的エネルギー（その１）について講義する。 
11 回 ⼒学的エネルギー（その２）について講義する。 
12 回 運動量と角運動量（その１）について講義する。 
13 回 運動量と角運動量（その 2）について講義する。 
14 回 第１２回目に課した提出レポートの結果の講評と解説および衝突（その１）
について講義する。 
15 回 衝突（その２）について講義する。 

準備学習 1 回 シラバスに目を通して講義でどういうテーマが取り上げられているかを確
認し、講義の目的および到達目標について把握しておくこと。ニュートン⼒学の
運動の法則とは何かにつて調べ、考えておくこと。 
2 回 第 1 回目の講義を復習すること。考えておくこと。１次元および２次元の
一定の大きさの⼒、速度に比例する抵抗⼒が働く場合の質点の運動方程式はどう
なるか、また、その解である運動はどうなるかについて調べ、考えておくこと。 
3 回 第２回目の講義を復習すること。考えておくこと。速度に比例する抵抗⼒が
働く場合の質点の運動方程式はどうなるか、また、その解である運動はどうなる
かについて調べ、考えておくこと。 
4 回 第 3 回目の講義を復習すること。単振動とはどういう運動か、単振動を引
き起こす⼒はどうなるか、運動方程式の解はどうなるか、運動の特徴を表わす諸
物理量の意味などを調べ、考えておくこと。 
5 回 第 4 回目の講義を復習すること。質点に振動を起こす⼒（復元⼒）以外の⼒
が働いた場合、振動は減衰振動や強制振動となることを調べておくこと。等速円
運動する質点の速度、加速度はどのように表わされるか、円運動を起こす⼒はど
のように表わされるかを調べ、考えること。 
6 回 第 5 回目の講義を復習すること。ガリレオの相対性原理とはどういうもの



か、慣性系と非慣性系とはどういう座標系かを調べ、考えておくこと。 
7 回 第 6 回目の講義を復習すること。第１回目から第６回目の講義で学習した
ことを復習し、教科書に出ている例題や類題を解いて理解を深めておくこと。 
8 回 第７回目の講義を復習すること。物理で扱う仕事とはどのようなものか、エ
ネルギーと仕事の関係はどのようなものか、仕事や仕事率はどう定義されるか、
１次元の場合の仕事をどのように計算するかなどにつて調べ、考えておくこと。 
9 回 第８回目の講義を復習すること。仕事の厳密な定義はどのようにすればよ
いか、３次元の場合の仕事の計算はどうすればよいかを調べ、考えておくこと。 
10 回 第 9 回目の講義を復習すること。⼒学的エネルギーとはどういうエネルギ
ーのことか、保存⼒とはどういう特徴をもつ⼒か、ポテンシャルエネルギーとは
何か、どのようにして求めるかなどにつて調べ、考えておくこと。 
11 回 第１０回目の講義を復習すること。運動エネルギーとはどういうものか、
どのようにして求められるか、⼒学的エネルギー保存則とは何か、どういう場合
に成立するか、エネルギー保存則と運動の関わりを単振動の場合について調べ、
考えておくこと。 
12 回 第 11 回目の講義を復習すること。運動量、角運動量、⼒積、⼒のモーメン
ト、とは何か、また、どう定義されるか、角運動量と⼒のモーメントの関係はど
うのようなものか、について調べ、考えておくこと。 
13 回 第１２回目の講義を復習すること。多数の質点からなる質点系の運動量保
存則、角運動量保存則はどのようなときに成立するかを調べ、考えておくこと。 
14 回 第１３回目の講義を復習すること。撃⼒、弾性衝突、非弾性衝突、はね返
り係数とはどういう物理量か、２つの質点の衝突前後で成り立つ保存則は何か、
にを調べ、考えておくこと。 
15 回 第１４回目の講義を復習すること。２次元の衝突はどのように扱うのか、
について調べ、考えておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTP17J1 
成績評価 定期試験（０％）、中間試験（０％）、レポ−ト（１００％） 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス PA(工)(〜11) 
見出し FTP17J1 物理学実験（生体） 
担当教員名 蜂谷 和明、猶原 順、小野 文久、小野 忠良、片山 敏和＊ 
単位数 2 
教科書 岡山理科大学理学部共通講座・工学部共通講座物理学教室 編・物理学実験：大学

教育出版 
アクティブラーニング  
キーワード 物理量と測定、単位、精度、誤差、⼒学、振動、光学、電気回路、電磁気 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 （１）「エアコンの調子が悪い」はエアコンが古いので大事に使うようにしてい

ます。また、将来検討します。（２）「難しい」、「先生によって指導法が少し違う
ので統一してほしい」については、［受講者へのコメント］のところに書きました
が、物理を学習しなかった⼈についてもかなり気を遣い、まず興味を持ってもら
うように、それができたら、将来必要な技術を身につけてほしい、というように
指導しています。指導法の統一は、目標達成をどのに持って行くかということで、
各先生がどのように設定されているかで異なります。しかし、つねにどのよう 

科目名 物理学実験（生体） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 国立天文台 編集・理科年表：丸善 
授業形態 実験実習 
注意備考 提出したレポ−トは担当教員が点検し、訂正の必要がある場合はコメントを付け

てその日のうちに返却するので、１週間後に訂正したレポ−トを再提出する。 
シラバスコード FTP17J1 
実務経験のある教員  
達成目標 物理学実験を通して、物理量の測定法、実験装置や器具の操作法、デ−タの解析

方法、レポ−トの作成方法などを学ぶ。 
受講者へのコメント  項目［Ａ］の予習と復習、積極的に取り組んだかでは、７０％以上の⼈が週２

時間以上取り組んでくれたことに対し、教員として学生諸君の努⼒に感謝しま
す。［Ｅ］の理解しやすいように工夫してほしいについては、生体医工学科の１年
生の学生は、高校で物理学を取らないで入学してきている学生がかなりな数いま
す。実験担当の教員は、このことは十分に理解し、物理を取ってきていない学生
のことも考えて、ガイダンスではわかりやすい言葉を使ったり、実験中には必要
以上に説明にも気を使っています。 

連絡先 （代表）蜂谷（電子メール hachiya@mech.ous.ac.jp，電話 086-256-9573）オフィ
スアワー水曜日 12:30-13:30、16:00-17:00、金曜日 16:00-17:00、場所１学舎３階 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 



各項目評価に対する所見  項目［Ａ］の予習と復習、積極的に取り組んだかでは、週２時間以上の学生が
７０％であった。項目［Ｂ］のこの分野への理解が深まった４８％で、興味が高
まったが３２％であった。［Ｃ］の目標達成度で、できたから半分程度できた⼈は
７８％で、満足度は満足から普通と答えた⼈は８７％であった。授業に対する教
員の意欲は７７％の⼈が、感じられた、または少し感じられたと答えていた。［Ｅ］
の理解しやすいように工夫をしてほしいという⼈が２１％いた。 

英文科目名 Physical Laboratory 
関連科目 物理学 I、物理学 II、⼒学 I、⼒学 II、電磁気学 等 
次回に向けての改善変更予定  実験・実習科目では、項目［Ａ］の予習と復習と取り組みの姿勢の項目は非常

に大切なので、今回は評価が良かったですが、気を緩めず、事前の実験の予習、
実験後の早期にレポートを作成をする習慣作りを徹底して行っていきたい。項目
［Ｅ］の教科書の適切さとわかりやすさには常に気を配りながら、ガイダンスで
の説明や、実験時間内での説明が一方的にならないようにしたい。実験を受講し
ている学生も、ガイダンスや実験中の説明だけでは理解不可能な場合は、疑問点
を教員なり、ＴＡなりに聞いて、積極的に参加してほしい。項目［Ｂ］と「Ｃ］
の満足 

講義目的 自ら実験を行うことによって、自然現象の観察法や物理量の測定法を習得し、実
験結果をレポ−トにまとめる能⼒を身につけてもらいたい。即ち、実験装置の組
み立てや調整法を学ぶと共に、測定計器の取り扱い方、目盛りの読み取り法、測
定デ−タの解析方法、有効数字と誤差の取り扱い方およびレポ−トの作成方法な
どを学ぶ。実験を通して、講義内容の理解をより深めてもらいたい。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  ガイダンス（１回） 物理学実験上の諸注意 

実験の目的、内容および実施方法について説明する。 
2 回  ガイダンス（２回） 誤差論 
有効数字と誤差について説明する。 
3 回  ガイダンス（３回） 測定値の取り扱い 
最小二乗法による計算方法、測定値の取り扱い方、グラフの書き方について説明
する。 
4 回  ボルダの振り子 
糸につるした重りの振動する時間を光センサーで測定し、これから重⼒加速度を
求める。 
5 回  ユーイングの装置 
鉄、銅等の金属板に重りをつるし、たわみ（曲がった）量を測定して 
ヤング率を求める。 
6 回  モノコード 
モノコ−ドの弦を交流の振動数と同調させて、弦の振動数から交流の振動数を求
める。 
7 回  マイケルソンの干渉計 
反射鏡を利用して２つの光路差を作り、これにレーザー光を入射して得られた干
渉縞と距離の関係から、レーザー光の波⻑を求める。 
8 回  ホィートストンブリッジ 



ホイ−トストン・ブリッジを用いて金属線の電気抵抗を測定し、その金属線の抵
抗率を求める。 
9 回  中間レポート一⻫提出、実験およびレポート作成のための中間ガイダンス 
これまでに提出されたレポ−トで、レポ−トの書き方、測定値の処理法などに問
題点がある具体例を指摘し、より正しい書き方、処理法を解説する。 
10 回  トランジスター 
トランジスタ−のコレクタ-特性を測定し、ｈパラメ−タを求める。 
11 回  ニュートンリング 
平板とレンズでできた薄い空気膜中にナトリウムランプの光を入射し、これを通
過し後に反射してできた干渉縞からレンズの曲率を求める。 
12 回  オシロスコープ 
オシロスコ−プの原理を理解すると共に、その使用法、即ち、電圧および時間（周
期波形の場合は周期、周波数）の測定方法を習得する。 
13 回  回折格子 
ナトリウムランプの光を回折格子に入射し干渉縞を作り、分光計で角度を測定し
てナトリウムランプ波⻑を求める。 
14 回  プランク定数 
波⻑の異なった光を光電管に入射して阻止電圧を測定し、これからプランク定数
を算出する。 
15 回  レポート一⻫提出および補充実験 
実験時間中に測定できなかった実験を行う。 

準備学習 1 回  物理学実験のテキストを購入して、ガイダンスの第１回〜３回は必ず出席
すること。３回分のガイダンスを欠席すると、実験を受けても内容がわからなく
なる。したがって、欠席した⼈は、４回目降の実験が受けれないので、注意する
こと。 
2 回  テキストの該当箇所を読んでおくこと。 
3 回  テキストの該当箇所を読んでおくこと。 
4 回  ガイダンス１回目の説明にしたがって、表紙から実験方法までレポート用
紙に記入して十分に予習し、学生実験に出席すること。 
5 回  表紙から実験方法までレポート用紙に記入して十分に予習し、学生実験に
出席すること。 
6 回  表紙から実験方法までレポート用紙に記入して十分に予習し、学生実験に
出席すること。 
7 回  表紙から実験方法までレポート用紙に記入して十分に予習し、学生実験に
出席すること。 
8 回  表紙から実験方法までレポート用紙に記入して十分に予習し、学生実験に
出席すること。 
9 回  第７回以前のレポートをすべて作成して提出すること。 
10 回  表紙から実験方法までレポート用紙に記入して十分に予習し、学生実験
に出席すること。 
11 回  表紙から実験方法までレポート用紙に記入して十分に予習し、学生実験
に出席すること。 



12 回  表紙から実験方法までレポート用紙に記入して十分に予習し、学生実験
に出席すること。 
13 回  表紙から実験方法までレポート用紙に記入して十分に予習し、学生実験
に出席すること。 
14 回  表紙から実験方法までレポート用紙に記入して十分に予習し、学生実験
に出席すること。 
15 回  受理されていないレポ−トを完成させておく。補充実験がある場合はテ
キストの該当箇所を読んでおく。 

 



年度 2012 
授業コード FTP21C1 
成績評価 毎回の演習課題(3%×15 回=45%)、中間試験(10%×3 回=30%)、期末試験

(25%)。ただし期末試験のうち微分基礎問題 15 題のうち 12 題以上を正解するこ
と。 

曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス PA(工)(〜12) 
見出し FTP21C1 数学Ⅰ（知能） 
担当教員名 荒木 圭典 
単位数 2 
教科書 毎回、演習課題を配布する。「新訂 微分積分 I」・大日本図書矢野監修、春日編・

「モノグラフ ５訂版 公式集」・科学振興新社「新訂 基礎数学」・大日本図書（教
員に指示された者のみ） 

アクティブラーニング  
キーワード 微分、導関数、接線、極値、定積分、不定積分、面積、多項式、三角関数、指数

関数、対数関数、分数関数、無理関数、逆関数、Taylor 展開 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 （特にありませんでした） 
科目名 数学Ⅰ（知能） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義において指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 年度冒頭の学⼒多様化度調査の結果によって講義の履修の指導をするので、教員

の指示に従うこと。 
シラバスコード FTP21C1 
実務経験のある教員  
達成目標 微分法、積分法の基礎を理解し、簡単な応用問題を解くことができる。 
受講者へのコメント 計算の仕方を忘れないでください。 
連絡先 担当：荒木圭典 E-mail: araki(_at_)are.ous.ac.jp, Tel: 086-256-9509, 研究室：２

０号館６階、オフィスアワー： 随時 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になしが多いのでちょっと対処がわかりません。 
英文科目名 Mathematics I 
関連科目 全てのＡ群科目 
次回に向けての改善変更予定 もう少し授業時間を演習に使うように工夫したいです。 
講義目的 1 変数関数の微分法、積分法の基礎について、図形的意味、計算法について習熟

すること。学習の項目は、導関数の定義、関数の積・商の導関数、合成関数の導
関数、初等関数（多項式、三角関数、指数・対数関数）の導関数の計算 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 次の項目について解説、演習を行う：微分とは■2 点の座標とグラフの傾き
■極限の計算とは■導関数の定義と x,x^2,x^3 への応用■導関数の表記法と読み
方。 
2 回 次の項目について解説、演習を行う：微分の公式：線形性、積、商の導関数
■x^n の導関数■合成関数とは(例: V sin(2πft+Φ), (1/√(2π)s) exp(-(x-
m)^2/s^2)■合成関数の導関数■導関数の符号と増減■増減表の作成■組立除法
による代入計算。 
3 回 中間試験１を実施する。その後、次の項目について解説、演習を行う：■x=a
での接線の意味：接点と因数分解の関係■接線と交点の計算。 
4 回 次の項目について解説、演習を行う：三角関数の意味（三角形の形状決定、
方向の記述、周期現象の記述）、定義、表記の慣習■三角関数のグラフ■辺⻑
(a,b,c)の三角形の角データの電卓、三角関数表での計算。 
5 回 次の項目について解説、演習を行う：振動現象の記述（係数に次元があり、
位相に次元が無いこと）■三角形関連の公式（面積、扇型の面積、正弦、余弦、
加法定理）■加法定理の意味、証明■演習：三角形の読み（例えば斜面を滑り降
りる物体にかかる⼒の斜面方向の成分）。座標から偏角の計算（電卓、関数表）。
加法定理とその周辺の公式の整理。 
6 回 次の項目について解説、演習を行う：はさみうちの原理■sin(x)/x→1 の証
明■(sin(x))'=cos(x)の導出■三角関数の特徴：関数と導関数のグラフの形が同じ
■cos(x), tan(x)の導関数の計算◆ ***(f(x)), ***(ax+b) の導関数の練習。 
7 回 中間試験２を実施する。その後、次の項目について解説、演習を行う：■次
の項目について解説、演習を行う：指数法則、対数法則■対数グラフと掛け算。 
8 回 次の項目について解説、演習を行う：指数関数、対数関数のグラフ■表記
法、読みについて(exp, ln)■国際標準(ISO)では ln と表記することについて。 
9 回 次の項目について解説、演習を行う：指数関数、対数関数の導関数■演習は
基本的な関数の導関数の公式。 
10 回 次の項目について解説、演習を行う：導関数の公式の基礎的な計算。その
後、指数関数・対数関数の中間試験３を実施する。 
11 回 次の項目について解説、演習を行う：テイラー展開、マクローリン展開の
式、意味■exp, sin, cos の公式と導関数の計算。 
12 回 次の項目について解説、演習を行う：逆関数の定義■sin, cos, tan の逆関
数■逆関数の導関数。 
13 回 次の項目について解説、演習を行う：偏微分の記号と計算。 
14 回 総合的な演習１を行う。 
15 回 総合的な演習２を行う。 

準備学習 毎回、次回の演習課題を配布するので、演習課題に取り組んでおくこと。 
 



年度 2012 
授業コード FTP21D2 
成績評価 毎回の演習課題(3%×15 回=45%)、中間試験(10%×3 回=30%)、期末試験

(25%)。ただし期末試験のうち微分基礎問題 15 題のうち 12 題以上を正解するこ
と。 

曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス PA(工)(〜12) 
見出し FTP21D2 数学Ⅰ（知能） 
担当教員名 荒木 圭典 
単位数 2 
教科書 毎回、演習課題を配布する。「新訂 微分積分 I」・大日本図書矢野監修、春日編・

「モノグラフ ５訂版 公式集」・科学振興新社「新訂 基礎数学」・大日本図書（教
員に指示された者のみ） 

アクティブラーニング  
キーワード 微分、導関数、接線、極値、定積分、不定積分、面積、多項式、三角関数、指数

関数、対数関数、分数関数、無理関数、逆関数、Taylor 展開 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「荒木先生サイコーですね！」「荒木先生の受業おもしろい！！」ども m(_ _)m 
科目名 数学Ⅰ（知能） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義において指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 年度冒頭の学⼒多様化度調査の結果によって講義の履修の指導をするので、教員

の指示に従うこと。 
シラバスコード FTP21D2 
実務経験のある教員  
達成目標 微分法、積分法の基礎を理解し、簡単な応用問題を解くことができる。 
受講者へのコメント 授業では微分だけでなく、逆三角関数や対数グラフの復習もしておいてくださ

い。 
連絡先 担当：荒木圭典 E-mail: araki(_at_)are.ous.ac.jp, Tel: 086-256-9509, 研究室：２

０号館６階、オフィスアワー： 随時 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業の進め方からして復習にできれば時間を割いてほしい。 
英文科目名 Mathematics I 
関連科目 全てのＡ群科目 
次回に向けての改善変更予定 授業は板書と演習プリントを基にして行いましたが、今後は内容の文書化を進め

ていこうと思います。 
講義目的 1 変数関数の微分法、積分法の基礎について、図形的意味、計算法について習熟

すること。学習の項目は、導関数の定義、関数の積・商の導関数、合成関数の導



関数、初等関数（多項式、三角関数、指数・対数関数）の導関数の計算 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 次の項目について解説、演習を行う：微分とは■2 点の座標とグラフの傾き

■極限の計算とは■導関数の定義と x,x^2,x^3 への応用■導関数の表記法と読み
方。 
2 回 次の項目について解説、演習を行う：微分の公式：線形性、積、商の導関数
■x^n の導関数■合成関数とは(例: V sin(2πft+Φ), (1/√(2π)s) exp(-(x-
m)^2/s^2)■合成関数の導関数■導関数の符号と増減■増減表の作成■組立除法
による代入計算。 
3 回 中間試験１を実施する。その後、次の項目について解説、演習を行う：■x=a
での接線の意味：接点と因数分解の関係■接線と交点の計算。 
4 回 次の項目について解説、演習を行う：三角関数の意味（三角形の形状決定、
方向の記述、周期現象の記述）、定義、表記の慣習■三角関数のグラフ■辺⻑
(a,b,c)の三角形の角データの電卓、三角関数表での計算。 
5 回 次の項目について解説、演習を行う：振動現象の記述（係数に次元があり、
位相に次元が無いこと）■三角形関連の公式（面積、扇型の面積、正弦、余弦、
加法定理）■加法定理の意味、証明■演習：三角形の読み（例えば斜面を滑り降
りる物体にかかる⼒の斜面方向の成分）。座標から偏角の計算（電卓、関数表）。
加法定理とその周辺の公式の整理。 
6 回 次の項目について解説、演習を行う：はさみうちの原理■sin(x)/x→1 の証
明■(sin(x))'=cos(x)の導出■三角関数の特徴：関数と導関数のグラフの形が同じ
■cos(x), tan(x)の導関数の計算◆ ***(f(x)), ***(ax+b) の導関数の練習。 
7 回 中間試験２を実施する。その後、次の項目について解説、演習を行う：■次
の項目について解説、演習を行う：指数法則、対数法則■対数グラフと掛け算。 
8 回 次の項目について解説、演習を行う：指数関数、対数関数のグラフ■表記
法、読みについて(exp, ln)■国際標準(ISO)では ln と表記することについて。 
9 回 次の項目について解説、演習を行う：指数関数、対数関数の導関数■演習は
基本的な関数の導関数の公式。 
10 回 次の項目について解説、演習を行う：導関数の公式の基礎的な計算。その
後、指数関数・対数関数の中間試験３を実施する。 
11 回 次の項目について解説、演習を行う：テイラー展開、マクローリン展開の
式、意味■exp, sin, cos の公式と導関数の計算。 
12 回 次の項目について解説、演習を行う：逆関数の定義■sin, cos, tan の逆関
数■逆関数の導関数。 
13 回 次の項目について解説、演習を行う：偏微分の記号と計算。 
14 回 総合的な演習１を行う。 
15 回 総合的な演習２を行う。 

準備学習 毎回、次回の演習課題を配布するので、演習課題に取り組んでおくこと。 
 



年度 2012 
授業コード FTP23E2 
成績評価 定期試験により評価する。得点で 60％以上を合格とする。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス PA(工)(〜12) 
見出し FTP23E2 数学Ⅲ（電シ：応用数学Ⅰ） 
担当教員名 垣谷 公徳 
単位数 2 
教科書 計算⼒をつける線形代数／神永正博・石川賢太／内⽥老鶴圃 
アクティブラーニング  
キーワード 行列、ベクトル、行列式、逆行列、固有値、固有ベクトル、対角化、線形独立、

線形従属、正規直交完全系 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 今年度も特に午前の部の方々から準備学習用プリント（皆さんこれを宿題と呼ん

でいるようですが）の内容や分量、講義の進度について「よい」というコメント
を頂きました。お礼を言う筋合いのものではありませんが、こういうコメントは
有り難いものです。今後の励みになります。前項でも挙げたように「⿊板を消す
のが早い」という指摘がありました。講義の進行速度についてはこれまでより一
層注意をして行くつもりです。「自分たちで例題を解く時間を設けて欲しい」旨
を提案してくれた⼈もいました。演習の時間をとりたいのはやまやまなのです
が、如何 

科目名 数学Ⅲ（電シ：応用数学Ⅰ） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 やさしく学べる線形代数／石村園子／共立出版 

線形代数とベクトル解析／E. クライツィグ（堀素夫訳）／培風館 
授業形態 講義 
注意備考 講義資料を World Wide Web を通じて配付するので、コンピュータリテラシで大

学の計算機環境になれておく必要がある. 
シラバスコード FTP23E2 
実務経験のある教員  
達成目標 行列の演算、行列式・逆行列の計算、行列の対角化を簡単な行列に対して行うこ

とができる。線形独立と線形従属、正規直交完全系の概念を理碑する。 
受講者へのコメント 【A】授業に対する取り組み 3)時間外学習で、午前の部の 80.8%、午後の部の

86.8%の⼈が指定された課題に取り組んだと回答していますが、この講義では毎
回提出課題を課しており、ほとんどの皆さんが提出しているはずです。どうして
100%ではないのでしょうか。匿名ということもあり、おそらく正直に回答して
くれたのだと思いますが、この数字が定期試験の合格率（約 80%）と近い数字な
のは決して偶然ではないと思います。講義でも言っているように提出課題の問題
の難易度はほぼ定期試験の問題の難易度と同じにしています。ぜひ提出 

連絡先 17 号館 3F 垣谷研究室 オフィスアワー: 金曜日 15:00-17:00 
E-mail: kimi@ee.ous.ac.jp 



Web: http://sstweb.ee.ous.ac.jp/ 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 応用数学 I に対して気になるのは、午前の部と、午後の部で皆さんの感想が結構
異なるという点です。【C】総合評価 7)授業満足度の設問に対して「満足」「ほぼ
満足」の回答を合わせると午前の部が 73.1%、午後の部が 76.3%とほとんど違い
はないように見えますが「満足」だけ回答を見てみると午前の部が 50.0%、午後
の部が 36.8%とかなり開きがあります。これは自由記述欄にも現れていて、の評
価項目の平均点は当てにならないので不満率で見てみると、午後の部は不満率が
10％前後であるのに対して、午前の部は後ほど述べるように 

英文科目名 Mathematics III 
関連科目 電気電子システム学科のほとんどすべての専門科目 
次回に向けての改善変更予定 午前、午後を通じて依然として若干名ながら「内容が難しい」「内容が多い」「進

度が速い」と感じている⼈がいます。また次項にも挙げますが、自由記述欄に「⿊
板を消すのが早い」という指摘もありました。これまでも、毎回の提出課題を講
義開始直前にチェックしたりと皆さんの理解に合わせて講義を進行することを
心がけてきましたが、これからも一層努⼒します。 

講義目的 線形代数学は、工学の様々な分野に応用される非常に基礎的な数学である。この
講義では線形代数学の基礎から始め、工学的に重要ないくつかの例題をもとに、
逆行列、行列の対角化、計量ベクトル空間などについて学ぶ。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  線形代数学の概要について講義するとともに、この講義で用いる基本的な

用語、および数式の表記法について説明する。 
2 回  連立１次方程式の一般論について説明する。 
3 回  行列の基本変形について説明する。 
4 回  行列と行列の演算を定義し、その性質について説明する。 
5 回  逆行列ついて説明し、その性質をいくつか確認する。 
6 回  行列式の定義と、その数学的性質および計算法を講義する。 
7 回  余因子展開ついて説明するとともに余因子展開を用いて具体的に行列式を
計算する。 
8 回  余因子行列と逆行列の関係を説明するとともに実際に逆行列の求め方を説
明する。 
9 回  平面ベクトル・空間ベクトルについて復習するとともに、それらを一般化
した数ベクトルについて講義する。 
10 回  ベクトル空間の性質について講義する。 
11 回  一次写像、一次変換、直交変換などについて定義するとともにそれらの性
質を説明する。 
12 回  ベクトルの一次独立・一次従属についてその定義と具体的な例を説明す
る。 
13 回  固有値と固有ベクトルについてその定義と具体的な計算法を説明する。 
14 回  固有値と固有ベクトルを用いた行列の対角化について講義する。 
15 回  固有値・固有ベクトルの応用および行列の対角化の応用例を紹介する。 



準備学習 1 回 高校数学 A, B の平面ベクトル／空間ベクトルおよび高校数学 C の行列につ
いて復習しておくこと 
2 回 行列・ベクトルの基本的な定義に関する提出課題を完成させること。 
3 回 行列・ベクトルの基本的な定義に関する課題の正答をノートに整理すると
ともに、連立１次方程式に関する提出課題を完成させること。 
4 回 連立１次方程式に関する課題の正答をノートに整理するとともに、行列の
基本変形に関する提出課題を完成させること。 
5 回 行列の基本変形に関する課題の正答をノートに整理するとともに、行列と
行列の演算に関する提出課題を完成させること。 
6 回 行列と行列の演算に関する課題の正答をノートに整理するとともに、逆行
列に関する提出課題を完成させること。 
7 回 逆行列に関する課題の正答をノートに整理するとともに、行列式に関する
提出課題を完成させること。 
8 回 行列式に関する課題の正答をノートに整理するとともに、余因子展開に関
する提出課題を完成させること。 
9 回 余因子展開に関する課題の正答をノートに整理するとともに、余因子行列
に関する提出課題を完成させること。 
10 回 余因子行列に関する課題の正答をノートに整理するとともに、平面ベクト
ル・空間ベクトルに関する提出課題を完成させること。 
11 回 平面ベクトル・空間ベクトルに関する課題の正答をノートに整理するとと
もに、ベクトル空間に関する提出課題を完成させること。 
12 回 ベクトル空間に関する課題の正答をノートに整理するとともに、一次変換
に関する提出課題を完成させること。 
13 回 一次変換に関する課題の正答をノートに整理するとともに、一次独立・一
次従属に関する提出課題を完成させること。 
14 回 一次独立・一次従属に関する課題の正答をノートに整理するとともに、固
有値と固有ベクトルに関する提出課題を完成させること。 
15 回 固有値と固有ベクトルに関する課題の正答をノートに整理するとともに、
行列の対角化に関する提出課題を完成させること。 

 



年度 2012 
授業コード FTP25D1 
成績評価 中間テスト(20％)、小テスト(10％)、定期試験(70％)、60%以上を合格とする。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス PA(工)(〜12) 
見出し FTP25D1 数学Ⅱ（情工：数学演習Ⅰ） 
担当教員名 山口 尚宏 
単位数 2 
教科書 大学新入生のための微分積分 石原園子 共立出版 
アクティブラーニング  
キーワード べき関数、三角関数、指数関数・対数関数 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 数学Ⅱ（情工：数学演習Ⅰ） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 やさしく学べる微分積分 石原園子 共立出版 
授業形態 講義 
注意備考 数学を楽しんでほしい。数学を楽しみながら勉強してほしい。ぜひ知的好奇心を

もってほしい。 
シラバスコード FTP25D1 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）べき関数の微分積分の計算ができること。 

（２）三角関数の微分積分の計算ができること。 
（３）指数関数・対数関数の微分積分の計算ができること。 

受講者へのコメント  
連絡先 山口研究室１学舎３階（電子メール yamaguch@ice.ous.ac.jp、電話 086-256-9588）

オフィスアワー 金曜日 ５−６時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mathematics II 
関連科目 数学Ⅰ、数学Ⅲ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 一変数関数の微分および積分の計算を中心に説明する。初等関数（べき関数、三

角関数、指数・対数関数）の微分・積分が自由に計算できることを目標にする。
また、関数の極限や初等関数の基本的な性質についても合わせて説明する。本演
習科目は数学Ⅰに対する演習を行う。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 三角関数 



3 回 指数関数・対数関数 
4 回 関数の極限 
5 回 微分係数・導関数 
6 回 微分の計算１ 
7 回 微分の計算２（合成関数の微分１） 
8 回 微分の計算３（合成関数の微分２） 
9 回 中間テスト 総合復習 
10 回 不定積分 
11 回 置換積分 
12 回 部分積分 
13 回 定積分 
14 回 定積分の置換積分 
15 回 総合復習 

準備学習 1 回 この講義の目的と講義項目およびこの講義に関連する科目について，シラ
バスで調べておくこと． 
2 回 三角関数を予習し例題を解くこと。 
3 回 指数関数・対数関数を予習し例題を解くこと。 
4 回 関数の極限を予習し例題を解くこと。 
5 回 微分係数・導関数を予習し例題を解くこと。 
6 回 三角関数・指数関数・対数関数を復習し例題を解くこと。 
7 回 合成関数を予習し例題を解くこと。 
8 回 第７回の講義内容を復習し例題を解くこと。 
9 回 第１回から第８回までの講義内容を復習し演習問題を解くこと。 
10 回 不定積分を予習し例題を解くこと。 
11 回 置換積分を予習し例題を解くこと。 
12 回 部分積分を予習し例題を解くこと。 
13 回 定積分を予習し例題を解くこと。 
14 回 定積分の置換積分を予習し例題を解くこと。 
15 回 第２回から第 14 回までの講義内容を復習し演習問題を解くこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTP25D2 
成績評価 定期試験により評価する。得点で 60％以上を合格とする。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス PA(工)(〜12) 
見出し FTP25D2 数学Ⅲ（電シ：応用数学Ⅰ） 
担当教員名 垣谷 公徳 
単位数 2 
教科書 計算⼒をつける線形代数／神永正博・石川賢太／内⽥老鶴圃 
アクティブラーニング  
キーワード 行列、ベクトル、行列式、逆行列、固有値、固有ベクトル、対角化、線形独立、

線形従属、正規直交完全系 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 今年度も特に午前の部の方々から準備学習用プリント（皆さんこれを宿題と呼ん

でいるようですが）の内容や分量、講義の進度について「よい」というコメント
を頂きました。お礼を言う筋合いのものではありませんが、こういうコメントは
有り難いものです。今後の励みになります。前項でも挙げたように「⿊板を消す
のが早い」という指摘がありました。講義の進行速度についてはこれまでより一
層注意をして行くつもりです。「自分たちで例題を解く時間を設けて欲しい」旨
を提案してくれた⼈もいました。演習の時間をとりたいのはやまやまなのです
が、如何 

科目名 数学Ⅲ（電シ：応用数学Ⅰ） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 やさしく学べる線形代数／石村園子／共立出版 

線形代数とベクトル解析／E. クライツィグ（堀素夫訳）／培風館 
授業形態 講義 
注意備考 講義資料を World Wide Web を通じて配付するので、コンピュータリテラシで大

学の計算機環境になれておく必要がある. 
シラバスコード FTP25D2 
実務経験のある教員  
達成目標 行列の演算、行列式・逆行列の計算、行列の対角化を簡単な行列に対して行うこ

とができる。線形独立と線形従属、正規直交完全系の概念を理碑する。 
受講者へのコメント 【A】授業に対する取り組み 3)時間外学習で、午前の部の 80.8%、午後の部の

86.8%の⼈が指定された課題に取り組んだと回答していますが、この講義では毎
回提出課題を課しており、ほとんどの皆さんが提出しているはずです。どうして
100%ではないのでしょうか。匿名ということもあり、おそらく正直に回答して
くれたのだと思いますが、この数字が定期試験の合格率（約 80%）と近い数字な
のは決して偶然ではないと思います。講義でも言っているように提出課題の問題
の難易度はほぼ定期試験の問題の難易度と同じにしています。ぜひ提出 

連絡先 17 号館 3F 垣谷研究室 オフィスアワー: 金曜日 15:00-17:00 
E-mail: kimi@ee.ous.ac.jp 



Web: http://sstweb.ee.ous.ac.jp/ 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 応用数学 I に対して気になるのは、午前の部と、午後の部で皆さんの感想が結構
異なるという点です。【C】総合評価 7)授業満足度の設問に対して「満足」「ほぼ
満足」の回答を合わせると午前の部が 73.1%、午後の部が 76.3%とほとんど違い
はないように見えますが「満足」だけ回答を見てみると午前の部が 50.0%、午後
の部が 36.8%とかなり開きがあります。これは自由記述欄にも現れていて、の評
価項目の平均点は当てにならないので不満率で見てみると、午後の部は不満率が
10％前後であるのに対して、午前の部は後ほど述べるように 

英文科目名 Mathematics III 
関連科目 電気電子システム学科のほとんどすべての専門科目 
次回に向けての改善変更予定 午前、午後を通じて依然として若干名ながら「内容が難しい」「内容が多い」「進

度が速い」と感じている⼈がいます。また次項にも挙げますが、自由記述欄に「⿊
板を消すのが早い」という指摘もありました。これまでも、毎回の提出課題を講
義開始直前にチェックしたりと皆さんの理解に合わせて講義を進行することを
心がけてきましたが、これからも一層努⼒します。 

講義目的 線形代数学は、工学の様々な分野に応用される非常に基礎的な数学である。この
講義では線形代数学の基礎から始め、工学的に重要ないくつかの例題をもとに、
逆行列、行列の対角化、計量ベクトル空間などについて学ぶ。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  線形代数学の概要について講義するとともに、この講義で用いる基本的な

用語、および数式の表記法について説明する。 
2 回  連立１次方程式の一般論について説明する。 
3 回  行列の基本変形について説明する。 
4 回  行列と行列の演算を定義し、その性質について説明する。 
5 回  逆行列ついて説明し、その性質をいくつか確認する。 
6 回  行列式の定義と、その数学的性質および計算法を講義する。 
7 回  余因子展開ついて説明するとともに余因子展開を用いて具体的に行列式を
計算する。 
8 回  余因子行列と逆行列の関係を説明するとともに実際に逆行列の求め方を説
明する。 
9 回  平面ベクトル・空間ベクトルについて復習するとともに、それらを一般化
した数ベクトルについて講義する。 
10 回  ベクトル空間の性質について講義する。 
11 回  一次写像、一次変換、直交変換などについて定義するとともにそれらの性
質を説明する。 
12 回  ベクトルの一次独立・一次従属についてその定義と具体的な例を説明す
る。 
13 回  固有値と固有ベクトルについてその定義と具体的な計算法を説明する。 
14 回  固有値と固有ベクトルを用いた行列の対角化について講義する。 
15 回  固有値・固有ベクトルの応用および行列の対角化の応用例を紹介する。 



準備学習 1 回 高校数学 A, B の平面ベクトル／空間ベクトルおよび高校数学 C の行列につ
いて復習しておくこと 
2 回 行列・ベクトルの基本的な定義に関する提出課題を完成させること。 
3 回 行列・ベクトルの基本的な定義に関する課題の正答をノートに整理すると
ともに、連立１次方程式に関する提出課題を完成させること。 
4 回 連立１次方程式に関する課題の正答をノートに整理するとともに、行列の
基本変形に関する提出課題を完成させること。 
5 回 行列の基本変形に関する課題の正答をノートに整理するとともに、行列と
行列の演算に関する提出課題を完成させること。 
6 回 行列と行列の演算に関する課題の正答をノートに整理するとともに、逆行
列に関する提出課題を完成させること。 
7 回 逆行列に関する課題の正答をノートに整理するとともに、行列式に関する
提出課題を完成させること。 
8 回 行列式に関する課題の正答をノートに整理するとともに、余因子展開に関
する提出課題を完成させること。 
9 回 余因子展開に関する課題の正答をノートに整理するとともに、余因子行列
に関する提出課題を完成させること。 
10 回 余因子行列に関する課題の正答をノートに整理するとともに、平面ベクト
ル・空間ベクトルに関する提出課題を完成させること。 
11 回 平面ベクトル・空間ベクトルに関する課題の正答をノートに整理するとと
もに、ベクトル空間に関する提出課題を完成させること。 
12 回 ベクトル空間に関する課題の正答をノートに整理するとともに、一次変換
に関する提出課題を完成させること。 
13 回 一次変換に関する課題の正答をノートに整理するとともに、一次独立・一
次従属に関する提出課題を完成させること。 
14 回 一次独立・一次従属に関する課題の正答をノートに整理するとともに、固
有値と固有ベクトルに関する提出課題を完成させること。 
15 回 固有値と固有ベクトルに関する課題の正答をノートに整理するとともに、
行列の対角化に関する提出課題を完成させること。 

 



年度 2012 
授業コード FTP25E2 
成績評価 レポート（２０％）、中間試験（３０％）、定期試験（５０％）により成績を評価

する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス PA(工)(〜12) 
見出し FTP25E2 数学Ⅱ（建築：解析学Ⅱ） 
担当教員名 竹内 渉 
単位数 2 
教科書 計算⼒をつける微分積分／神永正博・藤⽥育嗣／内⽥老鶴圃 
アクティブラーニング  
キーワード ２変数関数、偏微分、２重積分、２変数変換、平面極座標変換 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 数学Ⅱ（建築：解析学Ⅱ） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 講義 
注意備考 数学 I の授業内容を復習することを望む。 
シラバスコード FTP25E2 
実務経験のある教員  
達成目標 ２変数関数の偏微分と２重積分を計算できること。 
受講者へのコメント  
連絡先 竹内研究室 １学舎３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講者なし 
英文科目名 Mathematics II 
関連科目 「数学 I」と「数学 III」を履修していることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ２変数関数の偏微分と２重積分について述べる。２重積分の応用例として、体積

や表面積の求め方について解説する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 偏微分における２変数関数と偏導関数について説明する。 

2 回 偏微分における合成関数の微分法について解説する。 
3 回 偏微分における陰関数の導関数と高次偏導関数について説明する。 
4 回 偏微分におけるテイラー展開について解説する。 
5 回 偏微分における極値について説明する。 
6 回 偏微分に関する章末問題の解法について説明する。 
7 回 中間試験および試験終了後に出題内容について解説する。 



8 回 ２変数の積分について説明する。 
9 回 ２重積分における⻑方形領域上の積分について解説する。 
10 回 ２重積分における縦（横）線形領域上の積分について説明する。 
11 回 ２重積分における２変数変換の積分について解説する。 
12 回 ２重積分における平面極座標変換の積分について説明する。 
13 回 ２重積分の応用として、体積の求め方について解説する。 
14 回 ２重積分の応用の応用として、表面積の求め方について解説する。 
15 回 ２重積分に関する章末問題の解法について説明する。 

準備学習 1 回 数学 Ⅰ で学習した１変数の微分について復習しておくこと。 
2 回 偏導関数について復習しておくこと。 
3 回 偏導関数と合成関数の微分法について復習しておくこと。 
4 回 偏導関数、高次偏導関数および数学 Ⅰ で学習した１変数のテイラー展開
を復習しておくこと。 
5 回 偏微分のテイラー展開について復習しておくこと。 
6 回 第１回から５回までの授業内容を復習しておくこと。 
7 回 第１回から６回までの授業内容をよく理解し、問題を解法しておくこと。 
8 回 数学 Ⅰ で学習した１変数の積分について復習しておくこと。 
9 回 ２変数の積分について復習しておくこと。 
10 回 ⻑方形領域上の積分について復習しておくこと。 
11 回 数学 Ⅰ で学習した１変数の置換積分法について復習しておくこと。 
12 回 数学 Ⅰ で学習した三角関数について復習しておくこと。 
13 回 ２重積分における平面極座標変換の積分について復習しておくこと。 
14 回 ２重積分における平面極座標変換の積分について復習しておくこと。 
15 回 第８回から１４回までの授業内容を復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTP27E1 
成績評価 実験レポート 60％、中間実技試験 10％、定期試験 30％により成績を評価する。 

但し、定期試験において基準点を設け、得点が 100 点満点中、30 点未満の場合
は不合格とする。 

曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス PA(工)(〜12) 
見出し FTP27E1 基礎化学実験 
担当教員名 佐藤 幸子、中山 智津子＊ 
単位数 2 
教科書 岡山理科大学化学実験一手引きと演習一 ／ 佐藤幸子 

：理工系化学実験（一基礎と応用一 第３版） ／ 坂⽥一矩編 ／ （東京教学社） 
アクティブラーニング  
キーワード 無機定性分析：金属のイオン化傾向、元素の周期表、分属試薬、溶解度積、化学

平衡、錯イオン、両性金属、マスキング 
定量分析：中和、酸化還元、キレート生成、電離定数、pH、pKa、緩衝溶液、モ
ル濃度、質量百分率 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 基礎化学実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎化学実験安全オリエンテーション ／ 山口和也、山本仁著 ／（東京化学同

⼈） 
大学の基礎化学実験 ／大学一般化学教育研究会編 ／（学術図書出版社） 
フォトサイエンス化学図録 ／（数研出版） 
化学入門／ 井口洋夫、木下實編集 ／（ 実教出版） 
クリスチャン分析化学 I, II ／ Gary D. Christian ／（丸善） 

授業形態 実験実習 
注意備考 全ての実験を行い、レポートを期限内に提出し受理されていることが、単位取得

の前提条件である。十分な予習をし、内容を理解して実験に臨むこと。実験開始
１時間前までに、実験ノートと予習プリントを必ず提出する。実験を安全に行う
ため、白衣と保護眼鏡の着用を義務づける。メールを利用してレポートの解説と
質問に対応している。 

シラバスコード FTP27E1 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）薬品の取り扱い方の基本を理解する。決められた濃度の試薬溶液を調製で

きる。 
（２）適切な実験廃液の処理ができる。 
（３）測容ガラス器具（ホールピペット、ビュレット、メスフラスコ）の使用方
法を習得する。 
（４）pH メーター、分光光度計、電子天秤の使用方法を習得する。 



（５）詳しい実験観察結果を文章で表現し、物質の変化を化学反応式で記述でき
る。 
（６）報告書の基本的書き方を習得する。 
（７）モル濃度、質量パーセント濃度を理解し、滴定実験、吸光光度法分析によ
り日常的な物（食酢、ミネラルウォーター、ドリンク剤 

受講者へのコメント  
連絡先 10 学舎５階 電子メール satos@dac.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講者なし 
英文科目名 General Chemistry Laboratory 
関連科目 基礎化学、 基礎化学演習 I、II、 分析化学 I、II、 工業分析化学、無機化学 

I、II、 パソコン入門 I、II、 入門化学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 基礎的な実験を通して、化学実験に必要な基本的知識と実験室でのマナーを習得

する。実験機器の取り扱い方、グラフの書き方、報告書の作成法等を学ぶと同時
に、化学の基礎原理や概念についての理解を深める。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：講義の進め方、予習の仕方を説明する。 

 安全・環境教育 
2 回 基礎実験（金属と酸との反応）とレポート作成 
金属と強酸・強塩基との反応を調べることによって、化学実験で使われる器具お
よび試薬の基本的な取扱い方と、実験操作を学ぶ。 
3 回 第１ 属陽イオンの定性分析 （Ag, Pb） 
銀イオン、鉛イオンは HCl と反応して難溶性の塩化物沈殿をつくるので、他の
陽イオンと分離することができる。塩化鉛 の溶解度は 塩化銀 の溶解度に比べ
てかなり大きく、AgCl はアンモニアと反応して可溶性の錯イオンをつくる。こ
の化学的性質を利用して、両イオンを分離し、各イオンに特異的な反応でそれぞ
れのイオンを確認する。 
4 回 第２属陽イオンの定性分析 I（Pb, Bi, Cu, Cd) 
鉛 、ビスマス、銅 、カドミウムイオン  は、酸性条件下で、第２属陽イオンの
分属試薬である硫化水素 と反応して、それぞれ硫化鉛、硫化ビスマス、硫化銅 、
硫化カドミウム の沈殿を生成する。この硫化物生成反応と硫化物の熱硝酸によ
る溶解、各イオンとアルカリ水溶液、硫酸との反応および各イオン固有の検出反
応を確認する。 
5 回  第２属陽イオンの定性分析 II （混合試料の系統分析） 
第１属陽イオンを塩化物沈殿として分離した後、溶液中に存在する第２属陽イオ
ンを酸性条件下、硫化水素 と反応させる。それぞれ硫化鉛、硫化ビスマス、硫化
銅、硫化カドミウムとして沈殿させ、 ３属以下の陽イオンと分離する。この硫化
物の混合沈殿を、熱硝酸で酸化して溶解した後、鉛イオンを硫酸塩の沈殿として
分離する。つづいて、ビスマス 、銅、カドミウムイオン  の溶けている溶液をア
ンモニアアルカリ性にして、ビスマスイオンを水酸化物沈殿として析出させ、可



溶性のアンミン錯体を形成する 銅イオン 、カドミウムイオンと分離する。さら
に、銅イオン、カドミウムイオンはシアノ錯体とした後、錯体の安定度の差を利
用して、カドミウムだけを硫化物沈殿とすることによって分離・確認する。 
6 回 第３属陽イオンの定性分析 （Al, Fe, Cr） 
Fe(III)イオン、アルミニウムイオン、クロム(III)イオン は、酸性溶液中ではイオ
ンとして溶解しているが、弱塩基性水溶液中では水酸化物イオンと反応し、水酸
化物として沈殿する。分属試薬は、アンモニア?塩化アンモニウム水溶液が使わ
れる。全分析においては、第２属陽イオンを、酸性溶液中で硫化物として沈殿さ
せ、分離したろ液の硫化水素を除去した後、このろ液をアンモニアアルカリ性溶
液とする。第３属陽イオンは水酸化物として沈殿し、４属以下のイオンと分離す
ることができる。 
第３属陽イオンの混合沈殿の分離は、両性水酸化物である水酸化アルミニウムと
水酸化クロム(III)とを過剰の NaOH で溶解して、NaOH 水溶液に不溶の水酸
化鉄(III)を沈殿として分離する。次に、テトラヒドロキソアルミン酸イオンとテ
トラヒドロキソクロム(III)酸イオンとの混合溶液に過酸化水素を加えて加熱し、
クロム(III)イオンをクロム酸イオンに酸化する。続いて硝酸を添加して、テトラ
ヒドロキソアルミン酸イオンをアルミニウムイオンとする。さらに、この溶液の 
pH が 9?10 になるまでアンモニアを添加し、水酸化アルミニウムを沈殿させ、
クロム酸イオンと分離する。分離したそれぞれのイオンを含む溶液について、ロ
ダン反応、ベレンス反応、アルミノン・アルミニウムの赤色レーキ、クロム酸鉛
の⻩色沈殿生成などの特異反応を利用して各イオンの確認を行う。 
7 回 陽イオンの系統分析 （中間実技試験） 
８種類の第１?３属陽イオン（銀、鉛、ビスマス、銅、カドミウム、鉄(III)、アル
ミニウム、クロム(III)イオン）のうち、数種類の金属イオンを含む未知試料の全
分析（系統的定性分析）を行い、試料中に存在するイオンを検出する。 
8 回  陽イオンの系統分析結果の解説 
容量分析の事前説明 
9 回 中和滴定  
（１）食酢の定量 
  0.1 mol/l 水酸化ナトリウム水溶液の標定を行い、それを標準溶液として用
いた中和滴定により、市販食酢中の酢酸のモル濃度を決定し、食酢の質量パーセ
ント濃度を求める。 
（２）水酸化ナトリウム・炭酸ナトリウム混合溶液の指示薬を用いた中和滴定 
 塩基と炭酸塩の混合試料を、フェノールフタレイン指示薬とメチルオレンジ指
示薬を用いて塩酸標準液で連続滴定し、それぞれの含有量を決定する。（ワーダ
ー法） 
10 回 酸化還元滴定 （オキシドール中の過酸化水素の定量） 
外用消毒剤として使用される市販のオキシドール中の過酸化水素を、過マンガン
酸カリウム水溶液を用いた酸化還元滴定により定量する。 
11 回 キレート滴定 （水の硬度測定） 
検水中に含まれるカルシウムイオン とマグネシウムイオンの量を、キレート滴
定法によって求め、水道水、市販ミネラルウォーターの硬度を決定する。 



水の硬度は、検水中に含まれる Ca イオンと Mg イオンの量をこれに対応する
炭酸カルシウムの ppm として表される。Ca イオン と Mg イオンの合量モル濃
度を炭酸カルシウムの質量に換算して、１リットル中に１mg の 炭酸カルシウ
ムが含まれている場合を、硬度１という。キレート滴定では、当量点における金
属イオンの濃度変化（遊離あるいは錯体かの状態変化）を、金属イオンによって
鋭敏に変色する指示薬を用いて知ることにより、終点を決定する。 
12 回 pH メーターを用いる電位差滴定 I ： 酢酸の電離定数決定 
酢酸溶液に NaOH 標準溶液を滴下し、pH を測定する。NaOH 溶液の滴下と pH
の測定を繰り返して、滴定曲線を作成する。滴定曲線を用いて、交点法により当
量点を求め、酢酸のモル濃度と pKa を決定する。 
グラフの基本的な書き方を学ぶ。 
13 回  pH メーターを用いる電位差滴定 II  
（１）水酸化ナトリウム・炭酸ナトリウム混合溶液の滴定 
 pH メーターを用いた電位差滴定法により、未知濃度の水酸化ナトリウムと炭
酸ナトリウムの混合試料を定量し、それぞれの質量％濃度を算出する。pH メー
ターの取扱いおよび滴定操作を習熟すると共に、二価の弱塩基と強酸との中和反
応ついての理解を深める。さらに、フェノールフタレイン指示薬、メチルオレン
ジ指示薬を用いた二段階滴定（ワーダー法）と pH 滴定曲線との関係を確認す
る。 
   
（２）リン酸の滴定：pH メーターを用いて、未知濃度のリン酸水溶液を定量し、
滴定曲線よりリン酸の電離定数（Ka1、Ka2、および Ka3 ）を決定する。 
エクセルを用いてグラフを作成する。 
14 回  吸光光度法による鉄イオンの定量 
1,10-フェ 

準備学習 1 回 特になし。 
2 回 教科書を用意し、第 1 章 pp.1〜9 を読んでおくこと。 
元素の周期表、イオン化傾向、強酸、強塩基、酸化⼒のある酸について復習して
おくこと。 
「化学実験ー手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
教科書 pp.36〜40. 実験レポートの書き方 を読んでおくこと。 
3 回 教科書 pp.62〜68 を読み、陽イオンの分属と分属試薬について予習してお
く。 
「化学実験ー手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
教科書 pp.15〜18 を読み、難溶塩の溶解度と溶解度積について復習しておくこ
と。 
4 回 教科書 pp.68〜73 を読み、第２属陽イオンについて予習しておくこと。 
「化学実験ー手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
5 回 教科書 pp.73〜75 と第４回実験レポートを参考に、系統分析のフローチャ
ートを作成しておくこと。 
「化学実験ー手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
6 回 教科書 pp.78〜83 を読み、第３属陽イオンについて予習しておくこと。 



「化学実験ー手引きと演習」該当ページの化学反応式とフローチャートを書いて
おくこと。 
7 回 第 3〜6 回のレポートを参考に、第１?３属陽イオンの全分析フローチャー
トを作成しておくこと。 
8 回 教科書 pp.10〜13 を読み、溶液と濃度（百分率、モル濃度）について、復習
しておくこと。 
中和滴定における一次標準溶液の調製法について予習しておくこと。 
9 回 教科書 pp.52〜57、pp.88〜97 を読んでおくこと。 
「化学実験ー手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
基礎化学演習、分析化学の演習プリントで、容量分析における計算方法を復習し
ておくと良い。 
10 回 教科書 pp.108〜110 を読んで、酸化還元反応、酸化数、酸化剤、還元剤の
定義を確実にしておく。 
「化学実験ー手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
11 回 日常生活において、水の硬度に関心を持ち、ミネラルウォーター、水道水、
温泉水などの成分表示を調べてみる。 
教科書 pp.112〜116 を読み、「化学実験ー手引きと演習」該当ページの化学反応
式と金属指示薬の構造式を書いておくこと。 
12 回 教科書 pp.57〜59、pp.92〜97 を読み、弱酸の電離定数、緩衝溶液につい
て復習しておくこと。 
「化学実験ー手引きと演習」該当ページと教科書 p.97 を読み、酢酸の pKa 値は
滴定曲線における 1/2 当量点の pH であることを理解しておくこと。 
13 回 教科書 pp.98〜100 を読んでおくこと。 
「化学実験ー手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
14 回 教科書 pp.59〜61 を読み、分光光度計について予習しておくこと。 
教科書 pp.122〜126、「化学実験ー手引きと演習」該当ページを読み、フェナント
ロリン鉄（II）錯体を利用した鉄イオンの定量について、予習しておくこと。 
15 回 実験ノート・実験レポートの整理、演習問題の復習をし、質問事項をまと
めてくること。 

 



年度 2012 
授業コード FTP27E2 
成績評価 実験レポート 60％、中間実技試験 10％、定期試験 30％により成績を評価する。 

但し、定期試験において基準点を設け、得点が 100 点満点中、30 点未満の場合
は不合格とする。 

曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス PA(工)(〜12) 
見出し FTP27E2 基礎化学実験（応化） 
担当教員名 佐藤 幸子、中山 智津子＊ 
単位数 2 
教科書 岡山理科大学化学実験一手引きと演習一 ／ 佐藤幸子 

：理工系化学実験（一基礎と応用一 第３版） ／ 坂⽥一矩編 ／ （東京教学社） 
アクティブラーニング  
キーワード 無機定性分析：金属のイオン化傾向、元素の周期表、分属試薬、溶解度積、化学

平衡、錯イオン、両性金属、マスキング 
定量分析：中和、酸化還元、キレート生成、電離定数、pH、pKa、緩衝溶液、モ
ル濃度、質量百分率 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答 無 
科目名 基礎化学実験（応化） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎化学実験安全オリエンテーション ／ 山口和也、山本仁著 ／（東京化学同

⼈） 
大学の基礎化学実験 ／大学一般化学教育研究会編 ／（学術図書出版社） 
フォトサイエンス化学図録 ／（数研出版） 
化学入門／ 井口洋夫、木下實編集 ／（ 実教出版） 
クリスチャン分析化学 I, II ／ Gary D. Christian ／（丸善） 

授業形態 実験実習 
注意備考 全ての実験を行い、レポートを期限内に提出し受理されていることが、単位取得

の前提条件である。十分な予習をし、内容を理解して実験に臨むこと。実験開始
１時間前までに、実験ノートと予習プリントを必ず提出する。実験を安全に行う
ため、白衣と保護眼鏡の着用を義務づける。メールを利用してレポートの解説と
質問に対応している。 

シラバスコード FTP27E2 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）薬品の取り扱い方の基本を理解する。決められた濃度の試薬溶液を調製で

きる。 
（２）適切な実験廃液の処理ができる。 
（３）測容ガラス器具（ホールピペット、ビュレット、メスフラスコ）の使用方
法を習得する。 
（４）pH メーター、分光光度計、電子天秤の使用方法を習得する。 



（５）詳しい実験観察結果を文章で表現し、物質の変化を化学反応式で記述でき
る。 
（６）報告書の基本的書き方を習得する。 
（７）モル濃度、質量パーセント濃度を理解し、滴定実験、吸光光度法分析によ
り日常的な物（食酢、ミネラルウォーター、ドリンク剤 

受講者へのコメント 無 
連絡先 10 学舎５階 電子メール satos@dac.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 無 
英文科目名 General Chemistry Laboratory 
関連科目 基礎化学、 基礎化学演習 I、II、 分析化学 I、II、 工業分析化学、無機化学 

I、II、 パソコン入門 I、II、 入門化学 
次回に向けての改善変更予定 無 
講義目的 基礎的な実験を通して、化学実験に必要な基本的知識と実験室でのマナーを習得

する。実験機器の取り扱い方、グラフの書き方、報告書の作成法等を学ぶと同時
に、化学の基礎原理や概念についての理解を深める。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：講義の進め方、予習の仕方を説明する。 

 安全・環境教育 
2 回 基礎実験（金属と酸との反応）とレポート作成 
金属と強酸・強塩基との反応を調べることによって、化学実験で使われる器具お
よび試薬の基本的な取扱い方と、実験操作を学ぶ。 
3 回 第１ 属陽イオンの定性分析 （Ag, Pb） 
銀イオン、鉛イオンは HCl と反応して難溶性の塩化物沈殿をつくるので、他の
陽イオンと分離することができる。塩化鉛 の溶解度は 塩化銀 の溶解度に比べ
てかなり大きく、AgCl はアンモニアと反応して可溶性の錯イオンをつくる。こ
の化学的性質を利用して、両イオンを分離し、各イオンに特異的な反応でそれぞ
れのイオンを確認する。 
4 回 第２属陽イオンの定性分析 I（Pb, Bi, Cu, Cd) 
鉛 、ビスマス、銅 、カドミウムイオン  は、酸性条件下で、第２属陽イオンの
分属試薬である硫化水素 と反応して、それぞれ硫化鉛、硫化ビスマス、硫化銅 、
硫化カドミウム の沈殿を生成する。この硫化物生成反応と硫化物の熱硝酸によ
る溶解、各イオンとアルカリ水溶液、硫酸との反応および各イオン固有の検出反
応を確認する。 
5 回  第２属陽イオンの定性分析 II （混合試料の系統分析） 
第１属陽イオンを塩化物沈殿として分離した後、溶液中に存在する第２属陽イオ
ンを酸性条件下、硫化水素 と反応させる。それぞれ硫化鉛、硫化ビスマス、硫化
銅、硫化カドミウムとして沈殿させ、 ３属以下の陽イオンと分離する。この硫化
物の混合沈殿を、熱硝酸で酸化して溶解した後、鉛イオンを硫酸塩の沈殿として
分離する。つづいて、ビスマス 、銅、カドミウムイオン  の溶けている溶液をア
ンモニアアルカリ性にして、ビスマスイオンを水酸化物沈殿として析出させ、可



溶性のアンミン錯体を形成する 銅イオン 、カドミウムイオンと分離する。さら
に、銅イオン、カドミウムイオンはシアノ錯体とした後、錯体の安定度の差を利
用して、カドミウムだけを硫化物沈殿とすることによって分離・確認する。 
6 回 第３属陽イオンの定性分析 （Al, Fe, Cr） 
Fe(III)イオン、アルミニウムイオン、クロム(III)イオン は、酸性溶液中ではイオ
ンとして溶解しているが、弱塩基性水溶液中では水酸化物イオンと反応し、水酸
化物として沈殿する。分属試薬は、アンモニア?塩化アンモニウム水溶液が使わ
れる。全分析においては、第２属陽イオンを、酸性溶液中で硫化物として沈殿さ
せ、分離したろ液の硫化水素を除去した後、このろ液をアンモニアアルカリ性溶
液とする。第３属陽イオンは水酸化物として沈殿し、４属以下のイオンと分離す
ることができる。 
第３属陽イオンの混合沈殿の分離は、両性水酸化物である水酸化アルミニウムと
水酸化クロム(III)とを過剰の NaOH で溶解して、NaOH 水溶液に不溶の水酸
化鉄(III)を沈殿として分離する。次に、テトラヒドロキソアルミン酸イオンとテ
トラヒドロキソクロム(III)酸イオンとの混合溶液に過酸化水素を加えて加熱し、
クロム(III)イオンをクロム酸イオンに酸化する。続いて硝酸を添加して、テトラ
ヒドロキソアルミン酸イオンをアルミニウムイオンとする。さらに、この溶液の 
pH が 9?10 になるまでアンモニアを添加し、水酸化アルミニウムを沈殿させ、
クロム酸イオンと分離する。分離したそれぞれのイオンを含む溶液について、ロ
ダン反応、ベレンス反応、アルミノン・アルミニウムの赤色レーキ、クロム酸鉛
の⻩色沈殿生成などの特異反応を利用して各イオンの確認を行う。 
7 回 陽イオンの系統分析 （中間実技試験） 
８種類の第１?３属陽イオン（銀、鉛、ビスマス、銅、カドミウム、鉄(III)、アル
ミニウム、クロム(III)イオン）のうち、数種類の金属イオンを含む未知試料の全
分析（系統的定性分析）を行い、試料中に存在するイオンを検出する。 
8 回  陽イオンの系統分析結果の解説 
容量分析の事前説明 
9 回 中和滴定  
（１）食酢の定量 
  0.1 mol/l 水酸化ナトリウム水溶液の標定を行い、それを標準溶液として用
いた中和滴定により、市販食酢中の酢酸のモル濃度を決定し、食酢の質量パーセ
ント濃度を求める。 
（２）水酸化ナトリウム・炭酸ナトリウム混合溶液の指示薬を用いた中和滴定 
 塩基と炭酸塩の混合試料を、フェノールフタレイン指示薬とメチルオレンジ指
示薬を用いて塩酸標準液で連続滴定し、それぞれの含有量を決定する。（ワーダ
ー法） 
10 回 酸化還元滴定 （オキシドール中の過酸化水素の定量） 
外用消毒剤として使用される市販のオキシドール中の過酸化水素を、過マンガン
酸カリウム水溶液を用いた酸化還元滴定により定量する。 
11 回 キレート滴定 （水の硬度測定） 
検水中に含まれるカルシウムイオン とマグネシウムイオンの量を、キレート滴
定法によって求め、水道水、市販ミネラルウォーターの硬度を決定する。 



水の硬度は、検水中に含まれる Ca イオンと Mg イオンの量をこれに対応する
炭酸カルシウムの ppm として表される。Ca イオン と Mg イオンの合量モル濃
度を炭酸カルシウムの質量に換算して、１リットル中に１mg の 炭酸カルシウ
ムが含まれている場合を、硬度１という。キレート滴定では、当量点における金
属イオンの濃度変化（遊離あるいは錯体かの状態変化）を、金属イオンによって
鋭敏に変色する指示薬を用いて知ることにより、終点を決定する。 
12 回 pH メーターを用いる電位差滴定 I ： 酢酸の電離定数決定 
酢酸溶液に NaOH 標準溶液を滴下し、pH を測定する。NaOH 溶液の滴下と pH
の測定を繰り返して、滴定曲線を作成する。滴定曲線を用いて、交点法により当
量点を求め、酢酸のモル濃度と pKa を決定する。 
グラフの基本的な書き方を学ぶ。 
13 回  pH メーターを用いる電位差滴定 II  
（１）水酸化ナトリウム・炭酸ナトリウム混合溶液の滴定 
 pH メーターを用いた電位差滴定法により、未知濃度の水酸化ナトリウムと炭
酸ナトリウムの混合試料を定量し、それぞれの質量％濃度を算出する。pH メー
ターの取扱いおよび滴定操作を習熟すると共に、二価の弱塩基と強酸との中和反
応ついての理解を深める。さらに、フェノールフタレイン指示薬、メチルオレン
ジ指示薬を用いた二段階滴定（ワーダー法）と pH 滴定曲線との関係を確認す
る。 
   
（２）リン酸の滴定：pH メーターを用いて、未知濃度のリン酸水溶液を定量し、
滴定曲線よりリン酸の電離定数（Ka1、Ka2、および Ka3 ）を決定する。 
エクセルを用いてグラフを作成する。 
14 回  吸光光度法による鉄イオンの定量 
1,10-フェ 

準備学習 1 回 特になし。 
2 回 教科書を用意し、第 1 章 pp.1〜9 を読んでおくこと。 
元素の周期表、イオン化傾向、強酸、強塩基、酸化⼒のある酸について復習して
おくこと。 
「化学実験ー手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
教科書 pp.36〜40. 実験レポートの書き方 を読んでおくこと。 
3 回 教科書 pp.62〜68 を読み、陽イオンの分属と分属試薬について予習してお
く。 
「化学実験ー手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
教科書 pp.15〜18 を読み、難溶塩の溶解度と溶解度積について復習しておくこ
と。 
4 回 教科書 pp.68〜73 を読み、第２属陽イオンについて予習しておくこと。 
「化学実験ー手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
5 回 教科書 pp.73〜75 と第４回実験レポートを参考に、系統分析のフローチャ
ートを作成しておくこと。 
「化学実験ー手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
6 回 教科書 pp.78〜83 を読み、第３属陽イオンについて予習しておくこと。 



「化学実験ー手引きと演習」該当ページの化学反応式とフローチャートを書いて
おくこと。 
7 回 第 3〜6 回のレポートを参考に、第１?３属陽イオンの全分析フローチャー
トを作成しておくこと。 
8 回 教科書 pp.10〜13 を読み、溶液と濃度（百分率、モル濃度）について、復習
しておくこと。 
中和滴定における一次標準溶液の調製法について予習しておくこと。 
9 回 教科書 pp.52〜57、pp.88〜97 を読んでおくこと。 
「化学実験ー手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
基礎化学演習、分析化学の演習プリントで、容量分析における計算方法を復習し
ておくと良い。 
10 回 教科書 pp.108〜110 を読んで、酸化還元反応、酸化数、酸化剤、還元剤の
定義を確実にしておく。 
「化学実験ー手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
11 回 日常生活において、水の硬度に関心を持ち、ミネラルウォーター、水道水、
温泉水などの成分表示を調べてみる。 
教科書 pp.112〜116 を読み、「化学実験ー手引きと演習」該当ページの化学反応
式と金属指示薬の構造式を書いておくこと。 
12 回 教科書 pp.57〜59、pp.92〜97 を読み、弱酸の電離定数、緩衝溶液につい
て復習しておくこと。 
「化学実験ー手引きと演習」該当ページと教科書 p.97 を読み、酢酸の pKa 値は
滴定曲線における 1/2 当量点の pH であることを理解しておくこと。 
13 回 教科書 pp.98〜100 を読んでおくこと。 
「化学実験ー手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
14 回 教科書 pp.59〜61 を読み、分光光度計について予習しておくこと。 
教科書 pp.122〜126、「化学実験ー手引きと演習」該当ページを読み、フェナント
ロリン鉄（II）錯体を利用した鉄イオンの定量について、予習しておくこと。 
15 回 実験ノート・実験レポートの整理、演習問題の復習をし、質問事項をまと
めてくること。 

 



年度 2012 
授業コード FTP27F1 
成績評価 課題レポート（２０％）と定期試験（８０％）により成績を評価する。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス PA(工)(〜12) 
見出し FTP27F1 物理学Ⅰ（建築） 
担当教員名 竹内 渉 
単位数 2 
教科書 はじめて学ぶ物理学／阿部龍蔵／ サイエンス社 
アクティブラーニング  
キーワード 速度、加速度、⼒、運動の法則、仕事、エネルギー、相対運動、ローレンツ変換 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学Ⅰ（建築） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 講義 
注意備考 高校で学習した数学の基本的な内容を復習することを望む。 
シラバスコード FTP27F1 
実務経験のある教員  
達成目標 相対性理論を含めた⼒学の基礎的な知識を理解すること。 
受講者へのコメント  
連絡先 竹内研究室 １学舎３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講者なし 
英文科目名 Physics I 
関連科目 「数学 I」と「数学 III」を受講していることが望ましい。 

本科目に引き続き、「物理学 II」を履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 日常生活で関わりがある点を強調しながら、できるだけ微分・積分を使わずに、

高校での物理未履修者にもわかる内容で、相対性理論を含めた⼒学について述べ
る。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 物理量、質量、⻑さおよび時間について説明する。 

2 回 運動の表し方としての速度について解説する。 
3 回 運動の表し方としての加速度について説明する。 
4 回 運動と⼒における⼒について解説する。 
5 回 運動と⼒における運動の法則について説明する。 
6 回 運動と⼒における重⼒場での運動について解説する。 



7 回 運動と⼒における円運動について説明する。 
8 回 仕事とエネルギーにおける仕事と仕事率について解説する。 
9 回 仕事とエネルギーにおける位置エネルギーと運動エネルギーについて説明
する。 
10 回 仕事とエネルギーにおける⼒学的エネルギーについて解説する。 
11 回 仕事とエネルギーにおける各種のエネルギーについて説明する。 
12 回 相対性理論における相対運動について解説する。 
13 回 相対性理論におけるローレンツ変換について説明する。 
14 回 相対性理論におけるローレンツ変換の性質について解説する。 
15 回 相対性理論における質量とエネルギーについて説明する。 

準備学習 1 回 日常生活における⻑さや時間では、どのような単位が用いられているかを
事前に考えておくこと。また、高校で物理を履修していたら、使用した物理のテ
キストで第１回講義内容の該当箇所を読み、理解しておくこと。 
2 回 物理量、質量、⻑さおよび時間について復習しておくこと。高校で物理を履
修していたら、使用した物理のテキストで第２回講義内容の該当箇所を読み、理
解しておくこと。 
3 回 速度について復習しておくこと。 
4 回 加速度について復習しておくこと。また、高校で物理を履修していたら、使
用した物理のテキストで第４回講義内容の該当箇所を読み、理解しておくこと。 
5 回 ⼒について復習しておくこと。 
6 回 速度、加速度および⼒について復習しておくこと。 
7 回 速度、加速度および⼒について復習しておくこと。 
8 回 質量、⻑さ、時間の単位および⼒について復習しておくこと。 
9 回 仕事について復習しておくこと。 
10 回 位置エネルギーと運動エネルギーについて復習しておくこと。 
11 回 日常生活におけるエネルギーの種類を事前に調べておくこと。 
12 回 速度、加速度および運動の法則について復習しておくこと。 
13 回 相対運動（ガリレイ変換）について復習しておくこと。 
14 回 ローレンツ変換について復習しておくこと。 
15 回 ローレンツ変換について復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTP27G2 
成績評価 定期試験（０％）、中間試験（０％）、レポ−ト（１００％） 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス PA(工)(〜12) 
見出し FTP27G2 物理学実験（知能） 
担当教員名 蜂谷 和明、小野 忠良、綴木 馴、宇都宮 晃、沖 隆義 
単位数 2 
教科書 岡山理科大学理学部共通講座・工学部共通講座物理学教室 編・物理学実験：大学

教育出版 
アクティブラーニング  
キーワード 物理量と測定、単位、精度、誤差、⼒学、振動、光学、電気回路、電磁気 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 （１）「レポート返却が遅い、説明が⻑い（３⼈）」では、提出したレポートが良

ければ早く返せるのですが、かなり修正箇所を指摘しているので、遅くなります。
このように書きたくなければ、とにかく良いレポートを作成してください。（２）
「最小２乗法の説明の仕方がよくわからない」では、ガイダンスだけで処理しな
いで、その後に、ＴＡの⼈に聞いたり、直接わかりやすい解説を求めるのがスジ
ではないでしょうか。 

科目名 物理学実験（知能） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 国立天文台 編集・理科年表：丸善 
授業形態 実験実習 
注意備考 提出したレポ−トは担当教員が点検し、訂正の必要がある場合はコメントを付け

てその日のうちに返却するので、１週間後に訂正したレポ−トを再提出する。 
シラバスコード FTP27G2 
実務経験のある教員  
達成目標 物理学実験を通して、物理量の測定法、実験装置や器具の操作法、デ−タの解析

方法、レポ−トの作成方法などを学ぶ。 
受講者へのコメント ［Ａ］の３回以下の欠席者が１００％、１時間以上学習した⼈が８１％はいてく

れたことはありがたいです。［Ｂ］のこの分野への理解が深まったが６７％、［Ｃ］
の目標達成度は半分（５０％以上）が９３％、ほぼ満足の満足度は８９％であっ
たのは、この実験の分野の学習は避けて通れないし、専門の実験実習ができるよ
うに、学生みんな１⼈１⼈に実践⼒を付けるように頑張ったことに起因すると思
います。 
［Ｅ］の授業の手法で特にないが７６％、授業と教材について特にないが６８％
であったが、実験実習のスペースが狭いが１０％とあったのは、毎年の 

連絡先 （代表）・蜂谷（電子メール hachiya@mech.ous.ac.jp，電話 086-256-9573）オフ
ィスアワー水曜日 12:30-13:30、16:00-17:00、金曜日 16:00-17:00、場所１学舎３
階・宇都宮研究室 ７号館４階、電子メ−ルアドレス koh@ee.ous.ac.jp 

合理的配慮が必要な学生への  



対応 
各項目評価に対する所見  ［Ａ］の欠席者が３回以下の出席者数は１００％で、１時間以上学習した⼈は

８１％でした。指示された課題とそれ以外の課題に取り組んだ⼈は８２％でし
た。［Ｂ］のこの分野への理解が深まったが６７％でした。［Ｃ］の目標達成度は
半分（５０％以上）が９３％、教員の意欲が少しでも感じられたが７９％、ほぼ
満足の満足度は８９％でした。［Ｅ］の授業の手法で特にないが７６％、授業と教
材について特にないが６８％、実験実習のスペースが狭いが１０％、器具や機器
を整備・補充してほしいが１５％でした。 

英文科目名 Physical Laboratory 
関連科目 物理学 I、物理学 II、⼒学 I、⼒学 II、電磁気学 等 
次回に向けての改善変更予定  実験・実習科目では、予習と復習と取り組みの姿勢の項目は非常に大切なので、

今回は評価が良かったですが、気を緩めず、事前の実験の予習、実験後の早期に
レポートを作成をする習慣作りを徹底して行っていきたい。教科書の適切さとわ
かりやすさには常に気を配りながら、ガイダンスでの説明や、実験時間内での説
明が一方的にならないようにしたい。実験を受講している学生も、ガイダンスや
実験中の説明だけでは理解不可能な場合は、疑問点を教員なり、ＴＡなりに聞い
て、積極的に参加してほしい。満足度の達成度については、学生が何を求めてい
るの 

講義目的 自ら実験を行うことによって、自然現象の観察法や物理量の測定法を習得し、実
験結果をレポ−トにまとめる能⼒を身につけてもらいたい。即ち、実験装置の組
み立てや調整法を学ぶと共に、測定計器の取り扱い方、目盛りの読み取り法、測
定デ−タの解析方法、有効数字と誤差の取り扱い方およびレポ−トの作成方法な
どを学ぶ。実験を通して、講義内容の理解をより深めてもらいたい。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  ガイダンス（１回） 物理学実験上の諸注意 

実験の目的、内容および実施方法について説明する。 
2 回  ガイダンス（２回） 誤差論 
有効数字と誤差について説明する。 
3 回  ガイダンス（３回） 測定値の取り扱い 
最小二乗法による計算方法、測定値の取り扱い方、グラフの書き方について説明
する。 
4 回  ボルダの振り子 
糸につるした重りの振動する時間を光センサーで測定し、これから重⼒加速度を
求める。 
5 回  ユーイングの装置 
鉄、銅等の金属板に重りをつるし、たわみ（曲がった）量を測定して 
ヤング率を求める。 
6 回  モノコード 
モノコ−ドの弦を交流の振動数と同調させて、弦の振動数から交流の振動数を求
める。 
7 回  マイケルソンの干渉計 
反射鏡を利用して２つの光路差を作り、これにレーザー光を入射して得られた干



渉縞と距離の関係から、レーザー光の波⻑を求める。 
8 回  ホィートストンブリッジ 
ホイ−トストン・ブリッジを用いて金属線の電気抵抗を測定し、その金属線の抵
抗率を求める。 
9 回  中間レポート一⻫提出、実験およびレポート作成のための中間ガイダンス 
これまでに提出されたレポ−トで、レポ−トの書き方、測定値の処理法などに問
題点がある具体例を指摘し、より正しい書き方、処理法を解説する。 
10 回  トランジスター 
トランジスタ−のコレクタ-特性を測定し、ｈパラメ−タを求める。 
11 回  ニュートンリング 
平板とレンズでできた薄い空気膜中にナトリウムランプの光を入射し、これを通
過し後に反射してできた干渉縞からレンズの曲率を求める。 
12 回  オシロスコープ 
オシロスコ−プの原理を理解すると共に、その使用法、即ち、電圧および時間（周
期波形の場合は周期、周波数）の測定方法を習得する。 
13 回  回折格子 
ナトリウムランプの光を回折格子に入射し干渉縞を作り、分光計で角度を測定し
てナトリウムランプ波⻑を求める。 
14 回  プランク定数 
波⻑の異なった光を光電管に入射して阻止電圧を測定し、これからプランク定数
を算出する。 
15 回  レポート一⻫提出および補充実験 
実験時間中に測定できなかった実験を行う。 

準備学習 1 回  物理学実験のテキストを購入して、ガイダンスの第１回〜３回は必ず出席
すること。３回分のガイダンスを欠席すると、実験を受けても内容がわからなく
なる。したがって、欠席した⼈は、４回目降の実験が受けれないので、注意する
こと。 
2 回  テキストの該当箇所を読んでおくこと。 
3 回  テキストの該当箇所を読んでおくこと。 
4 回  ガイダンス１回目の説明にしたがって、表紙から実験方法までレポート用
紙に記入して十分に予習し、学生実験に出席すること。 
5 回  表紙から実験方法までレポート用紙に記入して十分に予習し、学生実験に
出席すること。 
6 回  表紙から実験方法までレポート用紙に記入して十分に予習し、学生実験に
出席すること。 
7 回  表紙から実験方法までレポート用紙に記入して十分に予習し、学生実験に
出席すること。 
8 回  表紙から実験方法までレポート用紙に記入して十分に予習し、学生実験に
出席すること。 
9 回  第７回以前のレポートをすべて作成して提出すること。 
10 回  表紙から実験方法までレポート用紙に記入して十分に予習し、学生実験
に出席すること。 



11 回  表紙から実験方法までレポート用紙に記入して十分に予習し、学生実験
に出席すること。 
12 回  表紙から実験方法までレポート用紙に記入して十分に予習し、学生実験
に出席すること。 
13 回  表紙から実験方法までレポート用紙に記入して十分に予習し、学生実験
に出席すること。 
14 回  表紙から実験方法までレポート用紙に記入して十分に予習し、学生実験
に出席すること。 
15 回  受理されていないレポ−トを完成させておく。補充実験がある場合はテ
キストの該当箇所を読んでおく。 

 



年度 2012 
授業コード FTP27H2 
成績評価 課題レポート（２０％）と定期試験（８０％）により成績を評価する。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス PA(工)(〜12) 
見出し FTP27H2 物理学Ⅱ（建築） 
担当教員名 竹内 渉 
単位数 2 
教科書 はじめて学ぶ物理学／阿部龍蔵／ サイエンス社 
アクティブラーニング  
キーワード 温度、熱⼒学第１法則、熱⼒学第２法則、エントロピー、光、電気、磁気、電子、

原子、分子 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学Ⅱ（建築） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 講義 
注意備考 数学 Ⅰ で学習した数学の基本的な内容を復習することを望む。また、物理学 Ⅰ 

を履修していることを前提に講義する。 
シラバスコード FTP27H2 
実務経験のある教員  
達成目標 温度と熱、電気と電子・磁気、光、原子・分子の基礎的な知識を理解すること。 
受講者へのコメント  
連絡先 竹内研究室 １学舎３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講者なし 
英文科目名 Physics II 
関連科目 「数学 Ⅰ」と「物理学 Ⅰ」を履修していることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 日常生活で関わりがある点を強調しながら、できるだけ微分・積分を使わずに、

高校での物理未履修者にもわかる内容で、温度と熱、光、電気と電子・磁気、原
子・分子について述べる。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 温度と熱における温度と状態方程式について説明する。 

2 回 温度と熱における熱⼒学第１法則について解説する。 
3 回 温度と熱における理想気体の性質について説明する。 
4 回 温度と熱における熱⼒学第２法則について解説する。 
5 回 温度と熱におけるエントロピーについて説明する。 



6 回 光における反射・屈折、干渉および分散について解説する。 
7 回 光における電磁波と熱放射について説明する。 
8 回 電気と磁気における静電気とクーロンの法則について説明する。 
9 回 電気と磁気における電場と電位について解説する。 
10 回 電気と磁気における電流について説明する。 
11 回 電気と電子における半導体と集積回路について解説する。 
12 回 電気と電子における増幅と発振について説明する。 
13 回 原子・分子における分子と結晶構造について解説する。 
14 回 原子・分子における原子と電子について説明する。 
15 回 原子・分子における原子の出す光について解説する。 

準備学習 1 回 氷、水、水蒸気の温度は通常どのように表されているかを事前に考えておく
こと。また、高校で物理を履修していたら、使用した物理のテキストで第１回講
義内容の該当箇所を読み、理解しておくこと。 
2 回 熱について復習しておくこと。 
3 回 熱⼒学第１法則について復習しておくこと。 
4 回 日常生活における熱の特徴について事前に考えておくこと。 
5 回 熱⼒学第２法則について復習しておくこと。 
6 回 日常生活における光の特徴について事前に考えておくこと。 
7 回 物理学 Ⅰ で学習した光エネルギーについて復習しておくこと。 
8 回 摩擦電気はどのような場合に発生するかを事前に考えておくこと。また、高
校で物理を履修していたら、使用した物理のテキストで第８回講義内容の該当箇
所を読み、理解しておくこと。 
9 回 クーロンの法則について復習しておくこと。 
10 回 電位について復習しておくこと。また、家庭での電気について事前に考え
ておくこと。 
11 回 導体、半導体および絶縁体の特徴について事前に調べておくこと。 
12 回 半導体と集積回路について復習しておくこと。 
13 回 高校で学習した元素の周期律表について復習しておくこと。 
14 回 クーロンの法則と物理学 Ⅰ で学習した相対性理論について復習しておく
こと。 
15 回 電子について復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTP31D2 
成績評価 毎回の演習課題(50%), 中間試験(30%), 期末試験(20%) 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス PA(工)(〜12) 
見出し FTP31D2 コンピュータ演習（知能：コンピュータリテラシーⅡ） 
担当教員名 荒木 圭典 
単位数 2 
教科書 毎回、電子メールを用いて資料を配布する 
アクティブラーニング  
キーワード コンピュータリテラシー、実験、誤差、統計処理、有効数字、Ｃ言語、プログラ

ミング 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「プログラミング言語をわかりやすく教えてもらい理解できた」 

ども m(_ _)m 
科目名 コンピュータ演習（知能：コンピュータリテラシーⅡ） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 平岡, 堀, 『プログラミングのための確率統計』, オーム社結城, 『新版 C 言語プ

ログラミングレッスン文法編』, ソフトバンククリエイティブ 
授業形態 演習 
注意備考 講義で情報処理センター実習室のパソコンを利用する。講義資料は電子メールで

配布するので、パスワード等の管理には気をつけること。本講義ではパワーポイ
ント等電子教材をプロジェクタなどで提示しているので、講義中は内容を聞き逃
さないこと。パソコンを用いたプログラミング演習も実施する。 

シラバスコード FTP31D2 
実務経験のある教員  
達成目標 統計処理、コンピュータープログラミングの基本操作に習熟すること。統計処理、

Ｃ言語によるプログラミングの基礎用語を身につけること。 
受講者へのコメント 実験データの取扱いの基礎になる不確かさ評価の Excel 演習は大事に保存してお

いて活用してください。プログラミングの基礎の部分は 2 年生以降の授業で重要
になりますので、よく復習しておいてください。 

連絡先 担当：荒木圭典 E-mail: araki(_at_)are.ous.ac.jp, Tel: 086-256-9509, 研究室：２
０号館６階、オフィスアワー： 随時 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業の進め方からして復習にできれば時間を割いてほしい。 
英文科目名 Computer Practice 
関連科目 コンピュータリテラシーI, プログラミング演習, 数値計算法 
次回に向けての改善変更予定 授業はパワーポイント資料を基にして行いましたが、今後は内容の文書化を進め

ていこうと思います。 



講義目的 講義の前半ではデータ処理方法の数学的基礎とその Excel によるデータ処理を学
習する。講義の後半ではＣ言語によるプログラミングを通じてコンピュータの動
作について学習する。学習項目は測定値、有効数字、不確かさ、誤差の伝搬、標
本平均、標本標準偏差、標本標準誤差、Ｃ言語で用いる基礎的な語の意味、コン
パイラの用法、Ｃソースのおける絵文字の役割、等号とコンピュータの動作、演
算と数の表現の関係、繰り返しの基礎。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 文書中の表の作成方法について授業、演習を行う。 

2 回 有効数字、不確かさについて授業、演習を行う。 
3 回 不確かさの伝搬の計算についてについて授業、演習を行う。 
4 回 不確かさの伝搬の計算の演習を行う 
5 回 第 5 回に続き、不確かさの伝搬の計算の演習を行う 
6 回 標準不確かさについて授業、演習を行う。 
7 回 標準不確かさの計算の演習を行う。 
8 回 第 1 回の中間試験を実施する 
9 回 コマンドプロンプトを用いたＣプログラムのコンパイルの方法について授
業、演習を行う。 
10 回 Ｃプログラム中の図形文字の役割について授業、演習を行う。 
11 回 Ｃの等号の役割とＣＰＵ、メモリの関係について授業、演習を行う。 
12 回 Ｃの整数型の四則演算とメモリ上の数の表現について授業、演習を行う。 
13 回 Ｃの制御構造について授業、演習を行う。 
14 回 第 2 回中間試験を実施する。 
15 回 今学期の項目の総合的な復習の演習を行う。 

準備学習 1 回 Word, Excel でのフォントの変更方法。Excel での表の枠線の作成方法につ
いて調べておくこと。 
2 回 計量用語である「不確かさ」について調べておくこと。 
3 回 テイラー展開の公式、偏微分の表記法について調べておくこと。 
4 回 微分の公式について調べておくこと。 
5 回 前回の課題の微分の計算をしておくこと。 
6 回 正規分布関数について調べておくこと。 
7 回 第 6 回までの資料を復習しておくこと。 
8 回 第 7 回までの資料を復習しておくこと。 
9 回 Windows OS 上のコマンドプロンプト、コンパイラとは何かについて調べ
ておくこと。 
10 回 次の図形文字の名称を調べてくること（）｛｝； 
11 回 コンピュータの５大装置について前期の資料を復習しておくこと。 
12 回 character, integer, floating point number, double precision の語の意味を調
べておくこと。 
13 回 プログラムを作成するので、等差数列の和の公式を復習しておくこと。 
14 回 第 9 回〜第 13 回の授業内容を復習しておくこと。 
15 回 これまでの資料を復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTP31F1 
成績評価 毎回の演習課題(50%), 中間試験(30%), 期末試験(20%) 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス PA(工)(〜12) 
見出し FTP31F1 コンピュータリテラシー（知能：コンピュータリテラシーⅠ） 
担当教員名 荒木 圭典 
単位数 2 
教科書 毎回、講義資料を電子メールで配布する 
アクティブラーニング  
キーワード コンピュータリテラシー、ネットワーク技術、Word, Excel, 統計処理 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 （特にありませんでした） 
科目名 コンピュータリテラシー（知能：コンピュータリテラシーⅠ） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義において指示する 
授業形態 講義 
注意備考 講義で情報処理センター実習室のパソコンを利用する。講義資料は電子メールで

配布するので、パスワード等の管理には気をつけること。本講義ではパワーポイ
ント等電子教材をプロジェクタなどで提示しているので、講義中は内容を聞き逃
さないこと。またパソコンを用いて Word, Excel 等の操作法についての演習を
行う。 

シラバスコード FTP31F1 
実務経験のある教員  
達成目標 コンピューターの基本操作に習熟すること。コンピュータ、ネットワーク技術の

基礎用語を身につけること。Word, Excel を用いてレポートが書けるようになる
こと。Excel を用いて簡単な統計計算ができるようになること。 

受講者へのコメント パソコンの基本操作と知識を忘れないでくださいね。 
連絡先 担当：荒木圭典 E-mail: araki(at)are.ous.ac.jp, Tel: 086-256-9509, 研究室：２０

号館６階、オフィスアワー： 随時 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になしが多いのでちょっと対処がわかりません。 
英文科目名 Computer Literacy 
関連科目 コンピュータリテラシーII, プログラミング演習, 数値計算法 
次回に向けての改善変更予定 もう少し配布資料を書き込みや復習のしやすいものにしたいです。 
講義目的 工学を目指す者にとって、コンピュータの操作方法を理解し、その操作に習熟す

ることは不可欠である。本講義では、コンピュータの基礎的な操作方法と代表的
なアプリケーションプログラムの使用方法について習得する。また講義の後半で
は統計の基礎用語を学習し、コンピュータを用いたデータ処理を習得する。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 実習室のコンピュータ操作の基礎について解説、操作実習を行う。 

2 回 コンピュータの構成について授業を行う。ワープロソフトの利用法につい
て操作実習を行う。 
3 回 情報の表現について授業を行う。スプレッドシートの操作法について実習
を行う。 
4 回 ソフトウェアの階層構造について授業を行う。スプレッドシートを利用し
たグラフの作成法について実習を行う。 
5 回 ファイルとは何かについて授業を行う。スプレッドシートを利用したグラ
フの整形法について実習を行う。 
6 回 コンピュータの構成とプログラムについて授業を行う。平均値を計算する
などスプレッドシートを用いた計算の方法について実習を行う。 
7 回 インターネット関連の用語の基礎について授業を行う。スプレッドシート
を用いた総和の計算などの実習を行う。 
8 回 第１回目の中間テストを実施する。 
9 回 平均・分散・標準偏差について授業を行い、スプレッドシートを利用した計
算の実習を行う。 
10 回 ヒストグラムとは何かについて授業を行い、スプレッドシートを用いてヒ
ストグラムの作成を実習する。 
11 回 散布図とは何かについて授業を行い、スプレッドシートを用いて散布図の
作成を実習する。 
12 回 共分散・相関係数とは何かについて授業を行い、スプレッドシートを利用
した共分散・相関係数の計算の実習を行う。 
13 回 線形回帰直線とは何かについて授業を行い、線形回帰直線の係数をスプレ
ッドシートを用いて求める実習を行う。 
14 回 第２回の中間試験を実施する。 
15 回 これまでに学修した項目の復習の演習を行う。 

準備学習 予習は必要としないが、各回で学習した内容とソフトウェアの操作法を次週まで
に習熟しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTP33B1 
成績評価 中間試験 50％、定期試験 50％で評価する。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限、水曜日 3・4 時限 
対象クラス PA(工)(〜12) 
見出し FTP33B1 基礎化学（応化） 
担当教員名 折⽥ 明浩 
単位数 4 
教科書 これだけはおさえたい・化学 /井口他編 /実教出版/2300 円 
アクティブラーニング  
キーワード 原子、分子、イオン、気体、液体、反応速度、pH、化学平衡、酸化還元、モル、

アボガドロ数 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 以下、自由記述欄のコメント（誤字は原文のまま）。個々に回答はしないが、概ね

好評価なので、来年度も本年と同じように講義を行なう予定である。 
・高校の頃に理解しにくかった所が理解できてよかった。後、最近の出来事を化
学的に説明してくれるから頭に入りやすかった。 
・非常に分かりやすく、化学だけでなく幅広い分野から知識を得ることができた。
講義内容に沿って発展的内容であったので将来どんな・何をしたいかを考えるき
っかけにもなった。 
・１つ１つの説明がわかりやすくて理解が深まった。授業の最初に話してくださ
る内容がおもしろ 

科目名 基礎化学（応化） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 講義 
注意備考 ・前期は折⽥と滝澤の２クラスが開講されます。クラス分けは初回の講義日まで

に３号館掲示板に掲示しますので、確認すること 
シラバスコード FTP33B1 
実務経験のある教員  
達成目標 ・元素記号が分かるようになること 

・原子、イオン、分子の構造を理解できるようになること 
・基本的な物質の分子式やイオン式が書けるようになること 
・物質量（モル）の概念が理解できるようになること 
・化学反応の定量的な取り扱いができるようになること 
・液体、気体の基本的な性質を理解し、それについての計算と説明ができるよう
になること。 
・物資の変化とエネルギーの関係を理解できること 
・化学変化と電子の関係が理解できること 

受講者へのコメント 授業中に私語や携帯をいじる学生も見当たらず、大変良い環境で教員、学生とも
授業時間を共有できたと思います。この雰囲気で他の授業も受けてください。 



連絡先 研究室：22 号館 4 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 高校で学習した化学の復習と大学で学習する専門教科への橋渡しとして、新入生
に改めて化学（科学）の魅⼒を感じてもらえるよう心掛けたが、「この分野への理
解が深まった（82％）」「この分野への興味関心が高まった（64％）」との評価が
得られたことから、本講義の目標を充分に達成できたものと考えられる。 

英文科目名 Basic Chemistry I 
関連科目 基礎化学実験、基礎化学演習、入門化学 
次回に向けての改善変更予定 「教科書や資料のレベルがもう少し高くても良い」との回答が 1 名（２％）あっ

たのでこの点を何らかの形で改善したい。 
講義目的 化学の基礎的な知識と考え方を身につけること。具体的には、高校の化学を復習

するとともに、より高度で専門的な化学の導入部分についても学習する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 【指定された担当教員を確認し、それぞれの教室に入ること】 

オリエンテーション 
受講のためのオリエンテーションを受け、これかからどのように講義が進み、何
を学び、どのような知識・能⼒を身につけることが出来るようになるのかを理解
する。 
2 回 物質と元素 
古来から現在に至るまで、⼈が「もの」すなわち物質が何から出来ているかを考
えてきたのかをたどり、物質の種類、物質の基本となる「元素」という考え方を
理解できるようになる。 
3 回 原子と分子、原子番号 
元素の本体は原子であり、物質としての最小単位が分子であることをことを理解
きるようになる。また様々な原子は、陽子・中性子・電子の組み合わせで構成さ
れていることを理解きるようになる。 
4 回 電子配置、量子数、周期表 
原子の電子配置とその規則性（周期性）を理解できるようになる。さらにその周
期性に沿って元素を並べたものが周期表であることが理解できるようになる。 
5 回 典型元素と遷移元素 
元素の２つのグループである「典型元素と遷移元素」について、電子配置のレベ
ルから理解できるようになる。 
6 回 イオン化エネルギー・電子親和⼒ 
元素がイオンになる際に放出または吸収されるエネルギーが「イオン化エネルギ
ー・電子親和⼒」であること、さらにそのエネルギーの意義（イオンになる易さ
の指標となることなど）のについて理解できるようになる。 
7 回 化学結合と結晶（１）--イオン間の結合・原子間の結合 
 イオン間および原子間に形成される結合を理解することができる。 
8 回 化学結合と結晶（２）--分子間の結合・金属原子間の結合 
 分子間および金属原子間に形成される結合を理解することができる。 
9 回 原子量・分子量・式量・物質量 



 原子・分子・イオン化合物などを定量的に扱うための原子量・分子量・式量を
理解することができる。また物質量（モル）の概念を理解することができる。 
10 回 化学反応式と量的関係 
 化学反応式と量的関係関係を理解することができる 
11 回 物質の三態--状態変化と融点・沸点 
 物質の三態を分子運動のレベルから理解することができる。 
12 回 気体の性質--状態方程式 
 ボイル・シャルルの法則、および理想気体の状態方程式について理解すること
ができる 
13 回 溶液（１）--溶解・濃度・溶解度 
 物質が水に溶解することを分子・イオンのレベルから理解することができる。
また溶液の濃度と溶解度について理解することができる 
14 回 溶液（２）-溶液の性質・沸点上昇・凝固点降下・浸透圧 
 溶液の性質である沸点上昇・凝固点降下・浸透圧について分子・イオンのレベ
ルから理解することができる。 
15 回 理解度確認（中間）試験とその解説 
 これまでの履修内容の理解度を確認する 
16 回 化学反応と熱（１）--反応熱の種類と熱化学方程式 
 物質はそれぞれ固有の量のエネルギーを蓄えていて、化学反応の際にエネルギ
ーが反応熱として出入りすること、熱の収支を加味した化学反応式が熱化学方程
式であることを理解することができる。 
17 回 化学反応と熱（２）--へスの法則 
反応熱の収支は、その経路によらず最初の物質と最終生成物のそれぞれが持つエ
ネルギー量の差であることを理解することができる。 
18 回 反応速度  
 化学反応における速さとはなにか、また反応速度を変える要因、反応のしくみ
について理解することができる。 
19 回 化学平衡（１）--可逆反応と平衡、平衡の移動 
 化学反応は、ある状態で見かけ上反応が停止するように見える。可逆反応の平
行に影響する因子は何かを理解することができる。また電解質水溶液での平衡に
ついて理解することができる。 
20 回 化学平衡（２）--化学平衡の応用・電離平衡 
 化学平衡が化学工業に応用されていることを理解することができる。次に電解
質の水溶液中の平衡について理解することができる。 
21 回 酸と塩基（１） 
 酸とは何か、塩基とは何かを理解することができる。 
22 回 酸と塩基（２）--水素イオン濃度と pH 
 水溶液の液性（酸性・塩基性）は水素イオン濃度によって決まること、その指
標となる pH について理解することができる。 
23 回 酸と塩基（３）--中和反応と塩 
 中和とはどのようなことか、またその際に生成される塩とは何かを理解するこ
とができるようになる。 



24 回 酸と塩基（４）--緩衝溶液 
 緩衝溶液とは何か、緩衝作用の原理、さらにその作り方を理解することができ
る。 
25 回 酸化還元（１）--酸化反応と還元反応 
 酸化・還元反応とは何か、その基本的な考え方を理解することができる。 
26 回 酸化還元（２）--酸化剤・還元剤・酸化数 
 参加数と言う概念を利用して、酸化還元反応においてどの物質が酸化され、ど
の物質が還元されたかを判断できるようになる。 
27 回 酸化還元（３）--酸化還元滴定 
 ある物質がどれだけの酸化⼒・還元⼒を持つかを適定という手法で決定するこ
とができる。その原理を理解することができる。 
28 回 酸化還元（４）--イオン化傾向 
 金属元素の酸化還元反応のおこりやすさ、すなわちイオン化傾向について理解
することができる。 
29 回 酸化還元（５）--電池 
 電池の両極での反応からが酸化還元反応を利用したものであることが理解で
きる。 
30 回 酸化還元（６）--電気分解 
  電気分解とは何か、その原理と、実社会・工業的にどのように利用されている
かを理解することができる。 

準備学習 1 回 【 指定された担当教員を確認し、それぞれの教室に入ること】本授業計画
をよく読み、教科書を準備しておくこと 
2 回 教科書ｐ１０?１７を予習する 
3 回 教科書ｐ１８?２１を予習する 
4 回 教科書ｐ２２?３０を予習する 
5 回 教科書ｐ３１?３５を予習する 
6 回 教科書ｐ２２?３１を予習する 
7 回 教科書ｐ５２?６０を予習する 
8 回 教科書ｐ６１?７０を予習する 
9 回 教科書ｐ３６?４０を予習する 
10 回 教科書ｐ４１?４５を予習する 
11 回 教科書ｐ７２?８１を予習する 
12 回 教科書ｐ８２?９３を予習する 
13 回 教科書ｐ９４?９９を予習する 
14 回 教科書ｐ１００?１１３を予習する 
15 回 これまでの内容を復習しておくこと 
16 回 教科書ｐ１１４?１１９を予習する 
17 回 教科書ｐ１２０?１２５を予習する 
18 回 教科書ｐ１２６?１４０を予習する 
19 回 教科書ｐ１４２?１５０を予習する 
20 回 教科書ｐ１５１?１６１を予習する 
21 回 教科書ｐ１６２?１６６を予習する 



22 回 教科書ｐ１６７?１７２を予習する 
23 回 教科書ｐ１７３?１８５を予習する 
24 回 教科書ｐ１８６?１８９を予習する 
25 回 教科書ｐ１９０?１９４を予習する 
26 回 教科書ｐ１９０?１９４を予習する 
27 回 教科書ｐ１０?１５を予習する 
28 回 教科書ｐ１９８?２０８を予習する 
29 回 教科書ｐ１９８?２０８を予習する 
30 回 中間試験以後の内容を復習しておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FTP33C1 
成績評価  
曜日時限 月曜日 7・8 時限、水曜日 3・4 時限 
対象クラス PA(工)(〜12) 
見出し FTP33C1 基礎化学（応化） 
担当教員名 滝澤 昇 
単位数 4 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 バイオ・応用化学科の基礎化学の欄を見てください 
科目名 基礎化学（応化） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTP33C1 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント バイオ・応用化学科の基礎化学の欄を見てください 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 バイオ・応用化学科の基礎化学の欄を見てください 
英文科目名 Basic Chemistry I 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 バイオ・応用化学科の基礎化学の欄を見てください 
講義目的  
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード FTP33F1 
成績評価 定期試験 50%、レポート 50%で評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス PA(工)(〜12) 
見出し FTP33F1 コンピュータリテラシー（電シ：コンピュータリテラシ） 
担当教員名 太⽥ 寛志 
単位数 2 
教科書 ビギナーズ情報リテラシ（WindowsVista Office2007 対応）／成蹊学園 学園情報

センター／昭晃堂 
アクティブラーニング  
キーワード コンピュータ、インターネット、WWW、電子メール、情報倫理、ワープロ、表

計算、プレゼンテーション、LaTeX 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 ※受講者無し 
科目名 コンピュータリテラシー（電シ：コンピュータリテラシ） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 本講義では 11 号館情報処理センター実習室のパソコンを使用する。在学中に使

用する電子メールアドレス、および、情報処理センター実習室パソコンのユーザ
アカウントを与える。キーボード入⼒が不慣れな者は、日頃からタイピング練習
を繰り返し行うこと。 

シラバスコード FTP33F1 
実務経験のある教員  
達成目標 （1）インターネットを利用した情報発信の仕組みを理解し、適切な情報を収集

することができる。（2）ワープロソフトで文書を作成できる。(3）表計算ソフト
でデータをまとめ、分析ができる。（4）プレゼンテーション資料の作成ができる。 

受講者へのコメント ※受講者無し 
連絡先 17 号館 3 階 太⽥研究室、電子メール：ohta@ee.ous.ac.jp、オフィスアワー：月

曜日 7〜10 時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ※受講者無し 
英文科目名 Computer Literacy 
関連科目 コンピュータ工学Ⅰ、コンピュータ工学Ⅱ、コンピュータ実習、プログラミング

基礎、コンピュータネットワーク、数値計算、電気電子工学基礎実験、電気電子
工学実験Ⅰ、電気電子工学実験Ⅱ、電気電子工学実験Ⅲ 

次回に向けての改善変更予定 ※受講者無し 
講義目的 現在の情報化社会において最低限必要な情報活用能⼒と、技術者として必要なコ



ンピュータによる情報分析・情報発信の技能を身につけるために、コンピュータ
の基礎知識や、各種アプリケーションソフトの操作法および活用法を習得する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション  パソコン利用のための諸設定を行う。 

2 回 インターネットと情報倫理  インターネットの仕組み、さまざまなサー
ビスと使い方、情報倫理について解説する。 
3 回 コンピュータの構成  コンピュータの歴史、ハードウェア、OS、アプリ
ケーションソフトウェアについて解説する。 
4 回 Windows の操作  Windows の基本操作、文字入⼒法について解説する。 
5 回 ワープロソフト（1）  Microsoft Word の基本操作、文書作成法について
解説する。 
6 回 ワープロソフト（2）  Microsoft Word での図形の描画法について解説す
る。 
7 回 ワープロソフト（3）  Microsoft Word でレポート作成を行う。 
8 回 表計算ソフト（1）  Microsoft Excel の基本操作、表の作成法について解
説する。 
9 回 表計算ソフト（2）  Microsoft Excel でのグラフの作成法について解説す
る。 
10 回 表計算ソフト（3）  Microsoft Excel での数式の作成について解説する。 
11 回 ホームページの作成  ホームページの構造と、HTML を用いたホーム
ページの作成法について解説する。 
12 回 LaTeX（1）  LaTeX による文書の作成法について解説する。 
13 回 LaTeX（2）  LaTeX による数式の作成法について解説する。 
14 回 ビデオの編集  Windows ムービーメーカによる動画編集法について解
説する。 
15 回 プレゼンテーション資料の作成  Microsoft PowerPoint によるプレゼン
テーション資料の作成法について解説する。 

準備学習 1 回 キーボードとマウスの使い方、Windows のログインとログオフの仕方を理
解しておくこと。 
2 回 教科書 5 章と 7 章を参考にして、インターネットと情報倫理について調べ
ておくこと。 
3 回 教科書 1 章を参考にして、ハードウェアとソフトウェア、オペレーティン
グシステムとアプリケーションソフトについて調べておくこと。 
4 回 教科書 1 章を参考にして、日本語のローマ字入⼒法について理解しておく
こと。 
5 回 教科書 2 章を参考にして、Microsoft Word の機能と操作方法について調べ
ておくこと。 
6 回 Microsoft Word の図形描画の機能について調べておくこと。 
7 回 レポート作成のために、記述内容、写真データなどを準備しておくこと。 
8 回 教科書 3 章を参考にして、Microsoft Excel の機能と操作方法について調べ
ておくこと。 
9 回 Microsoft Excel のグラフ作成の機能について調べておくこと。 



10 回 Microsoft Excel の数式と関数について調べておくこと。 
11 回 教科書 6 章を参考にして、HTML 文書について調べておくこと。 
12 回 講義資料を参考にして、LaTeX における文書の書き方について調べておく
こと。 
13 回 講義資料を参考にして、LaTeX における数式の書き方について調べておく
こと。 
14 回 Windows ムービーメーカーの操作手順について調べておくこと。 
15 回 教科書 4 章を参考にして、Microsoft PowerPoint の機能と操作方法につい
て調べておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTP35C2 
成績評価 課題提出（80％）、定期試験（20％）により評価する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 工学プロジェクトコース(〜11) 
見出し FTP35C2 工業デザイン 
担当教員名 松本 恭吾＊ 
単位数 2 
教科書  

ユニバーサルデザインの教科書（増補改訂版）／中川 聰 監修／ 日経デザイ
ン 編／日経 BP 社／isbn 978-482221547-7 

アクティブラーニング  
キーワード 生活器具、産業機器、繊維・服飾、工芸品家具、インテリア、形、立体感、ボリ

ューム感、質感、空間、パースペクティブ、構図、構成、観察⼒、発想⼒、表現
⼒ 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 工業デザイン 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTP35C2 
実務経験のある教員  
達成目標 プロダクトデザインの基礎知識の習得を目標とする。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 プロダクトデザイン史、プロダクトデザインの意義，要素，用途について学習す

る。デザインモデルを制作する体験を通し、プロダクトデザインの基本的な考え
方を身につける。ドローイングでは立方体や円柱、球などの単純な幾何形態の単
体を観察、描写することによりパースペクティブなどの形態認識の基本、陰影の
表現の基本を習得する。次にデザイン的な要素を含むモチーフのドローイングを
行うことで平面的な表現⼒を養い、発想時やプレゼンテーションの現場で役立つ
⼒を身に付ける。 



対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 デザイン史、プロダクトデザインの概要１（デザインの意味と要素、用途、
創造の意味と手法） 
3 回 デザイン史、プロダクトデザインの概要２（色彩、造形心理、⼈間工学） 
4 回 ドローイング演習 道具の使い方、平面について（物の見え方、とらえ方） 
5 回 ドローイング演習 立体感を描く１ 幾何学形体（面として立体をとらえ
る、陰影の表現） 
6 回 ドローイング演習 立体感を描く２ 工業製品（面として立体をとらえる、
陰影の表現） 
7 回 ドローイング演習 質感、空間を描く 家具、インテリア（質感、空間感、
距離感の表現） 
8 回 デザインワークショップ 概説 生活器具、産業機器 
9 回 デザインワークショップ 概説 繊維・服飾、工芸品 
10 回 デザインワークショップ 概説 その他のプロダクトデザイン 
11 回 デザインワークショップ アイデア発想１（質感、色彩） 
12 回 デザインワークショップ アイデア発想２（機能、使いやすさ） 
13 回 デザインワークショップ モデル制作１ （発想をデザイン表現に落とし
込む） 
14 回 デザインワークショップ モデル制作２ （検証と改善） 
15 回 デザインワークショップ プレゼンテーション、講評 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておく 
2 回 テキストの該当箇所を読んでおく 
3 回 テキストの該当箇所を読んでおく 
4 回 特になし 
5 回 特になし 
6 回 前回の課題で制作したものを検証し、自分の課題を見つけておく 
7 回 前回の課題で制作したものを検証し、自分の課題を見つけておく 
8 回 テキストの該当箇所を読んでおく 
9 回 テキストの該当箇所を読んでおく 
10 回 テキストの該当箇所を読んでおく 
11 回 特になし 
12 回 特になし 
13 回 制作の準備をしておく 
14 回 前回の課題で制作したものを検証し、自分の課題を見つけておく 
15 回 プレゼンテーションの準備をしておく 

 



年度 2012 
授業コード FTP35E1 
成績評価 中間試験成績と期末試験成績の平均値を評点とします。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス PA(工)(〜12) 
見出し FTP35E1 数学Ⅰ（電シ） 
担当教員名 飯⽥ 隆彦 
単位数 2 
教科書 やさしく学べる微分積分 石村園子 著 共立出版社 
アクティブラーニング  
キーワード 微分、不定積分、定積分、テーラ展開、オイラーの公式。 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 大学では科目の詳細を学ぶことだけでなく、教科に関連のある色々な（教員の）

経験談も学ぶ事が大切です。 
科目名 数学Ⅰ（電シ） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 実例で学ぶ微分積分 大原一孝 著 学術図書出版社 
授業形態 講義 
注意備考 数学Ⅰの実⼒を付ける方法は演習問題を数多く解くことです。何度も練習問題を

解いてください。 
シラバスコード FTP35E1 
実務経験のある教員  
達成目標 教科書に記載された各章の例題を理解して、練習問題が解けること。 
受講者へのコメント 教科書の内容が簡単過ぎるとの意見が有るが、一方では難しすぎるとの意見もあ

ります。 
数学が苦手な学生を相手に、実⼒養成のために開講された科目です。 
文句を言う前に、勉強です。 
全員が習得できるように頑張ってください。 

連絡先 iida@ee.ous.ac.jp へメールで質問してください。 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 数学Ⅰは電気電子システム科の基礎をなす科目です。全員が所定の目標以上を習
得する必要があります。 
「課題を出して、自主学習」との意見が有りますが、そのような事では、やがて
授業に付いていけなくなります。 
授業内容（レベル）を下げて欲しいとの要望は、学生本⼈ばかりでないく、学科
の自殺行為です。 

英文科目名 Mathematics I 
関連科目 数学Ⅱ、数学Ⅲ。 
次回に向けての改善変更予定 使っている教科書は理科大の他学科も使っているし、他大学でも使っているベス



トセラーです。 
講義目的 高校で数学Ｂを十分に学習しなかった学生が電気電子システム学科に入学して

いますが、電気電子システムを学ぶ為にはどうしても、複素数と複素数平面及び、
微分・・積分を理解し、活用出来る事が必要です。例題と練習問題を解きながら
数学の基礎を学びます。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションと教科書の１変数関数を学びます。 

2 回 三角関数とその公式を学びます。 
3 回 逆三角関数と指数関数を学びます。 
4 回 対数、対数関数と自然対数を学び、総合練習 1-1 をします。 
5 回 微分係数、導関数と微分公式および合成関数の微分公式を学びます。 
6 回 初等関数の導関数と逆関数や指数関数および対数関数の微分を学びます。 
7 回 対数部分法を学び、総合練習 1-2 をし、更にｎ次導関数を学びます。 
8 回 中間試験を行い試験後に、平均値の定理からロピタルの定理を学びます。 
9 回 マクローリン展開から二項定理を学びます。 
10 回 関数の増減とグラフの凹凸および総合練習 1-3 します。 
11 回 １変数関数の不定積分、初等関数の不定積分を学びます。 
12 回 置換積分を学びます。 
13 回 部分積分、有理関数の積分を学びます。 
14 回 定積分を学びます。 
15 回 面積と回転体の体積を学び、総合練習 1-４をします。更に、第８回以降の
復習をします。 

準備学習 1 回 高校で学んだ 1 変数関数を復習しておいて下さい。 
2 回 教科書の１変数関数を復習しておいて下さい。 
3 回 教科書の三角関数を復習しておいて下さい。 
4 回 前回学んだ指数関数を復習しておいて下さい。 
5 回 前回学んだ微分を予習しておいて下さい。 
6 回 前回学んだ微分公式を復習し導関数を予習しておいて下さい。 
7 回 前回学んだ指数関数、対数指数関数の微分を復習しておいて下さい。 
8 回 中間試験を行うので、第１回から第７回までに学んだことを復習して下さ
い。 
9 回 前回学んだ平均値の定理とロピタルの定理を復習しておいて下さい。 
10 回 教科書の関数の増減を予習しておいて下さい。 
11 回 教科書の§3.1 変数関数の積分を予習しておいて下さい。 
12 回 前回学んだ不定積分を復習しておいて下さい。 
13 回 第 5 回で学んだ積の微分公式を復習しておいて下さい。 
14 回 学んだ不定積分の公式を復習しておいて下さい 
15 回 前回学んだ不定積分の公式を復習しておいて下さい。 

 



年度 2012 
授業コード FTP35F1 
成績評価 各班に分かれて製作した振動モータを用いた移動ロボットを用いたロボットコ

ンテストを行い、その順位によって評価（１００％）、もしくは、最後に製作ロボ
ットについてのプレゼンテーションを行い、その内容を評価（１００％）する。
最終成績は 2 回の競技もしくはプレゼンテーションでの評価のうち、得点の高い
方とする。 

曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス PA(工)(〜12) 
見出し FTP35F1 工学プロジェクトセミナーⅠ(知能：ロボットものづくり体験演習) 
担当教員名 赤木 徹也、荒木 圭典、久野 弘明 
単位数 2 
教科書 教員による配布資料 
アクティブラーニング  
キーワード ものづくり、メカトロニクス、導入教育、マイクロコンピュータ、振動モータ 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 ・少し冷房が入りすぎで寒かった 

（回答） 
冷房の効き過ぎは、エコではありませんので、今後は気をつけたいと思います。 

科目名 工学プロジェクトセミナーⅠ(知能：ロボットものづくり体験演習) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし（教員の指示に従うこと。） 
授業形態 講義 
注意備考 【注意事項】第１回目の講義は、一泊研修時にプロジェクトコースの学生と共同

で開催し、内容説明と班分けを行う。 
シラバスコード FTP35F1 
実務経験のある教員  
達成目標 機械系、電気・電子系、情報系を融合したメカトロニクス系のものづくりとして

振動モータを用いた移動ロボットを設計・製作し、工学の最終目的である「もの
づくり」に興味を持たせ、今後本科で教授する講義内容についての関連性につい
て学ぶ。また、この講義を通じて得られる具体的な達成目標は以下の通りであ
る。・ロボットの調整など機器を製作する場合、ハードウエアとソフトウエアの
両面から調整することの重要性を理解する。・マイクロコンピュータのＩ/Ｏやタ
イマー機能を、マニュアルを見ながら設定できる。 

受講者へのコメント この講義は、大学に入って最初のものづくり教育の一つで、仲間づくりを行う重
要な講義です。協⼒することの大切さにについても理解して頂ければと願いま
す。 

連絡先 20 号館 5 階赤木研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 【A：授業の取り組みに関して】 



１）出席に関して・・・概ね良好であり，良かったと思います． 
２）授業時間外での学習に関して・・１時間以下の方が大半でしたが，実際は休
憩時間中にロボットを作成している方が多数だったので，実際の勉強時間は多い
と思います． 
３）時間外学習の内容に関して・・・主に宿題や課題の方が大半ですが，資料等
を知らべた方もおられることに少しほっとしています． 
【B：授業による成⻑に関して】 
この分野における理解・技能・興味が深まった方が大半であることに非常に喜ん
でいます．また少数ですがコミュニ 

英文科目名 Engineering Project Seminar I 
関連科目 本科目と同時に「機械製図Ⅰ」を受講する必要がある。また、「コンピュータリテ

ラシー」、「電気電子回路Ⅰ」を受講するのが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 機器の整備や，実習室の掃除など実習環境の改善について検討したい. 
講義目的 本講義は大学教育の初年度において、機械系、電気・電子系、情報系を融合した

メカトロニクス系のものづくりを体験し、導入教育として、工学の最終目的であ
る「ものづくり」に対して興味を持たせることと、今後の本学科の講義内容に対
して修学意欲を起こさせることを目的とし，1 つの動くロボットの製作を通じて
ハード面とソフト面の両面からの調整することの重要さについて学習すること
を目的とする。また、グループで打合せをしながら 1 つのものを設計し製作する
ことを通じてコミュニケーション能⼒の育成と、共同作業や作業の効率化のため
の分担作 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション・グループ分けをする。 

2 回  マイクロコンピュータの製作について解説する。 
3 回  ライターボードの製作について解説する。 
4 回  モータ駆動回路製作について解説する。 
5 回  モータ駆動回路製作と動作確認について解説する。 
6 回  ロボット筐体設計について解説する。 
7 回  ロボット筐体製作について解説する。 
8 回  ロボットの組立について解説する。 
9 回  制御プログラム製作について解説する。 
10 回  ロボットの改良と制御プログラム製作について解説する。 
11 回  性能実験とロボットの改良について解説する。 
12 回  性能実験と制御プログラム改良について解説する。 
13 回  ロボットコンテスト（直線競技）をする。 
14 回  ロボットコンテスト（回転競技）をする。 
15 回  ロボットコンテスト（自由演技）& 

準備学習 1 回  シラバスをよく確認し学習やロボット製作の過程を把握しておくこと。 
2 回  半⽥ごての使い方を図書館やインターネットにより調べてみておくこと。 
3 回  シリアル通信や D-Sub ピンなどのコネクタのピン配置を図書館やインタ
ーネットにより調べてみておくこと。 
4 回  トランジスタの役割などを図書館やインターネットにより調べてみてお



くこと。 
5 回  I/O ポート、タイマーなどの用語と役割を図書館やインターネットによ
り調べてみておくこと。 
6 回  機械製図Ⅰで習ったＣＡＤの使用方法についてよく復習しておくととも
に、製作したいロボットのイメージを手書きまたはＣＡＤを使って事前に描いて
おくこと。 
7 回  設計したロボットのＣＡＤ図面を印刷しておくとともに、構造的に弱い
と思われるところをチェックしておくこと。 
8 回  レイヤー分けされたＣＡＤ部品図の組立て手順について確認しておくこ
と。 
9 回  Ｃ言語のプログラムについて図書館やインターネットにより調べておく
とともに、BIT や BYTE などの用語の意味や，2 進数についても調べてみておく
こと。 
10 回  重心の意味や超音波モータの構造や動作原理について図書館やインター
ネットにより調べてみておくこと。 
11 回  第 10 回目の講義で動作を確認したロボットの重心の位置やモータ配置な
どを変えた走行実験を行うために必要な実験計画について、グループ内で話し合
っておくこと。 
12 回  シーケンスや PWM 駆動などについて図書館やインターネットについて
調べてみておくこと。 
13 回  20cm の距離を直進するようなロボットの振動モータの配置や、プログラ
ムについて第 10 回〜12 回目の講義での経験を生かして構造（ハード）面やソフ
ト（プログラム）面から調整しておくこと。 
14 回  第 13 回目の競技で使用したロボットのモータ配置を変えず、ソフト（プ
ログラム）のみを変更してロボットが回転動作をするように調整しておくこと。 
15 回  第 13 回と 14 回目の講義でのロボット調整の経験を生かし、モータ配置
やプログラムの変更などハードとソフト面での調整を行い、ロボットに 3 分間程
度のパフォーマンスをするように調整しておくこと。また、その際に説明する原
稿を用意しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTP35F2 
成績評価 レポート（15％）、中間試験（15％）、定期試験（70％）により行う。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス PA(工)(〜12) 
見出し FTP35F2 数学Ⅰ（電シ） 
担当教員名 秋山 宜生 
単位数 2 
教科書 石村 園子 「やさしく学べる微分・積分」 共立出版 
アクティブラーニング  
キーワード 微分、不定積分、定積分、テーラー展開、オイラーの公式 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 FTD35F2 のコメントを参照してください。 
科目名 数学Ⅰ（電シ） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 大原一孝 「実例で学ぶ微分積分」 学術図書出版 
授業形態 講義 
注意備考 これから学ぶ講義の基礎となる数学である。使いこなせるようになるには、何事

も練習（復習）が必要である。わからないことがあれば、講義中やオフィスアワ
ー時に質問すること。 

シラバスコード FTP35F2 
実務経験のある教員  
達成目標 教科書の演習問題が解ける程度の学⼒（計算⼒）を身につける。 
受講者へのコメント FTD35F2 のコメントを参照してください。 
連絡先 研究室：17 号館 4F、電子メール:akiyama@ee.ous.ac.jp、オフィスアワー：金曜

日 7,8 時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 FTD35F2 のコメントを参照してください。 
英文科目名 Mathematics I 
関連科目 数学Ⅱ、数学Ⅲ、応用数学 I、応用数学 II 
次回に向けての改善変更予定 FTD35F2 のコメントを参照してください。 
講義目的 電気電子工学を学ぶ上で、数学は重要なツール（道具）であり、縦横無尽に使い

こなすことができるようにする必要がある。本講義では、電気電子工学で用いら
れる微分・積分の重要な部分を演習問題を解きながら基礎から学ぶ。講義では時
間中に演習問題のレポート提出を課す。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション / 数（数値線、複素数）について説明する。 

2 回 関数と数列（関数の意味、表記法、関数と平面図面など）について説明する。 
3 回 三角関数について説明する。 



4 回 複素数 について説明する。 
5 回 指数関数・対数関数の性質について説明する。 
6 回 微係数と導関数（べき関数の微分、微係数の図形的な意味）/ 三角関数の
微分（弧度法、有理関数の微分、合成関数の微分）について説明する。 
7 回 指数関数・対数関数の微分（指数法則、対数法則、逆関数の微分）について
説明する。 
8 回 テーラー展開・マクロリーン展開（オイラーの公式）について説明する。 
9 回 関数の増減とグラフ、変曲点について説明する。 
10 回 中間テストおよび出題内容についての解説を行う。 
11 回 初等関数の不定積分について説明する。 
12 回 不定積分における置換積分と部分積分について説明する。 
13 回 不定積分における部分積分／定積分について説明する。 
14 回 定積分（図形的な意味、級数的な意味、区分求積法）/ 定積分と定積分の
応用（面積、体積）について説明する。 
15 回 総括。これまでに学んだ全般についての総括を行う。 

準備学習 1 回 シラバスを読み学習の過程を把握しておくこと。数の概念について調べて
おくこと。 
2 回 代表的な関数のグラフがどのようになるかおおよその見当がつくようにグ
ラフを作成しておくこと。 
3 回 高校で学んだ三角関数の基礎を思い出しておくこと。 
4 回 複素数について事前に調べておくこと。 
5 回 指数と対数の関係について事前に調べておくこと。 
6 回 高校で学んだ微分の基礎を思い出しておくこと。 
7 回 前回学んだ微分の基礎について理解を深めておくこと。 
8 回 前回学んだ微分について理解を深めておくこと。 
9 回 代表的な関数とその微分した後の関数をグラフで表し、それらの関係をあ
らかじめ調べておくこと。 
10 回 中間テストでできなかった箇所の復習を行うこと。 
11 回 高校で学んだ積分の基礎を思い出しておくこと。 
12 回 前回学んだ積分の基礎について理解を深めておくこと。 
13 回 さまざまな積分を行ない、さらに得られた答えの微分を行なうことにより、
微分と積分との関係を理解しておくこと。 
14 回 高校までに学んだ面積と体積の公式を調べておくこと。 
15 回 これまで学んだ微分積分の理解が浅い部分の洗い出しを行なっておくこ
と。 

 



年度 2012 
授業コード FTP35H1 
成績評価 レポート（２０％）、中間試験（３０％）、定期試験（５０％）により成績を評価

する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス PA(工)(〜12) 
見出し FTP35H1 数学Ⅰ（建築：解析学Ⅰ） 
担当教員名 濱谷 義弘 
単位数 2 
教科書 計算⼒をつける微分積分／神永正博・藤⽥育嗣／ 内⽥老鶴圃 
アクティブラーニング  
キーワード 指数関数、対数関数、三角関数、微分、積分 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 数学Ⅰ（建築：解析学Ⅰ） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 講義 
注意備考 高校で学習した数学の基本的な内容を復習することを望む。 
シラバスコード FTP35H1 
実務経験のある教員  
達成目標 １変数の微分と積分の計算ができること。 
受講者へのコメント  
連絡先 濱谷研究室 第一学舎３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mathematics I 
関連科目 高校の数学Ⅱ、またはそれに相当する科目を履修してるのが望ましい。 

本科目に引き続き、「解析学 Ⅱ」を履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 微分積分学は、理工系学生にとって専門教育科目の基礎となる重要科目の１つで

ある。微分や積分を高校で履修していないことを前提にして、１変数の微分や積
分を中心とした内容について述べる。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 指数関数、対数関数および三角比について説明する。 

2 回 三角関数と逆三角関数について解説する。 
3 回 関数の極限と導関数について説明する。 
4 回 合成関数と逆関数の微分法について解説する。 
5 回 ロピタルの定理と高次導関数について説明する。 



6 回 テイラー展開について解説する。 
7 回 関数の増減とグラフについて説明する。 
8 回 中間試験および試験終了後に出題内容について解説する。 
9 回 不定積分と部分積分法について説明する。 
10 回 置換積分法について解説する。 
11 回 部分分数分解と三角関数の有理関数の積分について説明する。 
12 回 無理関数の積分について解説する。 
13 回 定積分における部分積分法と置換積分法について説明する。 
14 回 定積分の応用として、面積や体積の求め方について解説する。 
15 回 定積分の応用として、線の⻑さの求め方と広義積分について説明する。 

準備学習 1 回 高校の数学で使用したテキストで第１回講義内容の該当箇所を読み、理解
しておくこと。 
2 回 指数関数、対数関数および三角比について復習しておくこと。 
3 回 高校の数学で微分を学習していたら、使用したテキストで第３回講義内容
の該当箇所を読み、理解しておくこと。 
4 回 導関数について復習しておくこと。 
5 回 関数の極限について復習しておくこと 
6 回 高次導関数について復習しておくこと。 
7 回 関数の極限と高次導関数について復習しておくこと。 
8 回 第１回から７回までの授業内容をよく理解し、問題を解法しておくこと。 
9 回 高校の数学で積分を学習していたら、使用したテキストで第９回講義内容
の該当箇所を読み、理解しておくこと。 
10 回 不定積分について復習しておくこと。 
11 回 不定積分について復習と高校での数学のテキストで因数分解について予習
しておくこと。 
12 回 置換積分法について復習しておくこと。 
13 回 不定積分における部分積分法と置換積分法について復習しておくこと。 
14 回 定積分全般について復習しておくこと。 
15 回 定積分全般について復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTP35J1 
成績評価 レポート（２０％）、中間試験（３０％）、定期試験（５０％）により成績を評価

する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス PA(工)(〜12) 
見出し FTP35J1 数学Ⅰ（建築：解析学Ⅰ） 
担当教員名 竹内 渉 
単位数 2 
教科書 計算⼒をつける微分積分／神永正博・藤⽥育嗣／ 内⽥老鶴圃 
アクティブラーニング  
キーワード 指数関数、対数関数、三角関数、微分、積分 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 数学Ⅰ（建築：解析学Ⅰ） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 講義 
注意備考 高校で学習した数学の基本的な内容を復習することを望む。 
シラバスコード FTP35J1 
実務経験のある教員  
達成目標 １変数の微分と積分の計算ができること。 
受講者へのコメント  
連絡先 竹内研究室 １学舎３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講者なし 
英文科目名 Mathematics I 
関連科目 本科目に引き続き、「数学 Ⅱ」を履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 微分積分学は、理工系学生にとって専門教育科目の基礎となる重要科目の１つで

ある。微分や積分を高校で履修していないことを前提にして、１変数の微分や積
分を中心とした内容について述べる。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 指数関数、対数関数および三角比について説明する。 

2 回 三角関数と逆三角関数について解説する。 
3 回 関数の極限と導関数について説明する。 
4 回 合成関数と逆関数の微分法について解説する。 
5 回 ロピタルの定理と高次導関数について説明する。 
6 回 テイラー展開について解説する。 



7 回 関数の増減とグラフについて説明する。 
8 回 中間試験および試験終了後に出題内容について解説する。 
9 回 不定積分と部分積分法について説明する。 
10 回 置換積分法について解説する。 
11 回 部分分数分解と三角関数の有理関数の積分について説明する。 
12 回 無理関数の積分について解説する。 
13 回 定積分における部分積分法と置換積分法について説明する。 
14 回 定積分の応用として、面積や体積の求め方について解説する。 
15 回 定積分の応用として、線の⻑さの求め方と広義積分について説明する。 

準備学習 1 回 高校の数学で使用したテキストで第１回講義内容の該当箇所を読み、理解
しておくこと。 
2 回 指数関数、対数関数および三角比について復習しておくこと。 
3 回 高校の数学で微分を学習していたら、使用したテキストで第３回講義内容
の該当箇所を読み、理解しておくこと。 
4 回 導関数について復習しておくこと。 
5 回 関数の極限について復習しておくこと 
6 回 高次導関数について復習しておくこと。 
7 回 関数の極限と高次導関数について復習しておくこと。 
8 回 第１回から７回までの授業内容をよく理解し、問題を解法しておくこと。 
9 回 高校の数学で積分を学習していたら、使用したテキストで第９回講義内容
の該当箇所を読み、理解しておくこと。 
10 回 不定積分について復習しておくこと。 
11 回 不定積分について復習と高校での数学のテキストで因数分解について予習
しておくこと。 
12 回 置換積分法について復習しておくこと。 
13 回 不定積分における部分積分法と置換積分法について復習しておくこと。 
14 回 定積分全般について復習しておくこと。 
15 回 定積分全般について復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTP37D1 
成績評価 レポート（２０％）、中間試験（３０％）、定期試験（５０％）により成績を評価

する。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス PA(工)(〜12) 
見出し FTP37D1 数学Ⅲ（建築：代数学Ⅰ） 
担当教員名 濱谷 義弘 
単位数 2 
教科書 計算⼒をつける線形代数／神永正博・石川賢太／内⽥老鶴圃 
アクティブラーニング  
キーワード 行列、行列式、連立１次方程式の解法 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 数学Ⅲ（建築：代数学Ⅰ） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 講義 
注意備考 高校で学んだ数学の基本的な内容を復習することを望む。 
シラバスコード FTP37D1 
実務経験のある教員  
達成目標 行列および行列式の演算ができ、それにより、連立１次方程式の解が求められる

こと。 
受講者へのコメント  
連絡先 濱谷研究室 第一学舎３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mathematics III 
関連科目 本科目に引き続き、「代数学 Ⅱ」を履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 行列を高校で履修していないことを前提にして、行列と行列式を中心とした内容

を述べる。その応用として、連立１次方程式の解法について説明する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 「線形代数とは何かやなぜ線形代数を学習する必要があるのか」を説明す

る。 
2 回 行列の和と差、スカラー倍について解説する。 
3 回 行列の積について説明する。 
4 回 行列の基本変形による連立方程式の解法について説明する。 
5 回 行列の基本変形による連立方程式において、解が無数に存在する場合や解



が存在しない場合について解説する。 
6 回 逆行列の定義と求め方について説明する。 
7 回 高次の逆行列を求める計算方法について解説する。 
8 回 中間試験および試験終了後に出題内容について解説する。 
9 回 ２行２列の行列式の性質について説明する。 
10 回 行列式に関する様々な定理について解説する。 
11 回 ３×３行列の行列式の余因子展開と計算方法について説明する。 
12 回 一般形の行列式の余因子展開の計算方法について解説する。 
13 回 逆行列と余因子行列の関係について説明する。 
14 回 余因子行列を用いた逆行列の求め方について解説する。 
15 回 クラメルの公式を用いた連立方程式の解法について説明する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、授業内容の過程について把握しておくこと。 
2 回 高校での数学のテキストで行列を学習していたら予習しておくこと。 
3 回 行列の和と差、スカラー倍の計算方法について復習しておくこと。 
4 回 行列の演算について復習しておくこと。 
5 回 行列の基本変形について復習しておくこと。 
6 回 行列の基本変形について復習しておくこと。 
7 回 逆行列の定義と求め方について復習しておくこと。 
8 回 第１回から７回までの授業内容をよく理解し、問題を解法しておくこと。 
9 回 行列について全般的に復習しておくこと。 
10 回 ２行２列の行列式の性質について復習しておくこと。 
11 回 行列式に関する定理について復習しておくこと。 
12 回 ３×３行列の行列式の余因子展開と計算方法について復習しておくこと。 
13 回 一般形の行列式の余因子展開と計算方法について復習しておくこと。 
14 回 余因子行列について復習しておくこと。 
15 回 余因子行列と逆行列について復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTP37E1 
成績評価 レポート（２０％）、中間試験（３０％）、定期試験（５０％）により成績を評価

する。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス PA(工)(〜12) 
見出し FTP37E1 数学Ⅲ（建築：代数学Ⅰ） 
担当教員名 竹内 渉 
単位数 2 
教科書 計算⼒をつける線形代数／神永正博・石川賢太／内⽥老鶴圃 
アクティブラーニング  
キーワード 行列、行列式、連立１次方程式の解法 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 数学Ⅲ（建築：代数学Ⅰ） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 講義 
注意備考 高校で学んだ数学の基本的な内容を復習することを望む。 
シラバスコード FTP37E1 
実務経験のある教員  
達成目標 行列および行列式の演算ができ、それにより、連立１次方程式の解が求められる

こと。 
受講者へのコメント  
連絡先 竹内研究室 １学舎３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講者なし 
英文科目名 Mathematics III 
関連科目 「数学 I」を受講していることが望ましい。 

本科目に引き続き、「数学 II」を履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 行列を高校で履修していないことを前提にして、行列と行列式を中心とした内容

を述べる。その応用として、連立１次方程式の解法について説明する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 「線形代数とは何かやなぜ線形代数を学習する必要があるのか」を説明す

る。 
2 回 行列の和と差、スカラー倍について解説する。 
3 回 行列の積について説明する。 
4 回 行列の基本変形による連立方程式の解法について説明する。 



5 回 行列の基本変形による連立方程式において、解が無数に存在する場合や解
が存在しない場合について解説する。 
6 回 逆行列の定義と求め方について説明する。 
7 回 高次の逆行列を求める計算方法について解説する。 
8 回 中間試験および試験終了後に出題内容について解説する。 
9 回 ２行２列の行列式の性質について説明する。 
10 回 行列式に関する様々な定理について解説する。 
11 回 ３×３行列の行列式の余因子展開と計算方法について説明する。 
12 回 一般形の行列式の余因子展開の計算方法について解説する。 
13 回 逆行列と余因子行列の関係について説明する。 
14 回 余因子行列を用いた逆行列の求め方について解説する。 
15 回 クラメルの公式を用いた連立方程式の解法について説明する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、授業内容の過程について把握しておくこと。 
2 回 高校での数学のテキストで行列を学習していたら予習しておくこと。 
3 回 行列の和と差、スカラー倍の計算方法について復習しておくこと。 
4 回 行列の演算について復習しておくこと。 
5 回 行列の基本変形について復習しておくこと。 
6 回 行列の基本変形について復習しておくこと。 
7 回 逆行列の定義と求め方について復習しておくこと。 
8 回 第１回から７回までの授業内容をよく理解し、問題を解法しておくこと。 
9 回 行列について全般的に復習しておくこと。 
10 回 ２行２列の行列式の性質について復習しておくこと。 
11 回 行列式に関する定理について復習しておくこと。 
12 回 ３×３行列の行列式の余因子展開と計算方法について復習しておくこと。 
13 回 一般形の行列式の余因子展開と計算方法について復習しておくこと。 
14 回 余因子行列について復習しておくこと。 
15 回 余因子行列と逆行列について復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTP41G2 
成績評価 中間試験（２５％）、定期試験（４５％）、小テスト（１０％）、レポート（２０％） 
曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス PA(工)(〜11) 
見出し FTP41G2 数学Ⅳ（電シ：数学Ⅲ） 
担当教員名 萬本 義徳 
単位数 2 
教科書 石原 繁・浅野重初著：新課程「微分方程式」（共立出版） 
アクティブラーニング  
キーワード 初等関数、複素関数、微分、積分、微分方程式、初期値問題、一般解、特殊解 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 数学Ⅳ（電シ：数学Ⅲ） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 図書館に参考図書多数あり 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTP41G2 
実務経験のある教員  
達成目標 各種関数の微分、積分ができ、簡単な微分方程式が解けること。専門の講義に出

てくる微分、微分方程式に関する数式及びその展開が理解出来ること。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mathematics IV 
関連科目 数学Ⅰ、数学Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 理工学の分野で取り扱われる現象の大部分は微分方程式で記述される。本講義で

は電子工学の専門を履修するに必要な微分方程式の解法を工学的な実例を多く
取り入れて講義する。講義では出来るだけ多くの例題の解法を教示し、学生諸君
が基本的な問題を解く能⼒を醸成し、専門科目を理解するに必要な数学的知識を
習得することに主眼をおいて進める。そのため講義時間中に小テストを実施し、
演習問題のレポート提出を課す。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 微分方程式の基本概念について解説する。 

2 回 変数分離形について説明する。 
3 回 初期値問題について説明する。 



4 回 １階線型微分方程式について説明する。 
5 回 １階線型微分方程式の応用について解説する。 
6 回 完全微分方程式について説明する。 
7 回 中間試験 
8 回 いろいろな微分方程式について説明する。 
9 回 ２階同次線形微分方程式について説明する。 
10 回 ２階非同次線形微分方程式について説明する。 
11 回 ２階線形微分方程式の応用について解説する。 
12 回 微分演算子、逆演算子について説明する。 
13 回 連立微分方程式について説明する。 
14 回 ２階偏微分方程式について説明する。 
15 回 ２階偏微分方程式の応用について解説する。 

準備学習 1 回 微分、積分についてまとめておくこと。 
2 回 前回の復習をし、指定された演習問題の解答をレポートで提出できるよう
に準備しておくこと。 
3 回 レポート提出課題の演習問題にしっかり取り組むこと。 
4 回 レポート提出課題の演習問題にしっかり取り組むこと。 
5 回 レポート提出課題の演習問題にしっかり取り組み、１階線型微分方程式の
解法を充分理解しておくこと。 
6 回 レポート提出課題の演習問題にしっかり取り組むこと。 
7 回 第 1 回〜第 6 回の講義内容を充分理解し、指定された演習問題の解答が出
来るようにしておくこと。 
8 回 第 1 回〜第 6 回の講義内容について復習しておくこと。 
9 回 レポート提出課題の演習問題にしっかり取り組むこと。 
10 回 レポート提出課題の演習問題にしっかり取り組むこと 
11 回 レポート提出課題の演習問題にしっかり取り組み、２階線形微分方程式の
解法を充分理解しておくこと。 
12 回 前回までに講義した各種微分方程式の解法の総復習をしておくこと。 
13 回 レポート提出課題の演習問題にしっかり取り組むこと。 
14 回 レポート提出課題の演習問題にしっかり取り組むこと。 
15 回 レポート提出課題の演習問題にしっかり取り組み、２階編微分方程式の解
法を充分理解しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTP43A1 
成績評価 講義への取り組み方（30％）及び定期試験（70％）の両面で評価する。 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス PA(工)(12〜12) 
見出し FTP43A1 技術者の社会⼈基礎 
担当教員名 ⽥邉 麻里子＊ 
単位数 2 
教科書 必要に応じて適時紹介する。 
アクティブラーニング  
キーワード 常識 ルール 自己管理 自己抑制 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 みなさんからの率直な意見やコメントは 大変嬉しく有難く受け止めています。 

今後の講義にも活かしていきますね。 
ありがとうございました。 
ハード面へのご意見は 教務課にお伝えしておきます。 

科目名 技術者の社会⼈基礎 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて適時紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTP43A1 
実務経験のある教員  
達成目標 技術者としての実⼒と専門性を発揮するために不可欠な社会性と⼈間⼒を養成

する。 
受講者へのコメント 正解の無い分野であるし、参加型の講義でしたから 毎回課題に取り組まねばな

らなかったので 大変だったと思います。 
でも 私の予想以上に皆さん方は 前向きに積極的に取り組んでくださいまし
た。 
おかげで 私も大変楽しく講義を進めることができました。 
本当にありがとう。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 皆さんが積極的に受講してくれた講義でした。 
毎回 学生諸君から「どんな点に不安を持っているのか」「どんなことを知りた
いと思っているのか」を教えてもらいながら講義を進めることができ、感謝して
います。 
ありがとうございました。 

英文科目名 Social communication for engineers 



関連科目  
次回に向けての改善変更予定 ①技術者のエピソードをもっと増やして行くようにします。 

②受講者が多く 迷惑をかけました。できるだけばらけるように指導しますね。 
講義目的 ① 社会⼈としての当事者意識を醸成させる。 

② 技術者が知っておかねばならない社会⼈/企業⼈としての常識を習得させ
る。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の目的・受講生に期待すること・受講に関しての注意事項を説明する。 

社会⼈としての常識について自己の現状レベルを各自が自覚する。 
2 回 社会⼈としての責任と義務/社会的ルール/常識を説明する。 
3 回 社会⼈として知っておかねばならない法律/働き手側の立場について説明す
る。 
4 回 経済のしくみ/経済用語を説明する。 
5 回 自ら考える⼒/工夫する⼒/論理性/判断⼒を習得する。 ① 
6 回 自ら考える⼒/工夫する⼒/論理性/判断⼒を習得する。 ② 
7 回 自ら考える⼒/工夫する⼒/論理性/判断⼒を習得する。 ③ 
8 回 自ら考える⼒/工夫する⼒/論理性/判断⼒を習得する。 ④ 
9 回 自ら考える⼒/工夫する⼒/論理性/判断⼒を習得する。 ⑤ 
10 回 組織⼒学/⼈間関係について説明する。 
11 回 経済環境/市場環境と意識変化について説明する。 
12 回 優れた技術系経営者の仕事の仕方/考え方/生きざまを研究する。 
13 回 優れた技術系起業⼈の起業の仕方/モノの考え方を研究する。 
14 回 技術系企業のケースステダィを通して経営戦略/マネジメント手法/⼈事戦
略を分析する。 
15 回 自己の能⼒/強みのアピールにトライする。 

準備学習 1 回 シラバスを読んで講義概要を把握しておくこと。 
2 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
3 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
4 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
5 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
6 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
7 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
8 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
9 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
10 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
11 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
12 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
13 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
14 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
15 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 

 



年度 2012 
授業コード FTP43A2 
成績評価 定期試験（50％）、実験実習の課題等（50％）により成績を評価する。 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス PA(工)(〜12) 
見出し FTP43A2 工学プロジェクトセミナーⅡ（電シ：フレッシュマンセミナーⅡ） 
担当教員名 道⻄ 博行、笠 展幸、栗⽥ 満史、河村 実生、クルモフ バレリー 
単位数 2 
教科書 なし（資料配付） 
アクティブラーニング  
キーワード 電気回路、電子回路、集積回路、コンピュータ、ハードウェア、ソフトウェア、

光・電磁波、マイクロ波、電子物性、ネットワーク 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 なし。 
科目名 工学プロジェクトセミナーⅡ（電シ：フレッシュマンセミナーⅡ） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜、図書館蔵書等を活用すること。 
授業形態 講義 
注意備考 グループ分けをオリエンテーション時（１回目）に行うので、必ず出席すること。 

昨年度のテーマは、下記の通り（今年度は変更の可能性もあります）。 
①組み込みシステム用コンピュータの実験 
②オーディオアンプの作製 
③電気回路と電子部品の実験 
④アナログ回路とディジタル回路の実験 
④移動ロボットと電子回路の実験 

シラバスコード FTP43A2 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）電気電子工学の基本的な知識を習得する。（２）簡単な実験や実習を通じて

電気電子工学を学ぶ楽しさ、心構えなどを体験学習する。（３）関連資格に対する
スキルを身につける。 

受講者へのコメント 実験が主となる科目ですので、欠席すると理解度にかなり響きます。履修者は特
にこの点に注意してください。 

連絡先 研究室：20 号館４階（栗⽥、クルモフ）、５号館２階（河村）、17 号館５階（笠、
道⻄）電子メール：kurita＠ee.ous.ac.jp（栗⽥）、minaru＠ee.ous.ac.jp（河村）、
kasa＠ee.ous.ac.jp（笠）、mitinisi＠ee.ous.ac.jp（道⻄）、val＠ee.ous.ac.jp（クル
モフ） 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 満足、ほぼ満足の回答が 84%を超えていますので、安心していますが、今年度は
欠席回数が多い⼈が目立ちました（無欠席者が 15.6％に留まりました）。 



英文科目名 Engineering Project Seminar II 
関連科目 フレッシュマンセミナーⅠ、コンピュータリテラシ、コンピュータ実習、電気電

子工学基礎実験、電気電子工学実験 I・II（電気電子学科開講科目） 
次回に向けての改善変更予定 次年度より、セミナーI のミニ実験をすべての班が一巡するようにスケージュー

ルを見直しました。その結果、５つに分かれて行うプロジェクトテーマについて
は、５週のみの実施となります。 

講義目的 フレッシュマンセミナーⅠに引き続いて、電気電子工学に馴染み勉学に対する 
motivation を与えることを目的とする。いくつかのグループに分かれて、ものづ
くりや電気電子工学実験 I・II の基礎を学ぶとともに、関連資格の紹介および取
得支援を通じて、スキルアップを目指す。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション： 

各担当教員が実施する実験実習テーマの概要を説明したのち、 
班分けのためのアンケートを実施する。 
2 回  実験実習（１） 
各班にわかれて、テーマ毎に指示された実験・実習を実施する。 
3 回  実験実習（２） 
各班にわかれて、テーマ毎に指示された実験・実習を実施する。 
4 回  実験実習（３） 
各班にわかれて、テーマ毎に指示された実験・実習を実施する。 
5 回  実験実習（４） 
各班にわかれて、テーマ毎に指示された実験・実習を実施する。 
6 回  実験実習（５） 
各班にわかれて、テーマ毎に指示された実験・実習を実施する。 
7 回  実験実習（６） 
各班にわかれて、テーマ毎に指示された実験・実習を実施する。 
8 回  実験実習（７） 
各班にわかれて、テーマ毎に指示された実験・実習を実施する。 
9 回  実験実習（８） 
各班にわかれて、テーマ毎に指示された実験・実習を実施する。 
10 回  実験実習（９） 
各班にわかれて、テーマ毎に指示された実験・実習を実施する。 
11 回  実験実習（10） 
各班にわかれて、テーマ毎に指示された実験・実習を実施する。 
12 回  実験実習（11） 
各班にわかれて、テーマ毎に指示された実験・実習を実施する。 
13 回  実験実習（12） 
各班にわかれて、テーマ毎に指示された実験・実習を実施する。 
14 回  実験実習（13） 
各班にわかれて、テーマ毎に指示された実験・実習を実施する。 
15 回  実験実習（14） 
各班にわかれて、テーマ毎に指示された実験・実習を実施する。 



準備学習 1 回 昨年度のテーマの内容を参考にして、希望するテーマを考えておくこと。 
2 回 担当教員の指示に従うこと。 
3 回 担当教員の指示に従うこと。 
4 回 担当教員の指示に従うこと。 
5 回 担当教員の指示に従うこと。 
6 回 担当教員の指示に従うこと。 
7 回 担当教員の指示に従うこと。 
8 回 担当教員の指示に従うこと。 
9 回 担当教員の指示に従うこと。 
10 回 担当教員の指示に従うこと。 
11 回 担当教員の指示に従うこと。 
12 回 担当教員の指示に従うこと。 
13 回 担当教員の指示に従うこと。 
14 回 担当教員の指示に従うこと。 
15 回 担当教員の指示に従うこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTP43B2 
成績評価 レポート 100％により成績を評価する。ただし，本演習最後のレポート評価には

HTML により作成・公開したページの内容を含める。 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス PA(工)(〜12) 
見出し FTP43B2 コンピュータ演習（情工） 
担当教員名 上嶋 明 
単位数 2 
教科書 岡山理科大学 情報工学科 編，「コンピュータ演習テキスト」 
アクティブラーニング  
キーワード 講義内容に記載 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ・「席の数だけ椅子を確保していただけると助かります。」 

→今回の指摘を受け，椅子を増やして席の数（パソコン台数）以上を確保しまし
た。 
・「ディスプレイが大きい方が好きです。」 
→スペース的な問題はあるのですが，実習室の次回の環境更新時には現在よりも
大きなディスプレイにする方向で検討します。 
・「とても参考になりました。とても勉強になりました。有難うございました。」 
→それはよかったです。このようなコメントは教える側としても大変励みになり
ます。 

科目名 コンピュータ演習（情工） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義で指示する。 
授業形態 演習 
注意備考 レポートの提出は講義担当教員の定める日とし，所定の場所に提出すること。 

※最後のレポート課題では作成した Web ページのインターネットへの公開も行
う。 

シラバスコード FTP43B2 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)Emacs の基本操作ができること 

(2)シェルやプロセス制御に関する基本知識を有すること 
(3)C 言語を使って基本的なプログラムが作成できること 
(4)簡単な HTML ファイルを記述でき，作成物などの公開（表現）ができること 

受講者へのコメント 2 年生以降の実験・実習・演習科目を学ぶためや，将来，技術者・開発者になる
ために必要となる計算機操作やプログラミングなどの基礎的内容を習得する重
要な科目ですので，積極的に演習に取り組んで，十分に内容を理解してもらいた
いと思います。 

連絡先 18 号館 3 階 上嶋研究室 uejima＠ice.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への  



対応 
各項目評価に対する所見 ・今回から授業アンケートの形式が変更になり前年度との比較はできないのです

が，概ねよい結果が得られたと考えています。 
・「この授業におけるあなたの成⻑について」の設問にて，約 9 割の学生から「こ
の分野への理解が深まった」という回答が得られたのは大変よかったと思いま
す。 

英文科目名 Computer Practice 
関連科目 コンピュータリテラシ，プログラミング I，画像処理と CG，コンピュータネット

ワーク実習 
次回に向けての改善変更予定 今回は特に指摘を受けなかったのですが，前回のアンケートで指摘された点の改

善として，全体的に演習時間をもう少し多めに取れるようにしたいと思います。 
講義目的 自立した技術者・開発者になるためには計算機の基本的な操作技術と知識の習得

が必要不可欠である。計算機の基本的な操作技術・知識を養うために，技術者，
開発者の間で広く使われている UNIX 系の計算機を利用し，エディタ Emacs の
操作，及びシェル・プロセス制御について演習する。次に，これらの演習で得ら
れた技術・知識および環境の下で，C 言語，及び HTML の基礎を学ぶ。また，
自分の考えや作成物をオンラインで公開（表現）する演習を通して，手掛けた内
容および課題をまとめるための基礎能⼒の育成を目指す。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Emacs（１）：テキストを配布し，コンピュータ演習予定表，内規，注意事

項について説明した後，エディタ Emacs の基礎的操作，日本語入⼒について演
習する。 
2 回 Emacs（２）：ファイルの編集について演習する。 
3 回 シェル・プロセス制御（１）：シェル，標準入⼒・標準出⼒とリダイレクシ
ョン・パイプ，パイプを用いた作業について演習する。 
4 回 シェル・プロセス制御（２）：シェルスクリプト，パス設定，エイリアス設
定，プロセス制御，ジョブ制御について演習する。 
5 回 C プログラミング（１）：プログラミング基礎，コンパイル，実行について
演習する。 
6 回 C プログラミング（２）：変数，代入および出⼒（printf 関数）について演
習する。 
7 回 C プログラミング（３）：型と演算，入⼒（scanf 関数）について演習する。 
8 回 C プログラミング（４）：条件分岐（if 文）について演習する。 
9 回 C プログラミング（５）：繰り返し（for 文）について演習する。 
10 回 C プログラミング（６）：配列について演習する。 
11 回 HTML（１）：WWW と HTML，HTML の概要，基本的なタグ，文字に
関するタグについて演習する。 
12 回 HTML（２）：特殊文字の表記方法，箇条書きに関するタグ，テキスト整形
に関するタグ，リンクを設定するタグ，画像を貼り付けるタグについて演習する。 
13 回 HTML（３）：表を作成するタグ，スタイルシートについて演習する。 
14 回 HTML（４）：公開するためのページの作成について演習する。 
15 回 HTML（５）：公開するためのページの作成，外部への公開について演習



する。 
準備学習 1 回 シラバスをよく確認し，学習の過程を把握しておくこと。 

2 回 前回講義内容を復習し，練習問題を一通り実行しておくこと。 
3 回 コンピュータリテラシで学んだ UNIX のファイル操作関連コマンドを確認
しておくこと。 
4 回 前回講義内容を復習し，課題を可能な限り終わらせておくこと。 
5 回 今回講義範囲のテキストに目を通し，大まかな学習内容を把握しておくこ
と。 
6 回 前回講義内容を復習し，課題を可能な限り終わらせておくこと。 
7 回 前回講義内容を復習しておくこと。 
8 回 前回講義内容を復習し，課題を可能な限り終わらせておくこと。 
9 回 前回講義内容を復習しておくこと。 
10 回 前回講義内容を復習し，課題を可能な限り終わらせておくこと。 
11 回 テキストに目を通し，大まかな学習内容を把握しておくこと。 
12 回 前回講義内容を復習し，課題を可能な限り終わらせておくこと。 
13 回 前回講義内容を復習しておくこと。 
14 回 前回講義内容を復習し，課題を可能な限り終わらせておくこと。 
15 回 前回講義内容を復習し，レポート課題を可能な限り終わらせておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTP43C1 
成績評価 定期試験（５０％）、提出物（５０％）の合計で評価し、６０％以上を合格とす

る。 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス PA(工)(〜12) 
見出し FTP43C1 コンピュータリテラシー（情工：コンピュータリテラシ） 
担当教員名 吉⽥ 誠 
単位数 2 
教科書 講義ノート「2011 年度コンピュータリテラシー」を配布する。その他、必要に応

じて資料配布を行う。 
アクティブラーニング  
キーワード 計算機システム、計算機操作、文書・表・図の作成、プレゼンテーション資料作

成、情報倫理 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 コンピュータリテラシー（情工：コンピュータリテラシ） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 UNIX(Linux)関連図書は図書館にも多数あるので、必要があれば、自分のレベル

にあった参考書を見つけること。 
授業形態 講義 
注意備考 講義開始前に点呼を行う。本科目は、大学生活における情報活用のための導入で

ある。 
シラバスコード FTP43C1 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)計算機システムとネットワークシステムについて説明できること 

(2)計算機やそのネットワークを使用する上でのマナーやモラルを身に付け、実
際の運用時、自己の判断で適切に対処できるようになること 
(3)UNIX オペレーティングシステムにおけるファイル操作関連コマンドを習得
し、ディレクトリ操作（作成、削除、移動、名称変更、等）、ファイル操作（削除、
移動、名称変更、等）が相対パス、絶対パスを問わずにできるようになること 
(4)ワードプロセッサ、表計算ソフトウェア、図形描画ソフト、プレゼンテーショ
ンソフトの基本 

受講者へのコメント  
連絡先 吉⽥研究室：18 号館 2 階 オフィスアワー：木 7-8 時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Computer Literacy 
関連科目 情報工学入門、コンピュータ実習、プログラミング I・II、情報処理実験 



次回に向けての改善変更予定  
講義目的 実習を通じて UNIX オペレーティングシステム環境下におけるコンピュータの

基本的な操作技術とその背景にある概念について説明する。また、報告書やプレ
ゼンテーション資料の作成に必要となるアプリケーションプログラムを使用し
た実習も行う。本講義は、コンピュータによる情報処理技術の基礎知識を習得し、
今後の大学生活でコンピュータを活用する基本的能⼒を身につけることを目標
とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションを実施する 

2 回 ログイン、ログアウト（パスワード、X ウインドウ、ウインドウ操作）につ
いて説明する 
3 回 計算機システムの構成(1)（プロセッサ、メモリ、入出⼒）について説明す
る 
4 回 計算機システムの構成(2)（ファイルシステム、ネットワーク、情報倫理）
について説明する 
5 回 オペレーションコマンド(1)（絶対パスと相対パス、ファイル属性）につい
て説明する 
6 回 オペレーションコマンド(2)（ディレクトリ・ファイル操作、テキスト操作）
について説明する 
7 回 ネットワークの利用（電子メール、WWW ブラウザ、日本語入⼒、情報倫
理、ネチケット）について説明する 
8 回 日本語ワードプロセッサ（Writer、Math、文章作成・編集）について説明す
る 
9 回 作図（Draw、説明図などの作成）について説明する 
10 回 表計算（Calc、関数を用いた計算、グラフ描写）について説明する 
11 回 情報の統合（文章作成、Writer、Draw、Calc）について説明する 
12 回 プレゼンテーション資料の作成 （Impress）について説明する 
13 回 演習(1)（報告書の作成）について説明する 
14 回 演習(2)（報告書の作成）について説明する 
15 回 演習(3)（報告書の作成）について説明する 

準備学習 1 回 シラバスを確認し、全体計画を把握しておくこと 
2 回 図書館等でＵＮＩＸ関連の本を見つけ、コンピュータの操作方法など調べ
ておくこと 
3 回 コンピュータの基本的な動きについて調べておくこと 
4 回 講義ノートの計算機システムの構成を読んでおくこと 
5 回 図書館等でＵＮＩＸ関連の本を見つけ、簡単な操作方法について調べてお
くこと 
6 回 図書館等でＵＮＩＸ関連の本を見つけ、簡単な操作方法について調べてお
くこと 
7 回 図書館等でＵＮＩＸ関連の本を見つけ、電子メール、ブラウザの操作方法に
ついて調べておくこと 
8 回 図書館等でオープンオフィス関連の本を調べ、ワープロソフトの使い方に



ついて調べておくこと 
9 回 図書館等でオープンオフィス関連の本を調べ、図形描画ソフトの使い方に
ついて調べておくこと 
10 回 図書館等でオープンオフィス関連の本を調べ、表計算ソフトの使い方につ
いて調べておくこと 
11 回 図書館等でオープンオフィス関連の本を調べ、プレゼンテーションソフト
の使い方について調べておくこと 
12 回 効果的なプレゼンテーション資料を作るにはどうすれば良いのか考えてお
くこと 
13 回 各種オープンオフィスの使い方を復習しておくこと 
14 回 良い報告書の作り方について考えておくこと 
15 回 今回の実習で、最終報告書が提出できるように前もって準備しておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FTP43C2 
成績評価 講義への取り組み方（30％）及び定期試験（70％）の両面で評価する。 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス PA(工)(12〜12) 
見出し FTP43C2 技術者の社会⼈基礎 
担当教員名 ⽥邉 麻里子＊ 
単位数 2 
教科書 必要に応じて適時紹介する。 
アクティブラーニング  
キーワード 常識 ルール 自己管理 自己抑制 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 みんなの顔を思い出しながら、嬉しく楽しく拝読しました。 

ありがとう！！！ 
科目名 技術者の社会⼈基礎 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて適時紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTP43C2 
実務経験のある教員  
達成目標 技術者としての実⼒と専門性を発揮するために不可欠な社会性と⼈間⼒を養成

する。 
受講者へのコメント 講義は、主役である諸君とサポートする立場である私の共同事業です。 

諸君が真剣に課題に取り組んでくれた成果が、今回の評価につながったと思いま
す。 
私も楽しく講義を行うことができました。 
受講者諸君に感謝しています。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 高い評価をありがとう。 
英文科目名 Social communication for engineers 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ① 社会⼈としての当事者意識を醸成させる。 

② 技術者が知っておかねばならない社会⼈/企業⼈としての常識を習得させ
る。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の目的・受講生に期待すること・受講に関しての注意事項を説明する。 



社会⼈としての常識について自己の現状レベルを各自が自覚する。 
2 回 社会⼈としての責任と義務/社会的ルール/常識を説明する。 
3 回 社会⼈として知っておかねばならない法律/働き手側の立場について説明す
る。 
4 回 経済のしくみ/経済用語を説明する。 
5 回 自ら考える⼒/工夫する⼒/論理性/判断⼒を習得する。 ① 
6 回 自ら考える⼒/工夫する⼒/論理性/判断⼒を習得する。 ② 
7 回 自ら考える⼒/工夫する⼒/論理性/判断⼒を習得する。 ③ 
8 回 自ら考える⼒/工夫する⼒/論理性/判断⼒を習得する。 ④ 
9 回 自ら考える⼒/工夫する⼒/論理性/判断⼒を習得する。 ⑤ 
10 回 組織⼒学/⼈間関係について説明する。 
11 回 経済環境/市場環境と意識変化について説明する。 
12 回 優れた技術系経営者の仕事の仕方/考え方/生きざまを研究する。 
13 回 優れた技術系起業⼈の起業の仕方/モノの考え方を研究する。 
14 回 技術系企業のケースステダィを通して経営戦略/マネジメント手法/⼈事戦
略を分析する。 
15 回 自己の能⼒/強みのアピールにトライする。 

準備学習 1 回 シラバスを読んで講義概要を把握しておくこと。 
2 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
3 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
4 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
5 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
6 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
7 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
8 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
9 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
10 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
11 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
12 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
13 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
14 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
15 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 

 



年度 2012 
授業コード FTP43D1 
成績評価 定期試験（45%）、中間試験（45%）、レポート（10%） 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス PA(工)(〜12) 
見出し FTP43D1 物理学Ⅱ（知能） 
担当教員名 久野 弘明 
単位数 2 
教科書 物理学の基礎［１］⼒学／D.ハリディ、R.レスニック、J.ウォーカー共著 野沢

光昭 監訳／培風館 
アクティブラーニング  
キーワード 物理学、ニュートンの法則、⼒学、微分・積分 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 受講者なし 
科目名 物理学Ⅱ（知能） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎物理学 上／金原寿朗 編／裳華房 
授業形態 講義 
注意備考 教科書には多くの例題や問題があるので、講義で取り上げなかった部分は各自で

取り組み、理解を深めるよう努めてもらいたい。 
シラバスコード FTP43D1 
実務経験のある教員  
達成目標 機械システム工学の専門知識を理解するために、物理学、⼒学の基礎知識を修得

する。 
受講者へのコメント 受講者なし 
連絡先 ６号館４階 久野研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講者なし 
英文科目名 Physics II 
関連科目 物理学 I、⼒学、数学、物理学実験、ロボットダイナミクス、材料⼒学、生活支

援工学など 
次回に向けての改善変更予定 受講者なし 
講義目的 物理学は工学技術の基礎となる重要な学問である。本講義は質点の⼒学に焦点を

当て、その考え方や基礎知識を身に付けることを目的とする。すなわち、⼒と運
動などについて、例題や演習を取り入れながら詳しく講述する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  ２次元と３次元の運動（放物運動）について説明する。 

2 回  ２次元と３次元の運動（等速円運動）について説明する。 
3 回  ２次元と３次元の運動（相対運動）について説明する。 



4 回  ⼒と運動Ⅰ（ニュートンの第１法則）について説明する。 
5 回  ⼒と運動Ⅰ（⼒と質量）について説明する。 
6 回  ⼒と運動Ⅰ（ニュートンの第２法則）について説明する。 
7 回  問題演習する。 
8 回  これまでのまとめを行い、中間試験をする。 
9 回  ⼒と運動Ⅰ（いろいろな⼒）について説明する。 
10 回  ⼒と運動Ⅰ（ニュートンの第３法則）について説明する。 
11 回  ⼒と運動Ⅰ（ニュートンの法則の応用）について説明する。 
12 回  ⼒と運動Ⅱ（摩擦）について説明する。 
13 回  ⼒と運動Ⅱ（抵抗と終端速度）について説明する。 
14 回  ⼒と運動Ⅱ（等速円運動）について説明する。 
15 回  問題演習する。 

準備学習 1 回  高校で習った２次元と３次元の放物運動を復習しておくこと。 
2 回  高校で習った２次元と３次元の等速円運動を復習しておくこと。 
3 回  高校で習った２次元と３次元の相対運動を復習しておくこと。 
4 回  高校で習ったニュートンの第１法則を復習しておくこと。 
5 回  高校で習った⼒と質量を復習しておくこと。 
6 回  高校で習ったニュートンの第２法則を復習しておくこと。 
7 回  例題を復習しておくこと。 
8 回  講義内容を復習しておくこと。 
9 回  高校で習ったいろいろな⼒を復習しておくこと。 
10 回  高校で習ったニュートンの第３法則を復習しておくこと。 
11 回  高校で習ったニュートンの法則の応用を復習しておくこと。 
12 回  高校で習った摩擦を復習しておくこと。 
13 回  高校で習った抵抗と終端速度を復習しておくこと。 
14 回  高校で習った等速円運動を復習しておくこと。 
15 回  例題を復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTP45B1 
成績評価 中間試験 40%，定期試験 60%で判定する． 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス PA(工)(〜12) 
見出し FTP45B1 物理学Ⅰ（応化） 
担当教員名 矢城 陽一朗 
単位数 2 
教科書 初歩の物理―⼒学・電磁気入門―／小野文久／裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード 速度、加速度、重⼒加速度、ベクトル、相対速度、運動の法則、慣性の法則、作

用・反作用の法則、スカラー積、仕事、仕事率、運動エネルギー、ポテンシャル、
⼒学的エネルギー 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学Ⅰ（応化） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 理工基礎物理学／浦上澤之／裳華房 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTP45B1 
実務経験のある教員  
達成目標 運動の法則によって運動方程式を立て、速度、位置を得て、仕事、運動エネルギ

ー、ポテンシャル、⼒学的エネルギーを求め、解釈できることを目指す。 
受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 5 階 矢城研究室 yagi@sp.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Physics I 
関連科目 入門数学，入門物理，数学 I，数学 II，物理化学 I，物理化学 II，基礎物理学実験，

物理学 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 工学学習の基礎として、物理現象を定量的にとらえ解析するため、物理量をスカ

ラーやベクトルで定義し、微分積分を含む数式や図を使って考え解くプロセスを
詳述する。例として、ニュートンの運動法則の考え方を習得し、簡単な運動につ
いて方程式をたて、軌道等を計算し、仕事、運動エネルギー、位置エネルギーを
求め、結果を解釈する能⼒を養う。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 物理量と単位系について講義する。 



2 回 ⼒学で使う数学（微分とベクトル）について講義する。 
3 回 時間と位置の関係，位置の変化する割合として速度を導入する。 
4 回 時間と速度の関係，位置と時間のグラフから速度，加速度を求める． 
5 回 相対速度について講義する。 
6 回 慣性の法則，作用・反作用の法則について講義する。 
7 回 ニュートンの運動方程式について講義する。 
8 回 中間試験を行い，試験終了後に問題解説を行う。 
9 回 等速直進運動について講義する。 
10 回 落体の運動について講義する。 
11 回 等速円運動について講義する。 
12 回 仕事とエネルギー，仕事率について講義する。 
13 回 運動エネルギーと位置エネルギー，および⼒学的エネルギー保存則につい
て講義する。 
14 回 角運動量と角運動量保存則について講義する。 
15 回 波・単振動について講義する。 

準備学習 1 回 身の回りの物理現象について調べておくこと． 
2 回 微分法・ベクトルの復習をしておくこと． 
3 回 微分法（一階微分）の復習をしておくこと． 
4 回 微分法（二階微分）の復習をしておくこと． 
5 回 ベクトルの復習（ベクトルの加減）をしておくこと． 
6 回 ⼒の大きさと向きについて予習しておくこと。 
7 回 時間と位置，速度，加速度の関係を復習しておくこと。 
8 回 第１回から第７回までの復習をしておくこと． 
9 回 ⼒が働いていないときのニュートンの運動方程式について復習しておくこ
と． 
10 回 ⼒が働いているときのニュートンの運動方程式について復習しておくこ
と． 
11 回 直線運動と回転運動の違いを調べておくこと。 
12 回 速度と加速度，⼒について復習しておくこと． 
13 回 仕事とエネルギーの概念を復習しておくこと． 
14 回 円運動，回転運動について復習しておくこと． 
15 回 三角関数について復習しておくこと． 

 



年度 2012 
授業コード FTP45B2 
成績評価 受講態度(10%)、中間テスト(30%)、課題(30%)、定期試験(30%) の合計が 60%

以上を合格とする。 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス PA(工)(〜12) 
見出し FTP45B2 物理学Ⅱ（応化） 
担当教員名 村本 哲也 
単位数 2 
教科書 浦上、溝内、宇都宮、狩野、⽥辺、竹内、宮川「理工基礎物理学」裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード クーロンの法則、誘電率、電気双極子、ガウスの法則、誘電体、自由電子、静電

誘導、静電遮蔽、誘電分極の強さ、分極電荷、ローレンツ⼒、磁束密度、サイク
ロトロン振動数 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学Ⅱ（応化） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 原康夫「電磁気学入門」学術図書出版 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTP45B2 
実務経験のある教員  
達成目標 電磁気の現象を文章や図によって表現し、そこに働く⼒を電場・磁場から求め、

電気⼒線、等電位線や磁束線を描きながら現象を解説し、結果を解釈できること
を目標とする。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２１号館５階 村本研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Physics II 
関連科目 入門数学、入門物理、数学 I、数学 II、物理化学 I、物理化学 II、基礎物理学実験、

物理学 I 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 工学の基礎として、電磁気学の基本的な考え方、法則と、その応用について講述

する。例えば、点電荷が存在する空間を考え、電場を定義し、その電場の様子を
電気⼒線で表し、電位、等電位面を求める能⼒を養う。磁場についても同様に行
うので、結果として真空、誘電体、磁性体における電磁気的な特色を習得し自然
科学の方法に自覚を深める。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス 学習状況の調査 電磁気の２種類の⼒の説明 

2 回 電荷の意味、点電荷に関するクーロンの法則の説明 ベクトル、単位ベクト
ルの説明 点電荷による電場の説明 
3 回 電場の解説 一様電場、点電荷のまわりの電気⼒線の解説 課題 
4 回 点電荷のまわりの電気⼒線の描き方の解説 電気双極子の導入 
5 回 電気双極子モーメントの定義 点電荷に関するガウスの法則の成立ちと意
味の解説 課題 
6 回 ガウスの法則における電荷分布、閉曲面の一般化 線密度、面積分の説明 
直線電荷のまわりの電場の導出 
7 回 電位、電圧の導入 電位・電場・⼒の関係の解説 
8 回 中間テスト 
9 回 導体、半導体、自由電子の説明 
10 回 誘電体、静電誘導、静電遮蔽、クーロンの定理の解説 
11 回 誘電分極、分極電荷、真の電荷、誘電体の解説 課題 
12 回 ベクトル積、磁石による磁場と磁⼒線、ローレンツ⼒の定義と解説 
13 回 磁束密度、磁束線、荷電粒子の円運動 
14 回 アンペールの⼒、ビオ・サバールの法則の解説 
15 回 アンペールの法則 ソレノイド 

準備学習 1 回 シラバスを確認し、講義で扱う教科書の範囲を把握しておくこと 
2 回 ベクトルの合成について予習せよ 
3 回 電荷の保存、クーロン⼒について復習せよ 
4 回 課題を解き、クーロン⼒に対する理解を深めよ 
5 回 電気⼒線について復習せよ 
6 回 課題を解き、ガウスの法則の学習に備えること 
7 回 ベクトルの内積、⼒学における仕事の定義について予習せよ 
8 回 §7.1-7.4 の内容について復習し、中間テストに備えよ 
9 回 §7.5 の内容について予習せよ 
10 回 電気⼒線と等電位面の関係について復習せよ 
11 回 §7.6 の内容について予習せよ 
12 回 課題を解き、導体・誘電体の性質について理解を深めること 
13 回 §9.1 の内容について予習せよ 
14 回 §9.2-9.3 の内容について予習せよ 
15 回 §9.4 の内容について予習せよ 

 



年度 2012 
授業コード FTP45C1 
成績評価 小テスト(20%)、課題演習(40%)、期末テスト(40%)として評価する 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス PA(工)(〜12) 
見出し FTP45C1 物理学Ⅰ（応化） 
担当教員名 小野 文久 
単位数 2 
教科書 初歩の物理―⼒学・電磁気入門―/小野文久著/裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード 速度、加速度、重⼒加速度、ベクトル、相対速度、運動の法則、慣性の法則、作

用・反作用の法則、スカラー積、仕事、⼒学的エネルギー、角運動量 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学Ⅰ（応化） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 理工基礎物理学/浦上澤之編/裳華房 
授業形態 講義 
注意備考 物理額は大切な基礎的学⼒を形成するので、ノートを整備し、復習と問題解答に

繰り返し取り組むこと。学習態度、ノート整備状況をたびたびチェックする。 
シラバスコード FTP45C1 
実務経験のある教員  
達成目標 運動の法則によって運動方程式をたて、速度、位置を得て、仕事、運動エネルギ

ー、位置エネルギー、⼒学的エネルギーを求め、解釈できることを目指す。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Physics I 
関連科目 入門数学、入門物理、数学 I、数学 II、物理化学 I、物理化学 II、基礎物理学実験、

物理学 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 工学学習の基礎として、物理現象を定量的にとらえ解析するため、物理量をスカ

ラーやベクトルで定義し、微分、積分を含む数式や図を使って考え解くプロセス
を身につける。 
例として、ニュートンの運動の法則の考え方を習得し、簡単な運動について方程
式をたて、軌道等を計算し、仕事、運動および位置エネルギーを求め、結果を解
釈する能⼒を養う。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 ⼒学を学ぶ目的、意義、と学習の方法について説明する。 
2 回 物理学で用いる基本単位と物理量について、スカラー量とベクトル量に区
分して説明する。 
3 回 位置−速度−加速度の関係、ベクトル量の時間微分のし方とその意味につ
いて解説する。 
4 回 ⼒と加速度の関係、運動の法則について解説する。 
5 回 ⼒の概念と、物体同士に働く⼒、万有引⼒、クーロン⼒、摩擦⼒について説
明する。 
6 回 いろいろな⼒、⼒の合成と分解、ベクトルの和と差について計算方法を説明
する。 
7 回 いろいろな運動、等速度運動、等加速度運動と微分と積分の関係を説明す
る。 
8 回 小テストを実施する。ベクトルの微分と積分のし方とその物理的意味を説
明する。 
9 回 等速円運動、回転速度を表す各速度をベクトル量として取り扱う方法を解
説する。 
10 回 単振動、振り子の運動と波の関係、波の回折と干渉について説明する。 
11 回 「仕事」を物理量として扱う方法、エネルギーとの関係について解説する。 
12 回 位置エネルギー、運動エネルギーとエネルギー保存則について解説する。 
13 回 運動方程式、⼒積と運動量保存則、２つの物体の衝突について説明する。 
14 回 回転⼒（トルク）、角運動量、角運動量保存則について説明する。 
15 回 角運動量保存則を応用したコマの運動を解説し、⼒学の考え方の概念を説
明する。 

準備学習 1 回 テキストとシラバスを確認し、最初に出てくる(p.4)クイズを解いてみるこ
と。 
2 回 最も基本的な物理量としての「位置ベクトル」について調べておくこと。 
3 回 ベクトルの微分のし方について、速度、加速度の例を理解しておくこと。 
4 回 １章の章末問題[1]〜[5]を解いておくこと。さらに「運動の法則」を理解し
ておくこと。 
5 回 「⼒」とはどういう物理量であるか、万有引⼒の法則について理解しておく
こと。 
6 回 万有引⼒以外の「⼒」、ベクトルの和と差のし方について調べておくこと。 
7 回 第２章の章末問題[1]〜[6]を解いておくこと。等速度運動、加速度運動につ
いて調べておくこと。 
8 回 これまでに学んだこと、章末問題などを復習し、次回の小テストの準備をし
ておくこと。さらに、ベクトルの微分と積分の関係について調べておくこと。 
9 回 等速円運動の例を中心に、ベクトル積であらわされる物理量で、その大きさ
は変わらないが、方向が変化する場合の微分のし方について調べておくこと。 
10 回 各速度ベクトルについて復習して理解を深め、単振動と波について調べて
おくこと。 
11 回 第３章の章末問題を解いておくこと。仕事とエネルギーの概念を調べてお
くこと。 



12 回 エネルギーとはどういう量か、どのような種類があるかについて説明でき
るようにしておくこと。 
13 回 第４章の章末問題を解いておくこと。運動方程式を変形し運動量保存則を
導く方法について調べておくこと。 
14 回 「回転のいきおい」とはどういう量か、どのように表すかについて調べて
おくこと。 
15 回 回転するコマはなぜ倒れないかについて、説明する方法を考えておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTP45C2 
成績評価 小テスト(20%)、課題演習(40%)、期末テスト(40%)として評価する。 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス PA(工)(〜12) 
見出し FTP45C2 物理学Ⅱ（応化） 
担当教員名 小野 文久 
単位数 2 
教科書 初歩の物理―⼒学・電磁気入門―/小野文久著/裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード クーロンの法則、誘電率、電気双極子、ガウスの法則、誘電体、自由電子、静電

誘導、静電遮蔽、誘電分極の強さ、分極電荷、ローレンツ⼒、磁束密度、サイク
ロトロン振動数 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学Ⅱ（応化） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 理工基礎物理学/浦上澤之編/裳華房 
授業形態 講義 
注意備考 電磁気学は大切な基礎的学⼒を形成するので、ノートを整備し、復習と問題解答

に繰り返し取り組もう。出席・学習態度、ノート整備状況をたびたびチェックす
る。 

シラバスコード FTP45C2 
実務経験のある教員  
達成目標 電磁気の現象を文章や図によって表現し、そこに働く⼒を電場・磁場から求め、

電気⼒線、 等電位線や磁束線を描きながら現象を解説し、結果を解釈できるこ
とを目標とする。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Physics II 
関連科目 入門数学、入門物理、数学 I、数学 II、物理化学 I、物理化学 II、基礎物理学実験、

物理学 I 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 工学の基礎として、電磁気学の基本的な考え方、法則と、その応用について講述

する。例えば、点電荷が存在する空間を考え、電場を定義し、その電場の様子を
電気⼒線で表し、電位、等電位面を求める能⼒を養う。磁場についても同様に行
うので、結果として真空、誘電体、磁性体における電磁気的な特色を習得し自然



科学の方法に自覚を深める。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 電磁気学を学ぶ目的、意義と学習の方法について説明する。 

2 回 摩擦電気と電荷同士にはたらく⼒、クーロンの法則について解説する。 
3 回 電気の「場」（電場）の考え方、電気⼒線について説明する。 
4 回 ガウスの法則の内容と、その概念について解説する。 
5 回 ガウスの法則を用いて電場を求める方法と、その応用について解説する。 
6 回 電場の中に置かれた電荷が持つ位置エネルギー、電位と電圧について説明
する。 
7 回 コンデンサーと誘電体、およびコンデンサーの接続方法について説明する。 
8 回 小テストを実施し、電磁気学前半で学んで内容についてとりまとめる。 
9 回 電流の定義とオームの法則、電流がする仕事について解説する。 
10 回 抵抗と直流回路、複雑な回路の問題解説とキルヒホッフの法則について説
明する。 
11 回 磁気と磁場、磁気におけるクーロンの法則、磁束密度、フレミングの左手
の法則とローレンツ⼒について解説する。 
12 回 電流が作る磁場について、ビオ-サバールの法則、アンペールの法則につい
て解説する。 
13 回 電磁誘導の法則の解説と、コイルに蓄えられるエネルギーについて説明す
る。 
14 回 過渡現象と交流回路について、抵抗とコンデンサー、およびコイルを含む
回路について説明する。 
15 回 共振と電磁波、それらの応用について説明し、さらにこれまで学んだ電磁
気学の内容のまとめを行う。 

準備学習 1 回 テキストとシラバスを確認し、電磁気学の最初の(p.72)クイズ(13)を解いて
みること。 
2 回 ２つの電荷同士に働く⼒、クーロンの法則について予習をしておくこと。 
3 回 クーロンの法則に現れる物理量の単位について復習し、電場と電気⼒線に
ついて調べておくこと。 
4 回 電場の概念について復習し、電気⼒線の本数の数え方について調べておく
こと。 
5 回 ガウスの法則についてその考え方について復習し、その応用について調べ
ておくこと。 
6 回 ガウスの法則の応用について復習し、電場と電位の関係について予習して
おくこと。 
7 回 コンデンサーはなぜ電荷をためることができるかを考えておくこと。 
8 回 第６章の章末問題を解いておくこと。さらに、これまでに学んだことをまと
めて復習し、小テストの準備をしておくこと。 
9 回 電流とはどのように決められるものか、およびオームの法則について調べ
ておくこと。 
10 回 電流が流れる時にする仕事について復習し、複数の抵抗を複雑に接続した
回路に流れる電流を求めるにはどうしたらよいかを調べておくこと。 



11 回 第７章の章末問題を解いておくこと。さらに、磁気に関するクーロンの法
則について調べておくこと。 
12 回 ビオサバールの法則について、その考え方と応用について調べておくこと。 
13 回 アンペールの法則を応用して電流が作る磁場を計算する方法について復習
しておくこと。また、電磁誘導について調べておくこと。 
14 回 第８章の章末問題を解いておくこと。さらに、抵抗とコンデンサー、コイ
ルを含む回路に流れる電流を求める方法について予習をしておくこと。 
15 回 第９章の章末問題を解いておくこと。さらに、電波はどのようにして空中
に発射されるかについて調べておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTP45D1 
成績評価 定期試験（５０％）、提出物（５０％）の合計で評価し、６０％以上を合格とす

る。 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス PA(工)(〜12) 
見出し FTP45D1 コンピュータリテラシー（情工：コンピュータリテラシ） 
担当教員名 尾崎 亮 
単位数 2 
教科書 講義ノート「2012 年度コンピュータリテラシー」を配布する。その他、必要に応

じて資料配布を行う。 
アクティブラーニング  
キーワード 計算機システム、計算機操作、文書・表・図の作成、プレゼンテーション資料作

成、情報倫理 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 コンピュータリテラシー（情工：コンピュータリテラシ） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 UNIX(Linux)関連図書は図書館にも多数あるので、必要があれば、自分のレベル

にあった参考書を見つけること。 
授業形態 講義 
注意備考 講義開始前に点呼を行う。本科目は、大学生活における情報活用のための導入で

ある。 
シラバスコード FTP45D1 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)計算機システムとネットワークシステムについて説明できること 

(2)計算機やそのネットワークを使用する上でのマナーやモラルを身に付け、実
際の運用時、自己の判断で適切に対処できるようになること 
(3)UNIX オペレーティングシステムにおけるファイル操作関連コマンドを習得
し、ディレクトリ操作（作成、削除、移動、名称変更、等）、ファイル操作（削除、
移動、名称変更、等）が相対パス、絶対パスを問わずにできるようになること 
(4)ワードプロセッサ、表計算ソフトウェア、図形描画ソフト、プレゼンテーショ
ンソフトの基本 

受講者へのコメント  
連絡先 尾崎研究室：4 号館 2 階 オフィスアワー：月 5-6 時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Computer Literacy 
関連科目 情報工学入門、コンピュータ実習、プログラミング I・II、情報処理実験 



次回に向けての改善変更予定  
講義目的 実習を通じて UNIX オペレーティングシステム環境下におけるコンピュータの

基本的な操作技術とその背景にある概念について説明する。また、報告書やプレ
ゼンテーション資料の作成に必要となるアプリケーションプログラムを使用し
た実習も行う。本講義は、コンピュータによる情報処理技術の基礎知識を習得し、
今後の大学生活でコンピュータを活用する基本的能⼒を身につけることを目標
とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションを実施する 

2 回 ログイン、ログアウト（パスワード、X ウインドウ、ウインドウ操作）につ
いて説明する 
3 回 計算機システムの構成(1)（プロセッサ、メモリ、入出⼒）について説明す
る 
4 回 計算機システムの構成(2)（ファイルシステム、ネットワーク、情報倫理）
について説明する 
5 回 オペレーションコマンド(1)（絶対パスと相対パス、ファイル属性）につい
て説明する 
6 回 オペレーションコマンド(2)（ディレクトリ・ファイル操作、テキスト操作）
について説明する 
7 回 ネットワークの利用（電子メール、WWW ブラウザ、日本語入⼒、情報倫
理、ネチケット）について説明する 
8 回 日本語ワードプロセッサ（Writer、Math、文章作成・編集）について説明す
る 
9 回 作図（Draw、説明図などの作成）について説明する 
10 回 表計算（Calc、関数を用いた計算、グラフ描写）について説明する 
11 回 情報の統合（文章作成、Writer、Draw、Calc）について説明する 
12 回 プレゼンテーション資料の作成 （Impress）について説明する 
13 回 演習(1)（報告書の作成）について説明する 
14 回 演習(2)（報告書の作成）について説明する 
15 回 演習(3)（報告書の作成）について説明する 

準備学習 1 回 シラバスを確認し、全体計画を把握しておくこと 
2 回 図書館等でＵＮＩＸ関連の本を見つけ、コンピュータの操作方法など調べ
ておくこと 
3 回 コンピュータの基本的な動きについて調べておくこと 
4 回 講義ノートの計算機システムの構成を読んでおくこと 
5 回 図書館等でＵＮＩＸ関連の本を見つけ、簡単な操作方法について調べてお
くこと 
6 回 図書館等でＵＮＩＸ関連の本を見つけ、簡単な操作方法について調べてお
くこと 
7 回 図書館等でＵＮＩＸ関連の本を見つけ、電子メール、ブラウザの操作方法に
ついて調べておくこと 
8 回 図書館等でオープンオフィス関連の本を調べ、ワープロソフトの使い方に



ついて調べておくこと 
9 回 図書館等でオープンオフィス関連の本を調べ、図形描画ソフトの使い方に
ついて調べておくこと 
10 回 図書館等でオープンオフィス関連の本を調べ、表計算ソフトの使い方につ
いて調べておくこと 
11 回 図書館等でオープンオフィス関連の本を調べ、プレゼンテーションソフト
の使い方について調べておくこと 
12 回 効果的なプレゼンテーション資料を作るにはどうすれば良いのか考えてお
くこと 
13 回 各種オープンオフィスの使い方を復習しておくこと 
14 回 良い報告書の作り方について考えておくこと 
15 回 今回の実習で、最終報告書が提出できるように前もって準備しておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FTP45D2 
成績評価 レポート 100％により成績を評価する。ただし，本演習最後のレポート評価には

HTML により作成・公開したページの内容を含める。 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス PA(工)(〜12) 
見出し FTP45D2 コンピュータ演習（情工） 
担当教員名 麻谷 淳 
単位数 2 
教科書 岡山理科大学 情報工学科 編，「コンピュータ演習テキスト」 
アクティブラーニング  
キーワード 講義内容に記載 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 コンピュータ演習（情工） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義で指示する。 
授業形態 演習 
注意備考 レポートの提出は講義担当教員の定める日とし，所定の場所に提出すること。 

※最後のレポート課題では作成した Web ページのインターネットへの公開も行
う。 

シラバスコード FTP45D2 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)Emacs の基本操作ができること 

(2)シェルやプロセス制御に関する基本知識を有すること 
(3)C 言語を使って基本的なプログラムが作成できること 
(4)簡単な HTML ファイルを記述でき，作成物などの公開（表現）ができること 

受講者へのコメント 指示された課題だけではなく、自主的に学習時間を使って予習、復習に励んでも
らいたい。 

連絡先 18 号館 4 階 麻谷研究室 asatani＠ice.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業時間外の学習時間が少ないようである。 
英文科目名 Computer Practice 
関連科目 コンピュータリテラシ，プログラミング I，画像処理と CG，コンピュータネット

ワーク実習 
次回に向けての改善変更予定 はっきりとした声でしゃべれるように発声練習に努⼒する所存です。 
講義目的 自立した技術者・開発者になるためには計算機の基本的な操作技術と知識の習得

が必要不可欠である。計算機の基本的な操作技術・知識を養うために，技術者，
開発者の間で広く使われている UNIX 系の計算機を利用し，エディタ Emacs の



操作，及びシェル・プロセス制御について演習する。次に，これらの演習で得ら
れた技術・知識および環境の下で，C 言語，及び HTML の基礎を学ぶ。また，
自分の考えや作成物をオンラインで公開（表現）する演習を通して，手掛けた内
容および課題をまとめるための基礎能⼒の育成を目指す。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 Emacs（１）：テキストを配布し，コンピュータ演習予定表，内規，注意事

項について説明した後，エディタ Emacs の基礎的操作，日本語入⼒について演
習する。 
2 回 Emacs（２）：ファイルの編集について演習する。 
3 回 シェル・プロセス制御（１）：シェル，標準入⼒・標準出⼒とリダイレクシ
ョン・パイプ，パイプを用いた作業について演習する。 
4 回 シェル・プロセス制御（２）：シェルスクリプト，パス設定，エイリアス設
定，プロセス制御，ジョブ制御について演習する。 
5 回 C プログラミング（１）：プログラミング基礎，コンパイル，実行について
演習する。 
6 回 C プログラミング（２）：変数，代入および出⼒（printf 関数）について演
習する。 
7 回 C プログラミング（３）：型と演算，入⼒（scanf 関数）について演習する。 
8 回 C プログラミング（４）：条件分岐（if 文）について演習する。 
9 回 C プログラミング（５）：繰り返し（for 文）について演習する。 
10 回 C プログラミング（６）：配列について演習する。 
11 回 HTML（１）：WWW と HTML，HTML の概要，基本的なタグ，文字に
関するタグについて演習する。 
12 回 HTML（２）：特殊文字の表記方法，箇条書きに関するタグ，テキスト整形
に関するタグ，リンクを設定するタグ，画像を貼り付けるタグについて演習する。 
13 回 HTML（３）：表を作成するタグ，スタイルシートについて演習する。 
14 回 HTML（４）：公開するためのページの作成について演習する。 
15 回 HTML（５）：公開するためのページの作成，外部への公開について演習
する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し，学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 前回講義内容を復習し，練習問題を一通り実行しておくこと。 
3 回 コンピュータリテラシで学んだ UNIX のファイル操作関連コマンドを確認
しておくこと。 
4 回 前回講義内容を復習し，課題を可能な限り終わらせておくこと。 
5 回 今回講義範囲のテキストに目を通し，大まかな学習内容を把握しておくこ
と。 
6 回 前回講義内容を復習し，課題を可能な限り終わらせておくこと。 
7 回 前回講義内容を復習しておくこと。 
8 回 前回講義内容を復習し，課題を可能な限り終わらせておくこと。 
9 回 前回講義内容を復習しておくこと。 
10 回 前回講義内容を復習し，課題を可能な限り終わらせておくこと。 
11 回 テキストに目を通し，大まかな学習内容を把握しておくこと。 



12 回 前回講義内容を復習し，課題を可能な限り終わらせておくこと。 
13 回 前回講義内容を復習しておくこと。 
14 回 前回講義内容を復習し，課題を可能な限り終わらせておくこと。 
15 回 前回講義内容を復習し，レポート課題を可能な限り終わらせておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTP47E1 
成績評価 定期試験（１００％） 
曜日時限 木曜日 7・8 時限 
対象クラス PA(工)(〜12) 
見出し FTP47E1 上級数学Ⅰ 
担当教員名 春木 茂 
単位数 2 
教科書 所属学科の微分積分の授業で使用している教科書。教科書がない場合は、下記の

参考書。 
アクティブラーニング  
キーワード 微分 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 上級数学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「理工系の基礎 微分積分」(増補版）／石原、浅野共著／裳華房 
授業形態 講義 
注意備考 毎回の授業は、最初の１時間ぐらいは講義を行い、残りの時間で講義内容に関連

した問題（プリントを配布）を解くという形式をとります。この問題プリントの
中に定期試験で出題される問題が全て書かれていますので、欠席をせず、プリン
トの問題を解くことを目指して下さい。第１回の授業で、受講者の⼈数確認を行
います。このときに欠席していると履修が認められませんので、必ず出席するよ
うにして下さい。 

シラバスコード FTP47E1 
実務経験のある教員  
達成目標 配布するプリントの問題を、「自⼒で」解けるようになることを目指して下さい。 
受講者へのコメント  
連絡先 第一学舎 春木研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 高校で「数学Ｂ」の数列・ベクトルと「数学Ⅲ」をすでに学んできていることが

望ましい。、 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 高校の「数学Ⅲ」で学んだ微分を復習しながら、より難しい微分についての知識

を身につけることを目標とします。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 授業内容を説明する。 



2 回 微分の定義、基本公式べき関数・三角関数・指数関数・対数関数の微分合成
関数の微分について説明する。 
3 回 対数微分法逆関数について説明する。 
4 回 逆関数の微分逆三角関数の微分について説明する。 
5 回 「逆三角関数の微分」の続きについて説明する。 
6 回 高次導関数について説明する。 
7 回 ライプニッツの公式について説明する。 
8 回 関数の極限（１）について説明する。 
9 回 関数の極限（２）：ロピタルの定理について説明する。 
10 回 関数のグラフ（１）について説明する。 
11 回 関数のグラフ（２）：発展編について説明する。 
12 回 簡単な関数のマクローリン展開について説明する。 
13 回 オイラーの公式について説明する。 
14 回 簡単な偏微分について説明する。 
15 回 総合演習をする。 

準備学習 1 回 シラバスをよく読んでおくこと。 
2 回 高校の「数学Ⅲ」で学んだ基本的な関数の微分を、復習しておくこと。 
3 回 第２回で学んだ「対数関数の微分」「合成関数の微分」を、復習しておくこ
と。 
4 回 第３回で学んだ逆関数の性質を、確認しておくこと。 
5 回 第４回で学んだ逆三角関数の定義を、忘れないようにしておくこと。 
6 回 これまでに学んだ微分の公式を、全て確実に使いこなせるようにしておく
こと。 
7 回 第６回で学んだ高次導関数についての幾つかの公式を覚えておいて下さい。
高校の「数学Ａ」で学んだ２項係数と、「数学Ｂ」で学んだ和の記号∑も、確認し
ておくこと。 
8 回 高校の「数学Ⅲ」で学んだ関数の極限計算の技法を、復習しておくこと。 
9 回 第８回の内容を復習しておくこと。第５回までに学んだ微分の公式も忘れ
ないようにしておくこと。 
10 回 高校の「数学Ⅲ」で学んだ関数のグラフの描き方（増減・凹凸）について、
復習しておくこと。 
11 回 第１０回の内容を復習しておいて下さい。第９回で学んだロピタルの定理
も、確認しておくこと。 
12 回 高校の「数学Ⅲ」で学んだ無限級数と、第６回で学んだ高次導関数の記号
を復習しておいて下さい。第５回までに学んだ微分の公式も忘れないようにして
おくこと。 
13 回 第１２回で学んだマクローリン展開を、復習しておくこと。 
14 回 第５回までに学んだ微分の公式を、全て確実に使いこなせるようにしてお
くこと。 
15 回 これまでに配布したプリントを全て復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTP47E2 
成績評価 定期試験（１００％） 
曜日時限 木曜日 7・8 時限 
対象クラス PA(工)(〜12) 
見出し FTP47E2 上級数学Ⅱ 
担当教員名 春木 茂 
単位数 2 
教科書 所属学科の微分積分の授業で使用している教科書。教科書がない場合は、下記の

参考書。 
アクティブラーニング  
キーワード 積分 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 上級数学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ｢理工系の基礎 微分積分」(増補版）／石原、浅野共著／裳華房 
授業形態 講義 
注意備考 毎回の授業は、最初の１時間ぐらいは講義を行い、残りの時間で講義内容に関連

した問題（プリントを配布）を解くという形式をとります。この問題プリントの
中に定期試験で出題される問題が全て書かれていますので、欠席をせず、プリン
トの問題を解くことを目指して下さい。第１回の授業で、受講者の⼈数確認を行
います。このときに欠席していると履修が認められませんので、必ず出席するよ
うにして下さい。 

シラバスコード FTP47E2 
実務経験のある教員  
達成目標 配布するプリントの問題を、「自⼒で」解けるようになることを目指して下さい。 
受講者へのコメント  
連絡先 第一学舎４階 春木研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 高校で「数学Ｂ」の数列・ベクトルと「数学Ⅲ」をすでに学んできていることが

望ましい。「上級数学Ⅰ」を必ず受講しておくことが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 高校の「数学Ⅲ」で学んだ積分を復習しながら、より難しい積分についての知識

を身につけることを目標とします。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  授業内容の説明不定積分の定義、基本公式について説明する。 



2 回  第１回の内容の発展について説明する。 
3 回  不定積分の部分積分について説明する。 
4 回  不定積分の置換積分について説明する。 
5 回  第３回、第４回の内容の発展について説明する。 
6 回  部分分数分解について説明する。 
7 回  定積分の定義、基本公式について説明する。 
8 回  定積分とグラフの面積について説明する。 
9 回  定積分の部分積分について説明する。 
10 回  定積分の置換積分について説明する。 
11 回  体積、曲線の⻑さについて説明する。 
12 回  広義積分（１）：有限区間の広義積分について説明する。 
13 回  広義積分（２）：無限区間の広義積分について説明する。 
14 回  簡単な重積分について説明する。 
15 回  総合演習をする。 

準備学習 1 回  前期「上級数学Ⅰ」で学んだ「べき関数の微分」「三角関数の微分」「指数
関数の微分」「対数関数の微分」「逆三角関数の微分」「合成関数の微分」を復習し
ておくこと。 
2 回  第１回で学んだ不定積分の公式と、前期「上級数学Ⅰ」で学んだ「合成関
数の微分」を復習しておくこと。 
3 回  これまでに学んだ不定積分の公式を、忘れないようにしておくこと。 
4 回  第１回、第２回で学んだ不定積分の公式を、忘れないようにしておくこと。 
5 回  第３回で学んだ不定積分の部分積分と、第４回で学んだ不定積分の置換積
分を復習しておくこと。 
6 回  第２回で学んだ不定積分の公式を、忘れないようにしておいて下さい。ま
た、未知数が２個または３個の連立１次方程式の解き方を確認しておくこと。 
7 回  第１回、第２回で学んだ不定積分の公式を、全て確実に使いこなせるよう
にしておくこと。 
8 回  第７回で学んだ定積分の計算方法を復習しておくこと。 
9 回  第３回、第５回で学んだ不定積分の部分積分を復習しておくこと。 
10 回  第４回、第５回で学んだ不定積分の置換積分を復習しておくこと。 
11 回  第９回で学んだ定積分の部分積分と、第１０回で学んだ定積分の置換積
分を復習しておくこと。 
12 回  第７回、第９回、第１０回で学んだ定積分の計算方法を復習しておいて下
さい。また、前期「上級数学Ⅰ」で学んだ「関数の極限」「ロピタルの定理」を確
認しておくこと。 
13 回  第１２回の準備学習と同じこと。 
14 回  部分積分や置換積分を使わなくても求められる簡単な定積分については、
何も見なくとも確実に計算出来るようにしておくこと。 
15 回  これまでに配布したプリントを全て復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTP47F2 
成績評価 定期試験（80％）とレポート（20％）で総合的に評価する。 
曜日時限 木曜日 7・8 時限 
対象クラス PA(工)(〜11) 
見出し FTP47F2 経営工学 
担当教員名 村⽥ 厚生＊、中原 成始郎＊、堀内 満＊、三宅 新二＊ 
単位数 2 
教科書 ⼈間中心の生産システム論／村⽥厚生／日本出版サービス 
アクティブラーニング  
キーワード IE，生産システム，効率化，最適化，OR，品質管理，工程管理，かんばん方式，

稼動分析，動作・時間分析，⼈間工学，⼈間−機械系 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 経営工学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義の際に適宜紹介する。教科書の参考文献を参考のこと。 
授業形態 講義 
注意備考 講義に必ず出席し，レポートの期限を厳守すること。 
シラバスコード FTP47F2 
実務経験のある教員  
達成目標 生産システム，ロボットシステムの運用，管理，安全，および知的システムに関

する基礎を理解し応用する能⼒を習得すること。 
受講者へのコメント  
連絡先 （村⽥厚生）岡山大学工学部５号館３０２室。（他の教員）岡山理科大学２０号館

４階「工学就業⼒育成支援室」（電話：086 ｰ 256 ｰ 8627） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 数学系基礎科目 
次回に向けての改善変更予定 ・できる限り受講者全般にとってわかり易くなるように工夫・改良します。 

・テキストの価格の最終決定権は出版社にあるので私としては何ともしがたいで
すが、出版社に相談してみます。 
・空調、教室等に関しては事務（教務）と相談してください。 

講義目的 生産システムでは⼈間（作業者）が機械やロボットとインタラクション（相互作
用）し合いながら製品，部品等を製造している．本講義では生産システムにおい
て，利益最大化，コスト最小化をはかる伝統的な IE（Industrial Engineering）の
手法と⼈間の働きやすさ向上，製品の使い易さ等につなげる⼈間−機械系の考え
方について講義し，両側面をいかに統合化させて生産システムの最適化を実現す



るかを習得する．そして，IE，⼈間工学両側面からの生産システムの改善方を習
得することを目的とする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 金属切削加工の現場から−むつかしさとポイント−医療機器市場への取り

組み−について説明する。 
2 回 1、建設生産の特徴（建設業とは？） 
「ものづくり」産業のひとつである建設生産の特徴、日本の建設業のしくみにつ
いて 
2、建設生産における品質管理、原価管理の特徴 
建設業における「品質管理」「原価管理」の特徴を手順などを交えて説明 
3、最近の就職活動について思うこと 
年々加熱する就職活動（採用活動）について、採用に携わる身として感じること 
について説明する。 
3 回 ソフトウエア開発におけるコミュニケーション（チーム作業を踏まえて）に
ついて説明する。 
4 回 生産システム，IE とは何かを説明する。 
5 回 生産システム，IE における⼈，もの，情報の流れを説明する。 
6 回 生産システム，IE の手法(1)−工程管理・日程管理・作業管理−を説明する。 
7 回 生産システム，IE の手法(2)−３S・GT−を説明する。 
8 回 生産システム，IE の手法(3)−パレート図・品質管理−を説明する。 
9 回 生産システムの評価法を説明する。 
10 回 生産システム効率化の具体策(1)を説明する。 
11 回 生産システム効率化の具体策(2)を説明する。 
12 回 生産システム，IE における管理組織・かんばん方式・自動化手法説明する。 
13 回 生産システム，IE における⼈間工学の役割−⼈間−機械系の考え方−を説
明する。 
14 回 稼動分析，作業研究，工程分析を説明する。 
15 回 講義全体のまとめ，生産システムの効率的運用の仕方を説明する。 

準備学習 1 回 金属加工にはどんな方法があるか、また材料にはどのような種類があるか
調べてみること。 
2 回 「品質管理」「安全管理」「原価管理」の言葉の意味を調べておくこと。 
3 回 チーム作業で注意すべき点を考えておくこと。 
4 回 教科書の第１章を予習しておくこと。 
5 回 教科書の第１章を予習しておくこと。 
6 回 教科書の第２章を予習しておくこと。 
7 回 教科書の第２章を予習しておくこと。 
8 回 教科書の第２章を予習しておくこと。 
9 回 教科書の第３章を予習しておくこと。 
10 回 教科書の第３章を予習しておくこと。 
11 回 教科書の第３章を予習しておくこと。 
12 回 教科書の第３章を予習しておくこと。 
13 回 教科書の第８章を予習しておくこと。 



14 回 教科書の第４章を予習しておくこと。 
15 回 教科書の第４章を予習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTP53C1 
成績評価 講義への取り組み方（30％）及び定期試験（70％）の両面で評価する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス PA(工)(12〜12) 
見出し FTP53C1 技術者の社会⼈基礎 
担当教員名 ⽥邉 麻里子＊ 
単位数 2 
教科書 必要に応じて適時紹介する。 
アクティブラーニング  
キーワード 常識 ルール 自己管理 自己抑制 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 みなさんからの率直な意見やコメントは 大変嬉しく有難く受け止めています。 

今後の講義にも活かしていきますね。 
ありがとうございました。 
ハード面へのご意見は 教務課にお伝えしておきます。 

科目名 技術者の社会⼈基礎 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて適時紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTP53C1 
実務経験のある教員  
達成目標 技術者としての実⼒と専門性を発揮するために不可欠な社会性と⼈間⼒を養成

する。 
受講者へのコメント 正解の無い分野であるし、参加型の講義でしたから 毎回課題に取り組まねばな

らなかったので 大変だったと思います。 
でも 私の予想以上に皆さん方は 前向きに積極的に取り組んでくださいまし
た。 
おかげで 私も大変楽しく講義を進めることができました。 
本当にありがとう。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 皆さんが積極的に受講してくれた講義でした。 
毎回 学生諸君から「どんな点に不安を持っているのか」「どんなことを知りた
いと思っているのか」を教えてもらいながら講義を進めることができ、感謝して
います。 
ありがとうございました。 

英文科目名 Social communication for engineers 



関連科目  
次回に向けての改善変更予定 ①技術者のエピソードをもっと増やして行くようにします。 

②受講者が多く 迷惑をかけました。できるだけばらけるように指導しますね。 
講義目的 ① 社会⼈としての当事者意識を醸成させる。 

② 技術者が知っておかねばならない社会⼈/企業⼈としての常識を習得させ
る。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の目的・受講生に期待すること・受講に関しての注意事項を説明する。 

社会⼈としての常識について自己の現状レベルを各自が自覚する。 
2 回 社会⼈としての責任と義務/社会的ルール/常識を説明する。 
3 回 社会⼈として知っておかねばならない法律/働き手側の立場について説明す
る。 
4 回 経済のしくみ/経済用語を説明する。 
5 回 自ら考える⼒/工夫する⼒/論理性/判断⼒を習得する。 ① 
6 回 自ら考える⼒/工夫する⼒/論理性/判断⼒を習得する。 ② 
7 回 自ら考える⼒/工夫する⼒/論理性/判断⼒を習得する。 ③ 
8 回 自ら考える⼒/工夫する⼒/論理性/判断⼒を習得する。 ④ 
9 回 自ら考える⼒/工夫する⼒/論理性/判断⼒を習得する。 ⑤ 
10 回 組織⼒学/⼈間関係について説明する。 
11 回 経済環境/市場環境と意識変化について説明する。 
12 回 優れた技術系経営者の仕事の仕方/考え方/生きざまを研究する。 
13 回 優れた技術系起業⼈の起業の仕方/モノの考え方を研究する。 
14 回 技術系企業のケースステダィを通して経営戦略/マネジメント手法/⼈事戦
略を分析する。 
15 回 自己の能⼒/強みのアピールにトライする。 

準備学習 1 回 シラバスを読んで講義概要を把握しておくこと。 
2 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
3 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
4 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
5 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
6 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
7 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
8 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
9 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
10 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
11 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
12 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
13 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
14 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
15 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 

 



年度 2012 
授業コード FTP53D2 
成績評価 講義への取り組み方（30％）及び定期試験（70％）の両面で評価する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス PA(工)(12〜12) 
見出し FTP53D2 技術者の社会⼈基礎 
担当教員名 ⽥邉 麻里子＊ 
単位数 2 
教科書 必要に応じて適時紹介する。 
アクティブラーニング  
キーワード 常識 ルール 自己管理 自己抑制 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 みんなの顔を思い出しながら、嬉しく楽しく拝読しました。 

ありがとう！！！ 
科目名 技術者の社会⼈基礎 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて適時紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTP53D2 
実務経験のある教員  
達成目標 技術者としての実⼒と専門性を発揮するために不可欠な社会性と⼈間⼒を養成

する。 
受講者へのコメント 講義は、主役である諸君とサポートする立場である私の共同事業です。 

諸君が真剣に課題に取り組んでくれた成果が、今回の評価につながったと思いま
す。 
私も楽しく講義を行うことができました。 
受講者諸君に感謝しています。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 高い評価をありがとう。 
英文科目名 Social communication for engineers 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ① 社会⼈としての当事者意識を醸成させる。 

② 技術者が知っておかねばならない社会⼈/企業⼈としての常識を習得させ
る。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の目的・受講生に期待すること・受講に関しての注意事項を説明する。 



社会⼈としての常識について自己の現状レベルを各自が自覚する。 
2 回 社会⼈としての責任と義務/社会的ルール/常識を説明する。 
3 回 社会⼈として知っておかねばならない法律/働き手側の立場について説明す
る。 
4 回 経済のしくみ/経済用語を説明する。 
5 回 自ら考える⼒/工夫する⼒/論理性/判断⼒を習得する。 ① 
6 回 自ら考える⼒/工夫する⼒/論理性/判断⼒を習得する。 ② 
7 回 自ら考える⼒/工夫する⼒/論理性/判断⼒を習得する。 ③ 
8 回 自ら考える⼒/工夫する⼒/論理性/判断⼒を習得する。 ④ 
9 回 自ら考える⼒/工夫する⼒/論理性/判断⼒を習得する。 ⑤ 
10 回 組織⼒学/⼈間関係について説明する。 
11 回 経済環境/市場環境と意識変化について説明する。 
12 回 優れた技術系経営者の仕事の仕方/考え方/生きざまを研究する。 
13 回 優れた技術系起業⼈の起業の仕方/モノの考え方を研究する。 
14 回 技術系企業のケースステダィを通して経営戦略/マネジメント手法/⼈事戦
略を分析する。 
15 回 自己の能⼒/強みのアピールにトライする。 

準備学習 1 回 シラバスを読んで講義概要を把握しておくこと。 
2 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
3 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
4 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
5 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
6 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
7 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
8 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
9 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
10 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
11 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
12 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
13 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
14 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
15 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 

 



年度 2012 
授業コード FTP55C1 
成績評価 中間試験(40％)：微分・積分の基本的な計算とサイクロイド曲線を用いた応用計

算など定期試験(60％)：対数や三角関数の微分・積分計算と機械の重心を求める
応用計算など中間・定期試験の合計得点が６０点以上を合格とする。 

曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス PA(工)(〜12) 
見出し FTP55C1 数学Ⅰ（機械：微分と積分） 
担当教員名 高見 敏弘 
単位数 2 
教科書 水本久夫著・「基本微分積分」・培風館 
アクティブラーニング  
キーワード 数学，微分・積分，解析学，微分方程式，複素数，ベクトル 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 数学Ⅰ（機械：微分と積分） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 原康夫著・数学といっしょに学ぶ⼒学・学術図書 

水本久夫著・「微分積分学問題集改訂版」・培風館 
高校教科書：数学ⅠＡ・ⅡＢ・ⅢＣ 

授業形態 講義 
注意備考 高校「微積分」を機械分野へ応用する講義なので、十分な復習と計算練習を怠ら

ないこと。毎回の宿題を必ず自分で計算すること。「学習相談室」（２５号館）を
積極的に利用すること。 

シラバスコード FTP55C1 
実務経験のある教員  
達成目標 (A1)機械システム工学の専門知識を理解するため、数学の基礎知識を修得するこ

と。特に、微分・積分の数学ルールをよく覚え、機械工業の微分・積分問題を計
算できること。 

受講者へのコメント  
連絡先 メール：takami @ mech.ous.ac.jp， 電話：086-256-9540， 場所：５号館１

階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mathematics I 
関連科目 数学，物理学，⼒学，材料⼒学，熱⼒学，流体⼒学，機械⼒学，自動制御 など 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 自然科学の基礎となる一変数の微分法と積分法について講述する。今後、受講す

る機械系の工学科Ａ群科目の大部分で利用される数学の重要な基礎知識と計算



方法を講義する。特に、機械工業における積分法の応用例を詳述する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション 

2 回  極限値，導関数，微分公式 
3 回  偏微分と常微分，べきの微分，３角関数の微分，オイラーの式（ドモアブ
ルの定理），複素関数の微分 
4 回  指数関数の微分，対数関数の微分，サイクロイド曲線関数の微分 
5 回  高階導関数，微分法の応用，ベクトルの微分，平面内の運動（⼒学），２階
線型常微分方程式（振動） 
6 回  不定形の極限値（ロピタルの定理），関数の増減，微分の演習（質問コーナ
ー） 
7 回  第１回中間試験 ＜微分法（２０点）＞、解答・解説 
8 回  不定積分，置換積分，置換積分，部分積分 
9 回  定積分，定積分と不定積分，積分法の応用 
10 回  定積分の応用１（機械の体積／面積） 
11 回  定積分の応用２（曲線の⻑さ／曲面をもつ物体／機械の重心） 
12 回  定積分の応用３（機械の表面積／流量），積分の演習（質問コーナー） 
13 回  第２回中間試験 ＜積分法（２０点）＞、解答・解説 
14 回  有界でない関数の積分，無限積分，ガウス曲線 
15 回  まとめ（微分と積分），定期試験の傾向と対策（質問コーナー） 

準備学習 1 回  高校数学ⅠＡ，ⅡＢ，ⅢＣ 
2 回  第１章 微分法 
3 回  第２章 初等関数の微分 
4 回  第２章 初等関数の微分 
5 回  第３章 微分法の応用 
6 回  第３章 微分法の応用 
7 回  第１章 微分法、第２章 初等関数の微分、第３章 微分法の応用 
8 回  第４章 不定積分 
9 回  第５章 定積分 
10 回  第５章 定積分 
11 回  第５章 定積分 
12 回  第５章 定積分 
13 回  第４章 不定積分、第５章 定積分 
14 回  第６章 広義の積分 
15 回  第１章〜第５章 

 



年度 2012 
授業コード FTP55C2 
成績評価 定期試験(70％)，中間試験(30％)，小テスト(0％)，レポート(0％)，ノート(0％)

により評価する。高階微分、偏微分、重積分の計算問題やテイラー展開に関する
問題および簡単な微分方程式の求解に関する問題によって評価する。100 点満点
の場合は 60 点以上を合格とする。 

曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス PA(工)(〜12) 
見出し FTP55C2 数学Ⅳ（機械：微分方程式） 
担当教員名 吉⽥ 浩治 
単位数 2 
教科書 基本微分積分／水本久夫／（培風館）：微分方程式の基礎／水本久夫／（培風館） 
アクティブラーニング  
キーワード 数学，微分・積分，微分方程式 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ・「証明ばかりして、やくにたたない（原文そのまま）」 

・「証明や説明が多いので、もっと練習や実践的な問題の解説をしてほしい。（原
文そのまま）」 
・「板書の書くスピードが速すぎる。なので全部写せないことがある。（原文その
まま）」 
・「⿊板の下の方に書かれると紙袋などがじゃまで見えない（原文そのまま）」 
・「もう少しはっきりと話してもらいたい。（原文そのまま）」 
上の記述に対しては次回以降の検討課題とします。 

科目名 数学Ⅳ（機械：微分方程式） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 大学・高専生のための解法演習微分積分Ⅱ／糸岐宣昭・三ッ広孝／（森北出版）：

やさしく学べる微分方程式／石村園子／（共立出版） 
授業形態 講義 
注意備考 前期開講の「微分と積分」を必ず修得しておくこと。万が一修得できなかった者

は、再履修まで待たず、本講義開講中に各自で学習し修得に努めること。 
シラバスコード FTP55C2 
実務経験のある教員  
達成目標 [A1] 機械システム工学の専門知識を理解するために、微分・積分、線形代数、

確率・統計、微分方程式、ベクトル解析およびフーリエ解析の数学知識を修得す
る。特に、１）高階微分、偏微分、重積分の計算やテイラー展開ができるように
なり、２）各種の簡単な微分方程式が解けるようになること。 

受講者へのコメント この授業で学習した微分方程式は、基本的で重要なものです。解法をよく覚えて
おいてください。 

連絡先 メール：k_yoshida＠mech.ous.ac.jp， 電話：086-256-9743， 
オフィスアワー：（火曜日，水曜日９・１０時限） 場所：４号館４階吉⽥研究室 

合理的配慮が必要な学生への  



対応 
各項目評価に対する所見 特になし 
英文科目名 Mathematics IV 
関連科目 数学，物理学，⼒学，材料⼒学，熱⼒学，流体⼒学，機械⼒学，自動制御 など

（専門科目全般に関連） 
次回に向けての改善変更予定 よりよく理解できるように、さらに予習と復習を促し、宿題も毎回出すようにし

ます。 
講義目的 自然科学の基礎となる微分積分学について、多変数の偏微分、重責分、関数のテ

イラー近似などを学習する。積分、偏微分計算、テイラー展開による計算ができ
るようになること。さらに微分方程式の概念を理解し、簡単な微分方程式が解け
るようになること。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の概要を説明する。また、微分と積分の復習をする。 

2 回 多変数関数と偏導関数について説明する。 
3 回 高階偏導関数と 2 変数合成関数の微分について説明する。 
4 回 2 変数合成関数の微分について説明する。 
5 回 重積分について説明する。 
6 回 二重積分と累次積分について説明する。 
7 回 関数の近似（テイラー展開、マクローリン展開）について説明する 
8 回 問題演習（偏導関数、高階導関数、二重積分、累次積分、マクローリン展開
の問題）を実施する。 
9 回 中間試験およびその問題の解説をする。 
10 回 微分方程式について説明する。引き続き変数分離型の微分方程式の説明と
解法を説明する。 
11 回 同次形について説明する。引き続きそれの解法を説明する。 
12 回 １階線形微分方程式について説明する。引き続き解法を説明する。 
13 回 主に 2 階の線形微分方程式の同次形について説明する。 
14 回 主に 2 階の線形微分方程式の非同次形について説明する。 
15 回 問題演習（偏微分、重積分、各種の微分方程式の問題）を実施する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく読み，講義目的，講義内容，達成目標を把握しておくこと。
さらに、前期開講の「微分と積分」の内容全般を復習しておくこと。 
2 回 「微分と積分」の初等関数の微分と微分法の応用を復習しておくこと。 
3 回 偏導関数について問題を解くことで復習し、高階偏導関数について予習し
ておくこと。 
4 回 高階偏導関数について問題を解くことで復習し、2 変数合成関数の微分につ
いて予習しておくこと。 
5 回 2 変数合成関数の微分について問題を解くことで復習しておくこと。 
6 回 重積分を問題を解くことで復習し、幾何学的意味についても復習しておく
こと。 
また、累次積分について予習しておくこと。 
7 回 二重積分と累次積分について問題を解くことで復習しておくこと。 
8 回 これまでの授業で説明したことを復習しておくこと。 



9 回 これまでの講義内容と演習での問題を復習しておくこと。 
10 回 中間試験に関する問題を解くことで復習しておくこと。また、教科書で変
数分離型の微分方程式を予習しておくこと 
11 回 変数分離型の微分方程式を解くことで復習しておくこと。また、1 階微分
方程式の同次形について予習しておくこと。 
12 回 同次形の微分方程式を解くことで復習しておくこと。また、１階線形微分
方程式について予習しておくこと。 
13 回 １階線形微分方程式の問題を解くことで復習しておくこと。また、2 階の
線形微分方程式の同次形について予習しておくこと。 
14 回 2 階線形常微分同次方程式の問題を解くことで復習しておくこと。また、
非同次方程式の予習をしておくこと。 
15 回 これまでの授業で説明したことを復習しておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FTP55F1 
成績評価 講義への取り組み方（30％）及び定期試験（70％）の両面で評価する。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス PA(工)(12〜12) 
見出し FTP55F1 技術者の社会⼈基礎 
担当教員名 ⽥邉 麻里子＊ 
単位数 2 
教科書 必要に応じて適時紹介する。 
アクティブラーニング  
キーワード 常識 ルール 自己管理 自己抑制 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 みなさんからの率直な意見やコメントは 大変嬉しく有難く受け止めています。 

今後の講義にも活かしていきますね。 
ありがとうございました。 
ハード面へのご意見は 教務課にお伝えしておきます。 

科目名 技術者の社会⼈基礎 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて適時紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTP55F1 
実務経験のある教員  
達成目標 技術者としての実⼒と専門性を発揮するために不可欠な社会性と⼈間⼒を養成

する。 
受講者へのコメント 正解の無い分野であるし、参加型の講義でしたから 毎回課題に取り組まねばな

らなかったので 大変だったと思います。 
でも 私の予想以上に皆さん方は 前向きに積極的に取り組んでくださいまし
た。 
おかげで 私も大変楽しく講義を進めることができました。 
本当にありがとう。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 皆さんが積極的に受講してくれた講義でした。 
毎回 学生諸君から「どんな点に不安を持っているのか」「どんなことを知りた
いと思っているのか」を教えてもらいながら講義を進めることができ、感謝して
います。 
ありがとうございました。 

英文科目名 Social communication for engineers 



関連科目  
次回に向けての改善変更予定 ①技術者のエピソードをもっと増やして行くようにします。 

②受講者が多く 迷惑をかけました。できるだけばらけるように指導しますね。 
講義目的 ① 社会⼈としての当事者意識を醸成させる。 

② 技術者が知っておかねばならない社会⼈/企業⼈としての常識を習得させ
る。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の目的・受講生に期待すること・受講に関しての注意事項を説明する。 

社会⼈としての常識について自己の現状レベルを各自が自覚する。 
2 回 社会⼈としての責任と義務/社会的ルール/常識を説明する。 
3 回 社会⼈として知っておかねばならない法律/働き手側の立場について説明す
る。 
4 回 経済のしくみ/経済用語を説明する。 
5 回 自ら考える⼒/工夫する⼒/論理性/判断⼒を習得する。 ① 
6 回 自ら考える⼒/工夫する⼒/論理性/判断⼒を習得する。 ② 
7 回 自ら考える⼒/工夫する⼒/論理性/判断⼒を習得する。 ③ 
8 回 自ら考える⼒/工夫する⼒/論理性/判断⼒を習得する。 ④ 
9 回 自ら考える⼒/工夫する⼒/論理性/判断⼒を習得する。 ⑤ 
10 回 組織⼒学/⼈間関係について説明する。 
11 回 経済環境/市場環境と意識変化について説明する。 
12 回 優れた技術系経営者の仕事の仕方/考え方/生きざまを研究する。 
13 回 優れた技術系起業⼈の起業の仕方/モノの考え方を研究する。 
14 回 技術系企業のケースステダィを通して経営戦略/マネジメント手法/⼈事戦
略を分析する。 
15 回 自己の能⼒/強みのアピールにトライする。 

準備学習 1 回 シラバスを読んで講義概要を把握しておくこと。 
2 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
3 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
4 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
5 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
6 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
7 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
8 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
9 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
10 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
11 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
12 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
13 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
14 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
15 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 

 



年度 2012 
授業コード FTP55F2 
成績評価 講義への取り組み方（30％）及び定期試験（70％）の両面で評価する。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス PA(工)(12〜12) 
見出し FTP55F2 技術者の社会⼈基礎 
担当教員名 ⽥邉 麻里子＊ 
単位数 2 
教科書 必要に応じて適時紹介する。 
アクティブラーニング  
キーワード 常識 ルール 自己管理 自己抑制 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 みんなの顔を思い出しながら、嬉しく楽しく拝読しました。 

ありがとう！！！ 
科目名 技術者の社会⼈基礎 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて適時紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTP55F2 
実務経験のある教員  
達成目標 技術者としての実⼒と専門性を発揮するために不可欠な社会性と⼈間⼒を養成

する。 
受講者へのコメント 講義は、主役である諸君とサポートする立場である私の共同事業です。 

諸君が真剣に課題に取り組んでくれた成果が、今回の評価につながったと思いま
す。 
私も楽しく講義を行うことができました。 
受講者諸君に感謝しています。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 高い評価をありがとう。 
英文科目名 Social communication for engineers 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ① 社会⼈としての当事者意識を醸成させる。 

② 技術者が知っておかねばならない社会⼈/企業⼈としての常識を習得させ
る。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の目的・受講生に期待すること・受講に関しての注意事項を説明する。 



社会⼈としての常識について自己の現状レベルを各自が自覚する。 
2 回 社会⼈としての責任と義務/社会的ルール/常識を説明する。 
3 回 社会⼈として知っておかねばならない法律/働き手側の立場について説明す
る。 
4 回 経済のしくみ/経済用語を説明する。 
5 回 自ら考える⼒/工夫する⼒/論理性/判断⼒を習得する。 ① 
6 回 自ら考える⼒/工夫する⼒/論理性/判断⼒を習得する。 ② 
7 回 自ら考える⼒/工夫する⼒/論理性/判断⼒を習得する。 ③ 
8 回 自ら考える⼒/工夫する⼒/論理性/判断⼒を習得する。 ④ 
9 回 自ら考える⼒/工夫する⼒/論理性/判断⼒を習得する。 ⑤ 
10 回 組織⼒学/⼈間関係について説明する。 
11 回 経済環境/市場環境と意識変化について説明する。 
12 回 優れた技術系経営者の仕事の仕方/考え方/生きざまを研究する。 
13 回 優れた技術系起業⼈の起業の仕方/モノの考え方を研究する。 
14 回 技術系企業のケースステダィを通して経営戦略/マネジメント手法/⼈事戦
略を分析する。 
15 回 自己の能⼒/強みのアピールにトライする。 

準備学習 1 回 シラバスを読んで講義概要を把握しておくこと。 
2 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
3 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
4 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
5 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
6 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
7 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
8 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
9 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
10 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
11 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
12 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
13 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
14 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
15 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 

 



年度 2012 
授業コード FTP57C1 
成績評価 実験レポート 60％、中間実技試験 10％、定期試験 30％により成績を評価する。 

但し、定期試験において基準点を設け、得点が 100 点満点中、30 点未満の場合
は不合格とする。 

曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス PA(工)(〜12) 
見出し FTP57C1 基礎化学実験 
担当教員名 佐藤 幸子、中山 智津子＊ 
単位数 2 
教科書 岡山理科大学化学実験一手引きと演習一 ／ 佐藤幸子 

：理工系化学実験（一基礎と応用一 第３版） ／ 坂⽥一矩編 ／ （東京教学社） 
アクティブラーニング  
キーワード 無機定性分析：金属のイオン化傾向、元素の周期表、分属試薬、溶解度積、化学

平衡、錯イオン、両性金属、マスキング 
定量分析：中和、酸化還元、キレート生成、電離定数、pH、pKa、緩衝溶液、モ
ル濃度、質量百分率 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 基礎化学実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎化学実験安全オリエンテーション ／ 山口和也、山本仁著 ／（東京化学同

⼈） 
大学の基礎化学実験 ／大学一般化学教育研究会編 ／（学術図書出版社） 
フォトサイエンス化学図録 ／（数研出版） 
化学入門／ 井口洋夫、木下實編集 ／（ 実教出版） 
クリスチャン分析化学 I, II ／ Gary D. Christian ／（丸善） 

授業形態 実験実習 
注意備考 全ての実験を行い、レポートを期限内に提出し受理されていることが、単位取得

の前提条件である。十分な予習をし、内容を理解して実験に臨むこと。実験開始
１時間前までに、実験ノートと予習プリントを必ず提出する。実験を安全に行う
ため、白衣と保護眼鏡の着用を義務づける。メールを利用してレポートの解説と
質問に対応している。 

シラバスコード FTP57C1 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）薬品の取り扱い方の基本を理解する。決められた濃度の試薬溶液を調製で

きる。 
（２）適切な実験廃液の処理ができる。 
（３）測容ガラス器具（ホールピペット、ビュレット、メスフラスコ）の使用方
法を習得する。 
（４）pH メーター、分光光度計、電子天秤の使用方法を習得する。 



（５）詳しい実験観察結果を文章で表現し、物質の変化を化学反応式で記述でき
る。 
（６）報告書の基本的書き方を習得する。 
（７）モル濃度、質量パーセント濃度を理解し、滴定実験、吸光光度法分析によ
り日常的な物（食酢、ミネラルウォーター、ドリンク剤 

受講者へのコメント  
連絡先 10 学舎５階 電子メール satos@dac.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講者なし 
英文科目名 General Chemistry Laboratory 
関連科目 基礎化学、 基礎化学演習 I、II、 分析化学 I、II、 工業分析化学、無機化学 

I、II、 パソコン入門 I、II、 入門化学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 基礎的な実験を通して、化学実験に必要な基本的知識と実験室でのマナーを習得

する。実験機器の取り扱い方、グラフの書き方、報告書の作成法等を学ぶと同時
に、化学の基礎原理や概念についての理解を深める。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：講義の進め方、予習の仕方を説明する。 

 安全・環境教育 
2 回 基礎実験（金属と酸との反応）とレポート作成 
金属と強酸・強塩基との反応を調べることによって、化学実験で使われる器具お
よび試薬の基本的な取扱い方と、実験操作を学ぶ。 
3 回 第１ 属陽イオンの定性分析 （Ag, Pb） 
銀イオン、鉛イオンは HCl と反応して難溶性の塩化物沈殿をつくるので、他の
陽イオンと分離することができる。塩化鉛 の溶解度は 塩化銀 の溶解度に比べ
てかなり大きく、AgCl はアンモニアと反応して可溶性の錯イオンをつくる。こ
の化学的性質を利用して、両イオンを分離し、各イオンに特異的な反応でそれぞ
れのイオンを確認する。 
4 回 第２属陽イオンの定性分析 I（Pb, Bi, Cu, Cd) 
鉛 、ビスマス、銅 、カドミウムイオン  は、酸性条件下で、第２属陽イオンの
分属試薬である硫化水素 と反応して、それぞれ硫化鉛、硫化ビスマス、硫化銅 、
硫化カドミウム の沈殿を生成する。この硫化物生成反応と硫化物の熱硝酸によ
る溶解、各イオンとアルカリ水溶液、硫酸との反応および各イオン固有の検出反
応を確認する。 
5 回  第２属陽イオンの定性分析 II （混合試料の系統分析） 
第１属陽イオンを塩化物沈殿として分離した後、溶液中に存在する第２属陽イオ
ンを酸性条件下、硫化水素 と反応させる。それぞれ硫化鉛、硫化ビスマス、硫化
銅、硫化カドミウムとして沈殿させ、 ３属以下の陽イオンと分離する。この硫化
物の混合沈殿を、熱硝酸で酸化して溶解した後、鉛イオンを硫酸塩の沈殿として
分離する。つづいて、ビスマス 、銅、カドミウムイオン  の溶けている溶液をア
ンモニアアルカリ性にして、ビスマスイオンを水酸化物沈殿として析出させ、可



溶性のアンミン錯体を形成する 銅イオン 、カドミウムイオンと分離する。さら
に、銅イオン、カドミウムイオンはシアノ錯体とした後、錯体の安定度の差を利
用して、カドミウムだけを硫化物沈殿とすることによって分離・確認する。 
6 回 第３属陽イオンの定性分析 （Al, Fe, Cr） 
Fe(III)イオン、アルミニウムイオン、クロム(III)イオン は、酸性溶液中ではイオ
ンとして溶解しているが、弱塩基性水溶液中では水酸化物イオンと反応し、水酸
化物として沈殿する。分属試薬は、アンモニア?塩化アンモニウム水溶液が使わ
れる。全分析においては、第２属陽イオンを、酸性溶液中で硫化物として沈殿さ
せ、分離したろ液の硫化水素を除去した後、このろ液をアンモニアアルカリ性溶
液とする。第３属陽イオンは水酸化物として沈殿し、４属以下のイオンと分離す
ることができる。 
第３属陽イオンの混合沈殿の分離は、両性水酸化物である水酸化アルミニウムと
水酸化クロム(III)とを過剰の NaOH で溶解して、NaOH 水溶液に不溶の水酸
化鉄(III)を沈殿として分離する。次に、テトラヒドロキソアルミン酸イオンとテ
トラヒドロキソクロム(III)酸イオンとの混合溶液に過酸化水素を加えて加熱し、
クロム(III)イオンをクロム酸イオンに酸化する。続いて硝酸を添加して、テトラ
ヒドロキソアルミン酸イオンをアルミニウムイオンとする。さらに、この溶液の 
pH が 9?10 になるまでアンモニアを添加し、水酸化アルミニウムを沈殿させ、
クロム酸イオンと分離する。分離したそれぞれのイオンを含む溶液について、ロ
ダン反応、ベレンス反応、アルミノン・アルミニウムの赤色レーキ、クロム酸鉛
の⻩色沈殿生成などの特異反応を利用して各イオンの確認を行う。 
7 回 陽イオンの系統分析 （中間実技試験） 
８種類の第１?３属陽イオン（銀、鉛、ビスマス、銅、カドミウム、鉄(III)、アル
ミニウム、クロム(III)イオン）のうち、数種類の金属イオンを含む未知試料の全
分析（系統的定性分析）を行い、試料中に存在するイオンを検出する。 
8 回  陽イオンの系統分析結果の解説 
容量分析の事前説明 
9 回 中和滴定  
（１）食酢の定量 
  0.1 mol/l 水酸化ナトリウム水溶液の標定を行い、それを標準溶液として用
いた中和滴定により、市販食酢中の酢酸のモル濃度を決定し、食酢の質量パーセ
ント濃度を求める。 
（２）水酸化ナトリウム・炭酸ナトリウム混合溶液の指示薬を用いた中和滴定 
 塩基と炭酸塩の混合試料を、フェノールフタレイン指示薬とメチルオレンジ指
示薬を用いて塩酸標準液で連続滴定し、それぞれの含有量を決定する。（ワーダ
ー法） 
10 回 酸化還元滴定 （オキシドール中の過酸化水素の定量） 
外用消毒剤として使用される市販のオキシドール中の過酸化水素を、過マンガン
酸カリウム水溶液を用いた酸化還元滴定により定量する。 
11 回 キレート滴定 （水の硬度測定） 
検水中に含まれるカルシウムイオン とマグネシウムイオンの量を、キレート滴
定法によって求め、水道水、市販ミネラルウォーターの硬度を決定する。 



水の硬度は、検水中に含まれる Ca イオンと Mg イオンの量をこれに対応する
炭酸カルシウムの ppm として表される。Ca イオン と Mg イオンの合量モル濃
度を炭酸カルシウムの質量に換算して、１リットル中に１mg の 炭酸カルシウ
ムが含まれている場合を、硬度１という。キレート滴定では、当量点における金
属イオンの濃度変化（遊離あるいは錯体かの状態変化）を、金属イオンによって
鋭敏に変色する指示薬を用いて知ることにより、終点を決定する。 
12 回 pH メーターを用いる電位差滴定 I ： 酢酸の電離定数決定 
酢酸溶液に NaOH 標準溶液を滴下し、pH を測定する。NaOH 溶液の滴下と pH
の測定を繰り返して、滴定曲線を作成する。滴定曲線を用いて、交点法により当
量点を求め、酢酸のモル濃度と pKa を決定する。 
グラフの基本的な書き方を学ぶ。 
13 回  pH メーターを用いる電位差滴定 II  
（１）水酸化ナトリウム・炭酸ナトリウム混合溶液の滴定 
 pH メーターを用いた電位差滴定法により、未知濃度の水酸化ナトリウムと炭
酸ナトリウムの混合試料を定量し、それぞれの質量％濃度を算出する。pH メー
ターの取扱いおよび滴定操作を習熟すると共に、二価の弱塩基と強酸との中和反
応ついての理解を深める。さらに、フェノールフタレイン指示薬、メチルオレン
ジ指示薬を用いた二段階滴定（ワーダー法）と pH 滴定曲線との関係を確認す
る。 
   
（２）リン酸の滴定：pH メーターを用いて、未知濃度のリン酸水溶液を定量し、
滴定曲線よりリン酸の電離定数（Ka1、Ka2、および Ka3 ）を決定する。 
エクセルを用いてグラフを作成する。 
14 回  吸光光度法による鉄イオンの定量 
1,10-フェ 

準備学習 1 回 特になし。 
2 回 教科書を用意し、第 1 章 pp.1〜9 を読んでおくこと。 
元素の周期表、イオン化傾向、強酸、強塩基、酸化⼒のある酸について復習して
おくこと。 
「化学実験ー手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
教科書 pp.36〜40. 実験レポートの書き方 を読んでおくこと。 
3 回 教科書 pp.62〜68 を読み、陽イオンの分属と分属試薬について予習してお
く。 
「化学実験ー手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
教科書 pp.15〜18 を読み、難溶塩の溶解度と溶解度積について復習しておくこ
と。 
4 回 教科書 pp.68〜73 を読み、第２属陽イオンについて予習しておくこと。 
「化学実験ー手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
5 回 教科書 pp.73〜75 と第４回実験レポートを参考に、系統分析のフローチャ
ートを作成しておくこと。 
「化学実験ー手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
6 回 教科書 pp.78〜83 を読み、第３属陽イオンについて予習しておくこと。 



「化学実験ー手引きと演習」該当ページの化学反応式とフローチャートを書いて
おくこと。 
7 回 第 3〜6 回のレポートを参考に、第１?３属陽イオンの全分析フローチャー
トを作成しておくこと。 
8 回 教科書 pp.10〜13 を読み、溶液と濃度（百分率、モル濃度）について、復習
しておくこと。 
中和滴定における一次標準溶液の調製法について予習しておくこと。 
9 回 教科書 pp.52〜57、pp.88〜97 を読んでおくこと。 
「化学実験ー手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
基礎化学演習、分析化学の演習プリントで、容量分析における計算方法を復習し
ておくと良い。 
10 回 教科書 pp.108〜110 を読んで、酸化還元反応、酸化数、酸化剤、還元剤の
定義を確実にしておく。 
「化学実験ー手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
11 回 日常生活において、水の硬度に関心を持ち、ミネラルウォーター、水道水、
温泉水などの成分表示を調べてみる。 
教科書 pp.112〜116 を読み、「化学実験ー手引きと演習」該当ページの化学反応
式と金属指示薬の構造式を書いておくこと。 
12 回 教科書 pp.57〜59、pp.92〜97 を読み、弱酸の電離定数、緩衝溶液につい
て復習しておくこと。 
「化学実験ー手引きと演習」該当ページと教科書 p.97 を読み、酢酸の pKa 値は
滴定曲線における 1/2 当量点の pH であることを理解しておくこと。 
13 回 教科書 pp.98〜100 を読んでおくこと。 
「化学実験ー手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
14 回 教科書 pp.59〜61 を読み、分光光度計について予習しておくこと。 
教科書 pp.122〜126、「化学実験ー手引きと演習」該当ページを読み、フェナント
ロリン鉄（II）錯体を利用した鉄イオンの定量について、予習しておくこと。 
15 回 実験ノート・実験レポートの整理、演習問題の復習をし、質問事項をまと
めてくること。 

 



年度 2012 
授業コード FTP57C2 
成績評価 実験レポート 60％、中間実技試験 10％、定期試験 30％により成績を評価する。 

但し、定期試験において基準点を設け、得点が 100 点満点中、30 点未満の場合
は不合格とする。 

曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス PA(工)(〜12) 
見出し FTP57C2 基礎化学実験（応化） 
担当教員名 佐藤 幸子、中山 智津子＊ 
単位数 2 
教科書 岡山理科大学化学実験一手引きと演習一 ／ 佐藤幸子 

：理工系化学実験（一基礎と応用一 第３版） ／ 坂⽥一矩編 ／ （東京教学社） 
アクティブラーニング  
キーワード 無機定性分析：金属のイオン化傾向、元素の周期表、分属試薬、溶解度積、化学

平衡、錯イオン、両性金属、マスキング 
定量分析：中和、酸化還元、キレート生成、電離定数、pH、pKa、緩衝溶液、モ
ル濃度、質量百分率 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答 無 
科目名 基礎化学実験（応化） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎化学実験安全オリエンテーション ／ 山口和也、山本仁著 ／（東京化学同

⼈） 
大学の基礎化学実験 ／大学一般化学教育研究会編 ／（学術図書出版社） 
フォトサイエンス化学図録 ／（数研出版） 
化学入門／ 井口洋夫、木下實編集 ／（ 実教出版） 
クリスチャン分析化学 I, II ／ Gary D. Christian ／（丸善） 

授業形態 実験実習 
注意備考 全ての実験を行い、レポートを期限内に提出し受理されていることが、単位取得

の前提条件である。十分な予習をし、内容を理解して実験に臨むこと。実験開始
１時間前までに、実験ノートと予習プリントを必ず提出する。実験を安全に行う
ため、白衣と保護眼鏡の着用を義務づける。メールを利用してレポートの解説と
質問に対応している。 

シラバスコード FTP57C2 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）薬品の取り扱い方の基本を理解する。決められた濃度の試薬溶液を調製で

きる。 
（２）適切な実験廃液の処理ができる。 
（３）測容ガラス器具（ホールピペット、ビュレット、メスフラスコ）の使用方
法を習得する。 
（４）pH メーター、分光光度計、電子天秤の使用方法を習得する。 



（５）詳しい実験観察結果を文章で表現し、物質の変化を化学反応式で記述でき
る。 
（６）報告書の基本的書き方を習得する。 
（７）モル濃度、質量パーセント濃度を理解し、滴定実験、吸光光度法分析によ
り日常的な物（食酢、ミネラルウォーター、ドリンク剤 

受講者へのコメント 無 
連絡先 10 学舎５階 電子メール satos@dac.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 無 
英文科目名 General Chemistry Laboratory 
関連科目 基礎化学、 基礎化学演習 I、II、 分析化学 I、II、 工業分析化学、無機化学 

I、II、 パソコン入門 I、II、 入門化学 
次回に向けての改善変更予定 無 
講義目的 基礎的な実験を通して、化学実験に必要な基本的知識と実験室でのマナーを習得

する。実験機器の取り扱い方、グラフの書き方、報告書の作成法等を学ぶと同時
に、化学の基礎原理や概念についての理解を深める。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：講義の進め方、予習の仕方を説明する。 

 安全・環境教育 
2 回 基礎実験（金属と酸との反応）とレポート作成 
金属と強酸・強塩基との反応を調べることによって、化学実験で使われる器具お
よび試薬の基本的な取扱い方と、実験操作を学ぶ。 
3 回 第１ 属陽イオンの定性分析 （Ag, Pb） 
銀イオン、鉛イオンは HCl と反応して難溶性の塩化物沈殿をつくるので、他の
陽イオンと分離することができる。塩化鉛 の溶解度は 塩化銀 の溶解度に比べ
てかなり大きく、AgCl はアンモニアと反応して可溶性の錯イオンをつくる。こ
の化学的性質を利用して、両イオンを分離し、各イオンに特異的な反応でそれぞ
れのイオンを確認する。 
4 回 第２属陽イオンの定性分析 I（Pb, Bi, Cu, Cd) 
鉛 、ビスマス、銅 、カドミウムイオン  は、酸性条件下で、第２属陽イオンの
分属試薬である硫化水素 と反応して、それぞれ硫化鉛、硫化ビスマス、硫化銅 、
硫化カドミウム の沈殿を生成する。この硫化物生成反応と硫化物の熱硝酸によ
る溶解、各イオンとアルカリ水溶液、硫酸との反応および各イオン固有の検出反
応を確認する。 
5 回  第２属陽イオンの定性分析 II （混合試料の系統分析） 
第１属陽イオンを塩化物沈殿として分離した後、溶液中に存在する第２属陽イオ
ンを酸性条件下、硫化水素 と反応させる。それぞれ硫化鉛、硫化ビスマス、硫化
銅、硫化カドミウムとして沈殿させ、 ３属以下の陽イオンと分離する。この硫化
物の混合沈殿を、熱硝酸で酸化して溶解した後、鉛イオンを硫酸塩の沈殿として
分離する。つづいて、ビスマス 、銅、カドミウムイオン  の溶けている溶液をア
ンモニアアルカリ性にして、ビスマスイオンを水酸化物沈殿として析出させ、可



溶性のアンミン錯体を形成する 銅イオン 、カドミウムイオンと分離する。さら
に、銅イオン、カドミウムイオンはシアノ錯体とした後、錯体の安定度の差を利
用して、カドミウムだけを硫化物沈殿とすることによって分離・確認する。 
6 回 第３属陽イオンの定性分析 （Al, Fe, Cr） 
Fe(III)イオン、アルミニウムイオン、クロム(III)イオン は、酸性溶液中ではイオ
ンとして溶解しているが、弱塩基性水溶液中では水酸化物イオンと反応し、水酸
化物として沈殿する。分属試薬は、アンモニア?塩化アンモニウム水溶液が使わ
れる。全分析においては、第２属陽イオンを、酸性溶液中で硫化物として沈殿さ
せ、分離したろ液の硫化水素を除去した後、このろ液をアンモニアアルカリ性溶
液とする。第３属陽イオンは水酸化物として沈殿し、４属以下のイオンと分離す
ることができる。 
第３属陽イオンの混合沈殿の分離は、両性水酸化物である水酸化アルミニウムと
水酸化クロム(III)とを過剰の NaOH で溶解して、NaOH 水溶液に不溶の水酸
化鉄(III)を沈殿として分離する。次に、テトラヒドロキソアルミン酸イオンとテ
トラヒドロキソクロム(III)酸イオンとの混合溶液に過酸化水素を加えて加熱し、
クロム(III)イオンをクロム酸イオンに酸化する。続いて硝酸を添加して、テトラ
ヒドロキソアルミン酸イオンをアルミニウムイオンとする。さらに、この溶液の 
pH が 9?10 になるまでアンモニアを添加し、水酸化アルミニウムを沈殿させ、
クロム酸イオンと分離する。分離したそれぞれのイオンを含む溶液について、ロ
ダン反応、ベレンス反応、アルミノン・アルミニウムの赤色レーキ、クロム酸鉛
の⻩色沈殿生成などの特異反応を利用して各イオンの確認を行う。 
7 回 陽イオンの系統分析 （中間実技試験） 
８種類の第１?３属陽イオン（銀、鉛、ビスマス、銅、カドミウム、鉄(III)、アル
ミニウム、クロム(III)イオン）のうち、数種類の金属イオンを含む未知試料の全
分析（系統的定性分析）を行い、試料中に存在するイオンを検出する。 
8 回  陽イオンの系統分析結果の解説 
容量分析の事前説明 
9 回 中和滴定  
（１）食酢の定量 
  0.1 mol/l 水酸化ナトリウム水溶液の標定を行い、それを標準溶液として用
いた中和滴定により、市販食酢中の酢酸のモル濃度を決定し、食酢の質量パーセ
ント濃度を求める。 
（２）水酸化ナトリウム・炭酸ナトリウム混合溶液の指示薬を用いた中和滴定 
 塩基と炭酸塩の混合試料を、フェノールフタレイン指示薬とメチルオレンジ指
示薬を用いて塩酸標準液で連続滴定し、それぞれの含有量を決定する。（ワーダ
ー法） 
10 回 酸化還元滴定 （オキシドール中の過酸化水素の定量） 
外用消毒剤として使用される市販のオキシドール中の過酸化水素を、過マンガン
酸カリウム水溶液を用いた酸化還元滴定により定量する。 
11 回 キレート滴定 （水の硬度測定） 
検水中に含まれるカルシウムイオン とマグネシウムイオンの量を、キレート滴
定法によって求め、水道水、市販ミネラルウォーターの硬度を決定する。 



水の硬度は、検水中に含まれる Ca イオンと Mg イオンの量をこれに対応する
炭酸カルシウムの ppm として表される。Ca イオン と Mg イオンの合量モル濃
度を炭酸カルシウムの質量に換算して、１リットル中に１mg の 炭酸カルシウ
ムが含まれている場合を、硬度１という。キレート滴定では、当量点における金
属イオンの濃度変化（遊離あるいは錯体かの状態変化）を、金属イオンによって
鋭敏に変色する指示薬を用いて知ることにより、終点を決定する。 
12 回 pH メーターを用いる電位差滴定 I ： 酢酸の電離定数決定 
酢酸溶液に NaOH 標準溶液を滴下し、pH を測定する。NaOH 溶液の滴下と pH
の測定を繰り返して、滴定曲線を作成する。滴定曲線を用いて、交点法により当
量点を求め、酢酸のモル濃度と pKa を決定する。 
グラフの基本的な書き方を学ぶ。 
13 回  pH メーターを用いる電位差滴定 II  
（１）水酸化ナトリウム・炭酸ナトリウム混合溶液の滴定 
 pH メーターを用いた電位差滴定法により、未知濃度の水酸化ナトリウムと炭
酸ナトリウムの混合試料を定量し、それぞれの質量％濃度を算出する。pH メー
ターの取扱いおよび滴定操作を習熟すると共に、二価の弱塩基と強酸との中和反
応ついての理解を深める。さらに、フェノールフタレイン指示薬、メチルオレン
ジ指示薬を用いた二段階滴定（ワーダー法）と pH 滴定曲線との関係を確認す
る。 
   
（２）リン酸の滴定：pH メーターを用いて、未知濃度のリン酸水溶液を定量し、
滴定曲線よりリン酸の電離定数（Ka1、Ka2、および Ka3 ）を決定する。 
エクセルを用いてグラフを作成する。 
14 回  吸光光度法による鉄イオンの定量 
1,10-フェ 

準備学習 1 回 特になし。 
2 回 教科書を用意し、第 1 章 pp.1〜9 を読んでおくこと。 
元素の周期表、イオン化傾向、強酸、強塩基、酸化⼒のある酸について復習して
おくこと。 
「化学実験ー手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
教科書 pp.36〜40. 実験レポートの書き方 を読んでおくこと。 
3 回 教科書 pp.62〜68 を読み、陽イオンの分属と分属試薬について予習してお
く。 
「化学実験ー手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
教科書 pp.15〜18 を読み、難溶塩の溶解度と溶解度積について復習しておくこ
と。 
4 回 教科書 pp.68〜73 を読み、第２属陽イオンについて予習しておくこと。 
「化学実験ー手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
5 回 教科書 pp.73〜75 と第４回実験レポートを参考に、系統分析のフローチャ
ートを作成しておくこと。 
「化学実験ー手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
6 回 教科書 pp.78〜83 を読み、第３属陽イオンについて予習しておくこと。 



「化学実験ー手引きと演習」該当ページの化学反応式とフローチャートを書いて
おくこと。 
7 回 第 3〜6 回のレポートを参考に、第１?３属陽イオンの全分析フローチャー
トを作成しておくこと。 
8 回 教科書 pp.10〜13 を読み、溶液と濃度（百分率、モル濃度）について、復習
しておくこと。 
中和滴定における一次標準溶液の調製法について予習しておくこと。 
9 回 教科書 pp.52〜57、pp.88〜97 を読んでおくこと。 
「化学実験ー手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
基礎化学演習、分析化学の演習プリントで、容量分析における計算方法を復習し
ておくと良い。 
10 回 教科書 pp.108〜110 を読んで、酸化還元反応、酸化数、酸化剤、還元剤の
定義を確実にしておく。 
「化学実験ー手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
11 回 日常生活において、水の硬度に関心を持ち、ミネラルウォーター、水道水、
温泉水などの成分表示を調べてみる。 
教科書 pp.112〜116 を読み、「化学実験ー手引きと演習」該当ページの化学反応
式と金属指示薬の構造式を書いておくこと。 
12 回 教科書 pp.57〜59、pp.92〜97 を読み、弱酸の電離定数、緩衝溶液につい
て復習しておくこと。 
「化学実験ー手引きと演習」該当ページと教科書 p.97 を読み、酢酸の pKa 値は
滴定曲線における 1/2 当量点の pH であることを理解しておくこと。 
13 回 教科書 pp.98〜100 を読んでおくこと。 
「化学実験ー手引きと演習」該当ページの化学反応式を書いておくこと。 
14 回 教科書 pp.59〜61 を読み、分光光度計について予習しておくこと。 
教科書 pp.122〜126、「化学実験ー手引きと演習」該当ページを読み、フェナント
ロリン鉄（II）錯体を利用した鉄イオンの定量について、予習しておくこと。 
15 回 実験ノート・実験レポートの整理、演習問題の復習をし、質問事項をまと
めてくること。 

 



年度 2012 
授業コード FTP57D1 
成績評価 実験態度（20％），レポート（50％），実験ノート整備（30％）で評価する。 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス PA(工)(〜11) 
見出し FTP57D1 物理学実験（応化：基礎物理学実験） 
担当教員名 小野 文久、片山 敏和＊、矢城 陽一朗、村本 哲也 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 物理学，実験，理論，測定，データ解析，誤差，グラフ 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学実験（応化：基礎物理学実験） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 岡山理大物理学教室編/「物理学実験」/大学教育出版， 

国立天文台編/「理科年表」/丸善 
授業形態 実験実習 
注意備考 高校の物理が未履修でも，物理の世界の面白さが体験できる. 
シラバスコード FTP57D1 
実務経験のある教員  
達成目標 実験を通じて物理学の考え方を身につけ，科学をより深く理解できるようになる

こと。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Physical Laboratory 
関連科目 物理学 I，物理学 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 物理学は自然現象や工学を理解・説明するために必要な基礎的学問である。物理

学には理論と実験があり，現象の発見および構築された一般的なモデルの証明を
実験で行う。本実験では各テーマに充分時間をかけて理論の理解，測定，解析を
行う。これにより物理法則，測定方法や装置の扱い方，データの処理方法，書物
やインターネットによる資料収集，実験成果を正確に伝えるレポートの書き方な
どについて基礎知識を得ることを目標とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 実験の進め方と特に注意しなければならないことなど、実験方法に関する

説明を行う。 



2 回 具体的な実験方法とﾚﾎﾟｰﾄのまとめ方、測定誤差の扱い方などデータ処理法
の説明を行う。 
3 回 重⼒加速度の測定（パソコンによる自動測定とデータの解析）実験を実施す
る。 
4 回 重⼒加速度の測定に関するデータ解析を行い、そのレポートを作成する。 
5 回 気柱の共鳴（音の波⻑を測定して音速度を求める）実験を実施する。 
6 回 気柱の共鳴に関するデータ解析を行い、そのレポートを作成する。 
7 回 回折格子（Ｎａランプ・Ｈｇランプ光の波⻑測定）実験を実施する。 
8 回 回折格子実験に関するデータ解析を行い、そのレポートを作成する。 
9 回 ダイオード・トランジスター回路の製作（半導体素子の特性測定，測定回路
の製作）を行う。 
10 回 ダイオード・トランジスター回路の製作に関するデータ解析を行い、その
レポートを作成する。 
11 回 オシロスコープ（電気信号波形の電圧と周期測定）測定実験を実施する。 
12 回 オシロスコープ測定実験のデータ解析を行い、そのレポートを作成する。 
13 回 電子の比電荷（電子の電荷量と質量の比を測定）測定実験を実施する。 
14 回 電子の比電荷測定実験に関するデータ解析を行い、そのレポートを作成す
る。 
15 回 実験全体を通したデータ解析とレポート作成を行う。また、欠席などがあ
った場合の補充実験を実施する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、実験の過程を把握しておくこと。 
2 回 ノートおよび配布されたプリントにより前回の復習と今回の予習をしてお
くこと。 
3 回 前もって、重⼒加速度の測定実験について予習をし、その内容を把握してお
くこと。 
4 回 重⼒加速度の測定実験のデータ整理と理論的な説明の部分のレポート（１
テーマのレポートの約半分）を書いておくこと。 
5 回 前もって、気柱の共鳴実験の予習をし、その内容を把握しておくこと。 
6 回 気柱の共鳴実験のデータ整理と理論的な説明の部分のレポート（１テーマ
のレポートの約半分）を書いておくこと。 
7 回 前もって、回折格子実験の予習をし、その内容を把握しておくこと。 
8 回 回折格子実験のデータ整理と理論的な説明の部分のレポート（１テーマの
レポートの約半分）を書いておくこと。 
9 回 前もって、ダイオード・トランジスター回路の製作実験の予習をし、その内
容を把握ておくこと。 
10 回 ダイオード・トランジスター回路の製作実験のデータ整理と理論的な説明
の部分のレポート（１テーマのレポートの約半分）を書いておくこと。 
11 回 前もって、オシロスコープ測定実験の予習をし、その内容を把握しておく
こと。 
12 回 オシロスコープ測定実験のデータ整理と理論的な説明の部分のレポート
（１テーマのレポートの約半分）を書いておくこと。 
13 回 前もって、電子の比電荷測定実験の予習をし、その内容を把握しておくこ



と。 
14 回 電子の比電荷測定実験のデータ整理と理論的な説明の部分のレポート（１
テーマのレポートの約半分）を書いておくこと。 
15 回 この授業全体でこれまで行った実験についての各レポートについて不備が
あるかどうかをチェックし、未提出・未受理のレポートが無いかを確認しておく
こと。やむを得ず、欠席した実験がある場合は補充実験を行うので、そのテーマ
について配布プリントで予習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTP57D2 
成績評価 定期試験(40%)，WEB 課題(20%)，小テスト(20%)，報告書(20%) 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス PA(工)(〜12) 
見出し FTP57D2 コンピュータ演習（電シ：コンピュータ実習） 
担当教員名 道⻄ 博行、太⽥ 寛志 
単位数 2 
教科書 新版明解Ｃ言語入門編／柴⽥望／ソフトバンクパブリッシング 
アクティブラーニング  
キーワード プログラミング言語、コンパイル、データ処理、フローチャート 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 自由記述を多く頂いていますが、すべて好意的なコメントです。今後もそのよう

なコメントを頂けるようにころこがけてゆきます。 
科目名 コンピュータ演習（電シ：コンピュータ実習） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 Ｃ言語演習／小林修二著／森北出版社 

Ｃ言語プログラミングレッスン／結城 浩／フトバンクパブリッシング 
授業形態 演習 
注意備考 本実習は、情報処理センター（１１号館５階）の実習室にて行う。コンピュータ

工学Ⅰを同時に受講することが望ましい。随時小テストを実施するので、常に前
回までの内容を復習しておくこと。※毎回、WEB を利用した課題提出を予定し
ている。 

シラバスコード FTP57D2 
実務経験のある教員  
達成目標 C 言語により配列を用いた初歩的なプログラム（データ処理のプログラム）が作

成できること。また、プログラムのフローチャートが作成できること。 
受講者へのコメント WEB 課題は成績評価だけでなく、理解度の把握も行っておりますので、できる

だけもれなく提出してください。期限をすぎても提出可能な場合がほとんどです
ので、欠席した場合も可能な限り提出してください。隔週で実施している小テス
トも理解度の把握を行うと同時に、その結果を講義時間内にフィードバックして
おります。その結果に応じて各自が、自分の理解度を確認し、予習復習に役立て
てもらえば幸いです。 

連絡先 道⻄研究室 17 号館５階 mitinisi＠ee.ous.ac.jp,086-256-9728, オフィスアワー 
金曜日 5.6 時限太⽥研究室 17 号館３階 ohta＠ee.ous.ac.jp， 086-256-9762，オ
フィスアワー 金曜日 5.6 時限 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 無欠席者が 47.4％であり、出席率が高く、これに理解度が比例して良くなってい
ます。また、満足、ほぼ満足の回答が 81.5%と高くなっているのもこの影響と思
われます。 



英文科目名 Computer Practice 
関連科目 コンピュータリテラシ，コンピュータ工学Ⅰ，コンピュータ工学Ⅱ，プログラミ

ング基礎，数値計算 
次回に向けての改善変更予定 演習を増やして、理解度の向上を図りたい。 
講義目的 コンピュータシステムを自在に使いこなすために、プログラミング言語を習得す

ることは重要である。本実習では、プログラミング言語「Ｃ」を通じて、プログ
ラミングの方法、データの取り扱いについて学習するとともに、コンピュータに
おいて実行される処理の内容とその流れについての理解を深めることを目的と
する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  プログラミングの基礎 プログラミング言語について概説する。 

2 回  プログラミング言語Ｃの概要 プログラムのコンパイルと実行法について
概説する。 
3 回  変数と定数 変数の宣言 printf 関数について説明する。 
4 回  演算と型 ２項演算子 scanf 関数について説明する。 
5 回  条件分岐（１） if 文と条件式について説明する。 
6 回  条件分岐（２） if 文における複雑な条件式について説明する。 
7 回  条件分岐（３） switch 文について説明する。 
8 回 7 回目までの範囲の概説を行ったのち、中間テストを実施する。 
9 回 反復処理（１） do-while 文について説明する。 
10 回  反復処理（２） while 文について説明する。 
11 回  反復処理（３） for 文について説明する。 
12 回  反復処理（４） for 文と do-while 文、while 文との書き換えについて説明
する。 
13 回  配列（１） 配列の初期化について説明する。 
14 回 配列（２） 配列の書き換えについて説明する。 
15 回  配列（３） 配列を用いたデータ処理について説明する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 Ｃ言語の開発環境について理解しておくこと。 
3 回 コンパイルとデバック処理が理解できていること。 
4 回 変数とその宣言について復習しておくこと。 
5 回 printf 関数と scanf 関数について復習しておくこと。 
6 回 単純な条件における条件判定のルールを理解しておくこと。 
7 回 if 文の分岐のルールを理解しておくこと。 
8 回 課題提出システム等を利用して、第１回〜第７回までの範囲の復習をして
おくこと。 
9 回 条件演算子について復習しておくこと。 
10 回 do-while 文の繰り返しの判定について理解しておくこと。 
11 回 while 文の繰り返しの判定について理解しておくこと。 
12 回 for 文における繰り返しの判定について理解しておくこと。 
13 回 変数の型と宣言について復習しておくこと。 
14 回 配列の宣言と初期化について理解しておくこと。 



15 回 配列の書き換えについて理解しておくこと。。 
 



年度 2012 
授業コード FTP59B1 
成績評価 定期試験（80％）とレポート（20％）で総合的に評価する。 
曜日時限 金曜日 9・10 時限 
対象クラス PA(工)(〜11) 
見出し FTP59B1 経営工学 
担当教員名 村⽥ 厚生＊、米⽥ 忠義＊、和迩 浩一＊、辻 総一郎＊ 
単位数 2 
教科書 ⼈間中心の生産システム論／村⽥厚生／日本出版サービス 
アクティブラーニング  
キーワード IE，生産システム，効率化，最適化，OR，品質管理，工程管理，かんばん方式，

稼動分析，動作・時間分析，⼈間工学，⼈間−機械系 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 経営工学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義の際に適宜紹介する。教科書の参考文献を参考のこと。 
授業形態 講義 
注意備考 講義に必ず出席し，レポートの期限を厳守すること。 
シラバスコード FTP59B1 
実務経験のある教員  
達成目標 生産システム，ロボットシステムの運用，管理， 安全，および，知的システムに

関する基礎を理解し応用する能⼒を習得すること。 
受講者へのコメント  
連絡先 （村⽥厚生）岡山大学工学部５号館３０２室。（他の教員）岡山理科大学２０号館

４階「工学就業⼒育成支援室」（電話：086 ｰ 256 ｰ 8627） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 学会理事の仕事，国際会議等で相当多忙なため，スケジュールが不規則になりま
したが，同一の時間帯で講義可能となるように善処できればと考えます。 

英文科目名  
関連科目 数学系基礎科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生産システムでは⼈間（作業者）が機械やロボットとインタラクション（相互作

用）し合いながら製品，部品等を製造している．本講義では生産システムにおい
て，利益最大化，コスト最小化をはかる伝統的な IE（Industrial Engineering）の
手法と⼈間の働きやすさ向上，製品の使い易さ等につなげる⼈間−機械系の考え
方について講義し，両側面をいかに統合化させて生産システムの最適化を実現す
るかを習得する．そして，IE，⼈間工学両側面からの生産システムの改善法を習
得することを目的とする。 



対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 作業者の安全確保について、作業面及び設備面の両面からの基本的な考え

方について説明する。 
2 回 創業 207 年の老舗酒造が、地元に根付いた古き良き文化の継承と、次世代
に継承していくための新たな挑戦について説明する。 
3 回 電子ディスプレイ、特にプラズマディスプレイに学ぶ技術開発と経営戦略
について説明する。 
4 回 生産システム，IE とは何かを説明する。 
5 回 生産システム，IE における⼈，もの，情報の流れを説明する。 
6 回 生産システム，IE の手法(1)−工程管理・日程管理・作業管理−を 
説明する。 
7 回 生産システム，IE の手法(2)−３S・GT−を説明する。 
8 回 生産システム，IE の手法(3)−パレート図・品質管理−を説明する。 
9 回 生産システムの評価法を説明する。 
10 回 生産システム効率化の具体策(1)を説明する。 
11 回 生産システム効率化の具体策(1)を説明する。 
12 回 生産システム，IE における管理組織・かんばん方式・自動化手法を説明す
る。 
13 回 生産システム，IE における⼈間工学の役割−⼈間−機械系の考え方−を説
明する。 
14 回 稼働分析，作業研究，工程分析説明する。 
15 回 講義全体のまとめ，生産システムの効率的運用の仕方を説明する。 

準備学習 1 回 「安全」とは何か、「労働災害」とは何かを考えてみること。 
2 回 企業文化の伝承と⾰新について考えておくこと。 
3 回 身の回りにあるいろいろな方式のディスプレイ機器が、いつ頃から市場に
出てきたか考えて見ること。 
4 回 教科書の第１章を予習しておくこと。 
5 回 教科書の第１章を予習しておくこと。 
6 回 教科書の第２章を予習しておくこと。 
7 回 教科書の第２章を予習しておくこと。 
8 回 教科書の第２章を予習しておくこと。 
9 回 教科書の第３章を予習しておくこと。 
10 回 教科書の第３章を予習しておくこと。 
11 回 教科書の第３章を予習しておくこと。 
12 回 教科書の第３章を予習しておくこと。 
13 回 教科書の第８章を予習しておくこと。 
14 回 教科書の第４章を予習しておくこと。 
15 回 教科書の第４章を予習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTP9011 
成績評価 出席（３０％）および課題（７０％）の結果を総合的に勘案して評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス PA(工)(〜12) 
見出し FTP9011 チュートリアルⅠ 
担当教員名 赤木 徹也 
単位数 1 
教科書 講義中に配る配布資料 
アクティブラーニング  
キーワード レーザー加工機，工作機械，NC 機械，ものづくり，プランニング 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 自由記述なし 
科目名 チュートリアルⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜、指示します。 
授業形態 講義 
注意備考 講義内容に関する質問や相談事がある時は、授業担当者（赤木）の研究室を訪ね

てください。 
シラバスコード FTP9011 
実務経験のある教員  
達成目標 各学生が有するプロジェクトに関して、漠然としたイメージを描くことができ，

さらにそれを実現するために、どのような作業が必要となるかをイメージできる
ようになること。 

受講者へのコメント 実際に設計してものづくりを行う講義であったが積極的に講義に臨んでくれて
非常に良かった 

連絡先 20 号館 5 階赤木研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 【A：授業の取り組みに関して】 
１）出席に関して・・・概ね良好であり，良かったと思います． 
２）授業時間外での学習に関して・・全設問に１名ずつ存在し，個⼈差が多いも
のと思われる． 
３）時間外学習の内容に関して・・・約 6 割が無回答で，その他は主に宿題や課
題をした方ですか⺟数が少ないので参考になりにくいです． 
【B：授業による成⻑に関して】 
この分野における理解・技能・興味が深まった方が大半であり良かったです． 
【C:総合評価に関して】 
５）目標達成に関して・・・60％の学生が達成できたと評価していることが良 

英文科目名 Tutorial I 



関連科目 工学プロジェクトセミナー，機械製図Ⅰ（知能機械工学科） 
次回に向けての改善変更予定 今年度からものづくりを行う基礎である設計とレーザー加工機を使って実際に

作品をつくる講義を行ったが，さほど大きな不満が生じなかったことから変更し
て良かったものと思われる. 

講義目的 本講義を通じて、漠然としたものづくりに対するイメージを作り，設計、加工な
どを分担作業で行うにはどうしたらよいかなどのチームワークの育成に関して
模擬的な課題を与え，取り組むための準備を行う。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションを実施し、工学部でのものづくりについて解説する。 

2 回 各種工作機械について解説する。 
3 回 レーザー加工機の使い方について解説する。 
4 回 レーザー加工機の使い方について解説し，実習する 
5 回 NC 機械の操作方法について解説する。 
6 回 NC 機械の操作方法について解説し，実習する。 
7 回 CAD による設計について解説する。 
8 回 CAD による設計と実際の演習について解説する。 
9 回 CAD による設計の演習を行う。 
10 回 まとめ、課題作成を実施する。 

準備学習 1 回 大学では何を学びたいのか，何を作りたいかを考えておくこと。 
2 回 工作機械についてインターネットを利用して調べておくこと。 
3 回 レーザー加工機についてインターネットを利用して調べておくこと。 
4 回 先週の操作方法に関するメモ，ノートを見直しておくこと。 
5 回 NC 機器についてインターネットを利用して調べておくこと。 
6 回 先週の操作方法に関するメモ，ノートを見直しておくこと。 
7 回 CAD についてインターネットを利用して調べておくこと。 
8 回 先週の操作方法に関するメモ，ノートを見直しておくこと。 
9 回 先週の操作方法に関するメモ，ノートを見直しておくこと。 
10 回 これまでの講義内容を復習しておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FTP9012 
成績評価 計画立案・実施などプロジェクトを進めていく過程およびその報告（７０％）と

最終的なプレゼンテーション（３０％）によって評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス PA(工)(〜11) 
見出し FTP9012 プロジェクトⅡ 
担当教員名 松浦 洋司、茅原 敏広＊、平 邦昭＊ 
単位数 2 
教科書 資料配布 
アクティブラーニング  
キーワード ものづくり、総合的学習、問題解決⼒、コミュニケーション⼒ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 なし 
科目名 プロジェクトⅡ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし 
授業形態 実験実習 
注意備考 グループによってプロジェクト内容や進捗状況が異なるので、教員の指示をよく

聞いて進めること 
シラバスコード FTP9012 
実務経験のある教員  
達成目標 ①ものづくりの一連の流れを説明できる。 

②与えられた課題に対してアイディアを出すことができる。 
③アイディアを実現させるための計画を立てることができる。 
④習得した専門知識を利用して計画を進めることができる。 
⑤他者と議論を行いながら意見集約し方針を立てることができる。 
⑥製作のねらいやアイディア、完成後の評価などについて口頭や文章によってプ
レゼンテーションできる。 

受講者へのコメント この講義は、通常の座学の講義とは違い、グループでものづくりを行うので、比
較的時間を自由に使うことができますので、自己管理が大切になります。また、
計画の見直しなどを常に行いながら進めていく必要があります。 
そのことから、真剣に取り組めば自分をどんどん成⻑させることができる講義で
す。 
果敢にチャレンジしていってください。 

連絡先 松浦研究室 20 号館 4 階 TEL：086-256-9579 E-mail:matsuura@are.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業時間外にどの程度、学習しましたかについては、１時間程度以上の累積が
41.7％でした。 
そのうち、指示された課題以外の学習にも自主的に取り組んだが 33.3％と比較的



高い割合でした。 
総合評価のこの授業に満足しましたかについては、満足とほぼ満足の合計が
91.7％でした。 

英文科目名 Project II 
関連科目 実際に行うプロジェクト内容によって関連する科目が異なる。 
次回に向けての改善変更予定 グループの役割分担、特にリーダーを決め、当初の計画に対して進捗状況が分か

りやすくなるように、工夫していきたいと思います。 
講義目的 プロジェクトⅠに引き続き、学生の目標や興味に応じた具体的なものづくりのテ

ーマについて、ゼロから完成までの実践を行う。それによって、ものづくりの総
合的な学習を体験するとともに、創造的思考⼒やＰＤＣＡサイクルの考え方を身
につける。また、グループにおけるものづくり実践によって、コミュニケーショ
ン⼒やリーダーシップ⼒、倫理観などを身につける。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション（全教員） 

2 回 ものづくり実践（１）（全教員） 
3 回 ものづくり実践（２）（全教員） 
4 回 ものづくり実践（３）（全教員） 
5 回 ものづくり実践（４）（全教員） 
6 回 ものづくり実践（５）（全教員） 
7 回 ものづくり実践（６）（全教員） 
8 回 ものづくり実践（７）（全教員） 
9 回 ものづくり実践（８）（全教員） 
10 回 ものづくり実践（９）（全教員） 
11 回 ものづくり実践（１０）（全教員） 
12 回 ものづくり実践（１１）（全教員） 
13 回 ものづくり実践（１２）（全教員） 
14 回 ものづくり実践（１３）（全教員） 
15 回 プレゼンテーション（全教員） 

準備学習 1 回 シラバスを確認し講義目的などを理解すること 
2 回 具体的なものづくりのテーマを考えること 
3 回 講義中に指示する 
4 回 講義中に指示する 
5 回 講義中に指示する 
6 回 講義中に指示する 
7 回 講義中に指示する 
8 回 講義中に指示する 
9 回 講義中に指示する 
10 回 講義中に指示する 
11 回 講義中に指示する 
12 回 講義中に指示する 
13 回 講義中に指示する 
14 回 講義中に指示する 



15 回 プレゼンテーションの準備をする 
 



年度 2012 
授業コード FTP9013 
成績評価 卒業論文において研究課題解決のために実施された方法・手段、およびこれらを

通して得られた結果の分析・考察を工学的観点から評価する。さらに、卒業研究
発表会のために準備された要旨やスライドが、簡潔かつ効果的なものであるかど
うかについて評価する。そしてこれらを総合的に点数化し、100 点満点で 60 点
以上を合格とする。 

曜日時限 集中その他 
対象クラス PA(工)(〜09) 
見出し FTP9013 卒業研究 
担当教員名 平野 博之、赤木 徹也、松宮 潔、岡本 直孝、中川 紀美雄、堂⽥ 周治郎、

大倉 
単位数 8 
教科書 指導教員の指示による。 
アクティブラーニング  
キーワード 応用化学、機械工学、電気工学、電子工学、ロボット工学、生体医工学 
開講学期 通年 
自由記述に対する回答 なし 
科目名 卒業研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指導教員の指示による。 
授業形態 実験実習 
注意備考 卒業研究は、配属された研究室の指導教員の下で行う。上記講義計画において、

それぞれの実施内容とその実施時期は研究室によって異なることがある。学習時
間については、合計で 470 時間以上が必須条件である。 

シラバスコード FTP9013 
実務経験のある教員  
達成目標 教員の指導のもと、以下の事柄を達成することを目標とする。 

(1) 卒業研究課題の背景や研究目的を理解できる。 
(2) 卒業研究課題を遂行するための計画を立てることができる。 
(3) 計画の遂行に必要な情報の収集・技術の体得を自ら行う。 
(4) 研究内容等について、論理的に記述したり、口頭で発表したりできる。 

受講者へのコメント 引き続き，就業⼒あるいは社会⼈基礎⼒などを意識して，卒業研究指導を行って
いきたい． 

連絡先 代表はコース⻑であるが、原則、配属された研究室の指導教員。 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 アンケートを実施していない 
英文科目名 Graduation Thesis 
関連科目 工学部のすべての学科の専門科目と B 群科目等 



次回に向けての改善変更予定 引き続き，就業⼒あるいは社会⼈基礎⼒などを意識して，卒業研究指導を行って
いきたい． 

講義目的 研究室に配属され、指導教員のもと、これまでに履修した学習内容とここで新た
に学ぶ専門内容に基づき、1 年間卒業研究を行う。研究にあたっては、研究室で
実施されている研究テーマのうち、少なくとも 1 分野に関連した研究に取り組
む。そして、卒業後も、自ら課題を見つけ解決できるような能⼒を涵養する。ま
た、研究室における他の学生との関わりを通して、協調性、コミュニケーション
⼒、プレゼンテーション⼒、文章表現⼒なども身につけることを目的とする。 

対象学年 4 年 
授業内容  
準備学習 最終的に自分が卒業研究で実施したいテーマを念頭に置き、チューターや工学プ

ロジェクトコース担当教員とよく相談しながら、工学部にあるすべての学科の専
門科目の中から自分の興味のある科目を選び、確実に理解しておくこと。さらに、
文章表現、プレゼンテーション、パソコン操作などに関する科目にも積極的に取
り組み、研究内容を論理的に伝える能⼒も身につけておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTP9021 
成績評価 課題（３０％）およびプレゼンテーション（７０％）の結果を総合的に勘案して

評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス PA(工)(〜11) 
見出し FTP9021 チュートリアルⅡ 
担当教員名 笠 展幸 
単位数 1 
教科書 知へのステップ 学習技術研究会編 くろしお出版（チュートリアルⅠの教科書

と同じ） 
アクティブラーニング  
キーワード スタディ・スキルズ，情報収集，情報整理，レポート，ライティング，プレゼン

テーション 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 チュートリアルⅡ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜、指示します。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTP9021 
実務経験のある教員  
達成目標 ・ 大学生として自立した学生生活を過ごすことができる・ 自身の学習目標を設

定し、それに応じたカリキュラムを作成することができる・ 作成したカリキュ
ラムに沿って、自ら進んで学習することができる・ これらを実現するための基
礎的な技術（スタディ・スキルズ）を身につけることができる 

受講者へのコメント  
連絡先 １７号館５階の笠研究室まで（電子メール：kasa@ee.ous.ac.jp；オフィスアワー：

毎週水 5,6） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Tutorial II 
関連科目 文章表現法，プレゼンテーション 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 本講義を通じて、下記の目標を達成できるようになること：・ 大学生として自立

した学生生活を過ごせるようになること・ 自身の学習目標を設定し、それに応
じたカリキュラムを作成すること・ 作成したカリキュラムに沿って、自ら進ん
で学習できるようになること・ これらを実現するための基礎的な技術（スタデ



ィ・スキルズ）を身につけること 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 前年度の達成点・反省点の確認と今年度の年間目標の設定 

2 回 チュートリアルⅠの復習 
3 回 効果的なアカデミック・ライティングについて 
4 回 パソコンによるライティング・スキルについて 
5 回 プレゼンテーションの基本スキルについて１ 
6 回 プレゼンテーションの基本スキルについて２ 
7 回 わかりやすいプレゼンテーションについて 
8 回 与えられた課題に対するパワーポイントおよび発表原稿の作成 
9 回 パワーポイントを用いて与えられた課題に対する発表 
10 回 まとめ，課題作成 

準備学習 1 回 前年度初めに立てた年間目標に対してどこまで達成できたかを考えておく
こと。 
2 回 教科書の第８章までを読んでおくこと。 
3 回 教科書の第９章を読んでおくこと。 
4 回 教科書の第１０章を読んでおくこと。 
5 回 教科書の第１１章を読んでおくこと。 
6 回 第５回目の講義を復習しておくこと。 
7 回 教科書の第１２章を読んでおくこと。 
8 回 パワーポイントを用いてスライドの作成をしておくこと。 
9 回 発表の練習をしておくこと。 
10 回 これまでの講義内容を復習しておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FTP9022 
成績評価 計画立案・実施などプロジェクトを進めていく過程およびその報告（７０％）と

最終的なプレゼンテーション（３０％）によって評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス PA(工)(〜10) 
見出し FTP9022 プロジェクトⅣ 
担当教員名 松浦 洋司、茅原 敏広＊、平 邦昭＊ 
単位数 2 
教科書 資料配布 
アクティブラーニング  
キーワード ものづくり、総合的学習、問題解決⼒、コミュニケーション⼒ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 せまかった 

 回答：⼈数によっては教室を変更したいと思います。 
科目名 プロジェクトⅣ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし 
授業形態 実験実習 
注意備考 グループによってプロジェクト内容や進捗状況が異なるので、教員の指示をよく

聞いて進めること 
シラバスコード FTP9022 
実務経験のある教員  
達成目標 ①ものづくりの一連の流れを説明できる。 

②与えられた課題に対してアイディアを出すことができる。 
③アイディアを実現させるための計画を立てることができる。 
④習得した専門知識を利用して計画を進めることができる。 
⑤他者と議論を行いながら意見集約し方針を立てることができる。 
⑥製作のねらいやアイディア、完成後の評価などについて口頭や文章によってプ
レゼンテーションできる。 

受講者へのコメント この講義は、通常の座学の講義とは違い、グループでものづくりを行うので、比
較的時間を自由に使うことができますので、自己管理が大切になります。また、
計画の見直しなどを常に行いながら進めていく必要があります。 
そのことから、真剣に取り組めば自分をどんどん成⻑させることができる講義で
す。 
果敢にチャレンジしていってください。 

連絡先 松浦研究室 20 号館 4 階 TEL：086-256-9579 E-mail:matsuura@are.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業時間外にどの程度、学習しましたかについては、１時間程度以上の累積が
25.0％でしたが、指示された課題以外の学習にも自主的に取り組んだが 37.5％と



比較的高い割合でした。 
総合評価のこの授業に満足しましたかについては、満足とほぼ満足の合計が
87.5％でした。 

英文科目名 Project IV 
関連科目 実際に行うプロジェクト内容によって関連する科目が異なる。 
次回に向けての改善変更予定 グループの役割分担、特にリーダーを決め、当初の計画に対して進捗状況が分か

りやすくなるように、工夫していきたいと思います。 
講義目的 プロジェクトⅠ・Ⅱ・Ⅲに引き続き、学生の目標や興味に応じた具体的なものづ

くりのテーマについて、ゼロから完成までの実践を行う。それによって、ものづ
くりの総合的な学習を体験するとともに、創造的思考⼒やＰＤＣＡサイクルの考
え方を身につける。また、グループにおけるものづくり実践によって、コミュニ
ケーション⼒やリーダーシップ⼒、倫理観などを身につける。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション（全教員） 

2 回 ものづくり実践（１）（全教員） 
3 回 ものづくり実践（２）（全教員） 
4 回 ものづくり実践（３）（全教員） 
5 回 ものづくり実践（４）（全教員） 
6 回 ものづくり実践（５）（全教員） 
7 回 ものづくり実践（６）（全教員） 
8 回 ものづくり実践（７）（全教員） 
9 回 ものづくり実践（８）（全教員） 
10 回 ものづくり実践（９）（全教員） 
11 回 ものづくり実践（１０）（全教員） 
12 回 ものづくり実践（１１）（全教員） 
13 回 ものづくり実践（１２）（全教員） 
14 回 ものづくり実践（１３）（全教員） 
15 回 プレゼンテーション（全教員） 

準備学習 1 回 シラバスを確認し講義目的などを理解すること 
2 回 具体的なものづくりのテーマを考えること 
3 回 講義中に指示する 
4 回 講義中に指示する 
5 回 講義中に指示する 
6 回 講義中に指示する 
7 回 講義中に指示する 
8 回 講義中に指示する 
9 回 講義中に指示する 
10 回 講義中に指示する 
11 回 講義中に指示する 
12 回 講義中に指示する 
13 回 講義中に指示する 
14 回 講義中に指示する 



15 回 プレゼンテーションの準備をする 
 



年度 2012 
授業コード FTP9031 
成績評価 定期試験（６０％）、レポート課題・演習課題（４０％）で評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス PA(工)(〜11) 
見出し FTP9031 プロジェクトマネジメントⅠ 
担当教員名 茅原 敏広＊ 
単位数 2 
教科書 適宜資料を配布する 
アクティブラーニング  
キーワード ものづくり、マネジメント、プロジェクトリーダー、ゼネラリスト 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特になし。 
科目名 プロジェクトマネジメントⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTP9031 
実務経験のある教員  
達成目標 ①ものづくりの一連の流れを説明できる。 

②プロジェクトの計画・実施方法・管理に必要な基本的事項について説明できる。 
③ものづくりの基礎的ことがらについて自ら課題を設定することができる。 

受講者へのコメント 企業における工学関連業務は、基礎的技術の原理を理解してそれらを応用できる
能⼒が一番大切であり、知っている基礎式を現実的な現象や課題をみてうまく利
用できる能⼒が重要です。 
知っているだけというのは実践では役に立たないので、（たとえ簡単な基礎的な
ものでも、）知っている工学知識を現実に使って考察したり検証したり出来る必
要があります。 
そのためには、ともかく今ある知識を利用して何とか解決しようとする行動⼒・
実践⼒を大切に育成してください。 

連絡先 連絡は松浦まですること。研究室 20 号館 4 階 TEL：086-256-9579 E-
mail:matsuura@are.ous.ac.jp 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 専門知識が少ない状況下ですから、高校で習った物理学の基礎や説明した基本定
理等を現実的に使用する（応用する）ことで、 
「習うより慣れろ」を主体とした考え方で進めた。 テキストは、実際的な設備
を紹介してその基本設計の概要を習熟する形で行ったので、すべてが具体的・実
際的な物を事例としている。 したがって、初めて知るような事例が多くあった
はずで、工場等の設備機械を知る上では参考になったこともあろうかと判断して



います。 
英文科目名 Project Management I 
関連科目 工学プロジェクトセミナーⅠ・Ⅱ、プロジェクトⅠ〜Ⅳ 
次回に向けての改善変更予定 ２年目が終了しており、初年度はテキストの作成で大変でしたが、講義の状況や

理解への反応を参考にしてテキストを補てん・修正あるいは変更しています。 
基本路線は変更せず、現実も物を対象にして、基礎式の応用に知恵と工夫を発揮
できるような機会・訓練を主体として進める予定。 

講義目的 実際のものづくりは複数の分野の専門家が集まったプロジェクトチームで行わ
れる。したがって、プロジェクトの計画・実施方法・管理などの全体的なマネジ
メントを行うリーダー的⼈材が不可欠である。本講義では、具体的なプロジェク
ト例を踏まえながらマネジメントに必要な知識と技術を身につける。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 ものづくりプロジェクトの全体的プロセス 
3 回 プロジェクトの全体計画 
4 回 企画・構想（１） 
5 回 企画・構想（２） 
6 回 企画・構想（３） 
7 回 計画（１） 
8 回 計画（２） 
9 回 実施方法 
10 回 管理方法 
11 回 評価方法 
12 回 具体的演習（１） 
13 回 具体的演習（２） 
14 回 具体的演習（３） 
15 回 プレゼンテーション 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し講義目的などを理解すること 
2 回 具体的な製品を挙げ、その製造過程を考えること 
3 回 具体的な製品について全体的な製造プロセスを考えること 
4 回 身近な製品の使いにくいところを考えること 
5 回 身近な製品の使いにくいところをどう工夫すればいいか考えてみること 
6 回 他者の工夫と比較して良い点悪い点を整理すること 
7 回 具体的工夫を実現するために必要なことは何か考えること 
8 回 具体的工夫を実現するためにどのくらいの期間や⼈が必要か考えること 
9 回 具体的工夫を実施するとき問題になりそうなことは何か考えること 
10 回 講義中に指示する 
11 回 講義中に指示する 
12 回 これまでの内容を全体的に復習すること 
13 回 プロジェクトの企画・構想を行うこと 
14 回 プロジェクトの計画を立てること 
15 回 プレゼンテーションの準備をする 



 



年度 2012 
授業コード FTP9041 
成績評価 計画立案・実施などプロジェクトを進めていく過程およびその報告（７０％）と

最終的なプレゼンテーション（３０％）によって評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス PA(工)(〜11) 
見出し FTP9041 プロジェクトⅠ 
担当教員名 松浦 洋司、金子 正明＊、茅原 敏広＊ 
単位数 2 
教科書 資料配布 
アクティブラーニング  
キーワード ものづくり、総合的学習、問題解決⼒、コミュニケーション⼒ 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 プロジェクトⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし 
授業形態 実験実習 
注意備考 グループによってプロジェクト内容や進捗状況が異なるので、教員の指示をよく

聞いて進めること 
シラバスコード FTP9041 
実務経験のある教員  
達成目標 ①ものづくりの一連の流れを説明できる。 

②与えられた課題に対してアイディアを出すことができる。 
③アイディアを実現させるための計画を立てることができる。 
④習得した専門知識を利用して計画を進めることができる。 
⑤他者と議論を行いながら意見集約し方針を立てることができる。 
⑥製作のねらいやアイディア、完成後の評価などについて口頭や文章によってプ
レゼンテーションできる。 

受講者へのコメント  
連絡先 松浦研究室 20 号館 4 階 TEL：086-256-9579 E-mail:matsuura@are.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Project I 
関連科目 実際に行うプロジェクト内容によって関連する科目が異なる。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 学生の目標や興味に応じた具体的なものづくりのテーマについて、ゼロから完成

までの実践を行う。それによって、ものづくりの総合的な学習を体験するととも
に、創造的思考⼒やＰＤＣＡサイクルの考え方を身につける。また、グループに



おけるものづくり実践によって、コミュニケーション⼒やリーダーシップ⼒、倫
理観などを身につける。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション（全教員） 

2 回 ものづくり実践（１）（全教員） 
3 回 ものづくり実践（２）（全教員） 
4 回 ものづくり実践（３）（全教員） 
5 回 ものづくり実践（４）（全教員） 
6 回 ものづくり実践（５）（全教員） 
7 回 ものづくり実践（６）（全教員） 
8 回 ものづくり実践（７）（全教員） 
9 回 ものづくり実践（８）（全教員） 
10 回 ものづくり実践（９）（全教員） 
11 回 ものづくり実践（１０）（全教員） 
12 回 ものづくり実践（１１）（全教員） 
13 回 ものづくり実践（１２）（全教員） 
14 回 ものづくり実践（１３）（全教員） 
15 回 プレゼンテーション（全教員） 

準備学習 1 回 シラバスを確認し講義目的などを理解すること 
2 回 具体的なものづくりのテーマを考えること 
3 回 講義中に指示する 
4 回 講義中に指示する 
5 回 講義中に指示する 
6 回 講義中に指示する 
7 回 講義中に指示する 
8 回 講義中に指示する 
9 回 講義中に指示する 
10 回 講義中に指示する 
11 回 講義中に指示する 
12 回 講義中に指示する 
13 回 講義中に指示する 
14 回 講義中に指示する 
15 回 プレゼンテーションの準備をする 

 



年度 2012 
授業コード FTP9051 
成績評価 ライティングに関する宿題（５０％）とプレゼンテーションの内容（５０％）の

結果を総合的に勘案して評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス PA(工)(〜10) 
見出し FTP9051 チュートリアルⅢ 
担当教員名 中井 賢治 
単位数 1 
教科書 知へのステップ 学習技術研究会編 くろしお出版（チュートリアルⅠ，Ⅱの教

科書と同じ） 
アクティブラーニング  
キーワード スタディ・スキルズ，情報収集，情報整理，レポート，ライティング，プレゼン

テーション 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 チュートリアルⅢ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜、指示します。 
授業形態 講義 
注意備考 講義内容に関する質問や相談事がある時は、授業担当者（中井）の研究室（上記

連絡先参照）を訪ねてください。ただし、まずは疑問点に対する回答を自分なり
に調べておくこと。 

シラバスコード FTP9051 
実務経験のある教員  
達成目標 ・ 大学生として自立した学生生活を過ごすことができる 

・ 自身の学習目標を設定し、それに応じたカリキュラムを作成することができ
る 
・ 作成したカリキュラムに沿って、自ら進んで学習することができる 
・ これらを実現するための基礎的な技術（スタディ・スキルズ）を身につけるこ
とができる 

受講者へのコメント  
連絡先 ４号館３階の中井研究室まで（電子メール：nakai@mech.ous.ac.jp；オフィスア

ワー：毎週木・金曜日随時） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Tutorial III 
関連科目 文章表現法，プレゼンテーション 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 本講義を通じて、下記の目標を達成できるようになること： 
 ・ 大学生として自立した学生生活を過ごせるようになること 
 ・ 自身の学習目標を設定し、それに応じたカリキュラムを作成すること 
 ・ 作成したカリキュラムに沿って、自ら進んで学習できるようになること 
 ・ これらを実現するための基礎的な技術（スタディ・スキルズ）を身につける
こと 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 第 1 回：前年度初めに立てた年間目標に対してどこまで達成できたかを考えてお

くこと。 
第 2 回：教科書の第８章までを読んでおくこと。 
第 3 回：教科書の第９章を読んでおくこと。 
第 4 回：教科書の第１０章を読んでおくこと。 
第 5 回：教科書の第１１章を読んでおくこと。 
第 6 回：第５回目の講義を復習しておくこと。 
第 7 回：教科書の第１２章を読んでおくこと。 
第 8 回：パワーポイントを用いてスライドの作成をしておくこと。 
第 9 回：発表の練習をしておくこと。 
第 10 回：これまでの講義内容を復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTP9061 
成績評価 定期試験（６０％）、レポート課題・演習課題（４０％）で評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス PA(工)(〜10) 
見出し FTP9061 プロジェクトマネジメントⅡ 
担当教員名 茅原 敏広＊ 
単位数 2 
教科書 適宜資料を配布する 
アクティブラーニング  
キーワード ものづくり、マネジメント、プロジェクトリーダー、ゼネラリスト 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特になし。 
科目名 プロジェクトマネジメントⅡ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTP9061 
実務経験のある教員  
達成目標 ①ものづくりの一連の流れを説明できる。②プロジェクトの計画・実施方法・管

理に必要な基本的事項について説明できる。③ものづくりの基礎的ことがらにつ
いて自ら課題を設定することができる。④設定した課題を解決するための計画を
立てることができる。⑤計画に基づいて実施・管理ができる。⑥社会の中におけ
るものづくりの位置づけや役割について説明できる。 

受講者へのコメント マネジメントⅡは、マネジメントⅠのステップアップ的な内容で実際の機器等を
紹介しております。 
それらの設計方法や解析方法については、基礎式・基本的な基礎技術情報をうま
く使って何とか概略をつかむという考え方は、マネジメントⅠとまったく同じで
す。 
ほんのわずかな基礎式でもきちんと理解していれば、物の設計計算の多くが可能
であるということ、そして興味を持って今ある知識を（知恵を出して）使えるよ
うに出来れば、結構多くのことができます。 

連絡先 連絡は松浦まですること。研究室 20 号館 4 階 TEL：086-256-9579 E-
mail:matsuura@are.ous.ac.jp 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 マネジメントⅠを受講した学生が大半ではあるものの、一部にマネジメントⅡの
み受講の学生がいる。 
このため、マネジメントⅠを基準として、それよりは質的に多少難易度の高い内
容で紹介する実際機器を事例選定して、それらの基本設計方法等を学習するの



で、マネジメントⅡのみの受講生は、多少難易度が高いと感じ他かもしれない。 
英文科目名 Project Management II 
関連科目 工学プロジェクトセミナーⅠ・Ⅱ、プロジェクトⅠ〜Ⅳ、プロジェクトマネジメ

ントⅠ 
次回に向けての改善変更予定 このテキストも初年度に作成が大変でしたが、授業の様子を見ながら、都度に復

讐資料・追加説明資料を作って来てます。 
大筋の流れは変更予定はありませんが、説明の図や内容の追加・改善は行う予定。 

講義目的 実際のものづくりは複数の分野の専門家が集まったプロジェクトチームで行わ
れる。したがって、プロジェクトの計画・実施方法・管理などの全体的なマネジ
メントを行うリーダー的⼈材が不可欠である。本講義では、プロジェクトマネジ
メント位置に引き続き、具体的なプロジェクト例を踏まえながらマネジメントに
必要な知識と技術を身につける。さらに、社会の中におけるものづくりの位置づ
けについて理解する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 ものづくりプロジェクトの全体的プロセス 
3 回 プロジェクトの全体計画 
4 回 企画・構想（１） 
5 回 企画・構想（２） 
6 回 企画・構想（３） 
7 回 計画（１） 
8 回 計画（２） 
9 回 実施方法 
10 回 管理方法 
11 回 評価方法 
12 回 具体的演習（１） 
13 回 具体的演習（２） 
14 回 具体的演習（３） 
15 回 プレゼンテーション 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し講義目的などを理解すること 
2 回 具体的な製品を挙げ、その製造過程を考えること 
3 回 具体的な製品について全体的な製造プロセスを考えること 
4 回 身近な製品の使いにくいところを考えること 
5 回 身近な製品の使いにくいところをどう工夫すればいいか考えてみること 
6 回 他者の工夫と比較して良い点悪い点を整理すること 
7 回 具体的工夫を実現するために必要なことは何か考えること 
8 回 具体的工夫を実現するためにどのくらいの期間や⼈が必要か考えること 
9 回 具体的工夫を実施するとき問題になりそうなことは何か考えること 
10 回 講義中に指示する 
11 回 講義中に指示する 
12 回 これまでの内容を全体的に復習すること 
13 回 プロジェクトの企画・構想を行うこと 



14 回 プロジェクトの計画を立てること 
15 回 プレゼンテーションの準備をする 

 



年度 2012 
授業コード FTP9071 
成績評価 計画立案・実施などプロジェクトを進めていく過程およびその報告（７０％）と

最終的なプレゼンテーション（３０％）によって評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス PA(工)(〜10) 
見出し FTP9071 プロジェクトⅢ 
担当教員名 松浦 洋司、金子 正明＊、茅原 敏広＊ 
単位数 2 
教科書 資料配布 
アクティブラーニング  
キーワード ものづくり、総合的学習、問題解決⼒、コミュニケーション⼒ 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 プロジェクトⅢ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし 
授業形態 実験実習 
注意備考 グループによってプロジェクト内容や進捗状況が異なるので、教員の指示をよく

聞いて進めること 
シラバスコード FTP9071 
実務経験のある教員  
達成目標 ①ものづくりの一連の流れを説明できる。 

②与えられた課題に対してアイディアを出すことができる。 
③アイディアを実現させるための計画を立てることができる。 
④習得した専門知識を利用して計画を進めることができる。 
⑤他者と議論を行いながら意見集約し方針を立てることができる。 
⑥製作のねらいやアイディア、完成後の評価などについて口頭や文章によってプ
レゼンテーションできる。 

受講者へのコメント  
連絡先 松浦研究室 20 号館 4 階 TEL：086-256-9579 E-mail:matsuura@are.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Project III 
関連科目 実際に行うプロジェクト内容によって関連する科目が異なる。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 プロジェクトⅠ・Ⅱに引き続き、学生の目標や興味に応じた具体的なものづくり

のテーマについて、ゼロから完成までの実践を行う。それによって、ものづくり
の総合的な学習を体験するとともに、創造的思考⼒やＰＤＣＡサイクルの考え方



を身につける。また、グループにおけるものづくり実践によって、コミュニケー
ション⼒やリーダーシップ⼒、倫理観などを身につける。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション（全教員） 

2 回 ものづくり実践（１）（全教員） 
3 回 ものづくり実践（２）（全教員） 
4 回 ものづくり実践（３）（全教員） 
5 回 ものづくり実践（４）（全教員） 
6 回 ものづくり実践（５）（全教員） 
7 回 ものづくり実践（６）（全教員） 
8 回 ものづくり実践（７）（全教員） 
9 回 ものづくり実践（８）（全教員） 
10 回 ものづくり実践（９）（全教員） 
11 回 ものづくり実践（１０）（全教員） 
12 回 ものづくり実践（１１）（全教員） 
13 回 ものづくり実践（１２）（全教員） 
14 回 ものづくり実践（１３）（全教員） 
15 回 プレゼンテーション（全教員） 

準備学習 1 回 シラバスを確認し講義目的などを理解すること 
2 回 具体的なものづくりのテーマを考えること 
3 回 講義中に指示する 
4 回 講義中に指示する 
5 回 講義中に指示する 
6 回 講義中に指示する 
7 回 講義中に指示する 
8 回 講義中に指示する 
9 回 講義中に指示する 
10 回 講義中に指示する 
11 回 講義中に指示する 
12 回 講義中に指示する 
13 回 講義中に指示する 
14 回 講義中に指示する 
15 回 プレゼンテーションの準備をする 

 



年度 2012 
授業コード FTR1111 
成績評価 毎回の演習課題(5%×10 回=50%)、中間試験(10%×3 回=30%)、期末試験

(20%)。ただし期末試験の得点率が 50%未満の場合には追加して演習・試験を行
うことがある。 

曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス RA(10〜11),RB(10〜11) 
見出し FTR1111 数学Ⅱ 
担当教員名 荒木 圭典 
単位数 2 
教科書 「微分積分 I 新訂」（大日本図書）矢野監修、春日編、「モノグラフ ５訂版 公式

集」（科学振興新社） 
アクティブラーニング  
キーワード 積分（定積分）。原始関数（不定積分）。原始関数と積分値の関係。原始関数を求

める技巧：線形性、置換積分、部分積分、部分分数分解、三角関数の公式の活用。
グラフの対称性と積分値の関係。初等関数の原始関数。 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答 （特にありませんでした） 
科目名 数学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義において指示する 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTR1111 
実務経験のある教員  
達成目標 微分法、積分法の基礎を理解し、簡単な応用問題を解くことができる。 
受講者へのコメント 計算の仕方を忘れないでください。 
連絡先 担当：荒木圭典 E-mail: araki(_at_)are.ous.ac.jp, Tel: 086-256-9509, 研究室：２

０号館６階、オフィスアワー： 随時 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になしが多いのでちょっと対処がわかりません。 
英文科目名 Calculus II 
関連科目 全てのＡ群科目 
次回に向けての改善変更予定 もう少し授業時間を演習に使うように工夫したいです。 
講義目的 1 変数関数の積分法の基礎について、図形的意味、計算法について習熟すること。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 積分（定積分）の直観的な定義、すなわち関数のグラフと軸の間の面積。積

分の筆算の基本としての不定積分（原始関数）と定積分の関係。多項式、初等関
数(sin, cos, exp, ln)の積分の演習。積分記号の意味や、原始関数が筆算で初等関



数の組み合わせとして求められない積分(例えば誤差関数)についても簡単に言
及する。 
2 回 積分の計算技巧について、すなわち原始関数の計算の目標が、べき関数、
sin, cos, exp の線形結合に持ち込むこと、そのための技巧として(1)線形性の利
用、(2)部分積分法、(3)置換積分法、(4)同じグラフを表す別の関数の組み合わせ
への式変形（部分分数分解、三角関数の公式の利用）などについて概観する。積
分の公式：積分の線形性。偶関数、奇関数（グラフの対称性）と積分値の関係に
ついて講義、演習する。 
3 回 置換積分法：f(ax+b), (f(x))^n f'(x) 型の解説と演習を行う。 
4 回 置換積分法：√(a^2-x^2) 型の解説と演習を行う。 
5 回 演習と中間試験１（第 1 回〜第 4 回が対象）を実施する。 
6 回 置換積分法：1/(a^2+x^2)^n 型の解説と演習を行う。 
7 回 部分積分法：公式の解説。初等関数と整数べき関数の積の型の計算方針の解
説と演習を行う。 
8 回 部分積分法：計算が循環する例（指数関数と三角関数の積）について解説と
演習を行う。 
9 回 部分分数分解の解説と演習。ヘビサイドの目隠し法、すなわち必要条件から
係数を決定する手法について解説と演習を行う。 
10 回 演習と中間試験２（第 6〜9 回が対象）を実施する。 
11 回 三角関数の公式（積和の公式、例：sin(mx)cos(nx)）の解説と演習を行う。 
12 回 三角関数の公式（技巧的なもの、例：1/sin(x), sin^n(x)）の解説と演習を
行う。 
13 回 演習と中間試験３（第 11，12 回が対象）を実施する。 
14 回 置換積分法：√(x^2±a^2) 型の解説を行う。部分積分を用いたテイラー展
開の証明を講義する。 
15 回 全項目について総合的な演習を行う。 

準備学習 毎回、次回の演習課題を配布するので、演習課題に取り組んでおくこと。 
 



年度 2012 
授業コード FTR1112 
成績評価 毎回の演習課題(5%×10 回=50%)、中間試験(10%×3 回=30%)、期末試験

(20%)。ただし期末試験の得点率が 50%未満の場合には追加して演習・試験を行
うことがある。 

曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス RA(〜09),RB(〜09) 
見出し FTR1112 数学Ⅱ(再) 
担当教員名 荒木 圭典 
単位数 2 
教科書 「微分積分 I 新訂」（大日本図書）矢野監修、春日編、「モノグラフ ５訂版 公式

集」（科学振興新社） 
アクティブラーニング  
キーワード 積分（定積分）。原始関数（不定積分）。原始関数と積分値の関係。原始関数を求

める技巧：線形性、置換積分、部分積分、部分分数分解、三角関数の公式の活用。
グラフの対称性と積分値の関係。初等関数の原始関数。 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「もっと内容を難しくしてほしい」 

検討させていただきます 
科目名 数学Ⅱ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義において指示する 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTR1112 
実務経験のある教員  
達成目標 微分法、積分法の基礎を理解し、簡単な応用問題を解くことができる。 
受講者へのコメント 初等関数の微分積分は応用数学で必須の知識ですからよく復習しておいてくだ

さい。微分積分についての質問はいつでも受け付けます。 
連絡先 担当：荒木圭典 E-mail: araki(_at_)are.ous.ac.jp, Tel: 086-256-9509, 研究室：２

０号館６階、オフィスアワー： 随時 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業の進め方からして復習にできれば時間を割いてほしい。 
英文科目名 Calculus II 
関連科目 全てのＡ群科目 
次回に向けての改善変更予定 授業は板書と演習プリントを基にして行いましたが、今後は内容の文書化を進め

ていこうと思います。 
講義目的 1 変数関数の積分法の基礎について、図形的意味、計算法について習熟すること。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 積分（定積分）の直観的な定義、すなわち関数のグラフと軸の間の面積。積
分の筆算の基本としての不定積分（原始関数）と定積分の関係。多項式、初等関
数(sin, cos, exp, ln)の積分の演習。積分記号の意味や、原始関数が筆算で初等関
数の組み合わせとして求められない積分(例えば誤差関数)についても簡単に言
及する。 
2 回 積分の計算技巧について、すなわち原始関数の計算の目標が、べき関数、
sin, cos, exp の線形結合に持ち込むこと、そのための技巧として(1)線形性の利
用、(2)部分積分法、(3)置換積分法、(4)同じグラフを表す別の関数の組み合わせ
への式変形（部分分数分解、三角関数の公式の利用）などについて概観する。積
分の公式：積分の線形性。偶関数、奇関数（グラフの対称性）と積分値の関係に
ついて講義、演習する。 
3 回 置換積分法：f(ax+b), (f(x))^n f'(x) 型の解説と演習を行う。 
4 回 置換積分法：√(a^2-x^2) 型の解説と演習を行う。 
5 回 演習と中間試験１（第 1 回〜第 4 回が対象）を実施する。 
6 回 置換積分法：1/(a^2+x^2)^n 型の解説と演習を行う。 
7 回 部分積分法：公式の解説。初等関数と整数べき関数の積の型の計算方針の解
説と演習を行う。 
8 回 部分積分法：計算が循環する例（指数関数と三角関数の積）について解説と
演習を行う。 
9 回 部分分数分解の解説と演習。ヘビサイドの目隠し法、すなわち必要条件から
係数を決定する手法について解説と演習を行う。 
10 回 演習と中間試験２（第 6〜9 回が対象）を実施する。 
11 回 三角関数の公式（積和の公式、例：sin(mx)cos(nx)）の解説と演習を行う。 
12 回 三角関数の公式（技巧的なもの、例：1/sin(x), sin^n(x)）の解説と演習を
行う。 
13 回 演習と中間試験３（第 11，12 回が対象）を実施する。 
14 回 置換積分法：√(x^2±a^2) 型の解説を行う。部分積分を用いたテイラー展
開の証明を講義する。 
15 回 全項目について総合的な演習を行う。 

準備学習 毎回、次回の演習課題を配布するので、演習課題に取り組んでおくこと。 
 



年度 2012 
授業コード FTR11B1 
成績評価 最終試験（60％）、小テスト、宿題（40％）最終試験と小テスト、宿題の成績に

より評価する。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス RA(10〜11),RB(10〜11) 
見出し FTR11B1 応用数学Ⅰ 
担当教員名 神谷 茂保 
単位数 2 
教科書 すぐわかる微分方程式／石村園子／東京図書 

大学演習 解析学概論／矢野健太郎、石原繁／裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード 微分方程式 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 ＊この講義の目標を書いてくださいと依頼しましたが、残念ながら目標がよくわ

かっていない⼈もいました。 
科目名 応用数学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に示す。 
授業形態 講義 
注意備考 数学 I,II の内容に習熟していること。 

よく復習すること（教科書「すぐわかる微分方程式」の該当部分は必ず読んでお
くこと）。（数学関連科目の学習にはある種のセンスを要求します。そのセンスを
磨くには勉強以外ありません。）「大学演習 解析学概論（矢野健太郎、石原繁著、
裳華房）」の該当部分も必ずやっておくこと。また図書館で関連図書を見つけ読
んでみること。微積分とくに積分の計算ができない場合はこの講義はとても難し
いものになるのでその覚悟をして履修すること。小テストを行うので遅刻しない
で出席すること。 

シラバスコード FTR11B1 
実務経験のある教員  
達成目標 微分方程式の解を求積法により実際に求めることができるようになること。特に

線形微分方程式の解が求められそれを⼒学、電磁気学に応用できること。いろい
ろな現象を微分方程式という方法で記述し、それを解析することができるように
なることが「微分方程式論」の大きな目標であるがこの講義では上記のように
「（定数係数２階）線形微分方程式の解を求めることができる」ことを最低限の
目標とする。 

受講者へのコメント ＊（微積分の復習が必要ですので）学習時間を１−２時間にしてください。 
連絡先 連絡先 20 号館 6 階神谷研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ＊3−４回以上欠席した⼈が２０％以上いたのは残念です。 



＊半分以上の⼈の学習時間が３０分以下というのは驚きました。 
英文科目名 Engineering Mathematics I 
関連科目 A 群のほとんどすべての科目 
次回に向けての改善変更予定 ＊ほとんどの受講生がこの講義に満足してくれているようですので大きな変更

はしない予定です。 
講義目的 微分方程式の基礎を学ぶ。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  微分方程式とは何かを説明する。 

2 回  微分方程式の応用例について説明する。 
3 回  直接積分形の微分方程式について説明する。 
4 回  変数分離型の微分方程式 について説明する。 
5 回  変数分離型の微分方程式の応用について説明する。 
6 回  同次形の微分方程式 について説明する。1 
7 回  同次形の微分方程式の応用について説明する。 
8 回  １階線形微分方程式について説明する。 
9 回 １階線形微分方程式の応用について説明する。 
10 回  線形空間の基礎について説明する。 
11 回  線形微分方程式について説明する。 
12 回  ２階線形微分方程式ついて説明する。 
13 回  ２階線形微分方程式の解の構造について説明する。 
14 回  線形微分方程式とその応用について説明する。 
15 回  線形微分方程式とその応用として⼒学の問題、電磁気の問題を説明する。 

準備学習 1 回  微分積分の基礎を復習しておくこと。 
2 回  「積分」の練習をしておくこと。 
3 回  微分積分の基礎的な問題を復習しておくこと。また微分方程式の応用例
について復習しておくこと。 
4 回  微分方程式とは何か理解しておくこと。不定積分の練習問題をやってみ
ること。 
5 回  微積分の教科書などを参照に積分の演習問題を解いてみること。 
6 回 変数分離形の微分方程式の一般解を求める練習をしてみること。 
7 回 変数分離形、同次形の微分方程式の復習をしておくこと。。 
8 回 微積分学の教科書の「積分」の部分を復習しておくこと。 
9 回 １階線形微分方程式の解の公式を覚えておくこと。 
10 回  線形代数の基礎について復習しておくこと。 
11 回 線形代数の基礎、2 次方程式の解法、部分積分法について復習しておくこ
と。 
12 回 線形代数の基礎、2 次方程式の解法について復習しておくこと。 
13 回 線形微分方程式の解法について復習しておくこと。 
14 回  線形微分方程式の解法、解の構造について復習しておくこと。 
15 回 ⼒学、電磁気学の基礎について復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTR11C1 
成績評価 中間試験（５０％）、最終レポート（５０％） 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス RA(〜10),RB(〜10) 
見出し FTR11C1 技術マネジメント 
担当教員名 新倉 正和 
単位数 2 
教科書 毎週プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 企業財務、企業戦略、技術開発戦略、プロジェクト管理、知的財産権 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 大きな教室で後方からは見にくかったと思いますが、スライドの字を少し大き 

くしていきたい。なお、毎回、スライドと同じものを配付資料としているので、
そち 
らにも着目するよう、授業中にも指示したい。 

科目名 技術マネジメント 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 藤末健三著 「技術経営入門」 日経ＢＰ社発行岩崎夏海著 「もし高校野球の

女子マネージャがドラッカーの『マネジメント』を読んだら」 ダイヤモンド社
発行 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTR11C1 
実務経験のある教員  
達成目標 本科目で取得する能⼒は、・企業財務・収益性の定量的解析能⼒・企業戦略・商品

戦略・技術開発戦略の構築手法・技術⾰新プロセスの普遍的な特質の理解・研究
開発組織やプロジェクト運営の先進的な手法・知的財産や特許戦略の基本知識 

受講者へのコメント １）予想外に受講者数が多すぎました。学務部とも相談して、改善していきたい、
と思います。 
２）受講者数が多すぎたことも一因でありますが、私語などについてはしっかり
と注意していきます。 

連絡先 学外連携推進室（第１学舎、１階）E メール：m-niikura@office.ous.ac.jpTEL：
086-256-9730 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 １）受講者数が多すぎる。教室が小さすぎる。 
２）私語など授業の妨げとなる行為には、しっかりと注意して欲しい。 

英文科目名  
関連科目 企業情報特論 



次回に向けての改善変更予定 １）学務部および就業⼒プロジェクトの先生方と相談したい。 
２）私語など、教室全体に目を配るよう努めたい。 

講義目的 企業間競争や技術開発競争がグローバル化している現代の産業社会では、本質的
な市場ニーズを正確に把握し、それに対応した技術⾰新をいち早く達成すること
が求められている。本科目では、企業や研究機関の技術者・研究者を志す者に対
して、技術開発分野のリーダーとして必要な資質を付与し、技術開発プロジェク
トをマネジメントする能⼒を養成することを目的としている。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：技術マネジメント 

2 回 企業財務初歩（損益計算書、貸借対照表）と技術開発 
3 回 企業財務初歩（キャッシュフロー、収益性評価）と技術開発 
4 回 企業経営戦略：競争優位の確立（コストリーダーシップ戦略） 
5 回 コストリーダーシップ戦略：シェアＮｏ．１ 
6 回 企業経営戦略：競争優位の確立（商品差別化、ニッチ戦略） 
7 回 企業経営戦略（ドラッカーの考え方） 
8 回 企業財務・企業経営戦略の演習 
9 回 中間試験（主として、企業財務・企業経営戦略） 
10 回 プロジェクト管理（設備投資、提案・評価） 
11 回 Ｒ＆Ｄ戦略 
12 回 新しい生産プロセスの手法 
13 回 知的財産（特許概論、特許生評価） 
14 回 知的財産（出願プロセス、明細書準備） 
15 回 リスク管理、最終まとめ 

準備学習  
 



年度 2012 
授業コード FTR11C2 
成績評価 中間試験（５０％）、最終レポート（５０％） 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス RA(〜10),RB(〜10) 
見出し FTR11C2 技術マネジメント 
担当教員名 新倉 正和 
単位数 2 
教科書 毎週プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 企業財務、企業戦略、技術開発戦略、プロジェクト管理、知的財産権 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 技術マネジメント 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 藤末健三著 「技術経営入門」 日経ＢＰ社発行岩崎夏海著 「もし高校野球の

女子マネージャがドラッカーの『マネジメント』を読んだら」 ダイヤモンド社
発行 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTR11C2 
実務経験のある教員  
達成目標 本科目で取得する能⼒は、・企業財務・収益性の定量的解析能⼒・企業戦略・商品

戦略・技術開発戦略の構築手法・技術⾰新プロセスの普遍的な特質の理解・研究
開発組織やプロジェクト運営の先進的な手法・知的財産や特許戦略の基本知識 

受講者へのコメント  
連絡先 学外連携推進室（第１学舎、１階）E メール：m-niikura@office.ous.ac.jpTEL：

086-256-9730 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 企業情報特論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 企業間競争や技術開発競争がグローバル化している現代の産業社会では、本質的

な市場ニーズを正確に把握し、それに対応した技術⾰新をいち早く達成すること
が求められている。本科目では、企業や研究機関の技術者・研究者を志す者に対
して、技術開発分野のリーダーとして必要な資質を付与し、技術開発プロジェク
トをマネジメントする能⼒を養成することを目的としている。 

対象学年 3 年/4 年 



授業内容 1 回 オリエンテーション：技術マネジメント 
2 回 企業財務初歩（損益計算書、貸借対照表）と技術開発 
3 回 企業財務初歩（キャッシュフロー、収益性評価）と技術開発 
4 回 企業経営戦略：競争優位の確立（コストリーダーシップ戦略） 
5 回 コストリーダーシップ戦略：シェアＮｏ．１ 
6 回 企業経営戦略：競争優位の確立（商品差別化、ニッチ戦略） 
7 回 企業経営戦略（ドラッカーの考え方） 
8 回 企業財務・企業経営戦略の演習 
9 回 中間試験（主として、企業財務・企業経営戦略） 
10 回 プロジェクト管理（設備投資、提案・評価） 
11 回 Ｒ＆Ｄ戦略 
12 回 新しい生産プロセスの手法 
13 回 知的財産（特許概論、特許生評価） 
14 回 知的財産（出願プロセス、明細書準備） 
15 回 リスク管理、最終まとめ 

準備学習  
 



年度 2012 
授業コード FTR11E1 
成績評価 課題への取り組みおよび小テストの結果 40％、定期試験 60%により成績を評価

する。採点の基準は 100 点満点のうち 60 点以上を合格とする。ただし、定期試
験において基準点を設け、得点が 30%未満の場合は不合格とする。また、授業回
数の 3 分の 1 以上の欠席がある場合には試験成績は無効とみなし、 

曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス RA(〜12),RB(〜12) 
見出し FTR11E1 数学Ⅲ 
担当教員名 松下 尚史 
単位数 2 
教科書 入門コース線形代数／大⻄ 誠・佐野公朗 共著／学術図書出版社 
アクティブラーニング  
キーワード 線形代数、ベクトル、行列、連立一次方程式、線形独立、行列の階数、行列式、

正則行列、行列の基本変形、ガウスの消去法、クラメルの公式、固有値、固有ベ
クトル 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 数学Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義において指示する 
授業形態 講義 
注意備考 ①試験は定期試験期間中に行い、試験形態は筆記試験とする。 
シラバスコード FTR11E1 
実務経験のある教員  
達成目標 ①行列の基本的な算法を身につけること。②行列と連立一次方程式の関連を理解

すること。③行列の階数の意味を把握すること。④行列式の算法を身につけるこ
と。 

受講者へのコメント  
連絡先 （研究室）20 号館 3 階、（電話）086-256-9503、（E-mail）hisashi@are.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Linear Algebra 
関連科目 全てのＡ群科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 扱う対象は行列とする。まずは行列の基本変形が自由自在にできるようになるこ

とを目標とする。次にそれを用いて正方行列の逆行列、行列式が計算できるよう
になることを目指す。さらにそれらの総合的な応用として連立１次方程式が解け
るようになることを目標とする。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 行列の和・スカラー倍について説明する。 

2 回 行列の積について説明する。 
3 回 正則行列および逆行列（１）について説明する。 
4 回 行列の基本変形（１）および行列の階数について説明する。 
5 回 行列の基本変形（２）および逆行列（２）について説明する。 
6 回 ２次および３次の行列の行列式について説明する。 
7 回 一般の行列式（１）について説明する。 
8 回 一般の行列式（２）および逆行列（３）について説明する。 
9 回 第８回の続き、一般の行列式（２）および逆行列（３）について説明する。 
10 回 連立１次方程式（１）：方程式の行列表示について説明する。 
11 回 連立１次方程式（２）：行列の基本変形による解法について説明する。 
12 回 第１１回の続き、連立１次方程式（２）：行列の基本変形による解法につい
て説明する。 
13 回 連立１次方程式（３）：クラメルの公式による解法について説明する。 
14 回 固有値および固有ベクトル（１）について説明する。 
15 回 固有値および固有ベクトル（２）について説明する。 

準備学習 1 回 1.行列 §1 行列の和・スカラー倍・積 p.1〜7 を読んでくること。 
2 回 1.行列 §1 行列の和・スカラー倍・積 p.7〜10 を読んでくること。 
3 回 1.行列 §1 行列の和・スカラー倍・積 §2 正則行列・行列のべき p.11〜
19 を読んでくること。 
4 回 1.行列 §3 基本変形による行列の標準化・行列の階数 p.21〜29 を読んで
くること。 
5 回 1.行列 §3 基本変形による行列の標準化・行列の階数 p.30〜33 を読んで
くること。 
6 回 2.行列式 §1 行列式の定義 p.39〜41 を読んでくること。 
7 回 2.行列式 §1 行列式の定義 p.39〜41 を読んでくること。 
8 回 2.行列式 §1 行列式の定義 p.39〜46 を読んでくること。 
9 回 2.行列式 §2 行列式の計算と基本性質 p.46〜61 を読んでくること。 
10 回 3.連立 1 次方程式の解法 §1 一般の連立 1 次方程式 p.62〜65 を読んでく
ること。 
11 回 3.連立 1 次方程式の解法 §1 一般の連立 1 次方程式 p.66〜73 を読んでく
ること。 
12 回 3.連立 1 次方程式の解法 §1 一般の連立 1 次方程式 p.66〜73 を読んでく
ること。 
13 回 3.連立 1 次方程式の解法 §2 クラメルの公式 p.74〜78 を読んでくるこ
と。 
14 回 6.固有値と固有ベクトル §1 固有多項式と固有方程式 p.172〜177 を読
んでくること。 
15 回 6.固有値と固有ベクトル §2 固有値と固有ベクトル p.177〜184 を読ん
でくること。 

 



年度 2012 
授業コード FTR11F1 
成績評価 毎回の演習課題(5%×10 回=50%)、中間試験(10%×3 回=30%)、期末試験

(20%)。ただし期末試験の得点率が 50%未満の場合には追加して演習・試験を行
うことがある。 

曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス RA(〜09),RB(〜09) 
見出し FTR11F1 数学Ⅱ(再) 
担当教員名 荒木 圭典 
単位数 2 
教科書 「微分積分 I 新訂」（大日本図書）矢野監修、春日編、「モノグラフ ５訂版 公式

集」（科学振興新社） 
アクティブラーニング  
キーワード 積分（定積分）。原始関数（不定積分）。原始関数と積分値の関係。原始関数を求

める技巧：線形性、置換積分、部分積分、部分分数分解、三角関数の公式の活用。
グラフの対称性と積分値の関係。初等関数の原始関数。 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 数学Ⅱ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義において指示する 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTR11F1 
実務経験のある教員  
達成目標 微分法、積分法の基礎を理解し、簡単な応用問題を解くことができる。 
受講者へのコメント  
連絡先 担当：荒木圭典 E-mail: araki(_at_)are.ous.ac.jp, Tel: 086-256-9509, 研究室：２

０号館６階、オフィスアワー： 随時 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Calculus II 
関連科目 全てのＡ群科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 1 変数関数の積分法の基礎について、図形的意味、計算法について習熟すること。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 積分（定積分）の直観的な定義、すなわち関数のグラフと軸の間の面積。積

分の筆算の基本としての不定積分（原始関数）と定積分の関係。多項式、初等関
数(sin, cos, exp, ln)の積分の演習。積分記号の意味や、原始関数が筆算で初等関



数の組み合わせとして求められない積分(例えば誤差関数)についても簡単に言
及する。 
2 回 積分の計算技巧について、すなわち原始関数の計算の目標が、べき関数、
sin, cos, exp の線形結合に持ち込むこと、そのための技巧として(1)線形性の利
用、(2)部分積分法、(3)置換積分法、(4)同じグラフを表す別の関数の組み合わせ
への式変形（部分分数分解、三角関数の公式の利用）などについて概観する。積
分の公式：積分の線形性。偶関数、奇関数（グラフの対称性）と積分値の関係に
ついて講義、演習する。 
3 回 置換積分法：f(ax+b), (f(x))^n f'(x) 型の解説と演習を行う。 
4 回 置換積分法：√(a^2-x^2) 型の解説と演習を行う。 
5 回 演習と中間試験１（第 1 回〜第 4 回が対象）を実施する。 
6 回 置換積分法：1/(a^2+x^2)^n 型の解説と演習を行う。 
7 回 部分積分法：公式の解説。初等関数と整数べき関数の積の型の計算方針の解
説と演習を行う。 
8 回 部分積分法：計算が循環する例（指数関数と三角関数の積）について解説と
演習を行う。 
9 回 部分分数分解の解説と演習。ヘビサイドの目隠し法、すなわち必要条件から
係数を決定する手法について解説と演習を行う。 
10 回 演習と中間試験２（第 6〜9 回が対象）を実施する。 
11 回 三角関数の公式（積和の公式、例：sin(mx)cos(nx)）の解説と演習を行う。 
12 回 三角関数の公式（技巧的なもの、例：1/sin(x), sin^n(x)）の解説と演習を
行う。 
13 回 演習と中間試験３（第 11，12 回が対象）を実施する。 
14 回 置換積分法：√(x^2±a^2) 型の解説を行う。部分積分を用いたテイラー展
開の証明を講義する。 
15 回 全項目について総合的な演習を行う。 

準備学習 毎回、次回の演習課題を配布するので、演習課題に取り組んでおくこと。 
 



年度 2012 
授業コード FTR11F2 
成績評価 毎回の演習課題(5%×10 回=50%)、中間試験(10%×3 回=30%)、期末試験

(20%)。ただし期末試験の得点率が 50%未満の場合には追加して演習・試験を行
うことがある。 

曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス RA(10〜12),RB(10〜12) 
見出し FTR11F2 数学Ⅱ 
担当教員名 荒木 圭典 
単位数 2 
教科書 「微分積分 I 新訂」（大日本図書）矢野監修、春日編、「モノグラフ ５訂版 公式

集」（科学振興新社） 
アクティブラーニング  
キーワード 積分（定積分）。原始関数（不定積分）。原始関数と積分値の関係。原始関数を求

める技巧：線形性、置換積分、部分積分、部分分数分解、三角関数の公式の活用。
グラフの対称性と積分値の関係。初等関数の原始関数。 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「もっと内容を難しくしてほしい」 

検討させていただきます 
科目名 数学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義において指示する 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTR11F2 
実務経験のある教員  
達成目標 微分法、積分法の基礎を理解し、簡単な応用問題を解くことができる。 
受講者へのコメント 初等関数の微分積分は応用数学で必須の知識ですからよく復習しておいてくだ

さい。微分積分についての質問はいつでも受け付けます。 
連絡先 担当：荒木圭典 E-mail: araki(_at_)are.ous.ac.jp, Tel: 086-256-9509, 研究室：２

０号館６階、オフィスアワー： 随時 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業の進め方からして復習にできれば時間を割いてほしい。 
英文科目名 Calculus II 
関連科目 全てのＡ群科目 
次回に向けての改善変更予定 授業は板書と演習プリントを基にして行いましたが、今後は内容の文書化を進め

ていこうと思います。 
講義目的 1 変数関数の積分法の基礎について、図形的意味、計算法について習熟すること。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 積分（定積分）の直観的な定義、すなわち関数のグラフと軸の間の面積。積
分の筆算の基本としての不定積分（原始関数）と定積分の関係。多項式、初等関
数(sin, cos, exp, ln)の積分の演習。積分記号の意味や、原始関数が筆算で初等関
数の組み合わせとして求められない積分(例えば誤差関数)についても簡単に言
及する。 
2 回 積分の計算技巧について、すなわち原始関数の計算の目標が、べき関数、
sin, cos, exp の線形結合に持ち込むこと、そのための技巧として(1)線形性の利
用、(2)部分積分法、(3)置換積分法、(4)同じグラフを表す別の関数の組み合わせ
への式変形（部分分数分解、三角関数の公式の利用）などについて概観する。積
分の公式：積分の線形性。偶関数、奇関数（グラフの対称性）と積分値の関係に
ついて講義、演習する。 
3 回 置換積分法：f(ax+b), (f(x))^n f'(x) 型の解説と演習を行う。 
4 回 置換積分法：√(a^2-x^2) 型の解説と演習を行う。 
5 回 演習と中間試験１（第 1 回〜第 4 回が対象）を実施する。 
6 回 置換積分法：1/(a^2+x^2)^n 型の解説と演習を行う。 
7 回 部分積分法：公式の解説。初等関数と整数べき関数の積の型の計算方針の解
説と演習を行う。 
8 回 部分積分法：計算が循環する例（指数関数と三角関数の積）について解説と
演習を行う。 
9 回 部分分数分解の解説と演習。ヘビサイドの目隠し法、すなわち必要条件から
係数を決定する手法について解説と演習を行う。 
10 回 演習と中間試験２（第 6〜9 回が対象）を実施する。 
11 回 三角関数の公式（積和の公式、例：sin(mx)cos(nx)）の解説と演習を行う。 
12 回 三角関数の公式（技巧的なもの、例：1/sin(x), sin^n(x)）の解説と演習を
行う。 
13 回 演習と中間試験３（第 11，12 回が対象）を実施する。 
14 回 置換積分法：√(x^2±a^2) 型の解説を行う。部分積分を用いたテイラー展
開の証明を講義する。 
15 回 全項目について総合的な演習を行う。 

準備学習 毎回、次回の演習課題を配布するので、演習課題に取り組んでおくこと。 
 



年度 2012 
授業コード FTR11G2 
成績評価 最終試験（60％）、小テスト、宿題（40％）最終試験と小テスト、宿題の成績に

より評価する。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス RA(10〜11),RB(10〜11) 
見出し FTR11G2 応用数学Ⅰ 
担当教員名 神谷 茂保 
単位数 2 
教科書 すぐわかる微分方程式／石村園子／東京図書 

大学演習 解析学概論／矢野健太郎、石原繁／裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード 微分方程式 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ＊テストのやり方がいい―――これは続けていく予定です。 
科目名 応用数学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に示す。 
授業形態 講義 
注意備考 数学 I,II の内容に習熟していること。 

よく復習すること（教科書「すぐわかる微分方程式」の該当部分は必ず読んでお
くこと）。（数学関連科目の学習にはある種のセンスを要求します。そのセンスを
磨くには勉強以外ありません。）「大学演習 解析学概論（矢野健太郎、石原繁著、
裳華房）」の該当部分も必ずやっておくこと。また図書館で関連図書を見つけ読
んでみること。微積分とくに積分の計算ができない場合はこの講義はとても難し
いものになるのでその覚悟をして履修すること。小テストを行うので遅刻しない
で出席すること。 

シラバスコード FTR11G2 
実務経験のある教員  
達成目標 微分方程式の解を求積法により実際に求めることができるようになること。特に

線形微分方程式の解が求められそれを⼒学、電磁気学に応用できること。いろい
ろな現象を微分方程式という方法で記述し、それを解析することができるように
なることが「微分方程式論」の大きな目標であるがこの講義では上記のように
「（定数係数２階）線形微分方程式の解を求めることができる」ことを最低限の
目標とする。 

受講者へのコメント 多くの⼈が課題に取り組んだとの回答ですこしホッとしました。しかしまだまだ
勉強が不足しているように思います。復習に１時間はかけてほしいと思います。 

連絡先 連絡先 20 号館 6 階神谷研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 多くの⼈が課題に取り組んだとの回答ですこしホッとしました。 



英文科目名 Engineering Mathematics I 
関連科目 A 群のほとんどすべての科目 
次回に向けての改善変更予定 微積分の知識ない⼈にもわかるように復習をしながら講義をしているつもりで

あるがより復習の部分が必要かもしれないのでそこを補う。 
講義目的 微分方程式の基礎を学ぶ。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  微分方程式とは何かを説明する。 

2 回  微分方程式の応用例について説明する。 
3 回  直接積分形の微分方程式について説明する。 
4 回  変数分離型の微分方程式 について説明する。 
5 回  変数分離型の微分方程式の応用について説明する。 
6 回  同次形の微分方程式 について説明する。1 
7 回  同次形の微分方程式の応用について説明する。 
8 回  １階線形微分方程式について説明する。 
9 回 １階線形微分方程式の応用について説明する。 
10 回  線形空間の基礎について説明する。 
11 回  線形微分方程式について説明する。 
12 回  ２階線形微分方程式ついて説明する。 
13 回  ２階線形微分方程式の解の構造について説明する。 
14 回  線形微分方程式とその応用について説明する。 
15 回  線形微分方程式とその応用として⼒学の問題、電磁気の問題を説明する。 

準備学習 1 回  微分積分の基礎を復習しておくこと。 
2 回  「積分」の練習をしておくこと。 
3 回  微分積分の基礎的な問題を復習しておくこと。また微分方程式の応用例
について復習しておくこと。 
4 回  微分方程式とは何か理解しておくこと。不定積分の練習問題をやってみ
ること。 
5 回  微積分の教科書などを参照に積分の演習問題を解いてみること。 
6 回 変数分離形の微分方程式の一般解を求める練習をしてみること。 
7 回 変数分離形、同次形の微分方程式の復習をしておくこと。。 
8 回 微積分学の教科書の「積分」の部分を復習しておくこと。 
9 回 １階線形微分方程式の解の公式を覚えておくこと。 
10 回  線形代数の基礎について復習しておくこと。 
11 回 線形代数の基礎、2 次方程式の解法、部分積分法について復習しておくこ
と。 
12 回 線形代数の基礎、2 次方程式の解法について復習しておくこと。 
13 回 線形微分方程式の解法について復習しておくこと。 
14 回  線形微分方程式の解法、解の構造について復習しておくこと。 
15 回 ⼒学、電磁気学の基礎について復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTR1311 
成績評価 定期試験（45%）、中間試験（45%）、演習問題またはレポート（10%） 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス RA(〜12),RB(〜12) 
見出し FTR1311 物理学Ⅰ 
担当教員名 藤本 真作 
単位数 2 
教科書 物理学の基礎［１］⼒学／D.ハリディ、R.レスニック、J.ウォーカー共著 野沢

光昭 監訳／培風館 
アクティブラーニング  
キーワード 物理学、速度、加速度、ベクトル、⼒学、運動 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 [意見] ⿊板前の照明が暗い。 

[回答] 今年度は２１号館の教室できたが、特に気になりませんでした。来年度
は⿊板前の照明スイッチを注意深く見ておきます。 

科目名 物理学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎物理学 上／金原寿朗 編／裳華房 
授業形態 講義 
注意備考 教科書には多くの例題や問題があるので、講義で取り上げなかった部分は各自で

取り組み、理解を深めるよう努めてもらいたい。 
シラバスコード FTR1311 
実務経験のある教員  
達成目標 機械システム工学の専門知識を理解するために、物理学、⼒学の基礎知識を修得

する。 
受講者へのコメント 来年度はコンピュータシミュレーションを用いて、物理現象（運動）の視覚化を

考慮したいと考えています。 
連絡先 ２０号館２階 藤本研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 私が個⼈的に悪いと感じた項目のみ所見を述べさせて頂きます。 
『質問項目 B』 
 あなたは授業の予習や復習をよくしましたか。 
［所見］ 
 予習や復習をしてもらうために、宿題をもう少し工夫する必要があると感じて
います。 
『質問項目 C』 
 あなたは質問や発言するなど、この授業に積極的に取り組みましたか。 
［所見］ 
講義中はできるだけ学生の理解度や表情などを確認するように心掛けておりま



したが、まだ不十分なようです。授業に積極的に取り組んでもらうため、もう少
し学生の発言を促してみようと思います。 

英文科目名 Physics I 
関連科目 物理学 II、⼒学、数学、物理学実験、ロボットダイナミクス、材料⼒学、生活支

援工学など 
次回に向けての改善変更予定 「物理学Ⅰ」は座学形式の授業ですので、実験や実習によって、実際の現象・運

動と理論式とを比較・検討することは難しいですが、コンピュータ上では可能で
あるため、この方法で現象（運動）の確認を行いたいと考えています。 

講義目的 物理学は工学技術の基礎となる重要な学問である。本講義は質点の⼒学に焦点を
当て、その考え方や基礎知識を身に付けることを目的とする。すなわち、単位系、
簡単な運動、ベクトル２次元と３次元の運動などについて、例題や演習を取り入
れながら詳しく講述する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  測定について説明する。 

2 回  直線運動（位置と変位）について説明する。 
3 回  直線運動（速度）について説明する。 
4 回  直線運動（加速度）について説明する。 
5 回  直線運動（等加速度運動）について説明する。 
6 回  直線運動（自由落下の加速度）について説明する。 
7 回  問題演習する。 
8 回  これまでのまとめを行い、中間試験をする。 
9 回  ベクトル（加法と成分）について説明する。 
10 回  ベクトル（単位ベクトル）について説明する。 
11 回  ベクトル（スカラー積とベクトル積）について説明する。 
12 回  ２次元と３次元の運動（位置と変位）について説明する。 
13 回  ２次元と３次元の運動（速度）について説明する。 
14 回  ２次元と３次元の運動（加速度）について説明する。 
15 回  問題演習する。 

準備学習 1 回  単位について復習しておくこと。 
2 回  高校で習った位置と変位を復習しておくこと。 
3 回  高校で習った速度を復習しておくこと。 
4 回  高校で習った加速度を復習しておくこと。 
5 回  高校で習った等加速度運動を復習しておくこと。 
6 回  高校で習った自由落下の加速度を復習しておくこと。 
7 回  例題を復習しておくこと。 
8 回  講義内容を復習しておくこと。 
9 回  高校で習ったベクトルの加法と成分を復習しておくこと。 
10 回  高校で習ったベクトルの単位ベクトルを復習しておくこと。 
11 回  高校で習ったベクトルのスカラー積とベクトル積を復習しておくこと。 
12 回  高校で習った２次元と３次元の位置と変位を復習しておくこと。 
13 回  高校で習った２次元と３次元の速度を復習しておくこと。 
14 回  高校で習った２次元と３次元の加速度を復習しておくこと。 



15 回  例題を復習しておくこと。 
 



年度 2012 
授業コード FTR1312 
成績評価 レポート（７０％）と定期試験（３０％）で総合的に評価する。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス RA(10〜12),RB(10〜12) 
見出し FTR1312 アミューズメント工学セミナー 
担当教員名 山⽥ 訓、赤木 徹也、綴木 馴、松下 尚史、荒木 圭典、久野 弘明 
単位数 2 
教科書 各テーマの教員が指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード アミューズメント、ゲームプログラミング、生体計測技術、画像処理技術、マイ

コン 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「寒い」この講義は各教員の実験室等で実施しています。環境改善を行いますの

で、具体的に指摘してください。 
「どの先生の講義も面白く、３回だけでは物足りなかった」ありがとうございま
す。興味があれば、各教員の研究室を訪ねてください。 

科目名 アミューズメント工学セミナー 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 各テーマの教員が指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 山⽥と荒木担当の演習では、パソコンを用いてプログラミング演習を行う。 
シラバスコード FTR1312 
実務経験のある教員  
達成目標 アミューズメント工学の対象とする技術・分野・製品について説明することがで

きる。 
受講者へのコメント この講義はアミューズメント工学分野の概要を知るための講義で、５⼈の教員が

３回ずつ講義を行います。各教員の講義に積極的に参加し、それぞれの内容を理
解すると共に、アミューズメント工学分野の全体を理解するようにしましょう。 

連絡先 ２０号館５階 山⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 講義の欠席は少なかったが（１回以下が９３％）、授業時間外の学習は少なかっ
た（３０分以下が８５％）。この講義はこの分野の概略を知ってもらうための導
入の講義であるので、時間外の学習を必要としない場合が多い。この分野への理
解が深まった（６８％）、興味・関心が高まった（５０％）が高く、目的は達成で
きていると考えられる。 

英文科目名 Introductory Seminar of Amusement Engineering 
関連科目 アミューズメント工学コース専門科目 
次回に向けての改善変更予定 特になし 



講義目的 アミューズメント工学の概略に触れ、アミューズメント工学の分野や必要な技
術、応用分野などについて理解することを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 各教員のテーマと準備学習は以下の通りである。「ＨＳＰを用いたゲームプログ

ラミング演習」（山⽥担当）テレビゲーム内部で、どんな手順でゲームが行われて
いるか、自分なりに考えること。インターネットなどでゲームを作成するのに必
要な技術について調べること。「生体情報を用いたアミューズメント機器」（久野
担当）生体情報を計測する計測法にどんなものがあるか、インターネットなどで
調べること。「マシンビジョン」(松下、綴木担当）画像処理に手順や処理技術に
ついて、インターネットなどで調べること。「ＣＰＵの創り方」（荒木担当）教科
書「ＣＰＵの創り方」を各班に貸与するので、よく読んでおくこと。「組込み技術
を用いた相撲ロボットの製作」（赤木担当）マイコン（H8/3664）と PS のコント
ローラについてインターネットで調べておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTR1321 
成績評価 試験(80%)、レポート・演習(20%) 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス RA(〜11),RB(〜11) 
見出し FTR1321 材料⼒学Ⅰ 
担当教員名 松浦 洋司 
単位数 2 
教科書 よくわかる材料⼒学／萩原芳彦／オーム社 
アクティブラーニング  
キーワード 外⼒、内⼒、応⼒、ひずみ、引張り、圧縮、せん断⼒、はり、支持半⼒、支持モ

ーメント、曲げモーメント、せん断応⼒、曲げ応⼒、断面二次モーメント、断面
係数 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答 マイクやスピーカーの音量や音質：いつも調子が悪い 

マイクやスピーカーの音量や音質：少しエコーがかかって聞き取りにくかった 
マイクやスピーカーの音量や音質：ハウリングがひどい 
上記 3 つの回答：学務に改善をお願いします。 
私をいやらしい下品な目で先生が見てきて怖いです。 
 回答：それは怖いですね。そんなときは相談して下さい。 
例題で同じ数字があると式が分からなくなるので別々の数字にして欲しい。 
 回答：それは分かりにくいですね。気づいたところは違う数字に直してます。
気づかないこともあるので、そういう場合は相談 

科目名 材料⼒学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 講義 
注意備考 関数電卓を持参すること。 
シラバスコード FTR1321 
実務経験のある教員  
達成目標 ①棒に軸⼒が作用したときの引張り圧縮応⼒、ひずみおよび伸びが計算できるこ

と。 
②はりの支持反⼒および支持モーメントが計算できること。 
③はりのせん断⼒、曲げモーメントが計算できること。 
④はりのせん断応⼒、曲げ応⼒が計算できること。 

受講者へのコメント  真面目に取り組んでいる学生は多いと思うが、そうでない学生もいるようで
す。 
 日頃から講義以外での学習時間を確保して、計画的に勉強してほしい。 

連絡先 研究室 20 号館 4 階 TEL：086-256-9579 E-mail:matsuura@are.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 



各項目評価に対する所見  授業時間外にどの程度、学習しましたかについては、１時間程度以上の累積が
43.5％であり、 
比較的自宅学習時間が多いようです。しかし、宿題などの指示された課題に取り
組んだが 82.3％ 
なので、毎回出している課題をしているということのようです。 
総合評価のこの授業に満足しましたかについては、満足とほぼ満足の合計が
56.5％でした。 
授業の手法について、理解しやすいように説明にもう少し工夫を加えてもらうと
よいが 9.7％ 
あったので、もう少し検討したいと思います。 

英文科目名 Strength of Materials I 
関連科目 数学 I・II、物理学 I・II、⼒学を受講しておくこと。物理学実験、⼈間工学、機

械⼒学、機械創造工学に関連 
次回に向けての改善変更予定  学生によって理解度が異なるので、課題の出し方などを学生によって変えるな

どの工夫をしていきたい。 
 時間配分が良くない回があるので、見直していきたい。 

講義目的 材料⼒学は、材料を安全かつ経済的に使用するための根拠を与えることを目的と
する学問である。ここでは、材料に⼒が作用した場合、内部にどのような応⼒が
発生し、材料がどのように変形するかを学ぶと共に強度設計の基本的な考え方を
学習する。演習問題を多く行い、棒やはりの強度計算方法および実際の物を計算
可能なモデルに置き換える考え方の修得を目的とする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 材料・材料⼒学の歴史と事例 

2 回 つりあい（静的平衡状態）、外⼒と内⼒ 
3 回 応⼒とひずみ 
4 回 フックの法則、応⼒−ひずみ曲線 
5 回 応⼒とひずみのまとめ 
6 回 問題解法の基本手順 
7 回 組み合せ棒 
8 回 トラス構造問題の解法 
9 回 はりの種類、支持反⼒・支持モーメント 
10 回 引張りと圧縮、はりの支持反⼒と支持モーメントのまとめ 
11 回 はりのせん断⼒と曲げモーメント 
12 回 せん断⼒図と曲げモーメント図 
13 回 はりの曲げ応⼒ 
14 回 断面二次モーメントと断面係数 
15 回 はりの応⼒のまとめ 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと 
2 回 ⼒学で習った静的平衡状態の復習をすること 
3 回 物質の３態（固体・液体・気体）、ニュートンの第３法則の復習をすること 
4 回 ばねのフックの法則の復習をすること 
5 回 応⼒とひずみの復習をすること 



6 回 積分の復習をすること 
7 回 鉄筋コンクリートなど何種類かの材料を組み合せて使う目的は何か考える
こと 
8 回 本学の連絡通路や東京タワーなどがトラス構造になっている理由を考える
こと 
9 回 道路の橋や高架橋の支持部分がどうなっているか観察すること 
10 回 引張りと圧縮、はりの支持反⼒と支持モーメントの復習をすること 
11 回 ⼒のモーメント（トルク）の復習をすること 
12 回 せん断⼒と曲げモーメントの求め方を理解すること 
13 回 ⼒学で習った質量中心の復習をすること 
14 回 ⼒学で習った慣性モーメントの復習をすること 
15 回 はりの応⼒の復習をすること 

 



年度 2012 
授業コード FTR1322 
成績評価 中間試験（50%）、定期試験（50%） 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス RA(〜09),RB(〜09) 
見出し FTR1322 ⼈間工学Ⅱ(再) 
担当教員名 久野 弘明 
単位数 2 
教科書 エンジニアのための⼈間工学／横溝克己・小松原明哲著／日本出版サービス 
アクティブラーニング  
キーワード ⼈間工学、漏洩物、物理的環境、ユニバーサルデザイン、統計 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 受講者なし 
科目名 ⼈間工学Ⅱ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 暮らしの中の⼈間工学／小原二郎／実教出版 
授業形態 講義 
注意備考 パソコンを使用して、パワーポイント等電子教材をプロジェクタなどで提示す

る。 
シラバスコード FTR1322 
実務経験のある教員  
達成目標 機器・システムの設計のあり方と計測・評価方法等に関する基本的な考え方につ

いて理解する。 
受講者へのコメント 受講者なし 
連絡先 ６号館４階 久野研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講者なし 
英文科目名 Human Factors and Ergonomics II 
関連科目 ⼈間工学 I、生活支援工学、ユニバーサルデザイン I、ヒューマンインターフェー

ス 
次回に向けての改善変更予定 受講者なし 
講義目的 機械設計に関係する⼈間工学として、高齢者・障害者までを含めた⼈間の特性を

機械システムの中で捉えて、その特性に関する基礎的な知識を習得する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  形状・寸法・重量について説明する。 

2 回  スピードについて説明する。 
3 回  ソフトウェアについて説明する。 
4 回  漏洩物について説明する。 
5 回  物理的環境 I（情報の受け取りを妨害する環境）について説明する。 



6 回  物理的環境 II（オペレータに不快感を与える環境）について説明する。 
7 回  これまでのまとめを行い、中間試験をする。 
8 回  個⼈差・個⼈内変動とその対応について説明する。 
9 回  ユニバーサルデザイン（高齢者）について説明する。 
10 回  ユニバーサルデザイン（障がい者）について説明する。 
11 回  信頼性設計について説明する。 
12 回  ⼈間工学の技法 I（身体・姿勢・動作の計測、作業分析）について説明す
る。 
13 回  ⼈間工学の技法 II（生体負担の評価、質問紙法と面接調査）について説
明する。 
14 回  ⼈間工学の技法 III（信頼性解析、官能検査）について説明する。 
15 回  ⼈間工学における統計的考え方について説明する。 

準備学習 1 回  身の回りにある道具の形状・寸法・重量をよく見ておくこと。 
2 回  携帯電話やＡＴＭなどの情報の表示速度をよく見ておくこと。 
3 回  パソコンのソフトウェアをよく見ておくこと。 
4 回  身の回りの機械や電化製品から漏洩する有害なものについて考えておく
こと。 
5 回  講義室や工場など⼈がいろいろな作業をする空間の温度・湿度・証明環境
をよく見ておくこと。 
6 回  講義室や工場など⼈がいろいろな作業をする空間の温度・湿度・証明環境
をよく見ておくこと 
7 回  講義内容を復習しておくこと。 
8 回  個⼈差について、どのような項目があるか考えておくこと。 
9 回  高齢者の特性について調べておくこと。 
10 回  障がい者の特性について調べておくこと。 
11 回  ＰＬ法について調べておくこと。 
12 回  ⼈の情報を計測・評価する方法について調べておくこと。 
13 回  ⼈の情報を計測・評価する方法について調べておくこと。 
14 回  ⼈の情報を計測・評価する方法について調べておくこと。 
15 回  基本的な統計について復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTR1331 
成績評価 講義中の小テスト（２０％）とレポート（１０％）と定期試験（７０％）を総合

して評価する。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス RA(〜10),RB(〜10) 
見出し FTR1331 アミューズメント工学 
担当教員名 山⽥ 訓 
単位数 2 
教科書 ノートおよびプリント講義 
アクティブラーニング  
キーワード アミューズメント産業、テレビゲーム、ヒューマンインターフェース、⼈体計測

技術、シミュレーション 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「プロジェクタの内容がウイキペディアを見ているように感じる。⻑い文章を途

中で区切ったりしているので見づらい」 
⇒ ありがとうございます。新しい講義であるので、配布資料の内容に充分吟味
されていない箇所がありました。再度チェックして修正したいと思います。 
「ゲームを楽しくするための工夫が知れてよかったです」 
⇒ ありがとうございます。楽しいゲームを作るには、大きな苦労が必要だとい
うことが伝えたいことの一つです。 

科目名 アミューズメント工学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に指示する 
授業形態 講義 
注意備考 パソコンを使用して、パワーポイント等電子教材をプロジェクタなどで提示す

る。 
シラバスコード FTR1331 
実務経験のある教員  
達成目標 アミューズメントビジネスの概要と歴史を説明できる。アミューズメント分野で

必要な⼈体計測技術とシミュレーション技術の特徴と応用を説明できる。 
受講者へのコメント この講義はアミューズメント産業全般の概要を紹介する講義です。講義の内容や

関連する事項で興味のある点について、どんどん質問してください。この講義を
契機に自分が興味を持った点についてさらに詳しく調べてみましょう。 

連絡先 担当： 山⽥訓 研究室：２０号館５階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 内容のまとまり毎にレポート課題を課したので、授業時間外にもある程度学習し
ているようである。レポートは今後も継続していきたい。この講義はアミューズ
メント産業の概要を伝える講義であり、良かった点として、「理解が深まった」、
「興味・関心が高まった」が半分以上の回答があったので、この講義の趣旨は理



解してもらえたと考える。 
英文科目名 Amusement Engineering 
関連科目 ヒューマンインターフェース、バーチャルリアリティ、アミューズメントコント

ローラ、アミューズメントプログラミング 
次回に向けての改善変更予定 自由記述欄で指摘があったように、配布資料の内容や文章が充分吟味されていな

いので、再度チェックして改良する。 
講義目的 アミューズメント関連ビジネスの概要と歴史を理解し、アミューズメント分野の

技術者となるために必要な工学技術（ヒューマンインターフェース、⼈体計測技
術、シミュレーション技術等）の基礎とアミューズメント分野での応用について
学習する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 アミューズメント産業全体の概要について解説する。 

2 回 ゲームビジネスの概要について解説する。 
3 回 アミューズメント産業全体の歴史について解説する。 
4 回 テレビゲーム発展の歴史について解説する。 
5 回 テレビゲームにおけるヒューマンインターフェースの重要性について、ゲ
ームニクス理論に基づき解説する。 
6 回 アミューズメント機器の特性とヒューマンインターフェースの特徴につい
て解説する。 
7 回 計測技術の１回目として、⼈体形状の計測技術について解説する。 
8 回 計測技術の２回目として、加速度センサの原理とその応用について解説す
る。 
9 回 計測技術の３回目として、モーションキャプチャの原理と応用について解
説する。 
10 回 計測技術の４回目として、圧⼒・接触センサの原理と応用について解説す
る。 
11 回 計測技術の５回目として、光センサ、イメージセンサの原理と応用につい
て解説する。 
12 回 シミュレーション技術の１回目として、テレビゲームプログラミングの概
要について解説する。 
13 回 シミュレーション技術の２回目として、物理シミュレーションの考え方と
プログラミングについて解説する。 
14 回 シミュレーション技術の３回目として、シューティングゲーム、ロールプ
レイングゲームの考え方とプログラミングについて解説する。 
15 回 講義全体のまとめとして、アミューズメント工学技術の他産業への波及効
果について解説する。 

準備学習 1 回 アミューズメント産業には、どんな業種・企業があるか調べておくこと。 
2 回 １回目の配布資料を熟読し、アミューズメント産業の規模や内容について
復習しておくこと。 
3 回 ２回目の配布資料を熟読し、ゲームビジネスの概要を復習しておくととも
に、自分がしたことのあるゲーム機やゲームソフトの位置づけを確認しておくこ
と。 



4 回 ３回目の配布資料を熟読し、おもちゃビジネスの概要を復習しておくとと
もに、自分が遊んだことのあるおもちゃの位置づけを確認しておくこと。 
5 回 １回目から４回目までの配布資料を復習し、アミューズメント産業の概要
に関するレポート（テーマは講義中に指示する）をまとめること。 
6 回 ５回目の配布資料を熟読し、ゲームニクス理論の基礎について復習してお
くこと。 
7 回 ５回目、６回目の配布資料を復習し、ゲームにおけるヒューマンインターフ
ェースに関するレポート（テーマは講義中に指示する）をまとめること。 
8 回 ７回目の配布資料を熟読し、⼈体形状の計測技術について復習しておくこ
と。 
9 回 ８回目の配布資料を熟読し、加速度センサの原理について復習し、ゲームで
の新たな利用法について考えておくこと。 
10 回 ９回目の配布資料を熟読し、モーションキャプチャーの原理について復習
し、アミューズメント分野での新たな利用法について考えておくこと。 
11 回 １０回目の配布資料を熟読し、圧⼒・接触センサの原理について復習し、
ゲームでの新たな利用法について考えておくこと。 
12 回 ７回目から１１回目までの配布資料を復習し、計測技術に関するレポート
（テーマは講義中に指示する）をまとめること。 
13 回 １２回目の配布資料を熟読し、ゲームプログラミングの概要について復習
しておくこと。 
14 回 １３回目の配布資料を熟読し、物理シミュレーションの概要について復習
しておくこと。 
15 回 １２回目から１４回目までの配布資料を復習し、シミュレーション技術に
関するレポート（テーマは講義中に指示する）をまとめること。 

 



年度 2012 
授業コード FTR1332 
成績評価 試験(80%)、レポート・演習(20%) 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス RA(〜11),RB(〜11) 
見出し FTR1332 材料⼒学Ⅱ 
担当教員名 松浦 洋司 
単位数 2 
教科書 よくわかる材料⼒学／萩原芳彦／オーム社 
アクティブラーニング  
キーワード はりのたわみ、不静定ばり、組合せ応⼒、平面応⼒、平面ひずみ、主応⼒、ねじ

り応⼒、ひずみエネルギー、座屈 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 丁寧に教えていたので良かったです。 

回答：有難うございます。これからも工夫して分かりやすく、かつ、学生が成⻑
できる内容にしていきたいと思います。 

科目名 材料⼒学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 講義 
注意備考 関数電卓を持参すること。パソコンを使用して、パワーポイント等電子教材をプ

ロジェクタで提示する。 
シラバスコード FTR1332 
実務経験のある教員  
達成目標 ①はりのたわみが計算できること。 

②不静定ばりの支持反⼒および支持モーメントが計算できること。 
③軸のねじり応⼒が計算できること。 
④主応⼒が計算できること。 

受講者へのコメント 真面目に取り組んでいる学生は多いと思うが、そうでない学生もいるようです。 
日頃から講義以外での学習時間を確保して、計画的に勉強してほしい。 
また、講義に直接関係ない内容でも、社会に中で材料⼒学に関係する事柄につい
て日頃から考えるようにして欲しい。 

連絡先 研究室 20 号館 4 階 TEL：086-256-9579 E-mail:matsuura@are.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業時間外にどの程度、学習しましたかについては、１時間程度以上の累積が
45.0％であり、比較的自宅学習時間が多いようです。しかし、宿題などの指示さ
れた課題に取り組んだが 85.0％なので、毎回出している課題をしているというこ
とのようです。 
総合評価のこの授業に満足しましたかについては、満足とほぼ満足の合計が
70.0％でした。 



この分野への興味、関心が高まったについては、30.0％なので、この分野と社会
との関連性などに触れながら、さらに工夫していきたいと思います。 

英文科目名 Strength of Materials II 
関連科目 数学 I・II、物理学 I・II、⼒学、材料⼒学 I は受講しておくこと。物理学実験、

⼈間工学、機械⼒学、機械創造工学に関連する 
次回に向けての改善変更予定 学生によって理解度が異なるので、課題の出し方などを学生によって変えるなど

の工夫をしていきたい。 
時間配分が良くない回があるので、見直していきたい。 

講義目的 材料⼒学 I に引き続き、材料に⼒が作用した場合、内部にどのような応⼒が発生
し、材料がどのように変形するかを学ぶと共に強度設計の基本的な考え方を学習
する。実際の構造物に近いものの強度設計方法および使う⼈間のことも考えた安
全設計の基礎の習得を目的とする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 強度設計について（パワーポイントにて提示） 

2 回 はりのたわみの基礎式 
3 回 たわみの基礎式によるはりのたわみの解法 
4 回 重ね合わせ法によるはりのたわみの解法 
5 回 不静定ばりの解法Ⅰ 
6 回 はりのたわみのまとめ 
7 回 不静定ばりの解法 II 
8 回 軸のねじり 
9 回 不静定ばりと軸のねじりのまとめ 
10 回 一般的な応⼒とひずみ 
11 回 平面応⼒状態の応⼒ 
12 回 主応⼒、曲げねじり 
13 回 ひずみエネルギー 
14 回 柱の座屈 
15 回 組合せ応⼒、ひずみエネルギー、座屈のまとめ 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと 
2 回 はりのせん断⼒および曲げモーメント、合成関数の微分、三角関数およびそ
の微分の復習をすること 
3 回 微分方程式の解法の復習をすること 
4 回 いろいろなはりのたわみの式を学習すること 
5 回 重ね合わせ法の復習をすること 
6 回 はりのたわみの復習をすること 
7 回 不静定ばりの具体例に何があるか考えること 
8 回 トルク（⼒のモーメント）の復習をすること 
9 回 不静定ばりと軸のねじりの復習をすること 
10 回 応⼒とひずみに関係について復習すること 
11 回 三角関数、特にそのグラフについて復習をすること 
12 回 最大値、最小値の求め方の復習をすること 
13 回 仕事および弾性エネルギーの復習をすること 



14 回 微分方程式の解法の復習をすること 
15 回 組合せ応⼒、ひずみエネルギー、座屈の復習をすること 

 



年度 2012 
授業コード FTR13G1 
成績評価 定期試験（45%）、中間試験（45%）、レポート（10%） 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス RA(〜12),RB(〜12) 
見出し FTR13G1 物理学Ⅰ 
担当教員名 久野 弘明 
単位数 2 
教科書 物理学の基礎［１］⼒学／D.ハリディ、R.レスニック、J.ウォーカー共著 野沢

光昭 監訳／培風館 
アクティブラーニング  
キーワード 物理学、速度、加速度、ベクトル、⼒学、運動 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 ・冷房があまり効いていない。 

＞夏場の推奨設定温度になっていますので，省エネにご協⼒ください。 
・毎回プリントを出してくれるので，復習や予習になりとても良いので続けて欲
しい。 
 ＞学習の一助になるよう今後も続けたいと思います。また，もう少し量も増や
そうと思います。 
・全員が理解するまで教えてくれたので良かった。教え方が分かりやすかった。 
・高校の時に物理を受けていなかったので少し難しいところもあったが，説明が
分かりやすくて良かった。 
・高校では物理を習ったことがなくて不安でしたが，授業の内容も分かりやすく 

科目名 物理学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎物理学 上／金原寿朗 編／裳華房 
授業形態 講義 
注意備考 教科書には多くの例題や問題があるので、講義で取り上げなかった部分は各自で

取り組み、理解を深めるよう努めてもらいたい。 
シラバスコード FTR13G1 
実務経験のある教員  
達成目標 機械システム工学の専門知識を理解するために、物理学、⼒学の基礎知識を修得

する。 
受講者へのコメント ・授業時間外の学習時間が少ないように感じます。宿題などの指示された課題だ

けをこなすのではなく，興味や疑問を持ったことは書籍やインターネットで調べ
て，より多くの知識や技術を身につけてください。 

連絡先 ６号館４階 久野研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ［Ａ］授業に対するあなたの取り組み 
・出席状況は概ね良好でした。 



・授業時間外の学習時間が少なく，宿題などの指示された課題のみに取り組んだ
学生が多いです。 
［Ｂ］この授業におけるあなたの成⻑ 
・この分野への理解の深まり，興味・関心の高まり，技能・技術の向上、学習方
法の改善などで学生の成⻑が見られました。 
［Ｃ］総合評価 
・目標達成度（できた＋だいたいできた）：７５％ 
・教員の意欲（感じられた＋少し感じられた）：１００％ 
・満足度（満足＋ほぼ満足）：９３．８％ 
以上により，概ね良好な講義ができていると考 

英文科目名 Physics I 
関連科目 物理学 II、⼒学、数学、物理学実験、ロボットダイナミクス、材料⼒学、生活支

援工学など 
次回に向けての改善変更予定 ・授業の量や難度を考慮し，理解しやすいように工夫します。 

・板書の仕方を工夫します。 
講義目的 物理学は工学技術の基礎となる重要な学問である。本講義は質点の⼒学に焦点を

当て、その考え方や基礎知識を身に付けることを目的とする。すなわち、単位系、
簡単な運動、ベクトル２次元と３次元の運動などについて、例題や演習を取り入
れながら詳しく講述する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  測定について説明する。 

2 回  直線運動（位置と変位）について説明する。 
3 回  直線運動（速度）について説明する。 
4 回  直線運動（加速度）について説明する。 
5 回  直線運動（等加速度運動）について説明する。 
6 回  直線運動（自由落下の加速度）について説明する。 
7 回  問題演習する。 
8 回  これまでのまとめを行い、中間試験をする。 
9 回  ベクトル（加法と成分）について説明する。 
10 回  ベクトル（単位ベクトル）について説明する。 
11 回  ベクトル（スカラー積とベクトル積）について説明する。 
12 回  ２次元と３次元の運動（位置と変位）について説明する。 
13 回  ２次元と３次元の運動（速度）について説明する。 
14 回  ２次元と３次元の運動（加速度）について説明する。 
15 回  問題演習する。 

準備学習 1 回  単位について復習しておくこと。 
2 回  高校で習った位置と変位を復習しておくこと。 
3 回  高校で習った速度を復習しておくこと。 
4 回  高校で習った加速度を復習しておくこと。 
5 回  高校で習った等加速度運動を復習しておくこと。 
6 回  高校で習った自由落下の加速度を復習しておくこと。 
7 回  例題を復習しておくこと。 



8 回  講義内容を復習しておくこと。 
9 回  高校で習ったベクトルの加法と成分を復習しておくこと。 
10 回  高校で習ったベクトルの単位ベクトルを復習しておくこと。 
11 回  高校で習ったベクトルのスカラー積とベクトル積を復習しておくこと。 
12 回  高校で習った２次元と３次元の位置と変位を復習しておくこと。 
13 回  高校で習った２次元と３次元の速度を復習しておくこと。 
14 回  高校で習った２次元と３次元の加速度を復習しておくこと。 
15 回  例題を復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTR1511 
成績評価 定期試験（７０％）、小試験とレポート（３０％） 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス RA(〜11),RB(〜11) 
見出し FTR1511 流体⼒学Ⅰ 
担当教員名 堂⽥ 周治郎 
単位数 2 
教科書 新版流れ学／森川敬信・鮎川恭三・辻 裕 共著／朝倉書店 
アクティブラーニング  
キーワード 流体の特性、気体と液体、質量と運動量の保存、エネルギー保存則、層流と乱流 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 ・「空調設備：暑くて集中できない。」暑いときは指摘して欲しい。あるいは、周

りの⼈の意見を聞いて自分で操作してもよい。私も気をつけておきたい。 
・「空調設備：夏などにクーラーを使うが、学生がすると非常に寒い。一括制御し
ても良いと感じる。」この科目の講義室は一括制御方式ではないので、周りの⼈
の意見を聞きながら、適度な温度や省エネで決められた温度に設定してほしい。
私も気をつけておきたい。 

科目名 流体⼒学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ポイントを学ぶ 流れの⼒学／加藤 宏 編／丸善：水⼒学／北川 能 監修／パワ

ー社 
授業形態 講義 
注意備考 授業に集中し、授業毎の内容を理解していくこと。関数電卓はいつも持参するこ

と。講義ノートの提出を求める。パソコンを使用して、パワーポイント等電子教
材をプロジェクタで提示する。 

シラバスコード FTR1511 
実務経験のある教員  
達成目標 流体⼒学の基礎的事項や用語が説明できる。静止流体が壁に及ぼす⼒、動いてい

る流体が壁に及ぼす⼒が計算できる。ベルヌーイの式や成立条件が説明でき、ベ
ルヌーイの式を用いた計算ができる。層流や乱流、流れの相似則について説明で
きる。それらに関する基本的な問題が解ける。 

受講者へのコメント 講義に集中して、一つずつ理解してほしい。そのためには復習や例題を理解する
ことが大切である。 

連絡先 ２０号館３階 堂⽥研究室 電話：086-256-9564 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 １）出席状況：無欠席(50％)、欠席 0〜2 回(85％)、出席は良好である。２）学習
時間：週 30 分程度(48％)、３時間以上(4％)、全くしなかった(25％)は困った状
況である。課題を増やす必要があるかも知れない。３）授業時間外の学習への取
り組み：課題に取り組んだ(73％)、自主的に取り組んだ(12％）。４）授業を受け



て良かった点：この分野への理解や興味が深まった(78％)、他の分野との関連性
がわかった(14％)、学習方法の改善に役立った(4％)も注目すべきことである。
５）目標達成：できた＆だいたいできた( 

英文科目名 Fluid Mechanics I 
関連科目 数学、物理学、⼒学、熱⼒学 
次回に向けての改善変更予定 よりわかりやすい講義への工夫や、授業の進行速度などは改善したい。 
講義目的 水、油、空気などの流体に関係した機器やシステムは多く、流れの様子を知るこ

とは工学に限らず広い分野で重要である。この講義では流体⼒学の基礎を身につ
け、流体を利用した機器やシステムを設計するために必要な基礎知識を修得する
ことを目的とする。講義の後半で簡単な演習問題を行う。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 流体とは、流体⼒学とは何かについて説明する。 

2 回 流体の性質と流れの種類について説明する。 
3 回 流体静⼒学１（重⼒場にある静止流体）について説明する。 
4 回 流体静⼒学２（流体が壁面に及ぼす⼒）について説明する。 
5 回 流体静⼒学３（浮⼒と安定性、相対的静止）について説明する。 
6 回 動⼒学の基礎１（流線と連続の式）について説明する。 
7 回 動⼒学の基礎２（運動方程式とベルヌーイの式）について説明する。 
8 回 まとめ、演習、小試験などを行う。 
9 回 動⼒学の基礎３（ベルヌーイの式の応用１）について説明する。 
10 回 動⼒学の基礎４（ベルヌーイの式の応用２）について説明する。 
11 回 動⼒学の基礎５（ベルヌーイの式の応用３）について説明する。 
12 回 動⼒学の基礎５（運動量の定理と応用１）について説明する。 
13 回 動⼒学の基礎６（運動量の定理と応用２）について説明する。 
14 回 層流と乱流について説明する。 
15 回 流れの相似則について説明する。そして、講義全体のまとめを行う。 

準備学習 1 回 教科書を読み、流体の種類や流体⼒学の目的について予習しておくこと。 
2 回 固体とは異なる流体固有の特性や流れの多くの分類について理解しておく
こと。 
3 回 静止している流体を支配する基礎式やその導出を予習しておくこと。 
4 回 流体が壁や容器に及ぼす⼒の計算方法について予習しておくこと。 
5 回 アルキメデスの原理や船の安定性について予習しておくこと。 
6 回 流線とは何かについてや、連続の式の導出について予習しておくこと。 
7 回 ベルヌーイの式が成立する仮定を特に予習しておくこと。 
8 回 これまでの講義の復習を十分しておくこと。 
9 回 ベルヌーイの式の応用例について予習しておくこと。 
10 回 身の回りの現象でベルヌーイの式で説明できることを予習しておくこと。 
11 回 ベルヌーイの式の応用例をさらに予習しておくこと。 
12 回 運動量の定理とその応用例であるジェット機の推⼒計算について予習して
おくこと。 
13 回 噴流が板に及ぼす⼒やロケットの推進⼒の計算方法について予習しておく
こと。 



14 回 レイノルズの有名な実験やレイノルズ数について調べておくこと。 
15 回 流れが相似とはどういうことか、どんな条件があるかについて予習してお
くこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTR1512 
成績評価 課題への取り組みおよび小テストの結果 40%、定期試験 60%により成績を評価

する。採点の基準は 100 点満点のうち 60 点以上を合格とする。ただし、定期試
験において基準点を設け、得点が 30%未満の場合の場合は不合格とする。また、
授業回数の 3 分の 1 以上の欠席がある場合には試験成績は無効とみなす。 

曜日時限 月曜日 5・6 時限、木曜日 3・4 時限 
対象クラス RA(10〜12),RB(10〜12) 
見出し FTR1512 ⼒学 
担当教員名 松下 尚史 
単位数 4 
教科書 物理学の基礎[1]⼒学／D.ハリディ・R.レスニック・J.ウォーカー共著・野崎光昭

監訳／培風館 
アクティブラーニング  
キーワード 仕事、運動エネルギー、ポテンシャルエネルギー、エネルギー保存の法則、運動

量、運動量保存の法則、回転運動、慣性モーメント、転がり運動、剛体、平衡 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特になし 
科目名 ⼒学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特に指定しない。 
授業形態 講義 
注意備考 ①宿題を提出すること。②関数電卓を持ってくること。③試験は定期試験期間中

に行い、試験形態は筆記試験とする。 
シラバスコード FTR1512 
実務経験のある教員  
達成目標 ①仕事、運動エネルギー、ポテンシャルエネルギー、運動量、慣性モーメント、

トルクを求めることができること。②⼒学的エネルギーの保存則、運動量（角運
動量）の保存則、静的平衡状態について説明することができること。 

受講者へのコメント 特になし 
連絡先 （研究室）20 号館 3 階、（電話）086-256-9503、（E-mail）hisashi@are.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし 
英文科目名 Fundamental Mechanics 
関連科目 「物理学Ⅰ、物理学Ⅱ」を履修していることが望ましい。「物理学実験」を同時に

受講していることが望ましい。本科目に引き続き「材料⼒学、流体⼒学、ロボッ
ト運動学、ロボットダイナミクス、機械⼒学、機械運動学」を受講することが望
ましい。 

次回に向けての改善変更予定 演習の時間を増やしたい。 



講義目的 ⼒学は工学で学ぶ専門事項の理論的基礎を与える重要な科目の一つである。この
講義では「物理学Ⅰ、物理学Ⅱ」で学んだ内容の続きとして、仕事、運動エネル
ギー、ポテンシャルエネルギー、エネルギー保存則、運動量の保存則、衝突と⼒
積、並進運動と回転運動、慣性モーメントとトルク（⼒のモーメント）、回転に関
するニュートンの第２法則、転がり運動、角運動量、角運動量の保存、平衡と弾
性について学習する。演習問題を多く解き、計算の仕方を身につけると共に、物
理的な考え方を習得することを目標とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 仕事と運動エネルギーの関係について解説する。 

2 回 重⼒による仕事について解説する。 
3 回 ばねの⼒がする仕事について解説する。 
4 回 仕事率について解説する。 
5 回 ポテンシャルエネルギーについて解説する。 
6 回 ⼒学的エネルギー保存の法則について解説する。 
7 回 外⼒が系に対してする仕事について解説する。 
8 回 エネルギー保存の法則について解説する。 
9 回 質量中心について解説する。 
10 回 運動量について解説する。 
11 回 運動量保存の法則について解説する。 
12 回 ⼒積と運動量の関係について解説する。 
13 回 衝突における運動量と運動エネルギーについて解説する。 
14 回 １次元の非弾性衝突について解説する。 
15 回 １次元の弾性衝突について解説する。 
16 回 ２次元の衝突について解説する。 
17 回 並進運動と回転運動について解説する。 
18 回 角加速度一定の回転運動について解説する。 
19 回 回転による運動エネルギーについて解説する。 
20 回 慣性モーメントの計算方法について解説する。 
21 回 トルクと回転に関するニュートンの第２法則について解説する。 
22 回 仕事と回転による運動エネルギーの関係について解説する。 
23 回 トルクの再考と角運動量について解説する。 
24 回 固定軸のまわりを回転する剛体の角運動量について解説する。 
25 回 角運動量保存の法則について解説する。 
26 回 転がりの運動エネルギーについて解説する。 
27 回 転がる物体に働く⼒について解説する。 
28 回 平衡の条件について解説する。 
29 回 静的平衡状態について解説する。 
30 回 弾性について解説する。 

準備学習 1 回 ①教科書 p.103〜p.107 を読み、仕事と運動エネルギーの関係を理解してく
ること。②ベクトルの内積（スカラー積）を復習してくること。 
2 回 ①教科書 p.107〜p.111 を読んでくること。②斜面上の物体に働く⼒の関係
を復習してくること。③３角関数の基本的な公式を復習してくること。 



3 回 ①教科書 p.111〜p.114 を読んでくること。②ばねのフックの法則を復習し
てくること。③定積分の基礎を復習してくること。 
4 回 ①教科書 p.117〜p.119 を読んでくること。②合成関数の微分の方法を復習
してくること。③身近な家電製品のワット数を調べてくること。 
5 回 ①教科書 p.124〜p.130 を読んでくること。②重⼒による仕事・ばねの⼒が
する仕事を復習してくること。 
6 回 ①教科書 p.130〜p.134 を読んでくること。②２次方程式の解の求め方を復
習してくること。 
7 回 ①教科書 p.137〜p.140 を読んでくること。②摩擦⼒の求め方を復習してく
ること。③ニュートンの第２法則を復習してくること。 
8 回 ①教科書 p.140〜p.143 を読んでくること。②斜面上の物体に働く⼒につい
て復習してくること。③仕事率を復習してくること。 
9 回 ①教科書 p.147〜p.154 を読んでくること。②ベクトルの表記法を復習して
くること。③３角形の重心の求め方を復習してくること。 
10 回 ①教科書 p.154〜p.156 を読んでくること。②ニュートンの第２法則を復
習してくること。 
11 回 ①教科書 p.156〜p.162 を読んでくること。②運動量を復習してくること。
③相対速度を復習してくること。 
12 回 ①教科書 p.168〜p.172 を読んでくること。②ニュートンの第３法則を復
習してくること。 
13 回 ①教科書 p.172〜p.173 を読んでくること。②運動エネルギーおよびエネ
ルギー保存の法則を復習してくること。 
14 回 ①教科書 p.173〜p.176 を読んでくること。②運動量保存の法則を復習し
てくること。③質量中心の求め方を復習してくること。 
15 回 ①教科書 p.176〜p.179 を読んでくること。②運動エネルギーを復習して
くること。③⼒学的エネルギー保存の法則を復習してくること。 
16 回 ①教科書 p.179〜p.181 を読んでくること。②１次元の非弾性衝突を復習
してくること。 
17 回 ①教科書 p.184〜p.190 を読んでくること。②位置・変位・速度・加速度の
関係を復習してくること。③弧度法（角度をラジアン表記する方法）を復習して
くること。 
18 回 ①教科書 p.190〜p.194 を読んでくること。②等加速度運動（教科書 p.18
の表 2-1）を復習してくること。③等速円運動を復習してくること。 
19 回 ①教科書 p.195〜p.196 を読んでくること。②運動エネルギーを復習して
くること。 
20 回 ①教科書 p.196〜p.199 を読んでくること。②n 乗の積分の方法を復習して
くること。 
21 回 ①教科書 p.199〜p.203 を読んでくること。②ニュートンの第２法則を復
習しておくこと。③ベクトルの外積（ベクトル積）を復習してくること。 
22 回 ①教科書 p.203〜p.207 を読んでくること。②仕事と運動エネルギーの関
係を復習してくること。③慣性モーメントの求め方を理解してくること。 
23 回 ①教科書 p.217〜p.224 を読んでくること。②トルクを復習してくること。



③運動量を復習してくること。 
24 回 ①教科書 p.224〜p.226 を読んでくること。②トルクと角運動量の関係を
復習してくること。 
25 回 ①教科書 p.227〜p.232 を読んでくること。②角運動量を理解してくるこ
と。 
26 回 ①教科書 p.211〜p.214 を読んでくること。②滑らかにすべる運動と車輪
のように転がる運動の違いを考えてくること。 
27 回 ①教科書 p.214〜p.216 を読んでくること。②斜面上の物体に働く⼒の関
係を復習してくること。 
28 回 ①プリント p.1〜p.6 を読んでくること。②ニュートンの第１法則および第
２法則を復習してくること。 
29 回 ①プリント p.6〜p.10 を読んでくること。②平衡の条件を理解してくるこ
と。 
30 回 ①プリント p.12〜p.16 を読んでくること。②物質の３態（個体・液体・気
体）について学習してくること。 

 



年度 2012 
授業コード FTR1522 
成績評価 定期試験（７０％）、小試験とレポート（３０％） 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス RA(〜11),RB(〜11) 
見出し FTR1522 流体⼒学Ⅱ 
担当教員名 堂⽥ 周治郎 
単位数 2 
教科書 新版流れ学／森川敬信・鮎川恭三・辻 裕 共著／朝倉書店 
アクティブラーニング  
キーワード 管路や水路の流れ、境界層、摩擦抵抗、流れの剥離、カルマン渦、形状抵抗、粘

性流体の流れ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ・椅子がきしむ音が大きい。 

・難しいけど面白い。字がよみづらい。回答：読みやすくなるよう心がけます。 
科目名 流体⼒学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ポイントを学ぶ 流れの⼒学／加藤 宏 編／丸善：水⼒学／北川 能 監修／パワ

ー社 
授業形態 講義 
注意備考 授業に集中し、授業毎の内容を理解していくこと。関数電卓はいつも持参するこ

と。講義ノートの提出を求める。パソコンを使用して、パワーポイント等電子教
材をプロジェクタで提示する。 

シラバスコード FTR1522 
実務経験のある教員  
達成目標 流体⼒学の基礎的事項や用語が説明できる。管路系の圧⼒損失、壁面に働く粘性

摩擦⼒、流れの中の物体に働く⼒が計算できる。オイラーの運動方程式やナビエ
ストークスの運動方程式の導出や物理的意味が理解でき、それらを用いた基礎的
な流れの解析が理解できる。また、簡単な応用問題が解ける。 

受講者へのコメント 授業時間外の学習で、「30 分程度」32％、「まったくしなかった」44％は問題であ
る。 

連絡先 ２０号館３階 堂⽥研究室 電話：086-256-9564 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 目標達成：半分程度できた（35％）、教員の意欲：少し感じられた（41％）、授業
に満足：普通（44％） 
（所見）総合評価は普通で、十分理解できているとはいえないようである。 

英文科目名 Fluid Mechanics II 
関連科目 数学、物理学、⼒学、熱⼒学、流体⼒学Ｉ 
次回に向けての改善変更予定 もう少し頻繁に、宿題を与えたほうがいいようである。 



講義目的 水、油、空気などの流体に関係した機器やシステムは多く、流れの様子を知るこ
とは工学に限らず広い分野で重要である。この講義では流体⼒学の基礎を身につ
け、流体を利用した機器やシステムを設計するために必要な基礎知識を修得する
ことを目的とする。講義の後半で簡単な演習問題を行う。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 流路の流れ１（管路内の流れ）について説明する。 

2 回 流路の流れ２（管路損失の計算１）について説明する。 
3 回 流路の流れ３（管路損失の計算２）について説明する。 
4 回 流路の流れ４（水撃作用や水路内の流れ）について説明する。 
5 回 流れの中の物体に働く⼒１（物体まわりの流れと全抵抗）について説明す
る。 
6 回 流れの中の物体に働く⼒２（境界層と摩擦抵抗１）について説明する。 
7 回 流れの中の物体に働く⼒３（境界層と摩擦抵抗２）について説明する。 
8 回 まとめ、演習、小試験などを行う。 
9 回 流れの中の物体に働く⼒４（流れの剥離と形状抵抗）について説明する。 
10 回 流れの中の物体に働く⼒５（カルマン渦、抵抗係数）について説明する。 
11 回 理想流体の流れ１（流体の加速度について）について説明する。 
12 回 理想流体の流れ２（オイラーの運動方程式）について説明する。 
13 回 粘性流体の流れ１（ナビエ・ストークスの運動方程式１）について説明す
る。 
14 回 粘性流体の流れ３（運動方程式の応用１）について説明する。 
15 回 粘性流体の流れ４（運動方程式の応用２）について説明する。講義全体の
まとめを行う。 

準備学習 1 回 円管内の流れの流速分布の導出について予習しておくこと。 
2 回 損失を考慮したベルヌーイの式の応用について予習しておくこと。 
3 回 管摩擦損失と局所損失の計算式を理解しておくこと。 
4 回 身の回りで発生する水撃作用や水路内の流れの具体例を考えておくこと。 
5 回 摩擦抵抗と形状抵抗の違いを理解し、身の回りの具体例を考えておくこと。 
6 回 境界層とは何かについて予習しておくこと。 
7 回 境界層に関する基礎式の導出について予習しておくこと。 
8 回 これまでの講義の復習を十分しておくこと。 
9 回 形状抵抗を計算する方法について予習しておくこと。 
10 回 カルマン渦とは何かについてや、身の回りの渦現象について調べておくこ
と。 
11 回 流れの様子を調べるオイラーの方法とラグランジュの方法を予習しておく
こと。 
12 回 運動方程式の導出について予習しておくこと。 
13 回 運動方程式の各項の物理的意味を理解しておくこと。 
14 回 ナビエ・ストークスの式を解く方法について予習しておくこと。 
15 回 境界層内流れの理論解析について予習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTR15H2 
成績評価 課題（20%）、試験（80%）の割合で評価する。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限、木曜日 3・4 時限 
対象クラス RA(10〜12),RB(10〜12) 
見出し FTR15H2 ⼒学 
担当教員名 松浦 洋司 
単位数 4 
教科書 物理学の基礎[1]⼒学／D.ハリディ・R.レスニック・J.ウォーカー共著・野崎光昭

監訳／培風館 
アクティブラーニング  
キーワード 仕事、運動エネルギー、ポテンシャルエネルギー、エネルギー保存則、運動量、

回転運動、慣性モーメント、転がり運動、剛体、平衡 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 マイクの調子が悪いことがある 

 回答：学務に相談してみます。 
再テストの日にちを増やしてほしい。 
 回答：検討してみます。 

科目名 ⼒学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特に指定しない。 
授業形態 講義 
注意備考 ①宿題を提出すること。②関数電卓を持ってくること。 
シラバスコード FTR15H2 
実務経験のある教員  
達成目標 ①仕事、運動エネルギー、ポテンシャルエネルギー、運動量、慣性モーメント、

トルクを求めることができること。 
②⼒学的エネルギーの保存則、運動量（角運動量）の保存則、静的平衡状態につ
いて説明することができること。 

受講者へのコメント ほとんどの学生が真面目に取り組んでくれました。 
再履修が必要な学生は、また一緒に頑張りましょう。 

連絡先 （研究室）20 号館 4 階、（電話）086-256-9579、（E-mail）matsuura@are.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業時間外にどの程度、学習しましたかについては、１時間程度以上の累積が
51.8％であり、比較的自宅学習時間が多いようです。しかし、宿題などの指示さ
れた課題に取り組んだが 81.5％なので、毎回出している課題をしているというこ
とのようです。 
この分野への理解が深まったが 77.8％であり、専門基礎の必修内容という点では
良かったと思います。 
総合評価のこの授業に満足しましたかについては、満足とほぼ満足の合計が



85.2％でした。 
英文科目名 Fundamental Mechanics 
関連科目 物理学実験、材料⼒学、流体⼒学、機械⼒学、ロボット運動学、ロボットダイナ

ミクス、機械運動学 
次回に向けての改善変更予定 実例などをさらに取り入れながら学生に興味を持たせる工夫を考えてみたいと

思います。 
また、社会との関連性についても取り入れていきたいと思います。 

講義目的 ⼒学は工学で学ぶ専門事項の理論的基礎を与える重要な科目の一つである。この
講義では「物理学Ⅰ、物理学Ⅱ」で学んだ内容の続きとして、仕事、運動エネル
ギー、ポテンシャルエネルギー、エネルギー保存則、運動量の保存則、衝突と⼒
積、並進運動と回転運動、慣性モーメントとトルク（⼒のモーメント）、回転に関
するニュートンの第２法則、転がり運動、角運動量、角運動量の保存、平衡と弾
性について学習する。演習問題を多く解き、計算の仕方を身につけると共に、物
理的な考え方を習得することを目標とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 物理学の復習と⼒学の全体的な説明 

2 回 運動エネルギーと仕事 
3 回 重⼒による仕事、ばねの⼒がする仕事 
4 回 変化する⼒がする仕事と仕事率 
5 回 運動エネルギーと仕事のまとめ 
6 回 ポテンシャルエネルギーと⼒学的エネルギーの保存 
7 回 外⼒が系に対してする仕事 
8 回 質量中心（重心） 
9 回 エネルギー保存則のまとめ 
10 回 運動量 
11 回 運動量の保存 
12 回 ⼒積と運動量 
13 回 １次元の非弾性衝突 
14 回 １次元の弾性衝突 
15 回 運動量および衝突のまとめ 
16 回 並進と回転、角速度と角加速度 
17 回 角加速度一定の回転 
18 回 並進変数と回転変数の関係 
19 回 回転の運動エネルギーと慣性モーメントの計算 
20 回 角加速度一定の回転のまとめ 
21 回 慣性モーメントの計算 
22 回 トルクと回転に関するニュートンの第２法則 
23 回 仕事と回転運動エネルギー 
24 回 固定軸のまわりを回転する剛体の角運動量とその保存 
25 回 教科書１１−７から１１−１０、１２−９、１２−１０までの演習 
26 回 回転に関するニュートンの第 2 法則のまとめ 
27 回 トルクと角運動量 



28 回 教科書１２−５から１２−１０までの演習 
29 回 平衡の条件と静的平衡状態 
30 回 回転と平衡条件のまとめ 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと 
2 回 単位の復習をすること（特に教科書 p.2 表 1-1 表 1-2、p.82 式(5-3)） 
3 回 ばねのフックの法則の復習をすること 
4 回 合成関数の微分の学習および身近な家電製品のワット数を調べること 
5 回 運動エネルギーと仕事の復習をすること 
6 回 高校で習った位置エネルギーの復習をすること 
7 回 高校で習った２次方程式（特に解の公式）の復習をすること 
8 回 三角形の重心の位置を調べること 
9 回 エネルギーの保存の復習をすること 
10 回 ニュートンの第２法則の復習をすること 
11 回 運動量の復習をすること 
12 回 ニュートンの第３法則の復習をすること 
13 回 運動量の保存の復習をすること 
14 回 運動エネルギーの復習をすること 
15 回 運動量および衝突の復習をすること 
16 回 数学で学習した弧度法（ラジアン）の復習をすること 
17 回 等加速度運動の復習をすること（特に教科書 p.18 表 2-1） 
18 回 微分の復習をすること 
19 回 運動エネルギーの復習をすること 
20 回 回転について復習をすること 
21 回 x の 3 乗の積分の学習（復習）をすること 
22 回 ニュートンの第 2 法則を復習すること 
23 回 教科書第 7 章の復習をすること（教科書 p.119 のまとめ） 
24 回 運動量とその保存の復習をすること（教科書 p.154〜159） 
25 回 角運動量の復習をすること 
26 回 回転に関するニュートンの第 2 法則の復習をすること 
27 回 トルクの復習をすること 
28 回 回転についての復習をすること 
29 回 ニュートンの第 1 法則の復習をすること 
30 回 回転と平衡条件の復習をすること 

 



年度 2012 
授業コード FTR1711 
成績評価 定期試験(５０%)、演習(３０%)、レポート(２０%) 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス RA(〜10),RB(〜10) 
見出し FTR1711 ユニバーサルデザインⅠ 
担当教員名 松浦 洋司 
単位数 2 
教科書 ノート講義、関連資料の配布 
アクティブラーニング  
キーワード ノーマライゼーション、バリアフリー、ＵＤ７原則、ＵＤマトリックス、ワーク

ショップ 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 教室の広さや形状：狭かった（2 名） 

空調設備：集中管理がうざい 
空調設備：扇風機の風が強い所と弱い所があり、強い所はプリントがもってかれ
る 
空調設備：扇風機の風が強い 
回答：学務に相談してみます。 
UD のデザインや改善するのは予想以上に大変で難しさがわかった 
 回答：真剣取り組んだ証だと思います。良い社会⼈になれると思います。 
テキストが分かりづらい。教本を作った方が良い。読みづらい。 
 回答：毎年見直しをしていますが、さらに改善したいと思います。 
最後のプレゼンは、もうちょっと早い時期から始めた方がもっ 

科目名 ユニバーサルデザインⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 講義 
注意備考 関数電卓持参のこと。パソコンを使用して、パワーポイント等電子教材をプロジ

ェクタで提示する。 
シラバスコード FTR1711 
実務経験のある教員  
達成目標 ①ＵＤの基本原則が説明できること。 

②ＵＤを実現するために配慮すべき項目が挙げられること。 
③⼈体や感覚機能に関係する物理量の計算ができること。 

受講者へのコメント 真面目に取り組んでいる学生は多いと思うが、そうでない学生もいるようです。 
連絡先 研究室 20 号館 4 階 TEL：086-256-9579 E-mail:matsuura@are.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 総合評価のこの授業に満足しましたかについては、満足とほぼ満足の合計が
81.4％でした。 



英文科目名 Universal Design I 
関連科目 数学、物理学、⼒学、⼈間工学、生活支援工学、リハビリテーション工学 
次回に向けての改善変更予定  実例などをさらに取り入れながら学生に興味を持たせる工夫を考えてみたい

と思います。 
 テキストの見直しをしたいと思います。 
 プレゼンのやり方を見直したいと思います。 

講義目的  ユニバーサルデザイン(ＵＤ)とは、全ての⼈に使いやすい製品や環境を設計す
ることを目標として、対象ユーザをできるだけ広げていこうとする設計手法のこ
とである。全ての⼈には当然、障害者や高齢者、子供、妊婦さらには荷物を持っ
ていたり、病気などにより一時的に何らかの不自由な状況にある⼈も含まれる。
その基本となる考え方であるノーマライゼーションを初め、ＵＤの基本原則か
ら、具体的な取り組みおよび⼈体や感覚機能に関係する物理量について学習す
る。また、身の回りの製品についてのＵＤ評価やワークショップによる実践的な
改善提案 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 ⼈間とものづくりの歴史 

2 回 ものづくりとデザイン(設計)の流れ 
3 回 ノーマライゼーションとユニバーサルデザイン（パワーポイントにて掲示） 
4 回 ユニバーサルデザイン（ＵＤ）評価方法 
5 回 ＵＤ製品の開発手法（ＵＤプロセス）と評価 
6 回 (福祉の)まちづくり 
7 回 環境と⼈体（自然環境と代謝量） 
8 回 日照と日射 
9 回 採光と照明 
10 回 色彩（パワーポイントにて提示） 
11 回 音響(騒音)と振動 
12 回 換気・通風、伝熱、安全⼈間工学 
13 回 ＵＤ実践演習１ 
14 回 ＵＤ実践演習２ 
15 回 プレゼンテーションとまとめ（進化し続けるＵＤ） 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと 
2 回 これまでに⼈類がつくったものについて調べること 
3 回 身近な製品について調べること 
4 回 身近な製品のＵＤ評価を行うこと 
5 回 ＵＤ評価の利点と欠点について考えること 
6 回 ＵＤマトリックスの利点と欠点について考えること 
7 回 まちづくりに関係する法律を調べること 
8 回 ⼈の呼吸量について調べること 
9 回 日照時間について調べること 
10 回 照度の計算をすること 
11 回 色彩について計算をすること 
12 回 音響について計算をすること 



13 回 ⼈間のミスについて考えること 
14 回 ワークショップを行うこと 
15 回 プレゼンテーションの準備を行うこと 

 



年度 2012 
授業コード FTR1712 
成績評価 定期試験(45％)，中間試験(35％)，演習問題と宿題(20％) 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス RA(〜11),RB(〜11) 
見出し FTR1712 ロボット運動学 
担当教員名 藤本 真作 
単位数 2 
教科書 川崎晴久著・「ロボット工学の基礎」・北森出版 
アクティブラーニング  
キーワード 回転行列，オイラー角，同時変換行列，DH 法，順運動学，逆運動学，ヤコビ行

列，仮想仕事の原理 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 【自由記述】とてもわかりやすかった。 

【回答】有難うございます。このような回答が得られるようにこれからも頑張り
ます。 
【机や椅子】一部、ネジが痛んでいる（イス）。 
【空調設備】寒く体調を壊しそう。 

科目名 ロボット運動学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 Richard P. Paul 著 吉川恒夫訳・「ロボット・マニピュレータ」・コロナ社 
授業形態 講義 
注意備考 数学Ⅰ、Ⅲおよび、⼒学の内容を理解しておくことが望ましい。 
シラバスコード FTR1712 
実務経験のある教員  
達成目標 微積分学や行列に関する一般知識を前提として、ロボティクス分野の問題を解決

するために、ロボットの位置・姿勢やその性質の基礎的事項が修得できる。 
受講者へのコメント  授業アンケートの要望に応えるために、来年度はできるだけ興味・関心がでて、

ペースを感じさせない授業内容にできればと考えております。 
連絡先 担当教員：藤本 真作， E-mail: fuji(_at_)are.ous.ac.jp, Tel: 086-256-9596, 研

究室：２０号館２階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  質問項目[A] [B] [C]に関してとても良い評価を頂いているように感じました。
ただ質問項目[E]で気になる点がありましたので、所見を述べさせて頂きます。 
『質問項目[E]８）』１回の授業で扱う量が多い。（３名：4.9%） 
［所見］ 
 現在の授業状況でも、かなりゆっくりとしたペースで、授業をしているつもり
です。もし、今の状況よりもパーセンテージが上がってきた場合は注意したいと
思います。 



英文科目名 Robot Kinematics 
関連科目 制御工学，数学（特に数学Ⅰ・Ⅲ），ロボットダイナミクス，⼒学，知能機械工学

実験 
次回に向けての改善変更予定  来年度のロボット運動学は出席率のことも考え、予習や復習を考慮した内容の

宿題・レポートや演習問題を考えてみたいと思います。 
講義目的 ロボット工学は非常に広い分野を包含する学問であり、将来このロボット工学を

積極的に活用することが重要になってくるものと考えられる。そこで、本講義で
は、ロボットマニピュレータを具体例として、その運動を理解するために必要な
運動学の基礎について学ぶ。運動学（kinematics）は運動に関する学問であるが
運動を起こす⼒は考慮せず、位置（速度・加速度）と姿勢に関する静的な運動を
取り扱う。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義概要（ロボットの運動学について） 

2 回 ベクトルと行列 
3 回 空間の記述と変換（位置・姿勢表現法） 
4 回 回転行列とその性質 
5 回 姿勢表現（オイラー角、ロール・ピッチ・ヨー角など） 
6 回 座標変換行列（同次変換行列）とその性質 
7 回 同次変換行列の逆変換と中間試験 
8 回 ＤＨパラメータと座標系の設定 
9 回 ＤＨパラメータと同次変換行列 
10 回 ＤＨパラメータと座標系・演習 
11 回  順運動学と逆運動学 
12 回  手先位置と関節変数と関係 
13 回  ヤコビ行列とその性質 
14 回  位置・速度・加速度解析 
15 回  仮想仕事の原理と特異点 

準備学習 1 回 ４章 ロボットアームの機構と運動学（p.38-41）を予習しておくこと 
2 回 三角関数（加法定理等）と行列（式）の復習をしておくこと 
3 回 三角関数と行列表現について理解しておくこと 
4 回 逆行列と転置行列を復習し、理解しておくこと 
5 回 ベクトルの公理を理解し、応用できること 
6 回 回転行列（直交行列）を証明できるようにしておくこと 
7 回 回転行列（直交行列）の性質を理解しておくこと 
8 回 右手座標系と回転軸方向（p.38-52）および、同次変換行列を理解しておく
こと 
9 回 平行・回転移動を理解し、同次変換行列の逆変換を証明できること 
10 回 [例題 4.3]PUMA 形ロボットの構造（p.56-57）を復習すること 
11 回 順運動学と逆運動学を理解しておくこと 
12 回 ２関節ロボットアームの逆運動学問題が解けるようにしておくこと 
13 回 他変数関数の偏微分法を理解しておくこと 
14 回 仮想仕事の原理について理解しておくこと 



15 回 手先に加わる外⼒とトルクの関係を理解しておくこと 
 



年度 2012 
授業コード FTR1722 
成績評価 講義ごとの課題（50％）、ユニバーサルデザインについての最終課題（50％）に

より成績を評価する。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス RA(〜10),RB(〜10) 
見出し FTR1722 ユニバーサルデザインⅡ 
担当教員名 神谷 茂保、岩﨑 昭浩＊、浦久保 康裕＊、岡 將男＊、菊地 里子＊、畑山 

一郎＊ 
単位数 2 
教科書 講義中に指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード ユニバーサルデザイン 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ＊ロボット、制御の分野に関する話があればよいーーーこれは検討してみます。 

＊会社の製品作りについての話、企業の⼈との話ができたことなどがよかったー
ーーー企業のユニバーサルデザインへの取り組みを講義していただくように依
頼していますのでその目標は達したようで安心しました。 

科目名 ユニバーサルデザインⅡ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 講義の一回目の オリエンテイションのとき、講義日程などを説明するので必ず

出席すること。各講義に対するレポートの提出を求める。最終レポートとして各
講義をふまえたユニバーサルデザインに基づく設計などの課題の提出を求める。
パソコンを使用し、パワーポイント等の電子教材をプロジェクタにより提示す
る。 

シラバスコード FTR1722 
実務経験のある教員  
達成目標 ユニバーサルデザインの基礎概念を理解し、企業などにおいてどのようにユニバ

ーサルデザインは考えられているかなどを学ぶ。実際にユニバーサルデザインに
基づいた設計などができる。 

受講者へのコメント 講義ではカバーできなかった分野もあるので各自でさらに勉強してくださるこ
とを期待している。 

連絡先 20 号館 6 階神谷研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 大部分の⼈がこの講義分野への関心が深まったという回答、目標を達したという
回答している。 
この分野の内容は卒業後も役に立つので上記の回答に安心しました。 



英文科目名 Universal Design II 
関連科目 ユニバーサルデザイン I 
次回に向けての改善変更予定 大部分の⼈がこの講義分野への関心が深まったという回答、だいたい目標を達し

たという回答しているのでほぼ同じように講義を行う予定である。 
講義目的 ユニバーサルデザインの基礎概念とその応用について学ぶ。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテイション：講義の進め方、レポートの書きかたのどを説明する。 

2 回  ユニバーサルデザインの基礎概念について説明する。 
3 回  ユニバーサルデザインの基礎概念及びその応用について説明する 
4 回  ユニバーサルデザインの実践例 1 を示して説明する。 
5 回  ユニバーサルデザインの実践例 1 及びその応用を説明する。 
6 回  ユニバーサルデザインの実践例 2 を説明する。 
7 回  ユニバーサルデザインの実践例 2 及びその応用を説明する。 
8 回  ユニバーサルデザインの実践例 3 を説明する。 
9 回  ユニバーサルデザインの実践例 3 及びその応用を説明する。 
10 回  ユニバーサルデザインの実践例 4 を説明する。 
11 回  ユニバーサルデザインの実践例 4 及びその応用を説明する。 
12 回  ユニバーサルデザインの実践例 5 を説明する。 
13 回  ユニバーサルデザインの実践例 5 及びその応用を説明する。 
14 回  ユニバーサルデザイン（まとめ 1）：実践例１，２を参照にして応用を説
明する。 
15 回 ユニバーサルデザイン（まとめ 2）：実践例３，４，５を参照にして応用を
説明する。 

準備学習 バリアフリーについて前期の講義「ユニバーサルデザイン１」の内容を復習して
おくこと。 
第１４回、第１５回：ユニバーサルデザインの基礎概念と実践例について復習し
ておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTR2111 
成績評価 実習テーマごとの実技 50％、レポート提出 50%により成績を評価する。採点の

基準は 100 点満点のうち 60 点以上を合格とする。また、授業回数の 3 分の 1 以
上の欠席がある場合には、 

曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス RA(〜11) 
見出し FTR2111 機械加工実習 
担当教員名 松下 尚史、近藤 保彦＊、林 貞義＊、島崎 始＊、福井 匠＊、内⽥ 裕康

＊ 
単位数 2 
教科書 機械実習 1、機械実習 2／嵯峨常生監修／実教出版：毎回配布される資料 
アクティブラーニング  
キーワード 旋盤、フライス盤、数値制御、⻭切り盤、ボール盤、タップ立て、溶接 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 機械加工実習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 加工学の教科書 
授業形態 実験実習 
注意備考 ①各担当指導員の指示に従うこと。②怪我をしないような服装をすること。③グ

ループごと上記の実習を行うので、実習の順番はグループにより異なる。 
シラバスコード FTR2111 
実務経験のある教員  
達成目標 ①旋盤、フライス盤、ボール盤などの工作機械の使って加工することができるこ

と。②CNC 旋盤、CNC フライス盤を利用して加工する際のプログラムを作成す
ることができること。③溶接することができること。 

受講者へのコメント  
連絡先 （研究室）20 号館 3 階、（電話）086-256-9503、（E-mail）hisashi@are.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Exercise of Mechanical Processing 
関連科目 「加工学」を履修していることが望ましい。本科目に引き続き「機械創造工学Ⅱ」

を受講することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 機械設計を適切に効率よく行うためには機械加工法を熟知しておく必要がある。

本実習では各種工作機械を用いて実際に材料を加工することにより機械加工の
手順や方法などを修得する。また、工作機械、工作法および工作理論の知識を実
感・経験することにより内容の深い理解と能⼒向上を目指す。 



対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 実験テーマの内容を説明し、実習のグループ分けを行う。 （全教員） 

2 回 タップ立ての方法を学び、文鎮を製作する。（全教員） 
3 回 ガス溶接およびガス切断の方法を修得する。（全教員） 
4 回 アーク溶接の方法を修得する。（全教員） 
5 回 旋盤を使って、引張り試験片を製作する。（全教員） 
6 回 旋盤を使って、ねじ切りの方法を修得する。（全教員） 
7 回 フライス盤を使って、プラスチック材の加工方法を修得する。（全教員） 
8 回 フライス盤を使って、プラスチック材の加工方法を修得する。（全教員） 
9 回 ボール盤およびグラインダの使い方を修得する。（全教員） 
10 回 ⻭切り盤の使い方を修得する。（全教員） 
11 回 ⻭切り盤を使って、⻭車を製作する。（全教員） 
12 回 ＣＮＣ旋盤を使って、ねじ切りの方法を修得する。（全教員） 
13 回 ＣＮＣ旋盤を使って、テーパーの仕方を修得する。（全教員） 
14 回 ＣＮＣフライス盤の基本動作を修得する。（全教員） 
15 回 ＣＮＣフライス盤のプログラミング方法を修得する。（全教員） 

準備学習 1 回 教科書「機械実習１」の p.1〜p.17 を読んで、実習の心構え、災害防止と安
全の心得を理解してくること。さらに、ノギスおよびマイクロメータによる⻑さ
の測定方法を理解してくること。 
2 回 教科書「機械実習１」の p.39〜p.69 を読んで、けがきの基本作業、やすり
の基本作業、ねじ立ての基本作業を理解してくること。 
3 回 教科書「機械実習１」の p.139〜p.154 を読んで、ガス溶接作業およびガス
切断の方法を理解してくること。 
4 回 教科書「機械実習１」の p.155〜p.166 を読んで、アーク溶接機の種類、ア
ーク溶接機の構造、アーク溶接の方法を理解してくること。 
5 回 教科書「機械実習１」の p.209〜p.226 を読んで、旋盤主要部の構造と機能、
旋盤用バイトの種類、旋盤作業の切削条件を理解してくること。 
6 回 教科書「機械実習１」の p.236〜p.262 を読んで、心立て、工作物の取付け、
バイトの取付け、ねじ切りの原理を理解してくること。 
7 回 教科書「機械実習２」の p.3〜p.29 を読んで、フライス盤の構造と機能、フ
ライス盤の種類、フライス盤作業の切削条件を理解してくること。 
8 回 教科書「機械実習２」の p.74〜p.83 を読んで、フライス盤を使った平面削
り、側面削り、キー溝削りなど切削作業の方法を理解してくること。 
9 回 教科書「機械実習２」の p.107〜p.129 を読んで、ボール盤の種類と構造、
ドリルの種類、ボール盤の切削条件、ボール盤の基本操作法を理解してくること。 
10 回 教科書「機械実習２」の p.130〜p.136 を読んで、⻭切り盤の種類と⻭切り
法、⻭車と⻭切りを理解してくること。さらに、モジュールについて復習してく
ること。 
11 回 教科書「機械実習２」の p.137〜p.150 を読んで、ボブ盤の構造と機能、ボ
ブ盤の切削条件、ボブ盤の操作と作業方法を理解してくること。 
12 回 教科書「機械実習２」の p.218〜p.222 を読んで、ＮＣ工作機械の特徴を理
解してくること。さらに、p.235〜p.247 を読んで、ＮＣ旋盤のプログラミング方



法を理解してくること。 
13 回 教科書「機械実習２」の p.248〜p.259 を読んで、ＮＣ旋盤の各部の名称と
機能、ＣＲＴ操作盤の機能、ＮＣ旋盤作業の流れを理解してくること。 
14 回 教科書「機械実習２」の p.260〜p.265 を読んで、ワーク座標系の設定、マ
シニングセンタの基本動作プログラミング方法を理解してくること。 
15 回 教科書「機械実習２」の p.266〜p.279 を読んで、マシニングセンタのＮＣ
プログラムの流れとマシニングセンタの取扱い方を理解してくること。 

 



年度 2012 
授業コード FTR2112 
成績評価 実習テーマごとの実技 50％、レポート提出 50%により成績を評価する。採点の

基準は 100 点満点のうち 60 点以上を合格とする。また、授業回数の 3 分の 1 以
上の欠席がある場合には、評価を E とする。 

曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス RB(〜11) 
見出し FTR2112 機械加工実習 
担当教員名 松下 尚史、近藤 保彦＊、林 貞義＊、島崎 始＊、福井 匠＊、内⽥ 裕康

＊ 
単位数 2 
教科書 機械実習 1、機械実習 2／嵯峨常生監修／実教出版：毎回配布される資料 
アクティブラーニング  
キーワード 旋盤、フライス盤、数値制御、⻭切り盤、ボール盤、タップ立て、溶接 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特になし 
科目名 機械加工実習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 加工学の教科書 
授業形態 実験実習 
注意備考 ①各担当指導員の指示に従うこと。②怪我をしないような服装をすること。③グ

ループごと上記の実習を行うので、実習の順番はグループにより異なる。 
シラバスコード FTR2112 
実務経験のある教員  
達成目標 ①旋盤、フライス盤、ボール盤などの工作機械の使って加工することができるこ

と。②CNC 旋盤、CNC フライス盤を利用して加工する際のプログラムを作成す
ることができること。③溶接することができること。 

受講者へのコメント レポートの提出期限を厳守すること 
連絡先 （研究室）20 号館 3 階、（電話）086-256-9503、（E-mail）hisashi@are.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし 
英文科目名 Exercise of Mechanical Processing 
関連科目 「加工学」を履修していることが望ましい。本科目に引き続き「機械創造工学Ⅱ」

を受講することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 特になし 
講義目的 機械設計を適切に効率よく行うためには機械加工法を熟知しておく必要がある。

本実習では各種工作機械を用いて実際に材料を加工することにより機械加工の
手順や方法などを修得する。また、工作機械、工作法および工作理論の知識を実
感・経験することにより内容の深い理解と能⼒向上を目指す。 



対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 実験テーマの内容を説明し、実習のグループ分けを行う。 （全教員） 

2 回 タップ立ての方法を学び、文鎮を製作する。（全教員） 
3 回 ガス溶接およびガス切断の方法を修得する。（全教員） 
4 回 アーク溶接の方法を修得する。（全教員） 
5 回 旋盤を使って、引張り試験片を製作する。（全教員） 
6 回 旋盤を使って、ねじ切りの方法を修得する。（全教員） 
7 回 フライス盤を使って、プラスチック材の加工方法を修得する。（全教員） 
8 回 フライス盤を使って、プラスチック材の加工方法を修得する。（全教員） 
9 回 ボール盤およびグラインダの使い方を修得する。（全教員） 
10 回 ⻭切り盤の使い方を修得する。（全教員） 
11 回 ⻭切り盤を使って、⻭車を製作する。（全教員） 
12 回 ＣＮＣ旋盤を使って、ねじ切りの方法を修得する。（全教員） 
13 回 ＣＮＣ旋盤を使って、テーパーの仕方を修得する。（全教員） 
14 回 ＣＮＣフライス盤の基本動作を修得する。（全教員） 
15 回 ＣＮＣフライス盤のプログラミング方法を修得する。（全教員） 

準備学習 1 回 教科書「機械実習１」の p.1〜p.17 を読んで、実習の心構え、災害防止と安
全の心得を理解してくること。さらに、ノギスおよびマイクロメータによる⻑さ
の測定方法を理解してくること。 
2 回 教科書「機械実習１」の p.39〜p.69 を読んで、けがきの基本作業、やすり
の基本作業、ねじ立ての基本作業を理解してくること。 
3 回 教科書「機械実習１」の p.139〜p.154 を読んで、ガス溶接作業およびガス
切断の方法を理解してくること。 
4 回 教科書「機械実習１」の p.155〜p.166 を読んで、アーク溶接機の種類、ア
ーク溶接機の構造、アーク溶接の方法を理解してくること。 
5 回 教科書「機械実習１」の p.209〜p.226 を読んで、旋盤主要部の構造と機能、
旋盤用バイトの種類、旋盤作業の切削条件を理解してくること。 
6 回 教科書「機械実習１」の p.236〜p.262 を読んで、心立て、工作物の取付け、
バイトの取付け、ねじ切りの原理を理解してくること。 
7 回 教科書「機械実習２」の p.3〜p.29 を読んで、フライス盤の構造と機能、フ
ライス盤の種類、フライス盤作業の切削条件を理解してくること。 
8 回 教科書「機械実習２」の p.74〜p.83 を読んで、フライス盤を使った平面削
り、側面削り、キー溝削りなど切削作業の方法を理解してくること。 
9 回 教科書「機械実習２」の p.107〜p.129 を読んで、ボール盤の種類と構造、
ドリルの種類、ボール盤の切削条件、ボール盤の基本操作法を理解してくること。 
10 回 教科書「機械実習２」の p.130〜p.136 を読んで、⻭切り盤の種類と⻭切り
法、⻭車と⻭切りを理解してくること。さらに、モジュールについて復習してく
ること。 
11 回 教科書「機械実習２」の p.137〜p.150 を読んで、ボブ盤の構造と機能、ボ
ブ盤の切削条件、ボブ盤の操作と作業方法を理解してくること。 
12 回 教科書「機械実習２」の p.218〜p.222 を読んで、ＮＣ工作機械の特徴を理
解してくること。さらに、p.235〜p.247 を読んで、ＮＣ旋盤のプログラミング方



法を理解してくること。 
13 回 教科書「機械実習２」の p.248〜p.259 を読んで、ＮＣ旋盤の各部の名称と
機能、ＣＲＴ操作盤の機能、ＮＣ旋盤作業の流れを理解してくること。 
14 回 教科書「機械実習２」の p.260〜p.265 を読んで、ワーク座標系の設定、マ
シニングセンタの基本動作プログラミング方法を理解してくること。 
15 回 教科書「機械実習２」の p.266〜p.279 を読んで、マシニングセンタのＮＣ
プログラムの流れとマシニングセンタの取扱い方を理解してくること。 

 



年度 2012 
授業コード FTR21C1 
成績評価 毎回の演習課題(3%×15 回=45%)、中間試験(10%×3 回=30%)、期末試験

(25%)。ただし期末試験のうち微分基礎問題 15 題のうち 12 題以上を正解するこ
と。 

曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス RA(10〜12),RB(10〜12) 
見出し FTR21C1 数学Ⅰ 
担当教員名 荒木 圭典 
単位数 2 
教科書 毎回、演習課題を配布する。「新訂 微分積分 I」・大日本図書矢野監修、春日編・

「モノグラフ ５訂版 公式集」・科学振興新社「新訂 基礎数学」・大日本図書（教
員に指示された者のみ） 

アクティブラーニング  
キーワード 微分、導関数、接線、極値、定積分、不定積分、面積、多項式、三角関数、指数

関数、対数関数、分数関数、無理関数、逆関数、Taylor 展開 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 （特にありませんでした） 
科目名 数学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義において指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 年度冒頭の学⼒多様化度調査の結果によって講義の履修の指導をするので、教員

の指示に従うこと。 
シラバスコード FTR21C1 
実務経験のある教員  
達成目標 微分法、積分法の基礎を理解し、簡単な応用問題を解くことができる。 
受講者へのコメント 計算の仕方を忘れないでください。 
連絡先 担当：荒木圭典 E-mail: araki(_at_)are.ous.ac.jp, Tel: 086-256-9509, 研究室：２

０号館６階、オフィスアワー： 随時 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になしが多いのでちょっと対処がわかりません。 
英文科目名 Calculus I 
関連科目 全てのＡ群科目 
次回に向けての改善変更予定 もう少し授業時間を演習に使うように工夫したいです。 
講義目的 1 変数関数の微分法、積分法の基礎について、図形的意味、計算法について習熟

すること。学習の項目は、導関数の定義、関数の積・商の導関数、合成関数の導
関数、初等関数（多項式、三角関数、指数・対数関数）の導関数の計算 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 次の項目について解説、演習を行う：微分とは■2 点の座標とグラフの傾き
■極限の計算とは■導関数の定義と x,x^2,x^3 への応用■導関数の表記法と読み
方。 
2 回 次の項目について解説、演習を行う：微分の公式：線形性、積、商の導関数
■x^n の導関数■合成関数とは(例: V sin(2πft+Φ), (1/√(2π)s) exp(-(x-
m)^2/s^2)■合成関数の導関数■導関数の符号と増減■増減表の作成■組立除法
による代入計算。 
3 回 中間試験１を実施する。その後、次の項目について解説、演習を行う：■x=a
での接線の意味：接点と因数分解の関係■接線と交点の計算。 
4 回 次の項目について解説、演習を行う：三角関数の意味（三角形の形状決定、
方向の記述、周期現象の記述）、定義、表記の慣習■三角関数のグラフ■辺⻑
(a,b,c)の三角形の角データの電卓、三角関数表での計算。 
5 回 次の項目について解説、演習を行う：振動現象の記述（係数に次元があり、
位相に次元が無いこと）■三角形関連の公式（面積、扇型の面積、正弦、余弦、
加法定理）■加法定理の意味、証明■演習：三角形の読み（例えば斜面を滑り降
りる物体にかかる⼒の斜面方向の成分）。座標から偏角の計算（電卓、関数表）。
加法定理とその周辺の公式の整理。 
6 回 次の項目について解説、演習を行う：はさみうちの原理■sin(x)/x→1 の証
明■(sin(x))'=cos(x)の導出■三角関数の特徴：関数と導関数のグラフの形が同じ
■cos(x), tan(x)の導関数の計算◆ ***(f(x)), ***(ax+b) の導関数の練習。 
7 回 中間試験２を実施する。その後、次の項目について解説、演習を行う：■次
の項目について解説、演習を行う：指数法則、対数法則■対数グラフと掛け算。 
8 回 次の項目について解説、演習を行う：指数関数、対数関数のグラフ■表記
法、読みについて(exp, ln)■国際標準(ISO)では ln と表記することについて。 
9 回 次の項目について解説、演習を行う：指数関数、対数関数の導関数■演習は
基本的な関数の導関数の公式。 
10 回 次の項目について解説、演習を行う：導関数の公式の基礎的な計算。その
後、指数関数・対数関数の中間試験３を実施する。 
11 回 次の項目について解説、演習を行う：テイラー展開、マクローリン展開の
式、意味■exp, sin, cos の公式と導関数の計算。 
12 回 次の項目について解説、演習を行う：逆関数の定義■sin, cos, tan の逆関
数■逆関数の導関数。 
13 回 次の項目について解説、演習を行う：偏微分の記号と計算。 
14 回 総合的な演習１を行う。 
15 回 総合的な演習２を行う。 

準備学習 毎回、次回の演習課題を配布するので、演習課題に取り組んでおくこと。 
 



年度 2012 
授業コード FTR21D2 
成績評価 毎回の演習課題(3%×15 回=45%)、中間試験(10%×3 回=30%)、期末試験

(25%)。ただし期末試験のうち微分基礎問題 15 題のうち 12 題以上を正解するこ
と。 

曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス RA(10〜12),RB(10〜12) 
見出し FTR21D2 数学Ⅰ 
担当教員名 荒木 圭典 
単位数 2 
教科書 毎回、演習課題を配布する。「新訂 微分積分 I」・大日本図書矢野監修、春日編・

「モノグラフ ５訂版 公式集」・科学振興新社「新訂 基礎数学」・大日本図書（教
員に指示された者のみ） 

アクティブラーニング  
キーワード 微分、導関数、接線、極値、定積分、不定積分、面積、多項式、三角関数、指数

関数、対数関数、分数関数、無理関数、逆関数、Taylor 展開 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「荒木先生サイコーですね！」「荒木先生の受業おもしろい！！」ども m(_ _)m 
科目名 数学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義において指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 年度冒頭の学⼒多様化度調査の結果によって講義の履修の指導をするので、教員

の指示に従うこと。 
シラバスコード FTR21D2 
実務経験のある教員  
達成目標 微分法、積分法の基礎を理解し、簡単な応用問題を解くことができる。 
受講者へのコメント 授業では微分だけでなく、逆三角関数や対数グラフの復習もしておいてくださ

い。 
連絡先 担当：荒木圭典 E-mail: araki(_at_)are.ous.ac.jp, Tel: 086-256-9509, 研究室：２

０号館６階、オフィスアワー： 随時 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業の進め方からして復習にできれば時間を割いてほしい。 
英文科目名 Calculus I 
関連科目 全てのＡ群科目 
次回に向けての改善変更予定 授業は板書と演習プリントを基にして行いましたが、今後は内容の文書化を進め

ていこうと思います。 
講義目的 1 変数関数の微分法、積分法の基礎について、図形的意味、計算法について習熟

すること。学習の項目は、導関数の定義、関数の積・商の導関数、合成関数の導



関数、初等関数（多項式、三角関数、指数・対数関数）の導関数の計算 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 次の項目について解説、演習を行う：微分とは■2 点の座標とグラフの傾き

■極限の計算とは■導関数の定義と x,x^2,x^3 への応用■導関数の表記法と読み
方。 
2 回 次の項目について解説、演習を行う：微分の公式：線形性、積、商の導関数
■x^n の導関数■合成関数とは(例: V sin(2πft+Φ), (1/√(2π)s) exp(-(x-
m)^2/s^2)■合成関数の導関数■導関数の符号と増減■増減表の作成■組立除法
による代入計算。 
3 回 中間試験１を実施する。その後、次の項目について解説、演習を行う：■x=a
での接線の意味：接点と因数分解の関係■接線と交点の計算。 
4 回 次の項目について解説、演習を行う：三角関数の意味（三角形の形状決定、
方向の記述、周期現象の記述）、定義、表記の慣習■三角関数のグラフ■辺⻑
(a,b,c)の三角形の角データの電卓、三角関数表での計算。 
5 回 次の項目について解説、演習を行う：振動現象の記述（係数に次元があり、
位相に次元が無いこと）■三角形関連の公式（面積、扇型の面積、正弦、余弦、
加法定理）■加法定理の意味、証明■演習：三角形の読み（例えば斜面を滑り降
りる物体にかかる⼒の斜面方向の成分）。座標から偏角の計算（電卓、関数表）。
加法定理とその周辺の公式の整理。 
6 回 次の項目について解説、演習を行う：はさみうちの原理■sin(x)/x→1 の証
明■(sin(x))'=cos(x)の導出■三角関数の特徴：関数と導関数のグラフの形が同じ
■cos(x), tan(x)の導関数の計算◆ ***(f(x)), ***(ax+b) の導関数の練習。 
7 回 中間試験２を実施する。その後、次の項目について解説、演習を行う：■次
の項目について解説、演習を行う：指数法則、対数法則■対数グラフと掛け算。 
8 回 次の項目について解説、演習を行う：指数関数、対数関数のグラフ■表記
法、読みについて(exp, ln)■国際標準(ISO)では ln と表記することについて。 
9 回 次の項目について解説、演習を行う：指数関数、対数関数の導関数■演習は
基本的な関数の導関数の公式。 
10 回 次の項目について解説、演習を行う：導関数の公式の基礎的な計算。その
後、指数関数・対数関数の中間試験３を実施する。 
11 回 次の項目について解説、演習を行う：テイラー展開、マクローリン展開の
式、意味■exp, sin, cos の公式と導関数の計算。 
12 回 次の項目について解説、演習を行う：逆関数の定義■sin, cos, tan の逆関
数■逆関数の導関数。 
13 回 次の項目について解説、演習を行う：偏微分の記号と計算。 
14 回 総合的な演習１を行う。 
15 回 総合的な演習２を行う。 

準備学習 毎回、次回の演習課題を配布するので、演習課題に取り組んでおくこと。 
 



年度 2012 
授業コード FTR2311 
成績評価 定期試験(40％)，中間試験(30％)，演習問題・宿題・レポート(20％) 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス RA(〜10),RB(〜10) 
見出し FTR2311 ロボットダイナミクス 
担当教員名 藤本 真作 
単位数 2 
教科書 川崎晴久著・「ロボット工学の基礎」・北森出版 
アクティブラーニング  
キーワード ラグランジュ法，順動⼒動学，逆動⼒動学，同定 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 [要望] 制御工学Ⅰと同じ教室にして欲しい。 

[回答] 私自身も同じ教室が望ましいと思いますが、他学科や受講者数との兼ね
合いもあります。また、教員の一存で講義室は決められません。 

科目名 ロボットダイナミクス 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 D.ハリディ、R.レスニック、J.ウォーカー共著 野沢光昭 監訳「物理学の基礎

［１］⼒学」培風館吉川恒夫著・「ロボット制御基礎論」・コロナ社 
授業形態 講義 
注意備考 数学Ⅰ、Ⅲ、⼒学およびロボット運動学の内容を理解しておくことが望ましい。 
シラバスコード FTR2311 
実務経験のある教員  
達成目標 微積分学や行列およびロボット運動学に関する知識を前提として、ロボティクス

分野の問題を解決するために、ロボットの動⼒学や同定法の基礎的事項について
修得できる。 

受講者へのコメント ロボットダイナミクスは、ロボット運動学をベースに成り立っている内容・箇所
が多くあります。ロボット運動学の復習をしておくと、さらにダイナミクスの理
解度がアップすると思います。 

連絡先 研究室：２０号館２階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  私が個⼈的に悪いと感じた項目のみ所見を述べさせて頂きます。 
『質問項目 B』 
 あなたは授業の予習や復習をよくしましたか。 
［所見］ 
 予習や復習をしてもらうために、宿題やレポート、演習問題をもう少し工夫す
る必要があると感じています。 
『質問項目 C』 
 あなたは質問や発言するなど、この授業に積極的に取り組みましたか。 
［所見］ 



講義中はできるだけ学生の理解度や表情などを確認するように心掛けておりま
したが、まだ不十分なようです。授業に積極的に取り組んでもらうため、もう少
し学生の発言を促してみようと思います。 

英文科目名 Robot Dynamics 
関連科目 制御工学，全ての数学（特に数学Ⅰ・Ⅲ），ロボット運動学，⼒学，知能機械工学

実験 
次回に向けての改善変更予定 来年度のロボットダイナミクスは出席率のことも考え、予習や復習を考慮した内

容の宿題・レポートや演習問題を考えてみたいと思います。 
講義目的 ロボット工学は、主として産業用、あるいは工業用に使われる各種機械システム

を対象とし、これらを様々な分野の作業に応用する場合の自動化、省⼒化あるい
は安全性、生産性等の向上に⼒点を置き、それらの議論を進めてきた。そこで本
講義では、代表的な産業用ロボットのひとつであるロボットマニピュレータを具
体例として、その制御あるいは解析を行うために必要な動⼒学の基礎的事項につ
いて学ぶ。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 ロボットの歴史と講義概要 

2 回 動⼒学の概要・剛体の並進運動 
3 回 動⼒学の概要・剛体の回転運動 
4 回 ラグランジュ法による運動方程式の導出法 
5 回 ラグランジュ法による運動方程式：倒立振子の問題 
6 回 ラグランジュ法による運動方程式：ロボットアームの問題 
7 回 ロボットの運動方程式の導出(２関節ロボットアーム) 
8 回 遠心⼒・コリオリ⼒項の導出法 
9 回 運動方程式の導出法・演習と中間試験および解説 
10 回 順動⼒動学問題 
11 回 動⼒学モデルの性質 
12 回 動⼒学モデルの同定（基底パラメータによる線形表現） 
13 回 最小２乗法推定について 
14 回 同時同定法と逐次同定法 
15 回 同定結果とその評価法 

準備学習 1 回 教科書（p.1-9）を読んでおくこと 
2 回 物理学の基礎[１]⼒学（p.184-191）を復習しておくこと 
3 回 物理学の基礎[１]⼒学（p.192-205）を復習しておくこと 
4 回 教科書（p.78-83）を予習しておくこと 
5 回 ラグランジュ法による運動方程式の導出法を理解しておくこと 
6 回 ロボット運動学の同次変換行列を復習しておくこと 
7 回 教科書（p.83-85）を予習しておくこと 
8 回 教科書（p.82-83）を復習しておくこと 
9 回 【例題 5.1】を復習しておくこと 
10 回 ルンゲ・クッタ法を理解しておくこと 
11 回 慣性行列（p.84-85）の各要素と計算方法を理解しておくこと 
12 回 動⼒学モデルの構造を理解しておくこと 



13 回 線形同定法（p.111-112）の予習をしておくこと 
14 回 リグレッサ行列と基底パラメータを理解しておくこと 
15 回 同時同定法と逐次同定法の違いを明確にしておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FTR2312 
成績評価 試験（８０％），出席（１０％），ノート検査（１０％） 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス RA(〜12),RB(〜12) 
見出し FTR2312 電磁気学 
担当教員名 綴木 馴 
単位数 2 
教科書 特になし（自作のテキストをＷＥＢ上で配布） 
アクティブラーニング  
キーワード 電気．静電気，磁場，電磁波． 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 テストについてクレームが出ていますが，前もって答えを教えているようなもの

なので，勉強で補って下さい． 
科目名 電磁気学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし． 
授業形態 講義 
注意備考 無断欠席は一切認めない．物理学Ⅰ，物理学Ⅱ，⼒学の単位が修得済みであるこ

と． 
シラバスコード FTR2312 
実務経験のある教員  
達成目標 電磁気の問題が自⼒ですらすらと解ける様になる． 
受講者へのコメント 他大学の大学院を受験する場合これでは太刀打ちできないので自習して下さい． 
連絡先 電子メール juntuzu@are.ous.ac.jp，オフィスアワー随時． 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業の内容は，高校の内容＋α であり，非常に簡単なものであったので，このよ
うな内容で良いのか心配していたが，学生の満足度は高かった． 

英文科目名 Fundamental Electromagnetism 
関連科目 物理学Ⅰ，物理学Ⅱ，⼒学． 
次回に向けての改善変更予定 もう少し難しい内容にしたい． 
講義目的 高校レベルの電磁気学を完全にマスターし，大学レベルの電磁気学も部分的にマ

スターする． 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクションすなわち講義の説明をする． 

2 回 生活の中の電磁気学について説明する． 
3 回 静電気の学習をする． 
4 回 電流について講義をする． 
5 回 電気とエネルギーについて学習する． 



6 回 放電について勉強する． 
7 回 中間試験Ⅰをする． 
8 回 中間試験Ⅰの解答をする． 
9 回 磁石と電流が作る磁場について説明する． 
10 回 モーターと発電機について学習する． 
11 回 中間試験Ⅱをする． 
12 回 中間試験Ⅱの解答をする． 
13 回 交流について勉強する． 
14 回 電磁波について学習する． 
15 回 期末試験のプレテストをする． 

準備学習 1 回 ⼒学の復習すること． 
2 回 第１回授業の復習すること． 
3 回 第２回授業の復習すること． 
4 回 第３回授業の復習すること． 
5 回 第４回授業の復習すること． 
6 回 第５回授業の復習すること． 
7 回 第６回授業の復習すること． 
8 回 特にないが勉強すること． 
9 回 第８回授業の復習すること． 
10 回 第９回授業の復習をすること． 
11 回 第１０回授業の復習をすること． 
12 回 特にないが勉強すること． 
13 回 第１２回授業の復習をすること． 
14 回 第１３回授業の復習をすること． 
15 回 第１４回授業の復習をすること． 

 



年度 2012 
授業コード FTR2322 
成績評価 中間試験（50%）、定期試験（50%） 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス RA(〜10),RB(〜10) 
見出し FTR2322 バーチャルリアリティ 
担当教員名 久野 弘明 
単位数 2 
教科書 AR 入門 身近になった拡張現実／佐野 彰／工学社 
アクティブラーニング  
キーワード バーチャルリアリティ、AR（拡張現実） 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 Q.⿊板に書いてあることと，プロジェクターに映していることを使っていて分か

り易かった。 
A.分かり易く板書ができて良かったです。これからも⿊板にはできるだけパワー
ポイントの要点をまとめて板書するように心がけます。 
Q.実際に出てくる AR ツールを使用してみたいと思った。 
A.今回は無線 LAN の環境があまり良くなく，講義中に実際に使用してみること
ができませんでしたが，無線 LAN の環境が改善されたので今後はもっと AR ツ
ールを講義に取り入れていきたいと思います。 
Q.いろいろな意味で楽しい授業でした。 
 とて 

科目名 バーチャルリアリティ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 AR のすべて ケータイとネットを変える拡張現実／日経コミュニケーション編

／日経 BP 社 
ARToolKit 拡張現実感プログラミング入門３D キャラクターが現実世界に誕
生！／橋本直／アスキー・メディアワークス 
拡張現実感を実現する ARToolKit プログラミングテクニック／谷尻豊寿／カッ
トシステム 

授業形態 講義 
注意備考 パソコンを使用して、パワーポイント等電子教材をプロジェクタなどで提示す

る。 
シラバスコード FTR2322 
実務経験のある教員  
達成目標 インターネットやモバイル機器の未来に大きな影響を与えると期待されている

新技術「拡張現実（AR = Augmented Reality）」が実用化されつつある。本講義
では、現実世界にデジタル情報を重ね合わせて、利用者の活動を支援するユーザ・
インタフェースの技術の基本を理解する。 

受講者へのコメント 授業時間外の学習時間が少ないので，興味を持ったことはインターネットで積極
的に調べてみてください。 



連絡先 ６号館４階 久野研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 [A]授業に対する取り組み 
欠席回数はそれほど多くなかった。また，授業時間外の学習が 30 分程度と少な
く，宿題など指示された課題が多かった。 
[B]授業における成⻑ 
この分野への理解，興味，関心が高まった学生が多かった。 
[C]総合評価 
授業目標の達成に関し，77.5%の学生が「だいたいできた（5 段階中 4）」以上の
達成度を得た。 
教員の意欲に関し，92.5%の学生が「少し感じられた（5 段階中 4）」以上の意欲
を感じた。 
授業の満足度に関し，92.5%の学生が「ほぼ満足（5 段階中 4）」以上の満足度が
得られた 

英文科目名 Virtual Reality 
関連科目 アミューズメント工学セミナー、アミューズメント工学、ヒューマンインターフ

ェース 
次回に向けての改善変更予定 最新の情報に更新しながら，アプリを使った実践も取り入れていきたいと思いま

す。 
講義目的 現実とバーチャルの融合について概説し、AR の可能性と未来について考える。

AR の実用例を挙げながら AR の基礎知識や技術を身につける。応用例を示しな
がら実際に活用する知識や技術を習得する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  AR を知るためのキーワード（オーグメント、重畳表示、スマートフォン

など）について説明する。 
2 回  AR を知るためのキーワード（マッチムーブ、可視化，マーカーなど）に
ついて説明する。 
3 回  AR を知るためのキーワード（GPS、ソーシャル、クラウドソーシングな
ど）について説明する。 
4 回  AR の位置判断について説明する。 
5 回  AR の歴史について説明する。 
6 回  AR が注目されている理由、用途、利点について説明する。 
7 回  AR の利用、コンテンツの作成について説明する。 
8 回  これまでのまとめを行い、中間試験をする。 
9 回  AR の応用事例（エンタテイメント）について説明する。 
10 回  AR の応用事例（ブラウザ・プラットフォーム）について説明する。 
11 回  AR の応用事例（イベント利用、出版）について説明する。 
12 回  AR の応用事例（作業アシスト、三次元情報）について説明する。 
13 回  AR の応用事例（現実空間との融合、キャンペーン、身体との連携）に
ついて説明する。 
14 回  AR コンテンツの特徴について説明する。 



15 回  新しい技術・発想について説明する。 
準備学習 1 回  AR を知るためのキーワード（オーグメント、重畳表示、スマートフォン

など）について調べておくこと。 
2 回  AR を知るためのキーワード（マッチムーブ、可視化，マーカーなど）に
ついて調べておくこと。 
3 回  AR を知るためのキーワード（GPS、ソーシャル、クラウドソーシングな
ど）について調べておくこと。 
4 回  AR の位置判断について調べておくこと。 
5 回  AR の歴史について調べておくこと。 
6 回  AR が注目されている理由、用途、利点について調べておくこと。 
7 回  AR の利用、コンテンツの作成について調べておくこと。 
8 回  講義の復習をしておくこと。 
9 回  AR の応用事例（エンタテイメント）について調べておくこと。 
10 回  AR の応用事例（ブラウザ・プラットフォーム）について調べておくこ
と。 
11 回  AR の応用事例（イベント利用、出版）について調べておくこと。 
12 回  AR の応用事例（作業アシスト、三次元情報）について調べておくこと。 
13 回  AR の応用事例（現実空間との融合、キャンペーン、身体との連携）に
ついて調べておくこと。 
14 回  AR コンテンツの特徴について調べておくこと。 
15 回  新しい技術・発想について調べておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTR2511 
成績評価 定期試験（７０％）、レポート（３０％） 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス RA(〜10),RB(〜10) 
見出し FTR2511 制御工学Ⅰ 
担当教員名 堂⽥ 周治郎 
単位数 2 
教科書 基礎制御工学／堂⽥周治郎 他２名／朝倉書店 
アクティブラーニング  
キーワード フィードバック制御、伝達関数、ラプラス変換、ブロック線図、過渡応答、周波

数応答 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「机や椅子：尻が痛くなります。」現時点では椅子の改善は難しいので、布やマフ

ラーを敷くなど工夫してほしい。 
科目名 制御工学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 自動制御とは何か／示村悦二郎／コロナ社 
授業形態 講義 
注意備考 授業に集中し、授業毎の内容を理解していくこと。関数電卓はいつも持参するこ

と。講義ノートの提出を求める。パソコンを使用して、パワーポイント等電子教
材をプロジェクタで提示する。 

シラバスコード FTR2511 
実務経験のある教員  
達成目標 フィードバック制御系の構成、伝達関数、ブロック線図、過渡応答や周波数応答、

制御系の性能評価法など制御工学の基礎を理解し、基本的問題が解ける。 
受講者へのコメント 制御工学は一般に難しい科目とされているが、講義に集中して、一つずつ理解し

てほしい。そのためには復習や例題を理解することが大切である。 
連絡先 ２０号館３階 堂⽥研究室 電話：086-256-9564 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 １）出席状況：無欠席(50％)、欠席 0〜2 回(90％)、出席は良好である。２）学習
時間：週 30 分程度(約 50％)、３時間以上(8％)、この科目は復習が必要である。
３）授業時間外の学習への取り組み：課題に取り組んだ(82％)、積極的に質問し
た(7％）。４）授業を受けて良かった点：この分野への理解や興味が深まった
(75％)、他の分野との関連性がわかった(23％)、学習方法の改善に役立った(5％)
も注目すべきことである。５）目標達成：できた＆だいたいできた(42％)。６）
教員の意欲：感じられた(58％)。７）授 

英文科目名 Control Engineering I 
関連科目 数学、物理学、⼒学、機械⼒学、センサ工学、電気電子回路、流体⼒学、ロボッ



ト運動学、ロボットダイナミクス、アクチュエータ機構学、知能機械工学実験 
次回に向けての改善変更予定 よりわかりやすい講義への工夫や、授業の進行速度などは改善したい。 
講義目的 自動車、ロボット、福祉機器、医療機器など各種機械システムにおいて、自動制

御はきわめて重要な工学技術である。この講義では自動制御の基本的な考え方を
身につけフィードバック制御系を設計するために必要な基礎理論を修得するこ
とを目的とする。講義の後半で時々簡単な演習問題を行う。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 制御の基本概念と制御系の構成について説明する。 

2 回 伝達関数によるモデリングについて説明する。 
3 回 線形微分方程式と伝達関数について説明する。 
4 回 基本構成要素の伝達関数１（比例、微分、積分要素）について説明する。 
5 回 基本構成要素の伝達関数２（一次遅れ、二次遅れ、むだ時間要素）について
説明する。 
6 回 ブロック線図と等価変換１について説明する。 
7 回 ブロック線図と等価変換２について説明する。 
8 回 制御系の特性と性能評価について説明する。 
9 回 過渡応答１（展開定理とラプラス逆変換）について説明する。 
10 回 過渡応答２（ステップ応答）について説明する。 
11 回 過渡応答３ （１次遅れ要素）について説明する。 
12 回 過渡応答４（２次遅れ要素など）について説明する。 
13 回 周波数応答１ （ベクトル軌跡）について説明する。 
14 回 周波数応答２ （ボード線図１）について説明する。 
15 回 周波数応答３（ボード線図２）について説明する。講義全体のまとめを行
う。 

準備学習 1 回 フィードバック制御の歴史について調べておくこと。 
2 回 伝達関数とは何かについて予習しておくこと。 
3 回 ラプラス変換について復習しておくこと。 
4 回 比例要素、微分要素、積分要素の具体例（電気系、機械系、流体系）につい
て調べておくこと。 
5 回 １次遅れ要素、２次遅れ要素、むだ時間要素とは何か調べておくこと。 
6 回 ブロック線図の簡単化の必要性を考えておくこと。 
7 回 等価変換について予習しておくこと。 
8 回 制御性能の評価量にどんなものがあるか考えておくこと。 
9 回 ラプラス逆変換について復習しておくこと。 
10 回 インパルス応答、ステップ応答とは何か予習しておくこと。 
11 回 過渡応答の計算方法について予習しておくこと。 
12 回 ２次遅れ要素のステップ応答例を調べておくこと。 
13 回 周波数応答と過渡応答の違いを理解しておくこと。 
14 回 ボード線図の描き方について予習しておくこと。 
15 回 周波数応答法の特徴について調べておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTR2512 
成績評価 定期試験（７０％）、レポート（３０％） 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス RA(〜10),RB(〜10) 
見出し FTR2512 制御工学Ⅱ 
担当教員名 堂⽥ 周治郎 
単位数 2 
教科書 基礎制御工学／堂⽥周治郎 他２名／朝倉書店 
アクティブラーニング  
キーワード フィードバック制御系、安定判別法、位相余裕、ゲイン余裕、定常偏差、ＰＩＤ

制御法、ゲイン調整法、特性補償、状態方程式、状態フィードバック 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ・プロジェクターがうすい。 

・字をきれいに書いてほしい。たまに何てかいてあるかわからない時がある。回
答：努⼒します。 

科目名 制御工学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 制御工学−古典から現代まで−／奥山佳史 他５名／朝倉書店：制御工学／大須

賀公一／共立出版 
授業形態 講義 
注意備考 授業に集中し、授業毎の内容を理解していくこと。関数電卓はいつも持参するこ

と。制御工学Ⅰの内容を理解しておくこと。講義ノートの提出を求める場合があ
る。パソコンを使用して、パワーポイント等電子教材をプロジェクタで提示する。 

シラバスコード FTR2512 
実務経験のある教員  
達成目標 以下の項目が説明できること：伝達関数法、状態空間法、安定判別法、フィード

バック制御系の定常特性、ＰＩＤ制御法、ＰＩＤゲインの調整法、制御系の特性
補償、状態変数と状態方程式、状態フィードバック法。以下の計算や導出ができ
ること：ラウス法やフルビッツ法による安定判別、ステップ応答における定常偏
差、ＰＩＤゲインの決定、特性補償、状態方程式を作る、状態フィードバックに
よる安定化制御器の基本的なものが設計できる。 

受講者へのコメント 授業時間外の学習で、「30 分程度」38％、「まったくしなかった」29％は問題であ
る。 

連絡先 ２０号館３階 堂⽥研究室 電話：086-256-9564 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 目標達成：だいたいできた（42％）、教員の意欲：感じられた（75％）、授業に満
足：ほぼ満足（46％） 
（所見）だいたい満足しているようである。 



英文科目名 Control Engineering II 
関連科目 数学、物理学、⼒学、制御工学Ⅰ、機械⼒学、センサ工学、電気電子回路、流体

⼒学、ロボット運動学、ロボットダイナミクス、アクチュエータ機構学、知能機
械工学実験 

次回に向けての改善変更予定 ・もう少し、宿題を与えたほうがいいかも知れない。 
・使用した講義室のプロジェクターが暗いようなので改善を要する。 

講義目的 自動車、ロボット、福祉機器、医療機器など各種機械システムにおいて、自動制
御はきわめて重要な工学技術である。この講義では自動制御の基本的な考え方を
身につけフィードバック制御系を設計するために必要な基礎理論を修得するこ
とを目的とする。講義の後半で時々簡単な演習問題を行う。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 伝達関数法のまとめについて説明する。 

2 回 制御系の安定性の概念や具体例（倒立振子）について説明する。 
3 回 安定判別法１（ナイキストの方法と物理的意味）について説明する。 
4 回 安定判別法２（フルビッツの方法と具体例）について説明する。 
5 回 安定判別法３（ラウスの方法と具体例）について説明する。 
6 回 位相余裕とゲイン余裕について説明する。 
7 回 フィードバック制御系の定常特性について説明する。 
8 回 ＰＩＤ制御法の概要と効果について説明する。 
9 回 ＰＩＤ制御のゲイン調整法について説明する。 
10 回 制御系の特性補償（直列補償）について説明する。 
11 回 制御系の特性補償（フィードバック補償）について説明する。 
12 回 状態空間法の基礎（状態方程式）について説明する。 
13 回 状態空間法の基礎（状態フィードバック）について説明する。 
14 回 制御理論の応用事例１（産業用ロボットと自動車）について説明する。 
15 回 制御理論の応用事例２（新幹線と航空機）について説明する。講義全体の
まとめを行う。 

準備学習 1 回 制御工学Ⅰ（周波数応答まで）の復習を行っておくこと。 
2 回 制御系が安定であるための条件を考えておくこと。 
3 回 ナイキストの安定判別法について予習しておくこと。 
4 回 フルビッツ法について予習しておくこと 
5 回 ラウス表について調べておくこと。 
6 回 位相余裕とゲイン余裕について予習しておくこと。 
7 回 目標値応答と外乱応答について調べておくこと。 
8 回 ＰＩＤ制御の効果について予習しておくこと。 
9 回 ＰＩＤ制御のゲイン調整法について予習しておくこと。 
10 回 制御系の特性補償について調べておくこと。 
11 回 フィードバック補償について予習しておくこと。 
12 回 状態方程式の作り方を予習しておくこと。 
13 回 状態フィードバックとは何かについて予習しておくこと。 
14 回 産業用ロボットや自動車における制御について予習しておくこと。 
15 回 新幹線や航空機の制御において何が大切かについて考えておくこと。 



 



年度 2012 
授業コード FTR2711 
成績評価 レポート（１００％）受講した３テーマすべてのレポートを提出することが必要

条件である。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス RA(〜10),RB(〜10) 
見出し FTR2711 知能機械工学実験Ⅰ 
担当教員名 山⽥ 訓、赤木 徹也、堂⽥ 周治郎、松下 尚史、藤本 真作、松浦 洋司、

荒木 圭 
単位数 2 
教科書 岡山理科大学工学部知能機械工学科編／知能機械工学実験テキスト／（知能機械

工学科） 
アクティブラーニング  
キーワード 強化学習、歩行、動作計測、電子回路の基本特性、マニピュレータ、ユニバーサ

ルデザイン、材料試験、アクチュエータ、制御 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「単なる作業になってしまっている。もっと実験への理解が深まる工夫があった

らいいなと思う」 
⇒ 重要なポイントです。講義と実験との関連を説明しているつもりですが、充
分でない場合があったかもしれません。講義と実験との関連がわかるような説明
をするように心がけたいと思います。 

科目名 知能機械工学実験Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義で使用する教科書や配布資料など 
授業形態 実験実習 
注意備考 山⽥担当の実験では、ネットワークを介してサーバに接続し、プログラミング演

習を行う。パソコンを使用して、パワーポイント等電子教材をプロジェクタで提
示する。 

シラバスコード FTR2711 
実務経験のある教員  
達成目標 知能機械工学の専門技術を実際に体験するために、メカトロニクス・ロボティク

ス・知能機械工学・ユニバーサルデザイン・福祉⼈間工学の実験・演習を行い、
実験技術の基礎を習得し、基礎的な実験を行うことができる。データの整理・表
現・レポート作成能⼒を養成し、自分でデータを整理し、レポートを作成するこ
とができる。 

受講者へのコメント この実験は、３年次までに学習した事項を実践する必修の実験です。実験の内容
がどの講義に関連するか考え、関連する講義を復習しながら、実験するようにし
てください。 

連絡先 担当（代表）：２０号館５階 山⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 



各項目評価に対する所見 必修の実験であり、レポート作成などのために授業時間外の学習を真剣に取り組
んでいる。ほぼ目標は達成できている。 
「理解しやすいように説明にもう少し工夫してもらえるとよい」が７名おり、説
明が不十分な教員もいたようであるので、説明を再度見直したい。 
「スペースが狭い」「器具や機器を整備・補充して欲しい」がそれぞれ５名いたの
で、必要な実験室の整備を行いたい。 

英文科目名 Experiments of Intelligent Mechanical Engineering I 
関連科目 Ａ群の専門科目全て 
次回に向けての改善変更予定 説明が不十分な教員もいたようであるので、説明を再度見直したい。 

実験室の整備が必要な場合は、部屋や機器の整備を行いたい。 
講義目的 知能機械工学の基礎的な計測・実験・プログラミング演習を行なう。実験を通じ

て講義で学んだ事柄の確認や妥当性の検討、考察⼒の養成を行なうとともに、実
験データの整理・表示方法や報告書の作成方法を習得する。実験は３テーマあり、
１テーマ５週で構成される。第１週から第４週は実験、第５週はレポートの作成・
提出・口頭試問を行なう。ただし、各テーマにより、実験の実施要領が若干異な
るので、各担当教員の指示に従うこと。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 後半３テーマの準備学習を以下に示す。藤本担当：ロボット運動学、ロボットダ

イナミクス、知能ロボット学における「逆運動学問題の解法」、「運動方程式の導
出法とその性質」および「計算トルク法」について勉強しておくこと。また実験
テキストを熟読し、実験法の原理と実験内容を理解しておくこと。松浦・荒木担
当：実験テキストを熟読し、材料⼒学Ⅰ・Ⅱ、材料工学、ユニバーサルデザイン
Ⅰの関連する部分を復習するとともに、実験法の原理と実験内容を理解しておく
こと。また、「材料試験」の第 3 回目では実験における誤差評価、有効数字の計
算法について実習するのでコンピュータリテラシーⅡ、物理学実験の該当部分を
復習しておくこと。実験テキストを熟読し、実験法の原理と実験内容を理解して
おくこと。堂⽥・赤木担当：電気電子回路Ⅰ、Ⅱ、センサ工学、制御工学Ⅰ、Ⅱ、
アクチュエータ機構学の教科書を学んだ範囲で復習し、電気電子回路、センサ、
制御、アクチュエータについて復習しておくこと。また、実験テキストを熟読し、
実験内容や実験方法を予習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTR2712 
成績評価 レポート（１００％）受講した３テーマすべてのレポートを提出することが必要

条件である。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス RA(〜10),RB(〜10) 
見出し FTR2712 知能機械工学実験Ⅱ 
担当教員名 堂⽥ 周治郎、松下 尚史、藤本 真作、松浦 洋司、荒木 圭典、久野 弘明、

山⽥ 
単位数 2 
教科書 岡山理科大学工学部知能機械工学科編／知能機械工学実験テキスト／知能機械

工学科 
アクティブラーニング  
キーワード 強化学習、歩行、動作計測、電子回路の基本特性、マニピュレータ、ユニバーサ

ルデザイン、材料試験、アクチュエータ、制御 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ・全体的に部屋がきたない。回答：改善努⼒します。 

・松下先生がほとんどいなかった。 
・松下先生は何をしているのか、実験の枠に入れる意味がないのでは？ 回答：
注意します。 
・レポートは大変だったが、実験は楽しかった。回答：よかったです。 
・時間がすごくかかる。回答：改善努⼒します。 
・壊れたものと使えるものを一緒にしないでほしい。回答：改善します。 

科目名 知能機械工学実験Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義で使用する教科書や配布資料など 
授業形態 実験実習 
注意備考 山⽥担当の実験では、ネットワークを介してサーバに接続し、プログラミング演

習を行う。パソコンを使用して、パワーポイント等電子教材をプロジェクタで提
示する。 

シラバスコード FTR2712 
実務経験のある教員  
達成目標 知能機械工学の専門技術を実際に体験するために、メカトロニクス・ロボティク

ス・知能機械工学・ユニバーサルデザイン・福祉⼈間工学の実験・演習を行い、
実験技術の基礎を習得し、基礎的な実験を行うことができる。データの整理・表
現・レポート作成能⼒を養成し、自分でデータを整理し、レポートを作成するこ
とができる。 

受講者へのコメント ・レポートがあるためか、授業時間外の学習時間は他の科目に比べると多いよう
である。 
・レポート作成上の注意事項をよく読んで、指導教員の指示にしたがってレポー
トを書いて下さい。 



連絡先 担当（代表）：２０号館３階 堂⽥研究室 電話：086-256-9564 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 目標達成：だいたいできた（42％）、教員の意欲：感じられた（64％）、授業に満
足：満足（52％） 
（所見）ほぼ満足しているようである。 

英文科目名 Experiments of Intelligent Mechanical Engineering II 
関連科目 Ａ群の専門科目全て 
次回に向けての改善変更予定 「器具や機器を整備・補充してほしい」要望があり、改善を要する。 
講義目的 知能機械工学の基礎的な計測・実験・プログラミング演習を行なう。実験を通じ

て講義で学んだ事柄の確認や妥当性の検討、考察⼒の養成を行なうとともに、実
験データの整理・表示方法や報告書の作成方法を習得する。実験は３テーマあり、
１テーマ５週で構成される。第１週から第４週は実験、第５週はレポートの作成・
提出・口頭試問を行なう。ただし、各テーマにより、実験の実施要領が若干異な
るので、各担当教員の指示に従うこと。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 後半３テーマの準備学習を以下に示す。山⽥担当：知的制御システム論の強化学

習に関する配布資料を復習し、強化学習の原理・学習アルゴリズムを復習してお
くこと。プログラミング演習の配布資料と教科書を復習し、Ｃ言語の基本的な文
法（特に for と if）について復習しておくこと。実験テキストを熟読し、プログ
ラミング演習内容をよく理解しておくこと。久野担当：⼈間工学の教科書及び配
布資料を復習し、生体情報の計測法の原理と分析法について復習しておくこと。
実験テキストを熟読し、実験内容と原理を理解しておくこと。松下担当：電気電
子回路Ⅰ、Ⅱの教科書を復習し、半導体（ダイオード、トランジスタ）の特性に
ついて復習しておくこと。デジタル電子回路の基本的な回路構成の方法について
復習しておくこと。実験テキストを熟読し、実験で取り扱う内容に関し教科書で
復習し、理解しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTR27F2 
成績評価 最終試験（60％）、小テスト、宿題（40％）により成績評価を行う。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス RA(〜11),RB(〜11) 
見出し FTR27F2 応用数学Ⅱ 
担当教員名 神谷 茂保 
単位数 2 
教科書 すぐわかるフーリエ解析 ／石村園子／東京図書 

演習 解析学概論／矢野健太郎、石原繁著／裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード フーリエ級数、フーリエ変換、ラプラス変換 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ＊字が汚いーーーこれはこの講義が⿊板を２回消さなければ終わらない計算の

量のため急いだことによるかもしれません。注意します。ただ上にも書きました
が筆記体を知らない⼈がいたことによるのかなとも思っております。 

科目名 応用数学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 工業数学 ／神谷茂保著／大学教育出版： 

なっとくする微分方程式／小寺平治／講談社： 
講義中にも示す。数学１．２で用いた（微積分学の）教科書 

授業形態 講義 
注意備考 応用数学 I を修得していることが望ましい。復習を必ず行うこと。数学１，２及

び応用数学１の内容は原則として既知なものとして講義を進めるので該当部分
の知識に不安がある場合は必ずその部分を自分で勉強しなおしておくこと。「演
習 解析学概論（矢野健太郎、石原繁著、裳華房）」の該当部分をやっておくこ
と。 

シラバスコード FTR27F2 
実務経験のある教員  
達成目標 フーリエ級数、フーリエ変換、ラプラス変換とはどのようなものかを理解し応用

できるようにする。ラプラス変換を応用して微分方程式の解を求められるように
する。 

受講者へのコメント 積分の計算などかなりスぺースを必要とする計算も頑張って練習してください。 
連絡先 20 号館 6 階神谷研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ２年生にとってはかなりハードな講義内容であったがだいたいの⼈が満足との
回答で安心しました。 

英文科目名 Engineering Mathematics II 
関連科目 応用数学 I、制御理論、数学１、数学２、A 群のほとんどの科目 



次回に向けての改善変更予定 ⻑い計算が多いので⿊板が大きい部屋にて講義を行う予定である。筆記体を知ら
ない⼈が多いので使用する文字を考えることにします。 

講義目的 フーリエ級数、フーリエ変換、ラプラス変換の基礎とその応用について学ぶ。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  この講義の内容、目標の説明を説明する。 

2 回 広義積分、無限積分について説明する。 
3 回  ２重積分について説明する。 
4 回 重積分と極座標変換について説明する。 
5 回  関数空間について説明する。 
6 回  フーリエ級数について説明する。 
7 回 フーリエ正弦、余弦級数について説明する。複素型のフーリエ級数について
説明する。 
8 回 一般区間のフーリエ級数について説明する。 
9 回  フーリエ級数の性質について説明する。 
10 回  フーリエ積分、フ―リエ変換について説明する。 
11 回  フ―リエ変換などの性質について説明する。 
12 回  ラプラス変換について説明する。 
13 回  ラプラス変換の性質について説明する。 
14 回  ラプラス逆変換とその応用について説明する。 
15 回  ラプラス変換の微分方程式への応用について説明する。 

準備学習 1 回 微積分の教科書の「積分」の部分を復習しておくこと。 
2 回 積分に関する演習問題をやっておくこと。 
3 回  広義積分、無限積分の演習問題をやっておくこと。 
4 回 重積分の演習問題をやっておくこと。極座標について復習しておくこと。 
5 回 線形代数の復習をしておくこと。 
6 回  三角関数の性質を復習しておくこと。 
7 回   三角関数の微積分について復習しておくこと。フーリエ級数の復習をし
ておくこと。 
8 回 フーリエ級数の求め方を復習しておくこと。 
9 回 周期関数のフ−リエ級数を求めてみること。 
10 回 複素数について復習しておくこと。オイラーの公式について調べておくこ
と。 
11 回 フ−リエ級数、フーリエ変換を求めてみること。 
12 回 フーリエ級数、フーリエ変換はどのように定義され後のような性質をもっ
ていたか復習すること。 
13 回 ラプラス変換の定義とよく知られた関数のラプラス変換がどんなものにな
るかを確かめておくこと。 
14 回 ラプラス変換の性質を復習しそれらを応用してラプラス変換の表を作成し
てみること。 
15 回 ラプラス逆変換の求め方を復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTR27G2 
成績評価 定期試験（０％）、中間試験（０％）、レポ−ト（１００％） 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス RA(〜12),RB(〜12) 
見出し FTR27G2 物理学実験 
担当教員名 蜂谷 和明、小野 忠良、綴木 馴、宇都宮 晃、沖 隆義 
単位数 2 
教科書 岡山理科大学理学部共通講座・工学部共通講座物理学教室 編・物理学実験：大学

教育出版 
アクティブラーニング  
キーワード 物理量と測定、単位、精度、誤差、⼒学、振動、光学、電気回路、電磁気 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 （１）「レポート返却が遅い、説明が⻑い（３⼈）」では、提出したレポートが良

ければ早く返せるのですが、かなり修正箇所を指摘しているので、遅くなります。
このように書きたくなければ、とにかく良いレポートを作成してください。（２）
「最小２乗法の説明の仕方がよくわからない」では、ガイダンスだけで処理しな
いで、その後に、ＴＡの⼈に聞いたり、直接わかりやすい解説を求めるのがスジ
ではないでしょうか。 

科目名 物理学実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 国立天文台 編集・理科年表：丸善 
授業形態 実験実習 
注意備考 提出したレポ−トは担当教員が点検し、訂正の必要がある場合はコメントを付け

てその日のうちに返却するので、１週間後に訂正したレポ−トを再提出する。 
シラバスコード FTR27G2 
実務経験のある教員  
達成目標 物理学実験を通して、物理量の測定法、実験装置や器具の操作法、デ−タの解析

方法、レポ−トの作成方法などを学ぶ。 
受講者へのコメント ［Ａ］の３回以下の欠席者が１００％、１時間以上学習した⼈が８１％はいてく

れたことはありがたいです。［Ｂ］のこの分野への理解が深まったが６７％、［Ｃ］
の目標達成度は半分（５０％以上）が９３％、ほぼ満足の満足度は８９％であっ
たのは、この実験の分野の学習は避けて通れないし、専門の実験実習ができるよ
うに、学生みんな１⼈１⼈に実践⼒を付けるように頑張ったことに起因すると思
います。 
［Ｅ］の授業の手法で特にないが７６％、授業と教材について特にないが６８％
であったが、実験実習のスペースが狭いが１０％とあったのは、毎年の 

連絡先 （代表）蜂谷（電子メール hachiya@mech.ous.ac.jp，電話 086-256-9573）オフィ
スアワー水曜日 12:30-13:30、16:00-17:00、金曜日 16:00-17:00、場所１学舎３階 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 



各項目評価に対する所見  ［Ａ］の欠席者が３回以下の出席者数は１００％で、１時間以上学習した⼈は
８１％でした。指示された課題とそれ以外の課題に取り組んだ⼈は８２％でし
た。［Ｂ］のこの分野への理解が深まったが６７％でした。［Ｃ］の目標達成度は
半分（５０％以上）が９３％、教員の意欲が少しでも感じられたが７９％、ほぼ
満足の満足度は８９％でした。［Ｅ］の授業の手法で特にないが７６％、授業と教
材について特にないが６８％、実験実習のスペースが狭いが１０％、器具や機器
を整備・補充してほしいが１５％でした。 

英文科目名 Experiments of Physics 
関連科目 物理学 I、物理学 II、⼒学 I、⼒学 II、電磁気学 等 
次回に向けての改善変更予定  実験・実習科目では、予習と復習と取り組みの姿勢の項目は非常に大切なので、

今回は評価が良かったですが、気を緩めず、事前の実験の予習、実験後の早期に
レポートを作成をする習慣作りを徹底して行っていきたい。教科書の適切さとわ
かりやすさには常に気を配りながら、ガイダンスでの説明や、実験時間内での説
明が一方的にならないようにしたい。実験を受講している学生も、ガイダンスや
実験中の説明だけでは理解不可能な場合は、疑問点を教員なり、ＴＡなりに聞い
て、積極的に参加してほしい。満足度の達成度については、学生が何を求めてい
るの 

講義目的 自ら実験を行うことによって、自然現象の観察法や物理量の測定法を習得し、実
験結果をレポ−トにまとめる能⼒を身につけてもらいたい。即ち、実験装置の組
み立てや調整法を学ぶと共に、測定計器の取り扱い方、目盛りの読み取り法、測
定デ−タの解析方法、有効数字と誤差の取り扱い方およびレポ−トの作成方法な
どを学ぶ。実験を通して、講義内容の理解をより深めてもらいたい。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  ガイダンス（１回） 物理学実験上の諸注意 

実験の目的、内容および実施方法について説明する。 
2 回  ガイダンス（２回） 誤差論 
有効数字と誤差について説明する。 
3 回  ガイダンス（３回） 測定値の取り扱い 
最小二乗法による計算方法、測定値の取り扱い方、グラフの書き方について説明
する。 
4 回  ボルダの振り子 
糸につるした重りの振動する時間を光センサーで測定し、これから重⼒加速度を
求める。 
5 回  ユーイングの装置 
鉄、銅等の金属板に重りをつるし、たわみ（曲がった）量を測定して 
ヤング率を求める。 
6 回  モノコード 
モノコ−ドの弦を交流の振動数と同調させて、弦の振動数から交流の振動数を求
める。 
7 回  マイケルソンの干渉計 
反射鏡を利用して２つの光路差を作り、これにレーザー光を入射して得られた干
渉縞と距離の関係から、レーザー光の波⻑を求める。 



8 回  ホィートストンブリッジ 
ホイ−トストン・ブリッジを用いて金属線の電気抵抗を測定し、その金属線の抵
抗率を求める。 
9 回  中間レポート一⻫提出、実験およびレポート作成のための中間ガイダンス 
これまでに提出されたレポ−トで、レポ−トの書き方、測定値の処理法などに問
題点がある具体例を指摘し、より正しい書き方、処理法を解説する。 
10 回  トランジスター 
トランジスタ−のコレクタ-特性を測定し、ｈパラメ−タを求める。 
11 回  ニュートンリング 
平板とレンズでできた薄い空気膜中にナトリウムランプの光を入射し、これを通
過し後に反射してできた干渉縞からレンズの曲率を求める。 
12 回  オシロスコープ 
オシロスコ−プの原理を理解すると共に、その使用法、即ち、電圧および時間（周
期波形の場合は周期、周波数）の測定方法を習得する。 
13 回  回折格子 
ナトリウムランプの光を回折格子に入射し干渉縞を作り、分光計で角度を測定し
てナトリウムランプ波⻑を求める。 
14 回  プランク定数 
波⻑の異なった光を光電管に入射して阻止電圧を測定し、これからプランク定数
を算出する。 
15 回  レポート一⻫提出および補充実験 
実験時間中に測定できなかった実験を行う。 

準備学習 1 回  物理学実験のテキストを購入して、ガイダンスの第１回〜３回は必ず出席
すること。３回分のガイダンスを欠席すると、実験を受けても内容がわからなく
なる。したがって、欠席した⼈は、４回目降の実験が受けれないので、注意する
こと。 
2 回  テキストの該当箇所を読んでおくこと。 
3 回  テキストの該当箇所を読んでおくこと。 
4 回  ガイダンス１回目の説明にしたがって、表紙から実験方法までレポート用
紙に記入して十分に予習し、学生実験に出席すること。 
5 回  表紙から実験方法までレポート用紙に記入して十分に予習し、学生実験に
出席すること。 
6 回  表紙から実験方法までレポート用紙に記入して十分に予習し、学生実験に
出席すること。 
7 回  表紙から実験方法までレポート用紙に記入して十分に予習し、学生実験に
出席すること。 
8 回  表紙から実験方法までレポート用紙に記入して十分に予習し、学生実験に
出席すること。 
9 回  第７回以前のレポートをすべて作成して提出すること。 
10 回  表紙から実験方法までレポート用紙に記入して十分に予習し、学生実験
に出席すること。 
11 回  表紙から実験方法までレポート用紙に記入して十分に予習し、学生実験



に出席すること。 
12 回  表紙から実験方法までレポート用紙に記入して十分に予習し、学生実験
に出席すること。 
13 回  表紙から実験方法までレポート用紙に記入して十分に予習し、学生実験
に出席すること。 
14 回  表紙から実験方法までレポート用紙に記入して十分に予習し、学生実験
に出席すること。 
15 回  受理されていないレポ−トを完成させておく。補充実験がある場合はテ
キストの該当箇所を読んでおく。 

 



年度 2012 
授業コード FTR3111 
成績評価 最終試験（60％）、小テスト、宿題（40％）により成績評価をする。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス RA(〜10),RB(〜10) 
見出し FTR3111 データ解析 
担当教員名 神谷 茂保 
単位数 2 
教科書 すぐわかる確率、統計／石村園子／東京図書 
アクティブラーニング  
キーワード 確率、確率分布 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 ＊この講義の目標が何であったかを書いてもらいました。多くの⼈が目標を理解

していたようで安心しました。 
科目名 データ解析 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 必ず復習をすること。 
シラバスコード FTR3111 
実務経験のある教員  
達成目標 確率とは何か。どのような確率分布があるかを学び応用できるようにする。特に

ベイズの定理、二項分布、正規分布についてその内容と使い方を理解する。 
受講者へのコメント ＊授業以外での学習時間を 1−2 時間にしてほしいと思いました。 

＊教科書以外の本参照してください。 
連絡先 20 号館 6 階神谷研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ＊ほとんどの受講者が欠席せずに講義に参加してくれたことを感謝します。 
＊授業以外での学習時間が 30 分以下の⼈が多いのには驚きました。 

英文科目名 Data Analysis 
関連科目 数理モデル、A 群のほとんどの科目 
次回に向けての改善変更予定 ＊ほとんどの受講者がこの講義に満足しているようですので大幅な変更はしな

いつもりです。 
講義目的 確率論の基礎を学ぶ。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  講義の目標の説明、集合についての基本的な事項について説明する。 

2 回  順列の基礎的な事項について説明する。 
3 回  組み合わせの基礎的な事項について説明する。 
4 回  確率の基礎１：標本空間、事象、数学的確率について説明する。 



5 回  確率の基礎２：確率の公理、条件付き確率について説明する。 
6 回  確率の基礎３：ベイズの定理について説明する。 
7 回  基本的な確率分布１：離散型確率分布について説明する。 
8 回  基本的な確率分布２：離散型確率分布の平均、分散などについて説明する。 
9 回  基本的な確率分布３：連続型確率分布について説明する。 
10 回  基本的な確率分布４：連続型確率分布の平均、分散について説明する。 
11 回  基本的な確率分布５：二項分布、チェビシェフの不等式について説明す
る。 
12 回  基本的な確率分布６：二項分布の平均、分散について説明する。 
13 回  基本的な確率分布７：正規分布について説明する。 
14 回  基本的な確率分布８：標準正規分布について説明する。 
15 回  基本的な確率分布９：二項分布と正規分布の関係を説明する。 

準備学習 1 回 「公式集」などで集合について学習しておくこと。 
2 回 集合について復習すること。「公式集」などで順列について学習しておくこ
と。 
3 回 順列について復習すること。「公式集」などで組合せについて学習しておく
こと。 
4 回 順列、組み合わせの復習をしておくこと。「公式集」などで確率について学
習しておくこと。 
5 回 標本空間、事象について復習しておくこと。 
6 回 条件付確率について復習しておくこと。 
7 回 条件付確率、ベイズの定理について復習しておくこと。 
8 回 離散型確率分布について復習しておくこと。 
9 回 離散型確率分布の平均、分散について復習しておくこと。 
10 回 二項分布について復習しておくこと。 
11 回 二項分布の基礎的事項について復習しておくこと。 
12 回 二項分布、チェビシェフの不等式について復習しておくこと。 
13 回 「公式集」などの確率分布の部分を読んでおくこと。 
14 回 正規分布について復習しておくこと。 
15 回 二項分布、正規分布について復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTR3112 
成績評価 毎回のレポート（90%），出席点（10%) 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス RA(〜11),RB(〜11) 
見出し FTR3112 数値計算法 
担当教員名 綴木 馴 
単位数 2 
教科書 特になし（自作のテキストをＷＥＢ上で配布） 
アクティブラーニング  
キーワード ｃ言語，gnuplot，グラフィックス，アニメーション，オイラー法，ルンゲクッタ

法 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 プログラミングの解説が少なすぎるという事ですが，この講義はプログラミング

の講義ではありません．シラバスにも書いています． 
科目名 数値計算法 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし． 
授業形態 講義 
注意備考 無断欠席は一切認めない．プログラミング演習の単位が修得済みであること．講

義で情報処理センター実習室のパソコンを利用する。 
シラバスコード FTR3112 
実務経験のある教員  
達成目標 Ｃ言語により，アニメーション，オイラー法，ルンゲクッタ法のプログラムが書

ける事ができる． 
受講者へのコメント 真面目にやっている学生には何も言う事はありませんが，ただ単位を取るだけの

ために来ている学生には時間の無駄であると伝えておきたい． 
連絡先 電子メール juntuzu@are.ous.ac.jp，オフィスアワー随時． 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 課題を沢山出しているのに，アンケート結果を見ると課題に取り組んでいない事
が分かる． 

英文科目名 Numerical Calculation 
関連科目 プログラミング演習，画像処理工学 
次回に向けての改善変更予定 学生があまりにもプログラミングが出来ないので，改善のしようが無い． 
講義目的 ｃ言語によるアニメーション，オイラー法，ルンゲクッタ法の習得． 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション（講義内容の説明，成績の付け方の説明）をする． 

2 回 gnuplot の扱い方を習得する． 
3 回 C 言語によるデータファイルの出⼒および計算をする． 



4 回 C 言語による計算値と gnuplot による計算値の比較をする． 
5 回 C 言語による解析解の計算をする． 
6 回 オイラー法による sin カーブの計算をする． 
7 回 オイラー法による楕円関数の解析をする． 
8 回 ルンゲクッタ法による sin カーブの計算をする． 
9 回 ルンゲクッタ法による楕円関数の解析をする． 
10 回 C 言語によるアニメーションを作成する． 
11 回 アニメーションによる作図をする． 
12 回 アニメーションによる打ち上げ運動の数値計算をする． 
13 回 アニメーションによる放物運動の数値計算をする． 
14 回 アニメーションによる打ち上げ花火の数値計算をする． 
15 回 モンテカルロ法を用いた円周率の計算をする． 

準備学習 1 回 C 言語の復習をすること． 
2 回 プログラミング演習の復習をすること． 
3 回 第２回レポート提出の用意をすること． 
4 回 第３回レポート提出の用意をすること． 
5 回 第４回レポート提出の用意をすること． 
6 回 第５回レポート提出の用意をすること． 
7 回 第６回レポート提出の用意をすること． 
8 回 第７回レポート提出の用意をすること． 
9 回 第８回レポート提出の用意をすること． 
10 回 第９回レポート提出の用意をすること． 
11 回 第１０回レポート提出の用意をすること． 
12 回 第１１回レポート提出の用意をすること． 
13 回 第１２回レポート提出の用意をすること． 
14 回 第１３回レポート提出の用意をすること． 
15 回 第１４回レポートの用意をすること． 

 



年度 2012 
授業コード FTR3122 
成績評価 最終試験（60％）、小テスト、宿題（40％）により成績を評価する。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス RA(〜10),RB(〜10) 
見出し FTR3122 数理モデル 
担当教員名 神谷 茂保 
単位数 2 
教科書 すぐわかる確率、統計／石村園子／東京図書 
アクティブラーニング  
キーワード 確率分布、データ、不偏推定量、区間推定、検定 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ＊表計算をパソコンでーーーたしかにパソコンを使用するのもよいと思います

がパソコンの場合何を計算しているのかが明確ではない場合があるので手計算
でやっていました。 

科目名 数理モデル 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に示す。 
授業形態 講義 
注意備考 電卓を用意すること。 
シラバスコード FTR3122 
実務経験のある教員  
達成目標 基本的な確率分布を理解し、実際のデータの整理に応用できるようにする。 
受講者へのコメント 講義で学習したことを応用してみてください。 
連絡先 20 号館 6 階神谷研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講した⼈たちが講義に真面目に参加し、課題をこなしこの講義の目標に達した
ことはとてもうれしいことです。 

英文科目名 Mathematical Modelling 
関連科目 データ解析 
次回に向けての改善変更予定 だいたい同じように講義をする。表計算を手計算だけではなくパソコンでも行う

予定である。 
講義目的 データの整理の仕方を学ぶ。 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガンマ関数について説明する。 

2 回 χ２乗分布、ｔ分布について説明する。 
3 回  中心極限定理について説明する。 
4 回  データの整理のしかたについて説明する。 
5 回 代表値について説明する。 



6 回 2 変量の確率分布について説明する。 
7 回 2 変量のデータ解析について説明する。 
8 回 ⺟集団と標本について説明する。 
9 回 不偏推定量について説明する。 
10 回  ⺟平均の区間推定について説明する。 
11 回  ⺟分散の区間推定について説明する。 
12 回  ⺟比率の区間推定について説明する。 
13 回  ⺟平均の検定について説明する。 
14 回  ⺟平均の差の検定について説明する。 
15 回 等分散性の検定について説明する。 

準備学習 1 回  広義積分について学習しておくこと。 
2 回  ガンマ関数について復習しておくこと。 
3 回 確率及び確率分布の基礎について復習しておくこと。 
4 回 確率分布の基礎について復習しておくこと。 
5 回 データ整理の基礎について復習しておくこと。 
6 回 データ整理のしかたおよび確率分布の基礎について復習しておくこと。 
7 回 偏微分の基礎について復習しておくこと。確率分布の基礎について復習し
ておくこと。 
8 回 確率の基礎について復習しておくこと。 
9 回 確率の基礎知識を整理しておくこと。 
10 回 確率分布の基礎知識を整理しておくこと。 
11 回 ⺟平均について復習しておくこと。 
12 回 ⺟分散について復習しておくこと。 
13 回 ⺟比率について復習しておくこと。 
14 回 検定の基礎概念について復習しておくこと。 
15 回 検定のしかたを復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTR31D2 
成績評価 毎回の演習課題(50%), 中間試験(30%), 期末試験(20%) 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス RA(〜12),RB(〜12) 
見出し FTR31D2 コンピュータリテラシーⅡ 
担当教員名 荒木 圭典 
単位数 2 
教科書 毎回、電子メールを用いて資料を配布する 
アクティブラーニング  
キーワード コンピュータリテラシー、実験、誤差、統計処理、有効数字、Ｃ言語、プログラ

ミング 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「プログラミング言語をわかりやすく教えてもらい理解できた」 

ども m(_ _)m 
科目名 コンピュータリテラシーⅡ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 平岡, 堀, 『プログラミングのための確率統計』, オーム社結城, 『新版 C 言語プ

ログラミングレッスン文法編』, ソフトバンククリエイティブ 
授業形態 講義 
注意備考 講義で情報処理センター実習室のパソコンを利用する。講義資料は電子メールで

配布するので、パスワード等の管理には気をつけること。本講義ではパワーポイ
ント等電子教材をプロジェクタなどで提示しているので、講義中は内容を聞き逃
さないこと。パソコンを用いたプログラミング演習も実施する。 

シラバスコード FTR31D2 
実務経験のある教員  
達成目標 統計処理、コンピュータープログラミングの基本操作に習熟すること。統計処理、

Ｃ言語によるプログラミングの基礎用語を身につけること。 
受講者へのコメント 実験データの取扱いの基礎になる不確かさ評価の Excel 演習は大事に保存してお

いて活用してください。プログラミングの基礎の部分は 2 年生以降の授業で重要
になりますので、よく復習しておいてください。 

連絡先 担当：荒木圭典 E-mail: araki(_at_)are.ous.ac.jp, Tel: 086-256-9509, 研究室：２
０号館６階、オフィスアワー： 随時 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業の進め方からして復習にできれば時間を割いてほしい。 
英文科目名 Computer Literacy II 
関連科目 コンピュータリテラシーI, プログラミング演習, 数値計算法 
次回に向けての改善変更予定 授業はパワーポイント資料を基にして行いましたが、今後は内容の文書化を進め

ていこうと思います。 



講義目的 講義の前半ではデータ処理方法の数学的基礎とその Excel によるデータ処理を学
習する。講義の後半ではＣ言語によるプログラミングを通じてコンピュータの動
作について学習する。学習項目は測定値、有効数字、不確かさ、誤差の伝搬、標
本平均、標本標準偏差、標本標準誤差、Ｃ言語で用いる基礎的な語の意味、コン
パイラの用法、Ｃソースのおける絵文字の役割、等号とコンピュータの動作、演
算と数の表現の関係、繰り返しの基礎。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 文書中の表の作成方法について授業、演習を行う。 

2 回 有効数字、不確かさについて授業、演習を行う。 
3 回 不確かさの伝搬の計算についてについて授業、演習を行う。 
4 回 不確かさの伝搬の計算の演習を行う 
5 回 第 5 回に続き、不確かさの伝搬の計算の演習を行う 
6 回 標準不確かさについて授業、演習を行う。 
7 回 標準不確かさの計算の演習を行う。 
8 回 第 1 回の中間試験を実施する 
9 回 コマンドプロンプトを用いたＣプログラムのコンパイルの方法について授
業、演習を行う。 
10 回 Ｃプログラム中の図形文字の役割について授業、演習を行う。 
11 回 Ｃの等号の役割とＣＰＵ、メモリの関係について授業、演習を行う。 
12 回 Ｃの整数型の四則演算とメモリ上の数の表現について授業、演習を行う。 
13 回 Ｃの制御構造について授業、演習を行う。 
14 回 第 2 回中間試験を実施する。 
15 回 今学期の項目の総合的な復習の演習を行う。 

準備学習 1 回 Word, Excel でのフォントの変更方法。Excel での表の枠線の作成方法につ
いて調べておくこと。 
2 回 計量用語である「不確かさ」について調べておくこと。 
3 回 テイラー展開の公式、偏微分の表記法について調べておくこと。 
4 回 微分の公式について調べておくこと。 
5 回 前回の課題の微分の計算をしておくこと。 
6 回 正規分布関数について調べておくこと。 
7 回 第 6 回までの資料を復習しておくこと。 
8 回 第 7 回までの資料を復習しておくこと。 
9 回 Windows OS 上のコマンドプロンプト、コンパイラとは何かについて調べ
ておくこと。 
10 回 次の図形文字の名称を調べてくること（）｛｝； 
11 回 コンピュータの５大装置について前期の資料を復習しておくこと。 
12 回 character, integer, floating point number, double precision の語の意味を調
べておくこと。 
13 回 プログラムを作成するので、等差数列の和の公式を復習しておくこと。 
14 回 第 9 回〜第 13 回の授業内容を復習しておくこと。 
15 回 これまでの資料を復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTR31F1 
成績評価 毎回の演習課題(50%), 中間試験(30%), 期末試験(20%) 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス RA(〜12),RB(〜12) 
見出し FTR31F1 コンピュータリテラシーⅠ 
担当教員名 荒木 圭典 
単位数 2 
教科書 毎回、講義資料を電子メールで配布する 
アクティブラーニング  
キーワード コンピュータリテラシー、ネットワーク技術、Word, Excel, 統計処理 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 （特にありませんでした） 
科目名 コンピュータリテラシーⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義において指示する 
授業形態 講義 
注意備考 講義で情報処理センター実習室のパソコンを利用する。講義資料は電子メールで

配布するので、パスワード等の管理には気をつけること。本講義ではパワーポイ
ント等電子教材をプロジェクタなどで提示しているので、講義中は内容を聞き逃
さないこと。またパソコンを用いて Word, Excel 等の操作法についての演習を
行う。 

シラバスコード FTR31F1 
実務経験のある教員  
達成目標 コンピューターの基本操作に習熟すること。コンピュータ、ネットワーク技術の

基礎用語を身につけること。Word, Excel を用いてレポートが書けるようになる
こと。Excel を用いて簡単な統計計算ができるようになること。 

受講者へのコメント パソコンの基本操作と知識を忘れないでくださいね。 
連絡先 担当：荒木圭典 E-mail: araki(at)are.ous.ac.jp, Tel: 086-256-9509, 研究室：２０

号館６階、オフィスアワー： 随時 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になしが多いのでちょっと対処がわかりません。 
英文科目名 Computer Literacy I 
関連科目 コンピュータリテラシーII, プログラミング演習, 数値計算法 
次回に向けての改善変更予定 もう少し配布資料を書き込みや復習のしやすいものにしたいです。 
講義目的 工学を目指す者にとって、コンピュータの操作方法を理解し、その操作に習熟す

ることは不可欠である。本講義では、コンピュータの基礎的な操作方法と代表的
なアプリケーションプログラムの使用方法について習得する。また講義の後半で
は統計の基礎用語を学習し、コンピュータを用いたデータ処理を習得する。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 実習室のコンピュータ操作の基礎について解説、操作実習を行う。 

2 回 コンピュータの構成について授業を行う。ワープロソフトの利用法につい
て操作実習を行う。 
3 回 情報の表現について授業を行う。スプレッドシートの操作法について実習
を行う。 
4 回 ソフトウェアの階層構造について授業を行う。スプレッドシートを利用し
たグラフの作成法について実習を行う。 
5 回 ファイルとは何かについて授業を行う。スプレッドシートを利用したグラ
フの整形法について実習を行う。 
6 回 コンピュータの構成とプログラムについて授業を行う。平均値を計算する
などスプレッドシートを用いた計算の方法について実習を行う。 
7 回 インターネット関連の用語の基礎について授業を行う。スプレッドシート
を用いた総和の計算などの実習を行う。 
8 回 第１回目の中間テストを実施する。 
9 回 平均・分散・標準偏差について授業を行い、スプレッドシートを利用した計
算の実習を行う。 
10 回 ヒストグラムとは何かについて授業を行い、スプレッドシートを用いてヒ
ストグラムの作成を実習する。 
11 回 散布図とは何かについて授業を行い、スプレッドシートを用いて散布図の
作成を実習する。 
12 回 共分散・相関係数とは何かについて授業を行い、スプレッドシートを利用
した共分散・相関係数の計算の実習を行う。 
13 回 線形回帰直線とは何かについて授業を行い、線形回帰直線の係数をスプレ
ッドシートを用いて求める実習を行う。 
14 回 第２回の中間試験を実施する。 
15 回 これまでに学修した項目の復習の演習を行う。 

準備学習 予習は必要としないが、各回で学習した内容とソフトウェアの操作法を次週まで
に習熟しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTR3312 
成績評価 実習で行うプログラムおよび定期試験（課題レポート）から総合的に判断する． 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス RA(〜10),RB(〜10) 
見出し FTR3312 アミューズメントコントローラ 
担当教員名 赤木 徹也 
単位数 2 
教科書 H8/3664 グループハードウェアマニュアル (㈱Renesas) 【講義中に PDF フ

ァイルで配布】 
アクティブラーニング  
キーワード 組込みコントローラ，マイクロコンピュータ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 途中の計算式を書いてほしい 

（回答）扱っている数学が小中学校で使う数学であったので、書きませんでした
が、確かにマイコンの設定などと見比べるため数式の表示は必要かもしれませ
ん。今後検討したいです。 
テスト前から詳しい説明をしてほしかった 
（回答）あまり詳しく説明すると答えを言ってしまうことになるので難しいかも
しれません。 
⻤、サタン、悪魔、魔王、自己中心的、津山市在住、岡理大のラスプーチンでも
優しくていい⼈ 
（回答）けなされているのか？褒められているのかわかりませんが、前半の言葉
から授業内容が難しかった 

科目名 アミューズメントコントローラ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 大須賀威彦著：c 言語による組込み制御入門講座，H8 マイコンで学ぶプログラム

デェバッグ技法，電波新聞社 
SH7125 グループ，SH7124 グループ ハードウェアマニュアル (㈱Renesas)  
【講義中に PDF ファイルで配布】 

授業形態 講義 
注意備考 組込み技術などマイクロコンピュータのプログラミングは、ハードウエアにリン

クしたもので，ハードウエア（アクチュエータ，センサ）の構造・動作原理につ
いても知っておく必要がある．特に，マイコンなどを使って動く機械（ロボった
など）を作った経験がないと，講義の内容を理解するのは難しいかもしれません。
その場合は，別途自分で勉強する必要があります。 
（岡山理科大学工学部知能機械工学科の学生は 1，2 年生の講義でロボットを作
っているので受講してももんだいありません。） 
また，C 言語の知識とプログラミング技術を必要とします 

シラバスコード FTR3312 
実務経験のある教員  



達成目標 マニュアルを見ながら，組込みコントローラ（マイクロコンピュータ）のプログ
ラミングの内容が理解でき，さらに，組込みコントローラのマニュアルと簡単な
サンプルプログラムを利用して，個々の目的にあったプログラムが作成できるこ
とを目的とする。 

受講者へのコメント 授業への欠席が比較的多いが、過去の資料をいつでも閲覧できるようにしている
ことが良かったのではないかと思う。しかし、今後は、授業に出て来るように心
がけてほしい。 

連絡先 20 号館 5 階 赤木研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 出席に関して、2,3,4 回の学生が、32％ほどおり、今後の指導が必要であると思
われる。 
また、授業以外での学習に関しても全くしなかった学生が 35％と比較的多いと
言える。 
しかし、この授業を受けて、この分野の理解が深まったとの評価が約 85％と高
く、授業内容に対して理解はしてもらったものと思われる。 
この授業に対する目標を達成できたがの問に関して、できなかった回答がなく、
教員の熱意や満足度に関しても約 95％の学生が評価しており、授業の進め方に
関して一定の好評価をもらったものと判断する。 

英文科目名 Controller for Amusement Systems 
関連科目 ロボットものづくり体験演習（1 年生前期），ロボット知能化演習（2 年生後期），

機械創造工学Ⅱ（3 年生後期） 
次回に向けての改善変更予定 今年度、講義を比較的休んでいる学生が多いため、出席を促す対策（出席点など）

をとりたい。 
講義目的 組込み技術に関する技術者の育成を図り，㈱Renesas が提供しているマイクロコ

ンピュータのマニュアルを見ながら，プログラムの作成ができ，さらにメカトロ
ニクスシステムの設計ができる技術者の育成を図る． 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義概要とマイクロコンピュータの基礎について解説する。 

2 回 開発環境の操作説明（GCC Developer Lite)について解説する。 
3 回 ヘッダファイルとメモリマップの構成（C 言語）について解説する。 
4 回 構造体，共有体について（C 言語）について解説する。 
5 回 シリアル通信の基礎について解説する。 
6 回 シリアル通信の応用について解説する。 
7 回 デジタル I/O の基礎について解説する。 
8 回 デジタル I/O の応用いついて解説する。 
9 回 Timer 機能の基礎について解説する。 
10 回 Timer 機能の応用について解説する。 
11 回 PWM 機能の基礎について解説する。 
12 回 PWM 機能の応用について解説する。 
13 回 A/D 変換の基礎について解説する。 
14 回 A/D 変換の応用について解説する。 



15 回 総合演習を実施する。 
準備学習 1 回 シラバスをよく読んでおくこと。 

2 回 開発環境（GCC Developer Lite)に関して，インターネット等を利用して調
べておくこと。 
3 回 配布電子資料に中からメモリマップの構成に関する部分を事前に読んでお
くこと。 
4 回 C 言語の教科書・参考書等で，構造体，共有体について事前に調べておくこ
と。 
5 回 配布電子資料に中から SCI シリアル通信に関する部分を事前に読んでおく
こと。 
6 回 先週作成したプログラムの内容をよく確認し，配布電子資料に中の SCI シ
リアル通信に関する部分と見比べ，プログラムの流れと，個々のコマンド（構造
体によるアドレス値）の意味を理解しておくこと。 
7 回 配布電子資料に中からデジタル I/O に関する部分を事前に読んでおくこと。 
8 回 先週作成したプログラムの内容をよく確認し，配布電子資料に中のデジタ
ル I/O に関する部分と見比べ，プログラムの流れと，個々のコマンド（構造体に
よるアドレス値）の意味を理解しておくこと。 
9 回 配布電子資料に中から Timer 機能に関する部分を事前に読んでおくこと。 
10 回 先週作成したプログラムの内容をよく確認し，配布電子資料に中の Timer
機能に関する部分と見比べ，プログラムの流れと，個々のコマンド（構造体によ
るアドレス値）の意味を理解しておくこと。 
11 回 配布電子資料に中から Timer 機能内の PWM に関する部分を事前に読ん
でおくこと。 
12 回 先週作成したプログラムの内容をよく確認し，配布電子資料に中の Timer
機能内の PWM に関する部分と見比べ，プログラムの流れと，個々のコマンド
（構造体によるアドレス値）の意味を理解しておくこと。 
13 回 配布電子資料に中から A/D 変換に関する部分を事前に読んでおくこと。 
14 回 先週作成したプログラムの内容をよく確認し，配布電子資料に中の A/D 変
換に関する部分と見比べ，プログラムの流れと，個々のコマンド（構造体による
アドレス値）の意味を理解しておくこと。 
15 回 1 から 14 週までのマイコンの機能とプログラムに関してよく復習してお
くこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTR33D2 
成績評価 レポート（７０％）と定期試験（３０％）で総合的に評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス RA(10〜12),RB(10〜12) 
見出し FTR33D2 ロボットシステムセミナー 
担当教員名 堂⽥ 周治郎、神谷 茂保、藤本 真作、松浦 洋司、山本 敏泰 
単位数 2 
教科書 各テーマの教員が指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード ロボットシステム、メカトロニクス、知能機械、ものづくり、制御、⼈の体など

の仕組み 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ・将来の夢を見つけられること。やりたいことを見つけられること。回答：良か

ったです。 
・４足ロボットの構造について。 
・ロボットの動く動作についてのプログラミングを学びたかった。回答：１年次
では難しい面がありますが、検討します。 
・ロボットシステムセミナーでいろんな分野を勉強していろんなものに興味が持
てた。 
・ロボットセミナーで教わった内容の物がテレビに出てきて、その内容が理解で
きた。回答：よかったです。 
・いろいろなテーマの講義が受講できてよかった。 
・もっといろいろなロボットの仕組みを知りたい。 
・先生 

科目名 ロボットシステムセミナー 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 各テーマの教員が指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 担当教員の指示に従うこと。パソコンを使用して、パワーポイント等電子教材を

プロジェクタで提示する。 
シラバスコード FTR33D2 
実務経験のある教員  
達成目標 ロボットシステム、メカトロニクスシステム、制御、バイオロボティクス、脳の

しくみ、ユニバーサルデザイン、安全設計などの基礎的事項を理解し、その概要
を説明することができる。 

受講者へのコメント ・「この分野への理解が深まった」（65％）ようである。 
・少⼈数の講義でもあり、わからない所があれば、遠慮なくどしどし質問して下
さい。 

連絡先 担当（代表）：２０号館３階 堂⽥研究室 電話：086-256-9564 
合理的配慮が必要な学生への  



対応 
各項目評価に対する所見 目標達成：だいたいできた（55％）、教員の意欲：感じられた（77％）、授業に満

足：ほぼ満足（52％） 
（所見）だいたい満足しているようである。 

英文科目名 Introductory Seminar of Robot System Engineering 
関連科目 ロボットものづくり体験演習、ロボットシステムコース専門科目 
次回に向けての改善変更予定 現在のやり方を継続していく予定である。 
講義目的 ロボット工学や知能機械工学の入門セミナーとして、ロボットシステム、メカト

ロニクスシステム、制御、バイオロボティクス、脳のしくみ、ユニバーサルデザ
イン、安全設計などの基礎事項を学ぶ。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 担当教員の指示に従うこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTR33D2a 
成績評価  
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス RA(07〜09),RB(07〜09) 
見出し FTR33D2a 知能機械工学セミナー(再) 
担当教員名 堂⽥ 周治郎、神谷 茂保、藤本 真作、松浦 洋司、山本 敏泰 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ・将来の夢を見つけられること。やりたいことを見つけられること。回答：良か

ったです。 
・４足ロボットの構造について。 
・ロボットの動く動作についてのプログラミングを学びたかった。回答：１年次
では難しい面がありますが、検討します。 
・ロボットシステムセミナーでいろんな分野を勉強していろんなものに興味が持
てた。 
・ロボットセミナーで教わった内容の物がテレビに出てきて、その内容が理解で
きた。回答：よかったです。 
・いろいろなテーマの講義が受講できてよかった。 
・もっといろいろなロボットの仕組みを知りたい。 
・先生 

科目名 知能機械工学セミナー(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTR33D2a 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント ・「この分野への理解が深まった」（65％）ようである。 

・少⼈数の講義でもあり、わからない所があれば、遠慮なくどしどし質問して下
さい。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 目標達成：だいたいできた（55％）、教員の意欲：感じられた（77％）、授業に満
足：ほぼ満足（52％） 
（所見）だいたい満足しているようである。 



英文科目名 Introductory Seminar of Robot System Engineering 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 現在のやり方を継続していく予定である。 
講義目的  
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード FTR33G1 
成績評価 毎回のレポート（100%） 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス RA(10〜10),RB(10〜10) 
見出し FTR33G1 ロボットビジョン 
担当教員名 綴木 馴 
単位数 2 
教科書 特になし（自作のテキストをＷＥＢ上で配布） 
アクティブラーニング  
キーワード ヒストグラム，平坦化，ランダムノイズ，メディアンフィルタ，平滑化フィルタ，

自己組織化マップ 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 机の真ん中に座った学生に対する個別指導が難しい，と書いてあったがその通り

で， 
実際教えにくいので，外側にのみ座って欲しい． 

科目名 ロボットビジョン 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし． 
授業形態 講義 
注意備考 無断欠席は一切認めない．プログラミング演習と数値計算法の単位が修得済みで

あること．講義で情報処理センター実習室のパソコンを利用する。 
シラバスコード FTR33G1 
実務経験のある教員  
達成目標 画像処理を行う様々なフィルタのｃ言語による構築ができる． 

自己組織化マップを自由自在に使えるようになることができる． 
受講者へのコメント よく勉強してくれたと思っています． 

ただ基礎学⼒の足らない学生が年々増えて言っている． 
連絡先 電子メール juntuzu@are.ous.ac.jp，オフィスアワー随時． 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 声が小さいとのことなので，その後の授業ではマイクを使っている． 
英文科目名 Robot Vision 
関連科目 プログラミング演習，数値計算法 
次回に向けての改善変更予定 年々単位取得が簡単化して行っているので，どうすべきか悩んでいる． 
講義目的 画像処理を行う様々なフィルタのｃ言語による構築ができるようになること． 

自己組織化マップを習得すること． 
対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクションをする． 

2 回 画像ファイルを読み込むライブラリの紹介，ｃ言語による画像ファイルの



読み込みをする． 
3 回 画像ファイルの加工，画像の縮小拡大をする． 
4 回 ヒストグラムを求めるプログラムの作成をする． 
5 回 平均二乗誤差を求めるプログラムの作成． 
6 回 windows による画像圧縮とのヒストグラムにおける比較をする． 
7 回 ランダムノイズの除去（メディアンフィルタ）をする． 
8 回 画像の二値化によるエッジ検出をする． 
9 回 エッジ検出後の画像修復をする． 
10 回 自己組織化マップ（SOM）の概略と大脳皮質の機能との関係を説明する． 
11 回 自己組織化マップとその仲間のモデルに必要な仕分けについて説明する． 
12 回 内積型 SOM と従来の SOM の関係を説明する． 
13 回 マップの拡大率について説明する． 
14 回 視覚野モデルに基づく顔画像認証をする． 
15 回 顔認証システムの処理手順について説明する． 

準備学習 1 回 C 言語の復習をすること． 
2 回 第１回レポートの用意をすること． 
3 回 第２回レポートの用意をすること． 
4 回 第３回レポートの用意をすること． 
5 回 第４回レポートの用意をすること． 
6 回 第５回レポートの用意をすること． 
7 回 第６回レポートの用意をすること． 
8 回 第７回レポートの用意をすること． 
9 回 第８回レポートの用意をすること． 
10 回 第９回レポートの用意をすること． 
11 回 第１０回レポートの用意をすること． 
12 回 第１１回レポートの用意をすること． 
13 回 第１２回レポートの用意をすること． 
14 回 第１３回レポートの用意をすること． 
15 回 第１４回レポートの用意をすること． 

 



年度 2012 
授業コード FTR3511 
成績評価 講義中の小テスト(20%)、レポート(５%)、グループ発表（５％）及び定期試験

(70%)の結果から評価する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス RA(10〜10),RB(10〜10) 
見出し FTR3511 ヒューマンインターフェース 
担当教員名 山⽥ 訓 
単位数 2 
教科書 ノート及びプリント講義 
アクティブラーニング  
キーワード ヒューマンインターフェース、コンピュータ、ゲームニクス 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「プロジェクタで説明するのはよいが、文になってなかったりするので、分かり

づらい。⿊板を使ったりするがわかりづらい。順序がわかるように書いて欲しい」 
⇒ 配布資料は、再度見直して、配布資料だけを読んで理解できるようにします。
板書を整理するように心がけます。 
「ゲーム理論がわかりやすい説明で納得できた。楽しかったです。」 
⇒ ありがとうございます。ゲーム理論はゲームだけでなく、多くの製品開発に
役に立つ理論だと思いますので、会社で開発する際に思い出してください。 

科目名 ヒューマンインターフェース 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ⽥村博編「ヒューマンインタフェース」オーム社 

サイトウ･アキヒロ著「ゲームニクスとは何か」幻冬舎新書 
授業形態 講義 
注意備考 パソコンを利用して、パワーポイント等電子教材をプロジェクタなどで提示す

る。 
シラバスコード FTR3511 
実務経験のある教員  
達成目標 ヒューマンインターフェースに関係する⼈間の特性（身体特性、生理機能、認知、

感性）を説明することができる。コンピュータの入出⼒機器の特性を説明するこ
とができる。売れたゲームは、ゲームニクスの観点で何が優れているか説明する
ことができる。 

受講者へのコメント 今後の製品開発では、使い勝手の良さがキーになると考えられます。使い勝手の
良さを得るために検討すべきことを紹介していますので、この講義を契機に身の
回りの製品の使い勝手について考えるようにしてください。 

連絡先 担当：山⽥訓 研究室：２０号館５階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 内容のまとまり毎にレポート課題を課したので、授業時間外にもある程度学習し
ているようである。レポートは今後も継続していきたい。講義を受けてよかった



点として、「理解が深まった」、「興味・関心が高まった」を約半数が選択してお
り、講義の趣旨は理解してもらえたと考える。また、目標を「ほぼ達成できた」
が三分の二ぐらいあり、満足した割合も三分の二程度あるので、講義の目標はほ
ぼ達成できたと考える。 

英文科目名 Human Interface 
関連科目 ⼈間工学、バーチャルリアリティ 
次回に向けての改善変更予定 「毎回の学習目標を明示して欲しい」が２⼈、「理解しやすいように、説明にもう

少し工夫を加えてもらえるとよい」が３⼈あった。各講義で要点をまとめた資料
を作成し、毎回の目標を明示するようにしたい。 

講義目的 現代社会では、⼈が機械とりわけコンピュータとの相互作用の中で生活する機会
が飛躍的に増大している。本講義では、⼈間とコンピュータとの相互作用を円滑
に実現するためのヒューマンインターフェースの実現方法について学習する。テ
レビゲームの使いやすさ、楽しさを生み出すための理論であるゲームニクス理論
特にヒューマンインターフェースに関連する部分について学習する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  ヒューマンインターフェース（HI）の概念について解説する。 

2 回  HI の身体特性について解説する。 
3 回  HI における生理特性について解説する。 
4 回  HI における認知について解説する。 
5 回  HI における感性について解説する。 
6 回  HI におけるヒューマン・エラーについて解説する。 
7 回  HI における安全性について解説する。 
8 回  入出⼒装置の１回目として、ポインティングデバイスと表示装置について
解説する。 
9 回  入出⼒装置の２回目として、音声入⼒と３Ｄ表示について解説する。 
10 回  入出⼒装置の３回目として、タッチパネルと動き検出について解説する。 
11 回  ゲームニクス理論の１回目として、ゲームニクス理論の概要と直感的な
ユーザーインターフェースについて解説する。 
12 回  ゲームニクス理論の２回目として、マニュアル不要の操作理解とはまる
演出について解説する。 
13 回  ゲームニクス理論の３回目として、ゲームの外部化と他分野への応用に
ついて解説する。 
14 回  既存ヒューマンインターフェースの問題点・改善法に関するグループ討
議をする。 
15 回  既存ヒューマンインターフェースの問題点・改善法のグループ発表会を
する。 

準備学習 1 回  ヒューマンインターフェースとは何かを、ホームページなどで調べてお
くこと。 
2 回  正規分布とは何かを統計の本などで調べておくこと。 
3 回  神経系の構成と働きについて調べておくこと。 
4 回  第３回の配布資料を復習し、神経系の働きについて理解すること。 
5 回  「感性」とは何かについて、調べておくこと。 



6 回  交通事故の原因について調べておくこと 
7 回  安全を確保するためには、どんな準備や考え方が必要であるか調べてお
くこと。 
8 回  第２回から第７回までの配布資料をまとめ、ＨＩに関連する⼈間の特性
に関するレポート（詳細な内容は講義中に指示する）をまとめること 
9 回  第８回の配布資料を復習し、ポインティングデバイスと表示装置につい
て復習しておくこと。 
10 回  第９回の配布資料を復習し、音声入⼒と３Ｄ表示について復習しておく
こと。 
11 回  第８回から第１０回までの配布資料をまとめ、入出⼒装置に関するレポ
ート（詳細な内容は講義中に指示する）をまとめること。 
12 回  第１１回の配布資料を復習し、ゲームニクスの概要を復習しておくこと。 
13 回  第１２回の配布資料を復習し、自分の好きなゲームでどんな工夫がされ
ているか、ゲームニクス理論にあてはめて調べておくこと。 
14 回  第１１回から第１３回の配布資料をまとめ、ゲームニクス理論に関する
レポート（詳細な内容は講義中に指示する）をまとめること。 
15 回  １４回の討議に基づき、グループ発表資料をまとめること。 

 



年度 2012 
授業コード FTR3522 
成績評価  
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス RA(〜09),RB(〜09) 
見出し FTR3522 アクチュエータ機構学(再) 
担当教員名 堂⽥ 周治郎 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ・プロジェクターの表示がうすい。回答：改善努⼒します。 

・アクチュエータ機構学の講義を受けることによって機械の特徴を理解すること
ができました。回答：よかったです。 

科目名 アクチュエータ機構学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード ftr3522 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント 授業時間外の学習で、「まったくしなかった」35％は問題である。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 目標達成：だいたいできた（51％）、教員の意欲：感じられた（70％）、授業に満
足：満足（54％） 
（所見）ほぼ満足しているようである。 

英文科目名 Mechanism of Actuator 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 ・もうすこし、課題を与えたほうがいいかも知れない。 

・使用した講義室のプロジェクターが暗いようなので改善を要する。 
講義目的  
対象学年 3 年/4 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード FTR35C2 
成績評価 課題提出（80％）、定期試験（20％）により評価する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 知能機械工学科(〜11) 
見出し FTR35C2 工業デザイン 
担当教員名 松本 恭吾＊ 
単位数 2 
教科書  

ユニバーサルデザインの教科書（増補改訂版）／中川 聰 監修／ 日経デザイ
ン 編／日経 BP 社／isbn 978-482221547-7 

アクティブラーニング  
キーワード 生活器具、産業機器、繊維・服飾、工芸品家具、インテリア、形、立体感、ボリ

ューム感、質感、空間、パースペクティブ、構図、構成、観察⼒、発想⼒、表現
⼒ 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 工業デザイン 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTR35C2 
実務経験のある教員  
達成目標 プロダクトデザインの基礎知識の習得を目標とする。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 プロダクトデザイン史、プロダクトデザインの意義，要素，用途について学習す

る。デザインモデルを制作する体験を通し、プロダクトデザインの基本的な考え
方を身につける。ドローイングでは立方体や円柱、球などの単純な幾何形態の単
体を観察、描写することによりパースペクティブなどの形態認識の基本、陰影の
表現の基本を習得する。次にデザイン的な要素を含むモチーフのドローイングを
行うことで平面的な表現⼒を養い、発想時やプレゼンテーションの現場で役立つ
⼒を身に付ける。 



対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 デザイン史、プロダクトデザインの概要１（デザインの意味と要素、用途、
創造の意味と手法） 
3 回 デザイン史、プロダクトデザインの概要２（色彩、造形心理、⼈間工学） 
4 回 ドローイング演習 道具の使い方、平面について（物の見え方、とらえ方） 
5 回 ドローイング演習 立体感を描く１ 幾何学形体（面として立体をとらえ
る、陰影の表現） 
6 回 ドローイング演習 立体感を描く２ 工業製品（面として立体をとらえる、
陰影の表現） 
7 回 ドローイング演習 質感、空間を描く 家具、インテリア（質感、空間感、
距離感の表現） 
8 回 デザインワークショップ 概説 生活器具、産業機器 
9 回 デザインワークショップ 概説 繊維・服飾、工芸品 
10 回 デザインワークショップ 概説 その他のプロダクトデザイン 
11 回 デザインワークショップ アイデア発想１（質感、色彩） 
12 回 デザインワークショップ アイデア発想２（機能、使いやすさ） 
13 回 デザインワークショップ モデル制作１ （発想をデザイン表現に落とし
込む） 
14 回 デザインワークショップ モデル制作２ （検証と改善） 
15 回 デザインワークショップ プレゼンテーション、講評 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておく 
2 回 テキストの該当箇所を読んでおく 
3 回 テキストの該当箇所を読んでおく 
4 回 特になし 
5 回 特になし 
6 回 前回の課題で制作したものを検証し、自分の課題を見つけておく 
7 回 前回の課題で制作したものを検証し、自分の課題を見つけておく 
8 回 テキストの該当箇所を読んでおく 
9 回 テキストの該当箇所を読んでおく 
10 回 テキストの該当箇所を読んでおく 
11 回 特になし 
12 回 特になし 
13 回 制作の準備をしておく 
14 回 前回の課題で制作したものを検証し、自分の課題を見つけておく 
15 回 プレゼンテーションの準備をしておく 

 



年度 2012 
授業コード FTR35G1 
成績評価 講義中の小テスト(20%)、レポート(５%)、グループ発表（５％）及び定期試験

(70%)の結果から評価する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス RA(〜09),RB(〜09) 
見出し FTR35G1 ヒューマンインターフェース(再) 
担当教員名 山⽥ 訓 
単位数 2 
教科書 ノート及びプリント講義 
アクティブラーニング  
キーワード ヒューマンインターフェース、コンピュータ、ゲームニクス 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「プロジェクタで説明するのはよいが、文になってなかったりするので、分かり

づらい。⿊板を使ったりするがわかりづらい。順序がわかるように書いて欲しい」 
⇒ 配布資料は、再度見直して、配布資料だけを読んで理解できるようにします。
板書を整理するように心がけます。 
「ゲーム理論がわかりやすい説明で納得できた。楽しかったです。」 
⇒ ありがとうございます。ゲーム理論はゲームだけでなく、多くの製品開発に
役に立つ理論だと思いますので、会社で開発する際に思い出してください。 

科目名 ヒューマンインターフェース(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ⽥村博編「ヒューマンインタフェース」オーム社 

サイトウ･アキヒロ著「ゲームニクスとは何か」幻冬舎新書 
授業形態 講義 
注意備考 パソコンを利用して、パワーポイント等電子教材をプロジェクタなどで提示す

る。 
シラバスコード FTR35G1 
実務経験のある教員  
達成目標 ヒューマンインターフェースに関係する⼈間の特性（身体特性、生理機能、認知、

感性）を説明することができる。コンピュータの入出⼒機器の特性を説明するこ
とができる。売れたゲームは、ゲームニクスの観点で何が優れているか説明する
ことができる。 

受講者へのコメント 今後の製品開発では、使い勝手の良さがキーになると考えられます。使い勝手の
良さを得るために検討すべきことを紹介していますので、この講義を契機に身の
回りの製品の使い勝手について考えるようにしてください。 

連絡先 担当：山⽥訓 研究室：２０号館５階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 内容のまとまり毎にレポート課題を課したので、授業時間外にもある程度学習し
ているようである。レポートは今後も継続していきたい。講義を受けてよかった



点として、「理解が深まった」、「興味・関心が高まった」を約半数が選択してお
り、講義の趣旨は理解してもらえたと考える。また、目標を「ほぼ達成できた」
が三分の二ぐらいあり、満足した割合も三分の二程度あるので、講義の目標はほ
ぼ達成できたと考える。 

英文科目名 Human Interface 
関連科目 ⼈間工学、バーチャルリアリティ 
次回に向けての改善変更予定 「毎回の学習目標を明示して欲しい」が２⼈、「理解しやすいように、説明にもう

少し工夫を加えてもらえるとよい」が３⼈あった。各講義で要点をまとめた資料
を作成し、毎回の目標を明示するようにしたい。 

講義目的 現代社会では、⼈が機械とりわけコンピュータとの相互作用の中で生活する機会
が飛躍的に増大している。本講義では、⼈間とコンピュータとの相互作用を円滑
に実現するためのヒューマンインターフェースの実現方法について学習する。テ
レビゲームの使いやすさ、楽しさを生み出すための理論であるゲームニクス理論
特にヒューマンインターフェースに関連する部分について学習する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  ヒューマンインターフェース（HI）の概念について解説する。 

2 回  HI の身体特性について解説する。 
3 回  HI における生理特性について解説する。 
4 回  HI における認知について解説する。 
5 回  HI における感性について解説する。 
6 回  HI におけるヒューマン・エラーについて解説する。 
7 回  HI における安全性について解説する。 
8 回  入出⼒装置の１回目として、ポインティングデバイスと表示装置について
解説する。 
9 回  入出⼒装置の２回目として、音声入⼒と３Ｄ表示について解説する。 
10 回  入出⼒装置の３回目として、タッチパネルと動き検出について解説する。 
11 回  ゲームニクス理論の１回目として、ゲームニクス理論の概要と直感的な
ユーザーインターフェースについて解説する。 
12 回  ゲームニクス理論の２回目として、マニュアル不要の操作理解とはまる
演出について解説する。 
13 回  ゲームニクス理論の３回目として、ゲームの外部化と他分野への応用に
ついて解説する。 
14 回  既存ヒューマンインターフェースの問題点・改善法に関するグループ討
議をする。 
15 回  既存ヒューマンインターフェースの問題点・改善法のグループ発表会を
する。 

準備学習 1 回  ヒューマンインターフェースとは何かを、ホームページなどで調べてお
くこと。 
2 回  正規分布とは何かを統計の本などで調べておくこと。 
3 回  神経系の構成と働きについて調べておくこと。 
4 回  第３回の配布資料を復習し、神経系の働きについて理解すること。 
5 回  「感性」とは何かについて、調べておくこと。 



6 回  交通事故の原因について調べておくこと 
7 回  安全を確保するためには、どんな準備や考え方が必要であるか調べてお
くこと。 
8 回  第２回から第７回までの配布資料をまとめ、ＨＩに関連する⼈間の特性
に関するレポート（詳細な内容は講義中に指示する）をまとめること 
9 回  第８回の配布資料を復習し、ポインティングデバイスと表示装置につい
て復習しておくこと。 
10 回  第９回の配布資料を復習し、音声入⼒と３Ｄ表示について復習しておく
こと。 
11 回  第８回から第１０回までの配布資料をまとめ、入出⼒装置に関するレポ
ート（詳細な内容は講義中に指示する）をまとめること。 
12 回  第１１回の配布資料を復習し、ゲームニクスの概要を復習しておくこと。 
13 回  第１２回の配布資料を復習し、自分の好きなゲームでどんな工夫がされ
ているか、ゲームニクス理論にあてはめて調べておくこと。 
14 回  第１１回から第１３回の配布資料をまとめ、ゲームニクス理論に関する
レポート（詳細な内容は講義中に指示する）をまとめること。 
15 回  １４回の討議に基づき、グループ発表資料をまとめること。 

 



年度 2012 
授業コード FTR35G2 
成績評価 定期試験（７０％）、レポート（３０％） 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス RA(10〜10),RB(10〜10) 
見出し FTR35G2 アクチュエータ機構学 
担当教員名 堂⽥ 周治郎 
単位数 2 
教科書 新世代工学シリーズ メカトロニクス／高森 年編／オーム社 
アクティブラーニング  
キーワード メカトロニクス、サーボシステム、機械伝達機構、機械系のインピーダンスマッ

チング、電気アクチュエータ、油圧アクチュエータ、空気圧アクチュエータ、ア
ンプ、制御弁、駆動回路とその制御法 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ・プロジェクターの表示がうすい。回答：改善努⼒します。 

・アクチュエータ機構学の講義を受けることによって機械の特徴を理解すること
ができました。回答：よかったです。 

科目名 アクチュエータ機構学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 アクチュエータの駆動と制御／武藤高義／コロナ社 
授業形態 講義 
注意備考 授業に集中し、授業毎の内容を理解していくこと。関数電卓はいつも持参するこ

と。講義ノートの提出を求める。パソコンを使用して、パワーポイント等電子教
材をプロジェクタで提示する。 

シラバスコード FTR35G2 
実務経験のある教員  
達成目標 メカトロニクス、アクチュエータ、センサについて説明できる。電気式、油圧式、

空気圧式アクチュエータの種類、特徴（⻑所、短所）が説明できる。機械伝達機
構、各種アクチュエータの構造・動作原理、基礎式、アクチュエータ駆動回路と
その制御法が説明できる。油圧システムや空気圧システムの構成や具体例が説明
できる。 

受講者へのコメント 授業時間外の学習で、「まったくしなかった」35％は問題である。 
連絡先 ２０号館３階 堂⽥研究室 電話：086-256-9564 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 目標達成：だいたいできた（51％）、教員の意欲：感じられた（70％）、授業に満
足：満足（54％） 
（所見）ほぼ満足しているようである。 

英文科目名 Mechanism of Actuator 
関連科目 物理学、⼒学、電磁気学、電気電子回路、センサ工学、材料工学、流体⼒学、制



御工学、ロボット運動学、機械創造工学、知能情報処理、⼈間工学、生活支援工
学、知能機械工学実験 

次回に向けての改善変更予定 ・もうすこし、課題を与えたほうがいいかも知れない。 
・使用した講義室のプロジェクターが暗いようなので改善を要する。 

講義目的 制御システムに必要な機器として、センサ、コントローラ（コンピュータ）、アク
チュエータ、インターフェースがある。この講義ではモータなどのアクチュエー
タとサーボ弁などの駆動器に重点を置きメカトロニクス制御に必要な制御機器
や機構について学ぶことを目的とする。時々、講義の後半で演習問題を行う。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 メカトロニクスとその特徴について説明する。 

2 回 サーボシステムとアクチュエータについて説明する。 
3 回 アクチュエータ概論について説明する。 
4 回 各種アクチュエータの基本動作原理と基礎式１について説明する。 
5 回 各種アクチュエータの基本動作原理と基礎式２について説明する。 
6 回 機械伝達機構１（⻭車、⻭車減速機構、ボールねじ機構）について説明する。 
7 回 機械伝達機構２ （プーリ・ベルト機構、その他）について説明する。 
8 回 機械系のインピーダンスマッチングについて説明する。 
9 回 電気アクチュエータ１（微小駆動アクチュエータ）について説明する。 
10 回 電気アクチュエータ２（ＤＣサーボモータの原理と基礎式）について説明
する。 
11 回 電気アクチュエータ３（ＤＣサーボモータの駆動回路）について説明する。 
12 回 電気アクチュエータ４（ＡＣサーボモータとステッピングモータ）につい
て説明する。 
13 回 油圧システム と油圧アクチュエータ・制御弁について説明する。 
14 回 油圧アクチュエータの特性解析について説明する。 
15 回 空気圧システムと空気圧制御機器について説明する。 

準備学習 1 回 教科書の第２章を読み、メカトロニクスについて予習すること。 
2 回 サーボシステムとは何かについて予習しておくこと。 
3 回 電気式、油圧式、空気圧式アクチュエータの⻑所、短所を調べておくこと。 
4 回 ＤＣモータとＡＣモータの原理について予習しておくこと。 
5 回 油圧シリンダと油圧モータの原理と基礎式について予習しておくこと。 
6 回 ⻭車減速機構やボールねじ機構について予習しておくこと。 
7 回 プーリ・ベルト機構やラックピニオン機構について予習しておくこと。 
8 回 機械系のインピーダンスとは何かについて予習しておくこと。 
9 回 電磁ソレノイドやトルクモータの原理について予習しておくこと。 
10 回 ＤＣサーボモータの特徴について調べておくこと。 
11 回 ＤＣサーボモータのＰＷＭ駆動方法について予習しておくこと。 
12 回 ＡＣサーボモータとステッピングモータの原理について予習しておくこ
と。 
13 回 油圧システムの構成や具体例を調べておくこと。 
14 回 圧縮性を考慮した油圧シリンダの解析モデルについて予習しておくこと。 
15 回 空気圧システムの具体例について調べておくこと。 



 



年度 2012 
授業コード FTR3711 
成績評価 講義中に課す課題（５０％）、最終課題図面（５０％）により評価する。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス RA(〜12),RB(〜12) 
見出し FTR3711 機械製図Ⅰ 
担当教員名 赤木 徹也 
単位数 2 
教科書 大⻄清著・「JIS にもとづく標準製図法」・理工学社 
アクティブラーニング  
キーワード CAD、JIS 規格、ネジ、⻭車、干渉問題 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 ・涼しすぎる 

・冷房がよく効いて寒かった 
・さむい。クーラー寒すぎ。 
実習室の冷房は場所によって効きすぎるところと効かないところがあるようで
す。しかし、効き過ぎは、エコではありませんので、今後は気をつけたいと思い
ます。 

科目名 機械製図Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 実験実習 
注意備考 CAD 操作技術の習得には連続した演習を受ける必要がある。そのため欠席や遅

刻がないように心がけること。また，講義で情報処理センター実習室のパソコン
を利用し、課題提出もネットワークを利用して行う。 

シラバスコード FTR3711 
実務経験のある教員  
達成目標 機械部品を表す部品図とその部品を組み合わせた組立図面の作成技術の習得 JIS

（日本工業規格）に基づく機械製図技術の習得を目的とする。具体的には下記の
内容ができることを目的とする。・投影法による部品の三面図を理解でき、作成
することができる・ネジの基本的な規格を理解でき、ネジ製図を作成できる。・⻭
車の基本的な規格を理解でき、平⻭車の製図を作成できる。・はめ合いに関する
基本的な規格を理解できる。・レイヤー分けによる部品の設計ができる。 

受講者へのコメント 機械製図はロボットや機械を設計するのに必要な講義であり，また実践的な実習
科目でもあることからできるだけ休まないようにする必要があります.皆さんの
大半はこのことを守れていたものと思います. 

連絡先 20 号館 5 階赤木研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 【A：授業の取り組みに関して】 
１）出席に関して・・・概ね約 85%の学生が欠席なしなど，良好であり，良かっ



たと思います． 
２）授業時間外での学習に関して・・１時間以上が約 1/3 と時間外で製図をした
学生がおり，適切な課題を出せてよかったと思われる． 
３）時間外学習の内容に関して・・・約半分の学生が課題にこの時間を当ててお
り，課題の重要性を認識してもらっているものと思われる． 
【B：授業による成⻑に関して】 
この分野における理解・技能・興味が深まった方が大半であることに非常に喜ん
でいます．また少数 18%ですが 

英文科目名 Mechanical Drawings I 
関連科目 本科目に引き続き「機械製図Ⅱ」、「加工学」、「機械創造工学Ⅰ」、「機械創造工学

Ⅱ」を受講することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 授業の進度が早いなどの回答が少数あり，今後は，学生のレベルに合わせた進度

を考える必要があるものと思われる. 
講義目的 機械系の「ものづくり」において、設計図面は製品の事前検証や、製作時の作業

を分担できるなど多くの利点をもつ重要なものである。本講義では機械部品を表
す部品図とその部品を組み合わせた組立図面の作成を念頭において、JIS（日本工
業規格）に基づく機械製図技術の習得を目的として、設計製図の演習を行う。ま
た、本講義ではコンピュータによる設計、すなわち CAD を用いた設計やその操
作技術の習得も講義目的とする。また、本講義ではコンピュータによる設計、す
なわち CAD を用いた設計やその操作技術の習得およびレイヤー分けによる部品
毎 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション・コンピュータ操作の基礎について解説する。 

2 回  製図の意義と図面の構成について解説する。 
3 回  図形の表し方について解説する。 
4 回  寸法記入法について解説する。 
5 回  ネジ製図１について解説する。 
6 回  ネジ製図２について解説する。 
7 回  ⻭車製図１について解説する。 
8 回  ⻭車製図２について解説する。 
9 回  L アングルを用いたコーナ設計について解説する。 
10 回  部品図&組立図面に関して解説する。 
11 回  軸受け製図について解説する。 
12 回  寸法公差・表面粗さについて解説する。 
13 回  ロボットアーム設計１（干渉検証）について解説する。 
14 回  ロボットアーム設計２（組立図面）について解説する。 
15 回  ロボットアーム設計課題について解説する。 

準備学習 1 回  シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。またセンターを利
用するためログインのユーザ名とパスワードを把握しておくこと。 
2 回  教科書の序論部分のページを読んでみておくこと。 
3 回  「投影法」に関する教科書の該当ページを読んでみておくこと。 
4 回  「寸法の記入法」に関する教科書の図と該当ページを読んでみておくこ



と。 
5 回  「ネジの種類」に関する教科書の図と該当ページを読んでみておくこと。 
6 回  「ネジ製図」に関する配布ＰＤＦ資料を読んでみておくこと。 
7 回  「⻭車の種類」に関する教科書の図と該当ページを読んでみておくこと。 
8 回  「⻭車製図」に関する配布ＰＤＦ資料を読んでみておくこと。 
9 回  「雌ネジ」、「ボルト⽳」に関する配布ＰＤＦ資料を読んでみておくこと。 
10 回  「組立図面」、「部品図」に関する教科書の該当ページを読んでみておくこ
と。 
11 回  「軸受け」に関する教科書の該当ページと配布ＰＤＦ資料を読んでみてお
くこと。 
12 回  「寸法公差」と「表面粗さ」に関する教科書の該当ページと配布ＰＤＦフ
ァイルを読んでみておくこと。 
13 回  ⻭車の「モジュール」「ピッチ円直径」に関する配布ＰＤＦファイルの該
当ページを読んでみておくこと。 
14 回  「寸法公差」と「表面粗さ」に関する内容を復習しておくこと。また、Ｃ
ＡＤのレイヤー機能について復習しておくこと。 
15 回  講義外での自習時間を利用して設計したロボットアームの部品図面と組
立図面をある程度作成しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTR3712 
成績評価 定期試験（３５％）、中間試験（３５％）、課題提出（２０％）、ノート（１０％）

を総合集計して評価する。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス RA(〜12),RB(〜12) 
見出し FTR3712 加工学 
担当教員名 塗木 利明 
単位数 2 
教科書 機械系教科書シリーズ３ 機械工作法（増補）／平井三友他著／コロナ社 
アクティブラーニング  
キーワード 加工法、製図、鋳造法、塑性加工、溶接法、表面処理、切削法、工作機械、研削

法、精密加工、プラスチック成形、ＮＣ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  「いろいろな知識が増えました。この講義の内容を 2 年で活かせるようにしっ

かり学んでいきたい。」という記述がありました。担当者として大変満足です。卒
業までに様々な知識や技能・技術を積極的に自分のものにしてください。 

科目名 加工学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 朝倉健二・橋本文雄著 「機械工作法Ⅰ 改訂版」・同 「機械工作法Ⅱ 改訂

版」 共立出版 その他図書館にある関連の参考書 
授業形態 講義 
注意備考 電子教材を液晶プロジェクターで投影し授業を行っている。また、理解を深める

ため適宜ＶＴＲを上映するほか、加工に使用する実物の工具等を回覧する。 
シラバスコード FTR3712 
実務経験のある教員  
達成目標 切削加工および研削加工を中心に、機械加工の方法とその特徴について説明でき

る。 
受講者へのコメント  ものづくりの基本である各種機械加工法について基本的なところを学習しま

した。ものづくりでは、必要とする形のものを、必要とする精度で、最も経済的
に作ることができる加工法を選択しなければなりません。しっかりとした課題意
識を持って学習に取り組んでください。 

連絡先 塗木研究室：工学実習棟 2 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  受講した皆さんは、7 割ほどは欠席が全くなく、授業時間外には宿題などの課
題に毎回 1 時間ほどかけて取り組んでくれたようです。また、7 割以上の⼈がこ
の分野への理解が深まったと答えてくれました。そして、同じくらいの皆さんが
授業の目標は「達成できた」あるいは「だいたい達成できた」と回答、9 割の皆
さんが授業に「満足」「ほぼ満足」との回答に、担当者としては大変元気をもらい
ました。 



英文科目名 Mechanical Processing 
関連科目 機械加工実習、機械製図Ⅰ、機械製図Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  より分かりやすい興味の持てる授業展開を目指します。 
講義目的 加工学は「機械工作」とも呼ばれている科目で、機械加工として産業社会で最も

多く利用されている切削加工ならびに研削加工を中心に、代表的な工作法および
工具材料や各種工業材料から機械部品を製作するために必要な製図について概
略を理解することを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。講義の進め方を説明する。加工法の３つの種類につい

て説明する。 
2 回  加工と図面の関係について説明し、必要な製図の規則を解説する。 
3 回  第２回課題を解説し、鋳造について説明、その特徴及び代表的な鋳造用金
属材料について解説する。 
4 回  第３回課題を解説し、塑性加工について説明、その特徴ならびに代表的な
種類について解説する。 
5 回  第４回課題を解説し、溶接について説明、その特徴ならびに種類及び溶断
について解説する。 
6 回  第５回課題を解説し、熱処理・表面処理について説明、その種類及び特徴
について解説する。 
7 回  第６回課題を解説し、切削加工について説明、切りくずの形態、構成刃先、
切削液について解説する。 
8 回  第７回課題を解説し、切削工具の材料に必要な条件を説明、代表的な工具
材料について解説する。 
9 回  第８回課題について解説し、第１回から第８回までの内容で中間試験を実
施する。 
10 回  中間試験の解説と主な切削機械の作業について説明する。 
11 回  第 10 回課題を解説し、研削加工についての説明、砥石の構成・砥石の寿
命について解説する。 
12 回  第 11 回課題を解説し、主な研削機械の作業について説明する。 
13 回  第 12 回課題を解説し、代表的な精密加工および特殊加工について説明す
る。 
14 回  第 13 回課題を解説し、プラスチック成形加工法、特徴、種類について説
明する。 
15 回  第 14 回課題を解説し、ＮＣ工作機械の特徴、種類について説明する。 

準備学習 1 回  教科書によって、どのような加工法があるかを調べておくこと。 
2 回  加工における図面の役割を考え、その種類について調べておくこと。 
3 回  第２回課題を作成するとともに鋳造とはどのような加工法か調べておく
こと。 
4 回  第３回課題を作成するとともに塑性加工とはどのような加工法か調べて
おくこと 
5 回  第４回課題を作成するとともに溶接とはどのような加工法か調べておく
こと。 



6 回  第５回課題を作成するとともに熱処理・表面処理はどのような加工法か
調べておくこと。 
7 回  第６回課題を作成するとともに切削加工とはどのような加工法か調べて
おくこと。 
8 回  第７回課題を作成するとともに切削工具はどのような材料で作られてい
るか調べておくこと。 
9 回  第８回課題を作成するとともに第１回から第８回までの内容をよく理解
し整理しておくこと。 
10 回  切削作業にはどのような工作機械が使われるか調べておくこと。 
11 回  第 10 回課題を作成するとともに研削加工とはどのような加工法か調べ
ておくこと。 
12 回  第 11 回課題を作成するとともに研削作業にはどのような工作機械が使
われるか調べておくこと。 
13 回  第 12 回課題を作成するとともに特殊加工とはどのような加工法か調べ
ておくこと。 
14 回  第 13 回課題を作成するとともにプラスチック成形にはどのような加工
法があるか調べておくこと。 
15 回  第 14 回課題を作成するとともにＮＣ工作機械とはどのような機械か調
べておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTR3722 
成績評価 講義中に課す課題（50％）、最終課題図面（50％）により評価する。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス RA(〜11),RB(〜11) 
見出し FTR3722 機械製図Ⅱ 
担当教員名 赤木 徹也 
単位数 2 
教科書 大⻄清著／JIS にもとづく標準製図法／理工学社 
アクティブラーニング  
キーワード CAD、DXF、JIS 規格、平⻭車、かさ⻭車、ウォームギア、モータトルクと速度

計算、空気圧シリンダ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 申し少し楽な製図にしてください。 

（回答）なかなか難しことですが、もっと理解しやすい講義に改善したいと思い
ます。 
製図が分かるようになった 
（回答）よかったです 
赤木先生！！「電気電子回路Ⅱ」を担当してください！！お願います。 
（回答）オペアンプなどのアナログ回路は、比較的不得意な分野ですから、十分
教えれないかもしれません。デジタル回路の「電気電子回路Ⅰ」なら担当できそ
うですが・・・ 
授業中にできなかった部分も提出までには完成させようと思います。 
（回答）良い心がけです。是非頑張ってください。 
宿 

科目名 機械製図Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 実験実習 
注意備考 CAD 操作技術の習得には連続した演習を受ける必要がある。そのため欠席や遅

刻がないように心がけること。また、講義で情報処理センター実習室のパソコン
を利用し、課題提出もネットワークを利用して行う。 

シラバスコード FTR3722 
実務経験のある教員  
達成目標 機械部品を表す部品図とその部品を組み合わせた組立図面の作成技術の習得 JIS

（日本工業規格）に基づく機械製図技術の習得および機械要素に関する知識の習
得を目的とする。具体的には下記の内容ができることを目的とする。・CAD のレ
イヤーを用いた機械部品を表す部品図とその部品を組み合わせた組立図面の作
成方法の習得・外部 CAD データを用いた設計方法の習得・平⻭車の動⼒伝達機
構の設計・かさ⻭車を用いた動⼒伝達機構の設計・ウォームギアを用いた減速機
構の設計・トルクと速度計算によるモータの減速ギアボックスの選定・空気圧シ



リン 
受講者へのコメント 非常に大変な課題を提出する科目であるが、想像したいほどの悪評価をもらわな

かったのは、ある程度教え方に関して評価してくれているものと思います。でき
れば、講義中の不満等を教えてもらえれば改善しやすと思います。 

連絡先 20 号館 5 階赤木研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 90％程度の学生が休むことなく講義に来てくれたことから、この講義の重要性を
理解してもらったものと思い非常にうれしい。 
また、勉強を全くしなかった学生が 37％とそれほど多くないことから、大半の学
生は自宅で復習をしていたものと思われる。また、この分野への理解が深まった
との評価が 74％あり、講義の目的は達成できたものと思われる。 
教員の熱意や授業の満足度に関して不満やあまり感じられなっかた学生が 1 名
いたことは今後の改善課題であると思われる。 

英文科目名 Mechanical Drawings II 
関連科目 「機械製図Ⅰ」を受講しておくこと。また、本科目に関連して「加工学」、「機械

加工実習」、「機械創造工学Ⅰ」、「機械創造工学Ⅱ」を受講することが望ましい 
次回に向けての改善変更予定 今回、教員の熱意や授業の満足度に対して不満の評価した学生が 1 名いた事は大

いに反省すべき点であると考える。特に熱意に関しては、今後必ず改善するよて
いである。 

講義目的 機械系の「ものづくり」において、設計図面は製品の事前検証や、製作時の作業
を分担できるなど多くの利点をもつ重要なものである。本講義では機械部品を表
す部品図とその部品を組み合わせた組立図面の作成を念頭において、JIS（日本工
業規格）に基づく機械製図技術の習得を目的として、設計製図の演習を行う。ま
た、本講義では機械創造工学で行うロボット設計を念頭におき、課題形式の設計
実習を行う。具体的には、平⻭車、かさ⻭車、ウォームギアなどの各種⻭車を用
いた動⼒伝達機構の設計や、空気圧シリンダを用いた直進運動、回転運動機構の
設 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション・CAD 操作の復習について解説する。 

2 回  図面の基礎と三角法の復習について解説する。 
3 回  外部ＣＡＤデータの取込み方法とネジと⻭車製図の復習について解説す
る。 
4 回  平⻭車を用いた伝達機構の設計について解説する。 
5 回  かさ⻭車を用いた伝達機構の設計について解説する。 
6 回  ウォームギアを用いた減速機構の設計について解説する。 
7 回  モータの減速ギアボックスの選定方法（トルク&速度）について解説する。 
8 回  空気圧シリンダを用いた伸縮機構の設計について解説する。 
9 回  空気圧シリンダを用いた回転リンク機構の設計について解説する。 
10 回  移動物体の設計１（トルク&移動速度）について解説する。 
11 回  移動物体の設計２（組立図面）について解説する。 
12 回  干渉問題を有する設計課題１について解説する。 



13 回  干渉問題を有する設計課題２について解説する。 
14 回  干渉問題を有する設計課題３について解説する。 
15 回  最終課題について解説する。 

準備学習 1 回  シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。また情報処理セ
ンターを利用するためログインのユーザ名とパスワードを把握しておくこと。 
2 回  「三角法」に関する教科書の該当ページを読んでみておくこと。 
3 回  「ＤＣモータ」に関して、構造と動作原理についてインターネットを使っ
て調べてみておくこと。また、「ネジ」と「⻭車」に関する教科書の該当ページと
配布ＰＤＦ資料を読んでみておくこと。 
4 回  ⻭車の「モジュール」、「ピッチ円直径」に関する教科書の該当ページと配
布ＰＤＦ資料を読んでみておくこと。また、平⻭車に関してＣＡＤファイル（Ｄ
ＸＦ）を利用する製品の仕様をインターネットで調べてみておくこと。 
5 回  「かさ⻭車」に関する教科書の該当ページを読んでみておくことと、かさ
⻭車に関してＣＡＤファイル（ＤＸＦ）を利用する製品の仕様をインターネット
で調べてみておくこと。 
6 回  「ウォームギア」に関する教科書の該当ページを読んでみておくことと，
ウォームギアに関してＣＡＤファイル（ＤＸＦ）を利用する製品の仕様をインタ
ーネットで調べてみておくこと。 
7 回  設計で使用するモータと減速ギアボックスの仕様（トルク、減速比）をイ
ンターネットで調べてみておくこと。 
8 回  「空気圧シリンダ」に関して構造や動作原理を図書館、インターネットに
より調べてみておくこと。 
9 回  空気圧シリンダに関してＣＡＤファイル（ＤＸＦ）を利用する製品の仕様
をインターネットで調べてみておくこと。 
10 回  「組立図面」、「部品図」に関する教科書の該当ページを読んでみておくこ
と。 
11 回  「軸受け」に関する教科書の該当ページと配布ＰＤＦ資料を読んでみてお
くこと。 
12 回  「空気圧シリンダ」と「ウオームギア」に関して以前紹介したホームペー
ジを読んでみておくこと。 
13 回  可動域を図面上に表記する手法について教科書等で調べてみておくこと。 
14 回  「空気圧シリンダ」のストロークが変化した場合の図面上の対処方法につ
いて、第 8 回、第 9 回に紹介した資料を読んでみておくこと。 
15 回  講義外での自習時間を利用して設計したロボットアームの部品図面と組
立図面をある程度作成しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTR37C1 
成績評価 中間試験（30），レポート（30），定期試験(40％)で総合的に評価する． 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス RA(10〜10),RB(10〜10) 
見出し FTR37C1 リハビリテーションロボティクス 
担当教員名 山本 敏泰 
単位数 2 
教科書 配付資料 
アクティブラーニング  
キーワード リハビリテーション，運動制御，支援技術，リハビリテーション・ロボティクス 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 学生との会話等について，講義に対する意見を書いてくれるように言ったが，無

回答であった．次回から再検討したい． 
科目名 リハビリテーションロボティクス 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義において指示する． 
授業形態 講義 
注意備考 ・パソコンを使用して、パワーポイント等電子教材をプロジェクタ等で提示する．

演習などでは⿊板等も利用する．・配付資料を基に，授業受講の事前準備として
Ｗｅｂなどで学生に下調べを行う事もある． 

シラバスコード FTR37C1 
実務経験のある教員  
達成目標 生活支援機器を含む，高齢・障害者のための工学的支援について，基本的な技術

的枠組について学習し，運動障害者などの支援に必要なリハビリテーション・ロ
ボティクスにおける工学的表現方法の基礎を理解する． 

受講者へのコメント 講義の回数が増えていくと興味をもつ⼈が多くなっていくようである． 宿題を
するのにインターネットなどを活用している学生もいるが，もう少し積極的に調
べてみることを試みてほしい．宿題をしないと理解が得られない部分もあり，講
義だけを聞いていて充分であるなどと言うことはないです． 

連絡先 研究室 ６号館４階，TEL:086-256-9785 E-mail:yamamoto@are.ous.ac.jp オフ
ィスアワー：木 ７〜10 時限 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 出席は概ね良好であり，宿題も比較的提出していた．少⼈数であったが，時間外
学習はするものとしないものが分かれてしまった．講義に少し不満を持った学生
も一部いたが，当該分野に明確に興味を示し，積極的な学生も多かった．学生の
理解度は宿題をしてくるものについては概ね理解できているようである．折に触
れて宿題を提出しない学生と話をしてきたが，全体として共同作業をするような
ことも含め，積極的な対応を心がけたい． 



英文科目名 Rehabilitation Robotics 
関連科目 物理学（I,II），⼒学（I,II），生活支援工学（I,II），ロボット運動学 
次回に向けての改善変更予定 ⼈数が少ないこともあり，一緒に宿題の問題を分担して検討するなどの，具体的

な取り組みを試みて見る予定である．学生の学習意欲の向上に努めたい． 
講義目的 リハビリテーション工学（リハ工学）とは，広くリハの過程で必要となる工学・

技術の総称である．高齢者・障害者のためのリハ訓練・評価手法の開発，生活支
援機器システムなどを扱う。科目「生活支援工学」をふまえ，本講義では，バイ
オメカニクス，身体運動⼒学などに関する基礎的工学・技術と，そのリハビリテ
ーション・ロボティクスへの応用について述べる． 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 リハビリテーション工学・技術の体系化 
3 回 身体的特質の工学的捉え方と，その表現 
4 回 運動障害の評価 
5 回 リハビリテーション・ロボティクスとは 
6 回 車いす・移乗機器 
7 回 義肢・装具 
8 回 中間試験 
9 回 身体運動制御の⼒学（Ⅰ） 
10 回 身体運動制御の⼒学（Ⅱ） 
11 回 身体運動制御の⼒学（Ⅲ） 
12 回 基礎リハビリテーション・ロボティクスⅠ 
13 回 基礎リハビリテーション・ロボティクスⅡ 
14 回 機能的電気刺激とリハビリテーション・ロボティクス 
15 回 義肢・装具とリハビリテーション・ロボティクス 

準備学習 1 回 シラバスをよく読んでおくこと 
2 回 リハビリテーション工学の歴史的背景について学習すること 
3 回 工学的支援に必要な身体特性について学習すること． 
4 回 高齢・障害者のリハビリテーションにおける評価方法について学習するこ
と 
5 回 現在のリハビリテーション・ロボティクスについて調べること 
6 回 車イスやリフターについて調べること． 
7 回 義肢と外骨格型の装具の基本的特性について学習すること 
8 回 高齢・障害者のリハビリテーションの工学的支援の基礎について学習する
こと 
9 回 質点系の運動⼒学について復習しておくこと 
10 回 リンク運動の基礎について学習すること 
11 回 身体セグメントの運動⼒学の基礎について学習すること 
12 回 歩行の運動特性と，安定性について学習すること 
13 回 上肢運動制御と，ブレイン・マシンインタフェースについて学習すること 
14 回 現在の機能的電気刺激の応用について調べること 
15 回 現在の義肢装具の応用について調べること 



 



年度 2012 
授業コード FTR37E2 
成績評価 中間試験（30），レポート（30），定期試験(40％)で総合的に評価する． 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス RA(10〜10),RB(10〜10) 
見出し FTR37E2 機械運動学 
担当教員名 山本 敏泰 
単位数 2 
教科書 藤⽥勝久著 機械運動学 森北出版 2004 
アクティブラーニング  
キーワード 多リンク系，運動⼒学，運動制御 仮想仕事の原理，ハミルトンの原理，ラグラ

ンジュ方程式 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 なし 
科目名 機械運動学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義において指示する． 
授業形態 講義 
注意備考 ・パソコンを使用して、パワーポイント等電子教材をプロジェクタ等で提示する．

演習などでは⿊板等も利用する．・配付資料を基に，授業受講の事前準備として
Ｗｅｂなどで学生に下調べを行う事もある． 

シラバスコード FTR37E2 
実務経験のある教員  
達成目標 ひとりで⼒学的な問題の分析方法を選択したり，解決していく手法を含めて設計

に必要な基礎学⼒を，演習を通じて身につける． 
受講者へのコメント 静⼒学のトラスなど，設計に必要な具体的な分析に必要な演習をもっとしていき

ましょう． 
動⼒学では，ニュートンの運動⼒学の具体的な意味を理解するため「⼒学」の復
習をして下さい． 

連絡先 研究室 ６号館４階，TEL:086-256-9785 E-mail:yamamoto@are.ous.ac.jp オフ
ィスアワー：木 ７〜10 時限 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 教員の熱意や，授業への満足度などは概ね良いが，授業内容の理科度が今少し足
りない様に思う． 
機械設計に必要な⼒学的なものの考え方を，基礎から構築していく必要がある様
に思う． 

英文科目名 Kinematics of Mechanism 
関連科目 生活支援工学，ロボットダイナミクス，⼒学（I,II），ロボット運動学 
次回に向けての改善変更予定 演習をもっと多くして，宿題をより多くこなせる様に配慮する 



講義目的 複数のリンク機構などの運動について，実際の機械設計に役立てられるようにす
ること．機械工学系の学科として卒業研究に役立つと思われる問題を取り扱う． 
特に設計に必要な問題の処理の仕方に必要な基本的問題を学習する． 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション−機械運動学とは 

2 回 機械の機構と，自由度 
3 回 機械の運動と，運動方程式 
4 回 機械の運動学の原理Ⅰ−仮想仕事の原理 
5 回 機械の運動学の原理Ⅱ−ハミルトンの原理とラグランジュ方程式 
6 回 平面運動機構のベクトル解析 
7 回 運動のベクトル解析−速度・加速度 
8 回 演習と，中間試験 
9 回 空間運動機構のベクトル解析−座標系 
10 回 空間運動と，座標変換 
11 回 機構の動⼒学−剛体の平面運動 
12 回 空間運動機構と，その運動方程式 
13 回 リンク機構の運動解析 
14 回 スライダクランク機構の運動解析 
15 回 多関節ロボットと，その移動機構 

準備学習 1 回 シラバスをよく読んでおくこと 
2 回 機械⼒学，⼒学ロボット・ダイナミクスなどと関連するので，思いだして復
習しておくこと． 
3 回 ⼒学などの講義におけるニュートンの運動方程式の意味を理解しておくこ
と．「⼒」，外⼒の作用とはどういう事か考えること．  演習有り 
4 回 教科書，配布資料を読んでおくこと  演習有り 
5 回 教科書，配布資料を読んでおくこと  演習有り 
6 回 教科書，配布資料を読んでおくこと 
7 回 教科書，配布資料を読んでおくこと 演習有り 
8 回 7 回分のホームワークをしっかり復習すること 
9 回 教科書，資料を読んでおくこと 演習有り 
10 回 教科書，資料を読んでおくこと 演習有り 
11 回 教科書，資料を読んでおくこと 
12 回 教科書，資料を読んでおくこと 演習有り 
13 回 教科書，資料を読んでおくこと 
14 回 教科書，資料を読んでおくこと，演習有り 
15 回 教科書，資料を読んでおくこと 

 



年度 2012 
授業コード FTR4111 
成績評価 課題への取り組みおよび小テストの結果 40％、定期試験 60%により成績を評価

する。採点の基準は 100 点満点のうち 60 点以上を合格とする。ただし、定期試
験において基準点を設け、得点が 30%未満の場合は不合格とする。また、授業回
数の 3 分の 1 以上の欠席がある場合には試験成績は無効とみなし、 

曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス RA(〜11),RB(〜11) 
見出し FTR4111 電気電子回路Ⅰ 
担当教員名 松下 尚史 
単位数 2 
教科書 機械系教科書シリーズ 10 機械系の電子回路／高橋晴雄・阪部俊也共著／コロ

ナ社 
アクティブラーニング  
キーワード 入出⼒インピーダンス、四端子パラメータ回路、等価回路、ブール代数、NAND

ゲート、カルノーマップ、フリップフロップ、カウンタ回路 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 電気電子回路Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 メカトロニクスのための電子回路基礎／⻄堀賢司著／コロナ社 
授業形態 講義 
注意備考 ①関数電卓を持ってくること。②電磁気学を受講していることが望ましい。③試

験は定期試験期間中に行い、試験形態は筆記試験とする。 
シラバスコード FTR4111 
実務経験のある教員  
達成目標 ①受動デバイス（抵抗、コンデンサ、コイル）の機能を説明することができるこ

と。②回路における入⼒インピーダンスを求めることができること。③四端子パ
ラメータ回路を説明することができること。④NAND ゲートの機能を理解し論
理回路を設計することができること⑤フリップフロップの機能と動作原理を理
解し、カウンタ回路を設計することができること。 

受講者へのコメント  
連絡先 （研究室）20 号館 3 階、（電話）086-256-9503、（E-mail）hisashi@are.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Electric Circuits and Electronic Circuit I 
関連科目 電気電子回路Ⅱ、機械創造工学Ⅱ、センサ工学、アクチュエータ機構学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 現在のロボットやメカトロニクス機器は、高度で複雑な動作を実現するためにコ



ンピュータを用いて電子制御されている。電子回路の実際的な設計や製作におい
ては、目的とする回路機能を実現するために、デバイスの機能と特性を知り、効
果的に活用する手法を習得しておくことが大切である。本講義ではアナログ回路
の基礎、四端子回路の基礎、ディジタル回路の基礎、論理回路の基礎について学
習する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 電気の基本定義について解説する。 

2 回 直流に対する抵抗回路とコンデンサ回路の特性について解説する。 
3 回 アナログ信号に対する受動デバイスの機能について解説する。 
4 回 受動デバイス組合せ回路の特性について解説する。 
5 回 四端子定数回路の考え方について解説する。 
6 回 四端子パラメータ回路の表記法について解説する。 
7 回 ディジタル回路の基礎について解説する。 
8 回 ブール代数の基礎について解説する。 
9 回 ＮＡＮＤゲートについて解説する。 
10 回 カルノーマップについて解説する。 
11 回 フリップフロップの動作原理と機能について解説する。 
12 回 ＪＫフリップフロップの動作原理について解説する 
13 回 ＴフリップフロップとＤフリップフロップの動作原理について解説する。 
14 回 非同期式カウンタ回路の設計方法について解説する。 
15 回 同期式カウンタ回路の設計方法について解説する。 

準備学習 1 回 ①教科書の p.1〜p.5 を読んでくること。②オームの法則を理解してくるこ
と。 
2 回 ①教科書の p.5〜p.10 を読んでくること。②キルヒホッフの法則を復習して
くること。 
3 回 ①教科書の p.16〜p.22 を読んでくること。②オイラーの公式を復習してく
ること。 
4 回 ①教科書の p.22〜p.28 を読んでくること。②複素数の大きさの求め方を復
習してくること。 
5 回 ①教科書の p.30〜p.38 を読んでくること。②行列の積の計算方法を復習し
てくること。③対数の計算方法を復習してくること。 
6 回 ①教科書の p.8〜p.43 を読んでくること。②逆行列の求め方を復習してくる
こと。 
7 回 ①教科書の p.46〜p.55 を読んでくること。②関数電卓による対数の計算方
法を理解してくること。 
8 回 ①教科書の p.56〜p.59 を読んでくること。②ブール代数の公理と定理を調
べてくること。 
9 回 ①教科書の p.59〜p.62 を読んでくること。②階段の照明の点灯・消灯の仕
組みを調べてくること。 
10 回 ①配布資料を読んでくること。②カルノーマップの作成方法を理解してく
ること。 
11 回 ①教科書の p.62〜p.64 を読んでくること。 



12 回 ①教科書の p.65 を読んでくること。②ＲＳフリップフロップの動作原理
を復習してくること。 
13 回 ①教科書の p.65〜p.67 を読んでくること。②ＪＫフリップフロップの動作
原理を復習してくること。 
14 回 ①配布資料を読んでくること。②各種フリップフロップの動作原理を復習
してくること。 
15 回 ①配布資料を読んでくること。②非同期式カウンタ回路の動作を復習して
くること。 

 



年度 2012 
授業コード FTR4112 
成績評価 課題への取り組みおよび小テストの結果 40％、定期試験 60%により成績を評価

する。採点の基準は 100 点満点のうち 60 点以上を合格とする。ただし、定期試
験において基準点を設け、得点が 30%未満の場合は不合格とする。また、授業回
数の 3 分の 1 以上の欠席がある場合には試験成績は無効とみなし、 

曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス RA(〜11),RB(〜11) 
見出し FTR4112 電気電子回路Ⅱ 
担当教員名 松下 尚史 
単位数 2 
教科書 機械系教科書シリーズ 10 機械系の電子回路／高橋晴雄・阪部俊也共著／コロ

ナ社 
アクティブラーニング  
キーワード pn 接合、接合形トランジスタ、電界効果形トランジスタ、増幅回路、オペアン

プ、TTL、CMOS、低域通過フィルタ、高域通過フィルタ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特になし 
科目名 電気電子回路Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 アナログ電子回路の基礎／藤井信生著／昭晃堂 
授業形態 講義 
注意備考 ①関数電卓を持ってくること。②電磁気学、電気電子回路Ⅰ、応用数学Ⅱを受講

していることが望ましい。③試験は定期試験期間中に行い、試験形態は筆記試験
とする。 

シラバスコード FTR4112 
実務経験のある教員  
達成目標 ①トランジスタの構造と動作原理を説明することができること。②トランジスタ

の基本特性を説明することができること。③トランジスタ増幅回路におけるバイ
アス回路を設計することができること。④トランジスタ増幅回路における電圧増
幅度、電流増幅度を求めることができること。⑤オペアンプの機能を理解し、増
幅回路を設計することができること。 

受講者へのコメント 特になし 
連絡先 （研究室）20 号館 3 階、（電話）086-256-9503、（E-mail）hisashi@are.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし 
英文科目名 Electric Circuits and Electronic Circuit II 
関連科目 機械創造工学Ⅱ、センサ工学、アクチュエータ機構学、制御工学Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定 演習の時間を増やしたい。 



講義目的 現在のロボットやメカトロニクス機器は、高度で複雑な動作を実現するためにコ
ンピュータを用いて電子制御されている。電子回路の実際的な設計や製作におい
ては、目的とする回路機能を実現するために、デバイスの機能と特性を知り、効
果的に活用する手法を習得しておくことが大切である。本講義ではトランジスタ
と基本回路、トランジスタ増幅回路、アナログ集積回路、ディジタル集積回路、
フィルタ回路について学習する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 半導体の基本的性質について解説する。 

2 回 pn 接合デバイスに特性について解説する。 
3 回 接合形トランジスタの特性について解説する。 
4 回 電界効果形トランジスタの特性について解説する。 
5 回 接合形トランジスタ増幅回路のバイアスの設計方法について解説する。 
6 回 接合形トランジスタの等価回路について解説する。 
7 回 接合形トランジスタ増幅回路の解析方法について解説する。 
8 回 電界効果形トランジスタ増幅回路のバイアスの設計方法について解説する。 
9 回 電界効果形トランジスタ増幅回路の解析方法について解説する。 
10 回 オペアンプの基本機能について解説する。 
11 回 オペアンプ増幅回路の特性について解説する。 
12 回 オペアンプＩＣ応用回路について解説する。 
13 回 ディジタル集積回路について解説する。 
14 回 シングルフィードバック形フィルタ回路の特性について解説する。 
15 回 光デバイス回路について解説する。 

準備学習 1 回 ①教科書 p.69〜p.72 を読んでくること。 
2 回 ①教科書 p.73〜p.80 を読んでくること。②発光ダイオード（ＬＥＤ）の発
光原理を調べてくること。 
3 回 ①教科書 p.81〜p.87 を読んでくること。②キルヒホッフの法則を復習して
くること。 
4 回 ①教科書 p.87〜p.93 を読んでくること。②接合形トランジスタと比較した
電界効果形トランジスタの特徴を調べてくること。 
5 回 ①教科書 p.95〜p.97 を読んでくること。②偏微分法について復習してくる
こと。 
6 回 ①教科書 p.97〜p.102 を読んでくること。②四端子パラメータ回路を復習し
てくること。 
7 回 ①教科書 p.102〜p.107 を読んでくること。②接合形トランジスタの等価回
路を復習してくること。 
8 回 ①教科書 p.107〜p.110 を読んでくること。 
9 回 ①教科書 p.110〜p.111 を読んでくること。②電界効果形トランジスタの等
価回路を復習してくること。 
10 回 ①教科書 p.112〜p.117 を読んでくること。②コンデンサーの機能（教科書
p.18〜p.20）を復習してくること。 
11 回 ①教科書 p.117〜p.120 を読んでくること。②オペアンプの特徴を理解し
てくること。 



12 回 ①教科書 p.120〜p.123 を読んでくること。②オペアンプＩＣの特徴を調
べてくること。 
13 回 ①教科書 p.124〜p.135 を読んでくること。②ＣＭＯＳインバータについ
て調べてくること。 
14 回 ①教科書 p.136〜p.140 を読んでくること。②低域パスフィルターの用途
を調べてくること。 
15 回 ①教科書 p.145〜p.159 を読んでくること。②ホトカプラの特徴を調べて
くること。 

 



年度 2012 
授業コード FTR4311 
成績評価 定期試験（45%）、中間試験（45%）、演習問題またはレポート（10%） 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス RA(〜12),RB(〜12) 
見出し FTR4311 物理学Ⅱ 
担当教員名 藤本 真作 
単位数 2 
教科書 物理学の基礎［１］⼒学／D.ハリディ、R.レスニック、J.ウォーカー共著 野沢

光昭 監訳／培風館 
アクティブラーニング  
キーワード 物理学、ニュートンの法則、⼒学、微分・積分 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 [意見] ⿊板前の照明が暗い。 

[回答] 今年度は２１号館の教室できたが、特に気になりませんでした。来年度
は⿊板前の照明スイッチを注意深く見ておきます。 

科目名 物理学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎物理学 上／金原寿朗 編／裳華房 
授業形態 講義 
注意備考 教科書には多くの例題や問題があるので、講義で取り上げなかった部分は各自で

取り組み、理解を深めるよう努めてもらいたい。 
シラバスコード FTR4311 
実務経験のある教員  
達成目標 機械システム工学の専門知識を理解するために、物理学、⼒学の基礎知識を修得

する。 
受講者へのコメント 物理学Ⅰと同様に、来年度はコンピュータシミュレーションを用いて、物理現象

（運動）の視覚化を考慮したいと考えています。 
連絡先 ２０号館２階 藤本研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 私が個⼈的に悪いと感じた項目のみ所見を述べさせて頂きます。 
『質問項目 B』 
 あなたは授業の予習や復習をよくしましたか。 
［所見］ 
 予習や復習をしてもらうために、宿題をもう少し工夫する必要があると感じて
います。 
『質問項目 C』 
 あなたは質問や発言するなど、この授業に積極的に取り組みましたか。 
［所見］ 
講義中はできるだけ学生の理解度や表情などを確認するように心掛けておりま



したが、まだ不十分なようです。授業に積極的に取り組んでもらうため、もう少
し学生の発言を促してみようと思います。 

英文科目名 Physics II 
関連科目 物理学 I、⼒学、数学、物理学実験、ロボットダイナミクス、材料⼒学、生活支

援工学など 
次回に向けての改善変更予定 「物理学」は座学形式の授業ですので、実験や実習によって、実際の現象・運動

と理論式とを比較・検討することは難しいですが、コンピュータ上では可能であ
るため、この方法で現象（運動）の確認を行いたいと考えています。 

講義目的 物理学は工学技術の基礎となる重要な学問である。本講義は質点の⼒学に焦点を
当て、その考え方や基礎知識を身に付けることを目的とする。すなわち、⼒と運
動などについて、例題や演習を取り入れながら詳しく講述する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  ２次元と３次元の運動（放物運動）について説明する。 

2 回  ２次元と３次元の運動（等速円運動）について説明する。 
3 回  ２次元と３次元の運動（相対運動）について説明する。 
4 回  ⼒と運動Ⅰ（ニュートンの第１法則）について説明する。 
5 回  ⼒と運動Ⅰ（⼒と質量）について説明する。 
6 回  ⼒と運動Ⅰ（ニュートンの第２法則）について説明する。 
7 回  問題演習する。 
8 回  これまでのまとめを行い、中間試験をする。 
9 回  ⼒と運動Ⅰ（いろいろな⼒）について説明する。 
10 回  ⼒と運動Ⅰ（ニュートンの第３法則）について説明する。 
11 回  ⼒と運動Ⅰ（ニュートンの法則の応用）について説明する。 
12 回  ⼒と運動Ⅱ（摩擦）について説明する。 
13 回  ⼒と運動Ⅱ（抵抗と終端速度）について説明する。 
14 回  ⼒と運動Ⅱ（等速円運動）について説明する。 
15 回  問題演習する。 

準備学習 1 回  高校で習った２次元と３次元の放物運動を復習しておくこと。 
2 回  高校で習った２次元と３次元の等速円運動を復習しておくこと。 
3 回  高校で習った２次元と３次元の相対運動を復習しておくこと。 
4 回  高校で習ったニュートンの第１法則を復習しておくこと。 
5 回  高校で習った⼒と質量を復習しておくこと。 
6 回  高校で習ったニュートンの第２法則を復習しておくこと。 
7 回  例題を復習しておくこと。 
8 回  講義内容を復習しておくこと。 
9 回  高校で習ったいろいろな⼒を復習しておくこと。 
10 回  高校で習ったニュートンの第３法則を復習しておくこと。 
11 回  高校で習ったニュートンの法則の応用を復習しておくこと。 
12 回  高校で習った摩擦を復習しておくこと。 
13 回  高校で習った抵抗と終端速度を復習しておくこと。 
14 回  高校で習った等速円運動を復習しておくこと。 
15 回  例題を復習しておくこと。 



 



年度 2012 
授業コード FTR4321 
成績評価 毎回のレポート(70%)と文法に関する小テスト(15%)と定期試験(15%)で総合的

に評価する。 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス RA(〜11),RB(〜11) 
見出し FTR4321 プログラミング演習 
担当教員名 山⽥ 訓 
単位数 2 
教科書 初級Ｃ言語 やさしいＣ／筧 捷彦 監修、後藤 良和 著、高⽥ 大二 著、

佐久間 修一 著／実教出版 
アクティブラーニング  
キーワード C 言語、コンパイラ、数値計算、繰り返し演算、制御、条件分岐、配列 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「成⻑できた」 

⇒ ありがとうございます。自主的に考えて課題に取り組めば、ある程度プログ
ラミングの考え方が身につくと思います。さらに、説明に工夫を加えたいと思い
ます。 
「ＰＣが遅い」 
⇒ 計算速度が問題になるような課題は行っていませんので、パソコンの計算速
度は問題にならないと思います。今回の実習室のパソコンは更新したばかりです
ので、そんなに遅くないはずです。 

科目名 プログラミング演習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 演習 
注意備考 講義で情報処理センター実習室のパソコンを利用する。 
シラバスコード FTR4321 
実務経験のある教員  
達成目標 計算や制御で基本となるプログラム（平均、最大値、最小値を求める）を自分で

書くことができる。 
受講者へのコメント プログラミングでは、答えを教えてもらうのを待っていて、写すだけでは、いつ

までたっても理解できません。まず、文法を覚えてください。その上で、各課題
の意味を考え、そのプログラムで何をしているのか、理解するようにしてくださ
い。このプログラミング演習では、基本的なプログラムを課題を変えて何回か行
っていますので、基本的なプログラムの考え方を理解するように努⼒してくださ
い。 

連絡先 担当：山⽥訓 研究室：２０号館５階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 Ｃ言語の文法の小テストを５回行ったのに、授業時間外の学習を「全くしなかっ



た」学生が１７名もいた。自主的な努⼒が少ない学生がいるようである。そのた
めか、目標達成を「少しできた」が１１名、「できなかった」が４名、満足度が「不
満」が２名であった。自分で努⼒しなければ、わからず、プログラミングの面白
さがわかりません。また、プログラミングでは、プログラムの意味を自分で考え
ながら行わなければ、理解できません。自主的な勉強を行ってください。 

英文科目名 Exercise of Programming 
関連科目 数値計算法、知能情報処理、知的システム制御論 
次回に向けての改善変更予定 文法の修得のため、文法の小テストの回数を増やします。 

その課題をするために行わなければならないことと、プログラムでどう書くの
か、の関連性がわかるように、さらに説明を工夫したいと思います。 

講義目的 C 言語を用いたプログラミングの基本概念の理解し、簡単なアルゴリズムや簡単
な制御をプログラミングできるようにする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  講義のオリエンテーションを行い、Ｃの基本的な文法を説明する。Ｃの基

本的な文法を確認する小テスト（１）を行う。 
2 回  Ｃの文法の残りの説明をする。Ｃの基本的な文法の理解を確認する小テス
ト(２)を行う。 
3 回  演習開始前にＣの文法の小テスト（３）を行う。コンパイラの使用法の説
明をし、入出⼒と簡単な計算のプログラム演習をする。 
4 回  繰り返し計算のプログラミング演習をする。 
5 回  繰り返しと条件分岐を組み合わせたプログラムの演習をする。 
6 回  配列の取り扱いと合計・平均値のプログラム演習をする。 
7 回  演習開始前にＣ言語の文法の小テスト（４）を行う。最大値と最小値を求
めるプログラム演習をする。 
8 回  繰り返し計算の応用である数値積分のプログラム演習をする。 
9 回  大きい順に値を出⼒するプログラムの演習（最大値を求めるプログラムの
応用）をする。 
10 回  for 文と if 文の組み合わせのプログラムの演習をする。 
11 回  統計計算プログラムの復習をする。 
12 回  演習前に、Ｃ言語の文法の小テスト（５）をする。ベクトル、行列の計算
のプログラム演習をする。 
13 回  最小２乗法のプログラミング演習をする。 
14 回  ロボット制御プログラム作成（障害回避）の演習をする。 
15 回  ロボット制御プログラム作成（ランプ到達制御）の演習をする。 

準備学習 1 回  教科書の１章を読み、プログラムの意義と考え方を理解しておくこと 
2 回  第１回で説明した文法を復習しておくこと。 
3 回  第１回、第２回で説明したＣの文法を復習しておくこと 
4 回  教科書と配布資料を読み、for 文の使い方を復習しておくこと 
5 回  教科書と配布資料を読み、if 文の使い方を復習しておくこと 
6 回  教科書と配布資料を読み、配列と for 文について復習しておくこと 
7 回  教科書と配布資料を読み、配列・for 文、if 文について復習しておくこと 
8 回  数学の教科書を読み、積分の意味を復習しておくこと。for 文について復



習しておくこと 
9 回  第６回と第７回で配布した資料を復習し、最大値の求め方を確認してお
くこと 
10 回  第４回で配布した資料を復習し、for 文と if 文の使い方を復習しておく
こと 
11 回  第６回と第７回の配布資料を復習し、平均、最大値、標準偏差の求め方
を確認しておくこと 
12 回  配列、for 文の使い方について復習しておくこと 
13 回  第６回と第７回の配布資料を復習し、合計の求め方、配列の使い方を復
習しておくこと 
14 回  if 文の使い方を復習しておくこと 
15 回  for 文、if 文の使い方を復習しておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FTR4322 
成績評価 講義中に課す課題（20％）、試験日に行われる最終競技（ロボットコンテスト）

の結果（80％）により評価する。 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス RA(〜11),RB(〜11) 
見出し FTR4322 ロボット知能化演習 
担当教員名 久野 弘明、山⽥ 訓、赤木 徹也 
単位数 2 
教科書 使用しない（随時資料を配布する） 
アクティブラーニング  
キーワード CAD、電子回路、マイコン、プログラミング、ステッピングモータ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 授業の初めに皆で掃除する時間を儲けると良いと思います。少なくとも掃除道具

を増やして欲しいです。 
（回答）良いアイデアですので、次年度からの実施を検討します。掃除道具の購
入も検討します。 
やっぱりものづくりは楽しいと思った。 
（回答）よかったです。エンジニアとして必要な気持ちです。 
与えられた部品の状態が悪い 
（回答）部品の管理には気をつけていたつもりでしたが、今後気をつけたいと思
います。 
自分に実⼒がないのできつい 
（回答）そんなことはありません。最初は皆実⼒も備わってないです。これから
です。 
赤 

科目名 ロボット知能化演習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 演習 
注意備考 ものづくり科目は連続した演習を受ける必要がある。そのため欠席や遅刻がない

ように心がけること。課題等で情報処理センター実習室のパソコンを利用する。 
シラバスコード FTR4322 
実務経験のある教員  
達成目標 プログラミング技術の習得として以下のことが理解できる。・最小値・最大値を

求めるプログラムが作成できる。・優先順位を考えた条件分けのプログラムが作
成できる。また、マイクロコンピュータ（Ｈ８／３６６４）に関して以下のこと
が理解できる。・Ｉ／Ｏポートの設定と使用方法・Ａ／Ｄ変換の設定と使用方法・
タイマの設定と使用方法その他、CAD のレイヤーを用いた組立図面が読解でき
る。バイポーラ形式のステッピングモータの駆動方法が理解できる。 

受講者へのコメント 授業時間外にどの程度勉強したかについて、全くしなかったとの回答が 17 と全



体 34 の半分を占めているが、実際にはロボットの製作やプログラミングなどの
調整をしているはずであるので、机の上での勉強以外の時間は多いはずである。 

連絡先 久野研究室 ６号館４階  オフィスアワー 金７〜８時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 出席回数に関して、90％以上の学生が無欠席もしくは１回の欠席に収まってい
る。 
また、授業外の学習時間で 50％の学生が何もしなかった回答があるが、実際には
ロボットの製作・調整など実践的なモノづくりの勉強をしているはずである。 
この授業を受けて良かった点に関して、ほとんどの学生がこの分野に興味を持っ
てくれたと評価してくれていることが非常に良かった。 
また、教員の熱意に関して 85％以上の学生が評価してくれおり、感じられなかっ
たの感想はなかった。 
この授業に対する満足に関しても同様で、不満に対する感想がないため、 

英文科目名 Programming Practice for Intelligent Robot Control 
関連科目 機械製図Ⅰ，ロボットものづくり体験演習を受講しておくこと。加工学、機械加

工実習、機械創造工学に関連する。 
次回に向けての改善変更予定 部屋が汚いなどの意見が多く、実習教室の環境整備について検討する必要がある

ものと考える。 
これに関しては、半⽥ごてなど、工具類の設置場所を通常の机とは別のところに
設置する必要があるものと考えられる。また、実習室が 24 時間出入り自由なこ
とから、使用者である学生のモラルについての教育を行う必要がある。また、学
生からの指摘にもあったように「授業開始前の掃除」についても検討する。 

講義目的 現在のものづくりではマイコンなどの組込み技術の習得やそれを制御するコン
ピュータ言語・制御アルゴリズムの理解が非常に重要である。本講義ではロボッ
トやメカトロニクス機器を制御する能⼒の育成を重点に置き、マイコン技術の習
得や C 言語による制御アルゴリズムの演習を行う。また、本講義では実践的なも
のづくり教育の一環であるため製作したロボットを用いた課題形式の実習を行
う。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーションをする。 

2 回  マイコン制御回路の講義と製作について解説する。 
3 回  各種センサ回路、モータドライバの講義と製作について解説する。 
4 回  回路確認について解説する。 
5 回  組立図面によるロボット組立について解説する。 
6 回  マイコン講座（I/O，タイマー）について解説する。 
7 回  マイコン講座（A/D,ステッピングモータ駆動）について解説する。 
8 回  マイコン講座（シリアル通信）について解説する。 
9 回  シミュレーションについて解説する。 
10 回  障害回避プログラム演習について解説する。 
11 回  目標値検知プログラム演習について解説する。 
12 回  競技用プログラム講義・演習１について解説する。 



13 回  競技用プログラム講義・演習２について解説する。 
14 回  競技用プログラム講義・演習３について解説する。 
15 回  ロボットコンテストの競技内容を解説をする。 

準備学習 1 回  シラバスの講義計画を読んでみておくこと。 
2 回  資料で配付した H8/3664 マイコンのハードウエアマニュアルの I/O ポー
トの部分とトランジスタについて図書館等で調べてみておくこと。 
3 回  配布した距離センサの仕様書を読んでみておくこと。また、H8/3664 マ
イコンの A/D 変換の端子部分を調べておくこと。 
4 回  マイコンを用いた駆動回路を自己学習時間を利用して完成させておくこ
と。 
5 回  ロボット組立図面の CAD ファイルをひらき、レイヤ分けされた各部品の
配置を確認しておくこと。 
6 回  H8/3664 マイコンのハードウエアマニュアルの「I/O ポート」と「タイ
マ V」に関する部分を読んでみておくこと。 
7 回  H8/3664 マイコンのハードウエアマニュアルの「A/D 変換」に関する部
分を読んでみておくこと。また、バイポーラ駆動式のステッピングモータの仕様
書を読んでみておくこと。 
8 回  RS-232C 形式のシリアル通信の構造・原理に関して図書館やインターネ
ットを使って調べてみておくこと。また、H8/3664 マイコンのハードウエアマニ
ュアルの「シリアル通信」に関する部分を読んでみておくこと。 
9 回  C 言語の基本的な命令に関して、教科書等を利用して復習しておくこと。 
10 回  最大値を求める C 言語のプログラムに関して調べてみておくこと。 
11 回  優先順位のある条件下でのＣ言語のプログラムに関して、調べてみてお
くこと。また可能ならばプログラムを作成しておくこと。 
12 回  初期状態でセンサの出⼒電圧や最大電圧等を自己学習時間を使って調べ
てみておくこと。 
13 回  自己学習時間を利用して、ロボットを競技フィールド上で走行させた場
合のセンサノイズを確認しておくこと。 
14 回  競技用プログラムに関してグループ内で問題点を討議しておくこと。 
15 回  自己学習時間を利用して、ロボットコンテスト用のロボットのハードウ
エアとソフトウエアを完成させておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTR4331 
成績評価 試験(70%)、レポート・演習(30%) 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス RA(〜10),RB(〜10) 
見出し FTR4331 材料工学 
担当教員名 松浦 洋司 
単位数 2 
教科書 大学基礎機械材料／門間改三著／実教出版 
アクティブラーニング  
キーワード 材料の構造と組成、平衡状態図、工業材料の性質と機能 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 机や椅子：⿊板前の机が邪魔で⿊板が見えない 

 回答：⿊板の下の方は使わないように心がけます。 
前期と後期で分けて内容を細かく深くして欲しい 
 回答：材料に関して細かいところをもっと勉強したいという気持ちが出たのだ
と思います。 
    要望に応えたいところですが、学科の講義科目に制限がありますので、
今後は自分で 
勉強してみて下さい。相談には乗ります。 
テスト範囲が「全部」の一言はないと思います。 
 回答：いいえ、あると思います。定期試験以外に中間試験をしていますし、「全
部」といっても 
教科書全部ではなく、課 

科目名 材料工学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 資料配布 
授業形態 講義 
注意備考 準備学習としてＷｅｂで学生に下調べをさせている。 
シラバスコード FTR4331 
実務経験のある教員  
達成目標 ①炭素鋼の基本的性質と状態図について説明できること。 

②ステンレス鋼の種類とその性質について説明できること。 
③主なプラスチックの種類と性質について説明できること。 

受講者へのコメント 日頃、身の周りにある製品の材料や実際に使っているものの材料にも関心を持っ
て見てほしい。 
材料だけでなく社会との関わりも理解してほしい。 

連絡先 研究室 20 号館 4 階 Tel:086-256-9579 E-mail:matsuura@are.ous.ac.jp) 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 総合評価のこの授業に満足しましたかについては、満足とほぼ満足の合計が



80.0％でした。 
英文科目名 Material Engineering 
関連科目 機械製図、材料⼒学、加工学、機械加工実習 
次回に向けての改善変更予定 さらに、身の周りにあるものを取り上げながら、できるだけ学生に興味を持って

もらえるように工夫していきたい。 
また、社会とのつながりにも言及していきたい。 

講義目的 近年、多様化する工業製品の筐体材料として、従来の鉄鋼材料ばかりでなく軽く
て丈夫な複合材料などが用いられるようになってきた。本講義では、これらの機
械材料として従来から主体的に用いられきた鉄鋼材料の種類やその性質、また近
年需要の高い非鉄金属材料、高分子材料、複合材料についての基礎的な知識の習
得を目的とする。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 ものづくりと材料 

2 回 金属と結晶 
3 回 結晶構造 
4 回 金属の相とその通性 
5 回 合金と凝固・融点 
6 回 固溶体型状態図 
7 回 共晶型状態図 
8 回 状態図のまとめ 
9 回 製鋼法と組織、鋼の降伏点現象 
10 回 炭素鋼の組成と用途、熱処理 
11 回 一般構造用圧延鋼材、構造用合金鋼 
12 回 工具材料、ステンレス鋼、耐熱材料 
13 回 鉄鋼の防食 
14 回 非鉄金属材料 
15 回 非金属材料 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと 
2 回 原子の構造と化学結合の復習をすること 
3 回 物質の３態（固体・液体・気体）の復習をすること 
4 回 応⼒−ひずみ曲線の復習をすること 
5 回 鉄鉱石の生産量や価格についてＷｅｂで調べること 
6 回 凝固や融解（たとえば水）について復習をすること 
7 回 炭素鋼の種類について調べること 
8 回 状態図について復習をすること 
9 回 炭素量によって鋼の性質がどのように変化するか調べること 
10 回 フェライト、パーライト、セメンタイトについて復習をすること 
11 回 身近な製品にどのような材料が使われているか調べること 
12 回 材料の JIS 規格の項目についてＷｅｂで調べること 
13 回 特殊な材料にはどのようなものがあるか調べること 
14 回 ステンレス鋼が使われている身近な製品について調べること 
15 回 金属以外の材料が使われている製品について調べること 



 



年度 2012 
授業コード FTR43D1 
成績評価 定期試験（45%）、中間試験（45%）、レポート（10%） 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス RA(〜12),RB(〜12) 
見出し FTR43D1 物理学Ⅱ 
担当教員名 久野 弘明 
単位数 2 
教科書 物理学の基礎［１］⼒学／D.ハリディ、R.レスニック、J.ウォーカー共著 野沢

光昭 監訳／培風館 
アクティブラーニング  
キーワード 物理学、ニュートンの法則、⼒学、微分・積分 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 ・冷房があまり効いていない。 

＞夏場の推奨設定温度になっていますので，省エネにご協⼒ください。 
・⿊板を後ろの⼈にも見えやすく明かりを調整して欲しい。 
 ＞明るさの調整ができませんので，見えにくい場合は前の方に座ってくださ
い。 
・全員が理解するまで教えてくれたので良かった。教え方が分かりやすかった。 
・よく理解できた。 
 ＞分かりやすく講義ができて良かったと思います。これからも，理解しやすい
講義になるよう工夫したいと思います。 

科目名 物理学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎物理学 上／金原寿朗 編／裳華房 
授業形態 講義 
注意備考 教科書には多くの例題や問題があるので、講義で取り上げなかった部分は各自で

取り組み、理解を深めるよう努めてもらいたい。 
シラバスコード FTR43D1 
実務経験のある教員  
達成目標 機械システム工学の専門知識を理解するために、物理学、⼒学の基礎知識を修得

する。 
受講者へのコメント ・授業時間外の学習時間が少ないように感じます。宿題などの指示された課題だ

けをこなすのではなく，興味や疑問を持ったことは書籍やインターネットで調べ
て，より多くの知識や技術を身につけてください。 

連絡先 ６号館４階 久野研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ［Ａ］授業に対するあなたの取り組み 
・出席状況は概ね良好でした。 
・授業時間外の学習時間が少なく，宿題などの指示された課題のみに取り組んだ



学生が多いです。 
［Ｂ］この授業におけるあなたの成⻑ 
・この分野への理解の深まり，興味・関心の高まり，技能・技術の向上、学習方
法の改善などで学生の成⻑が見られました。 
［Ｃ］総合評価 
・目標達成度（できた＋だいたいできた）：６８．８％ 
・教員の意欲（感じられた＋少し感じられた）：１００％ 
・満足度（満足＋ほぼ満足）：９３．８％ 
以上により，概ね良好な講義ができている 

英文科目名 Physics II 
関連科目 物理学 I、⼒学、数学、物理学実験、ロボットダイナミクス、材料⼒学、生活支

援工学など 
次回に向けての改善変更予定 ・授業の学習目標を明示し，量や難度を考慮しながら理解しやすいように工夫し

ます。 
・板書の仕方を工夫します。 

講義目的 物理学は工学技術の基礎となる重要な学問である。本講義は質点の⼒学に焦点を
当て、その考え方や基礎知識を身に付けることを目的とする。すなわち、⼒と運
動などについて、例題や演習を取り入れながら詳しく講述する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  ２次元と３次元の運動（放物運動）について説明する。 

2 回  ２次元と３次元の運動（等速円運動）について説明する。 
3 回  ２次元と３次元の運動（相対運動）について説明する。 
4 回  ⼒と運動Ⅰ（ニュートンの第１法則）について説明する。 
5 回  ⼒と運動Ⅰ（⼒と質量）について説明する。 
6 回  ⼒と運動Ⅰ（ニュートンの第２法則）について説明する。 
7 回  問題演習する。 
8 回  これまでのまとめを行い、中間試験をする。 
9 回  ⼒と運動Ⅰ（いろいろな⼒）について説明する。 
10 回  ⼒と運動Ⅰ（ニュートンの第３法則）について説明する。 
11 回  ⼒と運動Ⅰ（ニュートンの法則の応用）について説明する。 
12 回  ⼒と運動Ⅱ（摩擦）について説明する。 
13 回  ⼒と運動Ⅱ（抵抗と終端速度）について説明する。 
14 回  ⼒と運動Ⅱ（等速円運動）について説明する。 
15 回  問題演習する。 

準備学習 1 回  高校で習った２次元と３次元の放物運動を復習しておくこと。 
2 回  高校で習った２次元と３次元の等速円運動を復習しておくこと。 
3 回  高校で習った２次元と３次元の相対運動を復習しておくこと。 
4 回  高校で習ったニュートンの第１法則を復習しておくこと。 
5 回  高校で習った⼒と質量を復習しておくこと。 
6 回  高校で習ったニュートンの第２法則を復習しておくこと。 
7 回  例題を復習しておくこと。 
8 回  講義内容を復習しておくこと。 



9 回  高校で習ったいろいろな⼒を復習しておくこと。 
10 回  高校で習ったニュートンの第３法則を復習しておくこと。 
11 回  高校で習ったニュートンの法則の応用を復習しておくこと。 
12 回  高校で習った摩擦を復習しておくこと。 
13 回  高校で習った抵抗と終端速度を復習しておくこと。 
14 回  高校で習った等速円運動を復習しておくこと。 
15 回  例題を復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTR43E2 
成績評価 定期試験（５０％）、中間試験（４０％）、演習問題・レポート（１０％） 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス RA(10〜10),RB(10〜10) 
見出し FTR43E2 ロボット制御工学 
担当教員名 藤本 真作 
単位数 2 
教科書 川崎晴久著・「ロボット工学の基礎」・北森出版および、必要に応じて資料を配布

する。 
アクティブラーニング  
キーワード 知能、ロボット、極配置・オブザーバ・最適レギュレータ、PTP・CP 制御方式、

インピーダンス制御、ハイブリッド制御 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 【自由記述】メモをする部分をわざわざ右ページにする必要はないと思う。 

【回答】右ページには原則的にこの授業以外での基礎的な内容（数学や⼒学分野）
に限定して板書しています。従って、右ページの内容は簡単すぎて写す必要のな
い学生がいると思っています。また、右ページには色々な情報を書いて欲しいと
いう願いがあります。そのため、メモ書きが少ないケース（講義内容）では、あ
えて右ページを指示して書いてもらっています。 

科目名 ロボット制御工学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 Richard P. Paul 著 吉川恒夫訳・「ロボット・マニピュレータ」・コロナ社馬場一、

松井伸之：知能機械入門、森北出版 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTR43E2 
実務経験のある教員  
達成目標 ①状態方程式に関する基本的な知識（極配置・オブザーバ・最適レギュレータ）

が修得できる。②ロボット制御における基礎的な軌道計画法および、その制御系
設計法と⼒制御の基本構成法が修得できる。 

受講者へのコメント  ロボット制御理論の内容、特に状態方程式（運動方程式）表現による制御系設
計法に軸足を置き、線形制御理論に基づいた講義をしたいと考えています。 

連絡先 研究室：２０号館２階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  質問項目[A] [B] [C]に関してとても良い評価を頂いているように感じました。
ただ質問項目[E]で気になる点がありましたので、所見を述べさせて頂きます。 
『質問項目[E]９）』 授業の時間配分を考えて進めてほしい。（１名：3.6%） 
［所見］ この項目を挙げた学生は１⼈ですが、私自身は非常に気になっていま
した。どうしても前半がゆっくりで、後半早いペースになってしまいます。来年



度から注意します。 
昨年度のアンケート結果の印象として、授業時間外での学習が少ないように感じ
ました。そのため、もう少し宿題やレ 

英文科目名 Control Engineering for Robots 
関連科目 ロボット運動学、ロボットダイナミクス、制御工学Ⅰ・Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 ロボット制御理論や線形制御理論を中心に講義できればと考えています。 

また、実機による制御性能の差異などを実演できればさらに良いとも考えていま
す。 

講義目的 ロボットの制御性能は、制御系設計法と作業（動作）の軌道計画に大きく依存し
ている。そのため、本講義の前半では、ロボットの制御系設計法について極配置
やオブザーバなどを学び、その概念について講述する。後半では軌道計画とその
追従制御および、⼒制御について述べ、幾つかの具体的なロボットを通して、知
能ロボットの基礎を修得することを目的とする。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 ロボットの状態空間表現 

2 回 状態方程式の解法と状態フィードバック 
3 回 可制御性と極配置・演習問題 
4 回 可観測性とオブザーバ・演習問題 
5 回 最適レギュレータ問題について 
6 回 ロボットの動的制御（重⼒補償と状態フィードバック） 
7 回 ロボットの動的制御（２段階制御：計算トルク制御・分解加速度法） 
8 回 制御系設計法の演習と中間試験および解説 
9 回 ロボットの軌道計画と制御 
10 回 PTP 制御方式における軌道計画と演習 
11 回 CP 制御方式における軌道計画と演習 
12 回 ⼒制御（インピーダンス制御） 
13 回 ⼒制御（ハイブリッド制御） 
14 回 サーボ系の安定性と適応制御（リアプノフの安定理論） 
15 回 まとめ・演習問題およびその解説 

準備学習 1 回 制御理論Ⅰ・Ⅱを復習しておくこと 
2 回 微分方程式の解法を理解しておくこと 
3 回 状態フィードバックについて復習しておくこと 
4 回 可制御性と極配置を復習しておくこと 
5 回 極配置と最小次元オブザーバについて理解しておくこと 
6 回 教科書（p.134-136）を読んでおくこと 
7 回 教科書（p.66-69）を読み、ヤコビ行列について復習しておくこと 
8 回 極配置・最小次元オブザーバおよび動的制御の問題が解けるようにしてお
くこと 
9 回 ７章について予習しておくこと 
10 回 教科書（p.116-121）を予習しておくこと 
11 回 教科書（p.122-126）を予習しておくこと 
12 回 マス・バネ・ダンパ系を理解しておくこと 



13 回 ⼒制御モードと位置制御モードを知っておくこと 
14 回 リアプノフの安定理論（p.131-134）を予習しておくこと 
15 回 ７・８章の復習をしておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FTR4512 
成績評価 各教員が提示するレポート（１００％）。 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス RA(〜10),RB(〜10) 
見出し FTR4512 アドバンストセミナー 
担当教員名 山⽥ 訓、赤木 徹也、山本 敏泰、綴木 馴、堂⽥ 周治郎、神谷 茂保、松

下 尚史 
単位数 2 
教科書 配属された教員の指示による。 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「寒い」「部屋がきたない」研究室の環境改善を行いますので、各自研究室の教員

に問題点を指摘してください。 
「就職したら役に立ちそうな実習だったのでとても良かったです。マイコンのこ
とに興味が持てて楽しかったです。」ありがとうございます。卒業研究や卒業後
に役に立つように各教員が努⼒していきたいと思います。 

科目名 アドバンストセミナー 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 配属された教員の指示による。 
授業形態 講義 
注意備考 卒業研究として配属された教員の指導に従って研究室ごとに行う。 
シラバスコード FTR4512 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）各研究室の研究内容の概要を説明できる。（２）必要な情報を自律的に獲得

する方法を知っている。（３）研究計画を立てる方法を知っている。 
受講者へのコメント この講義は４年生での卒業研究にスムーズに入るために各研究室で行っている

研究内容を理解するための講義です。卒業研究を意識し、積極的に講義に参加す
るようにしましょう。 

連絡先 代表： 学科⻑（原則は配属先の指導教員） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ４年生の卒業研究のためのプレゼミであり、積極的に参加すると共に（欠席１以
下が９６％）、授業時間外の学習をした割合も（６５％）高かった。卒業研究まで
の橋渡しとしての役割は充分果たせていると考えられる。 

英文科目名 Advanced Seminar 
関連科目 知能機械工学科の全てのＡ群科目 
次回に向けての改善変更予定 特になし 
講義目的 ４年次の卒業研究を有効に行うことができるように、各研究室の研究内容につい



て理解することが目標である。また、各研究室の４年次生や修士学生の研究活動
を体験することにより、自律的な研究活動の方法やプレゼンテーション能⼒の必
要性について理解することが目標である。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 各担当教員が担当する講義を復習することと、担当教員が配布する資料を熟読

し、理解しておくこと。 
 



年度 2012 
授業コード FTR4711 
成績評価 課題への取り組みおよび小テストの結果 40％、定期試験 60%により成績を評価

する。採点の基準は 100 点満点のうち 60 点以上を合格とする。ただし、定期試
験において基準点を設け、得点が 30%未満の場合は不合格とする。また、授業回
数の 3 分の 1 以上の欠席がある場合には試験成績は無効とみなし、E 評価とす
る。 

曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス RA(〜10),RB(〜10) 
見出し FTR4711 電気電子回路Ⅱ(再) 
担当教員名 松下 尚史 
単位数 2 
教科書 機械系教科書シリーズ 10 機械系の電子回路／高橋晴雄・阪部俊也共著／コロ

ナ社 
アクティブラーニング  
キーワード pn 接合、接合形トランジスタ、電界効果形トランジスタ、増幅回路、オペアン

プ、TTL、CMOS、低域通過フィルタ、高域通過フィルタ 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 電気電子回路Ⅱ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 アナログ電子回路の基礎／藤井信生著／昭晃堂 
授業形態 講義 
注意備考 ①関数電卓を持ってくること。②電磁気学、電気電子回路Ⅰ、応用数学Ⅱを受講

していることが望ましい。③試験は定期試験期間中に行い、試験形態は筆記試験
とする。 

シラバスコード FTR4711 
実務経験のある教員  
達成目標 ①トランジスタの構造と動作原理を説明することができること。②トランジスタ

の基本特性を説明することができること。③トランジスタ増幅回路におけるバイ
アス回路を設計することができること。④トランジスタ増幅回路における電圧増
幅度、電流増幅度を求めることができること。⑤オペアンプの機能を理解し、増
幅回路を設計することができること。 

受講者へのコメント  
連絡先 （研究室）20 号館 3 階、（電話）086-256-9503、（E-mail）hisashi@are.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Electric Circuits and Electronic Circuit II 
関連科目 機械創造工学Ⅱ、センサ工学、アクチュエータ機構学、制御工学Ⅰ 



次回に向けての改善変更予定  
講義目的 現在のロボットやメカトロニクス機器は、高度で複雑な動作を実現するためにコ

ンピュータを用いて電子制御されている。電子回路の実際的な設計や製作におい
ては、目的とする回路機能を実現するために、デバイスの機能と特性を知り、効
果的に活用する手法を習得しておくことが大切である。本講義ではトランジスタ
と基本回路、トランジスタ増幅回路、アナログ集積回路、ディジタル集積回路、
フィルタ回路について学習する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 半導体の基本的性質について解説する。 

2 回 pn 接合デバイスに特性について解説する。 
3 回 接合形トランジスタの特性について解説する。 
4 回 電界効果形トランジスタの特性について解説する。 
5 回 接合形トランジスタ増幅回路のバイアスの設計方法について解説する。 
6 回 接合形トランジスタの等価回路について解説する。 
7 回 接合形トランジスタ増幅回路の解析方法について解説する。 
8 回 電界効果形トランジスタ増幅回路のバイアスの設計方法について解説する。 
9 回 電界効果形トランジスタ増幅回路の解析方法について解説する。 
10 回 オペアンプの基本機能について解説する。 
11 回 オペアンプ増幅回路の特性について解説する。 
12 回 オペアンプＩＣ応用回路について解説する。 
13 回 ディジタル集積回路について解説する。 
14 回 シングルフィードバック形フィルタ回路の特性について解説する。 
15 回 光デバイス回路について解説する。 

準備学習 1 回 ①教科書 p.69〜p.72 を読んでくること。 
2 回 ①教科書 p.73〜p.80 を読んでくること。②発光ダイオード（ＬＥＤ）の発
光原理を調べてくること。 
3 回 ①教科書 p.81〜p.87 を読んでくること。②キルヒホッフの法則を復習して
くること。 
4 回 ①教科書 p.87〜p.93 を読んでくること。②接合形トランジスタと比較した
電界効果形トランジスタの特徴を調べてくること。 
5 回 ①教科書 p.95〜p.97 を読んでくること。②偏微分法について復習してくる
こと。 
6 回 ①教科書 p.97〜p.102 を読んでくること。②四端子パラメータ回路を復習し
てくること。 
7 回 ①教科書 p.102〜p.107 を読んでくること。②接合形トランジスタの等価回
路を復習してくること。 
8 回 ①教科書 p.107〜p.110 を読んでくること。 
9 回 ①教科書 p.110〜p.111 を読んでくること。②電界効果形トランジスタの等
価回路を復習してくること。 
10 回 ①教科書 p.112〜p.117 を読んでくること。②コンデンサーの機能（教科書
p.18〜p.20）を復習してくること。 
11 回 ①教科書 p.117〜p.120 を読んでくること。②オペアンプの特徴を理解し



てくること。 
12 回 ①教科書 p.120〜p.123 を読んでくること。②オペアンプＩＣの特徴を調
べてくること。 
13 回 ①教科書 p.124〜p.135 を読んでくること。②ＣＭＯＳインバータについ
て調べてくること。 
14 回 ①教科書 p.136〜p.140 を読んでくること。②低域パスフィルターの用途
を調べてくること。 
15 回 ①教科書 p.145〜p.159 を読んでくること。②ホトカプラの特徴を調べて
くること。 

 



年度 2012 
授業コード FTR47E1 
成績評価 定期試験（１００％） 
曜日時限 木曜日 7・8 時限 
対象クラス RA(〜12),RB(〜12) 
見出し FTR47E1 上級数学Ⅰ 
担当教員名 春木 茂 
単位数 2 
教科書 所属学科の微分積分の授業で使用している教科書。教科書がない場合は、下記の

参考書。 
アクティブラーニング  
キーワード 微分 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 上級数学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「理工系の基礎 微分積分」(増補版）／石原、浅野共著／裳華房 
授業形態 講義 
注意備考 毎回の授業は、最初の１時間ぐらいは講義を行い、残りの時間で講義内容に関連

した問題（プリントを配布）を解くという形式をとります。この問題プリントの
中に定期試験で出題される問題が全て書かれていますので、欠席をせず、プリン
トの問題を解くことを目指して下さい。第１回の授業で、受講者の⼈数確認を行
います。このときに欠席していると履修が認められませんので、必ず出席するよ
うにして下さい。 

シラバスコード FTR47E1 
実務経験のある教員  
達成目標 配布するプリントの問題を、「自⼒で」解けるようになることを目指して下さい。 
受講者へのコメント  
連絡先 第一学舎 春木研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 高校で「数学Ｂ」の数列・ベクトルと「数学Ⅲ」をすでに学んできていることが

望ましい。、 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 高校の「数学Ⅲ」で学んだ微分を復習しながら、より難しい微分についての知識

を身につけることを目標とします。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 授業内容を説明する。 



2 回 微分の定義、基本公式べき関数・三角関数・指数関数・対数関数の微分合成
関数の微分について説明する。 
3 回 対数微分法逆関数について説明する。 
4 回 逆関数の微分逆三角関数の微分について説明する。 
5 回 「逆三角関数の微分」の続きについて説明する。 
6 回 高次導関数について説明する。 
7 回 ライプニッツの公式について説明する。 
8 回 関数の極限（１）について説明する。 
9 回 関数の極限（２）：ロピタルの定理について説明する。 
10 回 関数のグラフ（１）について説明する。 
11 回 関数のグラフ（２）：発展編について説明する。 
12 回 簡単な関数のマクローリン展開について説明する。 
13 回 オイラーの公式について説明する。 
14 回 簡単な偏微分について説明する。 
15 回 総合演習をする。 

準備学習 1 回 シラバスをよく読んでおくこと。 
2 回 高校の「数学Ⅲ」で学んだ基本的な関数の微分を、復習しておくこと。 
3 回 第２回で学んだ「対数関数の微分」「合成関数の微分」を、復習しておくこ
と。 
4 回 第３回で学んだ逆関数の性質を、確認しておくこと。 
5 回 第４回で学んだ逆三角関数の定義を、忘れないようにしておくこと。 
6 回 これまでに学んだ微分の公式を、全て確実に使いこなせるようにしておく
こと。 
7 回 第６回で学んだ高次導関数についての幾つかの公式を覚えておいて下さい。
高校の「数学Ａ」で学んだ２項係数と、「数学Ｂ」で学んだ和の記号∑も、確認し
ておくこと。 
8 回 高校の「数学Ⅲ」で学んだ関数の極限計算の技法を、復習しておくこと。 
9 回 第８回の内容を復習しておくこと。第５回までに学んだ微分の公式も忘れ
ないようにしておくこと。 
10 回 高校の「数学Ⅲ」で学んだ関数のグラフの描き方（増減・凹凸）について、
復習しておくこと。 
11 回 第１０回の内容を復習しておいて下さい。第９回で学んだロピタルの定理
も、確認しておくこと。 
12 回 高校の「数学Ⅲ」で学んだ無限級数と、第６回で学んだ高次導関数の記号
を復習しておいて下さい。第５回までに学んだ微分の公式も忘れないようにして
おくこと。 
13 回 第１２回で学んだマクローリン展開を、復習しておくこと。 
14 回 第５回までに学んだ微分の公式を、全て確実に使いこなせるようにしてお
くこと。 
15 回 これまでに配布したプリントを全て復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTR47E2 
成績評価 定期試験（１００％） 
曜日時限 木曜日 7・8 時限 
対象クラス RA(〜12),RB(〜12) 
見出し FTR47E2 上級数学Ⅱ 
担当教員名 春木 茂 
単位数 2 
教科書 所属学科の微分積分の授業で使用している教科書。教科書がない場合は、下記の

参考書。 
アクティブラーニング  
キーワード 積分 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 上級数学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ｢理工系の基礎 微分積分」(増補版）／石原、浅野共著／裳華房 
授業形態 講義 
注意備考 毎回の授業は、最初の１時間ぐらいは講義を行い、残りの時間で講義内容に関連

した問題（プリントを配布）を解くという形式をとります。この問題プリントの
中に定期試験で出題される問題が全て書かれていますので、欠席をせず、プリン
トの問題を解くことを目指して下さい。第１回の授業で、受講者の⼈数確認を行
います。このときに欠席していると履修が認められませんので、必ず出席するよ
うにして下さい。 

シラバスコード FTR47E2 
実務経験のある教員  
達成目標 配布するプリントの問題を、「自⼒で」解けるようになることを目指して下さい。 
受講者へのコメント  
連絡先 第一学舎４階 春木研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 高校で「数学Ｂ」の数列・ベクトルと「数学Ⅲ」をすでに学んできていることが

望ましい。「上級数学Ⅰ」を必ず受講しておくことが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 高校の「数学Ⅲ」で学んだ積分を復習しながら、より難しい積分についての知識

を身につけることを目標とします。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  授業内容の説明不定積分の定義、基本公式について説明する。 



2 回  第１回の内容の発展について説明する。 
3 回  不定積分の部分積分について説明する。 
4 回  不定積分の置換積分について説明する。 
5 回  第３回、第４回の内容の発展について説明する。 
6 回  部分分数分解について説明する。 
7 回  定積分の定義、基本公式について説明する。 
8 回  定積分とグラフの面積について説明する。 
9 回  定積分の部分積分について説明する。 
10 回  定積分の置換積分について説明する。 
11 回  体積、曲線の⻑さについて説明する。 
12 回  広義積分（１）：有限区間の広義積分について説明する。 
13 回  広義積分（２）：無限区間の広義積分について説明する。 
14 回  簡単な重積分について説明する。 
15 回  総合演習をする。 

準備学習 1 回  前期「上級数学Ⅰ」で学んだ「べき関数の微分」「三角関数の微分」「指数
関数の微分」「対数関数の微分」「逆三角関数の微分」「合成関数の微分」を復習し
ておくこと。 
2 回  第１回で学んだ不定積分の公式と、前期「上級数学Ⅰ」で学んだ「合成関
数の微分」を復習しておくこと。 
3 回  これまでに学んだ不定積分の公式を、忘れないようにしておくこと。 
4 回  第１回、第２回で学んだ不定積分の公式を、忘れないようにしておくこと。 
5 回  第３回で学んだ不定積分の部分積分と、第４回で学んだ不定積分の置換積
分を復習しておくこと。 
6 回  第２回で学んだ不定積分の公式を、忘れないようにしておいて下さい。ま
た、未知数が２個または３個の連立１次方程式の解き方を確認しておくこと。 
7 回  第１回、第２回で学んだ不定積分の公式を、全て確実に使いこなせるよう
にしておくこと。 
8 回  第７回で学んだ定積分の計算方法を復習しておくこと。 
9 回  第３回、第５回で学んだ不定積分の部分積分を復習しておくこと。 
10 回  第４回、第５回で学んだ不定積分の置換積分を復習しておくこと。 
11 回  第９回で学んだ定積分の部分積分と、第１０回で学んだ定積分の置換積
分を復習しておくこと。 
12 回  第７回、第９回、第１０回で学んだ定積分の計算方法を復習しておいて下
さい。また、前期「上級数学Ⅰ」で学んだ「関数の極限」「ロピタルの定理」を確
認しておくこと。 
13 回  第１２回の準備学習と同じこと。 
14 回  部分積分や置換積分を使わなくても求められる簡単な定積分については、
何も見なくとも確実に計算出来るようにしておくこと。 
15 回  これまでに配布したプリントを全て復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTR5111 
成績評価 課題への取り組みおよび小テストの結果 40%、定期試験 60%により成績を評価

する。採点の基準は 100 点満点のうち 60 点以上を合格とする。ただし、定期試
験において基準点を設け、得点が 30%未満の場合には不合格とする。また、授業
回数の 3 分の 1 以上の欠席がある場合には試験成績は無効とみなし、 

曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス RA(〜11),RB(〜11) 
見出し FTR5111 熱⼒学 
担当教員名 松下 尚史 
単位数 2 
教科書 機械系教科書シリーズ 11 工業熱⼒学／丸茂榮祐・木本恭司共著／コロナ社 
アクティブラーニング  
キーワード 熱⼒学の第一法則、熱⼒学の第二法則、内部エネルギー、エンタルピー、等温変

化、等容変化、等圧変化、断熱変化、ポリトロープ変化、エントロピー 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 熱⼒学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 わかりやすい機械教室 熱⼒学 考え方解き方／小林恒和著／東京電機大学出

版局：工業熱⼒学の基礎／⻫藤孟著／サイエンス社 
授業形態 講義 
注意備考 ①関数電卓を必ず持ってくること。②⼒学、数学Ⅰ、数学Ⅱを受講しておくこと

が望ましい。③試験は定期試験期間中に行い、試験形態は筆記試験とする。 
シラバスコード FTR5111 
実務経験のある教員  
達成目標 ①熱⼒学の第一法則と第二法則の定義を説明することができること。②理想気体

の状態変化（等温変化、等容変化、等圧変化、断熱変化、ポリトロープ変化）に
おける熱量や仕事を求めることができること。③エントロピーを説明することが
できること。 

受講者へのコメント  
連絡先 （研究室）20 号館 3 階、（電話）086-256-9503、（E-mail）hisashi@are.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Thermodynamics 
関連科目 制御工学、シミュレーション設計学、流体⼒学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 熱は機械的仕事などと同じエネルギーの一種であり、⼈間社会に不可欠な作業に

は特殊な機械装置、すなわち熱機関（エンジン）や冷凍機が必要である。本講義



では熱エネルギーに関する基本的な原理、物質の状態変化や熱的挙動を支配する
法則など、熱機関の作動を理解するうえで必要な基礎的知識を学習する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 温度と熱について解説する。 

2 回 圧⼒と仕事について解説する。 
3 回 熱⼒学の第一法則について解説する。 
4 回 内部エネルギーとエンタルピーについて解説する。 
5 回 理想気体の状態式と比熱について解説する。 
6 回 理想気体の等温変化について解説する。 
7 回 理想気体の等容変化について解説する。 
8 回 理想気体の等圧変化について解説する。 
9 回 理想気体の断熱変化について解説する。 
10 回 理想気体のポリトロープ変化について解説する。 
11 回 熱⼒学の第二法則について解説する。 
12 回 カルノーサイクルについて解説する。 
13 回 クラウジウスの積分について解説する。 
14 回 理想気体のエントロピー変化について解説する。 
15 回 エントロピー増大の原理について解説する。 

準備学習 1 回 ①教科書 p.1〜p.6 を読んでくること。②章末の演習問題【３・５・６・８】
を解いてくること。 
2 回 ①教科書 p.7〜p.14 を読んでくること。②章末の演習問題【１・３・５・７】
を解いてくること。 
3 回 ①教科書 p.15〜p.18 を読んでくること。②エネルギー保存則を復習してく
ること。③章末の演習問題【１】を解いてくること。 
4 回 ①教科書 p.18〜p.22 を読んでくること。②章末の演習問題【４・５・７・
８】を解いてくること。 
5 回 ①教科書 p.27〜p.32 を読んでくること。②章末の演習問題【１・２・３・
５・７】を解いてくること。 
6 回 ①教科書 p.39〜p.40 を読んでくること。②章末の演習問題【１〜３】を解
いてくること。③対数の積分について復習してくること。 
7 回 ①教科書 p.40〜p.42 を読んでくること。②章末の演習問題【４・５】を解
いてくること。③内部エネルギーを復習してくること。 
8 回 ①教科書 p.42〜p.43 を読んでくること。②章末の演習問題【６〜８】を解
いてくること。③エンタルピーを復習してくること。 
9 回 ①教科書 p.43〜p.46 を読んでくること。②章末の演習問題【９・１０】を
解いてくること。③車のエンジンの燃焼について調べてくること。 
10 回 ①教科書 p.46〜p.49 を読んでくること。②章末の演習問題【１１・１２】
を解いてくること。③断熱変化との違いを理解してくること。 
11 回 ①教科書 p.51〜p.55 を読んでくること。②章末の演習問題【１】を解いて
くること。 
12 回 ①教科書 p.56〜p.64 を読んでくること。②章末の演習問題【３〜５】を解
いてくること。 



13 回 ①教科書 p.64〜p.69 を読んでくること。 
14 回 ①教科書 p.69〜p.76 を読んでくること。②章末の演習問題【７・８】を解
いてくること。 
15 回 ①教科書 p.76〜p.79 を読んでくること。 

 



年度 2012 
授業コード FTR5112 
成績評価 課題への取り組みおよび小テストの結果 40％、定期試験 60%により成績を評価

する。採点の基準は 100 点満点のうち 60 点以上を合格とする。ただし、定期試
験において基準点を設け、得点が 30%未満の場合は不合格とする。また、授業回
数の 3 分の 1 以上の欠席がある場合には試験成績は無効とみなし、 

曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス RA(〜11),RB(〜11) 
見出し FTR5112 機械⼒学 
担当教員名 松下 尚史 
単位数 2 
教科書 専門基礎ライブラリー 機械⼒学／末益博志・金原勲・⻘木義男・荻原慎二・久

保光徳共著／実教出版 
アクティブラーニング  
キーワード ⼒とモーメント、並進運動と回転運動、仕事とエネルギー、リンク機構、固有振

動数、減衰振動 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特になし 
科目名 機械⼒学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎から学ぶ機械⼒学／山浦弘著／数理工学社：⼒学の教科書：材料⼒学の教科

書 
授業形態 講義 
注意備考 ①関数電卓を持ってくること。②物理学、⼒学の単位を修得していることが望ま

しい。③応用数学Ⅰを受講していることが望ましい。④試験は定期試験期間中に
行い、試験形態は筆記試験とする。 

シラバスコード FTR5112 
実務経験のある教員  
達成目標 ①剛体の運動の法則を説明することができること。②仕事・動⼒とエネルギーの

関係を説明することできること。③リンク機構における⼒の伝達と運動方向に変
換を説明することができること。④１自由度系の固有振動数と減衰係数、振動の
応答を求めることができること。 

受講者へのコメント 特になし 
連絡先 （研究室）20 号館 3 階、（電話）086-256-9503、（E-mail）hisashi@are.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし 
英文科目名 Mechanics of Machines 
関連科目 材料⼒学、ロボットダイナミクス、制御工学、シミュレーション設計学 
次回に向けての改善変更予定 演習問題を解く時間を増やしたい 



講義目的 機械工業の発達に伴って機械はますます大型・高速・複雑・精密化し、その設計
にあたっては動的挙動を考慮することが特に重要となってきている。本講義では
⼒と運動の関係について学習することを目標とする。また、設計時に必要となる
機械要素の巧みさを知り、実際に機械設計する際の基礎知識を修得することを目
標とする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 質点の運動について解説する。 

2 回 運動の法則とその変形について解説する。 
3 回 並進運動と回転運動について解説する。 
4 回 剛体の慣性モーメントと回転運動について解説する。 
5 回 剛体の平面運動について解説する。 
6 回 仕事・動⼒とエネルギーについて解説する。 
7 回 摩擦について解説する。 
8 回 簡単な機械要素と⼒学について解説する。 
9 回 摩擦車と⻭車（⼒の伝達と拡大機構）について解説する。 
10 回 カム（運動方向の変換）と回転軸（⼒の伝達）について解説する。 
11 回 巻き掛け伝達装置（⼒の伝達と拡大機構）について解説する。 
12 回 リンク機構（⼒の伝達と運動方向の変換）について解説する。 
13 回 １自由度系の振動系について解説する。 
14 回 外⼒が加わったときの振動について解説する。 
15 回 多自由度系の振動について解説する。 

準備学習 1 回 ①教科書 p.9〜p.21 を読んでくること。②教科書 p.21 の問題を解いてくる
こと。 
2 回 ①教科書 p.22〜p.33 を読んでくること。②教科書 p.33 の問題を解いてくる
こと。 
3 回 ①教科書 p.35〜p.47 を読んでくること。②教科書 p.47 の問題を解いてくる
こと。 
4 回 ①教科書 p.48〜p.55 を読んでくること。②教科書 p.55 の問題を解いてくる
こと。 
5 回 ①教科書 p.56〜p.63 を読んでくること。②教科書 p.63 の問題を解いてくる
こと。 
6 回 ①教科書 p.65〜p.75 を読んでくること。②教科書 p.75 の問題を解いてくる
こと。 
7 回 ①教科書 p.76〜p.86 を読んでくること。②教科書 p.86 の問題を解いてくる
こと。 
8 回 ①教科書 p.87〜p.97 を読んでくること。②教科書 p.97 の問題を解いてくる
こと。 
9 回 ①教科書 p.100〜p.110 を読んでくること。②教科書 p.110 の問題を解いて
くること。 
10 回 ①教科書 p.111〜p.122 を読んでくること。②教科書 p.122 の問題を解い
てくること。 
11 回 ①教科書 p.123〜p.132 を読んでくること。②教科書 p.132 の問題を解い



てくること。 
12 回 ①教科書 p.133〜p.140 を読んでくること。②教科書 p.140 の問題を解い
てくること。 
13 回 ①教科書 p.142〜p.151 を読んでくること。②常微分方程式の解き方を復
習してくること。③教科書 p.151 の問題を解いてくること。 
14 回 ①教科書 p.152〜p.157 を読んでくること。②教科書 p.157 の問題を解い
てくること。③常微分方程式の解き方を復習してくること。 
15 回 ①教科書 p.158〜p.165 を読んでくること。②教科書 p.165 の問題を解い
てくること。③固有値の求め方を復習してくること。 

 



年度 2012 
授業コード FTR51B2 
成績評価 毎回の小テスト(5%×15 回=75%)、期末試験(25%) 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス RA(10〜10),RB(10〜10) 
見出し FTR51B2 アミューズメントプログラミング 
担当教員名 荒木 圭典 
単位数 2 
教科書 講義資料を必要に応じてその都度、配布する 
アクティブラーニング  
キーワード コンピュータシミュレーション、C 言語、コンピュータの基本構造、ゲームプロ

グラミング、構造化プログラミング 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「パソコンの処理速度をもう少し早くしてほしい。立ち上がりが遅い。」 

すみません。WinXP, Win7 が共存した環境でディスクスペースとデスクトップ
環境を共有しているせいです。 

科目名 アミューズメントプログラミング 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 結城浩, 『新版 C 言語プログラミングレッスン 文法編』, (ソフトバンククリエ

イティブ, 2006)大槻有一郎, 『14 歳からはじめる C 言語オンラインゲームプロ
グラミング教室』, (ラトルズ,2009) 

授業形態 講義 
注意備考 コンピュータリテラシーI, 同 II, プログラミング演習, 数値計算法の単位を取得

していることが望ましい。本講義ではパワーポイント等電子教材をプロジェクタ
などで提示しているので、講義中は内容を聞き逃さないこと。パソコンを用いた
プログラミング演習も実施する。 

シラバスコード FTR51B2 
実務経験のある教員  
達成目標 C 言語を用いたコンピュータプログラムが作成できること。シミュレーションの

基礎を理解すること。 
受講者へのコメント C プログラミングの基礎的事項として、メモリとアドレスの概念、関数のインタ

ーフェースについて演習しましたので、よく消化しておいてください。C プログ
ラミングについての相談はいつでも受け付けます。 

連絡先 E-mail: araki(at)are.ous.ac.jp, Tel: 086-256-9509, 研究室：２０号館６階、オフ
ィスアワー： 随時 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業の進め方からして復習にできれば時間を割いてほしい。 
英文科目名 Programming for Amusement Systems 
関連科目 コンピュータリテラシーI, 同 II, プログラミング演習, 数値計算法 



次回に向けての改善変更予定 試験、演習の結果を見ると、概念をどのようにして理解してもらうかに焦点をあ
てるべきではないかと感じました。 

講義目的 設計(design)の進め方の大枠を学ぶ。比較的簡単なプログラミングを通して、プ
ログラミング技法とコンピュータの動作の基礎を学ぶ。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 C 言語の文字列と絵文字の特徴１：ブレースとブロック、スペースと文字列

とパーレンの関係この回はコマンドプロンプト上で動作するシューティングゲ
ームのソースコードを配布する。C のソースコードを文字列と絵文字の並びの観
点から整理しなおす。特にブレースの発見、文字列とスペースとパーレンの位置
関係を分類しながら、コード中の各行の役割について整理する。 
2 回 C 言語の文字列と絵文字の特徴２：予約語について、宣言文と実行文の見分
け方、未知の文字列の推測の方法この回は C の予約語を復習し、それ以外の文字
列を第 1 回の文字列の配置関係から整理し、役割を推定する方法を述べる。 
3 回 制御構造の復習１：分岐, if, switch この回は制御構造の基本を復習する。特
に条件判断におけるブール型の演算について知識を整理する。また「関数の戻り
値」について学習し、それを制御構造に組み込んで動作を制御する方法について
述べる。 
4 回 制御構造の復習２：反復, while, for, for の実装と while の関係この回は制
御構造の基本を復習する。while 文の動作と無限ループの関係、for 文の動作と 
for 文の条件判断の引数の動作について述べる。 
5 回 制御構造の応用：反復、分岐の応用としてのイベント駆動型プログラムの基
本構造この回は現在のソフトウェアの基本である「イベント駆動型プログラム」
のアルゴリズムの基本骨格について、シューティングゲームの動作を追跡しなが
ら述べる。 
6 回 C 言語のメモリ確保項目の復習：メモリの内容とアドレスと C での参照の
仕方、ポインタ変数プログラムの動作を理解する上で、メモリ上に確保されたデ
ータ領域、いわゆる変数とその値を追跡することは重要である。この回はメモリ
上のアドレスとデータについて学習し、C でデータとアドレスを扱う方法、ポイ
ンタ、アドレス演算子、間接参照演算子について述べる。 
7 回 C 言語のメモリ確保項目の復習：配列、構造体この回はメモリ上に複数のデ
ータを確保する基本的な二つの手法である配列と構造体について述べ、ゲームの
ソースの中でどのような目的で利用されているかを解説する。 
8 回 C 言語のメモリ確保項目の復習：ポインタ変数と malloc 関数この回はプロ
グラム中で動作に応じて必要なデータ領域を増やしたり、減らしたり、参照した
りする手法について説明する。このような処理は画像処理のように、読み込むデ
ータのサイズが事前にはわからないようなファイルを利用する際に便利になる。 
9 回 ＃（シャープ）とは、コンパイルの実際プログラムをコンパイルすること
が、実は「プリプロセシング」「コンパイル」「リンク」の各ステップからなるこ
とを示す。 
10 回 ソースコードの解読１：依存関係の把握与えられたシューティングゲーム
の中から「関数のプロトタイプ」「関数の定義」「関数の呼出」を発見し、相互の
関係をツリー構造で表現する実習を行う。 



11 回 ソースコードの解読２：関数インターフェースの設計与えられたシューテ
ィングゲームの中から「関数の定義」「関数の呼出」を発見し、目的に合わせたイ
ンターフェースの設計について述べる。API とは何かについても述べる。 
12 回 ソースコードの解読３：構造化という考え方与えられたシューティングゲ
ームのツリー構造の中から、プログラムの目的の分解の仕方について学習する。 
13 回 メモリ管理の復習メモリの確保の仕方について問題演習を行う。 
14 回 制御構造の復習制御構造の動作の仕方について問題演習を行う。 
15 回 構造化プログラミングの復習プログラムの構成の解読の仕方について問題
演習を行う。 

準備学習 予習については教員の毎回の指示に従うこと。復習は各回の内容を C 言語の教
科書等で確認しておくこと。毎回、前週までの内容について小テストを行う。た
だし第 1 回の小テストは平成 22 年度のコンピュータリテラシー2 の期末試験か
ら出す。 

 



年度 2012 
授業コード FTR5311 
成績評価 中間レポート（20％）および、ロボットの詳細設計レポート（CAD による図面

を含む）（80％）に基づいて評価する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス RA(〜10),RB(〜10) 
見出し FTR5311 機械創造工学Ⅰ 
担当教員名 藤本 真作 
単位数 2 
教科書 適宜、資料を配付する。 
アクティブラーニング  
キーワード 機械設計、JIS 規格、CAD、強度計算 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 [要望] ⿊板前の机が邪魔で、⿊板が見づらい。 

[回答] ６学舎の教室は、教卓に対して机の位置（特に前列）が若干低いように
感じます。教卓に文字がかからないように気をつけます。 

科目名 機械創造工学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 萩原芳彦著・「よくわかる材料⼒学」・オーム社日本規格協会・「JIS ハンドブック

機械要素」大⻄ 清著・「JIS にもとづく機械設計製図便覧」・理工学社 
授業形態 講義 
注意備考 本講義ではロボットの詳細設計までを範囲とし、後期の機械創造工学Ⅱでロボッ

ト製作を行い、競技会を実施する。 
シラバスコード FTR5311 
実務経験のある教員  
達成目標 エンジニアリングの基本である設計を行うことで、⼒学、材料⼒学、機械加工、

機械製図および、電気電子回路等の機械設計に必要不可欠な科目が体験的に習得
でき、それらを問題解決に応用できる能⼒が養成される。 

受講者へのコメント  機械創造工学は班での活動がメインになります。仲間意識が高い班ほど出席率
が高く、その逆は低くなる傾向があります。従って、本講義はグループ（中間同
士）で何かひとつのプロジェクトを成し遂げていく形式の一例であり、将来、仕
事や社会生活の上でも重要な内容が多く含まれています。「私」から「公」への意
識改⾰と、「機械創造工学」を再認識して頂けると良いかと考えています。 

連絡先 研究室：２０号館２階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 私が個⼈的に悪いと感じた項目のみ所見を述べさせて頂きます。 
『質問項目 B』 
 あなたは授業の予習や復習をよくしましたか。 
［所見］ 
 予習や復習をしてもらうために、宿題やレポートをもう少し出す必要があると



感じています。 
『質問項目 F』 
 教員は私語など講義環境を乱している学生に十分な注意をしていましたか。 
［所見］ 
今年度は授業アンケートの要望に応えるため、班活動（ディスカッション）を多
くとりました。その関係上、私語なのか話し合いなのかが分らない状態だったと
思います。もう少し注意を払うことにします。 
『質 

英文科目名 Creative Design of Mechanical Systems I 
関連科目 機械製図、⼒学、機械加工実習、材料⼒学、安全設計学、電気電子回路Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定  班内での活動を今年よりも密になるようにするとともに、教材や宿題・レポー

トに注意し、講義内容も工夫する必要があると考えています。 
講義目的 実際に機械を設計・製作することは、工学系技術者の育成課程において、非常に

重要である。本講義では、ロボットコンテストを想定し、ある目的を持ったロボ
ットを小⼈数のグループで設計を行い、実際に機械を製作する能⼒すなわち、機
械設計製図（CAD）・加工・組立・検査・調整・改善の一連の工程を学ぶととも
にそれらの能⼒向上を目的とする。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義概要（説明ビデオを含む） 

2 回 ロボット製作の工程と方法 
3 回 ロボットの構造と機構 
4 回 ロボットの安全設計 
5 回 強度計算（曲げ） 
6 回 強度計算（ねじり） 
7 回 強度計算（組合せ応⼒） 
8 回 ロボットの機械設計とラフプランの提出 
9 回 駆動系の電気回路（DC モータ） 
10 回 駆動系の電気回路（マイコン制御） 
11 回 ロボットの詳細設計 
12 回 ロボット製作図面の作成（組立図の作成） 
13 回 ロボット製作図面の作成（部品図の作成） 
14 回 ロボットの設計・評価法 
15 回 詳細設計レポートの作成と検討 

準備学習 1 回 グループ分けの準備をしておくこと 
2 回 機械加工、JIS 規格の復習をしておくこと 
3 回 機械加工、JIS 規格の復習をしておくこと 
4 回 「１.６ 基礎的材料⼒学の適用限界と強度設計」を復習しておくこと 
5 回 「３章 はりのせん断⼒と曲げモーメント」を復習しておくこと 
6 回 「７章 軸のねじり」を復習しておくこと 
7 回 「８章 組合わせ応⼒」を復習しておくこと 
8 回 競技内容を理解し、独自のプランを練っておくこと 
9 回 DC モータの構造を理解しておくこと 



10 回 H8/3664F の復習をしておくこと 
11 回 ロボットの強度計算が終了しておくこと 
12 回 JW-CAD の習得しておくこと 
13 回 JW-CAD の習得しておくこと 
14 回 ロボットの性能を計算しておくこと 
15 回 ロボットの要素設計をしておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FTR5312 
成績評価 設計・アイデア・完成度・加工技術（40％）および、競技会の成果（60％）に基

づいて評価する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス RA(〜10),RB(〜10) 
見出し FTR5312 機械創造工学Ⅱ 
担当教員名 藤本 真作、赤木 徹也 
単位数 2 
教科書 適宜、資料を配付する。 
アクティブラーニング  
キーワード 機械設計、JIS 規格、機械加工 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 【自由記述】レーザー加工機の調子が悪く、大幅に遅れた。 

【回答】レーザー加工機のメンテナンスを十分に行いたいと思います。 
【自由記述】実習室のゴミが多い。どこに捨てればいいのか分からない。そうじ
道具が少ない。 
【回答】来年度からは、ゴミの分別や掃除方法・道具について考えた結果、製作
する部屋を新たに設けました。そのため、このような状況は改善されるものと思
われます。 
【スクリーン】スクリーンのうつりがわるい。 

科目名 機械創造工学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 嵯峨常生監修・「機械実習 1、機械実習 2」・実教出版日本規格協会・「JIS ハンド

ブック機械要素」 
授業形態 講義 
注意備考 ロボット製作上の注意事項をまもり、講義時間内に完成しない場合は課外時間に

製作すること。 
シラバスコード FTR5312 
実務経験のある教員  
達成目標 エンジニアリングの基本である設計・製作を行うことで、専門科目の応用、メカ

トロニクスの実践、共同作業の経験から機械設計に必要不可欠な科目や工学的セ
ンスが体験的に習得でき、それらを問題解決に応用できる能⼒を養成する。 

受講者へのコメント 授業アンケートの要望に応えるために、来年度はできるだけ興味・関心がでるよ
うな授業内容に改善する予定です。 

連絡先 担当教員：藤本 真作， E-mail: fuji(_at_)are.ous.ac.jp , Tel: 086-256-9596, 研
究室：２０号館２階担当教員：赤木 徹也， E-mail: akagi(_at_)are.ous.ac.jp, Tel: 
086-256-9786, 研究室：２０号館５階 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見   質問項目[A] [B] [C]に関してとても良い評価を頂いているように感じまし



た。ただ質問項目[E]で気になる点がありましたので、所見を述べさせて頂きま
す。 
『質問項目[E]１０）』 
・室内が雑然としていて危ないと感じたことがある（２名：5.1%） 
・実験・実習するスペースが狭い（２名：5.1%） 
・器具や機器を整備・補充してほしい。（３名：7.7%） 
［所見］ 昨年度は受講生が非常に多かったため、このような問題点が浮き彫り
になりました。そこで、来年度は新たにロボットを製作する部屋（メカトロニク
ス実験 

英文科目名 Creative Design of Mechanical Systems II 
関連科目 機械加工実習、材料⼒学、安全設計学、電気電子回路Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定 配布資料の検討、製作過程・計画案の再検討、自発的な製作願望の発起などを検

討していきたいと考えています。 
講義目的 本講義では競技会を想定し、ある目的を持ったロボットを小⼈数のグループで設

計・製作を行い、競技会を通してその成果を競う。また、本講義は工学系技術者
の育成課程における専門科目の応用、メカトロニクスの実践、共同製作の経験お
よび、工学的センスの研鑚を目的としている。最後に、製作されたロボットの評
価を行うために、競技会を実施する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義概要（説明ビデオを含む）について解説する。 

2 回 ロボット製作の計画と注意事項について解説する。 
3 回 ロボット製作の計画報告について解説する。 
4 回 機械工作について解説する。 
5 回 ロボットの製作（ロボット本体の加工）について解説する。 
6 回 ロボットの製作（軸受けの加工）について解説する。 
7 回 ロボットの製作（玉入れ機構の加工）について解説する。 
8 回 ロボットの製作（駆動部の組立て）について解説する。 
9 回 ロボットの製作（玉入れ機構の組立て）について解説する。 
10 回 H8 マイコンとモータ駆動回路について解説する。 
11 回 ロボットの電子回路製作（H ブリッジ回路の製作）について解説する。 
12 回 ロボットの電子回路製作（H8 マイコンの製作）について解説する。 
13 回 ロボットの電子回路製作（H8 マイコンのプログラミング）について解説
する。 
14 回 ロボットの検査・調整・改善（駆動部の最終調整）について解説する。 
15 回 ロボットの検査・調整・改善（玉入れ機構の最終調整）について解説する。 

準備学習 1 回 グループ分けの準備をしておくこと。 
2 回 詳細設計レポートを復習しておくこと。 
3 回 ロボット製作の計画を事前に立てておくこと。 
4 回 機械加工の注意・留意点を調べておくこと。 
5 回 ロボット本体の CAD データが作成できていること。 
6 回 軸受け部の CAD データが作成できていること。 
7 回 玉入れ機構の CAD データが作成できていること。 



8 回 設計ミスや改善点を洗い出しておくこと。 
9 回 設計ミスや改善点を洗い出しておくこと。 
10 回 H8 マイコンを設計をしておくこと。 
11 回 H ブリッジ回路を理解しておくこと。 
12 回 H8 マイコンの入出⼒を理解しておくこと。 
13 回 プログラムのアルゴリズムを理解しておくこと。 
14 回 駆動部の問題点を明確にしておくこと。 
15 回 玉入れ機構の問題点を明確にしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTR53F1 
成績評価 中間試験（50%）、定期試験（50%）により評価する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス RA(10〜12),RB(10〜12) 
見出し FTR53F1 ⼈間工学 
担当教員名 久野 弘明 
単位数 2 
教科書 エンジニアのための⼈間工学／横溝克己・小松原明哲／日本出版サービス 
アクティブラーニング  
キーワード ⼈間工学、マンーマシンシステム、⼈間の仕組みと特性、表示器 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 ・扇風機によりプリントが飛ぶ。 

 ＞風量を調節してみます。 
・いろんな体験ができて良かったです。 
・雑学が増えてとても楽しいし，実際に自分たちで体験してみるところが良い。 
 ＞今後も体験型の講義を多く取り入れていきたいと思います。 

科目名 ⼈間工学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 暮らしの中の⼈間工学／小原二郎／実教出版 
授業形態 講義 
注意備考 パソコンを使用して、パワーポイント等電子教材をプロジェクタなどで提示す

る。 
シラバスコード FTR53F1 
実務経験のある教員  
達成目標 機器・システムの設計のあり方と計測・評価方法等に関する基本的な考え方につ

いて理解する。 
受講者へのコメント ・授業時間外の学習時間が少ないように感じます。宿題などの指示された課題だ

けをこなすのではなく，興味や疑問を持ったことは書籍やインターネットで調べ
て，より多くの知識や技術を身につけてください。 

連絡先 ６号館４階 久野研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ［Ａ］授業に対するあなたの取り組み 
・出席状況は概ね良好です。 
・授業時間外の学習時間が少なく，宿題などの指示された課題のみに取り組んだ
学生が多いです。 
［Ｂ］この授業におけるあなたの成⻑ 
・この分野への理解の深まり，興味・関心の高まり，他分野との関連性，今後の
進路の参考などで学生の成⻑が見られました。 
［Ｃ］総合評価 



・目標達成度（できた＋だいたいできた）：８１．８％ 
・教員の意欲（感じられた＋少し感じられた）：９６．９％ 
・満足度（満足＋ほぼ満足）：８７．９％ 
以上により，概ね良好な講義ができてい 

英文科目名 Human Factors and Ergonomics 
関連科目 生活支援工学、ユニバーサルデザイン I、ヒューマンインターフェース 
次回に向けての改善変更予定 ・学習目標を明示するように努めます。 

・授業を理解しやすいように工夫します。 
講義目的 機械設計に関係する⼈間工学として、高齢者・障害者までを含めた⼈間の特性を

機械システムの中で捉えて、その特性に関する基礎的な知識を習得する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  ⼈間工学について説明する。 

2 回  ⼈間工学の考え方について説明する。 
3 回  マン−マシンシステムと⼈間工学について説明する。 
4 回  ⼈間の仕組みと特性について説明する。 
5 回  表示器（視覚）について説明する。 
6 回  表示器（聴覚）について説明する。 
7 回  表示器（触覚）について説明する。 
8 回  これまでのまとめを行い、中間試験をする。 
9 回  操作器について説明する。 
10 回  マン−マシンシステムと⼈間との空間的位置関係について説明する。 
11 回  スピード・ソフトウェアについて説明する。 
12 回  漏洩物について説明する。 
13 回  物理的環境について説明する。 
14 回  信頼性設計について説明する。 
15 回  ⼈間工学の技法について説明する。 

準備学習 1 回  ⼈間工学について調べておくこと。 
2 回  ⼈間工学について調べておくこと。 
3 回  マンーマシンシステムについて調べておくこと。 
4 回  ⼈間のからだの構造について調べておくこと。 
5 回  視覚表示器について、どのようなものがあるか調べておくこと。 
6 回  聴覚表示器について、どのようなものがあるかで調べておくこと。 
7 回  触覚表示器について、どのようなものがあるか調べておくこと。 
8 回  これまでの講義内容を復習しておくこと。 
9 回  操作器について、どのようなものがあるか調べておくこと。 
10 回  身の回りで機械が設置されている空間をよく見ておくこと。 
11 回  情報の表示速度やパソコンのソフトウェアについてよく見ておくこと。 
12 回  身の回りの機械や電化製品から漏洩する有害なものについて考えておく
こと。 
13 回  講義室や工場など⼈がいろいろな作業をする空間の温度・湿度・照明環
境をよく見ておくこと。 
14 回  ＰＬ法について調べておくこと。 



15 回  ⼈の情報を計測・評価する方法について調べておくこと。 
 



年度 2012 
授業コード FTR5511 
成績評価 定期試験（50%）、中間試験（50%） 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス RA(〜10),RB(〜10) 
見出し FTR5511 センサ工学 
担当教員名 久野 弘明 
単位数 2 
教科書 センシング工学／井口征士／オーム社 
アクティブラーニング  
キーワード センサ、計測器、信号の調整、測定学、差動法、計測器の誤差、国際単位系、信

号処理、生体計測 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 自由記述なし 
科目名 センサ工学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 図解 センサ工学概論／佐藤一郎／日本理工出版会 
授業形態 講義 
注意備考 パソコンを使用して、パワーポイント等電子教材をプロジェクタなどで提示す

る。 
シラバスコード FTR5511 
実務経験のある教員  
達成目標 １）センサの原理と概念を学び、計測器の基本構成を理解する。２）測定値のも

つ不確かさを少なくするために、計測における誤差および雑音の影響を除去する
方法の基本を学ぶ。３）代表的なセンシング方法を学ぶ。４）電気信号の上手な
取り出し方や処理方法について理解する。 

受講者へのコメント ・授業時間外の学習時間が少ないように感じます。宿題などの指示された課題だ
けをこなすのではなく，興味や疑問を持ったことは書籍やインターネットで調べ
て，より多くの知識や技術を身につけてください。 

連絡先 ６号館４階 久野研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ［Ａ］授業に対するあなたの取り組み 
・出席状況は概ね良好です。 
・授業時間外の学習時間が少なく，宿題などの指示された課題のみに取り組んだ
学生が多いです。 
［Ｂ］この授業におけるあなたの成⻑ 
・この分野への理解の深まり，興味・関心の高まり，他分野との関連性などで学
生の成⻑が見られました。 
［Ｃ］総合評価 
・目標達成度（できた＋だいたいできた）：６２％ 



・教員の意欲（感じられた＋少し感じられた）：９６％ 
・満足度（満足＋ほぼ満足）：９４％ 
以上により，概ね良好な講義ができていると考えます。 
［Ｄ］自由設 

英文科目名 Sensing Engineering 
関連科目 数学Ⅰ・Ⅱ、⼒学 Ⅰ・Ⅱ、材料⼒学Ⅰ 、電磁気学、電気電子回路Ⅰ、制御工学

Ⅰ、⼈間工学Ⅰ・Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 ・学習目標を明示するように努めます。 

・授業を理解しやすいように工夫します。 
・参加型の授業になるよう工夫します。 
・板書の仕方を工夫します。 

講義目的 メカトロニクス、ロボティクス、⼈間工学の関連技術を福祉機器の改良や知能機
械の開発などに適用するためには、各種センサを利用したセンシング技術の導入
がまず必要となる。この講義では、代表的なセンサの原理とセンシングの考え方
の理解を学習目標と定める。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  センサについて説明する。 

2 回  計測における誤差と雑音について説明する。 
3 回  計測の歴史と単位について説明する。 
4 回  ⼒から変位、電気信号への変換 I について説明する。 
5 回  ⼒から変位、電気信号への変換 II について説明する。 
6 回  圧⼒のセンシングについて説明する。 
7 回  加速度のセンシングについて説明する。 
8 回  これまでのまとめを行い、中間試験をする。 
9 回  トルクのセンシングについて説明する。 
10 回  ⼒センサの応用について説明する。 
11 回  目に代わる光センサについて説明する。 
12 回  エリアセンサについて説明する。 
13 回  光を利用するについて説明する。 
14 回  音を利用するについて説明する。 
15 回  色のいろいろについて説明する。 

準備学習 1 回  どのようなセンサがあるか調べておくこと。 
2 回  誤差について調べておくこと。 
3 回  単位について復習しておくこと。 
4 回  ひずみゲージについて調べておくこと。 
5 回  ブリッジ回路について復習しておくこと。 
6 回  圧⼒センサについて調べておくこと。 
7 回  加速度センサについて調べておくこと。 
8 回  講義内容を復習をしておくこと。 
9 回  トルクセンサについて調べておくこと。 
10 回  ⼒センサについて調べておくこと。 
11 回  半導体、フォトダイオードについて調べておくこと。 



12 回  ビデオカメラの構造について調べておくこと。 
13 回  光の特性について調べておくこと。 
14 回  音の特性について調べておくこと。 
15 回  色について調べておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTR5512 
成績評価 講義中の小テスト(20%)とレポート(10%)と定期試験(70%)で総合的に評価す

る。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス RA(10〜10),RB(10〜10) 
見出し FTR5512 知的制御システム論 
担当教員名 山⽥ 訓 
単位数 2 
教科書 ノートおよびプリント講義 
アクティブラーニング  
キーワード ⼈工知能、エキスパートシステム、ニューラルネットワーク、ファジー制御、遺

伝的アルゴリズム、強化学習、フィードバック誤差学習 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「資料に雑記できるスペースを増やして欲しい」「テキストの疑問系がわかりづ

らい」ありがとうございます。配布資料を見直して、わかりやすい文章にすると
共に、追記できるスペースについても検討したいと思います。 
「⿊板の字をもっと大きく、こく書いてほしい」ありがとうございます。大きく
丁寧に書くように心がけます。 

科目名 知的制御システム論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に指示する 
授業形態 講義 
注意備考 パソコンを使用して、パワーポイント等電子教材をプロジェクタなどで提示す

る。 
シラバスコード FTR5512 
実務経験のある教員  
達成目標 知能情報処理のいくつかの方式（⼈工知能（特にエキスパートシステム）、誤差逆

伝播法、連想記憶、ファジー制御、遺伝的アルゴリズム）の原理と特徴を理解す
る。制御学習のいくつかの方式（強化学習とフィードバック誤差学習）の原理と
特徴を理解する。 

受講者へのコメント この講義は、脳の情報処理を模擬して知能的な情報処理をするための５種類の研
究に関し、概要を理解することが目標です。どんな取り組みがあり、どんなこと
ができるのかを理解してください。卒業後必要になる場合があれば、この講義で
得た知識を元に専門書などでさらに深く学習してください。 

連絡先 担当：山⽥訓 研究室：２０号館５階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 各テーマ毎にレポートを課したので、授業時間外に学習した（３０分以上６５％）
割合が高かったが、宿題などにとどまっている（宿題などの指示された課題に取
り組んだが７４％）。目標をほぼ達成できた以上が８０％、ほぼ満足以上が９０％



であり、講義の目的は達成できたと考えられる。 
英文科目名  
関連科目 知能情報処理、プログラミング演習 
次回に向けての改善変更予定 板書・スライドなどが良く見えなかったという意見が２件あった。板書を大きく

丁寧に書くように心がけたい。受講生が授業に参加できるようにしてほしいとい
う意見が１件あった。受講生に問いかけて、自主的に考えられるように工夫した
い。 

講義目的 脳で行われている知能的な情報処理を実現するための様々な方式（⼈工知能（特
にエキスパートシステム）、誤差逆伝播学習、連想記憶、ファジー制御、遺伝的ア
ルゴリズム等）及びロボットの制御学習（強化学習、フィードバック誤差学習）
など、知能情報処理の具体例について学習する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  知能情報処理の概略を解説する。 

2 回  誤差逆伝搬法のプログラミングについて復習する。 
3 回  連想記憶のプログラミングについて復習する。 
4 回  ⼈工知能(AI)の原理について解説する。 
5 回  ⼈工知能(AI)の応用例について解説する。 
6 回  ファジー制御の原理について解説する。 
7 回  ファジー制御の応用例について解説する。 
8 回  遺伝的アルゴリズムの原理について解説する。 
9 回  遺伝的アルゴリズムの応用例について解説する。 
10 回  強化学習の原理について解説する。 
11 回  強化学習のアルゴリズムについて解説する。 
12 回  強化学習の応用例について解説する。 
13 回  フィードバック誤差学習の原理について解説する。 
14 回  フィードバック誤差学習のアルゴリズムについて解説する。 
15 回  フィードバック誤差学習の応用例について解説する。 

準備学習 1 回  知能情報処理の配布資料を復習し、脳とコンピュータの情報処理の違い
を再確認すること。シラバスをよく確認し、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回  知能情報処理の第１１回から第１３回の配布資料を復習し、誤差逆伝搬
法の原理とアルゴリズムを再確認すること。 
3 回  知能情報処理の第１４回と第１５回の配布資料を復習し、誤差逆伝搬法
の原理とアルゴリズムを再確認すること。 
4 回  ⼈工知能についてインターネットなどで調べ、これまでに⼈工知能とし
てどんな研究が行われたか調べておくこと。 
5 回  第４回配布資料を復習し、⼈工知能の考え方を理解しておくこと。 
6 回  第４回、第５回の配布資料をまとめ、⼈工知能に関するレポート（詳細な
内容は講義で指示する）をまとめること。 
7 回  第６回の配布資料を復習し、ファジー制御の原理と方法について理解し
ておくこと 
8 回  第６回、第７回配布資料をまとめ、ファジー制御に関するレポート（詳細
な内容は講義で指示する）をまとめること 



9 回  第８回の配布資料を復習し、遺伝的アルゴリズムの原理と方法について
理解しておくこと 
10 回  第８回、第９回の配布資料をまとめ、遺伝的アルゴリズムに関するレポ
ート（詳細な内容は講義で指示する）をまとめること 
11 回  第１０回の配布資料を復習し、強化学習の原理について理解しておくこ
と 
12 回  第１１回の配布資料を復習し、強化学習のアルゴリズムを理解しておく
こと 
13 回  第１０回から第１２回までの配布資料をまとめ、強化学習に関するレポ
ート（詳細な内容は講義で指示する）をまとめること 
14 回  第１３回の配布資料を復習し、フィードバック誤差学習の原理を理解し
ておくこと 
15 回  第１３回、第１４回の配布資料をまとめ、フィードバック誤差学習に関
するレポート（詳細な内容は講義で指示する）をまとめること 

 



年度 2012 
授業コード FTR5521 
成績評価 講義中の小テスト(20%)とレポート(10%)と定期試験(70%)を総合して評価す

る。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス RA(05〜09),RB(05〜09) 
見出し FTR5521 知能情報処理Ⅰ(再) 
担当教員名 山⽥ 訓 
単位数 2 
教科書 ノートおよびプリント講義 
アクティブラーニング  
キーワード 脳、コンピュータ、ニューロン、知能、誤差逆伝播法、連想記憶モデル 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「⿊板の字が小さい」 

⇒ 字の大きさを含め、板書がわかりやすくなるように努⼒したいと思います。 
科目名 知能情報処理Ⅰ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に指示する 
授業形態 講義 
注意備考 パソコンを使用して、パワーポイント等電子教材をプロジェクタなどで提示す

る。パソコンを使用して、シミュレーションの様子をプロジェクタなどで提示す
る。 

シラバスコード FTR5521 
実務経験のある教員  
達成目標 脳とコンピュータの情報処理様式の違いを説明できる。ニューロンと脳の構造と

機能を説明できる。誤差逆伝播法と連想記憶モデルの原理とアルゴリズムと適用
例について説明できる。 

受講者へのコメント この講義は脳の機能やそのモデルに関する講義です。これまで、あまり勉強して
来なかった内容ですので、理解が困難な点があるかも知れません。わかりにくい
点があったら、いつでもどんどん質問してください。また、毎回の小テストに理
解できなかった点を書くスペースがありますので、積極的に活用してください。 

連絡先 担当：山⽥訓 研究室：２０号館５階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 レポート提出を２回行ったが、授業時間外の学習を「全くしなかった」学生が半
数近くいた。レポート作成の際には、配布資料を見直して、勉強してください。 
目標達成が「少しできた」が１０名、「できなかった」が６名であった。また、「理
解しやすいように、説明にもう少し工夫を加えてもらえるとよい」が４名であっ
た。機械系の学生があまり学習していない、脳や脳のモデルに関する講義で、説
明をさらに工夫したいと考えている。 
「板書、スライド、配布資料が良く見えなかった」が４名いた。板書を整理して、



わかりやすくなるように努⼒したい。 
英文科目名  
関連科目 知的制御システム論 
次回に向けての改善変更予定 各講義で、理解して欲しい重要項目がはっきりわかるように、配布資料を再検討

する予定である。 
講義目的 知能機械を構築するためには、“知能的”な情報処理が必要となる。この講義では、

知能の概念、知能的な情報処理を行っているヒトの脳の構造と機能、神経系の働
きを模擬するニューラルネットワークモデルの基礎を学習する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  知能の概念について解説する。 

2 回  脳とコンピュータの違いについて解説する。 
3 回  細胞の構造と機能（生物学の基礎）の概略について解説する。 
4 回  神経細胞（ニューロン）の構造と機能について解説する。 
5 回  脳・神経系の構造と働きについて解説する。 
6 回  視覚情報処理について解説する。 
7 回  聴覚情報処理、運動制御、高次機能について解説する。 
8 回  ニューラルネットワークで必要な数学、特に微分・偏微分について復習す
る。 
9 回  単一ニューロンのモデルについて解説する。 
10 回  誤差逆伝搬法の原理について解説する。 
11 回  誤差逆伝搬法のアルゴリズムについて解説する。 
12 回  誤差逆伝搬法の応用例について解説する。 
13 回  誤差逆伝搬法のプログラミングについて解説する。 
14 回  連想記憶モデルの原理について解説する。 
15 回  連想記憶モデルのアルゴリズムと応用例について解説する。 

準備学習 1 回  シラバスを読み、講義の概要を理解しておくこと。知能についてインター
ネット等で調べておくこと。 
2 回  第１回配布資料を復習し、脳とコンピュータの違いについて調べておく
こと。 
3 回  細胞がどんな構造をしており、どんな機能を持っているか調べておくこ
と。 
4 回  神経系の構成と機能について調べておくこと 
5 回  第４回の配布資料を復習し、神経細胞の構造と機能を理解しておくこと 
6 回  第５回配布資料を復習し、脳の構造と各部分の機能について理解してお
くこと 
7 回  第６回配布資料を復習し、視覚情報処理の処理の流れについて理解して
おくこと 
8 回  第２回から第７回の配布資料をまとめ、神経系の構造と機能に関するレ
ポート（詳細な内容は講義で指示する）をまとめること。数学Ｉの教科書を復習
し、微分法について確認しておくこと。 
9 回  第４回の資料を復習し、神経細胞の構造と機能について理解しておくこ
と。 



10 回  数学Ｉの教科書及び第８回配布資料を復習し、微分特に偏微分について
理解しておくこと。 
11 回  第１０回配布資料を復習し、誤差逆伝搬法の考え方を理解しておくこと 
12 回  第１１回配布資料の偏微分の計算を自分で計算しなおし、理解しておく
こと 
13 回  第１０回から第１２回の資料をまとめ、誤差逆伝搬法に関するレポート
（詳細な内容は講義で指示する）をまとめること。第１１回配布資料で誤差逆伝
搬法の計算方法を理解しておくこと。プログラミング演習の教科書・配布資料を
復習し、誤差逆伝搬法のプログラミングで必要なＣ言語（for 文、配列）を理解し
ておくこと 
14 回  物理学の教科書などで、平衡・定常状態について調べておくこと 
15 回  第１４回配布資料を復習し、連想記憶モデルの計算方法を理解しておく
こと。 

 



年度 2012 
授業コード FTR55E1 
成績評価 講義中の小テスト(20%)とレポート(10%)と定期試験(70%)を総合して評価す

る。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス RA(10〜11),RB(10〜11) 
見出し FTR55E1 知能情報処理 
担当教員名 山⽥ 訓 
単位数 2 
教科書 ノートおよびプリント講義 
アクティブラーニング  
キーワード 脳、コンピュータ、ニューロン、知能、誤差逆伝播法、連想記憶モデル 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「⿊板の字が小さい」 

⇒ 字の大きさを含め、板書がわかりやすくなるように努⼒したいと思います。 
科目名 知能情報処理 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に指示する 
授業形態 講義 
注意備考 パソコンを使用して、パワーポイント等電子教材をプロジェクタなどで提示す

る。パソコンを使用して、シミュレーションの様子をプロジェクタなどで提示す
る。 

シラバスコード FTR55E1 
実務経験のある教員  
達成目標 脳とコンピュータの情報処理様式の違いを説明できる。ニューロンと脳の構造と

機能を説明できる。誤差逆伝播法と連想記憶モデルの原理とアルゴリズムと適用
例について説明できる。 

受講者へのコメント この講義は脳の機能やそのモデルに関する講義です。これまで、あまり勉強して
来なかった内容ですので、理解が困難な点があるかも知れません。わかりにくい
点があったら、いつでもどんどん質問してください。また、毎回の小テストに理
解できなかった点を書くスペースがありますので、積極的に活用してください。 

連絡先 担当：山⽥訓 研究室：２０号館５階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 レポート提出を２回行ったが、授業時間外の学習を「全くしなかった」学生が半
数近くいた。レポート作成の際には、配布資料を見直して、勉強してください。 
目標達成が「少しできた」が１０名、「できなかった」が６名であった。また、「理
解しやすいように、説明にもう少し工夫を加えてもらえるとよい」が４名であっ
た。機械系の学生があまり学習していない、脳や脳のモデルに関する講義で、説
明をさらに工夫したいと考えている。 
「板書、スライド、配布資料が良く見えなかった」が４名いた。板書を整理して、



わかりやすくなるように努⼒したい。 
英文科目名 Intelligent Information Processing 
関連科目 知的制御システム論 
次回に向けての改善変更予定 各講義で、理解して欲しい重要項目がはっきりわかるように、配布資料を再検討

する予定である。 
講義目的 知能機械を構築するためには、“知能的”な情報処理が必要となる。この講義では、

知能の概念、知能的な情報処理を行っているヒトの脳の構造と機能、神経系の働
きを模擬するニューラルネットワークモデルの基礎を学習する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  知能の概念について解説する。 

2 回  脳とコンピュータの違いについて解説する。 
3 回  細胞の構造と機能（生物学の基礎）の概略について解説する。 
4 回  神経細胞（ニューロン）の構造と機能について解説する。 
5 回  脳・神経系の構造と働きについて解説する。 
6 回  視覚情報処理について解説する。 
7 回  聴覚情報処理、運動制御、高次機能について解説する。 
8 回  ニューラルネットワークで必要な数学、特に微分・偏微分について復習す
る。 
9 回  単一ニューロンのモデルについて解説する。 
10 回  誤差逆伝搬法の原理について解説する。 
11 回  誤差逆伝搬法のアルゴリズムについて解説する。 
12 回  誤差逆伝搬法の応用例について解説する。 
13 回  誤差逆伝搬法のプログラミングについて解説する。 
14 回  連想記憶モデルの原理について解説する。 
15 回  連想記憶モデルのアルゴリズムと応用例について解説する。 

準備学習 1 回  シラバスを読み、講義の概要を理解しておくこと。知能についてインター
ネット等で調べておくこと。 
2 回  第１回配布資料を復習し、脳とコンピュータの違いについて調べておく
こと。 
3 回  細胞がどんな構造をしており、どんな機能を持っているか調べておくこ
と。 
4 回  神経系の構成と機能について調べておくこと 
5 回  第４回の配布資料を復習し、神経細胞の構造と機能を理解しておくこと 
6 回  第５回配布資料を復習し、脳の構造と各部分の機能について理解してお
くこと 
7 回  第６回配布資料を復習し、視覚情報処理の処理の流れについて理解して
おくこと 
8 回  第２回から第７回の配布資料をまとめ、神経系の構造と機能に関するレ
ポート（詳細な内容は講義で指示する）をまとめること。数学Ｉの教科書を復習
し、微分法について確認しておくこと。 
9 回  第４回の資料を復習し、神経細胞の構造と機能について理解しておくこ
と。 



10 回  数学Ｉの教科書及び第８回配布資料を復習し、微分特に偏微分について
理解しておくこと。 
11 回  第１０回配布資料を復習し、誤差逆伝搬法の考え方を理解しておくこと 
12 回  第１１回配布資料の偏微分の計算を自分で計算しなおし、理解しておく
こと 
13 回  第１０回から第１２回の資料をまとめ、誤差逆伝搬法に関するレポート
（詳細な内容は講義で指示する）をまとめること。第１１回配布資料で誤差逆伝
搬法の計算方法を理解しておくこと。プログラミング演習の教科書・配布資料を
復習し、誤差逆伝搬法のプログラミングで必要なＣ言語（for 文、配列）を理解し
ておくこと 
14 回  物理学の教科書などで、平衡・定常状態について調べておくこと 
15 回  第１４回配布資料を復習し、連想記憶モデルの計算方法を理解しておく
こと。 

 



年度 2012 
授業コード FTR55F2 
成績評価 講義への取り組み方（30％）及び定期試験（70％）の両面で評価する。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス RA(12〜12),RB(12〜12) 
見出し FTR55F2 技術者の社会⼈基礎 
担当教員名 ⽥邉 麻里子＊ 
単位数 2 
教科書 必要に応じて適時紹介する。 
アクティブラーニング  
キーワード 常識 ルール 自己管理 自己抑制 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 みんなの顔を思い出しながら、嬉しく楽しく拝読しました。 

ありがとう！！！ 
科目名 技術者の社会⼈基礎 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて適時紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTR55F2 
実務経験のある教員  
達成目標 技術者としての実⼒と専門性を発揮するために不可欠な社会性と⼈間⼒を養成

する。 
受講者へのコメント 講義は、主役である諸君とサポートする立場である私の共同事業です。 

諸君が真剣に課題に取り組んでくれた成果が、今回の評価につながったと思いま
す。 
私も楽しく講義を行うことができました。 
受講者諸君に感謝しています。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 高い評価をありがとう。 
英文科目名 Social communication for engineers 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ① 社会⼈としての当事者意識を醸成させる。 

② 技術者が知っておかねばならない社会⼈/企業⼈としての常識を習得させ
る。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の目的・受講生に期待すること・受講に関しての注意事項を説明する。 



社会⼈としての常識について自己の現状レベルを各自が自覚する。 
2 回 社会⼈としての責任と義務/社会的ルール/常識を説明する。 
3 回 社会⼈として知っておかねばならない法律/働き手側の立場について説明す
る。 
4 回 経済のしくみ/経済用語を説明する。 
5 回 自ら考える⼒/工夫する⼒/論理性/判断⼒を習得する。 ① 
6 回 自ら考える⼒/工夫する⼒/論理性/判断⼒を習得する。 ② 
7 回 自ら考える⼒/工夫する⼒/論理性/判断⼒を習得する。 ③ 
8 回 自ら考える⼒/工夫する⼒/論理性/判断⼒を習得する。 ④ 
9 回 自ら考える⼒/工夫する⼒/論理性/判断⼒を習得する。 ⑤ 
10 回 組織⼒学/⼈間関係について説明する。 
11 回 経済環境/市場環境と意識変化について説明する。 
12 回 優れた技術系経営者の仕事の仕方/考え方/生きざまを研究する。 
13 回 優れた技術系起業⼈の起業の仕方/モノの考え方を研究する。 
14 回 技術系企業のケースステダィを通して経営戦略/マネジメント手法/⼈事戦
略を分析する。 
15 回 自己の能⼒/強みのアピールにトライする。 

準備学習 1 回 シラバスを読んで講義概要を把握しておくこと。 
2 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
3 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
4 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
5 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
6 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
7 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
8 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
9 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
10 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
11 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
12 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
13 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
14 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
15 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 

 



年度 2012 
授業コード FTR55G2 
成績評価 講義中の小テスト(20%)とレポート(10%)と定期試験(70%)で総合的に評価す

る。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス RA(05〜09),RB(05〜09) 
見出し FTR55G2 知能情報処理Ⅱ(再) 
担当教員名 山⽥ 訓 
単位数 2 
教科書 ノートおよびプリント講義 
アクティブラーニング  
キーワード ⼈工知能、エキスパートシステム、ニューラルネットワーク、ファジー制御、遺

伝的アルゴリズム、強化学習、フィードバック誤差学習 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「資料に雑記できるスペースを増やして欲しい」「テキストの疑問系がわかりづ

らい」ありがとうございます。配布資料を見直して、わかりやすい文章にすると
共に、追記できるスペースについても検討したいと思います。 
「⿊板の字をもっと大きく、こく書いてほしい」ありがとうございます。大きく
丁寧に書くように心がけます。 

科目名 知能情報処理Ⅱ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に指示する 
授業形態 講義 
注意備考 パソコンを使用して、パワーポイント等電子教材をプロジェクタなどで提示す

る。 
シラバスコード FTR55G2 
実務経験のある教員  
達成目標 知能情報処理のいくつかの方式（⼈工知能（特にエキスパートシステム）、誤差逆

伝播法、連想記憶、ファジー制御、遺伝的アルゴリズム）の原理と特徴を理解す
る。制御学習のいくつかの方式（強化学習とフィードバック誤差学習）の原理と
特徴を理解する。 

受講者へのコメント この講義は、脳の情報処理を模擬して知能的な情報処理をするための５種類の研
究に関し、概要を理解することが目標です。どんな取り組みがあり、どんなこと
ができるのかを理解してください。卒業後必要になる場合があれば、この講義で
得た知識を元に専門書などでさらに深く学習してください。 

連絡先 担当：山⽥訓 研究室：２０号館５階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 各テーマ毎にレポートを課したので、授業時間外に学習した（３０分以上６５％）
割合が高かったが、宿題などにとどまっている（宿題などの指示された課題に取
り組んだが７４％）。目標をほぼ達成できた以上が８０％、ほぼ満足以上が９０％



であり、講義の目的は達成できたと考えられる。 
英文科目名 Intelligent Information Processing II 
関連科目 知能情報処理、プログラミング演習 
次回に向けての改善変更予定 板書・スライドなどが良く見えなかったという意見が２件あった。板書を大きく

丁寧に書くように心がけたい。受講生が授業に参加できるようにしてほしいとい
う意見が１件あった。受講生に問いかけて、自主的に考えられるように工夫した
い。 

講義目的 脳で行われている知能的な情報処理を実現するための様々な方式（⼈工知能（特
にエキスパートシステム）、誤差逆伝播学習、連想記憶、ファジー制御、遺伝的ア
ルゴリズム等）及びロボットの制御学習（強化学習、フィードバック誤差学習）
など、知能情報処理の具体例について学習する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  知能情報処理の概略を解説する。 

2 回  誤差逆伝搬法のプログラミングについて復習する。 
3 回  連想記憶のプログラミングについて復習する。 
4 回  ⼈工知能(AI)の原理について解説する。 
5 回  ⼈工知能(AI)の応用例について解説する。 
6 回  ファジー制御の原理について解説する。 
7 回  ファジー制御の応用例について解説する。 
8 回  遺伝的アルゴリズムの原理について解説する。 
9 回  遺伝的アルゴリズムの応用例について解説する。 
10 回  強化学習の原理について解説する。 
11 回  強化学習のアルゴリズムについて解説する。 
12 回  強化学習の応用例について解説する。 
13 回  フィードバック誤差学習の原理について解説する。 
14 回  フィードバック誤差学習のアルゴリズムについて解説する。 
15 回  フィードバック誤差学習の応用例について解説する。 

準備学習 1 回  知能情報処理の配布資料を復習し、脳とコンピュータの情報処理の違い
を再確認すること。シラバスをよく確認し、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回  知能情報処理の第１１回から第１３回の配布資料を復習し、誤差逆伝搬
法の原理とアルゴリズムを再確認すること。 
3 回  知能情報処理の第１４回と第１５回の配布資料を復習し、誤差逆伝搬法
の原理とアルゴリズムを再確認すること。 
4 回  ⼈工知能についてインターネットなどで調べ、これまでに⼈工知能とし
てどんな研究が行われたか調べておくこと。 
5 回  第４回配布資料を復習し、⼈工知能の考え方を理解しておくこと。 
6 回  第４回、第５回の配布資料をまとめ、⼈工知能に関するレポート（詳細な
内容は講義で指示する）をまとめること。 
7 回  第６回の配布資料を復習し、ファジー制御の原理と方法について理解し
ておくこと 
8 回  第６回、第７回配布資料をまとめ、ファジー制御に関するレポート（詳細
な内容は講義で指示する）をまとめること 



9 回  第８回の配布資料を復習し、遺伝的アルゴリズムの原理と方法について
理解しておくこと 
10 回  第８回、第９回の配布資料をまとめ、遺伝的アルゴリズムに関するレポ
ート（詳細な内容は講義で指示する）をまとめること 
11 回  第１０回の配布資料を復習し、強化学習の原理について理解しておくこ
と 
12 回  第１１回の配布資料を復習し、強化学習のアルゴリズムを理解しておく
こと 
13 回  第１０回から第１２回までの配布資料をまとめ、強化学習に関するレポ
ート（詳細な内容は講義で指示する）をまとめること 
14 回  第１３回の配布資料を復習し、フィードバック誤差学習の原理を理解し
ておくこと 
15 回  第１３回、第１４回の配布資料をまとめ、フィードバック誤差学習に関
するレポート（詳細な内容は講義で指示する）をまとめること 

 



年度 2012 
授業コード FTR5712 
成績評価 中間試験(20%），レポート（30%），小試験（20%），定期試験（30%）で総合的

に評価する． 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス RA(〜09),RB(〜09) 
見出し FTR5712 生活支援工学Ⅱ(再) 
担当教員名 山本 敏泰 
単位数 2 
教科書 講義資料を配付する． 
アクティブラーニング  
キーワード 神経生理，バイオロボティクス，福祉ロボット，生活支援 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 なし 
科目名 生活支援工学Ⅱ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 (1)⽥中繁他，モーターコントロール−運動制御の理論と臨床応用−，医⻭薬出

版，2004(2)RM Enoka, Neuromechanics of human movement 3rd ED, Human 
kinetics, 2001 

授業形態 講義 
注意備考 ・パソコンを使用して、パワーポイント等電子教材をプロジェクタ等で提示する．

演習などでは⿊板等も利用する．・配付資料を基に，授業受講の事前準備として
Ｗｅｂなどで学生が下調べを行う事もある． 

シラバスコード FTR5712 
実務経験のある教員  
達成目標 身体の仕組みについて学び，その工学的表現方法（バイオロボティクスなど）の

基本的な枠組を習得することを通じて、高齢・障害者の日常生活を支援するため
に必要な福祉ロボットにおける基本的内容を理解する． 

受講者へのコメント 機械系の学科であるので，福祉機器の機能を理解する 1 つとして，⼒などの⼒学
的な基礎概念を正しく把握するようにしてほしい． 
1 年次の⼒学を学び直す必要があります． 

連絡先 6 号館 4 階，オフィスアワー 木 ７〜10 時限 
電話（086）356-9785，E-mail yamamoto@are.ous.ac.jp 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 生活支援工学という名称は福祉という視点が重要なのだけれど，一緒に歩むとい
う考えを理解出来るように始動している． 
受講者数が少ないけれど，理解度は大凡良い様である．ただ講義の仕方を，講義
室だけでなく医療・福祉の現場を見学するなど，より積極的な取り組みを出来れ
ばと思う 



英文科目名  
関連科目 ⼒学，リハビリテーション・ロボティクス 
次回に向けての改善変更予定 講義室だけでなく医療・福祉の現場を見学するなどを通して，具体的なものづく

りの視点を学習できる様に努める． 
講義目的 福祉用具において，日常生活活動のための工学的支援に関する領域を扱う．支援

技術に必要な基礎知識の習得を中心とする．第１に用具を活用する側の身体の仕
組み，第２に，身体特性の工学的表現（バイオロボティクスなど）の基礎を理解
する．最後に，福祉ロボットを取り上げ，システム構築に関連する技術の基本的
枠組について理解する． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 福祉ロボットの歴史的背景と，現在の状況 

2 回 生活支援技術の基本的枠組みと福祉ロボット 
3 回 身体的特質の工学的とらえ方 
4 回 細胞の興奮と，神経信号の伝達 
5 回 神経と信号のネットワーク 
6 回 筋活動と，その信号処理 
7 回 運動単位と，筋の運動機構 
8 回 課題演習と中間試験 
9 回 バイオメカニクスと運動障害の評価 
10 回 【：】バイオメカニクスと⼒学Ⅰ 
11 回 バイオメカニクスと⼒学Ⅱ 
12 回 基礎身体運動と，その制御Ⅰ：多関節系 
13 回 基礎身体運動と，その制御Ⅱ：歩行運動 
14 回 生活支援機器と福祉ロボットⅠ：機器操作支援 
15 回 生活支援機器と福祉ロボットⅡ：歩行及び移動支援 

準備学習 1 回 シラバスを読んでおくこと 
2 回 講義資料を読んでおくこと． 
3 回 講義資料を読んでおくこと 
4 回 講義資料を読んでおくこと 
5 回 講義資料を読んでおくこと 
6 回 講義資料を読んでおくこと 
7 回 講義資料を読んでおくこと 
8 回 講義資料を読んでおくこと 
9 回 講義資料を読んでおくこと 
10 回 【：】講義資料を読んでおくこと 
11 回 講義資料を読んでおくこと 
12 回 講義資料を読んでおくこと 
13 回 講義資料を読んでおくこと 
14 回 講義資料を読んでおくこと 
15 回 講義資料を読んでおくこと 

 



年度 2012 
授業コード FTR57E2 
成績評価 中間試験(20%），レポート（30%），小試験（20%），定期試験（30%）で総合的

に評価する． 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス RA(10〜11),RB(10〜11) 
見出し FTR57E2 生活支援工学 
担当教員名 山本 敏泰 
単位数 2 
教科書 講義資料を配付する． 
アクティブラーニング  
キーワード 神経生理，バイオロボティクス，福祉ロボット，生活支援 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 なし 
科目名 生活支援工学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 (1)⽥中繁他，モーターコントロール−運動制御の理論と臨床応用−，医⻭薬出

版，2004 
(2)RM Enoka, Neuromechanics of human movement 3rd ED, Human kinetics, 
2001 

授業形態 講義 
注意備考 ・パソコンを使用して、パワーポイント等電子教材をプロジェクタ等で提示する．

演習などでは⿊板等も利用する．・配付資料を基に，授業受講の事前準備として
Ｗｅｂなどで学生が下調べを行う事もある． 

シラバスコード FTR57E2 
実務経験のある教員  
達成目標 身体の仕組みについて学び，その工学的表現方法（バイオロボティクスなど）の

基本的な枠組を習得することを通じて、高齢・障害者の日常生活を支援するため
に必要な福祉ロボットにおける基本的内容を理解する． 

受講者へのコメント 機械系の学科であるので，福祉機器の機能を理解する 1 つとして，⼒などの⼒学
的な基礎概念を正しく把握するようにしてほしい． 
1 年次の⼒学を学び直す必要があります． 

連絡先 6 号館 4 階，オフィスアワー 木 ７〜10 時限 
電話（086）356-9785，E-mail yamamoto@are.ous.ac.jp 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 生活支援工学という名称は福祉という視点が重要なのだけれど，一緒に歩むとい
う考えを理解出来るように始動している． 
受講者数が少ないけれど，理解度は大凡良い様である．ただ講義の仕方を，講義
室だけでなく医療・福祉の現場を見学するなど，より積極的な取り組みを出来れ
ばと思う． 



英文科目名 Assistive Technologies 
関連科目 ⼒学，リハビリテーション・ロボティクス 
次回に向けての改善変更予定 講義室だけでなく医療・福祉の現場を見学するなどを通して，具体的なものづく

りの視点を学習できる様に努める． 
講義目的 福祉用具において，日常生活活動のための工学的支援に関する領域を扱う．支援

技術に必要な基礎知識の習得を中心とする．第１に用具を活用する側の身体の仕
組み，第２に，身体特性の工学的表現（バイオロボティクスなど）の基礎を理解
する．最後に，福祉ロボットを取り上げ，システム構築に関連する技術の基本的
枠組について理解する． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 福祉ロボットの歴史的背景と，現在の状況 

2 回 生活支援技術の基本的枠組みと福祉ロボット 
3 回 身体的特質の工学的とらえ方 
4 回 細胞の興奮と，神経信号の伝達 
5 回 神経と信号のネットワーク 
6 回 筋活動と，その信号処理 
7 回 運動単位と，筋の運動機構 
8 回 課題演習と中間試験 
9 回 バイオメカニクスと運動障害の評価 
10 回 【：】バイオメカニクスと⼒学Ⅰ 
11 回 バイオメカニクスと⼒学Ⅱ 
12 回 基礎身体運動と，その制御Ⅰ：多関節系 
13 回 基礎身体運動と，その制御Ⅱ：歩行運動 
14 回 生活支援機器と福祉ロボットⅠ：機器操作支援 
15 回 生活支援機器と福祉ロボットⅡ：歩行及び移動支援 

準備学習 1 回 シラバスを読んでおくこと 
2 回 講義資料を読んでおくこと． 
3 回 講義資料を読んでおくこと 
4 回 講義資料を読んでおくこと 
5 回 講義資料を読んでおくこと 
6 回 講義資料を読んでおくこと 
7 回 講義資料を読んでおくこと 
8 回 講義資料を読んでおくこと 
9 回 講義資料を読んでおくこと 
10 回 【：】講義資料を読んでおくこと 
11 回 講義資料を読んでおくこと 
12 回 講義資料を読んでおくこと 
13 回 講義資料を読んでおくこと 
14 回 講義資料を読んでおくこと 
15 回 講義資料を読んでおくこと 

 



年度 2012 
授業コード FTR59B1 
成績評価 定期試験（80％）とレポート（20％）で総合的に評価する。 
曜日時限 金曜日 9・10 時限 
対象クラス RA(〜11),RB(〜11) 
見出し FTR59B1 経営工学 
担当教員名 村⽥ 厚生＊、米⽥ 忠義＊、和迩 浩一＊、辻 総一郎＊ 
単位数 2 
教科書 ⼈間中心の生産システム論／村⽥厚生／日本出版サービス 
アクティブラーニング  
キーワード IE，生産システム，効率化，最適化，OR，品質管理，工程管理，かんばん方式，

稼動分析，動作・時間分析，⼈間工学，⼈間−機械系 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 経営工学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義の際に適宜紹介する。教科書の参考文献を参考のこと。 
授業形態 講義 
注意備考 講義に必ず出席し，レポートの期限を厳守すること。 
シラバスコード FTR59B1 
実務経験のある教員  
達成目標 生産システム，ロボットシステムの運用，管理， 安全，および，知的システムに

関する基礎を理解し応用する能⼒を習得すること。 
受講者へのコメント  
連絡先 （村⽥厚生）岡山大学工学部５号館３０２室。（他の教員）岡山理科大学２０号館

４階「工学就業⼒育成支援室」（電話：086 ｰ 256 ｰ 8627） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 学会理事の仕事，国際会議等で相当多忙なため，スケジュールが不規則になりま
したが，同一の時間帯で講義可能となるように善処できればと考えます。 

英文科目名  
関連科目 数学系基礎科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生産システムでは⼈間（作業者）が機械やロボットとインタラクション（相互作

用）し合いながら製品，部品等を製造している．本講義では生産システムにおい
て，利益最大化，コスト最小化をはかる伝統的な IE（Industrial Engineering）の
手法と⼈間の働きやすさ向上，製品の使い易さ等につなげる⼈間−機械系の考え
方について講義し，両側面をいかに統合化させて生産システムの最適化を実現す
るかを習得する．そして，IE，⼈間工学両側面からの生産システムの改善法を習
得することを目的とする。 



対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 作業者の安全確保について、作業面及び設備面の両面からの基本的な考え

方について説明する。 
2 回 創業 207 年の老舗酒造が、地元に根付いた古き良き文化の継承と、次世代
に継承していくための新たな挑戦について説明する。 
3 回 電子ディスプレイ、特にプラズマディスプレイに学ぶ技術開発と経営戦略
について説明する。 
4 回 生産システム，IE とは何かを説明する。 
5 回 生産システム，IE における⼈，もの，情報の流れを説明する。 
6 回 生産システム，IE の手法(1)−工程管理・日程管理・作業管理−を 
説明する。 
7 回 生産システム，IE の手法(2)−３S・GT−を説明する。 
8 回 生産システム，IE の手法(3)−パレート図・品質管理−を説明する。 
9 回 生産システムの評価法を説明する。 
10 回 生産システム効率化の具体策(1)を説明する。 
11 回 生産システム効率化の具体策(1)を説明する。 
12 回 生産システム，IE における管理組織・かんばん方式・自動化手法を説明す
る。 
13 回 生産システム，IE における⼈間工学の役割−⼈間−機械系の考え方−を説
明する。 
14 回 稼働分析，作業研究，工程分析説明する。 
15 回 講義全体のまとめ，生産システムの効率的運用の仕方を説明する。 

準備学習 1 回 「安全」とは何か、「労働災害」とは何かを考えてみること。 
2 回 企業文化の伝承と⾰新について考えておくこと。 
3 回 身の回りにあるいろいろな方式のディスプレイ機器が、いつ頃から市場に
出てきたか考えて見ること。 
4 回 教科書の第１章を予習しておくこと。 
5 回 教科書の第１章を予習しておくこと。 
6 回 教科書の第２章を予習しておくこと。 
7 回 教科書の第２章を予習しておくこと。 
8 回 教科書の第２章を予習しておくこと。 
9 回 教科書の第３章を予習しておくこと。 
10 回 教科書の第３章を予習しておくこと。 
11 回 教科書の第３章を予習しておくこと。 
12 回 教科書の第３章を予習しておくこと。 
13 回 教科書の第８章を予習しておくこと。 
14 回 教科書の第４章を予習しておくこと。 
15 回 教科書の第４章を予習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTR9013 
成績評価 研究の具体的内容と卒業論文（指導教員による評価：６０％）、プレゼンテーショ

ンと研究内容（発表会参加教員による客観評価：４０％）を総合して評価する。
６０％以上を合格とする。 

曜日時限 集中その他 
対象クラス RA(〜09),RB(〜09) 
見出し FTR9013 卒業研究 
担当教員名 山⽥ 訓、久野 弘明、赤木 徹也、山本 敏泰、綴木 馴、堂⽥ 周治郎、神

谷 茂保 
単位数 8 
教科書 配属された教員の指示による。 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 卒業研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 配属された教員の指示による。 
授業形態 実験実習 
注意備考 卒業研究は配属された教員の指導に従って研究室ごとに行う。 
シラバスコード FTR9013 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）必要な情報を自分で獲得する手段を知っており、自主的に獲得できる。（２）

研究計画を立て、自主的に実行することができる。（３）指導教員の補助により自
主的に解決法を考案できる。（４）課題に対する背景・研究目的を具体的に記述で
き、論理的で分かりやすい文章を記述できる。（５）研究内容をプレゼンテーショ
ンできる。（６）質問を理解し、的確な返答ができる。 
なお、卒業研究発表および卒業研究論文作成まで行うことが成績評価の前提であ
る。 

受講者へのコメント  
連絡先 代表： 学科⻑ （原則は配属先研究室の指導教員） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Bechelor Thesis 
関連科目 知能機械工学科の全てのＡ群科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 研究室に配属され１年間を通じて研究を行う。ロボティクス、メカトロニクス、

知能情報工学、ユニバーサルデザイン、福祉⼈間工学のうち少なくとも１つの分



野に関連した内容の研究を指導教員の下で行う。社会の動向・ニーズを踏まえて
研究課題を設定し、限定された範囲で問題を解決する能⼒を養成することを目標
とする。また、卒業論文の作成、研究発表を通して、自主的に研究する能⼒、研
究内容をまとめる能⼒、プレゼンテーション能⼒、コミュニケーション能⼒を養
うことを目標とする。 

対象学年 4 年 
授業内容  
準備学習 各担当教員が担当する講義を復習することと、担当教員が配布する説明資料を熟

読し、理解しておくこと。 
 



年度 2012 
授業コード FTT11C1 
成績評価 中間試験（５０％）、最終レポート（５０％） 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス TA(〜11),TB(〜11) 
見出し FTT11C1 技術マネジメント 
担当教員名 新倉 正和 
単位数 2 
教科書 毎週プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 企業財務、企業戦略、技術開発戦略、プロジェクト管理、知的財産権 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 大きな教室で後方からは見にくかったと思いますが、スライドの字を少し大き 

くしていきたい。なお、毎回、スライドと同じものを配付資料としているので、
そち 
らにも着目するよう、授業中にも指示したい。 

科目名 技術マネジメント 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 藤末健三著 「技術経営入門」 日経ＢＰ社発行岩崎夏海著 「もし高校野球の

女子マネージャがドラッカーの『マネジメント』を読んだら」 ダイヤモンド社
発行 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTT11C1 
実務経験のある教員  
達成目標 本科目で取得する能⼒は、・企業財務・収益性の定量的解析能⼒・企業戦略・商品

戦略・技術開発戦略の構築手法・技術⾰新プロセスの普遍的な特質の理解・研究
開発組織やプロジェクト運営の先進的な手法・知的財産や特許戦略の基本知識 

受講者へのコメント １）予想外に受講者数が多すぎました。学務部とも相談して、改善していきたい、
と思います。 
２）受講者数が多すぎたことも一因でありますが、私語などについてはしっかり
と注意していきます。 

連絡先 学外連携推進室（第１学舎、１階）E メール：m-niikura@office.ous.ac.jpTEL：
086-256-9730 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 １）受講者数が多すぎる。教室が小さすぎる。 
２）私語など授業の妨げとなる行為には、しっかりと注意して欲しい。 

英文科目名  
関連科目 企業情報特論 



次回に向けての改善変更予定 １）学務部および就業⼒プロジェクトの先生方と相談したい。 
２）私語など、教室全体に目を配るよう努めたい。 

講義目的 企業間競争や技術開発競争がグローバル化している現代の産業社会では、本質的
な市場ニーズを正確に把握し、それに対応した技術⾰新をいち早く達成すること
が求められている。本科目では、企業や研究機関の技術者・研究者を志す者に対
して、技術開発分野のリーダーとして必要な資質を付与し、技術開発プロジェク
トをマネジメントする能⼒を養成することを目的としている。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：技術マネジメント 

2 回 企業財務初歩（損益計算書、貸借対照表）と技術開発 
3 回 企業財務初歩（キャッシュフロー、収益性評価）と技術開発 
4 回 企業経営戦略：競争優位の確立（コストリーダーシップ戦略） 
5 回 コストリーダーシップ戦略：シェアＮｏ．１ 
6 回 企業経営戦略：競争優位の確立（商品差別化、ニッチ戦略） 
7 回 企業経営戦略（ドラッカーの考え方） 
8 回 企業財務・企業経営戦略の演習 
9 回 中間試験（主として、企業財務・企業経営戦略） 
10 回 プロジェクト管理（設備投資、提案・評価） 
11 回 Ｒ＆Ｄ戦略 
12 回 新しい生産プロセスの手法 
13 回 知的財産（特許概論、特許生評価） 
14 回 知的財産（出願プロセス、明細書準備） 
15 回 リスク管理、最終まとめ 

準備学習  
 



年度 2012 
授業コード FTT11C2 
成績評価 中間試験（５０％）、最終レポート（５０％） 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス TA(〜11),TB(〜11) 
見出し FTT11C2 技術マネジメント 
担当教員名 新倉 正和 
単位数 2 
教科書 毎週プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 企業財務、企業戦略、技術開発戦略、プロジェクト管理、知的財産権 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 技術マネジメント 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 藤末健三著 「技術経営入門」 日経ＢＰ社発行岩崎夏海著 「もし高校野球の

女子マネージャがドラッカーの『マネジメント』を読んだら」 ダイヤモンド社
発行 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTT11C2 
実務経験のある教員  
達成目標 本科目で取得する能⼒は、・企業財務・収益性の定量的解析能⼒・企業戦略・商品

戦略・技術開発戦略の構築手法・技術⾰新プロセスの普遍的な特質の理解・研究
開発組織やプロジェクト運営の先進的な手法・知的財産や特許戦略の基本知識 

受講者へのコメント  
連絡先 学外連携推進室（第１学舎、１階）E メール：m-niikura@office.ous.ac.jpTEL：

086-256-9730 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 企業情報特論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 企業間競争や技術開発競争がグローバル化している現代の産業社会では、本質的

な市場ニーズを正確に把握し、それに対応した技術⾰新をいち早く達成すること
が求められている。本科目では、企業や研究機関の技術者・研究者を志す者に対
して、技術開発分野のリーダーとして必要な資質を付与し、技術開発プロジェク
トをマネジメントする能⼒を養成することを目的としている。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 オリエンテーション：技術マネジメント 
2 回 企業財務初歩（損益計算書、貸借対照表）と技術開発 
3 回 企業財務初歩（キャッシュフロー、収益性評価）と技術開発 
4 回 企業経営戦略：競争優位の確立（コストリーダーシップ戦略） 
5 回 コストリーダーシップ戦略：シェアＮｏ．１ 
6 回 企業経営戦略：競争優位の確立（商品差別化、ニッチ戦略） 
7 回 企業経営戦略（ドラッカーの考え方） 
8 回 企業財務・企業経営戦略の演習 
9 回 中間試験（主として、企業財務・企業経営戦略） 
10 回 プロジェクト管理（設備投資、提案・評価） 
11 回 Ｒ＆Ｄ戦略 
12 回 新しい生産プロセスの手法 
13 回 知的財産（特許概論、特許生評価） 
14 回 知的財産（出願プロセス、明細書準備） 
15 回 リスク管理、最終まとめ 

準備学習  
 



年度 2012 
授業コード FTT11D1 
成績評価 定期試験(100％)，中間試験(0％)，小テスト(0％)，レポート(0％)，ノート(0％) 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス TA(〜12),TB(〜12) 
見出し FTT11D1 物理学Ⅰ 
担当教員名 蜂谷 和明 
単位数 2 
教科書 浦上澤之編著・「理工基礎物理学」・裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード 物理学，⼒学，質点の⼒学，微分・積分 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 （１）「講義室が狭かった（７⼈）」では、私も狭いと感じていましたが、今後、

気を付けたいです。（２）「講義室は暑かった（７⼈）」では、法令では、省エネの
ため２８℃と設定されているので、大変だったと思います。（３）「わかりにくか
った」が３⼈、「わかりやすかった」が７⼈であった。機械システム工学科の１年
生の学生は、高校で物理学を取らないで入学してきている学生がかなりな数いま
す。担当の教員は、このことは十分に理解し、物理を取ってきていない学生のこ
とも考えて、講義ではわかりやすい言葉を使ったり、必要以上に説明にも気 

科目名 物理学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ⻑岡洋介著・「物理の基礎」・東京教学社野⽥ 学著・「やりなおし高校の物理」・

ナツメ社 
授業形態 講義 
注意備考 機械システム工学科では、物理学の履修は避けて通れない。高校で物理学を履修

しなかった学生あるいは不得意であった学生は、高校の教科書はもとより、上記
の参考書などにより問題演習も含めて十分に学習してほしい。 

シラバスコード FTT11D1 
実務経験のある教員  
達成目標 [A2]機械システム工学の専門知識を理解するために、物理学、⼒学、電磁気学の

基礎知識を修得する。特に、微分を使って運動方程式を作り、積分により運動方
程式が解くことを目標とする。 

受講者へのコメント  項目［Ａ］の予習と復習、積極的に取り組んだかでは、全くしなかったが５２％
であったのは今回はじめてのように思えます。もう少し勉強してください。これ
を改善するために、小テストを通して、大切な箇所を理解してもらうようにして
います。小テストや講義で問題を解くことによって、その日のうちに復習をして
もらうことを願っています。項目［Ｂ］と「Ｃ］の満足度の達成度は、例年低い
ため、常に、一般的な物理の講義をするのではなく、機械の学生には何が必要な
のかを、講義にできるかぎり取り入れているし、取り入れるように努⼒をしてい
ます 

連絡先 蜂谷（電子メール hachiya@mech.ous.ac.jp，電話 086-256-9573）オフィスアワー



水曜日 12:30-13:30、16:00-17:00、金曜日 16:00-17:00、場所１学舎３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  項目［Ａ］の予習と復習、積極的に取り組んだかでは、週２時間以上の学生が
４％で、週１時間が２０％、全くしなかったが５２％あった。指示された課題へ
の取り組みが２６％、教科書や参考書の活用が１９％であった。項目［Ｂ］のこ
の分野への理解が深まった４９％で、興味が高まったが２３％であった。［Ｃ］の
目標達成度で、できたから半分程度できた⼈は７８％で、満足度は満足から普通
と答えた⼈は８７％であった。授業に対する教員の意欲は７７％の⼈が、感じら
れた、または少し感じられたと答えていた。［Ｅ］の理解しやすいように工夫をし
て 

英文科目名 Physics I 
関連科目 物理学 II，⼒学，数学，物理学実験，材料⼒学など 
次回に向けての改善変更予定  項目［Ａ］の予習と復習と取り組みの姿勢の項目で、その日のうちに復習をす

る重要性と習慣作りを目標にして、講義を通してそれが実現できるように努⼒し
ていきたいと思います。項目［Ｅ］の教科書の適切さとわかりやすさには常に気
を配りながら、講義をしていきたいと思います。小テストをして、大切なポイン
トを理解してもらうと同時に、教科書をやさしく説明するような教材が作れたら
良いが、と思います。 

講義目的 物理学は機械の専門科目をこれから学んでいく上での基礎になる。講義を通して
物理現象の見方、考え方を学び、問題解決の⼒を身につける。物理学Ⅰでは主と
して⼒学を学習する。高校で学習した物理を卒業し、機械システム工学科で専門
科目学ぶ上で重要な、微分・積分を使った大学の物理学（⼒学）に慣れることを
目的とする。また、高校で物理を学習しなかった学生もフォローする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション 

物理学Ｉの目的、内容および実施方法について説明する。 
2 回  速度、加速度 
物体の運動を表現する速度、加速度について説明する。 
3 回  関数とその微分 
物体の運動の速度、加速度を微分で表し、さらに微分と積分の基礎について説明
する。 
4 回  ベクトル 
物体の運動の速度、加速度は、方向と大きさを持ったベクトルで表現される。ベ
クトルについて説明し、この和や差について説明する。 
5 回  速度および加速度ベクトル（ベクトルの微分） 
３回目の微分と４回目のベクトルを合わせて、速度および加速度をベクトルの微
分で表し、これをわかりやすく説明する。 
6 回  円運動の速度と加速度とそれらの方向、相対速度 
５回目の内容を、円運動の速度と加速度に応用し、円運動における速度と加速度
の方向について説明する。 
7 回  運動の法則（ 運動方程式） 



高校では運動方程式では公式に頼っていたが、公式だけではとても幅広い機械の
運動に対応できない。微分を使った運動方程式を勉強する。 
8 回  運動の法則（ 摩擦のある場合の運動方程式） 
公式でなく、摩擦のある運動に微分を使った運動方程式を立てて、これを解いて、
高校の公式に相当する式を導き出す。 
9 回  次元と単位 
機械では単位の換算が必要になり、ＭＫＳ単位、ＳＩについて勉強する。 
10 回  重⼒の中での運動方程式 
重⼒中での物体の運動を公式でなく、微分を使った運動方程式を立ててこれを解
く。 
11 回  スカラー積と仕事 
仕事とは何か、またベクトルの積について勉強する。 
12 回  ⼒学的エネルギー保存則 
運動エネルギー、位置のエネルギー、これをまとめた⼒学的エネルギーについて
学習する。 
13 回  運動量と角運動量、ベクトル積 
運動量について勉強し、運動量と距離のベクトルの積である角運動量について学
習する。 
14 回  中心⼒による運動 
中心⼒のはたらく運動について学習する。 
15 回  慣性⼒ 
慣性⼒とは何かを説明する。 

準備学習 1 回  シラバスをよく確認し、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回  教科書を事前に読んで、速度や加速度について調べること。 
3 回  大学で現在学習している数学での微分の箇所を一通り読んでおくと、この
箇所がわかりやすい。 
4 回  教科書を事前に読んで、ベクトルについて調べること。 
5 回  第３回と４回の微分とベクトルの講義を復習し、教科書を事前に読んで予
習してくること。 
6 回  教科書と演習問題の箇所を事前に調べておくこと。 
7 回  高校では公式等を使って運動方程式を解いていたが、微分を使用した運動
方程式に慣れること。 
8 回  積分を使用して運動方程式を解くので、大学で現在学習している数学の積
分の箇所を一通り読んでおくと、この箇所がわかりやすい。 
9 回  教科書を事前に読んで、単位とその他の単位への変換について調べること。 
10 回  第７回と８回の運動方程式の箇所を復習し、教科書を事前に読んで予習
してくること。 
11 回  科書を事前に読んで、ベクトルのかけ算と仕事について調べること。 
12 回  第１１回の仕事の箇所を復習し、エネルギーとどのように関係するかを
教科書を事前に読んで予習してくること。 
13 回  第１１回とは違ったベクトルのかけ算を学習するので、事前に予習をし
ておくことが望ましい。 



14 回  第７、８回の運動方程式と第１３回のベクトル積について復習しておく
と、講義がわかりやすい。 
15 回  教科書を事前に読んで、慣性⼒について調べること。 

 



年度 2012 
授業コード FTT11D2 
成績評価 定期試験(100％)，中間試験(0％)，小テスト(0％)，レポート(0％)，ノート(0％) 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス TA(〜12),TB(〜12) 
見出し FTT11D2 物理学Ⅱ 
担当教員名 蜂谷 和明 
単位数 2 
教科書 浦上澤之編著・「理工基礎物理学」・裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード 物理学，電磁気学，電気／電子回路，⼒学，微分・積分 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 （１）「小テストをもっと解説してほしい」、「小テストの解説は、テストをした次

の回にやってください」では、小テストをすると講義時間がかなり少なくなって、
講義とその一方でのみんなの実⼒アップとの折り合いにいつも悩んでいます。
「もっと解説してほしい」では、講義の後か、研究室に来て細かいことを聞いて
くれると良いかなと思います。小テストの解説をまとめてやっているのは、でき
るだけ講義時間を確保しようと努⼒しているためです。（２）「講義に関係ないレ
ポートを書いている⼈に注意して、講義のペースを乱さないでください」では、 

科目名 物理学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ⻑岡洋介著・「物理の基礎」・東京教学社野⽥ 学著・「やりなおし高校の物理」・

ナツメ社 
授業形態 講義 
注意備考 機械システム工学科では、物理学の履修は避けて通れない。高校で物理学を履修

しなかった学生あるいは不得意であった学生は、高校の教科書はもとより、上記
の参考書などにより問題演習も含めて十分に学習してほしい。 

シラバスコード FTT11D2 
実務経験のある教員  
達成目標 [A2]機械システム工学の専門知識を理解するために、物理学、⼒学、電磁気学の

基礎知識を修得する。 
受講者へのコメント  ［Ａ］の３回以下の欠席者が８２％は非常に感謝していますが、１時間以上学

習した⼈が２３％はいてくれたことはありがたいのですが、残り７３％の⼈はあ
まりやっていないので感心しません。これを少しでも改善するため、予習と復習、
積極的に取り組んでもらうように、小テストを通して、大切な箇所を理解しても
らうようにしています。小テストや講義で問題を解くことによって、その日のう
ちに復習をしてもらうことを願っています。 
 ［Ｂ］のこの分野への理解が深まったが６７％、［Ｃ］の目標達成度は半分（５
０％以上）が９３％、ほぼ満足の満 

連絡先 蜂谷（電子メール hachiya@mech.ous.ac.jp，電話 086-256-9573）オフィスアワー
水曜日 12:30-13:30、16:00-17:00、金曜日 16:00-17:00、場所１学舎３階 



合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 物理学２では、「電磁気および電気回路」を学習しますが、１年生最初に実施した
機械システム工学科の多様化度調査では、「電磁気および電気回路」を学んでい
ないか、苦手意識を持っている学生が８０％います。機械関係では、電気自動車
やロボット等が電気で動いているので、この分野の学習は避けて通れないし、ロ
ボットの電気回路設計ができるように、学生みんな１⼈１⼈に実践⼒を付けさせ
るように指導する必要がありました。 
このような中での各項目の評価は以下の通りです。 
 ［Ａ］の欠席者が３回以下の出席者数は８２％だが、１時間以上学 

英文科目名 Physics II 
関連科目 物理学 I，⼒学，数学，物理学実験，メカトロニクス，材料⼒学など 
次回に向けての改善変更予定  ［Ａ］と［Ｂ］の予習と復習と取り組みの姿勢の項目で、その日のうちに復習

をする重要性と習慣作りを目標にして、講義を通してそれが実現できるように努
⼒していきたいと思います。［Ｅ］の教科書の適切さとわかりやすさには常に気
を配りながら、講義をしていきたいと思います。小テストをして、大切なポイン
トを理解してもらうと同時に、教科書をやさしく説明するような教材が作れたら
良いが、と思います。 

講義目的 物理学Ⅱでは物理学Ⅰの学習をもとに電磁気学を中心に講義を行う。電磁気学は
現代のエレクトロニクス関係の基礎になっており、機械の制御工学を学習する上
での基礎でもある。基本的な概念や法則についてわかりやすく解説を行う。導体
や誘電体における電場、電位およびクーロン⼒を理解し、直流および交流回路が
理解できて、メカトロニクス学習の基礎ができるようになることを目標とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  クーロンの法則、電場 

電荷を持った物体間にはたらく電気的な⼒のクーロン⼒および電場の強さにつ
いて説明する。 
2 回  ガウスの法則 
帯電した物体の持つ電場の強さを計算するため、ガウスの法則を学習する。 
3 回  ガウスの法則を使用しての電場の計算 
実際に、ガウスの法則を使用しての電場を計算する。 
4 回  電位 
帯電した物体の持つ電場の強さから電位を求める方法を学習する。 
5 回  オシロスコープ 
物理学実験でオシロスコープを使用するので、１回目〜４回目の講義内容を使用
して、オシロスコープの原理について学習する。 
6 回  オシロスコープの機械での応用 
５回目の講義を踏まえ、６回目の講義では、オシロスコープの実際に使用例を紹
介する。 
7 回  導体 
導体および導体の持つ性質について説明する。 
8 回  導体表面上の電場、電位の計算 



ガウスの法則を使用して、導体表面上の電場や電位を計算する。 
9 回  誘電体 その１ 
誘電体および導体との違いついて説明し、分極等についても説明する。 
10 回  誘電体 その２（機械での応用：強誘電体、センサー等） 
機械ではセンサー等に強誘電体が使用され、これについて説明し、誘電体の理解
を深める。 
11 回  コンデンサー 
回路ではコンデンサー、抵抗等が使われ、まず最初にコンデンサーについて説明
する。 
12 回  電流と抵抗、直流回路 
電気回路における電流と抵抗についてのオームの法則、キルヒホフの法則につい
て学習し、直流回路について説明する。 
13 回  ホイートストンブリッジ回路の基礎と応用 
１２回目の講義の応用として、キルヒホフの法則およびホイートストンブリッジ
回路の基礎と応用について説明する。 
14 回  交流回路 
これまでの直流回路に加えて、交流回路について説明する。 
15 回  トランジスター回路 
ロボット等を作成するときは、信号を増幅する必要がある。基本的なトランジス
ターの回路について説明する。 

準備学習 1 回  シラバスをよく確認し、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回  教科書を事前に読んで、電場が計算できるガウスの法則について調べるこ
と。 
3 回  第１回と２回の電場とガウスの法則の講義を復習し、教科書を事前に読ん
で予習してくること。 
4 回  教科書を事前に読んで、電場と電位の違いについて調べること。 
5 回  電場と電位の学習した知識を応用して、物理学実験で使用する測定機器の
オシロスコープを学習する。 
6 回  第５回のオシロスコープの講義を復習しておくと、講義がわかりやすい。 
7 回  教科書を事前に読んで、電気を導く導体について調べること。 
8 回  第２回と３回のガウスの法則と電場の計算方法の講義を復習しておくと、
講義がわかりやすい。 
9 回  教科書を事前に読んで、誘電体について調べること。 
10 回  第９回の誘電体についての講義を復習しておくと、講義がわかりやすい。 
11 回  第２回と３回のガウスの法則や電場と、第９回の誘電体についての講義
を復習し、教科書のコンデンサーの箇所を事前に調べていると講義がわかりやす
い。 
12 回  教科書を事前に読んで、電流と抵抗、直流回路について調べること。 
13 回  教科書および物理学実験書のホイートストンブリッジ回路について、事
前に読んでおくとわかりやすい。 
14 回  教科書を事前に読んで、交流電圧や電流等について調べること。 
15 回  図書館等でトランジスターやダイオード等について事前に調べていると、



講義がわかりやすい。 
 



年度 2012 
授業コード FTT1311 
成績評価 定期試験（40%）、中間試験（30%）、レポート（30%）。 

 メカトロニクス主要構成要素の原理、動作についての理解と簡単な機械機構で
のサーボモータ選定計算ができるかを総合評価し、60 点以上を合格とする。 

曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス TA(〜11),TB(〜11) 
見出し FTT1311 メカトロニクス 
担当教員名 金子 正明＊ 
単位数 2 
教科書 適宜資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード アクチュエータ、ロボット用センサ、インターフェイス、信号変換／伝送 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 設備についてのコメントですので、ここでは回答できません。 
科目名 メカトロニクス 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 アクチュエータの駆動と制御（増補）／武藤 高義／（コロナ社）：ハンディブッ

ク メカトロニクス 改訂 2 版／三浦 宏文／（オーム社）：メカトロニクス／
高森 年／（オーム社） 

授業形態 講義 
注意備考 講義時間中に述べられる連絡事項に十分注意すること 
シラバスコード FTT1311 
実務経験のある教員  
達成目標 [A5]機械分野の問題を解決する能⼒を養成するために、材料⼒学、熱⼒学、流体

⼒学、機械⼒学、自動制御、機械要素、加工学などの機械システム工学の専門知
識を習得する。 
 特に、メカトロニクスの主要な構成要素（アクチュエータ、センサ、制御装置
とのインターフェイス）の原理、動作を理解し、アクチュエータ（特にサーボモ
ータ）選定に必要な計算ができるようになること。 

受講者へのコメント メカトロニクスは、機械から電気・電子、プログラミングまで、いろいろな分野
が関連していますので、関連する他の科目もしっかり学習しておくことが必要で
す。また、この講義中、わからない箇所がある場合は、すぐに質問をするように
し、わからないことをわからないままにしないようにしてください。 

連絡先 メール：k_yoshida@mech.ous.ac.jp, 電話：086-256-9743 
 オフィスアワー：（火曜日、水曜日９・１０時限） 場所：４号館４階吉⽥研究
室 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特に無し。 



英文科目名 Mechatronics 
関連科目 ロボット運動学、計測工学、自動制御Ⅰ、Ⅱ、ロボット工学、プログラミング 
次回に向けての改善変更予定 今回は、レポート提出が 5 回だけでしたが、計算問題で単位の換算など基本的な

ところを間違えている学生が多いので、次回は、基本的な計算問題のレポートを
増やし、基本をより学習できるように改善します。 

講義目的 メカトロニクスとは、「機械技術と電子技術を総合した技術、またはその技術を
応用した電子機械装置」と言える。メカトロニクスとは、その名前が造語されて
以来、いくつかの有用な結果を生み出している。 
 メカトロニクスは、主に次の 4 つ（メカニズム、アクチュエータ、センサ、制
御装置）から構成される。この講義の目的は、メカトロニクスの主要な構成要素
の理解と各要素の関連でできあがるメカトロニクスの仕組みの理解を通して、メ
カトロシステムを構築するための基礎知識を習得する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 メカトロニクスとはどのような技術かについて、定義、構成要素と実例を説

明する。 
2 回 回転軸まわりの回転運動を表す式、運動方程式を説明する。 
3 回 アクチュエータ技術（１）として、アクチュエータの種類、構造と動作原理
を説明する。 
4 回 アクチュエータ技術（２）として、直流モータの構造と動作原理を説明す
る。 
5 回 アクチュエータ技術（３）として、直流モータの基本方程式と特性を説明す
る 
6 回 アクチュエータ技術（４）として、交流モータの種類、構造と動作原理を説
明する。 
7 回 サーボモータ選定計算基礎（１）として、減速比などモータ選定計算のため
の考え方を説明する。 
8 回 サーボモータ選定計算基礎（２）として、位置決め精度などモータ選定計算
のための考え方を説明する。 
9 回 サーボモータ選定計算基礎（３）として、モータの選定計算例を説明する。 
10 回 中間試験およびその解答について説明する。 
11 回 センサ技術（１）として、センサ概要、角度・変位センサの種類と原理を
説明する。 
12 回 センサ技術（２）として、角速度・速度のセンサの種類と原理を説明する。 
13 回 センサ技術（３）として、加速度センサの原理を説明する。 
14 回 センサ技術（４）として、⼒センサの原理、その他のセンサを説明する。 
15 回 制御装置とのインターフェイスとして、A/D、D/A 変換の原理を説明する 

準備学習 1 回 シラバスをよく読み、講義目的、講義内容、達成目標を把握しておくこと。 
2 回 ⼒学の教科書などにより、回転軸まわりの回転運動に関する式について調
べておくこと。 
3 回 参考図書などによって、電動モータ、油圧、空圧アクチュエータおよびそれ
に関することを調べておくこと。 
4 回 参考図書などによって、フレミングの法則およびそれに関連することを調



べておくこと。 
5 回 参考図書などによって、誘導起電⼒、コイルのインダクタンス、オームの法
則およびそれに関することを調べておくこと。 
6 回 参考図書などによって、電磁石およびそれに関することを調べておくこと。 
7 回 参考図書などによって、減速⻭車機構およびそれに関することを調べてお
くこと。 
8 回 参考図書などによって、回転位置決めセンサおよびそれに関することを調
べておくこと。 
9 回 参考図書などによって、直線駆動機構およびそれに関することを調べてお
くこと。 
10 回 これまでの講義内容を復習しておくこと。 
11 回 資料の「角度・変位のセンサ」の箇所をよく読み予習しておくこと。 
12 回 資料の「角速度・速度のセンサ」の箇所をよく読み予習しておくこと。 
13 回 ⼒学の教科書などにより振動について調べておくこと。 
14 回 資料の「⼒センサ」の箇所をよく読み予習しておくこと。 
15 回 資料をよく読み予習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTT1312 
成績評価 定期試験（90％）、レポート（10％）の総合評価で 60 点以上を合格とする。 

確率・統計（代表値、散布度、度数分布、相関、回帰、確率分布、誤差、検定）
と 
複素数（四則演算、複素平面、極形式、オイラーの公式）に関する問題により評
価する。 

曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス TA(〜12),TB(〜12) 
見出し FTT1312 確率と統計 
担当教員名 加地 博子＊ 
単位数 2 
教科書 「Excel で学ぶ統計解析入門」／菅⺠郎・福島隆司著／オーム社 
アクティブラーニング  
キーワード 微分・積分、確率・統計、複素関数、フーリエ変換 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 確率と統計 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「新統計入門」／小寺平治著／裳華房 など講義中に随時紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 全ての課題を提出すること。講義はコンピュータを用いた実習を行うことのでき

る教室で行うので大学の計算機環境に慣れておくこと。 
シラバスコード FTT1312 
実務経験のある教員  
達成目標 [A1]機械システム工学の専門知識を理解するために、微分・積分、線形代数、確

率・統計、微分方程式、ベクトル解析およびフーリエ解析の数学知識を修得する。 
特に、代表値、散布度、データの分布、確率、標本調査に関する基本的な概念を
理解し、統計量の計算、相関分析、回帰分析、誤差計算、検定を含む基礎的な統
計データ処理ができること。また、複素数の四則演算、複素平面、極形式、オイ
ラーの公式を理解し、基本的な計算ができること。 

受講者へのコメント  
連絡先 電子メール（kaji@sst.ee.ous.ac.jp） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Probability and Statistics 
関連科目 計測工学、微分・積分、物理学実験、機械工学実験 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 確率・統計と複素数について講述する。実験や観測から得られるデータを取り扱



う上で確率・統計の知識は欠かせない。また、工学的な問題を考える上で複素数
の概念は重要である。本講議では、特に実際の問題に応用するための基礎的な知
識と実践⼒を身につけることを重視し、表計算ソフトによる実習を通して具体的
な計算に習熟することを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 複素数 

2 回 複素平面と極形式 
3 回 複素関数とオイラーの公式 
4 回 代表値 
5 回 散布度 
6 回 度数分布 
7 回 相関 
8 回 回帰分析 
9 回 演習 
10 回 場合の数と確率 
11 回 確率変数 
12 回 確率分布 
13 回 標本調査 
14 回 検定 
15 回 演習 

準備学習 1 回 高校の教科書などを用いて実関数と複素数の項目を復習しておくこと 
2 回 出題された課題を完成させること 
3 回 出題された課題を完成させること 
4 回 教科書 3.2 までを予習しておくこと 
5 回 教科書 3.3.1〜3.3.3 を予習しておくこと 
6 回 教科書 3.5.1〜3.5.2 を予習しておくこと 
7 回 教科書 4.2 を予習しておくこと 
8 回 教科書 4.5.1〜4.5.3 を予習しておくこと 
9 回 これまでに学んだことを復習しておくこと 
10 回 講義資料を予習しておくこと 
11 回 教科書 5.1〜5.2 を予習しておくこと 
12 回 教科書 5.2.1 と 5.4.1〜5.4.3 を予習しておくこと 
13 回 教科書 6.1〜6.2 を予習しておくこと 
14 回 教科書 7.1〜7.2.1 を予習しておくこと 
15 回 これまでに学んだことを復習しておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FTT1321 
成績評価 定期試験(100％)、中間試験(0％)、小テスト(0％)、レポート(0％)、ノート(0％) 

ひずみエネルギー、カスティリアノの定理、モールの応⼒円等に関する諸問題に
より評価する。60 点以上を合格とする。 

曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス TA(〜09),TB(〜09) 
見出し FTT1321 材料⼒学Ⅲ 
担当教員名 金谷 輝⼈ 
単位数 2 
教科書 ⻄村 尚編著・「ポイントを学ぶ材料⼒学」・丸善 
アクティブラーニング  
キーワード ひずみエネルギー、相反定理、平面応⼒と平面ひずみ、モールの応⼒円、薄肉円

筒、座屈 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 記述なし。 
科目名 材料⼒学Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 平 修二監修・「現代材料⼒学」・オーム社 
授業形態 講義 
注意備考 授業中やオフィスアワーに積極的に質問することを期待している。 
シラバスコード FTT1321 
実務経験のある教員  
達成目標 [A5]機械分野の問題を解決するために、材料⼒学、熱⼒学、流体⼒学、機械⼒学、

自動制御、機械要素などの機械システム工学の専門知識を修得する。特に、ひず
みエネルギー、カスティリアノの定理、モールの応⼒円を理解すること 

受講者へのコメント 私語はなく、よく頑張ったと思います。 
連絡先 メール：kanadani@mech.ous.ac.jp, 電話：086-256-9537,オフィスアワー：木曜日

G、場所：4 号館 3 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特に、なし。 
英文科目名 Strength of Materials III 
関連科目 材料⼒学 I、材料⼒学 II 
次回に向けての改善変更予定 よりわかり易い講義を心がけたいと思います。 
講義目的 変形体に外⼒が負荷された場合、内部に発生する応⼒によってどのような変化が

生じるかを学び、材料の強度、機械や構造物の設計における基礎的な考え方を学
習する。特に、各種負荷下での部材のひずみエネルギー、組合せ応⼒、柱の圧縮
などについて学ぶことにより材料⼒学の理解をより深める。 

対象学年 3 年/4 年 



授業内容 1 回  イントロダクション。講義の進め方などを説明する。 「不静定ばりと固
定張り」について説明する。 
2 回  「連続ばり」について説明する。 
3 回  「固定張り・連続張り」についての演習を実施すると同時に、その要点を
説明する。 
4 回  「平等強さのはり」について説明する。 
5 回  「組み合わせはり」について説明する。 
6 回  「はりの複雑な問題」についての演習を実施すると同時に、その要点を説
明する。 
7 回  「引張りによるひずみエネルギー」について説明する。 
8 回  「曲げによるひずみエネルギー」について説明する。 
9 回  「せん断およびねじりによるひずみエネルギー」について説明する。 
10 回  「ひずみエネルギー」についての演習を実施すると同時に、その要点を説
明する。 
11 回  「相反定理」について説明する。 
12 回  「カスティリアノの定理」について説明する。 
13 回  「ひずみエネルギー（カスティリアノの定理など）」についての演習を実
施すると同時に、その要点を説明する。 
14 回  「平面応⼒とモールの応⼒円」について説明する。 
15 回  材料⼒学 III の内容全体に関する総合演習ならびにその要点を説明する。 

準備学習 1 回  授業内容（不静定ばり、固定ばり）について確認と復習。第２回授業まで
に、参考書などにより、「連続ばり」に関し予習を行なうこと。 
2 回  特に、「連続ばり」について理解を深めるよう復習すること。第３回授業
までに、参考書などにより、「連続ばり」の演習問題に関し予習を行なうこと。 
3 回  特に、第７章 p.66〜72 の基礎事項ならびにその演習問題について理解を
深めるよう復習すること。第４回授業までに、参考書などにより、「平等強さのは
り」に関し予習を行なうこと。 
4 回  特に、「平等強さのはり」について理解を深めるよう復習すること。第５
回授業までに、参考書などにより、「組み合わせはり」に関し予習を行なうこと。 
5 回  特に、「組み合わせはり」について理解を深めるよう復習すること。第６
回授業までに、参考書などにより、「はりの複雑な問題」の演習問題に関し予習を
行なうこと。 
6 回  特に、「はりの複雑な問題」演習問題について理解を深めるよう復習する
こと。第７回授業までに、参考書などにより、「引張りによるひずみエネルギー」
に関し予習を行なうこと。 
7 回  特に、「引張りによるひずみエネルギー」について理解を深めるよう復習
すること。第８回授業までに、参考書などにより、「曲げによるひずみエネルギ
ー」に関し予習を行なうこと。 
8 回  特に、「曲げによるひずみエネルギー」について理解を深めるよう復習す
ること。第９回授業までに、参考書などにより、「せん断・ねじりによるひずみエ
ネルギー」に関し予習を行なうこと。 
9 回  特に、「せん断・ねじりによるひずみエネルギー」について理解を深める



よう復習すること。第１０回授業までに、参考書などにより、「ひずみエネルギ
ー」の演習問題に関し予習を行なうこと。 
10 回  特に、「ひずみエネルギー」の演習問題について理解を深めるよう復習す
ること。第１１回授業までに、参考書などにより、「相反定理」に関し予習を行な
うこと。 
11 回  特に、「相反定理」について理解を深めるよう復習すること。第１２回授
業までに、参考書などにより、「カスティリアノの定理」に関し予習を行なうこ
と。 
12 回  特に、「カスティリアノの定理」について理解を深めるよう復習するこ
と。第１３回授業までに、参考書などにより、「ひずみエネルギー（カスティリア
ノの定理など）」の演習問題に関し予習を行なうこと。 
13 回  特に、「ひずみエネルギー（カスティリアノの定理など）」の演習問題に
ついて理解を深めるよう復習すること。第１４回授業までに、参考書などにより、
「平面応⼒とモールの応⼒円」に関し予習を行なうこと。 
14 回  特に、「平面応⼒とモールの応⼒円」について理解を深めるよう復習する
こと。第１５回授業までに、参考書などにより、「材料⼒学 III の重要事項」に関
し予習を行なうこと。 
15 回  特に、「材料⼒学 III の重要事項」について理解を深めるように復習する
こと。 

 



年度 2012 
授業コード FTT1322 
成績評価 定期試験(50％)，中間試験(30％)，小テスト(0％)，レポート(20％)，ノート(0％)

により評価する。達成目標の１）、２）、３）に関する問題によって評価する。100
点満点の場合 60 点以上を合格とする。 

曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス TA(〜11),TB(〜11) 
見出し FTT1322 航行運動学 
担当教員名 吉⽥ 浩治 
単位数 2 
教科書 航空機⼒学入門／加藤 寛一朗 その他／（東京大学出版会） 
アクティブラーニング  
キーワード 剛体，動特性，動座標系，運動方程式，航空機 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 回答すべき記述は無かった。 
科目名 航行運動学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 航空⼒学の基礎(第 2 版)／牧野 光雄／（産業図書）：スペースクラフトの制御

／木⽥ 隆／（コロナ社）：その他多数 
授業形態 講義 
注意備考 講義時間中に述べられる連絡事項に十分注意すること 
シラバスコード FTT1322 
実務経験のある教員  
達成目標 [A5] 機械分野の問題を解決するために、材料⼒学、熱⼒学、流体⼒学、機械⼒

学、自動制御、機械要素などの機械システム工学の専門知識を修得する。 
特に､１）動特性に重要な役割を果たす慣性テンソルを航空機の角運動量から導
き出し、計算できる、２）航空機の動座標系による運動方程式の表現が説明でき
る。３）オイラー角を用いて航空機の姿勢の表現方法が説明できる。 

受講者へのコメント 平面内の剛体の運動で、回転運動の理解が足らないようです。また、角速度ベク
トルの概念を得ることが 
大変難しい様子です。 

連絡先 メール：k_yoshida＠mech.ous.ac.jp， 電話：086-256-9743， 
オフィスアワー：（火曜日，水曜日９・１０時限） 場所：４号館４階吉⽥研究室 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講者が比較的少なく、この分野に興味のある学生が受講したためだと思われる
が， 
「この分野への理解が深まった」や「この分野への興味、関心が高まったと回答
した学生が多くいました。 

英文科目名 Flight Dynamics of Aerospace Vehicles 



関連科目 ⼒学 I，II，機械⼒学 I，II，自動制御 I，II など 
次回に向けての改善変更予定 よりよく理解できるように、予習と復習を促し、さらに宿題も多数出すようにし

ます。 
講義目的 航空機の動特性は、それらの姿勢や軌道の制御など様々な観点から重要である。

本講義では、まず、剛体の運動を記述する方法を学ぶ。その後、航空機の運動方
程式を導出して動特性について学ぶ。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 概要の説明をする。次に，数学的準備を実施する。（座標系とベクトルの復

習をする。） 
2 回 数学的準備を実施する。（位置ベクトル，内積，外積等の復習をする。） 
3 回 剛体の重心について説明する。 
4 回 固定軸周りの剛体の回転運動について説明する。 
5 回 固定軸まわりの剛体の回転運動の法則について説明する。 
6 回 剛体の平面運動について説明する。 
7 回 問題演習を実施する。（剛体の重心，固定軸まわりの剛体の回転運動，剛体
の平面運動に関する問題を取り上げる。） 
8 回 中間試験と問題の解説をする。 
9 回 角速度ベクトルについて説明する。 
10 回 剛体の運動方程式について説明する。 
11 回 動座標系と慣性テンソルについて説明する。 
12 回 動座標系で記述した運動方程式について説明する。 
13 回 オイラー角について説明する。 
14 回 航空機の運動方程式について説明する。 
15 回 問題演習を実施する。（慣性テンソル，動座標系で表した運動方程式，オイ
ラー角，航空機の運動方程式に関する問題を取り上げる。） 

準備学習 1 回 シラバスをよく読み，講義目的，講義内容，達成目標を把握しておくこと。
⼒学の教科書でベクトルの復習をしておくこと。 
2 回 ⼒学や線形代数の教科書などによりベクトルとそれに関連する事項を復習
しておくこと。 
3 回 ベクトルの内積や外積の問題が解けるように復習しておくこと。また、⼒学
の教科書などで剛体の重心について予習しておくこと。 
4 回 剛体の重心の定義を理解し、問題を解くことで復習しておくこと。また、⼒
学の教科書などで固定軸まわりの剛体の回転運動について予習しておくこと。 
5 回 回転運動の運動エネルギーや剛体の固定軸まわりの慣性モーメントの概念
を理解し計算できるように復習しておくこと。さらに⼒学の教科書などで剛体の
回転運動の箇所をよく読み予習しておくこと。 
6 回 角運動量、⼒のモーメントの概念、回転運動の法則を理解し、それらに関す
る問題を解くことで復習しておくこと。また、⼒学の教科書などで剛体の平面運
動について予習しておくこと。 
7 回 剛体の重心の運動法則と重心まわりの回転運動の法則で記述できるように、
問題を解くことで復習しておくこと。これまでの講義内容を復習しておくこと。 
8 回 これまでの講義内容（剛体の重心、固定軸まわりの剛体の回転運動、剛体の



平面運動）と演習の問題をよく復習しておくこと。 
9 回 ⼒学の参考書などで角速度ベクトルについて予習しておくこと。 
10 回 角速度ベクトルを理解し、それに関する問題をとくことで復習しておくこ
と。教科書で剛体の運動方程式について予習しておくこと。 
11 回 剛体の運動方程式が説明できるように復習しておくこと。教科書で動座標
系と慣性テンソルについて予習しておくこと。 
12 回 動座標系と慣性テンソルの概念を理解し説明できるように復習しておくこ
と。教科書で動座標系で表した運動方程式について予習しておくこと。 
13 回 動座標系で表されたベクトルを慣性系で時間微分でき、動座標系で運動方
程式を表現できるように復習しておくこと。教科書で飛行経路と姿勢角について
予習しておくこと。 
14 回 オイラー角の概念を理解し、様々な規約のオイラー角について変換行列を
導出できるように復習しておくこと。教科書で航空機の運動方程式について予習
しておくこと。 
15 回 第 9 回から第 14 回までの講義内容（角速度ベクトル、慣性テンソル、動
座標系で表した運動方程式、オイラー角、航空機の運動方程式）をよく復習して
おくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTT1332 
成績評価 定期試験（70％），レポート（30％）を総合集計して評価する。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス TA(〜09),TB(〜09) 
見出し FTT1332 機械⼒学Ⅲ 
担当教員名 横山 隆 
単位数 2 
教科書 芳村敏夫・横山 隆・日野順市 「基礎 振動工学（新訂版）」（共立出版） 
アクティブラーニング  
キーワード 自由振動，強制振動，モード解析，固有値と固有ベクトル，連続体の振動，波動 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 機械⼒学Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ⻫藤秀雄「工業基礎振動学」（養賢堂出版）， 

吉川孝雄、松井剛一、石井徳章「機械の⼒学」（コロナ社） 
その他図書館にある関連の参考書 

授業形態 講義 
注意備考 毎回出席して、レポートを提出すること。電卓，レポート用紙必携。 
シラバスコード FTT1332 
実務経験のある教員  
達成目標 [A5]機械システム工学の技術者が取り扱う主要分野の問題解決に必要な専門知

識の基礎を修得すること。とくに、連続体の振動理論について、その固有振動数
と固有振動モードの解析法を習得することを目的とする。 

受講者へのコメント 受講者が１名なので、適正なコメントができない 
連絡先 研究室４号館３階（電子メール yokoyama@mech.ous.ac.jp，電話 086-256-9580）

オフィスアワー（毎週水曜９〜１０時限） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講者が１名なので、項目評価に対する所見が適正にできない 
英文科目名 Dynamics of Machinery III 
関連科目 微分方程式，線形代数，機械⼒学Ⅰ，機械⼒学Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 補助教材の充実 
講義目的 機械⼒学Ⅱに引き続いて、多自由度系の固有値問題，強制振動，モード解析およ

び連続体の振動としての棒の縦振動，軸のねじり振動，はりの曲げ振動を取り扱
い，問題演習を通じて修得することを目的とする。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 連続体の振動（無限自由度の振動）；集中定数系と分布定数系について説明

する 



2 回 弦の横振動，棒の縦振動，軸のねじり振動について説明する 
3 回 波動方程式の物理的意味について説明する 
4 回 自由振動−境界値とモード関数について説明する 
5 回 自由振動−初期値問題について説明する 
6 回 はりの曲げ振動の運動方程式について説明する 
7 回 自由振動−境界値題とモード関数について説明する 
8 回 自由振動−初期値問題：モード関数の直交性について説明する 
9 回 演習問題（事前に配布）を実施する 
10 回 はりの強制曲げ振動の解析法について説明する 
11 回 連続体の運動エネルギとポテンシャルエネルギの表現について説明する 
12 回 固有円振動数の近似計算法（レーリーの方法）について説明する 
13 回 弦, 棒の基本固有円振動数の計算例について説明する 
14 回 はりの基本固有円振動数の計算例について説明する 
15 回 総合演習（事前に資料配布）を実施する 

準備学習 1 回 機械⼒学 I, II の復習をしておくこと 
2 回 偏微分方程式における変数分離法を復習しておくこと 
3 回 教科書を読み、専門用語の物理的意味を学習しておくこと 
4 回 教科書を読み、専門用語の物理的意味を学習しておくこと 
5 回 教科書を読み、専門用語の物理的意味を学習しておくこと 
6 回 材料⼒学の教科書を読み、「はりの曲げ理論」を事前に復習しておくこと 
7 回 教科書を読み、専門用語の物理的意味を学習しておくこと 
8 回 教科書を読み、専門用語の物理的意味を学習しておく 
9 回 演習問題（事前に配布）に事前に取り組んでおくこと 
10 回 教科書を読み、専門用語の物理的意味を学習しておくこと 
11 回 機械⼒学 I（教科書）のエネルギー法を復習しておくこと 
12 回 教科書を読み、専門用語の物理的意味を学習しておくこと 
13 回 教科書を読み、専門用語の物理的意味を学習しておく 
14 回 演習問題（事前に配布）に事前に取り組んでおくこと 
15 回 講義資料と演習問題の総復習をしておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FTT13E1 
成績評価 中間試験と定期試験の総合評価により、６０点以上を合格とする。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス TA(〜12),TB(〜12) 
見出し FTT13E1 線形代数 
担当教員名 ⽥中 雅次 
単位数 2 
教科書 線形代数/矢野健太郎・石原繁 編/裳華房 
アクティブラーニング  
キーワード 線形代数, ベクトル解析 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 声が小さい。：マイクを使うようにします。 
科目名 線形代数 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ・「線形代数」と名の付く本は、本屋や本学の図書館に多数あるので参考にして

下さい。 
・高校の教科書や参考書で、「ベクトル」や「行列」が載っているものは、参考に
なります。基本が分からない⼈は、これらを勉強してください。 

授業形態 講義 
注意備考 試験は定期試験中に行い、試験形態は筆記試験とする。 
シラバスコード FTT13E1 
実務経験のある教員  
達成目標 [A1]機械システム工学の専門知識を理解するために、微分・積分、線形代数、確

率・統計、微分方程式、ベクトル解析およびフーリエ解析の数学知識を修得する。
特にベクトルの内積・外積、行列の計算、行列式の計算、１次変換の計算などが
出来るようになること。 

受講者へのコメント  
連絡先 ⽥中雅次(５号館３階) 

電子メール tanaka@mech.ous.ac.jp，電話 086-256-9594，オフィスアワー月曜日
7-8 時限 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Linear Algebra 
関連科目 物理学, ⼒学, 微分と積分など 
次回に向けての改善変更予定 マイクを使うようにします。 
講義目的 線形代数学は、機械工学において、微積分と並んで最も代表的かつ重要な数学で

ある。本講義では、機械工学の基礎として、ベクトルや空間図形・行列・行列式・
１次変換などの計算方法を中心に学習する。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ベクトルの定義や基本的な演算方法について説明する。 

2 回 ベクトルの内積と直線, 円, 球の方程式について説明する。 
3 回 行列式の基本について説明する。 
4 回 行列式の性質について説明する。 
5 回 小行列式について説明する。 
6 回 高次の行列式の解法について説明する。 
7 回 ベクトルの外積と平面の方程式について説明する。 
8 回 中間試験を実施し、まとめおよび解説をする。 
9 回 行列の基本について説明する。 
10 回 掃き出し法による連立１次方程式の解法について説明する。 
11 回 逆行列の求め方について説明する。 
12 回 逆行列による連立１次方程式の解法について説明する。 
13 回 １次変換の基本について説明する。 
14 回 合成変換と逆変換について説明する。 
15 回 固有値と固有ベクトルの概要について説明する。 

準備学習 1 回 ベクトルとは何かを調べておくこと。 
2 回 ベクトルの演算に関する問題演習を行っておくこと。 
3 回 行列式とは何かを調べておくこと。 
4 回 ２次の行列式が解けるようになっていること。 
5 回 ３次の行列式が解けるようになっていること。 
6 回 小行列式展開ができるようになっていること。 
7 回 高次の行列式の問題演習をよくやっておくこと。 
8 回 ベクトルの演算、直線の式、行列式などについてよく勉強しておくこと。 
9 回 行列とは何かを調べておくこと。 
10 回 行列の基本的な演算をよく行っておくこと。 
11 回 掃き出し法の問題をいくつか自分で解いてみること。 
12 回 ２次３次の逆行列について問題演習をよくやっておくこと。 
13 回 行列と連立方程式の関係をよく理解しておくこと。 
14 回 １次変換の問題演習をやっておくこと。 
15 回 固有値とは何かを調べておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTT1511 
成績評価 レポート，プレゼンテーション，移動ロボットの完成度の３つの項目を総合的に

評価する。（それぞれの点数を平均する。）100 満点の場合は 60 点以上を合格と
する。 

曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス TA(10〜10),TB(10〜10) 
見出し FTT1511 創造ＰＢＬⅠ 
担当教員名 吉⽥ 浩治、金子 正明＊ 
単位数 2 
教科書 必要な資料を適宜配布 
アクティブラーニング  
キーワード 創造的設計・製作，課題探求，総合的判断，自主的調査・研究，作品発表 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 ・間に一回プレコンテストを挟むことにより競争意識が高まると思います 

・モーターを追加して四輪車両の設計もできるようになると楽しいかも知れない
です 
・レゴを増やしてほしい 
・マインドストームの数が少ないと思います 
・班員を 5 ⼈に設定すると多い。 
上の記述に対する回答：今後の検討課題とします。 
・部品を増やす。全部の班に同じ数で同じ部品を用意する。 
回答：全班同じ数で同じ部品を準備しています。そうでないことが判明したら、
その旨を教員に連絡してください。 

科目名 創造ＰＢＬⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 Lego Mindstorm NXT オレンジブック／（毎日コミュニケーションズ）：その他

多数。 
授業形態 実験実習 
注意備考 学生が能動的に活動することがもとめられるので，担当教員や TA は細部に至る

指導はしない．しかし，担当教員や TA にアドバイスを求めることはできる． 
シラバスコード FTT1511 
実務経験のある教員  
達成目標 [A6]創造工学および卒業研究を通じて、工学問題を発見し、自発的に分析・解決

する能⼒、および工学問題に対処する能⼒を養成するとともに、卒業研究発表会
によって口頭発表や討議のプレゼンテーション技術を修得する。 

受講者へのコメント しっかり取り組み、完走できるロボットを製作できた班が多くありました。 
しかし、完走できたロボットに各班独自のアイデアをもっと入れることができた
はずです。この点は残念です。 

連絡先 メール：k_yoshida＠mech.ous.ac.jp， 電話：086-256-9743，オフィスアワー：
（火曜日，水曜日９・１０時限） 場所：４号館４階吉⽥研究室 



合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 移動ロボットを組み立てて、コンテストを実施する形式の実験・実習であって、
体験型の学習である．学生が主体的に進める講義なので、受講生の満足度は高い。 

英文科目名 Project Based Learning I 
関連科目 機械システム工学科 すべてのＡ群科目 
次回に向けての改善変更予定 コンテスト内容を検討し、各班のアイデアを活かせるようにします。 
講義目的 特定の競技のためのロボットを製作するというプロジェクト課題に対して，各学

生が作戦の独創性を競い，作戦に基づいた設計案でも独創的なアイデアを案出し
て取り組むことで創造性を養う。また，設計案に沿ってスケジュールを計画し，
作業を進めることで計画立案・遂行能⼒を養う。さらに移動ロボットを製作する
過程で問題発見・解決能⼒を養う。このように，もの作りに関する創造的能⼒や
機械システム技術者としてのデザイン能⼒を含めた基礎能⼒を養成する。また実
施した作業のまとめと作品の発表の場を通じて，表現能⼒を高め，討議のプレゼ
ンテー 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 プロジェクト課題として、「特定の競技ができる小型の移動ロボットを製作

する」ことを与える。概要説明，班分け，レギュレーションの配布と説明をする。
小課題１を提示する。（小課題１：移動ロボットを組み立てて，ライントレースと
障害物レースをおこなう。）競技内容については当日発表する。 
2 回 学生が小課題１への取り組みをする。また、作業日誌と問題点対策票を作成
する。 
3 回 学生が小課題１への取り組みをする。また、作業日誌と問題点対策票を作成
する。 
4 回 小課題１を各班でデモンストレーションする。次の小課題２を提示する。
（小課題２：移動ロボットが任意の方向を向いている状態から赤外線ボールを補
足し特定の方向にそれを運ぶ。）学生が作業日誌と問題点対策票を作成する。 
5 回 学生が小課題２への取り組みをする。また、作業日誌と問題点対策票を作成
する。 
6 回 学生が小課題２への取り組みをする。また、作業日誌と問題点対策票を作成
する。 
7 回 小課題２を各班でデモンストレーションする。スケジュールの立て方のミ
ニレクチャーを聴講する。競技に勝つための作戦，設計案，スケジュールを立て
る．プレゼンテーションの仕方のミニレクチャーを聴講する。 
8 回 学生が「競技に勝つための作戦，設計案，スケジュールのプレゼンテーショ
ン」を実施する。（プレゼンテーションは採点票を用いて学生も評価する．評価は
学生にフィードバックされる．） 
9 回 学生が設計案とスケジュールに沿って移動ロボットを製作する。また、作業
日誌と問題点対策票を作成する。 
10 回 学生が設計案とスケジュールに沿って移動ロボットを製作する。また、作
業日誌と問題点対策票を作成する。 
11 回 学生が設計案とスケジュールに沿って移動ロボットを製作する。また、作



業日誌と問題点対策票を作成する。 
12 回 学生が設計案とスケジュールに沿って移動ロボットを製作する。また、作
業日誌と問題点対策票を作成する。 
13 回 学生が設計案とスケジュールに沿って移動ロボットを製作する。また、作
業日誌と問題点対策票を作成する。また、競技に勝つための作戦と移動ロボット
の設計案をプレゼンテーションするための準備をする。 
14 回 学生が各班の製作した移動ロボットについてのプレゼンテーションを実施
する（作戦，設計案），その後競技を実施する。 
15 回 学生が総括のプレゼンテーションを実施する。（ロボットの出来映えや競
技結果に基づいて，作戦，設計案，スケジュール，遭遇した問題などを多面的に
考察し発表する．） 

準備学習 1 回 シラバスをよく読んでおくこと． 
2 回 小課題１に対して考察をしておくこと． 
3 回 小課題１を実施して問題点を明らかにし、対策を考察をしておくこと。 
4 回 小課題１を実施して問題点を明らかにし、対策を考察をしておくこと。 
5 回 小課題２に対して考察をしておくこと。 
6 回 小課題２を実施して問題点を明らかに、対策を考察をしておくこと。 
7 回 小課題２のデモンストレーションに備えること。 
8 回 プレゼンテーションの練習を何回も行なっておくこと。 
9 回 今後のスケジュールについてよく考えておくこと。 
10 回 発生した問題に対する解決策を考えておくこと。製作スケジュールとの違
いを確認しておくこと。 
11 回 発生した問題に対する解決策を考えておくこと。製作スケジュールとの違
いを確認しておくこと。 
12 回 発生した問題に対する解決策を考えておくこと。製作スケジュールとの違
いを確認しておくこと。プレゼンテーションの構想を練っておくこと。 
13 回 発生した問題に対する解決策を考えておくこと。製作スケジュールとの違
いを確認しておくこと。プレゼンテーションの内容を検討しておくこと。 
14 回 プレゼンテーションをよく練り，練習しておくこと。 
15 回 実施した作業を十分に総括しておくこと。それに基づいてプレゼンテーシ
ョンを準備して、練習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTT1512 
成績評価 ・ 計画書提出（２０％）：目的・目標の明確さ，作品の概要，創造性のアピール，

計画の立て方等を評価 
・ 中間報告（２０％）：上記の項目に加え、学問的な裏付け（⼒が作用する部分
の強度計算等），発表態度・資料，質疑応答の内容を評価 
・ 設計製作（３０％）：スケジュール通りに進んでいるかを評価 
・ 競技会（３０％）：作品の完成度，製作技術度，目標達成度等を評価 
以上の４項目を総合集計して評価する。 

曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス TA(10〜10),TB(10〜10) 
見出し FTT1512 創造ＰＢＬⅡ 
担当教員名 中井 賢治、金子 正明＊ 
単位数 2 
教科書 必要な資料を適宜配布 
アクティブラーニング  
キーワード 創造的設計・製作，課題探求，総合的判断，自主的調査・研究，作品発表 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 創造ＰＢＬⅡ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 日本機械学会編（機械工学便覧）他 
授業形態 実験実習 
注意備考 学生が主体であるので担当教員はきめ細かな指導はしませんが、担当教員に相談

したり助言を受けることができます。設計製作をする事前に計画書を提出し、中
間報告のプレゼンテーションをしてもらいます。また、設計製作した作品の競技
会を行いますので、この競技会に参加する必要があります。 

シラバスコード FTT1512 
実務経験のある教員  
達成目標 [A6]創造工学および卒業研究を通じて、工学問題を発見し、自発的に分析・解決

する能⼒、および工学問題に対処する能⼒を養成するとともに、卒業研究発表会
によって口頭発表や討議のプレゼンテーション技術を修得する。  
特に、ものづくりに関する創造的基礎能⼒や機械技術者としてのセンスと自覚を
養う。 

受講者へのコメント  
連絡先 ４号館３階中井研究室まで（電子メール：nakai@mech.ous.ac.jp；オフィスアワ

ー：毎週木・金曜日随時） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  



英文科目名 Project Based Learning II 
関連科目 機械システム工学科 すべてのＡ群科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 これまでに修得した工学基礎的専門知識や技術を応用して、主体的に「⼈工物」

を設計製作することを通じて、もの作りに関する創造的能⼒や機械システム技術
者としてのデザイン能⼒を含めた基礎能⼒を養成する。また自作作品のまとめと
発表の場を通じて、表現能⼒と討議のプレゼンテーション技術を修得する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 課題（紙製自転車の製作）に対する実施要領について説明する。 

2 回 計画書（計画書により、アイデアの新規性，独創性，実現性などを評価）を
作成する。 
3 回 計画書を作成する。 
4 回 課題に対する調査・設計（構造物の機構決定，タイムスケジュール，分担，
報告会準備，その他作業など）をする。 
5 回 課題に対する調査・設計をする。 
6 回 課題に対する調査・設計をする。 
7 回 中間報告会の準備・練習をする。 
8 回 中間報告会（課題探求の成果（作品の新規性，独創性，未解決な問題など）
の分析・評価、および決められた期間内で効率的に実現するための計画を企画し、
口頭によって第三者に伝達する（作品の仕様，設計書・図面，動作のしくみ，今
後のスケジュールなどについてのプレゼンテーション））を実施する。 
9 回 課題に対する製作作業をする。 
10 回 課題に対する製作作業をする。 
11 回 課題に対する製作作業をする。 
12 回 課題に対する製作作業をする。 
13 回 課題に対する製作作業および成果のまとめ（成果は設計図面または作品と
して完成させ、設計製作プロセスが第三者にも分かるよう、報告書にまとめる）
をする。 
14 回 設計製作した作品の競技会を実施する。 
15 回 競技会の反省点等をまとめた最終報告書を作成し、提出する。 

準備学習 1 回 本シラバスの内容をよく読んでおくこと。 
2 回 課題（紙製自転車の製作）に対する計画書の案を考えておくこと。 
3 回 計画書の作成作業を進めておくこと。 
4 回 作品の新規性，独創性について考えておくこと。 
5 回 製作作業の日程・計画を考えておくこと。 
6 回 作品の仕様，設計書・図面，動作のしくみについて考えておくこと。 
7 回 作品の仕様，設計書・図面，動作のしくみについて考えておくこと。 
8 回 中間発表の練習を何回も行なっておくこと。 
9 回 今後のスケジュールについてよく考えておくこと。 
10 回 課題に対する製作作業の計画を立てておくこと。 
11 回 課題に対する製作作業の計画を立てておくこと。 
12 回 課題に対する製作作業の計画を立てておくこと。 



13 回 課題に対する製作作業の計画を立てておくこと。 
14 回 作品の調整をよく行なっておくこと。 
15 回 競技会の反省点等を考えておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTT1513 
成績評価  
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス TA(〜09),TB(〜09) 
見出し FTT1513 創造工学(再) 
担当教員名 中井 賢治、吉⽥ 浩治 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 創造工学(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード FTT1513 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Project Based Learning 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 3 年/4 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード FTT15E2 
成績評価 定期試験(0％)，中間試験(0％)，小テスト(0％)，レポート(100％)，ノート(0％)

すべての実験テーマのレポートを総合集計して評価する。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス TA(〜12),TB(〜12) 
見出し FTT15E2 物理学実験 
担当教員名 蜂谷 和明、小野 文久、加地 博子＊、喜多 義範＊、⽥代 勤、中⼒ 眞一 
単位数 2 
教科書 岡山理科大学理学部共通講座・工学部共通講座物理学教室編・「物理学実験」・大

学教育出版 
アクティブラーニング  
キーワード 計測基礎論と基本的な量の測定法，単位と標準，不確かさと精度，⼒学，電磁気，

振動、光学 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 （１）「寒い部屋がある」では、ストーブ等を入れて温かくしているのですが。

（２）「狭い」は実験の⼈数が多かったためと思われます。（３）「実験が面白いと
きもありました」と言ってもらえたことには感謝しますが、気を引き締めて努⼒
していきます。（４）「レポートを早く返してほしい」では、提出したレポートが
良ければ早く返せるのですが、かなり修正箇所を指摘しているので、遅くなりま
す。 

科目名 物理学実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 東京天文台編集・「理科年表」・丸善 
授業形態 実験実習 
注意備考 毎回出席して、各担当教員またはＴＡの指示に従うこと。提出したレポートは担

当教員が点検し、その日のうちに再提出の必要なレポートは返却する。 
シラバスコード FTT15E2 
実務経験のある教員  
達成目標 [A2]機械システム工学の専門知識を理解するために、物理学、⼒学、電磁気学の

基礎知識を修得する。特に、自分で実験を行うことにより、基本的な物理量の測
定法、実験装置や器具の操作、有効数字と誤差の理解、レポートの作成等ができ
ることを目標とする。 

受講者へのコメント  ［Ａ］の３回以下の欠席者が１００％、１時間以上学習した⼈が８１％はいて
くれたことはありがたいです。［Ｂ］のこの分野への理解が深まったが６７％、
［Ｃ］の目標達成度は半分（５０％以上）が９３％、ほぼ満足の満足度は８９％
であったのは、この実験の分野の学習は避けて通れないし、専門の実験実習がで
きるように、学生みんな１⼈１⼈に実践⼒を付けるように頑張ったことに起因す
ると思います。 
 ［Ｅ］の授業の手法で特にないが７６％、授業と教材について特にないが６８％
であったが、実験実習のスペースが狭いが１０％とあったのは、毎 



連絡先 （代表）蜂谷（電子メール hachiya@mech.ous.ac.jp，電話 086-256-9573）オフィ
スアワー水曜日 12:30-13:30、16:00-17:00、金曜日 16:00-17:00、場所１学舎３階 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  ［Ａ］の欠席者が３回以下の出席者数は１００％で、１時間以上学習した⼈は
８１％でした。指示された課題とそれ以外の課題に取り組んだ⼈は８２％でし
た。［Ｂ］のこの分野への理解が深まったが６７％でした。［Ｃ］の目標達成度は
半分（５０％以上）が９３％、教員の意欲が少しでも感じられたが７９％、ほぼ
満足の満足度は８９％でした。［Ｅ］の授業の手法で特にないが７６％、授業と教
材について特にないが６８％、実験実習のスペースが狭いが１０％、器具や機器
を整備・補充してほしいが１５％でした。 

英文科目名 Experiments of Physics 
関連科目 物理学 I・II，⼒学 I・II，数学，材料⼒学，メカトロニクスなど 
次回に向けての改善変更予定  実験・実習科目では、予習と復習と取り組みの姿勢の項目は非常に大切なので、

今回は評価が良かったですが、気を緩めず、事前の実験の予習、実験後の早期に
レポートを作成をする習慣作りを徹底して行っていきたい。教科書の適切さとわ
かりやすさには常に気を配りながら、ガイダンスでの説明や、実験時間内での説
明が一方的にならないようにしたい。実験を受講している学生も、ガイダンスや
実験中の説明だけでは理解不可能な場合は、疑問点を教員なり、ＴＡなりに聞い
て、積極的に参加してほしい。満足度の達成度については、学生が何を求めてい
るの 

講義目的 物理学は機械工学の基礎を与える科学である。講義で学ぶ物理的な方法を実験に
適用する。また、自ら実験を行うことによって自然現象の観察法、物理量の測定
法を学習する。実験装置の組み立や、調整を学ぶと共に、計器の取扱い方や目盛
りの読み取り法、測定データの解析法、有効数字と誤差の取扱い方、また結果の
考察とレポートの作成法などを身につけることを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  ガイダンス（１回） 物理学実験上の諸注意 

実験の目的、内容および実施方法について説明する。 
2 回  ガイダンス（２回） 誤差論 
有効数字と誤差について説明する。 
3 回  ガイダンス（３回） 測定値の取り扱い 
最小二乗法による計算方法、測定値の取り扱い方、グラフの書き方について説明
する。 
4 回  ボルダの振り子 
糸につるした重りの振動する時間を光センサーで測定し、これから重⼒加速度を
求める。 
5 回  ユーイングの装置 
鉄、銅等の金属板に重りをつるし、たわみ（曲がった）量を測定して 
ヤング率を求める。 
6 回  モノコード 
モノコ−ドの弦を交流の振動数と同調させて、弦の振動数から交流の振動数を求



める。 
7 回  マイケルソンの干渉計 
反射鏡を利用して２つの光路差を作り、これにレーザー光を入射して得られた干
渉縞と距離の関係から、レーザー光の波⻑を求める。 
8 回  ホィートストンブリッジ 
ホイ−トストン・ブリッジを用いて金属線の電気抵抗を測定し、その金属線の抵
抗率を求める。 
9 回  中間レポート一⻫提出、実験およびレポート作成のための中間ガイダンス 
これまでに提出されたレポ−トで、レポ−トの書き方、測定値の処理法などに問
題点がある具体例を指摘し、より正しい書き方、処理法を解説する。 
10 回  トランジスター 
トランジスタ−のコレクタ-特性を測定し、ｈパラメ−タを求める。 
11 回  ニュートンリング 
平板とレンズでできた薄い空気膜中にナトリウムランプの光を入射し、これを通
過し後に反射してできた干渉縞からレンズの曲率を求める。 
12 回  オシロスコープ 
オシロスコ−プの原理を理解すると共に、その使用法、即ち、電圧および時間（周
期波形の場合は周期、周波数）の測定方法を習得する。 
13 回  回折格子 
ナトリウムランプの光を回折格子に入射し干渉縞を作り、分光計で角度を測定し
てナトリウムランプ波⻑を求める。 
14 回  プランク定数 
波⻑の異なった光を光電管に入射して阻止電圧を測定し、これからプランク定数
を算出する。 
15 回  レポート一⻫提出および補充実験 
実験時間中に測定できなかった実験を行う。 

準備学習 1 回  物理学実験のテキストを購入して、ガイダンスの第１回〜３回は必ず出席
すること。３回分のガイダンスを欠席すると、実験を受けても内容がわからなく
なる。したがって、欠席した⼈は、４回目降の実験が受けれないので、注意する
こと。 
2 回  テキストの該当箇所を読んでおくこと。 
3 回  テキストの該当箇所を読んでおくこと。 
4 回  ガイダンス１回目の説明にしたがって、表紙から実験方法までレポート用
紙に記入して十分に予習し、学生実験に出席すること。 
5 回  表紙から実験方法までレポート用紙に記入して十分に予習し、学生実験に
出席すること。 
6 回  表紙から実験方法までレポート用紙に記入して十分に予習し、学生実験に
出席すること。 
7 回  表紙から実験方法までレポート用紙に記入して十分に予習し、学生実験に
出席すること。 
8 回  表紙から実験方法までレポート用紙に記入して十分に予習し、学生実験に
出席すること。 



9 回  第７回以前のレポートをすべて作成して提出すること。 
10 回  表紙から実験方法までレポート用紙に記入して十分に予習し、学生実験
に出席すること。 
11 回  表紙から実験方法までレポート用紙に記入して十分に予習し、学生実験
に出席すること。 
12 回  表紙から実験方法までレポート用紙に記入して十分に予習し、学生実験
に出席すること。 
13 回  表紙から実験方法までレポート用紙に記入して十分に予習し、学生実験
に出席すること。 
14 回  表紙から実験方法までレポート用紙に記入して十分に予習し、学生実験
に出席すること。 
15 回  受理されていないレポ−トを完成させておく。補充実験がある場合はテ
キストの該当箇所を読んでおく。 

 



年度 2012 
授業コード FTT15F1 
成績評価 定期試験（０％）、中間試験（０％）、小テスト（５０％）、レポート（５０％）、

ノート（０％）。すべてのテーマの小テスト、またはレポートの評価を総合集計し
て評価する。小テストやレポートは、各講義毎に実施し、その内容の総合評価で
60 点以上を合格とする。 

曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス TA(〜12),TB(〜12) 
見出し FTT15F1 機械工学セミナー 
担当教員名 ⽥中 雅次、中川 惠友、桑木 賢也、衣笠 哲也、中井 賢治、吉⽥ 浩治、

金子 正 
単位数 2 
教科書 各担当教員が適宜、資料などを配付する。 
アクティブラーニング  
キーワード 設計法、加工法、生産・管理システム、引張・圧縮・せん断応⼒とひずみ、工業

材料の性質と機能、エネルギー保存則、エネルギーの形態と変換、熱移動と温度、
運動の法則、機械の⼒学と振動、フィードバック制御 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答 多様な内容を学べて良かった。：機械工学について、より一層興味を持ってくだ

さい。 
科目名 機械工学セミナー 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 日本機械学会誌、日本機械学会編「機械工学便覧」 
授業形態 講義 
注意備考 各担当教員の指示に従うこと。学習相談は、各担当教員のオフィスアワーに行う

こと。 
シラバスコード FTT15F1 
実務経験のある教員  
達成目標 「A5」 機械分野の問題を解決するために、材料⼒学、熱⼒学、流体⼒学、機械

⼒学、自動制御、機械要素、加工学などの機械システム工学の専門知識を習得す
る。特に、各分野を学ぶ理由をよく理解すること。 

受講者へのコメント  
連絡先 E-mail：tanaka@mech.ous.ac.jp 

Tel&Fax:086-256-9594 
5 号館 3 階 ⽥中研究室 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introduction to Mechanical Engineering 
関連科目 機械システム工学科のすべての A 群科目 



次回に向けての改善変更予定  
講義目的 機械システム工学を構成する４系列：材料システム、エネルギーシステム、計測・

制御システム、設計・生産システムから、各分野の課題やトピックスなどを講義
し、機械システム工学の骨格を理解する。そして各分野の研究における基本的、
かつ必須の考え方を方法を学ぶ。機械システム工学の全体像を理解し、将来、機
械システム技術者として自立するための基礎を形成する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 (4/16)オリエンテーション。講義の進め方を説明する。 

2 回 (4/23)CAD・CAM の進歩で変わる生産システムについて説明する。 
3 回 (5/7)モノづくり（自動車製造の場合）について説明する。 
4 回 (5/14)ジェットエンジン（重工業メーカの場合）について説明する。 
5 回 (5/21)数値流体⼒学の概説と応用例について説明する。 
6 回 (5/28)熱エネルギーとエンジンについて説明する。 
7 回 (6/4)火⼒発電所や廃棄物焼却炉などのプラントにおける熱流体解析につい
て説明する。 
8 回 (6/9)計測と制御について説明する。 
9 回 (6/11)ロボットについて説明する。 
10 回 (6/18)自動車の衝突と安全性について説明する。 
11 回 (6/25)繊維強化プラスチック(Fiber Reinforced Plastics)について説明す
る。 
12 回 (7/2)機械工学における材料の役割について説明する。 
13 回 (7/9)材料⼒学について説明する。 
14 回 (7/16)地球環境と材料について説明する。 
15 回 (7/21)メカトロシステムの開発例について説明する。 

準備学習 1 回 機械工学の概要を調べておくこと。 
2 回 事前配布資料（セミナー講義要旨）の該当箇所について内容を調べておくこ
と。 
3 回 事前配布資料（セミナー講義要旨）の該当箇所について内容を調べておくこ
と。 
4 回 事前配布資料（セミナー講義要旨）の該当箇所について内容を調べておくこ
と。 
5 回 事前配布資料（セミナー講義要旨）の該当箇所について内容を調べておくこ
と。 
6 回 事前配布資料（セミナー講義要旨）の該当箇所について内容を調べておくこ
と。 
7 回 事前配布資料（セミナー講義要旨）の該当箇所について内容を調べておくこ
と。 
8 回 事前配布資料（セミナー講義要旨）の該当箇所について内容を調べておくこ
と。 
9 回 事前配布資料（セミナー講義要旨）の該当箇所について内容を調べておくこ
と。 
10 回 事前配布資料（セミナー講義要旨）の該当箇所について内容を調べておく



こと。 
11 回 事前配布資料（セミナー講義要旨）の該当箇所について内容を調べておく
こと。 
12 回 事前配布資料（セミナー講義要旨）の該当箇所について内容を調べておく
こと。 
13 回 事前配布資料（セミナー講義要旨）の該当箇所について内容を調べておく
こと。 
14 回 事前配布資料（セミナー講義要旨）の該当箇所について内容を調べておく
こと。 
15 回 事前配布資料（セミナー講義要旨）の該当箇所について内容を調べておく
こと。 

 



年度 2012 
授業コード FTT15F2 
成績評価 定期試験(100％)、中間試験(0％)、小テスト(0％)、レポート(0％)、ノート(0％) 

はりのせん断⼒、曲げモーメント、曲げ応⼒、たわみ、断面二次モーメント等に
関する諸問題により評価する。60 点以上を合格とする。 

曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス TA(〜11),TB(〜11) 
見出し FTT15F2 材料⼒学Ⅱ 
担当教員名 金谷 輝⼈ 
単位数 2 
教科書 ⻄村 尚編著・「ポイントを学ぶ材料⼒学」・丸善 
アクティブラーニング  
キーワード 静定ばり、せん断⼒、曲げモーメント、たわみ、面積モーメント、断面二次モー

メント、断面係数、曲げ剛性、連続ばり、不静定ばり 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 夢中になってついつい板書が乱れがちになる場合があったので、今後はできるだ

け気をつけたいと思います。 
科目名 材料⼒学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 平 修二監修・「現代材料⼒学」・オーム社 
授業形態 講義 
注意備考 授業中やオフィスアワーに積極的に質問することを期待している。 
シラバスコード FTT15F2 
実務経験のある教員  
達成目標 [A5]機械分野の問題を解決するために、材料⼒学、熱⼒学、流体⼒学、機械⼒学、

自動制御、機械要素などの機械システム工学の専門知識を修得する。特に、はり
のせん断⼒、曲げモーメント、曲げ応⼒、たわみ、断面二次モーメントを理解す
ること 

受講者へのコメント 授業の後でもよいので、質問を歓迎します。授業中の私語はやめよう。 
連絡先 メール：kanadani@mech.ous.ac.jp, 電話：086-256-9537,オフィスアワー：木曜日

G、場所：4 号館 3 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特に、なし。 
英文科目名 Strength of Materials II 
関連科目 材料⼒学 I、材料⼒学 III 
次回に向けての改善変更予定 演習を多くしたいと思います。 
講義目的 変形体に外⼒が負荷された場合、内部に発生する応⼒によってどのような変化が

生じるかを学び、材料の強度、機械や構造物の設計における基礎的な考え方を学
習する。特に、はりに生じるせん断⼒と曲げモーメント、曲げ応⼒、断面二次モ



ーメント、たわみ等について理解する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  イントロダクション。講義の進め方などを説明する。「重ね合わせの原理」

について説明する。 
2 回  「面積モーメント法の応用」について説明する。 
3 回  「分布荷重、せん断⼒および曲げモーメントの関係」について説明する。 
4 回  「移動荷重を受けるはり」について説明する。 
5 回  「面積モーメント法、移動荷重を受けるはり」についての演習を実施する
と同時に、その要点を説明する。 
6 回  「はりの応⼒」について説明する。 
7 回  「断面二次モーメントと断面係数」について説明する。 
8 回  「断面二次モーメントと断面係数」についての演習を実施すると同時に、
その要点を説明する。 
9 回  「はりのたわみの基礎式」について説明する。 
10 回  「片持ちばりのたわみ」について説明する。 
11 回  「たわみの基礎式ならびに片持ちばりのたわみ」についての演習を実施
すると同時に、その要点を説明する。 
12 回  「単純支持ばりのたわみ」について説明する。 
13 回  「面積モーメント法によるたわみの計算」について説明する。 
14 回  「単純支持ばりのたわみならびに面積モーメント法によるたわみの計算」
についての演習を実施すると同時に、その要点を説明する。 
15 回  「材料⼒学 II で学んだ内容のうち、重要事項」について再度説明する。 

準備学習 1 回  重ね合わせの原理の内容について確認と復習。第２回授業までに、参考書
などにより、「第４章の面積モーメント法の応用」に関し予習を行なうこと。 
2 回  特に、「面積モーメント法の応用」の内容について理解を深めるように復
習すること。第３回授業までに、参考書などにより、「第４章の分布荷重、せん断
⼒および曲げモーメントとの関係」に関し予習を行なうこと。 
3 回  特に、「分布荷重、せん断⼒および曲げモーメントとの関係」の内容につ
いて理解を深めるように復習すること。第４回授業までに、参考書などにより、
「第４章の移動荷重を受けるはり」に関し予習を行なうこと。 
4 回  特に、「移動荷重を受けるはり」の内容について理解を深めるように復習
すること。第５回授業までに、参考書などにより、「第４章の移動荷重を受けるは
り」の演習問題に関し予習を行なうこと。 
5 回  特に、第４章 p.38〜44 の基礎事項ならびにその演習問題について理解を
深めるように復習すること。第６回授業までに、参考書などにより、「第５章のは
りの応⼒」に関し予習を行なうこと。 
6 回  特に、「はりの応⼒」の内容について理解を深めるように復習すること。
第７回授業までに、参考書などにより、「第５章の断面二次モーメントと断面係
数」に関し予習を行なうこと。 
7 回  特に、「断面二次モーメントと断面係数」の内容について理解を深めるよ
うに復習すること。第８回授業までに、参考書などにより、「第５章の断面二次モ
ーメントと断面係数」の演習問題に関し予習を行なうこと。 



8 回  特に、「断面二次モーメントと断面係数（p.46〜51）」の演習問題について
理解を深めるように復習すること。第９回授業までに、参考書などにより、「第６
章の曲げモーメントによるたわみの基礎式」に関し予習を行なうこと。 
9 回  特に、「曲げモーメントによるたわみの基礎式」の内容について理解を深め
るように復習すること。第１０回授業までに、参考書などにより、「第６章の片持
ちばりのたわみ」に関し予習を行なうこと。 
10 回  特に、「片持ちばりのたわみ」の内容について理解を深めるように復習す
ること。第１１回授業までに、参考書などにより、「片持ちばりのたわみ」の演習
問題に関し予習を行なうこと。 
11 回  特に「片持ちばりのたわみ（p.55〜59）」の演習問題について理解を深め
るように復習すること。第１２回授業までに、参考書などにより、「第６章の単純
支持ばりのたわみ」に関し予習を行なうこと。 
12 回  特に、「単純支持ばりのたわみ」の内容について理解を深めるように復習
すること。第１３回授業までに、参考書などにより、「第６章の面積モーメント法
によるたわみの計算」に関し予習を行なうこと。 
13 回  特に、「面積モーメント法によるたわみの計算」の内容について理解を深
めるように復習すること。第１４回授業までに、参考書などにより、「真直ばりの
変形」の重要事項に関し予習を行なうこと。 
14 回  特に、「真直ばりの変形」の基礎事項の内容について理解を深めるように
復習すること。第１５回授業までに、参考書などにより、「真直ばりの変形」の重
要事項に関し予習を行なうこと。 
15 回  特に、「真直ばりの応⼒と変形」の重要事項の内容について理解を深める
ように復習すること。 

 



年度 2012 
授業コード FTT15G1 
成績評価 中間試験では、金属の固溶体および金属材料の組織と諸特性に関する試験を行

う。定期試験では、合金の平衡状態図に関する試験を行う。成績評価は、中間試
験(50%)と定期試験(50%)を総合評価して 60%以上を合格とする。 

曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス TA(〜11),TB(〜11) 
見出し FTT15G1 マテリアルサイエンスⅠ 
担当教員名 中川 惠友 
単位数 2 
教科書 基礎からの機械・金属材料／⻫藤 榮、⼾部省吾、丸山 徹／日新出版 
アクティブラーニング  
キーワード 原子の構造、金属結合、金属材料の構造と組織、合金の平衡状態図 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 講義について好意的な記述がありとても自信になった。今後もこの調子で頑張り

たい。 
科目名 マテリアルサイエンスⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 改訂 金属物理学序論／幸⽥ 康成／コロナ社 
授業形態 講義 
注意備考 毎回必ず出席して、教員の指示に従うこと。学習相談の希望があれば、講義の後

に担当教員に申し出ること。 
シラバスコード FTT15G1 
実務経験のある教員  
達成目標 (A5)機械システム工学の技術者が取り扱う主要分野の問題解決に必要な専門知

識の基礎を修得すること。本講義では、金属材料の諸特性と合金の状態を理解す
る上で非常に重要な２元系平衡状態図について理解する。 

受講者へのコメント 授業時間以外での学習時間が少なく思われるので、予習と復習にもう少し時間を
かけてもらいたい。 

連絡先 中川研究室（場所：4 号館 3 階、オフィスアワー（木曜日 11 時〜12 時）、TEL:086-
256-9561、E-mail:nakagawa@mech.ous.ac.jp 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 欠席率も低く、全般的に非常にまじめに講義を聞いてくれたと感じている。 
英文科目名 Materials Science I 
関連科目 マテリアルサイエンスⅡ、機械材料、材料⼒学Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、材料強度学Ⅰ、Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 板書、スライドがよく見えなかったという意見があったので、今後は文字を大き

く書く等の工夫する予定である。 
講義目的 結晶である金属の原子配列や構造について学ぶ。金属材料は性質改善のために合

金化され、出現する結晶の配列や微細組織により材料の性質は決まる。また、合



金の平衡状態図を基に合金の最適設計の原理を理解する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 金属材料についての一般的事項の解説する。 

2 回 原子構造について解説する。 
3 回 金属結合について解説する。 
4 回 結晶格子について解説する。 
5 回 純金属と合金について解説する。 
6 回 金属材料の組織と諸特性との関係について解説する。 
7 回 機械・構造用としての金属材料について解説する。 
8 回 合金の状態図について特に、2 元系合金の平衡状態図について概要を説明す
る。 
9 回 中間試験と試験問題の解説を行う。 
10 回 平衡状態図の概要について解説する。 
11 回 全率固溶型状態図の説明を行う。 
12 回 共晶型状態図について説明する。 
13 回 包晶型状態図について説明する。 
14 回 偏晶型状態図について説明する。 
15 回 共析と包析について解説する。また、平衡状態図について問題演習を行う。 

準備学習 1 回 教科書の第 1 章金属材料の全体像について理解する。 
2 回 教科書の第 1 章金属材料の全体像について理解する。 
3 回 教科書の第 1 章金属材料の全体像について理解する。 
4 回 教科書の第 1 章金属材料の全体像について理解する。 
5 回 教科書の第 1 章金属材料の全体像について理解する。 
6 回 教科書の第 1 章金属材料の全体像について理解する。 
7 回 教科書の第 1 章金属材料の全体像について理解する。 
8 回 教科書の第 1 章金属材料の全体像について理解する。 
9 回 第 1 章の復習を行う。 
10 回 教科書の第 2 章合金状態図について理解する。 
11 回 教科書の第 2 章合金状態図について理解する。 
12 回 教科書の第 2 章合金状態図について理解する。 
13 回 教科書の第 2 章合金状態図について理解する。 
14 回 教科書の第 2 章合金状態図について理解する。 
15 回 教科書の第 2 章合金状態図について理解する。 

 



年度 2012 
授業コード FTT17F2 
成績評価 中間試験では鉄-炭素系平衡状態図、機械的性質を調べるための各種試験法に関

する試験を行う。定期試験では、塑性変形のメカニズム、転位論、破壊靭性に関
する試験を行う。成績評価は、中間試験(50%)と定期試験(50%)を総合評価して
60%以上を合格とする。 

曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス TA(〜11),TB(〜11) 
見出し FTT17F2 マテリアルサイエンスⅡ 
担当教員名 中川 惠友 
単位数 2 
教科書 基礎からの 機械・金属材料／斎藤 榮、⼾部省吾、丸山 徹 著／日新出版 
アクティブラーニング  
キーワード 状態図、鉄鋼材料、熱処理、材料の機械的性質、アルミニウム、チタンとその合

金 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ① ⿊板に詰めて書くのをやめてほしいという記述については、今年度からは、

講義室が変更され、⿊板は 2 倍以上に広くなったので出来るだけ板書は見やすく
書くようにする。 
② 講義室が狭いという記述については、上記①に関連して改善されている。 

科目名 マテリアルサイエンスⅡ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 改訂 金属物理学序論／幸⽥ 成康 著／コロナ社 図書館備え付け 
授業形態 講義 
注意備考 毎回必ず出席して、教員の指示に従うこと。学習相談の希望があれば、講義の後

に担当教員に申し出ること。・講義ではパワーポイントを用いて解説する予定で
ある。 

シラバスコード FTT17F2 
実務経験のある教員  
達成目標 (A5)機械システム工学の技術者が取り扱う主要分野の問題解決に必要な専門知

識の基礎を修得すること。本講義では、鉄鋼材料の熱処理と組織について理解す
ると共に、金属など固体物質の塑性変形メカニズムと強化方法について理解す
る。 

受講者へのコメント [A]の授業時間外の学習について、約 47％の学生が授業以外では全く学習をして
いないことが判ったので、特に、授業の後に復習をするように努⼒してほしい。 

連絡先 中川研究室（場所：4 号館 3 階、オフィスアワー（木曜日 11 時〜12 時）、TEL:086-
256-9561、E-mail:nakagawa@mech.ous.ac.jp 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 [A]の出席率について、74％以上の学生の欠席回数が 2 回未満であり出席率は高
い。また、 



[B]の授業における学生の成⻑では、全体の約 89％の学生がマテリアルサイエン
スへの興味と関心を持てたと答えているので、非常に満足している。 
[C]の総合評価について、65％以上の学生がほぼ満足下と答えているのでこの結
果を基に更に満足度を向上させていと考えている。 

英文科目名 Materials Science II 
関連科目 マテリアルサイエンスⅠ、機械材料学、材料⼒学 I, II, III、材料強度学 I, II、 
次回に向けての改善変更予定 [C]の総合評価について学生の満足度を更に向上させるようによりわかりやすい

講義を行うように努⼒したい。 
[A]の授業時間外の学習時間が少ないので、今後、講義内容に関する宿題も検討
したいと考えている。 

講義目的 鉄鋼材料は、鉄に 2%以下の炭素を含む合金であり、機械・構造材として最も多
く使用されている。本講義では、まず、鉄鋼材料の特性を理解する上で最も重要
な鉄-炭素系平衡状態図について学習する。また、金属など固体物質に外⼒が加わ
った際の変形および破壊挙動について理解する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  純鉄の性質 

2 回  鉄―炭素の平衡状態図１ 
3 回  拡散変態 
4 回  機械的特性を調べるための各種試験法 
5 回  引張り試験 
6 回  鉄鋼材料の荷重-伸び曲線 
7 回  アルミニウム合金の荷重-伸び曲線 
8 回  硬さ試験（ビッカース硬さ、ロックウエル硬さ） 
9 回  中間試験と試験問題の解説 
10 回  塑性変形メカイズム・すべり変形・双晶変形 
11 回  塑性変形のメカニズム・臨界せん断応⼒ 
12 回  塑性変形のメカニズム・転位の観察 
13 回  衝撃強度と破壊靭性 
14 回  合金の強化方法 1：固溶強化・析出強化 
15 回  合金の強化法２:加工硬化・結晶粒微細化強化・マルテンサイト強化 

準備学習 1 回  状態図の重要な実例について理解する。 
2 回  状態図の重要な実例について理解する。 
3 回  状態図の重要な実例について理解する。 
4 回  機械的性質（弾・塑性変形）について理解する。 
5 回  機械的性質（弾・塑性変形）について理解する。 
6 回  機械的性質（弾・塑性変形）について理解する。 
7 回  機械的性質（弾・塑性変形）について理解する。 
8 回  機械的性質（弾・塑性変形）について理解する。 
9 回  試験準備 
10 回  機械的性質-外⼒による変化について理解する。 
11 回  機械的性質-外⼒による変化について理解する。 
12 回  機械的性質-外⼒による変化について理解する。 



13 回  機械的性質-外⼒による変化について理解する。 
14 回  機械的性質-外⼒による変化について理解する。 
15 回  機械的性質-外⼒による変化について理解する。 

 



年度 2012 
授業コード FTT17H1 
成績評価 定期試験(100％)、中間試験(0％)、小テスト(0％)、レポート(0％)、ノート(0％) 

応⼒とひずみ、許容応⼒と安全率、モールの応⼒円等に関する諸問題により評価
する。60 点以上を合格とする。 

曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス TA(〜11),TB(〜11) 
見出し FTT17H1 材料⼒学Ⅰ 
担当教員名 金谷 輝⼈ 
単位数 2 
教科書 ⻄村 尚編著・「ポイントを学ぶ材料⼒学」・丸善 
アクティブラーニング  
キーワード 引張り・圧縮、せん断応⼒とひずみ、材料の強度と許容応⼒、熱応⼒、衝撃応⼒、

ねじり、曲げ、応⼒集中、トラス、ラーメン 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 よりわかり易い板書並びにマイクの使い方に気を付けたいと思います。 
科目名 材料⼒学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 平 修二監修・「現代材料⼒学」・オーム社 
授業形態 講義 
注意備考 授業中やオフィスアワーに積極的に質問することを期待している。 
シラバスコード FTT17H1 
実務経験のある教員  
達成目標 [A5]機械分野の問題を解決するために、材料⼒学、熱⼒学、流体⼒学、機械⼒学、

自動制御、機械要素などの機械システム工学の専門知識を修得する。特に、応⼒
とひずみ、許容応⼒と安全率、モールの応⼒円を理解すること。 

受講者へのコメント 授業の後でもよいので、質問を歓迎します。授業中の私語はやめよう。 
連絡先 メール：kanadani@mech.ous.ac.jp, 電話：086-256-9537,オフィスアワー：木曜日

G，場所：4 号館 3 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特に、なし。 
英文科目名 Strength of Materials I 
関連科目 材料⼒学 II、材料⼒学 III 
次回に向けての改善変更予定 演習を多く取り入れたいと思います。 
講義目的 変形体に外⼒が負荷された場合、内部に発生する応⼒によってどのような変化が

生じるかを学び、材料の強度、機械や構造物の設計における基礎的な考え方を学
習する。応⼒とひずみ、許容応⼒と安全率、引張りと圧縮等の材料⼒学の基礎的
な概念について理解する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回  イントロダクション。講義の進め方などを説明する。「材料⼒学の基礎（応
⼒とひずみ）」について説明する。 
2 回  「材料⼒学の基礎（材料の機械的性質）」について説明する。 
3 回  「材料⼒学の基礎（安全率と許容応⼒）」について説明する。 
4 回  「軸荷重を受ける棒」について説明する。 
5 回  「引張りと圧縮」について説明する。 
6 回  「引張りと圧縮」についての演習を実施すると同時に、その要点を説明す
る。 
7 回  「熱応⼒と残留応⼒」について説明する。 
8 回  「骨組構造」について説明する。 
9 回  「モールの応⼒円（単純応⼒）」について説明する。 
10 回  「モールの応⼒円他」についての演習を実施すると同時に、その要点を説
明する。 
11 回  「丸棒のねじり」について説明する。 
12 回  「ねじり」についての演習を実施すると同時に、その要点を説明する。 
13 回  「静定ばりの支持方法および荷重とモーメントおよび符号」について説明
する。 
14 回  「せん断⼒図と曲げモーメント図」について説明する。 
15 回  「静定ばりのせん断⼒と曲げモーメント」について説明する。 

準備学習 1 回  授業内容の確認と復習。第 2 回授業までに、参考書などにより、第１章の
応⼒とひずみに関し予習を行なうこと。 
2 回  工業用材料の機械的性質の内容について、特に応⼒とひずみの理解を深
めるように復習すること。第 3 回授業までに、参考書などにより、「第１章の安
全率と許容応⼒」に関し予習を行なうこと。 
3 回  特に、「安全率と許容応⼒」の内容について理解を深めるように復習する
こと。第４回授業までに、参考書などにより、「第２章の軸荷重を受ける棒」に関
し予習を行なうこと。 
4 回  特に、「軸荷重を受ける棒」の内容について理解を深めるように復習する
こと。第５回授業までに、参考書などにより、「第２章の引張り・圧縮の不静定問
題」に関し予習を行なうこと。 
5 回  特に、「引張り・圧縮の不静定問題」について理解を深めるように復習す
ること。第６回授業までに、参考書などにより、「第２章の演習問題（p．23）」
に関し予習を行なうこと。 
6 回  特に、「引張と圧縮の演習問題」について理解を深めるように復習するこ
と。第７回授業までに、参考書などにより、「第２章の熱応⼒と残留応⼒」に関し
予習を行なうこと。 
7 回  特に、「熱応⼒と残留応⼒」に関し理解を深めるように復習すること。第
８回授業までに、参考書などにより、「第２章の骨組構造」に関し予習を行なうこ
と。 
8 回  特に、「骨組構造（トラス）」に関し理解を深めるように復習すること。第
９回授業までに、参考書などにより、「第２章のモールの応⼒円」に関し予習を行
なうこと。 



9 回  特に、「モールの応⼒円」に関し理解を深めるように復習すること。第１
０回授業までに、参考書などにより、「第２章の基礎的事項」に関し予習を行なう
こと。 
10 回  特に、「第２章の基礎事項」に関し理解を深めるように復習すること。第
１１回授業までに、参考書などにより、「第３章の丸棒のねじり」に関し予習を行
なうこと。 
11 回  特に、「丸棒のねじり」に関し理解を深めるように復習すること。第１２
回授業までに、参考書などにより、「第３章の基礎的事項」に関し予習を行なうこ
と。 
12 回  特に、「第３章の基礎的事項」に関し理解を深めるように復習すること。
第１３回授業までに、参考書などにより、「第４章の静定ばりの支持方法および
荷重とモーメントおよび符号」に関し予習を行なうこと。 
13 回  特に、「静定ばりの支持方法および荷重とモーメントおよび符号」に関し
理解を深めるように復習すること。第１４回授業までに、参考書などにより、「第
４章のせん断⼒図と曲げモーメント図」に関し予習を行なうこと。 
14 回  特に、「せん断⼒図と曲げモーメント図」に関し理解を深めるように復習
すること。第１５回授業までに、参考書などにより、「静定ばりのせん断⼒と曲げ
モーメント」に関し予習を行なうこと。 
15 回  特に、「静定ばりのせん断⼒と曲げモーメント」に関し理解を深めるよう
に復習すること。 

 



年度 2012 
授業コード FTT21B1 
成績評価 定期試験(50％)、中間試験(30％)、レポート(20％)中間・定期試験およびレポー

トの得点が６０点以上を合格とする。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス TA(〜11),TB(〜11) 
見出し FTT21B1 自動制御Ⅰ 
担当教員名 衣笠 哲也 
単位数 2 
教科書 ⽥中他「制御工学の基礎」森北出版 
アクティブラーニング  
キーワード 伝達関数とフィードバック制御、ラプラス変換、特性方程式、周波数応答、位相

補償制御、ナイキスト線図、ＰＩＤ制御、制御系設計 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 自動制御Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 大須賀他「システム制御へのアプローチ」コロナ社 
授業形態 講義 
注意備考 講義に区切りがつくごとにレポートの出題を行う。注意／備考講義内容に関する

質問，レポート相談等は、講義終了後に行う。フーリエ解析をできるだけ履修し
てください． 

シラバスコード FTT21B1 
実務経験のある教員  
達成目標 [A5]機械分野の問題を解決するために，材料⼒学，熱⼒学，流体⼒学，機械⼒学，

自動制御，機械要素などの機械システム工学の専門知識を修得する．特に，機械
システムが微分方程式によってモデル化でき，ラプラス変換によって伝達関数と
いうより簡略化されたモデルとして表現できること，および，それらの基本的な
特性である過渡応答が計算できるようにすること． 

受講者へのコメント  
連絡先 衣笠（４号館４階）kinugasa＠mech.ous.ac.jp オフィスアワー月曜午後・木曜午

前 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Automatic Control I 
関連科目 フーリエ解析，自動制御 II，全ての数学，ロボット工学，メカトロニクス，⼒学，

機械⼒学，ロボット運動学，機械システム工学実験 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ロボット、ロケットなどの機械システムを研究する場合、その運動や操作を自動



的，且つ，最も効率的に可能とする工業技術が自動制御である。様々な機械シス
テムの制御技術を学ぶために周波数領域で制御システムを設計、解析する古典制
御理論について解説する。自動制御 I では制御対象を伝達関数によって表現し，
その過渡応答について理解することを目標とする． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  制御の歴史と最近のロボット制御技術について講述する． 

2 回  様々な制御対象と線型モデル：制御対象を数式を用いて表現．運動方程式
と線形化モデルを導出について講述する． 
3 回  制御対象を構成する基本要素：線形化モデルによって表現された制御対象
をさらにこまかく分解することについて講述する． 
4 回  ラプラス変換１：複素数の復習とラプラス変換の導入について講述する． 
5 回  ラプラス変換２：ラプラス変換の性質とラプラス逆変換を用いた微分方程
式の解法について講述する． 
6 回  伝達関数１：重み関数と伝達関数によるシステム表現の詳細について講述
する． 
7 回  伝達関数２：基本要素の伝達関数について講述する． 
8 回  伝達関数３：ブロック線図と伝達関数について講述する． 
9 回  自動制御演習１：これまでの講義内容について演習する． 
10 回  中間試験を行う． 
11 回  過渡応答１：インパルス応答とステップ応答について講述する． 
12 回  過渡応答２：基本要素の過渡応答について講述する． 
13 回  過渡応答３：２次遅れ系の過渡応答について講述する． 
14 回  フィードバック系の伝達関数について講述する． 
15 回  自動制御演習２：これまでの講義内容について演習する． 

準備学習 1 回  Website などで制御の歴史について調査しておくこと． 
2 回  微分方程式，テーラー展開について復習しておくこと． 
3 回  第２回の講義：様々な制御対象と線型モデル：制御対象を数式を用いて表
現．運動方程式と線形化モデルを導出を復習しておくこと． 
4 回  フーリエ解析を履修していない場合は，ラプラス変換についてあらかじめ
調べておくこと． 
5 回  微分方程式の演算子による解法について復習しておくこと． 
6 回  第２，３回で習った制御対象について復習しておくこと． 
7 回  第２，３回で習った制御対象について復習しておくこと． 
8 回  第２，３回で習った制御対象について復習しておくこと． 
9 回  これまでの講義で出された演習問題をチェックすること． 
11 回  ラプラス変換，伝達関数について復習しておくこと． 
12 回  制御対象について復習しておくこと． 
13 回  ２次遅れ系について復習しておくこと． 
14 回  伝達関数，ブロック線図について復習しておくこと． 
15 回  これまでの講義で出された演習問題をチェックすること． 

 



年度 2012 
授業コード FTT21C2 
成績評価 定期試験(50％)、中間試験(30％)、レポート(20％)中間・定期試験およびレポー

トの得点が６０点以上を合格とする。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス TA(〜11),TB(〜11) 
見出し FTT21C2 自動制御Ⅱ 
担当教員名 衣笠 哲也 
単位数 2 
教科書 ⽥中他「制御工学の基礎」森北出版 
アクティブラーニング  
キーワード 周波数応答，ベクトル軌跡，ボード線図，安定判別，制御系設計，状態方程式と

状態フィードバック 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 せまいよねぇ．教室をなんとかしてもらいたい．わかりやすいと言ってもらえる

のは非常にうれしい． 
科目名 自動制御Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 大須賀他「システム制御へのアプローチ」コロナ社，小郷，美多「システム制御

理論入門」実教出版 
授業形態 講義 
注意備考 講義に区切りがつくごとにレポートの出題を行う。講義内容に関する質問，レポ

ート相談等は、講義終了後に行う。 
シラバスコード FTT21C2 
実務経験のある教員  
達成目標 [A5]機械分野の問題を解決するために，材料⼒学，熱⼒学，流体⼒学，機械⼒学，

自動制御，機械要素などの機械システム工学の専門知識を修得する．特に，機械
システムが微分方程式によってモデル化でき，ラプラス変換によって伝達関数と
いうより簡略化されたモデルとして表現できること，および，それらの基本的な
特性である周波数応答，安定判別法および簡単なフィードバック制御について理
解すること． 

受講者へのコメント 勉強しないのに深く理解したり，さらなる興味を持ったりすることはできないと
思いますが．とりあえず，問題を解くことができるようにはなったと思います． 

連絡先 衣笠（４号館４階）電子メール kinugasa＠mech.ous.ac.jp オフィスアワー月曜午
後・木曜午前 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 あんまり勉強してないなぁ．全くしてないとか，自分の学⼒を考えてほしい． 
英文科目名 Automatic Control II 
関連科目 自動制御 I，全ての数学（特に線形代数），ロボット工学，メカトロニクス，⼒学，



機械⼒学，ロボット運動学，機械システム工学実験 
次回に向けての改善変更予定 基礎学⼒をどうやって向上させればいいのやら． 
講義目的 ロボット、ロケットなどの機械システムを研究する場合、その運動や操作を自動

的，且つ，最も効率的に可能とする工業技術が自動制御である。様々な機械シス
テムの制御技術を学ぶために周波数領域で制御システムを設計、解析する古典制
御理論について解説する。自動制御 II では周波数応答，制御系の安定性，制御性
能およびいくつかの制御系設計法について理解することを目標とする． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  制御の歴史とロボット制御技術について講述する． 

2 回  周波数応答１：周波数応答と周波数伝達関数について講述する． 
3 回  周波数応答２：ベクトル軌跡について講述する． 
4 回  周波数応答３：ボード線図（ゲイン）について講述する． 
5 回  周波数応答３：ボード線図（位相）について講述する． 
6 回  自動制御演習１：ベクトル軌跡とボード線図の演習を行う． 
7 回  制御系の安定性１：フィードバックの意義と安定性について講述する． 
8 回  制御系の安定性２：安定判別法（ラウス・フルビッツの方法）について講
述する． 
9 回  制御系の安定性２：安定判別法（ナイキストの方法）について講述する． 
10 回  自動制御演習２：安定判別法に関する演習を行う． 
11 回  中間試験を行う． 
12 回  制御性能：目標値追従特性と外乱応答特性について講述する． 
13 回  制御性能：安定度，定常特性について講述する． 
14 回  周波数応答法による制御系設計について講述する． 
15 回  自動制御演習３：自動制御 II で講述した内容について演習を行う． 

準備学習 1 回  Website などで制御の歴史について調べておくこと． 
2 回  自動制御 I で習った制御対象と伝達関数について復習しておくこと． 
3 回  複素数，複素関数の実部と虚部について復習しておくこと． 
4 回  複素数，複素関数の絶対値と位相について復習しておくこと． 
5 回  複素数，複素関数の絶対値と位相について復習しておくこと． 
6 回  ベクトル軌跡とボード線図について復習しておくこと． 
7 回  ラプラス変換を用いた微分法定式の解法について復習しておくこと． 
8 回 周波数応答について復習しておくこと． 
9 回  一巡伝達関数，ベクトル軌跡について復習しておく 
10 回  安定判別法について復習しておく 
11 回 中間試験対策として，周波数応答の復習をしておくこと． 
12 回  フィードバック系の伝達関数，過渡応答について復習しておくこと． 
13 回 ナイキストの安定判別法について復習しておくこと． 
14 回 周波数応答について復習しておくこと． 
15 回 これまでの講義で学習したこと全般を見直しておくこと． 

 



年度 2012 
授業コード FTT2312 
成績評価 中間試験では鉄鋼の基礎、一般構造用鋼、機械構造用炭素鋼の材料特性に関する

試験を行う。定期試験では、アルミニウム合金など非鉄金属材料の材料特性に関
する試験を行う。成績評価は、中間試験(50%)と定期試験(50%)を総合評価して
60%以上を合格とする。 

曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス TA(〜12),TB(〜12) 
見出し FTT2312 機械材料 
担当教員名 中川 惠友 
単位数 2 
教科書 基礎機械材料／鈴村 暁男・浅川 基男 ／培風館 
アクティブラーニング  
キーワード 材料の構造と組織、工業材料の性質と機能、破壊、疲労、クリープ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ① ⿊板の字を大きくしてほしい等の板書に関する記述には、今年度からは、講

義室が変更され、⿊板はやや広くなったので出来るだけ板書は見やすく書くよう
にします。 
② 板書の要点個所については、色チョークを使って出来るだけポイントを絞っ
て書くようにします。 
② 講義室が狭いという記述には、本年度から講義室は広くなるので改善され
る。 

科目名 機械材料 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 大学基礎機械材料／門間 改三著／実教出版 

材料技術基礎／里 達雄／実教出版 
授業形態 講義 
注意備考 毎回必ず出席して、教員の指示に従うこと。学習相談の希望があれば、講義後に

担当教員に申し出ること。・講義では適宜パワーポイントを用いて解説する予定
である。 

シラバスコード FTT2312 
実務経験のある教員  
達成目標 (A5)機械システム工学の技術者が取り扱う主要分野の問題解決に必要な専門知

識の基礎を修得すること。本講義では、特に、構造用鋼、軸受鋼・工具鋼および
鋳鋼・鋳鉄などの JIS に登録されている各種鉄鋼材料について、その材料特性と
使用例を理解する。また、各種非鉄金属の材料特性と用途について理解する。 

受講者へのコメント [A]の授業時間外の学習について、約 55％の学生が授業以外では全く学習をして
いないことが判ったので、特に、授業の後に復習をするように努⼒してほしい。 

連絡先 中川研究室（場所：4 号館 3 階, オフィスアワー（木曜 11 時から 12 時), TEL：
086-256-9561,E-mail：nakagawa@mech.ous.ac.jp) 

合理的配慮が必要な学生への  



対応 
各項目評価に対する所見 [A]の出席率について、88％以上の学生の欠席回数が 2 回未満であり出席率は高

い。また、[B]の授業における学生の成⻑では、全体の約 90％の学生が機械材料
への興味と関心を持てたと答えているので、非常に満足している。[C]の総合評
価について、58％以上の学生がほぼ満足下と答えているのでこの結果を基に更に
満足度を向上させていと考えている。 

英文科目名 Materials for Machines 
関連科目 材料⼒学、塑性⼒学、マテリアルサイエンス、材料強度学、機能材料 
次回に向けての改善変更予定 [C]の総合評価について学生の満足度を更に向上させるようによりわかりやすい

講義を行うように努⼒したい。 
[A]の授業時間外の学習時間が少ないので、今後、講義内容に関する宿題も検討
したいと考えている。 

講義目的 近年、地球温暖化対策と関連して、材料の分野においてもエコマテリアル化がク
ローズアップされている。本講義では、多様化する社会の二ーズを背景に、これ
まで改良されてきた各種機械材料について、その種類と特徴および実用事例を挙
げながら詳しく解説し、機械材料に対する基本的理解と知識の習得を目的とす
る。また、最近注目されている軽金属材料等の環境負荷低減材料のリサイクルへ
の取り組みについても解説する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  材料と機械設計・ものづくり 

2 回  材料の機械的性質と評価法 
3 回  鉄鋼材料の製造法、熱処理 
4 回  一般構造用鋼 
5 回  機械構造用炭素鋼・合金鋼 
6 回  軸受鋼・工具鋼 
7 回  鋳鉄・鋳鋼 
8 回  ステンレス鋼 
9 回  中間試験と試験問題の解説 
10 回  アルミニウムの種類 
11 回  アルミニウムの種類と熱処理 
12 回  チタン合金・マグネシウム合金の用途 
13 回  機械構造用セラミックス材料 
14 回  繊維強化プラスチック材料の分類 
15 回  機械設計における材料選び 

準備学習 1 回  材料と機械設計・ものづくりについて理解する。 
2 回  材料の基本特性について理解する。 
3 回  鉄鋼の基礎について理解する。 
4 回  構造用鋼について理解する。 
5 回  構造用鋼について理解する。 
6 回  軸受鋼・工具鋼および鋳鉄・鋳鋼について理解する。 
7 回  軸受鋼・工具鋼および鋳鉄・鋳鋼について理解する。 
8 回  ステンレス鋼・高合金鋼について理解する。 



9 回  試験準備 
10 回  アルミニウムについて理解する。 
11 回  アルミニウムについて理解する。 
12 回  チタン・マグネシウムについて理解する。 
13 回  非金属材料について理解する。 
14 回  非金属材料について理解する。 
15 回  機械材料の選び方について理解する。 

 



年度 2012 
授業コード FTT23B1 
成績評価 定期試験（47％）、中間試験（47％）、ノート（６％）、小テスト（０％），レポー

ト（０％）、定期試験での得点とノートで採点する。工具ならびに切削現象やそれ
らの英語表記の理解度を評価し、60 点以上を合格とする。なお，受講者の関係
で、中間試験が実施できない場合があるので注意されたし。その場合、定期試験
(94%)となり、他は同じ。 

曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス TA(〜11),TB(〜11) 
見出し FTT23B1 加工学Ⅰ 
担当教員名 金枝 敏明 
単位数 2 
教科書 機械工作法ⅠⅠ／橋本文雄, 朝倉健二／共立出版 
アクティブラーニング  
キーワード 加工法、切削法、鋳造法、工作機械、精密加工、マイクロ／ナノ加工 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  再三の注意にも関わらず態度を改善できない学生が全体の１／４位いるので、

きつい口調にならざるを得ない。彼らは大学生としての品格が低すぎる。また中
国⼈の学生は言葉のハンデイがあるので、前の席に座り、理解⼒を確認しながら
教えたいにもかかわらず最後部に座って他の科目を学習している者が数⼈いる
ので、それを注意した（単位がほとんど取れない実績など）ことが彼らを侮辱し
ていると思わせたのだろう。その気は全くない。他は上記項目で既述。 

科目名 加工学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 金属材料のマニュアル／技能ブックス／大河出版  

切削・研削加工学 上／臼井英治／共立出版 
授業形態 講義 
注意備考 講義時には教科書ならびにノートを持参。講義中に工具、工作物やカタログを回

覧する他に、ビデオ上映する。講義中の学生の発言（発表）、すなわち講義に積極
的に参加することを推奨する。  
電子教材を液晶プロジェクターで投影し授業を行っている。 

シラバスコード FTT23B1 
実務経験のある教員  
達成目標 [A5] 機械分野の問題を解決するため、材料⼒学、熱⼒学、流体⼒学、機械⼒学、

自動制御、機械要素、加工学などの機械システム工学の専門知識を習得する。除
去加工の中でも代表的な機械加工（切削、研削）の本質的な除去過程やそれらに
使用される工具を理解し、実際の加工時にそれらを生かせること。 

受講者へのコメント 20831 室での講義は、カーテンが電動で開閉できる等の⻑所があり使用している
が、その反面席が前部と後部に分かれてしまい、後部に座る学生の受講する態度
が不十分で、ケータイを使用する、他の講義のレポートをする者、間なく私語を
する者などがほとんどになってしまう。再三に注意にも関わらず、講義に集中し



ないのは、対策がない。半分以上の受講生はほぼ集中できている。問題のある受
講生を注意しているのを聞くのは深いかもしれないが、問題のある学生を少しで
も受講態度を改善さすようにしなければ、本学の質向上は望めない。講義ではア
ク 

連絡先 金枝敏明、メール：kaneeda@mech.ous.ac.jp, ５号館１階金枝研究室、オフイス
アワー：月 9,10 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね教員の感じている点とほぼ同じ傾向にある。ただ、残念なのは授業に対する
意欲がもう少し高くても善いと思った。時間をかけて VTR や実物、カタログを
用意し、さらに産業界の動き（新聞報道など）を毎回トピックスとして取り上げ
ているが。準備で授業の満足度も思ったほどではない。 

英文科目名 Machining 
関連科目 加工学実習、材料⼒学、機械材料、機械要素、マテリアルサイエンス 
次回に向けての改善変更予定 意欲が感じられないと思っている学生を少なくしたい。（講義開始や終了はほぼ

時刻通りしてます）板書も改善したいが、単なる説明のために時間を割けない場
合は、簡単な既述になるのは理解してもらいたいが。 

講義目的 加工学は、”機械工作”や”生産工学”とも呼ばれる科目で、機械設計とともに⼈類
がモノを造るという本質的な特性に基づく学問である。今日の科学技術の発展に
は加工技術の進歩が大きく寄与している。加工学はⅠとⅠⅠに分類されるが、加
工学Ⅰは産業界でも最もよく利用されている機械加工の中でも代表的な切削な
らびに研削加工について講義する。機械加工の本質はこの二つの加工法にある。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 日本の製造業, 加工学の機械工学に占める地位を考え、さらに 機械加工を

説明する。 
2 回 工具の材料と必要とされるその機械的性質について説明する。 
3 回 工具材料と切削条件, さらには切削の良否を左右する切りくず生成につい
て説明する。 
4 回 切りくず形式と被削材の機械的性質との関係について説明する。 
5 回 一部の金属材料切削で認められる構成刃先について説明する。 
6 回 加工コストを左右する工具寿命, 工具摩耗について説明する。 
7 回 材料の被削性, 難削材について説明する。 
8 回 切削油剤の必要性、種類や機能, 各種工作機械概要, もっともポピュラーな
工作機械である旋盤について説明する。 
9 回 ⽳加工用工具のドリル、中ぐり、リーマ加工、切断機械、ブローチの概要や
それら特有の現象等について説明する。 
10 回 旋盤とならんで代表的な工作機械であるフライス盤の加工について説明す
る。 
11 回 フライス切削特有の機構について説明する。 
12 回 ⻭車の機械加工である⻭切りならびに⻭切り盤について説明する。 
13 回 機械加工である研削と切削の差異, 各種砥粒について説明する。 
14 回 各種砥石車, 各種研削作業について説明する。 



15 回 研削特有の目直し, 形直し, 自生作用, クリープフｲード研削他について説
明する。 

準備学習 1 回 講義の目的等をシラバスで確認すること、日本の製造業の特徴を考えてお
くこと。講義内容から日本の経済的な基盤はモノづくりであることをよく把握し
ておくこと。 
2 回 加工法の代表である機械加工の工具には、硬さ以外に靭性が大切と言うこ
とを理解しておくこと。 
3 回 並行して受講している加工学実習での切削条件と切りくずや、 加工面、切
削の状況の関係を把握しておくこと。受講していない学生は、硬い金属を削る（切
る）ことはどんなことが想定されるか考えておくこと。（以下未受講の学生は，想
定すること。）世の中では機械加工が，加工の中では主流であることを理解して
おくこと。 
4 回 加工学実習で切削した切りくずー被削材の関係、切削の状況を把握してお
くこと。 
5 回 加工学実習の切削で経験するであろう構成刃先と切削の状況（条件）を把握
しておくこと。切削工具では摩擦が過酷になり，特有な現象が生じることを理解
しておくこと。 
6 回 加工学実習での切削で経験するであろう工具摩耗、工具寿命をトライボロ
ジ的（摩擦・摩耗）に考えておくこと。生産現場で摩耗が一般で考えるよりも速
い条件で加工していることを理解しておくこと。 
7 回 加工学実習での経験を通して、世の中で出回っている材料の切削のし易さ
を考えておくこと。材料には，加工における一種の偏差値があることを理解して
おくこと。 
8 回 加工学実習での経験や潤滑理論や使用した工作機械の構造を想起しておく
こと。潤滑が切削では重要であること、工作機械とはどのようなものであるかを
理解しておくこと。 
9 回 加工学実習で経験した⽳あけや切断作業での問題点等を想起しておくこと。
⽳あけや切断特有の工具や現象があることを理解しておくこと。 
10 回 加工学実習で経験したフライス盤での加工の特徴を想起しておくこと。 
11 回 加工学実習で経験したフライス盤で上向き、下向き下刷りの問題点等を想
起しておくこと。微妙な加工方法の違いが，大きく影響することを理解しておく
こと。 
12 回 ⻭車の⻭形の複雑な形状の由来や加工学実習で経験した⻭切りでの問題点
等を想起しておくこと。 
13 回 一般に行われているグラインダーでの加工を想起し、実施した切削との差
異が何であるか考えておくこと。切削と研削の使い分けを理解しておくこと。 
14 回 一般に行われているグラインダーでの砥石（車）を想起し、切削工具と同
様に種類がある理由を考えておくこと。切削工具との違いを理解しておくこと。 
15 回 砥石が摩耗すればどうなるかを考えておくこと。切削工具との摩耗の違い
をよく理解しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTT23C1 
成績評価 定期試験（40%），中間試験（30%），レポート（30%） 

技術英語、機械工学分野の英文を読んで内容を理解できるかを総合評価し、60 点
以上を合格とする。 

曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス TA(〜10),TB(〜10) 
見出し FTT23C1 機械工学英語 
担当教員名 金子 正明＊ 
単位数 2 
教科書 技術英語 実践的技術英語テキスト：初級〜中級レベル／津山工業高等専門学校 

技術英語テキスト編集委員会 編／電気書院 
アクティブラーニング  
キーワード 機械工学分野の英語表現，機械工学分野の英語理解 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 −「とても理解しやすかった。」、「良かった」というコメント以外に、 

−「教科書の訳がほしかった。」、「口で和訳を言われても書き取れない。板書して
ほしい。」というコメントがありました。 
＜回答＞ 
次回には、教科書の和訳を作成しますが、和訳や、それを書き取ることよりも、
まず各単語の意味と構文を理解して、英文の内容がわかるようになることが、重
要です。そのためには、自分で予習をしてわからない箇所について、授業中に質
問するようにしてください。 

科目名 機械工学英語 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  ・ 技術英語 実践的技術英語テキスト：中級〜上級レベル／津山工業高等専

門学校 技術英語テキスト編集委員会 編／電気書院 
 ・ 文部省 学術用語集 機械工学編（増補版）／日本機械学会（１９９３） 
 ・ 機械工学用語辞典／⻄川・高⽥ 監修／理工学社 

授業形態 講義 
注意備考 講義内容に関する質問や相談事がある時は、担当者の金子先生か中井の研究室

（上記連絡先参照）を訪ねてください。ただし、まずは疑問点に対する解答を自
分なりに調べること。 

シラバスコード FTT23C1 
実務経験のある教員  
達成目標 [C2]国際的に活躍できる技術者に成⻑するために、「技術英語」のコミュニケー

ション能⼒を継続的に養成する。 
特に、機械工学分野の英文を読んで、その内容が理解できるようになること。 

受講者へのコメント テキストを読んで、まず構文を理解することが重要です。そのためには、わから
ない単語や技術用語、例文・用法などを辞書で調べて予習してください。工学英
語がわかるようになるには、こういう地道な努⼒の積み重ねが特に大切です。 



連絡先 ４号館３階中井研究室まで（電子メール：nakai@mech.ous.ac.jp, オフィスアワ
ー：毎週木・金曜日随時） 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特に無し。 
英文科目名 Mechanical Engineering English 
関連科目 材料⼒学，ＣＡＤ／ＣＡＭ，自動制御，流体⼒学，熱⼒学 
次回に向けての改善変更予定 レポートの課題を、技術用語、例文・用法、構文がより学習できるような内容に

変更し、提出回数も増やすように改善します。 
講義目的 今後のグローバル社会を担う技術者は、英語の技術論文や仕様書を読み、海外の

技術者との英語での打ち合わせなど、技術英語を身につけていることが求められ
ており、技術英語の基礎⼒無しでは、社会に通用しなくなっている。この講義で
は、技術英語に関する英文を学ぶことで、専門用語を多く覚え、英語の表現、構
文そして文法についての理解を深めて、技術英語の基礎を習得する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクションとして、講義の進め方，技術英語の特徴と数式の読み方

などを説明する。 
2 回 教科書の Lesson 1: Electrical and Computer Engineering を音読、和訳して
もらい、重要あるいは注意すべき単語や英文の意味、用法、文法などを説明する。 
3 回 教科書の Lesson 2: Mechanical and Control Engineering を音読、和訳して
もらい、重要あるいは注意すべき単語や英文の意味、用法、文法などを説明する。 
4 回 教科書の Lesson 3: The Personal Computer を音読、和訳してもらい、重要
あるいは注意すべき単語や英文の意味、用法、文法などを説明する。 
5 回 教科書の Lesson 4: Air Pollution and Control Technology を音読、和訳し
てもらい、重要あるいは注意すべき単語や英文の意味、用法、文法などを説明す
る。 
6 回 教科書の Lesson 5: Opto-electronic devices を音読、和訳してもらい、重要
あるいは注意すべき単語や英文の意味、用法、文法などを説明する。 
7 回 教科書の Lesson 6: F1 aerodynamics を音読、和訳してもらい、重要あるい
は注意すべき単語や英文の意味、用法、文法などを説明する。 
8 回 中間試験を実施し、その解答について解説する。 
9 回 教科書の Lesson 7: Ohm's Law を音読、和訳してもらい、重要あるいは注
意すべき単語や英文の意味、用法、文法などを説明する。 
10 回 教科書の Lesson 8: Airbus vs. Boeing を音読、和訳してもらい、重要ある
いは注意すべき単語や英文の意味、用法、文法などを説明する。 
11 回 教科書の Lesson 9: Kirchhoff's Laws を音読、和訳してもらい、重要ある
いは注意すべき単語や英文の意味、用法、文法などを説明する。 
12 回 教科書の Lesson 10: Mechatronics 1 を音読、和訳してもらい、重要ある
いは注意すべき単語や英文の意味、用法、文法などを説明する。 
13 回 教科書の Lesson 12: Space junk: the problem of waste in space を音読、和
訳してもらい、重要あるいは注意すべき単語や英文の意味、用法、文法などを説
明する。 



14 回 教科書の Lesson 13: Alternating Current(AC) を音読、和訳してもらい、
重要あるいは注意すべき単語や英文の意味、用法、文法などを説明する。 
15 回 教科書の Lesson 14: Mechatronics 2 を音読、和訳してもらい、重要ある
いは注意すべき単語や英文の意味、用法、文法などを説明する。 

準備学習 1 回 シラバス，教科書の狙いを読んで何を学習するかを理解し、教科書の
Appendix を予習しておくこと。 
2 回 教科書の Lesson 1 について、辞書でわからない単語の発音と意味、英文の
和訳を予習しておくこと。 
3 回 教科書の Lesson 2 について、辞書でわからない単語の発音と意味、英文の
和訳を予習しておくこと。 
4 回 教科書の Lesson 3 について、辞書でわからない単語の発音と意味、英文の
和訳を予習しておくこと。 
5 回 教科書の Lesson 4 について、辞書でわからない単語の発音と意味、英文の
和訳を予習しておくこと。 
6 回 教科書の Lesson 5 について、辞書でわからない単語の発音と意味、英文の
和訳を予習しておくこと。 
7 回 教科書の Lesson 6 について、辞書でわからない単語の発音と意味、英文の
和訳を予習しておくこと。 
8 回 これまでの講義内容、配布資料の内容をよく復習しておくこと。 
9 回 教科書の Lesson 7 について、辞書でわからない単語の発音と意味、英文の
和訳を予習しておくこと。 
10 回 教科書の Lesson 8 について、辞書でわからない単語の発音と意味、英文の
和訳を予習しておくこと。 
11 回 教科書の Lesson 9 について、辞書でわからない単語の発音と意味、英文の
和訳を予習しておくこと。 
12 回 教科書の Lesson 10 について、辞書でわからない単語の発音と意味、英文
の和訳を予習しておくこと。 
13 回 教科書の Lesson 12 について、辞書でわからない単語の発音と意味、英文
の和訳を予習しておくこと。 
14 回 教科書の Lesson13 について、辞書でわからない単語の発音と意味、英文
の和訳を予習しておくこと。 
15 回 教科書の Lesson14 について、辞書でわからない単語の発音と意味、英文
の和訳を予習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTT23D2 
成績評価 定期試験（47％）, 中間試験（47％）, ノート（6％）, 小テスト（０％）, レポ

ート（０％）, 定期試験での得点とノートで評価する。各種加工法の原理を物理
現象として本質的に理解しているか、また各種生産システムの理解度を評価し、
60 点以上を合格とする。なお，受講者数によっては、中間試験が実施できない場
合がある。その場合定期試験(94%），その他は同じ。 

曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス TA(〜11),TB(〜11) 
見出し FTT23D2 加工学Ⅱ 
担当教員名 金枝 敏明 
単位数 2 
教科書 機械工作法ＩＩ：&機械工作法Ｉ／橋本文雄, 朝倉健二／ 共立出版 
アクティブラーニング  
キーワード 加工法, マイクロ／ナノ加工, 表面加工, CAD/CAM/CAE, CIM/FMS/FA, 生

産・管理システム, 鋳造法, 塑性加工, 素材製造, 金型, 溶接／接合 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ・教室の設備等のインフラに関しては、大学の設備の問題なので。・へらへらし

ないで→過去に難しい表情を止めてといわれました。・外国⼈の受講生に対し、
差別がある。→差別をしてるつもりは全くありません。只外国⼈にとってはこの
科目は言葉のハンデイが大きく効いてくる科目ですので、教室の後方に座ってい
ては、理解できない用語や表現が多すぎます。内容理解を深めるために教員と対
話しながら進めましょうと数回にわたってアドバイスしておりました。そうでな
いと単位取得が殆ど不可能です。その事実を指していることをいわれておられる
のでし 

科目名 加工学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 精密工作法 上／津和秀夫他／共立出版 
授業形態 講義 
注意備考 講義時には教科書ならびにノートを持参。講義中に工具、工作物やカタログを回

覧する他に、ビデオ上映する。講義中の学生の発言（発表）、すなわち講義に積極
的に参加することを推奨する。電子教材を液晶プロジェクターで投影し授業を行
っている。 

シラバスコード FTT23D2 
実務経験のある教員  
達成目標 [A5] 機械分野の問題を解決するため，材料⼒学、熱⼒学、機械⼒学、自動制御、

機械要素、加工学などの機械システム工学の専門知識を習得する。機械加工以外
の加工法や生産システムを理解し、実際の現場でどのような場合にそれらを使う
かが判断できるようになること。 

受講者へのコメント 講義開始前にビデオ＆OHC、その日の講義内容を板書して，準備しております。
開始時間から実際の講義が始まり、終了時間はきちっと守っておりました。また



教室の後ろの方に座って、講義を殆ど聴かなく、他の講義レポートを作成してい
たり、ケータイを触っている学生にはきちんと聴講するように指導をしておりま
す。それほど配慮しても態度を変えない聴講生を注意していると他の学生には不
快に感じるかもしれない、そんなのほっとけば良い、という立場の学生もありま
す。本学の学生の能⼒を伸ばすには、学生の能⼒のレベル差に関係なく、向上さ
せる 

連絡先 金枝敏明、メール：kaneeda@mech.ous.ac.jp, ５号館１階金枝研究室, オフイスア
ワー：月 9, 10 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 教員の意欲が感じ取られたと少し感じ取られたが大部分であるが、どちらともい
えないのが少々ある。後者の評価の根拠がこちらではわかりかねます。この授業
に満足も普通が半数で、ほぼ満足が半数である。もっと満足してもらえる加工学
の講義とは，どのようなものかわかりかねるので、知りたい。内容をできるだけ
噛み砕いて話しております。 

英文科目名 Manufacturing Process 
関連科目 加工学実習, 加工学Ｉ, 生産システム, 材料⼒学, 機械材料, 機械要素, マテリア

ルサイエンス 
次回に向けての改善変更予定 もっと多くの学生が満足する事項が掴めない。また反応を求めても感じ取れな

い。具体的な改善方法が見当たりません。 
講義目的 加工学Ｉが機械加工を対象としていたので、本講義はそれ以外の生産技術分野を

ほぼ網羅する。生産を単にモノを製造する手段としてのみならず、システムとし
て捉えて講義していく。具体的には、精密加工、特殊加工、生産システム、鋳造、
塑性加工、溶接である。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  精密加工の意義, ホーニング, 超仕上げについて説明する。 

2 回  ラッピング, ショットピーニング, 各種砥粒加工について説明する。 
3 回  特殊加工, 電気加工の特徴と各種方法（放電加工、etc.）について説明する。 
4 回  電気加工の特徴と各方法（レーザー加工、電解研磨、etc.), 加工の自動化, 
CNC, MC, 制御方式について説明する。 
5 回  DNC, FMS, FMC, 無⼈化, 省⼈化, CIM について説明する。 
6 回  CAD/CAM, CAE, FA, ロボットについて説明する。 
7 回  生産方式（カンバン, Just-in Time, QC, カイゼン, 提案制度, モジュール
化、コンカレントエンジニアリング, etc.)について説明する。 
8 回  鋳造法の特徴, 模型、鋳型について説明する。 
9 回  鋳造法案, 造型, 溶解炉, 鋳込み, 後処理について説明する。 
10 回  特殊造形法, 特殊鋳込み法について説明する。 
11 回  鋳鉄の組織, 検査法, 塑性加工の原理について説明する。 
12 回  塑性加工の一次加工, 鍛造について説明する。 
13 回  各種塑性加工, せん断加工, プレス機械, 冶金的結合, リベット接合との
比較について説明する。 
14 回  アーク溶接, ガス溶接、 特殊溶接法について説明する。 



15 回  圧接, ろう接について説明する。 
準備学習 1 回  精密加工の利点や砥粒加工で砥粒径が細かくなれば、工作物の変形や破壊

現象はどうなるかを考えておくこと。 
2 回  砥粒加工で砥粒径を細かくし、砥石の運動を変化させれば種々の加工も可
能となることを考えておくこと。砥粒径が小さくなることにより，変改や破壊現
象の規模が小さくなり，より精密な加工になることを具体的な加工法名と絡めて
よく理解しておくこと。 
3 回  加工学実習で経験していない電気を使った除去加工は、どのような過程で
除去できるか考えておくこと。電気加工等が材料の溶融除去加工であることをよ
く理解しておくこと。 
4 回  ポインター等に使われているレーザーの特徴や実習で使用した CNC 工作
機械のメリットを考えておくこと。 
5 回  工作機械の自動化のみで、ものづくり全体の生産効率が上がるのか？世の
中のニーズの変動するに対応するにはどうしたら良いかを考えておくこと。 
6 回  １年次に使用した CAD を生産の自動化（CNC 工作機械）や設計に利用す
るにはどうしたら良いか、を考えておくこと。 
7 回  車の生産の自動化（コンピュータ化）はどの程度行われているか、他の講
義で習得した知識を基に考えておくこと。自動化の流れや方式をよく理解してお
くこと。 
8 回  成形加工である鋳物はどのような部品に使われているか、またその材料は
何からできていたかを身の回りの製品から考えておくこと。 
9 回  複雑な鋳物の形状はどのようにして造られるか？、また金属をどのように
溶解するかを考えておくこと。 
10 回  ミニカーや活字を鋳物で製作するには？また、鋳造法の自動化や精度を
上げるにはどうすればよいかを考えておくこと。 
11 回  鋳物の機械的性質はその構成からきていること、欠陥を見つけ出す方法
を考えておくこと。金属を溶かして成形するので、その過程での問題点を整理し
て理解しておくこと。金属の塑性をどのように変形加工に使うかを考えておくこ
と。 
12 回  金属板や棒、ジュース缶等はどのような塑性加工で製造されているかを
考えておくこと。 
13 回  ⽳あけパンチの原理とせん断変形の関係を考えておくこと。金属の塑性
を利用して加工するので，その際の変形や破壊，ひずみ等を説明するのに応⼒―
ひずみ線図を使って説明できるようになっておくこと。「金属の接合」をミクロ
的に考えておくこと。 
14 回  加工学実習で経験しているアークはなぜ金属を接合できるのか、ガス溶
接の原理を考えておくこと。これらの溶接は溶接部を溶かす必要があるので，そ
れらに伴う問題点をよく理解しておくこと。 
15 回  アルミや銅が通常の溶接では接合できないこと、ハンダでの接合方法の
原理を考えておくこと。どのような製品や部品にどの溶接法を選択すべきか，整
理して理解しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTT2511 
成績評価 ◎レポート(100%)。 

すべての実験テーマのレポート点を総合集計して 60 点以上を合格とする。 
◎ただし、実験Ⅰ（前期）５テーマ、実験Ⅱ（後期）５テーマの内、一つでもレ
ポートの提出されていない実験テーマがあれば、その期の成績評価の対象から外
され、その期の単位取得はできない。 

曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス TA(10〜10),TB(10〜10) 
見出し FTT2511 機械工学実験Ⅰ 
担当教員名 高見 敏弘、⽥中 雅次、中川 惠友、桑木 賢也、衣笠 哲也、中井 賢治、

金谷 輝 
単位数 2 
教科書 ◎機械システム工学実験テキスト【岡山理科大学・機械システム工学科編】 

（４月初め、初回のオリエンテーション時に配布する） 
アクティブラーニング  
キーワード 実験、計測、測定法、応⼒、ひずみ、自由振動、強制振動、エンジン、熱移動と

温度、伝達関数、フィードバック制御、設計法、生産システム 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 なし 
科目名 機械工学実験Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 日本機械学会編「機械工学便覧」、各テーマの担当教員が推奨する参考書 
授業形態 実験実習 
注意備考 毎回必ず出席して、各担当教員あるいはティーチングアシスタントの指示に従う

こと。 
【重要】一つでもレポートの提出されていない実験テーマがあれば、単位取得で
きない。 

シラバスコード FTT2511 
実務経験のある教員  
達成目標 ［A4］機械システム工学の技術者として必要な専門技術を体験し、実験・実習の

課題について考察法および解決能⼒を習得すること。 
特に、実験操作の基礎を修得すること。共同実験者と協調して作業ができること。
実験レポートを作成し、遅滞なく提出できること。 

受講者へのコメント レポート提出期限を守ること！ 
連絡先 代表：高見敏弘（５号館１階）、オフィスアワー：火曜日、昼休み 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 なし 
英文科目名 Experiments on Mechanical Engineering I 



関連科目 機械システム工学科のすべてのＡ群科目 
次回に向けての改善変更予定 １テーマでも、期限に遅れた場合、単位認定を行わない（＝留年確定）ので注意

すること！ 
講義目的 機械システム工学の基礎的な物理現象を、種々の実験装置や計測機器を使用して

実験・計測・観察する。本実験を通じて、講義で学んだ理論や知識の妥当性を検
証するとともに、実験データに対する考察⼒を養う。また、実験レポートの整理・
表示・作成法を修得する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 １）各実験テーマが始まる第１週までに、テキストにより実験目的･実験方法･デ

ータ整理について理解しておくこと。 
２）第２週目、第３週目までに提出する課題についても、担当教員の指示に従う
こと。 
３）第３週目の実験終了後、各実験テーマのレポートを必ず提出すること。 
４）担当教員からレポートの再提出を求められたら、その指示に従うこと。 
５）実験Ⅰ（前期）５テーマ、実験Ⅱ（後期）５テーマの内、一つでもレポート
の提出されていない実験テーマがあれば、その期の成績評価の対象から外され、
その期の単位取得はできないことに注意すること。 
６）実験Ⅰ（前期）、実験Ⅱ（後期）ともに必修科目であり、両科目ともに単位取
得しなければ、自動的に４年次へ進級できないことに注意すること。 

 



年度 2012 
授業コード FTT2512 
成績評価 ◎レポート(100%) 

すべての実験テーマのレポート点を総合集計して 60 点以上を合格とする。 
◎ただし、実験Ⅰ（前期）５テーマ、実験Ⅱ（後期）５テーマの内、一つでもレ
ポートの提出されていない実験テーマがあれば、その期の成績評価の対象から外
され、その期の単位取得はできない。 

曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス TA(10〜10),TB(10〜10) 
見出し FTT2512 機械工学実験Ⅱ 
担当教員名 高見 敏弘、⽥中 雅次、中川 惠友、桑木 賢也、衣笠 哲也、中井 賢治、

金谷 輝 
単位数 2 
教科書 ◎機械工学実験テキスト【岡山理科大学・機械システム工学科編】 

（４月初め、初回のオリエンテーション時に配布する） 
アクティブラーニング  
キーワード 実験、計測、測定法、応⼒、ひずみ、自由振動、強制振動、エンジン、熱移動と

温度、伝達関数、フィードバック制御、設計法、生産システム 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 機械工学実験Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 日本機械学会編「機械工学便覧」、各テーマの担当教員が推奨する参考書 
授業形態 実験実習 
注意備考 毎回必ず出席して、各担当教員あるいはティーチングアシスタントの指示に従う

こと。 
【重要】一つでもレポートの提出されていない実験テーマがあれば、単位取得で
きない。 

シラバスコード FTT2512 
実務経験のある教員  
達成目標 ［A4］機械システム工学の技術者として必要な専門技術を体験し、実験・実習の

課題について考察法および解決能⼒を習得すること。 
特に、実験操作の基礎を修得すること。共同実験者と協調して作業ができること。
実験レポートを作成し、遅滞なく提出できること。 

受講者へのコメント ２０１２年度後期になって、実験レポートの提出が悪くなった学生が３名おりま
した。 
結局、そのうち２名は留年しました。レポート提出の期限には十分に注意してく
ださい。 

連絡先 代表：高見敏弘（５号館１階）、オフィスアワー：火曜日、昼休み 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 



各項目評価に対する所見  
英文科目名 Experiments on Mechanical Engineering II 
関連科目 機械システム工学科のすべてのＡ群科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 機械システム工学の基礎的な物理現象を、種々の実験装置や計測機器を使用して

実験・計測・観察する。本実験を通じて、講義で学んだ理論や知識の妥当性を検
証するとともに、実験データに対する考察⼒を養う。また、実験レポートの整理・
表示・作成法を修得する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容  
準備学習 １）各実験テーマが始まる第１週までに、テキストにより実験目的･実験方法･デ

ータ整理について理解しておくこと。 
２）第２週目、第３週目までに提出する課題についても、担当教員の指示に従う
こと。 
３）第３週目の実験終了後、各実験テーマのレポートを必ず提出すること。 
４）担当教員からレポートの再提出を求められたら、その指示に従うこと。 
５）実験Ⅰ（前期）５テーマ、実験Ⅱ（後期）５テーマの内、一つでもレポート
の提出されていない実験テーマがあれば、その期の成績評価の対象から外され、
その期の単位取得はできないことに注意すること。 
６）実験Ⅰ（前期）、実験Ⅱ（後期）ともに必修科目であり、両科目ともに単位取
得しなければ、自動的に４年次へ進級できないことに注意すること。 

 



年度 2012 
授業コード FTT2513 
成績評価  
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス TA(〜09),TB(〜09) 
見出し FTT2513 機械システム工学実験(再) 
担当教員名 高見 敏弘、⽥中 雅次、中川 惠友、桑木 賢也、衣笠 哲也、中井 賢治、

金谷 輝 
単位数 4 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 機械システム工学実験(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード FTT2513 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Experiments of Mechanical Systems Engineering 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 3 年/4 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード FTT25C2 
成績評価 定期試験（60%）、中間試験（40%）、レポート（0%） 

コンピュータの基礎知識についての理解と VBA による簡単なプログラミングが
作成できるかを総合評価し、60 点以上を合格とする。 

曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス TA(〜12),TB(〜12) 
見出し ftt25c2 コンピュータ基礎 
担当教員名 金子 正明＊ 
単位数 2 
教科書 今すぐ使えるかんたん mini Excel マクロ＆VBA 基本技 [Excel 2010/2007/2003

対応]/門脇 香奈子/技術評論社 
アクティブラーニング  
キーワード エクセル、VBA、プログラミング、コンピュータ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「説明がわからない」「授業についていけない」などのコメントがありましたが、

受講者数が多いのと、2 部屋に別れているので、質問が無ければ、理解している
として先に進みます。また、パソコンの基本的な操作は、「パソコン入門」など
で、既に習得しているものと考えていますので、パソコンの操作自体や説明がわ
からないときは、その時直ぐに質問するようにしてください。 

科目名 コンピュータ基礎 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 増永 良文「コンピュータサイエンス入門−コンピュータ・ウェブ・社会−」サ

イエンス社 
上山 清二「Web で学ぶ情報処理理論」晃洋書房 
飯島 弘文「かんたん通勤快読 Excel マクロ＆ユーザーフォーム部品集 
Excel2002/2003/2007 対応」技術評論社 

授業形態 講義 
注意備考 自分で簡単なプログラムが作成できるように努⼒すること。 
シラバスコード FTT25C2 
実務経験のある教員  
達成目標 [A3]機械分野の問題を数値的に解決するために、コンピュータの操作に習熟する

とともに、情報処理技術とプログラミング技術の基礎を習得する。特に、コンピ
ュータについての基礎知識を理解し、プログラミング言語 VBA による基本プロ
グラムが作成できるようになること。 

受講者へのコメント 機械技術者でも、コンピュータの操作とプログラムの作成ができて、コンピュー
タをツールとして使いこなせることが、ますます必要になってきています。特に
プログラムの作成には、テキストを調べ、自分でパソコンを操作しながら、プロ
グラムの作成とデバッグを繰り返すことで、初めて身につけることができます。
操作や説明がわからない場合は、すぐに質問をするようにして、しっかりと学習
して習得するようにしてください。 



連絡先 ⽥中雅次(５号館３階)  
電子メール tanaka@mech.ous.ac.jp，電話 086-256-9594，オフィスアワー月曜日
7-8 時限 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特に無し。 
英文科目名 Fundamentals of Computer 
関連科目 パソコン入門、CAD、CAE、 
次回に向けての改善変更予定 授業時間外に全く学習していないという回答が最も多く、教科書も読んでいない

学生が多いという状況なので、今後、こちらからの一方的な説明だけではなく、
説明の重要な事項についてのレポートを提出してもらうように改善します。 

講義目的 これからの機械系技術者にとってコンピュータの基礎知識は、必要不可欠であ
り、また様々な問題解決にも有効に活用できる。本講義では、コンピュータの基
本的な知識（開発の歴史、ハードウェア、ソフトウェア、OS など）についての
概説を行い、さらにエクセルのマクロプログラム作成用プログラミング言語であ
る VBA（Visual Basic for Application）を使用したプログラミング演習を通して、
コンピュータの基礎を実際的に習得する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス、マクロ／VBA とは何かについて説明する。 

2 回 コンピュータの歴史、コンピュータの構成（ハードウェア）について説明す
る。 
3 回 コンピュータのソフトウェア、オペレーティングシステムについて説明す
る。 
4 回 コンピュータと 2 進数、16 進数について説明する。 
5 回 10 進数と 2 進数、16 進数の基数変換について説明する。 
6 回 マクロ作成のための基本操作について説明する。 
7 回 中間試験を実施し、まとめおよび解説をする。 
8 回 VBA（Visual Basic for Application）プログラム作成のための基本操作「VBE
（Visual Basic Editor）の起動と終了他」について説明する。 
9 回 VBA プログラム（１）「変数の使用」について説明する。 
10 回 VBA プログラム（２）「セルの参照、データの入⼒」について説明する。 
11 回 VBA プログラム（３）「条件に応じて処理を分岐する」について説明する。 
12 回 VBA プログラム（４）「同じ処理を繰り返す」について説明する。 
13 回 VBA プログラム（５）「ユーザーフォームの作成」について説明する。 
14 回 VBA プログラム（６）「ユーザーフォーム使用のプログラム作成」につい
て説明する。 
15 回 VBA プログラミング演習「例題プログラム作成」について説明する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく読み、これから何を学習するかを予習しておくこと。 
2 回 配付資料の内容について予習をしておくこと。 
3 回 配付資料の内容について予習をしておくこと。 
4 回 配付資料の内容について予習をしておくこと。 
5 回 配付資料の内容について予習をしておくこと。 



6 回 教科書の内容（第 1 章）について予習をしておくこと。 
7 回 これまでの講義内容を復習しておくこと。 
8 回 教科書の内容（第 2 章）について予習をしておくこと。 
9 回 教科書の内容（第 2 章）について予習をしておくこと。 
10 回 教科書の内容（第 3 章）について予習をしておくこと。 
11 回 教科書の内容（第 5 章）について予習をしておくこと。 
12 回 教科書の内容（第 5 章）について予習をしておくこと。 
13 回 配付資料の内容について予習をしておくこと。 
14 回 配付資料の内容について予習をしておくこと。 
15 回 これまでの VBA プログラム講義内容を復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTT2711 
成績評価 中間テスト・レポート・定期試験を総合的に評価する。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス TA(〜12),TB(〜12) 
見出し FTT2711 パソコン入門 
担当教員名 岩崎 彰典 
単位数 2 
教科書 使用しない。パソコン使用の実技が中心なので必要に応じて資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード インターネット 学生用 Web メール ワード エクセル 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 パソコン入門 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用するソフトウェアの進歩は著しく、またほとんどの知識はインターネットを

通じて得ることができるので参考書は特に必要ありません。 
授業形態 講義 
注意備考 実技形式で行うため、出席が重要です。欠席・遅刻の場合、授業に追いつくのは

かなり困難です。レポート提出や中間テストはオンラインで行います。パソコン
上で処理するため、フォルダ名・ファイル名に不備があれば採点することができ
ませんので十分注意してください。定期試験はパソコンを使った実技試験とオン
ライン試験です。ＵＳＢメモリを購入しておくと便利です。岡山理科大学「OUS
コンテンツライブラリー」を使用する。 

シラバスコード FTT2711 
実務経験のある教員  
達成目標 １．インターネット・学生用 Web メールが活用できるようになること。 

２．ワードの基本的機能を理解し、レポート作成ができるようになること。 
３．エクセルの基本的機能を理解し、データ処理及びグラフ作成ができるように
なること。 
４．ワードの機能とエクセルの機能を組み合わせ、将来のレポート作成ができる
ようになること。 

受講者へのコメント  
連絡先 11 号館 5 階、電子メール:top@center.ous.ac.jp、電話：086-256-9773 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Introduction to Personal Computer 
関連科目 後期の情報リテラシーⅡの履修が望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 大学での学習・研究はもとより、今や社会で生活するにもインターネットや計算
機による情報の収集、加工、発信は欠かせない。その原理と仕組みを理解し、技
法と倫理を学び、情報化社会を生きていくための最低限の知識を身につけること
を目的とする。大学での学習・研究はもとより、今や社会で生活するにもインタ
ーネットや計算機による情報の収集、加工、発信は欠かせない。その原理と仕組
みを理解し、技法と倫理を学び、情報化社会を生きていくための最低限の知識を
身につけることを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 メモ帳や学生用 Web メールを使えるようにする。 

オンラインでの受講登録をする。 
2 回 出席登録をする。 
メモ帳で一泊研修の感想の作文をする。 
3 回 Web を使った履修届けと学生用 Web メールの確認をする。 
メモ帳で一泊研修の感想の作文の続きをする。 
4 回 情報倫理とメールでのマナーを学習する。 
5 回 パソコンの仕組みの基礎知識。特にドライブ、フォルダ、ファイルの構造に
ついて学習する。 
6 回 ワードの基礎について学習する。 
7 回 ワードでの画像の取り扱いについて学習する。 
8 回 ワードでの数式処理と表作成について学習する。 
9 回 ワードで文書作成の総合演習をする。 
10 回 エクセル基礎の学習をする。 
11 回 エクセルを使ってグラフを作成する。 
12 回 エクセルの関数の使い方を学習する。 
13 回 エクセルの関数の応用として乱数のシミュレーションをする。 
14 回 エクセルの総合演習としてグラフを使ったレポート作成の演習をする。 
15 回 総合演習をする。 

準備学習 1 回 高校で学習した情報教科を復習してくること。 
メモ帳での作文のため一泊研修の感想を考えておくこと。 
2 回 パソコンへのログインや履修届けなどが確実にできること。 
3 回 学生用 Web メールの設定が正しいか確認しておくこと。 
4 回 「岡山理科大学情報倫理ガイドライン」と「岡山理科大学情報倫理要綱(学
生向)」を理解しておくこと。 
5 回 一泊研修の思い出の作文を仕上げておくこと。 
6 回 前回までの復習をしておくこと。 
7 回 ワードでの作文のため高校時代の思い出を考えておくこと。 
8 回 ワードで高校時代の思い出の作文作成を始めること。 
9 回 ワードで高校時代の思い出の作文を完成させておくこと。 
10 回 前回までの復習をしておくこと。 
11 回 前回までの復習をしておくこと。 
12 回 エクセルのレポートの作成のため、データ収集などを行っておくこと。 
13 回 エクセル及びワードを用いたレポート作成をしておくこと。 



14 回 エクセル及びワードを用いたレポートを完成させておくこと。 
15 回 今までの復習をしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTT2712 
成績評価 定期試験(100％)：単位の換算、次元解析、最小自乗法、実験データの整理 

に関する計算問題定期試験の得点により評価し、６０点以上を合格とする。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス TA(〜12),TB(〜12) 
見出し FTT2712 計測工学 
担当教員名 喜多 義範＊ 
単位数 2 
教科書 土屋喜一著「大学課程 計測工学」（オーム社） 
アクティブラーニング  
キーワード 計測基礎論と基本的な量の測定法，単位と標準，不確かさと精度，信号変換/伝送 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 板書に関して、文字の大きさ、消すまでの時間が短い等の指摘があったが、⿊板

のスペースに限りがあるので、ある程度は仕方のない面もあるでしょう。まあ努
⼒します。 
また、「教室が寒い」との指摘が多々あったが、衣服を着込む等をして、各自で対
処して下さい。 

科目名 計測工学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 谷口 修「機械計測法」養賢堂 
授業形態 講義 
注意備考 毎回出席のこと。学習相談は授業直後に行う。 
シラバスコード FTT2712 
実務経験のある教員  
達成目標 (A4)機械システム工学の技術者として必要な専門技術を体験し、実験・実習の課

題について考察法および解決能⼒を習得すること。 
特に、単位の換算、次元解析、最小自乗法、実験データの整理などをよく理解し、
その計算ができること。 

受講者へのコメント 教科書や参考書を読み考えるだけではなく、紙と鉛筆、手と目で、勉強してくだ
さい。消しゴムの「消し滓の量」が多いほど成績は上がるでしょう。 

連絡先 代理：高見（５号館１階）教務部へメモ書きで伝言のこと 
（教務部電話：086-256-8447） 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 アンケート B 項における、この分野への理解・興味・関心が高まった学生諸氏は
６６％、C5 項における授業目標が「達成できた」＋「だいたいできた」⼈は５
１％、C7 項の授業満足度は、「満足」＋「ほぼ満足」が４４％、「普通」が４０％
で、これらの合計は８４％であった。 以上のことから推察するに、まあまあの
授業であったと思われる。 



英文科目名 Instrumentation Engineering 
関連科目 確率と統計，線形代数，物理学実験，加工学実習，機械工学実験，卒業研究 
次回に向けての改善変更予定 特になし。 
講義目的 新しい装置や機械を開発する場合、各開発段階で性能を確かめるため、実験し諸

物理量を計測して、計測結果を分析し考察する。また、定常運転されている機械
システムに関しても、正確に安定的に運転されているかを見守るために、各種の
計測が行われる。講義では、物理量の計測に関する基本的な知識や考え方等につ
いて述べ、物理量のＳＩ単位に習熟し、計測データから実験式を導き、実験デー
タに対する考察⼒を養うこと、計測システムに関する知識を修得することを目的
とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  物理学実験，計測工学 

2 回  実験と計測，機械工場の実例１（ＤＶＤビデオ） 
3 回  次元（質量・⻑さ・時間），ＳＩ単位 
4 回  次元解析（１），機械の単位 
5 回  次元解析（２），π 定理，単位の換算 
6 回  実験と計測，計測データ，ばらつき 
7 回  データ誤差，機械工場の実例２（ＤＶＤビデオ） 
8 回  最小２乗法（１），データ整理 
9 回  最小２乗法（２），計算演習 
10 回  実験式，計算演習 
11 回  実験計画法，測定精度，機械工場の実例３（ＤＶＤビデオ） 
12 回  機械計測法，変位法・零位法，差動法 
13 回  計測システム，構成と特性，精度，応答性 
14 回  計測量，システムの自動化，機械工場の実例４（ＤＶＤビデオ） 
15 回  まとめ，試験対策（質問コーナー） 

準備学習 1 回 「はかる」とは 
2 回  第１章 次元と単位・次元解析 
3 回  第１章 次元と単位・次元解析 
4 回  第１章 次元と単位・次元解析 
5 回  第１章 次元と単位・次元解析 
6 回  第２章 測定値の取扱い 
7 回  第２章 測定値の取扱い 
8 回  第２章 測定値の取扱い 
9 回  第２章 測定値の取扱い 
10 回  第２章 測定値の取扱い 
11 回  第３章 計測実験と実験計画 
12 回  第４章 計測法・計測器 
13 回  第５章 計測システムの構成 
14 回  第５章 計測システムの構成 
15 回  第１章・第２章 

 



年度 2012 
授業コード FTT31C2 
成績評価 中間試験(30％)：各種管内流れの圧⼒損失（損失ヘッド）に関する計算問題 

定期試験(70％)：圧⼒損失、抗⼒、相似則に関する計算問題 
定期試験と中間試験を合計した得点により評価する。合格：６０点以上。 

曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス TA(〜11),TB(〜11) 
見出し FTT31C2 流体⼒学Ⅱ 
担当教員名 高見 敏弘 
単位数 2 
教科書 廣瀬幸治著・「流れ学」・共立出版 
アクティブラーニング  
キーワード 質量と運動量の保存，エネルギー保存則(ベルヌーイの式)，相似則，各種流れの

抵抗，層流と乱流，流体機械，熱交換器，物質伝達，気体の流動，プラント機器，
ジェットエンジン 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 流体⼒学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 JSME テキスト「流体⼒学」日本機械学会（丸善）佐藤・木村・上野・増山著「流

れ学」朝倉書店富⽥幸雄著・「水⼒学」・実教出版 
授業形態 講義 
注意備考 試験には電卓を必ず持参すること。 

流体⼒学Ⅰ，⼒学Ⅰ・Ⅱも履修すること。 
毎回の宿題を必ず自分の電卓で計算すること。 

シラバスコード FTT31C2 
実務経験のある教員  
達成目標 [A5]機械システム工学の技術者が取り扱う主要分野の問題解決に必要な専門知

識の基礎を修得すること。 
特に、各種管内流れの圧⼒損失(損失ヘッド)と各種物体の流体抵抗(抗⼒)が計算
できること。 

受講者へのコメント 単位取得率：７５％（２０１２）、８０％（２０１１）、８３％（２０１０）。 
単位の取得状況は急速に悪化している。電卓を使う計算問題を真剣に解く訓練を
自ら行うべきである。 

連絡先 メール：takami @ mech.ous.ac.jp， 電話：086-256-9540， 
オフィスアワー：金曜日， 場所：５号館１階 高見 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Fluid Dynamics II 



関連科目 ⼒学，流体⼒学，熱⼒学，熱と流れ，高速空気⼒学，推進エンジン，エネルギー
工学 

次回に向けての改善変更予定  
講義目的 粘性を考慮する実在流体の運動として、層流および乱流状態における管内流れを

学び、エンジンや火⼒・原子⼒プラントにおける配管・ダクト内流れのエネルギ
ー損失（圧⼒損失）の計算方法を理解する。また、物体回りの流れと物体の受け
る流体⼒を学び、自動車／航空機／船舶の形状デザインについて基礎的な知識を
理解する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  相似法則，次元解析，バッキンガムのパイ定理，無次元数，レイノルズ数 

2 回  直円管内の層流，粘性剪断応⼒，層流管摩擦係数，レイノルズ数，レイノ
ルズの実験 
3 回  レイノルズ応⼒(乱流剪断応⼒)，直円管内の乱流，壁面剪断応⼒，摩擦速
度，対数速度分布 
4 回  圧⼒損失(損失ヘッド)，乱流管摩擦係数，プラントル・カルマンの式，ブ
ラジウスの式 
5 回  ムーディ線図，円でない管路内の流れ，水⼒直径，運動量の法則，損失係
数 
6 回  いろいろな損失(断面積変化，ディフィーザの圧⼒回復，ノズル，エルボ／
ベンド，分岐，バルブ) 
7 回  流体⼒学演習１（第４章 管路の流れ） 
8 回  中間試験 ＜３０点満点（２問）＞、解答・解説 
9 回  管路・ダクト系の圧⼒損失，非定常流れ 
10 回  物体まわりの流れ(流体⼒)，抗⼒，揚⼒，運動量の法則 
11 回  境界層と摩擦応⼒，抗⼒係数，はく離，カルマン渦 
12 回  平板の摩擦抗⼒，運動量の法則，層流／乱流境界層 
13 回  揚⼒，ベルヌーイの式の応用，揚⼒係数，翼列，ターボ機械，運動量の法
則の応用 
14 回  流体⼒学演習２（第６章 物体の受ける流体⼒） 
15 回  まとめ、試験対策（質問コーナー） 

準備学習 1 回  第３章 流体の粘性 
2 回  第４章 管路の流れ 
3 回  第４章 管路の流れ 
4 回  第４章 管路の流れ 
5 回  第４章 管路の流れ 
6 回  第４章 管路の流れ，第３章 運動量の法則の応用 
7 回  第４章 管路の流れ 
8 回  第４章 管路の流れ 
9 回  第４章 管路の流れ 
10 回  第６章 流れの中の物体の受ける⼒ 
11 回  第６章 流れの中の物体の受ける⼒ 
12 回  第６章 流れの中の物体の受ける⼒ 



13 回  第６章 流れの中の物体の受ける⼒ 
14 回  第６章 流れの中の物体の受ける⼒ 
15 回  第４章・第６章 

 



年度 2012 
授業コード FTT31D1 
成績評価 定期試験(80%)、小テスト又はレポート(20%)流体⼒学の各現象・法則について

の物理的理解、数学的扱いの習熟度を評価する。60 点以上を合格とする。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス TA(〜11),TB(〜11) 
見出し FTT31D1 流体⼒学Ⅰ 
担当教員名 丸山 祐一 
単位数 2 
教科書 廣瀬幸治著・「流れ学」・共立出版 
アクティブラーニング  
キーワード 質量と運動量の保存、エネルギー保存則（熱⼒学の第一法則とベルヌーイの式）、

理想流体の⼒学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 コメント：もっと広い部屋を 

回答：  このコメントを担当部署に伝えておきました。 
コメント：エアコンがきかない。 
     夏のとき、とても熱いです。勉強できない。（同様の意見多数） 
回答：  これらのコメントを担当部署に伝えておきました。 
コメント：初めて聞く内容ばかりだったので、興味深く、充実した授業を受ける
事が出来ました。 
回答：  比較的地味な内容の授業でありながら、このように興味を持って聞い
てもらえて、こちらも頑張った甲斐があります。今後もいろんなことに興味を持
って勉強して下さい。 
コメント：教 

科目名 流体⼒学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 富⽥幸雄著・「水⼒学」・実教出版 
授業形態 講義 
注意備考 上記関連科目をすべて履修・受講しておくことが望ましい。３分の２以上の出席

が定期試験受験のための必要条件である。学生の理解度に応じて、講義計画を若
干変更することがあるので、準備学習の内容もそれに対応させること。 

シラバスコード FTT31D1 
実務経験のある教員  
達成目標 [A5]機械分野の問題を解決するために、材料⼒学、熱⼒学、流体⼒学、機械⼒学、

自動制御、機械要素、加工学などの機械システム工学の専門知識を修得する。特
に、流線に沿った連続の式とベルヌーイの定理の概念を理解し、工学上の問題に
適用できること。 

受講者へのコメント  試験勉強の参考とするために、最後の授業で過去５年間の定期試験の問題を配
布しました。これは「どの程度のレベルの問題が出るのか？」「どの程度まで理解
出来れば理解したことになるのか？」「授業で習ったことをどのように問題に適



用するのか？」などについての目安を与えるためのものです。 
 その際に、「（この時点から後は）問題内容についての質問は受け付けない」こ
ともお知らせしました。その理由は、今までの経験から、試験の直前に問題の解
き方を教えると、学生は解き方のみを覚えようとして、その物理的な意味を考え
ようとしなくなる 

連絡先 丸山研究室（５号館２階）オフィスアワー 水曜日 3-4 時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  回答者のうち、この授業に「満足」あるいは「ほぼ満足」と答えた学生が合わ
せて 51%であるが、この授業の目標を「達成できた」あるいは「ほぼ達成できた」
学生は 36%であった。授業時間外に学習した学生の割合も少なく、「授業自体は
興味深く聴けたが、あまり熱心に勉強した訳ではない」との平均像が見て取れる。 
 学生の自主的な予習・復習に委ねるのではなく、宿題の量を増やすなどの方策
も今後は検討して行く。 

英文科目名 Fluid Dynamics I 
関連科目 微分と積分、微分方程式、物理学Ⅰ、⼒学Ⅰ、Ⅱ、熱⼒学Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定  基本的に本年度の方針を踏襲しつつ、状況に応じてマイナーチェンジを加えて

行く。 
講義目的 流体⼒学の基礎を、主として静止流体と１次元流とを例にとって学習する。各現

象・法則の物理的解釈を重視して講義を行うが、数学的扱いにも習熟するため、
適宜演習を行う。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  流体の定義 

2 回  流体の性質（粘性、圧縮性） 
3 回  流れの種類（層流／乱流、定常／非定常流） 
4 回  重⼒場の中の静止流体 
5 回  固体壁が静止流体より受ける⼒ 
6 回  浮⼒ 
7 回  流線と流管 
8 回  連続の式（流線に沿う表式） 
9 回  流体要素に加わる⼒ 
10 回  運動量方程式（流線に沿う表式） 
11 回  ベルヌーイの定理 
12 回  ベルヌーイの定理の応用 
13 回  質点系の⼒学の流体への応用 
14 回  運動量定理 
15 回  運動量定理の応用 

準備学習 1 回  教科書の 1.1 節を読んでおくこと。 
2 回  前回の講義ノートを見直すとともに、教科書の 1.2 節と 1.3 節を読んでお
くこと。 
3 回  前回の講義ノートを見直すとともに、教科書の 3.2 節を読んでおくこと。 
4 回  前回の講義ノートを見直すとともに、教科書の 2.1 節と 2.2 節を読んでお



くこと。 
5 回  前回の講義ノートを見直すとともに、教科書の 2.4 節を読んでおくこと。 
6 回  前回の講義ノートを見直すとともに、教科書の 2.5 節を読んでおくこと。 
7 回  前回の講義ノートを見直すとともに、教科書の 3.1 節を読んでおくこと。 
8 回  前回の講義ノートを良く見直しておくこと。 
9 回  前回の講義ノートを良く見直しておくこと。 
10 回  前回の講義ノートを見直すとともに、教科書の 3.4 節を読んでおくこと。 
11 回  前回の講義ノートを見直すとともに、教科書の 3.5 節を読んでおくこと。 
12 回  前回の講義ノートを見直すとともに、教科書の 3.6 節を読んでおくこと。 
13 回  前回の講義ノートを良く見直しておくこと。 
14 回  前回の講義ノートを見直すとともに、教科書の 3.9 節を読んでおくこと。 
15 回  前回の講義ノートを見直すとともに、教科書の 3.10 節を読んでおくこ
と。 

 



年度 2012 
授業コード FTT31E1 
成績評価 定期試験(70％)、レポート(30％)を総合集計して評価する。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス TA(〜10),TB(〜10) 
見出し FTT31E1 機械設計学 
担当教員名 横山 隆 
単位数 2 
教科書 プリント講義（初回に配布） 
アクティブラーニング  
キーワード 動的設計，動的応答，動的構造解析，振動解析、集中質量系 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特になし 
科目名 機械設計学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 石川信隆ほか３名共著 「基礎からの衝撃工学」（森北出版） 
授業形態 講義 
注意備考 毎回出席して、レポートを提出すること。電卓，レポート用紙必携。 
シラバスコード FTT31E1 
実務経験のある教員  
達成目標 [A5]機械システム工学の技術者が取り扱う主要分野の問題解決に必要な専門知

識の基礎を修得すること。とくに、動的設計法の基礎理論として、集中質量系の
１自由度、２自由度の動的応答計算ができることを目的とする。 

受講者へのコメント まず⼒学、数学の基礎的学⼒の向上を図ってほしい。 
連絡先 連絡先 研究室４号館３階（電子メール yokoyama@mech.ous.ac.jp，電話 086-

256-9580）オフィスアワー（毎週水曜９〜１０時限） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 [C]総合評価 
 ５）目標達成度で半分以上が 75％以上であったので、まずまずといえる。少し
できた＋できなかった回答数が 
 合せて 24％あるがもう少し、この層を上に上げるように努⼒したい。 

英文科目名 Machine Design 
関連科目 微分方程式，⼒学 I, II，機械要素 I, II，材料⼒学 I，機械⼒学 I 
次回に向けての改善変更予定 もう少し、易しくわかり易い講義資料（PPｔを含めて）を準備したい 
講義目的 構造物から電子機器に至るまで、最近では高速化・軽量化の要求はますます厳し

くなっている。このため、動的な荷重をうける機械・構造物を設計する動的設計
法は、従来にも増して重要となってきている。これらに対処するための振動・動
的構造解析技術の習得を目的とする。 

対象学年 3 年/4 年 



授業内容 1 回 動的設計の基礎：運動方程式、⼒積、運動エネルギー、２物体の衝突 
について説明する 
2 回 1 質点系モデルにおける動的応答計算：単位インパルス荷重と任意外⼒に対
する応答の求め方について説明する 
3 回 1 質点系モデルにおける動的応答計算：ステップ荷重と矩形パルス荷重に対
する応答の求め方について説明する 
4 回 1 質点系モデルにおける動的応答計算：三角パルス荷重と台形パルス荷重に
対する応答の求め方について説明する 
5 回 1 質点系モデルにおける動的応答計算：ピーク値をもつ荷重に対する応答の
求め方について説明する 
6 回 演習問題を行う 
7 回 1 質点系モデルによる動的応答計算の応用例：落下試験１（減衰を無視）に
ついて説明する 
8 回 1 質点系モデルによる動的応答計算の応用例：落下試験２（減衰を考慮）に
ついて説明する 
9 回 ２質点系モデルにおける動的応答計算：運動方程式、振動モードの決定、動
的変位の計算について説明する 
10 回 モード解析法の復習をする 
11 回 はりの横衝撃の弾性解析：エネルギー法について説明する 
12 回 はりの横衝撃の弾性解析：振動解析による方法について説明する 
13 回 はりの横衝撃の塑性解析：両端自由はりの場合について説明する 
14 回 はりの横衝撃の塑性解析：片持ちはりの場合について説明する 
15 回 総合演習を実施して理解を確認する 

準備学習 1 回 配布資料を事前に学習すること 
2 回 機械⼒学の教科書と配布資料を事前に学習すること 
3 回 配布資料を事前に学習すること 
4 回 配布資料を事前に学習すること 
5 回 配布資料を事前に学習すること 
6 回 演習問題に事前に取り組んでおくこと 
7 回 配布資料を事前に学習すること 
8 回 配布資料を事前に学習すること 
9 回 配布資料を事前に学習すること 
10 回 演習問題に事前に取り組んでおくこと 
11 回 材料⼒学の教科書と配布資料を事前に学習すること 
12 回 配布資料を事前に学習すること 
13 回 配布資料を事前に学習すること 
14 回 配布資料を事前に学習すること 
15 回 講義の総復習をしておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FTT33B2 
成績評価 定期試験(70％)、小テスト(30％)。小テストは、毎回その授業中に実施し、全体

の平均値を用いる。定期試験と併せて、60 点以上を合格とする。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス TA(〜11),TB(〜11) 
見出し FTT33B2 機械要素Ⅱ 
担当教員名 ⽥中 雅次 
単位数 2 
教科書 機械設計法/日本材料学会編/日本材料学会 
アクティブラーニング  
キーワード 設計法、機械設計、製図法と規則、トライボロジー、弾性と塑性、規格、標準、

基準 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 機械要素Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「JIS ハンドブック・機械要素」、日本規格協会、機械工学便覧 
授業形態 講義 
注意備考 各機械要素の特性をよく理解すること。 
シラバスコード FTT33B2 
実務経験のある教員  
達成目標 [A5]機械分野の問題を解決するために、材料⼒学、熱⼒学、流体⼒学、機械⼒学、

自動制御、機械要素、加工学などの機械システム工学の専門知識を修得する。特
に、軸受や⻭車、シール、ベルト、チェーン、ばねについて、機械設計での強度
計算等ができるようになること。 

受講者へのコメント  
連絡先 ⽥中雅次(５号館３階) 

電子メール tanaka@mech.ous.ac.jp，電話 086-256-9594，オフィスアワー月曜日
7-8 時限 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Machine Elements II 
関連科目 機械製図、加工学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 機械要素Ⅰの続きである。機械は数種の機械要素を自由に扱えるようになれば、

良いものができる。ここでは、主要な機械要素である軸受、⻭車、巻き掛け伝動
装置、ばね、管について学び、機械の設計に応用できるようにする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 軸受の種類と選定方法。とくに自己潤滑軸受について説明する。 
2 回 滑り軸受の潤滑理論について説明する。 
3 回 ジャーナル軸受の設計法について説明する。 
4 回 転がり軸受の構成と種類について説明する。 
5 回 転がり軸受の強度(寿命)計算法について説明する。 
6 回 静圧軸受、直動軸受、磁気軸受などの軸受と潤滑法について説明する。 
7 回 シールの分類と特徴、およびその適用方法について説明する。 
8 回 動⼒伝達装置の種類と特徴、および⻭車の種類と⻭車装置について説明す
る。 
9 回 円筒⻭車の幾何学で、⻭車のかみあう条件、⻭の形状寸法、等について説明
する。 
10 回 円筒⻭車の強度設計法について説明する。 
11 回 ベベルギヤやウォームギヤなどの各種⻭車の設計について説明する。 
12 回 ベルトやロープなど巻き掛け伝動装置について説明する。 
13 回 チェーン伝動の特徴と潤滑について説明する。 
14 回 ばねの種類とその機能、およびばね定数とその求め方について説明する。 
15 回 管、管継ぎ手、弁に関わる規格と法規について説明する。 

準備学習 1 回 「機械要素Ⅰ」での、軸の設計法について復習しておくこと。 
2 回 前回演習問題の復習をしておくこと。 
3 回 教科書の滑り軸受の項を読み直しておくこと。 
4 回 前回演習問題の復習をしておくこと。 
5 回 教科書の転がり軸受の項に目を通しておくこと。 
6 回 前回演習問題の復習をしておくこと。 
7 回 教科書の、その他の軸受、の項に目を通しておくこと。 
8 回 教科書のシールの項に目を通しておくこと。 
9 回 前回演習問題の復習をしておくこと。 
10 回 前回演習問題の復習をしておくこと。 
11 回 前回演習問題の復習をしておくこと。 
12 回 教科書の各種⻭車の項に目を通しておくこと。 
13 回 教科書の巻き掛け伝動装置の項に目を通しておくこと。 
14 回 教科書のチェーン伝動の項に目を通しておくこと。 
15 回 教科書のばねの項に目を通しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTT33C2 
成績評価 定期試験（複合材料の種類及び弾性・強度特性に関する内容を出題する）を行な

い、その採点結果（１００％）により評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス TA(10〜10),TB(10〜10) 
見出し FTT33C2 構造強度 
担当教員名 中井 賢治 
単位数 2 
教科書 教科書は使用せず、ノート講義と配布するプリントを併用する。 
アクティブラーニング  
キーワード 異方性材料，複合材料 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 構造強度 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ・ I.M. Daniel and O. Ishai, Engineering Mechanics of Composite Materials 

(Oxford University Press), 1994.  
・ 複合材料の⼒学序説／福⽥ 博，邉 吾一著／古今書院 
・ つくる立場からみた複合材料入門／大谷 杉郎著／裳華房 

授業形態 講義 
注意備考 講義内容に関する質問や相談事がある時は、授業担当者（中井）の研究室（上記

連絡先参照）を訪ねてください。ただし、まずは疑問点に対する回答を自分なり
に調べておくこと。 

シラバスコード FTT33C2 
実務経験のある教員  
達成目標 [A5]機械分野の問題を解決するために、材料⼒学、熱⼒学、流体⼒学、機械⼒学、

自動制御、機械要素などの機械システム工学の専門知識を修得する。 
特に、異方性材料の⼒学的特性を理解し、複合材料構造物の設計技術を修得する。 

受講者へのコメント  
連絡先 ４号館３階の中井研究室まで（電子メール：nakai@mech.ous.ac.jp；オフィスア

ワー：毎週木・金曜日随時） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Strength of Structures 
関連科目 材料⼒学，機械材料，材料の破壊 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 複合材料は金属材料と比較して比強度，比剛性が高く、疲労寿命や耐食性にも優

れているため、近年航空機，自動車，スポーツ用具などの分野で広範に使用され



ている。本講義では、複合材料に代表される異方性材料の⼒学的特性について理
解することを目的とする。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義計画および複合材料の基礎知識について説明する。 

2 回 航空・宇宙機用構造材料について解説する。 
3 回 複合材料の種類について解説する。 
4 回 複合材料の作製方法と、実際に工業材料として使用する際の利点と欠点に
ついて説明する。 
5 回 比強度，比剛性の物理的意味および計算方法について解説する。 
6 回 異方性材料の構成方程式について解説する。 
7 回 一方向強化材の材料の主軸方向（繊維方向，面内横方向，板厚方向）におけ
る弾性特性の違いについて解説する。 
8 回 一方向強化材の弾性特性（ヤング率とポアソン比）の角度依存性について解
説する。 
9 回 材料の主軸方向における引張り強度の違いについて解説する。 
10 回 引張り強度の角度依存性について説明する。 
11 回 引張り強度の角度依存性を予測する式について解説する。 
12 回 荷重負荷時の一方向強化材の破壊様式について解説する。 
13 回 層間はく離と層間せん断強度について説明する。 
14 回 古典積層理論について説明する。 
15 回 積層板の変形特性・応⼒解析・強度解析について解説する。 

準備学習 1 回 複合材料とは何かを考えておくこと。 
2 回 複合材料はどの分野で使用されているかを考えておくこと。 
3 回 飛行機やロケット等で使用されている複合材料の種類について調べておく
こと。 
4 回 複合材料の利点と欠点について調べておくこと。 
5 回 比強度，比剛性の物理的意味を理解しておくこと。 
6 回 異方性理論について予習しておくこと。 
7 回 一方向強化材とは何かを考えておくこと。 
8 回 一方向強化材の材料の主軸方向における弾性特性の違いについて復習して
おくこと。 
9 回 一方向強化材の弾性特性の角度依存性について復習しておくこと。 
10 回 材料の主軸方向における引張り強度の違いについて復習しておくこと。 
11 回 引張り強度の角度依存性を予測する式について理解しておくこと。 
12 回 一方向強化材の破損則とは何かを調べておくこと。 
13 回 層間はく離と層間せん断強度の意味を調べておくこと。 
14 回 古典積層理論について調べておくこと。 
15 回 積層板の変形特性について調べておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTT33D1 
成績評価 中間試験(出題対象：はめあい公差、ねじ、リベット、溶接における強度計算)と 

定期試験(出題対象：軸、キー、クラッチ、ブレーキにおける強度計算)の総合評
価により、６０点以上を合格とする。 

曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス TA(〜11),TB(〜11) 
見出し FTT33D1 機械要素Ⅰ 
担当教員名 ⽥中 雅次 
単位数 2 
教科書 機械設計法/日本材料学会編/日本材料学会 
アクティブラーニング  
キーワード 機械設計、機械製図、加工学、トライボロジー 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 時間通りに終わってほしい。：毎回講義の終わりに行う演習の時間を、講義の最

初に明確に説明します。 
科目名 機械要素Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「JIS ハンドブック・機械要素」、日本規格協会、機械工学便覧 
授業形態 講義 
注意備考 各機械要素の特性をよく理解すること。 
シラバスコード FTT33D1 
実務経験のある教員  
達成目標 [A5]機械分野の問題を解決するために、材料⼒学、熱⼒学、流体⼒学、機械⼒学、

自動制御、機械要素、加工学などの機械システム工学の専門知識を修得する。特
に、はめあい公差の計算、ねじやリベット、溶接継手の強度計算、軸とその周辺
機器に関する機械設計での強度計算ができるようになること。 

受講者へのコメント  
連絡先 ⽥中雅次(５号館３階) 

電子メール tanaka@mech.ous.ac.jp，電話 086-256-9594，オフィスアワー月曜日
7-8 時限 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Machine Elements I 
関連科目 機械製図、加工学 
次回に向けての改善変更予定 毎回講義の終わりに行う演習の時間を、講義の最初に明確に説明します。 
講義目的 おもちゃの積み木遊びは数種類のブロックを組み合わせていろいろな形のもの

を作る。機械の自動車、航空機、ロボットなども、その構成部品は高々10 種類程
度の共通部品から成り立っている。こうした共通部品を機械要素と称し、そのマ



スターが機械の設計製造に欠かせない。機械要素Ⅰでは主として機械要素全般に
共通したことを取り上げる。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 機械要素の概要について説明する。 

2 回 安全率の計算について説明する。 
3 回 標準数と寸法公差について説明する。 
4 回 軸と⽳のはめあい公差について説明する。 
5 回 応⼒集中について説明する。 
6 回 ねじの概要について説明する。 
7 回 ねじの強度設計について説明する。 
8 回 リベット継手の概説と強度設計について説明する。 
9 回 中間試験を実施し、まとめおよび解説する。 
10 回 溶接継手の概要と強度設計について説明する。 
11 回 軸と動⼒について説明する。 
12 回 軸の強度設計について説明する。 
13 回 軸におけるキーの概要と強度設計について説明する。 
14 回 クラッチの概要と強度設計 
15 回 ブレーキの概要と強度設計 

準備学習 1 回 機械設計とは何をどのようにすることかを調べておくこと。 
2 回 安全率について教科書等で調べておくこと。 
3 回 公差とはどのようなものか？調べておくこと。 
4 回 はめあいとはどのようなものか？調べておくこと。 
5 回 応⼒の定義をよく理解しておくこと。 
6 回 ねじについて教科書等で調べておくこと。 
7 回 ねじの強さについて調べておくこと。 
8 回 リベットについて教科書等で調べておくこと。 
9 回 特に安全率、ねじやリベットの強度設計について、よく問題演習をしておく
こと。 
10 回 溶接について教科書等で調べておくこと。 
11 回 回転数やモーメントなど⼒学の復習をよくやっておくこと。 
12 回 断面極２次モーメントなど、よく理解しておくこと。 
13 回 ねじやリベットの強度設計について、よく復習しておくこと。 
14 回 クラッチについて教科書等で調べておくこと。 
15 回 ブレーキについて教科書等で調べておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTT33E1 
成績評価 機械と構造物の使用に当たり、破壊現象がもっとも深刻な課題である。破壊事故

の歴史を知り、破壊が起こるメカニズムを解明し、破壊発生を予測することを学
ぶ。課題レポート（３０％）と定期試験（７０％）の合計点が、６０点以上が合
格。 

曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス TA(10〜10),TB(10〜10) 
見出し FTT33E1 材料の破壊 
担当教員名 助台 榮一 
単位数 2 
教科書 材料強度学／境⽥ 彰芳編著、上野 明、磯⻄和夫、⻄野精一、堀川教世 共著

／コロナ社 
アクティブラーニング  
キーワード 破壊、疲労、⻲裂、応⼒拡大係数 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 １）文字が小さく、見難い。・・・⿊板が狭いこともあるが、「あるまとまり」を

一度に書く必要がある。また、はじめに「文字の分からないところは、その都度、
言うように、話していた。そのときに言わないと、手遅れになってしまう。 
２）板書計画を書け、行き当たりばったりでは困る・・・授業計画は、シラバス
に書いてあり、それに沿うように進めている。 
３）「もっと、うまく説明して欲しい。何を話しているのか理解できなかった」・・・
分かり易く講義することに勤めている。聴く方も、言葉を理解できるように努⼒
を！大学の講義内容は、 

科目名 材料の破壊 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 材料科学２：岡村・井形・堂山訳（培風館）、金属物理学序論：幸⽥成康（コロナ

社）。 
授業形態 講義 
注意備考 独学で内容を理解することは、多大の時間と努⼒が必要です。講義に出て、内容

を理解し、復習すること方が、効率的である。 
シラバスコード FTT33E1 
実務経験のある教員  
達成目標 機械分野の問題を解決するために、材料⼒学、材料の強度および破壊の専門知識

を身につける。特に、近年の機械工学分野の破壊事故が、疲労破壊に起因してい
ることが明らかであり、その事故例を振り返り、原因究明と対策について学ぶ。 

受講者へのコメント 講義をよく聴き、その場で理解するように、努⼒する。分からないところを、そ
のままにせず、質問したり、調べたりすること。 

連絡先 E-mail:sukedai@mech.ous.ac.jp 
Tel/ Fax:086-256-9548 
オフィス・アワー：水曜日午後。なお、緊急時はこの限りではありません。 



合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 今後の講義の参考にする。 
英文科目名 Fracture of Materials 
関連科目 材料⼒学、マテリアルズ・サイエンス 
次回に向けての改善変更予定 シラバスの改訂 
講義目的 機械工学において、使用する機械・装置や構造物の破壊は、甚大な被害をもたら

す深刻な課題である。破壊事故の歴史を知ると、近年、特に疲労破壊がその大部
分を占める。本講義では、主として、疲労破壊現象に焦点を絞り、その発生メカ
ニズムを解明し、破壊発生を予知することを学ぶ。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 材料強度学について 

2 回 材料の疲労に関する研究の歴史 
 イギリス産業⾰命時に起こった鉄製鎖の破断。１８３５年、ドイツ鉄道で起こ
った車軸の破損 
3 回 歴史に有名な疲労事故の例 
 １９５２年、世界初のイギリス・ジェット旅客機の墜落事故、１９８５年、日
航ジャンボ機の墜落事故、１９９８年、ドイツ新幹線の脱線事故 
4 回 疲労破壊の基礎１ 
 疲労が生ずる条件 
5 回 疲労破壊の基礎２ 
 材料でなにがおこっている？ 
6 回 疲労現象を調べる方法１ 
 疲労の試験方法 
7 回 疲労現象を調べる方法２ 
 疲労限推定法 
8 回 疲労⻲裂の成⻑１ 
・疲労⻲裂様式 
9 回 疲労⻲裂の成⻑２ 
・疲労⻲裂発生寿命 
・疲労⻲裂成⻑寿命 
10 回 疲労⻲裂の成⻑３ 
・演習問題 
11 回 破壊⼒学１ 
 弾性⼒学の基礎、⼒のつりあい、および応⼒の平衡方程式 
12 回 破壊⼒学２ 
 変位とひずみの関係式、応⼒とひずみの関係式 
13 回 破壊⼒学３ 
 ⻲裂先端の応⼒場 
14 回 破壊⼒学４ 
 応⼒拡大係数 
15 回 破壊⼒学５ 



 ⻲裂先端の塑性域 
準備学習 1 回 ページ１?２、を精読すること 

2 回 ページ７６?７８、を精読すること 
3 回 ページ７８?８１、を精読すること 
4 回 ページ８１?８６、を精読すること 
5 回 ページ８６?８８、を精読すること 
6 回 ページ８８?９２、を精読すること 
7 回 ページ９２?９６、を精読すること 
8 回 ページ９６?９９、を精読すること 
9 回 ページ９９?１０３、を精読すること 
10 回 ページ１０４?１０６、を精読すること 
11 回 ページ４１?４４、を精読すること 
12 回 ページ４４?４８、を精読すること 
13 回 ページ４９?５３、を精読すること 
14 回 ページ５３?５５、を精読すること 
15 回 ページ５６?６０、を精読すること 

 



年度 2012 
授業コード FTT3511 
成績評価 演習課題（１００％）。演習課題は毎回実施する。読み取ることが出来ない図面は

50 点以下。全課題が 50 点以上で、かつその平均点が 60 点以上を合格とする。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス TA(〜12),TB(〜12) 
見出し FTT3511 機械製図Ⅰ 
担当教員名 滝 晨彦＊ 
単位数 2 
教科書 大⻄清著「JIS にもとづく標準製図法」、理工学社 
アクティブラーニング  
キーワード 製図、製図法と規則、JIS 規格、展開図法、三角法、機械要素 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 機械製図Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 日本規格協会「JIS ハンドブック・機械要素」 
授業形態 実験実習 
注意備考 次の文具を各自用意し、第 2 回以降、毎回持参のこと：三角定規、コンパス、

0.3mm および 0.8mm のシャープペンシル、消しゴム、トレーシングペーパー
（A4)。 

シラバスコード FTT3511 
実務経験のある教員  
達成目標 線、点、記号の意味を理解し、機械の図面が読めるようになること。また、機械

要素部品や簡単な機械の図面が描けるようになること。 
受講者へのコメント ①我慢してくれて、ありがとう。    ②省エネに協⼒、ありがとう。      ③

備品の不良、ごめんなさい。今後も不良に気付いたら、早めに教えて下さい。       
④製図はものづくりの言葉なので、設計者の意思がきちっと通ずる絵が描けてい
るかどうかで判断しています。その良し悪しは授業中に繰り返し説明していると
おりです。        ⑤これからも、なるべく多くの絵を見るようにして下さい。 

連絡先 滝 晨彦。電子メール:brb00776@niftu.com 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ①教室の広さや形状：１件（教室が狭い）    ②空調設備：９件(空調 28℃設定
は暑すぎる)、(他の 8 件もほぼ同じ)  ③机や椅子：１件(椅子が折れた)     ④
授業を受けて良かったことや感想：１件(点の決め方がわからない)      ⑤授業
を受けて良かったことや感想：５件(沢山のやり方を勉強できて良かった)、(細か
い作業なので大変だったが、楽しかった)、(先生の授業はわかりやすく、間違っ
ているところを的確に指摘してくれて、大変参考になりました)、(とてもやりが
いのある授業であった）、(製図の技術が少し身 



英文科目名 Drawing in Mechanical Engineering I 
関連科目 機械要素、機械設計、加工学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 図面は機械の言葉である。機械がどうなっているかは図面が教えてくれる。どの

ように作るかも図面が教えてくれる。設計をする⼈は作る⼈に図面を通して語
る。だから、図面は描けなければならないし、読めなければならない。さもなく
ば、言葉のわからない国に紛れ込むのと同じである。図面を描き、かつ読むこと
が出来るようにする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 機械製図の必要性、ならびに規格との関連、製図に必要な機材。次回から持

参する機材について説明する。 
2 回 図面の構成、線の意味、文字の書き方。 
3 回 製図機材を使って、簡単な図をまねて描いてみる。 
4 回 図法幾何学を学び、実際に描いてみる。 
5 回 立体図の表し方の数々を学ぶ。 
6 回 第三角法を学ぶ。 
7 回 第三角法をマスターする。 
8 回 補助となる図法ならびに断面図の書き方を学ぶ。 
9 回 寸法の書き方。 
10 回 寸法の記入法。 
11 回 機械要素の書き方。ボルト。 
12 回 機械要素の書き方。⻭車、バネ。 
13 回 寸法公差と機械公差について。 
14 回 表面性状の表し方。 
15 回 機械製図の仕上げ。 

準備学習 1 回 テキスト(以下同)1 章、及び P168〜170 を読んでおくこと。 
2 回 製図に必要な機材をそろえ、必ず持ってくること。第 2 章を読んでおくこ
と。 
3 回 P171〜176 を読んでおくこと。 
4 回 第 3 章、P18〜20 の図法幾何学を読んでおく。 
5 回 第 3 章、P21〜24、立体の表し方、及び投影法を読んでおくここと。 
6 回 第 4 章、P25〜27 を読んでおくこと。 
7 回 第 4 章、P28〜30 を読んでおくこと。 
8 回 第 4 章、P30〜42 を読んでおくこと。 
9 回 第 5 章、P43〜48 を読んでおくこと。 
10 回 第 5 章、P49〜65 を読んでおくこと。 
11 回 第 10 章、P113〜124 を読んでおくこと。 
12 回 第 10 章、P124〜141 を読んでおくこと。 
13 回 第 6 章、P66〜90 を読んでおくこと。 
14 回 第 7 章、P91〜101 を読んでおくこと。 
15 回 第 8 章、第 9 章、P102〜112 を読んでおくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTT35D1 
成績評価 定期試験（70％），レポート（30％）を総合集計して評価する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス TA(〜10),TB(〜10) 
見出し FTT35D1 ＣＡＥⅠ 
担当教員名 横山 隆 
単位数 2 
教科書 プリント講義（初回に配付） 
アクティブラーニング  
キーワード 引張／圧縮／せん断応⼒とひずみ，材料の強度と許容応⼒，応⼒解析，衝撃応⼒、

プログラミング技法 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 実習室に対する環境（部屋内が熱い）に対する苦情があったが、 

1 名だけなので、特に問題はないと思われる。 
科目名 ＣＡＥⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 塚本正文・増水紀勝「BASIC」（森北出版）平 修二編「現代材料⼒学」（オーム

社） 
授業形態 講義 
注意備考 毎回出席して、レポートを提出すること。電卓，レポート用紙必携。 
シラバスコード FTT35D1 
実務経験のある教員  
達成目標 [A3]機械システム工学の問題を数値的に解決するため、コンピュータ操作に習熟

し、情報処理技術の基礎知識を修得すること。とくに、材料⼒学による解析法を、
BASIC 言語によるコンピュータプログラム技法により、具体的に数値結果とし
て求める方法を習得すること。 

受講者へのコメント この授業に対する基礎となる材料⼒学を事前に 
復習してほしい。 

連絡先 研究室４号館３階（電子メール yokoyama@mech.ous.ac.jp，電話 086-256-9580）
オフィスアワー（毎週水曜９・１０時限） 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 [C]総合評価 
 ５）目標達成度が半分以上が約 80％なので、よかったように思われる。 

英文科目名 Computer-Aided Engineering I 
関連科目 数値計算，材料⼒学Ⅰ，材料⼒学Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 講義資料（PPｔ）をさらにわかり易い方向へ改善したい。 
講義目的 ＣＡＥへの入門として、構造物のコンピュータによる設計に必要な基本的な材料

⼒学理論とその BASIC 言語によるコンピュータプログラム技法について、その



基礎を学ぶ。毎週の情報処理センターでのコンピュータによる実習を通じて、理
論の応用⼒の向上を図る。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 CAE の概念（講義資料＋FD の配付）と以後の講義の進め方について説明す

る 
2 回 BASIC 言語入門：BASIC の初歩について説明する 
3 回 BASIC 文法とプログラミング（コンピュータによる実習）について説明す
る 
4 回 応⼒解析入門：応⼒解析の基本原理について説明する 
5 回 単軸応⼒−ひずみ関係：フックの法則について説明する 
6 回 引張り部材の設計，衝撃荷重を受ける部材の設計（計算プログラム付き）に
ついて説明する 
7 回 重⼒による衝撃荷重を受ける部材内の応⼒とひずみ，構造部材の相対性能
比較（計算プログラム付き）について説明する 
8 回 せん断とねじり,初等ねじり理論（計算プログラム付き）について説明する 
9 回 圧⼒容器の安全弁の設計，リベット継手の設計（計算プログラム付き）につ
いて説明する 
10 回 円形断面軸の設計，ねじり試験測定データの最小二乗解析（計算プログラ
ム付き）について説明する 
11 回 はりの初等曲げ理論（計算プログラム付き）について説明する 
12 回 単純支持はりの設計，Ｔ型断面はりの断面特性（計算プログラム付き）に
ついて説明する 
13 回 対称Ⅰ型はり内部のせん断応⼒について説明する 
14 回 数値積分（台形則）によるたわみ角とたわみの計算（計算プログラム付き）
について説明する 
15 回 プログラミングの総合演習を実施する 

準備学習 1 回 BASIC 言語を復習しておくこと 
2 回 講義資料（BASIC 言語）を事前に読んでおくこと 
3 回 パソコン操作説明書を事前に読んでおくこと 
4 回 材料⼒学の教科書を事前に復習しておくこと 
5 回 材料⼒学の教科書を事前に復習しておくこと 
6 回 材料⼒学の教科書を事前に復習しておくこと 
7 回 材料⼒学の教科書を事前に復習しておくこと 
8 回 材料⼒学の教科書を事前に復習しておくこと 
9 回 講義資料を事前に学習しておくこと 
10 回 講義資料を事前に学習しておくこと 
11 回 材料⼒学の教科書を事前に復習しておくこと 
12 回 材料⼒学の教科書を事前に復習しておくこと 
13 回 材料⼒学の教科書を事前に復習しておくこと 
14 回 数値積分法（台形則）を事前に復習しておくこと 
15 回 講義の総復習をしておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FTT35D2 
成績評価 演習課題（１００％）を総合集計して評価する。課題については、ＪＩＳ規格に

従って適切に描けているかを評価する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス TA(〜12) 
見出し FTT35D2 機械製図Ⅱ 
担当教員名 中井 賢治 
単位数 2 
教科書 大⻄ 清 著「ＪＩＳにもとづく標準製図法」理工学社（機械製図Ⅰの教科書と

同じ） 
アクティブラーニング  
キーワード 製図法と規則，製図，ＪＩＳ規格，ＣＡＤ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 機械製図Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 大⻄ 清 著「基礎製図」理工学社 
授業形態 実験実習 
注意備考 講義内容に関する質問や相談事がある時は、授業担当者（中井）の研究室（上記

連絡先参照）を訪ねてください。ただし、まずは疑問点に対する回答を自分なり
に調べておくこと。 

シラバスコード FTT35D2 
実務経験のある教員  
達成目標 ［Ａ４］機械システム工学の専門技術を実際に体験するために、機械製図，加工

学実習，機械システム工学実験，創造工学および卒業研究を修得し、機械システ
ム技術者の基礎能⼒を養成する。 
特に、ＪＩＳの知識およびコンピュータを使用した機械図面の作成技術を習得す
る。 

受講者へのコメント  
連絡先 ４号館３階の中井研究室まで（電子メール：nakai@mech.ous.ac.jp；オフィスア

ワー：毎週木・金曜日随時） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Drawing in Mechanical Engineering II 
関連科目 機械製図Ⅰ，機械要素，機械設計学，機械材料，材料⼒学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 機械製図Ⅱでは、機械製図Ⅰで修得した製図技法と規格に関する知識を活用し、

機械部品の作製を念頭において、ＣＡＤに関する講義・演習を行う。⻭車，プー



リ等の単品機械要素と、フランジ形固定軸継手等の複合機械要素に関する製図課
題を作図することを目的とする。また、自分たちが製作したい工業製品を図面に
描くことで、製図に関する創造的基礎能⼒や機械技術者としてのセンスと自覚を
養う。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義計画およびコンピュータを利用して製図を行なうシステム（ＣＡＤ）に

ついて説明する。 
2 回 ＣＡＤソフトの使用方法について説明するとともに、そのソフトを用いて
フランジ形軸継手の側面図を製図する。 
3 回 ＣＡＤソフトの使用方法について説明するとともに、そのソフトを用いて
フランジ形軸継手の正面図を製図する。 
4 回 第三角法について説明する。その後、ＣＡＤソフトを用いてＶブロックを製
図する。 
5 回 ⻭車の作図法について説明する。その後、ＣＡＤソフトを用いて平⻭車を製
図する。 
6 回 ＣＡＤソフトを用いて円弧や寸法等を記入する練習を行なうため、スター
プレートを製図する。 
7 回 ＣＡＤソフトを用いて曲線等を記入する練習を行なうため、クランクを製
図する。 
8 回 寸法公差と仕上げ記号について説明する。寸法公差と仕上げ記号を記入す
る練習を行なうため、平プーリもしくはＶプーリを製図する。 
9 回 日本工業規格（ＪＩＳ）に基づいて、フランジ形固定軸継手の組立図を製図
する。 
10 回 ＪＩＳに基づいて、フランジ形固定軸継手の部品図を製図する。 
11 回 いくつかの班に分かれて（１０名程度／班）、必ず役立つ＋自分たちが製作
したい工業製品を考案する。 
12 回 ＣＡＤソフトを用いて、考案した工業製品の組立図と部品図を作成する。 
13 回 ＣＡＤソフトを用いて、考案した工業製品の組立図と部品図を作成する（第
１２回目の続き）。 
14 回 ＣＡＤソフトを用いて、第１２，１３回目の時に作成した組立図と部品図
に寸法，寸法公差そして仕上げ記号を記入する。 
15 回 各班が考えた工業製品の図面の発表会をする。 

準備学習 1 回 教科書「ＣＡＤ機械製図」の内容を読んでおくこと。 
2 回 フランジ形軸継手の構造や応用例を調べておくこと。 
3 回 ＣＡＤソフトの操作方法について復習しておくこと。 
4 回 第三角法（機械製図Ⅰで学習済）について復習しておくこと。 
5 回 ⻭車製図（機械製図Ⅰで学習済）について復習しておくこと。 
6 回 ＣＡＤソフトの操作方法について復習しておくこと。 
7 回 ＣＡＤソフトの操作方法（円弧や寸法等の記入方法）について復習しておく
こと。 
8 回 教科書「寸法公差および幾何公差の表示法」「表面性状の図示方法」の内容
を読んでおくこと。 



9 回 フランジ形固定軸継手の日本工業規格（ＪＩＳ）表を見ておくこと。 
10 回 ＣＡＤ室を利用して、フランジ形固定軸継手の組立図の作成作業を進めて
おくこと。 
11 回 これまでの内容を復習しておくこと。 
12 回 自分たちが製作したい工業製品の組立図と部品図の下書きをしておくこ
と。 
13 回 ＣＡＤ室を利用して、製品の組立図と部品図の作成作業を進めておくこと。 
14 回 ＣＡＤ室を利用して、製品の組立図と部品図の作成作業を進めておくこと。 
15 回 図面の最終チェックをしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTT35E2 
成績評価 定期試験(60%)、実習レポート(40%)取り扱う事象への物理的理解、数値解析原

理の理解、プログラミング能⼒を評価する。60 点以上を合格とする。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス TA(〜10),TB(〜10) 
見出し FTT35E2 ＣＡＥⅡ 
担当教員名 丸山 祐一 
単位数 2 
教科書 プリント講義 
アクティブラーニング  
キーワード 質量と運動量の保存、エネルギー保存則（熱⼒学の第一法則とベルヌーイの式）、

熱移動と温度、数値計算、シミュレーション 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 ＣＡＥⅡ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない。 
授業形態 講義 
注意備考 上記関連科目をすべて履修・受講しておくことが望ましい。３分の２以上の出席

と、すべての実習レポート提出が定期試験受験のための必要条件である。学生の
理解度に応じて、講義計画を若干変更することがあるので、準備学習の内容もそ
れに対応させること。 

シラバスコード FTT35E2 
実務経験のある教員  
達成目標 [A3]機械分野の問題を数値的に解決するために、コンピュータ操作に習熟すると

ともに、プログラミング技術および情報処理技術の基礎知識を修得する。特に熱
伝導と流れ場を数値的に取扱う手法の基礎概念を理解し、プログラム化が出来る
こと。 

受講者へのコメント  
連絡先 丸山研究室（５号館２階）オフィスアワー 水曜日 3-4 時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Computer-Aided Engineering II 
関連科目 微分と積分、線形代数、微分方程式、ベクトル解析、フーリエ解析、流体⼒学Ⅰ、

Ⅲ、熱⼒学Ⅰ、CAEⅠ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 CAEⅠに引き続いて、CAE のもう一つの重要な応用分野である熱・流体解析に

ついて学ぶ。基礎方程式を導出した上で、コンピュータによる数値解析を行うた



めの離散化方法の一例として差分法を取り上げ、その手法と問題点・問題解決法
などについて学習する。さらに、学んだ内容に基づくプログラムの作成・実行を
行う。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  熱・流体解析の概要 

2 回  静止媒体中の熱移動の基礎式 
3 回  熱伝導方程式の導出 
4 回  １次元定常熱伝導方程式の差分化 
5 回  ３重対角行列の解法 
6 回  実習（１次元定常熱伝導） 
7 回  ２次元定常熱伝導方程式の差分化 
8 回  １次元非定常熱伝導方程式の差分化 
9 回  数値解析の安定性 
10 回  実習（１次元非定常熱伝導） 
11 回  流体⼒学の基礎方程式と対流拡散 
12 回  １次元対流拡散方程式の差分化 
13 回  風上差分と数値拡散項 
14 回  実習（１次元対流拡散） 
15 回  熱・流体解析の応用例 

準備学習 1 回  「熱⼒学」で学習した「内部エネルギー」と「エンタルピー」の概念を復
習しておくこと。 
2 回  「ベクトル解析」で学習した「ベクトル場の発散」を復習しておくこと。 
3 回  「ベクトル解析」で学習した「スカラー場の勾配」を復習しておくこと。 
4 回  前回の講義ノートを良く見直しておくこと。 
5 回  前回の講義ノートを良く見直しておくこと。 
6 回  「ＣＡＥⅠ」で学習した「BASIC のプログラミング法」を復習しておく
こと。 
7 回  差分化の概念について、もう一度復習しておくこと。 
8 回  熱伝導方程式の導出過程を復習しておくこと。 
9 回  前回配布された資料（時間差分の方法）の式を自分で導出しておくこと。 
10 回  前回の講義ノートを良く見直しておくこと。 
11 回  「連続の式」「運動量方程式」「熱⼒学第１法則」の概念を復習し理解し
ておくこと。 
12 回  「流体⼒学Ⅲ」で学んだ「流体要素の加速度」の概念を復習しておくこ
と。 
13 回  前回の講義ノートを良く見直しておくこと。 
14 回  前回配布された資料を見直し、数値拡散の概念を理解しておくこと。 
15 回  ここまでの講義ノートを良く見直しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTT37C2 
成績評価 毎回、実験テ−マごとのレポ−ト提出および実験ノ−ト（100％）により成績を

評価する。採点の基準は 100 点満点のうち 60 点以上を合格とする。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス TA(〜11),TB(〜11) 
見出し FTT37C2 物理学実験(再) 
担当教員名 宇都宮 晃 
単位数 2 
教科書  

物理学実験書／岡山理科大学理学部共通講座・工学部共通講座物理学教室 編／
大学教育出版 

アクティブラーニング  
キーワード 物理量と測定、単位、精度、誤差、⼒学、振動、光学、電気回路、電磁気 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理学実験(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 国立天文台 編集・理科年表：丸善 
授業形態 実験実習 
注意備考 提出したレポ−トは担当教員が点検し、訂正の必要がある場合はコメントを付け

てその日のうちに返却するので、１週間後に訂正したレポ−トを再提出する。電
卓を各自用意すること。 

シラバスコード FTT37C2 
実務経験のある教員  
達成目標 ①機械工学における基本的な実験装置や計測装置の原理を理解し、適切に使用で

きるようになる。 
②有効数字、最小二乗法および実験デ−タ処理に必要な技術が自在に活用できる
ようになる。 

受講者へのコメント  
連絡先 ７号館４階 宇都宮研究室 086-256-9519 koh@ee.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Experiments of Physics 
関連科目 物理学Ⅰ、物理学Ⅱ、⼒学Ⅰ、⼒学Ⅱ、熱⼒学Ⅰ 等 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 自ら実験を行うことによって、自然現象の観察法や物理量の測定法を修得し、実

験結果をレポ−トにまとめる能⼒を身につけることを目的とする。即ち、実験装
置の組み立てや調整法を学ぶと共に、測定計器の取り扱い方、目盛りの読み取り



法、測定デ−タの解析方法、有効数字と誤差の取り扱い方およびレポ−トの作成
方法などを学ぶ。実験を通して、講義内容の理解をより深めてもらいたい。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス１ 

物理学実験の目的、内容および実施方法について説明する。 
2 回 ガイダンス２ 
実験上の諸注意、実験ノ−ト、レポ−トの書き方、有効数字と誤差について説明
する。 
3 回 ガイダンス３ 
最小二乗法による計算方法、測定値の取り扱い方、グラフの書き方について説明
する。 
4 回 ボルダの振り子（重⼒加速度の測定） 
ボルダの振り子の実験を行い、重⼒加速度を測定する。 
5 回 ユ−イングの装置によるヤング率の測定 
金属棒の中間に荷重をかけたときの中点降下を光のてこを使って測定し、そのデ
-タからヤング率を求める。 
6 回 モノコ−ド（交流の振動数の測定） 
モノコ−ドの弦を交流の振動数と同調させて、弦の振動数から交流の振動数を求
める。 
7 回 ニュ−トンリング 
ナトリウムランプの単色光を用いてニュ−トンニングを作り、凸レンズの曲率半
径を求める。 
8 回 マイケルソンの干渉計 
マイケルソンの干渉計の構造と機能を学び、また、これを用いてレ−ザ−光の波
⻑を測定する。 
9 回 レポ−トの中間一⻫提出およびガイダンス 
これまでに提出されたレポ−トで、レポ−トの書き方、測定値の処理法などに問
題点がある具体例を指摘し、より正しい書き方、処理法を解説する。 
10 回 回折格子（波⻑の測定） 
透過型の平面回折格子による回折現象を応用してＮａランプのＤ線の波⻑を求
める。 
11 回 オシロスコ−プ 
オシロスコ−プの原理を理解すると共に、その使用法、即ち、電圧および時間（周
期波形の場合は周期、周波数）の測定方法を習得する。 
12 回 ホイ−トストン・ブリッジ（針金の電気抵抗の測定） 
ホイ−トストン・ブリッジを用いて金属線の電気抵抗を測定し、その金属線の抵
抗率を求める。 
13 回 トランジスタ−の静特性 
トランジスタ−のコレクタ−特性を測定し、ｈパラメ−タを求める。 
14 回 プランク定数の測定 
光電効果の実験により、プランク定数を求める。 
15 回 レポ−トの一⻫提出および補充実験 



実験時間中に測定できなかった実験を行う。 
準備学習 1 回 物理学実験の目的、内容および実施方法について説明するので、特に準備学

習は必要ないが、当日テキストと実験ノ−トを持参されたし。 
2 回 テキストの該当箇所を読んでおくこと。 
3 回 テキストの該当箇所を読み、不明な点を確認しておくこと。 
4 回 テキストの該当箇所を読み、ボルダの振り子の実験内容を調べておくこと。 
5 回 テキストの該当箇所を読み、ユ−イングの装置によるヤング率の測定の実
験内容を調べておくこと。 
6 回 テキストの該当箇所を読み、モノコ−ドによる交流の振動数測定の実験内
容を調べておくこと。 
7 回 テキストの該当箇所を読み、ニュ−トンリングの実験内容を調べておくこ
と。 
8 回 テキストの該当箇所を読み、マイケルソンの干渉計の実験内容を調べてお
くこと。 
9 回 受理されていないレポ−トがある場合は完成させておくこと。また、ガイダ
ンスがあるので実験ノ−トを持参すること。 
10 回 テキストの該当箇所を読み、回折格子の実験内容を調べておくこと。 
11 回 テキストの該当箇所を読み、オシロスコ−プの実験内容を調べておくこと。 
12 回 テキストの該当箇所を読み、ホイ−トストン・ブリッジの実験内容および
抵抗率について調べておくこと。 
13 回 テキストの該当箇所を読み、トランジスタ−の静特性の実験内容を調べて
おくこと。また、ｈパラメ−タについても調べておくこと。 
14 回 テキストの該当箇所を読み、プランク定数の測定の実験内容を調べておく
こと。 
15 回 受理されていないレポ−トを完成させておくこと。補充実験がある場合は
テキストの該当箇所を読んで、実験内容を確認しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTT37D2 
成績評価 毎週の課題(50％)：各回でのソリッドワークスの演習の達成率などを評価する。 

定期試験(50％)：基本的な形状処理の計算など。 
毎週の課題の評価と定期試験の合計得点が６０点以上を合格とする。 

曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス TA(〜10),TB(〜10) 
見出し FTT37D2 ＣＡＤ／ＣＡＭ 
担当教員名 ⽥中 雅次 
単位数 2 
教科書 講義中に適宜資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 製図, コンピュータグラフィックス, CAD/CAM/CAE, DfX(デザインフォーエッ

クス) 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 ＣＡＤ／ＣＡＭ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 ・ソリッドワークスの実習では原則、遅刻・欠席をしないこと。 

・ソリッドワークスの説明は、よく聞いて見て理解すること。各操作の説明後に
TA や教員を頼りにすると無駄な時間が増えて、講義の進行の妨げとなり、他の
学生の迷惑になります。 

シラバスコード FTT37D2 
実務経験のある教員  
達成目標 [A3]機械分野の問題を数値的に解決するために、コンピュータ操作に習熟すると

ともに、プログラミング技術および情報処理技術の基礎知識を修得する。特に、
ソリッドワークスの操作を通して、CAD における形状処理技術を理解すること。 

受講者へのコメント  
連絡先 ⽥中雅次(５号館３階) 

電子メール tanaka@mech.ous.ac.jp，電話 086-256-9594，オフィスアワー月曜日
7-8 時限 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 CAD/CAM 
関連科目 機械製図, CAE など 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 CAD/CAM の技術は、主に形状処理を基礎としている。本講義では、CAD での



線分の描画技術を基礎に、3 次元 CAD でのソリッドモデルの作成方法について、
最初に学習する。その後、情報処理センターにおいて、3 次元 CAD であるソリ
ッドワークスの操作の仕方を、簡単な機械部品等がモデリングできる程度にまで
学習し、自由課題において、各学生が自由に製品モデルを作成し、その成果を発
表する。最後に、ソリッドモデリングに関する総合的な計算問題演習を行う。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 CAD/CAM の概要について説明し、CAD での直線の描画方法について説明

する。 
2 回 CAD での直線や円、円弧の交点の求め方について説明する。 
3 回 CAD での３次元モデルの表現方法について説明する。 
4 回 3DCAD での面分同士の交差や shading、フィーチャについて説明する。 
5 回 ２次元アフィン変換について説明する。 
6 回 ３次元アフィン変換について説明する。 
7 回 ソリッドワークスにおける押し出し操作について説明する。 
8 回 ソリッドワークスにおける基本的なスケッチの描き方について説明する。 
9 回 ソリッドワークスにおけるスイープ、シェル操作について説明する。 
10 回 ソリッドワークスにおける円柱面、円錐面の操作について説明する。 
11 回 ソリッドワークスにおけるロフト、ラップ操作の説明をして、自由課題を
実施する。 
12 回 自由課題を完成させ、提出する。 
13 回 自由課題を発表する。 
14 回 3DCAD と形状処理工学との関係について説明する。 
15 回 ソリッドモデリングに関する計算問題演習を実施する。 

準備学習 1 回 CAD/CAM とはどのようなものか？調べておくこと。 
2 回 直線の描画方法について復習しておくこと。 
3 回 直線や円、円弧の交点の求め方について復習しておくこと。 
4 回 ３次元モデルの表現方法について復習しておくこと。 
5 回 面分同士の交差や shading、フィーチャについて復習しておくこと。 
6 回 ２次元アフィン変換について復習しておくこと。 
7 回 ３次元アフィン変換について復習しておくこと。 
8 回 押し出し操作について復習しておくこと。 
9 回 スケッチの描き方について復習しておくこと。 
10 回 スイープ、シェル操作について復習しておくこと。 
11 回 円柱面、円錐面の操作について復習しておくこと。また、自由課題につい
て準備すること。 
12 回 ロフト、ラップ操作について復習しておくこと。 
13 回 これまで学習したソリッドワークスの操作をよく復習しておくこと。 
14 回 ソリッドワークスの操作と形状処理工学との関係を理解しておくこと。 
15 回 これまでに学んだ形状処理工学について復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTT4111 
成績評価 定期試験（45％）、中間試験（45％）、ノート（5％）、小テスト（０％）、レポー

ト（5％） 
試験での得点とレポート，ノートで評価する。精密加工を実施する上で考えるべ
きこと、具体的方法の理解度を評価し、60 点以上を合格とする。 

曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス TA(〜10),TB(〜10) 
見出し FTT4111 精密加工学 
担当教員名 金枝 敏明 
単位数 2 
教科書 精密工作法 上/津和秀夫他/共立出版 
アクティブラーニング  
キーワード 加工法、精密加工、切削法、マイクロ／ナノ加工、表面加工、工作機械 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 お褒めの自由既述があり、ようやく理解してもらえたと考えております。 
科目名 精密加工学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 切削・研削加工学 上/臼井英治/共立出版 

精密工作便覧/精密工学会編/精密工学会 
基礎切削加工学/杉⽥忠明他/共立出版 

授業形態 講義 
注意備考 講義時には教科書，ノートを持参。講義中に工具や工作物、カタログを回覧する

他、ビデオ上映もする。毎回講義の最後に質問ならびに感想をメモに記述し提出
する、次回の講義で回答をする。講義中の学生の発言（発表）、すなわち講義に積
極的に参加することを推奨する。電子教材を液晶プロジェクターで投影し授業を
おこなっている。 

シラバスコード FTT4111 
実務経験のある教員  
達成目標 [A5] 機械分野の問題を解決するため、材料⼒学、熱⼒学、流体⼒学、機械⼒学、

自動制御、機械要素、加工学などの機械システム工学の専門知識を習得する。精
密加工時にはどのような加工方法を採用すべきか、それらを実施する上で何をす
べきか、判断できるようになること。 

受講者へのコメント この分野への理解、興味、関心や他の講義科目との関連等は、評価してもらえて
結構です。概ね問題ないが、やはりアクテイブラーニングでどんどん発言しても
らいたい。試料や板書が見えないのは、座る一に起因すると思われる。大きな部
屋での開講なので、本⼈の意思さえあれば全く問題となる。 

連絡先 金枝敏明, メール：kaneeda@mech.ous.ac.jp, ５号館１階金枝研究室、オフイスア
ワー：月 9, 10 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 



各項目評価に対する所見 概ね例年通りである。授業に対する意欲の評価が予想より低めである。講義開始
や終了時間を観てもらえばわかる通りと思っている。授業に対する満足度ももう
少し高めで善いと思う。 

英文科目名 Precision Machining 
関連科目 加工学Ｉ&ＩＩ, 加工学実習, 材料⼒学, 機械材料, 機械要素, マテリアルサイエ

ンス, 機械システム工学実験 
次回に向けての改善変更予定 特にこれといって改善・変更点は見当たらない。 
講義目的 加工学Ｉ&ＩＩの発展的かつより専門の科目である。加工学の目的は能率と精度

であり、本講義は後者を対象とする。近年の機械・電子部品の高精度化は目覚ま
しく、精密もしくは超精密加工された製品が最先端技術製品となっている例は多
い。本講義では機械加工の代表的な切削加工の高精度化でなすべきことならびに
原理、具体的方法について講義する。さらに超精密加工の原理と具体例について
も紹介する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  日本の精密加工技術, 精密加工の効果を説明する。 

2 回  精密加工の原則（基準面、工具，工作物、切削条件), 切削理論（切削の定
義）を説明する。 
3 回  切削理論（２次元切削，切りくず生成機構）を説明する。 
4 回  せん断面での変形の特殊性を説明する。 
5 回  工具すくい面での摩擦の特殊性を説明する。 
6 回  切削抵抗の重要性を説明する。 
7 回  切削抵抗の測定と測定機器である動⼒計を説明する。 
8 回  各種材料の切削抵抗値（切削速度, 切込み, 刃先丸みの影響、etc)を説明す
る。 
9 回  中間テストならびその解説を行う。 
10 回  切削温度とその測定, 切削仕上げ面粗さを説明する。 
11 回  切削加工面の加工変質層, 残留応⼒を説明する。 
12 回  快削鋼と快削のメカニズム , 切削油剤の効果を説明する。 
13 回  切削油剤の３構成成分とその機能を説明する。 
14 回  重さと⻑さの基準, トレーサビリテｲ, 超精密加工の概要と基礎を説明す
る。 
15 回  超精密加工部品ならびに超精密加工技術を説明する。 

準備学習 1 回  日本が得意とする生産技術全般や精密加工の効果を考えておくこと。 
2 回  精密加工をするための条件を加工学実習の経験を想起しながら考えておく
こと。精密加工をするには、種々のことを地道に進めていかなければならないこ
とをよく理解しておくこと。 
3 回  切りくずを生成するための塑性変形や破壊現象、摩擦現象を考えておくこ
と。したがって材料⼒学等が関連していることををよく理解しておくこと。 
4 回  切りくず生成時のせん断面での変形はどのようなものか考えておくこと。
想像もつかない微小な部分で複雑な現象が生じていることををよく理解してお
くこと。 
5 回  工具すくい面の⼒学的環境はどのようになっているのか考えておくこと。



想像もつかない微小な部分で複雑かつ過酷な摩擦現象が生じていることををよ
く理解しておくこと。 
6 回  切削抵抗の大小と切削現象との関係を考えておくこと。想像もつかない微
小な部分で複雑な現象が生じていることをよく理解しておくこと。 
7 回  切削抵抗の測定方法にはどのようなものがあるか、また切削抵抗測定の特
有である問題は何かを把握しておくこと。切削抵抗の重要さや測定の大切さをよ
く理解しておくこと。 
8 回  各種材料の強度（変形や破壊）がどのように切削抵抗と関係するのかを考
えておくこと。どのような材料が切削抵抗が大きいかをよく理解しておくこと。 
9 回  ここまでの内容をどの程度習得しているかをチェックするために中間テス
トを実施する。終了後に問題の解説と回答を行う。 
10 回  切削時には切削部が高温になるが、その原因と温度測定はどのようにす
ればよいか、また加工面の粗さを考えておくこと。想像もつかない微小な部分が
高温になっていることをよく理解しておくこと。 
11 回  加工変質層の功罪、測定方法，残留応⼒とは何かを他の講義で習得した知
識を基に考えておくこと。目に見えない，外観からはわからない加工変質層や残
留応⼒が製品にとって重要なことであることをよく理解しておくこと。 
12 回  快削鋼の快削性を上げることと快削鋼自体の変形や破壊のしやすさ、強
度低下をどのように考えたらよいかを検討しておくこと 
13 回  潤滑油剤の構成成分を想起しておくこと、それをそのまま切削油剤にあ
てはめられるかを検討しておくこと 
14 回  各種単位はどのような基準で作成されているか、また身の回りの超精密
加工製品にはどのようなものがあるかを検討しておくこと。我々が超精密先端加
工技術のお陰で快適な暮らしが出来ていることをよく理解しておくこと。 
15 回  超精密加工製品の加工法はどのようなものかを考えておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTT41D1 
成績評価 定期試験（50％），中間テスト（30%），小テスト(0％)，レポート（20％），ノー

ト(0％)で評価する。1 自由度および２自由度の各種振動系について数式を用いた
扱い（運動方程式の書き下しと求解）と物理的な現象の理解（解のグラフ化、振
幅倍率曲線と位相曲線の説明、2 自由度系の振動モードと動吸振器）に関する問
題によって評価する。100 点満点の場合 60 点以上を合格とする。 

曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス TA(〜11),TB(〜11) 
見出し FTT41D1 機械⼒学Ⅰ 
担当教員名 吉⽥ 浩治 
単位数 2 
教科書 基礎 振動工学（新訂版）／芳村敏夫・横山 隆・日野順市／（共立出版） 
アクティブラーニング  
キーワード 運動の法則，自由振動，強制振動，共振，連成，減衰系，過渡応答，振動絶縁 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 ・時々まちがって書いていても訂正しないで、教科書などに書いている答えを書

いていたので、もう少し注意して書いてほしい 
回答：⿊板に書いていたことについてのコメントだと思いますが、間違いを見つ
けたら、その時点か、あるいは授業が終了した後にでも教員に注意してください。 

科目名 機械⼒学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 工業基礎振動学／⻫藤秀雄／（養賢堂出版），その他図書館にある関連の参考書 
授業形態 講義 
注意備考 講義時間中に述べられる連絡事項に十分注意すること 
シラバスコード FTT41D1 
実務経験のある教員  
達成目標 [A５]機械分野の問題を解決するために、材料⼒学、熱⼒学、流体⼒学、機械⼒

学、自動制御、機械要素などの機械システム工学の専門知識を修得する。特に，
１）振動の構成要素を理解し，1 自由度系および 2 自由度系の運動方程式を書き
下すことができる，２）1 自由度系および 2 自由度系の各種振動が説明できるこ
と。 

受講者へのコメント 機械⼒学は機械工学における重要な分野の一つです。1 自由度や 2 自由度の振動
系について運動方程式はおおかたの⼈が書けるようになったと思われます。それ
らは、しばしば登場する基本的なものですので、現象と共に忘れないようにして
ください。 

連絡先 メール：k_yoshida＠mech.ous.ac.jp， 電話：086-256-9743， 
オフィスアワー：（火曜日，水曜日９・１０時限） 場所：４号館４階吉⽥研究室 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし 



英文科目名 Dynamics of Machinery I 
関連科目 微分と積分，微分方程式，線形代数，フーリエ解析，⼒学Ｉ，⼒学 II 
次回に向けての改善変更予定 よりよく理解できるように、さらに予習と復習を促し、宿題も毎回出すようにし

ます。 
講義目的 機械⼒学は「機械の運動学と動⼒学」に関する広範な領域から形成される学問で

ある．できる限り多くの実用例を通じて、振動現象の理解を深めることを目指す。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 授業の概要を説明する。引き続き振動の単位ついて説明する。 

2 回 調和振動、振動の基本要素、モデル化について説明する。 
3 回 １自由度系 自由振動について説明する。 
4 回 エネルギー法による固有円振動数の求め方を説明する 
5 回 １自由度系 減衰自由振動について説明する。 
6 回 １自由度系 強制外⼒振動について説明する。 
7 回 １自由度系 減衰強制外⼒振動について説明する 
8 回 問題演習を実施する。（調和振動、１自由度系の各種振動についての問題を
取り上げる。） 
9 回 中間試験および問題の解説をする。 
10 回 １自由度系 減衰強制変位振動と振動の絶縁について説明する。 
11 回 ２自由度系 非減衰自由振動について説明する。 
12 回 ２自由度系 非減衰自由振動の振幅比と振動モードについて説明する。 
13 回 ２自由度系 非減衰強制振動について説明する 
14 回 動吸振器の原理について説明する。 
15 回 問題演習を実施する。（1 自由度系減衰強制変位励振、2 自由度系非減衰自
由振動、2 自由度系非減衰強制振動に関する問題を取り上げる。） 

準備学習 1 回 シラバスをよく読み，講義目的，講義内容，達成目標を把握しておくこと。
⼒学の教科書により振動について復習しておくこと。 
2 回 振動の単位について復習しておくこと。⼒学の教科書により振動とニュー
トンの 3 つの法則について復習しておくこと。 
3 回 調和振動について復習しておくこと。また、教科書「第 2 章 2.1 減衰のな
い自由振動」をよく読み予習しておくこと。 
4 回 1 自由度系自由振動について復習し運動方程式の導出ができ、解を書き下せ
るようにしておくこと。また、教科書「第 2 章 2.2 エネルギー法」をよく読み
予習しておくこと 
5 回 エネルギー法によって固有円振動数が求められるように復習しておくこと。
また、教科書「第 2 章 2.3 減衰のある自由振動」をよく読み予習しておくこと。 
6 回 1 自由度系減衰自由振動について運動方程式が書き下せて解を求め、それの
グラフを描くることができようにしておくこと。また、教科書「第 2 章 2.6 減
衰のない強制振動」をよく読み予習しておくこと。 
7 回 1 自由度系強制外⼒振動の運動方程式が書き下せて解を求める事ができ、共
振現象を説明できるように復習しておくこと。教科書「第 2 章 2.7 減衰のある
強制振動」をよく読み予習しておくこと。 
8 回 １自由度系減衰強制外⼒振動について運動方程式を書き下せて、解につい



て説明することができ、振幅倍率曲線と位相曲線について説明できるように復習
しておくこと。また、これまでの授業で説明したことを復習しておくこと。 
9 回 これまでの講義内容，問題演習での問題をよく復習しておくこと。 
10 回 教科書「第 2 章 2.8 変位励振による強制振動、2.9 振動の絶縁」をよく読
み予習しておくこと。 
11 回 1 自由度系減衰強制変位振動について、運動方程式が書き下せて、解と振
幅倍率曲線および位相曲線の説明ができるように復習しておくこと。教科書「第
3 章 3.1 減衰のない自由振動」をよく読み予習しておくこと。 
12 回 ２自由度系 非減衰自由振動について運動方程式が書き下せ、振動数方程
式が導出できるように復習しておくこと。教科書「第 3 章 3.1 減衰のない自由振
動」をよく読み予習しておくこと。 
13 回 ２自由度系 非減衰自由振動の振幅比が計算でき、振動モードが説明でき
るように復習しておくこと。教科書「第 3 章 3.2 減衰のない強制振動」をよく読
み予習しておくこと。 
14 回 ２自由度系 非減衰強制振動について運動方程式を書き下せて解が説明で
きるように復習しておくこと。教科書「第 3 章 3.2 減衰のない強制振動」をよく
読み予習しておくこと。 
15 回 第 10 回から第 15 回までの講義内容をよく復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTT41F2 
成績評価 定期試験（70％），レポート（30％）を総合集計して評価する。 
曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス TA(〜11),TB(〜11) 
見出し FTT41F2 機械⼒学Ⅱ 
担当教員名 横山 隆 
単位数 2 
教科書 芳村敏夫・横山 隆・日野順市 「基礎 振動工学（新訂版）」（共立出版） 
アクティブラーニング  
キーワード 多自由度系、自由振動，強制振動，振動制御，モード解析，ラグランジュの方程

式，ダランベールの原理 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 PPｔスクリーンの表示時間が短いとの指摘があった。できるだ１枚のスクリー

ンに時間をかけて表示しているが、個⼈によって表示内容を写し取るのがおそい
受講者がいる。個⼈差があるので対処しにくい面もある。 
板書における i とｌは区別できるように気を付けているが、前後の式の関係から
判断がつくように思われる。 
時間配分をきちんしろとの意見があるが、これは講義の最後に課す課題にもう少
し時間をかけてくれと理解している。講義終了までに完全に書けてなくても課題
を提出していいと言っているので、そのように対処してほしい。 

科目名 機械⼒学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ⻫藤秀雄「工業基礎振動学」（養賢堂出版），その他図書館にある関連の参考書 
授業形態 講義 
注意備考 毎回出席して、レポートを提出すること。電卓，レポート用紙必携。 
シラバスコード FTT41F2 
実務経験のある教員  
達成目標 [A5]機械システム工学の技術者が取り扱う主要分野の問題解決に必要な専門知

識の基礎を修得すること。とくに、多自由度系の運動方程式を導出するのに有効
な手段であるラグランジュの方程式の習得と、多自由度系の自由振動、強制振動
のモード解析法を習得すること。 

受講者へのコメント もう少し高い数学的技法を習得することが重要 
連絡先 連絡先 研究室４号館３階（電子メール yokoyama@mech.ous.ac.jp，電話 086-

256-9580）オフィスアワー（毎週水曜９〜１０時限） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 A: 予想どおり 
B：予想より学生の講義内容の理解の程度が高い 
C: 予想どおり 
D: 予想どおり 



英文科目名 Dynamics of Machinery II 
関連科目 微分と積分，微分方程式，線形代数，フーリエ解析，機械⼒学Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定 振動現象の自作ビデオを準備して、視覚的に理解易いようにする予定。 
講義目的 機械⼒学Ⅰに引き続いて、粘性動吸振器の設計、振動計測法や機械構造物の高度

な動的設計に必要な多自由度系の振動理論を、問題演習を通じて修得することを
目的とする。できる限り多くの実用例を通じて、振動現象の理解を深めることを
目指す。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 振動の計測と制御：振動計測法について説明する 

2 回 サイズモ系の原理，振動計，加速度計について説明する 
3 回 データ処理法：サンプリングと振動数分解能について説明する 
4 回 振動の受動制御（ビデオ：免震構造と制震構造）について説明する 
5 回 振動の能動制御（スカイフックダンパー制御理論）について説明する 
6 回 多自由度系の振動：運動方程式の導出法について説明する 
7 回 演習問題を実施する 
8 回 影響係数の概念，たわみ行列の導出法について説明する 
9 回 ラグランジュの方程式，ダランベールの原理，仮想仕事の原理について説明
する 
10 回 固有値問題（標準型固有値と一般化固有値), 固有値, 固有ベクトルについ
て説明する 
11 回 固有ベクトルの直交性とモード座標, 正規モード行列について説明する 
12 回 モード行列，モード変位，モード減衰比の概念について説明する 
13 回 多自由度系の自由振動のモード解析 
14 回 多自由度系の強制振動のモード解析について説明する 
15 回 総合演習を実施する 

準備学習 1 回 機械⼒学 I を復習しておくこと 
2 回 教科書を読み、専門用語の物理的意味を学習しておくこと 
3 回 教科書を読み、専門用語の物理的意味を学習しておくこと 
4 回 制御工学の入門書を読み、専門用語の物理的意味を学習しておくこと 
5 回 制御工学の入門書を読み、専門用語の物理的意味を学習しておく 
6 回 教科書を読み、専門用語の物理的意味を学習しておくこと 
7 回 演習問題に事前に取り組んでおくこと 
8 回 教科書を読み、専門用語の物理的意味を学習しておく 
9 回 教科書を読み、専門用語の物理的意味を学習しておくこと 
10 回 線形代数学の教科書を読み、復習しておくこと 
11 回 教科書を読み、専門用語の物理的意味を学習しておくこと 
12 回 教科書を読み、専門用語の物理的意味を学習しておくこと 
13 回 教科書を読み、専門用語の物理的意味を学習しておく 
14 回 演習問題に事前に取り組んでおくこと 
15 回 講義の総復習をしておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FTT4311 
成績評価 定期試験(60％)：ガスタービンの構造と熱サイクル、液体燃料の運搬、ターボ機

械の特性式、圧縮動⼒の計算問題など 
レポート(40％)：「ジェットエンジン」「ガスタービン」の課題調査（提出期限：
大学祭のころ） 
定期試験・レポートの合計得点が６０点以上を合格とする。 

曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス TA(〜10),TB(〜10) 
見出し FTT4311 推進エンジン 
担当教員名 高見 敏弘 
単位数 2 
教科書 大岩紀生著・「わかりやすいガスタービン」・共立出版 
アクティブラーニング  
キーワード 質量と運動量の保存，エネルギー保存則(熱⼒学の第一法則とベルヌーイの式)，

圧縮性流体の⼒学，翼と翼列，流体機械，プラント機器，ジェットエンジン 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 良好な評価、ありがとう！ 
科目名 推進エンジン 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 須藤浩三ほか・「流体機械」・朝倉書店 

谷⽥・⻑島著・「ガスタービンエンジン」・朝倉書店 
廣瀬幸治著・「流れ学」・共立出版（流体⼒学の教科書） 
沢⽥照夫著・「新編熱⼒学」・森北出版（熱⼒学の教科書） 

授業形態 講義 
注意備考 試験には電卓を持参すること。 

講義では、流体⼒学の教科書「流れ学」も、適宜、使用する。 
流体⼒学、熱⼒学、熱と流れ、エネルギー工学、⼒学も履修すること。 

シラバスコード FTT4311 
実務経験のある教員  
達成目標 [A5]機械システム工学の技術者が取り扱う主要分野の問題解決に必要な専門知

識の基礎を修得すること。 
特に、コンプレッサーやタービンの動作原理、構造と性能を理解すること。 

受講者へのコメント 単位認定率：８１％（２０１２）、８８％（２０１１）、８５％（２０１０）、８
５％（２００９） 
かなり悪化した。 

連絡先 メール：takami @ mech.ous.ac.jp， 電話：086-256-9540，オフィスアワー：
金曜日， 場所：５号館１階 高見 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 なし 



英文科目名 Aircraft Gas Turbines 
関連科目 ⼒学，流体⼒学，熱⼒学，熱と流れ，推進エンジン，高速空気⼒学，エネルギー

工学 
次回に向けての改善変更予定 なし 
講義目的 ジェットエンジンは航空機用ガスタービンと呼ばれ、コンプレッサー・燃焼器・

タービンで構成されている。本講義では、ジェットエンジンや発電プラントなど
の機械システムに、様々な形で利用されているターボ機械（流体機械）の動作原
理、性能や取扱い方法について述べるとともに、ターボ機械の基礎概念を理解す
る。また、ジェットエンジンやガスタービンの開発について特別講義を行う。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 ターボ機械の分類，ＳＩ単位，「我が国の航空宇宙産業」(紹介ビデオ） 

2 回 推⼒とは，(角)運動量の法則，オイラーの式（回転運動の動⼒学） 
3 回 ジェットエンジンの構成と構造，ターボジェット，ターボファン，圧⼒の表
示法（ゲージ圧⼒） 
4 回 気体の性質（圧縮性），断熱変化，断熱流れ（圧縮性流体の流れ），音速，マ
ッハ数 
5 回 ｐ-ｖ線図，断熱仕事（圧縮と膨張），Ｔ-ｓ線図，熱サイクル（ブレイトン
サイクル） 
6 回 基本サイクル，再生サイクル，中間冷却サイクル，再熱サイクル 
7 回 軸流コンプレッサー、軸流タービン、圧縮・膨張仕事と動⼒ 
8 回 コンバインド・サイクル，火⼒発電プラント，プラント熱効率（紹介ビデオ） 
9 回 液体燃料ポンプ，キャビテーション，サージング，水撃 
10 回 ジェットエンジン１：概要，構造，実機紹介ビデオ 
11 回 ジェットエンジン２：軸流コンプレッサー，燃焼器 
12 回 ジェットエンジン３：軸流タービン翼，冷却器，耐熱合金 
13 回 ジェットエンジン４：開発事例紹介ビデオ 
14 回 ジェットエンジン５：組立全般，最近の研究開発 
15 回 まとめ，試験対策（質問コーナー） 

準備学習 1 回 流体⼒学Ⅰ・Ⅱ，熱⼒学Ⅰ・Ⅱ 
2 回 「流れ学」第３章と第６章 
3 回 第４章 航空機用ガスタービン 
4 回 「流れ学」第１章と第３章 
5 回 第２章 サイクル計算に必要な熱⼒学と流体⼒学 
6 回 第３章 ガスタービンのサイクル特性 
7 回 第５章 ガスタービンの構成要素（作動原理，構造と性能） 
8 回 第６章 ガスタービンの利用 
9 回 課題調査：遠心ポンプ 
10 回 課題調査：ターボ機械 
11 回 課題調査：ターボ機械 
12 回 課題調査：産業用ガスタービン 
13 回 課題調査：航空機用ガスタービン 
14 回 課題調査：新型ジェットエンジン 



15 回 ジェットエンジン、ガスタービン、ターボ機械 
 



年度 2012 
授業コード FTT4312 
成績評価 定期試験(100％）、60 点以上を合格とする。完全ガスの状態変化、およびエネル

ギー式（熱、仕事、内部エネルギー、エンタルピーの関係式）を理解し、諸量を
計算できるかを５〜６題（各題複数項目を含む）約 20 項目について試験し、総
合的に評価する。 

曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス TA(〜12),TB(〜12) 
見出し FTT4312 熱⼒学Ⅰ 
担当教員名 片岡 克己 
単位数 2 
教科書 選定中。授業開始（後期）までに確定し、通知する。 
アクティブラーニング  
キーワード 熱、仕事、完全ガス、状態量、状態変化、状態方程式、内部エネルギー、エンタ

ルピ、閉じた系、開いた系、エネルギー保存則（熱⼒学の第１法則） 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 熱⼒学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 熱⼒学 -事例でわかる考え方と使い方-/金原粲監修/実教出版：熱⼒学きほんの

「き」/小山敏行著/森北出版 
授業形態 講義 
注意備考 熱⼒学専用のノートを作成すること、関数電卓は毎回持参すること、疑問のある

場合は講義中あるいはオフィスアワーを利用して積極的に質問すること。 
シラバスコード FTT4312 
実務経験のある教員  
達成目標 ［Ａ５］機械システム工学の技術者が取り扱う主要分野の問題解決に必要な専門

知識の基礎を修得する。特に、熱、仕事、内部エネルギー、エンタルピーの物理
的意味を理解し、完全ガスの状態変化における熱と仕事の関係を熱⼒学第１法則
の式（エネルギー式）を用いて計算できること。 

受講者へのコメント  
連絡先 片岡克己（片岡研究室、５号館４階） オフィスアワー 水曜日９・１０時限、

昼休み 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Thermodynamics I 
関連科目 物理学、微分と積分、熱⼒学Ⅱ、流体⼒学、エネルギー工学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 熱は運動エネルギー、位置エネルギー、機械的仕事などと同じエネルギーの一種



であり、熱と⼒学的エネルギーは相互に変換が可能である。しかし、熱から⼒学
的エネルギーへの変換、あるいは低温物体から高温物体への熱移動など、⼈間社
会に不可欠な作業には専用の装置、すなわちエンジンや冷凍機が必要である。熱
に関する基本的事項、ガスの状態変化や熱的挙動を支配する法則など、熱機関に
おける熱から仕事への変換の仕組みを理解する上で必要な基礎知識を習得し、エ
ネルギー式を用いて仕事と熱を計算できる能⼒を養うことを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  エネルギー資源、エネルギー変換、変換装置としてのエンジン等の話を通

じて熱⼒学を学ぶ意義をパワーポイントを用いて説明する。 
2 回  熱⼒学の基礎事項（用語：系と周囲、状態量）について説明する。 
3 回  熱⼒学の基礎事項（体積、密度、圧⼒）について説明する。 
4 回  熱⼒学の基礎事項（温度、状態変化、サイクル）について説明する。 
5 回  仕事と熱、エネルギーの単位、系の体積変化に伴う仕事；絶対仕事につい
て説明する。 
6 回  「系の体積変化に伴う仕事」の計算方法について説明し、演習問題を行う。 
7 回  開いた系（流れ系）の仕事；工業仕事について説明する。 
8 回  仕事と内部エネルギーおよび熱量の関係について説明する。 
9 回  熱⼒学の第１法則、静止系のエネルギー式について説明する。 
10 回  エンタルピ、流れ系のエネルギー式について説明する。 
11 回  完全ガスの状態方程式、比熱について説明する。 
12 回  完全ガスの内部エネルギーとエンタルピについて説明する。 
13 回  完全ガスの状態変化における仕事と熱（等容変化、等圧変化、等温変化）
について説明する。 
14 回  完全ガスの状態変化における仕事と熱（断熱変化、ポリトロープ変化）
について説明する。完全ガスに関する演習問題をする。 
15 回  完全ガスの状態変化における仕事と熱の取り扱いを総括し、エネルギー
式を用いる演習問題をする。 

準備学習 1 回  シラバスにより講義目的・達成目標を確認しておくこと。「熱⼒学」専用
のノートを準備しておくこと。 
2 回  教科書「基礎的な事項」を予習しておくこと。 
3 回  SI 単位系の基本単位（⻑さ、質量、時間、温度）と組立単位「⼒」を予習
しておくこと。 
4 回  前週までの基礎的な事項を復習しておくこと。 
5 回  ⼒学的エネルギー「仕事」を予習しておくこと。 
6 回  前回講義・閉じた系の仕事（絶対仕事）の復習、微分・積分の復習をして
おくこと。 
7 回  開いた系の仕事を取り扱うので、閉じた系の仕事（絶対仕事）を再度確認
しておくこと。 
8 回  教科書「仕事と内部エネルギー、エンタルピおよび熱量の関係」を予習し
ておくこと。 
9 回  教科書「閉じた系に対するエネルギー式」を予習しておくこと。 
10 回  教科書「開いた系に対するエネルギー式」を予習しておくこと。 



11 回  教科書「完全ガスと状態方程式、完全ガスの比熱」を予習しておくこと。 
12 回  教科書「完全ガスの内部エネルギーとジュールの法則」を予習しておく
こと。 
13 回  閉じた系のエネルギー式、開いた系のエネルギー式をよく復習しておく
こと。 
14 回  閉じた系のエネルギー式、開いた系のエネルギー式をよく復習しておく
こと。 
15 回  完全ガスの状態方程式、エネルギー式を復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTT4322 
成績評価 定期試験(100％)，中間試験(0％)，小テスト(0％)，レポート(0％)，ノート(0％)

定期試験での得点により評価する。 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス TA(〜11),TB(〜11) 
見出し FTT4322 数値計算 
担当教員名 桑木 賢也 
単位数 2 
教科書 藪忠司、伊藤惇著・「数値計算法」・コロナ社 
アクティブラーニング  
キーワード 計算機利用の基礎，プログラム言語，数値計算，数式処理，シミュレーション 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 数値計算 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 水島二郎、柳瀬眞一郎著・「理工学のための数値計算法」・数理工学社 
授業形態 講義 
注意備考 講義および試験には関数電卓を持参すること。 
シラバスコード FTT4322 
実務経験のある教員  
達成目標 [A3]機械分野の問題を数値的に解決するために、コンピュータ操作に習熟すると

ともに、プログラミング技術および情報処理技術の基礎知識を修得する。特に、
機械工学で必要な数値解法のアルゴリズムを理解し、簡単な問題が手計算で行え
るようになることを目標とする。 

受講者へのコメント  
連絡先 桑木研究室（４号館４階），オフィスアワー：月曜日と水曜日随時 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Numerical Computation 
関連科目 パソコン入門、コンピュータ基礎、微分方程式、線形代数、微分と積分 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 コンピュータの発達した現在、ほとんどの工業分野においてコンピュータシミュ

レーションによる解析が行われるようになった。本講義ではコンピュータシミュ
レーションの基礎となる数値計算法の基本的な考え方と方法について学習する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  数値計算とは何か、また工業的な必要性に関して解説する。 

2 回  プログラム言語と数値の表現に関して解説する。 
3 回  連立１次方程式のヤコビ法による解法の説明をする。 



4 回 連立１次方程式のガウス・ザイデル法による解法の説明をする。 
5 回 連立１次方程式の演習をする。 
6 回  非線形方程式のニュートン・ラプソン法による解法の説明をする。 
7 回  連立非線形方程式の数値解法の説明をする。 
8 回  補間公式による数値解法の説明をする。 
9 回  数値積分法（台形則、中点則）に関して解説する。 
10 回  数値積分法（シンプソン則）に関して解説する。 
11 回  補間と数値積分法の演習をし、エクセルにより数値計算の実演をする。 
12 回  常微分方程式のオイラー法による数値解法を説明する。 
13 回  常微分方程式の修正オイラー法による数値解法を説明する。 
14 回  常微分方程式のルンゲ・クッタ法による数値解法を説明する。 
15 回  常微分方程式の数値解法の演習をする。 

準備学習 1 回 「パソコン入門」「コンピュータ基礎」の内容全般の復習をしておくこと。 
2 回 テイラー展開、マクローリン展開（１年次の「微分方程式」「確率と統計」
で学習）の復習をしておくこと。 
3 回 連立１次方程式（消去法）（１年次の「線形代数」で学習）の復習をしてお
くこと。 
4 回 連立１次方程式（ヤコビ法）の復習をしておくこと。 
5 回 連立１次方程式の復習をしておくこと。 
6 回 「微分と積分」の微分の復習をしておくこと。 
7 回 ニュートン・ラプソン法の復習をしておくこと。 
8 回 「物理学実験」の最小二乗法（自乗法）の復習をしておくこと。 
9 回 「微分と積分」の積分の復習をしておくこと。 
10 回 台形則、中点則の復習をしておくこと。 
11 回 補間と数値積分法の復習をしておくこと。 
12 回 「微分方程式」の微分方程式の復習をしておくこと。 
13 回 オイラー法の復習をしておくこと。 
14 回 修正オイラー法の復習をしておくこと。 
15 回 常微分方程式の数値解法の復習をしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTT4332 
成績評価 定期試験（45％）, 中間試験（45％）, ノート（5％）, 小テスト（0％）, レポー

ト（5％）定期試験での得点とレポート、ノートで評価する。機械工学の多くの分
野の知識を利用してエンジンや飛行機をどのように理解しているかを評価し、60
点以上を合格とする。 

曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス TA(〜10),TB(〜10) 
見出し FTT4332 高速ビークル 
担当教員名 金枝 敏明 
単位数 2 
教科書 自動車工学概論／竹花有也／理工学社 
アクティブラーニング  
キーワード 内燃機関, 交通機械, 加工法,  精密加工, マイクロ／ナノ加工, 表面加工, 切削

法，熱⼒学，流体⼒学 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ・車や飛行機のことがよく理解できて嬉しかった。学習の意欲も出た。この講義

を二つに分けてしてもらいたい。とても良い講義でした。金枝先生は素晴らしい
先生です。→絶賛の言葉ありがとうございます。やりがいがあります。分けるの
はカリキュラム等の問題で困難です。私はしたいのですが。・ビデオや OHC、コ
ンピュータ画面の切り替えが出来にくかった→設備の問題です。・講義内容のバ
ックグラウンドが広すぎて理解が難しい。この分野での知識が深まった、興味分
野にさらに魅⼒が生まれた。→魅⼒が高まったので良かったです。全て既習の科
目を 

科目名 高速ビークル 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 現代の錬金術 エンジン用材料の科学と技術／山懸 裕／山海堂 

自動車の生産技術／芹野洋一／朝倉書店 
クルマのキーテクノロジー熊野 学／クグランプリ出版 
自動車のメカはどうなっているか／グランプリ出版 
F1 テテクノロジー／ナイジェル・マックナイト／二玄社 
ビジュアル博物館 航空機／同朋社会 
航空機のおはなし／実教出版 

授業形態 講義 
注意備考 講義時には教科書、ノートを持参。講義中にエンジン部品の実物やカタログを回

覧、ビデオ上映、参考プリント配布。毎回講義の最後に質問ならびに感想をメモ
に記述して提出し、次回の講義で教員が回答をする。講義中の学生の発言（発表）、
すなわち講義に積極的に参加することを推奨する。パソコンを使用して、パワー
ポイント等電子教材をプロジェクタなどで提示する。 

シラバスコード FTT4332 
実務経験のある教員  



達成目標 [A5] 機械分野の問題を解決するため、材料⼒学、熱⼒学、流体⼒学、機械⼒学、
自動制御，機械要素、加工学などの機械システム工学の専門知識を習得する。内
燃機関用エンジンの構造や製造方法ならびに飛行機のそれらを材料学的、材料⼒
学的、トライボロジ的，精密加工学的に理解するとともに、それらが実際の製品
に生かされていることを認識すること。 

受講者へのコメント 殆どの受講者が熱心に聴講してくれる講義である。しかし、今年度は例年になく
講義の途中で中座する者（常連）が２名ほどいたのは、残念である。そのうちの
一⼈は単位取得できていないかった。 
聴講している態度はほぼ問題ないが、できれば再三アドバイスしているコミュニ
ケーション能⼒の向上のために、講義中に質問等の発言が欲しかった。 

連絡先 金枝敏明, メール：kaneeda@mech.ous.ac.jp, ５号館１階金枝研究室, オフイスア
ワー：月 9,10 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね評価には満足している。しかし評価が低いのもほんの少しあり、それらはな
ぜかわからない。 

英文科目名 High Speed Vehicles 
関連科目 精密加工学, 加工学Ｉ&加工学ＩＩ, 機械要素, 機械材料, 熱⼒学, 流体⼒学 
次回に向けての改善変更予定 自由記述には理解できないといった意見（１名）が寄せられているが、これはそ

の受講者のみの問題と考えざるを得ない。 
講義目的 現代の工業製品の代表である交通機械、中でも自動車（エンジン）と航空機の構

造、動作原理ならびにその製造方法などを、材料学的、材料⼒学的、トライボロ
ジ的、加工学的，精密加工学的に解説するユニークな科目である。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  自動車開発の歴史、自動車技術の発展とそれらと対応した日常生活の変化

を解説する。 
2 回  自動車用エンジンの形式, エンジン性能と特性を解説する。 
3 回  オットーサイクルエンジン, デイーゼルエンジンを解説する。 
4 回  ロータリーエンジン , トルクと出⼒を解説する。 
5 回  エンジンの構造と製作方法：シリンダブロックの機能，材料と加工法を解
説する。 
6 回  ピストンの機能，材料と加工法を解説する。 
7 回  ピストンリングの機能，材料と加工法を解説する。 
8 回  ピストンピン機能，材料と加工法ならびに各種表面処理技術を解説する。 
9 回  コンロッドの機能，材料と加工法を解説する。 
10 回  中間テストを行うので、既習の内容をよく理解し，整理しておくこと、終
了後にその解説を行う。 
11 回  クランクシャフトの機能，材料と加工法を解説する。 
12 回  バルブ, バルブシート, バルブスプリングの機能，材料と加工法を解説す
る。 
13 回  自動車の高速機関である F1 の科学・技術を解説する。 
14 回  航空機開発の歴史とその構造を解説する。 



15 回  航空機の各種技術, 運行方法を解説する。 
準備学習 1 回  車の歴史と日常生活が関連して変化してきていることを考えておくこと。 

電気自動車，蒸気自動車と内燃機関の車との比較、内燃機関発展のネックは何で
あったか想像してみること。なぜ内燃機関が主流となってきたかを、またそのた
めに何が必要だったかをよく理解しておくこと。 
2 回 自動車用エンジンの形式を想起しておくこと。 
3 回  なぜ日本ではデイーゼルエンジンがトラックないしバス用のエンジンに主
として採用されているかを考えてみること。デイーゼルエンジンの良さならびに
嫌われる点をよく理解しておくこと。受講生が運転した際やバス等に乗った時に
経験するエンジン性能（⼒，トルク，馬⼒）と特性を想起しておくこと。 
4 回  ロータリーエンジン（車用）の特徴、なぜ世界中でマツダしか生産してい
ないか？エンジンの⼒は何かををよく理解しておくこと。 
5 回  エンジンの外観の多くを占めるシリンダブロックには種々の形状があるの
はなぜか、またどのような性質が必要か、を考えておくこと。 
6 回  ピストンの置かれている⼒学的や熱的環境、形状、加工法を考えておくこ
と。ピストンの形状の複雑さををよく理解しておくこと。 
7 回  ピストンリングの置かれている⼒学的や熱的環境、形状、加工法を考えて
おくこと。そのために形状が複雑になっていることをよく理解しておくこと。 
8 回  ピストンピンの置かれている⼒学的や熱的環境、形状を、また身近な表面
処理にはどのようなものがあるかを考えておくこと。 
9 回  コンロッドの置かれている⼒学的や熱的環境、形状、加工法を考えておく
こと。その形状を材料⼒学的によく理解しておくこと。 
10 回  これまでの講義内容の修得内容をチェックする。終了後は，問題の解説と
回答を説明する。 
11 回  シャフトの置かれている⼒学的や熱的環境、形状、加工法を考えておくこ
と。 
12 回 バルブ、バルブシート等の部品の置かれている⼒学的や熱的環境、形状、
加工法を考えておくこと 
13 回  F1 とはどんなものか、通常の車とはどのような点（形状，性能）が異な
るかを考えておくこと。技術の先進性をよく理解しておくこと。 
14 回  航空機の開発の歴史、飛行の原理、エンジンや機体の材料、形状、加工法
を考えておくこと。車等の技術よりも先進的な部分が多々あるのでよく理解して
おくこと。 
15 回  航空機の飛行方法や車と関連している種々の技術とはどのようなものが
あるかを考えておくこと。単純に空を飛行しているのではないことををよく理解
しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTT43A1 
成績評価 講義への取り組み方（30％）及び定期試験（70％）の両面で評価する。 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス TA(12〜12),TB(12〜12) 
見出し FTT43A1 技術者の社会⼈基礎 
担当教員名 ⽥邉 麻里子＊ 
単位数 2 
教科書 必要に応じて適時紹介する。 
アクティブラーニング  
キーワード 常識 ルール 自己管理 自己抑制 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 みなさんからの率直な意見やコメントは 大変嬉しく有難く受け止めています。 

今後の講義にも活かしていきますね。 
ありがとうございました。 
ハード面へのご意見は 教務課にお伝えしておきます。 

科目名 技術者の社会⼈基礎 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて適時紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTT43A1 
実務経験のある教員  
達成目標 技術者としての実⼒と専門性を発揮するために不可欠な社会性と⼈間⼒を養成

する。 
受講者へのコメント 正解の無い分野であるし、参加型の講義でしたから 毎回課題に取り組まねばな

らなかったので 大変だったと思います。 
でも 私の予想以上に皆さん方は 前向きに積極的に取り組んでくださいまし
た。 
おかげで 私も大変楽しく講義を進めることができました。 
本当にありがとう。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 皆さんが積極的に受講してくれた講義でした。 
毎回 学生諸君から「どんな点に不安を持っているのか」「どんなことを知りた
いと思っているのか」を教えてもらいながら講義を進めることができ、感謝して
います。 
ありがとうございました。 

英文科目名 Social communication for engineers 



関連科目  
次回に向けての改善変更予定 ①技術者のエピソードをもっと増やして行くようにします。 

②受講者が多く 迷惑をかけました。できるだけばらけるように指導しますね。 
講義目的 ① 社会⼈としての当事者意識を醸成させる。 

② 技術者が知っておかねばならない社会⼈/企業⼈としての常識を習得させ
る。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の目的・受講生に期待すること・受講に関しての注意事項を説明する。 

社会⼈としての常識について自己の現状レベルを各自が自覚する。 
2 回 社会⼈としての責任と義務/社会的ルール/常識を説明する。 
3 回 社会⼈として知っておかねばならない法律/働き手側の立場について説明す
る。 
4 回 経済のしくみ/経済用語を説明する。 
5 回 自ら考える⼒/工夫する⼒/論理性/判断⼒を習得する。 ① 
6 回 自ら考える⼒/工夫する⼒/論理性/判断⼒を習得する。 ② 
7 回 自ら考える⼒/工夫する⼒/論理性/判断⼒を習得する。 ③ 
8 回 自ら考える⼒/工夫する⼒/論理性/判断⼒を習得する。 ④ 
9 回 自ら考える⼒/工夫する⼒/論理性/判断⼒を習得する。 ⑤ 
10 回 組織⼒学/⼈間関係について説明する。 
11 回 経済環境/市場環境と意識変化について説明する。 
12 回 優れた技術系経営者の仕事の仕方/考え方/生きざまを研究する。 
13 回 優れた技術系起業⼈の起業の仕方/モノの考え方を研究する。 
14 回 技術系企業のケースステダィを通して経営戦略/マネジメント手法/⼈事戦
略を分析する。 
15 回 自己の能⼒/強みのアピールにトライする。 

準備学習 1 回 シラバスを読んで講義概要を把握しておくこと。 
2 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
3 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
4 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
5 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
6 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
7 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
8 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
9 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
10 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
11 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
12 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
13 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
14 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
15 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 

 



年度 2012 
授業コード FTT43B1 
成績評価 定期試験(100％）、60 点以上を合格とする。カルノーサイクル、逆カルノーサイ

クル、完全ガスの状態変化におけるエントロピー変化、可逆・不可逆変化を理解
し、それらに関する計算問題ができるかを４〜５題（各題複数項目を含む）約 20
項目について試験し、総合的に評価する。 

曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス TA(〜11),TB(〜11) 
見出し FTT43B1 熱⼒学Ⅱ 
担当教員名 桑木 賢也 
単位数 2 
教科書 「新編 熱⼒学」・澤⽥照夫著・森北出版 
アクティブラーニング  
キーワード 熱⼒学の第２法則、カルノーサイクル、状態量と状態変化、エントロピー 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「出席の紙を授業の最初に…」 

→毎回授業の最初に回していますが、一度回すのを忘れてしまいました。そのこ
とを言っているのだと思います。できるだけこのようなことがないようにしたい
と思います。 
「ありがとうございました」 
→どういたしまして。 
「この先生の授業は問題があると思う。授業した内容とテストの問題に関係がま
ったくないと思う。演習問題が全然できなかった。」 
→漢字が中国語の漢字で一部読めなかったものがありましたが、おそらく上記の
ことが書かれていたものと思います。何⼈かの学生に確認しましたが、授業した
内容と 

科目名 熱⼒学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「工業熱⼒学 基礎編」・谷下市松著・裳華房「工業熱⼒学(１)」・伊藤猛宏、山

下宏幸著・コロナ社 
授業形態 講義 
注意備考 講義と試験には関数電卓を持参すること。科目専用のノートを作成すること。熱

⼒学Ⅰを履修しておくことが望ましい。 
シラバスコード FTT43B1 
実務経験のある教員  
達成目標 ［Ａ５］機械システム工学の技術者が取り扱う主要分野の問題解決に必要な専門

知識の基礎を修得する。特に、熱⼒学の第２法則について説明できること。カル
ノーサイクルの作動について説明でき、熱効率が計算できること。エントロピー
の定義を説明し、ガスの状態変化におけるエントロピー変化の計算ができるこ
と。 

受講者へのコメント 今年度は特に講義中の私語が目立ちました。そのため、頻繁に私語を注意するこ



ととなり、講義の雰囲気が悪くなり、また講義で必要な話(質問、合いの手)もあ
まりなくなったように思えます。受講態度に関して今一度考え直してみてくださ
い。 

連絡先 桑木研究室（４号館４階），オフィスアワー：月曜日と水曜日随時 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 教室に関する不満が多く見られた。20441 室は現状では教室としては快適とはい
えないようである。 

英文科目名 Thermodynamics II 
関連科目 物理学、微分と積分、熱⼒学Ⅰ、流体⼒学、エネルギー工学 
次回に向けての改善変更予定 実験装置などを使って、実演を行い、理解度を深めたい。 
講義目的 仕事は「摩擦」で容易にほぼ完全に熱に変えることができる。一方、熱を仕事に

変えるには複雑な機械装置すなわちエンジンが必要であり、しかも、熱をすべて
仕事に変えることはできない。また、熱は自然には高温物体から低温物体にのみ
移動するなど、自然界の変化には方向性がある。これらのことを述べた熱⼒学の
第２法則をカルノーサイクルを通じて学習し、エネルギー変換への理解を深める
こと。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  熱⼒学の第２法則について解説する。 

2 回  第２法則とエンジンサイクルについて解説する。 
3 回  カルノーサイクルの状態変化の計算について説明する。 
4 回  逆カルノーサイクルについて解説する。 
5 回  カルノーサイクルとサイクルの熱効率について解説する。 
6 回  カルノーサイクルの演習問題をする。 
7 回  可逆変化とクラウジウスの積分について解説する。 
8 回  不可逆変化とクラウジウスの積分について解説する。 
9 回  エントロピーの定義について解説する。 
10 回  系の状態変化とエントロピーの関係について解説する。 
11 回  完全ガスの状態変化におけるエントロピー変化について解説する。 
12 回  完全ガスの状態変化におけるエントロピー変化の演習問題をする。 
13 回  可逆・不可逆変化とエントロピーについて解説する。 
14 回  不可逆変化におけるエントロピーの計算方法について説明する。 
15 回  変化におけるエントロピーの計算の演習問題をする。 

準備学習 1 回 「熱⼒学Ⅰ」の内容の復習、特に第４章の問題を解いておくこと。 
2 回 熱⼒学の第２法則とは何か復習しておくこと。 
3 回 エンジンの熱効率に関して復習しておくこと。 
4 回 カルノーサイクルの熱効率の復習をしておくこと。 
5 回 カルノーサイクルの復習をしておくこと。 
6 回 カルノーサイクルの復習をしておくこと。 
7 回 カルノーサイクルの熱効率の復習をしておくこと。 
8 回 可逆変化に関する復習をしておくこと。 
9 回 可逆変化と不可逆変化に関して復習しておくこと。 



10 回 エントロピーの復習をしておくこと。 
11 回 エントロピーの定義の復習をしておくこと。 
12 回 完全ガスの状態変化におけるエントロピー変化の復習をしておくこと。 
13 回 エントロピーの計算の復習をしておくこと。 
14 回 可逆・不可逆変化の復習をしておくこと。 
15 回 配布する演習問題を解いておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTT4511 
成績評価 原則的に全授業に出席し、実習毎のレポート提出のあることが必須条件である。 

 ・ レポート７回（７０％）：表紙，実習目的，使用機械（スケッチ），工作物（製
図），実習方法，結果，考察，感想の記述内容を評価 
 ・ 受講態度（積極的活動）（３０％）：作品の完成度，製作技術度を評価 
成績は上記の割合で総合評価し、合格は６０点以上とする（１００点満点）。 

曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス TA(〜11) 
見出し FTT4511 加工学実習 
担当教員名 喜多 義範＊、近藤 保彦＊、林 貞義＊、島崎 始＊、福井 匠＊、内⽥ 裕

康＊ 
単位数 2 
教科書 ・ 機械実習１／嵯峨常生，中⻄祐二監修／実教出版 

・ 機械実習２／嵯峨常生，中⻄祐二監修／実教出版 
アクティブラーニング  
キーワード 機械製作法，機械設計，工作機械，製図，切削法，表面加工，プログラミング，

溶接，安全管理 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 加工学実習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜、指示します。 
授業形態 実験実習 
注意備考 講義内容に関する質問や相談事がある時は、担当者の金子先生か中井の研究室

（上記連絡先参照）を訪ねてください。ただし、まずは疑問点に対する回答を自
分なりに調べておくこと。 

シラバスコード FTT4511 
実務経験のある教員  
達成目標 ［Ａ４］機械システム工学の専門技術を実際に体験するために、機械製図，加工

学実習，機械工学実験，創造工学プロジェクトおよび卒業研究を修得し、機械シ
ステム技術者の基礎能⼒を養成する。 
特に、機械製作法および工作機械の操作法について、作業安全面を含めて理解・
修得する。 

受講者へのコメント 「物が、どのような作業を通して作られて来るのか」を実体験することで、物の
設計・製造・使用方法等に対して、それぞれ深く考えることの出来る⼒を養って
ほしい。 

連絡先 ４号館３階の中井研究室まで（電子メール：nakai@mech.ous.ac.jp；オフィスア
ワー：毎週木・金曜日随時） 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 



各項目評価に対する所見 それぞれの項目に対するアンケート結果から判断すれば、学生諸君は工作機械等
を使用しての本実習を、楽しく行うことができ、多くのことを学べたこと、と思
われる。 

英文科目名 Machining Practice 
関連科目 機械製図，加工学，機械設計学，計測工学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 機械製作・機械操作を実際に体験して、機械そのものを直感的・本質的に理解す

ることを目標としている。講義で習得した機械工作や製図などの知識とあわせ
て、機械の設計，製図，製作に役立つ技能を養い、作業に当たるときの心構えも
身につける。また、実習終了後に報告書を作成し、的確に情報を伝え、報告する
プレゼンテーション能⼒を養う。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 班分けおよび実習テーマについて説明後、ノギス，マイクロメータ等の使用

法と測定方法について説明する。 
2 回 引張り試験片の製作（センター⽳あけ，正面・外丸削り，面取り，ねじ切り，
テーパ削り，⽳あけ・内ぐり）の実習をする。 
3 回 同 上 
4 回 ＣＮＣ旋盤を用いて、ある製品の作製を行なう。操作説明，各自プログラミ
ングの作成・加工の実習をする。 
5 回 同 上 
6 回 プラスチック材の加工（平面加工，溝掘り，段付け，⽳加工）の実習をする。 
7 回 同 上 
8 回 数値制御用プログラミング，作成物のデザイン，プログラミング作業の実施
とチェック，ＣＮＣフライス加工の実習をする。 
9 回 同 上 
10 回 ４爪旋盤の使い方およびホブ盤での⻭切りの実習をする。 
11 回 同 上 
12 回 文鎮の製作（タップ，ダイス，やすり，ボール盤，金のこ）をする。 
13 回 同 上 
14 回 ガス溶接，アーク溶接，スポット溶接，ガス切断の実習をする。 
15 回 同 上 

準備学習 1 回 教科書「第１章 測定の基礎」を読んでおくこと。 
2 回 教科書「第６章 切削加工［１］ 旋盤作業」を読んでおくこと。 
3 回 教科書「第６章 切削加工［１］ 旋盤作業」を読んでおくこと。 
4 回 教科書「第９章 ＮＣ工作機械加工 ＮＣ旋盤のプログラミング」を読んで
おくこと。 
5 回 教科書「第９章 ＮＣ工作機械加工 ＮＣ旋盤の取り扱い方」を読んでおく
こと。 
6 回 教科書「第７章 切削加工［２］ フライス盤作業」を読んでおくこと。 
7 回 教科書「第７章 切削加工［２］ フライス盤作業」を読んでおくこと。 
8 回 教科書「第９章 ＮＣ工作機械加工 ＮＣ工作機械のあらまし」を読んでお
くこと。 



9 回 教科書「第９章 ＮＣ工作機械加工 プログラミング」を読んでおくこと。 
10 回 教科書「第７章 切削加工［２］ ⻭切り盤作業」を読んでおくこと。 
11 回 教科書「第７章 切削加工［２］ ⻭切り盤作業」を読んでおくこと。 
12 回 教科書「第７章 切削加工［２］ ボール盤作業」を読んでおくこと。 
13 回 教科書「第７章 切削加工［２］ ボール盤作業」を読んでおくこと。 
14 回 教科書「第４章 溶接 ガス溶接とガス切断」を読んでおくこと。 
15 回 教科書「第４章 溶接 アーク溶接」を読んでおくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTT4512 
成績評価 原則的に全授業に出席し、実習毎のレポート提出のあることが必須条件である。 

 ・ レポート７回（７０％）：表紙，実習目的，使用機械（スケッチ），工作物（製
図），実習方法，結果，考察，感想の記述内容を評価 
 ・ 受講態度（積極的活動）（３０％）：作品の完成度，製作技術度を評価 
成績は上記の割合で総合評価し、合格は６０点以上とする（１００点満点）。 

曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス TB(11〜11) 
見出し FTT4512 加工学実習 
担当教員名 金子 正明＊、内⽥ 裕康＊、福井 匠＊、近藤 保彦＊、林 貞義＊、島崎 始

＊ 
単位数 2 
教科書 ・ 機械実習１／嵯峨常生，中⻄祐二監修／実教出版 

・ 機械実習２／嵯峨常生，中⻄祐二監修／実教出版 
アクティブラーニング  
キーワード 機械製作法，機械設計，工作機械，製図，切削法，表面加工，プログラミング，

溶接，安全管理 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 「配布資料の字がつぶれていて見にくい」とのコメントがありましたが、配布さ

れた時に直ぐ担当の先生に言うようにしてください。 
科目名 加工学実習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜、指示します。 
授業形態 実験実習 
注意備考 講義内容に関する質問や相談事がある時は、担当者の金子先生か中井の研究室

（上記連絡先参照）を訪ねてください。ただし、まずは疑問点に対する回答を自
分なりに調べておくこと。 

シラバスコード FTT4512 
実務経験のある教員  
達成目標 ［Ａ４］機械システム工学の専門技術を実際に体験するために、機械製図，加工

学実習，機械工学実験，創造工学プロジェクトおよび卒業研究を修得し、機械シ
ステム技術者の基礎能⼒を養成する。 
特に、機械製作法および工作機械の操作法について、作業安全面を含めて理解・
修得する。 

受講者へのコメント 機械の部品などがどうやって加工されるのかを、自分自身で実際に体験しておく
ことは、機械技術者になるための必須条件です。 
実習内容をしっかりと学習しておくことが大切です。また、安全に作業するため
に、作業に適した服装や作業手順などが決められております。各担当教員の注意
をよく聞いて、怪我や事故の無いように実習してください。 

連絡先 ４号館３階の中井研究室まで（電子メール：nakai@mech.ous.ac.jp；オフィスア



ワー：毎週木・金曜日随時） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特に無し。 
英文科目名 Machining Practice 
関連科目 機械製図，加工学，機械設計学，計測工学 
次回に向けての改善変更予定 各実習項目ともかなり内容の充実した実習となっており、改善・変更の予定は、

特にありません。 
講義目的 機械製作・機械操作を実際に体験して、機械そのものを直感的・本質的に理解す

ることを目標としている。講義で習得した機械工作や製図などの知識とあわせ
て、機械の設計，製図，製作に役立つ技能を養い、作業に当たるときの心構えも
身につける。また、実習終了後に報告書を作成し、的確に情報を伝え、報告する
プレゼンテーション能⼒を養う。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 班分けおよび実習テーマについて説明後、ノギス，マイクロメータ等の使用

法と測定方法について説明する。 
2 回 引張り試験片の製作（センター⽳あけ，正面・外丸削り，面取り，ねじ切り，
テーパ削り，⽳あけ・内ぐり）の実習をする。 
3 回 同 上 
4 回 ＣＮＣ旋盤を用いて、ある製品の作製を行なう。操作説明，各自プログラミ
ングの作成・加工の実習をする。 
5 回 同 上 
6 回 プラスチック材の加工（平面加工，溝掘り，段付け，⽳加工）の実習をする。 
7 回 同 上 
8 回 数値制御用プログラミング，作成物のデザイン，プログラミング作業の実施
とチェック，ＣＮＣフライス加工の実習をする。 
9 回 同 上 
10 回 ４爪旋盤の使い方およびホブ盤での⻭切りの実習をする。 
11 回 同 上 
12 回 文鎮の製作（タップ，ダイス，やすり，ボール盤，金のこ）をする。 
13 回 同 上 
14 回 ガス溶接，アーク溶接，スポット溶接，ガス切断の実習をする。 
15 回 同 上 

準備学習 1 回 教科書「第１章 測定の基礎」を読んでおくこと。 
2 回 教科書「第６章 切削加工［１］ 旋盤作業」を読んでおくこと。 
3 回 教科書「第６章 切削加工［１］ 旋盤作業」を読んでおくこと。 
4 回 教科書「第９章 ＮＣ工作機械加工 ＮＣ旋盤のプログラミング」を読んで
おくこと。 
5 回 教科書「第９章 ＮＣ工作機械加工 ＮＣ旋盤の取り扱い方」を読んでおく
こと。 
6 回 教科書「第７章 切削加工［２］ フライス盤作業」を読んでおくこと。 
7 回 教科書「第７章 切削加工［２］ フライス盤作業」を読んでおくこと。 



8 回 教科書「第９章 ＮＣ工作機械加工 ＮＣ工作機械のあらまし」を読んでお
くこと。 
9 回 教科書「第９章 ＮＣ工作機械加工 プログラミング」を読んでおくこと。 
10 回 教科書「第７章 切削加工［２］ ⻭切り盤作業」を読んでおくこと。 
11 回 教科書「第７章 切削加工［２］ ⻭切り盤作業」を読んでおくこと。 
12 回 教科書「第７章 切削加工［２］ ボール盤作業」を読んでおくこと。 
13 回 教科書「第７章 切削加工［２］ ボール盤作業」を読んでおくこと。 
14 回 教科書「第４章 溶接 ガス溶接とガス切断」を読んでおくこと。 
15 回 教科書「第４章 溶接 アーク溶接」を読んでおくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTT47E1 
成績評価 定期試験（１００％） 
曜日時限 木曜日 7・8 時限 
対象クラス TA(〜12),TB(〜12) 
見出し FTT47E1 上級数学Ⅰ 
担当教員名 春木 茂 
単位数 2 
教科書 所属学科の微分積分の授業で使用している教科書。教科書がない場合は、下記の

参考書。 
アクティブラーニング  
キーワード 微分 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 上級数学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「理工系の基礎 微分積分」(増補版）／石原、浅野共著／裳華房 
授業形態 講義 
注意備考 毎回の授業は、最初の１時間ぐらいは講義を行い、残りの時間で講義内容に関連

した問題（プリントを配布）を解くという形式をとります。この問題プリントの
中に定期試験で出題される問題が全て書かれていますので、欠席をせず、プリン
トの問題を解くことを目指して下さい。第１回の授業で、受講者の⼈数確認を行
います。このときに欠席していると履修が認められませんので、必ず出席するよ
うにして下さい。 

シラバスコード FTT47E1 
実務経験のある教員  
達成目標 配布するプリントの問題を、「自⼒で」解けるようになることを目指して下さい。 
受講者へのコメント  
連絡先 第一学舎 春木研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 高校で「数学Ｂ」の数列・ベクトルと「数学Ⅲ」をすでに学んできていることが

望ましい。、 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 高校の「数学Ⅲ」で学んだ微分を復習しながら、より難しい微分についての知識

を身につけることを目標とします。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 授業内容を説明する。 



2 回 微分の定義、基本公式べき関数・三角関数・指数関数・対数関数の微分合成
関数の微分について説明する。 
3 回 対数微分法逆関数について説明する。 
4 回 逆関数の微分逆三角関数の微分について説明する。 
5 回 「逆三角関数の微分」の続きについて説明する。 
6 回 高次導関数について説明する。 
7 回 ライプニッツの公式について説明する。 
8 回 関数の極限（１）について説明する。 
9 回 関数の極限（２）：ロピタルの定理について説明する。 
10 回 関数のグラフ（１）について説明する。 
11 回 関数のグラフ（２）：発展編について説明する。 
12 回 簡単な関数のマクローリン展開について説明する。 
13 回 オイラーの公式について説明する。 
14 回 簡単な偏微分について説明する。 
15 回 総合演習をする。 

準備学習 1 回 シラバスをよく読んでおくこと。 
2 回 高校の「数学Ⅲ」で学んだ基本的な関数の微分を、復習しておくこと。 
3 回 第２回で学んだ「対数関数の微分」「合成関数の微分」を、復習しておくこ
と。 
4 回 第３回で学んだ逆関数の性質を、確認しておくこと。 
5 回 第４回で学んだ逆三角関数の定義を、忘れないようにしておくこと。 
6 回 これまでに学んだ微分の公式を、全て確実に使いこなせるようにしておく
こと。 
7 回 第６回で学んだ高次導関数についての幾つかの公式を覚えておいて下さい。
高校の「数学Ａ」で学んだ２項係数と、「数学Ｂ」で学んだ和の記号∑も、確認し
ておくこと。 
8 回 高校の「数学Ⅲ」で学んだ関数の極限計算の技法を、復習しておくこと。 
9 回 第８回の内容を復習しておくこと。第５回までに学んだ微分の公式も忘れ
ないようにしておくこと。 
10 回 高校の「数学Ⅲ」で学んだ関数のグラフの描き方（増減・凹凸）について、
復習しておくこと。 
11 回 第１０回の内容を復習しておいて下さい。第９回で学んだロピタルの定理
も、確認しておくこと。 
12 回 高校の「数学Ⅲ」で学んだ無限級数と、第６回で学んだ高次導関数の記号
を復習しておいて下さい。第５回までに学んだ微分の公式も忘れないようにして
おくこと。 
13 回 第１２回で学んだマクローリン展開を、復習しておくこと。 
14 回 第５回までに学んだ微分の公式を、全て確実に使いこなせるようにしてお
くこと。 
15 回 これまでに配布したプリントを全て復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTT47E2 
成績評価 定期試験（１００％） 
曜日時限 木曜日 7・8 時限 
対象クラス TA(〜12),TB(〜12) 
見出し FTT47E2 上級数学Ⅱ 
担当教員名 春木 茂 
単位数 2 
教科書 所属学科の微分積分の授業で使用している教科書。教科書がない場合は、下記の

参考書。 
アクティブラーニング  
キーワード 積分 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 上級数学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ｢理工系の基礎 微分積分」(増補版）／石原、浅野共著／裳華房 
授業形態 講義 
注意備考 毎回の授業は、最初の１時間ぐらいは講義を行い、残りの時間で講義内容に関連

した問題（プリントを配布）を解くという形式をとります。この問題プリントの
中に定期試験で出題される問題が全て書かれていますので、欠席をせず、プリン
トの問題を解くことを目指して下さい。第１回の授業で、受講者の⼈数確認を行
います。このときに欠席していると履修が認められませんので、必ず出席するよ
うにして下さい。 

シラバスコード FTT47E2 
実務経験のある教員  
達成目標 配布するプリントの問題を、「自⼒で」解けるようになることを目指して下さい。 
受講者へのコメント  
連絡先 第一学舎４階 春木研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 高校で「数学Ｂ」の数列・ベクトルと「数学Ⅲ」をすでに学んできていることが

望ましい。「上級数学Ⅰ」を必ず受講しておくことが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 高校の「数学Ⅲ」で学んだ積分を復習しながら、より難しい積分についての知識

を身につけることを目標とします。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  授業内容の説明不定積分の定義、基本公式について説明する。 



2 回  第１回の内容の発展について説明する。 
3 回  不定積分の部分積分について説明する。 
4 回  不定積分の置換積分について説明する。 
5 回  第３回、第４回の内容の発展について説明する。 
6 回  部分分数分解について説明する。 
7 回  定積分の定義、基本公式について説明する。 
8 回  定積分とグラフの面積について説明する。 
9 回  定積分の部分積分について説明する。 
10 回  定積分の置換積分について説明する。 
11 回  体積、曲線の⻑さについて説明する。 
12 回  広義積分（１）：有限区間の広義積分について説明する。 
13 回  広義積分（２）：無限区間の広義積分について説明する。 
14 回  簡単な重積分について説明する。 
15 回  総合演習をする。 

準備学習 1 回  前期「上級数学Ⅰ」で学んだ「べき関数の微分」「三角関数の微分」「指数
関数の微分」「対数関数の微分」「逆三角関数の微分」「合成関数の微分」を復習し
ておくこと。 
2 回  第１回で学んだ不定積分の公式と、前期「上級数学Ⅰ」で学んだ「合成関
数の微分」を復習しておくこと。 
3 回  これまでに学んだ不定積分の公式を、忘れないようにしておくこと。 
4 回  第１回、第２回で学んだ不定積分の公式を、忘れないようにしておくこと。 
5 回  第３回で学んだ不定積分の部分積分と、第４回で学んだ不定積分の置換積
分を復習しておくこと。 
6 回  第２回で学んだ不定積分の公式を、忘れないようにしておいて下さい。ま
た、未知数が２個または３個の連立１次方程式の解き方を確認しておくこと。 
7 回  第１回、第２回で学んだ不定積分の公式を、全て確実に使いこなせるよう
にしておくこと。 
8 回  第７回で学んだ定積分の計算方法を復習しておくこと。 
9 回  第３回、第５回で学んだ不定積分の部分積分を復習しておくこと。 
10 回  第４回、第５回で学んだ不定積分の置換積分を復習しておくこと。 
11 回  第９回で学んだ定積分の部分積分と、第１０回で学んだ定積分の置換積
分を復習しておくこと。 
12 回  第７回、第９回、第１０回で学んだ定積分の計算方法を復習しておいて下
さい。また、前期「上級数学Ⅰ」で学んだ「関数の極限」「ロピタルの定理」を確
認しておくこと。 
13 回  第１２回の準備学習と同じこと。 
14 回  部分積分や置換積分を使わなくても求められる簡単な定積分については、
何も見なくとも確実に計算出来るようにしておくこと。 
15 回  これまでに配布したプリントを全て復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTT47F2 
成績評価 定期試験（80％）とレポート（20％）で総合的に評価する。 
曜日時限 木曜日 7・8 時限 
対象クラス TA(〜12),TB(〜12) 
見出し FTT47F2 経営工学 
担当教員名 村⽥ 厚生＊、中原 成始郎＊、堀内 満＊、三宅 新二＊ 
単位数 2 
教科書 ⼈間中心の生産システム論／村⽥厚生／日本出版サービス 
アクティブラーニング  
キーワード IE，生産システム，効率化，最適化，OR，品質管理，工程管理，かんばん方式，

稼動分析，動作・時間分析，⼈間工学，⼈間−機械系 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 経営工学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義の際に適宜紹介する。教科書の参考文献を参考のこと。 
授業形態 講義 
注意備考 講義に必ず出席し，レポートの期限を厳守すること。 
シラバスコード FTT47F2 
実務経験のある教員  
達成目標 生産システム，ロボットシステムの運用，管理，安全，および知的システムに関

する基礎を理解し応用する能⼒を習得すること。 
受講者へのコメント  
連絡先 （村⽥厚生）岡山大学工学部５号館３０２室。（他の教員）岡山理科大学２０号館

４階「工学就業⼒育成支援室」（電話：086 ｰ 256 ｰ 8627） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 数学系基礎科目 
次回に向けての改善変更予定 ・できる限り受講者全般にとってわかり易くなるように工夫・改良します。 

・テキストの価格の最終決定権は出版社にあるので私としては何ともしがたいで
すが、出版社に相談してみます。 
・空調、教室等に関しては事務（教務）と相談してください。 

講義目的 生産システムでは⼈間（作業者）が機械やロボットとインタラクション（相互作
用）し合いながら製品，部品等を製造している．本講義では生産システムにおい
て，利益最大化，コスト最小化をはかる伝統的な IE（Industrial Engineering）の
手法と⼈間の働きやすさ向上，製品の使い易さ等につなげる⼈間−機械系の考え
方について講義し，両側面をいかに統合化させて生産システムの最適化を実現す



るかを習得する．そして，IE，⼈間工学両側面からの生産システムの改善方を習
得することを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 金属切削加工の現場から−むつかしさとポイント−医療機器市場への取り

組み−について説明する。 
2 回 1、建設生産の特徴（建設業とは？） 
「ものづくり」産業のひとつである建設生産の特徴、日本の建設業のしくみにつ
いて 
2、建設生産における品質管理、原価管理の特徴 
建設業における「品質管理」「原価管理」の特徴を手順などを交えて説明 
3、最近の就職活動について思うこと 
年々加熱する就職活動（採用活動）について、採用に携わる身として感じること 
について説明する。 
3 回 ソフトウエア開発におけるコミュニケーション（チーム作業を踏まえて）に
ついて説明する。 
4 回 生産システム，IE とは何かを説明する。 
5 回 生産システム，IE における⼈，もの，情報の流れを説明する。 
6 回 生産システム，IE の手法(1)−工程管理・日程管理・作業管理−を説明する。 
7 回 生産システム，IE の手法(2)−３S・GT−を説明する。 
8 回 生産システム，IE の手法(3)−パレート図・品質管理−を説明する。 
9 回 生産システムの評価法を説明する。 
10 回 生産システム効率化の具体策(1)を説明する。 
11 回 生産システム効率化の具体策(2)を説明する。 
12 回 生産システム，IE における管理組織・かんばん方式・自動化手法説明する。 
13 回 生産システム，IE における⼈間工学の役割−⼈間−機械系の考え方−を説
明する。 
14 回 稼動分析，作業研究，工程分析を説明する。 
15 回 講義全体のまとめ，生産システムの効率的運用の仕方を説明する。 

準備学習 1 回 金属加工にはどんな方法があるか、また材料にはどのような種類があるか
調べてみること。 
2 回 「品質管理」「安全管理」「原価管理」の言葉の意味を調べておくこと。 
3 回 チーム作業で注意すべき点を考えておくこと。 
4 回 教科書の第１章を予習しておくこと。 
5 回 教科書の第１章を予習しておくこと。 
6 回 教科書の第２章を予習しておくこと。 
7 回 教科書の第２章を予習しておくこと。 
8 回 教科書の第２章を予習しておくこと。 
9 回 教科書の第３章を予習しておくこと。 
10 回 教科書の第３章を予習しておくこと。 
11 回 教科書の第３章を予習しておくこと。 
12 回 教科書の第３章を予習しておくこと。 
13 回 教科書の第８章を予習しておくこと。 



14 回 教科書の第４章を予習しておくこと。 
15 回 教科書の第４章を予習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTT5311 
成績評価 物理量と次元、変数と関数、変位・速度・加速度、⼒の釣り合い、運動方程式が

理解できているかを、中間試験（60%）と定期試験（40%）によって評価し、総
合点により合否を判定する。合格：６０点以上。 

曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス TA(〜12),TB(〜12) 
見出し FTT5311 ⼒学Ⅰ 
担当教員名 助台 榮一 
単位数 2 
教科書 数学といっしょに学ぶ⼒学：原 康夫著（2007）が学術図書出版 
アクティブラーニング  
キーワード 物理量、次元、変数、関数、変位、速さ、加速度、⼒のつり合い、ベクトル、慣

性の法則、運動方程式、作用反作用の法則 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 １）「ニュートンさんに興味がわいた」、「良かった」、「⼒学について勉強でき、も

っと深く勉強したいと思いました」、「特に不満は無いです」、「わかりやすかっ
た」、「先生の授業はグラフや図で分かりやすく説明してくれて分かり易かったで
す。ただ騒いでいる⼈の注意に時間がとられるのが残念でした」。・・・⼒学は機
械工学のもっとも根本の科目であり、その理解は今後の専門科目に不可欠です。
今後、さらに⼒学の⼒がつくように、努⼒されることを期待します。なお、米沢
富美子著「⼈物で語る物理入門」（岩波新書）は、参考になる図書と思い 

科目名 ⼒学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 理工系の基礎物理 ⼒学：原 康夫著（1998）が学術図書出版 
授業形態 講義 
注意備考 独学で内容を理解することは非常に難しく、能率が悪い。講義に出て、話を聞き、

内容を理解し、復習することを勧める。例題や演習を解答することによって、講
義の内容がより理解できる。 

シラバスコード FTT5311 
実務経験のある教員  
達成目標 [A2] 機械システム工学の専門知識を理解するために、物理学、⼒学、電磁気学

の基礎知識を習得する。特に、物理量と次元、変数と関数、変位・速度・加速度、
⼒の釣り合い、運動方程式を理解し、機械工学に適用する視点を養う。 

受講者へのコメント 講義をよく聴き、その場で理解するように、努⼒する。分からないところを、そ
のままにせず、質問したり、調べたりすること。 

連絡先 E-mail：sukedai@mech.ous.ac.jp、Tel/ Fax:256-9548。  
５号館２階、オフィスアワー 水曜日５・６限。 
なお、緊急時はこの限りではありません。 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 



各項目評価に対する所見 今後の講義の参考にする。 
英文科目名 Mechanics I 
関連科目 物理学１，２。微分と積分。微分方程式。 
次回に向けての改善変更予定 １４回目の講義時間が、土曜日の補講となった。この講義時間に、演習問題をた

くさん講義・解説した。この演習問題の中から、定期試験問題が出たことが、定
期試験の成績が芳しくなかった一因、と考えている。改善したい。 

講義目的 機械工学は⼒を扱う学問である。⼒学は、そのための基礎科目である。本講義で
は、ニュートン⼒学を取り扱う。はじめに、そのための準備である物理量と次元、
物理法則を表す関数と変数、変位、速度、加速度について学ぶ。次ぎに、⼒はベ
クトル量であるので、ベクトルについて学ぶ。これらの準備の後に、運動の３法
則について学ぶ。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 物理法則は、物理量を用いた数式で表す。そのために、物理量を理解する。 

2 回 物理量は、「数値」×「単位」で表す；1 km。物理量の次元は、⻑さ（L）、
質量（M）、時間（T）の組合せである；8 km/s。 
3 回 変数と関数について学ぶ。⻑方形の面積（S）は、縦（L）×横（W）；S = 
L×W。L と W は，変数。S = L×W は、関数。 
4 回 式に現れる未知量と既知量。物理と数学における関数。 
5 回 関数 y = f(x) のグラフによる表現。 
6 回 中間試験１ 
7 回 速さ。直線運動する物体の位置と変位。 
8 回 直線運動する物体の速度、導関数。 
9 回 直線運動する物体の加速度、２次導関数。 
10 回 中間試験２ 
11 回 ⼒、その１（⼒の表し方、ベクトル）。 
12 回 ⼒、その２（垂直抗⼒、摩擦⼒）。 
13 回 運動の法則、その１（慣性の法則）。 
14 回 運動の法則、その２（ニュートンの運動方程式）。 
15 回 運動の法則、その３（作用・反作用の法則）。 

準備学習 1 回 ページ１〜４を精読。 
2 回 ページ４〜７を精読。 
3 回 ページ１０〜１２を精読。 
4 回 ページ１３〜１４を精読。 
5 回 ページ１５〜１６を精読。 
6 回 第１回から第５回の講義内容を復習する。 
7 回 ページ１８〜２１を精読。 
8 回 ページ２１〜２５を精読。 
9 回 ページ２６〜２８を精読。 
10 回 第７回から第９回の講義内容を復習する。 
11 回 ページ３１〜３４を精読。 
12 回 ページ３４〜３７を精読。 
13 回 ページ３７〜３８を精読。 



14 回 ページ３８〜４０を精読。 
15 回 ページ４０〜４２を精読。 

 



年度 2012 
授業コード FTT5312 
成績評価 中間試験（40%）：位置・運動エネルギーと摩擦損失に関するエネルギ保存の計算

問題 
定期試験（60%）：エネルギ保存、振動、剛体回転に関する計算問題 
中間・定期試験の合計得点が６０点以上を合格とする。 

曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス TA(〜12),TB(〜12) 
見出し FTT5312 ⼒学Ⅱ 
担当教員名 高見 敏弘 
単位数 2 
教科書 原康夫著・数学といっしょに学ぶ「⼒学」・学術図書出版 
アクティブラーニング  
キーワード 仕事、エネルギー、運動量、トルク、回転運動、角速度、振動、保存則 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 ⼒学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 原康夫著・「理工系の基礎物理 ⼒学」・学術図書出版 

磯親著・「⼒学」・東京教学社 
授業形態 講義 
注意備考 中間・定期試験には電卓を持参すること。 

講義時間中の連絡事項に十分注意すること。 
シラバスコード FTT5312 
実務経験のある教員  
達成目標 (A2)機械システム工学の専門知識を理解するため、物理学の基礎知識を修得する

こと。 
特に、物体の運動エネルギー、振動、回転運動について基礎計算ができること。 

受講者へのコメント 単位取得率：７５％（２０１２）、７１％（２０１１）、８５％（２０１０）。 
微分を使う運動方程式の計算問題がほとんど解けない学生が多い。 
計算問題の解き方の自己訓練がきわめて不十分である。 
微分方程式の学習を真剣に取り組むべきである。 

連絡先 研究室：５号館１階、電子メール： takami @ mech.ous.ac.jp、電話：086-256-
9540 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mechanics II 
関連科目 数学（微分積分、微分方程式、線形代数）、物理学、⼒学、機械⼒学 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 ⼒学は機械の運動を学ぶための重要な基礎科目の一つである。この講義では、機
械および機械システムの運動で利用されている＜エネルギー、運動量、角運動量、
回転運動、振動＞について講義する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  復習（運動方程式，放物運動，摩擦⼒と抵抗） 

2 回  運動の法則、仕事、積分の応用 
3 回  仕事（エネルギー）、仕事率（パワー＝動⼒） 
4 回  位置エネルギー、運動エネルギー、積分の応用 
5 回  エネルギー保存則、運動量保存則 
6 回  ＜中間試験＞ ⼒学的エネルギー、解答・解説 
7 回  平面内の運動、円運動の速度・加速度ベクトル、ベクトルの微分 
8 回  ⼒のモーメント（トルク）、角運動量ベクトル、ベクトルの外積 
9 回  回転運動、回転の運動方程式、回転エネルギー 
10 回  剛体の釣り合い、 
11 回  単振動、バネの運動、振動数 
12 回  減衰振動、微分方程式 
13 回  強制振動、共振（共鳴） 
14 回  振動エネルギー、エネルギー保存則 
15 回  総合演習、質問コーナー（Ｑ&Ａ） 

準備学習 1 回  物理学Ⅰ、⼒学Ⅰ、微分と積分、線形代数 
2 回  第４章 ⼒と運動、第８章 エネルギー 
3 回  第８章 
4 回  第８章 エネルギー 
5 回  第８章 エネルギー、第４章 ⼒と運動 
6 回  第８章 エネルギー 
7 回  第６章 等速円運動 
8 回  第９章 回転運動 
9 回  第９章 回転運動 
10 回  第９章 回転運動 
11 回  第７章 振動 
12 回  第７章 振動 
13 回  第７章 振動 
14 回  第７章 振動 
15 回  第９章 回転運動、第８章 エネルギー、第７章 振動 

 



年度 2012 
授業コード FTT5322 
成績評価 定期試験(50％)、レポート(50％)定期試験とレポートの得点が 60 点以上を合格

とする． 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス TA(〜10),TB(〜10) 
見出し FTT5322 宇宙ロボット 
担当教員名 衣笠 哲也 
単位数 2 
教科書 特になし．必要に応じて資料を配付する． 
アクティブラーニング  
キーワード ロボット，移動ロボット，歩行ロボット，センサ，フィードバック制御，運動方

程式 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 コミュニケーションはどこでも必要です．少しでも能⼒向上に貢献できればうれ

しいです． 
科目名 宇宙ロボット 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 美多，大須賀「ロボット制御工学入門」コロナ社「新版ロボット工学ハンドブッ

ク」コロナ社浅⽥，國吉「ロボットインテリジェンス」岩波書店 
授業形態 講義 
注意備考 講義に区切りがつくごとにレポートの出題を行う。講義内容に関する質問，レポ

ート相談等は、講義終了後に行う。 
シラバスコード FTT5322 
実務経験のある教員  
達成目標 [A5]機械分野の問題を解決するために，材料⼒学，熱⼒学，流体⼒学，機械⼒学，

自動制御，機械要素などの機械システム工学の専門知識を修得する．特に，ロボ
ットの移動機構，知能化，運動解析について理解すること． 

受講者へのコメント よく頑張りました． 
連絡先 衣笠（４号館４階）電子メール kinugasa＠mech.ous.ac.jp オフィスアワー・木曜

午前 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 もっと受講してほしい． 
英文科目名 Space Robotics 
関連科目 自動制御，全ての数学，メカトロニクス，⼒学，機械⼒学，ロボット運動学，機

械システム工学実験 
次回に向けての改善変更予定 もう少し，理論と実験の比較と考察をさせたい． 
講義目的 近年，ロボット技術は自動車をはじめ様々な分野において広く応用されるように

なってきている．本講義では，このようなロボット技術について基本的な要素技



術，知能化に関する基礎知識を習得し，ならびに簡単なモデルによる運動解析を
行うことを目的とする． 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  ロボットの歴史と概論：ロボットとは何かについて講述する． 

2 回  様々なロボット：実例と概説する． 
3 回  移動技術（車輪，クローラ型）について，惑星探査，レスキューなどの実
例を交えながら講述する． 
4 回  移動技術（脚型）について，地上だけでなく低重⼒下における脚式移動技
術についても講述する． 
5 回  手と腕とマニピュレータ：機構，センサ，アクチュエータ，コンピュータ
について講述する． 
6 回  手と腕とマニピュレータ：運動方程式について講述する． 
7 回  ロボットインテリジェンス：ロボットの知能について講述する． 
8 回 受動的歩行ロボットを作る：サジタル平面とラテラル平面モデルについて
講述する． 
9 回  受動的歩行ロボットを作る：サジタル平面に於ける遊脚の運動解析につい
て講述する． 
10 回   受動的歩行ロボットを作る：ラテラル平面に於ける系全体の運動解析に
ついて講述する． 
11 回 受動的歩行ロボットを作る：合成重心について講述する． 
12 回 受動的歩行ロボットを作る：慣性モーメントについて講述する． 
13 回 受動的歩行ロボットを作る：グループに分かれて歩行機の設計を行う． 
14 回 受動的歩行ロボットを作る：前回設計した歩行機の製作を行う． 
15 回 受動的歩行ロボットを作る：前回製作した歩行機を用いて基礎実験ならび
に歩行実験を行う． 

準備学習 1 回  Website などでロボットの歴史について調べておくこと． 
2 回  世の中に実在するロボットについて調べておくこと． 
3 回  車輪，クローラについて調べておくこと． 
4 回  脚式ロボットについて調べておくこと． 
5 回  マニピュレータについて調べておくこと． 
6 回  自動制御で学習した運動方程式，⼒学で学習した回転運動について復習し
ておくこと． 
7 回  ロボットの知能について調べておくこと． 
8 回 自動制御で学習した運動方程式，⼒学で学習した回転運動について復習し
ておくこと． 
線形常微分方程式の解法について復習しておくこと． 
9 回 自動制御で学習した運動方程式，⼒学で学習した回転運動について復習し
ておくこと． 
線形常微分方程式の解法について復習しておくこと． 
10 回 自動制御で学習した運動方程式，⼒学で学習した回転運動について復習し
ておくこと． 
線形常微分方程式の解法について復習しておくこと． 



11 回  ⼒学で学習した重心位置について復習しておくこと． 
12 回  ⼒学で学習した回転運動，特に慣性モーメントについて復習しておくこ
と． 
13 回 講義の８回から１２回までの内容をしっかり復習しておくこと． 
14 回 １３回でおこなった歩行機の設計を完了し，CAD による図面を DXF ファ
イルとして保存しておくこと． 
15 回 １４回で製作した歩行機を完成させておくこと． 

 



年度 2012 
授業コード FTT53D1 
成績評価 定期試験(100％): 熱伝導・熱伝達・放射伝熱の計算問題と，各種の無次元量の

説明など定期試験の得点により評価する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス TA(〜10),TB(〜10) 
見出し FTT53D1 熱と流れ 
担当教員名 桑木 賢也 
単位数 2 
教科書 一色尚次、北山直方著・「伝熱工学」・森北出版 
アクティブラーニング  
キーワード 熱移動と温度，気体の流動，熱放射と放射伝熱，熱交換器，物質伝達 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「とてもわかりやすかったです。前期だけでしたが、ありがとうございました」 

→わかりやすかったとのことで何よりです。 
「異常なし、文句のつけようがない」 
→ありがとう。 
「重要なところが強調されていて良かったと思った」 
→講義に関する具体的な意見は大変参考になります。 
「栞がほしいです」 
→研究室に来てもらえれば差し上げますよ。 

科目名 熱と流れ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 平野博之著・「流れの数値解析と可視化」・丸善 
授業形態 講義 
注意備考 熱⼒学および流体⼒学を履修しておくことが望ましい。講義と試験には関数電卓

を持参すること。科目専用のノートを作成すること。必修科目である機械システ
ム工学実験の「熱交換器の性能試験」と関連するので、全員履修することが望ま
しい。 

シラバスコード FTT53D1 
実務経験のある教員  
達成目標 [A5]機械システム工学の技術者が取り扱う主要分野の問題解決に必要な専門知

識の基礎を修得すること。特に、各種伝熱形式を理解した上で、熱伝導、熱通過
の計算ができるようになること。また、伝熱解析で必要な無次元数の定義および
意味を理解すること。 

受講者へのコメント 講義で分からないことがあった場合、できるだけその講義が終わって早めに質問
に来るようにして欲しい。 

連絡先 桑木研究室（４号館４階），オフィスアワー：月曜日と水曜日随時 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 教室に関する不満が多く見られた。20441 室は現状では教室としては快適とはい



えないようである。 
英文科目名 Heat and Fluid Flow 
関連科目 熱⼒学Ⅰ、熱⼒学Ⅱ、熱⼒学Ⅲ、流体⼒学Ⅰ、流体⼒学Ⅱ、エネルギー工学 
次回に向けての改善変更予定 今年度は準備の関係で、実験装置を使った実演などが思ったほどできなかったの

で、次回はもう少し多く取り入れたい。 
講義目的 現在のエネルギーの大部分は熱エネルギーを仕事へ変換、あるいはさらに電気へ

変換することにより得られている。熱エネルギーを有効利用することは、エネル
ギー問題はもちろん、環境問題にも深く関係している。熱エネルギーの作動媒体
として流体が用いられることが多く、熱と流れの把握は現在の熱工学分野では必
要不可欠である。この講義では熱の移動現象についての知識と工学について演習
を交えながら学習し、伝熱量の算出方法を習得する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  熱と流れ（伝熱工学）の講義目的について説明する。 

2 回  伝熱とは何か、熱はどのように伝わるか解説する。 
3 回  熱伝導に関して解説する。 
4 回  熱伝導の計算法に関して説明する。 
5 回  熱伝導の計算法に関して解説し、簡単な演習問題をする。 
6 回  非定常熱伝導に関して解説する。 
7 回  熱通過に関して解説する。 
8 回  熱通過の計算に関して解説し、簡単な演習問題をする。 
9 回  熱交換器における熱移動に関して解説する。 
10 回  対流熱伝達に関して解説する。 
11 回  対流熱伝達に関して解説し、簡単な演習問題をする。 
12 回  無次元数の定義に関して解説する。 
13 回  無次元数に関する演習をする。 
14 回  熱移動と物質移動に関して解説する。総合演習問題を配布する。 
15 回  総合演習をする。解けなかった問題に対して解説をする。 

準備学習 1 回 熱⼒学と流体⼒学全般に関して復習しておくこと。 
2 回 教科書４〜５ページを読んでくること。 
3 回 伝熱の３形態の復習をしておくこと。 
4 回 熱伝導の復習をしておくこと。 
5 回 熱伝導の計算法の復習をしておくこと。 
6 回 熱伝導の復習をしておくこと。 
7 回 伝熱の３形態（教科書４〜５ページ）の復習をしておくこと。 
8 回 熱通過の復習をしておくこと。 
9 回 熱通過の計算の復習をしておくこと。 
10 回 伝熱の３形態の復習をしておくこと。 
11 回 対流熱伝達の復習をしておくこと。 
12 回 「流体⼒学Ⅱ」で学習したバッキンガムの Π 定理を復習しておくこと。 
13 回 無次元数の復習をしておくこと。 
14 回 無次元数で学習した熱と流れの関係の復習をしておくこと。 
15 回 配布した演習問題を解いてくること。解けなかった問題は質問できるよう



にしておくこと。 
 



年度 2012 
授業コード FTT5511 
成績評価 定期試験５０％，中間試験３０％，レポート２０％中間・定期試験およびレポー

トの得点が６０点以上を合格とする。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス TA(〜11),TB(〜11) 
見出し FTT5511 フーリエ解析 
担当教員名 衣笠 哲也 
単位数 2 
教科書 樋口，八高「フーリエ級数とラプラス変換の基礎・基本」牧野書店 
アクティブラーニング  
キーワード フーリエ級数，フーリエ変換，ラプラス変換 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 フーリエ解析 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 白井宏「応用解析入門」コロナ社トランスナショナルカレッジオブレックス「フ

ーリエの冒険」ヒッポファミリークラブ 
授業形態 講義 
注意備考 講義に区切りがつくごとにレポートの出題を行う。講義内容に関する質問，レポ

ート相談等は、講義終了後およびオフィスアワーに行う。自動制御 I を受講する
場合はできるだけ履修してください． 

シラバスコード FTT5511 
実務経験のある教員  
達成目標 [A1]機械システム工学の専門知識を理解するために，微分，積分，線形代数，確

率・統計，微分方程式，ベクトル解析およびフーリエ解析の数学知識を修得する．
特に、フーリエ級数，フーリエ変換，ラプラス変換について理解すること。 

受講者へのコメント  
連絡先 衣笠（４号館４階）kinugasa＠mech.ous.ac.jp オフィスアワー，月曜午後，木曜

午前 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Fourier Analysis 
関連科目 全ての数学，自動制御，⼒学，機械⼒学，計測工学，流体⼒学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 正弦波と余弦波の組み合わせによって様々な振動現象を理解するフーリエ解析

は，機械システムだけでなく幅広く工学分野に応用されている．例えば，自動車
のサスペンションがどのような速度域でどのような周波数を持った振動を押さ
えないといけないか？といった問題に対して非常に有効なツールとなる．また，



古典ならびに現代制御理論などを理解する上でフーリエ変換，ラプラス変換は欠
かせない．そこで，本講義では，フーリエ解析について概説する． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  フーリエ解析概要：三角関数で様々な波の性質を知るための数学について

講述する． 
2 回  直交関数：正弦波と余弦波は直交することについて講述する． 
3 回  周期２π のフーリエ級数展開：周期２π の関数を正弦波と余弦波で分解
する方法について講述する． 
4 回  任意の周期関数のフーリエ級数展開：周期のない関数を正弦波と余弦波で
分解するには？について講述する． 
5 回  フーリエ級数からフーリエ積分へ：時間の関数を周波数の関数に入れ替え
ると．．．について講述する． 
6 回  フーリエ変換とその性質１について講述する． 
7 回  フーリエ変換とその性質２について講述する． 
8 回  フーリエ解析演習１：特にフーリエ級数及びフーリエ変換の演習を行う． 
9 回  中間試験を行う． 
10 回  ラプラス変換：発散する時間関数をフーリエ変換のように周波数の関数
にできるか？について講述する． 
11 回  ラプラス変換：様々な関数のラプラス変換について講述する． 
12 回  ラプラス変換の性質について講述する． 
13 回  有理関数のラプラス逆変換について講述する． 
14 回  ラプラス変換を用いた微分方程式の解法について講述する． 
15 回  フーリエ解析演習で特にラプラス変換の演習を行う． 

準備学習 1 回  Website などで「フーリエ解析」を調べ，概要を把握しておくこと． 
2 回  直交や直交関数とは何か予め調べると理解が深まる． 
3 回  正弦および余弦関数についてその振動数，周期，振幅などについて復習し
ておくこと． 
4 回  周期２π のフーリエ級数展開について演習問題を解きしっかり理解して
おくこと． 
5 回  フーリエ級数展開はとびとびの三角関数の重ね合わせであることを理解し
ておくこと． 
6 回  フーリエ変換の演習問題を解いておくこと． 
7 回  前回の性質を使ったフーリエ変換の演習問題の解法について習熟しておく
こと． 
8 回  フーリエ級数展開およびフーリエ変換について復習しておくこと． 
9 回 フーリエ級数およびフーリエ変換についてしっかり復習しておくこと． 
10 回  ラプラス変換について Website などを通して調べておくこと． 
11 回  ラプラス変換とフーリエ変換の違いについて理解しておくこと． 
12 回  ラプラス変換の演習問題を通して解法を身につけておくこと． 
13 回  ラプラス変換についてよく理解しておくこと． 
14 回  部分積分，部分分数展開など基本的な解法テクニックをよく身につけて
おくこと． 



15 回  フーリエ級数展開，フーリエ変換，ラプラス変換についてよく復習してお
くこと． 

 



年度 2012 
授業コード FTT5512 
成績評価 定期試験(100％）、60 点以上を合格とする。内燃機関のサイクル、蒸気サイクル、

燃料の燃焼、エネルギー資源などに関する記述、あるいは計算問題４〜５題（各
題複数項目を含む）約 20 項目について試験し、総合的に評価する。 

曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス TA(〜10),TB(〜10) 
見出し FTT5512 エネルギー工学 
担当教員名 桑木 賢也、片岡 克己 
単位数 2 
教科書 「新編 熱⼒学」/澤⽥照夫著/森北出版 
アクティブラーニング  
キーワード エネルギー変換、熱、動⼒、燃料、燃焼、蒸気サイクル、ガスサイクル、エンジ

ン、環境 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 エネルギー工学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「エネルギー白書」（資源エネルギー庁）：「内燃機関」/古濱庄一著/森北出版：

「燃焼工学」/水谷幸夫著/森北出版：「蒸気工学 -蒸気プラント工学入門-」/沼
野正溥ほか/朝倉書店 

授業形態 講義 
注意備考 科目専用のノートを作成すること。疑問のある場合は、講義中あるいはオフィス

アワーを利用して積極的に質問すること熱⼒学Ⅰ、熱⼒学Ⅱを修得しておくこと
が望ましい。 

シラバスコード FTT5512 
実務経験のある教員  
達成目標 ［Ａ５］機械システム工学の技術者が取り扱う主要分野の問題解決に必要な専門

知識の基礎を修得する。特に、熱機関の各サイクルそれぞれの特徴と作動につい
て説明できること、熱機関に用いられる燃料の燃焼に関わる定量的な計算ができ
ること、エネルギー資源、地球環境問題について熱機関との関わりが説明できる
こと。 

受講者へのコメント  
連絡先 桑木賢也（桑木研究室、４号館４階） 

片岡克己（片岡研究室、５号館４階） オフィスアワー 水曜日９・１０時限、
昼休み 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Energy Conversion Engineering 



関連科目 物理学、化学、熱⼒学Ⅰ、熱⼒学Ⅱ、熱と流れ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 熱機関による熱から仕事への変換は社会活動におけるエネルギー消費の大半を

占める、きわめて重要なエネルギー変換過程である。この講義では代表的な二つ
の熱機関サイクル、すなわち、自動車あるいは船舶などに用いられているガスエ
ンジンサイクル、および発電プラントに用いられている蒸気サイクルについて、
熱⼒学的取扱いを修得するとともに、燃料、燃焼、エネルギー資源、環境問題に
ついて知識の修得とエネルギー問題意識の高揚を目的とする。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  エネルギー資源とエネルギー変換、熱機関の分類とそれぞれの特徴につい

て説明する。 
2 回  ガス機関のサイクル、オットーサイクルの熱⼒学について説明する。 
3 回  オットーサイクルの出⼒と理論熱効率、平均有効圧⼒の熱⼒学的取り扱
いについて説明する。 
4 回  ディーゼルサイクル、その他のガス機関サイクルの理論熱効率の熱⼒学
的取り扱いについて説明する。 
5 回  主要な液体燃料、気体燃料の個々の特徴について解説する。 
6 回   燃焼の化学、燃焼熱について説明する。 
7 回  燃料−空気混合気の燃焼、燃焼に必要な空気量の算出法を学ぶ。 
8 回  実働エンジンの熱効率、燃料消費率について説明する。 
9 回  蒸気とガスの熱⼒学的な取り扱いの違いについて説明する。 
10 回  水・水蒸気の状態変化について解説する。 
11 回  水・水蒸気の熱的状態量、水蒸気表の利用法について説明する。演習問
題をする。 
12 回  水・水蒸気の状態変化に伴うエネルギー計算について説明する。 
13 回  水・水蒸気を作動流体とするランキンサイクルについて説明する。 
14 回  蒸気プラント（ランキンサイクル）の熱効率の算出法について説明する。 
15 回  蒸気プラント熱効率の計算を演習問題を解きながら理解する。 

準備学習 1 回  地球環境保全のためのＣＯ2 排出削減やエネルギー問題に関心を持って
おくこと 
2 回  熱⼒学第 1 法則の式（エネルギー式）、断熱・等容・等圧変化の場合の関
係式、完全ガスの性質など「熱⼒学Ⅰ」の復習をしておくこと。 
3 回  熱⼒学Ⅰ・完全ガスの状態変化、エネルギー式の取り扱いを復習しておく
こと。 
4 回  オットーサイクルの熱⼒学的取り扱い（第 3 回講義内容）を復習してお
くこと。 
5 回  化学、とくに炭化水素化合物について予習しておくこと。 
6 回  炭素、水素の酸化反応、化学反応式の取り扱いを予習しておくこと。 
7 回  燃焼の化学（第 6 回講義）を復習しておくこと。 
8 回  エンジンサイクルの理論熱効率、燃焼熱、について復習しておくこと。 
9 回  教科書「第 6 章 蒸気」を予習しておくこと。 
10 回  教科書「第 6 章 6.3 水の状態変化」を予習しておくこと。 



11 回  教科書「第 6 章 6.4 水および水蒸気の熱的状態量」を予習しておくこ
と。 
12 回  水蒸気表の利用法（第 11 回講義）を復習し、水蒸気表の活用法を修得
しておくこと。 
13 回  教科書「第 11 章 11.8 ランキンサイクル」を予習しておくこと。 
14 回  水蒸気の熱⼒学的取り扱い、ランキンサイクル（第 13 回講義）を復習
し、水蒸気表の活用法を再度確認しておくこと。 
15 回   ランキンサイクルの熱効率算出法（第 14 回講義）を修得しておくこ
と。 

 



年度 2012 
授業コード FTT5521 
成績評価 定期試験(80%)、小テスト又はレポート(20%)流体⼒学の各現象・法則について

の物理的理解、数学的扱いの習熟度を評価する。60 点以上を合格とする。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス TA(〜10),TB(〜10) 
見出し FTT5521 高速空気⼒学 
担当教員名 丸山 祐一 
単位数 2 
教科書 廣瀬幸治著・「流れ学」・共立出版 
アクティブラーニング  
キーワード 質量と運動量の保存、エネルギー保存則（熱⼒学の第一法則とベルヌーイの式）、

気体流動、圧縮性流体の⼒学、翼と翼列 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 コメント：（空調設備について）４号館は他に比べて全体的に良くないと思う。 

回答：  このコメントを担当部署に伝えておきました。 
コメント：衝撃波の説明をするときにアニメーションを使うとよりわかりやすく
なると思った。 
回答：  確かにその通りなので、検討してみます。ただし、「行うは難し」です
ので、うまく出来るかどうかは判りませんが。 
コメント：難かしい。 
回答：  出来るだけ判りやすく説明しているのですが、題材そのものが高度な
だけに、難解な部分もあるでしょう。他の文献も参考にして、積極的に授業に取
り組むこと 

科目名 高速空気⼒学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 富⽥幸雄著・「水⼒学」・実教出版 
授業形態 講義 
注意備考 上記関連科目をすべて履修・受講しておくことが望ましい。３分の２以上の出席

が定期試験受験のための必要条件である。学生の理解度に応じて、講義計画を若
干変更することがあるので、準備学習の内容もそれに対応させること。 

シラバスコード FTT5521 
実務経験のある教員  
達成目標 [A5]機械分野の問題を解決するために、材料⼒学、熱⼒学、流体⼒学、機械⼒学、

自動制御、機械要素、加工学などの機械システム工学の専門知識を修得する。特
に、流体の圧縮性と衝撃波についての物理的本質を理解し、定量的な取り扱いが
できること。 

受講者へのコメント  この科目を選択した学生は、みんな真面目かつ熱心に取り組んでくれて、何も
言うことはありません。講義で学んだことを元にして、今後も積極的に勉強を継
続することを期待します。 

連絡先 丸山研究室（５号館２階）オフィスアワー 水曜日 3-4 時限 



合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  選択科目のため、受講生のモーティベーションも高く、全体的に高い評価（「満
足」あるいは「ほぼ満足」と答えた学生が合わせて 85%）が得られた。講義内容
も、地道に論理を積み上げて説明する部分と、学生の興味を引きそうな話題とを
適切に織り交ぜて進めることが出来たので、前者の部分にも根気良くついて来て
くれたものと思われる。 

英文科目名 High Speed Aerodynamics 
関連科目 微分と積分、物理学Ⅰ、⼒学Ⅰ、Ⅱ、流体⼒学Ⅰ、Ⅱ、熱⼒学Ⅰ、Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  今年度より始まった科目であり、予定した内容のうちの一部（膨張波とソニッ

クブーム）の講義が出来なかったので、来年度はそのテーマも扱えるように授業
計画を綿密に立てて臨みたい。 

講義目的 主として航空機⼒学への応用を想定して、高速度で流れる空気の⼒学について学
ぶ。揚⼒のメカニズム、流速が音速に対して無視できない大きさの時に重要とな
る流体の圧縮性、音速を上回る時に現れる衝撃波などについて学ぶ。単にこれら
の現象についての知識を得るだけではなく、「流体⼒学Ⅰ，Ⅱ」で学んだことを踏
まえた上で、その物理的本質を理解する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  揚⼒発生のメカニズム 

2 回  失速と翼端渦 
3 回  高揚⼒装置 
4 回  流体の圧縮性 
5 回  圧縮性１次元流 
6 回  ラバール管とロケットノズル 
7 回  超音速飛行と衝撃波 
8 回  エネルギー方程式 
9 回  垂直衝撃波 
10 回  斜め衝撃波 
11 回  衝撃波のピストン問題 
12 回  トンネル微気圧波 
13 回  膨張波 
14 回  ソニックブーム 
15 回  最適飛翔経路 

準備学習 1 回  教科書の 6.8 節を読んでおくこと。 
2 回  前回の講義ノートを見直すとともに、教科書の 6.9 節を読んでおくこと。 
3 回  前回の講義ノートと講義で配布した資料を良く見直しておくこと。 
4 回  「流体⼒学Ⅰ」での圧縮性についての講義ノートを復習しておくこと。 
5 回  前回の講義ノートを見直すとともに、教科書の 7.1 節前半を読んでおくこ
と。 
6 回  前回の講義ノートを良く見直しておくこと。 
7 回  前回の講義ノートを良く見直しておくこと。 
8 回  前回の講義ノートを見直すとともに、教科書の 3.8 節を読んでおくこと。 



9 回  前回の講義ノートを見直すとともに、教科書の 7.3 節を読んでおくこと。 
10 回  前回の講義ノートを見直すとともに、教科書の 7.6 節後半を読んでおく
こと。 
11 回  前回の講義ノートを良く見直しておくこと。 
12 回  前回の講義ノートを良く見直しておくこと。 
13 回  前回の講義ノートを見直すとともに、教科書の 7.6 節前半を読んでおく
こと。 
14 回  前回の講義ノートを良く見直しておくこと。 
15 回  前回の講義ノートを良く見直しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTT55C1 
成績評価 中間試験(40％)：微分・積分の基本的な計算とサイクロイド曲線を用いた応用計

算など定期試験(60％)：対数や三角関数の微分・積分計算と機械の重心を求める
応用計算など中間・定期試験の合計得点が６０点以上を合格とする。 

曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス TA(〜12),TB(〜12) 
見出し FTT55C1 微分と積分 
担当教員名 高見 敏弘 
単位数 2 
教科書 水本久夫著・「基本微分積分」・培風館 
アクティブラーニング  
キーワード 数学，微分・積分，解析学，微分方程式，複素数，ベクトル 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 新しい waza は、まず覚えましょう！ 

そして、覚えた waza は使いましょう！ 
新しい waza を考えつくのは、３年次になってからでも間にあいます。 

科目名 微分と積分 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 原康夫著・数学といっしょに学ぶ⼒学・学術図書 

水本久夫著・「微分積分学問題集改訂版」・培風館 
高校教科書：数学ⅠＡ・ⅡＢ・ⅢＣ 

授業形態 講義 
注意備考 高校「微積分」を機械分野へ応用する講義なので、十分な復習と計算練習を怠ら

ないこと。毎回の宿題を必ず自分で計算すること。 
「学習相談室」（２５号館）を積極的に利用すること。 

シラバスコード FTT55C1 
実務経験のある教員  
達成目標 (A1)機械システム工学の専門知識を理解するため、数学の基礎知識を修得するこ

と。 
特に、微分・積分の数学ルールをよく覚え、機械工業の微分・積分問題を計算で
きること。 

受講者へのコメント 単位認定率：７６％（２０１２）、７８％（２０１１）、８９％（２０１０）、９
４％（２００９）、９４％（２００８） 
年々、単位取得率は悪化している。 

連絡先 メール：takami @ mech.ous.ac.jp， 電話：086-256-9540， 場所：５号館１
階 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 なし 



英文科目名 Mathematics for Differentiation and Integration 
関連科目 数学，物理学，⼒学，材料⼒学，熱⼒学，流体⼒学，機械⼒学，自動制御 など 
次回に向けての改善変更予定 中学・高校の「ゆとり」を本気で信じないようにしましょう！ 

世の中にだまされないようにしましょう！ 
自らの⼈生を切り開（拓）きましょう！ 

講義目的 自然科学の基礎となる一変数の微分法と積分法について講述する。今後、受講す
る機械系の工学科Ａ群科目の大部分で利用される数学の重要な基礎知識と計算
方法を講義する。特に、機械工業における積分法の応用例を詳述する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション 

2 回  極限値，導関数，微分公式 
3 回  偏微分と常微分，べきの微分，３角関数の微分，オイラーの式（ドモアブ
ルの定理），複素関数の微分 
4 回  指数関数の微分，対数関数の微分，サイクロイド曲線関数の微分 
5 回  高階導関数，微分法の応用，ベクトルの微分，平面内の運動（⼒学），２階
線型常微分方程式（振動） 
6 回  不定形の極限値（ロピタルの定理），関数の増減，微分の演習（質問コーナ
ー） 
7 回  第１回中間試験 ＜微分法（２０点）＞ 
8 回  不定積分，置換積分，置換積分，部分積分 
9 回  定積分，定積分と不定積分，積分法の応用 
10 回  定積分の応用１（機械の体積／面積） 
11 回  定積分の応用２（曲線の⻑さ／曲面をもつ物体／機械の重心） 
12 回  定積分の応用３（機械の表面積／流量），積分の演習（質問コーナー） 
13 回  第２回中間試験 ＜積分法（２０点）＞ 
14 回  有界でない関数の積分，無限積分，ガウス曲線 
15 回  まとめ（微分と積分），定期試験の傾向と対策（質問コーナー） 

準備学習 1 回  高校数学ⅠＡ，ⅡＢ，ⅢＣ 
2 回  第１章 微分法 
3 回  第２章 初等関数の微分 
4 回  第２章 初等関数の微分 
5 回  第３章 微分法の応用 
6 回  第３章 微分法の応用 
7 回  第１章〜第３章 
8 回  第４章 不定積分 
9 回  第５章 定積分 
10 回  第５章 定積分 
11 回  第５章 定積分 
12 回  第５章 定積分 
13 回  第４章・第５章 
14 回  第６章 広義の積分 
15 回  第１章〜第５章 



 



年度 2012 
授業コード FTT55C2 
成績評価 定期試験(70％)，中間試験(30％)，小テスト(0％)，レポート(0％)，ノート(0％)

により評価する。高階微分、偏微分、重積分の計算問題やテイラー展開に関する
問題および簡単な微分方程式の求解に関する問題によって評価する。100 点満点
の場合は 60 点以上を合格とする。 

曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス TA(〜12),TB(〜12) 
見出し FTT55C2 微分方程式 
担当教員名 吉⽥ 浩治 
単位数 2 
教科書 基本微分積分／水本久夫／（培風館）：微分方程式の基礎／水本久夫／（培風館） 
アクティブラーニング  
キーワード 数学，微分・積分，微分方程式 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ・「証明ばかりして、やくにたたない（原文そのまま）」 

・「証明や説明が多いので、もっと練習や実践的な問題の解説をしてほしい。（原
文そのまま）」 
・「板書の書くスピードが速すぎる。なので全部写せないことがある。（原文その
まま）」 
・「⿊板の下の方に書かれると紙袋などがじゃまで見えない（原文そのまま）」 
・「もう少しはっきりと話してもらいたい。（原文そのまま）」 
上の記述に対しては次回以降の検討課題とします。 

科目名 微分方程式 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 大学・高専生のための解法演習微分積分Ⅱ／糸岐宣昭・三ッ広孝／（森北出版）：

やさしく学べる微分方程式／石村園子／（共立出版） 
授業形態 講義 
注意備考 前期開講の「微分と積分」を必ず修得しておくこと。万が一修得できなかった者

は、再履修まで待たず、本講義開講中に各自で学習し修得に努めること。 
シラバスコード FTT55C2 
実務経験のある教員  
達成目標 [A1] 機械システム工学の専門知識を理解するために、微分・積分、線形代数、

確率・統計、微分方程式、ベクトル解析およびフーリエ解析の数学知識を修得す
る。特に、１）高階微分、偏微分、重積分の計算やテイラー展開ができるように
なり、２）各種の簡単な微分方程式が解けるようになること。 

受講者へのコメント この授業で学習した微分方程式は、基本的で重要なものです。解法をよく覚えて
おいてください。 

連絡先 メール：k_yoshida＠mech.ous.ac.jp， 電話：086-256-9743， 
オフィスアワー：（火曜日，水曜日９・１０時限） 場所：４号館４階吉⽥研究室 

合理的配慮が必要な学生への  



対応 
各項目評価に対する所見 特になし 
英文科目名 Mathematics for Differential Equations 
関連科目 数学，物理学，⼒学，材料⼒学，熱⼒学，流体⼒学，機械⼒学，自動制御 など

（専門科目全般に関連） 
次回に向けての改善変更予定 よりよく理解できるように、さらに予習と復習を促し、宿題も毎回出すようにし

ます。 
講義目的 自然科学の基礎となる微分積分学について、多変数の偏微分、重責分、関数のテ

イラー近似などを学習する。積分、偏微分計算、テイラー展開による計算ができ
るようになること。さらに微分方程式の概念を理解し、簡単な微分方程式が解け
るようになること。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の概要を説明する。また、微分と積分の復習をする。 

2 回 多変数関数と偏導関数について説明する。 
3 回 高階偏導関数と 2 変数合成関数の微分について説明する。 
4 回 2 変数合成関数の微分について説明する 
5 回 重積分について説明する。 
6 回 二重積分と累次積分について説明する。 
7 回 関数の近似（テイラー展開、マクローリン展開）について説明する 
8 回 問題演習（偏導関数、高階導関数、二重積分、累次積分、マクローリン展開
の問題）を実施する。 
9 回 中間試験およびその問題の解説をする。 
10 回 微分方程式について説明する。引き続き変数分離型の微分方程式の説明と
解法を説明する。 
11 回 同次形について説明する。引き続きそれの解法を説明する。 
12 回 １階線形微分方程式について説明する。引き続き解法を説明する。 
13 回 主に 2 階の線形微分方程式の同次形について説明する。 
14 回 主に 2 階の線形微分方程式の非同次形について説明する。 
15 回 問題演習（偏微分、重積分、各種の微分方程式の問題）を実施する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく読み，講義目的，講義内容，達成目標を把握しておくこと。
さらに、前期開講の「微分と積分」の内容全般を復習しておくこと。 
2 回 「微分と積分」の初等関数の微分と微分法の応用を復習しておくこと。 
3 回 偏導関数について問題を解くことで復習し、高階偏導関数について予習し
ておくこと。 
4 回 高階偏導関数について問題を解くことで復習し、2 変数合成関数の微分につ
いて予習しておくこと。 
5 回 2 変数合成関数の微分について問題を解くことで復習しておくこと。 
6 回 重積分を問題を解くことで復習し、幾何学的意味についても復習しておく
こと。 
また、累次積分について予習しておくこと。 
7 回 二重積分と累次積分について問題を解くことで復習しておくこと。 
8 回 これまでの授業で説明したことを復習しておくこと。 



9 回 これまでの講義内容と演習での問題を復習しておくこと。 
10 回 中間試験に関する問題を解くことで復習しておくこと。また、教科書で変
数分離型の微分方程式を予習しておくこと 
11 回 変数分離型の微分方程式を解くことで復習しておくこと。また、1 階微分
方程式の同次形について予習しておくこと。 
12 回 同次形の微分方程式を解くことで復習しておくこと。また、１階線形微分
方程式について予習しておくこと。 
13 回 １階線形微分方程式の問題を解くことで復習しておくこと。また、2 階の
線形微分方程式の同次形について予習しておくこと。 
14 回 2 階線形常微分同次方程式の問題を解くことで復習しておくこと。また、
非同次方程式の予習をしておくこと。 
15 回 これまでの授業で説明したことを復習しておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FTT55D2 
成績評価 提出課題：ピストンのスケッチ図（20%）、ウインチの技術計算書（40%）、ウイ

ンチの図面（10%）定期試験: ウインチの各部品の設計計算に関する試験を行う
（30%）成績評価は、提出課題と定期試験を総合評価して 60%以上を合格とす
る。 

曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス TA(〜11),TB(〜11) 
見出し FTT55D2 機械のデザイン 
担当教員名 中川 惠友 
単位数 2 
教科書 手巻きウインチの設計（第２版）／機械設計研究会／理工学社 
アクティブラーニング  
キーワード 設計法、製図法と規則、機械設計、製図、規格／標準／基準/法規、デザイン 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 ① 椅子がかたいという記述には、今後、教務課と対応を相談したいと考えてい

る。 
科目名 機械のデザイン 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 機械工学必携(第 8 版）／馬場、吉⽥／三省堂 

機械設計製図便覧(第 10 版）／津村、大⻄／理工学社 
授業形態 講義 
注意備考 毎回必ず出席して、教員の指示に従うこと。学習相談の希望があれば、講義後に

担当教員に申し出ること。・講義ではＯＨＰ、パワーポイントを用いて解説する
予定である。・CAD 製図は、各自パソコンを用いて CAD ソフトによる製図を行
う。 

シラバスコード FTT55D2 
実務経験のある教員  
達成目標 (A4)機械システム工学の技術者として必要な専門技術を体験し、実験・実習の課

題について考察法および解決能⼒を習得すること。本講義では、ピストン製図お
よび手巻きウインチの設計・CAD 製図を行い、実用機械部品の材料・構造を理
解し機械設計に関する知識を習得する。 

受講者へのコメント [A]の授業時間外の学習について、約 60％の学生が授業以外では全く学習をして
いないことが判ったので、特に、授業の後に復習をするように努⼒してほしい。 

連絡先 中川研究室（場所：4 号館 3 階, オフィスアワー(木曜 11 時から 12 時), TEL：
086-256-9561,E-mail:nakagawa@mech.ous.ac.jp) 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 [A]の出席率について、90％以上の学生の欠席回数が 2 回未満であり出席率は高
い。また、 
[B]の授業における学生の成⻑では、全体の約 97％の学生が機械のデザインへの



興味と関心を持てた、また、技能・技術が向上したと答えているので、非常に満
足している。 
[C]の総合評価について、67％以上の学生がほぼ満足下と答えているのでこの結
果を基に更に満足度を向上させていと考えている。 

英文科目名 Design for Machinery 
関連科目 機械製図、加工学実習、創造工学、機械設計学、CAD/CAM 
次回に向けての改善変更予定 [C]の総合評価について学生の満足度を更に向上させるようによりわかりやすい

講義を行うように努⼒したい。 
[A]の授業時間外の学習時間が少ないので、今後、講義内容に関する演習問題の
宿題も検討したいと考えている。 

講義目的 工業製品の製造・生産にとって、機械の設計（Design）は、最も重要な作業であ
る。設計とは、新しいアイデアを具体化するための計画を立案し、それに必要な
技術計算と製図を実行することである。この講義では、最も基本的な機械のデザ
イン例として、「ピストンのスケッチ」と「ウインチのデザイン」を設計する方法
を実習形式で学ぶ。また、機械システム技術者のデザイン能⼒を養成する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  ピストンのスケッチ 1（寸法の計測法、ノギスの使用法） 

2 回  ピストンのスケッチ 2（ピストンの計測） 
3 回  ピストンのスケッチ 3（ピストンの計測・手書きスケッチ） 
4 回  ピストンのスケッチ 4（第 3 角法によるピストンの作図） 
5 回  ピストンのスケッチ 5（第 3 角法によるピストンの作図） 
6 回  ウインチのデザイン 1（概要の説明、組立図、設計課題） 
7 回  ウインチのデザイン 2（技術計算１、巻き上げ荷重の決定、ワイヤーロー
プの選定） 
8 回  ウインチのデザイン 3（技術計算 2：巻胴の設計(⻑さ、みぞ、肉厚、フラ
ンジ） 
9 回  ウインチのデザイン 4（技術計算 3：巻胴の設計 2（ワイヤロープ止め金
具） 
10 回  ウインチのデザイン 5（技術計算 4：巻胴の設計 3（取付けボルト）） 
11 回  ウインチのデザイン 6（技術計算 5：減速比、⻭車の設計（⻭数） 
12 回  ウインチのデザイン 7（技術計算 6：⻭車の設計（モジュール） 
13 回  ウインチのデザイン 8（CAD 作図の説明） 
14 回  ウインチのデザイン 9（CAD 作図、Q& 
15 回  ウインチのデザイン１0（CAD 作図、Q& 

準備学習 1 回  第 3 角法について理解する。 
2 回  第 3 角法について理解する。 
3 回  第 3 角法について理解する。 
4 回  第 3 角法について理解する。 
5 回  第 3 角法について理解する。 
6 回  手巻きウインチについて理解する。 
7 回  巻き上げ荷重、ワイヤロープについて理解する。 
8 回  巻き胴の設計について理解する。 



9 回  巻き胴の設計について理解する。 
10 回  巻き胴の設計について理解する。 
11 回  減速比・⻭車の設計について理解する。 
12 回  ⻭車の設計について理解する。 
13 回  ウインチの製図について理解する。 
14 回  ウインチの製図について理解する。 
15 回  ウインチの製図について理解する。 

 



年度 2012 
授業コード FTT5711 
成績評価 定期試験（50%），中間試験（30%），小テスト（0%），レポート（20%），ノート

（0%）で評価する。達成目標に挙げた１）〜３）に関する問題で評価し，100 点
満点の場合 60 点以上を合格とする。 

曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス TA(〜09),TB(〜09) 
見出し FTT5711 自動制御Ⅲ 
担当教員名 吉⽥ 浩治 
単位数 2 
教科書 システム制御理論入門／小郷 寛、美多 勉／（実況出版） 
アクティブラーニング  
キーワード 状態方程式と状態フィードバック，可制御性／可観測性，安定性，レギュレータ，

オブザーバ 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 回答すべき自由記述は無かった 
科目名 自動制御Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 システム制御へのアプローチ／大須賀 公一 他／（コロナ社）：その他 
授業形態 講義 
注意備考 講義時間中に述べられる連絡事項に十分注意すること 
シラバスコード FTT5711 
実務経験のある教員  
達成目標 [A5]機械分野の問題を解決する能⼒を養成するために，材料⼒学，熱⼒学，流体

⼒学，機械⼒学，自動制御，機械要素，加工学などの機械システム工学の専門知
識を習得する。特に，１）非線形システムを線形化することができ，状態推移行
列を求めることができる，２）線形システムの安定性，可制御性，可観測性を判
定できる，３）低次元システムのレギュレータやオブザーバを設計することがで
きる。 

受講者へのコメント 自動制御 III は現代制御理論の初歩の部分を講義します．現代制御理論には美し
い構築物に見られる同様の美しさがあります．授業では，定義から始まり，命題
の提示，命題の証明，の繰り返しでした．受講者の皆さんはよく努⼒し、定理を
用いることはできるようになっていると思います。 

連絡先 メール：k_yoshida＠mech.ous.ac.jp， 電話：086-256-9743， 
オフィスアワー：（火曜日，水曜日９・１０時限） 場所：４号館４階吉⽥研究室 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講者が少ないためだと思われるが，各項目の評価は概ね高い。 
英文科目名 Automatic Control III 
関連科目 自動制御 I，II，微分と積分，微分方程式，線形代数，フーリエ解析，ロボット工



学，メカトロニクス，⼒学 I，II，機械⼒学 I，II，III，ロボット運動学，機械工
学実験 

次回に向けての改善変更予定 授業中に教員から学生に発言を求めることで，より積極的に授業に参加できるよ
うにしていきます。 

講義目的 自動車やロボットなどの機械システムにおいて，制御は重要な役割を果たす。制
御とは，注目している対象物がなんらかの目標とする状態を保つように，その対
象物に操作を加えることであり，これを体系的に研究する際に用いられる理論が
制御理論である。この授業では，状態方程式表現を用いて時間領域で制御系を設
計や解析する現代制御理論について解説する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 概要説明をする。動的システムと状態方程式について説明する。 

2 回 非線形システムの線形化について説明する。 
3 回 数学的準備（行列論）を実施する。 
4 回 状態方程式の解について説明する。 
5 回 状態推移行列について説明する。 
6 回 システムの安定性について説明する。 
7 回 問題演習を実施する。（線形化、状態方程式とそれの解、システムの安定性
の問題を取り上げる。） 
8 回 中間試験とその問題の解説をする。 
9 回 可制御性について説明する。 
10 回 可観測性について説明する。 
11 回 極配置レギュレータの設計法を説明する。 
12 回 極配置レギュレータのフィードバック係数の導出について説明する。 
13 回 同一次元オブザーバについて説明する。 
14 回 オブザーバを利用したレギュレータの設計について説明する。 
15 回 問題演習を実施する。（可制御性、可観測性、極配置レギュレータ、同一次
元オブザーバの問題を取り上げる。） 

準備学習 1 回 シラバスをよく読み，講義目的，講義内容，達成目標を把握しておくこと。
教科書や参考図書などによって動的システムと状態方程式について調べておく
こと。 
2 回 動的システムと状態方程式について復習しておくこと。微分と積分の教科
書などによってテイラー展開について復習することで準備しておくこと。 
3 回 非線形システムの線形化について問題を解くことで復習しておくこと。教
科書や線形代数の教科書などによって，逆行列，行列式，ランク，固有値，固有
ベクトル，対角化，指数関数について調べておくこと。 
4 回 前回の講義で説明したことが計算できるように復習しておくこと。微分方
程式の教科書などによって線形常微分方程式について復習することで準備して
おくこと。 
5 回 状態方程式とそれの解について説明できるように復習しておくこと。自動
制御の教科書などによりラプラス変換について復習することで準備しておくこ
と。 
6 回 状態推移行列が計算できるように復習しておくこと。微分と積分の教科書



などにより指数関数と複素数について復習することで準備しておくこと。 
7 回 これまでの講義内容を復習しておくこと。 
8 回 これまでの講義内容と問題演習の問題を復習しておくこと。 
9 回 系の安定判別ができるように復習しておくこと。教科書の「第 4 章 4-1 可
制御性と可観測性」をよく読み予習しておくこと 
10 回 系の可制御性が判定できるように復習しておくこと。教科書の「第 4 章 4-
1 可制御性と可観測性」をよく読み予習しておくこと 
11 回 系の可観測性が判定できるように復習しておくこと。教科書「第 5 章 5-1」
をよく読み予習しておくこと。 
12 回 極配置レギュレータの仕組みが説明できるように復習しておくこと。教科
書「第 5 章 5-1」をよく読み予習しておくこと。 
13 回 極配置レギュレータのフィードバック係数が導出できるように復習してお
くこと。教科書「第 5 章 5-2」をよく読み予習しておく 
こと。 
14 回 同一次元オブザーバの仕組みが説明できるように復習しておくこと。教科
書「第 5 章 5-4」をよく読み予習しておくこと。 
15 回 第 10 回から第 14 回までの講義内容を復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTT5712 
成績評価 定期試験(80%)、 小テスト又はレポート(20%)⼒学、流体⼒学を理解する上で必

要不可欠な数学的道具である「ベクトル解析」の概念への理解、技術的習熟度を
評価する。60 点以上を合格とする。 

曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス TA(〜09),TB(〜09) 
見出し FTT5712 ベクトル解析(再) 
担当教員名 丸山 祐一 
単位数 2 
教科書 丸山祐一、喜多義範著・「理工系ベクトル解析」・共立出版 
アクティブラーニング  
キーワード 数学、ベクトル解析、微分・積分、⼒学 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 ベクトル解析(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない。 
授業形態 講義 
注意備考 「微分と積分」、「線形代数」、「微分方程式」を履修・受講しておくことが望まし

い。３分の２以上の出席が定期試験受験のための必要条件である。学生の理解度
に応じて、講義計画を若干変更することがあるので、準備学習の内容もそれに対
応させること。 

シラバスコード FTT5712 
実務経験のある教員  
達成目標 [A1]機械システム工学の専門知識を理解するために、微分・積分、線形代数、確

率・統計、微分方程式、ベクトル解析およびフーリエ解析の数学知識を修得する。
特に、ベクトル場・スカラー場の概念を理解し、それらの空間微分演算に習熟す
ること。 

受講者へのコメント  
連絡先 丸山研究室（５号館２階）オフィスアワー 水曜日 3-4 時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Vector Analysis 
関連科目 微分と積分、線形代数、微分方程式、物理学Ⅰ、Ⅱ、⼒学Ⅰ、Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 機械システム工学の基礎となる⼒学、流体⼒学を理解する上で必要不可欠な数学

的道具である「ベクトル解析」の技術と概念について、具体的な応用例を交えて
学ぶ。 



対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  ベクトルとは 

2 回  ベクトルの基本的な性質 
3 回  ベクトルの内積 
4 回  ベクトルの外積 
5 回  ベクトルの３重積 
6 回  ベクトル関数の微分演算 
7 回  微分演算の応用例 
8 回  ベクトル場とスカラー場 
9 回  スカラー場の勾配 
10 回  勾配の応用例 
11 回  ベクトル場の発散 
12 回  発散の応用例 
13 回  ベクトル場のローテーション 
14 回  ローテーションの応用例 
15 回  ベクトル場の線積分 

準備学習 1 回  教科書の第１章を読んでおくこと。 
2 回  教科書の第２章を読んでおくこと。 
3 回  教科書第２章の演習問題を解き、3.1 節から 3.4 節を読んでおくこと。 
4 回  教科書の 3.5 節から 3.8 節を読んでおくこと。 
5 回  教科書の 3.9 節を読み、第３章の演習問題を解いておくこと。 
6 回  教科書の 5.1 節と 5.2 節を読んでおくこと。 
7 回  教科書の 5.3 節を読んでおくこと。 
8 回  教科書第５章の演習問題を解き、7.1 節を読んでおくこと。 
9 回  教科書 7.2 節から 7.4 節を読んでおくこと。 
10 回  前回の講義ノートを良く見直しておくこと。 
11 回  教科書 7.6 節と 7.7 節を読んでおくこと。 
12 回  前回の講義ノートを良く見直しておくこと。 
13 回  教科書 7.9 節と 7.10 節を読んでおくこと。 
14 回  前回の講義ノートを良く見直し、教科書第７章の演習問題を解いておく
こと。 
15 回  教科書 9.1 節を読んでおくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTT9013 
成績評価 卒業論文(50％)と教員評価(50％)を集計して総合的に評価する。 

教員評価の項目は、プレゼンテーション 10％・調査計画 10％・技術習得 10％・
製作実行 10％・検討考察 10％である。 

曜日時限 集中その他 
対象クラス TA(〜09),TB(〜09) 
見出し FTT9013 卒業研究 
担当教員名 ⽥中 雅次、桑木 賢也、衣笠 哲也、新倉 正和、中井 賢治、吉⽥ 浩治、

金谷 輝 
単位数 8 
教科書 各研究室の指導教員から示される。 
アクティブラーニング  
キーワード 材料の構造と組織，弾性と塑性，エネルギーの形態と変換，層流と乱流，強制振

動，ロボットセンサー，機械設計，工作機械 
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 卒業研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 機械工学便覧ほか 
授業形態 実験実習 
注意備考 ◎卒業論文提出締切：１月３１日１７：００ 

（提出先：学科⻑、提出場所：学科会議室＠５号館１階） 
◎卒業研究発表会：２月１１日（祝日） 
（担当教員：３年次生までのチュータ） 

シラバスコード FTT9013 
実務経験のある教員  
達成目標 [A6] 創造工学プロジェクトおよび卒業研究を通じて、工学問題を発見し、自発

的に分析・解決する能⼒、および工学問題に対処する能⼒を養成するとともに、
卒業研究発表会によって口頭発表や討議のプレゼンテーション技術を修得する。 

受講者へのコメント  
連絡先 代表：学科⻑（副代表：卒業研究発表会担当教員） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Undergraduate Research 
関連科目 機械システム工学科のすべての科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 機械システム工学科の目指す学習・教育目標を達成し、機械システム技術者とな

るために、３年次までに修得してきた専門知識と専門技術を応用し、実際の工学



問題に対して柔軟に対処して解決する能⼒を養成するとともに、卒業研究発表会
によって口頭発表や討議のプレゼンテーション技法を修得することを目標とす
る。 

対象学年 4 年 
授業内容  
準備学習 高等機械システムコース（ＭＳコース）の卒業・修了判定、および機械コース（Ｍ

Ｅコース）・航空コース（ＡＳコース）の卒業判定は、４年間の成績一覧表および
卒業研究の申告・評価シートに基づいて、２月下旬、機械システム工学科の全教
員が出席する判定会議で行う。 
そのため、各系列で開催される卒業研究の中間発表会で卒業研究の成果を中間報
告するとともに、１月末に機械システム工学科へ卒業論文を必ず提出し、２月 11
日に開催される卒業研究の論文発表会で研究成果をまとめて口頭発表すること。 

 



年度 2012 
授業コード FTZ13E2 
成績評価 課題提出等の平常点(20%)と定期試験(80%)により評価する 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス ZA(工)(11〜11),ZB(工)(11〜11) 
見出し FTZ13E2 日本建築史 
担当教員名 江面 嗣⼈ 
単位数 2 
教科書 「日本建築史序説」太⽥博太郎著、「日本建築史図集」日本建築学会編 
アクティブラーニング  
キーワード 歴史的建造物、文化財、日本文化 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特になし 
科目名 日本建築史 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「日本の建築」太⽥博太郎著 

「古建築の細部意匠」近藤 豊著 
授業形態 講義 
注意備考 15 回の講義終了後に最終試験を行う 
シラバスコード FTZ13E2 
実務経験のある教員  
達成目標 古代から中世に至る建築の歴史について理解し、歴史的建造物の保護の体制につ

いて理解する。こられを通して、日本の建築文化を理解し、現代社会における日
本文化の役割について考える能⼒を育成する。 

受講者へのコメント 歴史という難解な科目にも関わらず、取り組もうとすること自体が評価できる。
ほとんどの授業で学生が真剣に聞いていることを確認できたが、毎回の課題につ
いてもそれぞれの学生が努⼒して提出し、学生の学ぼうとする意欲を感じること
のできた授業となり、学生の努⼒を評価したい。授業の中で教えてきた、物とし
て建築と精神としての文化や歴史が大きく関わっていることを中心に講義して
きたが、今後の建築、都市の創造についても、日本建築史で学んだ物事の考え方
を応用していってもらいたいと思う。 

連絡先 27 号館 5 階 504 号江面研究室、ezura@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 建築の歴史の授業であり、各時代の事象についての理解や記憶が求められ、また、
授業では日本建築と社会の関係に着目してその変化について主に講義を行った
ため、当時の社会や文化を理解する必要があり、学生にとってはかなり難解な要
素を持っていたと思われる。しかしながら、約６割（６０．４％）の学生が目標
を達成できた（だいたいできたを含む）と答え、８割以上（８３．４％）の学生
が授業に満足またはほぼ満足と答えており、毎時間課題を出してその提出を求め
たが、課題等にしっかりと取り組んだ学生も多くおり、多くの学生がこの分野に



関心が 
英文科目名 History of Japanese Architecture 
関連科目 ⻄洋建築史、近代建築史、建築概論と合わせて学ぶことが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 数⼈の学生から授業の進め方について、授業の進行が早いなどの意見があり、次

回以降の授業の参考としたい。 
講義目的 歴史学の意義及び研究方法をまず学び、日本の歴史的建造物の形式や特徴を中心

に日本建築の古代から近世までの歴史を学び、さらにその保護の制度と体制につ
いて学ぶ。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  歴史学及び歴史的建造物に関する概論とし、日本建築史に何を学ぶか、建

築史の現代的な役割について説明する。 
2 回  日本建築の形式と構造の特徴について学ぶ。 
3 回  古代建築史Ⅰとして、原始から古代への建築について学べ、特に神社建築
の形式について学ぶ。 
4 回  古代建築史Ⅱとして、奈良時代の仏教建築の伝来や発展を中心に学ぶ。 
5 回  古代建築史Ⅲとして、平安時代以降の仏教建築の発達や寝殿造の特徴等に
ついて学ぶ。 
6 回  中世建築史Ⅰとして、鎌倉時代の仏教建築の発達について学び、特に大仏
様や禅宗様の伝来と特徴について学ぶ。 
7 回  中世建築史Ⅱとして、大仏様、禅宗様、和洋の特徴について学ぶ。 
8 回  中世建築史Ⅲとして、和洋及び折衷様の特徴について学ぶ。 
9 回  中世建築Ⅳとして、中世仏教建築の構造と意匠の特徴について学べ、書院
造の発生や特徴について学ぶ。 
10 回  近世建築Ⅰとして、近世の社会的な変化と工匠組織、新たな建築の誕生と
して城郭建築について学ぶ。 
11 回  近世建築Ⅱとして、書院造の発達と普及について学び、住宅の発達や茶室
建築の発展について学ぶ。 
12 回  近世建築Ⅲとして、近世都市の発達と町家及び農家の発達について学ぶ。 
13 回  文化財建造物の保護制度と体制Ⅰとして、文化財保護法の内容について
学び、特に重要文化財建造物の指定等について学ぶ。 
14 回  文化財建造物の保護制度と体制Ⅱとして、登録有形文化財及び伝統的建
造物群保存地区の制度やその対象となっている歴史的建造物について学ぶ。 
15 回  文化財建造物の保護制度と体制Ⅲとして、選定保存技術の制度と運用に
ついて学び、日本の修理保存技術の特徴について学ぶ。 

準備学習 1 回  シラバスを良く確認し学習の過程を理解しておくこと。 
2 回  教科書の「日本建築の特質」について良く読み、図書館で歴史的建造物に
ついて調べておくこと。 
3 回  教科書の「中世」について良く読み、図書館でその時代の建物について調
べておくこと。 
4 回  教科書の「古代」について良く読み、図書館でその時代の建物について調
べておくこと。 
5 回  教科書の「古代」について良く読み、図書館でその時代の建物について調



べておくこと。 
6 回  教科書の「中世」について良く読み、図書館でその時代の建物について調
べておくこと。 
7 回  教科書の「中世」について良く読み、図書館でその時代の建物について調
べておくこと。 
8 回  教科書の「中世」について良く読み、図書館でその時代の建物について調
べておくこと。 
9 回  教科書の「中世」について良く読み、図書館でその時代の建物について調
べておくこと。 
10 回  教科書の「近世」について良く読み、図書館でその時代の建物について調
べておくこと。 
11 回  教科書の「近世」について良く読み、図書館でその時代の建物について調
べておくこと。 
12 回  教科書の「近世」について良く読み、図書館でその時代の建物について調
べておくこと。 
13 回  文化財保護法について、図書館等で調べておくこと。 
14 回  登録有形文化財の制度や伝統的建造物群保存地区の制度について図書館
で調べておくこと。 
15 回  選定保存技術について図書館で調べておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTZ15J2 
成績評価 各課題の点数の平均値を成績とする。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス ZA(工)(〜12),ZB(工)(〜12) 
見出し FTZ15J2 設計演習Ⅰ 
担当教員名 松下 大輔、弥⽥ 俊男、平山 文則、江面 嗣⼈、後藤 義明、宗本 順三 
単位数 3 
教科書 講義の際に配付する資料を用いる。 
アクティブラーニング  
キーワード 建築設計、製図、造形、図学、作品、表現、模型制作 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 設計演習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 建築とデザインのための図形科学（培風館） 
授業形態 演習 
注意備考 * 
シラバスコード FTZ15J2 
実務経験のある教員  
達成目標 建築設計に必要な製図技法、表現技法および空間理解能⼒を習得する。基本コミ

ュニケーション技能及びプレゼンテーション技能、初歩的な建築設計製図技能を
身につける。 

受講者へのコメント ある学生から、まわりの学生の私語が多く、演習に集中できないとの申し出があ
った。作業中の私語について配慮すること。 

連絡先 松下研究室（２７号館４階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 総合評価でほぼ８割の学生が目標を達成（できた、だいたいできた）していたの
は概ね良好な結果である。 

英文科目名 Atelier Practice of Architectural Design I 
関連科目 建築概論、住宅計画、建築計画 
次回に向けての改善変更予定 授業時間外の学習時間が０の学生が２割いた。課題の量を増加させることを検討

する。 
講義目的 製図基礎、造形基礎、図学基礎、建築製図、建築作品研究、建築作品表現の各課

題の演習を通して、基本的な建築形態と空間構成の学習を行うと共に、建築の製
図法やプレゼンテーションの基本技術を習得する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション製図基礎①：製図法の学習と製図練習を行う。見本図面

の模写により、製図道具の使い方から、線の引き方、文字や寸法の描き方などの



製図の基本能⼒を身につける。 
2 回 製図基礎②：製図法の学習と製図練習を行う。 
3 回 造形基礎①：形態と調和、形態の構成の学習と造形実習を行う。スチレンボ
ードを用いた建築模型作成の基本技術を習得する。製図室の清掃を行う。 
4 回 造形基礎②：形態と調和、形態の構成の学習と造形実習を行う。 
5 回 図学基礎①：スタイロフォームを用いた建築模型作成の基本技術を習得す
る。投影図（正投影図、軸測図、透視図）の概念を理解し、基本的な作図法を習
得する。 
6 回 図学基礎②：投影図（正投影図、軸測図、透視図）の概念を理解し、基本的
な作図法を習得する。 
7 回 建築製図①：平面図、立面図、断面図の概念を理解し、基本的な建築図面の
製図方法を習得する。サヴォア邸の立体構成、室配置、ゾーニング、各部の寸法
などを学ぶ。製図室の清掃を行う。 
8 回 建築製図②：平面図、立面図、断面図の概念を理解し、基本的な建築図面の
製図方法を習得する。 
9 回 建築製図③：サヴォア邸の立体構成、室配置、ゾーニング、各部の寸法など
を模写を通して学ぶ。 
10 回 建築製図④：サヴォア邸の立体構成、室配置、ゾーニング、各部の寸法な
どを模写を通して学ぶ。製図室の清掃を行う。 
11 回 建築作品の表現①：斜投影図及び軸測投影図の概念を理解し、基本的な建
築図面の製図方法を習得する。バルセロナ・パヴィリオンの立体構成、各部の寸
法、建築材料などを学ぶ。製図室の清掃を行う。 
12 回 建築作品の表現②：斜投影図及び軸測投影図の概念を理解し、基本的な建
築図面の製図方法を習得する。 
13 回 建築作品の表現③：模型の制作方法の学習と模型の制作を行う。バルセロ
ナ・パヴィリオンの模型の制作を通して、立体構成、各部の寸法などを学ぶ。製
図室の清掃を行う。 
14 回 建築作品の表現④：バルセロナ・パヴィリオンの模型の制作を通して、立
体構成、各部の寸法などを学ぶ。 
15 回 建築作品の表現⑤：手描き透視図の演習を行う。 

準備学習 1 回 製図道具を準備する。製図道具の使い方を把握しておく。 
2 回 配布された建築製図の資料を読んで理解する。 
3 回 配布された建築製図の資料を読んで理解する。締切までに成果物を提出す
る。 
4 回 配布された一点透視図に関する資料を読んで理解する。 
5 回 配布された二点透視図に関する資料を読んで理解する。締切までに成果物
を提出する。 
6 回 配布された二点透視図に関する資料を読んで理解する。 
7 回 配布された建築図面とサヴォア邸に関する資料を読み、また自ら関連資料
を調べて理解する。締切までに成果物を提出する。 
8 回 配布された建築図面とサヴォア邸に関する資料を読み、また自ら関連資料
を調べて理解する。 



9 回 配布された建築図面とサヴォア邸に関する資料を読み、また自ら関連資料
を調べて理解する。 
10 回 配布された投影法の資料、バルセロナ・パヴィリオンに関する資料を読み、
また自ら関連資料を調べて理解する。締切までに成果物を提出する。 
11 回 配布された投影法の資料、バルセロナ・パヴィリオンに関する資料を読み、
また自ら関連資料を調べて理解する。 
12 回 配布された投影法の資料、バルセロナ・パヴィリオンに関する資料を読み、
また自ら関連資料を調べて理解する。 
13 回 配布された投影法の資料、バルセロナ・パヴィリオンに関する資料を読み、
また自ら関連資料を調べて理解する。模型の制作方法について自ら調べておく。
締切までに成果物を提出する。 
14 回 配布された投影法の資料、バルセロナ・パヴィリオンに関する資料を読み、
また自ら関連資料を調べて理解する。模型の制作方法について自ら調べておく。 
15 回 透視図の描き方を復習しておく。 

 



年度 2012 
授業コード FTZ15K1 
成績評価 課題への取り組み姿勢、各課題の提出作品により行う 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス ZA(工)(〜11),ZB(工)(〜11) 
見出し FTZ15K1 設計演習Ⅱ 
担当教員名 後藤 義明、宗本 順三、松下 大輔、ジェフリー ポール ムーサス＊、弥⽥ 

俊男、 
単位数 3 
教科書 講義の際に配付する資料を用いる。 
アクティブラーニング  
キーワード 住宅計画、カフェ、製図、表現、プレゼンテーション 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 椅子に不満がある学生が一⼈いますが、製図用作業椅子ですので、あのような形

になっています。 
科目名 設計演習Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 飲食施設、住宅等に関する図書。 
授業形態 演習 
注意備考 計画を立てて、着実に作業を進めること。 
シラバスコード FTZ15K1 
実務経験のある教員  
達成目標 １）規模の小さい建物の基本計画を行える。２）製図等のプレゼンテーションと

模型作成の基本技術を習得する。 
受講者へのコメント 課題を満足させることが大変かもしれませんが、建築士受験にも必要です。もの

作りに興味を持って積極的に取り組み、楽しんで下さい。 
連絡先 後藤研究室（27 号館 5 階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 9 割が時間外にも学習（演習）してくれています。目標達成度も、半分以上達成
を含むと 9 割以上ですのではぼ満足しているものと思われます。目標に達成でき
なかった学生が 3 名います。断言できませんが授業に対して不満、無回答が 1 名
ずついますので重なっているかもしれません。 

英文科目名 Atelier Practice of Architectural Design II 
関連科目 設計演習Ⅰ、建築概論、住宅計画、建築計画 
次回に向けての改善変更予定 特にありません。 
講義目的 「キャンパスカフェ」と「住宅」の 2 つの課題を通して、小規模建築の空間構成

の基本的な方法を学ぶ。製図等のプレゼンテーション技法と模型作成技術を習得
する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 オリエンテーション、【課題 1】「キャンパスカフェ」 課題を説明する。 
敷地を調査する。敷地および周辺の模型を製作する。 
2 回 「キャンパスカフェ」必要諸室のボリュームスタディと設計条件を整理す
る。敷地利用計画の草案を批評する。 
3 回 「キャンパスカフェ」1/100 平面図による草案を批評する。並びに改善を指
示する。 
4 回 「キャンパスカフェ」最終草案を批評する。並びに改善を指示する。 
5 回 「キャンパスカフェ」計画案を承認する。図面を作成する。 
6 回 「キャンパスカフェ」1/100 模型を製作する。 
7 回 「キャンパスカフェ」講評会をする。評価後製図室の清掃・後片付けをする。 
8 回 【課題 2】「住宅」 課題説明および住宅の計画講義をする。敷地調査に代
えて仮想敷地の状況を説明する。自己実現内容を検討する。設計条件を決定する。 
9 回 「住宅」 敷地および周辺の模型を製作する。敷地利用計の草案を批評す
る。 
10 回 「住宅」 1/100 平面図による草案を批評する。並びに改善を指示する。 
11 回 「住宅」 最終草案を批評する。並びに改善を指示する。 
12 回 「住宅」 計画案を承認する。図面を作成する。 
13 回 「住宅」 模型を製作する 。 
14 回 「住宅」 講評会をする。評価後製図室の清掃・後片付けをする。 
15 回 建築模型写真の撮影方法の講義と演習を行う。カメラの操作、照明の配置、
構図などの写真撮影の基本知識の習得の他、印刷のための色合わせなど、デジタ
ルデータの出⼒方法までを学ぶ。 

準備学習 1 回 プレゼンテーション技法に関して文献等で学習すること。  
飲食施設等に関する文献や資料を調べること。 
2 回 敷地利用計画、ラフプランを検討し、草案を作成すること。 
3 回 検討模型によるボリュームスタディ等を行い、プラン案を 1/100 平面図に
まとめること。 
4 回 立面、平面、断面、意匠等の計画をし、最終草案を検討すること。 
5 回 最終草案を修正すること。プレゼンテーション用図面表現技法を研究する
こと。 
6 回 模型材料を検討し、模型の表現技法を研究すること。 
7 回 最終成果物の図面および模型等を完成すること。 
8 回 住宅に関する文献や資料を調べること。 
9 回 敷地利用計画、ラフプランを検討すし、草案を作成すること。 
10 回 検討模型によるボリュームスタディ等を行い、プラン案を平面図にまとめ
ること。 
11 回 立面、平面、断面、意匠等の計画をし、最終草案を検討すること。 
12 回 最終草案を修正すること。プレゼンテーション用図面表現技法を研究する
こと。 
13 回 模型材料を検討し、模型の表現技法を研究すること。 
14 回 最終成果物の図面および模型等を完成すること。 
15 回 デジタルカメラの操作及び写真の表現技法について調べること 。 



 



年度 2012 
授業コード FTZ23F2 
成績評価 定期試験(80%)と講義への取り組み姿勢、小課題等(20%)により評価する 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス ZA(工)(〜12),ZB(工)(〜12) 
見出し FTZ23F2 住宅計画 
担当教員名 後藤 義明 
単位数 2 
教科書 適宜プリント（資料）を配布する 
アクティブラーニング  
キーワード ユニバーサルデザイン ⼈間工学 住文化 集合 ⼾建て 生活 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 住宅計画 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 第２版コンパクト建築設計資料集成［住居] 丸善 
授業形態 講義 
注意備考 住宅は最も身近な建築物です。建築を学ぶ学生として、改めて、生活とその器で

ある住宅に対して興味を持って講義に臨んで下さい。 
シラバスコード FTZ23F2 
実務経験のある教員  
達成目標 住宅を設計する際に必要な基礎知識を習得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 後藤研究室 27 号館 5 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Housing Design 
関連科目 ハウジング、建築概論、設計演習Ⅱ、建築計画 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生活動作や様式を概説し、住要求の理解を深める。日本における住宅計画の変遷

をふまえ、⼾建独立住宅と集合住宅の住⼾と敷地利用の計画方法を講述する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ＜ガイダンス／誰と、どこで、どのように住む＞住宅づくりのキーワード、

パーソナルスペース、家族の変化、暮らしの変化、身体の変化、住宅のプランニ
ングに求められることを講義する。 
2 回 ＜しきたりを考える／文化と住宅の関係を知る＞ １．住文化 住まいの
原型・アジアの住宅・近年の住宅の変遷・食寝分離の意味 ２．寸法・モジュー
ル ⻩金比・モデュロール・和の寸法体系を講義する。 
3 回 ＜生活動作から空間を考える＞ １．生活のスペースを組み立てる ２．⼈



体の寸法を知る ⼈体の伝統的尺度 姿勢と占有空間・基本姿勢・動作寸法 ３．
空間寸法を知る 占有領域・動作空間・室空間の関係・動作空間を講義する。 
4 回 ＜生活空間の要求性能を見つける １＞ １．家に入る（敷地計画・門扉ま
わり・アプローチ・玄関）２．家の中を移動する（ホール・廊下・階段を講義す
る。） 
5 回 ＜生活空間の要求性能を見つける ２＞ ３．くつろぐ・食事する・調理す
る（リビング・ダイニング・キッチン）４．寝る（寝室・収納） ５．整容・入
浴する（洗面所・浴室）を講義する。 
6 回 ＜生活空間の要求性能を見つける ３＞ ６．排泄する（トイレ） ７．洗
濯する・家事する・勉強する （家事室・ランドリー） ８．その他を講義する。 
7 回 ＜住宅のユニバーサルデザインを考える＞ １．ユニバーサルデザインの
基礎知識 ２．日本のユニバーサルデザイン ３．住宅のユニバーサルデザイン 
４．住みづけられる住宅の性能を講義する。 
8 回 ＜身体障害を補完する設計を考える＞ １．障がいとは ２．建築で何がで
きるが ３．建築でどうすれば補完できるか ４．ケーススタディを講義する。 
9 回 ＜住宅の図面を見る・規制を知る＞ 住宅に関わる単体規定、集団規定を講
義する。 
10 回 ＜⼾建て住宅の計画に必要なことを知る＞１．設計の手順２．道路と玄関 
３．玄関まわり４．LDK５．インテリア計画の基本を講義する。 
11 回 ＜コミュニティと集合住宅の計画を知る １＞１．集合住宅の⻑所・短所 
２．集合住宅のタイプⅠ３．短所を克服するためのタイプⅡ 4．タイプごとの
特徴と設計例を講義する。 
12 回 ＜集合住宅の計画を知る ２＞１．SI の実例 楽隠居 ２．実施例からみ
た集合住宅の計画 ３．集合住宅のプラン分析演習を講義する。 
13 回 ＜住宅のインテリア（空間）を考える＞１．インテリアデザインとは ２．
空間を考える ３．窓に関することを講義する。 
14 回 ＜住宅設備と照明を考える＞１．住宅設備とは ２．設備図面 ３．給排
水・給湯 ４．衛生（トイレ・洗面）５．電気 ６.照明を講義する。 
15 回 ＜住宅を計画する＞住宅計画の実際について講義する。 

準備学習 1 回 住宅について関連する文献や資料を調べること。 
2 回 日本の住文化について文献で調べること。 
3 回 ⼈の寸法、住宅内の各部の寸法を調べること。 
4 回 玄関や門扉回りでの生活動作について調べること。 
5 回 食事や調理に関わる動作について調べること。 
6 回 排泄や家事に関わる動作について調べること。 
7 回 住宅や街の中にある不便さ、不便なところを調べること。 
8 回 住宅の中での日常生活で、障がいがある場合に不都合が生じる可能性を予
測すること。 
9 回 住宅に関わる法律について調べること。 
10 回 ⼾建て住宅の敷地計画について文献等で調べること。 
11 回 コミュニティについて文献等で調べること。 
12 回 集合住宅の類型について調べること。 



13 回 インテリアに計画について等で調べること。 
14 回 住宅設備について文献等で調べること。 
15 回 前 14 回分の講義の復習をしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTZ25E1 
成績評価 中間テスト・レポート・定期試験を総合的に評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス ZA(工)(〜12),ZB(工)(〜12) 
見出し FTZ25E1 情報リテラシー 
担当教員名 岩崎 彰典 
単位数 2 
教科書 使用しない。パソコン使用の実技が中心なので必要に応じて資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード インターネット 学生用 Web メール ワード エクセル 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報リテラシー 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用するソフトウェアの進歩は著しく、またほとんどの知識はインターネットを

通じて得ることができるので参考書は特に必要ありません。 
授業形態 実験実習 
注意備考 実技形式で行うため、出席が重要です。欠席・遅刻の場合、授業に追いつくのは

かなり困難です。レポート提出や中間テストはオンラインで行います。パソコン
上で処理するため、フォルダ名・ファイル名に不備があれば採点することができ
ませんので十分注意してください。定期試験はパソコンを使った実技試験とオン
ライン試験です。ＵＳＢメモリを購入しておくと便利です。岡山理科大学「OUS
コンテンツライブラリー」を使用する。 

シラバスコード FTZ25E1 
実務経験のある教員  
達成目標 １．インターネット・学生用 Web メールが活用できるようになること。 

２．ワードの基本的機能を理解し、レポート作成ができるようになること。 
３．エクセルの基本的機能を理解し、データ処理及びグラフ作成ができるように
なること。 
４．ワードの機能とエクセルの機能を組み合わせ、将来のレポート作成ができる
ようになること。 

受講者へのコメント  
連絡先 11 号館 5 階、電子メール:top@center.ous.ac.jp、電話：086-256-9773 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Information Literacy 
関連科目 後期の情報リテラシーⅡの履修が望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 大学での学習・研究はもとより、今や社会で生活するにもインターネットや計算
機による情報の収集、加工、発信は欠かせない。その原理と仕組みを理解し、技
法と倫理を学び、情報化社会を生きていくための最低限の知識を身につけること
を目的とする。大学での学習・研究はもとより、今や社会で生活するにもインタ
ーネットや計算機による情報の収集、加工、発信は欠かせない。その原理と仕組
みを理解し、技法と倫理を学び、情報化社会を生きていくための最低限の知識を
身につけることを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 メモ帳や学生用 Web メールを使えるようにする。 

オンラインでの受講登録をする。 
2 回 出席登録をする。 
メモ帳で一泊研修の感想の作文をする。 
3 回 Web を使った履修届けと学生用 Web メールの確認をする。 
メモ帳で一泊研修の感想の作文の続きをする。 
4 回 情報倫理とメールでのマナーを学習する。 
5 回 パソコンの仕組みの基礎知識。特にドライブ、フォルダ、ファイルの構造に
ついて学習する。 
6 回 ワードの基礎について学習する。 
7 回 ワードでの画像の取り扱いについて学習する。 
8 回 ワードでの数式処理と表作成について学習する。 
9 回 ワードで文書作成の総合演習をする。 
10 回 エクセル基礎の学習をする。 
11 回 エクセルを使ってグラフを作成する。 
12 回 エクセルの関数の使い方を学習する。 
13 回 エクセルの関数の応用として乱数のシミュレーションをする。 
14 回 エクセルの総合演習としてグラフを使ったレポート作成の演習をする。 
15 回 総合演習をする。 

準備学習 1 回 高校で学習した情報教科を復習してくること。 
メモ帳での作文のため一泊研修の感想を考えておくこと。 
2 回 パソコンへのログインや履修届けなどが確実にできること。 
3 回 学生用 Web メールの設定が正しいか確認しておくこと。 
4 回 「岡山理科大学情報倫理ガイドライン」と「岡山理科大学情報倫理要綱(学
生向)」を理解しておくこと。 
5 回 一泊研修の思い出の作文を仕上げておくこと。 
6 回 前回までの復習をしておくこと。 
7 回 ワードでの作文のため高校時代の思い出を考えておくこと。 
8 回 ワードで高校時代の思い出の作文作成を始めること。 
9 回 ワードで高校時代の思い出の作文を完成させておくこと。 
10 回 前回までの復習をしておくこと。 
11 回 前回までの復習をしておくこと。 
12 回 エクセルのレポートの作成のため、データ収集などを行っておくこと。 
13 回 エクセル及びワードを用いたレポート作成をしておくこと。 



14 回 エクセル及びワードを用いたレポートを完成させておくこと。 
15 回 今までの復習をしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTZ25E2 
成績評価 レポート（２０％）、中間試験（３０％）、定期試験（５０％）により成績を評価

する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス ZA(工)(〜12),ZB(工)(〜12) 
見出し FTZ25E2 解析学Ⅱ 
担当教員名 竹内 渉 
単位数 2 
教科書 計算⼒をつける微分積分／神永正博・藤⽥育嗣／内⽥老鶴圃 
アクティブラーニング  
キーワード ２変数関数、偏微分、２重積分、２変数変換、平面極座標変換 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 1 名の学生は進行速度が速いと指摘しているが、この講義では時間的な余裕があ

り、ゆっくり講義したので、速いと思うなら個⼈的に質問なりしてもらえば良か
った。また、1 名の学生はこの講義に対して良かったとの意見があったので、こ
の学生にとっては進行速度も良かったと思われる。数学系科目、特に解析学にお
いて学生一⼈一⼈にかなりの学⼒差があるため、各⼈に満足してもらえる講義を
行うことはなかなか容易ではない。 

科目名 解析学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 講義 
注意備考 解析学Ｉの授業内容を復習することを望む。 
シラバスコード FTZ25E2 
実務経験のある教員  
達成目標 ２変数関数の偏微分と２重積分を計算できること。 
受講者へのコメント 解析学 II は選択科目であるため、欠席回数が多い、また授業中に居眠りしている

といった授業に取組む意識の希薄な学生がいた。このような学習態度では講義内
容を理解できる訳がない。もっと真面目に受講する必要がある。 解析学 I の単
位を修得していない学生は受講しても無駄であると注意したにも拘らず、数名が
受講しており、これらの学生にとっては当然講義内容は理解できない。 解析学 I
で学習した微分や積分を理解できている学生とできていない学生の違いがはっ
きりしていた。 

連絡先 竹内研究室 １学舎３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 複数回のレポート提出を実施したので、授業時間外の課題に取り組んだ項目にお
いて、8 割近くの学生が回答したのに、授業時間外に全くしなかったや 30 分程
度の学生が、それぞれ 2 割程度と不整合な回答をしていることは奇妙である。こ
のような学生には、予習や復習をしっかりしなければ講義の内容は理解できない



ことは当然である。 
英文科目名 Calculus II 
関連科目 「解析学Ｉ」と「代数学Ｉ」を履修していることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 理解しやすいように、説明にもう少し工夫を加えてもらえばよいとの意見が数名

からあったので、今後注意して講義するが、解析学 I で学習した微分や積分を理
解できている学生とできていない学生の違いがはっきりしていたので、どこに照
準を合わせて講義するかは難しい。 

講義目的 ２変数関数の偏微分と２重積分について述べる。２重積分の応用例として、体積
や表面積の求め方について解説する。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 偏微分における２変数関数と偏導関数について説明する。 

2 回 偏微分における合成関数の微分法について解説する。 
3 回 偏微分における陰関数の導関数と高次偏導関数について説明する。 
4 回 偏微分におけるテイラー展開について解説する。 
5 回 偏微分における極値について説明する。 
6 回 偏微分に関する章末問題の解法について説明する。 
7 回 中間試験および試験終了後に出題内容について解説する。 
8 回 ２変数の積分について説明する。 
9 回 ２重積分における⻑方形領域上の積分について解説する。 
10 回 ２重積分における縦（横）線形領域上の積分について説明する。 
11 回 ２重積分における２変数変換の積分について解説する。 
12 回 ２重積分における平面極座標変換の積分について説明する。 
13 回 ２重積分の応用として、体積の求め方について解説する。 
14 回 ２重積分の応用の応用として、表面積の求め方について解説する。 
15 回 ２重積分に関する章末問題の解法について説明する。 

準備学習 1 回 解析学 Ⅰ で学習した１変数の微分について復習しておくこと。 
2 回 偏導関数について復習しておくこと。 
3 回 偏導関数と合成関数の微分法について復習しておくこと。 
4 回 偏導関数、高次偏導関数および解析学 Ⅰ で学習した１変数のテイラー展
開を復習しておくこと。 
5 回 偏微分のテイラー展開について復習しておくこと。 
6 回 第１回から５回までの授業内容を復習しておくこと。 
7 回 第１回から６回までの授業内容をよく理解し、問題を解法しておくこと。 
8 回 解析学 Ⅰ で学習した１変数の積分について復習しておくこと。 
9 回 ２変数の積分について復習しておくこと。 
10 回 ⻑方形領域上の積分について復習しておくこと。 
11 回 解析学 Ⅰ で学習した１変数の置換積分法について復習しておくこと。 
12 回 解析学 Ⅰ で学習した三角関数について復習しておくこと。 
13 回 ２重積分における平面極座標変換の積分について復習しておくこと。 
14 回 ２重積分における平面極座標変換の積分について復習しておくこと。 
15 回 第８回から１４回までの授業内容を復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTZ25F2 
成績評価 ・出席、授業態度（得点配分 50%)・課題の評価（得点配分 小住宅 20%、商業

空間 30%)・全小テストの合格、全課題の提出を必須条件とする 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス ZA(工)(〜11),ZB(工)(〜11) 
見出し FTZ25F2 ＣＡＤ／ＣＧ演習Ⅱ 
担当教員名 松下 大輔、高原 健一郎＊ 
単位数 2 
教科書 ・『CAD リテラシー演習 -Vectorworks Design Drill-』／ 

高原健一郎・新庄宗昭／エーアンドエー 
・授業時に配布する資料 

アクティブラーニング  
キーワード 建築設計、製図、造形、図学、作品、表現、模型制作 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 ＣＡＤ／ＣＧ演習Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ・VectorWorks 関連書籍・CAD/CG 一般に関する書籍 
授業形態 演習 
注意備考 ・Windows の基本操作についての知識とスキルを有していることを前提として

授業を進める。・「CAD/CG 演習 I」を履修しておくことが望ましい。・データの
保管と資料配付用に USB メモリを使うので、毎回持参すること。・データや USB
メモリを紛失することがないよう、管理には十二分は配慮を行うこと。・教科書
に基づいた４〜５回の小テストを行う。（小テストにすべて合格することも単位
認定の条件とする。）・授業時間外の学習を十二分に行うこと。・授業時間外の学
習には、学内の設備、VectorWorks 単年度学生版を利用す 

シラバスコード FTZ25F2 
実務経験のある教員  
達成目標 ・設計プロセス、建築計画における CAD/CG の応用法の理解とスキル修得・

CAD/CG を用いて、設計演習の成果物のシミュレーションおよびプレゼンテー
ションの方法を修得 

受講者へのコメント ３・４回の欠席が約３割にのぼるため、出席率を向上させることを期待する。授
業時間外の学習についても、ＰＣ環境があれば無料のソフトウェアが使用できる
ので、積極的に行って欲しい。 

連絡先 ２７号館４階 松下 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業満足度は、満足 68.4％、ほぼ満足 31.6％となっており、良好な結果であっ
た。 



英文科目名 Practice on CAD and CG II 
関連科目 CAD/CG 演習 I、設計演習Ⅰ、設計演習Ⅱ、設計演習Ⅲ、設計演習Ⅴ、特別研究 
次回に向けての改善変更予定 業界のスタンダードとして知られるＣＡＤソフトに変更し、卒業後に求められる

スキルの向上に特化した演習を行う。 
講義目的 CAD/CG を効率よく、かつ、有効に用いた図面や CG の作成方法を、設計課題

を CAD や CG を主体に用いて計画することを通して修得する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 基本操作演習・１：作図の基礎（教科書第１、２章） 

2 回 基本操作演習・１：作図の基礎（教科書第１、２章） 
3 回 小テストと基本操作演習・２：効率的な作図（教科書第３章） 
4 回 小テストと基本操作演習・３：3D モデリング（教科書第４章） 
5 回 小テストと基本操作演習・３：3D モデリング（教科書高等ドリル） 
6 回 住宅の設計-1 
7 回 小住宅の設計-2 
8 回 小規模な住空間の設計−１（2D の作成） 
9 回 小規模な住空間の設計−２（2D の完成） 
10 回 小規模な住空間の設計−３（3D の作成） 
11 回 小規模な商業空間の設計−１（平面図の入⼒） 
12 回 小規模な商業空間の設計−２（３D データの作成） 
13 回 小規模な商業空間の設計−３（レンダリング） 
14 回 小規模な商業空間の設計−４（プレゼンテーションシートの作成） 
15 回 小規模な商業空間の設計−６（最終的な仕上げと提出、講評） 

準備学習 1 回 教科書全体に目を通すこと、とくに「準備」の１〜３を熟読しておくこと。
USB メモリの用意 
3 回 教科書第１、２章で学習した基本的な作図スキルを十分に復習し、完璧に身
につけておくこと 
4 回 教科書第３章までで学習した内容を十分に復習し、完璧に身につけておく
こと 
5 回 教科書第４章までで学習した内容を十分に復習し、高等ドリルを自習して
おくこと。 
6 回 教科書で学習した内容を十分に復習しておくこと。 
7 回 前回までの作業を完了させておくこと 
8 回 前回までの作業を完了させておくこと 
9 回 前回までの作業を完了させておくこと 
10 回 前回までの作業を完了させておくこと 
11 回 寸法を入れた図面を用意しておくこと 
12 回 前回までの作業を完了させておくこと 
13 回 前回までの作業を完了させておくこと 
14 回 前回までの作業を完了させておくこと 
15 回 ここまでに作成したデータ内容の確認と必要に応じた修正を行っておくこ
と 

 



年度 2012 
授業コード FTZ27F1 
成績評価 課題レポート（２０％）と定期試験（８０％）により成績を評価する。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス ZA(工)(〜12),ZB(工)(〜12) 
見出し FTZ27F1 物理学Ⅰ 
担当教員名 竹内 渉 
単位数 2 
教科書 はじめて学ぶ物理学／阿部龍蔵／ サイエンス社 
アクティブラーニング  
キーワード 速度、加速度、⼒、運動の法則、仕事、エネルギー、相対運動、ローレンツ変換 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 高校で物理を履修と未履修の学生が混在して受講しているため、どこに照準を合

わせて講義するかはなかなか難しいが、出来るだけ物理現象の実用例を挙げて講
義を理解し易く工夫する予定である。もし分かりにくければ、講義後に遠慮なし
に質問して貰えばよい。 

科目名 物理学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 講義 
注意備考 高校で学習した数学の基本的な内容を復習することを望む。 
シラバスコード FTZ27F1 
実務経験のある教員  
達成目標 相対性理論を含めた⼒学の基礎的な知識を理解すること。 
受講者へのコメント テキストやノートを準備せずに受講している学生や、受講する以前から学習する

意欲に欠けている（具体的には欠席や遅刻が多い、または講義中に顔を下に向け
たままの）学生もおり、このような学生は授業に対する心構えを考え直さなけれ
ばならない。特に、講義室の後方で受講している学生はこれらのことが顕著であ
る。物理学や数学では前の講義内容を理解していなければ、次の講義内容が理解
できないことを認識するべきである。 

連絡先 竹内研究室 １学舎３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 もう少し工夫して説明して欲しいとの意見が目立った。高校で物理を履修と未履
修の学生が混在して受講しているため、どの程度の内容で講義するかが悩むとこ
ろである。使用している講義室の⿊板が小さいので、板書が見えにくく、また板
書を早く消して新たに次の内容を板書する可能性はあったと想定されるが、取り
敢えずは前の方の席で受講することを心掛けて欲しい。また、もう少し平易なテ
キストを使用して欲しいという評価が目立ったが、中学校教諭一種技術と高等学
校教諭一種工業の教員免許取得のために必要な科目として、物理学 I は使用テキ
ストや 



英文科目名 Physics I 
関連科目 「解析学 I」と「代数学 I」を受講していることが望ましい。 

本科目に引き続き、「物理学 II」と「⼒学」を履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 出来るだけ物理現象の実用例を挙げ、講義を理解し易く工夫して講義する予定で

ある。 
講義目的 日常生活で関わりがある点を強調しながら、できるだけ微分・積分を使わずに、

高校での物理未履修者にもわかる内容で、相対性理論を含めた⼒学について述べ
る。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 物理量、質量、⻑さおよび時間について説明する。 

2 回 運動の表し方としての速度について解説する。 
3 回 運動の表し方としての加速度について説明する。 
4 回 運動と⼒における⼒について解説する。 
5 回 運動と⼒における運動の法則について説明する。 
6 回 運動と⼒における重⼒場での運動について解説する。 
7 回 運動と⼒における円運動について説明する。 
8 回 仕事とエネルギーにおける仕事と仕事率について解説する。 
9 回 仕事とエネルギーにおける位置エネルギーと運動エネルギーについて説明
する。 
10 回 仕事とエネルギーにおける⼒学的エネルギーについて解説する。 
11 回 仕事とエネルギーにおける各種のエネルギーについて説明する。 
12 回 相対性理論における相対運動について解説する。 
13 回 相対性理論におけるローレンツ変換について説明する。 
14 回 相対性理論におけるローレンツ変換の性質について解説する。 
15 回 相対性理論における質量とエネルギーについて説明する。 

準備学習 1 回 日常生活における⻑さや時間では、どのような単位が用いられているかを
事前に考えておくこと。また、高校で物理を履修していたら、使用した物理のテ
キストで第１回講義内容の該当箇所を読み、理解しておくこと。 
2 回 物理量、質量、⻑さおよび時間について復習しておくこと。高校で物理を履
修していたら、使用した物理のテキストで第２回講義内容の該当箇所を読み、理
解しておくこと。 
3 回 速度について復習しておくこと。 
4 回 加速度について復習しておくこと。また、高校で物理を履修していたら、使
用した物理のテキストで第４回講義内容の該当箇所を読み、理解しておくこと。 
5 回 ⼒について復習しておくこと。 
6 回 速度、加速度および⼒について復習しておくこと。 
7 回 速度、加速度および⼒について復習しておくこと。 
8 回 質量、⻑さ、時間の単位および⼒について復習しておくこと。 
9 回 仕事について復習しておくこと。 
10 回 位置エネルギーと運動エネルギーについて復習しておくこと。 
11 回 日常生活におけるエネルギーの種類を事前に調べておくこと。 
12 回 速度、加速度および運動の法則について復習しておくこと。 



13 回 相対運動（ガリレイ変換）について復習しておくこと。 
14 回 ローレンツ変換について復習しておくこと。 
15 回 ローレンツ変換について復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTZ27G1 
成績評価 聴講態度 ５０％、期末試験 ５０％。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス ZA(工)(〜11),ZB(工)(〜11) 
見出し FTZ27G1 測量学 
担当教員名 高木 宣徳＊ 
単位数 2 
教科書 図説 建築測量 （産業図書） 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特になし。 
科目名 測量学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 自作プリントを用いて解説 
授業形態 講義 
注意備考 電卓を必ず持参すること。雨天時は、教室で実施する。 
シラバスコード FTZ27G1 
実務経験のある教員  
達成目標 建築の測量に関わる計算、実習測量機器の操作と特徴を理解すること。 
受講者へのコメント 測量機器の操作などの実習の部分もあるので、欠席すると理解できなくなる場合

がある。欠席しないようにお願いしたい。 
連絡先 岡山理科大学専門学校 建築学科 y_takaki@risen.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし。 
英文科目名 Measurement 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 学生から積極的に質問を受けられるような、授業を心がけたい。 
講義目的 建築測量の概要を理解し、建築工事で用いる主な測量機器の使用方法と、その特

徴を理解する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 建築測量の概要、標尺の読み方 （教室で実施） 

2 回 レベル野帳の記入方法（器高式） （教室で実施） 
3 回 レベル野帳の記入方法（昇降式） （教室で実施） 
4 回 屋外実習 レベルの据え付け方、視差の消去方法（２７号館前、芝生広場で
実施） 
5 回 屋外実習 レベル測量（２７号館前、芝生広場で実施） 
6 回 屋外実習 レベル測量（２７号館前、芝生広場で実施） 



7 回 屋外実習 トランシット測量（据え付け方、角度の測量）（２７号館前、芝
生広場で実施） 
8 回 屋外実習 トランシット測量（角度の測量）（２７号館前、芝生広場で実施） 
9 回 屋外実習 トランシット測量（鉛直の測量）（２７号館前、芝生広場で実施） 
10 回 屋外実習 平板測量（据え付け方、放射法）（２７号館前、芝生広場で実
施） 
11 回 屋外実習 平板測量（据え付け方、導線法）（２７号館前、芝生広場で実
施） 
12 回 屋外実習 平板測量（導線法）（２７号館前、芝生広場で実施） 
13 回 距離測量、面積計算（ヘロンの公式）、平板測量の解説 （教室で実施） 
14 回 レベル、トランシットの解説 （教室で実施） 
15 回 問題演習、まとめ （教室で実施） 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと 
2 回 前回の内容を復習しておくこと 
3 回 前回の内容を復習しておくこと 
4 回 前回の内容を復習しておくこと 
5 回 前回の内容を復習しておくこと 
6 回 前回の内容を復習しておくこと 
7 回 前回の内容を復習しておくこと 
8 回 前回の内容を復習しておくこと 
9 回 前回の内容を復習しておくこと 
10 回 前回の内容を復習しておくこと 
11 回 前回の内容を復習しておくこと 
12 回 前回の内容を復習しておくこと 
13 回 前回の内容を復習しておくこと 
14 回 レベル野帳の記入方法を復習しておくこと 
15 回 レベル野帳の記入方法を復習しておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FTZ27H2 
成績評価 課題レポート（２０％）と定期試験（８０％）により成績を評価する。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス ZA(工)(〜12),ZB(工)(〜12) 
見出し FTZ27H2 物理学Ⅱ 
担当教員名 竹内 渉 
単位数 2 
教科書 はじめて学ぶ物理学／阿部龍蔵／ サイエンス社 
アクティブラーニング  
キーワード 温度、熱⼒学第１法則、熱⼒学第２法則、エントロピー、光、電気、磁気、電子、

原子、分子 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 板書した数式で累乗の大きさが見えにくかったとの意見があったが、前方の席は

ガラ空きであったので、後方の席ではなく前方の席に座っていれば見えたはずで
ある。このことを指摘した学生は今後の講義では、前方に座って受講するべきで
ある。 

科目名 物理学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 講義 
注意備考 解析学 Ⅰ で学習した数学の基本的な内容を復習することを望む。また、物理学 

Ⅰ を履修していることを前提に講義する。 
シラバスコード FTZ27H2 
実務経験のある教員  
達成目標 温度と熱、電気と電子・磁気、光、原子・分子の基礎的な知識を理解すること。 
受講者へのコメント 物理学 II は選択科目であるため、欠席回数が多く授業に取組む意識の希薄な学

生がいた。このような学習態度では講義内容を理解できる訳がない。もっと真面
目に受講する必要がある。 

連絡先 竹内研究室 １学舎３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 レポート提出を課しているにも拘らず、授業時間外の学習を全くしなかった学生
が 5 割程度いたことはこの講義を受講する心構えができていない。従って、当
然講義を理解できる可能性は低くなる。 

英文科目名 Physics II 
関連科目 「解析学 I」と「物理学 Ⅰ」を履修していることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 学生が予習や復習を通して授業へ積極的に取り組むために、レポートの提出回数

を増やしたり、事前に調査項目を宿題として課す予定である。 
講義目的 日常生活で関わりがある点を強調しながら、できるだけ微分・積分を使わずに、



高校での物理未履修者にもわかる内容で、温度と熱、光、電気と電子・磁気、原
子・分子について述べる。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 温度と熱における温度と状態方程式について説明する。 

2 回 温度と熱における熱⼒学第１法則について解説する。 
3 回 温度と熱における理想気体の性質について説明する。 
4 回 温度と熱における熱⼒学第２法則について解説する。 
5 回 温度と熱におけるエントロピーについて説明する。 
6 回 光における反射・屈折、干渉および分散について解説する。 
7 回 光における電磁波と熱放射について説明する。 
8 回 電気と磁気における静電気とクーロンの法則について説明する。 
9 回 電気と磁気における電場と電位について解説する。 
10 回 電気と磁気における電流について説明する。 
11 回 電気と電子における半導体と集積回路について解説する。 
12 回 電気と電子における増幅と発振について説明する。 
13 回 原子・分子における分子と結晶構造について解説する。 
14 回 原子・分子における原子と電子について説明する。 
15 回 原子・分子における原子の出す光について解説する。 

準備学習 1 回 氷、水、水蒸気の温度は通常どのように表されているかを事前に考えておく
こと。また、高校で物理を履修していたら、使用した物理のテキストで第１回講
義内容の該当箇所を読み、理解しておくこと。 
2 回 熱について復習しておくこと。 
3 回 熱⼒学第１法則について復習しておくこと。 
4 回 日常生活における熱の特徴について事前に考えておくこと。 
5 回 熱⼒学第２法則について復習しておくこと。 
6 回 日常生活における光の特徴について事前に考えておくこと。 
7 回 物理学 Ⅰ で学習した光エネルギーについて復習しておくこと。 
8 回 摩擦電気はどのような場合に発生するかを事前に考えておくこと。また、高
校で物理を履修していたら、使用した物理のテキストで第８回講義内容の該当箇
所を読み、理解しておくこと。 
9 回 クーロンの法則について復習しておくこと。 
10 回 電位について復習しておくこと。また、家庭での電気について事前に考え
ておくこと。 
11 回 導体、半導体および絶縁体の特徴について事前に調べておくこと。 
12 回 半導体と集積回路について復習しておくこと。 
13 回 高校で学習した元素の周期律表について復習しておくこと。 
14 回 クーロンの法則と物理学 Ⅰ で学習した相対性理論について復習しておく
こと。 
15 回 電子について復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTZ31H1 
成績評価 ・出席と授業態度（得点配分 80%) 

・数回のチェックテスト（得点配分 20%） 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス ZA(工)(〜11),ZB(工)(〜11) 
見出し FTZ31H1 ＣＡＤ／ＣＧ演習Ⅰ 
担当教員名 松下 大輔、高原 健一郎＊ 
単位数 2 
教科書 書名：やさしく学ぶ Jw_cad7 

著者名： ObraClub 
発行：エクスナレッジ 

アクティブラーニング  
キーワード コンピューターグラフィックス、プレゼンテーション、デザイン、設計、製図 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 ＣＡＤ／ＣＧ演習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ・VectorWorks 関連書籍・CAD/CG 一般に関する書籍 
授業形態 演習 
注意備考 ・資料配付、データ保管に USB メモリを使うので、各自準備すること（初回に

説明する）。・教科書演習中、毎回、小テストを行う。これらすべてのテストに合
格することも単位認定の条件とする。・宿題は、学内の PC を利用するほか、
JW_CAD は無償で入手できるので、PC を所有している⼈はぜひインストールし
て、自宅にも学習環境をつくることを望む。 

シラバスコード FTZ31H1 
実務経験のある教員  
達成目標 JW_CAD を用いた 2D 製図スキルの習得ンテーションの方法を修得 
受講者へのコメント  
連絡先 27 号館 4 階 松下 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Practice on CAD and CG I 
関連科目 設計演習Ⅰ、設計演習Ⅱ、設計演習Ⅲ、設計演習Ⅳ、設計演習Ⅴ、特別研究 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 現在の設計業務において必須とされる CAD での基本的な製図スキルを修得す

る。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション（教室と PC の使い方の説明、授業の概要説明、JW_CAD



の紹介と起動方法などの説明） 
2 回 基本操作演習（教科書にもとづいて） 
3 回 小テストと基本操作演習（教科書にもとづいて） 
4 回 小テストと基本操作演習（教科書にもとづいて） 
5 回 小テストと基本操作演習（教科書にもとづいて） 
6 回 小テストと基本操作演習（教科書にもとづいて） 
7 回 小テストと基本操作演習（教科書にもとづいて） 
8 回 小テストと基本操作演習（教科書にもとづいて） 
9 回 小テストと小規模施設の入⼒ 
10 回 小規模施設の入⼒（完成・提出） 
11 回 中規模施設の入⼒（平面図） 
12 回 中規模施設の入⼒（平面図） 
13 回 中規模施設の入⼒（立面図） 
14 回 中規模施設の入⼒（完了・提出） 
15 回 総復習・質疑応答 

準備学習 1 回 Windows の基本的操作（起動、終了、ファイル操作などの学習）やタッチ
タイピングの練習 
2 回 前回までに学んだ箇所を復習し、完璧に身につけておくこと 
3 回 前回までに学んだ箇所を復習し、完璧に身につけておくこと 
4 回 前回までに学んだ箇所を復習し、完璧に身につけておくこと 
5 回 前回までに学んだ箇所を復習し、完璧に身につけておくこと 
6 回 前回までに学んだ箇所を復習し、完璧に身につけておくこと 
7 回 前回までに学んだ箇所を復習し、完璧に身につけておくこと 
8 回 前回までに学んだ箇所を復習し、完璧に身につけておくこと 
9 回 教科書で学んだスキルを完璧に身につけておくこと。配布した参考図面に
寸法を入れておくこと 
10 回 小規模施設の平面図の入⼒を完了させておくこと 
11 回 参考図面に寸法を入れておくこと 
12 回 中規模施設の平面図の入⼒を進めておくこと 
13 回 中規模施設の平面図の入⼒を完了させておくこと 
14 回 中規模施設の入⼒を、今回、提出できる状態にまで仕上げておくこと 
15 回 ここまでに学んだ内容を十分に理解しておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FTZ33E2 
成績評価 レポート（２０％）、定期試験（８０％）により成績を評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス ZA(工)(〜12),ZB(工)(〜12) 
見出し FTZ33E2 ⼒学 
担当教員名 竹内 渉 
単位数 2 
教科書 物理学の基礎［１］⼒学／Ｄ．ハリディ 他著・野崎光昭 監訳／培風館 
アクティブラーニング  
キーワード ベクトル、速度、加速度、Newton の法則、並進運動、⼒、運動エネルギー、仕

事 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 なし。 
科目名 ⼒学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 講義 
注意備考 なし 
シラバスコード FTZ33E2 
実務経験のある教員  
達成目標 質点の⼒学の簡単な問題が解けること。 
受講者へのコメント ⼒学は選択科目であるため、欠席回数が多い、また授業中に居眠りしているとい

った授業に取組む意識の希薄な学生がいた。何回も私語を注意した学生がいた。
このような学習態度では講義内容を理解できる訳がない。もっと真面目に受講す
る必要がある。 

連絡先 竹内研究室 １学舎３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 レポート提出を課しているにも拘らず、4 割程度の学生が授業時間外の学習を全
くしなかった回答しており、予習や復習が不足している。 

英文科目名 Mechanics 
関連科目 「解析学 I」と 「物理学 I」を履修していることが望ましい。 

「代数学 II」を同時に受講することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 学生が予習や復習を通して授業へ積極的に取り組むために、レポートの提出回数

を増やしたり、事前に調査項目を宿題として課す予定である。 
講義目的 ⼒学は物理学の出発点であり、最も広い範囲で応用される基本的法則を含んでい

る。我々の日常生活で体験する現象をほぼ正しく記述する法則を学ぶ科目であ
る。本講義では、特に大きさのない１つの質点の運動現象について取り扱う。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回 直線運動における速度について説明する。 
2 回 直線運動における加速度について解説する。 
3 回 ベクトルの加法と単位ベクトルについて説明する。 
4 回 ベクトルの乗法、すなわちベクトルのスカラー積とベクトル積について解
説する。 
5 回 ２次元と３次元の運動における速度と加速度について説明する。 
6 回 ２次元と３次元の運動における放物運動について解説する。 
7 回 ２次元と３次元の運動における等速円運動と相対運動について説明する。 
8 回 ⼒と運動における Newton の第１法則と Newton の第２法則について解説
する。 
9 回 ⼒と運動におけるいろいろな⼒と Newton の第３法則について説明する。 
10 回 ⼒と運動における Newton の法則の応用問題の解法について説明する。 
11 回 ⼒と運動における摩擦について説明する。 
12 回 ⼒と運動における抵抗⼒と終端速度について解説する。 
13 回 運動エネルギーと仕事における仕事と運動エネルギーの定理について説明
する。 
14 回 運動エネルギーと仕事における重⼒による仕事について解説する。 
15 回 運動エネルギーと仕事におけるばねの⼒がする仕事について説明する。 

準備学習 1 回 解析学 I で学習した微分について復習しておくこと。 
2 回 速度と解析学 I で学習した積分について復習しておくこと。 
3 回 解析学 I で学習した三角関数について復習しておくこと。 
4 回 ベクトルの加法と単位ベクトルについて復習しておくこと。 
5 回 微分、三角関数、ベクトル、速度および加速度について復習しておくこと。 
6 回 三角関数、ベクトル、速度および加速度について復習しておくこと。 
7 回 三角関数、ベクトル、速度および加速度について復習しておくこと。 
8 回 三角関数とベクトルについて復習しておくこと。 
9 回 ベクトル、Newton の第１法則および Newton の第２法則について復習し
ておくこと。 
10 回 三角関数、ベクトルおよび Newton の法則について復習しておくこと。 
11 回 三角関数、ベクトルおよび Newton の法則について復習しておくこと。 
12 回 ベクトルと Newton の法則について復習しておくこと。 
13 回 ベクトルと Newton の法則について復習しておくこと。 
14 回 仕事ー運動エネルギーの定理について復習しておくこと。 
15 回 仕事ー運動エネルギーの定理について復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTZ33F2 
成績評価 定期試験（80%）と講義への取り組み姿勢、小課題等(20%)により評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス ZA(工)(〜11),ZB(工)(〜11) 
見出し FTZ33F2 ハウジング 
担当教員名 後藤 義明、緒方 清隆、三澤 文子＊、弥⽥ 俊男 
単位数 2 
教科書 適宜プリント（資料）を配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 工業化住宅 地域住宅産業 リノベーション 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 ハウジング 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義の中で適宜紹介する 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTZ33F2 
実務経験のある教員  
達成目標 ・住宅を供給するシステム、住宅および住宅関連産業の事業、再生・修復などの

基礎知識を習得する。・良好な住宅や住宅地を実現するシステム・工法などを認
識する。 

受講者へのコメント  
連絡先 緒方研究室（27 号館５階）後藤研究室（27 号館５階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Theory of Housing 
関連科目 住宅計画、建築計画 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 住宅の需給構造をはじめ、個々の住宅を供給する工務店や住宅メーカーの設計・

施工システムから、集団的に住宅を供給する地域開発事業までを講述する。また、
住宅生産システムや、住宅の修復・再生の必要性とその工法などについても講述
する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 【（担当・後藤）】オリエンテーション。 

2 回 【（担当・後藤）】工業化による住宅生産（１）工法を講義する。 
3 回 【（担当・後藤）】工業化による住宅生産（２）住宅メーカーを講義する。 
4 回 【（担当・後藤）】住宅関連産業（１）住宅設備の生産・供給を講義する。 



5 回 【（担当・後藤）】住宅関連産業（２）住宅建材の生産・供給を講義する。 
6 回 【（担当・後藤）】高齢居住関連住宅の生産・供給を講義する。 
7 回 【（担当・後藤）】リフォーム・リノベーションの内容・手法を講義する。 
8 回 【（担当・緒方）】１．住宅政策と住宅市場を講義する。 
9 回 【（担当・緒方）】２．公的住宅施策を講義する。 
10 回 【（担当・緒方）】３．ストック再生を講義する。 
11 回 【（担当・緒方）】４．地域住宅産業と住宅（森林ー木材ー環境）を講義す
る。 
12 回 【（担当・弥⽥）】住宅生産・建設の実際を講義する。 
13 回 【（担当・弥⽥）】デベロップメント・小規模開発を講義する。 
14 回 【（担当・弥⽥）】大規模住宅市街地開発事業を講義する。 
15 回 【（担当・弥⽥）】住宅建設に伴う産業廃棄物等について講義する。 

準備学習 1 回 【（担当・緒方）】最近の住宅市場や住宅産業に関するニュースや出来事など
について調べておくこと。 
2 回 【（担当・後藤）】工業化による住宅生産のシステムについて調べておくこ
と。 
3 回 【（担当・後藤）】工業化住宅メーカーの現状を調べておくこと。 
4 回 【（担当・後藤）】我が国の設備産業の現状を調べておくこと。 
5 回 【（担当・後藤）】我が国の建材産業の現状を調べておくこと。 
6 回 【（担当・後藤）】高齢期に住む住宅の種類と特徴を調べておくこと。 
7 回 【（担当・後藤）】リフォーム産業の現状ついて調べておくこと。 
8 回 【（担当・緒方）】古い団地を建て替えるより再生・修復させることが行われ
ているが、その理由を考えておくこと。 
9 回 【（担当・緒方）】住宅建設分野における工務店の役割について考えておくこ
と。 
10 回 【（担当・三澤）】国内森林の保全と地球温暖化に関連して国産材を使って
建てる住宅の意義について調べておくこと。 
11 回 【（担当・緒方）】在来工法で建てる国内産の無垢材を生かした住宅の特⻑
を調べておくこと。 
12 回 【（担当・緒方）】賃貸住宅市場における公的住宅建設が持つ役割について
調べておくこと。 
13 回 【（担当・弥⽥）】小規模住宅地開発の現状と問題点について調べておくこ
と。 
14 回 【（担当・緒方）】岡山都市圏における大規模住宅地開発が行われた地区名
を調べておくこと。 
15 回 【（担当・緒方）】住宅建設事業に伴うコンプライアンスとは何かを考えて
おくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTZ33H1 
成績評価 試験成績（80％）、小テスト（20％）、及び学習状況により行う。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス ZA(工)(〜11),ZB(工)(〜11) 
見出し FTZ33H1 建築計画 
担当教員名 宗本 順三 
単位数 2 
教科書 毎回必要に応じて資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード ⼈間行動、アフォーダンス、景観の視覚的構造、都市のイメージ、まもりやすい

住空間、建築の設計法、参加型の設計方法 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 建築計画 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 J.J.ギブソン「生態学的視覚論」樋口忠彦「景観の構造」E.ホール「かくれた次元」

オスカーニューマン「まもりやすい住空間」ケビンリンチ著「都市のイメージ」
C.アレキサンダー著「パターンランゲ-ジ」、ピーター.ロウ著「デザインの思考過
程」ジョン.ラング著「建築理論の創造」 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTZ33H1 
実務経験のある教員  
達成目標 以下の基礎知識の習得を目指す。1,空間と視覚についてアフォーダンスなどの視

点から環境デザインの基礎知識 2,⼈間の知覚の内、視知覚に絞って、建築環境と
知覚、視覚、距離感等の基礎知識 3,景観の視覚的構造と認知の基礎知識 4,景観と
住⺠の満足度の関係から都市景観の重要性の基礎知識 5,⼈間の空間記憶とイメ
ージ、イメージと都市景観等の都市のイメージの基礎知識 6,テリトリー、プロク
セミックス、社会交流の基礎知識 7,テリトリーを利用した犯罪からまもりやすい
住空間の基礎知識 8,環境改善行動と居住者意識の基礎知識 9,設計問題 

受講者へのコメント  
連絡先 27 号館 4 階宗本順三研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Architectural Planning 
関連科目 設計演習 2,3,4,5,都市計画、住宅計画 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 社会環境における建築のあり方と要求を分析し、これを建築化するための一般的



知識を与える。まず、建築空間の成り立ちを示し、ついで、⼈間の生理的要求、
視覚的な特性、⼈間行動等から生まれてくる建築要求の把握から、それら基づく
空間構成にいたる論理的な計画の原理と方法について講述する。次に、このよう
な⼈間的な要求に基づく具体的な建築を実現するために、設計方法を取得する必
要がある。設計法として建築計画プロセスに関する諸課題を具体的事例を用いて
解説する。まず、建築要求の把握のための調査・分析方法を示し、次いで、新た
な価値 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション、建築計画の目的、建築の現代的課題 1(環境、行動、

デザインのパラダイムの変化と建築)、授業の進め方、 
2 回 建築の現代的課題 2（国際化、都市化、情報化） 
3 回 アフォーダンス（空間と視覚についてアフォーダンスなどの視点から環境
デザインに関連して講述する） 
4 回 視知覚（⼈間の知覚のうち、視知覚に絞って、建築環境と知覚、視覚、距離
感等の基礎知識について講述する） 
5 回 景観の視知覚（景観の情景変化、景観の視覚的構造と認知の基礎知識につい
て講述する） 
6 回 空間認知と言語尺度（言語尺度を用いたＳＤ法の基礎知識について講述す
る） 
7 回 景観と満足度（景観と住⺠の満足度の関係を⼈工島などの水辺空間を用い
て、都市景観の重要性の基礎知識について講述する） 
8 回 都市のイメージ（⼈間の空間記憶とイメージ、イメージと都市景観等の都市
のイメージの基礎知識について講述する） 
9 回 ⼈間行動（１）（テリトリー、プロクセミックス、社会交流の基礎知識につ
いて講述する） 
10 回 ⼈間行動（２）（テリトリーを利用した犯罪からまもりやすい空間の基礎知
識について講述する） 
11 回 ⼈間行動（3）（環境改善行動と居住者意識の基礎知識について講述する） 
12 回 設計問題と問題解決行為（設計問題の特徴、問題解決行為の基礎知識につ
いて講述する） 
13 回 設計プロセス（設計の流れ、設計主体、設計組織の基礎知識について講述
する） 
14 回 設計主体（1）（設計主体、参加、C.アレキサンダー、パターンランゲ-ジ、
コーポラティブハウス、都住創など参加型の設計方法の基礎知識について講述す
る） 
15 回 設計主体（2）（設計主体、参加、集団の創造性、L.ハルプリンの方法、設
計組織、設計チームなど参加型の設計方法の基礎知識について講述する） 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習過程を確認しておくこと 
2 回 建築のパラダイムの変化（建築の国際化、環境問題、設計問題、高齢化社会
等）建築の環境変化について、図書館などで調べてみること 
3 回 アフォーダンス、⼈間行動について、図書館などで調べてみること、J.J.ギ
ブソン「生態学的視覚論」を読んでおくと良い 



4 回 視知覚について（知覚、視覚、距離）感図書館などで調べてみること 
5 回 景観の認知について、図書館などで調べてみること、樋口忠彦「景観の構
造」を読んでおくと良い 
6 回 ＳＤ法や言語尺度等について図書館などで調べてみること 
7 回 景観と都市環境について図書館などで調べてみること 
8 回 都市のイメージについて、図書館などで調べてみること、ケビンリンチ「都
市のイメージ」を読んでおくと良い 
9 回 環境における⼈間行動について、行動科学の本を図書館などで調べてみる
こと、E.ホール「かくれた次元」を読んでおくと良い 
10 回 環境における⼈間行動について、行動科学の本を図書館などで調べてみる
こと、オスカーニューマン「まもりやすい住区間」を読んでおくと良い 
11 回 環境における⼈間行動について、行動科学の本を図書館などで調べてみる
こと 
12 回 建築設計方法について図書館などで調べてみること 
13 回 建築設計方法について図書館などで調べてみること 
14 回 建築設計方法について図書館などで調べてみること、C.アレキサンダーの
「パターンランゲ-ジ」を読んでおくと良い 
15 回 建築設計方法について図書館などで調べてみること、 

 



年度 2012 
授業コード FTZ35H1 
成績評価 レポート（２０％）、中間試験（３０％）、定期試験（５０％）により成績を評価

する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス ZA(工)(〜12),ZB(工)(〜12) 
見出し FTZ35H1 解析学Ⅰ 
担当教員名 濱谷 義弘 
単位数 2 
教科書 計算⼒をつける微分積分／神永正博・藤⽥育嗣／ 内⽥老鶴圃 
アクティブラーニング  
キーワード 指数関数、対数関数、三角関数、微分、積分 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 授業の終わりに時間を取って出す問題は、演習作業店点としての平常点と出欠を

見るものです。 
科目名 解析学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 講義 
注意備考 高校で学習した数学の基本的な内容を復習することを望む。 
シラバスコード FTZ35H1 
実務経験のある教員  
達成目標 １変数の微分と積分の計算ができること。 
受講者へのコメント 数学の嫌いなクラスなのはわかりますが、もっと勉強してください。 
連絡先 濱谷研究室 第一学舎３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業開始時間を厳守する。 
英文科目名 Calculus I 
関連科目 高校の数学Ⅱ、またはそれに相当する科目を履修してるのが望ましい。 

本科目に引き続き、「解析学 Ⅱ」を履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 授業の終わりに時間を取って出す問題の解答時間を、例えば１０分とか時間を切

って行い、回収後に解答する。 
講義目的 微分積分学は、理工系学生にとって専門教育科目の基礎となる重要科目の１つで

ある。微分や積分を高校で履修していないことを前提にして、１変数の微分や積
分を中心とした内容について述べる。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 指数関数、対数関数および三角比について説明する。 

2 回 三角関数と逆三角関数について解説する。 
3 回 関数の極限と導関数について説明する。 



4 回 合成関数と逆関数の微分法について解説する。 
5 回 ロピタルの定理と高次導関数について説明する。 
6 回 テイラー展開について解説する。 
7 回 関数の増減とグラフについて説明する。 
8 回 中間試験および試験終了後に出題内容について解説する。 
9 回 不定積分と部分積分法について説明する。 
10 回 置換積分法について解説する。 
11 回 部分分数分解と三角関数の有理関数の積分について説明する。 
12 回 無理関数の積分について解説する。 
13 回 定積分における部分積分法と置換積分法について説明する。 
14 回 定積分の応用として、面積や体積の求め方について解説する。 
15 回 定積分の応用として、線の⻑さの求め方と広義積分について説明する。 

準備学習 1 回 高校の数学で使用したテキストで第１回講義内容の該当箇所を読み、理解
しておくこと。 
2 回 指数関数、対数関数および三角比について復習しておくこと。 
3 回 高校の数学で微分を学習していたら、使用したテキストで第３回講義内容
の該当箇所を読み、理解しておくこと。 
4 回 導関数について復習しておくこと。 
5 回 関数の極限について復習しておくこと 
6 回 高次導関数について復習しておくこと。 
7 回 関数の極限と高次導関数について復習しておくこと。 
8 回 第１回から７回までの授業内容をよく理解し、問題を解法しておくこと。 
9 回 高校の数学で積分を学習していたら、使用したテキストで第９回講義内容
の該当箇所を読み、理解しておくこと。 
10 回 不定積分について復習しておくこと。 
11 回 不定積分について復習と高校での数学のテキストで因数分解について予習
しておくこと。 
12 回 置換積分法について復習しておくこと。 
13 回 不定積分における部分積分法と置換積分法について復習しておくこと。 
14 回 定積分全般について復習しておくこと。 
15 回 定積分全般について復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTZ35H2 
成績評価 課題への取り組み姿勢、各課題の提出作品により行う。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス ZA(工)(〜11),ZB(工)(〜11) 
見出し FTZ35H2 設計演習Ⅲ 
担当教員名 弥⽥ 俊男、平山 文則、江面 嗣⼈、後藤 義明、宗本 順三、松下 大輔、

ジェフリ 
単位数 3 
教科書 講義の際に配付する資料を用いる。 
アクティブラーニング  
キーワード 美術館、展示の場、学びの場、遊びの場、幼稚園、設計、製図、表現、プレゼン

テーション 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 設計演習Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 設計資料集成等の設計事例、建築計画の図書 
授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード FTZ35H2 
実務経験のある教員  
達成目標 １）美術や幼児を対象とする小規模建物の基本計画を行い、建築として図面表現

できる。２）製図、模型作成等のプレゼンテーション技法を獲得する。 
受講者へのコメント より高いレベルでの成果物を完成させるためには、検討のスピード、質と量を高

め、より早い段階で草案をまとめ、案をより良くする内容や表現方法に対するエ
スキスを受けられるようにすること。 

連絡先 江面研究室（２７号館５階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 総合評価でほぼ８割の学生が目標を達成（できた、だいたいできた）しており良
好な結果である。授業に対する取組みも、９割以上が２回までの欠席であり、授
業時間外の学習も熱心に取り組んでおり、良好な結果である。８割以上の学生が
授業に満足（満足、ほぼ満足）しており、良好な評価を受けている。 

英文科目名 Atelier Practice of Architectural Design III 
関連科目 設計演習Ⅰ、建築概論、建築計画 
次回に向けての改善変更予定 この演習の大きな目標の一つである、「コミュニケーション⼒やプレゼンテーシ

ョン⼒などの実社会で必要な⼒が高まった」の項目への回答が約３％と、非常に
低かった為、この点を向上させられるよう指導に留意する。 

講義目的 計画等の講義から得られた知識などを元に、美術館と幼稚園の２つの課題を通し



て、快適に美術を鑑賞したり学んだりする場、子供が遊びながら学ぶ場など⼈間
生活と建築の空間構成の基本的な方法を学び、これらを構造との整合性や建築の
空間を平面図や断面図などの製図で表現し、模型やパースなどのプレゼンテーシ
ョン技法を習得する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション、演習内容説明、【課題 1】「美術館」課題説明及び計画

講義、敷地調査と敷地模型の制作 
2 回 美術館の必要諸室のヴォリュームスタディ、敷地利用計画、必要諸室の機能
等設計条件を整理する。 
3 回 美術館のヴォリューム模型、スケッチ、ラフプラン、敷地利用計画等草案批
評 
4 回 構造および設備の計画講義。美術館の草案批評並びに改善指示、検討模型に
よるヴォリュームスタディ等を行い、架構方法、断面、プラン案をスタディ模型
にまとめる。 
5 回 最終草案の批評並びに改善指示、立面、平面、断面等の計画、最終草案の検
討（1/100 程度） 
6 回 立面、平面、断面等、図面作成、模型制作、撮影 
7 回 講評会、製図室の清掃、片付け 
8 回 オリエンテーション、演習内容説明、【課題 2】「幼稚園」課題説明及び計画
講義、敷地調査と敷地模型の制作 
9 回 幼稚園の必要諸室のヴォリュームスタディ、敷地利用計画、必要諸室の機能
等設計条件を整理する。 
10 回 幼稚園のヴォリューム模型、スケッチ、ラフプラン、敷地利用計画等草案
批評 
11 回 幼稚園の草案批評並びに改善指示、検討模型によるヴォリュームスタディ
等を行い、架構方法、断面、プラン案をスタディ模型にまとめる。 
12 回 立面、平面、断面等、図面作成 
13 回 立面、平面、断面等、図面作成、模型作成、撮影 
14 回 模型制作、撮影 
15 回 講評会、製図室の清掃、片付け 

準備学習 1 回 シラバスを良く確認し、学習過程を確認しておくこと 
2 回 美術館等に関する設計事例、資料学習、展示の場、美術の学びの場はどのよ
うな場であるかを検討しておくこと 
3 回 敷地利用計画、ラフプラン検討をしておくこと 
4 回 検討模型によるヴォリュームスタディ等を行い、架構方法、断面、プラン案
をスタディ模型にまとめる 
5 回 立面、平面、断面等の計画、最終草案の検討 
6 回 最終草案の修正、プレゼンテーションの図面表現を検討しておくこと、模型
材料の検討、模型の表現技法の研究 
7 回 最終成果物の図面及び模型等の完成 
8 回 シラバスをよく確認し、学習過程を確認しておくこと 
9 回 幼稚園等に関する設計事例、資料学習、子供の遊びの場、学びの場はどのよ



うな場であるかを検討しておくこと 
10 回 検討模型によるヴォリュームスタディ等を行い、プラン案を 1/100 平面図
にまとめる 
11 回 検討模型によるヴォリュームスタディ等を行い、架構方法、断面、プラン
案をスタディ模型にまとめる。 
12 回 立面、平面、断面等の計画、最終草案の検討 
13 回 最終草案の修正、プレゼンテーションの図面表現を検討しておくこと 
14 回 模型材料の検討、模型の表現技法の研究 
15 回 最終成果物の図面及び模型等の完成 

 



年度 2012 
授業コード FTZ35J1 
成績評価 レポート（２０％）、中間試験（３０％）、定期試験（５０％）により成績を評価

する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス ZA(工)(〜12),ZB(工)(〜12) 
見出し FTZ35J1 解析学Ⅰ 
担当教員名 竹内 渉 
単位数 2 
教科書 計算⼒をつける微分積分／神永正博・藤⽥育嗣／ 内⽥老鶴圃 
アクティブラーニング  
キーワード 指数関数、対数関数、三角関数、微分、積分 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 しっかり学習しようとする心構えができている学生は講義内容を十分に理解で

きており、そうでない学生は少ししか理解できていなかったため、学生の意見と
して相反する内容の良かったと分からなかったとがあった。講義内容が分からな
かった学生はしっかり学習しようとする心構えをまず持つ必要がある。時間的に
制約はあるが、出来るだけ問題を多く取り入れて講義する予定である。 

科目名 解析学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 講義 
注意備考 高校で学習した数学の基本的な内容を復習することを望む。 
シラバスコード FTZ35J1 
実務経験のある教員  
達成目標 １変数の微分と積分の計算ができること。 
受講者へのコメント テキストやノートを準備せずに受講している学生や、受講する以前から学習する

意欲に欠けている（具体的には欠席や遅刻が多い、または講義中に顔を下に向け
たままの）学生もおり、このような学生は解析学 I が必修科目であることを自覚
して、授業に対する心構えを考え直さなければならない。数学では前に習ったこ
とを理解していなければ、次に習うことが分からないことを肝に銘じるべきであ
る。 

連絡先 竹内研究室 １学舎３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ほとんどの受講学生は簡単な微分積分を高校で履修しているが、大学入学後にこ
の講義で１変数関数の微分積分を詳細に学び、しっかり学習しようとする心構え
ができている学生は講義内容を十分に理解できていた。そうでない学生は少しし
か理解できていなかった。このことより、学生の成績評価において、微分積分を
十分に理解できている学生とそうでない学生との差がはっきりと生じていた。要
は、解析学 I では、学生一⼈一⼈が大学入学後に自覚して学習しようとする意欲



を持つことが重要である。このことは解析学 I に限ったことではなく、どの講義
でも同 

英文科目名 Calculus I 
関連科目 本科目に引き続き、「解析学 Ⅱ」を履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 授業をより理解し易く、授業への学生の取り組みを積極的にするため、授業中に

学生への簡単な質問の機会を今まで以上に多くする。 
講義目的 微分積分学は、理工系学生にとって専門教育科目の基礎となる重要科目の１つで

ある。微分や積分を高校で履修していないことを前提にして、１変数の微分や積
分を中心とした内容について述べる。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 指数関数、対数関数および三角比について説明する。 

2 回 三角関数と逆三角関数について解説する。 
3 回 関数の極限と導関数について説明する。 
4 回 合成関数と逆関数の微分法について解説する。 
5 回 ロピタルの定理と高次導関数について説明する。 
6 回 テイラー展開について解説する。 
7 回 関数の増減とグラフについて説明する。 
8 回 中間試験および試験終了後に出題内容について解説する。 
9 回 不定積分と部分積分法について説明する。 
10 回 置換積分法について解説する。 
11 回 部分分数分解と三角関数の有理関数の積分について説明する。 
12 回 無理関数の積分について解説する。 
13 回 定積分における部分積分法と置換積分法について説明する。 
14 回 定積分の応用として、面積や体積の求め方について解説する。 
15 回 定積分の応用として、線の⻑さの求め方と広義積分について説明する。 

準備学習 1 回 高校の数学で使用したテキストで第１回講義内容の該当箇所を読み、理解
しておくこと。 
2 回 指数関数、対数関数および三角比について復習しておくこと。 
3 回 高校の数学で微分を学習していたら、使用したテキストで第３回講義内容
の該当箇所を読み、理解しておくこと。 
4 回 導関数について復習しておくこと。 
5 回 関数の極限について復習しておくこと 
6 回 高次導関数について復習しておくこと。 
7 回 関数の極限と高次導関数について復習しておくこと。 
8 回 第１回から７回までの授業内容をよく理解し、問題を解法しておくこと。 
9 回 高校の数学で積分を学習していたら、使用したテキストで第９回講義内容
の該当箇所を読み、理解しておくこと。 
10 回 不定積分について復習しておくこと。 
11 回 不定積分について復習と高校での数学のテキストで因数分解について予習
しておくこと。 
12 回 置換積分法について復習しておくこと。 
13 回 不定積分における部分積分法と置換積分法について復習しておくこと。 



14 回 定積分全般について復習しておくこと。 
15 回 定積分全般について復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTZ37D1 
成績評価 レポート（２０％）、中間試験（３０％）、定期試験（５０％）により成績を評価

する。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス ZA(工)(〜12),ZB(工)(〜12) 
見出し FTZ37D1 代数学Ⅰ 
担当教員名 濱谷 義弘 
単位数 2 
教科書 計算⼒をつける線形代数／神永正博・石川賢太／内⽥老鶴圃 
アクティブラーニング  
キーワード 行列、行列式、連立１次方程式の解法 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 回答がなしなので特になし。 
科目名 代数学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 講義 
注意備考 高校で学んだ数学の基本的な内容を復習することを望む。 
シラバスコード FTZ37D1 
実務経験のある教員  
達成目標 行列および行列式の演算ができ、それにより、連立１次方程式の解が求められる

こと。 
受講者へのコメント 教科書が使いにくいと思われるが、２教員で使用しているので要相談である。 
連絡先 濱谷研究室 第一学舎３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 授業開始時間を厳守する。 
英文科目名 Algebra I 
関連科目 本科目に引き続き、「代数学 Ⅱ」を履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 授業開始時間を厳守する。回答については特になし。 
講義目的 行列を高校で履修していないことを前提にして、行列と行列式を中心とした内容

を述べる。その応用として、連立１次方程式の解法について説明する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 「線形代数とは何かやなぜ線形代数を学習する必要があるのか」を説明す

る。 
2 回 行列の和と差、スカラー倍について解説する。 
3 回 行列の積について説明する。 
4 回 行列の基本変形による連立方程式の解法について説明する。 
5 回 行列の基本変形による連立方程式において、解が無数に存在する場合や解



が存在しない場合について解説する。 
6 回 逆行列の定義と求め方について説明する。 
7 回 高次の逆行列を求める計算方法について解説する。 
8 回 中間試験および試験終了後に出題内容について解説する。 
9 回 ２行２列の行列式の性質について説明する。 
10 回 行列式に関する様々な定理について解説する。 
11 回 ３×３行列の行列式の余因子展開と計算方法について説明する。 
12 回 一般形の行列式の余因子展開の計算方法について解説する。 
13 回 逆行列と余因子行列の関係について説明する。 
14 回 余因子行列を用いた逆行列の求め方について解説する。 
15 回 クラメルの公式を用いた連立方程式の解法について説明する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、授業内容の過程について把握しておくこと。 
2 回 高校での数学のテキストで行列を学習していたら予習しておくこと。 
3 回 行列の和と差、スカラー倍の計算方法について復習しておくこと。 
4 回 行列の演算について復習しておくこと。 
5 回 行列の基本変形について復習しておくこと。 
6 回 行列の基本変形について復習しておくこと。 
7 回 逆行列の定義と求め方について復習しておくこと。 
8 回 第１回から７回までの授業内容をよく理解し、問題を解法しておくこと。 
9 回 行列について全般的に復習しておくこと。 
10 回 ２行２列の行列式の性質について復習しておくこと。 
11 回 行列式に関する定理について復習しておくこと。 
12 回 ３×３行列の行列式の余因子展開と計算方法について復習しておくこと。 
13 回 一般形の行列式の余因子展開と計算方法について復習しておくこと。 
14 回 余因子行列について復習しておくこと。 
15 回 余因子行列と逆行列について復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTZ37E1 
成績評価 レポート（２０％）、中間試験（３０％）、定期試験（５０％）により成績を評価

する。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス ZA(工)(〜12),ZB(工)(〜12) 
見出し FTZ37E1 代数学Ⅰ 
担当教員名 竹内 渉 
単位数 2 
教科書 計算⼒をつける線形代数／神永正博・石川賢太／内⽥老鶴圃 
アクティブラーニング  
キーワード 行列、行列式、連立１次方程式の解法 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 課題提出の方法を直して欲しいと意見があった。現在行っている方法よりも良い

なら採用したいが、どのようにして欲しいのかが分からない。但、個⼈的な都合
良い方法は取り入れられない。代数学 I では、基本的に何を学ぶ講義かが分から
ないとの意見があったが、第１回目の講義で講義内容について説明しているし、
またシラバスを読んで理解する必要がある。 

科目名 代数学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 講義 
注意備考 高校で学んだ数学の基本的な内容を復習することを望む。 
シラバスコード FTZ37E1 
実務経験のある教員  
達成目標 行列および行列式の演算ができ、それにより、連立１次方程式の解が求められる

こと。 
受講者へのコメント テキストやノートを準備せずに受講している学生や、受講する以前から学習する

意欲に欠けている（具体的には欠席や遅刻が多い、または講義中に顔を下に向け
たままの）学生もおり、このような学生は代数学 I が必修科目であることを自覚
して、授業に対する心構えを考え直さなければならない。 

連絡先 竹内研究室 １学舎３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ほとんどの受講学生は簡単な行列の計算を高校で履修しているが、大学入学後に
行列を詳細に学び、また行列式を初めて学ぶので、代数学 I でしっかり学習しよ
うとする心構えができていた学生は講義内容を十分に理解できていた。そうでな
い学生は少ししか理解できていなかった。このことより、学生の成績評価におい
て、行列や行列式を十分に理解できている学生とそうでない学生との差がはっき
りと生じていた。要は、代数学 I では、学生一⼈一⼈が大学入学後に自覚して学
習しようとする意欲を持つことが重要である。このことは代数学 I に限ったこと



ではな 
英文科目名 Algebra I 
関連科目 本科目に引き続き、「代数学 Ⅱ」を履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 授業をより理解し易く、授業への学生の取り組みを積極的にするため、授業中に

学生への簡単な質問の機会を今まで以上に多くする。 
講義目的 行列を高校で履修していないことを前提にして、行列と行列式を中心とした内容

を述べる。その応用として、連立１次方程式の解法について説明する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 「線形代数とは何かやなぜ線形代数を学習する必要があるのか」を説明す

る。 
2 回 行列の和と差、スカラー倍について解説する。 
3 回 行列の積について説明する。 
4 回 行列の基本変形による連立方程式の解法について説明する。 
5 回 行列の基本変形による連立方程式において、解が無数に存在する場合や解
が存在しない場合について解説する。 
6 回 逆行列の定義と求め方について説明する。 
7 回 高次の逆行列を求める計算方法について解説する。 
8 回 中間試験および試験終了後に出題内容について解説する。 
9 回 ２行２列の行列式の性質について説明する。 
10 回 行列式に関する様々な定理について解説する。 
11 回 ３×３行列の行列式の余因子展開と計算方法について説明する。 
12 回 一般形の行列式の余因子展開の計算方法について解説する。 
13 回 逆行列と余因子行列の関係について説明する。 
14 回 余因子行列を用いた逆行列の求め方について解説する。 
15 回 クラメルの公式を用いた連立方程式の解法について説明する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、授業内容の過程について把握しておくこと。 
2 回 高校での数学のテキストで行列を学習していたら予習しておくこと。 
3 回 行列の和と差、スカラー倍の計算方法について復習しておくこと。 
4 回 行列の演算について復習しておくこと。 
5 回 行列の基本変形について復習しておくこと。 
6 回 行列の基本変形について復習しておくこと。 
7 回 逆行列の定義と求め方について復習しておくこと。 
8 回 第１回から７回までの授業内容をよく理解し、問題を解法しておくこと。 
9 回 行列について全般的に復習しておくこと。 
10 回 ２行２列の行列式の性質について復習しておくこと。 
11 回 行列式に関する定理について復習しておくこと。 
12 回 ３×３行列の行列式の余因子展開と計算方法について復習しておくこと。 
13 回 一般形の行列式の余因子展開と計算方法について復習しておくこと。 
14 回 余因子行列について復習しておくこと。 
15 回 余因子行列と逆行列について復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTZ37F2 
成績評価 レポート（２０％）、中間試験（３０％）、定期試験（５０％）により成績を評価

する。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス ZA(工)(〜12),ZB(工)(〜12) 
見出し FTZ37F2 代数学Ⅱ 
担当教員名 竹内 渉 
単位数 2 
教科書 計算⼒をつける線形代数／神永正博・石川賢太／内⽥老鶴圃 
アクティブラーニング  
キーワード 行列、行列式、固有ベクトル、固有値、行列の対角化 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 代数学 I で学習した代数学の基礎を理解できている学生とできていない学生の違

いがはっきりしていたので、講義内容が良かったと少し分かりにくかったと相反
する意見があった。代数学をどのくらい理解しているかの学生に照準を合わせて
講義するべきかは困難である。 

科目名 代数学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 講義 
注意備考 代数学Ｉと解析学Ｉの授業内容を復習することを望む。 
シラバスコード FTZ37F2 
実務経験のある教員  
達成目標 連立１次方程式を表現する行列の固有値が求められること。 
受講者へのコメント 代数学 II は選択科目であるため、欠席回数が多い、また授業中に居眠りしている

といった授業に取組む意識の希薄な学生がいた。私語が多い学生も数名いた。こ
のような学習態度では講義内容を理解できる訳がない。もっと真面目に受講する
必要がある。代数学 I で学習した代数学の基礎を理解できている学生とできてい
ない学生の違いがはっきりしていた。 

連絡先 竹内研究室 １学舎３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 複数回のレポート提出を課したにも拘らず、授業時間外の学習を全くしなかった
や 30 分程度の学生が５割近くいた。もっと多く予習や復習により授業へ積極的
に取り組みが必要である。 

英文科目名 Algebra II 
関連科目 「代数学Ｉ」と「解析学Ｉ」を履修していることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 予習や復習を多くするように、工夫して授業する。 
講義目的 代数学Ｉで学習した行列にベクトルを用いると連立１次方程式を表現でき、それ



らの連立１次方程式において自然現象の様々な量を記述する行列の固有値の求
め方について述べる。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 代数学Ｉで学習した行列や行列式の性質について簡単に解説し、幾何ベク

トルについて説明する。 
2 回 ベクトルの内積とそれに関する問題の解法について説明する。 
3 回 ベクトルの外積とそれに関する問題の解法について説明する。 
4 回 空間の直線と平面の方程式のベクトル表示について解説する。 
5 回 ベクトルの一次変換と回転行列および、それらに関する問題の解法につい
て説明する。 
6 回 直線に対する折り返しの変換とそれに関する問題の解法について説明する。 
7 回 一次変換と行列式および、それらに関する問題の解法について説明する。 
8 回 中間試験および試験終了後に出題内容について解説する。 
9 回 逆行列をもつ条件を横ベクトルの条件で表現できる意味について説明する。 
10 回 ベクトルの一次独立や一次従属の性質について解説する。 
11 回 固有値と固有ベクトルの定義および、それらの計算方法について説明する。 
12 回 固有値と固有ベクトルの定理および虚数の固有値について解説する。 
13 回 行列の対角化と対角化の計算方法について説明する。 
14 回 行列の対角化における行列のｋ乗について解説する。 
15 回 固有方程式が重解をもっても対角化できる場合とできない場合について説
明する。 

準備学習 1 回 代数学Ｉで学習した行列や行列式について復習しておくこと。 
2 回 幾何ベクトルについて復習しておくこと。 
3 回 ベクトルの内積について復習しておくこと。 
4 回 ベクトルの内積と外積について復習しておくこと。 
5 回 解析学Ｉで学習した三角関数について復習しておくこと。 
6 回 代数学Ｉで学習した行列の積と解析学Ｉで学習した三角関数について復習
しておくこと。 
7 回 代数学Ｉで学習した行列式について復習しておくこと。 
8 回 第１回から７回までの授業内容をよく理解し、問題を解法しておくこと。 
9 回 ベクトルと代数学Ｉで学習した逆行列について復習しておくこと。 
10 回 ベクトルと代数学Ｉで学習した逆行列について復習しておくこと。 
11 回 直線に対する折り返しの変換について復習しておくこと。 
12 回 回転行列と代数学Ｉで学習した行列の基本変形について復習しておくこ
と。 
13 回 固有値と固有ベクトルについて復習しておくこと。 
14 回 行列の対角化の計算方法について復習しておくこと。 
15 回 固有値、固有ベクトルおよび行列の対角化について復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTZ41E1 
成績評価 課題（４０％）と期末試験（６０％）によって評価する． 
曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス ZA(工)(〜11),ZB(工)(〜11) 
見出し FTZ41E1 構造⼒学Ⅲ 
担当教員名 山崎 雅弘 
単位数 2 
教科書 和⽥章、古谷勉著「最新建築構造設計入門」：実教出版 
アクティブラーニング  
キーワード 不静定梁、不静定ラーメン、柔性法、たわみ角法、固定モーメント法 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 構造⼒学Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示をする． 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTZ41E1 
実務経験のある教員  
達成目標 単純な不静定構造物に荷重が作用したときの応⼒と変形を求める方法を習得す

る． 
受講者へのコメント  
連絡先 山崎研究室 24 号館 5 階 086-256-9642 yamazaki@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mechanics of Building Structures III 
関連科目 構造⼒学 I、構造⼒学 II、構造⼒学 III 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 安全な建築を設計するための基本的な構造⼒学の知識を習得する． 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  概論 

2 回  応⼒法（概要、考え方） 
3 回  応⼒法（基本） 
4 回  応⼒法（応用） 
5 回  応⼒法（発展） 
6 回  たわみ角法（概要、考え方） 
7 回  たわみ角法（基本） 
8 回  たわみ角法（応用） 



9 回  たわみ角法（発展） 
10 回  固定モーメント法（概要、考え方） 
11 回  固定モーメント法（基本） 
12 回  固定モーメント法（応用） 
13 回  固定モーメント法（発展） 
14 回  要点と復習（基本） 
15 回  要点と復習（応用・発展） 

準備学習 1 回  シラバスにより講義の流れを見ておくこと．構造⼒学 I および構造⼒学 II
の内容を復習しておくこと． 
2 回  テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．（テキスト p.136-138) 
3 回  前回の講義内容を復習し、テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．
（テキスト p.136-138) 
4 回  前回の講義内容を復習し、テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．
（テキスト p.136-138) 
5 回  前回の講義内容を復習し、テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．
（テキスト p.136-138) 
6 回  前回の講義内容を復習し、テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．
（テキスト p.139-147) 
7 回  前回の講義内容を復習し、テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．
（テキスト p.139-147) 
8 回  前回の講義内容を復習し、テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．
（テキスト p.139-147) 
9 回  前回の講義内容を復習し、テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．
（テキスト p.139-147) 
10 回  前回の講義内容を復習し、テキストで今回の講義内容を予習しておくこ
と．（テキスト p.148-153) 
11 回  前回の講義内容を復習し、テキストで今回の講義内容を予習しておくこ
と．（テキスト p.148-153) 
12 回  前回の講義内容を復習し、テキストで今回の講義内容を予習しておくこ
と．（テキスト p.148-153) 
13 回  前回の講義内容を復習し、テキストで今回の講義内容を予習しておくこ
と．（テキスト p.148-153) 
14 回  これまでの講義の内容を復習しておくこと． 
15 回  これまでの講義の内容を復習しておくこと． 

 



年度 2012 
授業コード FTZ43E1 
成績評価 定期試験で評価する。 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス ZA(工)(〜11),ZB(工)(〜11) 
見出し FTZ43E1 建築材料 
担当教員名 後藤 義明、小林 正実、平山 文則 
単位数 2 
教科書 野口貴文 他 著「ベーシック建築材料」彰国社 必要に応じてプリントを配布

する。 
アクティブラーニング  
キーワード 木材，コンクリート，鋼材，焼製品，ガラス，石，左官材料，ボード類 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 説明がわかりやすいとの記述がありました。 
科目名 建築材料 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 三橋博三，大濱嘉彦，小野英哲 編集「建築材料学」共立出版森⽥司郎，岡島達

雄，荒川治徳 共著「【新編】建築材料・施工」⿅島出版会 
授業形態 講義 
注意備考 講義の進め方などの注意事項については，第 1 回目の講義で説明する。 
シラバスコード FTZ43E1 
実務経験のある教員  
達成目標 建築物の設計に必要となる材料選定の基本を理解する。 
受講者へのコメント 身近な建築物で使われている材料を確認して下さい。 
連絡先 小林研究室 24 号館 5 階 後藤研究室 27 号館 5 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 3 ⼈で担当していますので、資料などの統一性にややかけますが、アンケートで
は 50％が目標を達成したと感じていますのでが、安心しました。不満度でもやや
不満が一名だけでした。 

英文科目名 Materials for Buildings 
関連科目 鉄筋コンクリート構造，鋼構造，木質構造建築生産、ハウジング 
次回に向けての改善変更予定 実務者による材料の使用についての講義を企画しています。 
講義目的 建築物を構成する部材はどのような材料でできているのか？その材料はどのよ

うな性能や特徴をもっているのか？について理解する。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 構造材 コンクリートの材料（セメント、水、骨材、混和材料）について講

義する。（担当：小林） 
2 回 構造材 コンクリートの性質について講義する。（担当：小林） 
3 回 構造材 鋼材について講義する・（担当：小林） 



4 回 構造材 木材の種類、製品について講義する。（担当：小林） 
5 回 構造材 木材の性質について講義する。（担当：小林） 
6 回 外装材 ガラス、サッシについて講義する。（担当：新任） 
7 回 外装材 塗装材、吹き付けについて講義する。（担当：新任） 
8 回 外装材 タイル、石について講義する。（担当：新任） 
9 回 外装材 屋根、防水について講義する。（担当：新任） 
10 回 その他の外装材について講義する。（担当：新任） 
11 回 内装材 ボード、左官について講義する。（担当：後藤） 
12 回 内装材 プラスチック系材料、塗について講義する。料（担当：後藤） 
13 回 内装材 内装用木材、植物材について講義する。（担当：後藤） 
14 回 内装材 壁材、天井材について講義する。（担当：後藤） 
15 回 その他の内装材 について講義する。（担当：後藤） 

準備学習 1 回 教科書の講義対象部分に目を通すこと。 
2 回 教科書の講義対象部分に目を通すこと。 
3 回 教科書の講義対象部分に目を通すこと。 
4 回 教科書の講義対象部分に目を通すこと。 
5 回 教科書の講義対象部分に目を通すこと。 
6 回 教科書の講義対象部分に目を通すこと。 
7 回 教科書の講義対象部分に目を通すこと。 
8 回 教科書の講義対象部分に目を通すこと。 
9 回 第 1 回から第 8 回までの講義内容を復習すること。 
10 回 教科書の講義対象部分に目を通すこと。 
11 回 身近なところで使われている左官材料を調べること。 
12 回 身近なところで使われているプラスチック建材、塗装について調べること。 
13 回 身近なところで使われている自然素材の内装材について調べること。 
14 回 身近なところで使われている壁材・天井材を調べること。 
15 回 身近なところで使われている内装材を調べること。 

 



年度 2012 
授業コード FTZ43F2 
成績評価 定期試験(100%)で評価する。 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス ZA(工)(〜11),ZB(工)(〜11) 
見出し FTZ43F2 建築設備Ⅰ 
担当教員名 吉⽥ 治典 
単位数 2 
教科書 建築設備学教科書、建築設備学教科書研究会編著、彰国社 
アクティブラーニング  
キーワード 受水槽、器具単位、給湯方式、通気管、トラップ、ＢＯＤ、交流、ガス、火災報

知器、スプリンクラー 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 毎回配布するクイズの解答が欲しいという学生が毎年いますが、配布していませ

ん。配布するとそれを丸暗記して自分で考える努⼒をなくします。不明な点は、
自分で教科書を確認して学んで欲しいと思います。 

科目名 建築設備Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 空気調和・衛生設備の知識、空気調和衛生工学会編、オーム社 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTZ43F2 
実務経験のある教員  
達成目標 建築の給排水、防災、電気、情報設備の基礎を修得する。特に建築と設備の融合

により適切な環境が得られることを常に意識し、一級建築士試験に対応できる基
礎を習得する。 

受講者へのコメント 毎回、授業で説明した内容をクイズ形式で確認していますが、それだけで全ての
内容を網羅できません。必ず毎回教科書と配布したプリントで復習してくださ
い。 

連絡先 27 号館 5 階 吉⽥研究室 hyoshida@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 原則として毎回テーマを絞って判りやすく説明しているので授業の理解度は高
いと思われる。 

英文科目名 Building Equipment 
関連科目 建築環境工学 I、建築環境工学 II 
次回に向けての改善変更予定 特になし。 
講義目的 建築環境の快適、利便、安全を保持するための設備である、給排水衛生・防災設

備、電気設備について基礎的原理と知識について講述する。具体的には、給排水
衛生では給排水、衛生器具、防災設備では消火設備、警報設備、電気設備では、



受変電、配線、制御監視、照明設備、搬送・情報設備ではエレベーター、通信弱
電設備など、建築士を目指す学生に不可欠な技術的基礎の修得を目指す。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 概論 

2 回 建築と水資源 
3 回 水の汚染防止 
4 回 給水量と圧⼒ 
5 回 給水システム 
6 回 排水・通気システム 
7 回 衛生器具設備 
8 回 消火設備 
9 回 環境共生建築における設備の役割 
10 回 電気の基礎 
11 回 照明設備 
12 回 輸送設備 
13 回 配線設備 
14 回 受電設備 
15 回 防災・情報設備 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し何を学ぶかを把握しておく 
2 回 建築で使われる水を有効な資源として把握しておく 
3 回 建築内ではどのように水が汚染され、それをどのように避けるのかを把握
しておく 
4 回 建物において利用される水の量と必要な圧⼒について把握しておく 
5 回 種々の給水システムの違いを把握しておく 
6 回 建物では使用後の水をどのよう排水するのかを把握しておく 
7 回 ⼈が利用する衛生器具にはどのようなものがあるか把握しておく 
8 回 建築内で火災がおきれば、どのように消火するかを考えておく 
9 回 給水、排水が及ぼす地球の環境負荷について把握しておく 
10 回 物理の電気の知識を復習しておく 
11 回 照明器具と光源には、どのようなものがあるか把握しておく 
12 回 エレベータやエスカレーターを⼈はどのように利用するかを把握しておく 
13 回 電気回路に関して基礎知識を復習しておく 
14 回 建築の変電設備とはどういうものかを把握しておく 
15 回 建築の安全を守る防災機器、情報を伝達する情報機器にはどういうものが
あるか把握しておく 

 



年度 2012 
授業コード FTZ45E1 
成績評価 定期試験(90%)と講義への取り組み姿勢、小課題等(10%)により評価する 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス ZA(工)(〜12),ZB(工)(〜12) 
見出し FTZ45E1 建築概論 
担当教員名 後藤 義明、⽥中 利幸、吉⽥ 治典、宗本 順三、松下 大輔、小林 正実、

中山 哲 
単位数 2 
教科書 適宜プリント（資料）を配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 建築計画、建築設計、建築史、環境、設備、構造、⼒学、都市、住宅 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 椅子の掛け心地に問題があるとの指摘がありましたが、講義室の都合上、やむを

得ません。次回に同じ講義室を利用することになって同じように掛け心地に満足
できなければ再度指摘して下さい。 

科目名 建築概論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 建築概論 新訂三版 建築概論編集委員改会編（彰国社） 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTZ45E1 
実務経験のある教員  
達成目標 建築全般についての基本的な知識を習得する 
受講者へのコメント この講義はオムニバス形式で有り、講師が毎回変わることになるので事前学習が

しにくいと思われますが、事後の復習を必ず行って下さい。質問があれば各担当
の先生の研究室に訪問して下さい。 

連絡先 後藤研究室 27 号館 5 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 満足度では不満は無かったののの、達成度において達成できなかったと感じる学
生が 6 名いたことについてやや問題があります。授業以外で全く学習しなかった
学生が 60％以上いることが原因の一つかもしれません。 

英文科目名 Introduction to Architecture 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 特にありません。 
講義目的 建築物の構成要素・建築のデザイン・計画の過程、構造計画、構造設計、建築設

備、地球環境・都市環境の関わり等について講義する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 【後藤】オリエンテーション建築学の領域と分野について、⼈間生活におけ



る建築学の役割を根源的に入門者に分かり易く講述する。 
2 回 【宗本】建築とは について講義する。 
3 回 【江面】建築の始まり⼈間生活と様々な住いの２つについて講義し、歴史や
文化の違いによる様々な建築や住まいの形式やその誕生について学び、⼈の生活
における建築空間の意味と役割について考える。 
4 回 【後藤】住環境現代の住宅、住宅産業について概説する。 
5 回 【弥⽥】建築の設計建築・設計に関する知識や技術を入門者に分かり易く、
実際の先端的プロジェクトを例示しながら講述する。 
6 回 【新任】素材、工法と建築について講義する。 
7 回 【⽥中】建築構造の材料と骨組形式建築構造の材料や骨組形式による構造形
式の分類とその特⻑について講述する。 
8 回 【⽥中】耐震設計地震の発生メカニズムと地震による建物の被害例および日
本における耐震設計の変遷と考え方について分かり易く講述する。 
9 回 【山崎】建築基礎構造鉄筋コンクリート構造と建築基礎構造について、部材
や骨組に⼒が作用したときの変形と破壊の特徴を講述する。 
10 回 【小林】木質構造鋼構造と木質構造について、部材や骨組に⼒が作用した
ときの変形と破壊の特徴を講述する。 
11 回 【松下】街づくりと建築街づくりの事例と建築のデザインや機能が果たす
役割について概説する。 
12 回 【弥⽥】都市計画都市空間と住空間の関係性を講述する。 
13 回 【中山】建築環境について講義する。 
14 回 【吉⽥】都市環境について講義する。 
15 回 【吉⽥】建築設備について講義する。 

準備学習 1 回 【後藤】特になし 
2 回 【宗本】特になし 
3 回 【江面】図書館等で様々な建築や住まいについて確認しておくこと。また、
⼈の生活にとって建築はどんな必要性をもっているか考えておくこと。 
4 回 【後藤】⼈の暮らしと住まいの関係について、自ら文献を調べて学習してお
くこと。 
5 回 【弥⽥】特になし 
6 回 【新任】特になし 
7 回 【⽥中】特になし 
8 回 【⽥中】特になし 
9 回 【山崎】特になし 
10 回 【小林】特になし 
11 回 【松下】特になし 
12 回 【弥⽥】都市空間とどのような関係性をもつ住空間が供給されているのか
を調べておくこと。 
13 回 【中山】特になし 
14 回 【吉⽥】特になし（吉⽥） 
15 回 【吉⽥】特になし 

 



年度 2012 
授業コード FTZ45E2 
成績評価 課題（４０％）と期末試験（６０％）によって評価する． 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス ZA(工)(〜12),ZB(工)(〜12) 
見出し FTZ45E2 構造⼒学Ⅱ 
担当教員名 山崎 雅弘 
単位数 2 
教科書 和⽥章、古谷勉著「最新建築構造設計入門」：実教出版 
アクティブラーニング  
キーワード 静定ラーメン、静定トラス、物性、応⼒、変形 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 構造⼒学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示をする． 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTZ45E2 
実務経験のある教員  
達成目標 単純な静定構造物に荷重が作用したときの応⼒と変形を求める方法を習得する． 
受講者へのコメント 毎回実施しているクイズで理解度を確かめ、難しく理解できない点は、友⼈や教

員に確認すること。 
連絡先 山崎研究室 24 号館 5 階 086-256-9642 yamazaki@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特に問題になる授業アンケートの評価はなかったので、わかりやすい工夫は続け
るものの大きな変更の必要性は感じていない。 

英文科目名 Mechanics of Building Structures II 
関連科目 構造⼒学 I、構造⼒学 III 
次回に向けての改善変更予定 理解を容易にするには、開設の流れや例示に工夫が必要である。毎回の学生の反

応を確認し工夫をつつけるつもりである。 
講義目的 安全な建築を設計するための基本的な構造⼒学の知識を習得する． 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  構造⼒学Ｉの復習 

2 回  静定ラーメン（１）片持梁系ラーメン、単純系ラーメン 
3 回  静定ラーメン（２）３ピン式ラーメン 
4 回  静定トラス（１）節点法 
5 回  静定トラス（２）切断法 
6 回  構造材料の⼒学的性質（１）応⼒度 



7 回  構造材料の⼒学的性質（２）ひずみ度、許容応⼒度、断面の性質（１）断
面１次モーメント、図心 
8 回  断面の性質（２）断面２次モーメント、断面係数、断面２次半径 
9 回  部材に生じる応⼒（１）曲げモーメントを生じる部材 
10 回  部材に生じる応⼒（２）せん断⼒を生じる部材 
11 回  部材に生じる応⼒（３）引張⼒、圧縮⼒を生じる部材 
12 回  梁の変形（１）たわみとたわみ角 
13 回  梁の変形（２）モールの定理 
14 回  梁の変形（３）支点のたわみとたわみ角、反曲点 
15 回  まとめ 

準備学習 1 回  シラバスにより講義の流れを見ておくこと．構造⼒学 I の内容を復習して
おくこと． 
2 回  テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．（テキスト p.75-81) 
3 回  テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．（テキスト p.75-81) 
4 回  テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．（テキスト p.82-91) 
5 回  テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．（テキスト p.82-91) 
6 回  テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．（テキスト p.94-104) 
7 回  テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．（テキスト p.105-112) 
8 回  テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．（テキスト p.105-112) 
9 回  テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．（テキスト p.113-126) 
10 回  テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．（テキスト p.113-126) 
11 回  テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．（テキスト p.113-126) 
12 回  テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．（テキスト p.127-133) 
13 回  テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．（テキスト p.127-133) 
14 回  テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．（テキスト p.127-133) 
15 回  これ間の講義内容を復習しておくこと． 

 



年度 2012 
授業コード FTZ45F2 
成績評価 ・平常点（講義ごとの演習課題）４０％・期末試験 ６０％ 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス ZA(工)(〜11),ZB(工)(〜11) 
見出し FTZ45F2 構造⼒学Ⅳ 
担当教員名 小林 正実 
単位数 2 
教科書 井上一朗，吹⽥啓一郎著「建築鋼構造−その理論と設計−」⿅島出版会 
アクティブラーニング  
キーワード 塑性崩壊，座屈，建物の終局状態 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 自由記述なし。 
科目名 構造⼒学Ⅳ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 阪口理他著「テキスト建築構造⼒学Ⅱ」学芸出版社 

⽥口武一著「構造⼒学Ⅰ」昭晃堂 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTZ45F2 
実務経験のある教員  
達成目標 ・１級建築士試験問題の内容を理解し，解くことができる．・講義内容に関わる

範囲の簡単な構造設計ができる． 
受講者へのコメント 特になし。 
連絡先 ２４号館５階 小林研究室 メール：kobayashi@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 本学着任２年目であり、昨年の反省を踏まえて改善に努めた甲斐あってか、昨年
よりはよい授業ができたつもりであり、概ねそのように評価してもらえたようで
ある。 

英文科目名 Mechanics of Building Structures IV 
関連科目 構造⼒学 I，構造⼒学 II，構造⼒学 III，鋼構造 I，鋼構造 II 
次回に向けての改善変更予定 PPT を中心に説明しているが、教科書も積極的に利用するよう努める。 
講義目的 鋼構造物の耐震安全性は，構成部材の強さ（耐⼒）のバランスのとれた配置に左

右される．部材や構造物の耐⼒を支配するのは全塑性応⼒と座屈であり，本講義
は，その基礎的考え方を身につけることを目的としている． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション（講義計画・内容の説明），鋼材の応⼒ー歪関係，DVD

鋼材の材料試験編 
2 回 曲げモーメントによる応⼒度の復習 



3 回 単純梁の塑性崩壊，断面の全塑性モーメント１（⻑方形断面） 
4 回 断面の全塑性モーメント２（Ｈ型断面，箱形断面） 
5 回 仮想仕事の原理による塑性崩壊荷重の計算 
6 回 不静定梁の塑性崩壊 
7 回 複数の崩壊機構を有する不静定梁の塑性崩壊 
8 回 門形ラーメン（１層１スパン）の塑性崩壊 
9 回 ⻑方形ラーメン（２層，２スパン）の塑性崩壊 
10 回 単純梁の塑性崩壊の卓上実験（教室で班ごとに塑性崩壊実験を実施する） 
11 回 梁のたわみ曲線の復習 
12 回 オイラー座屈荷重の誘導 
13 回 各種の材端条件についての座屈荷重，座屈⻑さ，DVD 座屈編 
14 回 オイラー座屈荷重の卓上実験（教室で班ごとに曲げ座屈の模型実験を実施
する） 
15 回 骨組の座屈（骨組中の柱の座屈⻑さ） 

準備学習 1 回 テキスト第２部 2.1.1 に目を通しておくこと 
2 回 構造⼒学Ⅱ教科書第 3 章 3 の復習をしておくこと 
3 回 テキスト第２部 2.2.1,3.1.1,3.1.2,3.2 または事前配布資料の指示した箇所に
目を通しておくこと 
4 回 テキスト第２部 2.2.2 に目を通しておくこと 
5 回 テキスト第２部 3.2,3.3 または事前配布資料の指示した箇所に目を通してお
くこと 
6 回 事前配布資料の指示した箇所に目を通しておくこと 
7 回 テキスト第２部 3.3 に目を通しておくこと 
8 回 テキスト第２部 3.4.2 に目を通しておくこと 
9 回 テキスト第２部 5.3 または事前配布資料の指示した箇所に目を通しておく
こと 
10 回 第 3 回の復習をしておくこと 
11 回 構造⼒学Ⅱ教科書第 3 章 4 の復習をしておくこと 
12 回 テキスト第３部 2.1 に目を通しておくこと 
13 回 テキスト第３部 2.2 または事前配布資料の指示した箇所に目を通しておく
こと 
14 回 第 12 回の復習をしておくこと 
15 回 事前配布資料の指示した箇所に目を通しておくこと 

 



年度 2012 
授業コード FTZ47E1 
成績評価 定期試験（１００％） 
曜日時限 木曜日 7・8 時限 
対象クラス ZA(工)(〜12),ZB(工)(〜12) 
見出し FTZ47E1 上級数学Ⅰ 
担当教員名 春木 茂 
単位数 2 
教科書 所属学科の微分積分の授業で使用している教科書。教科書がない場合は、下記の

参考書。 
アクティブラーニング  
キーワード 微分 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 上級数学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「理工系の基礎 微分積分」(増補版）／石原、浅野共著／裳華房 
授業形態 講義 
注意備考 毎回の授業は、最初の１時間ぐらいは講義を行い、残りの時間で講義内容に関連

した問題（プリントを配布）を解くという形式をとります。この問題プリントの
中に定期試験で出題される問題が全て書かれていますので、欠席をせず、プリン
トの問題を解くことを目指して下さい。第１回の授業で、受講者の⼈数確認を行
います。このときに欠席していると履修が認められませんので、必ず出席するよ
うにして下さい。 

シラバスコード FTZ47E1 
実務経験のある教員  
達成目標 配布するプリントの問題を、「自⼒で」解けるようになることを目指して下さい。 
受講者へのコメント  
連絡先 第一学舎 春木研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 高校で「数学Ｂ」の数列・ベクトルと「数学Ⅲ」をすでに学んできていることが

望ましい。、 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 高校の「数学Ⅲ」で学んだ微分を復習しながら、より難しい微分についての知識

を身につけることを目標とします。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 授業内容を説明する。 



2 回 微分の定義、基本公式べき関数・三角関数・指数関数・対数関数の微分合成
関数の微分について説明する。 
3 回 対数微分法逆関数について説明する。 
4 回 逆関数の微分逆三角関数の微分について説明する。 
5 回 「逆三角関数の微分」の続きについて説明する。 
6 回 高次導関数について説明する。 
7 回 ライプニッツの公式について説明する。 
8 回 関数の極限（１）について説明する。 
9 回 関数の極限（２）：ロピタルの定理について説明する。 
10 回 関数のグラフ（１）について説明する。 
11 回 関数のグラフ（２）：発展編について説明する。 
12 回 簡単な関数のマクローリン展開について説明する。 
13 回 オイラーの公式について説明する。 
14 回 簡単な偏微分について説明する。 
15 回 総合演習をする。 

準備学習 1 回 シラバスをよく読んでおくこと。 
2 回 高校の「数学Ⅲ」で学んだ基本的な関数の微分を、復習しておくこと。 
3 回 第２回で学んだ「対数関数の微分」「合成関数の微分」を、復習しておくこ
と。 
4 回 第３回で学んだ逆関数の性質を、確認しておくこと。 
5 回 第４回で学んだ逆三角関数の定義を、忘れないようにしておくこと。 
6 回 これまでに学んだ微分の公式を、全て確実に使いこなせるようにしておく
こと。 
7 回 第６回で学んだ高次導関数についての幾つかの公式を覚えておいて下さい。
高校の「数学Ａ」で学んだ２項係数と、「数学Ｂ」で学んだ和の記号∑も、確認し
ておくこと。 
8 回 高校の「数学Ⅲ」で学んだ関数の極限計算の技法を、復習しておくこと。 
9 回 第８回の内容を復習しておくこと。第５回までに学んだ微分の公式も忘れ
ないようにしておくこと。 
10 回 高校の「数学Ⅲ」で学んだ関数のグラフの描き方（増減・凹凸）について、
復習しておくこと。 
11 回 第１０回の内容を復習しておいて下さい。第９回で学んだロピタルの定理
も、確認しておくこと。 
12 回 高校の「数学Ⅲ」で学んだ無限級数と、第６回で学んだ高次導関数の記号
を復習しておいて下さい。第５回までに学んだ微分の公式も忘れないようにして
おくこと。 
13 回 第１２回で学んだマクローリン展開を、復習しておくこと。 
14 回 第５回までに学んだ微分の公式を、全て確実に使いこなせるようにしてお
くこと。 
15 回 これまでに配布したプリントを全て復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTZ47E2 
成績評価 定期試験（１００％） 
曜日時限 木曜日 7・8 時限 
対象クラス ZA(工)(〜12),ZB(工)(〜12) 
見出し FTZ47E2 上級数学Ⅱ 
担当教員名 春木 茂 
単位数 2 
教科書 所属学科の微分積分の授業で使用している教科書。教科書がない場合は、下記の

参考書。 
アクティブラーニング  
キーワード 積分 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 上級数学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ｢理工系の基礎 微分積分」(増補版）／石原、浅野共著／裳華房 
授業形態 講義 
注意備考 毎回の授業は、最初の１時間ぐらいは講義を行い、残りの時間で講義内容に関連

した問題（プリントを配布）を解くという形式をとります。この問題プリントの
中に定期試験で出題される問題が全て書かれていますので、欠席をせず、プリン
トの問題を解くことを目指して下さい。第１回の授業で、受講者の⼈数確認を行
います。このときに欠席していると履修が認められませんので、必ず出席するよ
うにして下さい。 

シラバスコード FTZ47E2 
実務経験のある教員  
達成目標 配布するプリントの問題を、「自⼒で」解けるようになることを目指して下さい。 
受講者へのコメント  
連絡先 第一学舎４階 春木研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 高校で「数学Ｂ」の数列・ベクトルと「数学Ⅲ」をすでに学んできていることが

望ましい。「上級数学Ⅰ」を必ず受講しておくことが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 高校の「数学Ⅲ」で学んだ積分を復習しながら、より難しい積分についての知識

を身につけることを目標とします。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  授業内容の説明不定積分の定義、基本公式について説明する。 



2 回  第１回の内容の発展について説明する。 
3 回  不定積分の部分積分について説明する。 
4 回  不定積分の置換積分について説明する。 
5 回  第３回、第４回の内容の発展について説明する。 
6 回  部分分数分解について説明する。 
7 回  定積分の定義、基本公式について説明する。 
8 回  定積分とグラフの面積について説明する。 
9 回  定積分の部分積分について説明する。 
10 回  定積分の置換積分について説明する。 
11 回  体積、曲線の⻑さについて説明する。 
12 回  広義積分（１）：有限区間の広義積分について説明する。 
13 回  広義積分（２）：無限区間の広義積分について説明する。 
14 回  簡単な重積分について説明する。 
15 回  総合演習をする。 

準備学習 1 回  前期「上級数学Ⅰ」で学んだ「べき関数の微分」「三角関数の微分」「指数
関数の微分」「対数関数の微分」「逆三角関数の微分」「合成関数の微分」を復習し
ておくこと。 
2 回  第１回で学んだ不定積分の公式と、前期「上級数学Ⅰ」で学んだ「合成関
数の微分」を復習しておくこと。 
3 回  これまでに学んだ不定積分の公式を、忘れないようにしておくこと。 
4 回  第１回、第２回で学んだ不定積分の公式を、忘れないようにしておくこと。 
5 回  第３回で学んだ不定積分の部分積分と、第４回で学んだ不定積分の置換積
分を復習しておくこと。 
6 回  第２回で学んだ不定積分の公式を、忘れないようにしておいて下さい。ま
た、未知数が２個または３個の連立１次方程式の解き方を確認しておくこと。 
7 回  第１回、第２回で学んだ不定積分の公式を、全て確実に使いこなせるよう
にしておくこと。 
8 回  第７回で学んだ定積分の計算方法を復習しておくこと。 
9 回  第３回、第５回で学んだ不定積分の部分積分を復習しておくこと。 
10 回  第４回、第５回で学んだ不定積分の置換積分を復習しておくこと。 
11 回  第９回で学んだ定積分の部分積分と、第１０回で学んだ定積分の置換積
分を復習しておくこと。 
12 回  第７回、第９回、第１０回で学んだ定積分の計算方法を復習しておいて下
さい。また、前期「上級数学Ⅰ」で学んだ「関数の極限」「ロピタルの定理」を確
認しておくこと。 
13 回  第１２回の準備学習と同じこと。 
14 回  部分積分や置換積分を使わなくても求められる簡単な定積分については、
何も見なくとも確実に計算出来るようにしておくこと。 
15 回  これまでに配布したプリントを全て復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTZ47F1 
成績評価 平常点 （３０％） 期末試験 （７０％）により行う。 
曜日時限 木曜日 7・8 時限 
対象クラス ZA(工)(〜11),ZB(工)(〜11) 
見出し FTZ47F1 建築法規 
担当教員名 湯浅 康生＊、三村 重⼈＊ 
単位数 2 
教科書 井上書院 基本建築関係法令集 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 小テストでのアンケートも検討したい。 
科目名 建築法規 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎教材 建築法規 （井上書院） 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTZ47F1 
実務経験のある教員  
達成目標 法体系の目指す方向性や建築法規に関する基礎的な内容の理解。 
受講者へのコメント 今年度の受講生は、受講態度にバラツキがあるものの、おおむね真面目で熱心な

学習態度であり、問題はなかったと思う。 
連絡先 三村重⼈ m4c4mx@bma.biglobe.ne.jp 湯浅康生 yuasa@risen.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 週あたりで、７５％程の学生が３０分でも自宅学習をしているという反面、全く
しなかったと回答した学生もいた。また、宿題の課題を半分ほどの学生が取り組
んだと回答した。これらの在宅学習率をもう少しあげるべく指導をする必要を感
じた。 
全体の７割程度が、この分野への興味が増し、講義におおむね満足していること
は素直にうれしいと感じる反面、授業目標の達成度では約半分にとどまっている
点が気になった。さらに講義内容の理解度を深める工夫を感じる。 

英文科目名 Building Legislation 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 法規という、ある意味興味を持ちにくい科目をどのようにして興味を引くか、毎

回の講義で実例を出来るだけ多く例示し、実体との関連で理解できるように努⼒
している。 

講義目的 建築を造りそれを維持していく秩序で、社会的に要求されるものが建築法規であ
る。その中核をなす建築基準法を中心に、法体系と行政の果たす役割を理解する



とともに、関連する様々な関係法令についての基本理解を深める。 
対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 建築法規① 建築基準法の概要、用語の定義、手続き規定 

2 回 建築法規② 面積、高さの算定方法 
3 回 建築法規③ 面積、高さの算定方法 
4 回 建築法規④ 一般構造 
5 回 建築法規⑤ 構造強度、耐火建築物 
6 回 建築法規⑥ 防火区画、避難施設、内装制限 
7 回 建築法規⑦ 用途地域、建ぺい率、容積率 
8 回 建築法規⑧ 建ぺい率、容積率 
9 回 建築法規⑨ 高さ制限 
10 回 建築法規⑩ 高さ制限 
11 回 建築法規⑪ 演習 1 
12 回 建築法規⑫ 演習 2 
13 回 建築行政① 建築士法・建設業法・住宅関連法 
14 回 建築行政② バリアフリー法・耐震改修促進法・消防法 
15 回 建築行政③ 都市計画法・景観法・宅地法・⺠法 他 

準備学習 1 回 建築基準法規の目次の項目をみて、建築に対し法規が制限する事項をメニ
ューとして把握しておく。 
2 回 法令集の当該項目について通読し、内容理解に努める。 
3 回 法令集の当該項目について通読し、内容理解に努める。 
4 回 各自、身近な建築物等を題材にするなど、その建築物から感じられる建築物
の規模、構造、用途等等について疑問を感じること があれば、その対策を提案す
ることを考えてみる 
5 回 建築物に作用する⼒の種類を調べ、その⼒の違いを考えてみること。度々作
用する⼒と、まれに作用する⼒に分類するなどしておくこと。地震国日本で法規
のみで地震に対する対策は万全であるかを調べてみる。 
6 回 各自、身近な建築物等を題材にするなど、その建築物から感じられる建築物
の安全、避難等について疑問を感じることがあれば、その対策を提案することを
考えてみる。 
7 回 建築物の集団的な規制について、まちの景観や保全などの視点から考察し
てみる。 
8 回 建築物の集団的な規制について、まちの景観や保全などの視点から考察し
てみる。 
9 回 建築物の集団的な規制について、まちの景観や保全などの視点から考察し
てみる。 
10 回 建築物の集団的な規制について、まちの景観や保全などの視点から考察し
てみる。 
11 回 単体としての規制、集団的規制を整理し復習をしておく。 
12 回 単体としての規制、集団的規制を整理し復習をしておく。 
13 回 建築行政の役割について考えてみる。建築に係わらず、各自極身近な事で
行政或いは法律によって制限を受けている、あるいは制約を感じていることにつ



いて（たとえば交通法規でも良い）具体的事項を複数あげて、その制限する理由
とそれに関連して各自が果たすべきことを考えてみる。 
14 回 バリアフリーや耐震改修について身近な例を見つけ、その背景にあるもの
を考えてみる。 
15 回 身近なまちを例に、都市的な視点から建築や街路に求められているものを
考える。 

 



年度 2012 
授業コード FTZ5311 
成績評価 課題（４０％）と期末試験（６０％）によって評価する． 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス ZA(工)(〜12),ZB(工)(〜12) 
見出し FTZ5311 構造⼒学Ⅰ 
担当教員名 山崎 雅弘 
単位数 2 
教科書 和⽥章、古谷勉著「最新建築構造設計入門」：実教出版 
アクティブラーニング  
キーワード ⼒の合成・分解・釣合、支点反⼒、断面⼒ 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 構造⼒学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する． 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTZ5311 
実務経験のある教員  
達成目標 構造⼒学の基本から最も単純な静定構造物である静定梁に⼒が作用したときの

応⼒を求める方法を習得すること。 
受講者へのコメント  
連絡先 山崎研究室 24 号館 5 階 086-256-9642 yamazaki@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mechanics of Building Structures I 
関連科目 構造⼒学Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 安全な建築を設計するための基本的な構造⼒学の知識を習得する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  概要 

2 回  建物に働く⼒、⼒の基本（１）⼒とは 
3 回  ⼒の基本（２）⼒の合成 
4 回  ⼒の基本（３）⼒の分解 
5 回  ⼒の基本（４）⼒の釣り合い 
6 回  構造物と荷重 
7 回  反⼒（１）反⼒とは 
8 回  反⼒（２）反⼒の求め方 



9 回  安定・静定 
10 回  構造物に生じる⼒ 
11 回  静定梁（１）単純梁、集中荷重 
12 回  静定梁（２）単純梁、分布荷重 
13 回  静定梁（３）片持梁 
14 回  静定梁（４）応⼒図 
15 回  まとめ 

準備学習 1 回  シラバスにより講義の流れを見ておくこと． 
2 回  テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．（テキスト p.10-35) 
3 回  前回の講義内容を復習し、テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．
（テキスト p.12-35) 
4 回  前回の講義内容を復習し、テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．
（テキスト p.12-35) 
5 回  前回の講義内容を復習し、テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．
（テキスト p.12-35) 
6 回  前回の講義内容を復習し、テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．
（テキスト p.36-40) 
7 回  前回の講義内容を復習し、テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．
（テキスト p.41-46) 
8 回  前回の講義内容を復習し、テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．
（テキスト p.41-46) 
9 回  前回の講義内容を復習し、テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．
（テキスト p.47-50) 
10 回  前回の講義内容を復習し、テキストで今回の講義内容を予習しておくこ
と．（テキスト p.52-59) 
11 回  前回の講義内容を復習し、テキストで今回の講義内容を予習しておくこ
と．（テキスト p.60-74) 
12 回  前回の講義内容を復習し、テキストで今回の講義内容を予習しておくこ
と．（テキスト p.60-74) 
13 回  前回の講義内容を復習し、テキストで今回の講義内容を予習しておくこ
と．（テキスト p.60-74) 
14 回  前回の講義内容を復習し、テキストで今回の講義内容を予習しておくこ
と．（テキスト p.60-74) 
15 回  これ間の講義内容を復習しておくこと． 

 



年度 2012 
授業コード FTZ53E2 
成績評価 毎回実施する小テストで評価する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス ZA(工)(〜12),ZB(工)(〜12) 
見出し FTZ53E2 構造⼒学演習 
担当教員名 山崎 雅弘 
単位数 2 
教科書 和⽥章、古谷勉著「最新建築構造設計入門」：実教出版 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 構造⼒学演習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード FTZ53E2 
実務経験のある教員  
達成目標 建築士試験の問題が確実に解けるようになる。 
受講者へのコメント 毎回実施している小テストで理解度を確かめ、難しく理解できない点は、友⼈や

教員に確認すること。 
連絡先 24 号館 5 階 山崎研究室 086-256-9642 yamazaki@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特に問題になる授業アンケートの評価はなかったので、わかりやすい工夫は続け
るものの大きな変更の必要性は感じていない。 

英文科目名 Practice on Mechanics of Building Structures 
関連科目 構造⼒学Ⅰ、構造⼒学Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定 理解を容易にするには、開設の流れや例示に工夫が必要である。毎回の学生の反

応を確認し工夫をつつけるつもりである。 
講義目的 安全な建築を設計するための基本的な構造⼒学の知識として、静定構造物に荷重

が作用したときの応⼒と変形を求める方法の習得を確実なものとする。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ⼒の基本 

2 回 反⼒ 
3 回 安定・静定 
4 回 静定梁（１）単純梁、片持梁、集中荷重 
5 回 静定梁（２）単純梁、片持梁、分布荷重 



6 回 静定梁（３）応⼒図 
7 回 静定ラーメン（１）片持梁系ラーメン、単純系ラーメン 
8 回 静定ラーメン（２）３ピン式ラーメン 
9 回 静定トラス（１）節点法 
10 回 静定トラス（２）切断法 
11 回 構造材料の⼒学的性質 
12 回 部材に生じる応⼒（１）曲げモーメント、せん断⼒ 
13 回 部材に生じる応⼒（２）引張⼒、圧縮⼒ 
14 回 梁の変形 
15 回 まとめ 

準備学習 1 回 講義内容について構造⼒学Ⅰと構造⼒学Ⅱの内容を復習しておく。 
2 回 講義内容について構造⼒学Ⅰと構造⼒学Ⅱの内容を復習しておく。 
3 回 講義内容について構造⼒学Ⅰと構造⼒学Ⅱの内容を復習しておく。 
4 回 講義内容について構造⼒学Ⅰと構造⼒学Ⅱの内容を復習しておく。 
5 回 講義内容について構造⼒学Ⅰと構造⼒学Ⅱの内容を復習しておく。 
6 回 講義内容について構造⼒学Ⅰと構造⼒学Ⅱの内容を復習しておく。 
7 回 講義内容について構造⼒学Ⅰと構造⼒学Ⅱの内容を復習しておく。 
8 回 講義内容について構造⼒学Ⅰと構造⼒学Ⅱの内容を復習しておく。 
9 回 講義内容について構造⼒学Ⅰと構造⼒学Ⅱの内容を復習しておく。 
10 回 講義内容について構造⼒学Ⅰと構造⼒学Ⅱの内容を復習しておく。 
11 回 講義内容について構造⼒学Ⅰと構造⼒学Ⅱの内容を復習しておく。 
12 回 講義内容について構造⼒学Ⅰと構造⼒学Ⅱの内容を復習しておく。 
13 回 講義内容について構造⼒学Ⅰと構造⼒学Ⅱの内容を復習しておく。 
14 回 講義内容について構造⼒学Ⅰと構造⼒学Ⅱの内容を復習しておく。 
15 回 講義内容について構造⼒学Ⅰと構造⼒学Ⅱの内容を復習しておく。 

 



年度 2012 
授業コード FTZ53F2 
成績評価 講義の演習などの平常点(30%)と定期試験(70%)により評価する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス ZA(工)(〜11),ZB(工)(〜11) 
見出し FTZ53F2 建築生産 
担当教員名 ⽥中 利幸 
単位数 2 
教科書 中澤明夫、角⽥誠著「初学者の建築講座建築施工」：市ヶ谷出版社 
アクティブラーニング  
キーワード 建築生産、建築施工、建築生産管理、躯体工事、仕上げ・設備工事 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特になし。 
科目名 建築生産 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 日本建築学会「建築工事標準仕様書・同解説」 
授業形態 講義 
注意備考 最終試験は 15 回講義終了後実施する。 
シラバスコード FTZ53F2 
実務経験のある教員  
達成目標 建物の企画から完成するまでの流れと他業種のコラボレートおよびその工程管

理の概要とポイントを習得する。 
受講者へのコメント 建築生産は非常に範囲が広く用語も豊富なため、授業中の集中⼒が重要になる。

また、毎回の講義内容が生産のどの部分であるかを意識して受講することも重要
である。 

連絡先 24 号館 5 階 ⽥中利幸研究室 tanaka@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 講義内容は概ね評価されていると思うが、量や講義速度については引き続き配慮
していきたい。 

英文科目名 0 
関連科目 建築概論、建築工学概論、鉄筋コンクリート構造、鋼構造 
次回に向けての改善変更予定 各工事ごとに全体における位置づけを引き続きわかりやすく説明するようにし

たい。 
講義目的 建築生産の基本である施工について契約からアフターケアまでの流れを各工事

ごとに解説する。施工上、現場管理上のポイントを中心に講義し、現場見学で実
地を体感する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーションおよび建築生産の流れと工事着工までの解説(1) 

2 回  建築生産の流れと工事着工までの解説(2) 



3 回  施工計画と管理方針の考え方(QCDSE)(1) 
4 回  施工計画と管理方針の考え方(QCDSE)(2) 
5 回  仮設計画と準備工事（直接工事までの準備） 
6 回  土工事・地下工事と地業・基礎工事 
7 回  鉄筋コンクリート工事（1） 
8 回  鉄筋コンクリート工事（2） 
9 回  鉄筋コンクリート工事（3） 
10 回  鉄骨工事（1） 
11 回  鉄骨工事（2） 
12 回  鉄骨工事（3） 
13 回  屋根・防水工事と各種仕上げ工事(1) 
14 回  各種仕上げ工事(2) と設備工事 
15 回  現場見学 

準備学習 1 回  シラバスにより全体を把握し、教科書第 1 章に目を通すこと 
2 回  教科書第 2 章に目を通すこと 
3 回  教科書第 3 章に目を通すこと 
4 回  教科書第 3 章に目を通すこと 
5 回  教科書第 4 章に目を通すこと 
6 回  教科書第 5 章に目を通すこと 
7 回  教科書第 6 章に目を通すこと 
8 回  教科書第 6 章に目を通すこと 
9 回  教科書第 6 章に目を通すこと 
10 回  教科書第 7 章に目を通すこと 
11 回  教科書第 7 章に目を通すこと 
12 回  教科書第 7 章に目を通すこと 
13 回  教科書第 8 章に目を通すこと 
14 回  教科書第 9 章,第 10 章に目を通すこと 
15 回  教科書の現場見学対象工事の項を復習すること 

 



年度 2012 
授業コード FTZ55F1 
成績評価 講義への取り組み方（30％）及び定期試験（70％）の両面で評価する。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス ZA(工)(12〜12),ZB(工)(12〜12) 
見出し FTZ55F1 技術者の社会⼈基礎 
担当教員名 ⽥邉 麻里子＊ 
単位数 2 
教科書 必要に応じて適時紹介する。 
アクティブラーニング  
キーワード 常識 ルール 自己管理 自己抑制 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 みなさんからの率直な意見やコメントは 大変嬉しく有難く受け止めています。 

今後の講義にも活かしていきますね。 
ありがとうございました。 
ハード面へのご意見は 教務課にお伝えしておきます。 

科目名 技術者の社会⼈基礎 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて適時紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTZ55F1 
実務経験のある教員  
達成目標 技術者としての実⼒と専門性を発揮するために不可欠な社会性と⼈間⼒を養成

する。 
受講者へのコメント 正解の無い分野であるし、参加型の講義でしたから 毎回課題に取り組まねばな

らなかったので 大変だったと思います。 
でも 私の予想以上に皆さん方は 前向きに積極的に取り組んでくださいまし
た。 
おかげで 私も大変楽しく講義を進めることができました。 
本当にありがとう。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 皆さんが積極的に受講してくれた講義でした。 
毎回 学生諸君から「どんな点に不安を持っているのか」「どんなことを知りた
いと思っているのか」を教えてもらいながら講義を進めることができ、感謝して
います。 
ありがとうございました。 

英文科目名 Social communication for engineers 



関連科目  
次回に向けての改善変更予定 ①技術者のエピソードをもっと増やして行くようにします。 

②受講者が多く 迷惑をかけました。できるだけばらけるように指導しますね。 
講義目的 ① 社会⼈としての当事者意識を醸成させる。 

② 技術者が知っておかねばならない社会⼈/企業⼈としての常識を習得させ
る。 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 講義の目的・受講生に期待すること・受講に関しての注意事項を説明する。 

社会⼈としての常識について自己の現状レベルを各自が自覚する。 
2 回 社会⼈としての責任と義務/社会的ルール/常識を説明する。 
3 回 社会⼈として知っておかねばならない法律/働き手側の立場について説明す
る。 
4 回 経済のしくみ/経済用語を説明する。 
5 回 自ら考える⼒/工夫する⼒/論理性/判断⼒を習得する。 ① 
6 回 自ら考える⼒/工夫する⼒/論理性/判断⼒を習得する。 ② 
7 回 自ら考える⼒/工夫する⼒/論理性/判断⼒を習得する。 ③ 
8 回 自ら考える⼒/工夫する⼒/論理性/判断⼒を習得する。 ④ 
9 回 自ら考える⼒/工夫する⼒/論理性/判断⼒を習得する。 ⑤ 
10 回 組織⼒学/⼈間関係について説明する。 
11 回 経済環境/市場環境と意識変化について説明する。 
12 回 優れた技術系経営者の仕事の仕方/考え方/生きざまを研究する。 
13 回 優れた技術系起業⼈の起業の仕方/モノの考え方を研究する。 
14 回 技術系企業のケースステダィを通して経営戦略/マネジメント手法/⼈事戦
略を分析する。 
15 回 自己の能⼒/強みのアピールにトライする。 

準備学習 1 回 シラバスを読んで講義概要を把握しておくこと。 
2 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
3 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
4 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
5 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
6 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
7 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
8 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
9 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
10 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
11 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
12 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
13 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
14 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 
15 回 経済新聞に目を通し、名作名著を読む習慣を身につけること。 

 



年度 2012 
授業コード FTZ55G1 
成績評価 定期試験（70％）、小テスト（またはレポート）（30％）により評価を行う。。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス ZA(工)(〜11),ZB(工)(〜11) 
見出し FTZ55G1 建築環境工学Ⅱ 
担当教員名 中山 哲士 
単位数 2 
教科書 環境工学教科書＜第二版＞、環境工学教科書研究会編著、彰国社、2000 
アクティブラーニング  
キーワード 温度、熱移動、湿気、熱負荷、断熱、気密、温熱環境、日射、太陽位置、換気、

空気質、汚染物質、通風、煙突効果、風環境 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 建築環境工学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTZ55G1 
実務経験のある教員  
達成目標 建築の熱環境（気候、伝熱、湿気）と空気環境（空気質、換気）に関する基礎事

項の取得を主な目的とし、豊かで快適な建築・環境を無駄なエネルギーを使用す
ることなく達成することを念頭におく。気候と建築の関係、⼈体の温熱感覚と快
適環境条件、建築の熱的な挙動を解析するための伝熱や室内環境の基礎的な計算
方法、結露の原理と防止方法、換気の基礎理論の習得を目指す。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２７号館５階 中山研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Environmental Engineering for Architecture II 
関連科目 建築環境工学 I、建築環境工学 II、建築設備 I 、建築設備 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 建築環境工学の中で、熱環境と空気環境に関して概説する。熱環境では建築環境

工学で用いる熱の伝熱理論、湿り空気の特性、太陽エネルギー利用の基礎理論に
ついて理解する。空気環境については空気質と換気の基礎理論を理解する。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス、気候と建築： 地域の気候に適したヴァナキュラー建築での環

境適用の事例から環境に適応した建築とは何かを考える。 



2 回 都市・地球環境とヒートアイランド： 都市レベルや地球レベルで起こって
いる環境問題について考える。また、ヒートアイランド現象から建築のあり方、
都市のあり方について考える。 
3 回 ⼈体の熱的快適性： ⼈体の熱平衡と温熱環境要素との関わりを概説し、快
適な温熱環境とは何かを理解する。 
4 回 建物の熱バランス／熱移動の基礎（伝導・対流）： 室内の熱の出入りと室
温との関係を理解する。伝導、対流による熱の伝搬の基礎を理解し計算法を習得
する。 
5 回 熱移動の基礎（放射）： 放射による熱の伝搬の基礎を理解し計算法を習得
する。 
6 回 建築部位の伝熱特性（熱貫流率）［壁体の温度分布］： 建築壁体での熱の流
れを求める計算方法を理解し、壁体内部布温度分布の計算法を取得する。 
7 回 湿気と結露： 空気中の湿気特性と表面結露との関係を理解し、結露対策に
ついて考える。 
8 回 太陽の動き（日照・日影）： 太陽位置の表記方法と計算方法を理解する。
日影図を描き建物による影のでき方について理解する。 
9 回 日射の利用と遮蔽： 太陽エネルギーを熱として利用するための効果的な
日射の利用方法と室内への日射熱侵入量を制御する効果的な遮蔽方法を理解す
る。 
10 回 環境建築における省エネルギーと快適性： 自然エネルギーを利用した建
築における省エネルギーへの取り組みと、室内居住者の快適性について考える。 
11 回 空気環境の基礎（室内空気質と換気）： 空気質の基礎を知り、換気の重要
性を理解する。 
12 回 汚染質濃度と換気： 建物内で発生する汚染物質について概説する。換気
による汚染物質濃度の計算法を理解する。 
13 回 換気の効率： 換気効率とは何か、換気効率の指標と計算法を理解する。
室内気流との関わりについて理解する。 
14 回 気密性能、温度差換気（煙突効果）： 建物の気密性能の基礎と温度差によ
る換気（煙突効果）について理解する。 
15 回 風環境・風害対策： 室内外の風環境についての基礎について理解する。
外部風からの自然換気利用、強風による風環境障害について学ぶ。 

準備学習 1 回 特になし 
2 回 特になし 
3 回 建築環境工学の基礎（温熱感） 
4 回 建築環境工学の伝熱分野 
5 回 建築環境工学の伝熱分野 
6 回 建築環境工学の伝熱分野 
7 回 建築環境工学の基礎（湿り空気）と伝熱分野 
8 回 建築環境工学の基礎（太陽位置） 
9 回 建築環境工学の基礎（太陽位置）、伝熱分野 
10 回 建築環境計画 
11 回 建築環境工学の空気環境分野 



12 回 建築環境工学の空気環境分野 
13 回 建築環境工学の空気環境分野 
14 回 建築環境工学の空気環境分野 
15 回 建築環境工学の風環境分野 

 



年度 2012 
授業コード FTZ55H2 
成績評価 定期試験（70％）、小テスト（またはレポート）（30％）により評価を行う。。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス ZA(工)(〜12),ZB(工)(〜12) 
見出し FTZ55H2 建築環境工学Ⅰ 
担当教員名 中山 哲士 
単位数 2 
教科書 環境工学教科書＜第二版＞、環境工学教科書研究会編著、彰国社、2000 
アクティブラーニング  
キーワード 環境建築、自然採光、昼光率、日射遮蔽、グレア、暗順応・明順応、色彩、色標、

音響、騒音、振動 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 授業中、騒がしい学生に対して注意が足らないとの指摘を一部の学生より受け

た。 
全ての学生が不利益にならないように対処する。 

科目名 建築環境工学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTZ55H2 
実務経験のある教員  
達成目標 建築の光環境（日射のコントロール、⼈工照明）と音環境（音響、騒音・振動）

に関する基礎事項の取得を主な目的とし、豊かで快適な建築・環境を無駄なエネ
ルギーを使用することなく達成することを念頭におく。照明や音響に関わる基礎
的な用語や計算方法を理解し、良質で快適な建築環境を創造、演出するための基
礎理論の習得を目指す。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２７号館５階 中山研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Environmental Engineering for Architecture I 
関連科目 建築環境工学 I、建築環境工学 II、建築設備 I 、建築設備 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 建築環境工学の中で、光環境と音環境に関して理解する。光環境では光の性質を

活かした照明計画、昼光照明、⼈工照明について計画法、計算法を理解する。音
環境については音の性質と特性を活かした音響計画、騒音・振動対策について理
解する。 



対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 ガイダンス、地球環境と建築： 地球環境問題と建築との関わりについて概

説する。環境負荷の少ない建築とは、環境に適応した建築とは何かを考える。 
2 回 光の特性と専門用語： 自然採光や⼈工照明など光は建築環境に欠かせな
い要素である。光について学ぶにあたり、基礎的な光の特性、専門用語について
理解する。 
3 回 目と視覚： ⼈が光を感じるメカニズム、照明としての光の機能、ものの見
え方について理解する。 
4 回 窓と採光・日射遮蔽： 窓から自然光を取り入れる場合、適切な窓の配置と
制御が必要である。その仕組みについて理解する。 
5 回 自然照明（昼光率、形態係数）： 昼光照明の計算方法の基礎を理解する。 
6 回 ⼈工照明（１）光源の種類と性質： ⼈工光源を利用した照明計画、照明方
法、建築と一体化した照明方法について概説する。 
7 回 ⼈工照明（２）⼈工照明計算法： ⼈工照明による室内照度の計算法を学
び、演習問題により計算方法を習得する。 
8 回 色彩計画： 色彩に関する基礎的な知識を習得する。色彩によるものの見え
方、心理要素、建築との関わりについて理解する。 
9 回 環境建築における環境調整手法： 建築的工夫により環境調整機能を付加
した環境建築とは何かを理解する。 
10 回 音の性質と感覚： 音と⼈間、建築との関わり、良い音、悪い音とは何か
を理解する。 
11 回 物理音響学の基礎： 音響に関わる基礎的な知識を理解する。 
12 回 音の伝搬： 音の伝搬の基礎を理解する。 
13 回 室内音響の計画： 室内音響の基礎を理解する。一般的な部屋から音響ホ
ールまで、適切な音響計画の基礎を理解する。 
14 回 吸音と遮音： 音を遮るための吸音、遮音の基礎的理論の理解と、応用に
ついて理解する。 
15 回 騒音と振動： 騒音、振動の基礎について概説する。建築的な計画、空調
機による対策方法等による騒音、振動対策について理解する。 

準備学習 1 回 特になし 
2 回 建築環境工学の基礎（特に光） 
3 回 建築環境工学の光、環境心理分野 
4 回 建築環境工学の光・日射、環境心理分野 
5 回 建築環境工学の光・日射分野 
6 回 建築環境工学の照明分野 
7 回 建築環境工学の照明分野 
8 回 建築環境工学の色彩、環境心理分野 
9 回 建築環境計画 
10 回 建築環境工学の音分野 
11 回 建築環境工学の音響学分野 
12 回 建築環境工学の音響学分野 
13 回 建築環境工学の音響学分野 



14 回 建築環境工学の音響学、騒音分野 
15 回 建築環境工学の騒音分野 

 



年度 2012 
授業コード FTZ59A2 
成績評価 課題（４０％）と期末試験（６０％）によって評価する． 
曜日時限 金曜日 9・10 時限 
対象クラス ZA(工)(〜11),ZB(工)(〜11) 
見出し FTZ59A2 構造⼒学Ⅱ(再) 
担当教員名 山崎 雅弘 
単位数 2 
教科書 和⽥章、古谷勉著「最新建築構造設計入門」：実教出版 
アクティブラーニング  
キーワード 静定ラーメン、静定トラス、物性、応⼒、変形 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 構造⼒学Ⅱ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示をする． 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTZ59A2 
実務経験のある教員  
達成目標 単純な静定構造物に荷重が作用したときの応⼒と変形を求める方法を習得する． 
受講者へのコメント 毎回実施しているクイズで理解度を確かめ、難しく理解できない点は、友⼈や教

員に確認すること。 
連絡先 山崎研究室 24 号館 5 階 086-256-9642 yamazaki@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特に問題になる授業アンケートの評価はなかったので、わかりやすい工夫は続け
るものの大きな変更の必要性は感じていない。 

英文科目名 Mechanics of Building Structures II 
関連科目 構造⼒学 I、構造⼒学 III 
次回に向けての改善変更予定 理解を容易にするには、開設の流れや例示に工夫が必要である。毎回の学生の反

応を確認し工夫をつつけるつもりである。 
講義目的 安全な建築を設計するための基本的な構造⼒学の知識を習得する． 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  構造⼒学Ｉの復習 

2 回  静定ラーメン（１）片持梁系ラーメン、単純系ラーメン 
3 回  静定ラーメン（２）３ピン式ラーメン 
4 回  静定トラス（１）節点法 
5 回  静定トラス（２）切断法 
6 回  構造材料の⼒学的性質（１）応⼒度 



7 回  構造材料の⼒学的性質（２）ひずみ度、許容応⼒度、断面の性質（１）断
面１次モーメント、図心 
8 回  断面の性質（２）断面２次モーメント、断面係数、断面２次半径 
9 回  部材に生じる応⼒（１）曲げモーメントを生じる部材 
10 回  部材に生じる応⼒（２）せん断⼒を生じる部材 
11 回  部材に生じる応⼒（３）引張⼒、圧縮⼒を生じる部材 
12 回  梁の変形（１）たわみとたわみ角 
13 回  梁の変形（２）モールの定理 
14 回  梁の変形（３）支点のたわみとたわみ角、反曲点 
15 回  まとめ 

準備学習 1 回  シラバスにより講義の流れを見ておくこと．構造⼒学 I の内容を復習して
おくこと． 
2 回  テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．（テキスト p.75-81) 
3 回  テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．（テキスト p.75-81) 
4 回  テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．（テキスト p.82-91) 
5 回  テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．（テキスト p.82-91) 
6 回  テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．（テキスト p.94-104) 
7 回  テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．（テキスト p.105-112) 
8 回  テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．（テキスト p.105-112) 
9 回  テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．（テキスト p.113-126) 
10 回  テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．（テキスト p.113-126) 
11 回  テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．（テキスト p.113-126) 
12 回  テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．（テキスト p.127-133) 
13 回  テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．（テキスト p.127-133) 
14 回  テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．（テキスト p.127-133) 
15 回  これ間の講義内容を復習しておくこと． 

 



年度 2012 
授業コード FTZ59B1 
成績評価 定期試験（80％）とレポート（20％）で総合的に評価する。 
曜日時限 金曜日 9・10 時限 
対象クラス ZA(工)(〜11),ZB(工)(〜11) 
見出し FTZ59B1 経営工学 
担当教員名 村⽥ 厚生＊、米⽥ 忠義＊、和迩 浩一＊、辻 総一郎＊ 
単位数 2 
教科書 ⼈間中心の生産システム論／村⽥厚生／日本出版サービス 
アクティブラーニング  
キーワード IE，生産システム，効率化，最適化，OR，品質管理，工程管理，かんばん方式，

稼動分析，動作・時間分析，⼈間工学，⼈間−機械系 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 経営工学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義の際に適宜紹介する。教科書の参考文献を参考のこと。 
授業形態 講義 
注意備考 講義に必ず出席し，レポートの期限を厳守すること。 
シラバスコード FTZ59B1 
実務経験のある教員  
達成目標 生産システム，ロボットシステムの運用，管理， 安全，および，知的システムに

関する基礎を理解し応用する能⼒を習得すること。 
受講者へのコメント  
連絡先 （村⽥厚生）岡山大学工学部５号館３０２室。（他の教員）岡山理科大学２０号館

４階「工学就業⼒育成支援室」（電話：086 ｰ 256 ｰ 8627） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 学会理事の仕事，国際会議等で相当多忙なため，スケジュールが不規則になりま
したが，同一の時間帯で講義可能となるように善処できればと考えます。 

英文科目名  
関連科目 数学系基礎科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生産システムでは⼈間（作業者）が機械やロボットとインタラクション（相互作

用）し合いながら製品，部品等を製造している．本講義では生産システムにおい
て，利益最大化，コスト最小化をはかる伝統的な IE（Industrial Engineering）の
手法と⼈間の働きやすさ向上，製品の使い易さ等につなげる⼈間−機械系の考え
方について講義し，両側面をいかに統合化させて生産システムの最適化を実現す
るかを習得する．そして，IE，⼈間工学両側面からの生産システムの改善法を習
得することを目的とする。 



対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 作業者の安全確保について、作業面及び設備面の両面からの基本的な考え

方について説明する。 
2 回 創業 207 年の老舗酒造が、地元に根付いた古き良き文化の継承と、次世代
に継承していくための新たな挑戦について説明する。 
3 回 電子ディスプレイ、特にプラズマディスプレイに学ぶ技術開発と経営戦略
について説明する。 
4 回 生産システム，IE とは何かを説明する。 
5 回 生産システム，IE における⼈，もの，情報の流れを説明する。 
6 回 生産システム，IE の手法(1)−工程管理・日程管理・作業管理−を 
説明する。 
7 回 生産システム，IE の手法(2)−３S・GT−を説明する。 
8 回 生産システム，IE の手法(3)−パレート図・品質管理−を説明する。 
9 回 生産システムの評価法を説明する。 
10 回 生産システム効率化の具体策(1)を説明する。 
11 回 生産システム効率化の具体策(1)を説明する。 
12 回 生産システム，IE における管理組織・かんばん方式・自動化手法を説明す
る。 
13 回 生産システム，IE における⼈間工学の役割−⼈間−機械系の考え方−を説
明する。 
14 回 稼働分析，作業研究，工程分析説明する。 
15 回 講義全体のまとめ，生産システムの効率的運用の仕方を説明する。 

準備学習 1 回 「安全」とは何か、「労働災害」とは何かを考えてみること。 
2 回 企業文化の伝承と⾰新について考えておくこと。 
3 回 身の回りにあるいろいろな方式のディスプレイ機器が、いつ頃から市場に
出てきたか考えて見ること。 
4 回 教科書の第１章を予習しておくこと。 
5 回 教科書の第１章を予習しておくこと。 
6 回 教科書の第２章を予習しておくこと。 
7 回 教科書の第２章を予習しておくこと。 
8 回 教科書の第２章を予習しておくこと。 
9 回 教科書の第３章を予習しておくこと。 
10 回 教科書の第３章を予習しておくこと。 
11 回 教科書の第３章を予習しておくこと。 
12 回 教科書の第３章を予習しておくこと。 
13 回 教科書の第８章を予習しておくこと。 
14 回 教科書の第４章を予習しておくこと。 
15 回 教科書の第４章を予習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード FTZ59C1 
成績評価 課題（４０％）と期末試験（６０％）によって評価する． 
曜日時限 金曜日 9・10 時限 
対象クラス ZA(工)(〜11),ZB(工)(〜11) 
見出し FTZ59C1 構造⼒学Ⅰ(再) 
担当教員名 山崎 雅弘 
単位数 2 
教科書 和⽥章、古谷勉著「最新建築構造設計入門」：実教出版 
アクティブラーニング  
キーワード ⼒の合成・分解・釣合、支点反⼒、断面⼒ 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 構造⼒学Ⅰ(再) 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する． 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FTZ59C1 
実務経験のある教員  
達成目標 構造⼒学の基本から最も単純な静定構造物である静定梁に⼒が作用したときの

応⼒を求める方法を習得すること。 
受講者へのコメント  
連絡先 山崎研究室 24 号館 5 階 086-256-9642 yamazaki@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mechanics of Building Structures I 
関連科目 構造⼒学Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 安全な建築を設計するための基本的な構造⼒学の知識を習得する。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  概要 

2 回  建物に働く⼒、⼒の基本（１）⼒とは 
3 回  ⼒の基本（２）⼒の合成 
4 回  ⼒の基本（３）⼒の分解 
5 回  ⼒の基本（４）⼒の釣り合い 
6 回  構造物と荷重 
7 回  反⼒（１）反⼒とは 
8 回  反⼒（２）反⼒の求め方 



9 回  安定・静定 
10 回  構造物に生じる⼒ 
11 回  静定梁（１）単純梁、集中荷重 
12 回  静定梁（２）単純梁、分布荷重 
13 回  静定梁（３）片持梁 
14 回  静定梁（４）応⼒図 
15 回  まとめ 

準備学習 1 回  シラバスにより講義の流れを見ておくこと． 
2 回  テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．（テキスト p.10-35) 
3 回  前回の講義内容を復習し、テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．
（テキスト p.12-35) 
4 回  前回の講義内容を復習し、テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．
（テキスト p.12-35) 
5 回  前回の講義内容を復習し、テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．
（テキスト p.12-35) 
6 回  前回の講義内容を復習し、テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．
（テキスト p.36-40) 
7 回  前回の講義内容を復習し、テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．
（テキスト p.41-46) 
8 回  前回の講義内容を復習し、テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．
（テキスト p.41-46) 
9 回  前回の講義内容を復習し、テキストで今回の講義内容を予習しておくこと．
（テキスト p.47-50) 
10 回  前回の講義内容を復習し、テキストで今回の講義内容を予習しておくこ
と．（テキスト p.52-59) 
11 回  前回の講義内容を復習し、テキストで今回の講義内容を予習しておくこ
と．（テキスト p.60-74) 
12 回  前回の講義内容を復習し、テキストで今回の講義内容を予習しておくこ
と．（テキスト p.60-74) 
13 回  前回の講義内容を復習し、テキストで今回の講義内容を予習しておくこ
と．（テキスト p.60-74) 
14 回  前回の講義内容を復習し、テキストで今回の講義内容を予習しておくこ
と．（テキスト p.60-74) 
15 回  これ間の講義内容を復習しておくこと． 

 



年度 2012 
授業コード MIG1311 
成績評価 講義における理解度 30％、定期試験 70％ 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 生物地球システム専攻(10〜12) 
見出し MIG1311 地球進化学特論 
担当教員名 関 達也 
単位数 2 
教科書 「安山岩と大陸の起源」／巽好幸著／東京大学出版会 
アクティブラーニング  
キーワード 安山岩、大陸地殻、高 Mg 安山岩、マントルの進化 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 地球進化学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 島弧・マグマ・テクトニクス／高橋正樹／東京大学出版局 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MIG1311 
実務経験のある教員  
達成目標 １：大陸地殻、特に安山岩の鉱物学、岩石学を理解すること。２：小豆島を中心

とする瀬⼾内火山帯を理解すること。３：大陸地殻の地球化学的特⻑を理解する
こと。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２１号館６F 関研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 地球の歴史における重要な問題の一つは、大陸の起源に関するものである。大陸

地殻の岩石学、鉱物学、地球化学などについて、巽著「安山岩と大陸の起源」を
読み解きながら理解を深めるとともに、研究の手法を学ぶことを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 問題設定 1：安山岩の成因 

2 回 問題設定２：大陸地殻の成因 
3 回 問題設定 3：マントルの進化 
4 回 瀬⼾内火山帯-その 1 
5 回 瀬⼾内火山帯-その 2 



6 回 瀬⼾内火山帯-その 3 
7 回 瀬⼾内火山帯-その 4 
8 回 瀬⼾内火山帯-その 5 
9 回 高 Mg 安山岩の成因-その 1 
10 回 高 Mg 安山岩の成因-その 2 
11 回 カルクアルカリ安山岩の成因-その 1 
12 回 カルクアルカリ安山岩の成因-その 2 
13 回 大陸地殻の成因-その 1 
14 回 大陸地殻の成因-その 2 
15 回 マントルの進化 

準備学習 1 回 教科書 P1-6 を読んでおくこと 
2 回 教科書 P6-12 を読んでおくこと 
3 回 教科書 P12-16 を読んでおくこと 
4 回 教科書 P17-25 を読んでおくこと 
5 回 教科書 P26-31 を読んでおくこと 
6 回 教科書 P31-38 を読んでおくこと 
7 回 教科書 P39-48 を読んでおくこと 
8 回 教科書 P48-54 を読んでおくこと 
9 回 教科書 P57-65 を読んでおくこと 
10 回 教科書 P104-110 を読んでおくこと 
11 回 教科書 P112-127 を読んでおくこと 
12 回 教科書 P127-136 を読んでおくこと 
13 回 教科書 P137-144 を読んでおくこと 
14 回 教科書 P144-159 を読んでおくこと 
15 回 教科書 P160-170 を読んでおくこと 

 



年度 2012 
授業コード MIG1312 
成績評価 課題演習の成績（50%）とレポートに内容（50%）をもとにして評価する． 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 生物地球システム専攻(10〜12) 
見出し MIG1312 固体地球物理学特論 
担当教員名 ⻄村 敬一 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 地上および⼈工衛星観測、測地座標系、偏微分方程式、デジタル信号／画像処理 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 固体地球物理学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 物理学と数学の基礎知識を前提にした講義であることを予め知っておいてほし

い。 
メールでの質問・問い合わせも OK。 

シラバスコード MIG1312 
実務経験のある教員  
達成目標 ・固体地球物理学の最近のトピックスについて理解と関心をもてるようになるこ

と。・固体地球物理学の各分野の研究に必要とされる物理・数学的な基礎知識を
修得すること。・地上および⼈工衛星による観測の代表的な方法と手段について
理解できること。・データ解析とモデリング，表現法を理解し，実際のデータに適
用できること。 

受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 6 階⻄村研究室（610 室）e-mail: nisimura<α>big.ous.ac.jp，Tel:086-

256-9644 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 地球進化学特論、環境磁気学、天体物理学特論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 測地，重⼒，地震，テクトニクスなどの固体地球物理学における最近のトピック

から、受講者の興味と必要性を考慮して適切な題材を選び、その物理・数学的な
基礎に立ち返りながら講義する。次に、観測の原理・方法と応用例、データの特
質に応じた解析とモデリングの手法、結果の表現法などについて、具体的な事例



を交えて講義する。また、これらそれぞれのテーマに即した代表的な論文の講読・
解説と課題演習をすることによって、研究を進める上で必要となる知識の実践的
な修得を図る。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回  講義の目的と構成などについて説明する。 

2 回 測地・重⼒分野における最近のトピックスを紹介する。 
3 回 測地・重⼒分野に関連する物理と数学の基本事項を説明する。 
4 回 最も基本的な測地座標系の変換、各種補正と異常（anomaly）について演習
し、解説する。 
5 回 測地・重⼒分野に関連する代表的論文を解説する。 
6 回 地震・テクトニクス分野における最近のトピックスを紹介する。 
7 回 地震・テクトニクス分野に関連する物理と数学の基本事項を説明する。 
8 回 最も基本的な走時解析・波形解析、応⼒解析について演習し、解説する。 
9 回 地震・テクトニクス分野に関連する代表的論文を解説する。 
10 回 固体地球物理学における観測法（１）として、地上観測の原理と方法を、
実例を中心にして説明する。 
11 回 固体地球物理学における観測法（２）として、⼈工衛星観測の原理と方法
を、実例を中心にして説明する。 
12 回 データ解析とモデリングの手法（１）として、周波数/波⻑解析、フィルタ
リングの原理と方法を、実例を中心にして説明する。 
13 回 データ解析とモデリングの手法（２）として、順解析と逆解析の原理と方
法を、実例を中心にして説明する。 
14 回 時間/空間データの表現法について、２次元/３次元可視化を中心にして説
明する。 
15 回 ２次元/３次元データの解析と表現について、専用ソフトウェアの使用法
を交えて説明する。 

準備学習 1 回  シラバスをよく読んでおくこと。 
2 回 配布プリントの該当部分に目を通しておくこと。 
3 回 配布プリントで使われている物理数学の基本事項を復習しておくこと。 
4 回 配布プリントの該当部分に目を通しておくこと。 
5 回 配布プリントの該当部分に目を通しておくこと。 
6 回 配布プリントの該当部分に目を通しておくこと。 
7 回 配布プリントで使われている物理数学の基本事項を復習しておくこと。 
8 回 配布プリントの該当部分に目を通しておくこと。 
9 回 配布プリントの該当部分に目を通しておくこと。 
10 回 配布プリントの該当部分に目を通しておくこと。 
11 回 配布プリントの該当部分に目を通しておくこと。 
12 回 配布プリントの該当部分に目を通しておくこと。 
13 回 配布プリントの該当部分に目を通しておくこと。 
14 回 配布プリントの該当部分に目を通しておくこと。 
15 回 配布プリントの該当部分に目を通しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MIG2111 
成績評価 課題提出（50%）、試験（50%）により行う。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 生物地球システム専攻(10〜12) 
見出し MIG2111 動物行動学特論Ⅰ 
担当教員名 中村 圭司 
単位数 2 
教科書 適宜、プリント等を配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 動物行動学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 動物行動学特論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に紹介する 
授業形態 講義 
注意備考 定期試験の日時については授業中に指示する。 
シラバスコード MIG2111 
実務経験のある教員  
達成目標 動物行動学の基礎について、大学院生としてふさわしい知識を身につけることを

目標とする。 
受講者へのコメント  
連絡先 中村圭司（２１号館６階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 動物行動学特論 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 動物の行動は多くの可能性の中で生涯における繁殖成功を最大にする適応戦略

であることを解説する。また、関係のある専門書・論文等を解説する。それによ
って、多様な動物の行動にも意味があり、その生物の周囲の環境や他の生物との
相互関係といった生態的圧⼒の下で進化してきたということを説明する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション。講義予定および注意事項について説明する。 

2 回  血縁度１。個体間の遺伝子の共有度合が、どのように行動に影響するかを
説明する。 
3 回  血縁度２。個体間の遺伝子の共有度合が、どのように行動に影響するかを
説明する。 



4 回  関連する論文の解説。第１回、２回の講義に関係する論文を解説する。 
5 回  採餌戦略１。採餌行動とその進化について解説する。 
6 回  採餌戦略２。採餌行動とその進化について解説する。 
7 回  関連する論文の解説。第５回、６回の講義に関係する論文を解説する。 
8 回  繁殖戦略１。動物の繁殖戦略とその進化的背景について解説する。 
9 回  繁殖戦略２。動物の繁殖戦略とその進化的背景について解説する。 
10 回  関連する論文の解説１。第８回、９回の講義に関係する論文を解説する。 
11 回  関連する論文の解説２。動物行動学全般に関して、これまでの講義内容に
関係する論文を紹介する。 
12 回  関連する論文の解説３。動物行動学全般に関して、これまでの講義内容に
関係する論文を紹介する。 
13 回  課題発表１回目。事前に指定した課題を順番に発表する。 
14 回  課題発表２回目。事前に指定した課題を順番に発表する。 
15 回  課題発表３回目。事前に指定した課題を順番に発表する。 

準備学習 1 回  時間割をよく確認し教室の場所を把握しておくこと 
2 回  図書館等で血縁度とは何かを調べておくこと。 
3 回  図書館等で血縁度とは何かを調べておくこと。 
4 回  配布された論文に目を通しておくこと。 
5 回  図書館等で採餌戦略とは何かを調べておくこと。 
6 回  図書館等で採餌戦略とは何かを調べておくこと。 
7 回  配布された論文に目を通しておくこと。 
8 回  図書館等で繁殖戦略とは何かを調べておくこと。 
9 回  図書館等で繁殖戦略とは何かを調べておくこと。 
10 回  配布された論文に目を通しておくこと。 
11 回  配布された論文に目を通しておくこと。 
12 回  配布された論文に目を通しておくこと。 
13 回  発表予定者は適切な資料を準備しておくこと。 
14 回  発表予定者は適切な資料を準備しておくこと。 
15 回  発表予定者は適切な資料を準備しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MIG2311 
成績評価 課題レポート１００％によって成績を評価する。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 生物地球システム専攻(10〜12) 
見出し MIG2311 大気圏科学特論 
担当教員名 大橋 唯太 
単位数 2 
教科書 適宜、プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 英語、局地気象学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 大気圏科学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 岩⽥徹・大滝英治・大橋唯太・塚本修・山本晋 著 「環境気象学入門」 （大学教

育出版） 
授業形態 講義 
注意備考 受講者が順番に輪読をおこなっていく形式も取り入れます。毎回、全員が英訳を

担当することになるので、くれぐれも予習は欠かさないこと。 
シラバスコード MIG2311 
実務経験のある教員  
達成目標 英文を文法を意識しながら丁寧に読み進めることで、科学英語の読解⼒を身につ

けられるようになる。 
受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 6 階 大橋研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 大気圏科学（学部開講） 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 小・中規模の気象現象を支配する大気境界層を中心にした、気象学・大気環境学

の基礎理論に関する講義をおこなう。大気境界層の時空間構造を決定している放
射・乱流輸送・地表面熱収支などの素過程の理解とともに、複雑な地形や土地被
覆上で発達する大気境界層内で気象現象をモデル化する方法などを考察してい
く。さらに、大気環境を考える上で重要な、⼈間・生態活動と気象現象の相互作
用についても理解を深める。この講義のなかでは、文法をしっかりと考えながら
科学英文を読解し、それがライティング⼒にもつながるような丁寧な指導をおこ
なってい 



対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション。講義の進め方について説明する。 

2 回  大気の組成と構造について講義する。 
3 回  太陽放射と地球放射について講義する。 
4 回  大気の熱⼒学１。熱⼒学第一法則と断熱過程について講義する。 
5 回  大気の熱⼒学２。温位・相当温位の定義などについて講義する。 
6 回  大気の運動１。流体の運動方程式について講義する。 
7 回  大気の運動２。静⼒学、非静⼒学、連続の式などについて講義する。 
8 回  大気境界層１．大気境界層の定義や性質などについて講義する。 
9 回  大気境界層２．地表面熱収支と大気境界層の関係について講義する。 
10 回  雲と降水について、特にフェーン現象の発生を講義する。 
11 回  山岳気象１。地形に起因する風について講義する。 
12 回  山岳気象２。平野や盆地、沿岸部などとの気象の違いについて講義する。 
13 回  局地風と大気汚染の関連について講義する。 
14 回  気候変動と地球環境問題について講義する。 
15 回  課題レポート作成の方法について講義する。 

準備学習 1 回 シラバスを確認しておくこと。 
2 回  大気の各層の名称と、それぞれの特徴を調べておくこと。 
3 回  太陽放射と地球放射の違いについて調べておくこと。また、それぞれのス
ペクトル特性を表すグラフなども見つけておくこと。 
4 回  熱⼒学第一法則について、数式から理解してみること。 
5 回  温位と相当温位の違いを理解しておくこと。 
6 回  流体を支配する方程式の名称や各項の物理的な意味について考えておく
こと。 
7 回  静⼒学と非静⼒学について、数式上と物理的な意味の違いをそれぞれ調
べて考えてみること。 
8 回  大気境界層とは何か、またその性質や特徴などについて調べておくこと。 
9 回  地表面熱収支式を調べておくこと。また、地表面熱収支の変化が大気境界
層に対してどのような影響を及ぼすか考えてみること。 
10 回  フェーン現象について調べておくこと。 
11 回  地形に起因する風の形成について調べてみること。 
12 回  山地・盆地・平野・沿岸など、場所による気象・気候の違いについて考え
てみること。 
13 回  大気汚染物質の種類と特徴を調べておくこと。また、局地風によって汚染
物質がどのように振る舞うか、予想してみること。 
14 回  現在問題となっている地球環境問題を列挙しておくこと。 
15 回  これまでの復習をし、レポート作成の準備をしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MIG2312 
成績評価 演習結果を、最終的にレポートにまとめてもらい、レポート内容によって成績を

評価します。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 生物地球システム専攻(10〜12) 
見出し MIG2312 情報地質学特論 
担当教員名 能美 洋介 
単位数 2 
教科書 特に指定しません。 
アクティブラーニング  
キーワード GIS,フィールドワーク、点データ、ラスターデータ、地形解析 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報地質学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 P.A.バーロー著 「地理情報システムの原理 土地資源評価への応用」古今書院．

高橋重雄ほか著 「事例で学ぶ GIS と地域分析 ArcGIS を用いて」古今書院．
J.Star/J.Estes 著 「入門地理情報システム」共立出版． 

授業形態 講義 
注意備考 理解を深めるため演習を取り入れています。受講生が使用しているパソコンに

GIS ソフトウエアをインストールしてもらうことがあります。 
シラバスコード MIG2312 
実務経験のある教員  
達成目標 フィールドワークによって得られるデータの性質について説明することができ

る。GIS で利用される各種データの形式について説明することができる。GIS を
用いて調査結果などを表現することができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 26 号館 3 階 能美研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生物地球分野における研究では、フィールドワークによって各種データを得る

が、大量のフィールドデータを処理したり、異なるカテゴリーに属する情報を組
み合わせて調査地点や地域の属性を解析するために GIS（地理情報システム）が
利用される。本講義では、GIS で利用されるデータの性質についての理解し、実
際に GIS を利用しながら修士研究などでフィールドワークの解析を効率的に行



なうことができるようになることを目的とする。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションをおこない、講義目的・進め方などを説明します。 

2 回 点データの表現について説明し、演習を行ないます。 
3 回 調査地点等の経緯度データを他の座標系に変換する方法について説明し、
演習を行ないます。 
4 回 点データの属性値の性質とその表現方法について講義します。 
5 回 点データの属性値の補間方法について講義します。 
6 回 ラスターデータについて講義します。 
7 回 点データの属性値を用いて補間計算を行ない、ラスターデータを作成する
方法について講義し、演習を行ないます。 
8 回 GIS による地形の表現方法について講義します。 
9 回 数値地図を用いた地形の表現方法について講義し、演習を行ないます。 
10 回 数値地図を用いた数値地形解析について講義し、演習を行ないます。 
11 回 数値地形解析した結果をラスターデータ化し、GIS で表現する方法につい
て講義し、演習を行ないます。 
12 回 ラスターデータと点データの重ね合わせについて説明し、演習を行ないま
す。 
13 回 国土数値情報の性質と利用方法について説明します。 
14 回 各種ラスターデータや点データを用いて、地図を作成する演習を行ないま
す。 
15 回 前回の結果をさらに発展させつつ、その地図の説明文を作成します。 

準備学習 1 回 卒業研究のデータ（特にフィールドワークにかかるもの）をまとめておいて
ください。 
2 回 フィールドデータのうち、調査地点の経緯度を求めておいてください。 
3 回 前回の演習データを整理しておいてください。 
4 回 点データに付属する属性値を整理しておいてください。 
5 回 前回の属性値を整理しておいてください。 
6 回 「ラスターデータ」について調べておいてください。 
7 回 点データの属性値について整理しておいてください。 
8 回 調査地域の地形図（1/25000）を見てどのような地形であるかを調べておい
てください。 
9 回 「数値地図」について調べておいてください。 
10 回 「地形解析」について調べておいてください。 
11 回 前回の演習結果を整理しておいてください。 
12 回 前回の演習結果を整理しておいてください。 
13 回 「国土数値情報」について調べておいてください。 
14 回 これまでの演習結果を整理しておいてください。 
15 回 これまでの演習結果を整理しておいてください。 

 



年度 2012 
授業コード MIG2322 
成績評価 課題（70%）、試験（30%）により行う。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 生物地球システム専攻(10〜12) 
見出し MIG2322 動物行動学特論Ⅱ 
担当教員名 中村 圭司 
単位数 2 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード 戦略、ESS、Game 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 動物行動学特論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 生物の行動や適応戦略について書かれた本 
授業形態 講義 
注意備考 原著論文は全て英語 
シラバスコード MIG2322 
実務経験のある教員  
達成目標 様々な動物の示す行動が進化的基盤の上にあることを理解し、ヒトも動物である

と十全に認識できること。 
受講者へのコメント  
連絡先 中村圭司（２１号館６階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 動物行動学特論Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 動物の行動が進化的基盤の上にあると理解すること。行動学において、進化的な

安定戦略という概念が現実の諸側面を理解する重要な手助けとなっている事を
示す。また、採餌、産卵、子への投資、親子間の葛藤、性比、性淘汰などに関す
る様々な理論的モデルを提示し、それらが生物の実際の行動を具体的にどの程度
説明しうるかについて解説する。さらに、次々と登場する理論的な考察を含む最
新の論文を幾つか精読する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 行動学における基礎概念の説明。動物行動の進化的背景について確認する。 

2 回 自然淘汰、ESS。いかにして行動が進化するのかについて理論的に解説する。 
3 回 理論モデル解説。さまざまな行動学に関する理論について説明する。 



4 回 理論モデル解説２。さまざまな行動学に関する理論について説明する。 
5 回 原著論文の精読と解説。各⼈が選んだ論文について説明する。 
6 回 原著論文の精読と解説２。各⼈が選んだ論文について説明する。 
7 回 原著論文の精読と解説３。各⼈が選んだ論文について説明する。 
8 回 原著論文の精読と解説４。各⼈が選んだ論文について説明する。 
9 回 原著論文の精読と解説５。各⼈が選んだ論文について説明する。 
10 回 原著論文の精読と解説６。各⼈が選んだ論文について説明する。 
11 回 原著論文の精読と解説７。各⼈が選んだ論文について説明する。 
12 回 原著論文の精読と解説８。各⼈が選んだ論文について説明する。 
13 回 原著論文の精読と解説９。各⼈が選んだ論文について説明する。 
14 回 現実の諸側面についての考察。行動学におけるさまざまな問題等について
説明する。 
15 回 現実の諸側面についての考察２。行動学におけるさまざまな問題等につい
て説明する。 

準備学習 1 回 進化の基本的な仕組みを復習しておくこと。 
2 回 自然淘汰と ESS に付いて復習しておくこと。 
3 回 様々な戦略モデルに付いて調べておくこと。 
4 回 様々な戦略モデルに付いて復習しておくこと。 
5 回 行動学に関する原著論文を探しておくこと。 
6 回 原著論文を熟読しておくこと。 
7 回 原著論文を熟読しておくこと。 
8 回 原著論文を熟読しておくこと。 
9 回 原著論文を熟読しておくこと。 
10 回 原著論文を熟読しておくこと。 
11 回 原著論文を熟読しておくこと。 
12 回 原著論文を熟読しておくこと。 
13 回 原著論文を熟読しておくこと。 
14 回 新聞、雑誌等から行動学に関わる最新報告を探しておくこと。 
15 回 新聞、雑誌等から行動学に関わる最新報告を探しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MIG2332 
成績評価  
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 生物地球システム専攻(11〜12) 
見出し MIG2332 哺乳類系統学 
担当教員名 小林 秀司 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 哺乳類系統学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSZ2312 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Mammalian Phylogeny 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード MIG23A2 
成績評価 授業中に行う各自の発表 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 生物地球システム専攻(12〜12) 
見出し MIG23A2 動物系統分類学特論 
担当教員名 小林 秀司 
単位数 2 
教科書 プリントを適宜配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 哺乳類、系統進化、収斂、適応放散 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 動物系統分類学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 Eisenberg(1981), Mammalian RadiationCorbet&Hill(1991), A World List of 

Mammalian SpeciesWilson&Reeder(2005)Mammal Species of the World: A 
Taxonomic and Geographic Reference 

授業形態 講義 
注意備考 ・本授業は演習形式で行う・自分の発表の順番の時はレジメを作成し、講義前に

全員に配布すること 
シラバスコード MIG23A2 
実務経験のある教員  
達成目標 ・哺乳類にどの様な目があるか理解する・それぞれの目がどの湯女科によって構

成されるか理解する・科ごとの主要な分類群の特徴を理解する・科ごとの主要な
分類群の系統進化を理解する 

受講者へのコメント  
連絡先 保存科学棟二階研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 脊椎動物学 I・II・III 

霊⻑類学 
動物系統分類学 

次回に向けての改善変更予定  
講義目的 地球上には、多種多様な動物が生息している。哺乳類を題材に、その主要な目そ

れぞれについて、主に科レベルでどの様な系統関係にあるか理解することを目的
とする。 

対象学年 1 年/2 年 



授業内容 1 回 オリエンテーション。授業内容について説明する。 
2 回 哺乳類とは何かについて解説する。 
3 回 単孔目（カモノハシ目） Monotremata について準備されたレジメを元にな
された発表について解説する。 
4 回 アメリカ有袋大目 Ameridelphia について準備されたレジメを元になされた
発表について解説する。 
5 回 オーストラリア有袋大目 Australidelphia について準備されたレジメを元に
なされた発表について解説する。 
6 回 ローラシア獣上目 Laurasiatheria 1 ハリネズミ目とトガリネズミ目につ
いて準備されたレジメを元になされた発表について解説する。 
7 回 ローラシア獣上目 Laurasiatheria 2 有鱗目、奇蹄目について準備された
レジメを元になされた発表について解説する。 
8 回 ローラシア獣上目 Laurasiatheria 3 翼手目について準備されたレジメを
元になされた発表について解説する。 
9 回 ローラシア獣上目 Laurasiatheria 4 食肉目について準備されたレジメを
元になされた発表について解説する。 
10 回 真主齧上目（正主齧⻭類上目） Euarchontoglires 1 登木目と皮翼目、霊
⻑目について準備されたレジメを元になされた発表について解説する。 
11 回 真主齧上目（正主齧⻭類上目） Euarchontoglires 2 囓⻭目、ウサギ目に
ついて準備されたレジメを元になされた発表について解説する。 
12 回 異節上目 Xenarthra 被甲目と有毛目について準備されたレジメを元にな
された発表について解説する。 
13 回 アフリカ獣上目 Afrotheria 1 ⻑脚目、アフリカトガリネズミ目、管⻭
目（ツチブタ目）について準備されたレジメを元になされた発表について解説す
る。 
14 回 アフリカ獣上目 Afrotheria 2 岩狸目、⻑鼻目、海牛目について準備さ
れたレジメを元になされた発表について解説する。 
15 回 その他哺乳類および最新トピックスについて解説する 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと 
2 回 初回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ等で調べ
てノートしておくこと。 
3 回 初回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ等で調べ
てノートしておくこと。 
4 回 初回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ等で調べ
てノートしておくこと。 
5 回 初回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ等で調べ
てノートしておくこと。 
6 回 初回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ等で調べ
てノートしておくこと。 
7 回 初回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ等で調べ
てノートしておくこと。 
8 回 初回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ等で調べ



てノートしておくこと。 
9 回 初回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ等で調べ
てノートしておくこと。 
10 回 初回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ等で調
べてノートしておくこと。 
11 回 初回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ等で調
べてノートしておくこと。 
12 回 初回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ等で調
べてノートしておくこと。 
13 回 初回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ等で調
べてノートしておくこと。 
14 回 初回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ等で調
べてノートしておくこと。 
15 回 初回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ等で調
べてノートしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MIG2511 
成績評価 比較解剖学、比較⻭学につての問題の解答状況（50%）、レポート・課題発表（50%） 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 生物地球システム専攻(10〜12) 
見出し MIG2511 脊椎動物学特論 
担当教員名 中島 経夫 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード 比較⻭学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特にない。 
科目名 脊椎動物学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に紹介 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MIG2511 
実務経験のある教員  
達成目標 脊椎動物だけがもつ⻭から、脊椎動物とは何かについて理解するとともに、比較

形態学の手法を研究に生かせるようにする。 
受講者へのコメント コイ科魚類を例に脊椎動物の形の多様性を、解剖学や形態学から知って欲しい。 
連絡先 21 号館 6 階 中島研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特にない。 
英文科目名  
関連科目 生物学関係の講義全て 
次回に向けての改善変更予定 一方的に講義を行うのではなく、学生さんの発表などを行う。 
講義目的 ⻭を中心にした比較解剖学、形態学から、脊椎動物の進化についての理解を深め

る。⻭は脊椎動物だけがもち、最も固い組織として化石によく残り、具体的な進
化を探ることができる。⻭についての知識を学習し、脊椎動物の進化について受
講生とともに考える。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 脊椎動物の特徴 
3 回 硬組織、骨格 
4 回 脊椎動物の⻭１ 
5 回 脊椎動物の⻭２ 



6 回 比較解剖学、比較⻭学につての問題１ 
7 回 比較解剖学、比較⻭学につての問題２ 
8 回 比較解剖学、比較⻭学につての問題３ 
9 回 比較解剖学、比較⻭学につての問題４ 
10 回 比較解剖学、比較⻭学につての問題５ 
11 回 脊椎動物、比較解剖学、比較⻭学についての論文の解説１ 
12 回 脊椎動物、比較解剖学、比較⻭学についての論文の解説２ 
13 回 脊椎動物、比較解剖学、比較⻭学についての論文の解説３ 
14 回 脊椎動物、比較解剖学、比較⻭学についての論文の解説４ 
15 回 脊椎動物、比較解剖学、比較⻭学についての論文の解説５ 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておく 
2 回 脊椎動物学、比較形態学について一般的に理解しておく 
3 回 脊椎動物の硬組織について理解しておく 
4 回 ⻭について理解しておく 
5 回 ⻭について理解しておく 
6 回 問題を解いておく 
7 回 問題を解いておく 
8 回 問題を解いておく 
9 回 問題を解いておく 
10 回 問題を解いておく 
11 回 課題の論文を読んでおく 
12 回 課題の論文を読んでおく 
13 回 課題の論文を読んでおく 
14 回 課題の論文を読んでおく 
15 回 課題の論文を読んでおく 

 



年度 2012 
授業コード MIG2512 
成績評価 古⼈類学に関連した内容について書かれたレポートで、達成目標となるスキルが

獲得されているか評価し、採点をおこないます。評価は、中間レポート点を 30
点、最終レポート点を 70 点とします。 

曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 生物地球システム専攻(10〜12) 
見出し MIG2512 自然⼈類学特論 
担当教員名 富岡 直⼈ 
単位数 2 
教科書 松井 章 編著 2003 『環境考古学マニュアル』［同成社］ 
アクティブラーニング  
キーワード 自然⼈類学、古⼈類学、生態学、環境、考古学、古環境学 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 自然⼈類学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ⽥代 菊雄 編著 2001 『学生・院生のための研究ハンドブック』［大学教育

出版会］ 
授業形態 講義 
注意備考 中間・最終レポートは、ともにコンピュータ・ワープロソフトを用いて記述し提

出すること。図や表を必ず 2 点以上挿入し、適切なキャプションを付して下さい。 
シラバスコード MIG2512 
実務経験のある教員  
達成目標 古⼈類学データの内容を理解し、それを操作することで、⼈類に関わる古生態の

復元とそこから得られる自然⼈類学的解釈ができるスキルの習得を目指す。中間
レポートでは、遺跡からの資料抽出法を論じる水準に達することを目標とし、最
終レポートでは、遺跡出土資料から得られた数値データ分析ができることを目標
とする。 

受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 5 階富岡研究室 ｔｏｍｉｏｋａ◎ｂｉｇ．ｏｕｓ．ａｃ．ｊｐ （◎は

@に変更し、活字は全て半角にして下さい） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 特になし 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 古⼈類学に関する自然⼈類学の到達点と問題点を、日本・アジア各地および欧米

の研究事例を参照し、実物資料も観察しながら理解を促進する。 



対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 自然⼈類学の歴史（欧米） 

2 回 自然⼈類学の歴史（日本） 
3 回 「骨格の検出される土壌の特性(1) pH」について説明する。 
4 回 「骨格の検出される土壌分析(2) 化学的特性」について説明する。 
5 回 「古⼈類の狩猟・採集(1) ⾙類・甲殻類・その他」について説明する。 
6 回 「古⼈類の狩猟・採集(2) 魚類」について説明する。 
7 回 「古⼈類の狩猟・採集(3) 鳥類・爬虫類」について説明する。 
8 回 「古⼈類の狩猟・採集(4) 哺乳類（食肉目、偶蹄目）」について説明する。 
9 回 「古⼈類の狩猟・採集(5) 哺乳類（奇蹄目、霊⻑目、その他）」について説
明する。 
10 回 「古⼈類の生態 年齢・性・疾病の判定」について説明する。 
11 回 「古⼈類の植物採集・栽培(1) 微化石類」について説明する。 
12 回 「古⼈類の植物採集・栽培(2) 種子・木材」について説明する。 
13 回 「古 DNA 分析からみた古⼈類」について説明する。 
14 回 「安定同位体比分析からみた古⼈類の生態」について説明する。 
15 回 「古⼈類生態の復元を目的とした数値分析の実践」について説明する。 

準備学習 1 回  シラバスを良く読んで受講して下さい。 
2 回  「先史時代の動物考古学」『環境考古学マニュアル』: pp.92-200 を通覧し
て下さい。 
3 回  配付したポリ袋にフィールドワークで得られた土壌を入れ、「採集地点、
採集日時、地表からの深度、採集者」を記録して持ってきて下さい下さい。 
4 回  先週測定した pH について、指示した型式でグラフを製作して持ってくる
こと。 
5 回  フィールドワークで得られた無脊椎動物（カタツムリや昆虫でも可能）を
準備して下さい。「採集地点、採集日時、採集者」を記録して持ってきて下さい。 
6 回  フィールドワークで得られた魚類を準備して下さい。場合によっては採
集した他⼈から譲渡されたものでも構わない。「採集地点、採集日時、採集者」を
記録して持ってきて下さい。 
7 回  フィールドワークで得られた鳥類の標本を⼈類学実習室で一つ選択し、
講義に参加するようにして下さい。自分で採集したものがある場合は、「採集地
点、採集日時、採集者」を記録して持ってきて下さい。 
8 回  フィールドワークで得られた哺乳類の標本を⼈類学実習室で一つ選択し、
講義に参加するようにして下さい。 
9 回  フィールドワークで得られた鳥類の標本を⼈類学実習室で一つ選択し、
講義に参加するようにして下さい。 
10 回  遺跡出土⼈骨の分析法について指定したレジュメを通覧して下さい。 
11 回  分析法について「花粉の見方」『環境考古学マニュアル』: pp.128-137 を
通覧して下さい。 
12 回  分析法について「樹種の見分け方と利用」『環境考古学マニュアル』: 
pp.117-127 を通覧して下さい。 
13 回  分析法について「生化学と考古学」『環境考古学マニュアル』: pp.293-



300 を通覧して下さい。 
14 回  分析法について「炭素・窒素同位体による食性分析」『環境考古学マニュ
アル』: pp.283-292 を通覧して下さい。 
15 回  分析法について、講義中に配付するレジュメを通覧して下さい。 

 



年度 2012 
授業コード MIG2712 
成績評価 最終レポート(６０％）、レジュメ作成などの提出課題(４０％)  

提出課題は、講義中に提示する。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 生物地球システム専攻(12〜12) 
見出し MIG2712 地理学特論 
担当教員名 宮本 真二 
単位数 2 
教科書 なし。レジュメ等を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 地理学、自然地理学、⼈文地理学、方法論、修士論文、研究動向 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 地理学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MIG2712 
実務経験のある教員  
達成目標 ①地理学研究の研究動向の把握。 

②地理学研究の研究課題の把握。 
③地理学の研究方法の理解。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２１号館５Ｆ 宮本（地理学）研究室 

miyamoto＝big.ous.ac.jp 
＝をアットマークに 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 受講者の卒業論文内容をふまえ、修士論文作成や研究成果の学術誌へ投稿するた

め、地理学の研究動向を把握し、その課題理解する。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 第１回：卒業論文内容をふまえ、修士論文作成や研究成果の学術誌への投稿にお

いて興味があり、有意義と考えられる地理学の論文を把握しておくこと。 



第２回：自然地理学（地形・地質）の領域に関する関係文献を収集し、読み込ん
でおくこと。 
第３回：自然地理学（植生）の領域に関する関係文献を収集し、読み込んでおく
こと。 
第４回：自然地理学（古環境）の領域に関する関係文献を収集し、読み込んでお
くこと。 
第５回：⼈文地理学（土地利用）の領域に関する関係文献を収集し、読み込んで
おくこと。 
第６回：⼈文地理学（歴史地理学）の領域に関する関係文献を収集し、読み込ん
でおくこと。 
第７回：地誌学の領域に関する関係文献を収集し、読み込んでおくこと。 
第８回：自然地理学研究におけるフィールド・ワークに関する関連文献を収集し
ておくこと。 
第９回：⼈文地理学研究におけるフィールド・ワークに関する関連文献を収集し
ておくこと。 
第１０回：地誌学研究におけるフィールド・ワークに関する関連文献を収集して
おくこと。 
第１１回：地理学研究におけるインドア・ワークのデータ解析方法について、関
係文献を把握しておくこと。 
第１２回：自己の研究課題について、地理学的研究法を踏まえて紹介し、参加者
で議論するので、発表準備をしておくこと（自然地理学中心） 
第１３回：自己の研究課題について、地理学的研究法を踏まえて紹介し、参加者
で議論するので、発表準備をしておくこと（⼈文地理学中心） 
第１４回：自己の研究課題について、地理学的研究法を踏まえて紹介し、参加者
で議論するので、発表準備をしておくこと（地理学の隣接科学を含む） 
第１５回：自己の研究課題について、地理学的研究法をいかに活用するのかを考
え、素案をまとめておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MIG3111 
成績評価 授業への参加強度（２０％）、レポート（４０％）、および最終試験の成績（４０％）

から総合的に評価する。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 生物地球システム専攻(12〜12) 
見出し MIG3111 資源植物学特論 
担当教員名 久保⽥ 尚浩 
単位数 2 
教科書 なし 

適宜、プリントを配付する 
アクティブラーニング  
キーワード 野生植物、有用植物、栽培植物 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 資源植物学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 植物生産学概論／星川清親著／文永堂出版 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MIG3111 
実務経験のある教員  
達成目標 資源植物とは何かを説明した後、野生有用植物と栽培植物（作物）の違いを解説

し、次ぎに作物の起源、発達および伝播について講述した後、その種類と分類の
方法を述べる。さらに、食用作物、工芸作物、飼料作物・緑肥作物、園芸作物（野
菜、果樹、観賞植物）など各々の作物について代表的なものを示し、その特徴や
有用性を解説する。また、これらの植物資源を持続的に利用・保護することの意
義について考える。 

受講者へのコメント  
連絡先 研究室：専門学舎第２１号館６階６号室 

E-mail：kubota@big.ous.ac.jp 
電話：未定 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 植物生態学、植物分類学、熱帯農学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 植物の起源、発達および伝播の概略を学び、その種類や分類の方法を習得した後、

各々の種類の代表的な植物（作物）の利用方法について理解する。さらに、植物



資源を持続的に利用することの重要性、未だ利用されていない植物の資源として
の重要性などを理解するとともに、それらの保護が⼈間の生存に果たす役割を考
える。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習  地球上にはどのような植物がどのくらいあるのか、またそれらが⼈類によって

どのように利用されてきたかを予習するとともに、それらを有効に利用し、そし
て未だ利用されていない植物も大切な資源であることについて、書物等により自
分なりの考えを確立するようにすること。 

 



年度 2012 
授業コード MIG3112 
成績評価 中間テスト（２０％）、期末テスト（８０％） 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 生物地球システム専攻(10〜12) 
見出し MIG3112 系統進化学特論 
担当教員名 星野 卓二 
単位数 2 
教科書 適宜プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 種分化、遺伝的多様性、分子系統、絶滅危惧植物 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 系統進化学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 岩槻邦男・馬渡峻輔著：生物の多様性、裳華房 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MIG3112 
実務経験のある教員  
達成目標 １．生物の種が分化する要因はどのようなものがあるか説明できる。２．酵素多

型や DNA 多型を用いた系統解析について説明できる。３．分子系統樹の作成方
法や、最節約法や最尤法による系統樹の特徴を説明できる。４．絶滅危惧植物の
遺伝的多様性の保護に関して説明ができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２１号館６階 星野研究室 hoshino@big.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 生物科学概論Ⅱ、生物学実験Ⅰ、細胞遺伝学、生物学実験Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 自然界における生物の具体的な存在単位である種個体群レベルの生活の成り立

ちを紹介し、その内部構造の分化と適応の問題を様々な見地から解説する。さら
に、形態学、細胞遺伝学、DNA およびアロザイム分析を用いた分子遺伝学的情
報を用いてどのように生物の進化が解明されてきたかについて述べる。最後に、
いくつかの絶滅危惧植物を例に野生植物の多様性と保護について述べる。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 生物の系統と進化とは 

2 回 遺伝子プール 



3 回 種分化の基礎理論（１） 
4 回 種分化の基礎理論（２） 
5 回 種分化の機構と要因−地理的隔離 
6 回 種分化の機構と要因−生殖的隔離 
7 回 種分化の機構と要因−自然選択 
8 回 種分化の遺伝的解析−酵素多型 
9 回 種分化の遺伝的解析−DNA 多型 
10 回 中間テスト 
11 回 分子進化−分子時計、中立説 
12 回 分子進化−系統樹のいろいろ 
13 回 分子進化−系統樹を作る 
14 回 稀少野生生物の遺伝的多様性（１） 
15 回 稀少野生生物の遺伝的多様性（２） 

準備学習 1 回 種の概念について調べておくこと 
2 回 ハーディ・ワインベルグの法則を調べておくこと 
3 回 種内変異と種分化について調べておくこと 
4 回 種分化はどのようにして起こるか調べておくこと 
5 回 地理的に隔離され、もとの種とは異なるものに分化した野生種を調べてお
くこと 
6 回 受精は行なわれるが種子を形成しない不稔現象について調べておくこと 
7 回 遺伝的浮動について調べておくこと 
8 回 アイソザイム分析について実例を調べておくこと 
9 回 遺伝子の多型はどのようなものか調べておくこと 
10 回 前回までの講義を復習すること 
11 回 木村資生の中立説について調べておくこと 
12 回 系統樹にはどのような種類があるか調べておくこと 
13 回 DDBJ のホームページから生物の塩基配列をダウンロードできるようにし
ておくこと 
14 回 レッドデータブックについて調べておくこと 
15 回 絶滅が危惧されている植物の具体例を調べておくこと 

 



年度 2012 
授業コード MIG3311 
成績評価 レポート、海内発表を中心に成績評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 生物地球システム専攻(10〜12) 
見出し MIG3311 生態学特論 
担当教員名 波⽥ 善夫 
単位数 2 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード 植生遷移、世界の植生、草食動物、動物と植物の相互関係 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 生態学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MIG3311 
実務経験のある教員  
達成目標 ・日本を中心とした極相林における植生遷移のシステムを理解すること。・世界

の植生の中で、動物が果たしている役割を理解すること。・動物、昆虫と植物・植
生の関係を理解すること。・フィールドワークを通じ、現物の世界に関する基礎
知識を得ること。 

受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 6F 研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 植生学、地域情報生態学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 植物を中心とした生態学、特に植生について学ぶ。植生発達の基盤として地質・

地形・土壌があるが、これらについて日本の実例について学ぶとともに、世界の
実例について学ぶこととする。数回の野外調査を行うことにより、実例について
も学び、植物の同定能⼒を向上させるとともに、自然の理解を深めることとする。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 植生遷移の本質 

2 回 植生遷移のメカニズムと実例 
3 回 植生遷移のメカニズムと実例 



4 回 植生遷移のメカニズムと実例 
5 回 カナダの高山植生 
6 回 スイスの高山植生 
7 回 スコットランドの植生 
8 回 世界の地質・地形と植生 
9 回 フィールド調査 
10 回 フィールド調査 
11 回 昆虫と植物の関係(1) 
12 回 昆虫と植物の関係(2) 
13 回 草食獣と植物の関係(1) 
14 回 草食獣と植物の関係(2) 
15 回 地質地形と植生遷移 

準備学習 1 回 学部講義の「植生学」の講義内容を復習しておくこと。 
2 回 植生遷移、特に一次遷移とパイオニアプランツについて予習しておくこと。 
3 回 縞枯れ現象など、亜高山針葉樹林における遷移について予習しておくこと。 
4 回 二次林の遷移について予習しておくこと。 
5 回 英文による概要説明を訳しておくこと。 
6 回 英文による概要説明を訳しておくこと。 
7 回 英文による概要説明を訳しておくこと。 
8 回 英文による概要説明を訳しておくこと。 
9 回 里山の植生について 
10 回 里山の植生について 
11 回 英文による概要説明を訳しておくこと。 
12 回 英文による概要説明を訳しておくこと。 
13 回 英文による概要説明を訳しておくこと。 
14 回 英文による概要説明を訳しておくこと。 
15 回 まとめを行うので全般的な復習をしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MIG3312 
成績評価 講義内容をまとめたレポートを提出 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 生物地球システム専攻(12〜12) 
見出し MIG3312 地球惑星システム科学特論 
担当教員名 畠山 唯達 
単位数 2 
教科書 地球システム科学 (新装版 地球惑星科学 2)／和⽥英太郎, ⽥近英一, 吉⽥茂生, 

大河内直彦, 松井孝典, 鳥海光弘, 住明正／岩波書店／978-4000069922 
アクティブラーニング  
キーワード 地球惑星システム 

地球惑星環境 
マントル対流とプルームテクトニクス 
気候システム 
地球惑星ダイナミクス 
多圏間相互作用 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 地球惑星システム科学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 地球の進化／島津康男／岩波書店／1967／(現在でも参考になる序章) 

地球学入門／酒井治孝／東海大学出版会／2003／(教科書よりも簡単な入門書) 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MIG3312 
実務経験のある教員  
達成目標 ・地球および惑星をシステム・およびシステム間相互の連携ととらえて考え、諸

現象を観察し、理解できるようになること。 
・物質循環とエネルギー循環について基本的パラダイムを理解すること。 

受講者へのコメント  
連絡先 畠山唯達 (11 号館 5 階) 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 地球や惑星の表層環境から内部まで全体を 1 つの系として考え、その中での物質

およびエネルギーの循環、そして外（惑星外）とのやり取りを通して大局的にと



らえるための基本的な考え方などを学ぶ。特に地球では熱的・質量的に大部分を
占める固体部分だけでなく、表層の大気海洋や生物も大きな役割を担っているし
くみを理解できるような講義をする。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回  講義の概論と「地球惑星システム（系）」と言う概念について解説する。 

2 回 地球惑星における物質循環(1) 物質の輸送とボックスモデルついて解説す
る。 
3 回 地球惑星における物質循環(2) 地球表層における物質循環ついて解説す
る。 
4 回 地球惑星における物質循環(3) 地球表層-内部間の物質循環ついて解説す
る。 
5 回 地球惑星内のエネルギーおよび熱の移動(1) 惑星内部における対流運動つ
いて解説する。 
6 回 地球惑星内のエネルギーおよび熱の移動(2) システム内外のエネルギー流
動ついて解説する。 
7 回 地球惑星内のエネルギーおよび熱の移動(3) 惑星内部における対流パター
ンと物質ついて解説する。 
8 回 地球惑星表表層環境と気候・海洋システム(1)  気候システムとそのサブシ
ステムついて解説する。 
9 回 地球惑星表表層環境と気候・海洋システム(2)  エネルギーと水の循環つい
て解説する。 
10 回 地球惑星表表層環境と気候・海洋システム(3) フィードバック論と温暖
化ついて解説する。 
11 回 生物・生態系を含む地球システム(1) 生態システムついて解説する。 
12 回 生物・生態系を含む地球システム(2) 生態システムの形成と変遷ついて
解説する。 
13 回 生物・生態系を含む地球システム(3) 生態システムと環境変動の関係つ
いて解説する。 
14 回 地球惑星システムの安定性と惑星進化(1) 気候変動と太陽の関係ついて
解説する。 
15 回 地球惑星システムの安定性と惑星進化(2) ⼈間圏ついて解説する。 

準備学習 1 回 教科書第 1 章に目を通してくること。 
2 回 教科書第 2.1 節に目を通してくること。 
3 回 教科書第 2.2 節に目を通してくること。 
4 回 教科書第 2.3 節に目を通してくること。 
5 回 教科書第 3.1 節に目を通してくること。 
6 回 教科書第 3.2 節に目を通してくること。 
7 回 教科書第 3.3 節に目を通してくること。 
8 回 教科書第 4.1 節に目を通してくること。 
9 回 教科書第 4.2,4.3 節に目を通してくること。 
10 回 教科書第 4.4,4.5 節に目を通してくること。 
11 回 教科書第 5.1 節に目を通してくること。 



12 回 教科書第 5.2 節に目を通してくること。 
13 回 教科書第 5.3 節に目を通してくること。 
14 回 教科書第 6.1,6.2 節に目を通してくること。 
15 回 教科書第 6.3 節に目を通してくること。 

 



年度 2012 
授業コード MIG3321 
成績評価  
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 生物地球システム専攻(10〜11) 
見出し MIG3321 霊⻑類学特論 
担当教員名 清水 慶子 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 霊⻑類学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MIG3321 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Primatology 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード MIG3322 
成績評価 試験では、英語で書かれた１００問程度の問題集が用意されている。この解答状

況と中間で行うチェックによって評価する。割合としては，前者が約 70％，後者
が約 30％である。 

曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 生物地球システム専攻(10〜12) 
見出し MIG3322 動物解剖学特論 
担当教員名 名取 真⼈ 
単位数 2 
教科書 プリントを配布（問題集を含む） 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 動物解剖学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 Radinskey (1985): The Evolution of Vertebrate Design 

Romer & Parsons (1986): Vertebrate Body 
Kardon (2009): Vertebrates ?Comparative Anatomy, Function, Evolution- など 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MIG3322 
実務経験のある教員  
達成目標 ・ 脊椎動物の体の基本構造の理解。 

・ 脊椎動物の体の構造の多様性の理解。 
受講者へのコメント  
連絡先 名取研究室 ２１号館５階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 動物学の基礎学問の 1 つである比較解剖学を学習する。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 脊椎動物の基本構造（骨） 
3 回 脊椎動物の基本構造（神経系） 
4 回 脊椎動物の基本構造（感覚器・筋と脳神経の関係） 



5 回 講義の理解度のチェック（口頭試問） 
6 回 顎口類（顎を持つサカナ）の構造 
7 回 硬骨魚類の構造 
8 回 初期の陸上の脊椎動物の構造 
9 回 初期の有羊膜類の構造 
10 回 初期の主⻯類の構造 
11 回 恐⻯の構造 
12 回 鳥類の構造 
13 回 哺乳類型爬虫類の構造 
14 回 哺乳類の構造 
15 回 まとめ 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと 
2 回 事前に配布したプリントを参考にして、脊椎動物の基本構造（骨）を図書館
等で調べておくこと。 
3 回 事前に配布したプリントを参考にして、脊椎動物の基本構造（神経系）を図
書館等で調べておくこと。 
4 回 事前に配布したプリントを参考にして、脊椎動物の基本構造（感覚器・筋と
脳神経の関係））を図書館等で調べておくこと。 
5 回 今までの復習をしておくこと。 
6 回 事前に配布したプリントを参考にして、顎口類（顎を持つサカナ）の構造を
図書館等で調べておくこと。 
7 回 事前に配布したプリントを参考にして、初期の陸上の脊椎動物の構造を図
書館等で調べておくこと。 
8 回 事前に配布したプリントを参考にして、初期の有羊膜類の構造を図書館等
で調べておくこと。 
9 回 事前に配布したプリントを参考にして、初期の有羊膜類の構造を図書館等
で調べておくこと。 
10 回 事前に配布したプリントを参考にして、初期の主⻯類の構造を図書館等で
調べておくこと。 
11 回 事前に配布したプリントを参考にして、恐⻯の構造を図書館等で調べてお
くこと。 
12 回 事前に配布したプリントを参考にして、鳥類の構造を図書館等で調べてお
くこと。 
13 回 事前に配布したプリントを参考にして、哺乳類型爬虫類の構造を図書館等
で調べておくこと。 
14 回 事前に配布したプリントを参考にして、哺乳類の構造を図書館等で調べて
おくこと。 
15 回 復習をしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MIG3511 
成績評価 レポート(50%)・課題発表(50%)による。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 生物地球システム専攻(12〜12) 
見出し MIG3511 動物生理学特論 
担当教員名 清水 慶子 
単位数 2 
教科書 とくに指定しない。適宜プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 細胞、組織、器官、生体のしくみ 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 動物生理学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 動物生理学-環境への適応 クヌート・シュミット・ニールセン 著 東京大学出

版会 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MIG3511 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)動物の生理現象とメカニズムを体系的・総合的に理解すること 

(2)様々な動物の生理機能を比較、その特徴について説明できること 
(3)動物の環境適応について概説できること 

受講者へのコメント  
連絡先 清水研究室 28 号館 2 階 shimizu@zool.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 動物生理学、動物機能解剖学を履修しておくことが望ましい 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 動物の体は様々な制御機構により統合的に制御され恒常性が維持されている 。

体液調節、血液循環、運動制御、呼吸、代謝、神経系、免疫系、内分泌系 などに
ついて、細胞・組織から器官・個体のレベルまでを詳細に講じる。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 生理学特論の講義概要を説明する。 

2 回 ホメオスタシスについて解説する。 
3 回 行動の周期性について解説する。 
4 回 睡眠について解説する。 



5 回 ストレス応答について解説する。 
6 回 高次脳機能について解説する。 
7 回 低次脳機能について解説する。 
8 回 ホルモン分泌の神経調節について解説する。 
9 回 関連した最近の代表的論文の解説をおこなう-1。 
10 回 関連した最近の代表的論文の解説をおこなう-2。 
11 回 関連した最近の代表的論文の解説をおこなう-3。 
12 回 関連した最近の代表的論文の解説をおこなう-4。 
13 回 関連した最近の代表的論文の解説をおこなう-5。 
14 回 与えられた課題の発表をおこなう-1。 
15 回 与えられた課題の発表をおこなう-2。 

準備学習 1 回 本シラバスに目を通して、動物生理学のイメージを各自想定し、ノートして
おくこと。 
2 回 ホメオスタシスについて参考書等で調べておくこと。 
3 回 行動の周期性について参考書等で調べておくこと。 
4 回 睡眠について参考書等で調べておくこと。 
5 回 ストレス応答について参考書等で調べておくこと。 
6 回 高次脳機能について参考書等で調べておくこと。 
7 回 低次脳機能について参考書等で調べておくこと。 
8 回 ホルモン分泌の神経調節について参考書等で調べておくこと。 
9 回 前回までに配布された資料にもとづいて今回の予習を各自の蔵書、図書館
図書、ウェブ等で調べてノートしておくこと。 
10 回 前回までに配布された資料にもとづいて今回の予習を各自の蔵書、図書館
図書、ウェブ等で調べてノートしておくこと。 
11 回 前回までに配布された資料にもとづいて今回の予習を各自の蔵書、図書館
図書、ウェブ等で調べてノートしておくこと。 
12 回 前回までに配布された資料にもとづいて今回の予習を各自の蔵書、図書館
図書、ウェブ等で調べてノートしておくこと。 
13 回 前回までに配布された資料にもとづいて今回の予習を各自の蔵書、図書館
図書、ウェブ等で調べてノートしておくこと。 
14 回 前回までに配布された資料にもとづいて今回の予習を各自の蔵書、図書館
図書、ウェブ等で調べてノートしておくこと。 
15 回 前回までに配布された資料にもとづいて今回の予習を各自の蔵書、図書館
図書、ウェブ等で調べてノートしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MIG3512 
成績評価 課題発表（50 点）、レポート点（50 点） 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 生物地球システム専攻(10〜12) 
見出し MIG3512 東アジア技術考古学特論 
担当教員名 ⻲⽥ 修一 
単位数 2 
教科書 適宜、プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 朝鮮半島、技術、コメ作り、鉄・銅生産、やきのも作り、寺作り、渡来⼈ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 東アジア技術考古学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 後藤直・茂木雅博編『東アジアと日本の考古学』１〜５、同成社 
授業形態 講義 
注意備考 積極的に参加することを期待したい。 
シラバスコード MIG3512 
実務経験のある教員  
達成目標 １．古代日本の技術についておおまかに知る。 

２．朝鮮半島から日本へ伝えられた技術についておおまかに知る。 
３．古代の朝鮮半島と日本の関わりについて、技術を通して考えることができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 086-256-9621 

21 号館 6 階 
ka_me_da◎big.ous.ac.jp（◎を＠にして下さい） 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  日本の技術は日本の中で育まれ、展開したものと、外部から移入され、展開し

たものがある。後者の技術が日本にどのように受け入れられ、展開したのかを知
るためには朝鮮半島などの資料も検討しなければならない。 
 この講義では、このような東アジア的な視点から日本列島のいろいろなことが
らを見ることを受講生のみなさんに知っていただきたい。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 「講義概要」として、講義内容と本講義の進め方について説明する。 



2 回 「朝鮮半島から日本へ伝えられた技術１」というテーマで、朝鮮半島から日
本列島へ伝えられた技術（稲作など）について説明する。 
3 回 「関連した論文の解説」ということで、朝鮮半島日本列島に伝えられた技術
（稲作など）に関連する論文を解説する。 
4 回 「課題発表」ということで、朝鮮半島日本列島に伝えられた技術（稲作など）
に関連することがらについて、みなさん方に発表してもらい、解説する。 
5 回 「朝鮮半島から日本へ伝えられた技術２」というテーマで、朝鮮半島から日
本列島へ伝えられた技術（鉄・銅作りなど）について説明する。 
6 回 「関連した論文の解説」ということで、朝鮮半島日本列島に伝えられた技術
（鉄・銅作りなど）に関連する論文を解説する。 
7 回 「課題発表」ということで、朝鮮半島日本列島に伝えられた技術（鉄･銅作
りなど）に関連することがらについて、みなさん方に発表してもらい、解説する。 
8 回 「朝鮮半島から日本へ伝えられた技術３」というテーマで、朝鮮半島から日
本列島へ伝えられた技術（やきもの作りなど）について説明する。 
9 回 「関連した論文の解説」ということで、朝鮮半島日本列島に伝えられた技術
（やきもの作りなど）に関連する論文を解説する。 
10 回 「課題発表」ということで、朝鮮半島日本列島に伝えられた技術（やきも
の作りなど）に関連することがらについて、みなさん方に発表してもらい、解説
する。 
11 回 「朝鮮半島から日本へ伝えられた技術４」というテーマで、朝鮮半島から
日本列島へ伝えられた技術（寺作りなど）について説明する。 
12 回 関連した論文の解説」ということで、朝鮮半島日本列島に伝えられた技術
（寺作りなど）に関連する論文を解説する。 
13 回 「課題発表」ということで、朝鮮半島日本列島に伝えられた技術（寺作り
など）に関連することがらについて、みなさん方に発表してもらい、解説する。 
14 回 「講義のまとめ」ということで、これまでの講義内容の前半についてまと
め、解説する。 
15 回 「講義のまとめ」ということで、これまでの講義内容の後半について解説
する。 

準備学習 1 回 シラバスを確認し、学習内容について把握しておくこと 
2 回 参考書などをもとに朝鮮半島と日本の技術（稲作など）について調べておく
こと 
3 回 参考書などをもとに朝鮮半島と日本の技術（稲作など）について調べておく
こと 
4 回 参考書などをもとに朝鮮半島と日本の技術（稲作など）について調べておく
こと 
5 回 参考書などをもとに朝鮮半島と日本の技術（鉄・銅作りなど）について調べ
ておくこと 
6 回 参考書などをもとに朝鮮半島と日本の技術（鉄・銅作りなど）について調べ
ておくこと 
7 回 参考書などをもとに朝鮮半島と日本の技術（鉄・銅作りなど）について調べ
ておくこと 



8 回 参考書などをもとに朝鮮半島と日本の技術（やきもの作りなど）について調
べておくこと 
9 回 参考書などをもとに朝鮮半島と日本の技術（やきもの作りなど）について調
べておくこと 
10 回 参考書などをもとに朝鮮半島と日本の技術（やきもの作りなど）について
調べておくこと 
11 回 参考書などをもとに朝鮮半島と日本の技術（寺作りなど）について調べて
おくこと 
12 回 参考書などをもとに朝鮮半島と日本の技術（寺作りなど）について調べて
おくこと 
13 回 参考書などをもとに朝鮮半島と日本の技術（寺作りなど）について調べて
おくこと 
14 回 これまでの講義の整理をしておくこと 
15 回 これまでの講義の整理をしておくこと 

 



年度 2012 
授業コード MIG3521 
成績評価 レポート（100%）により評価を行う。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 生物地球システム専攻(12〜12) 
見出し MIG3521 データ解析特論 
担当教員名 福⽥ 尚也 
単位数 2 
教科書 資料を適宜配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード データの離散化と整形、線形システムと伝達関数、モデルフィッティング、離散

フーリエ解析、フィルター 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 データ解析特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 地球システムのデータ解析／萩原幸男・糸⽥千鶴／朝倉書店 
授業形態 講義 
注意備考 プログラミング言語を習得していることが望ましい。 
シラバスコード MIG3521 
実務経験のある教員  
達成目標 自然科学にみられる時系列データや画像データの整形と解析の方法を理解し、そ

の物理的な意味を解釈できること。 
受講者へのコメント  
連絡先 ２１号館２階 福⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 物理学・生物学・地学・天文学などの自然科学における観測や実験で得られるデ

ータを解析するのに必要な知識と技術について講義する。自然科学の時系列デー
タと天文画像データを用いた解説と演習を行なう。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 データ解析の概論について説明する。 

2 回 データの離散化について説明する。 
3 回 データの補完について説明する。 
4 回 誤差について説明する。 
5 回 データの離散化・補完と誤差の演習を通じて、データ解析について説明す



る。 
6 回 数値積分（台形公式・シンプソンの公式）について説明する。 
7 回 数値積分（自然科学の画像データの処理）について説明する。 
8 回 モデルフィッティング（最小二乗法・回帰分析）について説明する。 
9 回 モデルフィッティング（自然科学の画像データへの応用）について説明す
る。 
10 回 数値積分とモデルフィッティングの演習を通じて、データ解析について説
明する。 
11 回 フーリエ解析（フーリエ積分とフーリエ変換）について説明する。 
12 回 フーリエ解析（自然科学の時系列データへの応用）について説明する。 
13 回 多変量解析（固有値と主成分分析）について説明する。 
14 回 多変量解析（自然科学の時系列データへの応用）について説明する。 
15 回 フーリエ解析と多変量解析の演習を通じて、データ解析について説明する。 

準備学習 1 回 グラフを作成するプログラムについて調べて、予習しておくこと。 
2 回 前回までの講義内容を復習しておくこと。 
3 回 前回までの講義内容を復習しておくこと。 
4 回 前回までの講義内容を復習しておくこと。 
5 回 前回までの講義内容を復習しておくこと。 
6 回 前回までの講義内容を復習しておくこと。 
7 回 前回までの講義内容を復習しておくこと。 
8 回 前回までの講義内容を復習しておくこと。 
9 回 前回までの講義内容を復習しておくこと。 
10 回 前回までの講義内容を復習しておくこと。 
11 回 前回までの講義内容を復習しておくこと。 
12 回 前回までの講義内容を復習しておくこと。 
13 回 前回までの講義内容を復習しておくこと。 
14 回 前回までの講義内容を復習しておくこと。 
15 回 前回までの講義内容を復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MIG3531 
成績評価  
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 生物地球学科(10〜11),総合情報研究科 修士課程(10〜11) 
見出し MIG3531 データ解析特論Ⅰ 
担当教員名 福⽥ 尚也 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 データ解析特論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MIG3531 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Data Analysis I 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード MIG4112 
成績評価 レポート課題 100% 
曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス 生物地球システム専攻(12〜12) 
見出し MIG4112 自然災害学特論 
担当教員名 大橋 唯太 
単位数 2 
教科書 特になし。 

必要に応じて資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 自然災害学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MIG4112 
実務経験のある教員  
達成目標 異常気象時に発生した土砂災害の特徴を理解すること。 
受講者へのコメント  
連絡先 ２１号館６階 大橋研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 地質学や気象学の基礎を踏まえ、近年の豪雨や地震に起因した土砂災害の発生特

性の変化と対策について理解する。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 講義目的と進め方、成績について説明する。 

序論。 
2 回 過去の災害と降雨の相関性について講義する。 
3 回 土石流の発生メカニズムとその対策について講義する。 
4 回 がけ崩れの発生メカニズムとその対策について講義する。 
5 回 気象庁が提唱したタンクモデルを用いた災害予測について講義する。 
6 回 平成１２年に発生した大規模土石流災害の検証について講義する。 



7 回 土砂災害発生と降雨の非線形性について講義する。 
8 回 降雨による土砂災害の発生予測について講義する。 
9 回 災害リスクの高い箇所の特性について講義する。 
10 回 道路斜面の変状と災害種別の関係について講義する。 
11 回 道路における土砂災害発生特性と降雨との関連性について講義する。 
12 回 近年の地震における土砂災害の特徴分析について講義する。 
13 回 近年の豪雨における土砂災害の特徴分析について講義する。 
14 回 東日本大震災で発生した土砂災害の検証について講義する。 
15 回 平成２３年台風１２号災害で発生した土砂災害の検証について講義する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認しておくこと。 
2 回 豪雨による災害事例をいくつか調べておくこと。 
3 回 土石流の性質や特徴について調べ、具体的な対策案を考えてみること。 
4 回 がけ崩れの性質や特徴について調べ、具体的な対策案を考えてみること。 
5 回 タンクモデルの数理的な仕組みを理解しておくこと。 
6 回 平成 12 年に発生した大規模土石流災害に関する資料を調べておくこと。 
7 回 土砂の流出と降雨の非線形性について調べておくこと。 
8 回 これまでの講義を復習したうえで，土砂災害の予測可能性について考えて
みること。 
9 回 災害リスクとは何か，またリスクの高い条件について調べてみること。 
10 回 道路で生じる災害の種類を調べておくこと。 
11 回 道路での土砂災害と降雨条件について、これまでの講義を復習して整理し
ておくこと。 
12 回 地震に伴う土砂災害の事例をいくつか調べておくこと。 
13 回 豪雨に伴う土砂災害の事例をいくつか調べておくこと。 
14 回 東日本大震災で発生した土砂災害の事例と、その特徴を調べておくこと。 
15 回 平成 23 年台風 12 号により発生した土砂災害の事例と、その特徴を調べて
おくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MIG4311 
成績評価 レポート提出（100％）により行う。 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス 生物地球システム専攻(10〜12) 
見出し MIG4311 植物分類学特論 
担当教員名 ⻄村 直樹 
単位数 2 
教科書 適宜資料を配布する． 
アクティブラーニング  
キーワード 植物、分類、分類群、系統、学名、命名規約、ラテン語 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 植物分類学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 植物学ラテン語辞典／豊国秀夫編／至文堂：Botanical Latin／Stern, W. T.／

Timber Press：国際植物命名規約 2006／日本植物分類学会 
授業形態 講義 
注意備考 連絡やレポート提出は電子メールで行う。 
シラバスコード MIG4311 
実務経験のある教員  
達成目標 １．植物分類の基礎的概念(分類群、分類体系、分類のランク、種、種内分類群な

ど）を理解し、説明できること。 
２．植物科学の基礎的用語がどのようなラテン語に由来するかを調べることがで
きること。 
３．植物命名規約の基本的考え方を理解し、学名が変更している場合に正名を選
べることができること。 

受講者へのコメント  
連絡先 十学舎５F ⻄村研究室 086-256-9763 nishimur@rins.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 本年度は，履修者がいませんでした。 
英文科目名  
関連科目 「系統進化学特論」も受講することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 植物科学に従事する研究者は研究対象とする植物の学名や種概念を正確に把握

しておく必要があり、そのための植物分類学上基礎知識・概念および学名の命名
法を解説するのが本講義の目的である。また、植物科学の用語や学名を理解する
上で必須となるラテン語についても解説する。 

対象学年 1 年/2 年 



授業内容 1 回  植物分類学の目的を解説する。 
2 回  分類群と分類体系、ランクを解説する。 
3 回  学名とシノニムを解説する。 
4 回  植物学のラテン語（１） 名詞について解説する。 
5 回  植物学のラテン語（２）形容詞について解説する。 
6 回  植物学のラテン語（３）形容詞について解説する。 
7 回  国際植物命名規約（１）原則について解説する。 
8 回  国際植物命名規約（２）ランクとその表示法について解説する。 
9 回  国際植物命名規約（３）タイプについて解説する。 
10 回  国際植物命名規約（４）正式名の選択について解説する。 
11 回  国際植物命名規約（５）引用著者名の表示について解説する。 
12 回  双子葉植物の学名を解説する。 
13 回  単子葉植物の学名を解説する。 
14 回  裸子植物の学名を解説する。 
15 回  シダ・コケ植物の学名を解説する。 

準備学習 1 回 講義の内容と目的を把握しておくこと。 
2 回 自分が研究材料とする植物の学名と所属する科，目，綱，門を調べておくこ
と。 
3 回 シノニムの意味を図書館などで調べておくこと。 
4 回 植物の主要部分を示す形態用語（名詞）に関する英語表記を調べておくこ
と。 
5 回 葉の形状を示す英語表記を調べておくこと。 
6 回 植物の色，大きさに関する英語表記を調べておくこと。 
7 回 国際植物命名規約の原則を調べておくこと。 
8 回 国際植物命名規約におけるランクとその表示法を調べておくこと。 
9 回 植物命名上の基となるタイプについて調べておくこと。 
10 回 自分が研究材料とする植物の学名がいろいろな図鑑でどのように表記され
ているかを調べておくこと。 
11 回 植物図鑑で引用著者名がどのように表示されているかを調べておくこと。 
12 回 植物図鑑で主な双子葉植物の学名を調べておくこと。 
13 回 植物図鑑で主な単子葉植物の学名を調べておくこと。 
14 回 植物図鑑で主な裸子植物の学名を調べておくこと。 
15 回 植物図鑑で主なシダ・コケ植物の学名を調べておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MIG4312 
成績評価 提出課題 50％（50 点満点）、定期試験 50％（50 点満点）により成績を評価する。 

総合点が 60 点以上を合格とする。 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス 生物地球システム専攻(12〜12) 
見出し MIG4312 天体物理学特論Ⅱ 
担当教員名 加藤 賢一 
単位数 2 
教科書 恒星（シリーズ現代の天文学第７巻）／野本憲一他／日本評論社 
アクティブラーニング  
キーワード 恒星、輻射輸送、スペクトル線、恒星大気、恒星内部構造、恒星進化、化学進化 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 天体物理学特論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 オフィスアワー 金 11:00-12:00 

試験は定期試験中に行い、試験形態は筆記試験とする。 
シラバスコード MIG4312 
実務経験のある教員  
達成目標 ①恒星大気の物理状態を定量的に理解できるようになること。 

②恒星大気および内部における輻射輸送について理解すること。 
③スペクトル線の形成とその観測から得られる恒星の情報について理解を深め
ること。 
④恒星内部構造の定式化とその結果について理解すること。 
⑤恒星進化の理論と観測結果を対比し、恒星進化について把握すること。 
⑥以上の知識を踏まえて、宇宙の化学進化における恒星の役割を理解すること。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２１号館２Ｆ 天文学研究室  kato@big.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 本授業の背景となっている「天体物理学特論Ⅰ」を履修することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 恒星について深い理解を得ること、および恒星研究の基礎を習得することを到達

目標とし、天体物理学特論Ⅰで扱われた天体物理学の基礎論に基づき、現代的な
視点から鳥瞰する。 



対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 序論−惑星と恒星−／ 

太陽系の構造、太陽系の組成、地球型惑星、木星型惑星、太陽系の起源、系外惑
星系、恒星との比較等について説明する。 
2 回 恒星の天文学的特性／ 
恒星の明るさと色、形と大きさ、自転・磁場、振動、質量放出・星周空間、連星・
激変星、HR 図、化学的特異星、金属欠乏星等について説明する。 
3 回 恒星の天体物理学的特性／ 
光度、半径・質量・密度、有効温度、温度・密度分布、化学的成分等について説
明する。 
4 回 恒星の分類／ 
恒星の種族、HR 図上における分布、主系列星、巨星・超巨星、矮星と金属欠乏
星、白色矮星、高温特異星、化学的特異星、連星・激変星等について説明する。 
5 回 恒星の内部／ 
静水圧平衡、ポリトロープモデル、エネルギー輸送、不透明度、放射圧等につい
て説明する。 
6 回 恒星のエネルギー源／ 
エネルギー収支、熱核融合反応、pp チェーン、CNO サイクル、ヘリウム燃焼、
中性子捕獲反応、ニュートリノロス等について説明する。 
7 回 恒星の進化（１）中小質量星／ 
主系列段階の構造、赤色巨星への進化、ヘリウム燃焼、AGB 漸近巨星枝への進
化、白色矮星等について説明する。 
8 回 恒星の進化（２）大質量星／ 
後期の進化と元素合成、大質量星での熱核反応、中性子星･ブラックホールへの
進化、重⼒崩壊、超新星爆発等について説明する。 
9 回 恒星の終末と高密度星／ 
水素欠乏星、ウォルフレイエ星と惑星状星雲、パルサーの発見と中性子星、ブラ
ックホールの発見と X 線天文学等について説明する。 
10 回 連星系の進化／ 
連星系の種類と近接連星系、質量交換、連星系の進化、新星、超新星と連星系等
について説明する。 
11 回 スペクトル線の形成／ 
原子構造とスペクトル線形成、恒星大気中における原子の振る舞い、吸収スペク
トル線の解析、輝線スペクトル線の解析等について説明する。 
12 回 恒星大気モデル／ 
恒星大気における放射と物質の相互作用、放射強度、放射流束、周辺減光、LTE
局所的熱平衡の概念、大気の温度、電子密度構造、吸収線による毛布効果、Kurucz 
の大気モデル ATLAS9 とその衝撃等について説明する。 
13 回 特異な恒星／ 
高温特異星、ウォルフレイエ星と水素欠乏星、B 型輝線星（Be 星）、高温特異星、
低温特異星、金属欠乏星等について説明する。 
14 回 銀河の中の恒星／ 



銀河系における恒星の分布、分子雲と恒星誕生、OB 型星と星間雲、いろいろな
銀河に見る恒星の種類とその分布等について説明する。 
15 回 宇宙の化学進化と恒星／ 
元素の宇宙組成比、ガモフのビッグバン理論と元素合成、B2HF 理論による元素
合成ストーリー、宇宙背景放射の発見と元素合成史、種族Ⅲの恒星と金属欠乏星、
化学進化理論の構築等について説明する。 

準備学習 教科書における次回授業の該当箇所を講義中に指示するので、それに従って予習
すること。 
また、適宜、復習となる宿題（成績評価対象となる）を課すので回答の上、期日
まで提出すること。 

 



年度 2012 
授業コード MIG4511 
成績評価 定期試験とレポート課題、ならびに出席状況で評価する。 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス 生物地球システム専攻(12〜12) 
見出し MIG4511 天体物理学特論Ⅰ 
担当教員名 ⽥邉 健茲 
単位数 2 
教科書 ノート講義 
アクティブラーニング  
キーワード 天文学、天体物理学、天体の物理観測 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 天体物理学特論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 【注意事項】レポート課題は易しいので、取り組んでみること。 
シラバスコード MIG4511 
実務経験のある教員  
達成目標 天体現象を物理学の法則で定性的に理解できるような能⼒を養う。また電卓によ

る簡単な数値計算ができるようになることも大切な目標である。 
受講者へのコメント  
連絡先 内線 6119 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 なし 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 一般物理学（大学 1-2 年次の物理）を前提に、物理と天体の結びつきについて講

義する。この内容は他の分野（たとえば地球物理）専攻の学生にも有用な内容で
あるように解説する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 序論序論−天体を作る物質− 

そもそも「天体物理学」という学問がなぜ成り立つかということの根拠について
解説する。 
2 回 光の研究についての歴史 
天文学は天体からの光を分析することが基本である。いったい光とはどのような
実体か、ということについての研究の歴史を述べる。 



3 回 幾何光学 
光の研究はその直進性により幾何光学という学問から始まった。ここではおもに
最も単純なガウス光学について述べる。 
4 回 光学機器 
幾何光学は光学機器に応用され、今日に至っている。各種光学機器（望遠鏡、カ
メラ、その他）についてその原理と構造を解説する。 
5 回 波動光学 
光が波動であることから、光学機器に対する分解能という制限が加わった。この
ようなことを踏まえて、光の波動性を解説する。 
6 回 放射場 
波動としての光を、光源と観測者との関係から、「放射場」という概念を用いて放
射の強度や放射流束などの量について解説するとともに、星の明るさの指標であ
る「等級」に言及する。 
7 回 電磁気学と電磁放射 
光が電磁放射（電磁波）の一種であることを、古典電磁気学に基づいて解説する。
これは主として電磁気学の復習であるが、それとともに電磁波のエネルギーや流
れ（ポインティング・ベクトル）についても解説する。 
8 回 熱現象と熱の移動 
電磁波は熱を運ぶ。そのことを理解するためにまず熱現象ならびに熱⼒や分子運
動論を解説する。これは主として「熱学」の復習であるが、あわせてマクスウエ
ル・ボルツマン分布についても解説する。 
9 回 ⿊体放射と光の色 
熱平衡状態にある物体が放射する電磁波は「⿊体放射」とよばれる。⿊体放射の
性質とモデル、ならびにプランク分布について解説する。 
10 回 量子論と熱放射 
光は一種の波動、すなわち電磁波であると考えられてきたが、単純な波動の概念
では説明できないことから量子論が誕生した。このような事情、すなわち光の粒
子性が熱放射や光電効果などに現れてくることを解説する。 
11 回 光と物質の相互作用 
光は物質とさまざまな相互作用（反射、吸収、屈折など）をする。このような相
互作用について、古典物理ならびに量子論の立場から解説する。 
12 回 水素原子のスペクトル 
星など高温の気体、特に水素原子が出すスペクトル線は、特によく研究されてい
る。そのような水素のスペクトル線の性質や規則について解説する。 
13 回 いろいろなスペクトル 
水素以外の原子、分子、イオン、さらには磁場のあるときのスペクトルなど自然
界のスペクトル線について解説する。 
14 回 スペクトル線の強度 
スペクトル線の強度はその物質の物理状態（温度、密度、圧⼒など）で決まる。
そのような問題を解説する。 
15 回 恒星のスペクトル 
これまで学んだことを踏まえて、恒星の示すさまざまなスペクトルと、それらの



恒星の物理的状態を解説する。 
準備学習 1 回 特になし 

2 回 ⼒学の復習 
3 回 特になし 
4 回 特になし 
5 回 特になし 
6 回 熱学の復習 
7 回 特になし 
8 回 特になし 
9 回 特になし 
10 回 電磁気学の復習 
11 回 特になし 
12 回 量子論の復習 
13 回 特になし 
14 回 特になし 
15 回 これまでの復習 

 



年度 2012 
授業コード MIG4521 
成績評価 課題発表(50 点)、レポート点(50 点) 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 生物地球システム専攻(10〜12) 
見出し MIG4521 環境考古学特論 
担当教員名 白石 純 
単位数 2 
教科書 適宜、プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 土器、金属器、生産技術、窯、金工技術 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 環境考古学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 古代窯業技術の研究/清水芳裕/柳原出版：金・銀・銅の日本史/村上隆/岩波書店 
授業形態 講義 
注意備考 なし 
シラバスコード MIG4521 
実務経験のある教員  
達成目標 日常的に使用している土器(うつわ)の生産や技術の開発を通じて、日本文化(も

のつくり文化)のなかでどのように変化してきたかを考える。そして、これら技
術開発により自然、地理的環境がどのように変わっていったかを考える。 

受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 6F 白石研究室 086-256-9655 shirsish@big.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 過去⼈類が残した遺物のうち土器と金属器に焦点をあて、各資料がどのようにし

て製作されたのか、古代の生産技術について考える。そして、これら資料がどの
ような材質で作られているのかを科学的分析からも検討する。これは、日本文化
のなかで育まれれてきた「ものつくり文化」の歴史や自然界ある材料を利用して
きたことを理解することで、⼈間と自然の関係について知ることが目的である。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 古代の遺物にはどのようなものがあるのか。解説する。 

2 回 弥生時代の土器生産と資料について解説する。 
3 回 古代の土器生産と資料について解説する。 



4 回 中世土器生産と資料について解説する。 
5 回 近世・近代土器生産と資料について解説する。 
6 回 各時代の土器の材質を検討し、その材質から土器生産技術や自然環境につ
いて検証する。 
7 回 これまでの土器生産と資料についてのまとめとレポートを作成する。 
8 回 金属器の各資料について解説する。 
9 回 金属材料の生産について解説する。特に「金・銀・銅」について説明する。 
10 回 古代の「金・銀・銅」の生産技術について解説する。 
11 回 中世の「金・銀・銅」の生産技術について解説する。 
12 回 近世の「金・銀・銅」の生産技術について解説する。 
13 回 古代・近世の金工技術について解説する。 
14 回 金属材料の科学分析からみた技術の進歩と自然環境の変化につて解説す
る。 
15 回 これまでの金属生産と資料についてのまとめとレポート作成と課題発表を
する。 

準備学習 1 回 古代の遺物にはどのようなものがあるのか。事前に調べておくこと。 
2 回 弥生時代の土器生産について調べておくこと。 
3 回 古代の土器生産について調べておくこと。 
4 回 中世土器生産について調べておくこと。 
5 回 近世・近代土器生産について調べておくこと。 
6 回 各時代の土器の材質や土器生産が自然環境に与えた影響ついて調べておく
こと。 
7 回 これまでの土器生産についてのまとめを作成しておくこと。 
8 回 金属器の各資料について調べておくこと。 
9 回 金属材料の生産、特に「金・銀・銅」について調べておく。 
10 回 古代の「金・銀・銅」の生産技術について調べておくこと。 
11 回 中世の「金・銀・銅」の生産技術について調べておくこと。 
12 回 近世の「金・銀・銅」の生産技術について調べておくこと。 
13 回 古代・近世の金工技術について調べておくこと。 
14 回 金属材料の科学分析からみた技術の進歩と自然環境の変化につて調べてお
くこと。 
15 回 これまでの金属生産につてのまとめをしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MIG4531 
成績評価  
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス 生物地球学科(10〜11),総合情報研究科 修士課程(10〜11) 
見出し MIG4531 天体物理学特論 
担当教員名 ⽥邉 健茲 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 天体物理学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MIG4531 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Astrophysics 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード MIG5322 
成績評価  
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 生物地球システム専攻(10〜11) 
見出し MIG5322 環境磁気学 
担当教員名 畠山 唯達 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 環境磁気学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MIG5322 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Environmental Magnetism 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード MIG5511 
成績評価 課題発表（50％）とレポート（50％）により評価する． 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 生物地球システム専攻(10〜12) 
見出し MIG5511 水圏科学特論 
担当教員名 山下 栄次 
単位数 2 
教科書 新版地学教育講座⑩ 地球の水圏-海洋と陸水-/地学団体研究会編/東海大学出版

会（1995）．IPCC/第１作業部会報告書．IPCC/第２作業部会報告書．IPCC/第３
作業部会報告書(コピー配布する）． 

アクティブラーニング  
キーワード 降水の流出過程，河川水・湖沼水・地下水の水質形成過程，陸水汚濁問題，地球

温暖化に対して海洋の果たす役割 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 水圏科学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 陸水学/手塚泰彦訳/京都大学学術出版会（1999）． 

微量元素で探る海と湖の化学/藤永泰一朗/京都大学学術出版会（2005）． 
環境科学概論/山下栄次・阪本博・若村国夫・野上祐作・坂本尚史・安藤生大共著
/大学教育出版（2006）． 

授業形態 講義 
注意備考 水圏科学を履修していることが望ましい．講義を受けるだけでなく積極的に発言

して理解を深めるように． 
シラバスコード MIG5511 
実務経験のある教員  
達成目標 陸水学の基礎，沿岸水の基礎，海洋の地球環境に果たす役割について理解するこ

と．陸水汚濁問題の現状と対策について考察すること．そして，それらをレポー
トにまとめ，発表出来る⼒を養成すること． 

受講者へのコメント  
連絡先 山下研究室 12 号館 1 階 技術科学研究所． 

yamasita@bme.ous.ac.jp 
086-256-9712 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 地学，陸水学，海洋学，気象学，環境化学，生態学 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 陸水学の基礎理論を基に，降水の流出過程，河川水・湖沼水・地下水の水質形成
過程などについて講義，輪読する．海洋学の基礎理論を基に，沿岸水の水質の形
成過程について講義，輪読する．そして，陸水汚濁問題の現状と対策について考
察する．地球温暖化に対して海洋の果たす役割の重要性について，海洋観測船乗
船体験を通じて得られた地球温暖化に関する研究成果の一端を紹介しする．そし
て，地球環境の現状，将来予測，影響などを IPCC 2007 年の作業部会報告書を
講義する．講義，輪読した内容をレポートにまとめ，講義中に発表する． 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回  陸水学概論を行う。 

2 回  陸水の流出過程・流域・水系について講義をする。 
3 回  河川の水位・流量・流速について講義をする。 
4 回  河川水質形成過程について講義をする。 
5 回  湖沼の成因と湖沼の分類について講義をする。 
6 回  湖沼水質形成過程について講義をする。 
7 回  地下水水質形成過程について講義をする。 
8 回  陸水汚濁問題の現状と対策について講義をする。 
9 回  沿岸海域の特徴と物質の移流，分散について講義をする。 
10 回  沿岸水の水質形成過程について講義をする。 
11 回  地球温暖化に対して海洋の果たす役割について講義をする。 
12 回  IPCC 2007 年第１作業部会報告について講義をする。 
13 回  IPCC 2007 年第２作業部会報告について講義をする。 
14 回  IPCC 2007 年第 3 作業部会報告について講義をする。 
15 回  課題発表会をする。 

準備学習 1 回 シラバスを読み学習内容の概要を把握しておくこと． 
2 回  教科書の該当部分を予習しまとめておくこと． 
3 回  教科書の該当部分を予習しまとめておくこと． 
4 回  教科書の該当部分を予習しまとめておくこと． 
5 回  教科書の該当部分を予習しまとめておくこと． 
6 回  教科書の該当部分を予習しまとめておくこと． 
7 回  教科書の該当部分を予習しまとめておくこと． 
8 回  文献調査をしてレポートを作成すること． 
9 回  教科書の該当部分を予習しまとめておくこと． 
10 回  教科書の該当部分を予習しまとめておくこと． 
11 回  教科書の該当部分を予習しまとめておくこと． 
12 回  配布したプリントを予習しておくこと． 
13 回  配布したプリントを予習しておくこと． 
14 回  配布したプリントを予習しておくこと． 
15 回  与えられた課題について発表すること． 

 



年度 2012 
授業コード MIG9011 
成績評価  
曜日時限 集中その他 
対象クラス 生物地球システム専攻(10〜12) 
見出し MIG9011 地球科学特論Ⅰ 
担当教員名 能美 洋介 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 地球科学特論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MIG9011 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード MIG9012 
成績評価  
曜日時限 集中その他 
対象クラス 生物地球システム専攻(10〜12) 
見出し MIG9012 地球科学特論Ⅱ 
担当教員名 能美 洋介 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 地球科学特論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MIG9012 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード MIG9013 
成績評価 研究の具体的な内容と論文（指導教員による評価：70 点）、プレゼンテーション

と研究内容（発表会参加教員による客観的評価：30 点）を総合して評価し、60 点
以上を合格とする。 

曜日時限 集中その他 
対象クラス 生物地球システム専攻(10〜12) 
見出し MIG9013 特別研究 
担当教員名 能美 洋介、畠山 唯達、大橋 唯太、白石 純、中島 経夫、加藤 賢一、久

保⽥ 尚 
単位数 12 
教科書 指導教員の指示による。 
アクティブラーニング  
キーワード データ収集、データ処理、検討、考察、論文作成、学会発表 
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 特別研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指導教員の指示による。 
授業形態 実験実習 
注意備考 特別研究は、指導教員の指示に従って、研究室ごとに行う。 
シラバスコード MIG9013 
実務経験のある教員  
達成目標 １．研究・調査計画を立てることができる。 

２．研究に関連した文献を自分で収集し内容を理解できる。 
３．学会などで発表することができる 
４．得られた成果を論文として発表できる。 

受講者へのコメント  
連絡先 指導教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 生物地球システム専攻のすべての科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 指導教員のもとで、修士論文作成のための参考文献を収集し、研究計画を立案す

る。１年間の研究計画に基付き年度末まで実験、調査を行い成果を学会などで発
表する。また、研究論文としてまとめる。年度末には中間発表を行い、研究の進
捗状況を専攻の教員全員と議論する。 

対象学年 1 年/2 年 



授業内容  
準備学習 指導教員と相談し、研究に関連する文献を収集し内容を理解する。 

年間を通しての実験計画を立て、指導教員と打ち合わせを行う。 
 



年度 2012 
授業コード MIG9021 
成績評価 指導教員が論文の理解⼒と研究の計画能⼒をもとに評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 生物地球システム専攻(10〜12) 
見出し MIG9021 生物学特論Ⅰ 
担当教員名 星野 卓二 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 生物学特論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MIG9021 
実務経験のある教員  
達成目標 欧文の論文を読み内容を理解できる。 

具体的な実験計画を立て、実行できる。 
論文を作成できる。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 研究に関連した論文を指導教員のもと輪読し、研究の背景や予定について理解を

深める。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 研究に必要な論文を収集し、論文のあらかじめ読んで理解しておく。また、実験

計画を立て事前に指導教員と打ち合わせを済ませておく。 
 



年度 2012 
授業コード MIG9022 
成績評価 参考論文の輪読、学会発表および論文作成により評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 生物地球システム専攻(10〜12) 
見出し MIG9022 生物学特論Ⅱ 
担当教員名 星野 卓二 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生物学特論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MIG9022 
実務経験のある教員  
達成目標 欧文の論文を読み理解できる。 

学会発表能⼒を身につける。 
論文作成能⼒を身につける。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 参考論文を読み、その内容を正確に理解できる能⼒を身につける。 

学会発表等を通して、プレゼンテーション能⼒をつける。 
多くの参考論文を読むことや、研究成果を論文にすることで、研究成果を発表す
る能⼒を身につける。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 研究に関連した論文の収集を行い、前期と同様に事前に読んで内容を理解してお

く。前期の研究の進捗状況を考慮し、後期の実験計画を立てる。 
 



年度 2012 
授業コード MIG9031 
成績評価 課題発表(50 点)、レポート(50 点） 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 生物地球システム専攻(10〜12) 
見出し MIG9031 ⼈類学特論Ⅰ 
担当教員名 ⻲⽥ 修一 
単位数 2 
教科書 なし。適宜、プリントなどを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 研究方法論、野外調査方法論、実験実習方法論、分析方法 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 ⼈類学特論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜、紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MIG9031 
実務経験のある教員  
達成目標 指導教員の指示による。 
受講者へのコメント  
連絡先 指導教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  本講義では、学部時代に勉強したことをふまえ、大学院修士課程の学生として、

より高いレベルで修士論文を作成することができるように、研究方法論・野外調
査方法論・室内での実験実習方法論・採集してきた資料の分析方法などを講義す
る。 
 この講義によって学会発表や論文作成ができるようになることを目的として
いる。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 「講義概要」として、講義内容と本講義の進め方について説明する。 

2 回 「⼈類学・考古学研究方法論１」というテーマで、⼈類学・考古学に関わる
研究方法について説明する。 
3 回 「⼈類学・考古学研究方法論２」というテーマで、⼈類学・考古学に関わる



研究方法について説明する。 
4 回 「⼈類学・考古学研究方法論３」というテーマで、⼈類学・考古学に関わる
研究方法について説明する。 
5 回 「⼈類学・考古学研究方法論４」というテーマで、⼈類学・考古学に関わる
研究方法について説明する。 
6 回 「⼈類学・考古学野外調査方法論１」というテーマで、⼈類学・考古学に関
わる野外調査の方法について説明する。 
7 回 「⼈類学・考古学野外調査方法論２」というテーマで、⼈類学・考古学に関
わる野外調査の方法について説明する。 
8 回 「⼈類学・考古学野外調査方法論３」というテーマで、⼈類学・考古学に関
わる野外調査の方法について説明する。 
9 回 「⼈類学・考古学実験実習方法論１」というテーマで、⼈類学・考古学に関
わる実験実習の方法について説明する。 
10 回 「⼈類学・考古学実験実習方法論２」というテーマで、⼈類学・考古学に
関わる実験実習の方法について説明する。 
11 回 「⼈類学・考古学実験実習方法論３」というテーマで、⼈類学・考古学に
関わる実験実習の方法について説明する。 
12 回 「⼈類学・考古学資料分析方法論１」というテーマで、⼈類学・考古学に
関わる実験実習の方法について説明する。 
13 回 「⼈類学・考古学資料分析方法論２」というテーマで、⼈類学・考古学に
関わる実験実習の方法について説明する。 
14 回 「⼈類学・考古学資料分析方法論３」というテーマで、⼈類学・考古学に
関わる実験実習の方法について説明する。 
15 回 これまでの講義内容を参考にしてレポートを作成してもらう。 

準備学習 1 回 シラバスを確認し、学習内容について把握しておくこと 
2 回 指導教員の指示に従い、関連する内容について予習しておくこと 
3 回 指導教員の指示に従い、関連する内容について予習しておくこと 
4 回 指導教員の指示に従い、関連する内容について予習しておくこと 
5 回 指導教員の指示に従い、関連する内容について予習しておくこと 
6 回 指導教員の指示に従い、関連する内容・方法について予習しておくこと 
7 回 指導教員の指示に従い、関連する内容・方法について予習しておくこと 
8 回 指導教員の指示に従い、関連する内容・方法について予習しておくこと 
9 回 指導教員の指示に従い、関連する内容・方法について予習しておくこと 
10 回 指導教員の指示に従い、関連する内容・方法について予習しておくこと 
11 回 指導教員の指示に従い、関連する内容・方法について予習しておくこと 
12 回 指導教員の指示に従い、関連する内容・方法について予習しておくこと 
13 回 指導教員の指示に従い、関連する内容・方法について予習しておくこと 
14 回 指導教員の指示に従い、関連する内容・方法について予習しておくこと 
15 回 指導教員の指示に従い、レポートの準備をしておくこと 

 



年度 2012 
授業コード MIG9032 
成績評価 課題発表(50 点)、レポート(50 点) 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 生物地球システム専攻(10〜12) 
見出し MIG9032 ⼈類学特論Ⅱ 
担当教員名 ⻲⽥ 修一 
単位数 2 
教科書 なし。適宜、プリントなどを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード プレゼンテーション、論文作成、最新情報 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 ⼈類学特論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜、紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MIG9032 
実務経験のある教員  
達成目標 指導教員の指示による。 
受講者へのコメント  
連絡先 指導教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  本講義では、前期の⼈類学特論Ｉをふまえ、実際に学会発表を行うためのプレ

ゼンテーション方法論を講義し、より高いレベルの修士論文を作成することがで
きるように、学会における基礎的論文や最先端論文などを解説し、また最近のト
ピックスを紹介し、具体的な修士論文の書き方を講義する。 
 この講義によって、学会発表をすることができ、論文作成することができ、よ
りレベルの高い修士論文を作成することができることを目的としている。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 「講義概要」として、講義内容と本講義の進め方について説明する。 

2 回 「⼈類学・考古学における最近のトピックス１」というテーマで、⼈類学・
考古学に関わる最近のトピックスを取り上げ、説明する。 
3 回 「⼈類学・考古学における最近のトピックス２」というテーマで、⼈類学・



考古学に関わる最近のトピックスを取り上げ、説明する。 
4 回 「プレゼンテーション方法論１」というテーマで、学会などにおけるプレゼ
ンテーションの方法について説明する。 
5 回 「プレゼンテーション方法論２」というテーマで、学会などにおけるプレゼ
ンテーションの方法について説明する。 
6 回 「プレゼンテーション方法論３」というテーマで、学会などにおけるプレゼ
ンテーションの方法について説明する。 
7 回 「⼈類学・考古学に関連する論文の解説１」というテーマで、受講生に関わ
る論文を取り上げ、解説する。 
8 回 「⼈類学・考古学に関連する論文の解説２」というテーマで、受講生に関わ
る論文を取り上げ、解説する。 
9 回 「⼈類学・考古学に関連する論文の解説３」というテーマで、受講生に関わ
る論文を取り上げ、解説する。 
10 回 「論文の書き方１」というテーマで、具体的にどのように論文を書くのか
説明する。 
11 回 「論文の書き方２」というテーマで、具体的にどのように論文を書くのか
説明する。 
12 回 「論文の書き方３」というテーマで、具体的にどのように論文を書くのか
説明する。 
13 回 「⼈類学・考古学における最近のトピックス３」というテーマで、⼈類学・
考古学に関わる最近のトピックスを取り上げ、説明する。 
14 回 「⼈類学・考古学における最近のトピックス４」というテーマで、⼈類学・
考古学に関わる最近のトピックスを取り上げ、説明する。 
15 回 これまでの講義内容を参考にしてレポートを作成してもらう。 

準備学習 1 回 シラバスを確認し、学習内容について把握しておくこと 
2 回 ⼈類学・考古学に関わる最近のトピックスに関する情報を収集しておくこ
と 
3 回 ⼈類学・考古学に関わる最近のトピックスに関する情報を収集しておくこ
と 
4 回 指導教員の指示に従い、発表練習用資料を作成しておくこと 
5 回 指導教員の指示に従い、発表練習用資料を作成しておくこと 
6 回 指導教員の指示に従い、発表練習用資料を作成しておくこと 
7 回 指導教員の指示に従い、指定された論文を読んでおくこと 
8 回 指導教員の指示に従い、指定された論文を読んでおくこと 
9 回 指導教員の指示に従い、指定された論文を読んでおくこと 
10 回 指導教員の指示に従い、指定された論文を読んでおくこと 
11 回 指導教員の指示に従い、指定された論文を読んでおくこと 
12 回 指導教員の指示に従い、指定された論文を読んでおくこと 
13 回 ⼈類学・考古学に関わる最近のトピックスに関する情報を収集しておくこ
と 
14 回 ⼈類学・考古学に関わる最近のトピックスに関する情報を収集しておくこ
と 



15 回 指導教員の指示に従い、レポートの準備をしておくこと 
 



年度 2012 
授業コード MIG9041 
成績評価 講義中の演習(40%)およびレポート(60%)により成績を評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 生物地球システム専攻(10〜12) 
見出し MIG9041 生物地球システム特別講義Ⅲ 
担当教員名 ⻄⼾ 裕嗣 
単位数 1 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード 地球惑星 システム科学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 生物地球システム特別講義Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MIG9041 
実務経験のある教員  
達成目標 １．複雑な地球科学的事象をシステム科学の視点からどのように捉えるかについ

て理解する。 
２．科学的証拠に基づく論証の仕方を習得する。 
３．原論文を正確に読み解く⼒を付ける。 

受講者へのコメント  
連絡先 26 号館 3 階 ⻄⼾研究室 086-256-9406  nishido@big.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 地球惑星科学は、さまざまな物理現象、化学現象、生命活動が複雑に関連するシ

ステムとして成り立っています。これを理解するのに最適な事例を取り上げ、地
球科学的な見方や考え方を学ばせる。ここでは、「火星生命痕跡の発見」、「隕石落
下による恐⻯絶滅のシナリオ」および「ハヤブサによる小惑星探査」について詳
述する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 火星生命痕跡の発見１：南極で発見された火星隕石(ALH84001)から火星に

生命活動があったとする証拠が見出された。原論文を紹介し内容を概説する。 



2 回 火星生命痕跡の発見２：生物の痕跡の証拠(化石)をどのように特定したかの
具体的方法を説明する。 
3 回 火星生命痕跡の発見３：火星に生命活動があったとすれば、地球外惑星にお
ける生命活動をどのように考えるかについて討論する。 
4 回 隕石落下による恐⻯絶滅のシナリオ１：恐⻯を滅ぼした中生代末の地球生
物の大絶滅は、直径約 10km の隕石落下による地球環境の激変によることが明ら
かとなった。原論文を紹介し内容を概説する。 
5 回 隕石落下による恐⻯絶滅のシナリオ２：隕石落下の証拠をどのように特定
したか具体例を示して説明する。 
6 回 隕石落下による恐⻯絶滅のシナリオ３：隕石落下が引き起こした地球環境
変化がどのようであったかを解説する。 
7 回 ハヤブサによる小惑星探査１：ハヤブサによる小惑星(イトカワ)からのサン
プルリターンは惑星科学における画期的な成果である。最近発表された原論文を
紹介し内容を概説する。 
8 回 ハヤブサによる小惑星探査１：ハヤブサから回収された試料から得られた
最新の情報を解説する。 

準備学習 1 回 火星はどのような惑星であるか調べておくこと。 
2 回 原論文(McKay, D.S., et al. (1996) Science: p924?93)を読んでおくこと。不
明な点を質問すること。 
3 回 液体の水が存在しうる(ハビタブルゾーン)地球外惑星の最新の情報を調べ
ておくこと。 
4 回 中生代と新生代との境界問題(K-T 境界問題)について調べておくこと。 
5 回 原論文(Schulte P., et al.(2010)Science: p1214-1218)を読んでおくこと。不
明な点を質問すること。 
6 回 大きな地球環境変化にを引き起こす要因にどのようなものがあるか調べて
おくこと。 
7 回 ハヤブサの探査活動を調べておくこと。 
8 回 原論文(Science (2011) Aug 26 Spec. Vol. 333)を読んでおくこと。不明な点
を質問すること。 

 



年度 2012 
授業コード MIG9042 
成績評価 提出課題 60％、小テストの結果 40％ 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 生物地球システム専攻(10〜12) 
見出し MIG9042 生物地球システム特別講義Ⅳ 
担当教員名 實吉 玄貴＊ 
単位数 1 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード 地質学・古生物学・化石タフォノミー・脊椎動物化石の古生物学的学術調査方法 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生物地球システム特別講義Ⅳ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 “層序学と堆積学の基礎/原⽥憲一/愛智出版” 

“恐⻯学 進化と絶滅の謎/D. Fastovsky, D. Weishampel/丸善出版事業部” 
授業形態 講義 
注意備考 小テストは授業最終時間に実施し、試験形態は筆記とする。 

提出課題は後日提出とする。 
シラバスコード MIG9042 
実務経験のある教員  
達成目標 ①堆積学的・化石タフォノミー的知見、最新の研究成果について講義を実施し、

その理解を深める。 
②授業担当者が実施している脊椎動物化石の発掘作業と地質学的調査を例に、実
際の発掘調査に関する理解を深める。 
③古生物学と地質学の相違点について、発掘現場における作業内容の違いから明
らかにし、両者の学術的協⼒関係（特に化石タフォノミー的観点）について理解
を深める。 
④恐⻯化石・類⼈猿化石を例に、古生物学的トピックスの最新研究を通じて、研
究背景・手法・科学的思考を身につける。 
⑤科学的知見を博物館活動につなげるための現 

受講者へのコメント  
連絡先 〒701‐4212 岡山県瀬⼾内市尻海 4382−4 林原自然科学博物館瀬⼾内施設 

Tel: 086‐922‐4876 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  



次回に向けての改善変更予定  
講義目的 脊椎動物化石を発掘する際に実施される地質学的・堆積学的学術調査を例にし

て、地層から過去の環境を復元する方法論を理解することを目的とする。地質学・
堆積学・古生物学・化石タフォノミー・博物館学などについて基本的な学術体系
を説明する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 本授業では、脊椎動物化石の発掘作業を行う際に必要な学問体系・調査手法につ

いて詳細な説明を実施するため、受講者は授業前・授業後に参考図書による予習・
復習を行うこと。特に、化石タフォノミーに関連した堆積学的学問体系（フルー
ド数・堆積構造の形成理論）や古生物学的学問体系（恐⻯を中心とした絶滅爬虫
類）を、事前に予習することが望ましい。また、授業中に紹介された化石タフォ
ノミーに関する文献類を購読し、授業内容を復習すること。 

 



年度 2012 
授業コード MIG9051 
成績評価  
曜日時限 集中その他 
対象クラス 生物地球システム専攻(10〜12) 
見出し MIG9051 地球科学特論Ⅰ 
担当教員名 大橋 唯太 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 地球科学特論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MIG9051 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード MIG9052 
成績評価  
曜日時限 集中その他 
対象クラス 生物地球システム専攻(10〜12) 
見出し MIG9052 地球科学特論Ⅱ 
担当教員名 大橋 唯太 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 地球科学特論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MIG9052 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード MIG9061 
成績評価  
曜日時限 集中その他 
対象クラス 生物地球システム専攻(10〜12) 
見出し MIG9061 地球科学特論Ⅰ 
担当教員名 ⽥邉 健茲 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 地球科学特論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MIG9061 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード MIG9062 
成績評価  
曜日時限 集中その他 
対象クラス 生物地球システム専攻(10〜12) 
見出し MIG9062 地球科学特論Ⅱ 
担当教員名 ⽥邉 健茲 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 地球科学特論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MIG9062 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード MIG9071 
成績評価  
曜日時限 集中その他 
対象クラス 生物地球システム専攻(10〜12) 
見出し MIG9071 地球科学特論Ⅰ 
担当教員名 山下 栄次 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 地球科学特論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MIG9071 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード MIG9072 
成績評価  
曜日時限 集中その他 
対象クラス 生物地球システム専攻(10〜12) 
見出し MIG9072 地球科学特論Ⅱ 
担当教員名 山下 栄次 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 地球科学特論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MIG9072 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード MIG9081 
成績評価  
曜日時限 集中その他 
対象クラス 生物地球システム専攻(10〜12) 
見出し MIG9081 生物学特論Ⅰ 
担当教員名 中村 圭司 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 生物学特論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MIG9081 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード MIG9082 
成績評価  
曜日時限 集中その他 
対象クラス 生物地球システム専攻(10〜12) 
見出し MIG9082 生物学特論Ⅱ 
担当教員名 中村 圭司 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生物学特論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MIG9082 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード MIG9091 
成績評価  
曜日時限 集中その他 
対象クラス 生物地球システム専攻(10〜12) 
見出し MIG9091 生物学特論Ⅰ 
担当教員名 波⽥ 善夫 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 生物学特論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MIG9091 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード MIG9092 
成績評価  
曜日時限 集中その他 
対象クラス 生物地球システム専攻(10〜12) 
見出し MIG9092 生物学特論Ⅱ 
担当教員名 波⽥ 善夫 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生物学特論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MIG9092 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード MIG90A1 
成績評価  
曜日時限 集中その他 
対象クラス 生物地球システム専攻(10〜12) 
見出し MIG90A1 ⼈類学特論Ⅰ 
担当教員名 富岡 直⼈ 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 ⼈類学特論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MIG90A1 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード MIG90A2 
成績評価  
曜日時限 集中その他 
対象クラス 生物地球システム専攻(10〜12) 
見出し MIG90A2 ⼈類学特論Ⅱ 
担当教員名 富岡 直⼈ 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 ⼈類学特論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MIG90A2 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード MII1112 
成績評価 演習（３０％），レポート（３０％），定期試験（４０％）により評価する。採点

の基準は１００点満点のうち６０点以上を合格とする。また，授業回数の３分の
１以上の欠席をした場合には試験成績は無効と見なし”Ｅ”評価とする。 

曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 情報科学専攻(11〜12) 
見出し MII1112 画像処理特論 
担当教員名 澤見 英男 
単位数 2 
教科書 デジタル信号処理／貴家仁志（昭晃堂） ISBN:4-7856-1194-4 
アクティブラーニング  
キーワード 信号処理，畳み込み，ｚ変換，伝達関数，ＦＩＲ，ＩＩＲ，フーリエ変換，画像

処理，画像の変換符号化 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 画像処理特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 画像処理（画像表現・圧縮・フラクタル）／蒲⽥清一郎（サイエンス社） 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MII1112 
実務経験のある教員  
達成目標 信号処理システムを実現するための畳み込み計算，この畳み込み計算を実行する

際の安定性や時間配置と空間配置などを考察できるｚ変換，入出⼒信号を周波数
成分に分けることにより入出⼒の関係を精細に解析出来るフーリエ変換と，併せ
て３通りの方法が密に関連していることを総合的に理解する。局所的な多項式に
より表現した信号のフーリエ解析を通して，周波数成分の値に周波数依存性のあ
ることを理解する．画像データとそのフーリエ変換係数の統計的性質に差異の在
ること，数値モデルに多項式を用い，変換係数の離散化によりエントロピの大幅
な減少 

受講者へのコメント  
連絡先 澤見英男研究室 １号館４階 086-256-9620 sawami@mis.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 アナログ信号とデジタル信号の差異を理解し，デジタル信号処理の基本を学ぶ。



次に，信号領域，ｚ領域および周波数領域における信号の取り扱いおよび処理シ
ステムの表現に関する差異を理解する。そして，デジタル画像データに対して離
散フーリエ変換および離散コサイン変換を施して得られた変換係数に量子化を
適用すると，誤差エネルギを同じにしたままで，画像データの統計的性質が大幅
に異なることから，データ圧縮できることなどを学習する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 デジタル信号とアナログ信号について説明する 

2 回 畳み込み処理と有限および無限インパルス応答について説明する 
3 回 信号処理システムの安定性について説明する 
4 回 畳み込み処理した信号の復元について説明する 
5 回 ｚ変換と伝達関数について説明する 
6 回 逆ｚ変換と安定性について説明する 
7 回 ｚ変換を利用した信号を復元する方法の構築手順について説明する 
8 回 信号処理システムの並列および直列表現について説明する 
9 回 信号の周波数解析について説明する 
10 回 フーリエ変換とコサイン変換について説明する 
11 回 簡単な画像処理について説明する 
12 回 コサイン変換係数の頻度分布について説明する 
13 回 エントロピ符号化について説明する 
14 回 量子化した変換係数のエントロピについて説明する 
15 回 全体のまとめを説明する 

準備学習 1 回 電話などのデジタルデータ量が標本化と量子化とにより決まることを調べ
ておくこと 
2 回 デジタル信号処理システムを積和演算により実現できることを予習してお
くこと 
3 回 総和計算への三角不等式の適用などについて予習しておくこと 
4 回 基本行変換により下三角行列の逆行列が求まることを調べておくこと 
5 回 移動平均処理などを通して畳み込み計算について慣れておくこと 
6 回 複素周回積分と留数について予習しておくこと 
7 回 ふたつの多項式の積の計算方法について予習しておくこと 
8 回 部分分数展開法について予習しておくこと 
9 回 表計算ソフトによる技術計算と作図に慣れておくこと 
10 回 正弦関数と余弦関数の直交関係および複素平面について予習しておくこと 
11 回 ローパスフィルタ処理などによる画質の変化について予習しておくこと 
12 回 偶関数と奇関数の差異について予習しておくこと 
13 回 画質とデータ量との関係について適当な画像処理ソフトにより確認してお
くこと 
14 回 ヒストグラムと離散的確率分布について予習しておくこと 
15 回 学習ノートの整理をしておくこと 

 



年度 2012 
授業コード MII1311 
成績評価 プレゼンテーション(30%)，報告書(20%)，試験(50%)により行う． 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 情報科学専攻(11〜12) 
見出し MII1311 教育情報工学特論 
担当教員名 宮地 功 
単位数 2 
教科書 宮地功編著：e ラーニングからブレンディッドラーニングへ (2009) 共立出版，

ISBN:978-4-320-12240-6 
アクティブラーニング  
キーワード e ラーニング，ブレンディッドラーニング，インストラクショナルデザイン，メ

ディア活用，情報通信技術 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 教育情報工学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 赤堀侃司監訳：ブレンディッドラーニングの戦略，東京電機大学出版局，ISBN:4-

501-54090-7 
岡本敏雄，小松秀圀，香山瑞恵編：e-ラーニングの理論と実際，丸善，ISBN:4-
621-07484-9 
野島栄一郎，鈴木克明，吉⽥文：⼈間情報科学と e ラーニング, 日本放送出版協
会，ISBN:978-4-595-12622-2 

授業形態 講義 
注意備考 教科書で予習を行い，理解を深めること． 
シラバスコード MII1311 
実務経験のある教員  
達成目標 e ラーニングの種類，システム，仕組みについて理解する．更に，ブレンディッ

ドラーニングとして，講義，e ラーニング，および各種のメディアとをブレンド
したブレンディッドラーニングを展開する方法を理解すること．それに基づい
て，興味のある科目について，ブレンド型授業が設計できること．1)e ラーニン
グについて，定義，システム，特徴，効果的な展開方法を説明できること．2)ブ
レンディッドラーニングについて，定義，特徴，効果的な展開方法を説明できる
こと．3) 講義の短所を e ラーニングの⻑所で補完するブレンド型授業を設計で
き 

受講者へのコメント  
連絡先 宮地功研究室 １５号館３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  



英文科目名  
関連科目 電子計算機概論，情報処理入門，e ラーニング概論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 情報システムの１つである学習支援システムとして， e ラーニングを講義など

とブレンディングすることによって，効果を上げている．e ラーニング単独で利
用するよりもブレンディッドラーニングの方が効果があると言うことで現在注
目されている．ここでは，教育⾰新の最先端技術として，e ラーニングとブレン
ディッドラーニングについて輪講し，理解を深める． 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 e ラーニングとは 

2 回 e ラーニングの発展と必要性 
3 回 e ラーニングの種類とコンテンツ 
4 回 e ラーニングシステム 
5 回 e ラーニングの効果的な利用方法 
6 回 e ラーニングの普及の特色と教材の共有 
7 回 e ラーニングによる教育システムの変容とブレンディッドラーニング 
8 回 ブレンディッドラーニングの的確なブレンド 
9 回  ブレンディッドラーニングの効果的な展開方法 
10 回 高等学校情報科の内容についてブレンド型授業の設計演習 
11 回  インストラクショナルデザインと e ラーニング 
12 回  インストラクショナルデザインによる設計例 
13 回 高等学校におけるブレンド型授業 
14 回 大学におけるブレンド型授業 
15 回  ブレンド型授業の設計とプレゼンテーション 

準備学習 1 回 シラバスを確認し，学習の過程を把握しておくこと．教科書の 3.1, 3.2, 3.3
節を読んで，プレゼンテーションできるようにその内容をスライドにまとめてお
くこと． 
2 回 教科書の 3.4, 3.5, 3.6 節を読んで，プレゼンテーションできるようにその内
容をスライドにまとめておくこと． 
3 回 教科書の 4.1, 4.2 節を読んで，プレゼンテーションできるようにその内容を
スライドにまとめておくこと． 
4 回 教科書の 4.3, 4.4, 4.5 節を読んで，プレゼンテーションできるようにその内
容をスライドにまとめておくこと． 
5 回 教科書の 4.6, 5.1, 5.2 節を読んで，プレゼンテーションできるようにその内
容をスライドにまとめておくこと． 
6 回 教科書の 5.3, 5.4, 5.5 節を読んで，プレゼンテーションできるようにその内
容をスライドにまとめておくこと． 
7 回 教科書の 6.1, 6.2, 6.3 節を読んで，プレゼンテーションできるようにその内
容をスライドにまとめておくこと． 
8 回 教科書の 6.4, 6.5 節を読んで，プレゼンテーションできるようにその内容を
スライドにまとめておくこと． 
9 回 教科書の 6.6, 6.7 節を読んで，プレゼンテーションできるようにその内容を



スライドにまとめておくこと． 
10 回 これまでの内容を復習して，高等学校情報科の内容についてブレンド型授
業を設計するために，設計する内容について調べておくこと． 
11 回 教科書の 7.1, 7.2 節を読んで，プレゼンテーションできるようにその内容
をスライドにまとめておくこと． 
12 回 教科書の 7.3 節を読んで，プレゼンテーションできるようにその内容をス
ライドにまとめておくこと．情報科についてブレンド型授業を設計しておくこ
と． 
13 回 教科書の 10.1, 10.2, 10.3, 10.4 節を読んで，プレゼンテーションできるよ
うにその内容をスライドにまとめておくこと． 
14 回 教科書の 11.1, 11.2, 11.3, 11.4 節を読んで，プレゼンテーションできるよ
うにその内容をスライドにまとめておくこと． 
15 回 実践例を調べて，設計した情報科のブレンド型授業について，プレゼンテ
ーションできるように準備しておくこと． 

 



年度 2012 
授業コード MII1711 
成績評価 授業出席、演習レポートより評価する。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 情報科学専攻(11〜12) 
見出し MII1711 知識工学特論 
担当教員名 劉 渤江 
単位数 2 
教科書 資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 半構造データ、XML データベース、述語論理 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 知識工学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 Serge Abiteboul ら著、国島丈生訳：XML データベース入門、共立出版株式会社 

神崎正英：セマンティク・ウェブのための RDF/OWL 入門、森北出版株式会社 
⻑尾真・淵一博：論理と意味、岩波書店 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MII1711 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）半構造データを含むデータモデル・記述言語を理解する。（２）述語論理に

よる推論の仕組みを理解する。 
受講者へのコメント  
連絡先 劉渤江研究室 １５号館３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 知識工学は、限定した分野の問題解決に有効な情報（知識）の収集・表現・管理・

活用などを計算機で支援するシステムの構築に関わる研究分野である。本講義で
は、知的システムの構築に必要となる知識表現、推論、知識獲得などの基礎技術
を学ぶ。具体的に、知識表現言語、推論機構、Web 上の知識活用などの技術につ
いて学ぶとともに、実際にプロトタイプシステムの構築を実習することとする。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 知識処理システム、知識表現モデルの概要 

2 回 XML と XML テクノロジー 



3 回 XML データベースの概要 
4 回 半構造データ 
5 回 XML、XML Schema 
6 回 半構造データのための問合せ 
7 回 XML に対する問合せ言語 
8 回 半構造データに対する型 
9 回 RDF の概念とモデル 
10 回 RDF による知識表現 
11 回 推論と論理 
12 回 自然演繹法 
13 回 述語論理による推論、述語論理とプログラミング 
14 回 演習、レポート作成（１） 
15 回 演習、レポート作成（２） 

準備学習 1 回 データベースの関連知識を復習しておく． 
2 回 XML 関連知識を復習しておく． 
3 回 関係データベースの内容を復習しておく． 
4 回 データモデルの内容を復習しておく． 
5 回 データ構造・データ型を理解しておく． 
6 回 SQL を調べておく． 
7 回 XPath を調べておく． 
8 回 データ型の概念を理解しておく． 
9 回 メターデータの概念を理解しておく． 
10 回 ９回の内容を理解しておく． 
11 回 命題論理を復習しておく． 
12 回 三段論法を調べておく． 
13 回 １１回、１２回の内容を復習しておく． 
14 回 ３回から１３回までの内容を理解しておく． 
15 回 ３回から１３回までの内容を理解しておく． 

 



年度 2012 
授業コード MII1712 
成績評価 レポートの出来・不出来により評価する 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 情報科学専攻(11〜12) 
見出し MII1712 計算科学特論 
担当教員名 菅野 幸夫 
単位数 2 
教科書 資料を適宜配布する 
アクティブラーニング  
キーワード アルゴリズム、計算量、多項式計算時間、P と NP、再帰的関数、帰納法 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 計算科学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 萩谷昌己（著）「関数プログラミング」日本評論社 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MII1712 
実務経験のある教員  
達成目標 ・ネストされた for 文で作られる具体的プログラムについてその計算量の見積り

ができること・計算量の理論における P と NP の概念を理解すること・C 言語に
より順列生成の関数がプログラムできること 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 アルゴリズムの計算量について「行列式の計算」を例に講義する。ネストされた

for 文で作られるアルゴリズムの計算量は高々P であることを学ぶ。「順列生成」
のような計算量が NP となるいくつかのアルゴリズムは再帰的関数により効率的
に実現できることを学ぶ。帰納法について学び再帰的関数との関係を理解する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 置換の話（１）：定義と演算 

2 回 置換の話（２）：置換の分解 
3 回 置換の話（３）：偶置換と奇置換 
4 回 行列式の定義 



5 回 行列式の計算 
6 回 for 文構造の繰り返し回数（１） 
7 回 for 文構造の繰り返し回数（２） 
8 回 再帰的関数定義（１） 
9 回 再帰的関数定義（２） 
10 回 順列生成関数 
11 回 行列式の計算量（１） 
12 回 行列式の計算量（２） 
13 回 P と NP 
14 回 帰納法 
15 回 まとめ 

準備学習 1 回 置換について調べておく 
2 回 巡回置換、互換について調べておく 
3 回 sgn 関数について調べておく 
4 回 行列式の定義を復習しておく 
5 回 行列式の計算方法について調べておく 
6 回 C 言語の for 文の書き方を復習しておく 
7 回 ネストされた for 文の繰り返し回数について復習しておく 
8 回 一般的意味での関数定義、関数呼び出しについて調べておく 
9 回 再帰的関数の種類について調べておく 
10 回 順列を生成する関数はどのようにすれば作れるか考えておく 
11 回 定義に従って行列式を計算する場合の計算量はいくらになるか考えておく 
12 回 いくつかある行列式の計算方法についてその計算量はいくらになるか考え
ておく 
13 回 多項式計算時間について調べておく 
14 回 帰納法の原理について調べておく 
15 回 第１回から第１４回の内容を復習しておく 

 



年度 2012 
授業コード MII2312 
成績評価 毎回の提出課題 50%，定期試験 50% 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 情報科学専攻(11〜12) 
見出し MII2312 データ工学特論 
担当教員名 北川 文夫 
単位数 2 
教科書 毎回プリントを配布する． 
アクティブラーニング  
キーワード 基本データ構造，アルゴリズム．XML，DTD，XML-Schema，XSLT，SAX，DOM，

JAXP，JAXB 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 データ工学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 アルゴリズムとデータ構造の教科書は沢山あるので参考になる．XML や XML-

Schema の書籍も沢山あるので参考になる． 
授業形態 講義 
注意備考 Java のプログラムが可能な環境を用意しておくこと． 
シラバスコード MII2312 
実務経験のある教員  
達成目標 基本データ構造を図で説明でき，Java プログラムで実現できる．XML でのデー

タ定義ができる．XML の構造を DTD，XML-Schema のどちらでも記述できる．
Java プログラムから XML データにアクセスし，SAX や DOM を用いてデータ操
作できる．XML データを Java オブジェクト化し，メソッドを追加定義できる． 

受講者へのコメント  
連絡先 1 号館 4 階 北川文夫研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 （学部科目での）アルゴリズムとデータ構造（又は同様の内容の講義） 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 基本データ構造と操作アルゴリズムを簡単に復習しながら Java プログラムでの

それらアルゴリズムの実現を学ぶ．その後，XML の記述方法と構造の表現方法
を学び，その上で Java による SAX，DOM アクセスを，また XSLT によるデー
タ変換をプログラムとともに学ぶ．更に DTD，XML-Schema による構造定義を
したものを，Java のプログラムから構造チェックに用いるなどを行い，XML 自
体の理解だけではなく，XML をプログラムから扱える能⼒も身につける． 



対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 データ構造とアルゴリズムの概要の説明をする． 

2 回 リスト構造について解説する． 
3 回 連結リストについて解説する． 
4 回 二分探索木について解説する． 
5 回 ソートについて解説する． 
6 回 XML の構造について解説する． 
7 回 XML でのデータ構造定義の説明をする． 
8 回 DTD によるデータ構造定義について説明する． 
9 回 XML-Schema によるデータ構造定義について説明する． 
10 回 Java による XML のパースについて説明する． 
11 回 Java による XML 構造チェックについて説明する． 
12 回 XSLT のテンプレートと XPath について説明する． 
13 回 XSLT による XML の変換について説明する． 
14 回 XML の Java オブジェクト化について解説する． 
15 回 XML の Java オブジェクトの応用について解説する． 

準備学習 1 回 Java の開発環境を用意しておき，使えるようにしておくこと． 
2 回 リスト構造と操作アルゴリズムを予習しておくこと． 
3 回 連結リストの構造と操作アルゴリズムを予習しておくこと． 
4 回 二分探索木の構造と操作アルゴリズムを予習しておくこと． 
5 回 ソートの幾つかのアルゴリズムを予習しておくこと． 
6 回 XML に関して Web 等で調べておくこと． 
7 回 前回の内容を復習しておくこと． 
8 回 DTD に関して Web 等で調べておくこと． 
9 回 XML-Schema に関して Web 等で調べておくこと． 
10 回 XML に関する 4 回の講義を復習しておくこと． 
11 回 前回の Java プログラムの内容を理解しておくこと． 
12 回 XSLT を配布テキストにより予習しておくこと． 
13 回 自分で定義した XML に対する XSLT を用意しておくこと． 
14 回 XML の構造を復習しておくこと． 
15 回 前回のプログラムを実行して，オブジェクトを作成しておくこと． 

 



年度 2012 
授業コード MII3111 
成績評価 課題提出(30%)，中間試験(25%)，定期試験(45%)で評価をする。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 情報科学専攻(11〜12) 
見出し MII3111 統計数学特論Ⅰ 
担当教員名 中村 忠 
単位数 2 
教科書 ベイズ統計学解析 / 渡部 洋 ／ 福村出版 
アクティブラーニング  
キーワード 条件付き確率，多変量分布，事前分布，事後分布，ベイズ解析 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 統計数学特論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 理工系 確率統計 / 中村忠・山本英二 ／ サイエンス社 
授業形態 講義 
注意備考 確率 I，確率 II，統計 I，統計 II を修得しておくことが望ましい。 
シラバスコード MII3111 
実務経験のある教員  
達成目標 多くの現象は事前に何かの情報が得られている場合が多い。この情報を利用し

て，より効率のよい行動や決定をするための理論であるベイズ統計解析の初歩を
修得すること。 

受講者へのコメント  
連絡先 中村研究室 １号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 確率 I, 確率 II，統計 I, 統計 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 データ解析手法の中でベイズ手法は重要な役割をはたす。その応用分野はマーケ

ティング，ビジネス，社会学，経済学，心理学，教育学，等々など幅が広い。本
講義では特に推測理論を中心に基礎からわかりやすく講義する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回  事象と確率を解説する。 

2 回  離散型確率分布を解説する。 
3 回  連続型確率分布を解説する。 
4 回  条件付き確率を解説する。 
5 回  条件付き確率の性質を解説する。 



6 回  ２変量 2 項分布を解説する。 
7 回 ２変量正規分布を解説する。 
8 回  モデル分布と尤度原理を解説する。 
9 回  ベイズの定理を解説する。 
10 回  予測分布とその応用を解説する。 
11 回 ベルヌーイ分布と事後分布を解説する。 
12 回  種々の事前分布を解説する。 
13 回  事後分布の吟味を解説する。 
14 回 事後分布の近似を解説する。 
15 回 ドフィネッティの定理を解説する。 

準備学習 1 回 確率の復習をしておくこと。 
2 回 離散型確率とは何かについて復習しておくこと。 
3 回 連続型確率とは何かについて復習しておくこと。 
4 回 条件付き確率について復習しておくこと。 
5 回 確率測度の性質について復習しておくこと。 
6 回 1 変量 2 項分布について復習しておくこと。 
7 回 1 変量正規分布について復習しておくこと。 
8 回 尤度原理を具体的な例題で理解しておくこと。 
9 回 具体的な例題でベイズの定理に意味を理解しておくこと。 
10 回 予測とは何かについて調べておくこと。 
11 回 具体的な例題で事後分布の意味を理解しておくこと。 
12 回 具体的な例題で事前分布の意味を理解しておくこと。 
13 回 事後分布の復習をしておくこと。 
14 回 事後分布を近似する意味を理解しておくこと。 
15 回 独立とはなんであったかを復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MII3312 
成績評価 学習(発表)状況 75%および課題提出 25%により成績を評価する． 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 情報科学専攻(11〜12) 
見出し MII3312 統計数学特論Ⅱ 
担当教員名 兵頭 義史 
単位数 2 
教科書 初回のオリエンテーションで指示する． 
アクティブラーニング  
キーワード 数理統計学，確率分布，標本分布 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 統計数学特論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 Rohatgi, V. K. : An Introduction to Probability Theory and Mathematical Statistics, 

John Wiley, New York, 1976. 
授業形態 講義 
注意備考 レポート提出は 15 回授業終了後に指示する． 
シラバスコード MII3312 
実務経験のある教員  
達成目標 本授業で学習する内容は，統計理論の根底をなすものであるから具体例を多く取

り上げ，院生各自が十分に理解できるよう丁寧に指導し，基本知識を自分のもの
にすることである． 

受講者へのコメント  
連絡先 24 号館 4 階 兵頭研究室 hyodo@pub.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 統計数学の基礎知識は，自然科学，社会科学，⼈文科学，工学，医学等のさまざ

まな研究分野で必要とされている．本授業では，数理統計学の標準的なテキスト
を使用し，理論面を中心にその根底部分から体系的に学習する．また学生の自学
自習したものに助言を与える輪講形式で行う. 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションで講義方針を説明する. 

2 回 確率および確率変数の概念を学習する. 
3 回 離散型確率変数の平均を学習する. 



4 回 確率⺟関数を学習する. 
5 回 代表的離散型分布(1)を学習する. 
6 回 代表的離散型分布(２)を学習する. 
7 回 連続型確率変数の平均を学習する. 
8 回 積率⺟関数を学習する. 
9 回 代表的連続型分布(1)を学習する. 
10 回 代表的連続型分布(2)を学習する. 
11 回 カイ２乗分布を学習する. 
12 回 チェビシェフの不等式を学習する. 
13 回 独立な確率変数の和の分布(1)を学習する. 
14 回 独立な確率変数の和の分布(２)を学習する. 
15 回 無作為標本を学習する. 

準備学習 1 回 シラバスの授業内容全体をよく確認しておくこと. 
2 回 学部で既習した“確率および確率変数の概念”について再学習し，適宜復習し
ながら学習しておくこと. 
3 回 学部で既習した“離散型確率変数の平均”について再学習し，適宜復習しなが
ら学習しておくこと. 
4 回 学部で既習した“確率⺟関数”について再学習し，適宜復習しながら学習して
おくこと. 
5 回 学部で既習した“代表的離散型分布(1)”について再学習し，適宜復習しなが
ら学習しておくこと. 
6 回 学部で既習した“代表的離散型分布(２)”について再学習し，適宜復習しなが
ら学習しておくこと. 
7 回 学部で既習した“連続型確率変数の平均”について再学習し，適宜復習しなが
ら学習しておくこと. 
8 回 学部で既習した“積率⺟関数”について再学習し，適宜復習しながら学習して
おくこと. 
9 回 学部で既習した“代表的連続型分布(1)”について再学習し，適宜復習しなが
ら学習しておくこと. 
10 回 学部で既習した“代表的連続型分布(2)”について再学習し，適宜復習しなが
ら学習しておくこと. 
11 回 学部で既習した“カイ２乗分布”について再学習し，適宜復習しながら学習
しておくこと. 
12 回 学部で既習した“チェビシェフの不等式”について再学習し，適宜復習しな
がら学習しておくこと. 
13 回 学部で既習した“独立な確率変数の和の分布(1)”について再学習し，適宜復
習しながら学習しておくこと. 
14 回 学部で既習した“独立な確率変数の和の分布(２)”について再学習し，適宜
復習しながら学習しておくこと. 
15 回 学部で既習した“無作為標本”について再学習し，適宜復習しながら学習し
ておくこと. 

 



年度 2012 
授業コード MII3712 
成績評価 課題提出(30%)、最終レポート(40%)、筆記試験(30%）により成績を評価する． 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 情報科学専攻(11〜12) 
見出し MII3712 数値解析学特論Ⅱ 
担当教員名 河野 敏行 
単位数 2 
教科書 講義で資料を配布する． 
アクティブラーニング  
キーワード 偏微分方程式、差分法、定常反復法、非定常反復法 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特になし 
科目名 数値解析学特論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 偏微分方程式の数値シミュレーション／登坂宣好，大⻄和榮／東京大学出版会 
授業形態 講義 
注意備考 数値解析学特論 I を履修しておくことが望ましい。講義テーマに合わせて事前に

インターネットや文献を用いて調べておくこと。 
シラバスコード MII3712 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)偏微分方程式の差分法を理解する。 

(2)差分化された式を取り扱うことができる。 
(3)定常・非定常反復法アルゴリズムを理解し、数値実験することができる。 

受講者へのコメント レポート課題を頑張ってくれてありがとう． 
連絡先 15 号館 4 階 河野敏行研究室 086-256-9603 kohno@mis.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 回答者なし 
英文科目名  
関連科目 数値解析学特論 I 
次回に向けての改善変更予定 講義とレポートで，内容の理解を深めていきたいと思う． 
講義目的 具体的な例題を通して、差分法、有限要素法、境界要素法などの各種方法を理解

し、様々な問題に応用できることを目的とする。また、具体的な解法として定常
反復法と非定常反復法を取り上げ、コンピュータに実装させる際の注意事項など
を解説し、簡単な数値実験を行う。そして、最近の関連する論文について解説し、
数値解析の理解を深める。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 現象の数理モデル化について解説する。 

2 回 編微分方程式の意味を解説する。 



3 回 偏微分方程式の差分解法について解説する。 
4 回 有限要素法について解説する。 
5 回 境界要素法について解説する。 
6 回 Scilab を利用した数値実験をする。 
7 回 関連する論文の解説をする。 
8 回 差分法による編微分方程式の解法の演習をする。 
9 回 連立一次方程式のさまざまな解法について解説する。 
10 回 連立一次方程式の解法についての実験を行う。 
11 回 定常反復法について解説する。 
12 回 非定常反復法について解説する。 
13 回 各種解法についての実験をする。 
14 回 関連する論文の解説をする。 
15 回 総合演習をする。 

準備学習 1 回 「数理モデル化」をキーワードとして検索し、調べておくこと。 
2 回 偏微分方程式の直接解法について調べておくこと。 
3 回 テイラー展開による差分法について調べておくこと。 
4 回 有限要素法についてインターネット、文献などで調べておくこと。 
5 回 境界要素法についてインターネット、文献などで調べておくこと。 
6 回 Scilab について調べておくこと。 
7 回 熱伝導、波動方程式について調べてくること。 
8 回 前進差分、中心差分、後退差分、その他の差分式について調べておくこと。 
9 回 連立一次方程式に対する直接法と間接法について調べておくこと。 
10 回 連立方程式に対する直接法のアルゴリズムについて調べておくこと。 
11 回 定常反復アルゴリズムについて調べておくこと。 
12 回 非定常反復アルゴリズムの種類について調べておくこと。 
13 回 定常，非定常反復アルゴリズムをプログラムしておくこと。 
14 回 非定常反復アルゴリズムについて復習しておくこと。 
15 回 各種反復法の加速について考えておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MII4111 
成績評価 レポート５０％＋定期試験５０％ で評価。 
曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス 情報科学専攻(11〜12) 
見出し MII4111 数値解析学特論Ⅰ 
担当教員名 榊原 道夫 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 数値解析、微分方程式、積分方程式、偏微分方程式 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 数値解析学特論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし 
授業形態 講義 
注意備考 特になし 
シラバスコード MII4111 
実務経験のある教員  
達成目標 達成目標は１．数値解析の基本的な手法を理解する２．微分方程式の数値解法に

ついて理解する３．積分方程式の数値解法について理解する４．偏微分方程式の
数値解法について理解するである。 

受講者へのコメント  
連絡先 15 号館 2 階研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 数値解析特論 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 科学技術計算に必要な方程式の近似解法を学び、基本的な応用に適用できる知識

を学ぶことが講義の目標である。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 【数値解析の概要】数値解析の研究がどのような分野でどのような問題につ

いて行われているかを講義する。 
2 回 【関数近似】関数近似をラグランジュ補間を用いて講義する。 
3 回 【数値微分】微分積分における基礎知識と微分の近似問題である数値微分に
ついて講義する。 
4 回 【数値積分】微分積分における基礎知識と積分の近似問題である数値積分に



ついて講義する。 
5 回 【方程式の数値解法（一変数の場合）】方程式の反復解法であるファルシ法、
ニュートン法を講義する。 
6 回 【方程式の数値解法（多変数の場合）】連立非線型方程式に対する反復解法
の講義をする。 
7 回 【微分方程式の基礎】微分方程式の数値解法について学ぶための基礎知識を
講義する。 
8 回 【初期値問題の数値解法１】オイラー法、ホイン法について講義する。 
9 回 【初期値問題の数値解法２】ルンゲ・クッタ法について講義する。 
10 回 【境界値問題の数値解法１】差分法について講義する。 
11 回 【境界値問題の数値解法１】有限要素法について講義する。 
12 回 【偏微分方程式の数値解法１】多変数の場合の有限差分法について講義す
る。 
13 回 【偏微分方程式の数値解法２】多変数の場合の有限要素法について講義す
る。 
14 回 【積分方程式の数値解法】積分方程式の場合の数値解法について講義する。 
15 回 【講義の総括】講義全体で重要な点をまとめる。 

準備学習 1 回 【数値解析の概要】学部における数値解析の復習。 
2 回 【関数近似】微分積分の復習。 
3 回 【数値微分】微分積分の復習。 
4 回 【数値積分】微分積分の復習。 
5 回 【方程式の数値解法（一変数の場合）】微分積分の復習。 
6 回 【方程式の数値解法（多変数の場合）】多変数関数の微分積分についての復
習。 
7 回 【微分方程式の基礎】微分方程式の復習。 
8 回 【初期値問題の数値解法１】前回までの復習。 
9 回 【初期値問題の数値解法２】前回までの復習。 
10 回 【境界値問題の数値解法１】前回までの復習。 
11 回 【境界値問題の数値解法１】前回までの復習。 
12 回 【偏微分方程式の数値解法１】前回までの復習。 
13 回 【偏微分方程式の数値解法２】前回までの復習。 
14 回 【積分方程式の数値解法】前回までの復習。 
15 回 【講義の総括】前回までの復習。 

 



年度 2012 
授業コード MII4312 
成績評価 小課題の平常点(50%)、レポートによる定期試験(50%)で評価する． 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス 情報科学専攻(11〜12) 
見出し MII4312 統計科学特論 
担当教員名 山本 英二 
単位数 2 
教科書 プリント（資料）を配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 因果推論，2x2 表，オッズ比，条件付き推測，調査法 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 統計科学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 中村・山本 「理工系確率統計（改訂版）」 サイエンス社 
授業形態 講義 
注意備考 学部情報科学科科目，確率 I，II，数理統計 I，II を履修していることが望ましい． 
シラバスコード MII4312 
実務経験のある教員  
達成目標 １．断面調査，コホート調査，症例対照調査により，２ｘ２分割表の確率モデル

の違いが理解できる．２．因果指標としてのオッズ比の特性が理解できる．３．
２ｘ２分割表の確率モデル間の条件付き分布の関連が理解できる．４．条件付き
推測法の利点が理科出来る．５．オッズ比の検定法，推測法が適用でき，データ
解析出来る． 

受講者へのコメント  
連絡先 １号館４階 山本 英二研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 統計数学特論Ⅰ，Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 確率現象からのデータに基づく因果解析では２値データを扱う２ｘ２分割表の

解析が基本となる．各種調査法による２ｘ２分割表の確率モデルと因果指標オッ
ズ比との関連，その推定，検定法について学ぶ． 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 データ調査法，２ｘ２表，オッズ比 

2 回 ２項分布，ポアソン分布，４項分布 
3 回 非心超幾何分布 



4 回 分割表とオッズ比 
5 回 調査法と分割表確率モデル 
6 回 条件付き分布とオッズ比 
7 回 最尤推定法 
8 回 オッズ比の推定 
9 回 統計的検定法 
10 回 オッズ比の統計的検定法 
11 回 条件付き検定法 
12 回 カイ２乗検定 
13 回 尤度比検定 
14 回 フィッシャーの正確検定 
15 回 分割表解析のまとめ 

準備学習 1 回 シラバスを確認し，学習過程を把握しておくこと． 
2 回 データ調査法，２ｘ２表，オッズ比を復習しておくこと． 
3 回 ２項分布，ポアソン分布，４項分布を復習しておくこと． 
4 回 非心超幾何分布を復習しておくこと 
5 回 分割表とオッズ比を復習しておくこと． 
6 回 調査法と分割表確率モデルを復習しておくこと． 
7 回 条件付き分布とオッズ比を復習しておくこと． 
8 回 最尤推定法を復習しておくこと． 
9 回 オッズ比の推定を復習しておくこと． 
10 回 統計的検定法を復習しておくこと． 
11 回 オッズ比の統計的検定法を復習しておくこと 
12 回 条件付き検定法を復習しておくこと． 
13 回 カイ２乗検定を復習しておくこと． 
14 回 尤度比検定を復習しておくこと． 
15 回 フィッシャーの正確検定を復習しておくこと． 

 



年度 2012 
授業コード MII5311 
成績評価 課題レポ−ト提出(100%)による。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 情報科学専攻(11〜12) 
見出し MII5311 数理科学特論 
担当教員名 濱谷 義弘 
単位数 2 
教科書 大橋 常道著／微分方程式・差分方程式入門／コロナ社，2007 
アクティブラーニング  
キーワード 微分方程式，差分方程式，安定性，Liapunov 関数，数理モデル 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 数理科学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 M. W. Hirsch, S. Smale & R. L. Devaney 著，「⼒学系入門」 原書第２版，共立

出版，2007 
授業形態 講義 
注意備考 基礎解析Ⅰ，Ⅱと線形代数，応用数学Ⅰ，Ⅱを修得していることが望ましい。 
シラバスコード MII5311 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)微分方程式と差分方程式の定性的理論と計算を習得すること、(2)数理科学モ

デル、特に数理生物モデルや数理経済モデルに現れる函数差分・函数微分・積分
微分方程式の安定性に関する解析ができること。 

受講者へのコメント  
連絡先 濱谷研究室 一学舎３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 応用数学Ⅰ，Ⅱ(学部３年次） 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 微分方程式と差分方程式の数理科学モデルを取り扱う。数理科学モデルの定性的

性質は個々のモデルを解析する上で重要である。 特に Liapunov に始まる微分方
程式の安定性理論はその中心的役割を果たしている。ここでは、差分方程式と微
分方程式を比較しながらこの理論の基礎を講義する。さらに、数理生物モデルや
数理経済モデルに現れる函数差分・函数微分・積分微分方程式の安定性に関する
最近の結果も紹介する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション，微分方程式とは 



2 回 微分方程式の基本定理（１） 
3 回 微分方程式の基本定理（２） 
4 回 線形微分方程式系（１） 
5 回 線形微分方程式系（２） 
6 回 線形差分方程式系 
7 回 非線形微分方程式系（１） 
8 回 非線形微分方程式系（２） 
9 回 安定性と Liapunov 関数（１） 
10 回 安定性と Liapunov 関数（２） 
11 回 分岐理論とカオス 
12 回 数理生態学モデル（１） 
13 回 数理生態学モデル（２） 
14 回 数理経済学モデル 
15 回 最近の結果の紹介と問題 

準備学習 1 回 学部の基礎解析Ⅰ，Ⅱと線形代数の講義ノートを見ておくこと。 
2 回 前回の講義ノートを見ておくこと。 
3 回 前回の講義ノートを見ておくこと。 
4 回 前回の講義ノートを見ておくこと。 
5 回 前回の講義ノートを見ておくこと。 
6 回 前回の講義ノートを見ておくこと。 
7 回 前回の講義ノートを見ておくこと。 
8 回 前回の講義ノートを見ておくこと。 
9 回 前回の講義ノートを見ておくこと。 
10 回 前回の講義ノートを見ておくこと。 
11 回 前回の講義ノートを見ておくこと。 
12 回 前回の講義ノートを見ておくこと。 
13 回 前回の講義ノートを見ておくこと。 
14 回 前回の講義ノートを見ておくこと。 
15 回 前回の講義ノートを見ておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MII5312 
成績評価 定期試験(100%)で評価する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 情報科学専攻(11〜12) 
見出し MII5312 アルゴリズム工学特論 
担当教員名 椎名 広光 
単位数 2 
教科書 プリントの配布 
アクティブラーニング  
キーワード 有限オートマトン、隠れマルコフモデル、学習アルゴリズム 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 アルゴリズム工学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 E. Charniak, Statistical Language Learning (Language, Speech, and 

Communication), The MIT Press,ISBN:978-0262531412 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MII5312 
実務経験のある教員  
達成目標 言語処理で用いられているアルゴリズムを、実例を持って実行を追うことができ

るようになること。また、アルゴリズムの計算時間の問題や、領域計算量の問題
を実例との関係で理解することを目標とする。 

受講者へのコメント  
連絡先 1 号館４階椎名研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 言語処理で利用される確率言語モデルにおける処理技術について述べる。特に有

限オートマトンを基礎として、N-gram,隠れマルコフモデル(HMM),確率文脈自
由文法(PCFG)モデルを取り上げ、隠れマルコフモデルや確率文脈自由文法の文
構造の学習アルゴリズムについて説明する。また、説明するアルゴリズムは、理
論上、時間がかかる手法と、それを改良した手法があり、計算量の削減の工夫に
ついて特に述べるものとする。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回  決定性有限性オートマトン 、決定性プッシュダウンオートマトンについ



て説明する。 
2 回  文法と言語の関係について説明する。 
3 回  文法規則と構文解析木の関係について説明する。 
4 回  マルコフモデルと隠れマルコフモデル 1 について説明する。 
5 回  マルコフモデルと隠れマルコフモデル 2 について説明する。 
6 回  Viterbi アルゴリズム 1 について説明する。 
7 回  Viterbi アルゴリズム 2 について説明する。 
8 回  HMM 学習アルゴリズム 1(素朴な方法)について説明する。 
9 回  HMM 学習アルゴリズム 1(Forward-backward Algorithm)について説明す
る。 
10 回  HMM 学習アルゴリズム 3(Forward-backward Algorithm)について説明す
る。 
11 回  HMM 学習アルゴリズム 3(Forward-backward Algorithm)について説明す
る。 
12 回  確率文脈自由文法と構文解析木の生成確率について説明する。 
13 回  確率文脈自由文法の学習アルゴリズム 1(Inside-outside Algorithm)につい
て説明する。 
14 回  確率文脈自由文法の学習アルゴリズム 2(Inside-outside Algorithm)につい
て説明する。 
15 回  確率文脈自由文法の学習アルゴリズム 3(Inside-outside Algorithm)につい
て説明する。 

準備学習 1 回 シラバスを確認し、アルゴリズムの講義で勉強したスタックやキューにつ
いて調べておくこと。 
2 回 決定性有限オートマトンと決定性プッシュダウンオートマトンで生成でき
るものの違いについて調べておくこと。 
3 回 決定性有限オートマトンと決定性プッシュダウンオートマトンの例と対応
する文法について調べておくこと。。 
4 回 条件付き確率について復習しておくこと。 
5 回 隠れマルコフモデルの表現方法について、復習しておくこと。 
6 回 隠れマルコフモデル上の遷移過程について確認しておくこと。 
7 回 隠れマルコフモデル上の遷移過程の可能性の種類を調べておくこと。 
8 回 Viterbi アルゴリズムで遷移課程の省略しているポイントについて復習して
おくこと。 
9 回  HMM の学習アルゴリズムの内、素朴な方法での計算量について調べてお
くこと。 
10 回 前側確率の計算方法を、別な例で確かめておくこと。 
11 回 後ろ側確率の計算方法と遷移確率の推定値の計算を、別な例で確かめてお
くこと。 
12 回 文法規則と構文解析木の関係と、構文解析木の計算方法を調べておくこと。 
13 回 構文解析木の生成確率の計算手法を、別な例で確かめておくこと。 
14 回 構文解析木の内側確率の計算手法を、別な例で確かめておくこと。 
15 回 外側確率の計算方法を、別な例で確かめておくこと。 



 



年度 2012 
授業コード MII5711 
成績評価 講義ごとに毎回の課題レポート（１００％）で評価する。 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス 情報科学専攻(11〜12) 
見出し MII5711 ソフトウェア特論 
担当教員名 大⻄ 荘一 
単位数 2 
教科書 プリント配付 
アクティブラーニング  
キーワード 開発コスト見積もり、組み込みソフトウェア、開発プロセス 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 ソフトウェア特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義で適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 ＊講義でインターネット Web サイトを随時利用する。 
シラバスコード MII5711 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）組み込みソフトウェアの特徴を理解すること（２）分散オブジェクト技術

の仕組みを理解すること（３）ソフトウェアの開発コスト見積もり法を理解する
こと（４）ソフトウェア開発プロセス全般について理解すること 

受講者へのコメント  
連絡先 １５号館３階 大⻄荘一研究室 ｏｎｉｓｈｉ＠ｍｉｓ．ｏｕｓ．ａｃ．ｊｐ 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ソフトウェアは機器に組み込まれる制御系やインターネット上のアプリケーシ

ョン等、多種多様である。それらの特徴を述べ、その特徴に応じた設計や開発管
理手法を解説する。特に、次の２点を重点的に講義する。（１）組み込みソフトウ
ェアの工数など実例データの分析による生産性評価（２）クライアント/サーバ
システムの設計に利用される分散オブジェクト技術（３）ソフトウェアの開発コ
スト見積もり 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 【 ソフトウェア特論で学ぶこと】本科目の学習目的を解説する。 

2 回 【 ソフトウェアについて１】ソフトウェア開発技術は工学と言えるかを議



論する。 
3 回 【 ソフトウェアについて２】ソフトウェアの種類について議論する。 
4 回 【 オープンソースソフトウェア】オープンソフトウェアについて解説し、
議論する。 
5 回 【 ＯＳについて】ＯＳの果たす役割と意義について議論する。 
6 回 【 開発プロセス管理】さまざまな開発プロセスについて解説し、議論する。 
7 回 【 ソフトウェアトラブル】ソフトウェアトラブルの実例について、その原
因を議論する。 
8 回 【 ソフトウェアメトリクス】ソフトウェアメトリクスを解説する。 
9 回 【 開発コスト見積もり】開発コスト見積もりの手法を解説する。 
10 回 【 論文輪読１】組み込みソフトウェアに関した論文を輪読し、解説する。 
11 回 【 論文輪読２】第１０回につづきをする。 
12 回 【 論文輪読３】第１１回のつづきをする。 
13 回 【 インターネット時代のソフトウェア開発１】Web アプリケーションの
実例を解説する。 
14 回 【 インターネット時代のソフトウェア開発２】分散オブジェクト技術に
ついて解説する。 
15 回 【 ソフトウェアの特許と著作権】特許と著作権について解説する。 

準備学習 1 回 【 ソフトウェア特論で学ぶこと】ソフトウェア工学とは何かについて参考
書などで学習しておくこと 
2 回 【 ソフトウェアについて１】工学とは何かを考えておくこと 
3 回 【 ソフトウェアについて２】ソフトウェアの様々な種類を調べておくこと 
4 回 【 オープンソースソフトウェア】オープンソフトウェアとは何かを調べて
おくこと 
5 回 【 ＯＳについて】ＯＳの概論を学習しておくこと 
6 回 【 開発プロセス管理】開発プロセスの基本を学習しておくこと 
7 回 【 ソフトウェアトラブル】実際に発生したソフトウェアトラブルを調査し
ておくこと 
8 回 【 ソフトウェアメトリクス】ソフトウェアメトリクスとは何かを調べてお
くこと 
9 回 【 開発コスト見積もり】開発コスト見積もりについて調べておくこと 
10 回 【 論文輪読１】組み込みソフトウェアとは何かを調べておくこと 
11 回 【 論文輪読２】第１０回の内容を理解しておくこと 
12 回 【 論文輪読３】第１１回の内容を理解しておくこと 
13 回 【 インターネット時代のソフトウェア開発１】さまざまな Web アプリ
ケーションを調べておくこと 
14 回 【 インターネット時代のソフトウェア開発２】クライアント・サーバシ
ステムの開発手法を調べておくこと 
15 回 【 ソフトウェアの特許と著作権】ソフトウェアのさまざまなライセンス
を調べておくこと 

 



年度 2012 
授業コード MII9011 
成績評価 課題についての説明，発表，開発したソフトについて評価する． 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 情報科学専攻(11〜12) 
見出し MII9011 情報科学ゼミナールⅠ 
担当教員名 劉 渤江、兵頭 義史、宮地 功、榊原 道夫、濱谷 義弘、大⻄ 荘一、中村 

忠、北 
単位数 2 
教科書 指導教員から指示する． 
アクティブラーニング  
キーワード 資料収集，論文読解，発表，ソフト開発 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報科学ゼミナールⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指導教員から指示する． 
授業形態 実験実習 
注意備考 指導教員から指示する． 
シラバスコード MII9011 
実務経験のある教員  
達成目標 １．専攻する分野について，関連する資料，論文，書籍等を調査できる．２．関

連する資料，論文，書籍等の内容を理解し，説明，発表できる．３．専攻する分
野で必要なソフトが開発できる． 

受講者へのコメント  
連絡先 指導教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 情報科学ゼミナールⅠⅡⅢ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 院生が専攻する情報科学の特定の分野について，資料収集，調査，解析，開発す

る能⼒を養う．関連する資料，論文，書籍等の講読や紹介を通じて読解⼒，理解
⼒，発表⼒を向上させる．研究の進め方やソフト開発のスキルを身につける． 

対象学年 1 年 
授業内容  
準備学習 まとめの発表を行い，今後の課題について指導を受ける 

 



年度 2012 
授業コード MII9012 
成績評価 課題についての説明，発表，開発したソフトについて評価する 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 情報科学専攻(11〜12) 
見出し MII9012 情報科学ゼミナールⅡ 
担当教員名 劉 渤江、兵頭 義史、宮地 功、榊原 道夫、濱谷 義弘、大⻄ 荘一、中村 

忠、北 
単位数 2 
教科書 指導教員から指示する． 
アクティブラーニング  
キーワード 資料収集，論文読解，発表，ソフト開発 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報科学ゼミナールⅡ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指導教員から指示する． 
授業形態 実験実習 
注意備考 指導教員から指示する． 
シラバスコード MII9012 
実務経験のある教員  
達成目標 １．専攻する分野について，関連する資料，論文，書籍等を調査できる．２．関

連する資料，論文，書籍等の内容を理解し，説明，発表できる．３．専攻する分
野で必要なソフトが開発できる． 

受講者へのコメント  
連絡先 指導教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 情報科学ゼミナールⅠⅡⅢ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 院生が専攻する情報科学の特定の分野について，資料収集，調査，解析，開発す

る能⼒を養う．関連する資料，論文，書籍等の講読や紹介を通じて読解⼒，理解
⼒，発表⼒を向上させる．研究の進め方やソフト開発のスキルを身につける 

対象学年 1 年 
授業内容  
準備学習 まとめの発表を行い，今後の課題について指導を受ける 

 



年度 2012 
授業コード MII9013 
成績評価 研究の内容と修士論文と発表を総合して評価する． 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 情報科学専攻(11〜12) 
見出し MII9013 特別研究 
担当教員名 劉 渤江、菅野 幸夫、椎名 広光、河野 敏行、澤見 英男、山本 英二、兵

頭 義史 
単位数 12 
教科書 指導教員から指示する． 
アクティブラーニング  
キーワード 論文読解説明，論文作成，発表，ソフト開発 
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 特別研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指導教員から指示する． 
授業形態 実験実習 
注意備考 指導教員から指示する． 
シラバスコード MII9013 
実務経験のある教員  
達成目標 １．専攻する分野について，関連する資料，論文，書籍等の内容を理解し，研究

に活用できる． 
２．専攻する分野で必要なソフトが開発できる． 
３．指導教員の指導，関連する教員・研究者の助言，先輩・同僚との議論を研究
に生かせる． 
４．修士論文を作成し，発表できる． 

受講者へのコメント  
連絡先 指導教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 情報科学専攻の関連する全ての科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 院生が専攻する情報科学の特定の分野について，指導教員の指導を受けて研究テ

ーマを設定し，修士論文を作成・発表を行う．研究テーマの遂行及び研究会や学
会での研究発表を通して，研究を行う能⼒，論文作成⼒，発表⼒，コミュニケー
ション能⼒を養うことを目的とする． 

対象学年 1 年/2 年 



授業内容  
準備学習 授業内容に沿って指導教員から与えられる課題についての準備を継続的に行う． 

 



年度 2012 
授業コード MII9021 
成績評価 課題についての説明，発表，開発したソフトについて評価する 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 情報科学専攻(11〜11) 
見出し MII9021 情報科学ゼミナールⅢ 
担当教員名 劉 渤江、兵頭 義史、宮地 功、榊原 道夫、濱谷 義弘、大⻄ 荘一、中村 

忠、北 
単位数 2 
教科書 指導教員から指示する． 
アクティブラーニング  
キーワード 資料収集，論文読解，発表，ソフト開発 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報科学ゼミナールⅢ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指導教員から指示する． 
授業形態 実験実習 
注意備考 指導教員から指示する． 
シラバスコード MII9021 
実務経験のある教員  
達成目標 １．専攻する分野について，関連する資料，論文，書籍等を調査できる．２．関

連する資料，論文，書籍等の内容を理解し，説明，発表できる．３．専攻する分
野で必要なソフトが開発できる． 

受講者へのコメント  
連絡先 指導教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 情報科学ゼミナールⅠⅡⅢ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 院生が専攻する情報科学の特定の分野について，資料収集，調査，解析，開発す

る能⼒を養う．関連する資料，論文，書籍等の講読や紹介を通じて読解⼒，理解
⼒，発表⼒を向上させる．研究の進め方やソフト開発のスキルを身につける． 

対象学年 2 年 
授業内容  
準備学習 まとめの発表を行い，今後の課題について指導を受ける 

 



年度 2012 
授業コード MII9022 
成績評価 レポート１００%で評価し，６０点以上で合格とする 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 情報科学専攻(11〜12) 
見出し MII9022 情報科学特別講義Ⅰ 
担当教員名 菅野 幸夫 
単位数 1 
教科書 特になし。 
アクティブラーニング  
キーワード コンピュータシミュレーション、可視化（ビジュアリゼーション）、レイトレーシ

ング法 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報科学特別講義Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし。 
授業形態 講義 
注意備考 非常勤講師・水藤寛（岡山大学教授）が行う。 
シラバスコード MII9022 
実務経験のある教員  
達成目標 流れの問題に対するコンピュータシミュレーションの概要を理解する。可視化技 

術のひとつとしてのレイトレーシング法の実習を通して、可視化技術の重要性を 
理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先 15 号館 4F 河野研究室 086-256-9603 kohno@mis.ous.ac.jp 

（講義時間外の連絡は、河野から水藤教授へ行います。） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 情報科学科，数値解析Ⅰ・Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 様々な流れの問題に適用されるコンピュータシミュレーションの実例に触れ、そ 

のために必要な技術のひとつとして可視化技法に対する理解を深めることを目
的とする。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 流れの数値シミュレーション概要について解説する。 

2 回 環境問題における数値シミュレーション実例を紹介する。 
3 回 医療問題における数値シミュレーション実例を紹介する 



4 回 簡単な数値シミュレーション技術の導入について説明する。 
5 回 可視化技術の基礎について説明する。 
6 回 レイトレーシング法による可視化の実習をする。 
7 回 レイトレーシング法による可視化の実習をする。 
8 回 まとめをする。 

準備学習 1 回 情報科学科，数値解析Ⅰ・Ⅱから微分方程式について復習しておくこと。 
2 回 参考書「微分方程式の差分解法」の 1.1 を読んでおくこと。 
3 回 参考書「偏微分方程式の差分解法」の付録のプログラムを見ておくこと。 
4 回 光線のモデリングについて検索し、調べておくこと。 
5 回 レイ・トレーシングについて調べておくこと。 
6 回 C 言語の復習をしておくこと。 
7 回 各自の課題について考えて、調べておくこと。 
8 回 レポート課題について準備しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MIV1911 
成績評価 講義中の質疑応答（20％）、期末試験（80％） 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 社会情報専攻(11〜12) 
見出し MIV1911 古代地域間交流史特論 
担当教員名 志野 敏夫 
単位数 2 
教科書 特にない 
アクティブラーニング  
キーワード 古代東アジア世界、中国皇帝、冊封体制 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 古代地域間交流史特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 『正史三国志』ちくま学芸文庫、他は講義中に紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MIV1911 
実務経験のある教員  
達成目標 1.中国皇帝を頂点とする古代東アジア世界のあり方を理解する。  

2.文献などの史料によって、どのように古代世界を再構成するかを理解する。 
受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 7 階、志野研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 （いずれも学部開講）東アジアの歴史、歴史学、歴史資料解析 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 考古資料や文献に基づき、古代日中韓の交流史を解析する。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 東アジアという世界の、主に文化史的意味について解説を行う。 

2 回 中国の「皇帝」という存在について、おもにその成立の歴史から講義する。 
3 回 中国の「皇帝」という存在について、成立以後の展開からその意味につい
て、おもに天の思想との関連から講義する。 
4 回 古代東アジアの冊封体制について講義する。 
5 回 「漢委奴国王」金印の問題点について、研究史を整理して講義する。 
6 回 「漢委奴国王」金印の問題点を、中国史、おもに中国の礼制から考察する。 
7 回 「漢委奴国王」金印をめぐる古代日中間交流について講義する。 



、 
8 回 『三国志』のテキストクリティークを、おもに作者の陳寿の⼈物像と当時の
歴史書が持つ意味から行う。 
9 回 『三国志』のテキストクリティークに基づき、『魏志倭⼈伝』を交流史の立
場から読解する。 
10 回 引き続き『魏志倭⼈伝』を交流史の立場から読解する。 
11 回 『魏志倭⼈伝』記事と『後漢書』金印賜与関連記事とを考察する。 
12 回 吉備津神社に伝承する「温羅伝説」を、交流史の立場から解読する。 
13 回 引き続き吉備津神社伝承を交流史の立場から読解する。 
14 回 中国の後漢、三国、南北朝時代における、「中国」・「日本」・「朝鮮」間の交
流について考察する。 
15 回 ひきつづき中国の後漢、三国、南北朝時代における、「中国」・「日本」・「朝
鮮」間の交流について考察する。 

準備学習 1 回 学部で学習した東アジア史の復習をしておくこと。 
2 回 秦と古代ローマの「皇帝」の意味について調べておくこと。 
3 回 前回講義の復習をしておくこと。 
4 回 前回講義の復習をしておくこと。 
5 回 「漢委奴国王」金印について，Ｗｅｂによって調べておくこと。 
6 回 前回講義の復習をしておくこと。 
7 回 前回講義の復習をしておくこと。 
8 回 各種『三国志』訳書にある「解説」を調べ、『三国志』のテキストクリティ
ークを各⼈なりに行っておくこと。 
9 回 前回講義の復習をしておくこと。 
10 回 前回講義の復習をしておくこと。 
11 回 前回講義の復習をしておくこと。 
12 回 吉備津神社に伝承する「温羅伝説」について調べておくこと。 
13 回 前回講義の復習をしておくこと。 
14 回 倭の五王について調べておくこと。 
15 回 前回講義の復習をしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MIV1912 
成績評価 平常点(30％)，レポート課題(30％)，総合課題(40％)により評価する。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 社会情報専攻(11〜12) 
見出し MIV1912 行動計量学特論 
担当教員名 森 裕一 
単位数 2 
教科書 講義中の配布資料による。 
アクティブラーニング  
キーワード 行動計量，データの可視化，データ分析，文化情報，多変量解析 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 行動計量学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 行動計量学序説／林知己夫／朝倉書店：文化を計る―文化計量学序説／村上征勝

／朝倉書店：文化情報学入門／村上征勝／勉誠出版 
授業形態 講義 
注意備考 「情報データ解析特論」を履修しておくことが望ましい。 
シラバスコード MIV1912 
実務経験のある教員  
達成目標 ・多変量解析の理論が説明でき，実際のデータに適用できるようになる。・行動

を計量するための最適な手法を選び，結果を正しく解釈できるようになる。 
受講者へのコメント  
連絡先 森研究室（21 号館 7 階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 「情報データ解析特論」および学部の統計関係の講義・演習（「データ解析基礎」

「データ解析システム」「行動計量学」「社会調査法」など） 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 広い意味での社会の動きや⼈間の行動を計量する方法を理解した上で、その分析

過程で必要となる多変量解析の理論を汎用統計パッケージを用いて 理解すると
ともに、実際に集された大規模データ・多次元データを解析し、行動計量解析に
関する実践的な⼒を養っていく。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回  行動計量学とデータについて解説する。 

2 回  行動計量学的観点から見た統計学の諸概念について解説する。 
3 回  データの可視化について解説する（１）。 



4 回  データの可視化について解説する（２）。 
5 回  現象理解のためのデータ分析法について解説する（１）。 
6 回  現象理解のためのデータ分析法について解説する（２）。 
7 回  経済・経営データの分析について解説する（１）。 
8 回  経済・経営データの分析について解説する（２）。 
9 回  社会データの分析について解説する（１）。 
10 回  社会データの分析について解説する（２）。 
11 回  文化情報の分析について解説する（１）。 
12 回  文化情報の分析について解説する（２）。 
13 回  事例データによる分析演習を行う（１）。 
14 回  事例データによる分析演習を行う（２）。 
15 回  総合課題による演習を行う。 

準備学習 1 回  学部の関連科目を復習しておくこと。 
2 回  「行動計量」について，その意味や意義を事前に調べておくこと。 
3 回  学部の関連科目や可視化の話題を整理しておくこと。 
4 回  可視化全体について整理しておくこと。 
5 回  多変量解析について調べておくこと。 
6 回  多変量解析を使えるようになっておくこと。 
7 回  経済・経営の分野で統計が活用されている場面をまとめておくこと。 
8 回  経済・経営分野での多変量解析適用場面を見つけておくこと。 
9 回  政治やマスコミの分野で統計が活用されている場面をまとめておくこと。 
10 回  政治やマスコミの分野での多変量解析適用場面を見つけておくこと。 
11 回  文化情報とはどのようなものか調べておくこと。 
12 回  文化情報面での多変量解析適用場面を見つけておくこと。 
13 回  身の周りの実社会でとられているデータ解析の手法に着目し，具体的な
手順を整理しておくこと。 
14 回  修士論文などでとられているデータ解析の手法に着目し，具体的な手順
を整理しておくこと。 
15 回  自分の研究分野で分析をしたいデータを探しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MIV2312 
成績評価 適宜課すレポート課題および総合課題で評価する 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 社会情報専攻(12〜12) 
見出し MIV2312 ファイナンス特論 
担当教員名 山口 隆久 
単位数 2 
教科書 適宜指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード 金融機関・中小企業・日本型経営システム・金融市場、金融資産 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 ファイナンス特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MIV2312 
実務経験のある教員  
達成目標 日本の金融システムの概要を正確に理解する。本講義を受講して、新聞の主要な

金融記事や経済記事が理解できるレベルを目標とする。 
受講者へのコメント  
連絡先 山口研究室 21 号館 7 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 マネジメント特講 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 世界的な金融危機を招いたリーマンショック以降、経済の中で金融の占める役割

はますます大きくなってきている。日本経済を真に理解するためには、金融に関
するさまざまな知識が不可欠となっている。金融の分野は他に比して現実との関
わりが強い分野であり、金融の果たしている役割を的確に理解するためには、経
済のグローバル化の進展や情報・通信技術の飛躍的⾰新等変化の著しい金融シス
テムについての正確な知識が不可欠である。本講義はこうした点を踏まえ、現実
の金融問題を現実ベースに合わせて中小企業を対象として取り扱っていき、「現
代企業 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 イントロダクション（講義概要と運営方針、ファナンスとは？）について講



義する。 
2 回 企業金融システムの基本（資金調達・資金運用・資金の流れと財務諸表との
関係性）について講義する。 
3 回 企業金融システムの診断（企業金融シミュレーション・経営分析・経営診
断）について講義する。 
4 回 経営理念の視点からの経営組織（経営理念・内容・役割・浸透・事例）につ
いて講義する。 
5 回 意思決定の視点からの経営組織（意思決定とは・本質的要素・種類・プロセ
ス・条件）について講義する。 
6 回 会社法の視点からの経営組織（会社の種類・定款・資本金・登記・会社の機
関・所有者・経営者・権限・企業統治（ガバナンス）・非営利組織）について講義
する。 
7 回 経営資源の視点からの経営組織（経営資源とは・⼈的資源・物的資源・財務
的資源・知的資源・経営階層・組織形態・組織図・ドメイン・利害関係者・組織
文化・風土・日本的経営と変化）について講義する。 
8 回 リーダーシップの視点からの⼈的資源管理（ヒューマン・リソース・マネジ
メント）（リーダーシップとは・バーナード学説・三隅学説・フィドラー学説およ
び他の学説・コーチング）について講義する。 
9 回 モチベーションの視点からの⼈的資源管理（ＨＲＭ）（モチベーション・イ
ンセンティブ・マズロー学説・ハーズバーグ学説・マクレランド学説・コンフリ
クト，その他の学説など）について講義する。 
10 回 ワーク・ライフ・バランスの視点からの⼈的資源管理（働きがい・生きが
い・生きがいの理論的構図）について講義する。 
11 回 中小企業経営（金融側面からのアプローチ）（中小企業とは・中小企業の位
置付け・中小企業の種類）について講義する。 
12 回 中小企業を取り巻く環境（内外の経済動向・中小企業の動向・試練に直面
する中小企業）について講義する。 
13 回 中小企業による市場の創造と開拓（中小企業のイノベーション・中小企業
における知的財産・技術⾰新を生み出す⼈材の確保と育成・中小企業の研究開発
資金）について講義する。 
14 回 中小企業の雇用動向と⼈材確保（中小企業の雇用動向・中小企業の教育機
関との連携・中小企業の賃金制度など）について講義する。 
15 回 講義のまとめ。社会におけるファイナンスの役割について考える。 

準備学習 1 回  大学での講義、「金融システム」、「ファイナンス」の復習をしておくこと。 
2 回  先週の復習を必ずしておくこと（先週の章を再読）。 
3 回  先週の復習を必ずしておくこと（先週の章を再読）。 
4 回  先週の復習を必ずしておくこと（先週の章を再読） 
5 回  先週の復習を必ずしておくこと（先週の章を再読）。 
6 回  先週の復習を必ずしておくこと（先週の章を再読）。 
7 回  先週の復習を必ずしておくこと（先週の章を再読）。 
8 回  先週の復習を必ずしておくこと（先週の章を再読） 
9 回  先週の復習を必ずしておくこと（先週の章を再読）。 



10 回  中間テストを実施。 先週の復習を必ずしておくこと（先週の章を再読）。 
11 回  先週の復習を必ずしておくこと（先週の章を再読）。 
12 回  先週の復習を必ずしておくこと（先週の章を再読）。 
13 回 先週の復習を必ずしておくこと（先週の章を再読）。 
14 回  先週の復習を必ずしておくこと（先週の章を再読）。 
15 回  これまでのファイナンスの役割について、配布資料を見てまとめてくる
こと。 

 



年度 2012 
授業コード MIV2512 
成績評価 レポート(20%)、課題発表(20%)、定期試験(60%)により成績評価する。 

但し、定期試験において基準点を設置し、その得点が 60 点未満の場合は不合格 
とする。 

曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 社会情報専攻(11〜12) 
見出し MIV2512 古代地域学特論 
担当教員名 小林 博昭 
単位数 2 
教科書 使用しない。資料をプリント等で配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 石器製作技術、旧石器時代、考古学、遺物、遺跡 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 古代地域学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義の展開過程で適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 （１）本講義を理解するためには、学部講義の「遺跡と遺物」ならびに「遺跡遺 

   物情報解析」をすでに履修していることが望ましい。最初の時間に専門用 
   語の解説などは一切しないので、本講義の冒頭から理解が困難になる場合 
   が生じるかもしれない。 
（２）就活にて欠席の場合は、その活動報告書の提出が必要となるので十分注意 
   すること。 

シラバスコード MIV2512 
実務経験のある教員  
達成目標 旧石器時代の石器製作技術を通じて、そこから得られる情報を解析し、その結果

を深く考察できる⼒をまず育成し、当時の技術的な伝統基盤にアプローチ可能な
専門的能⼒の養成をめざす。 

受講者へのコメント  
連絡先 13 号館 2F 小林（博）研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 列島の旧石器時代のなかで、石器文化の基盤である剥片生産技術などを装備した

当時の集団、たとえば主に瀬⼾内で独特の技法を持つ国府期石器と製作技法など



を分析、技術的な伝統基盤とその系統、環境との関わりなどの諸問題に接近を試
みることを目的とする。講義の展開過程では、英語等の海外の論文等も読む場合
もある。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。講義の進め方や、旧石器時代の定義と内容について説

明する。 
2 回 旧石器時代の時系列的、空間的石器製作技術の内容について、海外および日
本列島の例を掲げて配布プリントを中心に説明し、とくに海外、ヨーロッパの例
を説明、あらかじめ受講生に配布した関連する海外の論文講読おこない、その後
説明を加える。 
3 回 列島における時系列的、空間的石器製作技術の具体的な内容として、湧別技
法を扱い、配布プリントを中心に説明する。 
4 回 時系列的、空間的石器製作技術の内容として、前回に続いて湧別技法を扱
い、あらかじめ配布したこの技法に関連する論文の購読をおこない、その後説明
を加える。 
5 回 前回に続いて、湧別技法を扱い、海外、とくに周辺地域でどのように 
扱われ、評価されているのか、あらかじめ受講生に配布した関連する海外の論文
の講読をおこない、その後説明を加える。 
6 回 時系列的、空間的石器製作技術の内容について、とくに瀬⼾内技法に関して
説明する。 
7 回 前回に続いて、時系列的、空間的石器製作技術の内容として、瀬⼾内技法を
取り扱い、この技法がおこなわれていた当時の自然環境について説明する。 
8 回 時系列的、空間的石器製作技術の内容として瀬⼾内技法に関してあらかじ
め受講生に配布した論文の購読をおこない、その後説明を加える。 
9 回 前回に続いて、時系列的、空間的石器製作技術の内容として瀬⼾内技法に関
してあらかじめ受講生に配布した論文の購読をおこない、その後説明を加える。 
10 回 前回に続いて、時系列的、空間的石器製作技術の内容として瀬⼾内技法に
関してあらかじめ受講生に配布した論文の購読をおこない、その後説明を加え
る。 
11 回 国府期石器実物から、石器製作技術分析の実践をおこない、説明を加える。
その後、課題について説明する。 
12 回 あらかじめ受講生に与えた石器製作技術や剥片生産技術についての課題の
発表をさせる。その後、評価をおこない、補足説明をする。 
13 回 前回に続いて、あらかじめ受講生に与えた石器製作技術や剥片生産技術に
ついての課題の発表をさせる。その後、評価をおこない、補足説明をする。 
14 回 前回に続いて、あらかじめ受講生に与えた石器製作技術や剥片生産技術に
ついての課題の発表をさせる。その後、評価をおこない、補足説明をする。 
15 回 これまでの講義の内容の整理とまとめをする。また受講生の質問に答え、
補足や追加の説明もする。 

準備学習 1 回 世界史的に見た旧石器時代について、その定義と内容を予習しておくこと。 
2 回 配布プリントを中心に、石器製作技術について復習しておくこと。湧別技法
について予習しておくこと。 



3 回 配布プリントを中心に湧別技法を説明できるように復習すること。配布さ
れた論文について 
十分下調べをしておくこと。 
4 回 講読した論文に関する説明を復習すること。配布された論文について十分
予習をしておくこと。 
5 回 海外における湧別技法の分布状況について復習して、確認すること。論文講
読の予習を十分しておくこと。瀬⼾内技法について図書館などで調べておくこ
と。 
6 回 配布されたプリントを中心に十分瀬⼾内技法とその関連する石器類につい
て、復習と暗記をすること。国府期の時期の自然環境について、予習しておくこ
と。 
7 回 国府期の時期の自然環境について復習し確認しておくこと。論文講読の予
習をしておくこと。 
8 回 配布された論文の予習を復習として、論文講読で得た知識を再度確認する
こと。論文講読の予習を十分しておくこと。 
9 回 復習として、論文講読で得た知識を再度確認すること。論文講読の予習を十
分しておくこと。 
10 回 復習として、論文講読で得た知識を再度確認すること。論文講読の予習を
十分しておくこと。 
11 回 石器製作技術分析の実践から学んだ知識とスキルを再度復習して、確認す
ること。 
さらに与えられた課題に対し、予習して十分な発表準備をすること。 
12 回 課題発表時に教示された評価と、補足説明を復習し確認すること。次回の
発表に向けて、十分な準備をすること。 
13 回 課題発表時に教示された評価と、補足説明を復習し確認すること。次回の
発表に向けて、十分な準備をすること。 
14 回 課題発表時に教示された評価と、補足説明を復習し確認すること。これま
でに学んだ講義内容を整理し、疑問点や追加説明が必要な箇所をまとめておくこ
と。 
15 回 講義や、論文講読、そして各自の課題発表で得た専門知識とスキルを整理
しまとめておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MIV2711 
成績評価 小テスト（３０％）および定期試験（７０％）による。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 社会情報専攻(11〜12) 
見出し MIV2711 言語情報特論 
担当教員名 ⻄野 雅二 
単位数 2 
教科書 プリント（資料）を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード パソコン、プログラム、語彙分析 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 言語情報特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 特になし。 
シラバスコード MIV2711 
実務経験のある教員  
達成目標 パソコンによる自作プログラムを用いて、ドイツ語による文学作品における語彙

分析が出来るようになること。 
受講者へのコメント  
連絡先 ⻄野研究室（２１号館７階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 社会情報特別講義 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ドイツ語による文学作品をとりあげ、パソコンで作成するプログラムにより語彙

分析を行う。また、文学理解や語学習得においてパソコンがいかに支援すること
ができるかを見ていく。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。講義の進め方を説明する。ここで題材として取り上げ

る作品ならびに作者について解説する。 
2 回 ドイツ語文の構造および語彙分析について説明する。 
4 回 『マルテと彼女の時計』を読みながら解説する。 
7 回 プログラム言語 Perl により、基本的なプログラムの作り方を見たあと、プ
ログラムを作成する。 



8 回 プログラム言語 Perl における各種の変数を見たあと、プログラムを作成す
る。 
9 回 プログラム言語 Perl における繰り返し処理を見たあと、プログラムを作成
する。 
10 回 プログラム言語 Perl におけるファイルの読み書きなどを見たあと、プログ
ラムを作成する。 
11 回 プログラム言語 Perl により『マルテと彼女の時計』の語彙分析をおこなう
プログラムを作成し、その結果を考察する。 
15 回 まとめとして、「パソコンと語学文学理解」について解説する。 

準備学習 1 回 ドイツの詩⼈シュトルムについて調べておくこと。 
2 回 ドイツ語文法の復習をしておくこと。 
4 回 ドイツ語によるシュトルムの作品『マルテと彼女の時計』の内容を把握して
おくこと。翻訳によるもので構わない。また、これのドイツ語文における品詞分
類を考えておくこと。 
7 回 今後、プログラム言語 Perl によりプログラムを作成していくので、Perl に
ついて調べておくこと。 
8 回 Perl における変数の考え方について調べておくこと。 
9 回 Perl における繰り返し処理について調べておくこと。 
10 回 Perl における文字列の取り扱いやファイルの読み書きについて調べておく
こと。 
11 回 『マルテと彼女の時計』の前半部分をテキストファイルとして入⼒するこ
と。 
12 回 『マルテと彼女の時計』の後半部分をテキストファイルとして入⼒するこ
と。 
13 回 作成したプログラムがうまく動くかどうか検討しておくこと。 
15 回 パソコンを語学文学理解にどのように役立てることができるのか考えてお
くこと。 

 



年度 2012 
授業コード MIV2912 
成績評価 レポート提出 100% 
曜日時限 火曜日 9・10 時限 
対象クラス 社会情報専攻(11〜12) 
見出し MIV2912 マネジメント特論 
担当教員名 大藪 亮 
単位数 2 
教科書 最初の講義で指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード マーケティング，経営戦略 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 マネジメント特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜，指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MIV2912 
実務経験のある教員  
達成目標 院生として必要最低限の企業戦略に関する知識を学ぶ。具体的には、日経新聞を

辞書等に頼ることなく理解できることを目標とする。 
受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 5F 大藪研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 本講義の目的は、〔1〕マーケティング、経営戦略の主要な概念および理論的展開

を学習することと、〔2〕アカデミックレベルのテキスト作成に要求される論文の
読解⼒を養成することにある。単にマーケティング、経営戦略論の基本的な概念・
学説を記憶することのみならず、自らの言葉で論理を展開できるか否かが単位取
得にあたって重要となるので、注意されたい。  
 本講義では、マーケティング、経営戦略論において重要な論文、著作をリーデ
ィングとして指定する。実際の講義では、学生諸君がリーディングを熟読してい
ることを前提として、ディス 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。講義の進め方を説明する。 



2 回 経営戦略の意義について解説・議論する。 
3 回 全社戦略の理論（1）について解説・議論する。 
4 回 全社戦略の理論（2）について解説・議論する。 
5 回 事業戦略の理論と手法（1）について解説・議論する。 
6 回 事業戦略の理論と手法（2）について解説・議論する。 
7 回 戦略課題の類型について解説・議論する。 
8 回 企業戦略（ケーススタディー）について解説・議論する。 
9 回 企業経営とマーケティングについて解説・議論する。 
10 回 マーケティングプロセスについて解説・議論する。 
11 回 製品戦略について解説・議論する。 
12 回 価格戦略について解説・議論する。 
13 回 流通チャネル戦略について解説・議論する。 
14 回 プロモーション戦略について解説・議論する。 
15 回 企業文化とマーケティングについて解説・議論する。 

準備学習 1 回 特になし 
2 回 課題レポートを作成・提出すること。 
3 回 課題レポートを作成・提出すること。 
4 回 課題レポートを作成・提出すること。 
5 回 課題レポートを作成・提出すること。 
6 回 課題レポートを作成・提出すること。 
7 回 課題レポートを作成・提出すること。 
8 回 課題レポートを作成・提出すること。 
9 回 課題レポートを作成・提出すること。 
10 回 課題レポートを作成・提出すること。 
11 回 課題レポートを作成・提出すること。 
12 回 課題レポートを作成・提出すること。 
13 回 課題レポートを作成・提出すること。 
14 回 課題レポートを作成・提出すること。 
15 回 課題レポートを作成・提出すること。 

 



年度 2012 
授業コード MIV3511 
成績評価 定期試験によって評価する(100%)。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 社会情報専攻(11〜12) 
見出し MIV3511 社会情報システム特論 
担当教員名 水谷 直樹 
単位数 2 
教科書 配布する講義資料による。 
アクティブラーニング  
キーワード 情報システム、インターネットビジネス 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 社会情報システム特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業の中で紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MIV3511 
実務経験のある教員  
達成目標 ビジネスにおける情報システムおよび社会のための情報システムに関し、その必

要性、役割と機能、特性について理解することを目標とする。 
受講者へのコメント  
連絡先 水谷研究室 21 号館７階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 経営システム 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 企業経営におけるコンピュータ利用および個⼈のコンピュータ利用について理

解するとともに、それによって影響を受けて生じた社会変化を理解することを講
義の目的とする。講義では、情報システムおよび情報通信技術の利用技術からそ
の応用、そして利用者に与える影響について扱う。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 情報通信技術の発展による社会の変化について、受講者の知識および興味

内容を確認する。 
2 回 情報システムの歴史、コンピュータネットワークの歴史について解説し、情
報通信技術の発展の流れを理解する。 
3 回 多種多様な情報を情報システムで扱うことができる原理について理解する



ために、情報システム内部におけるデータの構造について解説する。 
4 回 情報がデジタル化されることによって起きた産業の変化や生活の変化につ
いて、経済的な観点から解説する。 
5 回 無視できるほど小さい費用でコピーを作成できることがデジタル情報の１
つの特質であることを説明し、デジタル情報を扱う情報産業の特性について解説
する。 
6 回 ネットワーク財と呼ばれる財の普及特性について解説し、一種類のワープ
ロソフトが独占状態になった経緯について説明する。 
7 回 規格間の競争について解説し、規格がしばしば統一される理由および標準
化について説明する。 
8 回 インターネット、特に WWW 上で展開されるビジネスに関して、これまで
の経過を解説するとともに、各ビジネスの特徴を説明する。 
9 回 電子商取引の類型化と規模、海外との比較について解説するとともに、法律
面の整備に関しても言及する。 
10 回 電子商取引におけるロングテール現象について解説し、成功事例を挙げて
今後の可能性を論じる。 
11 回 クラウドコンピューティングについて解説し、その評価を利便性、経済性、
安全性の面から説明する。 
12 回 ソーシャルネットワークの社会的意義およびビジネスの観点からの活用に
ついて解説し、将来性を議論する。 
13 回 インターネットのマーケティングへの活用について解説する。特に広告手
段としての活用例を説明する。 
14 回 次々と登場する各種デバイスの特質について解説する。それらデバイスに
よって、われわれの生活やビジネスの変化について考察する。 
15 回 講義全体をまとめるとともに、受講者の研究との関連性について議論する。 

準備学習 1 回 各自の研究テーマを紹介できるようにしておくこと。また、研究におけるコ
ンピュータ利用について考えておくこと。 
2 回 初めて触れたコンピュータについて、その時期、採用されていた OS などを
思い出しておくこと。 
3 回 文字情報だけでなく、音楽、写真、動画など、多様な情報がパソコンで利用
できることを確かめておくこと。 
4 回 情報をデジタル化することの利点について考察しておくこと。 
5 回 音楽ＣＤを自主制作する際にかかるコストについて、ＣＤの作成枚数と金
額の関係の概略をグラフに示しておくこと。 
6 回 ワープロソフトとしてマイクロソフト社の Word を消費者が選択する理由
について考えておくこと。 
7 回 パソコンキーボードのキーが、覚えにくい複雑な並び方になっている理由
を考えておくこと。 
8 回 インターネット上のビジネスとして代表的なビジネスを数種類列挙してお
くこと。 
9 回 電子商取引におけるリスクとして、どのようなものが存在するか、店側にと
ってのリスク、消費者にとってのリスクをそれぞれ挙げておくこと。 



10 回 インターネット書店のアマゾンを閲覧して、実店舗との違いをいくつか指
摘できるようにしておくこと。 
11 回 Web メールの機能を思い出しておくこと。 
12 回 ＳＮＳ（ソーシャルネットワーキングサービス）の事例１つについて紹介
できるようにしておくこと。 
13 回 検索エンジンサイトにおける検索連動型広告の表示画面を見ておくこと。 
14 回 スマートフォンあるいはタブレット端末のいずれかについて、機能や用途
を調べておくこと。 
15 回 これまでの講義を振り返るとともに、自身の研究との関連性について考察
しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MIV3711 
成績評価 平常点評価。毎回の報告内容と議論への貢献度から評価する。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 社会情報専攻(11〜12) 
見出し MIV3711 公共政策特論 
担当教員名 松村 博行 
単位数 2 
教科書 初回に相談の上、決定する。 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 公共政策特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MIV3711 
実務経験のある教員  
達成目標 ・政治学に関する専門知識を深める 

・プレゼンテーションの仕方を学ぶ 
・議論の方法を知る 

受講者へのコメント  
連絡先 松村研究室（21 号館 7 階） 

yuki-mat@soci.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 専門書の輪読を通じて当該分野の知見を深め、また毎回の議論を通じてアカデミ

ックリーディングの作法を学ぶ。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 次回検討する章をしっかり読んでおく。他⼈の報告であっても、議論に参加でき

るように十分内容を理解しておくこと。 
 



年度 2012 
授業コード MIV3911 
成績評価 原則として、課題提出（１００％） 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 社会情報専攻(11〜12) 
見出し MIV3911 社会情報特論 
担当教員名 志野 敏夫、森 裕一、木村 邦彦、水谷 直樹、山口 隆久、松村 博行、三

原 裕子 
単位数 2 
教科書 講義ごとに指示する。（使用しない場合もある。） 
アクティブラーニング  
キーワード 経営、経済、法政、社会、歴史、文化、社会情報 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 社会情報特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 各学問分野ごとの体系・方法論・分析手法などの相違に十分留意して受講するこ

と。 
シラバスコード MIV3911 
実務経験のある教員  
達成目標 この学習は、地域社会と情報という領域についての全体的視点をもち,情報機器

と統計手法を駆使して現象から有用なデータを抽出しそのモデル化と解釈を行
い情報発信ができる能⼒の習得を目標とするものである。 

受講者へのコメント  
連絡先 社会情報専攻 各教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 地域社会と情報というキーワードと各系列科目の関連について理解すると共に、

現象分析のための多変量解析の理論と統計パッケージを用いた分析・解釈および
その社会科学への応用について理解する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。 

データ解析と社会情報（１）として，主として社会科学分野の研究におけるデー
タ活用と統計的アプローチのあり方について解説する。 



2 回 データ解析と社会情報（２）として，社会情報データ解析の具体的な事例と
応用について解説する。 
3 回 データ解析と社会情報（３）として，引き続き社会情報データ解析の具体的
な事例と応用について解説する。 
4 回 企業経営と社会情報①：企業経営と情報との関連について説明する。 
5 回 企業経営と社会情報②：企業経営と情報との関連について説明する。 
6 回 経営分野と社会情報：現代の経営・経済と情報との関連について説明する。 
7 回 経済分野と社会情報：現代の経済と情報との関連について説明する。 
8 回 国際政治の時事問題について概説する。 
9 回 国際政治の時事問題について概説する（その２）。 
10 回 時事ニュースを読み解く。講義前の、話題性のあるニュースをピックアッ
プして、「何がポイントか」などを解説する。 
11 回 時事ニュース検定の問題を使って、時事ニュースに対する関心度を探る。
試験後に採点、なぜ問題になるのかなどを探っていく。 
12 回 複数科目の問題をひとつの冊子に印刷し、そのなかからいずれか 1 科目を
選択する、という試験の場合、たとえば A 科目の問題の答えになる語が B 科目
の問題文に使用されていることがありうる。それぞれの科目の試験問題にはそれ
こそ問題が無いとしても、別の問題にヒントになるものや答えそのものがあるよ
うであれば検討を要することになる。そのようなことがおきないためにはどうし
たら良いのか考え、それを実現するプログラムを作成する。 
13 回 前回に引き続き、プログラム作成を行う。 
14 回 前回に引き続き、プログラム作成を行う。 
15 回 前回に引き続き、プログラム作成を行う。 

準備学習 1 回 学部での関連分野の内容の復習しておくこと。 
2 回 自分の研究分野におけるデータ解析の事例を調べておくこと。 
3 回 前回の復習を行い、自分の研究分野におけるデータ解析の事例について、各
自応用的に演習を行っておくこと。 
4 回 学部での関連分野内容を復習しておくこと。 
5 回 前回の復習を行い、引き続き、学部での関連分野内容を復習しておくこと。 
6 回 学部での関連分野内容を復習しておくこと。 
7 回 学部での関連分野内容を復習しておくこと。 
8 回 講義までに関心をもった国際政治に関する新聞記事を１点切り抜き（コピ
ー）しておき、講義の際にその内容、なぜ興味を持ったかについて５分程度発表
できる準備をしておくこと。 
9 回 事前に配布したテキストを読み、内容を理解したうえで講義に臨むこと。 
10 回 時事ニュースにできる限り接して、社会の動きを頭に入れて、講義に参加
すること。できれば、疑問を抱えての出席が望ましい。 
11 回 時事ニュースに接して、背景などニュースの面白さを考えて出席すること。 
12 回 プログラム言語 Perl を用いてプログラムを作成するので、前もってある程
度 Perl について調べておくこと。 
13 回 引き続き、Perl について調べておくこと。 
14 回 引き続き、Perl について調べておくこと。 



15 回 ここまでの復習を行い、引き続き、Perl について調べておくこと。 
 



年度 2012 
授業コード MIV4111 
成績評価 定期試験、レポート、受講態度を総合的に評価する。 
曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス 社会情報専攻(11〜12) 
見出し MIV4111 古代地域生産史特論 
担当教員名 徳澤 啓一 
単位数 2 
教科書 講義中、適宜、指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード インド亜大陸 伝統的ガラス製作 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 古代地域生産史特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中、適宜、指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MIV4111 
実務経験のある教員  
達成目標 ・ガラス製作の伝統的技術様式を理解すること・生活様式の現代化に伴うガラス

産業の構造変化を捉えること 
受講者へのコメント  
連絡先 ７号館４階徳澤啓一研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 インド亜大陸を中心とする南アジア地域では、伝統的ガラス製作が継続されてい

る。このうち、インド北部ウッタル・プラーデッシュ州では、プラダルプール、
ジャラサール、マルヘラ等の各地において、主として、ガラス玉、ガラス腕輪が
生産されている。そして、その製作・生産は、伝統的技術様式が保持されている。
これらの⺠族誌を参照しながら、古代インドにおけるガラス生産の具体的イメー
ジを膨らませたい。予め、テキストとして、Jan Kock and Torben Sode 著の
“Glass,Glassbeads and Glassm 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 Orientation 

2 回 Introduction 



3 回 Glass,glass beads and glassmakers① 
4 回 Glass,glass beads and glassmakers② 
5 回 The traditional making of raw glass in Jalasar① 
6 回 The traditional making of raw glass in Jalasar② 
7 回 The traditional making of raw glass in Jalasar③ 
8 回 Abandoned Glassworks① 
9 回 Abandoned Glassworks② 
10 回 Firozabad① 
11 回 Firozabad② 
12 回 Firozabad③ 
13 回 Purdalpur① 
14 回 Purdalpur② 
15 回 Purdalpur③ 
16 回 定期試験 

準備学習 1 回 シラバスを読んでおくこと 
2 回 テキストの和訳及び要約等を用意しておくこと 
3 回 テキストの和訳及び要約等を用意しておくこと 
4 回 テキストの和訳及び要約等を用意しておくこと 
5 回 テキストの和訳及び要約等を用意しておくこと 
6 回 テキストの和訳及び要約等を用意しておくこと 
7 回 テキストの和訳及び要約等を用意しておくこと 
8 回 テキストの和訳及び要約等を用意しておくこと 
9 回 テキストの和訳及び要約等を用意しておくこと 
10 回 テキストの和訳及び要約等を用意しておくこと 
11 回 テキストの和訳及び要約等を用意しておくこと 
12 回 テキストの和訳及び要約等を用意しておくこと 
13 回 テキストの和訳及び要約等を用意しておくこと 
14 回 事前配布資料を読んでおくこと 
15 回 事前配布資料を読んでおくこと 
16 回 テキストの和訳及び要約、ノートを整理しておくこと 

 



年度 2012 
授業コード MIV4511 
成績評価 適宜課すレポート(25%)とレポート課題(50%)，試験(25％)により評価する． 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス 社会情報専攻(11〜12) 
見出し MIV4511 情報データ解析特論 
担当教員名 ⿊⽥ 正博 
単位数 2 
教科書 適宜資料を配布する． 
アクティブラーニング  
キーワード データ解析 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特になし． 
科目名 情報データ解析特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 柳井晴夫・高根芳雄「多変量解析法」・朝倉出版 
授業形態 講義 
注意備考 なし． 
シラバスコード MIV4511 
実務経験のある教員  
達成目標 データの特性に合った統計的解析法が使えるようになること．また，統計ソフト

ウェアを活用した実データの分析を行えるようになること． 
受講者へのコメント より良い論文を作成をするために，アンケート調査の集計（まとめ方）と，プレ

ゼンテーションの方法について更に学習をしてください． 
連絡先 ⿊⽥研究室 21 号館 4 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 アンケート実施していないので，所見はありません． 
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 多変量解析法を用いたより高度なデータ解析方法の説明とコンピュータによる

実習をおこなっていきたいと考えています． 
講義目的 社会科学で扱われる大規模データ・多次元データの解析ができることを目標と

し，それぞれのデータ特性に合った統計的解析法について理解する．特に，離散
データ解析において柔軟なモデルのあてはめを可能とする対数線形モデルおよ
びロジスティックモデルによる推論に焦点をあてる．また，統計ソフトウェアを
活用した実データの分析を行う． 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回  多変量解析の基本概念について説明する。 

2 回  重回帰分析の解析方法について説明する。 



3 回  R を用いて重回帰分析によりデータを解析する。 
4 回  主成分分析の解析方法について説明する。 
5 回  R を用いて主成分分析によりデータを解析する。 
6 回  計量データの多次元尺度法について説明する。 
7 回  非計量データの多次元尺度法について説明する。 
8 回  多次元尺度法の数値数値計算について説明する。 
9 回  個体差を考慮した多次元尺度法について説明する。 
10 回  R を用いて多次元尺度法により計量データを解析をする。 
11 回  R を用いて多次元尺度法により非計量データを解析をする。 
12 回  外的基準のある場合の離散データの多変量解析法について説明する。 
13 回  外的基準がない場合の離散データの多変量解析法について説明する。 
14 回  クロス集計の数量化法について説明する。 
15 回  R を用いて離散データを解析をする。 

準備学習 1 回  基本統計量や相関関係について復習しておくこと。 
2 回  単回帰分析について復習しておくこと。 
3 回  重回帰分析について復習しておくこと。 
4 回  分散共分散と相関係数の計算方法について復習しておくこと。 
5 回  主成分分析について復習しておくこと。 
6 回  計量データの多次元尺度法が使われる場面を調べておくこと。 
7 回  非計量データの多次元尺度法が使われる場面を調べておくこと。 
8 回  多次元尺度法の解析方法について復習しておくこと。 
9 回  多次元尺度法の一連の流れを復習しておくこと。 
10 回  多次元尺度法の一連の流れを復習しておくこと。 
11 回  非計量データの数量化法を復習しておくこと。 
12 回  重回帰分析について復習しておくこと。 
13 回  主成分分析について復習しておくこと。 
14 回  クロス集計表の読み方について理解しておくこと。 
15 回  離散データに対する重回帰分析，主成分分析の解析手順について復習し
ておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MIV4512 
成績評価 設定した課題についての三度のプレゼンテーション(30%)、中間試験(30%)、定

期試験(40%)で成績を評価する。 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス 社会情報専攻(11〜12) 
見出し MIV4512 論理・科学特論 
担当教員名 中島 聰 
単位数 2 
教科書 広重 徹 著「科学の社会史」(上)(下) 岩波書店 2003 年 

上記以外に 各講義毎に多くの資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 科学技術政策 科学技術基本法 科学技術基本計画 戦略的重点化政策 科学

技術研究開発費 
科学技術政策史 科学技術と社会との連携 科学技術研究の推進 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 論理・科学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 講義は更なる研究への動機づけにすぎない。触発され関心をもった問題を、自ら

設定し解決し高度な知見とするには、関係資料の厳密な精査と自説の論理的展開
の努⼒を必要する。研究の独自性はこうして可能となる。 

シラバスコード MIV4512 
実務経験のある教員  
達成目標 1)科学技術政策の形成・決定・内容・評価の過程と実情を理解する。 

2)わが国の基本政策である科学技術基本法・科学者憲章・科学技術基本計画の各
内容、戦略的重点化政策の実状を知り、さらに研究開発費の配分・効果を評価す
る。 
3)日本、世界の先進国の近代以降の科学技術政策史を、科学技術と社会との連携
という視点から、学習する。 
4)科学技術の社会的連携と科学技術研究の推進への政策的な知見を獲得する。 

受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 7 階 中島(聰)研究室 086-256-9630 nakashima@soci.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 特になし 



次回に向けての改善変更予定  
講義目的 科学技術に関する政策過程と日、欧米の政策史を展開する。前半は、わが国の科

学技術政策の形成・決定・内容・評価のプロセスを解説する。基本政策である「科
学技術基本法」・「科学者憲章」・「Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 Ⅳ期の科学技術基本計画」の
各内容や戦略的重点化政策(ライフ・環境・情報・ナノテクノロジーなど)の状況、
それらへの調査・評価報告書等の資料、研究開発費の配分・効果を考査する。後
半は日本、世界の先進国の近代以降の科学技術政策の歴史を、科学技術と社会と
の連携という視点から、解明する。また地域社会と密接に関係した科学技 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 現代日本の科学技術振興への問題点と提言 

2 回 科学技術政策論(1) ー政策形成ー 
3 回 科学技術政策論(2) ー政策決定ー 
4 回 科学技術政策論(3) ー政策 1ー 
5 回 科学技術政策論(4) ー政策 2ー 
6 回 科学技術政策論(5) ー政策評価ー 
7 回 科学技術政策論(6) ー世界と日本の科学研究開発費ー 
8 回 中間試験とその説明をする 
9 回 科学技術政策史(1) ー日本 幕末から明治期ー 
10 回 科学技術政策史(2) ー日本 昭和期から終戦へー 
11 回 科学技術政策史(3) ー欧米 近世科学技術の制度化・組織化ー 
12 回 科学技術政策史(4) ー欧米 第一次大戦前後ー 
13 回 科学技術政策史(5) ー米 科学技術政策決定システムー 
14 回 科学技術と地域社会との連携・促進政策 ー産業クラスター計画ー 
15 回 今後の日本と科学技術政策の在り方 ー原発開発政策史の教訓から学ぶー 

準備学習 1 回 科学技術振興策についての有識者たちの過去の提言を、雑誌・新聞等より可
能な限り集めておくこと。 
2 回 科学技術推進機関である文科省科学技術学術政策局・独立行政法⼈ JST・科
学技術研究所の仕事・施策内容について各 HP に眼を通しておくこと。 
3 回 「科学技術基本法」の政策決定過程とその内容、「科学者憲章」提言の背景
を調べておくこと。 
4 回 Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 Ⅳ期の各「科学技術基本計画」の内容を把握しておくこ
と。 
5 回 戦略的重点化政策(ライフ・環境・情報・ナノなど)の推進やそれらの調査・
評価報告書などの資料を集めておくこと。 
6 回 文科省科学技術研究所 NISTEP REPORT 2012 を見ておくこと。 
7 回 平成 22 年度「科学技術振興費」・「科学技術関係経費」・「政府研究開発投資」
の研究費諸表を見ておくこと。 
8 回 第 1 回から第 7 回までの内容を整理しておくこと。 
9 回 広重 徹著「科学の社会史」第一章を読んでおくこと。 
文科省 HP「学制百年史」を見ておくこと。 
10 回 広重 徹著「科学の社会史」第八章を読んでおくこと。 
11 回 広重 徹著「科学の社会史」第二章を読んでおくこと。 



12 回 広重 徹著「科学の社会史」第三章を読んでおくこと 
13 回 APST・NSTC・ DARPA・NIH など米国の科学技術政策の決定機関につ
いて調べておくこと。 
14 回 「科学技術白書」(平成 23 年度版)第二部三章「科学技術システム改⾰」を
見ておくこと。 
15 回 今迄学習した科学技術政策論の内容を総括して、わが国の科学技術の将来
と社会的連携、さらに科学技術研究の方向について、政策面からの自らの知見を
準備しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MIV4912 
成績評価 レポート 100％によって評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 社会情報専攻(11〜12) 
見出し MIV4912 地域経済分析特論 
担当教員名 三原 裕子 
単位数 2 
教科書 空間経済学／佐藤泰裕 他／有斐閣 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 地域経済分析特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 教科書および授業内容は受講生との話し合いにより変更になる場合があります。 
シラバスコード MIV4912 
実務経験のある教員  
達成目標 空間経済学における二本柱である、①新貿易理論、②新経済地理学のうち、特に

②に着目し、空間経済学の伝統的な分析手法と最新の動向について理解を深め
る。 

受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 7 階 三原研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 距離と空間に注目し、空間経済学の基本的な知識を身に着ける事を目的とする。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 ガイダンス。授業の進め方と地域経済学について説明する。 

2 回 講義に必要な経済数学、特に一変数関数の微分について説明する。 
3 回 講義に必要な経済数学、特に多変数関数の微分について説明する。 
4 回 空間経済学と単一都市モデルについて説明する。 
5 回 単一都市モデルにおいてミクロ的基礎づけを行ったモデルについて説明す
る。 
6 回 通勤と住宅の費用を考慮したモデルを説明する。 



7 回 企業誘致政策の分析について説明する。 
8 回 基本的な租税競争モデルについて説明する。 
9 回 非対称地域における租税競争モデルについて説明する。 
10 回 新貿易理論における租税競争と市場規模について説明する。 
11 回 ホテリングの空間競争における立地競争について説明する。 
12 回 ホテリングモデルを用いて立地-価格競争について説明する。 
13 回 配送費を考慮した価格差別について説明する。 
14 回 寡占下における立地-数量競争について説明する。 
15 回 第 4 回から第 14 回までのまとめを行う。 

準備学習 1 回 特になし。 
2 回 一変数関数の微分について復習をしておくこと。 
3 回 偏微分について復習をしておくこと。 
4 回 空間経済学の役割について整理しておくこと。 
5 回 第 5 回までに偏微分をきちんと復習しておくこと。 
6 回 輸送費と集積の関係について復習をしておくこと。 
7 回 地方政府による企業誘致活動についての議論を整理してくこと。 
8 回 地方政府による資本課税と地方公共財の供給水準との関係について復習を
しておくこと。 
9 回 非対称な地域において公共財の供給水準が異なるメカニズムについて復習
をしておくこと。 
10 回 集積レントについて説明できるように復習をしておくこと。 
11 回 基本的なホテリングモデルにおいて、ナッシュ均衡が成立する条件につい
て復習をしておくこと。 
12 回 立地-価格競争においてなぜ企業が中点に立地するかについてそのメカニ
ズムを整理しておくこと。 
13 回 各地域ごとに配送費を加味して価格を決定できるモデルにおける含意につ
いて考えておくこと。 
14 回 配送費の存在と各企業の立地との関係を復習しておくこと。 
15 回 第 4 回から第 14 回までの質問事項を整理しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MIV5912 
成績評価 小レポート（３０％）、試験・レポート（７０％）によって評価する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 社会情報専攻(11〜12) 
見出し MIV5912 地域情報メディア特論 
担当教員名 木村 邦彦 
単位数 2 
教科書 適宜、資料などを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード マス・コミュニケーション、情報メディア、ジャーナリズムを学んでいることが

望ましい。 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 地域情報メディア特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜、紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 講義後に話題について意見を交換する。常にニュースに接し、ニュースに関する

考えをまとめておいてほしい。 
シラバスコード MIV5912 
実務経験のある教員  
達成目標 ・日常の生活を活性化するために、住⺠が何を考え、どのように行動しているか

を理解する。 
・根底にあるのは、住⺠の考えであるが、住⺠の思考に大きな影響を及ぼしてい
るのはメディア であることを理解する。 
・地方のメディアは地方住⺠の生活に密着している。住⺠は、むしろ地方メディ
アとともに歩ん でいるというべきかもしれないことを考える。 

受講者へのコメント  
連絡先 木村邦彦研究室（２１号館７階）kimura@soci.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 マスメディア論、情報メディア、情報と社会、コミュニケーション、ジャーナリ

ズム論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 「地方重視」が謳われて久しいが、具体的な政策が見えてこない。「地方メディ

ア」が生き残りをかけて、積極的に関わり、“地方の時代”を演出し、支えてきて
いる。講義では、いくつかの例を引き合いに、地方メディアや市⺠の活動を探る



が、実は、この岡山はメディアの先駆地ともいえる。その流れは、現代までも続
いていることを背景に、これからの地方のあり方を考える。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 地域メディア情報の役割と地域活性化についての概論を説明する。 

2 回 「地方の時代」とメディアについて学習する。２〜６回は、山陽新聞に焦点
を当て、登場から権⼒との対立を繰り返す歴史を考察する。 
3 回 「地方の時代」とメディアについて、山陽新聞の発展について、主として終
戦までを学習する。中国⺠報との合同による歩みを考察する。 
4 回 「地方の時代」とメディアについて、山陽新聞の戦後の歩みを４、５回に分
けて学習する。４回目として中国⺠報と合同新聞なって、さらに山陽新聞に衣替
えする時代を学習する。 
5 回 山陽新聞の近年における活動を展望するとともに、これからの地方紙の役
割を考察する。 
6 回 「地方の時代」とメディアについて、岡山日日新聞の登場から廃刊までの経
過を考察する。戦後誕生した岡山日日新聞は、夕刊紙としてユニークな存在だっ
たことを学習する。 
7 回 地方メディアの発展に絡めて岡山の政治史のまとめを学習する。中央、県政
ともに権⼒者を輩出しながら、それでも一線を画した実情を考察する。 
8 回 中間まとめとして、岡山のメディアのなかで、主として新聞について復習す
るとともに、地域メディアの中での位置づけを解説する。 
9 回 山陽新聞社を見学する。新聞制作の現場を見るとともに、歴史について復習
する。 
10 回 「地方の時代」とメディアとして、岡山の放送の歩みを学習する。特にテ
レビは、香川と相互に送受信が可能という、特異な状況であることを踏まえて考
察する。 
11 回 地域メディアとしての役割を固めつつあるＣＡＴＶと、コミュニティＦＭ
を学習する。ｒａｄｉｋｏなど新しい動きをも考察する。 
12 回 岡山は、情報ネットワークにいち早く取り組んだ“先進地”でもある。ｅ−
Ｊａｐａｎ計画とともに考察する。 
13 回 岡山における「情報公開」を学習する。全国的には、情報公開を先導した
のは地方（山形県金山町、仙台市と市⺠オンブズマン）だった。岡山の実情を見
ながら考察する。 
14 回 コミュニティ形成とフリーペーパーを取り上げ、岡山の町おこしをテーマ
に学習する。岡山の情報誌を発行する責任者を招いて、現状を考察する。 
15 回 「地方の時代」とメディアについて、歴史の古い岡山の出版について学習
する。特に、岡山文庫に焦点を合わせ、なぜいまだに発行を続けるのか、背景を
考察する。 

準備学習 講義は社会を十分理解して臨んでいることを前提にしている。 
日々のニュースに熟知しているとともに、ニュースに絡む過去の出来事をも学習
していることが望まれる。地域問題を主として取り上げるが、常に他地域、全国、
場合によっては海外までも関連していることが多いことをも念頭に置いてほし
い。 



講義の中では、往々にして議論を繰り返すことにもなるので、発言できる材料を
持って臨んでほしい。 

 



年度 2012 
授業コード MIV9012 
成績評価 試験（100%）による。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 社会情報専攻(11〜12) 
見出し MIV9012 社会情報特別講義Ⅲ 
担当教員名 今井 千郎＊ 
単位数 1 
教科書 講義資料を配布する。中国、ベトナム、ナクルの講義ではビデオ資料も使用する。 
アクティブラーニング  
キーワード 地球環境、環境管理、中国、ベトナム、ケニア、環境法 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 社会情報特別講義Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 IGES 白書「持続可能なアジア：2005 年以降の展望?⾰新的政策を目指してー」

（技報堂出版） 
寺尾忠能・大塚健司編「『開発と環境』の政策過程とダイナミズム、日本の経験・
東アジアの課題」（IDE/JETRO 研究双書 No.527）（アジア経済研究所） 
友松篤信・桂井宏一郎編著「大学テキスト国際協⼒論」（古今書院） 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MIV9012 
実務経験のある教員  
達成目標 １．環境法制度の整備だけでは環境改善は期待できないこと、環境改善の確保に

は環境科学技術と環境法制度を橋渡しする環境管理の instrument とシステムが
必要なことを理解する。 
２．アジアの途上国で、環境管理のための多様なシステムが開発、適用されてい
ること、およびその効用と限界を理解する。 
３．日本の公害防止、環境管理の経験のエッセンスを理解し、途上国の公害防止、
環境管理に活かす道を考えることが出来るようになる。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 法制度の執行能⼒の弱さが指摘される途上国の環境問題への取組だが、その根幹



的な要因を法制度と環境科学技術を橋渡しする環境管理の脆弱性から考察する。
また、中国、ベトナム、ケニア（ナクル）の環境問題と対策の現状から、環境管
理の努⼒と課題を考える機会を与える。さらに、日本の公害経験のエッセンスを
環境管理のシステムの開発の歴史から探り、途上国の環境問題への協⼒の手がか
りを与える。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード MIV9013 
成績評価 修士論文における問題の設定、情報収集の正確さ、論旨の明確さ、考察の妥当性、

結論の妥当性、および全体を通しての独創性を基準として評価する。さらに、中
間発表や修士論文発表のほか、外部へ研究を発信したかも評価する。 

曜日時限 集中その他 
対象クラス 社会情報専攻(11〜12) 
見出し MIV9013 特別研究 
担当教員名 志野 敏夫、森 裕一、⿊⽥ 正博、木村 邦彦、徳澤 啓一、水谷 直樹、山

口 隆久 
単位数 12 
教科書 指導教員が指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード 研究課題の策定・考察、資料・データ収集、資料・データ整理、論文作成 
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 特別研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指導教員が指示する。 
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード MIV9013 
実務経験のある教員  
達成目標 各研究室で各自が策定した修士論文テーマを完成させる。 

１．研究分野について、積極的に研究・学習計画を立てる。 
２．研究分野について、資料・データ収集と整理が出来る。 
３．論文を作成、発表が出来る。 

受講者へのコメント  
連絡先 各指導教員または学科⻑ 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 配属された指導教員の下、各自の専門分野について、修士論文研究の課題を設定。

資料・データの収集・整理などを通して十分な知識を蓄え、修士論文を作成、研
究発表を行う。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容  



準備学習 ・研究に必要な資料、文献、データを収集すること。 
・研究に必要なスキルを習得すること。 
・問題点や疑問点は、常に指導教員や研究仲間にプレゼンテーションを行い、問
題解決を図ること。 
・学部生の卒論研究にアドバイスを行うことで、自身の研究スキルなどを向上さ
せることに努めること。 

 



年度 2012 
授業コード MIV9022 
成績評価 レポート および 課題発表 (100%) 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 社会情報専攻(11〜12) 
見出し MIV9022 社会情報特別講義Ⅳ 
担当教員名 太⽥ 雅晴＊ 
単位数 1 
教科書 太⽥雅晴 著 「生産情報システム 第２版」 日科技連出版社 
アクティブラーニング  
キーワード システム論、意思決定論、生産情報システム 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 社会情報特別講義Ⅳ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 大阪市立大学商学部 編 ビジネスエッセンシャルズ「経営情報」 有斐閣 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MIV9022 
実務経験のある教員  
達成目標 システム論や意思決定論の動向を把握するとともに、製造業における具体的適用

例および情報マネジメントを理解する。 
受講者へのコメント  
連絡先 非常勤講師のため、社会情報学科 水谷直樹が連絡を取り次ぐ。 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 社会情報専攻開講の経済・経営系科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 情報技術は、我々の現代社会を考察し今後の社会を考える上で重要な技術であ

り、その恩恵を受けるためには情報を資源とみてそれをマネジメントする能⼒を
培わなくてはならない。本講義では情報をマネジメントするための基礎理論、具
体的にはシステム論や意思決定論の最近の動向について概説するとともに、特に
我が国産業の根幹である製造業を例にとって、その活性化のための情報マネジメ
ントについて考察する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 システム論の概要を解説する。 

2 回 意思決定論の概要を解説する。 
3 回 情報の概念について詳しく説明する。 



4 回 製造業の情報化の基本概念を解説する。 
5 回 製造業の業務管理、意思決定事項について解説する。 
6 回 情報システム開発方法論の概要を解説する。 
7 回 情報化にかかわる近年の代表的フレームワークについて解説する。 
8 回 レポート作成、課題発表を行い、本講義をまとめる。 

準備学習 1 回 シラバスを確認しておくこと。 
2 回 配布資料に目を通しておくこと。 
3 回 配布資料に目を通しておくこと。 
4 回 教科書の該当部分を読んでおくこと。 
5 回 教科書の該当部分を読んでおくこと。 
6 回 教科書の該当部分を読んでおくこと。 
7 回 教科書の該当部分を読んでおくこと。 
8 回 これまでの講義内容を振り返っておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MIV9031 
成績評価 課題レポートにより評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 社会情報専攻(11〜11) 
見出し MIV9031 環境政策特論 
担当教員名 井上 堅太郎＊ 
単位数 2 
教科書 講義資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 環境政策 環境政策主体 環境政策手法 環境政策領域 公害規制 自然環境

保全 生物多様性保全 循環型社会形成 韓国 中国 インドネシア ベトナ
ム 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 環境政策特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「環境基本法の解説」（ぎょうせい） 

「環境基本計画」（ぎょうせい） 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MIV9031 
実務経験のある教員  
達成目標 環境政策の基本的な理念、諸原則を理解し、日本をはじめ５つの国の環境政策の

形成過程から知られる環境政策形成における主体の関わり、環境政策の発展に必
要な主体の関わりのあり方、環境政策課題について理解することとなるよう講義
する。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 環境政策の概念と基本理念・原則等、政策を担う主体、政策領域、政策手法等の

環境政策の基本事項について、日本の環境政策における公害規制、自然環境保全、
廃棄物処理、資源リサイクル、日本による国際環境協⼒等について講義する。さ
らに韓国、中国、インドネシア、ベトナムの環境政策の形成過程についてまた、
各国の環境政策課題について講義する。 



対象学年 2 年 
授業内容 1 回 「環境政策」について、その語源、その語の使われ方の変遷、現在における

意味について講義する。 
2 回 「環境政策」における基本理念としての「持続可能な開発（発展）」、原則と
しての「汚染者負担原則」、「無過失責任」、「未然防止」、「拡大生産者責任」、「循
環型社会形成」、「共生」、「共通だが差異ある責任」等について講義する。 
3 回 「環境政策」の領域、政策手法（規制的手法、経済的手法、情報的手法、自
主的取組みなど）について講義する。 
4 回 「環境政策」を担う主体としての国、地方自治体、事業者、国⺠（住⺠）、
国際社会等について、また、それらがこれまでに環境政策形成に果たしてきた役
割について講義する。 
5 回 日本の公害（環境汚染）規制に関する政策について講義する。 
6 回 日本の自然環境保全施策に関する政策について講義する。 
7 回 日本の自然環境保全政策の変遷について講義する。 
8 回 日本の廃棄物処理について講義する。 
9 回 日本の廃棄物・不要物のリサイクルについて講義する。 
10 回 日本の地球環境保全と環境分野の国際協⼒について講義する。 
11 回 日本と国際社会の地球温暖化対策について講義する。 
12 回 韓国の環境政策について講義する。 
13 回 中国の環境政策について講義する。 
14 回 インドネシアとベトナムの環境政策について講義する。 
15 回 日本、韓国、中国、インドネシア、ベトネムの環境政策を比較し、それぞ
れの国の環境政策の課題について講義する。 
16 回 エジプトの環境政策について講義する。 

準備学習 1 回 「環境基本法」を一読し、および「持続可能な開発（発展）」について予習
しておくこと。 
2 回 「環境基本計画」を予習しておくこと。 
3 回 「環境基本法」の施策の指針、および環境政策の主要な施策である「環境基
本計画」、「環境基準」、「環境影響評価」、「環境監視」、「地球環境保全」について
予習しておくこと。 
4 回 「環境基本法」における国、地方自治体、事業者、国⺠の責務、および同法
が「⺠間団体」に期待していることについて、同法を読み、予習しておくこと。 
5 回 日本の大気汚染防止法、水質汚濁防止法、騒音規制法を一読しておくこと。 
6 回 日本の自然公園法、自然環境保全法、自然再生推進法、生物多様性基本法を
一読しておくこと。 
7 回 日本の自然保護等の概念は、明治時代にさかのぼる国立公園・希少野生生
物・保安林保全などの個別の自然の保護、日本の自然・生態系を全般にわたって
保全するとする 1972 年制定の自然環境保全法制定と自然環境保全の概念、1990
年代に「自然との共生」を図るとするようになる自然の⼈との共生概念、2002 年
制定の自然再生推進法が示した「自然を（保護するだけでなく）再生する」とす
る概念、「生物多様性保全条約」と「生物多様性基本法」における生物多様性を保
全するとの概念、のように変遷を経てきている。このことを理解しておくこと。 



8 回 日本の廃棄物処理法は 1970 年に制定されたが、制定後、最終処分規制の強
化、爆発性・有害性・感染性を有する「特別管理廃棄物」の規制強化、廃棄物処
理・処分施設の設置に係る環境影響評価制度の導入、産業廃棄物の全量管理票（マ
ニフェスト）制の導入、廃棄物処理規制に係る罰則の強化などの経緯を経て、処
理・処分の仕組を整えてきていることを理解しておくこと。この経緯を踏まえて、
日本の廃棄物処理法を一読しておくこと。 
9 回 日本における廃棄物・不要物のリサイクルの仕組は、1990 難題以降に整備
され、今日に至っている。1991 年に廃棄物を減量化するとの政策目標が始めて
廃棄物処理法に明記された。同時に資源リサイクルに関する最初の個別法である
再生資源利用促進法（現在の資源有効使用促進法）が制定された。その後、容器
包装法、家電リサイクル法、自動車リサイクル法などが制定されて、個別の廃棄
物・不要物のリサイクルの仕組が構築されてきた。2000 年にはリサイクルを進
める基本概念として「循環型社会」の形成を推進するとする循環型社会形成推進
基本法を制定し、「拡大生産者責任」を明確にした。こうした経緯を理解し、「循
環型社会形成推進基本法」、「拡大生産者責任」について予習しておくこと。 
10 回 日本の環境政策における「地球環境保全」は、環境基本法に先進国として
「共通だが差異ある責任」というリオデジャネイロ宣言の原則を踏まえて行うと
されている。また、政府開発援助における環境分野の援助額は途上国援助総額の
約３割程度以上に及ぶ。こうしたことを理解し、環境基本法における地球環境保
全に関する規定を予習し、また、国際協⼒機構による環境分野の協⼒について予
習しておくこと。 
11 回 世界の地球環境保全に関する最重要課題は地球温暖化対策である。この課
題に対処するために国際社会は気候変動枠組条約、京都議定書により対処してい
る。また、京都議定書の期限が 2012 年とされていることから、気候変動枠組条
約締約国は、2013 年以降、2020 年に向けた取組みのあり方について、京都議定
書を延⻑することとし、また、2020 年に向けた温室効果ガス削減の国際的な枠
組を引き続き検討するとした。こうした背景を理解し、気候変動枠組条約、京都
議定書を予習しておくこと。また、日本の京都議定書目標達成計画、2020 年およ
びその後に向けた国内的取組みの検討に関する「地球温暖化対策に係る中⻑期ロ
ードマップー環境大臣試案」を予習しておくこと。 
12 回 あらかじめ配布する韓国の環境政策の形成過程と現状に関する複数の論文
を予習しておくこと。 
13 回 あらかじめ配布する中国の環境政策の形成過程と現状に関する複数の論文
を予習しておくこと。 
14 回 あらかじめ配布するインドネシア、ベトナムの環境政策の形成過程と現状
に関する複数の論文を予習しておくこと 
15 回 １回?14 回の講義内容を復習し、環境政策の基本となる事項としての理念・
原則、環境政策主体、環境政策における主要施策を確認しておくこと。また、環
境政策に関する国ごとの形成過程と現状の差異について理解しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MIY1311 
成績評価 各講義における簡単な試問（70％）、レポート（30％）で評価する。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス シミュレーション科学専攻(11〜12) 
見出し MIY1311 宇宙物理特論 
担当教員名 中⼒ 眞一 
単位数 2 
教科書 ノート講義、必要に応じてプリントを配布 
アクティブラーニング  
キーワード 暗⿊物質、ブラックホール、宇宙モデル。 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 宇宙物理特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 Lars Bergstroem 他  「 Cosmology and Particle Astrophysics 」 Praxis Pub. 

Chichester 等。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MIY1311 
実務経験のある教員  
達成目標 宇宙物理や天文学を専攻する者にとっての教養となるレベルの講義を目指す。 
受講者へのコメント  
連絡先 ２１号館５階中⼒研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 相対論と宇宙（理学部応用物理学科）、素粒子物理、宇宙流体シミュレーション 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 より進んだ宇宙論の研究を視野に入れて、関連する分野を含めた諸概念の習得を

目指す。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 イントロダクション：特殊相対論の説明、ローレンツ変換について説明す

る。 
2 回 光のドップラー効果と暗⿊物質について説明する。 
3 回 等価原理と一般相対論について説明する。 
4 回 アインシュタイン方程式：時空の曲率について説明する。 
5 回 シュワルツシルド解の導出の概略について説明する。 
6 回 シュワルツシルド時空の構造：時間的測地線について説明する。 



7 回 シュワルツシルド時空の構造：光の測地線とクルスカル座標について説明
する。 
8 回 重⼒レンズとブラックホールについて説明する。 
9 回 一様等方な時空の計量：考え方と導出法について説明する。 
10 回 宇宙モデルについて：ドジッター宇宙について説明する。 
11 回 宇宙モデルについて：輻射で満たされた宇宙について説明する。 
12 回 宇宙モデルについて：ダストで満たされた宇宙について説明する。 
13 回 宇宙モデルについて：標準宇宙モデルについて説明する。 
14 回 素粒子と場についての概略について説明する。 
15 回 インフレーションモデルについて説明する。 

準備学習 1 回 特殊相対論について調べておくころ。 
2 回 基準系と基準系間の関係について復習しておくこと。 
3 回 ニュートンの万有引⼒と自由落下運動について復習しておくこと。 
4 回 ローレンツ変換と４元ベクトルについて復習しておくこと。 
5 回 リーマンテンソルについて復習しておくこと。 
6 回 平坦時空とシュワルツシルド時空のメトリックテンソルの相違について調
べておくこと。 
7 回 シュワルツシルド時空内での惑星の運動について復習しておくこと。 
8 回 重⼒場内での光の曲がりについて復習しておくこと。 
9 回 アインシュタイン方程式について復習しておくこと。 
10 回 ロバートソン・ウォーカーメトリックについて復習しておくこと。 
11 回 ドジッター宇宙について復習しておくこと。 
12 回 アインシュタイン方程式とエネルギー・運動量保存則について復習してお
くこと。 
13 回 前３回の宇宙モデル、特にその相違について復習しておくこと。 
14 回 クォークなどの素粒子や場の理論の考え方について調べておくこと。 
15 回 場について復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MIY1511 
成績評価 課題提出（100％）による。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス シミュレーション科学専攻(11〜12) 
見出し MIY1511 宇宙流体シミュレーション 
担当教員名 福⽥ 尚也 
単位数 2 
教科書 適宜、プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 宇宙流体シミュレーション 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 流体⼒学の数値計算法／藤井孝蔵／東京大学出版会：宇宙流体⼒学／坂下志郎・

池内了／培風館 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MIY1511 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)差分方程式について理解し、微分方程式から導出できること。 

(2)流体方程式について説明できること。 
(3)Excel や Fortran のプログラムを用いて、時間発展のシミュレーションが実行
できること。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２１号館２階 福⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 太陽や星間空間における宇宙の諸現象は、流体⼒学に基づく理論的手法や数値シ

ミュレーションによって広く解析されている。講義では、天文学、流体⼒学、及
び、電磁流体⼒学の基礎から学ぶ。また、天体現象に関連した流体の不安定性、
天体シミュレーションの手法について学び、その実習を行う。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 差分法の基礎について説明する。 

2 回 演習を通じて、差分法のシミュレーションについて説明する。 



3 回 風上差分法について説明する。 
4 回 演習を通じて、風上差分法のシミュレーションについて説明する。 
5 回 高次精度の差分法について説明する。 
6 回 演習を通じて、高次精度の差分法のシミュレーションについて説明する。 
7 回 境界条件とプログラミングについて説明する。 
8 回 演習を通じて、境界条件と差分法のシミュレーションについて説明する。 
9 回 流束制限関数について説明する。 
10 回 流体方程式について説明する。 
11 回 音波について説明する。 
12 回 流体方程式の解法について説明する。 
13 回 前回に引き続き、流体方程式の解法について説明する。 
14 回 演習を通じて宇宙流体シミュレーションについて説明する。 
15 回 前回に引き続き、演習を通じて宇宙流体シミュレーションについて説明す
る。 

準備学習 1 回 偏微分方程式について復習をしておくこと。 
2 回 Excel の操作について復習をしておくこと。 
3 回 差分法について復習をしておくこと。 
4 回 Excel の操作について復習をしておくこと。 
5 回 計算精度について調べてみること。 
6 回 Fortran について復習をしておくこと。 
7 回 配列の文法に関して復習をしておくこと。 
8 回 繰り返しの文法に関して復習をしておくこと。 
9 回 保存形式と数値流速に関して復習をしておくこと。 
10 回 流体⼒学と熱⼒学に関して復習をしておくこと。 
11 回 波動方程式に関して復習をしておくこと。 
12 回 行列と対角化に関して復習をしておくこと。 
13 回 風上差分法に関して復習をしておくこと。 
14 回 Fortran と UNIX コマンドについて復習をしておくこと。 
15 回 Fortran と UNIX コマンドについて復習をしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MIY1711 
成績評価 課題発表（５０％）、レポート（５０％）により評価する。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス シミュレーション科学専攻(11〜12) 
見出し MIY1711 イオンビーム工学 
担当教員名 竹内 渉 
単位数 2 
教科書 「イオンビーム工学」 イオン・固体相互作用編／藤本文範・小牧研一郎 共編／

内⽥老鶴圃 
アクティブラーニング  
キーワード イオン散乱、イオンー原子間ポテンシャル、阻止能、チャネリング、スパッタリ

ング 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 イオンビーム工学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 講義 
注意備考 なし 
シラバスコード MIY1711 
実務経験のある教員  
達成目標 イオンビームと固体との相互作用におけるイオン散乱（散乱理論、イオンー原子

間ポテンシャル、イオンのエネルギー損失）、チャネリング、スパッタリングを理
解すること。 

受講者へのコメント  
連絡先 竹内研究室 １学舎３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講者なし 
英文科目名  
関連科目 「核融合プラズマ」を受講することが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 現在の半導体技術において、イオンビームを固体に入射させるイオンビーム法は

不可欠であり、イオンビームと固体との相互作用におけるイオン散乱（散乱理論、
イオンー原子間ポテンシャル、イオンのエネルギー損失）、チャネリング、スパッ
タリング等について述べる。イオン散乱の内、結晶表面構造を定量的に解析でき
る低速イオン散乱の ICISS について、より詳細に説明する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 「イオンビーム工学とは何か？」について説明する。 



2 回 実験室系における散乱理論について解説する。 
3 回 重心系における散乱理論について説明する。 
4 回 イオンー原子間ポテンシャルについて解説する。 
5 回 イオンの弾性エネルギー損失について説明する。 
6 回 イオンの非弾性エネルギー損失について解説する。 
7 回 軸チャネリングと面チャネリングについて説明する。 
8 回 Lindhard のチャネリング理論について解説する。 
9 回 Barrett のシミュレーションによるチャネリングの経験式について説明す
る。 
10 回 表面散乱における１回衝突近似について解説する。 
11 回 低速イオン散乱 (LEIS) について説明する。 
12 回 直衝突イオン散乱分光法 (ICISS) について解説する。 
13 回 単原子固体のスパッタリングについて説明する。 
14 回 Sigmund のスパッタリング理論について解説する。 
15 回 スパッタリング収量について説明する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習の過程について把握しておくこと。 
2 回 学部での⼒学のテキストで⼒学的エネルギー保存則、運動量保存則、角運動
量保存則について予習しておくこと。 
3 回 学部での⼒学のテキストで⼒学的エネルギー保存則、運動量保存則、角運動
量保存則について予習、および実験室系について復習しておくこと。 
4 回 学部での電磁気学のテキストでクーロン⼒とクーロン相互作用ポテンシャ
ルについて予習しておくこと。 
5 回 原子の構造について予習しておくこと。 
6 回 イオンの弾性エネルギー損失について復習しておくこと。 
7 回 結晶構造について予習しておくこと。 
8 回 軸チャネリングと面チャネリングについて復習しておくこと。 
9 回 Lindhard のチャネリング理論について復習しておくこと。 
10 回 実験室系と重心系における散乱理論および１回衝突近似について復習して
おくこと。 
11 回 実験室系と重心系における散乱理論について復習しておくこと。 
12 回 低速イオン散乱 (LEIS) について復習しておくこと。 
13 回 実験室系と重心系における散乱理論について復習しておくこと。 
14 回 イオンの非弾性エネルギー損失と単原子固体のスパッタリングについて復
習しておくこと。 
15 回 Sigmund のスパッタリング理論について復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MIY2111 
成績評価 課題提出（100％）による。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス シミュレーション科学専攻(11〜12) 
見出し MIY2111 素粒子物理 
担当教員名 ⽥代 勤 
単位数 2 
教科書 特になし 
アクティブラーニング  
キーワード クォーク、レプトン、相互作用 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 素粒子物理 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 素粒子物理入門／渡邊靖志／培風館、 素粒子物理／坂井典佑著／培風館 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MIY2111 
実務経験のある教員  
達成目標 対称性と保存則の関係を理解する。相互作用の媒介粒子を使って素粒子反応のフ

ァインマングラフを描くことができる。 
受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 5 階 ⽥代研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 量子科学、宇宙科学 I 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 素粒子の性質を調べるには、高エネルギーの粒子を標的粒子に衝突させて調べ

る。衝突の相対論的運動学や衝突断面積から始め、素粒子の基本構成要素である
レプトンとクォークの性質とそれらの間に働く相互作用について学ぶ。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 素粒子の性質と種類について説明する。 

2 回 素粒子反応の運動学について説明する。 
3 回 クライン-ゴルドン方程式について説明する。 
4 回 ディラック方程式１について説明する。 
5 回 ディラック方程式２について説明する。 
6 回 マクスウェルの方程式方程式について説明する。 



7 回 ゲージ不変性について説明する。 
8 回 クォークと強い相互作用１について説明する。 
9 回 クォークと強い相互作用２について説明する。 
10 回 散乱と形状因子について説明する。 
11 回 パートン模型について説明する。 
12 回 レプトンと弱い相互作用１について説明する。 
13 回 レプトンと弱い相互作用２について説明する。 
14 回 電弱理論について説明する。 
15 回 標準理論について説明する。 

準備学習 1 回 量子⼒学を復習しておくこと。 
2 回 実験室系と質量中心系の関係とローレンツ変換を調べておくこと。 
3 回 シュレーディンガー方程式を復習しておくこと。 
4 回 行列計算の復習をしディラック方程式について調べておくこと。 
5 回 前回の復習をしてディラック方程式の解について調べておくこと。 
6 回 前回の復習をして、マクスウェル方程式について調べておくこと。 
7 回 前回の復習をして、ゲージ不変性について調べておくこと。 
8 回 スピン、角運動量の合成を復習して、ＳＵ(３)について調べておくこと。 
9 回 前回の復習をして、スピンと統計について調べておくこと。 
10 回 前回の復習をして、形状因子を調べておくこと。 
11 回 前回の復習をして、パートン模型について調べておくこと。 
12 回 前回の復習をして、β 崩壊を調べておくこと。 
13 回 前回の復習をして、パリティ非保存について調べておくこと。 
14 回 前回の復習をして、電弱理論について調べておくこと。 
15 回 前回の復習をして、標準理論について調べておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MIY2511 
成績評価 課題発表（60％）および提出レポートの結果（40％）を評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス シミュレーション科学専攻(11〜12) 
見出し MIY2511 核融合プラズマ 
担当教員名 小野 忠良 
単位数 2 
教科書 内⽥岱二郎 訳 ／「プラズマ物理入門」／丸善株式会社 
アクティブラーニング  
キーワード 単一粒子の運動、プラズマの流体としての運動、拡散と抵抗、平衡と安定 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 核融合プラズマ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 R.J. Goldston, P.H. Rutherford /  Introduction to Plasma Physics/ Institute of 

Physics Publishing, Bristol and Philadelphia 1995. 
  
ジョン・ウェッソン著、伊藤早苗、矢木雅敏共訳/「トカマク概論」/九州大学出
版会(2003) 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MIY2511 
実務経験のある教員  
達成目標 粒子的性質と流体的性質を併せもつプラズマの振る舞いを考えるのに必要な基

本的事項について知識と考え方を獲得し、核融合研究のための足がかりを得る。 
受講者へのコメント  
連絡先 ２１号館５階 小野（忠）研究室   TEl: (086)256-9619 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 ベクトル解析、電磁気学、流体⼒学、宇宙流体⼒学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 プラズマは自然界に広く存在する。プラズマ科学は、これまで自然界で起こる

様々なプラズマが関与した現象の解明と制御核融合の探究の促進および工業分
野への応用とともに発展してきた。この講義では、プラズマ科学の入門的内容で
ある、単一粒子運動、流体としての性質、拡散と抵抗および平衡と安定性などに
ついて、テキストの輪講により理解を深め、プラズマ科学の基礎を修得すること
を目指す。 



対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 プラズマと温度の定義について講義する。 

2 回 デバイ遮蔽、プラズマパラメーター、プラズマの条件について講義する。 
3 回 単一粒子の運動（その 1）について講義する。 
4 回 単一粒子の運動（その 2）について講義する。 
5 回 単一粒子の運動（その 3）について講義する。 
6 回 単一粒子の運動（その 4）について講義する。 
7 回 流体としてのプラズマ（その 1）について講義する。 
8 回 流体としてのプラズマ（その 2）について講義する。 
9 回 流体としてのプラズマ（その 3）について講義する。 
10 回 拡散と抵抗（その 1）について講義する。 
11 回 拡散と抵抗（その 2）について講義する。 
12 回 拡散と抵抗（その 3）について講義する。 
13 回 平衡と安定（その 1）について講義する。 
14 回 平衡と安定（その 2）について講義する。 
15 回 平衡と安定（その 3）について講義する。 

準備学習 1 回  シラバスに目を通して、講義全体でどういうテーマが取り上げられてい
るかを確認し、講義の目的、達成目標を把握しておくこと。 
 自然界におけるプラズマ、Saha の式の物理的意味、プラズマの定義、温度の概
念の拡張，について調べ、考えておくこと。 
2 回 第１回目の講義の内容を復習しておくこと。デバイ遮蔽、プラズマパラメー
ター、プラズマであるための条件、について調べ、考えておくこと。 
3 回 第２回目の講義の内容を復習しておくこと。一様な電場と磁場における荷
電粒子の運動方程式、サイクロトロン周波数、ラーマー半径および旋回中心、旋
回中心の電場ドリフト、重⼒場のドリフト、について調べ、考えておくこと。 
4 回 第３回目の講義の内容を復習しておくこと。非一様磁場中における、gradB
ドリフトと湾曲ドリフト、その求め方、磁気ミラー、ミラー磁気による荷電粒子
の補足、回転粒子の磁気モーメント、磁気モーメントの不変性、について調べ、
考えておくこと。 
5 回 第４回目の講義の内容を復習しておくこと。非一様電場中のドリフト、時間
的に変化する電場中のドリフトである分極ドリフトの求め方、について調べ、考
えておくこと。 
6 回 第５回目の講義の内容を復習しておくこと。変化する磁場中における磁気
モーメントの不変性の求め方、旋回中心のドリフトのまとめ、断熱不変量である
磁気モーメントが存在しない例、第２の断熱不変量である縦の不変量の定義とそ
の証明方法、第２の不変量が成立しない例、について調べ、考えておくこと。 
7 回 第６回目の講義の内容を復習しておくこと。Maxwell の方程式の物理的意
味、プラズマはなぜ磁性体でないか、プラズマの誘電体としての取り扱い、プラ
ズマの誘電定数の求め方、について調べ、考えておくこと。 
8 回 第７回目の講義の内容を復習しておくこと。対流微分の定義と物理的意味、
プラズマ流体の運動方程式の求め方、プラズマの熱運動に伴う圧⼒項である応⼒
テンソルの求め方、圧⼒項が応⼒テンソルとなる理由、応⼒テンソルを含めたラ



ズマ流体の運動方程式の記述方法、について調べ、考えておくこと。 
9 回 第８回目の講義の内容を復習しておくこと。プラズマと中性気体の運動量
交換、それを含めた流体方程式の一般化の方法、通常の流体方程式が従う Navier-
Stokes 方程式と対比したプラズマ流体の性質、連続の方程式、プラズマの熱⼒学
の状態方程式、流体方程式の完全なセット、ExB ドリフト、反磁性ドリフトとそ
の物理的な説明、反磁性ドリフトの粒子的抽像と流体的抽像の視点からの理解、
について調べ、考えておくこと。 
10 回 第９回目の講義の内容を復習しておくこと。弱電離気体中の拡散と移動度
を考える背景、電子が中性気体と衝突するときの衝突パラメータである平均自由
行程の求め方、物理的意味、衝突周波数の定義とその物理的意味、衝突を含む流
体の運動方程式、拡散パラメータである移動度と拡散係数の求め方、プラズマの
両極性拡散、それが起きる理由は何か、両極性拡散拡散係数の定義式およびその
性質、について調べ、考えておくこと。 
11 回 第１０回目の講義の内容を復習しておくこと。磁場を横切る拡散の定性的
理解、粒子成分に対する流体方程式の垂直成分、垂直方向の移動度と拡散係数の
定義とその性質、磁場を横切る拡散による粒子束、について調べ、考えておくこ
と。 
12 回 第１１回目の講義の内容を復習しておくこと。完全電離気体中の衝突を考
慮した流体方程式、クーロン衝突の⼒学による非抵抗 η の導出、η の物理的意
味、η の数値、について調べ、考えておくこと。 
13 回 第１２回目の講義の内容を復習しておくこと。単一流体 MHD 方程式、完
全電離プラズマ中の拡散、拡散方程式の解、Bohm 拡散と新古典拡散,について調
べ、考えておくこと。 
14 回 第１３回目の講義の内容を復習しておくこと。磁気流体的平衡、β の概
念、プラズマ中への磁場の拡散、不安定性の分類、第１３回目の講義の内容を復
習しておくこと。 
15 回 第１４回目の講義の内容を復習しておくこと。２流体不安定性、重⼒不安
定性、抵抗性ドリフト波、第１３回目の講義の内容を復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MIY25A2 
成績評価 演習課題(50%)，計算機演習課題(50%)で評価する。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス シミュレーション科学専攻(11〜12) 
見出し MIY25A2 数値解析 
担当教員名 大江 貴司 
単位数 2 
教科書 菊池文雄・有限要素法概説[新訂版]・サイエンス社 
アクティブラーニング  
キーワード 偏微分方程式，数値解法，有限要素法，FreeFEM++ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 数値解析 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 菊池文雄・有限要素法の数理・培風館 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MIY25A2 
実務経験のある教員  
達成目標 ・現象の偏微分方程式による記述について理解する 

・偏微分方程式の有限要素法による解法について理解する 
・FreeFEM++ を通した計算機による解析について理解する 

受講者へのコメント  
連絡先 ２４号館４階 大江研究室（内線３４４３）email:ohe@xmath.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 偏微分方程式はさまざまな分野において，現象の数学モデルとして現れ，その数

値解法を理解することは現象のシミュレーションにおいて不可欠なものとなっ
いる．本講義では，偏微分方程式の数値解法のうち，有限要素法に焦点を当て，
その原理と手法について講義する．また、FreeFEM++ を利用した計算機による
解析法について説明する． 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回  偏微分方程式による現象の記述について説明する。 

2 回  偏微分方程式の数値解法概説・・・有限差分法と有限要素法について説明
する。 



3 回  偏微分方程式の弱形式と変分原理について説明する。 
4 回  偏微分方程式と境界条件について説明する。 
5 回  Galerkin 法と Ritz 法について説明する。 
6 回  Galerkin 法における境界条件の処理について説明する。 
7 回  １次元有限要素モデルその１・・・１次元近似関数の構成法について説明
する。 
8 回  １次元有限要素モデルその２・・・近似方程式の構成法について説明する。 
9 回  ２次元有限要素モデルその１・・・ ２次元近似関数の構成法について説明
する。 
10 回  ２次元有限要素モデルその２・・・近似方程式の構成法について説明す
る。 
11 回  いろいろな有限要素モデルその１・・・高次要素について説明する。 
12 回  いろいろな有限要素モデルその２・・・⻑方形要素などについて説明す
る。 
13 回  有限要素法による現象の解析その１・・・FreeFEM++ の使い方について
説明する。 
14 回  有限要素法による現象の解析その２・・・FreeFEM++ による Laplace 
方程式の解析について説明する。 
15 回  有限要素法による現象の解析その２・・・FreeFEM++ による Storks 方
程式の解析について説明する。 

準備学習 1 回  偏微分方程式で記述される現象について調べてくること。 
2 回  参考となる常微分方程式の数値解法について調べてくること。 
3 回  エネルギーの概念について調べてくること。 
4 回  波をもとに、境界における反射の違いについて調べてくること。 
5 回  第３回の講義を復習してくること。 
6 回  第４回の講義を復習してくること。 
7 回  関数の近似法について調べてくること。 
8 回  第７回の講義を第６回の内容にあてはめる方法を考えてみること。 
9 回  第７回の講義内容を２次元にする方法について考えてくること。 
10 回  第８回の講義をもとに第９回の講義の内容を第６回の内容にあてはめる
方法を考えてみること。 
11 回  第７・９回の講義をもとに、関数をよりうまく近似する方法について調
べてくること。 
12 回  第１１回の講義をより発展させる方法について考えてくること。 
13 回  前回に準備として配る FreeFEM++ のマニュアルを熟読すること。 
14 回  前回に説明した内容を復習すること。 
15 回  前回の内容を復習すること。 

 



年度 2012 
授業コード MIY27A2 
成績評価 定期試験は行わず，課題提出（１００％）によって評価する。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス シミュレーション科学専攻(11〜12) 
見出し MIY27A2 高エネルギー宇宙物理 
担当教員名 伊代野 淳 
単位数 2 
教科書 特になし 
アクティブラーニング  
キーワード ＣＩＰ、流動現象、シミュレーション、粒子法シミュレーション 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 受講者なし 
科目名 高エネルギー宇宙物理 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ＣＩＰ法／矢部孝／（森北出版）：ＣＩＰ法とＪＡＶＡによるＣＧシミュレーシ

ョン／矢部孝／（森北出版）：粒子法シミュレーション／越塚誠一／（培風館） 
授業形態 講義 
注意備考 定期試験は行わず，課題提出によって評価する。 
シラバスコード MIY27A2 
実務経験のある教員  
達成目標 流動現象のシミュレーションについて、手法とその誤差評価が可能なスキルを身

に着ける。また、Ｃ言語などでシミュレーションを実現できる能⼒をつける。ま
た、最近発展しつつある粒子法をベースとしたシミュレーションについても解説
を行う。 

受講者へのコメント 受講者なし 
連絡先 ７号館３階伊代野研究室 ０８６−２５６−９６０２ 

iyono[atmark]das.ous.ac.jp [atmark]を@に変更し，送信すること。 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講者なし 
英文科目名  
関連科目 応用数理科学特論Ⅲ 
次回に向けての改善変更予定 受講者なし 
講義目的 コンピュータシミュレーションが流体現象や宇宙物理現象の問題解決に使われ

ることが多くなってきた。本講義では、ＪＡＶＡ言語やＣ＋＋言語などを用いた
ＰＣ上で出来る数値シミュレーションの基本的な手法を紹介する。また、サンプ
ルプログラムを通して、流体現象を扱うプログラムやアルゴリズムを理解させ
る。 

対象学年 1 年/2 年 



授業内容 1 回  数値シミュレーションについて解説する。 
2 回  Ｃ言語による数値計算について説明する。 
3 回  Ｃ言語によるグラフィックスについて説明する。 
4 回  Ｃ言語による簡単な数値計算ついて説明し，実際のプログラミングを行う。 
5 回  流動現象の数理について説明する。 
6 回  宇宙の流動現象について説明する。 
7 回  １次元偏微分方程式の差分解法について説明する。 
8 回  ２次元偏微分方程式の差分解法について説明する。 
9 回  偏微分方程式の差分解法 SOR などについて説明する。 
10 回  流体科学におけるシミュレーションについて説明する。 
11 回  宇宙科学におけるシミュレーションについて説明する。 
12 回  宇宙科学におけるシミュレーション （粒子法を含む）について説明する。 
13 回  電磁流体シミュレーションについて説明する。 
14 回  剛体シミュレーションについて説明する。 
15 回  シミュレーション結果の誤差評価について説明する。 

準備学習 1 回 シラバスを確認し、学習過程を把握しておくこと。 
2 回 常微分方程式の数値積分を例に取り、Ｃ言語の復習を行うので、言語を復習
しておくこと。 
3 回 放物運動のような常微分方程式の数値積分の結果を表示させるので、解析
的な結果との比較ができるように準備すること。 
4 回 前回までのまとめとして常微分方程式の数値解を復習しておくこと。 
5 回 移流現象について事前に調べておくこと。 
6 回 希薄なガスから成る宇宙の流体現象について予習すること。 
7 回 移流方程式について調べておくこと。 
8 回 数値解法の特徴、誤差について復習すること。 
9 回 ＣＩＰ法の利点についてまとめておくこと。 
10 回 ２次元の問題として波動方程式を考えるので、マックスウェルの方程式を
復習しておくこと。 
11 回 電磁波の電波について計算を行うので、電場、磁場、ポインティングベク
トルについて調べておくこと。 
12 回 Ｃ言語でのプログラミングを行うので、Ｃ言語の準備をすること。 
13 回 前回同様、Ｃ言語でのプログラミングを行うので、Ｃ言語の準備をするこ
と。 
14 回 前回までの結果に対する誤差評価を行うので、結果に対して理解を深めて
おくこと。 
15 回 前回までの結果に対する誤差評価を行うので、結果に対して理解を深めて
おくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MIY3311 
成績評価 分担したテキストの範囲についての発表（70％）と課題レポートの結果（30％）

により評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス シミュレーション科学専攻(11〜12) 
見出し MIY3311 シミュレーション科学特別講義Ⅱ 
担当教員名 小野 忠良 
単位数 2 
教科書 矢部孝、内海隆行、尾形陽一共著／「CIP 法」／森北出版株式会社 (2003) 
アクティブラーニング  
キーワード 差分法、CIP 法、スプライン補間、CIP 補間、誤差解析、拡散方程式 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 シミュレーション科学特別講義Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 矢部孝、尾形陽一、滝沢研二著／「CIP 法と Java による CG シミュレーション」

／森北出版社(2007)  
矢部孝、井門俊治著／「シミュレーション技法入門」／日刊工業新聞社 （1988
年）  
矢部孝、観山正見、椛島成治著／「パソコンによるシミュレーション物理」／朝
倉書店 (2000) 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MIY3311 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) テキストに出てくる数式の展開をフォローできること。  

(2) CIP 法とはどういうものであるかを理論的に理解すること 
(3)CIP 法による簡単な拡散方程式を解くプログラムを作成できること。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２４号館５階 小野（忠）研究室 tel: (086)256-9619 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 宇宙流体シミュレーション、核融合プラズマ、特別研究 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 さまざま自然現象の振る舞いは偏微分方程式として記述される。その数値解法を

知ることはそれらの現象のシミュレーションによる理解や解明にとって不可欠
である。本講義では、いろいろな数値解法のうち、特に、あらゆる微分方程式を



精度よく安定的に解くことができるとされている CIP 法 (Cubic-Interpolated 
Pseudo-Particle Method) について理解し、CIP 法を用いて実際に偏微分方程式
のプログラムを開発できるようになる実践⼒の基礎を与える。講義は輪講形式に
よりおこなう。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 差分と精度（その 1）について講義する。 

2 回 差分と精度（その 2）について講義する。 
3 回 移流方程式の数値解法（その 1）についてについて講義する。 
4 回 移流方程式の数値解法（その 2）についてについて講義する。 
5 回 CIP 補間とスプライン補間についてについて講義する。 
6 回 界面捕獲（その 1）についてについて講義する。 
7 回 界面捕獲（その 2）についてについて講義する。 
8 回 一般的な移流方程式（その 1）についてについて講義する。 
9 回 一般的な移流方程式（その 2）についてについて講義する。 
10 回 多次元への拡張についてについて講義する。 
11 回 拡散方程式の数値解法（その 1）についてについて講義する。 
12 回 拡散方程式の数値解法（その 2）についてについて講義する。 
13 回 CIP 法の新たなる展開（その 1）についてについて講義する。 
14 回 CIP 法の新たなる展開（その 2）についてについて講義する。 
15 回 CIP 法の新たなる展開（その 3）についてについて講義する。 

準備学習 1 回 シラバスに目を通して講義で取り上げるテーマがどういうものであるか確
認し、講義の目的、達成目標を把握しておくこと。数値計算、差分、数値的な精
度について調べ、考えておくこと。 
2 回 第１回目の講義内容を復習すること。陽的、陰的な解法、積分による考え
方、ルンゲ・クッタ法について調べ、考えておくこと。 
3 回 第２回目の講義内容を復習すること。移流方程式、移流方程式の数値解法
（1 次風上差分、ラックスベンドロフ法）について調べ、考えておくこと。 
4 回 第３回目の講義内容を復習すること。移流方程式の数値解法（拡散、逆拡
散、分散関係）、CIP 補間について調べ、考えておくこと。 
5 回 第４回目の講義内容を復習すること。スプライン補間、cubic-spline 補間に
ついて調べ、考えておくこと。 
6 回 第５回目の講義内容を復習すること。エルミート補間、保存性について調
べ、考えておくこと。 
7 回 第６回目の講義内容を復習すること。関数変換とデジタイザー、有理関数
CIP について調べ、考えておくこと。 
8 回 第７回目の講義内容を復習すること。一般的な移流方程式、移流方程式で速
度が変化する場合、非移流項の解き方１, ２について調べ、考えておくこと。 
9 回 第８回目の講義内容を復習すること。非移流項の解き方２、なぜセミ・ラグ
ランジュが良いか、について調べ、考えておくこと。 
10 回 第９回目の講義内容を復習すること。多次元への拡張について調べ、考え
ておくこと。 
11 回 第１０回目の講義内容を復習すること。拡散方程式、拡散方程式の差分に



よる従来の解き方、誤差解析について調べ、考えておくこと。 
12 回 第１１回目の講義内容を復習すること。拡散方程式の CIP 法による解き
方、IDO 法による解き方について調べ、考えておくこと。 
13 回 第１２回目の講義内容を復習すること。完全保存保証、CIP-CSL4 につい
て調べ、考えておくこと。 
14 回 第１３回目の講義内容を復習すること。シャープな表面記述と保存保証セ
ミ・ラグランジュ、格子点がゆがんでいる場合の CIP、不等間隔格子での精度、
２次元ソロバン格子、M 型 CIP について調べ、考えておくこと。 
15 回 第１４回目の講義内容を復習すること。C 型 CIP、ソロバン格子と精度、
移動ソロバン格子について調べ、考えておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MIY3312 
成績評価 受講態度(10%)、レポート(30%)、課題発表(60%)による。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス シミュレーション科学専攻(11〜12) 
見出し MIY3312 シミュレーション工学 
担当教員名 村本 哲也 
単位数 2 
教科書 資料を適宜配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード モンテカルロ法・運動方程式・統計⼒学 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 シミュレーション工学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 藤本文範、小牧研一郎「イオンピーム工学 イオン・固体相互作用編」内⽥老鶴

圃 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MIY3312 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）原子衝突シミュレーションを例にとり、シミュレーションの確率論的手法

と決定論的手法の知識を得ること。（２）多粒子系のシミュレーションにおける、
２つの手法の相違と類似性について理解すること。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２１号館５階 村本研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 イオン分光法、イオン注入、スパッタリング蒸着など固体内原子衝突に関連して、

現在、工業的に応用されている諸現象を解析する計算機シミュレーション・コー
ドの紹介とそれらのコードが先端産業における開発にどのように応用されてい
るか実例を挙げて述べる。シミュレーションの方法としてモンテカルロ法と分子
動⼒学法を紹介し、最近の応用計算例を交えて、その利点と有用限界を講述する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 原子衝突シミュレーションの現状 

2 回 原子間ポテンシャル 



3 回 ２体衝突の運動学 
4 回 散乱断面積 
5 回 イオンの核的エネルギー損失 
6 回 イオンの電子的エネルギー損失 
7 回 モンテカルロ法の応用 
8 回 課題発表 (1) モンテカルロ法 
9 回 半経験多体相互作用 
10 回 運動方程式の数値積分 
11 回 Neighbor List・熱浴との結合 
12 回 課題発表 (2) 分子動⼒学法 
13 回 最近の応用研究 (1) 
14 回 最近の応用研究 (2) 
15 回 最近の応用研究 (3) 

準備学習 1 回 ラザフォードの原子模型の裏付となった実験について調べよ 
2 回 点電荷に働くクーロン⼒について復習せよ 
3 回 運動量保存則・⼒学的エネルギー保存則について復習せよ 
4 回 原子の大きさの定義方法について調べよ 
5 回 反跳エネルギーの導出について復習せよ 
6 回 Thomas-Fermi モデルについて復習せよ 
7 回 平均自由行程について調べよ 
8 回 第２〜７回で課した課題の発表準備をせよ 
9 回 van der Waals ⼒について調べよ 
10 回 数値積分アルゴリズムについて調べよ 
11 回 温度一定に保たれた多粒子系のエネルギー保存則について考えよ 
12 回 第９〜11 回で課した課題の発表準備をせよ 
13 回 モンテカルロ法について復習せよ 
14 回 分子動⼒学法について復習せよ 
15 回 大規模な多粒子系のシミュレーションについて最近の例を探せ 

 



年度 2012 
授業コード MIY3511 
成績評価 課題提出（30%），試験（70%）により評価する． 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス シミュレーション科学専攻(11〜12) 
見出し MIY3511 コンピュータ物性 
担当教員名 矢城 陽一朗 
単位数 2 
教科書 講義ノートを配布する． 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 コンピュータ物性 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 バンド理論／小口多美夫／内⽥老鶴圃 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MIY3511 
実務経験のある教員  
達成目標 ・量子⼒学を理解する． 

・簡単なシュレーディンガー方程式が解ける． 
・簡単な分子軌道計算ができる． 
・簡単なバンド計算ができる． 
・第一原理シミュレーションソフトウェアを知る． 

受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 5 階 矢城研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 電子状態の第一原理計算の基本的概念から具体的応用まで概説する．特に分子軌

道法と密度汎関数法を取り上げ、実際の計算の進め方についても具体的に指導す
る． 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 前期量子論について講義する． 

2 回 シュレーディンガー方程式について講義する． 
3 回 一電子近似について講義する． 



4 回 ハートリー・フォック近似について講義する． 
5 回 分子軌道法について講義する． 
6 回 LCAO 近似について講義する． 
7 回 摂動法について講義する． 
8 回 フラグメント分子軌道法について講義する． 
9 回 電子のエネルギー準位と状態密度について講義する． 
10 回 結晶とバンド計算について講義する． 
11 回 自由電子について講義する． 
12 回 強束縛近似について講義する． 
13 回 近自由電子近似について講義する． 
14 回 密度汎関数法について講義する． 
15 回 第一原理計算について講義する． 

準備学習 1 回 シラバスを読んで，講義内容を把握しておくこと． 
2 回 シュレーディンガー方程式が書けるようになっておくこと． 
3 回 簡単なシュレーディンガー方程式が解けるようになっておくこと． 
4 回 電子のスピンについて調べておくこと． 
5 回 電子の軌道について調べておくこと． 
6 回 分子軌道法について復習しておくこと． 
7 回 摂動法について調べておくこと． 
8 回 フラグメント分子軌道法について調べておくこと． 
9 回 電子の軌道について復習しておくこと． 
10 回 結晶の周期性について調べておくこと． 
11 回 自由電子について調べておくこと． 
12 回 強束縛近似について調べておくこと． 
13 回 近自由電子近似について調べておくこと． 
14 回 コーン・シャム方程式について予習しておくこと． 
15 回 現在，第一原理シミュレーションのソフトウェアには，どのようなものが
あるか，調べておくこと． 

 



年度 2012 
授業コード MIY3512 
成績評価 課題報告（30%），試験（70%）で評価する． 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス シミュレーション科学専攻(11〜12) 
見出し MIY3512 コンピュータ表面物性特論 
担当教員名 矢城 陽一朗 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する． 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 コンピュータ表面物性特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MIY3512 
実務経験のある教員  
達成目標 ・古典統計⼒学を理解する． 

・モンテカルロシミュレーションを理解できる． 
・相転移について理解する． 
・相転移における様々な物理量の温度変化が計算できる． 

受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 5 階 矢城研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 固体素子の小型化など科学技術の進歩に伴い， 固体内部とは大きく異なった表

面特有の物性を知ることは 非常に重要なものになってきている． 本講義では，
主にモンテカルロシミュレーションを用いて， 様々な表面現象を理論的に説明
することを目的とする． 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 表面と個体内部の物性の違いについて講義する． 

2 回 境界条件について講義する． 
3 回 統計集合（正準集合，大正準集合）について講義する． 



4 回 2 次元格子ガス模型・イジング模型について講義する． 
5 回 粒子間の相互作用について講義する． 
6 回 モンテカルロシミュレーション（１）：メトロポリスのアルゴリズムについ
て講義する． 
7 回 モンテカルロシミュレーション（２）：２次元格子ガス模型・イジング模型
のモンテカルロシミュレーションについて講義する． 
8 回 シミュレーションにおける有限サイズの効果について講義する． 
9 回 相転移について講義する． 
10 回 ⻑距離秩序について講義する． 
11 回 相関関数（短距離秩序）について講義する． 
12 回 臨界指数について講義する． 
13 回 逆格子について講義する． 
14 回 構造因子について講義する． 
15 回 モンテカルロシミュレーションのプログラミングについて講義する． 

準備学習 1 回 配布プリントをよく読み，講義の内容を把握しておくこと． 
2 回 ２次元ベクトルを復習しておくこと． 
3 回 配布プリントをよく読み，正準集合と大正準集合の違いを調べておくこと． 
4 回 2 次元イジング模型・イジング模型について予習しておくこと． 
5 回 固体，液体，気体での粒子間の相互作用の強さについて考えてみること．ま
た，電磁気学のクーロン⼒について復習しておくこと． 
6 回 統計集合，熱平衡について調べておくこと．系の状態と出現確率について調
べておくこと． 
7 回 第 4 回から第 6 回までの講義の復習をしておくこと． 
8 回 系の大きさが有限であることが，計算にどのように反映するか考えてみる
こと． 
9 回 物質の状態（固体，液体，気体など）について調べておくこと． 
10 回 相転移が起きたときに，系の秩序度がどのように変化するか調べておくこ
と． 
11 回 ⻑距離秩序を復習し，短距離秩序について調べておくこと． 
12 回 相転移での色々な物理量の温度変化について調べておくこと． 
13 回 波数空間について調べておくこと． 
14 回 結晶の X 線回折について調べておくこと． 
15 回 前回までの講義を復習しておくこと．また，簡単なプログラミングができ
るようにしておくこと． 

 



年度 2012 
授業コード MIY3522 
成績評価 レポート（100%）により評価を行う。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス シミュレーション科学専攻(11〜12) 
見出し MIY3522 シミュレーション科学特別講義Ⅰ 
担当教員名 福⽥ 尚也 
単位数 2 
教科書 資料を適宜配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード データの離散化と整形、線形システムと伝達関数、モデルフィッティング、離散

フーリエ解析、フィルター 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 シミュレーション科学特別講義Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 地球システムのデータ解析／萩原幸男・糸⽥千鶴／朝倉書店 
授業形態 講義 
注意備考 プログラミング言語を習得していることが望ましい。 
シラバスコード MIY3522 
実務経験のある教員  
達成目標 自然科学にみられる時系列データや画像データの整形と解析の方法を理解し、そ

の物理的な意味を解釈できること。 
受講者へのコメント  
連絡先 ２１号館２階 福⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 物理学・生物学・地学・天文学などの自然科学における観測や実験で得られるデ

ータを解析するのに必要な知識と技術について講義する。自然科学の時系列デー
タと天文画像データを用いた解説と演習を行なう。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 データ解析の概論について説明する。 

2 回 データの離散化について説明する。 
3 回 データの補完について説明する。 
4 回 誤差について説明する。 
5 回 データの離散化・補完と誤差の演習を通じて、データ解析について説明す



る。 
6 回 数値積分（台形公式・シンプソンの公式）について説明する。 
7 回 数値積分（自然科学の画像データの処理）について説明する。 
8 回 モデルフィッティング（最小二乗法・回帰分析）について説明する。 
9 回 モデルフィッティング（自然科学の画像データへの応用）について説明す
る。 
10 回 数値積分とモデルフィッティングの演習を通じて、データ解析について説
明する。 
11 回 フーリエ解析（フーリエ積分とフーリエ変換）について説明する。 
12 回 フーリエ解析（自然科学の時系列データへの応用）について説明する。 
13 回 多変量解析（固有値と主成分分析）について説明する。 
14 回 多変量解析（自然科学の時系列データへの応用）について説明する。 
15 回 フーリエ解析と多変量解析の演習を通じて、データ解析について説明する。 

準備学習 1 回 グラフを作成するプログラムについて調べて、予習しておくこと。 
2 回 前回までの講義内容を復習しておくこと。 
3 回 前回までの講義内容を復習しておくこと。 
4 回 前回までの講義内容を復習しておくこと。 
5 回 前回までの講義内容を復習しておくこと。 
6 回 前回までの講義内容を復習しておくこと。 
7 回 前回までの講義内容を復習しておくこと。 
8 回 前回までの講義内容を復習しておくこと。 
9 回 前回までの講義内容を復習しておくこと。 
10 回 前回までの講義内容を復習しておくこと。 
11 回 前回までの講義内容を復習しておくこと。 
12 回 前回までの講義内容を復習しておくこと。 
13 回 前回までの講義内容を復習しておくこと。 
14 回 前回までの講義内容を復習しておくこと。 
15 回 前回までの講義内容を復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MIY3711 
成績評価 課題提出 30％，定期試験 70％で評価する． 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス シミュレーション科学専攻(11〜12) 
見出し MIY3711 物性特論 
担当教員名 矢城 陽一朗 
単位数 2 
教科書 統計⼒学／藤井勝彦／内⽥老鶴圃 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 物性特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MIY3711 
実務経験のある教員  
達成目標 ・熱⼒学・統計⼒学の概念を理解する． 

・公式の導出ができるようにする． 
・公式を書く問題に適用できるようにする． 

受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 5 階 矢城研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 物質や生体分子の性質を理解するために必要な熱⼒学．統計⼒学の概念を理解

し，公式の導出や，様々な物性の問題に適用できるようにする． 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 熱⼒学概論を説明する． 

2 回 熱⼒学第一法則：エネルギー保存則と状態方程式について講義する． 
3 回 熱⼒学第一法則：熱と比熱について講義する． 
4 回 熱⼒学第二法則：カルノーサイクルについて講義する． 
5 回 熱⼒学第二法則：エントロピーについて講義する． 
6 回 Maxwell の関係式について講義する． 



7 回 熱平衡について講義する． 
8 回 確率の基本的な概念について講義する． 
9 回 分子運動論について講義する． 
10 回 ⼒学過程への確率の導入について講義する． 
11 回 小正準集合について講義する． 
12 回 正準集合について講義する． 
13 回 大正準集合について講義する． 
14 回 相転移について講義する． 
15 回 量子統計⼒学について講義する． 

準備学習 1 回 シラバスを読み，学習過程を把握しておくこと． 
2 回 温度や体積，圧⼒，エネルギーについて調べておくこと． 
3 回 状態方程式を復習しておくこと． 
4 回 等温膨張，断熱膨張，等温圧縮，断熱圧縮について調べておくこと． 
5 回 熱⼒学第一法則を復習しておくこと． 
6 回 微分を復習しておくこと． 
7 回 熱平衡について調べておくこと． 
8 回 確率について復習しておくこと． 
9 回 運動エネルギーと温度の関係を調べておくこと． 
10 回 平均値や分散などの量が計算できるようになっておくこと． 
11 回 エネルギー一定での確率について調べておくこと． 
12 回 温度一定での確率について調べておくこと． 
13 回 エネルギーや粒子数が変化するときの，系の状態について考えてみること． 
14 回 物質の状態（固体，液体，気体）について調べておくこと． 
15 回 古典⼒学と量子⼒学の違いについて調べてみること． 

 



年度 2012 
授業コード MIY4312 
成績評価 提出課題 20%、小テスト 10%、および定期試験 70%により成績を評価する。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス シミュレーション科学専攻(11〜12) 
見出し MIY4312 分子モデリングシミュレーション 
担当教員名 直島 好伸 
単位数 2 
教科書 パワーポイント約 100 枚から成る講義用資料を配布する。 Spartan や Gaussian、

Amber などの分子計算化学ソフトウェアを使用する。 
アクティブラーニング  
キーワード コンピュータシミュレーション、分子計算化学、生体分子計算、量子化学計算、

分子動⼒学計算、フラグメント分子軌道法、密度汎関数法、タンパク質 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 分子モデリングシミュレーション 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 はじめての生命科学／菊池慎太郎・⻘江誠一郎、岡本威明・佐藤健三・直島好伸・

⻑谷川靖／三共出版 ：すぐできる量子化学計算 ビギナーズマニュアル／平尾
公彦、武次徹也／講談社サイエンティフィク：Chemistry for the Biosciences ／
J. Crowe, T. Bradshaw, and P. Monk ／Oxford University Press 

授業形態 講義 
注意備考 有機化学や生命化学、また、できれば、計算化学の基礎的な知識が必要。パソコ

ンを使って分子構造を構築したり、パワーポイントなどの電子教材をプロジェク
タで提示します。英語論文を声を出して読んでもらい、専門用語の英語発音を習
得してもらう。 

シラバスコード MIY4312 
実務経験のある教員  
達成目標 ①有機分子や生体分子の立体構造や形が理解できること。 

②コンピュータシミュレーションに使用する計算手法がわかること。 
③半経験的分子軌道法および非経験的分子軌道法について理解できること。 
④フラグメント分子軌道法やタンパク質密度汎関数法についての知識を得るこ
と。 
⑤計算化学ソフトの Spartan や Gaussian を使って、簡単な有機分子や生体分子
の計算ができること。 
⑥分子計算化学関係の英語論文を読んで、理解できること。 

受講者へのコメント  
連絡先 直島好伸研究室 ２１号館２Ｆ 086-256-9639  naoshima@sp.ous.ac.jp ホー

ムページ：http://chemnaobic.sp.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 



各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 化学基礎論 I および化学基礎論 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 コンピュータシミュレーション（計算科学）は、理論および実験と並ぶ現代科学

技術における第３の方法論としての地位を確立し、わが国の科学技術や産業競争
⼒の発展に必要不可欠な研究手法となっている。本講義は、有機分子およびアミ
ノ酸、タンパク質、糖などの生体分子に関する分子動⼒学計算や量子化学計算の
理論を教授すると共に、分子計算ソフトを用いて実際の計算シミュレーションを
行い、次世代電子デバイスやバイオ研究に不可欠な生命科学とコンピュータシミ
ュレーションの双方の知識と技術の修得を目指す。また、量子生命化学という新
しい研 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 生命科学におけるシミュレーションの必要性、重要性について説明する。 

2 回 分子構造の構築や分子計算の基礎として、炭素の混成軌道（sp3, sp2, sp)に
ついて詳細に説明する。 
3 回 分子軌道法の基礎、理論および分子計算で使用する理論的手法と基底系に
ついて説明する。 
4 回 有機分子の立体構造を構築するための基礎知識としてエナンチオマー （鏡
像異性体）などの立体異性体について説明する。 
5 回 アミノ酸、タンパク質、糖などの生体分子の構造について説明する。 
6 回 計算化学ソフトウェアの Spartan を使用し、有機分子や生体分子の分子⼒学
計算を実施する。 
7 回 計算化学ソフトウェアの Spartan を使用し、有機分子や生体分子の立体配座
探索計算を実施する。 
8 回 有機反応の遷移状態を説明し、Spartan による遷移状態計算を実施する。 
9 回 Spartan や Gaussian により有機分子の分子軌道計算を行い、 ESP マップ、
HOMO および LUMO を算出する。 
10 回 タンパク質の構造について説明すると共に、 Protein Data Bank (PDB)か
らタンパク質の立体構造をダウンロードする。 
11 回 計算化学ソフトウェア Amber を使用してアミノ酸やタンパク質の構造を
調整し、分子⼒学計算を行う。 
12 回 Amber を使用してタンパク質の分子動⼒学計算を行う。 
13 回 フラグメント分子軌道法によるタンパク質の大規模量子化学計算につい
て、エイズウイルスタンパク質や酵素タンパク質などの実例を挙げて説明する。 
14 回 有機分子の計算化学シミュレーションに関する最新の研究論文を解説す
る。 
15 回 生体分子の計算化学シミュレーションに関する最新の研究論文を解説す
る。 

準備学習 1 回 理論、実験につぐ第３の科学技術とされるシミュレーションの重要性につ
いて考えておくこと。また、日本の国際競争⼒を左右すると言われている科学技
術の開発事業である”次世代スーパーコンピュータ”に関し、Web などで調べてお



くこと。 
2 回 官能基や構造式など、有機化学の基本をわかるように復習しておくこと。 
3 回 量子化学の基本を理解しておくこと。 
4 回 官能基、構造式、立体異性体など、有機化学の基本をわかるように復習して
おくこと。 
5 回 「はじめての生命科学」など、生物化学関係の本を読んでおくこと。 
6 回 最初の講義において配布するパワーポイントの資料をよく読み、理解して
おくこと。 
7 回 最初の講義において配布するパワーポイントの資料をよく読み、理解して
おくこと。 
8 回 最初の講義において配布するパワーポイントの資料をよく読み、理解して
おくこと。また、Diels-Alder 反応や SN2 反応について調べておくこと。 
9 回 最初の講義において配布するパワーポイントの資料をよく読み、理解して
おくこと。 
10 回 最初の講義において配布するパワーポイントの資料をよく読み、理解して
おくこと。また、「はじめての生命科学」第４章を参考にして、PDB にアクセス
することを試みておくこと。 
11 回 最初の講義において配布するパワーポイントの資料をよく読み、理解して
おくこと。また、アミノ酸の名前や構造、３文字表記についてよく調べておくこ
と。 
12 回 最初の講義において配布するパワーポイントの資料をよく読み、理解して
おくこと。 
13 回 最初の講義において配布するパワーポイントの資料をよく読み、理解して
おくこと。 
14 回 事前に配布する研究論文をよく読み、要点をまとめておくこと。講義の際
に英和辞典を持参すること。 
15 回 事前に配布する研究論文をよく読み、要点をまとめておくこと。講義の際
に英和辞典を持参すること。 

 



年度 2012 
授業コード MIY9012 
成績評価 小テスト 20%および提出課題やレポート 80%により成績を評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス シミュレーション科学専攻(11〜12) 
見出し MIY9012 シミュレーション科学特別講義Ⅲ 
担当教員名 直島 好伸 
単位数 1 
教科書 適宜パワーポイントで作成した資料や最新の研究論文のコピーを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード プロテインデータバンク（PDB）、エイズ、インフルエンザ、アルツハイマー、

生体分子量子化学計算、フラグメント分子軌道法、タンパク質密度汎関数法 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 シミュレーション科学特別講義Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 はじめての生命科学／菊池慎太郎・⻘江誠一郎、岡本威明・佐藤健三・直島好伸・

⻑谷川靖／三共出版 ： Biochemistry／H. Garret and C. M. Grisham／Thomson 
Brooks/ColeS： Computational Organic Chemistry／M. Bachrach／Wiley：The 
Fragment Molecular Orbital Method／D. G. Fedorov and K. Kitaura eds.／CRC 
Press 

授業形態 講義 
注意備考 生命化学や有機化学、および計算化学の基礎的な知識が必要。 

パソコンを使ってパワーポイントなどの電子教材をプロジェクターで提示しま
す。 

シラバスコード MIY9012 
実務経験のある教員  
達成目標 ①生体におけるタンパク質の重要な機能を知ること。 

②タンパク質などの生体分子の計算シミュレーション手法の原理や特徴などを
理解し、実際に計算できること。 
③フラグメント分子軌道法やタンパク質密度汎関数法のような、生体分子全電子
量子化学計算法の原理や特徴を理解できること。 
④専門性の高い生体分子化学計算の英語論文を読んで、理解、説明ができること。 

受講者へのコメント  
連絡先 直島好伸研究室 ２１号館２Ｆ 086-256-9639 naoshima@sp.ous.ac.jp ホーム

ページ http://chemnaobic.sp.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  



関連科目 分子モデリングシミュレーション 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 タンパク質は生命体の種々の機能に関与する重要な生体分子の一つである。タン

パク質の構造や機能についての知識と共に、アルツハイマーに関連するタンパク
質、エイズやインフルエンザに関連するタンパク質、および甘味や苦味などの味
覚に関連するタンパク質などに対する計算シミュレーションによる研究手法を
修得する。また、タンパク質の計算シミュレーションに関し、最新の計算手法
（QM/MM 法、全電子量子化学計算法）を理解し、習得することを目指す。さら
に、量子生命化学という新しい研究分野の方向性と可能性を探り、医薬品の創出
など、計 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 タンパク質の構造や機能、およびタンパク質とプロテインデータバンク(PDB)に

ついてあらかじめ調べておくこと。また、事前に配布するプリントや資料をよく
読んでおくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MIY9013 
成績評価 演習課題に関する発表やレポート 60%および英語論文内容についての説明、発

表 40%により成績を評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス シミュレーション科学専攻(11〜12) 
見出し MIY9013 特別演習 
担当教員名 直島 好伸 
単位数 6 
教科書 担当教員より必要に応じて指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード シミュレーション、バイオ・ナノ、生体分子、論文読解⼒、コミュニケーション

⼒、英語論文 
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 特別演習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 担当教員から適宜指示する。 
授業形態 演習 
注意備考 担当教員の指示による。 
シラバスコード MIY9013 
実務経験のある教員  
達成目標 ①計算化学シミュレーションの特定の課題について、論文（特に英語論文）、書

籍、インターネットなどで調査できること。 
②計算化学シミュレーションの特定の演習課題について要旨を作成し、説明、発
表ができること。 
③発表した内容の質問に対し、的確に答えることができること。 
④計算化学シミュレーションの特定の分野の英語論文の内容を、英和辞典を使用
せずにある程度把握できること。 

受講者へのコメント  
連絡先 直島好伸研究室 ２１号館２Ｆ 086-256-9639 naoshima@sp.ous.ac.jp ホーム

ページ http://chemnaobic.sp.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 分子モデリングシミュレーション、シミュレーション科学特別講義 III 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 計算化学シミュレーションの特定の課題について、調査、解析、問題解決する能

⼒を養う。また同時に、計算化学シミュレーションに関する英語研究論文の内容



を理解、整理し、わかりやすく説明できる能⼒を身につけることを目指す。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 有機化学や生物化学は言うまでもなく、分子軌道法や量子化学についてよく調

べ、理解しておくこと。コンピュータの基本的な用語を知っておくこと。また、
英語文法や読解の基本的な知識を身につけておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MIY9022 
成績評価 各実習後のレポート２回分（各３０％）と総括のレポート４０％の割合で採点す

る。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス シミュレーション科学専攻(11〜12) 
見出し MIY9022 シミュレーション科学特別講義Ⅳ 
担当教員名 中⼒ 眞一 
単位数 1 
教科書 基本的にノート講義。 

資料は、ブラックホールの周りの星の運動のシミュレーションについては下記サ
イトに http://andromeda.sp.ous.ac.jp/groups/a62e6/ 
また、相対論についての概説は 
http://andromeda.sp.ous.ac.jp/groups/592ff/にある。 

アクティブラーニング  
キーワード 相対論、月の運動、ブラックホールの周りの星の運動、シミュレーション、Java, 

iPad 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 シミュレーション科学特別講義Ⅳ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 Robert J.A.Lombourne, ”Relativity, Gravitation and Cosmology”, Cambridge 

Univ. Press 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MIY9022 
実務経験のある教員  
達成目標 身近な月や惑星の運動とブラックホールの周りの星の運動との相違や、Java や

iOS 用のプログラミング言語について理解ができること。 
受講者へのコメント  
連絡先 21 号館５階 研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 宇宙物理特論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ニュートン軌道と相対論軌道の相違や、ブラックホールの周りの時空構造につい

てコンピュータ言語（Java と Objective-C）の学習と共に、シミュレーションプ
ログラムによる体験的な理解を目指す。 



対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 ニュートン⼒学に依る惑星運動について説明する。 

2 回 太陽の周りの地球と月の運動について説明する。 
3 回 前回の復習から始め、その理論に基づいて作成した Java によるプログラム
について説明し、その後そのプログラムを用いて実習する。 
4 回 相対論的等加速度直線運動について説明する。 
5 回 前回の復習から始め、その理論に基づいて iOS(iPhone/iPad 用の OS)用に
作ったアプリケーションについて説明し、その後そのプログラムを用いて実習す
る。 
6 回 シュワルツシルド型ブラックホールの周りを運動する星の振る舞いについ
て説明する。  
7 回 前回の復習から始め、その理論に基づいて Java で作ったアプリケーション
について説明し、その後そのプログラムを用いて実習する。 
8 回 相対論を用いた各種プログラムとプログラミングについて、Java3D の紹介
も含めて総括する。 

準備学習 1 回 ニュートン⼒学の復習をしておくこと。 
2 回 ニュートンの運動方程式を用いて、地球と月の運動方程式が作れるように、
また月の地球の周りの運動についてインターネット等を利用して調べておくこ
と。 
3 回 前回の復習を行うと共に、Java 言語について調べておくこと。 
4 回 前回の実習の結果をまとめてレポートを作成すると共に、特殊相対論にお
ける速度合成則と加速度について資料により調べておくこと。 
5 回 前回の復習を行うと共に、インターネットを利用して Objective-C 言語につ
いて調べておくこと。 
6 回 前回の実習の結果をまとめてレポートを作成すると共に、資料により一般
相対論における重⼒、および測地線について調べておくこと。 
7 回 前回の復習を行うと共に、第３回の実習資料を用いて Java について復習し
ておくこと。 
8 回 前回の実習のまとめも含めて、講義全体で学んだ理論と実習によって得た
結果についてのレポートを作成する準備をしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MIY9023 
成績評価 学ぶ姿勢、研究の活動状況、情報収集⼒と収集情報の質、特別研究論文の内容、

プレゼンテーション能⼒と内容など総合的に評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス シミュレーション科学専攻(11〜12) 
見出し MIY9023 特別研究 
担当教員名 小野 忠良 
単位数 12 
教科書 特別研究論文の完成に必要なものを適宜指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード 核融合、スクレイプオフ層、プラズマー表面相互作用、トリチウム堆積、差分法、

拡散方程式、コンピュータシミュレーション、解析・分析能⼒、プレゼンテーシ
ョン能⼒、コミュニケーション能⼒、英語論文読解⼒、自己管理⼒ 

開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 特別研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指導教員が適時示す。 
授業形態 実験実習 
注意備考 研究成果を研究会や学会などで発表するために、パワーポイントによる発表原稿

の作成を行う。 
自主的、継続的に、且つ責任を持った研究・発表を行うこと。 

シラバスコード MIY9023 
実務経験のある教員  
達成目標 ①研究課題の計画を自ら立案し、正しく実施できること 

②研究に必要な情報を収集し、研究課題について自分自身の解決法を見出せるこ
と 
③研究結果について複数の観点から比較、検討し、論理的に正しい解釈ができる
こと 
④研究課題の解決を通して自ら考える⼒、創造性を養えるようにすること 
⑤計算機の仕組み、入⼒データの意味を含めたソフトの流れや内容に習熟するこ
と 
⑥計算機ソフトの背景にある物理を理解すること。 
⑦研究結果を解析、整理し、わかりやすくインパクトのあるプレゼンテーション
ができること 
⑧学会等での研究発表におい 

受講者へのコメント  
連絡先 小野忠良研究室 21 号館 5Ｆ 086-256-9619  ono@sp.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 



各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 シミュレーション科学専攻の全ての科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 指導教員の指導の下、研究に必要なコンピュータシミュレーション技術の取得と

計算科学ソフウェアを活用して、核融合炉プラズマ表面相互作用に関するテーマ
の研究を行う。研究課題の遂行および研究室や学会等での発表、発表要旨や特別
研究論文の作成などを通して、自ら研究に取り組み、問題の対処法や解決策を見
出す能⼒を養い、且つ継続して学び、研鑽することの重要性を体験する。また、
物事を論理的に考え、判断する⼒、日本語の記述⼒、英文読解⼒、聴く⼈を納得
させるわかりやすいプレゼンテーション能⼒を身につけ、さらに、それらを一段
と向上 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 指導教員の助言、指導のもと、研究目標や研究計画を立てること。 

 



年度 2012 
授業コード MSB1111 
成績評価 講義でのトピックス発表（50%、受講者 1 ⼈当たり 1 回）とレポート（50%）で

評価する。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 生物化学専攻(11〜12) 
見出し MSB1111 植物生理化学特論 
担当教員名 猪口 雅彦 
単位数 2 
教科書 講義時にプリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 植物分子生理学，刺激応答，信号伝達，遺伝子発現調節 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 植物生理化学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 テイツ／ザイガー 植物生理学（第 3 版）、L. テイツ, E. ザイガー（編）、⻄谷和

彦, 島崎研一郎（監訳）、培風館 ISBN 4-563-07784-4 
（上記参考書の原書新版。英語の勉強にもなるのでオススメ→）Plant Physiology, 
5th Ed., Taiz, L. and Zeiger, E., Eds., Sinauer Associates, Inc. (2010) ISBN 978-0-
87893-866-7 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSB1111 
実務経験のある教員  
達成目標 高等植物の生理現象を内的に制御する分子メカニズムについて理解し、分子メカ

ニズムが未解明の現象についても演繹的に推論することができる様になる。 
英文科学誌に定期的に目を通して、最新情報の概要を素早く手に入れられる様に
なる。 

受講者へのコメント  
連絡先 1 号館 2 階，ino@dbc.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 高等植物の生理現象の分子生理学的なメカニズムについて、外的・内的なシグナ

ルとその受容機構、信号伝達経路、遺伝子転写制御等の最新の知見を解説し、理
解を深める。毎回冒頭に受講生による短いトピックス（英文科学誌から選ばせる）



の発表を課する。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションとして、本講義の進め方の説明をし、植物の生理現象に

おける分子生理学的視点について概説する。 
2 回 高等植物のゲノムと遺伝子の構造について解説する。 
3 回 前回の講義に関連する最新の文献の紹介と解説を行う。 
4 回 植物における遺伝子発現の解析方法について解説する。 
5 回 前回の講義に関連する最新の文献の紹介と解説を行う。 
6 回 植物ホルモン信号伝達の分子メカニズムについて解説する。 
7 回 前回の講義に関連する最新の文献の紹介と解説を行う。 
8 回 花芽形成制御の分子メカニズムについて解説する。 
9 回 前回の講義に関連する最新の文献の紹介と解説を行う。 
10 回 花の形態形成の分子メカニズムについて解説する。 
11 回 前回の講義に関連する最新の文献の紹介と解説を行う。 
12 回 植物の生体防御反応の分子メカニズムについて解説する。 
13 回 前回の講義に関連する最新の文献の紹介と解説を行う。 
14 回 植物の環境ストレスに対する応答反応の分子メカニズムについて解説す
る。 
15 回 前回の講義に関連する最新の文献の紹介と解説を行う。 

準備学習 1 回 分子生理学とはどういう学問かについて調べておく。 
2 回 ゲノムとは何か、また真核生物の遺伝子構造について調べておく。 
3 回 予め配布する英文抄録を訳して、大意をまとめておく。 
4 回 遺伝子発現の過程について復習しておく。 
5 回 予め配布する英文抄録を訳して、大意をまとめておく。 
6 回 植物ホルモンの種類と、主な作用について調べておく。 
7 回 予め配布する英文抄録を訳して、大意をまとめておく。 
8 回 高等植物が花をつける条件について調べておく。 
9 回 予め配布する英文抄録を訳して、大意をまとめておく。 
10 回 花を構成する器官について、種類と配置を調べておく。 
11 回 予め配布する英文抄録を訳して、大意をまとめておく。 
12 回 植物が他の生物（病原体や害虫など）に対して示す反応を調べておく。 
13 回 予め配布する英文抄録を訳して、大意をまとめておく。 
14 回 植物が環境ストレス（低温や乾燥など）に対して示す反応を調べておく。 
15 回 予め配布する英文抄録を訳して、大意をまとめておく。 

 



年度 2012 
授業コード MSB1112 
成績評価 課題提出 100％で成績を評価する。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 生物化学専攻(11〜12) 
見出し MSB1112 生物無機化学特論 
担当教員名 尾堂 順一 
単位数 2 
教科書 講義内容に即したプリントを使用する。 
アクティブラーニング  
キーワード 金属錯体，医薬品，生理活性，疾病の治療，疾病の診断 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生物無機化学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義内容に合わせて適宜指示をする。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSB1112 
実務経験のある教員  
達成目標 ・放射性同位元素及び放射線について説明できる 

・核医学診断薬について説明できる 
・ポルフィリン誘導体の構造と特性を説明できる 
・ポルフィリン金属錯体の酵素活性を説明できる 
・光増感作用とその医療分野への応用を説明できる 
・チアカリックスアレーン誘導体の特性とその医療への応用を説明できる 
・金属含有医薬品について説明できる 

受講者へのコメント  
連絡先 １号館３階の尾堂研究室（odo@dbc.ous.ac.jp） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 「生物無機化学演習」を受講すると、更に理解が深まる。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  近年，金属錯体の持つ生理作用を医学・薬学の分野に応用する研究が展開され，

大きな成果を挙げている。例えば，制がん剤であるシスプラチンやブレオマイシ
ン，レーザーとの併用で腫瘍の診断・治療に利用される金属ポルフィリン誘導体
などは，その代表的な研究成果の例である。 
 本特論では，このような金属錯体の医学・薬学への応用例を紹介しながら，金



属錯体の持つ生理作用がどのように医療の分野に利用されているかを学習・理解
することを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。「生物無機化学特論」で何を講義するのか、どのよう

な内容にするのかなど、今後の講義の進め方を説明する。 
2 回 放射性同位元素の種類とその特性について解説する。 
3 回 放射線の種類とその特性（特に、生体への影響）について解説する。 
4 回 疾病の診断や治療に利用される放射性医薬品の種類とその特性について解
説する。 
5 回 疾病の診断や治療に利用される放射性医薬品の特性（特に、臓器特異性）に
ついて解説する。 
6 回 疾病の診断や治療に利用される放射性医薬品の反応メカニズムについて解
説する。 
7 回 ポルフィリン金属錯体の構造の特徴（π 電子雲の広がり、平面性及び DNA
との相互作用など）とその性質について解説する。 
8 回 生体内で重要な役割を果たしているポルフィリン金属錯体の構造の特徴や
機能について解説する。 
9 回 生体内で重要な役割を果たしているポルフィリン金属錯体（特に、活性酸素
の消去機能を有する酵素）の構造の特徴や機能について解説する。 
10 回 ポルフィリン誘導体と DNA との相互作用及びそれを利用する医療分野へ
の応用（主に、制がん剤への応用）について解説する。 
11 回 ポルフィリン誘導体の優れた光増感作用とその医療分野への応用について
解説する。 
12 回 ポルフィリン誘導体の優れた光増感作用を悪性腫瘍の治療に応用したにつ
いて解説する。 
13 回 臨床化学分析に応用できる優れた酵素様機能を有するチアカリックスアレ
ーン金属錯体の応用例について解説する。 
14 回 実際に医療現場で利用されている金属含有医薬品の種類とその特性につい
て解説する。 
15 回 実際に医療現場で利用されている金属含有医薬品の反応メカニズムについ
て解説する。 

準備学習 1 回 今後の講義内容の確認をする。 
2 回 事前に配布したプリント「放射性同位元素と放射線」を予習し、関連する分
野の資料を読んでおくこと。 
3 回 事前に配布したプリント「放射性同位元素と放射線」を予習し、関連する分
野の資料を読んでおくこと。 
4 回 事前に配布したプリント「放射性医薬品」を予習し、関連する分野の資料を
読んでおくこと。 
5 回 事前に配布したプリント「放射性医薬品」を予習し、関連する分野の資料を
読んでおくこと。 
6 回 事前に配布したプリント「放射性医薬品」を予習し、関連する分野の資料を
読んでおくこと。 



7 回 事前に配布したプリント「ポルフィリン誘導体の特性」を予習し、関連する
分野の資料を読んでおくこと。 
8 回 事前に配布したプリント「生体内のポルフィリン誘導体」を予習し、関連す
る分野の資料を読んでおくこと。 
9 回 事前に配布したプリント「生体内のポルフィリン誘導体」を予習し、関連す
る分野の資料を読んでおくこと。 
10 回 事前に配布したプリント「DNA と相互作用するポルフィリン誘導体」を
予習し、関連する分野の資料を読んでおくこと。 
11 回 事前に配布したプリント「腫瘍親和性感光色素としてのポルフィリン誘導
体」を予習し、関連する分野の資料を読んでおくこと。 
12 回 事前に配布したプリント「腫瘍親和性感光色素」を予習し、関連する分野
の資料を読んでおくこと。 
13 回 事前に配布したプリント「酵素様機能を有するチアカリックスアレーン誘
導体」を予習し、関連する分野の資料を読んでおくこと。 
14 回 事前に配布したプリント「金属含有医薬品」を予習し、関連する分野の資
料を読んでおくこと。 
15 回 事前に配布したプリント「金属含有医薬品」を予習し、関連する分野の資
料を読んでおくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MSB1311 
成績評価 レポ−ト（100％）により評価する 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 生物化学専攻(11〜12) 
見出し MSB1311 分子生物学特論 
担当教員名 南 善子 
単位数 2 
教科書 指定しない 
アクティブラーニング  
キーワード DNA, RNA, タンパク質 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 なし 
科目名 分子生物学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指定しない 
授業形態 講義 
注意備考 特になし 
シラバスコード MSB1311 
実務経験のある教員  
達成目標 分子生物学の基本をしっかりと学び，研究に生かせるようにする 
受講者へのコメント 積極的に学ぶ努⼒をしましょう 
連絡先 1 号館 1 階 研究室（南）minami@dbc.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 概ね、評価よし 
英文科目名  
関連科目 なし 
次回に向けての改善変更予定 学生の積極性をのばす講義にしたい 
講義目的 分子生物学の分野に関連した研究を紹介し，解説する。この分野での最新の研究

について広く理解し，考え方を深める。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回  オリエンテ−ション。講義の進め方を説明し、簡単に内容を紹介する。 

2 回  最新研究のビデオ観賞 （1）を行い、内容を説明する。 
3 回  前回の研究を解説し、ディスカッションする。 
4 回  最新研究のビデオ観賞（2）を行い、内容を説明する。 
5 回  前回の研究を解説し、ディスカッションする。 
6 回  関連した論文（1）の紹介し，解説する。 
7 回  関連した論文（1）の質疑・応答を行う。 
8 回  関連した論文（2）の解説する。 



9 回  関連した論文（2）の質疑・応答を行う。 
10 回  RNA について、学部の復習を行い，解説する。 
11 回  RNA 研究を紹介（1）する。 
12 回  前回 2 回分の質疑・応答を行う。 
13 回  RNA 研究を紹介（2）する。 
14 回  RNA 研究を紹介（3）する。 
15 回  前回 2 回分の質疑・応答を行う。 

準備学習 1 回  特になし 
2 回  いくつかのキーワードを調べておく。 
3 回  前回のビデオ内容について，分からないことを調べておく。 
4 回  ディスカッションで出た疑問をまとめておく。 
5 回  前回のビデオ内容について，分からないことを調べておく。 
6 回  ディスカッションで出た疑問をまとめておく。 
7 回  前回の内容について，分からないことを調べておく。 
8 回  ディスカッションで出た疑問をまとめておく。 
9 回  前回の内容について，分からないことを調べておく。 
10 回  RNA についての学部レベルの理解を確認しておく 
11 回  前回の内容について，分からないことを調べておく。 
12 回  前回の内容について，分からないことを調べておく。 
13 回  ディスカッションで出た疑問をまとめておく。 
14 回  前回の内容について，分からないことを調べておく。 
15 回  前回の内容について，分からないことを調べておく。 

 



年度 2012 
授業コード MSB2112 
成績評価 課題（20%）とレポート（80%）により評価する。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 生物化学専攻(11〜12) 
見出し MSB2112 微生物機能学特論 
担当教員名 三井 亮司 
単位数 2 
教科書 適宜、プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 応用微生物、微生物代謝、分子育種 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 微生物機能学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ゲノム微生物学 / 木村光著 /シュプリンガー・フェアラーク東京： 

遺伝子から見た応用微生物学 / 熊谷英彦 加藤暢夫 村⽥幸作 阪井康能 / 
朝倉書店 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSB2112 
実務経験のある教員  
達成目標 微生物機能を分子レベルで理解する。応用微生物学分野のトピックスを知り、掘

り下げられる知識を習得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 1 号館 1 階 三井亮司 

Mail rmitsui@dbc.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 微生物は多様な環境で生存するためにユニークな機能を身につけたものが多く

見られる。これらの機能を食品・医薬・工業などに利用するには、その機能を分
子レベルで理解することが必要である。近年の解析技術の進歩により、多くの微
生物ゲノムが解読され、新たな知見が得られている。本講義では微生物の代謝お
よびそれに関わる酵素系等の解析法、微生物ゲノムの解析、また、応用を目的と
した微生物育種法などについても解説する。 

対象学年 1 年/2 年 



授業内容 1 回 講義の進め方、概要について説明する。 
2 回  遺伝情報に基づく微生物の分類について解説する。 
3 回  遺伝情報に基づく微生物の分類について解説する。 
4 回  大腸菌の組換え技術と物質生産について解説する。 
5 回  グラム陰性菌の組換え技術と物質生産について解説する。 
6 回  枯草菌の組換え技術と分泌生産について解説する。 
7 回  微生物代謝と発現調節について解説する。 
8 回  微生物代謝と発現調節について解説する。 
9 回  微生物代謝と発現調節について解説する。 
10 回  微生物の生体防御と遺伝子について解説する。 
11 回  培養できない微生物とメタゲノム解析について解説する。 
12 回  環境と微生物について解説する。 
13 回  関連した論文の解説について解説する。 
14 回  関連した論文の解説について解説する。 
15 回  レポート作成について説明する。 

準備学習 1 回 応用微生物、応用酵素学、遺伝子工学等の復習をしておくこと。 
2 回  微生物の分類について調べておくこと。 
3 回  前回の復習と疑問点をまとめておくこと。 
4 回  前回の復習と疑問点をまとめておくこと。 
5 回  前回の復習と疑問点をまとめておくこと。 
6 回  前回の復習と疑問点をまとめておくこと。 
7 回  前回の復習と疑問点をまとめておくこと。 
8 回  前回の復習と疑問点をまとめておくこと。 
9 回  前回の復習と疑問点をまとめておくこと。 
10 回  前回の復習と疑問点をまとめておくこと。 
11 回  前回の復習と疑問点をまとめておくこと。 
12 回  前回の復習と疑問点をまとめておくこと。 
13 回  前回の復習と疑問点をまとめておくこと。 
14 回 前回の復習と疑問点をまとめておくこと。 
15 回 本講義全般において疑問点をまとめておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MSB2311 
成績評価 講義の課題レポート１００％により成績を評価する。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 生物化学専攻(11〜12) 
見出し MSB2311 微生物学特論 
担当教員名 ⽥中 三男 
単位数 2 
教科書 プリント冊子 
アクティブラーニング  
キーワード 微生物培養操作、微生物反応モデル、酵素反応モデル、反応速度論 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 無し 
科目名 微生物学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 微生物培養工学／⽥口久治、永井史郎／共立出版 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSB2311 
実務経験のある教員  
達成目標 ①微生物反応の化学量論を理解する。 

②微生物培養操作理論を理解する。 
③酵素反応速度論と微生物増殖モデルを理解する。 

受講者へのコメント 無し 
連絡先 １号館１階 ⽥中研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 無し 
英文科目名  
関連科目 応用微生物学（学部講義）を履修しておくことが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 無し 
講義目的 微生物や酵素の機能を有効利用するために工学的視点から解析的に考察する微

生物工学的思考能⼒を養う。そのため、「微生物培養工学」や「生物化学工学」の
領域の主要事項について平易に講義する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 微生物工学の意義を説明する。 

2 回 微生物反応における化学量論?１を説明する。 
3 回 微生物反応における化学量論?２を説明する。 
4 回 微生物培養技術?１を説明する。 
5 回 微生物培養技術?２を説明する。 



6 回 微生物培養操作法 （Batch 培養法）を説明する。 
7 回 微生物培養操作法２（Fed-batch 培養法）を説明する。 
8 回 微生物培養操作法 （連続培養法ー１）を説明する。 
9 回 微生物培養操作法（連続培養法ー２）を説明する。 
10 回 酵素反応速度と微生物の増殖反応モデル?１を説明する。 
11 回 酵素反応速度と微生物の増殖反応モデル?２を説明する。 
12 回 酵素反応速度と微生物の増殖反応モデル?３を説明する。 
13 回 酵素反応速度と微生物の増殖反応モデル?４を説明する。 
14 回 酵素反応速度と微生物の増殖反応モデル?５を説明する。 
15 回 溶存酸素濃度と呼吸速度（反応の速度論）を説明する。 

準備学習 1 回 微生物による物質生産における効率的生産のための工学的考察の意義に関
し予習を行うこと。 
2 回 微生物代謝における物質収支の概念に関し予習を行うこと。 
3 回 物質収支計算のための各種代謝係数の意味・意義に関し予習を行うこと。 
4 回 固体培養と液体培養の⻑所と短所に関し予習を行うこと。 
5 回 回分培養と連続培養の⻑所と短所に関し予習を行うこと。 
6 回 回分培養法の特徴に関し予習を行うこと。 
7 回 流加培養法の特徴に関し予習を行うこと。 
8 回 連続培養法の特徴について調べておくこと、また連続培養の問題点に関し
予習を行うこと。 
9 回 連続培養におけるケモスタットとタービドスタット法の特徴に関し予習を
行うこと。 
10 回 酵素反応の速度の数学的表現法について予習しておくこと、また、反応次
数に関し予習を行うこと。 
11 回 自触媒反応と連鎖反応についての反応式に関し予習を行うこと。 
12 回 酵素反応の拮抗阻害反応形式に関し予習を行うこと。 
13 回 酵素反応における非拮抗阻害形式に関し予習を行うこと。 
14 回 酵素反応における不拮抗阻害形式に関し予習を行うこと。 
15 回 微生物増殖と溶損酸素および呼吸速度との関係に関し予習を行うこと。 

 



年度 2012 
授業コード MSB29A1 
成績評価 講義中での質疑応答（講義への参加度）30%，レポート 70%で評価する。 
曜日時限 火曜日 9・10 時限 
対象クラス 生物化学専攻(11〜12) 
見出し MSB29A1 フューチャーフィジックス 
担当教員名 平岡 裕、米⽥ 稔、豊⽥ 新、畑中 啓作、川端 晃幸、堀 純也、中川 幸

子、蜷川 
単位数 2 
教科書 適宜資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 物理学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 フューチャーフィジックス 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて各担当者が指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 講義日程や内容を変更する場合があるので，掲示板とか E-mail に注意すること。

また，受講者の連絡先を第１回の講義時に登録しておくこと。 
シラバスコード MSB29A1 
実務経験のある教員  
達成目標 1)物理学の考え方を理解し，身近な物理現象を説明できる。 

2)最近の物理学の研究を通して，物理学の目指しているものを知る。 
受講者へのコメント  
連絡先 各担当教員（第１回目の講義時に連絡先のリストを配布する） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 応用物理学専攻開講の各科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 最近の理学研究は，研究分野が多岐にわたり学際的な傾向をもつものである。し

たがって，自分が専攻する修士課程での研究分野だけでなく，それ以外の分野に
関する知見を得ることが望まれる。本講義では，応用物理学専攻所属の教員によ
る講義とそれに対する質疑応答を通して，さまざまな研究分野に関する理解を深
めるとともに実践的な研究能⼒を高めることを目的とする。また，物理学の各分
野における先端的研究開発の現状を聴講することによって，普遍的な研究開発の
方法論を修得することを目指す。 

対象学年 1 年/2 年 



授業内容 1 回 イントロダクションを行う。 
2 回 加速された荷電粒子が媒質を通過する際に誘起される種々の物理現象を解
説する。 
3 回 量子物理学とその最近の発展について概説する。 
4 回 半導体低次元構造薄膜（量子井⼾、量子ドット）の形成と物性について，研
究室での仕事を中心に概観する。 
5 回 太陽電池を構成する半導体の特徴や応用を学習し，本研究室における半導
体の研究成果を紹介する。 
6 回 新エネルギー開発の鍵を握る新材料・新素材について，研究開発の現状と将
来について講義する。 
7 回 超伝導の基礎物性，いろいろな超伝導物質，超伝導の応用について説明す
る。 
8 回 生命を育んだ惑星の大気の温室効果について，その原理を講義する。 
9 回 放射線科学に関する最新の情報を提供する。 
10 回 隕石及び関連する惑星科学について講義する。 
11 回 酸化ストレスによる細胞障害機構解明における物理分野の貢献とその展望
について講義する。 
12 回 最近の物理トピックスに関する理解を深めるため，実験を通して基礎的な
物理現象を紹介する。 
13 回 一次視覚野の発見について，過去の研究の歴史を紹介するとともに，脳磁
図による最近の研究を紹介する。 
14 回 マクロバブルやナノバブルといわれる特殊な気泡について，現在までにわ
かっている性質とその応用例について研究成果を交えながら紹介する。 
15 回 物理学の未来について講義する。 

準備学習 1 回 最近の物理学に関連したトピックスをウェブ等で調べておくこと。 
2 回 ⼒学，電磁気学でのエネルギーと運動量の授受について調べておくこと。 
3 回 2001 年，2005 年ノーベル物理学賞の内容について調べておくこと。 
4 回 事前に配付したプリントを読んでおくこと。 
5 回 太陽電池について調べておくこと。 
6 回 本，雑誌，インターネット等で様々な新エネルギーについて調べておくこ
と。 
7 回 絶対温度および金属の抵抗の温度変化について調べておく。 
8 回 温室効果ガス（二酸化炭素など）と地球温暖化について書籍，インターネッ
トなどで調べておくこと。 
9 回 事前に配布した資料を読んでおくこと。 
10 回 隕石について調べておく。 
11 回 活性酸素，フリーラジカル障害あるいは酸化ストレスについて調べておく
こと。 
12 回 自分が興味をもった物理現象について調べておくこと。 
13 回 視覚について，高校の生物の教科書，書籍，ウェブ等で調べておくこと。 
14 回 一般的な「泡」というものについて書籍等で調べておくこと。 
15 回 これまでの講義について復習しておくこと。 



 



年度 2012 
授業コード MSB3111 
成績評価 レポート（20％）と定期試験（80％）により評価する。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 生物化学専攻(11〜12) 
見出し MSB3111 生理活性物質特論 
担当教員名 林 謙一郎 
単位数 2 
教科書 適宜、プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 機器分析、スクリーニング、構造活性相関、リード化合物、医薬・農薬 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特になし 
科目名 生理活性物質特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜、プリントを配布する。 
授業形態 講義 
注意備考 特になし 
シラバスコード MSB3111 
実務経験のある教員  
達成目標 生理活性物質の研究・開発に必要な、基礎的な知識を身につけること。すなわち、

活性物質の構造情報の解析と活性の評価を行うために必要である 
（１）核磁気共鳴分析、質量分析などの分析手法の基礎理論 
（２）活性物質の生物学的活性の評価方法 
（３）活性化合物の構造最適化手法 
（４）活性物質探索のための構造データーの取り扱い方法について、理解する事
を達成目標とする。 

受講者へのコメント 特になし 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし 
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 特になし 
講義目的 生理活性物質とは、生物に何らかの作用を有する物質である。この生理活性物質

のうちで、⼈間に有用な物質が、医薬、農薬や、食品添加物などに、開発、利用
されてきた。本講議では、生理活性物質の抽出、精製、化学構造の決定、および
生理活性物質の概念と作用機構、最新の遺伝子組み換え技術を用いた生理活性検
定系、化合物ライブラリー、HTS (High through-put screening)などについて、



講義を行う 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション、生理活性物質の概念について、説明する。 

2 回 生理活性物質の構造解析、特に NMR の基礎理論１であるスピン量子数、核
磁気共鳴などについて説明する。 
3 回 生理活性物質の構造解析、特に、NMR のハードウェア、プローブ、超伝導
磁石、AD 変換、ラジオ波発信、パルスシークエンスなどについて説明する。 
4 回 生理活性物質の構造解析、特に FT-NMR の原理、2 次元 NMR について、
説明する。 
5 回 生理活性物質の構造解析、特に質量分析のイオン化、分析部の作動原理、EI-
MS や CI-MS について説明する。 
6 回 生理活性物質の構造解析、特に FAB-MS，GC-MS, LC-MS などと、それら
に関連する TOF-MS や MS/MS について解説する。 
7 回 生理活性物質の作用機構、薬物がどのように生体で作用するのか、其の基本
的な概念について詳細を解説する。 
8 回 薬物を様々な化合物群から探索することを、スクリーニングと呼ぶ、ランダ
ムスクリーニングと合理的スクリーニングの手法やスクリーニング戦略につい
て解説する。 
9 回 多種類の化合物から、特異的に作用する生理活性物の活性を検定するため
の、バイオアッセイ系について、その詳細を解説する。 
10 回 スクリーニングの過程で見出された生理化合物の性能を最適化するため
に、通常、リード化合物の構造最適化を行う。それらの過程や戦略を解説する、 
11 回 スクリーニングなどやバイオアッセイ系などの要素技術を組み合わせて、
生理活性物質を同定した論文を解説し、生理活性物質の研究過程を解説する。 
12 回 合成化合物や天然化合物からなる化合物ライブラリーの概念や性質につい
て解説する。 
13 回  化学構造を統合的に構築している化学構造データーベースについて、解
説する。 
14 回 多数の化合物生理活性検定を、迅速に処理するためのハイスループットス
クリーニングと、計算機上で活性を評価するインシリコスクリーニングについ
て、説明する。 
15 回 これまでの生理活性物質に関連した論文を解説する。 

準備学習 1 回 医薬や農薬についてについて、復習を行い、2 回目以降の講義について予習
すること。 
2 回 核磁気共鳴の基本方程式とスピン量子数について予習しておくこと。 
3 回 ロックシグナル、シムコイル、超伝導磁石、高周波発振器、ＡＤ変換につい
て予習しておくこと。 
4 回 ２次元 NMR スペクトルである COSY,HMQC,HMBC,NOESY について、
予習しておくこと。 
5 回 磁場型、４重極型、飛行時間型質量分析器とイオン化方法について、予習し
ておくこと 
6 回 GC-MS, LC-MS および、ペプチドフィンガーマッピング、プロテオーム、



メタボロームについて予習しておくこと。 
7 回 受容体拮抗剤と酵素阻害剤について、調べておくこと。 
8 回 薬物のスクリーニングの概念と手法について、調べておくこと。 
9 回 レポーターアッセイ、受容体結合アッセイについて調べておくこと。 
10 回 構造活性相関の概念、構造アナログ、置換基等価体について調べておくこ
と 
11 回 事前に配布したプリントを予習しておくこと。 
12 回 化合物ライブラリーと化学構造情報について調べておくこと。 
13 回 ケミカルアブストラクト、ZINC データーベース、Pubchem データーベー
スについて調べておくこと。 
14 回 ハイスループットスクリーニングとインシリコスクリーニングの概念を予
習しておくこと。 
15 回 事前に配布したプリントを予習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MSB3312 
成績評価 課題演習の評価（50％）と最終的に提出するレポートの評価（50％）による。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 生物化学専攻(11〜12) 
見出し MSB3312 分子遺伝学特論 
担当教員名 池⽥ 正五 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード DNA、遺伝子構造、突然変異、DNA 修復、遺伝子病、染色体、がん 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 分子遺伝学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 細胞の分子生物学（第４版）／中村、松原 監訳／（Newton Press ）：ワインバ

ーグ がんの生物学／武藤、⻘木 訳／（南江堂）：絵でわかるがんと遺伝子／野島
博／（講談社） 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSB3312 
実務経験のある教員  
達成目標 １）学部で学習した分子遺伝学をもとに、さらに深い内容で遺伝現象を分子のレ

ベルで説明できること。 
２）遺伝子の変化と修復の仕組みについて、説明できること。 
３）遺伝子の変化と病気の成り立ちについて、分子遺伝学的な説明ができること。 
４）ニュースなどで報道される最新の生命科学の技術について、分子遺伝学的に
考えてみる習慣をつける。 

受講者へのコメント  
連絡先 池⽥研究室 1 号館 3 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 分子生物学特論の履修を勧める 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  遺伝情報を担う DNA 分子は、内的・外的要因により絶えず損傷を受けている。

DNA の損傷は突然変異を起こし、さらに大きな損傷は致死的である。ヒトでは
老化やがんをはじめとした遺伝子病の原因となる。しかし、すべての生物にはこ
れら DNA の損傷を修復する機構が備わっており、DNA の正しい塩基配列が保



たれている。本講義では、DNA の損傷と修復の分子機構を、学部で学んだ分子
遺伝学を復習しながら詳細に講義する。また、遺伝子の変異に起因するヒトの病
気の成り立ちについても概論する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 分子遺伝学特論を理解するための基礎知識を確認・修得するため、「メンデ

ルが発見したこと」を分子遺伝学的に説明する。 
2 回 分子遺伝学特論を理解するための基礎知識を確認・修得するため、DNA の
構造と遺伝子について説明する。 
3 回 分子遺伝学特論を理解するための基礎知識を確認・修得するため、DNA の
転写と複製の仕組みについて説明する。 
4 回 分子遺伝学特論を理解するための基礎知識を確認・修得するため、遺伝子の
担体としての染色体の構造と機能について説明する。 
5 回 DNA の変異とその生物学的影響についての基礎的な項目を説明する。 
6 回  DNA の自然損傷の原因（DNA の複製エラー、互変異性体、脱アミノ反応
など）を化学的に理解し、その生物学的影響について説明する。 
7 回  DNA の自然損傷の原因（ウラシルの取り込み、塩基の欠失、酸化的損傷な
ど）を化学的に理解し、その生物学的影響について説明する。 
8 回 環境からの DNA 損傷の原因（電離放射線、紫外線など）を物理・化学的に
理解し、その生物学的影響について説明する。 
9 回 環境からの DNA 損傷の原因（アルキル化、DNA 架橋、代謝により活性化
される化合物など）を化学的に理解し、その生物学的影響について説明する。 
10 回 変異原試験の種類と原理について説明する。さらに、ヒトのがんを引き起
こすウイルスについて概説する。 
11 回 DNA の修復機構（光回復、脱アルキル化、酸化的脱メチル化、ミスマッチ
修復）について説明する。 
12 回 DNA の修復機構（塩基除去修復、ヌクレオチド除去修復、組換え修復）に
ついて説明する。 
13 回 遺伝子の異常と疾患（単一遺伝子病やミトコンドリア遺伝病など）につい
て、分子レベルで説明する。 
14 回 遺伝子の異常と疾患（多因子遺伝病や染色体異常症など）について説明す
る。また、遺伝子多型と疾患の発症や薬剤応答性の違いについて説明する。 
15 回 遺伝子の異常と疾患（がん）、特にがん遺伝子、がん抑制遺伝子および DNA
修復酵素遺伝子の変化と発がんの関連について分子のレベルで説明する。 

準備学習 1 回 テキストの該当ページをよく読んで、予習しておくこと。特に、これまでに
学んだメンデルの法則について復習しておくこと。 
2 回 テキストの該当ページをよく読んで、予習しておくこと。特に、学部で学習
した DNA の化学的構造について復習しておくこと。 
3 回 テキストの該当ページをよく読んで、予習しておくこと。特に、学部で学習
した真核生物の遺伝子構造について復習しておくこと。 
4 回 テキストの該当ページをよく読んで、予習しておくこと。特に、学部で学習
した染色体の構造について復習しておくこと。 
5 回 テキストの該当ページをよく読んでおくこと。特に、学部で学習した DNA



の変異とその生物学的影響について復習しておくこと。 
6 回 テキストの該当ページをよく読んで、予習しておくこと。特に、自然突然変
異とはなにか、調べておくこと。 
7 回 テキストの該当ページをよく読んで、予習しておくこと。特に、活性酸素の
種類と化学反応について調べておくこと。 
8 回 テキストの該当ページをよく読んで、予習しておくこと。特に、環境中の変
異原物質にはどのようなものがあるか、調べておくこと。 
9 回 テキストの該当ページをよく読んで、予習しておくこと。特に、環境に存在
したり薬として使われるアルキル化剤にはどのようなものがあるか、調べておく
こと。 
10 回 テキストの該当ページをよく読んで、予習しておくこと。特に、変異原試
験にはどのようなものがあるか、調べておくこと。 
11 回 テキストの該当ページをよく読んで、予習しておくこと。特に、学部で学
習した DNA 修復の仕組みについて復習しておくこと。 
12 回 テキストの該当ページをよく読んで、予習しておくこと。特に、塩基除去
修復やヌクレオチド除去修復のおおまかな反応について整理しておくこと。 
13 回 テキストの該当ページをよく読んで、予習しておくこと。特に、ヒトの遺
伝病にはどのようなものがあるか調べておくこと。 
14 回 テキストの該当ページをよく読んで、予習しておくこと。特に、染色体異
常症にはどのようなものがあるか調べておくこと。また、ヒトの遺伝子多型につ
いても整理しておくこと。 
15 回 テキストの該当ページをよく読んで、予習しておくこと。特に、学部で学
習した細胞周期の仕組みや増殖因子およびその情報の細胞内伝達機構について
復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MSB4111 
成績評価 課題テーマのプレゼンテーション（70%）および講義中の演習課題提出（30%）

で評価する。 
曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス 生物化学専攻(11〜12) 
見出し MSB4111 生体膜特論 
担当教員名 ⻘木 宏之 
単位数 2 
教科書 プリントを配布。 
アクティブラーニング  
キーワード 脂質 2 分子膜，相転移，相分離 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 生体膜特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 生体膜の動的構造（第 2 版）Up biology 38／大⻄俊一／東京大学出版会：生体膜

の構造とダイナミクス／佐藤清隆／共立出版 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSB4111 
実務経験のある教員  
達成目標 1) 生体膜の反応場としての構造特性を理解させる． 

2) 生体膜上で起こる反応過程と膜構造との関係の理解させる。 
受講者へのコメント  
連絡先 １号館３階研究室 e-mail: aoki@dbc.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 分子生物学特論、分子遺伝学特論、微生物学特論、微生物機能学特論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生体膜はその周辺環境（物理的因子：温度・圧⼒・光，化学的因子：塩濃度・ｐ

Ｈ）の変化に伴い、その構造をダイナミックに変化させ、生命活動に必要な生体
反応の場を提供している。この観点から、生体膜の反応場としての構造特性、お
よび構成分子間の相互作用との関連を中心に概説し、これまでの生体膜構造測定
の基礎的な実験例を基に、生体膜上で起こる反応過程と膜構造との関係の理解を
深める。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。講義の進め方を説明する。生体膜の概略について解説



する。 
2 回 細胞の膜構造とその機能の特徴について解説する。 
3 回 生体膜の構成分子について解説する。 
4 回 脂質 2 分子膜について解説する。 
5 回 疎水性相互作用について解説する。 
6 回 リン脂質−水系の構造について解説する。 
7 回 脂質 2 分子膜の相転移・相分離について解説する。 
8 回 生体膜モデルの変遷について解説する。 
9 回 生体膜の動的構造-1：相転移について解説する。 
10 回 生体膜の動的構造-2：相分離について解説する。 
11 回 光学顕微鏡法による生体膜構造研究について解説する。 
12 回 示差走査熱量測定による生体膜構造研究について解説する。 
13 回 Ｘ線小角散乱法による生体膜構造研究について解説する。 
14 回 ＮＭＲ法による生体膜構造研究について解説する。 
15 回 受講学生各自の研究課題と生体膜との関連性の課題発表に対して、総合議
論および問題点について解説する。 

準備学習 1 回 ”生体膜”と各自の修士課程研究テーマとの関連性のレポート作成 
2 回 生体膜について整理復習すること。細胞の膜構造に関し予習すること。 
3 回 細胞および微小器官の膜構造の特徴について復習すること。生体膜の構成
分子の構造に関し予習すること。 
4 回 生体膜の構成分子、リン脂質、コレステロール、タンパク質の存在比率を整
理復習すること。脂質 2 分子膜の構造に関し予習すること。 
5 回 脂質 2 分子膜の構造特性について復習すること。脂質の両親媒性特性に関
し予習すること。 
6 回 疎水性相互作用について復習すること。リン脂質−水系の構造と水分率と
の関係に関し予習すること。 
7 回 リン脂質−水系の構造について復習すること。脂質 2 分子膜の相転移・相
分離について関し予習すること。 
8 回 脂質 2 分子膜の相転移・相分離について復習すること。生体膜モデルの変
遷に関し予習すること。 
9 回 生体膜モデルの変遷について整理復習すること。熱因子誘起性相転移に関
し予習すること。 
10 回 熱因子誘起性相転移について復習すること。液性因子誘起性相分離に関し
予習すること。 
11 回 液性因子誘起性相分離について復習すること。蛍光、偏光顕微鏡の構造に
関し予習すること。 
12 回 蛍光標識法やレーザー顕微鏡法などの生体膜構造研究について整理復習す
ること。熱電対の原理に関し予習すること。 
13 回 示差走査熱量測定による生体膜構造研究について整理復習すること。X 線
の発生原理に関し予習すること。 
14 回 Ｘ線小角散乱法による生体膜構造研究について復習すること。核磁気共鳴
の原理の関し予習すること。 



15 回 ＮＭＲ法による生体膜構造研究について復習すること。各自の研究課題と
生体膜との関連性の課題発表をまとめること。 

 



年度 2012 
授業コード MSB4112 
成績評価 課題演習（70％）とレポート（30％）により採点する 
曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス 生物化学専攻(11〜12) 
見出し MSB4112 環境毒性学特論 
担当教員名 宮永 政光 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 環境汚染、毒性物質、変異原性、重金属、生体毒性 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 環境毒性学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義で指示する 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSB4112 
実務経験のある教員  
達成目標 どのような物質が毒性を持つのか、持つようになるか理解できること環境毒性学

の基本概念を理解できること生態リスク評価に関する基本的なことを理解する
こと 

受講者へのコメント  
連絡先 1 号館 3 階 環境生物化学研究室（miyanaga@dbc.ous.ac.jp） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 化学物質の環境中での動態や生体内での代謝は物理化学的性状に影響され、急

性・慢性毒性の種類や発現機構に大きく影響する。化学物質が様々な種に及ぼす
影響と、それによる生態系への影響、環境毒性学の概念を講義する。また、環境
毒性に関する最新の技術・情報等についても解説する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 環境毒性学序論。環境毒性学に関する基礎的項目を説明する。 

2 回 環境毒性学の基本概念。環境毒性学に関する概念について説明する。 
3 回 産業毒性学。産業の発達と毒性学との関連について説明する。 
4 回 毒性試験法。生体毒性・環境毒性に関する試験法について説明する。 



5 回 毒性物質の生体内動態。化学物質の生体内での代謝と動態の関係について
説明する。 
6 回 毒性物質と毒性発現のメカニズム。毒性物質の種類と構造やどのようにし
て毒性が発現するかについて説明する。 
7 回 細胞・臓器毒性および機能毒性。特定の細胞や臓器で毒性を発現する化学物
質について説明する。 
8 回 課題演習Ⅰ。毒性学に関するテーマについて討論し、内容について説明す
る。 
9 回 毒性物質の活性化。化学物質が構造変化することによる活性の増減につい
て説明する。 
10 回 環境汚染物質。公害をはじめとする環境汚染とその原因物質について説明
する。 
11 回 食品添加物と汚染物質食品添加物と汚染物質。食品に添加されている様々
な化学物質とその毒性について説明する。 
12 回 重金属・農薬・天然物質。環境に存在しうる物質とその環境毒性の可能性
について説明する。 
13 回 生体内代謝・無毒化・生物分解性。化学物質が生体で構造変化することに
よる活性の増減について説明する。 
14 回 毒性物質の生態毒性とリスク評価。化学物質が実際に生体に及ぼす毒性と
その評価法について説明する。 
15 回 課題演習Ⅱ。環境毒性に関するテーマについて討論し、内容について説明
する。 

準備学習 1 回 環境毒性とは何かを予習しておくこと。 
2 回 環境毒性とは何かを復習・予習しておくこと。 
3 回 産業と汚染・公害について予習しておくこと。 
4 回 化学的・物理的分析法やバイオアッセイについて予習しておくこと。 
5 回 生体内での代謝について予習しておくこと。 
6 回 毒性物質について予習しておくこと。 
7 回 化学物質の生体内での代謝・動態について復習・予習しておくこと。 
8 回 これまでに学習した内容をまとめておくこと。 
9 回 化学物質の生体内での代謝・動態について復習・予習しておくこと。 
10 回 環境に存在する化学物質について予習しておくこと。 
11 回 食品添加物について予習しておくこと。 
12 回 環境に存在している化学物質について予習しておくこと。 
13 回 化学物質の生体内での代謝・動態について復習・予習しておくこと。 
14 回 これまでの学習から生体毒性について復習し、リスク評価法について予習
しておくこと。 
15 回 これまでに学習した内容をまとめておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MSB4312 
成績評価 レポート（20％）、課題発表（80％）による。 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス 生物化学専攻(11〜12) 
見出し MSB4312 天然物化学特論 
担当教員名 野崎 浩 
単位数 2 
教科書 プリント等 
アクティブラーニング  
キーワード 有機化学、生物化学、生物活性、立体化学 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特になし 
科目名 天然物化学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 講義 
注意備考 学部の有機化学、生物化学を理解しておくこと 
シラバスコード MSB4312 
実務経験のある教員  
達成目標 天然有機化合物の構造、機能、応用等を総合的に理解し、生命現象を分子のレベ

ルで考え、議論する能⼒を有すること 
受講者へのコメント 特になし 
連絡先 1 号館、野崎研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし 
英文科目名  
関連科目 有機化学、生物化学 
次回に向けての改善変更予定 特になし 
講義目的 生物が固体を維持し種を保存する基本的な生命現象を支えるためには、生体機構

を正しく制御しその機能を調節することが必要である。これらの作用は物質を介
して行われ、特に移動の容易な低分子物質が重要な役割を演じる。本講義では特
徴ある生理活性に従って重要な天然物の構造と生合成経路を論ずるとともに、そ
の活性が分子の化学構造の微妙な差異により生ずることを理解させる。さらに活
性物質の作用記作を分子レベルでいかに解明していくかを解説し、その応用につ
いて述べる。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回  有機化合物の構造、特にアルカン、アルケン、アルキンについて概説する。 

2 回  有機化合物の構造、特に環式化合物、芳香族化合物、ヘテロ化合物につい



て概説する。 
3 回  生体分子（核酸、アミノ酸、タンパク質）の構造について概説する。 
4 回  生体分子（炭水化物、脂質、色素）の構造について概説する。 
5 回  生合成（酵素の分類、反応、立体化学）について概説する。 
6 回  生合成（酵素添加反応、加水分解反応）について概説する。 
7 回  ポリケチド（脂肪酸の生合成経路）について概説する。 
8 回  ポリケチド（環化反応の多様性、炭素骨格の変換）について概説する。 
9 回  イソプレノイド（IPP２リン酸の生合成経路、鎖⻑伸⻑反応）について概
説する。 
10 回  イソプレノイド（モノテルペン、セスキテルペン、ジテルペン、トリテル
ペン）について概説する。 
11 回  フェニルプロパノイド（シキミ酸、フェニルアラ二ンの生成）について概
説する。 
12 回  フェニルプロパノイド（クマリン、フラボノイド、スチルベン）について
概説する。 
13 回  アルカロイド（チロシン、オル二チン由来のアルカロイド）について概説
する。 
14 回  アルカロイド（ポリケチド由来のアルカロイド、ニコチン）について概説
する。 
15 回  課題発表 本講義に基づき、それぞれテーマを見つけ研究したことを発
表し質疑応答を行う。 

準備学習 1 回 学部の有機化学、生物化学を復習していること。 
2 回 炭素化合物の構造を理解していること。 
3 回 ヘテロ原子の特徴を理解していること。 
4 回 核酸、タンパク質の化学構造を確認しておくこと。 
5 回 炭水化物、脂質、色素の構造、特徴を理解していること。 
6 回 酵素の分類と酵素反応の例を理解しておくこと。 
7 回 酵素反応の立体化学を理解しておくこと。 
8 回 ポリケチドと脂肪酸の生合成を理解しておくこと。 
9 回 環化反応の多様性を確認しておくこと。 
10 回 イソペンテニル二リン酸の生合成を理解していること。 
11 回 鎖⻑伸⻑反応を理解していること。 
12 回 シキミ酸等の生合成を理解しておくこと。 
13 回 キノン、フラボノイド、スチルベン等の構造、生合成を理解しておくこと。 
14 回 アルカロイドの構造、機能を理解しておくこと。 
15 回 アルカロイドの生理活性の多様性を理解しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MSB43A2 
成績評価 各講義で提出されたレポート（100%)から総合的に評価する。 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス 生物化学専攻(11〜12) 
見出し MSB43A2 フューチャーケミストリー 
担当教員名 山⽥ 晴夫、赤司 治夫、若松 寛、坂根 弦太、高原 周一、横山 崇、山⽥ 

真路、 
単位数 2 
教科書 適宜，プリント資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 化学トピックス，有機化学，無機化学，分析化学，物理化学 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 フューチャーケミストリー 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜，プリント資料を配布する。 
授業形態 講義 
注意備考 集中講義ではなく，後期 15 回の講義を行うので注意すること。 
シラバスコード MSB43A2 
実務経験のある教員  
達成目標 化学の各分野のさまざまな知識や最先端の知識を理解すること。 
受講者へのコメント  
連絡先 化学専攻 専攻⻑ 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 化学専攻開講の各科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 化学専攻以外の専攻の学生に化学の研究について，その背景，目的，成果および

今後の展開についてわかりやすく述べる。国内外における化学の分野の最先端の
トピックスや関連する諸問題についてもわかりやすく解説する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 履修方法を説明する。 

2 回 原子・分子の間にはたらく静電気⼒について実験を交えて説明する。それと
関連して，分子の極性および電子レンジによる加熱の仕組みについても説明す
る。 
3 回 工業的に重要な分離や精製工程によく使われる吸着技術について説明する。 
4 回 有機化学の構造と性質の関係を，天然物化合物を例に解説する。 



5 回 軽いことはいいことだーTi 金属の精錬について 
エネルギー問題は食糧，資源問題と併せて２１世紀の３大課題である。２１世紀
は地球⼈口増加に伴って生じるこれら諸問題を⼈類が克服する世紀といえる。そ
れぞれの立場で早急にこの問題に立ち向かう必要がある。 
現代は鉄の時代と言える。それは鉄の強度，価格，資源量の 3 点の総合⼒が他の
金属を圧倒しているからである。Ｔｉは鉄と同様に強度，資源量とも申し分がな
い。しかも軽量性，耐蝕性は鉄を遙かに上回る。しかし価格の点で遠く及ばない。
その大半は精錬のコストであり，エネルギーコストでもある。チタン精錬のコス
ト低下がエネルギー問題に寄与すると言う根拠は，精錬コストの大半が電気料で
あること，またＦｅをＴｉに置き替えることによる軽量化がもたらす移動エネル
ギーコストの低下の２つである。 
21 世紀の 3 大課題に挑戦するＴｉ精錬の現状と未来について解説する。 
6 回 錯体化学 基礎と最新の話題について解説する。 
7 回 最近の流れ分析法，高速液体クロマトグラフィー，フローインジェクション
法，キャピラリー電気泳動法について解説する。 
8 回 分子の対称性と点群について解説する。 
9 回 表面張⼒の性質と，表面張⼒がかかわる種々の自然現象の理解の仕方につ
いて解説する。 
10 回 生体高分子を用いた機能性材料について解説する。 
11 回 有機化合物を使って，生命現象を解明する。 
12 回 超伝導，太陽電池，リチウムイオン二次電池，光触媒等について説明する。 
13 回 有機化合物の光反応と機能性材料への応用について解説する。 
14 回 密度汎関数法による物質の電子状態計算について解説する。 
15 回 溶液の化学について解説する。 

準備学習 1 回 化学の基礎を予習しておくこと。 
2 回 電子レンジのしくみをインターネットなどで調べておくこと。 
3 回 身の回りで吸着現象が利用されている技術を調べておくこと。 
4 回 学部レベルの教科書で有機化学の基礎を復習しておくこと。 
5 回 ジャンボジェット機の質量および自動車の質量を調べておくこと。 
6 回 生活の中に利用されている金属錯体について調べておくこと。 
7 回 流れを使った自動分析法，およびグリーンケミストリーについて調べてお
くこと。 
8 回 アンモニア分子のもつ対称要素を調べておくこと。 
9 回 自由エネルギーについて何らかの知識を得ておくこと。 
10 回 図書館等で生体高分子，特に多糖とタンパク質，核酸について調べておく
こと。 
11 回 医薬品に関する啓蒙書を予習しておくこと。 
12 回 エネルギーの有効利用はいかにあるべきかについて予め予習しておくこ
と。 
13 回 有機化合物の光反応の例を調べておくこと。 
14 回 電子の軌道と量子数について調べておくこと。 
15 回 高等学校の化学の教科書を復習しておくこと。 



 



年度 2012 
授業コード MSB5111 
成績評価 最終の授業中での試験 100％により評価する。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 生物化学専攻(11〜12) 
見出し MSB5111 天然物合成化学特論 
担当教員名 大平 進 
単位数 2 
教科書 適宜，プリントを配布 
アクティブラーニング  
キーワード 天然物合成，反応機構 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 なし 
科目名 天然物合成化学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 有機合成反応〜カルボニル基の化学〜／S. Warren／講談社 

演習で学ぶ有機反応機構／有機合成化学協会／化学同⼈ 
授業形態 講義 
注意備考 第 1 回から第 15 回の内容を順不同でおこなう 
シラバスコード MSB5111 
実務経験のある教員  
達成目標 1）酸化還元反応の選択性，反応機構の理解 

2）各種 C-C 結合形成反応の性質と反応機構の理解 
3）アニオン，カチオン，ラジカル，カルベンの行う反応の理解 
4）多段階合成の中の鍵段階の理解 

受講者へのコメント 予習をしっかりして欲しい。 
連絡先 1 号館 2 階 大平研究室 sohira@dbc.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし 
英文科目名  
関連科目 天然物化学特論 生理活性物質特論 生物有機化学特論 
次回に向けての改善変更予定 参考文献をより詳細に説明したい。 
講義目的 近年，天然物の多段階合成で用いられる実用的有機合成反応の発展は著しいが，

実際にそれらを効果的に用いる為には，それぞれの反応機構を充分理解しておく
必要がある。本講義では，古典的反応から，近年開発された反応まで，矢印を使
った有機電子論で説明を試みる。各自が，各種の問題を解いていく演習形式とす
る。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。講義の範囲と授業の進め方について説明する。 



2 回 酸性加水分解，塩基性加水分解の反応機構の違いについて説明する。 
3 回 脱水縮合における触媒の役割と加水分解との関係を説明する。 
4 回 金属を用いる酸化，有機化合物を用いる酸化の反応機構と選択性ついて説
明する。 
5 回 ハイドライド還元，金属を用いる還元，接触水素化等の反応機構と選択性に
ついて説明する。 
6 回 窒素やリン，硫⻩などを利用する有機合成反応の反応機構や選択性につい
て説明する。 
7 回 窒素やリン，硫⻩などを利用する有機合成反応の反応機構や選択性につい
て説明する。 
8 回 窒素やリン，硫⻩やなどを利用する有機合成反応の反応機構や選択性につ
いて説明する。 
9 回 アルカリ金属，アルカリ土類金属，ホウ素，ケイ素，スズを利用する有機合
成反応の反応機構や選択性について説明する。 
10 回 アルカリ金属，アルカリ土類金属，ホウ素，ケイ素，スズを利用する有機
合成反応の反応機構や選択性について説明する。 
11 回 アルカリ金属，アルカリ土類金属，ホウ素，ケイ素，スズを利用する有機
合成反応の反応機構や選択性について説明する。 
12 回 遷移金属と典型金属の組み合わせよる触媒的合成反応の反応機構と選択性
について説明する。 
13 回 遷移金属と典型金属の組み合わせよる触媒的合成反応の反応機構と選択性
について説明する。 
14 回 種々のラジカル反応の機構と選択性について説明する。 
15 回 カルベン，カルベノイド，ニトレンの行う反応の機構と選択性について説
明する。 

準備学習 1 回 曲がった矢印を使った反応機構の書き方を復讐しておくこと。第 2 回目授
業までに加水分解，脱水縮合の問題を解いておくこと。 
2 回 加水分解，脱水縮合の問題を復習しておくこと。第 3 回目授業までに加水
分解，脱水縮合の問題を解いておくこと。 
3 回 加水分解，脱水縮合の問題を復習しておくこと。第 4 回目授業までに酸化
反応の問題を解いておくこと。 
4 回 酸化反応の問題を復習しておくこと。第 5 回目授業までに還元反応の問題
を解いておくこと。 
5 回 加水分解，脱水縮合の問題を復習しておくこと。第 6 回目授業までに酸化
反応の問題を解いておくこと。 
6 回 還元反応の問題を復習しておくこと。第 7 回目授業までにエノラートの反
応の問題を解いておくこと。 
7 回 エノラートの反応の問題を復習しておくこと。第 8 回目授業までにアルカ
リ金属やアルカリ土類金属を利用する有機合成反応の問題を解いておくこと。 
8 回 アルカリ金属やアルカリ土類金属の反応の問題を復習しておくこと。第 9 回
目授業までにホウ素やケイ素を利用する有機合成反応の問題を解いておくこと。 
9 回 ホウ素やケイ素を利用する有機合成反応の問題を復習しておくこと。第 10



回目授業までにホウ素やケイ素とパラジウムを利用する有機合成反応の問題を
解いておくこと。 
10 回 ホウ素やケイ素とパラジウムを利用する有機合成反応の問題を復習してお
くこと。第 11 回目授業までにホウ素ケイ素以外の典型元素とパラジウムを利用
する有機合成反応の問題を解いておくこと。 
11 回 パラジウムを利用する有機合成反応の問題を復習しておくこと。第 12 回
目授業までにパラジウム以外の遷移金属を利用する有機合成反応の問題を解い
ておくこと。 
12 回 パラジウム以外の遷移金属を利用する有機合成反応の問題を復習しておく
こと。第 13 回目授業までにパラジウム以外の遷移金属を利用する有機合成反応
の問題を解いておくこと。 
13 回 ラジカル反応の問題を復讐しておくこと。第 14 回目授業までにカルベン，
カルベノイドを利用する有機合成反応の問題を解いておくこと。 
14 回 ラジカル反応の問題を復讐しておくこと。第 15 回目授業までにカルベン，
カルベノイドを利用する有機合成反応の問題を解いておくこと。 
15 回 カルベン，カルベノイド，ニトレンの行う反応の機構と選択性について復
讐しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MSB5112 
成績評価 レポート(30%)と期末試験(70%)により評価する。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 生物化学専攻(11〜12) 
見出し MSB5112 生物有機化学特論 
担当教員名 窪木 厚⼈ 
単位数 2 
教科書 適宜、プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 有機合成、反応機構、生体触媒 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生物有機化学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜、指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSB5112 
実務経験のある教員  
達成目標 1) 不⻫中心を正しく命名できる。 

2) 生体触媒による反応の機構を理解する。 
3) 各種化学反応の反応機構を理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先 1 号館 2 階天然物合成化学研究室 086-256-9489 kuboki@dbc.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 天然物合成化学特論、天然物化学特論、生理活性物質特論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生体現象において基礎となる生体内における物質変換（生化学反応）は、生体触

媒によってもたらされる極めて高度な選択性および効率を有する一連の化学反
応であり、それらは有機化学的解釈によって説明することができる。 
本講義では、生体触媒の反応機構に対する有機化学的な解釈、および、その有機
合成化学的な利用、および、類似した化学反応との比較について講述する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 イントロダクション：講義の進め方について説明する。 

2 回 キラリティー1：キラリティーの評価、命名法について説明する。 
3 回 キラリティー2：軸不⻫、プロキラルについて説明する。 



4 回 演習 1：第 2,3 回講義の内容に関する例題を解くことによって、具体例への
応用を説明する。 
5 回 生体触媒を利用した有機合成 1：生体触媒による反応の特徴について説明す
る。 
6 回 生体触媒を利用した有機合成 2：生体触媒による酸化還元反応について説明
する。 
7 回 演習 2：第 2,3 回講義の内容に関する例題を解くことによって、具体例への
応用を説明する。 
8 回 化学法による酸化反応について説明する。 
9 回 化学法による還元反応について説明する。 
10 回 演習 3：第 8,9 回講義の内容に関する例題を解くことによって、具体例へ
の応用を説明する。 
11 回 生体触媒を利用した有機合成 3：生体触媒による加水分解、アシル化につ
いて説明する。 
12 回 生体触媒および化学法を利用した速度論的光学分割について説明する。 
13 回 演習 4：第 11,12 回講義の内容に関する例題を解くことによって、具体例
への応用を説明する。 
14 回 生体触媒および化学法を利用した炭素-炭素結合形成反応について説明す
る。 
15 回 総合演習：第 1 から 14 回講義の内容に関する例題を解くことによって、
具体例への応用を説明する。 

準備学習 1 回 授業内容を確認すること。キラリティーの評価、命名法について予習してお
くこと。 
2 回 キラリティーの評価、命名法について復習すること。軸不⻫、プロキラルに
ついて予習しておくこと。 
3 回 軸不⻫、プロキラルについて復習を行うこと。 
4 回 第 2,3 回の講義内容について、実例を説明できるよう復習を行うこと。生体
触媒による反応の特徴について予習しておくこと。 
5 回 生体触媒による反応の特徴について復習すること。生体触媒による酸化還
元反応について予習しておくこと。 
6 回 生体触媒による酸化還元反応について復習すること。 
7 回 第 5,6 回の講義内容について、実例を説明できるよう復習を行うこと。化学
法による酸化反応について予習しておくこと。 
8 回 化学法による酸化反応について復習すること。化学法による還元反応につ
いて予習しておくこと。 
9 回 化学法による還元反応について復習すること。 
10 回 第 8,9 回の講義内容について、実例を説明できるよう復習を行うこと。生
体触媒による加水分解、アシル化反応について予習しておくこと。 
11 回 生体触媒を利用した加水分解、アシル化について復習すること。生体触媒
および化学法を利用した光学分割について予習すること。 
12 回 生体触媒および化学法を利用した光学分割について復習すること。 
13 回 第 11,12 回の講義内容について、実例を説明できるよう復習を行うこと。



生体触媒や化学法を利用した炭素-炭素結合形成反応について予習すること。 
14 回 生体触媒や化学法を利用した炭素-炭素結合形成反応について復習するこ
と。 
15 回 第 1 から 14 回講義で学習した事項や反応について復習すること。 

 



年度 2012 
授業コード MSB5311 
成績評価 講義中に指示したいくつかの課題のレポートで評価する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 生物化学専攻(11〜12) 
見出し MSB5311 環境生物化学特論 
担当教員名 野上 祐作 
単位数 2 
教科書 特に、使用しない。 
アクティブラーニング  
キーワード 大気圏化学、水圏化学、地球システム 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 環境生物化学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 地球システム科学の基礎／T.E.Graedel, P.J.Crutzen（河村公隆、和⽥直子訳）／

学会出版センター 
授業形態 講義 
注意備考 単に単位数をそろえるためでなく、「環境安全」について高い関心をもって受講

すること。 
シラバスコード MSB5311 
実務経験のある教員  
達成目標 環境問題に対する知識の集積ではなく、環境安全に関する意識レベルが向上する

こと。 
受講者へのコメント  
連絡先 1 号館 3 階野上研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 環境毒性学特論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 環境中に放出された化学物質がたどる運命に想いをめぐらせ、逼迫する環境問題

に対処するものの見方、考え方を習得させる。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 環境問題とはどのようなことを指すのかということを概説する。 

2 回 自然界における生物地球化学的循環について説明する。 
3 回 化学の原理について説明する。 
4 回 大気圏の構造と機能について説明する。 
5 回 成層圏の化学について説明する。 



6 回 対流圏の気相光化学について説明をする。 
7 回 降水の化学について説明する。 
8 回 エアロゾル粒子の化学について説明する。 
9 回 水圏の構造と機能について説明する。 
10 回 湖と河川の化学について説明する。 
11 回 地下水の化学について説明をする。 
12 回 海洋の化学について説明をする。 
13 回 物質の収支と循環について説明する。 
14 回 化学モデルの原理について説明する。 
15 回 地球の将来予測の方法について説明する。 

準備学習 1 回 現在注目されている環境問題について整理してくること。 
2 回 炭素の存在形態について調べてくること。 
3 回 分子、ラジカル、イオンの概念を整理してくること。 
4 回 大気の鉛直方向の気圧と温度の分布について調べてくること。 
5 回 オゾン層の破壊に関する最近の記事を探して目を通してくること。 
6 回 光化学スモッグに関する最近の記事を探して目を通してくること。 
7 回 酸性雨に関する最近の記事を探して目を通してくること。 
8 回 PM2.5 の環境基準について調べてくること。 
9 回 海、湖、河川、地下水の概念を整理してくること。 
10 回 淡水の化学組成について調べてくること。 
11 回 地下水汚染に関する記事を探して目を通してくること。 
12 回 海水の化学組成について調べてくること。 
13 回 これまでの講義を振り返って整理してくること。 
14 回 ボックスモデルの概念について調べてくること。 
15 回 地球の将来に対するイメージを考えてくること。 

 



年度 2012 
授業コード MSB9011 
成績評価 講義の最後にレポートを提出させ、それによって評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 生物化学専攻(11〜12) 
見出し MSB9011 生物化学特別講義Ⅰ 
担当教員名 畑中 唯史＊ 
単位数 1 
教科書 該当なし。 
アクティブラーニング  
キーワード 酵素、放線菌 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 生物化学特別講義Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 該当なし。 
授業形態 講義 
注意備考 該当なし。 
シラバスコード MSB9011 
実務経験のある教員  
達成目標 酵素のもつ能⼒を理解すること。 
受講者へのコメント  
連絡先 該当なし。 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 該当なし。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 公的研究機関における、基礎研究とは、具体的にどういった内容であるのか？を

理解することを目的とする。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 高校の生物の教科書内容を復習できていることが望ましい。 

 



年度 2012 
授業コード MSB9012 
成績評価 指導教員が、発表会参加教員と協議の上評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 生物化学専攻(12〜12) 
見出し MSB9012 コンプリヘンシブ演習Ⅱ 
担当教員名 池⽥ 正五、⻘木 宏之、南 善子、尾堂 順一、林 謙一郎、三井 亮司、宮

永 政光 
単位数 2 
教科書 指導教員により指示 
アクティブラーニング  
キーワード 文献精読、研究目的の理解、研究結果の整理、プレゼンテーション 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 コンプリヘンシブ演習Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指導教員により指示 
授業形態 演習 
注意備考 修士１年生に対する必修科目。 
シラバスコード MSB9012 
実務経験のある教員  
達成目標 １）文献を精読して理解することができる 

２）それをまとめてプレゼンテーションすることができる 
３）自己の修士論文の目的と理解することができる 
４）これまでの実験結果を整理することができる 
５）それらをまとめてプレゼンテーションすることができる 

受講者へのコメント  
連絡先 各学生に対する指導教員１と指導教員２、および専攻⻑ 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 指導教員により指示 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 専攻する生物化学分野の基礎学習の完成を目的とする。指導教員によるセミナー

を基本とするが、学習内容を広げ、整理することを目的として期の中間及び最後
に担当教員以外の複数教員の参加する発表会を開く。この発表会には、他専攻の
教員が参加することが望ましい。 

対象学年 1 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションをおこない、本演習の進め方や学習法を説明する。 



2 回 外書講読、論文輪読を含む専門分野の基礎知識の獲得を目指すためのセミ
ナーおよびその準備をする。 
7 回 上記に加えて、２年次の研究目標の設定のための過去の研究の調査をする。 
13 回 発表会を踏まえて、学習内容のまとめと発表準備をする。 
14 回 発表会に参加し、プレゼンテーションとディスカッションをする。 
15 回 発表会の事後評価を受けて、改善する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく読んでおくこと。 
2 回 各自の研究テーマに関連する文献（英語論文も含む）を常に読み、研究テー
マとの関連性を考えておくこと。 
7 回 各自のこれまでの研究結果を整理すること、または関連分野の論文を読ん
でまとめること。 
13 回 各自の研究結果を整理し、または関連分野の論文をまとめ、プレゼンテー
ション資料作成の準備を入念にすること。 
14 回 口頭発表の準備を十分におこなうこと。 
15 回 発表会の総括をすること。 

 



年度 2012 
授業コード MSB9013 
成績評価 修士論文の内容、研究への取り組み状況、およびプレゼンテーションなどを総合

的に評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 生物化学専攻(11〜12) 
見出し MSB9013 特別研究 
担当教員名 池⽥ 正五、⻘木 宏之、南 善子、尾堂 順一、林 謙一郎、三井 亮司、宮

永 政光 
単位数 12 
教科書 指導教員から適宜指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード バイオサイエンス、バイオテクノロジー 
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 特別研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指導教員から適宜指示する。 
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード MSB9013 
実務経験のある教員  
達成目標 １）高度な専門知識を取得する。  

２）実験技術を身につけ、自主的に実験計画を立てることができる。  
３）研究成果をまとめ、学会などでプレゼンテーションすることができる。  
４）論理的な文章が書ける。 

受講者へのコメント  
連絡先 各学生に対する指導教員１と書道教員２、および専攻⻑ 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 生物化学専攻の全ての開講科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生物化学専攻の研究室に所属し、それぞれの修士論文テーマについて研究する。

そのことにより、生物化学のより高度な専門知識の理解、実験技術の習得、プレ
ゼンテーション能⼒・コミュニケーション能⼒の向上、論文作成能⼒等を身につ
ける。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容  



準備学習 指導教員と密に連絡を取り、研究の進捗状況および今後の研究計画について報告
し、今後に必要な準備学習について相談する。 

 



年度 2012 
授業コード MSB9021 
成績評価 指導教員及び専攻内の複数の教員が協議して決定する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 生物化学専攻(11〜12) 
見出し MSB9021 インターナショナルキャリア 
担当教員名 池⽥ 正五、⻘木 宏之、南 善子、尾堂 順一、林 謙一郎、三井 亮司、宮

永 政光 
単位数 2 
教科書 指導教員より指示 
アクティブラーニング  
キーワード 国際学会、英語プレゼンテーション、英語コミニュケーション 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 インターナショナルキャリア 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指導教員より指示 
授業形態 講義 
注意備考 履修登録を海外発表にあわせて計画すること。 
シラバスコード MSB9021 
実務経験のある教員  
達成目標 １）発表内容を整理できること  

２）英文での発表原稿を作成できること  
３）プレゼンテーション用資料の作成ができること  
４）英語によるプレゼンテーションができること  
５）研究者間の英語でのコミニュケーションができること 

受講者へのコメント  
連絡先 指導教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 指導教員より指示 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 学生の国際学会での発表を、積極的にサポートすることを目的とする。具体的に

は、発表内容の整理、英文での発表原稿、プレゼンテーション用資料の作成、発
表練習、現地での直前・直後も含めた発表指導、事後指導も含む。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 国際会議の情報収集・参加決定、発表題目登録など、外国語による手続きを

指導する 



2 回 英語による発表原稿を作成する。 
5 回 プレゼンテーション用資料の作成およびそれを使った発表を練習する。 
8 回 現地における、直前・発表時・直後の指導をする。 
11 回 帰国後の事後指導（他教員への報告も含む ）をする 。 
13 回 発表内容のプロシーディング等を外国語で作成する。 

準備学習 1 回 国際会議に関する情報をよく読んでおくこと。 
2 回 研究内容をよく整理し、それを外国語で表現するための準備をすること。 
5 回 外国語でのプレゼンテーションの心構えを準備しておくこと。 
8 回 外国での学会における行動の心構えを十分に準備しておくこと。学会での
出来事をよくメモしておくこと。 
11 回 学会での出来事をよく整理しとくこと。 
13 回 発表内容の詳細な記録を外国語で表すための準備をすること。 

 



年度 2012 
授業コード MSB9022 
成績評価 指導教員が、発表会参加教員と協議の上評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 生物化学専攻(11〜11) 
見出し MSB9022 コンプリヘンシブ演習Ⅳ 
担当教員名 池⽥ 正五、⻘木 宏之、南 善子、尾堂 順一、林 謙一郎、三井 亮司、宮

永 政光 
単位数 2 
教科書 指導教員により指示 
アクティブラーニング  
キーワード 修士論文の作成 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 コンプリヘンシブ演習Ⅳ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指導教員により指示 
授業形態 演習 
注意備考 修士２年生に対する必修科目。 
シラバスコード MSB9022 
実務経験のある教員  
達成目標 １）修士の研究を完成させることができる 

２）それを整理してプレゼンテーションすることができる 
受講者へのコメント  
連絡先 各学生に対する指導教員１と指導教員２、および専攻⻑ 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 指導教員により指示 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 修士での研究の完成及び修士論文作成を目的とする。指導教員によるセミナーを

基本とするが、研究内容を広げ、整理することを目的として中間発表及び、最終
発表会を開く。この発表会には、他専攻の教員・他機関の教員の参加が望ましい。 

対象学年 2 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションをおこない、本演習の進め方や学習法を説明する。 

2 回 中間発表に向けての研究内容の再確認、未完成部分の確定、修士論文のあら
ましを作成する。 
6 回 中間発表会に参加し、プレゼンテーションとディスカッションをする。 
7 回 未完成部分の完成、先行研究との関連及び引用文献の整理、修士論文を作成



する。 
13 回 研究・学習内容のまとめと発表準備をする。 
14 回 他分野の教員も加えた形での発表会に参加し、プレゼンテーションとディ
スカッションをする。 
15 回 発表会の事後評価を受けて、改善する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく読んでおくこと。 
2 回 各自の研究テーマに関連する文献（英語論文も含む）を常に読み、研究テー
マとの関連性を考えておくこと。また、中間発表のためのプレゼンテーション資
料作成の準備を入念にすること。 
6 回 口頭発表の準備を十分におこなうこと。 
7 回 各自の研究テーマに関連する文献（英語論文も含む）を常に読み、研究テー
マとの関連性を考えておくこと。 
13 回 各自のこれまでの研究・学習内容をよく整理し、発表のためのプレゼンテ
ーション資料作成の準備を入念にすること。 
14 回 口頭発表の準備を十分におこなうこと。 
15 回 発表会の総括をすること。 

 



年度 2012 
授業コード MSB9031 
成績評価 セミナーや発表会での発表と質疑応答を総合的に評価する 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 生物化学専攻(12〜12) 
見出し MSB9031 コンプリヘンシブ演習Ⅰ 
担当教員名 池⽥ 正五、⻘木 宏之、南 善子、尾堂 順一、林 謙一郎、三井 亮司、宮

永 政光 
単位数 2 
教科書 各指導教員より指示 
アクティブラーニング  
キーワード 文献収集、文献精読と整理、プレゼンテーション 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 コンプリヘンシブ演習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 各指導教員より指示 
授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード MSB9031 
実務経験のある教員  
達成目標 １）各専門分野に関する文献などの資料を収集できること 

２）文献を読み、理解することができること 
３）それらをまとめたプレゼンテーションができること 

受講者へのコメント  
連絡先 各学生に対する指導教員１と指導教員２、および専攻⻑ 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 各指導教員より指示 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 専攻する生物化学分野の基礎学習を主たる目的とする。担当教員によるセミナー

を基本とするが、学習内容を広げ、整理する。 
対象学年 1 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションをおこない、本演習の進め方や学習法を説明する。 

2 回 専門分野の基本的知識を得るためのセミナー（外書講読も含む）及びその準
備をする。 
11 回 これまでの学習内容のまとめと発表の準備をする。 
14 回 発表会に参加し、プレゼンテーションとディスカッションをする。 



15 回 発表会の事後評価を受けて、改善する。 
準備学習 1 回 シラバスをよく読んでおくこと。 

2 回 各自の研究テーマに関連する文献（英語論文も含む）を常に読み、研究テー
マとの関連性を考えておくこと。 
11 回 各自の研究結果を整理し、または関連分野の論文を読んでまとめ、プレゼ
ンテーション資料作成の準備を入念にすること。 
14 回 口頭発表の準備を十分におこなうこと。 
15 回 発表会の総括をすること。 

 



年度 2012 
授業コード MSB9032 
成績評価 指導教員及び専攻内の複数の教員が協議して決定する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 生物化学専攻(11〜12) 
見出し MSB9032 インターナショナルキャリア 
担当教員名 池⽥ 正五、⻘木 宏之、南 善子、尾堂 順一、林 謙一郎、三井 亮司、宮

永 政光 
単位数 2 
教科書 指導教員より指示 
アクティブラーニング  
キーワード 国際学会、英語プレゼンテーション、英語コミニュケーション 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 インターナショナルキャリア 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指導教員より指示 
授業形態 講義 
注意備考 履修登録を海外発表にあわせて計画すること。 
シラバスコード MSB9032 
実務経験のある教員  
達成目標 １）発表内容を整理できること  

２）英文での発表原稿を作成できること  
３）プレゼンテーション用資料の作成ができること  
４）英語によるプレゼンテーションができること  
５）研究者間の英語でのコミニュケーションができること 

受講者へのコメント  
連絡先 指導教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 指導教員より指示 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 学生の国際学会での発表を、積極的にサポートすることを目的とする。具体的に

は、発表内容の整理、英文での発表原稿、プレゼンテーション用資料の作成、発
表練習、現地での直前・直後も含めた発表指導、事後指導も含む。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 国際会議の情報収集・参加決定、発表題目登録など、外国語による手続きを

指導する 



2 回 英語による発表原稿を作成する。 
5 回 プレゼンテーション用資料の作成およびそれを使った発表を練習する。 
8 回 現地における、直前・発表時・直後の指導をする。 
11 回 帰国後の事後指導（他教員への報告も含む ）をする 。 
13 回 発表内容のプロシーディング等を外国語で作成する。 

準備学習 1 回 国際会議に関する情報をよく読んでおくこと。 
2 回 研究内容をよく整理し、それを外国語で表現するための準備をすること。 
5 回 外国語でのプレゼンテーションの心構えを準備しておくこと。 
8 回 外国での学会における行動の心構えを十分に準備しておくこと。学会での
出来事をよくメモしておくこと。 
11 回 学会での出来事をよく整理しとくこと。 
13 回 発表内容の詳細な記録を外国語で表すための準備をすること。 

 



年度 2012 
授業コード MSB9041 
成績評価 セミナーや発表会での発表と質疑応答を総合的に評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 生物化学専攻(11〜11) 
見出し MSB9041 コンプリヘンシブ演習Ⅲ 
担当教員名 池⽥ 正五、⻘木 宏之、南 善子、尾堂 順一、林 謙一郎、三井 亮司、宮

永 政光 
単位数 2 
教科書 指導教員により指示 
アクティブラーニング  
キーワード 研究内容の確定、研究領域の知識の涵養、分析・解析法等の理解、他分野との関

連 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 コンプリヘンシブ演習Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指導教員により指示 
授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード MSB9041 
実務経験のある教員  
達成目標 １）修士論文としての研究内容を確定することができる 

２）研究領域の知識の涵養、研究上必要とする分析・解析法等を理解することが
できる 
３）研究内容の整理や他分野との関連を理解できる 
４）それらをまとめてプレゼンテーションすることができる 

受講者へのコメント  
連絡先 各学生に対する指導教員１と指導教員２、および専攻⻑ 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 指導教員により指示 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 修士論文としての研究内容の確定、研究領域の知識の涵養、研究上必要とする分

析・解析法等の理解を目的とする。指導教員によるセミナーを基本とするが、研
究内容の整理、他分野との関連を知る。 

対象学年 2 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションをおこない、本演習の進め方や学習法を説明する。 



2 回 修士としての専門分野の研究を進めると同時に、専攻する研究の専門論文
および、引用文献の講読、研究内容の妥当性の検討等、研究内容を固めてゆくよ
うにする。 
11 回 発表会を踏まえて、研究の中間結果のまとめと発表準備をする。 
14 回 発表会に参加し、プレゼンテーションとディスカッションをする。 
15 回 発表会の事後評価を受けて、改善する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく読んでおくこと。 
2 回 各自の研究テーマに関連する文献（英語論文も含む）を常に読み、研究テー
マとの関連性を考えておくこと。 
11 回 各自の研究結果を整理し、または関連分野の論文を読んでまとめ、プレゼ
ンテーション資料作成の準備を入念にすること。 
14 回 口頭発表の準備を十分におこなうこと。 
15 回 発表会の総括をすること。 

 



年度 2012 
授業コード MSB9051 
成績評価 講義中に適宜問題を出すので、そのレポートを採点して、その後総合的に判断す

る。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 生物化学専攻(11〜12) 
見出し MSB9051 フューチャーマセマティックス 
担当教員名 竹中 茂夫 
単位数 2 
教科書 とくに指定せず 
アクティブラーニング  
キーワード 代数学、幾何学、解析学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 フューチャーマセマティックス 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 クーラント・ロビンズ 数学とは何か 岩波書店 
授業形態 講義 
注意備考 なるべく平易に話すつもりですので、気楽にただし聞き流すのではなく考えなが

ら受講してください。 
シラバスコード MSB9051 
実務経験のある教員  
達成目標 数学についての、基礎的な考え方を知る。 
受講者へのコメント  
連絡先 ２０号館８階 竹中研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 現代数学の知識を、非専門家向きに、かいつまんで話し、理解してもらうこと。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 代数１：自然数、四則、数学的帰納法について、高等学校以前で学んだ事を

現代数学はどうとらえているか（理論的に・厳密に）を講義する。 
2 回 代数２：二項定理および、関連するプログラムを紹介し、一般的な帰納法
（二重帰納法）について講義し、再帰的的定義について紹介する。 
3 回 代数３：素数の無限性を例にして、初歩的な代数的問題およびその考え方に
ついて、講義する。 
4 回 素数についての、教育用ビデオ教材「リーマン予想、天才たちの１５０年の



闘い」を鑑賞させて、レポートを提出させる。 
5 回 前回のビデオに関連して、その解説、関連する話題について講義する。 
6 回 代数４：現代数学における有理数の定義および、有理数で無い数（無理数）
の定義およびその性質について講義する。 
7 回 集合論１：数えるという事の抽象化を行い、無限という事の定義、および無
限の種類、数え方について講義し、具体的に整数と有理数は同じ数だけあること
が理解できるようにする。 
8 回 集合論２：無理数は、有理数より数が多い事を証明する。 
9 回 集合論３：論理と集合。 集合論と論理学との関係、および理論計算機との
関連について講義する。 
10 回 幾何学１：４つの円で平面はいくつに分けられるのか？ という問題をも
とにして、やさしい幾何学として平面の分割について講義する。 また、これが、
一般次元に拡張可能であることを出来るだけ分かりやすく説明する。 
11 回 幾何学２：やわらかい幾何学といわれる、トポロジーの基礎てきな概念を
講義する。 特に１２回目に予定しているヴィデオの意味が分かるように基礎概
念の理解を目指す。 
12 回 教育用ヴィデオ「ポアンカレ予想」を鑑賞後レポート提出 
13 回 解析学：極限の厳密な取り扱いかた（ε―δ 論法と呼ばれるもの）をなる
べく平易に講義する。 
14 回 複素数と三角関数、複素数の意味での微・積分について講義する。 
15 回 復習のための演習及びその解説をする。 

準備学習 1 回 数えるとは何を意味するのだろうかを考えてくること。 
2 回 数学的帰納法について復習してくること。 
3 回 素数について、知っていることをおもいだしておくこと。 
4 回 大学の立場からみた数の扱いについて、復習を行うこと。 
5 回 前回に見たビデオについて、自分なりにレポートを作っておくこと。 
6 回 有理数（分数）について、復習しておくこと。特にその４則について、なぜ
あのような計算方法になるのかを理解しておくこと。 
7 回 もう一度、数えるとは何であったかを考えてみること。 
8 回 ２の平方根とはどんなものかを考えてくること。 
9 回 論理とはどんなものか、また論理演算の持つ性質について復習しておくこ
と。 
10 回 平面上に４つの円を書く場合、その平面が最大限いくつに分割されるかを、
円が１つ、２つ、３つの場合とをあわせて考察してくること。 
11 回 球面と湯呑の表面はなぜ同じなのか、またドーナツの表面とはなぜ事なる
かを考えておくこと。 
12 回 １次元球面（単なる円周）、２次元球面（普通の球の表面）を考えて、３次
元球面についてかんがえておくこと。 
13 回 極限を単に、無限に近付いていくと考えて、厳密に理論展開できるかを考
察しておくこと。 
14 回 複素数についてこれまで習ったことを復習しておくこと。 
15 回 講義全体を振り返って、分かりにくかったところについて質問出来るよう



にしておくこと。 
尚、当日に小試験を行って、それについて解説を行う。 

 



年度 2012 
授業コード MSB9061 
成績評価 課題提出（100％） 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 生物化学専攻(11〜12) 
見出し MSB9061 フューチャーサイエンス 
担当教員名 山崎 正之、若村 国夫、小林 祥一、財部 健一、⻄⼾ 裕嗣、板谷 徹丸、

横川 賢 
単位数 2 
教科書 適宜紹介する 
アクティブラーニング  
キーワード 数理科学、環境・エネルギー科学、化学・生物、境界領域、総合 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 フューチャーサイエンス 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜紹介する 
授業形態 講義 
注意備考 開講日は教務部の掲示板でお知らせします。講義計画欄にある講義の順番は変わ

ります。詳細はオリエンテーションの際にお知らせします。※しばしば電子教材、
パワーポイント等をプロジェクターで投影し講義を行います。 

シラバスコード MSB9061 
実務経験のある教員  
達成目標 数学と情報の分野を中心とした数理科学系列の講義、物理学と地学あるいは地球

環境科学を融合した環境・エネルギー科学系列の講義、および生物学と化学領域
を融合した生物・化学系列の講義から、自然科学の基本的概念・考え方を理解で
きるようになることを期待している。 

受講者へのコメント  
連絡先 この講義担当者が、総合理学専攻で開講している科目のシラバス参照 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 総合理学専攻では、数学、情報、物理、化学、生物、地学の分野と、それぞれの

境界領域を包括する、総合科学的な教育・研究を行っていることから、本講義で
はそれらの一端を紹介し、自然科学に対する幅広い考え方を身に付けることを目
的としている。 

対象学年 1 年/2 年 



授業内容 1 回 射影平面の幾何（１） 
射影平面の様々なとらえ方を紹介し、４次元以上の空間にしか実現できないこの
図形の理解を深める。射影平面を無理矢理３次元空間に押し込めると自己交叉を
持つ図形が得られる。そのうちのひとつであるボーイ曲面（の一部）を実際に工
作で作成する。 
2 回 射影平面の幾何（２） 
ガウス曲率が１である標準的射影平面における三角形の幾何学について学ぶ。特
に、三角形の内角の和は π とその三角形の面積の和に等しいというガウス・ボ
ンネの定理を鑑賞する。 
3 回 ⼈類起源研究の歴史 
類⼈猿と猿⼈化石探しと⼈類起源の話題を紹介する．その結果から⼈類は東アフ
リカで誕生したと言われている．地球史において地球内部物質の挙動が生物大量
絶滅と進化をもたらしたことが理解されている．地球科学の立場から類⼈猿が猿
⼈に進化する環境を議論する。 
4 回 類⼈猿及び猿⼈化石の年代測定 
東アフリカに産する類⼈猿と猿⼈化石の年代推定に用いる火山岩の K-Ar 年代測
定法についてその原理と応用を紹介する。 
5 回 資源探査と環境問題（１） 
地球物質の循環過程で生成した岩石の一部が、鉱物資源および化石燃料資源とし
て利用されている。これら資源を供給する鉱床の成因を実際の鉱山を例に紹介す
る。この解明された成因、および産状の特徴が資源探査に利用されていることを
解説する。 
6 回 資源探査と環境問題（２） 
資源の使用量が増加すると⼈類活動は活発になるが、環境汚染は深刻になる。す
なわち資源と環境は表裏一体である。酸性雨の影響を例に示し、環境問題を考え
る際の基礎的知識をしっかりしたものにする。 
7 回 高エネルギー天文学（１） 
天体や銀河などから放出される電波、可視光、X 線、ガンマ線の各波⻑の電磁波
観測によって得られる宇宙の姿を再認識する。 
8 回 高エネルギー天文学（２） 
高エネルギー宇宙素粒子の観測から高密度天体や銀河中心で起こる高エネルギ
ー現象を理解する。 
9 回 隕石から探る地球型惑星の進化（１） 
隕石はどのようなものか、実物の標本を基に説明する。また、隕石は太陽系のど
こから飛来するか、その落下が地球環境や生物進化に及ぼした影響について具体
例を示し解説する。 
10 回 隕石から探る地球型惑星の進化（２） 
地球外物質である隕石が太陽系の始原物質の一部をなすこと、これに基づき地球
型惑星の進化過程をどのように解明するか解説する。 
11 回 生命の起源と進化 
地球上での最初の生命活動をする細胞の誕生、細胞内共生説を紹介し、カンブリ
ア紀の多様な種の爆発につながるプロセスをたどる。それらにかかった時間につ



いて考察し、⼈類の誕生、最初の文明、産業⾰命以降の⼈間活動の歴史がいかに
短いものであり､近年の⼈口の増加、活動のレベルが指数関数的になっているこ
とに注目する。 
12 回 進化の脆弱性 
進化というと「高度化＝より強固、安定的なもの」と考えがちであるが、それが
おおきなあやまりであることを指摘し、中立進化説を紹介する。生物の進化（多
様化）をエントロピーの増大という観点からとらえ、様々なシステムへの進化と
いう概念の拡大解釈的適用を試みる。生物の進化の歴史が⻑い時間をかけた進行
形の try and error の実験であることを理解する。 
13 回 高圧科学の概要 
高圧環境にすることで全ての物質は収縮し、物性が変化する。その変化を科学的
な手法によって明らかにするのが高圧科学であり、物理、化学、地学、生物、医
療など様々な分野で研究がなされている。その一部を解説しながら高圧科学の魅
⼒を紹介する。 
14 回 高圧実験 
様々な用途によって数多くの高圧装置が開発されている。それらの構造について
講義する。その後は、実際に高圧実験装置を使って高圧下での状態変化を調べて
もらう。まずは生きていくうえでなくてはならない物質である水を取り上げ、室
温で氷ができる様子を実際に観察する。 
15 回 量測定装置の組み立て 
種々の光量測定に基づく分析法の原理を解説する。その後、光量測定装置を実際
に組み立てる。 

準備学習 1 回 簡単なオリエンテーション後、講義と実習を行う。はさみを持参すること。 
2 回 平面三角形の内角の和の公式を思いだし、それが地球上に描かれた大きな
三角形でも成り立つか考察してくること。 
3 回 類⼈猿及び猿⼈化石について調べておくこと。 
4 回 K-Ar 年代測定法について調べておくこと。 
5 回 私たちが利用している資源の種類を調べておくこと。 
6 回 資源利用による環境の変化について具体的に調べておくこと。 
7 回 基礎的な天体運動・現象などを理解しておくこと。 
8 回 前回の講義の復習をしておくこと。 
9 回 書籍やインターネットなどから隕石にはどのようなものがあるか調べてみ
ること。 
10 回 前回の講義で示された隕石についての情報を整理しておくこと。 
11 回 DNA の機能・役割について知っておくこと。 
12 回 地質年代表を一見して、生物大絶滅の時期を知っておくこと。 
13 回 身の回りで応用されている高圧技術を調べておくこと。 
14 回 水の状態図を調べておくこと。 
15 回 光量測定センサー原理を復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MSB9071 
成績評価 講義中での質疑応答（50％）や課題提出（50％）などを加味して，総合的に評価

する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 生物化学専攻(11〜12) 
見出し MSB9071 フューチャーバイオケミストリー 
担当教員名 池⽥ 正五、⻘木 宏之、南 善子、尾堂 順一、林 謙一郎、三井 亮司、宮

永 政光 
単位数 2 
教科書 使用しない 
アクティブラーニング  
キーワード バイオサイエンス、バイオテクノロジー 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 フューチャーバイオケミストリー 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 担当教員により、適宜指示 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSB9071 
実務経験のある教員  
達成目標 １）生物化学の基礎を理解し、簡単な説明ができること。  

２）最近の生物化学の進展に興味を持つこと。 
受講者へのコメント  
連絡先 生物化学科教員の各研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 生物化学専攻で開講している各特論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 バイオサイエンスやバイオテクノロジーに代表されるよう、生物化学分野の研究

は活発であり、その発展には著しいものがある。理学研究科の生物化学以外の諸
専攻においても、このような知識の習得は必要である。この講義では、生物化学
分野の最前線の研究の背景・目的・将来や諸問題点などについて分かり易く解説
する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションとして、生物化学科が扱う研究分野について紹介する。 

2 回 生体膜を構成する脂質分子が水中でどのようにして、2 分子膜構造を形成す



るかを説明し、温度やイオン環境の変化で、様々な構造・機能変化を示すことを
紹介する。 
3 回 遺伝子の変化と病気の成り立ちの関係を分子遺伝学的な立場から説明する。 
4 回 植物組織培養や遺伝子組換えといったバイオテクノロジーを用いて植物が
もつ能⼒について研究したり利用している事例を解説する。 
5 回 様々な骨格構造をもつ有機化合物が生体に対してどのような作用をするか，
どのように役に立っているかを説明する。 
6 回 様々な金属イオンが病気の治療に使われている事を、悪性腫瘍やリウマチ
などの治療に使われている金属含有医薬品の実例を挙げながら解説する。 
7 回 環境に優しい化学を追求するグリーンケミストリーについて説明する。 
8 回 未利用資源の有効利用の重要性について説明する。 
9 回 大気の環境問題についての考え方を、過去に生じたさまざまな問題事例を
挙げながら幅広く説明する。 
10 回 植物からの贈り物―その代謝産物―について講義する。 
11 回 科学論文・特許について解説し、科学者・技術者のキャリアや研究プロセ
スについて説明する。 
12 回 微生物や微生物由来の酵素が日常生活の中で重要な役割を果たしているこ
とを解説する。また、食糧・エネルギー・環境のあらゆる分野で微生物が利用さ
れている事例を紹介する。 
13 回 タデ科植物アイの二次代謝（研究紹介）を例に挙げ，植物の二次代謝につ
いて説明する。 
14 回 化学物質の環境中での動態や生物に与える影響について講義する。 
15 回 これまでの講義を聞いて、生物化学の研究の現状と今後についてレポート
を作成する。 

準備学習 1 回 シラバスや生物化学科のホームページをみて、どのような研究が行われて
いるか見ておくこと。 
2 回 大腸菌およびヒトの各種細胞膜の脂質構成を調べ、比較を行くこと。生体膜
の起源について予習を行うこと。 
3 回 遺伝子が変化すると生物学的にどのような影響があらわれるか、考えてお
くこと。 
4 回 身近な植物でバイオテクノロジーが応用されている事例がないか調べてく
る。 
5 回 有機化学 I で学んだ骨格構造の書き方を復讐しておくこと。 
6 回 我々の⼈体の中で機能している金属イオンの種類や働きについて学習して
おくと理解しやすい。 
7 回 グリーンケミストリーと従来の化学の違いを理解し、説明できるよう復習
を行うこと。 
8 回 農・林産廃棄物のエネルギー利用や食糧への変換に関し予習を行うこと。 
9 回 講義内容をみて、これまでに学んできたこととの関連を考えてみる。 
10 回 身近な植物成分について調べておくこと。 
11 回 講義の中で説明した内容について、予習・復習を行い、科学研究のプロセ
スや特許の仕組みを理解すること。 



12 回 日常の生活を振り返り、微生物が関わっていると思われるものを、少なく
とも１つ以上見つけておくこと。またそれがどのような微生物または微生物酵素
を利用したものであるか調べてみること。 
13 回 植物や微生物を利用して作られる香料や医薬品等の身近なものについて調
べておくこと。 
14 回 講義内容をみて今までの学習内容との関連を考え、予習をすること。 
15 回 これまでの講義を聞いて、自分が最も興味を引かれたものがなんであるか、
考えておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MSB9081 
成績評価 各講義における質疑応答や課題提出などから総合的に評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 生物化学専攻(11〜12) 
見出し MSB9081 フューチャーライフサイエンス 
担当教員名 櫃本 泰雄 
単位数 2 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード 臨床生命科学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 フューチャーライフサイエンス 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 担当教員により、適宜指示 
授業形態 講義 
注意備考 特になし 
シラバスコード MSB9081 
実務経験のある教員  
達成目標 １）臨床生命科学の基礎を理解し、簡単な説明ができること。２）最近の臨床生

命科学の進展に興味を持つこと。 
受講者へのコメント  
連絡先 臨床生命科学専攻 専攻⻑ 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 臨床生命科学専攻で開講している各特論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 バイオテクノロジーに代表されるよう、臨床生命科学分野の研究は活発であり、

その発展には著しいものがある。理学研究科の臨床生命科学以外の諸専攻におい
ても、このような知識の習得は必要である。この講義では、臨床生命科学分野の
最前線の研究の背景・目的・将来や諸問題点などについて分かり易く解説する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 臨床生命科学科の理学部における存在意義や役割そして医食同源に関する

講義（櫃本） 
2 回 ウェルシュ菌の毒素遺伝子発現調節に関する分子レベルの講義（片山） 
3 回 生体防御機能（免疫システム）に関する講義（櫃本） 
4 回 食に関連する微生物の応用（石原） 



5 回 食品中の農薬分析（小嶋） 
6 回 抗肥満、糖尿病合併症治療薬の開発に関する講義（松浦） 
7 回 生活習慣病における血管周囲神経機能変化の解明に関する講義（橋川成美） 
8 回 正常およびがん幹細胞の増殖・分化を制御する因子の解析とその応用（片
岡） 
9 回 熱ショックタンパクの発現制御（橋川直也） 
10 回 食と予防医学（浜⽥） 
11 回 抗酸化のメカニズム（益岡） 
12 回 動脈硬化症の病理学（由谷） 
13 回 基礎医学と食科学（１）（櫃本） 
14 回 基礎医学と食科学（２）（櫃本） 
15 回 ライフサイエンス全般と食科学、医学の関わり（櫃本） 

準備学習 1 回 身近な臨床生命科学の話題にどのようなものがあるか考えておく 
2 回 講義内容と関連する最近の話題について考えておく 
3 回 講義内容と関連する最近の話題について考えておく 
4 回 講義内容と関連する最近の話題について考えておく 
5 回 講義内容と関連する最近の話題について考えておく 
6 回 講義内容と関連する最近の話題について考えておく 
7 回 講義内容と関連する最近の話題について考えておく 
8 回 講義内容と関連する最近の話題について考えておく 
9 回 講義内容と関連する最近の話題について考えておく 
10 回 講義内容と関連する最近の話題について考えておく 
11 回 講義内容と関連する最近の話題について考えておく 
12 回 講義内容と関連する最近の話題について考えておく 
13 回 講義内容と関連する最近の話題について考えておく 
14 回 これまでの講義の整理をしておく 
15 回 これまでの講義の整理をしておく 

 



年度 2012 
授業コード MSC1111 
成績評価 授業中の理解度(30%)、期末試験(70%)によって評価する。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 化学専攻(11〜12) 
見出し MSC1111 界面化学 
担当教員名 橘高 茂治 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 表面張⼒、吸着、英文文献 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 界面化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 日本化学会編「現代界面コロイド化学の基礎]丸善株式会社 
授業形態 講義 
注意備考 指定された文献の予習を必ずすること 
シラバスコード MSC1111 
実務経験のある教員  
達成目標 英文化学文献の読解⼒向上 
受講者へのコメント  
連絡先 e-mail:kittaka@chem.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 界面化学的現象に関する英文書籍を輪読し、化学文献の読解⼒を向上する。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション 

2 回 Surface tension and surface free energy 
3 回  Surface tension and surface free energy 
4 回  Surface tension and surface free energy 
5 回  Gibbs equation 
6 回  Gibbs equation 
7 回  Monolayer over liquid 
8 回  Monolayer over liquid 
9 回  Monolayer over liquid 



10 回  Zeta potential 
11 回  Zeta potential 
12 回  Zeta potential 
13 回  Zeta potential 
14 回  BDDT classification of adsorption isotherms 
15 回  BDDT classification of adsorption isotherms 

準備学習 1 回  必要ない 
2 回  配布した文献を翻訳予習する 
3 回  前回の復習 
4 回  前回の復習 
5 回  配布した文献を翻訳予習する 
6 回  前回の復習 
7 回  配布した文献を翻訳予習する 
8 回  前回の復習 
9 回  前回の復習 
10 回  配布した文献を翻訳予習する 
11 回  前回の復習 
12 回  前回の復習 
13 回  前回の復習 
14 回  配布した文献を翻訳予習する 
15 回  前回の復習 

 



年度 2012 
授業コード MSC1112 
成績評価 中間テスト（３０％）と定期試験（７０％）の成績によって評価する。随時行う

小テストの結果やレポートも考慮することがある。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 化学専攻(11〜12) 
見出し MSC1112 無機固体化学 
担当教員名 大谷 槻男 
単位数 2 
教科書 プリント資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 単結晶、最蜜充填構造、逆格子空間、エバルトの反射球、エネルギーバンド、状

態密度、半導体、超伝導、強磁性 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 無機固体化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 入門固体化学/Ｌ．Ｓｍａｒｔ，Ｅ．Ｍｏｏｒ著、河本・平尾訳（化学同⼈） 
授業形態 講義 
注意備考 固体化学の基礎知識が必要である。また、基本的な物理と数学の知識が不可欠で

ある。 
シラバスコード MSC1112 
実務経験のある教員  
達成目標 １．原子のパッキングの仕方（最蜜充填）を理解すること。 

２．単位格子の概念を理解すること。 
３．逆格子空間を理解すること。 
４．自由電子のエネルギースペクトル、状態密度の概念が理解できること。 
５．エネルギーバンドをはじめとする半導体の基礎と応用が理解できること。 
６．超伝導の基礎と応用が理解できること。 
７．物質の磁気的・磁気的性質が理解できること。 

受講者へのコメント  
連絡先 １３号館３階研究室 TEL:086-256-9423,E-mail:ohtani@chem.ou.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 無機材料化学、コンプリヘンシブ演習Ｉ，ＩＩ，ＩＩＩ，ＩＶ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 学部で学習した固体化学に関する知識をさらに深めて、より高度な内容の概念を

理解することを目的とする。逆格子空間の概念から出発して回折現象や電子構造



の説明を行う。さらに、半導体、超伝導体、強磁性体などの基礎と応用の説明も
行う。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 最密充填構造（ＦＣＣ，ＨＣＰ）について説明する。 

2 回 結晶系、格子定数、ミラー指数、Ｘ線回折等について説明する。 
3 回 結晶解析に必要な知識である逆格子空間について説明する。そのための基
礎知識としてベクトル解析を説明し、逆格子と実格子との関係を解説する。 
4 回 Ｘ線回折スポットと逆格子の関係およびエヴァルトの反射球を解説する。 
5 回 金属中の自由電子を記述するためのシュレーディンガー方程式について説
明する。 
6 回 自由電子のエネルギーをシュレーディンガー方程式から導き、逆格子ベク
トルとの関係を説明する。 
7 回 具体的な物質について、エネルギーバンド構造、フェルミ面、状態密度等を
説明する。 
8 回 中間テストと、その解答をする。 
9 回 エネルギーバンド構造を用いて半導体の基礎を説明し、ＰＮ接合の応用を
解説する。 
10 回 固体の電気的性質を調べるための電気抵抗率、ゼーベック係数、ホール係
数などを説明する。 
11 回 超伝導の基礎と応用について解説する。 
12 回 キュリー・ワイス式、磁気モーメント等の磁気的性質を説明する。 
13 回 強磁性、反強磁性、反磁性、完全反磁性等の種々の磁気的性質について説
明する。 
14 回 モット転移、秩序・無秩序転移、ＣＤＷ転移等の相転移現象について説明
する。 
15 回 これまでの講義内容のまとめをする。 

準備学習 1 回 学部で学んだ結晶の化学、固体化学、材料化学などの講義の内容を復習して
おくこと。 
2 回 学部で学んだ結晶の化学、固体化学、材料化学などの復習をしておくこと。 
3 回 前回配布したプリント資料をみて予習をしておくこと。 
4 回 前回の復習をよくすること、プリント資料をみて予習をしておくこと。 
5 回 配布したプリント資料をみて予習をしておくこと。 
6 回 前回の復習をよくすること、プリント資料をみて予習をしておくこと。 
7 回 前回の復習をよくすること、配布資料をみて予習をしておくこと。 
8 回 配布したプリント資料によって、これまでの講義内容をよく復習しておく
こと。 
9 回 下記の項目につき、プリント資料で予習をしておくこと。 
10 回 前回の復習をよくすること、プリント資料をみて予習をしておくこと。 
11 回 プリント資料をみて予習をしておくこと、また関連の参考書で超伝導を調
べておくこと。 
12 回 プリント資料をみて予習をしておくこと。 
13 回 前回の復習をよくすること、配布資料をみて予習をしておくこと。 



14 回 配布したプリント資料をみて予習をしておくこと。 
15 回 これまでの復習をしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MSC1511 
成績評価 定期試験(100%)により行う。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 化学専攻(11〜12) 
見出し MSC1511 分子集合体の化学 
担当教員名 森重 國光 
単位数 2 
教科書 Adsorption, Surface Area and Porosity, S. J. Gregg and K. S. W. Sing, Academic 

Press,London, 1982. 
アクティブラーニング  
キーワード 物理吸着、多孔性固体、吸着分離 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 分子集合体の化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 近藤精一・石川達雄・安部郁夫 著「吸着の科学」・丸善 
授業形態 講義 
注意備考 よく復習すること。 
シラバスコード MSC1511 
実務経験のある教員  
達成目標 工業的にさまざまな分野で利用されている吸着現象を理解すること。 
受講者へのコメント  
連絡先 森重研究室 13 号館 2 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 工業的分離・精製工程や環境汚染物質除去などに使われる吸着現象は、吸着剤と

分子の間に働く分子間⼒が起動⼒となって起きる。吸着剤表面に吸着した分子は
分子集合体を形成し、表面の構造と性質に従っていろいろな状態をとる。吸着の
研究は現象自体の解明にとどまらず、付着・潤滑や凝固・融解などの基本現象の
解明にも大きく寄与する。この講義では、吸着研究の基礎を理解することを目的
として、世界的な専門書である Gregg および Sing の本にしたがって、吸着技術
の利用に不可欠な基礎理論および利用法を解説する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 吸着等温線と吸着⼒について説明する。 

2 回 吸着の熱⼒学について説明する。 



3 回 多孔性固体について説明する。 
4 回 非多孔性固体への吸着に関する BET 式について説明する。 
5 回 表面積算出の基となる分子占有面積について説明する。 
6 回 均一表面上の吸着測定で得られる階段状吸着等温線について説明する。 
7 回 多孔性固体の評価に使われる t プロット法について説明する。 
8 回 メソ孔性固体への吸着で生じる毛細管凝縮について説明する。 
9 回 メソ孔性固体への吸着に関係するヤングーラプラス式とケルビン式につい
て説明する。 
10 回 メソ孔性固体への吸着で生じる吸着ヒステリシスについて説明する。 
11 回 吸着等温線から細孔径分布を得るための手法について説明する。 
12 回 マイクロ孔性固体への吸着で生じる I 型吸着等温線について説明する。 
13 回 吸着等温線からマイクロ孔を評価する方法について説明する。 
14 回 吸着を利用した分子ふるい材料について説明する。 
15 回 吸着剤による分離工程を説明する。 

準備学習 1 回 教科書の吸着等温線の分類について予習しておくこと。 
2 回 教科書の吸着の熱⼒学の箇所を予習しておくこと。 
3 回 多孔性固体について調べておくこと。 
4 回 教科書の BET 式の箇所を予習しておくこと。 
5 回 教科書の分子占有面積の箇所を予習しておくこと。 
6 回 教科書の均一表面上の吸着等温線の箇所を予習しておくこと。 
7 回 教科書の t プロット法の箇所を予習しておくこと。 
8 回 教科書の毛管凝縮の箇所を予習しておくこと。 
9 回 教科書のケルビン式に関するところを予習しておくこと。 
10 回 教科書の吸着ヒステリシスのところを予習しておくこと。 
11 回 教科書の細孔径分布の箇所を予習しておくこと。 
12 回 教科書の I 型等温線のところを予習しておくこと。 
13 回 教科書のマイクロ孔への吸着に関するところを予習しておくこと。 
14 回 図書館などで分子ふるいについて予習しておくこと。 
15 回 図書館などで吸着剤による分離技術について予習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MSC1512 
成績評価 課題提出（４０％）、定期試験（６０％） 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 化学専攻(11〜12) 
見出し MSC1512 錯体化学Ⅱ 
担当教員名 坂根 弦太 
単位数 2 
教科書 特に必要ない。補足資料はプリントで印刷配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 錯体, 配位化合物, 遷移金属, 希土類元素, 配位子, 磁性, 色, 分子軌道, 位相, 

Ｘ線構造解析 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 錯体化学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 坂根のウェブサイトで一般公開している坂根執筆の「DV-Xα 法計算支援環境利

用 の 手 引 き 」
http://www.chem.ous.ac.jp/%7Egsakane/HidemaruDV/HidemaruDV.pdf を 必
要に応じて参照するとよい。 

授業形態 講義 
注意備考 ※本講義は情報処理センターの実習室にて行う。一⼈一台のパソコンを用い、京

大名誉教授の足立裕彦氏らが開発した“DV-Xα 分子軌道計算法プログラム
SCAT”、物質・材料研究機構の泉富士夫氏が開発した“DV-Xα 法計算支援環境”、
国立科学博物館地学研究部鉱物科学研究グループの門馬綱一氏らが開発した“三
次元可視化システム VESTA”、坂根の開発した“教育用分子軌道計算システム
eduDV”などを用い、実際に原子・分子・錯体の分子軌道計算および計算結果（波
動関数・電子の発見される確率の大小の等値表面、静電ポテンシャル 

シラバスコード MSC1512 
実務経験のある教員  
達成目標 学部の無機化学系講義・実験で学んだ基礎に引き続き、量子化学的な立場（イメ

ージ）で無機化合物・錯体について考察できるように訓練する。化学は物質につ
いて扱う学問である。化学物質に対しての正しい理解と、化学の土台となる化学
結合の本質的な理解、すなわち（単原子分子を除いて）全ての化学物質は何らか
の元素の原子が複数個結合したものであるが、プラスの原子核とプラスの原子核
がなぜ結合できるのか、また結合しない場合もあるのか、これを量子化学的なイ
メージで理解できるようになることが第一の達成目標である。化学の本質は千姿
万態の 

受講者へのコメント  
連絡先 新 素 材 化 学 研 究 室  13 号 館 2 階  gsakane ＠ chem.ous.ac.jp 

http://www.chem.ous.ac.jp/%7Egsakane 



合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 錯体化学 I 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 錯体といっても、今や古典的なコバルト(III)のウェルナー錯体に留まらず、有機

金属、配位高分子、金属タンパク質に至るまでその範疇に含まれる時代である。
錯体化学の学習は即ち化学物質全般の学習と言っても過言ではない。この講義で
は錯体化学 I に引き続いて、広く金属元素を含む化合物全般を対象とし、化学結
合の本質である電子について、量子化学的な視点から理解できる能⼒を身につけ
ることを目的とする。量子化学を実験室での道具として使いこなせるように、周
期表すべての元素を同じ精度で取り扱える第一原理計算・密度汎関数法プログラ 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 ＤＶ−Ｘα 法計算支援環境の構築、三次元可視化プログラムＶＥＳＴＡの

使い方を学習する。 
2 回 二硫化チタン結晶構造からのクラスターの切り出し、およびその電子状態
計算を学習する。 
3 回 波動関数等値表面図、静電ポテンシャルマップの描画法を学習する。 
4 回 一酸化炭素分子の波動関数等高線図を作成する。 
5 回 教育用分子軌道計算システム eduDV について学習する。 
6 回 動径関数のプロットと原子の大きさについて学習する。 
7 回 原子軌道の本当の姿について学習する。 
8 回 ハロゲン等核二原子分子の色について学習する。 
9 回 窒素分子の反磁性と酸素分子の常磁性について学習する。 
10 回 酸化鉄クラスターにおける安定状態と準安定状態について学習する。 
11 回 アミノ酸の電子状態計算について学習する。 
12 回 硫酸銅五水和物の電子状態計算について学習する。 
13 回 四配位正四面体型錯体の分光化学系列について学習する。 
14 回 六配位正八面体型錯体の分光化学系列について学習する。 
15 回 遷移金属アクア錯体の分光化学系列について学習する。 

準備学習 1 回 ＤＶ−Ｘα 法とはどんな分子軌道計算法なのか、調べておくこと。 
2 回 二硫化チタンとはどのような構造の化合物なのか、調べておくこと。 
3 回 等高線図及び等値面図とはどのような図法か、調べておくこと。 
4 回 一酸化炭素分子の分子軌道について調べておくこと。 
5 回 ベンゼン、メタン、アセチレン、二酸化炭素、水、アンモニアの属する点群
を調べておくこと。 
6 回 原子番号と原子半径の関係を調べておくこと。 
7 回 実数型球面調和関数の形状について調べておくこと。 
8 回 物質の色と分子軌道との関係について調べておくこと。 
9 回 常磁性と反磁性について調べておくこと。 
10 回 高スピン錯体と低スピン錯体について調べておくこと。 



11 回 アミノ酸の種類と名称について知識を整理しておくこと。 
12 回 硫酸銅五水和物の構造について調べておくこと。 
13 回 槌⽥龍太郎の分光化学系列について調べておくこと。 
14 回 槌⽥龍太郎の分光化学系列について調べておくこと。 
15 回 槌⽥龍太郎の分光化学系列について調べておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MSC1711 
成績評価 レポート(20%)と定期試験(80%)により総合的に評価する。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 化学専攻(11〜12) 
見出し MSC1711 合成有機化学 
担当教員名 山⽥ 晴夫 
単位数 2 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード 逆合成解析、立体選択性、速度論的支配、熱⼒学的支配、アルドール縮合、Diels-

Alder 反応、ラジカル反応、シグマトロピー転位 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 合成有機化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 野依良治他編集 大学院講義 有機化学 II 有機合成化学・生物有機化学 東京

化学同⼈ 
授業形態 講義 
注意備考 学部で学習した基本的な有機反応を理解していることが望ましい。講義中、理解

を深めるために、演習問題やレポートを出題する。 
シラバスコード MSC1711 
実務経験のある教員  
達成目標 簡単な標的化合物の逆合成解析を修得する。 

様々な炭素-炭素結合形成反応や官能基変換を組み合わせて、簡単な標的化合物
の合成法を自分で考えられるようになること。 
不⻫合成、立体化学制御などの基本的な概念を理解すること。 

受講者へのコメント 有機合成化学は、これまでに学習してきた有機反応を組み合わせて、新しい化合
物の合成法を考えるための講義です。有機合成化学は、正解が一つではありませ
ん。有機化学をより深く学べば、様々な別の回答を導くことができます。その楽
しさに目覚めれば、より楽しく有機合成化学を学ぶことができると思います。 

連絡先 山⽥（晴）研究室 22 号館 3 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 有機反応の立体選択性がなぜ発現するのか、その考え方をどのように有機合成化
学に応用していくのか、この分野に興味や関心をもち、自分で有機化学を考える
きっかけになってくれればよかったと思っています。また、この講義を通して、
有機反応をどのように活用して目的の化合物をつくったらよいのか。その基本的
な考え方を修得してもらえたようにように思います。 

英文科目名  



関連科目 反応有機化学、構造有機化学 
次回に向けての改善変更予定 大学院の講義は、単に知識を学ぶだけではなく、学んだ知識をどのように活用す

るのかを訓練する場だと考えています。来年の講義でも、こちらで用意する題材
を使って、有機合成について学びながら、より深く考えてもらいたいと思います。 

講義目的 有機合成化学の基本となる、炭素-炭素結合形成反応、不⻫合成、立体化学制御、
官能基変換、官能基の保護について解説する。また、天然有機化合物の合成を通
じて、逆合成や多段階合成の考え方、合成中間体の分子設計手法について講述す
る。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回  合成有機化学の概要を説明する。 

2 回  速度論的制御と熱⼒学的制御について説明する。 
3 回  立体選択的反応(1) ：エノラートの立体化学制御について説明する。 
4 回  立体選択的反応(2)： アルドール縮合について説明する。 
5 回  立体選択的反応(3) ：不⻫アルドール縮合について説明する。 
6 回  立体選択的反応(4)： Diels-Alder 反応について説明する。 
7 回  立体選択的反応(5) ：[3,3]-シグマトロピー転位反応について説明する。 
8 回  基礎的な逆合成の方法、考え方について説明する。 
9 回  多段階合成の実例(1)： 分子内カチオン環化反応を用いるステロイド骨格
の合成法について説明する。 
10 回  多段階合成の実例(2) ：分子内 DIels-Alder 反応を用いるステロイド骨格
の合成法について説明する。 
11 回  多段階合成の実例(3) ：ラジカル環化反応を用いるトリキナン骨格の合成
法について説明する。 
12 回  多段階合成の実例(4) ：シグマトロピー転位反応を用いる大環状化合物の
合成法について説明する。 
13 回  多段階合成の実例(5) ：アルドール縮合を用いるマクロライドの合成法に
ついて説明する。 
14 回  総合演習(1)：各自が逆合成解析に基づいて考えてきた、簡単な構造をも
つ有機化合物の合成方法を発表し、講評を受ける。 
15 回  総合演習(2)：各自が逆合成解析に基づいて考えてきた、簡単な構造をも
つ有機化合物の合成方法を発表し、講評を受ける。 

準備学習 1 回 シラバスで講義概要を把握する。学部で学習した有機化学の教科書を復習
する。 
2 回 可逆反応と不可逆反応の基礎を参考書で調べる。 
3 回 エノラートの生成と反応について参考書で予習する。 
4 回 アルドール縮合について参考書で予習する。 
5 回 不⻫合成について参考書で予習する。 
6 回 Diels-Alder 反応について参考書で予習する。 
7 回 シグマトロピー転位反応について参考書で予習する。 
8 回 逆合成解析について参考書で予習する。 
9 回 カチオン環化反応について参考書で予習する。 
10 回 分子内 DIels-Alder 反応の特徴を参考書で予習する。 



11 回 ラジカル反応について参考書で予習する。 
12 回 シグマトロピー転位反応について参考書で予習する。 
13 回 アルドール縮合について参考書で予習する。 
14 回 逆合成解析を使って課題で示した標的化合物の合成法を考える。 
15 回 逆合成解析を使って課題で示した標的化合物の合成法を考える。 

 



年度 2012 
授業コード MSC2111 
成績評価 提出課題と小テスト 30％，定期試験 70％により成績を評価する． 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 化学専攻(11〜12) 
見出し MSC2111 量子化学 
担当教員名 柴原 隆志 
単位数 2 
教科書 基礎量子化学 -量子論から分子を見る-／馬場 正昭／サイエンス社 
アクティブラーニング  
キーワード 角運動量，  分子軌道，  群論，  分子の振動と回転，  電子スピンと核スピン 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 量子化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 演習で理解する分子の対称と群論入門／ 崎山 博史 他／丸善出版 
授業形態 講義 
注意備考 量子化学の学習に必要な数学は，プリントを配布する．「厳密さ」よりも「分かり

易さ」を重視し，具体例をあげて講義を進めるので，数学に自信がなくても理解
できるように工夫している．配布するプリントの問題はかならず解いてみてくだ
さい．難しくても，解く努⼒をすることにより，理解が深まります． 

シラバスコード MSC2111 
実務経験のある教員  
達成目標 分子軌道法とくに ヒュッケル法の計算ができること． 

群論を学ぶことにより，電子遷移の選択則および赤外線吸収スペクトル・ラマン
スペクトルの選択則を理解すること．ESR スペクトルの超微細構造とフロンティ
ア軌道の電子密度の関係を理解すること． 

受講者へのコメント  
連絡先 22 号館 6F  柴原研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 化学結合と分子軌道，分子の対称性と群論，分子の振動と回転，電子スピンと核

スピンについて丁寧に解説する． 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 イントロダクション．講義の進め方を説明する．量子化学を学ぶために必要

な数学を記した「量子化学入門のための数学」のプリントを配布する．「微分，偏



微分，ベクトル」を解説する 
2 回 「行列式，行列」（プリント）を解説する．教科書と関連するプリントを配
布する． 
3 回 「量子論の基本的な考え方」（プリント+教科書）を解説する（1 回目）． 
4 回 「量子論の基本的な考え方」（プリント+教科書）を解説する（2 回目）． 
5 回 「量子論の基本的な考え方」（プリント+教科書）を解説する（3 回目）．教
科書と関連するプリントを配布する． 
6 回 「化学結合と分子軌道」（プリント+教科書）を解説する（1 回目）． 
7 回 「化学結合と分子軌道」（プリント+教科書）を解説する（2 回目）． 
8 回 「化学結合と分子軌道」（プリント+教科書）を解説する（3 回目）． 
9 回 「化学結合と分子軌道」（プリント+教科書）を解説する（4 回目）．教科書
と関連するプリントを配布する． 
10 回 「分子の対称性」（プリント+教科書）を解説する（1 回目）． 
11 回 「分子の対称性」（プリント+教科書）を解説する（2 回目）．教科書と関連
するプリントを配布する． 
12 回 「分子の振動と回転」（プリント+教科書）を解説する（1 回目）． 
13 回 「分子の振動と回転」（プリント+教科書）を解説する（2 回目）．教科書と
関連するプリントを配布する． 
14 回 「電子スピンと核スピン」（プリント+教科書）を解説する（1 回目）． 
15 回 「電子スピンと核スピン」（プリント+教科書）を解説する（2 回目）． 

準備学習 1 回 「微分，偏微分，ベクトル」を復習しておくこと． 
2 回 「行列式，行列」（プリント）を予習すること． 
3 回 「量子論の基本的な考え方」（プリント+教科書）を通読すること． 
4 回 「量子論の基本的な考え方」（プリント+教科書）を通読すること． 
5 回 「量子論の基本的な考え方」（プリント+教科書）を通読すること． 
6 回 「化学結合と分子軌道」（プリント+教科書）を通読すること． 
7 回 「化学結合と分子軌道」（プリント+教科書）を通読すること． 
8 回 「化学結合と分子軌道」（プリント+教科書）を通読すること． 
9 回 「化学結合と分子軌道」（プリント+教科書）を通読すること． 
10 回 「分子の対称性」（プリント+教科書）を通読すること． 
11 回 「分子の対称性」（プリント+教科書）を通読すること． 
12 回 「分子の振動と回転」（プリント+教科書）を通読すること． 
13 回 「分子の振動と回転」（プリント+教科書）を通読すること． 
14 回 「電子スピンと核スピン」（プリント+教科書）を通読すること． 
15 回 「電子スピンと核スピン」（プリント+教科書）を通読すること． 

 



年度 2012 
授業コード MSC2311 
成績評価 課題提出(30%)、および試験(70%)により行なう。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 化学専攻(11〜12) 
見出し MSC2311 錯体化学Ⅰ 
担当教員名 赤司 治夫 
単位数 2 
教科書 適宜、プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 金属錯体 有機金属化合物 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 錯体化学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 Peter Atkins (著), Jonathan Rourke (著), Mark Weller (著), Fraser Armstrong (著), 

Tina Overton (著), ⽥中 勝久 (翻訳), 平尾 一之 (翻訳), 北川 進 (翻訳) ： 
授業形態 講義 
注意備考 特になし 
シラバスコード MSC2311 
実務経験のある教員  
達成目標 金属錯体の化学について概観して、以下の事項について理解することを目標とす

る。 
１）金属錯体を理解する上に必用な基礎的項目について理解をする。 
２）具体的な金属錯体の合成方法や、金属錯体の示す特異な反応性に関して理解
する。 
３）金属錯体の機能性とその活用例について理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先 22 号館 5 階 508 号室 akashi@rins.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 錯体化学 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 現在、金属錯体は、それが示す特異な性質のゆえに、無機化学はもとより、有機

化学、分析化学、高分子化学から触媒化学や生体関連化学分野まで、あらゆる分
野の研究者に注目されている。このような背景から、金属錯体に関する知識を学
ぶことの重要性は大いに増大している。本講義では、金属錯体の化学に関する基
礎的事項を概観しつつ、錯体の電子状態、合成、反応の三点に重心を置いた講義



をする。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回  イントロダクション(金属錯体研究の歴史)について講義する。 

2 回  金属錯体と周期表について講義する。 
3 回  金属錯体の構造について講義する。 
4 回  金属錯体の電子状態について講義する。 
5 回  金属錯体の合成（I)について講義する。 
6 回  金属錯体の合成（II)について講義する。 
7 回  金属錯体の合成（III)について講義する。 
8 回  金属錯体の合成（IV)について講義する。 
9 回  金属錯体の反応（I)について講義する。 
10 回  金属錯体の反応（II)について講義する。 
11 回  金属錯体の反応（III)について講義する。 
12 回  金属錯体の反応（IV)について講義する。 
13 回  身近な金属錯体（I)について講義する。 
14 回  身近な金属錯体（II)について講義する。 
15 回  身近な金属錯体（III)について講義する。 

準備学習 1 回  金属錯体とは何かということについて調べてみること。 
2 回  周期表について調べてみること。 
3 回  ウェルナーの配位説について調べてみること。 
4 回  多くの金属錯体が特有の色を持っている理由について調べてみること。 
5 回  私達の生活の中で多用されている金属錯体の中から、自分の関心がある
ものを探して、その錯体がどのようにして合成されているのかを調べてみるこ
と。 
6 回  私達の生活の中で多用されている金属錯体の中から、自分の関心がある
ものを探して、その錯体がどのようにして合成されているのかを調べてみるこ
と。 
7 回  私達の生活の中で多用されている金属錯体の中から、自分の関心がある
ものを探して、その錯体がどのようにして合成されているのかを調べてみるこ
と。 
8 回  私達の生活の中で多用されている金属錯体の中から、自分の関心がある
ものを探して、その錯体がどのようにして合成されているのかを調べてみるこ
と。 
9 回  金属錯体を用いて行なわれる反応の例を調べること。 
10 回  金属錯体を用いて行なわれる反応の例を調べること。 
11 回  金属錯体を用いて行なわれる反応の例を調べること。 
12 回  金属錯体を用いて行なわれる反応の例を調べること。 
13 回  生体内に存在する金属イオンについて調べること。 
14 回  薬として用いられている金属イオンについて調べること。 
15 回  生活の中で利用している金属イオンについて調べること。 

 



年度 2012 
授業コード MSC29A1 
成績評価 講義中での質疑応答（講義への参加度）30%，レポート 70%で評価する。 
曜日時限 火曜日 9・10 時限 
対象クラス 化学専攻(11〜12) 
見出し MSC29A1 フューチャーフィジックス 
担当教員名 平岡 裕、米⽥ 稔、豊⽥ 新、畑中 啓作、川端 晃幸、堀 純也、中川 幸

子、蜷川 
単位数 2 
教科書 適宜資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 物理学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 フューチャーフィジックス 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて各担当者が指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 講義日程や内容を変更する場合があるので，掲示板とか E-mail に注意すること。

また，受講者の連絡先を第１回の講義時に登録しておくこと。 
シラバスコード MSC29A1 
実務経験のある教員  
達成目標 1)物理学の考え方を理解し，身近な物理現象を説明できる。 

2)最近の物理学の研究を通して，物理学の目指しているものを知る。 
受講者へのコメント  
連絡先 各担当教員（第１回目の講義時に連絡先のリストを配布する） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 応用物理学専攻開講の各科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 最近の理学研究は，研究分野が多岐にわたり学際的な傾向をもつものである。し

たがって，自分が専攻する修士課程での研究分野だけでなく，それ以外の分野に
関する知見を得ることが望まれる。本講義では，応用物理学専攻所属の教員によ
る講義とそれに対する質疑応答を通して，さまざまな研究分野に関する理解を深
めるとともに実践的な研究能⼒を高めることを目的とする。また，物理学の各分
野における先端的研究開発の現状を聴講することによって，普遍的な研究開発の
方法論を修得することを目指す。 

対象学年 1 年/2 年 



授業内容 1 回 イントロダクションを行う。 
2 回 加速された荷電粒子が媒質を通過する際に誘起される種々の物理現象を解
説する。 
3 回 量子物理学とその最近の発展について概説する。 
4 回 半導体低次元構造薄膜（量子井⼾、量子ドット）の形成と物性について，研
究室での仕事を中心に概観する。 
5 回 太陽電池を構成する半導体の特徴や応用を学習し，本研究室における半導
体の研究成果を紹介する。 
6 回 新エネルギー開発の鍵を握る新材料・新素材について，研究開発の現状と将
来について講義する。 
7 回 超伝導の基礎物性，いろいろな超伝導物質，超伝導の応用について説明す
る。 
8 回 生命を育んだ惑星の大気の温室効果について，その原理を講義する。 
9 回 放射線科学に関する最新の情報を提供する。 
10 回 隕石及び関連する惑星科学について講義する。 
11 回 酸化ストレスによる細胞障害機構解明における物理分野の貢献とその展望
について講義する。 
12 回 最近の物理トピックスに関する理解を深めるため，実験を通して基礎的な
物理現象を紹介する。 
13 回 一次視覚野の発見について，過去の研究の歴史を紹介するとともに，脳磁
図による最近の研究を紹介する。 
14 回 マクロバブルやナノバブルといわれる特殊な気泡について，現在までにわ
かっている性質とその応用例について研究成果を交えながら紹介する。 
15 回 物理学の未来について講義する。 

準備学習 1 回 最近の物理学に関連したトピックスをウェブ等で調べておくこと。 
2 回 ⼒学，電磁気学でのエネルギーと運動量の授受について調べておくこと。 
3 回 2001 年，2005 年ノーベル物理学賞の内容について調べておくこと。 
4 回 事前に配付したプリントを読んでおくこと。 
5 回 太陽電池について調べておくこと。 
6 回 本，雑誌，インターネット等で様々な新エネルギーについて調べておくこ
と。 
7 回 絶対温度および金属の抵抗の温度変化について調べておく。 
8 回 温室効果ガス（二酸化炭素など）と地球温暖化について書籍，インターネッ
トなどで調べておくこと。 
9 回 事前に配布した資料を読んでおくこと。 
10 回 隕石について調べておく。 
11 回 活性酸素，フリーラジカル障害あるいは酸化ストレスについて調べておく
こと。 
12 回 自分が興味をもった物理現象について調べておくこと。 
13 回 視覚について，高校の生物の教科書，書籍，ウェブ等で調べておくこと。 
14 回 一般的な「泡」というものについて書籍等で調べておくこと。 
15 回 これまでの講義について復習しておくこと。 



 



年度 2012 
授業コード MSC3111 
成績評価 出席点 20％、課題評価点 80％ として総合的に評価する。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 化学専攻(11〜12) 
見出し MSC3111 無機材料化学 
担当教員名 林 宏哉 
単位数 2 
教科書 プリント資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 無機材料化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSC3111 
実務経験のある教員  
達成目標 ・固体を理解するための分析手段を 3 つ以上列挙できる。 

・固体の化学反応についてレポート用紙 1 枚分以上の説明ができる。 
・基礎的な物理化学定数を 6 つ以上記憶している。 
・物理化学定数と物性の関係を理解して、5 つ以上の物性の基本式を使うことが
できる。 

受講者へのコメント  
連絡先 koya@chem.ous.ac.jpTEL:086-256-9474 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 先端の無機材料研究を着想から実現まで通して調べてみる。無機化学・固体化学

の基礎を学ぶことそしてしなやかな思考⼒を養うことを目的とする。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 【無機材料の分類ーセメントから超伝導まで】 

2 回 【無機固体反応・ヘドバールの実験】 
3 回 【無機固体反応・ヘドバールの解釈】 
4 回 【無機化合物の結晶成⻑実験】 



5 回 【無機化合物の結晶成⻑の解釈】 
6 回 【固体の分析方法 1】 
7 回 【固体の分析方法 2】 
8 回 【電気・磁気測定の原理】 
9 回 【電気伝導率・バンドギャップ・移動度・キャリヤ数の求め方】 
10 回 【電気伝導率・バンドギャップ・移動度・キャリヤ数の解釈】 
11 回 【磁化率・磁化曲線・磁気モーメント・電子配置の求め方】 
12 回 【磁化率・磁化曲線・磁気モーメント・電子配置の解釈】 
13 回 【ＸＰＳ測定・酸化状態の求め方】 
14 回 【ＸＰＳ測定・酸化状態の解釈】 
15 回 【定期試験】 

準備学習 特に必要としない。 
逐次課題を与えるのでそれをレポートにして提出するだけでよい。 

 



年度 2012 
授業コード MSC3311 
成績評価 課題提出（30％）、発表内容（30％）、定期試験（40％）の成績によって評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 化学専攻(11〜12) 
見出し MSC3311 熱統計⼒学 
担当教員名 高原 周一 
単位数 2 
教科書 分子動⼒学法による物理化学実験／片岡洋右・三井崇志・竹内宗孝／三共出版 
アクティブラーニング  
キーワード 熱⼒学、統計⼒学、分子シミュレーション、分子動⼒学法 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 なし． 
科目名 熱統計⼒学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 バーロー物理化学（上）第６版／大門寛・堂免一成 訳／東京化学同⼈ 
授業形態 講義 
注意備考 分子動⼒学法演習では、個⼈もしくは研究室のパソコンを持参のこと。 
シラバスコード MSC3311 
実務経験のある教員  
達成目標 熱⼒学・統計⼒学の概要を理解し、それをわかりやすく説明できる。 

分子シミュレーションの概要を理解し、それをわかりやすく説明できる。 
分子動⼒学法をアプリケーションを使って実行できる。 
分子動⼒学法の結果の解釈に必要なデータ処理を実行できる。 
熱⼒学・統計⼒学の基礎原理およびその応用について関心を持つ。 

受講者へのコメント この講義で得た知識を研究等に活用して下さい． 
連絡先 高原周一（13 号館 3 階，e-mail: takahara@chem.ous.ac.jp，TEL: 086-256-9607） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講生が少なかったのでアンケートを取っていない． 
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 講義で使用している分子動⼒学シミュレーション用のソフトが古いので，使用ソ

フトを新たに探すか，内容を抜本的に再検討する必要がある． 
講義目的 化学の基礎理論として重要である熱⼒学および統計⼒学について学ぶ。必要に応

じて学部の講義内容を復習し、学部では十分取り扱われていない統計⼒学の概念
を理解することを目指す。また、熱統計⼒学の応用である分子シミュレーション
（主に分子動⼒学法）について、演習も交えながら学習する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 ガイダンス 



授業の内容と進め方について説明する。 
2 回 分子間⼒と熱⼒学について復習する。 
3 回 統計⼒学（１） 
統計⼒学の概要を説明し、確率論の復習を行う。 
4 回 統計⼒学（２） 
ボルツマン分布について説明する。 
5 回 統計⼒学（３） 
統計⼒学による熱⼒学量の決定方法について熱容量等を例に説明する。 
6 回 統計⼒学（４） 
分子シミュレーションの原理と使用例について説明する。 
7 回 熱⼒学・統計⼒学に関係するトピックスの発表（１） 
受講生が調べてきた内容を発表する。 
8 回 熱⼒学・統計⼒学に関係するトピックスの発表（２） 
受講生が調べてきた内容を発表する。 
9 回 分子動⼒学法演習（１） 
分子動⼒学ソフトの操作方法を説明し、気体のシミュレーションを行う。 
10 回 分子動⼒学法演習（２） 
分子動⼒学ソフトを用いて、単原子気体の圧縮率因子を決定する。 
11 回 分子動⼒学法演習（３） 
分子動⼒学ソフトを用いて、単原子気体の熱膨張係数と熱容量を決定する。 
12 回 分子動⼒学法演習（４） 
分子動⼒学ソフトを用いて、気液の相変化および臨界点について調べる。 
13 回 分子動⼒学法演習（５） 
イ分子動⼒学ソフトを用いて、オン結晶・金属，融解，溶液について調べる。 
14 回 熱⼒学，統計⼒学，分子シミュレーション関する演習（基本的な概念を受
講生が口頭で説明する形式）を行う。 
15 回 分子動⼒学法に関する演習（データ処理）全体のまとめを行う。 

準備学習 1 回 シラバスを読んでくること。 
2 回 学部で学んだ分子間⼒と熱⼒学の復習を行うこと。 
3 回 確率論の基礎について復習すること。 
4 回 ボルツマン分布について調べてくること。 
5 回 ここまでの復習を行うこと。 
6 回 前回の復習を行うこと。 
7 回 発表準備を行うこと。 
8 回 発表準備を行うこと。 
9 回 前回の復習を行うこと。 
10 回 前回の復習を行うこと。 
11 回 前回の復習を行うこと。 
12 回 前回の復習を行うこと。 
13 回 前回の復習を行うこと。 
14 回 これまでの復習を行うこと。 
15 回 これまでの復習を行うこと。 



 



年度 2012 
授業コード MSC3312 
成績評価 定期試験（70%)と課題(30%)の結果から評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 化学専攻(11〜12) 
見出し MSC3312 構造有機化学 
担当教員名 豊⽥ 真司 
単位数 2 
教科書 シリーズ有機化学の探険 有機立体化学／豊⽥ 真司 著／丸善： 

立体化学入門／M.J.T.ロビンソン著，豊⽥ 真司 訳／化学同⼈ 
アクティブラーニング  
キーワード 分子構造，立体化学，対称性，立体選択性 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 構造有機化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 マクマリー有機化学概説（第６版），マクマリー著 伊東，児玉訳，東京化学同

⼈： 
大学院講義 有機化学Ⅰ，野依他編，東京化学同⼈ 

授業形態 講義 
注意備考 学部レベルの有機化学の基礎を習得しておくことが望ましい．とくに立体化学の

分野は，学部の教科書を用いて十分に復習しておくこと。 
※パソコン，液晶プロジェクターで電子教材を提供． 

シラバスコード MSC3312 
実務経験のある教員  
達成目標 ・有機化合物の分子構造を議論するための方法論を理解する。 

・立体化学の基本的な考え方を様々な分子に適用することができる。 
・様々な立体化学の表示法を修得する。 
・立体化学の考え方を有機反応に適用することができる。 
・分子の対称性を表示することができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 豊⽥（真）研究室 １３号館２階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 有機化学系列講義科目およびコンプリヘンシブ演習 I-IV 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 有機化合物の構造をよく理解し，実際の研究で役立つようにするために，立体化

学を中心に反応の選択性を交えて講義する。とくに立体化学の基本である立体配



置と立体配座については，概念や命名など基礎から応用まで詳しく解説する。理
解度を助けるために，できるだけ毎回課題を出す。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 学部で学習した有機構造化学の項目を復習する。 

有機構造の基礎について解説する。 
2 回 構造パラメータ（結合⻑，結合角，ねじれ角）とひずみについて解説する。 
3 回 炭素の混成と分子軌道について解説する。 
4 回 立体異性とキラリティー (1) 立体化学の基礎と分子をキラルにする要因
を解説する。 
5 回 立体異性とキラリティー (2) 分子の対称性を表示するための点群につい
て解説する。 
6 回 立体配置 (1)  立体配置の基礎について解説する。 
7 回 立体配置 (2)  立体配置の表示法（キラル中心，軸，面）について解説する。 
8 回 立体配置 (3) 様々な立体配置の表示法（相対配置，環状化合物，アルケン）
について解説する。 
9 回 立体配座 (1) 立体配座の基礎と表示法について解説する。 
10 回 立体配座 (2) 立体配座に影響を与える要因（立体効果，立体電子効果な
ど）を解説する、 
11 回 トピシティーとプロキラリティー 用語の定義と表示法について解説す
る。 
12 回 エナンチオマーとラセミ体 (1) エナンチオマーの分割法について解説す
る。 
13 回 エナンチオマーとラセミ体 (2) エナンチオマーの絶対配置決定法につい
て解説する。 
14 回 立体選択性 (1) 立体選択性に関する用語の定義と，立体電子効果につい
て解説する。 
15 回 立体選択性 (2) エナンチオ選択的，ジアステレオ選択的反応について解
説する。 

準備学習 1 回 シラバスで講義内容を理解しておくこと。 
学部で学習した有機化学の復習をしておくこと。 
2 回 分子の構造パラメータについて予習しておくこと。 
前回の宿題をしておくこと。 
3 回 炭素原子の混成軌道について予習しておくこと。 
前回の宿題をしておくこと。 
4 回 立体化学に関する用語を予習しておくこと。 
前回の宿題をしておくこと。 
5 回 対称性と点群について予習しておくこと。 
前回の宿題をしておくこと。 
6 回 立体配置に関する用語を予習しておくこと。 
前回の宿題をしておくこと。 
7 回 立体配置の表示法（優先順位など）について予習しておくこと。 
前回の宿題をしておくこと。 



8 回 立体配置の表示法（ジアステレオマー）について予習しておくこと。 
前回の宿題をしておくこと。 
9 回 立体配座に関する用語を予習しておくこと。 
前回の宿題をしておくこと。 
10 回 代表的な化合物の配座異性体の分布について予習しておくこと。 
前回の宿題をしておくこと。 
11 回 エナンチオトピック，ジアステレオトピックの用語の意味を予習しておく
こと。 
前回の宿題をしておくこと。 
12 回 純粋なエナンチオマーの入手法について予習しておくこと。 
前回の宿題をしておくこと。 
13 回 エナンチオマーの立体配置の決定法ついて予習しておくこと。 
前回の宿題をしておくこと。 
14 回 立体選択性と立体特異性の用語の違いについて予習しておくこと。 
前回の宿題をしておくこと。 
15 回 立体選択的な反応の分類について予習しておくこと。 
前回の宿題をしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MSC3711 
成績評価 平常点（50%）および定期試験（50%）で評価する。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 化学専攻(11〜12) 
見出し MSC3711 環境計測化学 
担当教員名 横山 崇 
単位数 2 
教科書 環境化学計測学 環境問題解決へのアプローチ法としての環境測定／堀 雅宏

著／共立出版 
アクティブラーニング  
キーワード 環境，分析化学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 環境計測化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 環境の化学分析／日本分析化学会北海道支部編／三共出版 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSC3711 
実務経験のある教員  
達成目標 環境汚染物質の測定方法を理解すること。 
受講者へのコメント  
連絡先 13 号館 4 階分析化学研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 「分離・計測化学」 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 環境汚染物質の測定方法を概説することを目的とする。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回  環境汚染と化学計測について解説する。 

2 回  環境中の汚染物質の挙動について解説する。 
3 回  環境計測の基礎および測定パターンと測定手法について解説する。 
4 回  検出原理と測定機器について解説する。 
5 回  検出原理と測定機器について解説する。 
6 回  測定の不確かさと精度管理について解説する。 
7 回  サンプリングについて解説する。 
8 回  モニタリングについて解説する。 



9 回  簡易測定法と測定の簡易化について解説する。 
10 回  環境調査と環境計測のデザインについて解説する。 
11 回  環境測定の実際 空気および水質について解説する。 
12 回  環境測定の実際 室内環境について解説する。 
13 回  環境測定の実際 作業環境および廃棄物・土壌・汚泥について解説する。 
14 回  環境測定方法の確立と機器の開発について解説する。 
15 回  実験室環境の管理について解説する。 

準備学習 1 回  教科書の環境汚染と化学計測の章をよく読んでおくこと。 
2 回  教科書の環境中の汚染物質の挙動の章をよく読んでおくこと。 
3 回  教科書の環境計測の基礎および測定パターンと測定手法の章をよく読ん
でおくこと。 
4 回  教科書の検出原理と測定機器 ガス・浮遊粒子の節をよく読んでおくこ
と。 
5 回  教科書の検出原理と測定機器 水質汚濁物質・分析機器・連続分析器の節
をよく読んでおくこと。 
6 回  教科書の測定の不確かさと精度管理の章をよく読んでおくこと。 
7 回  教科書のサンプリングの章をよく読んでおくこと。 
8 回  教科書のモニタリングの章をよく読んでおくこと。 
9 回  教科書の簡易測定法と測定の簡易化の章をよく読んでおくこと。 
10 回  教科書の環境調査と環境計測のデザインの章をよく読んでおくこと。 
11 回  教科書の環境測定の実際 空気および水質の章をよく読んでおくこと。 
12 回  教科書の環境測定の実際 室内環境の章をよく読んでおくこと。 
13 回  教科書の環境測定の実際 作業環境および廃棄物・土壌・汚泥の章をよ
く読んでおくこと。 
14 回  教科書の環境測定方法の確立と機器の開発の章をよく読んでおくこと。 
15 回  教科書の実験室環境の管理の章をよく読んでおくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MSC4111 
成績評価 定期試験または課題発表(60%)、レポート(40%)によって総合的に評価する。 
曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス 化学専攻(11〜12) 
見出し MSC4111 生体高分子材料 
担当教員名 山⽥ 真路 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 高分子化学、生体高分子、高分子材料、バイオマテリアル 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 生体高分子材料 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義において指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 ※パソコン、液晶プロジェクターで電子教材を提供。 
シラバスコード MSC4111 
実務経験のある教員  
達成目標 以下の事柄を取得することを目的とする。 

（１）材料としての炭水化物を説明することができること。 
（２）材料としてのアミノ酸・タンパク質を説明することができること。 
（３）材料としての核酸を説明することができること。 
（４）バイオマテリアルの概念を説明することができること。 

受講者へのコメント  
連絡先 山⽥(真)研究室 １３号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 自然界には多糖やタンパク質、核酸、天然ゴムのように様々な生体高分子が存在

しています。本講義では高分子化学の基礎から生体高分子の基本的な構造や性質
について解説します。更に、これら生体高分子を材料として利用したバイオマテ
リアルについても紹介します。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。授業の進め方について説明する。 

2 回 高分子化学の基礎。高分子の基礎に関して説明する。 



3 回 高分子の構造と物性。高分子の基本的な構造と性質、物性に関して説明す
る。 
4 回 生体高分子とは。生体高分子の定義や分類に関して説明する 
5 回 単糖およびオリゴ糖の材料化。単糖およびオリゴ糖を用いた材料に関して
説明する。 
6 回 多糖の材料化。多糖を用いた材料に関して説明する。 
7 回 アミノ酸とタンパク質。アミノ酸とタンパク質の基礎的な事柄に関して説
明する。 
8 回 タンパク質（１）。タンパク質およびペプチドを用いた生体材料に関して説
明する。 
9 回  タンパク質（２）。タンパク質およびペプチドを用いた工学材料に関して説
明する。 
10 回 DNA および RNA。DNA および RNA の基礎的な事柄に関して説明する。 
11 回 DNA の構造と機能について。DNA の構造とその機能に関して説明する。 
12 回 核酸の材料化。核酸の材料化について説明する。 
13 回 バイオマテリアル（１）。バイオマテリアルに関して説明する。 
14 回 バイオマテリアル（２）。バイオマテリアルに関して説明する。 
15 回 まとめと総合演習。第 1 回〜第 14 回の講義を通して生体高分子の未来に
ついて説明する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 自分たちの身の回りにある高分子を図書館等で調べておくこと。第３回授
業までに高分子化学の基礎に関して復習しておくこと。 
3 回 高分子の構造と物性の関係を図書館等で調べておくこと。第４回授業まで
に高分子の構造と物性に関して復習しておくこと。 
4 回 自分たちの身の回りにある生体高分子を図書館等で調べておくこと。第５
回授業までに生体高分子に関して復習しておくこと。 
5 回 単糖およびオリゴ糖に関して図書館等で調べ、予備知識を得ておくこと。第
６回授業までに単糖およびオリゴ糖に関して復習しておくこと。 
6 回 多糖に関して図書館等で調べ、予備知識を得ておくこと。第７回授業までに
多糖に関して復習しておくこと。 
7 回 アミノ酸とタンパク質の関係を図書館等で調べ、予備知識を得ておくこと。
第８回授業までにアミノ酸とタンパク質の関係を復習しておくこと。 
8 回 タンパク質の構造と機能の関係を図書館等で調べておくこと。第９回授業
までにタンパク質の構造と機能の関係を理解しておくこと。 
9 回 タンパク質の構造と機能の関係を図書館等で調べておくこと。第 10 回授業
までにタンパク質の構造と機能の関係を理解しておくこと。 
10 回 DNA および RNA に関して図書館等で調べ、予備知識を得ておくこと。第
11 回授業までに DNA および RNA に関して復習しておくこと。 
11 回 DNA の構造と機能の関係を図書館等で調べ、予備知識を得ておくこと。
第 12 回授業までに DNA の構造と機能の関係について復習しておくこと。 
12 回 核酸の材料化に関して図書館等で調べ、予備知識を得ておくこと。第 13 回
授業までに核酸の材料化に関して復習しておくこと。 



13 回 図書館等でバイオマテリアルに関して調べ、生体高分子と材料との関係を
よく理解しておくこと。 
14 回 図書館等でバイオマテリアルに関して調べ、生体高分子と材料との関係を
よく理解しておくこと。 
15 回 第１回〜第 14 回までの授業を復習し、生体高分子と材料との関係をよく
理解しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MSC4311 
成績評価 定期試験（70%）、課題および演習（30%）から評価する。 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス 化学専攻(11〜12) 
見出し MSC4311 反応有機化学 
担当教員名 若松 寛 
単位数 2 
教科書 プリントを使用する。また一部の教材は Web 経由で配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 有機反応、分子軌道、フロンティア軌道 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 反応有機化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 有機反応と軌道概念／藤本博・他／化学同⼈ 

フロンティア軌道論で化学を考える／友⽥修司／講談社サイエンティフィク 
大学院講義有機化学 I／野依良治・他編／東京化学同⼈ 

授業形態 講義 
注意備考 学部講義で扱った基本的な有機反応を理解しておくことを強く希望する。 

※講義では、Web 経由で実際に分子軌道計算（Gaussian プログラム）を行い、
受講者にもプログラムを使用した簡単な分子計算課題を与える。 

シラバスコード MSC4311 
実務経験のある教員  
達成目標 ・有機反応が軌道概念を用いて説明できることを理解する。 

・軌道論や有機電子論を用いて有機反応を論理的に考えることができ、雑誌論文
等に記載された反応にその考え方が応用できる。 

受講者へのコメント  
連絡先 22 号館 3 階（精密有機化学研究室） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 有機化学系列講義科目およびコンプリヘンシブ演習 I-IV 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 本講義では、有機反応論を軌道概念を取り入れながら解説する。量子化学がベー

スであるが、数式はできるだけ使わず定性的かつ本質的な内容を扱う。ペリ環状
反応等の具体例を通じて、有機反応を論理的に考え、応用できる⼒を養う。理解
の助けとなるように、Web 経由で分子軌道計算プログラム Gaussian を動作させ、
視覚的に軌道の形が捉えられるようにする予定である。 



対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 「有機反応と軌道」について説明する。 

2 回 「分子軌道法の基礎」について説明する（１回目）。 
3 回 「分子軌道法の基礎」について説明する（２回目）。 
4 回 「分子軌道法の基礎」について説明する（３回目）。 
5 回 「軌道間相互作用」について説明する。 
6 回 「フロンティア軌道理論」について説明する（１回目）。 
7 回 「フロンティア軌道理論」について説明する（２回目）。 
8 回 「分子軌道法からみた求電子付加反応」について説明する（１回目）。 
9 回 「分子軌道法からみた求電子付加反応」について説明する（２回目）。 
10 回 「分子軌道法からみた求核置換反応」について説明する（１回目）。 
11 回 「分子軌道法からみた求核置換反応」について説明する（１回目）。 
12 回 「Woodward-Hoffmann 則」について説明する。 
13 回 「ペリ環状反応（Diels-Alder 反応）」について説明する。 
14 回 「ペリ環状反応（電子環状反応）」について説明する。 
15 回 「ペリ環状反応（シグマトロピー反応）」について説明する。 

準備学習 1 回 有機電子論による有機反応の理解（電子の流れを示す矢印が正しく書ける
こと）を確実なものとしておくこと。 
2 回 学部講義（特に無機化学、量子化学）で学んだ軌道の概念を復習しておくこ
と。 
3 回 学部講義（特に無機化学、量子化学）で学んだ軌道の概念を復習しておくこ
と。 
4 回 学部講義（特に無機化学、量子化学）で学んだ軌道の概念を復習しておくこ
と。 
5 回 学部講義（特に無機化学、量子化学）で学んだ軌道の概念を復習しておくこ
と。 
6 回 学部講義（有機化学）で学んだ代表的反応の反応機構を復習しておくこと。 
7 回 学部講義（有機化学）で学んだ代表的反応の反応機構を復習しておくこと。 
8 回 学部講義（有機化学）で学んだ代表的反応の反応機構を復習しておくこと。 
9 回 学部講義（有機化学）で学んだ代表的反応の反応機構を復習しておくこと。 
10 回 学部講義（有機化学）で学んだ代表的反応の反応機構を復習しておくこと。 
11 回 学部講義（有機化学）で学んだ代表的反応の反応機構を復習しておくこと。 
12 回 Diels-Alder 反応について復習しておくこと。さらにその反応機構を調べて
おくこと。 
13 回 Diels-Alder 反応以外の付加環化反応について調べておくこと。 
14 回 電子環状反応とはどのような反応か調べておくこと。 
15 回 シグマトロピー反応とはどのような反応か調べておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MSC43A2 
成績評価 各講義で提出されたレポート（100%)から総合的に評価する。 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス 化学専攻(11〜12) 
見出し MSC43A2 フューチャーケミストリー 
担当教員名 山⽥ 晴夫、山⽥ 真路、橘高 茂治、善木 道雄、林 宏哉、森重 國光、大

谷 槻男 
単位数 2 
教科書 適宜，プリント資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 化学トピックス，有機化学，無機化学，分析化学，物理化学 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 フューチャーケミストリー 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜，プリント資料を配布する。 
授業形態 講義 
注意備考 集中講義ではなく，後期 15 回の講義を行うので注意すること。 
シラバスコード MSC43A2 
実務経験のある教員  
達成目標 化学の各分野のさまざまな知識や最先端の知識を理解すること。 
受講者へのコメント  
連絡先 化学専攻 専攻⻑ 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 化学専攻開講の各科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 化学専攻以外の専攻の学生に化学の研究について，その背景，目的，成果および

今後の展開についてわかりやすく述べる。国内外における化学の分野の最先端の
トピックスや関連する諸問題についてもわかりやすく解説する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 履修方法を説明する。 

2 回 原子・分子の間にはたらく静電気⼒について実験を交えて説明する。それと
関連して，分子の極性および電子レンジによる加熱の仕組みについても説明す
る。 
3 回 工業的に重要な分離や精製工程によく使われる吸着技術について説明する。 
4 回 有機化学の構造と性質の関係を，天然物化合物を例に解説する。 



5 回 軽いことはいいことだーTi 金属の精錬について 
エネルギー問題は食糧，資源問題と併せて２１世紀の３大課題である。２１世紀
は地球⼈口増加に伴って生じるこれら諸問題を⼈類が克服する世紀といえる。そ
れぞれの立場で早急にこの問題に立ち向かう必要がある。 
現代は鉄の時代と言える。それは鉄の強度，価格，資源量の 3 点の総合⼒が他の
金属を圧倒しているからである。Ｔｉは鉄と同様に強度，資源量とも申し分がな
い。しかも軽量性，耐蝕性は鉄を遙かに上回る。しかし価格の点で遠く及ばない。
その大半は精錬のコストであり，エネルギーコストでもある。チタン精錬のコス
ト低下がエネルギー問題に寄与すると言う根拠は，精錬コストの大半が電気料で
あること，またＦｅをＴｉに置き替えることによる軽量化がもたらす移動エネル
ギーコストの低下の２つである。 
21 世紀の 3 大課題に挑戦するＴｉ精錬の現状と未来について解説する。 
6 回 錯体化学 基礎と最新の話題について解説する。 
7 回 最近の流れ分析法，高速液体クロマトグラフィー，フローインジェクション
法，キャピラリー電気泳動法について解説する。 
8 回 分子の対称性と点群について解説する。 
9 回 表面張⼒の性質と，表面張⼒がかかわる種々の自然現象の理解の仕方につ
いて解説する。 
10 回 生体高分子を用いた機能性材料について解説する。 
11 回 有機化合物を使って，生命現象を解明する。 
12 回 超伝導，太陽電池，リチウムイオン二次電池，光触媒等について説明する。 
13 回 有機化合物の光反応と機能性材料への応用について解説する。 
14 回 密度汎関数法による物質の電子状態計算について解説する。 
15 回 溶液の化学について解説する。 

準備学習 1 回 化学の基礎を予習しておくこと。 
2 回 電子レンジのしくみをインターネットなどで調べておくこと。 
3 回 身の回りで吸着現象が利用されている技術を調べておくこと。 
4 回 学部レベルの教科書で有機化学の基礎を復習しておくこと。 
5 回 ジャンボジェット機の質量および自動車の質量を調べておくこと。 
6 回 生活の中に利用されている金属錯体について調べておくこと。 
7 回 流れを使った自動分析法，およびグリーンケミストリーについて調べてお
くこと。 
8 回 アンモニア分子のもつ対称要素を調べておくこと。 
9 回 自由エネルギーについて何らかの知識を得ておくこと。 
10 回 図書館等で生体高分子，特に多糖とタンパク質，核酸について調べておく
こと。 
11 回 医薬品に関する啓蒙書を予習しておくこと。 
12 回 エネルギーの有効利用はいかにあるべきかについて予め予習しておくこ
と。 
13 回 有機化合物の光反応の例を調べておくこと。 
14 回 電子の軌道と量子数について調べておくこと。 
15 回 高等学校の化学の教科書を復習しておくこと。 



 



年度 2012 
授業コード MSC4511 
成績評価 定期試験（100％）により評価する。 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス 化学専攻(11〜12) 
見出し MSC4511 分離・計測化学 
担当教員名 善木 道雄 
単位数 2 
教科書 プリントを使用する。 
アクティブラーニング  
キーワード 分離分析法、流れ分析法、IC、HPLC、CE、FIA 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 分離・計測化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 学部の機器分析化学、環境分析化学Ⅰ・Ⅱと関連しているので、これらを履修し

ていることが望ましい。また、化学用語に精通した外書購読⼒も必要。 
シラバスコード MSC4511 
実務経験のある教員  
達成目標 分離分析法、特に液体クロマトグラフィー、キャピラリー電気泳動、フローイン

ジェクション分析の文献が読め、内容が理解できるようになること。 
受講者へのコメント  
連絡先 13 号館 4 階 善木道雄研究室 zenki@chem.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 今年度は受講者なし。 
英文科目名  
関連科目 環境計測化学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 液体の流れを利用する連続自動分析法の中から、イオンクロマトグラフィー、液

体（ガス）クロマトグラフィー、キャピラリー電気泳動法およびフローインジェ
クション分析法について詳述する。それぞれの分析法の原著を読み、これらの分
析法の理念と開発にいたる創意と工夫、そしてこれら分析法の特徴と応用につい
て学び、自分の実験との関連性についてディスカッションする。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回  分離分析法について概説し、高感度検出法の発展について説明する。 

3 回  イオンクロマトグラフィーの原著を読み、専門用語、発明の工夫、等につ
いて討論する。 



6 回  高速液体クロマトグラフィーの最近の論文を輪読し、HPLC の最近の進歩
について討論する。 
9 回  キャピラリー電気泳動法の論文からミセル導電クロマトグラフィーについ
て輪読して討論する。 
12 回  フローインジェクション分析法の原著を読み、最近の進歩について討論
する。 

準備学習 1 回  分離分析法、高感度検出法について調べること。 
2 回  
3 回  イオンクロマトグラフィーに関するプリントの化学用語の下調べをするこ
と。 
6 回 高速液体クロマトグラフィーに関するプリントの化学用語の下調べをする
こと。 
9 回  ミセル導電クロマトグラフィーに関するプリントの化学用語の下調べをす
ること。 
12 回  フローインジェクション分析法に関する原著のプリントを読み、化学用
語の下調べをすること。 

 



年度 2012 
授業コード MSC47A1 
成績評価 講義ごと講義の終わりに課題レポートを出していただき，それによって評価す

る。 
曜日時限 木曜日 7・8 時限 
対象クラス 化学専攻(11〜12) 
見出し MSC47A1 化学特別講義Ⅰ 
担当教員名 酒井 貴志＊ 
単位数 1 
教科書 なし。プリントを配布します。 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 化学特別講義Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 講義は、できるだけ平易に解説することを心がけます。肩の⼒を抜いて、学問を

楽しむという気持ちで受講して下さい。たくさんのことを試験のために苦労して
覚えることが目的ではありません。化学反応の巧みな仕組みを見て感動し、この
分野に興味をもって戴ければ目的は達成されます。 

シラバスコード MSC47A1 
実務経験のある教員  
達成目標 化学は物質を原子・分子のレベルで理解しようとするものです。その原子はどの

ようにして作られたのか、またどのような性質があり化学結合が出来るのかとい
う化学の根源的な問題を理解し、その上で分子を形成しその立体的な構造がいか
に医薬品などの合成にとって大事なことかを学びます。また、その立体化学の特
徴を理解し、また化学的、酵素的な方法で望みの立体化学を合成していく有機合
成反応の化学的・酵素的立体制御法の基本的な仕組みとその面白さを理解し、今
後、応用の分野に興味を持てるようになることを目標としています。 

受講者へのコメント  
連絡先 メール：tsakai@cc.okayama-u.ac.jp (大学) 

    Xhkpg526@ybb.ne.jp (自宅) 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 有機化学は化学的な側面だけでなく、酵素が働く生体反応などの生物的な側面を
合わせ持つ広い学問です。また、現代の化学は、医薬や多種の機能性物質を作り
出すことに役立っています。それらをいくつかの切り口で理解し、そこから化学
的、生物的な側面での有機化学全体の役割への興味をもっていただく動機付けに
なることを目的としています。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 ６月７日の予定． 

 1. 講義の概要，化学物質の始まり 
 2. 光学活性化合物の起源と形 について講義する。 
2 回 ６月１４日の予定． 
 3. 光学活性化合物の生物・医薬における役割 
 4. 複雑な光学活性化合物の絶対配置の表示 について解説する。 
3 回 ６月２１日の予定． 
 5. ＮＭＲを用いたキラリティー決定法 
 6. シフト試薬法、溶媒和試薬法、Prelog 則 について解説する。 
4 回 ６月２８日の予定． 
 7. 直鎖化合物のカルボニルへの求核剤の立体選択制、Cram 則 
 8. Flkin-Anh モデル、立体電子効果 につて講義する。 
5 回 ７月５日の予定． 
 9. 環状 α-置換ケトンへの求核剤の立体選択制 
10. 有機触媒を用いた光学活性化合物の合成 について講義する。 
6 回 ７月１２日の予定． 
11. 酵素反応によるケトンの不⻫還元による光学活性アルコールの合成 
12. 酵素反応によるアルコールの速度論的光学分割による光学活性アルコール
の合成 について講義する。 
7 回 ７月１９日の予定． 
13. 酵素反応の温度効果によるエナンチオ選択性の制御 
14. 酵素反応によるアルコールの動的速度論的光学分割による光学活性アルコ
ールの合成 について講義する。 
8 回 ７月２６日の予定． 
15. グリーンケミストリーを指向した有機合成化学 の演題で講演する。 

準備学習 シラバスの講義内容の用語について、その意味することと関連する内容について
予備調査をしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MSC9011 
成績評価 平常点（50%）および発表（50%）により評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 化学専攻(11〜12) 
見出し MSC9011 インターナショナルキャリア 
担当教員名 山⽥ 晴夫、山⽥ 真路、岩永 哲夫、橘高 茂治、善木 道雄、林 宏哉、森

重 國光 
単位数 2 
教科書 指導教員から指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード プレゼンテーション，英会話 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 インターナショナルキャリア 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指導教員から指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 発表の一ヶ月前までに履修登録をすること。 
シラバスコード MSC9011 
実務経験のある教員  
達成目標 ・英語で自分の研究結果を報告できる能⼒を身につけること。 

・他研究者の英語による発表を理解できること。 
受講者へのコメント  
連絡先 化学専攻の各教員の研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 化学専攻の全ての開講科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 外国語での研究発表および国際的なコミュニケーションを行うことができるよ

うになることを目的とする。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 履修方法を説明する。 

2 回 国際会議の情報収集をする。 
3 回 発表題目，発表要旨の作成をする。 
4 回 発表題目，発表要旨の作成をする。 
5 回 発表原稿およびプレゼンテーション資料の作成をする。 
6 回 発表原稿およびプレゼンテーション資料の作成をする。 



7 回 発表練習をする。 
8 回 発表練習をする。 
9 回 現地における発表および他者の発表の聴講をする。 
10 回 現地における発表および他者の発表の聴講をする。 
11 回 現地における発表および他者の発表の聴講をする。 
12 回 発表の事後評価をする。 
13 回 発表の事後評価をする。 
14 回 プロシーディングの作成をする。 
15 回 プロシーディングの作成をする。 

準備学習 1 回 シラバスを読んでおくこと。 
2 回 この講義の意義をよく理解しておくこと。 
3 回 国際会議の案内を自分でよく調べること。 
4 回 国際会議の案内を自分でよく調べること。 
5 回 プレゼンテーションの技術，方法をよく調べておくこと。 
6 回 前回に行ったことをよく吟味しておくこと。 
7 回 発表の練習をあらかじめ行っておくこと。 
8 回 引き続き発表の練習を自分で行うこと。 
9 回 現地の事前調査を行っておくこと。 
10 回 英語の練習を行うこと。 
11 回 英語の練習を行うこと。 
12 回 発表の事後評価をまとめておくこと。 
13 回 引き続き発表の事後評価を整理すること。 
14 回 報告論文を自分なりにまとめること。 
15 回 報告論文を自分なりにまとめること。 

 



年度 2012 
授業コード MSC9012 
成績評価 課題としてレポートを提出してもらい評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 化学専攻(11〜12) 
見出し MSC9012 化学特別講義Ⅱ 
担当教員名 ⻄本 潤＊ 
単位数 1 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 化学特別講義Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSC9012 
実務経験のある教員  
達成目標 １．化学的な分析が環境分析にどう生かされているかを理解する。 

２．溶液内平衡および溶媒構造が反応にどのように影響を与えているか理解す
る。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 １．化学的な環境分析をすることによって見えることについて紹介する。 

２．溶液内平衡および溶媒構造と反応の関係について紹介する。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 有明海の問題についてインターネットで調べておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MSC9013 
成績評価 平常点（1/3），特別研究論文（1/3），特別研究発表（1/3）で評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 化学専攻(11〜12) 
見出し MSC9013 特別研究 
担当教員名 山⽥ 晴夫、山⽥ 真路、岩永 哲夫、橘高 茂治、善木 道雄、林 宏哉、森

重 國光 
単位数 12 
教科書 指導教員から指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード 文献読解⼒，問題解決能⼒，プレゼンテーション能⼒，コミュニケーション能⼒ 
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 特別研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指導教員から指示する。 
授業形態 実験実習 
注意備考 指導教員の指導に従って研究室毎に行う。 
シラバスコード MSC9013 
実務経験のある教員  
達成目標 ・文献（特に英文の）の読解能⼒を身につけること。 

・特定の研究課題に取り組む中で、研究計画の実施が正しくできること。 
・特定の研究課題に従事し，得られた結果について正しい解釈ができること。 
・与えられた課題に対して，自主的に問題を解決し，自らの創造性を発揮できる
こと。 
・得られた結果を正しく整理し，プレゼンテーションができること。 
・得られた結果の発表に際して，的確なコミュニケーションがとれること。 

受講者へのコメント  
連絡先 各指導教員の研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 化学専攻の全ての開講科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 指導教員の指導の下で，2 年間を通して最先端の化学に関するテーマの研究を行

う。また，特別研究論文の作成および研究発表を通して，自主的に学習および研
究することができる能⼒，文章作成および読解能⼒，プレゼンテーション能⼒，
コミュニケーション能⼒，論理的思考⼒，問題解決⼒，自己管理⼒を磨くことを



目的とする。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 指導教員の指導の下，研究計画を立てること。 

 



年度 2012 
授業コード MSC9022 
成績評価 主題課題のレポートで成績を評価する。 

基準点を設け、得点が１００点満点中６０点未満は不合格とする 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 化学専攻(11〜12) 
見出し MSC9022 化学特別講義Ⅲ 
担当教員名 宮浦 憲夫 
単位数 1 
教科書 教科書は使わずプリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 有機化学、合成化学、有機金属化学、触媒化学 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 化学特別講義Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 遷移金属による有機合成、ヘゲダス著、村井訳、東京化学同⼈ 

遷移金属が拓く有機合成、辻 二郎、化学同⼈ 
授業形態 講義 
注意備考 材質理学専攻「特別講義 III」と同時に開講する。 
シラバスコード MSC9022 
実務経験のある教員  
達成目標 １）遷移金属錯体の素反応と触媒サイクルを理解できるようになること 

２）触媒反応を含めた合成経路を立案できるようになること 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 有機化学、有機金属化学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 金属錯体を用いた触媒反応には効率的、実用的な反応が多く、実験室のみならず

工業的製造法としても注目されている。たとえばノーベル化学賞でも、2001 年
の不⻫触媒、2005 年のメタセシス触媒、2010 年のクロスカップリング触媒と３
回連続で受賞対象となっている。 
本講義ではこれらの触媒を用いた有機合成化学の基礎と応用について学習する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 序論：触媒を用いる有機合成は最も効率的な分子変換法として近年目覚ま

しい発展をとげた。この分野でわが国は先導的役割を果たしてきたが、歴史的経



緯、触媒的合成の利点と欠点などをグリーン化学の観点から学ぶ。 
2 回 錯体化学の基礎：触媒の調製や設計の基礎となる錯体の構造、配位子と配位
子数（１８電子則）など遷移金属錯体の基礎を学習する。 
3 回 反応機構：遷移金属触媒反応の触媒サイクルを構成する、酸化付加反応、還
元脱離反応、挿入反応、配位子交換反応（含トランスメタル化）など代表的素反
応を学習する。 
4 回 ヒドリド錯体の化学と水素化反応：不飽和結合の水素化反応は工業的に最
も用いられている実用的還元法である。また、不飽和結合に対する付加反応の基
礎となる触媒サイクルでもある。最近精⼒的に研究された不⻫水素化反応を含
め、代表的触媒と利用法を学習する。 
5 回 Heck 反応：医薬・農薬の製造に利用されている安価で実用的な反応である。
この反応を例として酸化付加・挿入・水素脱離を経る触媒サイクルを学ぶととも
に合成化学的利用について学習する。 
6 回 クロスカップリング反応：クロスカップリング反応は我が国で開発された
最も効率的な炭素―炭素結合形成法であり、医薬品から電子材料の開発までに利
用されている。酸化付加・トランスメタル化・還元脱離を経る反応機構と合成化
学的利用法について学習する。 
7 回 カルベン錯体の化学とメタセシス反応：不飽和結合の炭素原子を入れ替え
ることができるメタセシス反応は環形成法として利用されているが、工業的には
古くから末端アルケン製造に利用されてきた反応である。触媒となる金属カルベ
ン錯体の構造と化学的性質について学習する。 
8 回 カルボニル錯体の化学とカルボニル化反応：大量合成に適したカルボニル
化反応は安息香酸誘導体など医農薬の製造などにも使われる。一酸化炭素の挿入
を経る触媒サイクルと合成化学的利用法を学習する。 

準備学習 1 回 有機合成における有機金属化学の役割を理解すること。 
2 回 原子と電子構造、１８電子則など錯体化学の基礎についてあらかじめ学習
すること。 
3 回 プリントをあらかじめ配布するので事前に調べておくこと、また授業後は
学習した内容がどのような反応に含まれているか確認すること。 
4 回 関連する反応に触媒的ヒドロメタル化反応がある。白金触媒を用いたアル
ケンとヒドロシランの反応を例に水素化反応と同一の反応機構で説明できるこ
とを確認すること。 
5 回 同じ反応機構を経る反応に Wacker 反応がある。調査し、反応機構を確認す
ること。 
6 回 関連する合成反応にウールマン反応やウルフ反応がある。反応を調べ、得失
をクロスカップリング法と比較すること。 
7 回 金属カルベン錯体は金属イリドとも呼ばれる。有機化学で身近なリンイリ
ドである Wittig 試薬との相違を比較すること。 
8 回 現在最も大きなスケールで使われている反応にヒドロホルミル化反応があ
る。調査し、触媒サイクルを確認すること。 

 



年度 2012 
授業コード MSC9031 
成績評価 平常点（50%）および発表会参加教員の評価（50%）で評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 化学専攻(11〜11) 
見出し MSC9031 コンプリヘンシブ演習Ⅲ 
担当教員名 山⽥ 晴夫、赤司 治夫、若松 寛、坂根 弦太、高原 周一、横山 崇、山⽥ 

真路、 
単位数 2 
教科書 指導教員から指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード 研究計画・実施，文献検索，英文講読，プレゼンテーション 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 コンプリヘンシブ演習Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指導教員から指示する。 
授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード MSC9031 
実務経験のある教員  
達成目標 与えられた研究テーマの内容と意義を正しく理解し，研究の計画・実施・成果の

報告などができること。 
受講者へのコメント  
連絡先 化学専攻教員の各研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 「特別研究」および化学専攻で開講の各講義科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 指導教員の下でセミナーまたは外書講読による専門分野の基礎学習と，その内容

を自ら他分野の教員にも理解させる発表ができるようにすることを目的とする。 
対象学年 2 年 
授業内容 1 回 履修方法を説明する。 

2 回 専門分野の基本的知識を得るためのセミナーの準備をする。 
3 回 専門分野の基本的知識を得るためのセミナーをする。 
4 回 専門分野の基本的知識を得るための外書講読（文献資料）をする。 
5 回 専門分野の基本的知識を得るための外書講読（文献資料）をする。 
6 回 専門分野の基本的知識を得るための外書講読（文献資料）をする。 



7 回 専門分野の基本的知識を得るための外書講読（文献資料）をする。 
8 回 専門分野の基本的知識を得るための外書講読（文献資料）をする。 
9 回 専門分野の基本的知識を得るための外書講読（文献資料）をする。 
10 回 専門分野の基本的知識を得るための外書講読（文献資料）をする。 
11 回 学習内容のまとめと発表準備（４，５月のまとめ）をする。 
12 回 学習内容のまとめと発表準備（６月のまとめ）をする。 
13 回 学習内容のまとめと発表準備（７月のまとめ）をする。 
14 回 他専攻および他大学院教員（学外有識者）と発表会をする。 
15 回 発表会の事後評価をする。 

準備学習 1 回 シラバスをよく読んでおくこと。 
2 回 各自の研究テーマに関連する文献を常に読むこと。 
3 回 各自の研究テーマに関連する文献を常に読むこと。 
4 回 各自の研究テーマに関連する文献を常に読むこと。 
5 回 各自の研究テーマに関連する文献を常に読むこと。 
6 回 各自の研究テーマに関連する文献を常に読むこと。 
7 回 各自の研究テーマに関連する文献を常に読むこと。 
8 回 各自の研究テーマに関連する文献を常に読むこと。 
9 回 各自の研究テーマに関連する文献を常に読むこと。 
10 回 各自の研究テーマに関連する文献を常に読むこと。 
11 回 各自の研究テーマに関連する文献を常に読むこと。 
12 回 各自の研究テーマに関連する文献を常に読むこと。 
13 回 各自の研究テーマに関連する文献を常に読むこと。 
14 回 各自の研究結果を整理すること，または関連分野の論文を読んでまとめる
こと。 
15 回 発表会の総括をすること。 

 



年度 2012 
授業コード MSC9032 
成績評価 平常点（50%）および発表（50%）により評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 化学専攻(11〜12) 
見出し MSC9032 インターナショナルキャリア 
担当教員名 山⽥ 晴夫、山⽥ 真路、岩永 哲夫、橘高 茂治、善木 道雄、林 宏哉、森

重 國光 
単位数 2 
教科書 指導教員から指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード プレゼンテーション，英会話 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 インターナショナルキャリア 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指導教員から指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 発表の一ヶ月前までに履修登録をすること。 
シラバスコード MSC9032 
実務経験のある教員  
達成目標 ・英語で自分の研究結果を報告できる能⼒を身につけること。 

・他研究者の英語による発表を理解できること。 
受講者へのコメント  
連絡先 化学専攻の各教員の研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 化学専攻の全ての開講科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 外国語での研究発表および国際的なコミュニケーションを行うことができるよ

うになることを目的とする。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 履修方法を説明する。 

2 回 国際会議の情報収集をする。 
3 回 発表題目，発表要旨の作成をする。 
4 回 発表題目，発表要旨の作成をする。 
5 回 発表原稿およびプレゼンテーション資料の作成をする。 
6 回 発表原稿およびプレゼンテーション資料の作成をする。 



7 回 発表練習をする。 
8 回 発表練習をする。 
9 回 現地における発表および他者の発表の聴講をする。 
10 回 現地における発表および他者の発表の聴講をする。 
11 回 現地における発表および他者の発表の聴講をする。 
12 回 発表の事後評価をする。 
13 回 発表の事後評価をする。 
14 回 プロシーディングの作成をする。 
15 回 プロシーディングの作成をする。 

準備学習 1 回 シラバスを読んでおくこと。 
2 回 この講義の意義をよく理解しておくこと。 
3 回 国際会議の案内を自分でよく調べること。 
4 回 国際会議の案内を自分でよく調べること。 
5 回 プレゼンテーションの技術，方法をよく調べておくこと。 
6 回 前回に行ったことをよく吟味しておくこと。 
7 回 発表の練習をあらかじめ行っておくこと。 
8 回 引き続き発表の練習を自分で行うこと。 
9 回 現地の事前調査を行っておくこと。 
10 回 英語の練習を行うこと。 
11 回 英語の練習を行うこと。 
12 回 発表の事後評価をまとめておくこと。 
13 回 引き続き発表の事後評価を整理すること。 
14 回 報告論文を自分なりにまとめること。 
15 回 報告論文を自分なりにまとめること。 

 



年度 2012 
授業コード MSC9041 
成績評価 講義中に適宜問題を出すので、そのレポートを採点して、その後総合的に判断す

る。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 化学専攻(11〜12) 
見出し MSC9041 フューチャーマセマティックス 
担当教員名 竹中 茂夫 
単位数 2 
教科書 とくに指定せず 
アクティブラーニング  
キーワード 代数学、幾何学、解析学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 フューチャーマセマティックス 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 クーラント・ロビンズ 数学とは何か 岩波書店 
授業形態 講義 
注意備考 なるべく平易に話すつもりですので、気楽にただし聞き流すのではなく考えなが

ら受講してください。 
シラバスコード MSC9041 
実務経験のある教員  
達成目標 数学についての、基礎的な考え方を知る。 
受講者へのコメント  
連絡先 ２０号館８階 竹中研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 現代数学の知識を、非専門家向きに、かいつまんで話し、理解してもらうこと。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 代数１：自然数、四則、数学的帰納法について、高等学校以前で学んだ事を

現代数学はどうとらえているか（理論的に・厳密に）を講義する。 
2 回 代数２：二項定理および、関連するプログラムを紹介し、一般的な帰納法
（二重帰納法）について講義し、再帰的的定義について紹介する。 
3 回 代数３：素数の無限性を例にして、初歩的な代数的問題およびその考え方に
ついて、講義する。 
4 回 素数についての、教育用ビデオ教材「リーマン予想、天才たちの１５０年の



闘い」を鑑賞させて、レポートを提出させる。 
5 回 前回のビデオに関連して、その解説、関連する話題について講義する。 
6 回 代数４：現代数学における有理数の定義および、有理数で無い数（無理数）
の定義およびその性質について講義する。 
7 回 集合論１：数えるという事の抽象化を行い、無限という事の定義、および無
限の種類、数え方について講義し、具体的に整数と有理数は同じ数だけあること
が理解できるようにする。 
8 回 集合論２：無理数は、有理数より数が多い事を証明する。 
9 回 集合論３：論理と集合。 集合論と論理学との関係、および理論計算機との
関連について講義する。 
10 回 幾何学１：４つの円で平面はいくつに分けられるのか？ という問題をも
とにして、やさしい幾何学として平面の分割について講義する。 また、これが、
一般次元に拡張可能であることを出来るだけ分かりやすく説明する。 
11 回 幾何学２：やわらかい幾何学といわれる、トポロジーの基礎てきな概念を
講義する。 特に１２回目に予定しているヴィデオの意味が分かるように基礎概
念の理解を目指す。 
12 回 教育用ヴィデオ「ポアンカレ予想」を鑑賞後レポート提出 
13 回 解析学：極限の厳密な取り扱いかた（ε―δ 論法と呼ばれるもの）をなる
べく平易に講義する。 
14 回 複素数と三角関数、複素数の意味での微・積分について講義する。 
15 回 復習のための演習及びその解説をする。 

準備学習 1 回 数えるとは何を意味するのだろうかを考えてくること。 
2 回 数学的帰納法について復習してくること。 
3 回 素数について、知っていることをおもいだしておくこと。 
4 回 大学の立場からみた数の扱いについて、復習を行うこと。 
5 回 前回に見たビデオについて、自分なりにレポートを作っておくこと。 
6 回 有理数（分数）について、復習しておくこと。特にその４則について、なぜ
あのような計算方法になるのかを理解しておくこと。 
7 回 もう一度、数えるとは何であったかを考えてみること。 
8 回 ２の平方根とはどんなものかを考えてくること。 
9 回 論理とはどんなものか、また論理演算の持つ性質について復習しておくこ
と。 
10 回 平面上に４つの円を書く場合、その平面が最大限いくつに分割されるかを、
円が１つ、２つ、３つの場合とをあわせて考察してくること。 
11 回 球面と湯呑の表面はなぜ同じなのか、またドーナツの表面とはなぜ事なる
かを考えておくこと。 
12 回 １次元球面（単なる円周）、２次元球面（普通の球の表面）を考えて、３次
元球面についてかんがえておくこと。 
13 回 極限を単に、無限に近付いていくと考えて、厳密に理論展開できるかを考
察しておくこと。 
14 回 複素数についてこれまで習ったことを復習しておくこと。 
15 回 講義全体を振り返って、分かりにくかったところについて質問出来るよう



にしておくこと。 
尚、当日に小試験を行って、それについて解説を行う。 

 



年度 2012 
授業コード MSC9042 
成績評価 平常点（50%）および発表会参加教員の評価（50%）で評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 化学専攻(12〜12) 
見出し MSC9042 コンプリヘンシブ演習Ⅱ 
担当教員名 山⽥ 晴夫、赤司 治夫、若松 寛、坂根 弦太、高原 周一、横山 崇、山⽥ 

真路、 
単位数 2 
教科書 指導教員から指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード 研究計画・実施，文献検索，英文講読，プレゼンテーション 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 コンプリヘンシブ演習Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指導教員から指示する。 
授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード MSC9042 
実務経験のある教員  
達成目標 与えられた研究テーマの内容と意義を正しく理解し，研究の計画・実施・成果の

報告などができること。 
受講者へのコメント  
連絡先 化学専攻教員の各研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 「特別研究」および化学専攻で開講の各講義科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 指導教員の下でセミナーまたは外書講読による専門分野の基礎学習と，その内容

を自ら他分野の教員にも理解させる発表ができるようにすることを目的とする。 
対象学年 1 年 
授業内容 1 回 履修方法を説明する。 

2 回 専門分野の基本的知識を得るためのセミナーの準備をする。 
3 回 専門分野の基本的知識を得るためのセミナーをする。 
4 回 専門分野の基本的知識を得るための外書講読（文献資料）をする。 
5 回 専門分野の基本的知識を得るための外書講読（文献資料）をする。 
6 回 専門分野の基本的知識を得るための外書講読（文献資料）をする。 



7 回 専門分野の基本的知識を得るための外書講読（文献資料）をする。 
8 回 専門分野の基本的知識を得るための外書講読（文献資料）をする。 
9 回 専門分野の基本的知識を得るための外書講読（文献資料）をする。 
10 回 専門分野の基本的知識を得るための外書講読（文献資料）をする。 
11 回 学習内容のまとめと発表準備（４，５月のまとめ）をする。 
12 回 学習内容のまとめと発表準備（６月のまとめ）をする。 
13 回 学習内容のまとめと発表準備（７月のまとめ）をする。 
14 回 他専攻および他大学院教員（学外有識者）と発表会をする。 
15 回 発表会の事後評価をする。 

準備学習 1 回 シラバスをよく読んでおくこと。 
2 回 各自の研究テーマに関連する文献を常に読むこと。 
3 回 各自の研究テーマに関連する文献を常に読むこと。 
4 回 各自の研究テーマに関連する文献を常に読むこと。 
5 回 各自の研究テーマに関連する文献を常に読むこと。 
6 回 各自の研究テーマに関連する文献を常に読むこと。 
7 回 各自の研究テーマに関連する文献を常に読むこと。 
8 回 各自の研究テーマに関連する文献を常に読むこと。 
9 回 各自の研究テーマに関連する文献を常に読むこと。 
10 回 各自の研究テーマに関連する文献を常に読むこと。 
11 回 各自の研究テーマに関連する文献を常に読むこと。 
12 回 各自の研究テーマに関連する文献を常に読むこと。 
13 回 各自の研究テーマに関連する文献を常に読むこと。 
14 回 各自の研究結果を整理すること，または関連分野の論文を読んでまとめる
こと。 
15 回 発表会の総括をすること。 

 



年度 2012 
授業コード MSC9051 
成績評価 課題提出（100％） 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 化学専攻(11〜12) 
見出し MSC9051 フューチャーサイエンス 
担当教員名 山崎 正之、若村 国夫、小林 祥一、財部 健一、⻄⼾ 裕嗣、板谷 徹丸、

横川 賢 
単位数 2 
教科書 適宜紹介する 
アクティブラーニング  
キーワード 数理科学、環境・エネルギー科学、化学・生物、境界領域、総合 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 フューチャーサイエンス 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜紹介する 
授業形態 講義 
注意備考 開講日は教務部の掲示板でお知らせします。講義計画欄にある講義の順番は変わ

ります。詳細はオリエンテーションの際にお知らせします。※しばしば電子教材、
パワーポイント等をプロジェクターで投影し講義を行います。 

シラバスコード MSC9051 
実務経験のある教員  
達成目標 数学と情報の分野を中心とした数理科学系列の講義、物理学と地学あるいは地球

環境科学を融合した環境・エネルギー科学系列の講義、および生物学と化学領域
を融合した生物・化学系列の講義から、自然科学の基本的概念・考え方を理解で
きるようになることを期待している。 

受講者へのコメント  
連絡先 この講義担当者が、総合理学専攻で開講している科目のシラバス参照 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 総合理学専攻では、数学、情報、物理、化学、生物、地学の分野と、それぞれの

境界領域を包括する、総合科学的な教育・研究を行っていることから、本講義で
はそれらの一端を紹介し、自然科学に対する幅広い考え方を身に付けることを目
的としている。 

対象学年 1 年/2 年 



授業内容 1 回 射影平面の幾何（１） 
射影平面の様々なとらえ方を紹介し、４次元以上の空間にしか実現できないこの
図形の理解を深める。射影平面を無理矢理３次元空間に押し込めると自己交叉を
持つ図形が得られる。そのうちのひとつであるボーイ曲面（の一部）を実際に工
作で作成する。 
2 回 射影平面の幾何（２） 
ガウス曲率が１である標準的射影平面における三角形の幾何学について学ぶ。特
に、三角形の内角の和は π とその三角形の面積の和に等しいというガウス・ボ
ンネの定理を鑑賞する。 
3 回 ⼈類起源研究の歴史 
類⼈猿と猿⼈化石探しと⼈類起源の話題を紹介する．その結果から⼈類は東アフ
リカで誕生したと言われている．地球史において地球内部物質の挙動が生物大量
絶滅と進化をもたらしたことが理解されている．地球科学の立場から類⼈猿が猿
⼈に進化する環境を議論する。 
4 回 類⼈猿及び猿⼈化石の年代測定 
東アフリカに産する類⼈猿と猿⼈化石の年代推定に用いる火山岩の K-Ar 年代測
定法についてその原理と応用を紹介する。 
5 回 資源探査と環境問題（１） 
地球物質の循環過程で生成した岩石の一部が、鉱物資源および化石燃料資源とし
て利用されている。これら資源を供給する鉱床の成因を実際の鉱山を例に紹介す
る。この解明された成因、および産状の特徴が資源探査に利用されていることを
解説する。 
6 回 資源探査と環境問題（２） 
資源の使用量が増加すると⼈類活動は活発になるが、環境汚染は深刻になる。す
なわち資源と環境は表裏一体である。酸性雨の影響を例に示し、環境問題を考え
る際の基礎的知識をしっかりしたものにする。 
7 回 高エネルギー天文学（１） 
天体や銀河などから放出される電波、可視光、X 線、ガンマ線の各波⻑の電磁波
観測によって得られる宇宙の姿を再認識する。 
8 回 高エネルギー天文学（２） 
高エネルギー宇宙素粒子の観測から高密度天体や銀河中心で起こる高エネルギ
ー現象を理解する。 
9 回 隕石から探る地球型惑星の進化（１） 
隕石はどのようなものか、実物の標本を基に説明する。また、隕石は太陽系のど
こから飛来するか、その落下が地球環境や生物進化に及ぼした影響について具体
例を示し解説する。 
（⻄⼾裕嗣) 
10 回 隕石から探る地球型惑星の進化（２） 
地球外物質である隕石が太陽系の始原物質の一部をなすこと、これに基づき地球
型惑星の進化過程をどのように解明するか解説する。 
（⻄⼾裕嗣） 
11 回 生命の起源と進化 



地球上での最初の生命活動をする細胞の誕生、細胞内共生説を紹介し、カンブリ
ア紀の多様な種の爆発につながるプロセスをたどる。それらにかかった時間につ
いて考察し、⼈類の誕生、最初の文明、産業⾰命以降の⼈間活動の歴史がいかに
短いものであり､近年の⼈口の増加、活動のレベルが指数関数的になっているこ
とに注目する。 
（兵藤博信） 
12 回 進化の脆弱性 
進化というと「高度化＝より強固、安定的なもの」と考えがちであるが、それが
おおきなあやまりであることを指摘し、中立進化説を紹介する。生物の進化（多
様化）をエントロピーの増大という観点からとらえ、様々なシステムへの進化と
いう概念の拡大解釈的適用を試みる。生物の進化の歴史が⻑い時間をかけた進行
形の try and error の実験であることを理解する。 
（兵藤博信） 
13 回 高圧科学の概要 
高圧環境にすることで全ての物質は収縮し、物性が変化する。その変化を科学的
な手法によって明らかにするのが高圧科学であり、物理、化学、地学、生物、医
療など様々な分野で研究がなされている。その一部を解説しながら高圧科学の魅
⼒を紹介する。 
14 回 高圧実験 
様々な用途によって数多くの高圧装置が開発されている。それらの構造について
講義する。その後は、実際に高圧実験装置を使って高圧下での状態変化を調べて
もらう。まずは生きていくうえでなくてはならない物質である水を取り上げ、室
温で氷ができる様子を実際に観察する。 
15 回 量測定装置の組み立て 
種々の光量測定に基づく分析法の原理を解説する。その後、光量測定装置を実際
に組み立てる。 

準備学習 1 回 簡単なオリエンテーション後、講義と実習を行う。はさみを持参すること。 
2 回 平面三角形の内角の和の公式を思いだし、それが地球上に描かれた大きな
三角形でも成り立つか考察してくること。 
3 回 類⼈猿及び猿⼈化石について調べておくこと。 
4 回 K-Ar 年代測定法について調べておくこと。 
5 回 私たちが利用している資源の種類を調べておくこと。 
6 回 資源利用による環境の変化について具体的に調べておくこと。 
7 回 基礎的な天体運動・現象などを理解しておくこと。 
8 回 前回の講義の復習をしておくこと。 
9 回 書籍やインターネットなどから隕石にはどのようなものがあるか調べてみ
ること。 
10 回 前回の講義で示された隕石についての情報を整理しておくこと。 
11 回 DNA の機能・役割について知っておくこと。 
12 回 地質年代表を一見して、生物大絶滅の時期を知っておくこと。 
13 回 身の回りで応用されている高圧技術を調べておくこと。 
14 回 水の状態図を調べておくこと。 



15 回 光量測定センサー原理を復習しておくこと。 
 



年度 2012 
授業コード MSC9052 
成績評価 平常点（50%）および発表会参加教員の評価（50%）で評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 化学専攻(11〜11) 
見出し MSC9052 コンプリヘンシブ演習Ⅳ 
担当教員名 山⽥ 晴夫、赤司 治夫、若松 寛、坂根 弦太、高原 周一、横山 崇、山⽥ 

真路、 
単位数 2 
教科書 指導教員から指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード 研究計画・実施，文献検索，英文講読，プレゼンテーション 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 コンプリヘンシブ演習Ⅳ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指導教員から指示する。 
授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード MSC9052 
実務経験のある教員  
達成目標 与えられた研究テーマの内容と意義を正しく理解し，研究の計画・実施・成果の

報告などができること。 
受講者へのコメント  
連絡先 化学専攻教員の各研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 「特別研究」および化学専攻で開講の各講義科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 指導教員の下でセミナーまたは外書講読による専門分野の基礎学習と，その内容

を自ら他分野の教員にも理解させる発表ができるようにすることを目的とする。 
対象学年 2 年 
授業内容 1 回 履修方法を説明する。 

2 回 専門分野の基本的知識を得るためのセミナーの準備をする。 
3 回 専門分野の基本的知識を得るためのセミナーをする。 
4 回 専門分野の基本的知識を得るための外書講読（文献資料）をする。 
5 回 専門分野の基本的知識を得るための外書講読（文献資料）をする。 
6 回 専門分野の基本的知識を得るための外書講読（文献資料）をする。 



7 回 専門分野の基本的知識を得るための外書講読（文献資料）をする。 
8 回 専門分野の基本的知識を得るための外書講読（文献資料）をする。 
9 回 専門分野の基本的知識を得るための外書講読（文献資料）をする。 
10 回 専門分野の基本的知識を得るための外書講読（文献資料）をする。 
11 回 学習内容のまとめと発表準備（４，５月のまとめ）をする。 
12 回 学習内容のまとめと発表準備（６月のまとめ）をする。 
13 回 学習内容のまとめと発表準備（７月のまとめ）をする。 
14 回 他専攻および他大学院教員（学外有識者）と発表会をする。 
15 回 発表会の事後評価をする。 

準備学習 1 回 シラバスをよく読んでおくこと。 
2 回 各自の研究テーマに関連する文献を常に読むこと。 
3 回 各自の研究テーマに関連する文献を常に読むこと。 
4 回 各自の研究テーマに関連する文献を常に読むこと。 
5 回 各自の研究テーマに関連する文献を常に読むこと。 
6 回 各自の研究テーマに関連する文献を常に読むこと。 
7 回 各自の研究テーマに関連する文献を常に読むこと。 
8 回 各自の研究テーマに関連する文献を常に読むこと。 
9 回 各自の研究テーマに関連する文献を常に読むこと。 
10 回 各自の研究テーマに関連する文献を常に読むこと。 
11 回 各自の研究テーマに関連する文献を常に読むこと。 
12 回 各自の研究テーマに関連する文献を常に読むこと。 
13 回 各自の研究テーマに関連する文献を常に読むこと。 
14 回 各自の研究結果を整理すること，または関連分野の論文を読んでまとめる
こと。 
15 回 発表会の総括をすること。 

 



年度 2012 
授業コード MSC9061 
成績評価 講義中での質疑応答（50％）や課題提出（50％）などを加味して，総合的に評価

する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 化学専攻(11〜12) 
見出し MSC9061 フューチャーバイオケミストリー 
担当教員名 池⽥ 正五、⻘木 宏之、南 善子、尾堂 順一、林 謙一郎、三井 亮司、宮

永 政光 
単位数 2 
教科書 使用しない 
アクティブラーニング  
キーワード バイオサイエンス、バイオテクノロジー 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 フューチャーバイオケミストリー 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 担当教員により、適宜指示 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSC9061 
実務経験のある教員  
達成目標 １）生物化学の基礎を理解し、簡単な説明ができること。  

２）最近の生物化学の進展に興味を持つこと。 
受講者へのコメント  
連絡先 生物化学科教員の各研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 生物化学専攻で開講している各特論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 バイオサイエンスやバイオテクノロジーに代表されるよう、生物化学分野の研究

は活発であり、その発展には著しいものがある。理学研究科の生物化学以外の諸
専攻においても、このような知識の習得は必要である。この講義では、生物化学
分野の最前線の研究の背景・目的・将来や諸問題点などについて分かり易く解説
する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションとして、生物化学科が扱う研究分野について紹介する。 

2 回 生体膜を構成する脂質分子が水中でどのようにして、2 分子膜構造を形成す



るかを説明し、温度やイオン環境の変化で、様々な構造・機能変化を示すことを
紹介する。 
3 回 遺伝子の変化と病気の成り立ちの関係を分子遺伝学的な立場から説明する。 
4 回 植物組織培養や遺伝子組換えといったバイオテクノロジーを用いて植物が
もつ能⼒について研究したり利用している事例を解説する。 
5 回 様々な骨格構造をもつ有機化合物が生体に対してどのような作用をするか，
どのように役に立っているかを説明する。 
6 回 様々な金属イオンが病気の治療に使われている事を、悪性腫瘍やリウマチ
などの治療に使われている金属含有医薬品の実例を挙げながら解説する。 
7 回 環境に優しい化学を追求するグリーンケミストリーについて説明する。 
8 回 未利用資源の有効利用の重要性について説明する。 
9 回 大気の環境問題についての考え方を、過去に生じたさまざまな問題事例を
挙げながら幅広く説明する。 
10 回 植物からの贈り物―その代謝産物―について講義する。 
11 回 科学論文・特許について解説し、科学者・技術者のキャリアや研究プロセ
スについて説明する。 
12 回 微生物や微生物由来の酵素が日常生活の中で重要な役割を果たしているこ
とを解説する。また、食糧・エネルギー・環境のあらゆる分野で微生物が利用さ
れている事例を紹介する。 
13 回 タデ科植物アイの二次代謝（研究紹介）を例に挙げ，植物の二次代謝につ
いて説明する。 
14 回 化学物質の環境中での動態や生物に与える影響について講義する。 
15 回 これまでの講義を聞いて、生物化学の研究の現状と今後についてレポート
を作成する。 

準備学習 1 回 シラバスや生物化学科のホームページをみて、どのような研究が行われて
いるか見ておくこと。 
2 回 大腸菌およびヒトの各種細胞膜の脂質構成を調べ、比較を行くこと。生体膜
の起源について予習を行うこと。 
3 回 遺伝子が変化すると生物学的にどのような影響があらわれるか、考えてお
くこと。 
4 回 身近な植物でバイオテクノロジーが応用されている事例がないか調べてく
る。 
5 回 有機化学 I で学んだ骨格構造の書き方を復讐しておくこと。 
6 回 我々の⼈体の中で機能している金属イオンの種類や働きについて学習して
おくと理解しやすい。 
7 回 グリーンケミストリーと従来の化学の違いを理解し、説明できるよう復習
を行うこと。 
8 回 農・林産廃棄物のエネルギー利用や食糧への変換に関し予習を行うこと。 
9 回 講義内容をみて、これまでに学んできたこととの関連を考えてみる。 
10 回 身近な植物成分について調べておくこと。 
11 回 講義の中で説明した内容について、予習・復習を行い、科学研究のプロセ
スや特許の仕組みを理解すること。 



12 回 日常の生活を振り返り、微生物が関わっていると思われるものを、少なく
とも１つ以上見つけておくこと。またそれがどのような微生物または微生物酵素
を利用したものであるか調べてみること。 
13 回 植物や微生物を利用して作られる香料や医薬品等の身近なものについて調
べておくこと。 
14 回 講義内容をみて今までの学習内容との関連を考え、予習をすること。 
15 回 これまでの講義を聞いて、自分が最も興味を引かれたものがなんであるか、
考えておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MSC9071 
成績評価 各講義における質疑応答や課題提出などから総合的に評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 化学専攻(11〜12) 
見出し MSC9071 フューチャーライフサイエンス 
担当教員名 櫃本 泰雄 
単位数 2 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード 臨床生命科学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 フューチャーライフサイエンス 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 担当教員により、適宜指示 
授業形態 講義 
注意備考 特になし 
シラバスコード MSC9071 
実務経験のある教員  
達成目標 １）臨床生命科学の基礎を理解し、簡単な説明ができること。２）最近の臨床生

命科学の進展に興味を持つこと。 
受講者へのコメント  
連絡先 臨床生命科学専攻 専攻⻑ 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 臨床生命科学専攻で開講している各特論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 バイオテクノロジーに代表されるよう、臨床生命科学分野の研究は活発であり、

その発展には著しいものがある。理学研究科の臨床生命科学以外の諸専攻におい
ても、このような知識の習得は必要である。この講義では、臨床生命科学分野の
最前線の研究の背景・目的・将来や諸問題点などについて分かり易く解説する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 臨床生命科学科の理学部における存在意義や役割そして医食同源に関する

講義（櫃本） 
2 回 ウェルシュ菌の毒素遺伝子発現調節に関する分子レベルの講義（片山） 
3 回 生体防御機能（免疫システム）に関する講義（櫃本） 
4 回 食に関連する微生物の応用（石原） 



5 回 食品中の農薬分析（小嶋） 
6 回 抗肥満、糖尿病合併症治療薬の開発に関する講義（松浦） 
7 回 生活習慣病における血管周囲神経機能変化の解明に関する講義（橋川成美） 
8 回 正常およびがん幹細胞の増殖・分化を制御する因子の解析とその応用（片
岡） 
9 回 熱ショックタンパクの発現制御（橋川直也） 
10 回 食と予防医学（浜⽥） 
11 回 抗酸化のメカニズム（益岡） 
12 回 動脈硬化症の病理学（由谷） 
13 回 基礎医学と食科学（１）（櫃本） 
14 回 基礎医学と食科学（２）（櫃本） 
15 回 ライフサイエンス全般と食科学、医学の関わり（櫃本） 

準備学習 1 回 身近な臨床生命科学の話題にどのようなものがあるか考えておく 
2 回 講義内容と関連する最近の話題について考えておく 
3 回 講義内容と関連する最近の話題について考えておく 
4 回 講義内容と関連する最近の話題について考えておく 
5 回 講義内容と関連する最近の話題について考えておく 
6 回 講義内容と関連する最近の話題について考えておく 
7 回 講義内容と関連する最近の話題について考えておく 
8 回 講義内容と関連する最近の話題について考えておく 
9 回 講義内容と関連する最近の話題について考えておく 
10 回 講義内容と関連する最近の話題について考えておく 
11 回 講義内容と関連する最近の話題について考えておく 
12 回 講義内容と関連する最近の話題について考えておく 
13 回 講義内容と関連する最近の話題について考えておく 
14 回 これまでの講義の整理をしておく 
15 回 これまでの講義の整理をしておく 

 



年度 2012 
授業コード MSL1312 
成績評価 講義での課題提出(50)と定期試験（50） 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 臨床生命科学専攻(11〜12) 
見出し MSL1312 食品分析化学特論 
担当教員名 小嶋 健博 
単位数 2 
教科書 プリント配布 
アクティブラーニング  
キーワード 食品の安全・安心 ポジティブリスト制 食品分析 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 食品分析化学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中指示する 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSL1312 
実務経験のある教員  
達成目標 食品の安全・安心について食品分析講義を通して科学的な判断・理解ができる。 
受講者へのコメント  
連絡先 13 号館 3 階（TEL：086-256-9435，e-mail：tkojima@dls.ous.ac.jp） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 分析化学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 我が国の食糧自給率は 40%を切り，大部分の食品は輸入食品である。しかし，輸

入相手国の農業政策の違いにより食品に対する安全性は異なる。近年，消費者は
鳥インフルエンザ−や残留農薬・坑生物質などの問題で食の安全性に敏感になっ
てきた。本講義では食料品の生産過程から消費者に届く過程を分析的な観点から
食の安全・安心への食品分析の役割について説明する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 食品分析に関してオリエンテ−ションをする。 

2 回 食品の成分の種類と役割について説明する。 
3 回 食品の一次機能の役割について説明する。 
4 回 食品の二次機能の役割について説明する。 
5 回 食品の三次機能について説明する。 



6 回 食品の加工と食品管理について説明する。 
7 回 食の安全・安心の定義とどこまで安心であるかにつき講義する。 
8 回 輸入食品の問題の解決に関し発表形式で講義を行う。 
9 回 ポジティブリスト制がどうして必要であるかにつき講義する。 
10 回 食品分析試料の取り扱い方につき説明する。 
11 回 分離の種類と原理につき説明する。 
12 回 溶媒抽出の原理と発展・応用につき説明する。 
13 回 食品分析概要につき必要な分析法につき講義する。 
14 回 食品添加物の HPLC 分析につきクロマトグラフィ−論から説明する。 
15 回 残留農薬の HPLC 分析法につき説明する。 

準備学習 1 回 日本の食料自給率と問題点を調査しておくこと。 
2 回 輸入食品の問題点につき調べておくこと。 
3 回 輸入食品の問題点につき調べておくこと。 
4 回 おいしさの感覚の種類につき調べておくこと。 
5 回 健康食品の安全性について調査しておくこと。 
6 回 食品の保存は何故必要か，保存法につき調べておくこと。発表形式で行う。 
7 回 食の安全への信頼はどこから 
8 回 輸入食品の安全への問題点を発表形式で行うので調べておくこと。 
9 回 輸入食品の安全性問題解決を考えておくこと。 
10 回 食品の種類の取り扱いについて考えておくこと。 
11 回 食品分析試料の種類と前処理法を調べておくこと。 
12 回 物理的・機械的な分離と化学分離につき調べておくこと。 
13 回 食品の添加・付着成分の分析に使用する機器の 1 例を調べておくこと。 
14 回 加工食品の添加物の種類につき調べておくこと。 
15 回 輸入食品中の付着残留農薬について実例をあげること。 

 



年度 2012 
授業コード MSL1511 
成績評価 レポート（50％）、討論・質問等（50％）により行う。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 臨床生命科学専攻(11〜12) 
見出し MSL1511 食品安全科学特論 
担当教員名 篠⽥ 純男＊ 
単位数 2 
教科書 パワーポイントで資料を提示するとともに、必要に応じてプリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 食品安全、食中毒、微生物毒素、食と健康 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 食品安全科学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義の際指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSL1511 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）身近な食品の安全性の科学を理解すること。 

（２）食中毒の原因となる因子の概要とその因子を分子生物学的に理解するこ
と。 
（３）食品管理のあり方を科学的理論づけて理解すること。 
（４）食品汚染物質と健康との関係を理解すること。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２学舎２階 篠⽥純男研究室 shinoda@dls.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 近年、食の安全・安心についての関心が高まっているが、安全と安心の間にはし

ばしば乖離がみられる。すなわち、リスクコミュニケーションの不足により、安
全であるにもかかわらず、多くの消費者が不安を感じている場合や、逆に安全性
がおびやかされているにもかかわらず、不安を感じていない場合がある。ここで
は、食の安全についての正しい理解を得るために、様々な課題の問題点を解説す
る。 

対象学年 1 年/2 年 



授業内容 1 回 食品安全科学序論 
2 回 食品安全科学総論Ⅰ 
3 回 食品安全科学総論Ⅱ 
4 回 食品安全科学総論Ⅲ 
5 回 化学物質と食の安全Ⅰ 
6 回 化学物質と食の安全Ⅱ 
7 回 化学物質と食の安全Ⅲ 
8 回 微生物と食の安全Ⅰ 
9 回 微生物と食の安全Ⅱ 
10 回 微生物と食の安全Ⅲ 
11 回 植物因子と食の安全Ⅰ 
12 回 植物因子と食の安全Ⅱ 
13 回 動物因子と食の安全Ⅰ 
14 回 動物因子と食の安全Ⅱ 
15 回 イオハザード・ケミカルハザードと食の安全 

準備学習 1 回 食の安全をどのようして確保すべきかを考えておくこと。 
2 回 食の安全に関わる因子にはどのようなものがあるかを考えてみること。 
3 回 食の安全の社会的影響について考えてみること。 
4 回 食の安全に関わる因子の分析法について考えておくこと。 
5 回 食品の常在成分と有害性との関係について考えてみること。 
6 回 環境汚染と食品汚染との関係について考えてみること。 
7 回 食品添加物、農薬等、意図的な添加物の安全性について考えてみること。 
8 回 微生物の食品への影響、有用性・有害性の両面について考えてみること。 
9 回 身近な食中毒を起こす微生物の問題点を考えてみること。 
10 回 食中毒、消化器感染症の発症機序について考えてみること。 
11 回 野菜類等に含まれる有害成分について考えてみること。 
12 回 生薬成分の薬用効果と毒性との関連について考えてみること。 
13 回 食用魚介類にはどのような有毒成分が含まれるかを考えてみること。 
14 回 魚介類が持つ毒性物質の作用機作について考えてみること。 
15 回 家庭内や職場、実験室内の化学物質や微生物による食品汚染と健康との関
係を考えてみること。 

 



年度 2012 
授業コード MSL17A2 
成績評価 レポート（１０％）と試験（９０％）により行う。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 臨床生命科学専攻(11〜12) 
見出し MSL17A2 機能食品科学特論 
担当教員名 濱⽥ 博喜 
単位数 2 
教科書 上野川修一他。食品の科学 東京化学同⼈ 
アクティブラーニング  
キーワード 食品素材，２次代謝物，機能性食品，食品予防医学 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 機能食品科学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ウオーレン，有機化学 上，下 東京化学同⼈ 
授業形態 講義 
注意備考 最終試験は１５回講義終了後実施する。 
シラバスコード MSL17A2 
実務経験のある教員  
達成目標 本講義の達成目標は食品に含まれている生理活性物質と⼈の健康との関係が科

学的に説明出来るようになることである。 
受講者へのコメント  
連絡先 １４号館２階 濱⽥研究室（食品予防医学研究室）hamada@dls.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 栄養代謝化学特論，応用食品化学特論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 食品に含まれている２次代謝物の活性成分の構造とそれらの生理機能が理解出

来るようになることを講義目的とする。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 食と健康のかかわりに関して講義する。 

2 回 食物質はからだをつくり，動かす−１に関して講義する。 
3 回 食物質はからだをつくり，動かす−２に関して講義する。 
4 回 食物質はからだをつくり，動かす−３に関して講義する。 
5 回 食物質のかたちと成分−１に関して講義する。 
6 回 食物質のかたちと成分−２に関して講義する。 
7 回 食品の加工や物性に関して講義する。 



8 回 食物質は情報をもっている−１に関して講義する。 
9 回 食物質は情報をもっている−２に関して講義する。 
10 回 病気を起こす食生活に関して講義する。 
11 回 健康をつくる食生活−１に関して講義する。 
12 回 健康をつくる食生活−２に関して講義する。 
13 回 健康をつくる食生活−３に関して講義する。 
14 回 これからの食品科学−１を講義する。 
15 回 これからの食品科学−２を講義する。 

準備学習 1 回 教科書を予習として読んでおくこと。 
2 回 教科書を予習として読んでおくこと。 
3 回 教科書を予習として読んでおくこと。 
4 回 教科書を予習として読んでおくこと。 
5 回 教科書を予習として読んでおくこと。 
6 回 教科書を予習として読んでおくこと。 
7 回 教科書を予習として読んでおくこと。 
8 回 教科書を予習として読んでおくこと。 
9 回 教科書を予習として読んでおくこと。 
10 回 教科書を予習として読んでおくこと。 
11 回 教科書を予習として読んでおくこと。 
12 回 教科書を予習として読んでおくこと。 
13 回 教科書を予習として読んでおくこと。 
14 回 教科書を予習として読んでおくこと。 
15 回 教科書を予習として読んでおくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MSL1912 
成績評価 課題レポート提出（40%），小テスト（30%），講義中の討論への参加（30%）な

どを総合的に評価して単位認定を行う。 
曜日時限 月曜日 9・10 時限 
対象クラス 臨床生命科学専攻(11〜12) 
見出し MSL1912 応用食品化学特論 
担当教員名 石原 浩二 
単位数 2 
教科書 適時，講義プリントや資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 発酵醸造食品，微生物，酵素，遺伝子技術，食品偽装問題，環境問題 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 応用食品化学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSL1912 
実務経験のある教員  
達成目標 伝統的な発酵醸造食品や発酵工業に関わるバイオテクノロジーを理解できるこ

と．また，食品製造加工技術に関する学術雑誌（英語論文）等を読み，その内容
が理解できるようになること。 

受講者へのコメント  
連絡先 14 号 館 2 階  or 27 号 館 2 階  石 原 研 究 室  086-256-9496 E-mail: 

ishihara@dls.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 近年，食品加工技術と貯蔵・流通の発達に伴い，また，「遺伝子組換え技術」など

の先端科学技術の急速な進展も伴って，「食のバイオテクノロジー」にも大きな
技術改⾰が生じている。本講義では，伝統的な発酵醸造食品，発酵工業，さらに
は，応用微生物学・酵素工学に基づいた食に関する最新のバイオテクノロジー技
術を紹介しながら，微生物や酵素を用いた食品製造加工技術についても理解を深
めることができるように，それら学際的専門知識について講義する。また，世界
的な⼈口増加に伴い，今後予想される食糧危機や食に関する将来の課題を，「環



境問 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 ヒトと食べ物 

2 回 食品の分類 
3 回 食品成分の化学構造と性質 
4 回 食品の機能性と機能性成分１ 
5 回 食品の機能性と機能性成分２ 
6 回 食品の加工法と保存法１ 
7 回 食品の加工法と保存法２ 
8 回 加工食品の規格・基準と品質表示 
9 回 主な加工食品１ 
10 回 主な加工食品２ 
11 回 新しい加工食品 
12 回 食の安全性評価，食糧危機，環境問題 
13 回 食品加工に関する英語論文の紹介（演習）１ 
14 回 食品加工に関する英語論文の紹介（演習）２ 
15 回 食品加工に関する英語論文の紹介（演習）３ 

準備学習 1 回 食品の歴史的変遷について調べておくこと。 
2 回 生産様式，原料，主要栄養素による食品の分類について調べておくこと。 
3 回 食品成分の化学特性について調べておくこと。 
4 回 食品の一次，二次機能について調べておくこと。 
5 回 食品の三次機能について調べておくこと。 
6 回 食品の加工法について調べておくこと。 
7 回 食品の貯蔵法，包装について調べておくこと。 
8 回 加工食品の規格や基準について調べておくこと。 
9 回 農産系加工食品，水産，畜産加工食品について調べておくこと。 
10 回 発酵食品，香辛料，嗜好食品について調べておくこと。 
11 回 保険機能食品，遺伝子組換え食品について調べておくこと。 
12 回 食の安全性や食糧問題について調べておくこと。 
13 回 応用食品化学に関する英語論文を読んでまとめておくこと。 
14 回 応用食品化学に関する英語論文を読んでまとめておくこと。 
15 回 応用食品化学に関する英語論文を読んでまとめておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MSL2111 
成績評価 得点配分をレポート提出（80％）、質疑応答（10％）、そしてプレゼンテーション

（10％）などから評価する。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 臨床生命科学専攻(11〜12) 
見出し MSL2111 病態病理学特論 
担当教員名 由谷 親夫 
単位数 2 
教科書 とくになし 
アクティブラーニング  
キーワード 炎症、循環障害、腫瘍、転移、死因 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特になし 
科目名 病態病理学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「心臓血管病理アトラス」／由谷親夫／文光堂 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSL2111 
実務経験のある教員  
達成目標 １．各臓器のマクロとミクロの正常構造と病的状態の相違を理解する 

２．炎症、循環障害、腫瘍についてそれらの発生機序を理解する 
３．病理学的な変化から合併症の発生について理解する 
４．治療について、概略を整理しておく 
５．なぜ死に至るかについて理解しておく 

受講者へのコメント 特になし 
連絡先 cyutani@dls.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし 
英文科目名  
関連科目 解剖学、病理学 Ｉ，ＩＩ 
次回に向けての改善変更予定 特になし 
講義目的 病態病理学の総論を修める。病理学各論を中心に概説し、その上で循環器病理学

と生活習慣病について病態病理学からより詳細に考察する。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 【病態病理学とは何か】 

病的状態になるとどのような生理学的な変化が起こるのかについて学ぶ 
2 回 【細胞障害と細胞増殖】 



循環障害や腫瘍性増殖について 
3 回 【細胞・組織の修復と再生】 
傷害を受けた細胞・組織の反応性病変について 
4 回 【循環障害】 
各臓器における循環障害について 
5 回 【免疫機構の異常】 
代表的な免疫病に関する病態と病理について 
6 回 【炎症】 
一般的な炎症反応と特異的な反応形態について 
7 回 【腫瘍】 
腫瘍の発生病理、転移、早期癌と進行癌について 
8 回 【感染症】 
臓器における反応形態の相違について 
9 回 【代謝異常と先天異常】 
鉄代謝、銅代謝、そしてアミロイドーシスなどについて 
10 回 【動脈硬化症】 
粥状硬化症による合併症について 
11 回 【糖尿病】 
インスリン代謝と糖尿病・その合併症について 
12 回 【高血圧】 
高血圧による臓器変化について 
13 回 【虚血性心疾患】 
心筋梗塞の病態と合併症について 
14 回 【血管病理】 
おもに血管炎について 
15 回 【脳血管障害】 
脳卒中について 

準備学習 1 回 【病態病理学とは何か】 
⼈体における疾病構造について概略を理解しておく 
2 回 【細胞障害と細胞増殖】 
⼈体を構成している最小単位である細胞について、その構造を理解しておく 
3 回 【細胞・組織の修復と再生】 
細胞・組織の傷害について理解しておく 
4 回 【循環障害】 
出血、血栓、塞栓、そして梗塞についてまとめておく 
5 回 【免疫機構の異常】 
免疫機構の基本的な反応形態（Ｉ〜Ｖ）について理解しておく 
6 回 【炎症】 
種々の外的な刺激に対する生体の反応を理解しておく 
7 回 【腫瘍】 
悪性と良性の腫瘍の違いについて理解しておく 
8 回 【感染症】 



おもに細菌感染について理解しておく 
9 回 【代謝異常と先天異常】 
とくに蓄積疾患についてまとめておく 
10 回 【動脈硬化症】 
動脈硬化症の基本病態について、経時的な変化を理解しておく 
11 回 【糖尿病】 
膵臓のランゲルハンス島の機能について理解しておく 
12 回 【高血圧】 
本態性高血圧と二次性高血圧についてまとめておく 
13 回 【虚血性心疾患】 
血栓形成の機序についてまとめておく 
14 回 【血管病理】 
動脈を中心とする血管の構造を理解しておく 
15 回 【脳血管障害】 
脳の血管支配を理解しておく 

 



年度 2012 
授業コード MSL2512 
成績評価 講義中に配布するミニレポート（５０％）課題レポート（５０％）により評価を

行う。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 臨床生命科学専攻(11〜12) 
見出し MSL2512 予防医科学特論 
担当教員名 橋川 成美 
単位数 2 
教科書 パワーポイント、プリント、その他の資料により講義を行う。 
アクティブラーニング  
キーワード 生活習慣病 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 予防医科学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSL2512 
実務経験のある教員  
達成目標 生活習慣病とその予防に関わる基礎的知識の習得定期健康診断結果の臨床検査

データーの読み方の習得食事、運動に係るデーターの取り方、選択される薬剤・
薬効を理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先 1 号館 3 階 橋川研究室 hobara@dls.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 薬理、生理、病態 など。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生活習慣病とその予防について学び、生活習慣病予防のために家庭や職場内など

で食事・運動などの生活習慣についてアドバイスすることのできる知識と方法を
学ぶことを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 生活習慣病総論 

2 回 高血圧の病態 
3 回 高血圧の薬物療法 
4 回 高血圧の食事療法 



5 回 糖尿病の病態 
6 回 糖尿病の薬物療法 
7 回 糖尿病の食事・運動療法 
8 回 メタボリックシンドローム 
9 回 高脂血症の分類 
10 回 動脈硬化の症状と診断 
11 回 高脂血症の薬物療法 
12 回 肥満の定義と分類 
13 回 肥満の食事・運動療法 
14 回 高脂血症と肥満の合併 
15 回 喫煙の身体への影響 

準備学習 1 回 生活習慣病といわれている病態について調べておくこと。 
2 回 なぜ高血圧になるのか考えてみること。 
3 回 どういった薬剤があるのか調べておくこと。 
4 回 望まれる食塩摂取量はは 1 日何ｇか調べておくこと。 
5 回 なぜ糖尿病になるのか考えてみること。 
6 回 どういった薬剤があるのか調べておくこと。 
7 回 糖尿病の⼈の日常生活での注意点を考えてみること。 
8 回 高血圧と糖尿病のつながりについて考えてみること。 
9 回 コレステロールや中性脂肪について調べておくこと。 
10 回 どういった検査方法があるのか調べておくこと。 
11 回 どういった薬剤があるのか調べておくこと。 
12 回 肥満を表す指標について調べておくこと。 
13 回 有酸素運動について調べておくこと。 
14 回 なぜ高脂血症と肥満は合併しやすいのか考えてみること。 
15 回 どういった政策が施行されているのか調べてみること。 

 



年度 2012 
授業コード MSL29A1 
成績評価 講義中での質疑応答（講義への参加度）30%，レポート 70%で評価する。 
曜日時限 火曜日 9・10 時限 
対象クラス 臨床生命科学専攻(11〜12) 
見出し MSL29A1 フューチャーフィジックス 
担当教員名 平岡 裕、米⽥ 稔、豊⽥ 新、畑中 啓作、川端 晃幸、堀 純也、中川 幸

子、蜷川 
単位数 2 
教科書 適宜資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 物理学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 フューチャーフィジックス 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて各担当者が指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 講義日程や内容を変更する場合があるので，掲示板とか E-mail に注意すること。

また，受講者の連絡先を第１回の講義時に登録しておくこと。 
シラバスコード MSL29A1 
実務経験のある教員  
達成目標 1)物理学の考え方を理解し，身近な物理現象を説明できる。 

2)最近の物理学の研究を通して，物理学の目指しているものを知る。 
受講者へのコメント  
連絡先 各担当教員（第１回目の講義時に連絡先のリストを配布する） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 応用物理学専攻開講の各科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 最近の理学研究は，研究分野が多岐にわたり学際的な傾向をもつものである。し

たがって，自分が専攻する修士課程での研究分野だけでなく，それ以外の分野に
関する知見を得ることが望まれる。本講義では，応用物理学専攻所属の教員によ
る講義とそれに対する質疑応答を通して，さまざまな研究分野に関する理解を深
めるとともに実践的な研究能⼒を高めることを目的とする。また，物理学の各分
野における先端的研究開発の現状を聴講することによって，普遍的な研究開発の
方法論を修得することを目指す。 

対象学年 1 年/2 年 



授業内容 1 回 イントロダクションを行う。 
2 回 加速された荷電粒子が媒質を通過する際に誘起される種々の物理現象を解
説する。 
3 回 量子物理学とその最近の発展について概説する。 
4 回 半導体低次元構造薄膜（量子井⼾、量子ドット）の形成と物性について，研
究室での仕事を中心に概観する。 
5 回 太陽電池を構成する半導体の特徴や応用を学習し，本研究室における半導
体の研究成果を紹介する。 
6 回 新エネルギー開発の鍵を握る新材料・新素材について，研究開発の現状と将
来について講義する。 
7 回 超伝導の基礎物性，いろいろな超伝導物質，超伝導の応用について説明す
る。 
8 回 生命を育んだ惑星の大気の温室効果について，その原理を講義する。 
9 回 放射線科学に関する最新の情報を提供する。 
10 回 隕石及び関連する惑星科学について講義する。 
11 回 酸化ストレスによる細胞障害機構解明における物理分野の貢献とその展望
について講義する。 
12 回 最近の物理トピックスに関する理解を深めるため，実験を通して基礎的な
物理現象を紹介する。 
13 回 一次視覚野の発見について，過去の研究の歴史を紹介するとともに，脳磁
図による最近の研究を紹介する。 
14 回 マクロバブルやナノバブルといわれる特殊な気泡について，現在までにわ
かっている性質とその応用例について研究成果を交えながら紹介する。 
15 回 物理学の未来について講義する。 

準備学習 1 回 最近の物理学に関連したトピックスをウェブ等で調べておくこと。 
2 回 ⼒学，電磁気学でのエネルギーと運動量の授受について調べておくこと。 
3 回 2001 年，2005 年ノーベル物理学賞の内容について調べておくこと。 
4 回 事前に配付したプリントを読んでおくこと。 
5 回 太陽電池について調べておくこと。 
6 回 本，雑誌，インターネット等で様々な新エネルギーについて調べておくこ
と。 
7 回 絶対温度および金属の抵抗の温度変化について調べておく。 
8 回 温室効果ガス（二酸化炭素など）と地球温暖化について書籍，インターネッ
トなどで調べておくこと。 
9 回 事前に配布した資料を読んでおくこと。 
10 回 隕石について調べておく。 
11 回 活性酸素，フリーラジカル障害あるいは酸化ストレスについて調べておく
こと。 
12 回 自分が興味をもった物理現象について調べておくこと。 
13 回 視覚について，高校の生物の教科書，書籍，ウェブ等で調べておくこと。 
14 回 一般的な「泡」というものについて書籍等で調べておくこと。 
15 回 これまでの講義について復習しておくこと。 



 



年度 2012 
授業コード MSL3111 
成績評価 レポート内容により評価を行う 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 臨床生命科学専攻(11〜12) 
見出し MSL3111 食品機能解析学特論 
担当教員名 松浦 信康 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 生活習慣病、治療薬 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 自由記述無し 
科目名 食品機能解析学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特に無し 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSL3111 
実務経験のある教員  
達成目標 さまざまな科学的データを理解できる能⼒を養う 
受講者へのコメント わからない箇所は、後回しにせず、その場で解決するよう努⼒してほしい。 
連絡先 13 号館 3 階 松浦研究室 nobuyasu@dls.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 おおよそ満足しているとの回答であった。しかしながらさらによい講義を目指
し、工夫していきたい。 

英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 学生の理解度を判断しながら、講義を進めていきたい。 
講義目的 医食同源を考える時、食に含まれている化学成分が、我々の生体および細胞の中

で、どのような働きをしているかを理解することを目的とする 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回  オリエンテーションをする 

2 回  タンパク質糖化反応と糖尿病合併症１を講義する 
3 回  タンパク質糖化反応と糖尿病合併症２を講義する 
4 回  タンパク質糖化反応と糖尿病合併症３を講義する 
5 回  核内受容体を制御する低分子化合物１を講義する 
6 回  核内受容体を制御する低分子化合物２を講義する 
7 回  核内受容体を制御する低分子化合物３を講義する 



8 回  細胞の分化を制御する低分子物質１を講義する 
9 回  細胞の分化を制御する低分子物質２を講義する 
10 回  細胞の分化を制御する低分子物質３を講義する 
11 回  細胞の分化を制御する低分子物質４を講義する 
12 回  核内転写因子を制御する低分子化合物１を講義する 
13 回  核内転写因子を制御する低分子化合物２を講義する 
14 回  核内転写因子を制御する低分子化合物３を講義する 
15 回  これまでの講義内容の総括と点検をする 

準備学習 1 回 学部における生物化学の内容を復習しておくこと 
2 回 事前に配布したプリントを読んでおくこと 
3 回 前回の内容を復習しておくこと 
4 回 前回の内容を復習しておくこと 
5 回 事前に配布したプリントを読んでおくこと 
6 回 前回の内容を復習しておくこと 
7 回 前回の内容を復習しておくこと 
8 回 事前に配布したプリントを読んでおくこと 
9 回 前回の内容を復習しておくこと 
10 回 前回の内容を復習しておくこと 
11 回 前回の内容を復習しておくこと 
12 回 事前に配布したプリントを読んでおくこと 
13 回 前回の内容を復習しておくこと 
14 回 前回の内容を復習しておくこと 
15 回 これまでの講義内容を総復習しておくこと 

 



年度 2012 
授業コード MSL3311 
成績評価 中間テスト（50%)、定期試験（50％） 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 臨床生命科学専攻(11〜12) 
見出し MSL3311 分子病原微生物学特論 
担当教員名 片山 誠一 
単位数 2 
教科書 プリントを利用する。 
アクティブラーニング  
キーワード 感染症、分子細菌学、タンパク質立体構造解析 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 分子病原微生物学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし。 
授業形態 講義 
注意備考 適宜プリントを作成し、配布する。これをもとに講義を行う。 
シラバスコード MSL3311 
実務経験のある教員  
達成目標 ヒトに感染症をもたらす病原微生物とはどのような生物なのか。また病気を引き

起こす原因となる病原因子とは何なのか。これらの概念や病原因子を分子レベル
で理解できるようにする。 

受講者へのコメント  
連絡先 24 号館 3 階、katayama@dls.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 病原微生物学の中の微生物の進化、ゲノム、毒素の立体構造と機能、付着因子、

エフェクター、薬剤耐性、遺伝子発現調節、細胞間シグナル伝達などの項目にス
ポットをあて、最近の知見を紹介する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 微生物の進化 
3 回 病原微生物とは何か 
4 回 細菌のゲノム 
5 回 感染症と毒素 



6 回 タンパク質の立体構造 
7 回 毒素 ーその構造と機能ー 
8 回 中間テスト 
9 回 細菌の付着因子 
10 回 エフェクター 
11 回 細菌の侵襲性 
12 回 感染症治療 
13 回 薬剤耐性とその機構 
14 回 病原因子の遺伝子発現制御（その１） 
15 回 病原因子の遺伝子発現制御（その２） 

準備学習 1 回 病原微生物学に関する書籍を用意しておく。 
2 回 講義内容に関する項目をインターネットや書籍等で調べておく。 
3 回 講義内容に関する項目をインターネットや書籍等で調べておく。 
4 回 講義内容に関する項目をインターネットや書籍等で調べておく。 
5 回 講義内容に関する項目をインターネットや書籍等で調べておく。 
6 回 講義内容に関する項目をインターネットや書籍等で調べておく。 
7 回 講義内容に関する項目をインターネットや書籍等で調べておく。 
8 回 今まで配布したプリントを読んでおく。 
9 回 講義内容に関する項目をインターネットや書籍等で調べておく。 
10 回 講義内容に関する項目をインターネットや書籍等で調べておく。 
11 回 講義内容に関する項目をインターネットや書籍等で調べておく。 
12 回 講義内容に関する項目をインターネットや書籍等で調べておく。 
13 回 講義内容に関する項目をインターネットや書籍等で調べておく。 
14 回 講義内容に関する項目をインターネットや書籍等で調べておく。 
15 回 講義内容に関する項目をインターネットや書籍等で調べておく。 

 



年度 2012 
授業コード MSL3312 
成績評価 レポート（100％） 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 臨床生命科学専攻(11〜12) 
見出し MSL3312 検査診断学特論 
担当教員名 片岡 健 
単位数 2 
教科書 適宜、プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 基本的検査、臓器系統別検査、症例 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 検査診断学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 神辺眞之・渡辺清明 監修「健康管理と臨床検査」宇宙堂八木書店（2600 円+税） 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSL3312 
実務経験のある教員  
達成目標 問診、理学的所見、検査を理解する。診断が確定してゆくプロセスを理解する。 
受講者へのコメント  
連絡先 臨床生命科学科 片岡研究室（二学舎 2 階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 患者さんからできるだけ多くの情報を得ることにより、患者さんのおかれている

病気の状態を知ること、これが診断である。診断のために情報を集める方法とし
ては基本的に三法あり、問診、理学的所見、検査である。現代医学においても問
診、理学的所見の重要性はいうまでもないが、検査が診断に占める割合はきわめ
て大となった。近年の臨床検査の発達には目をみはるものがあるが、多彩化・多
様化した検査項目をどのように効率的に無駄なく組み合わせて病態を把握しう
るか、大きな課題が残る。基本的検査を経て方向付けがつき、どのような手順で
診断に向 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回  検査の位置づけ 

2 回  基本的検査（1） 



3 回  基本的検査（2） 
4 回  基本的検査（3） 
5 回  臓器系統別検査（1） 
6 回  臓器系統別検査（2） 
7 回  臓器系統別検査（3） 
8 回  臓器系統別検査（4） 
9 回  臓器系統別検査（5） 
10 回  症例論文の解説（1） 
11 回  症例論文の解説（2） 
12 回  症例論文の解説（3） 
13 回  症例論文の解説（4） 
14 回  症例論文の解説（5） 
15 回  症例論文の解説（6） 

準備学習 1 回 関連分野教科書の復習 
2 回 関連分野教科書の復習 
3 回 関連分野教科書の復習 
4 回 関連分野教科書の復習 
5 回 関連分野教科書の復習 
6 回 関連分野教科書の復習 
7 回 関連分野教科書の復習 
8 回 関連分野教科書の復習 
9 回 関連分野教科書の復習 
10 回 関連分野教科書の復習 
11 回 関連分野教科書の復習 
12 回 関連分野教科書の復習 
13 回 関連分野教科書の復習 
14 回 関連分野教科書の復習 
15 回 関連分野教科書の復習 

 



年度 2012 
授業コード MSL4311 
成績評価 レポートで評価する。 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス 臨床生命科学専攻(11〜12) 
見出し MSL4311 生体防御学特論 
担当教員名 櫃本 泰雄 
単位数 2 
教科書 こちらで用意／指示する 
アクティブラーニング  
キーワード 液性免疫、細胞性免疫、自然免疫、感染症 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 生体防御学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 こちらで用意／指示する 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSL4311 
実務経験のある教員  
達成目標 免疫システムの概要が把握できること、それらを系統的に説明できること、また

免疫学的手法を各⼈の実験研究に応用できるようになることを目的とする。 
受講者へのコメント  
連絡先 ２４号館３F（hitsumot@dls.ous.ac.jp） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 関連科目 免疫学 臨床免疫学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 病原微生物に対する防御システムとしての免疫機構を、液性免疫、細胞性免疫の

観点、及び自然免疫の観点それぞれから論じる。また、一連の講座の後半は、最
近の論文をテキストにして、セミナー形式で輪読することにより、理解を深める。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 免疫機構の概要を説明する。 
3 回 液性免疫（１） ：B 細胞の分化と増殖、抗体産生に至るプロセスを説明す
る。 
4 回 液性免疫（２）：抗体の機能と構造について説明する。 
5 回 液性免疫（３）：抗体の生物活性について概説する。 



6 回 細胞性免疫（１）：T 細胞の分化について説明する。 
7 回 細胞性免疫（２）：T 細胞の機能を説明する。 
8 回 細胞性免疫（３）：T 細胞と液性免疫との関連を説明する。 
9 回 自然免疫（１）：生体がもつさまざまな物理学的、化学的、生物学的バリア
について説明する。 
10 回 自然免疫（２） ：マクロファージによる非特異的認識機構を説明する。 
11 回 自然免疫（３）：好中球の機能を説明する。 
12 回 論文の輪読（１） 
13 回 論文の輪読（２） 
14 回 論文の輪読（３） 
15 回 総括 

準備学習 1 回 病原微生物学、免疫学などの概要を把握しておくこと。 
2 回 これまで学習した免疫学の復習をしておくこと。 
3 回 液性免疫（１）：B 細胞が抗体を産生するまでの過程を調べておくこと。 
4 回 液性免疫（２）：抗体の機能と構造についてまとめておくこと。 
5 回 液性免疫（３）：抗体の生物活性、オプソニン、補体活性化、中和活性、が
生体防御に果たす役割についてまとめておくこと。 
6 回 細胞性免疫（１）：T 細胞の分化について調べておくこと。 
7 回 細胞性免疫（２）：T 細胞の機能についてまとめておくこと。 
8 回 細胞性免疫（３）：T 細胞と液性免疫との関連を調べておくこと。 
9 回 自然免疫（１）：生体に用意されているさまざまなバリアについてまとめて
おくこと。 
10 回 自然免疫（２）：マクロファージによる非特異的認識機構について調べてお
くこと。 
11 回 自然免疫（３）：好中球の機能について調べておくこと。 
12 回 配布した論文（テキスト）の予習をしておくこと。 
13 回 配布した論文（テキスト）の予習をしておくこと。 
14 回 配布した論文（テキスト）の予習をしておくこと。 
15 回 これまでの総括を行う。講義全般について疑問点などを整理しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MSL4312 
成績評価 レポートおよび最終試験により評価する。 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス 臨床生命科学専攻(11〜12) 
見出し MSL4312 総合臨床生命科学特論Ⅱ 
担当教員名 益岡 典芳、松浦 信康、由谷 親夫、片山 誠一 
単位数 2 
教科書 各教員が個々に資料を準備する。 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 総合臨床生命科学特論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSL4312 
実務経験のある教員  
達成目標 各研究室で行われている内容を理解する。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 各教員がオムニバス形式で講義を行う形式の総合臨床生命科学特論ⅠおよびⅡ

を開講し、そのいずれかを必ず受講することにより当専攻に理念である医食同源
の科学を総合的に理解することを目的としている。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション 

2 回  代謝異常症の生化学Ⅰ（益岡） 
3 回  代謝異常症の生化学Ⅱ（益岡） 
4 回  ヒト疾患における臨床病理学的考察Ⅰ（由谷） 
5 回  ヒト疾患における臨床病理学的考察Ⅱ（由谷） 
6 回  食中毒と経口感染症の科学Ⅰ（篠⽥） 
7 回  食中毒と経口感染症の科学Ⅱ（篠⽥） 



8 回  宿主と寄生体の関係Ⅰ（片山） 
9 回  宿主と寄生体の関係Ⅱ（片山） 
10 回  脂肪細胞を用いた機能性食材の開発Ⅰ（松浦） 
11 回  脂肪細胞を用いた機能性食材の開発Ⅱ（松浦） 
12 回  代謝病Ⅰ（益岡） 
13 回 準備学習： 代謝病Ⅱ（益岡） 
14 回  まとめ 
15 回  定期試験 

準備学習  
 



年度 2012 
授業コード MSL43A2 
成績評価 各講義で提出されたレポート（100%)から総合的に評価する。 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス 臨床生命科学専攻(11〜12) 
見出し MSL43A2 フューチャーケミストリー 
担当教員名 山⽥ 晴夫、赤司 治夫、若松 寛、坂根 弦太、高原 周一、横山 崇、山⽥ 

真路、 
単位数 2 
教科書 適宜，プリント資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 化学トピックス，有機化学，無機化学，分析化学，物理化学 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 フューチャーケミストリー 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜，プリント資料を配布する。 
授業形態 講義 
注意備考 集中講義ではなく，後期 15 回の講義を行うので注意すること。 
シラバスコード MSL43A2 
実務経験のある教員  
達成目標 化学の各分野のさまざまな知識や最先端の知識を理解すること。 
受講者へのコメント  
連絡先 化学専攻 専攻⻑ 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 化学専攻開講の各科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 化学専攻以外の専攻の学生に化学の研究について，その背景，目的，成果および

今後の展開についてわかりやすく述べる。国内外における化学の分野の最先端の
トピックスや関連する諸問題についてもわかりやすく解説する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 履修方法を説明する。 

2 回 原子・分子の間にはたらく静電気⼒について実験を交えて説明する。それと
関連して，分子の極性および電子レンジによる加熱の仕組みについても説明す
る。 
3 回 工業的に重要な分離や精製工程によく使われる吸着技術について説明する。 
4 回 有機化学の構造と性質の関係を，天然物化合物を例に解説する。 



5 回 軽いことはいいことだーTi 金属の精錬について 
エネルギー問題は食糧，資源問題と併せて２１世紀の３大課題である。２１世紀
は地球⼈口増加に伴って生じるこれら諸問題を⼈類が克服する世紀といえる。そ
れぞれの立場で早急にこの問題に立ち向かう必要がある。 
現代は鉄の時代と言える。それは鉄の強度，価格，資源量の 3 点の総合⼒が他の
金属を圧倒しているからである。Ｔｉは鉄と同様に強度，資源量とも申し分がな
い。しかも軽量性，耐蝕性は鉄を遙かに上回る。しかし価格の点で遠く及ばない。
その大半は精錬のコストであり，エネルギーコストでもある。チタン精錬のコス
ト低下がエネルギー問題に寄与すると言う根拠は，精錬コストの大半が電気料で
あること，またＦｅをＴｉに置き替えることによる軽量化がもたらす移動エネル
ギーコストの低下の２つである。 
21 世紀の 3 大課題に挑戦するＴｉ精錬の現状と未来について解説する。 
6 回 錯体化学 基礎と最新の話題について解説する。 
7 回 最近の流れ分析法，高速液体クロマトグラフィー，フローインジェクション
法，キャピラリー電気泳動法について解説する。 
8 回 分子の対称性と点群について解説する。 
9 回 表面張⼒の性質と，表面張⼒がかかわる種々の自然現象の理解の仕方につ
いて解説する。 
10 回 生体高分子を用いた機能性材料について解説する。 
11 回 有機化合物を使って，生命現象を解明する。 
12 回 超伝導，太陽電池，リチウムイオン二次電池，光触媒等について説明する。 
13 回 有機化合物の光反応と機能性材料への応用について解説する。 
14 回 密度汎関数法による物質の電子状態計算について解説する。 
15 回 溶液の化学について解説する。 

準備学習 1 回 化学の基礎を予習しておくこと。 
2 回 電子レンジのしくみをインターネットなどで調べておくこと。 
3 回 身の回りで吸着現象が利用されている技術を調べておくこと。 
4 回 学部レベルの教科書で有機化学の基礎を復習しておくこと。 
5 回 ジャンボジェット機の質量および自動車の質量を調べておくこと。 
6 回 生活の中に利用されている金属錯体について調べておくこと。 
7 回 流れを使った自動分析法，およびグリーンケミストリーについて調べてお
くこと。 
8 回 アンモニア分子のもつ対称要素を調べておくこと。 
9 回 自由エネルギーについて何らかの知識を得ておくこと。 
10 回 図書館等で生体高分子，特に多糖とタンパク質，核酸について調べておく
こと。 
11 回 医薬品に関する啓蒙書を予習しておくこと。 
12 回 エネルギーの有効利用はいかにあるべきかについて予め予習しておくこ
と。 
13 回 有機化合物の光反応の例を調べておくこと。 
14 回 電子の軌道と量子数について調べておくこと。 
15 回 高等学校の化学の教科書を復習しておくこと。 



 



年度 2012 
授業コード MSL5311 
成績評価 授業態度(30%)、課題レポート評価(40%)と試験(30%)で評価する。意欲的な学

習態度は高く評価する。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 臨床生命科学専攻(11〜12) 
見出し MSL5311 栄養代謝化学特論 
担当教員名 益岡 典芳 
単位数 2 
教科書 プリント(資料) 
アクティブラーニング  
キーワード 栄養素、代謝、代謝異常、ホメオスタシス、食品の機能性 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 栄養代謝化学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「ハーパー・生化学 最新版」(丸善)「Clinical studies in medical biochemistry 

(2nd ed.)」 Glew & Ninomiya, Oxford University Press, USA 
授業形態 講義 
注意備考 英文の教材を利用することもあるので、講義には医学辞書等を用意すること。 
シラバスコード MSL5311 
実務経験のある教員  
達成目標 １．必要な栄養素と栄養素の体内での代謝とその役割を理解する。 

２．代謝異常症について考え、栄養がその病態代謝に与える影響を理解する。 
３．健常者のホメオスタシスの維持に必要な栄養素とその代謝、調節メカニズム
を理解する。 
４．食品の機能性について考える。 

受講者へのコメント  
連絡先 益岡研究室、２学舎３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 生化学、分子生物学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生体(ヒト)の代謝異常と病気の関係、その時に必要な栄養素と栄養素の体内での

代謝とその役割を理解することを目標にする。代謝異常症について考え、栄養が
その病態代謝に与える影響について学ぶ。健常者のホメオスタシスの維持に必要
な栄養素とその代謝、ホルモンによる代謝調節、調節メカニズムを理解する。 

対象学年 1 年/2 年 



授業内容 1 回 【 イントロダクション】 
講義と演習の内容を説明する。 
2 回 【 栄養と生化学】  
栄養と生化学を演習または講義する。 
3 回 【 代謝異常と栄養 課題１】 
代謝異常と栄養 課題１を演習または講義する。 
4 回 【 代謝異常と栄養 課題２】 
代謝異常と栄養 課題２を演習または講義する。 
5 回 【 代謝異常と栄養 課題３】 
代謝異常と栄養 課題３を演習または講義する。 
6 回 【 代謝異常と栄養 課題４】 
代謝異常と栄養 課題４を演習または講義する。 
7 回 【 代謝異常と栄養 課題５】 
代謝異常と栄養 課題５を演習または講義する。 
8 回 【 代謝異常と栄養 課題６】  
代謝異常と栄養 課題６を演習または講義する。 
9 回 【 代謝異常と栄養 課題７】  
代謝異常と栄養 課題７を演習または講義する。 
10 回 【 代謝異常と栄養 課題８】  
代謝異常と栄養 課題８を演習または講義する。 
11 回 【 代謝異常と栄養 課題９】 
代謝異常と栄養 課題９を演習または講義する。 
12 回 【 代謝異常と栄養 課題１０】  
代謝異常と栄養 課題１０を演習または講義する。 
13 回 【 代謝異常と栄養 課題１１】  
代謝異常と栄養 課題１１を演習または講義する。 
14 回 【 代謝異常と栄養 課題１２】  
代謝異常と栄養 課題１２を演習または講義する。 
15 回 【まとめ】 
演習または講義をまとめ内容を確認する。 

準備学習 1 回 【 イントロダクション】 
栄養と代謝の関係について調べてくること。 
2 回 【 栄養と生化学】 
代謝異常症についてについて調べてくること。 
3 回 【 代謝異常と栄養 課題１】 
代謝異常と栄養についてについて調べてくること。 
4 回 【 代謝異常と栄養 課題２】 
代謝異常と栄養についてについて調べてくること。 
5 回 【 代謝異常と栄養 課題３】 
代謝異常と栄養についてについて調べてくること。 
6 回 【 代謝異常と栄養 課題４】 
代謝異常と栄養についてについて調べてくること。 



7 回 【 代謝異常と栄養 課題５】 
代謝異常と栄養についてについて調べてくること。 
8 回 【 代謝異常と栄養 課題６】 
代謝異常と栄養についてについて調べてくること。 
9 回 【 代謝異常と栄養 課題７】 
代謝異常と栄養についてについて調べてくること。 
10 回 【 代謝異常と栄養 課題８】 
代謝異常と栄養についてについて調べてくること。 
11 回 【 代謝異常と栄養 課題９】 
代謝異常と栄養についてについて調べてくること。 
12 回 【 代謝異常と栄養 課題１０】 
代謝異常と栄養についてについて調べてくること。 
13 回 【 代謝異常と栄養 課題１１】 
代謝異常と栄養についてについて調べてくること。 
14 回 【 代謝異常と栄養 課題１２】 
代謝異常と栄養についてについて調べてくること。 
15 回 【 まとめ】 
これまで学習した事項を総復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MSL5911 
成績評価 レポートで評価する。 
曜日時限 金曜日 9・10 時限 
対象クラス 臨床生命科学専攻(11〜12) 
見出し MSL5911 総合臨床生命科学特論Ⅰ 
担当教員名 櫃本 泰雄、石原 浩二、小嶋 健博、濱⽥ 博喜 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 総合臨床生命科学特論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSL5911 
実務経験のある教員  
達成目標 それぞれの専門分野での研究内容、その特徴を説明できることを目指す。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 臨床生命科学専攻での学習の、総合的把握と理解を目的とする。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 総合的な学習の一つであるため、個々の講義に対する準備をしておくことが好ま

しい。内容については、最初の講義で周知する。 
 



年度 2012 
授業コード MSL9011 
成績評価 平常点および発表により評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 臨床生命科学専攻(11〜12) 
見出し MSL9011 インターナショナルキャリア 
担当教員名 櫃本 泰雄、益岡 典芳、石原 浩二、松浦 信康、由谷 親夫、橋川 直也、

橋川 成 
単位数 2 
教科書 指導教員から指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード プレゼンテーション、英会話 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 インターナショナルキャリア 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指導教員から指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSL9011 
実務経験のある教員  
達成目標 ・英語で自分の研究結果を報告できる能⼒を身につけること・他研究者の英語に

よる発表を理解できること 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 外国語での研究発表および国際的なコミュニケーションを行うことができるよ

うになることを目的とする。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 国際会議の情報収集 
3 回 発表題目，発表要旨の作成（１） 
4 回 発表題目，発表要旨の作成（２） 
5 回 発表原稿およびプレゼンテーション資料の作成（１） 
6 回 発表原稿およびプレゼンテーション資料の作成（２） 



7 回 発表練習（１） 
8 回 発表練習（２） 
9 回 現地における発表および他者の発表の聴講（１） 
10 回 現地における発表および他者の発表の聴講（２） 
11 回 現地における発表および他者の発表の聴講（３） 
12 回 発表の事後評価（１） 
13 回 発表の事後評価（２） 
14 回 プロシーディングの作成（１） 
15 回 プロシーディングの作成（２） 

準備学習 1 回 シラバスを読んでおくこと 
2 回 この講義の意義をよく理解しておくこと 
3 回 国際会議の案内を自分でよく調べること 
4 回 国際会議の案内を自分でよく調べること 
5 回 プレゼンテーションの技術、方法をよく調べておくこと 
6 回 前回に行ったことをよく吟味しておくこと 
7 回 発表の練習をあらかじめ行っておくこと 
8 回 引き続き発表の練習を自分で行うこと 
9 回 現地の事前調査を行っておくこと 
10 回 英語の練習を行うこと 
11 回 英語の練習を行うこと 
12 回 発表の事後評価をまとめておくこと 
13 回 引き続き発表の事後評価を整理すること 
14 回 報告論文を自分なりにまとめること 
15 回 前回に同じ 

 



年度 2012 
授業コード MSL9012 
成績評価 各教員の評価に従う。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 臨床生命科学専攻(12〜12) 
見出し MSL9012 コンプリヘンシブ演習Ⅱ 
担当教員名 櫃本 泰雄、益岡 典芳、石原 浩二、松浦 信康、由谷 親夫、橋川 直也、

橋川 成 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 コンプリヘンシブ演習Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード MSL9012 
実務経験のある教員  
達成目標 自分の出した研究成果の意味を理解し、適切な議論ができることを目指す。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 研究活動の中間点において、得られ始めた研究成果について考察を加え、今後の

方針を考察する。 
対象学年 1 年 
授業内容  
準備学習 各教員の指示に従う。 

 



年度 2012 
授業コード MSL9013 
成績評価 研究の具体的内容、プレゼンテーションと研究内容、さらに発表等を総合して、

60％以上を合格とする。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 臨床生命科学専攻(11〜12) 
見出し MSL9013 特別研究 
担当教員名 櫃本 泰雄、益岡 典芳、石原 浩二、松浦 信康、由谷 親夫、橋川 直也、

橋川 成 
単位数 12 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 特別研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード MSL9013 
実務経験のある教員  
達成目標 （1）学習計画を立て、学習した内容を記憶することができる。 

（2）必要な情報を自分で獲得する手段を知っており、実行できる。 
（3）指導者の補助により自主的に解決法を考案できる。 
（4）複数の解決法について、比較検討できる。 
（5）課題に対して、背景・研究目的・対象と方法・結果・考察などを具体的に記
述できる。 
（6）文法的に正しく、論理的な記述ができる。 
（7）プレゼンテーションソフトを利用して、発表ができる。 
（8）質問を理解し、的確な返事ができる。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 研究室に配属され、1 年間を通じて研究を行う。研究室指導教員のもとで、臨床



生命科学科の各分野で少なくとも 1 分野に関連した内容で、課題を設定し、限定
された範囲で解決できる能⼒を養うことを目的とする。特別研究発表を通じて、
自主的に学習を継続することができる能⼒、および日本語による記述⼒、発表⼒、
コミュニケーション能⼒を養うことを目標とする。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 各研究室での指示による。 

 



年度 2012 
授業コード MSL9021 
成績評価 各教員の評価に従う。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 臨床生命科学専攻(12〜12) 
見出し MSL9021 コンプリヘンシブ演習Ⅰ 
担当教員名 櫃本 泰雄、益岡 典芳、石原 浩二、松浦 信康、由谷 親夫、橋川 直也、

橋川 成 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 コンプリヘンシブ演習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード MSL9021 
実務経験のある教員  
達成目標 具体的な研究内容を把握することが出来るようになることを目指す。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 研究活動の初期過程における、研究の方向付けについて学ぶ。 
対象学年 1 年 
授業内容  
準備学習 各教員の指示に従う。 

 



年度 2012 
授業コード MSL9022 
成績評価 研究発表に対する、専攻教員全員の評価による。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 臨床生命科学専攻(11〜11) 
見出し MSL9022 コンプリヘンシブ演習Ⅳ 
担当教員名 櫃本 泰雄、益岡 典芳、石原 浩二、松浦 信康、由谷 親夫、橋川 直也、

橋川 成 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 コンプリヘンシブ演習Ⅳ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード MSL9022 
実務経験のある教員  
達成目標 研究成果を発表し、質疑応答が出来るようになること。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ２年間に亘り継続してきた研究内容を総括することを目的とする。 
対象学年 2 年 
授業内容  
準備学習 これまでの研究活動の総括を行う。 

 



年度 2012 
授業コード MSL9031 
成績評価 各教員、および全ての教員による評価に従う。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 臨床生命科学専攻(11〜11) 
見出し MSL9031 コンプリヘンシブ演習Ⅲ 
担当教員名 櫃本 泰雄、益岡 典芳、石原 浩二、松浦 信康、由谷 親夫、橋川 直也、

橋川 成 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 コンプリヘンシブ演習Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード MSL9031 
実務経験のある教員  
達成目標 修士論文を書き上げることを目指す。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 研究活動の後半過程における、修士論文作成を目指す。 
対象学年 2 年 
授業内容  
準備学習 各教員の指示に従う。 

 



年度 2012 
授業コード MSL9032 
成績評価 平常点および発表により評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 臨床生命科学専攻(11〜12) 
見出し MSL9032 インターナショナルキャリア 
担当教員名 櫃本 泰雄、益岡 典芳、石原 浩二、松浦 信康、由谷 親夫、橋川 直也、

橋川 成 
単位数 2 
教科書 指導教員から指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード プレゼンテーション、英会話 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 インターナショナルキャリア 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指導教員から指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 ０９生以降の対象科目。発表の一ヶ月前までに履修登録をすること。 
シラバスコード MSL9032 
実務経験のある教員  
達成目標 ・英語で自分の研究結果を報告できる能⼒を身につけること・他研究者の英語に

よる発表を理解できること 
受講者へのコメント  
連絡先 化学専攻の各教員の研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 化学専攻の全ての開講科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 外国語での研究発表および国際的なコミュニケーションを行うことができるよ

うになることを目的とする。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 国際会議の情報収集 
3 回 発表題目，発表要旨の作成（１） 
4 回 発表題目，発表要旨の作成（２） 
5 回 発表原稿およびプレゼンテーション資料の作成（１） 
6 回 発表原稿およびプレゼンテーション資料の作成（２） 



7 回 発表練習（１） 
8 回 発表練習（２） 
9 回 現地における発表および他者の発表の聴講（１） 
10 回 現地における発表および他者の発表の聴講（２） 
11 回 現地における発表および他者の発表の聴講（３） 
12 回 発表の事後評価（１） 
13 回 発表の事後評価（２） 
14 回 プロシーディングの作成（１） 
15 回 プロシーディングの作成（２） 

準備学習 1 回 シラバスを読んでおくこと 
2 回 この講義の意義をよく理解しておくこと 
3 回 国際会議の案内を自分でよく調べること 
4 回 国際会議の案内を自分でよく調べること 
5 回 プレゼンテーションの技術、方法をよく調べておくこと 
6 回 前回に行ったことをよく吟味しておくこと 
7 回 発表の練習をあらかじめ行っておくこと 
8 回 引き続き発表の練習を自分で行うこと 
9 回 現地の事前調査を行っておくこと 
10 回 英語の練習を行うこと 
11 回 英語の練習を行うこと 
12 回 発表の事後評価をまとめておくこと 
13 回 引き続き発表の事後評価を整理すること 
14 回 報告論文を自分なりにまとめること 
15 回 前回に同じ 

 



年度 2012 
授業コード MSL9041 
成績評価 講義中に適宜問題を出すので、そのレポートを採点して、その後総合的に判断す

る。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 臨床生命科学専攻(11〜12) 
見出し MSL9041 フューチャーマセマティックス 
担当教員名 竹中 茂夫 
単位数 2 
教科書 とくに指定せず 
アクティブラーニング  
キーワード 代数学、幾何学、解析学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 フューチャーマセマティックス 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 クーラント・ロビンズ 数学とは何か 岩波書店 
授業形態 講義 
注意備考 なるべく平易に話すつもりですので、気楽にただし聞き流すのではなく考えなが

ら受講してください。 
シラバスコード MSL9041 
実務経験のある教員  
達成目標 数学についての、基礎的な考え方を知る。 
受講者へのコメント  
連絡先 ２０号館８階 竹中研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 現代数学の知識を、非専門家向きに、かいつまんで話し、理解してもらうこと。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 代数１：自然数、四則、数学的帰納法について、高等学校以前で学んだ事を

現代数学はどうとらえているか（理論的に・厳密に）を講義する。 
2 回 代数２：二項定理および、関連するプログラムを紹介し、一般的な帰納法
（二重帰納法）について講義し、再帰的的定義について紹介する。 
3 回 代数３：素数の無限性を例にして、初歩的な代数的問題およびその考え方に
ついて、講義する。 
4 回 素数についての、教育用ビデオ教材「リーマン予想、天才たちの１５０年の



闘い」を鑑賞させて、レポートを提出させる。 
5 回 前回のビデオに関連して、その解説、関連する話題について講義する。 
6 回 代数４：現代数学における有理数の定義および、有理数で無い数（無理数）
の定義およびその性質について講義する。 
7 回 集合論１：数えるという事の抽象化を行い、無限という事の定義、および無
限の種類、数え方について講義し、具体的に整数と有理数は同じ数だけあること
が理解できるようにする。 
8 回 集合論２：無理数は、有理数より数が多い事を証明する。 
9 回 集合論３：論理と集合。 集合論と論理学との関係、および理論計算機との
関連について講義する。 
10 回 幾何学１：４つの円で平面はいくつに分けられるのか？ という問題をも
とにして、やさしい幾何学として平面の分割について講義する。 また、これが、
一般次元に拡張可能であることを出来るだけ分かりやすく説明する。 
11 回 幾何学２：やわらかい幾何学といわれる、トポロジーの基礎てきな概念を
講義する。 特に１２回目に予定しているヴィデオの意味が分かるように基礎概
念の理解を目指す。 
12 回 教育用ヴィデオ「ポアンカレ予想」を鑑賞後レポート提出 
13 回 解析学：極限の厳密な取り扱いかた（ε―δ 論法と呼ばれるもの）をなる
べく平易に講義する。 
14 回 複素数と三角関数、複素数の意味での微・積分について講義する。 
15 回 復習のための演習及びその解説をする。 

準備学習 1 回 数えるとは何を意味するのだろうかを考えてくること。 
2 回 数学的帰納法について復習してくること。 
3 回 素数について、知っていることをおもいだしておくこと。 
4 回 大学の立場からみた数の扱いについて、復習を行うこと。 
5 回 前回に見たビデオについて、自分なりにレポートを作っておくこと。 
6 回 有理数（分数）について、復習しておくこと。特にその４則について、なぜ
あのような計算方法になるのかを理解しておくこと。 
7 回 もう一度、数えるとは何であったかを考えてみること。 
8 回 ２の平方根とはどんなものかを考えてくること。 
9 回 論理とはどんなものか、また論理演算の持つ性質について復習しておくこ
と。 
10 回 平面上に４つの円を書く場合、その平面が最大限いくつに分割されるかを、
円が１つ、２つ、３つの場合とをあわせて考察してくること。 
11 回 球面と湯呑の表面はなぜ同じなのか、またドーナツの表面とはなぜ事なる
かを考えておくこと。 
12 回 １次元球面（単なる円周）、２次元球面（普通の球の表面）を考えて、３次
元球面についてかんがえておくこと。 
13 回 極限を単に、無限に近付いていくと考えて、厳密に理論展開できるかを考
察しておくこと。 
14 回 複素数についてこれまで習ったことを復習しておくこと。 
15 回 講義全体を振り返って、分かりにくかったところについて質問出来るよう



にしておくこと。 
尚、当日に小試験を行って、それについて解説を行う。 

 



年度 2012 
授業コード MSL9051 
成績評価 課題提出（100％） 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 臨床生命科学専攻(11〜12) 
見出し MSL9051 フューチャーサイエンス 
担当教員名 山崎 正之、若村 国夫、小林 祥一、財部 健一、⻄⼾ 裕嗣、板谷 徹丸、

横川 賢 
単位数 2 
教科書 適宜紹介する 
アクティブラーニング  
キーワード 数理科学、環境・エネルギー科学、化学・生物、境界領域、総合 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 フューチャーサイエンス 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜紹介する 
授業形態 講義 
注意備考 開講日は教務部の掲示板でお知らせします。講義計画欄にある講義の順番は変わ

ります。詳細はオリエンテーションの際にお知らせします。※しばしば電子教材、
パワーポイント等をプロジェクターで投影し講義を行います。 

シラバスコード MSL9051 
実務経験のある教員  
達成目標 数学と情報の分野を中心とした数理科学系列の講義、物理学と地学あるいは地球

環境科学を融合した環境・エネルギー科学系列の講義、および生物学と化学領域
を融合した生物・化学系列の講義から、自然科学の基本的概念・考え方を理解で
きるようになることを期待している。 

受講者へのコメント  
連絡先 この講義担当者が、総合理学専攻で開講している科目のシラバス参照 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 総合理学専攻では、数学、情報、物理、化学、生物、地学の分野と、それぞれの

境界領域を包括する、総合科学的な教育・研究を行っていることから、本講義で
はそれらの一端を紹介し、自然科学に対する幅広い考え方を身に付けることを目
的としている。 

対象学年 1 年/2 年 



授業内容 1 回 射影平面の幾何（１） 
射影平面の様々なとらえ方を紹介し、４次元以上の空間にしか実現できないこの
図形の理解を深める。射影平面を無理矢理３次元空間に押し込めると自己交叉を
持つ図形が得られる。そのうちのひとつであるボーイ曲面（の一部）を実際に工
作で作成する。 
2 回 射影平面の幾何（２） 
ガウス曲率が１である標準的射影平面における三角形の幾何学について学ぶ。特
に、三角形の内角の和は π とその三角形の面積の和に等しいというガウス・ボ
ンネの定理を鑑賞する。 
3 回 ⼈類起源研究の歴史 
類⼈猿と猿⼈化石探しと⼈類起源の話題を紹介する．その結果から⼈類は東アフ
リカで誕生したと言われている．地球史において地球内部物質の挙動が生物大量
絶滅と進化をもたらしたことが理解されている．地球科学の立場から類⼈猿が猿
⼈に進化する環境を議論する。 
4 回 類⼈猿及び猿⼈化石の年代測定 
東アフリカに産する類⼈猿と猿⼈化石の年代推定に用いる火山岩の K-Ar 年代測
定法についてその原理と応用を紹介する。 
5 回 資源探査と環境問題（１） 
地球物質の循環過程で生成した岩石の一部が、鉱物資源および化石燃料資源とし
て利用されている。これら資源を供給する鉱床の成因を実際の鉱山を例に紹介す
る。この解明された成因、および産状の特徴が資源探査に利用されていることを
解説する。 
6 回 資源探査と環境問題（２） 
資源の使用量が増加すると⼈類活動は活発になるが、環境汚染は深刻になる。す
なわち資源と環境は表裏一体である。酸性雨の影響を例に示し、環境問題を考え
る際の基礎的知識をしっかりしたものにする。 
7 回 高エネルギー天文学（１） 
天体や銀河などから放出される電波、可視光、X 線、ガンマ線の各波⻑の電磁波
観測によって得られる宇宙の姿を再認識する。 
8 回 高エネルギー天文学（２） 
高エネルギー宇宙素粒子の観測から高密度天体や銀河中心で起こる高エネルギ
ー現象を理解する。 
9 回 隕石から探る地球型惑星の進化（１） 
隕石はどのようなものか、実物の標本を基に説明する。また、隕石は太陽系のど
こから飛来するか、その落下が地球環境や生物進化に及ぼした影響について具体
例を示し解説する。 
10 回 隕石から探る地球型惑星の進化（２） 
地球外物質である隕石が太陽系の始原物質の一部をなすこと、これに基づき地球
型惑星の進化過程をどのように解明するか解説する。 
11 回 生命の起源と進化 
地球上での最初の生命活動をする細胞の誕生、細胞内共生説を紹介し、カンブリ
ア紀の多様な種の爆発につながるプロセスをたどる。それらにかかった時間につ



いて考察し、⼈類の誕生、最初の文明、産業⾰命以降の⼈間活動の歴史がいかに
短いものであり､近年の⼈口の増加、活動のレベルが指数関数的になっているこ
とに注目する。 
12 回 進化の脆弱性 
進化というと「高度化＝より強固、安定的なもの」と考えがちであるが、それが
おおきなあやまりであることを指摘し、中立進化説を紹介する。生物の進化（多
様化）をエントロピーの増大という観点からとらえ、様々なシステムへの進化と
いう概念の拡大解釈的適用を試みる。生物の進化の歴史が⻑い時間をかけた進行
形の try and error の実験であることを理解する。 
13 回 高圧科学の概要 
高圧環境にすることで全ての物質は収縮し、物性が変化する。その変化を科学的
な手法によって明らかにするのが高圧科学であり、物理、化学、地学、生物、医
療など様々な分野で研究がなされている。その一部を解説しながら高圧科学の魅
⼒を紹介する。 
14 回 高圧実験 
様々な用途によって数多くの高圧装置が開発されている。それらの構造について
講義する。その後は、実際に高圧実験装置を使って高圧下での状態変化を調べて
もらう。まずは生きていくうえでなくてはならない物質である水を取り上げ、室
温で氷ができる様子を実際に観察する。 
15 回 量測定装置の組み立て 
種々の光量測定に基づく分析法の原理を解説する。その後、光量測定装置を実際
に組み立てる。 

準備学習 1 回 簡単なオリエンテーション後、講義と実習を行う。はさみを持参すること。 
2 回 平面三角形の内角の和の公式を思いだし、それが地球上に描かれた大きな
三角形でも成り立つか考察してくること。 
3 回 類⼈猿及び猿⼈化石について調べておくこと。 
4 回 K-Ar 年代測定法について調べておくこと。 
5 回 私たちが利用している資源の種類を調べておくこと。 
6 回 資源利用による環境の変化について具体的に調べておくこと。 
7 回 基礎的な天体運動・現象などを理解しておくこと。 
8 回 前回の講義の復習をしておくこと。 
9 回 書籍やインターネットなどから隕石にはどのようなものがあるか調べてみ
ること。 
10 回 前回の講義で示された隕石についての情報を整理しておくこと。 
11 回 DNA の機能・役割について知っておくこと。 
12 回 地質年代表を一見して、生物大絶滅の時期を知っておくこと。 
13 回 身の回りで応用されている高圧技術を調べておくこと。 
14 回 水の状態図を調べておくこと。 
15 回 光量測定センサー原理を復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MSL9061 
成績評価 講義中での質疑応答（50％）や課題提出（50％）などを加味して，総合的に評価

する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 臨床生命科学専攻(11〜12) 
見出し MSL9061 フューチャーバイオケミストリー 
担当教員名 池⽥ 正五、⻘木 宏之、南 善子、尾堂 順一、林 謙一郎、三井 亮司、宮

永 政光 
単位数 2 
教科書 使用しない 
アクティブラーニング  
キーワード バイオサイエンス、バイオテクノロジー 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 フューチャーバイオケミストリー 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 担当教員により、適宜指示 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSL9061 
実務経験のある教員  
達成目標 １）生物化学の基礎を理解し、簡単な説明ができること。  

２）最近の生物化学の進展に興味を持つこと。 
受講者へのコメント  
連絡先 生物化学科教員の各研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 生物化学専攻で開講している各特論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 バイオサイエンスやバイオテクノロジーに代表されるよう、生物化学分野の研究

は活発であり、その発展には著しいものがある。理学研究科の生物化学以外の諸
専攻においても、このような知識の習得は必要である。この講義では、生物化学
分野の最前線の研究の背景・目的・将来や諸問題点などについて分かり易く解説
する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションとして、生物化学科が扱う研究分野について紹介する。 

2 回 生体膜を構成する脂質分子が水中でどのようにして、2 分子膜構造を形成す



るかを説明し、温度やイオン環境の変化で、様々な構造・機能変化を示すことを
紹介する。 
3 回 遺伝子の変化と病気の成り立ちの関係を分子遺伝学的な立場から説明する。 
4 回 植物組織培養や遺伝子組換えといったバイオテクノロジーを用いて植物が
もつ能⼒について研究したり利用している事例を解説する。 
5 回 様々な骨格構造をもつ有機化合物が生体に対してどのような作用をするか，
どのように役に立っているかを説明する。 
6 回 様々な金属イオンが病気の治療に使われている事を、悪性腫瘍やリウマチ
などの治療に使われている金属含有医薬品の実例を挙げながら解説する。 
7 回 環境に優しい化学を追求するグリーンケミストリーについて説明する。 
8 回 未利用資源の有効利用の重要性について説明する。 
9 回 大気の環境問題についての考え方を、過去に生じたさまざまな問題事例を
挙げながら幅広く説明する。 
10 回 植物からの贈り物―その代謝産物―について講義する。 
11 回 科学論文・特許について解説し、科学者・技術者のキャリアや研究プロセ
スについて説明する。 
12 回 微生物や微生物由来の酵素が日常生活の中で重要な役割を果たしているこ
とを解説する。また、食糧・エネルギー・環境のあらゆる分野で微生物が利用さ
れている事例を紹介する。 
13 回 タデ科植物アイの二次代謝（研究紹介）を例に挙げ，植物の二次代謝につ
いて説明する。 
14 回 化学物質の環境中での動態や生物に与える影響について講義する。 
15 回 これまでの講義を聞いて、生物化学の研究の現状と今後についてレポート
を作成する。 

準備学習 1 回 シラバスや生物化学科のホームページをみて、どのような研究が行われて
いるか見ておくこと。 
2 回 大腸菌およびヒトの各種細胞膜の脂質構成を調べ、比較を行くこと。生体膜
の起源について予習を行うこと。 
3 回 遺伝子が変化すると生物学的にどのような影響があらわれるか、考えてお
くこと。 
4 回 身近な植物でバイオテクノロジーが応用されている事例がないか調べてく
る。 
5 回 有機化学 I で学んだ骨格構造の書き方を復讐しておくこと。 
6 回 我々の⼈体の中で機能している金属イオンの種類や働きについて学習して
おくと理解しやすい。 
7 回 グリーンケミストリーと従来の化学の違いを理解し、説明できるよう復習
を行うこと。 
8 回 農・林産廃棄物のエネルギー利用や食糧への変換に関し予習を行うこと。 
9 回 講義内容をみて、これまでに学んできたこととの関連を考えてみる。 
10 回 身近な植物成分について調べておくこと。 
11 回 講義の中で説明した内容について、予習・復習を行い、科学研究のプロセ
スや特許の仕組みを理解すること。 



12 回 日常の生活を振り返り、微生物が関わっていると思われるものを、少なく
とも１つ以上見つけておくこと。またそれがどのような微生物または微生物酵素
を利用したものであるか調べてみること。 
13 回 植物や微生物を利用して作られる香料や医薬品等の身近なものについて調
べておくこと。 
14 回 講義内容をみて今までの学習内容との関連を考え、予習をすること。 
15 回 これまでの講義を聞いて、自分が最も興味を引かれたものがなんであるか、
考えておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MSL9071 
成績評価 各講義における質疑応答や課題提出などから総合的に評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 臨床生命科学専攻(11〜12) 
見出し MSL9071 フューチャーライフサイエンス 
担当教員名 櫃本 泰雄 
単位数 2 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード 臨床生命科学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 フューチャーライフサイエンス 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 担当教員により、適宜指示 
授業形態 講義 
注意備考 特になし 
シラバスコード MSL9071 
実務経験のある教員  
達成目標 １）臨床生命科学の基礎を理解し、簡単な説明ができること。２）最近の臨床生

命科学の進展に興味を持つこと。 
受講者へのコメント  
連絡先 臨床生命科学専攻 専攻⻑ 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 臨床生命科学専攻で開講している各特論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 バイオテクノロジーに代表されるよう、臨床生命科学分野の研究は活発であり、

その発展には著しいものがある。理学研究科の臨床生命科学以外の諸専攻におい
ても、このような知識の習得は必要である。この講義では、臨床生命科学分野の
最前線の研究の背景・目的・将来や諸問題点などについて分かり易く解説する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 臨床生命科学科の理学部における存在意義や役割そして医食同源に関する

講義（櫃本） 
2 回 ウェルシュ菌の毒素遺伝子発現調節に関する分子レベルの講義（片山） 
3 回 生体防御機能（免疫システム）に関する講義（櫃本） 
4 回 食に関連する微生物の応用（石原） 



5 回 食品中の農薬分析（小嶋） 
6 回 抗肥満、糖尿病合併症治療薬の開発に関する講義（松浦） 
7 回 生活習慣病における血管周囲神経機能変化の解明に関する講義（橋川成美） 
8 回 正常およびがん幹細胞の増殖・分化を制御する因子の解析とその応用（片
岡） 
9 回 熱ショックタンパクの発現制御（橋川直也） 
10 回 食と予防医学（浜⽥） 
11 回 抗酸化のメカニズム（益岡） 
12 回 動脈硬化症の病理学（由谷） 
13 回 基礎医学と食科学（１）（櫃本） 
14 回 基礎医学と食科学（２）（櫃本） 
15 回 ライフサイエンス全般と食科学、医学の関わり（櫃本） 

準備学習 1 回 身近な臨床生命科学の話題にどのようなものがあるか考えておく 
2 回 講義内容と関連する最近の話題について考えておく 
3 回 講義内容と関連する最近の話題について考えておく 
4 回 講義内容と関連する最近の話題について考えておく 
5 回 講義内容と関連する最近の話題について考えておく 
6 回 講義内容と関連する最近の話題について考えておく 
7 回 講義内容と関連する最近の話題について考えておく 
8 回 講義内容と関連する最近の話題について考えておく 
9 回 講義内容と関連する最近の話題について考えておく 
10 回 講義内容と関連する最近の話題について考えておく 
11 回 講義内容と関連する最近の話題について考えておく 
12 回 講義内容と関連する最近の話題について考えておく 
13 回 講義内容と関連する最近の話題について考えておく 
14 回 これまでの講義の整理をしておく 
15 回 これまでの講義の整理をしておく 

 



年度 2012 
授業コード MSM13A1 
成績評価 レポート（１００％）によって評価する。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 応用数学専攻(11〜12) 
見出し MSM13A1 代数学特論ｂ 
担当教員名 横川 賢二 
単位数 2 
教科書 代数入門：東郷重明著：サイエンス社 ただし、絶版のようである。 
アクティブラーニング  
キーワード 代数、環論、「因数分解」 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 代数学特論ｂ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 この内容に触れている、抽象代数の参考書はたくさんある。各自、図書館で選べ

ばよい。 
授業形態 講義 
注意備考 講義を理解するために、積極的に質問される事を希望する。又、復習は必須であ

る。 
シラバスコード MSM13A1 
実務経験のある教員  
達成目標 中学、高等学校で学んだ「因数分解」は、単に計算だけであった。ここでは、環

論の基礎が理解できるとともに、それらを用いて、「因数分解」の理論的面が理解
できるようになる。 

受講者へのコメント  
連絡先 mdas_yoko＠das.ous.ac.jp 送信時は「＠」を「@」に変更すること。 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 数理科学特論Ⅵ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 抽象代数学の「環」の復習から始め、多項式環、ネータ環の諸性質を解説する。

これは、歴史的には、「数」から「環」への考察対象の変化に対応するものであ
る。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回  環の復習を行う（その１） 

2 回  環の復習を行う（その２） 
3 回  素イデアル、極大イデアルについて講義する 



4 回  単項イデアル整域について講義する（その１） 
5 回  単項イデアル整域について講義する（その２） 
6 回  商環、商体について講義する 
7 回  標数について講義する 
8 回  多項式環について講義する（その１） 
9 回  多項式環について講義する（その２） 
10 回  多項式環について講義する（その３） 
11 回  多変数多項式について講義する 
12 回  一意分解整域について講義する 
13 回  一意分解整域上の多項式環について講義する 
14 回  ネータ-環上の多項式環について講義する 
15 回  まとめ、レポート作成についての注意を行う 

準備学習 1 回  群論について復習しておくこと 
2 回  第１回の内容を復習しておくこと、復習の中には、講義中に出した問題を
考えておくことも含まれる。 
3 回  第２回の内容を復習しておくこと 
4 回  第３回の内容を復習しておくこと 
5 回  第４回の内容を復習しておくこと 
6 回  第５回の内容を復習しておくこと。小学生がなぜ分数が分からないか考
えておくこと 
7 回  第６回の内容を復習しておくこと 
8 回  第７回の内容を復習しておくこと 
9 回  第８回の内容を復習しておくこと 
10 回  第９回の内容を復習しておくこと 
11 回  第１０回の内容を復習しておくこと 
12 回  第１１回の内容を復習しておくこと 
13 回  第１２回の内容を復習しておくこと 
14 回  第１３回の内容を復習しておくこと 
15 回  第１４回の内容を復習しておくこと及びレポート問題について考えてお
くこと 

 



年度 2012 
授業コード MSM15A2 
成績評価 課題提出（１００％）によって評価する。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用数学専攻(11〜12) 
見出し MSM15A2 情報数理特論ａ１ 
担当教員名 澤江 隆一 
単位数 2 
教科書 講義中にプリントを適宜配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 確率空間、完全加法族、確率測度、確率変数、有限次元・無限次元確率空間 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報数理特論ａ１ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSM15A2 
実務経験のある教員  
達成目標 ここで取り扱う情報に関する基礎概念（対話的証明、ゼロ知識証明、もつれ合い、

暗号理論等）について理解する。特に、計算量の表示について理解する。 
受講者へのコメント  
連絡先 ２０号館６階 澤江研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講者が１名のために実施せず 
英文科目名  
関連科目 特になし 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 情報の基礎的な内容から、その情報システム的な理解を通して、これからの情報

システム及び計算などの理解を深めることを目的とする。グラフ理論の情報シス
テム的な応用、結び目ともつれ合いとの関連などを通して、対話的証明システム
について理解する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 情報数理の基礎Ｉ 

2 回 情報数理の基礎 II 
3 回 情報システムに於けるシステム解析 I 
4 回 情報システムに於けるシステム解析 II 
5 回 学習理論と情報システム 



6 回 対話的証明について 
7 回 ゼロ知識証明について 
8 回 暗号システムと彩色問題についてⅠ 
9 回 暗号システムと彩色問題についてⅡ 
10 回 もつれ合いの数理 
11 回 もつれ合いと結び目Ⅰ 
12 回 もつれ合いと結び目Ⅱ 
13 回 もつれ合いと計算 
14 回 計算機実習 
15 回 総括と復習 

準備学習 1 回 学部の情報関連の科目を予習しておくこと 
2 回 前回の講義内容を復習、理解しておくこと 
3 回 確率論基礎などを予習しておくこと 
4 回 前回の講義内容を復習、理解しておくこと 
5 回 初回の講義内容から復習しておくこと 
6 回 グラフ理論を復習しておくこと 
7 回 前回の講義内容を復習、理解しておくこと 
8 回 前回の講義内容を復習、理解しておくこと 
9 回 計算時間などの基礎的な考えになれること 
10 回 ベクトル空間の復習をしておくこと 
11 回 前回の講義内容を復習、理解しておくこと 
12 回 前回の講義内容を復習、理解しておくこと 
13 回 計算時間についてなどを再度確認すること 
14 回 パソコンの操作法を確認しておくこと 
15 回 これまでの講義の整理をしておく 

 



年度 2012 
授業コード MSM1711 
成績評価 課題提出により評価する(100%) 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 応用数学専攻(11〜11) 
見出し MSM1711 幾何学特論ｃ 
担当教員名 橋爪 道彦 
単位数 2 
教科書 特になし 
アクティブラーニング  
キーワード 合同変換群、鏡映、有限部分群、文様 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 幾何学特論ｃ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 岩堀⻑慶著 初学者のための合同変換群の話 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSM1711 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) 平面の合同変換の性質を説明できる 

(2) 鏡映の積を理解し、計算できる 
(3) 有限部分群を計算できる 
(4) 文様と群の関係を具体的な例と共に説明できる 

受講者へのコメント  
連絡先 橋爪道彦 ２０号館８Ｆ 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 平面の合同変換群の構造・性質、鏡映、有限部分群、文様について理解する。 
対象学年 2 年 
授業内容 1 回 平面の合同変換の性質 

2 回 平面の合同変換の性質その 2 
3 回 平面の合同変換の性質その 3 
4 回 平面の合同変換の性質その 4 
5 回 鏡映の積 
6 回 鏡映の積その 2 



7 回 鏡映の積その 3 
8 回 合同変換群の有限部分群 
9 回 合同変換群の有限部分群その 2 
10 回 合同変換群の有限部分群その 3 
11 回 文様の群 
12 回 文様の群その 2 
13 回 文様の群その 3 
14 回 文様の群その 4 
15 回 復習とまとめ 

準備学習 1 回 平面の合同変換について予習をしておく 
2 回 前回の復習を行い、合同変換の理解を深める 
3 回 前回の講義の復習をする 
4 回 合同変換群で不変なものをしっかり考えておくこと 
5 回 鏡映について調べておくこと 
6 回 前回の講義の復習をする 
7 回 前回の講義の復習をする 
8 回 鏡映と合同変換群 
9 回 前回の講義の復習をする 
10 回 前回の講義の復習をする 
11 回 文様に関して予習をし、講義に備える 
12 回 前回の講義の復習をする 
13 回 一般的に言われる文様について調べる 
14 回 前回の講義の復習をする 
15 回 今までの講義の復習を行う 

 



年度 2012 
授業コード MSM2312 
成績評価 レポート(70%)、講義中の教員からの質問に対する受け答え(30%)による。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 応用数学専攻(11〜12) 
見出し MSM2312 応用解析特論ａ２ 
担当教員名 ⽥中 敏 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード ２階線形微分方程式、振動解、非振動解 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 応用解析特論ａ２ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 草野尚, 境界値問題入門 (基礎数学シリーズ), 朝倉書店  

P. Hartman, Ordinary Differential Equations, Society for Industrial Mathematics  
微分方程式関係の図書 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSM2312 
実務経験のある教員  
達成目標 ２階線形微分方程式について理解する。  

初期値問題について理解する。  
振動・非振動解について理解する。  
無限⻑振動、有限⻑振動、フラクタル振動について理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先 20 号館 8 階 ⽥中敏研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 微分積分、微分方程式関係の科目。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ２階線形微分方程式の様々な性質について学ぶ。  

特に解の振動性について詳しく学ぶ。  
また、最近研究されている無限⻑振動、有限⻑振動、フラクタル振動について学
ぶ。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 ２階線形微分方程式について解説する。 



2 回 縮小写像の原理について解説する。 
3 回 初期値問題について解説する。 
4 回 一般解について解説する。 
5 回 スツルムの比較定理について解説する。 
6 回 解の振動・非振動について解説する。 
7 回 比較による判定法１について解説する。 
8 回 積分による判定法について解説する。 
9 回 比較による判定法２について解説する。 
10 回 非振動解について解説する。 
11 回 振動解の漸近挙動について解説する。 
12 回 有限⻑振動・無限⻑振動について解説する。 
13 回 フラクタル次元について解説する。 
14 回 フラクタル振動について解説する。 
15 回 これまでの復習をする。 

準備学習 1 回 微分積分の復習をしておくこと。 
2 回 線型代数の復習をしておくこと。 
3 回 縮小写像の原理の復習をしておくこと。 
4 回 初期値問題の復習をしておくこと。 
5 回 一般解の復習をしておくこと。 
6 回 スツルムの比較定理の復習をしておくこと。 
7 回 解の振動・非振動をしておくこと。 
8 回 比較による判定法１の復習をしておくこと。 
9 回 積分による判定法の復習をしておくこと。 
10 回 比較による判定法２の復習をしておくこと。 
11 回 振動解の漸近挙動の復習をしておくこと。 
12 回 振動解の漸近挙動の復習をしておくこと。 
13 回 集合論の復習をしておくこと。 
14 回 フラクタル次元の復習をしておくこと。 
15 回 これまでの復習をしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MSM23A1 
成績評価 宿題(30%)、レポート(70%) 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 応用数学専攻(11〜12) 
見出し MSM23A1 応用解析特論ａ１ 
担当教員名 村上 悟 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 上限・下限、ボルツァーノ・ワイエルシュトラスの定理、コーシーの収束条件、

バナッハ空間 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 応用解析特論ａ１ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 受講者の学習状況・理解度に応じて講義の進度を少し変更することがある。 
シラバスコード MSM23A1 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) 与えられた数列や関数に対して、次の事項を解決できるようにこと。 

 ・上限・下限や上極限・下極限を求めること 
 ・級数や広義積分の収束・発散の判定に比較定理を使用すること。 
(2) ボルツァーノ・ワイエルシュトラスの定理等を使用して、解析学におけるい
くつかの基本的事項の証明を自⼒で行えるようになること。 
(3) 「完備性」など抽象的概念に習熟し、具体的に与えられたいくつかの関数空
間に対して完備性の確認ができること。 
(4) バナッハ空間におけるいくつかの基本的事項を理解すること。 

受講者へのコメント  
連絡先 １１号館７階村上悟研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 学部における微分積分学、線形代数学、微分方程式関係の講義科目、複素数関数

論の講義科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 学部における解析系講義内容を基にして、数学的理論面の習熟を図る。上限・下

限や上極限・下極限などいくつかの基礎事項の整理から始めて、ボルツァーノ・



ワイエルシュトラスの定理やコーシーの収束条件などの解析学の理論面におけ
る重要事項およびそれらの応用法を講義する。さらに、無限次元空間の解析を目
標に、その典型例であるバナッハ空間およびその上の作用素について作用素ノル
ムやスペクトルなどの基本事項を概説する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション、実数の性質（１） 

2 回  実数の性質（２） 
3 回  極限とコーシーの収束条件 
4 回  一様連続性とリーマン和 
5 回  バナッハ空間とその例（１） 
6 回  バナッハ空間とその例（２） 
7 回  縮小写像の原理とその応用 
8 回  バナッハ空間上の有界線形作用素（１） 
9 回  バナッハ空間上の有界線形作用素（２） 
10 回  有限次元バナッハ空間の性質 
11 回  バナッハ空間に値をとる関数（１） 
12 回  バナッハ空間に値をとる関数（２） 
13 回  有界線形作用素のスペクトル（１） 
14 回  有界線形作用素のスペクトル（２） 
15 回  有限次元方程式のスペクトル解析 

準備学習 1 回 シラバスを確認し、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 テキストに基づいて上極限・下極限・部分列の概念を調べ、ボルツァーノ・
ワイエルシュトラスの定理について理解を深めておくこと。 
3 回 テキストに基づいて、数列や関数の極限の収束条件を調べておくこと。 
4 回 学部１年次で使用した微分積分学のテキストに基づいて、関数の連続性お
よび区分求積法について調べておくこと。 
5 回 学部１・２年次で使用した線形代数学のテキストに基づいて、ベクトル空間
の概念を整理・復習しておくこと。 
6 回 テキストに基づいて、連続関数の空間や一様収束性の概念を調べておくこ
と。 
7 回 微分方程式に対する初期値問題の解について、微分方程式関係の図書を調
べておくこと。 
8 回 学部１・２年次で使用した線形代数学のテキストに基づいて、行列と一次変
換について、整理・復習しておくこと。 
9 回 テキストに基づいて、無限次元バナッハ空間上の有界線形作用素について
予習しておくこと。 
10 回 第２回、および第５回の講義内容を整理して、ボルツァーノ・ワイエルシ
ュトラスの定理を復習しておくこと。 
11 回 有限次元空間から無限次元空間への理論の拡張において、「完備性」が果た
す役割をテキスト９節の対応する定理の証明を通して観察しておくこと。 
12 回 複素関数論のテキストを通して、線積分の計算法を復習しておくこと。 
13 回 学部１・２年次で使用した線形代数学のテキストに基づいて、逆行列と行



列式について整理しておくこと。 
14 回 学部１・２年次で使用した線形代数学のテキストに基づいて、行列の固有
値と固有ベクトルを整理しておくこと。 
15 回 微分方程式関係の図書を調べ、線形微分方程式に対する定数変化法の公式
をまとめておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MSM25A2 
成績評価 演習課題(50%)，計算機演習課題(50%)で評価する。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 応用数学専攻(11〜11) 
見出し MSM25A2 情報数理特論ｃ 
担当教員名 大江 貴司 
単位数 2 
教科書 菊池文雄・有限要素法概説[新訂版]・サイエンス社 
アクティブラーニング  
キーワード 偏微分方程式，数値解法，有限要素法，FreeFEM++ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報数理特論ｃ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 菊池文雄・有限要素法の数理・培風館 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSM25A2 
実務経験のある教員  
達成目標 ・現象の偏微分方程式による記述について理解する 

・偏微分方程式の有限要素法による解法について理解する 
・FreeFEM++ を通した計算機による解析について理解する 

受講者へのコメント  
連絡先 ２４号館４階 大江研究室（内線３４４３）email:ohe@xmath.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 偏微分方程式はさまざまな分野において，現象の数学モデルとして現れ，その数

値解法を理解することは現象のシミュレーションにおいて不可欠なものとなっ
いる．本講義では，偏微分方程式の数値解法のうち，有限要素法に焦点を当て，
その原理と手法について講義する．また、FreeFEM++ を利用した計算機による
解析法について説明する． 

対象学年 2 年 
授業内容 1 回  偏微分方程式による現象の記述について説明する。 

2 回  偏微分方程式の数値解法概説・・・有限差分法と有限要素法について説明
する。 



3 回  偏微分方程式の弱形式と変分原理について説明する。 
4 回  偏微分方程式と境界条件について説明する。 
5 回  Galerkin 法と Ritz 法について説明する。 
6 回  Galerkin 法における境界条件の処理について説明する。 
7 回  １次元有限要素モデルその１・・・１次元近似関数の構成法について説明
する。 
8 回  １次元有限要素モデルその２・・・近似方程式の構成法について説明する。 
9 回  ２次元有限要素モデルその１・・・ ２次元近似関数の構成法について説明
する。 
10 回  ２次元有限要素モデルその２・・・近似方程式の構成法について説明す
る。 
11 回  いろいろな有限要素モデルその１・・・高次要素について説明する。 
12 回  いろいろな有限要素モデルその２・・・⻑方形要素などについて説明す
る。 
13 回  有限要素法による現象の解析その１・・・FreeFEM++ の使い方について
説明する。 
14 回  有限要素法による現象の解析その２・・・FreeFEM++ による Laplace 
方程式の解析について説明する。 
15 回  有限要素法による現象の解析その２・・・FreeFEM++ による Storks 方
程式の解析について説明する。 

準備学習 1 回  偏微分方程式で記述される現象について調べてくること。 
2 回  参考となる常微分方程式の数値解法について調べてくること。 
3 回  エネルギーの概念について調べてくること。 
4 回  波をもとに、境界における反射の違いについて調べてくること。 
5 回  第３回の講義を復習してくること。 
6 回  第４回の講義を復習してくること。 
7 回  関数の近似法について調べてくること。 
8 回  第７回の講義を第６回の内容にあてはめる方法を考えてみること。 
9 回  第７回の講義内容を２次元にする方法について考えてくること。 
10 回  第８回の講義をもとに第９回の講義の内容を第６回の内容にあてはめる
方法を考えてみること。 
11 回  第７・９回の講義をもとに、関数をよりうまく近似する方法について調
べてくること。 
12 回  第１１回の講義をより発展させる方法について考えてくること。 
13 回  前回に準備として配る FreeFEM++ のマニュアルを熟読すること。 
14 回  前回に説明した内容を復習すること。 
15 回  前回の内容を復習すること。 

 



年度 2012 
授業コード MSM2711 
成績評価 授業の中で出すレポート課題により評価する。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 応用数学専攻(11〜12) 
見出し MSM2711 情報数理特論ｂ 
担当教員名 高嶋 恵三 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード 確率測度、確率空間、確率過程 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報数理特論ｂ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 確率論／伊藤清／岩波 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSM2711 
実務経験のある教員  
達成目標 確率測度、確率空間、確率過程の基礎概念を理解し、応用すること。 
受講者へのコメント  
連絡先 20 号館 8 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 確率論の基礎として、確率測度、確率空間、確率過程等とその応用、例について

学習する。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 確率論の基礎概念について学習する。 

2 回 確率測度の定義と構成について学習する。 
3 回 確率測度の構成、特に外測度について学習する。 
4 回 確率外測度と測度の構成について学習する。 
5 回 確率測度の性質について学習する。 
6 回 確率測度とその応用について学習する。 
7 回 確率測度の応用として、収束定理について学習する。 
8 回 確率空間の概念とその構成について学習する。 



9 回 確率空間の例として、直積確率測度空間について学習する。 
10 回 無限次元確率空間について学習する。 
11 回 無限次元確率空間の例について学習する。 
12 回 無限次元確率空間の応用として、確率過程について学習する。 
13 回 無限次元確率空間の応用として、確率過程の例について学習する。 
14 回 確率過程の例として Brown 運動について学習する。 
15 回 全体の総括とまとめ 

準備学習 1 回 確率論の基礎概念について復習する。 
2 回 確率論の概念について復習すること。 
3 回 確率測度の定義と構成について復習すること。 
4 回 確率測度の性質について復習すること。 
5 回 確率測度の構成、特に外測度について復習すること。 
6 回 確率測度の性質について復習すること。 
7 回 確率測度とその応用について復習すること。 
8 回 確率測度の応用として、収束定理について復習すること。 
9 回 確率空間の概念とその構成について復習すること。 
10 回 確率空間の例、直積確率測度空間について復習すること。 
11 回 無限次元確率空間について復習すること。 
12 回 無限次元確率空間の例について復習すること。 
13 回 無限次元確率空間の応用、確率過程の例について復習すること。 
14 回 無限次元確率空間の応用、 Brown 運動について復習すること。 
15 回 確率測度、確率過程全体の復習をすること。 

 



年度 2012 
授業コード MSM2712 
成績評価 数回行う演習及びレポート、プログラムの作成によって評価する。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 応用数学専攻(11〜12) 
見出し MSM2712 情報数理特論ａ２ 
担当教員名 森 義之 
単位数 2 
教科書 適時指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード アルゴリズム、ブール代数 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特に無し 
科目名 情報数理特論ａ２ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適時指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSM2712 
実務経験のある教員  
達成目標 アルゴリズム、フローチャートを作成し、理論立てたプログラムを作成出来るよ

うになる。 
受講者へのコメント 特に無し 
連絡先 ２０号館６階森研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特に無し 
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 特に無し 
講義目的 基礎離散数学を学び、コンピューターの仕組みを理解してもらう。その上で、コ

ンピュータのプログラミングに必要な論理的な思考を養う。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 離散集合と述語 

2 回 帰納法とアルゴリズム(1) 
3 回 帰納法とアルゴリズム(2) 
4 回 演習 
5 回 離散代数系(1) 
6 回 離散代数系(2) 
7 回 形式言語(1) 



8 回 形式言語(2) 
9 回 形式言語(3) 
10 回 演習 
11 回 有限順序集合と束 
12 回 ブール関数 
13 回 ブール代数(1) 
14 回 ブール代数(2) 
15 回 演習 

準備学習 1 回 大学で学んだ集合論を復習しておく。 
2 回 前回の講義内容を復習、理解しておく。 
3 回 前回の講義内容を復習、理解しておく。 
4 回 前回までの講義内容を復習、理解しておく。 
5 回 前回の演習問題を再度解いてみて苦手な部分を克服しておく。 
6 回 前回の講義内容を復習、理解しておく。 
7 回 前回の講義内容を復習、理解しておく。 
8 回 前回の講義内容を復習、理解しておく。 
9 回 前回の講義内容を復習、理解しておく。 
10 回 前回までの講義内容を復習、理解しておく。 
11 回 前回の演習問題を再度解いてみて苦手な部分を克服しておく。 
12 回 前回の講義内容を復習、理解しておく。 
13 回 前回の講義内容を復習、理解しておく。 
14 回 前回の講義内容を復習、理解しておく。 
15 回 前回までの講義内容を復習、理解しておく。 

 



年度 2012 
授業コード MSM29A1 
成績評価 講義中での質疑応答（講義への参加度）30%，レポート 70%で評価する。 
曜日時限 火曜日 9・10 時限 
対象クラス 応用数学専攻(11〜12) 
見出し MSM29A1 フューチャーフィジックス 
担当教員名 平岡 裕、米⽥ 稔、豊⽥ 新、畑中 啓作、川端 晃幸、堀 純也、中川 幸

子、蜷川 
単位数 2 
教科書 適宜資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 物理学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 フューチャーフィジックス 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて各担当者が指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 講義日程や内容を変更する場合があるので，掲示板とか E-mail に注意すること。

また，受講者の連絡先を第１回の講義時に登録しておくこと。 
シラバスコード MSM29A1 
実務経験のある教員  
達成目標 1)物理学の考え方を理解し，身近な物理現象を説明できる。 

2)最近の物理学の研究を通して，物理学の目指しているものを知る。 
受講者へのコメント  
連絡先 各担当教員（第１回目の講義時に連絡先のリストを配布する） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 応用物理学専攻開講の各科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 最近の理学研究は，研究分野が多岐にわたり学際的な傾向をもつものである。し

たがって，自分が専攻する修士課程での研究分野だけでなく，それ以外の分野に
関する知見を得ることが望まれる。本講義では，応用物理学専攻所属の教員によ
る講義とそれに対する質疑応答を通して，さまざまな研究分野に関する理解を深
めるとともに実践的な研究能⼒を高めることを目的とする。また，物理学の各分
野における先端的研究開発の現状を聴講することによって，普遍的な研究開発の
方法論を修得することを目指す。 

対象学年 1 年/2 年 



授業内容 1 回 イントロダクションを行う。 
2 回 加速された荷電粒子が媒質を通過する際に誘起される種々の物理現象を解
説する。 
3 回 量子物理学とその最近の発展について概説する。 
4 回 半導体低次元構造薄膜（量子井⼾、量子ドット）の形成と物性について，研
究室での仕事を中心に概観する。 
5 回 太陽電池を構成する半導体の特徴や応用を学習し，本研究室における半導
体の研究成果を紹介する。 
6 回 新エネルギー開発の鍵を握る新材料・新素材について，研究開発の現状と将
来について講義する。 
7 回 超伝導の基礎物性，いろいろな超伝導物質，超伝導の応用について説明す
る。 
8 回 生命を育んだ惑星の大気の温室効果について，その原理を講義する。 
9 回 放射線科学に関する最新の情報を提供する。 
10 回 隕石及び関連する惑星科学について講義する。 
11 回 酸化ストレスによる細胞障害機構解明における物理分野の貢献とその展望
について講義する。 
12 回 最近の物理トピックスに関する理解を深めるため，実験を通して基礎的な
物理現象を紹介する。 
13 回 一次視覚野の発見について，過去の研究の歴史を紹介するとともに，脳磁
図による最近の研究を紹介する。 
14 回 マクロバブルやナノバブルといわれる特殊な気泡について，現在までにわ
かっている性質とその応用例について研究成果を交えながら紹介する。 
15 回 物理学の未来について講義する。 

準備学習 1 回 最近の物理学に関連したトピックスをウェブ等で調べておくこと。 
2 回 ⼒学，電磁気学でのエネルギーと運動量の授受について調べておくこと。 
3 回 2001 年，2005 年ノーベル物理学賞の内容について調べておくこと。 
4 回 事前に配付したプリントを読んでおくこと。 
5 回 太陽電池について調べておくこと。 
6 回 本，雑誌，インターネット等で様々な新エネルギーについて調べておくこ
と。 
7 回 絶対温度および金属の抵抗の温度変化について調べておく。 
8 回 温室効果ガス（二酸化炭素など）と地球温暖化について書籍，インターネッ
トなどで調べておくこと。 
9 回 事前に配布した資料を読んでおくこと。 
10 回 隕石について調べておく。 
11 回 活性酸素，フリーラジカル障害あるいは酸化ストレスについて調べておく
こと。 
12 回 自分が興味をもった物理現象について調べておくこと。 
13 回 視覚について，高校の生物の教科書，書籍，ウェブ等で調べておくこと。 
14 回 一般的な「泡」というものについて書籍等で調べておくこと。 
15 回 これまでの講義について復習しておくこと。 



 



年度 2012 
授業コード MSM3311 
成績評価 レポートによる(100％) 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 応用数学専攻(11〜12) 
見出し MSM3311 代数学特論ａ１ 
担当教員名 山⽥ 紀美子 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード 多変数多項式、割り算アルゴリズム、グレブナー基底、アフィン多様体、消去法 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 代数学特論ａ１ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 丸山、グレブナー基底とその応用 

コックス・リトル・オシー、グレブナー基底１ 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSM3311 
実務経験のある教員  
達成目標 多項式のイデアルや剰余環と、幾何的な対象（アフィン多様体） 

の関係を理解する。 
割り算アルゴリズムを通して、アフィン多様体を 
具体的計算によって考察することができるようになる。 

受講者へのコメント  
連絡先 20 号館 8 階山⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 多項式が与えられると、そのゼロ点集合として 

幾何学的な対象（アフィン多様体）が定義できる。 
（例えば直線、円、放物線、双曲線） 
これらに具体的な計算が可能な手続き（アルゴリズム） 
によってアプローチする強⼒な手段である、 
グレブナー基底の考え方を説明する。 
キーポイントは、整数の割り算を一般化した 



割り算アルゴリズムである。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 １回  集合論で学んだ全射、単射、同値類の復習をしておくこと。 

２回  前回の講義内容を復習しておくこと。 
３回  前回の講義内容を復習しておくこと。 
４回  前回の講義内容を復習しておくこと。 
５回  前回の講義内容を復習しておくこと。 
６回  前回の講義内容を復習しておくこと。 
７回  前回の講義内容を復習しておくこと。 
８回  前回の講義内容を復習しておくこと。 
９回  前回の講義内容を復習しておくこと。 
１０回 前回の講義内容を復習しておくこと。 
１１回 前回の講義内容を復習しておくこと。 
１２回 前回の講義内容を復習しておくこと。 
１３回 前回の講義内容を復習しておくこと。 
１４回 前回の講義内容を復習しておくこと。 
１５回 前回の講義内容を復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MSM3312 
成績評価 課題提出による． 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 応用数学専攻(11〜12) 
見出し MSM3312 代数学特論ａ２ 
担当教員名 池⽥ 岳 
単位数 2 
教科書 なし． 
アクティブラーニング  
キーワード 整数，判別式，分岐，円分体，類体論 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 代数学特論ａ２ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「代数的整数論」高木貞治著 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSM3312 
実務経験のある教員  
達成目標 代数的整数論の諸概念に親しむ． 
受講者へのコメント  
連絡先 １１号館７階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 代数的整数論の諸概念について解説する．はじめにヒルベルトの分岐理論をめざ

し，円分体の理論を詳しく調べる．その後，類体論の結論と応用を理解すること
を目標とする． 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 代数的整数と整数基 

2 回 数体のイデアル 
3 回 イデアル論の基本定理 
4 回 イデアル類群 
5 回 イデアルの分解と分岐 
6 回 判別式 
7 回 デデキントの判別定理 



8 回 円分体における素数の分解 
9 回 ヒルベルトの分岐理論 
10 回 フロベニウス置換 
11 回 アルティン写像（１） 
12 回 アルティン写像（２） 
13 回 相互法則 
14 回 類体論とその応用（１） 
15 回 類体論とその応用（２） 

準備学習 1 回 代数的数について復習しておく． 
2 回 環について復習しておく． 
3 回 イデアルの例をまとめておく． 
4 回 イデアルの積について確認しておく． 
5 回 イデアルの例をまとめておく． 
6 回 分岐の定義と例を確認しておく． 
7 回 判別式の計算例にとりくむ． 
8 回 分岐，判別式について復習する． 
9 回 これまでの復習をする． 
10 回 不分岐拡大について復習しておく． 
11 回 イアデル類群の定義を確認しておく． 
12 回 フロベニウス置換の定義を復習しておく． 
13 回 アルティン写像の定義を確認しておく． 
14 回 これまでの復習をしておく． 
15 回 円分体などの例をまとめておく． 

 



年度 2012 
授業コード MSM35A1 
成績評価 レポートによる(100％) 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用数学専攻(11〜12) 
見出し MSM35A1 幾何学特論ｂ 
担当教員名 山崎 正之 
単位数 2 
教科書 必要に応じ資料を配付する。 
アクティブラーニング  
キーワード 行列の基本変形 ねじれ ホワイトヘッド群 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 幾何学特論ｂ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSM35A1 
実務経験のある教員  
達成目標 正則行列の基本変形ができる。 

図形のハンドル分解から鎖複体を作ることができる。 
ｓコボルディズムのねじれを調べることができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２５号館５階 山崎正之研究室 masayuki＠das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 なし 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 位相幾何学に現れる「ねじれ」をテーマとする。「ねじれ」とは行列式の概念を拡

張したものであり、図形の位相的分類とホモトピー的分類の差を測るのに、非常
に有効な道具である。古くはレンズ空間の分類にライデマイスターのねじれが用
いられたが、ホワイトヘッドにより単純ホモトピー理論として理論構築がなされ
た。メーザーらによるｓ−コボルディズム定理は、その最も重要な応用であり、
多様体の分類に必須なものとなっている。さらにレイ‐シンガーによる解析的ね
じれのような見方も現れ、近年では、さらに一般化されたライデマイスターのね
じれ 

対象学年 1 年/2 年 



授業内容 1 回 行列の基本変形について、成分が実数の場合の解説をする。 
2 回 行列の基本変形について、成分が整数の場合の解説をする。 
3 回 行列の基本変形について、一般の環の要素を成分とする場合について解説
する。 
4 回 ホワイトヘッド群と行列のねじれを定義する。 
5 回 ホワイトヘッド群やねじれの色々な性質を解説する。 
6 回 図形のハンドル分解の概念を導入し、具体例を紹介する。 
7 回 図形のハンドル分解から鎖複体を構成する。 
8 回 可縮な鎖複体のねじれを定義する。 
9 回 ２次元Ｈコボルディズム定理について解説する。 
10 回 ２次元Ｈコボルディズム定理の応用として境界付き曲面の正則ホモトピー
による分類を紹介する。 
11 回 境界付き曲面の正則ホモトピーによる分類を証明する。 
12 回 一般の次元の多様体のハンドル分解について解説する。 
13 回 ハンドル分解の変形について解説する。 
14 回 ホイットニーのトリックについて解説する。 
15 回 ｓコボルディズム定理とその応用について解説する。 

準備学習 1 回 行列の基本変形について復習しておくこと。 
2 回 行列の成分が整数の範囲で変形を行うときの違いを考えてみること。 
3 回 成分が整数の行列の基本変形を練習してみること。 
4 回 群の概念について復習しておくこと。 
5 回 ホワイトヘッド群の定義を復習しておくこと。 
6 回 空間の直積について復習しておくこと。 
7 回 線形空間の基底について復習しておくこと。 
8 回 ホワイトヘッド群の定義を復習しておくこと。 
9 回 境界のある曲面のハンドル分解の仕方を復習しておくこと。 
10 回 帯の正則ホモトピーによる分類について考察してくること。 
11 回 ⽳あきトーラスの正則ホモトピーによる分類について考察してくること。 
12 回 アルフ不変量について復習しておくこと。 
13 回 高次元図形のハンドル分解の具体例を思い浮かべる練習をしておくこと。 
14 回 ハンドルの基本操作についてまとめておくこと。 
15 回 ２次元Ｈコボルディズム定理の証明を思い出しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MSM4312 
成績評価 受講態度(20%)とレポート(80%)による。 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス 応用数学専攻(11〜12) 
見出し MSM4312 幾何学特論ａ２ 
担当教員名 須藤 清一 
単位数 2 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード 組みひも、結び目、ディラック、ストリングゲーム 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 幾何学特論ａ２ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 河野俊丈「組みひもの数理」遊星社 
授業形態 講義 
注意備考 線型代数学と幾何学と代数学をよく復習しておくこと。 
シラバスコード MSM4312 
実務経験のある教員  
達成目標 組みひも群と結び目理論の基本概念を理解し、その応用としてのディラックのス

トリングゲームが解けるかどうかを判断し、解ける場合の具体的な解法を導き出
せること。 

受講者へのコメント  
連絡先 須藤研究室 20 号館 6 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 なし 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 組みひも群の構造と空間内の変換の関係を理解する。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回  組みひも群の定義とその基本的な性質について解説する。 

2 回  結び目と絡み目の定義とその基本的な性質について解説する。 
3 回  絡み目の正則表示について解説する。 
4 回  絡み目の三角移動についてい解説する。 
5 回  絡み目の正則表示のライデマイスター移動について解説する。 
6 回  円周の埋め込みとしての結び目について解説する。 
7 回  向きのついた絡み目とひねり数について解説する。 



8 回  絡み目の合成と分解について解説する。 
9 回  空間ベクトルのベクトル積と内積、および鏡映変換について解説する。 
10 回  ハミルトンの 4 元数と 3 次元空間内の変換の関係について解説する。 
11 回  ディラックのストリングゲームについて解説する。 
12 回  ディラックのストリングゲームの組みひもを用いた解釈について解説す
る。 
13 回  球面の組みひもとそれらを用いたディラックのストリングゲームの解釈
について解説する。 
14 回  ディラックのストリングゲームのいろいろな解釈の間の関係について解
説する。 
15 回  レポート作成 

準備学習 1 回  群論について復習しておくこと。 
2 回  組みひも群の構造について復習しておくこと。 
3 回  結び目と絡み目の定義を復習しておくこと。 
4 回  絡み目の正則表示について復習しておくこと。 
5 回  絡み目の三角移動について復習しておくこと。 
6 回  曲線の空間への埋め込みについて復習しておくこと。 
7 回  平面および空間における向きについて復習しておくこと。 
8 回  絡み目の正則表示の交差点について復習しておくこと。 
9 回  線型代数について復習しておくこと。 
10 回  空間ベクトルどうしの 2 種類の積と、それらを用いた空間内の変換の表
現方法について復習しておくこと。 
11 回  組みひもの定義について復習しておくこと。 
12 回  組みひも群の性質について復習しておくこと。 
13 回  ハミルトンの 4 元数を用いた空間の回転の解釈について復習しておくこ
と。 
14 回  ディラックのストリングゲームの組みひも群を用いた解釈について復習
しておくこと。 
15 回  空間内の変換とディラックのストリングゲームの間の関係について復習
しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MSM43A1 
成績評価 レポート(50%)と小テスト(30%)と平常点(20%)により評価する 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス 応用数学専攻(11〜12) 
見出し MSM43A1 幾何学特論ａ１ 
担当教員名 井上 雅照 
単位数 2 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード 第 1 基本形式、第 2 基本形式、Gauss 曲率、平均曲率、測地線、Gauss-Bonnet の

定理 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 幾何学特論ａ１ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 2 変数の微分積分と線形代数を復習しておくこと。 
シラバスコード MSM43A1 
実務経験のある教員  
達成目標 ① 第１基本形式、第２基本形式を理解する。 

② 平均曲率・ガウス曲率を理解する。 
③ ガウスボンネの定理を理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先 20 号館 8 階 井上研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 空間内の曲面を理解することを目的とする。まず第 1 基本形式・第 2 基本形式を

導入し、曲面の曲がり方を表す平均曲率・ガウス曲率について述べる。さらにガ
ウス曲率は内在的であることを解説し、最後にガウスボンネの定理について述べ
る。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 講義が始まる前に、2 変数の微分積分と線形代数を必ず復習しておくこと。それ

以外の知識は仮定しないので、前回の講義の復習を怠らないこと。 



 



年度 2012 
授業コード MSM43A2 
成績評価 各講義で提出されたレポート（100%)から総合的に評価する。 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス 応用数学専攻(11〜12) 
見出し MSM43A2 フューチャーケミストリー 
担当教員名 山⽥ 晴夫、赤司 治夫、若松 寛、坂根 弦太、高原 周一、横山 崇、山⽥ 

真路、 
単位数 2 
教科書 適宜，プリント資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 化学トピックス，有機化学，無機化学，分析化学，物理化学 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 フューチャーケミストリー 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜，プリント資料を配布する。 
授業形態 講義 
注意備考 集中講義ではなく，後期 15 回の講義を行うので注意すること。 
シラバスコード MSM43A2 
実務経験のある教員  
達成目標 化学の各分野のさまざまな知識や最先端の知識を理解すること。 
受講者へのコメント  
連絡先 化学専攻 専攻⻑ 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 化学専攻開講の各科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 化学専攻以外の専攻の学生に化学の研究について，その背景，目的，成果および

今後の展開についてわかりやすく述べる。国内外における化学の分野の最先端の
トピックスや関連する諸問題についてもわかりやすく解説する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 履修方法を説明する。 

2 回 原子・分子の間にはたらく静電気⼒について実験を交えて説明する。それと
関連して，分子の極性および電子レンジによる加熱の仕組みについても説明す
る。 
3 回 工業的に重要な分離や精製工程によく使われる吸着技術について説明する。 
4 回 有機化学の構造と性質の関係を，天然物化合物を例に解説する。 



5 回 軽いことはいいことだーTi 金属の精錬について 
エネルギー問題は食糧，資源問題と併せて２１世紀の３大課題である。２１世紀
は地球⼈口増加に伴って生じるこれら諸問題を⼈類が克服する世紀といえる。そ
れぞれの立場で早急にこの問題に立ち向かう必要がある。 
現代は鉄の時代と言える。それは鉄の強度，価格，資源量の 3 点の総合⼒が他の
金属を圧倒しているからである。Ｔｉは鉄と同様に強度，資源量とも申し分がな
い。しかも軽量性，耐蝕性は鉄を遙かに上回る。しかし価格の点で遠く及ばない。
その大半は精錬のコストであり，エネルギーコストでもある。チタン精錬のコス
ト低下がエネルギー問題に寄与すると言う根拠は，精錬コストの大半が電気料で
あること，またＦｅをＴｉに置き替えることによる軽量化がもたらす移動エネル
ギーコストの低下の２つである。 
21 世紀の 3 大課題に挑戦するＴｉ精錬の現状と未来について解説する。 
6 回 錯体化学 基礎と最新の話題について解説する。 
7 回 最近の流れ分析法，高速液体クロマトグラフィー，フローインジェクション
法，キャピラリー電気泳動法について解説する。 
8 回 分子の対称性と点群について解説する。 
9 回 表面張⼒の性質と，表面張⼒がかかわる種々の自然現象の理解の仕方につ
いて解説する。 
10 回 生体高分子を用いた機能性材料について解説する。 
11 回 有機化合物を使って，生命現象を解明する。 
12 回 超伝導，太陽電池，リチウムイオン二次電池，光触媒等について説明する。 
13 回 有機化合物の光反応と機能性材料への応用について解説する。 
14 回 密度汎関数法による物質の電子状態計算について解説する。 
15 回 溶液の化学について解説する。 

準備学習 1 回 化学の基礎を予習しておくこと。 
2 回 電子レンジのしくみをインターネットなどで調べておくこと。 
3 回 身の回りで吸着現象が利用されている技術を調べておくこと。 
4 回 学部レベルの教科書で有機化学の基礎を復習しておくこと。 
5 回 ジャンボジェット機の質量および自動車の質量を調べておくこと。 
6 回 生活の中に利用されている金属錯体について調べておくこと。 
7 回 流れを使った自動分析法，およびグリーンケミストリーについて調べてお
くこと。 
8 回 アンモニア分子のもつ対称要素を調べておくこと。 
9 回 自由エネルギーについて何らかの知識を得ておくこと。 
10 回 図書館等で生体高分子，特に多糖とタンパク質，核酸について調べておく
こと。 
11 回 医薬品に関する啓蒙書を予習しておくこと。 
12 回 エネルギーの有効利用はいかにあるべきかについて予め予習しておくこ
と。 
13 回 有機化合物の光反応の例を調べておくこと。 
14 回 電子の軌道と量子数について調べておくこと。 
15 回 高等学校の化学の教科書を復習しておくこと。 



 



年度 2012 
授業コード MSM5111 
成績評価 定期試験(50%), 中間試験(0%), 小テスト(0%), レポート(50%), ノート(0%)定

期試験(50 点)とレポート(50 点)を合計した得点により評価する。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 応用数学専攻(11〜11) 
見出し MSM5111 応用解析特論ｃ 
担当教員名 春木 茂 
単位数 2 
教科書 資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 実数の集合, コーシーの函数方程式, ジョンソンの函数方程式, 微分可能な函数, 

積分可能, 連続函数, 正則函数, 調和函数 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 応用解析特論ｃ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 J. Aczel, Lectures on functional equations and their applications, Academic Press, 

New York and London, 1966. 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSM5111 
実務経験のある教員  
達成目標 学部で学習した解析学, 特に, 微積分, 函数論, 微分方程式の基礎知識を如何に

応用できるか？という観念で特殊函数方程式を学ぶこと。解析学の基礎である微
積分基礎知識の応用を学びつつ微積分学の理解をより深めること。 

受講者へのコメント  
連絡先 第一学舎４階 春木研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 微分積分学Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ,Ⅳ, 解析学Ⅰを履修していることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 微積分, 函数論, 微分方程式を用いて函数方程式の基礎・応用を学習する。特に, 

コーシーの函数方程式 f(x+y)=f(x)+f(y)の基礎から応用まで講述する。 
対象学年 2 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。講義の進め方を説明する。 

2 回 函数方程式, 代表的な函数方程式の例について説明する。 
3 回 コーシーの函数方程式とコーシーの解法について説明する。 



4 回 コーシーの函数方程式とコーシーの解法について説明する。 
5 回 微分積分を用いた解法について説明する。 
6 回 微分積分を用いた解法について説明する。 
7 回 より弱い仮定での解法について説明する。 
8 回 より弱い仮定での解法について説明する。 
9 回 ジョンソンの函数方程式について説明する。 
10 回 ペクシダーの函数方程式について説明する。 
11 回 コーシーの函数方程式の応用について説明する。 
12 回 コーシーの函数方程式の応用について説明する。 
13 回 コーシーの函数方程式の応用について説明する。 
14 回 その他の重要な函数方程式について説明する。 
15 回 その他の重要な函数方程式について説明する。 

準備学習 1 回 微分積分学Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ,Ⅳ, 解析学Ⅰを復習しておくこと。 
2 回 実数値函数と複素数値函数の定義, ベクトル空間の定義, 複素平面の定義を
復習しておくこと。 
3 回 実数の集合, 線形, 連続函数, 加法的函数を復習しておくこと。 
4 回 実数の集合, 線形, 連続函数, 加法的函数を復習しておくこと。 
5 回 微分と積分の定義, 微分可能, 局所積分可能, 連続函数, 微分積分学の基本
定理, 線形微分方程式を復習しておくこと。 
6 回 微分と積分の定義, 微分可能, 局所積分可能, 連続函数, 微分積分学の基本
定理, 線形微分方程式を復習しておくこと。 
7 回 積分の定義, 局所積分可能, 連続函数を復習しておくこと。 
8 回 局所積分可能, 連続函数を復習しておくこと。 
9 回 加法的函数, 多項式, 平均値の定理を復習しておくこと。 
10 回 加法的函数, 微分の平均値の定理を復習しておくこと。 
11 回 加法的函数, 微分の平均値の定理を復習しておくこと。 
12 回 正則函数, 偏微分, コーシー・リーマンの方程式を復習しておくこと。 
13 回 調和函数を復習しておくこと。 
14 回 波動方程式を復習しておくこと。 
15 回 調和函数, 正則函数, 複素多項式を復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MSM53A1 
成績評価 レポートによる(100%)。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 応用数学専攻(11〜12) 
見出し MSM53A1 応用解析特論ｂ 
担当教員名 ⻑渕 裕 
単位数 2 
教科書 適宜資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 解の一意存在性、延⻑可能性、線形微分方程式、基本行列、安定性 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 応用解析特論ｂ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 山本 稔 著 「常微分方程式の安定性」 （実教出版） 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSM53A1 
実務経験のある教員  
達成目標 ・具体的に与えられた微分方程式に対し、解の一意性や延⻑可能性を判定するこ

とができる。 
・線形微分方程式の解空間、基本行列による解の表現について理解する。 
・解の安定性について理解し、具体的に与えられた微分方程式に対して解の安定
性を判定することができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 20 号館階 ⻑渕研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 常微分方程式について、解の存在やパラメータ依存性に関する基礎定理から始

め、線形理論、漸近的性質（特に安定性）等を取り上げて講義し、定性的理論に
関する基礎的事項を理解することを目標とする。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 Banach 空間とその例(1) 

2 回 Banach 空間とその例(2) 
3 回 微分方程式と初期値問題 



4 回 縮小写像の原理と解の一意存在性(1) 
5 回 縮小写像の原理と解の一意存在性(2) 
6 回 解の延⻑可能性とノルム評価 
7 回 解の初期値に関する連続的依存性 
8 回 解の初期値に関する微分可能性 
9 回 線形微分方程式(1) 
10 回 線形微分方程式(2) 
11 回 線形微分方程式(3) 
12 回 解の安定性(1) 
13 回 解の安定性(2) 
14 回 線形化原理 
15 回 安定多様体と不安定多様体 

準備学習 1 回 線形空間、内積空間について復習しておくこと。 
2 回 Cauchy の収束判定法、関数列の極限、一様収束について復習して（調べて）
おくこと。 
3 回 学部で学んだ微分方程式の解法について復習しておくこと。 
4 回 第 2、3 回の講義内容を復習しておくこと。 
5 回 第 4 回の講義内容について復習しておくこと。 
6 回 Heine-Borel の被覆定理について調べておくこと。 
7 回 解の存在と一意性について復習しておくこと。 
8 回 Gronwall の不等式について復習しておくこと。 
9 回 線形空間（1 次独立、1 次従属性）、解の一意存在性定理（第 4、5 回の講義
内容）を復習しておくこと。 
10 回 初等関数の Taylor 級数、行列の指数関数、一様収束について復習しておく
こと。 
11 回 行列の標準化、線形微分方程式の基本行列について復習しておくこと。 
12 回 関数の極限の扱い、行列のノルムについて復習し、解の安定性と漸近安定
性の概念について予習しておくこと。 
13 回 解の安定性と漸近安定性の概念について復習しておくこと。 
14 回 第 13 の講義内容および定数変化法の公式を復習しておくこと。 
15 回 第 14 回の講義内容を復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MSM9011 
成績評価 授業で毎回簡単な演習問題を解いてもらいます、それができた⼈は ５ 点差し

上げます。これで ６０ 点にします。そして試験で ４０ 点満点で成績評価
といたします。 

曜日時限 集中その他 
対象クラス 応用数学専攻(11〜12) 
見出し MSM9011 応用数学特論Ⅰ 
担当教員名 吉⽥ 憲一 
単位数 2 
教科書 現在私が使っている本はもう手に入りませんので毎回丁寧否プリントを差し上

げます。したがって教科書はありません。 
アクティブラーニング  
キーワード クリスプ ふぁっじ 演算 グラフ 関係 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 応用数学特論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 これもありません、興味を持った⼈は ファジイ 理論の本を探して勉強してく

ださい。 
授業形態 講義 
注意備考 授業を欠席されると単位認定の点 ６０ 点になりませんから毎回授業に出て

ください。 
シラバスコード MSM9011 
実務経験のある教員  
達成目標 既存の集合 クリスプ 集合と ファジイ 集合の演算が出来るようになれば

と思います。 
受講者へのコメント  
連絡先 ０８６−２３２−２６７２(自宅)０８６−２５６−９４０１(研究室) 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 数学の基礎である集合論と密接な関係があります。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 これまでの数学は厳密さを重んじてきたが、それでは実社会の要望には応えられ

ない。そこで考案されたのがこの ファジイ 理論です。原理を室とこんな簡単
なことだったのかと驚かされます。ファジイ 理論の入門の為にこの授業を考え
ました。 

対象学年 1 年/2 年 



授業内容 1 回 ファジイ集合の概要について 
2 回 ファジイ集合のコペルニクス的転回 
3 回 メンバーシップ関数について学ぶ 
4 回 ファジイ集合の演算では琲中立が成り立たない事 
5 回 ファジイ集合の演算の練習 １ 
6 回 ファジイ集合の演算の練習 ２ 
7 回 α カットによる演算手法 
8 回 ファジイ集合の合成によって得られる新しいファジイ集合について 
9 回 ファジイグラフによるファジイ写像について 
10 回 ファジイ数の具体例 
11 回 拡張原理の具体例 
12 回 ファジイ関係の具体的な問題を解く 
13 回 最近のファジイ理論の展開を紹介する 
14 回 ふぉれまでの復習による演習 
15 回 成績評価のために＜15 回の講義等では、ここから最終行まで削除してくだ
さい＞ 

準備学習 1 回 ファジイ集合とは何かについてガイダンスをします 
2 回 ファジイ集合と既存の集合 クリスプ集合との違い 
3 回 クリスプ集合の演算とファジイ集合の演算 
4 回 ファジイ集合の演算の利点と欠点 
5 回 ファジイ集合の各種の演算 １ 
6 回 ファジイ集合の各種の演算 ２ 
7 回 クリスプ集合とファジイ集合の違い 
8 回 ファジイ集合の合成 
9 回 既存のグラフとファジイグラフ 
10 回 曖昧さを表すファジイ数について 
11 回 拡張原理について 
12 回 ファジイ関係について 
13 回 最近のファジイ理論の話 
14 回 これまでの復習 
15 回 成績評価のために 

 



年度 2012 
授業コード MSM9012 
成績評価 毎回授業の内容の理解の為簡単な演習問題をやっていただきます。これが出来た

⼈は集積と認め、５ 点差し上げます。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 応用数学専攻(11〜12) 
見出し MSM9012 応用数学特論Ⅱ 
担当教員名 吉⽥ 憲一 
単位数 2 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード 自然数 整数 有理数 実数 複素数 有現体 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 応用数学特論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 講義 
注意備考 授業の最後の試験では ４０ 点だけですから、毎回しっかり授業に出てきてく

ださい。 
シラバスコード MSM9012 
実務経験のある教員  
達成目標 既に頭の中にある数の概念を一度打ち壊し、自然数から複素数に至るまでを再構

築いたしましょう。 
受講者へのコメント  
連絡先 ０８６−２３２−２６７２(自宅)９８６−２５６−９４０１(研究室) 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 演算の数理 代数学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ペアノの公準によって自然数を作り、次に整数を作ります。そして有理数、実数、

複素数を構成いたします。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 ペアノの公準から自然数を定義する。自然数に足し算と掛け算が出来る事

を学ぶ。 
2 回 自然数の中の順序とは 
3 回 自然数から引き算が出来る整数を作る 
4 回 整数に順序を入れる 



5 回 整数の演算が持つ性質について 
6 回 足し算、引き算、掛け算にさらに割り算が出来る有理数について学ぶ 
7 回 有理数の持つ素晴らしい演算の性質 
8 回 有理数では足らない数を求めて実数を構成する 
9 回 実数の持つ四則演算について、そして無限集合をとらえなおす勉強をしま
す 
10 回 これまでの授業の復習をいたします 
11 回 すべての代数方程式が解ける複素数を行列を使って構成いたします 
12 回 有限体について 
13 回 暗号法について 
14 回 新しい展開 
15 回 最後の仕上げ＜15 回の講義等では、ここから最終行まで削除してください
＞ 

準備学習 1 回 自然数の構成 
2 回 自然数に順序を導入する 
3 回 整数の構成 
4 回 大小関係 
5 回 足し算、引き算、掛け算 
6 回 整数では出来なかった割り算について 
7 回 四則演算 
8 回 実数について 
9 回 実数の持つ性質 
10 回 復習 
11 回 実数から複素数に 
12 回 新しい数を求めて 
13 回 有現体の応用 
14 回 更に有限体について 
15 回 最後の仕上げ 

 



年度 2012 
授業コード MSM9013 
成績評価 卒業研究または卒業設計（指導教員による評価：６０％）、プレゼンテーションと

その内容（発表会参加教員による評価：４０％）を総合して評価し６０％以上を
合格とする。 

曜日時限 集中その他 
対象クラス 応用数学専攻(11〜12) 
見出し MSM9013 特別研究 
担当教員名 澤江 隆一、竹中 茂夫、池⽥ 岳、高嶋 恵三、⽥中 敏、森 義之、山⽥ 紀

美子、 
単位数 12 
教科書 適宜指示をする。 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 特別研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示をする。 
授業形態 実験実習 
注意備考 配属された教員の指導に従って個別に行う。 
シラバスコード MSM9013 
実務経験のある教員  
達成目標 以下の能⼒を身につけることを目指す。(1)自ら研究・設計計画を立てる。(2)必

要な資料を自分で獲得する手段を習得する。(3)既往の研究や建築作品のレビュ
ーを行う。(4)新たな課題を見出す。(5)自主的に解決法を考案する。(6)調査・実
験・分析・解析などに関する基礎能⼒を養なう。(7)課題の背景・目的を整理し、
自らが行った研究および設計について、その独自性を論理的に記述・表現する。
(8)適切なプレゼンテーション能⼒を身につける。 

受講者へのコメント  
連絡先 代表：学科⻑（原則は配属先指導教員） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講者は応用数学専攻の２⼈ため、 
授業アンケートを実施していない 

英文科目名  
関連科目 建築学科の全ての科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 配属された研究室で１年間を通じて卒業研究あるいは卒業設計を行う．研究室の

指導教員の下で、建築に関連した研究または設計に関して、自主的にテーマを設



定して、その課題の発見と問題解決に必要となる基礎能⼒を養いながら、研究ま
たは設計を遂行する。また、得られた成果は卒業論文または卒業設計としてまと
め上げ、一⼈で物事を完遂する能⼒、自分の考えをまとめる能⼒、プレゼンテー
ション能⼒などを身につけることを目標とする。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 指導教員の指示に従い準備学習を行うこと。 

 



年度 2012 
授業コード MSM9021 
成績評価 レポートにより評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 応用数学専攻(11〜12) 
見出し MSM9021 応用数学特別講義Ⅲ 
担当教員名 佐藤 眞久＊ 
単位数 1 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 応用数学特別講義Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 岩永恭雄・佐藤眞久 共著／環と加群のホモロジー代数的理論／日本評論社 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSM9021 
実務経験のある教員  
達成目標 現在の抽象代数がどのような研究をしているか、少しでも覗いてもらうことを目

標とする。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 線形代数学、代数学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 加群を分解し、これ以上分解できない原子のようなものの数学的概念として、直

既約加群を 
考える。ジョルダン標準形や代数学でいろいろな対象を決める事は、実は直既約
加群を求めることになっていることを見てもらう。 
 次に、この直既約加群を視覚的に分かりやすく理解するために、 
グラフを用いて環を表し、直既約加群の具体的な計算と表示を行う。 
 特にグラフが線分となる遺伝環は、ルート系とワイル変換と 
呼ばれるものを計算することで簡単に直既約加群 
がわかることを学ぶ。 

対象学年 1 年/2 年 



授業内容  
準備学習 線形代数関係の講義の復習をしておくこと。 

学部３，４年次の代数関係の講義の復習をしておくこと。 
 



年度 2012 
授業コード MSM9022 
成績評価 課題提出（１００％）によって評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 応用数学専攻(11〜12) 
見出し MSM9022 応用数学特別講義Ⅳ 
担当教員名 佐々木 徹＊ 
単位数 1 
教科書 特に指定しない 
アクティブラーニング  
キーワード 偏微分方程式、熱方程式、数値解析 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 応用数学特別講義Ⅳ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に適宜行う 
授業形態 講義 
注意備考 計算機を使ったプログラミングは講義回数の制限もあり行わず、講義中心の授業

となります。 
シラバスコード MSM9022 
実務経験のある教員  
達成目標 偏微分方程式の差分化、その熱方程式について理解する 
受講者へのコメント  
連絡先 ２０号館６階 澤江研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 特になし 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 偏微分方程式の数値解析的解法について熱方程式を使い理解を行う。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 差分法の基本的な例 

2 回 熱方程式の陽解法 
3 回 プログラムと計算例 
4 回 熱方程式の陽解法の安定性 
5 回 連立 1 次方程式の数値解法 
6 回 熱方程式の陰解法 
7 回 プログラムと計算例 
8 回 まとめ 



準備学習 1 回 微分法の基礎, 特に偏微分法を復習しておく 
2 回 Taylor の定理を復習しておく. 前回の復習をしておく 
3 回 熱方程式の陽解法を復習しておく 
4 回 前回のプログラムと計算例を復習しておく 
5 回 線形代数の掃き出し法を復習しておく 
6 回 前回の連立 1 次方程式の数値解法を復習しておく 
7 回 前回の熱方程式の陰解法を復習しておく 
8 回 前回の熱方程式の陰解法によるプログラムと計算例を復習しておく 

 



年度 2012 
授業コード MSM9031 
成績評価 指導教員及び専攻内の複数の教員が協議して決定する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 応用数学専攻(11〜12) 
見出し MSM9031 インターナショナルキャリア 
担当教員名 澤江 隆一、竹中 茂夫、池⽥ 岳、高嶋 恵三、⽥中 敏、森 義之、山⽥ 紀

美子、 
単位数 2 
教科書 指導教員より指示 
アクティブラーニング  
キーワード 国際学会、英語プレゼンテーション、英語コミニュケーション 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 該当無し 
科目名 インターナショナルキャリア 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指導教員より指示 
授業形態 講義 
注意備考 海外発表の一か月前までに、履修登録を済ませること。 
シラバスコード MSM9031 
実務経験のある教員  
達成目標 １）発表内容を整理できること 

２）英文での発表原稿を作成できること 
３）プレゼンテーション用資料の作成ができること 
４）英語によるプレゼンテーションができること 
５）研究者間の英語でのコミニュケーションができること 

受講者へのコメント 今回はポスター発表であったが、今後は講演等を目指すように。 
連絡先 各指導教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講者１名 
英文科目名  
関連科目 指導教員より指示 
次回に向けての改善変更予定 海外での発表を今後とも続けていくようにすること 
講義目的 学生の国際学会での発表を、積極的にサポートする事を目的とする。 具体的に

は、発表内容の整理、英文での発表原稿、プレゼンテーション用資料の作成、発
表練習、現地での直前・直後も含めた発表指導、事後指導も含む。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 国際会議の情報収集・参加決定、発表題目登録等外国語による手続き指導 

2 回 英語による発表原稿の作成。 



5 回 プレゼンテーション用資料の作成及びそれを使った発表練習 
8 回 現地における、直前・発表時・直後の指導 
11 回 帰国後の事後指導。 他教員への報告も含む 
13 回 プロシーディング等の作成 

準備学習  
 



年度 2012 
授業コード MSM9032 
成績評価 指導教員及び専攻内の複数の教員が協議して決定する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 応用数学専攻(11〜12) 
見出し MSM9032 インターナショナルキャリア 
担当教員名 澤江 隆一、竹中 茂夫、池⽥ 岳、高嶋 恵三、⽥中 敏、森 義之、山⽥ 紀

美子、 
単位数 2 
教科書 指導教員より指示 
アクティブラーニング  
キーワード 国際学会、英語プレゼンテーション、英語コミニュケーション 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 インターナショナルキャリア 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指導教員より指示 
授業形態 講義 
注意備考 海外発表の一か月前までに、履修登録を済ませること。 
シラバスコード MSM9032 
実務経験のある教員  
達成目標 １）発表内容を整理できること 

２）英文での発表原稿を作成できること 
３）プレゼンテーション用資料の作成ができること 
４）英語によるプレゼンテーションができること 
５）研究者間の英語でのコミニュケーションができること 

受講者へのコメント  
連絡先 各指導教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講者無し 
英文科目名  
関連科目 指導教員より指示 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 学生の国際学会での発表を、積極的にサポートする事を目的とする。 具体的に

は、発表内容の整理、英文での発表原稿、プレゼンテーション用資料の作成、発
表練習、現地での直前・直後も含めた発表指導、事後指導も含む。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 国際会議の情報収集・参加決定、発表題目登録等外国語による手続き指導 

2 回 英語による発表原稿の作成。 



5 回 プレゼンテーション用資料の作成及びそれを使った発表練習 
8 回 現地における、直前・発表時・直後の指導 
11 回 帰国後の事後指導。 他教員への報告も含む 
13 回 プロシーディング等の作成 

準備学習  
 



年度 2012 
授業コード MSM9041 
成績評価 指導教員が、発表会参加教員と協議の上評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 応用数学専攻(12〜12) 
見出し MSM9041 コンプリヘンシブ演習Ⅰ 
担当教員名 澤江 隆一、竹中 茂夫、池⽥ 岳、高嶋 恵三、⽥中 敏、森 義之、山⽥ 紀

美子、 
単位数 2 
教科書 各指導教員より指示 
アクティブラーニング  
キーワード 文献収集、文献精読と整理、プレゼンテーション 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 該当無し 
科目名 コンプリヘンシブ演習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 各指導教員より指示 
授業形態 演習 
注意備考 修士１年生に対する必修科目。 
シラバスコード MSM9041 
実務経験のある教員  
達成目標 １）各専門分野に関する文献などの資料を収集できること 

２）文献を読み、理解することができること 
３）それらをまとめたプレゼンテーションができること 

受講者へのコメント 日頃の研究をしっかり行う事。 
連絡先 各指導教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 指導教員を中心にセミナーを行い、教員参加でセミナーを１回行った。 
英文科目名  
関連科目 各指導教員より指示 
次回に向けての改善変更予定 今後とも改善等に努⼒していきたい。 
講義目的 専攻する数学分野の基礎学習を主たる目的とする。 担当教員によるセミナーを

基本とするが、学習内容を広げ、整理することを目的として期の最後に担当教員
以外の複数教員の参加する発表会を開く。 

対象学年 1 年 
授業内容 1 回 外書講読も含む、専門分野の基本的知識を得るためのセミナー及びその準

備。 
11 回 発表会を踏まえて、学習内容のまとめと発表準備 
14 回 他分野の教員も加えた形での発表会 



15 回 発表会の事後評価 
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード MSM9042 
成績評価 指導教員が、発表会参加教員と協議の上評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 応用数学専攻(12〜12) 
見出し MSM9042 コンプリヘンシブ演習Ⅱ 
担当教員名 澤江 隆一、竹中 茂夫、池⽥ 岳、高嶋 恵三、⽥中 敏、森 義之、山⽥ 紀

美子、 
単位数 2 
教科書 指導教員により指示 
アクティブラーニング  
キーワード 文献精読、研究目的の理解、研究結果の整理、プレゼンテーション 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 コンプリヘンシブ演習Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指導教員により指示 
授業形態 演習 
注意備考 修士１年生に対する必修科目。 
シラバスコード MSM9042 
実務経験のある教員  
達成目標 １）文献を精読して理解することができる 

２）自己の修士論文の目的と理解することができる 
３）それらをまとめてプレゼンテーションすることができる 

受講者へのコメント  
連絡先 指導教員または専攻⻑ 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講者は応用数学専攻の２⼈ため、 
授業アンケートを実施していない 

英文科目名  
関連科目 指導教員により指示 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 専攻する数学分野の基礎学習の完成を目的とする。  

指導教員によるセミナーを基本とするが、学習内容を広げ、整理することを目的
として期の中間及び最後に担当教員以外の複数教員の参加する発表会を開く。  
この発表会には、他専攻の教員が参加することが望ましい。 

対象学年 1 年 
授業内容 1 回 外書講読、論文輪読を含む専門分野の基礎知識の獲得を目指す。 

6 回  発表会準備 



7 回  発表会の事後評価 
8 回 上記に加えて、２年次の研究目標の確定及び過去の研究の調査。 
13 回  発表会準備 
14 回 他分野の教員も加えた形での発表会 
15 回 発表会の事後評価 

準備学習 指導教員の指示に従う。 
 



年度 2012 
授業コード MSM9051 
成績評価 セミナーや発表会での発表と質疑応答で、指導教員と発表会参加教員と協議の上

評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 応用数学専攻(11〜11) 
見出し MSM9051 コンプリヘンシブ演習Ⅲ 
担当教員名 澤江 隆一、竹中 茂夫、池⽥ 岳、高嶋 恵三、⽥中 敏、森 義之、山⽥ 紀

美子、 
単位数 2 
教科書 指導教員により指示 
アクティブラーニング  
キーワード 研究内容の確定、研究領域の知識の涵養、分析・解析法等の理解、他分野との関

連 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 該当無し 
科目名 コンプリヘンシブ演習Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指導教員により指示 
授業形態 演習 
注意備考 修士２年生に対する必修科目。 
シラバスコード MSM9051 
実務経験のある教員  
達成目標 １）修士論文としての研究内容を確定することができる 

２）研究領域の知識の涵養、研究上必要とする分析・解析法等を理解することが
できる 
３）研究内容の整理や他分野との関連を理解できる 
４）それらをまとめてプレゼンテーションすることができる 

受講者へのコメント コンプリヘンシブ演習Ⅳへと、しっかり修士論文を仕上げて貰いたい。 
連絡先 指導教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この演習は最終的に修論発表で行われる。 
英文科目名  
関連科目 指導教員により指示 
次回に向けての改善変更予定 今後とも研究内容等の改善を行っていく。 
講義目的 修士論文としての研究内容の確定、専攻研究を把握、研究上必要とする知識・計

算技術等の涵養を目的とする。 指導教員によるセミナーを基本とするが、研究
内容の整理、他分野との関連を知ることを目的として期の最後に担当教員以外の
複数教員の参加する発表会を開く。 この発表会には、他専攻の教員、他機関の



研究所の参加が望ましい。 
対象学年 2 年 
授業内容 1 回 修士としての専門分野の研究を進めると同時に、先行する研究の専門論文

及び、引用文献の講読、研究内容の妥当性の検討等、研究内容を固めていく。 
11 回 発表会を踏まえて、研究の中間結果のまとめと発表準備 
14 回 発表会 
15 回 発表会の事後評価 

準備学習 指導教員の指示に従う。 
 



年度 2012 
授業コード MSM9052 
成績評価 指導教員が、発表会参加教員と協議の上評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 応用数学専攻(11〜11) 
見出し MSM9052 コンプリヘンシブ演習Ⅳ 
担当教員名 澤江 隆一、竹中 茂夫、池⽥ 岳、高嶋 恵三、⽥中 敏、森 義之、山⽥ 紀

美子、 
単位数 2 
教科書 指導教員により指示 
アクティブラーニング  
キーワード 修士論文の作成 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 コンプリヘンシブ演習Ⅳ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指導教員により指示 
授業形態 演習 
注意備考 修士２年生に対する必修科目。 
シラバスコード MSM9052 
実務経験のある教員  
達成目標 １）修士の研究を完成させることができる 

２）それを整理してプレゼンテーションすることができる 
受講者へのコメント 修士論文の発表で苦労されたかと思います。 

この貴重な体験をこれからの⼈生の糧として、活躍されていくことを願っており
ます。 

連絡先 指導教員または専攻⻑ 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講者は応用数学専攻の４⼈ため、 
授業アンケートを実施していない 

英文科目名  
関連科目 指導教員により指示 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 修士での研究の完成及び修士論文作成を目的とする。 指導教員によるセミナー

を基本とするが、研究内容を広げ、整理することを目的として中間発表及び、最
終発表会をを開く。 この発表会には、他専攻の教員・他機関の教員の参加が望
ましい。 

対象学年 2 年 
授業内容 1 回 中間発表に向けての研究内容の再確認、未完成部分の確定、修士論文のあら



ましの作成。 
6 回  中間発表会 
7 回 未完成部分の完成、先行研究との関連及び引用文献の整理、修士論文の作
成。 
13 回 発表会準備 
14 回 他分野の教員も加えた形での発表会 
15 回 発表会の事後評価 

準備学習 指導教員の指示に従う。 
 



年度 2012 
授業コード MSM9061 
成績評価 講義中に適宜問題を出すので、そのレポートを採点して、その後総合的に判断す

る。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 応用数学専攻(11〜12) 
見出し MSM9061 フューチャーマセマティックス 
担当教員名 竹中 茂夫 
単位数 2 
教科書 とくに指定せず 
アクティブラーニング  
キーワード 代数学、幾何学、解析学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 フューチャーマセマティックス 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 クーラント・ロビンズ 数学とは何か 岩波書店 
授業形態 講義 
注意備考 なるべく平易に話すつもりですので、気楽にただし聞き流すのではなく考えなが

ら受講してください。 
シラバスコード MSM9061 
実務経験のある教員  
達成目標 数学についての、基礎的な考え方を知る。 
受講者へのコメント  
連絡先 ２０号館８階 竹中研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 現代数学の知識を、非専門家向きに、かいつまんで話し、理解してもらうこと。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 代数１：自然数、四則、数学的帰納法について、高等学校以前で学んだ事を

現代数学はどうとらえているか（理論的に・厳密に）を講義する。 
2 回 代数２：二項定理および、関連するプログラムを紹介し、一般的な帰納法
（二重帰納法）について講義し、再帰的的定義について紹介する。 
3 回 代数３：素数の無限性を例にして、初歩的な代数的問題およびその考え方に
ついて、講義する。 
4 回 素数についての、教育用ビデオ教材「リーマン予想、天才たちの１５０年の



闘い」を鑑賞させて、レポートを提出させる。 
5 回 前回のビデオに関連して、その解説、関連する話題について講義する。 
6 回 代数４：現代数学における有理数の定義および、有理数で無い数（無理数）
の定義およびその性質について講義する。 
7 回 集合論１：数えるという事の抽象化を行い、無限という事の定義、および無
限の種類、数え方について講義し、具体的に整数と有理数は同じ数だけあること
が理解できるようにする。 
8 回 集合論２：無理数は、有理数より数が多い事を証明する。 
9 回 集合論３：論理と集合。 集合論と論理学との関係、および理論計算機との
関連について講義する。 
10 回 幾何学１：４つの円で平面はいくつに分けられるのか？ という問題をも
とにして、やさしい幾何学として平面の分割について講義する。 また、これが、
一般次元に拡張可能であることを出来るだけ分かりやすく説明する。 
11 回 幾何学２：やわらかい幾何学といわれる、トポロジーの基礎てきな概念を
講義する。 特に１２回目に予定しているヴィデオの意味が分かるように基礎概
念の理解を目指す。 
12 回 教育用ヴィデオ「ポアンカレ予想」を鑑賞後レポート提出 
13 回 解析学：極限の厳密な取り扱いかた（ε―δ 論法と呼ばれるもの）をなる
べく平易に講義する。 
14 回 複素数と三角関数、複素数の意味での微・積分について講義する。 
15 回 復習のための演習及びその解説をする。 

準備学習 1 回 数えるとは何を意味するのだろうかを考えてくること。 
2 回 数学的帰納法について復習してくること。 
3 回 素数について、知っていることをおもいだしておくこと。 
4 回 大学の立場からみた数の扱いについて、復習を行うこと。 
5 回 前回に見たビデオについて、自分なりにレポートを作っておくこと。 
6 回 有理数（分数）について、復習しておくこと。特にその４則について、なぜ
あのような計算方法になるのかを理解しておくこと。 
7 回 もう一度、数えるとは何であったかを考えてみること。 
8 回 ２の平方根とはどんなものかを考えてくること。 
9 回 論理とはどんなものか、また論理演算の持つ性質について復習しておくこ
と。 
10 回 平面上に４つの円を書く場合、その平面が最大限いくつに分割されるかを、
円が１つ、２つ、３つの場合とをあわせて考察してくること。 
11 回 球面と湯呑の表面はなぜ同じなのか、またドーナツの表面とはなぜ事なる
かを考えておくこと。 
12 回 １次元球面（単なる円周）、２次元球面（普通の球の表面）を考えて、３次
元球面についてかんがえておくこと。 
13 回 極限を単に、無限に近付いていくと考えて、厳密に理論展開できるかを考
察しておくこと。 
14 回 複素数についてこれまで習ったことを復習しておくこと。 
15 回 講義全体を振り返って、分かりにくかったところについて質問出来るよう



にしておくこと。 
尚、当日に小試験を行って、それについて解説を行う。 

 



年度 2012 
授業コード MSM9071 
成績評価 課題提出（100％） 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 応用数学専攻(11〜12) 
見出し MSM9071 フューチャーサイエンス 
担当教員名 山崎 正之、若村 国夫、小林 祥一、財部 健一、⻄⼾ 裕嗣、板谷 徹丸、

横川 賢 
単位数 2 
教科書 適宜紹介する 
アクティブラーニング  
キーワード 数理科学、環境・エネルギー科学、化学・生物、境界領域、総合 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 フューチャーサイエンス 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜紹介する 
授業形態 講義 
注意備考 開講日は教務部の掲示板でお知らせします。講義計画欄にある講義の順番は変わ

ります。詳細はオリエンテーションの際にお知らせします。※しばしば電子教材、
パワーポイント等をプロジェクターで投影し講義を行います。 

シラバスコード MSM9071 
実務経験のある教員  
達成目標 数学と情報の分野を中心とした数理科学系列の講義、物理学と地学あるいは地球

環境科学を融合した環境・エネルギー科学系列の講義、および生物学と化学領域
を融合した生物・化学系列の講義から、自然科学の基本的概念・考え方を理解で
きるようになることを期待している。 

受講者へのコメント  
連絡先 この講義担当者が、総合理学専攻で開講している科目のシラバス参照 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 総合理学専攻では、数学、情報、物理、化学、生物、地学の分野と、それぞれの

境界領域を包括する、総合科学的な教育・研究を行っていることから、本講義で
はそれらの一端を紹介し、自然科学に対する幅広い考え方を身に付けることを目
的としている。 

対象学年 1 年/2 年 



授業内容 1 回 射影平面の幾何（１） 
射影平面の様々なとらえ方を紹介し、４次元以上の空間にしか実現できないこの
図形の理解を深める。射影平面を無理矢理３次元空間に押し込めると自己交叉を
持つ図形が得られる。そのうちのひとつであるボーイ曲面（の一部）を実際に工
作で作成する。 
2 回 射影平面の幾何（２） 
ガウス曲率が１である標準的射影平面における三角形の幾何学について学ぶ。特
に、三角形の内角の和は π とその三角形の面積の和に等しいというガウス・ボ
ンネの定理を鑑賞する。 
3 回 ⼈類起源研究の歴史 
類⼈猿と猿⼈化石探しと⼈類起源の話題を紹介する．その結果から⼈類は東アフ
リカで誕生したと言われている．地球史において地球内部物質の挙動が生物大量
絶滅と進化をもたらしたことが理解されている．地球科学の立場から類⼈猿が猿
⼈に進化する環境を議論する。 
4 回 類⼈猿及び猿⼈化石の年代測定 
東アフリカに産する類⼈猿と猿⼈化石の年代推定に用いる火山岩の K-Ar 年代測
定法についてその原理と応用を紹介する。 
5 回 資源探査と環境問題（１） 
地球物質の循環過程で生成した岩石の一部が、鉱物資源および化石燃料資源とし
て利用されている。これら資源を供給する鉱床の成因を実際の鉱山を例に紹介す
る。この解明された成因、および産状の特徴が資源探査に利用されていることを
解説する。 
6 回 資源探査と環境問題（２） 
資源の使用量が増加すると⼈類活動は活発になるが、環境汚染は深刻になる。す
なわち資源と環境は表裏一体である。酸性雨の影響を例に示し、環境問題を考え
る際の基礎的知識をしっかりしたものにする。 
7 回 高エネルギー天文学（１） 
天体や銀河などから放出される電波、可視光、X 線、ガンマ線の各波⻑の電磁波
観測によって得られる宇宙の姿を再認識する。 
8 回 高エネルギー天文学（２） 
高エネルギー宇宙素粒子の観測から高密度天体や銀河中心で起こる高エネルギ
ー現象を理解する。 
9 回 隕石から探る地球型惑星の進化（１） 
隕石はどのようなものか、実物の標本を基に説明する。また、隕石は太陽系のど
こから飛来するか、その落下が地球環境や生物進化に及ぼした影響について具体
例を示し解説する。 
（⻄⼾裕嗣) 
10 回 隕石から探る地球型惑星の進化（２） 
地球外物質である隕石が太陽系の始原物質の一部をなすこと、これに基づき地球
型惑星の進化過程をどのように解明するか解説する。 
（⻄⼾裕嗣） 
11 回 生命の起源と進化 



地球上での最初の生命活動をする細胞の誕生、細胞内共生説を紹介し、カンブリ
ア紀の多様な種の爆発につながるプロセスをたどる。それらにかかった時間につ
いて考察し、⼈類の誕生、最初の文明、産業⾰命以降の⼈間活動の歴史がいかに
短いものであり､近年の⼈口の増加、活動のレベルが指数関数的になっているこ
とに注目する。 
（兵藤博信） 
12 回 進化の脆弱性 
進化というと「高度化＝より強固、安定的なもの」と考えがちであるが、それが
おおきなあやまりであることを指摘し、中立進化説を紹介する。生物の進化（多
様化）をエントロピーの増大という観点からとらえ、様々なシステムへの進化と
いう概念の拡大解釈的適用を試みる。生物の進化の歴史が⻑い時間をかけた進行
形の try and error の実験であることを理解する。 
（兵藤博信） 
13 回 高圧科学の概要 
高圧環境にすることで全ての物質は収縮し、物性が変化する。その変化を科学的
な手法によって明らかにするのが高圧科学であり、物理、化学、地学、生物、医
療など様々な分野で研究がなされている。その一部を解説しながら高圧科学の魅
⼒を紹介する。 
14 回 高圧実験 
様々な用途によって数多くの高圧装置が開発されている。それらの構造について
講義する。その後は、実際に高圧実験装置を使って高圧下での状態変化を調べて
もらう。まずは生きていくうえでなくてはならない物質である水を取り上げ、室
温で氷ができる様子を実際に観察する。 
15 回 量測定装置の組み立て 
種々の光量測定に基づく分析法の原理を解説する。その後、光量測定装置を実際
に組み立てる。 

準備学習 1 回 簡単なオリエンテーション後、講義と実習を行う。はさみを持参すること。 
2 回 平面三角形の内角の和の公式を思いだし、それが地球上に描かれた大きな
三角形でも成り立つか考察してくること。 
3 回 類⼈猿及び猿⼈化石について調べておくこと。 
4 回 K-Ar 年代測定法について調べておくこと。 
5 回 私たちが利用している資源の種類を調べておくこと。 
6 回 資源利用による環境の変化について具体的に調べておくこと。 
7 回 基礎的な天体運動・現象などを理解しておくこと。 
8 回 前回の講義の復習をしておくこと。 
9 回 書籍やインターネットなどから隕石にはどのようなものがあるか調べてみ
ること。 
10 回 前回の講義で示された隕石についての情報を整理しておくこと。 
11 回 DNA の機能・役割について知っておくこと。 
12 回 地質年代表を一見して、生物大絶滅の時期を知っておくこと。 
13 回 身の回りで応用されている高圧技術を調べておくこと。 
14 回 水の状態図を調べておくこと。 



15 回 光量測定センサー原理を復習しておくこと。 
 



年度 2012 
授業コード MSM9081 
成績評価 講義中での質疑応答（50％）や課題提出（50％）などを加味して，総合的に評価

する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 応用数学専攻(11〜12) 
見出し MSM9081 フューチャーバイオケミストリー 
担当教員名 池⽥ 正五、⻘木 宏之、南 善子、尾堂 順一、林 謙一郎、三井 亮司、宮

永 政光 
単位数 2 
教科書 使用しない 
アクティブラーニング  
キーワード バイオサイエンス、バイオテクノロジー 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 フューチャーバイオケミストリー 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 担当教員により、適宜指示 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSM9081 
実務経験のある教員  
達成目標 １）生物化学の基礎を理解し、簡単な説明ができること。  

２）最近の生物化学の進展に興味を持つこと。 
受講者へのコメント  
連絡先 生物化学科教員の各研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 生物化学専攻で開講している各特論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 バイオサイエンスやバイオテクノロジーに代表されるよう、生物化学分野の研究

は活発であり、その発展には著しいものがある。理学研究科の生物化学以外の諸
専攻においても、このような知識の習得は必要である。この講義では、生物化学
分野の最前線の研究の背景・目的・将来や諸問題点などについて分かり易く解説
する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションとして、生物化学科が扱う研究分野について紹介する。 

2 回 生体膜を構成する脂質分子が水中でどのようにして、2 分子膜構造を形成す



るかを説明し、温度やイオン環境の変化で、様々な構造・機能変化を示すことを
紹介する。 
3 回 遺伝子の変化と病気の成り立ちの関係を分子遺伝学的な立場から説明する。 
4 回 植物組織培養や遺伝子組換えといったバイオテクノロジーを用いて植物が
もつ能⼒について研究したり利用している事例を解説する。 
5 回 様々な骨格構造をもつ有機化合物が生体に対してどのような作用をするか，
どのように役に立っているかを説明する。 
6 回 様々な金属イオンが病気の治療に使われている事を、悪性腫瘍やリウマチ
などの治療に使われている金属含有医薬品の実例を挙げながら解説する。 
7 回 環境に優しい化学を追求するグリーンケミストリーについて説明する。 
8 回 未利用資源の有効利用の重要性について説明する。 
9 回 大気の環境問題についての考え方を、過去に生じたさまざまな問題事例を
挙げながら幅広く説明する。 
10 回 植物からの贈り物―その代謝産物―について講義する。 
11 回 科学論文・特許について解説し、科学者・技術者のキャリアや研究プロセ
スについて説明する。 
12 回 微生物や微生物由来の酵素が日常生活の中で重要な役割を果たしているこ
とを解説する。また、食糧・エネルギー・環境のあらゆる分野で微生物が利用さ
れている事例を紹介する。 
13 回 タデ科植物アイの二次代謝（研究紹介）を例に挙げ，植物の二次代謝につ
いて説明する。 
14 回 化学物質の環境中での動態や生物に与える影響について講義する。 
15 回 これまでの講義を聞いて、生物化学の研究の現状と今後についてレポート
を作成する。 

準備学習 1 回 シラバスや生物化学科のホームページをみて、どのような研究が行われて
いるか見ておくこと。 
2 回 大腸菌およびヒトの各種細胞膜の脂質構成を調べ、比較を行くこと。生体膜
の起源について予習を行うこと。 
3 回 遺伝子が変化すると生物学的にどのような影響があらわれるか、考えてお
くこと。 
4 回 身近な植物でバイオテクノロジーが応用されている事例がないか調べてく
る。 
5 回 有機化学 I で学んだ骨格構造の書き方を復讐しておくこと。 
6 回 我々の⼈体の中で機能している金属イオンの種類や働きについて学習して
おくと理解しやすい。 
7 回 グリーンケミストリーと従来の化学の違いを理解し、説明できるよう復習
を行うこと。 
8 回 農・林産廃棄物のエネルギー利用や食糧への変換に関し予習を行うこと。 
9 回 講義内容をみて、これまでに学んできたこととの関連を考えてみる。 
10 回 身近な植物成分について調べておくこと。 
11 回 講義の中で説明した内容について、予習・復習を行い、科学研究のプロセ
スや特許の仕組みを理解すること。 



12 回 日常の生活を振り返り、微生物が関わっていると思われるものを、少なく
とも１つ以上見つけておくこと。またそれがどのような微生物または微生物酵素
を利用したものであるか調べてみること。 
13 回 植物や微生物を利用して作られる香料や医薬品等の身近なものについて調
べておくこと。 
14 回 講義内容をみて今までの学習内容との関連を考え、予習をすること。 
15 回 これまでの講義を聞いて、自分が最も興味を引かれたものがなんであるか、
考えておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MSM9091 
成績評価 各講義における質疑応答や課題提出などから総合的に評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 応用数学専攻(11〜12) 
見出し MSM9091 フューチャーライフサイエンス 
担当教員名 櫃本 泰雄 
単位数 2 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード 臨床生命科学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 フューチャーライフサイエンス 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 担当教員により、適宜指示 
授業形態 講義 
注意備考 特になし 
シラバスコード MSM9091 
実務経験のある教員  
達成目標 １）臨床生命科学の基礎を理解し、簡単な説明ができること。２）最近の臨床生

命科学の進展に興味を持つこと。 
受講者へのコメント  
連絡先 臨床生命科学専攻 専攻⻑ 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 臨床生命科学専攻で開講している各特論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 バイオテクノロジーに代表されるよう、臨床生命科学分野の研究は活発であり、

その発展には著しいものがある。理学研究科の臨床生命科学以外の諸専攻におい
ても、このような知識の習得は必要である。この講義では、臨床生命科学分野の
最前線の研究の背景・目的・将来や諸問題点などについて分かり易く解説する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 臨床生命科学科の理学部における存在意義や役割そして医食同源に関する

講義（櫃本） 
2 回 ウェルシュ菌の毒素遺伝子発現調節に関する分子レベルの講義（片山） 
3 回 生体防御機能（免疫システム）に関する講義（櫃本） 
4 回 食に関連する微生物の応用（石原） 



5 回 食品中の農薬分析（小嶋） 
6 回 抗肥満、糖尿病合併症治療薬の開発に関する講義（松浦） 
7 回 生活習慣病における血管周囲神経機能変化の解明に関する講義（橋川成美） 
8 回 正常およびがん幹細胞の増殖・分化を制御する因子の解析とその応用（片
岡） 
9 回 熱ショックタンパクの発現制御（橋川直也） 
10 回 食と予防医学（浜⽥） 
11 回 抗酸化のメカニズム（益岡） 
12 回 動脈硬化症の病理学（由谷） 
13 回 基礎医学と食科学（１）（櫃本） 
14 回 基礎医学と食科学（２）（櫃本） 
15 回 ライフサイエンス全般と食科学、医学の関わり（櫃本） 

準備学習 1 回 身近な臨床生命科学の話題にどのようなものがあるか考えておく 
2 回 講義内容と関連する最近の話題について考えておく 
3 回 講義内容と関連する最近の話題について考えておく 
4 回 講義内容と関連する最近の話題について考えておく 
5 回 講義内容と関連する最近の話題について考えておく 
6 回 講義内容と関連する最近の話題について考えておく 
7 回 講義内容と関連する最近の話題について考えておく 
8 回 講義内容と関連する最近の話題について考えておく 
9 回 講義内容と関連する最近の話題について考えておく 
10 回 講義内容と関連する最近の話題について考えておく 
11 回 講義内容と関連する最近の話題について考えておく 
12 回 講義内容と関連する最近の話題について考えておく 
13 回 講義内容と関連する最近の話題について考えておく 
14 回 これまでの講義の整理をしておく 
15 回 これまでの講義の整理をしておく 

 



年度 2012 
授業コード MSP1312 
成績評価 ゼミナール形式ですすめる。評価は最終試験による。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 応用物理学専攻(11〜12) 
見出し MSP1312 分子物理 
担当教員名 中川 幸子 
単位数 2 
教科書 特に指定しない。必要に応じて資料を提供する。 
アクティブラーニング  
キーワード クラスター、群、分子軌道法 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 分子物理 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特に指定しない 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSP1312 
実務経験のある教員  
達成目標 系の対称性が重要な多原子分子の原子状態を、初歩の群論から理解する。 
受講者へのコメント  
連絡先 メール stnak@dap.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 量子⼒学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 量子⼒学を復習して、ボソンとフェルミオンについての生成消滅演算子による量

子⼒学の統一的な表現を学ぶ。さらに、多電子系、多原子系になって付加される
概念を整理しながら、原子構造体としての分子物理を学ぶ。とりわけ分子物理で
は、波動関数、エネルギー状態における系の対称性に関して、結晶点群の群論を
学ぶ。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 量子⼒学の復習 

 



年度 2012 
授業コード MSP1511 
成績評価 講義中に出題されるレポート課題の評価が約３０％、定期試験でのレポート課題

の評価が約７０％の割合で評価する。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用物理学専攻(11〜12) 
見出し MSP1511 量子線物理 
担当教員名 金子 敏明 
単位数 2 
教科書 講義ノートを中心に講義する。また、講義中に資料を適宜配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード イオンビーム、粒子線物理、散乱断面積、エネルギー損失、阻止能、２次電子放

出、電子励起、プラスモン、誘電関数 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特にありません。 
科目名 量子線物理 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「イオンビーム工学 ー イオン・固体相互作用編」（培風館）藤本・小牧編 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSP1511 
実務経験のある教員  
達成目標 基礎となる物理現象（エネルギー保存則、運動量保存則）を理解して、散乱断面

積などの基本的な物理量を自分で導出できる。また、点電荷がクーロン⼒で誘起
する電子励起現象を発展させて、分子イオンやクラスターイオン入射にも応用で
きるような思考⼒を養うことを目的とする。 

受講者へのコメント 粒子線が関与する物理過程、特に、衝突によるエネルギー保存則と運動量保存則
に関係する記述が多かったと思いますので、 
日頃からそれらを意識して学習してください。また、積分など自分で式を導出で
きるように心がけてください。 

連絡先 金子敏明研究室 ２４号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 粒子線が世の中に多く使われていること、そして、それらがいろいろな分野で役
立っていることが理解できた、という感想をもちました。 

英文科目名  
関連科目 学部での「量子⼒学の基礎」「量子⼒学Ⅰ，Ⅱ」「量子物性」「質点の⼒学」などを

参照しておいてください。 
次回に向けての改善変更予定 授業中に理解させるために、積分などの式変形を詳しく解説したつもりです。そ

の分、話が難しくなった感じがしますので、式変形を簡略化するようにしたいと



思います。 
講義目的 電子やイオンなどの荷電粒子線は、電子顕微鏡などの画像獲得と画像処理、およ

び、重粒子線による癌治療などの医療、半導体作製などの工業利用、品種改良な
どの農業利用など、現代社会において種々の分野で応用され利用されている。こ
の講義では、イオンビームが物質と衝突した際に誘起される電子励起過程などの
物理現象の理解を深めるため、⼒学、電磁気学、量子⼒学を基礎として、加速・
制御されたイオンビームが見せる物理学の世界を理解することを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 粒子線の性質、荷電粒子の加速器と応用について解説する。 

2 回 ローレンツ⼒による荷電粒子の運動について解説する。 
3 回 二体衝突におけるエネルギーと運動量の授受について、実験室系（L 系）と
重心系（CM 系）での散乱の違いに留意しながら解説する。 
4 回 実験室系（L 系）と重心系（CM 系）での散乱角の変換則について解説する。 
5 回 粒子線と原子との相互作用ポテンシャルについて解説する。 
6 回 散乱の古典論と散乱断面積について解説する。 
7 回 散乱の量子論と散乱断面積について解説する。 
8 回 イオンが原子を励起する非弾性散乱の波動的扱いについて解説する。 
9 回 原子の内殻電離とＸ線の発生、粒子誘起Ｘ線放出（ＰＩＸＥ）について解説
する。 
10 回 荷電粒子が物質と衝突したときの電子捕獲過程、電子損失過程、電荷分布
と平均電荷について解説する。 
11 回 原子の励起確率と物質の阻止能（ベーテの公式）について解説する。 
12 回 電子ガスモデルとリントハルトの動的誘電応答関数について解説する。 
13 回 トーマス・フェルミモデルによる電子ガスの静的遮蔽効果について解説す
る。 
14 回 誘電関数法による荷電粒子に対する物質の阻止能について解説する。 
15 回 イオン衝撃による２次電子放出について解説する。 

準備学習 1 回 日本原子⼒研究開発機構（JAEA）のホームページなどを見ておくこと 
2 回 ローレンツ⼒による荷電粒子の運動を予習しておくこと 
3 回 エネルギー保存則と運動量保存則を復習しておくこと 
4 回 三角関数の微分積分を復習しておくこと 
5 回 電磁気学における点電荷と非点電荷のポテンシャルの計算法を復習してお
くこと 
6 回 ラザフォード散乱での散乱角を予習しておくこと 
7 回 量子⼒学の教科書で遷移確率の計算項目に目を通しておくこと 
8 回 量子⼒学の教科書で遷移確率の計算項目に目を通しておくこと 
9 回 粒子線による内殻電子の電離を予習しておくこと 
10 回 イオンの電荷分布と平均電荷について予習しておくこと 
11 回 確率分布を用いた期待値の計算法と量子⼒学における行列要素の表現を調
べておくこと 
12 回 フーリエ変換と電磁気学の分極ベクトルを復習しておくこと 
13 回 誘電体内での分極効果を復習しておくこと 



14 回 荷電粒子に働く⼒を復習しておくこと 
15 回 今までの学習内容を復習しておくこと 

 



年度 2012 
授業コード MSP2111 
成績評価 講義中の質疑応答 30%，レポート 70% 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 応用物理学専攻(11〜12) 
見出し MSP2111 電気生理学 
担当教員名 畑中 啓作 
単位数 2 
教科書 適宜資料を配布する． 
アクティブラーニング  
キーワード ニューロン，シナプス，活動電位，膜電位，脳 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 電気生理学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 Principles of Neural Science. 5th ed. /Kandel, Eric R. 他 . (McGraw-Hill 

Companies) 
授業形態 講義 
注意備考 生理学の講義を履修していない学生のために，生理学の基礎的な事項についても

講義する． 
シラバスコード MSP2111 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)ニューロンで電気信号が生成され伝達される機構を理解し，静止膜電位を単

純なモデルで計算できる． 
(2)膝蓋腱反射の場合に，感覚信号が生成され，処理され，最終的に筋肉が動くま
での仕組みを説明できる． 
(3)脳波，脳磁図などの脳の電気生理学的検査について理解を深め，基礎研究への
応用や臨床応用を知る． 

受講者へのコメント  
連絡先 1 号館 3 階 畑中研究室 086-256-9713 hatanaka@dap.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 生理学，臨床生理学，基礎電磁気学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ヒトの脳は 100 億を超える神経細胞ニューロンから構成され，情報のやりとりは

主に電気的に行われている．ヒトの示す複雑な行動も，すべては，ニューロンに
おける電気的な活動に起因している．講義では，まずニューロンで電気信号が生
成・伝達される仕組みを単純な物理学的モデルをもとに理解した後，膝蓋腱反射



を例に，ニューロン間での情報伝達の基本的な機構を理解する．また，ニューロ
ンにおける電気的な活動を体外から無侵襲で計測する脳波や脳磁図などの電気
生理学的な生体計測がどのように行われ，測定結果をどう解釈したら良いかにつ
いても 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 脳科学入門 

2 回 神経系の構成と脳 
3 回 ニューロンの構造 
4 回 ニューロンと信号伝達の仕組み 
5 回 単純な信号伝達の例：膝蓋腱反射 
6 回 膜電位 
7 回 ニューロンの物理モデル 
8 回 ニューロンの電気等価回路 
9 回 イオンチャネル 
10 回 生体の電磁気学 
11 回 脳の電気生理学と脳波 
12 回 脳の電気生理学と脳磁図 
13 回 電気生理学の基礎医学への応用 
14 回 電気生理学の臨床への応用 
15 回 ニューロンから脳へ 

準備学習 1 回 脳の構造と仕組みについて，テキスト，ウェブ等で調べる． 
2 回 神経科学のテキスト，ウェブ等で神経系について予習する． 
3 回 生理学のテキスト，ウェブ等でニューロンとグリアについて予習する． 
4 回 生理学のテキスト，ウェブ等で活動電位というキーワードをもとに予習す
る． 
5 回 生理学のテキスト，ウェブ等で膝蓋腱反射について調べる． 
6 回 生理学のテキスト，ウェブ等で膜電位について予習する． 
7 回 講義ノートをもとに，細胞膜を，電池，抵抗，コンデンサーから構成される
ネットワークとして考える． 
8 回 講義ノートをもとに，細胞ネットワークの等価回路を考える． 
9 回 生理学のテキスト，ウェブ等でイオンチャネルについて予習する． 
10 回 電磁気学，電気電子工学のテキストでクーロンの法則，アナログ電子回路
について予習する． 
11 回 テキスト，ウェブ等で脳波について調べてくる． 
12 回 テキスト，ウェブ等で脳磁図について調べてくる． 
13 回 脳の仕組みについて書かれた一般啓蒙書を１冊選び読んでおく． 
14 回 てんかんをキーワードにどのような病気でどのような治療が行われるかウ
ェブ等で調べる． 
15 回 これまでの講義ノートを復習しておく 

 



年度 2012 
授業コード MSP2112 
成績評価 研究論文要約 20%および課題発表 80%により評価する。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 応用物理学専攻(11〜12) 
見出し MSP2112 病態医科学 
担当教員名 川端 晃幸 
単位数 2 
教科書 適宜、プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 酸化ストレス、活性酸素、活性窒素、フリーラジカル、電子スピン共鳴 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 病態医科学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 磁気共鳴-ESR／山内 淳／サイエンス社 
授業形態 講義 
注意備考 細胞の形態・生理および生化学についての基礎的な知識を有することが望まし

い。 
シラバスコード MSP2112 
実務経験のある教員  
達成目標 医学領域における酸化ストレス障害について説明できる。また、電子スピン共鳴

を用いた酸化ストレスの測定についてその原理と方法について説明できる。 
受講者へのコメント  
連絡先 １号館２階 川端研究室 kawabata@dap.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 解剖学、生化学、生理学、病理学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 活性酸素・フリーラジカルはさまざまな疾患の病因および病態に深く関わってい

る。この講義では、活性酸素・フリーラジカルによる細胞傷害機構の基礎を学ぶ。
とくに、生体内に豊富に存在する鉄、銅などの遷移金属の関与に着目する予定で
ある。また、活性酸素・フリーラジカル研究に有効な電子スピン共鳴の基礎を医
学・生物学への応用例を通して学習する。テーマはできるだけ最新の総説などを
取り上げ、ラウンド・テーブル形式で講義を進める。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 医学分野における物理学の役割について解説する。 

2 回 細胞の構造と機能について解説する。 



3 回 細胞傷害機構について解説する。 
4 回 活性酸素・フリーラジカルの生化学について解説する。 
5 回 活性酸素・フリーラジカル傷害について解説する。 
6 回 生物学・医学の方法論について解説する。 
7 回 電子スピン共鳴の基礎について解説する。 
8 回 電子スピン共鳴の医学への応用について解説する。 
9 回 関連した論文の解説を行う。 
14 回 受講者が興味をもった研究論文を紹介をし、その内容についてその他の参
加者と議論する。 
15 回 受講者に第１４回の研究論文の内容について要約し、発表してもらう。ま
たその内容について他の参加者と質疑応答する。 

準備学習 1 回 医学分野における物理学の役割について自分なりに考えてくること。 
2 回 細胞の形態と機能について復習しておくこと。 
3 回 細胞の病理について復習しておくこと。 
4 回 細胞障害の分子機構について復習しておくこと。 
5 回 細胞障害の分子機構について復習しておくこと。 
6 回 臨床医学におけるさまざまな検査方法について復習しておくこと。 
7 回  磁気共鳴について復習しておくこと。 
8 回 磁気共鳴について復習しておくこと。 
9 回 第１回から第８回までの内容を十分復習しておくこと。 
14 回 興味をもった細胞障害に関する論文を調べてくること。 
15 回 第１４回の研究論文に関して口頭発表できるように準備しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MSP2312 
成績評価 受講態度（30%）とレポート提出（70%）により評価する。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 応用物理学専攻(11〜12) 
見出し MSP2312 金属物性 
担当教員名 平岡 裕 
単位数 2 
教科書 適宜，プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 金属，結晶構造，結合様式，欠陥，ミクロ組織，変形・破壊 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 金属物性 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSP2312 
実務経験のある教員  
達成目標 金属材料（結晶）の物性の一つである機械的性質（変形と破壊）と原子レベルか

ら微視的，巨視的レベルまでのさまざまな因子との関わり合いについて理解す
る。 

受講者へのコメント  
連絡先 1 号館 3 階 平岡研究室 hiraoka@dap.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 理想的な金属結晶の物性は，その結晶を構成する原子・分子の種類，結晶構造と

いった因子だけでなく，材料内に存在するさまざまな欠陥に大きく依存する。ま
た，結晶の大きさ，形状と云ったミクロ組織などの因子の影響も無視できない。
本講義では，理想的な金属結晶および実在的な金属材料を対象として，さまざま
な因子が材料（結晶）の変形・破壊挙動に及ぼす影響について講義する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 結合様式，用途別に材料を分類する。 

2 回 結晶，結晶構造について講義する。 
3 回 結晶を構成する原子・分子間の結合様式について講義する。 



4 回 結晶中に存在する結晶構造的な諸欠陥について講義する。 
5 回 結晶中に存在する化学組成的な諸欠陥について講義する。 
6 回 結晶（材料）における変形の基礎について講義する。 
7 回 理想結晶における変形のメカニズムについて講義する。 
8 回 理想結晶におけるすべり変形について講義する。 
9 回 実在材料における変形挙動について講義する。 
10 回 結晶（材料）における破壊の基礎について講義する。 
11 回 理想結晶における破壊のメカニズムについて講義する。 
12 回 結晶（材料）における延性破壊について講義する。 
13 回 結晶（材料）における脆性破壊について講義する。 
14 回 実在材料における破壊挙動について講義する。 
15 回 1 回目から 14 回目までの講義のまとめをする。 

準備学習 1 回 どのような材料がどの場所で使用されているか調べておくこと。 
2 回 結晶，結晶格子，結晶構造について調べておくこと。 
3 回 様々な材料の性質について調べておくこと。 
4 回 材料中にどのような欠陥が存在するのか，調べておくこと。 
5 回 材料中にどのような欠陥が存在するのか，調べておくこと。 
6 回 応⼒負荷と変形の関係について調べておくこと。 
7 回 理想結晶と実在結晶について調べておくこと。 
8 回 応⼒負荷と変形の関係について調べておくこと。 
9 回 応⼒負荷と変形の関係について調べておくこと。 
10 回 応⼒負荷と破壊の関係について調べておくこと。 
11 回 理想結晶と実在結晶について調べておくこと。 
12 回 応⼒負荷と破壊の関係について調べておくこと。 
13 回 応⼒負荷と破壊の関係について調べておくこと。 
14 回 応⼒負荷と破壊の関係について調べておくこと。 
15 回 1 回目から 14 回目までの講義内容を整理しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MSP2511 
成績評価 途中で出す課題提出（20%）と最後に提出してもらうレポート（80%）で評価す

る。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用物理学専攻(11〜12) 
見出し MSP2511 輸送現象論 
担当教員名 堀 純也 
単位数 2 
教科書 講義で指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード 輸送現象，拡散 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 輸送現象論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 Transport Phenomena 2nd Edition／R. Byron Bird et al.／Wiley 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSP2511 
実務経験のある教員  
達成目標 輸送現象の概念が説明できる。 

熱輸送，拡散による輸送などについて説明できる。 
物質内部で生じる輸送現象について説明できる。 
生体内で生じる輸送現象について説明できる。 

受講者へのコメント  
連絡先 1 号館 2 階，堀研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 少⼈数であったため授業アンケートを実施していません． 
英文科目名  
関連科目 熱統計⼒学，物性物理学，生体物性などの基礎知識があることが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 物質は，その物質を構成している原子の配列や電子の振る舞いによって様々な性

質を示す。また周囲の熱や濃度に応じてこれらの物質の移動現象が起こる。この
講義では，金属・半導体・絶縁体などをはじめとした物質から生体内であるいは
⼈工臓器内で起こる様々輸送現象について適宜，論文などを紹介しながら触れ
る。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 物質の構成と輸送現象の概略 



「輸送現象」とはどのようなものかの概略について学習する。 
2 回 ボルツマンの輸送方程式 
ボルツマンの輸送方程式について学習する。 
3 回 気体の輸送現象 
輸送現象のひとつとして気体の輸送について学習する。 
4 回 液体の輸送現象 
輸送現象のひとつとして液体の輸送について学習する。 
5 回 熱伝導現象：エネルギーの移動 
輸送現象のひとつとしてエネルギー（熱）の輸送現象について学習する。 
6 回 拡散による物質の輸送現象 I 
輸送現象のひとつとして拡散による輸送の概略について学習する。 
7 回 拡散による物質の輸送現象 II 
拡散による輸送現象のうち⼈工透析器などの例を挙げながら理解を深める。 
8 回 荷電粒子の輸送現象 I 
輸送現象のひとつとして荷電粒子の輸送の概略について学習する。 
9 回 荷電粒子の輸送現象 II 
荷電粒子の輸送現象のうち電気伝導などの例を挙げながら理解を深める。 
10 回 混相流体と輸送現象 
混相流について学習する。 
11 回 様々な輸送現象の例：生体内における輸送現象 
生体内における物質輸送について学習する。 
12 回 様々な輸送現象の例：⼈工臓器における輸送現象 I 
⼈工透析治療や吸着療法などにおける輸送現象について学習する。 
13 回 様々な輸送現象の例：⼈工臓器における輸送現象 II 
⼈工肺などにおける輸送現象について学習する。 
14 回 様々な輸送現象の例：様々な固体内における輸送現象 I 
金属における輸送現象について学習する。 
15 回 様々な輸送現象の例：様々な固体内における輸送現象 II 
半導体や絶縁体などにおける輸送現象について学習する。 

準備学習 1 回 物質の基本的な構成について復習しておくこと。 
2 回 微分方程式等を含む数学の復習をしておくこと。 
3 回 物質の状態の一つである「気体」とはどのような状態なのか復習しておくこ
と。 
4 回 物質の状態の一つである「液体」とはどのような状態なのか復習しておくこ
と。 
5 回 「熱」とはどのようなものなのかについて復習しておくこと。 
6 回 濃度の単位等について復習しておくこと。 
7 回 Fick の法則について事前に調べておくこと。 
8 回 電子について復習しておくこと。 
9 回 イオンについて復習しておくこと。 
10 回 混相流という言葉について調べておくこと。 
11 回 生体内部で起こっていると考えられる輸送現象について考えておくこと。 



12 回 医療分野になじんでいる⼈は⼈工透析装置などに関連した輸送現象につい
てどのようなものがあるか考えておくこと。それ以外の⼈は，⼈工透析について
前もって概略を調べておくこと。 
13 回 医療分野になじんでいる⼈は⼈工肺などに関連した輸送現象についてどの
ようなものがあるか考えておくこと。それ以外の⼈は，肺の解剖について前もっ
て概略を調べておくこと。 
14 回 物理分野になじんでいる⼈は金属に関連した輸送現象についてどのような
ものがあるか考えておくこと。それ以外の⼈は，金属とは何かについて前もって
概略を調べておくこと。 
15 回 物理分野になじんでいる⼈は半導体・絶縁体に関連した輸送現象について
どのようなものがあるか考えておくこと。それ以外の⼈は，半導体・絶縁体とは
何かについて前もって概略を調べておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MSP2512 
成績評価 講義中に行う質問への回答結果３０％、課題提出７０％により評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用物理学専攻(11〜12) 
見出し MSP2512 低温物性 
担当教員名 藤井 佳子 
単位数 2 
教科書 適宜、プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 液体ヘリウム、希釈冷凍機、超伝導現象、超伝導マグネット 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 低温物性 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 低温の物性物理／藤⽥敏三、児玉隆夫、世良正文、坪⽥誠／(講談社サイエンティ

フィク)：高温超伝導の科学／立木昌、藤⽥敏三／(裳華房) 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSP2512 
実務経験のある教員  
達成目標 絶対温度目盛り、熱エネルギー、零点エネルギーについて理解した後、いろいろ

な物理量の温度による変化について理解すること。超伝導状態における特性を理
解し、その応用について考えること。 

受講者へのコメント  
連絡先 １号館２階 藤井研究室 086-256-9470 yoshiko@dap.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 物質の性質が、温度の降下につれてどのように変化し、また低温ではどのような

新しい現象が現れるのかを知ることにより、物性に関する理解を深めることが目
的である。講義では、初めに温度の概念に触れた後、低温の生成と温度測定につ
いて述べる。次に、超伝導現象の基礎と応用について実験的側面から説明する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 熱⼒学の法則、熱⼒学的絶対温度、エントロピーについて説明する。 

2 回 零点エネルギーについて述べ、液体ヘリウムの零点エネルギーは大きいこ
とを説明する。 



3 回 液体ヘリウム、固体ヘリウムの物性を述べ、その特徴について説明する。 
4 回 ヘリウム３冷凍機による低温生成の原理と装置について説明する。 
5 回 ヘリウム３−ヘリウム４希釈冷凍機による低温生成の原理と装置について
説明する。 
6 回 断熱消磁による低温生成の原理と装置について説明する。 
7 回 数ケルビン以下の温度を測定するのに適した一次温度計について説明する。 
8 回 低温で使用される二次温度計について説明する。 
9 回 超伝導の基礎的性質のうち、電気抵抗零と臨界磁場について説明する。 
10 回 超伝導の基礎的性質のうち、マイスナー効果について説明する。 
11 回 ロンドン方程式と遮蔽電流について説明する。 
12 回 超伝導状態の波動関数表示について説明する。 
13 回 超伝導状態における電子のクーパー対、エネルギーギャップについて説明
する。 
14 回 第２種超伝導体の磁化曲線について述べ、界面エネルギー、臨界電流を説
明する。 
15 回 超伝導の特性を利用した超伝導の応用（MRI,リニア・モーター・カー、ス
クイド等）について説明する。 

準備学習 1 回 内部エネルギー、エントロピーについて調べておくこと。 
2 回 不確定性原理について調べておくこと。 
3 回 ヘリウムの相図について調べておくこと。 
4 回 吸熱変化について調べておくこと。 
5 回 ヘリウム３とヘリウム４について調べておくこと。 
6 回 常磁性体のエントロピーについて調べておくこと。 
7 回 温度目盛りについて調べておくこと。 
8 回 金属および半導体の電気抵抗の温度変化について調べておくこと。 
9 回 永久電流について調べておくこと。 
10 回 磁束密度と磁化について調べておくこと。 
11 回 マクスウェルの電磁方程式について調べておくこと。 
12 回 ボーズ凝縮について調べておくこと。 
13 回 フェルミエネルギーについて調べておくこと。 
14 回 界面エネルギーについて調べておくこと。 
15 回 超伝導の特性について調べておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MSP2711 
成績評価 期末に課題を出し、レポートの提出を求める（100％）。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 応用物理学専攻(11〜12) 
見出し MSP2711 地球物性物理 
担当教員名 豊⽥ 新 
単位数 2 
教科書 必要な資料は適宜配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 年代測定、放射線物性、電子スピン共鳴、ルミネッセンス年代測定、自然放射線 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 地球物性物理 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 池谷元伺「ＥＳＲ年代測定」アイオニクス, 1986M. J. Aitken, An Introduction to 

Optical Dating, Oxford Univerisyt Press, 1998 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSP2711 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）各種年代測定法の基礎的な事項を理解する。 

（２）放射線物性の基礎的な事項を理解する。 
（３）放射性物性を利用した年代測定法の原理とその方法の基礎を理解する。 
（４）年代測定の応用分野について理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先 26 号館 3 階 086-256-9608toyoda@dap.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 固体中の照射効果を利用した年代測定法の原理とその方法、またそれによって得

られる年代を用いた地球科学的また⼈類学的応用例について学ぶ。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回  年代測定法の概念 

2 回  同位体年代測定法（１） 
3 回  同位体年代測定法（２） 
4 回  照射効果を利用した年代測定法の原理 



5 回  各種放射線の性質 
6 回  放射線と物質との相互作用（１） 
7 回  放射線と物質との相互作用（２） 
8 回  年間線量率の測定方法 
9 回  放射平衡 
10 回  電子スピン共鳴の原理（１） 
11 回  電子スピン共鳴の原理（２） 
12 回  電子スピン共鳴年代測定の方法 
13 回  第四紀における⼈類の進化と年代測定 
14 回  第四紀における気候変動と年代測定 
15 回  第四紀年代学の最近の動向 

準備学習 1 回  年代測定法の種類について調べておくこと 
2 回  安定同位体、放射性同位体について調べておくこと 
3 回  同位体年代測定法について復習しておくこと 
4 回  照射効果について調べておくこと 
5 回  放射線の種類と性質について調べておくこと 
6 回  α 線と物質の相互作用について調べておくこと 
7 回  β 及び γ 線と物質の相互作用について調べておくこと 
8 回  自然放射線について調べておくこと 
9 回  放射性平衡／非平衡とは何か調べておくこと 
10 回  電子スピン共鳴の原理について調べておくこと 
11 回  電子スピン共鳴の測定パラメターについて調べておくこと 
12 回  電子スピン共鳴年代測定法について調べておくこと 
13 回  第四紀がどのような時代であったのか、調べておくこと 
14 回  氷期−間氷期サイクルについて調べておくこと 

 



年度 2012 
授業コード MSP2712 
成績評価 テキストと辞書持ち込み可の試験により評価する。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 応用物理学専攻(11〜12) 
見出し MSP2712 界面物理 
担当教員名 中川 益生 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 化学センサ、バイオセンサ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 界面物理 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 Robert W. Cattrall: Chemical Sensors, Oxford Chemistry Primers, No.52 (1997) 
授業形態 講義 
注意備考 固体の電子論、熱統計⼒学、化学に関する基礎知識を有することが望ましい。 
シラバスコード MSP2712 
実務経験のある教員  
達成目標 化学物質や生体物質のセンシングの基礎となる物理学と化学についての理解を

深め、工業あるいは医療分野で使用されている種々の化学センサの動作機構につ
いて詳細に説明できるようになることを目標とする。 

受講者へのコメント  
連絡先 masuo@dap.ous.ac.jp ２号館２階 Phone: 086-256-9450 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 固体とその周囲の気相・液相成分との相互作用による固体界面の物理化学的変化

は化学成分のセンシングに応用され、工業計測や生体計測に広く利用されてきて
いる。これらのセンサ技術の背景をなす固体界面の電子現象や固体液体界面のイ
オン現象などに関する広範な学際領域の知識を提供し、化学物質や生体物質のセ
ンシングの基礎となる物理的・化学的現象を理解し応用する能⼒を身につけるこ
とを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回  環境と生体のモニタリング 

2 回  ・ポテンシオメトリーに基づくセンシング 



3 回  ・イオン選択性電極の動作機構 
4 回  ・ガラス膜センサの動作機構 
5 回  ・イオン伝導性固体膜サンサの動作機構 
6 回  ・光学的方法による化学量のセンシング 
7 回  ・光ファイバセンサの動作機構 
8 回  ・オプトードに基づくセンサの動作機構 
9 回  ・カロリメトリーに基づくセンシング 
10 回  ・触媒温度計法 
11 回  ・ペリスターの動作機構 
12 回  固体電解質・半導体によるセンシング 
13 回  ・半導体ガスセンサの動作機構 
14 回  ・質量計測に基づくセンシング 
15 回  ・SAW センサの動作機構 

準備学習 1 回  シラバスをよく確認し、学習過程を把握しておくこと 
2 回  テキストの§1 を予習しておくこと 
3 回  テキストの 2.1〜2.3 を予習しておくこと 
4 回  テキストの 2.4〜2.5 を予習しておくこと 
5 回  テキストの 2.6 を予習しておくこと 
6 回  テキストの 6.1〜6.2 を予習しておくこと 
7 回  テキストの 6.3〜6.4 を予習しておくこと 
8 回  テキストの 6.5〜6.7 を予習しておくこと 
9 回  テキストの 7.1〜7.3 を予習しておくこと 
10 回  テキストの 7.4 を予習しておくこと 
11 回  テキストの 7.5 を予習しておくこと 
12 回  テキストの 8.1〜8.5 を予習しておくこと 
13 回  テキストの 8.6〜8.8 を予習しておくこと 
14 回  テキストの 9.1〜9.10 を予習しておくこと 
15 回  テキストの 9.11〜9.13 を予習しておくこと 

 



年度 2012 
授業コード MSP29A1 
成績評価 講義中での質疑応答（講義への参加度）30%，レポート 70%で評価する。 
曜日時限 火曜日 9・10 時限 
対象クラス 応用物理学専攻(11〜12) 
見出し MSP29A1 フューチャーフィジックス 
担当教員名 平岡 裕、米⽥ 稔、豊⽥ 新、畑中 啓作、川端 晃幸、堀 純也、中川 幸

子、蜷川 
単位数 2 
教科書 適宜資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 物理学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 フューチャーフィジックス 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて各担当者が指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 講義日程や内容を変更する場合があるので，掲示板とか E-mail に注意すること。

また，受講者の連絡先を第１回の講義時に登録しておくこと。 
シラバスコード MSP29A1 
実務経験のある教員  
達成目標 1)物理学の考え方を理解し，身近な物理現象を説明できる。 

2)最近の物理学の研究を通して，物理学の目指しているものを知る。 
受講者へのコメント  
連絡先 各担当教員（第１回目の講義時に連絡先のリストを配布する） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 応用物理学専攻開講の各科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 最近の理学研究は，研究分野が多岐にわたり学際的な傾向をもつものである。し

たがって，自分が専攻する修士課程での研究分野だけでなく，それ以外の分野に
関する知見を得ることが望まれる。本講義では，応用物理学専攻所属の教員によ
る講義とそれに対する質疑応答を通して，さまざまな研究分野に関する理解を深
めるとともに実践的な研究能⼒を高めることを目的とする。また，物理学の各分
野における先端的研究開発の現状を聴講することによって，普遍的な研究開発の
方法論を修得することを目指す。 

対象学年 1 年/2 年 



授業内容 1 回 イントロダクションを行う。 
2 回 加速された荷電粒子が媒質を通過する際に誘起される種々の物理現象を解
説する。 
3 回 量子物理学とその最近の発展について概説する。 
4 回 半導体低次元構造薄膜（量子井⼾、量子ドット）の形成と物性について，研
究室での仕事を中心に概観する。 
5 回 太陽電池を構成する半導体の特徴や応用を学習し，本研究室における半導
体の研究成果を紹介する。 
6 回 新エネルギー開発の鍵を握る新材料・新素材について，研究開発の現状と将
来について講義する。 
7 回 超伝導の基礎物性，いろいろな超伝導物質，超伝導の応用について説明す
る。 
8 回 生命を育んだ惑星の大気の温室効果について，その原理を講義する。 
9 回 放射線科学に関する最新の情報を提供する。 
10 回 隕石及び関連する惑星科学について講義する。 
11 回 酸化ストレスによる細胞障害機構解明における物理分野の貢献とその展望
について講義する。 
12 回 最近の物理トピックスに関する理解を深めるため，実験を通して基礎的な
物理現象を紹介する。 
13 回 一次視覚野の発見について，過去の研究の歴史を紹介するとともに，脳磁
図による最近の研究を紹介する。 
14 回 マクロバブルやナノバブルといわれる特殊な気泡について，現在までにわ
かっている性質とその応用例について研究成果を交えながら紹介する。 
15 回 物理学の未来について講義する。 

準備学習 1 回 最近の物理学に関連したトピックスをウェブ等で調べておくこと。 
2 回 ⼒学，電磁気学でのエネルギーと運動量の授受について調べておくこと。 
3 回 2001 年，2005 年ノーベル物理学賞の内容について調べておくこと。 
4 回 事前に配付したプリントを読んでおくこと。 
5 回 太陽電池について調べておくこと。 
6 回 本，雑誌，インターネット等で様々な新エネルギーについて調べておくこ
と。 
7 回 絶対温度および金属の抵抗の温度変化について調べておく。 
8 回 温室効果ガス（二酸化炭素など）と地球温暖化について書籍，インターネッ
トなどで調べておくこと。 
9 回 事前に配布した資料を読んでおくこと。 
10 回 隕石について調べておく。 
11 回 活性酸素，フリーラジカル障害あるいは酸化ストレスについて調べておく
こと。 
12 回 自分が興味をもった物理現象について調べておくこと。 
13 回 視覚について，高校の生物の教科書，書籍，ウェブ等で調べておくこと。 
14 回 一般的な「泡」というものについて書籍等で調べておくこと。 
15 回 これまでの講義について復習しておくこと。 



 



年度 2012 
授業コード MSP3112 
成績評価 講義中の質問応答（80 点）と関連した論文購読の発表（20 点）で評価する。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 応用物理学専攻(11〜12) 
見出し MSP3112 惑星科学 
担当教員名 蜷川 清隆 
単位数 2 
教科書 宇宙・惑星化学 （培風館） 
アクティブラーニング  
キーワード 隕石、組成、同位体、月、惑星 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特になし 
科目名 惑星科学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 出席できない場合は事前に連絡すること。 
シラバスコード MSP3112 
実務経験のある教員  
達成目標 惑星科学に関する基礎知識を得る。 
受講者へのコメント 特になし 
連絡先 1 号館 3 階 蜷川研究室 E-mail: kninagawa@dap.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし 
英文科目名  
関連科目 宇宙科学 
次回に向けての改善変更予定 できるだけ関連した写真、図を多く用意したい 
講義目的 元素、太陽系について概説するとともに、隕石・宇宙塵等の惑星間固体物質を用

いたた太陽系の研究について解説する。また、惑星科学に関連した最近の論文を
講読し理解を深める。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回  隕石（１） 

2 回  隕石（２） 
3 回  隕石（３） 
4 回  宇宙の化学組成 （１） 
5 回  宇宙の化学組成 （２） 
6 回  宇宙の化学組成 （３） 
7 回  元素の同位体異常 (１) 



8 回  元素の同位体異常 (２) 
9 回  元素の同位体異常 (３) 
10 回  月及び惑星 (１) 
11 回  月及び惑星 (２) 
12 回  月及び惑星 (３) 
13 回  関連した論文の講読 （１） 
14 回  関連した論文の講読 （２） 
15 回  関連した論文の講読 （３） 

準備学習 1 回  教科書の対応する部分を予習しておく 
2 回  教科書の対応する部分を予習しておく 
3 回  教科書の対応する部分を予習しておく 
4 回  教科書の対応する部分を予習しておく 
5 回  教科書の対応する部分を予習しておく 
6 回  教科書の対応する部分を予習しておく 
7 回  教科書の対応する部分を予習しておく 
8 回  教科書の対応する部分を予習しておく 
9 回  教科書の対応する部分を予習しておく 
10 回  教科書の対応する部分を予習しておく 
11 回  教科書の対応する部分を予習しておく 
12 回  教科書の対応する部分を予習しておく 
13 回  教科書の対応する部分を予習しておく 
14 回  教科書の対応する部分を予習しておく 
15 回  教科書の対応する部分を予習しておく 

 



年度 2012 
授業コード MSP43A2 
成績評価 各講義で提出されたレポート（100%)から総合的に評価する。 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス 応用物理学専攻(11〜12) 
見出し MSP43A2 フューチャーケミストリー 
担当教員名 山⽥ 晴夫、赤司 治夫、若松 寛、坂根 弦太、高原 周一、横山 崇、山⽥ 

真路、 
単位数 2 
教科書 適宜，プリント資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 化学トピックス，有機化学，無機化学，分析化学，物理化学 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 フューチャーケミストリー 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜，プリント資料を配布する。 
授業形態 講義 
注意備考 集中講義ではなく，後期 15 回の講義を行うので注意すること。 
シラバスコード MSP43A2 
実務経験のある教員  
達成目標 化学の各分野のさまざまな知識や最先端の知識を理解すること。 
受講者へのコメント  
連絡先 化学専攻 専攻⻑ 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 化学専攻開講の各科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 化学専攻以外の専攻の学生に化学の研究について，その背景，目的，成果および

今後の展開についてわかりやすく述べる。国内外における化学の分野の最先端の
トピックスや関連する諸問題についてもわかりやすく解説する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 履修方法を説明する。 

2 回 原子・分子の間にはたらく静電気⼒について実験を交えて説明する。それと
関連して，分子の極性および電子レンジによる加熱の仕組みについても説明す
る。 
3 回 工業的に重要な分離や精製工程によく使われる吸着技術について説明する。 
4 回 有機化学の構造と性質の関係を，天然物化合物を例に解説する。 



5 回 軽いことはいいことだーTi 金属の精錬について 
エネルギー問題は食糧，資源問題と併せて２１世紀の３大課題である。２１世紀
は地球⼈口増加に伴って生じるこれら諸問題を⼈類が克服する世紀といえる。そ
れぞれの立場で早急にこの問題に立ち向かう必要がある。 
現代は鉄の時代と言える。それは鉄の強度，価格，資源量の 3 点の総合⼒が他の
金属を圧倒しているからである。Ｔｉは鉄と同様に強度，資源量とも申し分がな
い。しかも軽量性，耐蝕性は鉄を遙かに上回る。しかし価格の点で遠く及ばない。
その大半は精錬のコストであり，エネルギーコストでもある。チタン精錬のコス
ト低下がエネルギー問題に寄与すると言う根拠は，精錬コストの大半が電気料で
あること，またＦｅをＴｉに置き替えることによる軽量化がもたらす移動エネル
ギーコストの低下の２つである。 
21 世紀の 3 大課題に挑戦するＴｉ精錬の現状と未来について解説する。 
6 回 錯体化学 基礎と最新の話題について解説する。 
7 回 最近の流れ分析法，高速液体クロマトグラフィー，フローインジェクション
法，キャピラリー電気泳動法について解説する。 
8 回 分子の対称性と点群について解説する。 
9 回 表面張⼒の性質と，表面張⼒がかかわる種々の自然現象の理解の仕方につ
いて解説する。 
10 回 生体高分子を用いた機能性材料について解説する。 
11 回 有機化合物を使って，生命現象を解明する。 
12 回 超伝導，太陽電池，リチウムイオン二次電池，光触媒等について説明する。 
13 回 有機化合物の光反応と機能性材料への応用について解説する。 
14 回 密度汎関数法による物質の電子状態計算について解説する。 
15 回 溶液の化学について解説する。 

準備学習 1 回 化学の基礎を予習しておくこと。 
2 回 電子レンジのしくみをインターネットなどで調べておくこと。 
3 回 身の回りで吸着現象が利用されている技術を調べておくこと。 
4 回 学部レベルの教科書で有機化学の基礎を復習しておくこと。 
5 回 ジャンボジェット機の質量および自動車の質量を調べておくこと。 
6 回 生活の中に利用されている金属錯体について調べておくこと。 
7 回 流れを使った自動分析法，およびグリーンケミストリーについて調べてお
くこと。 
8 回 アンモニア分子のもつ対称要素を調べておくこと。 
9 回 自由エネルギーについて何らかの知識を得ておくこと。 
10 回 図書館等で生体高分子，特に多糖とタンパク質，核酸について調べておく
こと。 
11 回 医薬品に関する啓蒙書を予習しておくこと。 
12 回 エネルギーの有効利用はいかにあるべきかについて予め予習しておくこ
と。 
13 回 有機化合物の光反応の例を調べておくこと。 
14 回 電子の軌道と量子数について調べておくこと。 
15 回 高等学校の化学の教科書を復習しておくこと。 



 



年度 2012 
授業コード MSP4512 
成績評価 レポート(60%)および定期試験(40%)で評価する 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用物理学専攻(11〜12) 
見出し MSP4512 核物理学 
担当教員名 宮川 和也 
単位数 2 
教科書 使用しない。 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 核物理学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 場の理論／武⽥暁／裳華房 
授業形態 講義 
注意備考 学部で量子⼒学を履修しておくことが望ましい。 
シラバスコード MSP4512 
実務経験のある教員  
達成目標 ・「量子場の理論」の基礎となる古典⼒学、量子⼒学の要点をまとめ、理解する 

・調和振動子の量子化、“ひも”の振動の量子化、自由粒子の場の理論 など「量子
場の理論」の基礎となる部分を理解する 

受講者へのコメント  
連絡先 宮川研究室、24 号館 5 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 「量子場の理論」は、幅広い量子現象を記述する最も基本的で強⼒な理論体系で

ある。この講義では、学部で学んだ「量子⼒学」を基礎として、「量子場の理論」
の基本的な内容を学ぶ。また、時間が許せば、いくつかの応用例 ― ボーズアイ
ンシュタイン凝縮、超伝導 ― について学ぶ。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回  講義全般の概要について説明する。 

2 回  ⼒学系の量子化 ― 古典⼒学の運動法則について解説する。 
3 回  ⼒学系の量子化 ― 古典⼒学から量子⼒学へ、について解説する。 
4 回  ⼒学系の量子化 ― 古典⼒学から量子⼒学へ、について解説する。 



5 回  ⼒学系の量子化 ― 調和振動子の量子化について解説する。 
6 回  ⼒学系の量子化 ― 調和振動子の量子化について解説する。 
7 回 演習問題を解く。また、その解説を行う。 
8 回  “ひも”の振動の量子化について解説する。 
9 回  “ひも”の振動の量子化について解説する。 
10 回  “ひも”の振動の量子化について解説する。 
11 回 演習問題を解く。また、その解説を行う。 
12 回  自由粒子の場の理論について解説する。 
13 回  自由粒子の場の理論について解説する。 
14 回  相互作用するボーズ粒子系について解説する。 
15 回  相互作用するボーズ粒子系について解説する。 

準備学習 1 回 シラバスを読んでおくこと。 
2 回 古典⼒学の運動法則について、参考書の対応する部分を予習しておくこと。 
3 回 「古典⼒学から量子⼒学へ」について、参考書の対応する部分を予習してお
くこと。 
4 回 「古典⼒学から量子⼒学へ」について、参考書の対応する部分を予習してお
くこと。 
5 回 調和振動子の量子化について、参考書の対応する部分を予習しておくこと。 
6 回 調和振動子の量子化について、参考書の対応する部分を予習しておくこと。 
7 回 指示された問題を解いておくこと。 
8 回 “ひも”の振動の量子化について、参考書の対応する部分を予習しておくこ
と。 
9 回 “ひも”の振動の量子化について、参考書の対応する部分を予習しておくこ
と。 
10 回 “ひも”の振動の量子化について、参考書の対応する部分を予習しておくこ
と。 
11 回 指示された問題を解いておくこと。 
12 回 自由粒子の場の理論について、参考書の対応する部分を予習しておくこと。 
13 回 自由粒子の場の理論について、参考書の対応する部分を予習しておくこと。 
14 回 相互作用するボーズ粒子系について、参考書の対応する部分を予習してお
くこと。 
15 回 相互作用するボーズ粒子系について、参考書の対応する部分を予習してお
くこと。 

 



年度 2012 
授業コード MSP5112 
成績評価 講義中に出題されるレポート課題（３０％）、定期試験でのレポート課題（７０％）

にて評価する。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 応用物理学専攻(11〜12) 
見出し MSP5112 半導体特論 
担当教員名 米⽥ 稔 
単位数 2 
教科書 プリント(資料）を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード レーザー、ダイオード、太陽電池、発光素子、受光素子 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 半導体特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 高橋 清著/半導体工学/森北出版 

上浦洋一著/シリコン結晶欠陥の基礎物性とその評価法/リアライズ社 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSP5112 
実務経験のある教員  
達成目標 ・半導体と金属、誘電体の違いを説明することができる。 

・半導体の伝導性について説明することができる。 
・基本的な半導体デバイスの特性を説明することができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 １号館１階米⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 半導体デバイス構造の微細化に伴い、物質の表面や内部に存在する格子欠陥の役

割を理解することが重要になってきている。格子欠陥の基本的な性質や挙動の理
解は、超格子を始めとする高機能薄膜を実現するに不可欠である。本講義では固
体物理学の基本的な知識の整理に触れながら、半導体中の格子欠陥の基本的な性
質や挙動に関して紹介する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 半導体の種類について講義する。 



2 回 半導体の特徴について講義する。 
3 回 結晶構造と固体の電子のエネルギーについて講義する。 
4 回 結晶構造と固体の電子のエネルギーについて講義する。 
5 回 電子・正孔の挙動について講義する。 
6 回 真性半導体と不純物半導体について講義する。 
7 回 結晶欠陥について講義する。 
8 回 欠陥の移動と拡散について講義する。 
9 回 電気的・光学的特性について講義する。 
10 回 欠陥の電子状態と欠陥反応について講義する。 
11 回 結晶欠陥の評価方法について講義する。 
12 回 各種半導体の格子欠陥について講義する。 
13 回 半導体に関わるトピックスについて講義する。 
14 回 半導体に関わるトピックスについて講義する。 
15 回 半導体に関わるトピックスについて講義する。 

準備学習 1 回 半導体について調べてくること。 
2 回 半導体の特徴ついて調べてくること。 
3 回 シリコン半導体の結晶構造について調べてくること。 
4 回 前回の復習をしておくこと。 
5 回 前回の復習をしておくこと。 
6 回 前回の復習をしておくこと。 
7 回 前回の復習をしておくこと。 
8 回 前回の復習をしておくこと。 
9 回 前回の復習をしておくこと。 
10 回 前回の復習をしておくこと。 
11 回 前回の復習をしておくこと。 
12 回 前回の復習をしておくこと。 
13 回 前回の復習をしておくこと。 
14 回 前回の復習をしておくこと。 
15 回 前回の復習をしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MSP9011 
成績評価 講義中での質疑応答（講義への参加度）30%，レポート 70%で評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 応用物理学専攻(11〜12) 
見出し MSP9011 応用物理学特別講義Ⅰ 
担当教員名 平岡 裕 
単位数 1 
教科書 適宜資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 物理学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 応用物理学特別講義Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて各担当教員が指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 ・講義日程や内容を変更する場合があるので，掲示板とか E-mail に注意するこ

と 
・受講者の連絡先を第１回の講義時に登録しておくこと 

シラバスコード MSP9011 
実務経験のある教員  
達成目標 1)物理学の考え方を理解し，身近な物理現象を説明できる。 

2)最近の物理学の研究を通して，物理学の目指しているものを知る。 
受講者へのコメント  
連絡先 各担当教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 応用物理学専攻開講の各科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 最近の理学研究は研究分野が多岐にわたり学際的な傾向をもつものである。した

がって，自分が専攻する修士課程での研究分野だけでなく，それ以外の分野に関
する知見を得ることが望まれる。本講義では，応用物理学専攻所属の教員による
講義とそれに対する質疑応答を通して，さまざまな研究分野に関する理解を深め
るとともに実践的な研究能⼒を高めることを目的とする。また，物理学の各分野
における先端的研究開発の現状を聴講することによって，普遍的な研究開発の方
法論を修得することを目指す。 

対象学年 1 年/2 年 



授業内容 1 回 イントロダクションを行う。 
2 回 加速された荷電粒子が媒質を通過する際に誘起される種々の物理現象を解
説する。 
3 回 量子物理学とその最近の発展について概説する。 
4 回 半導体低次元構造薄膜（量子井⼾、量子ドット）の形成と物性について，研
究室での仕事を中心に概観する。 
5 回 太陽電池を構成する半導体の特徴や応用を学習し，本研究室における半導
体の研究成果を紹介する。 
6 回 新エネルギー開発の鍵を握る新材料・新素材について，研究開発の現状と将
来について講義する。 
7 回 超伝導の基礎物性，いろいろな超伝導物質，超伝導の応用について説明す
る。 
8 回 生命を育んだ惑星の大気の温室効果について，その原理を講義する。 

準備学習 1 回 最近の物理学に関連したトピックスをウェブ等で調べておくこと。 
2 回 ⼒学，電磁気学でのエネルギーと運動量の授受について調べておくこと。 
3 回 2001 年，2005 年ノーベル物理学賞の内容について調べておくこと。 
4 回 事前に配付したプリントを読んでおくこと。 
5 回 太陽電池について調べておくこと。 
6 回 本，雑誌，インターネット等で様々な新エネルギーについて調べておくこ
と。 
7 回 絶対温度および金属の抵抗の温度変化について調べておくこと。 
8 回 温室効果ガス（二酸化炭素など）と地球温暖化について書籍，インターネッ
トなどで調べておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MSP9012 
成績評価 評価シート（100%）をもとに評価する 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 応用物理学専攻(12〜12) 
見出し MSP9012 コンプリヘンシブ演習Ⅱ 
担当教員名 平岡 裕、米⽥ 稔、豊⽥ 新、畑中 啓作、川端 晃幸、堀 純也、中川 幸

子、蜷川 
単位数 2 
教科書 指導教員が指示する 
アクティブラーニング  
キーワード 研究⼒，コミュニケーション能⼒ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 コンプリヘンシブ演習Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指導教員が指示する 
授業形態 演習 
注意備考 指導教員を中心に複数の教員（専攻外教員を含む）により指導する 
シラバスコード MSP9012 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)与えられたテーマについて，十分な準備を行い，発表しまた聴講者の質問に答

えることができる 
(2)他分野の研究者を含めた討議に積極的に加わり，そこでの意見等を有意義な
ものとすることができる 

受講者へのコメント  
連絡先 指導教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 特別研究 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 指導教員の下でセミナーまたは外書講読による専門分野の基礎学習と，その内容

を他分野の教員にも理解させる発表ができるようにすることを目的とする． 
対象学年 1 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 専門分野の基本的知識を得るためのセミナーおよびその準備または外書講
読を行う（１） 
3 回 専門分野の基本的知識を得るためのセミナーおよびその準備または外書講



読を行う（２） 
4 回 専門分野の基本的知識を得るためのセミナーおよびその準備または外書講
読を行う（３） 
5 回 専門分野の基本的知識を得るためのセミナーおよびその準備または外書講
読を行う（４） 
6 回 専門分野の基本的知識を得るためのセミナーおよびその準備または外書講
読を行う（５） 
7 回 専門分野の基本的知識を得るためのセミナーおよびその準備または外書講
読を行う（６） 
8 回 専門分野の基本的知識を得るためのセミナーおよびその準備または外書講
読を行う（７） 
9 回 専門分野の基本的知識を得るためのセミナーおよびその準備または外書講
読を行う（８） 
10 回 専門分野の基本的知識を得るためのセミナーおよびその準備または外書講
読を行う（９） 
11 回 学習内容のまとめと発表準備を行う（１） 
12 回 学習内容のまとめと発表準備を行う（２） 
13 回 学習内容のまとめと発表準備を行う（３） 
14 回 他専攻または他大学教員と発表会を実施する 
15 回 発表会の事後評価を行う 

準備学習 1 回 研究室における過去の研究内容を修士論文等で調べておくこと。 
2 回 具体的な内容については指導教員の指示に従うこと。 
3 回 具体的な内容については指導教員の指示に従うこと。 
4 回 具体的な内容については指導教員の指示に従うこと。 
5 回 具体的な内容については指導教員の指示に従うこと。 
6 回 具体的な内容については指導教員の指示に従うこと。 
7 回 具体的な内容については指導教員の指示に従うこと。 
8 回 具体的な内容については指導教員の指示に従うこと。 
9 回 具体的な内容については指導教員の指示に従うこと。 
10 回 具体的な内容については指導教員の指示に従うこと。 
11 回 具体的な内容については指導教員の指示に従うこと。 
12 回 具体的な内容については指導教員の指示に従うこと。 
13 回 具体的な内容については指導教員の指示に従うこと。 
14 回 発表会用資料の準備と練習を行うこと。 
15 回 発表資料と発表会での指摘項目を再検討すること。 

 



年度 2012 
授業コード MSP9013 
成績評価 ・研究への取り組み，学内外での発表等をもとに合格または不合格とする 

・具体的な評価項目，配点については研究室毎に異なるので指導教員に確認のこ
と 

曜日時限 集中その他 
対象クラス 応用物理学専攻(11〜12) 
見出し MSP9013 特別研究 
担当教員名 平岡 裕、米⽥ 稔、豊⽥ 新、畑中 啓作、川端 晃幸、堀 純也、中川 幸

子、蜷川 
単位数 12 
教科書 指導教員より必要に応じて指示する 
アクティブラーニング  
キーワード 研究⼒，プレゼンテーション 
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 特別研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指導教員から適宜指示する 
授業形態 実験実習 
注意備考 ・研究室毎に実施するので，具体的な内容，実施形態については指導教員の指示

に従う 
・特に実験系の研究室において，実験の安全について十分に講習を受けてから実
験を行う 

シラバスコード MSP9013 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)ひとつのテーマを解決するのに必要な課題について，書籍，文献，ウェブ等で

調査する能⼒を身につける． 
(2)他の大学院生，教員，研究者と協⼒して問題解決し，ひとつのプロジェクトを
完成させることができる． 
(3)研究した内容を聴衆を前に発表し，質問に対して適確に答えることができる． 

受講者へのコメント  
連絡先 指導教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 ゼミナール，コンプリヘンシブ演習Ⅰ，コンプリヘンシブ演習Ⅱ，コンプリヘン

シブ演習Ⅲ，コンプリヘンシブ演習Ⅳ，インターナショナルキャリア 
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 応用物理学のひとつのテーマについて研究を行うための，幅広く深い専門的な能
⼒を身につける． 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 1 年目： 

・研究室毎に実施するので，具体的な内容については担当教員の指示に従うこと 
・中間発表用資料を準備すること 
2 年目： 
・研究室毎に実施するので，具体的な内容については担当教員の指示に従うこと 
・修士論文,発表会用資料を準備すること 

 



年度 2012 
授業コード MSP9021 
成績評価 講義中での質疑応答（講義への参加度）30%，レポート 70%で評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 応用物理学専攻(11〜12) 
見出し MSP9021 応用物理学特別講義Ⅱ 
担当教員名 平岡 裕 
単位数 1 
教科書 適宜資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 物理学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 応用物理学特別講義Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて各担当教員が指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 ・講義日程や内容を変更する場合があるので，掲示板とか E-mail に注意するこ

と 
・受講者の連絡先を第１回の講義時に登録しておくこと 

シラバスコード MSP9021 
実務経験のある教員  
達成目標 1)物理学の考え方を理解し，身近な物理現象を説明できる。 

2)最近の物理学の研究を通して，物理学の目指しているものを知る。 
受講者へのコメント  
連絡先 各担当教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 応用物理学専攻開講の各科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 最近の理学研究は，研究分野が多岐にわたり学際的な傾向をもつものである。し

たがって，自分が専攻する修士課程での研究分野だけでなく，それ以外の分野に
関する知見を得ることが望まれる。本講義では，応用物理学専攻所属の教員によ
る講義とそれに対する質疑応答を通して，さまざまな研究分野に関する理解を深
めるとともに実践的な研究能⼒を高めることを目的とする。また，物理学の各分
野における先端的研究開発の現状を聴講することによって，普遍的な研究開発の
方法論を修得することを目指す。 

対象学年 1 年/2 年 



授業内容 1 回 イントロダクションを行う。 
2 回 放射線科学に関する最新の情報を提供する。 
3 回 隕石及び関連する惑星科学について講義する。 
4 回 酸化ストレスによる細胞障害機構解明における物理分野の貢献とその展望
について講義する。 
5 回 最近の物理トピックスに関する理解を深めるため，実験を通して基礎的な
物理現象を紹介する。 
6 回 一次視覚野の発見について，過去の研究の歴史を紹介するとともに，脳磁図
による最近の研究を紹介する。 
7 回 マクロバブルやナノバブルといわれる特殊な気泡について，現在までにわ
かっている性質とその応用例について研究成果を交えながら紹介する。 
8 回 物理学の未来について講義する。 

準備学習 1 回 最近の物理学に関連したトピックスをウェブ等で調べておくこと。 
2 回 事前に配布した資料を読んでおくこと。 
3 回 隕石について調べておくこと。 
4 回 活性酸素，フリーラジカル障害あるいは酸化ストレスについて調べておく
こと。 
5 回 自分が興味をもった物理現象について調べておくこと。 
6 回 視覚について，高校の生物の教科書，書籍，ウェブ等で調べておくこと。 
7 回 一般的な「泡」というものについて書籍等で調べておくこと。 
8 回 これまでの講義について復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MSP9022 
成績評価 評価シート（100%）をもとに評価する 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 応用物理学専攻(11〜11) 
見出し MSP9022 コンプリヘンシブ演習Ⅳ 
担当教員名 平岡 裕、米⽥ 稔、豊⽥ 新、畑中 啓作、川端 晃幸、堀 純也、中川 幸

子、蜷川 
単位数 2 
教科書 指導教員が指示する 
アクティブラーニング  
キーワード 研究⼒，コミュニケーション能⼒ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 コンプリヘンシブ演習Ⅳ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指導教員が指示する 
授業形態 演習 
注意備考 指導教員を中心に複数の教員（専攻外教員を含む）により指導する 
シラバスコード MSP9022 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)与えられたテーマについて，十分な準備を行い，発表しまた聴講者の質問に答

えることができる 
(2)他分野の研究者を含めた討議に積極的に加わり，そこでの意見等を有意義な
ものとすることができる 

受講者へのコメント  
連絡先 指導教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 特別研究 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 指導教員の下でセミナーまたは外書講読による専門分野の基礎学習と，その内容

を他分野の教員にも理解させる発表ができるようにすることを目的とする． 
対象学年 2 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 専門分野の基本的知識を得るためのセミナーおよびその準備または外書講
読を行う（１） 
3 回 専門分野の基本的知識を得るためのセミナーおよびその準備または外書講



読を行う（２） 
4 回 専門分野の基本的知識を得るためのセミナーおよびその準備または外書講
読を行う（３） 
5 回 専門分野の基本的知識を得るためのセミナーおよびその準備または外書講
読を行う（４） 
6 回 専門分野の基本的知識を得るためのセミナーおよびその準備または外書講
読を行う（５） 
7 回 専門分野の基本的知識を得るためのセミナーおよびその準備または外書講
読を行う（６） 
8 回 専門分野の基本的知識を得るためのセミナーおよびその準備または外書講
読を行う（７） 
9 回 専門分野の基本的知識を得るためのセミナーおよびその準備または外書講
読を行う（８） 
10 回 専門分野の基本的知識を得るためのセミナーおよびその準備または外書講
読を行う（９） 
11 回 学習内容のまとめと発表準備を行う（１） 
12 回 学習内容のまとめと発表準備を行う（２） 
13 回 学習内容のまとめと発表準備を行う（３） 
14 回 他専攻または他大学教員と発表会を実施する 
15 回 発表会の事後評価を行う 

準備学習 1 回 研究室における過去の研究内容を修士論文等で調べておくこと。 
2 回 具体的な内容については指導教員の指示に従うこと。 
3 回 具体的な内容については指導教員の指示に従うこと。 
4 回 具体的な内容については指導教員の指示に従うこと。 
5 回 具体的な内容については指導教員の指示に従うこと。 
6 回 具体的な内容については指導教員の指示に従うこと。 
7 回 具体的な内容については指導教員の指示に従うこと。 
8 回 具体的な内容については指導教員の指示に従うこと。 
9 回 具体的な内容については指導教員の指示に従うこと。 
10 回 具体的な内容については指導教員の指示に従うこと。 
11 回 具体的な内容については指導教員の指示に従うこと。 
12 回 具体的な内容については指導教員の指示に従うこと。 
13 回 具体的な内容については指導教員の指示に従うこと。 
14 回 発表会用資料の準備と練習を行うこと。 
15 回 発表資料と発表会での指摘項目を再検討すること。 

 



年度 2012 
授業コード MSP9031 
成績評価 発表 70％と質疑応答 30％により評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 応用物理学専攻(11〜12) 
見出し MSP9031 インターナショナルキャリア 
担当教員名 平岡 裕、米⽥ 稔、豊⽥ 新、畑中 啓作、川端 晃幸、堀 純也、中川 幸

子、蜷川 
単位数 2 
教科書 指導教員から指示する 
アクティブラーニング  
キーワード コミュニケーション能⼒，国際学会 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 インターナショナルキャリア 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指導教員から指示する 
授業形態 講義 
注意備考 ・09 生以降対象科目 

・発表の一ヶ月前までに履修登録をすること 
シラバスコード MSP9031 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)国際学会において，研究成果を発表し質疑応答できる 

(2)英文の抄録，プロシーディングス，論文を作成するための基礎的な能⼒を身に
つける 

受講者へのコメント  
連絡先 指導教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 特別研究，コンプリへンシブ演習Ⅰ〜Ⅳ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 外国語（主に英語）での研究発表および国際的なコミュニケーションを行うこと

ができるようになることを目的とする。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 国際会議の情報を収集する。 
3 回 発表題目，発表要旨を作成する（１） 
4 回 発表題目，発表要旨を作成する（２） 



5 回 発表原稿およびプレゼンテーション資料を作成する（１） 
6 回 発表原稿およびプレゼンテーション資料を作成する（２） 
7 回 発表練習を行う（１） 
8 回 発表練習を行う（２） 
9 回 発表および他講演の聴講を行う（１） 
10 回 発表および他講演の聴講を行う（２） 
11 回 発表および他講演の聴講を行う（３） 
12 回 発表の事後評価を行う（１） 
13 回 発表の事後評価を行う（２） 
14 回 プロシーディング作成を指導する（１） 
15 回 プロシーディング作成を指導する（２） 

準備学習 1 回 研究室でのこれまでの海外発表資料を調べておくこと。 
2 回 年度内に開催される国際会議の情報を収集すること。 
3 回 発表題目を検討すること。 
4 回 発表要旨の下書きを作成すること。 
5 回 発表原稿およびプレゼンテーション資料の作成に必要な資料を収集するこ
と。 
6 回 すでに作成した資料に手直しが必要な場合，そのための資料を収集するこ
と。 
7 回 発表練習の準備をすること。 
8 回 発表練習で指摘された事項に対応した発表資料を作成すること。 
9 回 発表練習で指摘された事項に対応した発表資料を作成すること。 
10 回 学会のプログラム等で聴講する演題を決めること。 
11 回 他講演について積極的に質問し討議に加わること。 
12 回 発表と質疑に関してその内容をまとめること。 
13 回 指摘事項，反省点についてまとめること。 
14 回 プロシーディングの作成準備をすること。 
15 回 指摘事項，反省点を考慮した原稿を作成すること。 

 



年度 2012 
授業コード MSP9032 
成績評価 発表 70％と質疑応答 30％により評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 応用物理学専攻(11〜12) 
見出し MSP9032 インターナショナルキャリア 
担当教員名 平岡 裕、米⽥ 稔、豊⽥ 新、畑中 啓作、川端 晃幸、堀 純也、中川 幸

子、蜷川 
単位数 2 
教科書 指導教員から指示する 
アクティブラーニング  
キーワード コミュニケーション能⼒，国際学会 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 インターナショナルキャリア 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指導教員から指示する 
授業形態 講義 
注意備考 ・09 生以降対象科目 

・発表の一ヶ月前までに履修登録をすること 
シラバスコード MSP9032 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)国際学会において，研究成果を発表し質疑応答できる 

(2)英文の抄録，プロシーディングス，論文を作成するための基礎的な能⼒を身に
つける 

受講者へのコメント  
連絡先 指導教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 特別研究，コンプリへンシブ演習Ⅰ〜Ⅳ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 外国語（主に英語）での研究発表および国際的なコミュニケーションを行うこと

ができるようになることを目的とする。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 国際会議の情報を収集する。 
3 回 発表題目，発表要旨を作成する（１） 
4 回 発表題目，発表要旨を作成する（２） 



5 回 発表原稿およびプレゼンテーション資料を作成する（１） 
6 回 発表原稿およびプレゼンテーション資料を作成する（２） 
7 回 発表練習を行う（１） 
8 回 発表練習を行う（２） 
9 回 発表および他講演の聴講を行う（１） 
10 回 発表および他講演の聴講を行う（２） 
11 回 発表および他講演の聴講を行う（３） 
12 回 発表の事後評価を行う（１） 
13 回 発表の事後評価を行う（２） 
14 回 プロシーディング作成を指導する（１） 
15 回 プロシーディング作成を指導する（２） 

準備学習 1 回 研究室でのこれまでの海外発表資料を調べておくこと。 
2 回 年度内に開催される国際会議の情報を収集すること。 
3 回 発表題目を検討すること。 
4 回 発表要旨の下書きを作成すること。 
5 回 発表原稿およびプレゼンテーション資料の作成に必要な資料を収集するこ
と。 
6 回 すでに作成した資料に手直しが必要な場合，そのための資料を収集するこ
と。 
7 回 発表練習の準備をすること。 
8 回 発表練習で指摘された事項に対応した発表資料を作成すること。 
9 回 発表練習で指摘された事項に対応した発表資料を作成すること。 
10 回 学会のプログラム等で聴講する演題を決めること。 
11 回 他講演について積極的に質問し討議に加わること。 
12 回 発表と質疑に関してその内容をまとめること。 
13 回 指摘事項，反省点についてまとめること。 
14 回 プロシーディングの作成準備をすること。 
15 回 指摘事項，反省点を考慮した原稿を作成すること。 

 



年度 2012 
授業コード MSP9041 
成績評価 評価シート（100%）をもとに評価する 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 応用物理学専攻(12〜12) 
見出し MSP9041 コンプリヘンシブ演習Ⅰ 
担当教員名 平岡 裕、米⽥ 稔、豊⽥ 新、畑中 啓作、川端 晃幸、堀 純也、中川 幸

子、蜷川 
単位数 2 
教科書 指導教員が指示する 
アクティブラーニング  
キーワード 研究⼒，コミュニケーション能⼒ 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 コンプリヘンシブ演習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指導教員が指示する 
授業形態 演習 
注意備考 指導教員を中心に複数の教員（専攻外教員を含む）により指導する 
シラバスコード MSP9041 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)与えられたテーマについて，十分な準備を行い，発表しまた聴講者の質問に答

えることができる 
(2)他分野の研究者を含めた討議に積極的に加わり，そこでの意見等を有意義な
ものとすることができる 

受講者へのコメント  
連絡先 指導教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 特別研究 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 指導教員の下でセミナーまたは外書講読による専門分野の基礎学習と，その内容

を他分野の教員にも理解させる発表ができるようにすることを目的とする． 
対象学年 1 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 専門分野の基本的知識を得るためのセミナーおよびその準備または外書講
読を行う（１） 
3 回 専門分野の基本的知識を得るためのセミナーおよびその準備または外書講



読を行う（２） 
4 回 専門分野の基本的知識を得るためのセミナーおよびその準備または外書講
読を行う（３） 
5 回 専門分野の基本的知識を得るためのセミナーおよびその準備または外書講
読を行う（４） 
6 回 専門分野の基本的知識を得るためのセミナーおよびその準備または外書講
読を行う（５） 
7 回 専門分野の基本的知識を得るためのセミナーおよびその準備または外書講
読を行う（６） 
8 回 専門分野の基本的知識を得るためのセミナーおよびその準備または外書講
読を行う（７） 
9 回 専門分野の基本的知識を得るためのセミナーおよびその準備または外書講
読を行う（８） 
10 回 専門分野の基本的知識を得るためのセミナーおよびその準備または外書講
読を行う（９） 
11 回 学習内容のまとめと発表準備を行う（１） 
12 回 学習内容のまとめと発表準備を行う（２） 
13 回 学習内容のまとめと発表準備を行う（３） 
14 回 他専攻または他大学教員と発表会を実施する 
15 回 発表会の事後評価を行う 

準備学習 1 回 研究室における過去の研究内容を修士論文等で調べておくこと。 
2 回 具体的な内容については指導教員の指示に従うこと。 
3 回 具体的な内容については指導教員の指示に従うこと。 
4 回 具体的な内容については指導教員の指示に従うこと。 
5 回 具体的な内容については指導教員の指示に従うこと。 
6 回 具体的な内容については指導教員の指示に従うこと。 
7 回 具体的な内容については指導教員の指示に従うこと。 
8 回 具体的な内容については指導教員の指示に従うこと。 
9 回 具体的な内容については指導教員の指示に従うこと。 
10 回 具体的な内容については指導教員の指示に従うこと。 
11 回 具体的な内容については指導教員の指示に従うこと。 
12 回 具体的な内容については指導教員の指示に従うこと。 
13 回 具体的な内容については指導教員の指示に従うこと。 
14 回 発表会用資料の準備と練習を行うこと。 
15 回 発表資料と発表会での指摘項目を再検討すること。 

 



年度 2012 
授業コード MSP9051 
成績評価 評価シート（100%）をもとに評価する 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 応用物理学専攻(11〜11) 
見出し MSP9051 コンプリヘンシブ演習Ⅲ 
担当教員名 平岡 裕、米⽥ 稔、豊⽥ 新、畑中 啓作、川端 晃幸、堀 純也、中川 幸

子、蜷川 
単位数 2 
教科書 指導教員が指示する 
アクティブラーニング  
キーワード 研究⼒，コミュニケーション能⼒ 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 コンプリヘンシブ演習Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指導教員が指示する 
授業形態 演習 
注意備考 指導教員を中心に複数の教員（専攻外教員を含む）により指導する 
シラバスコード MSP9051 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)与えられたテーマについて，十分な準備を行い，発表しまた聴講者の質問に答

えることができる 
(2)他分野の研究者を含めた討議に積極的に加わり，そこでの意見等を有意義な
ものとすることができる 

受講者へのコメント  
連絡先 指導教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 特別研究 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 指導教員の下でセミナーまたは外書講読による専門分野の基礎学習と，その内容

を他分野の教員にも理解させる発表ができるようにすることを目的とする． 
対象学年 2 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 専門分野の基本的知識を得るためのセミナーおよびその準備または外書講
読を行う（１） 
3 回 専門分野の基本的知識を得るためのセミナーおよびその準備または外書講



読を行う（２） 
4 回 専門分野の基本的知識を得るためのセミナーおよびその準備または外書講
読を行う（３） 
5 回 専門分野の基本的知識を得るためのセミナーおよびその準備または外書講
読を行う（４） 
6 回 専門分野の基本的知識を得るためのセミナーおよびその準備または外書講
読を行う（５） 
7 回 専門分野の基本的知識を得るためのセミナーおよびその準備または外書講
読を行う（６） 
8 回 専門分野の基本的知識を得るためのセミナーおよびその準備または外書講
読を行う（７） 
9 回 専門分野の基本的知識を得るためのセミナーおよびその準備または外書講
読を行う（８） 
10 回 専門分野の基本的知識を得るためのセミナーおよびその準備または外書講
読を行う（９） 
11 回 学習内容のまとめと発表準備を行う（１） 
12 回 学習内容のまとめと発表準備を行う（２） 
13 回 学習内容のまとめと発表準備を行う（３） 
14 回 他専攻または他大学教員と発表会を実施する 
15 回 発表会の事後評価を行う 

準備学習 1 回 研究室における過去の研究内容を修士論文等で調べておくこと。 
2 回 具体的な内容については指導教員の指示に従うこと。 
3 回 具体的な内容については指導教員の指示に従うこと。 
4 回 具体的な内容については指導教員の指示に従うこと。 
5 回 具体的な内容については指導教員の指示に従うこと。 
6 回 具体的な内容については指導教員の指示に従うこと。 
7 回 具体的な内容については指導教員の指示に従うこと。 
8 回 具体的な内容については指導教員の指示に従うこと。 
9 回 具体的な内容については指導教員の指示に従うこと。 
10 回 具体的な内容については指導教員の指示に従うこと。 
11 回 具体的な内容については指導教員の指示に従うこと。 
12 回 具体的な内容については指導教員の指示に従うこと。 
13 回 具体的な内容については指導教員の指示に従うこと。 
14 回 発表会用資料の準備と練習を行うこと。 
15 回 発表資料と発表会での指摘項目を再検討すること。 

 



年度 2012 
授業コード MSP9061 
成績評価 講義中に適宜問題を出すので、そのレポートを採点して、その後総合的に判断す

る。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 応用物理学専攻(11〜12) 
見出し MSP9061 フューチャーマセマティックス 
担当教員名 竹中 茂夫 
単位数 2 
教科書 とくに指定せず 
アクティブラーニング  
キーワード 代数学、幾何学、解析学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 フューチャーマセマティックス 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 クーラント・ロビンズ 数学とは何か 岩波書店 
授業形態 講義 
注意備考 なるべく平易に話すつもりですので、気楽にただし聞き流すのではなく考えなが

ら受講してください。 
シラバスコード MSP9061 
実務経験のある教員  
達成目標 数学についての、基礎的な考え方を知る。 
受講者へのコメント  
連絡先 ２０号館８階 竹中研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 現代数学の知識を、非専門家向きに、かいつまんで話し、理解してもらうこと。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 代数１：自然数、四則、数学的帰納法について、高等学校以前で学んだ事を

現代数学はどうとらえているか（理論的に・厳密に）を講義する。 
2 回 代数２：二項定理および、関連するプログラムを紹介し、一般的な帰納法
（二重帰納法）について講義し、再帰的的定義について紹介する。 
3 回 代数３：素数の無限性を例にして、初歩的な代数的問題およびその考え方に
ついて、講義する。 
4 回 素数についての、教育用ビデオ教材「リーマン予想、天才たちの１５０年の



闘い」を鑑賞させて、レポートを提出させる。 
5 回 前回のビデオに関連して、その解説、関連する話題について講義する。 
6 回 代数４：現代数学における有理数の定義および、有理数で無い数（無理数）
の定義およびその性質について講義する。 
7 回 集合論１：数えるという事の抽象化を行い、無限という事の定義、および無
限の種類、数え方について講義し、具体的に整数と有理数は同じ数だけあること
が理解できるようにする。 
8 回 集合論２：無理数は、有理数より数が多い事を証明する。 
9 回 集合論３：論理と集合。 集合論と論理学との関係、および理論計算機との
関連について講義する。 
10 回 幾何学１：４つの円で平面はいくつに分けられるのか？ という問題をも
とにして、やさしい幾何学として平面の分割について講義する。 また、これが、
一般次元に拡張可能であることを出来るだけ分かりやすく説明する。 
11 回 幾何学２：やわらかい幾何学といわれる、トポロジーの基礎てきな概念を
講義する。 特に１２回目に予定しているヴィデオの意味が分かるように基礎概
念の理解を目指す。 
12 回 教育用ヴィデオ「ポアンカレ予想」を鑑賞後レポート提出 
13 回 解析学：極限の厳密な取り扱いかた（ε―δ 論法と呼ばれるもの）をなる
べく平易に講義する。 
14 回 複素数と三角関数、複素数の意味での微・積分について講義する。 
15 回 復習のための演習及びその解説をする。 

準備学習 1 回 数えるとは何を意味するのだろうかを考えてくること。 
2 回 数学的帰納法について復習してくること。 
3 回 素数について、知っていることをおもいだしておくこと。 
4 回 大学の立場からみた数の扱いについて、復習を行うこと。 
5 回 前回に見たビデオについて、自分なりにレポートを作っておくこと。 
6 回 有理数（分数）について、復習しておくこと。特にその４則について、なぜ
あのような計算方法になるのかを理解しておくこと。 
7 回 もう一度、数えるとは何であったかを考えてみること。 
8 回 ２の平方根とはどんなものかを考えてくること。 
9 回 論理とはどんなものか、また論理演算の持つ性質について復習しておくこ
と。 
10 回 平面上に４つの円を書く場合、その平面が最大限いくつに分割されるかを、
円が１つ、２つ、３つの場合とをあわせて考察してくること。 
11 回 球面と湯呑の表面はなぜ同じなのか、またドーナツの表面とはなぜ事なる
かを考えておくこと。 
12 回 １次元球面（単なる円周）、２次元球面（普通の球の表面）を考えて、３次
元球面についてかんがえておくこと。 
13 回 極限を単に、無限に近付いていくと考えて、厳密に理論展開できるかを考
察しておくこと。 
14 回 複素数についてこれまで習ったことを復習しておくこと。 
15 回 講義全体を振り返って、分かりにくかったところについて質問出来るよう



にしておくこと。 
尚、当日に小試験を行って、それについて解説を行う。 

 



年度 2012 
授業コード MSP9071 
成績評価 課題提出（100％） 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 応用物理学専攻(11〜12) 
見出し MSP9071 フューチャーサイエンス 
担当教員名 山崎 正之、若村 国夫、小林 祥一、財部 健一、⻄⼾ 裕嗣、板谷 徹丸、

横川 賢 
単位数 2 
教科書 適宜紹介する 
アクティブラーニング  
キーワード 数理科学、環境・エネルギー科学、化学・生物、境界領域、総合 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 フューチャーサイエンス 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜紹介する 
授業形態 講義 
注意備考 開講日は教務部の掲示板でお知らせします。講義計画欄にある講義の順番は変わ

ります。詳細はオリエンテーションの際にお知らせします。※しばしば電子教材、
パワーポイント等をプロジェクターで投影し講義を行います。 

シラバスコード MSP9071 
実務経験のある教員  
達成目標 数学と情報の分野を中心とした数理科学系列の講義、物理学と地学あるいは地球

環境科学を融合した環境・エネルギー科学系列の講義、および生物学と化学領域
を融合した生物・化学系列の講義から、自然科学の基本的概念・考え方を理解で
きるようになることを期待している。 

受講者へのコメント  
連絡先 この講義担当者が、総合理学専攻で開講している科目のシラバス参照 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 総合理学専攻では、数学、情報、物理、化学、生物、地学の分野と、それぞれの

境界領域を包括する、総合科学的な教育・研究を行っていることから、本講義で
はそれらの一端を紹介し、自然科学に対する幅広い考え方を身に付けることを目
的としている。 

対象学年 1 年/2 年 



授業内容 1 回 射影平面の幾何（１） 
射影平面の様々なとらえ方を紹介し、４次元以上の空間にしか実現できないこの
図形の理解を深める。射影平面を無理矢理３次元空間に押し込めると自己交叉を
持つ図形が得られる。そのうちのひとつであるボーイ曲面（の一部）を実際に工
作で作成する。 
2 回 射影平面の幾何（２） 
ガウス曲率が１である標準的射影平面における三角形の幾何学について学ぶ。特
に、三角形の内角の和は π とその三角形の面積の和に等しいというガウス・ボ
ンネの定理を鑑賞する。 
3 回 ⼈類起源研究の歴史 
類⼈猿と猿⼈化石探しと⼈類起源の話題を紹介する．その結果から⼈類は東アフ
リカで誕生したと言われている．地球史において地球内部物質の挙動が生物大量
絶滅と進化をもたらしたことが理解されている．地球科学の立場から類⼈猿が猿
⼈に進化する環境を議論する。 
4 回 類⼈猿及び猿⼈化石の年代測定 
東アフリカに産する類⼈猿と猿⼈化石の年代推定に用いる火山岩の K-Ar 年代測
定法についてその原理と応用を紹介する。 
5 回 資源探査と環境問題（１） 
地球物質の循環過程で生成した岩石の一部が、鉱物資源および化石燃料資源とし
て利用されている。これら資源を供給する鉱床の成因を実際の鉱山を例に紹介す
る。この解明された成因、および産状の特徴が資源探査に利用されていることを
解説する。 
6 回 資源探査と環境問題（２） 
資源の使用量が増加すると⼈類活動は活発になるが、環境汚染は深刻になる。す
なわち資源と環境は表裏一体である。酸性雨の影響を例に示し、環境問題を考え
る際の基礎的知識をしっかりしたものにする。 
7 回 高エネルギー天文学（１） 
天体や銀河などから放出される電波、可視光、X 線、ガンマ線の各波⻑の電磁波
観測によって得られる宇宙の姿を再認識する。 
8 回 高エネルギー天文学（２） 
高エネルギー宇宙素粒子の観測から高密度天体や銀河中心で起こる高エネルギ
ー現象を理解する。 
9 回 隕石から探る地球型惑星の進化（１） 
隕石はどのようなものか、実物の標本を基に説明する。また、隕石は太陽系のど
こから飛来するか、その落下が地球環境や生物進化に及ぼした影響について具体
例を示し解説する。 
10 回 隕石から探る地球型惑星の進化（２） 
地球外物質である隕石が太陽系の始原物質の一部をなすこと、これに基づき地球
型惑星の進化過程をどのように解明するか解説する。 
11 回 生命の起源と進化 
地球上での最初の生命活動をする細胞の誕生、細胞内共生説を紹介し、カンブリ
ア紀の多様な種の爆発につながるプロセスをたどる。それらにかかった時間につ



いて考察し、⼈類の誕生、最初の文明、産業⾰命以降の⼈間活動の歴史がいかに
短いものであり､近年の⼈口の増加、活動のレベルが指数関数的になっているこ
とに注目する。 
12 回 進化の脆弱性 
進化というと「高度化＝より強固、安定的なもの」と考えがちであるが、それが
おおきなあやまりであることを指摘し、中立進化説を紹介する。生物の進化（多
様化）をエントロピーの増大という観点からとらえ、様々なシステムへの進化と
いう概念の拡大解釈的適用を試みる。生物の進化の歴史が⻑い時間をかけた進行
形の try and error の実験であることを理解する。 
13 回 高圧科学の概要 
高圧環境にすることで全ての物質は収縮し、物性が変化する。その変化を科学的
な手法によって明らかにするのが高圧科学であり、物理、化学、地学、生物、医
療など様々な分野で研究がなされている。その一部を解説しながら高圧科学の魅
⼒を紹介する。 
14 回 高圧実験 
様々な用途によって数多くの高圧装置が開発されている。それらの構造について
講義する。その後は、実際に高圧実験装置を使って高圧下での状態変化を調べて
もらう。まずは生きていくうえでなくてはならない物質である水を取り上げ、室
温で氷ができる様子を実際に観察する。 
15 回 量測定装置の組み立て 
種々の光量測定に基づく分析法の原理を解説する。その後、光量測定装置を実際
に組み立てる。 

準備学習 1 回 簡単なオリエンテーション後、講義と実習を行う。はさみを持参すること。 
2 回 平面三角形の内角の和の公式を思いだし、それが地球上に描かれた大きな
三角形でも成り立つか考察してくること。 
3 回 類⼈猿及び猿⼈化石について調べておくこと。 
4 回 K-Ar 年代測定法について調べておくこと。 
5 回 私たちが利用している資源の種類を調べておくこと。 
6 回 資源利用による環境の変化について具体的に調べておくこと。 
7 回 基礎的な天体運動・現象などを理解しておくこと。 
8 回 前回の講義の復習をしておくこと。 
9 回 書籍やインターネットなどから隕石にはどのようなものがあるか調べてみ
ること。 
10 回 前回の講義で示された隕石についての情報を整理しておくこと。 
11 回 DNA の機能・役割について知っておくこと。 
12 回 地質年代表を一見して、生物大絶滅の時期を知っておくこと。 
13 回 身の回りで応用されている高圧技術を調べておくこと。 
14 回 水の状態図を調べておくこと。 
15 回 光量測定センサー原理を復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MSP9081 
成績評価 講義中での質疑応答（50％）や課題提出（50％）などを加味して，総合的に評価

する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 応用物理学専攻(11〜12) 
見出し MSP9081 フューチャーバイオケミストリー 
担当教員名 池⽥ 正五、⻘木 宏之、南 善子、尾堂 順一、林 謙一郎、三井 亮司、宮

永 政光 
単位数 2 
教科書 使用しない 
アクティブラーニング  
キーワード バイオサイエンス、バイオテクノロジー 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 フューチャーバイオケミストリー 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 担当教員により、適宜指示 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSP9081 
実務経験のある教員  
達成目標 １）生物化学の基礎を理解し、簡単な説明ができること。  

２）最近の生物化学の進展に興味を持つこと。 
受講者へのコメント  
連絡先 生物化学科教員の各研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 生物化学専攻で開講している各特論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 バイオサイエンスやバイオテクノロジーに代表されるよう、生物化学分野の研究

は活発であり、その発展には著しいものがある。理学研究科の生物化学以外の諸
専攻においても、このような知識の習得は必要である。この講義では、生物化学
分野の最前線の研究の背景・目的・将来や諸問題点などについて分かり易く解説
する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションとして、生物化学科が扱う研究分野について紹介する。 

2 回 生体膜を構成する脂質分子が水中でどのようにして、2 分子膜構造を形成す



るかを説明し、温度やイオン環境の変化で、様々な構造・機能変化を示すことを
紹介する。 
3 回 遺伝子の変化と病気の成り立ちの関係を分子遺伝学的な立場から説明する。 
4 回 植物組織培養や遺伝子組換えといったバイオテクノロジーを用いて植物が
もつ能⼒について研究したり利用している事例を解説する。 
5 回 様々な骨格構造をもつ有機化合物が生体に対してどのような作用をするか，
どのように役に立っているかを説明する。 
6 回 様々な金属イオンが病気の治療に使われている事を、悪性腫瘍やリウマチ
などの治療に使われている金属含有医薬品の実例を挙げながら解説する。 
7 回 環境に優しい化学を追求するグリーンケミストリーについて説明する。 
8 回 未利用資源の有効利用の重要性について説明する。 
9 回 大気の環境問題についての考え方を、過去に生じたさまざまな問題事例を
挙げながら幅広く説明する。 
10 回 植物からの贈り物―その代謝産物―について講義する。 
11 回 科学論文・特許について解説し、科学者・技術者のキャリアや研究プロセ
スについて説明する。 
12 回 微生物や微生物由来の酵素が日常生活の中で重要な役割を果たしているこ
とを解説する。また、食糧・エネルギー・環境のあらゆる分野で微生物が利用さ
れている事例を紹介する。 
13 回 タデ科植物アイの二次代謝（研究紹介）を例に挙げ，植物の二次代謝につ
いて説明する。 
14 回 化学物質の環境中での動態や生物に与える影響について講義する。 
15 回 これまでの講義を聞いて、生物化学の研究の現状と今後についてレポート
を作成する。 

準備学習 1 回 シラバスや生物化学科のホームページをみて、どのような研究が行われて
いるか見ておくこと。 
2 回 大腸菌およびヒトの各種細胞膜の脂質構成を調べ、比較を行くこと。生体膜
の起源について予習を行うこと。 
3 回 遺伝子が変化すると生物学的にどのような影響があらわれるか、考えてお
くこと。 
4 回 身近な植物でバイオテクノロジーが応用されている事例がないか調べてく
る。 
5 回 有機化学 I で学んだ骨格構造の書き方を復讐しておくこと。 
6 回 我々の⼈体の中で機能している金属イオンの種類や働きについて学習して
おくと理解しやすい。 
7 回 グリーンケミストリーと従来の化学の違いを理解し、説明できるよう復習
を行うこと。 
8 回 農・林産廃棄物のエネルギー利用や食糧への変換に関し予習を行うこと。 
9 回 講義内容をみて、これまでに学んできたこととの関連を考えてみる。 
10 回 身近な植物成分について調べておくこと。 
11 回 講義の中で説明した内容について、予習・復習を行い、科学研究のプロセ
スや特許の仕組みを理解すること。 



12 回 日常の生活を振り返り、微生物が関わっていると思われるものを、少なく
とも１つ以上見つけておくこと。またそれがどのような微生物または微生物酵素
を利用したものであるか調べてみること。 
13 回 植物や微生物を利用して作られる香料や医薬品等の身近なものについて調
べておくこと。 
14 回 講義内容をみて今までの学習内容との関連を考え、予習をすること。 
15 回 これまでの講義を聞いて、自分が最も興味を引かれたものがなんであるか、
考えておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MSP9091 
成績評価 各講義における質疑応答や課題提出などから総合的に評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 応用物理学専攻(11〜12) 
見出し MSP9091 フューチャーライフサイエンス 
担当教員名 櫃本 泰雄 
単位数 2 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード 臨床生命科学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 フューチャーライフサイエンス 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 担当教員により、適宜指示 
授業形態 講義 
注意備考 特になし 
シラバスコード MSP9091 
実務経験のある教員  
達成目標 １）臨床生命科学の基礎を理解し、簡単な説明ができること。２）最近の臨床生

命科学の進展に興味を持つこと。 
受講者へのコメント  
連絡先 臨床生命科学専攻 専攻⻑ 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 臨床生命科学専攻で開講している各特論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 バイオテクノロジーに代表されるよう、臨床生命科学分野の研究は活発であり、

その発展には著しいものがある。理学研究科の臨床生命科学以外の諸専攻におい
ても、このような知識の習得は必要である。この講義では、臨床生命科学分野の
最前線の研究の背景・目的・将来や諸問題点などについて分かり易く解説する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 臨床生命科学科の理学部における存在意義や役割そして医食同源に関する

講義（櫃本） 
2 回 ウェルシュ菌の毒素遺伝子発現調節に関する分子レベルの講義（片山） 
3 回 生体防御機能（免疫システム）に関する講義（櫃本） 
4 回 食に関連する微生物の応用（石原） 



5 回 食品中の農薬分析（小嶋） 
6 回 抗肥満、糖尿病合併症治療薬の開発に関する講義（松浦） 
7 回 生活習慣病における血管周囲神経機能変化の解明に関する講義（橋川成美） 
8 回 正常およびがん幹細胞の増殖・分化を制御する因子の解析とその応用（片
岡） 
9 回 熱ショックタンパクの発現制御（橋川直也） 
10 回 食と予防医学（浜⽥） 
11 回 抗酸化のメカニズム（益岡） 
12 回 動脈硬化症の病理学（由谷） 
13 回 基礎医学と食科学（１）（櫃本） 
14 回 基礎医学と食科学（２）（櫃本） 
15 回 ライフサイエンス全般と食科学、医学の関わり（櫃本） 

準備学習 1 回 身近な臨床生命科学の話題にどのようなものがあるか考えておく 
2 回 講義内容と関連する最近の話題について考えておく 
3 回 講義内容と関連する最近の話題について考えておく 
4 回 講義内容と関連する最近の話題について考えておく 
5 回 講義内容と関連する最近の話題について考えておく 
6 回 講義内容と関連する最近の話題について考えておく 
7 回 講義内容と関連する最近の話題について考えておく 
8 回 講義内容と関連する最近の話題について考えておく 
9 回 講義内容と関連する最近の話題について考えておく 
10 回 講義内容と関連する最近の話題について考えておく 
11 回 講義内容と関連する最近の話題について考えておく 
12 回 講義内容と関連する最近の話題について考えておく 
13 回 講義内容と関連する最近の話題について考えておく 
14 回 これまでの講義の整理をしておく 
15 回 これまでの講義の整理をしておく 

 



年度 2012 
授業コード MSS1111 
成績評価 課題レポートの評価（１００％）にもとづく 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 総合理学専攻(11〜12) 
見出し MSS1111 分離分析学 
担当教員名 山崎 重雄 
単位数 2 
教科書 適宜プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 生体試料、定量、体液 タンパク質 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 分離分析学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する． 
授業形態 講義 
注意備考 物理・化学・生物を含めて分析化学の知識をある程度持っていることが望ましい．

特に装置製造に要する材料、すなわち金属・ガラス・プラスチックなどの知識と
溶液論の知識と電気機器に関する知識等が必要であるので講義の進捗状況に合
わせて資料を配付するので、前もって呼んでくること。 

シラバスコード MSS1111 
実務経験のある教員  
達成目標 装置開発には比較的広い範囲の知識が必要とされること、また原理を把握すれば

適宜に操作や装置の開発が可能であるとの認識を涵養すること。 
受講者へのコメント  
連絡先 １４号館３階山崎（重）研究室 yamazaki＠das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生体などの複雑な組成を持つ試料中の特定の成分を定性・定量を目的とする分析

では、ある程度の分離過程が必要である。これはまた検出法の選択性とも関連し
ている。実際に適用されている分離分析法の基本的な考え方を把握すること。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 分離分析の必要性を講義する。 

2 回 分離の原理（１）分離の基礎について講義する。 
3 回 分離の原理（２）ポテンシャルについて講義する。 



4 回 複数⼒が関与する分離方法について講義する。 
5 回 速度差分離法について講義する。 
6 回 平衡分離法について講義する。 
7 回 分離法の分類 原理と目的について講義する。 
8 回 分離操作（１）分配現象について講義する。 
9 回 分離操作（２）吸着法について講義する。 
10 回 分離操作（３）遠心法について講義する。 
11 回 分離操作（４）膜分離法について講義する。 
12 回 クロマトグラフィー（１）原理について講義する。 
13 回 クロマトグラフィー（２）検出原理について講義する。 
14 回 クロマトグラフィー（３）逆相系分離機構について講義する。 
15 回 クロマトグラフィー（４）光学異性体分離法について講義する。 

準備学習 1 回 各種の金属・合金、ガラス、プラスチックの材質特性を予習してくること。 
2 回 吸光光度法の概念を予習してくること、および渡された資料を予習してく
ること。 
3 回 渡された資料を予習してくること 
4 回 渡された資料を予習してくること 
5 回 渡された資料を予習してくること 
6 回 渡された資料を予習してくること 
7 回 渡された資料を予習してくること 
8 回 渡された資料を予習してくること 
9 回 渡された資料を予習してくること 
10 回 渡された資料を予習してくること 
11 回 渡された資料を予習してくること 
12 回 渡された資料を予習してくること 
13 回 渡された資料を予習してくること 
14 回 渡された資料を予習してくること 
15 回 渡された資料を予習してくること 

 



年度 2012 
授業コード MSS1312 
成績評価 レポート（１００％）によって評価する。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 総合理学専攻(11〜12) 
見出し MSS1312 数理科学特論Ⅵ 
担当教員名 横川 賢二 
単位数 2 
教科書 参考書から適宜指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード 抽象代数学、環論、極小条件を満たす環 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 数理科学特論Ⅵ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 中山・東屋 ”代数学Ⅱ”（岩波）、秋月・鈴木 ”高等代数学Ⅱ”（岩波）、原⽥ ”

環論入門”（共立）、岩永・佐藤 ”環と加群のホモロジー代数的理論”（日本評論
社）、Artin ”Rings with minimum conditions”、Jacobson ”The structure of 
rings”, Albert ”Structure of algebras”、Pierce ”Associative algebras” 

授業形態 講義 
注意備考 講義を理解するために、積極的に質問される事を希望する。又、復習は必須であ

る。 
シラバスコード MSS1312 
実務経験のある教員  
達成目標 抽象的な議論に慣れるようになる。古典的な代数の理論に触れ、現代代数への入

門ができる。 
受講者へのコメント  
連絡先 mdas_yoko＠das.ous.ac.jp 送信時は「＠」を「@」に変更すること。 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 数理科学得論Ｖ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 非可換環の入門として、古典的な多元環論の話をする予定である。多元環論はよ

く整理された分野でいくつかのきれいな結果が得られている。極小条件を満たす
環を扱うが、環自体を扱うだけでなく、モダンな環を取り巻く環境（加群など）
からも環の性質を調べる。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回  イントロダクション、加群、準同形、完全系列について講義する 



2 回  テンサー積について講義する 
3 回  鎖条件について講義する 
4 回  根基（Radical）について講義する 
5 回  単純環、半単純環について講義する（１） 
6 回  単純環、半単純環について講義する（２） 
7 回  森⽥理論について講義する 
8 回  Wedderburn の構造定理について講義する 
9 回  分離多元環について講義する 
10 回  東屋多元環について講義する（１） 
11 回  東屋多元環について講義する（２） 
12 回  接合積について講義する（１） 
13 回  接合積について講義する（２） 
14 回  Brauer 群について講義する 
15 回  まとめ及び、レポート問題に注意を与える 

準備学習 1 回  環論について復習しておくこと。 
2 回  第１回の内容を復習して置くこと。その中には、講義中の問題を考えるこ
とも含まれる。 
3 回  第２回の内容を復習して置くこと。 
4 回  第３回の内容を復習して置くこと。 
5 回  第４回の内容を復習して置くこと。 
6 回  第５回の内容を復習して置くこと。 
7 回  第７回の内容を復習して置くこと。 
8 回  第８回の内容を復習して置くこと。 
9 回  第９回の内容を復習して置くこと。 
10 回  第１０回の内容を復習して置くこと。 
11 回  第１１回の内容を復習して置くこと。 
12 回  第１２回の内容を復習して置くこと。 
13 回  第１２回の内容を復習して置くこと。 
14 回  第１３回の内容を復習して置くこと。 
15 回  第１４回の内容を復習して置くこと。 

 



年度 2012 
授業コード MSS13A1 
成績評価 レポート（１００％）によって評価する。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 総合理学専攻(11〜12) 
見出し MSS13A1 数理科学特論Ⅴ 
担当教員名 横川 賢二 
単位数 2 
教科書 代数入門：東郷重明著：サイエンス社 ただし、絶版のようである。 
アクティブラーニング  
キーワード 代数、環論、「因数分解」 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 数理科学特論Ⅴ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 この内容に触れている、抽象代数の参考書はたくさんある。各自、図書館で選べ

ばよい。 
授業形態 講義 
注意備考 講義を理解するために、積極的に質問される事を希望する。又、復習は必須であ

る。 
シラバスコード MSS13A1 
実務経験のある教員  
達成目標 中学、高等学校で学んだ「因数分解」は、単に計算だけであった。ここでは、環

論の基礎が理解できるとともに、それらを用いて、「因数分解」の理論的面が理解
できるようになる。 

受講者へのコメント  
連絡先 mdas_yoko＠das.ous.ac.jp 送信時は「＠」を「@」に変更すること。 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 数理科学特論Ⅵ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 抽象代数学の「環」の復習から始め、多項式環、ネータ環の諸性質を解説する。

これは、歴史的には、「数」から「環」への考察対象の変化に対応するものであ
る。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回  環の復習を行う（その１） 

2 回  環の復習を行う（その２） 
3 回  素イデアル、極大イデアルについて講義する 



4 回  単項イデアル整域について講義する（その１） 
5 回  単項イデアル整域について講義する（その２） 
6 回  商環、商体について講義する 
7 回  標数について講義する 
8 回  多項式環について講義する（その１） 
9 回  多項式環について講義する（その２） 
10 回  多項式環について講義する（その３） 
11 回  多変数多項式について講義する 
12 回  一意分解整域について講義する 
13 回  一意分解整域上の多項式環について講義する 
14 回  ネータ-環上の多項式環について講義する 
15 回  まとめ、レポート作成についての注意を行う 

準備学習 1 回  群論について復習しておくこと 
2 回  第１回の内容を復習しておくこと、復習の中には、講義中に出した問題を
考えておくことも含まれる。 
3 回  第２回の内容を復習しておくこと 
4 回  第３回の内容を復習しておくこと 
5 回  第４回の内容を復習しておくこと 
6 回  第５回の内容を復習しておくこと。小学生がなぜ分数が分からないか考
えておくこと 
7 回  第６回の内容を復習しておくこと 
8 回  第７回の内容を復習しておくこと 
9 回  第８回の内容を復習しておくこと 
10 回  第９回の内容を復習しておくこと 
11 回  第１０回の内容を復習しておくこと 
12 回  第１１回の内容を復習しておくこと 
13 回  第１２回の内容を復習しておくこと 
14 回  第１３回の内容を復習しておくこと 
15 回  第１４回の内容を復習しておくこと及びレポート問題について考えてお
くこと 

 



年度 2012 
授業コード MSS1512 
成績評価 複数回の小テストを実施し評価する。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 総合理学専攻(11〜12) 
見出し MSS1512 地球惑星科学特論Ⅱ 
担当教員名 板谷 徹丸 
単位数 2 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード 放射年代測定法 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 地球惑星科学特論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSS1512 
実務経験のある教員  
達成目標 ４６億年の地球史概略と事件史解明に必要な放射年代測定法を理解する． 
受講者へのコメント  
連絡先 新 6 号館 2 階 板谷徹丸研究室 itaya@rins.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 なし 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ４６億年前に誕生した原始地球は以来様々な物理化学的環境変化を経験し変遷

してきている。その様々なレベルでの事件史（全地球史）を具体的に講述し地球
の未来を予測する。また，事件史解明に必要な放射年代測定法とその具体的な応
用例を紹介する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 地球型惑星誕生 

2 回 水の惑星 
3 回 生命誕生事件 
4 回 生命の進化 
5 回 ⼈類誕生事件 
6 回 生物大量絶滅事件 



7 回 スノーボール地球事件 
8 回 地球の未来 
9 回 放射年代測定法の原理とアイソクロン法 
10 回 SHRIMP を用いた U-Pb 法とその応用 
11 回 CHIME 年代測定法とその応用 
12 回 タンデトロン炭素 14 法とその応用 
13 回 K-Aｒ法の原理とその応用 
14 回 レーザープローブ Ar-Ar 法とその応用 
15 回 隕石年代学 

準備学習 1 回 太陽系地球型惑星について調べておくこと 
2 回 水を持つ惑星について調べておくこと 
3 回 生命誕生における化学進化について調べておくこと 
4 回 ダーウィン進化論について調べておくこと 
5 回 猿⼈誕生について調べておくこと 
6 回 生物大量絶滅の要因について調べておくこと 
7 回 原生代後期の全地球凍結について調べておくこと 
8 回 ⼈口爆発する地球の未来について考えておく 
9 回 放射性同位元素について調べておくこと 
10 回 二次イオン質量分析計について調べておくこと 
11 回 電子線微小部化学分析装置について調べておくこと 
12 回 加速器について調べておくこと 
13 回 カリウム 40 の崩壊の仕方について調べておくこと 
14 回 原子炉での中性子照射について調べておくこと 
15 回 火星隕石について調べておくこと 

 



年度 2012 
授業コード MSS15A2 
成績評価 課題提出（１００％）によって評価する。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 総合理学専攻(11〜12) 
見出し MSS15A2 応用数理科学特論Ⅵ 
担当教員名 澤江 隆一 
単位数 2 
教科書 講義中にプリントを適宜配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 確率空間、完全加法族、確率測度、確率変数、有限次元・無限次元確率空間 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 応用数理科学特論Ⅵ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSS15A2 
実務経験のある教員  
達成目標 ここで取り扱う情報に関する基礎概念（対話的証明、ゼロ知識証明、もつれ合い、

暗号理論等）について理解する。特に、計算量の表示について理解する。 
受講者へのコメント  
連絡先 ２０号館６階 澤江研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 総合理学専攻の受講者はなかった 
英文科目名  
関連科目 特になし 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 情報の基礎的な内容から、その情報システム的な理解を通して、これからの情報

システム及び計算などの理解を深めることを目的とする。グラフ理論の情報シス
テム的な応用、結び目ともつれ合いとの関連などを通して、対話的証明システム
について理解する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 情報数理の基礎Ｉ 

2 回 情報数理の基礎 II 
3 回 情報システムに於けるシステム解析 I 
4 回 情報システムに於けるシステム解析 II 
5 回 学習理論と情報システム 



6 回 対話的証明について 
7 回 ゼロ知識証明について 
8 回 暗号システムと彩色問題についてⅠ 
9 回 暗号システムと彩色問題についてⅡ 
10 回 もつれ合いの数理 
11 回 もつれ合いと結び目Ⅰ 
12 回 もつれ合いと結び目Ⅱ 
13 回 もつれ合いと計算 
14 回 計算機実習 
15 回 総括と復習 

準備学習 1 回 学部の情報関連の科目を予習しておくこと 
2 回 前回の講義内容を復習、理解しておくこと 
3 回 確率論基礎などを予習しておくこと 
4 回 前回の講義内容を復習、理解しておくこと 
5 回 初回の講義内容から復習しておくこと 
6 回 グラフ理論を復習しておくこと 
7 回 前回の講義内容を復習、理解しておくこと 
8 回 前回の講義内容を復習、理解しておくこと 
9 回 計算時間などの基礎的な考えになれること 
10 回 ベクトル空間の復習をしておくこと 
11 回 前回の講義内容を復習、理解しておくこと 
12 回 前回の講義内容を復習、理解しておくこと 
13 回 計算時間についてなどを再度確認すること 
14 回 パソコンの操作法を確認しておくこと 
15 回 これまでの講義の整理をしておく 

 



年度 2012 
授業コード MSS1711 
成績評価 課題消化を含む受講状況（20%）、レポート（80%）による。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 総合理学専攻(11〜12) 
見出し MSS1711 応用数理科学特論Ⅰ 
担当教員名 山崎 洋一 
単位数 2 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード 漸近展開, ランダウ記号, 広義積分 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 応用数理科学特論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 必要に応じて参考資料を配布する 
授業形態 講義 
注意備考 学部の微積分計算⼒についてよく復習しておくのが望ましい。 
シラバスコード MSS1711 
実務経験のある教員  
達成目標 複雑な関数、特に積分で与えられた関数について、ランダウ記号を用いた計算に

よって、 
1) 特異点や∞での主要部を求められること。 
2)必要なだけ漸近展開できること。 
3)収束・発散の判定や極限値を計算できること。 

受講者へのコメント  
連絡先 20 号館 5F 山崎洋一研究室 086-256-9498 ｙｏ＿ｙａｍａ＠ｍｄａｓ．ｏｕ

ｓ．ａｃ．ｊｐ 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講者なしのため未開講 
英文科目名  
関連科目 なし 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 応用解析上特に必要となる解析学の基礎技術として、関数および数列の極限挙動

の解析法（漸近展開など）について、演習を交えて学習する。微分可能性やリプ
シッツ連続性、ロピタルの定理、テイラー展開、広義積分の収束判定など学部の
解析学で学んだ概念も、すべてランダウのオーと漸近展開の概念で統一的に理解
でき、ほぼ機械的に計算・評価できるようになる。 

対象学年 1 年/2 年 



授業内容 1 回 オリエンテーションののち、ランダウのオーの概念について解説する。 
2 回 漸近挙動の比較、漸近展開の概念について解説する。 
3 回 テイラー展開の合成法について解説する。 
4 回 漸近展開の積分について、ロピタルの定理との関係にも触れながら解説す
る。 
5 回 ランダウのオーによる解析学の諸概念（連続性・微分可能性・リプシッツ連
続性など）の定義について解説する。 
6 回 無限大での漸近展開について、注意点とともに説明する。特に数列や漸近線
について考察する。 
7 回 広義積分の収束発散と漸近展開の関係について解説する。 
8 回 前回に引き続き、広義積分の収束発散と漸近展開の関係について解説する。 
9 回 広義積分の収束発散と漸近展開の関係について、最終的なまとめを行う。 
10 回 数列の和の収束発散を積分を用いて判定する方法と、その発展として数列
の漸近展開を求める方法について解説する。 
11 回 和差分の漸近展開への応用について考察する。 
12 回 Stirling の公式を紹介し、そのいろいろな証明方法と漸近展開との関係に
ついて解説する。 
13 回 オイラー・マクローリンの和公式を紹介し、その利用方法（特に Stirling の
公式や調和級数の漸近展開への応用）について解説する。 
14 回 いろいろな例で、これまでに学んだ方法論を用いて漸近展開を求める演習
を行う。 
15 回 総合的にまとめ、レポート作成について説明する。 

準備学習 1 回 特になし 
2 回 第 1 回の内容を復習しておくこと。 
3 回 テイラー展開を復習し、主要な展開を記憶しておくこと。 
4 回 前回の課題を解いておくこと。 
5 回 前回の課題を解いておくこと。 
6 回 第 5 回までの内容をすべて復習しておくこと。 
7 回 第 6 回の内容と広義積分の復習をしておくこと。 
8 回 前回の課題を解いておくこと。 
9 回 前回の課題を解いておくこと。 
10 回 第 9 回の内容を復習しておくこと。 
11 回 第 10 回の内容を復習しておくこと。 
12 回 前回の課題を解いておくこと。 
13 回 第 12 回の内容を復習しておくこと。 
14 回 第 13 回までの内容をすべて復習しておくこと。 
15 回 前回の課題を解いておくこと。全体を通して、疑問点などをまとめておく
こと。 

 



年度 2012 
授業コード MSS1712 
成績評価 レポート（100%）による。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 総合理学専攻(11〜12) 
見出し MSS1712 応用数理科学特論Ⅱ 
担当教員名 山崎 洋一 
単位数 2 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード 測度、積分、完備性 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 応用数理科学特論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ルベーグ積分 30 講／志賀浩二／朝倉書店 
授業形態 講義 
注意備考 微積分の教科書で、特に上極限・下極限・開集合・閉集合の概念を復習しておく

こと。示された定義と性質を次々と繰り返し使うので、毎回の復習は必須である。 
シラバスコード MSS1712 
実務経験のある教員  
達成目標 1) Lebesbue 積分はなぜ必要であったかを把握し、簡潔に説明できること。 

2) 測度論の典型的議論に慣れ、簡単な演習問題が解けること。 
3) Lebesgue 積分の重要な収束定理とその相互関係を把握すること。 

受講者へのコメント  
連絡先 20 号館 5F 山崎洋一研究室 086-256-9498 ｙｏ＿ｙａｍａ＠ｍｄａｓ．ｏｕ

ｓ．ａｃ．ｊｐ 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 なし 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 測度論と Lebesgue 積分論は現代解析学および確率論で必須の概念であり、測度

論と積分論は表裏一体の関係にある。その本質はいずれも“完備化”であり、可算
単調閉性をもつ集合族（関数族）の上で可算単調連続性を持つ正値加法的汎関数
をいかにして定義するか、がすべてといってよい。この哲学のもとに、Lebesgue
の思想と Caratheorory の手法を紹介し、また“完備化”の一意性とそれがもたらす
効用を学ぶことが目的である。 

対象学年 1 年/2 年 



授業内容 1 回 測度の概念について、歴史も交えて基本から説明する。 
2 回 有限加法族と有限加法的測度の基本性質について説明する。 
3 回 σ 加法族の概念と σ 加法的測度の性質について説明する。 
4 回 Caratheodory 外測度と Caratheodory 可測集合の概念について説明する。 
5 回 Caratheodory-Hoph の拡張定理の証明を説明する。 
6 回 Lebesgue 外測度と Lebesgue 測度空間、およびボレル集合について解説す
る。 
7 回 測度空間の正則性の概念について説明する。 
8 回 可測包および零集合の概念と性質について説明する。 
9 回 測度空間の完備性の概念と完備化の方法について説明する。 
10 回 Caratheorody 可測集合族の一意性と最大性について証明する。 
11 回 Lebesgue 式積分の概念、測度空間と Lebesgue 式積分の関係について解説
する。 
12 回 測度論と積分論の関係について、丁寧に説明する。 
13 回 収束定理の成立原理および Fatou の不等式について、詳しく説明する。 
14 回 Beppo-Levi の定理と Lp 空間の完備性を証明する。 
15 回 微積分の基本定理と Lebesgue 積分の関係について、いろいろな例を挙げ
て説明する。 

準備学習 1 回 特になし 
2 回 第 1 回の内容を復習しておくこと。 
3 回 第 2 回の内容を復習しておくこと。 
4 回 第 3 回の内容を復習しておくこと。 
5 回 第 4 回の内容を復習しておくこと。 
6 回 第 5 回の内容を復習しておくこと。 
7 回 第 6 回の内容を復習しておくこと。 
8 回 第 7 回の内容を復習しておくこと。 
9 回 第 8 回の内容を復習しておくこと。 
10 回 第 9 回の内容を復習しておくこと。 
11 回 第 10 回の内容を復習しておくこと。 
12 回 第 11 回の内容を復習しておくこと。 
13 回 第 12 回の内容を復習しておくこと。 
14 回 第 13 回の内容を復習しておくこと。 
15 回 第 14 回の内容を復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MSS1721 
成績評価 レポート（１００％） 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 総合理学専攻(11〜12) 
見出し MSS1721 生体分析学 
担当教員名 山崎 重雄 
単位数 2 
教科書 適宜プリントを配布する． 
アクティブラーニング  
キーワード 生体成分 体液 血液 尿 組織抽出液 アミン アミノ酸 タンパク質 選

択検出 
酵素 

開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 生体分析学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する． 
授業形態 講義 
注意備考 ある程度の分析化学および生化学の知識を持っていることが望ましい． 
シラバスコード MSS1721 
実務経験のある教員  
達成目標 測定対象の化学構造から採用可能な手法を推定出来るようにする。 
受講者へのコメント  
連絡先 １４号館３階山崎（重）研究室 

yamazaki@das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 分離分析学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生体中の成分の分析法について講義する．尿，血液，組織抽出液などに含まれる

ナトリウムイオン，アンモニウムイオン，アミノ酸，カルボン酸などの低分子量
成分および酵素，蛋白質などの高分子量成分の定性・定量などの方法について原
理と基本的手法を把握させること． 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 吸光光度法と蛍光検出法について講義する。 

2 回 速度法と触媒法について講義する。 
3 回 酵素とアイソザイムについて講義する。 



4 回 低分子量成分の逆相クロマトグラフィーについて講義する。 
5 回 イオン交換樹脂とイオンクロマトグラフィーについて講義する。 
6 回 タンパク質のゲルクロマトグラフィーについて講義する。 
7 回 電気泳動による DNA 分離法について講義する。 
8 回 電気泳動によるアイソザイムの分離法について講義する。 
9 回 ICP 法，電極法および質量分析計について講義する。 
10 回 生理活性アミンの分離分析法について講義する。 
11 回 ストレス物質測定法とその問題点について講義する。 
12 回 免疫法（EIA および RIA）について講義する。 
13 回 尿中と血液中成分について講義する。 
14 回 組織抽出液とその他体液について講義する。 
15 回 数値の信頼性について講義する。 

準備学習 1 回 分光学の入門書に目を通して来ること 
2 回 配布資料を予習してくること 
3 回 配布資料を予習してくること 
4 回 配布資料を予習してくること 
5 回 配布資料を予習してくること 
6 回 配布資料を予習してくること 
7 回 配布資料を予習してくること 
8 回 配布資料を予習してくること 
9 回 配布資料を予習してくること 
10 回 配布資料を予習してくること 
11 回 配布資料を予習してくること 
12 回 配布資料を予習してくること 
13 回 配布資料を予習してくること 
14 回 配布資料を予習してくること 
15 回 配布資料を予習してくること 

 



年度 2012 
授業コード MSS17A2 
成績評価  
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 総合理学専攻(11〜12) 
見出し MSS17A2 生物化学特論Ⅰ 
担当教員名 濱⽥ 博喜 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生物化学特論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSS17A2 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード MSS19A1 
成績評価 出席、レポート、課題発表によって評価する。 
曜日時限 月曜日 9・10 時限 
対象クラス 総合理学専攻(11〜12) 
見出し MSS19A1 環境生物学特論Ⅰ 
担当教員名 八⽥ 貴 
単位数 2 
教科書 適宜、プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 環境バイオテクノロジー、グリーンバイオテクノロジー、ホワイトバイオテクノ

ロジー、レッドバイオテクノロジー 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特に無し。 
科目名 環境生物学特論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 橋本直樹 著 『レクチャー バイオテクノロジー』 培風館塚越規弘 編集 「応

用微生物学」 朝倉書店 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSS19A1 
実務経験のある教員  
達成目標 最近の環境生物学のトピックスについて理解し、自分の研究に役立てる。また、

英語学術論文を読むことにより理解を深める。さらに、プレゼンテーションを行
い他⼈に理解してもらえる能⼒を身につける事を目的とする。 

受講者へのコメント 特に無し。 
連絡先 6 号館 2 階 八⽥ 教授室 086-256-9515 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特に無し。 
英文科目名  
関連科目 環境生物学特論ⅠI 
次回に向けての改善変更予定 特に無し。 
講義目的 生命現象の基になる遺伝子／酵素の研究は近年めざましく、遺伝子レベルの解析

なしでは生命現象を論ずる事が難しいと思えるほどである。また、最近の微生物、
植物を中心とした遺伝子工学の研究は基礎から実用まで極めて高度に進展して
いるのが現状である。この講義では微生物・植物の DNA のクローニング方法、
導入方法、またそれらの遺伝情報がどのように利用されているかを述べる。さら
に、最近の専門書や研究論文を解説し、より理解を深める。 

対象学年 1 年/2 年 



授業内容 1 回 オリエンテーション、遺伝子工学とは？ 全体像を説明する。 
2 回 遺伝子工学の歴史について説明する。 
3 回 遺伝子工学の現代の手法と応用について説明する。 
4 回 バイオテクノロジーの歴史について説明する。 
5 回 応用微生物・植物学・動物学の現代の手法と応用について説明する。 
6 回 植物遺伝子工学について説明する。 
7 回 植物への DNA 導入について説明する。 
8 回 iPS 細胞の役割について説明する。 
9 回 環境汚染物質除去における微生物と植物の役割について説明する。 
10 回 関連した論文の解説をする。I 
11 回 関連した論文の解説をする。II 
12 回 関連した論文の解説をする。 III 
13 回 （課題発表）I：レポート作成。受講生が説明する。 
14 回 （課題発表）II：レポート作成。受講生が説明する。 
15 回 （課題発表）II：レポート作成。受講生が説明する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 遺伝子工学について調べておくこと。 
3 回 遺伝子工学の応用について調べておくこと。 
4 回 有用微生物について調べておくこと。 
5 回 微生物・植物・動物の産業への応用について調べておくこと。 
6 回 組み換え植物について調べておくこと。 
7 回 組み換え植物について調べておくこと。 
8 回 iPS 細胞について調べておくこと。 
9 回 環境汚染について調べておくこと。 
10 回 英語論文の和訳をしておくこと。 
11 回 英語論文の和訳をしておくこと。 
12 回 英語論文の和訳をしておくこと。 
13 回 各⼈が発表するレポートの準備をしておくこと。 
14 回 各⼈が発表するレポートの準備をしておくこと。 
15 回 各⼈が発表するレポートの準備をしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MSS2111 
成績評価 授業に置ける学習態度（100%)で評価する。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 総合理学専攻(11〜12) 
見出し MSS2111 遺伝学特論 
担当教員名 桑澤 清明 
単位数 2 
教科書 新しく出版された原著論文を前もって配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特になし。 
科目名 遺伝学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 授業中に適宜示す。 
授業形態 講義 
注意備考 原著論文は読み上げた後翻訳を発表するが、翻訳文は正式な日本語に書き留めて

おくこと。 
シラバスコード MSS2111 
実務経験のある教員  
達成目標 原著論文と接し、読会することによっで科学の国際的共通理解を深め、実験を通

じて得られ多科学的根拠の発見や実験手法の工夫を臨場的に理解することを目
標とする。 

受講者へのコメント 原著論文の読み方が次第に速くなり進歩が目に見えた。 
連絡先 ７号館 2 階 桑澤研究室 086-256-9408 kuwasawa@das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 原著（英文）論文をできるだけ多く読むことを心掛ける。 
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 原著論文の購読のほか、presentation の実技も入れる授業をしたい。 
講義目的 原核生物から単細胞動物を経て多細胞生物へと進化した動物における環境への

適応進化の過程で変わること無く受け継がれる諸原理があり、一方で、進化によ
って修正され欠落した特徴の遺伝的意義に付いて理解する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 英文原著論文を読解しながら進化と遺伝の概念について包括的関係を講義

する。 
2 回 英文原著論文を読解しながら原核生物の起源と進化について講義する。 
3 回 英文原著論文を読解しながら単細胞生物の行動と興奮性機構に付いて講義



する。 
4 回 英文原著論文を読解しながら単細胞生物における細胞膜のイオン機構につ
いて講義する。 
5 回 英文原著論文を読解しながら単細胞生物の膜電位と繊毛・鞭毛運動につい
て講義する。 
6 回 英文原著論文を読解しながら単細胞生物と多細胞生物の組織・器官との興
奮機構上の遺伝学的一貫性と差異について講義する。 
7 回 英文原著論文を読解しながら多細胞動物の細胞間コミュニケーション進化
について講義する。 
8 回 英文原著論文を読解しながら多細胞生物における情報伝達機構を講義する。 
9 回 英文原著論文を読解しながら化学伝達物質の進化と中枢神経系との関係に
ついて講義する。 
10 回 英文原著論文を読解しながらホルモンによる細胞間連関機構について講義
する。 
11 回 英文原著論文を読解しながら具体的な細胞間興奮伝達機構の進化に付いて
講義する。 
12 回 英文原著論文を読解しながら神経系の系統進化に付いて講義する。 
13 回 英文原著論文を読解しながら行動と受容器との神経生理学的関係を講義す
る。 
14 回 英文原著論文を読解しながら高次中枢の機能の進化に付いて講義する。 
15 回 英文原著論文を読解しながら学習行動の中枢機構について講義する。 

準備学習 1 回 授業で使用する予め指定された原著論文を翻訳し発表できるようにしてお
くこと。 
2 回 授業で使用する予め指定された原著論文を翻訳し発表できるようにしてお
くこと。 
3 回 授業で使用する予め指定された原著論文を翻訳し発表できるようにしてお
くこと。 
4 回 授業で使用する予め指定された原著論文を翻訳し発表できるようにしてお
くこと。 
5 回 授業で使用する予め指定された原著論文を翻訳し発表できるようにしてお
くこと。 
6 回 授業で使用する予め指定された原著論文を翻訳し発表できるようにしてお
くこと。 
7 回 授業で使用する予め指定された原著論文を翻訳し発表できるようにしてお
くこと。 
8 回 授業で使用する予め指定された原著論文を翻訳し発表できるようにしてお
くこと。 
9 回 授業で使用する予め指定された原著論文を翻訳し発表できるようにしてお
くこと。 
10 回 授業で使用する予め指定された原著論文を翻訳し発表できるようにしてお
くこと。 
11 回 授業で使用する予め指定された原著論文を翻訳し発表できるようにしてお



くこと。 
12 回 授業で使用する予め指定された原著論文を翻訳し発表できるようにしてお
くこと。 
13 回 授業で使用する予め指定された原著論文を翻訳し発表できるようにしてお
くこと。 
14 回 授業で使用する予め指定された原著論文を翻訳し発表できるようにしてお
くこと。 
15 回 授業で使用する予め指定された原著論文を翻訳し発表できるようにしてお
くこと。 

 



年度 2012 
授業コード MSS2311 
成績評価 レポートと課題発表(80%)と定期試験(20%)により評価する。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 総合理学専攻(11〜12) 
見出し MSS2311 地球環境科学特論Ⅲ 
担当教員名 山口 一裕 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 水文地質学 鉱物 粘土鉱物 やきもの 実習 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 地球環境科学特論Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 他の科目と合同で実施される予定の実習には必ず参加すること。 
シラバスコード MSS2311 
実務経験のある教員  
達成目標 水文地質学の基礎を理解する。 

水−岩石(鉱物)反応を PC を用いて理解する。 
野外実習をして実物に触れてみる。 
やきもの作成を通して粘土鉱物の性質について理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先 研究室 7 号館 1 階 yamaguti〔アトマーク〕das.opus.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 地球環境問題として地下水汚染が注目されるようになり、水循環だけでなく、水

質の形成メカニズムを理解することが重要になって生きている。地下水の水質を
決める水−鉱物反応、粘土鉱物の生成について学習し、実際にパーソナルコンピ
ューターの汎用計算ソフトを利用して、より実践的な Chemical Hydrogeology の
講義を行いたい。後半では実習を取り入れ、粘土鉱物の有効利用について学習す
る。コンピューターで地球化学の基礎的な計算を実際に経験することによって、
より実践的な知識と技術を養うことを目標とする。他の科目とあ 

対象学年 1 年/2 年 



授業内容 1 回  オリエンテーション 水―鉱物反応の熱⼒学的基礎 
2 回  地下水中で生じる平衡反応 
3 回  地下水水質のための分析化学 
4 回  造岩鉱物と風化作用による粘土鉱物の生成 
5 回  造岩鉱物の溶解：鉱物 1 成分系の固相液相反応 
6 回  造岩鉱物の溶解：鉱物 2 成分系，鉱物 3 成分系 
7 回  野外実習 造岩鉱物 
8 回  野外実習 造岩鉱物 
9 回  野外実習 水文調査 
10 回  粘土鉱物の加熱変化 
11 回  粘土鉱物の有効利用 やきものの科学 
12 回  釉薬の化学 
13 回  実習 粘土の可塑性 
14 回  実習 焼結の実験 
15 回  実習 釉薬の実験 

準備学習 1 回  シラバスを読んで講義内容を把握する。 
2 回  エクセルの使い方を復習すること。 
3 回  前回提示した問題で予習しておくこと。 
4 回  前回提示した問題で予習しておくこと。 
5 回  前回提示した問題で予習しておくこと。 
6 回  前回提示した問題で予習しておくこと。 
7 回  造岩鉱物について復習しておくこと。 
10 回  粘土の用途について調べておくこと。 
11 回  粘土鉱物の構造について調べておくこと。 
12 回  釉薬について調べておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MSS2312 
成績評価 授業での活動状況(100%)による。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 総合理学専攻(11〜12) 
見出し MSS2312 生物科学特論 
担当教員名 桑澤 清明 
単位数 2 
教科書 プリント使用 
アクティブラーニング  
キーワード reading ability for English references, oral presentation, a master's thesis 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生物科学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 修士の研究課題に直接，間接に関連した英文の原著論文や総説。 
授業形態 講義 
注意備考 文献を熟読して、その詳しい内容を聴衆のまえで口頭発表できるように纏めてお

くこと。 
シラバスコード MSS2312 
実務経験のある教員  
達成目標 英文文献を精読して、その内容を限られた時間内に自分の論文であるかの如く分

り易くかつ批評を加えて発表できる様になる。このため出来るだけ多くの英文論
文を読破する。 

受講者へのコメント  
連絡先 7 号館 2 階 桑澤研究室 086-256-9408 kuwasawa@das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 １）英文原著論文や英文総説の読解⼒を高める。 

２）読んだ論文の内容を正しく分りやすく発表する。 
３）英文で論文を書く基礎⼒を養う。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 原著論文の解説と講義（1）をする。 

2 回 原著論文の解説と講義（2）をする。 
3 回 原著論文の解説と講義（3）をする。 
4 回 原著論文の解説と講義（4）をする。 



5 回 原著論文の解説と講義（5）をする。 
6 回 原著論文の解説と講義（6）をする。 
7 回 原著論文の解説と講義（7）をする。 
8 回 原著論文の解説と講義（8）をする。 
9 回 原著論文の解説と講義（9）をする。 
10 回 原著論文の解説と講義（10）をする。 
11 回 原著論文の解説と講義（11）をする。 
12 回 原著論文の解説と講義（12）をする。 
13 回 原著論文の解説と講義（13）をする。 
14 回 原著論文の解説と講義（14）をする。 
15 回 原著論文の解説と講義（15）をする。 

準備学習 1 回 重要な参考英文原著論文の日本語翻訳を行っておくこと。 
2 回 重要な参考英文原著論文の日本語翻訳を行っておくこと。 
3 回 重要な参考英文原著論文の日本語翻訳を行っておくこと。 
4 回 重要な参考英文原著論文の日本語翻訳を行っておくこと。 
5 回 重要な参考英文原著論文の日本語翻訳を行っておくこと。 
6 回 重要な参考英文原著論文の日本語翻訳を行っておくこと。 
7 回 重要な参考英文原著論文の日本語翻訳を行っておくこと。 
8 回 重要な参考英文原著論文の日本語翻訳を行っておくこと。 
9 回 重要な参考英文原著論文の日本語翻訳を行っておくこと。 
10 回 重要な参考英文原著論文の日本語翻訳を行っておくこと。 
11 回 重要な参考英文原著論文の日本語翻訳を行っておくこと。 
12 回 重要な参考英文原著論文の日本語翻訳を行っておくこと。 
13 回 重要な参考英文原著論文の日本語翻訳を行っておくこと。 
14 回 重要な参考英文原著論文の日本語翻訳を行っておくこと。 
15 回 重要な参考英文原著論文の日本語翻訳を行っておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MSS2332 
成績評価  
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 総合理学専攻(09〜10) 
見出し MSS2332 動物学特論 
担当教員名 桑澤 清明 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 動物学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSS2332 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード MSS23A1 
成績評価 宿題(30%)、レポート(70%) 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 総合理学専攻(11〜12) 
見出し MSS23A1 応用数理科学特論Ⅴ 
担当教員名 村上 悟 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 上限・下限、ボルツァーノ・ワイエルシュトラスの定理、コーシーの収束条件、

バナッハ空間 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 応用数理科学特論Ⅴ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 受講者の学習状況・理解度に応じて講義の進度を少し変更することがある。 
シラバスコード MSS23A1 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) 与えられた数列や関数に対して、次の事項を解決できるようにこと。 

 ・上限・下限や上極限・下極限を求めること 
 ・級数や広義積分の収束・発散の判定に比較定理を使用すること。 
(2) ボルツァーノ・ワイエルシュトラスの定理等を使用して、解析学におけるい
くつかの基本的事項の証明を自⼒で行えるようになること。 
(3) 「完備性」など抽象的概念に習熟し、具体的に与えられたいくつかの関数空
間に対して完備性の確認ができること。 
(4) バナッハ空間におけるいくつかの基本的事項を理解すること。 

受講者へのコメント  
連絡先 １１号館７階村上悟研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 学部における微分積分学、線形代数学、微分方程式関係の講義科目、複素数関数

論の講義科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 学部における解析系講義内容を基にして、数学的理論面の習熟を図る。上限・下

限や上極限・下極限などいくつかの基礎事項の整理から始めて、ボルツァーノ・



ワイエルシュトラスの定理やコーシーの収束条件などの解析学の理論面におけ
る重要事項およびそれらの応用法を講義する。さらに、無限次元空間の解析を目
標に、その典型例であるバナッハ空間およびその上の作用素について作用素ノル
ムやスペクトルなどの基本事項を概説する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション、実数の性質（１） 

2 回  実数の性質（２） 
3 回  極限とコーシーの収束条件 
4 回  一様連続性とリーマン和 
5 回  バナッハ空間とその例（１） 
6 回  バナッハ空間とその例（２） 
7 回  縮小写像の原理とその応用 
8 回  バナッハ空間上の有界線形作用素（１） 
9 回  バナッハ空間上の有界線形作用素（２） 
10 回  有限次元バナッハ空間の性質 
11 回  バナッハ空間に値をとる関数（１） 
12 回  バナッハ空間に値をとる関数（２） 
13 回  有界線形作用素のスペクトル（１） 
14 回  有界線形作用素のスペクトル（２） 
15 回  有限次元方程式のスペクトル解析 

準備学習 1 回 シラバスを確認し、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 テキストに基づいて上極限・下極限・部分列の概念を調べ、ボルツァーノ・
ワイエルシュトラスの定理について理解を深めておくこと。 
3 回 テキストに基づいて、数列や関数の極限の収束条件を調べておくこと。 
4 回 学部１年次で使用した微分積分学のテキストに基づいて、関数の連続性お
よび区分求積法について調べておくこと。 
5 回 学部１・２年次で使用した線形代数学のテキストに基づいて、ベクトル空間
の概念を整理・復習しておくこと。 
6 回 テキストに基づいて、連続関数の空間や一様収束性の概念を調べておくこ
と。 
7 回 微分方程式に対する初期値問題の解について、微分方程式関係の図書を調
べておくこと。 
8 回 学部１・２年次で使用した線形代数学のテキストに基づいて、行列と一次変
換について、整理・復習しておくこと。 
9 回 テキストに基づいて、無限次元バナッハ空間上の有界線形作用素について
予習しておくこと。 
10 回 第２回、および第５回の講義内容を整理して、ボルツァーノ・ワイエルシ
ュトラスの定理を復習しておくこと。 
11 回 有限次元空間から無限次元空間への理論の拡張において、「完備性」が果た
す役割をテキスト９節の対応する定理の証明を通して観察しておくこと。 
12 回 複素関数論のテキストを通して、線積分の計算法を復習しておくこと。 
13 回 学部１・２年次で使用した線形代数学のテキストに基づいて、逆行列と行



列式について整理しておくこと。 
14 回 学部１・２年次で使用した線形代数学のテキストに基づいて、行列の固有
値と固有ベクトルを整理しておくこと。 
15 回 微分方程式関係の図書を調べ、線形微分方程式に対する定数変化法の公式
をまとめておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MSS2511 
成績評価 課題提出（１００％）によって評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 総合理学専攻(11〜12) 
見出し MSS2511 応用数理科学特論Ⅲ 
担当教員名 伊代野 淳 
単位数 2 
教科書 特になし。 
アクティブラーニング  
キーワード 複素フーリエ変換、CT、ラドン変換 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 受講者１名でありアンケートは実施していない 
科目名 応用数理科学特論Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 画像処理アルゴリズム／⻫藤恒雄／(近代科学社) 
授業形態 講義 
注意備考 課題提出（１００％）によって評価する。 
シラバスコード MSS2511 
実務経験のある教員  
達成目標 フーリエ級数、フーリエ変換、逆フーリエ変換について理解を深め、ＣＴを題材

として使いこなせるようにする。あわせて、Ｃ言語(もしくは Java 言語）を使っ
たプログラミングでＣＴを実現できるようになる。 

受講者へのコメント 受講者１名でありアンケートは実施していない 
連絡先 ７号館３階伊代野研究室 ０８６−２５６−９６０２ 

iyono[atmark]das.ous.ac.jp [atmark]を@に変更し送信すること。 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講者１名でありアンケートは実施していない 
英文科目名  
関連科目 引き続き応用数理科学特論４の受講が望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 受講者１名でありアンケートは実施していない 
講義目的 物質に X 線などのビームを照射したときに、物質内部を透過して形成される投影

データから、物体の任意の断面における２次元的な分布を求めることが出来る。
これを計算機によって画像化する手法をＣＴ（computer tomography）という。
講義では、画像データとデジタル信号処理、フーリエ変換と離散フーリエ変換、
ＣＴ技術の基礎であるＲＡＤＯＮ変換、再構成の原理並びにそのアルゴリズムに
ついて講義する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回  デジタル画像とＣＴの概要について説明する。 



2 回  復習として，フーリエ級数について説明する。 
3 回   復習として，フーリエ変換について説明する。 
4 回  フーリエ変換の諸定理につて説明する。 
5 回  フーリエ変換：畳み込み積分について説明する。 
6 回  フーリエ変換：サンプリング定理について説明する。 
7 回  フーリエ変換：サンプリング定理の応用について説明する。 
8 回  デジタル信号処理について説明する。 
9 回  離散時間におけるインパルス関数について説明する。 
10 回  離散フーリエ変換について説明する。 
11 回  ２次元のフーリエ変換と画像について説明する。 
12 回  ＣＴ(Computer Tomography)の基礎：ラドン変換について説明する。 
13 回  ＣＴ(Computer Tomography)の基礎：再構成について説明する。 
14 回  ＣＴ(Computer Tomography)のアルゴリズムについて説明する。 
15 回  ＣＴ(Computer Tomography)のプログラミングについて説明する。 

準備学習 1 回 シラバスを事前に確認し、学習過程を把握すること。 
2 回 学部の数学科目、特に級数について復習すること。 
3 回 前回のフーリエ級数、複素表示にくいて復習すること。 
4 回 複素表示でのフーリエ変換をマスターしておくこと。 
5 回 諸定理を使いこなせるように、演習をしておくこと。 
6 回 デジタル化、量子化について学習しておくこと。 
7 回 サンプリングの特性を理解しておくこと。 
8 回 信号処理（フィルター処理）としてのフーリエ変換について事前に調べてお
くこと。 
9 回 δ 関数、ステップ関数またその列について事前に調べておくこと。 
10 回 前回までのデジタル処理を理解しておくこと。 
11 回 2 次元データ列としての画像を解釈できるようにすること。 
12 回 フーリエ変換、各種積分公式を調べておくこと。 
13 回 フーリエ変換と逆フーリエ変換を正しく使いこなせるように、準備するこ
と。 
14 回 画像データの取り扱いを行うので、C 言語を復習すること。 
15 回 FFT、CT を C 言語でプログラミングするので準備を行うこと。 

 



年度 2012 
授業コード MSS25A1 
成績評価 講義の出席状況（50％）、課題発表（50％）による。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 総合理学専攻(11〜12) 
見出し MSS25A1 環境生物学特論Ⅱ 
担当教員名 猶原 順 
単位数 2 
教科書 適宜、プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 大気環境、水質環境、廃棄物、循環型社会、環境計測、環境アセスメント、環境

ホルモン、ダイオキシン 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 環境生物学特論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 環境・循環型社会・生物多様性白書、環境省、平成 23 年度版 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSS25A1 
実務経験のある教員  
達成目標 ⼈間の生活活動に伴って生じた環境問題のうち、河川や湖沼の汚濁・汚染、海洋

環境の破壊、有機系有害物質による汚染、無機系有害物質による汚染、大気汚染、
酸性雨といった具体的な問題について理解する。また、生物に対する環境の変化
の影響や、バイオモニターとしての生物について理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先 E-mail:jnaohara@bme.ous.ac.jp, Tel&Fax:086-256-9711、１２号館１階 猶原教

授室  
フィスアワー：金昼 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講者無し 
英文科目名  
関連科目 ⼈間環境工学特論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ⼈間の生活活動に伴って生じた環境問題のうち、河川や湖沼の汚濁・汚染、海洋

環境の破壊、有機系有害物質による汚染、無機系有害物質による汚染、大気汚染、
酸性雨といった具体的な問題について解説し、理解を深める。また、生物に対す
る環境の変化の影響や、バイオモニターとしての生物について紹介し、理解を深
める。 



対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 水質汚濁（河川・湖沼・海洋）について説明する。 
3 回 高度水処理技術について説明する。 
4 回 大気汚染について説明する。 
5 回 地球温暖化・酸性雨について説明する。 
6 回 有機系有害物質の汚染（ダイオキシン,PCB）について説明する。 
7 回 有機系有害物質の汚染（環境ホルモン）について説明する。 
8 回 無機系有害物質の汚染（重金属）について説明する。 
9 回 生態系について説明する。 
10 回 バイオモニターについて説明する。 
11 回 循環型社会について説明する。 
12 回 低炭素社会について説明する。 
13 回 廃棄物・リサイクルについて説明する。 
14 回 新エネルギーについて説明する。 
15 回 課題発表をする。 

準備学習 1 回 環境生物学特論Ⅱの授業の進め方を説明するため、特に準備学習は無し。 
2 回 第 1 回に配布する資料（プリント）水質汚濁（河川・湖沼・海洋）を予習し
ておくこと。 
3 回 第 2 回に配布する資料（プリント）水質汚濁（河川・湖沼・海洋）を予習し
ておくこと。 
4 回 第 3 回に配布する資料（プリント）水質汚濁（河川・湖沼・海洋）を予習し
ておくこと。 
5 回 第 4 回に配布する資料（プリント）水質汚濁（河川・湖沼・海洋）を予習し
ておくこと。 
6 回 第 5 回に配布する資料（プリント）水質汚濁（河川・湖沼・海洋）を予習し
ておくこと。 
7 回 第 6 回に配布する資料（プリント）水質汚濁（河川・湖沼・海洋）を予習し
ておくこと。 
8 回 第 7 回に配布する資料（プリント）水質汚濁（河川・湖沼・海洋）を予習し
ておくこと。 
9 回 第 8 回に配布する資料（プリント）水質汚濁（河川・湖沼・海洋）を予習し
ておくこと。 
10 回 第 9 回に配布する資料（プリント）水質汚濁（河川・湖沼・海洋）を予習
しておくこと。 
11 回 第 10 回に配布する資料（プリント）循環型社会を予習しておくこと。 
12 回 第 11 回に配布する資料（プリント）低炭素社会を予習しておくこと。 
13 回 第 12 回に配布する資料（プリント）廃棄物・リサイクルを予習しておく
こと。 
14 回 第 13 回に配布する資料（プリント）を新エネルギー予習しておくこと。 
15 回 課題を十分に理解し、発表の準備をしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MSS27A2 
成績評価 定期試験は行わず，課題提出（１００％）によって評価する。 
曜日時限 火曜日 7・8 時限 
対象クラス 総合理学専攻(11〜12) 
見出し MSS27A2 応用数理科学特論Ⅳ 
担当教員名 伊代野 淳 
単位数 2 
教科書 特になし 
アクティブラーニング  
キーワード ＣＩＰ、流動現象、シミュレーション、粒子法シミュレーション 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 受講者 1 名のため特にコメントしない 
科目名 応用数理科学特論Ⅳ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ＣＩＰ法／矢部孝／（森北出版）：ＣＩＰ法とＪＡＶＡによるＣＧシミュレーシ

ョン／矢部孝／（森北出版）：粒子法シミュレーション／越塚誠一／（培風館） 
授業形態 講義 
注意備考 定期試験は行わず，課題提出によって評価する。 
シラバスコード MSS27A2 
実務経験のある教員  
達成目標 流動現象のシミュレーションについて、手法とその誤差評価が可能なスキルを身

に着ける。また、Ｃ言語などでシミュレーションを実現できる能⼒をつける。ま
た、最近発展しつつある粒子法をベースとしたシミュレーションについても解説
を行う。 

受講者へのコメント 受講者 1 名のため特にコメントしない 
連絡先 ７号館３階伊代野研究室 ０８６−２５６−９６０２ 

iyono[atmark]das.ous.ac.jp [atmark]を@に変更し，送信すること。 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講者 1 名のため特にコメントしない 
英文科目名  
関連科目 応用数理科学特論Ⅲ 
次回に向けての改善変更予定 受講者 1 名のため特にコメントしない 
講義目的 コンピュータシミュレーションが流体現象や宇宙物理現象の問題解決に使われ

ることが多くなってきた。本講義では、ＪＡＶＡ言語やＣ＋＋言語などを用いた
ＰＣ上で出来る数値シミュレーションの基本的な手法を紹介する。また、サンプ
ルプログラムを通して、流体現象を扱うプログラムやアルゴリズムを理解させ
る。 

対象学年 1 年/2 年 



授業内容 1 回  数値シミュレーションについて解説する。 
2 回  Ｃ言語による数値計算について説明する。 
3 回  Ｃ言語によるグラフィックスについて説明する。 
4 回  Ｃ言語による簡単な数値計算ついて説明し，実際のプログラミングを行う。 
5 回  流動現象の数理について説明する。 
6 回  宇宙の流動現象について説明する。 
7 回  １次元偏微分方程式の差分解法について説明する。 
8 回  ２次元偏微分方程式の差分解法について説明する。 
9 回  偏微分方程式の差分解法 SOR などについて説明する。 
10 回  流体科学におけるシミュレーションについて説明する。 
11 回  宇宙科学におけるシミュレーションについて説明する。 
12 回  宇宙科学におけるシミュレーション （粒子法を含む）について説明する。 
13 回  電磁流体シミュレーションについて説明する。 
14 回  剛体シミュレーションについて説明する。 
15 回  シミュレーション結果の誤差評価について説明する。 

準備学習 1 回 シラバスを確認し、学習過程を把握しておくこと。 
2 回 常微分方程式の数値積分を例に取り、Ｃ言語の復習を行うので、言語を復習
しておくこと。 
3 回 放物運動のような常微分方程式の数値積分の結果を表示させるので、解析
的な結果との比較ができるように準備すること。 
4 回 前回までのまとめとして常微分方程式の数値解を復習しておくこと。 
5 回 移流現象について事前に調べておくこと。 
6 回 希薄なガスから成る宇宙の流体現象について予習すること。 
7 回 移流方程式について調べておくこと。 
8 回 数値解法の特徴、誤差について復習すること。 
9 回 ＣＩＰ法の利点についてまとめておくこと。 
10 回 ２次元の問題として波動方程式を考えるので、マックスウェルの方程式を
復習しておくこと。 
11 回 電磁波の電波について計算を行うので、電場、磁場、ポインティングベク
トルについて調べておくこと。 
12 回 Ｃ言語でのプログラミングを行うので、Ｃ言語の準備をすること。 
13 回 前回同様、Ｃ言語でのプログラミングを行うので、Ｃ言語の準備をするこ
と。 
14 回 前回までの結果に対する誤差評価を行うので、結果に対して理解を深めて
おくこと。 
15 回 前回までの結果に対する誤差評価を行うので、結果に対して理解を深めて
おくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MSS29A1 
成績評価 講義中での質疑応答（講義への参加度）30%，レポート 70%で評価する。 
曜日時限 火曜日 9・10 時限 
対象クラス 総合理学専攻(11〜12) 
見出し MSS29A1 フューチャーフィジックス 
担当教員名 平岡 裕、米⽥ 稔、豊⽥ 新、畑中 啓作、川端 晃幸、堀 純也、中川 幸

子、蜷川 
単位数 2 
教科書 適宜資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 物理学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 フューチャーフィジックス 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて各担当者が指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 ・講義日程や内容を変更する場合があるので，掲示板とか E-mail に注意するこ

と 
・受講者の連絡先を第１回の講義時に登録しておくこと。 

シラバスコード MSS29A1 
実務経験のある教員  
達成目標 1)物理学の考え方を理解し，身近な物理現象を説明できる。 

2)最近の物理学の研究を通して，物理学の目指しているものを知る。 
受講者へのコメント  
連絡先 各担当教員（第１回目の講義時に連絡先のリストを配布する） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 応用物理学専攻開講の各科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 最近の理学研究は，研究分野が多岐にわたり学際的な傾向をもつものである。し

たがって，自分が専攻する修士課程での研究分野だけでなく，それ以外の分野に
関する知見を得ることが望まれる。本講義では，応用物理学専攻所属の教員によ
る講義とそれに対する質疑応答を通して，さまざまな研究分野に関する理解を深
めるとともに実践的な研究能⼒を高めることを目的とする。また，物理学の各分
野における先端的研究開発の現状を聴講することによって，普遍的な研究開発の
方法論を修得することを目指す。 



対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 イントロダクションを行う。 

2 回 加速された荷電粒子が媒質を通過する際に誘起される種々の物理現象を解
説する。 
3 回 量子物理学とその最近の発展について概説する。 
4 回 半導体低次元構造薄膜（量子井⼾、量子ドット）の形成と物性について，研
究室での仕事を中心に概観する。 
5 回 太陽電池を構成する半導体の特徴や応用を学習し，本研究室における半導
体の研究成果を紹介する。 
6 回 新エネルギー開発の鍵を握る新材料・新素材について，研究開発の現状と将
来について講義する。 
7 回 超伝導の基礎物性，いろいろな超伝導物質，超伝導の応用について説明す
る。 
8 回 生命を育んだ惑星の大気の温室効果について，その原理を講義する。 
9 回 放射線科学に関する最新の情報を提供する。 
10 回 隕石及び関連する惑星科学について講義する。 
11 回 酸化ストレスによる細胞障害機構解明における物理分野の貢献とその展望
について講義する。 
12 回 最近の物理トピックスに関する理解を深めるため，実験を通して基礎的な
物理現象を紹介する。 
13 回 一次視覚野の発見について，過去の研究の歴史を紹介するとともに，脳磁
図による最近の研究を紹介する。 
14 回 マクロバブルやナノバブルといわれる特殊な気泡について，現在までにわ
かっている性質とその応用例について研究成果を交えながら紹介する。 
15 回 物理学の未来について講義する。 

準備学習 1 回 最近の物理学に関連したトピックスをウェブ等で調べておくこと。 
2 回 ⼒学，電磁気学でのエネルギーと運動量の授受について調べておくこと。 
3 回 2001 年，2005 年ノーベル物理学賞の内容について調べておくこと。 
4 回 事前に配付したプリントを読んでおくこと。 
5 回 太陽電池について調べておくこと。 
6 回 本，雑誌，インターネット等で様々な新エネルギーについて調べておくこ
と。 
7 回 絶対温度および金属の抵抗の温度変化について調べておく。 
8 回 温室効果ガス（二酸化炭素など）と地球温暖化について書籍，インターネッ
トなどで調べておくこと。 
9 回 事前に配布した資料を読んでおくこと。 
10 回 隕石について調べておく。 
11 回 活性酸素，フリーラジカル障害あるいは酸化ストレスについて調べておく
こと。 
12 回 自分が興味をもった物理現象について調べておくこと。 
13 回 視覚について，高校の生物の教科書，書籍，ウェブ等で調べておくこと。 
14 回 一般的な「泡」というものについて書籍等で調べておくこと。 



15 回 これまでの講義について復習しておくこと。 
 



年度 2012 
授業コード MSS3111 
成績評価 講義での討論への参加状況（30％）、レポート（70％）により成績を評価する。。

採点の基準は 100 点満点のうち 60 点以上を合格とする。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 総合理学専攻(11〜12) 
見出し MSS3111 地球惑星科学特論Ⅰ 
担当教員名 小林 祥一 
単位数 2 
教科書 適宜プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 鉱物、成因、鉱床、合成、野外実習 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 地球惑星科学特論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 Minerals:Their Constitution and Origin / H-R.Wenk and A.Bulakh / Cambridge 

ISBN: 0 521 52958 1 
授業形態 講義 
注意備考 野外実習に参加できること 

※しばしば電子教材を液晶プロジェクターで投影して授業を行う。 
シラバスコード MSS3111 
実務経験のある教員  
達成目標 主に地球表層物質がどのような環境下で生成してきたかを理解した上で、地球上

でおこる様々な地質現象にはどのような意味がある（あるいはあった）かがイメ
ージできることを目指す。 

受講者へのコメント  
連絡先 7 号館 6 階 小林研究室 086-256-9704 kobayashi＠das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 地球型惑星表層付近にみられる物質を理解するために、その最小の単位である鉱

物について、種類、物理化学的性質および産状について解説する。地球の表層付
近あるいは地殻中で行われている、これら鉱物の生成に関係する交代作用、風化
変質作用あるいはマグマ冷却に伴う元素の移動・濃集などについて解説する。ど
のような手法によって地球科学の謎が解き明かされてきたのかを総合的に理解
するために、講義内容に沿った野外実習を計画している。 



対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション。講義の進め方を説明する。 

2 回  鉱物学とこれに関係する研究分野について説明する。 
3 回  地球表層物質の分類について説明する。 
4 回  地球表層物質の物理化学的性質について説明する。 
5 回  鉱物の生成環境Ⅰ  
蒸発,体積,生物,風化変質について説明する。 
6 回  鉱物の生成環境 II  
マグマ,熱水活動,交代作用について説明する。 
7 回  有用元素の濃集について説明する。 
8 回  鉱床生成に係わる地質現象について説明する。 
9 回  宝石鉱物および鉱物の合成について説明する。 
10 回  太陽系の鉱物組成について説明する。 
11 回  野外実習 
鉱物の産状、成因について理解できるように野外で説明する。 
12 回  野外実習 
鉱物の産状、成因について理解できるように野外で説明する。 
13 回  野外実習 
鉱物の産状、成因について理解できるように野外で説明する。 
14 回  野外実習 
鉱物の産状、成因について理解できるように野外で説明する。 
15 回  これまでの講義まとめをする。 

準備学習 1 回 シラバスを確認し学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 鉱物学がどの分野に応用されているか具体例を調べておくこと。 
3 回 鉱物結晶の化学組成、結晶構造について確認しておくこと。 
4 回 結晶学の分野を復習しておくこと。 
5 回 地球の環境について調べておくこと。 
6 回 地球の環境について調べておくこと。 
7 回 私たちが利用している資源の種類を調べておくこと。 
8 回 マグマの生成から分化について調べておくこと。 
9 回 合成する際にはどんな条件が必要かを考えておくこと。 
10 回 太陽系の形成過程を復習しておくこと。 
11 回 資料を見て関連する地質、岩石、鉱物について、必要とする基礎的知識を
得ておくこと。 
12 回 資料を見て関連する地質、岩石、鉱物にについて、必要とする基礎的知識
を得ておくこと。 
13 回 資料を見て関連する地質、岩石、鉱物について、必要とする基礎的知識を
得ておくこと。 
14 回 資料を見て関連する地質、岩石、鉱物について、必要とする基礎的知識を
得ておくこと。 
15 回 講義全体を復習し、全体の内容を把握しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MSS3121 
成績評価 講義中の演習(30%)およびレポ−ト(70%)により評価する。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 総合理学専攻(11〜12) 
見出し MSS3121 結晶学特論 
担当教員名 森 嘉久 
単位数 2 
教科書 必要ならば適宜プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 受講者なし 
科目名 結晶学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 International Table for X-ray Crystallography Vol.I by Henry & Londale (Kynoch 

Press) 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSS3121 
実務経験のある教員  
達成目標 1. 32 の点群を導出できる。 

2. 有理指数の法則を理解し面指数および晶帯軸の指数の算出できる。 
3. 各種指数および格子の変換操作を行える。 
4. International Table の内容を理解し使うことができる。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 結晶学の知識と理解は、鉱物学や物質科学にとって必須の要件である。結晶物質

はマクロな視点から点群で、一方ミクロな視点から空間群で記述される。ここで
は 32 の点群と 17 の面群の導出を行い、空間群の概念を理解できるよう具体例を
基に解説する。対称操作、晶帯の計算、格子の変換などの演習ならびに
International Table の読み方と使い方の実習を行う。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 結晶の概念、対称要素について学習する 



2 回 点群(単軸系)について学習する 
3 回 点群(オイラ−法）について学習する 
4 回 点群(多軸系)について学習する 
5 回 晶族、結晶系について学習する 
6 回 結晶面、晶帯の記述、結晶軸の選択について学習する 
7 回 変換理論(結晶軸・座標の変換)について学習する 
8 回 面群(並進操作・2 次元格子)について学習する 
9 回 空間群(ブラベ−格子)について学習する 
10 回 空間群(映進面・らせん軸)について学習する 
11 回 空間群(International Table の解読)について学習する 
12 回 空間群(三斜晶系・単斜晶系)について学習する 
13 回 空間群(斜方晶系・正方晶系)について学習する 
14 回 空間群(六方晶系・等軸晶系)について学習する 
15 回 レポ−ト作成する 

準備学習 1 回 結晶の概念について調べておく 
2 回 点群(単軸系)について調べておく 
3 回 点群(オイラ−法）について調べておく 
4 回 点群(多軸系)について調べておく 
5 回 結晶系について調べておく 
6 回 結晶面について調べておく 
7 回 変換理論について調べておく 
8 回 面群について調べておく 
9 回 ブラベ−格子について調べておく 
10 回 映進面について調べておく 
11 回 について調べておく 
12 回 International Table の解読について調べておく 
13 回 三斜晶系・単斜晶系の空間群について調べておく 
14 回 六方晶系・等軸晶系の空間群について調べておく 
15 回 結晶学について復習しておく 

 



年度 2012 
授業コード MSS3311 
成績評価  
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス  
見出し MSS3311 数理科学特論Ⅷ 
担当教員名 山⽥ 紀美子 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 数理科学特論Ⅷ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSS3311 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード MSS3312 
成績評価 受講態度（50%）とレポート(50%)により評価 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 総合理学専攻(11〜12) 
見出し MSS3312 物理化学特論 
担当教員名 森 嘉久 
単位数 2 
教科書 特に指定しない 
アクティブラーニング  
キーワード X 線回折、構造物性、電子物性、シミュレーション 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 物理化学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 キッテル著「固体物理学入門」（上）カリティ著「Ｘ線回折」 
授業形態 講義 
注意備考 パソコンを活用して理解を深めていきます 
シラバスコード MSS3312 
実務経験のある教員  
達成目標 自分の研究分野において固体物性の考え方を持ち込んだ考察ができるようにな

ることを目指す。そのためには、基礎知識を習得するだけでなく、シミュレーシ
ョンソフトを活用して理解を深めることも目指す。 

受講者へのコメント  
連絡先 mori[アットマーク]das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 物理化学Ⅰ、物理化学Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 固体物性の知識を習得すると共に、その知識をベースにして様々な研究・実験の

内容を理解することを目的とする。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 結晶について学習する 

2 回 結晶構造の分類について学習する 
3 回 波の回折とＸ線回折について学習する 
4 回 逆格子について学習する 
5 回 リートベルト解析について学習する 
6 回 リートベルト解析の実習を行う 



7 回 結晶結合について学習する 
8 回 化学結合のシミュレーションについて学習する 
9 回 化学結合のシミュレーションを実習する 
10 回 フォノン I：結晶の振動について学習する 
11 回 結晶の振動と分析実験について学習する 
12 回 フォノン II：熱的性質について学習する 
13 回 金属と半導体について学習する 
14 回 熱電素子について学習する 
15 回 圧⼒と固体物性について学習する 

準備学習 1 回 固体の概念について学習しておく 
2 回 結晶の分類について学習しておく 
3 回 回折現象について学習しておく 
4 回 逆格子について学習しておく 
5 回 リートベルト解析について学習しておく 
6 回 リートベルト解析のソフトについて学習しておく 
7 回 結晶結合について学習しておく 
8 回 化学結合のシミュレーションについて学習しておく 
9 回 化学結合のシミュレーションソフトについて学習しておく 
10 回 フォノンについて学習しておく 
11 回 光学実験について学習しておく 
12 回 熱伝導について学習しておく 
13 回 バンドギャップについて学習しておく 
14 回 熱電素子について学習しておく 
15 回 圧⼒について学習しておく 

 



年度 2012 
授業コード MSS3322 
成績評価 講義中の発表（20％）、課題提出（20％）と期末レポート（60%）で評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 総合理学専攻(11〜12) 
見出し MSS3322 総合科学特論Ⅰ 
担当教員名 中島 弘徳 
単位数 2 
教科書 講義中に指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード 精神分析、個⼈心理学、アルフレッド・アドラー 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 総合科学特論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSS3322 
実務経験のある教員  
達成目標 ①⼒動的精神療法の概念について理解ができるようになる。 

②⼒動的精神療法による、性格分析、治療のアウトラインが理解できるようにな
る。 
③自己開示が高まる。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 臨床心理学のうち、特に⼒動的精神療法（精神分析、個⼈心理学など）について

科学的手法を用いながら学んでいく。その結果、科学的な性格分析の手法や治療
理論について理解していく。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 準備として⼒動的精神療法についての文献を可能な限り読んでおくこと。また、

毎回、⼒動的精神療法による性格分析、事例理解、治療についてディスカッショ
ンを行うので、自己開示ができるようになっておくこと。 



 



年度 2012 
授業コード MSS3511 
成績評価 課題発表（70%）およびレポート（30%）により評価する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 総合理学専攻(11〜12) 
見出し MSS3511 地球惑星科学特論Ⅲ 
担当教員名 兵藤 博信 
単位数 2 
教科書 指定しない 
アクティブラーニング  
キーワード 生命、進化、多様性、絶滅 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 地球惑星科学特論Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 C. Emiliani Planet Earth, Cambridge Univ. Press 
授業形態 講義 
注意備考 なし 
シラバスコード MSS3511 
実務経験のある教員  
達成目標 生物の進化、多様性と絶滅について理解する。進化の樹の枝分かれした部分にい

るのが⼈類であって頂点に君臨しつづけているのは太い幹や根の部分の生物で
あることを理解すること。 

受講者へのコメント できるだけ生物の進化と地質学的時間の⻑さを対比させて講義を進めていきた
い 

連絡先 TEL: 086-256-9724 
e-mail: hhyodo@rins.ous.ac.jp 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 特になし 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 初期の地球で生命が発生して現在に至るまでの経過をセミクローズドシステム

である惑星としての地球の環境変化から理解する。環境に対する生命の対応と変
化（進化・絶滅）について考察し、現在の環境の変化と生物種の多様性について
考える。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 生命の誕生、アミノ酸について学習する。 

2 回 バクテリアについて学習する。 



3 回 光合成について学習する。 
4 回 生命の複製について学習する。 
5 回 先カンブリア代について学習する。 
6 回 生命の爆発的発生、バージェス頁岩について学習する。 
7 回 古生代の環境と生物について学習する。 
8 回 中生代の環境と生物について学習する。 
9 回 大陸の分裂と恐⻯の絶滅およびその関連について学習する。 
10 回 新生代の環境と生物について学習する。 
11 回 氷河期の環境と生物について学習する。 
12 回 進化と大量絶滅の歴史を学習する。 
13 回 課題発表をする。 
14 回 課題発表をする。 
15 回 課題発表をする。 

準備学習 1 回 DNA の機能と役割を理解しておくこと。 
2 回 生物の行う化学反応について理解しておくこと。 
3 回 光のもつエネルギーについて調べておくこと。 
4 回 DNA の機能と役割を理解しておくこと。 
5 回 地球の進化過程を調べておくこと。 
6 回 カンブリア紀とその直前の時代について調べておくこと。 
7 回 古生代の代表的生物をウェブ上でみておくこと。 
8 回 中生代の代表的生物をウェブ上でみておくこと。 
9 回 中生代までで絶滅した代表的生物をウェブ上でみておくこと。 
10 回 新生代の代表的生物をウェブ上でみておくこと。 
11 回 二酸化炭素の増減と温暖化について調べておくこと。 
12 回 生物の絶滅の条件を調べておくこと。 
13 回 発表用スライドを作成すること。 
14 回 発表用スライドを作成すること。 
15 回 発表用スライドを作成すること。 

 



年度 2012 
授業コード MSS3512 
成績評価 小テスト(30％)およびレポート(70％)による。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 総合理学専攻(11〜12) 
見出し MSS3512 数理科学特論Ⅳ 
担当教員名 山崎 正之 
単位数 2 
教科書 適宜、プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 粗同値 群の作用 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 数理科学特論Ⅳ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし。 
授業形態 講義 
注意備考 距離空間・群の基礎概念について復習しておいてほしい。 
シラバスコード MSS3512 
実務経験のある教員  
達成目標 与えられた写像の連続性・リプシッツ連続性の判定が（簡単な場合に）できる。 

与えられたふたつの空間がリプシッツ同値であるかどうか、簡単な場合に、判定
できる。 
与えられたふたつの空間が粗同値であるかどうか、簡単な場合に、判定できる。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２０号館５階 山崎正之研究室 masayuki＠das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 なし 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ここ数十年、ミルナーやグロモフらの仕事をきっかけとして、ある種のよい性質

をもつ距離空間における幾何学が重要であることがわかってきた。この講義では
群と距離空間との関係に焦点をあてて解説する。まず前半では、距離空間の間の
リプシッツ写像に関する復習を行い、距離空間の間のリプシッツ同値による関係
を調べる。特に、有限生成群の語距離について調べる。後半では、粗い同値の概
念について学び、群の距離空間への作用に関する Svarc-Milnor の定理を証明す
る。 

対象学年 1 年/2 年 



授業内容 1 回 リプシッツ写像の定義と具体例について解説する。 
2 回 リプシッツ写像の性質について解説する。 
3 回 距離空間のリプシッツ同値の概念について解説する。 
4 回 群とその表示について復習する。 
5 回 群の表示の具体例を解説する。 
6 回 群からグラフを作る方法について解説する。 
7 回 群の語距離の概念を解説する。 
8 回 色々な群の語距離を検討する。 
9 回 弧⻑距離空間の概念を説明する。 
10 回 弧⻑距離空間の具体例を色々解説する。 
11 回 粗い写像の概念を解説する。 
12 回 粗い同値の具体例を解説する。 
13 回 群の集合への作用の概念を解説する。 
14 回 群の作用と粗同値に関する Svarc-Milnor の定理を紹介する。 
15 回 群の作用と粗同値の関係について総括する。 

準備学習 1 回 距離空間の位相における基礎概念、特に連続写像について復習しておくこ
と。 
2 回 前回の課題を解いておくこと。 
3 回 前回の課題を解いておくこと。 
4 回 群の定義・具体例に目を通しておくこと。 
5 回 前回の課題を解いておくこと。 
6 回 前回の課題を解いておくこと。 
7 回 前回の課題を解いておくこと。 
8 回 前回の課題を解いておくこと。 
9 回 前回の課題を解いておくこと。 
10 回 前回の課題を解いておくこと。 
11 回 前回の課題を解いておくこと。 
12 回 粗い写像の具体例をいくつか構成してみること。 
13 回 第４回〜８回の内容をざっと復習しておくこと。 
14 回 群の作用の例を色々見つけておくこと。 
15 回 Svarc-Milnor の定理を具体例に即して眺めてみること。 

 



年度 2012 
授業コード MSS35A1 
成績評価 レポートによる(100％) 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 総合理学専攻(11〜12) 
見出し MSS35A1 数理科学特論Ⅲ 
担当教員名 山崎 正之 
単位数 2 
教科書 必要に応じ資料を配付する。 
アクティブラーニング  
キーワード 行列の基本変形 ねじれ ホワイトヘッド群 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 数理科学特論Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSS35A1 
実務経験のある教員  
達成目標 正則行列の基本変形ができる。 

図形のハンドル分解から鎖複体を作ることができる。 
ｓコボルディズムのねじれを調べることができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２５号館５階 山崎正之研究室 masayuki＠das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 なし 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 位相幾何学に現れる「ねじれ」をテーマとする。「ねじれ」とは行列式の概念を拡

張したものであり、図形の位相的分類とホモトピー的分類の差を測るのに、非常
に有効な道具である。古くはレンズ空間の分類にライデマイスターのねじれが用
いられたが、ホワイトヘッドにより単純ホモトピー理論として理論構築がなされ
た。メーザーらによるｓ−コボルディズム定理は、その最も重要な応用であり、
多様体の分類に必須なものとなっている。さらにレイ‐シンガーによる解析的ね
じれのような見方も現れ、近年では、さらに一般化されたライデマイスターのね
じれ 

対象学年 1 年/2 年 



授業内容 1 回 行列の基本変形について、成分が実数の場合の解説をする。 
2 回 行列の基本変形について、成分が整数の場合の解説をする。 
3 回 行列の基本変形について、一般の環の要素を成分とする場合について解説
する。 
4 回 ホワイトヘッド群と行列のねじれを定義する。 
5 回 ホワイトヘッド群やねじれの色々な性質を解説する。 
6 回 図形のハンドル分解の概念を導入し、具体例を紹介する。 
7 回 図形のハンドル分解から鎖複体を構成する。 
8 回 可縮な鎖複体のねじれを定義する。 
9 回 ２次元Ｈコボルディズム定理について解説する。 
10 回 ２次元Ｈコボルディズム定理の応用として境界付き曲面の正則ホモトピー
による分類を紹介する。 
11 回 境界付き曲面の正則ホモトピーによる分類を証明する。 
12 回 一般の次元の多様体のハンドル分解について解説する。 
13 回 ハンドル分解の変形について解説する。 
14 回 ホイットニーのトリックについて解説する。 
15 回 ｓコボルディズム定理とその応用について解説する。 

準備学習 1 回 行列の基本変形について復習しておくこと。 
2 回 行列の成分が整数の範囲で変形を行うときの違いを考えてみること。 
3 回 成分が整数の行列の基本変形を練習してみること。 
4 回 群の概念について復習しておくこと。 
5 回 ホワイトヘッド群の定義を復習しておくこと。 
6 回 空間の直積について復習しておくこと。 
7 回 線形空間の基底について復習しておくこと。 
8 回 ホワイトヘッド群の定義を復習しておくこと。 
9 回 境界のある曲面のハンドル分解の仕方を復習しておくこと。 
10 回 帯の正則ホモトピーによる分類について考察してくること。 
11 回 ⽳あきトーラスの正則ホモトピーによる分類について考察してくること。 
12 回 アルフ不変量について復習しておくこと。 
13 回 高次元図形のハンドル分解の具体例を思い浮かべる練習をしておくこと。 
14 回 ハンドルの基本操作についてまとめておくこと。 
15 回 ２次元Ｈコボルディズム定理の証明を思い出しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MSS3712 
成績評価 課題提出により行う 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 総合理学専攻(11〜12) 
見出し MSS3712 環境生物学特論Ⅲ 
担当教員名 守⽥ 益宗 
単位数 2 
教科書 配布資料を中心に講義 
アクティブラーニング  
キーワード 花粉分析，古環境復元 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 受講生がいませんでしたので特にありません 
科目名 環境生物学特論Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 講義 
注意備考 特になし 
シラバスコード MSS3712 
実務経験のある教員  
達成目標 他分野の資料を駆使する事により，自然現象の全体の関わりから，ある特定の事

象を復元する能⼒を身につける． 
受講者へのコメント 受講生がいませんでしたので特にありません 
連絡先 ７号館４階守⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講生がいませんでしたので特にありません 
英文科目名 Environmental Bioscience III 
関連科目 生物学，地学，地理学，気候学，考古学，⼈類学，年代学 
次回に向けての改善変更予定 受講生がいませんでしたので特にありません 
講義目的 現在，我々が目にする植生も，大きな気候の変動や地形の変化に関わって、その

姿を変えてきたことを理解する． 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション：講義の進め方について説明する 

2 回 第四紀植物生態学の主な研究目的について説明する 
3 回 欧米における初期の研究史について説明する 
4 回 日本における研究史-その１：WWII 以前までの研究史について説明する 
5 回 日本における研究史-その２：1960 年ころまでの研究史について説明する 
6 回 日本における研究史-その３：1980 年ころまでの研究史について説明する 
7 回 日本における研究史-その４：2000 年ころまでの研究史について説明する 



8 回 最近のトピック的な研究を紹介する（その１） 
9 回 最近のトピック的な研究を紹介する（その２） 
10 回 関連論文の検索とその解説を行う（その１：地学・地理学・気候学分野） 
11 回 関連論文の検索とその解説を行う（その２：考古学・⼈類学分野） 
12 回 関連論文の検索とその解説を行う（その３：生物学分野） 
13 回 最近の研究と今後の動向について説明する 
14 回 レポート作製の準備を行う 
15 回 レポートの作製を行う 

準備学習 予習は特に必要ないが，前回の講義の復習をしておくこと 
 



年度 2012 
授業コード MSS4111 
成績評価 出席状況（30％）とレポート（70％） 
曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス 総合理学専攻(11〜12) 
見出し MSS4111 地球環境科学特論Ⅰ 
担当教員名 北岡 豪一 
単位数 2 
教科書 適宜プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 水循環，水の由来，環境汚染，温暖化 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 地球環境科学特論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する． 
授業形態 講義 
注意備考 なし． 
シラバスコード MSS4111 
実務経験のある教員  
達成目標 ローカルからグローバルまでの種々の規模，種類の環境問題がそれぞれ基本的に

何に起因し，どう拡散しているのか，水と物質の循環に視点をおきながら，科学
的に理解できることを目指す。 

受講者へのコメント  
連絡先 北岡研究室（7 号館 3 階） kitaoka@das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 水の循環は地球表層における物質とエネルギーの移動に重要な役割を演じ，生き

物の生命活動の環境に深く関わっている。講義では，地球上のさまざまな時間空
間スケールの水循環のありかたを学びながら，地域から地球規模の環境問題を科
学的に捉えることの重要性を確認する。なお，受講生の研究分野を考慮して上記
講義計画を変更することがある。また野外での実習を計画している。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回  地球表層における水の分布と循環 

2 回  速い水循環系 
3 回  遅い水循環系 



4 回  野外実習 
5 回  循環水の由来：水素と酸素の安定同位体（１） 
6 回  循環水の由来：水素と酸素の安定同位体（２） 
7 回  水循環の速度を測る：トリチウム（１） 
8 回  水循環の速度を測る：トリチウム（２） 
9 回  火山・温泉の現象（１） 
10 回  火山・温泉の現象（２） 
11 回  環境における水・熱・物質の拡散（１） 
12 回 環境における水・熱・物質の拡散（２） 
13 回  野外実習 
14 回  野外実習 
15 回  まとめ 

準備学習 1 回  シラバスを確認しておくこと． 
2 回  流域の水の循環の速さについて考えておくこと． 
3 回  温泉が枯れないのはどうしてか，考えておくこと． 
4 回  配布資料に目を通しておくこと。 
5 回  同位体効果について調べておくこと 
6 回  地球上の水の由来について考えておくこと． 
7 回  放射性同位体とは何か，調べておくこと． 
8 回  放射能の測定法について調べておくこと． 
9 回  温泉水や火山蒸気と雨水の関係について考えておくこと． 
10 回  温泉水や火山蒸気の由来について考えておくこと． 
11 回  拡散について調べておくこと． 
12 回  分散・混合について調べておくこと． 
13 回  配布資料を理解しておくこと． 
14 回  配布資料を理解しておくこと． 
15 回 講義全体を復習しておくこと． 

 



年度 2012 
授業コード MSS4112 
成績評価 各時間に出題する演習課題(50%)と期末に行うレポート課題(50%) の作成状況

により評価する。 
曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス 総合理学専攻(11〜12) 
見出し MSS4112 生物化学特論Ⅱ 
担当教員名 齋藤 達昭 
単位数 2 
教科書 使用せず 
アクティブラーニング  
キーワード 分子生物学・生物情報学 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生物化学特論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 岡崎康司 坊農秀雄 監訳 バイオインフォマティクス（ゲノム配列から機能解

析へ）メディカル・サイエンス・インターナショナル 
授業形態 講義 
注意備考 特になし 
シラバスコード MSS4112 
実務経験のある教員  
達成目標 データベースを活用した遺伝子等の解析の原理と手法をマスターする。 
受講者へのコメント  
連絡先 7 号館 2F 齋藤研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 特になし 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 本講義では、基礎となる分子生物学の原理の復習とともに、データベースを活用

した遺伝子機能解析や発現解析・比較ゲノム解析・構造ゲノム解析・機能ゲノム
解析などの手法を系統的に解説し、その演習を行う。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回  この講義の目標・手法について説明する。 

2 回  分子生物学の原理について説明する。 
3 回  分子生物学の原理について説明する。 
4 回  分子生物学の原理について説明する。 
5 回  遺伝子機能解析法について説明する。 



6 回  遺伝子機能解析法について説明する。 
7 回  遺伝子機能解析法について説明する。 
8 回  発現解析法について説明する。 
9 回  発現解析法について説明する。 
10 回  構造ゲノム解析法について説明する。 
11 回  構造ゲノム解析法について説明する。 
12 回  機能ゲノム解析法について説明する。 
13 回  機能ゲノム解析法について説明する。 
14 回  比較ゲノム解析法について説明する。 
15 回  レポート課題の作成法について説明する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく読むこと。 
2 回 今週行う範囲を復習しておくこと。 
3 回 今週行う範囲を復習しておくこと。 
4 回 今週行う範囲を復習しておくこと。 
5 回 指定された URL を見て、使用法を確認しておくこと。 
6 回 指定された URL を見て、使用法を確認しておくこと。 
7 回 指定された URL を見て、使用法を確認しておくこと。 
8 回 指定された URL を見て、使用法を確認しておくこと。 
9 回 指定された URL を見て、使用法を確認しておくこと。 
10 回 指定された URL を見て、使用法を確認しておくこと。 
11 回 指定された URL を見て、使用法を確認しておくこと。 
12 回 指定された URL を見て、使用法を確認しておくこと。 
13 回 指定された URL を見て、使用法を確認しておくこと。 
14 回 指定された URL を見て、使用法を確認しておくこと。 
15 回 レポート課題を行っておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MSS43A1 
成績評価 レポート(50%)と小テスト(30%)と平常点(20%)により評価する 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス 総合理学専攻(11〜12) 
見出し MSS43A1 数理科学特論Ⅶ 
担当教員名 井上 雅照 
単位数 2 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード 第 1 基本形式、第 2 基本形式、Gauss 曲率、平均曲率、測地線、Gauss-Bonnet の

定理 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 数理科学特論Ⅶ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 2 変数の微分積分と線形代数を復習しておくこと。 
シラバスコード MSS43A1 
実務経験のある教員  
達成目標 ① 第１基本形式、第２基本形式を理解する。 

② 平均曲率・ガウス曲率を理解する。 
③ ガウスボンネの定理を理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先 20 号館 8 階 井上研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 空間内の曲面を理解することを目的とする。まず第 1 基本形式・第 2 基本形式を

導入し、曲面の曲がり方を表す平均曲率・ガウス曲率について述べる。さらにガ
ウス曲率は内在的であることを解説し、最後にガウスボンネの定理について述べ
る。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 講義が始まる前に、2 変数の微分積分と線形代数を必ず復習しておくこと。それ

以外の知識は仮定しないので、前回の講義の復習を怠らないこと。 



 



年度 2012 
授業コード MSS43A2 
成績評価 各講義で提出されたレポート（100%)から総合的に評価する。 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス 総合理学専攻(11〜12) 
見出し MSS43A2 フューチャーケミストリー 
担当教員名 山⽥ 晴夫、赤司 治夫、若松 寛、坂根 弦太、高原 周一、横山 崇、山⽥ 

真路、 
単位数 2 
教科書 適宜，プリント資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 化学トピックス，有機化学，無機化学，分析化学，物理化学 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 フューチャーケミストリー 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜，プリント資料を配布する。 
授業形態 講義 
注意備考 集中講義ではなく，後期 15 回の講義を行うので注意すること。 
シラバスコード MSS43A2 
実務経験のある教員  
達成目標 化学の各分野のさまざまな知識や最先端の知識を理解すること。 
受講者へのコメント  
連絡先 化学専攻 専攻⻑ 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 化学専攻開講の各科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 化学専攻以外の専攻の学生に化学の研究について，その背景，目的，成果および

今後の展開についてわかりやすく述べる。国内外における化学の分野の最先端の
トピックスや関連する諸問題についてもわかりやすく解説する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 履修方法を説明する。 

2 回 原子・分子の間にはたらく静電気⼒について実験を交えて説明する。それと
関連して，分子の極性および電子レンジによる加熱の仕組みについても説明す
る。 
3 回 工業的に重要な分離や精製工程によく使われる吸着技術について説明する。 
4 回 有機化学の構造と性質の関係を，天然物化合物を例に解説する。 



5 回 軽いことはいいことだーTi 金属の精錬について 
エネルギー問題は食糧，資源問題と併せて２１世紀の３大課題である。２１世紀
は地球⼈口増加に伴って生じるこれら諸問題を⼈類が克服する世紀といえる。そ
れぞれの立場で早急にこの問題に立ち向かう必要がある。 
現代は鉄の時代と言える。それは鉄の強度，価格，資源量の 3 点の総合⼒が他の
金属を圧倒しているからである。Ｔｉは鉄と同様に強度，資源量とも申し分がな
い。しかも軽量性，耐蝕性は鉄を遙かに上回る。しかし価格の点で遠く及ばない。
その大半は精錬のコストであり，エネルギーコストでもある。チタン精錬のコス
ト低下がエネルギー問題に寄与すると言う根拠は，精錬コストの大半が電気料で
あること，またＦｅをＴｉに置き替えることによる軽量化がもたらす移動エネル
ギーコストの低下の２つである。 
21 世紀の 3 大課題に挑戦するＴｉ精錬の現状と未来について解説する。 
6 回 錯体化学 基礎と最新の話題について解説する。 
7 回 最近の流れ分析法，高速液体クロマトグラフィー，フローインジェクション
法，キャピラリー電気泳動法について解説する。 
8 回 分子の対称性と点群について解説する。 
9 回 表面張⼒の性質と，表面張⼒がかかわる種々の自然現象の理解の仕方につ
いて解説する。 
10 回 生体高分子を用いた機能性材料について解説する。 
11 回 有機化合物を使って，生命現象を解明する。 
12 回 超伝導，太陽電池，リチウムイオン二次電池，光触媒等について説明する。 
13 回 有機化合物の光反応と機能性材料への応用について解説する。 
14 回 密度汎関数法による物質の電子状態計算について解説する。 
15 回 溶液の化学について解説する。 

準備学習 1 回 化学の基礎を予習しておくこと。 
2 回 電子レンジのしくみをインターネットなどで調べておくこと。 
3 回 身の回りで吸着現象が利用されている技術を調べておくこと。 
4 回 学部レベルの教科書で有機化学の基礎を復習しておくこと。 
5 回 ジャンボジェット機の質量および自動車の質量を調べておくこと。 
6 回 生活の中に利用されている金属錯体について調べておくこと。 
7 回 流れを使った自動分析法，およびグリーンケミストリーについて調べてお
くこと。 
8 回 アンモニア分子のもつ対称要素を調べておくこと。 
9 回 自由エネルギーについて何らかの知識を得ておくこと。 
10 回 図書館等で生体高分子，特に多糖とタンパク質，核酸について調べておく
こと。 
11 回 医薬品に関する啓蒙書を予習しておくこと。 
12 回 エネルギーの有効利用はいかにあるべきかについて予め予習しておくこ
と。 
13 回 有機化合物の光反応の例を調べておくこと。 
14 回 電子の軌道と量子数について調べておくこと。 
15 回 高等学校の化学の教科書を復習しておくこと。 



 



年度 2012 
授業コード MSS5111 
成績評価 レポートにより行なう。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 総合理学専攻(11〜12) 
見出し MSS5111 量子物性 
担当教員名 財部 健一 
単位数 2 
教科書 C.Kittel Introduction to Solid State Physics(訳，固体物理学入門), John Wiley and 

Sons. Inc.(丸善) 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 量子物性 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義にて適宜指示する 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSS5111 
実務経験のある教員  
達成目標 講義目的に挙げた項目の電子論的理解に親しくなることである 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 固体の結晶構造，凝集⼒，格子振動，エネルギーバンド構造，誘電的性質・緩和

機構を理解する。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回  固体の結晶構造１を説明する。 

2 回  固体の結晶構造２を説明する。 
3 回  凝集⼒１を説明する。 
4 回  凝集⼒２を説明する。 
5 回  格子振動１を説明する。 
6 回  格子振動２を説明する。 
7 回  格子振動３を説明する。 



8 回  エネルギーバンド構造１を説明する。 
9 回  エネルギーバンド構造２を説明する。 
10 回  エネルギーバンド構造３を説明する。 
11 回  誘電的性質１を説明する。 
12 回  誘電的性質２を説明する。 
13 回  誘電的性質３を説明する。 
14 回  誘電的性質４を説明する。 
15 回  誘電的性質５を説明する。 

準備学習 1 回  固体の結晶構造１よく予習しておくこと。 
2 回  固体の結晶構造２をよく予習しておくこと。 
3 回 凝集⼒１をよく予習しておくこと。 
4 回 凝集⼒２をよく予習しておくこと。 
5 回 格子振動１をよく予習しておくこと。 
6 回 格子振動２をよく予習しておくこと。 
7 回 格子振動３をよく予習しておくこと。 
8 回 エネルギーバンド構造１をよく予習しておくこと。 
9 回 エネルギーバンド構造２をよく予習しておくこと。 
10 回 エネルギーバンド構造３をよく予習しておくこと。 
11 回 誘電的性質１をよく予習しておくこと。 
12 回 誘電的性質２をよく予習しておくこと。 
13 回 誘電的性質３をよく予習しておくこと。 
14 回 誘電的性質４をよく予習しておくこと。 
15 回 誘電的性質５をよく予習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MSS5112 
成績評価 出席状況（30％）と課題提出（70％） 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 総合理学専攻(11〜12) 
見出し MSS5112 地球環境科学特論Ⅱ 
担当教員名 北岡 豪一 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード 環境問題，エネルギー問題，地球温暖化，環境汚染，放射能汚染 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 地球環境科学特論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する． 
授業形態 講義 
注意備考 野外実習も計画している． 
シラバスコード MSS5112 
実務経験のある教員  
達成目標 現在，我々が直面している環境問題の中で，とくに深刻な地球温暖化と放射能汚

染を取り上げ，気候変動の科学など，日進月歩にある地球科学と太陽化学を紹介
し，その科学的な視点から，問題を正しく見つめ直し，現状を把握し直し，自ら
将来への展望を探ろうとする意識を養うことを目指す． 

受講者へのコメント  
連絡先 北岡研究室（7 号館 3 階） 

TEL：086-256-9686，Email：kitaoka@das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 地球環境科学Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ⼈類が直面している環境問題とエネルギー問題は，我々に，環境の現状を正しく

把握し，将来への活路を見出すことを要求している．本講義は，これら問題に正
しく対処できる眼⼒を養うことを目指す． 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 環境・エネルギー問題とは何か 
3 回 地球温暖化とは何か． 



4 回 ローカル温暖化の証拠：地温の鉛直分布に温暖化の履歴が記録されている
観測データの紹介． 
5 回 気候変動に関する種々の研究を概観． 
6 回 太陽活動の変動と気候変動の関係． 
7 回 エネルギー問題を考える． 
8 回 放射能汚染：放射能と放射線量を学習する． 
9 回 環境放射線の概観：宇宙由来，大地由来，⼈工由来の放射線． 
10 回 環境水中の放射能：水爆実験による⼈工トリチウムの環境水中濃度の⻑期
変化． 
11 回 ⼈間の体内被曝線量． 
12 回 環境放射線量の測定方法． 
13 回 野外で放射線量を測定する． 
14 回 地球環境科学全般の概観． 
15 回 まとめと，今後の環境科学に関して討論する． 

準備学習 1 回 シラバスを把握しておくこと． 
2 回 環境問題にはどういうものがあるか，調べておくこと． 
3 回 地球温暖化について調べておくこと． 
4 回 温暖化と言われる根拠について調べておくこと． 
5 回 氷河期について調べておくこと． 
6 回 太陽の⿊点活動について調べておくこと． 
7 回 ⼈類が使用してきたエネルギーの種類と消費量の変遷を調べておくこと． 
8 回 放射線の定義を調べておくこと． 
9 回 天然の放射性物質を調べておくこと． 
10 回 安定同位体と放射性同位体について調べておくこと． 
11 回 ⼈体の化学組成について調べておくこと． 
12 回 放射能と放射線の定義を復習しておくこと． 
13 回 放射性物質について復習しておくこと． 
14 回 身近な環境問題について考えておくこと． 
15 回 講義全体を復習しておくこと． 

 



年度 2012 
授業コード MSS5312 
成績評価 レポートによる（100%）。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 総合理学専攻(11〜12) 
見出し MSS5312 数理科学特論Ⅱ 
担当教員名 ⻑渕 裕 
単位数 2 
教科書 適宜資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 非線形方程式、写像度、不動点定理 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 数理科学特論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 増⽥久弥 著 「非線型数学」 (朝倉書店) 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSS5312 
実務経験のある教員  
達成目標 ・写像度とその（関数）方程式への応用について理解する。 

・Banach 空間とその上の作用素、コンパクト作用素について理解する。 
・不動点定理とその（関数）方程式への応用について理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先 20 号館 ⻑渕研究室 nagabuti@das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 非線形解析への入門として、写像度理論、不動点定理等について解説する。また、

これらの微分方程式への応用についても述べる。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 曲線の回転数(1) 

2 回 曲線の回転数(2) 
3 回 写像度(1) 
4 回 写像度(2) 
5 回 写像度(3) 
6 回 写像度(4) 



7 回 写像度の非線形方程式への応用 
8 回 Banach 空間とその上の作用素(1) 
9 回 Banach 空間とその上の作用素(2) 
10 回 コンパクト作用素とその性質 
11 回 Leray-Schauder の写像度(1) 
12 回 Leray-Schauder の写像度(2) 
13 回 Leray-Schauder の不動点定理 
14 回 Leray-Schauder の不動点定理の応用 
15 回 Krasnoselskii の不動点定理とその応用 

準備学習 1 回 学部の微分積分学を復習しておくこと。 
2 回 第 1 回の講義内容を復習しておくこと。 
3 回 曲線の回転数について復習しておくこと。 
4 回 第 3 回の講義内容を復習しておくこと。 
5 回 第 4 回の講義内容を復習しておくこと。 
6 回 第 5 回の講義内容を復習しておくこと。 
7 回 写像度の基本性質について復習しておくこと。 
8 回 Banach 空間とその例について復習しておくこと。 
9 回 Banach 空間とその例について復習しておくこと。 
10 回 コンパクト作用素とその基本性質について調べておくこと。 
11 回 写像度の基本性質と第 10 回の講義内容を復習しておくこと。 
12 回 第 11 の講義内容を復習しておくこと。 
13 回 第 12 の講義内容を復習しておくこと。 
14 回 第 12、13 回の講義内容を復習しておくこと。 
15 回 Leray-Schauder の不動点定理について復習し、Hilbert 空間について調べ
ておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MSS53A1 
成績評価 レポートによる(100%)。 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 総合理学専攻(11〜12) 
見出し MSS53A1 数理科学特論Ⅰ 
担当教員名 ⻑渕 裕 
単位数 2 
教科書 適宜資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 解の一意存在性、延⻑可能性、線形微分方程式、基本行列、安定性 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 数理科学特論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 山本 稔 著 「常微分方程式の安定性」 （実教出版） 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSS53A1 
実務経験のある教員  
達成目標 ・具体的に与えられた微分方程式に対し、解の一意性や延⻑可能性を判定するこ

とができる。 
・線形微分方程式の解空間、基本行列による解の表現について理解する。 
・解の安定性について理解し、具体的に与えられた微分方程式に対して解の安定
性を判定することができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 20 号館階 ⻑渕研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 常微分方程式について、解の存在やパラメータ依存性に関する基礎定理から始

め、線形理論、漸近的性質（特に安定性）等を取り上げて講義し、定性的理論に
関する基礎的事項を理解することを目標とする。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 Banach 空間とその例(1) 

2 回 Banach 空間とその例(2) 
3 回 微分方程式と初期値問題 



4 回 縮小写像の原理と解の一意存在性(1) 
5 回 縮小写像の原理と解の一意存在性(2) 
6 回 解の延⻑可能性とノルム評価 
7 回 解の初期値に関する連続的依存性 
8 回 解の初期値に関する微分可能性 
9 回 線形微分方程式(1) 
10 回 線形微分方程式(2) 
11 回 線形微分方程式(3) 
12 回 解の安定性(1) 
13 回 解の安定性(2) 
14 回 線形化原理 
15 回 安定多様体と不安定多様体 

準備学習 1 回 線形空間、内積空間について復習しておくこと。 
2 回 Cauchy の収束判定法、関数列の極限、一様収束について復習して（調べて）
おくこと。 
3 回 学部で学んだ微分方程式の解法について復習しておくこと。 
4 回 第 2、3 回の講義内容を復習しておくこと。 
5 回 第 4 回の講義内容について復習しておくこと。 
6 回 Heine-Borel の被覆定理について調べておくこと。 
7 回 解の存在と一意性について復習しておくこと。 
8 回 Gronwall の不等式について復習しておくこと。 
9 回 線形空間（1 次独立、1 次従属性）、解の一意存在性定理（第 4、5 回の講義
内容）を復習しておくこと。 
10 回 初等関数の Taylor 級数、行列の指数関数、一様収束について復習しておく
こと。 
11 回 行列の標準化、線形微分方程式の基本行列について復習しておくこと。 
12 回 関数の極限の扱い、行列のノルムについて復習し、解の安定性と漸近安定
性の概念について予習しておくこと。 
13 回 解の安定性と漸近安定性の概念について復習しておくこと。 
14 回 第 13 の講義内容および定数変化法の公式を復習しておくこと。 
15 回 第 14 回の講義内容を復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MSS5511 
成績評価 輪講形式で行うので、その時の内容とレポートの成績とを合わせて評価する。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 総合理学専攻(11〜12) 
見出し MSS5511 エネルギー科学特論 
担当教員名 若村 国夫 
単位数 2 
教科書 プリントを配布 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 エネルギー科学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 学部の時に習った基礎物理学、電気磁気学の教科書 
授業形態 講義 
注意備考 予習と復習とで、しっかり身につける事を心がける。 
シラバスコード MSS5511 
実務経験のある教員  
達成目標 上記の各種エネルギー知識の基礎を身につける 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 学部で学んだ各種のエネルギーの概念とそれに直結する事項を知り、把握するこ

とを目指し、実際にそれらを計算する。 計算することで、その意味や要点を深
く認識できる。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 【はじめに】 

2 回 【エネルギー保存則を導く】 
3 回 【ポテンシャルエネルギーの説明】 
4 回 【ポテンシャルエネルギーの計算１】 
5 回 【ポテンシャルエネルギーの計算２】 
6 回 【電界と電位の説明】 
7 回 【電界と電位の計算１】 



8 回 【電界と電位の計算２】 
9 回 【クーロンエネルギー】 
10 回 【静電エネルギー】 
11 回 【熱エネルギー】 
12 回 【磁気エネルギー】 
13 回 【量子論によるエネルギー１】 
14 回 【量子論によるエネルギー２】 
15 回 【定期試験】 

準備学習  
 



年度 2012 
授業コード MSS5512 
成績評価 輪講形式で行うので、そのときの内容とレポートの総合評価 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 総合理学専攻(11〜12) 
見出し MSS5512 エネルギー物質科学 
担当教員名 財部 健一 
単位数 2 
教科書 プリントを配布 
アクティブラーニング  
キーワード 輸送現象、気体分子運動論、統計⼒学、 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 エネルギー物質科学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 学部で受講した基礎物理学の教科書 
授業形態 講義 
注意備考 英文読解はどの分野でも必要であり、これに慣れる事が肝要です。テキストの内

容は熱⼒学の微視的取り扱いが中心なので化学や地球科学の分野でも有効だと
思います。 

シラバスコード MSS5512 
実務経験のある教員  
達成目標 統計⼒学的考え方の習得と英文になれること。 
受講者へのコメント  
連絡先 ７号館３階 財部研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 エネルギー科学特論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 エネルギー移動に関係した気体分子運動論を基礎とした統計⼒学の考え方、これ

を利用した輸送現象、例えば熱伝導、拡散、粘性係数の現象などを、英文の専門
書を交えて、輪講形式で学ぶ。英文で専門の内容を理解することは必要不可欠で
す。この点を考え、基礎理学科で余り学んでいない熱⼒学の微視的取り扱い、初
学者を前提として授業を進めます。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回  講義内容を概観する。 

2 回  電気伝導を説明する。 
3 回  緩和時間を説明する。 



4 回  マックスウェルの速度分布則を説明する。 
5 回  平均自由行程と衝突を説明する。 
6 回  位相空間を説明する。 
7 回  ボルツマン方程式を説明する。 
8 回  アインシュタインの関係を説明する。 
9 回  理想気体の運動論を説明する。 
10 回  輸送現象を説明する。 
11 回  平均値を説明する。 
12 回  粘性を説明する。 
13 回  熱伝導を説明する。 
14 回  拡散を説明する。 
15 回  トピックを紹介する。 

準備学習  
 



年度 2012 
授業コード MSS9011 
成績評価 レポートにより評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 総合理学専攻(11〜12) 
見出し MSS9011 総合理学特別講義Ⅲ 
担当教員名 佐藤 眞久＊ 
単位数 1 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 総合理学特別講義Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 岩永恭雄・佐藤眞久 共著／環と加群のホモロジー代数的理論／日本評論社 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSS9011 
実務経験のある教員  
達成目標 現在の抽象代数がどのような研究をしているか、少しでも覗いてもらうことを目

標とする。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 線形代数学、代数学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 加群を分解し、これ以上分解できない原子のようなものの数学的概念として、直

既約加群を 
考える。ジョルダン標準形や代数学でいろいろな対象を決める事は、実は直既約
加群を求めることになっていることを見てもらう。 
 次に、この直既約加群を視覚的に分かりやすく理解するために、 
グラフを用いて環を表し、直既約加群の具体的な計算と表示を行う。 
 特にグラフが線分となる遺伝環は、ルート系とワイル変換と 
呼ばれるものを計算することで簡単に直既約加群 
がわかることを学ぶ。 

対象学年 1 年/2 年 



授業内容  
準備学習 線形代数関係の講義の復習をしておくこと。 

学部３，４年次の代数関係の講義の復習をしておくこと。 
 



年度 2012 
授業コード MSS9012 
成績評価 発表時の聴講者の評価シート(80％)とレポート(20%) 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 総合理学専攻(12〜12) 
見出し MSS9012 コンプリヘンシブ数学演習Ⅰ 
担当教員名 山崎 正之、若村 国夫、小林 祥一、財部 健一、板谷 徹丸、横川 賢二、

山口 一 
単位数 2 
教科書 指導教員から指示 
アクティブラーニング  
キーワード 研究⼒、コミュニケーション能⼒ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 コンプリヘンシブ数学演習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指導教員から指示 
授業形態 演習 
注意備考 指導教員を中心に複数の教員により指導する。 
シラバスコード MSS9012 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) 与えられたテーマについて、十分な準備を行い発表して聴講者の質問に答え

ることができる。 
(2) 他分野の研究者を含めた討議に積極的に加わり、討議を有意義なものとする
ことができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 各指導教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 特別研究 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 指導教員のもとでセミナーによる専門分野の基礎学習と、その内容を自ら他分野

の教員にも理解させる発表ができるようにすることを目標とする。 
対象学年 1 年 
授業内容  
準備学習 指導教員に指示をうけること。 

 



年度 2012 
授業コード MSS9013 
成績評価 特別研究論文で評価する(100%)。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 総合理学専攻(11〜12) 
見出し MSS9013 特別研究 
担当教員名 山崎 正之、若村 国夫、小林 祥一、財部 健一、板谷 徹丸、横川 賢二、

山口 一 
単位数 12 
教科書 適宜指示する 
アクティブラーニング  
キーワード 研究テーマ、問題解決能⼒、論理的思考、論文解読、データ整理、コミュニケー

ション⼒、プレゼンテーション⼒ 
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 特別研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 実験実習 
注意備考 指導教員から指示する 
シラバスコード MSS9013 
実務経験のある教員  
達成目標 １、文献の読解能⼒を身につけること 

２、特定の研究課題に取り組む中で、研究計画の実施が正しくできること 
３、特定の研究課題に従事し、得られた結果について正しい解釈ができること 
４、与えられた課題に対して、自主的に問題を解決し、自らの創造性を発揮でき
ること 
５、得られた結果を正しく整理し、プレゼンテーションができること 
６、得られた結果の発表に際して、的確なコミュニケーションがとれること 

受講者へのコメント  
連絡先 各指導教員の研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 総合理学専攻、基礎理学科のすべての開講科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 所属する指導教員の指導の下で，2 年間を通して最先端の数学(含情報数学)、お

よび物理（含エネルギー）、化学、生物、地球科学（含環境）に関するテーマの研
究を行う。また，特別研究論文の作成および研究発表を通して，自主的に学習お



よび研究することができる能⼒，文章作成および読解能⼒，プレゼンテーション
能⼒，コミュニケーション能⼒，論理的思考⼒，問題解決⼒，自己管理⼒を磨く
ことを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 １年目：修士課程に関するオリエンテーションを受講しておくこと 

２年目：１年間の特別研究の結果に対する評価をしておくこと 
 



年度 2012 
授業コード MSS9021 
成績評価 講義中の演習(40%)およびレポート(60%)により成績を評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 総合理学専攻(11〜12) 
見出し MSS9021 総合理学特別講義Ⅴ 
担当教員名 ⻄⼾ 裕嗣 
単位数 1 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード 地球惑星 システム科学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 総合理学特別講義Ⅴ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSS9021 
実務経験のある教員  
達成目標 １．複雑な地球科学的事象をシステム科学の視点からどのように捉えるかについ

て理解する。 
２．科学的証拠に基づく論証の仕方を習得する。 
３．原論文を正確に読み解く⼒を付ける。 

受講者へのコメント  
連絡先 26 号館 3 階 ⻄⼾研究室 086-256-9406  nishido@big.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 地球惑星科学は、さまざまな物理現象、化学現象、生命活動が複雑に関連するシ

ステムとして成り立っています。これを理解するのに最適な事例を取り上げ、地
球科学的な見方や考え方を学ばせる。ここでは、「火星生命痕跡の発見」、「隕石落
下による恐⻯絶滅のシナリオ」および「ハヤブサによる小惑星探査」について詳
述する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 火星生命痕跡の発見１：南極で発見された火星隕石(ALH84001)から火星に

生命活動があったとする証拠が見出された。原論文を紹介し内容を概説する。 



2 回 火星生命痕跡の発見２：生物の痕跡の証拠(化石)をどのように特定したかの
具体的方法を説明する。 
3 回 火星生命痕跡の発見３：火星に生命活動があったとすれば、地球外惑星にお
ける生命活動をどのように考えるかについて討論する。 
4 回 隕石落下による恐⻯絶滅のシナリオ１：恐⻯を滅ぼした中生代末の地球生
物の大絶滅は、直径約 10km の隕石落下による地球環境の激変によることが明ら
かとなった。原論文を紹介し内容を概説する。 
5 回 隕石落下による恐⻯絶滅のシナリオ２：隕石落下の証拠をどのように特定
したか具体例を示して説明する。 
6 回 隕石落下による恐⻯絶滅のシナリオ３：隕石落下が引き起こした地球環境
変化がどのようであったかを解説する。 
7 回 ハヤブサによる小惑星探査１：ハヤブサによる小惑星(イトカワ)からのサン
プルリターンは惑星科学における画期的な成果である。最近発表された原論文を
紹介し内容を概説する。 
8 回 ハヤブサによる小惑星探査１：ハヤブサから回収された試料から得られた
最新の情報を解説する。 

準備学習 1 回 火星はどのような惑星であるか調べておくこと。 
2 回 原論文(McKay, D.S., et al. (1996) Science: p924?93)を読んでおくこと。不
明な点を質問すること。 
3 回 液体の水が存在しうる(ハビタブルゾーン)地球外惑星の最新の情報を調べ
ておくこと。 
4 回 中生代と新生代との境界問題(K-T 境界問題)について調べておくこと。 
5 回 原論文(Schulte P., et al.(2010)Science: p1214-1218)を読んでおくこと。不
明な点を質問すること。 
6 回 大きな地球環境変化にを引き起こす要因にどのようなものがあるか調べて
おくこと。 
7 回 ハヤブサの探査活動を調べておくこと。 
8 回 原論文(Science (2011) Aug 26 Spec. Vol. 333)を読んでおくこと。不明な点
を質問すること。 

 



年度 2012 
授業コード MSS9022 
成績評価 発表時の聴講者の評価シート(100％) 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 総合理学専攻(11〜11) 
見出し MSS9022 コンプリヘンシブ数学演習Ⅱ 
担当教員名 山崎 正之、若村 国夫、小林 祥一、財部 健一、板谷 徹丸、横川 賢二、

山口 一 
単位数 2 
教科書 指導教員から指示 
アクティブラーニング  
キーワード 研究⼒、コミュニケーション能⼒ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 コンプリヘンシブ数学演習Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指導教員から指示 
授業形態 演習 
注意備考 指導教員を中心に複数の教員により指導する。 
シラバスコード MSS9022 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) 与えられたテーマについて、十分な準備を行い発表して聴講者の質問に答え

ることができる。 
(2) 他分野の研究者を含めた討議に積極的に加わり、討議を有意義なものとする
ことができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 各指導教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 特別研究 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 指導教員のもとでのセミナーによる専門分野の研究論文の精読を行い、学んだこ

とを利用する⼒を身につけ、それらを自ら他分野の教員にも理解できるようわか
りやすく説明できるようにする。 

対象学年 2 年 
授業内容  
準備学習 指導教員に指示をうけること。 

 



年度 2012 
授業コード MSS9031 
成績評価 レポートによる 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 総合理学専攻(11〜12) 
見出し MSS9031 総合理学特別講義Ⅶ 
担当教員名 中村 重之＊ 
単位数 1 
教科書 講義中に示す 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 総合理学特別講義Ⅶ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に示す 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSS9031 
実務経験のある教員  
達成目標 ２１世紀社会における太陽電池の重要性を理解する 
受講者へのコメント  
連絡先 7 号館 財部研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 太陽電池の基礎から将来までを概観する 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード MSS9032 
成績評価 発表時の聴講者の評価シート(80％)とレポート(20%) 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 総合理学専攻(12〜12) 
見出し MSS9032 コンプリヘンシブ理科演習Ⅰ 
担当教員名 山崎 正之、若村 国夫、小林 祥一、財部 健一、板谷 徹丸、横川 賢二、

山口 一 
単位数 2 
教科書 指導教員から指示 
アクティブラーニング  
キーワード 研究計画・実施、文献検索、英文講読、プレゼンテーション 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 コンプリヘンシブ理科演習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指導教員から指示 
授業形態 演習 
注意備考 指導教員を中心に複数の教員により指導する。 
シラバスコード MSS9032 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) 与えられたテーマについて、十分な準備を行い発表して聴講者の質問に答え

ることができる。 
(2) 他分野の研究者を含めた討議に積極的に加わり、討議を有意義なものとする
ことができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 各指導教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 特別研究 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 指導教員のもとでセミナーによる専門分野の基礎学習と、その内容を自ら他分野

の教員にも理解させる発表ができるようにすることを目標とする。 
コンプリヘンシブ理科演習は、環境・エネルギー科学および生物・化学の 2 系列
を対象としており、両系列を包括的に学習することで総合⼒・応用⼒を養う。 

対象学年 1 年 
授業内容  
準備学習 指導教員に指示をうけること。 



 



年度 2012 
授業コード MSS9041 
成績評価  
曜日時限 集中その他 
対象クラス 総合理学専攻(11〜12) 
見出し MSS9041 総合理学特別講義Ⅸ 
担当教員名 阿部 司＊ 
単位数 1 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 総合理学特別講義Ⅸ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSS9041 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード MSS9042 
成績評価 発表時会参加教員の評価(100％) 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 総合理学専攻(11〜11) 
見出し MSS9042 コンプリヘンシブ理科演習Ⅱ 
担当教員名 山崎 正之、若村 国夫、小林 祥一、財部 健一、板谷 徹丸、横川 賢二、

山口 一 
単位数 2 
教科書 指導教員から指示 
アクティブラーニング  
キーワード 研究計画・実施、文献検索、英文講読、プレゼンテーション 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 コンプリヘンシブ理科演習Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指導教員から指示 
授業形態 演習 
注意備考 指導教員を中心に複数の教員により指導する。 
シラバスコード MSS9042 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) 与えられた研究テーマの内容と意義を正しく理解し、研究の計画・実施・成

果の報告などができること 。 
(2) 他分野の研究者を含めた討議に積極的に加わり、討議を有意義なものとする
ことができること。 

受講者へのコメント  
連絡先 各指導教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 特別研究 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 指導教員の下でセミナーまたは外書講読による専門分野の基礎学習と，その内容

を自ら他分野の教員にも理解させる発表ができるようにすることを目的とする。 
修士論文としての研究内容の確定、専攻研究を把握、研究上必要とする知識等の
涵養を目的とする。 指導教員によるセミナーを基本とするが、研究内容の整理、
他分野との関連を知ることを目的として期の最後に担当教員以外の複数教員が
参加する発表会を開く。この発表会には、他専攻の教員、他機関の研究者が参加
し行われる。 



対象学年 2 年 
授業内容  
準備学習 指導教員に指示をうけること。 

 



年度 2012 
授業コード MSS9051 
成績評価 要旨(10%)、発表(60%)、質疑応答(30%) 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 総合理学専攻(11〜12) 
見出し MSS9051 インターナショナルキャリア 
担当教員名 山崎 正之、若村 国夫、小林 祥一、財部 健一、板谷 徹丸、横川 賢二、

山口 一 
単位数 2 
教科書 指導教員から指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード プレゼンテーション、英会話 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 インターナショナルキャリア 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指導教員から指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 国際会議での発表の一ヶ月前までに履修登録をすること。 
シラバスコード MSS9051 
実務経験のある教員  
達成目標 英語で自分の研究結果を報告できる能⼒を身につけること 

他研究者の英語による発表を理解できること 
受講者へのコメント  
連絡先 各指導教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 特別研究、コンプリへンシブ数学／理科演習 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 外国語での研究発表および国際的なコミュニケーションを行うことができるよ

うになることを目的とする。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 指導教員の指示に従うこと。 

 



年度 2012 
授業コード MSS9052 
成績評価 課題提出（１００％）によって評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 総合理学専攻(11〜12) 
見出し MSS9052 総合理学特別講義Ⅳ 
担当教員名 佐々木 徹＊ 
単位数 1 
教科書 特に指定しない 
アクティブラーニング  
キーワード 偏微分方程式、熱方程式、数値解析 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 総合理学特別講義Ⅳ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に適宜行う 
授業形態 講義 
注意備考 計算機を使ったプログラミングは講義回数の制限もあり行わず、講義中心の授業

となります。 
シラバスコード MSS9052 
実務経験のある教員  
達成目標 偏微分方程式の差分化、その熱方程式について理解する 
受講者へのコメント  
連絡先 ２０号館６階 澤江研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 特になし 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 偏微分方程式の数値解析的解法について熱方程式を使い理解を行う。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 差分法の基本的な例 

2 回 熱方程式の陽解法 
3 回 プログラムと計算例 
4 回 熱方程式の陽解法の安定性 
5 回 連立 1 次方程式の数値解法 
6 回 熱方程式の陰解法 
7 回 プログラムと計算例 
8 回 まとめ 



準備学習 1 回 微分法の基礎, 特に偏微分法を復習しておく 
2 回 Taylor の定理を復習しておく. 前回の復習をしておく 
3 回 熱方程式の陽解法を復習しておく 
4 回 前回のプログラムと計算例を復習しておく 
5 回 線形代数の掃き出し法を復習しておく 
6 回 前回の連立 1 次方程式の数値解法を復習しておく 
7 回 前回の熱方程式の陰解法を復習しておく 
8 回 前回の熱方程式の陰解法によるプログラムと計算例を復習しておく 

 



年度 2012 
授業コード MSS9061 
成績評価 講義中に適宜問題を出すので、そのレポートを採点して、その後総合的に判断す

る。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 総合理学専攻(11〜12) 
見出し MSS9061 フューチャーマセマティックス 
担当教員名 竹中 茂夫 
単位数 2 
教科書 とくに指定せず 
アクティブラーニング  
キーワード 代数学、幾何学、解析学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 フューチャーマセマティックス 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 クーラント・ロビンズ 数学とは何か 岩波書店 
授業形態 講義 
注意備考 なるべく平易に話すつもりですので、気楽にただし聞き流すのではなく考えなが

ら受講してください。 
シラバスコード MSS9061 
実務経験のある教員  
達成目標 数学についての、基礎的な考え方を知る。 
受講者へのコメント  
連絡先 ２０号館８階 竹中研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 現代数学の知識を、非専門家向きに、かいつまんで話し、理解してもらうこと。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 代数１：自然数、四則、数学的帰納法について、高等学校以前で学んだ事を

現代数学はどうとらえているか（理論的に・厳密に）を講義する。 
2 回 代数２：二項定理および、関連するプログラムを紹介し、一般的な帰納法
（二重帰納法）について講義し、再帰的的定義について紹介する。 
3 回 代数３：素数の無限性を例にして、初歩的な代数的問題およびその考え方に
ついて、講義する。 
4 回 素数についての、教育用ビデオ教材「リーマン予想、天才たちの１５０年の



闘い」を鑑賞させて、レポートを提出させる。 
5 回 前回のビデオに関連して、その解説、関連する話題について講義する。 
6 回 代数４：現代数学における有理数の定義および、有理数で無い数（無理数）
の定義およびその性質について講義する。 
7 回 集合論１：数えるという事の抽象化を行い、無限という事の定義、および無
限の種類、数え方について講義し、具体的に整数と有理数は同じ数だけあること
が理解できるようにする。 
8 回 集合論２：無理数は、有理数より数が多い事を証明する。 
9 回 集合論３：論理と集合。 集合論と論理学との関係、および理論計算機との
関連について講義する。 
10 回 幾何学１：４つの円で平面はいくつに分けられるのか？ という問題をも
とにして、やさしい幾何学として平面の分割について講義する。 また、これが、
一般次元に拡張可能であることを出来るだけ分かりやすく説明する。 
11 回 幾何学２：やわらかい幾何学といわれる、トポロジーの基礎てきな概念を
講義する。 特に１２回目に予定しているヴィデオの意味が分かるように基礎概
念の理解を目指す。 
12 回 教育用ヴィデオ「ポアンカレ予想」を鑑賞後レポート提出 
13 回 解析学：極限の厳密な取り扱いかた（ε―δ 論法と呼ばれるもの）をなる
べく平易に講義する。 
14 回 複素数と三角関数、複素数の意味での微・積分について講義する。 
15 回 復習のための演習及びその解説をする。 

準備学習 1 回 数えるとは何を意味するのだろうかを考えてくること。 
2 回 数学的帰納法について復習してくること。 
3 回 素数について、知っていることをおもいだしておくこと。 
4 回 大学の立場からみた数の扱いについて、復習を行うこと。 
5 回 前回に見たビデオについて、自分なりにレポートを作っておくこと。 
6 回 有理数（分数）について、復習しておくこと。特にその４則について、なぜ
あのような計算方法になるのかを理解しておくこと。 
7 回 もう一度、数えるとは何であったかを考えてみること。 
8 回 ２の平方根とはどんなものかを考えてくること。 
9 回 論理とはどんなものか、また論理演算の持つ性質について復習しておくこ
と。 
10 回 平面上に４つの円を書く場合、その平面が最大限いくつに分割されるかを、
円が１つ、２つ、３つの場合とをあわせて考察してくること。 
11 回 球面と湯呑の表面はなぜ同じなのか、またドーナツの表面とはなぜ事なる
かを考えておくこと。 
12 回 １次元球面（単なる円周）、２次元球面（普通の球の表面）を考えて、３次
元球面についてかんがえておくこと。 
13 回 極限を単に、無限に近付いていくと考えて、厳密に理論展開できるかを考
察しておくこと。 
14 回 複素数についてこれまで習ったことを復習しておくこと。 
15 回 講義全体を振り返って、分かりにくかったところについて質問出来るよう



にしておくこと。 
尚、当日に小試験を行って、それについて解説を行う。 

 



年度 2012 
授業コード MSS9062 
成績評価 コメントカードおよびレポ−ト等 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 総合理学専攻(11〜12) 
見出し MSS9062 総合理学特別講義Ⅵ 
担当教員名 藤井 智康＊ 
単位数 1 
教科書  なし（プリントを配布する） 
アクティブラーニング  
キーワード 湖沼 沿岸海洋 内部波 貧酸素水塊 二酸化炭素 海洋調査法 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 総合理学特別講義Ⅵ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  特に指定しない（必要に応じて講義中に紹介する）． 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSS9062 
実務経験のある教員  
達成目標 湖や沿岸海洋で生ずる様々な現象について理解するとともに、諸現象に関連の深

い水環境問題に対する対策などについても考える。また、これらを解決するため
に必要な観測機器の原理や法則についても理解する 

受講者へのコメント  
連絡先  藤井智康 fujii@nara-edu.ac.jp （奈良教育大学 教育学部 理科教育講座 

地学教室） 
 北岡豪一 kitaoka@das.ous.ac.jp （7 号館 3 階） 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  われわれの身近な湖や沿岸海洋で生ずる様々な現象は物理的法則に関連して

いることが多く、これらの諸現象を実際の観測例をもとに理解するとともに、こ
れらの現象に関連の深い水環境問題に対する対策などについても考えることを
目的とする。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 はじめに‐講義方針、講義概要‐ 

2 回 河川・湖沼・沿岸海洋における調査手法（ADCP など） 



3 回 汽水湖の物理的特性（中海・宍道湖を例として） (1)表面静振と内部波 
4 回 汽水湖の物理的特性（中海・宍道湖を例として） (2)津波の伝播と遡上 
5 回 高山湖の水環境（標高 5020m のチベット・プマユムツォ湖） 
6 回 沿岸海域の貧酸素化（貧酸素水塊の動態と⻘潮） 
7 回 沿岸海域の二酸化炭素の挙動 
8 回 まとめ 

準備学習 2 回 湖沼や沿岸海洋における調査方法について考えておく 
3 回 湖沼の水位や水温の変動について考えておく 
4 回 津波の発生と伝播について考えておく 
5 回 標高の違いによる環境の変化について考える 
6 回 貧酸素化による水質変化や生物へ影響について考えておく 
7 回  海洋における二酸化炭素の放出と吸収について考えておく 

 



年度 2012 
授業コード MSS9071 
成績評価 課題提出（100％） 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 総合理学専攻(11〜12) 
見出し MSS9071 フューチャーサイエンス 
担当教員名 山崎 正之、若村 国夫、小林 祥一、財部 健一、⻄⼾ 裕嗣、板谷 徹丸、

横川 賢 
単位数 2 
教科書 適宜紹介する 
アクティブラーニング  
キーワード 数理科学、環境・エネルギー科学、化学・生物、境界領域、総合 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 フューチャーサイエンス 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜紹介する 
授業形態 講義 
注意備考 開講日は教務部の掲示板でお知らせします。講義計画欄にある講義の順番は変わ

ります。詳細はオリエンテーションの際にお知らせします。※しばしば電子教材、
パワーポイント等をプロジェクターで投影し講義を行います。 

シラバスコード MSS9071 
実務経験のある教員  
達成目標 数学と情報の分野を中心とした数理科学系列の講義、物理学と地学あるいは地球

環境科学を融合した環境・エネルギー科学系列の講義、および生物学と化学領域
を融合した生物・化学系列の講義から、自然科学の基本的概念・考え方を理解で
きるようになることを期待している。 

受講者へのコメント  
連絡先 この講義担当者が、総合理学専攻で開講している科目のシラバス参照 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 総合理学専攻では、数学、情報、物理、化学、生物、地学の分野と、それぞれの

境界領域を包括する、総合科学的な教育・研究を行っていることから、本講義で
はそれらの一端を紹介し、自然科学に対する幅広い考え方を身に付けることを目
的としている。 

対象学年 1 年/2 年 



授業内容 1 回 射影平面の幾何（１） 
射影平面の様々なとらえ方を紹介し、４次元以上の空間にしか実現できないこの
図形の理解を深める。射影平面を無理矢理３次元空間に押し込めると自己交叉を
持つ図形が得られる。そのうちのひとつであるボーイ曲面（の一部）を実際に工
作で作成する。 
2 回 射影平面の幾何（２） 
ガウス曲率が１である標準的射影平面における三角形の幾何学について学ぶ。特
に、三角形の内角の和は π とその三角形の面積の和に等しいというガウス・ボ
ンネの定理を鑑賞する。 
3 回 ⼈類起源研究の歴史 
類⼈猿と猿⼈化石探しと⼈類起源の話題を紹介する．その結果から⼈類は東アフ
リカで誕生したと言われている．地球史において地球内部物質の挙動が生物大量
絶滅と進化をもたらしたことが理解されている．地球科学の立場から類⼈猿が猿
⼈に進化する環境を議論する。 
4 回 類⼈猿及び猿⼈化石の年代測定 
東アフリカに産する類⼈猿と猿⼈化石の年代推定に用いる火山岩の K-Ar 年代測
定法についてその原理と応用を紹介する。 
5 回 資源探査と環境問題（１） 
地球物質の循環過程で生成した岩石の一部が、鉱物資源および化石燃料資源とし
て利用されている。これら資源を供給する鉱床の成因を実際の鉱山を例に紹介す
る。この解明された成因、および産状の特徴が資源探査に利用されていることを
解説する。 
6 回 資源探査と環境問題（２） 
資源の使用量が増加すると⼈類活動は活発になるが、環境汚染は深刻になる。す
なわち資源と環境は表裏一体である。酸性雨の影響を例に示し、環境問題を考え
る際の基礎的知識をしっかりしたものにする。 
7 回 高エネルギー天文学（１） 
天体や銀河などから放出される電波、可視光、X 線、ガンマ線の各波⻑の電磁波
観測によって得られる宇宙の姿を再認識する。 
8 回 高エネルギー天文学（２） 
高エネルギー宇宙素粒子の観測から高密度天体や銀河中心で起こる高エネルギ
ー現象を理解する。 
9 回 隕石から探る地球型惑星の進化（１） 
隕石はどのようなものか、実物の標本を基に説明する。また、隕石は太陽系のど
こから飛来するか、その落下が地球環境や生物進化に及ぼした影響について具体
例を示し解説する。（⻄⼾裕嗣) 
10 回 隕石から探る地球型惑星の進化（２） 
地球外物質である隕石が太陽系の始原物質の一部をなすこと、これに基づき地球
型惑星の進化過程をどのように解明するか解説する。（⻄⼾裕嗣） 
11 回 生命の起源と進化 
地球上での最初の生命活動をする細胞の誕生、細胞内共生説を紹介し、カンブリ
ア紀の多様な種の爆発につながるプロセスをたどる。それらにかかった時間につ



いて考察し、⼈類の誕生、最初の文明、産業⾰命以降の⼈間活動の歴史がいかに
短いものであり､近年の⼈口の増加、活動のレベルが指数関数的になっているこ
とに注目する。（兵藤博信） 
12 回 進化の脆弱性 
進化というと「高度化＝より強固、安定的なもの」と考えがちであるが、それが
おおきなあやまりであることを指摘し、中立進化説を紹介する。生物の進化（多
様化）をエントロピーの増大という観点からとらえ、様々なシステムへの進化と
いう概念の拡大解釈的適用を試みる。生物の進化の歴史が⻑い時間をかけた進行
形の try and error の実験であることを理解する。（兵藤博信） 
13 回 高圧科学の概要 
高圧環境にすることで全ての物質は収縮し、物性が変化する。その変化を科学的
な手法によって明らかにするのが高圧科学であり、物理、化学、地学、生物、医
療など様々な分野で研究がなされている。その一部を解説しながら高圧科学の魅
⼒を紹介する。 
14 回 高圧実験 
様々な用途によって数多くの高圧装置が開発されている。それらの構造について
講義する。その後は、実際に高圧実験装置を使って高圧下での状態変化を調べて
もらう。まずは生きていくうえでなくてはならない物質である水を取り上げ、室
温で氷ができる様子を実際に観察する。 
15 回 量測定装置の組み立て 
種々の光量測定に基づく分析法の原理を解説する。その後、光量測定装置を実際
に組み立てる。 

準備学習 1 回 簡単なオリエンテーション後、講義と実習を行う。はさみを持参すること。 
2 回 平面三角形の内角の和の公式を思いだし、それが地球上に描かれた大きな
三角形でも成り立つか考察してくること。 
3 回 類⼈猿及び猿⼈化石について調べておくこと。 
4 回 K-Ar 年代測定法について調べておくこと。 
5 回 私たちが利用している資源の種類を調べておくこと。 
6 回 資源利用による環境の変化について具体的に調べておくこと。 
7 回 基礎的な天体運動・現象などを理解しておくこと。 
8 回 前回の講義の復習をしておくこと。 
9 回 書籍やインターネットなどから隕石にはどのようなものがあるか調べてみ
ること。 
10 回 前回の講義で示された隕石についての情報を整理しておくこと。 
11 回 DNA の機能・役割について知っておくこと。 
12 回 地質年代表を一見して、生物大絶滅の時期を知っておくこと。 
13 回 身の回りで応用されている高圧技術を調べておくこと。 
14 回 水の状態図を調べておくこと。 
15 回 光量測定センサー原理を復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MSS9072 
成績評価 授業中の理解度（50%）と課題提出（50%）により評価する 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 総合理学専攻(11〜12) 
見出し MSS9072 総合理学特別講義Ⅷ 
担当教員名 瀬⼾ 雄介＊ 
単位数 1 
教科書 特に指定しない 
アクティブラーニング  
キーワード 無機化合物、結晶構造、回折、対称性、空間群、構造相転移 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 総合理学特別講義Ⅷ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特に指定しない 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSS9072 
実務経験のある教員  
達成目標 論文に出てくる点群・空間群の表記や結晶構造パラメータの意味を理解して、

International Tables を使えるようになること。また、結晶の回折現象について理
解を深め、フーリエ変換との対応付けが理解できるようになること。 

受講者へのコメント  
連絡先 mori[at]das.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 結晶学特論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 無機化合物の結晶構造やその記述法を学び、結晶による回折現象の基礎を理解す

る。さらに対称性と物性との関係や、温度や圧⼒の変化に伴う構造相転移につい
て、実際の研究例をもとに理解を深める。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 基本的な結晶構造について学習する。具体的には、体心立方、面心立方、六

方最密充填構造とその派生構造であるコランダム、スピネル、 
ダイヤモンド構造などの基本的な結晶構造を概観する。 
2 回 対称性の表現法について学習する。具体的には、対称操作の分類と各操作の
意味およびそれらの集合である群という概念について学ぶ。 



さらに国際標準である International Table の対称性表記法を学ぶ。 
3 回 対称性の表現法について学習する。具体的には、様々な立体模型を用いて、
形状を不変に保つ対称操作の集合である点群について、そ 
の性質を理解する。 
4 回 対称性の表現法について学習する。具体的には、結晶の対称性を表現する空
間群の概念を学ぶ。コンピュータを用いて、与えられた 
パラメータから結晶構造を描く手順を理解する。 
5 回 結晶による回折現象について学習する。具体的には、ブラッグ条件、エワル
ド球と逆格子ベクトルといった回折現象の基礎を学ぶ。さらに 
原子散乱因子、結晶構造因子の概念を理解する。 
6 回  結晶による回折現象について学習する。具体的には、実際の結晶による電
子線、Ｘ線、中性子回折現象を説明し、コンピュータによる回折図形シミュレー
ションをおこなう。 
7 回 対称性と物性について学習する。具体的には、物質の微視的な性質である対
称性と、マクロな性質である物性との関係を理解する。 
8 回 構造相転移について学習する。具体的には、圧⼒や温度の変化に伴う構造相
転移現象について、主に地球深部物質の例を中心に説明し理解を深める。 

準備学習 身の回りに存在する規則的・対称的な図形をスケッチあるいは写真で撮影し、そ
の図形を不変に保つにはどのような操作（回転や鏡映など）をしたらいいかを考
えてみる。 

 



年度 2012 
授業コード MSS9081 
成績評価 講義中での質疑応答（50％）や課題提出（50％）などを加味して，総合的に評価

する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 総合理学専攻(11〜12) 
見出し MSS9081 フューチャーバイオケミストリー 
担当教員名 池⽥ 正五、⻘木 宏之、南 善子、尾堂 順一、林 謙一郎、三井 亮司、宮

永 政光 
単位数 2 
教科書 使用しない 
アクティブラーニング  
キーワード バイオサイエンス、バイオテクノロジー 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 フューチャーバイオケミストリー 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 担当教員により、適宜指示 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSS9081 
実務経験のある教員  
達成目標 １）生物化学の基礎を理解し、簡単な説明ができること。  

２）最近の生物化学の進展に興味を持つこと。 
受講者へのコメント  
連絡先 生物化学科教員の各研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 生物化学専攻で開講している各特論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 バイオサイエンスやバイオテクノロジーに代表されるよう、生物化学分野の研究

は活発であり、その発展には著しいものがある。理学研究科の生物化学以外の諸
専攻においても、このような知識の習得は必要である。この講義では、生物化学
分野の最前線の研究の背景・目的・将来や諸問題点などについて分かり易く解説
する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションとして、生物化学科が扱う研究分野について紹介する。 

2 回 生体膜を構成する脂質分子が水中でどのようにして、2 分子膜構造を形成す



るかを説明し、温度やイオン環境の変化で、様々な構造・機能変化を示すことを
紹介する。 
3 回 遺伝子の変化と病気の成り立ちの関係を分子遺伝学的な立場から説明する。 
4 回 植物組織培養や遺伝子組換えといったバイオテクノロジーを用いて植物が
もつ能⼒について研究したり利用している事例を解説する。 
5 回 様々な骨格構造をもつ有機化合物が生体に対してどのような作用をするか，
どのように役に立っているかを説明する。 
6 回 様々な金属イオンが病気の治療に使われている事を、悪性腫瘍やリウマチ
などの治療に使われている金属含有医薬品の実例を挙げながら解説する。 
7 回 環境に優しい化学を追求するグリーンケミストリーについて説明する。 
8 回 未利用資源の有効利用の重要性について説明する。 
9 回 大気の環境問題についての考え方を、過去に生じたさまざまな問題事例を
挙げながら幅広く説明する。 
10 回 植物からの贈り物―その代謝産物―について講義する。 
11 回 科学論文・特許について解説し、科学者・技術者のキャリアや研究プロセ
スについて説明する。 
12 回 微生物や微生物由来の酵素が日常生活の中で重要な役割を果たしているこ
とを解説する。また、食糧・エネルギー・環境のあらゆる分野で微生物が利用さ
れている事例を紹介する。 
13 回 タデ科植物アイの二次代謝（研究紹介）を例に挙げ，植物の二次代謝につ
いて説明する。 
14 回 化学物質の環境中での動態や生物に与える影響について講義する。 
15 回 これまでの講義を聞いて、生物化学の研究の現状と今後についてレポート
を作成する。 

準備学習 1 回 シラバスや生物化学科のホームページをみて、どのような研究が行われて
いるか見ておくこと。 
2 回 大腸菌およびヒトの各種細胞膜の脂質構成を調べ、比較を行くこと。生体膜
の起源について予習を行うこと。 
3 回 遺伝子が変化すると生物学的にどのような影響があらわれるか、考えてお
くこと。 
4 回 身近な植物でバイオテクノロジーが応用されている事例がないか調べてく
る。 
5 回 有機化学 I で学んだ骨格構造の書き方を復讐しておくこと。 
6 回 我々の⼈体の中で機能している金属イオンの種類や働きについて学習して
おくと理解しやすい。 
7 回 グリーンケミストリーと従来の化学の違いを理解し、説明できるよう復習
を行うこと。 
8 回 農・林産廃棄物のエネルギー利用や食糧への変換に関し予習を行うこと。 
9 回 講義内容をみて、これまでに学んできたこととの関連を考えてみる。 
10 回 身近な植物成分について調べておくこと。 
11 回 講義の中で説明した内容について、予習・復習を行い、科学研究のプロセ
スや特許の仕組みを理解すること。 



12 回 日常の生活を振り返り、微生物が関わっていると思われるものを、少なく
とも１つ以上見つけておくこと。またそれがどのような微生物または微生物酵素
を利用したものであるか調べてみること。 
13 回 植物や微生物を利用して作られる香料や医薬品等の身近なものについて調
べておくこと。 
14 回 講義内容をみて今までの学習内容との関連を考え、予習をすること。 
15 回 これまでの講義を聞いて、自分が最も興味を引かれたものがなんであるか、
考えておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MSS9082 
成績評価 提出課題 60％、小テストの結果 40％ 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 総合理学専攻(11〜12) 
見出し MSS9082 総合理学特別講義Ⅹ 
担当教員名 實吉 玄貴＊ 
単位数 1 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード 地質学・古生物学・化石タフォノミー・脊椎動物化石の古生物学的学術調査方法 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 総合理学特別講義Ⅹ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 “層序学と堆積学の基礎/原⽥憲一/愛智出版” 

“恐⻯学 進化と絶滅の謎/D. Fastovsky, D. Weishampel/丸善出版事業部” 
授業形態 講義 
注意備考 小テストは授業最終時間に実施し、試験形態は筆記とする。 

提出課題は後日提出とする。 
シラバスコード MSS9082 
実務経験のある教員  
達成目標 ①堆積学的・化石タフォノミー的知見、最新の研究成果について講義を実施し、

その理解を深める。 
②授業担当者が実施している脊椎動物化石の発掘作業と地質学的調査を例に、実
際の発掘調査に関する理解を深める。 
③古生物学と地質学の相違点について、発掘現場における作業内容の違いから明
らかにし、両者の学術的協⼒関係（特に化石タフォノミー的観点）について理解
を深める。 
④恐⻯化石・類⼈猿化石を例に、古生物学的トピックスの最新研究を通じて、研
究背景・手法・科学的思考を身につける。 
⑤科学的知見を博物館活動につなげるための現 

受講者へのコメント  
連絡先 〒701‐4212 岡山県瀬⼾内市尻海 4382−4 林原自然科学博物館瀬⼾内施設 

Tel: 086‐922‐4876 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  



次回に向けての改善変更予定  
講義目的 脊椎動物化石を発掘する際に実施される地質学的・堆積学的学術調査を例にし

て、地層から過去の環境を復元する方法論を理解することを目的とする。地質学・
堆積学・古生物学・化石タフォノミー・博物館学などについて基本的な学術体系
を説明する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 本授業では、脊椎動物化石の発掘作業を行う際に必要な学問体系・調査手法につ

いて詳細な説明を実施するため、受講者は授業前・授業後に参考図書による予習・
復習を行うこと。特に、化石タフォノミーに関連した堆積学的学問体系（フルー
ド数・堆積構造の形成理論）や古生物学的学問体系（恐⻯を中心とした絶滅爬虫
類）を、事前に予習することが望ましい。また、授業中に紹介された化石タフォ
ノミーに関する文献類を購読し、授業内容を復習すること。 

 



年度 2012 
授業コード MSS9091 
成績評価 各講義における質疑応答や課題提出などから総合的に評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 総合理学専攻(11〜12) 
見出し MSS9091 フューチャーライフサイエンス 
担当教員名 櫃本 泰雄 
単位数 2 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード 臨床生命科学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 フューチャーライフサイエンス 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 担当教員により、適宜指示 
授業形態 講義 
注意備考 特になし 
シラバスコード MSS9091 
実務経験のある教員  
達成目標 １）臨床生命科学の基礎を理解し、簡単な説明ができること。２）最近の臨床生

命科学の進展に興味を持つこと。 
受講者へのコメント  
連絡先 臨床生命科学専攻 専攻⻑ 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 臨床生命科学専攻で開講している各特論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 バイオテクノロジーに代表されるよう、臨床生命科学分野の研究は活発であり、

その発展には著しいものがある。理学研究科の臨床生命科学以外の諸専攻におい
ても、このような知識の習得は必要である。この講義では、臨床生命科学分野の
最前線の研究の背景・目的・将来や諸問題点などについて分かり易く解説する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 臨床生命科学科の理学部における存在意義や役割そして医食同源に関する

講義（櫃本） 
2 回 ウェルシュ菌の毒素遺伝子発現調節に関する分子レベルの講義（片山） 
3 回 生体防御機能（免疫システム）に関する講義（櫃本） 
4 回 食に関連する微生物の応用（石原） 



5 回 食品中の農薬分析（小嶋） 
6 回 抗肥満、糖尿病合併症治療薬の開発に関する講義（松浦） 
7 回 生活習慣病における血管周囲神経機能変化の解明に関する講義（橋川成美） 
8 回 正常およびがん幹細胞の増殖・分化を制御する因子の解析とその応用（片
岡） 
9 回 熱ショックタンパクの発現制御（橋川直也） 
10 回 食と予防医学（浜⽥） 
11 回 抗酸化のメカニズム（益岡） 
12 回 動脈硬化症の病理学（由谷） 
13 回 基礎医学と食科学（１）（櫃本） 
14 回 基礎医学と食科学（２）（櫃本） 
15 回 ライフサイエンス全般と食科学、医学の関わり（櫃本） 

準備学習 1 回 身近な臨床生命科学の話題にどのようなものがあるか考えておく 
2 回 講義内容と関連する最近の話題について考えておく 
3 回 講義内容と関連する最近の話題について考えておく 
4 回 講義内容と関連する最近の話題について考えておく 
5 回 講義内容と関連する最近の話題について考えておく 
6 回 講義内容と関連する最近の話題について考えておく 
7 回 講義内容と関連する最近の話題について考えておく 
8 回 講義内容と関連する最近の話題について考えておく 
9 回 講義内容と関連する最近の話題について考えておく 
10 回 講義内容と関連する最近の話題について考えておく 
11 回 講義内容と関連する最近の話題について考えておく 
12 回 講義内容と関連する最近の話題について考えておく 
13 回 講義内容と関連する最近の話題について考えておく 
14 回 これまでの講義の整理をしておく 
15 回 これまでの講義の整理をしておく 

 



年度 2012 
授業コード MSS9092 
成績評価 要旨(10%)、発表(60%)、質疑応答(30%) 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 総合理学専攻(11〜12) 
見出し MSS9092 インターナショナルキャリア 
担当教員名 山崎 正之 
単位数 2 
教科書 指導教員から指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード プレゼンテーション、英会話 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 インターナショナルキャリア 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指導教員から指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 国際会議での発表の一ヶ月前までに履修登録をすること。 
シラバスコード MSS9092 
実務経験のある教員  
達成目標 英語で自分の研究結果を報告できる能⼒を身につけること 

他研究者の英語による発表を理解できること 
受講者へのコメント  
連絡先 各指導教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 特別研究、コンプリへンシブ数学／理科演習 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 外国語での研究発表および国際的なコミュニケーションを行うことができるよ

うになることを目的とする。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 指導教員の指示に従うこと。 

 



年度 2012 
授業コード MSZ1111 
成績評価 講義における思考⼒（１００％）で評価する。 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 動物学専攻(12〜12) 
見出し MSZ1111 動物遺伝学特論 
担当教員名 淺⽥ 伸彦 
単位数 2 
教科書 Fundamentals of Molecular Evolution（日本語訳、分子の進化）／W-H. Li and D. 

Graur（館野義男、山崎由紀子共訳）／Sinauer（廣川書店） 
アクティブラーニング  
キーワード 集団、分子、進化 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 動物遺伝学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 随時紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 講義計画は予定なので、変更が有り得る。 

各種の辞書を持参すること。 
シラバスコード MSZ1111 
実務経験のある教員  
達成目標 集団遺伝学上の論理的解析⼒、語学⼒が身に付くことを目指す。 
受講者へのコメント  
連絡先 第７号館２階 淺⽥ 伸彦研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 動物学科で開講する「動物遺伝学」、「集団遺伝学」 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生物学の中核である遺伝学に基く生物の進化について、分子レベルから解析する

において、論理的思考⼒を醸成する。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 受講意志の確認と分子進化学（英文）について概説する。 

2 回 遺伝子の構造と突然変異（英文）への解説として、遺伝子について概説す
る。 
3 回 遺伝子の集団内でのダイナミクス（英文）への解説として、遺伝子頻度につ
いて概説する。 
4 回 遺伝子の集団内でのダイナミクス（英文）への解説として、練習問題を解



く。 
5 回 塩基配列の進化的変化（英文）への解説として、アラインメントについて概
説する。 
6 回 塩基配列の進化的変化（英文）への解説として、練習問題を解く。 
7 回 塩基置換の様式と速度（英文）への解説として、分子時計について概説す
る。 
8 回 塩基置換の様式と速度（英文）への解説として、練習問題を解く。 
9 回 分子系統学（英文）への解説として、系統樹について概説する。 
10 回 分子系統学（英文）への解説として、練習問題を解く。 
11 回 遺伝子重複およびエキソン混成による進化（英文）への解説として、ドメ
インとエキソンについて概説する。 
12 回 遺伝子重複およびエキソン混成による進化（英文）への解説として、練習
問題を解く。 
13 回 転移による進化（英文）への解説として、水平遺伝子移動について概説す
る。 
14 回 転移による進化（英文）への解説として、練習問題を解く。 
15 回 動物遺伝学特論とヒト社会との関わりについて概説する。 

準備学習 1 回 本シラバスを良く読んで、受講前の当科目のイメージをノートに記してお
くこと。 
2 回 分子進化学について、各自の蔵書や前回の講義を復習しておくこと。 
3 回 前回までの講義を復習しておくと共に、遺伝子について各自の蔵書やイン
ターネットで予備知識を得てノートに記しておくこと。 
4 回 前回までの講義を復習しておくと共に、遺伝子頻度について各自の蔵書や
インターネットで予備知識を得てノートに記しておくこと。 
5 回 前回までの講義を復習しておくと共に、アラインメントについて各自の蔵
書やインターネットで予備知識を得てノートに記しておくこと。 
6 回 前回までの講義を復習しておくと共に、進化的変化について各自の蔵書や
インターネットで予備知識を得てノートに記しておくこと。 
7 回 前回までの講義を復習しておくと共に、分子時計について各自の蔵書やイ
ンターネットで予備知識を得てノートに記しておくこと。 
8 回 前回までの講義を復習しておくと共に、塩基置換について各自の蔵書やイ
ンターネットで予備知識を得てノートに記しておくこと。 
9 回 前回までの講義を復習しておくと共に、系統樹について各自の蔵書やイン
ターネットで予備知識を得てノートに記しておくこと。 
10 回 前回までの講義を復習しておくと共に、分子系統学について各自の蔵書や
インターネットで予備知識を得てノートに記しておくこと。 
11 回 前回までの講義を復習しておくと共に、ドメインとエキソンについて各自
の蔵書やインターネットで予備知識を得てノートに記しておくこと。 
12 回 前回までの講義を復習しておくと共に、エキソン混成について各自の蔵書
やインターネットで予備知識を得てノートに記しておくこと。 
13 回 前回までの講義を復習しておくと共に、水平遺伝子移動について各自の蔵
書やインターネットで予備知識を得てノートに記しておくこと。 



14 回 前回までの講義を復習しておくと共に、転移による進化について各自の蔵
書やインターネットで予備知識を得てノートに記しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MSZ1711 
成績評価 定期試験で評価する。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 動物学専攻(12〜12) 
見出し MSZ1711 動物行動学特論 
担当教員名 愛甲 博美 
単位数 2 
教科書 教科書は使用しない。プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 動物行動、⺟性行動、摂食行動、排泄行動 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 動物行動学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし 
授業形態 講義 
注意備考 講義ノートを準備すること。 
シラバスコード MSZ1711 
実務経験のある教員  
達成目標 種々の家畜化された動物の行動パターンの理解を深め、動物間のコミュニケーシ

ョンと個体識別などによる違いの判断材料を享受してもらうのが目標である。 
受講者へのコメント  
連絡先 20 号館 2F 愛甲研究室 TEL&FAX：086-256-9411 Mail: aikoh@zool.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 動物行動学、動物環境学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 野生動物から家畜化、肉食及び草食動物などの行動パターンについて広く知識を

学習することにより動物の行動学を理解してもらうことが講義の目的である。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 種々の動物に関する雌雄の行動パターンの違いや⺟性行動の全般的な特徴など

を種々の書物などから調べておくことが望ましい。 
 



年度 2012 
授業コード MSZ2111 
成績評価 レポートなどの提出ならびに試験などで総合的に評価する。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 動物学専攻(12〜12) 
見出し MSZ2111 動物保全育種学特論 
担当教員名 城ヶ原 貴通 
単位数 2 
教科書 適宜プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 動物保全育種学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ・佐々木義之：動物の遺伝と育種 朝倉書店、東京、1994 

・糸魚川淳二：日本の自然史博物館 東京大学出版会、東京、1993 
・小池裕子・松井正文（編）：保全遺伝学 東京大学出版会、東京、2003 
・野生生物保護学会（編）：野生動物保護の事典 朝倉書店、東京、2010 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSZ2111 
実務経験のある教員  
達成目標 ・動物保全育種学とは広範囲の自然科学に立脚していることを理解できているこ

と。 
・国際条約、法律より動物保全育種学の社会的意義付けについての理解とともに、
国際条約、法律を解釈できること。 
・生物多様性の保全についての理解を深め、科学的な見方や考え方をできること。 

受講者へのコメント  
連絡先 城ヶ原研究室 28 号館 2 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  動物保全育種学は、ヒトと動物の関係性、生物多様性、資源保全について考究

する学問であり、広範囲の自然科学に立脚している。本講義では、保全育種学に
関わる条例、法律を理解し、野生動物、実験動物、博物、遺伝など多岐にわたる
分野と生物進化・系統発生学的概念との相互関係により成立する動物保全育種学



についての理解に至るようにする。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 講義概要について説明する。（保全育種学とは） 

2 回 育種保全に関わる法律（国際条約）について解説する。 
3 回 育種保全に関わる法律（国内法）について解説する。 
4 回 ヒトと動物のかかわりについて解説する。 
5 回 飼育動物化と歴史について解説する。 
6 回 飼育動物化と動物利用について解説する。 
7 回 生物多様性の危機と保全について解説する。 
8 回 生物多様性の保全Ⅰ（野生動物）について解説する。 
9 回 生物多様性の保全Ⅱ（実験動物）について解説する。 
10 回 生物多様性の保全Ⅲ（博物）について解説する。 
11 回 生物多様性の進化的・生態的根拠について解説する。 
12 回 種内の遺伝的変異とその保全について解説する。 
13 回 生態系・個体群・個体・遺伝子の保全について解説する。 
14 回 飼育動物化と保全について解説する。 
15 回 生物資源の保全管理について解説する。 

準備学習 事前に配布する資料もしくは前の講義の最後に指定された内容について調べて
くること。 

 



年度 2012 
授業コード MSZ23A2 
成績評価 講義中に行う各自の発表 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 動物学専攻(12〜12) 
見出し MSZ23A2 動物系統分類学特論 
担当教員名 小林 秀司 
単位数 2 
教科書 プリントを適宜配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 哺乳類、系統進化、収斂、適応放散 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 動物系統分類学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 Eisenberg(1981), Mammalian RadiationCorbet&Hill(1991), A World List of 

Mammalian SpeciesWilson&Reeder(2005)Mammal Species of the World: A 
Taxonomic and Geographic Reference 

授業形態 講義 
注意備考 ・本授業は演習形式で行う・自分の発表の順番の時はレジメを作成し、講義前に

全員に配布すること 
シラバスコード MSZ23A2 
実務経験のある教員  
達成目標 ・哺乳類にどの様な目があるか理解する・それぞれの目がどの湯女科によって構

成されるか理解する・科ごとの主要な分類群の特徴を理解する・科ごとの主要な
分類群の系統進化を理解する 

受講者へのコメント  
連絡先 保存科学棟二階研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 脊椎動物学 I・II・III 

霊⻑類学 
動物系統分類学 

次回に向けての改善変更予定  
講義目的 地球上には、多種多様な動物が生息している。哺乳類を題材に、その主要な目そ

れぞれについて、主に科レベルでどの様な系統関係にあるか理解することを目的
とする。 

対象学年 1 年/2 年 



授業内容 1 回 オリエンテーション。授業内容について説明する。 
2 回 哺乳類とは何かについて解説する。 
3 回 単孔目（カモノハシ目） Monotremata について準備されたレジメを元にな
された発表について解説する。 
4 回 アメリカ有袋大目 Ameridelphia について準備されたレジメを元になされた
発表について解説する。 
5 回 オーストラリア有袋大目 Australidelphia について準備されたレジメを元に
なされた発表について解説する。 
6 回 ローラシア獣上目 Laurasiatheria 1 ハリネズミ目とトガリネズミ目につ
いて準備されたレジメを元になされた発表について解説する。 
7 回 ローラシア獣上目 Laurasiatheria 2 有鱗目、奇蹄目について準備された
レジメを元になされた発表について解説する。 
8 回 ローラシア獣上目 Laurasiatheria 3 翼手目について準備されたレジメを
元になされた発表について解説する。 
9 回 ローラシア獣上目 Laurasiatheria 4 食肉目について準備されたレジメを
元になされた発表について解説する。 
10 回 真主齧上目（正主齧⻭類上目） Euarchontoglires 1 登木目と皮翼目、霊
⻑目について準備されたレジメを元になされた発表について解説する。 

準備学習  
 



年度 2012 
授業コード MSZ2511 
成績評価 試験では、英語で書かれた１００問程度の問題集が用意されている。この解答状

況と中間で行うチェックによって評価する。割合としては，前者が約 70％，後者
が約 30％である。 

曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 動物学専攻(12〜12) 
見出し MSZ2511 動物解剖学特論 
担当教員名 名取 真⼈ 
単位数 2 
教科書 プリントを配布（問題集を含む） 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 動物解剖学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 Radinskey (1985): The Evolution of Vertebrate Design 

Romer & Parsons (1986): Vertebrate Body 
Kardon (2009): Vertebrates ?Comparative Anatomy, Function, Evolution- など 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSZ2511 
実務経験のある教員  
達成目標 ・ 脊椎動物の体の基本構造の理解。 

・ 脊椎動物の体の構造の多様性の理解。 
受講者へのコメント  
連絡先 名取研究室 ２１号館５階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 動物学の基礎学問の 1 つである比較解剖学を学習する。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 脊椎動物の基本構造（骨） 
3 回 脊椎動物の基本構造（神経系） 
4 回 脊椎動物の基本構造（感覚器・筋と脳神経の関係） 



5 回 講義の理解度のチェック（口頭試問） 
6 回 顎口類（顎を持つサカナ）の構造 
7 回 硬骨魚類の構造 
8 回 初期の陸上の脊椎動物の構造 
9 回 初期の有羊膜類の構造 
10 回 初期の主⻯類の構造 
11 回 恐⻯の構造 
12 回 鳥類の構造 
13 回 哺乳類型爬虫類の構造 
14 回 哺乳類の構造 
15 回 まとめ 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと 
2 回 事前に配布したプリントを参考にして、脊椎動物の基本構造（骨）を図書館
等で調べておくこと。 
3 回 事前に配布したプリントを参考にして、脊椎動物の基本構造（神経系）を図
書館等で調べておくこと。 
4 回 事前に配布したプリントを参考にして、脊椎動物の基本構造（感覚器・筋と
脳神経の関係））を図書館等で調べておくこと。 
5 回 今までの復習をしておくこと。 
6 回 事前に配布したプリントを参考にして、顎口類（顎を持つサカナ）の構造を
図書館等で調べておくこと。 
7 回 事前に配布したプリントを参考にして、初期の陸上の脊椎動物の構造を図
書館等で調べておくこと。 
8 回 事前に配布したプリントを参考にして、初期の有羊膜類の構造を図書館等
で調べておくこと。 
9 回 事前に配布したプリントを参考にして、初期の有羊膜類の構造を図書館等
で調べておくこと。 
10 回 事前に配布したプリントを参考にして、初期の主⻯類の構造を図書館等で
調べておくこと。 
11 回 事前に配布したプリントを参考にして、恐⻯の構造を図書館等で調べてお
くこと。 
12 回 事前に配布したプリントを参考にして、鳥類の構造を図書館等で調べてお
くこと。 
13 回 事前に配布したプリントを参考にして、哺乳類型爬虫類の構造を図書館等
で調べておくこと。 
14 回 事前に配布したプリントを参考にして、哺乳類の構造を図書館等で調べて
おくこと。 
15 回 復習をしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MSZ2512 
成績評価 レポート(50%)・課題発表(50%)による。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 動物学専攻(12〜12) 
見出し MSZ2512 動物社会生態学特論 
担当教員名 高崎 浩幸 
単位数 2 
教科書 適宜プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 自然⼈類学、自然科学、生物学、動物学、解剖学、形態学、免疫学、分子生物学、

生態学、動物行動学、動物社会学 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 動物社会生態学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 木下 是雄『理科系の作文技術』中公新書 
授業形態 講義 
注意備考 ・受講者の能⼒、興味、関心にそって自然⼈類学の分野のなかから、より興味の

近そうなテーマに本講義・演習の内容を摺り会わせる。・本学内外に高度に整備
された ICT (Information and Communication Technology) 設備もうまく使いこ
なして、予習・復習や課題発表の準備に努めること。・霊⻑類学特論を履修してお
くことが望ましい。・受講者の知識・関心の広がりに応じて、講義展開を臨機応変
に修正する。 

シラバスコード MSZ2512 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) 動物社会生態学は広範囲の自然科学に立脚していることを理解できている

こと。(2) 動物社会生態学を例として自然科学の一般的な研究論文スタイル構成
に慣れ親しんでいること。(3) 与えられた英文学術論文資料を読解して、任意の
⻑さで日本語の要旨を作れること。(4) 当該学期末時点での各自の修士研究計画
の要旨を 250 words 程度の英文で作成できること。 

受講者へのコメント  
連絡先 21 号館 5 階高崎研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 動物学専攻開講科目のうち、野外動物に関連するもの 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 動物社会生態学は、生物種としてのヒトの「自然界における位置」を考究する自



然⼈類学にもつながる学問であり、広範囲の自然科学に立脚している。最近の論
文から、この学問の特質が典型的にうかがわれるものを選んで講究する。あわせ
て、学術論文(英文)の論述形式に受講者が慣れ親しむことと、受講者の論文読解
ならびに論文作成や研究発表技術の基礎づくりを目指す。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回  講義の概要を説明する。 

2 回  動物社会生態学とは応用生物学・応用動物学であることを説明する 
3 回  動物行動学的アプローチについて講義する。 
4 回  動物社会学的アプローチについて講義する。 
5 回  動物生態学的アプローチについて講義する。 
6 回  分子生物学的アプローチについて講義する。 
7 回  霊⻑類社会学的アプローチについて講義する。 
8 回  霊⻑類行動学的アプローチについて講義する。 
9 回  自然⼈類学的アプローチについて講義する。 
10 回  動物行動学や動物社会学的アプローチに関連した最近の代表的論文の解
説をする。 
11 回  動物生態学やど分子生物学的アプローチに関連した最近の代表的論文の
解説をする。 
12 回  霊⻑類行動学や霊⻑類社会学的アプローチに関連した最近の代表的論文
の解説をする。 
13 回  自然⼈類学的アプローチ関連した最近の代表的論文の解説をする。 
14 回  受講者の選んだ課題での受講者による解説発表をする。受講者の持分時
間の割り当てを調整することによって、15 回目と適宜、組み合わせて講義を展開
する。 
15 回  受講者の選んだ課題での受講者による解説発表について講評と補足解説
を行なう。受講者の持分時間の割り当てを調整することによって、14 回目と適
宜、組み合わせて講義を展開する。 

準備学習 1 回  本シラバスに目を通して、本科目のイメージを各自想定し、ノートしてお
くこと。 
2 回  初回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ等で調
べてノートしておくこと。 
3 回  初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ
等で調べてノートしておくこと。 
4 回  初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ
等で調べてノートしておくこと。 
5 回  初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ
等で調べてノートしておくこと。 
6 回  初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ
等で調べてノートしておくこと。 
7 回  初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ
等で調べてノートしておくこと。 
8 回  初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ



等で調べてノートしておくこと。 
9 回  初回・前回に説明のあった今回の予習を各自の蔵書、図書館図書、ウェブ
等で調べてノートしておくこと。 
10 回  前回までに配布された資料にもとづいて今回の予習を各自の蔵書、図書
館図書、ウェブ等で調べてノートしておくこと。 
11 回  前回までに配布された資料にもとづいて今回の予習を各自の蔵書、図書
館図書、ウェブ等で調べてノートしておくこと。 
12 回  前回までに配布された資料にもとづいて今回の予習を各自の蔵書、図書
館図書、ウェブ等で調べてノートしておくこと。 
13 回  前回までに配布された資料にもとづいて今回の予習を各自の蔵書、図書
館図書、ウェブ等で調べてノートしておくこと。 
14 回  前回までに決定された各自の課題発表準備を各自の蔵書、図書館図書、ウ
ェブ等で調べてノートしておくこと。 
15 回  前回までに決定された各自の課題発表準備を各自の蔵書、図書館図書、ウ
ェブ等で調べてノートしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MSZ29A1 
成績評価 講義中での質疑応答（講義への参加度）30%，レポート 70%で評価する。 
曜日時限 火曜日 9・10 時限 
対象クラス 動物学専攻(12〜12) 
見出し MSZ29A1 フューチャーフィジックス 
担当教員名 平岡 裕、米⽥ 稔、豊⽥ 新、畑中 啓作、川端 晃幸、堀 純也、中川 幸

子、蜷川 
単位数 2 
教科書 適宜資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 物理学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 フューチャーフィジックス 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 必要に応じて各担当者が指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 ・講義日程や内容を変更する場合があるので，掲示板とか E-mail に注意するこ

と。 
・受講者の連絡先を第１回の講義時に登録しておくこと。 

シラバスコード MSZ29A1 
実務経験のある教員  
達成目標 1)物理学の考え方を理解し，身近な物理現象を説明できる。 

2)最近の物理学の研究を通して，物理学の目指しているものを知る。 
受講者へのコメント  
連絡先 各担当教員（第１回目の講義時に連絡先のリストを配布する） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 応用物理学専攻開講の各科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 最近の理学研究は，研究分野が多岐にわたり学際的な傾向をもつものである。し

たがって，自分が専攻する修士課程での研究分野だけでなく，それ以外の分野に
関する知見を得ることが望まれる。本講義では，応用物理学専攻所属の教員によ
る講義とそれに対する質疑応答を通して，さまざまな研究分野に関する理解を深
めるとともに実践的な研究能⼒を高めることを目的とする。また，物理学の各分
野における先端的研究開発の現状を聴講することによって，普遍的な研究開発の
方法論を修得することを目指す。 



対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 イントロダクションを行う。 

2 回 加速された荷電粒子が媒質を通過する際に誘起される種々の物理現象を解
説する。 
3 回 量子物理学とその最近の発展について概説する。 
4 回 半導体低次元構造薄膜（量子井⼾、量子ドット）の形成と物性について，研
究室での仕事を中心に概観する。 
5 回 太陽電池を構成する半導体の特徴や応用を学習し，本研究室における半導
体の研究成果を紹介する。 
6 回 新エネルギー開発の鍵を握る新材料・新素材について，研究開発の現状と将
来について講義する。 
7 回 超伝導の基礎物性，いろいろな超伝導物質，超伝導の応用について説明す
る。 
8 回 生命を育んだ惑星の大気の温室効果について，その原理を講義する。 
9 回 放射線科学に関する最新の情報を提供する。 
10 回 隕石及び関連する惑星科学について講義する。 
11 回 酸化ストレスによる細胞障害機構解明における物理分野の貢献とその展望
について講義する。 
12 回 最近の物理トピックスに関する理解を深めるため，実験を通して基礎的な
物理現象を紹介する。 
13 回 一次視覚野の発見について，過去の研究の歴史を紹介するとともに，脳磁
図による最近の研究を紹介する。 
14 回 マクロバブルやナノバブルといわれる特殊な気泡について，現在までにわ
かっている性質とその応用例について研究成果を交えながら紹介する。 
15 回 物理学の未来について講義する。 

準備学習 1 回 最近の物理学に関連したトピックスをウェブ等で調べておくこと。 
2 回 ⼒学，電磁気学でのエネルギーと運動量の授受について調べておくこと。 
3 回 2001 年，2005 年ノーベル物理学賞の内容について調べておくこと。 
4 回 事前に配付したプリントを読んでおくこと。 
5 回 太陽電池について調べておくこと。 
6 回 本，雑誌，インターネット等で様々な新エネルギーについて調べておくこ
と。 
7 回 絶対温度および金属の抵抗の温度変化について調べておく。 
8 回 温室効果ガス（二酸化炭素など）と地球温暖化について書籍，インターネッ
トなどで調べておくこと。 
9 回 事前に配布した資料を読んでおくこと。 
10 回 隕石について調べておく。 
11 回 活性酸素，フリーラジカル障害あるいは酸化ストレスについて調べておく
こと。 
12 回 自分が興味をもった物理現象について調べておくこと。 
13 回 視覚について，高校の生物の教科書，書籍，ウェブ等で調べておくこと。 
14 回 一般的な「泡」というものについて書籍等で調べておくこと。 



15 回 これまでの講義について復習しておくこと。 
 



年度 2012 
授業コード MSZ3311 
成績評価 レポート(50%)・課題発表(50%)による。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 動物学専攻(12〜12) 
見出し MSZ3311 動物生理学特論 
担当教員名 清水 慶子 
単位数 2 
教科書 とくに指定しない。適宜プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 細胞、組織、器官、生体のしくみ 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 動物生理学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 動物生理学-環境への適応 クヌート・シュミット・ニールセン 著 東京大学出

版会 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSZ3311 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)動物の生理現象とメカニズムを体系的・総合的に理解すること 

(2)様々な動物の生理機能を比較、その特徴について説明できること 
(3)動物の環境適応について概説できること 

受講者へのコメント  
連絡先 清水研究室 28 号館 2 階 shimizu@zool.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 動物生理学、動物機能解剖学を履修しておくことが望ましい 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 動物の体は様々な制御機構により統合的に制御され恒常性が維持されている 。

体液調節、血液循環、運動制御、呼吸、代謝、神経系、免疫系、内分泌系 などに
ついて、細胞・組織から器官・個体のレベルまでを詳細に講じる。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 生理学特論の講義概要を説明する。 

2 回 ホメオスタシスについて解説する。 
3 回 行動の周期性について解説する。 
4 回 睡眠について解説する。 



5 回 ストレス応答について解説する。 
6 回 高次脳機能について解説する。 
7 回 低次脳機能について解説する。 
8 回 ホルモン分泌の神経調節について解説する。 
9 回 関連した最近の代表的論文の解説をおこなう-1。 
10 回 関連した最近の代表的論文の解説をおこなう-2。 
11 回 関連した最近の代表的論文の解説をおこなう-3。 
12 回 関連した最近の代表的論文の解説をおこなう-4。 
13 回 関連した最近の代表的論文の解説をおこなう-5。 
14 回 与えられた課題の発表をおこなう-1。 
15 回 与えられた課題の発表をおこなう-2。 

準備学習 1 回 本シラバスに目を通して、動物生理学のイメージを各自想定し、ノートして
おくこと。 
2 回 ホメオスタシスについて参考書等で調べておくこと。 
3 回 行動の周期性について参考書等で調べておくこと。 
4 回 睡眠について参考書等で調べておくこと。 
5 回 ストレス応答について参考書等で調べておくこと。 
6 回 高次脳機能について参考書等で調べておくこと。 
7 回 低次脳機能について参考書等で調べておくこと。 
8 回 ホルモン分泌の神経調節について参考書等で調べておくこと。 
9 回 前回までに配布された資料にもとづいて今回の予習を各自の蔵書、図書館
図書、ウェブ等で調べてノートしておくこと。 
10 回 前回までに配布された資料にもとづいて今回の予習を各自の蔵書、図書館
図書、ウェブ等で調べてノートしておくこと。 
11 回 前回までに配布された資料にもとづいて今回の予習を各自の蔵書、図書館
図書、ウェブ等で調べてノートしておくこと。 
12 回 前回までに配布された資料にもとづいて今回の予習を各自の蔵書、図書館
図書、ウェブ等で調べてノートしておくこと。 
13 回 前回までに配布された資料にもとづいて今回の予習を各自の蔵書、図書館
図書、ウェブ等で調べてノートしておくこと。 
14 回 前回までに配布された資料にもとづいて今回の予習を各自の蔵書、図書館
図書、ウェブ等で調べてノートしておくこと。 
15 回 前回までに配布された資料にもとづいて今回の予習を各自の蔵書、図書館
図書、ウェブ等で調べてノートしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MSZ3511 
成績評価 レポート 50%、ミニテスト 50% 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 動物学専攻(12〜12) 
見出し MSZ3511 実験動物学特論 
担当教員名 織⽥ 銑一 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード 実験動物、動物福祉、動物権利論 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 実験動物学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSZ3511 
実務経験のある教員  
達成目標 より適切は実験動物を選択でき能⼒と動物福祉の概念を理解できる大学院生を

教育する。同時に動物実験の専門家としての能⼒を涵養する。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 実験動物と動物実験の応用的講義を行う。実験動物を持ちて何がわかるのか、動

物福祉とは何かを解説する。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 実験動物学の教科書で予習すること 

 



年度 2012 
授業コード MSZ4311 
成績評価 試験により評価する。 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス 動物学専攻(12〜12) 
見出し MSZ4311 古脊椎動物学特論 
担当教員名 高橋 亮雄 
単位数 2 
教科書 資料を印刷のうえ、講義中に配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 脊椎動物、化石、動物分類学、古地理、生物多様性 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 古脊椎動物学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 Benton M.J. (2005) Vertebrate Palaeontology. Third Edition. Blackwell 

Publishing. 
Kardong K.V. (2006) Vertebrates - Comparative Anatomy, Function, Evolution. 
Fourth Edition. McGraw Hill. 
松井正文 編（2006）バイオディバーシティシリーズ 7 脊椎動物の多様性と系
統．裳華房． 
佐藤ほか 編（2004）シリーズ進化学 1 マク 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSZ4311 
実務経験のある教員  
達成目標 日本の現生陸生脊椎動物相はどのようにして過程を経て成立したのか、日本とそ

の周辺域の地史もふくめ概要を理解すること 
受講者へのコメント  
連絡先 13 号館 1 階研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 日本の陸生脊椎動物相は、主に過去の地殻変動と海水準変動による大陸との接続

と分断に強く影響をうけて成立している。この講義では、このような日本の陸生
脊椎動物相の変遷史と地史の概要を理解することを目標として、おもに中~新生
代の陸生脊椎動物と環境について、これまでに明らかになっている研究成果を紹



介する。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 講義中に配布するプリントをよく読んでおくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MSZ43A2 
成績評価 各講義で提出されたレポート（100%)から総合的に評価する。 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス 動物学専攻(12〜12) 
見出し MSZ43A2 フューチャーケミストリー 
担当教員名 山⽥ 晴夫、赤司 治夫、若松 寛、坂根 弦太、高原 周一、横山 崇、山⽥ 

真路、 
単位数 2 
教科書 適宜，プリント資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 化学トピックス，有機化学，無機化学，分析化学，物理化学 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 フューチャーケミストリー 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜，プリント資料を配布する。 
授業形態 講義 
注意備考 集中講義ではなく，後期 15 回の講義を行うので注意すること。 
シラバスコード MSZ43A2 
実務経験のある教員  
達成目標 化学の各分野のさまざまな知識や最先端の知識を理解すること。 
受講者へのコメント  
連絡先 化学専攻 専攻⻑ 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 化学専攻開講の各科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 化学専攻以外の専攻の学生に化学の研究について，その背景，目的，成果および

今後の展開についてわかりやすく述べる。国内外における化学の分野の最先端の
トピックスや関連する諸問題についてもわかりやすく解説する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 履修方法を説明する。 

2 回 原子・分子の間にはたらく静電気⼒について実験を交えて説明する。それと
関連して，分子の極性および電子レンジによる加熱の仕組みについても説明す
る。 
3 回 工業的に重要な分離や精製工程によく使われる吸着技術について説明する。 
4 回 有機化学の構造と性質の関係を，天然物化合物を例に解説する。 



5 回 軽いことはいいことだーTi 金属の精錬について 
エネルギー問題は食糧，資源問題と併せて２１世紀の３大課題である。２１世紀
は地球⼈口増加に伴って生じるこれら諸問題を⼈類が克服する世紀といえる。そ
れぞれの立場で早急にこの問題に立ち向かう必要がある。 
現代は鉄の時代と言える。それは鉄の強度，価格，資源量の 3 点の総合⼒が他の
金属を圧倒しているからである。Ｔｉは鉄と同様に強度，資源量とも申し分がな
い。しかも軽量性，耐蝕性は鉄を遙かに上回る。しかし価格の点で遠く及ばない。
その大半は精錬のコストであり，エネルギーコストでもある。チタン精錬のコス
ト低下がエネルギー問題に寄与すると言う根拠は，精錬コストの大半が電気料で
あること，またＦｅをＴｉに置き替えることによる軽量化がもたらす移動エネル
ギーコストの低下の２つである。 
21 世紀の 3 大課題に挑戦するＴｉ精錬の現状と未来について解説する。 
6 回 錯体化学 基礎と最新の話題について解説する。 
7 回 最近の流れ分析法，高速液体クロマトグラフィー，フローインジェクション
法，キャピラリー電気泳動法について解説する。 
8 回 分子の対称性と点群について解説する。 
9 回 表面張⼒の性質と，表面張⼒がかかわる種々の自然現象の理解の仕方につ
いて解説する。 
10 回 生体高分子を用いた機能性材料について解説する。 
11 回 有機化合物を使って，生命現象を解明する。 
12 回 超伝導，太陽電池，リチウムイオン二次電池，光触媒等について説明する。 
13 回 有機化合物の光反応と機能性材料への応用について解説する。 
14 回 密度汎関数法による物質の電子状態計算について解説する。 
15 回 溶液の化学について解説する。 

準備学習 1 回 化学の基礎を予習しておくこと。 
2 回 電子レンジのしくみをインターネットなどで調べておくこと。 
3 回 身の回りで吸着現象が利用されている技術を調べておくこと。 
4 回 学部レベルの教科書で有機化学の基礎を復習しておくこと。 
5 回 ジャンボジェット機の質量および自動車の質量を調べておくこと。 
6 回 生活の中に利用されている金属錯体について調べておくこと。 
7 回 流れを使った自動分析法，およびグリーンケミストリーについて調べてお
くこと。 
8 回 アンモニア分子のもつ対称要素を調べておくこと。 
9 回 自由エネルギーについて何らかの知識を得ておくこと。 
10 回 図書館等で生体高分子，特に多糖とタンパク質，核酸について調べておく
こと。 
11 回 医薬品に関する啓蒙書を予習しておくこと。 
12 回 エネルギーの有効利用はいかにあるべきかについて予め予習しておくこ
と。 
13 回 有機化合物の光反応の例を調べておくこと。 
14 回 電子の軌道と量子数について調べておくこと。 
15 回 高等学校の化学の教科書を復習しておくこと。 



 



年度 2012 
授業コード MSZ9011 
成績評価  
曜日時限 集中その他 
対象クラス 動物学専攻(12〜12) 
見出し MSZ9011 動物学特別講義Ⅰ 
担当教員名 阿部 司＊ 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 動物学特別講義Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSZ9011 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード MSZ9013 
成績評価  
曜日時限 集中その他 
対象クラス 動物学専攻(12〜12) 
見出し MSZ9013 特別研究 
担当教員名 淺⽥ 伸彦、高崎 浩幸、名取 真⼈、小林 秀司、清水 慶子、城ヶ原 貴通、

高橋 
単位数 12 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 特別研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード MSZ9013 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード MSZ9021 
成績評価  
曜日時限 集中その他 
対象クラス 動物学専攻(12〜12) 
見出し MSZ9021 動物学特別講義Ⅱ 
担当教員名 目加⽥ 和之＊ 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 動物学特別講義Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSZ9021 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード MSZ9031 
成績評価 指導教員及び専攻内の複数の教員が協議して決定する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 動物学専攻(12〜12) 
見出し MSZ9031 インターナショナルキャリア 
担当教員名 淺⽥ 伸彦、高崎 浩幸、名取 真⼈、小林 秀司、清水 慶子、城ヶ原 貴通、

高橋 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 インターナショナルキャリア 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード MSZ9031 
実務経験のある教員  
達成目標 １）発表内容を整理できること 

２）英文での発表原稿を作成できること 
３）プレゼンテーション用資料の作成ができること 
４）英語によるプレゼンテーションができること 
５）研究者間の英語でのコミニュケーションができること 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 学生の国際学会での発表を、積極的にサポートすることを目的とする。具体的に

は、発表内容の整理、英文での発表原稿、プレゼンテーション用資料の作成、発
表練習、現地での直前・直後も含めた発表指導、事後指導も含む。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 国際会議の情報収集・参加決定、発表題目登録等外国語による手続き指導 

2 回 英語による発表原稿の作成。 



3 回 英語による発表原稿の作成。 
4 回 英語による発表原稿の作成。 
5 回 プレゼンテーション用資料の作成及びそれを使った発表練習 
6 回 プレゼンテーション用資料の作成及びそれを使った発表練習 
7 回 プレゼンテーション用資料の作成及びそれを使った発表練習 
8 回 現地における、直前・発表時・直後の指導 
9 回 現地における、直前・発表時・直後の指導 
10 回 現地における、直前・発表時・直後の指導 
11 回 帰国後の事後指導。 他教員への報告も含む 
12 回 帰国後の事後指導。 他教員への報告も含む 
13 回 プロシーディング等の作成 
14 回 プロシーディング等の作成 
15 回 プロシーディング等の作成 

準備学習 第 1 回目の講義前にシラバスをよく読んでおくこと。 
それ以降については、講義の際に資料などを配付するので、それらをよく読み、
理解しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MSZ9032 
成績評価 成績は，課題を確実にこなし，レポートがすべて提出され，それに値する内容で

あるか否かによって評価する。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 動物学専攻(12〜12) 
見出し MSZ9032 コンプリヘンシブ演習Ⅰ 
担当教員名 高崎 浩幸、名取 真⼈、小林 秀司、清水 慶子、高橋 亮雄 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 コンプリヘンシブ演習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード MSZ9032 
実務経験のある教員  
達成目標 ・科学的な思考ができる。 

・科学論文を効果的に読破できる。 
・野生動物の研究・調査法を理解し実践できる。 
・野生動物を扱う上での十分な倫理観を有している。 
・データの分析や処理が的確にできる。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 本講義では、野生動物を研究する上で必要な方法論（倫理面も含む）を実践的に

習得する。具体的には，演習とグループディスカッションを中心に授業が展開さ
れ、科学における問題点の抽出，仮説の設定，科学論文の読破、観察・実験によ
る仮説の検証，観察・実験データの分析・解釈、野生動物の扱い方等を経験させ
る。 

対象学年 1 年/2 年 



授業内容 1 回 オリエンテーションをする。 
2 回 科学的証明について講義をする。 
3 回 科学の仮説と検証について講義をする。 
4 回 科学論文の効読法１（論文の速読と要約）について講義・演習をする。 
5 回 科学論文の効読法２（論文の構成の検討）について講義・演習をする。 
6 回 野生動物に関連する論文の解説について講義・演習をする。 
7 回 野生動物の野外調査法（観察を中心として）について講義・演習をする。 
8 回 野生動物の研究法（実験を伴う研究法）について講義・演習をする。 
9 回 野生動物研究における倫理について講義・演習をする。 
10 回 野生動物の扱い方について講義・演習をする。 
11 回 データの処理と分析について講義・演習をする。 
12 回 生物統計学を用いたデータ分析１（基礎統計法）について講義・演習をす
る。 
13 回 生物統計学を用いたデータ分析２（多変量分析法）について講義・演習を
する。 
14 回 分析結果の解釈について講義・演習をする。 
15 回 各自の研究の解説について講義・演習をする。 

準備学習 1 回 シラバスを読み，事前に調べておくこと。 
2 回 科学的証明に関する事柄を事前に調べておくこと。 
3 回 科学の仮説と検証に関する事柄を事前に調べておくこと。 
4 回 事前に論文をよく読み，内容を掌握しておくこと。 
5 回 事前に論文をよく読み，内容を掌握しておくこと。 
6 回 野生動物に関する論文をよく読み，内容を掌握しておくこと。 
7 回 野生動物の野外調査法に関する事柄を事前に調べておくこと。 
8 回 野生動物の研究法に関する事柄を事前に調べておくこと。 
9 回 野生動物の倫理に関する事柄を事前に調べておくこと。 
10 回 野生動物の扱い方関する事柄を事前に調べておくこと。 
11 回 データの処理と分析関する事柄を事前に調べておくこと。 
12 回 生物統計学を用いたデータ分析関する事柄を事前に調べておくこと。 
13 回 生物統計学を用いたデータ分析関する事柄を事前に調べておくこと。 
14 回 データの分析を行っておくこと。 
15 回 研究の解説を行うため，事前に内容をまとめておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MSZ9042 
成績評価 課題の達成度合いに基づいて評価する。 

基準は，オリエンテーションにて明示する。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 動物学専攻(12〜12) 
見出し MSZ9042 コンプリヘンシブ演習Ⅱ 
担当教員名 淺⽥ 伸彦、城ヶ原 貴通、織⽥ 銑一、愛甲 博美 
単位数 2 
教科書 必要に応じてプリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 コンプリヘンシブ演習Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード MSZ9042 
実務経験のある教員  
達成目標 ・科学的な思考ができる。 

・科学論文を効果的に読破できる。 
・飼育動物の研究・調査法を理解し実践できる。 
・飼育動物を扱う上での十分な倫理観を有している。 
・データの分析や処理が的確にできる 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 授業の概要 

本講義では、飼育動物を研究する上で必要な方法論（倫理面も含む）を実践的に
習得する。具体的には、演習とグループディスカッションを中心に授業が展開さ
れ、科学における問題点の抽出，仮説の設定，科学論文の読破、飼育法の習得，
実験による仮説の検証，実験データの分析・解釈等を経験する。 

対象学年 1 年/2 年 



授業内容 1 回 オリエンテーション。演習の概要を説明する。 
2 回 科学的証明について解説する。理解を深めるため，演習も行う。 
3 回 科学の仮説と証明について解説する。理解を深めるため，演習も行う。 
4 回 論文の速読と要約について解説する。理解を深めるため，演習も行う。 
5 回 論文の構成の検討について解説する。理解を深めるため，演習も行う。 
6 回 飼育動物に関連する論文を紹介する。 
7 回 げっ⻭類を対象にした飼育動物の飼育法を演習および解説をする。 
8 回 げっ⻭類以外の飼育動物の飼育法を演習および解説をする。 
9 回 飼育動物の研究法について，演習を行うとともに講義する。 
10 回 飼育動物を用いた研究における倫理について解説する。 
11 回 データの処理と分析について，演習を行うとともに解説する。 
12 回 生物統計学を用いたデータ分析（基礎的な統計学）について，演習を行う
とともに解説する。 
13 回 生物統計学を用いたデータ分析（多変量解析）について，演習を行うとと
もに解説する。 
14 回 分析結果の解釈について，演習を行うとともに解説する。 
15 回 各自の研究について解説する。 

準備学習 1 回 シラバスを読んでおくこと。 
2 回 科学的証明について，図書館等で調べておくこと。 
3 回 科学の仮説と検証について，図書館等で調べておくこと。 
4 回 論文の速読と要約法について，考えをまとめておくこと。 
5 回 論文の構成にについて，自身の考えをまとめておくこと。 
6 回 飼育胴部に関する論文を読破しておくこと。 
7 回 げっ⻭類を対象にした飼育動物について理解を深めること。 
8 回 げっ⻭類以外の飼育動物について理解を深めること。 
9 回 飼育動物の研究法について，図書館等で調べておくこと。 
10 回 飼育動物研究における倫理について，自身の考えをまとめておくこと。 
11 回 データの処理と分析について，図書館等で調べておくこと。 
12 回 基礎統計について，図書館等で調べておくこと。 
13 回 多変量解析について，図書館等で調べておくこと。 
14 回 分析結果の解説をおこなうため，自身の考えをまとめておくこと。 
15 回 各自の研究を解説するための準備をしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MSZ9051 
成績評価 講義中に適宜問題を出すので、そのレポートを採点して、その後総合的に判断す

る。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 動物学専攻(12〜12) 
見出し MSZ9051 フューチャーマセマティックス 
担当教員名 竹中 茂夫 
単位数 2 
教科書 とくに指定せず 
アクティブラーニング  
キーワード 代数学、幾何学、解析学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 フューチャーマセマティックス 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 クーラント・ロビンズ 数学とは何か 岩波書店 
授業形態 講義 
注意備考 なるべく平易に話すつもりですので、気楽にただし聞き流すのではなく考えなが

ら受講してください。 
シラバスコード MSZ9051 
実務経験のある教員  
達成目標 数学についての、基礎的な考え方を知る。 
受講者へのコメント  
連絡先 ２０号館８階 竹中研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 現代数学の知識を、非専門家向きに、かいつまんで話し、理解してもらうこと。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 代数１：自然数、四則、数学的帰納法について、高等学校以前で学んだ事を

現代数学はどうとらえているか（理論的に・厳密に）を講義する。 
2 回 代数２：二項定理および、関連するプログラムを紹介し、一般的な帰納法
（二重帰納法）について講義し、再帰的的定義について紹介する。 
3 回 代数３：素数の無限性を例にして、初歩的な代数的問題およびその考え方に
ついて、講義する。 
4 回 素数についての、教育用ビデオ教材「リーマン予想、天才たちの１５０年の



闘い」を鑑賞させて、レポートを提出させる。 
5 回 前回のビデオに関連して、その解説、関連する話題について講義する。 
6 回 代数４：現代数学における有理数の定義および、有理数で無い数（無理数）
の定義およびその性質について講義する。 
7 回 集合論１：数えるという事の抽象化を行い、無限という事の定義、および無
限の種類、数え方について講義し、具体的に整数と有理数は同じ数だけあること
が理解できるようにする。 
8 回 集合論２：無理数は、有理数より数が多い事を証明する。 
9 回 集合論３：論理と集合。 集合論と論理学との関係、および理論計算機との
関連について講義する。 
10 回 幾何学１：４つの円で平面はいくつに分けられるのか？ という問題をも
とにして、やさしい幾何学として平面の分割について講義する。 また、これが、
一般次元に拡張可能であることを出来るだけ分かりやすく説明する。 
11 回 幾何学２：やわらかい幾何学といわれる、トポロジーの基礎てきな概念を
講義する。 特に１２回目に予定しているヴィデオの意味が分かるように基礎概
念の理解を目指す。 
12 回 教育用ヴィデオ「ポアンカレ予想」を鑑賞後レポート提出 
13 回 解析学：極限の厳密な取り扱いかた（ε―δ 論法と呼ばれるもの）をなる
べく平易に講義する。 
14 回 複素数と三角関数、複素数の意味での微・積分について講義する。 
15 回 復習のための演習及びその解説をする。 

準備学習 1 回 数えるとは何を意味するのだろうかを考えてくること。 
2 回 数学的帰納法について復習してくること。 
3 回 素数について、知っていることをおもいだしておくこと。 
4 回 大学の立場からみた数の扱いについて、復習を行うこと。 
5 回 前回に見たビデオについて、自分なりにレポートを作っておくこと。 
6 回 有理数（分数）について、復習しておくこと。特にその４則について、なぜ
あのような計算方法になるのかを理解しておくこと。 
7 回 もう一度、数えるとは何であったかを考えてみること。 
8 回 ２の平方根とはどんなものかを考えてくること。 
9 回 論理とはどんなものか、また論理演算の持つ性質について復習しておくこ
と。 
10 回 平面上に４つの円を書く場合、その平面が最大限いくつに分割されるかを、
円が１つ、２つ、３つの場合とをあわせて考察してくること。 
11 回 球面と湯呑の表面はなぜ同じなのか、またドーナツの表面とはなぜ事なる
かを考えておくこと。 
12 回 １次元球面（単なる円周）、２次元球面（普通の球の表面）を考えて、３次
元球面についてかんがえておくこと。 
13 回 極限を単に、無限に近付いていくと考えて、厳密に理論展開できるかを考
察しておくこと。 
14 回 複素数についてこれまで習ったことを復習しておくこと。 
15 回 講義全体を振り返って、分かりにくかったところについて質問出来るよう



にしておくこと。 
尚、当日に小試験を行って、それについて解説を行う。 

 



年度 2012 
授業コード MSZ9052 
成績評価 行った研究発表の内容を十分に精査し，成績を評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 動物学専攻(12〜12) 
見出し MSZ9052 コンプリヘンシブ演習Ⅲ 
担当教員名 淺⽥ 伸彦、高崎 浩幸、名取 真⼈、小林 秀司、清水 慶子、城ヶ原 貴通、

高橋 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 コンプリヘンシブ演習Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード MSZ9052 
実務経験のある教員  
達成目標 授業の到達目標及びテーマ 

・研究内容を論文として明瞭に表現できる技量を身につける。 
・研究内容を的確に発表できる技量を身につける。 
・指摘された問題点に対する解決⼒を身につける。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  各自が行っている動物学に関する研究活動の発表とその論文作成を通して，プ

レゼンテーションの基本技法を身に着けるとともに，研究内容を文章としてまと
める⼒を養う。レポート作成については，明瞭な構成と平易で簡潔な文章が求め
られる。プレゼンテーションに関しては，専門に近い教員が聴衆となっているが，
発表内容の如何にかかわらず，見やすい原図や字配りを行うこと，時間内に発表
を終わること，わかりやすい口調であること，質疑応答には的確に答えることが
要求される。 



対象学年 1 年 
授業内容 1 回 テーマの設定（野生動物系あるいは飼育動物系）をする。 

2 回 動物学の各系列における科学論文の作成法（論文の骨格や構成）について，
演習を行うとともに解説する。 
3 回 動物学の各系列における科学論文の作成法（図表の作成）について，演習を
行うとともに解説する。 
4 回 科学論文の文章表現について，演習を行うとともに解説する。 
5 回 各自の動物学的研究成果についてのレポートの作成について，演習を行う
とともに解説する。 
6 回 レポート内容の検討ついて，演習を行うとともに解説する。 
7 回 動物学におけるプレゼンテーション技法ついて，演習を行うとともに解説
する。 
8 回 各自の動物学的研究成果のプレゼンテーションにおけるシナリオを作成す
る。 
9 回 プレゼンテーション資料を収集する。 
10 回 プレゼンテーション資料を作成する。 
11 回 各自の動物学的研究成果を発表する。 
12 回 発表会に向けての準備をする。 
13 回 発表に向けての準備をする。 
14 回 研究発表会をする。 
15 回 以上の演習を総括する。 

準備学習 1 回 テーマ設定のための準備を行うこと。 
2 回 論文の骨格や構成について，十分に考えておくこと。 
3 回 論文を作成するに当たり，図表の作成についての素案をねること。 
4 回 科学論文の文章表現にいて，さまざま情報を集めること。 
5 回 動物学的研究についてのレポートの素案を練っておくこと。 
6 回 レポートの内容の検討を事前に検討をしておくこと。 
7 回 プレゼンターションについての素案を練っておくこと。 
8 回 プレゼンテーションにおけるシナリオを作成しておくこと。 
9 回 プレゼンターションのための資料を収集しておくこと。 
10 回 プレゼンテーションのための資料作成について素案を練っておくこと。 
11 回 成果の発表の練習を事前にしておくこと。 
12 回 発表会に向けての準備および練習をしておくこと。 
13 回 発表会に向けての準備および練習をしておくこと。 
14 回 研究の発表会の練習をしておくこと。 
15 回 発表内容の総括をしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MSZ9061 
成績評価 課題提出（100％） 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 動物学専攻(12〜12) 
見出し MSZ9061 フューチャーサイエンス 
担当教員名 山崎 正之、若村 国夫、小林 祥一、財部 健一、⻄⼾ 裕嗣、板谷 徹丸、

横川 賢 
単位数 2 
教科書 適宜紹介する 
アクティブラーニング  
キーワード 数理科学、環境・エネルギー科学、化学・生物、境界領域、総合 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 フューチャーサイエンス 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜紹介する 
授業形態 講義 
注意備考 開講日は教務部の掲示板でお知らせします。講義計画欄にある講義の順番は変わ

ります。詳細はオリエンテーションの際にお知らせします。※しばしば電子教材、
パワーポイント等をプロジェクターで投影し講義を行います。 

シラバスコード MSZ9061 
実務経験のある教員  
達成目標 数学と情報の分野を中心とした数理科学系列の講義、物理学と地学あるいは地球

環境科学を融合した環境・エネルギー科学系列の講義、および生物学と化学領域
を融合した生物・化学系列の講義から、自然科学の基本的概念・考え方を理解で
きるようになることを期待している。 

受講者へのコメント  
連絡先 この講義担当者が、総合理学専攻で開講している科目のシラバス参照 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 総合理学専攻では、数学、情報、物理、化学、生物、地学の分野と、それぞれの

境界領域を包括する、総合科学的な教育・研究を行っていることから、本講義で
はそれらの一端を紹介し、自然科学に対する幅広い考え方を身に付けることを目
的としている。 

対象学年 1 年/2 年 



授業内容 1 回 射影平面の幾何（１） 
射影平面の様々なとらえ方を紹介し、４次元以上の空間にしか実現できないこの
図形の理解を深める。射影平面を無理矢理３次元空間に押し込めると自己交叉を
持つ図形が得られる。そのうちのひとつであるボーイ曲面（の一部）を実際に工
作で作成する。 
2 回 射影平面の幾何（２） 
ガウス曲率が１である標準的射影平面における三角形の幾何学について学ぶ。特
に、三角形の内角の和は π とその三角形の面積の和に等しいというガウス・ボ
ンネの定理を鑑賞する。 
3 回 ⼈類起源研究の歴史 
類⼈猿と猿⼈化石探しと⼈類起源の話題を紹介する．その結果から⼈類は東アフ
リカで誕生したと言われている．地球史において地球内部物質の挙動が生物大量
絶滅と進化をもたらしたことが理解されている．地球科学の立場から類⼈猿が猿
⼈に進化する環境を議論する。 
4 回 類⼈猿及び猿⼈化石の年代測定 
東アフリカに産する類⼈猿と猿⼈化石の年代推定に用いる火山岩の K-Ar 年代測
定法についてその原理と応用を紹介する。 
5 回 資源探査と環境問題（１） 
地球物質の循環過程で生成した岩石の一部が、鉱物資源および化石燃料資源とし
て利用されている。これら資源を供給する鉱床の成因を実際の鉱山を例に紹介す
る。この解明された成因、および産状の特徴が資源探査に利用されていることを
解説する。 
6 回 資源探査と環境問題（２） 
資源の使用量が増加すると⼈類活動は活発になるが、環境汚染は深刻になる。す
なわち資源と環境は表裏一体である。酸性雨の影響を例に示し、環境問題を考え
る際の基礎的知識をしっかりしたものにする。 
7 回 高エネルギー天文学（１） 
天体や銀河などから放出される電波、可視光、X 線、ガンマ線の各波⻑の電磁波
観測によって得られる宇宙の姿を再認識する。 
8 回 高エネルギー天文学（２） 
高エネルギー宇宙素粒子の観測から高密度天体や銀河中心で起こる高エネルギ
ー現象を理解する。 
9 回 隕石から探る地球型惑星の進化（１） 
隕石はどのようなものか、実物の標本を基に説明する。また、隕石は太陽系のど
こから飛来するか、その落下が地球環境や生物進化に及ぼした影響について具体
例を示し解説する。 
（⻄⼾裕嗣) 
10 回 隕石から探る地球型惑星の進化（２） 
地球外物質である隕石が太陽系の始原物質の一部をなすこと、これに基づき地球
型惑星の進化過程をどのように解明するか解説する。 
（⻄⼾裕嗣） 
11 回 生命の起源と進化 



地球上での最初の生命活動をする細胞の誕生、細胞内共生説を紹介し、カンブリ
ア紀の多様な種の爆発につながるプロセスをたどる。それらにかかった時間につ
いて考察し、⼈類の誕生、最初の文明、産業⾰命以降の⼈間活動の歴史がいかに
短いものであり､近年の⼈口の増加、活動のレベルが指数関数的になっているこ
とに注目する。 
（兵藤博信） 
12 回 進化の脆弱性 
進化というと「高度化＝より強固、安定的なもの」と考えがちであるが、それが
おおきなあやまりであることを指摘し、中立進化説を紹介する。生物の進化（多
様化）をエントロピーの増大という観点からとらえ、様々なシステムへの進化と
いう概念の拡大解釈的適用を試みる。生物の進化の歴史が⻑い時間をかけた進行
形の try and error の実験であることを理解する。 
（兵藤博信） 
13 回 高圧科学の概要 
高圧環境にすることで全ての物質は収縮し、物性が変化する。その変化を科学的
な手法によって明らかにするのが高圧科学であり、物理、化学、地学、生物、医
療など様々な分野で研究がなされている。その一部を解説しながら高圧科学の魅
⼒を紹介する。 
14 回 高圧実験 
様々な用途によって数多くの高圧装置が開発されている。それらの構造について
講義する。その後は、実際に高圧実験装置を使って高圧下での状態変化を調べて
もらう。まずは生きていくうえでなくてはならない物質である水を取り上げ、室
温で氷ができる様子を実際に観察する。 
15 回 量測定装置の組み立て 
種々の光量測定に基づく分析法の原理を解説する。その後、光量測定装置を実際
に組み立てる。 

準備学習 1 回 簡単なオリエンテーション後、講義と実習を行う。はさみを持参すること。 
2 回 平面三角形の内角の和の公式を思いだし、それが地球上に描かれた大きな
三角形でも成り立つか考察してくること。 
3 回 類⼈猿及び猿⼈化石について調べておくこと。 
4 回 K-Ar 年代測定法について調べておくこと。 
5 回 私たちが利用している資源の種類を調べておくこと。 
6 回 資源利用による環境の変化について具体的に調べておくこと。 
7 回 基礎的な天体運動・現象などを理解しておくこと。 
8 回 前回の講義の復習をしておくこと。 
9 回 書籍やインターネットなどから隕石にはどのようなものがあるか調べてみ
ること。 
10 回 前回の講義で示された隕石についての情報を整理しておくこと。 
11 回 DNA の機能・役割について知っておくこと。 
12 回 地質年代表を一見して、生物大絶滅の時期を知っておくこと。 
13 回 身の回りで応用されている高圧技術を調べておくこと。 
14 回 水の状態図を調べておくこと。 



15 回 光量測定センサー原理を復習しておくこと。 
 



年度 2012 
授業コード MSZ9062 
成績評価 指導教員及び専攻内の複数の教員が協議して決定する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 動物学専攻(12〜12) 
見出し MSZ9062 インターナショナルキャリア 
担当教員名 淺⽥ 伸彦、高崎 浩幸、名取 真⼈、小林 秀司、清水 慶子、城ヶ原 貴通、

高橋 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 インターナショナルキャリア 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード MSZ9062 
実務経験のある教員  
達成目標 １）発表内容を整理できること 

２）英文での発表原稿を作成できること 
３）プレゼンテーション用資料の作成ができること 
４）英語によるプレゼンテーションができること 
５）研究者間の英語でのコミニュケーションができること 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 学生の国際学会での発表を、積極的にサポートすることを目的とする。具体的に

は、発表内容の整理、英文での発表原稿、プレゼンテーション用資料の作成、発
表練習、現地での直前・直後も含めた発表指導、事後指導も含む。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 国際会議の情報収集・参加決定、発表題目登録等外国語による手続き指導 

2 回 英語による発表原稿の作成。 



3 回 英語による発表原稿の作成。 
4 回 英語による発表原稿の作成。 
5 回 プレゼンテーション用資料の作成及びそれを使った発表練習 
6 回 プレゼンテーション用資料の作成及びそれを使った発表練習 
7 回 プレゼンテーション用資料の作成及びそれを使った発表練習 
8 回 現地における、直前・発表時・直後の指導 
9 回 現地における、直前・発表時・直後の指導 
10 回 現地における、直前・発表時・直後の指導 
11 回 帰国後の事後指導。 他教員への報告も含む 
12 回 帰国後の事後指導。 他教員への報告も含む 
13 回 プロシーディング等の作成 
14 回 プロシーディング等の作成 
15 回 プロシーディング等の作成 

準備学習 第 1 回目の講義前にシラバスをよく読んでおくこと。 
それ以降については、講義の際に資料などを配付するので、それらをよく読み、
理解しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MSZ9071 
成績評価 講義中での質疑応答（50％）や課題提出（50％）などを加味して，総合的に評価

する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 動物学専攻(12〜12) 
見出し MSZ9071 フューチャーバイオケミストリー 
担当教員名 池⽥ 正五、⻘木 宏之、南 善子、尾堂 順一、林 謙一郎、三井 亮司、宮

永 政光 
単位数 2 
教科書 使用しない 
アクティブラーニング  
キーワード バイオサイエンス、バイオテクノロジー 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 フューチャーバイオケミストリー 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 担当教員により、適宜指示 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MSZ9071 
実務経験のある教員  
達成目標 １）生物化学の基礎を理解し、簡単な説明ができること。  

２）最近の生物化学の進展に興味を持つこと。 
受講者へのコメント  
連絡先 生物化学科教員の各研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 生物化学専攻で開講している各特論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 バイオサイエンスやバイオテクノロジーに代表されるよう、生物化学分野の研究

は活発であり、その発展には著しいものがある。理学研究科の生物化学以外の諸
専攻においても、このような知識の習得は必要である。この講義では、生物化学
分野の最前線の研究の背景・目的・将来や諸問題点などについて分かり易く解説
する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションとして、生物化学科が扱う研究分野について紹介する。 

2 回 生体膜を構成する脂質分子が水中でどのようにして、2 分子膜構造を形成す



るかを説明し、温度やイオン環境の変化で、様々な構造・機能変化を示すことを
紹介する。 
3 回 遺伝子の変化と病気の成り立ちの関係を分子遺伝学的な立場から説明する。 
4 回 植物組織培養や遺伝子組換えといったバイオテクノロジーを用いて植物が
もつ能⼒について研究したり利用している事例を解説する。 
5 回 様々な骨格構造をもつ有機化合物が生体に対してどのような作用をするか，
どのように役に立っているかを説明する。 
6 回 様々な金属イオンが病気の治療に使われている事を、悪性腫瘍やリウマチ
などの治療に使われている金属含有医薬品の実例を挙げながら解説する。 
7 回 環境に優しい化学を追求するグリーンケミストリーについて説明する。 
8 回 未利用資源の有効利用の重要性について説明する。 
9 回 大気の環境問題についての考え方を、過去に生じたさまざまな問題事例を
挙げながら幅広く説明する。 
10 回 植物からの贈り物―その代謝産物―について講義する。 
11 回 科学論文・特許について解説し、科学者・技術者のキャリアや研究プロセ
スについて説明する。 
12 回 微生物や微生物由来の酵素が日常生活の中で重要な役割を果たしているこ
とを解説する。また、食糧・エネルギー・環境のあらゆる分野で微生物が利用さ
れている事例を紹介する。 
13 回 タデ科植物アイの二次代謝（研究紹介）を例に挙げ，植物の二次代謝につ
いて説明する。 
14 回 化学物質の環境中での動態や生物に与える影響について講義する。 
15 回 これまでの講義を聞いて、生物化学の研究の現状と今後についてレポート
を作成する。 

準備学習 1 回 シラバスや生物化学科のホームページをみて、どのような研究が行われて
いるか見ておくこと。 
2 回 大腸菌およびヒトの各種細胞膜の脂質構成を調べ、比較を行くこと。生体膜
の起源について予習を行うこと。 
3 回 遺伝子が変化すると生物学的にどのような影響があらわれるか、考えてお
くこと。 
4 回 身近な植物でバイオテクノロジーが応用されている事例がないか調べてく
る。 
5 回 有機化学 I で学んだ骨格構造の書き方を復讐しておくこと。 
6 回 我々の⼈体の中で機能している金属イオンの種類や働きについて学習して
おくと理解しやすい。 
7 回 グリーンケミストリーと従来の化学の違いを理解し、説明できるよう復習
を行うこと。 
8 回 農・林産廃棄物のエネルギー利用や食糧への変換に関し予習を行うこと。 
9 回 講義内容をみて、これまでに学んできたこととの関連を考えてみる。 
10 回 身近な植物成分について調べておくこと。 
11 回 講義の中で説明した内容について、予習・復習を行い、科学研究のプロセ
スや特許の仕組みを理解すること。 



12 回 日常の生活を振り返り、微生物が関わっていると思われるものを、少なく
とも１つ以上見つけておくこと。またそれがどのような微生物または微生物酵素
を利用したものであるか調べてみること。 
13 回 植物や微生物を利用して作られる香料や医薬品等の身近なものについて調
べておくこと。 
14 回 講義内容をみて今までの学習内容との関連を考え、予習をすること。 
15 回 これまでの講義を聞いて、自分が最も興味を引かれたものがなんであるか、
考えておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MSZ9081 
成績評価 各講義における質疑応答や課題提出などから総合的に評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 動物学専攻(12〜12) 
見出し MSZ9081 フューチャーライフサイエンス 
担当教員名 櫃本 泰雄 
単位数 2 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード 臨床生命科学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 フューチャーライフサイエンス 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 担当教員により、適宜指示 
授業形態 講義 
注意備考 特になし 
シラバスコード MSZ9081 
実務経験のある教員  
達成目標 １）臨床生命科学の基礎を理解し、簡単な説明ができること。２）最近の臨床生

命科学の進展に興味を持つこと。 
受講者へのコメント  
連絡先 臨床生命科学専攻 専攻⻑ 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 臨床生命科学専攻で開講している各特論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 バイオテクノロジーに代表されるよう、臨床生命科学分野の研究は活発であり、

その発展には著しいものがある。理学研究科の臨床生命科学以外の諸専攻におい
ても、このような知識の習得は必要である。この講義では、臨床生命科学分野の
最前線の研究の背景・目的・将来や諸問題点などについて分かり易く解説する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 臨床生命科学科の理学部における存在意義や役割そして医食同源に関する

講義（櫃本） 
2 回 ウェルシュ菌の毒素遺伝子発現調節に関する分子レベルの講義（片山） 
3 回 生体防御機能（免疫システム）に関する講義（櫃本） 
4 回 食に関連する微生物の応用（石原） 



5 回 食品中の農薬分析（小嶋） 
6 回 抗肥満、糖尿病合併症治療薬の開発に関する講義（松浦） 
7 回 生活習慣病における血管周囲神経機能変化の解明に関する講義（橋川成美） 
8 回 正常およびがん幹細胞の増殖・分化を制御する因子の解析とその応用（片
岡） 
9 回 熱ショックタンパクの発現制御（橋川直也） 
10 回 食と予防医学（浜⽥） 
11 回 抗酸化のメカニズム（益岡） 
12 回 動脈硬化症の病理学（由谷） 
13 回 基礎医学と食科学（１）（櫃本） 
14 回 基礎医学と食科学（２）（櫃本） 
15 回 ライフサイエンス全般と食科学、医学の関わり（櫃本） 

準備学習 1 回 身近な臨床生命科学の話題にどのようなものがあるか考えておく 
2 回 講義内容と関連する最近の話題について考えておく 
3 回 講義内容と関連する最近の話題について考えておく 
4 回 講義内容と関連する最近の話題について考えておく 
5 回 講義内容と関連する最近の話題について考えておく 
6 回 講義内容と関連する最近の話題について考えておく 
7 回 講義内容と関連する最近の話題について考えておく 
8 回 講義内容と関連する最近の話題について考えておく 
9 回 講義内容と関連する最近の話題について考えておく 
10 回 講義内容と関連する最近の話題について考えておく 
11 回 講義内容と関連する最近の話題について考えておく 
12 回 講義内容と関連する最近の話題について考えておく 
13 回 講義内容と関連する最近の話題について考えておく 
14 回 これまでの講義の整理をしておく 
15 回 これまでの講義の整理をしておく 

 



年度 2012 
授業コード MTA1511 
成績評価 演習 (50%)，試験 (50%)：毎時間演習と試験を行う. 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用化学専攻(10〜12) 
見出し MTA1511 有機合成化学特論 
担当教員名 野上 潤造 
単位数 2 
教科書 演習有機合成化学 奈良坂 安藤 訳（東京化学同⼈）および原著論文 
アクティブラーニング  
キーワード 逆合成 (retrosynthesis)，不⻫合成，環境調和型合成，有機金属化学，反応機構 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 有機合成化学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 大学院講義有機化学 I & II，その他引用文献および解説書 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MTA1511 
実務経験のある教員  
達成目標 有機合成に関する論文などを見てその要点が理解できる． 
受講者へのコメント  
連絡先 １２号館３階（研究室） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 有機合成化学演習 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 有機合成の考え方，面白さ，価値，意義などが分り，合成研究の評価が自分なり

に出来るようになる． 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 (+)-Stoechospermol の合成について学習し例題を演習する． 

2 回 Rapamycin の C8-C19 トリカルボニルサブユニットの合成について学習し
例題を演習する． 
3 回 Ciguatoxin の AB 環部分の合成について学習し例題を演習する． 
4 回 (+)-Carbonolide B の合成について学習し例題を演習する． 
5 回 Asteriscanolide の骨格合成について学習し例題を演習する． 
6 回 (+)-Dolabellatrienone の合成について学習し例題を演習する． 
7 回 Stenine の合成について学習し例題を演習する． 



8 回 3β-Acetoxydrimenin の合成について学習し例題を演習する． 
9 回 (+)-Adrenosterone の合成について学習し例題を演習する． 
10 回 (-)-Suaveoline の合成について学習し例題を演習する． 
11 回 (+)-7-Deoxypancratistatin の合成について学習し例題を演習する． 
12 回 Deoxynojirimycin のエナンチオ選択的合成について学習し例題を演習す
る． 
13 回 Aphidicolin の形式合成について学習し例題を演習する． 
14 回 Bruceantin の合成研究について学習し例題を演習する． 
15 回 (+)-FR900482 の合成について学習し例題を演習する． 

準備学習 1 回 有機化学の基礎，有機反応の基礎，反応機構の考え方について復習しておく
こと． 
2 回 前回の復習をしておくこと． 
3 回 前回の復習をしておくこと． 
4 回 前回の復習をしておくこと． 
5 回 前回の復習をしておくこと． 
6 回 前回の復習をしておくこと． 
7 回 前回の復習をしておくこと． 
8 回 前回の復習をしておくこと． 
9 回 前回の復習をしておくこと． 
10 回 前回の復習をしておくこと． 
11 回 前回の復習をしておくこと． 
12 回 前回の復習をしておくこと． 
13 回 前回の復習をしておくこと． 
14 回 前回の復習をしておくこと． 
15 回 前回の復習をしておくこと． 

 



年度 2012 
授業コード MTA2111 
成績評価 講義中の質問・小テスト（５０％）、レポート（５０％）。 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 応用化学専攻(11〜12) 
見出し MTA2111 溶液物理化学 
担当教員名 冨永 敏弘 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 溶解度、疎水性水和、親水性水和、両親媒性物質、ミセル、ベシクル、逆ミセル、

導電率、拡散 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 溶液物理化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 １）篠⽥耕三,「溶液と溶解度」丸善．２）鈴木啓三,「水および水溶液」共立出

版．３）Evans ＆ Wennerstrom, “The Colloidal Domain”, Wiley．４）花井哲也，
「膜とイオン」，化学同⼈．５）Robinson ＆ Stokes, “Electrolyte Solutions 

授業形態 講義 
注意備考 講義中に質問や議論をするので、積極的に発言すること。英語の原論文を適宜資

料として用いる。関数電卓を持参すること。 
シラバスコード MTA2111 
実務経験のある教員  
達成目標 以下の項目について理解し、説明できること。溶質・溶媒の極性と溶解挙動の関

係、疎水性水和と親水性水和、両親媒性物質と分子集合体形成、電解質溶液の導
電率・モル導電率とイオン対形成の効果、自己拡散係数と相互拡散係数の違い、
イオンや分子の各種媒体中での拡散挙動、イオンの膜透過． 

受講者へのコメント  
連絡先 １２号館５階 tominaga（アトマーク）dac.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 溶液の平衡および非平衡的性質について、例を挙げながら解説し、知識と思考⼒

を養成する。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回  全体の授業内容を説明した後、無極性気体の有機溶媒中の溶解度につい



て解説する。 
2 回  無極性気体の水中の溶解度について解説する。 
3 回  気体の溶解度の理論について解説する。 
4 回  水の構造性と疎水性水和について解説する。 
5 回  イオンの水和について解説する。 
6 回  両親媒性物質と分子集合体形成について解説する。 
7 回  ミセル中への気体の溶解度について解説する。 
8 回  ミセルと水への各種分子の分配について解説する。 
9 回  電解質溶液の導電率とモル導電率について解説する。 
10 回  溶液の電気伝導度とイオン対形成について解説する。 
11 回  物質の拡散について解説する。 
12 回  自己拡散と相互拡散の違いについて例をあげながら解説する。 
13 回  ミセル溶液系の拡散とそれから得られる情報について解説する。 
14 回  マイクロエマルション系の拡散とそれから得られる情報について解説す
る。 
15 回  イオンの膜透過と能動輸送モデル系について説明する。 

準備学習 1 回  気体の溶解度に関するヘンリーの法則や各種有機溶媒の性質について復
習しておくこと。 
2 回  配布資料の該当部分について予習しておくこと。 
3 回  配布資料の該当部分について予習しておくこと。 
4 回  配布資料の該当部分について予習しておくこと。 
5 回  配布資料の該当部分について予習しておくこと。 
6 回  配布資料の該当部分について予習しておくこと。 
7 回  配布資料の該当部分について予習しておくこと。 
8 回  配布資料の該当部分について予習しておくこと。 
9 回  配布資料の該当部分について予習しておくこと。 
10 回  配布資料の該当部分について予習しておくこと。 
11 回  配布資料の該当部分について予習しておくこと。 
12 回  配布資料の該当部分について予習しておくこと。 
13 回  配布資料の該当部分について予習しておくこと。 
14 回  配布資料の該当部分について予習しておくこと。 
15 回  配布資料の該当部分について予習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MTA2121 
成績評価  
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス バイオ・応用化学科(10〜10),工学研究科 修士課程(10〜10) 
見出し MTA2121 溶液物理化学Ⅰ 
担当教員名 冨永 敏弘 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 溶液物理化学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MTA2121 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Physical Chemistry of Solution I 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード MTA2311 
成績評価 毎回、演習形式で講義を行なう。英文読解⼒（40％）、化学反応理解⼒（40％）、

説明・プレゼン能⼒（20％）で評価する。100 点満点とし 60 点以上で合格。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 応用化学専攻(10〜12) 
見出し MTA2311 有機工業化学特論 
担当教員名 折⽥ 明浩 
単位数 2 
教科書 Organic Synthesis ／Christine L. Willis, Martin Wills (著) ／Oxford Chemistry 

Primers, 31) [ペーパーバック] 
アクティブラーニング  
キーワード 有機化学、化学英語 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 有機工業化学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MTA2311 
実務経験のある教員  
達成目標 平易な化学英語の構文を解説できるようにする。また、その内容を理解する。 
受講者へのコメント  
連絡先 22 号館 4 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 有機化学の基本反応を習得するとともに、平易な化学英語で記述された有機反応

を理解する。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 「Introduction to synthesi 1」を学習する。 

2 回 Introduction to synthesis ２を学習する。 
3 回 Retrosynthetic analysis I: the basic concepts１を学習する。 
4 回 Retrosynthetic analysis I: the basic concepts２を学習する。 
5 回 Retrosynthetic analysis II: Latent polarity and FGIs１を学習する。 
6 回 Retrosynthetic analysis II: Latent polarity and FGIs２を学習する。 



7 回 Retrosynthetic analysis III: Strategy and planning１を学習する。 
8 回 Retrosynthetic analysis III: Strategy and planning２を学習する。 
9 回 Selectivity I: Chemoselectivity and protecting groups１を学習する。 
10 回 Selectivity I: Chemoselectivity and protecting groups２を学習する。 
11 回 Selectivity II: Regioselectivity１を学習する。 
12 回 Selectivity II: Regioselectivity２を学習する。 
13 回 Selectivity III: Stereoselectivity１を学習する。 
14 回 Selectivity III: Stereoselectivity２を学習する。 
15 回 Selected organic syntheses を学習する。 

準備学習 教科書は「Organic Synthesis」を使用し、輪読・解説形式で、各学生に毎時間、
和訳と内容説明を行なってもらう。したがって、充分な予習が必要な授業である。
指示された部分を各⼈、和訳し内容を充分に理解した上で授業に臨むこと。 

 



年度 2012 
授業コード MTA2312 
成績評価 レポート（40％）、課題発表（60％） 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 応用化学専攻(10〜12) 
見出し MTA2312 生物工学Ⅰ 
担当教員名 滝澤 昇 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 受講者無のため開講せず 
科目名 生物工学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 環境バイオテクノロジー学会誌 

日本生物工学会編/未来をつくるバイオ/学進出版 
授業形態 講義 
注意備考 受講生は参考書を参考としてテーマを決め、調査し、20 分程度のプレゼンテーシ

ョンを２回行うこととする。 
シラバスコード MTA2312 
実務経験のある教員  
達成目標 微生物実験手法を理解する 

微生物実験に関する原書を読むことができる 
生物工学の先端的内容を理解する。 
自身が調べ、発表することができるようになる 

受講者へのコメント 受講者無のため開講せず 
連絡先 研究室：１２号館５階メール：takizawan[アトマーク]dac.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講者無のため開講せず 
英文科目名  
関連科目 学部の科目 

 生化学ⅠⅡ、分子生物学、遺伝子工学、微生物バイオテクノロジー 
次回に向けての改善変更予定 受講者無のため開講せず 
講義目的 技術系の実験書やマニュアルは英語で書かれていることが多い。この授業では、

微生物実験の原書を輪講し、微生物学に関する濃い本的な事柄を理解しつつ、 
英語⼒をつける事を目的とする。また生物工学をテーマとするプレゼンテーショ
ンにより、バイテクのロジーの現状を理解しつつ、プレゼンテーション⼒を養う。 

対象学年 1 年/2 年 



授業内容 1 回  オリエンテーション 
 説明を聞いて、この講義の進め方について理解し、分担を割り振る 
 授業は英語原書の実験書を読み、専門的英語⼒を付けつつ、微生物実験の手法
を理解する 
2 回 生菌数の測定と増殖曲線について理解する 
3 回 エピゾームの接合伝達とマーカー遺伝子の伝達導入について理解する 
4 回 大腸菌の染色体地図がどのように作られてきたかを理解する 
5 回 UV による変異体作製法について理解する 
6 回 NTG による変態作製法について理解する 
7 回 変異体のペニシリン濃縮法について理解する 
8 回 P1 形質導入について理解する 
9 回 β ガラクトシダーゼ活性測定法を理解する 
10 回 Lac 遺伝子の発現誘導について理解する 
11 回  受講生によるプレゼンテーションとディスカッション（１回目） 
 指定図書を参考にして各自が設定したテーマで、プレゼンテーションを行い、
討論によって理解を深める 
12 回  受講生によるプレゼンテーションとディスカッション（２回目） 
 指定図書を参考にして各自が設定したテーマで、プレゼンテーションを行い、
討論によって理解を深める 
13 回  受講生によるプレゼンテーションとディスカッション（３回目） 
 指定図書を参考にして各自が設定したテーマで、プレゼンテーションを行い、
討論によって理解を深める 
14 回   受講生によるプレゼンテーションとディスカッション（４回目） 
 指定図書を参考にして各自が設定したテーマで、プレゼンテーションを行い、
討論によって理解を深める 
15 回  総合討論をし、レポートを仕上げる。 

準備学習 1 回  シラバスをよく読んでおくこと 
2 回 配布されたプリントを読み、英語を訳しておくこと 
指定図書を読み、プレゼンテーションのテーマを決めること 
3 回 配布されたプリントを読み、英語を訳しておくこと 
指定図書を読み、プレゼンテーションのテーマを決めること 
4 回 配布されたプリントを読み、英語を訳しておくこと 
プレゼンテーションのための調査。準備をすること 
5 回 配布されたプリントを読み、英語を訳しておくこと 
プレゼンテーションのための調査。準備をすること 
6 回 配布されたプリントを読み、英語を訳しておくこと 
プレゼンテーションのための調査。準備をすること 
7 回 配布されたプリントを読み、英語を訳しておくこと 
プレゼンテーションのための調査。準備をすること 
8 回 配布されたプリントを読み、英語を訳しておくこと 
プレゼンテーションのための調査。準備をすること 
9 回 配布されたプリントを読み、英語を訳しておくこと 



プレゼンテーションのための調査。準備をすること 
10 回 配布されたプリントを読み、英語を訳しておくこと 
プレゼンテーションのための調査。準備をすること 
11 回  プレゼンテーション準備をすること 
 レポート作製の準備をしておくこと 
12 回   プレゼンテーション準備をすること 
 レポート作製の準備をしておくこと 
13 回  プレゼンテーション準備をすること 
 レポート作製の準備をしておくこと 
14 回  プレゼンテーション準備をすること 
 レポート作製の準備をしておくこと 
15 回 レポートを仕上げる準備をしておくこと 

 



年度 2012 
授業コード MTA2511 
成績評価 発表 50%、試験 50% 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用化学専攻(10〜12) 
見出し MTA2511 生物工学Ⅱ 
担当教員名 大塚 隆尚 
単位数 2 
教科書 資料を渡す 
アクティブラーニング  
キーワード 癌細胞、癌遺伝子、血管細胞、繊維芽細胞、幹細胞 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 ケート実施せず。 
科目名 生物工学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 Molecular Biology of THE CELL, Fifth Edition, Alberts, Garland Science 
授業形態 講義 
注意備考 学部でのバイオテクノロジー系の講義の履修を前提とする 
シラバスコード MTA2511 
実務経験のある教員  
達成目標 動物細胞の最新の情報を得て理解し、それを⼈に分かりやすく伝えられるように

なる 
受講者へのコメント ケート実施せず。 
連絡先 12 号館 4-3 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 アンケート実施せず。 
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 ケート実施せず。 
講義目的 癌細胞と正常細胞、更に幹細胞についての理解を深める 

演習方式で講義を行うため、勉強したことをまとめて話す訓練も同時に行う 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回  講義計画を説明する 

2 回  癌細胞の性質の学習をする 
3 回  癌細胞の転移の学習をする 
4 回  癌遺伝子の学習をする 
5 回  癌の治療の学習をする 
6 回  皮膚の細胞の学習をする 
7 回  皮膚の細胞の生理の学習をする 



8 回  血管細胞の学習をする 
9 回  血管新生の学習をする 
10 回  脂肪細胞の学習をする 
11 回  脂肪細胞の生理の学習をする 
12 回  血液幹細胞の学習をする 
13 回  血液細胞の分化の学習をする 
14 回  幹細胞の学習をする 
15 回  幹細胞工学の学習をする 

準備学習 1 回  シラバスを見てこの講義で取り扱う部分を確認しておくこと 
2 回  渡された資料を読んで癌細胞の性質について理解しておくこと 
3 回  渡された資料を読んで癌細胞の転移について理解しておくこと 
4 回  渡された資料を読んで癌遺伝子について理解しておくこと 
5 回  渡された資料を読んで癌の治療について理解しておくこと 
6 回  渡された資料を読んで皮膚の細胞について理解しておくこと 
7 回  渡された資料を読んで皮膚の細胞の生理について理解しておくこと 
8 回  渡された資料を読んで血管細胞について理解しておくこと 
9 回  渡された資料を読んで血管新生について理解しておくこと 
10 回  渡された資料を読んで脂肪細胞について理解しておくこと 
11 回  渡された資料を読んで脂肪細胞の生理について理解しておくこと 
12 回  渡された資料を読んで血液幹細胞について理解しておくこと 
13 回  教科書の該当部分を読んで血液細胞の分化について理解しておくこと 
14 回  渡された資料を読んで幹細胞について理解しておくこと 
15 回  渡された資料を読んで幹細胞工学について理解しておくこと 

 



年度 2012 
授業コード MTA27B2 
成績評価 資料調査・レポート(70%)、討論・発表点(30%) 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 応用化学専攻(10〜12) 
見出し MTA27B2 科学技術倫理特論 
担当教員名 小林 泰男＊ 
単位数 2 
教科書 科学技術と倫理(シリーズ「⼈間論としての 21 世紀的課題」)/石⽥三千雄他/ナ

カニシヤ出版 
アクティブラーニング  
キーワード 法と倫理、公衆の利益、合意形成、技術のリスク評価、予防倫理、専門職の責務、

利益相反、組織の意志決定、知的財産 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 科学技術倫理特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 技術倫理(日本の事例から学ぶ)/佐伯昇・杉本泰治編著/丸善、 

第 3 版科学技術の倫理(その考え方と事例)/C.E.Harris,Jr ら/日本技術士会訳編/
丸善、 
技術者のための倫理と法律/井野辺陽/ナカニシヤ出版 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MTA27B2 
実務経験のある教員  
達成目標 科学技術倫理に基づく自律の判断ができるように基本的考え方を修得する。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 科学技術倫理の理解と、事故事例について科学技術倫理の観点と現実の行為の過

程を考察することによって、技術専門職として社会の信頼に応えられる能⼒を養
う。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 講義全体の内容と進め方を説明する。科学技術倫理教育の背景について講

義する。 



2 回 科学技術のニーズ、科学技術倫理の課題、法と倫理の関係について講義す
る。 
3 回 公衆の利益、研究者・技術者の責務について講義する。 
4 回 科学技術的認識の目的合理性と倫理性について講義する。 
5 回 科学技術の公益性、利害関係者の合意形成について講義する。 
6 回 コンプライアンス違反事例の調査を基に会社の社会的責任(CSR)について
講義する。 
7 回 技術的な欠陥による重大事故の事例を基に組織の意志決定プロセスと専門
職の倫理について講義する。 
8 回 公害・食品中毒の事例を基に専門職として公衆の安全を守る倫理について
講義する。 
9 回 一般消費者向製品の事故事例を基に製造物責任者の責務について講義する。 
10 回 列車・航空機の重大事故事例を基にリスクの評価と予防倫理について講義
する。 
11 回 労働災害の事例を基に安全管理者の責務について講義する。 
12 回 知的財産権について概説する。知的財産権のトラブル事例を基に発明者の
権利について講義する。 
13 回 受講者が事故の原因、対策、専門職の倫理についてグループ討論して発表
する。 
14 回 受講者が事故の原因、対策、専門職の倫理についてグループ討論して発表
する。 
15 回 受講者が事故の原因、対策、専門職の倫理についてグループ討論して発表
する。 

準備学習 1 回 教科書(第 11、12 章)を読み、科学技術倫理教育の背景を予習すること。 
2 回 教科書(第 1、2 章)を読み、「科学技術倫理とは何か」を考えること。 
3 回 科学技術系の学会・協会の倫理綱領や規定を読み、技術者の行動規範につい
て考えること。 
4 回 教科書(第 6、7、8 章)を読み、「技術開発は誰のためのものか」、目標と社会
的な影響を考えること。 
5 回 教科書(第 9、10 章)を読み、代表例として諫早湾干拓事業の状況を調べて、
科学技術の公益性、利害関係者の合意形成の難しさ・取組み方について考えるこ
と。 
6 回 技術者の関わりが深いコンプライアンス違反の事象、原因、処理などを調
べ、倫理的な課題と防止策を考えること。事例「三菱自動車のリコール隠し」、
「耐震強度偽装」、「ディーゼルエンジン排ガス浄化装置のデータ改竄」。 
7 回 公衆の利益に技術的判断が活かされなかった事例を調べ、専門職の判断の
重要性と実践の難しさを考えること。事例「チャレンジャー号爆発事故」「薬害エ
イズ」。 
8 回 公害、食品中毒の事象、原因、処理などを調べ、専門職は被害の拡大を防ぐ
ためどのように行動すべきかを考えること。事例「有機水銀中毒」、「森永ミルク
ヒ素中毒」、「かねみ油症」。 
9 回 一般消費者向製品の欠陥や不正改造による事故の事象、原因、処理などを調



べ、製造物責任の考え方や消費者の安全配慮について考えること。事例「パロマ
湯沸器一酸化炭素中毒」、「コンニャク入りゼリー」。 
10 回 航空機・列車事故の事象、原因、処理などを調べ、事故リスクの評価と技
術的安全対策の必要性について考えること。事例 「JAL123 便墜落」、「JR 福知
山線事故」。 
11 回 労働災害の事象、原因、処理などを調べ、現場の安全管理責任について考
えること。事例「東海村 JCO 臨界事故」、「酸素欠乏症・ガス中毒事故」。 
12 回 知的財産の種類、権利の内容、譲渡などについて資料を調べ予習すること。
事例「⻘色 LED 特許係争」「ミノルタ・ハネウェル特許訴訟」。 
13 回 グループ毎に討議する事例を選択して、科学技術倫理の観点で自分の意見
と論点を整理しておくこと。 
14 回 グループ毎に討議する事例を選択して、科学技術倫理の観点で自分の意見
と論点を整理しておくこと。 
15 回 グループ毎に討議する事例を選択して、科学技術倫理の観点で自分の意見
と論点を整理しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MTA3112 
成績評価 毎回のプレゼンテーション（50％）と、定期試験（50％）で評価する。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 応用化学専攻(12〜12) 
見出し MTA3112 生物工学Ⅲ 
担当教員名 安藤 秀哉 
単位数 2 
教科書 D.サダヴァ他著「アメリカ版 大学生物学の教科書 第 1〜3 巻」（講談社） 
アクティブラーニング  
キーワード 細胞、皮膚、紫外線、DNA、酵素 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生物工学Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 標準皮膚科学（医学書院） 

色素細胞（慶応義塾大学出版会） 
授業形態 講義 
注意備考 指定の教科書を購入しておくこと（参考書を購入する必要はありません）。 
シラバスコード MTA3112 
実務経験のある教員  
達成目標 しみやしわなどを予防する機能性化粧品の作用メカニズムを、細胞生物学的観点

から説明できるようになる。 
受講者へのコメント  
連絡先 12 号館 5 階 安藤研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 化粧品概論、香粧品学、化粧品の皮膚科学と安全学、コスメティックサイエンス

概論 I 及び II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 機能性化粧品の皮膚科学と細胞生物学の接点を学ぶ。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。 

2 回 細胞の基本構造 / 皮膚の構造と皮膚を構成する細胞について学ぶ。 
3 回 細胞膜とその機能 / 皮膚における脂肪酸の効能について学ぶ。 
4 回 酵素とエネルギー代謝 / 色素細胞内におけるメラニン生成経路について学
ぶ。 
5 回 化学エネルギーの獲得経路 / 紫外線により真皮内に発生する活性酸素種に



ついて学ぶ。 
6 回 太陽光と光合成 / 紫外線による皮膚の老化現象について学ぶ。 
7 回 細胞周期、細胞分裂、細胞死 / 表皮の角化作用について学ぶ。 
8 回 DNA の構造と複製 / 紫外線による皮膚細胞の DNA 損傷と修復について
学ぶ。 
9 回 遺伝子の転写と翻訳 / メラニン生成酵素チロシナーゼの生化学的実験手法
について学ぶ。 
10 回 タンパク質の翻訳後修飾 / メラニン生成酵素チロシナーゼの糖鎖修飾に
ついて学ぶ。 
11 回 細胞内情報伝達機構 / 皮膚における炎症反応の情報伝達を学ぶ。 
12 回 組換え DNA とバイオテクノロジー / 機能性化粧品の有効成分について
学ぶ。 
13 回 タンパク質の異常と疾患 / 白皮症と色素性乾皮症について学ぶ。 
14 回 免疫機能 / アトピー性皮膚炎について学ぶ。 
15 回 幹細胞 / 禿げと白髪に関わる毛包と色素細胞の幹細胞について学ぶ。 

準備学習 1 回 シラバスをよく読んでおくこと。 
2 回 教科書の第 1 章を読んでポイントをまとめておくこと。 
3 回 教科書の第 2 章を読んでポイントをまとめておくこと。 
4 回 教科書の第 3 章を読んでポイントをまとめておくこと。 
5 回 教科書の第 4 章を読んでポイントをまとめておくこと。 
6 回 教科書の第 5 章を読んでポイントをまとめておくこと。 
7 回 教科書の第 6 章を読んでポイントをまとめておくこと。 
8 回 教科書の第 8 章を読んでポイントをまとめておくこと。 
9 回 教科書の第 9 章を読んでポイントをまとめておくこと。 
10 回 教科書の第 10 章を読んでポイントをまとめておくこと。 
11 回 教科書の第 12 章を読んでポイントをまとめておくこと。 
12 回 教科書の第 13 章を読んでポイントをまとめておくこと。 
13 回 教科書の第 14 章を読んでポイントをまとめておくこと。 
14 回 教科書の第 15 章を読んでポイントをまとめておくこと。 
15 回 教科書の第 16 章を読んでポイントをまとめておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MTA3311 
成績評価 レポート(20%)および課題発表(80%)により行う。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 応用化学専攻(10〜12) 
見出し MTA3311 分離工学Ⅰ 
担当教員名 宮原 敏郎 
単位数 2 
教科書 適宜、プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 粘度、運動量、連続の式、運動方程式 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 分離工学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 輸送現象／水科篤郎・荻野文丸／産業図書：流れの数値計算と可視化第 2 版／平

野博之／丸善(2004) 
授業形態 講義 
注意備考 微分、積分および簡単な微分方程式の解法を身につけて欲しい。 
シラバスコード MTA3311 
実務経験のある教員  
達成目標 物質移動を理解する上での物質収支の概念を習得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 3 号館 1 階 宮原研究室 

086-256-9586 
E-mail: miyahara@dac.ous.ac.jp 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講者１名であり、授業アンケートを実施していない。 
英文科目名  
関連科目 化学工学熱⼒学、物質移動論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 分離工学は、物質移動を研究する学問である。本講義では、物質移動に多大な影

響を及ぼす流動現象の理解のため、流れの問題に焦点を当てる。具体的には微視
的な運動量輸送および巨視的な運動量輸送について講述する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回  粘度の定義と運動量輸送のメカニズムを説明する。 

2 回  ニュートン流体について説明する。 
3 回  非ニュートン流体について説明する。 
4 回  ガスの粘度の理論的解析を概説する。 



5 回  液の粘度の理論的解析を概説する。 
6 回  層流の速度分布(落下液膜)について理論的解析をする。 
7 回  層流速度分布(管内流、Hagen-Poiseulle の式)について説明する。 
8 回  固体の周りの流れについて説明する。 
9 回  連続の式を説明する。 
10 回  運動方程式を説明する。 
11 回  機械的エネルギーの式を説明する。 
12 回  定常流れを解くための変化の式その一を説明する。 
13 回  定常流れを解くための変化の式その二を説明する。 
14 回  定常流れを解くための変化の式その三を説明する。 
15 回  定常流れの具体的な解法を解説する。 

準備学習 1 回  流体の粘度について予習しておくこと。 
2 回  ニュートン流体の定義を理解しておくこと。 
3 回  非ニュートン流体とは何か予習しておくこと。 
4 回  ガスの粘度の特性について予備知識を得ておくこと。 
5 回  液の粘度の特性について予備知識を得ておくこと。 
6 回  層流の概念を把握しておくこと。 
7 回  層流の速度分布を得るモデルを理解しておくこと。 
8 回  固体周りの流れの特性を把握しておくこと。 
9 回  流れの問題を解く基礎式である連続の式の予備知識を得ておくこと。 
10 回  運動方程式とは何か把握しておくこと。 
11 回  機械的エネルギーの概念を予習しておくこと。 
12 回  変化の式を得るための物質収支を理解しておくこと。 
13 回  変化の式を得るための運動量収支を理解しておくこと。 
14 回  マクロな変化の式の概念を理解しておくこと。 
15 回  変化の式の使用方法を理解しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MTA4111 
成績評価 レポート(100%)で評価する。 
曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス 応用化学専攻(10〜12) 
見出し MTA4111 タンパク質の物理化学Ⅰ 
担当教員名 竹⽥ 邦雄 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード タンパク質、タンパク質の構造変化、界面活性剤 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 タンパク質の物理化学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない。 
授業形態 講義 
注意備考 予習をしてこないものは対象としない。 
シラバスコード MTA4111 
実務経験のある教員  
達成目標 ・タンパク質の構造、構造変化、安定性などを理解する。・タンパク質の物性（の

一部）を測定する方法を理解する。・界面活性剤の基本的な物性を理解し、タンパ
ク質との相互作用も理解する。・辞書を引きながらでも、英語の論文を読み、その
内容を理解できるようになる。・論文の構成を理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先 竹⽥邦雄 研究室 12 号館 3 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 タンパク質の物理化学Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 タンパク質や合成ホモポリペプチドの高次構造、特に、二次構造の話を中心に、

適宜、英語の原論文を読みながら進める。タンパク質と低分子物質の相互作用の
研究の典型的な例として、タンパク質とイオン性界面活性剤との相互作用を中心
に講義を展開し、界面活性剤の特性についても学習する。講義はあえて英文の論
文輪読を中心に行うが、出てくる個々の事例についてはかなり詳しく説明もす
る。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 タンパク質の高次構造について概説する。英語の原論文を読みながら講義



を進めるので、英語⼒の必要性についても念をおし、この講義の単位認定の基準
についても説明する。 
2 回 ウシおよびヒト血清アルブミンの一次構造、高次構造について概説する。 
3 回 界面活性剤の基本的な溶液物性について概説する。 
4 回 関連した論文を輪読し、解説する（その 1）。 
5 回 関連した論文を輪読し、解説する（その 2）。 
6 回 関連した論文を輪読し、解説する（その 3）。 
7 回 関連した論文を輪読し、解説する（その 4）。 
8 回 関連した論文を輪読し、解説する（その 5）。 
9 回 関連した論文を輪読し、解説する（その 6）。 
10 回 関連した論文を輪読し、解説する（その 7）。 
11 回 関連した論文を輪読し、解説する（その 8）。 
12 回 関連した論文を輪読し、解説する（その 9）。 
13 回 関連した論文を輪読し、解説する（その 10）。 
14 回 関連した論文を輪読し、解説する（その 11）。 
15 回 レポートを作成し、提出する。 

準備学習 1 回 学部の応用生化学、タンパク質化学、バイオ界面化学の復習をしておくこ
と。 
2 回 前回の配布プリントの予習・復習をすること。 
3 回 前回の配布プリントの予習・復習をすること。 
4 回 前回の配布プリントの予習・復習をすること。 
5 回 前回の配布プリントの予習・復習をすること。 
6 回 前回の配布プリントの予習・復習をすること。 
7 回 前回の配布プリントの予習・復習をすること。 
8 回 前回の配布プリントの予習・復習をすること。 
9 回 前回の配布プリントの予習・復習をすること。 
10 回 前回の配布プリントの予習・復習をすること。 
11 回 前回の配布プリントの予習・復習をすること。 
12 回 前回の配布プリントの予習・復習をすること。 
13 回 前回の配布プリントの予習・復習をすること。 
14 回 前回の配布プリントの予習・復習 
15 回 前回までの復習をすること。 

 



年度 2012 
授業コード MTA4112 
成績評価 レポート（６０％）、定期試験（４０％）による。 
曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス 応用化学専攻(10〜12) 
見出し MTA4112 分離工学Ⅱ 
担当教員名 永谷 尚紀 
単位数 2 
教科書 バイオ生産物の分離工学／古崎新太郎、今井正直 共著／培風館 
アクティブラーニング  
キーワード バイオ生産物 分離 精製 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 分離工学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MTA4112 
実務経験のある教員  
達成目標 バイオ生産物に対する分離、精製の方法を学ぶと共に、その重要性を理解するこ

と。 
受講者へのコメント  
連絡先 3 号館 1F 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 バイオ生産物の製造工程において、分離精製は製品コストに及ぼす影響が大き

く、その適切な設計はバイオプロセスの成否の重要な要因となる。分離工程は、
多くの工程の組み合せから成っている。これらのステップの単位操作について学
ぶと共に、本講義では、バイオプロセスにおける分離の工程について具体例を示
し分かりやすく理解し分離工学を学ぶ事を目的とする。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 【概論】について講義する。 

2 回 【分離工学の基礎】について講義する。 
3 回 【細胞破砕】について講義する。 
4 回 【細胞分離】について講義する。 



5 回 【抽出１】について講義する。 
6 回 【抽出２】について講義する。 
7 回 【晶析】について講義する。 
8 回 【膜分離】について講義する。 
9 回 【電気泳動】について講義する。 
10 回 【吸着・イオン交換】 
11 回 【クロマトグラフィー】について講義する。 
12 回 【アフィニティーを利用する分離技術】について講義する。 
13 回 【タンパク質のリフォールディング】について講義する。 
14 回 【バイオ生産物の製品化行程 1】について講義する。 
15 回 【バイオ生産物の製品化行程 2】について講義する。 

準備学習 1 回 予習：分離工学とはなにか調べる。 
復習：分離工学に関して理解する。 
2 回 予習：分離工学の基礎に関して調べておくこと。 
復習：分離工学の基礎を理解すること。 
3 回 予習：細胞破砕の方法を調べておくこと。 
復習：細胞破砕の方法を理解すること。 
4 回 予習：細胞分離の方法を調べておくこと。 
復習：細胞分離の方法を理解すること。 
5 回 予習：抽出の方法に関して調べておくこと。 
復習：抽出の方法を理解すること。 
6 回 予習：前回の講義以外の抽出に関して調べておくこと。 
復習：抽出の方法を理解すること。 
7 回 予習：晶析に関して調べておくこと。 
復習：晶析について理解すること。 
8 回 予習：膜分離に関して調べておくこと。 
復習：膜分離を理解すること。 
9 回 予習：電気泳動に関して調べておくこと。 
復習：電気泳動について理解すること。 
10 回 予習：吸着・イオン交換に関して調べておくこと。 
復習：吸着・イオン交換に関して理解すること。 
11 回 予習：クロマトグラフィーに関して調べておくこと。 
復習：クロマトグラフィーを理解すること。 
12 回 予習：アフィニティーを利用する分離技術に関して調べておくこと。 
復習：アフィニティーを利用する分離技術を理解すること。 
13 回 予習：タンパク質のリフォールディングに関して調べておくこと。 
復習：タンパク質のリフォールディングを理解すること。 
14 回 予習：バイオ生産物の製品化行程に関して調べておくこと。 
復習：バイオ生産物の製品化行程を理解すること。 
15 回 予習：前回のバイオ生産物の製品化行程以外の方法に関して調べておくこ
と。 
復習：バイオ生産物の製品化行程を理解すること。 



 



年度 2012 
授業コード MTA4512 
成績評価 レポートで評価する(100％)。 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用化学専攻(10〜12) 
見出し MTA4512 タンパク質の物理化学Ⅱ 
担当教員名 森山 佳子 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード タンパク質、タンパク質の構造、界面活性剤、タンパク質と界面活性剤の相互作

用 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 タンパク質の物理化学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない。 
授業形態 講義 
注意備考 予習をしてこないものは対象としない。 
シラバスコード MTA4512 
実務経験のある教員  
達成目標 ・タンパク質構造の形成、構造変化、安定性を理解する。  

・タンパク質の物性（の一部）を測定する方法を理解する。 
・界面活性剤とタンパク質の相互作用を理解する。  
・辞書を引きながらでも、英語の論文を読み、その内容を理解できるようになる。  
・論文の構成を理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先 森山佳子 研究室 12 号館 3 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 データなし 
英文科目名  
関連科目 『タンパク質の物理化学Ⅰ』 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 『タンパク質の二次構造変化』および『タンパク質と界面活性剤の相互作用』の

基本事項を理解する。そのため、タンパク質や合成ホモポリペプチドの高次構造、
特に、二次構造の話を中心に、適宜、英語の原論文を読みながら進める。タンパ
ク質と低分子物質の相互作用の研究の典型的な例として、タンパク質とイオン性
界面活性剤との相互作用を中心に講義を展開し、界面活性剤の特性についても学
習する。講義はあえて英文の論文輪読を中心に行うが、出てくる個々の事例につ



いてはかなり詳しく説明もする。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 タンパク質の『天然状態』と『変性状態』について、配布する英語の原論文

を読みながら講義する。 
2 回 タンパク質の『立体構造形成と安定化』について、英語の原論文を読みなが
ら講義する。 
3 回 タンパク質の『変性と再生』について、英語の原論文を読みながら講義す
る。 
4 回 タンパク質の『変性と再生』の測定法について、英語の原論文を読みながら
講義する。 
5 回 関連した論文を輪読し、解説する。 
6 回 前回に続き、関連した論文を輪読し、解説する。 
7 回 前回に続き、関連した論文を輪読し、解説する。 
8 回 前回に続き、関連した論文を輪読し、解説する。 
9 回 前回に続き、関連した論文を輪読し、解説する。 
10 回 前回に続き、関連した論文を輪読し、解説する。 
11 回 前回に続き、関連した論文を輪読し、解説する。 
12 回 前回に続き、関連した論文を輪読し、解説する。 
13 回 前回に続き、関連した論文を輪読し、解説する。 
14 回 前回に続き、関連した論文を輪読し、解説する。 
15 回 レポートを作成し、提出する。 

準備学習 1 回 学部の『生化学』の教科書や『タンパク質化学』と『バイオ界面化学』で配
布されたプリントの本講義の目的に関連する箇所を復習しておくこと。 
2 回 配布したプリントの今回の講義に該当する箇所を予習し、前回までの講義
内容を復習しておくこと。 
3 回 配布したプリントの今回の講義に該当する箇所を予習し、前回までの講義
内容を復習しておくこと。 
4 回 配布したプリントの今回の講義に該当する箇所を予習し、前回までの講義
内容を復習しておくこと。 
5 回 配布したプリントの今回の講義に該当する箇所を予習し、前回までの講義
内容を復習しておくこと。 
6 回 配布したプリントの今回の講義に該当する箇所を予習し、前回までの講義
内容を復習しておくこと。 
7 回 配布したプリントの今回の講義に該当する箇所を予習し、前回までの講義
内容を復習しておくこと。 
8 回 配布したプリントの今回の講義に該当する箇所を予習し、前回までの講義
内容を復習しておくこと。 
9 回 配布したプリントの今回の講義に該当する箇所を予習し、前回までの講義
内容を復習しておくこと。 
10 回 配布したプリントの今回の講義に該当する箇所を予習し、前回までの講義
内容を復習しておくこと。 
11 回 配布したプリントの今回の講義に該当する箇所を予習し、前回までの講義



内容を復習しておくこと。 
12 回 配布したプリントの今回の講義に該当する箇所を予習し、前回までの講義
内容を復習しておくこと。 
13 回 配布したプリントの今回の講義に該当する箇所を予習し、前回までの講義
内容を復習しておくこと。 
14 回 配布したプリントの今回の講義に該当する箇所を予習し、前回までの講義
内容を復習しておくこと。 
15 回 前回までの講義内容復習し、理解しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MTA47A1 
成績評価 講義ごと講義の終わりに課題レポートを出していただき，それによって評価す

る． 
曜日時限 木曜日 7・8 時限 
対象クラス 応用化学専攻(10〜12) 
見出し MTA47A1 応用化学特別講義Ⅰ 
担当教員名 酒井 貴志＊ 
単位数 1 
教科書 なし。プリントを配布します。 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 応用化学特別講義Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 講義は、できるだけ平易に解説することを心がけます。肩の⼒を抜いて、学問を

楽しむという気持ちで受講して下さい。たくさんのことを試験のために苦労して
覚えることが目的ではありません。化学反応の巧みな仕組みを見て感動し、この
分野に興味をもって戴ければ目的は達成されます。 

シラバスコード MTA47A1 
実務経験のある教員  
達成目標 化学は物質を原子・分子のレベルで理解しようとするものです。その原子はどの

ようにして作られたのか、またどのような性質があり化学結合が出来るのかとい
う化学の根源的な問題を理解し、その上で分子を形成しその立体的な構造がいか
に医薬品などの合成にとって大事なことかを学びます。また、その立体化学の特
徴を理解し、また化学的、酵素的な方法で望みの立体化学を合成していく有機合
成反応の化学的・酵素的立体制御法の基本的な仕組みとその面白さを理解し、今
後、応用の分野に興味を持てるようになることを目標としています。 

受講者へのコメント  
連絡先 メール：tsakai@cc.okayama-u.ac.jp (大学) 

    Xhkpg526@ybb.ne.jp (自宅) 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  



講義目的 有機化学は化学的な側面だけでなく、酵素が働く生体反応などの生物的な側面を
合わせ持つ広い学問です。また、現代の化学は、医薬や多種の機能性物質を作り
出すことに役立っています。それらをいくつかの切り口で理解し、そこから化学
的、生物的な側面での有機化学全体の役割への興味をもっていただく動機付けに
なることを目的としています。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 ６月７日の予定． 

 1. 講義の概要，化学物質の始まり 
 2. 光学活性化合物の起源と形 について講義する。 
2 回 ６月１４日の予定． 
 3. 光学活性化合物の生物・医薬における役割 
 4. 複雑な光学活性化合物の絶対配置の表示 について解説する。 
3 回 ６月２１日の予定． 
 5. ＮＭＲを用いたキラリティー決定法 
 6. シフト試薬法、溶媒和試薬法、Prelog 則 について解説する。 
4 回 ６月２８日の予定． 
 7. 直鎖化合物のカルボニルへの求核剤の立体選択制、Cram 則 
 8. Flkin-Anh モデル、立体電子効果 につて講義する。 
5 回 ７月５日の予定． 
 9. 環状 α-置換ケトンへの求核剤の立体選択制 
10. 有機触媒を用いた光学活性化合物の合成 について講義する。 
6 回 ７月１２日の予定． 
11. 酵素反応によるケトンの不⻫還元による光学活性アルコールの合成 
12. 酵素反応によるアルコールの速度論的光学分割による光学活性アルコール
の合成 について講義する。 
7 回 ７月１９日の予定． 
13. 酵素反応の温度効果によるエナンチオ選択性の制御 
14. 酵素反応によるアルコールの動的速度論的光学分割による光学活性アルコ
ールの合成 について講義する。 
8 回 ７月２６日の予定． 
15. グリーンケミストリーを指向した有機合成化学 の演題で講演する。 

準備学習 シラバスの講義内容の用語について、その意味することと関連する内容について
予備調査をしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MTA5112 
成績評価 レポート(３０％)、課題発表(７０％) 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 応用化学専攻(10〜12) 
見出し MTA5112 機器分析 
担当教員名 竹崎 誠 
単位数 2 
教科書 適宜、プリントを配布 
アクティブラーニング  
キーワード 赤外・ラマン分光法、近赤外分光、時間分解分光、 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 機器分析 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 尾崎幸洋著 分光学への招待-光が拓く新しい計測技術- 産業図書、⽥中・飯⽥ 

共著 機器分析 裳華房、日本分析化学会九州支部編 機器分析化学入門 南江
堂 

授業形態 講義 
注意備考 メールを利用して添付ファイルで課題の提出をおこなう。場合により、電子教材

を液晶プロジェクターで投影し授業をおこなっている。パソコンを使用して、パ
ワーポイント等の課題報告を液晶プロジェクターで投影し議論する。 

シラバスコード MTA5112 
実務経験のある教員  
達成目標 赤外・ラマン分光法等の構造決定のための分光法をはじめ定常状態ならびに時間

分解分光法等について、その原理や測定方法についての理解する。 
受講者へのコメント  
連絡先 竹崎誠（電子メール：mtake@dac.ous.ac.jp、Tel：086-256-9506）、 場所：１２

号館５階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 赤外・ラマン分光法等の構造決定のための分光法をはじめ近年盛んな多種多様な

時間分解レーザー分光法をふくむ多種多様な分光法について、その原理や測定方
法についての理解を深める。さらに分光測定を中心に機器分析法の応用までの解
説を行う。 

対象学年 1 年/2 年 



授業内容 1 回 オリエンテーション・分光の原理(1) 
分光学で用いられる単位系や光等について解説する。 
2 回 分光の原理(2) 
原子や分子の基底状態や励起状態等について解説する。 
3 回 赤外分光(1) 
赤外分光の原理等について解説する。 
4 回 赤外分光(2) 
赤外スペクトル等について解説する。 
5 回 赤外分光(3) 
赤外分光の応用等について解説する。 
6 回 ラマン分光(1) 
ラマン分光の原理等について解説する。 
7 回 ラマン分光(2) 
ラマンスペクトル等について解説する。 
8 回 ラマン分光(3) 
ラマン分光の応用等について解説する。 
9 回 近赤外分光 
近赤外分光について解説する。 
10 回 時間分解レーザー分光(1) 
時間分解レーザー分光の原理等について解説する。 
11 回 時間分解レーザー分光(2) 
時間分解レーザー分光の応用等について解説する。 
12 回 その他の分光法 
その他の分光法について解説する。 
13 回 分光法の応用 
身の回りの分光学について解説する。 
14 回 課題報告・討論 
課題報告会をする。 
15 回 課題報告・討論 
課題報告会および質問・解説会をする。 

準備学習 1 回 分光学で用いられるエネルギーの単位(kJ/mol, kcal/mol, eV, 1/cm)につい
て調べておくこと。 
2 回 配布プリントの「分光の原理」の箇所を熟読すること。 
3 回 配布プリントの「赤外分光」の箇所を熟読すること。 
4 回 規準振動について調べてくること。 
5 回 Z-Matrix について調べてくること。 
6 回 配布プリントの「ラマン分光の原理」の箇所を熟読すること。 
7 回 配布プリントの「ラマン分光の装置」の箇所を熟読すること。 
8 回 配布プリントの「ラマン分光の応用」の箇所を熟読すること。 
9 回 配布プリントの「近赤外分光」の箇所を熟読すること。 
10 回 過渡吸収法について調べてくること。 
11 回 時間分解蛍光法について調べてくること。 



12 回 光熱分光法について調べてくること。 
13 回 このシラバスに載っていない分光法を調べてくること。 
14 回 指示された課題について調べ、ＰＣを用いて報告発表資料を作成すること。 
15 回 発表課題の質問事項について調べ、ＰＣを用いて報告発表資料を作成する
こと。 

 



年度 2012 
授業コード MTA5311 
成績評価 発表の内容(50%)，質問回数・内容(50%)から評価する． 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 応用化学専攻(10〜12) 
見出し MTA5311 有機合成化学演習Ⅰ 
担当教員名 大寺 純蔵、折⽥ 明浩、村橋 俊一、野上 潤造 
単位数 2 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード 有機合成化学，プレゼンテーション，質疑討論，学術講演 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 有機合成化学演習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 演習 
注意備考 発表の詳細は指導教員に相談すること．この講義は有機合成に関するトピックス

をあつかうことから最新の情報を収集する良い機会になるので，11 生およびそ
れ以前の学生（博士課程の学生や研究生など）の積極的な受講を勧める． 

シラバスコード MTA5311 
実務経験のある教員  
達成目標 ・有機合成化学の基礎事項を調べて，スライドや資料を利用してわかりやすく発

表することができる．・発表に対する質問内容を理解して，的確に答えることが
できる．・他の学生の発表に対して質問することができる．・学術講演を聞いて内
容がある程度理解できる． 

受講者へのコメント  
連絡先 ２２号館４階 大寺・折⽥研究室、１２号館３階 野上研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 有機合成化学演習 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 有機合成化学に関するワンポイント解説を行い，それに関する質疑・応答を通し

て，有機合成化学研究に必要な広い知識の獲得と基礎学⼒の充実のための演習を
行う．他の大学院生の発表に対して積極的に質問し，知識の理解度を確かめる．
第一線研究者（外国⼈を含む）による学術講演会を開催し，幅広い有機合成化学
の研究に触れる機会を設ける． 

対象学年 1 年/2 年 



授業内容 1 回  文献紹介発表と質疑応答１ 
2 回  文献紹介発表と質疑応答２ 
3 回  文献紹介発表と質疑応答３ 
4 回  文献紹介発表と質疑応答４ 
5 回  文献紹介発表と質疑応答５ 
6 回  文献紹介発表と質疑応答６ 
7 回  文献紹介発表と質疑応答７ 
8 回  学術講演会 
9 回  ワンポイント解説発表と質疑応答１ 
10 回  ワンポイント解説発表と質疑応答２ 
11 回  ワンポイント解説発表と質疑応答３ 
12 回  ワンポイント解説発表と質疑応答４ 
13 回  ワンポイント解説発表と質疑応答５ 
14 回  ワンポイント解説発表と質疑応答６ 
15 回  学術講演会 

準備学習 1 回  文献紹介の発表内容に関する予習（発表者は発表準備）をしておくこと． 
2 回  文献紹介の発表内容に関する予習（発表者は発表準備）をしておくこと． 
3 回  文献紹介の発表内容に関する予習（発表者は発表準備）をしておくこと． 
4 回  文献紹介の発表内容に関する予習（発表者は発表準備）をしておくこと． 
5 回  文献紹介の発表内容に関する予習（発表者は発表準備）をしておくこと． 
6 回  文献紹介の発表内容に関する予習（発表者は発表準備）をしておくこと． 
7 回  文献紹介の発表内容に関する予習（発表者は発表準備）をしておくこと． 
8 回  学術講演会に関する研究分野の予習をしておくこと． 
9 回  ワンポイント解説の発表内容に関する予習（発表者は発表準備）をしてお
くこと． 
10 回  ワンポイント解説の発表内容に関する予習（発表者は発表準備）をしてお
くこと． 
11 回  ワンポイント解説の発表内容に関する予習（発表者は発表準備）をしてお
くこと． 
12 回  ワンポイント解説の発表内容に関する予習（発表者は発表準備）をしてお
くこと． 
13 回  ワンポイント解説の発表内容に関する予習（発表者は発表準備）をしてお
くこと． 
14 回  ワンポイント解説の発表内容に関する予習（発表者は発表準備）をしてお
くこと． 
15 回  学術講演会に関する研究分野の予習をしておくこと． 

 



年度 2012 
授業コード MTA5312 
成績評価 発表の内容(50%)，質問回数・内容(50%)から評価する． 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 応用化学専攻(10〜12) 
見出し MTA5312 有機合成化学演習Ⅱ 
担当教員名 大寺 純蔵、折⽥ 明浩、村橋 俊一、野上 潤造 
単位数 2 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード 有機合成化学，プレゼンテーション，質疑討論，学術講演 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特になし 
科目名 有機合成化学演習Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 演習 
注意備考 発表の詳細は，指導教員に問い合わせること．11 生およびそれ以前の学生が受講

可能． 
シラバスコード MTA5312 
実務経験のある教員  
達成目標 ・自分の研究の背景と成果を，スライドや資料を利用してわかりやすく発表する

ことができる．・発表に対する質問内容を理解して，的確に答えることができる．・
他の学生の発表に対して質問することができる．・学術講演を聞いて内容がある
程度理解できる． 

受講者へのコメント 活発に質問してください 
連絡先 22 号館４階 大寺・折⽥研究室、22 号館３階 野上研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 データなし 
英文科目名  
関連科目 有機合成化学演習 I 
次回に向けての改善変更予定 特になし 
講義目的 特別研究として各研究室で行っている研究を報告し，それに関する質疑・応答を

通して，研究に必要な専門的な知識の獲得を目指す．他の大学院生の発表に対し
て積極的に質問し，知識の理解度を確かめる．第一線研究者（外国⼈を含む）に
よる学術講演会を開催し，幅広い有機合成化学の研究に触れる機会を設ける． 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回  研究報告と質疑応答１ 

2 回  研究報告と質疑応答２ 



3 回  研究報告と質疑応答３ 
4 回  研究報告と質疑応答４ 
5 回  研究報告と質疑応答５ 
6 回  研究報告と質疑応答６ 
7 回  研究報告と質疑応答７ 
8 回  学術講演会 
9 回  研究報告と質疑応答８ 
10 回  研究報告と質疑応答９ 
11 回  研究報告と質疑応答１０ 
12 回  研究報告と質疑応答１１ 
13 回  研究報告と質疑応答１２ 
14 回  研究報告と質疑応答１３ 
15 回  学術講演会 

準備学習 1 回  研究報告の発表内容に関する予習（発表者は発表準備） 
2 回  研究報告の発表内容に関する予習（発表者は発表準備） 
3 回  研究報告の発表内容に関する予習（発表者は発表準備） 
4 回  研究報告の発表内容に関する予習（発表者は発表準備） 
5 回  研究報告の発表内容に関する予習（発表者は発表準備） 
6 回  研究報告の発表内容に関する予習（発表者は発表準備） 
7 回  研究報告の発表内容に関する予習（発表者は発表準備） 
8 回  学術講演会に関する研究分野の予習 
9 回  研究報告の発表内容に関する予習（発表者は発表準備） 
10 回  研究報告の発表内容に関する予習（発表者は発表準備） 
11 回  研究報告の発表内容に関する予習（発表者は発表準備） 
12 回  研究報告の発表内容に関する予習（発表者は発表準備） 
13 回  研究報告の発表内容に関する予習（発表者は発表準備） 
14 回  研究報告の発表内容に関する予習（発表者は発表準備） 
15 回  学術講演会に関する研究分野の予習 

 



年度 2012 
授業コード MTA5511 
成績評価 レポート（50%），課題発表（50%)による。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用化学専攻(10〜12) 
見出し MTA5511 化学工学熱⼒学 
担当教員名 岡本 直孝 
単位数 2 
教科書 適宜、プリントを配布する。学部で使用した物理化学の教科書を持参すること 
アクティブラーニング  
キーワード Chemical Engineering Thermodynamics，Physical Chemistry 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 化学工学熱⼒学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 講義 
注意備考 関数電卓を持ってくること 
シラバスコード MTA5511 
実務経験のある教員  
達成目標 化学熱⼒学の化学工業への応用能⼒を付ける，および計算能⼒の高度化をはか

る。 
受講者へのコメント  
連絡先 ３号館１F 研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 化学工学熱⼒学は化学および化学工学に関係する一般法則の多くの基礎をなし

ているため化学の各論全てに関連する。特に物理化学，化学工学，溶液論，高分
子化学に関連する。 

次回に向けての改善変更予定  
講義目的 熱を仕事に変換する学問として出発した熱⼒学は，今日ではその内容が拡張さ

れ，あらゆる種類のエネルギーの変換を含め，物質の状態とエネルギーとの関係
を研究する学問であるとされている．すなわち，物質の状態とエネルギーとの関
係を，一般性あるいは法則の形でこれを把握し，それによって自然現象の原因を
究めようとする方法である．本講では，学部の化学熱⼒学（物理化学）の講義を
更に深め，化学工業の様々なプロセスにおいて熱⼒学がいかに深く関わっている
かについて述べる．また計算能⼒を高めることを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年 



授業内容 1 回 はじめに，物理量の次元と定義について学習する。 
2 回 全微分，偏微分，気体について学習する。 
3 回 温度とは，熱とは，熱と仕事の変換等について学習する。 
4 回 内部エネルギーとエンタルピー（その１）について学習する。 
5 回 内部エネルギーとエンタルピー（その２）について学習する。 
6 回 エントロピー（その１）について学習する。 
7 回 エントロピー（その２）について学習する。 
8 回 エントロピー（その３）について学習する。 
9 回 自由エネルギーと自発的変化について学習する。 
10 回 自由エネルギーと反応の方向について学習する。 
11 回 自由エネルギーと化学平衡（その１）について学習する。 
12 回 自由エネルギーと化学平衡（その２）について学習する。 
13 回 並発反応での化学平衡について学習する。 
14 回 化学工程の熱⼒学的解析（その１）について学習する。 
15 回 化学工程の熱⼒学的解析（その２）について学習する。 

準備学習 1 回 物理化学の復習をしておくこと 
2 回 前回の復習，前回配布したプリントの問題を解いておくこと 
3 回 前回の復習，前回配布したプリントの問題を解いておくこと 
4 回 前回の復習，前回配布したプリントの問題を解いておくこと 
5 回 前回の復習，前回配布したプリントの問題を解いておくこと 
6 回 前回の復習，前回配布したプリントの問題を解いておくこと 
7 回 前回の復習，前回配布したプリントの問題を解いておくこと 
8 回 前回の復習，エントロピーに関するレポートを作成しておくこと 
9 回 前回の復習，前回配布したプリントの問題を解いておくこと 
10 回 前回の復習，配布したプリントの問題を解いておくこと 
11 回 前回の復習，配布したプリントの問題を解いておくこと 
12 回 前回の復習，自由エネルギーに関するレポートを作成しておくこと 
13 回 前回の復習，配布したプリントの問題を解いておくこと 
14 回 前回の復習，配布したプリントの問題を解いておくこと 
15 回 前回の復習，配布したプリントの問題を解いておくこと 

 



年度 2012 
授業コード MTA5512 
成績評価 提出課題５０％と課題発表５０％により成績を評価する。 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 応用化学専攻(10〜12) 
見出し MTA5512 物質移動論 
担当教員名 平野 博之 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する． 
アクティブラーニング  
キーワード 移動現象論，物質移動，次元解析 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 なし 
科目名 物質移動論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 R.B.Bird 他 “Transport Phenomena, 2nd ed.”, John Wiley & Sons (2002) 

平野博之，“流れの数値計算と可視化，第３版”，丸善(2011) 
浅野康一，物質移動の基礎と応用，丸善(2004) 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MTA5512 
実務経験のある教員  
達成目標 １．移動現象論の概要を説明できるようになること。 

２．次元解析ができるようになること。 
３．無次元数を導けるようになること。 
４．境膜を通しての物質移動を説明できるようになること。 

受講者へのコメント 引き続き，物質移動論に関する講義を実施していきたい． 
連絡先 平野博之（３号館２階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 アンケートを実施していない 
英文科目名  
関連科目 分離工学Ⅰ，Ⅱ、化学工学熱⼒学 
次回に向けての改善変更予定 引き続き，物質移動論に関する講義を実施していきたい． 
講義目的 流動，伝熱，拡散という，化学工学の基本要素である移動現象論について理解を

深めた上で，物質の移動機構とこれをともなう現象を中心に講述する。講義を通
して，自然現象や各種工業装置の中で見られる様々な移動現象を深く考察できる
ようになることを目指す。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 講義概要の説明を行う。 



2 回 移動現象論の考え方と、その基本法則について学習する。 
3 回 ニュートンの粘性の法則について学習する。 
4 回 フーリエの熱伝導の法則について学習する。 
5 回 フィックの拡散の法則について学習する。 
6 回 連続の式（全成分保存の式）について学習する。 
7 回 流体の運動方程式について学習する。 
8 回 流体のエネルギー方程式について学習する。 
9 回 連続の式（各成分保存の式）について学習する。 
10 回 物質移動と次元解析について学習する。 
11 回 物質移動と無次元数について学習する。 
12 回 物質移動の基礎式と座標系の種類および座標変換方法について学習する。 
13 回 物質移動と有限差分法を用いた数値解析について学習する。 
14 回 静止した系、層流の中における物質移動について学習する。これまでの学
習内容に関わる課題を課す。 
15 回 課題発表を行う。 

準備学習 1 回 学部で学んだ、物理化学，化学工学，反応工学に関する科目について復習し
ておくこと。シラバスを熟読し、講義の概要について予習しておくこと。 
2 回 単位や次元について、定義や分類を中心に基本的な考え方を復習しておく
こと。 
3 回 化学工学における流動論を復習しておくこと。ニュートンの粘性の法則を
予習しておくこと。 
4 回 化学工学における伝熱論を復習しておくこと。フーリエの熱伝導の法則を
予習しておくこと。 
5 回 化学工学における拡散理論を復習しておくこと。フィックの拡散の法則を
予習しておくこと。 
6 回 化学工学における物質収支を復習しておくこと。系の物質収支を定量的に
扱えるよう予習しておくこと。 
7 回 偏微分について復習しておくこと。化学工学における流動論の基礎となる
運動の法則について予習しておくこと。 
8 回 偏微分および熱⼒学第一法則を復習しておくこと。エネルギー保存則につ
いて予習しておくこと。 
9 回 偏微分、フィックの拡散の法則、連続の式を復習しておくこと。成分ごとの
物質収支式の立て方について予習しておくこと。 
10 回 単位と次元について復習しておくこと。物理化学や化学工学で触れた次元
解析について予習しておくこと。 
11 回 単位、次元、次元解析について復習しておくこと。化学工学において触れ
られた無次元数について予習しておくこと。 
12 回 円柱座標と球座標を復習しておくこと。スカラー値について、円柱座標と
球座標による偏微分が、直交座標における偏微分とどのように異なるのか予習し
ておくこと。 
13 回 微分と差分の違いを復習しておくこと。連続の式を差分近似できるように
予習しておくこと。 



14 回 化学工学の流動論で学習した層流と乱流の定義について復習しておくこ
と。流動、伝熱、拡散に対応して，運動量、エネルギー、物質が２種類以上の相
でやりとりされる場合の境膜の考え方を予習しておくこと。 
15 回 前回の講義で課される課題を解いておくこと。課題発表のための要旨なら
びにプレゼンテーション資料を作成しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MTA5711 
成績評価 レポートにより評価する（１００％） 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス 工学部(10〜12),応用化学専攻(10〜12) 
見出し MTA5711 有機反応化学 
担当教員名 大寺 純蔵、村橋 俊一 
単位数 2 
教科書 使用しない 
アクティブラーニング  
キーワード 有機金属錯体触媒、新規合成プロセス、グリーンケミストリー 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 有機反応化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MTA5711 
実務経験のある教員  
達成目標 有機金属錯体を用いるとどのような利点が得られるか、それは何故か。グリーン

ケミストリーの理念を理解し、自ら実践する⼒をつけること。 
受講者へのコメント  
連絡先 大寺研究室 ２２号館 ４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 有機合成化学の観点からグリーンケミストリーを講義する。とくに有機金属触媒

を用いる反応、新規な合成プロセスの設計について詳述する。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 有機金属錯体を用いる有機合成反応の特徴について説明する 

2 回 １８π 電子則と金属錯体の結合形式について説明する 
3 回 遷移金属錯体の基本的反応の機構１について説明する 
4 回 遷移金属錯体の基本的反応の機構２について説明する 
5 回 オレフィンへの求核剤の反応について説明する 
6 回 炭素―炭素結合形成反応１について説明する 
7 回 炭素―炭素結合形成反応２について説明する 



8 回 π アリル中間体を経由する反応について説明する 
9 回 触媒反応の有機合成への応用１について説明する 
10 回 触媒反応の有機合成への応用２について説明する 
11 回 グリーンケミストリー（環境化学）について説明する 
12 回 グリーンケミストリーの１２ヶ条について説明する 
13 回 グリーンケミストリーの実際について説明する 
14 回 有機金属化学について討論する 
15 回 グリーンケミストリーについて討論する 

準備学習 1 回 有機金属化合物について復習しておくこと 
2 回 前回の復習および演習問題をしておくこと 
3 回 前回の復習および演習問題をしておくこと 
4 回 前回の復習および演習問題をしておくこと 
5 回 前回の復習および演習問題をしておくこと 
6 回 前回の復習および演習問題をしておくこと 
7 回 前回の復習および演習問題をしておくこと 
8 回 前回の復習および演習問題をしておくこと 
9 回 前回の復習および演習問題をしておくこと 
10 回 前回の復習および演習問題をしておくこと 
11 回 前回の復習および演習問題をしておくこと 
12 回 前回の復習および演習問題をしておくこと 
13 回 前回の復習および演習問題をしておくこと 
14 回 討論の準備をしておくこと 
15 回 討論の準備をしておくこと 

 



年度 2012 
授業コード MTA9011 
成績評価 レポート（６０％）、課題発表（４０％）を基に評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 応用化学専攻(10〜12) 
見出し MTA9011 無機材料化学Ⅰ 
担当教員名 福原 実 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード セラミックス、粘土、焼結、電子顕微鏡、Ｘ線回折 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 無機材料化学Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 加藤誠軌著「都市工学をささえ続けるセラミックス材料入門」アグネ技術センタ

ー 
授業形態 講義 
注意備考 特になし 
シラバスコード MTA9011 
実務経験のある教員  
達成目標 無機材料の特徴が説明できる。無機材料の合成方法が説明できる。結晶質と非晶

質の性質の違が説明できる。無機材料の主な評価方法が説明できる。 
受講者へのコメント  
連絡先 ２２号館５階 福原研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講者一名のため、アンケートを実施していません。 
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 無機材料について、それらの歴史的な変遷、製造プロセス、組成と構造が物性に

及ぼす影響、将来性などについて講義する。無機物質の合成法や構造、また合成
した無機物質の評価方法への理解を深める． 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 無機材料と他の材料との違いを述べ、無機材料製造の歴史を講義する。 

2 回 ケイ酸塩を主成分とする伝統無機材料合成用原料について講義する。 
3 回 無機材料を構成する結晶質の構造について詳細に講義する。 
4 回 無機材料合成用各種原料を加熱したときの化学変化について講義する。 
5 回 ケイ酸塩化合物について、系統的に講義する。 



6 回 天然のケイ酸塩を使った陶磁器について、その製法や製品の特徴を講義す
る。 
7 回 ポルトランドセメントの水和反応について講義する。 
8 回 建築物の外装や内装に使われる無機質製品について講義する。 
9 回 無機材料中の細孔の機能とその評価方法について講義する。 
10 回 耐火レンガ、不定形耐火物について講義する。 
11 回 無機材料の成型、焼成方法を講義する。 
12 回 粉体の焼結反応について講義する。 
13 回 X 線回折による物質の同定方法について講義する。 
14 回 光学顕微鏡観察の基礎となる、光による結晶質の判別方法の原理を非晶質
と比較しながら講義する。 
15 回 電子顕微鏡の特徴とそれを用いた観察原理を講義する。 

準備学習 1 回 金属元素と非金属元素の特徴を復習しておくこと。 
2 回 ケイ素について復習しておくこと。 
3 回 結晶質と非晶質の構造の違いについて復習しておくこと。 
4 回 熱電対の構造を予習しておくこと。 
5 回 ケイ酸塩の構造について復習しておくこと。 
6 回 陶磁器産業の歴史について調べておくこと。 
7 回 カルシウムの性質を復習しておくこと。 
8 回 建築用レンガについて調べておくこと。 
9 回 吸着現象について復習しておくこと。 
10 回 物質の伝熱特性について予習しておくこと。 
11 回 粉体の粒度について予習しておくこと。 
12 回 物質の蒸気圧について復習しておくこと。 
13 回 光の回折現象について予習しておくこと。 
14 回 光学顕微鏡の原理を予習しておくこと。 
15 回 光学顕微鏡と電子顕微鏡の観察原理の共通点と相違点とを予習しておくこ
と。 

 



年度 2012 
授業コード MTA9012 
成績評価 レポート（６０％）、課題発表（４０％）をもとに評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 応用化学専攻(10〜12) 
見出し MTA9012 無機材料化学Ⅱ 
担当教員名 福原 実 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 先進セラミックス、、磁性、ガラス、遷移元素、色、相平衡図 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 無機材料化学Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 加藤誠軌著「都市工学をささえ続けるセラミックス材料入門」アグネ技術センタ

ー 
授業形態 講義 
注意備考 特になし 
シラバスコード MTA9012 
実務経験のある教員  
達成目標 高機能無機材料の機能発現の機構が説明できる。高機能無機材料の製造工程が説

明できる。無機材料中の遷移元素の役割が説明できる。 
受講者へのコメント  
連絡先 ２２号館５階 福原研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 近年進歩が著しい先進無機材料の、従来の材料にない物性や原料と合成方法につ

いて述べる。ガラスや電子セラミックスを例にとって近代文明を支えている無機
材料への理解を深める。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 伝統的無機材料と先進無機材料との違いを講義する。 

2 回 従来の強度関連無機材料と最新の強度関連無機材料について、合成法の違
いや物性の違いを講義する。 
3 回 各種のガラスの物性の違いを、それらの組成の違いを基に講義する。 
4 回 普通ガラス製造方法を講義する。 



5 回 ガラスファイバーを始めとする光学ガラスについて講義する。 
6 回 生体用ガラスについて講義する。 
7 回 軽量で耐熱性に富んだ炭素材料について講義する。 
8 回 代表的な無機電子部品である、セラミックスコンデンサーの構造とその製
造方法の進歩について講義する。 
9 回 電子回路部品の製造に用いられる積層技術について講義する。 
10 回 赤外線センサー、ジャイロ等の各種センサーについて講義する。 
11 回 遷移元素の磁気特性を、各元素の電子配置を基に講義する。 
12 回 遷移元素の結晶場によるｄ軌道の分裂について講義する。 
13 回 物質の熱膨張機構について講義する。 
14 回 無機材料を合成するときに必要となる高温での化学平衡論の基礎を講義す
る。 
15 回 相平衡図の利用方法について講義する。 

準備学習 1 回 無機材料化学 I の伝統的無機材料について復習しておくこと。 
2 回 ファインセラミックスの原料について調べておくこと。 
3 回 ガラスの化学組成について調べておくこと。 
4 回 Sn の物性を調べておくこと。 
5 回 高純度無機物質の作り方について調べておくこと。 
6 回 アルミナ製の⼈工⻭根について調べておくこと。 
7 回 炭素について、無機化学で学習した内容を復習しておくこと。 
8 回 半導体の原理について復習しておくこと。 
9 回 積層コンデンサーについて調べておくこと。 
10 回 電磁波について復習しておくこと。 
11 回 磁性について予習しておくこと。 
12 回 遷移元素のｄ軌道について復習しておくこと。 
13 回 固体の熱伝導について調べておくこと。 
14 回 化学平衡と自由エネルギーの概念を復習しておくこと。 
15 回 ３成分の相平衡図が読めるように復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MTA9013 
成績評価 研究の遂行度（50%），特別研究の論文と発表（50%） 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 応用化学専攻(10〜12) 
見出し MTA9013 特別研究 
担当教員名 大塚 隆尚、永谷 尚紀、岡本 直孝、野上 潤造、竹⽥ 邦雄、大寺 純蔵、

冨永 敏 
単位数 12 
教科書 担当教員が指示する 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 特別研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 担当教員が指示する 
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード MTA9013 
実務経験のある教員  
達成目標 １．研究計画を立てて実施できるようになる 

２．研究結果をまとめ、客観的に解釈し、次への展開をはかれるようになる 
３．まとめた研究結果を他の⼈にわかりやすく説明できるようになる 
４．研究テーマに関連する論文を読み、理解できるようになる 

受講者へのコメント  
連絡先 担当教員の研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 データ無し 
英文科目名  
関連科目 応用化学専攻の全ての開講科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 指導教員の指導の下で，2 年間を通して最先端の応用化学に関するテーマの研究

を行う 
その過程を通して，専門性・専門に関する日本語と英語・プレゼンテーション・
コミュニケーション・論理的思考・問題解決の⼒を養い向上させることを目的と
する 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容  



準備学習 １年次：オリエンテーションを受講し、２年間の計画を立てておくこと 
２年次：１年間の特別研究を振り返り、次年度の計画を立てておくこと 

 



年度 2012 
授業コード MTA9022 
成績評価 課題提出（10 点）小テスト（10 点）定期試験（80％）で評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 応用化学専攻(10〜12) 
見出し MTA9022 魚類学特論 
担当教員名 山本 俊政 
単位数 2 
教科書 必要に応じて、プリントの配布を行う。 
アクティブラーニング  
キーワード 魚類学、魚類生理学、水槽設備、好適環境水 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 特になし 
科目名 魚類学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 水産脊椎動物学Ⅱ/岩井保（著）/恒星社厚生閣：魚類学入門/岩井保（著）/恒星

社厚生閣：水産白書/水産庁：改定・魚病学概論/小川和夫・室賀清邦/恒星社厚生
閣 

授業形態 講義 
注意備考 アクアバイオ研究室に不在な時は、生命動物教育センターに連絡をすること。 
シラバスコード MTA9022 
実務経験のある教員  
達成目標 魚類における分布・生態、構造などの知識の習得及び閉鎖循環式養殖にかかわる

基本的な飼育技術を理解すること。 
受講者へのコメント 課題提出期限を順守し努⼒してくれました。1 名のみの受講でしたが学習する意

欲を感じました。 
連絡先 バイオ・応用化学科：12 号館 2 階（アクアバイオ研究室） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特になし 
英文科目名  
関連科目 水生動物学・魚類飼育論・魚病学・水槽設計論・水圏生物学実習 
次回に向けての改善変更予定 生物系など他学科らの学生受講を期待します。 
講義目的 本講義では魚類の分布・構造・生態・魚病の防御など基本的知識に加え、一般的

な魚類の飼育方法あるいは好適環境水による閉鎖循環式養殖システムについて
理解すること。 
さらには、水槽内で蓄積する、アンモニア・亜硝酸・硝酸態窒素等が魚類に与え
る影響について概説する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 魚類の乱獲・環境汚染など漁業を取り巻く問題と、好適環境水による海産魚



類養殖の未来について概説する。 
2 回 生命動物教育センターへの見学と装置類の概説をする。 
3 回 魚類飼育にかかわる装置について概説する。 
1）冷却装置 2）保温装置 3）殺菌装置 4）曝気装置 5）酸素発生装置 
4 回 一般的な魚病の原因と対策について概説する。 
1）淡水・海水由来の白点病について 
2）単生類（べネデニア類、エラムシ） 
3）トリコジナ・ウージ二ウム症について 
4）ビブリオ・エドワジュラタルダなどの細菌性疾患について 
5）リンホスチスなどのウイルス性疾患について 
5 回 魚病対策における化学療法、免疫療法その他の治療方法について概説する。 
6 回 1）魚名について小テスト実施・魚類の外部形態スケッチ 
2）魚類学概論Ⅰ：魚類の誕生と進化・学名の由来と和名命名法について概説す
る。 
7 回 魚類学概論Ⅱ：無顎類、軟骨類、肉鰭類について概説する。 
8 回 魚類学概論Ⅲ：条鰭類・真骨類について概説する。 
9 回 魚類学ⅳ：魚類の分布と回遊について概説する。 
10 回 魚類学Ⅴ：魚類の体形と各部の名称について概説する。 
11 回 魚類学Ⅵ：魚類の鰭・鱗の構造について概説する。 
12 回 魚類学Ⅶ：魚類の体表構造・筋肉系について概説する。 
13 回 魚類学Ⅷ：魚類の鰓の構造と呼吸器系について概説する。 
14 回 魚類学Ⅸ：魚類の骨格・循環器系について概説する。 
15 回 魚類学Ⅹ：魚類における浸透圧調調節について概説する。 

準備学習 1 回 世界的な日本食ブームの影響から、マグロなどの水産魚類の乱獲が問題に
なっている。水産業を取り巻く状況を把握するため毎年、水産庁から発行される
[水産白書]について調べておくこと。 
2 回 閉鎖循環式魚類養殖について図書館、ネットから調べておくこと。さらに生
命動物教育センターへの見学を実施することにより、実体験から得た感想をレポ
ートにする。 
3 回 水槽設備に使用される装置はどのようなものか、図書館・ネットから調べて
おくこと。 
4 回 魚類養殖は魚病との戦いである。魚類生産を不安定とする魚病について図
書館・ネットから調べておくこと。 
5 回 魚病対策に用いられる化学療法、免疫療法その他の治療方法について、図書
館・ネットから調べておくこと。 
6 回 1）市場に流通する一般的な魚名について小テストを行うので、魚類図鑑等
で調べておくこと。 
2）魚類をスケッチするので、魚類の外部形態について調べておくこと。（水産脊
椎動物学Ⅱ魚類参照） 
7 回 無顎類、軟骨類、肉鰭類について調べておくこと。（水産脊椎動物学Ⅱ魚類
参照） 
8 回 条鰭類・真骨類について調べておくこと。（水産脊椎動物学Ⅱ魚類参照） 



9 回 魚類の分布と回遊について調べておくこと。（水産脊椎動物学Ⅱ魚類参照） 
10 回 魚類の体形と各部の名称について調べておくこと。（水産脊椎動物学Ⅱ魚
類参照） 
11 回 魚類の鰭・鱗の構造について調べておくこと。（水産脊椎動物学Ⅱ魚類参
照） 
12 回 魚類の体表構造・筋肉系について調べておくこと。（水産脊椎動物学Ⅱ魚類
参照） 
13 回 魚類の鰓の構造と呼吸器系について調べておくこと。（水産脊椎動物学Ⅱ
魚類参照） 
14 回 魚類の骨格・循環器系について調べておくこと。（水産脊椎動物学Ⅱ魚類参
照） 
15 回 魚類における浸透圧調調節について調べておくこと。（水産脊椎動物学Ⅱ
魚類参照） 

 



年度 2012 
授業コード MTA9032 
成績評価 準備学習（30%）と授業内での報告（70%） 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 応用化学専攻(10〜12) 
見出し MTA9032 応用化学特別講義Ⅱ 
担当教員名 大塚 隆尚 
単位数 1 
教科書 資料を渡す 
アクティブラーニング  
キーワード 遺伝子導入、遺伝子治療、癌、老化 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 応用化学特別講義Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 Biotechnology, D.P. Clark et al, Elsevir 
授業形態 講義 
注意備考 渡される資料は全て英語で書かれたものです 
シラバスコード MTA9032 
実務経験のある教員  
達成目標 生物工学的な物質の生産方法、遺伝子導入動物でできること、遺伝子治療につい

て説明できるようになり、癌や老化の抑制を分子レベルで理解する。 
受講者へのコメント  
連絡先 12 号館 4-3 室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講者無し 
英文科目名  
関連科目 生物工学Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 現在の生物工学のトピックスについて学習する。 

生物工学的な物質の生産方法、遺伝子導入動物でできること、遺伝子治療につい
て学び、癌や老化を分子レベルで理解する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションで講義内容を把握する 

2 回 生物工学の基礎１，大腸菌とその他微生物の利用について学習する 
3 回 生物工学の基礎２，多細胞生物の利用について学習する 
4 回 タンパク質工学１，タンパク質の生産性の向上について学習する 
5 回 タンパク質工学２，タンパク質の安定性の向上について学習する 
6 回 遺伝子導入生物１，マウスを用いる遺伝子導入について学習する 



7 回 遺伝子導入生物２，マウスを用いる遺伝子導入の応用について学習する 
8 回 遺伝子導入生物３，その他の動物を用いる遺伝子導入について学習する 
9 回 遺伝子治療１，遺伝子治療の基礎について学習する 
10 回 遺伝子治療２，遺伝子治療の応用について学習する 
11 回 癌の分子生物学１，癌の発生について遺伝子レベルで学習する 
12 回 癌の分子生物学２，癌遺伝子について学習する 
13 回 癌の分子生物学３，癌抑制遺伝子について学習する 
14 回 老化の分子生物学１，老化を分子レベルで学習する 
15 回 老化の分子生物学２，老化の抑制を分子レベルで学習する 

準備学習 1 回 シラバスを読んで講義内容を把握しておくこと 
2 回 大腸菌やその他の微生物の生物工学的な利用法について調べておくこと 
3 回 多細胞生物の生物工学的な利用法について調べておくこと 
4 回 生物工学におけるタンパク質の生産性向上法について調べておくこと 
5 回 生物工学におけるタンパク質の安定性向上法について調べておくこと 
6 回 マウスにおける遺伝子導入法について調べておくこと 
7 回 遺伝子導入マウスがどのように使われているか調べておくこと 
8 回 マウス以外の遺伝子導入動物について調べておくこと 
9 回 遺伝子治療の概略について調べておくこと 
10 回 どのような遺伝子治療が行われようとしているか調べておくこと 
11 回 癌がなぜできるのか、分子レベルで考えておくこと 
12 回 どのような癌遺伝子が知られているのか調べておくこと 
13 回 どのような癌抑制遺伝子が知られているのか調べておくこと 
14 回 老化の原因について調べておくこと 
15 回 老化を遅らせる方法について考えておくこと 

 



年度 2012 
授業コード MTE1311 
成績評価 講義の出席状況および課題発表による 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 電子工学専攻(09〜12) 
見出し MTE1311 電子物性特論Ⅰ 
担当教員名 河村 実生 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 電子物性特論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MTE1311 
実務経験のある教員  
達成目標 超伝導ワイヤーの応用において重要な交流損失の現象を定性的に理解できるよ

うになる。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 超伝導体に関する基本的な実験事実、理論的背景を学び、磁束ピンニングなど超

伝導体の応用に重要な現象や超伝導デバイスなどの応用例について学習する。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 前回の講義について復習を行い、当日の講義か所についてあらかじめ予習を行

い、理解困難な個所について、あらかじめ特定を行う。 
 



年度 2012 
授業コード MTE13B1 
成績評価 数回の課題提出（４０％）と最終口頭発表（６０％）によって評価する。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 電子工学専攻(09〜12) 
見出し MTE13B1 計算機特論 
担当教員名 小畑 正貴 
単位数 2 
教科書 資料配布 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 計算機特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 パターソン・ヘネシー 「コンピュータの構成と設計 上・下」 

Verilog 関連図書 
授業形態 講義 
注意備考 論理回路、コンピュータ工学、コンパイラの基礎知識が必須である。 
シラバスコード MTE13B1 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）機械語命令の構成、高級言語との関係が理解できる。 

（２）ＣＰＵの構成と設計手順が理解できる。 
（３）ハードウェア記述言語によって簡単なＣＰＵを設計でき、シミュレーショ
ンで動作が説明できる。 

受講者へのコメント  
連絡先 １８号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講者なし。 
英文科目名  
関連科目 （学部）論理回路、コンピュータ工学、コンパイラ、情報工学実験 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ＣＰＵの構成と動作を深く理解することは、ハードウェア開発にはもちろん、ソ

フトウェア開発においても重要である。本講義では、ＣＰＵの構成と動作、設計
手法、高速化技術に関する講義と演習（ＣＰＵの設計）を行う。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 ＣＰＵの構成、設計手順について解説する。 

2 回 ＣＰＵの設計（命令セット）について解説する。 
3 回 ＣＰＵの設計（データパス回路）について解説する。 



4 回 ＣＰＵの設計（制御回路）について解説する。 
5 回 設計ツール、Verilog について解説する。 
6 回 組み合わせ回路、順序回路の設計について解説する。 
7 回 設計演習（命令セット、全体構成）を実施する。 
8 回 設計演習（ＡＬＵ、レジスタファイル）を実施する。 
9 回 設計演習（制御レジスタ、メモリ）を実施する。 
10 回 設計演習（制御回路）を実施する。 
11 回 設計演習（入出⼒）を実施する。 
12 回 設計演習（全体の完成とプログラム実行）を実施する。 
13 回 性能評価、パイプラインについて解説する。 
14 回 質疑応答、補足説明を行う。 
15 回 口頭発表を実施する。 

準備学習 1 回 コンピュータ工学、論理回路の内容を復習すること。 
2 回 機械語命令について復習すること。 
3 回 ＣＰＵの構成、ＡＬＵについて復習すること。 
4 回 制御回路について復習すること。 
5 回 論理回路、ハードウェア記述言語について復習すること。 
6 回 設計ツールが手元で使えるように各自で環境を準備すること。 
7 回 課題の回路を設計すること。 
8 回 課題の回路を設計すること。 
9 回 課題の回路を設計すること。 
10 回 課題の回路を設計すること。 
11 回 課題の回路を設計すること。 
12 回 課題の回路を設計すること。 
13 回 課題の回路を設計すること。 
14 回 全体を完成させ、問題点をまとめること。 
15 回 発表の準備をすること。 

 



年度 2012 
授業コード MTE1511 
成績評価 課題発表 50%、質疑・討論の参加度 30%、レポート試験 20%により評価する。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 電子工学専攻(12〜12) 
見出し MTE1511 電子応用特論 
担当教員名 栗⽥ 満史 
単位数 2 
教科書 基礎からの電磁気学／中川紀美雄ほか／日新出版／ 

毎回、資料を配付する。 
アクティブラーニング  
キーワード 電気、磁気、計測 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 電子応用特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 学部で使用した電磁気学、センサ工学、電気電子計測等の教科書 
授業形態 講義 
注意備考 特になし 
シラバスコード MTE1511 
実務経験のある教員  
達成目標 工学分野で基礎科目として重要である電磁気学の輪講を通じて、専門書の読解⼒

を養い、説明の仕方に習熟し、質疑応答等の討議に積極的に参加する習慣を身に
つける。 

受講者へのコメント  
連絡先 20 号館 4 階 栗⽥研究室 kurita@ee.ous.ac.jp オフィスアワー：水曜日 3-5 時

限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 電磁気学、センサ工学、電子物性 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 本授業では、学部で学んだ電磁気学、電気電子計測の基礎知識の確認、および電

磁気学の工学応用に関する基礎事項を習得することを目的とする。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 学部で学習したマクスウエル方程式について復習する。 

2 回 導体の性質（課題発表）について議論する。 
3 回 電気伝導と測定について説明する。 
4 回 誘電体と分極ベクトル（課題発表）について議論する。 



5 回 電場のもとでの誘電現象について説明する。 
6 回 磁化電流と磁化ベクトル（課題発表）について議論する。 
7 回 電磁気的物理量と単位について説明する。 
8 回 インダクタンス（課題発表）について議論する。 
9 回 電気測定とインピーダンスについて説明する。 
10 回 電磁波の反射・屈折現象（課題発表）について議論する。 
11 回 電磁波の吸収と放出について説明する。 
12 回 ガラスの光学的特性（課題発表）について議論する。 
13 回 光応用計測の基礎について説明する。 
14 回 各種応用計測（課題発表）について議論する。 
15 回 14 回までの授業内容(電磁波応用計測）について総括する。 

準備学習 本授業では、電磁気学の工学応用に関する基礎事項を、講義形式だけでなく、全
員で専門書（テキスト、配布資料）を読みながら理解をしてゆく輪講形式（課題
発表）と講義形式の複合型で進めるので、輪講（課題発表）時には、各自、担当
箇所の内容を必ず予習し、授業の準備をしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MTE1512 
成績評価  
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 電子工学専攻(09〜12) 
見出し MTE1512 電磁波動論 
担当教員名 中川 紀美雄 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 電磁波動論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MTE1512 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード MTE1521 
成績評価  
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 電子工学専攻(09〜11) 
見出し MTE1521 電子応用特論Ⅱ 
担当教員名 栗⽥ 満史 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 電子応用特論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MTE1521 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Topics in Applied Electronic Engineering II 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード MTE2311 
成績評価  
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 電子工学専攻(09〜12) 
見出し MTE2311 電子応用特論Ⅰ 
担当教員名 垣谷 公徳 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 この講義は受講希望者がなかったため開講されていません。 
科目名 電子応用特論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MTE2311 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント この講義は受講希望者がなかったため開講されていません。 
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この講義は受講希望者がなかったため開講されていません。 
英文科目名 Topics in Applied Electronic Engineering I 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 この講義は受講希望者がなかったため開講されていません。 
講義目的  
対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード MTE2312 
成績評価 テスト(60％） レポート（40％） 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 電子工学専攻(09〜12) 
見出し MTE2312 光伝送論 
担当教員名 信吉 輝己 
単位数 2 
教科書 資料配付 
アクティブラーニング  
キーワード 光ファイバー、屈折率、光導波路、光通信システム、分布屈折率、単一モード、

半導体レーザ、発光ダイオード、レート方程式、光変調、モードロック、光検出、
光増幅器、光コネクタ、光タップ、光集積回路、光アイソレータ、フォトニック
結晶、光伝送方式、光多重化方式 

開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 光伝送論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 光ファイバ通信入門 第 4 版／末松、伊賀／オ−ム社 
授業形態 講義 
注意備考 特になし 
シラバスコード MTE2312 
実務経験のある教員  
達成目標 光ファイバーや光デバイス等の性能評価を行うことが出来るようになること。

様々な通信用光デバイスの特性について理解し、所望の特性を有するデバイスの
設計を行うことが出来るようになること。光通信システムの設計評価を行うこと
が出来るようになること。 

受講者へのコメント  
連絡先 17 号館 4 階 信吉研究室 086-256-9560 nobuyosi＠ee.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 電磁波動論、応用電波工学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 通信の基幹網に使われている光ファイバ通信に代表される光伝送において、その

システムの設計、評価に必要不可欠な光ファイバ通信の基礎知識を理解する。本
講義では、通信ネットワーク全体を理解し、光ファイバの種類やその特性、光送
受信機の構成や特性等の要素技術について解説し、光ファイバ伝送を幅広く理解
することを目的とする。 



対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 光通信の概要について講述する。 

2 回  通信ネットワークの概要について講述する。 
3 回 光導波路について講述する。 
4 回 光ファイバⅠについて講述する。 
5 回 光ファイバⅡについて講述する。 
6 回 光ファイバⅢについて講述する。 
7 回 光通信用部品Ⅰについて講述する。 
8 回 光通信用部品Ⅱについて講述する。 
9 回 光集積回路について講述する。 
10 回 光伝送技術Ⅰについて講述する。 
11 回 光伝送技術Ⅱについて講述する。 
12 回 光増幅器について講述する。 
13 回 WDM 用部品について講述する。 
14 回 光通信ネットワーク I について講述する。 
15 回 光通信ネットワーク II について講述する。 

準備学習 1 回 光通信について学部時代の学習内容を復習しておくこと 
2 回 ネットワーク一般についてコンピュータネットワークなどの学部時代の学
習内容を復習しておくこと 
3 回 光導波路の特性について Web や図書館などで調べてみておくこと 
4 回 光ファイバーの種類や分類について、Web や図書館などで調べておくこと 
5 回 Web で光ファイバーメーカーのサイトを訪れ、製品の現状を把握しておく
こと 
6 回 光ファイバーの伝送特性について、Web や図書館などで調べておくこと 
7 回 半導体レーザについて、学部時代の学習内容を復習しておくこと 
8 回 光回路と光コンポーネントについて、Web や図書館などで調べておくこと 
9 回 光集積回路の種類と仕組みについて、Web や図書館などで調べておくこと 
10 回 電気通信の伝送方式と光伝送方式の違いについて自分なりに考えておくこ
と 
11 回 光多重化方式について、Web や図書館などで調べておくこと 
12 回 光増幅器の種類と仕組みについて、Web や図書館などで調べておくこと 
13 回 アレイ導波路の原理について、Web や図書館などで調べておくこと 
14 回 色々な光通信ネットワークの例を、Web や図書館などで調べておくこと 
15 回 これからの光ネットワークについて自分なりに調べてみること 

 



年度 2012 
授業コード MTE2511 
成績評価 輪講による課題発表 20%および課題提出 80%により成績を評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 電子工学専攻(09〜12) 
見出し MTE2511 電子物性工学特論 
担当教員名 秋山 宜生 
単位数 2 
教科書 教科書は使用しない。プリントおよび文献を用いる。 
アクティブラーニング  
キーワード ナノワイヤー、格子欠陥工学、エネルギーバンド工学、光励起状態、量子閉じ込

め効果 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 電子物性工学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MTE2511 
実務経験のある教員  
達成目標 格子欠陥工学とエネルギーバンド工学およびナノ材料工学について理解できる

基礎を養う。 
受講者へのコメント  
連絡先 研究室:17 号館 4 階、電子メール:akiyama@ee.ous.ac.jp、オフィスアワー:金曜日

7・8 時 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 講義の受講者が少⼈数のため、授業アンケートは行っていません。 
英文科目名  
関連科目 電子物性特論 I, II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 エレクトロニクスの源泉を見つけるには、物質の性質を熟知することが必要であ

る。本講義では、格子欠陥を 制御することにより物質の特⻑を引き出す格子欠
陥工学および量子サイズ効果によりバンドギャップエネル ギーを変えるエネル
ギーバンド工学の工学的応用およびナノテクノロジーついて輪講する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 格子欠陥工学とエネルギーバンド工学およびナノテクノロジーの概観につ

いて解説する。 
2 回 結晶、半導体 の基礎、次元性結晶の基礎について解説する。 



3 回 次元性結晶の生成およびナノ結晶生成について解説する。 
4 回 次元性結晶およびナノ結晶の光学的性質について解説する。 
5 回 量子閉じ込め、量子サイズ効果について解説する。 
6 回 微結晶素子とその応用 について解説するとともに輪講を行う。 
7 回 微結晶素子とその応用 について解説するとともに輪講を行う。 
8 回 格子欠陥の生成、種類、 バンド構造について解説する。 
9 回 深い不純物準位の光学的性質(吸収)について解説するとともに輪講を行う。 
10 回 深い不純物準位の光学的性質(発光)について解説するとともに輪講を行
う。 
11 回 深い不純物準位の励起状態の性質について解説するとともに輪講を行う。 
12 回 深い不純物準位の光学過程について解説するとともに輪講を行う。 
13 回 深い不純物準位の光学過程について解説するとともに輪講を行う。 
14 回 レーザー材料、特に波⻑可変レーザー材料について解説するとともに輪講
を行う。 
15 回 総括。これまでのまとめを行う。 

準備学習 1 回 電子物性の基礎を復習しておくこと。 
2 回 結晶構造、半導体について物性の教科書の事項を見直しておくこと。バンド
の形成について物性の教科書の事項を見直しておくこと。 
3 回 配布資料を事前に読んでおくこと。 
4 回 配布資料を事前に読んでおくこと。 
5 回 配布資料を事前に読んでおくこと。 
6 回 配布資料を事前に読んでおくこと。 
7 回 これまで学んだ内容についてまとめておくこと。 
8 回 物質による光吸収の基礎について調べておくこと。 
9 回 吸収と発光の基礎事項について調べておくこと。 
10 回 量子⼒学の基礎、特に井⼾型ポテンシャルの基礎的内容をあらかじめ学ん
でおくこと 。 
11 回 光遷移についての基礎的内容をあらかじめ調べておくこと。 
12 回 光遷移についての基礎的内容をあらかじめ調べておくこと 。 
13 回 ボルツマン分布について学んでおくとともに参考文献を読んでおくこと。 
14 回 配布資料を事前に読んでおくこと。 
15 回 これまで学んだ内容についてまとめておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MTE3311 
成績評価 レポートによって評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 電子工学専攻(09〜12) 
見出し MTE3311 システム最適化特論 
担当教員名 太⽥垣 博一 
単位数 2 
教科書 ノート形式で講義する 
アクティブラーニング  
キーワード 離散，連続，最適化 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 システム最適化特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 Luenburger D.G.: Linear and Nonlinear Programming, Addison Wesley (1984) 
授業形態 講義 
注意備考 ベクトル、マトリックスの演算に習熟していることが望まれる。 
シラバスコード MTE3311 
実務経験のある教員  
達成目標 工学的システムをデザインするための最適化問題の定式化とその最適化技法を

習得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 E-Mail:ohtagaki@ee.uos.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 工学的システムをデザインするための最適化問題の定式化とその最適化技法に

ついて講述する。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 Introduction to Advanced Engineering Optimization 

2 回 Preliminaries, Historical Development and Application 
3 回 Design Vector, Design Constraints and Objective Function 
4 回 Classification of Optimization Problems 
5 回 Classical Optimization Techniques I Single Variable Optimization 
6 回  Classical Optimization Techniques II Multivariable Optimization with 
Constraints 



7 回 Convex Programming Problems 
8 回 Conjugate Direction Method 
9 回 Conjugate Gradient Method 
10 回 Linear Programming I 
11 回 Linear Programming II 
12 回 Nonlinear Programming I 
13 回 Unconstrained Optimization Technique and Constrained Optimization 
Technique 
14 回 Concluding Remarks 
15 回 Concluding Remarks 

準備学習  
 



年度 2012 
授業コード MTE33A2 
成績評価 資料調査・レポート(70%)、討論・発表点(30%) 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 電子工学専攻(09〜12) 
見出し MTE33A2 科学技術倫理特論 
担当教員名 小林 泰男＊ 
単位数 2 
教科書 科学技術と倫理(シリーズ「⼈間論としての 21 世紀的課題」)/石⽥三千雄他/ナ

カニシヤ出版 
アクティブラーニング  
キーワード 法と倫理、公衆の利益、合意形成、技術のリスク評価、予防倫理、専門職の責務、

利益相反、組織の意志決定、知的財産 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 科学技術倫理特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 技術倫理(日本の事例から学ぶ)/佐伯昇・杉本泰治編著/丸善、 

第 3 版科学技術の倫理(その考え方と事例)/C.E.Harris,Jr ら/日本技術士会訳編/
丸善、 
技術者のための倫理と法律/井野辺陽/ナカニシヤ出版 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MTE33A2 
実務経験のある教員  
達成目標 科学技術倫理に基づく自律の判断ができるように基本的考え方を修得する。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 科学技術倫理の理解と、事故事例について科学技術倫理の観点と現実の行為の過

程を考察することによって、技術専門職として社会の信頼に応えられる能⼒を養
う。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 講義全体の内容と進め方を説明する。科学技術倫理教育の背景について講

義する。 



2 回 科学技術のニーズ、科学技術倫理の課題、法と倫理の関係について講義す
る。 
3 回 公衆の利益、研究者・技術者の責務について講義する。 
4 回 科学技術的認識の目的合理性と倫理性について講義する。 
5 回 科学技術の公益性、利害関係者の合意形成について講義する。 
6 回 コンプライアンス違反事例の調査を基に会社の社会的責任(CSR)について
講義する。 
7 回 技術的な欠陥による重大事故の事例を基に組織の意志決定プロセスと専門
職の倫理について講義する。 
8 回 公害・食品中毒の事例を基に専門職として公衆の安全を守る倫理について
講義する。 
9 回 一般消費者向製品の事故事例を基に製造物責任者の責務について講義する。 
10 回 列車・航空機の重大事故事例を基にリスクの評価と予防倫理について講義
する。 
11 回 労働災害の事例を基に安全管理者の責務について講義する。 
12 回 知的財産権について概説する。知的財産権のトラブル事例を基に発明者の
権利について講義する。 
13 回 受講者が事故の原因、対策、専門職の倫理についてグループ討論して発表
する。 
14 回 受講者が事故の原因、対策、専門職の倫理についてグループ討論して発表
する。 
15 回 受講者が事故の原因、対策、専門職の倫理についてグループ討論して発表
する。 

準備学習 1 回 教科書(第 11、12 章)を読み、科学技術倫理教育の背景を予習すること。 
2 回 教科書(第 1、2 章)を読み、「科学技術倫理とは何か」を考えること。 
3 回 科学技術系の学会・協会の倫理綱領や規定を読み、技術者の行動規範につい
て考えること。 
4 回 教科書(第 6、7、8 章)を読み、「技術開発は誰のためのものか」、目標と社会
的な影響を考えること。 
5 回 教科書(第 9、10 章)を読み、代表例として諫早湾干拓事業の状況を調べて、
科学技術の公益性、利害関係者の合意形成の難しさ・取組み方について考えるこ
と。 
6 回 技術者の関わりが深いコンプライアンス違反の事象、原因、処理などを調
べ、倫理的な課題と防止策を考えること。事例「三菱自動車のリコール隠し」、
「耐震強度偽装」、「ディーゼルエンジン排ガス浄化装置のデータ改竄」。 
7 回 公衆の利益に技術的判断が活かされなかった事例を調べ、専門職の判断の
重要性と実践の難しさを考えること。事例「チャレンジャー号爆発事故」「薬害エ
イズ」。 
8 回 公害、食品中毒の事象、原因、処理などを調べ、専門職は被害の拡大を防ぐ
ためどのように行動すべきかを考えること。事例「有機水銀中毒」、「森永ミルク
ヒ素中毒」、「かねみ油症」。 
9 回 一般消費者向製品の欠陥や不正改造による事故の事象、原因、処理などを調



べ、製造物責任の考え方や消費者の安全配慮について考えること。事例「パロマ
湯沸器一酸化炭素中毒」、「コンニャク入りゼリー」。 
10 回 航空機・列車事故の事象、原因、処理などを調べ、事故リスクの評価と技
術的安全対策の必要性について考えること。事例 「JAL123 便墜落」、「JR 福知
山線事故」。 
11 回 労働災害の事象、原因、処理などを調べ、現場の安全管理責任について考
えること。事例「東海村 JCO 臨界事故」、「酸素欠乏症・ガス中毒事故」。 
12 回 知的財産の種類、権利の内容、譲渡などについて資料を調べ予習すること。
事例「⻘色 LED 特許係争」「ミノルタ・ハネウェル特許訴訟」。 
13 回 グループ毎に討議する事例を選択して、科学技術倫理の観点で自分の意見
と論点を整理しておくこと。 
14 回 グループ毎に討議する事例を選択して、科学技術倫理の観点で自分の意見
と論点を整理しておくこと。 
15 回 グループ毎に討議する事例を選択して、科学技術倫理の観点で自分の意見
と論点を整理しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MTE3511 
成績評価 最終試験には実際にプログラム作成を課しその結果により評価するが、輪講を行

うので出席は必須である。また、実習課題の提出が無い場合、欠席と見なす。最
終試験の結果が 60%以上を合格とする。 

曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 電子工学専攻(09〜12) 
見出し MTE3511 情報処理特論Ⅰ 
担当教員名 垣谷 公徳 
単位数 2 
教科書 教科書は特に指定しないが、初回講義時に教科書として使用するドキュメント類

の URI を指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード オブジェクト指向言語, python, Scientific python, Visual tool kit 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 この講義は受講者が 4 名であるため授業アンケートを実施していません。 
科目名 情報処理特論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に随時紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 CD 起動の Linux の CD イメージは配布するが、自ら CD を作成する環境が必要

である。環境が用意できない学生は担当教員の研究室の機器の使用を許可するの
で申し出よ。また、実習では Linux システムをコマンドラインで使用できること
が必要である。 

シラバスコード MTE3511 
実務経験のある教員  
達成目標 プログラミング言語 Python を用いて、簡単な科学・数学計算およびコンピュー

タグラフィックスのサンプルプログラムを作成し実行できること。 
受講者へのコメント この講義は受講者が 4 名であるため授業アンケートを実施していません。 
連絡先 17 号館 3F 垣谷研究室 オフィスアワー: 金曜日 15:00-17:00 

E-mail: kimi@ee.ous.ac.jp 
Web: http://sstweb.ee.ous.ac.jp/ 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この講義は受講者が 4 名であるため授業アンケートを実施していません。 
英文科目名  
関連科目 情報処理特論Ⅱ、計算機特論 
次回に向けての改善変更予定 この講義は受講者が 4 名であるため授業アンケートを実施していません。 
講義目的 近代プログラミングにおいては、高水準言語における構造化の概念と理解するこ

とは必須課題であり、これに加えて近年はオブジェクト指向のプログラミングス



タイルに習熟することが必要となっている。本講義ではオブジェクト指向プログ
ラミングが可能で、汎用性、実用性に優れた python を例に、オブジェクト指向
を取り入れた構造化プログラミングの習得を目指す。講義は 9 学舎 1 階での実習
と講義室での輪講とからなり、実習では CD 起動の Linux システムを用いてプロ
グラムの開発を行う。輪読は、python のチュートリアルや言語仕様につ 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回  構造化言語とオブジェクト指向プログラミングについて説明する。 

2 回  実行環境についてゼミ形式の発表を行う。 
3 回  実行環境に関する実習を行う。 
4 回  データ構造についてゼミ形式の発表を行う。 
5 回  データ構造に関する実習を行う。 
6 回  制御構造についてゼミ形式の発表を行う。 
7 回  制御構造に関する実習を行う。 
8 回  関数についてゼミ形式の発表を行う。 
9 回  関数に関する実習を行う。 
10 回  クラスについてゼミ形式の発表を行う。 
11 回  クラスに関する実習を行う。 
12 回  科学・数学計算クラスライブラリについてゼミ形式の発表を行う。 
13 回  科学・数学計算に関する実習を行う。 
14 回  コンピュータグラフィックスクラスライブラリについてゼミ形式の発表
を行う。 
15 回  コンピュータグラフィックスに関する実習を行う。 

準備学習 1 回 c 言語について復習をしておくこと。 
2 回 配布資料をよく読み「実行環境」について発表できるようまとめておくこ
と。 
3 回 配布した CD イメージから起動用 CD-R を作成し、大学の実習室で実行環
境を起動できるようにしておくこと。 
4 回 配布資料をよく読み「データ構造」について発表できるようまとめておくこ
と。 
5 回 配布資料中の「データ構造」に関するサンプルプログラムを実行できるよう
用意すること。 
6 回 配布資料をよく読み「制御構造」について発表できるようまとめておくこ
と。 
7 回 配布資料中の「制御構造」に関するサンプルプログラムを実行できるよう用
意すること。 
8 回 配布資料をよく読み「関数」について発表できるようまとめておくこと。 
9 回 配布資料中の「関数」に関するサンプルプログラムを実行できるよう用意す
ること。 
10 回 配布資料をよく読み「クラス」について発表できるようまとめておくこと。 
11 回 配布資料中の「クラス」に関するサンプルプログラムを実行できるよう用
意すること。 
12 回 配布資料と Web の検索により「Scientific python」について発表できるよ



うまとめておくこと。 
13 回 Scientific python のサンプルプログラムを実行できるよう用意すること。 
14 回 配布資料と Web の検索により「Visual tool kit」について発表できるよう
まとめておくこと。 
15 回 Visual tool kit のサンプルプログラムを実行できるよう用意すること。 

 



年度 2012 
授業コード MTE4111 
成績評価  
曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス 電子工学専攻(09〜12) 
見出し MTE4111 電子応用特論Ⅲ 
担当教員名 笠 展幸 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 電子応用特論Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MTE4111 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Topics in Applied Electronic Engineering III 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード MTE4511 
成績評価 演習（30％）、試験（70％）により評価する。 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス 電子工学専攻(09〜12) 
見出し MTE4511 応用制御工学特論 
担当教員名 笠 展幸 
単位数 2 
教科書 適宜、プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 安定性、補償器 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 応用制御工学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 堀洋一・大⻄公平 共著「制御工学の基礎」丸善 
授業形態 講義 
注意備考 特になし 
シラバスコード MTE4511 
実務経験のある教員  
達成目標 システム動特性の表現や、制御システムの安定性について理解し、モーションコ

ントロールと呼ばれる電気−機械の複合系の制御器の設計が可能になるように
する。 

受講者へのコメント  
連絡先 笠研究室（17 号館 5 階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 モータやロボットの制御・電⼒システム・電気自動車などの応用分野で使用され

る制御理論についての講義を行う。具体的には、システム動特性の表現や、制御
システムの安定性について説明した後、モーションコントロールと呼ばれる電気
−機械の複合系の制御器の設計を行う。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション 

2 回  制御工学の歴史 
3 回  システム動特性の表現（１） 
4 回  システム動特性の表現（２） 



5 回  制御システムの安定性（１） 
6 回  制御システムの安定性（２） 
7 回  制御システムの安定性（３） 
8 回  中間試験 
9 回  フィードバック制御系の基本特性（１） 
10 回  フィードバック制御系の基本特性（２） 
11 回  線形フィードバック系の補償（１） 
12 回  線形フィードバック系の補償（２） 
13 回  PID 補償器（１） 
14 回  PID 補償器（２） 
15 回  非線形系の取り扱い 

準備学習 1 回  学部での制御工学に関する講義を復習する 
2 回  古典制御、現代制御理論について復習する 
3 回  ラプラス変換について復習する 
4 回  伝達関数について復習する 
5 回  ラウスの方法について調べる 
6 回  根軌跡について調べる 
7 回  ナイキストの方法について調べる 
8 回  第７回目までの内容を復習する 
9 回  身の回りの自動制御器について調べる 
10 回  伝達関数での表現を理解する 
11 回  極配置を理解する 
12 回  補償器を設計できるようにする 
13 回  実際に PID 補償器を C 言語で作成する準備をする 
14 回  C 言語のプログラムについて復習する 
15 回  非線形について調べる 

 



年度 2012 
授業コード MTE4512 
成績評価 講義の後半は輪読形式により進めるので、担当分のプレゼンテーション内容によ

り評価する。レポートを課す場合には、これも加味する。 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス 電子工学専攻(09〜12) 
見出し MTE4512 情報処理特論Ⅱ 
担当教員名 道⻄ 博行 
単位数 2 
教科書 プリント配布を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 形式言語、オートマトン 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報処理特論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 オートマトン・形式言語と計算論／福村晃夫・稲垣康善／岩波著店 

形式言語と有限オートマトン入門／小倉久和／コロナ社 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MTE4512 
実務経験のある教員  
達成目標 状態推移図の簡略化および非決定性状態推移図を決定性状態推移図に変換でき

ること。 
受講者へのコメント  
連絡先 道⻄研究室 17 号館５階 mitinisi＠ee.ous.ac.jp,086-256-9728 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この科目は昨年度履修者が１名であったため、授業アンケートを実施していませ
ん。 

英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 論理回路設計のもととなるオートマトン理論をコンピュータによる記号処理系

としてとらえ、形式言語を中心にその理解を深めることを目的とする。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション、数学的準備について解説する。 

2 回  写像と関係について解説する。 
3 回  帰納的関数と帰納的集合および帰納的に加算な集合について解説する。 
4 回  形式言語について解説する。 



5 回  言語の生成について解説する。 
6 回  有限オートマトンについて解説する。 
7 回  決定性オートマトンについて解説する。 
8 回  非決定性オートマトンについて解説する。 
9 回  正規集合と正規言語について解説する。 
10 回  プッシュダウンオートマトンについて解説する。 
11 回  Turing 機械について解説する。 
12 回  時間計算量について解説する。 
13 回  空間計算量について解説する。 
14 回  多項式計算量について解説する。 
15 回  NP 完全について解説する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習の過程を把握しておくこと。集合演算について
予習しておくこと。 
2 回 一般的な写像について理解しておくこと。 
3 回 有限集合と無限集合の違いについて理解しておくこと。 
4 回 文法による語の生成について予習しておくこと。 
5 回 生成系における生成ルールについて復習しておくこと。 
6 回 受理系としてのオートマトンについて予習しておくこと。 
7 回 オートマトンにおける状態推移について予習しておくこと。 
8 回 決定性オートマトンの状態推移動作を理解しておくこと。 
9 回 決定性オートマトンと非決定性オートマトンの等価性について理解してお
くこと。 
10 回 プッシュダウンオートマトンに対応する生成系を理解しておくこと。 
11 回 Turing 機械に対応する生成系を理解しておくこと。 
12 回 複雑さの階層について予習しておくこと。 
13 回 時間的階層と空間的階層について理解しておくこと。 
14 回 時間計算量について復習しておくこと。 
15 回 多項式計算量について復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MTE4712 
成績評価 レポート(10%)、課題発表(60%)、試験(30%) 
曜日時限 木曜日 7・8 時限 
対象クラス 電子工学専攻(09〜12) 
見出し MTE4712 電子物性特論Ⅱ 
担当教員名 萬本 義徳 
単位数 2 
教科書 C.P.Slicter:「Principles of Magnetic Resonance」(Springer) の３章 
アクティブラーニング  
キーワード dipole interaction, local field, Zeeman energy, raising operator, lowering operator, 

second moment, matrix element, trace 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 電子物性特論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 関連する文献は適宜配布する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MTE4712 
実務経験のある教員  
達成目標 磁気双極子相互作用を A〜F の項に別けた形式で Hamiltonian が導けること。

A〜F の項の物理的意味が理解出来ること。能率の方法が理解出来、マトリック
スの計算が出来ること。能率の方法により局所場についての式が導けること。具
体例について局所場が計算出来ること。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 電子物性特論Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 原子核は磁気モーメントを持っており、そのため原子核間には磁気的相互作用が

生じる。結晶は原子が規則的に配列した集団と見なせるから、この相互作用の結
果は局所磁場の概念で取り扱われる。個々の原子間の相互作用を計算するには
個々の原子の状態に対する波動関数の情報が必要であるが、波動関数についての
知見なしに局所場を求める方法が Van Vleck によって提案された有名な 
Second Moments の方法である。本講義ではこの方法と応用の詳細を述べる。 

対象学年 1 年/2 年 



授業内容 1 回 Introduction to dipolar interaction について説明する。 
2 回 Dipolar HamiltonianⅠについて説明する。 
3 回 Dipolar HamiltonianⅡについて説明する。 
4 回 Dipolar HamiltonianⅢについて説明する。 
5 回 Method of MomentsⅠについて説明する。 
6 回 Method of MomentsⅡについて説明する。 
7 回 Method of MomentsⅢについて説明する。 
8 回 中間試験 
9 回 Method of MomentsⅣについて説明する。 
10 回 Method of MomentsⅤについて説明する。 
11 回 Method of MomentsⅥについて説明する。 
12 回 Method of MomentsⅦについて説明する。 
13 回 Example of the Use of Second MomentsⅠについて説明する。 
14 回 Example of the Use of Second MomentsⅡについて説明する。 
15 回 Example of the Use of Second MomentsⅢについて説明する。 

準備学習 1 回 磁気双極子相互作用のエネルギーを古典的な方法で導いておくこと。 
2 回 与えられた範囲を英訳し、dipolar Hamiltonian の式を導くこと。 
3 回 与えられた範囲を英訳し、dipolar Hamiltonian の式を昇降演算子を用いて
A〜F の項に分けて表示すること。 
4 回 与えられた範囲を英訳し、A〜F 項の物理的内容を考えておくこと。 
5 回 与えられた範囲を英訳し、moment 方法について考えておくこと。 
6 回 与えられた範囲を英訳し、簡単なマトリックスの計算に慣れておくこと。 
7 回 与えられた範囲を英訳し、複雑なマトリックスの計算に慣れておくこと。 
8 回 第 1 回〜第 7 回の復習をし、内容をよく理解しておくこと。 
9 回 与えられた範囲を英訳し、trace の演算に慣れておくこと。 
10 回 与えられた範囲を英訳し、trace の計算を使って２次能率の式を導くこと。 
11 回 与えられた範囲を英訳し、trace の計算を使って２次能率の式を導くこと。 
12 回 与えられた範囲を英訳し、moment の方法により局所場を導くこと。 
13 回 与えられた範囲を英訳し、局所場の式について深く理解しておくこと。 
14 回 与えられた範囲を英訳し、moment の方法の具体例への応用を考えておく
こと。 
15 回 与えられた範囲を英訳し、moment の方法の具体例への適用の結果につい
て吟味すること。 

 



年度 2012 
授業コード MTE5111 
成績評価 ２回の課題提出により成績評価する。 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 電子工学専攻(09〜12) 
見出し MTE5111 集積回路特論 
担当教員名 道⻄ 博行 
単位数 2 
教科書 適宜資料を配付する。 
アクティブラーニング  
キーワード ハードウェア記述言語、検査容易化設計 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 集積回路特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ＶＬＳＩとデジタル信号処理／谷萩隆嗣／コロナ社 

デジタル集積回路／小林隆夫・高木茂孝／昭晃堂 
ＶＨＤＬで学ぶディジタル回路設計／吉⽥たけお・尾知 博／ＣＱ出版 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MTE5111 
実務経験のある教員  
達成目標 VHDL を使って簡単な回路設計ができること。 
受講者へのコメント 課題レポート（２回実施）により、成績評価だけでなく、理解度の把握も行って

おりますので、できるだけもれなく課題提出してください。 
連絡先 道⻄研究室 17 号館５階 mitinisi＠ee.ous.ac.jp,086-256-9728 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 ディジタル回路 I,同 II を受講していない場合には、これらの予習が必須となりま
すので、 
これにより理解度がかなり異なります。 

英文科目名  
関連科目 計算機特論 
次回に向けての改善変更予定 ディジタル回路 I,同 II の範囲の演習を増やすことで、理解度の向上を図りたい。 
講義目的 学部で習ったデジタル回路の基礎理論を復習しながら、集積回路技術を学ぶ。併

せて、集積回路の実装技術や高信頼化技術の紹介をする。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回  デジタル回路の設計プロセスについて解説する。 

2 回  ハードウェア記述言語と設計自動化について解説する。 
3 回  基本ゲート回路について解説する。 



4 回  論理回路と論理式について解説する。 
5 回  論理関数の簡単化について解説する。 
6 回  論理圧縮について解説する。 
7 回  組合せ回路とＶＨＤＬ記述について解説する。 
8 回  順序回路とＶＨＤＬ記述について解説する。 
9 回  ＶＬＳＩ設計技術（前工程）について解説する。 
10 回  ＶＬＳＩ設計技術（後行程）について解説する。 
11 回  ＶＬＳＩの高信頼化手法（１）について解説する。 
12 回  ＶＬＳＩの高信頼化手法（２）について解説する。 
13 回  ＶＬＳＩのテスト容易化設計（１）について解説する。 
14 回  ＶＬＳＩのテスト容易化設計（２）について解説する。 
15 回  ＶＬＳＩのテスト容易化設計（３）について解説する。 

準備学習 1 回 学部講義「ディジタル回路Ⅰ」「ディジタル回路Ⅱ」を復習しておくこと。 
2 回 配布資料の当該箇所をよく読んでおくこと。また、前回の内容を整理してお
くこと。 
3 回 配布資料の当該箇所をよく読んでおくこと。また、前回の内容を整理してお
くこと。 
4 回 配布資料の当該箇所をよく読んでおくこと。また、前回の内容を整理してお
くこと。 
5 回 配布資料の当該箇所をよく読んでおくこと。また、前回の内容を整理してお
くこと。 
6 回 配布資料の当該箇所をよく読んでおくこと。また、前回の内容を整理してお
くこと。 
7 回 配布資料の当該箇所をよく読んでおくこと。また、前回の内容を整理してお
くこと。 
8 回 配布資料の当該箇所をよく読んでおくこと。また、前回の内容を整理してお
くこと。 
9 回 配布資料の当該箇所をよく読んでおくこと。また、前回の内容を整理してお
くこと。 
10 回 配布資料の当該箇所をよく読んでおくこと。また、前回の内容を整理して
おくこと。 
11 回 配布資料の当該箇所をよく読んでおくこと。また、前回の内容を整理して
おくこと。 
12 回 配布資料の当該箇所をよく読んでおくこと。また、前回の内容を整理して
おくこと。 
13 回 配布資料の当該箇所をよく読んでおくこと。また、前回の内容を整理して
おくこと。 
14 回 配布資料の当該箇所をよく読んでおくこと。また、前回の内容を整理して
おくこと。 
15 回 配布資料の当該箇所をよく読んでおくこと。また、前回の内容を整理して
おくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MTE5312 
成績評価 課題提出レポートによる．100% 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 電子工学専攻(09〜12) 
見出し MTE5312 応用電波工学 
担当教員名 松永 誠＊ 
単位数 2 
教科書 プリント配布 
アクティブラーニング  
キーワード 分布定数線路 方形導波管 円形導波管 伝搬モード 偶・奇モード励振法 多

端子回路網解析アンテナ・アンテナ給電系 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 応用電波工学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 内藤 嘉之，”マイクロ波・ミリ波工学”，コロナ社 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MTE5312 
実務経験のある教員  
達成目標 ・簡単な回路のスミスチャートによる解析ができること．・マイクロ波伝送路の

伝搬特性にもとづいて，マイクロ波回路素子の機能を理解できること．・偶・奇モ
ード励振法および多端子回路網解析法による電⼒分配器の電気設計，解析ができ
ること．・FET 増幅器の各種利得について理解できること．・衛星通信，レーダな
どの応用電波システムのアンテナ給電系の基本動作原理を理解できること． 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 マイクロ波回路 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 IT 社会もユビキタスの時代であり，移動体間の情報伝達に不可欠な電波を応用

するシステムはその骨格を成している．ここでは電波応用システムで重要な高周
波(マイクロ波)機器の構成要素である伝送線路，マイクロ波導波路，マイクロ波
回路素子，マイクロ波半導体増幅，アンテナの基礎，および，システムの目的達
成のためどのように高周波(マイクロ波)機器が構成されるかを学ぶ． 

対象学年 1 年/2 年 



授業内容 1 回  分布定数線路の表現と解析． 
2 回  分布定数線路の伝搬特性．進行波，定在波． 
3 回  スミスチャートの原理と応用． 
4 回  マックスウエルの方程式． 
5 回  一様導波路を伝搬する波動の基本方程式，および平面波． 
6 回  方形導波管の解析と伝搬モード． 
7 回  円形導波管の解析と伝搬モード． 
8 回  マイクロストリップ線路． 
9 回  散乱行列によるマイクロ波回路の表示．偶・奇モード励振法． 
10 回  ハイブリッド回路，ウイルキンソン分配器の原理と設計． 
11 回  多端子回路網解析． 
12 回  FET 増幅器の利得． 
13 回  アンテナ，アンテナ給電系 
14 回  衛星通信用アンテナおよび給電系 
15 回  情報通信，医療，産業への応用． 

準備学習 1 回  微分方程式の復習． 
2 回  前回の復習． 
3 回  入⼒インピーダンス，反射係数，定在波比の関連について． 
4 回  ベクトル解析． 
5 回  前回の復習． 
6 回  電磁界に対する境界条件． 
7 回  Bessel 関数の概要． 
8 回  分布定数線路の復習． 
9 回  ２端子対回路網の行列表示の復習． 
10 回  散乱行列，４端子行列の復習． 
11 回  回路素子の行列表示，行列式． 
12 回  第９回の復習 
13 回  第５，６，７回の復習． 
14 回  第１３回の復習． 
15 回  マイクロ波回路素子の動作原理について復習． 

 



年度 2012 
授業コード MTE5711 
成績評価 評価の配分は、中間レポート（30％）、定期試験（70％） 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 電子工学専攻(09〜12) 
見出し MTE5711 制御工学特論 
担当教員名 クルモフ バレリー 
単位数 2 
教科書 適宜にプリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 線形微分方程式、現代制御理論 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 制御工学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 F. W. Fairman, Linear Control Theory: The State Space Approach, John Willey & 

Sons, 1998. 
授業形態 講義 
注意備考 ※対話型学習システムの URL は http://shiwasu.ee.ous.ac.jp/matweb-cs/ であ

る。線形微分方程式、ラプラス変換を理解しておくことが必要である。 
シラバスコード MTE5711 
実務経験のある教員  
達成目標 １）制御系の解析および基本的な設計ができる。２）行った解析・設計について

分かりやすく説明ができる。 
受講者へのコメント 大学院生諸君は、受講計画に努めてほしい。なぜなら、本授業の内容に関心がな

いのに、受講していた者は、ほとんど、学習していませんでした。そのことがあ
ると講義を計画通りに実施することが困難になります。結果としては、学部 3 年
次の「制御工学」科目の復習のような内容になってしまいました。残念に思いま
す。 

連絡先 20 号館 4F クルモフ研究室 val@ee.ous.ac.jp 086-256-9542 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講者が少ないためにアンケートを実施していません。 
英文科目名  
関連科目 学部のときに習った数学、制御工学 
次回に向けての改善変更予定 現在は、「基礎制御工学 対話型学習システム」を WEB 上で公開していますが、

来年度から授業内容関連の HP をさらに充実して、演習問題やアニメーションを
含んだシミュレーション結果などをアップすることを計画しています。 

講義目的 本講義では、制御系の設計を重視し、システム制御理論と主な設計方法の理解を
目指す。具体的な内容は、状態空間表現、可制御性・可観測性、レギュレータ、



ＬＱＲ制御、オブザーバ、サーボ系の設計、ロバスト制御等について、多くの例
題を取り上げながら、講義をする。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 「制御工学の概要」 

講義の進め方・評価方法を説明する。OHP・動画・シミュレーションを用いて、
制御工学の歴史・自動制御の意味および応用について述べる。 
2 回 「動的システムと状態方程式」 
状態方程式、システムの応答および伝達関数と状態方程式について説明する。 
3 回 「状態方程式の解とシステムの安定性理論」 
状態推移行列の重要な性質について復習をしてから状態方程式の解を導出して、
解析をする。次に、漸近安定性とシステムの極について述べ、リャプノフ方程式
と安定判別法を説明する。 
4 回 「リャプノフ安定性理論」 
リャプノフ安定性理論について説明をする。 
5 回 「可制御性・可観測性と線形システムの構造」 
対角正準形式、可制御準形式・可観測準形式とその双方性、伝達関数と極・零点
について説明する。 
6 回 「レギュレータの設計と同一次元オブザーバの設計」 
レギュレータの設計を導出して、実例のもとにシミュレーションをし、解説する。
同様に同一次元オブザーバの設計について述べる。 
7 回 「最少次元オブザーバの設計」 
最少次元オブザーバの設計を導出する。 
8 回 「定常誤差と開ループシステムの型およびサーボ系の設計方法 I」 
定常誤差とシステムの型およびその応用について説明し。サーボ系の設計方法 I
を導入する。 
9 回 「演習・中間テスト」 
1 回〜8 回の復習をしてから中間テストを実施し、出題の解を解説する。 
10 回 「サーボ系の設計方法Ⅱ」 
サーボ系の設計方法Ⅱについて説明する。 
11 回 「最適レギュレータの設計」 
最適レギュレータの意味を説明し、その設計を導出する。 
12 回 「カルマン方程式と 1 入⼒システムの最適極および等価零点」 
カルマン方程式と最適フィードバックベクトルの設計法を説明する。最適極と等
価零点について述べる。 
13 回 「最適サーボ系の設計」 
最適サーボ系の設計の設計を説明する。 
14 回 「カルマンフィルタの設計」 
カルマンフィルタ設計の概要にるいて述べる。 
15 回 「まとめ」 
全体内容をまとめてから最新制御方法を紹介する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく読んで、全体の流れを把握すること。対話型学習システム※
の使い方を理解する。 



2 回 微分方程式の解法を復習すること。制御工学で習った関連内容を復習する
こと。 
3 回 制御工学で習った関連内容を復習すること。 
4 回 1 回〜3 回の内容をよく復習すること。 
5 回 制御工学で習った関連内容を復習すること。 
6 回 制御工学で習った関連内容を復習すること。対話型学習システムを用いて、
システム応答性について調べること。 
7 回 与えられたレギュレータとオブザーバを設計し、対話型学習システムを用
いてシミュレーションをすること。 
8 回 前回までの内容を復習し、理解すること。与えられたレポートを提出するこ
と。 
9 回 前回までの内容をしっかりと復習すること。 
10 回 前回までの内容をしっかりと復習すること。 
11 回 サーボ系を設計し、対話型学習システムでシミュレーションする。 
12 回 与えられたレポートを提出すること。 
13 回 前回までの内容を復習し、理解できるようにすること。 
14 回 前回までの内容を復習し、理解できるようにすること。 
15 回 全体の内容を復習すること。 

 



年度 2012 
授業コード MTE9011 
成績評価 セミナーでの発表・討論および研究活動報告により、指導教員が総合的に評価を

行う。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 電子工学専攻(12〜12) 
見出し MTE9011 特別研究Ⅰ 
担当教員名 垣谷 公徳、クルモフ バレリー、道⻄ 博行、笠 展幸、中川 紀美雄、太⽥

垣 博一 
単位数 3 
教科書 各指導教員に委ねる。 
アクティブラーニング  
キーワード 研究活動、能動的学習、セミナー、討論、プレゼンテーション 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 この科目では授業アンケートを行っていません。 
科目名 特別研究Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 各指導教員に委ねる。 
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード MTE9011 
実務経験のある教員  
達成目標 電子工学における各分野の最先端の研究に触れ、実際に研究開発に携わること

で、創造⼒、思考⼒、⼈間⼒を育成する。具体的な到達目標としては、 
1. 研究課題に対する文献調査を含む調査研究ができること。 
2. 研究課題の社会的背景や調査研究を踏まえて、研究の展開を考えれること。 
3. 発表会、報告会において、論理的プレゼンテーションができること。 

受講者へのコメント この科目では授業アンケートを行っていません。 
連絡先 各教員が指示する。 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この科目では授業アンケートを行っていません。 
英文科目名  
関連科目 具体的科目は各指導教員に委ねる。 
次回に向けての改善変更予定 この科目では授業アンケートを行っていません。 
講義目的 特別研究 I は、各教員の指導のもとに、電子工学に関する最先端の研究を行い、

修士論文としてまとめていくための研究を行う。これらの研究を通じ、技術者、
研究者として直面する問題を解決する能⼒、創造性などを養う。研究に当たって
は、最先端の理論、解法、実験技術などの情報を自主的に収集し、新規性に心が
け、自らの分野の専門知識を深めていくことに留意する。 



対象学年 1 年 
授業内容  
準備学習 指導教員の指導のもと、研究計画を立てること。 

 



年度 2012 
授業コード MTE9012 
成績評価 セミナーでの発表・討論および研究活動報告により、指導教員が総合的に評価を

行う。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 電子工学専攻(12〜12) 
見出し MTE9012 特別研究Ⅱ 
担当教員名 垣谷 公徳、クルモフ バレリー、道⻄ 博行、笠 展幸、中川 紀美雄、太⽥

垣 博一 
単位数 3 
教科書 各指導教員に委ねる。 
アクティブラーニング  
キーワード 研究活動、能動的学習、セミナー、討論、プレゼンテーション 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 この科目では授業アンケートを行っていません。 
科目名 特別研究Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 各指導教員に委ねる。 
授業形態 実験実習 
注意備考 特別研究 II の中で中間発表を行う。 
シラバスコード MTE9012 
実務経験のある教員  
達成目標 電子工学における各分野の最先端の研究に触れ、実際に研究開発に携わること

で、創造⼒、思考⼒、⼈間⼒を育成する。具体的な到達目標としては、 
1. 研究課題に対する文献調査を含む調査研究ができること。 
2. 研究課題の社会的背景や調査研究を踏まえて、研究の展開を考えれること。 
3. 発表会、報告会において、論理的プレゼンテーションができること。 

受講者へのコメント この科目では授業アンケートを行っていません。 
連絡先 各教員が指示する。 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この科目では授業アンケートを行っていません。 
英文科目名  
関連科目 具体的科目は各指導教員に委ねる。 
次回に向けての改善変更予定 この科目では授業アンケートを行っていません。 
講義目的 特別研究 II は、各教員の指導のもとに、電子工学に関する最先端の研究を行い、

修士論文としてまとめていくための研究を行う。これらの研究を通じ、技術者、
研究者として直面する問題を解決する能⼒、創造性などを養う。研究に当たって
は、最先端の理論、解法、実験技術などの情報を自主的に収集し、新規性に心が
け、自らの分野の専門知識を深めていくことに留意する。 



対象学年 1 年 
授業内容  
準備学習 指導教員の指導のもと、研究計画を立てること。 

 



年度 2012 
授業コード MTE9021 
成績評価 セミナーでの発表・討論および研究活動報告により、指導教員が総合的に評価を

行う。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 電子工学専攻(09〜11) 
見出し MTE9021 特別研究Ⅲ 
担当教員名 垣谷 公徳、クルモフ バレリー、道⻄ 博行、笠 展幸、中川 紀美雄、太⽥

垣 博一 
単位数 3 
教科書 各指導教員に委ねる。 
アクティブラーニング  
キーワード 研究活動、能動的学習、セミナー、討論、プレゼンテーション 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 この科目では授業アンケートを行っていません。 
科目名 特別研究Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 各指導教員に委ねる。 
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード MTE9021 
実務経験のある教員  
達成目標 電子工学における各分野の最先端の研究に触れ、実際に研究開発に携わること

で、創造⼒、思考⼒、⼈間⼒を育成する。具体的な到達目標としては、 
1. 研究課題に対する文献調査を含む調査研究ができること。 
2. 研究課題の社会的背景や調査研究を踏まえて、研究の展開を考えれること。 
3. 発表会、報告会において、論理的プレゼンテーションができること。 

受講者へのコメント この科目では授業アンケートを行っていません。 
連絡先 各教員が指示する。 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 この科目では授業アンケートを行っていません。 
英文科目名  
関連科目 具体的科目は各指導教員に委ねる。 
次回に向けての改善変更予定 この科目では授業アンケートを行っていません。 
講義目的 特別研究 III は、各教員の指導のもとに、電子工学に関する最先端の研究を行い、

修士論文としてまとめていくための研究を行う。これらの研究を通じ、技術者、
研究者として直面する問題を解決する能⼒、創造性などを養う。研究に当たって
は、最先端の理論、解法、実験技術などの情報を自主的に収集し、新規性に心が
け、自らの分野の専門知識を深めていくことに留意する。 



対象学年 2 年 
授業内容  
準備学習 指導教員の指導のもと、研究計画を立てること。 

 



年度 2012 
授業コード MTJ1312 
成績評価 レポート（５０％），試験（５０％） 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 情報工学専攻(11〜12) 
見出し MTJ1312 情報ネットワーク特論 
担当教員名 小松 雅治 
単位数 2 
教科書 テキストを配布 
アクティブラーニング  
キーワード 情報ネットワーク，確率過程，マルコフ連鎖，離散時間待ち行列，ネットワーク

の性能評価 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報ネットワーク特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 Ｍ． E. Woodward: Communication and Computer Networks, IEEE Computer 

Sosiety Press. 
授業形態 講義 
注意備考 テキストは英語なので，英語の辞書を持ってくること 
シラバスコード MTJ1312 
実務経験のある教員  
達成目標 確率の基礎をと確率過程を理解した上で，様々な離散時間待ち行列および離散時

間待ち行列ネットワークの解析技法を取得し，ネットワークの性能評価への応用
ができること． 

受講者へのコメント  
連絡先 20 号館 3 階小松研究室．オフィスアワー：月 5，6 時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講者がないため，該当なし 
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 情報ネットワークは IT 社会とか情報化社会と呼ばれる現代社会のインフラスト

ラクチャであり，その重要性は高まる一方である．本講義では，ネットワークを
設計する立場において重要なネットワークの確率モデル，特に，離散型待ち行列
によるモデル化と解析技法の理解，ならびに，その応用法を習熟することを目的
とする． 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 散時間待ち行列による解析を適用したネットワークの性能評価とその重要



性について説明する． 
2 回 事象の定義とその演算，確率の公理，条件付き確率，ベイズの公式，ランダ
ム変数について講述する． 
3 回 ランダム変数を特徴付ける確率分布関数，確率密度関数，モーメントについ
て説明し，更に，離散型確率変数に関する解析に用いられる⺟関数の定義，およ
び，⺟関数を用いたモーメントの導出法について講述する． 
4 回 ネットワークの性能解析に重要な確率分布として，一様分布，指数分布，幾
何分布，二項分布，ポアソン分布，正規分布の定義，および，それらの性質につ
いて講述する． 
5 回 ネットワークのトラヒック解析の基礎となる確率過程とポアソン過程につ
いて講述する．ポアソン過程は，パケットの到着プロセスのモデル化に使われる
ことが多いので，その特性を詳細に講述する． 
6 回 ネットワークのトラヒック解析では，確率過程の一つであるマルコフ連鎖
が頻繁に利用されるので，マルコフ連鎖の定義とその性質について講述する． 
7 回 第 6 回に引き続き，マルコフ連鎖の平衡解析法について講述する． 
8 回 マルコフ連鎖によるトラヒック解析の一例として，多元アクセスプロトコ
ルの性能解析について講述する． 
9 回 ネットワークの解析に使われる離散時間Ｍ／Ｍ／１待ち行列とその性能解
析への応用について講述する． 
10 回 ネットワークの解析に使われる離散時間Ｍ／Ｍ／Ｊ待ち行列とその性能解
析への応用について講述する． 
11 回 ネットワークの解析に使われる離散時間Ｍ［ａｎ］／Ｍ／１待ち行列とそ
の性能解析への応用について講述する． 
12 回 第 11 回に引き続き，Ｍ［ａｎ］／Ｍ／１待ち行列の性能解析への応用に
ついて講述する． 
13 回 離散時間Ｍ［ａｎ］／Ｍ［ｄｎ］／１待ち行列とＳ−待ち行列，および，
その応用について講述する． 
14 回 離散時間待ち行列ネットワークの定義とその解析法について講述する． 
15 回 離散時間待ち行列ネットワークによるトラヒック解析について講述する． 

準備学習 1 回 様々なネットワークを利用しているユーザの立場から，ネットワークの性
能とはどういうものかを考えておくこと 
2 回 学部の講義で学習した確率論の復習をしておくこと 
3 回 離散型および連続型の確率変数の分布とその特性とは何かを考えておくこ
と 
4 回 第 3 回の復習を行うとともに，具体的な確率分布にどのようなものがある
かを考えておくこと 
5 回 第 4 回の復習を行うとともに，ランダム変数が時間的に変動する確率過程
は，ネットワークの性能解析に重要である．その理由を考えておくこと 
6 回 ネットワークの性能解析ではマルコフ連鎖によるモデル化が多い．テキス
トを読んで，マルコフ連鎖の予備知識を得ておくこと 
7 回 第 6 回の復習を行うとともに，テキストを読んでおくこと 
8 回 ＬＡＮでは多元アクセスプロトコルが重要である．学部の講義（情報ネット



ワーク基礎論）の内容を復習し，理解しておくこと． 
9 回 待ち行列とは，客が待ち行列を作る処理系の数学モデルである．ネットワー
クで待ち行列現象がどのようなところで発生するかを考えておくこと 
10 回 第 9 回の講義の復習をし，離散時間待ち行列の考え方を理解しておくこと 
11 回 待ち行列における到着過程の多様性について考えておくこと 
12 回 第 11 回の講義を復習するとともに，テキストで予習しておくこと 
13 回 サービス時間の多様性について考えておくこと 
14 回 待ち行列が相互に接続された待ち行列系を待ち行列ネットワークという．
どのようなものかをテキストで予習しておくこと 
15 回 第 14 回の復習を行うとともに，どのような応用があるかを考えておくこ
と 

 



年度 2012 
授業コード MTJ13B1 
成績評価 数回の課題提出（４０％）と最終口頭発表（６０％）によって評価する。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 情報工学専攻(11〜12) 
見出し MTJ13B1 計算機工学特論 
担当教員名 小畑 正貴 
単位数 2 
教科書 資料配布 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 計算機工学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 パターソン・ヘネシー 「コンピュータの構成と設計 上・下」 

Verilog 関連図書 
授業形態 講義 
注意備考 論理回路、コンピュータ工学、コンパイラの基礎知識が必須である。 
シラバスコード MTJ13B1 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）機械語命令の構成、高級言語との関係が理解できる。 

（２）ＣＰＵの構成と設計手順が理解できる。 
（３）ハードウェア記述言語によって簡単なＣＰＵを設計でき、シミュレーショ
ンで動作が説明できる。 

受講者へのコメント  
連絡先 １８号館４階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講者少数のため実施していない。 
英文科目名  
関連科目 （学部）論理回路、コンピュータ工学、コンパイラ、情報工学実験 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ＣＰＵの構成と動作を深く理解することは、ハードウェア開発にはもちろん、ソ

フトウェア開発においても重要である。本講義では、ＣＰＵの構成と動作、設計
手法、高速化技術に関する講義と演習（ＣＰＵの設計）を行う。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 ＣＰＵの構成、設計手順について解説する。 

2 回 ＣＰＵの設計（命令セット）について解説する。 
3 回 ＣＰＵの設計（データパス回路）について解説する。 



4 回 ＣＰＵの設計（制御回路）について解説する。 
5 回 設計ツール、Verilog について解説する。 
6 回 組み合わせ回路、順序回路の設計について解説する。 
7 回 設計演習（命令セット、全体構成）を実施する。 
8 回 設計演習（ＡＬＵ、レジスタファイル）を実施する。 
9 回 設計演習（制御レジスタ、メモリ）を実施する。 
10 回 設計演習（制御回路）を実施する。 
11 回 設計演習（入出⼒）を実施する。 
12 回 設計演習（全体の完成とプログラム実行）を実施する。 
13 回 性能評価、パイプラインについて解説する。 
14 回 質疑応答、補足説明を行う。 
15 回 口頭発表を実施する。 

準備学習 1 回 コンピュータ工学、論理回路の内容を復習すること。 
2 回 機械語命令について復習すること。 
3 回 ＣＰＵの構成、ＡＬＵについて復習すること。 
4 回 制御回路について復習すること。 
5 回 論理回路、ハードウェア記述言語について復習すること。 
6 回 設計ツールが手元で使えるように各自で環境を準備すること。 
7 回 課題の回路を設計すること。 
8 回 課題の回路を設計すること。 
9 回 課題の回路を設計すること。 
10 回 課題の回路を設計すること。 
11 回 課題の回路を設計すること。 
12 回 課題の回路を設計すること。 
13 回 課題の回路を設計すること。 
14 回 全体を完成させ、問題点をまとめること。 
15 回 発表の準備をすること。 

 



年度 2012 
授業コード MTJ1712 
成績評価 課題レポート（６０％）と定期試験（４０％）において１００点満点中６０点以

上を単位取得合格とする。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 情報工学専攻(11〜12) 
見出し MTJ1712 ワイヤレスシステム特論 
担当教員名 宮垣 嘉也 
単位数 2 
教科書 ノート講義、適宜資料配布。 
アクティブラーニング  
キーワード ワイヤレス、アダプティブ・アレーアンテナ、ＭＩＭＯ，ＲＦＩＤ、ソフトウェ

ア無線 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 同上 
科目名 ワイヤレスシステム特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 多く出版されているので分かり易いものを参考にしてください。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MTJ1712 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）ソフトウェア無線、ＲＦＩＤについて説明できる、（２）アダプティブ・ア

レーアンテナのＭＭＳＥ制御アルゴリズムについて説明できる、（３）ＭＩＭＯ
について、２ｘ２のシステムを例にあげて説明できる。 

受講者へのコメント 同上 
連絡先 宮垣教授室 ５号館 4 階、オフスアワー：火曜日７・８時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講者なし 
英文科目名  
関連科目 符号理論特論、情報ネットワーク特論 
次回に向けての改善変更予定 同上 
講義目的 （１）ワイヤレス通信システム全般の将来技術についての知識を与える、（２）行

列数学を用いてアレーアンテナを解析する方法を知らしめる。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 ＲＦＩＤについて学習する。 

2 回 ソフトウェア・ワイヤレスシステムについて学習する。（１） 
3 回 ソフトウェア・ワイヤレスシステムについて学習する。（２） 
4 回 アダプティブ・アレーについて学習する。（１）（ベクトルによる微分の数学



についても知る。） 
5 回 アダプティブ・アレーについて学習する。（２） 
6 回 アダプティブ・アレーについて学習する。（３） 
7 回 電波の到来方向の推定について学習する。（１） 
8 回 電波の到来方向の推定について学習する。（２） 
9 回 ＭＩＭＯシステムについて学習する。（１） 
10 回 ＭＩＭＯシステムについて学習する。（２）（擬似逆行列という数学的内容
についても知る。）」 
11 回 ＭＩＭＯ（特に、ＳＴ符号化）システムについて学習する。（３） 
12 回 ＵＷＢワイヤレスシステムについて学習する。 
13 回 ミリ波ワイヤレスシステムについて学習する。 
14 回 光ワイヤレスシステムについて学習する。 
15 回 光ファイバ・ワイヤレスシステムについて学習する。 

準備学習 1 回 ＲＦＩＤ利用システムの具体例を調べておくこと。 
2 回 ソフトウェア・ワイヤレスとはどのようなものか、またその利点は何か予習
しておくこと。 
3 回 ソフトウェア・ワイヤレスを実現するために必要な技術を整理してみるこ
と。 
4 回 アンテナの基礎事項を確認しておくこと。 
5 回 行列について数学公式をまとめておくこと。 
6 回 ＣＭＡアダプティブ・アレーの⻑所について調べておくこと。 
7 回 電波の到来方向のいろいろな推定方法について調べておくこと。 
8 回 高精度の推定方法について調べておくこと。 
9 回 ＭＩＭＯシステムの目的、実用例について調べておくこと。 
10 回 マルチパス通信路の数学的特性化について調べておくこと。 
11 回 時空符号化（ＳＴＣ）について調べておくこと。 
12 回 ＵＷＢの定義、その信号波形について調べておくこと。 
13 回 周波数による電波の分類とミリ波の位置づけを確認しておくこと。 
14 回 赤外線の性質について調べておくこと。 
15 回 光ファイバ通信の概要を再認識しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MTJ2112 
成績評価  
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 情報工学専攻(11〜12) 
見出し MTJ2112 生体情報処理特論 
担当教員名 東 恒⼈ 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生体情報処理特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MTJ2112 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード MTJ2311 
成績評価 ・レポート(70%)・課題発表(30%) 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 情報工学専攻(11〜12) 
見出し MTJ2311 分散コンピューティング特論 
担当教員名 吉⽥ 誠 
単位数 2 
教科書 ・「講義ノート」を配布する。・関連する文献を随時配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 分散コンピューティング特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 アンドリュー・Ｓ・タネンバウム,他／分散システム原理とパラダイム第 2 版／ピ

アソン・エデュケーション,2009；A.Silberschatz, et al.／ Operating System 
Concepts／JohnWiley&Sons INC, 2010.（第 7 版日本語訳，土井範久監訳，オペ
レーティングシステムの概念，共立出版，2010．）；G.Coulouris, et al.／Distributed 
Systems Concepts and Design Fifth Edition／Addison 

授業形態 講義 
注意備考 オペレーティングシステム、データベース、ソフトウェア工学を履修しておくこ

とが望ましい。講義ノートと関連文献をもとに授業を行う。 
シラバスコード MTJ2311 
実務経験のある教員  
達成目標 分散システムの基本とその応用を理解し、システム設計の基本を身に付ける。 

・分散の利害得失を議論できる。 
・実際の分散システムの機構が把握できる。 
・分散システムの基本的設計ができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 吉⽥研究室 18 号館２階 オフィスアワー：木７−８時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 分散コンピューティングとは、一つの仕事を複数の独立したコンピュータで協⼒

して行う分散システム上で実行されるコンピューティングサービス、アプリケー
ションのことである。本講義では、基本ソフトウェア、ミドルウェア、分散アプ



リケーションを通して、分散コンピューティングのコアコンセプト、基本的技術、
実際の分散アプリケーションの構築について講義する。また、最近の分散コンピ
ューティングに関する文献を抽出し、その調査・発表を行う。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションを実施する 

2 回 集中と分散１（特性・特質と分類）について説明する 
3 回 集中と分散２（分散型アークテクチャ）について説明する 
4 回 ものづくりと分散１（ソフトウェア開発プロセス、開発形態、開発モデル)
について説明する 
5 回 ものづくりと分散２（モジュール化、カプリング、パターン、）について説
明する 
6 回 ものづくりと分散３（分散型アーキテクチャ、サービス、ビジネスモデル）
について説明する 
7 回 ものづくりと分散４（分散システムシミュレーション，モデル）について説
明する 
8 回 トランザクション制御１(モデル、ACID 特性)について説明する 
9 回 トランザクション制御２(直列性理論)について説明する 
10 回 トランザクション制御３(重複制御、フォールトトレランス、２ＰＣ、３Ｐ
Ｃ)について説明する 
11 回 ケーススタディ１（ビジネスモデル、サービス）について説明する 
12 回 ケーススタディ２(アマゾン、グーグル)について説明する 
13 回 ケーススタディ３(グリッド、クラウド)について説明する 
14 回 レポート作成、課題発表を実施する 
15 回 レポート作成、課題発表を実施する 

準備学習 1 回 シラバスを確認し、全体構成を把握しておくこと 
2 回 集中と分散の相違、それぞれの利害得失について考えておくこと 
3 回 集中と分散の相違、利害得失について文献を中心に調査しておくこと 
4 回 ソフトウェア開発に関連する文献を読んでおくこと 
5 回 モジュール化に関する文献を読んでおくこと 
6 回 ビジネスモデルに関する論文を読んでまとめておくこと 
7 回 分散システムのシミュレーションモデルに関する論文を読んでまとめてお
くこと 
8 回 一貫性制御に関連する論文を読んでおくこと 
9 回 直列性に関連する論文を読んでおくこと 
10 回 重複制御に関連する論文を読んでおくこと 
11 回 ソフトウェアビジネスに関連する論文を読んでおくこと 
12 回 アマゾン、グーグルに関連する論文を読んでおくこと 
13 回 グリッド、クラウドに関連する論文を読んでおくこと 
14 回 実システムの文献をまとめて、プレゼンテーション資料としてまとめてお
くこと 
15 回 実システムの文献をまとめて、プレゼンテーション資料としてまとめてお
くこと 



 



年度 2012 
授業コード MTJ2312 
成績評価 2 回の演習レポート，各 50%により成績を評価する。 

2 回の演習レポート点数の総計 60%以上を合格とする。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 情報工学専攻(11〜12) 
見出し MTJ2312 画像処理特論 
担当教員名 大倉 充 
単位数 2 
教科書 適宜，プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 授業内容に記載 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 画像処理特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 情報工学科 2 年生対象『画像処理と CG』講義ノート 

情報工学科 3 年生対象『情報処理実験』指導書 
Open CV プログラミングブック／奈良先端科学技術大学院大学 Open CV プロ
グラミングブック制作チーム／毎日コミュニケーションズ 

授業形態 講義 
注意備考 情報工学科 2 年生対象講義『画像処理と CG』を受講していることが望ましい。

また課題のレポート作成ではプログラミングが必要となるので，C, Java, VB な
どの言語を用いてプログラムを作成できなくてはならない（演習では C 言語を
用いる）。なお，演習は情報工学科第 2 実習室（4 号館 2 階）で行う。 

シラバスコード MTJ2312 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) 画像からの特徴抽出法の一つである数理的特徴抽出法を理解すること。 

(2) 画像の領域分割処理におけるクラスターとクラスター生成法を理解するこ
と。 
(3) 画像からの形状抽出処理の一つである Hough 変換の原理を理解すること。 
(4) Open CV の使用法を修得し，基本的な画像処理アルゴリズムを C 言語によ
り具体化できること。 

受講者へのコメント  
連絡先 大倉 充：大倉研究室 18 号館 2 階 ohkura＠ice.ous.ac.jp 

オフィスアワー 月・木：昼休み 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 対象学生なし 
英文科目名  



関連科目 学部講義：画像処理と CG，情報処理実験 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 画像処理に関する事項の中でも，特にパターン認識処理を行うために必要とな

る，画像からの数理的な特徴抽出法と領域分割法，および画像からの形状抽出処
理の一つである Hough 変換に関して説明する。また領域分割法に関しては，Open 
CV（画像処理ライブラリ）を用いて演習を行う。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 パターン認識処理の概要を文字認識処理を題材として説明する。 

パターン認識とは・文字認識処理（歴史的背景・概要・棄却処理・文字認識手法
の基本的な分類） 
2 回 基本的なパターン認識法について説明する。 
特徴ベクトルと特徴空間・線形分離可能・最近傍法・特徴抽出法 
3 回 パターン認識・メディア理解分野における最新研究動向について説明する。 
⼈間の行動の認識・画像情報からの有意情報の抽出・一般情景内に存在する文字
の認識 
4 回 特徴抽出法の一つである数理的特徴抽出法について説明する（第 1 回目）。 
数理的特徴抽出法の枠組み・数学準備（一次結合・正規直交基底・部分空間） 
5 回 特徴抽出法の一つである数理的特徴抽出法について説明する（第 2 回目）。 
数学準備（固有値・固有ベクトル・1 次変換）・データ圧縮の基本的な考え方（射
影と直交） 
6 回 特徴抽出法の一つである数理的特徴抽出法について説明する（第 3 回目）。 
部分空間法 
7 回 領域分割処理について説明する（第 1 回目）。 
クラスター・判別分析法 
8 回 領域分割処理について説明する（第 2 回目）。 
K 平均法・階層的クラスタリング（Ward 法） 
9 回 形状抽出処理について説明する。 
Hough 変換 
10 回 Open CV（画像処理ライブラリ）を用いた画像処理の演習を行う（第 1 回
目）。 
画像表示・画像の反転処理 
11 回 Open CV を用いた画像処理の演習を行う（第 2 回目）。 
領域分割処理の演習（判別基準による 2 値化処理） 
12 回 Open CV を用いた画像処理の演習を行う（第 3 回目）。 
動画像処理の基本（HSV 変換・特定色領域の抽出処理） 
13 回 Open CV を用いた画像処理の演習を行う（第 4 回目）。 
動画像処理の基本（2 値画像の動画像化） 
14 回 Open CV を用いた画像処理の演習を行う（第 5 回目）。 
インタラクティブ処理の基本（しきい値変更トラックバーの追加） 
15 回 Open CV を用いた画像処理の演習を行う（第 6 回目）。 
トラックバーを使用した動画像処理の自由課題作成 

準備学習 1 回 シラバスを確認し学習の過程を把握しておくこと。 



2 回 第 1 回に配布した講義資料を読んでおくこと。 
3 回 第 2 回に配布した講義資料を読んでおくこと。 
4 回 ベクトルの基礎的な演算を復習しておくこと。 
5 回 固有値と固有ベクトルについて復習し，3×3 行列の固有値・固有ベクトル
の計算ができるようにしておくこと。 
6 回 第 5 回の講義内容を理解しておくこと。 
7 回 学部講義『画像処理と CG』で配布された講義ノート中の「2 値画像処理」
に関する箇所を読んでおくこと。 
8 回 第 7 回講義内容を理解しておくこと。 
9 回 学部講義『画像処理と CG』で配布された講義ノート中の「線図形処理」に
関する箇所を読んでおくこと。 
10 回 C 言語のポインタと構造体について復習しておくこと。 
11 回 第 10 回で課した課題を終わらせておくこと。 
12 回 第 11 回で課した課題を終わらせておくこと。 
13 回 第 12 回で課した課題を終わらせておくこと。 
14 回 第 13 回で課した課題を終わらせておくこと。 
15 回 第 14 回で課した課題を終わらせておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MTJ2511 
成績評価 レポートによる 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 情報工学専攻(11〜12) 
見出し MTJ2511 符号理論特論 
担当教員名 麻谷 淳 
単位数 2 
教科書 資料配布 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 符号理論特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 Shu Lin, Daniel J.Costello,Jr.: Error Control Coding, Pearson EducationWilliam E. 

Ryan, Shu Lin: Channel Codes, Cambridge University PressW.Wesley Peterson, 
E.J.Weldon,Jr.: Error-Correcting Codes, MIT Press 和⽥山正：誤り訂正技術の基
礎，森北出版 

授業形態 講義 
注意備考 英語の文献を読むため，英和辞典を持ってくること． 
シラバスコード MTJ2511 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）線形ブロック符号の構成方法について理解する． 

（２）効率的な符号化，復号法を実現するための理論について理解を深める． 
（３）簡単な線形ブロック符号を用いて符号化ができる． 
（４）線形ブロック符号の復号法の誤り制御性能の評価ができる． 

受講者へのコメント  
連絡先 18 号館 4 階 麻谷研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 情報ネットワーク特論，ワイヤレスシステム特論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ディジタル情報の伝送，蓄積のときに生じる誤りを検出・訂正するための理論が

符号理論である．今日，工学的に広く応用され，様々な情報・通信システムの信
頼性向上に大きく貢献している．この講義では，線形ブロック符号について，誤
り検出・誤り訂正符号の構成法，符号化，復号法等について基礎的知識を習得す
ることを目的とする． 



対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 誤り訂正符号の基礎概念 

2 回 なぜ誤りの訂正・検出ができるのか 
3 回 通信路モデルと符号の種類 
4 回 １誤り訂正（７，４）ハミング符号 
5 回 ハミング距離と誤り訂正・検出の原理 
6 回 線形符号とパリティ検査行列 
7 回 線形符号の生成行列，符号化と復号法 
8 回 シフトレジスタを使った符号器と復号器 
9 回 多項式表現と巡回符号，ガロア体 
10 回 巡回符号の符号化と復号 
11 回 ガロア体上の多項式と符号の根 
12 回 ２重誤り訂正ＢＣＨ符号 
13 回 ＢＣＨ符号の符号化と復号 
14 回 リード・ソロモン符号 
15 回 レポート作成 

準備学習 1 回 線形代数の復習をしておくこと． 
2 回 第 1 回の復習をしておくこと． 
3 回 確率・統計の復習をしておくこと． 
4 回 通信路モデルの復習をしておくこと． 
5 回 ハミング符号の復習をしておくこと． 
6 回 第 5 回の内容を復習しておくこと． 
7 回 線形符号について復習しておくこと． 
8 回 第 7 回の内容について復習しておくこと． 
9 回 第 8 回の内容について復習しておくこと． 
10 回 巡回符号について調べておくこと． 
11 回 ガロア体について予習しておくこと． 
12 回 BCH 符号について調べておくこと． 
13 回 ２重誤り訂正ＢＣＨ符号について復習しておくこと． 
14 回 リード・ソロモン符号がどんなところに応用されているか調べておくこと． 
15 回 最近の符号理論の応用について調査すること． 

 



年度 2012 
授業コード MTJ2512 
成績評価 課題提出とプレゼンテーションによる。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 情報工学専攻(11〜12) 
見出し MTJ2512 応用時系列解析特論 
担当教員名 南原 英生 
単位数 2 
教科書 適宜、プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 応用時系列解析特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「ランダムデータの統計的処理」得丸英勝他訳、培風館「ADAPTIVE SIGNAL 

PROCESSING」Bernard Widrow, Samuel D.Stearns, Prentice-Hall, Inc. 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MTJ2512 
実務経験のある教員  
達成目標 ①得られた実験データに対して χ2 検定を行い、ガウス性の検定ができる。 

②低次の FIR フィルタに対して Wiener-Hopf の最適解が求められる。 
③低次の FIR フィルタに対して LMS アルゴリズムに基づいて最適解が求められ
る。 
④関連した論文を読んで、重要なポイントが理解できる。 
⑤興味を持った学術的な内容について自ら調べ、発表することができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 18 号館 1 階南原研究室 hideo@ice.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講者なし。 
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 工学の分野において、時間の経過とともにその値が不規則に変動するようなデー

タを取り扱う必要がしばしば生じる。本講義では、そのような時系列データの処
理法を理解するとともに、統計学的な考え方について学ぶ。また、音響関係への
応用や適応信号処理についても講義する。さらに、確率過程論、時系列予測、情
報欠損問題、極値問題などに関する最近の論文を解説し、研究内容の討論を行う。 



対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 イントロダクション。講義の進め方について説明する。統計的基礎概念、パ

ラメータ推定いついて説明する。 
2 回 本講義に必要な確率分布について説明する。具体的には、正規分布、χ2 分
布、F 分布、Student の t 分布について説明する。 
3 回 「推定」の考え方について解説し、信頼区間について説明する。 
4 回 「検定」の考え方について解説し、仮説検定について説明する。 
5 回 χ2 検定について説明し、正規性の検定に関する演習を行う。 
6 回 不規則過程の解析を行う上での基礎的な考え方や内容について説明する。 
7 回 定常不規則過程、エルゴード的不規則過程、非定常不規則過程について説明
する。また、不規則過程を記述するための確率密度関数、自己相関関数、パワー
スペクトル密度関数について説明する。 
8 回 ディジタルフィルタについて解説し、最適フィルタの概念について説明す
る。 
9 回 線形結合器の動作曲面の最小値を探索する手法について説明し、Wiener-
Hopf の方程式を行列式の形で導出する。 
10 回 最急降下法および LMS アルゴリズムについて説明し、LMS アルゴリズム
が充分な繰り返しの後、Wiener の最適解に収束することを確認する。 
11 回 LMS アルゴリズムのバリエーションについて説明する。 
12 回 論文の輪講１。確率過程に関連した論文を読み、それについて解説する。 
13 回 論文の輪講２。確率過程に関連した論文を読み、それについて解説する。 
14 回 論文の輪講３。確率過程に関連した論文を読み、それについて解説する。 
15 回 プレゼンテーションを行い、それについて討論する。 

準備学習 1 回 確率・統計の基礎的な内容について復習しておくこと。 
2 回 正規分布など、基本的な確率密度関数について調べておくこと。 
3 回 中心極限定理について調べておくこと。正規分布、χ2 分布について復習し
ておくこと。 
4 回 「第 1 種の誤り」、「第 2 種の誤り」について理解しておくこと。 
5 回 ヒストグラム、有意水準について調べておくこと。 
6 回 確定的データの分類について調べておくこと。また、ランダムデータはどの
ように取り扱われているかについて調べ、考えておくこと。 
7 回 確率密度関数、相関関数、周波数スペクトルについて調べておくこと。 
8 回 インパルス応答、たたみこみ、FIR フィルタについて調べておくこと。ベク
トル表記およびベクトルの各種演算法について調べておくこと。 
9 回 行列の各種演算が実際にできるように演習を行っておくこと。 
10 回 最急降下法について調べておくこと。 
11 回 ニュートン法について復習しておくこと。 
12 回 予め配布した論文を読んでおくこと。 
13 回 予め配布した論文を読んでおくこと。 
14 回 予め配布した論文を読んでおくこと。 
15 回 興味を持った学術的な内容について調べ、発表の準備をしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MTJ3112 
成績評価 課題提出（報告書，製作物提出）（100%）により行う。 
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 情報工学専攻(11〜12) 
見出し MTJ3112 ヒューマンコンピュータインタラクシ特論 
担当教員名 島⽥ 恭宏 
単位数 2 
教科書 原則，ノート講義を実施する．必要に応じ資料を配布する．講義はパワーポイン

トを用いて進行させる。 
アクティブラーニング  
キーワード 講義計画の各回のカッコ内を参照すること。 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 ヒューマンコンピュータインタラクシ特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 岡⽥謙一，⻄⽥正吾他著：“IT Text ヒューマンコンピュータインタラクション”，

オーム社． 
椎尾 一郎著：“ヒューマンコンピュータインタラクション入門 ”， サイエンス
社． 

授業形態 講義 
注意備考 ８回以降は演習形式で授業を実施する。ＰＣは学科実習室のものを使用する。そ

れ以外（ソフトウェア、ハードウェア）については，担当教員が用意し貸与する。
そのため他専攻からの受講は遠慮願いたい。 

シラバスコード MTJ3112 
実務経験のある教員  
達成目標 1)⼈間の知覚・認知・理解について以下のような項目を説明できること 

・⼈間の記憶に関する情報処理モデル・メンタルモデル 
・操作の直接・間接，指示の直接・間接・アフォーダンス 
2)現在研究対象とされている新しいインタラクションスタイルについて，大まか
に説明できること 
・たとえば，VR,AR,マルチモーダル,タンジブル,ノンバーバル... 
3)この授業で扱う程度のセンサやアクチュエータ、処理系を用いて簡単な問題で
あれば、プロトタイピングができること。 

受講者へのコメント  
連絡先 20 号館 3 階 島⽥恭宏研究室 shimada×ice.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 対象学生なし 
英文科目名 Advanced Human Computer Interaction 



関連科目 コンピュータグラフィックス特論，画像処理特論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ヒューマンコンピュータインタラクション（HCI）とは，⼈間とコンピュータと

の相互的な交流作法を研究する分野である。従来型作法は，コンピュータを主体
として構築され，⼈間がその作法に合わせる努⼒を払ってきた。しかし現在では，
⼈間同士のコミュニケーションで使用されるさまざまなチャネルを用いて，より
自然な⼈間の振舞をコンピュータとのインタラクションに用いる手法が注目さ
れている。これらの分野には，インタラクションスタイルを決めるデバイス等の
物理的側面だけにとどまらず，⼈間の認知的側面をも併せ持つ。本講義では認知
的側 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 HCI の目的・意義について説明する。 

（インタフェース，HCI のゴール） 
2 回 ⼈間の認知と理解について説明する。 
（ヒューマンパフォーマンスモデル，メンタルモデル，ノーマンの 7 段階モデル，
アフォーダンス） 
3 回 対話システムのデザインについて説明する。 
（指示の直接・間接，直接操作，間接操作，相互参照場，WYSIWYG） 
4 回 ⼈とコンピュータのコミュニケーションについて説明する。 
（バーバル，ノンバーバル，マルチモーダル） 
5 回 情報の可視化について説明する。 
（フォーカス＋コンテクスト，ゲシュタルトの法則） 
6 回 空間型インタフェースについて説明する。 
（VR，ユビキタス，AR、MR，タンジブル） 
7 回 フィジカルコンピューティングについて説明する。 
（プロトタイピング） 
8 回 processing（言語）のプログラミング，主にフレームワークについて説明す
る。 
（sketchbook，プログラム構造，データ形式，制御構造） 
9 回 processing（言語）のプログラミングについて説明する。 
（メディア処理） 
10 回 インタラクションとそれを構成するための入出⼒デバイスについて説明す
る。（圧電スピーカ，CdS，温度センサ，測距センサ，LED） 
11 回 例題を示し，それを実現するためのセンサ・アクチュエータを使って回路
を形成し，プログラムを作成してインタラクションを実現する／LED の明るさ
と点滅速度のコントロール 
12 回 例題を示し，それを実現するためのセンサ・アクチュエータを使って回路
を形成し，プログラムを作成してインタラクションを実現する／３軸加速度セン
サの応用と processing による簡易な三次元表示 
13 回 例題を示し，それを実現するためのセンサ・アクチュエータを使って回路
を形成し，プログラムを作成してインタラクションを実現する／LED マトリク
ス・７セグメント LED のコントロール 



14 回 例題を示し，それを実現するためのセンサ・アクチュエータを使って回路
を形成し，プログラムを作成してインタラクションを実現する／最終課題の作
成，レポート作成 
15 回 受講者が自身の最終課題の発表をプレゼンする（同時にレポート提出）。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと 
2 回 知覚／認知について，図書館等で⼈間の，ことに視知覚に関する特性などを
調べてみておくこと。 
3 回 知覚／認知について，図書館等で⼈間の，ことに視知覚に関する特性などを
調べてみておくこと。 
4 回 ⼈と⼈，⼈とコンピュータそれぞれの対話について，どうやって行われてい
るか，何が追加されればよりよい対話が可能かなど考えてみること。 
5 回 身の回りにどのような可視化の例があるか観察しておくこと。 
6 回 ゲームに代表される空間を使った入出⼒機器についてどのような例がある
か調べておくこと。 
7 回 配布する資料に目を通しておくこと。 
8 回 「processing」のフレームワークを理解しておくこと。 
9 回 「processing」のメディア処理（画像、音声の入出⼒等）についてライブラ
リの存在、その使用方法を調べておきなさい。 
10 回 第 6 回までの内容を復習し、⼈がシステムと対話するときの行動について
考えてみておくこと。それに基づき、どのようなセンサでどのような⼈の行動が
計測可能か考えてみること。それが最終提出課題のアイデアとなる。 
11 回 離散的制御方法によるＬＥＤの明るさを変化させる方法について調べてお
くこと。またＬＥＤを指定された時間（ON 時間，OFF 時間）で点滅させるには
どのような方法を用いればよいか考えてみること。 
12 回 加速度センサの計測原理について調べておくこと。また OpenGL 等での
CG による３次元表示技術についても調べておくこと。 
13 回 ７セグメントＬＥＤの作動方法について調べておきなさい。 
14 回 前回の内容は完成させておきなさい。また自身でテーマを定め、インタラ
クションを設計し（⼈ーシステム間）それをどのように実装するのか（必要とな
るセンサ、アクチュエータ等）考えておきなさい。 
15 回 自身の制作物についてのプレゼンテーション，および，報告書を準備して
おくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MTJ3122 
成績評価  
曜日時限 水曜日 1・2 時限 
対象クラス 情報工学専攻(〜10) 
見出し MTJ3122 ヒューマンコンピュータインタラクション 
担当教員名 島⽥ 恭宏 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 ヒューマンコンピュータインタラクション 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MTJ3122 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 対象学生なし 
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード MTJ3311 
成績評価 講義中の演習（３０％），提出課題(５０％)，最終レポート（２０％）により行う．

60%以上で合格とする． 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 情報工学専攻(11〜12) 
見出し MTJ3311 知識情報特論 
担当教員名 ⻄原 典孝 
単位数 2 
教科書 配布プリント 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 知識情報特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する． 
授業形態 講義 
注意備考 集合論などの離散数学の基礎知識（学部授業の「情報数学Ⅱ」）があることを前提

とする． 
シラバスコード MTJ3311 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）命題論理の論理式の定義，意味論，公理体系について理解していること． 

（２）１階述語論理の論理式の定義，意味論，公理系について理解していること． 
（３）導出原理に基づく論理式上の推論が行なえること． 
（４）各種の様相論理の概要を理解していること． 
（５）高階論理，弱い論理の概要を理解していること． 
（６）日本語文の意味を形式的に分析して論じることができること． 

受講者へのコメント  
連絡先 18 号館 3 階 ⻄原研究室 nisihara＠ice.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講⼈数が１名の為，アンケート取らず です． 
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 計算機上で知識情報処理を実現するには，知識の表現および推論の仕方を厳密に

記述する必要がある．本講義では，様々な論理体系を取り上げ，論理による形式
的な知識の表現法および推論法に関して学ぶ． 

対象学年 1 年/2 年 



授業内容 1 回 授業概要，命題論理の構文，意味論について説明する。 
2 回 命題論理の同値関係，公理体系について説明する。 
3 回 命題論理の完全性，一階述語論理の構文，簡単な日本語文の表現について説
明する。 
4 回 一階述語論理の意味論，式の変換，公理体系について説明する。 
5 回 一階述語論理の完全性，一階述語論理による基本的な知識の表現法につい
て説明する。 
6 回 一階述語論理による知識の表現について説明する。 
7 回 導出原理に基づく推論手続き１：スコーレム標準形への変換について説明
する。 
8 回 導出原理に基づく推論手続き２： 命題論理に対する推論の実行について説
明する。 
9 回 導出原理に基づく推論手続き３： 一階述語論理に対する推論の実行につい
て説明する。 
10 回 導出原理に基づく推論手続き４：解の抽出，知識処理への応用について説
明する。 
11 回 様相論理１：時制論理について説明する。 
12 回 様相論理２：知識と信念の論理について説明する。 
13 回 高階論理，弱い論理非単調推論，ゲーデルの不完全性定理について説明す
る。 
14 回 日本語文の意味構造と論理体系の意味記述法の違いについて説明する。 
15 回 自然言語の高階的意味表現と形式論的限界について説明する。 

準備学習 1 回 離散数学の基礎（集合論など)，命題論理の真理値表に関して，学部時代に
学んだことを復習しておくこと。 
2 回 命題論理の構文，意味論について復習しておくこと。 
3 回 命題論理の公理体系について復習しておくこと。 
4 回 命題論理の構文，意味論，公理体系の３つの役割について復習しておくこ
と。 
5 回 命題論理の完全性について復習しておくこと。 
6 回 日本語文の意味を一階述語論理式で表せるか考えておくこと。 
7 回 一階述語論理の構文について復習しておくこと。 
8 回 スコーレム標準形について復習しておくこと。 
9 回 命題論理に対する導出原理について復習し，よく理解しておくこと。 
10 回 一階述語論理に対する導出原理について復習し，よく理解しておくこと。． 
11 回 一階述語論理式だけではその意味が表現できないような日本語文の例を考
えておくこと。 
12 回 「知っている」と「信じている」の違いを考えてみること。 
13 回 １階述語論理や様相論理ではだけではその意味が表現できないような日本
語文の例を考えておくこと。 
14 回 ゲーデルの不完全性定理がもたらした数学分野への影響について調べてみ
ること。 
15 回 形式的に扱うには困難な高度な意味を持つ日本語文例を考えておくこと。 



 



年度 2012 
授業コード MTJ33A2 
成績評価 資料調査・レポート(70%)、討論・発表点(30%) 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 情報工学専攻(11〜12) 
見出し MTJ33A2 科学技術倫理特論 
担当教員名 小林 泰男＊ 
単位数 2 
教科書 科学技術と倫理(シリーズ「⼈間論としての 21 世紀的課題」)/石⽥三千雄他/ナ

カニシヤ出版 
アクティブラーニング  
キーワード 法と倫理、公衆の利益、合意形成、技術のリスク評価、予防倫理、専門職の責務、

利益相反、組織の意志決定、知的財産 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 科学技術倫理特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 技術倫理(日本の事例から学ぶ)/佐伯昇・杉本泰治編著/丸善、 

第 3 版科学技術の倫理(その考え方と事例)/C.E.Harris,Jr ら/日本技術士会訳編/
丸善、 
技術者のための倫理と法律/井野辺陽/ナカニシヤ出版 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MTJ33A2 
実務経験のある教員  
達成目標 科学技術倫理に基づく自律の判断ができるように基本的考え方を修得する。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 科学技術倫理の理解と、事故事例について科学技術倫理の観点と現実の行為の過

程を考察することによって、技術専門職として社会の信頼に応えられる能⼒を養
う。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 講義全体の内容と進め方を説明する。科学技術倫理教育の背景について講

義する。 



2 回 科学技術のニーズ、科学技術倫理の課題、法と倫理の関係について講義す
る。 
3 回 公衆の利益、研究者・技術者の責務について講義する。 
4 回 科学技術的認識の目的合理性と倫理性について講義する。 
5 回 科学技術の公益性、利害関係者の合意形成について講義する。 
6 回 コンプライアンス違反事例の調査を基に会社の社会的責任(CSR)について
講義する。 
7 回 技術的な欠陥による重大事故の事例を基に組織の意志決定プロセスと専門
職の倫理について講義する。 
8 回 公害・食品中毒の事例を基に専門職として公衆の安全を守る倫理について
講義する。 
9 回 一般消費者向製品の事故事例を基に製造物責任者の責務について講義する。 
10 回 列車・航空機の重大事故事例を基にリスクの評価と予防倫理について講義
する。 
11 回 労働災害の事例を基に安全管理者の責務について講義する。 
12 回 知的財産権について概説する。知的財産権のトラブル事例を基に発明者の
権利について講義する。 
13 回 受講者が事故の原因、対策、専門職の倫理についてグループ討論して発表
する。 
14 回 受講者が事故の原因、対策、専門職の倫理についてグループ討論して発表
する。 
15 回 受講者が事故の原因、対策、専門職の倫理についてグループ討論して発表
する。 

準備学習 1 回 教科書(第 11、12 章)を読み、科学技術倫理教育の背景を予習すること。 
2 回 教科書(第 1、2 章)を読み、「科学技術倫理とは何か」を考えること。 
3 回 科学技術系の学会・協会の倫理綱領や規定を読み、技術者の行動規範につい
て考えること。 
4 回 教科書(第 6、7、8 章)を読み、「技術開発は誰のためのものか」、目標と社会
的な影響を考えること。 
5 回 教科書(第 9、10 章)を読み、代表例として諫早湾干拓事業の状況を調べて、
科学技術の公益性、利害関係者の合意形成の難しさ・取組み方について考えるこ
と。 
6 回 技術者の関わりが深いコンプライアンス違反の事象、原因、処理などを調
べ、倫理的な課題と防止策を考えること。事例「三菱自動車のリコール隠し」、
「耐震強度偽装」、「ディーゼルエンジン排ガス浄化装置のデータ改竄」。 
7 回 公衆の利益に技術的判断が活かされなかった事例を調べ、専門職の判断の
重要性と実践の難しさを考えること。事例「チャレンジャー号爆発事故」「薬害エ
イズ」。 
8 回 公害、食品中毒の事象、原因、処理などを調べ、専門職は被害の拡大を防ぐ
ためどのように行動すべきかを考えること。事例「有機水銀中毒」、「森永ミルク
ヒ素中毒」、「かねみ油症」。 
9 回 一般消費者向製品の欠陥や不正改造による事故の事象、原因、処理などを調



べ、製造物責任の考え方や消費者の安全配慮について考えること。事例「パロマ
湯沸器一酸化炭素中毒」、「コンニャク入りゼリー」。 
10 回 航空機・列車事故の事象、原因、処理などを調べ、事故リスクの評価と技
術的安全対策の必要性について考えること。事例 「JAL123 便墜落」、「JR 福知
山線事故」。 
11 回 労働災害の事象、原因、処理などを調べ、現場の安全管理責任について考
えること。事例「東海村 JCO 臨界事故」、「酸素欠乏症・ガス中毒事故」。 
12 回 知的財産の種類、権利の内容、譲渡などについて資料を調べ予習すること。
事例「⻘色 LED 特許係争」「ミノルタ・ハネウェル特許訴訟」。 
13 回 グループ毎に討議する事例を選択して、科学技術倫理の観点で自分の意見
と論点を整理しておくこと。 
14 回 グループ毎に討議する事例を選択して、科学技術倫理の観点で自分の意見
と論点を整理しておくこと。 
15 回 グループ毎に討議する事例を選択して、科学技術倫理の観点で自分の意見
と論点を整理しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MTJ3511 
成績評価 講義中の演習(50%)、最終課題(50%)の合計が 60%以上を合格とする。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 情報工学専攻(11〜12) 
見出し MTJ3511 データ工学特論 
担当教員名 尾崎 亮 
単位数 2 
教科書 資料を作成して配布する 
アクティブラーニング  
キーワード オブジェクト指向，データベース，データマイニング，XML 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 データ工学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 次世代データベースとデータマイニング（CQ 出版社） 
授業形態 講義 
注意備考 講義開始前に点呼を行う。 
シラバスコード MTJ3511 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) データマイニング手法について説明できること 

(2) テキストマイニング手法について説明できること 
(3) XML および関連技術について説明できること 
(4) 関連テーマについて，数ページのレポートとしてまとめられること 

受講者へのコメント  
連絡先 尾崎研究室：4 号館 2 階 オフィスアワー：月 5-6 時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 学部講義：データベース，プログラミング言語論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 データは日常いたるところに存在するが、そこから有用な情報を抽出し活用する

ことは容易ではない。データから情報を抽出する方法として注目されているデー
タマイニング手法およびテキストマイニング手法に関連するテーマ、もしくは、
データを活用する方法として連合データベースや XML および XML データベー
スなどに関連するテーマを扱う。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 データベースの基本概念について説明する。 

2 回 オブジェクト指向とデータベースについて説明する。 



3 回 データマイニング技術のうち，相関ルールについて説明する。 
4 回 データマイニング技術のうち，分類について説明する。 
5 回 データマイニング技術のうち，回帰分析について説明する。 
6 回 データマイニング技術のうち，クラスタリングについて説明する。 
7 回 Web マイニングの基本概念について説明する。 
8 回 Web マイニング技術の前提条件となる Web とデータベースについて説明
する。 
9 回 Web マイニング技術のうち，Web データの解析について説明する。 
10 回 テキストマイニングの基礎概念について説明する。 
11 回 テキストマイニング技術のうち，自然言語処理について説明する。 
12 回 XML の基本概念について説明する。 
13 回 XML 技術のうち，XML データベースについて説明する。 
14 回 XML 技術のうち，XML マイニングについて説明する。 
15 回 最終課題を課し，その内容について解説する。 

準備学習 1 回 身近にあるデータベース利用のアプリケーションについて考えておくこと。 
2 回 オブジェクト指向について調べておくこと。 
3 回 知識発見の意義・利点・過程について調べておくこと。 
4 回 ベイズ分類器，決定木，サポートベクターマシンについて調べておくこと。 
5 回 線形回帰，ロジスティック回帰，サポートベクトル回帰について調べておく
こと。 
6 回 データ・クラスタリングについて調べておくこと。 
7 回 身近な Web マイニングの例について考えておくこと。 
8 回 情報検索の仕組みを調べておくこと。 
9 回 アクセスログなど，Web フィールドで得られるデータの種類にどんなもの
があるか調べておくこと。 
10 回 テキストマイニングで用いられる手法について調べておくこと。 
11 回 自然言語処理について調べておくこと。 
12 回 XML について調べておくこと。 
13 回 XML からのデータベース利用について調べておくこと。 
14 回 XML データベースを利用したマイニングの試みについて調べておくこと。 
15 回 これまでの講義内容をレポートにまとめられるようにしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MTJ4311 
成績評価 レポート 80％，課題発表 20％により成績を評価する。 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス 情報工学専攻(11〜12) 
見出し MTJ4311 並列処理特論 
担当教員名 上嶋 明 
単位数 2 
教科書 資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 講義内容に記載 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 並列処理特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 湯浅太一, 安村通晃, 中⽥登志之 編：「はじめての並列プログラミング」，共立出

版 
笠原 博徳 著：「並列処理技術」，コロナ社 
小畑 正貴 著：「たのしくできる並列処理コンピュータ」，東京電機大学出版局 

授業形態 講義 
注意備考 C 言語によるプログラミングの能⼒が必要である。 

※研究室 Web ページにて講義に関する情報やサンプルプログラムの公開を行
う。Web 検索により講義に関連する情報を収集する。スライドをプロジェクター
で掲示する。 

シラバスコード MTJ4311 
実務経験のある教員  
達成目標 (1)各種並列処理方式の構成と動作について説明できる。 

(2)共有メモリ方式と分散メモリ方式について説明できる。 
(3)結合ネットワークの構成，中継方式，ルーティングについて説明できる。 
(4)自動並列化の方法について説明できる。 
(5)並列プログラミングの概略を説明できる。 
(6)P スレッド，OpenMP，MPI，SSE，CUDA，OpenCL による基礎的な並列プ
ログラムを記述できる。 

受講者へのコメント  
連絡先 18 号館 3 階 上嶋研究室 uejima＠ice.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 計算機工学特論，分散コンピューティング特論 



次回に向けての改善変更予定  
講義目的 並列計算機は複数の演算器やプロセッサを同時に動かして処理能⼒を高めるも

のである。最近ではマルチコア CPU などの出現により特に並列処理技術の重要
性が増している。本講義では各種並列処理方式とプログラミングモデルの理解を
深め，実際に P スレッド，OpenMP，MPI，SSE，CUDA，OpenCL による並列
プログラミングを行う。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 並列処理概要について説明する。 

2 回 並列処理方式１について説明する。 
3 回 並列処理方式２について説明する。 
4 回 並列処理方式３について説明する。 
5 回 最新動向と関連した論文について解説する。 
6 回 最新動向と関連した論文について解説する。 
7 回 並列プログラミング概要について説明する。 
8 回 共有メモリ型並列プログラミング１（P スレッド）について説明する。 
9 回 共有メモリ型並列プログラミング２（OpenMP）について説明する。 
10 回 分散メモリ型並列プログラミング（MPI）について説明する。 
11 回 SIMD 型並列プログラミング（SSE）について説明する。 
12 回 GPGPU プログラミング（CUDA，OpenCL）について説明する。 
13 回 並列プログラミング実践について解説する。 
14 回 レポート作成の後，課題発表会を実施する。 
15 回 レポート作成の後，課題発表会を実施する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し，学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 キーワード「並列コンピューティング」で Web 検索し，講義に関連する情
報を調べておくこと。 
3 回 キーワード「スーパーコンピュータ」で Web 検索し，講義に関連する情報
を調べておくこと。 
4 回 キーワード「マルチプロセッサシステム」で Web 検索し，講義に関連する
情報を調べておくこと。 
5 回 各自に与えられたテーマに関連する情報を十分に収集しておくこと。 
6 回 各自に与えられたテーマに関連する情報を十分に収集しておくこと。 
7 回 並列計算機の能⼒を引き出すためにはどのようなプログラミングを行えば
よいのか調べておくこと。 
8 回 第 7 回講義内容の P スレッドの部分を確認しておくこと。 
9 回 第 7 回講義内容の OpenMP の部分を確認しておくこと。 
10 回 第 7 回講義内容の MPI の部分を確認しておくこと。 
11 回 キーワード「SSE」で Web 検索し，関連する情報を調べておくこと。 
12 回 キーワード「GPGPU」で Web 検索し，関連する情報を調べておくこと。 
13 回 使用する並列プログラミングモデルと並列化の対象とする問題を検討して
おくこと。 
14 回 並列プログラムを完成させるとともにレポートの作成を開始しておくこ
と。 



15 回 並列プログラムを完成させるとともにレポートの作成を開始しておくこ
と。 

 



年度 2012 
授業コード MTJ4511 
成績評価 演習レポート(50%)、最終課題(50%)の合計が 60%以上を合格とする。 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス 情報工学専攻(11〜12) 
見出し MTJ4511 コンピュータグラフィックス特論 
担当教員名 島⽥ 英之 
単位数 2 
教科書 適宜プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 講義計画参照。 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 コンピュータグラフィックス特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 講義 
注意備考 Java のプログラミング経験は問わないが、Ｃ言語を十分に習得し、基本的なデー

タ構造とアルゴリズムについての知識がある受講者を前提としている。実習形式
の講義を通じ、毎回相当量のプログラミングを課すので、履修の際には注意され
たい。※ 

シラバスコード MTJ4511 
実務経験のある教員  
達成目標 オブジェクト指向言語による実用的なプログラミング技術を身に付け、２次元お

よび３次元ＣＧの基本原理を理解し、２次元および３次元ＣＧ生成に必要なソー
スコードを自⼒で記述できることを目標とする。 

受講者へのコメント  
連絡先 島⽥（英）研究室 18 号館 5 階 オフィスアワー月〜金昼 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 画像処理特論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 コンピュータグラフィックスは、映像の制作のみならず、計算結果の可視化など

でもその威⼒を発揮する技術である。本講義では、２次元の直線や円弧の生成法
に始まり、３次元ＣＧの生成法に至るまでの各種技法について述べる。なお、プ
ログラムのソースレベルから完全に理解することを目的としているため、実際に
Java によるプログラミングを行いながら実習形式で講義を進める。 

対象学年 1 年/2 年 



授業内容 1 回 Java 言語による開発環境の構築、Java 言語の基礎（１）を講義する。 
2 回 Java 言語の基礎（２）を講義する。 
3 回 ２次元ベクトルクラスの作成（１）を講義する。 
4 回 ２次元ベクトルクラスの作成（２）を講義する。 
5 回 点、直線、円弧の生成を講義する。 
6 回 ３次元ベクトルクラスの作成（１）を講義する。 
7 回 ３次元ベクトルクラスの作成（２）を講義する。 
8 回 ワイヤーフレームモデルのモデリングと描画を講義する。 
9 回 行列演算クラスの作成を講義する。 
10 回 マウスによるモデルの回転操作を講義する。 
11 回 ３次元モデルクラスの作成を講義する。 
12 回 サーフェスモデルのモデリングと描画を講義する。 
13 回 ポリゴンの表裏判定を講義する。 
14 回 シェーディング計算を講義する。 
15 回 デプスソートの実装を講義する。 

準備学習 1 回 Java 言語の特徴、各種開発環境について調査しておくこと。 
2 回 継承の概念について調査しておくこと。 
3 回 この回から本格的にプログラミングが始まる。クラスの概念について理解
しておくこと。 
4 回 前回の講義中に実装できなかった部分を完成させておくこと。 
5 回 ２次元ベクトルクラスを完成させ、テストデータで検証しておくこと。Java
のアプレットについて調査しておくこと。 
6 回 Bresenham の直線生成器を完成させ、テストデータで検証しておくこと。 
7 回 前回の講義中に実装できなかった部分を完成させておくこと。 
8 回 ３次元ベクトルクラスを完成させ、テストデータで検証しておくこと。 
9 回 前回の講義中に実装できなかった部分を完成させておくこと。 
10 回 行列演算クラスを完成させ、テストデータで検証しておくこと。 
11 回 前回の講義中に実装できなかった部分を完成させておくこと。 
12 回 ３次元モデルクラスを完成させ、テストデータで検証しておくこと。 
13 回 前回の講義中に実装できなかった部分を完成させておくこと。 
14 回 前回の講義中に実装できなかった部分を完成させておくこと。 
15 回 前回の講義中に実装できなかった部分を完成させておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MTJ5111 
成績評価  
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 情報工学専攻(11〜12) 
見出し MTJ5111 情報計測特論 
担当教員名 山本 勲 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報計測特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MTJ5111 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード MTJ5512 
成績評価 課題発表(50 点)とレポート(50 点)によって評価し，60 点以上を合格とする． 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 情報工学専攻(11〜12) 
見出し MTJ5512 進化計算特論 
担当教員名 片山 謙吾 
単位数 2 
教科書 適宜，資料を配付する． 
アクティブラーニング  
キーワード 組合せ最適化，進化計算アルゴリズム，メタ戦略アルゴリズム，局所探索 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 進化計算特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 柳浦睦憲・茨木俊秀 著：「組合せ最適化−メタ戦略を中心として」朝倉書店 

相吉英太郎・安⽥恵一郎 編著：「メタヒューリスティクスと応用」電気学会 
授業形態 講義 
注意備考 上記した「関連科目」（学部講義）の基礎知識があることを前提とする． 
シラバスコード MTJ5512 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) 組合せ最適化問題と実用問題との関連性について説明ができること 

(2) 進化計算手法や関連手法について説明ができること 
(3) クラス P と NP について説明ができること 
(4) 関連論文を理解し，その内容についてプレゼンテーションができること 
(5) 関連論文を理解し，数ページの論文・レポートとしてまとめ直すことができ
ること 

受講者へのコメント  
連絡先 片山謙吾 研究室： 4 号館 2 階 オフィスアワー：火・木 昼休み 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 学部講義： データ構造とアルゴリズム，プログラミング，情報数学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 工学などの分野に現れる実用上重要な問題の多くは，組合せ最適化問題として定

式化される．この種の問題に対する代表的な手法として進化計算が注目されてい
る．進化計算とは，生物の遺伝・進化の過程を模倣することにより，最適化・学
習などの機能を計算機上で実現する問題解決戦略の総称である．進化計算法は，
従来の手法では解決が困難であった問題にも適用できる高いロバスト性を備え



ており，広範・多様な分野に応用されている．本講義では，進化計算の概要，主
要な適用対象である組合せ最適化問題とその計算困難性，工学などの実用問題と
の関連性 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 進化計算と最適化 

2 回 組合せ最適化問題と工学的実用問題 1 
3 回 組合せ最適化問題と工学的実用問題 2 
4 回 グラフ・計算量 
5 回 厳密解法・近似解法 
6 回 計算複雑性の理論 
7 回 進化計算法 1 遺伝的アルゴリズム 
8 回 進化計算法 2 様々な交叉操作 
9 回 進化計算法 3 進化的・遺伝的プログラミング 
10 回 進化計算法 4 群知能・アント最適化・PSO 
11 回 進化計算の関連手法 1 局所探索法 
12 回 進化計算の関連手法 2 メタ戦略アルゴリズム 
13 回 進化計算の関連手法 3 メタ戦略とその発展形 
14 回 関連論文の課題発表・質疑応答および解説 1 
15 回 関連論文の課題発表・質疑応答および解説 2 

準備学習 1 回 進化の歴史について調べておくこと 
2 回 組合せ最適化問題の特徴について調べておくこと 
3 回 身近に存在する最適化問題について考えておくこと 
4 回 データ構造とアルゴリズムで講義したグラフ，計算量について復習してお
くこと 
5 回 データ構造とアルゴリズムで講義した厳密解法（列挙法），近似解法の違い
について復習しておくこと 
6 回 クラス P，NP について調べておくこと 
7 回 遺伝的アルゴリズムの特徴について調べておくこと 
8 回 巡回セールスマン問題などに対する代表的な交叉操作について調べておく
こと 
9 回 進化的プログラミング，進化的戦略，遺伝的プログラミングについて調べて
おくこと 
10 回 群知能について調べておくこと 
11 回 局所探索の特徴について調べておくこと 
12 回 代表的なメタ戦略アルゴリズムについて調べておくこと 
13 回 代表的なメタ戦略アルゴリズムについて調べておくこと 
14 回 課題発表のための準備をしておくこと 
15 回 課題発表のための準備をしておくこと 

 



年度 2012 
授業コード MTJ9013 
成績評価 指導教員が総合評価し，合否を判定する． 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 情報工学専攻(12〜12) 
見出し MTJ9013 特別研究Ⅰ 
担当教員名 ⻄原 典孝、宮垣 嘉也、山本 勲、小畑 正貴、大倉 充、東 恒⼈、島⽥ 恭

宏、南 
単位数 6 
教科書 各指導教員が指示する． 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 特別研究Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 文献を含め，各指導教員が指示する．また，学生自身が自主的に見つけることを

推奨する． 
授業形態 実験実習 
注意備考 中間発表会での発表は必須である． 
シラバスコード MTJ9013 
実務経験のある教員  
達成目標 自立的な研究能⼒を身につけるために，以下の能⼒を養う：（１）研究課題を見つ

ける．（２）関連分野の情報を収集し，研究課題の背景や位置づけを明確にする．
（３）研究を実施するための計画を立てる．（４）各研究室における報告やディス
カッションを通して，明瞭，かつ，論理正しい記述，コミュニケーションができ
る．（５）各研究室における発表，および，中間発表会を通して，他⼈が分かりや
すく，論理的なプレゼンテーションを行う． 

受講者へのコメント  
連絡先 各指導教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 アンケート実施せず 
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 特別研究Ⅰ，Ⅱは，指導教員（正・副）の指導のもとに，情報工学に関する研究

課題について研究を行い，その成果を修士論文としてまとめるものである．特別
研究Ⅰでは，専門分野に関する文献の調査を行い，研究課題を見つけ，研究実施
計画を立て，研究を遂行し，中間発表会で発表することによって，自立的な研究



実施能⼒を養う． 
対象学年 1 年 
授業内容  
準備学習 これまでの学習内容の復習すること。関連分野の文献調査・情報収集を行い、研

究内容・実施計画を検討すること。 
 



年度 2012 
授業コード MTJ9023 
成績評価 指導教員が総合評価し，合否を判定する． 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 情報工学専攻(11〜11) 
見出し MTJ9023 特別研究Ⅱ 
担当教員名 ⻄原 典孝、宮垣 嘉也、山本 勲、小畑 正貴、大倉 充、東 恒⼈、島⽥ 恭

宏、南 
単位数 6 
教科書 各指導教員が指示する 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 特別研究Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 文献を含め，各指導教員が指示する．また，学生自身が自主的に見つけることを

推奨する． 
授業形態 実験実習 
注意備考 研究中間発表会および修士論文発表会での発表は必須である． 
シラバスコード MTJ9023 
実務経験のある教員  
達成目標 総合的な研究能⼒を身につけるために，以下の能⼒を養う：（１）関連分野の情報

を継続的に収集し，研究課題の妥当性の検証を行い，必要であれば軌道修正を行
う．（２）研究を実施するための計画を立てる．（３）各研究室における報告やデ
ィスカッションを通して，明瞭，かつ，論理正しい記述，コミュニケーションが
できる．（４）実験や解析で得られた結果を評価する．（５）研究成果を論文とし
てまとめる．（６）他⼈が分かりやすく，論理的なプレゼンテーションを行う． 

受講者へのコメント  
連絡先 各指導教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 アンケート実施せず 
英文科目名  
関連科目 研究課題による． 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 特別研究Ⅰ，Ⅱは，指導教員（正・副）の指導のもとに，情報工学に関する研究

課題について研究を行い，その成果を修士論文としてまとめるものである．特別
研究Ⅱでは，特別研究Ⅰに引き続き，専門分野に関する文献の調査を継続し，研
究課題の妥当性の検証を行い，研究実施計画を立て，研究を遂行し，９月には研



究中間発表会を行い，最終的に研究結果を修士論文としてまとめ，年度末に公開
で行う修士論文発表会で発表することによって，総合的な研究実施能⼒を養う． 

対象学年 2 年 
授業内容  
準備学習 関連分野の文献調査や情報収集を行うこと。研究内容・実施計画を検討すること。 

 



年度 2012 
授業コード MTM1111 
成績評価 各講義における質疑応答、定期試験、レポートなどから総合的に評価する 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 生体医工学専攻(11〜12) 
見出し MTM1111 生体医工学特別講義Ⅱ 
担当教員名 猶原 順、八⽥ 貴、林 紘三郎、小畑 秀明、木原 朝彦、内貴 猛、中路 修

平、原 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 コメントはありませんでした。 
科目名 生体医工学特別講義Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に指示する 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MTM1111 
実務経験のある教員  
達成目標 生体医工学の幅広い分野についての知見と理解を深める。 
受講者へのコメント  
連絡先 E-mail:jnaohara@bme.ous.ac.jp, Tel&Fax:086-256-9711、１２号館１階 猶原教

授室  
フィスアワー：金昼 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 学部、大学院の全ての科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生体医工学全般についての理解を促すために､生体医工学の各分野について専攻

の教員により、オムニバス形式での講義を行う｡ 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 遺伝子診断・遺伝子治療技術１（基本と実用レベルについて）について説明

する。（八⽥貴） 
2 回 遺伝子診断・遺伝子治療技術２（最近の関連文献の輪読）について説明す
る。（八⽥貴） 
3 回 分散分析と多重比較による測定値の統計処理について説明する。（内貴猛） 



4 回 地域環境と地球環境の環境計測と環境保全について説明する。（猶原順） 
5 回 画像診断とＰＡＣＳについて説明する。（木原朝彦） 
6 回 画像診断と画像圧縮について説明する。（木原朝彦） 
7 回 最新の生体医工学に関する記事の輪読と関連事項を解説する。１（鼻手術、
マイクロ手術、解剖の⼒学）（林紘三郎） 
8 回 最新の生体医工学に関する記事の輪読と関連事項を解説する。２（ラピドプ
ロトタイピングの医学応用、バーチュアル手術、疾患のコンピュータ解析、スー
パーコンピュータの医学利用）（林紘三郎） 
9 回 ⼈工臓器と生体材料１（設計思想・技術）について説明する。（中路修平） 
10 回 ⼈工臓器と生体材料２（バイオ⼈工臓器）について説明する。（中路修平） 
11 回 内視鏡外科手術と手術器具開発について説明する。（松木範明） 
12 回 臨床工学技士の臨床業務について説明する。（小畑秀明） 
13 回 バイオインフォマティクス解析の概要と応用について説明する。（原啓文） 
14 回 再生医療とドラックデリバリー（ＤＤＳ）技術について説明する。（二見
翠） 
15 回 外科的治療支援に関わる基礎的な工学技術と先端研究について説明する。
（松宮潔） 

準備学習 1 回 遺伝子工学について調べておくこと。 
2 回 輪読する関連文献を下調べしておくこと。 
3 回 分散分析と多重比較による測定値の統計処理について調べておくこと。 
4 回 新聞で報道されている環境問題について調べておくこと。 
5 回 ＰＡＣＳについて調べておくこと。 
6 回 画像圧縮の種類について調べておくこと。 
7 回 輪読する関連文献を下調べしておくこと。 
8 回 輪読する関連文献を下調べしておくこと。 
9 回 生体材料の特徴と種類について調べておくこと。 
10 回 ⼈工臓器に求められることを整理しておくこと。 
11 回 内視鏡装置について調べておくこと。 
12 回 臨床工学技士の役割と業務について調べておくこと。 
13 回 バイオインフォマティクスとは何かについて調べておくこと。 
14 回 再生医療とは何か、ＤＤＳとは何かについて調べておくこと。 
15 回 外科手術で用いられる器具について調べておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MTM1311 
成績評価 レポートおよび発表を総合的に評価する。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 生体医工学専攻(11〜12) 
見出し MTM1311 臨床医学特論 
担当教員名 松木 範明 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード 臨床医学 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 臨床医学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MTM1311 
実務経験のある教員  
達成目標 各臓器における主要な疾患とその病態および治療法を理解する。 
受講者へのコメント  
連絡先 27 号館 3F 303 号室 

086-256-9776 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 臨床医学総論 Ⅰ?Ⅳ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 各種疾患を理解するとともに臨床的な考え方とプロセスを理解する。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 予め各項目について、各自の教科書?参考書や学部授業で配った資料（プリント）

に目を通し、基礎的な語句や知識について整理?確認しておくこと。 
 



年度 2012 
授業コード MTM1512 
成績評価 各講義における質疑応答の内容や演習の達成状況、および、レポートにより総合

的に評価する。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 生体医工学専攻(11〜12) 
見出し MTM1512 医用画像工学特論 
担当教員名 木原 朝彦 
単位数 2 
教科書 授業の中で紹介する。 
アクティブラーニング  
キーワード 医用画像診断装置、ＣＴ、ＭＲＩ、超音波 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 医用画像工学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 舘野之男「画像診断」中公新書鈴木篤「画像検査で読む⼈体」講談社現代新書 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MTM1512 
実務経験のある教員  
達成目標 Ｘ線ＣＴ、核磁気共鳴装置、超音波診断装置、核医学装置、医用画像処理の原理

について、その詳細を理解し、それに基づいた医用応用がどのように行われてい
るかを理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２７号館３階３０５号室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 電子工学Ｉ・II、生体計測工学Ｉ・II、放射線工学概論、生体工学実験Ｉ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 医用画像の生成原理とその応用について講義する．具体的には，Ｘ線ＣＴ，ＭＲ

Ｉ，超音波，核医学画像の画像生成原理と，それらの画像の 2 次元・3 次元画像
処理による臨床情報の抽出についての講義と演習を行う． 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 医用画像とその特徴について講義する。 

2 回 Ｘ線ＣＴの再構成原理について理論的背景を中心に講義する。 
3 回 Ｘ線ＣＴと画像処理について臨床応用を中心に講義する。 
4 回 ＭＲＩ画像の再構成原理について理論的背景を中心に講義する。 



5 回 ＭＲＩ画像と画像処理について臨床応用を中心に講義する。 
6 回 超音波画像の生成原理について理論的背景を中心に講義する。 
7 回 超音波画像と画像処理について臨床応用を中心に講義する。 
8 回 核医学画像の生成原理について理論的背景を中心に講義する。 
9 回 核医学画像と画像処理について臨床応用を中心に講義する。 
10 回 医用画像と画像処理全般について理論的背景を中心に講義する。 
11 回 医用画像と特徴抽出全般について理論的背景を中心に講義する。 
12 回 医用三次元画像について理論的背景を中心に講義する。 
13 回 医用三次元画像について臨床応用を中心に講義する。 
14 回 医用三次元画像の位置合わせについて理論的背景を中心に講義する。 
15 回 まとめ 

準備学習 1 回 特になし 
2 回 Ｘ線と物質の相互作用について調べておくこと。 
3 回 再構成で得られる画像の物理的意味を復習しておくこと。 
4 回 核磁気共鳴現象について調べておくこと。 
5 回 再構成で得られる画像の物理的意味を復習しておくこと。 
6 回 超音波と物質の相互作用について調べておくこと。 
7 回 再構成で得られる画像の物理的意味を復習しておくこと。 
8 回 放射性同位元素について調べておくこと。 
9 回 核医学で得られる画像の物理的意味を復習しておくこと。 
10 回 ここまでに学んだ医用画像についてその性質を整理しておくこと。 
11 回 画像処理の基本について予習しておくこと。 
12 回 身の回りにある三次元画像処理について例を探しておくこと。 
13 回 前回学んだことを元に考えられる応用を考えておくこと。 
14 回 画像の位置合わせの意義について考えておくこと。 
15 回 この講義で学んだことについて復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MTM19A1 
成績評価 出席、レポート、課題発表によって評価する。 
曜日時限 月曜日 9・10 時限 
対象クラス 生体医工学専攻(11〜12) 
見出し MTM19A1 生体遺伝子工学特論 
担当教員名 八⽥ 貴 
単位数 2 
教科書 適宜、プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 環境バイオテクノロジー、グリーンバイオテクノロジー、ホワイトバイオテクノ

ロジー、レッドバイオテクノロジー 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特に無し。 
科目名 生体遺伝子工学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 橋本直樹 著 『レクチャー バイオテクノロジー』 培風館塚越規弘 編集 「応

用微生物学」 朝倉書店 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MTM19A1 
実務経験のある教員  
達成目標 最近の環境生物学のトピックスについて理解し、自分の研究に役立てる。また、

英語学術論文を読むことにより理解を深める。さらに、プレゼンテーションを行
い他⼈に理解してもらえる能⼒を身につける事を目的とする。 

受講者へのコメント 特に無し。 
連絡先 ２７号館３階 八⽥ 教授室 086-256-9515 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特に無し。 
英文科目名  
関連科目 環境生物学特論ⅠI 
次回に向けての改善変更予定 特に無し。 
講義目的 生命現象の基になる遺伝子／酵素の研究は近年めざましく、遺伝子レベルの解析

なしでは生命現象を論ずる事が難しいと思えるほどである。また、最近の微生物、
植物を中心とした遺伝子工学の研究は基礎から実用まで極めて高度に進展して
いるのが現状である。この講義では微生物・植物の DNA のクローニング方法、
導入方法、またそれらの遺伝情報がどのように利用されているかを述べる。さら
に、最近の専門書や研究論文を解説し、より理解を深める。 

対象学年 1 年/2 年 



授業内容 1 回 オリエンテーション、遺伝子工学とは？ 全体像を説明する。 
2 回 遺伝子工学の歴史について説明する。 
3 回 遺伝子工学の現代の手法と応用について説明する。 
4 回 バイオテクノロジーの歴史について説明する。 
5 回 応用微生物・植物学・動物学の現代の手法と応用について説明する。 
6 回 植物遺伝子工学について説明する。 
7 回 植物への DNA 導入について説明する。 
8 回 iPS 細胞の役割について説明する。 
9 回 環境汚染物質除去における微生物と植物の役割について説明する。 
10 回 関連した論文の解説をする。I 
11 回 関連した論文の解説をする。II 
12 回 関連した論文の解説をする。 III 
13 回 （課題発表）I：レポート作成。受講生が説明する。 
14 回 （課題発表）II：レポート作成。受講生が説明する。 
15 回 （課題発表）II：レポート作成。受講生が説明する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 遺伝子工学について調べておくこと。 
3 回 遺伝子工学の応用について調べておくこと。 
4 回 有用微生物について調べておくこと。 
5 回 微生物・植物・動物の産業への応用について調べておくこと。 
6 回 組み換え植物について調べておくこと。 
7 回 組み換え植物について調べておくこと。 
8 回 iPS 細胞について調べておくこと。 
9 回 環境汚染について調べておくこと。 
10 回 英語論文の和訳をしておくこと。 
11 回 英語論文の和訳をしておくこと。 
12 回 英語論文の和訳をしておくこと。 
13 回 各⼈が発表するレポートの準備をしておくこと。 
14 回 各⼈が発表するレポートの準備をしておくこと。 
15 回 各⼈が発表するレポートの準備をしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MTM2112 
成績評価 レポートの課題を与え、提出されたレポートによって評価する。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 生体医工学専攻(11〜12) 
見出し MTM2112 システム生物学特論 
担当教員名 原 啓文 
単位数 2 
教科書 適宜プリントの配布を行う。 
アクティブラーニング  
キーワード DNA、ゲノム情報、バイオインフォマティクス、プログラミング 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 システム生物学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ゲノム３ メディカル・サイエンス・インターナショナルバイオインフォマティ

クス 第２版 メディカル・サイエンス・インターナショナル 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MTM2112 
実務経験のある教員  
達成目標 ・生物学の基礎を理解する。・配列情報から相同性検索ができる。・ゲノム配列の

アノテーション（注釈付け）が行える。・オーム解析の原理を理解し、説明でき
る。 

受講者へのコメント  
連絡先 6 号館 2 階 原講師室 hhara＠bme.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 基礎生物学、生化学、分子生物学、情報処理工学、遺伝子工学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 今後ますます重要になる生命現象と情報・システム科学について学習し、生命現

象の理解に情報・システム科学の知識がどのように生かされているのかを理解す
る。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 【 バイオインフォマティクスの歴史】オリエンテーション 

2 回 【 配列の収集と蓄積】DNA 分子の配列を収集し、コンピュータファイル
として蓄積する概要を述べる。 
3 回 【 対にした配列のアライメント】核酸やタンパク質の配列を並べる方法



（アライメント）について講義する。 
4 回 【 配列アライメントの確率的、統計的解析】配列アライメントの優位性を
調べるための統計学的処理について講義する。 
5 回 【 多重配列アライメント】分子の構造や機能を推定する重要なツールであ
る他州配列アライメントについて講義する。 
6 回 【 類似配列のデータベース検索】転写因子結合部位、プロモータ領域を同
定できる類似配列のデータベースの使用法について講義する。 
7 回 【 系統推定】互いに類縁にある塩基配列、アミノ酸配列から進化関係を推
定する方法について講義する。 
8 回 【 RNA 二次構造の予測】RNA 分子中に形成される二次構造パターンを推
定する方法について講義する。 
9 回 【 遺伝子予測と遺伝子調節】タンパク質をコードする遺伝子領域、プロモ
ータ配列などの遺伝子領域を特定する方法について講義する。 
10 回 【 タンパク質の分類と構造予測】タンパク質のアミノ酸配列から立体構
造を予測する方法について講義する。 
11 回 【 ゲノム解析１】特定の生物種のゲノム配列を明らかにする方法につい
て講義する。 
12 回 【 ゲノム解析２】全ゲノム解析から代謝、細胞分化、成⻑に影響を与え
る遺伝子を特定する方法について講義する。 
13 回 【 Perl と Perl モジュールを用いたプログラミング】Perl を用いたプログ
ラミング、および各種 Perl モジュールについて講義する。 
14 回 【 マイクロアレイ解析１】生物種の遺伝子発現を調べる方法について講
義する。 
15 回 【 マイクロアレイ解析２】マイクロアレイによって得られたデータの解
析方法について講義する。 

準備学習 1 回 【 バイオインフォマティクスの歴史】シラバスをよく読み、システム生物
学特論で学ぶことを確認しておく。 
2 回 【 配列の収集と蓄積】基礎生物学の内容を復習しておくこと 
3 回 【 対にした配列のアライメント】塩基配列、アミノ酸配列について復習し
ておくこと 
4 回 【 配列アライメントの確率的、統計的解析】第 3 回の内容を復習しておく
こと 
5 回 【 多重配列アライメント】第 3 回・4 回の内容を復習しておくこと 
6 回 【 類似配列のデータベース検索】データベースについて予習しておくこと 
7 回 【 系統推定】分子進化について調べておくこと 
8 回 【 RNA 二次構造の予測】RNA の構造と機能について予習しておくこと 
9 回 【 遺伝子予測と遺伝子調節】DNA, RNA, タンパク質の流れを予習してお
くこと 
10 回 【 タンパク質の分類と構造予測】アミノ酸の構造について予習しておく
こと 
11 回 【 ゲノム解析１】DAN 配列と遺伝子予測について予習しておくこと 
12 回 【 ゲノム解析２】細胞の増殖について予習しておくこと 



13 回 【 Perl と Perl モジュールを用いたプログラミング】プログラミング言語
について予習しておくこと 
14 回 【 マイクロアレイ解析１】今までの内容を復習しておくこと 
15 回 【 マイクロアレイ解析２】今までの内容を復習しておくこと 

 



年度 2012 
授業コード MTM2312 
成績評価 講義や文献内容発表における質疑応答，態度，質により評価する。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 生体医工学専攻(11〜12) 
見出し MTM2312 バイオメカニクス特論Ⅱ 
担当教員名 内貴 猛 
単位数 2 
教科書 資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード バイオダイナミクス，運動のバイオメカニクス，生体数理モデル 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 バイオメカニクス特論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 運動のバイオメカニクス／牧川方昭・吉⽥正樹共著／コロナ社： 

身体運動のバイオメカニクス／日本エム・イー学会編／コロナ社： 
バイオメカニックスの探求 生物と運動／R マクニール アレクサンダー著／
日経サイエンス社 

授業形態 講義 
注意備考 定期試験を実施しない。 
シラバスコード MTM2312 
実務経験のある教員  
達成目標 バイオダイナミクス，運動のバイオメカニクス，数理モデルについて理解する。 
受講者へのコメント  
連絡先 27 号館 3 階 304 室 tnaiki@bme.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 バイオメカニクス特論Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生体の運動に着目したバイオダイナミクス，運動のバイオメカニクスに関して講

義する。具体的には筋生理や運動調節の基礎，⼈体や動物・昆虫の運動原理につ
いて解説する。また，電化製品や大型機器に利用されている生体を模倣した数理
モデルについて概要を解説する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション。講義の進め方を説明する。 

2 回 筋肉の構造，収縮のメカニズムについて説明する。 
3 回 骨格筋収縮の調節機構について説明する。 



4 回 心筋の構造，収縮のメカニズムについて説明する。 
5 回 心臓収縮の調節機構について説明する。 
6 回 昆虫の運動器官について説明する。 
7 回 バイオダイナミクスに関する文献の内容を要約し、紹介してもらう。 
8 回 生体数理モデル。ファジー制御の基礎について説明する。 
9 回 ファジー制御の応用について説明する。 
10 回 ニューラルネット１（基礎）について説明する。 
11 回 ニューラルネット２（逆誤差伝搬法）について説明する。 
12 回 遺伝的アルゴリズム１（原理）について説明する。 
13 回 遺伝的アルゴリズム２（機械学習への応用）について説明する。 
14 回 ⼈工生命について説明する。 
15 回 生体数理モデルに関する文献の内容を要約し、紹介してもらう。 

準備学習 1 回 講義予定、特に輪読発表の日程を自分の予定表に書き込んでおくこと。 
2 回 配付資料の該当箇所を読んでおくこと。 
3 回 配付資料の該当箇所を読んでおくこと。 
4 回 配付資料の該当箇所を読んでおくこと。 
5 回 配付資料の該当箇所を読んでおくこと。 
6 回 配付資料の該当箇所を読んでおくこと。 
7 回 事前に配布する文献を読み、要約し、発表用の資料を作成すること。 
8 回 配付資料の該当箇所を読んでおくこと。 
9 回 配付資料の該当箇所を読んでおくこと。 
10 回 配付資料の該当箇所を読んでおくこと。 
11 回 配付資料の該当箇所を読んでおくこと。 
12 回 配付資料の該当箇所を読んでおくこと。 
13 回 配付資料の該当箇所を読んでおくこと。 
14 回 配付資料の該当箇所を読んでおくこと。 
15 回 事前に配布する文献を読み、要約し、発表用の資料を作成すること。 

 



年度 2012 
授業コード MTM2512 
成績評価 レポートにより判定する 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 生体医工学専攻(11〜12) 
見出し MTM2512 生体高分子化学特論 
担当教員名 二見 翠 
単位数 2 
教科書 配布資料を用いて講義を行う 
アクティブラーニング  
キーワード タンパク質工学・遺伝子工学・抗体医薬・蛋白質製剤 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生体高分子化学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 細胞の分子生物学 第 5 版/Bruce Alberts（著）/ニュートンプレス:生物化学実験

法 45 組換えタンパク質生産法/塚越規弘（編著）/学会出版センター:図解で学ぶ
DDS/橋⽥充/じほう 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MTM2512 
実務経験のある教員  
達成目標 タンパク質を作る・使う・調べるにあたって必要な基礎知識の習得を目標とする。 
受講者へのコメント  
連絡先 二見研究室（5 号館 3 階） e-mail;mfutami@bme.ous.ac.jp オフィスアワー;木曜

日午前中 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 タンパク質は生命活動の維持に重要な役割を果たしており、生体医工学分野にお

いてその理解と産業応用の重要性は高い。本講義ではこのタンパク質について基
本的性質から生産方法・分析方法まで、一連の取り扱いに必要な知識および基本
技術を講義する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 医療におけるタンパク質の重要性 

2 回 タンパク質の構成要素：アミノ酸の種類，構造，分類 
3 回 アミノ酸側鎖の性質１：解離性アミノ酸，pKa 



4 回 アミノ酸側鎖の性質２：親水性と疎水性，水の構造，疎水性の尺度 
5 回 タンパク質の高次構造：二次構造と水素結合、3 次構造 
6 回 タンパク質の安定性：可逆変性と不可逆変性 
7 回 タンパク質の安定性：プロテアーゼ消化，限定加水分解と完全加水分解 
8 回 タンパク質を生産するための各種技術１：遺伝子工学の基礎 
9 回 タンパク質を生産するための各種技術２：各種宿主細胞を使ったタンパク
質生産 
10 回 タンパク質を生産するための各種技術３：タンパク質精製技術 
11 回 タンパク質を生産するための各種技術４：タンパク質生産・精製における
各種分析・定量技術（1） 
12 回 タンパク質を生産するための各種技術４：タンパク質生産・精製における
各種分析・定量技術（2） 
13 回 タンパク質製剤、抗体医薬とは 
14 回 タンパク質の工業生産技術 
15 回 タンパク質工学を利用した再生医療技術 

準備学習 1 回 タンパク質についてどんな産業利用をされているか調べてくること 
2 回 アミノ酸の種類について予習すること 
3 回 酸・塩基・pH について基本知識を復習しておくこと 
4 回 水の化学的性質について調べておくこと 
5 回 第 3,4 回の講義をよく復習しておくこと 
6 回 「タンパク質の変性剤」というキーワードについて調べておくこと 
7 回 「プロテアーゼ」というキーワードについて調べておくこと 
8 回 DNA の基本構造や働きについて復習しておくこと 
9 回 第 8 回の講義内容をよく復習しておくこと 
10 回 「液体クロマトグラフィー」というキーワードについて調べておくこと 
11 回 「電気泳動」というキーワードについて調べておくこと 
12 回 「質量分析計」というキーワードについて調べておくこと 
13 回 実用化されている抗体医薬について調べておくこと 
14 回 タンパク質医薬品の工業生産例について調べておくこと 
15 回 「再生医療」というキーワードについて調べておくこと 

 



年度 2012 
授業コード MTM25A1 
成績評価 講義の出席状況（50％）、課題発表（50％）による。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 生体医工学専攻(11〜12) 
見出し MTM25A1 ⼈間環境工学特論 
担当教員名 猶原 順 
単位数 2 
教科書 適宜、プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 大気環境、水質環境、廃棄物、循環型社会、環境計測、環境アセスメント、環境

ホルモン、ダイオキシン 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 記載無し 
科目名 ⼈間環境工学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 環境・循環型社会・生物多様性白書、環境省、平成 22 年度版 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MTM25A1 
実務経験のある教員  
達成目標 ⼈間の生活活動に伴って生じた環境問題のうち、河川や湖沼の汚濁・汚染、海洋

環境の破壊、有機系有害物質による汚染、無機系有害物質による汚染、大気汚染、
酸性雨といった具体的な問題について理解する。また、生物に対する環境の変化
の影響や、バイオモニターとしての生物について理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先 E-mail:jnaohara@bme.ous.ac.jp, Tel&Fax:086-256-9711、１２号館１階 猶原教

授室  
フィスアワー：金昼 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 環境生物学特論Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ⼈間の生活活動に伴って生じた環境問題のうち、河川や湖沼の汚濁・汚染、海洋

環境の破壊、有機系有害物質による汚染、無機系有害物質による汚染、大気汚染、
酸性雨といった具体的な問題について解説し、理解を深める。また、生物に対す
る環境の変化の影響や、バイオモニターとしての生物について紹介し、理解を深
める。 



対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 水質汚濁（河川・湖沼・海洋）について説明する。 
3 回 高度水処理技術について説明する。 
4 回 大気汚染について説明する。 
5 回 地球温暖化・酸性雨について説明する。 
6 回 有機系有害物質の汚染（ダイオキシン,PCB）について説明する。 
7 回 有機系有害物質の汚染（環境ホルモン）について説明する。 
8 回 無機系有害物質の汚染（重金属）について説明する。 
9 回 生態系について説明する。 
10 回 バイオモニターについて説明する。 
11 回 循環型社会について説明する。 
12 回 低炭素社会について説明する。 
13 回 廃棄物・リサイクルについて説明する。 
14 回 新エネルギーについて説明する。 
15 回 課題発表を行う。 

準備学習 1 回 環境生物学特論Ⅱの授業の進め方を説明するため、特に準備学習は無し。 
2 回 第 1 回に配布する資料（プリント）水質汚濁（河川・湖沼・海洋）を予習し
ておくこと。 
3 回 第 2 回に配布する資料（プリント）水質汚濁（河川・湖沼・海洋）を予習し
ておくこと。 
4 回 第 3 回に配布する資料（プリント）水質汚濁（河川・湖沼・海洋）を予習し
ておくこと。 
5 回 第 3 回に配布する資料（プリント）水質汚濁（河川・湖沼・海洋）を予習し
ておくこと。 
6 回 第 5 回に配布する資料（プリント）水質汚濁（河川・湖沼・海洋）を予習し
ておくこと。 
7 回 第 6 回に配布する資料（プリント）水質汚濁（河川・湖沼・海洋）を予習し
ておくこと。 
8 回 第 7 回に配布する資料（プリント）水質汚濁（河川・湖沼・海洋）を予習し
ておくこと。 
9 回 第 8 回に配布する資料（プリント）水質汚濁（河川・湖沼・海洋）を予習し
ておくこと。 
10 回 第 9 回に配布する資料（プリント）水質汚濁（河川・湖沼・海洋）を予習
しておくこと。 
11 回 第 10 回に配布する資料（プリント）循環型社会を予習しておくこと。 
12 回 第 11 回に配布する資料（プリント）低炭素社会を予習しておくこと。 
13 回 第 12 回に配布する資料（プリント）廃棄物・リサイクルを予習しておく
こと。 
14 回 第 13 回に配布する資料（プリント）を新エネルギー予習しておくこと。 
15 回 課題を十分に理解し、発表の準備をしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MTM27B2 
成績評価 資料調査・レポート(70%)、討論・発表点(30%) 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 生体医工学専攻(11〜12) 
見出し MTM27B2 科学技術倫理特論 
担当教員名 小林 泰男＊ 
単位数 2 
教科書 科学技術と倫理(シリーズ「⼈間論としての 21 世紀的課題」)/石⽥三千雄他/ナ

カニシヤ出版 
アクティブラーニング  
キーワード 法と倫理、公衆の利益、合意形成、技術のリスク評価、予防倫理、専門職の責務、

利益相反、組織の意志決定、知的財産 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 科学技術倫理特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 技術倫理(日本の事例から学ぶ)/佐伯昇・杉本泰治編著/丸善、 

第 3 版科学技術の倫理(その考え方と事例)/C.E.Harris,Jr ら/日本技術士会訳編/
丸善、 
技術者のための倫理と法律/井野辺陽/ナカニシヤ出版 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MTM27B2 
実務経験のある教員  
達成目標 科学技術倫理に基づく自律の判断ができるように基本的考え方を修得する。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 科学技術倫理の理解と、事故事例について科学技術倫理の観点と現実の行為の過

程を考察することによって、技術専門職として社会の信頼に応えられる能⼒を養
う。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 講義全体の内容と進め方を説明する。科学技術倫理教育の背景について講

義する。 



2 回 科学技術のニーズ、科学技術倫理の課題、法と倫理の関係について講義す
る。 
3 回 公衆の利益、研究者・技術者の責務について講義する。 
4 回 科学技術的認識の目的合理性と倫理性について講義する。 
5 回 科学技術の公益性、利害関係者の合意形成について講義する。 
6 回 コンプライアンス違反事例の調査を基に会社の社会的責任(CSR)について
講義する。 
7 回 技術的な欠陥による重大事故の事例を基に組織の意志決定プロセスと専門
職の倫理について講義する。 
8 回 公害・食品中毒の事例を基に専門職として公衆の安全を守る倫理について
講義する。 
9 回 一般消費者向製品の事故事例を基に製造物責任者の責務について講義する。 
10 回 列車・航空機の重大事故事例を基にリスクの評価と予防倫理について講義
する。 
11 回 労働災害の事例を基に安全管理者の責務について講義する。 
12 回 知的財産権について概説する。知的財産権のトラブル事例を基に発明者の
権利について講義する。 
13 回 受講者が事故の原因、対策、専門職の倫理についてグループ討論して発表
する。 
14 回 受講者が事故の原因、対策、専門職の倫理についてグループ討論して発表
する。 
15 回 受講者が事故の原因、対策、専門職の倫理についてグループ討論して発表
する。 

準備学習 1 回 教科書(第 11、12 章)を読み、科学技術倫理教育の背景を予習すること。 
2 回 教科書(第 1、2 章)を読み、「科学技術倫理とは何か」を考えること。 
3 回 科学技術系の学会・協会の倫理綱領や規定を読み、技術者の行動規範につい
て考えること。 
4 回 教科書(第 6、7、8 章)を読み、「技術開発は誰のためのものか」、目標と社会
的な影響を考えること。 
5 回 教科書(第 9、10 章)を読み、代表例として諫早湾干拓事業の状況を調べて、
科学技術の公益性、利害関係者の合意形成の難しさ・取組み方について考えるこ
と。 
6 回 技術者の関わりが深いコンプライアンス違反の事象、原因、処理などを調
べ、倫理的な課題と防止策を考えること。事例「三菱自動車のリコール隠し」、
「耐震強度偽装」、「ディーゼルエンジン排ガス浄化装置のデータ改竄」。 
7 回 公衆の利益に技術的判断が活かされなかった事例を調べ、専門職の判断の
重要性と実践の難しさを考えること。事例「チャレンジャー号爆発事故」「薬害エ
イズ」。 
8 回 公害、食品中毒の事象、原因、処理などを調べ、専門職は被害の拡大を防ぐ
ためどのように行動すべきかを考えること。事例「有機水銀中毒」、「森永ミルク
ヒ素中毒」、「かねみ油症」。 
9 回 一般消費者向製品の欠陥や不正改造による事故の事象、原因、処理などを調



べ、製造物責任の考え方や消費者の安全配慮について考えること。事例「パロマ
湯沸器一酸化炭素中毒」、「コンニャク入りゼリー」。 
10 回 航空機・列車事故の事象、原因、処理などを調べ、事故リスクの評価と技
術的安全対策の必要性について考えること。事例 「JAL123 便墜落」、「JR 福知
山線事故」。 
11 回 労働災害の事象、原因、処理などを調べ、現場の安全管理責任について考
えること。事例「東海村 JCO 臨界事故」、「酸素欠乏症・ガス中毒事故」。 
12 回 知的財産の種類、権利の内容、譲渡などについて資料を調べ予習すること。
事例「⻘色 LED 特許係争」「ミノルタ・ハネウェル特許訴訟」。 
13 回 グループ毎に討議する事例を選択して、科学技術倫理の観点で自分の意見
と論点を整理しておくこと。 
14 回 グループ毎に討議する事例を選択して、科学技術倫理の観点で自分の意見
と論点を整理しておくこと。 
15 回 グループ毎に討議する事例を選択して、科学技術倫理の観点で自分の意見
と論点を整理しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MTM3311 
成績評価 講義の中で出題する課題に対するレポートにより評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 生体医工学専攻(11〜12) 
見出し MTM3311 バイオマテリアル特論 
担当教員名 中路 修平 
単位数 2 
教科書 適宜プリントを配布する。特定の教科書は使用しない。 
アクティブラーニング  
キーワード バイオマテリアル、医用材料、生体材料、生体適合性、医療機器、⼈工臓器、再

生医療 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 バイオマテリアル特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義の中で適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MTM3311 
実務経験のある教員  
達成目標 バイオマテリアルに関する基礎知識、応用知識を習得する。医療機器、医療用具

の開発技術者、研究者として知っておくべきバイオマテリアル技術を習得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 生体材料工学研究室（２７号館３階３０８室）、オフィスアワー：月〜金 昼休み 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 生体高分子化学特論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 医療に応用されるさまざまなバイオマテリアル（医用材料）について学習する。

バイオマテリアルの種類と特性、バイオマテリアルの⼈工臓器、再生医療への応
用について学ぶ。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションとして授業の進め方などを説明する。 

2 回 バイオマテリアルの基本的性質：生体適合性、安全性評価について解説す
る。 
3 回 高分子バイオマテリアル（１）：合成高分子の特性と医療器材への応用につ
いて解説する。 



4 回 高分子バイオマテリアル（１）：天然高分子、生分解性高分子の特性と医療
器材への応用について解説する。 
5 回 金属バイオマテリアル：金属材料の特性と医療器材への応用について解説
する。 
6 回 セラミックスバイオマテリアル：セラミックス材料の特性と医療器材への
応用について解説する。 
7 回 バイオマテリアルと滅菌法：滅菌法の特徴、医療器材の種類と滅菌法の選択
について解説する。 
8 回 血液透析（⼈工腎臓）とバイオマテリアル：応用されているバイオマテリア
ルと生体適合性等の課題について解説する。 
9 回 血液浄化法とバイオマテリアル：応用されているバイオマテリアル技術と
課題について解説する。 
10 回 ドラックデリバリーシステム（DDS）とバイオマテリアル：バイオマテリ
アルの DDS への応用について解説する。 
11 回 バイオ⼈工臓器とバイオマテリアル：バイオ⼈工肝臓、バイオ⼈工膵臓の
バイオマテリアルの応用について解説する。 
12 回 再生医療とバイオマテリアル：再生医療、細胞治療等に応用されるバイオ
マテリアルについて解説する。 
13 回 医療機器・医療用具の開発と薬事法：医療機器・医療用具の開発プロセス
において必要となる課題について解説する。 
14 回 医療機器・医療用具の開発と知的財産について解説する。 
15 回 医療機器・医療用具産業：世界の医療産業、日本の医療産業、地域の医療
産業について解説する。 

準備学習 1 回 バイオマテリアルについて調べておくこと。 
2 回 医療機器、医療用具に使用されている材料について調べておくこと。 
3 回 医療機器・医療用具に使用されている合成高分子材料を調べておくこと。 
4 回 医療機器・医療用具に使用されている天然高分子材料を調べておくこと。 
5 回 医療機器・医療用具に使用されている金属材料を調べておくこと。 
6 回 医療機器・医療用具に使用されているセラミックス材料を調べておくこと。 
7 回 滅菌法について調べておくこと。 
8 回 ⼈工腎臓（ダイアライザー）に使用されている材料について調べておくこ
と。 
9 回 血液浄化器（吸着器等）に用いられている材料について調べておくこと。 
10 回 ドラックデリバリーシステムについて調べておくこと。 
11 回 バイオ⼈工臓器について調べておくこと。 
12 回 再生医療について調べておくこと。 
13 回 ひとつの医療機器・医療用具を取り上げ、どのような材料（バイオマテリ
アル）で構成されているか、調べてみおくこと。 
14 回 知的財産（特許など）について調べておくこと。 
15 回 身近な医療機器・医療用具の会社について調べておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MTM35B1 
成績評価 各講義で与える試問に対する解答や、内容に関する討論などから総合的に評価す

る。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 生体医工学専攻(11〜12) 
見出し MTM35B1 バイオメカニクス特論Ⅰ 
担当教員名 林 紘三郎 
単位数 2 
教科書 林紘三郎／バイオメカニクス／コロナ社、および配布英文論文 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 バイオメカニクス特論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 林紘三郎、安達泰治、宮崎浩／生体細胞・組織のリモデリングのバイオメカニク

ス／コロナ社：牧川方昭、吉⽥正樹／運動のバイオメカニクス／コロナ社 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MTM35B1 
実務経験のある教員  
達成目標 材料⼒学や流体⼒学などの⼒学を基盤として生体の構造と機能を解析する方法

を知り、医学、工学などに応用できる能⼒を獲得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 ５号館３階、林（紘）教授室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 バイオメカニクス特論 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 材料⼒学や流体⼒学などの⼒学を基盤として，生体の構造と機能を解析し，その

結果を医学・生物学や工学などへ応用する分野であるバイオメカニクスの意義，
概要を理解する。具体的には，バイオメカニクスの領域と歴史，生体組織の⼒学
的性質とその計測法，構成法則，血管弾性・血液流体⼒学と血管疾患のメカニズ
ム，関節・脊椎の⼒学解析，生体組織・細胞の機能的適応制御とリモデリングな
どをもとに、バイオメカニクス分野を把握する。授業では、各自に与えられた英
論文を理解し、レジュメを作成し、説明する。 

対象学年 1 年/2 年 



授業内容 1 回 バイオメカニクスの定義、意義、領域、歴史について説明する。 
2 回 各自担当の英論文について解説しながら、生体硬組織の構造、組成、⼒学特
性について説明する。 
3 回 各自担当の英論文について解説しながら、生体軟組織の構造、組成、⼒学特
性について説明する。 
4 回 各自担当の英論文について解説しながら、細胞、生体線維の構造と⼒学特性
について説明する。 
5 回 各自担当の英論文について解説しながら、生体組織の構成法則について説
明する。 
6 回 各自担当の英論文について解説しながら、動脈弾性について説明する。 
7 回 各自担当の英論文について解説しながら、血管疾患の固体バイオメカニク
ス１（動脈硬化）について説明する。 
8 回 各自担当の英論文について解説しながら、血管疾患の固体バイオメカニク
ス２（脳血管障害）について説明する。 
9 回 各自担当の英論文について解説しながら、生理流体の性質と特徴について
説明する。 
10 回 各自担当の英論文について解説しながら、生理流体⼒学、血液流体⼒学に
ついて説明する。 
11 回 各自担当の英論文について解説しながら、循環器疾患の流体バイオメカニ
クスについて説明する。 
12 回 各自担当の英論文について解説しながら、関節の摩擦と摩耗のバイオメカ
ニクスについて説明する。 
13 回 各自担当の英論文について解説しながら、脊椎のバイオメカニクスについ
て説明する。 
14 回 各自担当の英論文について解説しながら、生体組織の機能的適応とリモデ
リング（再構築）について説明する。 
15 回 各自担当の英論文について解説しながら、細胞や生体分子のメカニクスと
⼒学的刺激に対する反応、適応制御現象について説明する。 

準備学習 1 回 シラバスと教科書をよく確認して、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 一般材料の⼒学特性の取り扱い方法について復習しておくこと。また、各自
に与えられた英論文を理解し、レジュメを作成しておくこと。 
3 回 一般材料および生体硬組織の⼒学特性の取り扱い方法について復習してお
くこと。また、各自に与えられた英論文を理解し、レジュメを作成しておくこと。 
4 回 細胞の構造について調べておくこと。また、各自に与えられた英論文を理解
し、レジュメを作成しておくこと。 
5 回 材料および生体組織の⼒学特性の取り扱い方法、とくに応⼒ーひずみ関係
について復習しておくこと。また、各自に与えられた英論文を理解し、レジュメ
を作成しておくこと。 
6 回 生体組織の応⼒ーひずみ関係について復習するとともに、血管の構造と機
能について調べておくこと。また、各自に与えられた英論文を理解し、レジュメ
を作成しておくこと。 
7 回 動脈硬化とはどのような病気であるのかについて調べておくこと。また、各



自に与えられた英論文を理解し、レジュメを作成しておくこと。 
8 回 くも膜下出血などの脳血管疾患とはどのような病気であるのかについて調
べておくこと。また、各自に与えられた英論文を理解し、レジュメを作成してお
くこと。 
9 回 血液の組成、赤血球の構造と機能について調べておくこと。また、各自に与
えられた英論文を理解し、レジュメを作成しておくこと。 
10 回 流体⼒学の基礎的事項について復習しておくこと。また、各自に与えられ
た英論文を理解し、レジュメを作成しておくこと。 
11 回 血管疾患の固体バイオメカニクス的取り扱いについて復習しておくこと。
さらに、動脈硬化、脳血管疾患などの心臓血管系病気について調べておくこと。
また、各自に与えられた英論文を理解し、レジュメを作成しておくこと。 
12 回 関節の構造と機能、身体運動について調べておくこと。また、各自に与え
られた英論文を理解し、レジュメを作成しておくこと。 
13 回 脊椎の構造と機能、有限要素法について調べておくこと。また、各自に与
えられた英論文を理解し、レジュメを作成しておくこと。 
14 回 機械の最適設計法について調べておくこと。また、各自に与えられた英論
文を理解し、レジュメを作成しておくこと。 
15 回 細胞の構造と機能について調べておくこと。また、各自に与えられた英論
文を理解し、レジュメを作成しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MTM5511 
成績評価 各講義における質疑応答の内容や演習の達成状況、レポートにより総合的に評価

する 
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 生体医工学専攻(11〜12) 
見出し MTM5511 生体計測工学特論 
担当教員名 小畑 秀明 
単位数 2 
教科書 適時資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 生体信号、アンプ、フィルタ、アナログ、デジタル、プログラミング 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 生体計測工学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 日本エム・イー学会 ME 技術教育委員会 監修，「ME の基礎知識と安全管理」，

南江堂岡⽥正彦，「生体計測の機器とシステム」，コロナ社 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MTM5511 
実務経験のある教員  
達成目標 生体から得られる各種信号の種類と計測原理について理解する。また生体信号の

取り扱い方法などについても理解する。 
受講者へのコメント  
連絡先 ５号館３階 小畑研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 医用画像工学特論、臨床医学特論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生体は生命活動を行う間は常に数種類の生体信号を発信しており、医学の領域で

はこれらの信号を計測して、診断と治療に活用している。本講義ではこれらの生
体信号の種類と発生のメカニズム等に関する詳細について教授し、計測のための
機器とその原理および近年の研究動向や応用事例についても講義する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回  生体計測工学の概要について説明する 

2 回  生体計測の特性について教授する 
3 回  生体から得られる信号の種類、雑音の種類について教授する 



4 回  生体信号の増幅について教授する 
5 回  雑音のフィルタリングについて教授する 
6 回  アナログ回路とデジタル回路について教授する 
7 回  生体電気現象の生理（１）生体電気の発生メカニズムについて教授する 
8 回  生体電気現象の生理（２）神経における信号伝達のメカニズムについて教
授する 
9 回  心電計について教授する 
10 回  筋電計について教授する 
11 回  脳波計について教授する 
12 回  簡易心電計の製作演習（１）回路の設計を行う 
13 回  簡易心電計の製作演習（２）回路の製作を行う 
14 回  簡易心電計の製作演習（３）プログラミングを行う 
15 回  心電図の計測について教授し、まとめ総括を行う 

準備学習 1 回  シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと 
2 回  生体計測の種類について調べておくこと 
3 回  生体計測時に考えられる雑音の種類とその防護対策について調べておく
こと 
4 回  生体計測における増幅器について調べておくこと 
5 回  雑音に対するフィルタの種類について調べておくこと 
6 回  アナログ回路とデジタル回路について調べておくこと 
7 回  生体で生じる電気現象の種類とその特性について調べておくこと 
8 回  信号伝達のメカニズムについて調べておくこと 
9 回  心電計における基本特性について調べておくこと 
10 回  心電計との違いについて調べておくこと 
11 回  心電計・筋電計との違いについて調べておくこと 
12 回  オペアンプの取り扱いと差動増幅器について調べておくこと 
13 回  前回設計した電気回路を完成させておくこと 
14 回  前回作成した電気回路を完成させておくこと 
15 回  前回のプログラミングを完成させておくこと 

 



年度 2012 
授業コード MTM5712 
成績評価 各講義における質疑応答や演習内容・レポートにより総合的に評価する． 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス 生体医工学専攻(11〜12) 
見出し MTM5712 医工学特論 
担当教員名 松宮 潔 
単位数 2 
教科書 配布資料 
アクティブラーニング  
キーワード 外科的治療，低侵襲治療，内視鏡，医用画像，治療用デバイス，治療支援ロボッ

ト 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 医工学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 １）日本生体医工学会 ME 技術教育委員会，「ME の基礎知識と安全管理 第 5

版」，南江堂２）その他（講義中に指示する） 
授業形態 講義 
注意備考 １）Microsoft Word，Microsoft Excel，Microsoft PowerPoint をある程度使いこ

なせるようにしておくこと． 
２）資料に論文を使う回では辞書があると便利． 

シラバスコード MTM5712 
実務経験のある教員  
達成目標 治療支援技術に関わるエンジニアとしての素養を身に付ける． 
受講者へのコメント  
連絡先 5 号館 4 階松宮研究室 kmatsumiya＠bme.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 生体計測工学特論，医用画像工学特論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 治療の工学的支援に必要な，機械，電気・電子，情報といった従来からの工学分

野に関する知識を応用・実装するための考え方・方法の基本を理解する．内視鏡，
医用画像処理，治療用デバイス，治療支援ロボット等の治療支援を担う工学技術
の基礎と応用の実際について，文献等に触れながら学ぶ． 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 治療の工学的支援の歴史 

2 回 治療の工学的支援の概要（１）情報取得・提示技術の高度化・多様化・安全



化 
3 回 治療の工学的支援の概要（２）処置技術の高度化・多様化・安全化 
4 回 内視鏡 
5 回 医用画像（１）超音波画像 
6 回 医用画像（２）X 線 CT 
7 回 医用画像（３）MRI 
8 回 医用画像（４）医用画像処理の基本 
9 回 治療装置（１）電気メス，ラジオ波・マイクロ波治療器，レーザ治療器 
10 回 治療装置（２）結石破砕装置，集束超音波装置，放射線治療装置 
11 回 治療装置（３）治療用デバイス，治療用マニピュレータ・ロボット 
12 回 治療装置（４）治療装置開発の基本 
13 回 画像誘導治療（１）手技による治療 
14 回 画像誘導治療（２）デバイス・ロボットによる治療 
15 回 次世代治療，まとめ 

準備学習 1 回 特になし． 
2 回 参考書等で関連箇所について基礎的内容を予習しておく． 
3 回 参考書等で関連箇所について基礎的内容を予習しておく． 
4 回 参考書等で関連箇所について基礎的内容を予習しておく． 
5 回 参考書等で関連箇所について基礎的内容を予習しておく． 
6 回 参考書等で関連箇所について基礎的内容を予習しておく． 
7 回 参考書等で関連箇所について基礎的内容を予習しておく． 
8 回 参考書等で関連箇所について基礎的内容を予習しておく． 
9 回 参考書等で関連箇所について基礎的内容を予習しておく． 
10 回 参考書等で関連箇所について基礎的内容を予習しておく． 
11 回 参考書等で関連箇所について基礎的内容を予習しておく． 
12 回 参考書等で関連箇所について基礎的内容を予習しておく． 
13 回 参考書等で関連箇所について基礎的内容を予習しておく． 
14 回 参考書等で関連箇所について基礎的内容を予習しておく． 
15 回 参考書等で関連箇所について基礎的内容を予習しておく． 

 



年度 2012 
授業コード MTM9013 
成績評価 日々の研究活動の進め方と研究の具体的内容と修士論文（指導教員による評価６

０％）、研究発表と研究内容（指導教員以外の教員による評価４０％）を総合して
評価する。 

曜日時限 集中その他 
対象クラス 生体医工学専攻(11〜12) 
見出し MTM9013 特別研究 
担当教員名 猶原 順、八⽥ 貴、林 紘三郎、小畑 秀明、木原 朝彦、内貴 猛、中路 修

平、原 
単位数 14 
教科書 配属された教員の指示による。 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 特別研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 配属された教員の指示による。 
授業形態 実験実習 
注意備考 配属された教員の指導に従って研究室ごとに行う。 
シラバスコード MTM9013 
実務経験のある教員  
達成目標 特別研究発表および修士論文作成を最終目標とし、それまでの様々な活動を通じ

て、以下のことを身につける。  
（１） 解決すべき問題について、その意義と内容を自分自身で分析することが
できる。  
（２） 問題の解決に必要な知識や情報を自分で獲得する手段を理解し、実践で
きる。  
（３） 研究計画を立て、自主的に実行することができる。  
（４） 自分が考えた内容を論理的かつ具体的に、簡潔な文章や図により表現で
きる。  
（５） 討論を通じ、自分の考えを相手に伝え、また、相手の意見を理解して、
よりよい結論に導くことができ 

受講者へのコメント  
連絡先 代表： 学科⻑ （原則は配属先研究室の指導教員） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  



関連科目 生体医工学科のＡ群科目のうち、研究内容に関連する全ての科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 研究室に配属され指導教員の下で、社会の動向・ニーズを踏まえて研究課題を設

定し、限定された範囲で問題を解決する能⼒を養成することを目標とする。また、
また、学会での研究発表、修士論文の作成・発表を通して、自主的に研究する能
⼒、研究内容をまとめる能⼒、プレゼンテーション能⼒、コミュニケーション能
⼒を養うことを目標とする。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 以下のことを修得するために、十分な準備学習を行うこと。 

特別研究発表および修士論文作成を最終目標とし、それまでの様々な活動を通じ
て、以下のことを身につける。  
（１） 解決すべき問題について、その意義と内容を自分自身で分析することが
できる。  
（２） 問題の解決に必要な知識や情報を自分で獲得する手段を理解し、実践で
きる。  
（３） 研究計画を立て、自主的に実行することができる。  
（４） 自分が考えた内容を論理的かつ具体的に、簡潔な文章や図により表現で
きる。  
（５） 討論を通じ、自分の考えを相手に伝え、また、相手の意見を理解して、
よりよい結論に導くことができる。 
準備学習として、文献等による研究の背景や目的を調べ、指導教員と課題設定、
⻑期的研究計画、短期的研究計画、問題解決法、実験結果などについて、日々議
論し、研究活動を行う。 

 



年度 2012 
授業コード MTR1112 
成績評価 演習問題などによるレポート提出（３回程度,60%）を基本とする．最後に基本的

内容に関する試験(２回程度，40%)実施し，総合的に評価する． 
曜日時限 月曜日 1・2 時限 
対象クラス 知能機械工学専攻(10〜12) 
見出し MTR1112 リハビリテーション工学特論 
担当教員名 山本 敏泰 
単位数 2 
教科書 資料配付 
アクティブラーニング  
キーワード ニューロリハビリテーション，運動制御，支援技術，リハビリテーション・ロボ

ティクス 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 なひ 
科目名 リハビリテーション工学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義において指示する 
授業形態 講義 
注意備考 ・パソコンを使用して、パワーポイント等電子教材をプロジェクタなどで提示す

る．・事前配付資料を基に，授業受講の事前準備としてＷｅｂなどで学生に下調
べをさせる事もある． 

シラバスコード MTR1112 
実務経験のある教員  
達成目標 高齢・障害者のためのリハビリテーション・ロボティクスの基本的な枠組みを理

解し，工学的支援に必要なリハビリテーション・ロボティクスにおける工学的表
現方法の基礎を理解する． 

受講者へのコメント 機械系の学生として，⼒学や機械設計の領域を再学習する事 
連絡先 研究室 ６号館４階，TEL:086-256-9785 E-mail:yamamoto@are.ous.ac.jp オフ

ィスアワー： 木 ７〜10 時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講の意欲が感じられ，概ね理解度は良好と感じられた． 
ただ，受講者が少なく，インパクトのある対応が必要な様に思う． 

英文科目名  
関連科目 生活支援工学，リハビリテーション・ロボティクス，機械運動学，⼒学 

ロボット運動学，ロボットダイナミクスなど 
次回に向けての改善変更予定 演習を増やし，⼒学的な問題にもより多く時間を割くようにする． 
講義目的 科学的，工学的視点から障害者・高齢者のための支援技術，及びリハ技術と，そ

の機器システムに関連する領域を扱う．特に生理学的視点を踏まえた⼈の運動制



御特性の工学的表現手法について論じ，リハビリテーション・ロボティクスへの
展開を行う． 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 リハビリテーション工学の基本的枠組み 

2 回 運動制御の基礎：中枢と運動 
3 回 運動制御の基礎：感覚と運動 
4 回 ニューロリハビリテーションとは 
5 回 高齢・障害者の残存機能と、その特質 
6 回 リハビリテーション・ロボティクス 
7 回 姿勢・歩行の運動制御(1) 
8 回 姿勢・歩行の運動制御(2) 
9 回 身体運動⼒学（1） 
10 回 身体運動⼒学（2） 
11 回 身体運動⼒学演習（1） 
12 回 身体運動⼒学演習（2） 
13 回 機能的電気刺激と歩行支援技術 
14 回 リハビリテーション・ロボティクス(1) 
15 回 リハビリテーション・ロボティクス(2) 

準備学習 1 回 シラバスを読んでおく 
2 回 大脳中枢の機能的部位と，その作用について学習すること． 
3 回 感覚器，特に体性，前庭感覚器の機能について学習すること． 
4 回 神経回路の賦活作用と，機能再生を支援するシステムについて学習するこ
と． 
5 回 高齢・障害者の残存機能評価の工学的表現方法について学習すること． 
6 回 リハビリテーション・ロボティクスの基本的枠組みについて学習すること． 
7 回 姿勢反応の基本的特性について学習すること． 
8 回 歩行時の姿勢制御について学習すること． 
9 回 剛体の⼒学の基礎について復習すること． 
10 回 剛体のリンク機構の運動⼒学について学習すること． 
11 回 多リンク機構の運動⼒学の表現方法について学習すること． 
12 回 身体リンク機構の運動⼒学について学習すること． 
13 回 機能的電気刺激の基本的な特性について復習しておくこと． 
14 回 歩行支援ロボットについて調べること． 
15 回 ニューロリハビリテーションのための歩行支援ロボットの特質について学
習すること． 

 



年度 2012 
授業コード MTR1312 
成績評価 レポートとプレゼンテーション（60%）、定期試験（40%）により総合的に評価す

る。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 知能機械工学専攻(10〜12) 
見出し MTR1312 制御機器特論 
担当教員名 堂⽥ 周治郎 
単位数 2 
教科書 配布資料 
アクティブラーニング  
キーワード メカトロニクス、アクチュエータ、センサ、ロボット、制御機器 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 制御機器特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 メカトロニクス／高森 年 編／オーム社 
授業形態 講義 
注意備考 与えられた課題に対して十分調べること。パソコンを使用して、パワーポイント

等電子教材をプロジェクタで提示する。 
シラバスコード MTR1312 
実務経験のある教員  
達成目標 各種制御機器について構造、動作原理、⻑所、短所、基礎式、基本特性が理解で

き、わかりやすく説明することができる。制御機器を応用した知能機械システム
やメカトロニクスシステムの構成を考え、プレゼンテーションすることができ
る。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２０号館３階 堂⽥研究室 電話：086-256-9564 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 メカトロニクス特論、電気電子回路特論、制御システム設計論、ロボット制御特

論、生体計測特論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 制御機器のうち、各種アクチュエータの動作原理、構造、基本特性に関する知識

を確実に身に付けるとともに、新しいセンサや知能機械システムの現状について
も把握することを目標とする。知能機械システムやメカトロニクスシステムの構
築にとって重要な制御機器は、コントローラ（コンピュータや電子回路）、アクチ
ュエータ、センサに大別される。この講義では、電気、油圧、空気圧など各種ア



クチュエータの動作原理、構造、基本特性を教授するとともに、新しいアクチュ
エータやセンサ、知能機械システムの現状について学生によるプレゼンテーショ
ン形 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション 

2 回 知能機械システムと制御機器について説明する。 
3 回 電気アクチュエータ−DC・AC・ステッピングモータなどについて説明す
る。 
4 回 電気アクチュエータの特性解析について説明する。 
5 回 油圧システムと油圧アクチュエータについて説明する。 
6 回 油圧アクチュエータの特性解析について説明する。 
7 回 空気圧システムと空気圧アクチュエータについて説明する。 
8 回 空気圧アクチュエータの特性解析について説明する。 
9 回 ニューアクチュエータに関するプレゼン１を行う。 
10 回 ニューアクチュエータに関するプレゼン２を行う。 
11 回 最近の各種センサ１−変位や⼒センサについて説明する。 
12 回 最近の各種センサ２−圧⼒や流量センサについて説明する。 
13 回 知能機械システムに関する最近の論文１−パワーアシスト装置について説
明する。 
14 回 知能機械システムに関する最近の論文２−レスキューロボットについて説
明する。 
15 回 知能機械システムに関する最近の論文３−福祉ロボットについて説明す
る。 

準備学習 1 回 シラバスを読んでおくこと。 
2 回 自分の興味ある知能機械システムの構造や原理を調べておくこと。 
3 回 DC モータや AC モータなどの原理や種類を調べておくこと。 
4 回 モータのモデル化や基本特性について調べておくこと。 
5 回 油圧システムの構成や具体例について調べておくこと。 
6 回 油圧シリンダのモデル化や基本特性について調べておくこと。 
7 回 空気圧システムの構成や具体例について調べておくこと。 
8 回 空気圧モータのモデル化や基本特性について調べておくこと。 
9 回 ニューアクチュエータを調べ、プレゼンテーションの準備を行うこと。 
10 回 ニューアクチュエータを調べ、プレゼンテーションの準備を行うこと。 
11 回 最近の変位や⼒センサについて構造や原理を調べておくこと。 
12 回 最近の圧⼒や流量センサについて構造や原理を調べておくこと。 
13 回 パワーアシストシステムの具体例や構造について調べておくこと。 
14 回 レスキューロボットの具体例や構造について調べておくこと。 
15 回 福祉ロボットの具体例や構造について調べておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MTR1512 
成績評価 講義中に課す課題（50％）、レポート等（50％）により総合的に評価する。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 知能機械工学専攻(10〜12) 
見出し MTR1512 生体計測特論 
担当教員名 久野 弘明 
単位数 2 
教科書 適時資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 生体信号、増幅器、フィルタ、アナログ、デジタル 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生体計測特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 生体用センサと計測装置／山越憲一、⼾川達男／コロナ社 

生体計測の機器とシステム／岡⽥正彦／コロナ社 
授業形態 講義 
注意備考 パソコンを使用して、パワーポイント等電子教材をプロジェクタなどで提示す

る。 
シラバスコード MTR1512 
実務経験のある教員  
達成目標 基礎研究から臨床検査に至るまでのさまざまな分野で用いられている生体計測

用機器やシステム、センサなどについて、原理、構造、使い方、データの解釈方
法などについて理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先 ６号館４階 久野研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 福祉⼈間工学特論、リハビリテーション工学特論、バイオメカニクス特論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 生体機能は、生化学的現象、電気的現象、物理的現象など多彩な側面を有してい

る。その計測は基本的に、生体現象の変化量をとらえ電気信号に変換するセンサ、
微弱な信号を解析可能にする増幅器、増幅信号から特徴を抽出する解析装置、観
測者とのインターフェースとなる表示装置の４つによって行われており、総合的
な視点で解説する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回  計測概要について説明する。 



2 回  信号と雑音について説明する。 
3 回  計測システムの特性について説明する。 
4 回  生体計測のセンシング方法について説明する。 
5 回  増幅器について説明する。 
6 回  フィルタについて説明する。 
7 回  デジタル回路について説明する。 
8 回  テレメトリについて説明する。 
9 回  安全性について説明する。 
10 回  心電図について説明する。 
11 回  脳波について説明する。 
12 回  筋電図について説明する。 
13 回  血圧・脈波について説明する。 
14 回  超音波について説明する。 
15 回  呼吸機能について説明する。 

準備学習 1 回  シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。 
2 回  生体信号の種類と混入する雑音について調べておくこと。 
3 回  生体計測用の機器について調べておくこと。 
4 回  生体計測用のセンサについて調べておくこと。 
5 回  増幅器について調べておくこと。 
6 回  フィルタについて調べておくこと。 
7 回  デジタル回路について調べておくこと。 
8 回  テレメトリについて調べておくこと。 
9 回  生体計測用機器の安全性について調べておくこと。 
10 回  心電図について調べておくこと。 
11 回  脳波について調べておくこと。 
12 回  筋電図について調べておくこと。 
13 回  血圧・脈波について調べておくこと。 
14 回  超音波について調べておくこと。 
15 回  呼吸機能について調べておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MTR1711 
成績評価 講義中に課す課題（50％）、レポート等（50％）により総合的に評価する。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 知能機械工学専攻(10〜12) 
見出し MTR1711 福祉⼈間工学特論 
担当教員名 山本 敏泰、林 紘三郎、久野 弘明 
単位数 2 
教科書 資料を配付する 
アクティブラーニング  
キーワード ⼈間工学、バイオメカニクス、身体運動制御 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 福祉⼈間工学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 エンジニアのための⼈間工学／横溝克己、小松原明哲／日本出版サービス 

生体機械工学／日本機械学会編／日本機械学会 
バイオメカニクス／林紘三郎著／コロナ社 
Kinetics of human motion／Zatsiorsky, V. M.／Human Kinetics(2002) 

授業形態 講義 
注意備考 ロボット工学、生理学に関する基礎知識がなくても十分理解できるように配慮す

る。ただし、制御工学の基礎をある程度習得していることが望ましい。パソコン
を使用して、パワーポイント等電子教材をプロジェクタなどで提示する。 

シラバスコード MTR1711 
実務経験のある教員  
達成目標 福祉⼈間工学の核となる領域をふまえて、その要素技術やインタフェースに関す

る総合的理解の仕方について習得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 ６号館４階 久野研究室 

６号館４階 山本研究室 
５号館３階 林 研究室 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 生体計測特論、バイオメカニクス特論、リハビリテーション工学特論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 高齢者・障害者の生活の自立、社会参加を促すためには、生命支援、生活支援、

社会活動支援という広範囲な技術・工学が必要となる。本講義では、最初にこれ
らの領域の現在の技術を概観し、⼈間の特質を理解する重要性を指摘する。また、



⼈間工学、バイオメカニクス、更には身体運動制御などの基礎的講義を中心に行
う。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回  ⼈間工学の技法１(身体・姿勢・動作の計測、動作分析）について説明す

る。 
2 回  ⼈間工学の技法２（生体負担の評価、質問紙法と面接調査）について説明
する。 
3 回  ⼈間工学の技法３（信頼性解析、官能検査）について説明する。 
4 回  ⼈間工学の技法４（データの分析方法）について説明する。 
5 回  ⼈間工学の技法５（統計処理と検定）について説明する。 
6 回  バイオメカニクス基礎について説明する。 
7 回  バイオメカニクス解析技術Ⅰ（生体固体⼒学、生体構造⼒学）について説
明する。 
8 回  バイオメカニクス解析技術Ⅱ（生理流体⼒学、生体熱⼒学）について説明
する。 
9 回  バイオメカニクスによる疾患の解析Ⅰ（循環系）について説明する。 
10 回  バイオメカニクスによる疾患の解析Ⅱ（骨格系）について説明する。 
11 回  ⼈の歩行の基本的特性の紹介について説明する。 
12 回  ⼒学的歩行動作分析の基礎Ⅰについて説明する。 
13 回  ⼒学的歩行動作分析の基礎Ⅱについて説明する。 
14 回  ⼈の歩行の運動制御とシミュレーションⅠについて説明する。 
15 回  ⼈の歩行の運動制御とシミュレーションⅡについて説明する。 

準備学習 1 回  身体・姿勢・動作の計測方法や分析方法について調べておくこと。 
2 回  生体負担の評価方法について調べておくこと。 
3 回  官能検査について調べておくこと。 
4 回  データの分析方法について調べておくこと。 
5 回  統計処理と検定について調べておくこと。 
6 回  バイオメカニクスとはどういう分野であるかを調べておくこと。 
7 回  材料⼒学の基礎的事項について復習しておくこと。 
8 回  流体⼒学、熱⼒学の基礎的事項について復習しておくこと。 
9 回  心臓血管系の構造と機能に関する基礎的事項について調べておくこと。 
10 回  骨格系の構造と機能、身体運動機能、歩行解析に関する基礎的事項につ
いて調べておくこと。 
11 回  リハビリテーション工学などの復習すること。 
12 回  動作分析機器システムについて学習すること。 
13 回  剛体に⼒学について調べること。 
14 回  リンク機構の運動学について学習すること。 
15 回  シミュレーション手法の比較などの学習すること。 

 



年度 2012 
授業コード MTR1712 
成績評価 講義中の課題とレポート（100%）により総合的に評価する。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 知能機械工学専攻(10〜12) 
見出し MTR1712 メカトロニクス特論 
担当教員名 堂⽥ 周治郎、松下 尚史、赤木 徹也 
単位数 2 
教科書 配布資料など 
アクティブラーニング  
キーワード メカトロニクス、ロボティクス、制御工学、マイクロコンピュータ、制御系設計 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 メカトロニクス特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 H8/3664 シリーズハードウエアマニュアル（担当：赤木）：メカトロニクスや制

御工学に関するテキスト 
授業形態 講義 
注意備考 パソコンを使用して、パワーポイント等電子教材をプロジェクタで提示する。 
シラバスコード MTR1712 
実務経験のある教員  
達成目標 ソフトウエアとハードウエアの両方の知識と技術を習得することを全体の達成

目標とする。具体的には、新しいメカトロニクス機器やロボティクスシステムの
構造や動作原理を理解し、他⼈にわかりやすく説明することができる。マイクロ
コンピュータの構造や仕組みを理解し、要求される制御プログラムが作成でき
る。ロバスト制御法などの先端の制御系設計技術を理解し応用することができ
る。以上のことを達成目標とする。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２０号館３階 堂⽥研究室、２０号館３階 松下研究室、２０号館５階 赤木研

究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 制御機器特論、電気電子回路特論、制御システム設計論、ロボット制御特論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ソフトウエアとハードウエアの両方の知識と技術を習得することを目的とする。

メカトロニクスやロボティクスの研究論文を題材にして、問題解決能⼒・自主学
習能⼒の育成を図る（担当：堂⽥）。マイクロコンピュータを使用方法して製造業
で求められる組込み技術の習得を図る（担当：赤木）。ロバスト制御法などの先端



の制御系設計技術の習得を図る（担当：松下）。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 メカトロニクス・ロボティクスの概要について説明する。 

2 回 メカトロニクス機器に関する研究紹介１−新変位センサについて説明する。 
3 回 メカトロニクス機器に関する研究紹介２−⼈工筋アクチュエータについて
説明する。 
4 回 ロボティクスシステムに関する研究紹介１−レスキューロボットについて
説明する。 
5 回 ロボティクスシステムに関する研究紹介２−生活支援ロボットについて説
明する。 
6 回 マイクロコンピュータの概要について説明する。 
7 回 マイクロコンピュータ・A/D 変換機能について説明する。 
8 回 マイクロコンピュータ・シリアル通信機能について説明する。 
9 回 マイクロコンピュータ・タイマー機能について説明する。 
10 回 マイクロコンピュータ・I/O 機能について説明する。 
11 回 最適制御と状態推定について説明する。 
12 回 ロバスト制御の基礎について説明する。 
13 回 離散時間⼒学系について説明する。 
14 回 離散⼒学系に基づくアトラクタの設計について説明する。 
15 回 ロボットの制御について説明する。 

準備学習 1 回 配布資料を読み、メカトロニクスやロボティクス技術の概要について予習
しておくこと。 
2 回 配布資料を読み、センサの構造や原理を説明できるようにしておくこと。 
3 回 配布資料を読み、アクチュエータの構造や原理を説明できるようにしてお
くこと。 
4 回 配布資料を読み、ロボットの構造や制御システムの構成について説明でき
るようにしておくこと。 
5 回 配布資料を読み、ロボットの構造や制御システムの構成について説明でき
るようにしておくこと。 
6 回 マイクロコンピュータ（H8/3664）のハードウエアマニュアルと I/O 定義
ヘッダファイル（3664.h）をダウンロードして持参すること。 
7 回 マイクロコンピュータ（H8/3664）のハードウエアマニュアルの「A/D 変
換」機能に関する部分を読んでおくこと。また、ヘッダファイル（3664.h）内の
該当機能を設定する構造体を確認しておくこと。 
8 回 マイクロコンピュータ（H8/3664）のハードウエアマニュアルの「シリアル
通信」機能に関する部分を読んでおくこと。また、ヘッダファイル（3664.h）内
の該当機能を設定する構造体を確認しておくこと。 
9 回 マイクロコンピュータ（H8/3664）のハードウエアマニュアルの「タイマ
ー」機能に関する部分を読んでおくこと。また、ヘッダファイル（3664.h）内の
該当機能を設定する構造体を確認しておくこと。 
10 回 マイクロコンピュータ（H8/3664）のハードウエアマニュアルの「I/O」機
能に関する部分を読んでおくこと。また、ヘッダファイル（3664.h）内の該当機



能を設定する構造体を確認しておくこと。 
11 回 配布資料を読み、最適レギュレータとオブザーバについて理解してくるこ
と。 
12 回 配布資料を読み、モデル化誤差の定義とスモールゲイン定理について理解
してくること。 
13 回 配布資料を読み、離散時間状態方程式とナイキスト周波数について理解し
てくること。 
14 回 配布資料を読み、アトラクタの設計について理解してくること。 
15 回 配布資料を読み、コンプライアンス制御について理解してくること。 

 



年度 2012 
授業コード MTR1911 
成績評価 課題および内容の理解およびプレゼンテイションにより評価する。 
曜日時限 月曜日 9・10 時限 
対象クラス 知能機械工学専攻(10〜12) 
見出し MTR1911 数理モデル特論 
担当教員名 神谷 茂保 
単位数 2 
教科書 Ｌ．Solymar: Lectures on Fourier Series (Oxford Science Publications) 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 数理モデル特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 学部のとき用いた数学関連の教科書 
授業形態 講義 
注意備考 １回目は２０号館６階の神谷研究室にて行うので注意すること。 

教科書（英語で書かれている）を受講者が順に分担して読みそれを説明するとい
う輪講形式で行う。自分の担当部分を他の⼈に説明できるように準備をするこ
と。 
複数回準備不足の時は単位は認定しない。 

シラバスコード MTR1911 
実務経験のある教員  
達成目標 Fourier 変換を理解し応用できる。偏微分方程式（熱方程式など）が理解できる。

（また英語で書かれた本を読むことへの抵抗をなくす） 
受講者へのコメント  
連絡先 ２０号館 6 階神谷研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 学部などで学習した数学的な知識を総動員して Fourier 変換について学習する。

その応用として偏微分方程式を学習し解の求め方を理解する。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回  On approximations 1 の部分を輪講する。 

2 回  Approximation to a cosine function, period function 1 の部分を輪講する。 
3 回  Approximation to a cosine function, period function 2 の部分を輪講する。 



4 回 Finding the Fourier series 1 の部分を輪講する。 
5 回  Finding the Fourier series 2 の部分を輪講する。 
6 回  Finding the Fourier series 3 の部分を輪講する。 
7 回  Finding the Fourier series 4 の部分を輪講する。 
8 回  Finding the Fourier series 5 の部分を輪講する。 
9 回  Forced solutions of ordinary differential equations with periodic excitation 
1 の部分を輪講する。 
10 回  Forced solutions of ordinary differential equations with periodic excitation 
2 の部分を輪講する。 
11 回  Forced solutions of ordinary differential equations with periodic excitation 
3 の部分を輪講する。 
12 回 偏微分法、Partial differential equations 1 (The vibrating string)の部分を輪
講する。 
13 回 Partial differential equations 2 (Heat conduction)の部分を輪講する。 
14 回 Partial differential equations 3 (Heat conduction)の部分を輪講する。 
15 回  Partial differential equations 4 (Heat conduction)の部分を輪講する。 

準備学習 1 回 三角関数の微積分を復習しておくこと。 
2 回 テイラー展開について復習しておくこと。 
3 回 テイラー展開について復習しておくこと。 
4 回 三角関数についての基本事項を確認しておくこと。 
5 回 内積空間についての基本事項を確認しておくこと。 
6 回  Fourier 級数展開について復習しておくこと。 
7 回  Fourier 級数展開について復習しておくこと 
8 回  Fourier 級数展開について復習しておくこと 
9 回 急減少関数の Fourier 変換の定義などを確認しておくこと。 
10 回 核関数について調べておくこと 
11 回  convolution について調べておくこと。 
12 回 微分方程式について復習しておくこと。 
13 回 Partial differential equations について復習しておくこと。 
14 回 Partial differential equations について復習しておくこと。 
15 回 Partial differential equations について復習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MTR2311 
成績評価 日頃の演習（５０％）とレポート（５０％）によって評価する。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 知能機械工学専攻(10〜12) 
見出し MTR2311 安全設計特論 
担当教員名 松浦 洋司 
単位数 2 
教科書 適宜資料を配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 安全設計、強度設計、破壊⼒学、応⼒拡大係数、破壊靭性、疲労⻲裂進展、有限

要素法 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 安全設計特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 学部の材料⼒学で使用した教科書や資料 
授業形態 講義 
注意備考 関数電卓を持参のこと 
シラバスコード MTR2311 
実務経験のある教員  
達成目標 ①安全に対する考え方が説明できること②材料の破壊を原子構造から説明でき

ること③応⼒拡大係数を計算できること④疲労による⻲裂進展計算ができるこ
と⑤有限要素法を用いた応⼒解析の流れが説明できること 

受講者へのコメント  
連絡先 松浦研究室 20 号館 4 階 TEL：086-256-9579 E-mail:matsuura@are.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 機械やシステムは何らかの原因によって事故を起こすことがある。事故の原因に

は自然災害をはじめ、⼈的災害などさまざまなことが考えられる。したがって、
その対策にもさまざまな方法が考えられる。本講義では、それらについての説明
と、使用する材料の特性および強度について解説する。さらに、⼈間の要因すな
わち⼈間の特性に基づく設計方法（フールプルーフ、ファイルセーフなど）や集
団思考について説明する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 ものづくりと安全設計 



2 回 事故事例 
3 回 安全工学 
4 回 強度設計 
5 回 材料物性 
6 回 材料の破壊について 
7 回 応⼒集中と応⼒拡大係数 
8 回 破壊靭性と破壊抵抗 
9 回 疲労⻲裂進展 
10 回 腐食疲労 
11 回 有限要素法の基礎 
12 回 有限要素法による応⼒解析 
13 回 有限要素法による応⼒計算１ 
14 回 有限要素法による応⼒計算２ 
15 回 有限要素法による応⼒計算結果の報告 

準備学習 1 回 シラバスを確認し講義目的などを理解すること 
2 回 弾性と塑性について原子レベルで説明できるようにすること 
3 回 安全設計を行う上で考慮しなければいけない項目について考えること 
4 回 強度設計の基本的な考え方について復習すること 
5 回 さまざまな材料の性質について復習すること 
6 回 鋼の降伏現象について復習すること 
7 回 一般的な応⼒とひずみの関係について復習すること 
8 回 応⼒拡大係数を計算すること 
9 回 破壊⼒学による評価方法を理解すること 
10 回 疲労寿命を計算すること 
11 回 疲労に与える環境の影響について考えること 
12 回 平面応⼒状態の応⼒とひずみの関係について復習すること 
13 回 有限要素法による応⼒解析の流れを把握すること 
14 回 有限要素法による応⼒計算を行うこと 
15 回 有限要素法による応⼒計算結果の報告準備 

 



年度 2012 
授業コード MTR27B2 
成績評価 資料調査・レポート(70%)、討論・発表点(30%) 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 知能機械工学専攻(10〜12) 
見出し MTR27B2 科学技術倫理特論 
担当教員名 小林 泰男＊ 
単位数 2 
教科書 科学技術と倫理(シリーズ「⼈間論としての 21 世紀的課題」)/石⽥三千雄他/ナ

カニシヤ出版 
アクティブラーニング  
キーワード 法と倫理、公衆の利益、合意形成、技術のリスク評価、予防倫理、専門職の責務、

利益相反、組織の意志決定、知的財産 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 科学技術倫理特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 技術倫理(日本の事例から学ぶ)/佐伯昇・杉本泰治編著/丸善、 

第 3 版科学技術の倫理(その考え方と事例)/C.E.Harris,Jr ら/日本技術士会訳編/
丸善、 
技術者のための倫理と法律/井野辺陽/ナカニシヤ出版 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MTR27B2 
実務経験のある教員  
達成目標 科学技術倫理に基づく自律の判断ができるように基本的考え方を修得する。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 科学技術倫理の理解と、事故事例について科学技術倫理の観点と現実の行為の過

程を考察することによって、技術専門職として社会の信頼に応えられる能⼒を養
う。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 講義全体の内容と進め方を説明する。科学技術倫理教育の背景について講

義する。 



2 回 科学技術のニーズ、科学技術倫理の課題、法と倫理の関係について講義す
る。 
3 回 公衆の利益、研究者・技術者の責務について講義する。 
4 回 科学技術的認識の目的合理性と倫理性について講義する。 
5 回 科学技術の公益性、利害関係者の合意形成について講義する。 
6 回 コンプライアンス違反事例の調査を基に会社の社会的責任(CSR)について
講義する。 
7 回 技術的な欠陥による重大事故の事例を基に組織の意志決定プロセスと専門
職の倫理について講義する。 
8 回 公害・食品中毒の事例を基に専門職として公衆の安全を守る倫理について
講義する。 
9 回 一般消費者向製品の事故事例を基に製造物責任者の責務について講義する。 
10 回 列車・航空機の重大事故事例を基にリスクの評価と予防倫理について講義
する。 
11 回 労働災害の事例を基に安全管理者の責務について講義する。 
12 回 知的財産権について概説する。知的財産権のトラブル事例を基に発明者の
権利について講義する。 
13 回 受講者が事故の原因、対策、専門職の倫理についてグループ討論して発表
する。 
14 回 受講者が事故の原因、対策、専門職の倫理についてグループ討論して発表
する。 
15 回 受講者が事故の原因、対策、専門職の倫理についてグループ討論して発表
する。 

準備学習 1 回 教科書(第 11、12 章)を読み、科学技術倫理教育の背景を予習すること。 
2 回 教科書(第 1、2 章)を読み、「科学技術倫理とは何か」を考えること。 
3 回 科学技術系の学会・協会の倫理綱領や規定を読み、技術者の行動規範につい
て考えること。 
4 回 教科書(第 6、7、8 章)を読み、「技術開発は誰のためのものか」、目標と社会
的な影響を考えること。 
5 回 教科書(第 9、10 章)を読み、代表例として諫早湾干拓事業の状況を調べて、
科学技術の公益性、利害関係者の合意形成の難しさ・取組み方について考えるこ
と。 
6 回 技術者の関わりが深いコンプライアンス違反の事象、原因、処理などを調
べ、倫理的な課題と防止策を考えること。事例「三菱自動車のリコール隠し」、
「耐震強度偽装」、「ディーゼルエンジン排ガス浄化装置のデータ改竄」。 
7 回 公衆の利益に技術的判断が活かされなかった事例を調べ、専門職の判断の
重要性と実践の難しさを考えること。事例「チャレンジャー号爆発事故」「薬害エ
イズ」。 
8 回 公害、食品中毒の事象、原因、処理などを調べ、専門職は被害の拡大を防ぐ
ためどのように行動すべきかを考えること。事例「有機水銀中毒」、「森永ミルク
ヒ素中毒」、「かねみ油症」。 
9 回 一般消費者向製品の欠陥や不正改造による事故の事象、原因、処理などを調



べ、製造物責任の考え方や消費者の安全配慮について考えること。事例「パロマ
湯沸器一酸化炭素中毒」、「コンニャク入りゼリー」。 
10 回 航空機・列車事故の事象、原因、処理などを調べ、事故リスクの評価と技
術的安全対策の必要性について考えること。事例 「JAL123 便墜落」、「JR 福知
山線事故」。 
11 回 労働災害の事象、原因、処理などを調べ、現場の安全管理責任について考
えること。事例「東海村 JCO 臨界事故」、「酸素欠乏症・ガス中毒事故」。 
12 回 知的財産の種類、権利の内容、譲渡などについて資料を調べ予習すること。
事例「⻘色 LED 特許係争」「ミノルタ・ハネウェル特許訴訟」。 
13 回 グループ毎に討議する事例を選択して、科学技術倫理の観点で自分の意見
と論点を整理しておくこと。 
14 回 グループ毎に討議する事例を選択して、科学技術倫理の観点で自分の意見
と論点を整理しておくこと。 
15 回 グループ毎に討議する事例を選択して、科学技術倫理の観点で自分の意見
と論点を整理しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MTR3311 
成績評価 講義中に課す課題（50％）、レポート等（50％）により総合的に評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 知能機械工学専攻(10〜12) 
見出し MTR3311 制御システム設計論 
担当教員名 赤木 徹也 
単位数 2 
教科書 授業中に配布する資料 
アクティブラーニング  
キーワード 流体アクチュエータ、モデル化、制御器設計、MATLAB、SIMULINK、シミュレ

ーション 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 制御システム設計論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 アクチュエータの駆動と制御（増補）／武藤高義著／コロナ社 
授業形態 講義 
注意備考 本講義は解析ソフト（MATLAB/SIMULINK）を用いるため、ライセンス数の制

限から、最大 8 名までしか受講できない。 
シラバスコード MTR3311 
実務経験のある教員  
達成目標 本講義では MATLAB/SIMULINK を用いて、流体アクチュエータを使った制御

対象のモデル化とシミュレーションプログラムを作成できる能⼒を育成するこ
とを目的とする。具体的には以下の内容ができることを目的とする。・油圧、空気
圧を用いた流体アクチュエータの数学モデルがたてることができる。・空気の音
速域と亜音速域などの流体の状態変化など非線形要素をモデル化でき、シミュレ
ーションプログラムを作成できる。・静止摩擦やクーロン摩擦などの摩擦モデル
を数式で表現でき、シミュレーションプログラムを作成できる。・流体アクチ 

受講者へのコメント  
連絡先 20 号館 5 階 赤木研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 「制御機器特論」「メカトロニクス特論」を受講するのが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 制御システムに必要な制御機器として，アクチュエータやセンサ，弁などがある。

本講義では、特に福祉・メカトロニクス系で必要となる油圧・空気圧制御機器（ア
クチュエータ）に重点を置き，制御系 CAE ソフト（Matlab/Simulink）を用いて



各種アクチュエータや弁などの特性をシミュレーションし，制御システムを設計
する能⼒の育成を図る。特に、空気圧駆動機器のモデル化に必要な圧縮性などの
非線形要素を数学モデルで表現でき、シミュレーションを行う能⼒の育成を図
る。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回  オリエンテーションを実施する。 

2 回  MATLAB/SIMULINK の操作法１（線形要素）について解説する。 
3 回  MATLAB/SIMULINK の操作法２（条件分け・非線形要素）について解説
する。 
4 回  油圧シリンダ・制御弁のモデル化について解説する。 
5 回  シミュレーションについて解説する。 
6 回  油圧システム演習課題（シミュレーション）について解説する。 
7 回  空気圧シリンダ・制御弁のモデル化について解説する。 
8 回  高速 On/Off 弁の PWM 駆動制御モデルについて解説する。 
9 回  シミュレーションについて解説する。 
10 回  空気圧システム演習課題（シミュレーション）について解説する。 
11 回  課題演習(制御対象のモデル化)について解説する。 
12 回  課題演習(制御系のモデル化)について解説する。 
13 回  課題演習(パラメータ同定)について解説する。 
14 回  課題演習(シミュレーション)について解説する。 
15 回  課題提出およびプレゼンテーションを実施する。 

準備学習 1 回  シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。 
2 回  MATLAB/SIMULINK に関して図書館やインタ−ネット等で調べてみて
おくこと。 
3 回  静止摩擦やクーロン摩擦などを含む摩擦の数学モデルに関して図書館や
インターネット等で調べてみておくこと。 
4 回  固定絞りを流れる油の流量の数学モデル（流体⼒学）に関して調べ、数式
で表しておくこと。 
5 回  一定容積内に油が流れ込んだ場合の容積内の圧⼒変化の数学モデルに関
して調べ、数式で表しておくこと。 
6 回  2 つの可変絞りを有する油圧の On/Off 弁の数学モデルをたてておくこ
と。 
7 回  固定絞り内を流れる空気に関して、音速流や亜音速流を考慮したを流量
の数学モデルについて調べ、数式で表しておくこと。 
8 回  2 つの可変絞りを有する空気圧の On/Off 弁の数学モデルをたてておくこ
と。また、PWM 駆動信号をタイマ、カウンタ、比較器を使って構成する方法に
ついて考えておくこと。 
9 回  一定容積内に空気（圧縮性流体）が流れ込んだ場合の容積内の圧⼒変化の
数学モデルに関して調べ、数式で表しておくこと。 
10 回  2 つの可変絞りを有する空気の On/Off 弁の数学モデルをたてておくこ
と。 
11 回  空気圧シリンダ圧⼒室内の流体の状態変化の数学モデルについて調べ、



数式で表しておくこと。 
12 回  P 制御、PD 制御、PID 制御器のプログラムを、MATLAB/SIMULINK を
用いて作成してみておくこと 
13 回  一定容積に接続された空気圧 On/Off 弁の出⼒圧⼒のステップ応答結果
のデータをもとに、開口面積などのパラメータを同定してみておくこと。 
14 回  同定したパラメータをもとに、空気圧シリンダを駆動した場合のシリン
ダ圧⼒室内の圧⼒変化とロッド変位を計算するシミュレーションモデルを、
MATLAB/SIMULINK を用いて作成しておくこと。 
15 回  空気圧アクチュエータを用いた任意のシミュレーションモデルを作成し、
アクチュエータ圧⼒室内の圧⼒変化と変位を計算するシミュレーションモデル
を、MATLAB/SIMULINK を用いて作成しレポートにまとめておくこと。また、
その内容に関する１０分程度のプレゼンテーションを作成しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MTR3512 
成績評価 レポート（100％）の提出による。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 知能機械工学専攻(10〜12) 
見出し MTR3512 ユニバーサルデザイン特論 
担当教員名 神谷 茂保、松浦 洋司、荒木 圭典 
単位数 2 
教科書 神谷担当分（第 1 回〜第 5 回）：講義中に資料を配布するが下記の 1）2）も用い

る予定。1）「都市の再生を考える」7「公共空間としての都市」（岩波書店）2）小
宮山宏編：岩波科学ライブラリ１３７「サスティナビリティ学への挑戦」（岩波書
店）松浦担当分（第 6 回〜第 10 回）：講義中に資料を配布する。荒木担当分（第
11 回〜第 14 回）：第 11 回に講義で利用する資料を配付する。 

アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 ユニバーサルデザイン特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に指示する。 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MTR3512 
実務経験のある教員  
達成目標 ユニバーサルデザインの理念を理解しこの理念を活かすことができる。 
受講者へのコメント  
連絡先 神谷研究室（20 号館 6 階）、松浦研究室（20 号館 4 階）、荒木研究室（20 号館 6

階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 対象学生なし。 
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ユニバーサルデザインの理念を理解しこの理念を活かす方法を学ぶ。神谷茂保、

松浦洋司、荒木圭典がそれぞれ 5 回ずつ講義を行う。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回  ユニバーサルデザインの背景を説明する。 

2 回  ユニバーサルデザインの理念を説明する。 
3 回  都市のユニバーサルデザイン 1：「都市づくり」におけるユニバーサルデザ



インの理念を説明する。 
4 回  都市のユニバーサルデザイン 2：「公共空間としての都市」について説明す
る。 
5 回  都市のユニバーサルデザイン 3：「公共空間としての都市」でのユニバーサ
ルデザインの理念を説明する。 
6 回  サイン情報のユニバーサルデザインを説明する。 
7 回  視覚特性について（照明と色彩）説明する。 
8 回  色覚異常の色覚特性について説明する。 
9 回  色覚異常の色覚モデルについて説明する。 
10 回  高齢者の視覚特性について説明する。 
11 回  ウエブのアクセシビリティについて説明する。 
12 回  W3C のアクセシビリティについて説明する。 
13 回  W3C のアクセシビリティのガイドラインについて説明する。 
14 回  アクセシブルなページの作成手段について説明する。 
15 回  まとめとして ユニバーサルデザインの理念を説明する。 

準備学習 1 回 アメリカでの「ユニバーサルデザイン」の歴史について調べておくこと。 
2 回 日本での「ユニバーサルデザイン」の歴史について調べておくこと。 
3 回 都市とは何か、定義を考えておくこと。 
4 回 日本の都市はどのようにしてできてきたかなどを調べておくこと。 
5 回 日本の都市の問題点は何か考えておくこと。 
6 回 照明と色彩の基本事項について学習（復習）しておくこと。 
7 回 身近なサイン情報で見にくいと思われるものを調べておくこと。 
8 回 色覚異常について調べておくこと。 
9 回 色覚の三色説と反対色説について調べておくこと。 
10 回 高齢者の視覚特性について調べておくこと。 
11 回 第 11 回に配付する資料に現れる用語について事前にウェブ等で調べてお
くこと。 
12 回 第 11 回に配付する資料に現れる用語について事前にウェブ等で調べてお
くこと。 
13 回 第 11 回に配付する資料に現れる用語について事前にウェブ等で調べてお
くこと。 
14 回 第 11 回に配付する資料に現れる用語について事前にウェブ等で調べてお
くこと。 
15 回 これまでに学習してきた内容をまとめておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MTR35B1 
成績評価 各講義で与える試問に対する解答や、内容に関する討論などから総合的に評価す

る。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 知能機械工学専攻(10〜12) 
見出し MTR35B1 バイオメカニクス特論 
担当教員名 林 紘三郎 
単位数 2 
教科書 林紘三郎／バイオメカニクス／コロナ社、および配布英文論文 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 バイオメカニクス特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 林紘三郎、安達泰治、宮崎浩／生体細胞・組織のリモデリングのバイオメカニク

ス／コロナ社：牧川方昭、吉⽥正樹／運動のバイオメカニクス／コロナ社 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MTR35B1 
実務経験のある教員  
達成目標 材料⼒学や流体⼒学などの⼒学を基盤として生体の構造と機能を解析する方法

を知り、医学、工学などに応用できる能⼒を獲得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 ５号館３階、林（紘）教授室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 バイオメカニクス特論 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 材料⼒学や流体⼒学などの⼒学を基盤として，生体の構造と機能を解析し，その

結果を医学・生物学や工学などへ応用する分野であるバイオメカニクスの意義，
概要を理解する。具体的には，バイオメカニクスの領域と歴史，生体組織の⼒学
的性質とその計測法，構成法則，血管弾性・血液流体⼒学と血管疾患のメカニズ
ム，関節・脊椎の⼒学解析，生体組織・細胞の機能的適応制御とリモデリングな
どをもとに、バイオメカニクス分野を把握する。授業では、各自に与えられた英
論文を理解し、レジュメを作成して説明し、英語⼒の向上をはかる。 

対象学年 1 年/2 年 



授業内容 1 回 バイオメカニクスの定義、意義、領域、歴史について説明する。 
2 回 各自担当の英論文について解説しながら、生体硬組織の構造、組成、⼒学特
性について説明する。 
3 回 各自担当の英論文について解説しながら、生体軟組織の構造、組成、⼒学特
性について説明する。 
4 回 各自担当の英論文について解説しながら、細胞、生体線維の構造と⼒学特性
について説明する。 
5 回 各自担当の英論文について解説しながら、生体組織の構成法則について説
明する。 
6 回 各自担当の英論文について解説しながら、動脈弾性について説明する。 
7 回 各自担当の英論文について解説しながら、血管疾患の固体バイオメカニク
ス１（動脈硬化）について説明する。 
8 回 各自担当の英論文について解説しながら、血管疾患の固体バイオメカニク
ス２（脳血管障害）について説明する。 
9 回 各自担当の英論文について解説しながら、生理流体の性質と特徴について
説明する。 
10 回 各自担当の英論文について解説しながら、生理流体⼒学、血液流体⼒学に
ついて説明する。 
11 回 各自担当の英論文について解説しながら、循環器疾患の流体バイオメカニ
クスについて説明する。 
12 回 各自担当の英論文について解説しながら、関節の摩擦と摩耗のバイオメカ
ニクスについて説明する。 
13 回 各自担当の英論文について解説しながら、脊椎のバイオメカニクスについ
て説明する。 
14 回 各自担当の英論文について解説しながら、生体組織の機能的適応とリモデ
リング（再構築）について説明する。 
15 回 各自担当の英論文について解説しながら、細胞や生体分子のメカニクスと
⼒学的刺激に対する反応、適応制御現象について説明する。 

準備学習 1 回 シラバスと教科書をよく確認して、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回 一般材料の⼒学特性の取り扱い方法について復習しておくこと。また、各自
に与えられた英論文を理解し、レジュメを作成しておくこと。 
3 回 一般材料および生体硬組織の⼒学特性の取り扱い方法について復習してお
くこと。また、各自に与えられた英論文を理解し、レジュメを作成しておくこと。 
4 回 細胞の構造について調べておくこと。また、各自に与えられた英論文を理解
し、レジュメを作成しておくこと。 
5 回 材料および生体組織の⼒学特性の取り扱い方法、とくに応⼒ーひずみ関係
について復習しておくこと。また、各自に与えられた英論文を理解し、レジュメ
を作成しておくこと。 
6 回 生体組織の応⼒ーひずみ関係について復習するとともに、血管の構造と機
能について調べておくこと。また、各自に与えられた英論文を理解し、レジュメ
を作成しておくこと。 
7 回 動脈硬化とはどのような病気であるのかについて調べておくこと。また、各



自に与えられた英論文を理解し、レジュメを作成しておくこと。 
8 回 くも膜下出血などの脳血管疾患とはどのような病気であるのかについて調
べておくこと。また、各自に与えられた英論文を理解し、レジュメを作成してお
くこと。 
9 回 血液の組成、赤血球の構造と機能について調べておくこと。また、各自に与
えられた英論文を理解し、レジュメを作成しておくこと。 
10 回 流体⼒学の基礎的事項について復習しておくこと。また、各自に与えられ
た英論文を理解し、レジュメを作成しておくこと。 
11 回 血管疾患の固体バイオメカニクス的取り扱いについて復習しておくこと。
さらに、動脈硬化、脳血管疾患などの心臓血管系病気について調べておくこと。
また、各自に与えられた英論文を理解し、レジュメを作成しておくこと。 
12 回 関節の構造と機能、身体運動について調べておくこと。また、各自に与え
られた英論文を理解し、レジュメを作成しておくこと。 
13 回 脊椎の構造と機能、有限要素法について調べておくこと。また、各自に与
えられた英論文を理解し、レジュメを作成しておくこと。 
14 回 機械の最適設計法について調べておくこと。また、各自に与えられた英論
文を理解し、レジュメを作成しておくこと。 
15 回 細胞の構造と機能について調べておくこと。また、各自に与えられた英論
文を理解し、レジュメを作成しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MTR3711 
成績評価 各講義における質疑応答（１０％）や演習内容（１０％）・レポート（８０％）に

より総合的に評価する。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 知能機械工学専攻(10〜12) 
見出し MTR3711 知能ロボット工学特論 
担当教員名 山⽥ 訓、綴木 馴、藤本 真作 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 知能ロボット、制御系設計、ＣＡＥ、制御学習、ニューラルネットワーク 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 知能ロボット工学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MTR3711 
実務経験のある教員  
達成目標 実システムの簡単な制御設計ができる。制御課題毎に適切な制御方式・制御学習

方式を選択することができる。ニューラルネットワークを簡単な実問題に適用す
ることができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２０号館５階山⽥ 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 知能情報工学特論、ロボット制御特論、画像処理工学特論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 実システムの制御系設計を行うことで、その構成要素や要素技術の内容をより具

体的に理解・認識し、知能ロボット工学の現状や課題をより深く理解する（担当：
藤本）。制御学習の各方式の利点と問題点を具体的に理解する過程において、ロ
ボット工学における知能情報処理の現状や課題を深く理解する（担当：山⽥）。ニ
ューラルネットワークの基本的概念と応用例を講義し、ニューラルネットワーク
の特徴と問題点を理解し、ロボット工学分野に応用する際の課題を深く理解する
（担当：綴木）。 

対象学年 1 年/2 年 



授業内容 1 回  知能ロボット工学の歴史について解説する。 
2 回  知能ロボット工学の概要について解説する。 
3 回  CAE を用いた実システムの設計概要について解説する。 
4 回  CAE を用いた実システムの設計演習（１）システム同定とその妥当性の検
証について解説と演習をする。 
5 回  CAE を用いた実システムの設計演習（２）２自由度制御系設計法について
解説し、演習をする。 
6 回  CAE を用いた実システムの設計演習（３）制御器の実装とその性能評価に
ついて解説し、演習をする。 
7 回  知的制御各方式の特徴について解説する。 
8 回  制御学習のプログラミング演習（１）単純な制御の強化学習プログラミン
グについて解説し、演習をする。 
9 回  制御学習のプログラミング演習（２）ロボット制御の強化学習プログラミ
ングについて解説し、演習をする。 
10 回 制御学習のプログラミング演習（３）モジュール型強化学習のプログラミ
ングについて解説し、演習をする。 
11 回  ニューラルネットワークモデルの概要について解説する。 
12 回  ニューラルネットワークのプログラミング演習（１）基本 Hopfield ネッ
トのプログラムについて解説し、演習をする。 
13 回  ニューラルネットワークのプログラミング演習（２）Hopfield ネットの
特性の解析について解説し、演習をする。 
14 回  ニューラルネットワークのプログラミング演習（３）改良型 Hopfield ネ
ットのプログラムについて解説し、演習をする。 
15 回  講義全体のまとめを行い、知能ロボット工学の概要について解説する。 

準備学習 1 回  知能ロボット工学全般に対し、インターネット等で検索し、過去にどんな
研究がなされていたか調べておくこと。 
2 回  前回の講義の内容を復習し、知能ロボット工学の概要についてまとめて
おくこと。 
3 回  システムの設計とは何かについて、調べておくこと。 
4 回  前回の講義の内容を復習し、システム設計とは何かをまとめておくこと 
5 回  前回の講義内容を復習し、システム同定の意味と方法についてまとめて
おくこと 
6 回  前回の講義内容を復習し、２自由度制御系設計の方法についてまとめて
おくこと 
7 回  前回の講義内容を復習し、制御系の実装の方法についてまとめておくこ
と。制御学習にはどんなものがあるか、インターネット等で調べておくこと 
8 回  前回の講義内容を復習し、知的制御各方式の特徴をまとめておくこと 
9 回  強化学習の基本的なプログラミング方法をまとめておくこと 
10 回  強化学習をロボット制御に適用するために必要な方法についてまとめて
おくこと 
11 回  強化学習プログラミングについてまとめること。ニューラルネットワー
クに関して、インターネット等で調べておくこと 



12 回  ニューラルネットワークの各種モデルの特徴をまとめておくこと 
13 回  基本 Hopfield モデルのプログラミング方法をまとめておくこと 
14 回  ニューラルネットワークの特性を評価する方法についてまとめておくこ
と 
15 回  全ての講義内容を復習し、制御系設計、強化学習、Hopfield ネットワー
クについてまとめておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MTR4311 
成績評価 講義中の質疑応答（２０％）とレポート（８０％）で評価する． 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス 知能機械工学専攻(10〜12) 
見出し MTR4311 画像処理工学特論 
担当教員名 綴木 馴 
単位数 2 
教科書 テキスト：Digital Image ProcessingRafael C. Gonzalez (著), Richard E. Woods 

(著) 
アクティブラーニング  
キーワード フーリエ変換，ガウス過程，画像修復，確率モデル， 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 画像処理工学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 参考書：Digital Image Processing Using MatlabRafael C. Gonzalez (著), Richard 

E. Woods (著), Steven L. Eddins (著) 
授業形態 講義 
注意備考 画像処理工学を履修済みの事．またはそれと同等の学⼒を持つ事．大卒程度の英

語⼒および高等数学の実⼒を持っている事． 
シラバスコード MTR4311 
実務経験のある教員  
達成目標 この授業における最先端の画像処理工学について学ぶ事で，画像処理工学の基礎

研究を行う能⼒を持つ事ができる． 
受講者へのコメント  
連絡先 電子メール juntuzu@are.ous.ac.jp，オフィスアワー随時． 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 プログラミング演習，数値計算法，画像処理工学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 本講義では下記に示すテキストの輪読を行う．本講義で取り扱うテキストは，画

像処理の基本的な所から最先端の応用まで全てを網羅している．また，実例や図
表が非常に多く，説明も具体的にかつ丁寧にされている(800 ページ近くあるの
はそのため)．比較的平易な英語で書かれているので読む価値が非常に高い． 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションをする． 

2 回 画像処理工学の有用性について説明をする． 



3 回 デジタル画像工学の基礎を習得する． 
4 回 デジタル画像のフーリエ変換を学習する． 
5 回 ノイズ画像と⼈工画像の発生について学習する． 
6 回 古典的デジタル画像修復問題について説明する． 
7 回 空間的相関ノイズを持つ画像修復問題について説明する． 
8 回 統計⼒学による画像修復問題の数値解析について習得する． 
9 回 統計⼒学的解析による画像修復問題の数理解析について学習する． 
10 回 空間的相関ノイズの除去法について学習する． 
11 回 ２種類のノイズが混ざった場合の画像修復モデルについて学習する． 
12 回 ガウス過程の数理解析について学習する． 
13 回 ガウス過程の統計⼒学的解析について学習する． 
14 回 ガウス過程としての画像修復モデルを習得する． 
15 回 まとめをする． 

準備学習 1 回 画像処理工学の復習すること． 
2 回 前回講義内容の復習すること． 
3 回 前回講義内容の復習すること． 
4 回 前回講義内容の復習すること． 
5 回 前回講義内容の復習すること． 
6 回 前回講義内容の復習すること． 
7 回 前回講義内容の復習すること． 
8 回 前回講義内容の復習すること． 
9 回 前回講義内容の復習すること． 
10 回 前回講義内容の復習すること． 
11 回 前回講義内容の復習すること． 
12 回 前回講義内容の復習すること． 
13 回 前回講義内容の復習すること． 
14 回 前回講義内容の復習すること． 
15 回 前回講義内容の復習すること． 

 



年度 2012 
授業コード MTR4511 
成績評価 各講義での質疑応答（２０％）やレポート（８０％）により総合的に評価する。 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス 知能機械工学専攻(10〜12) 
見出し MTR4511 知能機械工学特別講義 
担当教員名 山⽥ 訓、赤木 徹也、山本 敏泰、綴木 馴、堂⽥ 周治郎、神谷 茂保、松

下 尚史 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 知能機械工学特別講義 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MTR4511 
実務経験のある教員  
達成目標 各テーマの最新のトピックスを紹介でき、今後の動向を説明できる。各自の研究

のその研究分野での位置づけを説明できる。 
受講者へのコメント  
連絡先 各指導教員 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 知能機械工学専攻の各教員がその専門性を生かして、知能機械工学研究の最新の

動向を講義する。知能機械工学のそれぞれの分野での研究の概要を理解し、各自
の研究との関連性を理解することを目標とする。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 各テーマの研究動向をインターネット等を用いて調べておくこと。前回の講義の

内容を復習し、内容を簡潔にまとめること。 
 



年度 2012 
授業コード MTR4911 
成績評価 論文の理解度およびプレゼンテーションにより評価する（１００％）。また、学生

自身が書いた英語の論文等について、英語で発表することでも同様に評価する。 
曜日時限 木曜日 9・10 時限 
対象クラス 知能機械工学専攻(12〜12) 
見出し MTR4911 知能機械工学特別演習Ⅰ 
担当教員名 赤木 徹也 
単位数 2 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード 英語論文、英語読解⼒、論文理解⼒、プレゼンテーション、質疑応答、コミュニ

ケーション 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 知能機械工学特別演習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 演習 
注意備考 紹介論文の選定は早めに行い、十分な準備をして論文紹介を行うこと。（各担当

教員との読み合わせ、発表練習も講義時間となるため、十分な時間をとって準備
すること。）他⼈の発表に対して積極的に質問したり討論に加わること。パソコ
ンを使用して、パワーポイント等電子教材をプロジェクタで提示する。 

シラバスコード MTR4911 
実務経験のある教員  
達成目標 研究に関係した英語の論文を読み、理解することができる。論文の内容をわかり

やすくまとめることができる。プレゼンテーションができる。プレゼンテーショ
ンのためのパワーポイントが作成できる。質問を十分理解し適切に答え、コミュ
ニケーションすることができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 担当（代表）：２０号館５階 赤木研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 知能機械工学特別演習 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 演習方式により、プレゼンテーションを行う。まず、学生は知能機械工学や各自

の研究内容に関連した英語で書かれた論文を取り上げる。つぎに、その論文を日
本語に訳し、内容を理解する。そして、それらをわかりやすく説明するためのプ



レゼンテーション資料やパワーポイントを作成する。最後に教員及び院生の前
で、論文内容紹介のプレゼンテーションや質疑応答を行う。すなわち、この演習
では、論文理解⼒、英語読解⼒、プレゼンテーション⼒、コミュニケーション⼒
の向上を目的とする。 

対象学年 1 年 
授業内容  
準備学習 シラバスを読んでおくこと。 

第２〜１３回：事前に指導教員と英語論文の読み合わせやプレゼンの練習などを
行っておくこと。 
第１４〜１５回：研究報告会の準備を十分しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MTR4912 
成績評価 論文の理解度およびプレゼンテーションにより評価する（１００％）。 
曜日時限 木曜日 9・10 時限 
対象クラス 知能機械工学専攻(12〜12) 
見出し MTR4912 知能機械工学特別演習Ⅱ 
担当教員名 堂⽥ 周治郎 
単位数 2 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード 英語論文、英語読解⼒、論文理解⼒、プレゼンテーション、質疑応答、コミュニ

ケーション 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 知能機械工学特別演習Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 演習 
注意備考 紹介論文の選定は早めに行い、十分な準備をして論文紹介を行うこと。他⼈の発

表に対して積極的に質問したり討論に加わること。パソコンを使用して、パワー
ポイント等電子教材をプロジェクタで提示する。 

シラバスコード MTR4912 
実務経験のある教員  
達成目標 研究に関係した英語の論文を読み、理解することができる。論文の内容をわかり

やすくまとめることができる。プレゼンテーションができる。プレゼンテーショ
ンのためのパワーポイントが作成できる。質問を十分理解し適切に答え、コミュ
ニケーションすることができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 担当（代表）：２０号館３階 堂⽥研究室 電話：086-256-9564 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 知能機械工学特別演習 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 演習方式により、プレゼンテーションを行う。まず、学生は知能機械工学や各自

の研究内容に関連した英語で書かれた論文を取り上げる。つぎに、その論文を日
本語に訳し、内容を理解する。そして、それらをわかりやすく説明するためのプ
レゼンテーション資料やパワーポイントを作成する。最後に教員及び院生の前
で、論文内容紹介のプレゼンテーションや質疑応答を行う。すなわち、この演習



では、論文理解⼒、英語読解⼒、プレゼンテーション⼒、コミュニケーション⼒
の向上を目的とする。 

対象学年 1 年 
授業内容  
準備学習 事前に指導教員と英語論文の読み合わせやプレゼンの練習などを十分行ってお

くこと。 
 



年度 2012 
授業コード MTR4921 
成績評価 論文の理解度およびプレゼンテーションにより評価する（１００％）。 
曜日時限 木曜日 9・10 時限 
対象クラス 知能機械工学専攻(10〜11) 
見出し MTR4921 知能機械工学特別演習Ⅲ 
担当教員名 山⽥ 訓、赤木 徹也、山本 敏泰、綴木 馴、堂⽥ 周治郎、神谷 茂保、松

下 尚史 
単位数 2 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード 英語論文、英語読解⼒、論文理解⼒、プレゼンテーション、質疑応答、コミュニ

ケーション 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 知能機械工学特別演習Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 演習 
注意備考 紹介論文の選定は早めに行い、十分な準備をして論文紹介を行うこと。他⼈の発

表に対して積極的に質問したり討論に加わること。パソコンを使用して、パワー
ポイント等電子教材をプロジェクタで提示する。 

シラバスコード MTR4921 
実務経験のある教員  
達成目標 研究に関係した英語の論文を読み、理解することができる。論文の内容をわかり

やすくまとめることができる。プレゼンテーションができる。プレゼンテーショ
ンのためのパワーポイントが作成できる。質問を十分理解し適切に答え、コミュ
ニケーションすることができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 担当（代表）：２０号館５階 山⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 知能機械工学特別演習 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 演習方式により、プレゼンテーションを行う。まず、学生は知能機械工学や各自

の研究内容に関連した英語で書かれた論文を取り上げる。つぎに、その論文を日
本語に訳し、内容を理解する。そして、それらをわかりやすく説明するためのプ
レゼンテーション資料やパワーポイントを作成する。最後に教員及び院生の前



で、論文内容紹介のプレゼンテーションや質疑応答を行う。すなわち、この演習
では、論文理解⼒、英語読解⼒、プレゼンテーション⼒、コミュニケーション⼒
の向上を目的とする。 

対象学年 2 年 
授業内容  
準備学習 発表論文の選定を行い、事前に指導教員と英語論文の読み合わせやプレゼンの練

習などを行っておくこと。 
 



年度 2012 
授業コード MTR4922 
成績評価 論文の理解度およびプレゼンテーションにより評価する（１００％）。 
曜日時限 木曜日 9・10 時限 
対象クラス 知能機械工学専攻(10〜11) 
見出し MTR4922 知能機械工学特別演習Ⅳ 
担当教員名 神谷 茂保 
単位数 2 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード 英語論文、英語読解⼒、論文理解⼒、プレゼンテーション、質疑応答、コミュニ

ケーション 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 知能機械工学特別演習Ⅳ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 演習 
注意備考 紹介論文の選定は早めに行い、十分な準備をして論文紹介を行うこと。他⼈の発

表に対して積極的に質問したり討論に加わること。パソコンを使用して、パワー
ポイント等電子教材をプロジェクタで提示する。 

シラバスコード MTR4922 
実務経験のある教員  
達成目標 研究に関係した英語の論文を読み、理解することができる。論文の内容をわかり

やすくまとめることができる。プレゼンテーションができる。プレゼンテーショ
ンのためのパワーポイントが作成できる。質問を十分理解し適切に答え、コミュ
ニケーションすることができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 担当（代表）：２０号館 6 階 神谷研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 知能機械工学特別演習 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 演習方式により、プレゼンテーションを行う。まず、学生は知能機械工学や各自

の研究内容に関連した英語で書かれた論文を取り上げる。つぎに、その論文を日
本語に訳し、内容を理解する。そして、それらをわかりやすく説明するためのプ
レゼンテーション資料やパワーポイントを作成する。最後に教員及び院生の前
で、論文内容紹介のプレゼンテーションや質疑応答を行う。すなわち、この演習



では、論文理解⼒、英語読解⼒、プレゼンテーション⼒、コミュニケーション⼒
の向上を目的とする。 

対象学年 2 年 
授業内容  
準備学習 シラバスを読んでおくこと。 

第２〜１３回：事前に指導教員と英語論文の読み合わせやプレゼンの練習などを
行っておくこと。 
第１４〜１５回：研究報告会の準備を十分しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MTR5112 
成績評価 各講義での質疑応答（２０％）やレポート（８０％）により総合的に評価する 
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 知能機械工学専攻(10〜12) 
見出し MTR5112 知能情報工学特論 
担当教員名 山⽥ 訓 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 知能情報処理、誤差逆伝搬法、連想記憶、強化学習、フィードバック誤差学習 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 知能情報工学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 特になし 
授業形態 講義 
注意備考 パソコンを用いてプログラミング演習を行う。授業受講の事前準備として Web

で学生に下調べをさせている。 
シラバスコード MTR5112 
実務経験のある教員  
達成目標 基本的な神経回路モデル（誤差逆伝搬法、連想記憶モデル）のプログラムを作成

し、具体的な課題に適用することができる。強化学習・フィードバック誤差学習
のプログラムを作成し、具体的な制御課題に適用することができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 ２０号館５階山⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 高等動物の脳の情報処理機構について説明し、脳では感覚情報を如何に処理し、

高次の概念を形成しているか、高次の概念を如何に用いて、柔軟な処理をしてい
るかを説明する。さらに、脳を模擬した基本的な神経回路モデル（誤差逆伝播法、
連想記憶モデル）や、知的制御を行うための制御学習法（強化学習法、フィード
バック誤差学習）の理論、アルゴリズムを説明する。プログラミングの演習や使
用を通して、各モデルの特性と利点・限界を理解することを目標とする。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回  脳の情報処理の概要について解説する。 



2 回  神経細胞の構造と機能及びニューロンモデルについて解説する。 
3 回  脳の構造と機能について解説する。 
4 回  視覚情報処理メカニズム（１）視覚情報処理の基本メカニズムについて解
説する。 
5 回  視覚情報処理メカニズム（２）領野間の相互作用メカニズムについて解説
する。 
6 回  運動制御メカニズムについて解説する。 
7 回  誤差逆伝搬法のプログラミング演習（１）ニューラルネットプログラムの
基礎について解説し、プログラミング演習をする。 
8 回  誤差逆伝搬法のプログラミング演習（２）ニューラルネットプログラムの
構成法について解説し、プログラミング演習をする。 
9 回  誤差逆伝搬法のプログラミング演習（３）各種データへの適用について解
説し、プログラミング演習をする。 
10 回  連想記憶について解説し、プログラミング演習をする。 
11 回  強化学習法のプログラミング演習（１）強化学習プログラムの概要を解説
する。 
12 回  強化学習法のプログラミング演習（２）強化学習プログラムの構成法につ
いて解説し、プログラミング演習をする。 
13 回  フィードバック誤差学習について解説し、プログラミング演習をする。 
14 回  その他の知能制御について解説する。 
15 回 知能制御全般に関し解説し、知能ロボットに必要な制御に関し解説する。 

準備学習 1 回  知能情報処理Ｉ、ＩＩの配布資料等を復習し、脳とコンピュータの違い、
誤差逆伝搬法・強化学習・フィードバック誤差学習のアルゴリズムを確認してお
くこと 
2 回  脳とコンピュータの違いを簡潔に説明できるようにしておくこと 
3 回  神経細胞の機能を簡潔に説明できるようにしておくこと 
4 回  脳における情報処理の流れを説明できるようにしておくこと 
5 回  視覚情報処理の大まかな流れを理解しておくこと 
6 回  視覚情報処理のメカニズム全体を見直し、その特徴を理解しておくこと 
7 回  誤差逆伝搬法に関する資料（例えば、知能情報処理Ｉの配布資料）で誤差
逆伝搬法のアルゴリズムを確認しておくこと。プログラミングの教科書等で必要
なＣ言語の文法を確認しておくこと 
8 回  誤差逆伝搬法のアルゴリズムを再確認しておくこと。 
9 回  他の課題に適用する際に変更が必要な箇所について調べておくこと 
10 回  連想記憶に関する資料（例えば、知能情報処理Ｉの配布資料）で連想記
憶のアルゴリズムを確認しておくこと 
11 回  強化学習に関する資料（例えば、知能情報処理Ⅱの配布資料）で強化学
習のアルゴリズムを確認しておくこと 
12 回  強化学習のアルゴリズムを再確認しておくこと 
13 回  フィードバック誤差学習に関する資料（例えば、知能情報処理Ⅱの配布
資料）でフィードバック誤差学習のアルゴリズムを確認しておくこと 
14 回  インターネット等で他の知能制御にどんなものがあるか調べておくこと 



15 回  誤差逆伝搬法・連想記憶・強化学習・フィードバック誤差学習の特徴に
ついてまとめておくこと 

 



年度 2012 
授業コード MTR5312 
成績評価 毎回の小レポート(60%), 期末レポート(40%) 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 知能機械工学専攻(10〜12) 
見出し MTR5312 シミュレーション設計学特論 
担当教員名 荒木 圭典 
単位数 2 
教科書 毎回、資料を配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 構造化プログラミング 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 シミュレーション設計学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 結城, 『新版 C 言語プログラミングレッスン文法編』, ソフトバンククリエイテ

ィブ 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MTR5312 
実務経験のある教員  
達成目標 構造化プログラミング、変数の扱いの基礎を習得し、プログラムの構造化ができ

るようになること。 
受講者へのコメント  
連絡先 担当：荒木圭典 E-mail: araki(_at_)are.ous.ac.jp, Tel: 086-256-9509, 研究室：２

０号館６階、オフィスアワー： 随時 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 学部課程におけるコンピュータリテラシー１、同２、プログラミング演習、数値

計算法、シミュレーション設計学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 コンピュータプログラミングにおけるプログラミング言語の特性を理解するコ

ンピュータ・シミュレーションを用いた研究の背景には、コンピュータの基礎知
識、アルゴリズムの基礎知識、ＯＳの知識など広汎な知識を必要とする。本講義
では単なるプログラミングの知識にとどまらず、プログラムの背景でのコンピュ
ータの動作を意識しながら、プログラミングとプログラミング言語、アルゴリズ
ムの関係を講述する。主にＣ言語を用いるが、比較の対象としてＨＴＭＬ，ＰＨ
Ｐ，ＪａｖａＳｃｒｉｐｔ等も講義する。 



対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 講義全体の概観を述べる。 

2 回 コンピュータの基本構成とプログラムの関連について解説する。 
3 回 Ｃ言語におけるブロック（複文）について解説する。 
4 回 Ｃ言語におけるインターフェース、関数について解説する。 
5 回 メモリアクセスのＣ言語での表現１：宣言文とは何かについて解説する。 
6 回 メモリアクセスのＣ言語での表現２：ポインタとは何か、どのように操作す
るかについて解説する。 
7 回 ＡＰＩ(Application Programming Interface)とは何かについて解説する。 
8 回 Ｃ＋＋言語におけるクラスの概念について解説する。 
9 回 オブジェクト指向プログラミングの考え方の基礎について解説する。 
10 回 アルゴリズムの基礎的な部分について解説する。 
11 回 アルゴリズムの実装の基礎的な部分について解説する。 
12 回 ＨＴＭＬコーディングの基礎：テキスト処理について解説する。 
13 回 ＨＴＭＬコーディングの基礎：イベント駆動型処理の基本的な考え方につ
いて解説する。 
14 回 ＣとＰＨＰとの簡単な比較１：ＰＨＰの基礎について解説する。 
15 回 ＣとＰＨＰとの簡単な比較２：文字列処理の操作について解説する。 

準備学習 各回の復習を十分に行い、次週以降はその知識を利用できるように習熟しておく
こと。 

 



年度 2012 
授業コード MTR5711 
成績評価 課題への取り組みおよび小テストの結果 40％、定期試験 60%により成績を評価

する。採点の基準は 100 点満点のうち 60 点以上を合格とする。ただし、定期試
験において基準点を設け、得点が 30%未満の場合は不合格とする。また、授業回
数の 3 分の 1 以上の欠席がある場合には試験成績は無効とみなし、 

曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス 知能機械工学専攻(10〜12) 
見出し MTR5711 電気電子回路特論 
担当教員名 松下 尚史 
単位数 2 
教科書 インターフェースの電子回路入門／雨宮好文監修・藤原修著／オーム社 
アクティブラーニング  
キーワード オペアンプ、トランジスタ、ＩＣゲート、フリップフロップ、カウンタ、Ａ／Ｄ

変換器、Ｄ／Ａ変換器 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 電気電子回路特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 メカトロニクス／高森年編著／オーム社 
授業形態 講義 
注意備考 ①実際に回路を設計・製作して動作を確認することがある。②試験は定期試験期

間中に行い、試験形態は筆記試験とする。 
シラバスコード MTR5711 
実務経験のある教員  
達成目標 ①オペアンプを使った各種回路を設計することができること。②ＩＣゲートを使

った各種回路を設計することができること。③Ａ／Ｄ変換器およびＤ／Ａ変換器
の原理を説明することができること。 

受講者へのコメント  
連絡先 （研究室）20 号館 3 階、（電話）086-256-9503、（E-mail）hisashi@are.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 制御機器特論、メカトロニクス特論、制御システム設計論、生体計測特論、ロボ

ット制御特論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 1970 年代に誕生したマイクロプロセッサはアナログ制御技術から、より高精度

なディジタル制御技術へと発展の道を拓き、ＤＳＰやディジタル計算機を用いて
実システム（ロボットやメカトロニクス機器）への応用化を促進した。本講義で



は、ディジタルＩＣを中心とする集積回路を用いた電子装置の設計および製作方
法、コンピュータを組み込んで機械を知能化するためのインターフェースの設計
および製作方法、さらに、実用的な回路（例えば、フリップフロップ、カウンタ、
デコーダ、パラレル入出⼒インターフェースなど）の設計および製作方法を修得
す 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 ブリッジ回路の検出感度を上げる方法について解説する。 

2 回 オペアンプを安定に働かせる方法について解説する。 
3 回 いろいろな増幅回路の設計方法について解説する。 
4 回 オペアンプによる信号処理の方法について解説する。 
5 回 ダイオードによるパルス回路の設計方法について解説する。 
6 回 トランジスタによるパルス回路の設計方法について解説する。 
7 回 論理回路を動かす方法について解説する。 
8 回 ＩＣゲートで論理回路を設計方法について解説する。 
9 回 フリップフロップとラッチの違いについて解説する。 
10 回 ＲＳフリップフロップによる記憶回路の設計方法について解説する。 
11 回 ＪＫフリップフロップによる記憶回路の設計方法について解説する。 
12 回 非同期カウンタの設計方法について解説する。 
13 回 同期カウンタの設計方法について解説する。 
14 回 Ａ／Ｄ変換器の設計方法について解説する。 
15 回 Ｄ／Ａ変換器の設計方法について解説する。 

準備学習 1 回 教科書 p.1〜p.7 を読んで、検出感度を最大にする条件を考えてくること。 
2 回 教科書 p.9〜p.19 を読んで、反転増幅回路と非反転増幅回路の相違点を考え
てくること。 
3 回 教科書 p.20〜p.25 を読んで、ボルテージホロワを反転増幅回路および非反
転増幅回路で設計する方法を考えてくること。 
4 回 教科書 p.27〜p.39 を読んで、エアコンで室温を一定に保つための制御回路
の構成を考えてくること。 
5 回 教科書 p.41〜p.48 を読んで、クリッパやリミッタの構成を説明できるよう
にしてくること。。 
6 回 教科書 p.49〜p.57 を読んで、インバータを構成し、パルスの波形整形がで
きることを説明できるようにしてくること。 
7 回 教科書 p.59〜p.88 を読んで、階段の電燈の点灯・消灯の回路構成を考えて
くること。 
8 回 教科書 p.89〜p.120 を読んで、ハザードを生じない５入⼒ＮＡＮＤ回路を２
入⼒ＮＯＲ（７４０２）で構成するためには、７４０２のＩＣが何個必要になる
か考えてくること。 
9 回 教科書 p.121〜p.131 を読んで、フリップフロップとラッチの動作の違いを
考えてくること。 
10 回 教科書 p.121〜p.131 を読んで、スイッチのチャタリングを防止する回路
を設計し、その理由を説明できるようにしてくること。 
11 回 教科書 p.131〜p.140 を読んで、レジスタ回路を設計し、その動作原理を説



明できるようにしてくること。 
12 回 教科書 p.141〜p.152 を読んで、２４ビット非同期カウンタ回路を設計し、
その動作原理を説明できるようにしてくること。 
13 回 教科書 p.141〜p.152 を読んで、２４ビット同期カウンタ回路を設計し、そ
の動作原理を説明できるようにしてくること。 
14 回 教科書 p.153〜p.160 を読んで、Ａ／Ｄ変換器の動作原理を説明できるよ
うにしてくること。 
15 回 教科書 p.161〜p.166 を読んで、Ｄ／Ａ変換器の動作原理を説明できるよ
うにしてくること。 

 



年度 2012 
授業コード MTR5712 
成績評価 質疑応答や演習内容・レポート・期末試験により総合的に評価する。 
曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス 知能機械工学専攻(10〜12) 
見出し MTR5712 ロボット制御特論 
担当教員名 藤本 真作 
単位数 2 
教科書 参考資料を適宜配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード ダイナミカルシステム、安定解析、ロバスト安定性、外乱オブザーバ、システム

同定法、ARX モデル 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 ロボット制御特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 藤井隆雄監訳・フィードバック制御の理論・コロナ社野波健蔵編著・ＭＡＴＬＡ

Ｂによる制御系設計・東京電機大学出版局足立修一著・ＭＡＴＬＡＢによる制御
のためのシステム同定・東京電機大学出版局 

授業形態 講義 
注意備考 ＭＡＴＬＡＢ／ＳＩＭＵＬＩＮＫを使用する。 
シラバスコード MTR5712 
実務経験のある教員  
達成目標 ①周波数領域における制御系設計法、特にロバスト制御についての基礎概念を理

解し、ＭＡＴＬＡＢによって設計仕様を満足する制御器が設計できる。②ＭＡＴ
ＬＡＢを利用することで、時間領域における制御系設計ができ、ＳＩＭＵＬＩＮ
Ｋによって基礎なシミュレーションができる。③基本的なパラメトリックモデル
（ＡＲＸモデル）のシステム同定ができる。 

受講者へのコメント  
連絡先 研究室：２０号館２階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 制御工学Ⅰ・Ⅱ、ロボットダイナミクス、知能ロボット学、ロボット運動学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ロボットマニピュレータなどのダイナミカルシステムの運動学、動⼒学および、

安定解析について簡単に概説し、周波数領域における制御系設計法（２自由度制
御系、外乱オブザーバ、感度関数・相補感度関数、混合感度、ロバスト安定性等）
と、時間領域における制御系設計法（可制御・可観測性、極配置、オブザーバ、



最適レギュレータ、システム同定法の具体例を示しながら、それらの基本的な考
え方を理解することを目的としている。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 講義概要 

2 回 ロボットマニピュレータの動特性とその性質 
3 回 ダイナミカルシステムの安定解析 
4 回 周波数領域における制御系設計法 
5 回 ２自由度制御系の構成とシミュレーション 
6 回 外乱オブザーバの構成 
7 回 感度関数とロバスト安定性 
8 回 時間領域における制御系設計法 
9 回 可制御性（可安定性）と極配置・演習 
10 回 可観測性（可検出性）とオブザーバ・演習 
11 回 最適レギュレータ・演習 
12 回 システム同定の概要とパラメトリックモデルの同定 
13 回 ＡＲＸモデルと予測誤差法 
14 回 ＡＲＸモデルによるシステム同定法 
15 回 システム同定の応用例 

準備学習 1 回 制御工学Ⅰ・Ⅱの復習をしておくこと 
2 回 ロボットダイナミクスの復習をしておくこと 
3 回 リアプノフの安定性理論を復習しておくこと 
4 回 制御工学Ⅰの復習をしておくこと 
5 回 フィードバックとフィードフォワードの役割を復習しておくこと 
6 回 フィルタの復習をしておくこと 
7 回 感度関数・相補感度関数を定義を確認しておくこと 
8 回 ＭＡＴＬＡＢ／ＳＩＭＵＬＩＮＫの基礎を理解しておくこと 
9 回 知能ロボット学の復習をしておくこと 
10 回 ロボット制御工学の復習をしておくこと 
11 回 制御工学Ⅱの復習をしておくこと 
12 回 ＭＡＴＬＡＢ（同定ツールボックス）の基礎を理解しておくこと 
13 回 最小２乗法推定を理解しておくこと 
14 回 ＡＲＸモデルを理解しておくこと 
15 回 ＭＡＴＬＡＢ／ＳＩＭＵＬＩＮＫの基礎を習得しておくこと 

 



年度 2012 
授業コード MTR9023 
成績評価 研究の具体的な内容と修士論文（指導教員による評価：６０％）・プレゼンテーシ

ョンの内容と質疑応答（発表会参加の教員による評価：４０％）を総合して評価
する。 

曜日時限 集中その他 
対象クラス 知能機械工学専攻(10〜12) 
見出し MTR9023 特別研究 
担当教員名 山⽥ 訓、赤木 徹也、山本 敏泰、綴木 馴、堂⽥ 周治郎、神谷 茂保、松

下 尚史 
単位数 14 
教科書 なし 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 特別研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし 
授業形態 実験実習 
注意備考  
シラバスコード MTR9013 
実務経験のある教員  
達成目標 （１）社会の動向・ニーズを踏まえて研究課題を設定できる。（２）研究計画を自

主的に立案し、実行できる。（３）自主的に問題を解決できる。（４）研究内容を
わかりやすく説明できる。 
なお、修士論文発表、その際の質疑応答、修士論文作成まで行うことが成績評価
の前提である。 

受講者へのコメント  
連絡先 代表： 専攻⻑ （原則は配属先研究室の指導教員） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 知能機械工学専攻の科目全て 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 研究室に配属され２年間で独自で新規な研究を行い、結果をまとめる。ロボティ

クス、メカトロニクス、知能情報工学、ユニバーサルデザイン、福祉⼈間工学の
うち、少なくとも一つの分野に関連した研究を指導教員の下で行う。社会の動向・
ニーズを踏まえて研究課題を設定し、問題を解決する能⼒を養成することを目標



とする。また、修士論文の中間発表、学会発表、修士論文発表を通して研究をま
とめる能⼒、プレゼンテーション能⼒、コミュニケーション能⼒を養成すること
を目標とする。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 研究課題設定に必要な、その分野の研究動向・社会のニーズを調査しておくこと。

実験結果を分析し、次の研究計画を立案すること。 
 



年度 2012 
授業コード MTT1312 
成績評価 各種機械要素ごとに宿題を出す。その報告書内容の総合点で成績を評価する。60

点以上を合格とする。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 機械システム工学専攻(11〜12) 
見出し MTT1312 機械設計学特論 
担当教員名 滝 晨彦＊ 
単位数 2 
教科書 プリントを綴じ込んだファイルを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 機械設計、機械要素、トライボロジー、接触問題、潤滑 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 機械設計学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「JIS ハンドブック・機械要素」日本規格協会、「機械工学便覧・β4 編」日本機

械学会。 
授業形態 講義 
注意備考 調べることは大切であるが、まず自分で考えること。 
シラバスコード MTT1312 
実務経験のある教員  
達成目標 各機械要素の持つ本質的な役割と問題点を把握してもらう。機械要素の基礎的な

設計が出来ること、発生するトラブルの対処法、考える糸口を理解し、把握する
こと。 

受講者へのコメント  
連絡先 滝 晨彦、電子メール：brb00776@nifty.com、 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 トライボロジー特論。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 機械設計の優劣は機械要素の使い方に端的に表れる。機械要素は機械の主要部分

を占めるだけに、最も古くから取り上げられ、設計方法も確立しているかに錯覚
されがちである。しかし、現実にはトライボロジー関連の解明が不完全で、多く
の問題点を残している。その実態を示し、現実的な対応が出来るようにする。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 設計の本質と機械要素の役割、ならびにトライボロジーとの関わり。 

2 回 ねじの原理と締め付けの⼒学。 



3 回 ボルトの強度。 
4 回 ねじの緩みなど損傷問題。例：個体潤滑剤によるボルトの脆性破壊。 
5 回 無給油軸受とその摩耗と寿命。流体潤滑理論とレイノルズの方程式。 
6 回 滑り軸受の設計法、および静圧軸受。 
7 回 特殊な滑り軸受、ならびに軸受の損傷とメンテナンス。 
8 回 転がり軸受の基本特性と寿命。 
9 回 転がり軸受における潤滑油の役割。例：水素脆性割れ。 
10 回 動⼒伝達装置。トラクションドライブと巻き掛け伝動装置。 
11 回 ⻭車装置。 
12 回 接触強度、ならびに油膜の形成と突起間干渉について。 
13 回 ⻭車の損傷。例：片当たり 
14 回 シール。 
15 回 信頼性設計。 

準備学習 1 回 機械要素にはどのようなものがあるか調べておくこと。 
2 回 テキストの「第 2 章．ねじ」を読んでおくこと。 
3 回 課題 2-1 を実施して提出のこと。 
4 回 課題 2-2 を実施して提出のこと。 
5 回 テキストの「第 3 章．滑り軸受」を読んでおくこと。 
6 回 課題 3-1 を実施して提出のこと。 
7 回 課題 3-2 を実施して提出のこと。 
8 回 課題 3-3 を実施して提出のこと。テキストの「第 4 章．転がり軸受」を読ん
でおくこと。 
9 回 課題 4-1、4-2、4-3 を実施して提出のこと。 
10 回 課題 4-5 を実施して提出のこと。テキストの「第 5 章．動⼒伝達装置」を
読んでおくこと。 
11 回 課題 5-1、5-2 を実施して提出のこと。テキストの「第 6 章．⻭車」を読ん
でおくこと。 
12 回 課題 6-1、6-2 を実施して提出のこと。 
13 回 課題 6-3 を実施して提出のこと。 
14 回 課題 6-4 を実施して提出のこと。テキストの「第 7 章．シール」を読んで
おくこと。 
15 回 テキストの「第 8 章．信頼性設計」を読んでおくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MTT1511 
成績評価 出席状況（20%）・レポート（30%）・課題発表（50%） 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 機械システム工学専攻(11〜12) 
見出し MTT1511 機械⼒学特論 
担当教員名 横山 隆 
単位数 2 
教科書 芳村敏夫，横山 隆，日野順市 基礎 振動工学 新訂版（共立出版）2002 年． 
アクティブラーニング  
キーワード 自由振動，強制振動，モード解析，固有値と固有ベクトル，連続体の振動，波動 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 機械⼒学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 S.S. Rao, Mechanical Vibrations,３rd (Addison-Wesley Pub.) 1995.原 文雄 

機械⼒学 （裳華房）1988 年． 
授業形態 講義 
注意備考 電卓，レポート用紙必携 
シラバスコード MTT1511 
実務経験のある教員  
達成目標 [A5]機械システム工学の技術者が取り扱う主要分野の問題解決に必要な専門知

識の基礎を修得すること。とくに, 多自由度系および連続体の振動解析法を習得
すること。 

受講者へのコメント  
連絡先 研究室４号館３階（電子メール yokoyama@mech.ous.ac.jp，電話 086-256-9580）

オフィスアワー（毎週水曜９〜１０時限） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 1 名のため、授業アンケートは実施せず 
英文科目名  
関連科目 微分方程式，線形代数，機械⼒学Ⅰ，機械⼒学Ⅱ，機械⼒学Ⅲ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 機械構造物の動的解析に必要な多自由度系および連続体の振動解析法について、

とくにコンピュータ解析法に重点をおいて輪講を行う。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 運動方程式のマトリクス表示について説明する 

2 回 ラグランジュの方程式について説明する 
3 回 演習問題を実施する 
4 回 固有円振動数と固有振動モードについて説明する 



5 回 固有振動モードの直交性について説明する 
6 回 強制振動のモード解析について説明する 
7 回 演習問題を実施する 
8 回 固有円振動数の近似計算法 1.ダンカレーの公式について説明する 
9 回 固有円振動数の近似計算法 2.レーリーの公式について説明する 
10 回 演習問題を実施する 
11 回 固有円振動数の逐次計算法 1.ホルツァー法について説明する 
12 回 固有円振動数の逐次計算法 2.マトリクス反復法について説明する 
13 回 演習問題を実施する 
14 回 振動応答の数値計算法 1.ルンゲクッタ法, 2.ニューマークの β 法につい
て説明する 
15 回 総合演習を実施する 

準備学習 1 回 機械⼒学 III の内容の復習をしておくこと 
2 回 教科書を読み、専門用語の物理的意味を学習しておくこと 
3 回 問題に事前に取り組んでおくこと 
4 回 教科書を読み、専門用語の物理的意味を学習しておくこと 
5 回 教科書を読み、専門用語の物理的意味を学習しておくこと 
6 回 教科書を読み、用語を学習しておくこと 
7 回 演習問題に事前に取り組んでおくこと 
8 回 教科書を読み、専門用語の物理的意味を学習しておくこと 
9 回 教科書を読み、専門用語の物理的意味を学習しておくこと 
10 回 演習問題に事前に取り組んでおくこと 
11 回 教科書を読み、専門用語の物理的意味を学習しておくこと 
12 回 教科書を読み、用語を学習しておくこと 
13 回 演習問題に事前に取り組んでおくこと 
14 回 教科書を読み、専門用語の物理的意味を学習しておくこと 
15 回 講義の総復習をしておくこと 

 



年度 2012 
授業コード MTT1711 
成績評価 複合材料の種類や強度特性に関する宿題を課し、その採点結果（１００％）によ

り評価する。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 機械システム工学専攻(11〜12) 
見出し MTT1711 材料⼒学特論Ⅱ 
担当教員名 中井 賢治 
単位数 2 
教科書 教科書は使用せず、ノート講義と配布するプリントを併用する。 
アクティブラーニング  
キーワード 異方性材料，複合材料 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 材料⼒学特論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 I.M. Daniel and O. Ishai, Engineering Mechanics of Composite Materials (Oxford 

University Press), 1994. 
授業形態 講義 
注意備考 講義内容に関する質問や相談事がある時は、授業担当者（中井）の研究室（上記

連絡先参照）を訪ねてください。ただし、まずは疑問点に対する回答を自分なり
に調べておくこと。 

シラバスコード MTT1711 
実務経験のある教員  
達成目標 異方性材料の⼒学的特性を理解し、複合材料構造物の設計技術を修得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 ４号館３階の中井研究室まで（電子メール：nakai@mech.ous.ac.jp；オフィスア

ワー：毎週木・金曜日随時） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 材料⼒学特論Ⅰ，機械材料特論Ⅰ・Ⅱ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 複合材料は金属材料と比較して比強度，比剛性が高く、疲労寿命や耐食性にも優

れているため、近年航空機，自動車，スポーツ用具などの分野で広範に使用され
ている。本講義では、複合材料に代表される異方性材料の⼒学的特性について理
解することを目的とする。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 講義計画および複合材料の基礎知識について説明する。 



2 回 航空・宇宙機用構造材料について解説する。 
3 回 複合材料の種類について解説する。 
4 回 複合材料の作製方法と、実際に工業材料として使用する際の利点と欠点に
ついて説明する。 
5 回 比強度，比剛性の物理的意味および計算方法について解説する。 
6 回 異方性材料の構成方程式について解説する。 
7 回 一方向強化材の材料の主軸方向（繊維方向，面内横方向，板厚方向）におけ
る弾性特性の違いについて解説する。 
8 回 一方向強化材の弾性特性（ヤング率とポアソン比）の角度依存性について解
説する。 
9 回 材料の主軸方向における引張り強度の違いについて解説する。 
10 回 引張り強度の角度依存性について説明する。 
11 回 引張り強度の角度依存性を予測する式について解説する。 
12 回 荷重負荷時の一方向強化材の破壊様式について解説する。 
13 回 層間はく離と層間せん断強度について説明する。 
14 回 古典積層理論について説明する。 
15 回 積層板の変形特性・応⼒解析・強度解析について解説する。 

準備学習 1 回 複合材料とは何かを考えておくこと。 
2 回 複合材料はどの分野で使用されているかを考えておくこと。 
3 回 飛行機やロケット等で使用されている複合材料の種類について調べておく
こと。 
4 回 複合材料の利点と欠点について調べておくこと。 
5 回 比強度，比剛性の物理的意味を理解しておくこと。 
6 回 異方性理論について予習しておくこと。 
7 回 一方向強化材とは何かを考えておくこと。 
8 回 一方向強化材の材料の主軸方向における弾性特性の違いについて復習して
おくこと。 
9 回 一方向強化材の弾性特性の角度依存性について復習しておくこと。 
10 回 材料の主軸方向における引張り強度の違いについて復習しておくこと。 
11 回 引張り強度の角度依存性を予測する式について理解しておくこと。 
12 回 一方向強化材の破損則とは何かを調べておくこと。 
13 回 層間はく離と層間せん断強度の意味を調べておくこと。 
14 回 古典積層理論について調べておくこと。 
15 回 積層板の変形特性について調べておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MTT1712 
成績評価 講義の出席状況、レポートおよび試験結果を総合的に判断して評価する。 
曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス 機械システム工学専攻(11〜12) 
見出し MTT1712 材料⼒学特論Ⅰ 
担当教員名 金谷 輝⼈ 
単位数 2 
教科書 KLESNIL /LUKAS 著 「Fatigue of Metallic Materiales」, ELSEVIER PUB． 
アクティブラーニング  
キーワード 金属の疲労、微視⻲裂、ストライエーション、疲労限、S-N 曲線、表面効果、環

境効果 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 材料⼒学特論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ⻄谷弘信 編、「総合材料強度学講座６ 疲労強度学」、オーム社 
授業形態 講義 
注意備考 受身ではなく、積極的に授業に取り組むことを希望する。 
シラバスコード MTT1712 
実務経験のある教員  
達成目標 [A5]機械分野の問題を解決するために材料⼒学、熱⼒学、流体⼒学、機械⼒学、

自動制御、機械要素、加工学などの機械システム工学の専門知識を修得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 金谷研究室（４号館３階）オフィスアワー木曜日 G 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 材料⼒学特論 II、機械材料学特論 I、機械材料学特論 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 機械部品や構造物の設計において、材料⼒学は必要不可欠の学問分野である。こ

の講義は、材料⼒学が応用される金属疲労について、その基礎的な事項を中心に
輪講形式で行われる。なお、英語の読解⼒などの向上を目指す意味で原書を使用
する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション、材料⼒学と疲労の関係について説明する。 

2 回  事前配布資料に関する受講生の発表の後、「疲労とはどのような現象か？」
について説明する。 
3 回  事前配布資料に関する受講生の発表の後、「き裂の発生と伝播」について説



明する。 
4 回  事前配布資料に関する受講生の発表の後、「き裂の発生と伝播」について説
明する。 
5 回  事前配布資料に関する受講生の発表の後、「疲労機構の概略」について説明
する。 
6 回  事前配布資料に関する受講生の発表の後、「疲労機構（結晶学）」について
説明する。 
7 回  事前配布資料に関する受講生の発表の後、「疲労機構（介在物からのき裂発
生）」について説明する。 
8 回  事前配布資料に関する受講生の発表の後、「疲労機構（介在物からのき裂発
生）」について説明する。 
9 回  事前配布資料に関する受講生の発表の後、「疲労機構（表面効果）」につい
て説明する。 
10 回  事前配布資料に関する受講生の発表の後、「疲労機構（表面効果）」につ
いて説明する。 
11 回  事前配布資料に関する受講生の発表の後、「疲労機構（き裂成⻑とストラ
イエーション）」について説明する。 
12 回  事前配布資料に関する受講生の発表の後、「疲労機構（き裂成⻑とストラ
イエーション）」について説明する。 
13 回  事前配布資料に関する受講生の発表の後、「疲労機構（環境効果）」につ
いて説明する。 
14 回  事前配布資料に関する受講生の発表の後、「疲労機構（環境効果）」につ
いて説明する。 
15 回  実機における疲労現象とその対策などについて説明する。 

準備学習 1 回  材料⼒学と疲労の関係について復習すること。第２回授業までに、参考書
などにより、「疲労とはどのような現象か」に関し予習を行なうこと。 
2 回  特に、「疲労とはどのような現象か」の内容について理解を深めるように
復習すること。第３回授業までに、参考書などにより「き裂の発生と伝播」に関
し予習を行なうこと。 
3 回  特に、「き裂の発生と伝播」の内容について理解を深めるように復習する
こと。第４回授業までに、参考書などにより「き裂の発生と伝播」に関し予習を
行なうこと。 
4 回  特に、「き裂の発生と伝播」の内容について理解を深めるように復習する
こと。第５回授業までに、参考書などにより「疲労機構の概略」に関し予習を行
なうこと。 
5 回  特に、「疲労機構の概略」の内容について理解を深めるように復習するこ
と。第６回授業までに、参考書などにより「疲労機構（結晶学）」に関し予習を行
なうこと。 
6 回  特に、「疲労機構（結晶学）」の内容について理解を深めるように復習する
こと。第７回授業までに、参考書などにより「疲労機構（介在物からのき裂発生）」
に関し予習を行なうこと。 
7 回  特に、「疲労機構（介在物からのき裂発生）」の内容について理解を深める



ように復習すること。第８回授業までに、参考書などにより「疲労機構（介在物
からのき裂発生）」に関し予習を行なうこと。 
8 回  特に、「疲労機構（介在物からのき裂発生）」の内容について理解を深める
ように復習すること。第９回授業までに、参考書などにより「疲労機構（表面効
果）」に関し予習を行なうこと。 
9 回  特に、「疲労機構（表面効果）」の内容について理解を深めるように復習す
ること。第１０回授業までに、参考書などにより「疲労機構（表面効果）」に関し
予習を行なうこと。 
10 回  特に、「疲労機構（表面効果）」の内容について理解を深めるように復習
すること。第１１回授業までに、参考書などにより「疲労機構（き裂成⻑とスト
ライエーション）」に関し予習を行なうこと。 
11 回  特に、「疲労機構（き裂成⻑とストライエーション）」の内容について理
解を深めるように復習すること。第１２回授業までに、参考書などにより「疲労
機構（き裂成⻑とストライエーション）」に関し予習を行なうこと。 
12 回  特に、「疲労機構（き裂成⻑とストライエーション）」の内容について理
解を深めるように復習すること。第１３回授業までに、参考書などにより「疲労
機構（環境効果）」に関し予習を行なうこと。 
13 回  特に、「疲労機構（環境効果）」の内容について理解を深めるように復習
すること。第１４回授業までに、参考書などにより「疲労機構（環境効果）」に関
し予習を行なうこと。 
14 回  特に、「疲労機構（環境効果）」の内容について理解を深めるように復習
すること。第１５回授業までに、参考書などにより「実機における疲労現象とそ
の対策」に関し予習を行なうこと。 
15 回  特に「実機における疲労現象とその対策」の内容について理解を深める
ように復習すること。 

 



年度 2012 
授業コード MTT2111 
成績評価 中間試験(50%)では、弾性率に関する試験を行う。定期試験では、ヤング率を用

いたケーススタディに関する演習問題から試験を行う。成績評価は、中間試験と
定期試験を総合評価して 60%以上を合格とする。 

曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 機械システム工学専攻(11〜12) 
見出し MTT2111 機械材料学特論Ⅱ 
担当教員名 中川 惠友 
単位数 2 
教科書 毎回配布する講義資料を用いる。 
アクティブラーニング  
キーワード 材料の構造と組織、工業材料の性質と機能、弾性率、降伏強度、引張強度 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 機械材料学特論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎機械材料／鈴村 暁男・浅川 基男著／培風館、 

基礎からの機械金属材料／⻫藤 栄、⼾部省吾、丸山 徹著／日新出版 
大学基礎機械材料／門間 改三著／実教出版 

授業形態 講義 
注意備考 毎回必ず出席して、教員の指示に従うこと。学習相談の希望があれば、講義後に

担当教員に申し出ること。・講義ではパワーポイントを用いて解説する予定であ
る。 

シラバスコード MTT2111 
実務経験のある教員  
達成目標 材料の設計、⼒学、構造についての専門知識を修得し、また、実際の設計に関す

る諸問題を理解しながら、機械技術者として必要な材料を適切に選び、且つ諸問
題の解決ができる能⼒を養う。 

受講者へのコメント  
連絡先 中川研究室（場所：4 号館 3 階, オフィスアワー（木曜 11 時から 12 時), TEL：

086-256-9561,E-mail：nakagawa@mech.ous.ac.jp) 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 材料⼒学、塑性⼒学、マテリアルサイエンス、材料強度学、機能材料 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 近年、地球温暖化対策と関連して機械材料への要求も高度で多様化している。本

講義では、各種材料特性について詳しく解説し、その特性を活かした使用方法を



種々のケーススタディによって理解することを目的とする。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 工業材料とその性質 

2 回 資源の利用性、リサイクル 
3 回 応⼒の定義 
4 回 ひずみ、フックの法則 
5 回 ヤング率の測定 
6 回 １次結合と 2 次結合 
7 回 物質の凝集状態、原子間⼒ 
8 回 結晶構造と面指数 
9 回 中間試験と試験問題の解説を行う。 
10 回 結晶のヤング率 
11 回 複合材料 
12 回 ケーススタディ１ 
13 回 ケーススタディ２ 
14 回 ケーススタディ３ 
15 回 荷重-伸び曲線 

準備学習 1 回 工業材料とその性質について理解する。 
2 回 資源の利用性ついて理解する。 
3 回 弾性率について理解する。 
4 回 弾性率について理解する。 
5 回 弾性率について理解する。 
6 回 原子間結合について理解する。 
7 回 原子間結合について理解する。 
8 回 固体における原子の充填について理解する。 
9 回 試験準備 
10 回 ヤング率の物理的基礎について理解する。 
11 回 ヤング率の物理的基礎について理解する。 
12 回 ヤング率により決まる設計のケーススタディを理解する。 
13 回 ヤング率により決まる設計のケーススタディを理解する。 
14 回 ヤング率により決まる設計のケーススタディを理解する。 
15 回 降伏強さ、引張強さ、硬さおよび延性について理解する。 

 



年度 2012 
授業コード MTT2311 
成績評価 輪講の状況(40%)、レポート(30%)、定期試験(30%)、上記、各項目を総合的に評

価し、60 点以上を合格とする。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 機械システム工学専攻(11〜12) 
見出し MTT2311 熱工学特論Ⅰ 
担当教員名 片岡 克己 
単位数 2 
教科書 資料（英文専門書から抜粋）を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード エネルギー、資源、燃料、燃焼、エンジン、環境 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 熱工学特論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 Internal Combustion Engine Fundamentals/Heywood, J.B./McGraw-Hill Book 

Company：資源エネルギー庁「エネルギー白書」：「内燃機関」/古濱庄一著/森北
出版：「燃焼工学」/水谷幸夫著/森北出版 

授業形態 講義 
注意備考 学部で「エネルギー工学」を修得し、エネルギー、環境問題に関心を持っている

ことが望ましい。 
シラバスコード MTT2311 
実務経験のある教員  
達成目標 機械システム工学の機械材料学、計測・制御工学、機械設計・加工学などととも

に、熱工学、エネルギー学のより高度な専門知識を修得することにより、機械シ
ステム工学分野の問題を解決する能⼒を養成し、また、新技術の研究・開発に携
わる能⼒を養成する。国際的に活躍できる技術者、研究者に成⻑できるよう、専
門分野の「英語」の読解⼒の向上を図る。特に熱機関に関する英文専門書の内容
を理解し、説明できること。 

受講者へのコメント  
連絡先 片 岡 克 己 （ 研 究 室  ５ 号 館 ４ 階 ） TEL/FAX 086-256-9535E-mail: 

kataoka@mech.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 熱工学特論Ⅱ、（以下学部科目）熱⼒学Ⅰ、熱⼒学Ⅱ、エネルギー工学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 内燃機関は自動車あるいは産業用の動⼒源として、社会活動に欠くことのできな



い重要な機械装置であるが、エネルギー資源の消費および燃焼に伴うＣＯ2 の排
出が大きな社会問題となっている。したがって、内燃機関では燃料の多様化とと
もに、より一層の性能改善が望まれる。この講義では機関熱効率および排ガス特
性に及ぼすエンジン内の燃焼過程について、その基礎知識を修得し、機関性能改
善に有効な燃焼過程の制御手法・技術について、最近の研究資料を参照しながら
輪講形式で学習する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション、輪講資料の配布、エネルギー問題の概要について概

説する。 
2 回  地球環境とエネルギー問題、エンジン内の燃焼過程に関わる諸問題につい
て説明する。 
3 回  英文専門書による輪講、その内容について解説する。 
4 回  英文専門書による輪講、その内容について解説する。 
5 回  英文専門書による輪講、その内容について解説する。 
 エネルギーに関わる時事問題のレポート課題を与える。 
6 回  英文専門書による輪講、その内容について解説する。 
7 回  英文専門書による輪講、その内容について解説する。 
8 回  英文専門書による輪講、その内容について解説する。第 5 回講義で課し
た問題のレポートを提出する。 
9 回  英文専門書による輪講、その内容について解説する。 
10 回  英文専門書による輪講、その内容について解説する。 
11 回  英文専門書による輪講、その内容について解説する。 
レポート課題その 2 を配布する。 
12 回  英文専門書による輪講、その内容について解説する。 
13 回  英文専門書による輪講、その内容について解説する。 
14 回  英文専門書による輪講、その内容について解説する。 
レポート課題その２のレポートを提出する。 
15 回  英文専門書による輪講、その内容について解説する。 
熱⼒学特論Ⅰで取り上げた内容を総括する。 

準備学習 1 回  エネルギー、環境問題に関するテレビ・新聞報道に関心を持っておくこ
と。 
2 回  エネルギー、環境問題に関するテレビ・新聞報道に注目しておくこと。 
3 回  輪講資料（英文専門書）の下調べをしておくこと。 
4 回  輪講資料（英文専門書）の下調べをしておくこと。 
5 回  輪講資料（英文専門書）の下調べをしておくこと。 
6 回  輪講資料（英文専門書）の下調べをしておくこと。レポート作成作業を継
続すること。 
7 回  輪講資料（英文専門書）の下調べをしておくこと。レポート作成作業を継
続すること。 
8 回  輪講資料（英文専門書）の下調べをしておくこと。レポートを完成してお
くこと。 
9 回  輪講資料（英文専門書）の下調べをしておくこと。 



10 回  輪講資料（英文専門書）の下調べをしておくこと。 
11 回  輪講資料（英文専門書）の下調べをしておくこと。 
12 回  輪講資料（英文専門書）の下調べをしておくこと。レポート作成作業を
継続すること。 
13 回  輪講資料（英文専門書）の下調べをしておくこと。レポート作成作業を
継続すること。 
14 回  輪講資料（英文専門書）の下調べをしておくこと。レポートを完成して
おくこと。 
15 回  輪講資料（英文専門書）の下調べをしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MTT2312 
成績評価 講義は前半を解説、後半を輪講形式で行う。輪講は教科書「私たちのエネルギー」

をプロジェクターを用い、熱と流れの基礎方程式の導出は⿊板で説明していく形
式で行う。成績は輪講を元に評価する。 

曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 機械システム工学専攻(11〜12) 
見出し MTT2312 熱工学特論Ⅱ 
担当教員名 桑木 賢也 
単位数 2 
教科書 内山洋司著、化学工学会監修、「私たちのエネルギー〜現在と未来〜」培風館 
アクティブラーニング  
キーワード エネルギー、資源、環境、熱、流れ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 熱工学特論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 平野博之著、「流れの数値計算と可視化」丸善 
授業形態 講義 
注意備考 学部講義の「熱⼒学」、「熱と流れ」（伝熱工学）、「流体⼒学」を復習しておくこ

と。 
シラバスコード MTT2312 
実務経験のある教員  
達成目標 エネルギー問題に関する輪講と熱と流れの基礎方程式の導出を学生自らが講義

形式で行ない、プレゼンテーション能⼒を向上させるとともに、熱工学、伝熱工
学の高度な専門知識を修得する。これらを行なうことにより、機械システム工学
分野の問題を解決する能⼒を養成し、また、新技術の研究・開発に携わる能⼒を
養成する。 

受講者へのコメント  
連絡先 桑木研究室（４号館４階），オフィスアワー：月曜日と水曜日随時 

Tel&Fax:086-256-9574 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 熱工学特論Ⅰ、流体⼒学特論Ⅰ、流体⼒学特論Ⅱ、（以下学部科目）熱⼒学Ⅰ、熱

⼒学Ⅱ、熱⼒学Ⅲ、流体⼒学Ⅰ、流体⼒学Ⅱ、流体⼒学、熱と流れ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 現在のエネルギのほどんどは、熱エネルギを電気エネルギあるいは直接動⼒に変

換することにより利用されている。また近年クローズアップされている CO2 問



題もエネルギ問題の一つとして考えることができる。本講義では熱エネルギに関
連した様々な工業プロセス、例えば火⼒発電、廃棄物焼却などを取り上げ解説す
る。さらに近年、熱流動制御の分野にも多用されている数値シミュレーションの
基礎方程式を解説し、導出方法を習得する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション。本講義の目的や必要性を説明し、さらに講義の進め

方を説明する。 
2 回  連続の式の導出（質量保存則）を解説する。 
3 回  運動方程式の導出（運動量保存則）を解説する。 
4 回  エネルギ式の導出（エネルギ保存則）を解説する。 
5 回  拡散方程式の導出（物質保存則）を解説する。 
6 回  エネルギ社会の輪講を行い、それに対して討論する。 
7 回  エネルギ技術の展望の輪講を行い、それに対して討論する。 
8 回  発電技術のベストミックスの輪講を行い、それに対して討論する。 
9 回  エネルギ技術のライフサイクル分析の輪講を行い、それに対して討論する。 
10 回  連続の式の導出（質量保存則）の輪講を行い、それに対して討論する。 
11 回  運動方程式の導出（運動量保存則）の輪講を行い、それに対して討論す
る。 
12 回  エネルギ式の導出（エネルギ保存則）の輪講を行い、それに対して討論す
る。 
13 回  拡散方程式の導出（物質保存則）の輪講を行い、それに対して討論する。 
14 回  ３次元への拡張の輪講を行い、それに対して討論する。 
15 回  行った輪講をお互いにより評価する。 

準備学習 1 回 学部講義の「熱⼒学」、「熱と流れ」（伝熱工学）、「流体⼒学」を復習してお
くこと。 
2 回 学部講義の「流体⼒学」を復習しておくこと。 
3 回 学部講義の「流体⼒学」を復習しておくこと。 
4 回 学部講義の「熱⼒学」、「熱と流れ」（伝熱工学）を復習しておくこと。 
5 回 学部講義の「熱と流れ」（伝熱工学）を復習しておくこと。 
6 回 輪講の下調べと資料の準備をしておくこと。 
7 回 輪講の下調べと資料の準備をしておくこと。 
8 回 輪講の下調べと資料の準備をしておくこと。 
9 回 輪講の下調べと資料の準備をしておくこと。 
10 回 輪講の下調べと資料の準備をしておくこと。 
11 回 輪講の下調べと資料の準備をしておくこと。 
12 回 輪講の下調べと資料の準備をしておくこと。 
13 回 輪講の下調べと資料の準備をしておくこと。 
14 回 輪講の下調べと資料の準備をしておくこと。 
15 回 これまでの輪講の復習をしておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MTT2512 
成績評価 課題レポート(50％)とプレゼンテーション(50%)を総合的に評価する。100 点満

点の場合は 60 以上を合格とする。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 機械システム工学専攻(11〜12) 
見出し MTT2512 制御工学特論 
担当教員名 吉⽥ 浩治 
単位数 2 
教科書 適宜，印刷物を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 機構，運動学，動⼒学，ロボットマニピュレータ 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 制御工学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 Control Theory of Non-linear Mechanical Systems ／ Arimoto, S ． ／ Oxford 

University Press：その他多数 
授業形態 講義 
注意備考 講義時間中に述べられる連絡事項に十分注意すること 
シラバスコード MTT2512 
実務経験のある教員  
達成目標 機械分野の問題を解決するために、機械システム工学の専門知識を修得する。 

１）ロボットマニピュレータの運動学について理解し説明できる 
２）静⼒学的なつり合いについて理解し説明できる 
３）運動方程式の導出法を理解し説明できる 

受講者へのコメント  
連絡先 メール：k_yoshida@mech.ous.ac.jp， 電話：086-256-9743 

オフィスアワー：（火曜日，水曜日９・１０時限） 場所：４号館４階吉⽥研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 ⼒学，機械⼒学，機械要素，機械設計学，自動制御 ロボット工学 など 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 本講義では機械システムの一例であるロボットマニピュレータを題材に取り上

げる。機械は一般に多数の剛体が回転対偶などによって繋がれたシステムと考え
てよい場合が多くある。そのようなシステムは多体系の一つである。それらを制
御するためには、まずシステムを構成する各剛体の運動を必要に応じて記述する
必要がある。次に動特性を考察し、制御系を構成する。本講義ではマニピュレー



タの制御を目的としたそのような一連の理論のうちで特に剛体の運動の記述と
動特 
性の表現法に焦点を当てて学習する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 概要説明をする。ロボット工学の研究の歴史や背景について説明する。 

2 回 剛体の位置と方位について説明をする。 
3 回 座標変換について説明する。 
4 回 オイラー角とロール・ピッチ・ヨー角について説明する。 
5 回 同時変換行列について説明する。 
6 回 剛体リンクへの座標系の設定を説明する。 
7 回 開運動学鎖について説明する。 
8 回 運動学方程式と逆運動学について説明する。 
9 回 無限小回転と微分関係について説明する。 
10 回 開運動学鎖のヤコビ行列について説明する。 
11 回 速度分解について説明する。 
12 回 静⼒学的な⼒とトルクの解析について説明する。 
13 回 剛体の質量，質量中心，慣性テンソルについて説明する。 
14 回 運動方程式のニュートン-オイラー形式による表現について説明する。 
15 回 運動方程式のラグランジュ形式による表現について説明する。 

準備学習 1 回 シラバスをよく読み，講義目的，講義内容，達成目標を把握しておくこと。
図書館の参考図書などによってロボットマニピュレータについて調べておくこ
と。 
2 回 ⼒学の図書によって剛体とその運動について復習しておくこと。 
3 回 問題に取り組むことで剛体の位置と方位について復習をしておくこと。⼒
学や線形代数などの図書によって座標系と回転行列について復習することで準
備しておくこと。 
4 回 問題に取り組むことで座標変換について復習しておくこと。資料や参考図
書などによってオイラー角とロール・ピッチ・ヨー角について予習しておくこと。 
5 回 問題に取り組むことでオイラー角とロール・ピッチ・ヨー角の復習をしてお
くこと。線形代数などの図書によってベクトルと直交変換について調べておくこ
と。 
6 回 問題に取り組むことで同次変換について復習しておくこと。資料や参考図
書などによって座標系の設定方法について予習しておくこと。 
7 回 問題に取り組むことで座標系の設定の方法について復習しておくこと。機
構学の図書などによって回転対偶に関連することについて調べておくこと。 
8 回 資料や参考図書などによって運動学方程式を逆運動学について予習してお
くこと 
9 回 問題に取り組むことで逆運動学の復習をしておくこと。⼒学の図書などに
よってベクトルの微分に関して調べておくこと。 
10 回 微分関係について資料をよく読み返し復習しておくこと。解析学の図書な
どによってヤコビ行列について調べておくこと。 
11 回 問題を解くことでヤコビ行列の復習をしておくこと。資料や参考図書など



によって速度分解について予習しておくこと。 
12 回 問題を解くことで速度分解の復習をしておくこと。⼒学の図書などによっ
てトルクについて復習することで準備しておくこと。 
13 回 資料等をよく読み復習しておくこと。⼒学の図書などによって剛体につい
て予習しておくこと 
14 回 問題を解くことで慣性テンソルについて復習しておくこと。資料や参考図
書などによってオイラーの方程式を予習しておくこと。 
15 回 資料をよく読みニュートン-オイラー形式を復習しておくこと。資料や参
考図書などによってラグランジュの方程式を予習しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MTT27B2 
成績評価 資料調査・レポート(70%)、討論・発表点(30%) 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 機械システム工学専攻(11〜12) 
見出し MTT27B2 科学技術倫理特論 
担当教員名 小林 泰男＊ 
単位数 2 
教科書 科学技術と倫理(シリーズ「⼈間論としての 21 世紀的課題」)/石⽥三千雄他/ナ

カニシヤ出版 
アクティブラーニング  
キーワード 法と倫理、公衆の利益、合意形成、技術のリスク評価、予防倫理、専門職の責務、

利益相反、組織の意志決定、知的財産 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 科学技術倫理特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 技術倫理(日本の事例から学ぶ)/佐伯昇・杉本泰治編著/丸善、 

第 3 版科学技術の倫理(その考え方と事例)/C.E.Harris,Jr ら/日本技術士会訳編/
丸善、 
技術者のための倫理と法律/井野辺陽/ナカニシヤ出版 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MTT27B2 
実務経験のある教員  
達成目標 科学技術倫理に基づく自律の判断ができるように基本的考え方を修得する。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 科学技術倫理の理解と、事故事例について科学技術倫理の観点と現実の行為の過

程を考察することによって、技術専門職として社会の信頼に応えられる能⼒を養
う。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 講義全体の内容と進め方を説明する。科学技術倫理教育の背景について講

義する。 



2 回 科学技術のニーズ、科学技術倫理の課題、法と倫理の関係について講義す
る。 
3 回 公衆の利益、研究者・技術者の責務について講義する。 
4 回 科学技術的認識の目的合理性と倫理性について講義する。 
5 回 科学技術の公益性、利害関係者の合意形成について講義する。 
6 回 コンプライアンス違反事例の調査を基に会社の社会的責任(CSR)について
講義する。 
7 回 技術的な欠陥による重大事故の事例を基に組織の意志決定プロセスと専門
職の倫理について講義する。 
8 回 公害・食品中毒の事例を基に専門職として公衆の安全を守る倫理について
講義する。 
9 回 一般消費者向製品の事故事例を基に製造物責任者の責務について講義する。 
10 回 列車・航空機の重大事故事例を基にリスクの評価と予防倫理について講義
する。 
11 回 労働災害の事例を基に安全管理者の責務について講義する。 
12 回 知的財産権について概説する。知的財産権のトラブル事例を基に発明者の
権利について講義する。 
13 回 受講者が事故の原因、対策、専門職の倫理についてグループ討論して発表
する。 
14 回 受講者が事故の原因、対策、専門職の倫理についてグループ討論して発表
する。 
15 回 受講者が事故の原因、対策、専門職の倫理についてグループ討論して発表
する。 

準備学習 1 回 教科書(第 11、12 章)を読み、科学技術倫理教育の背景を予習すること。 
2 回 教科書(第 1、2 章)を読み、「科学技術倫理とは何か」を考えること。 
3 回 科学技術系の学会・協会の倫理綱領や規定を読み、技術者の行動規範につい
て考えること。 
4 回 教科書(第 6、7、8 章)を読み、「技術開発は誰のためのものか」、目標と社会
的な影響を考えること。 
5 回 教科書(第 9、10 章)を読み、代表例として諫早湾干拓事業の状況を調べて、
科学技術の公益性、利害関係者の合意形成の難しさ・取組み方について考えるこ
と。 
6 回 技術者の関わりが深いコンプライアンス違反の事象、原因、処理などを調
べ、倫理的な課題と防止策を考えること。事例「三菱自動車のリコール隠し」、
「耐震強度偽装」、「ディーゼルエンジン排ガス浄化装置のデータ改竄」。 
7 回 公衆の利益に技術的判断が活かされなかった事例を調べ、専門職の判断の
重要性と実践の難しさを考えること。事例「チャレンジャー号爆発事故」「薬害エ
イズ」。 
8 回 公害、食品中毒の事象、原因、処理などを調べ、専門職は被害の拡大を防ぐ
ためどのように行動すべきかを考えること。事例「有機水銀中毒」、「森永ミルク
ヒ素中毒」、「かねみ油症」。 
9 回 一般消費者向製品の欠陥や不正改造による事故の事象、原因、処理などを調



べ、製造物責任の考え方や消費者の安全配慮について考えること。事例「パロマ
湯沸器一酸化炭素中毒」、「コンニャク入りゼリー」。 
10 回 航空機・列車事故の事象、原因、処理などを調べ、事故リスクの評価と技
術的安全対策の必要性について考えること。事例 「JAL123 便墜落」、「JR 福知
山線事故」。 
11 回 労働災害の事象、原因、処理などを調べ、現場の安全管理責任について考
えること。事例「東海村 JCO 臨界事故」、「酸素欠乏症・ガス中毒事故」。 
12 回 知的財産の種類、権利の内容、譲渡などについて資料を調べ予習すること。
事例「⻘色 LED 特許係争」「ミノルタ・ハネウェル特許訴訟」。 
13 回 グループ毎に討議する事例を選択して、科学技術倫理の観点で自分の意見
と論点を整理しておくこと。 
14 回 グループ毎に討議する事例を選択して、科学技術倫理の観点で自分の意見
と論点を整理しておくこと。 
15 回 グループ毎に討議する事例を選択して、科学技術倫理の観点で自分の意見
と論点を整理しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MTT3311 
成績評価 教科書の内容を輪講形式で受講生に発表、かつ質疑応答させる。講義中は受講者

全員が積極的に参加することを推奨する。その内容を評価し、60 点以上を合格と
する。 

曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 機械システム工学専攻(11〜12) 
見出し MTT3311 精密加工学特論 
担当教員名 金枝 敏明 
単位数 2 
教科書 工作機械シリーズ−超精密加工ー／垣野義昭他／大河出版： 

加工技術シリーズ−超精密加工マニュアルー／井川直哉他／大河出版 
アクティブラーニング  
キーワード 超精密加工, 超精密切削機械, 精度, 雰囲気, 熱膨張, 原子レベル, ダイヤモンド

工具, 結晶面方位, ポリゴンミラー, 流体軸受 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 精密加工学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 超精密生産技術体系第１巻 基本技術／森脇俊道他／フジテクノシステム 

 同 第２巻 実用技術／森脇俊道他／フジテクノシステム 
超精密加工技術／日本機械学会編／コロナ社 

授業形態 講義 
注意備考 輪講での発表では、OHP やプリントを各自で準備する。また予習で不明な点は、

講義の前に教員に質問する。そうすれば、調査する参考書、文献などを適宜指示
する。電子教材を液晶プロジェクターで投影し授業を行っている。またパソコン
を使用して、パワーポイント等電子教材をプロジェクタなどで提示する。 

シラバスコード MTT3311 
実務経験のある教員  
達成目標 超精密加工が世の中で必要とされている重要性を認識し、それを実施するために

は工作機械、工具、被削材など種々の観点からのアプローチが必要であること、
また評価方法もそのサイズに対応した精度が必要であることを修得する。 

受講者へのコメント  
連絡先 ５号館１階金枝研究室 kaneeda@mech.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 精密加工学, 加工学, 機械材料, 機械要素ⅠⅠ, トライボロジ, マテリアルサイ

エンス, 機械設計学, 加工学実習 



次回に向けての改善変更予定  
講義目的 超精密加工として超精密切削（軟質金属)と超精密研削(脆性材料）を取り上げ、

その原理ならびにそれを具現化する工作機械について講義する。さらに加工精度
を評価する測定機器に関しても触れる。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回  超精密加工概論を説明する。 

2 回  各種超精密加工を説明する。 
3 回  超精密加工機械の基礎技術 （主軸）を説明する。 
4 回  超精密加工機械の基礎技術 （案内、他）を説明する。 
5 回  超精密加工用機械の機械要素を説明する。 
6 回  同上 
7 回  超精密切削機械の熱変形の抑制を説明する。 
8 回  超精密加工面の表面性状を説明する。 
9 回  同上 
10 回  ダイヤモンド工具を説明する。 
11 回  ダイヤモンド工具と超精密切削用被削材を説明する。 
12 回  ポリゴンミラー加工機を説明する。 
13 回  脆性材料の超精密加工技術を説明する。 
14 回 同上 
15 回  超精密加工最先端技術のトピックスを説明する。 

準備学習 1 回  世の中で出回っている超精密部品や機械を考え、超精密と言う根拠、加工
方法を思慮すること。 
2 回 １回目の講義内容を基に超精密加工を機械工学的に思慮すると同時に課題
について発表の準備をすること。 
3 回  通常の工作機械と超精密工作機械との差異を調査ならびに発表の準備をす
ること。 
4 回  超精密工作機械の軸受や案内が精度に及ぼす影響を思慮すると同時に課題
について発表の準備をすること。 
5 回  各種機械要素が精度に及ぼす影響を思慮すると同時に課題について発表の
準備をすること。 
6 回  各種機械要素が精度に及ぼす影響を思慮すると同時に課題について発表の
準備をすること。 
7 回  熱膨張が精度に及ぼす影響や抑制する方法を思慮すると同時に課題につい
て発表の準備をすること。 
8 回  超精密加工面の定義を考え、それを評価する方法を思慮すると同時に課題
について発表の準備をすること。 
9 回  超精密加工面を評価する方法を思慮すると同時に課題について発表の準備
をすること。 
10 回  超精密切削に欠かせないダイヤモンド工具の特性を思慮すると同時に発
表の準備をすること。 
11 回  超精密切削に欠かせないダイヤモンド工具の特性と被削材を思慮すると
同時に発表の準備をすること。 



12 回  ポリゴンミラーの定義と使用箇所，加工方法を思慮すると同時に発表の
準備をすること。 
13 回  脆性材料加工時の材料自身の機械的性質と変形・破壊現象の関係、さらに
超精密加工方法を思慮すると同時に発表の準備をすること。 
14 回  脆性材料を超精密加工する方法を思慮すると同時に発表の準備をするこ
と。 
15 回 身近にある超精密加工最先端技術のトピックスを想起しておくとこ。 

 



年度 2012 
授業コード MTT3511 
成績評価 講義の輪講形式の発表内容、および与えられたトライボロジーに関する課題レポ

ートの内容の達成度で評価する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 機械システム工学専攻(11〜12) 
見出し MTT3511 トライボロジー特論 
担当教員名 蜂谷 和明 
単位数 2 
教科書 教員作成のプリント 
アクティブラーニング  
キーワード 流体潤滑、油膜厚さ、摩擦係数、Reynolds 方程式、境界潤滑 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 トライボロジー特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 山本雄二他著・「トライボロジー」・理工学社、桜井俊男著・「新版潤滑の物理化

学」・幸書房、村木正芳著・「トライボロジー」・日刊工業新聞社 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MTT3511 
実務経験のある教員  
達成目標 流体潤滑の基礎方程式の導入の基礎から勉強し、最終的に Reynolds 方程式を厳

密に導出し、それを応用できる段階まで学習していく。また、物質の吸着によっ
て支配される境界潤滑についても学習する。 

受講者へのコメント  
連絡先 蜂谷（電子メール hachiya@mech.ous.ac.jp，電話 086-256-9573）オフィスアワー

水曜日 12:30-13:30、16:00-17:00、金曜日 16:00-17:00、場所１学舎３階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 加工学、機械要素、機械設計学、物理学、界面化学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 トライボロジーは、相対する２つの部品が相対運動するときに引き起こされる、

化学的、物理的な諸現象を究明する学問である。実働中の機械故障の大半はトラ
イボロジーに絡むといわれており、その理解の理解が設計の善し悪しを決めると
いっても過言ではない。本講義では、主として流体潤滑を中心に説明し、一方で、
表面状態の物理的、化学的検討も行う。 

対象学年 1 年/2 年 



授業内容 1 回  トライボロジーについて説明する。 
2 回  流体⼒学の基礎方程式について説明する。 
3 回  Navier-Stokes の方程式の導出について説明する。 
4 回  トライボロジーでの次元解析を説明する。 
5 回  Reynolds の潤滑基礎方程式の厳密な導出について説明する。 
6 回  流体潤滑における摩擦⼒と摩擦係数について説明する。 
7 回  流体膜の発生機構について説明する。 
8 回  スラスト軸受での応⼒計算を行う（１回目）。 
9 回  スラスト軸受での応⼒計算を行う（２回目）。 
10 回  ジャーナル軸受における Raynolds の方程式の導出について説明する。 
11 回  ジャーナル軸受での応⼒計算について説明する。 
12 回  ゾンマーフェルト変換について説明する。 
13 回  境界潤滑と混合潤滑について説明する。 
14 回  表面の損傷について説明する（その１）。 
15 回  表面の損傷について説明する（その２）。 

準備学習 1 回  シラバスをよく確認し、学習の過程を把握しておくこと。 
2 回  教科書を事前に読んで、流体⼒学の基礎方程式について調べること。 
3 回  第１回と２回の基礎方程式の講義を復習し、教科書を事前に読んで予習
しているとわかりやすい。 
4 回  式が込み入って複雑だが、冷静に一度教科書を読んでほしい。 
5 回  第４回の講義を復習し、大きさで無視できる項目に注意して教科書を読
んでほしい。 
6 回  教科書を事前に読んで、流体潤滑における摩擦⼒と摩擦係数の関係につ
いて調べること。 
7 回  教科書を事前に読んで、なぜ圧⼒の発生する流体膜ができるかを考えて
ほしい。 
8 回  第５〜７回の講義を良く復習してほしい。 
9 回  第５〜８回の講義を良く復習してほしい。 
10 回  軸の回転角度と油膜厚さの基本的な関係を復習してほしい。 
11 回  これまでの講義の計算をもう一度見直してほしい。 
12 回  難しいが、ゾンマーフェルト変換とはどのようなものか、考えてほしい。 
13 回  教科書を事前に読んで、境界潤滑と混合潤滑について調べること。 
14 回  教科書を事前に読んで、表面の損傷について調べること。 
15 回  第１３〜１４回の講義を良く復習してほしい。 

 



年度 2012 
授業コード MTT3711 
成績評価 レポート、課題発表、講義中の質問への受け答えにより評価する。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 機械システム工学専攻(11〜12) 
見出し MTT3711 流体⼒学特論Ⅰ 
担当教員名 丸山 祐一 
単位数 2 
教科書 中村育雄・大坂英雄 共著 「工科系 流体⼒学」 共立出版（3200 円＋税） 
アクティブラーニング  
キーワード 完全流体、連続の式、運動量方程式、ベルヌーイの定理、速度ポテンシャル、運

動量定理 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 流体⼒学特論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 丸山祐一・喜多義範 共著 「理工系 ベクトル解析」 共立出版（2000 円＋

税） 
授業形態 講義 
注意備考 学部での授業「流体⼒学Ⅰ、Ⅲ」「ベクトル解析」などで学んだことを踏まえて講

義するので、不明なことがあれば、直ちに学部の教科書・ノートで確認すること。
受講生が学部で履修した選択科目の種類に応じて、講義内容を一部変更すること
があるので、準備学習の内容もそれに対応させること。 

シラバスコード MTT3711 
実務経験のある教員  
達成目標 完全流体の基礎方程式について、その導出過程と物理的な内容について理解し、

数値解析などにも応用できるように、数学的な操作についても習熟する。 
受講者へのコメント  
連絡先 丸山研究室（５号館２階）オフィスアワー 水曜日 3-4 時限 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 学部で開講されたエネルギー系のすべての科目、および数学と物理（⼒学を含む）

の基礎科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 主として完全流体（粘性の無視できる流体）に対象をしぼった上で、学部で学ん

だよりも一般的かつ数学的により厳密な形での原理の定式化を学び、各種の基礎
方程式に習熟するとともに、それらの持つ物理的な意味合いについても様々な切
り口から理解を深める。 



対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション、流れの分類 

2 回  流れ場の数学的表現（スカラー場） 
3 回  流れ場の数学的表現（ベクトル場） 
4 回  流れ場の積分定理（ガウスの定理） 
5 回  流れ場の積分定理（ストークスの定理） 
6 回  応⼒テンソル 
7 回  流体の微小要素に加わる⼒ 
8 回  オイラー表示とラグランジュ表示 
9 回  運動量方程式 
10 回  ベルヌーイの定理（オイラー方程式からの導出） 
11 回  速度ポテンシャル 
12 回  運動量定理による抗⼒の算出 
13 回  運動量定理による揚⼒の算出 
14 回  エネルギー方程式と熱⼒学第一法則 
15 回  質問受付およびレポート作成 

準備学習 1 回  教科書の１章を読んでおくこと。 
2 回  学部の「ベクトル解析」で学んだ「スカラー場の勾配」について復習して
おくこと。 
3 回  学部の「ベクトル解析」で学んだ「ベクトル場の発散」「ローテーション」
について復習しておくこと。 
4 回  参考書（学部で使用した教科書）の 10.1 節を読んでおくこと。 
5 回  参考書の 10.3 節を読んでおくこと。 
6 回  教科書の 3.1 節を読んでおくこと。 
7 回  教科書の(3.1.6)式を証明するとともに、3.2 節を読んでおくこと。 
8 回  教科書の 3.3 節を読んでおくこと。 
9 回  教科書の 3.4 節と 4.1 節を読んでおくこと。 
10 回  教科書の 4.2 節を読んでおくこと。 
11 回  教科書の 4.3 節を読んでおくこと。 
12 回  学部の「流体⼒学Ⅰ」で学んだ「運動量定理」について復習しておくこ
と。 
13 回  前回の講義ノートを良く見直しておくこと。 
14 回  学部の「熱⼒学Ⅰ」で学んだ「熱⼒学第一法則」について復習しておく
こと。 
15 回  この科目の講義内容についての質問をまとめておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MTT4312 
成績評価 講義を輪講方式で行い、その過程での発表と質疑応答における内容の理解度によ

り評価する。 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス 機械システム工学専攻(11〜12) 
見出し MTT4312 機械材料学特論Ⅰ 
担当教員名 助台 榮一 
単位数 2 
教科書 プリントを用意する 
アクティブラーニング  
キーワード 自由エネルギー、熱⼒学第一法則、熱⼒学第二法則、エントロピー、平衡原子空

孔濃度 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 機械材料学特論Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 材料科学１／C R Barrett ら著、井形ら訳／培風館 

気体分子運動論／⻄川 著／共立出版 
熱⼒学／押⽥勇男、藤城敏幸 著／裳華房 
改訂 金属物理学序論／幸⽥ 成康 著、(2000)／コロナ社 図書館備え付け 

授業形態 講義 
注意備考 独学で内容を理解することは非常に難しい。輪講に出て、話を聞き、内容を理解

することを勧める。 
シラバスコード MTT4312 
実務経験のある教員  
達成目標 熱⼒学第二法則を理解するために、自由エネルギー、エントロピーを理解し、結

晶中の原子空孔および他の点欠陥 
の平衡濃度を理解する。 

受講者へのコメント  
連絡先 E-mail：sukedai@mech.ous.ac.jp、Tel Fax:256-9548,５号館２階、オフィスアワ

ー 水曜日５・６限（急ぎの場合は、いつでも対応） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 マテリアルサイエンス I, II。材料強度学１，II。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 機械材料に求められる強度野靭性の向上には、塑性変形と熱処理を組み合わせ

て、相変態を制御する方法が有効であり、広く応用されている。その相変態の発



現挙動を制御する基礎となる相平衡について学ぶ。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 熱⼒学的平衡と自由エネルギー 

2 回 ⼒学的および熱的平衡 
3 回 化学的平衡 
4 回 熱⼒学第一法則（１） 
5 回 熱⼒学第一法則（２） 
6 回 気体分子運動論 
7 回 不可逆過程 
8 回 熱⼒学第二法則（１） 
9 回 エントロピー（１） 
10 回 エントロピー（２） 
11 回 結晶中格子欠陥の平衡濃度 
12 回 結晶中の不純物の平衡濃度 
13 回 結晶中の原子空孔および他の点欠陥 
14 回 １成分系の相平衡 
15 回 ギブスの相律 

準備学習 1 回 P105 を精読 
2 回 P105-106 を精読 
3 回 P106-108 を精読 
4 回 P108-109 を精読 
5 回 P109-110 を精読 
6 回 資料（１）を精読 
7 回 P110-111 を精読 
8 回 P111-113 を精読 
9 回 資料（２）ー１を精読 
10 回 資料（２）ー２を精読 
11 回 P114-116 を精読 
12 回 P116-118 を精読 
13 回 P119-120 を精読 
14 回 P121-123 を精読 
15 回 P123-124 を精読 

 



年度 2012 
授業コード MTT4511 
成績評価 各自の研究テーマに関する環境分析と R&D 戦略に関するケース発表（５０％）

と、それを最終的にまとめたレポート（５０％）により評価する。 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス 機械システム工学専攻(11〜12) 
見出し MTT4511 機械システム工学特別講義 
担当教員名 新倉 正和 
単位数 2 
教科書 毎週プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 競争優位戦略、技術開発戦略、知的財産 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 機械システム工学特別講義 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 藤末健三著 「技術経営入門」 日経 BP 社発行 JMAC RD&E 技術・開発⾰新

事業部著 「MOT 経営入門」 PHP 研究所発行 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MTT4511 
実務経験のある教員  
達成目標 ・事業戦略の実践的構築能⼒・R&D 戦略の実践的構築能⼒・プレゼンテーショ

ンおよび技術討議の実践的能⼒を通じて、産業分野における中核的技術者・マネ
ージャとしての素養を醸成する。 

受講者へのコメント  
連絡先 学外連携推進室（第１学舎、１階）E メール：m-niikura@office.ous.ac.jpTEL：

086-256-9730 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 企業や研究機関の技術者・研究者を志す者に対して、技術開発分野のリーダーと

して必要な資質を付与し、技術開発プロセスをマネジメントする能⼒を養成する
ことを目的としている。以下のような能⼒について修得する。・企業財務・収益性
の定量的解析能⼒・企業戦略・商品戦略・技術開発戦略の構築手法・技術⾰新プ
ロセスの普遍的な特質の理解・研究開発組織やプロジェクト運営の先進的な手
法・知的財産や特許戦略の基本知識 



対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション：技術マネジメント概要 

2 回  企業財務（P&L、BS、CF）と技術開発 
3 回  ケーススタディ（自動車メーカーの財務表） 
4 回  企業経営戦略：競争優位の確立（コストリーダーシップ） 
5 回 企業経営戦略：競争優位の確立（シェア 1 位） 
6 回 企業経営戦略：競争優位の確立（賞品差別化、ニッチ戦略） 
7 回  ケース発表（研究テーマ分野の分析）（１） 
8 回  ケース発表（研究テーマ分野の分析）（２） 
9 回  Innovation 理論（R&D プロセス） 
10 回  プロジェクト企画・管理手法 
11 回  知的財産権概論 
12 回  特許戦略と技術開発戦略 
13 回  ケース発表（研究テーマの R&D 戦略）（１） 
14 回  ケース発表（研究テーマの R&D 戦略）（２） 
15 回  リスク管理、最終まとめ 

準備学習  
 



年度 2012 
授業コード MTT4913 
成績評価 論文紹介（50%）、プレゼンテーション評価（50%） 

両者を合計し、総合評価する。６０点以上、合格。 
曜日時限 木曜日 9・10 時限 
対象クラス 機械システム工学専攻(12〜12) 
見出し MTT4913 機械システム工学特別演習Ⅰ 
担当教員名 ⽥中 雅次、中川 惠友、桑木 賢也、衣笠 哲也、中井 賢治、吉⽥ 浩治、

金谷 輝 
単位数 2 
教科書 使用しない 
アクティブラーニング  
キーワード 論文、英語、プレゼンテーション、機械材料学、エネルギー学、計測・制御工学、

機械設計・加工学 
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 機械システム工学特別演習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 演習 
注意備考 ・必須科目ではないが必ず履修すること。 

・この特別演習Ｉは、１年生対象開講科目です。 
 １年生は特別演習 II を受講することはできません。 

シラバスコード MTT4913 
実務経験のある教員  
達成目標 国際的に活躍できる技術者・研究者に成⻑できるよう、専門分野の最新情報を得

るとともに、「英語」の読解⼒を向上させ、プレゼンテーション能⼒を向上させ
る。 

受講者へのコメント  
連絡先 代表：⽥中雅次（副代表：専攻⻑） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 機械システム工学専攻の全科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 各自の研究テーマに関連する参考文献（英文）を題材とし、その内容を要約して

学会発表講演の形式で教員ならびに院生の面前で発表し、質疑応答することによ
り、専門分野の最新情報を得るとともに、英語の読解⼒ならびにプレゼンテーシ
ョン能⼒の向上を図る。 



対象学年 1 年 
授業内容  
準備学習 英語論文の読解・理解、プレゼンテーション資料の作成など、 

各自の内容だけでなく、毎回、他者の論文紹介をよく学習すること。 
 



年度 2012 
授業コード MTT4923 
成績評価 論文紹介（50%）、プレゼンテーション評価（50%） 

両者を合計し、総合評価する。６０点以上、合格。 
曜日時限 木曜日 9・10 時限 
対象クラス 機械システム工学専攻(11〜11) 
見出し MTT4923 機械システム工学特別演習Ⅱ 
担当教員名 ⽥中 雅次、中川 惠友、桑木 賢也、衣笠 哲也、中井 賢治、吉⽥ 浩治、

金谷 輝 
単位数 2 
教科書 使用しない 
アクティブラーニング  
キーワード 論文、英語、プレゼンテーション、機械材料学、エネルギー学、計測・制御工学、

機械設計・加工学 
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 機械システム工学特別演習Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 演習 
注意備考 ・必須科目ではないが必ず履修すること。 

・この特別演習 II は、２年生対象開講科目です。 
 １年生は特別演習 II を受講することはできません。 

シラバスコード MTT4923 
実務経験のある教員  
達成目標 国際的に活躍できる技術者・研究者に成⻑できるよう、専門分野の最新情報を得

るとともに、「英語」の読解⼒を向上させ、プレゼンテーション能⼒を向上させ
る。 

受講者へのコメント  
連絡先 代表：⽥中雅次（副代表：専攻⻑） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 機械システム工学専攻の全科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 各自の研究テーマに関連する参考文献（英文）を題材とし、その内容を要約して

学会発表講演の形式で教員ならびに院生の面前で発表し、質疑応答することによ
り、専門分野の最新情報を得るとともに、英語の読解⼒ならびにプレゼンテーシ
ョン能⼒の向上を図る。 



対象学年 2 年 
授業内容  
準備学習 英語論文の読解・理解、プレゼンテーション資料の作成など、 

各自の内容だけでなく、毎回、他者の論文紹介をよく学習すること。 
 



年度 2012 
授業コード MTT5311 
成績評価 レポート１００％ 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 機械システム工学専攻(11〜12) 
見出し MTT5311 ロボット工学特論 
担当教員名 衣笠 哲也 
単位数 2 
教科書 特になし．必要に応じて資料を配付する． 

また，⼒学の教科書および以下の参考書を部分的に使用する． 
アクティブラーニング  
キーワード 解析⼒学，2 足歩行，リムレスホイール 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 ロボット工学特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ロボット制御工学入門，コロナ社，美多，大須賀 

原島鮮「⼒学 I」「⼒学 II」裳華房 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MTT5311 
実務経験のある教員  
達成目標 Lagrange の運動方程式までの⼒学を理解する．また，2 足歩行の基本的な運動モ

ードであるリムレスホイールの運動について理解する． 
受講者へのコメント  
連絡先 4 号館 4 階衣笠研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 自動制御，ロボット工学，⼒学，微分方程式 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ロボット工学の基礎はそのモデルを如何に作るか？という点に尽きる．その基本

となるのが剛体の運動である．本講義の前半では剛体運動について学ぶ．後半で
は，連続系と衝突を含むハイブリッド系をポアンカレ写像を用いて解析すること
を学ぶ．これは，２足歩行の最新の安定解析手法の基礎となる． 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 ２足歩行の運動解析法について概説する． 

2 回 ２足歩行機の簡略化モデル：リムレスホイールについて講述する． 
3 回 リムレスホイールの片足支持期：１リンク倒立振子の運動方程式の導出法



について，モーメントの釣り合いを用いた方法について講述する． 
4 回 リムレスホイールの片足支持期：１リンク倒立振子の運動方程式の導出法
について，Lagrange の方法について講述する． 
5 回 リムレスホイールの片足支持期：１リンク倒立振子の運動方程式の線形化
と連続⼒学系としての安定性について講述する． 
6 回 ロボット工学特論演習１：数値演算 CAD ソフトを用いてリムレスホイール
の運動方程式を導出する． 
7 回 ロボット工学特論演習２：数値演算 CAD ソフトを用いてリムレスホイール
の運動方程式の数値解法について演習する． 
8 回 リムレスホイールの片足支持期：線型モデルの位相平面上における軌跡に
ついて講述する． 
9 回 リムレスホイールの片足支持期：非線型モデルの位相平面上における軌跡
について講述する． 
10 回 ロボット工学特論演習３：数値演算 CAD ソフトをもちいてリムレスホイ
ールの位相図を描く． 
11 回  リムレスホイールの両足支持期：運動量および角運動量保存則について
講述する． 
12 回 リムレスホイールの両足支持期：リムレスホイールの衝突方程式について
講述する． 
13 回  リムレスホイールの周期運動：リムレスホイールの片足および両足支持
期を統合し，離散⼒学系としてのポアンカレ写像導出する． 
14 回 リムレスホイールの周期運動：ポアンカレ写像の安定性について講述する． 
15 回 ロボット工学特論演習３：数値演算 CAD ソフトをもちいてリムレスホイ
ールのポアンカレ写像を描く． 

準備学習 1 回 ２足歩行ロボットについて調べておくこと． 
2 回 ⼒学における回転運動，微分方程式とその解について復習しておくこと． 
3 回 ⼒学における回転運動，微分方程式とその解について復習しておくこと． 
4 回 解析⼒学における Lagrange の運動方程式導出方法について調べておくこ
と． 
5 回 テーラー展開，ラプラス変換について復習しておくこと． 
6 回 コンピュータの取り扱いに慣れておくこと． 
7 回 コンピュータの取り扱いに慣れておくこと． 
8 回 線形常微分方程式の解と位相図について復習しておくこと． 
9 回 線形常微分方程式の解と位相図について復習しておくこと． 
10 回  コンピュータの取り扱いに慣れておくこと． 
11 回 ⼒学における運動量保存則，角運動量について復習しておくこと． 
12 回 前回の講義における角運動量保存則について復習しておくこと． 
13 回  ポアンカレ写像について調べておくこと． 
14 回 前回の講義におけるポアンカレ写像についてしっかり復習しておくこと． 
15 回 これまでにもちいた数値演算 CAD の使用法について習熟しておくこと． 

 



年度 2012 
授業コード MTT5512 
成績評価 課題提出３回、最終レポート１回および講義中の質疑応答を総合的に判断して評

価する。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 機械システム工学専攻(11〜12) 
見出し MTT5512 流体⼒学特論Ⅱ 
担当教員名 高見 敏弘 
単位数 2 
教科書 中村育雄・大坂英雄共著「工学系流体⼒学」（共立出版） 
アクティブラーニング  
キーワード 流体⼒学、熱⼒学、熱と流れ、エネルギー工学 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 流体⼒学特論Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 廣瀬幸治著「流れ学」（共立出版） 
授業形態 講義 
注意備考 講義には教科書と参考書の両者を持参すること。 
シラバスコード MTT5512 
実務経験のある教員  
達成目標 乱流における流体混合と流動抵抗を理解すること。 
受講者へのコメント  
連絡先 メール：takami @ mech.ous.ac.jp，  

電話：086-256-9540， 場所：５号館１階 高見 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 流体⼒学、熱⼒学、熱と流れ、エネルギー工学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 粘性流体の流れと乱流について、ナビエストークス方程式を用いて、流体⼒学の

基礎から実用まで詳述する。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 【粘性応⼒】 

2 回 【ナビエストークス方程式】 
3 回 【⼒学的相似】 
4 回 【境界層】 
5 回 【境界層方程式】 
6 回 【遷移現象】 



7 回 【乱れの記述】 
8 回 【レイノルズ応⼒】 
9 回 【乱れエネルギの輸送方程式】 
10 回 【レイノルズ応⼒の輸送方程式】 
11 回 【壁面乱流】 
12 回 【管内乱流】 
13 回 【自由乱流】 
14 回 【ジェット（噴流）】 
15 回 【まとめ（レポート課題）】 

準備学習 流体⼒学特論Ⅰを必ず受講すること。 
古典⼒学の範囲では、最も取り扱いにくい３次元非線形方程式を数式展開するの
で、 
毎回の数式処理を十分に覚えておくよう要望する。 

 



年度 2012 
授業コード MTT5712 
成績評価 小テスト(50%)：各講義での小テストの評価 

レポート(50%)：3 次元 CAD に関するレポート 
小テストとレポートの合計得点が６０点以上を合格とする。 

曜日時限 金曜日 7・8 時限 
対象クラス 機械システム工学専攻(11〜12) 
見出し MTT5712 生産システム特論 
担当教員名 ⽥中 雅次 
単位数 2 
教科書 講義中に適宜資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 製図, コンピュータグラフィックス, CAD/CAM/CAE 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 生産システム特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に適宜紹介する。 
授業形態 講義 
注意備考 「CAD/CAM」の講義を履修しておくことが望ましい。 
シラバスコード MTT5712 
実務経験のある教員  
達成目標 [A3]機械分野の問題を数値的に解決するために、コンピュータ操作に習熟すると

ともに、プログラミング技術および 
情報処理技術の基礎知識を修得する。特に、NURBS 曲線の有効性についてよく
理解すること。 

受講者へのコメント  
連絡先 ⽥中雅次(５号館３階) 

電子メール tanaka@mech.ous.ac.jp，電話 086-256-9594，オフィスアワー月曜日
7-8 時限 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 機械製図, CAD/CAM, CAE 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 3 次元 CAD における自由曲線・曲面の描画方法について次の事柄を学習する。 

(1)ファーガソンやベジエの自由曲線・曲面理論 
(2)有理ベジエ曲線での円錐曲線の作成方法 
(3)B スプライン曲線の漸化式とノットベクトルの性質 



(4)多様な形状を表現できる NURBS 曲線の作成方法 
(5)自由曲面のある物体のモデリング実習 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 CAD での高度なモデリング手法の概要について説明する。 

2 回 ソリッドモデルの概説について説明する。 
3 回 ファーガソンの曲線セグメントについて説明する。 
4 回 ベジエ曲線について説明する。 
5 回 高次のベジエ曲線について説明する。 
6 回 円錐曲線と射影変換について説明する。 
7 回 有理ベジエ曲線について説明する。 
8 回 有理ベジエ曲線による円弧の表現方法について説明する。 
9 回 B スプライン曲線について説明する。 
10 回 B スプライン曲線の漸化式について説明する。 
11 回 B スプライン曲線でのノットの挿入について説明する。 
12 回 NURBS について説明する。 
13 回 NURBS でのノット挿入について説明する。 
14 回 NURBS での円の表現方法について説明する。 
15 回 自由曲面のある物体のモデリング実習を実施する。 

準備学習 1 回 線形代数での空間図形について復習しておくこと。 
2 回 ２次元 CAD のプログラミング方法について、よく理解しておくこと。 
3 回 CAD での曲線の描画方法などを調べておくこと。 
4 回 ファーガソンの曲線セグメントについて、よく理解しておくこと。 
5 回 ベジエ曲線について、よく理解しておくこと。 
6 回 高次のベジエ曲線の表現方法について、よく理解しておくこと。 
7 回 円錐曲線と射影変換の概念をよく把握しておくこと。 
8 回 有理ベジエ曲線の表現方法について、よく理解しておくこと。 
9 回 有理ベジエ曲線と円弧の関係をよく理解しておくこと。 
10 回 B スプライン曲線について、よく理解しておくこと。 
11 回 B スプライン曲線の漸化式が使えるようになっておくこと。 
12 回 ノットの挿入の意味をよく理解しておくこと。 
13 回 NURBS について、よく理解しておくこと。 
14 回 NURBS でのノット挿入の意味を、よく理解しておくこと。 
15 回 これまで学習した曲線・曲面について、その全体的な概念を復習しておく
こと。 

 



年度 2012 
授業コード MTT9011 
成績評価 指導教員の指示に従うこと。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 機械システム工学専攻(12〜12) 
見出し MTT9011 特別研究Ⅰ 
担当教員名 ⽥中 雅次、中川 惠友、桑木 賢也、衣笠 哲也、中井 賢治、吉⽥ 浩治、

金谷 輝 
単位数 3 
教科書 使用しない 
アクティブラーニング  
キーワード 指導教員の指示に従うこと。 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 特別研究Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 実験実習 
注意備考 指導教員の指示に従うこと。 
シラバスコード MTT9011 
実務経験のある教員  
達成目標 指導教員の指示に従うこと。 
受講者へのコメント  
連絡先 指導教員（または専攻⻑） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 指導教員の指示に従うこと。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 指導教員の指示に従うこと。 
対象学年 1 年 
授業内容  
準備学習 指導教員の指示に従うこと。 

 



年度 2012 
授業コード MTT9012 
成績評価 指導教員の指示に従うこと。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 機械システム工学専攻(12〜12) 
見出し MTT9012 特別研究Ⅱ 
担当教員名 ⽥中 雅次、中川 惠友、桑木 賢也、衣笠 哲也、中井 賢治、吉⽥ 浩治、

金谷 輝 
単位数 3 
教科書 使用しない 
アクティブラーニング  
キーワード 指導教員の指示に従うこと。 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 特別研究Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 実験実習 
注意備考 指導教員の指示に従うこと。 
シラバスコード MTT9012 
実務経験のある教員  
達成目標 指導教員の指示に従うこと。 
受講者へのコメント  
連絡先 指導教員（または専攻⻑） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 指導教員の指示に従うこと。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 指導教員の指示に従うこと。 
対象学年 1 年 
授業内容  
準備学習 指導教員の指示に従うこと。 

 



年度 2012 
授業コード MTT9021 
成績評価 指導教員の指示に従うこと。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 機械システム工学専攻(11〜11) 
見出し MTT9021 特別研究Ⅲ 
担当教員名 ⽥中 雅次、中川 惠友、桑木 賢也、衣笠 哲也、中井 賢治、吉⽥ 浩治、

金谷 輝 
単位数 3 
教科書 使用しない 
アクティブラーニング  
キーワード 指導教員の指示に従うこと。 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 特別研究Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 実験実習 
注意備考 指導教員の指示に従うこと。 
シラバスコード MTT9021 
実務経験のある教員  
達成目標 指導教員の指示に従うこと。 
受講者へのコメント  
連絡先 指導教員（または専攻⻑） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 指導教員の指示に従うこと。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 指導教員の指示に従うこと。 
対象学年 2 年 
授業内容  
準備学習 指導教員の指示に従うこと。 

 



年度 2012 
授業コード MTT9022 
成績評価 指導教員の指示に従うこと。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 機械システム工学専攻(11〜11) 
見出し MTT9022 特別研究Ⅳ 
担当教員名 ⽥中 雅次、中川 惠友、桑木 賢也、衣笠 哲也、中井 賢治、吉⽥ 浩治、

金谷 輝 
単位数 3 
教科書 使用しない 
アクティブラーニング  
キーワード 指導教員の指示に従うこと。 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 特別研究Ⅳ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 使用しない 
授業形態 実験実習 
注意備考 指導教員の指示に従うこと。 
シラバスコード MTT9022 
実務経験のある教員  
達成目標 指導教員の指示に従うこと。 
受講者へのコメント  
連絡先 指導教員（または専攻⻑） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 指導教員の指示に従うこと。 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 指導教員の指示に従うこと。 
対象学年 2 年 
授業内容  
準備学習 指導教員の指示に従うこと。 

 



年度 2012 
授業コード MTZ1311 
成績評価 講義中に課す課題、レポート等により総合的に評価する。 
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 建築学専攻(11〜12) 
見出し MTZ1311 日本建築史特論 
担当教員名 江面 嗣⼈ 
単位数 2 
教科書 授業毎に作成資料を配付する。 
アクティブラーニング  
キーワード 文化財保護法、重要文化財、登録有形文化財、伝統的建造物群、選定保存技術、

保存、活用 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特にコメントなし。 
科目名 日本建築史特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 文化庁文化財部監修「文化財保護関係法令集」ぎょうせい 
授業形態 講義 
注意備考 日本建築史を学んでいることが望ましい。 
シラバスコード MTZ1311 
実務経験のある教員  
達成目標 文化財保護法の内容を講義し、文化財としての歴史的建築の現代に於ける活用方

法を学び、それらが各市町村におけるまちづくりや観光などを通してひとづくり
に寄与している事実を学ぶ。また、歴史的建造物の調査方法や実測の方法を実際
の歴史的建造物を使用して講義し、実測実習を行い、建築史学の調査研究の方法
論とその可能性について学ぶ。 

受講者へのコメント 授業で出てきた⼈物や思想については、各自で復習して、さらに自分でも調べて
おくことが望ましい。歴史文化について自分の考え方を確立することを望む。 

連絡先 建築学科建築歴史文化研究室（27 号館 5 階）江面嗣⼈岡山県岡山市北区理大町
１−１〒700-0005 電話；086-256-9742（直通・兼 fax） 

合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 特にコメントなし。 
英文科目名  
関連科目 特別研究 
次回に向けての改善変更予定 パワーポイントによって近代から現在の思想について概観し、⼈物の哲学的な思

想、理論について説明し、歴史や文化について学んだが、より充実していきたい。
今後は学生に調査させて、発表の機会を作りたい。 

講義目的 文化財保護法についての講義を通して、日本に於ける建築史学が現実の社会でど
のように応用されているか、また建築史学に於ける実証的な学問研究方法につい



て理解する。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 文化財保護の制度１（目的と成立過程） 

2 回 文化財保護の制度２（保存と活用） 
3 回 文化財保護の制度３（保護の範囲） 
4 回 重要文化財建造物の保護について 
5 回 文化財建造物の修理方法１（調査方法） 
6 回 文化財建造物の修理方法２ （手法と技術） 
7 回 登録有形文化財の保護について 
8 回 伝統的建造物群保存地区の制度 
9 回 選定保存技術保存の制度 
10 回 文化財建造物の修理方法２ 
11 回 社寺の実測調査方法について 
12 回 ⺠家の実測調査方法について 
13 回 文化財保護と観光 
14 回 文化財保護とまちづくり 
15 回 まとめ（歴史と文化について） 

準備学習 1 回 講義内容について図書館等で調べておくこと 
2 回 講義内容について図書館等で調べておくこと 
3 回 講義内容について図書館等で調べておくこと 
4 回 講義内容について図書館等で調べておくこと 
5 回 講義内容について図書館等で調べておくこと 
6 回 講義内容について図書館等で調べておくこと 
7 回 講義内容について図書館等で調べておくこと 
8 回 講義内容について図書館等で調べておくこと 
9 回 講義内容について図書館等で調べておくこと 
10 回 講義内容について図書館等で調べておくこと 
11 回 講義内容について図書館等で調べておくこと 
12 回 講義内容について図書館等で調べておくこと 
13 回 講義内容について図書館等で調べておくこと 
14 回 講義内容について図書館等で調べておくこと 
15 回 これまでの講義内容を復習しておくこと 

 



年度 2012 
授業コード MTZ1512 
成績評価 講義おいて課す課題によって評価する。 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 建築学専攻(11〜12) 
見出し MTZ1512 建築学特別講義Ⅰ 
担当教員名 山崎 雅弘、江面 嗣⼈、後藤 義明、⽥中 利幸、吉⽥ 治典、宗本 順三、

松下 大 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 建築学特別講義Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MTZ1512 
実務経験のある教員  
達成目標 建築計画学や建築構造工学、環境設備工学に関する原理や知識を建築設計に活用 

するための多様な方法や考え方を習得する 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 各教員の専門分野における実際のプロジェクトを例示しながら、原理や知識を建 

築設計に活用する方法を講述する。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 建築計画学の実プロジェクトへの活用法（１）設計方法 

2 回 建築計画学の実プロジェクトへの活用法（２）空間認知と⼈間行動 
3 回 文化財保護の制度とその体制 
4 回 文化材保護と町並み保存の手法と課題 
5 回 【平山】建築設計プロセス（１） 
6 回 【平山】建築設計プロセス（２） 



7 回 建築⼈間工学の実プロジェクトへの活用法 
8 回 実プロジェクトにおける構造設計の流れと課題 
9 回 ⼒学理論と構造設計 
10 回 建築計画と都市計画の関係 
11 回 建築・都市計画学の実プロジェクトへの活用法 
12 回 都市エネルギー供給設備の省エネルギー・省 CO2 
13 回 建築設備の省エネルギー・省 CO2 
14 回 地震被害から得られた知見と建築設計 
15 回 建築・都市における建築環境設計 

準備学習 前回の講義の課題に取り組む 
 



年度 2012 
授業コード MTZ2311 
成績評価 試験成績（80％）、小テスト（20％）、及び学習状況により行う。 
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 建築学専攻(11〜12) 
見出し MTZ2311 建築計画特論 
担当教員名 宗本 順三 
単位数 2 
教科書 毎回必要に応じて資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 建築の設計法、参加型の設計方法、⼈間行動、アフォーダンス、景観の視覚的構

造、都市のイメージ、まもりやすい住空間、 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 建築計画特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 J.J.ギブソン「生態学的視覚論」樋口忠彦「景観の構造」E.ホール「かくれた次元」

オスカーニューマン「まもりやすい住空間」ケビンリンチ著「都市のイメージ」
C.アレキサンダー著「パターンランゲ-ジ」、ピーター.ロウ著「デザインの思考過
程」ジョン.ラング著「建築理論の創造」 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MTZ2311 
実務経験のある教員  
達成目標 以下の基礎知識の習得を目指す。1,設計問題の特徴、問題解決行為の基礎知識.2,

設計の流れ、設計主体、設計組織の基礎知識.3,参加型の設計方法.4,空間と視覚に
ついてアフォーダンスなどの視点から環境デザインの基礎知識.5,⼈間の知覚の
内、視知覚に絞って、建築環境と知覚、視覚、距離感等の基礎知識.6,景観の視覚
的構造と認知の基礎知識.7,景観と住⺠の満足度の関係から都市景観の重要性の
基礎知識.8,⼈間の空間記憶とイメージ、イメージと都市景観等の都市のイメージ
の基礎知識.9,テリトリー、プロクセミックス、社会交 

受講者へのコメント  
連絡先 27 号館 4 階宗本順三研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 設計演習 2,3,4,5,都市計画、住宅計画 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 社会環境における建築のあり方と要求を分析し、これを建築化するための一般的



知識を与える。まず、建築空間の成り立ちを示し、ついで、⼈間の生理的要求、
視覚的な特性、⼈間行動等から生まれてくる建築要求の把握から、それら基づく
空間構成にいたる論理的な計画の原理と方法について講述する。次に、このよう
な⼈間的な要求に基づく具体的な建築を実現するために、設計方法を取得する必
要がある。設計法として建築計画プロセスに関する諸課題を具体的事例を用いて
解説する。まず、建築要求の把握のための調査・分析方法を示し、次いで、新た
な価値 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 イントロダクション、建築計画の目的、建築の現代的課題 1(環境、行動、

デザインのパラダイムの変化と建築)、授業の進め方、 
2 回 建築の現代的課題 2（国際化、都市化、情報化） 
3 回 設計問題と問題解決行為（設計問題の特徴、問題解決行為の基礎知識につい
て講述する） 
4 回 設計プロセス（設計の流れ、設計主体、設計組織の基礎知識について講述す
る） 
5 回 設計主体（1）（設計主体、参加、C.アレキサンダー、パターンランゲ-ジ、
コーポラティブハウス、都住創など参加型の設計方法の基礎知識について講述す
る） 
6 回 設計主体（2）（設計主体、参加、集団の創造性、L.ハルプリンの方法、設計
組織、設計チームなど参加型の設計方法の基礎知識について講述する） 
7 回 アフォーダンス（空間と視覚についてアフォーダンスなどの視点から環境
デザインに関連して講述する） 
8 回 ⼈間行動（１）（テリトリー、プロクセミックス、社会交流の基礎知識につ
いて講述する） 
9 回 ⼈間行動（２）（テリトリーを利用した犯罪からまもりやすい空間の基礎知
識について講述する） 
10 回 ⼈間行動（3）（環境改善行動と居住者意識の基礎知識について講述する） 
11 回 都市のイメージ（⼈間の空間記憶とイメージ、イメージと都市景観等の都
市のイメージの基礎知識について講述する） 
12 回 景観と満足度（景観と住⺠の満足度の関係を⼈工島などの水辺空間を用い
て、都市景観の重要性の基礎知識について講述する） 
13 回 視知覚（⼈間の知覚のうち、視知覚に絞って、建築環境と知覚、視覚、距
離感等の基礎知識について講述する） 
14 回 景観の視知覚（景観の情景変化、景観の視覚的構造と認知の基礎知識につ
いて講述する） 
15 回 空間認知と言語尺度（言語尺度を用いたＳＤ法の基礎知識について講述す
る） 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習過程を確認しておくこと 
2 回 建築のパラダイムの変化（建築の国際化、環境問題、設計問題、高齢化社会
等）建築の環境変化について、図書館などで調べてみること 
3 回 建築設計方法について図書館などで調べてみること 
4 回 建築設計方法について図書館などで調べてみること 



5 回 建築設計方法について図書館などで調べてみること、C.アレキサンダーの
「パターンランゲ-ジ」を読んでおくと良い 
6 回 建築設計方法について図書館などで調べてみること、 
7 回 アフォーダンス、⼈間行動について、図書館などで調べてみること、J.J.ギ
ブソン「生態学的視覚論」を読んでおくと良い 
8 回 環境における⼈間行動について、行動科学の本を図書館などで調べてみる
こと、E.ホール「かくれた次元」を読んでおくと良い 
9 回 環境における⼈間行動について、行動科学の本を図書館などで調べてみる
こと 
10 回 環境における⼈間行動について、行動科学の本を図書館などで調べてみる
こと、オスカーニューマン「まもりやすい住区間」を読んでおくと良い 
11 回 都市のイメージについて、図書館などで調べてみること、ケビンリンチ「都
市のイメージ」を読んでおくと良い 
12 回 景観と都市環境について図書館などで調べてみること 
13 回 視知覚について（知覚、視覚、距離）感図書館などで調べてみること 
14 回 景観の認知について、図書館などで調べてみること、樋口忠彦「景観の構
造」を読んでおくと良い 
15 回 ＳＤ法や言語尺度等について図書館などで調べてみること 

 



年度 2012 
授業コード MTZ2312 
成績評価  
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 建築学専攻(11〜12) 
見出し MTZ2312 設計方法論特論 
担当教員名 松下 大輔 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 設計方法論特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MTZ2312 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講生無し 
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード MTZ2511 
成績評価 講義おいて課す課題によって評価する。 
曜日時限 火曜日 5・6 時限 
対象クラス 建築学専攻(11〜11) 
見出し MTZ2511 建築学特別講義Ⅱ 
担当教員名 山崎 雅弘、江面 嗣⼈、後藤 義明、⽥中 利幸、吉⽥ 治典、宗本 順三、

松下 大 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 建築学特別講義Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MTZ2511 
実務経験のある教員  
達成目標 建築計画学や建築構造工学、環境設備工学に関する原理や知識を建築設計に活用 

するための多様な方法や考え方を習得する 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 各教員の専門分野における実際のプロジェクトを例示しながら、原理や知識を建 

築設計に活用する方法を講述する。 
対象学年 2 年 
授業内容 1 回 実プロジェクトにおける建築計画学の最前線 

2 回 環境負荷削減のための最適化手法の最前線 
3 回 文化財の保護と観光の関係をふまえた歴史的建造物の活用 
4 回 ユニバーサルデザイン（１）建築⼈間工学の応用 
5 回 ユニバーサルデザイン（２）身体機能障害に対応する環境設計 
6 回 耐震診断・耐震改修とその効果 



7 回 制震・免震工法とその効果 
8 回 構造設計における⼒学理論の適用（１） 
9 回 構造設計における⼒学理論の適用（２） 
10 回 都市環境問題と持続可能な建築・都市の計画 
11 回 新興国の都市部の現状と課題 
12 回 実プロジェクトにおける建築・都市計画学の最前線 
13 回 地震工学分野の発展にともなう構造設計 
14 回 環境負荷削減環境設計の最前線 
15 回 【平山】建築設計プロセス 

準備学習 前回の講義の課題に取り組む 
 



年度 2012 
授業コード MTZ27B2 
成績評価 資料調査・レポート(70%)、討論・発表点(30%) 
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 建築学専攻(11〜12) 
見出し MTZ27B2 科学技術倫理特論 
担当教員名 小林 泰男＊ 
単位数 2 
教科書 科学技術と倫理(シリーズ「⼈間論としての 21 世紀的課題」)/石⽥三千雄他/ナ

カニシヤ出版 
アクティブラーニング  
キーワード 法と倫理、公衆の利益、合意形成、技術のリスク評価、予防倫理、専門職の責務、

利益相反、組織の意志決定、知的財産 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 科学技術倫理特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 技術倫理(日本の事例から学ぶ)/佐伯昇・杉本泰治編著/丸善、 

第 3 版科学技術の倫理(その考え方と事例)/C.E.Harris,Jr ら/日本技術士会訳編/
丸善、 
技術者のための倫理と法律/井野辺陽/ナカニシヤ出版 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MTZ27B2 
実務経験のある教員  
達成目標 科学技術倫理に基づく自律の判断ができるように基本的考え方を修得する。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 科学技術倫理の理解と、事故事例について科学技術倫理の観点と現実の行為の過

程を考察することによって、技術専門職として社会の信頼に応えられる能⼒を養
う。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 講義全体の内容と進め方を説明する。科学技術倫理教育の背景について講

義する。 



2 回 科学技術のニーズ、科学技術倫理の課題、法と倫理の関係について講義す
る。 
3 回 公衆の利益、研究者・技術者の責務について講義する。 
4 回 科学技術的認識の目的合理性と倫理性について講義する。 
5 回 科学技術の公益性、利害関係者の合意形成について講義する。 
6 回 コンプライアンス違反事例の調査を基に会社の社会的責任(CSR)について
講義する。 
7 回 技術的な欠陥による重大事故の事例を基に組織の意志決定プロセスと専門
職の倫理について講義する。 
8 回 公害・食品中毒の事例を基に専門職として公衆の安全を守る倫理について
講義する。 
9 回 一般消費者向製品の事故事例を基に製造物責任者の責務について講義する。 
10 回 列車・航空機の重大事故事例を基にリスクの評価と予防倫理について講義
する。 
11 回 労働災害の事例を基に安全管理者の責務について講義する。 
12 回 知的財産権について概説する。知的財産権のトラブル事例を基に発明者の
権利について講義する。 
13 回 受講者が事故の原因、対策、専門職の倫理についてグループ討論して発表
する。 
14 回 受講者が事故の原因、対策、専門職の倫理についてグループ討論して発表
する。 
15 回 受講者が事故の原因、対策、専門職の倫理についてグループ討論して発表
する。 

準備学習 1 回 教科書(第 11、12 章)を読み、科学技術倫理教育の背景を予習すること。 
2 回 教科書(第 1、2 章)を読み、「科学技術倫理とは何か」を考えること。 
3 回 科学技術系の学会・協会の倫理綱領や規定を読み、技術者の行動規範につい
て考えること。 
4 回 教科書(第 6、7、8 章)を読み、「技術開発は誰のためのものか」、目標と社会
的な影響を考えること。 
5 回 教科書(第 9、10 章)を読み、代表例として諫早湾干拓事業の状況を調べて、
科学技術の公益性、利害関係者の合意形成の難しさ・取組み方について考えるこ
と。 
6 回 技術者の関わりが深いコンプライアンス違反の事象、原因、処理などを調
べ、倫理的な課題と防止策を考えること。事例「三菱自動車のリコール隠し」、
「耐震強度偽装」、「ディーゼルエンジン排ガス浄化装置のデータ改竄」。 
7 回 公衆の利益に技術的判断が活かされなかった事例を調べ、専門職の判断の
重要性と実践の難しさを考えること。事例「チャレンジャー号爆発事故」「薬害エ
イズ」。 
8 回 公害、食品中毒の事象、原因、処理などを調べ、専門職は被害の拡大を防ぐ
ためどのように行動すべきかを考えること。事例「有機水銀中毒」、「森永ミルク
ヒ素中毒」、「かねみ油症」。 
9 回 一般消費者向製品の欠陥や不正改造による事故の事象、原因、処理などを調



べ、製造物責任の考え方や消費者の安全配慮について考えること。事例「パロマ
湯沸器一酸化炭素中毒」、「コンニャク入りゼリー」。 
10 回 航空機・列車事故の事象、原因、処理などを調べ、事故リスクの評価と技
術的安全対策の必要性について考えること。事例 「JAL123 便墜落」、「JR 福知
山線事故」。 
11 回 労働災害の事象、原因、処理などを調べ、現場の安全管理責任について考
えること。事例「東海村 JCO 臨界事故」、「酸素欠乏症・ガス中毒事故」。 
12 回 知的財産の種類、権利の内容、譲渡などについて資料を調べ予習すること。
事例「⻘色 LED 特許係争」「ミノルタ・ハネウェル特許訴訟」。 
13 回 グループ毎に討議する事例を選択して、科学技術倫理の観点で自分の意見
と論点を整理しておくこと。 
14 回 グループ毎に討議する事例を選択して、科学技術倫理の観点で自分の意見
と論点を整理しておくこと。 
15 回 グループ毎に討議する事例を選択して、科学技術倫理の観点で自分の意見
と論点を整理しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MTZ3311 
成績評価 講義中に課すレポート課題３題（各 33％）により成績を評価する。 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 建築学専攻(11〜12) 
見出し MTZ3311 都市計画特論 
担当教員名 弥⽥ 俊男 
単位数 2 
教科書 授業毎の配布資料 
アクティブラーニング  
キーワード 都市、建築、都市計画、都市環境、景観、まちづくり、地域活性化、地球環境 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 都市計画特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 佐藤圭二、杉野尚夫「新都市計画総論」、⿅島出版会 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MTZ3311 
実務経験のある教員  
達成目標 これからの時代の都市において、⼈間が居住し活動する場としての都市の計画・

設計方法を考察し、環境に優しく持続的発展が可能な都市づくりを目指した都市
分野の現実的な課題を事例として、問題解決の実際的な方策を修学し、地域の特
性に応じて都市をデザインする都市計画手法についての知識を習得することを
目標とする。 

受講者へのコメント  
連絡先 27 号館 5 階 弥⽥研究室 086-256-9426  yada@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 都市計画 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 ２１世紀を迎え、都市づくりの新たな諸課題に対して、都市の歴史を通して都市

計画の沿⾰や考え方を学び、現在の都市計画制度や仕組み、事業手法等および国
内外のまちづくりの事例を概説して、都市計画に関する実践的知識を習得すると
共に、今日的課題である住⺠主体・協働のまちづくり、地域活性化、地球環境問
題と都市問題などに関する議論を行うことにより、認識を深め理解することを目
的とする。 

対象学年 1 年/2 年 



授業内容 1 回 オリエンテーションとして、都市計画を学ぶ意義や講義の構成について説
明、古代都市の成立から中世まで都市の成立過程について講述した上で、内容に
ついて議論する。 
2 回 現代ヨーロッパ諸都市の基盤を形成した中世ヨーロッパ都市を中心として、
近代以前の都市づくりについて講述した上で、内容について議論する。 
3 回 現代都市計画につながるイギリスの産業⾰命から始まった近代都市計画の
系譜について講述した上で、内容について議論する。 
4 回 都市を現実的に規定している我が国の都市計画法制度について、その意義
と内容について講述した上で、内容について議論する。 
5 回 都市を構成する都市機能と居住機能が合理的・機能的に形成される都市の
土地利用計画のあり方について講述した上で、内容について議論する。 
6 回 地球環境に与える負荷を低減してサスティナブルな社会の形成を目指す都
市の環境計画について講述した上で、内容について議論する。 
7 回 潤いとアメニティ性豊かな都市環境の基軸となる公園緑地・オープンスペ
ースについて講述した上で、内容について議論する。 
8 回 中心市街地の再生、活性化や賑わいづくりのために行う市街地の開発・再整
備について、成功例・失敗例を参考にしながら、その在り方について講述した上
で、内容について議論する。 
9 回 ⼈々が安全・快適に過ごすことができる住環境や街並み形成を図るための
近隣、隣保関係を中心とした居住環境計画について講述した上で、内容について
議論する。 
10 回 地域間格差が拡大し過疎高齢化が進む地方都市において、地域活性化を目
指して住⺠主体・協働で取り組むまちづくりの意義とその方策について講述した
上で、内容について議論する。 
11 回 日本とヨーロッパの街並み景観を比べながら都市景観とまちづくりについ
て講述した上で、内容について議論する。 
12 回 美しい都市景観を形成するための住⺠参加型景観まちづくりに関する計画
方策や、それを実現するデザイン手法について講述した上で、内容について議論
する。 
13 回 都市や地域の計画を立てるために多くの資料を用いるが、それらの資料を
情報技術によって処理するための基本的内容について講述した上で、内容につい
て議論する。 
14 回 地球温暖化や都市間格差が広がるなど様々な問題を抱える現代都市の課題
に対して取組まれる各国の新しいまちづくりの潮流について講述した上で、内容
について議論する。 
15 回 地方都市の中心市街地が衰退する問題について、欧米諸国の中心市街地活
性化策で取られている新しいまちづくりの潮流を参考にして講述した上で、内容
について議論する。 

準備学習 1 回 学部科目「都市計画」の内容を復習し、古代都市の成立から中世まで都市の
成立過程について関連書籍等を調べておくこと。 
2 回 ヨーロッパ中世都市成立の背景と都市の特徴について関連書籍等を調べて
おくこと。 



3 回 イギリス産業⾰命の進展に伴い生じた都市問題について関連書籍等を調べ
ておくこと。 
4 回 都市計画法と市町村の総合計画および建築基準法との関係について関連書
籍等を調べておくこと。 
5 回 ⼈々が安全で快適に住み働き憩うことができるまちとは、まちとしてどの
ような条件が必要であるかを考え、関連書籍等を調べておくこと。 
6 回 都市活動によって生じるゴミ、排熱、下水などの排出物が地球環境に与える
負荷を低減するために出来るライフスタイルやまちづくりの在り方について考
え、関連書籍等を調べておくこと。 
7 回 居住する近くの公園緑地の機能や使われ方を観察してまとめ、関連書籍等
を調べておくこと。 
8 回 岡山市 1 キロスクエアの中心市街地の現地を踏査して、まちの賑わいや活
気、商店街の魅⼒、歩行者の安全性などの面から気が付いたことをまとめ、関連
書籍等を調べておくこと。 
9 回 ⼈々が安全・安心して快適に住むために計画するボンエルフ道路やコミュ
ニティ街区の意義について関連書籍等を調べておくこと。 
10 回 地域住⺠や NPO が主体となって取り組む地域活性化の事例について関連
書籍等を調べておくこと。 
11 回 美しく調和した街並み景観を形成するためには、個々の建築物および建築
物相互の関係をどうすれば良いか事例を調べ、関連書籍等を調べて考えておくこ
と。 
12 回 身近な都市空間で、街路、広場、水辺、町並みなど美しく感じた都市景観
を選定し記述しておくとともに、関連書籍等を調べておくこと。 
13 回 都市計画の分野において情報技術を用いることができる要素や内容につい
て考え、関連書籍等を調べておくこと。 
14 回 サスティナブル・ディベロップメントおよびコンパクト・シティの意味を
調べ、関連書籍等を調べておくこと。 
15 回 欧米で中心市街地活性化のために整備されているトランジット・モールに
は、どのような特⻑や効果があるかを調べ、関連書籍等を調べておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード MTZ3511 
成績評価 課題（５０％）と定期試験（５０％）によって評価する。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 建築学専攻(11〜12) 
見出し MTZ3511 構造解析特論 
担当教員名 山崎 雅弘 
単位数 2 
教科書 適宜プリントを配付する 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 構造解析特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MTZ3511 
実務経験のある教員  
達成目標 構造解析に用いられる有限要素法解析の基礎理論と実際の解析への適用方法を

習得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 24 号館 5 階 山崎研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 変分原理に基づく有限要素法の基礎理論を解説し、アイソパラメトリック要素な

どの種々の要素を用いた解析法について講述する．弾性域、弾塑性域における挙
動解析の原理・方法についても解説する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 概要 

2 回 FEM 解析の構造（１）トラス要素とトラス構造 
3 回 FEM 解析の構造（２）梁要素とラーメン構造 
4 回 FEM 解析の構造（３）境界条件 
5 回 仮想仕事の原理 
6 回 最小ポテンシャルエネルギーの原理 



7 回 三角形１次要素（１）変位場とひずみ 
8 回 三角形１次要素（２）要素マトリクスと全体マトリクス 
9 回 四辺形要素（１）変位場とひずみ 
10 回 四辺形要素（２）数値積分 
11 回 アイソパラメトリック要素 
12 回 ４面体要素、６面体要素 
13 回 弾性解析 
14 回 弾塑性解析 
15 回 まとめ 

準備学習 1 回 特になし 
2 回 前回までの復習をしておくこと 
3 回 前回までの復習をしておくこと 
4 回 前回までの復習をしておくこと 
5 回 前回までの復習をしておくこと 
6 回 前回までの復習をしておくこと 
7 回 前回までの復習をしておくこと 
8 回 前回までの復習をしておくこと 
9 回 前回までの復習をしておくこと 
10 回 前回までの復習をしておくこと 
11 回 前回までの復習をしておくこと 
12 回 前回までの復習をしておくこと 
13 回 前回までの復習をしておくこと 
14 回 前回までの復習をしておくこと 
15 回 前回までの復習をしておくこと 

 



年度 2012 
授業コード MTZ3711 
成績評価 設計課題を与え、そのレポートで評価する。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 建築学専攻(11〜12) 
見出し MTZ3711 建築設備システム設計特論 
担当教員名 吉⽥ 治典 
単位数 2 
教科書 空気調和設備計画設計の実務の知識（空気調和衛生工学会編） 
アクティブラーニング  
キーワード 空調熱源、空調二次側システム、省エネルギー、システムシミュレーション、ダ

クト・配管設計、空気線図 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 建築設備システム設計特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 建築設備学教科書（彰国社）、建築環境工学教科書（彰国社）、建築と工学・21 エ

ネルギー工学（彰国社） 
授業形態 講義 
注意備考 関連科目の内容を習得済みであること 
シラバスコード MTZ3711 
実務経験のある教員  
達成目標 事務所ビル、学校、病院など用途の異なる建物の特質を理解して熱源計画、空調

計画を提案出来る能⼒を養う。また、コンピューターシミュレーションを活用し
て空調の熱源システムと２次側空調システムの設計に必要な分析・検討ができる
技術⼒を養う。 

受講者へのコメント  
連絡先 27 号館 5 階 吉⽥研究室 hyoshida@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講者がないため記述なし。 
英文科目名 Advanced Building System Design 
関連科目 建築環境工学Ｉ、建築環境工学 II、建築設備Ｉ、建築設備 II、都市・地球環境学、

環境・設備工学演習、建築環境・設備設計 I、建築環境・設備設計 II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 学部の科目である建築設備Ⅰ、Ⅱのアドバンスド科目として位置付け、熱負荷計

算法、ダクト・配管設計法、熱源選定法、省エネルギー設計法などの原理と実用
設計法について講述する。具体的には、パーソナルコンピューターを利用した非
定常熱負荷計算、空気解析、空調システム設計、ダクト・配管設計の原理と手法、
ならびに空調システムの環境特性や省エネルギー性を、システムシミュレーショ



ンを用いて分析する原理と手法について解説する。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 空気調和設備の計画と方式（１） 

2 回 湿り空気線図 
3 回 空気調和熱負荷計算基礎 
4 回 空気調和熱負荷計算方法 
5 回 熱源機器の選定 
6 回 熱源機器のシミュレーション（１） 
7 回 熱源機器のシミュレーション（２） 
8 回 空調機器の選定 
9 回 空調機器のシミュレーション（１） 
10 回 空調機器のシミュレーション（２） 
11 回 ダクトの設計 
12 回 配管の設計 
13 回 自動制御設計 
14 回 空調システムシミュレーション（１） 
15 回 空調システムシミュレーション（２） 

準備学習 1 回 建築設備 II の概要復習 
2 回 建築設備 II の空気線図の章を復習 
3 回 建築設備 II の空気調和熱負荷計算の章を復習 
4 回 第 3 回の講義を復習 
5 回 建築設備 II の熱源機器の章を復習 
6 回 プログラミングの予習と第 5 回の復習（１） 
7 回 プログラミングの予習と第 5 回の復習（２） 
8 回 建築設備 II の空調機器の章を復習 
9 回 プログラミングの予習と第 8 回の復習（１） 
10 回 プログラミングの予習と第 8 回の復習（２） 
11 回 建築設備 II の搬送設備の章を復習（１） 
12 回 建築設備 II の搬送設備の章を復習（２） 
13 回 教科書の自動制御設計の章を予習 
14 回 プログラミングの予習と第 13 回までの復習（１） 
15 回 プログラミングの予習と第 13 回までの復習（２） 

 



年度 2012 
授業コード MTZ3712 
成績評価 ・平常点（講義ごとの演習課題）４０％・期末試験 ６０％ 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス 建築学専攻(11〜12) 
見出し MTZ3712 耐震設計特論 
担当教員名 小林 正実 
単位数 2 
教科書 資料を配付する 
アクティブラーニング  
キーワード 地震学、設計用入⼒地震動、時刻歴応答解析、数値積分、限界耐⼒計算 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 耐震設計特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 ⻄川孝夫ほか著：建築の振動 応用編、朝倉書店 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MTZ3712 
実務経験のある教員  
達成目標 時刻歴応答解析および限界耐⼒計算による耐震設計の基礎理論を理解し、高層建

物の時刻歴応答解析や種々の構造物の限界耐⼒計算ができるようになる。 
受講者へのコメント  
連絡先 ２４号館５階 小林研究室 メール：kobayashi@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 構造解析特論、構造設計特論、学部科目：耐震・耐風設計 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 地震時の構造物系の応答性状を把握するために、先ず、入⼒である地震動を扱う

地震学の基礎を講述する。次に、この入⼒外乱に対する構造物の非線形応答を予
測するための時刻歴応答解析法および限界耐⼒計算法について解説する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション、耐震設計の考え方と計算ルート 

2 回 地震学の基礎 
3 回 表層地盤増幅特性 
4 回 設計用入⼒地震動 
5 回 時刻歴応答解析（１）運動方程式の数値計算法 
6 回 時刻歴応答解析（２）Excel を用いた１自由度系の応答解析 



7 回 時刻歴応答解析（３）多自由度系の応答解析 
8 回 時刻歴応答解析（４）多自由度系の応答解析の課題演習 
9 回 時刻歴応答解析（５）復元⼒特性のモデル化と非線形応答解析 
10 回 限界耐⼒計算（１）地震⼒に対する考え方と応答計算法 
11 回 限界耐⼒計算（２）耐震要素の復元⼒特性 
12 回 限界耐⼒計算（３）１自由度系の応答計算 
13 回 時刻歴応答解析（４）多自由度系の応答計算 
14 回 時刻歴応答解析（５）多自由度系の応答計算の課題演習 
15 回 免震構造・制振構造 

準備学習 1 回 学部科目の耐震・耐風設計の講義内容を復習しておくこと 
2 回 配布資料に目を通すこと 
3 回 配布資料に目を通すこと 
4 回 配布資料に目を通すこと 
5 回 配布資料に目を通すこと 
6 回 配布資料に目を通すこと 
7 回 配布資料に目を通すこと 
8 回 前回授業の復習をすること 
9 回 配布資料に目を通すこと 
10 回 配布資料に目を通すこと 
11 回 配布資料に目を通すこと 
12 回 配布資料に目を通すこと 
13 回 前回授業の復習をすること 
14 回 配布資料に目を通すこと 
15 回 配布資料に目を通すこと 

 



年度 2012 
授業コード MTZ4311 
成績評価 講義出席の平常点と定期試験により評価する 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス 建築学専攻(11〜12) 
見出し MTZ4311 構造設計特論 
担当教員名 ⽥中 利幸 
単位数 2 
教科書 「JSCA 版 RC 建築構造の設計」（社）日本建築構造技術者協会編、オーム社 
アクティブラーニング  
キーワード 構造計画、構造設計、RC 造、S 造、木造 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 構造設計特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「2007 年版建築物の構造関係技術基準解説書」 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MTZ4311 
実務経験のある教員  
達成目標 RC および S 造において同じ平面計画での基本的部材を設計する。最も一般的な

在来軸組工法の木造住宅を構造計画する。 
受講者へのコメント  
連絡先 24 号館 5 階 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 鉄筋コンクリート構造Ⅰ、鉄筋コンクリート構造Ⅱ、鋼構造Ⅰ、鋼構造Ⅱ、構造

計画 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 RC 造、S 造、木造の現行基準を理解し、基本的な構造設計手順を理解し、各種

構造による違いを理解する。さらに、構造計画による部材サイズおよび空間の違
いを理解する。RC および S 造において同じ平面計画での基本的部材を設計する。
最も一般的な在来軸組工法の木造住宅を構造計画する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 構造計画をたてる（RC 構造） 

2 回 床荷重他荷重を設定する（RC 構造） 
3 回 仮定断面を設定する（RC 構造） 
4 回 構造設計一貫計算ソフトに入⼒する（RC 構造） 



5 回 主部材の断面を検定する（RC 構造） 
6 回 構造基準への適合性を検定する（RC 構造） 
7 回 構造計画をたてる（S 構造） 
8 回 床荷重他荷重を設定する（S 構造） 
9 回 仮定断面を設定する（S 構造） 
10 回 構造設計一貫計算ソフトに入⼒する（S 構造） 
11 回 主部材の断面を検定する（S 構造） 
12 回 構造基準への適合性を検定する（S 構造） 
13 回 各構造（RC,S）の主部材のリストを作成する 
14 回 壁量設計法の手順を理解する 
15 回 必要壁量を算出し、構造計画する 

準備学習 1 回 教科書に目を通すこと 
2 回 教科書に目を通すこと 
3 回 教科書に目を通すこと 
5 回 教科書に目を通すこと 
6 回 教科書に目を通すこと 
7 回 配布資料に目を通すこと 
8 回 配布資料に目を通すこと 
9 回 配布資料に目を通すこと 
10 回 配布資料に目を通すこと 
11 回 配布資料に目を通すこと 
12 回 配布資料に目を通すこと 
13 回 配布資料に目を通すこと 
14 回 配布資料に目を通すこと 
15 回 配布資料に目を通すこと 

 



年度 2012 
授業コード MTZ4312 
成績評価 課題（60％）と講義への取り組み姿勢（40％）で総合的に評価する。 
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス 建築学専攻(11〜12) 
見出し MTZ4312 住宅計画特論 
担当教員名 後藤 義明 
単位数 2 
教科書 適宜資料を配布する 
アクティブラーニング  
キーワード ユニバーサルデザイン、暮らし、住要求、終の棲家、⼈、家族 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 住宅計画特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 第２版コンパクト建築設計資料集成「住居」 丸善 
授業形態 講義 
注意備考 住む⼈の視点に立ち、いつまでも住み続けられる住まいづくりを考えます。日々

の暮らしの中で住宅に関する問題点を見つけてください。 
シラバスコード MTZ4312 
実務経験のある教員  
達成目標 住宅を設計する際に必要な専門知識を習得する。 
受講者へのコメント  
連絡先 27 号館 5 階 後藤研究室 内線 6753 goto@archi.ous.ac.jp 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 建築計画特論 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 様々な生活動作や様式をより深く概説し、住要求の理解をさらに深める。日本に

おける住宅計画の変遷をふまえ、⼾建独立住宅と集合住宅の住⼾と敷地利用の計
画方法を事例を中心により深く講述する。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 ガイダンス／住まうとは？を講義する。 

2 回 生活動作の内容と要素空間を知る 1 駐車、駐輪、外出、移動、就寝、休息、
収納について講義する。 
3 回 生活動作の内容と要素空間を知る２ 家事、排せつ、入浴、整容について講
義する。 
4 回 住空間のつながり 1 動線と平面計画について講義する。 



5 回 住空間のつながり 2 空間のボリュームと断面計画について講義する。 
6 回 ユニバーサルデザインと住環境設計について講義する。 
7 回 身体障がいと住環境設計について講義する。 
8 回 敷地計画について講義する。 
9 回 住宅の事例（プラン分析）について講義する。 
10 回 ⼾建て住宅の設計について講義する。 
11 回 集合住宅の設計について講義する。 
12 回 住宅の内装について講義する。 
13 回 住宅の設備設計について講義する。 
14 回 住宅の照明計画について講義する。 
15 回 住宅の設計について講義する。 

準備学習 1 回 自分にとって「住まうとは何か？」を検討すること。 
2 回 学部科目「住宅計画」の配布テキストの該当箇所を復習すること。 
3 回 学部科目「住宅計画」の配布テキストの該当箇所を復習すること。 
4 回 学部科目「住宅計画」の配布テキストの該当箇所を復習すること。 
5 回 自宅、友⼈や知⼈宅の空間構成を思い起こすこと。 
6 回 学部科目「住宅計画」の配布テキストの該当箇所を復習すること。 
7 回 学部科目「住宅計画」の配布テキストの該当箇所を復習すること。 
8 回 学部科目「住宅計画」の配布テキストの該当箇所を復習すること。 
9 回 住宅作品集等を閲覧すること。 
10 回 ⼾建住宅の設計について該当する資料を調べること。 
11 回 集合住宅の設計について該当する資料を調べること。 
12 回 特になし 
13 回 特になし 
14 回 特になし 
15 回 実際に住宅を設計してみること。 

 



年度 2012 
授業コード MTZ4512 
成績評価 試験成績（80％）、小テスト（20％）、及び学習状況により行う。 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス 建築学専攻(11〜12) 
見出し MTZ4512 建築デザイン論特論 
担当教員名 宗本 順三、平山 文則 
単位数 2 
教科書 毎回必要に応じて資料を配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 建築の設計法、参加型の設計方法、建築の場所性、近代建築、ポストモダニズム、

都市のイメージ、オウセンティシティ、環境建築 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 建築デザイン論特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 樋口忠彦「景観の構造」ケビンリンチ著「都市のイメージ」C.アレキサンダー著

「パターンランゲ-ジ」、ピーター.ロウ著「デザインの思考過程」ジョン.ラング著
「建築理論の創造」、和辻哲郎「風土」、クリスチャン.ノベルツ.シュルツの著書
等 

授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MTZ4512 
実務経験のある教員  
達成目標 以下の基礎知識の習得を目指す。1,設計問題の特徴、問題解決行為の基礎知識.2,

設計の流れ、設計主体、設計組織の基礎知識.3,参加型の設計方法.4,空間と近代建
築デザインの基礎知識.5,近代建築はなにをめざいしたか.6,建築影響を与える場
所の普遍性.7,環境問題が建築デザインに与える影響.8,⼈間の空間記憶とイメー
ジ、イメージと都市景観等の都市のイメージの基礎知識.9,保存活用における空間
のオウセンティシティ.の基礎知識等である。 

受講者へのコメント  
連絡先 27 号館 4 階宗本順三研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 受講者の評価は良い評価であり特段の所見はない。 
英文科目名  
関連科目 設計演習 2,3,4,5,建築デザイン論、近代建築史 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 現代社会における建築デザインのあり方を分析し、これを建築に取り込んでゆく

ための一般的知識を与える。まず、建築空間の成り立ちを示し、ついで、⼈間の



心理的要求、視覚的な特性、歴史環境等から生まれてくる建築空間の価値の把握
から、それら基づく空間デザインにいたる論理的な計画の原理と方法について講
述する。次に、このような⼈間的な要求に基づく具体的な建築を実現するために、
設計方法を取得する必要がある。設計法として建築計画プロセスに関する諸課題
を具体的事例を用いて解説する。まず、建築のパラダイムの把握と、次いで、新
たな 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容 1 回 イントロダクション、建築デザイン論の目的、建築の現代的課題 1(環境、

行動、デザインのパラダイムの変化と建築)、授業の進め方、 
2 回 建築の現代的課題 2（国際化、都市化、情報化） 
3 回 近代建築の特徴、近代建築デザインの基礎知識について講述する 
4 回 設計プロセス（設計の流れ、設計主体、設計組織の基礎知識について講述す
る） 
5 回 設計主体（1）（設計主体、参加、C.アレキサンダー、パターンランゲ-ジ、
コーポラティブハウス、都住創など参加型の設計方法の基礎知識について講述す
る） 
6 回 設計主体（2）（設計主体、参加、集団の創造性、L.ハルプリンの方法、設計
組織、設計チームなど参加型の設計方法の基礎知識について講述する） 
7 回 建築と場所性（建築空間にとって空間とって、場所と視覚について環境デザ
インに関連して講述する） 
8 回 近代建築と場所性（近代建築が場所や敷地の固有性とどのように対峙して
きたかを、国際建築様式との対比で説明する） 
9 回 国際様式建築からポストモダニズム建築への変遷における時代的背景 
10 回 脱構築主義（デコンストラクティビズム）建築がもたらすもの 
11 回 レイトモダニズム様式がもたらす建築デザイン 
12 回 環境主義と建築表現 1 
（環境は建築表現にどのような制約を与える野か、またそれはどのような新たな
可能性を秘めているのか） 
13 回 環境主義と建築表現 2 
（環境は建築表現にどのような制約を与えるのか、またそれはどのような新たな
可能性を秘めているのか） 
14 回 建築デザインにおけるオーセンティシティとは何かを、建築の保存再生を
事例に説明する 
15 回 都市のイメージ（⼈間の空間記憶とイメージ、イメージと都市景観等の都
市のイメージの基礎知識、景観の情景変化、景観の視覚的構造と認知の基礎知識
について講述する） 

準備学習 1 回 シラバスをよく確認し、学習過程を確認しておくこと 
2 回 建築のパラダイムの変化（建築の国際化、環境問題、設計問題、高齢化社会
等）建築の環境変化について、図書館などで調べてみること 
3 回 建築設計方法について図書館などで調べてみること 
4 回 建築設計方法について図書館などで調べてみること 
5 回 建築設計方法について図書館などで調べてみること、C.アレキサンダーの



「パターンランゲ-ジ」を読んでおくと良い 
6 回 建築設計方法について図書館などで調べてみること、 
7 回 場所の認識について、図書館などで調べてみること、和辻哲郎「風土」シュ
ルツの著書を読んでおくと良い 
8 回 様々な国の近代建築について図書館などで調べてみること 
9 回 国際様式建築について、ポストモダニズムの本を図書館などで調べてみる
こと 
10 回 脱構築主義（デコンストラクティビズム）建築についての本を図書館など
で調べてみること 
11 回 レイトモダニズム様式の建築建築について調べておくと良い 
12 回 環境を配慮した建築事例などを図書館などで調べてみること 
13 回 環境を配慮した建築事例などを図書館などで調べてみること 
14 回 建築の保存再生の事例について、図書館などで調べてみること、 
15 回 都市のイメージについて、図書館などで調べてみること、ケビンリンチ「都
市のイメージ」を読んでおくと良い 

 



年度 2012 
授業コード MTZ5312 
成績評価 授業ごとのレポート（40%）、最終提出物及びプレゼンテーション（60%） 
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 建築学専攻(11〜12) 
見出し MTZ5312 建築環境設計特論 
担当教員名 中山 哲士 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 建築環境設計特論 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MTZ5312 
実務経験のある教員  
達成目標 専門的な知識の習得とともに、問題点の分析、調査の方法、データの分析方法、

レポート及び最終報告書の作成のための手順、プレゼンテーション技術等を習得
を目指す。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 建築環境工学、建築設備、都市環境についての専門知識について、自らのテーマ

を取り上げ、調査、分析を行うことにより、専門的な知識と分析手法を習得する。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 建築環境工学、建築設備、都市環境等について、自ら考える問題点をテーマとし

て捉え、どのように分析し、解決するかを様々な角度から導いていくことになる。
そのためには、日頃から、何が問題になっているか常に意識しテーマを見つける
こと。 

 



年度 2012 
授業コード MTZ9011 
成績評価 課題によって評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 建築学専攻(11〜12) 
見出し MTZ9011 建築工学設計特別演習Ⅰ 
担当教員名 後藤 義明、松下 大輔、小林 正実、中山 哲士、弥⽥ 俊男、山崎 雅弘、

江面 嗣 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 建築工学設計特別演習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード MTZ9011 
実務経験のある教員  
達成目標 インターンシップの履修の準備段階として、意匠設計、構造設計または環境・設

備設計に関係して必要な基本的な知識と技術を習得すること。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 専攻する意匠、構造、環境・設備のそれぞれの分野において、建築における様々

な知識を工学的に統合化して設計に活用できるようになること。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 与えられた課題について、指導教員の指導を参考にして、自ら情報収集と成果の

まとめを行い、次回の演習に臨むこと 
 



年度 2012 
授業コード MTZ9012 
成績評価 課題によって評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 建築学専攻(11〜12) 
見出し MTZ9012 建築工学設計特別演習Ⅱ 
担当教員名 後藤 義明、松下 大輔、小林 正実、中山 哲士、弥⽥ 俊男、山崎 雅弘、

江面 嗣 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 建築工学設計特別演習Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード MTZ9012 
実務経験のある教員  
達成目標 インターンシップの履修の準備段階として、意匠設計、構造設計または環境・設

備設計に関係して必要な基本的な知識と技術を習得すること。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 専攻する意匠、構造、環境・設備のそれぞれの分野において、建築における様々

な知識を工学的に統合化して設計に活用できるようになること。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 与えられた課題について、指導教員の指導を参考にして、自ら情報収集と成果の

まとめを行い、次回の演習に臨むこと 
 



年度 2012 
授業コード MTZ9013 
成績評価 研修中の指導担当者の評点、および研修成果発表会の評点を総合して評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 建築学専攻(11〜12) 
見出し MTZ9013 インターンシップ 
担当教員名 後藤 義明、松下 大輔、小林 正実、中山 哲士、弥⽥ 俊男、山崎 雅弘、

江面 嗣 
単位数 4 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 インターンシップ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード MTZ9013 
実務経験のある教員  
達成目標 一級建築士試験の受験資格の要件である、「設計・工事監理に必要な知識・能⼒を

得られる実務経験」として認められる内容の研修をインターンシップとして実施
する。 

受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 インターンシップを通して実践的に建築設計の基礎知識と設計方法を修得する。 
対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 建築士の社会的役割と職能、意匠、構造、設備との関連性、建物の様々なニーズ、

建築主と使用者の要求、建築設計に必要な種々の手続きなどに関して、予備知識
を得て演習に臨むこと。 

 



年度 2012 
授業コード MTZ9021 
成績評価 課題によって評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 建築学専攻(11〜11) 
見出し MTZ9021 建築工学設計特別演習Ⅲ 
担当教員名 後藤 義明、松下 大輔、小林 正実、中山 哲士、弥⽥ 俊男、山崎 雅弘、

江面 嗣 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 建築工学設計特別演習Ⅲ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード MTZ9021 
実務経験のある教員  
達成目標 インターンシップの履修の準備段階として、意匠設計、構造設計または環境・設

備設計に関係して必要な基本的な知識と技術を習得すること。 
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 専攻する意匠、構造、環境・設備のそれぞれの分野において、建築における様々

な知識を工学的に統合化して設計に活用できるようになること。 
対象学年 2 年 
授業内容  
準備学習 与えられた課題について、指導教員の指導を参考にして、自ら情報収集と成果の

まとめを行い、次回の演習に臨むこと 
 



年度 2012 
授業コード MTZ9023 
成績評価 日々の研究活動の進め方、研究内容および修士論文（指導教員による評価：６

０％）、修士論文発表会における発表と研究内容（発表会参加教員による評価：４
０％）を総合して評価し、指導教員が合否を判定する。 

曜日時限 集中その他 
対象クラス 建築学専攻(11〜12) 
見出し MTZ9023 特別研究 
担当教員名 後藤 義明、松下 大輔、小林 正実、中山 哲士、弥⽥ 俊男、山崎 雅弘、

江面 嗣 
単位数 14 
教科書 適宜指示をする。 
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 特別研究 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示をする。 
授業形態 実験実習 
注意備考 配属された教員の指導に従って個別に行う。 
シラバスコード MTZ9023 
実務経験のある教員  
達成目標 修士論文の作成と成果発表を最終の達成目標とし、それまでの活動を通じて以下

の能⼒を身につける。 
(1)研究課題に関わる情報を分析し、内容や問題点を理解する。 
(2)問題解決に向けて情報を収集し、その内容を分析する。 
(3)研究計画を立て、自主的に実行する。 
(4)研究成果について論理的に記述し発表する。 
(5)議論を通じてより良い解を導く。 

受講者へのコメント  
連絡先 代表：学科⻑（原則は配属先指導教員） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 指導教員の下で、社会の動向・ニーズを踏まえて課題を発見する能⼒と与えられ

た条件の中で問題解決する能⼒を養うことを目的とする。また、修士論文の作成



と発表等によって、自主的に研究する能⼒、自分の考えをまとめる能⼒、プレゼ
ンテーション能⼒などを身につけることも目的とする。 

対象学年 1 年/2 年 
授業内容  
準備学習 研究指導を受ける前には、前回の研究指導の内容を参考にし、それまでの研究経

過と現状の成果をまとめて、研究指導に臨むこと。 
 



年度 2012 
授業コード PJL1111 
成績評価  
曜日時限 月曜日 1・2 時限、水曜日 1・2 時限 
対象クラス 留学生別科(〜12) 
見出し PJL1111 日本語Ⅰ（文型・文法Ａ） 
担当教員名 片山 浩子 
単位数 4 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 日本語Ⅰ（文型・文法Ａ） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード PJL1111 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Japanese I (Japanese Grammar Comprehension A) 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード PJL1112 
成績評価  
曜日時限 月曜日 1・2 時限、水曜日 1・2 時限 
対象クラス 留学生別科(〜12) 
見出し PJL1112 日本語Ⅰ（文型・文法Ｂ） 
担当教員名 片山 浩子 
単位数 4 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 日本語Ⅰ（文型・文法Ｂ） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード PJL1112 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Japanese I (Japanese Grammar Comprehension B) 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード PJL1311 
成績評価  
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 留学生別科(〜12) 
見出し PJL1311 日本語Ⅱ（聴解Ａ） 
担当教員名 片山 浩子 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 日本語Ⅱ（聴解Ａ） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード PJL1311 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Japanese II (Japanese Listening Comprehension A) 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード PJL1312 
成績評価  
曜日時限 月曜日 3・4 時限 
対象クラス 留学生別科(〜12) 
見出し PJL1312 日本語Ⅱ（聴解Ｃ） 
担当教員名 片山 浩子 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 日本語Ⅱ（聴解Ｃ） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード PJL1312 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Japanese II (Japanese Listening Comprehension C) 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード PJL2111 
成績評価  
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 留学生別科(〜12) 
見出し PJL2111 日本語Ⅵ（読解Ａ） 
担当教員名 片山 浩子 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 日本語Ⅵ（読解Ａ） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード PJL2111 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Japanese VI (Japanese Reading Comprehension A) 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード PJL2112 
成績評価  
曜日時限 火曜日 1・2 時限 
対象クラス 留学生別科(〜12) 
見出し PJL2112 日本語Ⅵ（読解Ｃ） 
担当教員名 片山 浩子 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 日本語Ⅵ（読解Ｃ） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード PJL2112 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Japanese VI (Japanese Reading Comprehension C) 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード PJL2311 
成績評価  
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 留学生別科(〜12) 
見出し PJL2311 日本語Ⅳ（漢字・語彙Ａ） 
担当教員名 片山 浩子 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 日本語Ⅳ（漢字・語彙Ａ） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード PJL2311 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Japanese IV (Japanese Kanji and Vocabulary Comprehension A) 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード PJL2312 
成績評価  
曜日時限 火曜日 3・4 時限 
対象クラス 留学生別科(〜12) 
見出し PJL2312 日本語Ⅳ（漢字・語彙Ｃ） 
担当教員名 片山 浩子 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 日本語Ⅳ（漢字・語彙Ｃ） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード PJL2312 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Japanese IV (Japanese Kanji and Vocabulary Comprehension C) 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード PJL3311 
成績評価  
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス 留学生別科(〜12) 
見出し PJL3311 日本語Ⅱ（聴解Ｂ） 
担当教員名 片山 浩子 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 日本語Ⅱ（聴解Ｂ） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード PJL3311 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Japanese II (Japanese Listening Comprehension B) 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード PJL3312 
成績評価  
曜日時限 水曜日 3・4 時限、木曜日 1・2 時限 
対象クラス 留学生別科(〜12) 
見出し PJL3312 日本語Ⅶ（試験対策Ａ） 
担当教員名 片山 浩子 
単位数 4 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 日本語Ⅶ（試験対策Ａ） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード PJL3312 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Japanese VII (Preparatory Japanese Exams A) 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード PJL3511 
成績評価  
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス 留学生別科(〜12) 
見出し PJL3511 日本語Ⅶ（試験対策Ｂ） 
担当教員名 木庭 雅保、片山 浩子 
単位数 4 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 通年 
自由記述に対する回答  
科目名 日本語Ⅶ（試験対策Ｂ） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード PJL3511 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Japanese VII (Preparatory Japanese Exams B) 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード PJL4111 
成績評価  
曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス 留学生別科(〜12) 
見出し PJL4111 日本語Ⅵ（読解Ｂ） 
担当教員名 片山 浩子 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 日本語Ⅵ（読解Ｂ） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード PJL4111 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Japanese VI (Japanese Reading Comprehension B) 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード PJL4311 
成績評価  
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス 留学生別科(〜12) 
見出し PJL4311 日本語Ⅳ（漢字・語彙Ｂ） 
担当教員名 片山 浩子 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 日本語Ⅳ（漢字・語彙Ｂ） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード PJL4311 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Japanese IV (Japanese Kanji and Vocabulary Comprehension B) 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード PJL4312 
成績評価  
曜日時限 木曜日 3・4 時限 
対象クラス 留学生別科(〜12) 
見出し PJL4312 総合学習 
担当教員名 片山 浩子 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 総合学習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード PJL4312 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Integranted Study 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード PJL5111 
成績評価  
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 留学生別科(〜12) 
見出し PJL5111 日本語Ⅴ（作文Ａ） 
担当教員名 片山 浩子 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 日本語Ⅴ（作文Ａ） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード PJL5111 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Japanese V (Japanese Essay Writing Comprehension A) 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード PJL5112 
成績評価  
曜日時限 金曜日 1・2 時限 
対象クラス 留学生別科(〜12) 
見出し PJL5112 日本語Ⅴ（作文Ｂ） 
担当教員名 片山 浩子 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 日本語Ⅴ（作文Ｂ） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード PJL5112 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Japanese V (Japanese Essay Writing Comprehension B) 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード PJL5311 
成績評価  
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 留学生別科(〜12) 
見出し PJL5311 日本語Ⅲ（会話Ａ） 
担当教員名 片山 浩子 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 日本語Ⅲ（会話Ａ） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード PJL5311 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Japanese III (Japanese Conversation Comprehension A) 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード PJL5312 
成績評価  
曜日時限 金曜日 3・4 時限 
対象クラス 留学生別科(〜12) 
見出し PJL5312 日本語Ⅲ（会話Ｂ） 
担当教員名 片山 浩子 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 日本語Ⅲ（会話Ｂ） 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード PJL5312 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Japanese III (Japanese Conversation Comprehension A) 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード PJL5512 
成績評価  
曜日時限 金曜日 5・6 時限 
対象クラス 留学生別科(〜12) 
見出し PJL5512 情報科学 
担当教員名 岩崎 彰典 
単位数 2 
教科書  
アクティブラーニング  
キーワード  
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 情報科学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード PJL5512 
実務経験のある教員  
達成目標  
受講者へのコメント  
連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Information Science 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的  
対象学年 1 年 
授業内容  
準備学習  

 



年度 2012 
授業コード fb115b1 
成績評価 2 回の小テスト（40％）、期末試験（60％） 
曜日時限 月曜日 5・6 時限 
対象クラス 理学部(〜12),工学部(〜12),総合情報学部(〜12),生物地球学部(〜12) 
見出し fb115b1 ハングルⅠ 
担当教員名 柳 枝⻘＊ 
単位数 2 
教科書 必要に応じてコピーして配付する。 
アクティブラーニング  
キーワード 基本文字（24 文字）を読む・書く。 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 特になし。 
科目名 ハングルⅠ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 「Beautiful KoreanⅠ−1 初級コース」、韓国語教育開発研究院、Beautiful 

Korean School 
授業形態 講義 
注意備考  
シラバスコード FB115B1 
実務経験のある教員  
達成目標 世界で最も合理的な文字といわれている韓国語の文字（ハングル）を学ぶ。 
受講者へのコメント 語学を学ぶということはただ言葉を覚えるだけでなく、その国の⼈々と文化を理

解することでもあります。 
韓国語との出会いをきっかけに自分以外の世界への、関心と理解を深めていけた
らいいですね。 

連絡先  
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 次の授業への参考にしていきたい。 
英文科目名 Hangul I 
関連科目 ハングルⅡ 
次回に向けての改善変更予定 教科書を使う予定。 
講義目的 韓国語の初歩を学ぶ。基本文字と簡単な日常会話を学ぶ。 
対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーション（韓国語はどんな言語？） 

2 回 １０の基本⺟音を覚える 
3 回 １４の基本子音を覚える 
4 回 書き方の練習 
5 回 読み方の練習①小テスト 



6 回 2 重⺟音の発音と書き方を覚える 
7 回 激音の発音と書き方を覚える 
8 回 濃音の発音と書き方を覚える 
9 回 文字の書き方と発音の復習 
10 回 文法の構造は日本語と瓜二つ ②小テスト 
11 回 あいさつ 
12 回 さまざまなあいさつ 
13 回 はじめまして 
14 回 自己紹介 
15 回 あいさつの復習と応用 

準備学習 1 回 シラバスよく確認し学習過程を把握しておくこと 
2 回 韓国語の文字であるハングルの仕組みを調べておくこと 
3 回 基本子音の発音と書き方を調べておくこと 
4 回 基本子音と基本⺟音の発音を調べておくこと 
5 回 子音と⺟音の発音と書き方を調べておくこと 
6 回 2 重⺟音の発音を調べておくこと 
7 回 激音の発音を調べておくこと 
8 回 濃音の発音を調べておくこと 
9 回 基本文字の発音を覚えておくこと 
10 回 韓国語の語順を調べておくこと 
11 回 ハングル文字の読み方・書き方を覚えておくこと 
12 回 あいさつとマナーを把握しておくこと 
13 回 初対面の⼈にするあいさつを考えておくこと 
14 回 自己紹介の内容をまとめておくこと 
15 回 学習した会話を暗記しておくこと 

 



年度 2012 
授業コード fsc3322 
成績評価 提出課題と小テスト 30％，定期試験 70％により成績を評価する． 
曜日時限 水曜日 3・4 時限 
対象クラス CA(11〜11),CB(11〜11) 
見出し fsc3322 エネルギーの化学 
担当教員名 柴原 隆志 
単位数 2 
教科書 エネルギー論争の盲点   天然ガスと分散化が日本を救う／石井 彰/ NHK 出版

新書 
アクティブラーニング  
キーワード 原子⼒発電，再生可能エネルギー，太陽光発電，風⼒発電，化石燃料，石炭，石

油，天然ガス 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答 エネルギー問題に関する関心が高まったことを喜んでいます． 

省エネは実行しなくてはなりません．衣服を調節してできるだけ我慢しましょ
う． 

科目名 エネルギーの化学 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書  
授業形態 講義 
注意備考 ネルギーの安定供給と CO2 削減を両立するカギを探る．エントロピーも登場す

る．国語辞書を持参すること（電子辞書可）． 
シラバスコード FSC3322 
実務経験のある教員  
達成目標 原子⼒発電，太陽光発電，風⼒発電，化石燃料，石炭，石油，天然ガスの特徴を

理解すること．エネルギー問題として，原子⼒発電・再生可能エネルギー・化石
燃料の三者の組み合わせについて深く考察すること． 

受講者へのコメント  
連絡先 22 号館 6F  柴原研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 「満足・ほぼ満足」が過半数を超え，基本的に良かったと思っています． 
英文科目名 Chemical Thermodynamics 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定 指摘された考慮すべき改善点として特に目立ったものは無かったが，プリントな

どをさらに活用したい． 
講義目的 東日本大震災以後の日本のエネルギー問題を解説する．エネルギー源として，原

子⼒発電，再生可能エネルギー（太陽光発電・風⼒発電），化石燃料（石炭・石油・
天然ガス）を比較検討し解説する． 



対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 イントロダクション．講義の進め方を説明する．教科書「第 1 章 エネルギ

ー問題はなぜ重要なのか」を解説する（1 回目）． 
2 回 教科書「第 1 章 エネルギー問題はなぜ重要なのか」を解説する（2 回目）． 
3 回 教科書「第 1 章 エネルギー問題はなぜ重要なのか」を解説する（3 回目）． 
4 回 教科書「第 2 章 技術⾰新の陰に化石燃料有り」を解説する（1 回目）． 
5 回 教科書「第 2 章 技術⾰新の陰に化石燃料有り」を解説する（2 回目）． 
6 回 教科書「第 2 章 技術⾰新の陰に化石燃料有り」を解説する（3 回目）． 
7 回 教科書「第 3 章 虚飾にまみれたエネルギー論争」を解説する（1 回目）． 
8 回 教科書「第 3 章 虚飾にまみれたエネルギー論争」を解説する（2 回目）． 
9 回 教科書「第 3 章 虚飾にまみれたエネルギー論争」を解説する（3 回目）． 
10 回 教科書「第 4 章 知られざる天然ガスの実⼒」を解説する（1 回目）． 
11 回 教科書「第 4 章 知られざる天然ガスの実⼒」を解説する（2 回目）． 
12 回 教科書「第 4 章 知られざる天然ガスの実⼒」を解説する（3 回目）． 
13 回 教科書「第 5 章 21 世紀型の省エネとエネルギー安全保障」を解説する（1
回目）． 
14 回 教科書「第 5 章 21 世紀型の省エネとエネルギー安全保障」を解説する（2
回目）． 
15 回 教科書「第 5 章 21 世紀型の省エネとエネルギー安全保障」を解説する（3
回目）． 

準備学習 1 回 教科書「第 1 章 エネルギー問題はなぜ重要なのか」を通読すること． 
2 回 教科書「第 1 章 エネルギー問題はなぜ重要なのか」を通読すること． 
3 回 教科書「第 1 章 エネルギー問題はなぜ重要なのか」を通読すること． 
4 回 教科書「第 2 章 技術⾰新の陰に化石燃料有り」を通読すること． 
5 回 教科書「第 2 章 技術⾰新の陰に化石燃料有り」を通読すること． 
6 回 教科書「第 2 章 技術⾰新の陰に化石燃料有り」を通読すること． 
7 回 教科書「第 3 章 虚飾にまみれたエネルギー論争」を通読すること． 
8 回 教科書「第 3 章 虚飾にまみれたエネルギー論争」を通読すること． 
9 回 教科書「第 3 章 虚飾にまみれたエネルギー論争」を通読すること． 
10 回 教科書「第 4 章 知られざる天然ガスの実⼒」を通読すること． 
11 回 教科書「第 4 章 知られざる天然ガスの実⼒」を通読すること． 
12 回 教科書「第 4 章 知られざる天然ガスの実⼒」を通読すること． 
13 回 教科書「第 5 章 21 世紀型の省エネとエネルギー安全保障」を通読するこ
と． 
14 回 教科書「第 5 章 21 世紀型の省エネとエネルギー安全保障」を通読するこ
と． 
15 回 教科書「第 5 章 21 世紀型の省エネとエネルギー安全保障」を通読するこ
と． 

 



年度 2012 
授業コード fsm4512 
成績評価 定期試験(100%)で評価する． 
曜日時限 木曜日 5・6 時限 
対象クラス MA(理)(08〜11),MB(理)(08〜11) 
見出し fsm4512 集合と位相 
担当教員名 難波 完爾＊ 
単位数 2 
教科書 鈴木晋一著：集合と位相への入門―ユークリッド空間の位相―（サイエンス社） 
アクティブラーニング  
キーワード 集合，写像，濃度，実数，連続関数，ユークリッド空間，距離空間，位相 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 集合と位相 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 講義中に適宜紹介する 
授業形態 講義 
注意備考 微積分と線型代数が予備知識として必要です．またこれまで学習してきた数学の

考え方が，抽象的な数学の概念の把握にどのように役立つか，振り返ってみるこ
とを薦めます．07MAMB 幾何学 III と同時開講します． 

シラバスコード FSM4512 
実務経験のある教員  
達成目標 １．現代数学の文法である集合・写像の取り扱いに慣れる．集合の濃度について

基本的なところを理解する． 
２．上限・下限、コーシ列、数列の極限に関する ε-N 論法を通して，実数の連
続性についてより深く理解する．実変数関数の連続性についての理解を深める。
これらを通して論理的な思考と抽象的な概念の取り扱いに慣れる． 
３．距離空間の概念、距離空間の間の連続写像の概念をユークリッド空間の位相
を通して理解する．距離空間の完備性・コンパクト性についてある程度親しみを
持てるようにする． 

受講者へのコメント  
連絡先 応用数学科学科⻑ 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Basic Set Theory and Topology 
関連科目  
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 現代数学における基本的な概念のひとつである「集合」「位相」について，基礎か

ら解説する．数学の学習では論理的な思考と抽象的な概念の取り扱いに慣れるこ



とが大事ですが，その際常に具体的な例を頭に置く必要があります．この講義で
は現代数学の文法である集合・写像から始めますが，微積分・線型代数から多く
の例を引用します．また，演習の問題を学生諸君が自分で解くことを期待します．
それによって⼒がつきます． 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 論理と集合 

2 回 写像の概念 
3 回 濃度 
4 回 纏めと演習（集合） 
5 回 実数と数列 
6 回 実変数の連続関数 
7 回 纏めと演習（実数と連続関数） 
8 回 ユークリッド空間の位相 
9 回 ユークリッド空間の位相と連続写像 
10 回 纏めと演習（ユークリッド空間） 
11 回 距離空間 
12 回 距離空間の位相と連続写像 
13 回 完備距離空間とコンパクト距離空間 
14 回 纏めと演習（距離空間） 
15 回 これまでの講義内容のまとめ 

準備学習 1 回 教科書の最初を読んでおくこと 
2 回 前回の講義内容をしっかり復習しておくこと 
3 回 前回の講義内容をしっかり復習しておくこと 
4 回 論理、集合、写像、濃度を復習しておくこと 
5 回 講義内容の部分を予習しておくこと 
6 回 前回の講義内容を復習しておくこと 
7 回 前回の講義内容を復習しておくこと 
8 回 ユークリッド空間について復習しておくこと 
9 回 前回の講義内容を復習しておくこと 
10 回 ユークリッド空間の位相を復習しておくこと 
11 回 距離空間を予習しておくこと 
12 回 前回の講義内容を復習しておくこと 
13 回 前回の講義内容を復習しておくこと 
14 回 距離空間について復習しておくこと 
15 回 これまでの講義内容を復習しておくこと 

 



年度 2012 
授業コード fsp3512 
成績評価 レポートの内容に基づいて評価を行う。 
曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス PB(理)(〜11) 
見出し fsp3512 電気・電子工学実験Ⅱ 
担当教員名 中川 益生、片山 敏和＊、蜷川 清隆 
単位数 2 
教科書 「電気・電子工学実験Ⅱ」の実験テキストまたはプリントを使用する。 
アクティブラーニング  
キーワード 電気工学、電子工学、電子回路、コンピュータ、医用機器 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 電気・電子工学実験Ⅱ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 木下是雄 著 「理科系の作文技術」 中公新書 
授業形態 実験実習 
注意備考 欠席した場合は、補充実験が必要となる。また、各テーマの実験が終了した翌週

にレポートを提出すること。 
シラバスコード FSP3512 
実務経験のある教員  
達成目標 (1) 実験指導書を理解し、各テーマを実験的に確認する技術を身につける。 

(2) 様々な実験装置の操作方法を習得する。 
(3) 電子デバイスや電気・電子回路の仕組みを実験を通して体得する。 
(4) マイクロコンピュータの動作とプログラミングを理解する。 
(5) 実験報告書の書き方を体得する。 

受講者へのコメント  
連絡先 中川益生研究室 ２号館 2 階 masuo@dap.ous.ac.jpPhone: 086-256-9450 

蜷川研究室 1 号館 3 階 ninagawa@dap.ous.ac.jpPhone: 086-256-9468 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Experiments in Electricity and Electrical Engineering II 
関連科目 電気・電子工学実験Ⅰ 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 医用電子機器の基礎となる電気・電子工学の実験を行う。医用機器に用いられる

電子回路の動作原理や特性、コンピュータ制御の電子回路を理解し体得すること
を目的とする。実験機器の操作方法を知り、物理学・電子工学の知識を実践的応
用に活用できる能⼒を身につけることを目的とする。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 



授業内容 1 回  オリエンテーション(下記の 1-12 の実験テーマについて説明する) 
2 回  1. 電磁誘導と地磁気 (担当：蜷川) 
3 回  2. フリップフロップ (担当：蜷川) 
4 回  3. フーリエ級数Ⅰ (担当：蜷川) 
5 回  4. フーリエ級数Ⅱ (担当：蜷川) 
6 回  5. 交流回路の基礎特性 (担当：片山) 
7 回  6. オペアンプの周波数特性 (担当：片山) 
8 回  7. マルチパイブレータの基礎 (担当：片山) 
9 回  8. 溶液の電気伝導率 (担当：片山) 
10 回  9. 光デバイス (担当：中川益) 
11 回  10. Microcomputer による計測・制御 (担当：中川益) 
12 回  11. ＡＤ／ＤＡ変換 (担当：中川益) 
13 回  12. 管内の流れとレイノルズ数 (担当：中川益) 
14 回  補充実験・レポート作成指導・問題演習 
15 回  補充実験・レポート作成指導・問題演習 

準備学習 1 回  電気電子工学実験Ⅰの内容を復習しておくこと 
2 回  テキストの実験１の内容をよく確認して実験方法を把握し、予習事項を
学習しておくこと 
3 回  テキストの実験２の内容をよく確認して実験方法を把握し、予習事項を
学習しておくこと 
4 回 テキストの実験３の内容をよく確認して実験方法を把握し、予習事項を学
習しておくこと 
5 回 テキストの実験４の内容をよく確認して実験方法を把握し、予習事項を学
習しておくこと 
6 回 テキストの実験５の内容をよく確認して実験方法を把握し、予習事項を学
習しておくこと 
7 回 テキストの実験６の内容をよく確認して実験方法を把握し、予習事項を学
習しておくこと 
8 回 テキストの実験７の内容をよく確認して実験方法を把握し、予習事項を学
習しておくこと 
9 回 テキストの実験８の内容をよく確認して実験方法を把握し、予習事項を学
習しておくこと 
10 回 テキストの実験９の内容をよく確認して実験方法を把握し、予習事項を学
習しておくこと 
11 回 テキストの実験１０の内容をよく確認して実験方法を把握し、予習事項を
学習しておくこと 
12 回 テキストの実験１１の内容をよく確認して実験方法を把握し、予習事項を
学習しておくこと 
13 回 テキストの実験１２の内容をよく確認して実験方法を把握し、予習事項を
学習しておくこと 
14 回  これまでの実験１〜６の内容をよく復習して、各演習問題を学習してお
くこと 



15 回  これまでの実験７〜１２の内容をよく復習して、各演習問題を学習して
おくこと 

 



年度 2012 
授業コード fss1721 
成績評価 １テーマ平均３回の授業時間を割り当てる。１回は実験前の面接で知識や方法を

確かにし、２、３回では面接で得た知識をもとに関係の実験を有効に行う。面接
と実験態度、レポート提出の総合点。 

曜日時限 月曜日 7・8 時限 
対象クラス SA(07〜10),SB(07〜10) 
見出し fss1721 エネルギー環境科学実験 
担当教員名 若村 国夫、財部 健一 
単位数 2 
教科書 プリントを配布する 
アクティブラーニング  
キーワード 太陽電池、太陽エネルギー、熱電素子、光、熱機関、電子状態 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 エネルギー環境科学実験 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 基礎物理学 I,II の教科書 
授業形態 実験実習 
注意備考 実験を行ったら早めにレポートにまとめることが肝要である。 
シラバスコード FSS1721 
実務経験のある教員  
達成目標 物質の性質と自然エネルギーの結びつき、自然エネルギーの不規則さ、自然エネ

ルギーの大きさを理解する。 
受講者へのコメント  
連絡先 若村研究室 ７号館１階（電：０８６−２５６−９４０４） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名 Experiments Energy and Environmental Science 
関連科目 基礎物理学 I,II 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 実験しながら知る面白さを体験する。具体的には、この実験を通して、自然現象

の気まぐれさ、自然エネルギーによる発電量の小ささ、物質の性質の有用ささな
どを体験・認識する。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  はじめに 

2 回  下記のテーマより４つをあてがう。 
3 回  ・測定基礎技術（全員） 
4 回  ・熱と電気の間のエネルギー変換１（熱電素子の実験①) 



5 回 ・熱と電気の間のエネルギー変換２（熱電素子の実験②) 
6 回  ・光から電気へのエネルギー変換（太陽電池の性質） 
7 回  ・光の性質１ 
8 回  ・光の性質２ 
9 回  ・風⼒の実験 

準備学習 1 回  エネルギーへの関心を持つ 
2 回  基礎物理学のエネルギーの項の復習 
3 回  簡単な計算法の復習 
4 回  基礎物理学の関係する分野の復習 
5 回  基礎物理学の関係する分野の復習 
6 回  基礎物理学の関係する分野の復習 
7 回  基礎物理学の関係する分野の復習 
8 回  基礎物理学の関係する分野の復習 
9 回  基礎物理学の関係する分野の復習 

 



年度 2012 
授業コード fss3732 
成績評価 課題発表(40%)、論文の出来具合(60%)により評価する。筆記試験は行わない。 
曜日時限 水曜日 7・8 時限 
対象クラス SA(10〜10),SB(10〜10) 
見出し fss3732 現代教育探求ゼミナール 
担当教員名 曽我 雅比児、中島 弘徳 
単位数 2 
教科書 必要な資料は用意します。 
アクティブラーニング  
キーワード 教育学、教育臨床心理学、文献研究 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 現代教育探求ゼミナール 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指示する。 
授業形態 講義 
注意備考 ４年生の卒業研究を現代教育学研究室（曽我、中島）で行いたい⼈は必ず受講す

ること。 
シラバスコード FSS3732 
実務経験のある教員  
達成目標 ・教育学と教育臨床心理学の基礎概念を理解する。 

・文献調査の技法を習得する。 
・論文作成の技法を習得する。 
・自⼒で調査論文を作成する。 

受講者へのコメント 卒業研究へもこの調子で取り組んでください。 
連絡先 14 号館 曽我研究室（４階）、中島研究室（３階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 現代教育への興味を引き出せたという評価と理解しています。 
英文科目名 Seminar on Basic Skills for Resarch(Modern Education) 
関連科目 「教育基礎論」、「学習・発達論」 
次回に向けての改善変更予定 特にありません。 
講義目的 教育学と教育臨床心理学の基本的文献を取り上げ受講生全員で輪講していく。こ

れを通して、教育学と教育臨床心理学に関する卒業研究の基礎的知識と技法を習
得させる。さらに、受講生は各自でテーマを決め、自ら調査を行い、レポートを
作成することが求められる。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーションをする。 

2 回  教育学の文献を輪講する。 



3 回  教育レポートの課題を設定する。 
4 回  教育学の文献を輪講する。 
5 回  教育レポート課題テーマの発表をする。 
6 回  教育学の文献を輪講する。 
7 回  教育レポート課題の中間発表をする。 
8 回  教育レポート課題を作成し、発表する。 
9 回  教育臨床心理学輪講（１） 
10 回  教育臨床心理レポート課題設定 
11 回  教育臨床心理学輪講（２） 
12 回  教育臨床心理レポート課題発表（１） 
13 回  教育臨床心理学輪講（３） 
14 回  教育臨床心理レポート課題発表（２） 
15 回  教育臨床心理レポート課題発表（３） 

準備学習 1 回 教育に関する問題意識を洗い出しておくこと。 
2 回  図書館等で文献を調べること。 
3 回  図書館等で文献を調べ、自らの研究課題を選定すること。 
4 回  各自の研究課題について図書館等で文献研究をすること。 
5 回  各自の研究課題について図書館等で文献研究をすること。 
6 回  各自の研究課題について図書館等で文献研究をすること。 
7 回  各自の研究課題について図書館等で文献研究をすること。 
8 回  各自の研究課題について小論文を作成すること。 
9 回  図書館等で文献を調べておくこと。 
10 回  図書館等で文献を調べ、自らの研究課題を選定しておくこと。 
11 回  各自の研究課題について図書館等で文献研究を進めておくこと。 
12 回  各自の研究課題について図書館等で文献研究を進めておくこと。 
13 回  各自の研究課題について図書館等で文献研究をまとめておくこと。 
14 回  各自の研究課題について図書館等で文献研究を整理しておくこと。 
15 回  各自の研究課題について図書館等で文献研究を仕上げておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード fss41a2 
成績評価 演習時に割り当てられた解答内容と試験の成績 
曜日時限 木曜日 1・2 時限 
対象クラス SA(10〜11),SB(10〜11) 
見出し fss41a2 教職のための理科Ⅰ 
担当教員名 若村 国夫 
単位数 2 
教科書 プリント配布 
アクティブラーニング  
キーワード ⼒、仕事、エネルギー、運動、熱、波 
開講学期 後期 
自由記述に対する回答  
科目名 教職のための理科Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 改訂版高等学校・物理 I（数研出版）、教員採用試験中学校理科（一ツ橋書店） 
授業形態 講義 
注意備考 ⼒学を中心とする高校物理 I の内容を確実に理解するぞと云う姿勢および演習で

行うすべての問題を自分で解く努⼒が必要。 
シラバスコード FSS41A2 
実務経験のある教員  
達成目標 中学理科教員採用試験物理分野（⼒学が中心）の問題が解けるようになること 
受講者へのコメント 昨年は欠席や遅刻が多く、演習を十分体験してもらない受講者が多く出たので、

今年は考えます。受講して良かったと思われる方式にしたいと思います。 
連絡先 ７号館１階研究室（電話：０８６−２５６−９４０４） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 基礎物理学、⼒学、基礎数学 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 中学理科教員採用試験に出題される物理分野の内容を十分理解し、問題を解くた

めの考え方、解法の手順、計算間違えの少ない計算手順などを学び、身につける。
このことにより、教員採用試験に合格し教壇に立った場合に、必要な知識や生徒
への分かり易い説明の仕方なども身につけられる。授業時間数の関係で、最も多
く出題される⼒学と関係分野に的を絞る。 

対象学年 2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回 どのような形態で講義を行うかを説明し、必要なプリントの配布、次回の予

定を割り当てる。 
2 回 中学理科教員採用試験に出題される物理分野・⼒学・運動の表し方・の知識



の復習と解法、次回解答問題の割り当て① 
3 回 ⼒学・運動の表し方・の知識の復習と問題の解法および次回解答問題の割り
当て② 
4 回 ⼒学・運動の表し方・の知識の復習と問題の解法および次回解答問題の割り
当て③ 
5 回 ⼒学・運動の法則・の知識の復習と問題の解法および次回解答問題の割り当
て① 
6 回 ⼒学・運動の法則・の知識の復習と問題の解法および次回解答問題の割り当
て② 
7 回 ⼒学・運動の法則・の知識の復習と問題の解法および次回解答問題の割り当
て③ 
8 回 ⼒学・運動の法則・の知識の復習と問題の解法および次回解答問題の割り当
て④ 
9 回 ⼒学・仕事とエネルギー・の知識の復習と問題の解法および次回解答問題の
割り当て① 
10 回 ⼒学・仕事とエネルギー・の知識の復習と問題の解法および次回解答問題
の割り当て② 
11 回 ⼒学・仕事とエネルギー・の知識の復習と問題の解法および次回解答問題
の割り当て③ 
12 回 熱とエネルギー・の知識の復習と問題の解法および次回解答問題の割り当
て① 
13 回 熱とエネルギー・の知識の復習と問題の解法および次回解答問題の割り当
て② 
14 回 波動、その他物理分野に関する知識の復習と試験に関する質問の受付 
15 回 試験 

準備学習 1 回 特になし 
2 回 分数やその加減乗除、ベクトルの加減、微分積分の意味などを復習する 
3 回 第 2 回の授業内容の復習 
4 回 第 3 回の授業内容の復習 
5 回 第 4 回の授業内容の復習 
6 回 第 5 回の授業内容の復習 
7 回 第 6 回の授業内容の復習 
8 回 第 7 回の授業内容の復習 
9 回 第 8 回の授業内容の復習 
10 回 第 9 回の授業内容の復習 
11 回 第 10 回の授業内容の復習 
12 回 第 11 回の授業内容の復習 
13 回 第 12 回の授業内容の復習 
14 回 第 13 回の授業内容の復習 
15 回 これまでの授業内容の復習 

 



年度 2012 
授業コード fss9021 
成績評価 実践活動とそのレポートの内容（50%）、発表会（20%）、最終試験（30%）によ

って評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス SA(10〜10),SB(10〜10) 
見出し fss9021 授業実践演習Ⅰ 
担当教員名 山崎 正之、小林 祥一、山口 一裕、伊代野 淳、森 嘉久、山崎 重雄、齋

藤 達昭 
単位数 1 
教科書 プリントを配布する。 
アクティブラーニング  
キーワード 理科 数学 授業補助 実験補助 学習支援 

教職 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 「理大の先生の進め方が遅いと感じることがあり、計画をたててほしいと思っ

た。」 
学期のはじめのことだと思います。初めて実施した学期であったこともあり、
色々不手際がありました。分担計画をたてるところがもっとも大変なところで
す。経験をいかして、できるだけ手際よくやりたいと思っています。 
「実験補助についてですが、土曜日は補講が多くて、すべての実験に出席するの
が難しいです。」 
確かに補講とぶつかることが多いですね。講義の補講の方を優先して、実験補助
を別の日に実施するようにうまく調整して頂けますでしょうか。 

科目名 授業実践演習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 適宜指導する。 
授業形態 演習 
注意備考 理数系教員コースの学生は必ず授業実践演習Ⅰか授業実践演習Ⅱを受講するこ

と。 
総合理学コースの学生は受講できませんので，注意してください。 

シラバスコード FSS9021 
実務経験のある教員  
達成目標 教師に必要な知識と技術を身につけること 

コミュニケーション能⼒を身につけること 
中学校や高校での授業や実験に必要な知識と技術を身につけうこと 

受講者へのコメント 特になし。 
連絡先 山崎正之（20 号館 5 階） 

小林祥一（7 号館 6 階） 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 



各項目評価に対する所見 「この授業の目標を達成できた」とした⼈が回答者１７名中８名で半分に達しな
かったし、「授業に対する教員の意欲が感じられましたか」は感じられたと少し
感じられたを足してやっと８名であった。各回の活動に対するフォローが足りな
かったと思います。 

英文科目名  
関連科目 教職基礎演習、教職の関連する基礎科目と実験科目（理科） 
次回に向けての改善変更予定 後期では、毎回のレポートを実施後３日以内に提出という形に変えました。まだ

そのフォローは不十分ですが、活用していきたいと思います。 
講義目的 将来教職を目指す学生に中学校や高校の授業での実践的な体験活躍の機会を与

える授業である。授業や実験の補助や放課後の学習支援を通して教師に必要な知
識と技術を身につけることができる。 
現場を多く経験することによりスムースに 4 年時に実施される教育実習が行え
るようにする。 
授業体験などによって得られた知識や感想を発表する情報交換会を行う。 

対象学年 3 年/4 年 
授業内容 1 回 オリエンテーションをする。 担当科目の決定 数学と理科 

2 回 付属中学校および高校等で授業補助・実験補助，授業実践・実験実践をす
る。 
3 回 付属中学校および高校等での授業補助・実験補助，授業実践・実験実践 
4 回 付属中学校および高校等での授業補助・実験補助，授業実践・実験実践 
5 回 付属中学校および高校等で授業補助・実験補助，授業実践・実験実践をす
る。 
6 回 付属中学校および高校等で授業補助・実験補助，授業実践・実験実践をす
る。 
7 回 活動内容を発表する。 
8 回 まとめ 実践活動の報告書を作成する。 

準備学習 オリエンテーションには必ず出席すること。 
授業補助・実験補助などの活動前には事前打ち合わせを行うので参加者は必ず出
席すること。授業内容について事前に教科書や参考書を読み，簡単な授業計画案
を作成すること。 
活動終了後は必ず報告書を作成すること。 

 



年度 2012 
授業コード ftr35f1 
成績評価 各班に分かれて製作した振動モータを用いた移動ロボットを用いたロボットコ

ンテストを行い、その順位によって評価（１００％）、もしくは、最後に製作ロボ
ットについてのプレゼンテーションを行い、その内容を評価（１００％）する。
最終成績は 2 回の競技もしくはプレゼンテーションでの評価のうち、得点の高い
方とする。 

曜日時限 水曜日 5・6 時限 
対象クラス RA(07〜12),RB(07〜12) 
見出し ftr35f1 ロボットものづくり体験演習 
担当教員名 赤木 徹也、荒木 圭典、久野 弘明 
単位数 2 
教科書 教員による配布資料 
アクティブラーニング  
キーワード ものづくり、メカトロニクス、導入教育、マイクロコンピュータ、振動モータ 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答 ・少し冷房が入りすぎで寒かった 

（回答） 
冷房の効き過ぎは、エコではありませんので、今後は気をつけたいと思います。 

科目名 ロボットものづくり体験演習 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 なし（教員の指示に従うこと。） 
授業形態 演習 
注意備考 【注意事項】第１回目の講義は、一泊研修時にプロジェクトコースの学生と共同

で開催し、内容説明と班分けを行う。 
シラバスコード FTR35F1 
実務経験のある教員  
達成目標 機械系、電気・電子系、情報系を融合したメカトロニクス系のものづくりとして

振動モータを用いた移動ロボットを設計・製作し、工学の最終目的である「もの
づくり」に興味を持たせ、今後本科で教授する講義内容についての関連性につい
て学ぶ。また、この講義を通じて得られる具体的な達成目標は以下の通りであ
る。・ロボットの調整など機器を製作する場合、ハードウエアとソフトウエアの
両面から調整することの重要性を理解する。・マイクロコンピュータのＩ/Ｏやタ
イマー機能を、マニュアルを見ながら設定できる。 

受講者へのコメント この講義は、大学に入って最初のものづくり教育の一つで、仲間づくりを行う重
要な講義です。協⼒することの大切さにについても理解して頂ければと願いま
す。 

連絡先 20 号館 5 階赤木研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見 【A：授業の取り組みに関して】 



１）出席に関して・・・概ね良好であり，良かったと思います． 
２）授業時間外での学習に関して・・１時間以下の方が大半でしたが，実際は休
憩時間中にロボットを作成している方が多数だったので，実際の勉強時間は多い
と思います． 
３）時間外学習の内容に関して・・・主に宿題や課題の方が大半ですが，資料等
を知らべた方もおられることに少しほっとしています． 
【B：授業による成⻑に関して】 
この分野における理解・技能・興味が深まった方が大半であることに非常に喜ん
でいます．また少数ですがコミュニ 

英文科目名 Exercise and Creative Design of Robot 
関連科目 本科目と同時に「機械製図Ⅰ」を受講する必要がある。また、「コンピュータリテ

ラシー」、「電気電子回路Ⅰ」を受講するのが望ましい。 
次回に向けての改善変更予定 機器の整備や，実習室の掃除など実習環境の改善について検討したい. 
講義目的 本講義は大学教育の初年度において、機械系、電気・電子系、情報系を融合した

メカトロニクス系のものづくりを体験し、導入教育として、工学の最終目的であ
る「ものづくり」に対して興味を持たせることと、今後の本学科の講義内容に対
して修学意欲を起こさせることを目的とし，1 つの動くロボットの製作を通じて
ハード面とソフト面の両面からの調整することの重要さについて学習すること
を目的とする。また、グループで打合せをしながら 1 つのものを設計し製作する
ことを通じてコミュニケーション能⼒の育成と、共同作業や作業の効率化のため
の分担作 

対象学年 1 年/2 年/3 年/4 年 
授業内容 1 回  オリエンテーション・グループ分けについて解説する。 

2 回  マイクロコンピュータの製作について解説する。 
3 回  ライターボードの製作について解説する。 
4 回  モータ駆動回路製作について解説する。 
5 回  モータ駆動回路製作と動作確認について解説する。 
6 回  ロボット筐体設計について解説する。 
7 回  ロボット筐体製作について解説する。 
8 回  ロボットの組立について解説する。 
9 回  制御プログラム製作について解説する。 
10 回  ロボットの改良と制御プログラム製作について解説する。 
11 回  性能実験とロボットの改良について解説する。 
12 回  性能実験と制御プログラム改良について解説する。 
13 回  ロボットコンテスト（直線競技）を実施する。 
14 回  ロボットコンテスト（回転競技）を実施する。 
15 回  ロボットコンテスト（自由演技）とプレゼンテーションを実施する。 

準備学習 1 回  シラバスをよく確認し学習やロボット製作の過程を把握しておくこと。 
2 回  半⽥ごての使い方を図書館やインターネットにより調べてみておくこと。 
3 回  シリアル通信や D-Sub ピンなどのコネクタのピン配置を図書館やインタ
ーネットにより調べてみておくこと。 
4 回  トランジスタの役割などを図書館やインターネットにより調べてみてお



くこと。 
5 回  I/O ポート、タイマーなどの用語と役割を図書館やインターネットによ
り調べてみておくこと。 
6 回  機械製図Ⅰで習ったＣＡＤの使用方法についてよく復習しておくととも
に、製作したいロボットのイメージを手書きまたはＣＡＤを使って事前に描いて
おくこと。 
7 回  設計したロボットのＣＡＤ図面を印刷しておくとともに、構造的に弱い
と思われるところをチェックしておくこと。 
8 回  レイヤー分けされたＣＡＤ部品図の組立て手順について確認しておくこ
と。 
9 回  Ｃ言語のプログラムについて図書館やインターネットにより調べておく
とともに、BIT や BYTE などの用語の意味や，2 進数についても調べてみておく
こと。 
10 回  重心の意味や超音波モータの構造や動作原理について図書館やインター
ネットにより調べてみておくこと。 
11 回  第 10 回目の講義で動作を確認したロボットの重心の位置やモータ配置な
どを変えた走行実験を行うために必要な実験計画について、グループ内で話し合
っておくこと。 
12 回  シーケンスや PWM 駆動などについて図書館やインターネットについて
調べてみておくこと。 
13 回  20cm の距離を直進するようなロボットの振動モータの配置や、プログラ
ムについて第 10 回〜12 回目の講義での経験を生かして構造（ハード）面やソフ
ト（プログラム）面から調整しておくこと。 
14 回  第 13 回目の競技で使用したロボットのモータ配置を変えず、ソフト（プ
ログラム）のみを変更してロボットが回転動作をするように調整しておくこと。 
15 回  第 13 回と 14 回目の講義でのロボット調整の経験を生かし、モータ配置
やプログラムの変更などハードとソフト面での調整を行い、ロボットに 3 分間程
度のパフォーマンスをするように調整しておくこと。また、その際に説明する原
稿を用意しておくこと。 

 



年度 2012 
授業コード msc9021 
成績評価 平常点（50%）および発表会参加教員の評価（50%）で評価する。 
曜日時限 集中その他 
対象クラス 化学専攻(12〜12) 
見出し msc9021 コンプリヘンシブ演習Ⅰ 
担当教員名 山⽥ 真路、岩永 哲夫、草野 圭弘＊、⻄原 康師＊、橘高 茂治、善木 道

雄、林 
単位数 2 
教科書 指導教員から指示する。 
アクティブラーニング  
キーワード 研究計画・実施，文献検索，英文講読，プレゼンテーション 
開講学期 前期 
自由記述に対する回答  
科目名 コンプリヘンシブ演習Ⅰ 
課題に対するフィードバック  
授業の運営方針  
参考書 指導教員から指示する。 
授業形態 演習 
注意備考  
シラバスコード MSC9021 
実務経験のある教員  
達成目標 与えられた研究テーマの内容と意義を正しく理解し，研究の計画・実施・成果の

報告などができること。 
受講者へのコメント  
連絡先 化学専攻教員の各研究室 
合理的配慮が必要な学生への
対応 

 

各項目評価に対する所見  
英文科目名  
関連科目 「特別研究」および化学専攻で開講の各講義科目 
次回に向けての改善変更予定  
講義目的 指導教員の下でセミナーまたは外書講読による専門分野の基礎学習と，その内容

を自ら他分野の教員にも理解させる発表ができるようにすることを目的とする。 
対象学年 1 年 
授業内容 1 回 履修方法を説明する。 

2 回 専門分野の基本的知識を得るためのセミナーの準備をする。 
3 回 専門分野の基本的知識を得るためのセミナーをする。 
4 回 専門分野の基本的知識を得るための外書講読（文献資料）をする。 
5 回 専門分野の基本的知識を得るための外書講読（文献資料）をする。 
6 回 専門分野の基本的知識を得るための外書講読（文献資料）をする。 



7 回 専門分野の基本的知識を得るための外書講読（文献資料）をする。 
8 回 専門分野の基本的知識を得るための外書講読（文献資料）をする。 
9 回 専門分野の基本的知識を得るための外書講読（文献資料）をする。 
10 回 専門分野の基本的知識を得るための外書講読（文献資料）をする。 
11 回 学習内容のまとめと発表準備（４，５月のまとめ）をする。 
12 回 学習内容のまとめと発表準備（６月のまとめ）をする。 
13 回 学習内容のまとめと発表準備（７月のまとめ）をする。 
14 回 他専攻および他大学院教員（学外有識者）と発表会をする。 
15 回 発表会の事後評価をする。 

準備学習 1 回 シラバスをよく読んでおくこと。 
2 回 各自の研究テーマに関連する文献を常に読むこと。 
3 回 各自の研究テーマに関連する文献を常に読むこと。 
4 回 各自の研究テーマに関連する文献を常に読むこと。 
5 回 各自の研究テーマに関連する文献を常に読むこと。 
6 回 各自の研究テーマに関連する文献を常に読むこと。 
7 回 各自の研究テーマに関連する文献を常に読むこと。 
8 回 各自の研究テーマに関連する文献を常に読むこと。 
9 回 各自の研究テーマに関連する文献を常に読むこと。 
10 回 各自の研究テーマに関連する文献を常に読むこと。 
11 回 各自の研究テーマに関連する文献を常に読むこと。 
12 回 各自の研究テーマに関連する文献を常に読むこと。 
13 回 各自の研究テーマに関連する文献を常に読むこと。 
14 回 各自の研究結果を整理すること，または関連分野の論文を読んでまとめる
こと。 
15 回 発表会の総括をすること。 

 


